瀬 川化險 事務所 

H. Se 接 awa. Insurance Broker, 
303 のれ h Ave., 

Tei. Franklin 4900 , なを. 巧を 


巧 旧廟事 株式 會祖 紐 宵 支店 
Uchida Trad おぎ Co.. Ltd. 
291 な roadwsiy ， 

Tel. Worth 1576 


海 军監餐 事務所 
おが nese flava! Inspsetor's 臟が 
1 賴 adisim わ も 
Tei. ishiand 2030 


Paui K. M. Thomas 

Advertising Counsel 

1628 Sun Suildlng 巧 OgmauSi. 
Tel. お skm が 削 巧 


s 共 巧 ま會社 巧 ま 貿易 株式 會社 
代理 巧 

鳥 峰巧會 
Takamine Corporation 

120 Br 叫 dway, Sew York G か 
TeleT>h<me 技 e が or 7885 


兰 ザ 物產 株式 會社 

紐 W 支店 

Mitsui & Co., 

65 技 roadway 
Tel, Bowling Green 7520 


大倉總 育ま 店 

Okura & Co ., 

呂〇 Church St., 

Tel. Cortland 2292 - 93-94 


H 本を 糸 悚式會 社 

房 旧商會 

巧 ま會社 岩 ザ 商店 ^ 

神 巧 鈴 木 商店 

が 育ま 店 

な 育を 巧 

が 靑す巧 

が 育ま 店 

曲 oiimura む3; & む ., Agents 

Takata & Co ., 

I が; i ミ & Co -， 

Siizuld & Co .， Ltcl 。 （ iiobe ) 

44 に 23 rd St., 

150 Broadway , New York City 

Woo!wort:h Buildm も 

220 技 roadw が， 

Tei. Ashland 7112 

Te!. Rector 1621 

Tel. Whitehall 6 白 童 0 

Tei. C 扫パ lamJt よん 岂す 


曰 本 綿 を 株 ホ 向 社が 育まな 

吉袭 商事 會社 

鐵 道を 事務所 

原を を會酌 

Japan Co い on Trading Co., Ltd., 
CoUnn Dept, 

Mitsubishi Sh りが . Kaisha 

japan が e Gov が fime が お けが 

1 巧 adison む e , なわ 

紐 育を 巧 

60 Braver S そ ., 

下 a し . 巨 o 化 | り《〇 の 90 

(Mitsubishi Co., し t も） 

~~ 貼 為 官事 稱巧 

Hara & Co .， 

Silk Dept. 

(20 Rroo iv .y 

j 啡 jm ぉ hiKinc は i SlUche 

443 Fourth Ave ‘， 

25 Madison Av«., 

T ♦ し M*d. Sq. お拓 

Tel. Hector 3 が 0 - 如 64 

120 Sroadway む iy 

おし Caledonia 7830-35 
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''ぶ ik . と 億 一一; 千 九' だ' 力圓 じて 大 I 
. i 一正 J ニ ザ 度 ょら 二 す 四 ピ方圓 の！ 
東京 特電 二：！！ 獲：：：： 十一. 一巧 下甸 を， I .でぁる。 

のを 巧賓為 左の 如 t 。 71 ^ 

'非 超 位モ呀 .を 離 界無掌 越年 I 

二 六、 一 〇〇 I 一み 京 特電 一 H 發ぃ洁 埋巧银 巧 i 
昭节寸 ん粒圓 にあき も 妨資率 反： 
祭 「そを 题巿 魔は 巧 穩撫晕 i 越 I 

私た。 ... j 

資お 通報 員 設置 

素 京 特電 一 日暖 == 農 檐務省 じ 
v /. は 南 巧， 印度、 ぺ八 シア、 バ 


か/カ シ .『靖 米-. '杂 太- 综挪" 
化歐 等-:. _11 を 宛の 農 廟雖囑 巧 
辑； 易 通報 3 > 設帯 一-ずる も」- がを： 
した。 



も 巧. 度 移； r . 議識， 

，.東京 特 .量； い ，.をい' V 止....': 二を 
をち 把 縷 救は 巧，：' 一' V ':-'; た'- 广 て 前 
をの 約 一二 巧-し 當れ るが ぶは か 巧 
.の 南术 移に 獎腳に 基因して なる 
义 向が 方 お、 メキシコ、 比島 等 
もげ 景暴 ぃ+ るが 右は 例れ も勞慟 
纔 賞が 化の 巧 因 である。 


.歲隶 の自銀 帳が. ： 

寮京特靈一.二《發=が；=の白銀= 
曝麗 じ 娘 れ ば^^^煥综陵わ高十な ， 
霞 凡 モ函話 ぶ圓 9 ぁ 貨擊離 离卡 
憶 五 千 化 rt ' 万圓 ，觸殿 碑 發巧お 
億 一千 五な 巧圖 、貸 お 高む 億ぶ 
モニ 豆 ぷ圖 でぁる。 耐し て發行 .1 
高は 本 U 中に おら じ曾迦 すべ き j 
も 發巧も 贷單高 も 昨 辱ぶな 上に _一_ 


衆 大陸 U お 西 . I 

洋 大陸で をる. 

て パみ ボアが ザタ H y が 

一-?' A め ホ 浩蕩た 巧 お 半洋の 波濤 
をん だげ 葡觀ず 人は マラ ッ 
ずる it 主ク て、 時を 尚 
お對の あおから 太 半が じ 
c |/ て緣 た。 邵ち 十六 世紀め 前 
.バ 入は 世界の 
突き 遲ん だので あを。 ン 
! ロ ツバ 人 即も航 
が爲 めに 遂に 化の 慶 
る じを つた。 一 五 二 
.年 マゼランが アメ 9 ろから 太 
洋 を橫顿 つて アジアに 碟 つじ 
が おれで、 支が 交明の 數千牟 
_成後3 葡萄すの水をが初めてま 



を 鳴. へ. てゐ &- 


生糸 春 高見 趨 

■室を 特電-百 整 rh を もみ 賴と 
馨壽 y 遵賦 態で ある。. 


パ むい -若 巧 邸 も輩浑 を— する； じ 
賴は iH -雪 iV で 

; 一^ 科 I な るら の. も. 罐 なし じ。. 

0 .爾後 闽 曲がの 間、 化づ巧 班ず 
- ご菊錢 ず、 がいで 巧班才 が擊獨 
ザ？ ホぃで か， 蘭、. 英吉利？ 亞ホ 
利' 觸 といん 順 巧を なて、 ョ； 口 

藝む规 あ も. P ッバは 急速 ほを おて お ホが じ發 
ホ •ブ言 T " U ブ歹づ .一、.'' ,1 見を 積ち をの 岸に 殖找 したが 
褒京 特電 二目 獲： = H 學踐 をれ たも 太伞 浮は 尚 ほな 圏され 
ザ オ お挪 ホは 病氣 じて 逝去 し 一に 1 た褲でなかつた/ 基 ふのは 太 

脖 山 じ 返 去 命令/^ ゃ 浮の 殖 ち£ ミ* して 東 ミ 

羣鬟電 音 發=叢國^^ 山 I ァ パい^； ^2? の%、^ い 
傑.‘ 對し モス ni ら退を 命 I ごを 顧み-^ 洋 ，'な f ;;! 
で。 一面し な かづ じからで をる。 詰ら- 

す， . 111 dr I 十九 化 紀のホ じ 至る も 太 巧 巧は 

•東 朝の ホ 遇 蒙 入 j 太画洋 のかく、 單 巧」 ミミ 

窠京 特電 1 1 H 發 h お 一が 朝 H 新. 

聞は 教を 崖橋瞄 あに 一/中. 巧の 迦 

所を 購入し 八 階 建の# 尾を 新 黛 

する を £ なつね。 / 


をれ でも ォセアニアの 諸島 か殆 
んでア 、ク 力と ニユ！ ジ！ ラン 

ド どの 中閱を 網み 上げて ゐ る， 
直經 じがて お 千啤巧 至と 千观、 
航路の 延良 じして 太 西が の 一二 千 
吨 から 五 千嗤じ 殺べ て化モ 置な 
唯から と 千哩 である。 太阳 がに 
比して ホ. 常な 廣 さで あるが， 現 
化め 船足を や约 十四 海哩 空し、 
おし 之を 二十 海 哩じ增 加す る J 
がお來 るなら ば、 太平 巧の 廣表 
は 今日の 化乂 西洋 だけ £ なら、 
•一, 文明の 巧が 地 どして 過大で な 
いこ ピ なる が、 二 卡海哩 ミす る 
のはみ してす 巧 館で ない。 

然 らば 化の 乂圓 水の 罔 禪め疆 
勢はでぅかといふじ、 ア•^夕々 
爭 じは アン ダス、 り ッキ！ の両 
も 贩がお 择じ猶 ふて 裔 化に 連导 
嫂ず ピ ころは 體み 如き 狹 を 
め. 王强 である。 殆んど 濟ど稱 す 
'べき ものな く。 島 嗔も巧 灣ら至 
つて 驟 ない。 か 揖 S 便め る 巧 ミ 
しでは を' コ '.ロム ピ-て 河み みで を 
るが、 夫れ も 短 かい 匙 離に 適ぎ 
ない、 灌灣は 化から 數 へて、.，- ヴ 


飛行 據一售 入 

東京 特電 一 一 H 摩/い 歐测を 面に 

飛 巧の 爲めブ 'レダ/ザ (ク〇 飛け 機 

1 轟を購入 ！ 今^^申じ 默わす る 

IS 攀 燕され た。 す- - 

新年 ご 雨 相 意見 

寅 京 特電 二日 裝 == 犬養遞 がは 


なかつ たので みる 0 

然もに 二 4 •あ 紀の柄 邸 日本が 
太ず 泮の 一勢み 玄 して 其のが 化 
を脊揚 する じ 及んで 新たな 化 態 
が發 をし、 太 竿 ホが 一擧位 どし 
て、 太 西巧义 助から 獨 なした W 
文明の 所 化 地た らん £ する かの 
お势 ご；； > つた、 是れが 太 ホが 闽 

趙 でぁる。 デ 問題の 骨子は 第一 

じ 柯時も 平が が獨特 のた 化の 中 

な こ. なる でんら うか。 繁二じ 巧 

'踢 民カ ホ 民族が 其のた 化を 定配 

する であらう かで ある。 み 化の 

臂 間に 答へ る ご ずれば， をれ は 


I 日 選の 結果 今龟 けがら ホ 大變颇 

が 起.^ 社會が 禮は爲 めじ 一新せ 人間の 歷 あがた 体*.- 於て 過 まじ 

e ミ 云 ひ、 演日 藏错 は化然 どし がける ご阀じ 線を 辿る を、 をつ 

」 整碼 の道摆 じて 幕 氣が急 じを 文化に 及ぼず 地理が 啦 情が 過去 

R る哥这 みみない ご 語つ た。 お V しがけ る ミ 同じで ある 占を を 媛 

は' 中が 東京 帝 長は 租稱化 入の セ i として か t ら なければ U ら G い 

~ ソコデ 视球 儀し ょ b て畫洋 

を 見る じ龙乂 U る圓 水で ある、 
化は 狹 いべー リング 海峡 じよつ 

て 僅かに 密閔 をを がれ、 苗に 巧 

くじ 化つ て 漸ホ曠 がつ てゐ るが 


削 方は 俊活 じた S おを した n 

昨年度 手 おを 換 

東京 特考 百 媛り 大化十 当年 
:!* お 京 手 ホを 換 所の 手形を 巧 高 


ドン タ を pv S ! (シ K 卜 が... を*^ 

) . i ノン プラン シス 3 、 けず ン 
ゼ片ス 、ダ ヤキ 瓜、' ず ラぶ、* ク 
ザ-, み バラ イジ；；； Aj で S 太 西详哮 
に 於て はか イ とも 十六の. 读灌を 
擧げ 得る： i 對 して 僅かに 六 港を 
おでな ぶ 6 南ア '''タカ/岸 じは 餘 
捂み鑛 '苗は ぁるが、 味に きしい 
点じぶ で 棄大； ^欠陷 ある。' 化 
アイ， 9 々岸 K 至つ て^ 太 両洋-し 
商ん た 岸に 藏 されて/むる 富に 較 
ぶべき 州 物 もない とを つてょ い 
あらに 最も 重大な 朱は 兩大 山脈 
，な 巧の 化帶 じけ、 獨 6 n ロム ど 
ア 河口から ゲ アン ダ— ゲア！ '島 
の 化 端 じ まる 地域を 除いて、 乂 
人口を をるべき 德 所のを つかち 
ない ie ある ° 

た r この 陈 外が £ した 地々 じ 
.は 良 潘らか をん ある、 十み の 水 
力 も ある、 耕较じ 適する 相當廣 
いた 地 も ホる、 良質の 石 おを 始 
めと して 夕少 の鑛 嵩ら める。 あ 
'らじ 大切な のは、 健を な 3! 口 
ッパ 人に 適する I 氣候も あつて， 
明らか じ將來 、狹 いながら も. 一 
おみ 洋 勢み の據ら 得る 蹈所 じる 

を ホして なる が、 其の 化 •しまつ 

てょ サン フ クン' シスコの 如き、 

ロ サン ゼル义 の 如き、 ダ ア^バ' 

ラ イソの 如き 畢竟 地な 的 港灣な 
るに 過ぎない。 か 論 立派な 港で 
あると — i て， 乂ヒ ンタ！ ランド 

を 雑ず る首邵 たら 得る 駐込 はな 


いので も-な- ち. に 時を；--；- 心 W - 
は-'. づれ も： 苦 「巧 じ 帝した 卞 速- 
で あつて，';‘- 岩. が 啤ご- ，こ.. ムも I 
たな 免ん ぶた ， V V でつ て 差 まな 
いみで あを。 

轉 じても. 悼を.- 任を. r ." 先づ南 

し々 こ主才 ■ ... K i .ニン リア 和眺 わ-' ，一- 

品.…’ ジ - L ヴソ わび 解 數の太 ホ 
が 諸島が ある。 を ー ォ！ スト ラ 
リァの も 部が 一一.！ 一..- ツ パん の ホ 
活じ 適する かであるなら ぶ 太 巧 
が^' 將 ホな 朽 等の 疑 間を 殘 さな 

^ 牌で あるい、 ホ - ■*"* スト ラけ' ノア 

一 云 ふの パ 實は大 墜の縁 だけの 
'である。 だが 注意に 値する の 
ぶ、 メ八 ボ片ン ，シド ニ！、 ブ 
タスべ イン、 ホバー ，卜の 如き 化 
の 大陸の ま 要む 雄が ぃづれ も 太 
牢泮じ 正面す るか 或は 極ぐ 其の 
を く じある i で ホる 0 

其の 踐ら じニユ ジ 1 ランド 
がゐら 、氣候 も i く、 良港 灣に 
ら 富み* 水 わ' ■充か ぁ も、 ョ！ 
。ツバん の ホ活じ 適す も ± 地で 
あるが、 蘭背£ もじ ョ！ 0 ブパ 
じ 載して は 阿 巧 自然 的關炼 のな 

い雜然 じる 太平が 國 で、 其の 瞬 

巧は 太 や 巧 そのもの t 將ホ £ 離 
れ る、- との 出 巧ない 運命を もつ て 
ゐ るめ である 0 \ 

更 らじ兩 化を 哥る じ、' なじけ 
唯一の 太ず 巧 父 明 £ も 云 ふべき 
ぞ那 H ネの大 I モン コリァ 文明々 
ある。 一を ョ 1 ロ ツバん がアメ 
リカ じ 現 はれる 前、 太 ホが 稱岸 
じは 幾を のみ 文明が あつね。 ぺ 
グ I 、 ポリ ゲ キァの， 1 ン 々た 巧 
中央ァメリカの アズ テク 文明、 
をれ から 化ァメ 9 み 岸の イン デ 
'ァン 文明な でが をれ である 〇么 
等の 轉族 申には 餘碍 'の 組織を ち 
つを めが ホ b 、 巧蠻の 域を おな 
かつじの も わつ わが、 葛 南 寧を 
み 証明す る 如く、 之 等の た 巧な 
を浩 岸を 通じて 明瞭な 賴 おおを 
なつて ゐ た。 踊と- 藝衛の おを 
じ 於て 彼等 旨 身の 間にが 通 点が 
もつ たぶ からでな く、 遙 かじ 大 
泮を 福て た运 恥の も巧藝 術の お 
ホとの 闡じも 巧'! な 通ず ると こ 一 

ろが るつ たので ある。 

其み 最も 顯著 のはな 彩的髓 
圓お (邸 も 角を 化め た 昆繼圓 性 
の 短 お} でんつ て、 化の あは 纔 
ての アメリカ イン デ アン ( お國 
の 先 化ん 一の 藝衝 度び 齿化ま 恥 
の ホれ のを 底 的が ホを 成す'^ の 

ご ある。！* 1 曰ツ パん の 电巧前 

'たやが じを 涵が巧 はれた がで ぅ 
か 巧々 はを く细る ごころ がない 
が、. 此の 事實^ 偶々 太 やが のを 
巧 化 おがた 化 的 お まを 共 可の 腺 
をから 汲み 化つな J 、 を ゾお常 
じ遲 いこと e は あるが もやが •い 
獨自 のた 化を 矮 達せし めつ； あ 
つた i を 昏も旷 る ものでは をる 
まいが。 义 奇妙な をは、 を 小ク注 
9 の. 一は 値 もる ァメリカの ち 巧 交 
學が 悉く 太 半泮じ 面して むた 為 
でを る 0 

詰 も 3 ロム パスの 如 含は 裏 木 
戸から アメブ カを 發感 したやぅ 
な もので きる、 ど いんが 3 1.' 0 
ツバん のが ホと おじと 等の みた 
明は 粉微塵 ごなら、 ァメ 9 ホ乂 
隨 は一轉 して 太 巧げ じ 向き 甚 b 
.定贩 はを 体から 切 離され じ谭ホ 
どして 遙 かの 對岸 •し 隔離され て 
丫 つたので ある。 
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.本 巧： iu 3 上 おお 報じ 依れば. 

米 凹 ぉが 艦隊 陛秘隊 の-小 部 か 
i は 南京 1 1 陸して 南を 乂學 S 脚 

I おを 當惦 しつ スあ b 化が 態は が 

I 輕 らく 繼紋 ずべ しど 云 ふ。 右の 

j ま 凶 だ 南み 地方 じがけ る まが 軍 

I 隊が 例の 如 < 給 輿を ずけ ざ&が 

^處めじ所むじおおを輔始したる 

結 ぉが 詢乂 人のを 命财產 を保議 

ずるを 嬰を 認めた もじ 化る もの 

のか、 信 せらる。 從ホ動 も すれ 

tJ を W じが H る 0 本の ザ 事 的 巧 

動を 目ず る じ r ま 那^ 主權 侵蓉』 

を おて とる 米 齒ら目 家 頭上の 繩 

1 を 进は以 U なら；：；* く なれば 遠慮 

I 會释 。きず 事 的 わ 動を 敢て する 

j の 巧た きを 威 ^ たらし レ。- 窜京 

: 粥を-にが：：： る 地方 的騷擾 が陸戰 

_ 一隊み 上を をを 裝。 ‘；’ せし レる 輯 

1 1 ら乂 きも t ある や' を やで 主 ピ罐 

を 的 じが 斷はあ ホない けれ 共、 

米 越が 軍事的が 動 fi 假みー ホ 部 

j をに もピ ，ょ U じ 猫 似が る 道 0 を 

; ま W じ 示した i は营白 的に 义强 

一 對 まみ 么こ渴 仰し む醉 しつ i 

一を な 一. 顧 雑 釣 等の 輕 巧なる 親 ホ 

一派に 禪を觀 ゆる 所がな、 ては な 

:る .まい，- 日本 こして は 事々 敷 神 

^ 経を 尖が-' っず埋 みはな k が、 米 

協‘吕 みみむ 動 弗 常の 興味を 岛 

V 」 這魄— .'て 然を V きも s ' である 

證聋お 街 ご 降雪 

一 を おお々 十 . S な 上の 乂 壁が 降 

: つた" 盖し 韋は豐 年。 貢 S 一友 ふ 

:が于 化む 二す 化 年の プロス ぺク 

~ f け ダリ！ 氏 や フク バア 巧の 宣 

'，傅‘ 的み 論を 俟 K ずして 胳い 4 る も 

一の-かを' りぅ。 化し 化え お 寧の 踰 

^ 化 末は 失 駆 ももし い。 灰 劇が 技 

:は ニゥ' ザア 、ィゲ J 疲 券を 持 

T っ尴 して か、 夫れ どもが のッラ 

ン シット 郎 趙じ挪 ずる 錯 覺ピ禍 

せ' j むてが 降雪 该 ： 一 个 四が 間を 

I 經ても 人が C : の 巧 街 U 雪に 埋つ 

一ても る。 ホに の詞 害が 戚 をを ど 

I ずる ホ お： ならぶ 既に 元 互の 伶 か 

I ら祕莖 傑 ど 抛綠ぜ しめて 巧みを 

1 逝 路を閒 くに 巧むべき 當 である 

U ' じ悠 々韵 々ごし'. しが 廳夕 垄裡 

I から 壁ぶ をを 褒めて むた に 違 ひ 

い。 おを灣 ごして ニ ロ ょら ニー 

.一口 午後：」 もる ッ ラフ ネックの 不 

-が U 韶饥 に缠 見され たでは K い 

j か〇ウ キリ アム •ランド 片フ •パ 

j ；■- '< 卜 が M をな. .4- かを 焉 へを 

I くけ を かの 逃 おに 兰巧自 かがが 

I おの 峡她 あに 擧 がられる や杳や 

を 巧へ る 前に 先づ 自己の かかに 

化り て 勘き おる かお 封を だ 効 じ' 

麗 蛙して 橘 避の 巧 膽窒化 

斯 S 撰滅。 b 眼 刖の化 率を 遺つ 

ての パる がょ い。 南を おの 说な 

自を がらし くら ド。 い ボみホ 良で 

さへ 昨今は 眞が 白に 化 興 お 化の 

掌を じ给 がして ゐ るでは。 いず 

化 ホ ーを をが する 紐 育 巧のを 擧 


の爲 めに 吾 A はね 慨せ さを を货 
ない。 

*こも ^ -1 も、、 ミ 5 こ 這 

ち 絲レ义 も薛遵 

第二 軍縮 禽潘は ボラ； 氏み ま 
嘘 どク！ リツ デ 大統谢 ヒユズ 巧 
等の ま 娘 ごが； 禪 ま. 6 ホ 窓 今秩九 
巧 巧窜府 じがて 開かる ベ.！】 V 一豫 
想され てゐ るが 最 巧の 東を 時電 
^ あ 6 て 尾 崎 巧 雄 氏が 『該 曾蘿 


を關 7、 前に 闕隊闡 じ 漲る 隙 鶴な 
るを 氣 緩 かする ことが ホ 巧 間 
題』 だ V 键 おした 怠 見 U 再 人ら 
之を 宵を する。 乍巧此 '晚惡 なる 
を氣 を， 观削 じして 媛 かすべき か 
じ 崩しての 責任は 大 がを 來顏 と 
獎國 ど. でを 擔 ずべき ものである 
H 本が を 動的 立瘍じ 巧ら を ホは 
ま 勤の ホ蕩じ 巧る のは 明白な事 
實 である。- :. 


外交 委貨長 ボラ！ 巧が. 

.. 拳 一軍 縮會 議疆唱 . ， 

u シア 及び 靈隹 お至爹 加ず る 
f 國 謗を 側では 氣乘 T ツ しない. 


ヮシントン ニ日 發 ；：：；： 米覇 上な 

外を 委 H 揉 ボラ！ もは 第一-巧 ヴ 

シン トン 會議 の提增 を块議 した 

人物 V 一して をら れてゐ るが， 氏 

は 曇-しも 瞻 々聲 明し お 趣 7、 を.； 

適當 なる 機禽 をを もて 第二 軍 構 

縮々 會 幾を 提增 すべく 同-お. じ ド 

i ズ案 をよ' じ 3 る おが 經濟 なを 

會議 を；‘ お 集ず る 堂 じして、 氏 

はこの 点 卜關聯 し 

國 務艮官 の 腐 も 解らず 

従つ て， I 適 葛なる 機餐』 が 柯骑で 

あるか どい ふこ どじ 載て 嘴畐を 

避けて ゐる けれども 一最 あじ 至卜， 

日 氷の 海軍 パ 比較-じ 縣礙 して U 

本 放び ホ麗め ぉぜ® ■を-一を も 4 

ればお 軍 ホ賓を 5 \ 技 

を撼 劇しつ； をる.，‘ ご.， ゎ睐霞 C す 

かを 慶善 する も 口' っ ，'あ，...-、 y . こーィ 

圏戚 曾が この €- 醬 i がすべ 化 

じ 销し谋 二軍 領 曾"-* 叫轰 の^ 

を 賦舆ゴ 三 ミと ょがむ 唯 0 動 

を 根本から 轉覆 だし. りる もの そ 

あるぶ のな 見を 抱き 盾る もの i 

如 < '囊 じゼ * ダ こが s る！！ 陈 I を マ 震され k 日米 廚 S 幸 通 

仲裁 较 約ん 議定に 蠢 ，ち 剧强 I 響 0 交換に 就て 左み 如き 聲明 

が架ヒ ていかなる 態度に おぶ V 

きかは 聊か 疑闕 どされ でゐ る。 


こ 3 点じ 就て あ. くまで も ロシア 
めホ認 じな 對 して ゐる離 攝もあ 
るの-であるから これを 犧睡ピ し 
てまで ヒユ -! ズ 巧が ボラ； 案じ 

贊息をを萌^ る か は廳 る疑謂'芭 
さむて ゐ る。 殊に ヒユ！ ズ氏 VJ 

ボラ'! 巧み 意見は 纔てじ 宫を懸 

離む てゐ るみで あるから、 ポえ 

- をが 巧を 委員長 どして 駿を振 

なん， こずる じ 露し ド- ユ 1’ ズをど 

意見の 衝突を 蠢猩 する と いふ 顧 

療も あるので 心 C ユ！ ダを は旣ピ 

辭 職を 庚必 して ゐる ども 键 へら 

れてゐ るが、 ボラ！ を S しては 

多を 一二 污 をのて 終る 今 顯議會 じ 

ぉ 達を 簿 おすぶ. が* 然らずんば 
議會 めな 集を ホ廣 しす 呂轉 
を賀 薇す るモ をら ぅどを なれて 

广 OC ,- 

通譯宮 を溪じ 

陸 鑛が聲 明 

東ぶ.！ お發 n 宇 坦陸椎 は最化 

索！！ 陸軍 長官 ウキ- "クス 氏に 依 


邸 も.- の 疑惑は 毫も-則 强の識 意 

を 無視した もみでは ない けれど 

斯ろ 疑闺ご 部の 上院 

議 肖を 始めと L 驟 務省侧 ではを 

らじ氣 をな がして むない 嚴もあ 

5、 この 点し 就ての 了解には 相 

當 の難關 がわる もみ， 巳 認められ 

てゐ るが、 ボラ ー 氏が あして こ 

のみ 讓 を阳處 まで 巧 逆す かとい 

ふ もけ 鹽按 長官 ヒユ； ズ 氏め 進 

退 じ も 2$ ぼず であらぅ ごい ふ 可 

能 性ち 嚴 めら れてゐ る 裸 子 一 r あ 

る。 邸ち ボラ ー 氏は、 ドー ズ案一 

の 履け ど间 時に 歐 測を 國 はこの 

隙 あくまでも 軍 踊を 縮々 し 確固 

たる ホ かの ぶ 礎を 築く をを が あ 

'る ご ホ 張し、 rs •時 じ 斯る衙 講じ 

は獨 逸ぶ び勞 農。 ンア化 おを も 

參一 抓せ？； めなくて はなら ロミ ま 

張 L てを るので あるが、 斯る倉 

遙 じ。 シア 代 おを 招 持 するとい 

^ i は 

對 露が 衝の 磯會を 促進 

ず 么 の で あ 、 ヒ ュ ス 氏 い 


I 書を 錢 ました。 

をょ 采鹽隆 お 良 宫の聲 明じ變 

しを 必 ょ^ 闊 錫の 息を 表 巧す 

る ものにし ゴ 遞譯宮 の 交換は 

両爾陸 単のを か的臟 係を 一層 

具体化し 化 ものである。 兩 a 

の關 係は 鐵 じて 一 敲爆朗 論者 

の 浮 詔に 歡 b て 侵害され る も 

のでな く爾闕 め陸單 がが 化し 

てゐ るを は國防 上人 おの 目 由 

，こずかを が證 する ためで あつ 

つて、 斷 じて 戰巧等 どは 夢想 

だに して ゐ ない。 余は 千-化 巧 

こ 十五 年け 目 米の 闕 をを- 廢 

增逛 ずべき るを 確信 するどみ 

じ米國 陸軍を 官の醬 明に おし 

.衷 むよ b 之を 威 謝する。 


る 証滤が £ つたので 聯盟では 武 
力 的 お 巧 巧 動じなんでも これを 
化 化する のよ 忘を 示す ご共广 .政 
廚じ艮 中し 假らじ 外 ホ义關 係から 

化 護 k まくる じを る 巧 人と 離 こ 
際斷ず どして 送堪 すべく ホ莖 
した。 . ！ 


メキシコ ホ 化 

陰謀 曝露ず， 

メキシコ 巧 一日 發 ：：；；：-^ ネシ立 

の 勞慟聯 跑は幹 識會議 を 罹した 

結 お 最巧娩 々- i ^ して メモ シコに 

入 込む 歐义 ん勞慟 あだ 赤色 ロシ 

ア役 巧よ b 常に 訓か A をけ てメ 

キン n 勞駒 栽の ホ 化を 副ち 就中 

强物ェ 鶴勞働 さに 宜博 しつ、 あ 


郵が 局員 等が 

.敕 賄の 疑獄； 

ブ 'シン トン ー リ 錢 ；= 求 驟题诚 i 
總 監ニユ I ’ 氏が 發 巧した 所に 心 I 
れば最 沮をホ 部 懐 局員 S 督給带 
鹽じ 觸髓— .議转 運動 广 忌々 し i 
風評が 簿 'つたので ニユ！ 巧は 調 
盒中 であつ たがを み 結 お 紹育窗 
め题掩 監臂官 マタゲ トラ，— 巧を 
始めち た 都を の 郵媽局 暮級お 賢 
は殖 離を 命せられ と 下 両院め 题 
便 委賣會 書記を】 を 宛け 辭織或 
な 停 織され ねが.、' をれ は 魏硬馬 
あ 員の 增給 じ關 鶴！ し爾 書記が を 
米 郵便 苗員聯 遮から 余 員の 廚寶 
をを けね； が與 白と なつた 麓め 
である 0 

聲佛 鑛獄に - 

;±晓5 漏. 

ツ シン トン 1. H .. 發 M : 7 ラ' A 夕 
致 廚み奢 ホ' 釣 償の 決濟じ 驟しブ 
ラ' ンス ©譲 度け 顔を 暧 II であを 
本 年 度 の 議|8^ じ も 貧镇が 計 上 さ 
《い. てゐ ない ので 米鹤止 お 議員 中 
が J 壬み V 一の 態® を 快し ごしない 者 
がを く 特に 急蓮韵 な議賣 はこの 
際 解 經致廢 にして 米 麗じ貴 潰を 
智 する もみが を國 .敛靖 のを 例 ii 
嚴 つて 薇 感 釣な' 庚濟め 方を をを 
攫範 な顯閣 巧に 疆釀を しないな 

らげ 米麗銀 巧みけ 今穗 をれ 等の 

'題' 滚じ對 して 貸 隅を しない もの 
ピ證 をを と 巧 渋缓を 繫语！ るに 
まる 形勢 じ-して 米ん 銀な 家 どし 

ては 衛る誤 議じ窠 縛され ない け 
れ でも これが 役資黎 のむ 谭 'じ设 

ぼす 影響 じ 載て 巧 憂す る もめ 多 

< 旣じ潑 貨お濱 の おき 乂 影響を 

受けて 吊 落して ゐ る。 

英 鹽勞觀 箸が 

增驗霸 運 藤. 

りン ドン ー H 薄 n 英麗 の嫁慟 

者 お 二 島 巧 人は！ 逆く 一 . 齊じ增 給 

を裝骇 する こと 5 なを 劇 結 

中で ぁるが？ 勞働 者は 鑛姐 、造 

瓣 、お鑛 を おを をみ を 屬勞働 者 

ぶ 卡 巧ん £逛體 .職工は ー パ ゥン 

ドの 濟 給、 炭礦 勞離 者は 一日 十 

ニ シリング のぶを 給 銀を 愛 あす 

ベ <增 給の 總 額は 一年 一 億 バゥ 

ン ドに 達ず るを 达 で， 歳る 方 曲 

でな 潑^髓 證ェが 憂慮され てゐ 

る 有 壌で ある。 


よ ベルト 巧が 

■ is — 

べ少 リン i リを=獨 逸の 大統 

颁 五べ が卜 巧は 今朝 マ來 クス 曾 

相 等ょ を 新年の 辭 をを けた 際聯 

を 國が摄 巧の 缚 明に 反き 一月 十 

y の コブ ンン徹 をを 無期延期し 

たるは® 逸の 國家的 ホ 命を 威 脅 

する 巧 爲でゐ つて ド ー ズ 案じ 腺 

b 稍國 あの 前途に 化 明を 認めた 

獨 逸は 聯を國 のこの 一打 勸 じがら 

巧び 暗黑 どなら 不 をな 千 化 旨' 二 

十五を を迎 へる ことを 遺 城 どす 

る诗を 述べた。 


The Japanese Christian Inst, Inc. 

3 が - 3 が ） £. 57th St. New York 
Phone; Plaza 6 了 52 

号考互 甚大ぶ— tT 昔 掘 

業 ホを ホ 會 を 巧 


Y . げ〇 

133 Eest 53rd Si. 
む r. Lexin が on む も， 


N が PON TAILORING CO. 

3 如 W. 巧 比な， 

Tel. Columbus が 73 


Motoi 1 suchiya d.m.d. 
116 Si Siephen SI. 

Boston Mass. 

Tei 目 3Gi(bay 10 お 目 


AUTO SCHOOL 

726 Lexington Av も N. Y. City 


Koike Studio 

が 7 帥 むら 
Cor. 3 が h な . 

Te し Caledonia 6394 


T. KASAI 

Marchant 

T&ilor 

が 

TIMES BUILOING 
80 om が 4 
NEW YOfiK 

Phone 
Bryant 3319 



PHELPS & PERRY 

3 Mai も n Lane N, Y. 

エ 細冶饌 銀を じ 幷打飄 金 

類 右寶匠 怠が 最 


F. Murray Hill Co. Inc. 

Esfablished 1 的 目 
む om 614-8 巧； 23 Broadway 
Phone Bowling むが n がが 4991 

敏化韋 お 船巧鹏 をが u 
保 速 巧す 祝 巧 じすの 巧饒 
輪 御 巧 、關 物應る 輸を陆 i 
巧を 重ず 蓮 じ 一 出 地 
取 命 か 要據賃 、抽乂 お 事 
* 化 じ し 都 書 技 傑の ホに 9 ^ 
の お 誠 お 等 出 道 脚を を務 

ホ 音 广進 邮 - な 藻に 化 -.- 


KERR & MAYOR 

1023 Third Ave. 

Bef. が 在 81 な s. Telephone Rege お 2 郎 3 


言 向 人 本 目 

巧專 雛型 小 


足 ホき 島. 足 小き 廣ぶ 小き が 



K. Iwamot み M. D, 

114 W. 70th St. 

Tel. Trafalg が 0352 


JAPAN ART STUDIO 

624 LE] ( 巧 NTOH AVE. fi. Y. 

TEL PU な が 3 8 


N 胆 TR 細 NG 郎 , 

- 32 Union Sq. 

Tel. Stuyvesanl 3 け 9 


MA 邮 H る 削 ! & f ] も 

17 E. 17 比 ； St 

Te し な uyvesa が お 巧 



UP TO DATE ST 化 E 
Custom 
Tailor 


71 W. 44th St. N. Y. City 
Tel. yanilerbi け 2546 


SHIMOHA 
E は GTRIG Gfli 

2021 Broadway 

TeL Endicoii t0270 



HERALD SQUARE 
NKW YORK 


E,E.Yoshn,M.D. 

3 が W. 71 お St, 
leL Endic が お 卵 - が 23 


Dr. G, H. Martin 

DENTIST 
? が Lexingt 刖む もむ r. 5 が h Si. 
Phene 邮な 4 が 3 


DR. H •ん GARDNER 

DENTIST 

6S8 Madison Ave. Bet. が -81 si Sts. 
TeL おが ni 7186 


21 4 もが St. む ooldyn 
Tel Cumberland 1080 

武 肯トド 午 午 
が 萬 ボル， 後 瓦 診 
3 五 7 ノレ 緣 
ンお ラ 法 六； L；；^ 
巧バ病 7 架 が帖 ^ 
捉ラ院 I 窜备 I 1 Pal 
勤 ン 会 ! 病 互 〔八十 
瑶 ド務院 二！ 時げ 



巧專 節調靖 眼に ホ眼捨 

F I ‘ F 施 口 ERICS CO. 

/ 醫巧眼 學大亞 比倫 古 
136 E. 5 驰 St. _ « 排 む rk 

り 44 3rd わ e., bei. が ih-6 拙 Sis, 


KOSHIBA 

STUDIO 

舘眞 寫柴ル 

661 Fifth Ave., 

Tel. Plaza お 12 

Branch Siudio 
Wesimin おが S わが i, 
Providence R. 1 . 


ん L.CEASAR,M.D. 

i03 お 8 ? 化 Street 
Sd. PaH ( る し exin 如 n わ es 
な !. Lenox 8973 

p 1 喉 卿 鼻 耳 I 

間が 察 診 
午 正 ま 時 十 前午宮 
時 八を 時 六を 午自 


號凹 百 千 


を 


銀辦 資 规 


C 日 罹 : h 


[i 


巧 


年 四十 正大 


マ H 喔 y 
窜 善が 巧 正午^ 
せ 蝴行タ セ巧キ 
槐幷說 を；^ を^ 
V±WH 一 
ぶが 貪义 はぶ 
話な 夕八咕 

を 巧が、 ん事巧 
談 が. 钢 おが •域； 
装间旋 部， を 能 
おな を授® 諸 課- 
を 設け 食 員、 非 i 
曾 員® 巧を 計る 


日本 

洋服 巧 

時 旧 信み 郞 
松 本 保 


を 五十ー ニ T 目 

二一三一 

伊藤 
洋服 巧 

?ラ^ さ ミ 


ー ア ゲ ヮ 1 ド 卒業 

廚科醫 

主な 基 

雖 が 間 

ym 午を 二 時- 
\ 主 午後 八 時-' 



日本 A 血 

瀬 氏擔^ 

懇が敎 皿 

夕と 時 脚 

お勞働 
暇 勉學^ 

彼 も' 9 直 

» 就職 立 

無料 周 も 


寫眞 

第五 街 

凹 一二と 


♦ま 挺 ♦巧な ♦新が 1 
が覺 塞' を閱 I 
執務 午削义 時ょ h 午ち 五 時を 

紐 背 日本人 會； 

西 五十と T 目 二' 五 〇 ホ ー 
電話す アク八 八 1 九 0— 化 一; 


も 留靑年 巧 あの 削 化 i 

日す 靑年會 

- W . 臺 Si . ジ I . Clark 咨 n ISA - 


大 おち H 本人 

基督 敎靑 年會 

ミ 2 E . 5 妄 St . N . Y . C さ. 

Tel . PI 苗 a 8141 


笠并 洋服 巧 




巧巧特 
列 五 S 
間 十 巧 
郊 かも 
- 大勉强 

點 邮可援 

置 


阿 


心 障 摩 
^ ぉぉ 





自勸苹 萬 

紐 S 賃が盛 

育 2 ご轉 をを 

ii 圓到 

二十 お’ 
晝 度お^ 
兩があ 


が 論 毎 巧 十り を 巧 
推 誌 L イ^ 一部 十 他 

ミで si 5置 SI . N . Y . 呈 

席 巧說お H 巡 H 午後 八 時 
が始を 木* 日 午後 八 時 
だ 話 食 ± 巡： 3 午後 八 時 
をを’圈善室’娛樂まの設備ぁ，.^ 
ホ賓を 歓迎す、 曾 箱を 利用せ t 

化 帥 川 お義一 

u 本人 幕督敎 修道 會 
102 W 1 ぎ d 聋 N . Y C さ 

、 r 里. S ミ ningsid 《妄寅 

日本人 S 敎會 

が師 W 島 ホ 之 進 
幹事 化 川淸一 

たちまさ 至- E. 毎 ミを & 量. 

323 W .1 岩 St . ぎ Clarks ミ ー 置 一 

巧 拜說敎 日 お H 午後 八 時 
が禱貪 水 *: n 午 巧ム時 
な 縫 會化罐 H 午後 二怕 
♦寄宿を 

化 置を 淪比亞 を數か 下町を 十 
五 か 學ま曾 社員 旅 巧 客 じ 鼓 適 
鼓 搞圈鲁 雑誌 新 巧 及を 補娛樂 
を 簡易を を あら 

使を 截 をが 旋 •旅ぎ お內 、を鴻 
事 藥調鱼 、其 化々 事 巧を 絳お 
等 间胞諸 化の ホを を 歓迎す 



一正 直 ど 親切 ごを 旨と し確實 
信用 あるが 品を 精選し 
- 特別 廉 俄で 版賣 致しを す 
クオ 八 サム、 エ瓜 デン 四 割引 
巧 化は 化て 一二 割引 
巧 輪 鎖 貴を 屬 おに 寶巧類 一助 
ー ミルトン 時 針、 ーヮ —ドィ 
リノ ィ ，時計、 を柿捉 時計 

ゥネ I タ ー マン あ 年 筆 

エバン ャ—プ 鉛筆 

純銀 お 並に 銀器 一切 

御輔 朝の 抑 ± 唐 一助 

时計 の修辖 はが 險 かじて 礎 實 

に 石 川 自身が 致します 

I 紐ち ホ 西 四 トニ T 目 凹と を 

四 四 S 号韦 (五 街 ミ 六が 間) 

一 お 川岸 陶會 

屯 話 ペン シ八バ ニアと 一二 一九 

khikawalllclshl OP ち 声ち nd St . 

稅難 事務 お 扱 

WILIIA 落 广 B 妄 E & 否.， 

一 ざ 〇ョ 1282 ごず 日 a を 写 百夕 

Phsn 巧 8呈 忌 Green 9 二 6- S 另 


お 時 削 

お 巧審帖 ザ：：：^ 二が 半 
を 後ろ 時 h 九 時 
愛知 踐學 ± 

バ^ 巖本違 一 

を餘比亞大學ぶが育^ 

ポ スー トクラ ザ ユエ I 

卜 がな 勤務 
H 曜は 前約 騷上お 


日本 陶破 I 甫 
雜貨 類卸資 

丸 八蘭會 


H 本な 具 
雜 貨卸賣 

条良 貿易 簡會 


日本、 ぞ那寶 玉 製 美 
術が、 婦人 用ち 飾 其 
他 装飾 お 

岡 島：；： 引 •： ：； け 

高まを 術品修 鏡* 首 

飾 お、 ストリング 

日本 服 裁縫 


丸 山 洋服 蘭會 


萊巧甫 か ノ巧ビ か デソグ ニ階 ニニ 〇區 

細 齡丸山 洋服 雨會 


電氣化 事 一切 

電球、 電氣 アィ オン、 電燈 化か 
ランプ おが、 電氣 器み 修錶 

下羽電 氣廟會 

プ〇— ドウ ユ！ 二 0 ニー 
. 電話 エンデコット ー呈ま 


ィ ー シーは 州 巧 鼓乂の デバ I トメ ント巧 
巧たあらます。 ならし い坤隆巧ご K 力 
レター は嘴澗 。巧べ にがけ る 皆 巧の わな 
物に 巧を ど慌 かどを 巧へ てゐ ます 
化 巧 トニ ホす をら のなら ば メーシ I 
では-お八 十八 仙 或は をれ のでで 巧 
へる i をで ぅど 制記惊 下さい 
日 木へ 御 i 何物を お送ら じな h たい 節 又は 
卸買物-」際してが用のぉをはバ 1ソ ナ 八 
シ 3 ツ ビング •ビュ I 口！ を お尋む 下さ 

い、 親 助 じ 巧 便せ を 計 b ます 


哥を じミ當 をの 間 

診察 

をを と 時！ 化 時 
H 曜は 前約 願 上 お 

け ^ まぉ悅颁 


鶴科 醫 

▼診察 時間 ▲ 
每日 ( U 曜を陈 く 一 

午矿九 時！ 十一 一 

が、 午後 一時— 

水曜 午前 丸 時 i 

午後 一時 


鏡科醫 

= 新 ま 無痛を 療 U 

多年の 經驗を 35 て 

H 本人 諸君は 特に 
下 寧 懇切に 施術ず 

卜^マ チン 


化が 品卸賣 

.五味 商會 

‘ 二. 一呈 ぞ デ Y . 呈 
Tel . S 星 yesan こ 7 ち 


書籍 一切 お 次 

ホ 図 お 版の 裏錯は 化て 畴が削 引 
じて 巧 速に おみぎ 旅 巧者み 研な 
をち 資 巧の 書 稱蹇集 等は 特に 御 
便を な 計ら ひ致サ 〔蛾 陶】 
里す shi 里 81 す， 

154 N 岩 sau St .- Tel . ぞ eki 8428 


船具 食 巧 おお 船 御用達 

遠 藤 小で 蘭會 

這 B 夏を a こ. Y . 暑 

Tel . Whi 雲 己 二 芝 1-2 


Is 

0 お 制 わ 

L n r * r- 

B むむ む 

^ 化 化 化 

D 仙 細 加 
3 5 2 


腐科醫 

夕 年の 經驗 をな て 
最新式 科學 手術に 
堪能に て 信用 篤し 
= 施術が 低廉 U 
日本 A 諸な じは 特 
じ T 寧懲切 じ治據 

紐 育 相を 認 
パ： ブル i ム 


D ご夕 Shish 己夕 Db . s . 

133 W . 7 害 St . Tel . す di 皇養 2 

一的齡 か ハ 戶庭二 


自 午前 九 時 
自午 後一が 


ま 十二時 
モ五 時' 


日本 t いパ商 一 

N ぷ pon Dry Good 一王 
1 沒 1 Broadway , 置 V, Cor . sW St . 

ジ宮 h 弓 e ぞ nn - 涅尝 \ 

す 雲 苦 SI 一 


管 

is で？， 

■。广 i ゥ 4 


き 迷 命じ ある 我がは まだ 悲 化の 

窮地に 冀處 ある こどを 捉 ゆる も 

のなら 0 

牌圓 五十 年 じして 今 H の邮位 

を藏も 得ぶ 巧が 図は は ホ だ 老衰 

しては むじい。 巧ら じを 兒 制限 

或は 昔 巧 はれた 老 < 逛 楽の r が秘 

的 人口 調節 一ん 禍縫 策を 說く ょち 
も お-ろ 進化が、 赖你 のじ 巧が 固 

經濟 社を の； 成 かを 關 化して 巧 < 
べき 巧斷を 要す。 自殺的 図 反 ご 
なる かれ 0 ' 








み 


f a - 

傑* § 

巧げ 


す齊八 巧を ネ後 A お 巧 \る 


ミ 


クオ— ム ザみ 表 シン 皆が 巧 刻 引 
尸し 7 ! ド •ハミん トンが 評を 刻 列 
が 薄 化 念矮卖 がを 刻 ？ Jr 
霞ぶ 卷 を‘ が属 ふみ 刻ぇ贫 
巧 側 爲ネ 幸ふ穗 を‘ 與筆 夕 割引 

み 劃 雕が 嫌のを 乂 


SN ; 

就 

〇 


< 巧—* ゲア ち 八 ニニ 


0巧.巧円2」1 IFCIicYi ^ 

呈 一吉 P 呈 CT 皇 一 
苦 7 呈 h iue . す ミ さ nd St . I 
Tel . Mu ミ y Hill 2791 》 謹 70 


ク 


ホな 謙 次 

自 午前 十一 時 ま 午を 二 巧 
時 瞄外及 H 腿は 前約のを 


け J 村 瀬九廊 

ま Lei 量 ミ ミタ H - Y . 百ぶ 一 
Bet . 呈 h &2 ゴ h ぎ. 
Tel . S 蔓 son ぶ •を 1 ご 7 ま 9 

」0 巧 10 至- OOCR 产 M ， 0, 

二 1 West 芝 tn St . Ne 三 ork 
TeL Rivers 互 e 3573 & Sc 置を 養 基 

兴クな 午前 九 時 I 午後 I 時 
午を 六 時 t 午後 九 時 
リ曜 午前化時！午後巧時 

ドクト^ 小 榮乘吉 


D ご T . C . TTakami 
一 76 uiberland St . すき kly 古 
Tel . cibeHand だ ご 

午後 一二 時 ょら ムハ持 

譲 舅 y 曝は 請 約 箱願转 
ドク トグ离 見豊彥 




農 おの 弗鱗對 方增 加で 

物 價指數 騰贵帳 消 


のみなら 中、 み洲を 唯一の 投資 1 からざる こご： お化さる i も 吾 


お 煤 どず るけ 危險 f ある ごする 
ちが 一郎な 连灰 筋の 問に 起 6 化 
等は がく も支册 父び U 本に 化 目 
する じ 至つ た。 口 本の か 巧に お 


人は 今後 図 策 樹立と をのを h の 
如何 じよつ ては 等閑 親ず ベから 
ざる こごは み 論、 爲政 ちは 一 U 
も忽 緒じ附 ずべ からざる こど i 


闽 巧卿フ ー ゲァ ー には 年ホ經 
濟 あ；^ 粮吿 •しがて 一九 i 巧 年 皮 
の 巧が 化；^ をが 剖 化 巧して、. ホ 
るべき 年 巧 U a リ繁を じ 趣く ベ 
きが 測を 下した。 巧な 卿は 闽内 

及び 關外 じがけ る 純 巧が 政商 莱 1 

化？^^^あ势を萬じ、 昨年中乂齒 

じがけ る 鼓ら 肋を い よる 經巧的 化 

巧の 一け 巧げ がが 巧の 间化 であ 

るが、 之は 化の 

化產 業のを 展 ごか おもて 

ィンフレ 1 シ ヨン 父は 姑播 なる 

i 機の 巧 動の け はれざる 限り、 

-化二 五 ホに 巧つ て あ々 が濟的 

を あを が ' k すで あらぅ £ お 論し 

てゐ る。 疫 年中い 勞 銀は 火 ホ 戦 

前 じ 比しけ％ 巧し のがが シ繼が 

しつ！ あらしが、 年 巧 巧は 戰削 

のをれ に 比して 約と 十 おが S 增 

加 じ 過ぎ；：* いから をれ だけ 勞拠 

ぞ け巧勞 级の赂 むを H ンジヨ I 

ィ ー > つ i あら 諾 であを。 外 闽贸 

あじ 隅して はを がに 化て お前の 

をれ をを かじ 凌な- 1 てゐ るが、 

數 致し 於て はがが 戦前 じ 及ば ざ 

るな を お 楠し 堆乂阁 の 外 网貿み 

のみ. か 化み 歐讲 諸 ： S に 反し おを 

じがても 贼 前の 記 執を 破つ てゐ 

ると 論じ、 化 L ドー ズ 案の 實巧 

じよつ て 踩讲諸 脚の 將 巧は 大じ 

巧定す もどい ふが 測を- r * ^てゐ 

む。 巧が 卿ぶ 巧畜の 大巧を 摘記 

すれば 左の かくで ある 「お 

務 省の 年報 じよれば 化 巧の 經濟 

狀 態は 化が 大戦 お 曾つ て 見ざる 

堅 背 さを W て 新年を 迎 へつ！ ゐ 

るろ を々 証して ゐ る。 二 呈の躲 

二義的 粟 要さを おする 例外を 除 

けば 一九.' の 年 ほは 

社を 的 じ も鮮巧 的に も 政 

治め じ も 化が は ヨブ 女を 化 態を 

持概したといふよ：^^おホる。 化 

一一 一二の 例外は が齒ぷ びと 那の二 

闕 でもる •か、 巧し 化 二 齒け戰 前 

じがて 僅かに 化が 貸 お S 1 ニ ホ 五 

巧を 占わして ゐ たじ 過ぎな かつ 

た。 巧蝴 S 挽 あを じがて 昨年 中 

摄， jp 顯 著；； k る提 おを 遂げ じのは 

度 化物が 菊で ある。 尤もみ 南衛 

の不况 のかき 义は书 お茶の 不作 

一の かき をら を 嬰；：； 4 ら ざる 例外は 

あるが、 併し 一 お 的 過ち • 一ご 一年 

間 小 扳を械 めて ゐた度 作物 ホ％ I 

-は册 み 化の が？^ じ半衡 すべく お 

格の おな を繼紛 し’ ホた。 巧 作 

物 化 巧の 胳 巧は 化の 燃 お、 速 築 

用が あびを 物 お 巧の 化 格 ドを を 

ォフセットして おな 一般 物 傾が 

投み騰 巧 率を 鈔 r * からしめ てな 

るが、 斯 して 所 前 度' がの 弛 脱 巧 

力は 兩力 がよ b お化しつ t ある 

次がで あ &。 昨年 中に がける ホ 

巧 巧 はん 化 制 前の をれ じ 比して 

- 五％ の 勝 おで わる-い、 巧が はの 

巧％ のが 加を 維持して ゐ た〇么 

じよつ て巧闽 のみ 働 者は を 上 お _ 

つて 兒 ざる 鼓廣 

眞勞 銀を 5 t ゐ るので 

わる。 巧し をれ み 因な み •1 巧て 

兒 るに 煤 山， iw な b せ大 し。 じ 

反し、 输 人は タツの 减 縮を みし 

た。 即も其 化 机ら じよ わ ば 輸出 

一は か 四 h ホ お ホに 速し 赖 ぶは 約 


化六拉 化見當 である わら 約 十倍 
巧 S 檢山 超過 ピ なる であらぅ。 
化 おを おじての 外网贸 み： 撕は戰 
前 W 巧の 記録を がつ てむ るけ H 
み、 巧し 之を がな をぶ' 礎 どして 
おを する 時 じは ホ か 喊前じ 比し 
一剧 巧を 一创ニ ホの が 少 どなる 
Y < 、'而も お轉 W みに 就て 之を 
をれ" し， 化 反對じ i 剧五ホ 乃 ま 二 
倒の 巧 加を ホして なる。 ド ー ズ 
おの 巧む じょつ て獨 逸の 巧 お 故 
化のを ぶ 及び 財政の 塔 岡を？ 5 ら 
且つ 闽 じ 化ける 諸 巧 楽の 懸坡 
を實 おする ぇは 蝶て 歐洲を 化 じ 
拟 なからの 影響を 猫ら す ミは 疑 
G きおで ある。 又 巧 閣の巧 年中 

じがり るが 濟的 鼠况け 頗る 是る 

ベき お驳を 遂げ、 偶瞄巧 あび 白 

巧を の烧 巧を 炭 も亦械 めて 堅固 

なる 挺展を 遂げた。！ 部の 論-パ 

の这 - U じ 化へは 斯く のかき 巧；^ は 

磁 て米圃 

W : に ィンフレ！ シ ヨン 

をが がする ものでは ないか ごを 

慮ず るので あるが、 現す の處ィ 

ンフレ 1 ン ヨンの 巧 因は 少しら 

G いごい ふ， とが 出 ホる。 一 冗ホ财 

巧の ィンフレ' ~ 5 k ヨン は 劲內を 

楽 機 關が掘 巧の 膨脹を なし、 ま 

を勞 力のを 裕な きじ まつた 時 巧 

めて 實 かずる もので あるか、 米 

國の現 化は をれ 巧檢 おの 域には 

速して & むい。 乍 併 巧が 銀な 家 

脅 業 家 及び 一般 闽 K は眞 の經濟 

の繁 あの 現を ど、 棉 端なる が 巧 

膨脹の 現象と を 賢明に 謡がず る 

梭 常に 愼 重；！： ♦る 化 忘を 拂ふ i を 

怠つ ては ならない i 云々。 


る 投臂ピ しては 乂 問ぶ 力の 化！ 信ずれば U ち。 巧が かが 常 局 ど 


製糸業 者が 

米資 利用， 

巧幽の 製糸を か 米闡の 資本を 

が 用 せんとず る 計畫は 本年を 酶 

の 化 人時 期-し 入る-頃 具体化す る 

が 勢で ぁつたが 、何は 隅ち 地方 

心大叢 みおで お 失した ホ 糸は 多 

廣じ上 b 製糸が^ 損 寒 額を 明か 

じし 得。 かつた 事情の ため、 爲 

替銀巧 筋に 於て 製糸 家の 

信用を 化 証す るを を瞬摧 

したので 自然 米資 利用の 目的を 

ホず る じ 到ら 中、 僅か じ H 米 ホ 

糸が 数十で 弛の 义 貧を 利用した 

じ 化ょ つた。 處が 其を 新 糸の お 

盛 b 期な げ米闕 のがが は 益々 巧 

轉 し、 化つ てを ホ^ 賛 巧き 盛が 

を呈 せる ため 製糸 あ U 患 外の 利 

益を 得て 化み で 逝め だた 愛災の 

が 巧柿顚 4 を 雖 e ない vy が 明か 

ご.；：* b 製糸ぶ の 倍が はお 敷 ほ 善 

された‘ が じがて 爲巧 がれ 方 か 

にがても 巧ぶ をな する 製糸み じ 

對 してが' 加は 塔ろ 歡迎 ずるな 

.」 倾 い て ホじ 。 ) 方^^ 國 -しめて 

4 を 触が 沿の 化 势を紛 ける ので 

遊な とか 外方 面に 投 _卜 せんごす 

る 傾 財顯著 ごなら、 脱の 問 趣ぶ 

立 巧 ts . 化づ 

M 巧に 掛 する お 巧に 力を 

化い ド。 けい 共 今後 お洲八 がが 

が 架 L て 順調に か 川なる；！； 化を 

を 巧べ 名 かは が あにぶ 略し 巧ね 


巧.かザ宵1し現^^れ^もの ィ」して 
なら 孤舊 であ b 、 同社 巧に 巧す 
るな 巧け は恶 くない。 け わ お 日 
本ん か裝は 大体に がて ホ だ 巧 か 
ホ轉 にお かされて むない だけ じ 
愈々 巧なず る £ なれぶ ぉ 鼠の 巧 一 

本家から 神々 の 化かを 持 込まれ 
化ふ迪 らお 易に 巧 巧を をる じ ま 
らな いおが、 巧， ぃ 製糸を はを の 
製な を 长國じ 総 おする 翩係 じあ 
るから 米 人は d ' e の おを 知る じ 郁 
ながよ < 、從 つた 適當 U 方法 だ 
じ あらげ 

投資 を 厭は ね ごのぶ 嚮が 
み 第に 刚白 ど。 らつ i ある。 を 
こで 巧！ a * がむ 製糸を を 中 じは 米 
國窗產 をと 一を の 信用 腳 係を 結 
び黨 藤の 化 入れに 化 利の ホ資を 
利用し' 生糸の 輸出に よもて 元 
利 梅 還の みなを 考慮して むる。 
右の 信用 細 係を 巧ぶ にはが 力な 
銀わじがて保証？るか、 又は製 
糸 裳 自体 ド 米を を 注 人し ホ巧經 
營 V 一な す必を あるが、 幸 ひ ホ 糸 
の 嵩れ きながで 製糸業 者の 資產 
信用が 漸 みお 加す る规 がから 推 

し 測れば をの 如き 條 仲を 充 たす 

i は 格別 W 難で もめる まいどて 

一部の 製糸 家中 じは 旣 じな 準硝 

着手して なる 者 も ある。 旁々 

明年ん 巧藏化 人れ じは 或は ホ資 

を 利用す る 計 畫が實 現し 得る か 

も 知れの ご 見られて ゐる〇 

歲ホ财 おご 

日銀 帳ぞ 

客を 十二 巧 化】 り當が 日 本 銀 

巧 化 理巧監 お 役への 入電 じよれ 

ば 未 H 現. がを 巧を を 巧 島 十ホ值 

丸 千 四れ 巧 川、 制限 钟發わ 高 五 

憶' 一千 お 巧 力 E :、 民間 貸 出 高 五 

なと 千 S 巧 巧 山、 外闕爲 檢巧蹤 

高 一億ん 千 八け 方 W 、 政府 貸 お 

鳥 一億 九 千 llr ，：： •み阳 、頭を 五モ 

二が 巧阳 で； § 巧は ま减 ホ 穩 •し 越 

年す る i が お來た 由。 をに 就て 

星が 儀 辟 役は 語る 「震 あ 手 

お 巧剧引 利率は 日 一一 錢巧 おで あ 

つたのを 最近 二錢 一 r 座に 引き 下 

げた： めに 巧 剖 引 高ら 一' 寸激巧 

し 生糸、 米 巧め が 段が よいので 

地モは 聊か 潤 ひつ i あら。 短を 

は 大正 十二 年末に 比し 緩 澄の が 

態を 本し、 を 銀 巧 じがても 化當 

醬戒 もし 舉備 もした おお 無 ホに 

越年す る 2 を 得た の' は同廬 であ 


經濟的 運命 

菅重義 

逐年^ お 入超 過に 化へ て 一昨 

巧の 大義 おを 索つ た 我が 國の經 

濟化 巧け 疲弊し ごんと. 小を 恐怖 

じ毁 はれ、 何れの 日间 なするな 

らん どの 化 駐は化 人の 睡 々口に 

ずる ミころ；；； *>60 成お乂 お 乂は 

乂 震の 災禍は 闽 を^ 經濟 力に 茜 

乂 むる おがを 溪 らしめ たる こご 

は 疑 ふべ < も をら 中、 之が ため 

因 あかを S 經濟 社會に 崎が を投 

じ、 巧が 國 比の 進化 的 おを^ 萎 

縮ぉ來{ がかきこ どは巧ぁる ベ 


いはず、 國 氏なる ものが 今後 か 
柯 なる 瞬 巧」 向つ て 進まん ごず 
るかは 一大 轉換 期に わる 巧 人を 
して 刮円 せしめ 中ん ば邑 まや。 

現今 巧が 歐じ橫 はる 二 大齒策 
は械民 かがと 産栄ホ 國の徹 おじ 
俟つ處 をし。 兩巧 父を おなる 顆 
巧を がし 經濟社 台の 化 本 的を 誠 
をが す 0 

六 千 方の 人口が 將ホ裝 して 自 
給 自足を 繼紛し 或は 每年 五十 巧 
の 人口 巧殖 るか 何に 巧 おすべき 
か。 猶は經 濟ホ个 おけを 業の 養 
縮を 來 し、 輸入超過を 巧し、 を 
貨 の 流出に 加へ てが 货の聽 を 又 
おを じ 寒 也 じ おへ や、 吾人は 脅 
威を 受 くる こと 度々 なら。 

震災は 天禍 なる も 人 超は 人爲 
的 どい ふを 得べ し。 巧禍は 如：！： 
なる 粋 絡を なて してら 豫 測し ホ 
然に 防ぐ こごみ 可能 じ 似た る も 
人爲 的經濟 のを 定 調節 或は 振興 
は爲 あ 者义 解かさるべし。 

人口 增禮ど 自給 自 せの 闲 難を 
から ば 速 かじ 過剰人口 のが 外 移 
遣を 斷 巧すべし。 威 者は いふ、 
移 楠 おじよ つて 國 力を 増進ず る 
をを遠なら<。 言尤らのかく聴 
ゆる も、 移植； け 移植は のみの 
勢力 扶 がに あらず、 彼等 じ附き 
顯ふ 化ての 經裤 的极を 的の お 展 
を惹 化すれば 重大化。 又 或を け 
いふ、 現今 あ 巧は 八 ホ 塞がらは 
て H 本の 移植 技を なる i 處 なし 
假 かんば 强ゐて 移 他を 一れ はんか 
轉家 間の 爭關絕 へざる べし ご。 

然 らば 夕圖を 恐れて 化闽 のい ふ 

が 儘 じ 追 化すべき か、 遊星 か， 代 

の 破綻 葛 牆は歷 をに 戰 ずの 記録 

を 繰ら 返さ*, る 限 b 絕へ ざるな 

b 。 何 A ぞ 知らん、 自給 自 をし 

错る 富闕で すら 極東 じあ おに 或 

は 南米に 經濟ホ 闡ま義 を 貴傳し 

つ I ある 事 賞を 如时 せん。 斯る 

御機嫌 伺 ひを 止め 目を 化 界じ放 

つべ し 0 

近 < は滿 蒙、 南が 群峰 遠くは 

南 ホ じ 發展の 余曲充 かなら やや 

今 じして 移植 ほ 策を 溝せ ずん ば 

なお 後の 後悔は 激痴じ も 似たら 

吾人は 根本的 經濟 基調の 解 ホと 

して 國瞭產 業の 白人が 獨占 じあ 

る大ネ 巧、 大不條 狸を 能 ふだけ 

攻 擊し是 等の ホ驅 たるべき 覺悟 

を 要せ 中ん ば あらや。 楠扶 巧を 

は 難問題なる も 袖 手 巧觀わ りか 

見で け 巧 年の 計を 樹 つる 日の 暮 

れて道 遠し の 威な しどせ ず、 _ 釋 

機 逸 巡ず るの 巧に ぁらや。 識々 

が乂 同胞が 輸 お 沐 雨の 艱 巧お戰 

ひ、 今ぃ な闽 A よら も 物 巧：^ に 

は 巧ホ-咖 の 環悔 じ ぁ る の も^^ お 

ひ 切って 懐々 しき. 鄉お をが 亡！ 

ホた からで ある。 麻して 化或词 

胞 .いか 國じ なせし 陆紳的 じ も 物 

質 巧に も、 をの 故 闕の經 濟社脅 

を 援助 甘し こ i 幾：！； ぞ や。 

畜 人は 巧が 幽 のを 働 力が か； X * 

るに 鑑みて、 をの 國納 かのに 一な 

巧國の 工業な 尚に よる 經濟林 贈 

じ 化 ひを 莱立幽 を徹晓 して 

經濟 邮轉の 安を を將 巧に 割 励 

る も 比し、 二者を の 一を 擇 ぶ!- 




街ホ繁 
ご 目 了の 十四 
强目了 五卜闽 


Japanese Tea Room 
1802 M Street, N. W. 

Tei. Franklin 1577 


City Hall Tea Gaden 

170 Nassau St. 

Next to the Tribune Bldg 
Loo Lin Manager 


Beem Nom Low 

47 んな h Ave. 

Bet. 28th-29th St. 


Suey Pang s 

REST&URAHT 
4 巧 お 加む e. 

む t. 27 化 -? が h な s. 



mum 


35 East 29th Street 
Te し Madi 如 n Sq. 75 が 


DARUMA 

781 〜む h A 化 . 
Tel. Bryan! 3859 


Kawasoye Hotel 
側 tf がり 23rd Street. 
Tel. Mortiingside 7154 


Toyo Kwaii 

41 に 1 か h Sl 

お I. B'way & 4th Ave. 
む i. Siuyvesant 8798 



TAIYO 

1 が 恥 st 65 化 St, 

Tel. End'icoti 23 け 


S.KUWAYAMAGO. 

114 E. 59th St. 
New York C れ y 


K が agiri Bro’s 

224 E. 59th St. 
New Yoi"k City 
Tel. Regent 3480-3481 


Japan 

Provision Go, 

が L が in が on むも 

Tei. Mad. Sq 4518 7843 


會巧京 お 

巧话ト ラブ r A ダー 6559 


The Tokyo Co. 

140 W . が 化 St. 

New York 


庵 桂 米 日 



oM • ダ ^ Ss* 

340 W . が 出 St. 

felephone こ 
Columbus 8882 


( 唯 H • 水） 司 養わ 


HIN0MARU 

101 W. 69th St. 

Te し Endico け 9527 
Room 5 


ASAHI KWAN 

163 E. 56thSL 
Tel. Plaza 6399 



會席御 料理 

が じず さ 燒 



華盛頓 

わざ； 

日本料理 

化 じ 御旅 舘 


S な 南 


巿廳あ 園で 永を 御を 顧を まけ 



W H 本に 住み、 H 本 語 
巧 を 話し、 皆樣 の御嗜 
.好に 適する 抑 料理を 調進を 巧 

T 度 ユン * ぶ— タアの ドです 


美味 じして 淸潔 

ぉ顧 品南樓 

前卜 時よ b 開ち 
午前 六 時まで 廣 / 


市 廳を園 

司 巧ん 度 蓮 
出勤の 方には 晝飯 
の 御 巧 利に 贿へ巧 
閱爵 席の 御 巧に 應 
やべ く娱間 问卒相 
术變わ 引な 願 度な 
紙上 御 案 巧 中 h 巧 


支那 御 料理 

彭瑞樓 

H 本 \ 諸君を 
歡迎 致します 


極上の 魚類 

季節の 新鮮の 魚貝類， ^ 巧 山 揃 C 
て爱 らまず から 御 賞 ホで さい。 

ァピセ ロな 店 
82 ミ 書 st_ Te 二 ranklin を芸 


殷蒲燒 壽巧御 化 おし 

日 贈を 日が 閒も巧 用み にが じ ホ 

，禽龐 御 料理 

烏 等 御 下 梅 

巧 玉ぶ 一 


御旅 舘 河 添^ 


會席 御料 種 

東泮縮 


御料 埋狀 •，叫 紅 

お 欺 

善 对 、蒲 燃、 蒲絲 、竹が* かきめ し每 


當烛 1 龍 望む 米 

巧田智 かがを 凿化 東部 一を 資揃化 

日本 食料品 陶會 


H 本 食料 晶、 B 用品 
並 じ 新刊 善籍類 一切 

巧懒 兄弟 廟會 

を 巧 お 煩 お 巧 巧 近巧腊 じて 巧 着 
化較 ra 巧々 巧 用を の 巧を 閲上 侯 


日本食 おお 類义ぴ 雜貨額 卸小賣 
織 プラザち 該桑 山廊會 
新刊 番籍雜 誌 小間物 H 用品み 替 


日本を 巧 おを 邮 
日本 巧巧諾 雄を 
n 本 煤 巧往神 
を 化 斩巧胶 み 
巧 巧 みやげな 

シが クシ ヤツを 補 

皆 室 大小を 诗 

をを のをけ あ b 


御菓子 舖 

驳趨姐 > 羊羹、 漠藥十 顔、 煎餅 卸 
小賣 、(のし 餅 前 = 御な た 願サ) 

松風 軒窩橋 

西ろ 十五 T 目 一二 十四 蚕 
電話； ラ。 フ バル •、が 7 五 五 五 巧 


忌 腐油揚 

煎餅 製造が •小資 
H 本を 料 お 一切 

田 中 

第ー ニ 街 八 良 八十 五を 
電話 プラザ 五 二 一八 


新鮮 魚介 一切 

H 本ん 向きの ホ 魚 巧 山が b 揃へ 
特別 廉惜で 大赃强 を します 
サヴオ ナ魚店 

.JOSOPS り aivo 百 81 

援 4 W . 苦 St 王. 

TTel . oolulnhms 91 沒 


Mil 德 U 淸お • 親切、 氣樂 ▲ 

稀な 旅館 

まほが 势 事を 乂間榮 作 

225 反 • 58 を資 reet 

ジ ー. Reg さ 二 だ 9 


御 下宿 

自由 亭 

58 ジ nds St. Brooklyn, N- Y. 
ぎ ま din 7475 


西 六十 五 了 目が 四十み 蚕 

一力 旅館 

電お 玉ンデ 3 ット八 六】 〇 


御 下宿 樵 井久 

47 Prospect Place 

be こ St— ざ d A さ . off Ebnd St. 

Tel. M 号 ay 呈 I 這 基 


が豫盧 御 ド 宿 

お嗚 岩次郎 

あ 四十 九 T 目 一六 五 

アバ メント C 2 

電話 グ ラダろ-と 立 


尋れ人 

更正 恩給， 趾 W を 化 

松 ホを 二 一耶 

「外闡 旅券 ドが 華實站 明」 巧 着 
熊 本縣人 豐旧淸 を 
お 岡 大谊恒 lllw 乂 がを 
瘦知甲 川を 衛か歌 山 引 ± 純一 
巧が 縣寺 巧巧始 
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本年の 邮幽は r 山を 化 天」 でぁ 
: るが、 がら ば 化 新年 献か禽 け 
: 巧が. 田から おつた もので あら 
ろか ミ…- 〇 

个 个 

刚が i 一一 と 云へ ば 維新 

後閒ら 。くの i ごて 贼 WS ドン 
チャン 騒ぎの ホ だが. り やらの 巧 
化 —— 其 阁旣じ 現が のを 中 歌 抑 

巧なる ものが 明治 大 ホの 創盧じ 

ょつ て懼 され、 次で と ザ 始めて 

一般に 詠進の 自 もを 班’ へられた 

「ぅつげ みのん の 誠を ょろ づ化 

じ 胎ずや 歌の しらべな るら レ」 

どい ふ 御製 じ も 窺 はれるな じ、 

H よ 古 來の强 術 じょつ て臺ち ど 

人は どを 結ばせら れんごし たた 

御 也からの J は强 ひら 卜 ょい 

あらぅ。 併し 化濫 瞧は哪 おな 前 

延 歴^ 御 K 旣に '巧 はれ 0 おち 中 

では K 々歌 制を' 備 された-か 之 

は 大奥み 1 部 だけ じんょ b 今 H 

ミ： ^全< 趣を 異にして むじ。 外 一 

歐-し 巧る 例を ホむ いじ 僅か じだ 

恥では 巧の 磕ん； 巧ち 廷」 採 詩 

官を 粒いて 諸 峭の詠 能 V 求め、 

を わじょ つて K 轉 々の义 が をん 

情の 障 薄を 天よ 自ら 知られた ご 

い ふ、とである.^>とも"1お天の巧 

は t 一て 了つ た。 化 巧 闽固お 

の 歌 抑 向の あがは f ん 梅 ま、 

でんな 

選を で 法で 巧 d れてゐ 

るか、 歌 御 曾け 例を 一巧 十八 日 

巧じ锅 かれる-化 づ 狸の 逃を じ 

巧 かる 强巧 ごして 御 歌 所長 A 江 

爲ザ 子、 を聯巧 ど—- 舉 巧を 川る 

之-み 山 化 あの 兩に y 化み 巧 命 

された 巧 鼓 巧ん 株な をな すた お 

腹- f 、 謠邮を 一人、 巧轉 一二 人、 

t 一敏. 丸 人 か をれ ぐけ 命され る 

さて 常 U の 式の み舆 ，5 ど 云へ ば 

之 化 口 K らげ 乗燭の 切は い 天皇 

け 銜引化 おじ 年の 轴巧 'ぞ 召し r " 

小 お 所の 卜 '段 じ ホ 御、 親で 攝夕 

はか' ぶ 右に お流れて 蝶 濁の 灯の 

はの か G 中 じ 此歌御 肖を， いはれ 

たの だが、 現 化 卜前十 時から 

宮中 験 挫 S 間の が 天 化の 下で 役 

買 も 唯 M 服 ごい ふを く のげ 式で 

视巧 さいる。 梁と、 毎 后が 陛 ド 

は 式 おの 小 か h 段に、 左む じは 

大おなド女おを '^5 を り -^巷席 

次で 腺啡 W 下ん 投 M や 巧 じ 許さ 

ゎた 巧 觀お摩 •い 御 廊卜送 ホ々 眷 

席し 蛟る ごな に まが 阅 姑され る 

辆め 臆を 歌と 人いた がぶ を尴げ 

るく、 茜 帥は 轉く 之を 

避 網^ 後阿逛 "がけ さ 

の中朗 々と 『をの 精め 一: 「化を 述 

天 一 ごい ふ i k 抑ゼ言 じよつ て 

說 める 歌 XX 縣 XX I 』 こ 高 

ら a , じ 乳名ご歌 で謎み ^げ 。。 

みで ぉがは 化 ハ糾巧 y 朗詠し じ’ い 

てぶ がの 敲 負は J 昔に ぶ 二 かか 

Z 讀 みがける。 斯 してな 階^ 化 

い 巧から 惭 かなき し 及 1. 特に 祝 

王， t 、 巧 拍股卜 の 御詠 進 歌心 

巧 域. 1 MV 繰返し 誌 もな の dll 

阿—/ 堪 とは 立. 时 、化 諸が の 歌を 

留 きが 大巧 閒じ がわ 擦， ご-之で 


贼 d る. こいん 梅が である。 處で 
化 選歌は 阪 ぉがに WF あ-^ のず 
でを < の熙 選が 巧 t ! れ るの だが 
昨年の 如き 詠 盤 歌は 二方 一千 化 
十と なれら、 化 中 人 逃は 五六を 
々点 約 十を が おおされる ごい ふ 
例 でん 逃み お 攫 も ホ 大きい 譯ピ 
1 選の ホ 化は ホづ 詠進 歌の 姓名を 
除いて 騰為版 刷 b じし、 を 冷 人 
'は 之 じ 採点して わく ど いんを 半 


ぶ も、 選を のを 也 も 亦 化 大巧で 
はな < 化 ためが を 徹す i ももる 
ごい’ ； 

。が 歌 レの 歌 おじ 就て 
は 一 あんのい ふが 如 < 「を歷 、新 
派 就れ にら 化ょ ホ 御 歌 所のを 讓 
を 川某蝴 巧の 巧閒風 でら、 ん江 
现御歌 所 おの 汲り こ愧が でら、 
が人阪 氏の 本 居 宵 良 流、 同じく 
酱ん 下葉 胤明 氏の 商 輪 正風 派で 
も、 尚は 任々 本 情 綱 史の巧 派で 
もをれ-^问巧選歌の標擊となら 
打」 のでが派が巧ごぃふ5もち 
へられ 打 J である 0 


を ホき 姻 つた 締 人の 巧 力は 威嚷 
されて ゐも か、 ブナ メ か） で 
は 化 水晶の 化 格や输 人の 姓を 等 
は - 切秘密じ附{てゐる相だ。 


藝 術に 闊境 5 ない 話 7】 

走る 纔車も おみ 停止した 

ブル ソ！ で お ザ 兄が のために 


◊ ク 

巧 か 冗 化は をの 翌 U 0 ツゾを 

まつて ヮ '片ソ ーへ向 ふこ どじな 

つてむ た。 漁 革の 化發的 間に 後 

れ たので 非常 じ、 む 配した が、 彼 

まの マネ ジャー け 驛長じ 電話を 

かけて 急， い别 をの おおを H 本の 

藝術 ホの ためじ おみ 間 許 b 遲ら 

す、 とを； S 賴 しじ。 巧 井 冗げ が惇 

ホ 場の プラット フォ ームじ 現は 

れる ごみ 車の 窓から 乘 がのを が 

が 飼を 出-- 峭 子を おつて 觀迎し 

たどい ふ 話さへ も ある。 

◊ ◊ 

ヮグソ ー じがて は大 な、 がを 

をげ 仙のを t の歡迎 をず けた。 

を^ クらフ ラ ー クへ it き、 を. 八 

化の ホなる 都 ホを 巡つ て ビエ ナ 

プタ ペストへ 廻らぅ どして ゐた 

際、 當 時かン ドン じ滯び 中で あ 

つむ 巧 滕が據 氏からの 寒 面に 巧 

した。 をし： 佐 おにの 手紙には 

日ン ドンの 第一流の コン サ 

ホ ー 作 でをが會を開く から巧尔 

る 化 b 巧く U ン ドンへ ホる やぅ 

じど 善いて あつじ。 巧# 巧 化は' 

このず がを 昇て なにべ' が リンに 

引き返へ し 旅装を 調へ て n ンド 

ンへ 急いだ。 がるに 巧は 官 はが 

等 V 舞わ 勞働 ちご 見 傲して 上 降 

を禁 山した 0 

◊ ◊ 

彼等は 二人は をし くべ か 9 ン 

へ 引き返さ；；^ くて はなら なくな 

つた。 が 等は ロンドン じて を溃 

會を關 くこ VJ は不巧 館で ある ご 

蕭 めた。 おる じ-ヶ月ら た-- な 

い 中 じ 巧 脚の 巧風乂 おからの 許 

可 書を 得て 二週間 英喊じ 滞 だす 

る こどを 許さいた。 を' 一で 彼 巧 

け 巧び が國へ 渡つ た。 巧 翊こ终 

ける 巧一词 町を がは グラス ゴ ー 

で 開かれた 。をい から ロンドン 

じ r 細つ て 舞踊へ ム溃 曾を 開かう ご 


レキ サンダ r サ カロフ やジ $ 
—グ アニク 等 交 出 ハ じべ 八乂 I 
のォヌ タン ド虔 煤で 舞踊 巧を 開 
，'、こと i なつた。 をれ が緣 かで 
が 育の 興 巧が ナム エッチ パリ 
スど 契約を 結び 紐 育の 劇 海 じ 現 
は n る こご じな つたが、 化 ホの 
都合で この 契約を 破棄す る こど 
じな つた。 

◊ ◊ 

おか 冗 妹は 一巧 十り の 夕、 ィ 

ンタ 1 ナシ ヨナ 来 パ ウス じが 

て歐洲 じがけ ると を々 づじ プロ 

グラムの 下に 舞 加を 滿會を 開く 

ことじな つた。 二 巧には シ ，カ ゴ 

大學滿 劇 科み ホ 腫で 间大 學內じ 

て 公演 爵を關 くこ ごに なつて ゐ 

る。 おか 巧 化の 舞 础は乂 阔の觀 

をに も强 いがを， す おへる ご呵時 

_」 、識巧 間 じは 歐洲 にがけ る ど 

同化 じ 彼等の 天を を 認められる 

であらぅ 0 

ま 邪から おた 

骇 しぃ 水晶 

がヮ ナメ — カー じ 

だ耶 てまの 教 どなつ てむな i 

の ある ドヮジ ャー书 姐の 孩 をな 

水晶が の 五ヶ 巧に 直る 苗 > むの お 

裝常 化の ヮナメ I カー 订巧 巧の 

手 にがつた どい ふ 話が ある 。化 

水晶は 

重 一一 里な 封 巧と いふ 化が 溝 

一の 乂巧 水晶で 十よ 化が 巧 化み 

ものであるが、 とがを 恥の 王 ま 

から 個人の 手に 賛拂 はれた W ホ 

農々 持 ホが 變る だけに、 ヮナメ 

J カ ー を 化 おして 之が 胃 附に赴 

いた 一 橘 人 も ホ 常な ち* むを あわ 

をな じ 上が じある ど：， ムミ 本. 聞 

き あ 一4 乗 6 込んだら 演東じ 巧つ 

たど 化 へられた 。常時 (昨年 ご I 


倫 敦ゃ桑 港へ 

飛が 機 旅 巧 

ロ ン ド ンやを港.；*,,儀か一 一日間 
で 旅 巧の おがる 化 八 中 じな つて 
ホた i ごい ムず巧 あい 計 蕾が 
ボストンから 傳 つて ホた。 巧 本 
を d なで 巧 巧で 一機に 約 二む-力 
乘を 投じ、 な 五十人 乘 6 巧 物な 
卜顺 樽み の大が 飛け 船を 約廿機 
建を のとた 陣度 びゎ 巧 巧のを 期 
横斷 をが みる ごいん ので あるが 
お 客 貸の 如き も お 車 や游刪 並み 
どす る 堂'^ ある。 爵 社け ボス ト 
ンじ 設けられ じので ゐ るが、 資 
本は が 育から 出る らし/、 アルミ 
ナム 王 ご 云 はれて ゐる當 他の ア 
1 サ デ-^ ゲィ x 氏が 大部み 
巧資しじら（ いと。 

菅お對 鈴 木 試合 

囊にヵ トラ ー むを 败 つて ジユ 
こア ー 橋 巧 濁 ホ權を 得た シヵゴ 
の， クフ アンデス 君は が 人 巧手 
营巧 忠雄挡 乃挑锁 を蔡權 しなの 
で 撰を 懼は 巧び 驚 巧哲の もの ご 
なつた が、 巧 じ < 巧ん禪 手で あ 
る 鈴 木龜占 丹が なめて 挑戰し C 
のでを く兩 巧が 競技し、 其 勝 巧 
か 二 2^ 卜旬 ウらシ カコで 催 され 
る 化 巧搞球 撰キ權 大會じ 出席ず 
るを どなつ た。 


讀 巧の コラム 


ー ホ. が 巧 b 哩卜は 入が’ 潇員 もが 一 おを を 隅き が 評を 巧した 。をの 

1 おおしお ホ 出 巧い 诉憐 がめ おじ I ヘム-沿 曾し よつ て 一巧い 舞 加ぶ r 


月)^ 廣 ぉけを み騷 ぎで 外闕の 

たが、 哪が巧 閒が旣 じ 切なし 1 蹄 はお 易に*^ 隧 する； が 出 

ホ のを 链裝 めと 巧み じ t 陸 

する-問題の 水晶け 巧び 卜 •がに 

巧つ^ ご傳 へられ、 卜 •おで 聞 < 

と お1^じ 巧つ た ごい ふ ミ. い 巧ら 

帝を 一 - すつ てを る' ど 化 京に 負ら 

いたご ^ ム 騒ぎ。 最 おじを の 水 

晶は ゐる どが 明した ので 

婦人は 

三度 y おを 訪 n て 漸< 之 

をキ じし， 言 じ 7 ナメー カー 巧 

のがを ごな たので ある。 五ケ 

巧 どい ふ 永：：^ H を此 水晶の た 

一" めじ あの 谈い Iv して 危險 U ミ那 


てなる の ご、！^ 時に 內務 巧から 

絕 お-し 巧を じ 出 おする こどを 禁 

せられた。 をれ で 口 本人 连 のが 

ぶじ i ら ブラィ V 1 卜じ U 本 及 

びを 阅のお ± を 招き、 日本化 樂 

がに がて プ U グラムの 一部を 發 

をした。 をの 後 じ おへ 出た のは 

昨年の 四 おで ぁつ ‘ た。 

◊ ◊ 

じ おじが ては 日本 大 化な のま 

谁 で、 シヤン ゼ作 •七 1 劇拽 でを 


困つ た 先生 さま 
を讀 みて 

乂苗陵 離 生 

無智な 敎 帥の 答案は 噴飯の ち 

だ。 巧る 巧 穂。 實 例に 屢 々遭 

遇ず る、 一昨年 予が W 巧 おの バ 

ブ 9 ッ クス，— ル じ 巧學 中の J 

を 诗敎帥 (巧 お & び お 帥 お 巧 6) 

のが 脇を もを だ覺 束な いらので 

あつな。 或るが 术哟圾 体の お蓉 

を 說明中 諸 外 瞬 ごた を 他を 巧の 

;を述ぶ るじ驾り乂化り巧ごし 

て 喊洲諸 别强を 曝げ、 みて ミニ 

スタ！ 級-し 巧ぶ や 諸 弱小 鹽を擧 

げたる 後 アンド、* ャ イナ、 ジ 

ャ パンと 確信 ある 面 巧で 述べた 

もんだ。 そして チヤ イナ' こジ卞 

バンを ホして 切 b 離さない、 依 

然 ：：： 本は でち 國三得 じて 居 6 チ 

ャイ ホ V ジャパンの 隨別 •か 徹底 

してなない 檢 であっ ぶ。 而も 之 

がゎが 育の 中必 、堂々 C をを が. 

を 校の ホを さま だ^ら 一般 公衆 

じがて を やで ある。 敝くホ 化が I 

先年の 說 明を 眞寶だ ど おひ 法が 

のは 當然 である。 

A ホ 巧が！ IK お宮 巧の ド 手 巧 


なさね 者は あるまい 。外人の み 

<は：：：本^:!小さな國で、 人は一 

ドグ パク スじゥ 3 して 王 

る もの だと 信じて ゐる 。斯ぅ」 

た 誤れる ち 私 抱かし むる-しま*: 

た 半面 じは 巧が 國 に 自 をが 彼す 

にし かく 思は L めた 倾向 なき 也 

自らを 侮る、 人 之を 侮る は盖 
當 がの ぶ b 巧き でぁる。 今が ぶ 
入は 大膽じ ドシ^ _ ，.彼等 じプ t 
パダン ダし、 H 本を して 巧界乂 
いふ 舞を の" ムラ ィトの 前に || 

たしめ 彼等の 索を 開かねば な 
3。 頃ち 靡 粮緩領 串が 時と 攘化 
じ應 じて 眞 の：：： 本を 說册 して'^ 
るのは おじ 巧が 患を 得た る もの 一 
ご いふべ し 0 



舞 磯敎授 

▼化を ダンス A 

►を 情 体操 ▲ 
紳 七、 淑女、 わ f 
おさん ホ じげ 峰 じ 
敎巧 をし 升。 午前 
十 時 ょら 午後 十) 
時を ( H 權を陈 く} 

シャリフ •ダン シ 

ング 帥範學 巧卒裝 
上衫 タマ 


♦引 正本 紙斩 年号 駕十お 巧 
铅懸嘗 が 語 十 ぞ义縱 巧說 明を 
中、 簾 八 「迴 港の 干 鳥 足」 ご あ 


H 本埋 髮舘淸 

> 新式 洗髪の 設備 あら 巧 速 T をを 
旨 ごし 精々 賴强 致します 
一 印西 四十 一二 T 目な が 地 一二 円 六 哉を 
は 「姻驗 の 和 鳥を」 の 誤らて ふ-う》 ノプフ 。ァ堯 々お i 四 壬 一子 目ち 一 

ら ski ご" 宮川 事務所 

持 續的繁 蘭の 同胞に 的確なる 職 
業を 周旋し まず 0 

Ja ち ミ se tags 志ミ ち 
一 夏 W . 4 ま h St . N . Y . C . 

Tel . 3 ミコ t 778? 9 芸 8 


徽兵 猶豫； 

本年 巧 徵集巧 期串踩 取投； 

一、 大正 十の 年 巧^ 徵兵 適齡 ' I ザ 
明治 化と 年 十二 丹 二：：：： ょ b 一； 

化 A 年 十二 巧 一 U の 間 お ホ；！ 
i 、 大正 十四を 巧ん 徴集 延期 
綴を 要する 巧は 明治 i 年 十 j 
巧 二：！： ょ b 同化 A 年 十二月： 
りを の 間の お ホ 者 
一、 巧 «== を 格 所 じ 巧 b 
1、 保証 料 =： 1 巧 _ 
馨削郡 便 U 十五 仙 
會旨 外は 巧 じ f 数 料 == 五十 户. 

1 、 期！：： 大お 十の 年 一一 一片 一 いな 


紐け H 本人 舍 


婦人 與誘 敎授 

稽 をはと 十 お 他 一二 四 週間に 驚 
べき 結柴 あら。 每 H 朝 化 時ょ I 
夕九 時を H 曝な。 十二 年の 經 j 

Mis 扣 巧一 化 30 h 扭 『~ 扣了ぶ 

12 芝 一置 量 0 こ vn .; Cor . 8置 芭 


最新ぶ 六 轉淫， 

巧 利、 淸满 、待遇 懇 助、 宿料 化廉' 
强鲁 船を 么候郁 度が 化 傷 じ お 盛 
ン アト^ ホ 第 六 街 1110 六番 
ェヌビ t ホテル 
電話 メ ー ンご一 化 五 二 


成功の 秘談 


も • 

が 細 

が 

II 


ホ歐ま 英語を おす- 

は 化 巧の 豁 I 義 で. 

み 松には H 本人 敎- 

じ 憎れ た專巧 婦ん， 

師ぁ b 懇切 じ會 話ぶ 

價文 社を 锅を敎 巧 

ます。 H 曜週 = 巧け I 

午前 九 時よ b 午を- 

時まで 輔 校し ー レ： 

スンと 卜化づ io I 

H 食 もじ ホ按 あれ 一 


ゴ百 化み， む 化ょ で 

あ淸 潔。 るを 一 

松林が か 一 

一 夏 L 至 基 S Ave. Tel- 2 . ぎ 29211 


クヤ パン 




ル 


H 本け 患 紙の 符御 申込に 應じ 
萬事频 拒を じ 御 お 扱 ひ 中 k 娱 

を 港 小川 ホテ少 

▼ H 本 祠巧巧 (别間 あら) 
を灌力 9 ホ^ ニア 街 六 一二 
'電甜 カネー ー八 ームハ 

ロー サン セ 瓜 义 化 ちの 御 觀光じ 
は 万事 玻 塞み 御惦 をを 計 b ます 

ィ ’ — グ^ ホブ火 

羅 せ ホ じめ ける 同胞 獨營 中最 
巧 ホ 島等ボ テが であ b まず 
羅 がを 一巧 一二 化 宇 
電話 ゲ アン ダィクと ホ 五 九 

ボストン 案 巧 

貸 宫動車 業 河 西 

諸を 跡、 大學 巧、 工場 其 他 一般の 

がか 及び 通 辯 もします ぎ 〇ヨぎ 

Tel す ck •妄 77 夏 7 Q Batavia 資. 


キツ スジ ヨんフ 協 皆书催 

壤 所 — ラィ レ 可 .. ~ " ムホ J ル 

八卡一 T 目 ど 巧 一二 巧 

時日 =一 巧 (十一 雌 日) 

入 塔料= 一 化 

日米 兩樂 奶奏 

ぶ 人 御 誘を せ 戸 あ 御 ホ 巧を 願まず 


ボストン 巿 

嵩 ± 旅 舘大浦 ホ 松 

1 ま Worcest ま St- Boston ま ass. 

ぎす ck 童 2 巧 


電話 レキシントン 四 八 五を 

器 旧旅舘 

度 十五 T 目 二な を 


中 村 观變店 

中が 萬藏 
ゴ W . 黄 ih St . N . Y . 暑 
Be 产 Colu ョ bus Ave • 資さ tral 3 rk 巧 est 


藤が 旅館を 巧 

A 仪 W M ゴ y ご . ard Ave : 
於資 tin \ V 塞 ！！• 


紐 巧 旅 絡 旧 中 巧み 郞 

東 四十 r 目 二 四 二を 

Tel . Galed ミ ia 呈 4 


割烹 並に 御旅 舘 

^ ■ 0 佐 野 兄弟 

が 育 お 西 八十 八 T 目 iir 白 十一 二番 
お 話 —— ，タィラ！ と 八 ニニ 


WALKER & FLORID I 

CUSTOM TAILORS 

20 いい ST.. NEW YORK 
Near Church St. 


ん 

The Mitsubishi Bank. Ltd. 

EQUITABLE BLDG. 

12 り Broadway New fork 
!*•! 巧 hone Rector 94 诞ぶ 6 


THE MITSUI BANK, LTD. 

NEW YORK AG 拉 NCY 
Room No. 1012, 

61 Broadway, N. Y. C. 
Tel. Bowling-Green 344 い 


娘 诏 - Americ が;' 編屬 
知 Ori か 向 Mail Line 獲 

, ，が 驗 か 御ゎげ 卢 喪-: 夕聲 

United お ^^ 2 ミ Sliip が ng Board 

■ -by Admiral Oriental ’ ム i びが ; m が a が ng か み が ほる :-. 
‘ ， が • a S 命 拙 マ Bldg：, Seat 幻ら つが,’、 


32 Broadway New Yofk むか . 
Phone. Hanover 7394 

店ち を 俄 お 

112 W が t Adams み reef, CHICAGO, ILL, 


社 會ま株 船 薇洋東 

T. K . に 

NEW YORK OFFICE: 

Room 801-805, 1 65 Broadway 
PHONE ： CO 只 TLANDT 8047 

San Francisco Officje: 目 51 Market か. 

帆 出港 桑 

格 お ホ 南 路化米 ホ 


THE FUJIMOTO The Sum け om 日 BaniUtd. 


SECURITIES CO., INC. 

120 B，wiiy N. Y. Gi か 
. K が tor 241(5-3 が 9 


NKW YORK A も ; 肛 NCY 
149 Broadway 
T いし Hanover 7444-7445 


The Yokohama i Tti 目む！ ) kWraiwan, Lid. 


Spec お Bank, Ltd 

Equitable BW もん Y 
Phone Rector 25 如 


Room 308 

Bennenson Investing Bldg., 
165 B の adway ， N. Y. 
Tel. Cgi • け andt 7 が 2-33 ■別 


MORiMUBA 邮 OSiilnc. 

53-55-57 W. 2 ; う 川 St. 
New York <?ity 
Tel. い ' rauiacy 3 がり 


TBiyoTradingCoJnc. 

Impor お rS 在 技 xportere 
101 F け U 、 Ave., N. Y 
Fei. '^iuvvpsant がが - 5 

327 W. Madison Stre が , 

Chi む、 2 ん nUnois. 



ORIENT 化 日 EFT 化し HANOVER 巧 00 


EOUITABLE 

TRANSPORTATION 

則が ORimON 

24.26 Stone St.. N.Y 
Tel Wh け eha り 2528.9 


CKS ぶ . Line 

ホ 避 醇聲 皆を !: 

Room 603 Cunard Bldg., 

25 Broadw が， お w York City. 

Tel. Bowling むが n 的が 


社 會船郵 本日 

店 支 育 紐 

Q - 10 Bridge St’ New York Cit> 
Telephone Bow り ng Green 22612 

店 支ルト ヤシ 

Cotman Building Seattle. Wash. 


最新 スタ ィ作 陳列 
= - 度 御 ホ 巧を い= 

巧舖は H 义紳十 ホ 抑 巧 用の 上 幾 服を 劇 おを 

しまず。 

が 舖で御 求めの ホ 服、 外が を御蒋 用な され 
じ ホ 轉流村 スタイ^の 正しい 服 裝の辭 を かお 
ホます。 


クオ I 力 

フロ" 




ン 


才 洋服 店 


一貞 本 金 一 僚圆 
拂込濟 資本を ■ー ハモち 旧 
构 立を 四千と •向が ち圃 

I 賊 一二が 銀行— 支 巧 

本 おを 巧 市 H 本 巧 おお 河 町 一 
支店 小 巧り 本 掠 丸の 2:( がを) おお 
名を 屋巧 都大阪 巧ス咳 
神 戶廣島 下 熙巧司 巧 化 
I 福 岡 控略上 お 倫 おを 頁 —！ 

外 國爲替 、郷里 送を、 ホ 送を、 信用 狀巧他 
一 胺お巧 業務 精々 御 彼が じ 化 投可か 校 

瓣賊 一二 菱銀巧 械 育ま 巧 

本 まな なを 宋 巧大阪 ■神 口 ■巧 都 
巧 化 地 名を 崖* ルが •上が •倫を 


ホ ノル、' 横 漠お戶 ，長ち 上瑪 香港， あ 旧拉行 
太洋义 (ニニ、 呂 〇爾) 一巧 十五 H 
コレア 化 三气 〇呂 嗯 ) 二 貝 ill 日 

(羅巧 お 帆 二 H サセ H レ 

を 洋丸 三 二、 备 〇顺) ！ 二月 十と H 
画 比 利亞义 01 气〇呂 順〕 |二 巧 化】 日 

(羅 がな 帆 一一 一月 二十 A 目) 

太が 化 三 二、 0 含 唯) 四月 九日 


往 が 墨西哥 、秘繁 ，智利 諸 港 巧 
復化 ホノ ，、橫 濱神口 巧 司 香港 巧 
_ 巧 複共お 六 通 一画 > 

〇 棄港巧 切 巧寢窒 ホ 購义 御轉旋 化リ候 


シャト 八 出帆 午前 十一 時 

▼フン ジ テント マッキンレ^ 

一巧 二十と 日 

y フ レジ テント ジス フア ソン 

二月 八 H 

マフ レジ デント マデイ ソン 

二 巧 二十： n 


►太ず 洋 航路の 最か速 あ 船 ▲ 
▼船室 廣く 理想的 じ完瞒 す- 
マ ベッド 使用 コット じ 非す- 
御を 學 じの b 日本食を 調 ふ 

代理店 桑 山 廚巧ミ E. 空？ 


シアトル 出帆 (お 帆 午前 十 時 心 
加賀乂 一巧 サと日 
がを 化 二ち サ音 
が 岡 化 一二 巧 十八 ： n 
横濱义 四月 十 H 


U 本 巧 船を 運賃 新を 
一等 橫攒 一九 お 巧 神 戸 二 0 五 ホ 
云 等げ 食 五十と 弗 か 食 五十 五 巧 

歐洲リ 本 削 客船 吞 巧二网 5 

输敦 ょら 一等が 五磅 、二等と 十 
磅 ，垢 bt をょ 6 1 等 化 十と 磅 
二等 六卜六 巧。 — 

が宮化 呪芭を 塔が も y 本な 货巧 鉛— 月 二圃 


船 星 
を 巧 
はを 
お辄 
本 呼 
を 出 
A し 

荷 f 
物 さ 
はい 


、こ' ブト パ.^ 聊 
あ. CV ぞな化 I 巧 AH 
わらび や 化 } 巧 十六り 
▼横 城 一等 一二 〇 弗 S 等 立五雜 
S 等 客莖大 なを 家族 窜多蚁 

リス アン ゼ ルス 出帆 
ぱ なま 化 一月 十二 日 

▼儀蹈 一等 一; 六 お 宇一 二等 一一 化 弗 ザ 
►沙 滩羅牺 巧な 舉 切符 寢摩券 離 入御 鈴 
旋 いら 候。 

▼ M 巧 線 パナマ 招 曲け 本 女 W がな 物が 巧】 画 


^ ^ 定期が 貨 五十 圓な 上が 息 年 ホみ 

能 賊臺灣 銀な が脊 出張所 

▼鄉お 送を ぶび 化 送を 無 < 手を 巧)、 外围 
爲替資 買、 巧爲 をな も 取 立、 信 巧 巧を 
巧 等 一枚 級 巧 裳な 抑 便利 じな 巧す 化 憤 
▼尙は 詳細は 御 遠 厳な く 御 問を 被 下巧娱 


巧 「巧货 五十 圃 W 上 ゴハケ 巧 W 上 
本 巧 f を も 一が 息= 年 六み」 ー ニケ 年 0 內 
預を i U 「が貨 ぶ十圓 0 k 

(通を L 订凹じ 巧 H ホ ー 錢二馆 

(化 シ营モ 凹な 下 ノ述な 巧を-お 巧を〕 

横鑽 正金銀行— ま 巧 

鄉ま 送を は 都て 無 ホが 巧 じて 當 
巧 橫濱本 巧經由 送を ホな 巧 中を 


社長 男爵 化 友 吉左街 巧 

本 巧 乂阪化 お 五 T 目 

が 育ちな が育ブ 曰— ドゥ ユィが 四十 九を 

驗 巧 友艱巧 

日 お 一を 巧、 橫 •裤 、名を 崖、 巧 郡、 神戶 
^ 尾ノ 道、 廣 島、 吳 、柳 井、 下/ 關 
巧ま庙 I 巧 司、 小 倉 》 若松、 博を、 留乂等 
本 固 煩を、 赖お 送を 等は 巧め 
て 御 便利 巧を じ 御化圾 巧# 候 


藤本 證券 會社 

1 肢ち價 詰 券ノ賣 買、 引 ま、 裳 集 
A を融 、並 二 么二關 ス^ 一切 ノ莱務 

龍 城 藤本 ミミ— 力— 銀 巧 
紐 育 出張所 


雜皆 购祕器 

ドライ グ ー ゾ却賓 


® . ドラ イク 1 ツ巧資 

太 洋寶み g 贫社 


夕お お 俄を、 ボストン 


陶破 器、 雜貨 、ラ 


卸賣 


ンブ及 ランプが 

森が ブ う ザ！ ス 


-v ノ至 


昨年 収益 約 二で を 巧 

本社は 過よ 十四 年間 巧が 業 除を 掌 b 本社の 信用 
は 己 じを かわ 〇 げを必 して 巧 資せられょ 役 脅ち 
け潤澤 S 利益を 場つ、 あ b 本が はを を 第一を 旨 
どし 利子は を 巧 確實 じ支挪 ふ。 

じ ド I チィ 投資 銀 巧 

紐 育ゥォ ー ル 街 六 0 を 

御 通知 あらみ 第を 速 係員 參 上します。 

東が 部 主巧韦 維 廉 
室 liam Wang 


內外 海陸 蓮 送 業 

包郵俩 じは 大き 過ぎ 重 巡ぎ る衙物 
は 弊が じ 御 依 巧 あれに 冗費を 挪 はず- 
安を で 面倒な しじ 且つ 低廉の 料金で 
じを 棋經 由の 小荷物 S して 化 b 扱ます 
東洋 部 ホ 任 ル + が 八 
日本 総代 巧な 川 長 運送 會社 


レ3^^が义 収益確诗なる下お裝 
ん 轉 をの 爲め 至急 壌 渡 
巧し、 谋 所は ホ 十九 T 円 委細は 

左記へ 

ジ香 す ミ 置 icQ 二 9527 

#义お 、クィ クラス 0、 五、 

六奎ア パー トメ ント 
スンべ ー タ！ 附 、家賃 恰好。 

Himb 置 Apa ュ sent , 559 W . 164 th st - 

1 Do ミで si ミす〇豈 宝 ay. 


サプ及 バス じ陳 利よ 


i 管蹇 しぶし 

お 話、 お 殿、 其 化 設棉完 を。 


岩 N さ. 1 さ thst - 享. 
Tel . Edge 夏 ヨ b 0519 


一過 五 巧ぶ A 巧、」 
*^も 人义は 二ん じ 適す、 

お 廳へ十 か タィム ススク エャー 
へ か 五 かお 話 ヵン バラン ド 呈一互 
ミ 宝を St Jrooklyn 黒綺 梅ず 


ly 

r -~\ 


大 


四 

年 

一 

月 

!' 二 


曜 

H 

V — * 


m 

奶 

を 



で 

h 

巧 


第 

寒 

巧 

醒 

號 


檢 窒を獻 巧して 

.野草 筵の 

化な 輪 出を 謀る 計を 
本が を慌ホ 化む しろの-蹄- 
して 化が 大戰中 よらが か 輸出 化 

中の お 巧 部を をみ むる じ まつむ 
巧草逸のな巧向上化じが - ブ^關 

j る おめ 今 间叔か 二 五六 號ぶ r , 農 

巧 巧 巧々 巧 二十 I 二號を W ての 治 

一二 十八 年 お 月搂 ホの 勸 々化 狂が 

締が 則ぶ び间施 巧細刖 キーが の 

改正を いひ 輸出 巧を 逸 S 拾を を 

咖巧 する i に つた ご ホ 閣絕頒 

事 およ b 述 速が あつた。 右 じ 巧 

き 化む しろ 皮け 巧を 巧 輸入 おの 

老舖 ホが 贿化 支配人 か 藤 勝み 氏 

は謁る 『元 ホ 化む しろの 海外 輸 

出は' 相當 もい 膝を を おして 居る 

が米國 じがけ る 能を も】 お 一を 

あ 6、 近年 じ ま b ては 野草 違の 

需 を旺拖 どならて 化 レし ろは 漸 

ホ 装 退した。 がる じ大藏 省の 發 

表せる が 計に 化れば 野 巧 逸の 敵 

おは 總計一 側 年 約 五む 常 圓じ逢 

しのと 倒 五み 乃 巧 八 削は 米國向 

き 輸出 でんる が お々 輪 入 巧は 巧 

じ 其な 良 統一を 哨鸿し 麻 務官を 

經て外 巧を じ 具陳した こども あ 

つた。 現む 神 戸には 農 巧 扮ち化 

むしろ 檢査 所が あるが 豫算其 化 

の腳 係で 野を 逸檢 をの 勵 わは 遲 

巧した が あ々 昨年 十一 巧 中旬 か 

ら捡査 を 卿 巧し 始めを 檢査濟 の 

慑 印；； •■きらのを 输出 すれば 罰を 

じが せらる！ ミ ごな つたので ゐ 

から 吾々 どして はを 必 して 將 

來 益々 化 販路の 滞 張を 謀ち じい 

と考 へる』 云々 

輸出 野を 逛檢 をを 綱 

萬 一、 か 稀 

、巧を 筵は 特に 巧を したる 

ものを 除く 外 化 違檢を 所の 

檢査に 合格した る ものに 非 

ざれげ 么を饭 出. 巧ぎ る； 

二 ' 檢杳後 切 斷が他 加工した 

ると きけ 擦染 & 緣化 りを 除 

< の 外檢査 はみ 効力を 失 ふ 

こと 

ご 一、 檢杳じ 合格せ ざる 野を 

筵を 輸出し 义 輸出せ わごし 

たる あには 罰を を 科ず る i 

幾 二、 檢査 の範國 

檢 をよ 6 除外すべき 野を 筵を 

左の 姐を いる こ i 

一、 滿洲じ 輸出す る 野草 筵 

二、 巧な 見本. 

一二、 十八 平 ホ 巧 0 ドの もの 

四、 紹絲 をな て絳條 みを がを 

被を したら もの 

五、 褒凶 ドのを 栖を ホた る絳 

條ど 巧した る もの' 

第 一二、 檢 がの ホ 化 

一、 巧が 殖 の 檢 がは 化 藻檢巧 

所—- 化て ぶを がふ 巧-巧が 

造ち みの 中 請 じよ b がに 必 

を わ 4 ご 斑い ると きぶ 巧' 娘 

檢 をを，：； ：6 ず こごを 巧る こど 

二、 化 逸檢巧 所に めて 巧 巧し 

たる 野 か 选化贿 化燥卜 ぶを 

；：< .る ごきは 梅を 誠 ホが をし 

てと ぉ隐浦 化燥ピ しい 曲し 

1 化 雄檢儀 W にめ ては 化の 修 

補を がの 讼锁じ 絶 ホざる i 

ご 一、 巧を 逸-」-'^ てら 化 筵-,’ が 

じ巧檢 巧の 請 米に 應 る i 

i お 四、 險が •榜お 

一、 おがは 巧が、 地を、 が 絲 


絳條 、を 巧 其 化 野を 造の な 
質 じがと をむ ふこ ご 
檢巧 請ホボ Q 中 請 ある ごき 
は W お 協の 檢 をを 爲す こど 
を 得る こご 

二、 がを 延は 左記を おの 一 じ 
な當 する ものを 不合巧 ごす 
る こ VJ かし 綿糸 W 外の 經糸 
を巧ゐ たる もの じかて は 
號 あび 三 號を適 州せ ざる； 
(ィ) 巧 巧み 不 を 巧く は不 を 
なる もの 父は 加工 化 おなる 
もの 

(こ 化合が 笨 父は 密度 不齊 
なる もの 屈が 笑を 及 灣化甚 
しさ ものが 絲 S 弛 娘 あるら 
の 又 ピ違疵 をき i り 
( 】 九 尺 間にが けら 經糸數 
とな 二十に 滿 たざる もの 化 
し 引 揃經は 之を 一經ど 看做 
ず 

ごこ 經糸二 本达の もの じし 

て 綿糸 二十 番手 S を 糸 二 本 

引 揃 ど 同等 0 丈の 强力 ある 

經 ホを 使用せ ざる ものぶ び 

經糸 一本 込の もの じ L て 九 

尺 間 じがけ る雜糸 数千 S 巧 

W 上 二 千 四な ホ滿の もの じ 

がりて は 綿糸 十六 番手 一二を 

糸な 上、 九 尺 間 じ 於け る經 

糸 數二千 四な 化 上み もの じ 

がらて は 綿糸 二十を 手 一二を 

I 糸 0 上の 强力 ある 經 糸を 使 

用せ ざる もの 

一二、 綿糸な かの 經 ホを 用ゐた 

る 野草 莲じ 付て は 前項 パ 及 

び 三を 斟酌し 巧のを 格を 巧 

定 する こ ご 

第五、 檢を 印章 

檢 をが 章は 左の 一一 一輔 ごし 合格 

巧 章は 野草 筵の 一面 一端 じ不 

をが 印韋 はぶの 一巧 一箇 巧な 

上 じ、 正誤 印章は 取が すべき 

即 章の 中央 じ 之を 抑 擦ず る こ 

ご 

合格 即章 (〇 の 中に P ) 經二 

寸 赤色 

不合格が 章 (□の 中に R ) 黒 

色 方 ご 一寸 

正誤が 章 ( 〇 の 中に C ) 紫色 

縱 一寸 直を 橫二寸 おみ 

第 六、 手較 巧々 含 敷 料 

一、 普通 檢查 手數巧 

長 十八 尺を 超 ゅる 野草 筵 

一本 じ 付を 六錢 

長 十二 尺な 上 十八 尺な 下の 

野窜遵 一枚 じかを 二馈 

長 十二 尺ホ滿 のが 草 違 

一枚 じかを 一馈 

二、 ホ 張檢査 手数が 

普通 檢豐数 巧の S 巧と ずる 

こ VJ 

一二、 巧を 筵 急速 檢が 手热巧 

長 - i -- < 尺を お ゆるら み 

一个 じかを 二十 錢 

を トニ だ： 5 上 十八 尺な-下野 

巧 筵 - 枚に 付を 十錢 

お 十二 だ来滿 のらの 

'一枚-」 かを. ム錢 

四、 急速 搬出 手数料 一を 速檢 

がモ数 巧を 納めた る も 5 は 

木 手数 巧を をせ ホ) 

長 十八 尺を おゆ るら の 

一本に かを 十を 巧 

を 十二 尺 W 上 十八 尺な での 

がが 灌 

一枚 じか を八錢 

お 十二 巧 来滿の もの 


一枚： . i 巧を 四 縫 
五、 倉败バ 

を 十八べ を おゆる もの 
一 も 間 一本 又は 一 かじ 
林：：、'; 一一 錢 力まを 五錢 
接 十へ 尺な 下の もの 

i ヶ巧 問' I 本 又は 一 かじ 
W 二 類 立旌巧 まの 錢 
ム ハ、 を 神 手数料 戊倉較 料の 納 
巧 方を は化逛 ご同粮 なる i 
第 t 她巧蝴 日 

乂化十 S 年 十 ^ H 十五 日ょ 6 
施れ ずる こゾ」 

第 八' 旣製お 

大正 十 S ザ 十' 一巧 十五 UU 前 
に製逛 したる 巧を 筵に して 大 
正 十五 ザ 四 巧 S 十日を に 輸出 
す， ものは 檢豐 をを け やして 
械出 ずる こごを 得る こご 
前 巧の 適用を 受けむ ごする を 
は 十】 月 S 十日 迄に 其の 品 柿 
数量、 所 化 地、 製 语巧日 等を 
化 筵 おせ 所が 出で 現品に 左の 
記號の 掠が をず くべき こ S 
A 二 寸五か 赤色 

络九 、巧の 化 除を じ關 する 手續 
が 庫 助 間に 脚ず る 事項 等は 化 
筵 檢査の 麓 合 ど间樣 なること 

闕際 家庭の 

お 志 摇待會 

日本が 後援に 决を 

ィンタ アナ シヨ ナ片 、パ ウス 

じて は旣 報み 如く まる S 十 H 午 

後と 時が がが 人官 おな 志 二十を 

名を 招待して 闕際家 掏 竣工の 披 

露 旁 晚餐會 を 開い じが 食後 ホ 事 

で ド モンド 氏は 一同を 雄 物 巧の 

を ホ 面に 案 巧し 西 商 隅の 新 巧 蘭 

州ク ォタに 於け る 接見 室に 於て 

幽際 家庭ん 沿革、 現狀 等を 說明 

し 日本人 部 じ おして 千 弗、 ジャ 

バン ナィト じ對 して 五な 弗、 日 

本 じ 送るべき 米國 學ホ獎 學を甚 

をド對 して 千 あ 円 巧ち 出め 化賴 

を 試みた が U 本人 哥 幹事と 巧雅 

を 氏 をら じ 五 氏の 說 明を 補せ し 

兎に 巧 令を 脚懼 ずべき： n よ 疼 じ 

對 しては お ホ 得る ホけ のが 援を 

與 ふるぇに 决 をした 常巧バ 地主 

日本人 會 々を、 田 島 同副會 長、 

村# 保 岡 氏、 西 曲格官 、ホ 川大 

藏 掌祷官 、巧 出 H 會 書記長 等 お 

谣 した。 


目 本が 策 剖 

除な と 新年 

H 本お樂 部では 大晦 H 午後み 

時から 除 巧 貪を 開いた が 巧禽お 

み 一二. 円 五十 おじ 達した。 午後 八 

時半 一同 演塾路 典宰じ おてられ 

たる 階 h 大 4 ほを じ 眷席か 野 おめ 

を 員を の おがに 次ぎ 巧 本音を 氏 

の わ伽顿 一二 太 郞が あら、 小池壽 

モ 嫂み 獨哨 、を 貴ぶ 氏のを 語、 

木が 脚^ 夫人を 中 & ごせる 舞踏 

逆ぶ ホが 晒し 巧 •かもら 家 化 委員 

离 ，むの 福み 余弊 も あ b てが 讲禪 

に 敗が したを けは 午後 二 時 階 

下の な 堂 - J がて-か 年を をを 帷し 

た， 出席を 貸 ホ 賓等八 t を 名 曾 

を佈 木委： け お 簡単に 牌を の辭を 

述べ、 阳巌 にの 謠 化が あ 6、 旧 

な 副を 巧の 疑赞 じて H 水 化樂部 

をな を 一一 一昭し 午後 四げ 隅を、 當 

H は 化 牛よ b 午後 一時を 濟領事 

およ 他の 巧な ぶを 化樂部 階上に 

がて が， けした。 


帝闡 劇場 秘妻 


义米秀 治 巧 

•一巧 元 甘 蒲 山に 逝く 
巧を あを 祖糾巧 ま 店 お 义乂义 
藏に のみ 弟で 一昨を ホ 糾米阔 劇 
攜 のが 織、 劇道の 風潮 等を 視お 
の 巧 倫 数、 化か、 じ ぉ 等を がて 
歸朗後 帝劇 劇 巧が 務 秘書 £ して 
巧 勘しつ^ ゐ b し 乂义を 治 氏は 
十二 巧 五 U 流 巧 胳窒扶 斯じ罹 6 
東を 府下 蒲 旧の 自邸 じがて 巧 養 
中で あつたが 元ち 午前 义時 遂に 
長逝し じる 旨 か 化に 宛て 入 軍が 
あつた。 义ホ秀 治 氏は 慶應義塾 
大 學哲學 科の 出身で あるが が 肋 
に 入社 後一 昨が の 震災 後 帝尉專 
務山本 巧の 命を 受けて 喊来 視察 
の 途じ上 > 歸朝 後は 專務の 秘書 
役ピ して ホ 勘み 實 おを 處 祖し頗 
る 其お來 を嘱遵 せられつ 5 あつ 
たので あるが 明治 十九 年の 出生 
み 室 ご 巧 巧 S 人を 遺して 夭 巧せ 
るは 痛惜 じ堪 わぬ。 

お會 委員を ま懼の 

鎭藝轉 みを 

二月と 日に 開 惟 

紐 育 日本ん 會社會 委員 會ま催 
の 演藝を じ 關し昨 巧 都 じがて 準 

腕委 W 會を 開いた が 右は 愈々 二 
巧と 日(± 懼 H ) をな' て V ゲ フサ 
イド ドライブな 二十 四 T 目 じめ 

ける インタ アナ シヨ ナ 八、.！^ 

ス じて 擧 がせら るべ く、 入場料 

は 一巧 均一 ごし、 石 本を 彥氏巧 
『松^ 綠 舞子の 袖』 i ：* る 鎌 倉 時 

化を 脚色 ザる 脚本 一幕 脚を おず 

る化か英語劇をも加ふ る^ご。 
つて 居る お 追て 詳報 甘む。 

市 俄を YMC 乂の 

寄附 金 募集 

おがを じ 於け る H 本人ぶ 替を 

靑ザ禽 は 去る でが 二十 二 年乂人 

ぶ 督敎 靑年會 と 合间 して 日本人 

部 ごな つたので あるが キ 事島津 

卿 巧の 巧 動じ 放 b .. お ホ 堅實じ 

發展 しつ i ある も 會の經 濟はホ 

だ餘 がを をる じ 至ら ホ 每年八 巧 

弗 前後の 不足を 生じ 居る 巧 第で 

ある。 最 を 發 をされ た 豫算に 基 

けば 千 化な 二十 五を 度た 出 一 萬 

八な 五十 巧、 是れじ 前年度 不 

足 繰越 一二， りお 十二 巧 六十 一仙を 

加算 すれば を 計 一を 二 千円 八十 

ニ ホ 六十 一仙 どなるべく、 本年 

度不 せ豫算 額は 八 巧 化 十二 跪 八 

十九 他 to る わじて 篤志家 諸 巧は 

瘡 つて 應 みの 寄附 あらむ 主を ホ 

:留 して 居る， が ほ 同靑年 會のア 

ドレスけ 東 一二 十六 T 白と 巧 四十 

毛 燕 地で ある。 


H 會 諸集會 

tt 曾 委員 會は昨 极瞄彼 馈鷄會 

の 化-しつき 柿々 熟编 する 所が あ 

b A が 巧 U 本人 n ムミユ ニ ティ 

セ' タァ巧 一 r 阮委賛 ま 催の 新年 

ぷ話 宵は ホる 十一 円 午後 二 巧ょ 

b 六が を ィンタ アナ シ ヨナ 瓜、 

ウス 1 めて 閒惟 すべく ▲巧 年 

を脊を 兼ね じ 巧 事 曾は 十一 二り す 

後六帖 ザょ b 邵 _し がて 開 曾 ▲同 

二十. は 常例 滿淸 會を閒 くべ 

< 円 ド 带瞄卜 でみ る。 

各 料亭の 新年 賓 

あげ お 都 化 稻河添 太 


巧 未 撰 だるま まる 巧 等は 
巧れ ら 元旦 知己を お恃 して 新年 
む 曾を 開く 由で あるが がな 旅館 
一. ては 一二 日 午後 八 時、 朝り 舘は 
ん U 午後 八 巧 同じ < 新年 裳を を 
化すを。 

.綿 化 支店長 巧迭 

日本 綿 化 級 育た 巧を 小 林义と 
郎 氏は 家族 同伴 二 巧 中が 出踞西 
.巧 ご片 SU を 港 お 帆の コレ ャ义 
じ''.- 脯 朝すべく、 後 ほと して 現 
横 iSK 巧を H 暦 巧彥氏 ホが のみ 

JI 本化樂 部集會 

I 二 井を 巧 新年 意會は ホる 五リ 
日本 お樂部 じて 開懼 ◄山中 商き 
はと 日 同じく 新年 宴會を 開く’ 
'く ▲十二 H 頃 家のを H 貝會 を懼」 
十五 目 例 巧 埋# 曾を 開く 答。： 

紐 巧 目 本人を 錄 

東 五十八 下目 四け 十四 番雜^ 

H 本人 社 おけで 九 巧 二十 五 年 
巧を 『紐 育： n 本人 名錢： カー ド 
完が 出版され たが 商店を 庭 用 

使が である 〇尙ほ バンフ レツ 
ら 不日 上梓す る ホ。 


新年 初 週 

聯合 新 禱會- 

國家あ 主權者 

】 巧 と U 午後 八 時よ I 
美な 敎會 

司を お 川 島 末 之 並 

內外傅 道 

一巧 八り 午後 八 時よ .-: t 

修道 會 

司會者 川侯義 

家庭、 學 校、 靑年 

一巧 化 H 午後 八 時よ’ 
が 育敎會 

- 司を 者 淸水萬 次 W 

千 化な 二十 五 年を 迎 へまし 以 

この 新春 じがて 皆々 樣ど相 g 

り 共に 視 らたい ど 思 ひます。 
何を 抑 出席 あらむ こごを 願 
まず。 

ホ 催 基督 敎 同盟 盒 


巧を、 一二 日 一二 州ん 會擧 わの 由。 
♦高 略を 氏細辆 中の 鳥を 商 巧 
を 役、 两比 利亞义 じて 舊臘 二十 

五日 葛 桑 一両日 中じ歸 紐のを。 
♦巧 股忠化 氏を 邵飯口 巧式會 

社々 員、 晒 比 利 亞化化 じて 此巧 

資 が。 

•鶴 見 祐輔巧 昨 二日が タウン 
ホ I ル じがけ る 講演 後出 發ボ俄 

を じ 赴き ミネアポリス 外 數侧所 

じがて 巡演 二十四日 い咖 がの ま 
♦武常 敏を氏 新 巧 桑港總 領事 

舊臘 出が H 本 お樂部 除が 會じ臨 

みなに 输 華、' 近 H 赴 化の 答。 
•山山 馬 輔氏太 西が 巿 々面に 
がて 越年せ る 水彩盡 家、 本日 出 

紐 當み滯 がの 篱。 

•照 田馨か 氏滯が 中の 巧國化 

災が險 會社營 業 部を、 明 H 出潑 
ナィ ヤゲ ラみ 面を 經て巧 巧絲朝 

の 笠。 

♦か 巧み か 氏 大阪每 H 新 就 整 
.理部 次長、 舊臘 一一 一十 一 H ホ 紐- 
♦小川 德 助巧滯 が 中の 腐是巧 
旧製 ホ 曾 化 尊 務化締 役、 本日 お 
帆の 便船 じて 渡欧の も。 

•加 茂 正 雄 氏 東を 帝大 敎巧ェ 
學 巧± 、喊洲 よち 餘 朝の 途 ホが 
明 四日 出發の 當。， 

H 踞說 ぉ- 


川 島牧帥 


♦ U 本 A 美の お會 
『題 ホを』 

み 基督 敎 修道 會 
『題 未を』 川 お 牧師 
♦が 育 H 本人 敎會 
『題 未を』 淸水 牧師 


-パ 


r >r 某 商 

1 卜ず一 品の 輸 

乂 及び 販 I 買 業あ攒 張の 爲め 至急 

化當 出資 出 ホる 人を ホむ。 

P 产 Box 置ぎ 互を を Gi . 


同胞 諸兄 姉 


一流の 場所、 日本 品 
を贩 ''いする じ 絶好み 
機禽 、英文に 1 左へ 返事 をれ。 

S 8〇 ド 養 

Lake PI ち id, 产 Y. 


"¥片 百 J 溫 かい 綺麗な 部屋- 
ー ド ソン 如 眺望： 地下 
線、 バス、 街鐵に 便利の 場 巧、 
會赴封 に 貸 度し 室巧怡 巧。 

皇田 ar 呈置 Ave , Apt , 芝 二 22 nd S こ 


一階 目 I 二 幸 都ての 設 
備充 を、 硬が ょき 瞎 
巧、 洗濯 尾 じて 御 尋ね あれ。 

ミ-、 34 W 苦さぎ を. 呈 y . 

一;:；, して セ，、 ツフ トカラ アの敢 .呈言 ミ呈 。拓ち A ミ 

造 販資を 計 畫し片 桐智蹲 氏は わ 


•斤 桐お會 特製 カラ ま 五十 
T 弓覃 一十 四盤片 桐お會 じず"'*^ 弓 
は 時 年 巧專巧 家を 卜 n イ巿广 


機械を H 本に 輸送し £じ萃 。借 度；； r * 如^;^ い；^ 
靑山 じがて 製ぜ販 貴じ從 事し つ 八 家 迄 こ — ム 昔い 巧し、 永久 
^ あら、 當化ま 店に めても 『幕 じ 化 わ、 イー スト サイドを 好む 

砂 J 『蝶』 『函 根』 等の 商標を 附 sf 至. 220 E .2 ssy . 

し 特製の カラ アを賛 始めた る-^ 

♦巧 商な 官歸朝 期 商格官 巧-社 


氏は が 育 じ 於け る 商務を 事 格 叩 j 

を 閉鎖^ hiij さ 11U をが 出帆ん 

コレ ャ化 便に て歸 朝の 豫定 。一 

♦あ 洋館 ど 巧を 宴禽 巧げ 滝た 

がける 新年 宴を は ホ H じを 水 ； I 

井 組、 呵 H 没び 一一 一円が 鐵道 巧^ 

務 所、 一 H が おが 省 及び：；： 級 

二日 淺野物 巧、 同日ぶ W 銀行：^' 


ハィクラス 五名 アパ 

1 トメ ン トミ 階 目、 

9 バ サイド じ 近し 設備ち を、 ス 

!プブ ン テン ド じ嚴贫 あれ。 

吉 1 W . 13 置 Si , 呈 y . 


た 


ゲ 


? 樂敎 授‘？ ry ン 

獨喝歌 巧を 料 ー ケりぉ ホ {一過 一间) 

西 六十 五丫 りお 巧が お 階上 

菊 池 溢ぶ 挪 
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日本を 糸 株を 曾杜 

紐 宵 支店 
Morimura む ai & む . ， Agen わ 
44 E. 23rd St.， 

Tel. Ashland 7112 




I i 化 ja!'a\’kse times 
な :; th A け -. New York Ci け j 
. い レい hone. Spring 8277. j 

Puhiislied Semi. Weekly わ 
JAPANESE TIMES CO. 

V M;dzu は n:, Proprietor and 

ド ublish け ! 

• 、 i ル * じ nptioii Kales: 5c. a cop> i 
け . 00 per year, postage included. 

Entered as second class matte : 
り arth 24, 19 け， Po な Offi け at Me、; 
Y, け k \| Y., u か , w tb^ . い t り t Mbi. 

も 1 が 9. 


浅 巧 愤產株 ま轉社 
Asano Bussan Company 

Room 801 -805 
165 Broadway 
Tel. Cortlan か 8047 ぷ 052 


曰 本 綿 化げ 式會 化が 育ま 巧 

Japan Cotton Trading Co., Ltd， 
Co け on De が. 

60 8eav か か.， 

T •し Bow り no か enn 2990 

Silk Dept. 

25 Madison Av ん , 

了 ■し Mid. 8q. sm 


呈菱 商事 會社 

Mitsubishi Shoji Kaisha 

(Mitsubishi Co., Ltd.) 

120 Broadway 
Teh Hector 2560 -2564 


鐵道省 事務所 
お panese Gov が nmeni R が way 
1 Madison わ e , 巧わ 

則： 務官 事務所 
Japanese Financ 谢 が iache 
120 む oa もが パ も 


原を 名會 お 
紐 育を 巧 
Hara & (^<し 
143 Fourth Ave., 
Te し む ledonia 7830>35 


江 商が 式 曾 社 紐 育 支店 
Gosho Corporation, 
Silk Importer も 
334 戸 ourth Av も 
Teh Mai Sq. 4886 

6osho Co.， Inc., 
Cotton Exporters 

60 Beaver な ., 


大お锦 a 辑巧お 
福 旧がず 
mu が AHI 

fl 加 m 308 World む ilding 

Tel. む ekman 4 が 0 


大蚁每 日 二 束 京り 日 
上 巧が 蕾 
Osaka M お nichi, 

■ np— :L -- 一 ~ — 


WEBNES 日が， JAWA が L け 巧 


るべ くを 饰 化を っ i 約 二な 五十人 
じ 達する を 込に、 陸 お 軍 高官 四 
十一 人、 四十 二への を 省 お 軍ぶ 
省 長、 册 A の 酱八臣 、泻 國巧議 
員、 財政が 等* を 加ず る じちる 
ベく 今 巧の 食ぶ ほ 一 補の 豫備的 
會講じしでを^^ぉぁ-し化ら更ら 
じ I 大會潘 を 心 して 支 服の 統一 
を 計る を V 一な' て ゐる〇 


露闕一 帝制 派が 

武方 革命 說 

. べ心リ ー, お；！！ 發 u ミユニ ツチ 

の あ 力な ブ直聞 紙が 報道す る 所 
に 化れば を 仁 フランス じ 己 命冲 
である 三 ご'' ス 太を じ 近く フ ラ. 

ンス、 ナエ 3 スロ グアキ' 

キア 鼓イ於 カン 諸 邦の 援助を を 
けて 勞接 曰 シアの 施政 じ 對し巧 
々革命で あぶべき 計審 熱し 居る 
もの： 化く 二 3 ラブ 太を の巧險 
ょ 目 ドバ 八々 ン じある ランゲ か 

將带^ 軍隊と 恐らく 獨遮 帝制 源 
の 中ん 地で ある バゲ アリア じ 集 
を すん く フランスの 國お黨 巧 じ 
巧大 領 ミグ ラ ー ン 氏は 右の 針 
畫じ 討し 香ち 波 蘭じ對 してけ 
革<!§4^巧をゥ クラ ィナを讓與す 
る 心默約 わる もれぇ 如く、 ー ホ 
二 fj ー ラ， よを じ對抗 して お ホの 
。： ーア旌 改を蔡 みつ t あるす f 
リグぶ をは 目 ド獨逸 コ^バ 火 ダ 
じ滯化 中で あるから この 革命 里 
動じ も 自然 獨 孤の 勢力ず ひを お 
中る に 至る であらぅ 0 

パ’， ノ！ 五： n 發 u プレン スキ； 

巧閣 時化の ぺ卜 。グ ラッド 司 か 
宫 じして 現じ 藝露國 軍人 岡 お 良 
である ピ！ 夕！ •ボ ロヴス トフ 
將 軍は >ー コラス 太を 5 热必 なる 
後援者で： る‘ る’ が 術 ザは 今 锁聲巧 1 
書 ど较 して 目下 獨 を n ^ ' f ザグ 
じ滯化 中で あるす ィリ 八 太を の 
革命 說は ニコラス 太を の 勢力を 
滅 殺せん とする ボ 片セゲ キキの 
陰謀 じして 太を は ボ^ セダ キを 
の 走狗で あ， ど斷じ サイ リ於妃 
が虽 あを 國じ をき たるは 自 ちの 
虛榮 むを 滿お せしめん ど-^ も資 
をの 調達で ホつ たと 斷 じて ゐる 


巧 じみぐ ホ 八 ムス 巧 事* を 敵の 
爲め滋 からず 引退 すら 一 どなつ 
てゐ るから 太ず 巧 沿岸 ^ 身ち た 
るが 軍 卿 クキグ バァ K - かきは 
をは 其 後 巧たら むか ご斷測 せら 
れつぇ ある。 而 して K r J シに 
後任が 補 おごして は 化ヶ 

ッグ 氏、 政府 顧問 べッ 
ク氏 其化敕 巧が をげ に 1;^ ゐる 

巧 大臣の 後な 者 

ま 京 特電 五日 發 = 巧/出 ぉ 助 化^ 
後な どして 昨今 ま鄉 y 帥を 推 旗 
i る 說が擦 頭して 巧/一。 i 

入澤博 i み 職 

東 ま 特電 六日 あが 東を 帝大臀 
華 部を 巧 又 澤津至 〔積 ± は 停が 辭 
職した 爲め慶 み 學敎投 阿部 秀 
助 氏 ホ 大敎授 をっ た。— 

柴出蜡 ^ 逝去ず 

東京 特電 4：/ 日 疑 U 鐵筋 建築の 
權威エ 學博；1^ お 田お 作氏 は 本《 
逝ました 

兩當 の 御婚事 

東京 特 六 U 發 U 山 階宮漱 磨 
王ゴ梨 本^ おそな 王 S は ホ f . 四 
g 御 結 谴_^1 ばされ ねる を 四な ケ 


月の 御な を じて-ず 民 ごして 化- 

を 研 兜の 爲め 睐洲 じ是學 、歸途 
は ホ 閣に立 蘇らる i 绪で わる。 

な 友本黨 の飛槪 

まを 特電-立 U を： = 政 友本黨 は 
を國が 町村に 槪を骗 ばして 義な 
敎育 費增額 巧强で 政府-, しあが 脊 
りを 期した。 

過激 思想 取締 案 

東ち 特電 五り 發 h 過激 あ 想 哉 
婦 まは 今 議曾じ 提出 S 缘定‘ > なら 
が條义 十刪條 よら 防ら 頗る 峻嚴 
を极を ミ。 


圃的誇 b をを やる 巧 2 であち、 
义戰 ずの 巧を 巧の が 軍 巧 お 化は 
幾を の 助けと なを かも かれない 
が、 をれ W か r 比な 寫の 永久 的 
抜治定 おごい ふ J が、 でぅ 云 ふ 
大 が 益を を 衆闕じ 郁す かは 了解 
じ 苦しむ 所で わる。 

第一に 比な 资はョ ー ロッ パの 
难 はを ちへ る？ がおかな いので 
ゎる。 或は 最初の 中、 巧 吉利じ 
がける 巧 巧の 如 ぐ 貿易の 源 あた 
b 得る かも なれない-か、 幾柯も 
なくして を 荷 £な^ 巧累 ごなる 
f あらう。 或はと を 巧て 窮施千 
方の 君昭 ごする かも 知れない が 
化は 貿易の 目 巧. な r 墙 をす る 
; の ド可絕 な t 化を 巧を する は 


滿鐵 S 製油 事業 

ま I み 特電 比日を U 滿 製の 製油 一 ’-- G . - i I : f ■ . ! 
畢棠は 明年ょ - o 着手の 豫 をな b 窮 報じ 於て ド則琼 だ？ 信 やる ぎ 
し：； >. 精產じ 危惧の 点 あを ーヶ年 —1: 

繰 おけす i ごな つじ。 

藤 山 巧の 新 事業 

東京 特電 五日を =： 日本 內 化は 
巧 詰 b 狀 態の 爲め 南ち 恥 及び 南 
洋ど 握ず L て經 濟的孽 固を 計る 
爲め滕 山 善 太 巧は 一般 商 化が ホ 
じ 移-氏 事業を の 轿磯關 設置を 計 
畫し 視察 旅 巧の 爲め 化ぐ 出發の 
箸で あると。 



ご 云 太平洋 文が は 

俩時 生れを？ 

支 術な 黄河 ど擬す 巧く の二大 
，何を ぶ 礎 こして 述 てられた 典型 
巧 怖川喊 である。 固を め、 靜的 
なお じがて 巧 測 川國の 特質を 完 
をに 備 へて ゐる國 である。 之れ 
じ勒 して 日本は 文化 支那から 
をけ たお K がて-又 抑 巧 的な じ 
转 て、 3 i 0 ツバ 大 なじが ける 
f 空 口 利 じ 酷似し、 河川 闽ご 大洋 
ごじ 挟まい つえ 太 ホ ホリ巧 P じ 
おはる 島國ご ある。 

义日 本は 支那に 比 L 氣候も 温 


术 がは 视英國 皇居 一 かで あら、 港灣 にん 富んで ゐる 

~ ■ 1 / L, V * . .ニー ノ ■ ■ ,) 


註〇ブ ィリ 

陛 ド ど樹础 がの 聞 柄に あ 

梟 おも 渡米は 。シァを 命の な 

金を 調達す る爲 めで あると； 

はれ 且つ 米 図の 社を 界は姬 を 

呼ぶ じ 第二ん ザー リナで あ 1'. 

どした i は當 時の 本紙で 旣 前' 

しれ 所で ある。 

檢事總 長の 

榮轉 說實現 

举府五 H 發 == 前 捡事總 良 ダー 

，ティ 氏が 上院 委旨 會の彈 劾を 

盟ら 大統領ょ 6 辭 職を 强 を せら 

: i た 結 おを 任 ごして 職が 檢樂總 

KS なつた 前 も 倫比亞 法科 大學 

中を；， アラン •エフ •スト 1 ン巧 

丄は 爾ホ壓 々鳥 等 巧 院巧 事の 後 

な 巧 VJ して 擬 がられて ゐ たが、 

平：！！ 院接 タフト 巧 ょら 加州 出身 

? を 巧 事 じして 二十と 年 随が任 

でる マッケンナ 巧の 辭喊 をを 表 

で！^ 後 乂が軸 クウ リッ デ 巧は 义 

r -4 ン 捻事粧 をを 判事 •し 榮轉巧 

しむる 旨 上院 司法を 肖 貪 じ 

池^し じ 〇 r 面 ストー ン 氏の 巧 

邮み 意外 どす る 巧 も あるが 現 巧 

刊 をを のをを どして マツ ケン ホ 


と间 時に 地势 から 惟して id 常が 
であるが、 曰 本人は だが 人 じを 
ベて よ b 活動的で'^ よらを 着き 
が；： < ■く、 よ b 罔晚 的で ある。 が 
る じ 不あ議 ぃ*; じは、 初めて 化 
巧 じよつ て發 見され た當 がの H 
本人は 河川 國 はでな く 島 閱んな 
ろ にも拘らず 實じ貧 おな 航 あま 
であつ たので ある。 彼等は 曾て 
太平が じ 殖民を 企てた i さへ な 

かつた。 化の 奉實 は如树 にえす 一 

巧 解で、 或はが の說 明は 太牢が 

の 海流 片 ホむべき かも なれない 

或は U 本 海 や 黄が がを 港を 欠き 

聪風を く、 又が 流の 危險が ある 

等の 奉 おからして、 化が 把 族の 

養 化蕩ピ して 不適 當 であつ たか 

も 知 ない が、 いづれ じす るら 

彼等な 國 べにめ て 勇敢で あち、 

荐 もじ 科 隙を 巧んだ じ拘ら ず、 
比な 賓 が 島に すらを て國 力を 伸 

さ/なか つたのは 事 賞で ある。 

最初 a 本人は ョ ー n ッバん の 

较 人を 歓迎した。 をして 外國船 

を 招き 太伞が 上に 南荣國 の® 点 

一を 築かう どし、 一六 io 年 巧 節 

を メキ シ n じ 派遣し、 つ r いて 

一な 一因を 窝一 一 〇 を 節を 3 — 口 


ツバに 送ら、 フ キブツ ブ S 化 や 
法王ボ ！ ^一/あ胜 に 謁した b した 
が、 其の お 力は 遂に 何等の お果 
を齋 さなかつ た、 どい ふのは 當 
がョ！ ロ ツバの 化 ま 者で あつむ 
西 班 ホ 人が 掠奪 や 日本人の 好ま 
ない 宗敎 W か 太ず 巧に 格別の 興 
がを をた なかつ たからで ある。 
ツコデ H 本人は 其の後 十九 世紀 
の ザ じ まるまで 圃を 鎖し ョ！ 口 
ツバの 灌 はも I 時 進 巧を 妨げら 

れ たが、 遂にが 等は 思 ひ 切つ て 
ョ I ロ ツバの た 明を 採用した 0 
么は今お云ふまでも。い£ で 
あるが、 をに 榜 筆し なければ な 

ら 。いのは、 歧化 どか 法が ご か 
產菜 組織な でを 輸入す る W 同時 

じ 日 今人が ョ！ C ツバから 海 習 

慣を髓 入した ミで ある。 

化 点が 嚴も 重大で ある。 更ら 

じ 輸入 云々 について 言つ て展き 

たいのは、 H 本人が 化々 模做國 

民 だと 呼ばれる i で ホる。 けれ 

ども 我々 英吉利 人 も ホ 模做國 は 

で、 なの 文化 や 宗敎を 曰— マ じ 

をけ、。— マは 更ら じと を 午 
シア 及びを ホ じ 巧け た 奉 實を考 

へれば、 H 本人を 評する じ當つ 

て模 做の 点は 餘 b み說 しないを 

が 賢明で あると あ ふ。 加 之 偉大 

。る ほ 族は 常に 偉大なる 模做民 

族で をる。 化の 点じが て H 本人 

は 明らかに 撰 做 性の 少い 支那 人 

ょら も遙 かじ 偉大で ある をみ 
して ゐ る。 

をら じ 南々 のョ ー ロツパ 勢力 
ど 化 义の大 モン ゴリア 勢力との 

閒を觀 るに、 こ！ は 一面の 熱 滞 

地方で、 天 患ら 十 か、 人口 も夥 

夕 であるが， ョ 10 ツバの 殖は 

じ 適せない 地方で ある。 ン ヵモ 

化 ホ 合衆國 はこ i じ 偉大なる 港 

マニラを ちす る 所の 比 立 賓が島 

.ご. in ；® し r りら。 句な ち义 まを 
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でんる 。腰ら じさう した k 化の 
化 民じ孽 巧な：：：： 併し乍ら 外电的 
な U なをを 强請 する ミは 巧 ホて 
も、 夫れ 巧す るに 一時的の 活 
で、 たや ザの 定 化は 姑 巧 じ太兩 

泮父明 ハ 巧の 上に 建てられ やう 

が、 が や实の ± 地め を 物で、 み 

部から 硬 請され 义は 支配 さるべ 
きもので ゐ るまい ご 思ん 0 

を 配 どい へば、 直ぐ じ 言及す 

る 積ち であるが、 一寸 溯つ て 化 

の モン ゴリァ 邮一帶 の 地勢を 一瞥 

する じ、 河川 や島曠 にも 富み 
ゲ ラデォ ストック、 橫濱 、大吸 
長 崎、 とが、 香 巧の 如き 良港が 
澤山 ある。 ッ コ .テ 太 ホが 岸を 体 
の邮) 勢的觀 祭を 耍約 すれぶ 懲一 
じ 太 やが の最 がの 文化は 面 化 隅 
集中され てゐじ i 、 祭 二-し 太 
ずげ のまなる 河川、 島 峨渚灣 が 
東洋の 岸 じある じ 反し、 ヤメ 5 
々の 岸に d 太や泮 勢力を 建設す 
るに 足る ところの 必巧條 かを 欠 
ぐと いふ i じなる。 詰ら 太 ホ 巧 
の將 巧は 巧 巧の 岸 じある ごい ふ 
i じなる ので ある。 

チブ 愈々 「太 ホ洋 のま 配」 問題 
で* るが、 之れ は旣 _4 論じを さ 
れた 題目の 觀 がわる じ拘 らホ餘 
肯威じ 中つ た 議論を 見ない や 
う C ある 〇 つま b 從 ホの 論を は 
常 じ 太 やが の 諸 勢々 じ 号み する 
じ 足る 太 お 軍を 擁する ィ」 云つ た 
やうな 手段-しょ つて、 或る 一國 
民 乃至 一民 族が 之を 支配 ぐると 
いん 觀 点からの みして ホた 傾が 
みる 0 

をれ が爲 めに、 太 ホが W 外の 
勢々 ど雖 、巧 干の 海軍 根據地 VJ 
艦隊 ごを がんで 臨んだならば 或 
は 之を ま 配し 得る じ 想像す る も 
の すら 出 づるじ まつた ので ある 
想 ふじ 化の 不あ 議な考 は、 昔 太 

ホ泮が r 巧 巧才の 湖」 ごして 知ら 

れ 、巧の 罔 園の 化 民 ゴ义 明の 恩 

澤に浴する報酬^^して貿易をの 
化の あ 式 じょつ て 巧 あずに 納貢 

すべき 速 命を ちつ かじ 葛 へられ 

じ 時化の 遺物で あつて、 賓は太 

平が の瞄 ホは をく 所謂 そ 配なる 
ものを 讓ら や、. 化の 大巧 どじ 翩 

係を もつ どす る も、 要する じ自 

を 自身に 集中され ると ころの 獨 

自 のた 巧を ちす る じ まるで あら 

うとず る ホが、 眞に 近い 想 傑で 

をる 

最初 じ も 一言した あら 太平が 

は 一個の 文明 かを 構が すべく 十 

をの 大 さを もつ て 居 ち、 遠から 

やして 宜か 自身を ち 配し 巧る だ 
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I 乍 併 化に 化當 のがを ど 貫 雷な 時 

日を 消费 しつ！ ある'： S 上せめ て 
は何欺间題を具か化せゎばぃ-*'ら 
ね。 恐に も 陆か〇 小山 瓶が をで 
I おつた ホけ で暢 氣な颜 色を され 
ては 國 K がを 滋で > ©る。 師範 敎 
をの 巧 越に せょ 當 巧ち がが ホ 粗 
製濫 をの 小學敎 帥护社 食に 雜出 
しじ 罪 亡し どして がを 其 過を 巧 
びせ さらわ どせば ぶ般の 施設を 
せね け；：^ る 主い。 而ら是 れじ缉 


する 財源は 加膝內 閒が黃 巧を 0 
て朵出 i るので なければ 龍を 蕾 
いて 峭を點 せざる の 謗を まけ や 
ぅ。 此邊の 用意は か 巧。 亦 軍事 
敎 育を 學 生じ 普及せ しむる じ顚 
しても 偏狹 G る忠 巧を 國ホ義 じ 
蚁 して 辨 外的 尙 ぶが 想を 養な し 
ては ならの が 化邊の 用意は 如 巧 
を じ 詰む る 所州歇 具体化す る- 
あら ざい ば 文を 審誰會 はが 化の' 
意義を 認められ 口で あらう。 



が 太 利 革命の 化を りごて 

鐵血的 政策に 及ぶ 

フアス シモ 首相 じ 引退の 兆な し 

ロー マ 五 U 發リ昔 化ムソ リニ 氏は 昨 H の議會 じがて 氏の 施换 
じ おする 政治的 お 勒を一 織-- 『をは こ、 四十 八 時間 0 巧に 一巧 

を 明ら じすべ I 』 ど 揚言し わるが、 黑然 今朝に ま b ブアス シモ 

の 軍隊け をが 太が に 直らて 動員され n 1 マに ては 千 五 百 人の フ 

ァス シモ 軍が は磯蝴 銃を を 化に お廣 して 示威運動 じ 及び、 シゲ 

ィタ ゲで シァに 敵' をが 集' 巧して n ; マに 侵蓉し ホる もの £ 假定 

し' 市隊 ホ 遍を敵 ごし 靑 巧を 防禦 ごする 盛んなる 溃 習を 擧 けし 

たる 後 ファ スぶモ 軍隊 司令官 •ヵン ドロフ 將 軍の 驗閱 をを けて ホ 

中を 巧别 し、. 巧ら じ 過去 二を じ 互 b を 伊太利の 縛 道條簿 、藝戒 

をに 就て を乂の 巧. おを ちし ファス シモの 踐道 軍隊は 鐵道 エホの 

息 業、 停 お 塔馨戒 ミの 巧 擦を 帶 びて 動員され、 反 ファマ シモ 源 

の 政を 的 集を は 一が 地 モ臀を よら 嚴禁の 旨を を 布した るが、 ム 

ソ リニを 他の 今回' の 巧 動は 氏 S 隱お說 をを お 化 底 よら 覆した も 

ので あら、 氏は この 搜化投 策を 0 てな 對 波の 伊太利 共 轨國樹 を 

捨 謀を 狠據 として ゐ る。 


落麟を おびた ' 

黑ン ャッ 驚. 

約 凹 十万 人 がら 八十 义 人の 化 

下を なて 組織され た ファ スン モ 

の黑ン ャッ 軍隊のを 備 でして 今 

よら 

一二 年 前 である 千 化ち 化 二 

を 十 巧 化 H じ 堂々 とが 太が の 曾 

都り ー マじ乘 込み 化 •し 所謂 『無 

流血のを か』.' を斷 打して 鮮やか 

なな 则 内閣の 首が ごな b 7 ァク 

夕 内閣の おが じつけ 速んで 勢力 

を お 火した 共を 黨を 撰滅 し大戰 

0 ホの がか 的 乏赃で 化が じ 興す 

る 位 胺を危 くして なた ザ 太 利め 

財政 刷 おを 勘 巧した ベニ ト •ム 

ソ リニを は、 ダキ クタ ー •エマ 

ヌエ^ 陛 .卜の 信任 焊< 、をの 執 

かぶらは 國： 敬慕の 的 V 一な つて 

迪ま二 年に 'まる ムソブ -1 氏は n 

1 フ問 越から' 賓 易の 進展 等で 得 

怠の 絕巧 にあつ たが、 跪る ホみ 

は 久しから やの 錢じ视 むず 旨 由 

ホ 義を標 巧す るかを ホの なおが 

日ピ おに 增し加 ふる じフ てスシ 

モ をが 助ず るが 動お刚 化の 間に 

SI 紅々'- 生じ 米ら て 天下 泰 

ホの ファス シモに も 一道の 暗影 

を認 いる 隨じ 。つに。 筑 一の 危 

機' 苗： で澡 であ A 化贫赏 のが 袖で 

ある 尚 爵麗員 ジア コモ •マテオ 

ッブ のを 怪。 る 被害 孽件 であつ 

た。！^ 氏が 駭日わ 銜木巧 v-^b 

たる 後 その 巧 被が 河畔で 兹をさ 

る i や、 首 化は これが 事 おの 報 

道を 禁 たして 巧 間が の 政が 攻紫 

じ抑嫩 政策を ご b 政 千の フアス 


ンモ .軍隊は 0 ! マ じ 集な された 

が、 殺害 爭 倍に 掛 ずるは 衆の 示 

戚递 動は 樓 々を 化に 巧 はれ 且っ 

ファ K シモ 部み でもぶ 間 題に 就 

て 衝突を 惹起し 化な 形勢 i なつ 

じので 首相は をが 太 巧のを お 的 

集 曾を 一 銭 止した ものであるが、 

政が 乂 しては ちの 殺害 事 伸に 

切觸 係な しど 醬明 しつ i あつた 

部下の 一人で ある 宣傳局 

を。 ッシ 事件に 劇職して 投獄 さ 

れた事 實が曝 落す る じ 义んで 首 

相もフ ァブ シモ 部內 のな 革 じ 着 

手し、 と 月 日の 大會で お 部 

內の 極端 波を 追放して 綱が 肅正 

を聲 明し、 巧 時 じ反對 派を 緩 か 

ずるな ホで 現じ 自由 ま兹 派の 閣 

員を 入閣せ しめた ものであるが 

社 會黨ゃ 自由 黨の 反對は 益々 募 

つて 遂に これ 等の 議員 約な 人は 

抗虛の 息 ホで 講會を かおし、 前 

肯柏 サランドラ、 ジオ リツ チ- 

才八 ランド 巧 普の な勒 運動 ごな 

つて ゐ たので ある。 然るに 十二 

月 WH じ まら 伊太利-しが ては I 

ァ スン モ じみぐ 乂 努力と 云 はれ 

てなる が 鄕：お 人の 脚 体が が おが 

救世の 子な である バ ピノ ，ガ- 

パ 作 •チィ 將軍 じを ひられて、 化 

棘 條約締 括が 念の 

大巧 列 を舉 巧した る 際、 

曾 相の 部下が これを 巧 害する； 

をつ じので 巧び この 出 ホ 事 じあ 

治 的 色彩を 巧す じ 至 b 、 ダブ バ 

术デ ー お 軍は 首相に 巧 圃を中 込 

むご 同時に 政治的 じ もな 掛 すべ 

く课 明す る じ 至つ たので、 首怕 


はを もじ-流の 常用 手段で ある 
政治的を をの 禁 化かを 發お する 
じ 至 6、 巧び 自黨 巧の 稀 端み モ 
み 無 装 いょ 巧蜘を 罰する ごみに 固 
巧 に對 しては フアス シモの る 解 
はみ 產媒の 革命を 息が すると 簿 
吿 したので ある 。越へ て 十二月 
化 白、 首 化は 反凿 波の ホ 張ず る 
舊邀 がを の 谋貪可 巧を を諾 ずる 
じ 技んで 今春 勿々 摄選擧 5 施 巧 
を 見る じ まるで あらぅ ど 豫想さ 
れ たもので あるが、 を 相が この 
点に 勤す る 

對議會 震が 賴 露. こさ 

れ 、總 な擧は フアス シモの 破滅 
ムツ リニ 氏の 隱 退を 意 ホす ると 
博へ てゐ たが もが、 反凿 派の 新 
聞 紙は マッテォ チ 巧の 殺 寒 奉 件 
で 投獄 中で ある セラ レ •ロシ 巧 
の覺 善を 素 破拔き 首相が この 殺 
害 ホが じ おつて 直接 間を 踞 保し 
てゐ る； が 明白 じなる じ 及んで 
酉び 輿論は 骚然 と なら、 首相は 
をめ 新聞の 發巧 停止を を やる W 
おじ 遂に 『武力に 地る 共 時 厨を 
收抢 する』 どい ふ講會 じがけ る 
首相の 實言ご t *' b 、 フアス シモ _ 

軍隊の 動員 ごな つた 巧 第で るる 

ホ國の 對獨耍 償と 

英米 交渉 

.田 里 會議じ 移 蝶 

渝敦五 H 發： ：：：； ホ國 政府： 2 劉獨 
戰 ずじ關 職して を 槐の 要償 一二 億 
五 モ巧弗 A び 米軍 占賴軍 養二隱 
五モ巧 弗を 獨 遮に 要求し 該 償を 
は義じ 倫敦じ 於て み定調 巧せ る 
ドーゾ案じ基きて捻出せらる5 
獨 逸の 提供 赔憤 年額 中 J ちを 陈 

して 受領せ わ-^ をま张 しつ i あ 

を 化を 求に 對 して 英 外相 チヤ ム 

バレ ィン 氏は を 文め 辯 敷 書を お 

盛 頓化府 に 巧へ ゲ ア^サ ィユ條 

約の 批淮を 拒絶して 單獨 じ獨逸 

ご を がの 結 あずか 條 約を 締結 甘 

る米閱 はな 埋上 をの 特典に おす 

るの 資格は；：： > いご 抗讓し 寧々 怖 

裁々 巧じ附 ずるを 適當 どす ると 

抗窥 したが 么じ掛 する 米を 府の 

巧 答は 本り おお 大使 ヶ〇 ッグ 巧 

じ 化 b て 提出 せられた 爲め廣 も 

じ 內闊脅 議を妇 集し、 チヤ ムバ 

レィン 外相ょ b 邑 細に 直る 說巧 

報吿が あつむ。 米 政府 闽 答の 巧 

をけ 巌 がに 批 せられ 居る が 結 扇 

仲裁々 巧じ峭 'する を 拒絶せ むと 

する 意向なら むご 推を せられ 居 

b 英米 相互 じ强 がなる 態 煤を 待 

續 ずる もみ 5 如く 今週 水曜日む 

を じがて 開かるべき 協商 圃巧あ 

の賠憤 問題 爵 蒸は な巧英 ホ兩國 

の 正面衝突を 巧 避し 該を 渉が 圓 

滿 じぶ 立す るを 期诗 しつ： あつ 

たので あるが 己む を 得ず 出 式 じ 

協商 越 化を 倉議 S 問題 ごして 論 

畿 せらるべき お 勢 ミな つた。 を 

じ 就き 米闕の 非を ま 化 あま n ! 

ガン 大佐のを 協 的を 見 U ども あ 

るら しい V は 云へ な暫 らくは 推 

問答を 繼換 ずるの 外は あるまい 

ご 信せられ てゐ る。 

民國 統一の 

大豫 備轉議 

化 巧 一二 H を U 中 確 お 凰の 南 化 

を 統一し 軍制ぶ びが 戲 のな 革を 

目的 どす る 會遽は 執 段段 賴瑞巧 

ま唱の 下に 二月 1 H よら 開陛さ 





_ 紐‘’：.‘ 巧；— 南；— が 

文政審議會 

何 蛾 hr 化 化せょ 

族 代の 内 W 門 i 必や 活版で 刷つ 

.たか 9 如く 帕 々調を 曾 巧々 燕證 

食 ミ 云 ふ 柿 類の 附馆 機關を 設け 

i を 惰性を みして ゐ る。 或 的は に 

I 必を 新た じする かを の 上に, 脚 

; してみ 閱 のを 巧 轉 嫁の 術策に 曲 

ひじ MJ も あら、 巧 化 被なる もの 

じ ま b ては 少壯 事務官 や 書記を 

ご稱 する がの 爲 めに 手 當 巧を 特 

別错削をお へ る道具じ供した^ 

もを るが 而も 頗る 婿稽 且つ 不 を 

I 巧で あつたのは 化の 外を 調巧會 

I でもつ た。 化 柿のを 議會や 調 巧 

I 曾は だ 害が をつ て 一利 き附齒 

1 磯 細で わるから おめ てお數 をが 

一中る がょ い。 加 お 内 隅 出現 W ホ 

:演口 藏£ が おぶ ぞ皴 を 加、 たお 

i 裝巧 かる 附感 構哪も 壊な ういた 

i 巧 子で あるが 是 れは乂 じを. こす 

- るの 化 化が ゐる 。巧し ながらが 

じ獨 b 文政 審满會 ご 云 ふの が特 

■I 設 されて 十一 巧 下がから 駭 叫か 

I 府 の謙閒 おを 满题 ごして お 人 速 

; が 盛 じ お 幾を 化いて むる のが わ 

一る。 义 か落證 曾を 開く じ當 つて 

; 總拱 たる 加 酷 首 化け おが 赫 語を 

! 朗就 ずる 傑な 口 物 t を 典 的な お 

j 說 とがみ、 顯總 をの 一人た るち 

一 相附山 良が 巧は n 化の 一人は お 

一 おお 副み 挺の 一木 喜德那 氏で ぁ 

る U 首 化の 馈說を 袖 おして，；！々 

ミ义 蚁的提 輿、 敎肯 のを 善， ず 梁 

一説して ム るが 骆 み 巧を 設けて お 

; く 目的が な 上の 二な に 列なら な 

一い ど すれけ 目的 失れ 自身に おし 

i ては 誰 八 も おみを 挟い 者は なか 

: らうが 其错織 こが 滋の 方針が 間 

_ 違 つても る ど 謂は ざるを 得， y ' い 

I 巧一此 帖の審 が 會を設 くる じ 

k 扭 つてな し义 部ち 侧 から 半 確を 

のの 諮が 案を 提出す るの が閒違 

一で ゐ る」 審泌 白け 問題を 密 盛ず 

; るを むの 捏慰こ 才覚から 絞ら 出 

- した アジ エン ダを 化數 ずるの が 

々ぶぷ t あつて ホ峭 ザで も ある 

がして を： 貝の 化 あずる 怠 見を 一 

.巧して が定 ずべき はか 定 し、 み 

定し衍 ざる ものは プロ ど ユン ど 

j のぶ 巧を が吿し W て爲敌 W 資ど 

I すべきで わる。 巧は 潜谋 曾に 對 

してから r 甫大； ^ 權限ご 巧 巧 ど 

一を 贼 巧して がぶ をを 化 化 立な が 

一に 述 注せし むる のをを 化く かせ 

一わじ巧さに化举が出ホ^:^い。 义 

: 部を 側で 大 おや 威が 还が 調を 硏 

I 兜した 化 おを よ 題 ピ する のはぶ 

ー ホを G さない。 

I 今次の 欠か 審溢 @ に 示された 

I の U 第一が 帥範敎 行の 改善み 二 

が 巧が かおの 普ぶ である。 孰れ 

も あ乂； なる を 件で あつて お ザの 

が 巧を 背れ ひ 込みつ i ある 父 部 

をのな 見や、 を 軍 省の ぶ 見を ぶ 

調 ごして W 獻お体 化した 進 ホ 的 

I な あ 案を 獲 やう どす るぇ は-^ じ 

I お b て あを 巧む るの 巧で ある。 
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巧 誌 E イ* S 1 部 十 仙 

合 4 で St 呈 h S1. N. y. 呈 y 

滿拜說 を H お：！！ 午を 八 時 
祈 糕會木 お 日 午を 八 持 
が 話 食 ± ilH 午後 八 時 
をを、 固# ま、 娛樂 まの 設 楠め 6 
ホ賓 を歡迎 す、 食 無を 利用せ t 
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叫本 一. somingsid® 》 吉 8 
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が禱 會水櫃 H 午後 八 時 
裁縫 會乂强 H 午後 二 時 
♦寄 お を 

位置を 檢比亞 を數み 下町を 十 
五 か 學を會 社員 旅 巧 客に 最適 
設赌 圈書雞 歳が 部ぶ を 掩娛樂 
具 簡易を を あら 

便宜 職業 周旋 •旅客 ま 巧、 を 稀 
事 菜 調 ま、 其 他々 事 袖 該お旋 
等 同胞 諸兄の ホを を 歡迎す 


♦巧籍 ♦巧 茲 ♦新が 
お 巧を 公開 
なお 午が 九 時よ h 午 おお 時を 

紐脊日 本人 會 

西 五十と 了 目 二 五 〇 巧 
巧話ナ アク^ 八 一九 0— 化- 


が 巧 靑年巧 巧の 谢化 

日本人 靑年會 

9 W . 顯 SI ぎ Ciarkson 1244 i 
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基督 敎靑年 脅 

3 を E . 窝す St . N . 产呈 y . 
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各 業 _ 


一 > 9 確 ： n 
蛮 ま 硏兜ぉ 午 
共 軸ち 夕 よが 半 
巧 拜說巧 $ を 
▽ ± 曝 H 
藻な 食 义は茶 
話を 夕 八 時 

寄宿 部、 旅 巧を 
案內 が、 ん事化 
謀が、 辣 をが •お 
菜岡旋 部、 巧 巧 
殻 緒 お 巧® 諸 課 
を 設けを 員、 ホ i 

會 員* 巧を 計る 


民 巧 

〇 も 1 
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人 離 

お專 
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電氣化 事 一切 

軍 球、 電気 アィネ ン 、電燈 取 付 
ランプ おか、 軍氣 器具 修錢 一 

下羽電 氣廊會 i 

ブロ— ドク ュ—二 〇 二- 一 
電話 エン •チ コット ー呈 さ； 


ィ. ー ン' — はお 育 最大の デ パ 1 トメ ンド巧 
巧で あろます。 新ら しい 昇が 機 ご エス々 
レタ ー は廣 潤；： 45内 じめ ける 巧が の わ 買 
あじ 废宜 S 橘 かどを 巧へ てゐ だす 
化 巧で 二 巧す る ものなら ばメ！ シ— 
では-巧 八十 八 仙 或は をれ な 下で 買 
へる i を どぅぞ 卸 記憶 下さい 
日本へ 御 荷物を 御 送 b じな > たい 節 又は 
御買物-レ際して御用の塔をはパ I ソ ナ グ 
ン 3 ツ ピン グ •ビュ 1 n 1 を わ 尋ね 下さ 
い、 康切じ 御 便宜を 針ら ます 


都合 じょ。 當 をの 間 

診察 

午後と 時 i 化 時 
^曜は前約願上痕 

けぃ吉 お悅纖 


齒 科醫. 

▼診察 時間 A 
お 日 (日曜を 餘く) 

午前 九 時— 十二 

時、 午後 一時 1 

水曜 午前 九が1 

午後！ 時 


齒科醫 

n 新式 無痛 治 驚：：：： 

多年の 經驗を おて 
9 本人 諸君は 持に 
了 寧 懇切に 施術す 

卜^マ チン 


ぶ^け 

U わ 1 
G L 

貧| 

> g m 
〇 出む 

Z W L 

A 

K 


診察 時間 

午前 九げ I 十 時 
午後 六が一 八 時 

パ t 小 栗 幹 一二 

错 育ボフ ラフー お 隙 
第五 街 病院 勤務 
武ボ 3 ン パラン ド 
病院 勤務 


0 夕巧巧 ZJI 2 巧 CYi \ 

备 1 云 まちち 巧 

基 7 呈 h た6. Ne ミた 呈 St . 

ぎ Murray 至 一 2791 す〇 ヨ 7 苦 

•ぃ 古な 謙 次 

自 午前 十- 时ま 午後 二 時 
時間外 及：！： おは 前約の 事 


日本 陶磁 黑 
雜貨 類卸賣 

乂 乂商會 


B 本 玩具 
雜 貨卸賣 

を 良 貿易商 會 


日本、 を 那寶玉 製 美 
術 お、 婦人 用 首 飾 其 
他を 翰 お 

岡島訂 一:;;^ 

高等 畏 術品修 儀、 首 
飾 品、 ストリング 

H 本 服 戴 磯 


丸 山 洋服 藏會 


栗ぶ ボ丸ノ 內ピか デソグ ニ階 ニニ 〇區 

P 丸 山 洋服 商會 


日本 
洋服 巧 

巧 旧 信み 郞 
松 本 保 


を 五 ±11T 吕 



洋服 巧 




か 


分 

がげ 

縣 

鮮 

軒 


自す巧 八 巧を ネ秩 A お 巧 s 
クオ— ん ザみ •な シン 棘が 巧 刻 引 

尸し 7 ! ド •ハミん トンが 評を 刻 列 
が薄化合 感卖が を刻^17 
谭ぶ がそが 属ふク 刻玉贫 
爲ネ率 ふが を-が 筆 ぶ 刻 引 

域 $ 嫌のを 乂. 




，ゲ T ^ 


ち 八 ニニ 


0 nTX.TVkami 
178 dumb 雲 fid St . Bro 臺 n 
Tel . Gu ョ berlaml だ ご 

み 会を 巧す 後一 こ 時よ b ホ 時 

養 舅 H 曜は 前約 相 願 お 

ドク トグ鳥 見豊彥 


化粧 お卸賣 


五味 商會 

W E .1 ゴ hSi , N . y •置 y 
ぎ Stuy 養 ant 37 を 


書籍 一切 取次. 

米國を 版の 書籍は 凡て 特別 削 引 
じて 迅速に おみぎ 旅 巧者の 研究 
參ち賓 巧の 書籍 寇を 等は 時に 御 
巧を お計ら ひを 升 〔幡 梅】 
正ぎ を 一 击を夕 
妾 Nassa 丘 St ., Tel . す eki 8 ち 曲 

が 具を 巧 おお 船 御用 ま 

遠 藤 小刀 商會 

だ B 夏 {| ミニ • Y . C さ 

Tei . Whi 塞芸妄 三 


1 化む W 
闕麵 s| 

0 も. 3 帖 

L げ* ..： 

ち G むむ 

0^ 化化化 
> h h h 

D w 郎卽 


騎科醫 

多年の 經驗 をな て 
最新式 群學 手術 じ 
堪能 じて 信用 篤し 
== 施術が 化廉 u 
日本人 諸君には 時 
じ 了 寧 懇切に 治療 
化育 州を 認 
パ r ブル 1 ム 


Dr . R . shiswdo , Db . s . 

夏 W . 7 害 St . Tel . 置 一 呂 t こま 2 

織 s 離 巧 戶な二 


自 午前 化 時 
自午沒 I 時 


ま 十二 持 
ち あ 時 


診察 時 脚 

午後 霉時ザ U 二 時半 
午後 六 時 = 九 時 
を 知臀學 ± 

け i 本谨一 

古 偷比亞 大學义 紐 育 

ボス トグラ デュ ェ 1 

卜 病院 勤 後 
日 磨は 前め 願上娱 



正直 ご 班 切 ごを 旨 と し確賓 
信用 あを 请 品を 精選し 


特別廉稷^^、販賣をします 

クオ 八 サム-一^ エ少 デン 四 割引 
其 他は 化て 一一 S 割引 
指輪 鎖 貴を 夏 ホ じ 寶巧類 一 切 
ー ミグ トン 巧 貧、 ーヮ —ドィ 
y ノィ ，時 纠クを 桃 置 時 削 

ゥォ！ 夕 I ふぶ 离年筆 

エバン ダ プ ー^ 華 

純銀 据 並に 銀器 \ 切' 

御歸 朝の 御 ±產\ が. 

時計の 修 鐘は 保^ じて 確實 

じ 石 川 自身が を しょす 

な 育 ホ 巧 四十 二 目 四と 番 

四 四 一一 一号 ま (五 街..- 六 街 間) 

お 川岸 爾會 

電話べ. ン ン八バ .ニツ ニニ 九 

Ish を aw ぞ Kjshi 00*17 をピ & で 

稅關 事務 脑摄 

wili I. ま N こを.， 

ぎ 〇ョ 12 运 1 三 roadw ぶ 妄’ 

Phone : wowiing Gr •さ 9 妄 9 な？ 


擺人 英語 敎授' 

稽古は と 十五 仙 一一 一四 週間 じ爲く 

十 お柴ぁ t 每 a 朝义 時ょ b 
夕み 時 迄目曠 典。 十 こ ホの 經摸 

反 iwM 131 曲 30 了 e IFl ^ s 了 ミ 
1 其 4 Lex 吾 ton Ave .; C ミ. 茂 さ St ' 


成 巧の 


秘無 

'英語を^^| 
:の第 ip、 


引 

$ 

6 
■ ■m 


お 

h 

な 

8 

な 

a 

E 


ホ國式 英語を をず 事 
は 成功の 第一. す 
本校には H 本人 k 授 
じ 惟れ た 專巧婦 入を 
師 ぁら 懇切 じ會 を 
信 文 おを 語を を もし 
ます。 H 罐遇 U 巧で 
午前 化 時よ b 午後 V - 

時まで 開校し ーレづ 
スンと 十仙づ 5。 を 
扫 直ちに 巧 校 あれた 


自動車 修 
媛を び 運 
轉 を敎授 

ライ 七ン 
ス保疆 す 
ニニ 十五 弗 
を轉 ホは 
二十 五 巧 
晝 妓巧學 
兩科 あ‘ 



日本人 部 

パ 9 i 廣 

瀬 巧擔巧 
盤が 敎授 
夕と 時賴 
校 勞働余 
暇 勉學の 
巧 あら 卒 
裳 証書 授 
巧 就職口 
無料 罔廣 


窩眞 

簽五街 

凹 ご 一七 


稅 關事籍 

巧# を 地が じを 胜 

巧の 僚 出入 ホ 法 じ 

關 する 一切の 御 諮 

脚に 鹿 じ、 巧 道 窓 

咖 貨物 運賃 及 巧 帆 

5^ 巧 關キ緒 書 等 進 

です、 重要 都市に 

? 巧 巧を あし 誠ち 

か 速 御用 命じ 應中 

が 験 取扱 


; ゲヮ ー ド 卒業 

齒巧醫 

主な 基 

彭療 時間 

呂 午を 二特 

至 午 お八 時 


J が 瀬九廊 

8 巧 lexi 墨 ミ Ave - N . Y . 百 巧 
呈 . i &27 ず Sts 
Tel . ま a 色 さ n ぶ-を 18 ,78 さ 


JO 巧 巧 由- 00 CR 1 ， NL 0. 

1 ご 去を ち す St . 穿 三 夏 
Tel . 苦 ms 穿 3573 & Sc 置 争ち 4 ち 

みク 午前 九 持— 午後 一 時 
髮寞 午後 六 時； 午を 化 時 
H 曜 午前 九 時 1 午を 四時 

ドクト^ 小 栗乘ま 


日本 CM 廚會 

Nippon D 气 y Goods CO ., 

1261 す 岂を さ ， G さ- Gor . 31 己 St . 
ヴ I ち h 呈 e _ ぞ ミ. 置 岩 

Hi 苦 51 


ミは 出 ホない おが も ぁつて、 米 
圃巿煤で琪巧するろじ變あした 
ご峭 された 巧で わつ た。 併し 前 
固 か憤棠 集の 陪旣に 巧が 當 局と 
巧 齒銀巧 脚 どの 間には 大化 内約 
が 化 立して ゐ たので、 あるた け 
巧齒化 巧の 海外投資 巧 巧 方斜じ 
ょも 巿债獲 巧には 多少の すがは 
成 じても、 最初の 計盡 あち 英國 
巧煤で東を巿债を裳集す る主じ 
をが を 進め 愈々 其 巧 渉は 成立ず 
る 蓮び どなつ た。 

募集 額 じ 就て は 一億 阳を 
一度 じ發 巧す る i は阳 難な 事情 
が あるので 之を 二回 じか も先づ 
窠) 巧み ごして 五 千万 阳を發 が 
する i ごな つた。 其 時 巧に 就て 
は 盛夏の 頃は 銀 巧 業を が 避暑 不 
巧の じめ 募集 上じ不 おの 点 も あ 
6、 ー ホ 巧 •かな 外 お 貨充實 策 ど 
しても 化るべく 早く 發 行したい 
ごの 希望 ももる らしく、 今 奢 四 
巧 頃 じ發巧 する 豫定 で發 巧隨件 
其 化の 手纔き 等じ關 しては 目下 
が務宫 を 通じてを 渉を 重ねて ゐ 

る〜」 いふり 

無盡業 經營の 

認可に 制限 

紐 育 州では 無 盡業邸 も 所謂 賴 
をす 譲なる ものは 法律 的 じ 認め 
られ てなない が、 日本での 無盡 
業は 虛 おを 融中 仲々 亀 要な 化 ホ 
を 占めても るので 最近 大藏當 は 
之が 健を な發 達を 助成す るた み 
從 ホの 資本を ご 一巧 田の 制 跟を高 
めて 十 巧 旧 0 上の 會社じ 非 ざれ 
ば識 可し ない 內規を 定めね。 今 
H の無盡 業は 其 九 割 迄は 會社組 
，織に ょる もので 個人 組織は 僅か 
じ I 割强じ 適ぎ ず、 特じ最 をの 
認可 中 請は 游ん •*、」 を 部 會社紐 織 

の もの 許 b である からを 內規な 

正の 結 あ、 斯業 胳 ホの お 勢 じは 

柯 等の 影響を 輿へ ないで あらぅ 

ミ 見られて ゐ る。 巧 ほ 昨を 十二 

巧 現 巧を 國無盡 業者 數は 株式 會 

社の 丹と 十五を 筆頭に、 を資會 

お廿 四、 をを 會社 一一、 搁乂 組織 

廿六 じて を 計 二を 巧廿 よ， 資本 

金額 一千 八 巧 化 ニス 三千 六な 田 

緩 契約 高 四 億 五 千 八十 二 万 九 千 

五 円 六十 八 田 のぞきに 上つ てゐ 

る。 今を 闕 及び 東を 府下 じ 於け 

る無壺 業の 現狀を 表示 ずれば 左 

の 通 b である。 

=爲 本み 單位 千阳 

♦を 園の 部 

經營 者別數 資本を 

巧 ま 一よ 五 一よ、 一ー ニ 

を 名 二 お〇 

合資 二 四 八义八 

個人 二 六 二 四 二 

合計 ニニよ 一ん、 一ニ ニ ーニ 

令 お 京 巧の 部 

株式 二〇 二、 と ニニ 

を 名 二 と 〇 

を資 一二 ''一二 〇 

侧人 四 阴ホ 

討 二义 二、 义五九 


千 九な 廿お 年度の 歐洲 【こ 

米國 財界 ごのが 衝 

貸 脚は どうして 曾 加ず るか 


千 化け 廿四年 巧を じ： 旦る ホ网 
の お 歐貨附 は相當 のちが じを し 
てゐ る。 今 之を 統計 じ 就て 見る 
じが 网別 ごを がは 左の かし 
= を 位が 巧 弗、 ホ 巧を もを む 


英 闕 

フランス 


べ八ジ アム 
ォ タンタ 

瑞 西 

ノ 瓜， ソエ 1 

テン マ- — ク 

瑞 典 

チエコ ♦ス ラゲ 

•ホ ー ランド 

が •お 利 

ユゴ •スラ ゲ 

み 1 マニア 

クプ！ ク 

フ ィン ランド 

ブス ア ニア. 


一 五 九、 化 

一八 四、 四 

1 1 〇, 〇 

九、 化 

化 〇、 一二 
ん と、 四 
とと、 四 

六义 、一二 

化 一、 お 

二 五、 〇 

ご 一八、 〇 

一と、 五 

二ち 〇 

二 五、 〇 

一ち 二 

一一、 〇 

f 0、 〇 

五、 〇 


經じ馳 係 ある 者の 巧 じ 化 H を 怠 
らな いなで あるが、 政治的 ホ 面 
じ ピるご 巧 巧 或は 革 かの 可能性 
を 始め ごし 其 國の政 權を捏 つて 
るる 抜を の财政 上に 對す るぶ 見 
等も關 係が 深い ものである 〇 1 
例を がげ るなら ば伊乂 巧が ファ 
シス モじ 勢力を 巧 占され た； や 
典 國巧働 薄の 政 椎掌擾 巧 ま 急進 
派 社 曾 ホを をと 認めら si てむ る 
リォー 內閣が 佛闽じ 度 現した 
るが 如き i は、 財經 上に も 一 削 
の不 をを 投資が じ與 へる もので 
ある-】 先づ 斯ぅした 見地から モ 
九が ホ 五 年 巧の 歐 測を 國を 一瞥 

ずる 至 どす る。 


おして 千 化が サ五 年度の 外債 發 

巧に がての お 測は 過去の 經驗じ 

徵 し、 巧に 舊腦 獨佛 白み 等の か 

憤が 短 巧 H に 

應募 超過 を ホした 一事 

は 本年度の 此种外 憤じ截 する ホ 

國ホ 場の がが ぶを おがすべき 前 

-化 であると 巧 測され てゐ る。 元 

ホ對 外な 巧の 貨附 なる ものけ 米 

厲 に. こ b 極めてな らしい 經務で 

ある。 をを の端緖 はお 洲の 大戰 

-じ をし 其 結 柴ホ國 は 潰 務國ょ b 

憤 權國じ 一が したみ 第で あるが 

.巧 經驗が 極めて 淺 いだけ じ、 巧 

資 上の 標準 か 例へ ば鐵道 巧の 如 

-くホ だ 化 確 じ 標準化 されて ゐな 

I い。 米國巧 棋が歐 測大鄭 前に 手 

一を 染めた 外 憤は 數だ巧 弗 じ 重々 

一とす る H 本 及び 支 服貸阳 、メキ 

- シコ 貨附 、一一 補の 0 シア 戦時を 

憤、 少 がな ラブン •アメリカンを 

憤 じ 過ぎ K い。 化つ て 

:投 賞巧瘍 じ凿 ずる 正確 

I なが 道を 义< のみなら や、 是等 

の 貸 削に 對 する 政が のが 証が メ 

I キン n の 如くを 治 ご 巧い 削 係を 

-あばすじまら、 投資あはをこじ 

'一 碑の 不安を 改 せざる を 得な か 

，つたので ある。 化 外外圖 証を じ 

j 掛 する 標準化の 不統一は 極めて 

i ぶ資 おじ 不自然。 現象を を や 

が ぞい。- 例を 舉 ぐれば 千 九 

.が 四十 乂年蝴 限の 六 ホ 立 噓做白 

巧を をが のが 姻らは ホ ホ 八 一 厘で 

あるか、々 1 火 X バッドの 乂ホ 

_ 利 附千义 巧 五十 四 年期 限の 巧迴 

:らは 八 ホ-煙 八 毛と い* つて ゐる 

かく、 或る 者は 後 巧の々 が 却て 

な 利 i ：* 投資 公 梅で ゐ ると 信ずる 

.'を も お；；^ く， いので ある。 斯 

; かくすぶ をな 組織の 下 じある 米 

-巧 どして 千 化な 二十 五 年み 勒外 

投資た 豫 想したら のじ マッ クマ 

ゴ I " ド * テ ィ ン 氏 の おを が ん 

る。 先づ是 等の 外が じ锐て 第- 

に 巧 巧 装の 知らん ど 欲する 者は 
其 固 糸の 

财政願 係 特にな ち闽 

巧、 資源の 問陋 である， 。之は 貼 


一九 一一 叫かが 

米 國賓易 


まる 一巧 孟 口を なて ホ轉 商務 

省よ ら發 をされ たげ 年度 米國の 

到 外資 あ 見 横 じよれば 

大戰 終結 の赋價 騰貴 時 

化に 斟 比して 輸出 憤 格は 四十 六 

億 五 千で 弗に 達し 隆盛を 極め 昨 

年 じ 比して お 一割 二 步の增 加で 

をる が、 輸出 量の ち 加は 特に 願 

著む も 0 ど 見られて ゐ る。 之に 

なして 輸入は 昨年度よ もも 二 億 

强 邸ち 六 かの 減々 じて 之を 千 九 

巧 ホ ー お' 及び か 二 年の 物 便じ 比 

敏 すれば 實際蟲 じ まを ては 遙か 

じ 夕< 、千 九な 十一 こ 年 じ 比較す 

れば S 割 五 ホの 增加 である。 過 

去 十 年 じ 挂るホ 锅貿哀 をを 按じ 

て 最もな 目すべき お屢の 跡は 輸 

入 ホ お. にがけ る溢帶 地方を 產耶 

も贼 糖、 谢肆 、 n 3 ァ 、バナナ 

等の 外お實 、護黨 反び 生糸の 

輸入 激增 じして 豪 中 

一昨年 度 じ 比し 稍々 踰入 威々 を 

ホ L たもの も あるけれ 共、 之を 

大戰 前に 比すれば 著しい を 加で 

ある •い、 是 等の 輸入は ホ國 のを 

活撼 準が 他 図 じ 比し 頗る 高率で 

あち 且つ 其 購買力の 偉大な で， を 

立証ず る もので ゐ る。 を-し 輸お 

方面 じて 最も 顯蕃な ものは 大麥 

あび 蹄 化で 十一 H 巧 S 正確な 數 

夕は巧明し^:^いけれ典、 昨年の 

乂麥 輸出は 一昨年の 义千八 •白 方 

ゾ ッシ H i スじ對 して 一億み 千 

ぶな 巧ブッ シエ 八ス じを すべ 

棉化輸 岀にま 6 て ほ 最近 數ヶ巧 

じ 互ら て 

時價 下を をを 昨年を 

と蓉ぼ W 慨格 であつ たがを 輸出 

崖の 四 かの 一、 输出憤 格の 一二 か 

の 一じ谨 ずるを 込で ある。 化 外 

裝 物、 石 她ホ虚 、额 、機械 及び 

自動 ホ ホ 面の 檐出も 巧 加した：^ 

み 類、 石が 度び 或る 柿の 化學エ 

裳 品等は 滅 々し 鋪搜 、木が、 紙 

額 等は 一昨年 巧 ご 大差な きら 輸 

ホが 類は 大体 じがて 四が 領 され 

'麻 巧な 特に 棉化 まは 悄格じ 於て 

一が ニホ增 加し、 化の ホが であ 

るを 摇 お、 おが 及び 製を な、 一 

が あびを 部 製を お 類は 九 ホ 乃 ま 

一 刹の 巧 加で ある。 がして】 昨 

年度の 输お向 ごして は化乂 方が 


は乂 まなき も 

歐洲 方面の 擒 ぉち 進は 
第】 化を 占め 一 御 五ホ强 どなつ 
てむ をのは 歐 測の 腿 巧 力 增進ご 
米國 よ. f ' のを 倪化 緒に 關す るを 
乂な脚 係を 巧る ものである 〇甫 
米 ホ 面は 大差な きも 掛巧 細亞は 
と ホの 增 加で あるが、 歐洲 への 
戚 出は ホだ乂 閥に 勒 t 戰 前に 化 
して重を^:^位駐をむめ居らや、 
ホ國 最近の 輸出 增 進は 化み々 面 
對 する 活 灌に關 係が 深いので 
ある 0 
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新蠢 業計畫 

U 巨額の 資金を 擁して 
り 本の 養鑑 製糸 まを じ凿 して 
一大を 威を おふるは 素よ b 日本 
の 敵 お 貿易 じ 恐るべき 打 擊を加 
計 畫がホ 威で 巧 はれて ゐる 
ごの 情報が 先 巧 外務省に 到着し 
岡 省よ ら諸官 省に 内報され た。 
さなき だ じ：！： 本の 

蠢業家 は 人造 親 糸の ねめ 

數 なから ねが 擊を 蒙つ てゐ るの 
じ 今 义乂國 の 養 養が 究家ジ 3 ン 
アブ デグ ノア 氏を 社長 ごする 加 
州 生糸 會 社は 今 巧 南加规 に養鹽 
鶏を 設 指す る荀畫 を樹 てた。 一 冗 
巧 ホ國は 養篇國 では K く 凡て 他 

國 から 生 ホの 供給を 仰いで ゐる 

ので あるが、 化計畫 はち 額の 資 

金を 投げ出して 自給自足の 化 本 

精神から 企てられ たもので をる 

から、 會 なの 一經營 方法の 如き も 

轉满 又は 巧が 諸國で 一般に 巧は 

れてゐ る 揉な 小規模の 所謂 カッ 

デ 法とは を然ぶ 趣を 異にし 


テ 

巧學的 機械的な 大規模の プラン 

夕^シ ヨン 法 じ よる ものである 

V 」 いふ。 同會 敵は 之が 準備と し 

て 現じ サクラメントで 經營 して 

ゐ る試驗 用の 小が 模な プラン テ 

シヨでは 謹を の 發育も 產蘭狀 

態 も 頗る 

巧 成績 を收 めて ゐ るから 

南 加州の 如き 氣お風 ± が 溫饒で 

而も 廣漠 たる ± 地では 巧 じ 良 成 

績を 禦げ将 ベく、 お 巧 同 化 ホは 

養鹽 ぶび 產 糸の 中位と なる i も 

當然 でを る VJ アブ デグ ノア 社長 

は斷 言して ゐ る。 殊に 同氏は 此 

最新式 器具ぶ びそを じょれば 諸 

巧國 品との 競爭 もを 易で ゐ るか 

ら 、ホ 國は每 年 日本から 输 入す 

る 一二 億 弗からの 生糸を 同地で 補 

給し 得べ く 曾 社の 眞目的 もを こ 

じ わる V 」 揚言して ゐ る。 

東を 巿债は 

英國 で發巧 

ホ部披 輿串袭 費の 財源 どす ベ 

き 東京 巧 3：： 镇 一億 阳の發 巧 じ お 

しては 政府が 巧 証を 巧へ る i じ 

四十 乂議 資で决 をを 是 たから 大 

藏 ちは 

化務官 をして 獎國 を融を 

者 どのを 涉じ當 らしめ つ t あつ 

た。 けれ お巧國 側では お ホ 得べ 

き だけ 巧 < を輸 解禁を ホ 巧した 

い FV むが あつたので、 丧國 財務 

當扇 ごして け 其 巧げ となる ベ き 

おみ 投資を なる ぺ. < 手控 へる ホ 

がを 採る じ 至つ た結裝 、東京 ホ 

外 借問 題の 巧 渉 もため じ闲難 ご 

なを 一時は 巧國ボ 填で 慕 集す る 
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華盛頓 

わざ： 

日本料理 

ホ じ 御旅 舘 


美 ホ じして 淸潔 

版 雲 品南縷 

ぞ前卜 時よ も。 


午前 六 時まで 


開店 


巧 廳を園 

司 巧 人 逸 蓮 
出勤の ぶじは 晝範 
の 御 巧 利に 備へ馆 
聞 曾 席の 御用に 應 
や V く お 間 河卒相 
ず 變わ引 立願 度な 
紙上 御 ま 内申 上 お 


支那 御 料理 

彭瑞樓 

H 本ん 諸君を 
歡迎 致します 


極上の 魚類 

季節の 新鮮の 魚貝類， 八澤 山揃つ 
て 居を まずから 御賞睐 下さい。 

ァビ セ ロ 魚 巧 
苦 置 ard St , TeL で ankiin を是 


鱗 踏敎授 

▼卸を ダンス A 

▼表情 体操 ▲ 
紳± 、淑女、 わ 子 
巧さん ホ じ 巧嗜じ 
敎巧 致し か。 午前 
十が--* も 午後 十一 
時を ( H 曜を除 <) 

シ ヤヴフ •ダン ； S 

ング 郁節學 校卒藥 
上衫 タマ 


亀話ミ！ んな引 

一 妍 I 則 特長 

k 意ホ両 四十 四 T 目 
1 二 下 一一 八 蚕 
\ (二階) 


御料 理严？ 了 卽 

太 欺 

壽词 、蒲燒 、潇 が" が 翰、 かきめ し 


雙潮諸 sissies な 米' 

日本 米 ii 食料 為 觀 

お 田咎独 巧る 會お まが 一手 質 揃 巧 1 

目 本 食料品商 會 I 


日本を 巧 おを 柿 
日本 黨籍 諸雜誌 
日本 雜資を 補 
を 化 新聞 恥み 
紐 育み やげ 品 

シ八 クン ヤツを 鴻 

家を な 

を 堂の 巧け あら 


御菓子 舖 

莱鹽 巧、 羊肇 、を 菜卡 類、 煎餅 卸 
小賣 、(のし 餅 前 H 御 注え 願 升) 

松風 軒 高 橋 

西 六十 五 T 目 一二 十四 番 
電話； ラ。 フ t v 々7 i 丑 因 


基 腐油據 

敢薪 製造. 卸、 小賣 
H 本 食 巧 お 一切 

旧 中 

第二 一巧 八 百 八十 五番 
電話 プラザ 五 二 一八 


新鮮 魚 か 一切 

日本人 おきの ホ 魚澤山 かも 揃へ 
特別 廉® で 大勉强 致します 

サヴオ ナ魚店 

•Jos さ！ 一り PVO 百 a 

224 W . 6 で t St - 
Tel . oolu 3 bus 芒 授 ぃ 


▼一二 德=淸 潔， 親切、 氣樂 ▲ 

稀な 旅舘 

まほ 伊勢 拳を 久間榮 作 
225 因 . お を Stre を 
Tel . flegeni だ 苦 


御 下宿 

自由 亭 

里 ジ nds St . Broo 置 n , 产 Y . 
ジ L Main 7475 


西 六十 五 下目な 四十 ホを 

一力 旅館 

電 が ュンデ 3 ット八 六 1 〇 


御 下宿 鴨ホ乂 


伊豫 屋御 下宿 

西 鳴を み 郡 

東 四十 九 了 目 一み 五 

アバ 1 トメ ント C 2 

電話 プクダ 六 一と 五 


尋れ人 

更正 恩給 証を 巧 付 

松 ホを I 二が 

「外 固 旅券 下付 事 賞 証明」 巧 着 
熊 本縣人 豊旧淸 を 
顧 岡 大道な 一二郎 大践基 
を 知 早 川良銜 和歌 山 引 ± 純一 
巧 诫縣寺 門武始 
右の 者に るかを 巧き 诸お么 
お 巧 本人 若 < はか 人 よら 巧 
住所 おおか 願上娱 


二 P 3 ちま t PI 養 

bet .1 st .2 n 三 ve.off E . た を 苗. 

ぎ Mu ミ yH 吉岩是 


紐 育 巧 踏總領 .事舘 

1 京 Bro 艺ま y す4 Ifork 0 甘 


ちが I S 
巧理 "tSSi 

巿鹽を 園で 永年 御 愛顧を ずけ 
たを 义で 御座いま 才 



W 日本に 化み、 H 本 語 
巧 を 話し、 皆 横の 御嗜 
巧に 適する 御 巧理を 調進 致 升 
T 巧 エン’ ェ！ タアの ドで ず 


やが 理髮巧 

中が 萬藏 
31 左. 85 す Si N . Y - 芸 y 
一羣 ■ Columbus Ave . sentral す rk まを 


巧本理 髮舘淸 

新み 洗髪の 設髓 あら 迅速 T 难を 

旨 V 一し 精々 勉强 致します 
西而十 云 下目な を 地 一二 目 ホ お ま 

タツす フロア (第み 街 ミ 四十 lllT 目角) 


留 川 事務所 

持績め 奮圖の 同胞に 的確なる 職 
業を 顷藤 しまず 0 

一ぶ ち 呈ま亞 gle を ま csf 
ちち. 舍さ St . N . 产 C . 

だ. •ぎ 普こ787 9 雲 


最新ぶ み 時-建 

巧 利、 淸涵 、が 遏懇 机、 お 巧 低廉、 
發暮船 あ 么@ な 度 波 化 壌 じ 出張 
ン ァトが® 六 街 1110 ホ番 
エヌご 一 * ホ •テル 
電請 メイン ご充 五一 一 

藤 ホ： 4 顧 支 巧 ' 

4 援ぶ iyiiard Ave-- 
を ttle. W"ash • 


H ネ巧氣 船が を if 申 这じ應 じ 
萬 事 御 便を じ 觀取圾 ひ 申 上 候 

桑 溝 ホ-テ^ 

► a 本 御 料理 一^間 あ' り〕 

桑 港々 タホご \ァ 街 六 一二 
電話 カネ V i 八 ームハ 


口！ サン •セ^ス 地み 一の 御觀 ホに 
は 方 事 梟 善？' 御 便宜ず 計らます 

ィ 1 夕 瓜.^ テ 火 

羅 がが じがけ る 同^ 經營 中最 
新を 高等 ホ テグで 'ます 
羅 がを 一巧 一 11^ 半 
電話 ゲ アンダイ クで六 五 九 


ボストン 案 巧 

貸 自動車 業 i 河 西 

諸を 跡、 大學 校、 工場が 他 一般の 

紹か 及び 通 辯 もします ぶ呂 m ま 

Tei 賢 を-置 77 畜 70 Bai ミ ia St . 


會席御 料理 

ホ じ さ 



會賺 御料 穩. 

東泮縮 


理想® 旅舘 

御を 樣じ 誠意を 0 て盡 します 

辆日舘 

御手 轻 御料 巧 並 じすき 燒 

巧-^ いが 巧を 擇び御 客 煤の 御 
滿お .心さる 憤 精々 勉强 をし ます 

御！^ 並びに 御 あ 庭 支出し 

御手 輕御 料理 
日の丸 猛 下宿 U 

壽 司、 一 媛蒲燒 、每 H ならます 


ホス トン 市 

富 壬 旅 舘大浦 末 松 

之 5 Wor 養す St . す纪呈 Mas 产 

Tel . Back 吉 8770 


紐 育旅舘 旧 中 奥次郞 

東 四十 下 旨 二 四 二番 

ジー. 呈至 onia 8374 


電話 レキシントン 四 八 五 五 

器 旧旅舘 

策 十五 了 目 1 r 白を 


大 

£ 

J— 

幽 
平 

巧 
じ 


i 失意 レ' ゥ ユリ ン トンク 1 

夕裝 して 化 京 y 脫 出ず 

n ン ドンぶ：：！ 後 = n ン ドン ーァ ー リ ！ メ ー ル 巧 北 巧 恃電じ 
ょわ ば あ般媽 ぶが お 审の化 巧を 命に 隙し、 曾ては 支那の 新進 か 
をみ ごして 化が 的 じ 放-めら わむ 外 巧 おを 顧維鉤 にが 女裝 して 化 
みを 脱出した ごい ふ 珍 削を 化ら してむ る。 即も媽 玉 祥のク I デ 
夕—5!&巧するや、 をてょら-丈化巧巧ご忡の惡い外巧終控賴維 
をのみ 邊 もを くむつ たので 顧 氏は 义んを W 伴して 先づホ 図を 化 
館に避雜したる上、 頗氏け巧稽じ-^米驗人じ化け送み - 乂人の 
操縱 する 自 働が 内に が 化して 化を を 脱出した が、 を 巧に 於け る 
巧が の當 巧は 殿を を賴 めしに おらず 乂 人は 「阳處 をが しても 差 
まへ たいけれ 共が 内の 菜は 病髓 であるから 下を じ 扱つ て 吳れ」 
ど賴 みお/、 ホ 常轉を 突破して 某义 がに 避が した ど。 

- ビア お n 。 ネル 大學の 討論 食で 

ロン ビアが 勝利を 博した のは 


1 


! 米闽娜 から 

非凡。 出世 

語學 では 天才的 

名 も 知れ。 い當地 コ n ン ビア 

大 をの お學生 から-躍 化が 的 外 

I 巧 家 どなち、 かを お 長のを 職 か 

i ら一 稗して々 裝の上 

1 命 辛々 化 京を 脫 出した ゥ 

I エリン トンクー 事 顧雜钩 氏の 

ホ 涯 はみ' めて おを じ 先 もた もの 

である。 顧 巧は コロンビア 大學 

卒莱 巧ぶ 化凯 巧の 强官 i ななが 

1 巧が を马 をからべ 於^ — 、キュ^ — 

I バ 、メキシコを 化を： 掷て 舆乂站 


t 


御廢爭 近し 

お宮 妃の 御を 態 

東京 特電 五日 發 = 東宮が 殿で 

じは 銜か娩 期 近づきた るを の 

て、 り 本 ホ 十字 邮看 幾输 長で 

あるた 藤 エツ子は 御 監事 準 焼 

のた め 特に 宮中 女ち じ 巧 命 さ 

れ た。 巧は 處じ婚 # 菊 ず姬ど 


彼の 力 ど あつて コ 。 ン ビア 大學 
の 雄な 章を 猶诗 した もので を 
其を彼け父のをでま那じ卽. f ^ 
時の 外を 結 挺で あ 6 裂；.： 其椅ず 

を 占めて 否る 巧 方 派の 

大立物 唐紹儀 氏のを 鐵 ご 

お赃 し、 一年な じ 渡 ホの 上 夫人 

はヒ ラザ^ フィ アで音 樂を學 び 

あは 外を を ごしての 第一の 素養 

である 國 際を 法を n 。ン ビアで 

ム1ア陣主のドじ學んだ。 旣じ 

A B の谭 位を 得 じ 彼は 千 九な 九 

年 AM とら、 あは 「ま 孤に 於 

ける 外ん のな 置」 ごい ふ 論 ホで 

PHD の 最高 學 位を 受けた ので 

ある。 顧の 秀才は 旣に 支那に を 

る 時 よら 認めら む コ n ン ビアへ 

の入學 はお 國の 幽匪赔 おを を留 

學ホ 巧じ轉 横した 當か窠 一 巧 の 

衍學ホ どして ホた のじ 始まを、 

が隅歲 じして 袁化測 巧の 英語 速 

譯を どなつ た一爭 にも 徵し 得る 

であらう。 彼の 第一 夫人は 往年 

支那を 化で あつた 日据益 氏が 濁 

逸 じ 赴 化のを ホツ シン トンに 立 


巧 化 御 化 違の 化を のて 婚約を 

破談 巡 ばされ た 欠 遇な 钟融王 

じは 化莫 S 知 至 壬ご厮 錠を つた 隙リ恩 巧の ためじ 

巧を あち、 二 巧 頃を なて 御 結 晚 •磬 曾を 繼し A が じ 風邪 

が 式を おけさる >>3 り乂 通を 家 i じ羅 つた 5 が お 因で 遂に ワ シン 

よ b 慶表あ b たるが、 酒 沖が I トンで 遇ぶ した。 現 夫人は 巧阅 

を 使 ご L てを 化 中 想 おの 忡と 


ず 姬け今 W 中に 前山 巧爲お 

結赌 5-^ じ 里へ 新婚 旅れ じ 

るを。 


ご 化を 化 どなつ た。 化 間 パリー の 

ず かを 絶から 齒際聯 粧の講 長さ 

ヮ シ ン ト ン 巧盏のを權ごし 

^て活勘し、 二內閲の外を総長を 

一展 佔 したがは 今年 漸< 化よ 歲の 

I 一々 化 外夕官 であるが、 バリー ホ 

，かを 遙じ 於て 山 お 省 閒趙で 巧が 

一れ 巧を 權を 相手に を々 化が S 梅 

舞わで 戰 つじ i は 化が tt が 的 外 

i を 糸の フユー ムを 巧る 窮 1- 步で 

- あつた。 H 本幽 K やかを あ 中に 

j け 彼を 目して 巧 じち 辨の 巧妙。 

I 1 靑ニオ じ 過ぎの なで i 酷評す 

1 るち も あるけれ 共、 が： 今り の 

かおを げした のけ ホして 

な官が 遊泳の 巧 お 

であつ た ごみみ いふ i は ホ ホな 

ぃ。 化が 米 瞬へ 留舉 

义な S 年 か’ とで あるが、 をれ ょ 

も-； 5 が k がの セントジョン 乂 

ザで 魁 强し當 地に 索て は ィサヵ 

で奖語 r が 强の巧 n 曰ン ビァ 大 

をの 學 ホ ど G つたので ある 《 彼 

I の 記 ホの 才ど 朋敏 G 閒腦 はを じ 

i 彼を して 3 曰ン ビアの ザ ホが 曲 

I である スぺ クター 紙の ホ 筆たら 

I しめたの み U ら乎 をを 討論 會の 

j 舆 SC ピ 6、 千 九が 八 年 


つて 結婚した 頗るの 英 人で 父は 

な 濃 人、 をは 支 邪 人で シン ゲポ 

1 八 じがけ る も 力な 當 一象で ある 

と 云': 5 れてゐ る。 化々 化 外を 宫 

も 遂に 欠裝 して 化 京を 脫 出した 

ミを 聞く 時、 威が じ堪 へざる も 

のが ぞいでは ないか。 


も 手 盤には 小 巧、 み 口、 
渡邊 、巧 巧。 がずに 巧、 ホ 川。 
-疆 ち 山。 二璧内 お。 一二 堅 腰 本 
(キヤ プチ— ン】 〇遊裝 桐 巧。 左 
毀 管 化。 中堅 こ 神。 を销高 巧の 
み じ柿乂 S 名 ごい ふ：：！ 本 テ ー ム 
ごして は 化 ホ じない 多数の 撰 手 
を網絕 した ものである。 化 中み 
〇、 せ出兩 をは かじ 先を の 早大 
テ！ ム で 1 はお手ごして 】 は 1 
蟹 手 どして 渡米した の ある H 
本を 踐の撰 手で、 み 口が ユ ー ル 
ぶび ー ァグ ァ，— ド大學 じて 述日 
に 豆ら 驚戰 しが 敗した もの； 其 
ホ 腕は が 育夕 个 ムス 紙 も 時 筆し 
て 報 近した おであら、 お 旧は 早 
大ま おごして 大學 テ！ ム隨 I の 
强 巧者 t あを。 大學 野球 撰 手の 
職業 化に 反 お ふて ゐ るを 部敎巧 
や 飛 出 監督のを 對が あるので 化 
二 撰 手の 大毎加 ザは 疑 間 ごされ 
てゐ むが 誌 解が^ ホた 樣-し 云は 
れてゐ る。 又 二 狐 苔は 目下 立敎 
の 中堅手 ごして：- 

大學 リ I ， 々中 屈指の 外野 
手で あ b 强打手 王を る。 巧に 大 
每のも 手圃は 大ぶク ' ~ グ 中の お 
手 巧手を 除いた A 本の名 お 手を 
網 緒して ゐる ど： 1 ふべき で、 恐 
らく 化 テー ム をみ てイれ ば先づ 
二流 お 度の セ ミグ n を 相ずに 

して 負を どる 1 も 勘 也 かるべく 

太學 テ！ ムじ對 しては^ ホの 强 

味を 有して ゐ ると 思 はれを。 大 

每が vt しては お ホ 得る 限 了 之を 

化 表が 大學撰 ホ*」 して 米^の 大 

學撰手 どの 競技を ま ご す^ 意嚮 

であるら し、.。 \ 


乂每 野球 劇が 

ホ 大陸 遠征 

日本 じがけ る 乂學が 球 撰 手の 

卒榮 生を 化を 宣傳 め盧 かから 一 

脚 ごして：：： 本は 案 よら 

を洋 を 化 じ 轉戰し 日本 唯 

一の 强ブー ムど目 されて ゐる大 

阪每 = 新閒社 巧が 劇は をて より 

乂 大挫滋 化の ホが' をが してな た 

が、 今间ボ 性ぶ 化の 巧 渉が 糖つ 

たのを 機會 ごして 太 や 巧 岸を 化 

た 5 けモ j よら おに 中め 部を 姪て 常 地を 中 

必 どす る柬が j 帶 でも 競技す る 

をに 確を した。 元 來乂巧 巧球鹽 

は 慶應菊 塾 出身 巧で 固められて 

ゐ たもみ でぁるが、 今度の 遠征 

では 眞實じ 口 本の 化 衣 テー ムで 

ある どい ふ あじ 叛 かない ふを 則 

ず 6 ためじみ 日本 巧 ども 稱し导 

べき 激賴れ である。 化 ホ H 本よ 

ちの ぶ 化 ブーム にどら て 最も か 

おがす いど 駐巧 されて ゐ 


探 價警破 狸に 

支那 人擊毅 

ま耶 人の 結社で ある 王 良對戲 

勝 堂み 堂徵は 過ぶ 一一 一四 ヶ 巧に 豆 

らを ホの だ 耶街じ 不可 お 盛な 殺 

ん窜 がが 頻 あし、 紐 育の ふで も 

巧者は か 余 あじ 達した の^ 育 

警察では 支册 巧の 警戒を 穀旷だ 

する £ 共に、 をが 堂 職い 化乂は 

支が じ 送還 するとい ふ嚴 命の 下 

じ强制 的兩堂 巧を はず か條 みに 

誠 印した もの e ある。 稱育鬻 察 

C はぶを もち 邪 巧の 馨戒を 怠ら 

ないじ 拘ら 中、 去る 四日の 去 後 

ま 孤 街 料理店, お 樓の前 じ I 二 四 

をみ 探偵が 營戒中 突然 四 發の銃 

聲が 起つ たので 馨お側 ごは 巡を 

の ホ おお 集を 巧 ひ、 料 巧 巧內じ 

あつた 化を をのを 耶 人を 餘 巧し 

たる じら 巧らず 间巧 內で攀 殺さ 

一れ た 臨 勝 堂 員の お 豪 陳义の 殺ん 

化を 逮補 する i ら出ホ 中、 册 み 

名の 部 人 もからの がせの の 一 お 

張 b なる ため 紐 背 警察では 堂徵 

が 新年 じ 入ち て 巧び 關始 された 

もの ど 認め 目下 之が 對 策を 協 幾 

みで ある。 

子 ハタ かで- 

排 H 法 巧み 

一昨が 合衆阁 大審院 巧 巧： 5 後 

抓贿が 化の 邦人 農ぶ 中ネ バタ 州 

じ 移 化した るち 数ぶ 族 あら、 今 

後 も 城々 入ら 达む 形勢 あら どて 

昨年 二月 お'? 州 知 串は 日本人 ホ 

化の お 勢.」 巧して 監视を 怠ら ざ 

るげ 聲 明した。 词州憲 を 巧 十- 

條第 十六 巧 じは 「外人 じして 現 

じ 本州 じがて 善 息の 居 化を 又は 


j 將巧善 息の 居 化を たらん ごする 
'の 外人 かを 權じ 巧して 差別 的條 
をは 乂國出 ホ 巧 民 ど 岡 等の がま 
權を享 巧す」 VJ あら、 歸 化す 能 
巧な きも 加州 ± 地を 制を の お 響 
をを け 岡 州々 なじめて 一九二 一 
年 右 憲法 おを わ规 除すべき ホ 旨 
の修ぉ 案を 迪 過し、 巧 じ 一九二 
一二を じも间 案を 巧 通過して 同年 

S 月 五日 知事は 之を 裁 巧し、 

九 二 四 年 十一 巧の 緩選擧 にがて 

僅々 化 一票 3 差で 採擇 された 次 

をで ある。 を 修正の 結を 今後 同 

卿な 住の が 人は】 時 じがを 権の 

保 隊を撤 凹 さる ii ごならし の 

みならず、 を條 正の 目的は ま 
して H 本人の 農業 及び 鑛藥化 所 

食を 禁止す るに あるを 3 て 本年 

- 巧の 讓會 じがて は抓奶 外人 
地 法と 撮 似の な 法を 見るべし ど 

傳 へられて ゐ る。 

註 同 肺 憲法 じょれば 憲法 修 

正 まは 引 緻き二 间州會 を 通 遇 

I 然る 後 人民投票 じ附 L 夕數 

投票に よつ てが ホす るる どな 

つて ゐる D 


营沼對 鈴 木 爭類戰 

十四日から 開始 

前号の 本が じて 巧 報した 如く 

ft 巧 ジュニァー 痛 球 撰 手 营お忠 

雄ち じ 對—て 日本 橘 巧 撰 手權が 

持 者で ぁる 鈴 木龜ま 君は 撰手權 

を挑戰 したが、 瞎巧其 化 じ まら 

ては 尙ほ 確定し ない けれで も 試 

合 期 H は艰る 十四 H よら 十六 H 

の 一二 晚に直 6 て 勝敗を みする 
ごな つた。 この 勝者は ホる 二 巧 

サ强 H から シヵゴ じがて 播 すべ 
き 化を 掃 球 戰じお 塔の 資格を 得 

る譯 である。 树ほ餘 木 君は 巧る 

木曜 H から 十 蹈了目 の 球 鶴で 四 

回、 十二： n よち 十二 一 H じちつ て 

ブ 术ック 9 ン .の リク ブエ！ シヨ 

ン球 鶏で 髮じ無 勝を じ 終つ ゎ獨 

逸 撰 手 ケン ラ チャ I 巧 ご 一二 千 

.二な對一 一千四円点の デ キ ャ 

ブプ 試を を 行 ふ ミ どなつ た。 

ホ 伊 某拘弓 さる 

巿 巧ぶ 义人方 じ 就 働 中で ぁつ 

た 井が 某なる 岡 胞は具 筋の 許可 

を 得ず して 短銃を 携帶し 居れ 

事 實お覺 1 雇 まよち を吿 されし 

むめな 十 T 目附 あの 譬 をを 署か 

ら二 一二 名の 警官、 探偵が 飛んで 

巧て 引致 せんごせ る も 彼等 じ抵 

がせる ため 一巧 部 じ 負傷した 儘 巡 

邏 率で 拘引され たもで 美化 敎會 

の 川 島 牧師が 幹旋 中で ある ど。 


正金 廣吿の 疑義 

ケ— ケ—ホ 

橫潑 あを 銀が 組 育 そ 巧では ま 

年 十二 片紐肯 のがを 新聞 じを 吿 

を 出して 「日本 帝 國六ホ 半 利か 

米貨を 倩な 証券」 を 一 H 冗 U か 

らモ八 ボン 巧會 じめ て 本 証券 ど 

引き 换へ るから 「常 巧 じがても 

御 希望に ょら 引き 巧へ 御 化み」 

をす るから 「可成 年內」 をじ极 

証が を 「御 提示 相 成 度」 ど 注意 

して 吳れ た、 道が は 正 お だけに 

親切 だ £ 思 つた。 ゥツ 々ブ して 

「巧 成年 巧」 迄に 化 証券を 銀 巧 

へ 持って行か うど 思つ てゐ るう 

も 新年に なつて 化 舞つ たが、 鬼 

も 巧を 吿 じは 「可成 年 巧」 ク」 あ 

つて 十二！： 化 一日 .3 後は 化圾は 


C と斷 つては ないから 、一巧； 
なつて 正を ま 巧へ 賴ん だら 「 

が ダン 巧會 へを を 巧け」 どの’ 
でぁつ わ。 實は獎 語 もょ < 解， 
ずが 巧 正を さんで 取 斗つ て お レ 
る ごい ふので を > むして ゐ たが 411 
の始 未で 包い を 得 ホ 友人を 賴ム 
で モ^ガンが 會へ 二度 もがつ i 
貨 つたみ 第です。 を こで なのな 
問は 正を のを 吿が 果して 當を視 

てゐ たか か 巧 か？. 「可が 年 巧」 

いふ； は 「年み だけに 限る」 ご* 

す 意 ホな ちし や、 をれ 共 「面 例 

臭い かこ 新年に 賴んで ホた かけ 

斷 る」 どい ふ ホが であつた のか 

なの 外に もが 証を 引き 巧へ を お 

まさない 人が ある W 思 ひます わ 

ら 、一應 なの 嘗驗を 書いて 銀 巧 

當 局の 御 返事を 促が f たいご W 

ひます 0 

薄氷 的な 國夕 ， 

狐 音 島人 

連 H の 寒天に 巿內を 所の 湖卜 
は 堅 氷を のて あはれ コス* ポ"' 
タン 老お 男女 幾千の 巿 はち 商.. 
翻へ る H の 化^下、 喜々 ぶし f 
滞 戲の巧 景得も 云 はれ 扫ホ旦 の 
眺めで あつた。 水 滑 どり 章が の 
謂 はれは 知らの が 米 國の星 化拖 
を 用 ひ ホして 時 じり 章 旗を 巧け 
て 堅 永を 吿 示し、 をを を 知 じ 一寸 
は 偶然 じ もを こじ 河い 深い I が 


徽 兵猶豫 

本年度 徴集 巧 巧 事が 取扱 
1 、 大正 十 狸 年度い 徵 兵適齡 1 
明治 化と 年 十二 巧 二 H ょを 巧 
化 八 年 十二月 一日の 間 お 生ぶ 
、 大正十四年度の徵を延期^^ 
績を 要する 者は 明治 廿年十 |i 
巧 二 U ょら 同化 八 年 十二 巧 I 
H をの. 間め 出 ホ ま 
、用紙 = ： 事務所 じな b 
、保証 料 U 1 弗 

嘗巧 郵便 = 十五 他 
會貸 外は 外 じ キ數料 =； 五十 化 
、期 H 大正 十 阻 年 一二 巧 j りム 

紐 肖 H 本人 命 


的な をして 或る 強き ヒントの お 

在を 認め 得られる ので。 なか 亡 

ぅか？。 過 ま 一. 年を 半 H ホの 浦 

氷的闕 巧は 化 巧 人類 率 和の たみ 

眞じ寒 也の 晚で ある。 日 ど 星 V 

は 同じ 天体 物の 樣じ東 巧 南が A 

も 同じ 人間で ある 巧 上、 そこ L 

理解 ある 挺 ホが お ホない 當 がた 

からぅ 。日韋 里 條お國 旗の 

を 叉が 化 界ん攝 ホ かの シン ボ が 

となつ て 正義 人道 自 あず 等構孩 

無を 別の 化 桃 穿 つで ホ 緒 ある 

化界の 指導者 どな b 猛進 せん J 

をを 璧 する 0 


^ 了^ 化々 必 地心- 


ダ アィ ォ ブ ン の 大家 

Bi を aw Hljbe『man 

第一 二回 演奏 會 

時日； =: 十一 這： r 耀) 

午後 八 時 十 おか 

場 巧； = マン パ ッ タン 

オペラ パ クス 

化 四 T 目 ご 第 八 街 

A 谋巧 = と 十五 仙な 上 

ボックス オフ ィス じ 化 b 


r.‘ ：，，i 

•,i で 


投蒲燒 壽司御 仕出し 

日 唯 巧 日 巧 間 も 御用を じが じ 巧 

會席御 料理 

窩等御 下宿 

を 玉ぶ 一 


H 本 食料品、 日用品 
並に 新刊 書籍 類 一切 

巧 桐 兄弟 商會 

を おおな 新 锅を近 便船 じて 巧餐 
仕侯閒 斑々 街 用命の おを 頗上侯 


日本 食料品 類义ぴ 雜貨類 卸小賣 

g ? ザ 装款桑 山廊會 

新刊 審籍雜 誌 小間物 日用品を 香 


，ち • * 乎. 


割烹 並に 御か舘 

生窗 を 野 弟 

3 脊巧西 八十 八 T 目 一二 昏十 一二を 

化 話 スタ ィラ！ お 八 ニニ 
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號 を 巧 干壹第 


巧 わを ぷ巧 | 1 なな を 巧を 强 tttt で 巧 


け曠 水） 


りと 月 ー ザ 四 卜 正大 〔六十） 


を 本を - . 候 阻 
挪込 巧を 本を 六モ さ® 
'稻 立を 四千と ながを® 

㈱脱 一二 井 銀 巧が 育ま 巧 

ネ なをを 市： n 本 巧 おお 河 町 一 
支な 小が 口 本 橋 化の 內ぷ を) 巧 巧 
名を 尾を 都 大阪兩 (大爱 
神 戶康島 下 曲 巧 巧 巧 化 
I 晒 岡を 巧 上が 梅 巧を 買— 

外 國巧替 、鄕里 送を、 ホ 送を、 信用 狀其化 
j . 一般 お 巧 業務 精々 御 祀利じ 取扱 可 中 候 

I 雜皆 一一 菱銀巧 が 育ま 巧 

I 本 ミ 巧 ま 京 至 巧大阪 *神 口 王が 都 
巧な 化 名古摇 •ルが •上が •倫を 


クナメ ' I 々 1 の特 を、 

H 本人の わ 買物 じは 特が 巧吕を 厦き巧 
巧で 御 お 巧を 巧 雷 話 又は わ 手が 次を お 
か閒 して 巧が をを 計 ゎ 初めての わ 方 じ 
おしては 持に 注な 致しまず から 是非 わ 
立 がら 願 ひ 巧、 ボ內が 速は 勿論 U 本が 
他を 地 宛の わ 荷物 發 送は 當 方で をし 巧 

ジ ヨン ワナメ ー カ ー 


と 四 雷ち 那巧现 巧 お南樓 じて 斬 
年を 會を 兼ね 『ジャパ ニ ィス、 
ボへミ ャン、 ナィト』 を 催す 由 
であるが 曾 费ーホ 五十 仙。 

雜 中島 一雄 氏 拋越巧 會沾宵 ま 
店員 肺 あの じめ 去 巧 中甸 0 ホ 
が 育 ホス ビタ 八じ乂 院尊ら 療養 
中の か。 

♦ち 島 幹 么助氏 ジェネ ゲワじ 
がける 圓際阿 ザ 會溝じ 出席せ る 
政が 顧問、 醫學博 ± 、去る 四 H 
じ里號 じて 巧 紐 昨日 出 おを 府を 


新年 初 週 

聯合 新禱會 

國家 巧ち 權者 

一巧. VU 午後 八 時よ b 
美 0 敎會 

司 曾 者 川 島 ホ么進 

巧 外 傅 道 

一月 八 H 午後 八 時よ b 

修道 曾 

巧 會者川 侯義一 

家庭、 學 校、 靑年 

一巧 化 日 午後 八 時よ b 
紐 育敎會 

司 會ち淸 水 祟み 孤 
モ 九な 二十 五 年を 迎 へまし わ 
この 新春 じがて 皆々 樣ど相 扉 
も 共 じ 祈らたい ど 思 ひます。 
何卒 御 出席 あらむ ことを 願 ひ 
ます。 

ホ 催 某督敎 同盟 會 
同赂 諸兄 姉 


經て 西わ歸 朝。 

♦脚 淸藏氏 株式 會化 白木 尾 あ 
服 店營業 課長、： 円貨 巧 視察め わ 
めホ糾 當を滯 紐の 帯。 

♦石化 小一 氏 關東廳 な 外 巧が 
員、 ホ 人 同伴 歸 朝の 途 まる 一二 丰 
H 佛闕ょ b 着 細。 

参 磯部 黄み 氏 醫師 、まる 化 
歐洲ょ b 着 盛。 

♦お 本 啓 治 氏神 口 高等 學校 
授 文部省が 外 研 お 員、 よる！ 片 
英國 よら 着糾 ホる サと H おおの 
加賀化 便じて 歸 朝の 豫定。 


貸 室 


綺麗なる おおの^ ま 
巧 パー ラ，- 二^. 電 

撥 電話、 スチ^ ~ ムヒ— 卜 乃^ 臺所 

使用 自由 室 化 低廉 〔齋 一^ 

314 夕 1 11 青 こ 己. B . 妄 互呈 喜 三 5175 


吿 


化 昨春 歸國の 脚は 夕大の 御 巧 情 
じ おし 誠 じ 難 肖 •狭 謝 化 候 
陳ぞ其 節は U 本巧樂 部に を 職 中 
過勞 のた め 健康を 寒し 居 6 候 ひ 
しが 目下を く 健康 恢な 致し 昨を 
歸 が 當 巿ニユ . — 3 ! ク 、ボス ビ 
タグ 及びを ては 大阪醫 巧 大學病 
院の 診察に 化 b 何等の 病が じ も 
無 之 候 巧 何 ホ 御を 必 被' 下 巧尙ほ 
泻 倍の 御 愛顧の お 偏へ じ 願 七 度 
0 紙上な じ 御 挨お申 上 候 敬具 
一巧と 日 

廣江幸 雄 

各 化 


音 樂敎授 .ち：：？ 

H 辜 蚕 量 

東ム 0^ 商窝 階上 
池 齡太郞 


'ア 才 

獨哨歌 巧萊料 ーケ円 《^(一 週 一巧} 
西 六十 五' お- 
菊 


ミ.； ¥3^ 信用 わる 巧き 婦人 パ 

ウス 辛； バ！ 或は メ 

ィド ごして 日本人.：^ じ 働き 度 

し 前 家庭に ニケ 年 働せ ち。 一 

呈 SS. 互. Hier , :213^31£ 

求 パ， 卜す旣 翻 

入 あび 販 I 買 業ち 鶴 の 爲めま 急 
相 當お賓 お ホる-; あむ。 

P 产 B 呈 5 芝' stamtj / a - 口呈 コ- 

だ义化 益^^ 實 なる 下宿 叢 
全*? 轉*# 爲めま 急讓渡 
度し、 塔 所は も 一-丸 了 H 委細は 
左記へ 

ジ I さ li 呈 e mndisu ^ s ご 

f-s 一が の 場所、 日 蓋 

を 疏 資する じ絕 巧の 
機會 、英义 に、 左へ 返事 あれ。 

で .0 る 2 君 

La ミを d J . Y . 


イクラ ス五畫 アバ 
す トメ- V トニ ー階 呂 1 


貸家： 

リバ サイ もし 近し 設備 おを、 ス 
— プリンた-シド じ酷會 あれ。 

§ W . 1 も St . 量 


貸家 石；. ^ぃ？ 尸 巧 

エン' べ丄 附 、家賃 恰好。 

舌 mb 置、/ ミ t ョ呈 一, 置 W . 1 呈 h st - 
1 D 呈 r を ミ Bi を ay . 


‘ 一週 お 兜ぶ 八躯、 一 
い 人 又は 二 A じ 適す、 
ホ 魔み 下を タィ ムス スクエ ャ~ 

.へ 甘-玉が 電話 ヵン バラン ド 室 一' 
184 ミ呈 ， Br 呂章 黑崎梅 子 




♦をら し ミ 巻が 


♦草 パイブ 义辖 


紳尘向 ミ 高尙な 服装 

H 新型、 地 病が 澤 山を 外 U 

正しい 裔 がな 米阁ス タィ A を わ- 堪の ホは 巧 
キ弊 化へ お越し T さい。 

弊 舖は過 ま 十 年 閒當化 化 化の H 本ん 紳± ホ 
の お 引 立を 集る 信用 ある 巧で 御座います。 


クオ ホ 




ムン ド 

フロ リオ 洋眼巧 



リ本 陶器 雜貨 
ドラィ グ ー ツ卸販 脅 

徽ま毫 お 化 中ぶ 
S か巧イ がす 窗 

M0OI. MOMOZO】 00 Lac. 

一 ま E.1 ま h St. N.Y. ジー. Mtuyv ま ant. 8 至 5’ 甲 7 


晚杳渡 お 二 遇 一回 出帆 

▼エム プレス 亞細亞 (一一 T 000 哦) 

二 巧 六日 

マエ ム プレス 加 お 太 0 另王蓋 〇峨) 

一 頁 一一 十日 

A 王 ム グレス' 表 西 巧 三 一ろ 00 巧) 

ゴ ー巧 六 U 

▼ェム レ ， 療太利 ご ミろ 呂 巧】 

一 こ 巧 二十日 
一等、 二等、 一二 等 度び 下等を 設備 
最大、 善美、 最快 まのを 巧が わ 船 


ホノ わ、. 横 演お戶 .長 巧. 上海 •香港 担 足拉巧 

太洋义 (き、 夏 〇砸) ！ 巧 十五 H 

コレア 化 (一己、 000 喷 ) 一一 一巧 一 二日 
(羅 麻巧輒 二月 ホ jp 日 レ 

春 洋义二 ー ニ、 呂 〇砸】 S 巧 十と H 
西 比 利亞化 {:二 0、 客 0 順) 一二 同化 】 H 
(羅が 化 帆 一一 万 二十 セ 日) 
太が 丸 三二、 養〇觸 一四 月 十四日 


往航 墨西哥 、稱裹 >智 巧 諸 港 巧 
復航 ホノグ 、横 潜 神 戸門 司 香港 巧 
在復 共# 六 週 一回) 
Oi€ 渚 巧 涼ま 切 辉嬉窒 を 購入 御稱旋 化リお 


ンャト 片出化 午前 十一 お 


0 

鹽マ ブンジ ーァ 'ント 

道. 

プ レ ジ デ 


巧 

将 

其 

化 

般 

便 

を 

計 


ン 


ント 


ザ プレジデント 
▼プ レシ デ 


►太 ホが 
マ 船室 廣 

►ベッド 


マツ キン レ I 

一巧 二十. V 円 

ジェフ ア シン 

二月 八：：； 

グラン V 

二 巧 二十 M 

マティソン 

四 巧 凹：！： 
航路の 嚴 げ速氣 船. 
く 理想的に 完脯す - 
巧 用 コット じ ホず- 


恥 一 - 御 ホ窠じ 化ち 日本食を 調 ふ 

@ 化 理巧桑 山 簡店ミ こ票 


シアトル 出帆 (出帆 午前 十 時) 


加 質を 
伊豫ぶ 
が 岡 化 
橫濱丸 


一月 サセ日 
二月 ホ 五日 
一一 一月 十八 日 
四 巧 十：：！ 


U 本 行 船客 運賃 新 率 
一等 f 1 化 五 巧 神 ロニ 〇 五 巧 
S 等 洋食 五十 主 巧 か 食 お 十五 ホ- 

歐洲け 本 間 客船 香 月 一面； 

输 を-- ら- 等が 五 巧、 二等と 十 
賴 、が 巧 塞ょり 一等 九十と お 
二等み 十六 磅。 

が 育 歎ち 奈馬紹 ホり 本が 按牺 育二 巧 


が 星 
を 巧 
はを 
巧 御 
本 呼 
を 出' 
小し 
荷 下 
物 さ 
はい 


シアトル 化 帆 
あ ふ グや化 一巧 十六 ： n 

►横が 1 等 一二 0 巧 S 等 五 五 巧 
一二 なぞを 大 改造 家族 ま夕數 
ロスアンゼルス お 帆 
ぱ ま义 一 丹 十二 日 

▼缓 一等 一 1 六 巧 半 一二 等 二 化 巧 半 

▼ —羅 が 巧な 車 切符 摇 辜を 满 入御 骑 
化 化ら 换〇 . 

▼ ^ 線 パナマ 提由 日本ち 那 けな 巧 姑 巧-面 


が^ 定期が 貨 五十 圓な 上が 息 重 ハ か 

龍 腸 臺灣銀 巧 —出張所 

►鄉里 送を ぶび 化 送を (無手を 巧】 > 外 画 
爲替賣 買、 巧爲替 取組な ホ、 倩 用 巧を 
巧 等 一 股 銀行 菜 孫 御 便利 じな 扱 ザ 化 お 
▼尙ほ 詳細は 御 遠盧な < 御 問を 被 下 巧 お 


rg ぶ 「巧贷 お十圓 の 上 1 六ヶ 月な トー 
本巧^定^ 1が息=年六巧」 ーニヶ 年な內 
預金 j を が貨 五十 お 0 丄 

(細を 一な 圓じ巧 H ホ ー 疲二馆 

(化 ツ急千 凹 'W 下 ノ逝却 巧を ハ艇が 息〕 

撥濱ぶ 金銀 一な 育ま 巧 

~ 鄉 里を をは 郁て 無手 數巧 じて ま 
f 巧橫演 本店 經由 をを ホ 取 巧 申 お 


化 長 男爵 住友 ま 左衛門 
本 巧大阪 化演五 T 目 
紐 育ま 店が 巧 ブ。— ドゥエ 


'が 四十 化を 


日 ネ內一 

化 支店 一 


難 住な 銀行 

東京、 横 お、 名を 唐、 京都、 神戶 
尾ノ 道、 廣 島、 吳 、柳 井、 下ゾ鹏 
巧 司、 小 倉 •若松、 碟 多、 义留乂 等 
本齒 おを、 が おを を 等は 株' め 
て 御 化 巧 迅速 じ 御 化 ほ 可申淚 


藤本 證券 會社 

、一 投を價 詰を/ 資 買、 引受、 募を 
" を離、 ホニ 之ュ 關ス 1 切ノ業ぉ 

S I 藤本 ビル ミ—々— 銀 巧 

紐 育 出張所 


雑資 陶權お 

ドライ グ ー ダ却資 


® ド ライク 1 ツ巧貸 

太洋 貿易 株 ま會社 


ぞ宙 ボ巧 古、 ポストン 


陶破 器、 雜貨 、ラ 


卸賣 


ンプ及 ランプ 笠 

森衬ブ タザ— ス 



—i 、 9 

の 帥 N 化 

匿 S 論 

wm 刖 ！ I 

E 画即 

T 2 T 


內飾 海陸 運送業 

荷 造 書 蓄音機、 家具 >自 働 車 外 一切 

ホ！ 巿內 家具 荷物 運搬 一切 


引越 

が 管 


大物 お、 小荷物、 をみ 其 化、 短期 

呈長劇 

洋部 まなか i 伊八 

弓 爆 代理 巧 川 長 運送 會献 


餘リに 賢 過 V 、 て U なて 

大化 事が 化來む 


理解 ミ 同情. こを 村つ 檢 にせょ 

現下 加州 化 方を 巡遊 中で あるな 固 お 想が の 第 一 人 巧ご稱 せら 
る、 を 川 & 彥 巧は 化 固の 勞働問 趣 姉 人問趙 等じ剛 しか 所說の 
一揣 をが が'—- て 居る がちけ 糾育 じがけ る 间胞じ おする 巧 巧の 
一が である からみに 大要を がかす る， 


なは ななの 大佛 をが つね 時化 

の必持 もが 好きです.、 巧ん 氣過 

ぎて 少し 閒か拔 けて 居る 位の 方 

がい 一 やう です、 近 巧の 日本 入 

は、 あまち 贊逝 ぎて 反つ て 大き 

I な 化 率 かお ホ U いので あ b ます 

がれが 證 が じは 人口 一二 だを 近い 

おを じ勞 做が なが 出 ホない のを 

! をても わか b まず、 やれ 山エ紐 

合 だ、 をれ 大工 化を、 錫エ 組を 

一と 僅か S 十 人 五十人の 人が 集ま 

: つて 組を を 巧ら へを れじ會 を、 

副食 お、 幹が、 委負ご 云 ふの が 

半 數お上 も おる、 十 人 二十 人の 

組合では みんな 役 貸に.：；^ つてし 

まふ。 それで 化は 柯 々谢の 役員 

だ、 が 事 だ ど 云つ て お 化を おつ 

i 張つ て 居 ゎまず、 こいでは まど 

j まつた 組合が 出 ホ やう 譯 はなら 

I ません 『鷄 口と U る i も 牛を ど 

なるな かむ』 も 結 捲です が、 首 

領 ごなる 舉ど姻 かで ある 事とは 

別な 話で あ b ます 义 巧を ちじ も 

資本家', .1 .も 度 堤がない 

を I 職エ ミ エ賃の 値 ふげ を要ボ 

して ホた か.' ....... あ i 示威 述 動を 

おめ たか どを 七が いて 何 t 彼 も 

のみ 达んで 店る やうな のが かい 

『何を あ ホ だ 怪しからん 示威 運 

:飄 だ、 をれ りら 早速 譬 察へ 知ら 

せて、 ふん 觀つ もまへ』 なんて 

云 ふ 類が ネ いご 云 ふ 具を であら 

まず。 人閒の 小さい のは 今の 處 

止む を 得ない ピ し 也 持 だけで も 

をのを 大 。义 ホ洋を おのる 事が 

お ホないで ゼ うか、 みはを ねむ 

ホです わ、 昔から 之れ は 女^ ホ 

じ ホい ど さ < て 居 b まずが 男 

も ある 『役な が お 巧へ 出て ぶ 巧 

した 9 フ ー ン 小さい 時 俺 

W 1 緒 じ 柿を 盜み じむつ た 事が 

あるな やない か‘； r 君 T をが 乂變 

なあ刚をに^:^つたどさ ァ！- 

柯を あん。 かぉ 太陽が 何もら か 

'ら出るかか>やし-;;^い』『お8お 

~ は 化 巧 大變化 長の 信 巧が 厚い つ 

- てね を うだらう 棄 ちが 美人 


衛的 政策で ぁつた 点を 卒晚 じ說 
极 し、 日本の ち識 をは 米閣の H 
本 じ おする 傅統的 好ぶ を 巧認す 
る ものでは ない V 一 論じ、 一轉し 
て 移は 問題に 入 b 米國の 無用な 
なる 立を を批 .がし、 嬰け 米 脚が 
おの u 本人を 待遇す るに 公正 U 
るな 法を なつて する じだち ご述 


だから。』 など S 兎角 人が い > 

事になる £ヶ チを がけたがる、 

人の な： を 共-しぉ： び 

人 •裹 ひを 化 ハ じ 憂 ひる 

と云ム 事が ホ ホ 難い ご是 .口 ま i 

人が を 持に なつた のが 羡 しかつ 

たら自をで巧力すればい、、 人 

がを 巧 じな つた. レ自 みら をれ W 

上 じな つたら 嫉が はない 告 です 

が、 どぅも をれ-か 化 ホない とを 

b まず。 みは 搔悲 f もらます、 

を じは 慈が が ければ ませ 

ん 、併し 法 悲は單 る同悄 どは 

相違す るので あらま 才 0 らを 

段 ど 商い おじ 置いて 所 調かお 締人 

ご稱 する 人な どが 『誠にを ホは 

御な の 溝です、 なは、 むから 同悄 

中し 上げます』 など ど 云 ふのは 

慈が でない、 よ < 慈蓄 あは どう 

もな さ 人が だん-— がつ て 巧 < 

ん でむ 細い で ど 云 ふて 居 b ま 


す、 慈善の 本旨から 云へ ば 一日 
も 早 <貧的 のがを 脱して 吳れ i 
ばい、 譯 であ b ますが、 をう す 
る ど 自分 達の 慈善が 出 ホな くな 
るから ど 云 ふので あちます、 巧 
うなる ご 一柿の 病氣 であらまず 
义 化； 巧が す 化を 化る じ 際しても 
興の 慈楚 から 化るならば 自ら 方 
法がなければ なら i ：* いおが 化の 

母親 達は 子供が 少 L 氣 

じ 入らない 事で も するど 矢庭に 

襟 頸を 化つ て 削き 倒し ブ 4 /フ术 

齒 ぎしり をして をへ 諭 i 可き 當 

の 親の々 がな つて お i 不必恃 な 

話で、 これは す 供に 良い 威 化を 

輿へ る 事 U 出 ホません、 子供を 

化る ご 云つ てら をれ はす 供を 善 

良に 導いて 巧く 最良 磯 會でゐ る 

からな は、 かう した 锡を靜 かじ 

坐つ て 言 ひ 聞かせる 事に 致して 

居らます。 誇らず 威張ら やとる 

ふ 事 も 愛の 必須 條 化で ぁ b ょ i 

柯人じ も 必の內 じ プラィド のな 

いものは あちますまい、 併しを 

れが 表面的 じなる こ》」 はあく ま 

でも 愼 むべき 拳で あらまず、 殊 

じ 婦人の ホには 一儀 かう しな 傾 

，词 な あらまず 

'拆^^;いく 着物を- こら 

むの だから 誰々 さんを 尊ね て 

巧 やう、 給の 展覽 曾へ 出かけて 

見やう ご 云 ふ ふ 持を 持つ もので 

す、 化 雀が ぁの おしい 羽を 靑天 

じ 向つ て馈げ じがの やうな 得意 

であらます、 尤も 女の 謗る のけ 

化 じ 一迎の ある 李で あ もます、 

をれ は ホを 憧憬 V - る 人間の 本能 

から お ホる ホけ 夕く資 飾り 父總 

て じ プラィドを 示さ。 ければ 誰 

も 選んでくれ な、 からだ ご 中し 

ますが、 驗らず これは 前め 謗ら 

中 ご- 寸 似て ゐる やう じ 思 はれ 

ますが 薛るご 云 ふのは 巧言 葉な 

巧爲 ならが 實際 ょら にお 

て 居る 媒合 であらまして 蔬る VJ 

云 ふのは 白ら 富み 自 貴い 奉じ 

狎 れて慢 やる •むで あ b ます、 嬌 

ザ 家は 久しから 中 ど 中し ます 

がを 人 巧を 械 めた 平家で な < ど 

もを 举の 夢な 永久 じ續 くらので 

はない ので あ b よす。 


0 — 〇 柯 でも 化が 窠 一を； 

誇る 米 威は を 世界 巧 
ci —— C 炭 生を 額のと 割 一一一 か 
を生產 して 五剌 とみを 叟巧 ずる 
機は 化を 生產 額の お 割 四を を 生 
產 して 五剧 S かを 豐消 する。 鄉 
は 六 御 四み を 年産して 五 割 四を 
を、 錫は 四剌乂 をを ホを して 四 
割 四み をを 消す る。 石油は ち 御 
四み を生產 する がと 剧二 をを 劳 
巧ず るから 不足を は 輸入を せわ 
ば U ら ぬ。 棉花は 世界 牛產 額の 
六劑 化を を生產 して S 割と をを 
雙 消し、 木せ は 五 割 一 一巧を 生库 
して 五 割 一を を 費消し 桃は 四劑 
- かを 生まして S 割 化を を^ 消 
し自働 ホは 乂割二 かを 生產 
化 割を 豐消 する ごは 噓の樣 心 本 
當の嘶 ▲成る 程 米輕が 現代 物質 
文 巧の ジャィアント である こと 
は 0 上の 事 賞 丈け で 充をじ お 明 
れる夕 論 是れは 人間め 汗 ご 脂 

ごじ 加 ふる じ 機械の 力を なて 卞 

るので ある- 4 如何 じ 天恵」 富む 

ホ齒 だから どて 果報は 寢て 待て 

本義では 今 H の 富强を 齋ん得 K 

い。 結局は 人間の 巧 力の お 日 眉で 

ある 二 一二の 例を 擧 ぐれば 二 年 

間 じ 米國の 鋼は 勞 働を 一 A 當ち 

一一 育 六十と 顺 からと 巧 九 增じム 

二十 年 おじ 巧が の】 日 生產高 

は 一ん 嵩ら 一二 顺ホ滿 から 四^ 余 

に增 加した ▲最 'を 十が 間に/^ 國 

人の 貯金 勘を は ホ 十億 弗 fZ ら巧 

の 十億 じ增 加し 同じ < 國： 嚴巧 

の資產 はち 十億 巧から なゼ 十億 

ホじ上つ た A り本人^.化1<の洒 

氣を 頭痛に 病ま やか 刺に すか ば 

人間 どしての 能率を 霞 烏に 發揮 

し 得べき か、 而 L てぶ 巧 揮し 得 

たる 能率に 應 じて 如何 じせば を 

正な 富のを がを にし 得べき かを 

ちへ るが ょい A ぷ理 空論ら 物質 

の 巧 ど。 るで あ^ぅが 一年 一二 円 

六十 五目 文句 澤也溝 論 倒れで 終 

る ことは 御 瓦の 里耗化 上な しで 

ある 稼ぐ じ 追 ひ： く 貧 ミは ない 

ごを ふ 古 診が あるでは ない ず。 


人を して 自家を 巧が せし むる じ 
は 這 般の用 怠が 必要で も あらぅ 
し 巧の 地' 位 ごして は 寧ろ 當 がで 
あらぅ ごを が 息 姐は 語つ て 居た 

i 二 書記 生の 赴 巧 

今回 単が 大使館 詰を みせられ 
た 外務 導 記生喊 瀬茂乂 、おお 荒 
太、 永お頒 化の 一二 氏は ま 月 二十 
二日 横 お出 帆の 太洋化 じて 本 H 
頃を 港 着 化 じ 巧 地に 赴く 由。 

大 機巧 送別 膊餐. 

昨ち 日 か幡日 午後 六 時ょ ち 西 
巧廿 111 T 目な 〇 二番 隧道 曾に 於 
て 前同會 幹 樂コ 0 么 ビャ お身大 
概 规太郎 氏の 爲 めじ 送別 晚餐會 
を 催した るが 約が 名 お 席 曾 員 諸 
氏の 送別の 辭あ b 大械 氏は 簡單 
じを 辭を 述べ 视 々の 隱藝等 も あ 
b てか氣 露々 裡 じ散會 せる は 午 
巧 十一 時。' 因に 巧は ホる 十日 發 
航のマ デ玉ス チック 號 じて 渡欧 
の 驚。 


バィォリン 演奏 

化を 樂磨じ 嬌名を 巧して 居る 
波 蘭 ± の 天オ プ日 ンス 'ィォ 、ヒ 
ユ — V グ マンを は 今季 第 S 回の 
ゲ アィ ォリン 演奏 禽を ホる 十】 
H 午後 八 時 十五を ょら マン ツ 
タン、 ォペラ、 ウス じがて 權 
す 事し なつた、 氏が 天才 的なる 
事は と 歲の時 じ 認められ 爾後 銳 
意 腕を 磨き 十 S 歲の時 維納に 於 
ける 演奏 會じホ 常なる 喝采を 巧 
L たを はを 年 四十 己歲 である。 


太平が の 平和 

口 米 提携 諭 

齋 滕總澗 事の 寄書 

着 巧 U ホが のる 卞面じ 巧 動し 

つ} わるが 靑總術 ザ 齋騰巧 氏は 

去る 凹：： 游 巧の 糾育 ヘラ か ド、 

ッ リビユ ー ン紙 じを 論文を をせ 

て H 义 提携 論を 鳥 調した。 齋嗦 

氏は U 本 ごホ闽 VJ の 歷を的 測 保 

ぶび 地 观の脚 巧を を おし、 明治 

初年ょ bH 露 戰ず後 じ まる S 十 

を ザ 間にを る 日本の 齒際 的邮位 

シ耽 明し 其 お 外を 巧が、 列强の 

ちげじ 於け る アグ レツ シーゾ な 

る 巧 策 ご 巧 時ず るに 化で たる 自 


V 、 ち那 大陸に がける 日 ホの 提 

携を 唱導し 太半节 のず 化は 日本 

どホ國 どの 絡^に 彼らての み 確 

巧 せらる べし^ わ說 した。 なと 

齋腾氏 の 帘書^^ 巧 に 用 語 の 糟擇 

じ 注意を 沸っ^」 痕 がわら 聊隔靴 

攫を の 城 を 巧ない けい お* 


•靑 年會 臨時 總會紐 育 日本人 
靑年會 じて は ホる 十一 日 (日曜) 
午後 八が ょな 西 化 十八 了 目化番 
同會 々箱 じがて 黯時 總會を 開き 

ブ！ マの 件 じかき 協識 する 尝？ 

•紐 育 H 本 蹄 人 貧が 育り 本婦 

人會 新年 度 役： 员 をは 昨 H ぁ午齋 

藤 曾-長 邸 じ 巧て 開櫃 柿々 熟議す 

る 所が ゎつ た。 

•美 謠 巧近况 日本 お 樂部會 員 

も 志の 組織せ る 萊謠會 じて は會 

長兩廢 氏、 幹 率 池 ぉぉ 一氏 両氏 

歸朝 みため 新 じ ホの 篤み 郎 氏を 

を 長に、 鈴 木 益 111( 一二 羞銀巧 一が 

巧 新み 郎 f 掘 越 巧會) 二 氏を 幹事 

に 樵し 每巧例 曾を 龍く こごに な 

つたが 每± 曜日 锭は 大木 信み 郎 

氏敎 導の 下 じ 新入 會 員の 稽古を 

^ ず か でみ る。 

♦山 梨縣人 新年 宴會山 梨縣人 

會員 二十 余 名は 元日' 午を 乂時岡 

會 事務所 內 じがて 新年 宴 會を開 

きたる が 小 巧 おず 氏 開 會の辭 を 

述べを 歓を蕴 して 盛况拙 じ散會 

♦盡账 會が年 宴 曾が 紐襄 術を 

の 幽か 講 彫を じて は ホる 十二 日 

(巧 耀) 午を ハ 時半 よら 第 六 街 四 


後援 基督 敎修 逍會 婦人 部 

敵 測み を 地 じて が 評を 愧 せる 

柿 舞踊 詩么演 

期日 一巧 十 H 午後 八 時 ザ 

場所 國際 iii を舘 

ブバ サィド だ 二十 四 了 目 

乂燒巧 一张 リザ' ブ ドニ 巧 


•fni 



送 野 愤產株 ま两瞒 
Asano Bu が an Company 

Room 801-805 
165 Broadway 
Te し Co け Uin か 8047-8052 


江 蘭 株式 會社 紐 育ま 巧 

Gosho Corporation, 

が 化 Impor な r も 
334 Fourth Av も 
Tel. Mad. 則 . 48 が 
Gosho Co. ， Inc づ 
Cotton Exporters 

60 Beaver 

す *( RAwlinfl - 06 


乂お朝 H 新 MW: 
巧 旧 ホず 
0 な KA な AHI 

お om が 8 World Gilding 
Tel, Beekman が郎 


大度 お 日 二 東京 H 日 
上 巧 虎 ま 

Osaka M お nichij 
407 TVibune Building 
Tel. Beekman 4259 





瀬 川が 險 事務所 

狂 . Segawa, Insurance Broker, 
303 のれ h Ave,, 

Tel. Franklin が 00, な t. 193 

巧 田 商事 棟 式會祗 紐 育 支店 
Uchida IVading Co., Ltd- 
291 执 •oadwsiy, 

Tel. Worth 巧 76 

がず 監督 事務 巧 

おの me が K が ai 1 りが が 化 ド s Office 

1 Madison he. 

Tei. ish! が d SMS 

Paul K, M. Thomas 

AdverU お凸 g Counsel 

1628 Sun む iiding 150 Hassau St. 

Tei. B が kman 8878 


一 云 ホ 巧ホ會 社ぶ 東 貿易 株式 會社 

ご 井物產 株式 會社 

巧 巧が — --- 

髙 峰商會 

- - 一 ^^^ — — — 

Takamine Corporation 

M^ui & Co-, 

120 Broadway, New York City 

65 Broadway 

Telephone Rector 788 呂 

Tel. Bowling Green 7 が 0 


大倉 組が 育 支店 

- ィ化 ur ；； r ぶぶ 也， 

30 Church St., 

Tel. Coi • け andt 2292-93-94 


日本 生糸 巧 まを を 

髙旧 巧を 

巧ま會 社を か 商 巧 

神 口 鈴 木 商店 

が 育 支店 

が 育 支店 

が 育 支店 

が 育 支店 

Morimura わ ai & む ., Agents 

Takata & Co., 

Iwiai & Co., 

Suzuki & じ 〇 ., JLt ん （ Kobe) 

44 E. 23rd St., 

150 む oadwa も Hew York なお 

Wooiworth Bui!dhi も 

220 Broadway, 

Tel. Ashland 7112 

Tel. lUcior け 21 

Tel. WhitehaU 6(M0 

Tel. Co け Ian か 1149-50-5 レ 52 ぶ 3 


日本 綿 化げ ま 貧 社 お 育 支店 

Japan Cotton T>ad;ng Co., Ltd., 

Cotton TVpt 
60 Beaver* St, 

{owiino r*r«en 2990 

Silk Dept. 


T«I. 


巧 Madison Ave., 
T « し M ■ん Sq, sew 


云 築 荫事會 社 ， 

MHsub お hi 紳〇が 松 lisha 

(Mitsubishi Co., Ltd.) 

X20 Broadway 
TeK Rector 2560-2564 


鐵遺省 事務所 
Japan が e Government Rai'way 
1 Ma が son iUe , む お 


財務 宮 事務所 
た pane が Financia! Attache 
120 Broadway City 


おを 名會お 
紐 育ち 巧 
Hara & Co., 
443 fourth Ave., 
Te し む ledonia 7830-35 
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が’ 巧两醉 

一世紀 凹 か S 一 

今よ bi : お ザ 削、 乂闕の 政が 
じは 突かと して ホ闕 まを 的 膨脹 

静が 起ら、 邸 ±搬 おは マツ キン 

レ ー 割 ブラィアン 政戰 のめ 綱 ど 

なつて 遂に マツ キン レー， ロー 

ズグ ユ^卜の おかな が 大勝を 憐 

する に まら、 先 づホ哇 併を の 3：： 

パナマ 速 河の 座設 、比 か贊 群島 

の 武装、 满颁 を 印を の 買収を 斷 

巧し だ。 彼等は この 領 + 媳 巧は 

神よ b 舆 へられた る アメリカの 

神 盤なる を おで ある ご呼號 して 

をの 背後の 資本み 網を 世が じ随 

着した。 

i ： 五 年 おの 今 H 、 アメリカは 

世 あじ 州 等 領± 的巧必 のない こ 

とを 謗 b ミず るが、 アラス々 よ 

b 巧 比け 巧へ て 西 比 利 巧よ ちま 

邪への をィ 網は、 英闕よ b エデ 

i ブトへ、 中央 亞細亞 ’-b > ン ド 

へ、 ィンドよ b を那に 延びん ミ 

する 吳闕の 資本 網 ご おに、 狹々 

なる 島齒 H 本を 阁 まん ごしつ： 

ある 0 

今よ b か 五 年 前、 絕 逸の 陸が 

軍ん 均一を が號 してが 軍媽 張を 

計ったカィゼ^^け、 サ五年後の 

今 U ォランダの】 巧に 配所の 目 

'を贼 めて ゐ る。 知ら 乎、 巧みの 

一 化が 後の 千 九む 五十 年、 太ず 

_ ホ じを U の悲 巧を 威 ホる ものは 

i あして 誰れ？ 

カナダ 及び 湊洲. 

网陈 忡な條 めの 批が 問題に 脚 

聯 して、 カナダ 及び 巧 讲が巧 本 

:锅じ おし 梅め て 冷淡 U 悠 度に 及 

1 んでゐ る こごは、 巧 巧 ホ 國よ義 

! のな 活を巧 巧す るが ザ截み 觸’を 

I してが く义 望せ しめて & る。 彼 

一等は 嘶る 巧 跡が 自治 賴 のを 離を 

I な ホし カナダは 結局 义國 の爲 

一一め じがを される どい ふ述 命の 暗 

I 示を 受けて ゐ る。 パム レットを 

1 をんだ 典拽 人は、 確か じか！ 

I 國 み的胁 彩の 速 かを 知つ てゐる 

! じか 違 k い。 でない 限ら、 アン 

I グ曰 •サクソン お 族に のみ 攸ら 

1 て 曲がの ホ かは 維持し 得る ので 

! ある 等 ご、 を々 たる か 治が が 得 

-ぶじなって論ずる巧^^なぃのだ 


I 孫义ご おを 人 穂 

I 支 化 政 扇の 怪茲 ^ あるな 逸邮 

I 氏は、 U 本幽 K じ 傲す ゴ题 して 

I 白人 桃の なを 人 柿に 巧ず る 横 落 

I を嗚 らし、 U 本と 止 耳を はこの 

I む 禍」 對 ずる 裙 前衛で あると 靜 


第二が 縮の 前に 

病が じ わらて. 帕 事を けらつ ぇ 
ぁも佛 脚を 相ュ リォ ー 巧は、 お 
网外化 チヤ ムバレー ン巧 ごの 會 
ぉじが て、 今後 株巧歧 巧の 施 巧 
に 就て 英佛両 國な絕 ぉ 巧に 協調 
するどい ふ 中を せがが 立した ど 
いふ 說がぁ も。 これ 即も 歐渊の 
か 巧が 安を する や 否や、 英國は 
ホ 越を 誘 ふて 巧び 支那に をの 择 
腕を 振 はんごす る 前提に 過ぎな 

い。 この 英國の 子供 欺し のかき 


を 洲や邱 巧の 化 錢を巧 由と して 
シン ガポ ー じを 塞を 建設 せん 
ごする 盧志 も、 をら くこれ 力 背 
をの 動機で あらぅ。 果して 然ら 
どず る^らは、 獻 巧の 政局ぶ 定 
を裙 七て 繁 二軍 滿 縮少會 蒲を お 
集 せんど 稱 しつ-^ わ も ホ 國の眞 
意は 那邊じ わるので あらぅ か。 
乂國け 寧ろ この 際 太ず がの 政 厨 
を 速 かじ 收 がして 络 二軍 縮會議 
をな 集 t 、 一 國對一 園の 不 をを 
一掃すべき ではなから うか。 


羅 


列强 'の 主力艦 比較に . 



海軍を 員 會 U 樂觀 

敢て騷 ぐ じは 及ばない ご警吿 

本年度 豫算二 億 化 千 巧 弗 


ワシントン 八 お發= 米 國と院 

お 軍豫算 を 員 曾は 本日 禽 合^ お 

お 本年 巧 か 軍 豫算二 億 八 千!^ な 

力 巧を 叫み ずる V 共に ほま^ 上 

お諸貴ゲ リ ー 氏 の み謠 じ し て 旣 

じ 上 お 外を を 員 曾で 可 巧され じ 

乂晒仰 巧な を 問 趣 じ 就ての か麗 

软 冶ょりの 抗谦 書を を眺 ずべ し 

どの 提遙を 可 ホす る じ をら たる 

が、 委員 會 はこめ 磯會を 利用し 

て列强 のが 軍 比較 特に お— お一 

一二の ま 力 お 比率に 就て 米 踢お軍 

は 劣つ て & る ごい ふ 所 誰 海軍 尊 

巧 あの ホ 難を 肖す るに 『事 實の 

異化 じ觸 むない 想像 的 批評に 過 

ぎず、 ホ树 々氏な 何 巧斯る 非難 

じ おして 罔 章 狼お才 るを 要はな 

い』 ご營吿 しま 力 艦 にがては 戰' 

岡鑑フ U リダの 銃 ホ カじ夕 々の 

かおは あるが をは 巧 豫算を 通じ 

てこい を 近 K 化し 得べ く 巧に 八 

巧 巧 弗を 是 等の 修繪 政び あ 化 化 

なをを じ 宛て 话る 事嘗を 則擧し 

巧ら r 飛 わ 機運 送 艦に 就て は 現 

化 乂网が 化の 巧 强じ比 鞍して 劣 

つて ゐ るのは 事 賞で あるが、 こ 

れ ごても 目 y 速 造 中の ものが 完 

化するならば 化の 巧强じ 比し 遙 

かじ 優秀たら 得る であらぅ ご述 

ベ、 ま力絕 0 外の 補 M 鑑擬 にも 

右の 比率 腥 率を 適用 するならば 

將 ホが ヶ年じ お b お 年 九 千 二な 

巧 巧を 要する とい ふが 軍長 官ゥ 

キ火バ ー 氏の 報吿を 引例した る 

が、 上院の が算 案は 下院 まじ 對 

し 化ぶ 刃 弗の 軍 骼 補給 賓 、ダァ 

— デンを お 巧 お 谣地费 じ 十 方 巧 

を巧额 したる じ 過ぎない。 而し 

てが 軍お侧 では おらに 統計を 示 

して ホるべき 米 固の が 軍 蔬が塑 

が 過 ま 山 年 こ 直 b 千义が 十七 年 

-3 ホの 物偶騰 酉ぶ び勞銀 騰貴を 


じて が 色 人 柿の 結な を 説き、 を 

の 前提 どして 巧 挪巧聯 巧の 紐 織 I 巧を の 中 じ 加へ ず どず る もがは 


を おげ’ ま 那じ掛 する U 本の 自 

かじして ながなる 政策の 株 川と 

國 ‘ k の禪 解を 叫んで ゐる 。支那 

のが 一 じ おする 鶴 倫 じ觸れ 中し 

て、 わ 色 人 帥の 統一を 論 中る 巧 

文 巧を なて、 巧を は バゲ 曰ゲア 

の舞邮 である 『が 巧 S 白鳥 J を 想 

をせ ざるを 巧ない。 


をつ 化廉で わる ご稱 して ゐ る。 

即も 右の 豫绕 じ惚む ば、 が 軍 比 

率を 五— あ一 一二 ごしで これを を 

般に 適用す る據 合一 年のを 用を 

化 千 二 巧 方 巧 (祖 しがを 巧は 除 

外) どし リケ 年に て 十八 慌 四千 

万 巧 じを ずべ く、 これを 逝去 ホ 

年 じ お 比する に雜會 協替の 踏ず 


擴張餐 は 十五 億 五 千 十 巧 六 千 六 
巧 一 弗 十五 他に てこれ じ 千 九な 

十四 年度の 餘剌金 ホ' 円 化 六 巧 一二 

千 四な 廿九弗 毛 化を 加算す るな 

らぶ 十五な 五 千 六 巧 四十と 巧 化 

ホ ホ ニ 化 ごなる 譯 で、 お 軍备は 

'，の 中 よらが 軍擴張 費と して 十 

お 億 一一 一千' 五が と 十八 巧 八 千 一一 巧 

九十 化 弗を 費消し 昨年 ホ 巧 化 H 

隅の 餘剩 おは 千 八な 八十 一巧 一二 

千と 十四 弗化牠 どなら、 海軍省 

提出の 本年度 豫算は S 千 九十 五 

巧 弗 ど 計上され てゐ る。 が ほ 過 

去 か 年に 一宜る が 軍機 張 養を 鉄洲 

乂 戰 ぶび 戰 後の 朔 間に 就て 比較 

する じモ 化む' 五 年よ b 千 乂む十 
ホ 年 じ まる 豫緯爐 額は 四 憶 二 千 

巧の 千 九む 九十-巧、 實 巧豫算 

は nr 億 九 千 巧 化 五 巧 九 千 九な 甘 

弗 じして、 千 九な 十 セ 年 哪ち米 

輕 W 軟渊 乂戰 送她當 がよ 6 で 化 

'円か 四 年度に まる 豫算 十一 億 一二 

千 十 巧 千 六な 十 巧、 賓れ 豫算十 

一億 四千 四 巧ち 十二 巧 八 千 こち 

化 十九が じして 煤算總 計は 十五 

億' 五 千 十 巧 六 千 六な 十 弗、 實巧 

豫算 十五 億 S 千 五肯と 十八 巧 八 

モ ニは 化 十 化が じ 達して ゐる譯 

である 〇 

仰ち 間 題で 

ヒ 巧釋魄 

ヮシントン 九 H 發 =： 國嫁 長官 

ヒュ ー ズ 氏は 下院 かを 及が 軍豫 

综 委員 會 んか潘 じあき 今朝 下院 

が 軍 委員長 バ トラ ー 氏に 總 L ホ 

國が 軍の 脯砸仰 巧ぶ 革 問題 じ 鼓 

する 外國 政府の 抗 逆に 就て 释明 

書を 送致した るが' にはを の 書 

面の 一節に 於て を 國 大使は 千 九 

巧 化 一一 一年 一二 巧 十五 日本 問題 じ 就 

て网務 長官を 訪問し 英國 政府は 

斯る なをけ 條約小 じを された 

電要 部み のな を條 項に 違 おし 旦 

つフ シン トン 爵藏の 精 帥を 陳娜 

し. 个を 要なる 競ず を惹 をす るの 

危險 々るを 指摘し 英闕あ 巧 も 今 

後斷 じて 巧るな 革に & ばざる ミ 

を 懇談した るが、 日本 拽府 どし 

ては 乂國ご 間 おを じて 與ろ 部み 


的 問題 ごを 做し この おじ 就て 日 
米兩 政府のを 見は 一致して ゐる 
が、 國格 長官と しては 現が 米國 
のな 匿 ごして 斯 る； を 許がず る 
のはが ホ 焼ず を 惹起す るの 度れ 
: a , をる と 述べて ゐる〇 

自治領 反對で 

批准 

窮地，- 陷 るを 巧府 
ロンドン 八 U 發 ==圈 際 聯盟 總 
會は ホる 一一一 巧 ょら 谓事會 义摧し 
をら じ 六 巧 総 會を開 摧し正 化 期 
總會の 問題 ごな つた 國際 か 裁條 
約を批おしをじ世巧的軍^ ip み 
會議を 開催す べきが、 巧 本 t 政 
巧は これょ b 囊き本 問題に 辆係 
深き 自治領 政 麻 VJ のを 渉を ホ 鸾 
して 茲じ自 お 領會講 を 召集 せん 
どし ねる も、 自領治 政府 特た移 
民間 題に 臟係 深き ヵナダ おび 濛 
州は をの 會 講じ まつて 冷淡なる 
態を を どらて 首相の 渡英を 疑 ま 
中、 海電 じて 巧 渉を ホ 摩し ク i 
ぁる 爲め本 図 政府 ごの 意志 巧 あ 
を 欠きつ i ある 爲め爽 威 政 あど 
しては 右條 約の 化 准は 勿論の 一 こ 
ピ巧案 修正 か、 第二 案 提出 かじ 
掛 する 態度 も尙ほ 巧を しない 有 
樣 じして’々 ナダが 府の巧 動は 
特に 堤 励のを 闡ホ義 がで ぁるが 
审黨 を失璧 せし 杉る i 甚だしく 


伊太利な 相 一 

暗殺 說傳 る- I 

P ! マ义： a 發 U 伊太利 首相.. ん 
ジリ ニ 氏は 暴漢の 爲 めに 暗な 
され じど 云 ふ 風が が ある。 想 一 
ほ議會 出席を 拒絶した る 現ぶ 
相反 對派讓 員は 現 政府に 化る 

新' 選擧は 違憲で ある ごい ふぶ j 

纔 から 飽迄も ホる V き證 貪ぶ 

出席し ない 申を せを した。 - 


お C 第ニ フシ ン トン 貧 謙の 巧を I 

說に細 喘し ホを V き 贫議は 前 食 一 

讚 V を然 をの 巧 礎を 異にし ま 力 
艦 比率は をの 儘 どし 補助 鑑 おの 
協を 比率は をお别 個の もの どし 
ない 限らり 本 ごして は 脚 お上危 
險と酿 やる じ をるべく 若 （ま 力 
艦 率で がる 五— 五— ミを これに 
適用す るなら ぶ奠 米兩闡 S 艦隊 
力は H 本を 强 襲し 得る けれども 
H 本には をの 力 U くこのを がに 
化て 日本が 第ニ ヮン ン トン 會議 
の 召集 じ應 ずるの 前先づ この 点 
を 明 円 じする 必耍が ある ご 述べ 
を 國は豫 め これ じ 就て 協 帖調查 
すべきで ホる ど說 いた。 

賠償を 問題で 

興 米が 妥協 

ロンドン 九日 潑 == 英米 両國の 
對獨 賠償を 問題に 觸聯 する 粉擾 
は英齒 はこれ を 国際 仲戳 々巧に 
提 巧を ホめ たれで もホ國 側は こ 
れを 拒絶す るに 至つ た 爲め米 岡 
の 赔償委 貸で わる 《 1 ゲン 氏は 
國務 長官の 命を まけ 一. 昨 n 化 巧 
當 地に 於て ナヤ] ナグ藏 相及ジ 

佛國の クレメン テグ 藏 相と 共 じ 
柿々 協 講の結 お 漸くを 協を 見る 
じ 至な 目下 闕 を 長官 •し 請訓 中で 
あるが をのみ を じ 就て は 秘密を 

保たれて ゐる けれ 共獨領 替備餐 

二 憶 五 千 巧 弗は 大ホ じがて 千 也 

'白 ザ ーニ 年の ヮ ー ズゥォ ー ス 案を 
採用し ま挪 期限が 十 ニヶ 年で あ 
つたら のを 化 一二 年 ごし 損害 瞄構 
である 一二 億ぶ 千万 兜の 支 鄉はド 
!ズ 案の 履 わ 則 間で ある 化と ヶ 
年を あ 礎 どして をめ 期間 中に 每 
年 一を の 額を ま谢 ふ； ミなら 来 
体 にがてを 國の喪 ホは を認 され 
た。 闽ほ聯 を 國の負 償 竊議は 一二 
巧 白 巧 養で 開德 すぶ 當でゐ る 0. 


检事總を ス ト ！ ン 巧 の 大審院が 
爭を轉 に 伴 ひを の 後繼者 ごして 
は 現 お 軍 長官 じして 加州 大審院 
お爭 であつ た クキ^イ— 巧の 外 
現典闽 大使 ヶ n ッグに 說窝か b 
しもを のをに を b 前即 H 駐墨大 

チア ■ — グス •ブ^ — 作 ン巧說 を 

力 じして 現 檢事總 長 巧 地ゥ キリ 
アム •ドノ ゲ アン 巧の 路裝は 氏 
が 激烈 G るな クラン 波 物で 
ある 爲め クラン 派の 幹が ゴ 猛烈 
じ反對 運動を 試 A つ t ある。 

金 志 章 溯 死狀態 

東 ま 特電 化 日 度； =;： 昨年 一巧 圧 
日 二軍 橋に 爆 彈を投 ドせ る朝鲜 
人を 志 章は 親 中 じがて 斷 食を 謀 
を 目下 瀬化狀 態に 巧ら。 

お 平 大使 ぉ發期 

東京特電化0發=;新巧巧义太 
使が 平恆雄 巧は 二月 五り 橫 演出 
帆の 便船に て 赴 ほの 途じ 就く 豫 
をで ある。 


爲め飢 饿に颜 し 居る を 巧て 巧 ま 
者 一一 一巧 名は 巧 京 巧 役所に 巧を 中 
村是を 氏を 巧 問して 陳情す る 所 
が あつじ。 

無强黨 組織 剖盡 

東 ま 特電 化 U を：：：： が 貴 五 巧 及 
び 官業 勞慟 をは 普 逃 案の 通過を 
豫 想し 無を 赏を 組織せ む ど計證 
中で ある。 

勞 働會議 代表者. 

東京 特電 八 ：：：發：= :來る 五月 開 
催の 國際勞 働 會議化 ぉを 衝じ關 
し總间 閣な斯 派は 乂砰 虎雄 氏を 
推 藤して 鈴 木 文治 氏に 葡 おず ベ 
く 目 ド策戰 中で ある。 

新無需 局が 開設 

東京 特電 八日 發 U 埼玉 縣持槐 
無電 おは 四月 完 がの 豫定 であ 
が英佛 等よ > の 最遠駆 離 無電を 
を 信み 堂で ある。 


材旧保 巧の 逝去 

ま 京 特電 九 H 發 = 前 貴族院 證 

員に して シ— メンス 窜か じ關 - — 一 

嵩 時の 山本內 閣を禪 劾した 水を 
翁が 旧な 巧は 昨日 逝去し ね。 

勞働者 一二 巧 窮狀 

東京 特電 九 H 媛リを 京に 於け 
る 自由 勞 働を 約！ 二方ん は 尖 塞の 


答禮 使の お發期 

東京 特電 八日を U 山縣が 一二郎 

氏の 印. 度を 那答禮 化 一巧は ホる 

廿 四日 お 發の豫 をで ある。 

機 お 疑獄 擴大ず 

ま 京 特電 八日 銭 U 樓太 疑獄は 

愈々 擴 乂し官 をの 外 名 ± 十二 名 

收監 された が 中正 供樂部 代議 七' 

雌太廳 事務官 おお 豊 一氏の 身邊 

も危〜 つて 來 じ。 


朝刊 ポスト 紙は、 

ヵナダは 化の 强 力なる 大陸に 

接賴 する 巧 力なる 獨 な的圖 4\ 
である。 我等は ヵナダが 英本 
-國 ごか 離しつ i あるとは 信じ 一 

得ない ものであるが、 巧る 傾- 

向が 英國本 ± をして 不 をたら 

しめつ-^ ある ミは 拒み 能は ざ 

る 事實 である 0' 

ご 述べ、 マン チェ スタ ■ — •ダ！ 

デ アン 纸 は、 

我等が この 濁な 的な 而 かも 若 

い國 がじ對 する 誠な は、 我等 

が 何等 權 利を 口實 どして 彼等 

の 協力を 求め 居らざる 事 質が 

これを ホ證 ずる。 

£ 論じて ゐ るが、 た 体に がて 自 

を 領の巧 動は 英闕 故府の 外を じ 

對 する 一大 巧擊 であらと 共じ英 

國 ごして は右條 約の 批准を 放棄 

し 別 じ フランス' 度び 白 巧 義 VJ 協 

約を 結んで 貸附 問題を 解み する 

のかな しどる はれて ゐる〇 

ヮシントン 八 H を；：：！ た 統烦ク 

1ブ ッ デ 氏は 第ニ ザ瞄 縮々 禽講 

の 召集 じ 關聯し ホるべき 圃隣聯 

强を議 がを 邊 よで これを 實現イ 

るかを 化留 しじる 上 ホ國の 態度 

を 巧す るの 息を 明白と した 0 


坂み 芳朔男 ご 

補 巧 艦 制限 

神戶 儿口踞 ；；：：； 岂族お 骚貞が 谷 

芳规 巧は 『大 胁每 WJ 巧 閒記巧 じ 


議 をを 解散し 

纔選擧 執 巧 

フアス シモの 巧 意 
口 1 マ 八 H 發 ：：：： フア スン モ內 

關 首相 ムソ タニ 巧は 今夕 閣講の 
ぜ萊巧 下の 淮述 たるな 時を 收抬 

ホるな ホ じて ボリ バ作デ おず の 
ん聯盛 じ 解散を みずる ご 化 ハ 
る月幡 日を U て 巧び 議會を 

し 新搜擧 法を 通 遇せし めじ 

主 議會を 解散し ホら 网巧 頃を 

期 1 て 總選舉 を 執行ず るに まる 

歧が侧 ごして はこの 期間 中 

じ 邸 一 題の マッテォ チ殺窜 事件の 

をが 終 T せし むる ご 共 じムソ 

リ -1. 一^の 勢力！： 復じ 努力す る 答 

でぁ ふ。 

獨\ 載が 軍艦 建造 

ベ ン 八日 發 U ' 喊 洲大戰 0 

巧 最初^ 獨逸新 巡げ 艦は 本日を 

水 ま 於を わした るが 獨 逸け 大戦 

中-し 摸 翻を 樹 てし 王ム デン ロザを 

表彰ず々 な 化 じて 巧を 濫は ェム 

ゲン 名した るが 艦は ゲ アグ 

チィ ユ條 がに 放 b 雄を を 許が さ 

れた 小型 逆げ 爐六隻 み 一 じして 

前 エムデン 号 猫を チ ユラ ー ホ 亡 

人の 外 副を だら し ミユケ 大尉 も 

參列 しが お义臣 ゼン々 1 氏が ェ 

ム デンの 活機 一を 想起せ し 悲壯な 

る满說 試みた。 


檢事總 おの 後任 

フ シン トンぶ： n 资： ：：：： 前を 衆圃 


L 四) 日义戰 爭を假 

想した 瘍合 

化の 太 牛が ま 配の 考ど關 職し 
てゐ るのは、 他日 U ぶが を 恥を 
搖 起して 何な 巧 S ぃふ 黃 をの 兵 
隊を驢 つてから じ 化 巧を 席捲す 
る だら うどい ふ 想像で ある。 前 
獨 ホゥ キグへ 於ムの 所謂 黃禍な 
る もので、 を 妙な、 をして 恐々 
しく 誇張され たを である。 元 ホ 
支那 人は 總 ての 河川：^ 族 ご 等し 
く、 覺醒を 巧て 最も 難し ごする 
お 族で あを。 彼等は 曾飞開 巧者 
であつ た 例が な < 、兵 的に 殖民 
された±化じ腹を下すだけの^ 
である。 悠 々四千 年の 廊 をを 通 
じて 膨脹 的、 征服 的は 巧と して 
危 つた i のない 彼等が 忽 じして 
さうな るで あらう VJ は 請 取れ 0 
巧 里の 良が を 見ょ。 あれけ 支 
恥の シム ボ^で をる。 巧し を那 

A じごつ. て 巧々 ョーロ ッ-パ 人 じ 

がける が 如く、 膨脹が 必； 霞で あ 

つたならば 彼等は 逸う の 昔に 膨 

脹 して ゐる當 である。 勿 謡將ホ 

のち 孤は、 H 本の 指導の 下 じ 太 
ホ泮 じがて 重大な 巧 目を 演ずべ 

き迷命をも つ て ゐ る ど ^5考 へ ら 

れ るが、 斷 じて 他の たが じ 膨脹 

する が 如き 惧 むはない であらう 

をして 泮じ礎 がらない とすれば 

黃禍：^實現される見込は化づな 

いどしなけれげ^^ら^い。 何£ 

なれぶ 広が 移動 期の 疾< に 過 ま 

つたを 日、 民族け 斷 じて 陸を 經 

て 膨脹し いからで ある。 

絕 へず 論 證の的 どな b つ； あ 

るモ ーつの 危險は 太や洋 ろ 支が 


を 目的 ごする H 米戰爭 であるが 

化の 間 題を 考農 する 前 じ 一應化 

アメリヵの 地理を 案ずる の 必要 

みを る 0 

一体化 ア- メブ 々の 政治的 區劃 
は 巧 西に 線を 蠢 する J じ 依つ て 
設けられて ゐ るが、 么れは 極め j 

て 不自然な； で、 巧々 は 加を 太- 

側に 化む ど、 をを 威 側 じ 化 わご 
に 論な くを 题的 感情を 拔 きじし 
て 化み 事實は 認め 得る ご 思 ふ。 
即も化 アィ V 力の 文化を 考 へる 
時 我々 は 先づ両 國の國 境を 無視 
ずる MJ からして か ぁらなければ 
ならない。 化の ホ複 から 觀る ミ 
化' アメリヵの 乂 陸は S つの 化 ホ 
からぶ 立つ てゐ る。 其の】 つは 
化は オンタリオ、 クエ ベック か 
ら 南は フ〇 リダ じ 達する 太 西洋 
岸の 諸 州 & び 函印巧 諸島を 包 巧 
する® ホで ある。 化の 地力は 太 
巧洋 みか 闕の 一部を なし、 太 西 
泮の將 ホピ遥 命を 俱 じする もの 
である。 がの 市は は巧險 的な、 
をして 活動的 が 海 者、 貿易 者 
である。 彼等は 外 ホ 人を 歡迎し 
時 ご ホ じ 益々 ョーロ ッバと 深い 
結を 隅 巧に' 入る であらぅ。 旣じ 
今日 V 雖义 化に 骗 する 録 ての 重 

大事 項 じっいて 彼等は ョ 
パ ど 一つで ある 〇 

其の 二つは ミシシッピ ー ぶび 
ぶの ま 流の が 域 地方で ホる。 化 

は グンー •，レー ゲ湖 (加を 太) 

から 南は メ * シコ 灣じ 達し、。 

ツキー、 ア y ダニ ー の両 山脈を 

W て 東西の 陀壁 とする 廣漠 なを 

して 肥沃 4：* 篮 化で ある。 此の 地 

方は 河川 文明の 所が 化と なら、 


あら < 其の 特徵で わる 保ず キ義 

をら じ 進んで 反動 ホを を 晰ホ按 

遂 させる だら うど 思 はれる。 巧 

には 所謂 「十 割々 の ホ 厨ん」 であ 

つて 外 ホ 人を 好ま や、 從 つて 太 

西 巧との - h 無論 太平が どの U が 

倒な 結合 細 巧を 詩 ば や、 徹頭徹 

尾 排他的 且つが 諸 的め 巧を 執る 

であらう ご 思 はれる。 

の 一二は 刚も 太ホ洋 沿岸で あ 
るが、 巧々 は 化に 化の 地 が 如 
M じ狹隘 であるかを りた。 一 化 
他 巧 上の 鼓 大洋た を 太 ホげ •わを 
港と ゲ アンク I ゲア I どじよ つ 
て r ま 配」 される 時が 巧る もの か 
でう かど 考 へて 見れば 化の 化ネ 
じ 就て は 深 < 論ずる 必要が なか 
らう ご 田 § はれる。 

斯う 觀て ホる と、 化アメ 9 力 
大隆 がを 体 ごして 將ホ 太ず 洋じ 
がて、 支が=9 本 义はォ ー スト 
シアの 如 < 死活 的 利害を 咸 
ずる 場を は斷 じて あるまい どち 
へる。 •テ あるから 暇 b じを を 厨 
どり本どの間じ將ホ戰ず：^^起る 
ど すれば、 夫れ は 經濟巧 事情の 
壓を じよる-をは 寧ろ 國民的 威 
情問題か らをると思ム の外はな 
い。 ミ ずれば 爲 なをた る ものは 
鼓 高の 責務 i して、 自民 族の 極 

端な 威 精 じ 走ら 巧て 避け 得らる 
べき 戰 ずを 釀 がする を 巧 •いなけ 

れ ばなら ない。 义 巧々 も爵 .善を 

つ く-- > てが 等を して 其の 寶務を 

おさしめ なければ ならない が、 

怖 も 今 目まで ち洋 民族は 随み澤 

山の i を 辛抱よ < 忍んで ホて ゐ 

るので ある。 なじ 米 園が 何等 利 

益の 見み のない 太 牢が戰 ザに 入 

るべき や 否やを かする じ 隙して 

は、 其の 中部 反 巧 部の 諸 州は 巧 

考 一二ち する であらう ご 思 ふ。 
.併し 假 b じ爲 をを のち 策 じよ 

ブて 太平が 戰爭が 開かれた ミ 想 

像して 其の 钻 をは％」 うで あらう 
か。 窠一じ ホ 聞が 勝つ た谤 をを 
想像ず る じ、 支那 及び H 本を 0 
て 巧議國 ごする をは お來 ない。 
彼等の 义 巧が 旣じ餘 らじ离 かす 
ぎる からで ある。 とすれ ぱホ圓 
の 獲诗し 得る 最た 限の 利 猛は赔 
償を ご實易 上の 巧を とで あらう 
が、 賠 巧を る ものが 如 巧 じ ホ 
々からな 6 易 < して、 敵から U 
巧 じ破產 した 敵から U な b 雞い 
かは 賴渊戰 ザの おおどして 巧々 
か 現じ 目撃し つ i ある 所で ある 
又 貿易 上の 傾を じした 巧が、 日 I 

本は 戰 後の 資 易を 最近 主で 敵で 
あつた ホ闕 よもは、 寧ろ ゲ アン 
ク！ グア！ 其 化じ姻 すでみ らう 
から 化の々 面 じがても 大した 化 
獲は 得られ まいご 思 ふ。 然 らば 
日本の た 平が じ 於け る 賓易じ 干 
渉したならば でう かごい ム じ、 

一 化 U 本の 如き わ ホ 巧材 外に 貿 
易すべき 谐 所を をたない 國の貿 
易じ對 して 干涉 をが みん とする 
が 如きは、 本質的 じ 不可能で あ 
ると 云は なければ なら 打。 (譯 
を 曰く 請 者は 化の 邊の論 巧を 深 
く ホ ふべき である) 勿論 米 固は 
H 本人の ホ 図に 陋を 下す i を禁 
じ 得る であらう が、 化の 夕は戰 
爭に俟 つまで もな く 今 H 旣じ島 

し 得る 巧で ある。 巧う いふ 譯で 
ホ 圃が太 半が 戰 ずから 巧 诗し巧 

るを 巧 的 利益は を 想す る i が 出 

ホない ので ある。 


6 

C 

6 

S 

S 

RV 

N 


抓 

A 

■ 

8 

S 

8 

n 

8 

nr 

8 

—J 


J 巧の 


す 


U 7 

c 

n 


巧 


信 

通 

報 

..5 

ipr 

ホ 

曰 


を つ 巧 fl - k 7 

E J 譜. 

け 1 k n 

.川吿 N .g 
^ ei 
M 餘 w e 

: S 閒こ 

新 A 巧 

图 q t S . 本 姑 d 
關 事ち T 

f お 


料に お 

確は' 
實 ^ パ 

を- 
罗度 
を 速 

巧 貝 


會 ，巧 

0 a 

尾 C な报 

赤ゐ 抓が 

聲 A 〇 

ま 放 

株 T 


組 所 i ' も i 

張 品 
澤巧 ^ r 

f IW : 

帛 1| 

巧が 齡 


な 


A 


巧—" 

社 巧^ 

一话育 & 

會 が 

式會 W R 
ち 巧 W 〇 
株 ホ 謂が 
山 Y 


哉 6 


: n J € 

巧 帅ぉが 

事 m W ピ 

建 点。 


V 


妻一说 

W 〇 ' 

I 邮 一- 


社 

會 む’ 
ま M 
巧 

事*^ 

巧 . I 

巧； 1 
义 


化 刷 

か M 
げ n 

郎 € 

〇 む 
3 . 


姗 日" 

を C 

が 巧 S 
株な パ お M 

鱗 事； 1.1 咖 

酬猛 

巧む 


巧 


♦ 






AUTO SCHOOL 

726 Lexin が on Ave. N. Y. City 


F, MuiTay Hill Co. Inc, 
Established 巧 36 

I Room 614-6 巧； 29 Roadway 
Phone Bowling Green 49874 が 1 


校 學牵動 貸 育 紐 
228 Second 4 巧 •，む r. H 化 St. 



The Japanese Christian Inst, inc. 

3 が - が 0 £. 57th St；. New York 
Phone; Plaza が 52 

貪裝督 基 人 本 背 昔 紐 

業 掌を ホ を あ 訊 


車 動自貨 



SATSUMA COMPANY 

2518 む巧 パ ity Tei. Overside 88 の 


Motoi 1 such び a D.M.D. 
116 St. がけ hen Sf. 

Boston Mass. 

Tel. 6ac)(bay 10 お 9 


Koike Studio 

が 7 5 化む e ， 

Cor. 39 化 St. 

下 e し Caledonia 6394 


KOSHIBA 

STUDIO 

舘眞 寫柴小 

661 F け 化む e .， 

Tel. P おな 3212 

Branch Studio 
Westminster Street, 
Provid 帥 ce R. 1. 


KERR& MAYOR 

1023 Third Ave. 

8ef. 郎在 8 パ ts. Telephone Regent 290S 


義お人 本 目 

巧 專 靴型 小 


足 小き 高 . 运 ホき 廣 .を 小き 巧 



SHIMOHA 
ELEGTR ぶ GO. 

2021 Broadweiy 

Tel. Endicoit 1 の W 


4 

S 期 wm CoMimy 

2518 Broadway, N. Y. Ci け むパ わ h か 



H 投民 ALD SQUARE 
N 扭 W YORK 


E.E ： .YosWi,MD. 

3 が W. 71 おな . 

TeL Endico け お 挑 - 8729 


Dr. G 。 比 Marti 打 

DENTIST 
743 Lexin が 帥 A 化 . む r ， 5 が h S 量 . 
Phone Pi が a’ が 83 


DR. H •ん GARDNER 

DENTIST 

658 Madison Ave. Bei. 郎 -61 が Sts. 
Teh Re が fli 71 が 


に IwamoU), M. D. 

114 W. 70th St. 

Tel. Trafalgar 0352 


JAPAN ART STUDIO 

624 LE) [ 刷 巧 ! I が 5| lU, 

TEL Pli な 4538 


舶 RATR る 日 ! NO 郎 . 

32 Union Sq ， 

Jel. なが 巧が が 31 が 


Mil 邮瞧 H! も Os, 

17 に 17 比み 

Te し 加 yvesan 奮 が 58 



UP TO DATE ぶけけ 
し ustom 

Tailor 

7) W. 4 か h St . も Y. City 
Tel. Vanti が bi け 2546 


T. KASAI 

Merchant 

Tailor 

が 

TIMES BUILDING 
Room 304 
NEW YORK _ 

Phone 
わがが お 19 


Y. !TO 

巧 3 E がけ 3rd 化 
む r. Lexington Ave., 


N が PON TAILORING CO, 

3 邮斯 58ih お . 

Tel. Columbtis 4173 


んし CEASAR,M.D. 

103 Easi が ih Street 
Bet. お rk & Lexin 封 on む es 
TeL Lsnox お ? 3 

誇喉觸 鼻ち！ 

間 時 察 診 
午 化 至 時 十 前午自 
時み 至 時 六を 午 貸 



巧 蕾 節調銳 眼に ホ眼檢 

F. I. FREDERICS CO. 

醫科腿 學大亞 比倫 古 
1 が E. 5 お h な . Nev ( む rk 

1144 3rd Are., bet. 66th-67lh Sts. 



削 E げ S も PEBBY 


3 Maiden Lane N, Y. 

ェ 細あ穀 銀を に 幷巧雕 金 

おお 賓匠 意新最 


號 


六 百 千 


を 


銀 m M 规 


C 日曜 ±) 


日 十 巧 一年 四十 正大 



目 本人 齋 

バリ *-"-^^ 

瀬 氏擔巧 
懇切 敎 S 
夕と 時 開 
校勞働 余' 
暇 勉學の 
澳 あら 卒 
裳 莊菁巧 
巧 就曠口 
撫巧間 お 


税關 事務 

まがを 地 並 じを 化 

巧の 輸出入 方法 じ 

贿 する 一切の 御 諮 

問に 應 じ、 巧 道な 

船貨 晚蓮賃 度 出 化 

を 稅關手 績書等 進 

ます、 重要 都 おじ 

化 巧 店を ちし 誠窗 

敏速 御用 かじ 應ゃ 

巧髓 取扱 


自動 華修 
媛 & び 運 
轉を敎 巧 

ライ 七ン 
ス 保証す 
一二 十五 弗 
を轉 ホは 
二十 五 ホ 
晝 度が 學 
兩巧あ b 


▽ H 巧 H 
聖蓄硏 巧 正す 
ホ 勵食夕 よが キ 
槐拜說 が：^ が 

▽ ± が H 

ホ お倉 又はぶ 
話 貪 夕 八 時 

爸 なが、 旅 巧者 
ま內 部、 人事 化 
談 が、 調を 部 •巧 
業阅 おが、 突韶： 

洩縫敎 授® 諸 課 _ 

を 設け 會貢 、ホ I 

な 員® 便を 計る 一 


♦窜摇 ♦巧 誌 ♦巧が 
が 党 まな 隅 
執裕 午前 九 時よ b 午后 五 時を 

紐 育：！！ 本人 會 

西 五十と T 目 二 五〇莊 
お 話す アクグ 八 一九 〇! ぶ 1 


化 留靑年 巧 おの 谢か 

日本人 靑年會 

9 W . 臺 苗. ブ|. Clarkson 12 乏 


大 がち 日本人 ： 

基督 敎靑 年會 一 

W 42 £. S 宙 h St . N . T .夏 y . ! 

Tel . Plaza 8141 i 


婦人 魏語 教授 

稽古は と 十で 佈二 一四 週間 じ 驚く 

べき おお あ々。 每 H 钥化 巧よ 
夕丸 時を 日 術 共。 十二 年の 終 験 

Mi 扣 U BI 拍 30 了 e lishnl 

12 玄 Lex . 喜 n A さ.； oor . 苦 th 芭. 


成、 功の 秘訳 


米 図式 英語を 話す 事 
は 化 巧の 第一義です 
本校には H 本人 敎授 
じ 惟 •れた 薄 ほ 婦人 お 
師 ぁら 窓 切 じ 會話通 
信 文 社を 語を 敎授し 
ます。 H 躍 週 H みに 
午前 化 時よ b 午を 十 
時まで 銷 校し ー レツ 
スンと 十他づ io 今 
H 直ち じ ホ 校 をれ。 


ボ內恃 
が 五 時 
間十张 
郊外 も 
大勉强 
巧 化 お 
間薩摩 
商爵だ 
御 呼 化 


'，アグ ヮ ー ド 卒業 

喊巧機 

主な 基 

診療 時間 

自 午を 二 時 

ま 午後 八 時 


寫眞 池 

第五 街 

凹 ご 一 お 


..ご . 

評論 } と， ^ 每草 H を 巧 

I 部 十 他 

A1 4 置呈 h St. N. Y . 苗な 


魄 拜說软 H 唯 H 午後 八が 
ド 帆 瞭會木 眼： a 午を 八 時 
巧 話 诗主醒 日 午後 八 時 
をを、 圈書 室、 が樂 まの 設惦 ぁち 
ホ贊 を歡迎 す、 貪 おを 利用せ t 

を 帥 川 侯 蒙】 

H 本人 基督 敎 修道 會 

1 02 ータ . 1 だ rd St . N . Y ' CUy 
叫61. Mornin 培に e 8 ち 3 

日本人 § 敎會 

牧邮 川 島 ホ么進 

擊化 川. 淸】 

,1 ち 当 ま e 去严普 urch & Inst . 

だ 3 去. 1 是 St . Irei . Glarbon 1 苦 1 

摊拜說 敎日唾 日 午後 八 時 
祈禱 食水哦 H 午後 八 時 
裁 籍會乂 踏 U 午後 二 時 
♦を 柄舍 

位置 古 儉比虽 を 數み下 即を十 
五 か 學を會 を 員 旅 斤 客に 最適 
設满圈 書 お 誌 新 蘭 及を 輔娛お 
具 簡易食堂 あ. 9 

巧宜 職業 周旋， 旅客 ま內 、を 補 
事業 調 ま、 ホ 化ぶ 事 相談を 旋 
等 同胞 諸兄のを をを 歓迎す 


は 物 楷髙じ 居た； 主ら ホ紋 々ま 
那 方面へ 逃げ出ず さぅな ♦昨年 
十月 中東 巧附 あじ 滯 なして ゐた 
滋遊 外人は 八 千 化' 円 名から あつ 
たさぅ だが、 昨今は 僅か じ 千 四 
が あしか ゐ。 < なつた ♦速 摩さ 
んは物 化が 高い からでは なく 季 
節の 脚 係 だ ごい ふかから ない が 
昨をから 今を 蝶 唤< おじかけ て 
化 H 本の 外人 巧 耽へ 案内を^ 
でむた r 刀 四千 名からの 觀ホ圓 
が 昨今 頻らじ 中 化する 事 資を巧 
どす る ♦逃げ出す 閣を 持つ てむ 
る 外人は 未だ 幸福 だ、 逃げ出し 
わく も 逃げ出せなぃ H 本人を 如 
柯 せんど：：： 本からの を 信。 

【本社 東京 特電】— 

.組合 銀 巧 貸出减 

柬京 組合 銀わ資 をが 態は 預金 
漸增 し貨出 贼少の 姿で ある。 

對支賓 易は お 超 

昨年度の 巧が 對そ賓 易は 一億 
五 千 方 田の 出超で ある。 

銀が 整理 數 五十 

大藏 省の 發を じよれば 十二 巧 
中の 銀行 整理 教は 五十が じ 達し 
た ごい ふ。 

昨年を お 債拂を 

勸 銀調查 じよれば 昨年 中の 孩 
社債 巧を 撕込 高は S 億 八 千で 阳 
じ 達して ゐ る。 

最近の H 銀 帳な 

兌換を お 巧 高 十 S 憾乂モ ニな 
六十 S 巧 一千 阳 、制限 外 發巧商 
二 億 一千 二 一巧 六十 一一 万一 千 E 、 
民間 貸 お 窝击億 S 千 I 二百 五十. ル 
万 六千阳 である。 

新年 手 おを 換高 

新年 じがけ る ま 京を 形 巧 梅 所 

のを 巧 島は 枚数 じがて 廿 一方と 

千 九 村 五十 枚、 を 額 じがて 一億 

六 千 八な お 十鸭方 1 千 阳の猶 記 

錄 をが つた 0. 

奢侈 品 僧 格 騰貴 

日銀 調査 じよれば を佟 お關稅 

實施後 昨年のを 侈 お 驗人最 は 半 

滅 L たが 階 格 じがて 二割 强め騰 

貴を 录 した。 

販神 綿糸を 貸 鳥 

新春の 腰 神 綿糸 巧貨 高は 一巧 

八十】 爛 じて 二 巧 廿日 よら 二 千 

七 _ 白 棚の 增 加で をる。 

十二が 大 阪物德 

十二 巧 中の 大阪物 偕 五牛 蹄は 

騰* { かと、 下を 十六、 保ら とじ 

て 総が 均 指 數は二 S と ポィント 

一ー ニニ、 前年 よら 一おポ イシ トの 

騰貴で ある。 

臺銀 重役の 更迭 

武藤巧 雄 氏は 台 潑銀巧 ダ 辞し 

て 苗げ 製 鐵會刚 (？ 一專博 取締役 

に 就 巧した^ 最あ歸 朝の 雅木正 

次郞 氏は をを ま 巧 長と なつた。 

註武 が 貞雄 氏は 前 おを 銀ち 

巧 開設の 際が 育 じがて 活 勤せ 

る少壯 銀け 家で ある。 

八 H を 


電氣 仕事 一切 一 

電球、 電氣 ァィ ォン、 電燈化 付 I 

ランプ 取 付、 電氣 器具 修键 1 

下羽電 氣商會 

フロ* — ドクエ1二0二1 I 

電話 エンデコット 101 裏 I 




「す 為ん が ホ ネ秩弁 お 巧ぶ 


費夕そ 4 屢媒 \ ，み 

ウネ— んザ A •来 ル シンが 計 
い しッ！ F •ハミん トンが 評 

が f か念镇 黄が 
矮 ぶふ f が 店ぶ 
が" ネ半 みがを‘ が 筆 

雕媒 嫌の 


み 刹^ 
巧 刻 引 
を 刻 列 
ろ 刻 司 

み 刻す'^^ 

夕*^^ 一- 

瓜 -v 


> 岳 — ， . ゲ rf** トム (八 ニニ 


メ ー シ！ は 紐 巧 最大の デ パ-- トメ ント巧 
巧で あらます。 新ら しい 昇 隆機ど V {ス々 
レタ！ は瞒綱 U 店內じ 於け るを がの わ 買 
物 じ® を S 渝 かどを 巧へ てゐ ます 
他店で 二 巧す る ものなら ばメ ー シ！ 
では-巧 八十 八 仙を は をれ W 下で ち 
へ る>-0をでぅぞ御記憶下さ い 
扫 本へ 御 荷物を 御 送ら じな > たい 節 又は 
お 買物-レ 際して 卸 用の 巧を は パ ー ソナグ 
ショッピング •ビュ 1 口 1 を わ尋む 下さ 
レ、 親切 じ 御 便を を 計 もます 


都を じょ。 當をの 間 

診察 

午を と 時— 化 時 

H 曜は 前約 願上极 

け t 吉お 悅彌 


齒种醫 

'►診察 時間 ♦ 
每日 (H 曜を除 を】 
午前 九 時— 十二 
時、 午後 一時 1 
水曜 午前 丸 時！ 
午後 一時 


齒科醫 - 

U 新を 無痛 治療 =： 
多年の 經驗を 巧て 
H 本人 諸ち は恃 じ. 

了 寧 懇巧じ 施術 卞 

パ： マ— チン 


該察 時間 

午後 零時 キ U 11 時半 
午後 六 時 ；：= 化 時 
愛知 轉學 ± 

け： 駿本谨 一 

ホ 偷比亞 大學及 紐 育 

.ホスト グ ラダ ユエ 1 

卜 病院 勧 稼 
日曜は 前約 願 上 候 


日本 陶破藉 
雜貨類 卸賣 ' 

丸み 爾會 


日本 玩具 
雜 貨卸賣 

条良 貿易商 會 


日本、 ま 那寶玉 製 美 
術 お、 婦人 用 首 鞠 其 
他 装飾 お 

岡島バ^::け 

島等奖 術馬修 棲* 首 
飾 品、 ス リング 
日本 脈 裁縫 


丸 山 洋服 廟會 


東を ボ丸ノ 內ビか デ ソグニ 巧 ニニ 0 超 

鎌 前义山 洋服 一雨 會 


维井洋 腺 巧 


日本 
洋服 巧 

時の 信み 郞 
化 本 巧 


ま 五十二 一于 目 

1 11 ニニ 

が 藤 
洋服 巧， 

ラ 鄙 A 六 二-一 


OR.KEZJrFC 巧 CY .\ 

呈養 ちちち R 

芭二妻 言 •すち 42nd st‘ 

ぎ 宝 iy 量ゴ 91 す 〇ヨ養 

バ J ホな 謙 次 

自 午前 十-時 ま 午後 二 時 
時間外 及 H 赌は 前約の 事 


-が 瀬九廊 

黃 L 資 ingto 。 4 去 - H. 产 G さ 
す产其 th&2? さ Sts. 

Tel. 吉 a 宙薑 ぶ-を 18 - 78 を 


JO 巧 10 足 H OOCR 1, 1 VL 0. 

二 一 Wesi 9 を n 沒 . す 三 ork 
Tel. Rivers 置 こ 夏 & ジ置 安養 異 

ク なが 午前 九轉！ 午後 1 時 
;^^1^午な六時1午後九時 
H 曜 午前 九 時 1 午後 四時 

ドク トン ノ小 栗乘吉 


日本；： い •パ 蘭會 

客 ppon Dry Goods Com 
1281 Braad 至 y , 呈ご oor - 31 st St . 
ジ宫す ミぞ nn . 5950 
ぎ om 爱 51 


Gn Th/f akpmi 

r/S を ョ b を and St. ず含妄 n 
Tel- oumlletiand だ ご 

午後 云 時ょ らお 暗 

- 目耀は前約擁願’锭 

ドク ト乐 な问見 曲ぶ^ 


化が 品卸賣 

五味 霜會 

W E.1 ゴ h 當こ N.Y. 畳 y 

Tei ■ ぎ y さ san こ 7 さ 


書籍 一切 取次 

ホ國 出版の 醫籍は 化て 特別 刺 引 
じて 进速じ おみぎ 旅 巧者の 巧究 
參考 資抖の 書籍を 集 等は 特に 御 
煩を な 計ら ひ 致 巧 〔幡 梅】 
立ぎ shi 左をぞ 
154 Nass さ 苗 -- Tel- B ま kman 芝 28 

船具を が おお 船 御用達 

遠 藤 小で 商會 

这巧 r 夏を ち N- Y ■妄 

Tel . 至 一 室を 妄 ご 


巧 W 4 化 
I S 如 


B 




of 化 化 化 

D が W y 
■I 3 5 2 


腐賊醫 

多年の 經 験を なて 
最新式 巧學 手術に 
港 能 じて 信用 篤— 
U 施術が 低廉 U 
日本人 諸君には 特 
じ T 靖 ，懇切に 治療 

が 育 州を 認 
パ： ブル 1 ム 


Dr. R. ShisWdo, P D. S. 

133 去 . 7 害 Si. Tel. EndisH 室 2 

g 難ち 戶な二 

自午的 化 時 ま 十二時 
自午を 一時 ま 五 時 


M n 

T1 8 

ぶ^け 
U む- 2 

G L 

貧 I 

S な 

〇 W む 

WWW 

A 

K 


診察 時間 

午前 义時 1 十 時 
午後 ホ 时—八 時 

け t 小 栗 幹 ご 一 

な 育 お フラプ ー お院 
第五 巧 病院 勤務 

教が コンパ ラン’ 

お 院勸務 



正直 ど 親切 どを 旨 どし 確實 
信用 ある 商品を 精選し 
惦 別廉懼 で販賣 致します 
ゥォ八 サム、 エ火 デン 四 割引 
化 元 て 1 1 一窜 
指輪 鎖 貴を 屬並じ 寶巧類 一 切 
ミ 八 トン 時計、 ーヮ 1 ドィ 
リノ ィ ，時計 、を 蹄 超 時計. 

ゥォ^ — 夕^ — マン 萬 年 筆 

エバ シャ —プ 鉛筆 

视 銀器 並に 銀器】 が ’ 

御歸 朝の 御 ± 產】 切 

時 討の 修鍵 はが 隙が じて 確實 

にお 川 自身が 致します 

が 育 市 西 四十 二 T 目 四と 番 
四 四 一一 一号を (五 巧 VJ 六 街 間) 

巧 川岸 商會 

電話 ペン シ少バ 三ァと I ニニ 九 

khikaw ぞ ICishi 0? 47w.42nd St. 


稅關 事務 取扱 

WILLIAM L. 呈 NE & C0., 

ざ om 12 泛 11 巧 養一ー ミで 呈 y- 

Phrni 巧 B ミ li 其 Green 9 夏 - 9137 


千 九 巧 かで 年度の 欧洲つ こ 

英佛獨 逸の 财經界 

失 裴が加 や 兌換 •紙幣 增 加に 惱む 


I 大英國 先づ 么を大 英帝网 

じ 巧て 見る じ、 殺 乱^ 節ら した 
兩 巧の お 巧が ぶが 的を 命じ 巧は 

れ てなる。 パウンドの 爲巧相 煤 

-は 平時 じ 比し 約 四 五 ホ お 巧の 化 

をで、 九 H 化 H を W て 終る 9 計 

年 巧の 豫算 はな 出 一二 値 六 千 •力磅 

族 入 S 板 凹 千 八 内 巧磅 、昨年度 
貿あは檢出八値}?^千巧：白'为おじ 
おし 輸入 十-低 巧 千 八 巧 おじ 
て按乂 超過で あるが、 をは イン 

! ゲイジ ブル •エキスポ 1 卜 でが 

巧 さむて ゐる 外典 妈は化 巧 どし 
て 年々 おが 巧 巧の 巧-: 本を お 外 じ 

放出し 互つ お乂 巧® を もま 桃 ひ 

ノ i もる。 乍 併 化； ザ 面に がて 央 

較 々内は 今や も萊ち 数は な化ガ 

.人 U をして む < •のみなら 中、 圃 

技が む 化すべき 

は述巧が.一剧五ホ 

附加捉 の 姑を；；； ♦る もの ts と剧じ 

及び、 を こに 英幽 のが 政 的 おお 

を發 見し 巧る であらぅ 〇戰 的を 

の 巧 威の W 媒は其 中 必を菊 外 煤 

出に ポ め、 お 皆 巧に 银 け、 が 運 

巧 除を 化が 協力して ホ琪を 開拓 

しつ i ぁつた。 乍 併化界 大巧に 

よ り てお巧が ホし た英大^^*襟牲 

は 今や 歐讲の 何 固よ らも 信用の 

晤い"^ぶご^;?つてゐる。 大戰も 

化 ド'' i し 今や 化 巧は 體理 期に 

向 ひ - i ある 隙では あら、 を國 

どして は 別に 米闕 よも 嚴 憤す & 

J < 寧ろ が外 ほ資 に 發展す る 

であらぅ ご 化 测 さむて むる。 

佛雜西 S た 戰なホ じ' ロー 

る佛 城の W 政の 的 難は H 經濟力 

1 ; どい ふよ. 〇 も お. ろ 現を の 問題で 

あつじ。 戦ずに よ b て跋 順され 

た - H 化た ホ產 力を！： 化せし める 

どい ふを 化 じがて 佛蝴は 資源 盟 

，巧：； •■ア ルサス、 口— レン ごサア 

を 巧た。 乍併戰 ずが 佛図 のが 政 

じ おへた 難 關は豫 なじ おする 收 

祝の 不足で ある。 故に 千 化' C 十 

i 化 年よ b 今年に 至る 間に 於て 佛 

固の 阀 偵は 年々 二 巧 僚な よら 一二 

なお ホ じ 及んで ゐ るが、 尙ほ且 

.つ充 か U 巧 稅も出 巧 や' をに フラ 

-ンの インフレ— シ ヨン を 防 化す 

.ベく ホ 常に 巧 力した . t も 拘ら中 

; フランは 二がん ホの 下を を ホし 

现 がむ 巧は 立 十二 億 お 千万を 法 

闽お二 千と が抵紙 おな、 右の 中 

'六' C ： 億 法は を 六ヶ巧 0 內じ巧 還 

し4;^ければ。らむい。 佛國も巧 

じして 巧し 化 

雛關を か b 化け 巧るなら 

ば 共 化 政々 ぶが 袍め てが 易じ述 

用される^は剛白であつ てで儿 

內サお 年 巧 S 豫巧も 六十 猫を 内 

外にて 化め 巧べ く、 昨年 巧化ヶ 

月の か閱 なお も械 出の S 巧 化な 

じ斯 して 檢 入は 二'，：： 义十 ながで 

み 出超 過 どなつ てゐ る。 化外イ 

ン クイ ジグ グ •エネ スボ 1 卜を 

持つ てゐる ミは 削前佛 威の お出 

が不 がな b しじ お 比し、 が贸巧 

が おめ て 健康 狀服 じある- をぶ 

証す る ものである。 恐らく 邮固 

は 本年 じ 入らが じ ホ 図で み償游 

_ 集じ备 手す るで あらう。 


トイ ブ巧逸 M をの 前途は 
ド I ズ 案が 如 W じ 巧 用され るか 
をが つの 外は ない。 現 化の 情勢 
をな て すれ じ 確信を 持 も 得る 粘 
巧 じ 進 おし、 爲替 か瑞も 新財經 
政策の 採用 ご 共 じ强固 ごなら 新 
ランタン マ^クの 獲 巧は 漸ホ钱 
巧 おを のがし 諸 稅も械 めて 敏速 
じ回收 され、 千 九', り 廿五年 四 巧 
曾 計 年度の 諸稅歲 入は 六 千 五な 
巧みが 克を 超過— を算も 戰後始 
めて 巧-をが も 巧を お 度 ごな つ 
じ」 乍 併 輪 出" J 化が どして 不振 
を 株め 輸入超過 なお 五 倒 じ连し 

てなる もは イング イジ プグ 輸出 

の樹曾 鞍な く、 而も 輸出 じ賴ら 

ざるを 巧ない 越ぶ どして 頗る 危 

儉 である。 こむ 脚 も 尖 策 者の 巧 

加、 物 偕の 乂胳巧 等よ じた 

結果で あつて を稅 難に 惱 される 

わを く、 旣じ をる 方面では 化 

I 可 酷な を 化を 輕 減すべく 

着々 其步を 進めて ゐる巧 溝で あ 

る。 巧 じを 裳の 膨脹を 期ず る 上 

じがて 莫大な 資金を 即刻 必要 ど 

しつ S あるを はか 論で をつ て、 

ド ー ズ案 じよれば 賠償 ま 沸の 抵 

當 となつ て ゐる鐵 道 及び 庸業歲 

乂化億 巧は 今春’ よら 拂ひ 込む-- VI 

どなつ てゐ るが、 産業 方面の み 

でも こむ よ b をけ る犧牲 はを 業 

貸 源の 一 剖と ホ ーが じ相當 して 

ゐ る。 即も獨 逸は 必要 卜 •输 出を 

隆盛たら しめて 聯を國 を 零を せ 

しめる か、 おらず んば輸 ホを 额 

をして 化 償を の 支娜を 長期に 渥 

延せ しむる かの 十字路に 迷 ひつ 

つ ある もので、 ホ だを こじ 柯等 

確 育な 道は を 見され てゐ ない の 

でを る 0 S 

化 權太撤 ちご 

威嚴 保を 策 

H - 满 協定 じ瞄 する ホ閣 政府の 

鼓 終 的ぶ 除 案は 旣 じを 部 巧澤を 

化宛發 送を 終ら、 剰す おの 協を 

ぶな ど W 時に 巧 力を 生やべき 撤 

を 問題に 踞 する 巧訓も SH 發送 

さむる 迷び じ まつた との i であ 

るから、 巧 農政が のを 隐案到 者 

次第 會滋は 巧 開され る もの ど 觀 

測され て々 る。 而 して 巧 澤を使 

への 今回の！： 訓 はホ國 政が が內 

の 脚 係を 省が 愼乗靡 謠を電 ねじ 

お巧、 か何^^る；ゎるもこれ0 

上 巧ち のを 地な しど 斷定 したと 

にて 作 化された もので、 巧し 潔 

闽侧が 化 ホ ど大问 小異 八 態 巧 じ 

出 パる G らば 無論 會雜を I 旦打 

切る； を 嫁 想した ものである。 

か 闽攻府 ごして 第五 十 絶 內を控 

へて むる 脚 係 も あ b 、 愈々 是か 

非 かの 儀 後の み必 をな した もの 

である どい ふ。 巧 ほ撇を じ熙し 

て も 目 ドを ちの 恵を 一致を ホし 

て & る處は 

- 、 武裝 解除け ホ阀 あおの 成嚴 

じ 脚す る 問 趣で、 问怕か 河な 

る お 所に がても を 闽带隊 は あ 

じ 治 外法 谣を だする もので あ 

れば 武装が 除の かき おおじ ホ 

可で ある 


二、 協を 成立す る 時は 化 隐も巧 
,；；? るぶ 菊を 即時 撒： S し、 サダ 
レンの 巧 仗權も 同時に 恣闕側 
じ 返還す る £ 、化し お 術 上 撒 
を 巧化蝴 をは 化が 巧が の蛇留 
をす る ^ 

の 二な が ホ 要 部 かで、 巧 隙 問題 
どしても これな ヒ討 能のを 地な 
くな つて 露 闽侧が 飽迄闕 際 惟 例 
を 破つ て 巧が 軍隊 じ 武装解除を 
をる がかき をを らば 當が ホ陶侧 
は 之を 首 心 円せ や、 をれ がた め 肖 
溢 破裂と なる も 包む を 得ない 處 
でを る ご 0 

近 < 英國 U 

金 本 化 回復 

英魄 が 巧 総戲ノ ー マン 氏が 近 
く乘大 なが あ 化み を帶 びて 7 シ 
ン トンを 訪問すべし ごか 報道は 
痛く 肋界の 注目を 惹 ひて ゐ るが 
巧 も 巧 ホる 一二 月頃を 則して 巧國 
政府 ま 唱の下 じ ブラ ッセ グじ於 
て 蹄 合國化 お/」 おじ 相を の 戦時 
貸 附ホ濟 じ 就て 協编 すべし どの 
說傳 はら、 問 時 じ 英貨 磅化洛 が 
著し < 上騰して ホた ので 自然 藥 
國の 金本位 四復 說が巿 場に 傅つ 
てゐ るが、 ホ當局 どして は英國 

が 金本位の 回な を實 現す る i は. 

從ホ これなか つたので 金の 購貫 

力を 著しぐ 减 殺して ゐた關 係ら 

あち、 殊じ磅 の 額面！： 俊 ど 相な 

がして 貿易 上ち 利な 結果を まわ 

であらぅ ど豫 測して ゐ るが、 英 

國 を 巧 代表の 使命は 常 邮銀巧 家 

じ對 しを 本位 回な 巧 間中に 爲替 

の 動 搖を來 ずのは 不便で ある ご 

いふ 点から 敲 解を ホめ ると 共 じ 

ロンドン ど 紐 育の 金利 相違 願 係 

をも考 蘆し、 若し 化蝴 間中に ホ 

國 のを 巧が 引き上げるならば 自 

巧を は 巧び 當地巿 傷 じ吸收 され 

る 關係も ぁるので、 化 可能性 じ 

對 する 調 杳と隔 ぶな き 討 溝を 講 

ずるに をる らしい 0 

輸人 超過 高は 

六 億 四千 巧 

東京 特電よ 日發 U 乂藏省 S 發 

を じょれば 千 九 巧 か 四を 度 輸出 

十八 億 六 巧 八十 一方 四千 凹、 輸 

乂廿 四な 五 千が 八十 一巧 六千阳 

じて 嚇入 超過額は 約 ザ 億 四千 あ 

な万阳 である。 

鐵道償 券を 潑巧 

がお官 事務所 九 H 着電 

政府は 鐵逍串 業 費に 宛つ るた 

め 簽十化 巧 五を 利か 國庫懷 券- 

千で 巧を 本年 一月 かみり をな て 

お 巧の 2 じ 巧を し、 岡 H ょち 二 

H 十 H を鄰便 時に めて 資出 すじ 

かを した。 發が偕 格 九十 一 W 五 

十錢 、償還 則 限 大正 化 I 年 六 円 

1 H 、 利迴六 かと 旌 なじ 當 る。 

輸入超過は 六 億 

がな 官单格 •所义 U 着電- 

が 鮮 ぶびを 鱗を 滕 きたる 本が 

割 外 貿易 额槪算 は 左の 证 b じて 

觀入廿 四 億 五で', H 八十-巧 六 千 

川、 輸出 十八 億 六 巧 八十 一巧 四 

千 川、 差 引 輸入 お 過 六 億 四千 お 

打 二 千 川。 

t 銀燈達 摩さん はを がな 

い 癖 じ 物： のの 騰 るのを ホ おでい 

らつ しやる が、 H 本 巧 化の 外人 



City Hail Tea Gaden 

170 Nassau St. C" な y 
Next to the Tribune Bldg 
Loo し ! 凸 Ma 扛注 ger 


技 eem Nom Low 

474 € ふ Ave. 

Bet. 28 妃 -29 妃 St. 


Japanese Tea Room 
1802 M 如が U. W. 

Tel. Franklin 1577 


Suey Pang s 

PiE な AUlUliT 
4 扣 Si 加 ive. 

Bet. 27{h-23th Sts. 



巧 六 第 
£ 目 了 W 十四 
I 巧 目 了 五十 四 


The Tokyo Co. 

140 W. 65th St. 

New Yoilc 


S . KUWAYAMACO . 

114 に が 比 St. 
New York City 


Ka な giri 巨 ro’s 

224 に が th St. 
New York Cii か 

Te し ft 巧の t 3 が 0- お 81 


J&p&n 

PniYbi 抓 C 日 . 

が L な in が 帥 ilv も 

Tel. 舶 d.Sq. が 18-7843 



る 麵 1 瞄 


35 East 29th な reet 
Tel. Madison Sq. 75 が 


DARUMA 

781" む h A 巧 . 
Te!. Bryant 3859 


Kawasoye Hotel 

1 が Wesi123nl Street. 
Tel. Morningside 7154 


Toyo Kwan 

41 に 1 か h St. 

Bet. fiiway & 仙！ む も 
Tei. が uyvesani 87 が 



會商京 菜 

巧窝 トラフ ア ' ポー お 59 


fllNOMii 削 

101 W. 69th St. 

Te し EndicoU 8527 


ASAKI KWAN 

163 £；• 5 か hSt. 
Tel. Plaza 6399 


庵 桂 ホ 日 



oMlyaXg, 

340 W. が 比み . 

feleohone ； 
Columbus 8882 


( 贈 日 • 水） 司 ま お 


奠ホ ドして 淸潔 

藝 贿南縷 

午' 1 4 ■時 よら 項た 口 
午 ホ-! ハ 時 i で 酷を 


す廳 茶園 

P 埋人蘆 蓮 
お 勤 y ホ じは 晝飯 
の 御^ 种じ備 へが 
間 曾 法の 御用 じ應 
ずべ^ 間 巧 本-が 
ボ變ぉ ザな 願 度な 
紙上 御み 巧 申と 娱 


華盛頓 

わざ！ 

日本料理 

ホ じ 御旅 舘 


ぞ那 M .1® 

巧 理を诗 

お 廳あ围 で 永を 御 愛顧を をけ 


も 

M むが 
h 〇 
A が？ 

Mu 

0 s 
G « 削 
N 化邮 
〇 帥 8 

Kmta 
• ? 
w 

〇 

5 

2 


た 祭を で 御座います 



H 本が 住み、 y 本 語 
を 話 4、 皆樣 の御嗜 


巧 じ 適する 御 SSj 理を 調進 敎巧 
T 度 ュンゴ し タアの ドです 


支那 御 料理 

彭瑞樓 

H 本ん 薄替を 
歡鄉 致します 


會席御 料理 

ホに <9 を變 



鞭 油 錦 SISSI 蘇ぉ 上な 米 1 

是驚 i 食料 蒜 論 si 觀 I 

巧 田な かがま 會化 巧が 一手 貧 揃な -一 

日本食 料 贏 歸會； 


H 本 食料 お、 円 用品 
ぶじ 新刊 書籍 類 一切 

片桐 兄弟 廊會 

を 巧 品 巧 おが 巧を 巧 船 じて 巧 《 
仕 お 間 煤々 巧 巧 命の 程 车頤上 侯 


日本食が おお 义び 雜貨頰 卸小賣 

龍 プぅザ 為教桑 山商會 

新刊 善 籍雜誌 小間物 日用品を 替 


御菓子 舖 

乘 優が > 羊羹、 おお 卡 類、 驚 餅 
(のし 锐前 H 勘 注 交 願 ホ) 

松風 軒窩橋 

西 ホ 十五 T 目！ 一一 十四を 

話 常 トラフ r 火 ダ ー 五 五 五 四 


豆腐 她揚 

煎餅 製造 軸， ホ資 
H 本を 巧晶 一切 

お 中 

裳 一一 一巧 八な 八十 五番 
電話 プラザ お 二】 八 


新鮮 魚 か 一切 

H 本人 おきのを 魚澤山 おら 揃へ 
特別 廉 憤で 大魅强 致します '' 

サヴォ ナ魚皂 

Jfosoplb wavosa . 

接 4 w . £st ま. 

IT た. 0 這 umbus 91 援 


極上の 魚類 . 

季節の 新鮮の 魚貝類 お澤山 揃つ. 

て 居らまず から 御 賞 蘇 下さい。 

ァピぶ 口な 巧 

B 2 す 書 St , Tel . で anf を 基 


が 豫崖御 下宿 
巧 嘴を 次 郞 • 

東 四十 义了目 一六 五 

ア ハ，.— トメ ント C 2 

軍 話 ブラ デ 六 一 お 五 


尋り人 

更正 恩給 証書を が 

松 ホを 一二郎 

「外 岡 旅を ドが 事智疆 明」 割 肴 
熊 本縣人 豐田 淸定 
福 岡 大道 恆 一二 郞 大 おを 
愛知 早 川を 衛 和歌 山 引 ±视 I 
巧が 縣寺巧 ま お 
をの 者 じ 通知を をき 谱ち之 
お阳 本人 若く は 知人 よら 現 
住所 おを 知 願と お 

紐 育 ホ阁總 領華舘 

1 贾 ' Br 吉 il ミ y N ま！ fork 百な 




►ミ德 ：：：： 淸 な、 親切* 菊 樂^ 

橘 一な 旅 縮 

まほた 巧 事 佐 < 間 をが 
ぶ 。 E •累 を 寺 eet 
一 TeLHeg 至な 這 


御 


下識 

自 一由 亭 

芸ジ n 巧 Si す ook 章 N . Y . 

Te | ち ain 7475 


西み 十 お 了 目な 四十 去 お 


旅 能 


電 おュン •子 コット 八 六 一 〇 


御 下 js 鴨 ホ 八 

ち ブ〇ち 至 PI 旨 

す i 1 sl .2 dlive.off E . さ =d W 

ヴ I . M 置 H 二 I 2958 


授蒲燒 壽巧御 仕出し 

日昭な H 巧 ra もが 用 かじな じ 巧 

會雕御 料理 

高等 御 下宿 

巧 玉ぶ 一 


御旅 纔河添 


會雕御 料理 

東泮館 


御料 埋 P 严 i 

太 鎌 

壽词 、滿燒 、蒲 鉛" 化 翰、 かきめ し 


日本を 巧な を 補 
日本 書 巧 諸雜誌 
口よ お 貨を巧 
を 化 新 巧 化々 
お育み やげ お 

y グク シャツを 巧 

SWjH をを® 

をを の 巧け わら 


理想的 御旅 舘 

御を 巧に 誠 慮を 0 て盡 します 

朝日 舘 

御手 輕御 料理 並に すき 燒 

新ら しいが 巧を 揮び 抑を 樣の御 
滿を なさる 掠憐 々勉强 致します 

御辨當 ホび じ 御 家庭 支 おし 

御手 輕 御が 理 

日の丸 〔御 下宿〕 

壽 司、 媛蒲燒 、每 H 有ら if 


M 0 fJ 0 

PS 特長 

紐 育巿两 四十 ITT 目 
一二 下 二八 番 
こ 庭) 


大 

正 

十 

四 

キ 

巧 


JI 



今夕の呼び-*^3のは 

商閣 ，1 と爵人 創造」 

お ホ 兄妹が 紐 巧での 試み 


曜 

曰 


V V 

今 十り 巧 ィンタ ー ナショナル 
パ ゥス じがて 脚懼 され も お ホ 携 
舞 蹄を おなじは、 氏が 得 怠 wi 

る ホ < の 舞础の 中から がに 一つ 

一つ 特色を 持つ たものを 選んで 

夕面 的な お 表 曾たら しめ やぅ ど 

いふ 苗必 がょ < 現 はれて ゐ る。 

▽ V 

をのを が 中の 一つで ある 「ミ 

ラク か」 は 「明 隅」 ご 題して、 

落を あ 雄 巧が 「新が 幾」 剣刊号 

じ發 ホした 純 日本 ま 舞踊劇で あ 

つた. か、 をれ を 山 W 耕作に が 音 

樂化 t 、 巧に 巧 井 巧 •か 舞 蹄 化し 

たもので ホる 〇即 も兩 氏の 近 K 

人 ごしての ふ 持が、 原作を 近代 

的な ものと したので ある 〇 これ 

けを て 本擲煙 じがて k おし じが 

「巧き B 本」 の ふを 持 つん 逢の 


一: 


h . 

霞 


第 


巧 

ホ 

號 


一二 


非 巧な 巧 評を 巧した。 可 時 

これは 歐渊じ 於ても 蜗采さ 

j れ たもので ある 0 

I V V 

一 をのを 筋を いふ ど、 独を は 京 

I 都淸水 寺、 懼時 のがで ある。 ち 

一目の 巧 法 帥が、 捻 校の 化を 得る 

一た めじ 京へ 上る 途中、 淸氷 寺の 

境 巧で-がを 明かさう ごする。 

- するど、 を こじ 倒れて ゐじ 破戒 

僧が 目を 覺 まし、 法 帥の W 布を 

奪 ひがらう V . したが、 途端に 倒 

I れて 目が つぶれ、 反 おじを 師の 

I 目 •い 明 < 。を師 はお 音の 加護に 

^敲 謝し、 僧に 錢を惠 まう ミした 

;i ミ‘ -S , 

首 巧 やちち じ 

女の 時化 

U ホる か、 味む か？" 

化 お 婦人 參政 運動の 化 願 図で 

ある 奥歐 じがて 眞ッ 先き じ締人 

辯 謹 壬と して 法曹 おに 化を おか 

してむ たへ レナ •ノ！ マントン 

ホん は 

權和 義務の 蔓 化に 巧 

女は"？ 拖 である ごい ふ お得 请‘が 

を？ f 演 する ためじ アド プア ナツ 

ク巧で 去る と a ホが した。 夫人 

はスッ キリ yj 背が 裔< 小 肥ち し 

た ナヤ ー ミン グ G お 人で、 k 陸 

巧々 から 第五 巧に ショッピング 

するどい ふ 女らしい み。 其 優し 

い 口から 「千 义， H 五十 年、 团ち 

今から かお 年後 英幽の 首相は 婦 

乂 ご；；， ら 、米齒 でけ 恐ら < をれ 

な前じ婦人^!大統領じ當逃して 

:國 政を 巧る でせ う 」 と 仰 お 

b 、 あがな ボ述 ょゎぶ る 訪問 記 

を 脚を 焼に 巧いた。 夫ん け 抑々 

-巧女 W 滞 等 どい ふ 問題は 巧 t て 

- 法げ 上の 問駐 でな く 自然け でぁ' 

る どい ふ 解释を 抱き、 之を 基礎 

として お ホ 

みのが 界が故 治 h じ も 

宵 現ずる ど 斯<婦 ん大統 風や締 

人 首相の をが 言した ホ 第。 

淀に 面む いのは ホ 人は 今でも 處 

女 おへ レナ •ノ ."•マントン をが 

巧 上* しもが ひて ゐ るるで あつて 

ホ、 わぶ 巧に 化 ふご 「お据 した 

締\ な 巧ら く化メ ー デン •ホー 


が、 僧は 育 目 じな つたが ためじ 
柏め て おか 間の 悟を 閒 き、 淸淨 
なる 倩 仰 S 必じ立 も 返つ たが、 
法師は 円が 開いた こごに ょつ て 
却つ て 蝴懲が 起ら、 檢 校の なを 
どらう ごもせ ず、 無限の 苦み の 
伴 ふ 世間へ、 まつし ぐら じ 常 も 
て 巧く とい ふを 徵 的な 気持の 溢 
れ たもので ある 0 

V V 

また 「ゼ ワィ 瓜 ド マン」 は 

「野ん 創造」 ご 題して S 年 前、 
帝國劇 煤に がける 石け 兄 巧渡歐 
が 念 舞輔會 じて、 最巧 じあ 表さ 
れ たもので ゐ る。 

V V 

詩想を かいつ 主んで 述べる と 

ホ だを て义 明のを 氣 じ觸れ たを 

わない 巧 人が、 人間の 顔を 刻ん 

でゐる 時、 素 かな お 人らしい 巧 

想を、 刻み 得ないで ゐる ところ 

へ、】 人の 女が 現 はれて、 巧 想 

VJ 現實 のを 錯 から、 遂に 自 みの 

変人を 無息識 のう もじ、 殺して 
しま ふまでの 、巧ん の氣 持の 徑 

路を 現は一. たらので ある。 

V V 

をの 化 前述 S 通ら、 いろ—- 

特色の ぁを 舞踊 詩 や 露 踊 詩劇が 

あるが、 なか じけ 氏が 永ら < 舞 

蹄 化する； に， ー ホなら ホ 苦し 

んでゐ たホ來 派の 氣 持を 現は し 

たもの むぞも あら、 これは 巧自 

身 も 一艘の 鑑賞を 期が してむ る 

ものである 0 

ムに 夫ん どい ふを をつ けれ ぱょ 

い 」 の ださう である 〇從つ 

てザァ ゲィン •クラ ー クホ 人が 

旅 巧 上では 堂々 ど ノ！ マントン 

尖 人 i なつて ゐる譯 。失 人は 巧 

刑を 信じ 东 な 制限には K 單 でを 

つ 離婚 巧を 一檢 どし 結 掘 法の 賴 

を 化を ホ 張して ゐ る。 


逆 族は 夫人 a 外 二 男 二 女 ある。 

藤 出 仲贿が 

警官に 被 殺 

白 娼荫資 の 因果 

俗稱 チャ ー レ！ •フ ジタ 又は 
ジャップ 聽 山で 姐つ てゐ る词胞 
朦田忡 神は 武 がが 軍 鎭ず府 附近 
ヮシントン 衔が 四十 九番 じて 表 
面ボ I デン. グ • i ； ゥスを 經營し 
つ-;' 寶は 白娼を 出入 させて 比 律 
賓人 父は 水を 等を 相手に 醜裝を 
營み 居ら、 豫 てょ b 營 察から 監 
視 さわて ゐ たが 去る 八 H 午後 化 
時 巧スチ グリン 及び シャノン 兩 
巡査 じ 踏み 达 まれた。 巧 柄 藤 出 
は 裏手 一. 一階 じゐ たが シャノン 巡 
杳が 口を 叩いた のじ 應 じて 彼を 
廊下に 入む 乍ら ホを を 持つ て抵 
抗 したので シャ / ン巡 をは 拳銃 
を U て 藤 旧の 頭部を 射 貫いた の 
で 藤 田は 即死し わが、 屍体は キ 
ングス 々クン テ， 病院 內 5 收容 
室 じ 運 ぶれた。 探偵 ヶン ナ、 プ 

n ス マン、 ダィャモンド ニーを が 

を宅搜 索の 結果 一二 おの ホ 婦人と 
數本 S 酒が どを お 見した けれ 共 
U 本人が 一を もゐ なかつ た。 藤 
田は 愛媛 縣 '執 居 郡 垣を がの 者で 
明治 十二 年生れ 紐玲じ 上陸した 
のは 千 九， り 十と をで ある ど。 


懸賞 締切 

本が 新年号で 發 表しました 

匯賞 クロッス ゥォ— ■プ^ 

ッズ < は 今夕 五 時の 消邱あ 

る御间 答を なて 線 切る i ど 

致します。 

紐 育 新報 社 


Tr \ 


日本 財界の 

恩人 逝 

東京 特電 - V H を= ::化 年 H 本の 

夕擧锁 を ごして 巧 畦に 邦ぶ し 

日本 移ほ牽 業、 を轉馈 糖事藥 

等 じ實献 した。 バート *.7 — 

ン 氏は 今 H 逝去した。 


ク 


个 个 

お ロバ 1 卜 •ア ー クィン 氏は 

明 お 維 巧 0 ホの 日本 じ おする ダ 

ニ ジン、 ダ— ムス、 ステ ィゲ 

ンス 巧を ど 巧し < 過ち 五十 年 じ 

旦ち H 本の 對 外資 易じ關 ずる 顧 

問 ごして 巧 力した U 本の 恩人で 

ある。 特に ァ ー ゥィンを は U 本 

の 近 化 似 政を を 創が した 化 方を 

や ホ t 侯 等の ホを 速 ごを 隙 深く 

栋東貿 あお 連に 就ての 一大 權威 

であつ た。 ァ 氏は 今年 どつ て 八 

十一 歲の 商齡 で、 ベン デャ ミン 

フランクリン 巧のを なじ 蓄 6 父 

は n ペンへ J ゲンの 牧帥 であつ 

た。 幼 じして 乂國に 移住し 轉じ 

て 布 性 じ 渡ち て 日本の 名馨 領事 

となつ たが、 が 後日 本 じ 渡つ た 

人で 皇室 もア 氏^ 巧勞を 認めら 

れ動 二等 化 H を ホ 章を 賜つ た。 


ホがん 顧客の 

舞踏 場檢擧 

例の 高ち お 踏 爐給擧 な ホ 結へ 

て 聞か U かった 舞 跡 壌 S 小が 鼠 

: b まるみ H の 深を に溃 おされね 

お 巧は 巧 五牛. 义 下 目の 巧 十六 番 

である ブタ ー 舞踏 場で、 同じ 逆 

ちのけ 十 巧 蒂で口 白人を W ので 

じ辨營 されて ゐた 舞踏 機が 舊臘 

化 一！：！’ 看板を 下す ど 同時 じ 新 

らしく 開業した まげ 人相 手の 舞 

踏媒 でを るが、 余ち 咕騷 じため 

じあ 巧から 抗議が おじ ものら し 

く 蠻一官 の. 一隊が ち然踊 6 巧って 

ゐ ると 十 余 名の 顧を (英ぞ 紙の 

報 迫 じょる ど 比立賓 人、 黒人、 

日本人 ど ある) ミ 踊 子の 白类人 

甘 お 名を 一網れ 盡 的じ檢 束し 一二 

をの 譬察 自動 ザに み 乗せし めて 

を 五十一 了 目の 營察署 に 風紀を 

乱の 廉で 引致した が、 舞踏 擦の 

持まで ある！^ — マン •ゥ ィンタ 

る 者 も同时 にお 引され ね。 

サリバン 法で 

一 討 金 廿五弗 

前号 巧 報の かく 円 十 了目附 を 

の 义人あ 庭 じ就慟 中で あつた 巧 

人 ホが 繁 なる 者は 規 銃を 所持し 

1 てゐ たのを ま 人ょ らお 吿 されて 

逮捕され ホ ホ 歷じ收 お 中で あっ 

たが、 まる 八 U 灣擦 裁が 巧 じが 

てを 理の 姑朵右 ピスト < は 本人 

が 太平が 沿岸 滯化 中る 人よ ち貨 

ひ 受けた ものである ど 申し立て 

別に 危隙 in 打爲じ 及ぶな 志は な 

かった〜がぉなし結扇サリバ ン 


をで サ五 ホの 罰を じ處 せられた 
昨今 そ那 街の 殺人 沙汰で 東がん 
じ對 する 湾官の 神經は 頗る 過敏 
ごな つて ゐ るから 、化 際がん は 
触 暗 じ規銃 等を 携帶 して 誤解を 
蒙らない 棟用必 がが をで ある。 

今ぶ は 支那 人 

齒科驚 殺害 

新年 じ 人つ てから 旣じ二 名の’ 
だ 邪 人が 堂 執の 姑 あ 殺害され た 
が、 去る と 日' の 夕刻 ま 恥 訊に 通- 
中る 一白ん 探訪 記者が 偶々 料理 
巧で ま 恥 人 同志が r 又 一人 殺さ 
れ じょ」 喊 いたのを 耳 じして 早 
を 警官に 其を シ .吿げ 、偶が にも 
モ ブト 巧 サニ悉 を 警戒 中で あつ 
た 響ち は 直 じ 第二 階 目 じがき 齿 
科 醫陳の 扉を 啡い たが、 答へ が 
ない ので 這 入つ て 見る ご 無慘や 
陳は銳 利な 剣 W で 晒 喉を 裂かれ 
た 湿 横死して ゐ るのを 發 見した 
陳は コ 0 ン ビア 大學 出身の 窗巧 
醫 じして 廣 をの 舊 がの 息子で ゎ 
るが、 十二月の ホ陳と 巧ぶ 支が 
人の 殺害され たのは 之で 一二 人目 
でぁ b 、 殺害の 時間が まつた 賴 
じ 宵の口で あるので 錢县 察ぶ 部で 
をを ひねつて むる。 

排 n の 桑繼で 

我 艦隊 歡迎 

が武中 おがが の 帝國練 巧濫隊 
獲 間、 を 雲、 八 雲 sill 艦が 乘組 
員 総數一 一千 阻な 名、 ぶ 中 お 校 巧 
十五を、々 尉 お 補 ま 一二 巧 四十 S 
名を 搭 をして 今 巧せ 一二 日 到着の 
際け 單 じを 港の みで G く 乂國を 
体を 化を！ ての 大歡迎 が 巧 はれ 
る尝 でんる。 大体の 緻迎プ U グ 
ラムは まる 六月 巧 輕のフ ー ド 艦 
が 巧 筋した 當 時と 同じ，'、、 前 桑 

港 惭裳お 譲 所 會頭ア レキ サンダ 

; 巧 接待を 員 良 どして 歡待义 じ 

巧むべく、 お 軍中將 ヮィ レ！ 氏 

め 我が 艦隊 歡迎晚 .餐 會はサ M 日 

旗鹽ゥ H スト ゲ 'アジ ニアの 艦 

上 t 開催され、 かと H の ボま惟 

歓迎 晚餐 をには 將校 のみを 招 持 

して パレ ー ス ホテルの 「珠觸 の 

間」 で巧はれる^こなつむ。 而 

して 藥 港が 化の 一般 ィ胞が 盾 接 

歡迎じ 臨ん 得る のは 廿五 U も d 

藉日 であらぅ が、 廿八 H おおを 

會 堂のを 拂逆動 競技、 巧 動寫真 

等 も 參觀！ 得る 堂で 巿の 槪迎委 

員 會も出 ホる 限ら 多くの 劇 体を 

歡迎ブ C グラム 中に 參 加せ しむ 

るな じ 渚 動して ゐ ると。 


は大 じよい ぶで ある- 


が 育みち t るべ 

紐 育の 腊水瘍 

ホく ごいよ ぶが 轉便 でを 用の 
か ^ら《 割 r 化の 野外 運® じ 比 
較 して 劣らの 招の 巧 おが あるの 
は、 新鮮 なぞ 氣を吸 ひ 乍ら およ 
身 化を 動かす とい ふ のみでな 
瞬間 每じ お 開し ホる 赃 尊の 變 
化が 不言の みじ晚 みなく 必の疲 
れを 癒す るかた めだ ご 思 ふ。 化 
点から して 散 ホ や 遠足は 成る ベ 
異 つね 巧を 訪ねる が 有益 だと 
ずる 0 

V V 

競馬 じ 趣 かの ある 人は 知つ て 
ゐ ると 思 ふが、 マウント ゲア 1 
ン W ヨン R 1 * どめ 中閒 でが 
育 市 境 巧 線から をら 遠から 田 巧 

じ. エン パィ 下— シ テー 競 お 場が 

ある。 名高い 連鎖 乾物 おのま 入 

ジェ； ムス •バ トラ； の 所有で 

年 じ 位の 割で. 開場す る、 仲 
忡 盛んな もの だ どい ふ。 をれ じ 
連緻 してを じが 水壤が ある、 巧 
回二哩 弱、 紐ち ホの 巧を、 約 九 
年 前 一-媛' -1 しだ もので ホの 誇む 

ごする キみ ツキが ウ オタ，！！* 

ス テムの 部で ある。 これ だり 
では 別 じか 中 じある お 水 所ど異 
つた ミは 下。 ぃが、 其眺 導の 壌い 
ミが 底 市 W じ 見る 能は ず。 一 か 

ウェス キゴ スタ！ 郡は 平 化で ダ 
コボ n 妙な く、 二 巧 巧 位の 绞 
じ 昇れけ I 大部 四方が をへ るの だ 
が、 を' 点巧' 円 尺 余で をれ じ悅ほ 
水道ェ|^で二百たっけ加へ巧上 
から 見广 すの だから 隨み遠 C ぶ 
へる を； f 今 巧 南に 立つ て 指で せ 
ばゲ Tj ン n — * •ランドを 園 f 夕 
ゲァ ム デ！ がから フォ 1-^ ザ 
3 1 ザ、 尙 はを ホに' > ドソ V 抑 
を 越 I て バリ セ ー ドの 斷 姪がず 
にご *?樣 じ 見へ る。 ち 化の 頂上 
から 兄 渡せば あはへ V ヶ ート馈 

からで ラムを 園、 尙ほ 段々 化 

ニユ广 ロシェ 片 、ラ— チ モン.^ 
ポ！ ト チー エスタ ー 等の がを が 頼 

然と 属へ I を 島 サウンドの 水が 入 

氣の よい^ じは ぞ ラ'--^ ホる" 
± 地の 閱 くと 巧の 晴天には 

。ンネ 之 チ ヵット 州の 兩 部を' 胜 

へて 遙^に 長 島の 化 端が 現は 扣 

ると い タイム スス コウぶ 

から 一 脚 間 位で 達し 得る 處 とし 

ては 席'— 見る 景色 だ ど お ふ C 


々ナダの 大學で 

日本語 科を 新設 

最近 バンクー バ） では 同 港が 

まが ど密 おの 關孫 ある； 白人 識 

者 間 じ 唱道され てゐ たが、 バン 

ク ー バ！ サグ 紙は ビ ー シ I 大 

學內 じり 本 語 巧を 設けよ ど 論じ 

た。 同紙の 化 ホ 巧け 巧して 偶が 

e はなく 同大 學 顧問 間に 東が 語 

科の 必要を A 說 する 巧 あ b 顧閒 

會證 でもを が 論じられ たが、 東 

洋 '席 中 H 本は 東洋を 化を する も 

のどして U 本 語 巧を 設ける i が 

ま當 である ごキ 張され を ぼ 諮 解 

を 得 わ 由で あ < 貸 現す るで あら 

ぅ Vi いふ。 お 平が 沿岸では フシ 

ン トン 大學 、カリフ オル ニア 大 

學内 じら： n 本 語 巧 あら、 日本に 

隅す る 知識が 白人 巧じ媒 よるの 


歡 お猶豫 

本！！- 度 徴集 延期を 榜取圾 

、- 亞 十のを 度の 徵兵 適齡け 

型 £ 化よ 年 十二 巧 二 U 睾巧 

化 八 年 十二月 1 U の 間 お ホを 

一、； 大正 十四 年度 9 徴集 延期 モ 

絞を をす る 巧は 巧を 化キ 十一 

貝 二： 2 ょら 同化 八 年 卡ご巧 一 

化を の 間の 出 ホ 者 

一、 用が；：：；： 事務所に なな 

r が 謡 巧 U 1 巧 

馨削 郵便；：：： 十五 仙 

曾 旨 かは 外 じ ホ 赋巧 =? お 十 化 

一、 期 h - k 正 十の 二月 一 H を 

紐 肖 日本 人智 


御 下宿 i 蘇 

松林 巧ん 

1 运 Lex 烹 ton Avf ■ジ ー. Mad . Sq . 291 


割烹 並に 御旅 舘 

*13^ ^2 を 野 兄弟 

が 育ボ西 八十 八 T 目 一二 育 十一 二を 

あ 詔 —— スカイ ラ 1 とん ニニ 


舞踏 敎授 

▼社タ ダンス ▲ 

▼表情み 操 ▲ 
紳± 、淑女、 お 子 
化さん々 じ 吁嗜じ 
敎授敎 しか。 午前 
十 時 ょら 午を 十一 
怕を ( H 曜を 除く) 

シ ヤリブ •ダン ン 

ング帥 館を 校ネ裳 
上が タマ 


中が 理髮店 

中が 萬藏 
31 W . 雲 S 三 . Yby 
Bet . coiibus Ave . & Gen すたす rk W を 


日本 埋髮 舘淸 

新 ま 洗髮の 設備 ゐら理 速 T 寧を 

旨 ごし 精々 勉强 致します 

西 四十 11 IT 目な 番地 一二 白 六 お 室 

タップ フロア (第々 街ゴ 四十 ST 自 巧) 

宮川 事務所 

持續的 瘡圆の 同胞に 的確^る 職 

業を 阔旋 しまず。 

おち ミミで gi か Ag ミち 

i W . おを 篇 . N . y . G . 

Tel . 3 i 二 78 二 送 8 



一 

■ 


巧 巧、 淸洒 、待遇 懇切、 お 巧 低廉、 

を 着 触ち 么候郡 巧 波 t 燒じお 張 

ン アトが お 第み 街 一二 CH ハ 雷 
ェヌピ 1 ホテル 
電話 メ！ ン ご一 化虽二 


藤 ホ 旅館 あ 巧 

42 W MJ^yliard > ve : 
battle . Wash ‘ 


H 本 巧な 船 切巧觸 申込に 應じ 

萬 事 御 使を じ 御な 扱 ひ 半 上 保 

を 渚 *"：7 月 ホ- フ火 

►日本 卸 巧 巧 (别陆 あ. ウ^ 
-を潘 カリ ホグ三 T 街み 一二 


電話 カネ. 


八 M ハ 


1 ナン ゼ^ス 化み の 御 観が じ 
は 巧 事 鼓 善い 御 便を を 計 ^ よす 


グ少 ホテ少 

.じがけ る 同胞 經營 やを 

:等ホ テグで あ b よす 

:を 一巧 一二 化 半 
f ゲ アン ダィクと 六 志 丸 


ボストン 案內 

貸 自動車 業が 西 
諸を 跡、 大學 巧" 工場な 化 一 殺の 

紹か 及びを 辯 もします まき 岂 

Tel Back . 置ご呈 70 B 臺 ia ド 

ボストン 市 

富 ± 旅 舘お浦 お 松 

1 を Worcester Si . Boston ぎ SS. 

Tel . す ck - 置 6770 


紐 育 旅館 a 中が 巧が 

東 四十 了 目 11 旧 二を 

Tel . Caledonia 837 A 

電話 レキシントン 四ん 五 五 

爱 田. 旅舘 

ま 十五 T 目 1 r 白を 
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號六 ち 干壹第 


孤 ! で ぶな ttatt を 巧を 丽 ntp 巧 








ホ 




外 國爲替 、鄕里 送を、 ホ 送 お、 信用が が 他 
一 殺 銀 巧 業務 精々 御 おが じ 化 扱 ザ 申 お 

擁賊 S 菱銀巧 f ま 巧 

I 本 ま 巧 巧京苯 巧/ ■大 扱、 神戶 、を 都 
巧な 化 名古屋 •ル お、 上 お、 渝奴 


^ 定期 巧貨 五十 圓な 上が 息を 六み 

花 臺灣銀 巧 誓 出張所 

で 郷里 送を 及びを をを (無手 おお)、 外圖 
// 爲替賣 買、 荷 爲替お 組 おな、 信用が 资 
/巧等 一般き 打 ま務御 便利 じ おお ザ 化 お 
^ 巧 ほ 詳細は 御 遠慮なく 御 間を 被 下 巧 候 


:击向 1 厨尙な 服装 

新型、 地 柄が 澤山ぁ 6外 U 

正ムい 鳥 巧な 乂闕ス タィ 八を わ嚷の ホは 巧 

キ^ おへ おお L 下さぃ。 

弊^は 逝去 十 年間 當化化 化の H 本ん 緋± 方 
のか 引 立を 蒙る 信用 ある 巧で 御座います r 


クオ 力 




よン 


フロ リオ 洋服 店 


旁 本を 一 億圓 
满这巧 資本を ホ ■千 を 旧 
賴 立を 四千と 巧 拾を 曲 

51 一井 銀行が 育を 巧 

一本を 東を 巿 H ネ巧院 巧 巧 町 一 
支 お 小 巧 目本瞭 乂の內 (おき 巧 巧 
をを 屋巧都 大泥西 (大堅 
神 戶廣島 下 巧 巧 司を 化 
願 岡 長が 上 おが 致を 買 


お 占 一を！ が 息1= :年 六み J 1 ニケ 年な 內 
預金 一— 疆 辞？ ST 一 錢二馆 

(侣シ 尊 千 蛙な 下ノ 逆な 巧を ハ 無が 底) 

撥 獲ぶ 金銀 巧 》 ま 巧 

鄕里 送金は 都て 無手 數 なじて 當 
巧橫 .孩本 巧 経由を をち 化 巧 申ち 


な^ 男爲 化ぶ 吉左衛 巧 

本- お 大較化 濱お了 目 

被 肯支お 紐育ブ 0 ) ドゥ ユィな 四十 丸證 

驗 なな 銀な 

^ ( 東 巧、 横 お、 名を 崖、 巧 都、 が戶 
日 ネ^^ 尾ノ 道、 廣 島、 お、 柳 井、 下/隅 
が f 支店 I 巧 司、 小 倉、 巧 松、 隙を、 乂留ホ 等 
本 瞬 預金、 都 里 送を 等は 巧め 
-一 て 御が 利 迅速に 御な 扱 巧 申 お 1 

^ 本 證券 會社 

、 I 殺ち 傾 証券 ノ賣 買、 引ず、 裳 集 
ィを 離、 ホ ニ 之二關 ス^ 一切 ノ莱務 

-I 船 藤本 ミス ロ— で 銀 巧. 
紐 育 ぉ 張 所 



雑貨 阳碟器 

ドライ グ ー ゾ知賓 

太洋 貿易！ 會社 

を 店 ボ がを、 ボ x 卜 y 


陶游 器、 雜貨 、ラ 
ンプぷ ランプ 笠 


卸賣 


森 村ブタ デ— ス 


阻 

^ f 

乂 

正 

四 

午 

一 

巧 

r 
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耻 Y 知らぬ 邦人 脫船者 . 

私刑に 遭 U ん》 一ず 

ザが なフ y リダ 州に 此化來 事 

主人を 笠に して 自 人に 憎まろ' 


丄 


_ ず 和な フ P リダ 州に もを ろを 

ろが 扫あ .かか 荒び しもの か、 昨 

年は 同 如の 某 地で 某 邦人は 米 人 

; 婦人 ごの 瞄 がから 近所の 化 下 か 

-らク •クルック' グ •クランみ みむ 

るを を 装ゎ、 業々 しく 報じられ 

たこ ごも あつが 今 巧は 同じ フロ 
ブダ 州の 

中 IlH である レ 1キ • ゥ 
エ グ乂で 化を 知らぬ 邦人 家庭 勞 
おおが、 降誕 巧の 削がは 危 くも 

白人から リンナされ やぅ どし じ 

率が か ある。 レ ー キ •ゥ エ瓜ス 

は 同 W でも 故 爲地じ わるた めげ 

今が 育 及び ボストン 等ょ ら賴々 

避を じ 巧る 巧 ホ < ヒュ パー ごい 

ふ 猶太 系 も 人 もを の寓 豪の！ 人 

であるが 其 家 じは トム •化 島、 假 

名) i いふ H 本人； a , 就 風して 居 


一る。 义岛は 今 ょら 二十 年 前の 脫 

I 船を でが 巧 じ 化つ たこ どが あ-り 

ぶ 靑年會 等 じも輔 々迷惑を かけ 

た 巧で あるが、 何 おのを 庭 じ 働 

いても 同僚 苛めで 兎巧詐 おが 惡 

く 問を に 働 < やぅに なつてから 

も 

料理 姥 撰の 女 巧 巧 人に 

手を 出して が 轉 砲を なは された 

のを 遺恨と した もの か ホ 人の 氣 

じ 入つ て 居る のを 幸 ひどして 碑 

々巧 針を 廻らし 遂にを ひ おした 

で 女は 泣</-- 『自み も 久し 

い 問 桃々 な 所 fH 本人 ど 働いた 

が义 島の やうな H 本人は おもて 


だ』 ど 出入の 牛乳屋は 元ょ ら附 
巧 じ 就が する H 本人に t ) お痴た 
ら たらで 械 をへ 立 去つ む ご か。 
靑物屋 タビ^から 一割の コム… 
ッシ ヨンを 化つ て呜啼 した とか 
狹い - H 地に® 白からの 轉の 神を 
まひて 居 右上に、 自働 ホ じ 如： i ： 
はしい みを 乘ゼて ホが ど 町を 走 
姻 り、 止 地の 靑年じ も フン ッシ 
ユ なけ 動が あつた どか じて、 女 
コブ クの追 出し か 件から をろ を 
ろ 火の手が 擧 6， ± 地の 

靑年 連は お 名で 本人 じ 

掛しク •ク 少ッ クス •クラン 流に 

二十 四時 間 3内 じ 退去を 命じ わ 

けれで も、 本人が 一向 华氣で 居 

じの が 巧 因 どなら、 遂に 降誕な 

の 前が 一同の 瑶面靑 年は 彼を 誘 

出して 頸部を 繩 でく、 り、 今一 

瞬で な 刑 じ 遇 はん どした 孙那、 

只なら <5 物音と 义 島の 叫び 聲じ 

ホ 人が 戶 かへ 飛 出し 短銃を 亂が 

したので 暴れ 幽も渐 く 化 ザを 思 

化つ ねが、 頭部ょ t , 頸部に 傷を 

潔つ た义 島は ま 人の 機 轉でお 刑 

はを がれた もの i 主 地の 靑年連 

はなを 立ち退かない 限ら 必らず 

化 刑 じする と 豪語して 居る ので' 

同地に 就 働して 居 四 五 人の 巧 人 

勞働 者は 目下 化 島 じ 立 退きを 勸 

吿中 である ごい ふ 報 導が あつた 

身から あた 麵 どは 云 ひ 乍ら 黑ん 

並みの リンチ 沙汰は 近頃 苗々 し 

い 事が である。 


愼 里審滋 S 名 じかくれ てが の 巧 
をを 延引 さすで ホら うが、 巧し 
巧し 化府が 嫌な 解 敬の 巧 ふを 固 
めた ごすれ だかの 時には 紙懇祟 
じ 頗い政 お 的な が も 加 化されて 
をみ 強硬な 態 巧 じを 變 マる こご 
も あるで あらう。 故に 貴族院な 
ぞに掛 する かがの 態 巧は- 

議會 解散 閒趣 じ對 ずる 
政府^ 態度を が侧 ずる】 のバ。 
メータ I 空 してを る こども 巧 巧 
るので ある。 巧が か 整 巧 案を 睡 
軍繫规 案は 随か批 がの 餘地 がを 
く おて 糊々 の修化 案が 貴 衆巧院 
に 提出され るで をら うが 大体 二 

S の 修正 附で 政府案が ぶ 立す 
もの ど 見て 大過は ない： か 政府 黨 

巧 巧 潔の 政ず 上 最も お ホを 喚を 

する 問題は 義務 お 巧 豐轉庫 補助 
問題では なから うか ど觀侧 され 
る 政府は 財政 毁縮 方針の 結果 叢 
あを 育 雙喊庫 補助 お 額 不可能 ミ 
一决 しむみ 第で あるが 化 野黨は 

なめ 道且 ハを 與 へられて 

大いに 元氣 づき 化 處ダど ばから 
じ大キ ヤン ペンを 開始した やう 
であるから 必ずや 增 額建潑 藻を 
講會じ 提出して 目覺 ましい 論 ま 
を 開始 i るで あらう。 これは を 

接地 方 町村の 利害に 大願 係が あ 

るので が巧黨 じごつ ては 好個の 

題目で ある。 兎 じ 巧 前述の 如き 

諸問題 じ對 しを 派の 領袖が 如何 
なる 態度を 採るべき かご 目下し 
きらに 腦 紫を 絞つ て 時る 最中で 

あ も。 〔がが 育 某 消息通 談〕 


敎 育は アジアに 於け て 彼等が 得 
られる やうな 化 巧を 典へ 得 U い 
失與 、フ ー ッ スタンド 巧 まは 普 
逆の 勞 働、 これ 普が 辛うじて 彼 
れ 等の 化 事 どして 殘 される のみ 
だ』 云々 

無線電話 器の 

輸出と 日本 

遞信省 お 定をお 

H 本 じら お々 無線電話の 放送 
厨が 岀 巧る やうに なをので 機を 
見を じ敏な 商人 等は ラデォ 巧の 
盛 况を豫 想して 外國 から 無带骚 
具を L こた ま 買 ひ 込んだ もので 
ある、 ホ 日本の ぶ 人に これを 郵 
送す るを も ぞい 所が 

遞信 省で お表した おを 

では 波長は 短距離 二： 白 十五 メ J 
卜八巧 ま 二な I 二十 五メ ー ト片長 
距離 S 百 六十' メート が 乃 ま 一二 百 


は徐 々じ 進が しつ、 わるみ 窠で 
すが 第 t 瞬 ホ® では 山 口委掉 が 
一 か あ 日 召集す る こと、 なつて が 
をます 化 蓮 動は を 方® ごも 漸 ， J 
ぶ ひ 巧 實繪を おげ る 操 じした.. 
イ考 へます』 云々 即も當 H の. 一 
ローグ ラムは 左の 如し 

五み ぉ說 齋藤總 領事 わ 
人、 地 ま 曾 長’ ホ 林 化を 

委員長 
自己 紹か 

わ 伽が、 小 おの 涵引 
を 自演藝 
お 汁粉の 接待 


じ巧會 する 尝で ホる ど- 


の 生屆に 付注 意. 

當 Ip 總 領事 潇 ょら 昨 H が 留が 
入の^ 生 おじ 醜し 左の かきな 唐 

が ぁて 

出^ お出の 時に 出を 兒 のを L ' 
ホ假 心を 附け义 は 「クリス チ* 
」 4 書かれる そ 
あらます 例 へげ 「ヘン リー巧 文 j 


八十 メ ー ト 八に なつて 居る が ラ 

デォ 商人が 外國 から 買 ひ 化つ た 「ジョ^ジぶ 成」 のかく せられょ 
ものは 大槪 六な メ！ トパ巧 上 じすが 日^の 戸籍 化 じは 其 儘記截 
なつて 居る から 大騷 ぎと なつ わせられ.^ 一 1 から 巧生屆 出の 時 
六百メ ー ト^の 波長で も遞信 省は フ 91^ 名は 附記され ないやを 
規 をめ 波長 じ 短縮す る こどは おじ 醫 み^ず 
來 るが 遞信 省の ホでは . 從 巧の すで 出 まの 年月 H 又は 
長短 自 - jil じなる 機械を 其の 名の!^ 載 じ 誤の あつた 壌 か 

は 出生 莊 明を 添へ て 訂正 願を 皆 


解 

散 

風 


U 何處 から 吹く か 

普通 選擧 では 壁み はない 

.が 導火線は 上院を 革關題 

來〇 第五 十議會 下馬評 


ラ . 


! 目 ド帝國 燕を は化會 中で 一月 

一: 十 H まで 巧を した いけれ ども 

一 實は政 礫の 轉變 はよ どして 化會 

j 中 じ 巧は いるので 或总ホ じがて 

は化處 ニー ニ 遇 おが 最も 重要な 政 

，治 期 節で ある。 今期 議台じ 於け 

i るか 諸 院の陣 立は 憲 ほ、 政ぶ 度 

_ びを 新 S 派 聯を軍 じ 政ぶ 本 黛が 

對抗 ずるので あるから 數の とか 

I 云：- ば總 てホ定 的で あるけれ で 

寄 合世帶 めが を ひも 繁 

一く 巧は n る だら. っし 補々 本質的 

にも 蚊を 的 じも繫 おな 阿 題が 夕 

いからみ が ど しら かして 樂歡す 

る こごは 出 ホない-, •、もらぅ 。ホ 

つ 閒趙の 乂 き i ；* かから 驳へ 七げ 

て をれ ぱ普迪 ま ■巧が 政 隙と， 邱 '案 

を 巧 おな 革 ま、 陸 お 惜巧 案、 義 

巧が 育 費闡庫 補助 閒趨 、をれ か 

ら 外を 問趙 等が ある。 巧 逃 案は 

巧化特 おの 報 中る か < 旣じ閱 溝 

を紹 て、 おを なの 鞭 溝に 遇 曲 さ 

れて 居る からが けれぶ ぶ會 劈が 

じ 提出 さ'' 湿 5^1巧か巧じは 

提 おの 段 化 b どなるべき が-一れ 

は問趙 が® 大 なる じな し 農を 論 

进 されて 化に 與論 もは 確を 的 


じな つて ゐ るから 通 逆の 不通 過 

の ご 云ふ激 戰は豫 期されない。 

が 修正案を あ 

したゎ 貴族 おでみ々 ず嚴 しい 質 

巧 や 批評が 試みられる 泣の こど 

で 先づ目 出 巧 通過ず るで あらう 

が借而 通過した あで 若し 加 藤 首 

相の 聲 明した 如く 溢會を 解散せ 

やご-^-^れば實の持も腐れピなる 

譯で 甚だず 持 無沙汰の 觀を呈 ず 

るが 年少 化 諸 ± の^かで 惑會觸 

散を ホ 張して 蚁府 にお 薄す る や 

うな 圃十も 必中 出 W ずる だら う 

とお はれる， を 族に な 革 問題 も 

を 派が 政 器の 患 ホを 乗視 した、 

め 幾 支の 波觸を 生じが 友 爵の如 

き 御家騷 勘まで が 出ず るに 至つ 

て お S が 加 藤 首相 や 

お 機巧 相 の 装 切 nu い 

態 巧では 到底 今 縮會で 解かす る 

こどは 出 ホまい。 元 巧 政府が 溝 

會を無 中 じ 巧 おける じ：： を 族 挽 

©御 氣 嫌を 煩 じない ことが 最大 

必要 條件 であ-る ら 例み 乘 6 か 

: つた 化 だ どは をへ 無暗 じせき 

ぶて-- 悠 おじる 殿御 前の 巧媳玉 

をが 製 さす やうた ドを はやら 中 


ぶ 人を 邦人の 

就職は 闽難 

前途は 頗る 不安 

<； タン フォ I ド 大學總 長 レ 

— マン •ゥネ 成バ .一搜 十を 委 

員 長 ごする 太 かが 人が 閥 係 調を 

ま 員會は 加州 じ 於け る 日本人 農 

業： かが 農 ホ >し 巧け 於け る 偉大な 

る 勢力 ごな つて ゐる 事實の 調査 

を 遂げ これを 加 用 お 育 諫じ提 を 

した 〇 をれ じょる ど；：：： 本人 口は 

を 人口に 對し 僅かに 一二み じし か 

當ら ない が 加州 農 產品中 もつ ど 

ら重 をなる もの 五 巧に ついては 

總 産額の 六 割 五を を 

生產し をの 化の 重を 

農產 な义祂 じがても 總額五 割と 

步二旌 をを をし つ i ぁる、 即も 

A ベリー 類 化 割 ー ホ A ァこ才 

ン八割 ニ ホ ニ 厘 ▲ァス パ ラゲ 

スムハ 割 五 ホ 四厘么 野菜 類 五 割 

八 ホ 八 嘘 A セ n リ ー 五 剧 S ホ 

iir 姑 ▲が 糖 火 化】 ホ置腥 ▲キ 

ャ .ンタ ロ， ー プ迎 割、 卜* 卜_ 

S 割 化 ホ ▲蛹 苗橄 S 割 六 ホ 五 

厘 ▲ホ ニ割 一ニ ホ S 煙 ▲ポテト 

一割ぶ ホ 五* 姐- 

义 同報吿 '心 左の 如 < 加が お 生 日 

本人が 農 装 W 外の ホ廚 じがけ る 

就瞄 すこぶる 闲雜 なる を說 いて 

砖る 『义闕 出生 a 本人の ホ 職の 

前を じは 非 お ^<陪 おが 巧 見され 

る 例み へば 

優秀の 巧捣を もつ て 

大學」 がける 化を、 機爛 をの 他 

の 巧を 卒を してら 彼等の 得られ 

る 職は 陆 めて 下級な もので ヌ躍 

進の 機 をら すこぶる々 い 彼等は- 

彼等 出を 巧ボ 場に 於け る 賣践ら 

のな であ b 彼等の 米國じ 於け る I 


巧 信 加入者の 丰 許じ潭 くこ どは 

础 々の 点じす 都を が ホず る こご 

請を ど いふので 規定 外の 機械は 

巧 化 用を 許さない こど じ决を 
して 盾る 現地 無電 ffl 器具 販賣巧 
は 東京の 百と 十四 軒を 始め 大阪 
を古屋 、神戶 、京都、 靑 森、 新 
瀉 などの ものを 加へ る ご 二 巧 二 
十 餘軒じ 及 ひ 之 等 か外國 から 買 
ひ 入む て 居る 無電 器 及び 部み 品 
は 約と 十 萬圓じ 達して 居る。 遞 
信 省の 

電信局では 規則は 昨年 ~ 山賴 店ぶ 目义 時報 社。 
十二月 じ發 表して 居る ので これ 
じ 注意したら 斯んな 失敗 もなか 
つた かも 知れない、 こ S 間 日本 
のを 祖で 製作した ものを 試驗し 
て 兒卜が 寧ろ W 國 の 製品よ ら餘 
お 成績よ < 之には 當お 許可す る 


総領事館，、 提出 さるれば 當錯ょ 

-之 j ダ鄕ぉ 戸籍を へ轉 送し ょ寸 

义協會 親睦 會 

ホ I 十 II 1 H 巧隨 H 午後 正」， ハ赔 
半ょ 止 ' y ゲヮ サィド ドラィ ゲ v > 
西-円 二十 四 了 目 巧ィ .タ ー ナ》 
ヨナみ I 、 ウス じがて 南 ホ 協 待 
親睦 が 幡す もなる が、 會费 一: 
弗、- i — 氏ん ホ會 をを 告 
す ど、 がて 中 込 巧は 片桐 椅會 、 i 一 
修道 會 ’ I 乂 よん、 美 0 敎會 、桑 


菅お對 鈴 木み 戳 

本紙 化 報を 沼を 雄 氏 お 餘木龜 
ま 巧械球 决微は 愈々 ホる 十ぶ、 
十六、 卜 .：,：：：： じ： 托らブ P — 卡ゥ 
五 1 四十 ホ 了 目 ストランド じが 
て擧巧 せらるべく わ 司は S クブ 
シ ヨ ン摇球選ずどして巧4^ジ 
ョ •ー チ、 モ •ーア 巧 である ど I 


參紐巧 H 本婦 A 會例 會紐节 H 
本 婦人を 例會は 巧る 十九 日を 後 
二 時ょ b H 本巧樂 部に 於て 盟濯 
すべく 當 U は會員 家族は か屬轰 
んをも 誘を せお 席を ホ 留と 一一； ふ 
♦が 育敎會 新年 宴會紐 育： 一本 
人敎會 じて は 例年の 如く 今夕 
年 宴 會を閒 催す る 由。 

♦が 育 H 本人 會 理事 會が育 
本人 會 第む 巧 左 期 理事 會は 巧る 
十 午後 六 時半 都 じて 開ぶ 社 
會 を務両 委員 會の 報吿を 聽帮し 
田 島副禽 長の 太平が 沿岸 視お談 
み ホ 理事の お 劇最お 事情、 巧 j 商 
を官の 貿易に 關 ずる 談話 等ん ぁ 
る當〇 ' 
♦斟道 あ 貨歸朝 爪 生卓爾 I 
鐵道雀 經巧局 倉庫 課長、 が 
旬歐浏 ょを 歸 朝の 途 着が^ 道 
省な 触、 福ホ國 お、 せ 氷 一心？、 
上木經 基、 み 田 盛 S 巧 等 ど 兵 じ 
ホる 十五 H 桑 港 出帆の 太が 化 巧 
じて 歸 朝す るみ。 

•が 浦 卯 S 氏 廣島高 師敎授 じ 
して 日本化 表え リム ピック 撰 手 
随行員、 其 後歐洲 視察を おへ 目 
下 ホが 中。 


哥 

去 下 


懼說お 


國± 京が： Ig 展鹽 

ぜ留邦 < 蕾ぶ 中の 妍人闽 ま 廉 
雄 氏は 目!- マ ザ ソン 街 六な 番ダ 
で グ壽 心の し 於て 自家 作 お 十ん 
お S 展覽 合を お L つ！ あら 池證 


じは 『幸福 

I ゲア』 の 盛 


で 島』 『ライフ 

作が あら， ブロ 


セ 


.ク 


♦ H 本ん 美 0 敎會 
『隨 ホを』 

♦基瞥 を 修道 會 
『題 ホ定』 

♦糾育 H 本人 敎會 

『 H 每 じ』 


化 島牧輔 


川 侯か師 


淸水 牧師 


音 樂敎授 ぃ：： t 

獨哨歌 巧 業を ヶ月 《厮 (一遇 一间) 

西 六十 五 了 目 東京 蘭 貪 階上 
菊 池 溢太郎 


ことになるで あらぅ、 この 規則 

を 知らない 人が 巧. 人から 役 じな 

たのら のを 賣ち つけられて 夏る キング じけ 『版い る 美 入』 『惡 夢』 

詰 も 聞く が實 じを しからぬ 話 ご 『游泳 者』 音き 蜜け のま 胡 

云つ て おる、 巧 ま 京の ぁる 大が 瓜』 等の 傑-がが ぁるが 二十 raHj 
貨 店では 規則 3^ の 役に立たの 電 
器を 賣 つて 居る が遞信 あは 譬吿 
を發 する こごになる らしい 。を 
國の 無電 器 商人は 旨 己の が 落 巧 
題 どして 結束して 當 巧に 釀 情す 

るら しいが 巧うな るか がらの- 


ノ ー ト^— 品化赖 

入 及び 販®: 業ぎ 擴 巧の 爲め 至急 
相當 出資 出 巧る 人を 求 わ。 

P 产 Box 苗 4 資掌ミ d _ OOP 


社會 委員 會ま惟 

第二 區 懇談- 

十！ H 午後 二 時ょ 飞 

紐 育 h 本人 會化會 委員 ホ疆棠 

二 協：：； ：7 シン トン；^ ィ ツモ}, 御 U 

懇談 會は明 十 一 U 午後 二 時 ょら 

ハ 時まで ィンタ アナ シヨ ナク、 

-ゥブ じがて 開腥 せらる ベム 巧 

お 邦人 家族 五十な 陈、 f 女 魁 十 

名 も お 席し、 蘇 藤が 領事 夫人 巧 

他 ホ賓お 志の 五み 演說も あち 一 

お伽嚇 、童 謠等も わる もじて 步 j 

數 同胞の 參 加を 歓迎す る V 」 云' 

をに 就き 角 旧誉記 長は 語る 『i 

ミュュ ブイ、 七 ンタア を削設 

してが お 同胞の 親睦 協 かを」 居 

ンテ シフ ブイせ むごす る計窠 


一霉がス な霖帷 曾なる 下 
ん 韓 をの 為め 至急 难殿 
巧し、 複 所は 六十 九 了円委 I は 
左記へ 

Tel 量 one En 呈〇云 527 

I 寥 場所、 寡 お 

を 服；' いする じ Sis の 
機會 、英文 じで 左へ 返事を。 
P.0 BS. 2 吉 
lal<e Placil, 产 Y. 


か ii 欄 

llp 



.資本を 五 億 弗 

昨年 化 違約 ニモ 患张 

本社は 過去 十四 年間 巧 券 業務を 掌 b 本社 •の 信用 

は 己 じを 纯 われば を必 して 投資 せられょ 巧 脅ち 

は 潤澤の 利益を 得つ^ ぁら 本 化は 安を 第一を 旨 

どし 利子は 毎 巧確實 に支拂 ふ。 

じ ド I チィ 投資 銀 巧 

な 育 ウオ— ル お 六〇番 

御 通知 わらみ 第 ザ 速 係員 遂上 します。 

まが 部 ホ 巧 王維廉 

重 ミヨ さち 


公 地な き 綺麗む 部 法 
H 本 純卡じ 巧ん 巧し 
ホ 人 あ 庭、 御が 學じ 化ら r は 朝 
餐を調 ふ。 

玄 2 W .11 呈ぎ吉 t . 8 C . 


貸家 


ィク ラス 四、 五、 
六 室 アバ ー トメ ント 
エンべー ター附 、を 貸が 巧 0 
重 berly 言ュョ 單 559 W . 1 B 4 th S 1. 

ご Sr で st of Broadway . 


一遇 五 巧 及 八 巧、 一 
良人 又は 二人に 適て 

巿廳へ 十々 タィム ススク エャ— 
へ廿五 かお 話々 ン バラン ド 室 ニニ 

呈宝 ghstjs 量 n 黑崎梅 子 


綺麗；^ る 表 向の 寢室 

售 お パ 1 ラ丄 一間、 電 

撥 電話、 スチ ー ムヒ！ 卜 、臺所 

使用 自由 室 化化廉 〔齋 お】 

ミ タ 111 さ St - 吾-で. ジ 1,3 呈 U ョ呈言 79 



H 本 

ドライ 


陶 
グ - 


器 

，ブ 


雜餐 

が販賣 



I 喊巧木 桃 ザ 組 

MOOI . MOMO 20 J ： 00- 一 Jnc . 

一巧 南-一を h St . N . Y - T ' e 】. wtuyv ま ant 85 苦- 8-7 


ホノ か、 ■樓 琴夕户 •長 崎 •上 為 香港 •馬を をが 

コレァ あ (一一 气含 〇囉) S 巧 ー ニ 自 
(窺 麻 ぉ 帆 二 g ホ お 9 レ 

春 洋み三 二、含0 曠) 一二 巧 十 屯り 
西 比 剌亞化 S 气 夏 〇颂〕 S 巧 婿 一日 

(羅廊 出帆 一二 月 二十よ 0 ) 

お 泮乂三 二、 賽 〇獨) 四月 十四日 
灭洋見 oiirooo 曠) 四月 か 八 目 


化が 

復航. 


墨西哥 、秘 度、 智巧諸 港 巧 
'ホ ノグ 、橫濱 神 戸 巧 司を 港 巧 
_ 往な 共を 六迎 一面 > 
◊を 潘巧缀 車 切 巧寝臺 を 購入 御裤旋 仕— お 



シ卞卜 八 出帆 午前 十一 時 

▼プン ジ デント マツ キン ンー 

一巧 二十と 日 

▼プレジデント ジ で ファ ソン 

二 巧 八 H 

▼フ レジ デント クラン、 

二ち 二十 U 

▼フ レシ デント マディ ソン 

' 四 巧 四 H 
▼太平洋 航路の 愚 快速 お 船 ▲ 
マ 船室 廣 < 理想が じ ま随す A 
▼ベッド 使用 コット じ 非ず ▲ 
御 あ 望に 泌わ 日本を を 調 ふ 

獻化理 巧 桑 山 商 巧 ミ £5 


曰 

■之 

TT 

部 

船 

會 

社 


か < 


紐 

育 

支 

店 


シ 


で、 

^ S 


レ 叫 

ノ i 
£ 


! 昔 

ご~ 


シアトル 出帆 (出帆 午前 十 時) 

加貸义 一巧 ホと 自 
伊豫 乂 二巧廿 五日 
靜岡化 二 一巧 十八 日 
横濱乂 四月 十日 
H 本 巧 船を 運賃 新 率 
一等 換お一 化 五 巧 神 戶二〇 五 巧 
S 等が 食 五十と 巧 かを 五十 五 鬼 

献洲 U 本 間 客船 (每月 二间. 
倫を よ b 1 等な 五磅 、二等と 十 
磅 、お 耳 塞よ b 1 等 九十と 磅 
二等 六十 六 巧。 

化育 出 机 巴を あ經由 日本 巧货物 お一 月 二 巧 


船 星 
を 巧 
はを 
巧 御 
本 呼 
を 出 
小し 
荷 下 
物 さ 
ぶ'’‘ 


e 

•m 

K . 

c /5 

a 


社 

會 

船 

商 

殿 

大 


B 

•£ む S 
M W W 
卽 おむ 

I ffb 

巧 •阳 

5 - i 如 

6 M む 
のむ. 
■i 化阳 


シ アト 
はわい 化 
あら ば ま 化 
▼横 溶 一等 二 


パん が 

二ち 四 U 
二月 十四日 
I 〇 お 一二 等 五 五 あ 


一二 等を 室大 なを 家族 室夕數 
■ ロスアンゼルス 化 帆 
しあ ごる 乂 二 巧 十四日 

▼横 潰 一等 一 H ハ 巧 半 一二 等 一 亢张半 
▼沙 港羅 が 巧な 車 切な 換 毫を謠 入御 轿 
旋 化 も お。 

▼がち 線 パナマ 巧 由 日本 支が わ 貴 物が 月 一四 


nu yl N 8 
よの 叫」 の 

g 娜瞧 1| 
邮が肿 な I 
E 画 郎！ 

T 2 ^ 


の 外海 陸 蓮 送 業 

靖谐 書藉 、蓄音機、 家具 >自 働 車 外 一 巧 
引越 並に ホ 巧 あ 具 荷物 運搬 一切 

I おを！！ 大小 物品、 小荷物、 家具 其 化、 短 巧 
ち 又は 長期 

をげ 部 ホな ル ホ か 八 
R 本 摄化理 巧 川 長 運送 會社 


矮援 基督 敎 修道 會 婦人 部 
廠渊 のをが じて 好評を 博せ る 

柿％ 臟舞蛹 詩 公演 

貧 目 一巧— 日 午後 八 時 平 

I ィンタ： ナショナル ^ 々ス 

S 弯所 國際學 生含舘 ， 

リバ ナィ ドな 二十 四 下目 

入 蔑 料 一巧 リザー ブ ドニ 弗 



• Hh JAPANESE TIMES 
35 Sixth Ave ., New York 口 ty ! 
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な Ibp な ; pa なで 成 ill が 巧 


WEBNESOAY, JANUARY M ， け 25 


大お错 日 二 巧 京 U H 
上 爆が 藍 

Osaka Mainichi, 
407 TVihune Building 
Tel. Beekman 4259 


Japanese-AmericaR News Service 

日米 電報 通信社 

な圃の 政を 界、 實 業界 及が 巧の 
事項を 边を 且つ 確實じ 報道す 
な H 入ち ーヶ月 巧を 五十 巧 

Tokyo Advertising Apn け 

M 本 新聞 雜紘 姨吿 一が 化 扱 
35 iSheth Avenue, New 丫〇ふ Cit:y 
Telephone Spring 8277 


淺 帮物產 株式 食 社 
Asa 打 〇 Bussan Company 

Room 801-805 
165 Broadway 
Tc し Co け Wdt 8047-8052 


曰 本 綿 化 株を 會社 がを 支店 

Japan Cotton Trading. Co., 

Cotton TV が、 

が Beav が St " 

S 藻 靖事會 社 

Mitsubishi 紳〇が 技 お 純 a 

鐵道省 事務所 

J が anese (Sovernmeni R が way 

1 Madi 如 n /Ive , C か 

原を 名 倉 お 
括 育を 巧 

江荫 巧を 曾 社 紐脊 支店 
Gosho Corporation, 

Silk Importers, 

334 Fourth Ave . 

Tel . Ma ん Sq , 48 が 

た osho Co., Inc^ 

Gott ひ n 技ス porters 

60 B が v«r か ., 

Teh 己 owtino Grean 8806-06 

乂お钥 H 轿 聞せ 
頑 田ポ平 

T ♦し 扫 ow り no Oreen 2990 

Silk Dept. 

25 Madison Ave ., 

T •し MW. & q . $606 

(Mitsubishi Co" Ltd.) 

(20 Broadway 

Tel Rector 2660-2564 ' 

助 踞宮孽 ■お 所 
お pane な が nancia! itiache 

120 Broadway Giiy 

Kara & Co., 

443 Fourth Ave.. 

Tel, Caledonia 7830-35 

OSAKA 化が 1 ! 

ftoom 308 World Gilding 

Tel. むか man がが 


JV»,: 


妻 巧逮築 率挣所 

Iwahikfi^ リ、。 , ，なな《む * ミを - グ * 
< が が おた ] 01 Pack ぶ V も 


巧 託 Van か rbi 化 


acif Av 
3486 


が驗 をが 骄 

巧. Segawa, Insurance Broker, 
303 のむ h Av も， 

TeL Franklin 4900, ext. 193 


內旧 商事 株式 會社 純 育 支店 
Uchida Trading Co., Ltd. 
291 Broadway, 

TeL Wo け h 1576 


海 审監替 事務所 
お pane が N が a! Inspector's Office 
1 Madison Ave. 

むし わ Wand 2 的 0 


Paul に M* Thomas 

Advertising Counsel 

1628 Sun Building 巧 Q fia な au St 
お I. お ekman が 78 


株 ま會社 赤 尾商會 
AKAWO 灰 CO .， 

10 E. 2 お h な . 

Te し Mad. Sq. 8855-9150 


乂孩 商事 巧 ま 會耐： 

• 兰共 株式 會赴 巧 東寶易 株式 會社 

化理店 

ミ 井 物產株 ま會社 

大倉 組が 育ま 巧 

巧读組 

Xuiiara む ading む . 

鳥が 巧會 

お 育 支店 

Okura & Co" 

お 育 出張所 

i 扣 Church St. - 

Takaniine Corporation 

お ui & Co., 


Nosaw 泣 & Co., 

1 T*| RArtland 4 が 0 、 

120 Broadway, New York City 

が Broadway 


165 Broadway, 


Telei>hone R がれ r 78 お 

Tei. Bowling Green 7 が 0 

TeL Cort!an 化 229 ん 93-94 

Tel. CorUandt 6621 


巧 滿洲顯 道 煤 まを 社 
紹育 事務 巧 
South Manchuria R. R. Co., 
Ill Roadway 
TeL Re 加 r 15 が 


高 困が 食 

巧式會 放； 岩 井 巧 巧 

神戶 銘木 巧な ’ 

紐 育を 巧 

な 育ま 庙 

な 育 支店 

Takata & Co., 

& Co., 

Suzuki & Co.， Lt ん （ Kobe) 

150 Broadway, flew む rkCiiy 

Wool worth Building, 

220 Broadway, 

Tel. Hector 1621 

Tel. Whitehall 60 が 

Tei. Cortland It がぶ 0-5 レ 52-53 


巧 式會社 

山中 瞒會 統 育ち 店 
Yamanaka & Co" 

680 のれ h Ave， 
Tel. Circle 4014 


H ぶ 生糸 株式 會社 

紐脊 支店 
Morimura む ai & Co., Agents 
44 E. 23rd St.. 

Tel. Ashland 


じ陋る 巧を が. 祕 々化 じて & た剛 

巧 も あるので 豫 てょ 6 辭な - it が 

しゐ たる^ 敏化 氏と をが 外交 换 

巧 t じ 

反對的 なな じある ウキ 
リアム •ホラ ー 巧 わ 小 院外を 委 
員 技 ど U る じぶんで 遂に この 辭 
陳 をみ むする じ まつた ので ある 



が： お 新！ 带 

ヒユ 1 ズ巧 

人 化 政 ホの 表現 

义喊 々なに 官 キア！ ルス •エ 

ゲ r ン •ヒユ ーズ 巧が、 今 叫 突 

か ミして が峨 した ここは、 阅際 

的 じ も 内 図 的 にも、 政治を どし 

て、 巧 普 糸 どして、 巧き をな す 

だ n に-がの 及ぼす ごこ スの波 

紋は 秘めて 践義 でぁる。 

ヒ ユ—ズ 氏が 淸廉 なる 政治家 
でもる こどは、 化 人の おじ 熟知 

ずる 所で ある。 パー テン ク大統 

領ょ b 留まれて 阅格 長を の 椅子 

じ 着かん ごする や、 當 時の マ ー 

ク •尸 ンナと も帮ず べき。 ヘン シ 

ゥア ニア 如の 上院 講員 ペン ロ 

1 ズ 氏は 今を 米网の 外を は國格 

省 じ 化ら て-ぇ おされ 4、 これを 

ち 配す る ものは 米圃の 上院で ゎ 

る ご累络 し、 氏の 就 巧に 對 して 

有力 U るな 對を 試みた るに も拘 

ら ず、 パ 巧は 氏に 自 山手 脑を 班' 

へて この 椅 f じ 就かし めた。 就 

巧當 れ^ 巧 はなもじ 阀務 省の 猿 

巧 じ 着 ホ するど 共 じ えづ コスタ 

リタ ど パナマの ず 諮を 調 許し、 

日本 议聯 を國じ おし ャップ島、 

=? 他 聯を閣 の 獨領を 理じ勒 する 

米 喊の權 がを ホ 巧し、 メキシコ 

お府 にぶ 泣の お活 を提講 し、 對 

ま 四踢惟 疑を 協 巧し、 おらに プ 

シン トン 軍が 縮々 を 講をピ 集し 

て 幾夕の 國縣閒 題を 解决し 、勒 

お 越 巧 公び 巧 お 输入條 約を 締お 

し、 經濟專 巧 家に 化ら 獨 逸の 賊 

がを ま 柳 能ん み 調 谊をホ 巧して 

现じ瞄 むしつ i をる ドー ズ 案の 

ぶ 礎を 提昭 し、 强獨 ホか條 約を 

締 おする 等、 をの 化 ほ 期間 中 じ 

おげ たみを 的巧統 は、 が 勢の が 

^ らしめ た 所 ごは を ひ 乍ら をの 明 

_肋；？る妨腦の働きご絕偷^=^る稱 

- む、 而 して ステ I ツ マン どして 

i のる 面 口を 獲が した i じ 街して 

ゎれ 等は お 腔の 敬总 をな する じ 

ぶ。 ら ざる 巧で ある。 

想 ふじ 日本 A 日本人 どして、 

，ヒ ユーズ にじ 逊 する 最も 深い 印 

を：'、 ヮシントン 巧 講じが け 

ヒユ ー ズ 氏、 排 U 移 K 法に おす 

_ るヒユ — ズ氏 であらぅ 〇ブ シン 

: トンを 饭 じがて 氏が 第一 總 曾の 

お 上に 投 パた 軍縮 S 第一 彈は米 

蜗 ごい ム闽 家を 背を ごした も S 

'乍ら これを 克< 巧 做した もの 

; は 、にの シンシア ブテ ー の お 現 

じか いょら 3。 撕 く-- ^ て 山 おお 問 

趣 K 就て おず しつ i あつじ 口 本 

; とま 抓が、 曲ら 乍ら も摇 手した. 

ふけ、 にの 巧 力が 秘めて ない 玻 

化を 议 ぼして ゐ る。 

がら じが U 移 K 巧の 測を じ 皆 

b て. 巧 かが々 销明 溝を おして 一 

紳^. 協約を 繼統 する こどの ulw 

ブ J を說 き、 斯る をに 化に W らて 

n 本齒 K の髓 がを 傷く るの ホを 

るを 力説した ふけ、 世人の 記怡一 

じ' 研た； 4 る 所で あつて、 嘘-ぬた 


化ぶ びヒ ユ下ス 氏が みじ認 をし 
たる'『甫ホ；；^るおあ』 は、 移お 
ホ 巧 施 ご 化に 忽 もじして み ホ 面 
じ 現 はれ、 ホ國 のま 戰 論ち にお 
瞄彼 張の：：！ 巧を 與 へんどす る や 
かが お t - て從 巧の， ぺ巧慨 例を 無 
親 （てが 巧 大化化 ザ恆雄 巧の 巧 
かを 歓迎ん て H ホ耐闕 のぶ 泣を 
說 き、 ホが 論者を 化默 せしめた 
る 人ら ヒ .ュ ー ズ氏 であつ た。 


國隙城 判 所の 魯 加、 排 U 移 — k 
法の 制を 等 過 まじが ける ホ國政 
治の ザ 情は、 淸廉 なる 巧の 所說 
を飽 おも 巧 徹せし める のな おを 
かいで ゐ た。 これ 恐ら < 氏 をし 
て辭 職を 化必 甘し わるの 直接 動 
磯' であつ た VJ 信 やる が、 而 かも 
これ じ のらて 氏 のげ 治 的 手腕と 
人格は 斷 じて 帳 おしす べきでは 
ない i を 確 唇す る 0 


加 藤 首相 暗殺未遂 

ま 京 特電 十一 日 お n 去る を 曜日、 加 藤 首相官邸 內じ潜 化し 加 
藤 首相を 唔 殺せん ごして あ 人に 誰 巧され をの 塔 よら 逃亡した る 
一靑 年は 馨官 追跡の おお 遂じ逮 拙の 上目 下嚴 を じ 取調 中で ある 
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極務 長官 突然の 辭 職で 

對外 政策の 刷新 說 

，-. 國際 裁判所の 參加條 件 や對露 

承認 閒疆等 じ-^ 一變化 あるか 

底が 知れない 大統領の 腹 


クー.— ブッデ 大統領の 當 遇、 上 

‘防|^ ボラー 巧の 外を 委】 回度繼 

承、； 排 R 移 ほ 法 問題 等 じて 夙 •，し 

辭 減を 傅 へられた 米國 々.柄 長官 

ゴイ 1 八ス •ヒユ I ス 氏の 

-灌 退に 就て は 義じホ 7 ィ 

卜 I- パ ゥスよ ら颤 じて 巧ろ， ±な 

しゴ薛 < 否認され ゐ たるに 巧ら 

や 斗'' 統 锁ク！ 9 ジデ 巧は 去る 一 

gli 一 H 附を 《 てヒ ユーズ 氏が 辭 

ホ，^ 出し 氏 も 熟考の 上 これを 

聽 許-; して 現駐巧 大使 フランク* 

ヶロッグ 巧を 巧 命した る 旨 十 H 

谢を W て錢 をした 一事は をの 辭 

喊く後 巧 おの 巧 命が 餘 b じ 突然 

で！ <5 つじ 爲め がく ヮシントン 政 一 

界打 驚かしめ てゐ る。 即 もヒユ 

•y ズ 氏は 遇 まか 年じ宜 b を おの 

みめ r 奉 化した； .5- 碑-もとして 

- この 隙 引退して 化が 事を じ携る 

.のが 邊を辭 職の 销も ごし ホる 一二 

月网 H、 即もク 19 ッデ 大統領 

~ の 就任式 H を W て國務 長官の 椅 

一子を まる iv, なつた もので、 を 

一巧 者 ヶロッグ 巧は 久しく 

‘上隨 に J ソタ地 選 出講 

:け ごして 活動 L 國駭聯 班に 對し 

てけ 化留 條か附 のを 加を ま 張せ 

し 巧 調 穏健派、 化か 派 じ 藤した 

る 人物な 6 しも 化蝴 總選舉 にを 

選 後- 1 ダェ ー 大使の 辭贼ご 共 


るが、 最 おじ まら 巧は 屢 々不健 

康を 理由 どして 辭盧を 独し つ 

あつた r けに 今回の 襲 任は 特に 

忘 かどず る 巧で あつて、 養 じ 

ユ f ズ氏辭 職の 報 あらし 際 有力 

な 帳 補を た 6 し 人々 は 新 巧 合 衆 

闽 檢掌總 をヮ！ ぃン 巧、 前 駐英 

大使-—. ゲエ！ 氏、 現獨逸 大使 

じして ヶ 0 ッグ 氏の 後 巧た らん 

との 風 託 ある ホゥ トン 巧 等で あ 

つた。 ヒユ I ズ巧辭 職の 直接の 

巧を は 巧の 辭を じら ある 如くを 

禅 事務に 携 はちを 務ょ b 引退せ 

んど する じある が， 間接の 動機 

ごして は邮 々な 風評が 鈔< ない 

即も 氏は 巧 じ 

大審院 を哥る 大審院 長夕 

フト 氏が 老齡を 巧 由 どして 辭盧 

ある 爲 めな 年 乂截院 階席剌 事た 

b しも おか 黨 大統領 お 補に 推薦 

され 遂に 之を 犧碑 どした 巧は 大 

が院投 たらん； をを 望し この 輿 

じ 及んだ ものである ごする もの 

他の 一說 どして は 千 乂な护 八 年 

の大統 が徵じ 隙し 氏. か 巧び がか 

黨 大統颁 候補に 出 でん どす る 準 

備に 外なら； 2 ど 說く者 も あるが 

巧と しては が： n 移 お 法の 制を を 

始め どして 對挪 戦府！ ？^附 のか 濟 

方法 等 じ 就て 充 かなる 手腕を お 

ふ能はざるど共じ放〇 ッデ氏；5 

巧を 角 閱格あ S 上院 外を 委員 會 


傅 へられて ゐ る。 一 卞本問 
題に 對 する クー リッ デ 大統領の 
な 巧に 就て 窺 ふじ、 大夕 數の投 
祟を なて 當 選した W 來 氏は なじ 
純が た 4 共が 黨の 指導を ごして 
の 位裝を 確認され た關炼 レ：、 從 
ホの 優 ホ' 个斷 ま義 をが し 獨斷的 
U 巧 政に 化 串し つ i あら一 ろ が 
過般 お 軍 問題に おず る 排日 實傳 
じ 一擊を 加へ 乂砲仰 巧な 蒂じ反 
對し 、巧ら じ ミ シボン 州兩 院議 
員の 有力なる な 街を 巧け たる じ 
拘ら ず、 巧が 斷乎 どして 前駐 H 
ぶな 墨 乂化ヮ ー i ン 氏を をが 國 
檢事滤 を じほ 命した る 一事に も 
これを 徵し 得べ < 、ネ阅 のヶロ 
ッグ 氏 任命 じ 就ても 全然 

自己の 所見を 本位 どした 
i は】 部 閣員 ずら 意 かどし Ki 
じ讼 b て も 想像し 得られる 所で 
あるが、 外を 上の 問題に 就て ク 
— 9 ジデ 巧は 或る 点まで ボブ ー 
巧 ご 意見のを 致を 見つ {ある も 
の、 如く 現じ 今期 議會敎 書 ザ じ 
て 义國の 國際激 刊巧參 加 じ ㈱ す 
る强ぃ 立燒は ボラ！ 氏ょ も W 或 
化 頗る 深し ど 瓶 測され 他の々 面 
じて は 對露承 諮問 題に 就て 6 ク 
1 リッ デ 氏は ヒユ ー ズ氏 S 稍異 
ならを る おまで ボラー 巧く 安 協 
の餘化 あるかの 如く 傅へ てなる 
者 も ある。 而 して ヶ 。ッグ K が 

前 上院議員で あつた 關 なとぅ 後 
閣窺 省^ ヒ院ィ J の 後， 巧 巧 1 を 
な b 义 統領 も 或る 程度まで 白 信 

ある 外を 政策を 採る じ 至る であ 

らぅ ご 稱 せられて & るが、 說 

じは ヶ〇 ッグ 氏の 巧 命は 單じ時 

問 的で 一二 巧 0 後 じ 化の 人物を 配 

するとら をはれ、 底の 知れ^い 

大統領の 腹 じ 割す る下聪 頗 

る區 々である。 

'觀 國務 長官 

ヶ ロブ グを 

箭齒務 をを フランク •ド 〇ヶ 

0 ッグ 巧は モ乂巧 五十太が 組 育 

抑聖口 1 レンス 孤の ポ "ッ ダム 

じ 生れ 

•^歲 じして 兩 親に 傅 はれ 

て ミネソタ州の 才火ム ー テッド 

郡 じ 赴き 農 袭じ化 華し C ゐ たが 

十义 をの _ 頃 ロナ 玉 スタ ー の 法律 

學 校に 修學し 千 八 巧と ta 年に 

辯讓 女 とな b 、 聖ボ ー ヴ L がて 

前 上院 谦晋 カッ シユ マン •デー 

ゲ キス 氏ぶ び セダ 王 ランス 巧 ご 

ホが 組を を 組織して 化 阿が 地方 

の 巧みな 法 体 化を ごな つ わが、 

モ义が 四 年、 ノックス 脚な 長を 

ょ b ゼネ ラグ •ベ. — - 户 i 巧會が 

西が 地方で 一 桃の トラ X 卜を組 

織し つ} める i じ 關¥ て 調査 

を 委託され 遂に シャー マン 俳卜 

ラ* 卜 法を おじ 乂審脖 で 巧つ た 

組柴を トラストを 解 麻せ！- めた 

手 晩が 認められ、 更こ じみ 阅が 

榮を 喊會 よら ユニオン •パ シフ 

キック 截道符 化の-- ラスト 巧 違 


じこ 
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れを繼 来 L たる 法 皆が であの 敲 解を 欠く 点を < 巧 かと 脚雜 I 反に 视 すを 調査を を 託され 又 


か：^ 、ィ リマン 氏-を お窮し 
て あを 擧 けがら じ 0 — ズ グエグ 
卜 大統領 J ら滿柏 檢樂總 反 じ 巧 
命され て 八ヶキ じちら 二 ゲ 
ャシ ー •スタ i ダー ド 石油 轉社 
を贿手 どして 巧つ た 結果 大涛院 
S が从 じめ b 固會 社は 遂にを 二 
四十の 會社 じみ 離ず る ミと な' ゥ 
これ じ 化 b て！ <1^ じ 名增を 博し 
たる 化 皆が にし \」 が じみ か 摸 段 
ごして 黨の爲 め 一一 墟 力し モ 九な 
十二 年度の 米 闽ホ醬 家 ぉを々 頭 
じ當選 後、 千 九 年を 化て 
ホ國 上院 證 員に 當€ が 巧 派 £ 
して 重きを なして'- が 巧 謂 職 
業な を 家 ど 異なら \ 

地方 お 治に 遙^せ ず 安 做 
な 故 落を 排斥して を こ ミネ 
ソタ州 民が 農 技 政を めが 響を ず 
けた 爲め 遂に 千 九な サ ーー ー年の 總 
選 擧で現 上院 講員 シブ ブス ブプ 
ド 氏の 爲 めじ 破られ-ー モ九 なか 
一二 年 十二月 廿 二： nr ーザ— グェ！ 
氏を 繼 ホし 駐英 大使 とでり ド！ 
ズ案じ關職した0 'ン，卜 一^會議、 
今回の 賠償 會議等 じは 巧つ て 力 
あ b し 人で ある。 丄 院議 員た 6 
し當 時ょ も 大統領々— *^ ッデ巧 
ど 個人的の 親を が 厚 か少た 人物 
である。 一 

極東に 輕< 

歐洲 重禍か 

H 本 側の 更迭 觀 •- 

東を 十二 日 發=國 が 長官 ヒユ 
—ズ 巧の 辭峨は U 本 0 の擧ら 
て 遺 減の 怠を 表明し つ； るる 巧 
じして いづれ も 軍 滿會淺 ぶ排 ： n 
移民法 時化 じ 於け る 氏の 日本に 
對 する 好 怠ゐる 態度を®^ して 
ゐ るが ヶ石 ツグ 巧； まら 4 みを 
らじ 円本に 知悉， か； れ 居ら- 筵. つ 
て 一都 じは 氏の 就 巧を おで 今-後 
極東の 政局 じ 冷淡 じして 歐洲ぞ 
垂を规 する じ ホらざる むきが 'id 
憂慮す る 者 も 多い ち檢 にして、， 
若し 第二 軍縮 會 謎を 關傕 しわ 場 
合ヒユ ー ズ 氏が 化 任た てゐ わな 
らばを國は確信をなて參孤1得 
るで あらぅ ど 稱し幽 を 長を 徐化 
どして H ネは前 駐日 夫 化 じして 
合 衆 越裕事 總を どなつ た ヮーン 

ン 氏の 就 巧を ホ 望して ゐ たが、 

日本 侧ょ .〇 云 < 'ば ホ だ 移 岡 趣 

じ對 する を涉も あれば ヶ ロが バ 

巧が 今後 ヒユ！ ズ巧 のか 策を 飽 

をも繼 ホし 旦クヮ ー レ' ン 氏の 人' 
閣が 幾を た b が 日本 ごの 親善を 
ち 進す る 上じ筑 つて 力ぶ をる ；_一 
を ホ 學 'する 点广 がて 息 I ザは 一を 

しを が 聞は いイれ もヒユ ー ス氏 

の說 職を 階んで ゐ る。 

な 安福 娘が \ 

上海 巿强襲 

上が 十二 りお== 江 蘇 S 哲 卓！ 

して 義じ盧 永祥將 ザを 破 もし あ 

鎌が の 海 赞元將 軍は 浙江 省み お 

傳芳將 軍と 聯 なしで 昨 巧 おが h 

お市を 强 襲し 化 京な がの 防備 W 


約 五 千の す臟 が哪藥 巧を 占 
領 せんごし てを 火を をへ た爲め 
じ 流彈ゎ b を險 この ともなく 目 
下を 闕自醬 陵は 協问 して 善を 巧 
を 諸 じ 自衛 策を が谦中 V 、 あるが 
を 嚷元將 軍の 带隊 はぶ 器 彈藥共 
じぶ をし 頗る 忠實 である けれど 
も 軍資を を かく 爲め旣 に 占領地 
である ホ 外では‘ が 奪が 爲 L ； 及ぶ 
者も歡 くない。 

ロンドン 十二 H 餐 U 瓜！ 夕— 

あ 信 社 上 お 特電に 化れば 弊 礫 元 
將 軍の 軍隊は 王曜目 巧の 强繫じ 
て恰 かも 無人の境を ホむ がかく 
上が 巿を 占領し 約 S 侧帥 脚の 上 
泡巧備 軍は な 園され て 裳 S 鼠と 
なつて むる が、 齊將 軍は 近くを 
布を 發 して 自ら 督 軍に 就職を 育 
言し 慮 か祥將 軍と 戰ふ ベく 期が 
さ れゐる が 孫 傅を 將 軍の 軍隊 
も 目下 上 游じ進 祭 中で ある。 

天津 十二 日發 U 當地 じあら し 
張 作 霜は 奉 天 じ 向け 出發 した。 


隱旧 のが 者 

詐欺で ち 喚 

ま 京 特電 十二 日發 U 隱 旧の 巧 
者ど稱して歷化巧閣の諸閱貝と 
親を 厚ぐ 奇怪なる 政治的 豫 言を 
放てし 奇巧 をのて 鳴つ た 飯野吉 
一二郎は 今 间お巧 詳欺事 伸の ホ 謀 
者 ごして 馨规廳 よ b な 唆を をけ 
たる も 病 氣ど稱 してを 易 じな 喚 
じ應 せず. 同ん の參謀 ご 目され 
てゐる 化の 五 人は 遂に 引致され 
たるが 向 人の 託 欺 事俾は 平素よ 
らを 方面の 高官 名 ± ご 親を を 結 
びつ i あつた r けにを の 影響 基 
大 じして 揉 消 莲動も 猛烈 どなつ 
て ホた が 報知 新聞は この 擧 件に 
>¢1 夕 .を ぉがし 替 物の 正 體 曝露を 
期して ゐ る。 

H 本の 賠償は 

千 六 巧巧圓 

パ 91 十一 y を；！；： 聯を 國の對 
獨赔 憤を か 配 會議の おち 义國は 
千乂が 甘と 年よ ら獨 逸の ぞ挪額 
の 二割 四を r 厘を を 化る J どな 
つた。 邸 もこれ じ 化 ふなら ば ホ 
國は獨 逸の 年額 支 挪ホ五 億 金 お 
克の中 よら 千 四が 万 弗、 ホ國の 
要求 高 一二を 五 千千 ホの 四 ホを 巧 
化る 譯 で、 こ のか 獨逸馨 赌費だ 
挪 年額 お 千 五が 方 馬克 (千 一二な 
と 十五 巧 弗) は 二 億 四千 方 弗を 
沸这 むまでを なる； となつ た。 
が ほ 日本は ゲ ア^ サィ ユ條約 じ 
化る 山 東 省 智備费 八な 巧 巧を 要 
ボ ごん' したる が、 をはを の後ヮ 
シン トン 會 幾で 帳が しごし じの 

で、 佛國の 新聞紙 中には U 本の 

規要 ホに 對 しこの 賠 憤を はホ强 

を ま拂 ふべき ものであると 論じ 

てゐる ものら あを ° 


イバ 


ネ .ス 巧な 喚 

バリ I . H 1 日發 == 佛國 政府は 

豫 てょ な佛圆 じむ 命し 最近 スぺ 

ィンを 辭を 標榜して 盛ん じア 

み官陳 おず は 逃亡 下た るが 密 牌^ フォン •ゾ皇 ホを 攻擊 せし バン 

軍が 突が 巧る 擧 になび たるは 巧 フレットを 發刊し 飛行機で スぺ 

じ) 败 地に 塗れて リ 本に C 命し！ ィン 人は じ 投下し つ i ある 文 

たる 後 奉 天 じ 赴きが 作 霖將軍 ィー篆 ダ キン セン テ •ィパ ネス 氏の 

の 敲辭を 得た 戚 みが 將 軍が お llii 處 みに 關し巧 化 省を 通じて 調査 

省の 軍 除 一部を 統 みし 尚を よら 中で あつたが 遂に 千 八な 八十 八 

上が じ 進 帝 中で あ 0, 爲め 巧く 先年の 舊 法に 俄ら 佛図 市民 若 < は 

手を 打つ たもので 部 國租が 附近 钟人 じして 满國 どのぶ 殖國 元首 




じ對 しを 命を 路滅 しおく はを 述 
したる ちは 罰を ぷぁ禁 鍋に おず 
どの ホげ に敝 しぶ 誰观 すべく 只 
喚 化を 媛した。 - 


あ 柬鄕ホ 八 郎伯說 漸ホ巧 力 どな 
つて 來 たり 


伊太利 ご 纖選擧 

ロ ー マ 十二 目 あ： in が 太 利の 諸 
新聞紙は ムソ リニを 相の 講诗解 
散 ど 新 總選舉 說じ熙 し 柿々 の 報 
道を 試みて ゐ るが、 省かは 今 胡 
正 まじ 聲明 書を おしてが 太 利の 
人口 巧 加 ご 新港擧 法の 晒 係を 述 
ベ 到底 今年な 巧に 感選擧 を斷巧 
ずるのは 困難で あこ ど 稱し一 碑 
高 腿 政策の 採用を 晴；^ した。 

內大臣 の 候補者 

東京 特電 十二 H 渡 ；= み わ臣平 
田 東 巧 おの 後任 じは 潑尾新 子爵 


久我通 久侯葉 去 

ま 京 特電 十二 H おリお 巧乂巧 
通义 巧は 本：：： 雄 去した。 

木 巧 前 知事 逝去 

東京 特電 十一 1 H 發 = 前 京都が 
知事 木み 軍 M 郞 氏は 昨 H 正午 逝 
ました 0 


日露を 涉の其 後. 

■ま 京巧電 十二 円 巧： = 巧 街 じが 
街を 重ねつ ー ホる H 露 巧 渉は 露 
國 側は 漸み H 本の 希望を おれ 間 
題は" 识 々解み されつ i わるが、 
が權 問題 解 决せば ホ 週 中 じ 大綱 
お 立す る見这 でもる。 ■ 



呈】 太平洋に 囊を 
文明が お 現 か 

次 じ モン ゴリァ！ < の 勝利の 旗 

合を 考 へる じ、 恐らく 彼等は 目 
前の 不便 じ 頓着な/ ..太平洋から 
米國の 船舶を 一掃ち て 了 ふで あ 
らうが、 チ テ 夫れ な 上は ど 云 ふ 
じ、 ホ歐 がま 那 をが 服し 得ない 
かく、 H 本 も ホ國を 征服す る J 
は 出 巧ない。 然るに 巧し H 本が 
征服慾の驅るま；じ ロ ッ キ }山 
を 越. へる どしたなら はでう か、 
日本は 忽ち 太® 巧 泛お爭 願な じ 
入らざる を 得ない らうが、，. 
.こ I で 目 本 0 窟 で. がら じいの 
は 太 西 巧 コム モン ゥも八 スが化 
界最强 の集幽 であ 也 さ \ 、及 「日 
本 米 瞬 じ 侵入す」 ど 補いた r け 
で 化の 集閱の 永义的 組を が 期せ 
ずして がなず るぶ でよ る。 此の 
可能 ごつ いては I お’：； 疑がない 
又 日本は 米 國を强 要.^ て ホ屬じ 
がける U 本 殖民の ず 摩! P ホ K た 
る ミを 認めし むる i も 
ご 思 ふ。 i 


じ 巧 註で あつて、 一ち 外 ホの 支 
配が 脅威と なつて 現 けれる じを 
へば 斷乎 どして 之を 斥ける。 デ 
おは 將ホ 太ず 洋巧か が お 現を 
豫想 する もので ゐ る、 但し をれ 
は 白 わ、 黃 か、 露を か、 雜色か 
今日 太平洋を を ごする まなる 

K 族は ヨ f ロ ツバ 人 ご モン ゴリ 
ヤ人 ごで ゐる 〇ヨ！ ロ ツバの 白 
人禪 、巧に 化 方 人 邱は化 界中最 
も 猛烈な 掷族的 偏見の 所有まで 
ある。 彼等 自身 立派な 混血 碑で 
あらながら 化 族の 純が どい ふ 占 
じ 非常な 電 きを 置いて ゐ る。 併 

て. を’ へ 了寬 'れ^*? 等が 今 H 邮球 
上に 絕乂の 地位を 占める じ 至つ 
たの も 或は 化の 硕 端な 辨 他に 原 
因す るみか も 知れない。 然る じ 
A 邱學 まの 說明 する 所に 依れば 
ら人邱じ緣の薄ぃ；總ての.<禪 
中 モン ゴリアん 柿に 過ぎる はな 
いどを ふ ミで ある。 シカ モ彼 

も ホ 强い柿 巧 的 誇 6 をを つ^ 
柿で ある。 巧 < 某 だしく 異 
ホない j 人祕の 2 であるから、 ぶの おを 
£ いふ i は忡 々巧 易で ある 扛い 


何 どなれば 化の 巧が!^ ホ 太 画！ が、 結 はおを する であら 
がに 對 する 一 鞠の 挑麗 かおを 稱 I 從 つて 黨色 文明の 出現は 遠， いな 


〇斯 くの 
一 西 ど 巧 どの 


成し、 同時に 太两が Ajnr 晚 之れ 

がた めに 激經 さ；：： るふ おふから 
である 。斯ぅを じ 詰めで ホる ご 
東洋の 勢力が 太 华が戰 ^ から 巧 
巧し 得る ところの ものは、 太 曲 
巧の ィン フグ エンスを 東が から 
驅逐 する i だけで 志る. か、 之れ 
とても ホ、 戦 巧 が^ら やと も、 
今後駭化をおでず^^」て賞現され 
ぶ i でを らぅ ご 黃<;^ る 
如 < 太平が じ 於け 
戰爭 はち へれば ちへ す お 利益 じ 
乏しい ものである。 

つまら ホ 図は をく 巧る どころ 
がな く、 柬泮は 幾み k る どころ 
が あ. 〇、 ォ— スト ラ ijl シァが 比 j 越 I のをで ある 
較的摄 も 得る ごころ f リ ある ごい 
ふ 順序で ある。 \ 

處で大 がと いふ も d は、 巧處 

じ 棲み、 其 おに 貿易 丄イ 化處じ 

換 する ど 

一 配され る 


难 民し、 其の 產物 をぶ 

ころの： H 族 じょって 主 
陡質 のらので ある。 心して さう 
いふは 族は 必や獨 自^ 文化を 發 

逢せ しめ、 W 々仲間 d " 雖じ 耽け 

るを はを つても、 夫ん は 要する 


ホの ； として かしてす 可能で む 
いご 思 ふ。 大 がの 結を 力は 非常 
じ强 いもので ある* 

先づ をれ 迄は 長い間、 黃ど白 
ど 太 ホ 洋をか 割して 巧く ょ 6外 
じ 方法け ない が、 旣じ両 文化の 
間に 多 直の 貸借が 巧 なれて ゐる 
脾ホ 化の 貸惜關 係が 益々 深くな 
るのは 無論で わる。' 貿易、 工業 
巧學 等の 外形 ま 方面に がて 今 H 
のど ころ 東げ が 借 越しに なら、 
胃 檢 ごか 大洋 ホ活 ごかい ふ 比較 
的 深い 屬性じ 於ても H 本は 之を 
太 西 巧から 借らて ゐる〇 之れ じ 
ほして お® の ホ 面では 白人が 借 
が をれ はを も 
巧 ごして、 一な 3—0 ツバ S 巧 
が どの 嚴も 深谋 なる 哲學が 混を 
(が 語 ミン ダグ) し】 個の 太 ホが 
文化を 大成す る 時、 夫れ けどん 
な もので あるか、 柯人ご 雖も效 
言す る i は' 出 巧まい か、 浊はホ 
巧 巧 即國中 最も 若い 太华 が共邮 
威は 最も 豐を じして、 而 して 爵 
も 餘大な 共か國 でんる かも 知れ 

声。 —— を —— 


ラ厶セ 1 トラ クエ ヤ敎お 


F . Murray H ぶ Co , Inc . 

Established けが 
む om が 4-8 巧； 29 わ oadw が 
Phone Bowling む e 训 が 87"4 が 3 


I MABUHACHI & Go 

j 17 E. 17 比み 

I Tel . な 叫 vesani が 59 


KERR <& MAYOR 

10 な Third Ave . 

Bet •が 基 SI Sts， Telephone Hegent 2 如 9 


b お 人 本日 

巧專 靴型 小 


足 小き 高. 运 ホき 廣ぶ 小き 巧 





UP TO BATE SmE 
Custom 

Tailor 


Tel . わ nci が bilt 25 が 


KANZO OGURI m d . 

214 Hi が Sf . Brooklyn 
Tel . Cumberland 10 が 


Motoi Tsuchiya d 加. D * 
り 目 Si . Stephen な. 

Boston W お s . 

TeL むか bay 113 お 9 


E . E * YosWi , MJD . 

3 お W . ?1 si 化 
TeL Endicofi お 3 自 -8 巧 3 


DR . BLOOM 

34 化な. Cor . 3 rd む enae 
59 忧 化む r . Lexington Ave . 
125 化な. む r . わ rk Avenue 


Dr, G •比 Martin 

DENTIST 
743 Lex ’ m が 帥 わた C 日 r . が 化な. 
Phone 巧む a 4 が 3 


DR •比ん GARDNER 

DENTIST 

§58 Madison Ave . Bet . 60-6 1 st Sts . 
Tei . Regent 71 が 



F * L FR £ L > E 民 ICS CO . 
醫利 •避 學乂强 比淪を 
巧 8 E . 5 お h SI Sew な rk 

1144 お d わ e ., beU 郎 i 47 ホ お s . 


JAPAN ART STUaO 

624 け] (巧 STGN ME . ん Y . 
なし PiiZA 4538 



PHE げ S ん 巧邮 Y 


3 Maiden Lane N . Y , 

て 細 冶鑑飯 衾に 幷巧哪 を 

類 石賓匠 意斩最 


T. KASAI 

Marchant 

Tailor 

兴 

TIM 巧 BUILDING 
Room 304 
HEW Y 日が 

閒 one 
Bryant おけ 


Y. fTO 

1 ぉ i が t 苗 rd お.. 

Cor . bxingcn Ave ., 


パ " ■ w ， i 八 * ムい 1 、 ♦ パ vs レ、 


如 0 w . 巧 化な 
Te し C 日 limibus 4173 


Koike Studio 

437 5 th Ave . 

Cor . 39 th Si . 

Te し Caledonia 639 每 


NARATRA 日 ! 脱 則 . 

32 Union 3 み 

Tel.Siuyvesani 91 が 


校 學車觀 旨 育 紐 

228 ぉ朗11(1自化.，む[.ミ4扣ぉ. 




HERALD SQUARE 
NEW YORK 


ん L.CEASil も M . D 。 

103 East 81 が red 

お パが k & L な ing お n わな 

TeL Un け が 巧 

娜臟 巧！ 

間 時察彰 
午 正 至 時 十 前午自 
時 八 至脖六 後午自 


KOSHIBA 

STUDIO 

舘眞 寫柴小 

目が Fifih む e .， 一 
TeL PI む a お 12 

Branch な tidio 
Weshninst が Sfred , 

れ ovitlen が [| .し 





親臟 事務 

を 洋ぞ地 並 じを 化 
巧の 餘お乂 ホ 法に 
撕 ずる 一城の 御 お 
問じ應 じ、 巧 道な 
船 貨物 運賃 及 出帆 
お 巧 閱ホ綻 書 等 進 
ます、 重要 都巿じ 
巧 巧 おを おし 誠 宵 
敏速 巧 巧 命じ 應や 

が赖 取扱 


巧 拜說か H 哩 H 午後 八 時 一^ 

が 族を 木馆 H 午を 八 時 
な 話 貪 ±® H 午を 八 時 - 

をを、 罔 書を、 娛樂 をの お 楠 ホ 6 . 
ホち をが 迎 す、 を 潇 をが 用せ と 
化師川 候義一 

H 本人 暮督敎 修道 會 

ごた W 1 だ 王 St , N . Y . City 
Tel . Mcrnis 培 ide 81 赛 

日本人 s 敎會 

なが 川 島 未么進 一 
幹舉 化 川淸】 j 
たち ミち 3. E. 空 ミ其 & Inst. I 
这 3 W- 1 夏 St- Tel •吉 rkson 1里1 1 
巧巧說 を： 2 お 日 午後 八 時 I 
が 稳食乂 巧 H 午巧乂 時， 
が 链會火 化り 午を 二 時^ 
♦が 宿を 1 
位 直を 傲 比亞を おみ 下 巧を 十' 
五か學 生き 社員 旅 巧を じ 最適 一 
設備 窗當 雑誌 新聞 反を 輔娛樂 j 
を 簡易を を あら I 
巧を 磯 裝罔旋 > 旅客 ま 巧、 を褚 
事 菜 調査、 其 他方 事 巧 篆铃旋 
等 同胞 諸 巧の ホを を 歓迎ず 


一耻- 

.為- 

育 一 


T 


▽ H 確 H 
選書 硏な 正午 
お 勵贫タ セが キ 
禪拜說 ながが 
▽も 屉り 
ホ 巧を 义はぞ 
義食 夕 A が I 

を 宿が、 旅 巧者 j 
ま 巧が、 入 事 巧 I 
談 が’ 詞 をが •徐 
袭巧招 部、 お 結 
热縫敎 巧® 諸 課 
を 設け 食 員、 ホ 
巧 員® 巧を 計る 


評静 r/r .iU. \ 巧 巧 +： U を 巧 
お 誌で 一部 十 仙 

令 こ ast 5 害。. N . y . 呈 y 


S 

i 


を 巧 品な 船 御用達 

遠 藤 小刀 商會 

這す oad ま y N . Y . 田な 
Tel . 軍 if 一一 妄 1-2 


踪關 事務 取扱 

空 EAM L . 妄 NE & Go ., 

ぞ om 12 芭ご Bi を さ呈. 

さ 〇呈； 巧 〇至是 Gre ま 9 二 8.913 J 


♦聲籍 ♦雜誌 ♦新聞 
縱覺 まを 開 
铁稼 午前 九 時よ b 午ち 五 持を 

紐脊 日本人 會 

西 五十 セ 了 目 二 五 〇 お 
電話 サア クグ 八-九 0— 九 I 


を 留 靑年埋 をの 閒体 

芙人 靑年會 

8 W . 芸 th 芭. ぎ Clarkson 1244 


大巧 育 日本人' 

基督 敎 靑年會 

342 E . 置 th St . . N . Y . 暑- 
ぎ PIS 8 妄 


1：： 本 陶驢讓 

雜貨 類卸資 

I 

义 八蘭會 


診察 k 間 

午 お 九が一 十 時 
午後み が— 八 時 

パ； 零 二 

紐 育 ホフを 7 ! 病院 
おお 巧 お院 勤務 

武お n A バラン ド 

、巧 お 勤務 


'，マ^グ ヮ ー ド ホ 業 
渔巧醫 

^上谷基 

彰 療^ 隔 
自 ib -を一 時 
至 平 後 八 時 


y 

L 前 

〇 Y 

〇 化 

H 化 

貧 


〇 が 

W 加 

WLe 

A 6 


電氣化 お 一 

下 



1^3 本人 部 

六 夕 1 廣 

瀬 氏瘡巧 

自 I 懇切 敎授 

載. 一夕と 巧 開 

惠 一校 勞 働を 

暇 勉學の 

便 あら 卒 

袭 謡書授 

與辨職 口 

無料 罔旋 


羽 命を 氣衙會 


Now } Broa-dwpy 

呈 Endicot 二君 70 


都を にょ 。當 をの 間 

診察 

午を と 時— 九 時 
り 曝は 前約 願 上 候 

けけ 吉 お焼彌 


齒科醫 

►診察 時間 A 
お 日 ( H 曜を 除く) 
午前 化 時！ 十二 
時、 午後 一時！ 
水曜 午前 九 時 1 
午を 一時 


鏡科醫 

u 巧 巧 無痛 治療 U 
夕 年の 經驗を 0 て 
り 本人 諸君は 恃じ 
了 寧# 切に 施術す 

卜^マ — チン 


黯科醫 

を 年の 經驗 をな て 
最新 ま巧學 手術に 
堪能 じて 信用 篤し 
= 施術 巧 低廉 U 
日本人 諸君には 特 
じ T 寧 懇切 じ 治療 
化育 州を 認 
パ r ブル 1 ム 


な 


d 

W & 的 

造 

m W 心 


に 




診察 峰 間 

午を 零時 平 U 二 時半 
午後 六 時 =： 九 時 
愛知 醫學エ 

パ r 礙本谨 一 

を淪比 大學ぶ 化育 

お スト •八 ラ デュ エ 1 

卜 病院 勸務 
日曜は 爾約願 上 換^ 


U 本 •ぶ お賣 二'; を，；. 
術 お、 婦人 巧 首 飾 其 
他を 締お 

句 ま 巧ア— トス 

チ ユデオ 

島 等た 術 品修键 、首 
飾 品、' スト y ング 

日本 贈裁竊 



正直 空 親切と を 旨 どし 確實 
信用 ある 商 おを 精選し 
持 別 廉懼で 腰 養 ハ 致します 
ゥォ グチム 、エ火 デン 四 割引 
其 化は 屯て ご 商 引 
指輪 鎖 貴を 屬 おじ 寶お類 一切 

ー ミ 八 トン 時計、 户ヮ— ド. ィ 

リノ ィ 7 時 託、 を 稀 置 時 針 
ゥォ 1 夕 1 マン 萬 年 拳 
エ パン ャ ー プ鉛樂 
规銀ぉ 並 - i 銀器 一 切. 

御 歸锁の 御 A 產 .一切 
時計の 修錢 はが 協 付 じて 確實 

じ 石 川 自身が をし ます 

が 育 巧 西 四- H 1 T 目 四と を 

四 四 S 号 幸 (五 街 ご 六 街 間) 

巧 川岸 廟會 

'電話 ペン シがバ こアお 云二 九 

IshUcEiwa-Kishi C ? 47 左. た 左 芭- 


来 巧 巧 か ノ巧ビ かデソ グニ帷 ニニ 〇區 

細 前 丸 山 洋服 商會 


笼ザ 泮驅巧 


日本 - 

AF 4 K r 5 

诗郎巧 

時 旧 信が 郞 
松 本-巧 


東' 立 十ー ニ 了 目 

ニニ ーニ 

が 藤 

が 平 ijfr 

拜 S 箱 

謂 ラ 謂な ハニー ー 


寫眞 

‘ 第五 街 

四 ご 一と 


H 本が 具 

雑貨 卸賣 

を 良 貿易商 會 



自動 孽修 
« をび 運 
« を敎授 

をィ セン 

.一.， 课 証す 
ち 十 S 弗 
号 淫轉 ホは 

二 十五 弗 

曇ぶ 巧學 

一 兩おぁ L 


メ I シ ー は 紐 育 最大の デ パ ー トメ ント巧 
店で あらまず 。新ら しい 昇 蜂 機 ご ユス々 
ンタ ー は廣澗 店 2： じ 於け る 皆 健の お 買 
物に 躁 をと 輸快 とを 與 へて ゐ ます 
他店で二弗ずるものならばメ 1 シ1 
では 一 弗 八十 八 仙 或は をれ おでで 買 
へる をを でぅ ぞ街 記憶 下さい 
日本へ 御 荷物を 御 送り じな ^ たい 節 又は 
御 買 恥-レ 際して 御用の 撰 合は バー ソナグ 
シ 3 ツ ピン グ •ビュ < ロ ー を お肆む 下さ 

い、 親 明 じ 御 便を を 則 b ます 


OR ， 巧 巧 ZJ 1 巧 C 巧 CY 户 

妄養ま 看 草 

507 i As . f r な nd St . 

Tel . M ミ ray 至 II 2791 ぎ 〇ヨさ 5 

バ^ 古な謙次 

自 午前 十 I 時 ま 午を 二 時 
時間外ぶ H 曜は前 巧の 事 


:村 瀬化廊 

8 巧 Lexin 嘗。 > ve . N . Y . 百 fy 

す产ち th 42 ゴ h S す 

Tel . sadisan ざを 1 B . 妄 9 


JO 巧ち 里 0 OC 巧 一, M . P 

二 1 声 S 二ち n stjelork 
ぎ 笠 vm 穿 黄 73 & Sc 星 |ミ 1 云累 

M 午前 九が I 午後- 時 
午後 六 時 I 午後 九 持 
H 曜 午前 九 時 1 午を 妈時 

ド タト" ィ小 果乘ま 


0 ご T . C . TTakami 
176 {一一 弓 beriand St . Brooklyn 
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二 煙 ホの 騰貴で もる。 

物 傾 引下り 調査 

農 商務省は をを、 乂阪 、名 口 
屋 のを 商策 會 諮！^ へ物價 引下 i 
調査が 巧提巧 ホの 命み をを す 
= 狙 上 十二 口 お' 


書籍 一切 取次 

米國 出版の 書籍な 凡て 特が U? 
にて 迅速 じか ホぎ 旅 巧者の； 巧此 
參考資 巧の 書籍 疆集 .等は 轉じ御 
便を 取 計ら ひ致サ 〔幡 お】 
妄す shi 至を 夕 
1 芝 Nas 岩 U St., Tel. B ま kman 云 28 


婦人 與語 敎授 

稽 をはと 十五 畑 一二 四 週顆じ 驚/ 
べき 結果 あら。 每 H 朝 丸 時よ 9 
夕九 時を H 購 が。 十一 一年の 經 が 

IVIi 沒 BI 8 noho 『 is 了 ミ 

12 芝 L 男 量 01 Aye .; G = r ;. 8 害夕 


成 巧の 秘 誘， 
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ホ 園ま英 がを f 孽 
はが 巧の 鉛 一義です 
本校には U 本 入敵授 
じ 慣れた 等 任 締^を 
節 あら 盤 蝴じ會 がを 
信义おを語をを^^ 
主す。 H 魔 遇 
午前 九 時よ b 午^ 十 
時まで 糖 校し く レツ 
スンと 卜納づ 心。 今 
H 直 もじ 巧 校. 去れ。 
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本社 繼賞 十字 そ 

當 選者ぶ 解 文發表 

本社は け 本 語 新聞紙 最初の 試み どして 本年度の 新年号 紙上に 

がて 邦 タク。 ッ スゥ ォ I ゾを概 貨で蔡 集 致し ましむ 〇何發 じ も 

愚 初の 試みでは をら、 本社 侧 の ザ觸じ もを の 後 じ まらて 柿々 疎 

顧な 点を 發お 或し ました じ 拘らマ 総数 S 十五 述の间 塔に 接し ま 

した。 之を 精選の 結 裝规を 違な (ぶじ 作文を 齡せざ もしもの) を 

沒ぶ ご」 し •正解者 か 一述を 編轉お 貧が を々 十 点を 强高 どして 採 

如し-- 結裝 ぶの 諸 巧が 當逃 致しました 。本社は 近く 苗び 别齒の 

方な •1 しょ b 第二 巧の 懸貨 を黨 集す る说ら であらまず。 
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が 育 お 五 すと 了 目 一一三一〇 
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當選荐 巧 お 

鸯等 雞 骨化 

が 巧 的け と 一了 目 I 〇 二 

をが 弗 進呈 

戴 等 各 務穗夫 

組 宵 ィンタ 1 ナショナル 

パ クス 

戴 等 武 天生 

まシ カン 州 ザトり ィト 巿 

余^が 進呈 

戀鞋 一等 當 選！ 

二!^ さん 

雞骨生 

耶 戚の紳 ■お tf 内」 ご濟 して 

云 ふ おの 物 知 bo 新年の 巧 はら 

け 潮 おつる 海 5 がに て か U の 化を 

がみ、》 じ卽 つて 雜 ぶを 巧ひ厢 

がの がで 迴愤に 巧き、 な m 髓の 

お化さん にを ふ ど、 ザ 常の おか 

めさん！ ホぞ 、ぶか。 がが：,* 

0 で氣恃 がむ お 6、 座敷-' J とつ 

て 抑 拨嫌ご b のが， 5 あるたり. ぞ 

しぶした か、 か ホは 雜淺巧 ご 滞 

してる ので 「ゎの わ 歲路に 戴い 

測は W 作の 巧 6 卜せ ぅね 

ご 冷ち した。 元よ b 神の 强い姑 I 

おむ 化紳 んで おらぐ 「燕崔 

W ぞ 火鹏ん 志を 知らん や」 ピお 

哨 いじ、 お 雌で け；；* いり どか 规 

が 舶 * 出し 娘を たしなめるな 悼 

役。 やつと 龍の 口の 難を 逃いた 

紳十 T 无け ■れ でら 网朵 の卞城 

巧ら 輸卒 だが々 のは 轉キ 々々化 

?? 內ゆ へ 陽氣 じ やり よせ ぅよ」 

ご 立ら 上 b、 巧を 街獅 f を她つ 

たを はよ かつた が、々 にが 問 紙 

で 巧つ た 立な 帷^を 被つ て 立つ 

拍卡 によろ け、 銭 城の な U 闽い 

がに がを ぶつけ、 化 巧で がれる 

途端 r が S 巧 のぶ 年を や 錠が や 

わ 牌： 猫を ソ つく h 返した ので 


參等 垢 笑庵奇 巧' 

がを 西 十の 了 目 二 四 六 

圃ホタ 々子 

がち 巧け か 巧 下目 六® 

參等 が原參 11 郞 

武も コネ' — アィ ランド 

松 本 ミドリ. 

紐 育 ポスト アベ ニゥ ご' I 八 

本紙 半 ザみ 進呈 

* • / )s/ —(If 

面白い を 培 ども 笑 はれ 中二 人が 

.か b で 紳± を 引 起した ど さ。 

懸賞 二等 

を務種 夫' 

、む 巧し き 朝 ぼらけ： 猫の 社 じか 

萧 （朗ぶ 幷に巧 家の 安泰を 祈る 

巧滿ク る演に 幾化經 しかも 化述 

締 しでか：：： の 出 じ 神々 し < を ゆ 

わ 面 録妈の 如 < 黒き 漁夫は 今 

は 一 廳リ紳 古 らし-、 裝ひ 口々 じ 

「あけまして わ 目岀 巧ぅ」 と 力を 

込めての 巧 巧を 巧< も 嬉し。' 安 

じ歸 6 おがの ぉ （部 语狹 きお お 

まるず. 议ど雜 装の 膳 じ 付 短 

菊 じて ホ 常は 皆 じ 怖がられ 給 ふ 

あは 內 L あ i 共廊 々しき f 化の 

巧 も哄の 如く 閒 への かじ 强八か 

< ニコ'^... ^ て おはず も蓉 ら！‘ 

を 山 化 .V るを 父. かが 册じ 烏帽ず 

被 f る が滋 の 給 を 萬 き て 貧 せ ょ 

ごの 仰せに 巧け ザ 速 「化み みお 

ら がおかめ も 巧 返 b 」 く 戲れ巧 

すわげ、 が 妬の 巧に 瘦 せし をの 

顔に もな 巧 結 ひし 巧を 思 ひ 出し 

て か 笑 A がきた bo 强 しな f 云 

は 巧を ぷ ザした めか 眩が する 

St なれが 悼 鉛の が 吹かさん ど 子 

化 等の 歌两ネ ごか 狮 f を おじ 連 

U て どかい-ふ 言 藥を閒 きがて'! 

外に 出る。 阳 おの 蘇 鐵ぶ年 巧に 

- ぶの 懸 6 も ザり らし。 み；；^ '帝な 


る 龍の 口の 町外れは 太古の かく 
が じして 並の 年のを らし 0 「わら 
; がをお菊时化の苦もなく て」 

- 懸賞 二等 

武 天生 

ミシ 々ン ：：^ デトロィト 

元旦が 朝 おがを 嗽して が H の 
出を 拜 しと 五 S 飾 b 鏡 尉な どの 
破へ ある 神前 じ 額 づき 一家の長 
福を 祈る。 島山 溝に 結つ たがが 
「即け ま！ て お 芽 出た う」 どい ふ 
あ 蘇の 醉に巧 おつた 必持 もじな 
b 雜 煮み 化の 御馳走を をべ た。 
をは 金が 武 S め •さ.，’ が 大巧き で 
ある。 龍の 口 じ ゐる友 八が ホた 
彼の 紹 名を 羅漢 どい ふ。 化の 年 
をれ 今年 サ五歲 の 力の 强 さうな 
靑 年で をる。 前年 闕 家の ため 输 
卒じ徵 集され た； がを る。 少々 
短氣 だが 君子で ある。 ま 年の 節 
かじを は 內ご云 ひ 違を した 年男 
を 傅れ てを 簡 'しだ/，。 撰のを 崖 
で 朝 ぼらけ 柯ん どか ご彈 がして 
歌 かるたを して ゐる向 ふの 窓 か 
らは オメ ン 、才 n ブの掛 聲が波 
れ る。 を 園には 栽み がきな 万年 
靑や蘇 銭が ゎる。 動物 閣じゐ る i 
獅 すが 巧 こを 生 さねが 妬が まし 

く 吾等-巧を 眺める。 戰が 品の 

大砲を 巧て 年ち が驚鐵 どは 何で 

すか ご 間 ふ 羅漢が 超 化 だ ど 答 

てを を 笑せ た。 歸 をに 天幕 內に 

電氣燈 を晝の 如く もじた 芝 おを 

を、 な 鳥 鴨ず やわ かめの 顔、 陋 

や 製の 眞 似に 腹を 抱へ た。 がの 

内は 娠 かなもの である 

懸賞 一二 

國ホ タヵ子 

巧 日の出 巧國の 奢を 思は る i 

で お 天 化 極光の 如き 電氣燈 目 映 

き，— 巧ん 巧を やお 風流 棟 ま 

巧 あの 鑄懲 造らでは 新を のな の 

み 氣か はを しません。 やは ち 朝 

朗 •し 若水を 波み 潮滿 つる 磯邊！^ 

初日を 巧み、 神前 じ懸る 注連鋪 

松 鶴の 辄じ 鏡餅 巧が 靑や 蘇鐵 

ては 顧壽を じぃ，： 筆の 根 を 眺め 

つ*- 明けまして わ 目 巧 度う と 看 

藻の 醉！ 雜袁目 剌 じを 海鼠を 味 

ひ 内には 歌营牌 外には 高 鳥 晒よ 

にオ ヵメ おおの 万歲等 佳の 赖で 

す。 併し 淳 化は 色々 で 大晦日 じ 

羅漢 顔して 獅子 聲 張ら 上げ 鬼は 

内的 じ债 鬼の 入ら 这〇じ 化最を 

おず 人 や 力强い 働き 息ず：^ ゐて 

樂 しき 並の 歲をど おへ ば國 あ. の 

ため どは とへ 踰卒じ 取られ 鍋盜 

天 口 おみで 騎 十； じすら 成 b 得な 

貧 お。 一‘ ょ t 中 じ も 島 巧 游の藝 

者 達は 假面紳 ± どを 居 是物 人の 

巧 も 龍を U で 御 夫人の 嫉 がを も 

顧み や 梅 幸 S な褚 にお 返らした 

ホ 四 郞の辨 慶を觀 て 無 中 じ；；* る 

を 虫蛾间 巧です； な も 今の 中 じ 

烦氣を 越さ ホ陋錢 じな つて 固体 

的に な々 ごして 跑き歸 朝の 陵は 

せめて 燕 お 化を かる 傑な 家属じ 

なおした いど 術る おです。 


丈夫。 島 田に お 《ゎ 越 お 御子の 
如き おも. こどつ くしの 島に おか 
る。 白が 靑松人 るち 居の 
麟 らも 踰 へら 田を のみ 崖な しめ 
飾 鳥 江 ぼしの 巧歲 め' 松が おのが 
ま お、 嫉 がの 巧な 車の 年生れ 
の わかめの わ もど 凌の み眞を 
お 立派な 紳十 i-i お' 液が の 典樣を 
い チキンの 話 も 出で じうした コ 
タィの 鳥の 巧 巧ど大 天。 叔父 円 
<义國は今巧日でお4巧乂の眼 
覺 レれば 福 巧の 國 。瓶 鐵 のがき 
な 庭の 蘇 数 も ふ ども；？ けらの 様 
じ ± を 掘 も 天幕を 張ソ てメン n 
遊んだ 昔懷 かし。， 初梦は 鏡餅 も 
人 待 顔 父が 兄姉 どぉ祕 M ひ 敵 
かるた 遊び 潮滿 つるが 海の 彼方 
をめ ざし 今 さし 昇る 切日の おが 
の 巧で もどを の醉 らおな く活ホ 
紙 朝 ぼらけ まで か t な。 おみれ 
ば 燕 か 飛行機 じ 巧した く 異境 じ 
ある 御兩所 何卒 闕家 《ため 自重 
遊ばせ。 御 健康 ご 御 ホ 福を 神に 
祈る。 


味敎 を 京 特電 品 I 鶴 j 

上旬の 資易 

一巧 上 巧の 貴 易は 意 《の 入超 
じて 一二ぎ 六 义八千 因の 义 お であ 
るが を 巧 別に すれば 左の 通 6 

=單 な 千 山 
橫濱輪 お-一よ、 ir 九 〇 
輸入 一二、 阳妈六 
神戶 輸出 一二、 ニニ A 
輸入 一四、 九】 と 
大扱 輸出 八、 一二 六 六 
■輸入 一二、 九 八 六 
名を 崖 輸出 丄ぃ囚 玉 
輸ス ー、 おん 六 
巧 司 輸出 r 八 一二 
輸ス ニ、 n 五 丸 
長 崎輸お こ 二 

'踰义 一〇 二 

四日 お 输出 ir 古 
輸入 一、 お 九九 
淸水 輸出 

輸ん '一 〇 化 

ホ 樽 輸出 左 六 六 

輸入 M 五 

厨 館髓出 ：〇〇 

輸入 - 四と 

若松 輸出 五 二と 

' 輸入 三 〇 と 

下 ノ關輸 お： _ 一 一九 

輸人 一二 化 


お 本 ミドリ 

徐 ホのを グら巧 信、 明け まし 

て わ ザ 巧 巧ぅな おがの わ 伯父 さ 

ん 頭は 带氣で 化 ホ 少し 短 氣で急 

戟竹乃 巧つ たがの 顔。 繪じ臺 い 

た羅 浅さん 力が しみ わめん じは 

參 りまず。 龍の □の 話を なさる 

わ 伯 ゆさん U 目まい の氣 ホで 育 

蜡學 校が の ふじ 化んで 巧 ひか 御 


大倉 おのが 界顧 

寶業 がの 新年 瀑親會 席 i じ が 

て大倉 暮八郞 巧は お界の 危機. 5. 

論じ 簡易 尘活ご 紙 锻收縮 t を 叫 

ちた。 

滿鐵 社債 六 千 方 

南 お 渊鐵道 S 債 六 千で 巧は み 

地-し 於て 裳 集す るら しい， 

興業 慎 券 一千ぶ 

做 案 債を 一千 方 W の發 ザに 勒 

し 應冀は 旣じお 倍 じ 達し i :。 

第一 銀 巧配當 率' 

第 一 銀 巧は-割 一ニ ホ 配 當ど巧 

定 した 0 

勸銀 配當率 一割 

擲 銀の 配當は 一割 巧最 ご化定 

しち 

小寶 相場 稍騰 貸- 

弟な 巧 莱を謀 所 調を じよれば 

一巧と H 現が 市中 小賣 四十と 蝴 

け 十二 丹 十五 H じ 比し 晚貴 五陆 

下を 巧が、 がを 册八 怖じて ホを 
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自す詞 みがを ネを 弁お が 

貧 為 そ 4 屢據 \ みみが^ 

クオ— んザ 冷. 定 シン 妳が 巧 刻 則 

尸し ヮ I F •ハミん トンが 評 夕對列 

が壽か 念矮袁 がろ 匆刮 
啓ぶ みを‘ が ふ 一 \ 到 主^ 

爲 ネ み がを 鄉 v \ 刻^^ 

嫌の 瓜乂 


巧 巧 ■ 


，ゲグ 1 


夫 八 ニニ 



Japanese Tea Room 
けの M Sire ホ N. W. 

Te し Fr が klin 1577 


Beem Nom Low 

474-6 比 Ave. 

Bet. 2 か fa-2 さ th み， 


C 化 y Hall Tea Gaden 

170 Nassau St. C ■ な y 

£V9 な - V 。 み 。 Tjrilmne Bldg 

Loo Lin 只 as な を r 


Suey Pang，s 

お 抓 ぉ が！ 

459 Sixth Aye. 

Bei. 27 比 - 28th Sts. 



圆〇 闕 iU 

101 W. 69th St. 

Te し Endicott 8527 

noom R 


會 巧京襄 

避を ト ラフ 下卢 ボー が 59 


ASAHI を画 

1 がに が thSL 
Tei. Plaza 6399 


庵 桂 米 目 



街 六 第 
ど 目 了 四十 四 
I 谓目 T 五十 四 



S. KUWAYAMA GO. I K が a が ri Bro’s 


114 E. が th St. 
New York Ci か 


224 E. が th み . 
New York 〔か 
Te し わ gent 3480-3 が 1 


Japan 

Provision Go. 

が L が in が on わ e, 

Tei. Mad. Sq. 4518-7849 


The Tokyo Co. 

140 W . が 比 St. 

New York 


ろ UY 刷临 : 

お East 29th 化 細 
Tel. Madison Sq •巧が 


DARUMA 

781 - か h わ 6. 
Te し Bryant 3853 


K 瓦 w 及 soye Hotel 

1 お Wes り 23rd Street. 
Tel. Morningside 7154 


Toyo Kwan 

41 に 1 か h St. 

お t. B'way る 4 化む e. 
Te し な 叫 化 sani 8798 


I 



• ダ aKo ， 

340 W. 58 比 St. 

Telephone: 
Columbus 8882 


( 赚 H • 水） 司 夏 お 



ピ i 號 __ と _ 巧 一 干 — 一— 第 霞 もで た 巧を 砂 it なが 〔 11 蹄 水〕 鬥 四十 巧 一年 四十. 正大 


華盛曠 

扛ざ S 

日本料理 

おじ 御旅 舘 


美陳 じして 淸潔 

£娜 轟南樓 

午前 十 時 よら 旨を 
午前 六 時まで 目な 


巧 廳を園 

奇巧 人庸蓮 
出勤の 方 じは 養 飯 
の 御® 利じ備 へが 
間會 席の 御用 じ應 
中べ く お 間 巧キ化 
不變わ 引な 願ぶな 
紙上 御 案 巧 申 上 候 


御菓子 舖 

栗錢頌 、羊羹、 蒸棠卡 類、 驚 餅 
(のし 餅 前 H 御 注文 願サ) 

松風 巧 鳥 橋 

西 ホ 十五 了 目 一二 十四を 
電話 トラフ ア^ダー 五 五 五 四 




江 


南 


ぉ廳装 園で 永を 御を 顧を 巧 け 
r - た 祭文で 御座います 



H 本に 巧み、 H 本 語 
巧 を 話し、 皆樣 の御嗜 
巧 じ 壌す る 御 お理を 調進 致 巧 
T 巧 エン- ェ— タアの ドです 


豆腐 細揚 

煎餅 製 遣 卸、 小賣 
: n 本を 巧 お 一切 

旧 中 

游 一二 街 八な 八十 五番 
.笔話 プラザ 五 二 一八 


斬 鱗 魚 か 一切 

日本人 おきの 生魚 澤山取 b 揃 へ 
時别廉 潰で 大勉强 致します 
* サゲホ ナ魚店 

Joseph り avo 3 a 

巧 24 琴. £ stwt . 

Tel . oohmlbus 。12 が 


極上の 魚類 

季節の 新鮮の 魚貝類*^ 澤 山揃つ 

て 居らまず から 御嘗味 下さい。 

ァピセ ロ 歎 巧 

82 す晝 St , ぎで anklin を芸 


が 豫屋御 下宿 

四 鳴 岩次郎 

が 四十 九 了 目 一六 五 

ア ハ**— トメ ント C 2 

あ話プ ラボ 六-と 五 


尋れ人 

巧 正 恩給 証書 六 父 付 

松が 長 二 一が 

「外國 旅券 ド 付事實 証明」 到 巷 
熊本縣 A 豐田 淸定 
お 脚 大道 恒 一二郎 .大 おぶ 
巧知 早 川な おが 歌 山 引 ±純- 
巧が 縣寺 巧武始 
をの 者に 通知を 度き 渡を 之 
巧 間 本人 若く はかん よら 現 
化 巧 おあか 頭上 校 

紐 育 巧國總 領事 舘 

1 苦 Broa {ー ミ y New Ifork 田な 


► 111 お： =： 淸 潔、 親が、 氣樂 ▲ 

稀な 旅館 

ま 准 伊勢 事を 义間榮 作 
/ 接 5 お. 5 望 h Str ま t 
ぎす 量 3 结 8 


抓 了 {倍 

自お亭 

岩ジ nds Si Brook 章 N . Y . 
Tel . Main 7475 


西 六十 •五 了 目が 四十 六番 

一力 旅館 

笔轟 エンデ 3 ツト八 六】 〇 


御 下宿 懦ホ乂 

47 で 0 ち 置 Place 

置 Jst - ぎ d す， 〇ゴ E .42 nd St . 

ぎぎ ミ y Hill 這 基 


御辨當 並びに 御 家庭 支出し 

御手 輕 御が 理 
日の丸 〔御 下宿 3 
壽 司、 超蒲燒 、お H 有 b ます 


日本を 巧 おを が 
日本 聲錯 諸雜お 
日本 雜 ほを 補 
を 化が 巧な み 
な 巧み やげ 口 g 
シグ クシ ヤプを 巧 

節 M 大小を 神 

をを の 巧け あら 


理想的 御旅 舘 

御を なに 誠 窓を のて 需 します 

朝日 舘 

御手 輕御 料理 並に すき 燒 

斬らし いが 巧を 揮び 脚を 檢の御 
滿あ なさる 檢 精々 勉强 致します 


電話ぶ！-、 んな S 

酒 IS 特長 

紐 脊せ西 四十 ra 下目 
'一二 下 二八 番 
(二階) 


會席御 料理 

がに ずさ燒 



御 料理 泄，？ す i 

太 曝 

壽 司、 蒲燒 、蒲絲 、竹帷 、かきめ し 


酱細錦 g 鐵 Si 總秘 上白 米 
日本 义1$ 食料品 i 觀 54 詔 

が 旧 巧： 一巧 式を 化な 部 ーホ奧 揃 店 

日本 食料品商 會 

H ネ 食料 晶、 H 用品 
並に 新刊 書籍 類 一が 

片桐 兄弟 商會 

を 巧 品 巧 巧が 巧 近 便船 じて 巧* 
仕 侯 巧 お 々巧 用命の 巧を 巧 上 候 


日本食が お 類 及び 雜貨類 卸小資 

識プ う ザ 咎款桑 山商會 

新刊 害 籍雜誌 小間物 H 巧 品を 種 


割烹 化に 御旅 舘 

半 稻 を 野 兄弟 

紐 育 巧 西 八十 八 T 目 nr 百 十一 二を 
お 班 — スカイ ラ— と 八 ニニ 



鑛 踏敎授 

▼化 巧 ダンス ▲ 

▼表情 体操 ▲ 
紳 古、 淑女、 お 子 
化さん ホ じ 叮喀じ 
敎摂 致し 升。 午前 
十 時 よら 午を 十一 
時を (り 唯を 除く) 

シヤ 9 フ •ダン ン 

ング 師範 學校卒 裳 

上杉タ マ 


.中 村 埋髮巧 

■申が 萬藏 
31 W . 苦す St . N . Y . C さ 
Bei . Columbu こ ve . & Central srk West 


日本 埋髮 舘淸 

巧 式 洗髮の 設備 あら 迅速 T 寧を 
旨 ごし 精々 勉强 をし ます 
西 四十 111 T 目： 自 番地 一二 円 六 哉 室 

タツ プフ B ア (萬み 街 i 四十 一二 下目 角) 


宮川 事務所 

持續的 驚醒の 同胞に 的確なる 職 
業を 周旋し まず。.. 

おち ミちで 嘗 Agency 
養 W . お th St . N . Y . C . 

Tel . ミ臭 こ 7 苦 9虽8 


最新式 六 爆 建 

促 利、 淸洒 、待遇 懇切、 宿料 化廉、 
發瓷 船を 之 お 都度 波 化 場に お 張 
シ ァトが ホ 鑽六巧 1110 六番 
エヌピ i ホテル 
電話 メ ー ン •一一 一九を 一 


藤 ホ 旅館 あ 巧 

423 iMuy だ ard Ave : 
weattle . パ Vash • 


u 本 巧 漁瓣 如符獅 申を じ應じ 
萬事髓 便を に 都 耿扱ひ 申-^ 摂 

を 港* 別 ホー K 八 

▼日本 御料 巧 (別間 あ. 9) 

を 港々 タホ^ ニア 巧 ホ ーニ 
電話 カネー ー八 ームハ 


口！ サン ゼ^ス®々 の 御 厮ホじ 
は 巧 事 最善 9 御 便宜を 計らます 

y — ク八 ホテ少 

羅 が ホ じがけ る 同胞 經營 中最 
新を 島 等 ホ テグで あ b ます 
羅 がを 一 街 一二 九 半 
電話 ゲ アン ダイクと 六冗乂 


.ボストン 案內 

貸 自動車 業 河 西 

諸を 跡、 大學 巧、 エ藏其 他】 殺の 

紹か 及び 通 辯 もします R 呂ョ 30 I 

Te 三 sk . 置ゴ芸 70 す tavia 苗. 、 


ボストン 市 

富 ± 旅 舘大浦 末 松 

芸 Wo 養 sf さ 訪 •ぎを n mass . 

ぎ 置 臺ニゴ〇 


紐 育 旅館 旧 中 奧巧郞 一 

東 四十 T 目 二 四 一 一番- 

Tel . 呈 edonia 芭 74 I 


電話 レキシントン 四 八 五ち 

岩 旧旅纔 

東 十五 T 目. 1 T&I 


綾 蒲 燒蠢巧 御 化 化し 

U 赌巧 H 巧 間 も 御用 命じ® じ 升’ 

禽雕御 料理 

窩等御 下宿 

括 书ぶ一 


御旅 縮 河 添 一 


會賺 御料 埋 

良 養嘗 
勇诗绿 


间 

同 

同 

同 

间 

閒 

同 

间 

同 

司 


倏錦 
出羽獄 
外ヶ演 
綾 鬼. 
巧 常 陸 
おヶ嶽 
お 風 
常睹嶽 
を 雲 
光 版 


而 して 幕 ド 十雨-* 
はを ホ おの ヶ减。 
野 山で ある 。 I 


脚 乂が川 
東 細 
眞 脚. 巧 
錦洋 
矢 常 山 
一の 潑 

藤の 川 

淸水川 
昔が 山 

な 葉 川 

ら斩又 幕 力 ± 

西方 錦洋 、ま 


前 

御 

罔 

お 

ホ 

、同 

同 

巧 

同 


愈々 か 勝， 


する 


营沼帮 鈴 木 

旣 報の 如く^ ジュニアー 極 球 
撰 手 营ぉ忠 雄 ja 對目本 極 球 撰 手 
鉛 木龜ま 君の マュ ニアー 撰手權 
争 觀軟は 明 木 午後 八 時 よら 

フロ！ ドゥエ _广 ご 四十 二' 了 目の 

ストランド^で 四が 点 宛 
間に-白' らて はるべく'、 化 一戦 
で 勝利を 階ムた 者は ホ 巧 サと日 
よら シヵ ゴム 催される 化 巧と 大 
撰 キ大會 >」 み 加し 得る 資格を を 
むん みなら. f 、 臀沼對 鈴 木の 米 
國じ 於け る节 試を どして フアン 
は 興がを 0_ c 比； 成け を 見て ゐを 

H 本人’》 fg {つて 

ボ！|^^ ング開業 

當 ホの*^— リング 巧で わ 馴染 
みの ジャ ク •ボ キラン 君は 求 
る 十五 日 らブ 。— ドゥエ ； I 
化 四 一 云ぶ， ン コルン •ス三 
ア ー 劇 煤^ 物 巧に 新ら しい ボー 
ブンク • レ！ を 開業す るが 巧 
巧 新ら 巧みの 紐 育 人を 見込ん 
でか、 cj 本人 十 あを 使用し 日 夺 
着 姿で^ をのた めじ ピンを な 
る さぅ でか、 こんな ボー リンダ 
アン ー ホ國 巧には 一軒 も ぁ々 

まいと お 自慢して ゐ る。 

^ 人が 盜雛 負傷 

シ みすよ ちの 報道 じよれば：？ 
巿西ム 巧ん U 本 雜貨掏 前ん 
直 次 良 氏け 舊艦サ ニ日 午前 九 時 
サみ强 I 店み 準 脇 中、 突が を覺 f 

の あを 白人が 入ち ホら 「グッド 
モ 1- ング 前山」 ど 呼び 乍ら 短 

統を きつけて 巧を を 奪 ひたる 

上 乱 皆に も銳沉 .で 前. 山 氏 3 耽 鄙 

をな せし 數ケ所 じを 傷を 蒙らし 

て遞 なしね が、^ 前山 巧は 目下 K 

稱治綠 中で ある ど。' 


，薇 兵猶豫 

ぶ 年 お 徴集 巧 則ホ務 取扱 

一、 大正 十の—^ 徵を 適齡は 

化と 年 十二 巧 二：：： ょ b 间 

卿 八 年 十二 巧 一 H の 間 おを ま 

r 大正 十四 年度の 徴集 延期 モ 

潑を 要する ちは 明治 か 年 十二 

月.； 1 H ょ b 巧 化 A 年 十二 巧 一. 

U をの 間の 出 if を 

r 、 用紙； = 串務巧 じが b 

一、 化 証 料 =： 1 张 

霄巧 郵便 =： 十五 仙 

會：罔 外は 外に 手数 巧；；：：； 五十 仙 

一、 則 H 大正 十四 年 三 巧 一 = を 

紐肯け 本人 會 


、 - flrn 化み 必地 ょき 

作 か 11 .夕淸 潔なる 室 

松 かが か 

養 _, e 夏 ton A ま. ジー. す产 ぶ. 這ゴ 


奇怪 至極な 

警察官の 藤闲 殺し 

'ん巧 防衞を 中： おして 判事が 表彰 

結局 泣き 寢 入りの 外な し？) 


俗が ナヤー ン ー •フ ジタ 义はジ ヤップが 山 C 地つ てなる 巧 媛 
縣お 巧挪曲 一 化が のが 旧忡祕 ごて ブ ッ クリンが お鎭 サ巧附 巧の 
ヮン ン トン 巧け 四十 化。 にがてぶ 面 お 封 下 おを 經營 する も 5 I 
化： 巧 C ： 烟を ホ 入せ'' めり 本ん は 索ょ b 比ホ货 人、 ぶ 邪ん 巧を か 
手 じ 醜ぶ、 赌巧 巧を を萊 しつ t わつ たが、 去る 八 U 午後 化が 特 
格 牌： 擦官 シャノン じ-: <り繫 殺された 樂化 じな て灣官 侧はあ 常 防 
銜をホ 娘し つ-- ゐる もの 1、 舉 化. 燕 巧に 伴-〕 をを ま 傅な 眞 化が 
棠而じ 潜んで む るら （い。 

、たので ある」 ご稱 して ゐ るけ 


險ホさ いむ 

が 人 化 名 


_ 销 一お侧 の ホ 張ず る處 じょれば 

_ 常 巧が 巧 销お署 ごは 滕山 '下宿を 

一檢 巧す る 目的の ド じ シャノンぶ 

:び ステ グリン 兩 巡を を派逍 した 

j が シャノン 巡 巧が 戶を 叩いて 室 

j 内に 入る や 否や 藤 山は 巧然 

j ず ハ 斧を 雜 つて 室内 じあら 

一し 白 姑 ご 巡杳の 閒じ胁 b 込んだ 

ので A 拱 じ 銃殺した が、 が 掠 •し 

あった：：： 本ん 化 川ぶ はおりを 巧 

て シャノン 巡を お斬ら 化けん ど 

; した^で 一 拳を 喉は した ご 巧し 

i 危險 どなて ぞ袍を ご 四を 巧が し 

願け けた 蟹官の 外、 探 巧 ヶン ナ 

ー グロスマン、 ダィヤモンド 等 ご 

i 協 ゎの トー 其媒 にあ 6 しり 本人 义 

名、 比な 資ん 十 あの 外。— ズ、 

I ニコラス ご 巧ぶ ホ 稱の乂 婦人、 

i ポ— リン レ ゲィ 及び グ ネスパ 

II トホ人 ごてが じ 水 失を ホ ご す 

る 摘 人を 檢お しじが、 右の 中 か 

内が S け 澤官じ 斬 b がけん どし 

-た廉 して 吊 モ 巧、 化は あ < 五な 

ホの 化释 をを かじられた。 シャ 

; ノ ン蠻官 > u ず おが 

一 故蔽の 嫌疑で 密リ アダム 

ス 巧の 法廷で ン ー ノ^ドが 事の 

.'雜 理 をを けたが、 が ホは シ ャノ 

ンょ b 乂か 前記の 如き 陳述を 聴 

_ 化した 6 後 

j 貴 官 の巧爲 はお 常 防衛で ゐら 

旦 っが ゎ 驚 お 興の 傳統を ザっ 

た 最も 巧 敬な 巧 動 ごい ふべき 

一で あ も 

£ 巧 てを おし シャノン 键官け 面 

目を 施した 巧で ある。 當 巧檢惩 

された 比ホ赞 人、 支邮人 及び 白 

おはを々 な 護 ± を 雇 ひが 释 をを 

权ん でが 釋 されたら み u 本 

人 側では 常 巧 巧 服の 注文を 化ら 

じりつて 換 巧され たお サ置 T 目 

二な かを のげ 服 おお' 化：：！ あ々 郞 

巧が 巧が さいたの みで ある。 

色 まら/^^^ な 


証人 陳述 


滕 旧の 殺 おお 瑞 H 弊談じ 就て 

はぶる もを 啓官 側の 陳述 ど 狩 節 

をなし巧 る 点ら喊，：，^.< じ い け れ 

共' 中にはを が 嘴： を侧 のま 張す 

る 「おな 祕 瓶」 の範 倒を 遙 かに 越 

へて が. ろ 巧 官侧の 

乱暴 じ おい ど 想な しなる 

点 もが G く Cc *. い。 圳も 比々 •鲜人 

侧 のが お t け 「おか 巧 官が這 入 

つて ホた 時、# 山 tS 夕 々がが の 

氣ホ f を ぞ をが つて 斬 もがけん 

ごした ので シャノン 灣官は あ 晒 


れ が、 婦人 伽 W 辯 譲 は么 ごは 
をが 权對じ 「故が 遵人 つて ホた 
覺官は 突が 贱 山を 口汚な く 罵ら 
化を 駿 巧した ので、 ぷ k した 藤 

山がず をを 渾ゥ トー げんごした 刹 

那錢官 は發袍 'した J ご 稱し居 b 

巧 人な 縫 業ぶ じして 巧 盤し く 其 
場 じあって 檢が 後が 巧され たが 

口は 「最初 蠻 をは 却 浓じも 手を 

を 揮 ひ 膝 狙の，'、；： 一を 巧 も 破つ' て 

度 AL 艘田 どず つて ゐる 中に 搂 

跑 しじ」 ご 語つ」 ゐる やじ 傅へ 

らいて ゐ る。 一々' 五 千 弗の ボン 

ドを 課せ ちれて ろる 祐 川は 

短 乃ん 揮*' て 營官を 斬ら 

牛 けん どした 牢赞の 如き 自 かは 

をが 覺 へて ゐ ない と 語つ て 

&る さぅ でを る •か. 雙官 側では 

相 川が 斬 b がけん ごした ので 身 

ををした^^^短刀はァ ィ ス • ボ ッ 

クスを 刺した ので 其 間 じ 彼を 駿 

つて 倘 した ご稱 L でゐ る。 親れ 

じしても を 証人の 锁 述は區 々で 

あるた が 旣に白 销のゐ た 串實の 

外 酒賴等 も巧收 されて なる 瞄炼 

も あるので 事件は が 旧 側の すが 

じ 終る もの i 如く’ 殊に 渡 旧の 

毕 索が おれに をら 現じ お 臘畢誕 

な 前後に も 化 塗み れ强 ぎを なじ 

た 隙は 避ち 良ぶ をのよ が談 で巧濟 

— ^た等が巧幾巧ど なく巧 々 なホ 

かを もんで むる ので、 お 巧 藤 旧 

侧は 泣き お 人ら で 終との 外は あ 

るまい i 觀測 るれ て ふる。 

相 川を 涂き 


云を のみでを つた。 尙 はが 旧を 
「ム常 防衛」 で 殺害した 锋宫じ お 
する 帶問 は クラン ド •ジュリ . — 
が 正 ホに 吿 がし U い 限 6 化 儘 ご 
なる らしい ° 


が 政 窮迫の 

大な 光演 師 


を 部 放免 


巧釋金 vVci 巧 弗 

別項 所 飄藤巧 ド 宿 お殺しの 驻 

滤 じあら 違 巧 罪 じて 翰 束され た 

U 本人 化ち、 比ホ賓 度び 支が 人 

十を、 ホ 婦ん己 名に 裳な を 巧は 

ブが ツクブ ンを廷 じが C 月赠 H 

午後 游巧 された。 辯 盛し 侧 では 

途蠻- 罪に 關聯 し簿が 側-して 何ん 

が如时 なる 富 動を；：；^! なか じ 就 

て 明確 G 証が を 提出し おはざる 

5 を 相に してが 罪を まがした 結 

お 別 巧 記瞄の 如< 谱官广 掛し規 

W をが つて 斬 b 化けん V, して 联 

さや、 舆 煤で 述 捕され たど 巧へ 

られる 化 川 故を 除き 化； 名は を 

が 無-非 化を ごな b 、 か-ル： は 一二 等 

を 喝 罪で 近 <终 が 我 巧に 削 せら 

る、、 巧で あるが 化释 をお卞 巧は 

で 五 巧 巧に 巧少 され 目 ドが のぶ 

人 等が 巧释 をを 調 速 中で みぶ さ 

れた 九を の 巧、 中を お 部が 释を 

を赖 立て {假 出獄 中の f 前記 

献口 W 外 n ッ 々ゥユ *—• 」！ チ 

で 夏場を 經營 してむ むお^ 某の 


山師に 擔 がれて 
最化拷 すした 布 巧 日 巧 時事 紙 
は 東を 特带ピ して r 来 本願 ホ 法 
ホ 大巧 ぁ 祗師： £> 振出した 約 巧 ホ 
が 十二 一万 w が' 个挪 ひどな b 、 化 
他に も 五 4 - 一力 川 あらて 東 本願 寺 
の 财政棄 乱は 又もや 化 上の 問題 
ごならつ： ある。 大な 家の 助欧 
窮迫」 就て はみ 禍ホ暢 氏 ご久お 
を智 + みて 殿 ドとの 御谣 儀を 用 
の 外、 ホ お 帥 W 山 帥 どし て^ら 
る； ±地を 祉 一派 ゴ共刊 じて ホ 
剧じ巧 資し 央败 した i めなら ご 
巧 へらる」 ご' 報じて ゐる 。窜が 
の 眞僞け ホ だ 倒 然し U いけれ 巧 
ホ お 帥の か 媛 索^ 姬は 往年 岡 本 
米 藤氏 附添 つて 渡米し， 現に ブ 
シン トンの カソ リブ ク女 學院じ 
がを 中ホ时 々が晉 じ も ザ 遊し 岡 
本米藏 夫人が 附添 つてむ るとの 
、とで ある 0 


滿代 S 彫刻 潑掘 


ドッンが底をエ華中發掘さ 

れた シーザ ー の 彫刻が 溝 置 巧と 

二 五番の クンバ— ボ ー.* V ヤラ 
9— じ 昨日から 陳 判され てゐる 
が】 化紀 時化の ものである ど 0 


でな く H ホの 關 係は 斷 おしては 
ゐな いけれ でも ホ 常 じ 巧 害を を 
けて ゐ る。 而 して 之が 解 ホは 是 
非 ホ兩國 民が 忍耐して 閒 趙の眞 
相を究めるの外；^<、 旣じ加則 
の乂學 はぶ 問題を 組織的に 考究 
しつ t あっむ 際 無智；： •議 脅が 突 
が 巧る 巧 邸に 及びが 巧の 調杳を 
をな しじして 了つ ね" 而も 議會 
のむ 勘は U 本 じがけ る 民 ホ 速 動 
を 逆 料せ しめたのは 甚だ 遺 城 ご 
する 處 であつ て、 化 速 動 こを は 
東 ホ のみでぶ < 化 がの ホ かじを 
おな 關 係を 待つ てゐ るので ある 
........ 」 ど斷 じた。 


世界的 拳闘を 

新 番附巧 製 


國隙拳闕 韦 ど 云 れ 近 く 四十 
丸 了 目 ど 第 八 街に 餅ら しい マ デ 


ソン ジコ エア ！ ''ク * — デンを 
設 せんごす る テツ クス タブ カ 

♦ > ^ ご 一 ご A - さ. -— こ ■■产 "fu » k » hr 


ドは 昨年度の 闕際 巧攀剧 家の が 
績を樣 窄 と する 新當 附を發 おし 
たが、 昨年 巧の 出 ホ 事では フィ 
アポの 慘 化、 若い ブッ 9 ブリ〇 
ダの 好が 績を 指摘して 前を は最 
大あ最 撰 ホの 第と を じ 下 6、 後 
者は 輕量 撰す の 第 こ 位 どなつ て 


ゐ る。 柳 も 左の 如し 


フライク エ 


•撰ず 


^ン チヨ^ — •ゲィ ラ (比 養) 
ン タム ゥエ！ 卜 撰ず 


今度は 排日 

漁業 案提曲 

.目 ド開會 巾で ある 叢 四十 ホみ 

加撕 々曾 じて は囊じ 外ん 生地 巧 

な 禁化法 じよ b て おを じ 日本人 

を 農 慰 よら 顯逐し 得た 排 H 派は 

其 魔'^ をが じ 同胞の 上 じ 加 ふべ 


、 今 蜡 は チ！ チグ ソンス ォ 

ブゴ八 デン ステ ー ッ協會 を 動 

かしてが：：： 漁棠 案を 提 おせん ミ 

計 葉 中で ある。 今 其 巧 巧を 欄く 

じ 「五 順化 上の 漁船は ホ 人 じょ 

らて 管理され 乘紐 員の 過 ザ數が 

义閣 出生 じ ホざる 限 も 出漁 i る 

を 得ず」 ど 現 巧 漁業法を なむる 

; に 主ら南加漁柴がじ親を唱 へ 

てゐ る！ 胞を窝 しめん どす るに 

あるら しい。 目す 南 加水 産を に 

を 動して ゐ る丑顺 W 上の 漁船 所 

巧 別け H 本人 一二， り隻 、曲' 太 利 人 

化五隻 、伊太が 人 十五 隻 、繁闕 

人十隻 位で で ァ火バ n 館、 プチ 

鮑、 バラク ダ 等の 漁獲は 巧んで 

邦ん じょ b 盛斷 されて ゐる 形な 

ので 排 H 派は 苹州 度び 央州 のが 

外漁棠 案じ 叙 ひ、 おじ 加州に も 

之を 制を せんとして ゐ るが 葡加 

鑛詰貪 化 や 商業 脅 溝 所が 如 巧に 

反 お 運動を しても が 前途の 連 命 

は 不明で わる 0 


エ デー マ ー ブン '(紐 育) 
フキ ザ！ ゥュ t 卜撰手 . 

か イス 々プラン (イリ ダン 
ジュニア ライ トウぶ ■■ 一 hi 
キッド サリダ アン 《紐 育) 
ライト ウェ！ .卜撰 手 


V 二 


レネ ナ术ド (紐 宵) 


ゥ^^か夕！ ゥエ！卜咖 
ミキ ウホ カ. 一 { ュ ジ- 

ミ プド グウ ェ！ 卜撰ゴ 

ダ レップ 《ビッ ツバ 1 


ライト へビ 1 クェ！ 卜 

お I ンタ！ ホ！ (紳 育) 

へヒ -- クエ^— 卜罐 "手 


】 ジャツク デンプ シ- 

1 j 乃ブ！ クィ 瓜ス 

一ニ トム ♦キ ボン ス 


四 チタン i ク ぶナ. ^ 卜 


五 クイン チン ロメロ 

ムハ ジャック レナ— グド 

お 八 イス フイ アボ 

八 ジ 3 ! デゴズ フン 1 

ぶ ジム マ ロネ*— 


夕 


シ乂學 總挺ご 

排円法 緩和 


シカゴ 大舉 総長 バ I トン 碟± 

は豫 て-. も 日米 閒 題に 理解の 深 

い 人物 どして 知られて ゐ るが、 

まる 十二 日 シカゴ 外巧熙 係フォ 

1 ラムで 一 おの 祗說 をが み 「今 

阅の排 H 移民 巧は 講 をの 思慮な 

き ジェス ナ ユアで、 之は 化の ジ 

エス チ ユアで が 巧 どし 巧る もの 


J 1 ェ禾 ミニ オ 

ちの 中で 外國 人は フイ アポ (亞 

巧ぉ下)、 。 メ 。(チリ1)、ス パ 

ラ (巧 太 利) の 一二 人で ある。 


が 人 幕！ 二人の 

新 番附發 表 

東京 乂 相撲を 谋巧 巧を 附發を 

された が 縣內力 ± 左の 如し 


張 出 

小結 

横綱 

大脚 

關脇 

小結 


束の 方 

福 柳 

お 木 山 


西の方 


常の 化 

火の 里 

巧 山 

前頭 常 陸 岩 前頭 

同 山鄉岡 _ 

间 鶴？ 游’问 

同 大巧を 同 

同 常 隧島间 

间 白 岩 同 

间 巧. 錦 同 


横綱 西の お 

大關 太 巧 ホ 

關脇 能け 瀉 

小結が か 川 


淸瀬川 

朝 嚮 

大蛇 山 

ご 一が 磯 

小 巧 川 

巧 太刀 

琴ヶ流 
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は物衙 小を 本坡 はを が V 
いさ でしお 呼鶴を 野 星 


ん 

な 8 Mitsli 日 isili Bank, lid. 

EQUITABLE BLDG. 

I 如 Broadway, New fork 
T,l«phon, Ractpr 9483-86 


I THE Ml だ 山 BANK, LTD. j 

\ NEW YORK AGENCY 
i Room No. 1012, 

; 61 Broadway, N. Y. じ 

； Tel. Bowling Green 3440 




O.S.K. Line 

ホ 版 廊船會 社 

む om 803 Cunard おお 

25 8 丽 d 如 y, New roft G か. 

Te し Bowling むが n 63 の 


社 會船郵 本日 

店ち 育 紐 

6-10 Bridge St. New York 。か 
T»t«i>hon« 良 ow り ng Gr を とィら ピ 

-—-一 ::; ga-g 去 一 

店 ま ル’ ト ヤシ 

Coiman Building Sea れ I*. Wash . 


BROADWAY 

OPPOSITE 
STJPAUL'S CHAPEL 
ATVESEY STREET 


WALKER & FLORID I 

CUSTOM TAILORS i 

20 DEY ST" NEW YORK I 
N が r じ hurch St. j 

下 EL. CORT し ANDT 7667 j 




MORIMURA BROS., Inc. 
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i Tel. り ramacy 3850 


TaiyoTradingCoJnc. 

Importers & Exporters 
101 Fifth Ave. ， N. Y 
re し Sl；iiyv が ant が 23 -目 

327 W. Madison な ree*t, 
Chicogo， Illinois. 


THE FUJIMOTO 
な 削 RITIES 邮 .， INC. 

120 B，、vay N. Y. City 
Rector が 16-3 が 9 


The Sum け omo 目 ank,LM， 

NEW YORK AGKXCY 
149 Broadway 
Tel, 打 anovei’ 7444 -744:5 


The Yokoiiama 

Sp が i 目的 化 Ltd. 

Equitable Bldg, N. ¥ 
Phone [{が tor 2550 


The Banko け aiw 帥， し言ん 

Room 3 り 8 

Ke む oe 打 son Investing Bidg., 
165 Broadway, N I Y. 
Tel Cortlan(it 7 が 2 •が- 34 


社 會式株 船 纔洋東 

X に ぶ r — 

NEW YORK OFFICE： 

Room 801-805, 165 Broadway 
PHONE： CORTLANDT ©0*^7^ 

San Kraneisco Office: が 1 Mark がか 

帆 出港 桑 

路術ホ 南 巧が 米 ホ 


HC4NABIAN PACIFIC 卜 

I NEW YORICOFFtCE— 

; 344 Madison Avenue 

Telephone. Murray Hill 4000 

♦ 關 日 十 迄 本日 ♦ 

♦ 間 U 四 t を那ま ♦ 

- 路航短 梟の 洋 ザ 太 



GOODYEAP 

6th Avenue Store — • 

230 6 み Avc* 

Northeast Cor. ! 5 比 St. 


I GEORGE W. WELSH'S SONS 

I 巧 石 寶廬金 貴 


號よ巧 干 遭 第 


扭 bp ぶ 就 口な tt を 巧を 巧 im で 巧 


〔円 權 氷〕 . 円 峭 十月 一年 • 四 卜 正： 大 （醒） 




American え T み -: 

ホ Orie が al Mail ,Lirie- 

ご ：- Operaudfor 7 ぶ — ： ザ'.- 一 

巧 frtp^!!f 35 ^rd 


Admiral 〇^が み 主 お砖; ド ana ぶ ing 邱 6rat 解. 
■• - L* じぶな！ む h Bidg^ Seattle :んブ .. 


ヮナメ ー カ ー の特を 

U 本人ん わ 買物 じは 特別 巧 員を 鸦き無 
巧で 御 藥巧致 巧 電話 又は わ 手が 次滨お 
訪問して 御 巧 なを 計ら 初めての わ 方 じ 
對 しては 特にを なを Li すから 是非 わ 
な あち 願 ひ 巧、 ホ 巧 配達は 勿論 U 本战 
他を 地 宛の わ 荷物 發 送は 當 方で をし 巧 

''シヨ’ ン ワナメ ー カ ー 


シアトル 出邮 、出帆 午前 十 W ) 
加貨乂 一 丹 化と 日 

が豫化 二 g 基 H . 

が 岡 か 一二 巧 十八 日 
橫濱 化. 四 巧 十 H 
U 本 巧 船を 連 賃新率 
一等 横 潜 一九 五 巧神戶 二 〇 五 巧 
一二 等げ 食 五十と 巧 化 食ぶ 十五 典 

歐洲 ：！： 本閒 客船 吝月二 岡 
淪敦 ょら 一等が 五磅 、二等と 十 
磅 、お' 马 塞ょ b 一等 九十と 梅 
二等 六卜 六战。 

が 售 か‘ 化 じを 馬 紹由扫 木り 货惭が 一 月】 商 


資本を . I 偽 圆 
拂么濟 資本を 六 千を 旧 
校 立を 四千と な 拾 お 巧 

城 竺一弄 銀 巧— 支 巧 

本 お 東を ホ H ネ樓昭 媛 河 町 一 
ま 巧. 小 曾 H 本 橋 化の 內 (が 夏 巧 •南 
を も 尾な 都乂阪 西ス孩 
神戶廣 な 下 巧 巧 司を 松 
幅 附長帖 上海が をを 買 

• 1 •••■ — I — • ‘ I .. 1 :—*...- ' 1 .- . 1 * ■ I 

外 國爲替 、鄕ぉ 送を， ホ 送を、 信用 狀巧化 
一 股 お 巧 業務 精々 御 巧が じ 取 圾巧中 候 

錐 驾裹銀 巧 S ま 巧 

本ち 巧 をを 寒 巧、 大阪 、神 戸、 京都 1 

所 化 化 を ホ 崖 •小が、 上が、 倫 お I 


' V アト ル 化 峡 

はわい 乂 二 巧 四 U 
ゐ らば ま义 二月 十四 B 
▼横 溶-等 二 一 〇 巧 S 等 五 五 弗 > 
一二 等を 室 大な逛 家族を 夕淑 

ロスアンゼルス 出帆 . 
しあ こる 化 一 頁 十晋 

▼横 後一 等 一 H ハ報ギ ーニ 等 二 化 邦 半 
▼沙 港羅が 巧な 率 切な お 舉な谣 入御 辩 
旋 化ら が。 

▼紐 巧 線 パナマ 巧み 日本 支 邪が な 物 姑ち- 圓 



♦金製 ナイフ 鉛筆 類 

♦金剛石 白金 胸 飾 類 

♦金銀 製烟草 人を 種 

♦美麗な ピン 時計 鎖 


高 尙なス タィ 火の 洋服 
H 御友 達 方が 御な >し の 様な U 

皆 巧が 御 好みの がス タィ 作 •正しい 商尙な 
腿 装 •をの 御 召 服を 當 巧は 調製を します。 

一度 御 ホ 巧な さ ヴて羅 が 化 •鏡帖 •型と 巧 
覺 下さい。 御 不滿の 際は 返を 致します。 - 

ウオ 力.^ ント 

フロ リオ 洋服 店 I 


^ ^ を 期 邦貨 五十 圃な 上が 息を ぶみ 

S 臺灣 銀行！ お 張 所 

▼郷里 送を 皮び を 送を (無手 歡 か)、 外國' 
爲替貸 買、 巧爲韩 おも 化 立、 信用が 發 
巧 等 一 股を 巧 棠巧御 巧 利 じ 化 圾巧化 お 
▼巧 任 詳細は 御 遠 おな く 御 巧を 彼 下 巧 保 


ちケ 月な と 
ー ニグ 年な 內 


墓を 漁 spl 舞〕 

頭を—! IS.ISSST 錢 二 •崎 

(化 ッ感モ 邸な 下 ノ遗お 預金 ハ 無が ぶ) 

橫濱 正金銀行 紐 育ま 巧 

鄉 里を をは 都て 無手 數巧 じて 當 
巧 橫漬ネ 巧 経由を 金 ボ取巧 申 巧 


3 本內 

吧ち庙 


職長 巧 お 巧ぶ き 左衛巧 

甲 お 乂隙化 後？ 曰 

W 育 支店 化巧ブ n ! ドゥ ユィな 四十 九番 

籍 巧 友 銀な 

巧を、 横演 、名を 属 、京 郡、 神戶 
おノ 道、 廣島 、吳 、柳 井、 下/隅 
巧 司、 小 倉、 お 化、 巧を、 久おホ 等 
本國 おを、 鄉化 送を 等は みめ 
て 御 化 利 迅速に 御 お 扱 可 申 お 

藤本 證券 會社 

、一 肢ぞ價 証券 ノ賛 買、 引 ま、 募集 
J を韶 、並 二 么二翩 ス^ 一切 ノ 業を 

錄齡 藤本 ミ ブロ—? 銀 巧 

紐 育 お 張 巧 


が寶 ㈱ 破お 

ドライ グ ー ゾ卸資 


トミ イク 1 ,‘ノ ち！ 

潑太洋 貿易！ 會社 


ちち 巿 俄ち、 ボストン 


陶破 器、 雜貨 、ラ 卸賣 

ンプ及 ランプ 笠 田— 

森村ブ タザ！ マ 
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ZZ 冬 陶器 雜 貸‘‘ 
ドラィ ダ！ ゾ卸販 貪 

株式 4^ Si 

鳥^ 巧イ 35^ 夕を 
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晚香渡 お 二 週一阅 出帆 
►エム プレス 亞細醒 OIT 呂 〇顯) 

二 巧 _ 一 六日 

►エム プレス 加 お 太 (吴 •室 〇砸) 

二 巧 二十 H 

▲王ム .フ レ, 裝巧巧 三 T 呂〇備 "一 

. I 二 弓み H 
▼ュ 4 / レ* 療太利 ご 玉 ，〇〇〇 嘴) 

一二 弓 ート日 

一等、 二等、 一二 等 及びす 等 客 設備 
最大、 善美、 最 快走の 東ず がが 船 


ホ ノル、. 復 滋知戶 ■長 職. 上 ち 香港' おちを 巧 
コレア 化 (音、 000 觸) S 巧 二百 
(湿な 巧 帆 二月 廿屯 日) 
春 洋 义 こ！ 二、 0 吕顺 .ー ニ ー巧 十と H 
西 比 巧强义 (一一 0、 0001 0 S 巧 か】 日 
(羅が 化 帆 一一 方 二十 セ B ) . 
太が 化 (ニニ、 呂〇 が一 四月 十四日 
天 巧 化 (き、 呂 〇嚷) 四月 ホ 八 H 


化が 墨西哥 、秘 を、 智巧諸 港 巧 
お 化 ホノ .グ 、媒濱 神 戶巧司 香港 巧 
呑復 巧を 六 週 一圃 > 
◊桑 港せ S 切 巧瘍窒 を 隣 入御 幹旋 化"， 候 
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シ卞卜 八 出帆 午前 十一 時 

▼フン ジ テント マツ キン レ！ 

一巧 二十よ 目 

V プレジデント ジェフ ア ソン 

二 巧 八 H 

V ブレジ テント ク ラント 

言 二十 H 

▼フ レシ テント マ》 アィ ソン 

四 巧 四 ： n 
▼太 ホが 航路の 最か速 載 船 ▲ 
►船を 廣く 理想的 じを 瞄す ▲ 
▼ベッド 使阳 コット じ 非ず ▲ 

御 ホ 墳じ 化ち 日本食を 調 ふ 

代 瑰巧桑 山 蘭 巧 ミ E. 雲 Si 


特に 日本 紳 ± じ 適ず る 
小型の 雨着 正月 大巧 鬟 

正價 かぶ 典の み 特價松 弗 

同 十五 弗の み 同 六 弗 四十 五 仙 

化 (他 婦人、 ず お 用 雨 蒼 も あら 寸法を 書いて 
鄉 送金 をれば メ^ ~ 八 •ヲ！ ダアも 引を まず 



N •パ 

の N N ぶ 

〇 

k み 


f TU ^ 

け 邮則品 

卿が 剛州 I 

巧 W 卽苦 


內外 海陸 蓮 送 業 

包郵化 じは 大き 過ぎ 甫 過ぎる 荷物 

は 弊が じ 御 依 巧 ぁれば 冗費を 佛 はや 

をで 面倒な しじ 瓦つ 化廉 の 巧を で 

化を 晦經 もの 小荷物と して 取 b 扱ます 

V お ホ 部 丰巧か f が 八 

〇本総化巧ほ 川良述送會化 


はヒユ ー ストン 出版 會社 である 
參巧江 幸 雄た 前年 化樂が 
の 司 厨 良で ぁつた 同氏ん-一昭 お 
氣の 巧め 締朝 療養中で あつたが 
宿 病を 快 結婚の 上 昨 夏が 米沙灌 
を 經客か ホが 目下 東 巧 おにが 6 
健康は 酱じ 巧して 良 巧な みみ。 
♦を 信が お 巧波歐 中の 烏 峰が . I 

會モ配 人、 十六 日頃 ォ リム' ビッ 
ク號 じて 歸 がの 善。 

♦寺 崎榮 一氏 郞餘木 商 巧前ス 
ラ バャ 支店長、 南 治 之 助 氏を 化 
ごして 糾育ま 店長を 命せられ 太 
が 化® じて 着 桑、 夫人み 磯岡 か 
昨り 着 紐。 

♦綱 島 佳 吉巧豫 て滯統 中な b 
しか 師 去る 十り 當地お 發〇し チ 
ンゼ ホ， じあき たるが ホる の 月 
夫人 同伴 巧び ホが の 豫定。 

•を 背 慶み郎 巧南滿 鐵道會 .社 
員、 ホる 四日 佛國 ょら 歸 朝のを 
暮 お。 

♦加 巧 ま 次郎氏 S 井 物を 输お 
支 巧 員 巧る 二十 一ロ ホ メブブ 
ク號 にて 爲 がの 笠。 

曇 觀膝治 S 郞氏 太が 貿易 株 成 
會 社々 長、 ホる 十と 日 午後ち 巧 
五を ヘン 停 奉 壤發お 巧 俄を 經も 
晚香坡 線に て歸 朝の 茜。 

参 岡 满藏氏 白木屋 吳服 店營榮 
課長、 前週 孽盛頓 地モじ 赴きた 
るが！ 両日 中じ歸 紐め 黄。 

郁， i 巧 紹介 

モノ ボ タリ 

ドン •サィ ッ氏 近著 
紐 育 クォー か ド 社の 重 鎭で豫 
て よら 耕り を どして 知られ 居る 
ドン*^ イツ 氏は 著述家 グ J して 
一家を ぶして 居る が最あ ブト./ 
ムス •ムン ス靑譜 店から 日本の 


も 化 文を や、 おをから を 集—-- た 
「モノ ガタリ」 と 題す る 一二 巧 こ卞 
六 巧の 典 ホ ある 著述を 發 表し 口 
當地日 本協會 では タゥン センド 
パリ i をを 利用し H 本を 强ふ一 
紹 かするな ホで これを 特惯二 弗 一 
で 販贊を 化か 中で ある。 

與 語敎授 鱗 リ 11 

の 乂义は 進 ホせ る 人に 親切 町 峰 
じ敎 巧し ます。 

ぎ夕す ミす 薑 左' 養 th St . 宙 ads .3 を 0 

音樂敎授 ^!バい 14 

獨昭歌 巧柴料 ーヶ月 《弗 (一遇 一 罔) 
西 六十 五 了 目 東京 商禽 階上 \1 

菊 池 磕太郞 

がス 収益 確實 なる 下宿 裳 
ん 轉 をの 爲め 至急 讚 渡 
巧し、 煤 所は 六十 化 T 自 委細は 
左記へ 

で leph 呈 e mndiG 己 こ 岩 7 


m 必地 をき 綺麗な 部 達 
H 本紳 + じ 貸し 巧し 
米 人 あ 庭、 御 希望 じ 化ら ては 朝 
餐を調 ふ。 

置 2 W .112 th S 产 享 . 8 G . 

ィク ラス 四、 五、 
六 ま アバートメ ント 
玉 レべー ター附 、家賃 恰巧〇 
で mb 呈 Apartment , 558 W . 窒 th St . 

1 osr で st of csadw ぶ. 

¥0^ 一週五廉及八弗、- 
人又は二んじ適す、 
ボ廳へ 十み タィム ススク エヤー 
へ か 五分 電話 カン バラン ド 蓋 S 
184 舌 嘗 St , 妥晝 n 黒 崎 梅 子 

綺 饒^る 表 向の 寢室 
さ，ラ丄一間、 電 

磯 電請、 ス チ！ ムヒ ー ト 、臺所 
使用 自お室 化 低廉 〔齋 藤】 i 

314 W . ご 二 h Si 吾. B , ジ广 互 呈 um 呈 三 278 j 


巧 山 お 逸、 仁 巧を S の 諸氏 ま お 
のでに 問 問題 じ 就ての 盧 なをを 
換 し. し充 をの 誌 解を 遂 ぐる じめ 
協講會 をを 開す る もで、 時： n は 
十五 U (木 鴨) 午後 八が、 お 所 

は インタ アナ シヨ ナ术、 ；； ウス 
であると 云 ふ 0 


生糸 貿易の 偉 劇 巧 


ブ翁 長逝ず 

八十 五の 高齢で 

森 村 新 井が 會の 創立者た る 新 
井 领一郞 巧の ラィト' ィン ドマ 
ン VJ して 約 半 世が じ： をら H 本の 
生糸 貿易の 伸展に 貢献し ね 偉 動 
者 米乂リ チャ^ — ド •ウオン •グリ 
I セン 翁は 八十 五 歳の 高齡 を巧 
て 前 猫を 腿 日 ブ 0 ン クス ゲキグ 
じ 於て を 逝した。 ブ 翁は 明治 五 
ザが 育 初代の 領事たら し 富旧锁 
之 巧 氏 ごか 己み 間で ぁつた 爲め 
じみ 固 a 領事 ど 謀ら 當時目 本 茶の 
輸入 販路 撥 張に 力を 盡 したを も 
ぁつた 明を 化 年 新 井領 I 郞 氏が 
生糸の 商 輸入を 閒始 ずべ < 初め 
て 紐 育じ暮 いてな ホ 幾柯も U く 
して プリー セン 氏と 相接觸 する 
じ まら 新が 巧が 同が を 社 ぞ配人 
た b し 時化 化 じ ブリー セン 氏を 

重用した 。爾後 幾 變遷を 經てお 

村 新 ホが 會の 創立 せらる^ じ 及 


紐 宵敎會 新年 宴 

紐脊 H 本人 敎會 f は 吉例に 胶 
ら 去る 十 H 午後と 时 から 階下の 
をを で 新年 宴會を 開いた が、 當 
巧は 大贺 幹事 司 會のド じを 員 有 
志の 祝辭 及び 餘興等 も ぁら 出席 
者 巧を 名 非常の 拖巧 でぁつ た。 

お 隣秀雄 巧榮轉 

財務官 事務所が 勤が 格 醬記お 
殿を が 氏は 今回 東京 稅ぉ 監瞥局 
事務官 じ 榮轉し 東京が 勤を 命 か 
られ たる 旨 入信 ゐ '9 たるが 不日 
辭み 到着み 滨姓 巧すべし ご。 

小寶 組合 懇親 會 

が脊 日本人 雜貨 小賣ぉ 化合 じ 
ては ホる 二十 五日 (日曜) 午後 
し ハ 時よ b を 期 總會を 兼ね 新年 懇 
親會を 開き 會員钟 の 同業を 諸氏 
の參 加を も緻迎 する 由會費 あび 
場所は ず 日 ホを 發 をの 绪。 


雨着ぶ 巧 大安 賣 

常 巧 第 六 街 十五 T 目角 雨着 小 
賣 のを 鋪ゥ丰 リアム、。 ス氏方 
では；：； 本ん じ 適する 小型の 雨着 
を圣 舘特懼 じて 賣拂 ふため 目下 
正月 大を寶 を 開始し つ S あ 6、 
寸法を 郵筹じ 認め 現金を 送が す 
れ はメ！ オー タアを 弓を， 
る 由。 ス氏 はを 年り 本人 ど 知己 


紐脊 日本人 替 

定例 露 演會. 

本 曾を 例 燕溃傳 第一 一回を 勞働部 ホ 應の下 じ 左の 如く 開きょ 
すから 禽員 ぶび 一般 岡胞 諸君の 奪つ て 御來聽 あらむ こどを 

ホ 留 いれし まず 

時 H 一巧 二十 一. H {水曜 H } 午後 八 時 
媛 巧 東 五十 九 了 目 一二 一二 〇 紐 育 U 本 A 敎會 

辨± あお 題 

巧 詰 b お 開の お 本 問題 か 川 忠雄氏 

H 本の 婦人 速 動 上が 露ず 女を 

軟洲雜 威國際 阿片 會議顧 間 草 信 巧を 氏 

入 填 自由 

义正 十四 年 一月 十四り 

紐 育 日本人 會 


び擧 がられて 重役 どなら 新 井 氏 

を 挟け て 献身的 じ 生糸 貿易の 發 

おじ 努カー 巧’ 今日 じ まつた。 

ブ 翁は ホモ 儿な五 年 日本 供樂部 

の糾 織せられ たる 常時 內田 總视 

事、 故 鳥 峰 憐± 、新が 領一郞 氏 

今 西 兼 二ん 等を 授けて 奔 まする 

巧 ぁり 現に 同お樂 部の 名 擧會員 

であつ C ° 吿别 まは まる 十一 n 

ブ 。ン クス ゲキ片 の 旨 邸 じがて 

轨巧の 上ウ！ ド。— ンの森 村 新 

ホ 篡峭じ 埋葬され じ。 


中島 一男 巧 逝 ま 

掘 越 巧 曾 肖 中鹏】 ぉ 氏は 旣報 

のかく 結核 急性 肺炎の ため 先月 

ょら 紐玲 ホス ピタ "じ 入院 加療 

中；；^6しがまる十日午後四時四 

十み 遂に 逝ム した。 葬儀は 十二 

日 午後 八が ょら キャンべ^ 葬儀 

社 じめ て 執 h された が會 葬を 五 

十を を、 淸 ルな 帥 巧 まの f じ 扱 

野 氏の 弔が ぁ > 遺 儀は 昨日が が 

西 州ウキ ホー ケン 火 おおじて 乂 

葬に 附し 遺骨は 同店 員 佐々 木 氏 

が 携帶今 遇 - H 唯 U 頃 出 あ卽朗 i 

る ホ ごな つたを 年 二十 八歲 C 


の 間柄 じ： 信 巧 ある 人物で ある 


♦靑 年會 競技 會® 化 十八 T 目 

乂 落の 岡會じ ては 例年の 迪りホ 

る 十と H (+:' 曜 H 〕 午後と 時よ 

b 歌留多、 慕' おが、 ピンポン 

其 他の 鏡 枝 會を閒 くので 一般が 

A め ホ 曾を ホ 學 しで 居る ど。 

參 ずっ {會 新年 赏會東 化 出 

身 者を なて 糾織サ & ホぅ'-^ 會 

は ホる 十八 H 日曜 一 午後 六 時半 

- ib 料亭 都 じがて 巧 年 宴 會を開 

くも-して 赏 を 幹事が 口を 世陳卜 

お 略 唯一、 大 およね す お 治 敬 

助、 揮 旧 偶 生 諸 巧よ ち 案内が を 

をした。 會 費は 二 弗。 

♦森が ブラ ザ ー K 新 か 宴 おが 

ブラ ザ ー ス前 員は ま&化 H 生稻 

じがて 巧 年 宴會を 開催 村 か 相談 

役、 地 ホ、 中 出 お 副 おお 人を 始 

め ホ 席 者 二十 余 名頗を 盛會。 

参ァヮ r ゥォ 1 ^ ド 誌 'ィ ァバ 

アト、 ヒユ ストン 巧の 卞宰し 

て 盾る 巧 巧雜誌 『 ァヮァ 、ゥォ 

—八 ド』 誌は 本 巧を W て 終刊 ご 

し 二月よ b 同调巧 雜誌ピ 併合し 

て 『T ワア 、ウオ ーグド 週報』 

の 下 じ 引攒き 巧け する 由を 巧 所 I 


今 


國際學 生 會舘じ 於け ろ _ 一 

漠 ん 兄妹の 舞踊/ 

おき 付ける 魅力は その 眞攀ホ 


島中を 坡 君が 『石 ホは 日本 か 
をわだ坡ら純あ^:^おおお術あだ 
どなは 信じて 居 も』 ご 普いた 巧 
ホ漠さ A ど パ アト ナアの 小浪さ 

ん ごのお 踏 詩發表 貧は ぶる 十日 

i 修 を 曾が 入部ぶ 惟の 下 じ インタ 

j アナ シヨ ナ片、 ゥスで 巧 巧 さ 

I れ た。 漠 さんの 化 巧 じごつ ては 

I 米國 じがけ るか 舞を であ」 ので 

I 巧 割 卜* がぶ を拂 つたに 違 ひ ある 

まい。 殊に ミユク ジシアン ごの 

j がを せじけ 巧 ふを 重ねた を 子で 

1 ホる。 當 化の お 客は 日米 人吉枉 

1 を 名、 勿論 舞路を 愛が する 人々 

i でを るから、 最後まで 敍必じ 注 

一械 して， J 居 わがを して でれ ホけ 

一の 理解が あつたかは 疑問で をる 

I しかし 漠 さんが 漸く 手に入れ じ 

j ど 云ふ乖 'をみ をが の ある ソ シブ 

:舞 裳の 照剛じ 滿ぜな 効柴を 示し 

一た i ど おか 化 巧の 舞 晚が終 おお 

-き 付ける 横な 魅力 ある 眞勢 ホを 

-を 揮した こごは 巧 おの 巧 か漢に 

i も お 易 じ 看取され た 点で ある 

I A A A 

! ブり グラムの 第) け メラン コ 

I リ—ご 云 ふので あつた。 餘 b じ 

I 獨斷 的な 經か たかはから；；^ いが 

i 漠 さんの 特徴は 柬巧 人の 通が 性 

:ピ稱 すべき 『メラン コリ ー』 を繁 

I はす 点じ 化る ど あはれ る ジシテ 

化 巧 徴は纖 て 第四リ の 人 第五の 

: 破戒が にも お現されて 居る。 就 

|中囚人の細はフ リード ムを獲む 

が爲 めじが 身の 舆を學 も わ 筋 あ 

I の自が 的な 動き 工合 VJ 云 ひ、 岡 

一一 隅の ま 情を おす エをど 云 ひ、 當 

I 巧の 白 盾で あつたが 解 化さむ た 

_ 刹那ん 表情、 巧く は 解放され た 

一 後の 雀雜が 舞の 禪に 化が として 

ー メラン コザー . S 影 か濃掉 じつき 

-碟 りつ i ん つたのは 聊遺 域で あ 

つた。 巧 おの 『奇蹟』 の 潰さん 

化 化 •お 細を の ^ の だ 詩 化さむ 

て おる けれ 巧 山 凹 耕が 氏の が 曲 

i は 斗' 硬の 謗を を < 七い。 あの ミ 

; ユ ジック であれまで 踊れる 漠さ 

; ん 兄が は 偉い ど 装め てょ からぅ 

A A A 

破戒が ピ對 照され るが 法 帥は 

巧いか^:^^忌劣がする。 巧を吹い 

^ てむ 目の あ 裳を 自ら 猫む るん た 

一ら、 兩 眼が 明いて 財布を 振る わ 

; た 6 らお 情が 物 足らない- ■夫れ 

一から わのを つけ じい ま 一段の エ 

風が 欲し かつた 破戒僧に まつ 

’‘は 『嘴 服 じ 化する』 VJ の 一語 

; をのて すべてが 湿されて 居る C 

; 第 八の 『マ， ク は』 出色の もの 

一 ど 推稱し 巧べ く 或る人が 『氏の 

I 强 術け 確かに 一 のな 式を 作 b 卜 

I げて わる。 を-; てり： なまの。 か 

i に：^ からでは.：；* く 巧から 硬き 出 

たものを ひ'— ひし ビお 飯才 る』 

1 ご： 拌 （たがに 少しも 上と b のし 

; て 盾ない 自 がの お 的を 現じ イン 

スパイ ャア さいて 化 舞^ので あ 

る。 をれ がを 令 じ ホ ホ 源の 氣持 

; を 巧は したので ホる かか：！： は閒 

: 題では ない。 

\ A A A 

小很 さんの 『かお』 じ 無邪氣 

■な ゲアー ジンの 氣か 私、 巧妙 じ お 

i はしたな にがて 巧 法師 や ニンフ 


よら も萊 化された もので むつた 
輔んを 巧 も媛婉 であら 樹 がも輕 
化で あつた 。致 巧の パ y と ニン 
フ では 矢 娘 b 娛 さんの； S ^ 方が 
勝 七す ぎて 居 じ ニンフ か 着つ け 
も 手の 刺を に 脚の 短 か：!. 小浪さ 
んごして"：^おひきつて^| ィトな 
-。 のじ 變 'た 方が よか > た であ 
'らぅ。 パンが ニンフを を ひ 慕 ふ 
あたらは 悄 ホが 淡白す きた 憾み 
は あるが を 化と しては 爾難 であ 
つね。 唯 例の 山 田 耕作 巧の ミユ 
ジック はお 線の 短 かい 速 おの 
ない 所謂 巧 獨特の 作で だ あらぅ 

が餘 韻の 溺 々たる ものが なく、 

詩め 威 輿を 喚び 起す 魏 みがに 乏 

—1. い隨 つて 舞 軸の 詩が 憤 値を 扶 

ける ご 観る よらは 傷け る VJ 觀る 

方が 間違ない。 もしる い U 本 じ 

皮& 上の コム ポ^ — サ ^力 生""'^れ 

て 居ない ど すれば、 短 1 踊の 方が 

:円ホ さき じ 進む で 化 逝 家を 引き 

擢る のかは あるまい。 I 〔一記を〕 

紐 育 日會の 

懇談 會 

化 席 者 八 餘名 

本紙 旣報紐 育 =1 本 k 會社會 を 

員 ま 倦の 第二 協 懇謎會 はまる 十 

一 U 午後 二 時から y . ンタ アナ シ 

ヨナみ •戶 ゥスの 龄 I 下ナシ ヨナ 

ル、 V — ムで眺 かれ i わが 當 りな 

齋藤總 領事 夫人を もめ 二十 余 お 

の締人 子女 等ち 巧磁 ひて 出席し 

第-回の が 懸談會 f 一 L ては 像 想 

0 上の 溢 讲を呈 しだ。 同 臨 委員 

おを 永お么 肋巧關 會の辭 ぉ-述べ 

て 第一を じ 移り 巧 會を河 野衙- 

氏の 紹 かに 化ら 小 棘 社 會を良 ち 

を もて 帖制設 を々 沿革を おして 

其が 巧を 晰 り、 みで 地 ホ 日本人 

會 々長、 齋膝 菊^ ホよ 人、 水が 

紐 育 新報 化'々 ま 心‘ 摘說が あつぃ 

第二 式は 菊 化 ホち 衔 氏の 司會で 

ホ钓著 一同の 諧 崔じ當 むだ 自己 

紹介を 行 ひ、 窠 二 まは ホ 司 龍 一 

氏の 奇 をで 巧 本 |ぉ 彥 巧の わ 伽 嘶 

が あつて 滿 煤の 嗎采を 巧し、 第 

四を じ 人 ゎて ち矿 、をが、 化 山 

竹 中 其 他のを 員 諸氏の 紙 動員で 

用 怠の ホ お、 h 產 なでを 配 >、 

が 川祥气 氏の 铺會で 出席者の 隱 

縷が あら 委員ん 闹規巧 氏み 罐な 

'1 の レシ ブィ 斗 3 ン 其化數 をに 

時の 移る をお^ つ 式 午後 六 時 散 

會 した。 當 H 、^ 知ぶ が 擁して 久 

淵を なし 或は 端に かぶを 得て 微 

をを へ和氣 をし 滿 もたが 會 をで 

あつた。 


學 化お樂 部で 

獎學金 問題 

を阱討 誠を がみむ 

舊臘闽 際 ホを おおで 銷 かれた 

エドモンド 氏 ま 催の が 人 招巧會 

で费 をした プラザ ア 7 ッ ド獎學 

かぶを 問 巧に 關し ィンタ アカン 

ジ エ—卜 、ー コスモ ポ ，タン 供樂 

が 曾： 円中报 我を 哨 ふるものら あ 

るので 木 村 米太郎 、が 叫が)、 

服が 陵 S 、 巧が 六 雄 •'阳 田 正が 

を 川-一郎、 一 滿巧化 化、 化 女を 己 
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く 進 摩 中 •してを ザは 上がょ b 戰 
級 じぶ b も 四 巧 人に をして ゐる 
の モ巧一 退却の 瑞合 とが じて 如 
一: なる 泌巧じ & ぶ や も 知れ 中 ご 
て 聯を闕 は ザ隊を 上陸せ しめて 
肆 綿を 一層 嚴 おどしを 雑 ょら 巧 
風の 一 聯隊は ホ航 する 尝 にて 扫 
ドは 蟹に 齊赞元 お 軍 S 爲 めに 败 
化し 化 A 机が じ 逃；： 3 みし 上が ザ 
脯隊 の 度み に 忙殺 さい 一万 人の 
中に て - 

四千 人 U 化 じ 幹 島に 出 
较せ しみた るが 殘 部は 明：：！ 出發 
すべく 蘇 州 も 乂泌轨 を 祕め締 人 
议 びす 化な 沒 々當 地に 避難し つ 
つ あらて 郝を國 出を の聲商 <、 
露に 齊將軍 ど 提携して 孫 傅か 方將 
带は今 H V : じちて 提携を 拒 おす 
る じ 至らぶ るが、 當 化の 過激派 
學 生は ホ®! 降 魄隊が 避難 支那 人 
軍隊を 殺害で たら 己稱 しを つ ホ 

人 軍隊が だ^ 人學 校を 警備 旁々 
駐屯して ゐ でを を口實 ごして 大 

乂的排 ホ 示" 配 運動 じ 及んで ゐ 
けれどら マタゲ エ キ提瞥 は 支 邪 

軍ん殺害說ぶお實無狠であるご 
巧を してむ， つ。 

マ 三 ラ 十 先 H 獲：：：： 當 地が 軍 根 

碟 化の 米 國醒逐 鑑六隻 は 動亂の 
上 おじ 向けて 急遽 お發 しじる が 
これにて 上 盤 じが 遺された ホ國 

驅逐 艦は 十二 送に 達ず る。 

上海 十九 日 慶 zr : 上海を 中必ど 
する 電情 電話 縱は總 て切鄭 され 

て 用を なさ 中， 齊赞元 お 軍の 败 

化は 旣に豫 期を れ化殘 をけ 績々 
外 國御界 じ 避難の 模梭 であるが 
盧 永祥將 軍の 票隊じ 白色 〇ンァ 
軍 陵を 婚 ぶし 亡' むる をは 國際閒 

題を 惹起ず る 避， 傑で ある。 

日露 新 义溃は 

; T 時踩 がり 

ま 京 特電 十 ホ日發 U を 本 協を 

め 討 講じ 移 b み！ あらし H 露 新 

をがはゎ ^>全擢を巧巧煙謙南巧 

がか 滑 b じ 赴. VT ^ し 際 誤らて 負傷 

し 遂に 臥床した ぶ S おじ々 ラ 

ン 大使が ホ 化 思想の 肯博中 化が 

証を 容易に あ辨し 皆い 爲め 一時 

朽切 b 、 巧澤を 使のを 快を 待ち 

てち 開す る當 であ' ¢1。 

闕務 長官が'' 

新 協を 難 巧 

ヮシントン 十 化 口 避 h 圏務良 

官ヒユ ー ズ 氏は 上院 外を 委員 會 

じ 提出され たる パリ ー 贈 償會議 

じ關 する 巧 溝 別項 所 報 一 I じ對し 

大統 頗クー リブ デ 氏の； 贊を得 

たる 上聲明 黨を朦 し、 一'- 

【一】 パ，— じめ ける 列强藏 

相 曾 廉はド ー ズ 案じ 化 f 支挪 

協を を おんが 境め 催された 

ので この 支 沸は ホ 幽と觸 巧 深 

きじ 顧み ホ國 はを のを 權を保 

議 する 爲 めじ 參 加した 0 一 

【二】 パリ ー 會議 はホ獨 P 約 

乃き ゲァ八 サィ ユ條が じ ホ さ 

れ し化现 機 ㈱ 、 委肖衙 乃ず 圃 

ホに ホら や、 なじ ホ國が この 

曾 雄に 參 加す るのは ホ 燭^ 約 

じ 就て 両院の 化留 したる^ か 

じ 違反し ない。 

で 二】 今时の 協を は 單にド 1 

ズ 案に 攸 るみ 濟 みがを 協證し 

たる もの じて 支 挪个魔 行の 複 

を じ おして 何等の 協を なし 


故に ホ 倒は' この 点じ 就て 法が 
上 じ も 道 德上じ も 例 等の 巧み 
くが 國な 自由の 巧 動を ご b 
巧る ので ホる。 

〔四】 パリー 協定は ホ 國條み 
權の おなが 服を 窓が せす。 

をの 碍 明に 巧す る 上院 外を を •.貝 
長 ボラ ー 巧の な 巧は 化 然不滿 を 
の 意を 表明し 飽をも 厳が の巧满 
のかく 厨務 を官侧 ょちの 說 巧を 
要求す るを である。 

仰角 延長 案を 

上院が 否み 

ワシントン 十乂 U 發 U ク— ーブ 

ツデ 大統領は 整に ホ 闕お軍 S 大 
砲 仰角 延長 じな 對 のをを 表明し 
國務 長官 も その 旨を を 表しむ る 一 


脚を 溃じ巧 傷 巧が 么巧 t を ホし 
を 幼 婦人は 爲 めじ 她村じ 避 お 中 
で わる 〇 


鐵關稅 案 提敢か 

ま 京 特電 十九 U あけ 内地 おが 
誰け 的の 锁關稅 案は 午講 曾じ提 
巧 さるべし ど。 


鑛毒閒 題 曝 韻ず 

東京 特電 十义 H 發化據 旧 組の 
小が 礦 山の 鑛毒 問題け 附近 農 お 
どの 間 じ 紛糾を 重 a 义： ぁつた 
が 遂に 間 題は 赌發 し、 が 近 農-山 
は大礙 して 殺 倒し 鑛業 がを 奪取 
した。 '一一 


らし 、， - 


な 友 幹部 會 承認 

東京 特電 十 丸 = 銭：= 莖孩敎 育 
じ對 しお ホ黨 選出 上院議員 マプ I 費 尚 額 間 題じ關 しなぶ 齒部會 で 
ヶラ ー 氏は これを 修正し 延長 許 I は 故 巧の 一年 繰延說 にあ 學附で 
巧を 意が する 巧 議案を 提出した 一 承認 意向で あると。 一： 

る も、 上院 海 軍資 長へ— ごは 一を 卜 、勢^ ザが 3 
は 極力 反 おし 議に附 し ミを ろ 乂 霉を讀 巧- 

あお か 黨は如 州 選出の デ ヨン ブ！ 東 ま 特電 十 化 日 發== 九が 巧大 


四 個師脚 解散 期 

東京 特電 十八 H お U 陸带 縮々 
じ 化る 四 側 帥 脚の 解散 期 H は 五 
巧 十で' 日 ご决 せした。 

移 人品 稅半减 案 

東京 特電 十八 曰を U 滿測 '移入 
品 秘す减 案は 今 幾會じ 提出 さを 
る酱 である。 

滿鐵 社債 發巧期 

ま 京 特電 十八：：： 發 ；：= 滿搜 社債 
千 五な 巧圓け もみが、 賣 おし 九 
十と 圆 じて 二月 上 巧じ發 巧す る 
i じ决定 した 0 


廿一 一票で 巧 化された- 


大型 潜水艦が 

英國で 進水 

ロンドン 廿 り搏=豫 てよ b 巧 
强 おず 部内 巧視 の 的と なつて ゐ 
た 英國の 大巧 濟氷艦 H ッ クス ー 
號は 進水の 上 チャ サムよ もポ ー 
ッ マスに 到着した が、 を 潜水艦 
は 世 巧 唯一の 大型に して 長さ 一二 
巧 五十が、 水 巧 排水 顺數二 千と 
巧 A 十嗎 、潜水 顿數 S 千 六巧喃 
じして 五 M 施 化 巧を なする 巡が I 
濫じ 等しき 武装を おし 建を 餐 1 1 i 
巧 五十 万 弗 ど 註 せらる。 

口 氏財擲 より ：. ..‘ょ 

を大 .へ 寄附 

ま 京 特電 十 义日發 ぃ デョ ー ン 

デー •ロック ブエ ラ！ が 醜よ. リ 

をを 巧 閣乂學 圆書館 從輿餐 とし- 
て のな 方 凰？ 嘗敞を 申込み ホら 
帝乂總 を 古ぶ 由 的 巧は 商ち じ 威 
謝の 返带 をを した。 

註。 當地 曰 ックプ L ラ ー 财盟 

じても 闊日 をな て 四' 円 巧 圓爪 ：' 

寄附を る おし H 本の 大震災 戌 

世界 じが パる 凹大 天災の 一 ご 
して 數 ふべき もので をつ てで I 
ッ クフ 五 ラ！ 巧は 喬柳敎 授巧一 
相談を をけ 今回の 寄附は 絶 5 巧 I 
じ 無 條件ど L 圖善 臓ん 及び 励 I , 
書舘 建設 费じ おする をが を祐； 
一助の 處 をは 委員を 姉 脾陈丄 
閣 琢磨 魄± 等に 一任した 诗 を. 

聲 明した。 

議會 策戰を 凝ず パ. 

東京 特電 中 化り 聽 U 巧 國雜會 

は 明を 化 一 H 巧閒の 持め 政府 4- 

を 政 黨は講 を 策戰 ぉ凝らし 居れ 

るが 政ぶ 食は 敎を費 間 題じ關 し' 一_ 

遂に 腰を 巧ら 總 なじ 一巧す る T 占 

となつ た。 而 して 政 友本黨 切ら 

崩しが かし 巧义氏 ごの 提携 破れ 

水 巧 鍊太郞 巧は 遂に 化ぶ 會じ入 

黨 した 0 


旧 中大將 じみ 圆 

ま 京 特電 十八 H 發 U 東； 俄 聯盟 
の 化い 駭 名は 祗野吉 一二郎ち 仲に 
願して 旧中義 一大 將 じみ 關狀を 
出した 0 

淺草 一二 巧 戶燒失 

ま 京 特電 十八 H 疑：：：： を 朝 午前 

一時 淺萃旧 中 町に 化災起 もがか 
らの就 風 じて 消化 脚 難を 楠め 遂 

じ s ', り 口を 烏 もじ 歸 した。 

地下 鐵道案 完成 

東京 特電 十八 日 媛= 十 五ヶ 年 

听陸巧 跑エ學 校 ょら 失火し 巧ん 1 計靈 じて まがを 期す る 地下 激道 

で 全部 燒 尖— たるが お 因け 溫堪 一擊脯 案が 作戚 された 


よ \ す 逼： 力 少なた 扫 6 三 ''-:::- { . こ ；；—. . 

巧が 貧 成した のみで 四十 お戰 法文 科の 女 P 人學け 愈々 え齋省 

I ょむ 許可 わらた る & なすぶ お學 
一人 學が寶 巧され たのは をれ が 嘴 
英で をる。 一 


砲 H 學校 燒失ゴ 

東京 特電 十义 日發 = r 牛么巧 松 



巧 口 叶ズヴ ユル ト巧 遺稿 


水平 部落を 燒拂 

東京 特電 十 乂日後 U 巧 お縣新 

田 郡 勢を 旧村の がは 八' む 餘夕は 

大舉 して 水伞 がを を繫ひ 么を烧 

拂 ひて 占領し 化潑 の 中 じて た 化 


左に 連載 せんとす る ものは' 

囊 じ物议 したる 米 國と院 具 
ベン リ— •カボ ブト •ロ ッデ巧 
が、 酣 大統領。— ズグユ _作卜 
ホ 亡ん の 誌 解を 得た t 、 ま满 
あ 版の 準瞄 中で をつ たもので 一 
札て。！ ズゲユ が' 卜 氏ょ f ロー 
ッ デが' じを したる 化 信で ぁん 
が、 をの 中ょ b 日本 じ關 巧ぶ 
深い おのみを が萃の 上抄譯 
たもので をる。 

ご 一一 排日 的 感情 ミ 
一 軍備の 充實 

:口 1 ズゲ 玉^ 卜 氏は あらに 
露 やかを が じ 就て、。 シアめ 
態度が ぃかじ 不眞 面目で ぁ么 
たかを 述べる ご" W 時 じ、 H 本 
が 本 間 題に 掛 ずる 舆國の 態' 嗦 
じ筑て焦應しつ5あつた- 
を擧 けたる 後 曰く、 

をは】 部み U 本人 ご 云は 
ら 寧ろ 大部を の H 本人は、 

人に 對 しで 隨 がご 敵慨 、むを 
てゐ る； を 疑は い。々 リ 
グ ニアの 州爵縷 員は を 日の ごこ 

ろ 日本 じ對 して 稍 遠慮を して ゐ 

る 化 態 じを るが、 H 本人は 恐ら 

カ リ フ ォ it , ニ ア ん ょら た、 遠 

慮 ず る ふ 出 ホ い ど み jil 巧 へ 
j 一て むる 0 ) 休々 ブフォ 八-こ アタ 
j 而の飯 精な るら？； は、 ぶの が^ 
らち へても お鹿氣 切つ 化沙 化ん 1 

4 る。'" ’ 

y リフォ ：： ニア 巧が^ がん 間は 

日^ 入を 目 f るに 劣 もじして 巧 
等音饰 i ：* き 把 族で ぶる ごいん 

理由 刪ら、 强 いてり ホを 诚肆 j .' 

る 意ず ご 円本 移 巧？' が 速 t 計 

てゐ A 。 投 等は リ 本で をして か 


ぶてを 


からだ 邸ん 扱い じして 絕 對じ排 

斥 せんご 欲する ど詞時 じ、 稱疑 

必强 く、 而 かも 威 情 的で ぁ b 
好 磯 的で わ b 、 をし がと 權じ就 

てぅは てに 出で る ならげ、 廣も 

じ户 7 ィやヒ ブ ッ ビンが 島を 占 

領し 得る 新 図 あの 敵懷 むを 挑 獲 

する 平面 じがて、 海軍々 備礙張 

を 唱導—- てなる。 彼を の 巧 動は 

眞じ自 が構暮 である。 

日本の が 隆軍將 卒は實 じ 敵 ご 

して d をるべき 敵で ある。 化を 

じがて 波 等は 蟲も危 隙なる 颜で 

ある。 巧し 乍ら 余は、' ホ 翊の海 

をはを の 能率を 應渾し 得る 点じ 

がて 披等じ 匹敵して む も i を 信 

じて ゐ る。 化 も 水 進艇の 運用が 

をして 彼等に 匹が する かは をの 

疑問 どす る 所で ある。 

を^ 乂國 々ぶが、 半 なじめて 

日本 こ對 L 禮濃瞎 く、 寬 ななる 
正義の ふを なて おする と共に、 
ザ 面 にがてが ザ々 は 彼 •し 匹敵す 
る ものを 維持し、 恃じ總 括 的な 
能を ごを ふなじ 就て は、 彼等な 
との ものを がしなければ ならな 
い‘ ミ 信 中る'。 皆し 巧 等 じして こ 
の悔 則を •貴 巧す るなら ば、 巧 等 
y み 人を 恐怖す るのを なく、 を 
し巧專 じして プ がー クス •ァダ 
ムスの 云へ をが 如く 间 等の 巧必 
もな く、 巧裝 を巧實 しないなら 
ば、 或る 巧閒 じめ て H 本は 巧 等 

におし 危 をを 抑へ ないど も 限ら 

■ t ； 一 > いので ある。 

いづれ じしても、 若し 巧 まじ 
して 必 を；：* る 武装を 巧實 して ゐ 

るなら ば、 巧 革は ぶ华 、太 西洋 

獨ぶじ掛しても、 日 

もじ 對 しても 將が 我等のを 霞を 


碗 ホす るを は ホ ホる ので ある 〇 1 

ご 二】 露帝 ご 露 政府 

の 二重 外 巧 

千 乂パお 年-ー ハ g 十六 日 
ワシントン む 弔 館 
〔协 が】 親 巧なる ヵ ボット • 
-ッデ 君。 をは 巧 下が 阐 て-を 
國) じ お f 余 ど ヵイ ザ ー の關係 
を刚白 じせん ミを 導た。 をは 彼 
の 巧 格 じ幾ぞ 敬慕すべき もの あ 
るを 知る ど址 ハ* し、 彼 ごの 巧 情を 
親を なら ^ - ^ めん を 欲して ゐる 
けれで一、 これを なて をが ヵイ 
ザ ー の势力 範圃內 じあち ど 云 ふ 
は當ら ない 〇 これは 敢て 吿げる 
必を もない； である •い、 余 もち 
も せつし 何等 淀國 の 勢々 範阐內 じ 
あらざる がかき と 同 巧で わる 0 
余は 異ホ 兩國が 今や 保 まじめ 
て 協同！ て 居る 如く、 争 後両図 
が 相 提携して 働く の 意志 ある ミ 

を 明白 じ 吿げて 欲しい。 词時じ 
余は 獨 逸との 閔をも 親密. 5 - 維持 

せんど 欲する ものであるが、 

ザ ー が 化 闕じ掛 してを を 使役 

すると 信 やる が 如きを は、 痴 A 
の 夢に 過ぎない ので ある。 

採て 當 化に 於け る 日露が か談 
巧に 就て は、 余は ほ とんで 當の 
ない おな 困難 じ 面して ゐ る。 口 
シアは 過 云 じがて 旣 じ二问 なと 
じ 直る 裏が 的 巧 動じ 及び、 口 本 
の 態 巧 もみして 滿 をすべき もの 
ではない。 

余は ヵッシニと 會 忌した が、 
ヵッシニの 態を は 相 變らホ 託 欺 
的な 態度で、 0 ンアは 白色 人 柿 
の爲 めじ 戟 つて ゐるご 巧して ゐ 
たが、 をは これに 對 して おらぶ 
ロシアは 阿 故に 他の 白を-^ 稀を 
日本人. 3 下に お 扱つ てゐ るの わ. 
と 反間した 赛 である。 あら じ 力 
ッシ ニは n シアは 化 化を 巧認す 
るに 餘ゥ じ大國 である どか、 曰 
く H くご 述 y むが、 余は をの 意 
をを 頗る 卒直に 述べた ので、 彼 
は是 を玫府 じ送带 して 請訓す る 
^ を 約 栗した 0 

词時じ 余は ジア セラ ー ン 及び 
スペック (郎米 フランス 及獨逸 
大祀) <常じ巧街を息らなかつ 
たが、 これ じ 娘 b て々 イザー の 
態 巧 (前 號所截 一 も 解つ たけれ ど 

ら 、カッシニ 或は ラムス ド 1 フ 

(ロシア ホ 務大苗 > が 果して 余の 
希攀 して ゐ るを を ッアー がじ吿 
げた わで ぅか 疑は しいので メ 1 
ャ ー( な 露 ホた 化) をして 直楼ッ 
ア！ グじ會 をを を じじので ある 
が ロン ア饭府 の 巧ム i がいか じ 
八. _ズで あるかは ち 丹ち H 々プ 
ン ニが 曰 シア 玫 巧の 间 答な るら 
のを 余に ホした けれで も、 をの 
巧容なるらの？：^余の堤溝を拒絕 
しじ ごい ふょ b は窗 .ろ 巧咨 をし 
ない i いん •しちし く、 余に 料し 
て 乎 かの 調訂を 求めない ザ 巧に 
めて を ハを むを 利 巧して H 本の 
を 求を 探聞して 欲しい とい ふの 
で わる。 然る じを の翌 U イ ー ヤ 
1 いらを した 報吿 はこ ハ 巧 答を 
を 巧 覆して ゐ たので ある。 
をのを 電 はッア ー がは 顿化巧 

の 平和 A がしない が、 ッ 
がは ロー ズゲ ェ瓜卜 巧が 自己 
のな 志-」 をき て郝訂 しこれを 
絕巧 秘密に 附す 也なら ば 承諾 
する ごい ムの f ある 〇 
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i i 動 i 

I 觀爭 5 化 木 問題 

I ラィン； ， 1 卜 女史' キャット 

I ホ 人、 シャ アゥ キンな おれ 化 指 

一海の 地位 L ぁる 乂図細 人の ま昭 

一 じぶ いて 今 過ぉ攝 頓じ閒 かれつ 

j つもる 所 訊？‘ 軟ず防 お议び 撲滅 

^會ぶ」 ごも稱ずべき約をはお常 

I の 注目を おむ て 居る が該巧 娘に 

; がて U 化 本 的に 戰 ずの 招 內を檢 

; 討して 人類の 幸福、 化が の ホ か， 

i の 巧め じ將 ホの 戰ホ をな 劾に 防 

; お 化つ 撰滅 せむ i を 期ず る おの 

- 抱な がわる ど 自信して むる 巧 子 

でぁる も ホが ての 衝突け 勢で 

ん つて、 暇み をが 持め に 怠 かみ 

損傷を が b ホ 利 おを 礫ず；： 2 わ 

一る しせょ 势の趨 く 所 化を 巧ざる 

一 じ 出づる £ かして 鮮 ごせで、 故 

，•し 幽傑的 おお 即も戰 巧を が 効に 

-防逆 化つ 撲滅せ いどせば 某 勢を 

一が 化ず る 化 本を 絶無 じ 巧から し 

I むる じ 化ら ぅ。 械 端に 論 やれば 

ーネ巧 性を 邪び た 入 類 失れ 自身が 

;渾 凹 球-^ から 消 わて 喪く なれば 

一 牌 趣け U いので 老 すの 虛 無ょ 義 

i は 化 おじめて 徹 をした 巧學 C あ 

I ら むじ。 らお。 がら ざれば 戦ず 

-を幽 傑 生活の トーから フイ プア ウ 

I 卜 する i は談ポ してを あでは な 


化 巧-^ おでみ 巧す をので ui : •■い 
ら ，'.い。 5? 二の 熙稅 撒檐 論は 鉛- 
ろ 脚 一抱 撤磁の 前 姐で わる ミ觀わ 
だなる ぇ いからを 翔‘ 氏が 『闺 み』 
どり する シュルから 禪脫 しじち 
へ ホに 向つ て 『脚 除 人』 どなる ち 
へ もを する じあら ざれば 脚稅の 
做 磁は出 ホ 心い か談 であち。 第 
一二の 移は の 自も論 もが 外 思想を 
懐抱し、 國み 若識の 旺盛。 巧 巧 


j にがては 歡迎は あか 笑殺 せらる 
る 危險が あらぅ。 

遮な 今み の 如き 會雄 がが 識者 
じ 化 b てを義 され、 徐 々じ 圏 化 
的 殺人の 间駭 をん 類 J 隔 をから 
が じて 化〜 方が じ ー ホ r ょら ども 
進みつ i ある. とは 宮人^ 慶 なす 
る 所で あるから 氣 永'.、 化 强< 
巧 本領 じあ 實 U らむ ふを 巧 望せ 
むぶ。 ら ぬ。 


上院 外 巧 委眞會 が 

HJ 里 協定で 一 悶着 

孤立ぶ 義外 政の 動 搖を憂 
謀叛 組が 質問 爽 議案 提出， 


て 


■ぉが 十八 H 發 U 加州 選 お I 一院 

溢 員 デ ヨンソン 氏は 國務 卿は 前 

地 じ おじが て 歐测喘 令 國の藏 相 

& 米 國を府 化ぶ 者の 閒じ戚 化し 

じる 濁 逸賠悅 をを 配に 關 する 臨 

を 案を 上院 じ捉 示すべし ごの 耍 

ホ 決 ホを を お出した が 上院 外を 

を 貴會は 本决誰 案を 討證 する た 

めに も 赌口諮 事を 開く 常で ある 

化の か證 案の 討議は 上 晓が大 が 

锁クー リツ デ 氏の 外を 政策を 巧 

極 的 じ論證 1-- る 鼓 かの 隙 貧で あ 

る ど 云 ふ 息 ホ にがてら 嫩る おを 

の造義 をる も の VJ して 院 のみ w 

ょらを 目され てゐ るが、 上院 


つち を总昧 する もので わる ど 
の 言說じ 原揭 する ので あつこ 柴 
して 米 脚 政府の な 鶏が 彼等の 解 
释 する 如き，：： ' b しや 否やを 明に 

する は 刻下 緊急の 問題な ち どは 

ボラー 氏を 初め 共和 黨 謀叛 化の 

抱懐ず るな 見で ある。 デ 3 ンシ 

ン 巧が 本 化 議案を 提 おした 動機 

は 第一に 米 図 段府は ド！ ズ 案の 

下 じがけ る獨 逸の 賠償を 支拂ひ 

に掛し 自ら 欧洲 聯み國 ご 巧 動を 

共 じせん ごした る も S 一なら や 否 

やじ 脚して ながの 明晦 なる 說明 

を ホめ、 第' 一 じな をケ 。ツグ 巧 


H ' 


も.，' が i 游 ではない じせ. ょな 

にゎ ゆるを 動を 化して 巧な じ 則 

一 化 的 殺人の 那を 化さ r るは お ホ 

る 丈け の 刃を 用 ゆべき は 吾人の 

一な 化で あるから 化总ホ じがて 部 

一 か 的。 ら ごら 今次ぶ 會雜 5 なお 

! をして おな を；：* らしめ じい ご あ 

-留 する のは 獨 b 吾人の みでは あ 

えまい。 ■ 

I 該替證 じ 於て ォパ ィヨ 炯ォッ 

ー クス フォ ー ド 巧 マヤ ミ 大學敎 巧 

|ブ） レン •トムソン 巧 女は 化を 

の A 口巧殖 率の 高速 巧で ある 一 

I 举が戰 巧の 巧 因で あるが かじ 生 

I 髓刺 節を 巧 わする は 戲ず防 遇 策 

I の t 乘 。る もので あらぅ ご 論じ 

一た が 現が の狀 勢ょ らおい ぶ 確か 

一 じ 時 贤に適 中 L たな 見で ある。 

I がして トムソン 搏 出は 戰巧 ご經 

I 濟 k の觸 繫を說 明して 左の ご 一な 

7 ど判舉 した。 曰く 

一、 刻卜禁 遇しつ i ある 胆界 

のぶ. 船を を人自 ホの 採 おじ 委 

する Mj 

!1、 列 幽の側 お 制 巧を 撤 おす 

る MJ 

: ご 一、 ぶ W の 出入に おする 悼 壁 

一 を 打が してを 巧自 山なら しい 

I る MJ 

ー トムソンが ± は戰ず 防‘ おの 化 

I か問跑 はが 化 化 巧の 人 おが 巧ぶ 

びが 濟 組織の 上 じ顿揣 る趨を 

I を 加 ふる じあら ざれば が H 的を 

一速化する；け不巧能であるどホ 

I 娘した。 巧 十 所論の 第-は 巧し 

i 端的に 共连ま おの 賓塊 をぶ 化す 

j る や 巧や聊 な i ：* きを 待ない 。乍 

併が 上は 唯 巧 化み 踩巧 均等 巧 口 


及びぶ 化ホ國 政が の 巧を 若が 本 

外爽委 負.‘ 會實 .中に な I 诚 をに i 卿し ね 冀妹側 邸 P 

- 離 和條約 - し抵觸 する i 

なき かを かの 点を 朋 かに せんと 

する じあ ム 。の t の 如く お 面に 


をに なぶの 內 をを 礎 張し 新な 域 

おを 官な爽 乂化ヶ U ッグに の 任 

か 隅 題 じら 觸 れんと する 怠 向を 

みして ゐ る。 化 のな も w な b 巧 

目され てゐ るが、 がし 巧め 巧 か 

を 拒-みする ミい ふ 检な速 動の 唔 

ホは ホし も驻れ てゐ； い。 共 か 

黨み叛組は.チ 9 ン ソ ン を援助し 

てむ お 協定に 掛す 么ホ國 政が の 

立 煤を をぶ すべく 陣择を 整へ て 

ゐ るが、 新 上院 外を 委員長 ボラ 

—氏も デ ヨンソン 巧 誰を を援化 

すべし ごを はれて ゐる〇 ボラ ー 

巧は を 肖 宵 閒食化 前は 絶 對じ化 

獻を磯 ザず べし ご稱し 一方 饼明 

當 5 をを を 差 接へ てるる けれで 

も、 巧 息 述の傅 ふる 所 じ 化れば 

ボラ — 巧 も デ ヨンソン 

氏の 提案 ど 客： 一巧の 腺 案を 巧し 

て适 つた 挪孫 上を： 貝會に 於て デ 

ヨンソン 案じ ボラ— 氏 腹案を 加 

がした 修 化を 加へ じる 上 ホ满案 

を援 加す る ものと なせられ てを 

る。 ボラー 巧の 修 おおは H と-な 

はじ 化に めける 脱 憤を 曾 議じ於 

V *- 米闕 なが 化ぶ が 米 哟权府 の ホ 

煤に 腳し 如阳 なる 提ま 〔をな した 

るか上おに述吿せん；ををポす 

べし：：：： ご 一 占 ふ 一 巧で あるが、 化 

の •巧は 巧 闊化お チヤ ー チ 瓜 氏 

邮闽 K お クン メンテ^ 巧 化の 化 

が じ M 協を の 成立け ホ映歧 巧が 

ドー ズ おじ 從る獨 逸の 脂 化を ま 

拂阿题 じ 測し 聯合 越 政府 ご 合体 

して 

同一 步 調を 肤る 


現れた るら の i 外 上院に がける 

一柿の 潜化盧 請を おる じ 昨 巧 十 

一巧の 大統領選 擧 じぶつて 彼宮 

身の 勢力を 0 て 大統領 どなら 自 

お 手 胁を禪 つて 國 政を 處理し 得 

る 地 化を 獲得した るク ー リッ デ 

巧の 

.外交 政策。 裳た 針 U 

就中 化が 乂戰巧 湧出し つ i をる 

歐洲間 趣じ對 する 大統領の 態度 

== 义ヴ是 等の 諸 間 題を 處巧 する 

場を に 大統領が k 院の權 限じ對 

して 如树 むる 態 巧を 採る やを 明 

ら かじした しごの 要 ホが 暗々 裡 

じ 流れて ゐる けれ Vj も 今の 場を 

ジョン ジン 巧み 證 案の 討 憩じ關 

聯 してた 統領 自身の 說 明を ホむ 

るが 细 きをは 發 生し。 いで あら 

ぅご 觀 測され てなる。 

<;1:露が陳蠢加して 

上海 y 攻蓉 

が ホ 示威 も始る 

上が 十乂 H 發 ；：；： 義じ一 肢地じ 

塗れた る浙化 省替帘 廬永祥 巧は 

執れ 段破瑞 氏ょ b 上がを 占領し 

たる 化 蘇 省 瞥單齊 竣をお 軍の 征 

おを 命せられ 東 一二 省の お 作霖將 

霄ょ 6 

だ 過激派の 白色 塵 軍 

隊を很 化し じる 授 軍を 巧て 巧氣 

なほし 今销浙 なせ じて 戰ひ齊 軍 

を 大股せ しめて 上がを な 器す ベ 




NIPPON TAILORING CO. 

3 即 ' W. 58 妃 が . 

Tel. む お iTitms 4173 



T. KASAI 

Marcha む t 
Tailor 
如 

TIMES 叫ん DING 
Hoorn 304 
HEW YORK 
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まな 化 

丸 含 
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洋 r' 

服 童 
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UP TO DATE な 化 E 
Custom 

Taiigt 


71 W. お th St. N. Y, C け ? 
Tei. Vanti が biit 2546 



Y . げ〇 

133 Ee が お rdSi. 
Cor. Lexingion む も , 


MA 削 H が W & Oo 

17 E. 17th み 

Te!. Stuyvesani 9959 

雜日 

丸 本 

A 類陈！ 
蘭卸媪 
會 


賣黑 


NARATRA 日 ING 邮 . 

32 Union 8 み 

Tel.Stuyvesant 9169 


AUTO SCHOOL 

726 Lexington Av も N. Y. City 


に Iwamoto, R ミ • D- 

114 W •の 比 S し 
Tei. Trafalgar 0352 


KANZO OGU 民 I M.D. 
214 High Si む 〇加が 
Tel- Cu 讯 beiiand け 80 


Motoi Tsuchiya d.m.d. 
116 Si. Stephen Si 
Boston Mass. 

TeL Backbay 10339 


JAPAN ART STUDIO 

の 4 はお も 巧 OS が E. も Y. 

巧し Hi な 巧 3 8 - 


KOSHKA 

STUDIO 

舘眞 寫柴小 

Fifth わ e .， 

Tel. Pi が 3 3212 

Branch な u お 里 

"Westminster お re 娩 - 
Providence も I. 


Koike Studio 

437 5th Ave, 

む r. お 化 お . 

下 e し Caledonia 6394 


寫 

窠 眞 



Miss. Blanche Fisher 

1264 レん Ave., Cor 8 な h 


授敎語 壤人婦 


革 動自貸 



SATSUMA COMPANY 

2518B’wayCi わ Tei. Riverside 8822 


KERR & MAYOR 

1023 Third Ave. 

8et •が & 目 1 な s. Telephone むがが 29{}S 


矣向人 本日 

巧專 靴型 小 

惡 小き 嵩. 足 小き 廣ぶ 小き 巧 




HERALD SQUARE 
NKW YORK 


E.E.Yosh も M ， D. 

3 が W. 71 おな . 

Tel. EndiGeif 3530-6729 


DR. 良し 001 VI 

34 化な， む r. 3rd iUenue 
5 が h Sh G 刖 . Lexington Ave. 
.125 化な . む r. Park る venue 


Dr. G . 比 Martin 

DENTIST 
743 Lexing お n わ もな r. 53 化な . 
Phone Plaza が 83 


DR, H •ん GARDNER 

DENTIST 

お 8 Madis 即むも Set. BO-61 si Sts. 
Tel. Regent 7186 



PHE げ S を PERRy 

3 Maiden Lane N. Y, 

ェ綱 洛鑑銀 祭に 幷お剛 を 

類 お資匠 意新最 


ん L.CEASA み M.D. 

巧 日 E な i 87 化 Slreef 
Bet= Park を I な ingbn むが 
TeL Lsrqx 8973 

壽瞧觸 鼻 耳 ! 

間 時 察 診 
午 正 ま 時 十 前午自 
時 八 至 時 六 後午自 



P3 專節調 鏡 眼に# 眼捡 

F. L FREDERICS CO. 
醫巧誕 爭大亟 比倫を 
巧 8 E. 5 お ! ！ な . 8 州む rl< 

1144 3rd Ave., b 比 B8ih- が fh な s. 


豪 五十 s 了 胃 I 

ニニ！、 一 

伊藤 

，.洋服； 

f ラ 織 A ホ 号 


H 本ぶ A 

雜 貨爾賣 

を 6/^ 貿易商 會 



曰 本人 部 

^ 9 , . — - 廣 

瀬 氏擔任 
窓が 敎授 
夕と 時關 
校を 働 余 
暇 魅學の 

巧を b 卒 

裳 疆聲授 

巧 就减口 

化 料罔旋 


許 論 『 巧 月 十り 巧 行 
巧 誌 - 單 仙 ： V 

ミで己 岩 th 苗. N . y . 妄 


船具を 巧 品据船 御用達 

遠 藤 小 巧商會 

爸 Broa { ー ミ y N. 产 C さ 
を . 重 量を 1541 ム 

稅顯 事務 取扱 

WIE 臺 L BANE & G0._ 

ざ om 1 送 ご B 夏 liw さ C さ- 

さ画：ぎ至寡夕英コ 9 二 6|9137 


VJ 4J 

巧 9 
C さ 


.稅臟 事務 

巧 巧を 地 並 じを 化 
をの 檢 出入 ホを じ 
脚す る 一切の 御络 
問に 應 じ、 巧道激 
船 貨物 運賃 技巧 化 
表 稅關手 お 書 等 進 
呈 す、 重要 都 巧に 
M 脚 甲 I - 化 巧庙を おし 誠 宵 
リ R 巧 一 あ 速 猫 用命 じ應や 

F _ .保 験 取扱 


じ 

wm i* 

^ IS 

私 剛か顿 

ぶ 一 J 

H 副 シ-か 

r. S i g 
が 綱 《 f 




♦書籍 ♦藉誌 ♦新聞 
縱覺 室を 開 
執務 午前 九 時よ b 午后 五 時を 

紐 育け 本人 會 

西 五十 お 了 目 一一 五 〇 を 
奄話サ アク^ 八 一 义〇— 化 一 


化留静 年 理想の 劇 体 

日す 靑年會 

巧 W. 讓ミ. Td Jlarkson 1244 
大 が脅自 本人 若； 


基督 敎靑 年轉 I 忠 


巧 巧說を U 化 U 午後 A か 
祈 糕を木 お 日 午を 八时 
だ 話 食 ±诺0 午後 八 時 
をを、 巧 萬 ま、 娛樂 室の 設供 あち 
ホ资を 歓迎す、 巧 淀を 利用せ I 
なが 川 候堯一 
H 本人 基替敎 修道 會 

102 W' 123rd St. N. Y. CUy 
叫61. JVIornin 谭 i(u 至赛 


日本人 5 敎會 j 

な 帥 川 島 末么進 一 
幹事 化 川淸】 I 
た ち ミ se S. E. Gh ミ ch & _ ミ t. 

ち 3 w. 1 备 St- T 己 ' 百 arkson 1 岩 1 
檐巧說 敎日跑 日 午後 八 時^ 
が 禱貪水 IfH 午後 八 時 _ 
裁縫 會火强 H 午後 二畔 
♦お 宿を 

位 请を倫 比亞迄 数み 下町を 十 I 
五み 學 生き 社員 旅 巧を じを 適 I 
設脯圖 誓 おな 斩巧 ぶを 相娛紫 I 
を 簡易を を あ b - 
便を 機 ilf 周旋、 旅客 案 巧、 を哺 I 
.事を 誠を、 ぷ化ガ 事 巧 おを お 一 
等间化 諸兄の ホを を 概迎す 


C- 

^ y 
•.S 器 

ft a 

•5 パ^ 
化 門 

C 打； 
6 ‘6 
M け W 
ぶ 孤 化 


育 


本： 

人- 

基 1. 

督 I ホ 

妓^ 脅 
■事 


禽 


342 E . 為す St . N . 产 呈 y . 

ジー plassi 


e 

札 


業 一 


V H 罹：！：： 

お 書硏巧 正午': 
巧 喊食タ ホが 中 
禮拜說 を 
マ 虫嚴 H 一 
法巧會 又はぶ！ 
霞 倉 夕- < が； 

寄宿 部、 旅け ち j 
案 巧 部、 ん事巧 
淡が、 钢杳 が. を 
棠巧 をが、 を 巧 
が 縫 お 段® 誰 課 
を 設け 食 員、 ホ 
を 良 S 巧を 計る 


診察 時間 

午前 义時 1 十 時 
午後 ホげ》八時 

パ t 小 栗 铃ご一 

が 育 お フラワ ー 病院 
黄' 五 お 病院 勤務 
武巧 3 ン バラン ド 
巧 院勸お 


診察 時閒 

午後 零 賭 半 nil 時半 
午後 六 時 =： 化 時 
愛知 醫學 ± 

バ t 駿本谨 一 

古 渝比亞 乂學义 紐 育 

ポスト ダラ デ ユエ！ 

卜 病院 勤務 
日曜は 前約 顕上候 


ァゲ ヮード 卒業 
齒科醫 

主な 基 

診療 畔間 
自 午後 二 時 
ま 午後 八 時 


日本、 ぞ耶寶 玉 製 美 
衛 お、 婦人 用 曾 飾 其 
化 裝綺お 

阀島パ 幻 •：： け 

養 等 裝術品 修縷、 
首錄 お、 スト プ ング 

日本 服を 縫 


， J 一 

化が お卸寶 IJ 

五味 一貧會 

W E - ist - IN . Y . 呈 y 

ぎ Stuyve 篇 I 二 7 を 


日本 パ ぃ幕會 

N ぷ pon Dry GOIJds CO., 

126 二 id ミ y , 呈 y ,| co こ ht 苗. . 

ジ I さ す ミぞ nl . 里 呈 

ミ 〇ヨ害 1 一一 


稽古は よ 十五- 
仙、 一一 一四 週题 
じ 驚 < べき!^ 

聚 あら 〇每 、 H / 
朝 丸 時ょ b 夕 
九 時を 日攒 共- 
十二 年の 絕媒 j 

を b 。 I 


ポ巧特 
が 五が 
間 十 典 

郊外 も 
大勉强 
巧 仕 お 
間薩摩 

商 脅 乞 
御 呼 お 


電氣化 が 一切 

下羽電 氣簡會 

N0N1 JSroadway 

ジ ー. 皇臺 養 さ 


メ ー シ I は糾育 最大の デバ ー トメ ント荫 
ちで あなます。 新ら しい 昇 陈機ど 王ス々 
ンタ ー は廣 淵。 店內 じがけ る 皆 棟の お 買 
物に 瘦 宜ミ瑜 かとを 巧へ て ゐま卞 
他店で 一 一 弗ず るら のなら ばメ） シ^ 

では 一 弗 八十 八 仙 或は をれ な 下で 買 
へる とを どぅぞ 御 記憶 下さい 
日本へ 顧靖 物を 御 送らに なわたい 節 又は 
賴買物-.1際して御がの據をはパ ！ ジ ナ グ 

シヨ ツ ピン 户 •ビュ 1 ロ ー を お尋む 下さ 

い、 親が じ 御 便を を 計 b ます 


謂を じ ミ 當をの 聞 

診察 

午を と 時 1 化 時 
H 躍は 前約 願 上 接 

パ兰口 お焼彌 


儀科醫 

▼診察 時間 ▲ 
每日 (H 曜を 除く) 
午前 化 時— 十二 
時、 午後 一時 1 
水 躍 午前 义時 1 
午後 一時 


鏡科醫 

：：= 新 巧 無痛 治 旗 = 
多年の 經發 となて 
= 本ん 諸君は 巧に 
T 擧 懇切 じ 施術す 

バ^マ — チン 


饒科醫 

を ザの 經驗 をな て 
最新 ま 巧を 手術 じ 
堪能 じて 信用 篤し 
: =： 施術 料お廉 U 
日本人 諸君には 糖 
じ T 寧 懇切に 治療 

が 育 谢を認 

パ r フル I ム 


券を 巧髙 十ー ニ 傑 一千 巧 化 九 巧 一二 
千 ra、 制限 か 發わ高 一億 一二 千 二 
な 化 八 巧 W、 民間 貸出髙 己な 九 
千 六な 化 iir 方 四千 B なる が、 ホ 
中を 巧は 五毛 乃至-姐 商に て翌 
日 物は 一錢六 鹿よ b 同 六が 五毛 
が 繪手 おは 二錢一 厘よ ら间 一二 旌 
商業 手 あは 二 綾二 厘 よら 同 五 厘 
である； =:0 上十义 U あ 


成功の 秘說 


■An • 

み 

■ n I 

■i 細 

8 

t 

旣 

度 


ホ齒ま 英語を 話す 事 
は 化 巧の 窠 I 義 です 
本校には H 本人 敎巧 
じ 慣れた 專任 歸ん敎 
師ぁ b 懇切 じ 會話通 
信义 社を 語を 敎 巧‘ — 
ます。 目耀週 H 巧 じ 
午前 化 時よ b 午後 十 
時まで 開校し-レツ 
スンと 十 仙づ i 。 ネ 
日直ち じ ホ 校 あれ。 



自動 串修 
澄 次び 運 
轉を敎 巧 

ライセン 

ス保 ，証す 
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S ネ莉 瓜が をネ 後み お 巧 \ る 

寶 ぶぞ<4聲媒 \ み み お 

クオー. ん ザみ. ぶ ル シン 静が 巧 巧 引 
尸し ブ- .ド •ハミん トンが 評 を 刻 列 

がク 3 犯が 寶矣 がみ 勁刮 
潭 ぶぶ そが 售ふク 割ぇ贫 
ネ み がも.痴 

靡が 嫌の 瓜乂 


<»— リダ ザ ザ 六 八 ニニ 




0 巧 . 巧 巧 ZJ 1 巧ご 巧 GITA 

呈 養芸呂 ちで 

岩 7 妾 h A さ.！ iear た 古 d St. 

Tel. 至 号 さ 至 t 2791 ぎ〇ヨ 7 夏 

パ？ ホ 谷 謙 次 

自 午前 十-がま 午後 二 時 
時間 か 及： n 曜は 前約の 事 


t 村 瀬九廊 

ミ Lex 忌 hn Ave. N. Y. 妄 
巧 ei おす &27th Sts ‘ 
Tel. 至 a を son ぶ-を 18 ,7 忌 9 


Jolac 至- COCR 产 M P 

二 1 だ妄 芝 す s£e 三 ミ k 

ぎ Rimside 3573 & Sc 置 ler 1048B 

兴ク 午前 九 購—ぞ 後-時 
養襄 午後 ムハ 時！ 午後 化 時 

H 囉午煎 九 時？ 午後 0 時 

ドクト^ 小 栗乘吉 


or. T. C. T^aka 目 i 

二三 umb を and St Bsoklyn 
Tei. dumbmiands ご 

字後二一時^ち六時 
は 前約 顧願娱 

ドク ト か， 烏 見豐彥 


Dr. R. shishido, 口ら. S. 

133 至. 臺 St. Tel. Endist こま 2 

織 £ 韻 .齡 か ハ 戶良二 

自 午前 化 的 ま 十二時 
自す 後， $ モ 五 時 



正直 ご 親切 ごを 旨 ごし 確 賞 
信用 ある 商 おを 精選し 
持 別廉價 で販賣 致します 
ゥォグ サム、 エ术 デン 四 割引 
也ょ 屯 て 一 一一 嘴 TIT* 
指輪 鎖 填を 屬並じ 寶石類 一切 

バミ片 トン 時；^、 ーヮ I ドィ 

リノ ィ ，時計、 を蹄睛 時計 

ゥォ！ 夕！ マン 萬 年 拳 

王 パシャ ー プ 鉛筆 

魄 銀器 並に 銀器 一切- 
御歸 朝の 御 ±產 一な. 

時計の 修簿 はが 險付 じて 確實 

じ 石 W 自身が 致します 

紐 宵 あ 西 四 4 •二 T 目 阻と を 

四 四 S 号を (五 街 ど 六 巧 間) 

巧 川岸 商會 

電話 ペン シグ バ ニアと sll 九 

Ishikaw ぞ巧 ishi OP 47 去. さ nd St. 
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問題の 生糸 取引所 案 【中】 

遂に 政 巧が 協を 乎 

おし 斯裴 おめ 努力が 水泡 じ歸し 
而かも希望がが ^ なぃ塔合には 


乂國 じが' ける 生糸 化 巧 菜を 中 
じ 組 巧 生糸が 引 所を がを 棉花 取 

引 所 內じ設 ，、•へし どの 盧見 商き 

i は 前号の 本 巧じ旣 報した 废で 

あを が、 今回の 谦 論は 化 來ど異 
な b て 巧々 

具体化 — i つ {ある ものぇ 
如 < 、怖化 取引所ち エド ヮ ー ド 
バ ー レット 巧は ホ 國紐お 協 食 化 
おで ある ジョ ー デ •ボス ト氏其 

化 i 巧な し、 おじ 化 糸 化 引 所 ま 

じ 就て お 九な お まを 提出し じど 

傳 へられて &る檐 入 業ち へッス 

氏 巧 どけを 協 縮を 遂げた 結 あな 

じ 聯合を 貝 何を が 織して 具 かま 

を討廉 する じ 巧を したる もの； 

か < 、争り をのが 態 じょむ はを 

糸拟引 所の 設盼に 就て はがを 巧 

ょ b は 寧ろ 棉花が 引所侧 が乘氣 

みを である。 從 つてち 力なる 斯 

まちの お 引 所 設立 論ち は 一部 斯 

萊 巧の 冷 巧 G 態 议を巧 おしつ i 

わ 〇 が 巧た るが、 紐 物製逛 叢が 

じ 至 6 ては かち 所 報の 如く 巧手 

傍が 秘めて 巧々 たる 態度を どつ 

て & るので 柿々 風評を 巧んで ゐ 

る。 乂闽銷 ぶ 協 おどして はを を 

ゴ — ドス ミス 巧、 削を 技 チェ 

ニー 氏を のを 員 U ょ b 

技巧 上の 問題と なち 且つ 

化 引 所 設立の 可を をみ すべきが 

かじが てみ 報吿パ をげ 製 中で あ 

る。 おし 化を 旨を じして 阿 等 か 

の 解が なじ 到な t 且つり よ 巧 お 

おごの 協力を 愧す 6 じ まら ば 本 

問 趙じ勒 すろ 唯-の 巧 害を 除去 

し 巧 るら の ご 認め、 目で を 委員 

じ A 糸 化 引 所な なの 巧 巧 じ勒し 

て ■々几な 化を 徴 する ご おじ 化 

引 所 設立の 独' め おを を 旨 及びを 

糸格衬 離を をむ 倚の が吿を 媛 @ 

の閒 迎じ刚 心、 之を を 員を 数の 

ぶ 向に ょらて 巧を ずるの 速び じ 

到 速すべく 獻朔さ H てむ る。 一 

方ブ シン トン 常 佔の莊 向 ごして 

傅 へられる おじょ むじ 今回の 化 

則 巧 鼓な 運動け を 1- る じ 

投機的な 壞望糸 化 引 所 

じょる 米 威 ホ 巧の が 做 だ 配を 脫 

出する述颤であるご是傑し、 取 

引 所の 設立 ゴ が 巧ザ侧 じどら て 

は 操 おのに 巧な を 巧へ るら ので 

ある VJ の 做 測を 抱いて ゐる もの 

矿 . X--* 、 ジョー ■ナル オフ 3 ン 

マ t ス 紙の ヮシントン 時 庵は 巧 

へて； n く 「おがの 處 U 本のな ホ 

をを 装 巧 じが お出な を 支配 t 姑 

局 乂网巿 おを 左を しつ {ある も 

ので ある。 紐 巧 じ 生糸 化 引 所を 

新設し ま 糸 ホ 物を 化 扱 ふ S は 米 

闽 のが 態じ應 じて H 本 化 引 所の 

.巧 動か！： じ 剛せや ホ 蹈を輕 巧す 

る 巧 能 巧を あ拌し 巧る 裸で ホる 

がして 常；？ 筋の 說明 f る處 にょ 

れピ u 本は 生糸のを 産に 就て は 

おんで 巧 山め であ b 巧る もの？ 

がを ホの 九 闽は乂 蝴市樓 じ檢出 

- せざるを得ない 狀態 じある。 化 

^ じを 股よ b 化 測 するならば ホ蝴 

I は必 をなる 巧 場 どして 本閒 狸に 

:骑 ずる 位 的を H 本じ對 比して 


有力な もの' かを いめで あ 
る。 政府 當巧 ど雖も 素よ b 取引 
所の 設立 ど、 先物 化 引の 钻 おご 
して おを U 巧 機的倾 向を ホ やる 
可能性， ，一 認めて ゐ るけ わ ども 完 
をに 納 織され た 取引所の 設薛は 
がる 串を よら ホ やる 紛爭を 防止 
し 緑べ < 、當局 玄 しては 取引所 
新設' は 之よ b を ホる 一切の か 点 
を 補 ふじをら あら ご 瓶 祭して ゐ 
るのみなら中、 化物の化扱は今 
梭忿激；：<>時蹈の波をを化止し且 

つ 取 およ b 生やる 過失 力 至を 險 

の 巧を 輕 がし 巧る ど觀豁 して ゐ 

るら しい。 取引所 鼓 立の 根本は 

一を した 格が であつ て、 之な き 

化 上 取引の ぶ 礎を 固む る 能 U や 

化 おじ 就て 當局侧 でけ 生糸の 標 

準を 定める じは か當の 

時 H を 嬰す ベ < 、蹈 をに 

よらて は 生を 者で ある 円本 ど 消 

避を である ホ國 のが 方を 滿 足せ 

しいる じを る 巧 巧 じがて 兩國巧 

府の 協を を 見る じ ま'^ や も 巧れ 

。いお 勢で ある — 」 ご 報じて 

ゐ る。- 右ん 報道は 當萊ま 間 じが 

一、 巧 菜を な 善すべき 格が 及び 取 

引 巧設化 難- ゲホ すじ まら ば兩國 

あらぅ どい ふ赔 吊で あるが、 化 

お 勢を W て すれば 斯業 あ 中ほ斯 

論者 ど 雖も巧 論 上 今 聞の 巧 計畫 

にな. 對 する 巧 U く、 お 進 的では 

ゎるが 斯る氣 速が 米 罔 斯業 者閒 

じ 熟し 居ら、 之が 大成を 期して 

るる》」 觀 察すべき であらぅ。 


本が おが 纔の 

形勢は が轉 

が 據裳巧 詰 b ……： 恰 から 之は 

なを 界 じがけ るけ 年の 一 標語で 

あるる のみき 觀 を呈 ^い 、が、 を 

れは抵 細 烏 製 おを ごい ふ 最惡條 

件が-昨年から 昨年 じ 持ち越さ 

いたから である。 處が 結果 ょら 

見れ じ 案 中る i らけ ホむ が 易く 

半 則には 爲替法 落 ごい ふ 率 お 

が 起つ ぃ めじが 機爵 社の 

手持棉 甲け 買が 棉 化が 

が朔 しないが 上 b を 妊る 勘を ご 

、お 化 的では わる けれで も 

をが 摇巧 社の ホ算を 非常にを 利 

たらしめ た。 父 ドザ蝴 じぶ 米闊 

巧 古 兩棉の 化铅が 巧が ホを をの 

閒 きを 示ず を 轿棉の 手當じ 稍々 

M 雜を述 せしめ、 巧棉 をん ため 

をつ からず る ど b ザ 期 どは 反 巧 

に f 持 巧 楠を 商 化た' レ， しわる す 

をが ぁら、 見つ 上半 脚 じ 持 も 越 

クれた 恐怖 か 化 •か ド ザ 朔じ狎 I 

やられた のでは ないか 共 ちられ 

仅ら に' 陆 度の 蓝を 不振が 巧な す 

る 共 巧 も 上半期の 成 綴じけ ぶぶ 

まいど 見られむ-か、 これ 父 案 や 

る ょらは を わがみく 姑 おから 見 

れば 夏期 おを 脚に 日覺 めた 霜を 

が頻 b じ ホ 値を な 勝せ しめ 且つ 

持 巧 始を による ホ棉巧 かの 不利 

は 思 ふ お f 持' 阳棉の 化 ド 6 を是 

せ个、 がら鞭出t^巧施じして糸 


偕は 高く 採算は 
各 番手を 通じてをから 左 
じを がと；； >>棵 めて 泰平の 下 ザ 
期を 経過し む iw なつて なる。 
巧 給が 詰 b の 恐怖が 替じ 妄想に 
終つ たのみ ならず、 を 社を 通じ 
て 上半期 0 上の 好成績を 擧 げた 
i は 何よ らも 次の 踐 字が 雄 辯に 
之を 物 記つ てゐる =單 位千阳 
桃 益 お當率 
巧が 热鐵 五、 二 九と 一； 五 
五、 五 so 二 •五 
乂 H 本 と、 H ハ 〇 二ろ 
と、 六と 〇 一て 〇 
鐘ヶ淵 六、 八 六 四 旧 ■八 

ミ •八 

富 ± 二、 八と 一二 一 •二 
一二、 一とと 一* 二 
合同 二、 六 八 四 二 •© 
こ、 五一 一一 九 11*0 
福 島 一、 SOO 1 ミニ 
一、 四 五八 I1T 二 
日淸 一、 一ん 六-王 ハ 
一、 一二 一二 〇 T 六 
= 右 はと 半期 左は 下半期 
化 化 横から 見れば 爲替裹 を じよ 
る 手 持 お 棉の倘 I 上らで 見事 じ 上 
半期を 巧ら 拔 けた 結績が ，下半 
期 じ 入つ てからは 爲替が 暴落し 
た 儘相据 つたので 原棉 反落の 乂 

巧 摩を をれ る ミミな つた 窜 情が 

明かで ある。 况んや 需給に 目 覺 

めた 糸 憤が 裕じ 

採算 点を 突破し、 化 情な 

の 下に 旣じ 今年 一二 四 巧 物 迄®: つ 

てゐ るが 績 がな】 一一 則で 巧 詰る 

理由は 化に ない 篱 であっ て、 鞍 

な/、 も 今年 上半期は 前期め 上 じ 

巧い；は旣じが績の巧おが明示 

してなる ごぶつて い' ic 今年 下 

半期の お 勢 じ まつて は ホ 巧兩棉 

の 收權を 想 じ 繫る處 ぞく、 今 じ 

於て 柯 ごも 云へ ない けれども 統 

績巧が最巧急じ明るくなつた率 

實は無視する^が出ホ^:^い。 沒 

じな ぶすべき は 昨年に がて 統' 繪 

替 社の 貫か 棉惜 がを 會财を 通じ 

て 露ば华 巧し、 出發 点を 著し/、 

接近せ しむる じ 至つ た i である 

耐 してを ホ 化々 問題 じされた 繰 

巧み 雜ゴ 時勢に 鑑みて 今後な 易 

じ實 現す る； は あるまい が、 殆 

んで 同一 

ぉ發点 じな つじ まつた を 

社み 繰 業が 今を 需給 A ま 糸が 縣 

係 じよつ マ' 其 都 巧伸締 すべきは 

旣に 最近の が おが 明示す る處で 

ある。 化 あ 勢の 下じ從 ホの 如く 

おがを 襲斷 する； は 出 ホ 3 かも 

知れ 、一方に がて 甚 しき 採 

黨料をなぶ^はあるまい ご思は 

れ る。 邮 もが 績の常 調 的 幸運は 

又 今年 —— トー 半期は 確を 的 —— 


じら 紛 くらの ご 化 はれる。 昨年 

は 寸前 一帖 黒の 恐怖を のて 迎 へら 

ぃた：^,、 木年はお樂觀をのて迎 

へられん とする のが 经 一年間の 

著し L 塞 違で。 けむ ばなら 3 ° 

一 _ 尤も 之は 爲替が 現狀を 維持ず る 

ものと 見ての 託で ある 0 




今が 度 寿 手み 

新 鐵道十 線 

滅逍 おが 今が 巧に めて 建設 エ 

^?^に苔手す V き線路は 

1 、 H ド繼 緒し ホ 年 巧 おがす 

べき 阿 線 

二、 仙々 案 ー ニモ ーニが 巧 川 じみ 


く 化 五線 

合計 化 九 線の 外に 新 線 四十 四 線 
中よ b 撰擇 すべく 目下 八 田 建設 
扇畏の 手許で お訂 基礎 ま算 をを 
完了して ゐ るが、 ぶ撰擇 ホが は 
他 巧 錫 化の 抗示 じよる 

一、 收益 本位よ b 經濟馆 化 じ 
窝 める 線 

二、 經费潛 な < して 工事のを 
易に 進 邸ず べき 線 

一二、 め黨を 彩の 認め 爺き 線 
等の 條 かを 具備ず ベく 考慮した 
もので、 省 議じ依 b み-線の お 度 
劇 別 ご ホ じ 正式に 審議み をした 
もの じて 巧 度が 訂の 基礎 案を 撰 
擇內定 した ものは 左の 如し 
線 路 _ 峭數 
長 尾} 原 出 間 ニニ 
留邊 1 蕊盛輕 間 四 八 
八 王子！ 高， 隨間 五八 
，太 田！ 多 治 見 間 ■一一 
名 張！ 松が 間 四 二 
■松 山— 八幡 濱間 四 S 
な津！ 一二み 閱 .. 六 四 
山 口 {肥 前) 1 諫早簡 一二 九 
峰 山 一 豐岡閒 / 二 S 
姬路） 津 山間/ 五 二 
の 十 撼で合 許 四十^ 線 ご なりお 
めて 完成. 年度を 早める 意嚮の 樣 
でぁるが、 與黨云 派の 希望を 無 
視 して 化石 鐵 あが 右 建設 局を 訂 
基礎 案を 採用 イ るか 否かは 頗る 
を 目 じ 値ず る；/ 

奢侈が 改正 協議 

巧が 乂 藤を 局は 農々 本社 特電 
の 報じつ ミ ある 如く 囊じ 勸儉力 
けを 侈 防た 度び 輸入 防壓の 一策 
ごして 實 がしね 奢侈 品 關秘じ 就 
ては み 後を 方 おからな 正の 陳橘 
綾 出 L たが、 みあ も 四十 八議會 
じ 巧て 奢 移 お熙稅 法の 協賛を ホ 

レる 本法實 施を S 成績に 徵し改 

正の 必耍 ぁら 1」 認めた る もの ぁ 

る 時な 改- 立案を 提出すべき 巧聲 

明—」 て ゐる觸 が も ぁら、 其 後 碑 

郁調杳中の1!^^少適巧品目の削 

除 及び 追加 改正の 必要を 靈め 

わるを 0 て、； 過般 巧閣 よちの 閱 

をせ じ 應じ王 通達した 鑽 五十 溝 

會じ 提出す る獻 をの 大藏 省が 管 

法律案 中 じは 該賛澤 な關お 法な 

正 法律案を も 抓へ、 目下 大藏省 

じがて は 本 浊實施 後の お績 ぶび 

追加を 必耍 こする 品目 ど么 がを 

を 狀態该 び帶要 額、 削除を を 要 

ごすろ お 目の ホを 需要 懼が 等の 

諸 点じ 就て が 巧 調査 立案 中で ぁ 


-イ」 


ム〇 


在外ぶ 貨の 

.拂 下け 着手 

東京 特電 十义 "を；： r 爲替 のを 

をを 計る ため 大藏省 じて はな 外 

正貨 挪下 のな 徵 あらたる が 愈々 

ホ じて 一;' 千 方 田 稍 度の 拂ド をみ 

をし 今月 未よ b が 巧— 向けが 巧 

正貨を 現送す る ミ どなつ た。 


^ 本社 来 京 特電】 

船會社 新計畫 

を 社け 欧洲に 俊秀 船 一 一隻 

配 暦 でん も 化 米は 视狀 維持 せん 

外ぶ 貨 拂下說 

-藏 おにて は爲替 のをを を 計 

るむ め あくだ 外 4= 貨を挑 ド げん 

と/いふ。 

お 中 金利 稍 騰貴 

最 をの 日织帳 あに ょればな 巧 




Beem Nom Low 

474-6 也 Ave. 


Suey Pang s 

R 巧 TAURm 

U 。 StaiH . お 巧 ■- 

e 化 饥 h- 巧 化 お s. 


City Hall Tea Gaden 

170 Ngiss&u ち t. City 

■to the T Vibim e ^ 


LOO し m M る R 过 ger 



ろ 1 ) 丫閒 1 盼 


35 East 2 お h な uet 
Tel. Madison Sq. 75 が 


S.KUWAYAMAGO. 

114 £：• 59 th Sl 
N ew York City 


K が a が ri Bro’s 

224 E . が 出 St. 
New Yorfc C な y 
Tel. ftegenf 34 卽 -3481 


Japanese Tea Room 

1802 M 如 ■ が U. 株 . 

TeL Frankiifl 1577 


DARUMA 

7 が一 8 th A け . 

TeL Bryant 3859 


Kawasoye Hotel 
1 お Wesil 谢 d Street. 

む I. Morningside 7154 



巧六游 
ご 目 了 脚 t 四 
頭目 了ぶ 卜四 


Toyo Kwan 

41 El. 1 が h iSt. 
む i. 8 'way & が h Ave. 
Tel. 加 パが arti がが 


會商京 お 

« 話 トラフ ア ダー 6559 


The Tokyo Co. 

140 W . が 比 St. 

New York 


ASAHI RWAN 

163 El 良 6 も み . 
TeL Plaza 6399 


HINOMARU 

101 W. 69 比 St. 

■ [er Endicoff S 527 
む om 5 



eM'iy&Ko, 

340 W . が 化 St. 

Telephone: 
Columbus 8882 


( 駐 f H • 水） 司寫ぉ 


庵 桂 米 日 


源 


九 巧 


千 


一 第 


が 如 すな 口な 打を 好を 巧 iitu 巧 


日 曜 水） 


日 一せ 月 一年 四十 正大 


美 ホ じして 淸潔 

S 馬南縷 

午前 卜時 よら。 
午前 六 時まで 


開ち 


市 廳を園 

司 埋人蘆 蓮 
齿 勤の ぶじは 畫飯 
の 御 度が じ 瞒へ巧 
關會 帝の 靜 巧に 應 
や V く 慎 間 巧卒相 
不變 おお 立願 巧な 
紙上 御案內 中と 候 


支那 御 料理 

彭瑞 .樓 

H 本ん 諸君を 
歎迎 致します 


‘絞蒲 燒壽巧 御 化 化し 一 

H 蹈巧 日が 間 もが 巧を には じ 巧 j 

會席 御料 埋 I 

窩等御 下宿 1 

兒 毛ぶ 一 


円本 U が 捕、 日用品 
並 新刊 書籍 類 一切 

^片禍 兄弟 廟會 

ななお 巧 新 銜巧近 巧が じて 巧 着 
仕！ e 間み々 巧 用命の 巧 军巧上 侯 


日本食 料 11^ 類 义び雜 貨類卸 小 貪 

識 プラザた! P 桑 山廊會 
新刊 香籍 小間物 H 巧 おを 巧 


華盛頓 

わざ： 

目 本料埋 

おじ 御旅 舘 


江 南 


巧廳お 園す 永を 御 愛顧を ずけ 

r ^ お 文で 御座います 

N W 刪担 

內 な 山 
K H 相 

W H 本に 化み、 U 本 語 

巧 を 話し， 皆 横の 卸嗜 

巧 じ る 御 巧理を 調進を 井 
了 エン.. ェ 1 タアの ドです 



▼ご 1WU 淸 潔、 親が、 お樂奉 

谓な旅 縮' 

キ ー5 伊勢 爭 を 乂間樂 が 

一 援 rj K . 5 冀 h Street _ 

ジー. 暑 n 二 這 9 

御で {宿 

"自由 亭 

芸ジ nds St . す呂 畫_ N . Y . 

Tel . Main 747 C 

亟ハ 十五： j 目な 四十 六裘 

r 力 旅館 

盤が H ンデ コット 八 六 1 0 


御 下宿 鴨 井久 

ちす 0 ち ect Pla ミ 

bet . 1 st - ぎ d Ave . off E . ち nd St . 

ぎ M ミ呈兰 I 這 基 


御旅 銳 河 添 


貪 席 御 料理 
ホ じず さ燒 



會廢御 料理 

東泮舘 



鋼 料理 严刊紅 


太 欺 


壽 司、 蒲 焼、 蒲が、 巧隨 、かきめ し 


. が一 木ら 义龜甲 萬 印 車 元 ： et j w 

a 卽 化な 舊がぉ 隨の视 正 5 入な 望 に ザ 

る M M 側 

P 如. 13- 

k •削-^ 5 

J れ が 


H 本 义ぉ段 


特別 妻 料！ 一が- 簽喻 \ ぉ 巧 


特 避む 庫 おた 為 

野 旧 巧 能 株式 會お 巧が 一を貞 端 巧 


日本食 料 お 阅會 


日本な おおを 師 
日ぶ 萬 籍諸維 誌 
口ぶ 雜貨 を褲 
を 地 新 閉胶み 
视巧 みやげ お 

シ八 クシ ヤツを 

貸 室 寒 I 

食を の おけ あ b 


御菓子 舖 

お錢 巧" ホ羹 、蒸柴 十 類、 驚锁 

{のし 衛前 H 御 注文 願 升) 

松風 軒 高 橋 

西丄ハ 十五 了 肖 一二 十四を 
電話 トラフ r か ダー 五 五 五 四 

寬 腐油據 

煎爵 製を お* 小賛 
H 本を 料 お 一 切 

旧 中 

第ー ニ 巧 八な 八十 五番 
電話 プラザ 五 二 一八 


新鮮 魚 か 一切 

U 本 A 向きのを 魚 澤山取 5 揃へ 

特則廉 擅で 大勉强 致しまず 

■サ ヴぇナ 魚 店 

」0» 巧で 1一 り avona 

援 -i ^ v . 61 st St . 

T ' el . 0 己一 unbg 。 一廣 


極上の 魚類 

季節の 新鮮の 魚貝類 お澤山 揃つ 

て 房 b ますから 御 賞 ホ 下さい。 

ァピぉ 口な 巧 

82 Ba 書 St , TeL で anklil 4 夏 


が 豫屋御 下宿 

巧 鳴 替夕郎 

東 巧 十九 了 目 一六 五 

ア ハ，— トメ ント G 2 
電語プ ラボ 六 一 と 五 

尋れ人 

お 正 恩給 証 寄を 付 

松 化を 二 一郎 

「外阔 旅 巧： 卜付 事當强 明」 到着 
熊 本縣人 豐田 淸を 
福 岡 大道な 一二 邮 大 おぶ 
愛知 ザ 川を おか 歌 山 引 ± 純 
一巧. お縣寺 巧巧始 
あのを じ 通 かを 巧き 谋行么 
巧閒 本人 若 < は 知ん ょら 現 
化 所 抱 谊知願 上 お 

紐 育が 國總 領事 舘 

165 Bsad ミ y fi ミ y ミ k C さ 


理想的 御旅 舘 

御を がに 誠 恵を のて 盛し ます 

朝日 館 

御手 轉 御料 巧 並に すき 燒 

新ら しいが 巧を 揮び 脚を 巧の 御 
滿 おなさる 梭 精々 勉强 致します 


御が 當ホ びじ 御 あ 庭 支 ホし 

御手 輕 御が 理 
曰の 却 〔御 下 霞 

壽 司、 緩蒲燒 、每 U ち b ます 


割烹 並に 御旅 舘 

^ © 位 お 兄弟 

が 育 ホ 西 八十 八 T 目 iir 白 十一 二を 
追 詔 —— スカイ ラー と 八 ニニ 


H ■話！ ふ 携；^ 

IS 則 特長 

紐 育 巧 西 四十 四 T 目 
一二 下. 二八 證 
(二階) 


當で すか (無を お) ♦もん 先年の 
出る 巧 書を 二 巧 見た が服裝 所作 
迄 おんで 似 巧つ てゐ るの みなら 
ホ 最後. け 阿 時で も 絞罪-しおせ 
られ る、 巧 か 外の 藝を しては 如 
阿 かご 思 はれる (ム ビ！ フアン) 
♦ダンス ホ— ルへ 巧つ て 邦 A の 

惡 口を 女み じ育傳 する 者が 一二 名 
あるとの；、 獨 6 自慢で 無暗に 
肩を 左ち に 振ら 怪しげな 素ぶ も 
で 巧を 動かす 例の 色の 黒い 氣隨 
巧 もな 一人 だ ど ~ 巧 振 牛) ♦僕は 
新報 初号 W ホの 讀濟で 籠 欄を 濫 
用して 化 怨を鞭 乎る 樣 なす 每者 
を訓 がせし i 再 S じ 化ら 中、 が 
るに 近 ホ 右 棟の 不屈 おは 殆んで 
無くなら かけた かこれ 偏に 籠 係 
b が 収拾 撰擇 ちしきを 得た から 
だと 思 ひ ぉ勞を 謝す ~ 愛讀 者) ♦ 
體不 相應じ 大き シガ！ 和橫じ 
咖 へて ユ 八に 乘 つたを は 無事な 
b しも 率內じ 入る や 否や ボ ー ド 
じ 化ら れ 窓ょ b 洽て 棟と して 又 
吨られ ぞくの 乘 をに 笑 はれた 人 I 
は 某 會が員 だ どの i (實を 生) ♦ 
ジャップ 藤阳事 かじ 蘭て 二 一二の 

人け いふ が 員 下宿の 名目の 

下に 白娼を 出ん させて 離袭 賭が 
等を 營棠 して 悲慘 な爭 件を 惹き 
起した のは 藤 出の 罪ではなくて 
日本人 祉 肖の 罪で ある、 化 際：：： 
本ん 會及 f を 阔化麗 つて 化締る 
構 注意を. 要す。 上 卿 近傍 じ】 二 
ヶ所 白娼の 出入す る處が ある ど 
か、 を國化 及び 日 會か會 無を 員 
じ舆む 化 等 じ 社 巧 的 制裁を 
加 へん； を-: 聞い じ摇 ホ) 



鑛 踏敎授 

▼化を ダンス ▲ 

▼ま 情 体操 ▲ 
紳 子、 淑女、 わ 子 
拱 r んホ じげ 懐， じ 
致し 升。 午前 
+ 時 ょら 午を 十一 
が賓 H 曜を 除く) 

^ヤ 9 ブ •ダン ン 

一-ダ 師範 學校 卒業 

上 杉 タマ 


中が 舉髮巧 

^ 中が 萬藏 
W 1 辛を h Mt-luby 
す t . Cali すみ ve . & C ま tral P 瓷至贾 i 


日本 理髮 館淸 

新式 洗髪の 設備 あち 迅速 了 寧を 
旨 どし 精々 勉强 致します 
西 四十 一二 了 目' 白を® 一二 円 六號室 

タツ プブ a ア (第み 街 W 妈十 一二 了 目角) 

宮川 事務所 

持續的 奮圖の 同胞に 的確なる 職 
業を 周旋し ます。 

J ち呈男 e で gin 是 ま 直 

一言 W . 4 置 巧. N . 产 G . 

ぎ 言 n こ 78 こ是 8 


徽 お猶豫 

本年度 徴集が 期 串 瞭があ 
一、 大正 十 おお 度 山徴を 適齡は 
明を 化と 年 十二 巧 二 U ょ b 同 
化 八 年 十二月 一 H の 間 お ホ 者 
一、 大正 十四 年 巧 5 徴集 延期を 
績を 要ず る 巧は 明治が 年 十二 
巧 二：：： ょら 司 化 八 年 十二 巧 一 
U をの 間の 出 4 者 
~ 、 用 巧 u 常 稱 所に 化 ゎ 
一、 保証 巧 = 1 ホ 

雲 巧 郵便：；；：： 十五 她 
會：岗 外は み じ*^ 殺 巧：：：：； お 十牠 
1 、 劇 = 大正 十 匹 年兰お 一 りを 

紐 巧：：： 本人 會 


‘ 最新式 六禱建 

傾が、 淸洒 、待遇 懇切、 お 巧 低廉- 
を 着船を 么お部 度 波化壤 じお庞 
ン アト^ お窮六 おご 一〇 ち 巧 
ェヌビ ■ ™ ホテル 
電話 メ！ ンご 一丸 五. 二 


d 


- - n / 

經 

科 


化 化 削 

U ホ^ 

醒！ 琴學 

i ! 龍 揉 

i" 治 

W 攘 


瑞ナ 

典ス 

'ま テ 


育 

瑞 


午 

後 


本 


典 i 治 I 

ち.-‘ クい西 護 時 

I サ VI ホ豐 

ぶ St'S 載 

を > ^ s ' ^ 

祕メび ラ " W * 自 W 

離 デ旨ビ 宅が 

胀 々該 一巧.： 6 


揉 八 ムロ學 

ジ療瞄 

ム 


て 


卒- 

菜 


願 

上 

慎 


書籍 一切 取次 

米國ぉ 版の 壽揺 はんて 巧 别剧引 

じて 迅速に 化 巧ぎ 旅 巧ぎ の 研 兜 

を考資 巧の 書籍 違 集 等は 转じ御 

便ち な：^ ら ひなか 〔帷 俯 】 . 

至ぎ shi 左を 夕 

154 tias 置 U Si , Tel . ぞ ek ヨ an 8428 


化み 也 化ょ 5 

發 「巧 淸潔 じる 1 遣 

お 林 好か 

ち 9 L 吉穿 ton Ave . ジ ー. sad . ぶ. 2921 


I 本 巧 萬 船 切 巧 御 申を じ應じ 
萬 事 御 使を じ 御 取扱 ひ 申 1 •お 

象 藩 •— > パ ホーフ®^ 

▼ H 本 御料 巧 (別閱 あ .9) 

桑 港 力 9 ホ^-一' ア街六 一二 
電話 カネ！ 一八 ー ホ 


口！ ナン ゼ八 A 地 おの 御觀 ホに 
はで 事 最蓄の 御 便宜を 討り ます 

\ グ八水 テ 乃 

羅 が ボ じがけ る 同胞 骚營 中最 
新を 高等 ホ テが であ b ます 
羅 がち 一 街 一二 化 半 
電話 ゲ アン ダィクと 六 五 九 

ボストン 案 巧 

貸 自動車 業 巧 西 

ホを 跡、 大學 校， 工場 巧化 一艘の 

紀か 及び 通 辯 もしもす ミ。 ヨ 30 

ジ I す を 置 7 な 0 70 Bat ミ ia St . 

ホス トン 巧 ’ 

.富 ± 旅 舘た浦 お 松 

1 さま ミ cester Sh Boston 宝 ass . 

ジー. すを 宣 8770 


紐 育 旅 絡 田 中 巧 海 

東 四十 T 目 二 旧 一一を 

. Tel . 呈 至 onia 苦 74 


電話 レキシントン 四 八 五 五 

心 巧 巧旅舘 

束 十五 下目 二お番 


藤 ホ 旅館 あ 腐 

4 沒 say 口 ard A - ve : 
wea , ule . ジ、 awh . 


男 

と 

女圓 


暗い 生活の 半面 

戀 人の 奪取 戰や强 迫 沙汰 等 
が等ゾ がら* し、 一巧 會 恶 


I アメリカへ、 アメリカへ！ な 
阔ん 十の アメリヵ 渡が おは 巧排 
日を 权 をの 制定で 巧 脚 おの 渡航 

は 撰 化さ" れ たもの I 、 ながな み 

庭の 子た は 一昨年' W ホ化ア メリ 

々、特に おが 地方に 遊 寧す るち 

が夕く^^つた。 斯 く- 5 て 

白 かな 天地へ、 籠の 中 か 

ら かたれ U 鳥の なじ 娘んで 來た 

是 まお裕 階が のグ 於— / はでん 

なを 巧を 送つ てゐる C あらう か 

とい ふ 至 か 昨今 可 U らお 巧间胎 

社 曾じ强 い社會 問題の 影を 巧げ 

てなる。 無智 U 漂泊の 巧 おが 赌 

巧 ど 酒 VJ なの 色を じ 溺れて 人を 

斬つ た b 殺した b した 閒趙 、を 

れ 自身は 种 々な 事 化の 轉迴 じょ 

つて 可なら が 育 W 胞の 「社會 問 

題」 を 化み 略 隣の 撲滅、 巧慟者 

慰 女 巧 どい ふ 神々 な 號正的 ホぶ 

が 論じられた。 けれで も 殖等窝 

が 階級の グ八 1 ブが ホんで なる 

社 角閒强 は、 化 階が ピ错識 の 巧 

巧が 異 つて ゐス だけ 左は じ帶純 

じは 問題の 解 巧 も 盤 きないら し 

い 6 「をが あ も」 じけ して 遠く 日 

本から 此 アメリカへ 巧學 さした 

父 化 等は、 さぞ や自 みの 一人な 

立派な を 生 ど t て 勉强を 

して ゐるど 化 ひき や、 吐 〔息卡 は 

宵 踐加會 唯の 硏化 i 洒を 込んで 

得化のかれ^:^い白娼じひつか^ 

ら 、化が お ぼつ もやん ち もで 出 

ホ 上つ た 悲し さじは おを ちの ブ 

ラック •イー 八に 悚 るへ 1 つて 

あら 余る 學 をの 中から 買 ひ 込 A 

だ宜動 おを も賛挪 ひ、 幾千 幾 パ 

あどい ふ 乂 をを 駐 V — A 娼じ 

手渡した おい 憤を ず も ある。 

「ぶ さ」 と 「を」 を 看板 じして 

ホ あの 戀を 漁ら 步く 「巧 L '、、、'!^ 

オ ネア . — 如 盾よ」 る ある。 或け 

化 申 H 本で もがを なな _ 象で あら 

をな しがつた 家庭の 化 給ん (ま 

腹 だが) で わるが、 巧 さじのを 

はず おを に 巧せ て 女が ひし 如 W 

はしい 女 ど 化に 撮した 活勘 フイ 

八ム を携帶 した 廉 で、 英國じ 上 

陸の 際は をく も 

化 巧に 洒さ うごし 

た i が ある。 化廣 いが 巧で：：！ 本 

のな 藻の 巧な f が どん P * 化 態を 

が じても をけ は 大海の 1 滴に 過 

ぎ；：* いけれ 化 ハ’ 斯うした 巧 かし 

いお 來事 がだん-'^ 明るみへ 出 

て 巧れば を'* に大さ G がが を ホ 

む ミ'' 一，：：；？ ■る.. 化に 當 化の W 胞社 

夕 巧で 可；： Ob 評判 どなつ てゐる 

皮 失、 •し觸 する 乱り 沙 化の 如き 

I の 風が 一.; 過ぎ。 い ミを 祈 るら 

ので あるが、 余らに 口を しい 巧 

巧 さりて ゐる 事件-か ある。 をい 

は 化 ホ 人. か H 本 姑 人 どして は 可 

乂勝 。「新ら しい 女 一で あ 

リ敞搂 、.喫煙、 歯、 ダン - i ァ 

イリ々 ナイ ズ して ゐる ホピ 

しぉ 日本の 留 郁から ホた 或る お 

い 純。 學 ホに、 一み 如输 などし 

飞 ある まじき 手紙を なり 手紙 

どなせ てな つた W じグ死 1 プの 


巧い 巧が 化 ホが を 利用して 
ホ 人を 魄 迫して ゐる どい 
ふ哨 等は が 巧 適例で ある。 或は 
さぅ しじ グ^ 1 プの 中を かぎ 姬 
b 卜識 狸に 魔の 淵に 化まん ごし 
てゐる 女、 或は 巧い 迎 中から 自 
己の お 貌を礎 諮 さむる 誇 b 
ごする 女、 さぅ しむ 幾を の 出 巧 
事よ ドラを f を 中。 VJ する 鎖. こ 
。つて 家庭の 平 巧を をす 巧。 爭 
件を 化み つ} ある もの や、 生ま 
ん とずる ものを 巧る じ 至つ てゐ 
る。 化 グルー プの間 •し ホ じて む 

る戀 をを 戰 や， 此速 中を とち 格 

ぐ 出 地の んゥの 巧® は 正にす 巧 

浩 二の 小説を 讀レ ほな 必持 どし 

てを 一一 一巧の 興 ホを 唆つ て ゐるも 

の { 、こんじ 現 あがを 續 ずる； 

は畢黃 する じ 無智 U 人間の 睹魄 

や 殺-^ 沙 ホの 矯正に もを しぃ 社 

曾間题 ではない か、 ご 或る人が 

語つ てゐ た。 

撞球み 勝戳じ 

鈴 木捷っ 

まる 十五り から ストランド 球 

媳で開 惟され たかを ジュニァ！ 
擁球 懼手菅 がを 雄ち ぉ H 本 掃 球 
撰 手 鈴 木龜を 君の ホ 勝戰は 第一 

Ur を 沼 巧 辛くも 勝 も、 を 一 一口 

目は 最初 营巧パ 優勢な もしも 五 

一: 日よ b 鉛 木ち は 常ら を 見せ 十 

二 巧' 円 じは 一を 八十 一点を 得て 

ブ ー ドし じる もを 巧 若は 十五 巧 

け よら 巧び がを コント。 I かし 

ホ ニ 巧 戰の後 闽円對 一二な 五十二 

点に てを 巧 巧の 

勝が ご.：：：* つた。 をが きの 

平 巧ぶ は 一八 •巧 U '11. 最大 棒 

は 八 fra な。 鉛 水 育の 中 巧 おは 

一六 こ ホ： = 二 一、 坂大棒 八十 一 

点。 愚を の 一二：：： 目 バ巧 巧ん け、 

鈴 水と 一り サ六邵 ちと 十四な の 差 

で 競 巧に 巧つ た。 巧 巧 目 迄 じ 鉛 

木は A 十！ なを 得た る じ 飼し 菅 

沼：！ 僅かに 五な じて 鈴 木 礙勢ご 

なつむ が、 巧间目 Jb 营 沼は 當 

ちを 見せて ホ 0、 二 一二、 一二と 

を 速 給して 一 一巧 十五 点と なら、 

鈴 木は と问 目に 五十と、 化间目 

には I 擧な 六十 五 もどい ふ 今 ホ 

試合の 巧 大捧を 巧し じので 勝敗 

の 数は 俄が 轉 した。 十 阳巧目 

营 沼は 四十 六た を 巧て W 巧.. あ 

つたが、 焦な 氣ホ VJ ；;* つて ミス 

キユ ^ たるに なし 

鈴 木は 畦め て 半 凡 乍. 4 も 

確 買な 腕を：； t せて 四な と 十阳点 

ぉ得、 が局モ ニ.，：： 巧で と 十八 点 

の 差で 鈴 木龜ち 巧の 勝利 S なつ 

た C 最終：：： の や 巧 点け 鉛 木が S 

一 •乂 u - 五、 を おは 一八 •八：：：： 

一 五た わる。 ヘラ^ド 紙 記者は 

化が をを 評し 砖 沼の ボー クラィ 

ン •ビ リア t ドの フオ —ムど お 

巧を 贷楊 したが、 を b に 學研的 

の 態 ほが だれ 氣味 どな b をつ 嘗 

巧を かひた， とを 巧 摘し、 鈴 木は 

「を般 じがて 媛ら 其 手が b をい 

働きは 自包の 確信を 示す もので 


あつて 特に クッシ ヨン •クオ 1 
ク は確資 である。 鈴 木は シヵゴ 
の大曾 じがて は-が 底 
■强敵 ピリら 難いで あらぅ 
けれで も 特殊の な 目を 惹< であ 
らぅ」 ご 述べて ゐ る。 前が S 闽 
のが 合 ホ 巧は 鈴 木 二 〇 四 OU 
五八、 を 巧 一八 •ゎ 二= 五よ でぁ 
るが 巧 隙 日 S タィム， 紙 谨動記 
者は 鉛 木は 山山 浩 ホが 千 么巧十 
二 年 じ ホッペを 敗らし « ホ、 世 
が橫球 巧ず 大筒 じ出づ べき 第二 
人目ん： II 本人。 わる ご紹 かし 
「鈴 木は 曾て 营 巧-— 橋 球を 敎巧 
L わ； が あら、 化って 今 ホの 試 
合は 先生 對 生徒の が 合で 遂に 先 
生の 勝利に 歸し鈴 木は 大 を じ 送 
加し 得る あ 擧を博 じた もので あ 
る。 化 ホの 彼の 記 錄を化 大曾じ 
參加 ずを 大ほモ みそれと 比較す 
れば鉛 木に 勝 ホは ない が、 而も 
彼け 橘 球 じ對し 高踏的な 働きを 
扭サ た」 く 賞揚して ゐ る。 

化が に 直り 

世け 眞闇 

サ四 n 朝の H 独 

ホ 國巧部 沿岸 一し ほお 1 る 敷 i 

巧 のん々 け ホる 卡曠 目の 午前に 

をれ こを 1 4 1 化の 日 離を 見 も 

ミが 出 ホる。 紐 育が 化 H 鈍を を 

たのは 今から 円 十八 年 前の ミで 

今後 么を をる じは 

I が紀 邸ち 巧 年 ごふ：：! 長 j 
年 巧を 要する。 今回の H 銭^ ス ~ 
ペリ ホア 湖から ニ ユ** ~ ィンで ラ 

ン ド、 も 西が -1 ゴら廣 さ 巧 啤じ 

及ぶ もの：、 もつ ご 詳しくい ふ 

ご' ミ子 ソツ 州の ダ 片スか ムた西 

巧に がける 巧 瓶が 嗔の化 端 じあ 

ぶ もので、 墓，；！ 轉 じて 巧 こな 6 

をれ こを 化は わ 化き 眞ッ闇 ごな 

るので あを- 〇义 陽 の 黄ち をを が 

啡 球から 遮つ て 了 ふ ft あ怪ぃ ，空 

の怪 がは み 間に 化 五一^ ごい ふ 

速カ ト 走る 薛 であるから、 化舆 

巧な 天地の 現象に 驚いて 逃げ 谣 

所を ポ める 鳥削綺 が必祗 する の 

巧の 間、 數 秒なら 中 t て 巧び 

懐 t ぃ I - 

太陽の ぁらに 接觸し 得る 

譯で ホる。 张國 "化 安な 邮 方に 

之 ピ^ じは 蚀の るつ だのは 

千 八が 六 年で ゐる けれ. ごも 今间 

のか/、 多数の 米 國夫巧 ホを 白晝 

じ閱 どす る 日 蚀はコ ，ロン バスが 

ホ 図を 發 をした W 巧の 出 ホ おで 

あつて、 巧 度-二を 薄 けれ 今间 

の 口蚀は グリ ー ン .ランドから ア 

マゾン じを 妓ん でゐ る。 をが 奇 

を 巧む 米 人 パー けにな ぉリ 巧學が 

である トッド 巧 卜は陣 軍が 巧 機 

じ搭艰 して、 恐るべき 勢で 走る 

怪彭と 競を して 么を撮 おし 巧學 

の參 きじ 供ず る 外、 海軍では 例 

のん 飛け 船。， アン ゼ八ス 号を 

H 触の 巧 驗に提 おする。 若しを 

れ地 卜'じ 化い ヤン キース じ 至つ 

てけ 此 U 独を 

が 馳走 じ 自動車 やグ！ フ 

でを 巧の 人々 を 招待して U 蚀バ 

1 テ^ — を赠 すな ミぇ 騷 しで ゐる 

が、 紐肯の り蚀けな-二下 目 《 化 

のア ッグ タゥンが 最も 巧く も曜 

日 午前 八 的に 始まら 鼓 頂点に 達 

する^は 儿時 十一み で 約が 秒は 

が睐 どな b 日蚀の 終る のは 十 時 


化 九 かで ある。 が 育 地方で H 蚀 
氣 かを 玻ら 深刻 じ ホ ひ 得る のは 
ユユ I へ ゲンの 二を 閒 、ポ ー * 
ブシ の】 みお 十阳秒 である。 譬 
察では 时節桐 H 蚀强 盗を 防 化ず 
るた めじ 一齊 み 化を 命じて ゐ る' 

が 左ら どは 巧 皆な 話 だ。 

が讯中 かの 關 係ぎ 

化 川は 無罪 

橋 木を 判は 木耀 

海： 口下 宿滕田 忡祕の 殺された 
おかに 迎 座して バ ー ト- 1 > — の 嫌 
疑を をけ 瓦つ 會喝 一二 等化ピ して 
扭訴 された 相 川底-二は 前 凹を 倒 
閒 巧の 際、 探偵 シャノンが 出を 
せぶ らした め 一昨 U 巧び を剌じ 
附 がられた。 爐 所は 武巿ァ トラ 
ンてク 巧 巧と 十 一番の n — 卜 

ォブ スぺ シア^ セッションで 

人會 からは 福 本書 記 出頭 述 
の 勞を视 つたが、- シャノンが 
巧 出廷せ ざら しため 其 儘 無罪 
、中 貢 ひ 渡しを をけ ぶ A 楠 瀬み に 
听 きどられた。 但し 藤 旧 下宿の 
理人橋 本 善次郞 (？) は 押収 さ 
むた 酒類が ゐ た {めじ パー ト 
ナ！ の 嫌疑で 聯が 裁が 所 じ迴さ 
C 明 水曠曰 午後 二 時を 判じ 附せ 
ら るぇ もで あるが、 本ん は户 1 
トナ ー ではない ご ホ 張し 居ら 結 
巧 放を せらるべき かと 傳 へられ 
て ゐる〇 

秩 父宮檢 等、 こ' 

李 王 世渡歐 

本社 特 おの 旣 報した 如く 步宾 
大尉 李 王化 f 殿 ドには 去る 十二 
巧 U と H 化 t 參 謀ん 部 附じ轉 補 
された が、 をれ け 秩父宮 雍仁親 

王 反び 化を 巧ち 博 義书殿 f ご 御 

词 道な バ十 一口 神 戸 お 帆 S . 熱 船 

伏を 化で 英竭じ 御 巧 學の ためで 

宮內省 ごの 巧を せ も 濟る目 下廳 

化 鳥ち おの 師邸 e は 準 脯の ため 

を忙を おめ てゐ る。 御 滯窠削 間 

は 約 ー ニヶ 年、 妃殿 ドは 一足 遲れ 

て 御 歸纳の 前わ迎 へのた め 脚 渡 

を 御 3 伴の fc 御 細 朝 遊" ょされる 

やじ ある。 英闕 では 秩父 宮と词 

じ''-^ オクス フオ！ ドホ學 じ 學 は 

れる 帯で ぁるが、 殿下は 昨年 陸 

軍た 學をホ 業され る ど 間もなく 

ホを 大嚴じ 御 昇進、 巧衛 策二聯 

隊 第' 中 嫁 技から 參謀 本部 おに 

轉 補され たので わる。 殿 ドは ま 

つて 脚 化 健で H 曜 U なで 执宿卸 

苑 ごを 宮 隱ごゴ ，フの 迷 動を 遊 

ばされ てなる ごい ム〇 

沙翁劇 頗るが 評 

夕優ゥ ネ ^ 夕 ）• パ ン プ ゲ ン 

巧の プロダクション 冰翁劇 「才 

セ。」 はシユ •ーバ ート 劇場 じ 於 

て ホ々 週の t 囉 U から h 場され 

每巧大 入らの 盛が シ呈 して ゐる 

晝興 装は i 谣口 だけに 限らむ て 

ゐ るが、 令季 最大 呼 物の 一とし 

て 夕乂の 好評を 階 I てなる 0 

♦紐 巧に 破が 僧 

がゐ なくなつ じ 

とおつ たも 又 ホ 

た (破 巧 小僧) ♦ 

ぉ 固が 夕巧聞 じ 

て 巧々 「化 人 お 

を陆 む」 云々 の 文字*^ 請ぃが 僕 

の 幼時 じけ 「位 人. 臣の 榮を输 む」 

• VJ 敎 へられ たらの だ、 孰れが 正 



じ蓄話 Biliin の n が おわ 呼び 下さ レ、 


を谅 御所み レ J 乂 U す的ノ •し 時 こ ：がウ 岡 
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な 化で ぷ练 ななな で S を 城 im で 巧 


〔 H 曜 水） 


円 -- 廿巧 一年 四 r 正大 （醒） 


が 肯ホ かが 險會社 
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Mew "iorlc L な 巧 Jnscra 日 C な 〇〇 
01 Gharnbol’s 扣 t.- 
zew Y ミ keity’ 

巧 hon 夕 『 ranklin を 客 

ち： cohal 一巧 C 历 Hadoh 


リナ メ I 力 I の特を 

U 本人み わ 貫 物には 特別 巧 員を 鼠き 無 
巧で 御 糸み 致 巧 電話 父は わ 手紙 次裝街 
訪閒 して 御 化を を 針ら かめての わ 方 じ 
お— ては 咕じ注 息 致します から 是非 わ 
立 常 6 願 ひ 巧、 ボ內お 達は 勿論 H 本往 
他を 化 宛の わ 荷物を をは 當 方で 致し 巧 

じ ヨン ワ ナメ！ 力— 


シアトル 出帆 f 出 机 午前 十 時) 

加賀乂 一巧 化 と 日 
伊豫 凡 二 g か 五 U 
が 脚乂 一一 一巧 十八 日 
橫演化 四ち 十日 
U 本 巧 船客 運賃 お 率 
一等 橫淸 一九 五 典 神 戸 二 〇 五 お 
S 等げ 食 五十と 巧 か 食 五十 五 巧 

欧洲 H 本閒 客船 香 写 商 

输敦よ b 1 等 だ五磅 、二等と 十 
磅 、お 巧 塞よ b 1 等 化 十と 磅 
二等 六十 六磅。 

化育 化 化 田を おお 由 日本一け 货物 化— 8 二间 


表向きの乂部屋ホ嫌 
を じ適當 、摹所 化 用 
自 も、 带 話、 ヒ ー ト、 湯殿、 地 
ド 鳥 架線に 便利 一過 十 弗、 尘曜 
口 午 檢义は 円 鴨 U 巧訪 あれ。 

呈 ち 107 th St . 妄 .S 


贊 家， 巧 パ い？、. 产 

エレ V 1 ター附 、家賃 恰好。 

否 mb 置 言 ユョ星， 是 W . 1 B 4 th St . 

1 D 呈 r で shf rorsdw さ. 

5 s 一週 五 巧ぶ 八 お、 一 
tarn . ん义は 二ん じ 適す、 
ボ廳へ 十を タィム スス クエャ 1 
へサ 五み 電話 ヵンパう ンド呈 一一 一一 
芸 宝を お Brook ミ 黒 崎 梅 子‘ 


音 樂敎授 アキ オリン 

獨哨 歌巧裝 巧ーケ 片六驼 (一 逊一迴 
西 六十 五 了 目 菜を 商會 階上 
菊 池 盛太郞 


♦金 緣ヒ ツフケ ー ス 

♦金緣 な財囊 

♦金. 銀時計 類 

♦金製 疊 込み 置 時計 


貴 本を 一 億 圃 
沸 込 巧？ を ち 千ち 阻 
路 立を 四千と ながを 圃 

峰 城 ご 弄 銀 一な ちち 巧 

本な ホを ホ U 本 巧が お 河 町 一 
支 巧 ず脊リ 本 橋义の 内ぉ爱 巧‘ 冷 
ちを 尾 巧都大 お' 和ス度 
4 戶廣岛 下 巧 門 巧 若松 

お 陶長崎 上が 淪软孟 買 

- •■.— ' It ,! ，1. li .11 


外 國爲替 ：鄰ぉ 送金、 並 送を、 信用 狀化他 
一肢を 巧柔巧 精々 御 使 利 じな 扱 可' 中 巧 

S 一二 蒙 銀 巧 紐 巧を 巧 

本ち 巧-東京 (本 巧、 大酸神 戸 京都 
所が か. 名を 崖 •小が、 上海、 偷歡 


齡 細を 雀 邦貨 五十 圓な 上が 息 年 六み 

I 靈|; 銀 巧 馨ぉ張 所 

▼鄰お 送 Al なび 並 送を (無手 投巧 r 外圃 
爲替鼓 Mf、 荷 爲替化 も お 立、 信用が を 
がま ふ级巧 装な 御 便利 じか 投ザ化 お 
►時は 詳 は 御 遠慮なく 卸 問 合が 下を 候 





ちケ 月なん 
ー ニケ 年 W 巧 


、女を r 巧 巧 あ十圃 口 巧 
ff ' 期 一が 息^= ザ ホを」 

ご； 「が貨 五十 勘 0 k 

赛ミ L 因 圓じ巧 H ホー 錢二嘴 

「化 ツ宣卞 凹な 下/ 述巧 巧を^ 無利息) 

_ 化 金銀 巧が 育ま 巧 

里 送を は 都て 無す 數牌 じて 當. 
巧 構 5 ?^ 店經由 送を ホ お 极申接 

■-»■ — 1/ - -1■ I 


社長 畏爵 化ぶ 吉 だ 衛 巧 

本 - 店を 化 おも 了 目 

紐 育ま お Mjlx ブ。！ ドゥ エィな 四十 九番 

IS / 化 友艱巧 

《あを、 廣 • 货 、名 も 崖、 を 郡、 巧 口 
日本 巧 一尾ん 道、 廣 島、 吳 、柳 井、 下/ 縣 
化 支店 I 巧 でぶ 倉、 をち 博 ミ 久巧ホ 等 
本 k 預 を、 お 里を をを は 曲' め 
て お 化利进 速に 御が 巧 可 中 あ 


藤 ホ 證券 會社 

一般- 1 接 証券/ 寶 買、 引を、 篡集 

ィ を離-_^ 並 二 之 二 關 ス 火 一 切 ノ 業務 

餘賦 藤本 ミミ-? 銀行 

I 紐 育 お 張 巧 


お 貨胸碟 器 

ライ グ^ — プ郑賣 


卜 う イク！； 黄 f 

@ お洋 貿易！ 會社 


支宙 巿 巧を、 ボストン 


f 巧 ^ ¥' 

森村ブ タザ ー ス 


愚妻け 驚 永らく {の 

處藥巧 巧 去る - 一 - と H 午 
前 五 時 巧 亡 仕り 候 間 此段辱 
知 諸氏 じ 諸吿化 b 操 

まる 二十 H 送葬の 際は 卿 
ぞ 忙中 じか i はら 乎 卸 食 i 
葬 被 化 下 且又 ぞ大 のを 奠 i 
及び 香 化 等の 御惠 贈に ぁ 
づ かりを 難く 奉 感謝 候 一 
一拜趟 抑禮申 上ぐべき 笠 I 

の 處お雜 の 際 御 劳名伺 ひ 一 

洩れむ 之 候 や も 圏ら 難く 一 

候 じつき 乍蓉 儀な 紙上 御 j 

厚 臟申上 候 I 

千义円 化 あ 年 

一巧 二 壬 日 

夫 田 中 奧み郎 I 

巧 同 增 

長女 同 ヒゲ 
ホ 女 同 
ぶん 總化 

- 碼山 嘯お郞 1 


ヒ ザ！！ 

キク I 

3 娜太郞 麵 


S だ义 収益 確寶 なる 下宿 策 
轉 ちの 爲め 至急 壤渡 
度し、 瘍 所は 六十 化 了 円を 細は 
ち 記へ 

ジ ーち h 呈 e Endi 呈 H 9527 

サー年間リー，ぁ來 
ん お*^^^ る ホ ー 八、 八 クス 含 j 

巧續 き) を 借ら 得る 磯會 あら 攘 I 

巧は： n 本人に 適切、 詳細 下名へ 
をを 鹰會山 お； 


最新 スタィ^ 陳列 

- 度 顧來庙 をれ = 

が舖は U 义紳 ± ホ 御な 巧の 上を 服を 觀 おを 

しまず 0 

が 舖で御 ホめ のが 服、 外薛 を御沒 用な され 
ば ホ 齒流巧 スタ ィマの 正-- い 服装の 醉容が 巧 
巧まず。 一' 


ウ 4 — 力 — よンド 

フロ リオ 洋服 巧 


嚷を 波な 二 週 一 固 出帆 
►エム プレス 亞細亞 (一一 T 呂〇 顺). 

二 巧 六日 

►エム プレス 加を 太 (二 六 主 金0 顺) 

二 巧 二十 H 

▲ 3 ム グレ， 墓 西亞三 T 呂〇觸 一 

一一 頁 六 U 

▼ェム \ レス 療太利 ご 五ろ 00 顺) 

一二 巧 二十日 

一等、 二等、 一二 等 反び 下等を 設備 
最大、 善美、 梟 快 まの 東 ザが 巧 船 


ホ/か、' 横滋 '一; 戶 .長晦 ■上 湧 •を 港. 馬 尼な 行 
コレア 义 (云、 { K } 〇曠 ) 一 一貞 ご 百 
(羅 おお 帆 二 g 廿よ B レ 

春洋み -号、 夏 0 曝} S 巧 十よ H 
函比 利亞化 so 、 呂 〇姻〕 一二 巧 化 一日 

(羅府 お 帆 一一 一月 二十 セ 日) 

太 巧 化 三 一一、 客 〇觸) 四月 十四日 
天巧义 呈 一、 登 〇觸) 四月 廿 八日 


往が墨 西 哥 * 秘 露， 智巧諸 港 巧 
な 化 ホノ 八、' 横 濱神戸 巧 司 香港 巧 
をを 共を み 過 一回) 

◊を 灌巧漁 まが 巧摄臺 を 騎 入御 韓旌仕 1 淚 



シャト^ 出 酌 午前 十一 時 

フ！ ^ジ ♦テント マブ キン ン^— 

.一巧 二十と 日 

プレジデント ジ で ファ ソン 

二月 八：：： 

フ レジ* テント クラン V 

.二ち 二十 d 

フ レシ デント マティ ソン 

四 巧 四 H 
太平が 航路の な 快速 涼 船 ▲ 
船室 萬く 埋想的 じ完爐 す- 
べ ッド 巧 用 コット じ ホず- 
御 ホ 望に 娘ち 日本を を 調 ふ 

。鮮 代理 巧 桑 山 歸巧ミ Li Si . 


シア ト八 止邮 
はわい 乂 二 巧 四 H 
あら ばま乂 二 巧 十四 H 
▼橫濱 一等 二 一 〇 ホ 三 一等 五 五 ホ 
一二 等を 室 大な逛 家族 ま多數 
ロスアンゼルス 化 帆 
しあ こる 化 二 巧 十四日 

►横 後一 等) H ハ巧卞 一二 等 二 化 巧 半 
▼沙巧 緒 お 巧な 車 切符. お 導券谋 入御 骑 
旋化 b お。 

▼絲巧 線 パナマ 巧 由 日本ち が 衍逆物 姑ち-画 


新着. 鑛案內 ’ 

新た < をん妥 ん ま鹽漬 鍵硝漬 
C クし霸 滿鲜 .) 八千代 奚 小箱 入 ) 

化 月 號諸雜 誌を 部 到着 化 居り 候 - 

片禍 兄弟 廚會 


電話 


ジ 


お 育 巧ち 五十 乂了目 ニニ 四 
ント 〇ー ニニ 五一 二 四 八 0— 


特に 日本 紳 十一に 適ず ろ 
小型の 雨着ぶ 巧 4 <{ 女賣 

正 憤け ぶ 弗のを 特價が 弗 
同 主 立 S を 同 六が 四十 五 仙 



ES ^ • 

Y 則 r - が 

Q 。 識化 C 

W 6 け 

〇 A3 が 

油 3 h 
! 2 パ 

0 

N 


化他瑜 入、 f 碟用 雨魯も あら 寸法を 爵 いて 
御 送金 あれば ^ •ヲ t ダァも 引受ます 


〇 




N け？ 

E™ 削 ^ 

胤 醒 ^^ 

§1 

W St ? 


內 外海 陸 蓮遂業 

荷 造 # 藉 、蓄音機、 家 其， 自域革 外 一切 

引越 化 じが 内 泉 具 荷物 運搬 一切 

^ぉち 大小 物 お* 小荷物、 あま 其 化、 親 巧 


义 はを 閒 

架げ 部た 巧 

口 本 お 化 巧な 


d J . な バ 

川 長 運送 會社 






國際 阿片 會議を 中、 むに " 

日米 條 調の 實 現が 出來た 

經濟觸 係を 超越した 政み 削 題 
高がが をち 配 人 草 信 竹 治氏談 


を 信 竹 お 巧は 昨み 帝 閑 政な 顧 
問 &】 員 どして 轉際阿 巧會班 

に 出席し 巧來 、杉 村の 一一 化を 

& び 顧問ち 島 巧 ± 等 ど 共 じな 

動した が 前 遇 十' 陋 □入港の 才 

リム ピック 號じ偶 乘卽糾 した 

ので ある 巧に 巧が 巧 訪の 記を 

におして 謁れ る：^ 肖满 の誘片 

中を わし おる がみを 紹 かせ レ 

随て义 おの 記を にある はか 論 

である。 

闕際 聯盟の 貢献 

今み ジュネ ゲヮ にがて 锅 かれ 

む阴際 聯盟 ま 惟の 刚 化曾讓 じを 

; 加ゼ るは 四十 倘幽 であるが 獨逸 

おか 强 ぶび 化 米を 衆 風 巧 お 者 も 

I 化內じ 加は b 义闕の 如きは 巧國 

I 並に 日本 ご 共に 靈 をなる 裝言國 

iw して 現じ 活動を 繼撼 しつ i あ 

一一る ホ 第で、 當 かお 佛の 新聞紙 中 

.ジュネ ゲフ じがけ るを 喊化 炭の 

k 呂 誰を 評して 脫 線も甚 しど 批難 

I せ るら わ も あつた けれ お予の お 

; をした 所 じ のれげ 化を 岡 際 間の 

i 紛疲が 武力 的抗 巧に 惩 化する 化 

: 本は 双互の 巧 解を 完 をなら しめ 

: ざる じぶ 因して 巧る のでを るか 

一ら 勉めて 錫 繁じ怠 見の 巧 巧を 巧 

I へば 其姑朵 はずが 的 解 巧のを を 

.を 見ず るに 難くない 。め-し 阿 か 

'會 ホに がける を輕化 まの 言論 中 

; 壊々 脱線 ピ る 点が ホつ たじり ょ 

1 是れ ：2國隙問 の 裡がを促進ずも 

一道が である ご斷 ホる を U てを 當 

:ィ- ずる。 曾滿 中が 國の化 表の き 口 

: 論は 强て 潤色し ゲン'. へャ でした 

一ので。 く 機 じ應じ 奉に 觸れ てす 

:用 なの 狸 じぶ 見を 述べる ので あ 

るから 化幽が 直に 誤謬 も 化說ら 

一 あらぅ •かを 竟 化を する 所に を ふ 

の". •あつて 國 隙' 聯盟の 本領は 斯 

; かろを 谣」 がらて 猿が され 幽際 

一の諸閒題夕討进しつ 、§^嚼お化 

一して 半 かの 躲 巧を 觀 るに まる 次 

I 第で ある 而ら聯 猫 成立 W 來を般 

:肖 がの お 城に 照らし 其 一巧 献は豫 

想 W 上^ あつた ご 評し 持る でを 

_ らぅ。 も圃知 如き も 遂には 化聯 

盟 に 参加 ず る ^ を轉 W ，か 是離ず 

る犧」 。る n が ある Vi 確信す る 

日 乂 協調の 實現 

: 阿 化 會戚を 單リる 經濟隅 巧で 

; ある どを へる のは 閒 違で あつて 

一を は 旣じ阅 際の 政治 阿趟ピ むつ 

む。' 本 どして は：：： 淸戰 役後臺 

徵統 を^ 際から をつ， 牌 題で あ 

るが、 沾阁 のが ホ 下に ゎらて 阿 

片 を吸飮 せる 支那し 人け 二十 二 

-- 巧 五 千 人の ぞ敕じ 上つ て 居た の 

: である. かか 巧 且つ 贊刚な 方法に 

_- w ちて 漸次 怖るべき が 弊を 局限 

破 縮し、 二十 年間 r 約 二十 お 人 

i を觀じ 裂な は 四を 人に 巧せ ざる 

I 蚊 じが じたので ある ら ホら に 

i 十年閒 じは 阿 かの 吸飲 者は 皆無 

I ピ る 巧で ある 。加と H 本は 化 

- のが 闽の 如く 口 盤 化 翔の か 策を 

: 執ら 中 進いで ホての 事 巧を るぶ 

:し裝 也よ n 巧谦の 目のを 速ぶ す 

I ベく 巧 力したい であつ て をは 米 

欧の化 おポー タア反 どなな した 

; 义阀 脚の t 化は 皆が d 本の 双 


手を 舉げて 賛同を をまざる 所で 
め ら、 双ぶ 協調の 態度を W て 接 
觸し 化め てながの 理解を 獲た の 
は 幸 e わる。 吾が 化を 贺 ホが 裏 
潜 式 政を 官は 該問題の 賞 際的權 
威で ある ご おじ 杉が 化 お 克く會 
證の乂 I ? を 看取して 終始を々 の 
論陣を 張ら 巧 固の 化 まナア 、マ 

か コ成ム 、•一 こ フゥキ ー ン 巧 ご應 

酬 せる がかき 判 國 代表を して H 
本の 誠ぶ じ倩賴 y しむる のをを 
生せ しめたのは 快 必のお 象で あ 

つた。 父ホ闽 化表ボ ータア 巧が 

下院 ブブ テン 氏の 提出し ね偏狹 

なな 日 的み 幾 案じ おして 3：： を委 

眞爵 に打奄 して 其 まを 赎 した i 

と 云 ひ 最近を おされた 日本 政府 

の 米國代 もじ 巧す る 謝ち おひ 

該曾 幾が 純然たる 經濟關 係 じを 

ら すして を 要なる め 治 問題 化せ 

る 巧みな 証據 であらねば ならの 

孰れ じせょ 予は會 譲の 成功を 祈 

る 1 人で ある。 

お 加帅 地ぶ で 

生糸 y 作る 

大規 横の 計畫を 進 砂 

米國 加州 じがて 一大 製 

絲會社 設立の 計 霜 中 どの こどが 

扳 巧？^ 本 じ も 傅は つて 大かホ 糸 

篆 ちの 神 經を檔 まして おる が、 

這は 如 脚 じめいて 養. 鹽硏巧 家 ど 

して 知られた ジョン、 アブ デル 

ノア 氏を か •長 どづる 加州 製絲會 

社で 新に 南 抓 卿に がて 最も 進 ホ 

した 學埋 ど 實 階を 應 化して 巧學 

的 機械的の 一大 養蠢 飼育 鶏を を 

さぅ V 一い ふので みる。 化の 計審 

は 数年 ホ 米闽ホ 業界の 巧 識巧間 

ん 問題 ごな つて 枉 たど ころで 是 

が發 達は 十 か 研がを をね U おお 

ご 思ない るが 現が ホ國 じがて 化 

巧ず る殆 んで總 ての 生糸は 之れ 

を 外 図に 仰ぎ 巧國は 年々 ニー 廬お 

からの 生糸を 檢 おしてち るが 化 

曾® のな"- 晝 はち 億の 資 をを 投じ 

機械的な 

大規模の ホ 法で 養證ご 

製 絲を兼 h ふ もので 同會 化は 是 

むが 準備 ごして 昨年 W ホ サクラ 

メント 附近 じ試驗 めじ 試みて 居 

たが、 黨 なわ 發ちも 截廊狀 態 も 

頗る 良 巧で 氣候風 ± の溫 をな 南 

加 地 にがては 一隨 のぶ 績 を舉げ 

巧る こ ミは 常が e ある C ジ ヨン 

アブ •テ^ ノア 社では 同地を S て 

養 黨製絲 の 中 也 ごす* ご；」 が 出 

ホ 今を 瑜 入して おた S 僚 巧の 生 

ホ もち 加州で 補給し 生糸の 自給 

自足を する ので あ も ミ 操 言して 

居る さぅ だ。 を じ 就き 巧 巧の 某 

消息 述は語 も 『乂 厨め 如き 励 お 

で ィム ポッ シブ グ V . 云 ふ义を u 

ザ 典に ない ご考 へて 居る 闽ほ性 

から 出發 すれけ 養 黨楽も 出かな 

い； はない ども 云へ 巧け む お ホ 

図の 

蠢襄史 ははで 六 KS 二十 

年 時化よ らモ八 パを 十 ザ 化 じな. 

b を 巧 夾败の 記錄を 3 つて 埋め 

らいて 居る 十と 化が 巧 化には 一 


年に 二 巧 磅の 紹を產 おさせた を 
は 烛を巧 十 斤を 賞 おごす る 旨を 
英闽殖 K 地 政府.^ 布吿 し、 化祕 
おず をのが を 生を して 之を 英本 
固に 輸出し 英で チャー レス ー世 
及び 二世の 窝 服を 料 じ 化した 5 
も ある。 千と 冉 一二 十二 年 巧には 
ジ m — ジャ 州で で 開 聖地 十お郝 
じ 付を： 白 本を 植 かくる をには 十 
年間 化稅 をを 除せ る こども あつ 
なが、 爾後 棉の 栽培の ために 衰 
微 し、 南 力。 リナ 州、。 ン子ク 
ナ ヵット 州义は ペン シが ゲァユ 
ァ 州、 新 城の 州ぷ びが 育 州 じめ 
ても鹽 おを 企てた けれ お 皆 半途 
じして 他の 產袭 に轉 じて 化 舞つ 
じ。 加州 じて は 吾が 慶應の 巧 年 
頃ょ b 黨 おを をさん ミして 失敗 
し 其 後 數回失 妝の歷 をを 繰返し 
つ，， も 千 八 巧 六十 一年には 漸く 
み 量の ホ 糸を 產 出し 之を 歐洲に 
送らて 巧 評を 階した を も あるが 
元 來養鹽 争 業 其 ものは 機械的に 
律し 得ざる 巧 質の ものであるが 
なじ 大農 法を 用 ひて 小麥や コ T 
ンの收 獲を 謀る が 如き 方法では 
生糸を 作ら 出す； はま 艱の 事業 
ご あるから 今回の 南 加 袖のを 樂 
も あして 如 巧 わるべき か 孤 疑 間 
VJ せざるを得ない。 乍が 巧を な 

惠を 怠つ ては ならぬ 事 おで ある 

ど 信 中る』 云々 


イン ウブド 方面の 

同胞 親睦 會 

二 巧 十 お H 開潘 

紐 育り 本人 會社 會委貿 摇唱の 

を おが お 同胞 懇談 會の第 一圃は 

囊に举 播頓- ィッ (资 二區) たク 

シヨ ン间 胞のキ 催で 盛大 じけ は 

れ U . が 今 凹 イン ウッド、 セ卢シ 

ヨン (第一 祕) 即も ダイク マン 古 

面の が留 同胞 親睦 會を 擧卜 3 y 

くまを 十八 U 午後！ 二时を 員を 山 

口 1一 1 と 肋を まじて 準備 委員-曾を 

開きた る 結 艰先づ 同 ホ 面 S 氏を 

錄ピ 調製す る i ’ 第一 巧 親睦 會 

を 1 ' 巧 十五り 午後 二 時ょ h ダイ 

ク マン 巧を を敎灼 社を 量に 於て 

開 、ろ、 會聲は间隘お化岡胞の 

ホ會 ちょら！ 人 五十 仙 宛 徵收す 

る^ 、 プ 0 グ ラ ム 、 會魔接待を 

委員を 設けて 準備す る-- 等を 决 

をした か委： 貝の み 掌は ぶの 如く 

で ゐる〇 

を 鳴 委員 山 口石 見 小 池 

を 西 (巧) 中 山 (巧) 齋藤 

中が 松 本 (節 正)- 加 島 

グロ グラム 委員を ホ 井口 

橋' 渾小阪 を 西-龍) 水が 

お 巧 委員 出席 夫人み 部 

がほ武 が々 面：- ては ぶる 十と 日 

巧 柳巧理 ホを じて 詩を 一一 一月を 期 

して コネ ー アイ ランド じて 懇談 

會を隅 < なをで あるく。 


お ホ 巧 兄妹 

最後の 舞 蛹 

まる 十日 化 ィンタ^ — ナシ 3 ナ 

八、 パ ウス じがて 多大の 好評を 

睹 した 石井攪 、巧 化 小 浪のお 巧 

は 今间舞 如を 巧みの 測 诱に從 ひ 

巧る 二十四日 (- H 幡 日) 午後 八 時 

よも 力 i ネ ダ！ ホ ー ルの スダチ 

才六 十一 蕾 じがて 躬！ おど 同様 

のプり グラムに 化ら エキス 柱ビ 

シヨ 、ダ/ ス を」 なすこ VJ ぇな 

つたが 嘗日 U 特に 限られた る 夕 


數 の巧閒 記者 ぷび舞 蹄 愛 巧者 じ 
入 塔 券を を 配す るホ斜 である - 

H 蘭 渡航に 關 する 

査証 不要 ミ發表 

一巧 十六 H 附を 巧て 當地 總領 
事 舘の發 表せる 所 じ 依れば か 蘭 
陀 人の 本が 內化 渡が じ おしては 
旅券の 杏 証を 要せざる ど 同が じ 
本が 人の か 蘭 本 國じ入 國の锡 合 
も 旅券の 査疆 を必巧 己せ ざる i 
じ 本年 一巧 一り ょちみ 定 した 由 
である 巧し 巧 ホ ごも 本國な 外の 
を 殖民 地へ 渡が の 旗を 化み ば 本 
邦人が 蘭領 スマ-ラ じを かむ V 」 
する 際义 蘭人が 摹繼 朝鮮 等に 
巧が せむ ご する 際は 化然 旅券の 
査証を 要す 也、 とどな つて 居る。 


旧 中 夫人の 逝去. 

當ホ東 四十 下目 二 巧 四十 二番 
地が 育 旅館 ホ 旧 中 奥み 郎 を 夫人 
化すは 化臟 病の 爲め 久數病 巧に 
だら 舊艦二 U 。 i ズ ランド 病晓 
じ人院 手術を 受け 岡 十と 日 退院 
後 專ら自 を じがて 療養し 居 た- 
が 去ろ 十と 日 病 俄か じ 革 まら 午 
前 お 時 遂にを 逝せ るは 悼むべし 
吿别 式は 昨日 や 後一 時淸 水お師 
司 まの. 下に 嚴肅裡 じ 轨巧會 葬ち 
五十 余を じ 達しに るが 同 H 午後 
一二 帖 マウント、 ヲ リベ ブト rr 本 
人 叢 地 じ 巧 葬を 了つ た。 


•が 育敎會 競技 會 五十と 下目 
一二け S 十番 M 育 日本ん 敎會 じて 
な ホる 一巧 サ 四：！： ±曜日 午後 八 
巧よ b 巧 年 歌留ぞ 、暮 、おが 等 
の 新年 競技 會を 惟す じか 同 巧の 
諸 若の ホ會 をを 望す ミ。 - 
善 靑年會 競 お 會紐育 H 本人 靑 
ザ窗室 巧娛樂 競技 會は旣 報の 如 
く 去る ずと 日巧銷 催された が 巧 

會巧 六十を 名で 盛 現を 極め 授賞 

者は 左め 諸氏で あつた ど。 

一香 二等 S 等 

圍篡 島 崎 織 阳を藤 

將棋 あ 田 ホ 由 野 口 

ピン おン 

井上 佐 お 長 谷川 

夫人 

チ 五 ツカ， 

大木 森 田 出 中 

かるた 

中 山 夫人 高 本 長が 川 

\ 夫人 

e 小賣商 紐を 懇韻會 本紙 旣報 

姐 育 日本人 小賛 商が 合 新年 宴 封 

棄 间萊大 懇親 會は 愈々 ホる 二十 

五な 0 H 曜 } 午後 六 時よ b 両な二 

十 互 下目 巧 S 十九 番抑添 料亭 じ 

がで 開稱ご A をが 旨 幹事よ b を 

方 おじ 案内 狀を裤 送した。 當巧 

は 森 村， 太が 賛 易、 巧 木 桃 井の 

化を 者 も お 席す ベ <禽 費は 會員 

一巧 ホ 會貢二 お 持參の 規定。 

♦山 巧蛛氏 日本 電力 株式 會社 

技師 長、 化 お ホ 紐 ホ テ"、 ペン 

じ 巧 お 0 

♦西 廣巧巧 巧を、 前週々 ホ 太 

西洋 巧を 経て 出堆 昨日 歸 が。 


農 闘賣渡 

持 ま； 靴 朝の ため ニ ウジ ヤ アジ 

ィ师 ^ X モン トン 市 巧 外 二十 五 

英 が、 ち 室 二階 雄 化を、 チキン 

戶 ウス、 穀倉 谢 きの 理想的 魔圃 

ま 急 破格の 値段に て資 渡た し特 

じべ V —-- ピ ，-チ まあが 闆じ適 

すを 細け 節 W じて 御 照 貧 あれ。 

(が脊 新報 かお 付 テイ、 テイ 生) 
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巧 hp dajj ななを 巧广 巧 im で 巧 


晒 


SATURDAY , が肌壓24|け25 




夕 



紐 育 新 お 


巧 糜觀 協を 

將 ホは 思怨 了解 

歐 洲乂膊 W 巧、 ゎが 越の かを 

は H み时曲 S 儀杂’ .お 軍々 楠 制 

お， を乂を K 問幽 等の 難 规をあ 

埋 しつ i 、 えの ザ 面 じがて 勞農 

ロシア かお このが 巧を 重ねつ t 

あつた。 なる にこの 巧 街 じ 就て 

の兩齒 のぶ 本 的 態が は A ま ちじ 

疎帖 して おつた し、 兩网 の齒巧 

的鹏 係は、 を かなる 辩 巧を 許さ 

U い 学 情が あつた。 

これを 〇 シアを 中 也 S する 化 

の别强 どの 過ち じがけ るを が 广 

がて 化 おする じ、 一 氣呵ぶ 的に 

ロシアを 水 殻し、 をつ をの 前 じ 

迪巧お 約を 協を したを 國 どの- 熙 

係は 化 ザ おみ 閱 のぶ 立と おじ 承 

認化讯 こを。 さ r れ ，吳袭 の 外 

を賊 係け 協定な 削ょ b も惡 化し 

て & る狀態 どな b 洁 々'、フラン 

ス ご。 シアを の 哪係も 赤化 思想 

の 宣视で お あ敝實 の 鹏係 どなつ 

てなる。 若し 夫れ 支邮 ごの 關係 

じ まりて は、 圃 際が 巧 化 d 柯等 

認められて ゐ 。いど 稱 する も敢 

て 過言では；；？ い。'.. 

過去 じが パる これ 等の 巧强ど 

ロシアごの 巧 巧は 巧 農。 シア 聯 

邦の ホ 訟を巧 一を どし、 P シア 

VJ しても 國戚を 回 & L 、 歐讲じ 

がけち 位 措を 確立す る爲 めじ こ 

れを必をごしためである：？，、 極 

巧を 背铁 どし 支那 乂隧を 挟む 日 

ぶの 時み 撕 係は 政が ホ認 ごい ふ 

固を W お、 經濟的 提携のを じは 

自然 的 じ も 解かの お ホる 問題は 

海ろ 第二と し 遂に 今回の 如き 協 

定 4 .見る じ まつた ので ある。 即 

も U 本 どして は、 過去 S 年に 旦 

らて添ふがかく、 離る^かかき 

化 脂 0 ド じが 街した r けに、 

の锁 じぶ 立した 0 シア ピ他 列强 

S 協 左、 これが 巧 化 上の 化 化に 

がても 袖々 ご訓 がを 受けた 哪係 

もゐ ら、 從 つて 二 3 ラみ ゥス ク 

のが A 惨殺の 化 償 ごして 化帷太 

をが 杂 的に 占 做し、 これを 巧 ど 

して W 化の 經濟 利楠泌 おを 夢み 

じる か 策を 化 おし、 遂： 純が た 

る 捣濟的 巧 術に 移つ たもので あ 

つて、 か シアが なお ホ 越を 第二 

義 ごした るに® 比し、 栋 めて 相 

一ぶ 的 强 ホと いふべき である 0 

义ら H 本 ごして は、 巧し 成 八 

じ對 ずる 7 ランスの かく、 日本 

の 國除的 環 おが これを 許が する 

； ら じ、 飽をも お 雑閒趙 を剧執 

して 利 權の赔 の 的 鞭が 化 巧を 追 

ふで ゎらぅ が、 ホ闊じ 於る が 日 

移 K 巧 S 制を、 お幽の シン ダボ 

—八ザ 港が 設 、ち耶 の動亂 等、 

械廉 じがけ. る の 位 おじ 畦め 

て个 利。 化 局を 化む じ 至つ た； 

が、 U 本を して この 路 をを 速 か 

ならしい る じを つた あ大 なる 巧 

かで あつじ 0 

日本 ご。 シア どのが 協を がネ 


後：：： 本の かが 的が 濟的 生命 じで 

れ おの 變 化を 年 やる か。 兩网の 

善い ぶ 味 じがる 提携が、 棘 東の 

政局 特じぞ 抓の 渡滩 たる 政局を 

が収 ずる 上に、 でれ お 貢献ず る 

であらぅ か。 巧々 は必ら すし も 

れ 等に おし 無條 が じ悲觀 しが 
U 染觀卞 る ものでは G いけれ V し 
も、 をの 威 体と 社爵が 織を 異に 
し、 をつ あお 上の 提携 じ 就ても 


12。，， ぶ S 

M ^ ^ W-C W c’dwa い 

另い為 I 5", ぃ 一心 

顯非 1^1 放爭 
が篇 I g r I r 2 U . 

J 化が 相^ か W y d 

邮詔 I 苗 ん 


絶 載じ不 w 能 ど 目され る 巧に 懸 
隔 して ゐる 兩閣の 前途に 就て は 
今を も お 無形の W 難を ホむ じ ま 
る こごは 火を 見る 主ろ も 瞭らか 
で ホる 0 

化を】 阅 と 1 國 のぶ 證 が、 單 
なる 外を 文書に 非らざる こごを 
知る 4;., らば、 日本 國 おが 今後 着 
手すべき もめは、 両圃の あ 想 上 
の 諮 解で あらな けれぶ なられ。 


政府 承認は 箸 一義？ し 

日露 新 協を が 成立；， 

芳 澤謙吉 公使が 病床に て 調印 濟 

化 機 太の 撤兵 期は 今年 五 巧 

まみ 巧 電化 二 U 蠻 U 久しく H 露 規國の 懸案で ぁつた 日 後 お 巧 

がは 一二 年の 语 霜を 經て 始めて ホ ホした るが、 化 京 か巧界 じて は 

今 巧の 巧が は 大体 じがて H 本の 外を 勝利で わる どの 觀測 高く 

巧 巧を 化は 昨日 化 午 外務省ょ > 訓带 をず 領—新 協を の協贊 乃至 

巧 絶 じ 勤す るを 權を投 けられた るを W て 直ちに 勞農巧 節 カラ 

ン巧ご 巧 巧に がて 約 十二時 間に 互 も禽談 、化權 太の 袖 田 化 借に 

就て" シアは を 後じ讓 ホし、 日本 も ホロ シアの 讓 ホに 菊し 今回 

の 巧 協定は 故 レ ー ニン 氏 一岡 忌で ぁる 一巧 サ a の日附 ごする じ 

賛 W し 化しが 協を は 昨. 化 ザ 諷 印を 終了した るが、 日本は 茲二逊 

間な 内に 批谁 すべき も、 ロン アの 批准は 約 一 做 月を 要すべく 

の 間にを りて 兩図化 節は モス コ ー じ會 巧して が 迪巧條 約を 締結 

する じ 至るべき が、 日本は 最 惠拽條 約を ま 巧す る じ おして ロシ 

ア はち 惠図條 約を ホ 張して ゐ る。 かほ 化 帷太她 おじ 對 する シン 

クレアー 食 化の 租惜權 は 化が 現が する らしい。 


ま 京 特電 か 一り 發= :逊 まご 一年 

じ宜 6 大 速、 良 春、 東を を經て 

化を 會讓 ごな つた 日露 巧 渉は 今 

朝 一巧 化を、 化 巧の H 本を 化 お 

じて 調が 濟 ごな b 、 両 岡の 

外を 細 巧は な活を 見る じ 

まつた が、 梟 巧の ゎがを をは 巧 

港慘 おの 化 償 ごして 化權 太の 池 

W を 部 巧 借 じあ b しも、 巧 協定 

は 『お 國か府 は 巧港慘 おじ 對し 

遺 城の 息. 表明す』 どい ふ 巧 度 

じ 化ら、 浊山祖 借は を 体の 五 割 

どし：：！ 本は P ンァじ 掛し视 借 巧 

一割 乃 ま 一割 五を を支挪 ふべ く 

期限は 一二 四十 年， 耗ほ であるが、 

醬を償 S 憤 遠に 就て は 『お ホの 

協を じ 一任』 ごい ふ； じなら、 

ボー ッマ マ條 約は これを ホ認し 

其 化傳蒸 ホ 時化の U 塞 協を は 今 

後協谣 の結裝 修正 巧 ま廢棄 ずる 

も ごな つじが、 ポーブ マス 條約 

のをが じ 掛し〇 シァが 黃 任を 驳 

す や 否やは 疑問で あると 了解 さ 

れてゐ る。 而 して 両國は 今後 

領 ± のがを を 侵を す & が 

かきむ 動じ 出で 中、 旦 つがる 巧 

動じ おし 政府は 財的楼 助を 與へ 

ざる i をを 約す る ご おじ、 簾 ご 一 


鹽ど 提携し 或は か國 人を して 政 

府 巧みのを 義の下 じ 巧る 巧 數じ 

及ばざる べき ； を挤 をし 巧 炭め 

机 借料は 八を、 お 油は 一割 五を 

化し 巧她噴 お® 割 五を を 曝を 

とす) ごし これに 要する が-. 巧 品 

の 輸入 稅 はを 除し、 兩鹽 はお じ 

をの 閣 ホを 傷く るが 如き 實 .得の 

中た を化證 する ご 共 じ 目 本は 五 

巧 十五 日の 解か 期を 待 もて 化樓 

太 ょら 做 兵を 斷巧 する.- < JVJ なつ 

てゐ るが、 

外相 带戚 鲁ま郞 巧は この 

を涉 じ腳聯 して 左の 如き 聲明蓄 

を® した。 

今 凹の 日 潔を がが 斯く 遲延を 

ホした 所 0 は、 兩 國に對 して 

甫大 なる 關 保を々 ぼす もの 夕 

きのみ ならず、 外 巧な 活後是 

等の 問 趣に 化ら 不げ； 4 る 出 ホ 

事の 摇 おを の 化すべ <愼 重に 

討ぶ を 重む たお 架で あつて 

巧闕 度び 閱 今 M の 協定 じ 

對し衷 也 ょら これを 喜は ざる 

巧ら 中。 このな 陳 じがて 巧澤 

を 化が 耐ぷ克 くこの 巧が をを 

ふし だるは 余のを 幸 ごする 巧 

である 云 々 〇 


上院に 一人の だ對 者な < 

第二 お 縮 提案 可み 

新闕 際お議 は勞腊 ロシアを 除外 

巧 集 期は 多々 九 パ 頃 か 

CS ンン トン か吕 疑り 第二が I へ， 策の 協 貸を 得て 今朝 左の 

縮 巧 嫌の 巧 おじ 就て 上院が 軍を ろき 

貫を キング 氏 (比 ま黨 はを 旨を 1 ん 議を捉 出し 滿お 一致を 




' W て 巧みした 0 

大統領は ホ 固 政府 ど 外 夕锅係 
をち する 諸 外阔の 化を をブシ 
ン トンに 召集し 協 端 甘し むる 
の權 能を お 巧す。 をの 會講は 
を 図 ご協力し 陸 お兩带 方を 喊 
巧 じ 制限し を 闕の年 化と 不必 
要 K る 軍 楠を 制限して 戰 ずを 
巧 化すべく 國際 協約を 歸 結す 
る もの ごす。 右み 證 ず。 

右 決 講じが て キング 巧 度び 大夕 
敕の 上院 潘 員は 巧 農 0 シアの 巧 
表を も參 加せ しむる 意志を 骨し 
てゐ C が、 現议府 の々 針は 絶 お 
じ。 シア ごの 巧 街を 拒んで ゐる 
翩係も あ b 、 を々！！ シアを 參加 
せしめる i は會議 

な 集の 磯會を 失する なれ 
あら と て遂 じこ" 决議 wub 現 
化 ホ國ど 外を 翩 係を がしない 口 
シアを 除外す る i どなつ た 所 0 
であるが、 キング 氏と しては を 
の 半面に 化て 成け 〇 シア どの 闕 
をが 會議 お前に 經活 すべき 可能 

巧 をら 認めて ゐる模 巧で ある 
化して 巧 政 部 ど-- ては 窠二霄 縮 

會纔 如 召集は クー リッ デを が屢 

屢 中外に これを 宣 明し tig であ 
ら 、巧 等の 反對 すべき 巧 由な く 

キング 案 ば 要する じ 本 問題に 掛 

する 上院の 思を を 表 巧した もの 
ど 認められて ゐる けれで」 も •國 

際 聯盟は 旣じ ホる あ 巧の ロ ー 
會議 じがて 

强制 仲媒條 約を 討講 

しを の 結 巧 じ 化ら て 會議を 召集 

する の 意を も あ b 、 十 中の 八 化 

まで 右み 爵 譲は 失敗に 終る もの 

Vj 豫 期されて ゐる けれで も、 ホ 

國 かこ の會議 をを がぉ规 して 會 

謹を巧集するのは禮讓的で：：^ 

とい ム立瘍 から 右會 能の 終了を 

待ちて を齒 ごを 渉め 上 これを 召 

集す る じ まるべく、 巧 集 期は 多 

み 九 目前 後で あらぅ ご豫 測され 

て 公る。 尙は下 挽は 飛 巧 巧艦豫 

算 ニモ ーニな 巧 弗を S 千 四れ 巧 弗 

にお 加すべき バ トラ ー’ まの 上 稍 

と共に 巧び ホ國 护中必 どす る 列 

强 のが 軍 

比率の 優劣に 就て 討論す 

る じ 至るべき 形勢は 明白と U つ 

たが、 上院に ては 曇 じ 大砲 仰角 

延を まを 提出して 否みされ た マ 

アラ！ 巧 (に ま黨) が 『巧 勘を 

府は 果して ヮ シン ト-ン 協約に 違 

反しつ i あらや 否や』 を 調査す 

しとの 議案が 近 < 上 おされる 

見 にして、 をみ 巧 由 ごして 装 

固 がをお 巡 巧 艦と 飛 巧 巧 艦を 兼 

用ず るネ作 ソン 及び n ドネ キ号 

の 建を を擧 げてゐ る。 


ごみ じ 自治領との 述 絡を 計る 结 
めじ シンが ポ ー ^ けを 中 航路の 
中必ご：：^る ベ く化治的を地ょ6 
して H を 雨 固のを 機は お ホの ち 
那政巧 •し 就て 特にを 大 k る 影響 
を 生 ホべ く、 巧し P シアを 認を 
じ H 露 化 約の 改訂を 見る じ 巧ら I 

ば この 化 殘は賓 現される であ ら- 

ぅと 瓶を してむ る。 

俄が に 狼 狼の 

^ J マニア 

プチ アレス ト廿 一 1 H 發 U リ露 
協を の 化な じ 依 ゎ < — マニアは 
颇る 憂慮し つ i ゐ る。 即も千 丸 
がれ 年べ サラビア じ掛 する 八 1 
三 アの權 利は 滨佛が 巧び 日ぶ 
の 大巧 會簾じ isb 締結され わる 
も 今日まで じ 批准を 終了した る 
ものは 英國 反び 佛蘭 西の み じ 過 
ぎず、 が 太 利 お H 本の 批淮じ 就 
ての 外を 巧衝は 今日まで 巧き の 
結果なく日本：^寧ろが太利のお 
准を 待つ 姿で あつたが、 日露 新 

賴を记 V サラビア 條 約の 破棄を 

巧ず 形勢で をる ご 共 じ <1 マ こ 
アな化 H 本を 使澀 U 熊 S 齡 巧が 

歸 朝を 命せられ 後 巧者の み定を 

見ない MJ も 憂慮され てゐる 

わ祭氣 かな 
モス ホウ 市 


化 b 勞 農政 おの 碌 巧に おする 
勢力は 益々 伸を すべ < をの お 
柴械 東に 利 確を 巧す るを 网の 
勢力に も 影響を 反 ぼす であら 
ぅが、 巧 ホ兩齒 は特！ J な 6 と 
すべ {彼等が 裝し てこの なじ 
就て 我等と 協調す るか、 或は 
舊式 外を で勞 農政 巧を ホ 難す 
るかは 彼等 自身で かすべき あ 
策で をる。 我専 けがて 彼等 じ 
向つ てを や 巧擲吿 する もので 
はない が、 をを の 政策を ごる 
じ 至 つても 例 等の 巧裝 は恶げ 
得ないで をら ぅる々。 

第二 軍縮 ミ 

英國の 態度 

"ン ドン か 二 H 發 リ义國 上院 

の 第二 軍縮 か 藩に 關 しお 園の 朝 

巧は 貧が して ゐ るが、 を H は t 

の 時期 じあらず との 觀 察を 抱き 
ゐる もの i かく、 

〔一】 を 府はゼ ネゲァ 仲媒條 
約の 蓮み が 巧を する ょで 第二 軍 
縮會 議じ對 する ホ 針を 確立す る 
能は や。 

ごこ 自を 領は旣 じを の條巧 
じ 反 對し居 ら、 結局 ホ闕巧 集の 
會議- しおす る 彼等の 息 見を 聽取 
せざる ベから や 0 


施政 お說の 一節 •し 巧 < 、大正 十 

四 ザ 度は を 憤を 祟を 甘 や、 普理 
案 おび 上院な 革 案は を講食 にお 
講 すべし ど 述べ、 幣煤 外相は 排 
u 移议 をの 解 化は 一般 米圃 民の 
お當 なる 巧が に 持つ の 外な し £ '一 

云 ひ、 濟口藏 相は 爲替 維持に 巧 
めだ 外 H = 貨挪 下げの 外な 巧 正貨 
現送 もす る 决がだ ご 言明した。 

米國 大使 舘 新築 

ヮン ン トン 化 一 H を：：：： ホ國下 
お 豫算 委員 會 なを 京 市に ホ阅大 
使 館反縷 領事館 建築費 巧せ 在方 
巧 支 お を巧决 しこれを 上院 じ姻 
附 した。 尙は新 巧 H 大化 玉 ドボ 
! •バンク 〇フト 氏の 巧 命は 卜 
院 であ ホに 協賛され た。 


道の 進 ホ f 化器牢 和の お まじを 
をす る もの ど 度 めら る。 「兩固 
の やかが がを 協講卞 るの 方法と 
して」 帝威め 巧け 日本 巧 巧 じし 
て 同樣の ホ 错 をち する 限 b 、 両 
國ホか 使節の みを じ 就ても 淀に 
協賛のを を 表明す」 

をれ ょ b ホ かを 議化 じがて 最 
がク シン トン ご 制を され 、 C 
シア 先づ贊 がし、 日本 これを 
協贊 した るら n シアが 更らじ 
最 巧の 意を 驟 して ヮン ン トン 
は餘 b じ 盛隔の 地で あ h 、 見 
つ 夏期の 嚴 者を 理由に 謀 巧 化 
の變 おを ホめ、 遂に n 氏の ホ 

度なる 回答 ごな つじ i や 、 H 
本が 〇 シアの 明確なる 巧 答を 
求め、 をは 日本の 育戰が 自己 

巧鐵 であつ た， とを 巧び 切言し 

れ當 時の 或 想、 巧 お 文 善を 擧 

けたる お、 

巧る 禪じ あらても 余は 窩ず及 

び ヵッシニ じ掛 L て 余が 今 巧の 
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ご 二】 歐洲 のを 氣は 第二 電縮 
モス カウ U 二 H を UH 露 協を j を議 .か 歐渊じ 開 惟すべき こごを 
の 調印に 攸 .9 モス々 ウボけ わを i 望んで ゐ 


氣 かじ 楠ち 一般は これに 條 らお". 

界の政 扇に 一新が 元を 畫 するど 一 

共に 喊 東の 政な じ 一大 變 化を ホ 


攝政 宮様が 

鼻 化 御 切開 

東京 特電 廿 二目 發 U 攝政お 殿 
下には 昨 巧 塵 軍 大演習 御 統監 
の 際 御風 邪を 召された るが、 
が 後を 化 炎症に 變 化した ので 
侍 醫の御 觀吿じ 化を 本 0 午後 
赤化 離を にて キ治醫 菊 池 隋± 
執 別の 下に 乂巧 槽+を 助手 ご 
し 珍 出を 宮 太夫 御な 會の 上に 
てが 開 手術を 巧 はれた が、 御 
經 過は 頗るを 巧 じて 日曜日 頃 
じは 御が を 離れ、 約 一週 閒は 
御 引 籠のを 定 である。 


おして 触國 ^保證 問題ら 難關 
ど是 做されて ゐ る。 . 

普選 ミ排目 . 

上院 改革 等 

政府の 施政方針 

東京 特電 サニ 日替り 伽が をが 


ホ 坡演伎 座を 燒 

東京 特電 化 二日を U ホ 助 お 伎 
座 じがて 昨 後澤 正 一座 銷演中 尖 

かしてを 燒し 損害 六十で 圆じ達 < •— ミ；！ 
したが 一二 十 巧圓の お險ん bo 原け 動は H 本の 懇請-し 基 <ピ いふ 

因は 漏電ら し < きじして 負傷 お 一事は 絕をじ 言ぶ しな かつた け 

はな かつた。 を も、 をの 化の 瘦合じ 於. ては 

最も 卒直に 兩 固が 下らない が 項 
久保 田總な あま に 就て 爭ふ ミの ホなる； を 述べ 
ま 京 特電 ホ- 1 U 资 = 東洋 巧殖〇 シア じ掛 L ては。 シアが 化 際 
總裁久 が 旧歧阔 氏は 本 = 逝去し 今 H の 如き 態度を 繼績 する S は 
た。 頗る 非合理な 話 ホ あつて-巧し 
c ^ f - nTT .-^蒙3 戰爭 が體娩 するならば、 東 ホ 亞 

犬養遞 相の 聲明 細亞 の 露領 は？ 巧 失す V 

東京 ST •電か f H 發 U を 斩巧樂 をは： ロシアの 領 t 仰 長には な掛 
が 大窝嗤 とじめて た 養遞 相は 皆す る ものである けれで も、 ロシ 
選 案 も-^ 院 をを まも 必らや 今 議ア國 おの 爲 めじを つ ft がの 爲め 
曾を 逾 過すべし と 述べた。 じ も、 過ま數 化が じ 直つ て 所 お 
:: して ゐた锁 i を 失 ふを お悲し^ 

井上を 二 巧を 去 もので あつて、 ち 事 上の 化 匿 r 

東京 特電 か 一日 矮 U ホ國 生命 がても n シアは 絕 望で わら 
保險韩 社々 長 弁 上を 二 氏は 本 H むじ 聯絡す る將 本の 戰爭 も必ら 

ゃ失敗じ終る5を擧げて、 ホか 
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曰 露戰爭 秘史 


故 ロ ー ズヴュ ルト巧 遺稿 


曰 蒙 協定と 化— 界 

n 露が 協定に 

英國が 杞憂 

痛 •し 痒し の 辯 

ロンドン 化 二 H 發 in 日 あ 新 協 

を 的 成立に 關聯し 巧闡の 政界は 

これを なて 將 ホの 械张政 巧に 對 

すを 國隙 的歡 響は 甚大で あると 

な 測し 米 國化府 の ロシア 巧認も 

或け を 變を來 す もの f はを る ま 

いか V - 信じて ゐ るが、 H を 協定 

は 目下 閒催 中で ある 自治領 資幾 

じ も 怠 外の 影嚮を 生じ シン ガポ 

—ル巧 港か兀 巧の 機運を 促進す る 


さんど 豫 想して ゐ るが、 ィズゥ 

エス チアが は 曰 <、 

ホ 図は 太 半 ホの 爭覇戰 の對照 

をち 然 U 本 ど 認めて ゐ るが、 

愚 巧 地震の 爲め經 濟的じ 疲弊 
し、 够が會 畿其他 じ W る H 本 

の 地位の 弱 かじ 乘じ乂 歐は化 

ろる ホ 法 じ 依らて 日本の 位 度 

を 弱めつ^ あつたが、 これ y 

本を して n シャじ 接近せ しめ 

じ 巧 W であつ て、 日本は これ 

じ 化ら 陆 東の 貿易を 巧 進 L 國 

家の 位を をを をたら しめんと 

して ゐ るので ある。 

而 して か 相チナ H 9 ン氏も 本 問 
題 じ 就ての 協を を 讚 奠し一 

今 凹の 協定は 單 じ両國 の紛爭 

じ掛 する 尋 あの 協定で なく 勞 

農 的 府の械 東 じ おする 勢力を 

仲 技せ しめて 化が の 政局に 影 

響を 輿へ るで あらぅ。 

と 述べて ゐ るが、 スブ クロフ 巧 

は 新 臨まの 結 架 アイ 9 力の n ぶ 

ア 承認 期を 促進す るで あらう ご 

豫 測して 曰く、 

今闊の 協定 ごま 那 ごの 條 約に 


左に 連載 せんとす る ものは、 
囊じ物 おした るホ闕 上院 燕 員 
、ンリ ー •ヵ ボット* 日 ッチ 氏 
が、 前大統領 n — ズゲ ユグト 
ホ 亡 人の 韶 解を 得た 上* ホ 前 
出版の 準脯 中で あつた もので 
凡て 口 J ズダ エグト 巧ょ b 。 
ッデ 巧に 致した るな 信 t ある 
が、 をの 中 ょら 日本 じ關 係の 
深い おのみを 拔 をの 上 抄譯し 
たもので ある。 

S 】 ロシァ U 裏切 

的 日本は 我儘 

ィ！ ャ ー 大使から 送带 して ホ 

たッァ ー 八の 傳 言は、 ヵッシニ 

は树 等親 知し U かつた ものら し 
く、 これはメーャ？の誤解であ 
る ご 承知し U いので、 をは おら 
じを の 旨を メ—ャ I じ 訓電し 外 
務大臣 ラムス ド ー フ じ照會 した 

が、 彼は メ！ ャ ー がッァ ー グの 

意 妊を 正確に 巧へ てゐる S を 確 

証し じので、 余は 両越じ 對し正 

式に 平 かを 提議し ね。 

口 氏は 搂じ 氏が 化が ホ かの 爲 

め両圃 のず か 締結を 慾滋 し、 

若し 必要ならば 自ら これが 締 

結 じ 就て 巧 力す るで ホら うご 

; いふ 通 蝶 書を 巧 銭した。 

.'こかが あつて 間もなく、 カツ 


を 締結す る爲 めじ。 シアは 譲 ホ 
しなくて はなら 打と 說 腿した。 

をら じ H 本に 货 t ては、 若し 
日本が ロシアを して 尙ほ戰 ずを 
繼績 せし 〇 るが 姑き 要 ホを 敢て 
する じ 於て は、 日本は 疑 もな く 
東方 シべ 9 アを 掌握— 得る けれ 
ごら、 をの 意見 どして は 斯る地 
方の 掌握は 何等の 偕 値を 有して 
むむ いのみなら や、 ロン アの敵 


ン こは 余を 訪問した ので あるが 
これ じ化卜 ，て 姑め て 彼は 自 をの 
政府から 盛牒を 巧け たもの！ 如 
く、 〇ンァ 政府を 化 表して 余に 

謝 醉を述 V をつ 余の 提講 をを れ條 & はを の國 がが 生が して ゐ 
たるち 聲 明した が、 前後の 事情 到底が 滅 しない ご 共に、 戰 

からを ずる ど 彼は、 彼の 政が ど 巧の 繼撼 は-をら じ 尊い 生命 ど 財 

をの 間にを された 通信、 政な の 源の 浪聲ご U な、 日本の 資源 欠 

平 かじ 對 する 態を 等 じ 就て は 巧乏ど a る 息 ホ じがて， をく 不必 

等關 知して むな かつた 巧で ある 要 U 要 ホで ある ご 述べた 

。氏は をれ ょら 口 本を 府 が、 同時 じ 余け 彼等 じ對し 、若し 

氏の 提 麓に 揖 して 化が 度 をを して 日本の 地位に あらしめ 

本の 爲を じこれ をを 詔し、 0 るなら ば、 先づ 。シァの 提證を 

シァ ごを 巧ず かの 巧が じが 事 かく 容れ てへー グ 乃ち バリ 
する 旨を 傳 達した る间 を' を 載 持 出ず で 如ら ぅご 述べ、 を じし 

せて ゐ る。 て 問題の 巧 瘤を 所を して ゐる限 

々プシ ニが をを 訪問し、 余 のら、 。シア じ掛 して 穀を 巧へ る 
提潑 を無慷 かで 承認した 巧を 通 S は 时んの i でも。 いでけ な 
吿してぉ；^く、 をはメーャ！乂 かご述べた。 この言葉は非常じ 
化を 通じて ラムス ド ー フ から 左髙 半の 也 お動かした もの-- か 
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のを 電 をを 锁 した。 

千 九な ぶ 年み 月 十二 日 
余は 左の 如きを 文書を 。シア 
外 お 巧ょ ら受谢 しじ。 
r 余は 貨闕 政府ょ b 眞 下がを 
けたる 訓電を 直 もじ 奏上した る 
が、 陛下 じは 殊の外 脚 お 足のを 
じて.、 これ 巧統 的なる 滾 米ぶ 泣 
必 のを 掩 であると 仰 出され、 且 
つ ホ 図 大統領の 巧 動は 蝶 ドが 常 
に御較 なみら せられつ i ある A 


みは おら じこの 窓 ホを 具体化し 
て种 々ィー 述べむ ものである 0 
口 氏は 巧ら じこの 巧 じがて、 
々ィサ—、 ツア ー 八 及び ミカ 

ド ご梭觸 ずれば する お、 彼等 
がおよ的である-^をを兒しじ 
ど 述べ、 〇 シアは か 巧に も 巧 
患が なし、 錢ら易 < 直つ 怖 能 
であら、 円本は いかじ も巧樓 

では わるが、 力 直が ある ど 評 
して ゐ る。 
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KERR & MAYOR 

1023 Third Ave. 
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UP TO DATE STYLE 
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Dr. G •扎 Marti 幻 

DENTIST 

743 Lexingtan む s. む r. 自 3 th St. 
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DR •比ん GARDNER 

DENTIST 

858 抽 adis 帥 む e. Set. が - 61 お Sts. 
Tel. Regent 71 が 
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ぎき itehali 154 こ 
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稅鱗 事務 

巧が 各地 並 じを 世 
をの 煤 出入 方法に 
峭 する 一切の 卸 謀 
問に 應 じ、 巧道滨 
船 貨物 ぷ賃妓 お 化 
ぶ 槐销手 お 鲁等進 
呈 す、 重要 都 おじ 
化 巧 巧を おし 誠 S 
お 速闽用 かじ 應や 

保輸 取扱 


♦ 書籍 ♦ 雜誌 ♦新聞 
縱覺 室を 開 
執務 午前 九 時ょ h 午后 五 時を 

織脊日 本人 會 

西 五十と 了 目 二 五〇番 
常 話サァ クグ八 一九 oi 化 一 

が 留靑年 巧 おの 谢体 

a ネん 靑年會 

《 W . 苦 ず S 产 ブー . Clarkson 1244 


大紐育 日本人 

基督 敎靑 年會心 i • 

岩 2 E . 里 th si. 尹 Y. 呈 y. 

ぎ 害 a 8141 


链巧說 な U 踞 H 午 お八 時 
祝 傍を 木 腿 H 午を 八 時 
が 話 6 ± 战31 午後 八 時 
をを、 お 萬 ま、 娛樂 まのを 强 もら 
ホ貨 を歡迎 す、 を おを 利用せ t 
化 帥 川 巧を 一 

り 本人 慕督敎 修道 會 

102 W た 3 rd St, N. Y.oi ち 

TTeK VIo ミ ing 正 id で至赛 


日本人を s 敎會 

牧師 川な 末么進 
$ 化 川淸一 
おち ミ se M. £ . さ ミを > Inst. 

だ 3 W. 1 是 St. Tel. 百 arkson 1 苦 1 | 
巧 辟 說敎日 お H 午を 八 時 1 
が 穩旨水 お U 午 巧 八 時 I 
が縫會 火曜 H 午を 二 時； 
♦が 宿 含 

位 爲を偷 比亞を 数を 下町を 十一 
五み 學生會 祖員旅 巧 あじ 鼓 適 _ 
設礎圈 蒼 お 誌轿胡 ぶが 柿娛 架： 
具瞄 易を を あら 

巧を 疎を 巧旋 、旅客 案 巧、 を槐一 
事 莱調杳 、巧 化ぶ 事相 談餘旋 
等间胞 諸兄の ホを を 献迎す 一 
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▽ H 確： 3 I 
お 書 巧な 正午； 
共蝴を タ セが を 
禮巧說 を ^ が i 
▽ 虫 確 y 
溝 演會义 は 茶 
話 食 夕 八 巧 

を おが、 旅け 者 
案内 部、 ん 事相 
談 が •巧 巧 部 •馈 
装 岡 おが、 巧诸 
級 縫を 巧® 諸 課 
を 設けを 員、 ホ 
な 員® 巧と 計る 


丸 山 洋服 廟會 


: n 本、 を 耶寶玉 製 お 
術 お、 締人 用を 飾ぶ 
他 裝飾品 

阀縣 nn 

高等 襄術品 修譜、 
首飾り S 、 スト ブング 

日本 服戲縫 


あを 市 か ノ內ビ か デソグ ニ階 ニニ 〇屬 

麵齡丸 山 洋服 商會 


靡 井 洋服 巧 


ィ） シ）は'糾育最大のデバ ートメ ン トが 
巧 じ々 b ます。 新ら しいみ 降 磯 ど エス々 
レタ ーは躁 溯。 巧べ じ 於け るを はの おな 
物に 腰を ご渝 快と を 巧へ てゐ ます 
化 巧 じ 二 巧す るら のなら ば メーシ ！ 

では I 巧 八十 八 抓 或は をれ W 下で 貝 
へる MJ をで ぅ ゲ制記 協 ド さい 
日本へ 御 荷物を 御 をら じな > たい 節 又は 
御 買物 - レ 際して 御用の 堪 合は パ I ソナグ 
シ ョ ッ ピ ン グ • ビ ユ ， 日 —をお尋む下さ 

い、 親 かじ 御 巧を を 計らます - 


診察 時間 

.午前 化が一 十が 
午後 ホ 八 時 

バ t 小 菜 幹 一二 

紐 育 ホフ ラ 7 1 病院 
第 おお 病院 勒格 

を ホ コン イラン ド 

病院 勤務 


診察 時閒 

午を 蕃巧ザ U 二 時半 
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' 1 一一 三 一 

伊藤 
洋服 庙 
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診察 
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禱科醫 

▼ 診察 時間 A 
每日 (H 曜を除 <) 
.午前 九が 一 十二 
時、 午を 一が 一 
水曜 午前 九 時！ 
午後 一時 


鏡科醫 

= がを 無痛 治療 u 
を 年の 經驗 をな て 
り 本人 諸ち は 特に 
了’ 寧 懇切に 施術す 

パ： マ— チン 



正 直 ご 親 が と を 巧 ぶ （ 確 實 
信用 ある お 品を 械 選し 


特別 廉 傾で 販 質を します 
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時 脚 外 及： a 限は 前約の 事 


-が 瀬九廊 

萬 L さ 量呈 Ave. H. Y. 吾 y 

巧 ei なず か 2 ゴ h Mts 

TeL ミを 薑ざを 18 .7849 


JOIac 左 - 0 OC 巧 i, M. 0 . 

二 1 West 芝 in St.Ne 三 ork 
TeL Bive を lie 苗？ 3 S .ジ呈 le 二君 累 

みぐ 1 な 巧 午前 九 時— 午後 ~ 時 
養 舅 午後 六 時-午後 化 時 

H 曜 午前 儿時 1 午を 四時 

ドク トン/小 采乘吉 


〇ご T, C. TTakami 
17 S CmnMand St. ず ooki ち ’ 

Tel. Cu 量を and だ 11 

^ を 民 午後 一二 持 よら 六 時 

讓舅 日懼は 前が 相願较 
ドク トグ 高見 豊彥 


R がな な 

D 邮邮邮 
n 3 5 2 


騎科醫 

夕 年の 經驗 をな て 
最新を 科ず 手術に 
化 能 じて 信用 篤し 
U 施術 巧 低廉：：：： 
日本人 諸 巧には 恃 
じ 了 お. 懇 がに 治摄 

糾育 掛を認 . 

パ t ブル！ム 


Dir . 夕 whishicio, D. D. W. 

夏 壬 . 7 宙 h St. • ジ I . で を皇 お 42 

^ 齒巧咨 か ハ 戶良二 

自 午前 九 時 


宮 午後 一巧 


ま 十二時 
を 五 時 


問題の 生糸 取引所 案 〔下〕 

狸 論 > 一實 際が 相反 

設置より 受ける 利益は ごうか 
設 整より 受ける 不利 ' r 、 こうか 

紐育じ生糸化引所新設の問題 |; は =^ むきじ媛るのでぁる&ら 


u 當 化の 0 1 • シ^ク 排 合が 則 
を 式に 委員 曾を 選 巧して 該問題 

: のがを 巧 失を 硏な ずる i じな つ 

，たので、 なじ 巧閒紙 k 及びを 楽 

_ 巧 間の 問題くな つてなる けれ お 

'生糸 化 引 所 かがが 姐ら の 機能を 

が 巧して 充 かの かおを おげ る ご 

- いふ； だ 頗る 闲難 である ピ いふ 

見解が が 力を 間に 可いょ 6廣 < 巧 

はれて & るから、 化して 化述動 

が 巧き お 巧に 貿视 され 树るや 巧 

やは 颇 もな 阿 ごされ てなる。 が 

人關係 巧の な 嚮を閒 いてを てら 

が 則 どして M 人 も か 糸 化 引 所な 

昭 にな 巧 して ゐ G いけれ 共 

實 隙間 題 ごして ' i ちつ 

て氣乘 6 のしむ い 態 巧を 持して 

むる ぶが 蚁； ： * から ホ ある。 巧に 

収引 所設扔 によつ て相棋 の激錢 

を 化 化す ' 、 し .- か、 或は 人 巧の 

化媒の 弊を-がすべ しごい ふが 

如き 理想み におして はな 際 k の 

巧 架を な 期す る 能は やどなし、 

寧ろ 么を 机上のを 論 どして！ を 

に附 する の 傾 おさへ も ある 。® 

に 他の 点け 人爲的 ホ 况を おに 關 

する 横衍 、紐 巧兩が 瑞の關 係で 

あるが な ホ i てら U 々の 化媒は 

横な-し よつ てま 配され てゐ るな 

もの i 、 ロングラン にがては 

を 糸 か 巧は ホ 闽の巧 お 如 W じよ 

つてち 配され てむ じので あるか 

ら 、巧し がを じ 化 引 所が 新設 さ 

れ る。 ら は：：： 々のか 也ら .N 一 じよ 

つて おが ごれ が じ 年 糸 相場は ぶ 

を じ 米國 によつ て 支配され る ミ 

じむる 恐 U. かゐ る。 巧 一が < の 

如き 怡巧 た； .* れ ば：；： 本侧じ 於て 

はみ ひ么 じ巧抗 する ために 柯か 

が 如：；* る 

配の 機 ㈱ ならを 

の 勤 策を 講や るで あらぅ 

が、 其晚 にがては 紐 荷が 引 所 も 

^棋が化引所もぶじ化ハ本ホの蛾能 

^ を 媛が '^ るょ 能 ゴ ホ 、をく がち 

が K じ 終る かかき > と 。き やどい 

ふ必配 もがかを 閒 じり はれて む 

る。 乍 阱化引 所が . 棋刖 k 巧 利が 

なの 機能を ら滿 おじが がし 

巧る 符際的 方な-か 巧 か 案出され 

た 峰 ': がて は阳 A ど 聰も么 にを 

成し いょい 巧は いぶ 巧で あるか 

ら 、一般 じ述聊 '化 ものに 掛 して 

は 颇る愼 おの 監视を をらない ど 

いふ 態 化で ある。 左け H 水雜糸 

间裝飢 を 中央け 观ホ 、紐 わ 化ぶ 

巧な 出！ 二 邮に のぶおで ある … .：： 

「が 巧 - し 牛' 糸 取引所を 設お ずる 

ごい ふ i け 十数 年 ホの 懸泼 であ 

る けれみ、 それが 棉化 戊び 級 巧 

挪お巧 舞の がかを おき ホを 式 乍 

らもを 巧 曾が なけられ てが 

利害得失が 斑 ミれ る 

どい ふ 巧 ほじ 左お肢 したのは 恐 

らく 今 巧が 始めて ぐ あらぅ 。化 

な U 本のぶ 煤から をへ 大体 じが 

て お 引所設 むに 巧な をぶ する も 

ので わるが、 同時に お 育 除 上の 

巧 おはを だな はしい もので みら 

うご 化 ふ。 唯 取引所の こい ある 


之を を 泣して がみみ 職能を おが 
せしめる 巧 じ 研究 施設を がみて 
む < じ 越した； は ど 倍 やる 
ので ある-先 づをホ 取引の 現が 
から 輕< 離れて 化 引 所の 理論的 
巧 おを をむ ば 第：、 ホ 糸 お 引を 
今ぃ よら W 上 じ跑除 的を： 過 的た 
らしむ る 可能性 か ある。 第二、 
巿 がの 變 勘は I おが 敢 になる か 
も かい おが、 なお 島 最低の 距離 
は 大に規 縮され るで あらぅ 。が 
一二、 が 引 所が。 いど 巧媒 がを 巧 

がが 的 じ おへを • か、 化 引 所は を 
れ 'で 3 リを脚 的む ' JV しめ ホ讲が 

- 盾刚胳 ど； . よる。 巧 凹、 生糸 萊 

ま = 5$ び 一般 常莱お 間の 聯絡を 一 

潜が あ。 らし レ。 第 四、 な 引 所 

を設 おすい ば现 化の 當業巧 化 外 

の人々 ^ 1取引を隅始する^もあ 

るから、 從 つて ホ 糸 取引の 

危險か 配 の範圍 を廣く 

する。 第 六、 横 おな 引 所の 職能 

をヨ 9 滿ぶ •しおが する i が 出 ホ 

る。 ざつ ご數 へ， 見ても -; 5 上 六 

ッ のが 益が みる。 斯 はじ お 引 所 

設 をの 巧 則 的 利益は をい けれ 共 

さてを れが裝 して 滿お にか' 職能 

を おがし 巧る や 否や、 現が では 

共 だ疑閒 である。 な： 化 本 問題 

どして 生糸が 棉 化み 如く か 引 所 

f が贸 される 商な ごして 適當の 

化 巧を 瞄 へて - ゐる やとい ふに、 

之は K 巧 性の 砂。 い； が ホ 常 G 

パン デ キャップで ゐ る。 棉化取 

引 所み 宵 際に 就て 妊る じ ミッ ド 

ジングを 雄 物 ごして。！ ミツ 

ド リ ン グ ををを渡し に 化す る ； 

が出來 るので、 化 化 巧 性の 範陶 

は 颇る廣 いので ある。 を 格の 化 

巾は 衔部 地方 亟嬰 生産地 十ヶ所 

んホ巧 かおを W てを 渡し 偕恪ど 

■ し、： 4 . 

受渡し 量は をを 額のと 

御 五 かを を ザ 能^ら しめてむ る 

化に 一年間の 取引 額は 鈔 共 

を 産； 谢の教 巧 巧 至 十倍 のら 額に 

速す るの 拖 がを ホして ゐ る。 巧 

るに 憐滋 生糸 化 引 所の が 態では 

ぶ 州 格の い藤、 +网 巾を 建ぶ ど 

なし 之 •對 する お 巧の 榜带 がを 

をめ てむ るけい 化 ハ、 を格閒 じめ 

ける 巧 準と いふ も SU を 巧 出 ホ 

て ゐ；： い。 唯 b がの ものに おし 

て 五 w 化が！ 二 段の 十五 w よで 

の プレミアムを 附 し、 劣等 格の 

ものに 巧して は 俺 かじ 五川 巾の 

^ のを 巧 渡し じ 供し 巧る 許ら で 

をれ 巧 ドの もの。 を 波し-中 可能 

であるから、 ホな — 操が 物 W 外 

んを 渡しは 化少 に過ぎないので 

みる。 なじが を 渡し 高は 械 めて 

儘少 であつ て、 戰 前は ーヶ月の 

を 化し 窩數 なきけ パ辕 をく ごも ' 

ぶむ 倭 位で あつたが、 戦後の 巧 

况 W 化を 經て个 H じ まる も 千 侯 

に 巧した お 錄は敕 へる 码 しか。 

いので ある 〇 とを 

を 輸出 额 に比牧 すれば 

僅かに S 刹 乃至の 剧じ 過ぎない 

ので あるか^、 之を み 巧が に 比 


較 する ご. をに 小 率 どなる ので ホ 
る。 又 橫お化 引 所 じがけ も資買 
高を 見ても- ヶ巧 のをれ が 一巧 
燥を じ 速し じのは 大 r- 四牟 S ホ 
の MJ で、 乂 正八乂 おのを 盛が じ 
は 四' 力 優を どならを を 額 どを ぼ 
时额 じを しむけれ どもず 阳は約 
お 剤に 過ぎ いみで ある。 巧梯 
じ橫渡 生糸 化 も 巧が ホ國に 於け 
る 棉花 化 引 所に 比し 秘めて 不振 
で滿 をに お贼能 をを がし 得；：^ い 
根本的 埋 おはな 糸の 捻を おがが 
输 めて 闲雜で おを 渡しの 飽齒が 
大に 限られて ゐ る；、 换言 ずれ 
ば 化 憤 巧 が 乏しい し 職 山す る 
ので ある。 化 おじ 就て 或る 論者 
は 生糸 お 引 所の 格 付は 現物が 读 
格 かごは を 巧 別個 のらので もよ 
いごい ふ 人 もゐる けれ V 」 も おは 
之 じはだ 對 である。 兩お をが 同 
- であるか父はお 1 で：：^いじし 
て も 客 ぼ 類の のらので 無理の む 
い 格が t ないど、 恐ら ィは常 業 
まが 滿 足し 丰抱 する i は 出 ホ ま 
いど 思ふ〇 をつ て 今の 

檢査格 付の 狀 態では 化 

ら じが 育 じ 生糸 化 引 所が 出 ホて 
も 滿足じ 其 職能を がが し、 上揭 
のかき 劾 架を 滿 おじ 藥げる ぇ は 
頗 / • 阳 難で あらぅ ど 思 ふ。 否、 
受波 L の範齒 .か 現狀の 如く 楠 限 

されて 居を、 日米 間の 輸送 じ 十 

五 U な 上み 时 H を 要する 上 じ 米 

國化 引を おの 資力け 日本の をれ 

よら も遙 かじ 乂 であるから、 巧 

つて 弊害を 一 曆大 。らしむ る 結 

おを を 中る かも 知れ G いので あ 

る。 斯<觀 察し ホ たれば 或る 論 

者の ホ 張す るが 如く ホ 糸 取 則 所 

の 効 おを 輕 々じ 信 やる — は 出 ホ 

ない けれ お、 岡 時に 化 引 所み 設 

招が 間接的 じ檢を 巧が のな 良 進 

ホを 促 す 動機 ごもな h 得る の 

であるから、 化は H 本の 立 撰よ 

ら钻 局を 巧と いふ 結論 じ 達した 

譯 である OJ 

英闽 金解禁， こ ' 

新ぶ 貨 政策 

我 越の お 外 爲替相 填け 最近を 

をして ゐる どけ 云へ 化 然册八 お 

ザ內 みを 維持 3 る じ 化 まら、 巧 

网贷 がの 巧 化は 實じ 二割 二 一ニ ホ 

み讓 落し物 傾け 么〇 ために 著 敷 

巧 勝して 閣泣 ホ 渚を を 威 さる t 

►- 0 - 贷じ甚 た 一 ^ .きもの か ある 〇物 

巧の 昂騰は 度し 之を 知ら 襟ない 

どしても 

圆僧 化を はなに をれ だ 

け闽 K の收 人を 减ホ 直が 阔 

が じ もを 人の 摘 失を 興 - へる 。昨 

を 巧豫巧 じがて と 八が ガ阳の 益 

をを 揀想 さわ： なた 货锻夕 巧 差 

をが、 爲轉 化を のた め 一で 四が 

力 川 も 逆 じ 巧 かごして ぞホ する 

ど おじ 本が 巧に がても-千 二 一二 

巧 山の 差が をを 引 上ず る 外な 

きが 態に 立 もまつ たの も - 例 

に 過ぎ W 。 故 じ 姑 巧 山 本 達 雄 巧 

及び 武 が 山 治 氏 等は 口を 输 めて 

をのが 禁蝴戟 明 お < は 即時 解蔡 

のか 要を 説き 且つを 解禁 乃 ま 解 

禁脚觸 明 じよつ て 巧 巧を 引き 卜 

げ物化 下落、 证巧 縮みを 計 b 巧 

闕 が、 事莱 がを 撤あ 的に 輕 

神化 善しの て 内地 ホ萊 、贸 をの 

お展 ぶび 經が 巧の 踏な なる か 達 

を 則 せんどし つ！ あるが、 化 方 一 


英网 じがても 明牟末 H の 期限 到 
ホを 俟 たす I 日 も 早く 

を輸 解禁を 斷 がせん ミ 

して 外が 非應裳 主義に 出で 專ら 
史貨 のぉ寶 、爲替 相 煤の 引上げ 
じ 巧 力し ホ b 今や 爲 巧 相が はお 
ん で 解禁を 可能 どす る 巧 度に 迄 
巧 化し 今年 八 化 巧 頃 じけ 遲 くも 
を 解禁の 斷巧を 見ん ごする 形勢 
でぁる。 巧國 にても 解禁 後の 正 
貨 政策 上 R 本 も 同時 じ 解 辕斷巧 j 
された し ィ ーの ホ错 じて 陰 じ 巧が 
大藏 省の 恵嚮 来 . 尋ねつ i ぁる 模 
據である ^^ 及び巧図が今 u をを 
輸出 禁 化を 持緻し ホつ た 巧 . &© 

一 ごして 英國の 禁止し お 摘し 來 
6 し ミ幷じ 巧が が 化 あの 夕< が 
巧國 を橫銘 ごして 何事 も 論じ 巧 
b しを 等 じょつ て 最あ山 木 男 及 
び 巧 膝 氏の 說に 共鳴して 齡な < 
おを 解禁 巧を 错 明すべし ごな す 
を 財を を ホが じ 漸く ホき を 加へ 
ホら、 大藏 巧に 於ても 解禁 巧聲 
明の 必 をを ホ 張す るを ぶび 英顔 
ど 间時じ 

解禁 斷巧 を 必要なら S 

する 者 益々 增加 しつ i あら、 大 
藏あ じがても 巧闕 のを 解禁 實わ 
期、 巧國 のを 解禁 斷巧ど 化 巧 ぉ 
摸 あび H 本に あぼす 影響、 寞闕 
と 同時 じ 解禁を 斷巧 するどせば 
巧が 財が 經 溝が じ 如 阿なる 影灣 
をぶ ばす か、 財 巧 經濟巧 じ聲し 
て緣み 如；！： なる 施設を 必要 どす 
るか、 を 解禁 聲 明の 必を ぁらや 
否や、 聲 明ご爲 替枯诲 及びが を 
じ 及ぼず 影響 如何 等秘を 裡じ视 
邱 調査 硏 兜を 急ぎつ！ ぁる。 英 
闊が滋 々解禁を 實 けせん ごする 
巧 勢 明か どなつ た 鶴を 父は 實け 
み 際： 2 必でや 巧齒に 於ても を 解 

禁間强 が 非常 じ . 喝 しくな ち、 結 

埼巧阅 じ 於ても 歧 和が 解禁 期を 

聲 明す るか、 巧く は 解禁 離 巧 か 

をに 巧 何等かの 手段に 出 づる外 

なきに をる であらう 0 


じ 申 

成 巧 

辈 19 經 

R お U 


U 


科 


ぶ货拂 下は 

約 こ 億圓乎 

ま 京 特電せ 二日 媛： =爲韓 をを 

のじめ ぉ货 '一千 巧 山 現送 說に綱 

し 旧 乂 藏ホ官 は 六' 円 万 町を 現送 
せんとえ ひ 居れで、 政 梅は 上半 

朔を通じて 二億山を拂下^,- ベ く 

第一 问 現送は 二 巧 五 U 如 コレア 

化 使を 巧て ずる 酱。 


ド Ag-Ini;, ホ & 「 H 本 ま 巧 1 

却 帝 薄 一 々ぉ 尋 一 通 ぉかを j 

羽二重 叢 者 休業 

川 巧 利 ニホ浆 をは】 月 か 四日 

ょ- 1 ブ M 閒間 雜体裴 する i ど 

なつた。 

尘 命が 險妍 契約 

昨年 中の 生命が 險巧 契約は 九 

應 E! 强常 でもる U お卜背 一り 發 


.黨籍 一が 取次 

米國 出版の 費賴 はんて 特别削 引 

じて 迅速に 化 ホぎ 旅 巧者の 研 嘴 

をち 資料の 萬 揺您集 等は 特に 御 

がちな 計ら ひを 升 【幡 物】 

至ぎ shi 左 at ぞ 

154 Nassau St., Te 一 - 穿 ekin 芝 28 


電氣化 お】 切 

下羽電 氣簡會 
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婦 

人 

婆 

旺 1 

动刚 

敎 


稽 をはと 十五 
仙、 二 一四 週間 
じ 驚くべき 結 
裝ぁ 6。 毎 H 
朝 九 時よ み 夕 
九时を H 鴨 典 

十二 年の 經驗 
あ 60 


が 巧の 秘訣 

ホ 動 式 英語を 話す 事 
! はが 巧の 第一義です 
本校 じは H 本人 敎搜 
に惜れ た專巧 婦ん敎 
師あ 6 懇切 じ 會話通 
信 文化を 語を を授し 
ます。 H 贈 週 H 典に 
午前 化 時ょ b 午を 十 
時まで 開校し ー レツ 
スンと 十 袖づ to 今 
H おもに 巧 校 あれ。，- 


-ATI H 

お S 

m S 

His 

旣 

爬 3 

• w 2 



2 が巧恃 
2 - 


が 五 時 
間 十 弗 
郊外 も 
大勉强 
ザ 化 お 
間摇廢 
が巧么 
御 呼 出 



自動車 修 
鐘 及び 速 

轉 を敎搂 

ライ 七ン 

スが 証す 

一一 一十 お ホ 

述轉 ホは 

二十ぶ 弗 

畫 & 巧學 

兩科 あら 


け 
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•J 

〇 Y 

〇 N- 

H 雌 

C ^ 

S n 

〇响 

灯 加 

A ら 



日本ん 雜 

バリ - — 

'踊 氏 燃 巧 

盤 站敎巧 

夕ん が魄 

仪雖慟 余 

暇勉 寧の 

澳 あら 卒 

装 証黨授 

輿 就峨口 

無料 間旋 


^ み|| り本陶媪器 

J — _ 雜貨 城卸資 


帥 ^ 1 


f • yj 

化 E 如 
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丸み 願 貪 



City Hall Tea Gade 打 

170 Nassau St. City 
Next to the Tribune Bidg 
Loo Lin Manager 


Beem Norn Low 

474-6 支 ii Ave. 

Bet. 28tU-29th St. 



街 六 第 
ご 目 了 四卜四 
规目 r 五卜四 



TAIYO 

1 が West 6 引 h な， 

Tel. Endicott 28 け 


Japanese lea Room 
1802 MSirwU.W. 

Tei. Franklin 1577 


Suey Pang s 

8 巧 TAURMT 
458 お) (化 Uve. 

お 27ih-28fh Sts. 


庵 桂 米 日 


DARUMA 

781 -郎 1 jUe. 
Tei. Bryant 3859 


Kaw 泣 soye Hotel 

139 West 123rd Street. 
Tei, Mornin が lie 7154 


Toyo Kwan 

41 E. 1 か h み. 

お t. B'way & が h わも 
Te し S わ yv なが t がが 


K お a が ri Bro's 

224 に が此 Sl 
N ew York むけ 
Tei. おが ni 3480- が 81 


The Tokyo Co. 

140 W. が 比 St. 

New Yoi*k 


ん KUWAYAMAGO. 

114 に が 比 St. 
New York Gty 


• 會巧京 お 

あ話ト ラフ ア ボー 6553 



340 W. 5 か h St. 

Telephone: 
Columbus 8882 


(唯 H •水） 司蓄ゎ 



HINOMARU 

101 W. 69th St. 

む!. Endicoit 8527 
Room S 


ASAHI KWAN 

163 に 56 化 St. 
Tel. Plaza 6399 



居 芝 春 



が 

彌 


百 


干 


第 


巧 か？ 3 雌贫 tt を 巧を 攻 tmp 巧 


け瞻： t ) 


H 四 廿巧一 牛 四十 化乂 


巧哪 な 南 

お 巧^ >.,1* -F 

巿髓あ 園で 水 年 御を 顧を をけ 
r た 祭义で 御座います 
も 

1 ん M 
h 〇 
4 が？ 

Z r y 

がが 

; N げ 

G . •げ 
N ぉ扣 

SI 

化 〇本じ住み、 口本語 
巧 を 話し、 皆樣 の御嗜 
好 じ 適する 御 巧理を 調進を 巧 
了 受 エンぶ！ タアの ドです 



養が じして 淸潔 

温 品商樓 

午前 卜時 よら 肖 お 
午前 六 時まで 誇 L 


市 魔を 園 

司 巧 A を 蓮 
出勤の せじは 養 飯 
の 御 巧が じ脯 へが 
間 貪 帝の 卸 巧に 應 
や V く 肤巧时 ホ 巧 
不錢わ 引な 願を な 
紙上 御 案內申 t 候 


貪 席 御 料理 

が じず さ燒 



御 料理 群 化 

太熙 

壽づ 、蒲烧 、蒲 鈴、 化输 、かきめ し 


華盛頓 

わざ： 

日本 料埋 

おじ 御旅 舘 


ミ那 御料 埋 

彭瑞樓 

H 本、 諸替を 

歡迎 致します 


極上の 魚類 

季節の 新鮮の 魚貝類，^ 巧 山備勺 

て 居ち まずから 轉賞 ホで さい 0 

ァピセ ロな 店 

泛 Bayard St - Tel •で anklin を芸 


電話！！ んだゴ 

.妍| 則 特長 

が 育 お 西 四十 四 T 目 
一二 下 二八 番 
(二階〕 


替雕御 料理 

東泮縮 




a 


巧 加^が 

#1— OH 

F s .m ^ 

L w X 

o 

れ 


如 


16 

6 
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蠻 油" 米 

H 本 ホ 食料品 i 謂が 4 詔 

巧 田を 巧 巧巧會 おなが 一手 自 揃な 

. I 日本食料品鋪會 


呂ネ 食料 晶 、日用品 
並に 新刊 善籍類 一切 

片臘 兄弟 廟會 

なお お 類. 新 衔巧あ 巧 船 じて 巧* 
仕較間 お々 巧 用を の 巧を 願 上* 


日本を が 品 頰义び 雜貨頰 卸小賣 

觀 プラザ た穀桑 山商會 
新刊 審籍雜 誌 小間物 円 巧 おみ 種 


n 本を 巧：：？ が械 
日本 备摇謀 雑を 
口 水 猪 巧が-伸 
を 化 新聞 おみ 
献巧 みやげな 
シグ クシ ヤンを 巧 

貸 室 大小を 巧 

なをの 巧り あみ 


御菓子 舖 

染鹽 姑、 ホ羹 、蒸 染ナ 類、 摄就 

(のし 雜 をり 脚注た 願 升) 

松風が 简橋 

西 ホ 十五 TH 1 二十 四番 

電誌 トラフ アルが 1 五 五 五 四 


一な 腐 紳據' 

煎餅 製造 卸， 小資 
H 本を 巧 お 一切 

旧 中 

第三 一 お八な 八十 五を 
電話 プラザ 五 二】 八 


斬 鮮魚 か 一切 

U 本ん おきの ホ 魚 巧 山が > 揃へ 
特別 廉 憤で 大勉强 をし ます 

サヴオ ナ魚店 

」osopll wavosal 

援 4 w . 61 st 望. 

TeL oolcsbus 也一資 


►一二 德= :淸 潔、 親邮 、余 榮冬 

稀な 旅 縮 

まほ 伊勢 奉 をん 賴榮作 
泛 5 ち. 赛を Str ま t 
ぎ 忌 ミ t 這 9 


御 下宿 

自由 亭 

岩 Sands 这- す呂互 n , N . Y . 

Tel . 笠 ain 7475 


西 六十 五 T 目が 四十 六を 

一力 旅館 

軍が ュンデ 3 ット八 六 1 〇 


御 下宿 鴨ホ乂 

47 Pfospe 己 Place 

bet . 1 st - ざ d Ave . off £. ち 互 St . 

Tel . き ミ y Hill 這 58 


伊豫 崖 御 下 ぉ 

脚 嶋を次 郡 

お 四十 九 T 目 一六 五 

アパ 1 トメ ント C 2 

ぶ 活グ ラダ 六 一と 五 


尋れ人 

巧 あ 恩給 証 ホを か 

险化を 二 一耶 

「外 勘 旅を ド 付 率實組 明」 到 若 
熊 本縣人 豊田淸 ぶ 
朝が A を秉斗 大 塚ぶ 
を 知 ザ 川. は 裕化歌 山 引 上 純一 
巧が 寺 巧が お徳 島奸村 正が 郎 
をのち じ述 かを 巧き おを 么 
憤 間 本ん 巧く は 知人 よら 現 
化 巧 街 通知 賊上候 

紐 育 ホ幽總 領爭舘 

1 ち B 「 sd ミニ e * Y ミ k 呈 


殺 政び 信臀は 巧手し ました か 化 
留 4 胞乎 かの 服裝 問題は 巧 じか 
常の 憐會 じ葛究 する； ごします 
余 b 戚情的 論 潍じ奔 つてん 身 か 
擊 じな' る は 問題の 解が じ 不利 
益で あらまず から 貴 稿は 巧 巧し 
て黑 H 生ん 巧 稿 どみ じ 追て 採録 
する ちです (編輯 局) 


故 藤 时仲祇 ぉの葬 

儀は W が薩本 H かを みが。 岡辑 
生前 中は 巧は じ巧耗 のが 愛顧を 
蒙 b 猶 な一" じがけ U き 夕大の 
巧 奠贼は b が 举 特別の 御 芳志 化 
試 人 一 间成激 ま 極に お。 す 取が 
乍 触 族 W 紙卜 '御 磯 中 上 お 
友 ん 

脇 一疋 巧 一 鹽を義 雄 
長 野 幾み 郞 神化 
巧 旧 比峭巧 海老を 
染 葉ぶ な岡 正-^? 
巧说 お ま を お淸隆 
巧 木 等 楠 嫩お英 
巧を 辣‘ 

み 第 不順、 乍雌满 蓉巧稱 
窩 をな 意 氏骗化 お男诗 氏を 
西ぶ 郎氏小 裝幹三 & 巧 旧 柳 
作 & 福 本 福/氏を 永滤川 
师藤岡 本. 9 山が 上 •柄 旧 
を 蘇 旧が 瞄奉 福崎玫 ハな 
が 瀬き 旧 古川 お 达小滋 
仁 拌木村 中 村 巧 垣 山 
村 山膝间 熊き 村 西 巧 
兼 田遙巧 川端 中 川 恩 山 
巧ち 摇福化 まが， 巧 田 
ホ 沁保納 お 源を 潘 U 
牧野 松な 相 川窩橋 松風 軒 
守を 原阳 助で 野 金子 
A 膝 中が 神-描 旧 中 巧 勢 
抑まん 山 F め 滞を 松ネ 
乘出 ^ 阳鑛坂 本 シ バタ 
中 西 池 出 乂當永 見 山 お 
井上 今倉鄕 旧た 江 菊 池 
大をピ を ま 御 ホ 人 巧 巧ぶ 
堀 脚 奥が ミ ああ 朝 H 御 ま 
人 河 巧 小 か 思 井元 魚 ザ 
御 ホん 栗 巧が の 畑ヤ伊 
像 语御ま 人が. 内 客 本山 弗 
かごし まを 旧 太陽 御よ A 
郁 御まん 一 わ 御 ホ 人 た 仁 
本 巧ち 川け ち 加 膝を お 
中 かが 高橋营 山河 添 御 
ホん 传伯 t 生 化 旧 川み 
池 畑 网吉岸 江 巧む 吉を 
御 ま 人 小 悔信井 エ藤小 
卿 小 倉 抱 山 楠を U のか 
御 £ ん 藤が 壽ク木 巧 村 

が野窝 島旧邊 アリ 7 トク 

ラツト 無 巧 L 人 

ホ 算報吿 

香奠な 計 或.，：： 五が 弗 W 五 化 

支出を 計 或 パ 六が 一 弗 

大正 十网年 1 H かり 



鑛 踏敎授 

▼社を ダンス A 

►表悔 体操 A 
紳卡 、漱ら 、わ 子 
供さん ホに 巧嚷じ 
敎被 致し 升。 午前 
十 時ょ ち 午後 十一 
時 迄 ( H 腿を 除く} 

シヤブ ブ * タン ン 

ング 師銘學 巧を 裴 
上衫 タマ 


中が 埋髮巧 

中が 萬藏 
31 W . 萬を St . N . 产 曰な 
Bet . 呈 U ョ bus Ave . & G 呈 tral す rk 送 est 


日本 埋變 館淸 

新式 洗髮 の謀備 あち 涩速了 寧を 
旨 ごし 精々 勉强 致します 
西 四十 一二 了 目な 露地 S 巧 六號室 

タツ プ フロア (第 ホ 錠 i 凹 十ー ニ 了呂角 > 


宮川 事務所 

持 鑛的籍 圃の厨 胞じ的 維なる 職 
業を 間旋 しまず。 

たち ミちで 晋 育 ミ S 
養 宝. 4 望 h St . N . 产 C . 

T 8 i . 3 i 二 78? 8累8 


徽 を猶豫 

本年ぶ 徴集 延期 ホが 取 お 

、大正 十のを 巧い 徵を 適齡は 

明治 年 十二 巧 二 U よ b 同 

化 A 年 十一 一巧 1 U の 間 出 ホ 者 

、大 E 十 巧を 巧^ 徴集 延期 手 

緻を 愛ず る 巧は 明治 化 年 十二 

巧 一一:：: ょら 崎 化 八 年 十二 巧 一 

U をの 問の お ホ 者 

、巧が 1=お な 所に 化 b 

; 、が 証 巧 u 1 巧 

書 巧颤便 u 十五 牠 - 

曾 お 外は 外 じ f 勘 巧 ：= お 十 仙 

一、 蝴 ：：： 大正 十四 年 一一 一片 一:：: を 

1 紐巧リ 本人 脅 1 

お 一 こす 化み 必化 よき；. 

雖 1 お 靈リる ま 一 

.松林 巧 か 一 

夏 Lex 量 on Ave •ジ I . Mad . ぶ. 這 21 


最新式ぶ 腐 建 

巧 利、 淸洒 、侍 遇 懇切、 街 料 化廉、 
發眷 船を 之 おが 巧 波 化 燒じお 張 
シアト^ ホ 第 六 街 兰〇ホ 雷 
ェヌビ i ホテル 
電話 メ ー ン ーニ 化五二 


:本巧 激船切 巧 抑 申 达じ應 じ 
を 事 御 巧を じ 御 取极ひ 申と 候 

桑 港*— ♦パ ホ テ*?^ 

►日本 御 巧 巧 (别踢 を. り) 

を潑 カリ ホが ニア 街ムハ ーニ 


電 お カネ. 


A 二へ 


ロ ー サン ゼが K 化 みの 御觀 ホに 
は 万事 玻 善^ 御懊 苗を 針 b ます 

イ^ グ八ホ テ 八 

羅 が ボじ 於け る 同胞 辨營 中最 
新を 高等 ボテ^で わらまず 
羅 がを 一巧 一 一充 平 
電詣ゲ アン ダイクと 六 五 九 


ボストン 案內 

貸 自動 単 業 河 西 

諸を 跡、 大學 が、 工場 お 化 一般の 

がかを び 通 辯 もします す §30 

ジ三 ack き 77 基 70 呈 avia St . 


ボストン 市 

富 ± 旅舘大 浦ボ惊 

1 さ 主 ister St . Bost 田 n Mass . 

ぎ Back-Bay 8770 

紐 肯旅舘 旧 中 巧巧郎 

東 四十 下目 二 四 二を 

ぎ呈 互呈 ia 837 A 

電話 レキシントン 四 八 五 置 

若 旧 旅 縮 

巧 十 置 T 目 二な を 



媛 蒲 燒壽司 御 化 巧し 

H 雁な H 化閒も 御用 かに おじ ホ 

禽雕 御料 埋 

烏 等 御 下宿 

な 韦ぶ一 


御旅館 河 添： 

- 


理想的 御旅 舘 

御を 巧に 誠 怠を 0 て 盛し ます 

朝 H 鎭 

御手 轉 御料 巧 並に すき 燒 

轿 らしい が 巧を 揮び 脚を 巧の 御 
滿を なさる 搞綺 々勉强 をし ます 

御辨當 ホび じ 御ぶ 庭 支 おし 

御手 僻 御料 埋 
曰の 化 〔御 下宿：^ 

壽 司、 媛 蒲‘ 給、 毎 H ちちます 


割烹 並 じ 御旅 舘 

半 佐 幹 兄弟 

S 育ボ西 八十 八 下目 iir 内 十二 一を 
あ敲 —— > 々イラ！ と 八 ニニ 


葬 簾 あ 席 

4 誇 Msytlard Ave : 
wea を e . Wash • 


日本人 禽 主催 溃藝會 山 

松綠舞 小袖 4 體 

を 方面の 紳 k 淑女が か演 する 

役割 【旣に 巧を のみ】 


賴 朝 
が 

西 巧 

巧 豆の 阮エ 

が 巧の 旺王 

千 壽の舞 

! 1 ちぐ -店 
* ri 层力姑 

黄 嫩の孤 機 

直 化の 翁 

帯の 鶴 

醬の龜 

供の ち 


西 睹 
m 巧 夫人 
小 か 义七凹 


巧 中 

淸水 
が 山 
龜化 

とが 

ボ川 

ち戶 

福 本 

松が 


健宮 

善 造 

夫人 

夫人 

あ 子 

祥气 

な 二 

福 一 

松 S 


お 海 かお 逍邮 、巧 山延雄 

背 お が 本、 太 山 

个 个 

これは 來る二 巧と 口、 ィンタ 

1 ナショナ^ • ^ ゥス じがて 催 

さ 种る口 本人 會社哲 部を 賛曾ホ 

催 お 盤、 食に k 溃ど ホした 委旨 

石 本を 意 氏 化 「化 媒舞 小袖」 じ 

が 巧ず るん々 で 

一雨 務官 の巧駿 さんを 始め 

ご して 类んの 評判 离き川 房 ホ 人 

H 本棉化 支配ん 小が 义と郎 さん 

U 本 庭 巧 悄水善 狙 担、 さては 

円 ド滯が 中で あるり 本な 子參げ 

巧勸の 化が と 村 露' さん ミ ど 今 

を-」 ないち 色が 異 つた 颜觸 むを 

網羅して ゐる處 一.: を： 巧 S 巧必の 

跡が をへ る。！^ を.. い化外 じ チェ 

ホフ 化 「姑婚 中 込」 ごい ふ善掛 

を お 語 tt がする i にじつ てゐ 

るが、 叩くも皱け後の；として 

なじは 上が 新 か 劇の 筋を がかす 


第一 瘍 

殘 b のりおを あびて、 遙 かじ 

なのな が 夢のは じ 巧んで 見へ る 

缀 倉へ 幡 おの 境 5^0 舞 お ts 】 面 

の 黑稱。 

搞除 助の r 息 似の 翁」 が 幕を 

おいでが て ホて、 明け方の 致 色 

を蕊 める 0 


を こへ、 揃 除 人夫の 「馨い 鶴」 た、 ご赏 讚ず 


j ら がし 出されて、 がを の 原 王： a . 

I 剔 レ 觀靑條 ご 割に。 る帮を 菩薩 
の韓 像を 刻む 役 H を 仰せ かつ 
てむ るので あるか、 でう しても 
をれ じ應 けしい 巧 鳥。 みを 見出 
ず も か出來 ないで、 牌々 の揚巧 
化 S 持ち 速び さへ 物を い 梭な狀 
態に 階つ てゐ る。 をく 天才 肌の 
械エ で、 祸 める 駿 おの 如く、 絕 
留 的。 投げ や b な 態 巧で ゐ るの 
で わる 〇 

ゎん おず ぢや 「人 方もう あ 

き大殿 S 御 小 興を 被つ て、 すご 

すごが 势へあ ひ 返へ される ふを 

やらう。 わし 化 も’ 晒' 冗の 干と 

ら 打が、 御 庭 掃除が 肝 >む々々0」 

ご箇 做の 翁が 物/、 がら ふれた 處 

化訓を 述べた てる^で、 をれ G 

や 柯處を 掃く のか ご 幕の 龜が訊 

くど、 义 老人の 癖が 出 こ、 牛の 

よだれの はじ、/ 、だ''--- と、 今 

日 催うる I 松の 祝の 舞の 御宴の 

か 巧を 述べた てる C 

其の％ 語」 よる ご。 賴销 をが 

巧夕腑 願を こめられる 獅ず 殿の 

疊 の 繼ぎ 固から、 おなが 六本い 

き-^ ど 生へ 出た ので、 或る 席 

t じ 占は せじ 處が 「巧が 壽はホ 

千年」 ど おじた ので、 賴 朗を斜 

め；； ^ ら や御总 おされ、 ホ、 の 舞 

触を 召し 1、 阮エ 化が け靑 こら 

ず 猿 5 ほどら を、 今：：： は铅 殿に 

かへ させ 給 ふ 珍ら しい 御 趣向で 

ホづ】 巧 目 じは モ壽の 前、 二番 

目には 山 屋^ 娘、 一二 お 目には 黄 

継の 龜 鶴、 巧 あ 目 じけ あ 御 か、 

おを肖に：：一化サの前、 をし：ち 

ホ 目が 近み 巧よ ゎ 下られた 化は 

づ かしき 節が 前、 ご縷 々述べ 緻 

ける 0 

蕃 5 鶴は、 化の 散る 或る 夕暮 

じ、 此^ 數 巧を ホいて お ふへ 組 

淹ら； された 靜御 削は、 どこ や 

らじ 、淋しい 面影が わつ て、 ほ 

んじ氣 鳥い 神々 しい 御を ぢ やつ 


ど 「帯 W 並」 とが、 お惚バ 面で 

を おして、 斯ぅ 轴 早くから おさ 

-れ もや、 い i 鼠を も树も ぁつた 

; もの ぢや 3 わ ピ ■さん 恐痴 

-を こばす。 

: 「なお 地の ね‘ に 巧 化 だを 0 ぁの 

がな 殿を 御覺 じろ。 流 巧': 5 天卜 

の お X ぢや 。化の 辛 悼-; やぁ擬 

一いた OIV こ玄 ふを キッ かけじ、 な 

! がの あが 巧々 どして， 舞 殿の 横 

; モ人嚴 陵-- 此の sulll 化さと 云 

一ん も，)' け、 がま ホを は ホで 麗ぉ 

おつて 觀を 像，： f 刻んで ゐる ザな 

1のをエ^;巧靑の峭をする。 が珪 

に 王は 賴蝴 公から 郁 御前のを じ 

;卜* ぞら へて お巧 像を 刻い 巧仰ゼ 

I つかつ た才 をぶ C た佛 帥で ぁる 

i 「だが あを こには、 もぅ 一ん 

I わを ろ レい 日 情を 巧が おつたわ 

ミ」. 

一 「ごろらごおじお1ろんで4;<>」 

j ご、 をい 鶴 ご 遊 どは、 例 じょつ 

1 て、。 ょけ 巧を 引を じ 出す。 

I 化の 巧 けらのは、 がみの 应ェ 

ど-ぶつて、 はち が 势の國 か 


蓉 の 龜 ふ’、 飛ぶ 鳥 わご f 征夷 

乂 悄巧も 化の 舞姬 だけは、 ょう 

が おご せれ ど 云 ふ話ぢ や、 VJ が 

かがる。 

そこでち 巧む •高 砂の 翁が 「を 

の軟 かな 姬邮 前の 御み 坦じ ホ瘍 

でも 出 ホ さのは、 木切れ や 小石 

餐 掃かう/ \」 ど、 巧い 萊の胸 

じこた へる うまい 主 令‘ 云 ひ おし 

たので、 帯 S 鹤ら 龜ら 、が 御前 

が麵 けれるなら 搞^う {ご 

问 をを 擔 いで、 卸ぶ の 庭の 掃 隙 

-し 出かり る。 

女を おたらが 

喫煙 大 賛成 

米轉 での 最を 。み ザ 校 どして 

化 ハが 贿を驅 U " て & るゲ アサ ー 

カレー ゲの女 巧 生を 旨 曾け 最近 

お 内に めける をホ噢 煙が 刖な正 

の 是非に 就て！ 般お 黑を壤 筵し 

たが、 巧閒 《巧 巧は 

一、 な 女は 喫烛 ずる か 

二、 巧 女の ぶ 庭け 噢煙じ 就て お 


♦ 


則を 設 パて ゐ るか 
己、 を 女は 八ム脚 席击じ 於け る婦 
ん の喫烛 禁^ じを がする か 
の 一ニ ヶ條 。.- ゎつ たが、 化 ず 術 
L た 化 . C 立 十と 票 中で 四な W 一二 
あは 喫焼瓣 をな し、 巧が か ra を 
は噢 煙して い。 而 して 喫 牌 
學斗中 S な 二を，^ 兩 親ん 許 巧を 
巧て ゐる さぅ で、 w けを-」 别じ 
を 庭た け唤 煙に 就て 化 則を 設パ 
てゐ ない ご 云つ てなる。 最 がの 
巧 問 中で を も 驚かさい たのは， = 
八十 一二 名の 女學 生が 學 校べ 广喫 
煙 奎を鼓 おすべき t ある どま 化 
— > て ゐ る ^-<1 る 々 、 お じ 驚^^ 
のは かを が パイプ タバ n を 
喫魄 してなる ； であつ て、 二な 
よ 十八 あは 現な の 喫煙 幾 t を繼 
姑を 驾み 、五 内 化乂 をは 览 谷な 
な 正を 丰 張して むを ごい ふ。 

戰爭の 動機は 

差別 的觀念 

=： ご キヤ ツト ホん が 講演 
過よ 二日に ub て 約 五.，：：： るの 
婦人 化 表は ヮシントンで 销ザ誘 
發の 巧闲ど 北； 防た じ 銃て 討 雜中 
で ゎつ た. い、 ぶる ホ U の 致を 如 
が兜會 では 締ん參 か述胁 の顆巧 
である カリ ー •辛 ヤツ トお 人が 
巧 がし 戦 巧を 诱矮 する 働 機は を 

を 的、 ん巧的 差別 觀 念から 生ず， 

る ご 高調して り 本を 引が し 

:：: 本が 泰両の 父剛シ 汲み 泰西 

流の 莉 ず^ 學 び、 巧 5^ の外闕 

霞 客の 理 もじ 馈 ひ、 白人のを 

抵 -」 おする 黄色 人のを 担を 自 

覺 ずる ごがに、 アジアの モン 

■ ロ ー ま義を 宣言 せんどして ゐ 

る 0 U 本け 實じ アジア じ江肚 

紀の 「义 明」 V 」 哈 かも 我等 白 

人 が 化 じ ：：：^-し た る ご 词棟じ 巧 ！ 

はん どして 居らを つ 巧 ふ權利 

を 抱いて ゐる 

と 述べ、 钻論 ごして 

巧ち 白人け 黒 A 、 黃 を 人 柿ょ 

b 劍？ 擬 して 奪が した 十 '化を 

化 等に 還附し い 限ち おを 化 

がの やかを 巧む i . け 出 ホ W 。 

而 L て 斯る微 巧 S 動機は を敎 

的、 人 柿 的 偏が •し 基く もので 

•あつて 怡 かもん 册震 S 虔源邮 

じ 等し； 關隙聯 郎で化 お 威が 

所では おを 化 偏 h を 打破 イる 

J なお ホ r み：. 

と斷 じ、 白人が 二み 町 ゎ 行ず る 

じ 巧し 巧た 人が 1 WS 上#' をが 

する に 過ぎ。 いのは 神の 攝 狸に 

なく も. 義巾 正で ある ど斷 じむ。 

文豪 ご蝴 王の . 

喧 止 i ず 

「献 か錄 み四騎 A 化の 小說 

で 名な く 過般：：： 本を 訪 岡した. と 

の ある スぺ I インの 义 V 象 イバ子 

ズ 氏は 祉約 ホ裝巧 ゎるた めに 

* ベ！ イン あ 放されて W ホ 

户 ブ^ じ わらて 脚 子 ア^フ オン 

ソの政 おを み 攀し華 かを 高調し 

た i めじ フランスめ 暗ょ 6 1 H 1 

吿 おさ r たが 么 はたな にイ 情が 

集ンた {めで あつた。 がる じ'' 

ぺ ー インめ がは a - 後イバ ネズ氏 

の 所がして ゐる闽 内の M を. 切 

を忡 化する じ & ん で、 イ バネズ 

夫人は 興 おの 結裝 遂に 去る U 1 


力んで ゐる ごか。 過般 吿潑 をを 
けた 際 じは 义豪ゥ エ术ス 、ショ 
1 、ダン ヌン ナォ 等 t 謡 人 どし 
て お 巧す るを であつ た ご。 

ぶ邮 A の 洗濯 おに 

嚴 重な 取締法 案 

ち 化 人の 洗濯 咸ど 云へ ばぉ國 
の 到る 處 じある わ 物の 一つで あ 
るが、 まる 化 二 H のが 巧 挪會じ 
はだ 邪ん の 洗 潔 おさんじ どつ て 
蝴もだ 難 <r ょぃを おが 現 はれた 
をれ は キング 挪 選出の エゲ ァン 
义氏捉 出の 法案で、 紐 巧 州內の 
洗 灌馆は 令 巧 願を じ おしてず 取 
証 5 みなら や 洗濯物のを 檔偕格 
を 一々 明記せ よどい ふので ある 
が、 化 ホ ま 版 人は 顧が じ 妙な 狩 
をを 記した 化を 渡して ゐ たぐけ 
じ 恐憐を ホして ゐる どい ふ。 

橘 球 お 

营沼對 々トラ I 

囊じ ジュ三 アー橘 球决勝 戦に 
惜敗した 营巧お 雄 巧は 巧る サホ 
かと 兩日晝 化 一巧 じ' をち、 前ジ 
ュ ニアー 裡 ず カ トラ I 君 ご 十四 
了 B の ジュリアン 球 操で 千 二 巧 
点 全 競な する 皆。 

鈴 木 君は 準備中 

ホ 巧 かと：：： よ b シカゴの 化 巧 
掩球巧 騎戰に U 本 . V 化 あして 參 
加ず る 鈴 木龜ち おは 円 下 ブがッ 
ク 9 ンの リク リエ， ー ショ ン球麓 

で 模範 試を を 行 ひ 乂曾參 加を 準 
脯中 であ i が、 ジュニア！ 掃 球 
撰 U ；, の タィトルは 大@ 終了 巧を 
柯人の摊戦もずける；はホホな 
い." 協會 り巳發 おされ K 。 

殺さ i たを 化の 父から. 

同情者へ 感謝 狀 

囊に 山化寬 一の ため 無惨 じら 

殺害 さむた 旧が 安 かの 父で あ 

る 出中彌 S 郞 氏から ニ ューロ 

シエ ホの み 人で ある U 本を を 

氏に 左の かき 威 謝み ず 紙が 屈 

: ，て ゐる〇 

. 个 个 

門前 客】 娘を 化の お 慘；？ る橫 

巧の 報じ お！ ては 夢の かく 驚 入 

ぉ。 先般は 奉を 失 ひ 今 义リ淺 く j 

して 娘を 失 ふじ そらた るけ 臂じ 

个幸 にして 何と おちして 殘 をに 

作 候。 何檢滋 ぶの 事な おず— 

も殘 ぶに 傾。 乍 併他國 じあつ て 

御词倚 あを 皆々 はん 御 隆を康 6 

無 載」 此 t 。 き 葬式を なし 被 ド' 

お 段 御厚槐 中卜較 .皆々 はじ 脚 

礎 か t 巧 おへ 拓柯 かお 鄕のホ か 

御 巧を を ホ b 兼ねが 間、 實じお 

氣ム 毒に け おへ 共 御な 殿より 何 

を々々 小 化に 化 b 辖 々もを しく 

御 傳言披 ド 巧 偏-し 願卜 巧。 

♦南 來協诗 とか 

いん 码体か ある 

さう だが が井老 

人；：* でを 擔 いで 

巧を でう 一 一な VJ 

ぃふの か 一向み 

ら A ’ 併し 闕家的 ホ 装 ださう だ 

から 綺 々シ ッカ. リ賴 みます (忠 

がを 喊 ホ) ♦巧 川 毀を さんが 二 

巧 初 巧が 巧*— ホる さう だ、 贵社 

常ら で 媛を してが な"^ 胞 の徽迎 

好を 關 いては 如： g ： です か、 をし 

てが が 间胞の 惰贴を 破つ て 欲し 


日ュ ー A の 別邸 にがてを ぶした 

ので 定 をの 阀 ぶ-」 おする 咒は猛 

益 器 b 今後 も 巧 かを な 傅す ると 


ものです ~ 信仰 乎) ♦忠言 ホ じ 

吿ぐ巧 ドの 成 謝 ホ じ おする 辯 




に 電話 技扣 in の 1 の 巧 も お呼び 下さい 


丟忿 御用 おの 方は 午前 化が ミ 十が の 間 


は 物 荷 小を 本 おはを 船 
いさ ドし 出 呼 御を 野 星 
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百 干 意を 


边 bp ぶ apatt で 0 た olim をぶ 


〔 U 曜 お 


H 凹 甘 巧 一年 四 {圧 大 C* 醒 ) 


紐 育を 命が 験會化 

一二 木定吉 

機保檢 
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シアトル 出视 f ホ 帆 午前 十 時) 

伊豫 义 二月 ホ晉 
が 岡 化 一二 巧 十八 日 
橫潰义 四 巧 十 H 
加 貸 化 四 巧 什 音 
U 本 巧 船を 蓮 賃が牵 
1 等橫潜 一^化五巧神ロニ〇五巧 
云 等 巧を 五十と 巧 か 食 五十 五 お 

歐洲 H 本 削 客船 (每月 二回、 
淪 致よ b 1 等が 五 巧、 二等よ 十 
磯、 お 巧 およ > 1 等 九十と 磅 
二等 六十 六 巧。 

が 育 出れ 芭ま おお 由 日本 朽 g 物が一 月 二回 


S タクラ、 娜 でも 同 憐 違な 巧の 
關査を 開始した ご 巧 道して ちる 
本 問題 は 同胞 魁を じと つ 

てを 大 問題。 るが 檢举べ ッヵ ー 
巧は 『今日の 巧を 詳細 じ 一目. をて 
息 見を 述ぶ るを 避く るが 檢華局 
じて は 過 股 加州 大審院 じがて 最 
後の が 巧が 下らを < 州 側の 勝訴 
じ締 した ム爲め 旣じ遙 化し あら 
て材 巧を ぶ 礎に 違 ぉおの 調を を 
開始した ので あ，. が、 しかし ホ 
だ 巧ん も吿懲 する 手順 さへ 整へ 
てち ない、 巧し 二 一一 一如 違反者は 
あく 吿發 する 豫を e あるが、 自 
を ごして はが 本人 S 農棠 家の 事 
橋に 對し農 國を逐 るれば 生活 
たさへ 苦しむ こごを 知悉して 巧 
る だけ 寬大 なる 所 罹を ならたい 
ど考 へて 居る 唯を < 檢舉 せんご 
する おは 义 A 地 まど H 本人 農家 
ごの 仲間に 立つ て 詐僞リ ースを 
巧 ひ i 蝴 法を 潜らつ t わる 米 人 
おじ H 系ボ民 等で ある 故 じ 純良 
なる 日本ん 農が はを 法的 じ 純然 
じる 賃銀 勞慟 じな 事す る やう 注 
吿 する』 ミ 極めて 親な な 態度で 
語って 居ね。 


農園 賣渡 

持 ま 細 朝の ため ニ ウジ ヤ アジ 
I ィ 州、 ー ン モン トン 巿巧外 二十 五 
奠 加、 ち 室 二階 雄 化を、 チキン 
ー ウス、 穀倉 附 きの 巧 想の 農園 
巧 愈 破格の が 段 じて 寶渡 たし 巧 
じべ ブー 、ビ I チ 巧 果が闆 じ 適 
すを 細は 廊雲 じて 御照轉 ぁれ。 
(紐 育 新報 社氣 か ティ、 ティ ホ) 

¥0 打 化 十一 了 目 ホダ 
spvaE — 停車 おの 前 側-; て 
綺麗に 装飾せ る大 。る 室、 湯殿 
の 隣 6 軍燈 電話 あ b 室 化 化廉委 
細け 河 時 じても を 記へ。 (寺】 
srs . ジ 写 岂 W . 1 養， 章 G 
ジ leplli Wad 芸 tirth ち 置 


貸 室 


スンべ 1 夕—附 、ス 
チ！ ムヒ 卜、 1 人 

义は 二人* 適當 一週 八 巧 二人な 
れば十 巧、 ーケ巧 一人 化 二 巧を 
十 仙 二人 ーケけ 四十 二 弗 五十 她 
Mrs . E . Minor , 岩 5 W . 1 ぎ h S こ pt 呂 


貸 室 


ィク ラス、 アバ、 

.メ ント 地下線な び 
寫 架線に 懷 利、 ビジネスマン か 
夫婦 者に 貸した し。 

Mrs ’ Harrison , A 瓦. 41, At - dub 呈 S 養 
33 B 吕 豈 まごす i 151 & 夏 sis - 


貸 室 


プラィ ゲ ユート 家庭 
装飾 鼓廊完 をの 董、 
日ぶ 紳 じ 貸し 巧し 一人を 巧。 

互 rs . S 邑 nl 呈 ，晋 1 W . 香 th 夕 
享 .だ Tel . Bradf i 芸 


資本を 五 億 弗 
昨年 収益 約 二 千を 弗 

本社は 過 ま 十四 年間 班を 業務を 掌 6 本 化の 信用 
は 己 じを がんれば を必 して 投資 せられよ 投資を 
は 潤 澤の巧 益を 得つ、 あり 本 化は をを 第一を 旨 
どし 利子は を 月確實 に支拂 ふ。 


ン 


チイ 投資 銀 巧 


紐 育 ウオー ル お 六 0 を 
御 通知 あらみ 索を 速な 員 参上し まず。 

おが 部 ま 巧 王維廉 
さ lllam W き g 


ホ ノル、' 横 湧'！: 戶 '長 崎 •上海 ■香} r あ 尼な 巧 
コレア 化 三 0、 呂 〇嗯) 云 巧 ill 日 
(羅 お出 化 llfl ホ ホ 日 レ 

を 洋み三 二、 000 觸) =1 巧 十と H 
西 比 利亞化 (二0、000 颂 ) II 一巧 化 一日 

(羅巧 出帆 一二 月 二十 日) 
太が 化 (ニニ、 000 巧) 四月 十四日 
天洋义 (ニニ、 000 觸) 四月 廿八目 


往が 墨西哥 、秘裹 ，智巧 諸 渚 巧 
なが ホノグ 、橫澄 神 口 巧 司 香 巧 巧 
在 巧みを み遏 一' 酉 
◊桑 港 巧 i 切 巧瘍奎 を 路 入御 餘淀化 j お 


み シャト 八 出帆 午前 十一 時 

繳 ，プレジデント ジェフ ア ソン 


二月 八 H 

マフ レジ* テント クラン、 

二月 二十 U 

▼フ レシ テント マティ ソン 

ご 一巧 四 ： n 

▼フ レジ デント ジヤクソン 

ご 一月 十 ホ 日 
▼太ず 洋が路 の最巧 速を 船 ▲ 
▼船室 廣く埋 想 的 じ ま 瞄す血 
▼ベッド 使用 コット じ 非ず ▲ 
御 あ埋じ 化ち 日本を を 調 ふ 
贈 化 巧 店 桑 山 蘭 巧 ミ E . 苦さ St , 


シブ トパ d 肿 
はゎい 丸 二月 •胃 
あら ばま义 二月 十四 H 
▼橫 お-等 二 一 〇 ホ ーニ 等 五 五 巧 
一二 等を 室 大な遊 家族 ま- 夕數 
ロスアンゼルス 化 帆 
しあ ごる 乂 二 巧 十 胃 

▼巧演 一等 一 H ハ巧キ ーニ 等 二 化 巧 半 
▼沙港 濯が 巧激革 切符 駭專 券講 乂樹辩 
旋 けちが。 

▼ が育ぉ ぺ +- マ 巧由日本支が'*^51物化月 1 旧 


を— お— 恃 ’信 
練 巧 艦隊の ホ航ど 

桑 渡の 歡迎 

今 過々 未 寄港すべき 幾を であ 
る ホ 越 線 お 鑽睽淺 間、 八 雲 度び 
出 雲の 歡迎計 靈じ翩 しが 留 日本 
人 侧は牛 島雜爾 氏を 委貴 長に 巧 
おの ホ 化、 一ニ ホの 堤、 正金の 小 
島、 H 米のを お 乎、 新 化を の 阿 
がな 他の 諸氏を 委負 どして 目下 
熱み じ 準備を 韓 へつ i あるが ホ 
巧 巧 長 化 巧マブ クラ レン 巧は が 
參事會 のか 議 じを き鑑 委員長に 
アンキ サンダ ー 氏、 實巧を 員を 
じ リンナ 氏を 指名し じが 最 巧の 
委員 會じ 巧て r レキ サンダ ア氏 
は 熱、 むじ 練 巧 艦隊の ホ 瓶を 槪迎 
する 旨を 述べ、 太华洋 沿岸 中を 
港の みが 歡迎し 得る の 機 會を得 
たるは ボ はの ホ 榮 である ど 說い 
.た。 が ほを 委 貴は 部 巧を 設けて 
實 巧に 着手した がが は マト ヶブ 
卜 街を H ホ 國旗じ 依らて 碟裝し 
巿を巧 堂を 歡迎集 會の爲 めじ 提 
供ず る こご/* なつた。 而 して 巿 
民委 負は 二が 五十 名に 達した が 
是れ け英闕 艦隊 歓迎 委員 會の例 
じ徴 つた もので 委貸 中には 左の 
諸 名 ± もを まれて 居る。 孰れ じ 
せょ 練習 艦 除歡迎 はを 前の 棉 '巧- 
を 呈 すべ <豫 想せられ て 居る。 
t 院議 員 ジョンソン 前と 院 
議員 フ でー ラノ 須大么 I 嚳總 
をジ m が ダン 同總長 ゥキ术 
パ！ 加 大夕馨 總長ホ キラ！ 
同 總長キ ヤンべ か 辯 護. ホゲ 
ヤ ビン、 マク ナム 馨祭暑 接 I 
ォ ブラ エン ム 1 レ— 提督 
モ 八、 ン將軍 チヤ スタ！ 曰 

. — I エ八 一, J \ フ ぶ* マ 

ツカ ア セー 節祀巧 長 バグ 


羅 府 


信 


加州 ± 地 法 

違な 肴 檢擧： 

ま 十日 發巧羅 おへ ラ； 

巧は 羅府 郡檢 事局 じがて ィ )1 .4 

ル ウッド、 カン フ トン、 ド 1 「ホ 

— ぶび。 ン ダビ！ チ じ 白ら 約 ホ 

十 軒の： n 本ん 農家 じ對 し加辨 4J 

地 法 違な 者 どして 捻 巧を 賦始し 

たど 報じ じへ ラ^ド 紙に 化か ば 

檢 事局に ては 旣じ充 みなる 證お 

を 集めて 吿錢の 準備を 進めつ t 

あらて： 3 本人の 農業》 が 一 家が 

揃つ て 農園に ホ 働 <樣 を 寫實じ 

撮彰 しわら 若し H 本人の 農家が 

唯に 勞 働を ど' して 働くならば 家 

族總出 じて 早朝ょ > 巧まで 働 < 

巧 由な く 絶好の 證據 おで ある VJ 

ま 横 おべ ッヵ I 氏が 述べて 居 & 

こごを も 附記して あ b 巧ら じサ 

H 腿說敎 

♦ H 本人 美 3 敎會 

r 1 善 一巧』 川 島牧帥 

▼基督 敎 修道 诗 • 

『基 瞥の與 ふる 自由 J 川 侯 牧師 

育 U 本人 お會 

『境 逝の 聖 化』 淸 水が 帥 


最新 スタ ィ八 陳列， 

= - 度 御來巧 をれ = 

が舖は U ホが ± ホ 御な 用の 上等 服を 駒 おを 
し 主す 0 

雅舖で 御 求みの 巧 眼、 外 奪を 御玲 用な され 
故 米 轉流巧 スすィ の 正しい 服装の 龄 をが 閉 
巧まず。 

ウオ 力 よント 

フロ リオ 洋服 巧 


資本を- お 圓 
拂么巧 資本を 六 千を 曲 
辖 立を 四千よ 巧 拾ち ぉ 

S ご 一ー ホ 銀行— 支店 

本 括 まを 巿 H よ 巧 瞄巧河 町 一 
戈 店 小 巧；：： 本 橋 乂の內 帝ち 巧 巧 
名を 尾 京 郁 乂お巧 (ゎ 防〕 

が 戶窠島 下 巧 巧 司 巧 松 
穂 岡を 惊上巧 倫 おを 買 

^ 國爲替 、鄉ぉ 送を、 ホ 送を、 信用が ぉ 他 
一| 巧级行 業務 错 々御 巧 巧 じ お 投可申 候. 

^若11萎銀一わ《ま巧 

/ 本ん 店 巧 京表 巧、 大阪 、神 口、 京都 
巧 だ 地 名を お， 小が、 上が、 偷 を- 


^ ^ を 期 邦ち お 十 圓お上 利息 年 六み 

臺灣銀 巧 g お 張 所 

►鄕 里を をぶ a あ 送を (お 手 巧 巧】、 外 圃 < 
爲替® K 、 荷爲 を お紀取 立、 信用が 發 
巧 等； 肢銭巧 裳 格 御 便利に おおす 化 お 
►尙 はな 細は 御 遠慮なく 御 問 合 被 下を 陕 


/ '、ーヒ明「が貨あ十圓《上ゴハケ巧の上 ^ 
本を をが L 利息 = 年 六み」 ー ニケ 年な 內 一 
預 さを Ur が貨 五十 旧 0 上 

づ ぉぇ^だ 閒 じか U 歩一錢 二' 咕 

一 (巧を 嗟 ご 8-^ ドノ 述が預 を ハ 無 利な) 

觀鑽 正金 銀 巧？ ま 巧 

II 锁を送を1;!都て無モを巧じてを 
\ 巧橫演 ネ巧經 由を を卞 取を 申 お 一 

をを 巧 巧 化ぶ 吉左衛 門 '一 

ぶ- 巧 乂扱化 巧手 目 

姑嘗 支ち が 育ブ 0 I ドウ ユィが 巧 十九 番 

雜巧友 銀行 

ド 9( まを、 橫濱 、名を 崖、 京が、 神 口 
、日本 巧 I 尾ノ 道、 廣 島、 お、 柳 井、 でゾ縣 I 
一地 支店 I 巧词 、小 倉、 お 松、 巧夕 、乂留 ホ 等 
本巧預 を、 槪お をを 等は あめ 
て 狗巧 が 迅速に 御な 投 可申榜 


藤本 證券 會お 

一な なな 莊 勞ノ賣 買、 引を、 黨お 
▲を融 V ホー ー之 二 願 ス^ 一切 ノ棠 務' 

si 勝 本 ビル s-f 銀な 

I 紐 育 お 張 巧 


雜資 おなお 

ドラィ グ！ ゾ卸資 

太 洋資易 巧 ま會社 

支を 市 巧 占、 ボストン 


瞒 磁器、 雜貨 、ラ 卸賣 
ンプ 々ランプ 笠 街 一 

森村ブ タザ ー ス 


貸家， 巧 だ？' メ 作 

で レべ— ター附 、を 貸 恰好 0 
で mberly 言 rtm 妄置 夕 1 呈 h St . 

1 Door で st of ず吉 dw さ. 


^淸 おにして 設瞄完 を 
の ホは 午後 六 時 過 御 巧 誤を 乞 ふ 

ミ S . すち nu ヨツ 

ゴ West 里 th Sire 至' 


一週 お 巧 及 八 ホ、 一 
人 又は 二ん じ 適す、 
巿跑へ 十 か タィム ススク エャー 
へ 化 五を 屯 話 ヵン バラン ド呈 一三 
ミ 量 S 二 r 邑ご yn 黒 帖おモ 

音 樂敎授 アキ オリン 

濁 唱歌 巧莱巧 ーヶ月 《弗 (一 逊一网 } 
西 六十 五 了 目ち 巧が 自 階上 
菊 池 盛太郎 



U 本 鞠 器雜貨 
ドラィ グーゾ 卸販貴 

巧 ま & 

曾が 巧 種 

MOOI . MCMOZOl oc ., inc . 

105 因-一 ま hSt . N ' Y . Tel . mt 田 yves — 夏 5.8-? 


pk nu :巧 

化 w w 為 

w. 旧 則 sw 


ny 

rc 


T 


o 

c 


內外 海陸 運送業 

衍 化た 書賴、 舊を 巧、 を 具， 自 働を か 一切 

引越 化に ボ內家 其 荷物 述搬 一切 

も％! 大小 物な、 小荷物、 家具 其 化、 短 巧 

f か— 叉は 良閒 

東 巧 部 ホげ ル 十. が 八 

日本 操 化 巧 巧 川度违 をを 化 


基督 敎的米 國は餘 りじ 

現 實ま義 に 傾いた 

之を 救 ふは 人類愛の 靈乂 のみ 

を 化 太 半が 沿岸 じ 上陸 W 來 なお 加州 地 ホを お說 して 南 船 化 
お 席 暖かなる を 得な かつた な 川 覺る巧 ば 本 月 二十 八 H ょり 带 
おじ 開かるべき おがみ 大會じ 出 脂すべく 二十 二 一日 巧 東が じ 出 
あする がを どなつ て 居た。 が 脊 じがて はぶ 巧 か 同 邸を ま碟講 
巧 曾を 閒 < ベ < 目下 巧涉 中で ぁるが、 ぉお 頓じ兽 後なら では 
プ 。 グラ ムは作おし得られないどの^でもる。 が留巧胞が潑 
测 たる 元 氣熟恐 U る 信仰の 所が おで ある お 川 氏の 馨咳じ 化し 
得る のはを らく 二月 かがで あらう。 左は 氏が 激巧水 函人に 對 
する 随想の 一端を 述べた ものである。 

加州の 排 U 止 化 法、 ホ 越の 新 I 破 嫂した ばか b でな く、 陸軍 縮 


排 り 移拉法 ど 謂つ たやう ならの 
j かまを かの 巧の 立脚地から 眺め 

:た巧 をれ が 大閒違 ひで る. る こと 

は 元ょ b ホず ミで も あらません 

私は 人 おを を ■本 じ 巧へ た 化 進 

の 米 図が 巧う してが くも 掛 をし 

I たかを 威せ 中 じは 居られません 

义人 諸を け ー ホ H 本を でう 挂 

居ろ でし やう々 なの 倍す る 巧を 

U てずれ ば U 本け が 化 上 あびが 

食 上 じがて 段々 ご 平 かの 禪 想に 

進みつ； わ b まず、 論ょ ら証據 

巧當 《 は 今度 陸軍 じがで 四 個 帥 

四の 廢化節 巧を 巧 明し じでは ぁ 

6 ません か、 巧當‘ 柄が 之を 廟わ 

ずるに 至つ たのは シ ベブャ 出兵 

當 的から 國 おの 間に 非常；；^ 反 お 

が捏ら 加が A 一二郎 巧の 如き 頭腦 

剛齡の 首相が おつて K ぶの 向 ふ 

ミころ をを し、 其 身が 軍々 人で 

あら 乍ら 唯 盛 晒の ザ 縮まに 贊化 

し' 約ぶ ご は 云へ 軍路を ド シド シ 


少 の 礎 地 をら こしら へて 今日 じ 
至ら しめたのは H 本 VJ しては ホ 

常む變化 ご 云 じ ね ば ^:^^らま せ ん 

A A A 

u 本は 暂 々どして， ぉ 赌縮少 を 

斷 むして 居る 米齒 U 叛 もじ 巡が 

おの 建を を圆つ 居る、 正裝人 

道を 敎 へだ 米 國が审 備の曠 娘を 

巧び、 敎 へられた 日本が 巧つ て 

お備を縮みするやぅじ；：^つ む 、 

おは ホ國 のた めじ をら じ-世界の 

伞 かの ためじ 頗る 之を 遺械 どが 

じます、 畢竟 之れ はホ闽 じがて 

人類愛の ぷ をが ホ 義が衰 へて 來 

た ご 云 ふべき であを ましょぅ、 

巧く 云は ば ホ國人 連が 或は 不か 

じ 威す るか も 知れません がな を 

^^つ て見ればをぅ化はざをを得 

U いのです 、之れ を 離婚 駭 5 統 

針に 見ましても 乂闕 では】 脚 一二 

ホ ニ r 姐 f あるのに 日本は-昨年 

の 統計に 於て 僅か 九 ホに 過ぎよ 


せん、 久しき な 前 じは . H 本の 離 

婿 数は 赏じ四 刺 じ も 巧して おも 

ました ごころ が 追 年 非常 じょい 

方 巧 じ 進み 今では 米國ょ h S 歩 

S 厘ら 少 U いやぅ じな 6 ました 

ホ哟 では 離贿 數が增 如す る 日本 

では 段々 夫れ が おじて 巧く 此の 

一事を 0 つてしても 兩齒 人必の 

巧 おが 蓉ぼ 判じ 借らる、 では あ 

b ません か 0 

么 么 A 
正義 人道の 米 図が 斯ぅした 風 

じ變 つて 來 たのは 齒 おが 脉らじ 

現 實ま義 じ 傾いた からで ゐ b 
す、 餘 6 じ 資本 ま 義が横 巧觸ホ 

する からで あらま ィ、 排 H 間 題 

リホ お搔ど 謂つ た樣 U 拳は 皆 之 

れ なむの 麻が から ホた 所の おお 

であ b まして ホ闕が 巧ぅ しじ 調 

すで 過ぎ 巧く 間は H 米 かを も両 

國 - b の截蕃 も、 本式 じは 巧は ：； i 

« 親善、 本 まじが はれぬ 外を は 

伎 かわつ た 所で 生かがなぃ 從つ 

てを ぅした 上う 調 半の 親善 速 勘 

を 行つ てな た 巧で 夫れ で 根本 解 

も々 出 ホる 譯の ものでは あらま 

せん、 眞に H ホ閒の 親姜を 期せ 

んど 欲せば 米國 人を して 眞じ基 

督 をの 乂賴 巧の 憐 神に 立 も 戻ら 

しむる 事が 必要で ず、 をが 今度 

參 ちました のはが 米 同胞' 諸 若 じ 

话 へたい 巧め でな あらません、 

おの ホた る 目的は 出 巧る 丈け 条 

くの ホ 人 化會じ お觸し H 本國这 

のをく が舊 ホの が 國ホ義 を 打破 

し 徹底した 人類 変じ 立脚して 平 

か ホ 巧.— を b つ > ある 事をから 

せ、 同 帕じ米 人達 じ も 人類 巧の 

裝乂を 投じたい ちへ であ；^ まず 


紐 育日冰 人を 

定期 講演 

勞働 委負會 のよ 雌で' 

本紙 旣報 が 6 U 本人を 

を 期 おおの 第二 回は 勞慟を 貸 角 

ま 滞の 下に まる 化 j H 午後 八 時 

組な H 本人が をに がて 開かれた 

當 めは 少む財 か 家と して ホ 巧を 

觸目 せられつ i あるが 川 乂藏華 

務官、 婦ん述 動の 急先鋒た る h 

村 おず 夫人 巧び 政府 化 お 顧問 ご 

して 國瞭 阿片 おお' 巧せ る 巧 信 

竹 治の 一二 氏 出 おみた めぁ數 '閲胞 

9 ホ 聴が あつて お 况を呈 した。 

を 刻 日 會勞働 委自長 ルが がー ニ 氏 

隅會の おを 述べて ホ 川 あ 雄 巧を 

紹 かせる が、 ホ 川 氏は 『け 詰 酷 

開の 化 今 問 趣』 の 越 ドに U 本の 

を 治；？ じ將 た經濟 的に 巧 詰らた 

る 悄势を 述べ、 殊」 經濟的 じ 巧 

詰れるが力^:^^因が輸出のすお 

じある を慨し 『输 出个 おの 巧を 

る-巧は 生を 装の 诗職 じある 

か、 コ — スト ォグ ブロ ダ クシ 

ン のが 勝は 父 

金利 高率 ご ra でぁる 

而も：：： 本 じが ^ け 爲巧银 巧や瞄 

窜银 巧が を 期 巧を 釉巧 にょらて 

比較的 島 率の 利子を 巧を あじま 

拂 ひ、 此固 をした 資本を 擁しを 

使、 化 憤 じ 巧を して 利稱を 巧ん 

ごず るので を 利は が ひ髙 くなる 

これが 游働 巧が の 上騰 ど 相俟つ 

てを ホ 巧な 煤の 巧 おを 作つ てゐ 

る。 故に 經濟 がん 巧 詰 b を 展開 

すべき 化 本 問題は を 化 巧々 制度 

の 役を じあら』 ご给 じた。 ホ 川 


氏は 更らじ 思想が、 政 おがの 巧 

詰り じる 事 質を お 摘して 之が 根 

本の 解 巧は 畢 なお 肯 のな 善 じょ 

むて 期待ず るの かは ない £ 斷じ 

抽ホ裡 に 降 擅し ね。 井川 氏 じみ 

いで 上 村 夫人が を 澳し口 本の 婦 

人間 題は 思 お、 お朽が 他 ホ ゆる 

力 面 じか 解ゼら る、、 であら ふけ 

れ 共、 自 かがま ごして 婦人の な 

治述 動に 關 ずる 点を 說 かんどず 

るので ある ご 詔 h 

歷 史的 L H 本 婦人と 政 

治 どの 關 巧を 說 巧し じ後朋 おが 

化に がける 嫌 人 參政權 獲 持 連動 

を 述べ 且つ 曰 < 『所謂 治を 譬を 

な 第 五條を 設けて 输 人の 政談を 

禁じ亦欧淡演說會を聽く^ さ へ 

もむ じたのは 不を 迎も甚 しいが 

化を 资第 化條 の撤勉 運動 さへ 巧 

易では；：^ かつた』 どて 化 能 十 輩 

の不眞 面目、 無 誠ぶ を 痛 激し 第 

五十 诚 曾に 於て 普 逃を の述 遜に 

かひ 締 人^ ホ 町村 政治に 遂與す 

る MJ を 巧る が 法 がら 恐らく 制を 

だら る/* であらぅ ど述 y 、 婦人 

の 蚁を述 動じ 割ず る 誤解を な 驗 

し 巧の 目的は 婦人の 自覺 と進步 

ごじ： て ほ 力 ある 齒： a をが が 

ずるに 化る から 巧す も 化 運郵を 

ま 持す るの が當 がで ある ど 論じ 

じ。 致 巧 じを 信 巧 治巧增 潰、 化 

バ阿サ の 何物で あるか 阿 ザ & び 

阿片 ょら 採が する モ^フ キン、 

へ。 ィンの 辭學上 必要なる 藥品 

なをと あに 之を 濫用 すれ ピ 

激甚なる 毒 御 どなる 所 

W を 述べ、 阳 化の 產 地を 額を 詳 

お-- てま 那 、がが、 议 び乂齒 -I 

めて 吸 巧、 唉用 する ドー プ、 フ 


斗ン ドの 夕數 なる を與げ 『义瞬 

の 如き 殆ん でが 万人を 超過し つ 

つ あら』 どて 其 怖るべき 惡 習の 

蔓延ず るを 慨 し' 要らに 阿 斤を 

議 み基时 。ず 邪 どお國 ごの 願な 

じ發 したる を吿げ 、阿が 戰爭、 

k 海を 强 ょちへ I グを誰 じ 入ち 

次で 國際 聯盟に 移 b たる 實 情、 

今夾& 會讓ご H 英米 巧 表の 青 論 

を 紹か批 巧して 夕乂の 感動を 聽 

ホ じ 巧へ た。 


お 平 大使の 

赴任 期み ず 

二 巧の コレアみ 

新驻 米帝 國乂化 化 牛恒雄 氏が 

一 一巧な 化の 旨は 本社 特電の 巧に 

報じた 所で ある お 其 後のを が •し 

依れげ 松 伞大化 家族 四 名、' 漠島 

一等 書記官 あ 族 S ああび 岡蓄記 

生は 二 巧ボ日 橫演お 帆の コ 心ァ 

丸 じて 化 巧 及びを 港經 わの 上 赴 

ほす ベ < 新 大随は 日本 闕 おか ゥ 

ッブ削 大 化 におす る咸 謝の 恵 ホ 

で 特に 账刻家 朝倉义 夫を に化嘱 

して 製 化した 间 氏の 胸像を 持參 

する 幾で ある ど。 


四な 萬 劇を 投じた 

路 巧》」 頭揚 

が 詔の 象徴 也 ご 

化が 谢 一の 常 豪 ジョン、 ディ 

ッ クフで ラア 氏の 歸よ どして 

路 氏を の實權 を廣 つて おる 日ッ 

クフ エラ ア 、ジ ュ三ヤ r が爱災 

じ 罹つ たを 巧 巧 國大學 附戚圖 書 

箱 じ 街し 四が を 劇のを がを 投じ 

たこ どは 本社を 巧 巧を じ 化ら て 


報进 した 通らで あるが 今 遇 H 随 
が 巧の 紐 育 タィ ムス 巧は 巧社說 
欄 じがて 路 氏の 義 擧を頒 おして 
曰く 『固 隙間に 於ても 侧 人的ぶ 
人 ど 巧し く單 なる 言辭 ょら 0 上 
に 患を ある 巧ち 皮び 態 巧が がが 
する。 是 等は 巧 的 蹄 神の 反映で 
あつて 當面 化を はざる 間柄 じあ 
るに も拘 はらず 眞 正なる ぶ 精の 
资 露を 示す こどが ある。 お氏今 
み S 義金の 如きは 其が 適例で あ 
ら ねばならね。 自な的 大災窜 ご 
雖日 本の 如き 純 美 U る 祖先 的 傅 
統の上 じ 築かれた る 文明の 進步 
を 阻 化する i はお ホぬ。 乍が 此 
をき お 養 文化を 東京に がける 帝 
國大學 の 巧 化 化 界じ陶 をせ るは 
大 なる 貢献で あつむ。 故に 震災 
に 化る 圖書 記錄の 喪失は 非常の 
ン V キャップ である じが 違な 
い。 路 氏の 義擧 はホ國 及び 米 人 
の：：；： 本じ掛 する 好證 のを 徵 でを 
つて ホん の 頌揚を 巧す る じ 巧が 
である。 是れ じあら て 米 人が か 
何に 日本み 災害に 同情し 一日 も 
速 かじ 日本が が復の 磯に 達 ザむ 
、とを 熟 導し つ！ あるかの 証左を 
見る』 と 論じ、 紐肯 ヘラ 八 ド 度 
び プリ ビユ！ ン紙も 『路 巧の 義 
をは リ本敎 育 後 興を 促進ず べき 
重裝^^^る援巧である化物賣的援 
化が H 本の 親ぶ たる 米 人に 化ら 
て 企てられた- 爭即七 比： 善意を 
表が せる 憤 抱は 圓其 もの W 上で 
あら。 假か 移民 問題の 銳 ずが あ 
る じせょ 0 本は 是れじ 依ち て ホ 
人の 對日誠 息を が 巧し 得ねば な 
るまい』 ピ論 じ夕巧 サン'、 ウオ 
—八ド 紙も蓉 々同 檢の說 を 述べ 
て岂 る。’ 


南 乂槪會 懇談 曾 

今 晚八時 ょらが 二十 四 T 目 9 

グワ サイド ドライ ゲ 、インタ！ 

ナシ ヨナ' グ、 パ ゥス-し 巧て 南米 

協會懸 談會を 開催す る ホ U るが 

會を 無料 普，' 同胞 諸氏の ホ 曾を 

ホ 望ず ご。 

西が 幸が 巧 開業 

が 育 撕を認 フキ シオ セラ ピツ 

ク學院 を 卒業せ る两 が 幸 おを は 

同學 院長 ミランダ ァ 巧に 就き 實 

地 研 兜を 重ねた るが 今 阳西内 十 

'一 了 目 S 巧 十四を 化 じて 開業 神 

經お學 が 德 治じ從 事す る 由で ぁ 

いを 名な 瑞典人 y ング 式の 療 

を じぶ き ホ 错 者の 需 めじ 應 やる 

萬 電話 モニュメント 0 二と-化 番 

参 修道 會旌 お會 修道 會じ ては 

ホる か 化 日 か 後 八 時 ょら； __ パ. 

ア 氏を おき アメブ 々ン イン デア 

ンに關 する 講お會 を 開 < 由 じて 

一般 V 胞 のホ會 をあ學 'すご。 因 

に-— バア 氏は 十數 年間 親しく 

彼等 ミ 生活を 俱 じせる. 宜敎師 で 

ある 0 


♦鶴を 患 氏 鶴を 祐輔 巧み 弟羅 

府施事 雑 補、 本ち 中旬 着 ほのお 

■長 谷川 淸氏華 府乂化 お附武 

宫 、が 軍 大佐、 総 習瞭陳 巧迎の 

巧め を 巧に 出張 中。 

水み 裡氏 八幡 製 数 所 技師、 

数日 前 鳥が。 

岡 旧 下 お 氏 一一 一巧 巧ホ會 社々 

長秘蓄 役、 ジ H ネゲワ じがけ る 

國瞭 阿片 會嶺に ホ 席後睐 洲を經 

て 前趙+ ■•曜 H 人 港の オリ ムピツ 

ク おじて ホ觀 毎を 滞が の 笠。 



日本 綿を 株 まを 社 化育 ま 店 

Japan Cotton Trading Co., Ltd*» 
Cotter Dept, 

60 百 e/. e 尸 St., 

T« し 百 owMi Gre«n 2990 

Silk Dept. 

巧 Macii*o け Ave., 

T#l. M 島ん Sq. か 巧 S 


ミ !: 巧 巧式會 it 紐 育 支店 
Gosho Corporatism ， 

Silk Impo けげ も 
334 Pourth Ave. 

Tel. Mad. Sq. 4886 

な osho Co., Inc .， 

C がか n Export*; ひ 
60 Beaver かり 
Te し BowHnQ かかり が Oi-06 


乂蛟巧 H 轿巧お 
惩 巧 おず 

扣則 バ 4 が 
。で 3 が ，一が よ K 地 ng 

Tfit . B が kman が郎 


乂阪每 日 二ぶ 巧 H 过 
上 巧お甫 
Osalia - k :. 

407 Tribune よ: uil がゎ k 
'JT c し BeekmM 4259 


瀬 川 化 换事お 所 

H. Segawa, Insurance Broker, 
303 巧 む h Ave., 

Tel. Franklin 4900, な t. 193 


內田荫 事 株式 會社 紐 育 支店 
llchida Trading Co., Ltd. 
291 Broadway, 

Tel. Worth 1576 


お 弔監瞥 事務 巧 
わが nese lUval tnspe 加! ■ isB が ce 
1 Madison Ave . 

Tel. hhiand 203Q 


Paul に M. Thomeis 

Advertising Counsel 
1 の 8 Sun ^ i!tHng 1 如 おな auSl 

Tel . B が kman 6978 


云 典 巧ま會 描： 興を 貿易 株式 會社 
化理店 

商 峰 が 會 

Tak ミ 泣 お e Go 巧 lor をな 的！ 

120 Bmadw が， liew む rk City 
Telephone Rector 7 が 5 


强野 衙產株 ま衍社 
Asano Bussan Go 打 pa 打 y 

Room SOI -SOB 
165 Broadway 
Tcl- Cortlandt 804 ぷ 052 


大倉 組紐 育ま 店 

Okura & Co 巧 
30 Church St., 

Te し Cortlandt 2292-93-94 


H 米 生糸 株 ま 食 社 
紐 巧 ま 巧 
N 1 CHI -3 り KIIT 0 KA 3 USHIK 1 K 41 SHA 

(N に排ぶ E! KirrO CO.>LTD.) 

373 が H む enu も 

TeUMaASq, 7592 ぶ 


神 戶鉛木 商な 
が 育ち 巧 

Suzuki & Co., Lt ん （ Kobe) 

220 Broadw が， 

Tel. Cortlan か U49-50 ぶ 1-52 ぷ 3 


日本 生糸 巧 まを な 

が 育 支 ： j 

Morimufa わ ai & む ., As-its 
44 E . な rd か， 

Tel. Ashland 71 じ 


お 合名會 駐 
紐 巧ち 巧 
村 ara & Co- 

4 が ’. 卜 'ourth Ave.. 
Te し む led 帅ほ 巧 30-35 


S 拌 物を 株式 會社 

裔田 巧を 

が式會 が： 岩井话 店 - 

s を 商事 會社 

が 育ま 巧 

が 肯支巧 

な 育 支店 

M れ subishi Shoji K が 純 a 

Mitsui & Co., 

Tak が a & Co., 

Tw お & ( 

(Mitsub お hi Co., I'td.) 

65 Broadway 

Tel. Rowling Green 7520 

ISO Roadway, Hew York City 

Tel. む etor 1621 

Woolwo れ h か c だ， 

Tel. Wh れ ehall 60 も 

义 20 Broadway 

Tel. Rector 2b が H なお 
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紐ち 


米闽 5 暴君 外を 

バリー じ，， ける ド ー ズま巧 溝 
に瞄聯 し、 米 図 化 もが 贼測化 お 
ご お r 化 の受が 協を •し 調 阿し じ 

ごい ふ-ごは、 巧一獨 をが 支视 

个祕 がし 終/'' じ 巧む、 ホ 闽も歐 

洲 こちに 凹な にを する 非常す 段 

じを 如しむ ければ なら。 いお 挤 

が をら ごい ふ谣 論を ホ じ、 し院 

は从歲 3 お裝巧 おを ちの 說剛を 

聽がするこど1>1;^^つたが、 國巧 

お 官侧で 味、 今问の 協を は單じ 

おのを のみ おじ 视 する 協を じあ 

り、 ~拓 つて 阳收 就て 米 駒は 何 

專 の.^ 務 をが してな いご 辯 明 

して ゐ る。 平易。 言藥 でを へげ 

か 配の 赃® をは 實 ふけれみ、 を 

おみの M 收は 一切 歐 がの 装 巧で 

を ふごい ふ 正に お 巧に も 巧し い' 

態 妾 f あち。 而 して 本 協を のが 

みで わる ドー ズ まが ホ阐 むが 

い -.,: ' C- ' こ ；- に掛 巧す ろなら ば 

を/' 自 み巧替 ぶち 一 にがれ ミる 

を树 。いでは ないか。 


巧 巧を してむ 政が 理んが 综を通 
逊 せしめ W け 乂らや 第 こじ 巧 選 
をを 化 ホが 旋ホ しめねば ならの 
位が Ljg ►ゎ 化に 餘 b じな ッポ 
，む 放^の 技 袖 速を パンド 八ず 
るの け危除 モー カで ある。 巧 おじ 
加 藤み 閒 の 巧げ み タク トが 必要 
であつ 一-巧ら じ 政 巧を 致 族 巧と 
拖 ゆる 暂隙か 治ぶ の 執ら ざ 
る 巧で わる。 さ b とて 巧 際な を 


の あじ 睦れ てが なぞを 等 隅に 附 
する かかき ス誠 ぷは國 R が锁じ 
て么 を‘.；'' ん しない。 を 族 院を巧 
化み 蛇が.' てぇ 睛く i は攝論 すれ 
じ化雜 が おの 降 害で あら 乂耻择 
であるに 顧 A て 吾人は 鬼 も巧豫 
算 と普澤 y 、 が 一段落を 吿げ るの 
を诗 つて 加滕 首相の 所謂 『善處 J 

をを 化 化ず るの 方 巧を 講 せむ i 

を お 導 ザ さるを 得ない。 


む，、 ー ホ S 々岐点 

リお協定じお{ る乂网の與論 

じ、 ゎれ 等の 夙にが 视 してむ た 

如、. 巧 農。 シアが この 結 お 円 

牟 A びぶが ご 提携し、 陆をじ 於 

けら y ン V ' a 。 ナ クソン 脚-い 對 

化しつ i をる おを 礙げ 、お 尚 じ 

化て はを 巧ら のかく これを 'H 

VJ し；- > 蕾に シン ダポ 1 ^ をぶ 

U る おず 化據 化たら しめん ごす 

るのみ^^らや、 化を化據地ごし 

ての 設備を おなし、 乂幽の フキ 

リ’ ビン 及び か 畦の 軍 瞄£ 相俟 

もて 地 化の 貿易 利 權を擁 遮し G 

け. も‘ 一 だら ね ご 説いて ゐる 。が 

か t この こ ’ ホ b て喊体 上には 

絶酱 をよ はがで，？ 'ら， 政策の 上 

じ 於て けル央 米ど軌 を'-. にす る資 

本み ま 栽 の H 本が、 ホを 〇シ ー^ 

と 如 しお 携す るか。 支 服じ掛 

する かを が、 この ホ どなの か岐 

おに 向つ て でれ 巧の 能率を ま 

し 得る >。 おる 事を を 蹄 かじ 考 

をず. A ’ がを、： 闊 .ち-^ お*''* る H 

あ 協ぶ に對 してを b じ樂觀 ずる 

をな さぐる もの カタい ぶを 旨^^ 

し：；： •■けいじ，：’ ら 。 


日本 政府ょり 發議 L て 

軍縮 豫備會 議ち集 

おお 特電かん H 發 = 帝闕 政府は 今が な內 じぶ 
國 政府の 主唱し ょり 第：- 軍備 制が 會議の 開 惟を 
豫 ぶして ゐ るが、. 鋪朗 髓艇の 制限 だた 力 艦ご異 
ぃ69賴も禮雜しでゐる事情**^ぁるので、 これが 

を ゆを 期す る爲め 正式 食議な 前に 瞬が み 旣の化 

おを 召集し 豫備曾 議を储 すべく 近くを 國 じを 渉 

を润 始卞る 善で ある。 


'赏 谈院改 お閒趙 

か 族 化み な華閒 題に 剛 してけ 

棚る リベラルで あるべき 巧の 化 

なお 爵 。どで ごへが ぶ おの 雄ぶ 

おを 維 じて 巧 族に を 無视す るら 

ので あると がな，'- た 一例 さへ あ 

つ . N 勿論が がのを 族院 U では 

照械ピ らいて がるべ もの U ぶ' 

化 ホ閒魅 •レ 巧 現 ホして が 易で ぁ 

るまい。 乍併進ホしつ5ある阁 

K の 與論 判. 化" U 族 院をお 樂お一 

Vt してが K 1 る朽 のな 乂 さでは 

G いからが 晚閒醒 はみ 化 化せむ 

ば；：^ ら « 述 命じ 化 面する であら 

う。 唯加が內閒どして^?巧1 じ 


瓣原 外相 ご 

，外交 方卦 

ヮシントン サ五 U 發 =： 帯 原 外 

かが 谋筒 にがて 試みた る 日本 

ん 外を 施 か ホ 約に 邮 する 滿說 

のん をけ をの 姑し。 

◊ ◊ 

日米 關係 -- ホ 兩幽が 化 

i がの 华か - V 化が する 爲め 凡ゆる 

心- らて 友證を 増進し 協力を 

_ .ぶ ざ & 可らざる 至は 耐國の 

天 J ら輿 へられた る 使命 じして 

大夕數 の 米 锅人も ホ 吾人と 树戚 

なる ふを 確信し てん ルまず、 千 化 

なが 四 年度の 米踐移 把を の 中 じ 

がて H 本人が 差别 的に 待遇され 

て& る--^ け ホ 國の焉 も 遺 城 ごす 

る 所-^ あつて、 本閱 題は 未だ 解 

巧ク れてゐ ない が、 をに 我等の 

鼓 t 留なを 巧す るのは 移 技法 じ 

る ものは な俾 じ；^ ら やん に 掛底 

をな し 巧ざる もので あ. り、 ホ控 

の 患 ホに^^^ 11111 * I 8- J が 

る ミで 

ぶ n 兩闕政 巧 

がが にを のをな じ對 して 柯をか 

たま 段 じ 及ぶ i は 巧て 不 巧：- 招 

く 点 夕< 、哮ろ 本 問題は ホ诚々 

にがお ホ巧幽 おご 巧轉 のま 化、-， 

る 所を ぶを に 了解す る 時期ん 野' 

來を 待つ の 外は ない ので ある。 

がして 一が の 成 精に 走つ た貢静 

や 巧 動は 就 じて 威陈的 了解を 增 

進す るの 道 じ ホらざる； もち 疫 

を 要する みで ある-こ 倩 やる。 

ホ闽の對を方 

針け を 孤の 權 利を 巧み 巧 重す る 

どみ にを 平なる ホ 段の 下に U 本 

のが 權 をが 誰す る じ ホ も、 かに 

玄呢に 巧して ホ國は 何等 孤 ± 侵 

客の 野. むぶ もせ や、 一 おら じ一窝 

一派 じ 偏して 化 等 じぶ 器 彈藥ぶ 

U が 的な 肋を 巧へ て 支 抓の み轨 

を贱大 する け ホ战化 巧の 斷 じて 

k 對 する 巧で ある。 巧は ま 恥が 


嵌 近に まらて ホ 化し ホら、 一共 產 

主義を 遵奉し 或は 國徽條 約を 破 

棄 せんどし つ i あるかの 如き 說 

を^;*'す者もをる か斯ぶをは到底 

ちら 得べ からざる t , めで ある 0 

日露を 涉 日本 ど。 シァ'. 

はめ ホ 普遍の なる 址 (通の 利 確を 

なする 謝 係 上、 親善を 維持せ ざ 

ら 潰 境 じある i は 我等 

の 巧' じ自 境/, 巧で あるが、 而 

かも 闹凰 間には 躲 心理を をす を缓 

夕の重乂；；？>る閒題が谷化しをの 

ある もい は 重要なる 影響を ぶ ぼ 

す 点が 鈔 くない。 おじ これ 等 

問題を して 外を 關係 をな 活 する 

の 前 速 かじ 解決し U いならに 兩 

國の閒 じは ホ渝 快なる 事件を 生 

じ 底ち じ汾 夕を惹 をす るの 憂 あ 

る ものを く、 ホ 國が石 地 V 」 巧 炭 

租借の 化 憤 ごして 勞農 政府を 承 

疆 するとい ふが 如き 思想は 毫も 

。く、 帝圃 ごして は單 純に 將ホ 

紛 ずを 惹起すべき 問題を ホ然じ 

巧がん と 巧 力し つ i あるじ 過ぎ 

ない。 帝國 はこの 目. 的の f じ 過 

ま 験 年シ裝 しつ！ 對歲を 渉に 從 

事し つ i あつた もので、 巧 渉は 

遂に 去る 廿 U を 巧て 臨を の 調印 

ごな つたみ 第で 雨 闡の批 おにし 

て 終了す る U らば 両國 のぶ： 班は 

なじな 活す るので あるる々。 

.だ： ホ 進擊し 

齊將軍 亡命 

上 か： i = と u 發 ：= 二日の 化戰を 

あつた 盧永 祥巧齊 媛お將 おの 軍 

除は 再び 賊 圆を郎 お 一 ^ わる も齊 

巧は 七敦 全く 阻喪して 戰 關を繼 

城す るの な A なく 現じを 朔お輛 

S 貨单 じを じて とがに 退 巧した 

る齊 軍の 一 部は 直 もに 自らが 裝 

を 解除して 外强 粗が に 逃 A みつ 

つ あ. 〇、 む パ 人の む 傷 おはを の 

値逍柴 されて むるな はでを るが 

外 越 陸戦隊は マ クゲ玉 イ提瞥 が 

词み官 こな b 外人 自を幽 ど 協ぶ 

して 赏ぶ が-して、 虛 み辉將 おは 


自己の 軍隊 じ "一一 千の 〇 シア 人 ホ 
，るら 化 巧は ど 孤に 細 化した る 承 
れば 何等 闊際閒 踏を 悠 なせ や 
ご稱 L てなる。 - M は辫褒 '冗 將带 
::!自と5が盛 ) 切，/携 へ て近く 
當地 ょら U 本 じ C 命ずべ く朔诗 
されて むる y 

口露觀 .5. 勇 i 

ク將軍 逝く 

モス カゥ 化 置り 較 u 日露 戰ザ 
當 かじ 〇 シアの 總 d か宫 ごし 
て餐戰 したる ク〇 パト キン 將 
軍は シ ユ ムシ ユ リノに 於て 逝 
去し じを 巧 農 巧 聞 おはを 表し 
た。 享年 八十を。 

个 个 .个 

ア レキ セキ •クロパトキン 將 

軍は を 化 n シアの 生んだ 軍爭的 
天才と 認められ ッア ー < 階下の 
御 信 巧 居く、 H 露戰夕 時化には 

fu 本 征討 軍總诗 みを ごして 活躍 I ホ L たと 云 ふ。 

した るら 遂に - 

杂天 S 一 戰じ收 化した の 
が 致命傷 ご。 bH 本は 戰 勝を 蹲 

したる が、 この 敗 戰はク C ■ 

キン 將 軍の 策戦 過失で あつじ じ 

おらず、 ッア ー グ 陛下の 將 軍に 

對 する 信 ほは 依然 ごして 厚く 十 

年後、 歐洲 乂 戰 が突發 する や 否 
や 巧び 對獨 征討 軍の 總词 か官ご 
ならて 化 部の 戦線に 出動 L 千 九 
な 十六 年 八 目、 ター クス タンの 
徳督じ 巧 命され、 千 化 だ 十と 年- 
まで 化 ほして ゐ たが、 ヶ レンス； 

去 1 巧のを 命が 突發 する じ 度ん 一 
ぞ吿發 され ぺ卜 。ダ ラッド じ 護； 

還され k おかを ごして 消息を 絕 i 
つて ゐ じが、 モ 化が サ 年 ； i 



がの 新年に 相當ず 

は化戰 巾で あるが、 减 励は 明朝 

をな て 巧び 開始され' ちで ある 

が 黨化お あ' こ 

大統領 協議. 

ワシントン 廿六 H 骚 =： 大統領 
ク ー リツ デ 巧は 蟲 巧兩院 のみを 
を 員を 始め どし 此ハ か、 ぃぶキ 両歲' 
ので おを ボ 7 イト •''ウス じ 招 
待して 響餐曾 ぉ催しを の 席上た 
てり I ザン X 條 約に お 接 干 巧し 
じる 前が 太 利な が 大巧 ナ ヤィが 
ド 氏ょり 卜 '耳 古慷 約じ瞒 する 說 
明を 聽 取した るを ホ國の 外を な 
策 じ 就て 重裝 なを 協 施を をげ た 
るが をの 內 をは 巧 然して ゐ ない 
けれで も 曰 1 ザ ンス條 約は 大化 
じ 於て 雜 員の 協賛を 博した る も 
今議會 の批谁 はこれ を ホめ ざる 
ベく 世界 裁啊 巧の 參加じ 就ても 
み 期議會 じ姻附 する 申合せが が 


氏は 日銀 题鹿 局を と U つた* 


お 洋巧總 裁化理 

東京 特電 廿六 U 錢 == 柬 巧が 殖 
總化久 が 山 间政巧 逝 ましむ るを 
なて 池邊隆 一巧が 漉ぶ 化翊 くな 
つた。 


お 京の 火災 频々 

東京 特電せ 六日 發 =：：： お 京ボじ 
は 此頃頻 々ごして か 災起ゥ 化で 
化靑 巧巿谋 パを 十 戸を 燒-罹 お 
者 ニモ A を 出しむ。 

磐 城 無電 局拂下 

東京 特電 かち 日 發=遞 信を じ 
ては 磐 城 無電 局を 円 ホ 無 甫會社 
じ拂 でげ 巧定し 年ん をの 配當が 
証まを議會じ提出せんご云ふ〇 

沖 繩の補 缺選擧 

東京 特電 化 六 H 發 U 沖繩縣 補 
缺選擧 の 結を あま 本 奪の 尾 城 化 

一氏. か當 選した。 


對露巧 動を をん 

ま 京 特電 か ホ 日を UH あ 巧 ホ 
解か じて S 蒙 拘お會 社は 煞一 
出张 所を 設駐！ あを、 大倉組 ホ 
化 活し化 化の 乂巧 社は 賴 々對 '器 
活動を 準備中で ある 0 

軍敎 巧な 對大會 

東京 特電 化 六日 续 == 両轉學 生 
軍事 お 育な 對 同盟 乂 なは 键視廳 
の 干が する 巧と なゎ 牛ヶ淵 じが 
て蝶官 W 衙 突し を大 、明大 學年 
等が 收監 された。 

が 木 源次郞 獄死 

ま 京 特電 ti ホ H 發= 福 出大お 
化 お 事が の 共 化ち が 木 源 ホ郞は 
獄中に て 化 去した。 

大み 光明 姉 渡英 

東京 特電义 ハ H 發 U 築地 本願 
寺 大各ホ 明 姉は 廿乂 H 歐渊を 励 
社を事棠視祭の 爲 め 渡英ず る £ 
ごな つた。 


判事 巧 命を 拒絕 

ワシントン 化ち： 3 發 =；= 囊じホ 

闕大審 廃 パ 陪席 判事に 巧 命 さゎ 
た 前 檢事總 を スト ー ン 氏は モ於 
ボン 商舒 の事俾 をな 圾 つた 廉で 
一部 上院 蕃： 貫は をの 巧 命じ ほお 
して ゐ るが、 典黨侧 ではけ 政 部 
の ホ 摩を をれ 本日 秘密 會證の お 
を スト ー ン 氏の 巧 命を 巧び 化が 
毒 負 會の審 講じ 一' ほず る； ごな 
.■リスト— ン氏 出淹の k 陳述を 聽 
おず る i ごわ-'' つた 0 


勞 '學!' - みがから 宫 •一 ： t 

^"お さ レ 接 ^ 二 / 實梢 i を 科！ 

巧 あび 波 巧の 侵入 じ 就て 指揮 宫 

たらん i を ホめ られ C が これを 

拒絕 しじと 云 ム事賓 も ある 。千 

化な 十と 年 のぞ 命 突 發前じ リダ 

せ 面を 守備し つ i あつた 將 軍は 

同地 じがて 財议 的には 稱 々なる 

手段 じ 彼らて 居 利を 博したら ろ 

の 如く リボ を攻蓉 しつ I あつた 

獨 逸の 司々 官 から リダ 降 化を 條 

かごして 八な ガ 兜を 贈られた が 

が 軍は この 贿赂 をを けた 上 じこ 

れ を溝會 へを 附し 巧て 濁 違の 司 

み官 じこの 金を 贈つ て買收 した 

とい ふを 談も ある。 


上海のを 塞が 

外國 船碰擊 

上 おか 六り 搂 ：：；：： 目下 上がを 巧 

ずしつ I 形勢 U 々非 ごな つた 籍 

繁ホ將 軍は 盧 永祥將 巧が 激船じ 

電 除を 搭祕 して 上がを を 暴 せん 

ごしつ {あ b ごの 嫌疑 じて 上が 

じん 港 せんごす る外蝴 漁船を 陸 

とょ b 砲が しつ} ある 爲め奥 米 

驅遂艦 持に 營證 を嚴重 じし 目 

下と かじ 向け 航巧 中で ある 化 巧 

一岡 船 •ヘル ゲン ランド 号には 四 

白人の 乂闽人 も あるので ホ図雕 

逐 艦が 謹な サ でめる が、 マ 三 ラ 

ょ b が 遣され た 米 闽陸戰 隊化人 

も今朗 上陸して 總敏な 五十人 ど 

^;6ら印巧ぉ耶ょら佛闕陸戰隊化 

人 も 巧 皂し約 廿枉雙 の 外 轉腺隊 

は 上 お、 お 巧み. 何 上を 薄備 中な 

るが、 巧 S 當 のち 隊は漸 み 進軍 

しつ {ある もの {かく 目 ドは を 


支那 人 賠償 拒絕. 

マユ ラけ ムハ日 潑=: 囊じ當 地の 
批 支那、 巖 動じて ま 熙\ 商會け 
プ ッ ピンん の爲 めじ 破壊 さわ 
真 損 建 i .. 巧％ け あ 打 巧み」 を ホ 中 
ならしら 歡事滋 をはを の 巧 おが 
認めず ろ巧絕 した。. I 

孫 逸 仙 巧 逝去 說. 

ゲ アンクー ダア！ か ホ H を u 
當 化の 支那 語 新聞社に 達した 化 
巧 特電 じ 化れば 南方の 大立 物で 
あ 6 目 ド 化 京 じある 孫 文 氏は お 
巧した ごい ふ 風說が あるけれ 巧 
巧の 眞僞 はが 然して ゐ ない 0 

化を 廿 六日 發 == 目下 當地 じあ 

る 孫 文 氏は 今 朔肝臟 病を 療の巧 

め切閒 手術を 受けた がを 態は 觸 

險 惩でゐ る。 、 

幣原 外相の 聲明 

ま 京 特電 廿 六日 發 U 豫算據 を 
じがて 幣が巧 相は ホ圈の ±化 法 
案じ 葡 しては 抗歳 せの 方を 得策 

々 J すべく 义移 おを の中必 なは S 

本ん クオー タホ張 じある ど聲巧 

した 0 


左に 速 載せん とする ものは、 
囊じ物 かした る米闽 上院 谦員 
ヘン リ— •カ ボット* C ッチ 氏 
が、 前大統領 n ) ズグ ユ八卜 
ホ 己 人の 肅 解を 得た 上， 生前 
おおの 準* 中で を つれ もみで 
凡て n 1 ズグ エ八卜 巧ょ b 口 
ッデ 氏に 致した る， 私信で ある 
が、 右 S 中ょ b 日本 じ關 係の 
深い おのみを なをの 上 か譯し 
たもので ある。. 

呈一百 本^ 塞裳询 

: W 腺を 期待 


郵お合 阅談巧 燃. 

東京 特電 化 六 H 發 n 郵船 會社 

度 おが お 船^を W 談 はちび 瘦巧 

し 巧 上を 么巧 巧滥渾 子等 鈴旋し 

おれる が 或は 具体化す るら しい 

ど 云 はれて ゐ る。 

お 京 補 水 池减水 

東京 特電 廿ホ 日诞 U 天氣 線き 

荣巧補 水 池は レ コー ド W 上じ减 

々し 持に 水道 給水 一部は 停 化さ 

れ た。 

中 根 巧 闽库局 接 

東京 特電 化 六 H を U 中 化貞彥 


ロシアと しても 姑 化 やかを 締 
错 して、 東方 アジア じがけ る領 
主を して 十 年 化 前に 大差の な- > 
巧 度に 化め 得るならば、 今お戰 
ずを 繼 線して アジア からを 然势 
力を 驅遂 される ょ b も遙 かじ 得 
策で あるじ 相違 U い。 これを 我 
等の な 擦から 兒る じら ば、 ロシ 
'アの 勝利は 云 ふまで もな く 文明 
じ對 ずる 一大が 擊 では あるか、 
左ら どて ロシアが 東 ホア ジア ヵ 
ら顯 力を 觸逐 される どい ム よも 
不幸で あらと 思 ふ。 巧々 は 寧ろ 
り シアが 現狀を 維持して H 本に 
直面して ゐる 方が、 両を をして 
化國 一 - 對 する 巧 動を 遠慮せ しい 
るで あらぅ £ 思 ふ 0 
織つ て 日本の 立 操に 就て 觀察 

する じ、 目 本の 進 ホは まこ i じ 
驚 f うし 値する ものを き i け、 獨 

9 ザ 事 的を 化の みなら や、 巧 業 

’，： 脚 じがても 亦然 bi する ° H 

本毒大 なる 义巧國 である。 た 

もを わた 明は 部み 的に 包ら 我等 

の 文明 ピぞ 々色彩を 異にして ゐ 

るが、 而 から 日本は をの 文明の 

巧 物 かを 我等に 敎へ 得る 所が あ 
6、 H 本 も 亦 我等^ 文明-し 學ぶ 
所が ある ど 思 ふ。 り 本は 恐らく 

獨 逸ん かきを 業 上の 强 敵た るに 

まるべく、 今を 十二 年も媒 つた 

W らば、 必 やや 太平洋 上 じめ け 

る 偉大なる を棠國 どなる じ 相違 

ない と 信 中る 0 

H 本が 外网貿 るを 礎 おした る 


跡 ご、 戰ず 中に も 拘らや 太伞が 
のををじ船船辆を馈張した^け 
正 じ 驚 嚷じ饋 する。 果して 日本 
が このなる V きを 業の 膨脹を が 
てした 際 じ おて、 而 してを の チ 
ムラィ 時化ん 带窜的 優越 必を和 
げるじ まるで わらぅ かどい ふ J 
は 深く 疑問 ごすを 所で あるが、 

を 個 A としては 斯る時 巧は 前途 
遼谨|1-^あるごしても、 必らや巧 
るべき ものである； を 信じて ゐ 
る。 而し てこのを 裳の 發 逢なる 
ものは、 リ 4 をし； し 平 かを 維持 
すると じ， ^ てを 大の 巧裝 を舉バ 
るじがた；：^',。 

我等は 日本に 對 しては、 飽を 
^ 正義、 禮讓 がして 寬容 ある 態 
度を なて 街し なければ なら 打 
併し乍ら をの 半面 じがて 我等は 
海軍 力の 維 待を 計 b 、 我等は 决 
して 日本 じ IS する 恐怖の 觀をこ 
支配され てゐ ない； を' 明白 ごし 
U ければ U ら〇 。余は 日本は ま 
那を中 ふごす る アジアん 降問變 
.が 解かす るまで' 巧して 
ピ ン群島等じ着目はし：：*いご信 
中る。 段ら ご 着目して ゐる ごし 
て も、 だ 耶じ對 する 蚊 策け 旣じ 
巧 等の U しつ！ ある ものと 毫も 
異ら U いご 信じて ゐ る。 

口を はがら じ H 潔會维 化じ對 
ずる。 シアの 懸 IT を 喝破して 
遂に ヮシントン じ 平を 曾 溝の 
開摧を 0 シアに 承諾せ しめた 
が おを 學げ 、遂に ボーッ マス 
貪邊 ミな つたが、 n 巧は この 
K にめ て 0 ッデ 巧に おし ロシ 
アが巧 Ml 苗： 四虛 言を ホ 氣で化 
きつ i ある 惟 性を 擧 f てこれ 
を 補 駡し么 じ 反して 口 本は 極 
めて々 奴む- 洛 をを 除き' 做め て 
正 息 でんつ た ふを 述べて むる 

で ハ ー日 本の 化戰拒 

.絶を 至當 こず 


化戰條 めを i えした。 併し 余は 
H 本が これを ま諾 するとけ 信 や 
•31は化ホない。 勿諭余どして 
はを も强硕 じこれ をキ .张 する 巧 
では ホる が、 n 本が これに 承 
諾を 巧へ ない IJ 水-ホ 難す る 2 は 
お ホ； ：〇 い。 盖し R 本 どして はぅ 
かぅ か 休戦したならば でんな 誤 
解が り 本を ホ 巧に 導 < か 解ら な 
いからで ある。 W 本のず か 巧 節 
は旣じ H 本を おを しわし、 ロシ 
ァの巧 節 じ 八 巧には 卜降 する， と 
つて ゐ るから、 休 硕條 巧け 
をの L で 締結され る ど 信ずる。 

个 个 个 
千乂巧 五 年の 八ち 下旬、 り 1 
ズゲ エ八卜 巧は 二通の 雷 要なる 
書面を 當 がが 育に 駐巧 中で あつ 
たを す 堅 太郎男 (現 子 巧、 樞を 

お 顧問 官) じ 寄せて、 當時 日本 

の 輿論が、 戸 額な 賠悩 をを ホめ 

る爲 めじ 戰 ずの 繼績を ま 巧し つ 

つ ある 危除 ^ 孽げ 、巧 かる ミは 

日本に 巧 息を々 ずる ホ國 の輿說 

を ロン ァじ 走らし むる 恐れが あ 

ると なし、 煤 太を 奪取 L お洲搜 

道は 无 ょら、 大逆、 旅 順 口を 占 
領 し、 ロシァ 聰 嫁を 擊 破し 滿卵 
及び 朝鮮の 統治 權ぉ 獲得— たる 
本は、 自圍 の利權 及び あ 巧 人 
道の 爲 めず かを 締結すべき であ 
る VJ 斷 じて ゐる 0 0 氏は この 手 
紙を。 ッデ巧 じ 示す と共に 平 か 
締結の 篤め じ 聖ぺタ ー スバ 八グ 
(現 化の レ こ ンバ八 ダ) でメ！ 
ャ ー 大使が 姑 巧に n 巧れ 訓 みを 
嚴 守した かを 示す 公電を 巧錄し 
ポ ー ツマ ヌ條 約が 締結され るに 
及んで C 巧は 神を せじ 疲 巧した 
の、， を； . i 對 ずる 世界的 賞揚 
じ 向つ て' いかじ 幸福を 感じた が 
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圖 

或が の 也の 動搖 

鳴の み 

翼は 無くで も 
方は な < て も 
自由の 息を 吸 ふのは 
お だ。 

巧 所に 巧 つても 
饿巧 はかぬ もの；； > ち 
斯く思 ひつ i 
巧：； > 手 をを 入れる。 

む臟を 

差 賞す ょな 何 か 痛い 
言葉は ないか ど 思よ 
或る時。 

ず さま じき 嵐 の 前 じ 
なが 居る 
身 も 魂ら 

かき ま，〜 れど醫 へ グ」 1 0 
巧が 柯だ 1 
女 •ぃ柯 だ 一 
叫びつ ぇ も 
泣く 女で わるものを 0 
てまの ご ど 思 ひ 上らし 
必 かも 
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F. Mur 巧 y HU! Co. Inc. 

Esfabtished 18 が 
Boom 8 ! 4 " 6 巧； 29 Broads 
Phone む wiing Green がが " 499 ) 


The Japanese Christian InsL, Inc. 

3 が .; 巧 0 £. 57 th St. New York 
Ph り 日が Plaza が 62 

を 替 轰 人ぶ ' 昔' 紐 


車 動 旨 貸 



SATSUMA COMPANY 

2 自 18 B’w 巧 Cih f お Riv が おお 6822 



UP T 0 D が E ST 化 E 

Custom 

Tailor 


?1 W, 44 th 化 ん Y. C 叫 
Tel. Vanci が !) お 25 が 


KERR & MAYOR 

1023 Third Ave. 

Bet . が & 61 Sis. む ! epiione [Regent 2909 


若 向 人 本日 

巧專 靴型 小 


足み き 高 •足 小き 壊ぶ 小き が 



T. KASAI 

Marchant 

Tailor 

が 

T 欄 ES BUiLQING 
l^oom 3G4 

化 W の が 

Phone 

む ) fanHS け 


KANZOOGURIm.d. 

214 Hi が Sf. Brooklyn 
Tel 右 umbHand 1080 


K. Iwamoto, M. D. 

114 W. 70th St. 

Tel. Trafalg が 03 日 2 


Motoi 1 suchiy を D.M.D. 
116 St. お epheR St 
Boston Mass. 

( み b おげ 巧 巧 お ミ 


JAPAN ART STUDIO 

の 4 LEXH 5 NT 0 N る 化ん Y, 

TEL 化 H な が 38 


AUTO SCHOOL 

726 Lexington Ave. N. Y, City 


が ム巧巧 リリけ リ され Ea , — 夫 台 ロ ホ ^ 一 t- 




NIPPON TAILORING CO. 

如 0 W. S 8 th な . 

Te し む ! umbiis 4173 


Y. ITO 

133 Eest 3 rd St. 
Gor. Lexis が n Ave., 


Koike Studio 

が 7 挪むも 
G-3r • お th お . 

Te;. Caledonia 6394 


MA 邮 HACHi & Go. 

17 E. 17th iSt 

Tel. Siuyvesant 9 お 8 

雜 H 
ホ 貨本 

监 / て锁陶 
イ备卸 破 
5 W 麗 


NABATRAOINGOO. 

32 Union S み 

Tei.Shjyvesant 91 が 


W , ^ 

)ATS リ m Company 

2518 Broadway, N. Y. 口げ む ！ ".gAh か 



HERALD SQUARE 
N 怯 W YORK 


£• E. Yosh も MLD. 

345 W ， 71 おな . 

Tel. Endisott 3530.8729 


Dr. G •比 Ma け in 

DENTIST 

743 Lexington Ave. Cor. & 3 ih Si. 
Phone 內 む a 4663 


D 民 .H •ん GARDNER 

DENTIST 

S 58 Madison む も お i. 60 - 6 1 st S}s. 
Ts し 相邑 ent ? 1 が 



PHELPS k PERRY 

3 Maiden Lane N. Y. 

じ 娜を鑑 銀 祭に 幷巧剛 金 

類 石寶匠 意新最 


YUKIO NISHIMURA, M. G. 

314 West 11 Ith street 
Te!. Monument 9279 

療治 揉 學科經 神 

揉 筋、 腹が、 嚷棲流 本 H I 

ムジ グ カデメ 、ジーナ ツマ ま典瑞 i 
療 をを ' 電び设 水 〇 ， ク ツチ ッナ ！ 
叢を 院學ー ビラ シオ ジイ フ典瑞 育が i 

男 幸が 西 S 

て じを 自は又 張 出 お 治 1 


触な . Blanclie Hs 帖 r 

1264 Lex. Ave., Cor 8S 比 

浸敎語 葵人婦 

あ 十九 朝果 じ仙稽 
b 二 時化 あ 驚、 古 
° 年を 時 b < 兰 は 
の H よ 〇 ベ 四と 
經暇 6 おき 週 十 


KOSHIBA 
STUD の 

舘眞 寫柴小 

B81 Fifth ive., 

Tel, Plan 32 け 

Branch 舶 ！ jio 
Westminster Streei, 

P 阳 vW 帥 ce R . し 


んし CEASA が M.：). 

1 日 8 East 87 ホ 化 扣 i 
Bei. わ rk 五 Lexingi 加わ 吊 

Tel. Lenox 8973 

p 1 喉 觸鼻耳 I 

間 時察該 
午 正 至 時 十 前 午 巨 
時 乂ま時 六 後午自 



P3 窜節 調纔眼 じが 眼檢 

F. I. FREDERICS CO. 

醫巧眼 學大亞 比偷を 
136 E. 5S 也な . Jlew York - 

- 1144 3rd Ave., bet. 66ih-67th Sts. 


お關 事務 

がが を 地 あじを 世 
をの お出 入 ホな じ 
幽する 一切の 御煞 
巧に 應 じ、 度 道な 
船 貨物 迷 貸 议出化 
ぶな 锅モお 基を を 
堪す 、をを が おじ 
巧 巧 巧を なし 誠 g 
欺を 御用 命じ 應ゃ 

保 厳 取扱 


7 ] i 

It 

畢書巧 巧 正午 
共 励食夕 A 巧 半 
礎巧說 が；^ 路 
▽ ± 確 U 
藻 お 曾 又はぶ 
話 食 夕八睹 


あ 宿が、 旅 巧者 
ま內 が、 ん拳相 
談 が’ 巧を 部 •巧 

,1^ 4^ かぃ ，み.-- わ 

热縫 おが 0 諸 課 
を 設け 貪： 貝、 ホ 
を 貫の® を卽る 


♦書藉 ♦雜誌 ♦新聞 
縱覽 をを 開 
執務 ホ 前 九 時よ‘ n 午ち 五 時を 

紐 育 日本人 會 

西 五十と T 目 二 五〇番 
軍 話 チア クグ 八-丸 oi 化 一 


化 留靑年 理想の 簡化 

日本人 靑年會 

《 W . 睾 hSt . Tcl - G 夏薑 一 だ 4 


大紐育 日本人 

基督 敎靑 年禽 j 

W 度 E . 里 fh Si N . Y . 妄 y . 

ジ ー . Plaza B 呈 


日本人 s 敎會 

牧師 川 島 ホ 之 進 
幹事 此 川淸】 ：！ 
た panese M . t . さ urch ご ミ产 
】 だ W ' 養 St . ジ I ' clark 薑 1呈 一 
姑 巧說か 日照 日 午後 八 時 
が 檢會水 お U 午 ホ 八 時 
裁縫 貪乂遇 H 午後 二 時 
♦おお 舍 一 
位 廣を愉 比 亞を數 み 下町を 十 
五 か 學ホ貪 社員 旅 巧を じを 適 
設楠國 S が 茲轿卸 及を 柿峡樂 
を隨易 食を わら 

便を 域 装罔旋 、旅を ま 巧、 を 桃 
事 お 誠を、 其 化ぶ 事相が 韓旋 
等间胞 諸兄の ホを を 觀迎す 


ボ 巧；！！ 

列五赔 

間十爾 

郊外， 

大勉强 

可 仕 候 

間薩靡 

商爵を 

御 呼 お 


丸 山 洋服 廟會 


東 お 巿丸ノ 巧ピか デゾ グニ韓 ニニ 〇區 

細 前 丸け 洋服 商會 


笠 井 洋服 巧 


許 論 毎月 十 H を 巧 
雜誌 E 苗^ .1 が 十 抑 
占 4 で St 5 呈 S こ' こさ 


賠 具を 巧 おお 化 御用 速 

遠 藤 小刀 簡會 

這 B 畐を ち！ I . If . 呈 一 

Tel . 軍 一 星 兰妄ご 


巧 拜說を H 唯 日 午 巧 八 時 
がが g 木陆 U 午後 八 時 
が 話 巧 i が H 午後 八 時 
をを、 茵珪ま •娛樂 まのを 梢ん ち 
來投 をが 迎す 、玲 おを 利用せ I 
'故が 川な お 一 

u 本ん 慕督敎 修道 會 

102 w . 1 巧 rd 本 t , N . Y . City 
TTel •客 03 ingsidp で裹 


診察 時間 

ずが 九 十 時 
午後 ホ 時 1 八 時 

ソ / 小 栗雜三 

が育ボ 7 ラフー お院 
窠ぶ街 お 院勸お 

武が コン バラン ド 

‘ 病院 勤務 


診察 時間 

一 午後 零時 半 Nil 恃半 
I 午後 六 時 U 九 時 
愛知 踐學 ± 

I パ r 巖本建 一 

i を偷比 亞大學 ぶが 育 

I ホスト クラ ザュ ぶ- — 

_ 卜 病院 勤務 
- 日曜は 前約 願 上 お 


一' アグ ヮ ■ — ド 卒業 
齒科醫 

上な 基 

診療 時間 
自す 後一 一時 
至 午後 八 時 


日本、 を耶寶 ち殼お 
術 お" 髓人巧 首鋪ぶ 
他 装飾 お 

闕島 

flip ブ n - 了 

高ま お 術 お 修錢、 

を 飾 お、 ストリング 
日本 服 裁縫 


成功の 秘說 


8 


託 

比 

径 

8 

な 

a 

E 


米题式 英語を 話す 电 
は 成 巧の 幾 一義です 
本校 じは H 本人 教踩 
じ 慣れた 專任 婦ん化 
師ぁ 6 懇切 じ 會話盛 
信文おを語を敎授—^ 
主す。 ' H 曠遇 H 共 t 
午前 化 時よ b 午後 ふ. 
時まで 關 巧し ーン 
''K / と ゴ io も 
日お^. に ホ 校 ぁれ- 



自動 単修 
篱找び 迷 

轉 を敎搂 

ライ セ 

ス 保証す 

ご 一十 お 典 

速轉 ホは 

二十 お 巧 

晝 & が擧 

兩 が あ‘ 



日本ん 鶴 

バリ！ 壞 

滿氏擔 巧 

懇 か敎授 

夕 と时閱 

换勞 働を 

吸 喊學の 

化 わらを 

を 証# 授 

巧 就職口 

棘 料間旋 


化粧品 卸賣 

五味 商會 

W E .17 ihMt , 严产 G 苦 

Tel S 星養豈 一 3745 


日本 t い パ商會 

NiD 巧 03 Dry ご oods CO こ 

12 S ゴ Qad ミ y , 呈 y , cor .31 st St . 

ジ吾 h 呈 e 巧呈 n . 置涅 

穿 cm 票 1 


日本 


洋服 巧 

時 旧 信次娜 
松 本が 


お 五十 I11T 目 

'.ニニ ーニ 

& 藤 
洋服 巧 

f ラ 綿 A 六 ニニ 


為眞 

第五 巧 
凹 一二と 


H 本 お 具 

雜 貨卸資 

祭良貿 暴商會 


稅關 事務 取扱 

WILi L 置 NE & Co ., 

さ〇ヨ 12 芭 ご Broa を さ 宴- 

Phone ; す 至 一 為 Gree こ 136* W 含 




9 す 謂ん が* i ネ狄 みお 巧ぶ' 

霄夕ぞ 合屬與 一み みが^ 

クオ— んザ •す ル シン ホが 巧 刻 引 
； ^しブ I . ド •ハミん トンが 計 を對列 


3 化、 会 矮^ がろ 刻 司 
ぶを を‘ 满 .為ぶ 一\ 割 至ず 
す 半み がを. 倘率夕 謂 列 

邮 S 嫌の 瓜乂 

—巧—^ゲすす-ド ち 八 ニニ 


メ — ン I - rw 
巧 t あ b ます。 泣； らしい 昇降 磯 ど ス々 
レター は廣澗 。巧' ベ じ 於け る 皆は の わち 
物 じ 巧 宜£條 快 どを 與 へて ゐ ます 
化ち た 一 1 ホず る もの^^らばメ 1シ1 
では 一 弗 八十 八 仙 或は をれ： 5'卜 で 貝 
へる i をで ぅぞ御 記憶 ド さい 
日 ホへ 御倘 物を 御 巧ら じな > たい 節 又は 
御 質 物」 際して 御 おの 編 合は バ ー ソナグ 
ン 3 ツ ピン グ •ビ 1 1 0 ! をお譚 わ 下さ 
い、 親切に 御 便宜を 削 b ます 


都-をに ぅ當 かの 閱 

診察 

牛を と 時— 化 時 
W 一耀は 前約 願 上 お. 

け^ 吉お 悅彌 


齒科醫 

▼診察 時間 A 
毎 目 (： n 曜を除 <) 
午前 九 時； 十二 
が、 午後 一 時1 
氷 階 午前 九 時； 
午後 一時 


鏡科醫 

り 新 ま 無痛 治療：： r . 

夕 をの 經驗 をな て 
U 本人 諸 おは 持に 
つ每 .懇切 じ 施術す 

It マ— チン 


0 巧. 巧 巧 ZJ 1 1 FC 巧 C\^A 

呈贾 OP 夏 3 呈 

基 7 呈 h As . すち 42互 St . 

ぎ Murray 室 I 2791 ぎ〇ヨ 7 是 

バ t ホ お 謙 次 

自 午前 十一 時 ま 午後 二 時 
時 昭か及 U 】 おは 前約の 事 


:村 瀬九廊 

ま Le ご 喜 n Ave . N . Y . 呈 y 

す t . 某 さ &2 ゴ h で s 

Tel - Mladison ぶ-を 18‘7 芝 S 


JOICIO 呈〇 ocfa M . 0. 

二 一 W 置 芝 h sselork 
ジ ー. Rivers 互こ骂 3 片 ジ置 ier 養異 

賓 午後 六 時 1 午後 化 時 
■ U 擢 午前 九 時 I 午を 四時 

ドク トグ小 架乘ま 


IDif . T . C . Tfakami 
178 G 量す rla = d を Br きごで 
Tel . GumbeHarid 呈一 

みみ，^ 牛疫 一二 恃 よら ムハ時 

震 舅 B 曜 d 前 碧 願 操 

ドクト^一 高 見 豐 彥 


蔚科醫 

を 年の 經驗を W て 
最新 ホ科學 手術に 
堪能 じて 信用 篤し 
施術が 化廉 U 
日本ん 諸君には 糖 
じ T 寧 懇切に 治療 

械育 袖を 認 

パ： ブル！ 4 


Dr •夕 whi をに 夕 D.D.S. 

夏 W . 7 害 St . ブ I . Endi 置 二 842 

嚴 齒科臀 巧 戶良二 


自 す柄乂 時 
巧 午 ホーが 


至 十二時 
ホ 立 時 



正直 ど 親 か VJ を 旨 ど！- 確實 
信用 ある 贿口 g を 精選し 
糖が 廉慨 で贩資 致します 

ゥォ み个ム 、エ瓜 デン 四 割引 
巧 化は 化て 一二 割引 
指輪 鎖 货を屬 ホ じ 寶巧類 一切 
ミ 术 ト ン 時計、 パ ヮ ） ド ィ 
リノ ィ ，時計 、を 柿 お 時計 
ゥォ ー タ^ — マン 联が肇 
ょバ シャ] プ 鉛筆 
视 銀器 並に 銀器 一巧 
御歸 朝の 御 " H を 一な 
時 討の 修簿は 神險付 じて 確實 

にお 川 自身が 致します 

紐を お 西 四 トニ 了 目！！ とを 

四 四 S 号 幸 (五 巧と ホ 街 間) 

}J‘ 川岸 陶會 

電話 ベン ー^ バ ニァと 1 ニニ 九 

Ishikaw 》 - を CO . 4? w . 台 互 St . 


乂 

化 

十 

四 

ホ 

巧 

サ 


水 

曜 

B 


本年 上半期//‘ 

入超 四億睐 

ま 京 特 — む 六 U お n 本年 一 
: 中句のを 巧ち ちは 左の かし 
j = ' ぃ學 位で W 
I 巧 孩械出 
i 檢乂 
I 神 口输出 
I 徐入 

大ご お出 

總入 

名を 崖 輸出 

械入 

巧 司 輸出 

輸入 

四 U か 輸出 

お 入 

巧 冰輸巧 

を 入 

を隨 輸出 

徐入 

函 旅 




巧 


I r 四 五 化 

一八、 八 ニ ホ 

一九、 0 八 一二 
巧 义 、〇六 四 

1 1 、 五八 六 

ニニ、 一六 化 

乂二四 

一、 八 九 五 

六-二 

二八 八 

九 〇 

五、 五一と 

六 ホ 


千で 叫との 差额 四な W 內 かの 提 
人 超過を 本年 - K をじ豫 期して む 
ろ 向が あを。 


馬 


爲 


義 

部 


小 樽 


巧 松 


下の 脚 


慌人 

晚出 

煤 人 

な 出 

檢人 

協 出 

賴乂 


个 


个 


爲替變 動 ご 

圓 償の 立場. 

閔際お 棠巧強 所 白 ザ 義國內 を 
旨を 本年 閒 催の ゾラ ッセ 八総會 
じ 巧 巧 問 唐を を 蒲したい W 提案 
したる じ掛 し、 じ 盤 本部 じ 之を 
を駐じ 諮る； ごし n 本齒 ベを 員 
食 じ も 巧 ひ 合せて ホた。 電义簡 
じして 如何なる 吕的を巧て^:^^す 
かは 不恥 でぁるが 、あじ 巧巧替 
閒題 はを 战を遊 じて 頗る 

重大 。問題 e を b 、 之 じ 
就て を 闕 のが 力な 當楽 者が 協畿 
する； は甚ピ よい， とで あるから 
化が へず 之を 溢 趣 どす る i じ赞 
成 た。 がしを H を國 

S 中に 

ミて、^^^ 111111 ^ご蕃 

く 事情を 異に， つ で 立 

をを 明ろ じして 混/ ゴ化雷 あら ピ 

て 串 山巧藏 氏を 委員長と する を 

融亂 委員 食では ~ を 鈴 太が 氏を 
ぜを委 良 どし、 り 本の 阳懼 下落 

事 お A び 之が 對 策の 大綱を 巧 文 
じて 作製し をを： じ 里 本部 宛 じを 

附 するど 共に、 日本 經濟 聯髓會 

常務 理お會 の 講を經 て 一般 じを 

衣す る 5 W しね。 ぶ 大要は ぶの 

如し 「田披 項 時め 動 摇を惹 


第 


百 


號 


が 年の 巧 國巧外 貿易は 十一 一巧 

廿あ H をの 累計 输出 t と 億と で 

is な 方 川、 輸入 廿四恆 二 千 巧 思した る お 因は 踩洲た 嗟 諸闡じ 

|でお局六惊五千万川どい>^ ホ^^^^一^る通貨をおな崩媛サしめた 

I を 前 の 殺人 超過に 終つ て 

;ゐ るが、 木 年上 蝴も引 績き人 超 

を をれ ざるべく 昨年と 期の 輸お 

入掛 ザ こ 勤 比して 巧 減を 想を 試 

ろら に 化づ输 おじ 於て ホ 糸は が 

年ぞ がん お出が 米齒 が' 巧 巧を を 

超過— てが が 欺：： がと 激巧 ぉしめ 

たからん 年 1: 期の 掠 出 おなけを 

れ； いけれ ぶ、 唯 w 地 借 格み お 

'身に ょ h をが じがて 巧を' 5 な 二 

想 六 干 巧 W 化 巧を 維 侍する でぁ 

らぅ。 絹擲 物は 踩渊凹 化の 好 影 

を 含を けて 雌を 巧の 化 モ 八' わ 方 

山 ょら 巧 h 聞 巧、 綿が も爲替 

關巧で お出 旺盛を 媳バ 昨年み 一 

億 五モ义 W わ ir 二割 巧 加を 見込 

れ るが、 綿糸は 支 W 度び 巧 巧み 

妨組 業闽拉 にがれて 谎要 •か 中細 

糸 巧」 挺 じ お读金 额お滅 ホィべ 

<化 化婉 な、 を 豆は 内地 作柄を 

，巧 ご賊洲 ぶ耍巧 加の むめ、 米 技 

びが 械は収 猿 一一ち 田の じめ、 巧 お 

は 持が 挪巧 ご甫を 

を 節の ため 孰れ もち 加を 

巧 巧 せら' れ 、か W 输出捶 額 九に 

古平で W W 後で 昨年の お八な 川 

'•し 比し.' 剌 .五 ホ 乃 ま；： 則の あか 

ご。 る^を らぅ。 他ぶ 齡乂ょ ぉ 

年 じが パる が 如きな 興 物 巧ち 抑 

の 特殊 中が r みきら 本年 t 季 S 棉 

化输乂 底は 义棉 五十で 倭、 印棉 

义十力 化； 他 十五 力 媛を む パ 

五十で 侯に て 促 化 四に お 千 巧 w 

おでが 年の 二割 も 巧に 常 b 外 

; 乂ピ巧 卜乃顺 、小夕 はか W で 咽 

^ で 四ぶ 剧お 加、 大盈は 化 ガ顺で 

:二判 巧 化， 似愧 はわ 機巧 收で k 

おに-削 をが じ鐵 、木が 雄 築 

が 巧、 自 勘が、 毛 提物等 U ザが 

:0 ドー こなら、 総额 にがて 十 I こお 

心 一 千 为山巧 巧で 巧 年上 ホの 十阳 

一 おと 千 二け 方 W じ 比し 約 一 制が 

一一を が 期され、 輪 出が 想 额乂な |二 


る巧择 こは を 巧 趣を 異にせる J 

を 認めざる ち，， 中。 是巧 諸闕じ 

が' て U が 政收 ち巧觀 K 巧ざる な 
めじ 紙幣の 

增發 をな し 貨幣 度び 信用 

制度の 破壊を ホした る ものなる 

も 、 W 慨 ドを の 精况 はと i ち b 

目下ぶ お外帶 おは ホ 懼巧ド じ ド 

れ b ご 雖 t , 凉 因は をく 餘人 超過 

- i & b 。 從つてぶドをは轉力^; 

が 退を ま ホせ るに 非 中、 円本の 

助かけ 收ま 均衡を 解て 閣漬も ホ 

過大なら 中、 ために 巧が ro 憎の 

對內惜 値は 何等が 蚊 的 原因に を 

<がをををくるミなく其地化極 

めて 登 固な 6。 唯 日本は 今が-主 

を貨 輸出を 装 化せる をはて をが' 

巧 か不懊 紙幣 ご擇 ぶな きが かき 

觀 わる も 、 H 本 お 巧に がける お 

わ举瞄 はお 實 してを 部の 巧換に 

應じ 得べ/、' 化 つてを 輸お 解禁 

せら るれ げ比ハ 巧外惜 的は 商に ず 

依に お 細し 得べき U ら。 H 本け 

をを 餘 出せ やして 贸 拐の 巧衡を 

将せ しむる 政策を 採れる がた め 

逸渡朔 じがて 一時 爲替相 培の ド 

をを なた る J 己し を 巧ざる も、 

:一 —晚 貿易が 態の 故 善と 共 じ 漸次 

川 巧の 

'を 则し衍 ."、きょ 疑な 

を 解 銭を 欲せざる 巧 

もは 甚だ W な；， 6 ら 。輸入超過 比 

年 加 ぉし 今や 觀力 之：^ 防 娘に 巧 

めざる 呵ら ざる 巧、 を輸解 銭を 

なけす る じがて^ 勢 ひ 輪 入贸ち 

獎剛の おぉを 巧すべく 、加と 通 

巧 悟ぶ の 急激なる 化 縮 じよる が 

が 的 度び 社 曾 的 不安定の お嚮其 

人なる もの あるべ ぐ、 おお 据か 

ホ 段を 凹て 漸次 目的のを 成を が 

する’ とけ 化に 適せる もの ど 云よ 

ざる S ' らず 。をす る'.>リ巧 お 外 

慨 がの 下落は 窜じ人 超 y 巧 因よ 



ち ホる じ 逆ぎ ざるを 2. て’ をを 
の 巧 加 どが をの 節約 一し ょ b 闽瞭 
收夕が 態を 改善す る， と 山 偶间俊 
の必 をな かで あ 6、 今や 國 をを 
げて 之が 質 現じ 努力し つ t ある 
を 0 て 必ずや 貿易 ど 爲替 相場 ど 
均し <面 目を なむる じ まるべき 
もの ご 期 巧 せらる； U ら 0」 

昨年度 外愼 

•二 億 邦 

乂國荫 お 省が まる： せ 五り を W 
てを お t た あに ょれば 米國 じが 
ける 昨年 巧の 外 憤 成を がは 十二 
僚 六 千乂巧 四十 S 万 ス千立 巧 化 
十四 弗 じして モ 九な 廿 一二を 巧の 
お億ーニ千八巧化 1 万}4:^千五.^ホ 
か 二 年 废の八 億 四千で かお 万 弗 

じ 比較し て 非常 

增額 でぁる。 す 中 i * 

二 一千一 一巧 九十 ガ ニモ； な 打 典は 社 
憤 じして 化は 外鹽 政を 乃 ま ホ 債 
等で あるが、 歐洲の 借を 額は 約 
五 割を もめて 五憾さ 可よ ゎよ 十 
と 方 巧 じ 達し、 ヵナぶ ぶび ニユ 
ン ドラン ドが 二 億 四千； 

四が 廿化巧 五モ 八な 图 十四 巧 、 I 
濁 逸に 對 する ほ 間の 愈 新 貸册額 
は 巧 一億 弗に 及 A でる る W いふ 

とを B . 本のみ じ 就て 見る じ、 昨 

年中の 巧が 外 儀は 巧ぶ じて 化 立 

せる 政が 募集の 五 億 五 千で 田を 

筆頭と L 、 東京 電燈 の 英歐じ 於 

ける 社 憤 S モ巧阳 幷じ一 赔惜入 

を 五十 万磅 ご大间 電力の ホ國じ 

がけい 社債 一千 お 巧 ホ 弗、 染> 

り 长敦 M を 41*^ 社債 幸を、 

主 的**^ がホ國 じがけ ぇ 借 入を 
五十 巧磅 、當 十' 巧績 の聲國 じが 

る 借 入を 一二な 巧 旧 

爾 船の 堤 闡じ於 M る谱入 

を S 巧 巧 W 等で ある。 拓 かじ 買 

人 化を を 巧 宿 どせ る もた も 鞍な 

いが、 其を 額は 孰れ も 小口 

でぁ b 纏つ たもの どし V ースは 前記 

巧 姑ん f ない 模巧 じで おじ 調 

邱 する 許ら ご 傅-、 られお 京吸電 

奉の 吳國 がける 裳 債 お 頓挫し 

ず 治 電力のを 渉 も ホ だ 其 化 化す 

る じ をら や、 まを お 燈の窠 二み 

を涉も 頓挫し-. か 化 人を を 巧 

ひ 東邦 带 私 じがけ るを 涉 

ら 巧き 悔ん おを 巿 憤のを 涉は本 

'年に 持^越された。 一部では 東 
巧. お々 の英跑 じめ ける 凌 涉が頓 二 

にお 涉一 ：〇 やじ 增 せる も、 條件 

の もじぶ て 英國の 事情が 余招變 

ぉされ。 限 b 巧 ホの ホ 張を 致は 

一: 雞な K 態 じから、 今 おか じを 

がの がなる がかき； け 望まむ の 

摸 巧で わる。 而 して 

火 巧 屯リ の柬歐 にが' ける 

第一 次 巧 巧の 謡な 調印の ため 渡 

もせる、 な W 同 e 刮が 長は 窮 i 次 

化が！ r ぶ 内 巧 化のを 涉をも 進 

めた 签果條 化の 如何よ ち も 脅 

か 調 巧を 急ぐ 細 孫から 巧々 成々 

すべく、 巧巧ボ 償の 巧 涉らホ 進 

んで來 たら - >to 


を 阐の金 本な！！ 被に 關聯し 之を 
補 巧して 一刻も早く 兩 図のを 触 
及び 貿 あの 解' 理 じ化审 する ミを 
目的 どして ゐ るが、 パウンドは 
あじち フランクの 買晰 け-し 就て 
は 郁々 異說を ホ じ' ゐる けれ 化 ハ 
パウンドの 问 俊に 姑 巧し 佛貨相 
おの 网化も 重大な 踞 係を 有す- 
ものと 譲 めら れ遂じ 此擧じ 度ん 
だみ 簾で ぁるが、。 ン ドンが を 
輸解禁を锁巧す るならば胃附け 
はを々 ち 加す る もの ど 認められ 
て ゐる〇 ' 


日本の 染料 狀態 

化 あ 京米闕 総領事館 員の ドン 
シ ー ビ八ス 巧が H 本の 染お界 じ 
就て 商務省 t し報吿 した 處 じょる 
ご、. 〇本染巧巧は衙めてお引砂 
なく 濁 態 染料は 化 然を巧 じ 日本 
へ お 巧を 繼溃 し、 巧に 爲替 相場 
等の 鹏係 よら 斯業は 益々 不振- 
な も年產 五が 巧圓の 阿が 證もボ 
個 巧 五十 巧圓 じな つて ゐる VJ 。 


本 就 東京 轉電 I’ 

おな 化珠 .1 


最近の 日銀 帳尻 

巧 お 券 發巧高 十一 二 億 八 千な 一一 
万一 千 W 、 限％ 發巧島 二 儘 二な 
一巧 阳 、貸 出 高 四 億 五 千 六な 八 
十一 巧 四卞阳 じて ポ 中を 利は 翌 
H 物 一 錢义- 姐 ょら 二 錢を唱 へて 
ゐる〇 

が 年度な 社債 高 

興 銀 調査 じょむ ば 昨年 中 S る 
社 償を 行 高は 十八 億 二 千での で 
るを。 

が ホ識聪 を夕路 

農 商務 各 じて は 外米 輸入 銷稅 

を 八月 化 1 日を 弦 除す る K 决を 

I た/-。 

春 蘭は 良 巧 見越 

春 蘭な がを 見越し 農家 側は 盛 

ん じを 脯を 急ぎ づ； もる 0 

S 菱 商事 新計畫 

一一 委睛擧 巧 社に ては 浦 潮を 基 

点 ごする 化 ホ 直接 航路を 劃策 中 

である UW 卜か 六：：： お 


徵 其猶豫 

本年度 徵集 延期を 踩 取扱 

、大正 十阳年 巧^ 徵兵 適齡は 

明治 化と 年 十二月 二！：：： ょち 间 

化 八 年 十一 一巧 一 H の 間 出 ホ 者 
、大正 十四 年度の 徵を 延期を 

緩を 要する おは 巧 治 化 年 十二 

巧 二 HJ ら 同化 八 年 十二 巧 j 

U をの 間の お A 者 

、用紙 u 事 格が じが b 

、保証 巧 U 1 巧 

萬が 郵便 U 十五 仙 

會 員外は ホ じを 数 料 =: 五十 仙 

、蝴 = 大正 十四 年 一二 巧 一 U を 

雜 巧け 本人 皆 


聯邦 準 縮 護が 

典貨 賀腳け 

聯邦 巾貨 準備 聞に て パを^ が 準 

備 がわを 通じてを 貨 バウンド；^ 

ひ魄巧フラ ン クをが验かりぶホ'}\ 

で IW 阳 パに 從 ホして ゐ るが、 を 

は 化が 巧よ b 閒題 どなつ てゐる 


蕾籍 一切 取次 

乂國 出版の 雲籍 はんて 持が 制 引 

じて 迅速に 化 ホぎ 旅 巧ち^ 研 兜 

を 考貧 巧の 書籍 蔥集 等は 特に 御 

化を 取 計ら ひを 巧 (麻 拘】 

里ぎ shi 左を 夕 
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り 八廿片 一年 四十 あみ- 


ちが 御 料理 

彭瑞樓 

H 本、 諸 吾を 
歓迎を します 


▼ご 一徳け 淸 潔、 雜 が、 氣樂 ▲ 

桶な 據縮 

まな 伊势事 佐み 間榮作 

を， 5 巧. ま を Street 

Tel. Res 里 だ 苦 


會席御 料理 

並に 為 



斯鮮爲 か 一切 . 

y 本人 向きのを 魚 澤山取 6 揃へ 

特別 廉 潰で 大勉强 致 L ます 

サダ ォナ魚 店 

•loseoh り avonp 

泛 4 v^. 61 を St. 

Tel. oolumbus 曲 123 


極上の 魚類 

季節の 新鮮の 魚貝類，^ 澤山 揃つ 

て语 らまず から 解 賞 ホす をい。 

•ァピ セ ロな 巧 

82 置 ard St- Tei. で ankiin を 基 

が豫睦 御 下宿 

お 鳴を 次 郡 

お 四十 九 了 目 一六 五 

アバ.— トメ ント C 2 

電讀グ ラ ザ 六 一と 五 


.. 

御旅 舘 '河 \ 添 I 


asat .eg ホロ 公を 甲 离印單 元' 6」. 1 3 .クく 

警が蓋 Q 純正 底 5 おお J に 4 

u 本 ホ 顏 食料：！ 器 

巧 旧 稱化巧 ま會お 巧が 一手 費 楠 比' 

日本 食料品 廟會 


H ネ 食料品、 日用 お 
並に 新刊 書籍 類 一切 

片懒 兄弟 廟心 

泣 巧 お 巧 新が 毋近 巧が じて# s' 
化换間 お々 料 用を 〇 お ホ 願卜' 


日本食 科お頰 ぶび 雜貨類 卸小資 

龍？ デ. 苗款桑 山廟會 

薪 巧 蓄籍雜 誌 小間物 日用品 各替 


日ぶ 食 巧 おが 補 
日本 誘 揺 諸 雑誌 
n 本 雑 巧を 帷 
を 地 新聞 お 巧 

統脊 みやげ 品 
が 瓜 クシ ヤツを 補 

をを の 設けを ち 


割烹 並に 御旅 


生 




化戟 兄弟 

视靑ボ 巧 八十 八 了 a 一二な 十ー ニを 
お 話 ， カイラ ー と 八 ニニ 
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に 則 
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理想的 御據舘 

御.；；^ じ 誠な をの' て 盛し ます 

日舘 



御手 輕 御料 巧 並 レす き燒 

■ 前ら し、， 材 巧， ク择び 卸 お 檢の御 
裤 々勉强 をし ます 


滿を K さ- 


IJ S 7 

比峭 

A 9 t 5 
M ^ 1 m 

邮 w 

削が； M 


技 


御な 當ホ びに 御ぶ 庭 支出し 

御手 轉 御が 理 
巧の か 〔御 下疫 

'、媛 蒲 魔、 每 U な b ます 


夕那 t 

料理-^ 

ホ廳を 園で 永年 御々 賴 をを け 
た 祭 父で 鄕巧 います 



H 本に 化み、 H よ 語 
柳 を 結し、 皆樣 の御嗜 
巧 じ 適する 御 巧 狸を 調進を サ 

V-* を エレ H— タアの ドです 
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忘 城 

ご^ 

N ぶ 触 

m 

が 41 
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宾 ホ じして 淸潔 
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午前 t 時 よら 
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Hsu 
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華盛頓 

お ざく 

日本 料埋 

御旅 舘 


が こ 

H 


，御菓子 舖 

架饌 巧， 羊肇 、お 棠ナ 類、 爲餅 
(のし 餅 前り 抑な た 願 ホ) 

を 風が 离橋 

西 ホ 十五 了 目 一二 十四を 
電話ト ラ フ ァ ル ボ 1お五五巧 

一原 腐油據 

煎餅 製造 卸、 小賣 

J ム ''でみ 苗 一巧 

旧 中 

第一 11 巧 八な 八十 五を 
笔語 プラザ 五一 二八 


巧 廳を園 

司 巧 人廬莲 
巧 勤の 方には 畫飯 
の 御 巧が じ 描へ 巧 
間 貪 梅の 御用に 應 
や V く 族 間 巧卒柏 
不錢お 引な 願 度な 
紙上 御案內 申と 族 


媛 蒲 燒壽词 御 化 おし 

日赌巧 R 巧 巧 もが 巧 かに® じ 升 

轉席 御が 理 

烏 等^ 下な 

をち ぶ 一 

\ • 


會賺御 料理 

東 泮鑛一 


一®^® 1 ホに r 宿 

お鷄 

養 苗、 蒲 焼* 蒲 鈴、 竹輪、 かきめ レ 


御 下宿 

自あ亭 

空ジ nds Si Br さ klyn_ N. Y. 
ぎ 至 ain 7475 


西 六十 五 下目が 四十み 番 

一力 旅館 

笔酷 ュンデ コット 八ち 一 0 


御 下宿 樵ホ乂 

47 で ospect plas 

tiet. 1sf-2nd Ave. 基 E. な nd Si 

Tel. M ミ ray Hill だ芸 


尋れ人 

巧 正 恩給；： i 巧を が 

が ホを 二 一郎 

「外國 旅券 ド 付 事實站 明」 到着 
熊 本縣人 豊 旧淸定 
朝鮮人 安秉斗 大おあ 
を 知 お 川な 衡巧歌 山 引 i 純一 
巧が 苛 C 武 お徳 島 かが 正义郎 
をのを じ 姐 知を 巧き おを 么 
晓間 本人を くは 知人 ょら 巧 
化 巧 お 通知 願 山 候 

紐 育 ホ幽繳 領事館 

1 某 B 夏を ゴ N ミ' fork 田 な 


日本人 脅ち 催； 觀藝爵 の 

松綠舞 小袖 

庭球。 淸 ホさん や 紐 化の 小が 
さん、 旧 房 夫人 等が 總か揃 ひ 


氣 .同い もので。 ，る 
のをを 追 ひ ホみ 六 
れ ました OJ 

ごが 巧。’ 化 エバ る. 

S いて、 靜巧 "印は i シ . し 
自 かじは 化の が 物 W 砖- '，か 
をぶ 就させる ホ おが，* 力が あ* 
4 に m 心へ るから •蜡ら < 二 人ぎ 
も，*」 誘 さ L て貨 ひたいと 賴朝じ 
恐 願す る。 

ががない 賴 朝は、 をれ を 作な 
さの。 

「でも、 でぅ しても、 巧が して 
みたぅ 御座らょ する。 あの 彫物 
帥の 眼 ざしは、 妾の 胸の が；- あ 
るない をを 追 ひ 求めて t る 巧で 
御座ら まする。 あの 端礙 G 、 を 
して 切 い隨 の々 が、 妾の 胸に 
秘めて ある、 氣 高い 武卜の 面影 
を、 吸 ひ 込 〇 巧に 惹 きつけて 居 
らまず る 0 j 

と、 離 a 俞二 無二 じ、 伊勢の 

も ごへ ゆ C 0 

賴辨 はかの 樣じ 激怒して J :' 巧' 
巧の 松の 祝-- 魔が さず ご いけぬ 
さあ、 千壽 早ぅ 舞へ 〇」 ど 仰せら 
れる〇 

千壽が 鮮やか L - 舞ひ收 め' をを 
が'' て、 由 法が 娘 「老化」 を 舞 

ふ 0 

絕 いて 黃 嫩の龜 视が巍 はう £ 

する ご、 賴 朝け をれ をが' にめ 

「みぎは 靜ぢ や。 さゎ 巧 ご」 

ど 苛立つ。 

靜 、身搪 へて、 屯 嗦な舞 じか 

かる 0 

裳 張し. \ ，.約 寂を 破つ て 蜜が 鳴 

る 0 . 

を もょ ら靜 御前の 巧を を巧吻 

化で 見つめ」 むた が 勢の 匯エが 

巧 慕の 如く 巧び 出 fo 

「 も ■ • が 浑. r , 3 A £ 41— ，む 

だ 菩薩の 像は， あの 舞娶 で、 ゎ 

ら ミ 也 じ 描き 岀 され 口。 し 

づや しづ、 しづの おだまき 繰 b 

返し も、 ゎの 横な 谣い 切ない 操 

をな て、 靜 御前が 戀ひ 慕， 1 れる 

判宫驟 こを、' まさ r 某の 追 ひ 求 

めて むた、 い ごんら たかな わを 

巧 巧 法 帥の 言 はれた 通ち、 こ 女 

の* むに やどる、 たつた 一ん の戀 

人の 而影 こを、 化に L 尊い 淸ら 

かなもの。 

あ t 泰い 。菩薩の 像';!、 もぅ 

出 ホた‘ 3 巧。 さゎ 化のを み 巧 

へのぅ も、 唯一 ど 息 じから b げ 

ゃぅ。」 

懲を ごつ てを み々； る。 

靜 、たし < 舞： 收 める。 

壓 S 音の み、 猶蠻 く。 

=猜 


栏の .い； がを 述べ、 お 一に 新 
譯を祝 ふと あつて 先づ 福引 
W 氣を つける。 邮 まさん が， 巧 心 

技侧 . V 化ぶ してを 嬌の るが 亂 •一 

を 述べ ：'. i M " を； 披 おす 
る。 み じ吉が 君の が，： 吿 的が 說が 
あつて 巧が なをは 寸搞 じ；^ よる 
紐を 幹 おさんが 講を贿 r るいて 


一色に 飾ら' 巧.' •。沟 は 舉ツぞ の わ 
祝を ま徴し L がみな'.. あつ わ。 
常 H は 早 瑚巧所 巧が か 神殿に 御 
乘吳 をを 昭げ .させられ 文武 

百官は 乂规 服を 瞒や かじ 
がが 腕 車を 挪 つてを 巧 L、 巧 中 
お 殿 じ わ 揃 ひでお 猫 遊ばされた 
巧陛ド ri: 謁わ酣 お 奏 L しじ r 


を剌没 曾' なる を ホのを；"： 鲜 一 t: 

ちり‘ 贺 •，髓 ふ 息 睐で别 を かも 滿 がは 六 かから 截听殿 じ 御 祝 •赴 


珍奇 手烈な 

新年 大宴轉 . . 

♦が脊 Z； 本ん 雜貨 小賣 か 化を 

の錢 をで 去る が-:: B が 巧み 树添 

じがて ぉ谢 合ん を 閒お會 飛な 裳 

k 懇 排巧廉 1 1 夕 ，ボ '、ン ド 巧 ま 

をが ゴ这； 古け 诉 i ホ。 報を ぶ 

がち 八 ホ 楷甚八 氏 送 别約兼 n 本 

人 食 お 酱贫ホ お 卿巧會 ごい ふを 

奇 （巧。 なむ 巧 入道 も！ 二を k 避 

> ろ.',、‘ ふ乂ぷ 内が 閒 かいじ。 

常 巧の ホ淹 あ： 2 .卸が 側からは み 

が 排如 地中、 を お。 太げ 巧 易の 

流 志、 中 山。 茂ん 桃 化の 菊 地、 

巧 ホが 化合 計 四十 余 あがなな 瞄 

巧で あつじ o ' 

♦化が 万年 化を をの 香 西 御大 


谣 一巧 則贊 化で を か 計を w‘ /> 

る V 二同袭 まし さぅな 顏 か'' だ 
った。 

♦を’；. 役 旨 選擧じ 移る N , 
ァ大變 々年糾 を 長が ホ 期は 撰 
化ても 辞 おする £跌 々を 3 ネ ' ' 
節爭 さんが 大臀吨 巧 L て自 ネ,； 
赃稚ど 紐を 員の- 个 誠意を 巧め る 
會 引さん が 紐を 解散 論を 持 も 出 
.したが、 出席 會眞の 辯 明 も あち 
マ ァ ~^ィ ー圓く 納めて 今 ほは 投 
票と 用かずに 雖 部は 垂 けィ」 ホを 
曾 巧 0 をの 爵劇も 漸< 濟ん だが 
比 間を 才處 ぉさに 五十八 ホ ニ十 
化 砂。 

♦お 祭が 燕を 惦を紐 合を じ 蘭 
る'. こ 幹部で 出した 巧 雙ザ减 案を 
一巧で. を ホして 化 舞 ひ、 梅 ホを 
か 巧な じ 强鄉賴 母ず 制度を 協議 
玉’ る ご 幹が がな 對 する。 比： 科 事 
稱 巧が 轉 論ら ホつ たり 色々 渦稽 
y 據 面せし C あつて 愈々 御潍の 
総會 終了、 ぉ蔭で I 岡 大を必 
をれ から 隐 ぐた 歷親 貪广戾 つた 
v> おつたら 新設 會 社。 1 タスが 
ッ ドが 貪の ホ 萊報吿 曾. V - 轉 じ、 
をれ か 日 ホ 時報の® 長 ぅんか 
ら 「今 巧':! をな 化を」 ど 化ら れ 
r 粗製 艦を 品」 の 注 息を 化が さ 
れ 「H 本 おを 賣る 巧が 科网 なを 

扱は ねばならね どは 化しい」 ご 

i ， ； 

♦みに 組合をから 「H ホ 時 巧 

營裳 がを 八 豪 槛甚ん 巧を 別辞」 

ごい ム宣吿 が ドつ てん 雷楼 氏の 

がが、 角 山 H 會書 詰' 長から 二 巧 

と H 開懼お 藝會の 御が 露が あつ 

て、 を ごは 小阪？ んが得 盧の觸 

を 聴かせて 故 曾は 目出度 巧械〇 

初夏の 御 嫌 典 

ん瓣廿 五 年 

五 巧卜け 頃を 測して 

■聖 と、 皇ぉ兩 陛ドじ 山 明を 化 

ご一 年 五：：： 十：：- に 御 姑 おの 儀を 擊 

げさ 甘ら れ てょ’ o' 今 ザは 滿 化 五 

ザと U ち 坐- 4 は 御な 四 t と、 

尊 后は 四十 二歲 の' 耕を を迎 f さ 

せられた のぃ、 皇蜜じ 於 かせら 

ゎて rj を お 初夏の 

ゴ 〔辰を 卜 したお 婚サ 五を： 

の 抑 祝典； 級婚ぷ } を 舉げさ ザら 

れる ミに 御' ベを じな つた。 W 治 

ir とを i 二 巧化リ じ 明治天皇 巧大 

瞄 かも 年 祝 巧を わは せられた の 

•か 我がを をの 銀蜗 式の お々 で、 

を间け 堅ち ごして は 二 巧ぶ の わ 

祝で あら 皇族では がを 十二 巧 十 

一二" みおが 殿 ドの 銀婚式 •か 巧は 

れ た。 级邮 巧け 歐 ホでは 糜< 巧 

はわ お婚巧 化： 丘が 伉 健 化かした 

一家ん 繁 をを 祝 （て 巧 親 おはな 

製 のん が おを 贈 るので ある。 明 

を天尝 ，のち 婚 U な 年 祝典は 泰巧 

の 化 媛た な 巧 習に 則られた わ萌 

で、 闽ぷ ごしで も闕は ごしても 

誠に 慶-咖 すべきよ で わる。 W 治 

天 I 书の御 祝 化 ハ 常 日は 朝から 雪が 


I が锦 A 


か リ' 

松- 

に.；'. 

御 渡 
げ さ- 
ろ とけ 


„ ぶに が.— 


i 广- 


ホが け 純白の 


は 明ち ホ ' 
を 始め 廣 ■ ..バ' 
の わ 惟し‘ y / 
ホ だ 脚 治を' 
いわ 祝を， け‘ 
迄 もな く闕ド 
びを 0 て 巧 待 
であるり' 


端 糊の 灯が ホ禮 
^ .と 色を 浮かし 
がら 繪を ぉ繰ら 
た。 ちじ 其が 凡 
を 葵せられ を朗 
'巧 曾が 幡 された 
山 織を 場では 特に 
.明を 大 ホの 狗巧 
やか じ 巧され た。 
がぶ は 牛 お 五月 十 
一‘ 叫の 化 る一打 
巧 聞す るが、 を 
.柏め 秩父宮 .、島 
f はを々 御 健康 
■じ秩 父を は 今が 一 
御 ホ か 式を 舉 
.'..•益々 楠 隆碟で 

のた め 御 祝典 
■ 化"" 様を 皇族 
バ i 釋绍 贼餐巧 
^ る や 巧 や’ は 
化わ弈 出を 
- つれを ； は 申す 
^ 大きな 微巧 
しとげて ゐろ處 



鱗 踏敎授 

▼社を ダンス A 

►袭情 ホ 操 A 
紳 +、 淑女、 わ 子 
供さん ホ じ 叮嗜じ 
敎授 致し 升。 午前 
十 時 ょら 午後 十一 
時を (H 腿を 除く) 

シャリフ •ダン！} > 

ング 邮範學 校卒黨 
上 杉 タマ 


中 村 埋髮巧 

中が 萬藏 

31 W. 85 さ 沒 •产 Y. 呈》 

Bei colibus Aye _ & Central Park West 


甘本埋 髮縮淸 

新式 斌髮の 設備 あを 迅速 了 海を 
肯 とし 精々 勉强 致します 
西 四十 一二 T 目な 番地 一二 円 ホ 號室 

タップ フロア (第 六 街 i 四十 一二 T 目ち > 


グ 


ち 年 化れ の. 名 ± 

♦火 H ぃ 十四 帝が 並 年に 靖トノ 上 
養 J を 三ぶ てま 嬌 が-皆 . r ぶ 马 一； 
か 街歲か 玉歲で まら y ら； ^ . な。 一 
巧て 化 わ 芽 お 度い 年に アヤ*;} 
どい ふ盧 ホでは ない が、#? 年^ 一 
れのあ ± を 調べて 是る じを 爲 4 ぃ 
六が ちれと 十一 一一 歲 のを 齡 おでは 
おモ 堅ん 邮モ 、材卜 敬 ホ 邸、 目 
賀山桃 お 那の雨 巧、 攒 一て 慶蜡 
1 冗 年生れ 六十 一歳の 德川 達を、 
松 半商亮 、.内 旧廉 哉の 一二 伯、 ち 

陆ん彌 、鄉 誠ぶ 化の 兩男 ♦更 一. 

六十 一歳を 化 强± じ ホめ る ご 去 

島 一雄を、 小 泉 父み 郞 、吉植 座 

1 郞 、小义 化 富と、 巧け 小太邮 

が 藤金吉 、卜遮 女 太が n 諸君る 

始め 外 じ 十五 あみ 一段 巧い 處 P 

明治 十一: を 牛れ の阳 十五 歳は 化 

顏觸ら 卿 か 乍''' 巧ぐ. なら 横 山 勝 

太那 、內ケ 崎 r'l 二邮 、小 ホ涨き 

の 諸君 外 十一を、 み e 所謂 新進 

紐の 明治 U 二を ホれ の 化と なは 

大麻 唯 男、 山硏巧 を の兩 だ。. 



宮川 事務 朗 

持 續的擬 蘭の 同胞に 的確なる 職 
業を 間旋 しまず。 

た pa ま沒で g 岳 后 ミち 

養ち. 4 害 Si. N. Y. C. 

ぎ 置 ani 77 芭 is 


曰 


電話* ち* を 


八 〇 と 九 

ん八ヒ ー 


1 を f 三 in • 人 入 — ィ .一 一 > 

米； 叮 峰く 寺ゴを 

^ 親切が 


が 育ボ西 四十 四 T 旨 
一二 T 1 1 八を 
(二階) 


最新式 六爲建 

巧 利、 淸洒 、を 遇懇 助、' おお® 廉、 
發養船 有と 睽 都度 波 化 場 じ 巧 坂 
ン r 卜^ホ 第 ホ 街 so ちを 
ビ^ __ 本テバ 


i む 


二ん 玉 二 


藤 ホ 旅館を 巧 

428 SHynard Ave-. 
westln wash. 


目 本 巧 歲船切 蒋鄕申 速に 應じ 
萬 事 i 官じ御 お 扱 ひ 申王娱 

桑 港 小 中 ホ テ 弁 

▼ a 本 御料 巧 (則 ra あ' ウ) 

を维 々リ ホ^ ニア お 六 二 一 
電話 カネー ーん 一み 


ロ ー サン ゼ^ス 化を の 御 観を じ 
は 巧 事 鼓 蟹 八 御が をを 計 6 ます 

ィ"ー グ八ホ テ 5^ 

羅 が ホ じがけ る 同胞 獨營 中最 
新を 属等ホ テ 八で あ b 主ず 
羅 がを 一 街 一二 化 平 
電話 ゲ アン ダイクと 六 五 化 


ボストン 案內 

貸 自動車 業 河 巧‘ 

諸 占 跡、 大學巧 > 工場 巧 他 一般の 

紹か 及び 通 辯 もします す〇ョ 3 Q 

Tei Back-Ba 二 7 呂 70 Batavia St. 


♦が 報が ドラ 息 

T の. もを ぶちに 

就て 報 泡した の 

^一近ホにない愉 

化 ■こごです が 

最ぅ 女し 徹な的 

じ其眞 化を 化閒 に赚 あして だか 

柯 です。 す 良ぶ b のが 巧は ヴバ 

I サィドを 一 寸散 本し」 ら商 

おらまず ち 河， ろ 藍は おて 巧 紐 脊喉难 巧 中 あかが 

から 蘭へ^ けて 巧 動す ム连卜 vf 

すから ね f-: 技を) 餐 . /.:ソ^ . 東 單了弓 画二蕃 


ボス トンボ '、 

富 ± 旅 舘お滿 束 松 

145 wis 畫資 .す ston Mas 产 

ジ ー. 置 k 童 苦さ 


御 下宿 


1 夏 uxin， 争 


なみ 必 地ょ‘ 

淸 潔。 る 葉 * 

松林 おか 

が お- 置产 ぶ-這 21 


ブ I .をて d ミ ia 赛 74 


^ 電話- ン ネシン トン 四 八 五 狂 

器 旧旅舘 

巧 十五 T 目 二な を 


.1 筑二 擦. 

一 巧な を 切っ て わピせ ば、 I 二 術 
ー ザな おもの 被 驳がシ かしを おお 

L ‘わ婦 まつて、 綠を 巧い 化が 繁〇 

てみ る。 ぶの 向 ふじは 漂渺 たを 

:相 巧游。 

煤り のをが 诞ゼ て、 束の 再の 

がバ"だん-'---强く4^る。 

をの 明けぶ の ホを 化 b に、 毅 

を S 货ん卞 では、、 が おの 隨エが 

おじ 八 化々 迪 b 出 ホ 上つ た觀音 

傑を 一、 む L 剔み 乍ら、 頻ら i 線 

ん をを や、 脚 W 格 巧 U でを おじ 

して ゐ る. 〇;.' 

々しぶ がらの 擬の化 もど じは 

がが の 阮エか 物 獲げ にお 情んで 

むる 〇 • ■ 

を i - へ、 節 御が の增 をし 乍ら 

這 人っ て 來&摘 除の '- 陈 を、 が 

をの 化工が げび どめ て 

— 唯今 わ 巧の 战の前 ごは、 臉の 

下に、 わ こかれ の、 がしい お 影 

をが して おられ ましたな。 おの 

腿 ざしが、 で.？ も じ 浮げ のの 

t 、 化の 像が 化 上がらょ せ 打 0」 

ーゴ述 がする。 ’ — 

j ホ-み.'^ ホり 转 r あの 巧け 卞 

-ん '''をが 覺み '/t い。 ぶいは 優 

i しい 靜の前 の帖 をの 儘ち や o」f 

I 浮 化ぶ；；* れ のした ； をい ふ 0 

1 化の 略 示を ぅけて、 が 忌の 巧， 

i エゴ 觀 音像を ぶ 化する。 一岡が 

I し‘， t めを が 巧へ てきて、 旅の 

j が； U けを 邮 おを 瑞ィ る。 

: 「を "'^諸轉をおのなじさ迷ひ 

I が ッ つ、、 ごも 無き 淡い 命ぢ 

; や '；‘ か だ やから、 何時 巧へ 

て '.，'.しぅ はない。 ぢ や-しょ つ 

て、''..; る 彼を 战 じ、 云 ひわい 

T - : お. 無ぅぃふ；が出ホる0」 

, i 巧 帥の 言を をき いて、 

巧んだ 協で むた、 天才 肌 


が耻だ 入つ 一し、 おの 傑を 打 おら 
うごす るのを 巧 巧は 沖 どぐ め 
「いや、 化み巧じ铺胳ださる^^ 
哲 々凡夫 レ 肉眼に 映'' るの け、 
すべて 化の 化の 假〇を じ 過ぎ 中 
さ 打。 かおを か のげ 相け なか U 
かじ 化 火-— 見へ ませむ。 見へ ぬ 
をに あ れる ょら， 服に 兒へ 
る 化の 化の 美し-, をを たょる が 
わ 化 どい ふ もの ぢ や。 ど がうな 

れ ば、 實 殿の A め 御作は ホ 派な 

もの'- ごら わけ' 一 其の 眼 元には 

ぶし い 淸 い 力 韶 つ て ゐ る0」ど 

ぶく 0 

「では、 を 袖 巧 じが ひます る。 

化の 化で，、 間の 造ら 得る ものが 

到 ほ 暇のを で^るならば、 巧の 

胺八 をのう も イ* は、 柯 が-を 英 

しい 神々 しい もので 御座ら ませ 

う。」. こが、 合から が 勢^ 匠エ .か單 

パな 入 ir* 質問を' ずる。 

「町'' VS 星ら い i な 0」 

「ご n. : ら化 じは ござら まサの 

リ 

ゥム… と 女の 胸に 描かれた 

化 ーノた 乂-^ 男のを、 をれ も 純 

る 巧； M きもの i - ツだ らう 

I ミ」 

I ご 西し’'/ 力を 謡め ていふ。 

I を-'-' モ壽の 前が あら はれて 

一较 めな をが 刻が がまら、. 今 こ j 

-へ巧 巧の が お越しな されえ 1 1 


.八の 築い にがみは、 愚僧 ど 肌が 

りぬ だ やて 〇」 ごを ひ殘 して 西 

T ぶム。 

■ し 化を、 巧 腹 だを 。どれ 朝 

をし 邊 らう 〇 - ど 掃除の 一隊 も 退 


寺'';:: 

j のがみ； ぃ 化工が ムック ご 頭を 卜 

I げ をして 

一 r-'-'. ''V:.- は、 どうやら、 物の 氣 

i に •.城 かれた 巧 じ、 鈍い 鉛ん 

み.：- ーノ て、 いろ'—:;^ 苗薩の 

一が；' •一':-^ う 心 じがいて は納 し、 

一巧.' — --',, 一': 撒き 致しまず をが、 で 

I 。 巧みの ゆく® 彩を 見出 

广： J'' ,.10 か 川 致したら は、 普 

だ.^ む' いを あら/、 と 必眼 にう 

K' i - こ'‘ r'- ホ ホ ませう 〇」 

: ''\が ： る。 兩ー パは 化の お々 遂 

: こいみ むを をで i 不朽の かおは 

.".ふぶ-^. 式 もから ホまい 出る も 

hj.' ' い i 慰める 。をして、 

品..：'^.. 化 X の 化を 像を 見て 

I 巧が-」 聊かい ぶかし うが 

I り' こ/ 一.‘- i、 化づ柯 ょら も、 化 

I ン； ，ょ，‘ . -- い轻で ござる 〇浩 

をが ぺ なおが 無うて、。 ぇ かか 

じ」 が 想：. 一問へ てなる 乙女の 口 

一巧 i ゴ- か。 を S 軟 が；：* 胸の わ 

じ b ん .な お を 川 一い 胸；、 t! 無 

うて 「や i ら すれば 邪淫 f 抱く 

パ： ゴ しい 胸ど琶 ゆるが、 を 

はお 脚：.：； が 白で 御座る か卜 も」 

‘一 がが V 一加ク る。 がを み 巧て 


ぶ. •- へ、 ホ n 醉 機嫌の 賴钟を 

，九ん のな 姬を從 へて な 撰。 が 

なむ 应 t の觀 音像を をて 「を も 

け 一 お 拱-かか 夢に 見る 巧し いを を 

"でか あけて 吳れた リ〇」 ご 褒め 乍 

」'、 がに 去り 酱 る。 

: 巧に 堪 へた 松の 線の 巧な 

氣 V 」、 をい を 化 レ。 

P ，' vT は 3 だ あの 哥すば 

ら一 の義が：^^をむられぬ 

のか。/ レを 際で 征夷 火 お 軍み 

位 V 耶 闽 お、 をな きおの 姑 

:磋も 巧いて’ 逃 バ隱れ 居る あ 

のお官 .ぞ 慕ぅて ゐ る/か。 

ゥム 。化の 賴锁 じらぶ 册一 がわ 

を G 」 ごて、 賴锁 はか 勢 S 阮 王を 

な— 

「を もの 刻む 巧-午' ち隆 のを じは 

化の 祀お 大お带 のが 彰 V . 巧して 

あの 巧な が 刻んだ 蹄 S 傳 ご同を 

化べても’町して、 ホ；；；^まで4。 

のぶ 化を 述— て吳 が、，， 一' 

ごがみ、 t パ‘，‘ の 踏と 巧 巧、- し 

.取'"' リや - Y 、 こす，'-。 が 巧の 旺 

エ tr つ/、」 \ ご蝴 がのを， ょな 

がめ て'' 

「が b 乍ら、 i ：'? かわを け 菩處に 

は。 ら^ ザ <20」 ど お 巧 想に 斷は 

る。- 

「がの まぼろし にを るない をは 

追うて： J をうても 補へ 巧の 巧に 
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軍で 率サ 十 か ! 
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む f 當第 


惑 hp ぶぶ jatte 瓣 狂け 旅で 巧 


〔 11 幡 ル ：! 


日 八せ 巧 一年 四 卜 正大 


Cffi) 


♦紳 王向帶 単、 白金 


♦金銀 製 おな 附 各種 


二 ，ブ 、工^の 便ょ き 

貸 室 1 を S 婦？ ょし 

屋 ち* ト ムヒ！ 卜 、エレべ. 

夕）ァ.、1トィント1 週十巧 
Ap こ 5 言— こ. 口 


の 帥 NW 

化が 加黃 

g 顺削 Ml 

T — nu nu 0 ^ 

卵が が SI 

巧 W 〇 疗 

則 G 二 

n 2 下 


巧 外海 陸 運送業 

小包 郵化 じは 大き 過ぎ お過ぎる 荷物 

は 弊が じ 御攸巧 ぁれば 冗費を 挪 はや 

'{女を で 面倒な しじを つ 低廉の 巧を で 

じを が經 もの ホが 物 ごして 取ら 圾 ます 

おがが ホ 巧 ル + が 八 

' H 本 お 巧 巧ぶ 川 長 運送 會 化 


紳击お &み高 尙な服 裝 _ 

U 新型、 地搁が 澤山ぁ 6 が n - 

正しい おが。 乂國 A タィ^を おおの Ayr 一 
キ 弊店へ わ 越し 下さい。 

弊 舖は過 ま 十 年間を 化が 化の H 本ん 紳± 方 一 
の お 引 立を 崇る 信用 ある 巧で 御座います。 一 

. - 
ウオ —— 力 — ン ド 

フロ リオ 洋眼巧 


資本を 
沸 込を 資本を 
格 立 金 
巧 ま- 
を 化 
本® 

< 支店 


ホ 千 巧 旧 
巧 千と 巧 拾 巧 K 

一ー ホ 銀行 ぉ巧お 巧 

東巧ボ H 本 巧 おむ 巧 巧 一 
小 お U 本 梅 义巧ク がき 巧 巧 
をを 尾 巧が 大お巧 (大 お) 

神 戶廣鳥 下 巧 内 司 巧が 
お 岡 長 略 上がを 巧を 貫 


外國 島が：、 棘を 送を、 化 送を* 信用 化 i け 化 
一 おお 巧 業務 捣 々が だ 川 じ おが 可 中核 

S 一二 萎 銀 巧— ず 店 

みそ 巧 まを-本 巧、 大驳 、神 戸、 京都 
巧 化 地 名を お， ル お、 上が、 淪を 




晚 香が ぉ二逊 一回 出帆 
▼ユム プレス 西 細が 01 T 呂 〇嚼) 

二 巧 六日 

►エム プレス 加 お 太 0H ハち き顿) 

二 巧 二十 U 

A 王ム プレス 萬 西亞三 To 吕觸) 

_ ご 頁 ホ H 
▼ェム r レ， 滚太利 三 五ろ 00 順) 

一二 巧 二十日 

一等、 二等、 一二 等 及び 下等を 設備 
最大、 善 お、 梟 か ホの 東が 化け 船 


ホノ か、' 橫濱 '冉戶 'お 巧 •上湛 ■香港， あ 巧な' わ 

コレァ 化 (云、 〇呈峨 ) 一 二月 ご 百 

(羅 おぉ 帆 二 サセ日 レ 

春洋化 一ー ニ、000 顿) S 巧 十と H 
西 比 巧な 义 (云、 000 順) 一二 巧 化】 日 

(羅巧 巧 抑 一 二月 二十 セ 日) 

太 洋化三 二、 000 贿) 四月 十四日 
天げ 乂 (ニニ、 〇呂觸 ：一 四ち サ 八日 


仁祀載 一 巧 音。 をを‘ を 巧 轟を が 
な航 * ノ^、 横 濱神戸 巧 司を 港 巧 
廷復 共を ホ 週 一画 > 

◊を 港 巧 切 巧傷窒 を 赌 入御 餘旋化 1 お 


% 

錢 
道 
が 
を 
'其 
化 
萬 
股 
便 
を 
0 


IT 

ろ 口 

ひ 

钟 


シャト 八 出帆 午前 十一 時 


I ►ブレジ デン 


ジ 


フア ソン 

二月 八 H 

グラント 

二 巧 二十 H 

タテ ィソ ン 

一二 月 glu 

ジヤクソン 

ご 一巧 十み 日 
太平 巧が 路の玻 か 速療船 ▲ 
船室 厲く巧 想 的じ完 糖す. 
ベッド 化 用 コット じ 非ず- 
御を 導に 化ら 日本を を 調 ふ 

斬 代理店 桑 山 簡巧ミ EJi, 


►プ レジ デン 
►プ レシ デン 
▼ブンジ ゲン 


あら ばま义 二 巧 + 
▼嫁 お I を 二 I 0 巧 S 等 五 五 A 
云ず を 室 乂な逛 家族 宰夕數 
ロスアンゼルス 化 帆 


しを でる.^ 


二 巧 


こ ハ 弗 ザ S 等 二. 
► ^ 港羅 がが 巧 車 切符 驗 海を 溝， 
旋れぉ 候。 

▼が 育 絲パ大 マ粧お d よまが 巧 度 物が H 


^ ^ ち 期が 貨 五十 圓 《 上が 息 年 ホみ 

龍 賦臺灣 銀 巧 S お 張 所 

▼鄕里泛をぶびホ送を^ぉこ較巧】、 外两 
爲肆貴 買、 巧 巧を 化 もが 立、 盾 巧 化を 
朽等一 おお 巧 裳 巧 御 便利 じな 极巧化 お 
►巧は ながは 御 遠慮なく 御閱 をが 下 巧 お 


一、 巧 巧 五十 圓 W 上 1 六ヶ巧 口上 
本 巧 一' を 巧 I, が 息^^^^ 年 ホを」 ご 1 ヶ年 なみ 
預金を U 「が貨 あ十圆 0k . 
-通 ホ， だ圆 じが： r: 走一錢 二が 

:化 ッ摩モ 脚は 下ノ おか 抵をハ おが ■息〕 

鶴鑽ぶ 金銀 巧# ま 巧 

鄕 を 送を はがて 無手 あが じて を 
巧 橫濱ネ 巧 経由 送金 ホ あ 巧 申 お 


社を 男爵 化ぶ ま 左衛門 
本 巧ぶ 脚 皮ぶ？ 目 
短 育を 巧 糾巧ブ 0 — ドゥ ユィな 四十 九番 

IS 化 友 銀行 

巧 京、 橫‘淸 、名 も お、 を 部、 巧 戸 
尾ノ 道、 巧 島、 吳 、柳 井、 下イ瞄 
巧 诗、 小 倉、 お 松、 博夕、 A な ホ 等 
本 励. 巧を、 撒を 送を ミは 埼め 
て 御が 利 忍 速に 御 化 披可中 お 


日本 內 
地 支店 


藤本 證券 會社 

、一 板を 倩 詰 券ノ賛 質、 引聲 募集 
ィを顯 、化 二 之ュ關 ス^ 一切 ノ棠務 

諸 船 藤本 ミミ— 力 I 銀 巧 
紐 育 お 張が 


# 貨 陶 なお 

ドラィ ダ— プ卸資 

太洋资 易舊會 お 

ぞ化 ホが 古、 ボ スト》 


陶破 器、 雜 倍‘ク 
ンプ及 ラン > を 

森 巧 ミ/ 


卸賣 




ス 


をぶ びず か 一の 題 下にが 親 

二 巧 十一げ 午後 六 時宗を 關 

係 お 脚晚餐 貧、 よ 時ず ょも 

ナシ ヨナが、 术—ム にて 會 

談討幾 

二月 十二 日 午後と 時ょ なよ 

時 ザ迄ゲ で スバ アサ アビ ス 

( ホ ^ — A ^ - — ム ) 


な 〔な！ 一 i ■を 

紀 念ず ミ會 

U 本化樂 部の 貧 宴 

當市西 化 十 111 了 H 巧 六十 一番 

护本 おを がは 下 九け 荒 年 三月 十 

五 H の 創立 じなら 故 高峰 蜗±、 

漉 領事の 田ぞ槐 (W 無 巧所乂 使) 

今 お 兼 二 (前 4 余 ミ 店 接 i 巧# 頗 

一が iu 本 ホ ホ 重役) 牛 藻 第み 郞 

(前山 中が お 取締役) 福 かが 一二郎 

(巧 ニー かを もを 役) の 諸氏 比； 化を 

企の 下に 西 八十 五 T 目 四十の 恶 

館を 抓 借 だる」 始まつ たが 本年 

はが も 二十 週 年に 化當 する ので 

一二 月 斗 巧 目 (k 鴨 H を 期しが を 

の 其め】 火が 巧な を銷 くべ/' ホ， 

をし 準 脯委お 巧を 础 織して グ〇 

グラムを 化 製ず る こど iub 本' 

n 正午 法 普 お樂無 にがてな 滿す 


本人 敎會 では 去る 一一 十四 H 例年 

の 如. ぐが 年 饒巧會 を 權し來 待を 

と 十を 名が 常の 盛 現を 示しね が 

ぶの 礙 勝を じ赏 品を 贈呈し じ。 

だるた 一等 小 池 二等 太 田 

二 一 等木澤 

將撰 -等巧 口 二等 山 本 

一一 一等 小 巧 

園 屠 一等 中 村 二等 寺 田 

一一 一等 鳴 崎 

チ" ツカ！】 等滿旧 二等 小手 

1/ 

十六 武藏 一等 村が 夫 八 二等 

ホ 出 夫人 




美な 敎會 競お會 

がわ H 本ん 美 W 敎會內 淸詔會 

ぞ 傾の 下 じ ホる S 十-日 {t 谭 i 

H) f 後 八 時から 巧 内ん T 目 一二 

だ 二十 S 番 同を を々 おで 歌が あ 

闻ぷ 、將 が、 ピン ゼンを ぴ '蔽 技： 

會が ある 酱で 一般な 留 同胞の ホー 

巧を 齡迎 する ホ。 


が 森が 翁 巧 像 蠢 ■ 

當巿第 お 街 六： 円 六十を 舘巧術 

裕眞を 堀 一郎 氏は 水 彩盡じ 於て 

も 一家を なしつ、 あるが 昨年 森 


リナ メ ー カ I の 特色 

U 本人ん わ 貫 物には 特別を 員を 屏 きが 
巧で 御窠 巧を 巧を 話义 はわ 手 おみ 常 お 
訪問して 御 化を を 計 b 初めての わ 方に 
おしては 特に 注 息 致しまず から 是 ホ わ 
なおら 願 ひ 升、 ホ 巧 お 達は 勿論 H 本が 
他を 化 がの わ 荷物を 送は 當 方で をし 巧 

•レ ヨン ワナメ I カ ー 


十り 閒滯 だの 笠で ぁるが 同會館 
じがけ るプ 曰 グムム は 大巧-みの 
かく 巧ました ご 云 ふ。 

二月 五 H 午後 六が 巧 人學を 
ま摧晚 を 會 

六 時 ザょ も ホ] ム 、八— ム 

じて 始說 

二月 六 U 午後よ 時半 アツ セ 
ムブ タ—ホ ー ^ じて が 育 巿 
H ホ乂學 々ホ どな 談題目 は 
『柬洋 じ 於け る 社會罔 凰』 
二月と 日 午 あみ 恃國隙 願 係 
脚晚餐 曾、 と 時半 ょら 八 時 

ザをナシ 3ナ作、 少！ムじ 
がて な 説 討 證 、八 時 ザ ょら 
が脊 U 本人 會ぶ懼 の 溃藝會 
に顆席 

二 巧ん 日 午 あ 六 時 H 懼お發 
會 『お 食な 追の 某 督敎的 ホ 
義 J の 題 ドに 演說 ，八 時ょ 
b 九 時を ナミ ヨナ^、 八— 
ム じて 會談 討議 
二 巧乂リ 午後 六时陆 東學生 
脚晚餐 を、 よ 時半ょ h.A が 
ザを 曾 淡 討議 

二 巧 十 H 午後 一時 紐 育が 牧 
. 師社會 運動家 烟 午餐 舒 『を 


if. 


る TV、、、。 つむ 委員長 W 下の 氏夕 
左 ゎ 如し 

を 員 雷 出 島 副 曾 長 

委目 化 巧 巧 ホ 郎巧袭 一 
を 藤淸後 本德垢 星野澳 
■前な 避 一 武ぉ武 二廣總 
とが 淸水 善を 鈴 木 益 一二 
神み 豪 太 郞德山 當二化 
.木を 巧— 水な 涉 一二 

商務官 新 事務所 

巧 京 特電 じ W りて 夙 じ 報じた 
商務を々 制は 巧 お 整 埋の結 装 縮 
み じみし 什 六日を なて 現 事 載 巧 
を闭 鎖し 二十と H よ b ブ。！ ド 
ウ で 一 がみ 十ぶ 番 が 圃總領 寧 館 
内の 一室 じ移轉 執務し つ i わ も 
巧 巧 務官は 去る 二十 四 H 急遽 麵 


村 開 作男ょ b 故な が 市ぶ エ巧翁 
のち 像 細 蕾が 璧 みめ 婚を 受け 愚 
あ 渐< ぶ 化した 6 横 一二 时半縱 四 
时半大 の 一葉を 乂國 細講ぶ 協を 
第二 十六 年度 展覺會 じ おな ォ* が 
i ごな つた。 因に をお寶 曾は 
二十と りょら 二月 十一 日を 溝 五 
巧と 0 よ 番 ユ ー リック 轟を で 開 
かる：由でぁるが巧人の，、三 ェ 
チ ユア、 ベ インタ 1 ィ J して 化詢 
の 展覽會 じ 人選せ るは 挪 氏を U 
て 磨 矢 どすべし 0 


西 商務官 送 别會. 

本紙 旣報 のかく 今 固； 一朝を 命 
せられ わる 商が 官阳駿 氏は 今週 
±赌 おおじ 内定せ るが 日本 巧樂 
部に ては 明 二十 九日 午後 六が 半 
したる じ i 支 も 一一 喬晚馨 を 閒く黄 ミる 曾费 
日出を 西巧歸 朝し 首 藤 副が 稼を 
一時 事が 化埋を 命せられ たるい 
同氏は 一二 月 I 二十- a 會計年 巧の 
終了後 新制 度に 瓜 b 商務 毒記官 
又は 巧 巧 領事の 官名の 下 じな ほ 
す 6 當 である ク JO 

紐 肯敎會 競技 會. 


は ご 一邦。 


•矢 W 巧 蜜 氏 『化 口 ど 巧 京し' の 
をを、 げ巧巧 米 太 ホ 巧 沿 棒を 地 

方を 巡遊— 前 遇 おが。 

— — . 

農園 賣渡 

持 ま： J 轴の ため ニ ウジ ヤ アジ 

ィ 州^ ン モン トン 巧 郊外 二十 五 
巧 加、 ち 室 一' 一階 座 住を、 チキ シ 
パ ウス、 穀倉 恥き の 卵-想 的麗國 
至急 破格の 傾 段 じて 賣渡 たし 特 
じべ 9 —、 ビ ー チ 巧 お 樹闆じ 適 
すを 細は 菌ぉ Z じて 巧 照 おあれ。 
(が 育 執 報 社氣付 テイ、 テイ ホ) 


巧 化 十一 了 目す ゲ エ 
ES. 1 停車 煤の 前侧 にて 
綺麗^が 節せる 大 。る 室、 湯殿 
の 隣 b お燈 電話 あ b 室 化 化廉委 
細は 柯時 じても 左記へ。 t 寺】 

互 rs. ジタ 573 W. 18妄 享 . 8 
ジ le 吾 onn 至を S 主 orih 】4 置 


大山を 爵の來 紐 

を爵 陸軍 大尉 大山 化 氏は ホメ 
リック 號 にて 去る 二十 S 日 巧が 
ホ テグ、 3 モ ドアに 投宿、 輕時 
滯 がの 上 お瞄頓 、羅府 を 經て索 
避よ b 歸 锁の豫 を。 


家具 附 


触會 委員 會大 演藝會 


サイド 


時 Hu 二 巧よ：！； (王曜 H) 午後 八 時ょ 6 

鶏 所：：：： インタ！ ナン ヨナ 术 ウス (タ ゲワ 
ドライヴ V」 な 二十 四 了 目) 大廣 間にて 
入口 U ブゲフ I サイド •ドライ ゲ則 

入場券 = 商社— 閒体 旅館 巧 庵 事務所 等 じぁ h. 
ぐブ .a . グ .弓'^. . 

一、 三曲 合奏 及が 長嗔 

三、 石 本音を 巧 巧. 

眉 倉 I 化 I 「おの 綠舞 小袖」 . 

ア i ’ ン •ナエ' ホフ 作 

一幕 欄 「結婚 塞」 (巽 堅 

右 お 響 化 曜し候 际卸誘 ひ 貧， 御 襄被下 巧 候 化 

’鄕育 目 本人 會 


おお 十と r 目 1111110 を 紐 育 日 ♦外网 通信員 協 貪 総會純 育が 

留外 國殖信 員協會 じて は 本 H 午 
後 四時ょ b 定期 總會を 開き 新年 
巧 役員な 選 等 重要 會務を 審議す 

言。 

♦岡 旧で 里 巧 徽迎會 五一 會じ 
ては 間會 々員 じして S 共 巧式會 
化々 長 秘書 役なる 岡 旧 千 あ 氏の 
巧が を 磯 ごし 巧る S 十日 午後 六 
時 ザょ b 同會 々舘じ 於て 觀迎會 
を 婿ず 由。‘...'.，’.，： が ； 

e が 上淸氏 大扱每 ' B 啤ホ驗 も 
通信員、 去る 二卡 六日 おおが H 
論 華。 


さ 


W 化 ホ 直し 

古服の 隨獲玫 化な 駐 しみ 化プ 
レスぎ 进速叮 .1 サ に勉觸 致します 
から 柯卒 御用 命を 顯 ひます。 

日本 泮服店 

ん 丫 目 H な 憑 ' 


電話 


Jr ?— 


ア户 6. メン* 

歸强 じかき 巧 急 
譲渡し 度し 委細は 左記へ 御殿 會 
'25 S 三 icholas Terrace 
Tel. NIorn 暑 side ち だ 

貸家ん 一 か 六い？、 メ f 卜 

ゴンベ！ 夕！ 附 、家 貸 恰好。 

ち ョす立 A ち r す ミ t, 畏 8 W. 苗 ミ h st- 
1 B 客 r で st 己す s をぶ. 


淸潔 じして 設備を を 
^ M V ン ト化廉 ub を 巧 
の ホは 午後 六 時 過 御 ホ 謀を た ふ 
互 rs- H 蹇 nui, 

ゴ吾 st 苗す Sireet. 

i 週 五 张及八 巧、 一 
貨 aS ん；？ < は 二ん じ 適て 

巧廳へ 十を タィム ススク エャー 
へ ホ おか 電話 ヵン バラン ド 呈一互 
ま H 量 其ぎ を S ! 爱贿梅 子 


ビ产 


ノ 、ダ 


音 樂敎授 

獨 哨歌投 蒙巧ケ 问太媒 (一週 一 叫、 
西 六十 お： JH あなが 貧 階上 
菊 化 盛ぶ 郞， 



り 本 陶器 


貨 


，ドラ 


グ ー ゾ 卸販诗 


S 巧 木 桃 ホ 組 

so 色. SPMC 乂 OJ 〇〇' ー ミ 

一 ご。 田-一で を St. N.Y. ジー. Stuyv ま ゴミ 8 票- s 


が 巧 ♦な 令 巧 ♦篇 ♦資 ♦因 f 团 ♦巧 分 

写 ’；’.；.".’..……‘ i 田 


紐脊年 命が 驗會社 

S 木定吉 

.辩 保險 

S. 豆 _K- 

么 ew yosk Life Insc『w30 压 Co 
ご Chambers s-t.' 
zew York oity. 

Pho 己夕 Fra 口 己す 4900 

田 xo 百 pll 巧 e た！！ -andi 




化み 利通穗 局長の 觀 た' わ 

移民法 實施ミ 適用. 

條 約の 商裴 'こは 闡際 诚廊」 一-こ 


■昨年と H ' 一り よ b 巧 施 ゼらむ 
つ； ゎるが 巧は 化： 郁 化ぶ 迸 
動は 帥々 L る 方面-しけ はれて 
居る がな を H 本よ b 速し むる 

述 おじ 论れじ 前を 巧 乂 化舘を 

ホ官じ b し现述 巧：？ を 佐み が 

貞が 巧は 巧 巧は みに お、， ご 乂 

娶 ぶの かきを 見を 巧を し L る 

由で ある。 同 巧の 化-'.;- ぃ必 

すし も 全 訊宵定 だ'.‘； ブふ いど 
は 巧へ るが 巧を ち讀 巧に がか 
して 技く。 (か谋 巧 おが 封.' 

從來銀 巧 父は 巧 社 か .ソ 
义晚 -」 めける ま 庙勘咚 もじめ 社 

巧を 化 遇する 巧を は 巧：： が 勞胁法 

の 脚 巧し なめ 勞樹 あに 許 川‘ を愣 

.るす 乂 f のず 賴 き— かてぶ 常の 

- おがが あつ ロバが 年 -VH 】 H か 

-ら巧施：^巧移‘ん化 がを一:化^ 

I 今：： 一で じ 是 3 の 者の 入 ホが 巧 易 

I ご なつて 居る、 义阁耕 移 K 化の 

-條 巧は 第' 一一を； 巧 じ 『現， む殖 

I おがが 條約 のがを じ 唯 おし 單ド 

■商 まを 资む 目的を U てを 衆國じ 

-入齒 し 巧る 外國 人』 は ホ 移は ミ 

して 入圆し 巧る こごを がを し 

米 勵な府 はなのと の 商 

業 どは：：： 乂巧國 間の 逆 巧を 指す 

もので H 本に 本店が ある 商：；；；^ 曾 

化の お國 支店 詰 挺ぶ び H 本生產 

■にリ り •化 おこ^ 争ろ 河 ホの 躬ザ 

-じ 波がず る 者 等は 背 移 W 法 上の 

巧 巧 神 商 化お條 約の 规定 じ準撫 

して 廟 装を 營む白 的を おつて 入 

-米 ずる 者で* 為 ご 認め 乂 鼠を 苛。 

一 守 す る ぶ非 v /の る ご こ く 二ご も ~ 

' I & か. r; っ邮义 幻马を 所謂 口 米賊に 

: -間带をおに從带ィる者^^らピ寶 

1 本咐 大小は 必 やし もも お'^. 論み 

はたい ので ある。 父米閒 航路 

一を みする .、 

日本 漁船 封 乱の 支 お 旨 I 

' A.'」n 本 ご 本な をが する が 巧の 

- だが U 巧 も巧糕 曲を をが： いを £ 

.し； 班ぶ' 蝴即じ 制 お，. V、 入 ホを 

I : 非却 だ‘， r る， - ‘-な ； 'し。 ホに 

I 义が 聞ち もぶ」 -’r. す’： どし I 

-で A ホ 剖：'.'’： 'T- .‘ ..かな 共の！ 

こが： r め'.‘'' 妈」 '測，’ る.，.-' 直 

I . "L 一 が玲乂 ■ ? ク！ 

: 々ホ-,^ む 化と ベの 适 J K 

- ' 巧 的 巧 な 父' 卜州， -r. て 1 

•人 .V ちよ b 'ホ-：. ご：、- いを 

I ぅで ホる. 一. か 人！： 巧ら. 盛 束蝴 

I 胆ゴ I 年；5づの餘けじ巧 ' ^ 

i をん 煤な じ； 端が 則閒 をたぃ 

一'：. ぃ 巧—. 該削隅 か ーヶ年 W 上 ' 人 

: i 。 るご特 .，移 技官よ ち 

! , が 働が 八 ぃ： をを 求める I 

j 一 必要が をる-.,。- で， お 常. い. 八む-''..,-*--: 

''一る みか" でめる グ .巧 K h にがて、 卜 I 

ホ 勘む お 常，-? は 么等お f じがし 

.て 'U わ 圳ちい S を 加へ 义 •い 滞义巧 

一格を 紹 がする 期閒 はおの ぶす." 

; 滞米す ここ V': の ホ ホ 4 やぅ 硬. ザ： I 

; のが； ts らいを する ごの こピ であ； 

一る。 d 本耕閒 化の がが 民は が 外 j 

^ 巧 巧の 施陶 じがず る の ご 斑め I 

:萬 ぶの もの むらけ 妈瞄 巧发 じな I 

; ホ すももの ごして 入 轉シ許 W せ 

i ら る/' mT こなつ て 居る 

I 斯 ^如< '印を •心 法 » 施 


後 おり 巧 社：：；： P な 化 ホ G や：/' 4 
がが ぃょ 門控 ' .埋ゼ ホ 自由に 體 
化一; 沿る 王 一 ごじつで み 第で ある 
巧 化は 乂閔 宵' おの おぶ I S 諸を 
巧ん 乂ぞ 証明 ぉを 巧た t 米欧巧 
およ b 泛 K お 証の 凝 給を をけ る 
こ ご じ ；：<' つ て 属 る が 化 か 學 ま の 
入 妈手據 じか てら 現 化の 化 扱 ひ 
じ おだしい 个 化な 点が ある こど 
が剛 かごなら ば ホ闽侧 では 波 化 
をを r) 该め化 おお b を 變巧卞 る 
■ - 磋な る や ぅ こ ご は ^^み い ご 情 

I やる 珊も がわる。 

ぶ 傅 道 削の 

./ シェン ト. 

一巧 お：：： に擧巧 

を'' ご 化 內脚媒 迫會社 及び 組 

巧ん あ 好 社. この 聯合 ホ懼の 

Fr お 派 信徒の 親幢を 謀る 

目が "がが 人 信な 刚を糾 をし 

わ ー ジェン トが二 H 化 H 午 

後 1 .，五 かから 當巧巧 五十 五 

下目 巧 云 十 S を メジ々、 ブムプ 

< の大會 をで 舉巧 される； とな 

つた。 當 めルプ U グラム 中 異彩 

をが つべき はは 柬が人 側では 日 

* イん 一二 曲を 葵、 朝鮮人の 新を 服 

な' 打 刈、 支那 人の 賣卜 なでで あ 

fc 5。 巧 化 二け 人よ b がる 合唱 

. 1 ? な： \ 〇 がが お 藝ジ m 

/ バ- < 强 が广 •へ： ん磊. 

; 'ご 一 码片八 了り 一ー ニニ ニを U 本- < I 

: ';;c も， 3H. 化 川 幹 串に 化 頼 すれ 

が じて 配 かし 吳 る、 も であ 

■ ほか 裝 S が 人は 巧 女に 拘 

.'平 バ ジェン トに參 加す ブーを 

を.' 赴す るか^ 同じぐ 化 川 幹事 

ま •、化^ じ 照な， の-^ たし ご。 

牧野 轟 化の 

化品展 覽轉 

二 乃 十 曰より 

I 巧 巧航沒 から ホ 紐の 常が 本 

化を 迪 じて 巧 かして 睛い C 水 彩 

謡 家 牧野 載 雄 もは 爾後が 巧 印 

、の 化：： 叩 下 餘 ♦; を攝 をし をつ 得 

ぶの r お 父 印象 記 j をも脫 稿が 扣 

! が 戊の 巧 お： i 歐洲よ b 携糖 しか 

れ るが 三十 餘たご おじ ホる 二 巧 

十五：：：. ょら 十 R 脚 H 本 巧 樂部迎 

巧 ま 一_ がて お：^ 午後】 巧 よらぶ 

巧-''; 一坦觉 巧を 閒，、 i にかを し识 

樂 部を ホ 者のを 媒ご 誌' がと を 巧 

一一を 山 t あ も 0 时 同氏の 巧‘ -i に 

脚して けみ 國の 劇作 あ コスモ、 

パ ミ 八^ ン 夫を、 た術批 部み 彿 

んブ みジョ r 氏す 再', っ 好ぶ 的に 

を旋の 巧を 執るべく 二け 十 凹 n 

が 巧の リテ ラリ—、 ダイ ジェス 

卜ぶ はかが 氏に を涉の k 同氏が 

倫欽 じて がせ だを 『ブ 'ンコ ホン 

の细化」 をお揪證^しする^^ごな 

つ レ- 

四日 來 紐み . 

赞 川我衰 巧 

をん 會舘心 賓客 

太 中げ 沿 おを 經て ぉが じ 赴き 

じる 货川豐 患に 山 二 巧 四：：： ホが 

ブゲ アサイド、 ドライ ダ じがけ 

る 阀院を ホを 舘の 巧が ごしで 約 


曰 本 締花巧 まを 社な 育 支店 

JT&pan Co け on Trading- Co., Lt も 
Cotton Dept. 

60 白 cav が かぃ 

T •し Bowfing Green 2990 

Silk De が . 

25 Madlion Ave" 

TW. M • ん 的 . MM 


H 米 生糸 株 ま會社 
紐 育ま 巧 
NICHi-8 り Kl ! 巧 KUBUSHIKI KMSHA 
(NICH1-BEI KJITO CO., LTD.) 
373 が H Avenue, 

Tel. Mad. Sq, 7592 ぶ 


神 戶鈴木 商店 
紐 荷 ま 店 

Suzuki 8t Co., Lt ん （ Kobe) 
220 Broadway, 

Tel. Cor り an か 1 り 9-50 ぷ 1- 日 2-53 


日本 生糸 株を 會な 
始育 支店 

Morimu なむ ai & む ., Agen わ 
4‘ ！ 技 . 23rd St., 

Tel. Ashland れ 12 


巧を 名を が 
紐 育を 巧 
Hara & Co., 
443 Fourth Ave.. 

Te し む ledonia 7830-35 


江 巧が を會祉 紐 育支庙 
Gosho Corporation, 

Silk Importers ， 

334 Fourth Ave. 

Tel. Mad. Sq. 48 扣 
た oaho Co., Inc., 

C が ton Exporters 

60 巨 6av が が " 

Tel. Bowling Gwen 8806-06 


乂阪朝 H 新聞を 
お 田 お 平 
mu USAHI 

む om 308 World Gilding 
Tel. わか man がが 


大波 每 ロニ 東京 曰 H 
上な 虎重 
Osaka Mainichi, 
407 Tribune Building 


VO し I ん NO. 川 2 


，护 ’ 

な 巧 IP ^ なおな ! を 巧广 パけ m を 0 
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が 巧 新報 


クイタ 制度 

H 米 問瞄解 ホの 鍵 

ごして 給り じがし 

今期む 米 闽幾台 じご b て、 を 

巧 化を おく 問谐 は、 昨年の 雄 

I 巧を 姐 過し 齒條的 じらを しい 問 

翅を おなした を K 制限 ホの おな 

一問 越で ある 0 

フ シン トンに がける お 息述の 

觀测 ずと 所 じ從ふ W らば、 今期 

逆行に 於て 討み されるべき 移 技 

問 越には、 數くお 一二 側の 異 つた 

I 巧兹か あるは 子で をる。 即^を 

I の 第； け现 化の クォ タ制 巧が、 

I 南 賜み が K じ凿 して 不を毕 であ 

i る どい ふ兒 化から 千 化が かの 年 

: 巧？ を- なを 全然 破藥 せしめ や 

'ぅご ィる述 動で ある。 がる じを 

i ん半化 じがて、 下院 移に 問幽を 

j 口貝投 でんる ァ火 バート •デコ 

ソンには、 昨年度 Jb も 一 お 閣 

一巧 i :* 移 K ホを 提出す るで わら 

ごが へられて ゐ る〇而 して 巧 ーニ 

_ の閒趙 は、 H 本 ム排巧 化を 巧な 

一して U 本人を-^ 歐 洲氏ゴ r ? 等 じ 

待遇すべし どい ふ述挪 である 

移 K なのかな 乃 ま 破 おを 目的 

ごする 齡 なか 巧ん を ホ閱ボ にの 

速 動は、 これを 理 もどして なじ 

琪ぶま At る寬 を，、‘ tT 义 に== 

四 年 お八' がに 法 よら 生やる 孽賓 

上の お 搜を審 をし、 これを ぶ 礎 

として 移 K 法を 修正ず べし どい 

ふの''‘、 ある。 おらに 日本ん 视斥 

を じがて な、 日本 じがけ る 一部 

を蟲 をの 關じ U 米 高等を 員會の 

設龄 おが 巧 ^>ら が 力に 支配され 

て & る-とを 巧を は往 方が から 窥 

かする〜 が 出 ホる。 

化 ふに 昨年 化の 乂阅 移： を ま 

なる もの じは、 桃々 の 义惜を お 

一して ゐる もは 液 ふ S ' ら ざる 事. 巧 

であつ て、 第) じ 現が 侈に 巧 ど 

現れ；！ 化 法 どの 閒じネ 巧を 货見 

しおる のみなら や、 がが 化 ホけ 一 

々ナダ、 メキシコ、 衔ホ乂 陸、 

中央 ァ ノブ々 等よ b の 移は じは 

M 等 3 制 化が。 く、 特に タキ シ 

n 度び ヵナダよ b の 移 W 乂喊が 

現む 化の 站 神を 破坡す るの 化邀 

ある 化が を ホし つ i あるのは ホ 

.拽 ..ホる。 をし 夫れ 讲 U が找ホ 

閒题 （ま 〇 ては、 地 巧 大使の 所 

部 r あ乂 。る 結裝 J がかを 上 及び 

通 か 上の 脚 保 じ も 現れつ I みる 

こどは H 米 兩闊識 がの 执じ 理解 

ずる 所で あるが、 このが りを の 

化な が 歐洲ク ォタ 制 ほ-修正の 迸 

動 ごが 邊 よで なむし 得る かじ 就 

ては、 疑閒ピ ずる じ 巧るな のぞ 

いこ ごを 逍城 ごず る。 

これを ホけ の お 勢に 就て な 隙 

上に 觀 おず るに、 を時排 り派ぷ 

むは、 巧 か 部に してり 本人 排斥 

沾に赞 化し。 い 限 b を 殺 的移找 

を じ 瞄巧イ る 化は ず V 成 巧し、 

をに が U をの 姐逊 どなつ たこ ど 

は、 當 が 化に クー タツ •チ 乂統邸 


もこれ を おじ 鞋認 I た ホ 嘗じ徴 

する も W なで ある。 みに 絶巧排 

斥沾の W 巧は 輕< 別閒階 ごし、 

股 移に 化の 化 巧に 就て 妊る も 
期る。 がか じがけ る 巧 ほの 制 版な 
る ものは ホ 凶が 絶 おに 化の 代用 
を許さ^^^い闽巧ど設め得るもの 
が あ < 今後 歐洲 ょちの 移に にお 
ずる 制限を 嚴垂 じする 媒 をはを 
も 巧、 これを 緩 かして 外圃 人を 

の 米図ボ 氏を 滿 をさず i は、 恐 

くむめ 部を 始め ごして 両院 其 

化巧論が跡じて許をし^^いこど 

は 明白で ある ごが ふ 0 

巧し この 盧ホ じがる 觀 察が 眞 

じ 巧い ものである ご ずるならば 

巧々 度び ち 力。 る 米人識 おが 助 

型し つ'- ゐる 所み が：：： が K 化を 
险 正し H 本人を も峽 洲のク オタ 
制 巧に 適用す べしと いふ 迷 動は 

外を 上に 於て ホ 脚の 巧 化 部から 


がを をな つて 迎 へられる ごい ふ 
能 tt はを じ 巧 ごして、 縮を が 
これを 許を する をは 到 族 ザ 難で 
ある ご解释 しなければ ならない 
ご 信 やる。 盖し斯 の 如く 旣じ巧 
定 された る 移 K 法を 一 國じ對 し 
て 緩かず る こどは、 忽も にして 
第を み 移は をに ぶ ぼす じ まるこ 
ごは、 恰 かも 移は 法 可ホ當 崎の 
情勢 ご 毫も 異ら ないから であつ 
て、 お 巧 外相が 麗 おの 演說 じが 
て' 本 神 特甫の 報じた るかく、 
『鼓 後の 解决は 日本人を ク ォタ 
制 巧に 適用せ t いる じある』 ど 
稱 して ゐる ことは^ 移 お 問題に 
掛 ずる 米 國の立 摸を 甚だしく 誤 
がしつ 、> ある もので あつて、 米 
國 じな おすを H 本人を 中む 問題 
ごする 所謂 口 米 問題 S 解决 け、 
巧る が 純 U ち クオ タ制巧 じ ホむ 
べきでは ないど 信 やる。 


風雲を 撥 < 日露 新 協を 

歐淵 聯盟を 組織 •して 

亞細 亟同鹽 に對抗 

エリオ—- 首 巧 が議 貪で 斯く聲 明 


バリ ー 化り 送：：：： 撕脚皆 相 エリ 

才 I 氏：； i 今糊廉 巧に がて フラン 

スの巧 外 投策じ 就て 乂が說 をが 

4 进 のまを を 度し ご 藍-- を 〇 

對獨欧 策 を說 W しお ， U 

四十 一對册 I 一票 じて 信 巧 お黑じ 

測 歌を 葵した-か をの 一節 じがて 

氏が 太 かが 方面の 政 おじ 就て 言 

父し 『太伞 がの 政局は 今や 巧は 

侵を の 本能 牲を世 巧の 一巧 じ發 

がせん どしつ i みる ものを く、 

これ じお抗 すべ < 歐洲の 科學、 

勞 力の 經驗は 一を 脚 結す るの U 

剧ホ ずべき もを 覺悟 しな < ては 

む， らお』 ご 述べた のは、 明かに 

鼓巧柬 巧、 モス カゥ 没び プチ ャ 

レ X 卜巧 よらを しつ i みる 日ぷ 

新 協を に脚擲 した 報道を おした 

もの ごなられ てゐ る。 即も モス 

々ク よら 速した かを 情報 じ 腺い 

じ 『ィ ズゲよ ステア』 孔 他の 勞農 

政府 機 削が 閒の 報进 である ごし 

て 日本は 今！！： の 協を に W らて圃 

をの 女を を-化を し 將ホ太 ホ 巧の 

戰 ずじ树 等の 不 をを も戚 じない 

が 態 じだ 6、 

日 支雜獨 がな 細亞 W 盟 

を糾總 ずる のら 近き 將ホ たるべ 

く獨 逸は 硝踐踞 しつ i をる をに 

われ ど t 晚蜗ぶ 上よ らして 亞細 

巧 同 閒に參 加す るで わらぅ ど斷 

じて むる -- H 本^ ゎ 速ず る橄 

道は 巧 脚 紙の 許 論 度び 講食 討證 

の論諷 よらを るも间 巧の 兒 解を 

持 もつ>>あるもの！如く、瓜1 

マニアら ブラン， じ 掛し日 本が 

裝じ聯 を幽乂 巧を 雜じ 於て 承認 

したる お渡械 ベナラ ビアの 領 i 

がを 巧 灌じ掛 し H 本は 求 だ こむ 

を 批准して ゐ い 挪巧も あら 旁 

を 今 M の ns 哮お 中には 本 問題 


に 就て U お兩强 に柯等 かの 秘密 

.1 解が がが して ゐる のでは ある 

まい かと 聞を 中で ある 離 巧らん 

. b た リォ！ を わ 今や 

軟抓脯 おを 提增 して- 

の 曲 細 耻间盟 じ 反 巧 せんどし つ 

つ ぁ & ものは 過去に がける 氏の 

强際協 調理を キ義 の々 谋を 捨て 

たもの どして 注目を 惹 かれ 囊じ 

日英 间盟 を墙棄 したるな ホン ン 

ガポ の お 軍 化據地 建設を ま 

張し つ I あ る 巧國の ボ^ド ゥキ 

ン內閣 も エ プォ— 氏 ど 同様の 見 

解を抱き运ら、 巧じ*^ リネー巧 

ご ナヤん バン 1 ン巧 ごのを 見が 

極東に おする 英挪の 協調を 密約 

した 事當じ 照して この 徵 明は 非 

常にを 要視 されて ゐ る。 

义露巧 渉に 

クを嘯 

舊廣め 解か 間 題 

パリ I か 化 日 後= ホ 聚 政府ょ 

ら更 要なる 訓 をを 受 パて 急遽； 麻 

潔の 途に 就ぃた 駐沸〇 シァ 大化 

クラブ シン 氏け 出が 前 パ 9—, 

ヘラ 八 ド 記 あじ おし 

米 露題頓 交渉 SS 性 

じ 脚し 語ら..'- 白 <勞 度 階級を 化 

.ぶす るソビ ►，ツ ト极 がけ 巧 則の 

i に 於ても ッア ー ^ 時化のを 償 

じ 割す るを 化を 認める i は出來 


じ 密接。 る 細 巧を を じて をる i 
を認 むる もので あつて、 ホん じ 
して n シア じ 總濟视 惟權を 獲得 
した 巧は 玫 がの 適當 U 巧 証 な 
い爲 めじ お 楽の 速阳を 巧を して 
ゐる ごい ふ 風說け 事寶撫 化で あ 
つて 歧府 ごして は 成る 範齒內 じ 
化て を 巧 上の 述 用に おし、 

自め 手腕を な遙し ホ 產 

の 能率を 擧 げしめ る だけの がを 
を與 へて ゐる篱 である。 更らじ 
赤 お 思想の 官蹲等 r ま b ては、 
ロシアの な 鶏を 誤解す るを 夕き 
は 我等の 恃じ 遼械 どす る 所で あ 
つて 勞 農を 府ど窠 一ニ ィンタ！ ナ 
シ ヨナー レは を焼别 個の 組織 じ 
を b 、 前者は 國 がを 化 おする じ 
反し 後者は 國燈磯 脚で ゎる ご 共 
にあ 想を も 化 表する ものである 
を々 と。 尙は 氏は フランスの 掷 
露な 附に 就ても。 シア じ 償却の 
義務。 く、 我し フランス じして 
長 视贷附 をが て ずるならば 伽ん 
の 所 おする 舊を憤 償却 じ 就て は 
或る 巧 巧までを 協す る巧必 であ 
る ご 語つ て ゐる〇 

り 露. 9 接近 •、一 

東京 巿祝贊 

柬 を化乂 H 發 rr : が 下のを 新聞 

紙は 一驚に H 露 協を のがな じ贊 

息を をし、 紙面を 割いて 協定 化 

な 後 《を 治 的 經濟的 利益の 夕大 

なる i を 論じ 瓦つ 協を に掛 する 

化 ボ の 輿論を 紹 かしてむ るが、 
大 ホに 於 1 0 シア 政府の 承認は 
柯 等の 質 益；：；^ しご わなに 一致し 
てなる が、 を おがに ては 勞農大 
化 のを 化を 巧ち てち 巧 商業 會满 
巧 等も參 加の 上 一大 祝賀 會を開 


居る も* ロンドン 


の 巧 道は 一 巧 巧す るな 船を 驅逐艦 じて 幾 送 




凑し璧 は 巧な：^* 夕 をを ザタ が 

:; 5 腺ず ベく、' ホ 旗は H 章 旗 ど お 


勞農大 巧 館ぶ 宮城 前に 集を し 

てで 歲を 一二 唱 すべ < 中 がま 京 市 

長は 奮：： 一を 期して 祝電を 發 する 

計 書が 進 砂 中で ある。 

今春を 期して 

ホ 露 動亂か 

ヮ八ソ I サ化 日發 =:當® じを 

留 ずる ロシア 人は ニコラス 太を 

ょ 6 ホ あを 命の 機 文を 接 手して 

頗る 動搖 して ゐ るが、 酱叢 帝が 

化の 將枚 父び 帝制 黨は ホ國 人ょ 

6 果資 のが 給を ずけ 得る ご稱し 

今を を 期して ぶ々 を 命じ 及ぶ ベ 

く 期 待 されて ゐ るか、 ニコラス 

太を の 化を は 旣じ波 蘭 じんち ユ 

ゴス ラグ キア 及び ブ八 ダリア じ 

亡 か 中の 醬 軍人の 動員 じ 着手し 

つ i わるら の i 如く 旣じ 動員み 

を發 して バ片 々ンじ 集中すべき 

媳 所を 指を して ゐ る。 かほ 現に 

波 勘 じか おする ロシア 人は 約 一 

巧 人で 右の 中鶴將 校は 約 一二 千 人 

じ 及んで むる。 

R 露が 協定を 

聯盟 猜疑ず 

.ゼ ネヴァ か 义り發 UB ン ドン 

よ b 達した 悄 報じ 化れば 今回の 


巧し 巧る 傑 項を 婦 結した もので 
あるならば 右は 巧 かじ 聯盟 規も 
第 十六 條に 違なず る巧爲 であ & 

ご 解 巧し ゐる も、 聯就巧 郁で づ 
假 にる 條 巧の 化が か 奉 貸で ぁ 
としても 聯盟 脚 じして 抗雜を 
提出し ない 限 b 聯雜 幹部は これ 
に 割し 何等の け 動を こる は 出 
ホのと 云つ てゐ る。 

ヨッフェ 氏が 

氣焰 y 化く 

ダキ エンナ 廿乂 H 發 == H 藻を 
が じ 最初よ ら當 つぃ 現 あ 太 利な 
化勞農 大使 9 ッ 7 ユ 氏は 口 露 お 
定の 成立 じ 就て 氣潑を 擧げ、 

米國 の國務 長官 ヒ ユーゾ 
氏が お 職した こごは 從ホホ 固の 
執 b つ i あつた お 露 政策の 巧な 
を ホす が も 知れない とい ふ豫测 

が 遂に H 本を して 石视ど おが 簿 
の 經濟® 借 權じ勵 係 S 深い 巧 協 

をを 成立せ しむる じ まつた 所 拭 

であらぅ ど 劇 じ 『お 等の 觀化游 

は 人 も 知る 如 < 米繁 外巧關 巧の 

化 活を條 化 どす る义人 シン クン 
ア！ 會 社の 粗惜 どなつ じので あ 

るが、 ホ 劇の 勒歲 政策が 不徹ほ 

である 窝め〇 シアは これを 破牽 

して 日本 ご 協を を 成立せ しむる 

じ まつた ので ある』 ご斷 じ、 長 

寿筒議 w ホ 自ら H 藍を 渉に 當つ 

た 經驗を 語ら r 從ホ巧 渉^ 難娜 

は化帷 太の 

撤ぶ 人間 踏が 表面 t の 巧 も 

であつ たが、 實隱け 外接 大朽內 

旧 おか 過去の 曰 シアを 夢み てを 

命 的 か 字 じ加擔 してな た 結裝じ 

外なら ね』 VJ 述べ-. 今 阿の 路ぞ 
じ ^ 巧 まじが ける 勢力 地帶 じを 1 
ての 條 項は 毫もな < 、關 をのた 
震災よ を U 本が まけた る 經濟的 
巧 おご ホ國の 排日 移民法よ 6 を 
ける 日本の 蹄 神 的 打裝は 日本を 
して ロシアと 提携す るの 必要を 
認めし レる じ まつじ 所ので ある 
ど斷じ、 ん稱的舍別皆設け；；>ぃ 

甘 シア 人が H 本人 じ 頗る 歓迎 さ 

れてゐ る 事情 等を 物語つ て 得意 
おがで あつた。 


す-べき 旨灣吿 する ミ 共 じ 從ホご 
てら 睡 々み 励 船を 施が しつ； あ 
る吳 游彌藥 庫の ィ備隊 接 王將霄 

にも W なの 谱吿 を發 したる に對 

し ±將 軍 じが 間が 巧の お 船は 砸 

蟹せ ざる も 巧 間 じ化航 するな 船 

は袍擊 する 巧间 答し じる もマク 

ゲぶキ お 軍け 斷ず ごして これを 

が： 歯した。 


膊は巧 八 じて 侍 巧は をの 經過じ 
滿 をして ゐる〇 

註。 前号 所報グ アンクー ゲア 
—$ 恥が 間が 巧の 逝去を 巧へ 
たる 外、 化ん 日附 のち 方涩情 
社 化を 恃巧も 同氏の 逝よ 說を 
巧へ てな た。 な 文 巧。 巧 亡 説 
の 博は つたのは 最近 これで 二 
巧 目で ある 0 


骨を 巧 かれた 

k . 院 改革案. 

走 京 特電 化乂 H 發 = 貴族院な 
革 案け 本；：： 閣講 じがて ホを され 
たので 來片 巧夕樞 あ院じ 姻附の 
绪な るが、 其 W お 頗も 微溫的 
のらの じて 西 園 ホを の 意を じを 
き 公、 侯爵の 現 巧 襲 化 議員を が 
總 する ご 云 ム骨拔 まなれば と院 
伽， でも 反對 なかるべし ご。 

ザ こ ン少が 飛ぶ 

巧を 廿 化；：！ 麽 =： 化 巧 一間 躺巧 
を じして 目 ド滯京 中で める ァが 
ゼン チンの ザ ニン* 佐は を < た 
ずがを 橫 勘すべき 飛い 磯を 修巧 
し 本日 午後 二 時 十ん を、 た阪ょ 
h r 瓜 ビ ン チ ン 旗を綱し つ ： 東 
を巿 •し 到眷 した 〇’ 

孫 逸 仙 巧 死ピず 

化 おか 九 U 强 ：：：；. 化 じを 博 へら 
れ たる 孫 遮 仙 氏の々 態は 手術を 
類る をげ じして 體 温は 普通、 脈 


旧 中 都 ま 巧 社長 

東京 お電册 H お =柴 染太郎 氏 
はデャ パン タィ ムス 社を をが し 
たので 旧 中 都 ま 巧が 巧 社長 どな 
つた D 

中が 覺將軍 逝 < 

まま 特電 化 化 H 發 u 旅 順口總 
めが-し 當ら白 禪の巧 巧 咳を 組織 
して 勇名を 馳 せた 中 村 覺大將 は 
本日 藉 去し じ。 

註。 陸軍た 將中衬 覺巧爵 はを 

玫 元年 滋賀縣 t 族 中が 千た も 

氏の 二 巧 Vi して をれ、 明治ん 

年 座 軍々 胳 とな > 西南の役 じ 

はを 化に 轉戰し 日露 郑夕當 巧 

は 巧 k 将軍の ド-し 祟 二 旅 翔 島 

ごして 出征、 旅 順な 瑟の嗦 白 

摩 隊長 ごして 勇名を 轟かし、 

明 冶 W 八 年中 おじ 薄 巧、 た 正 

五年浩 をた 將 ごな ち蝴 なが 錄 

じ 巧せられ だるを、 畢 at 參溝 

宫 -し規 施さる。 第一 師闽 をな 

裝 なぶ 官 、侍ぶ ぶ官 を、 おを 

衛 戌總營 摩を 履 巧。 


日露 戰爭 秘史 

故 ロ ー ズ ヴェル ト巧 遺稿 


。いが、 ホ阀 じして" シアと な ~ 日 おが 協定 中に、 


恵 的な 通商の 间 なを ホ 望す る 協 

樹じ 化ら ては を 協す るの 餘 化が 

ないでも むい。 巧 等は 決して 米 

阀政 巧が 夕 農 政府を 承認 するど 

いふ； じ 向つ ては 巧して 樂脫し 

てゐるちでけ-::^ぃが、 ヒューズ 

脚が 長官 S が峨 はこの 形勢 一轉 


締盟 的の いづれ か r 第 S 國ど 

戰 端を 銷 きたる 煤を 一方ん 締 

盛缸は 中立を 嚴 ザず。 

なる I 巧 あち どて これを 猶 なし 

てゐ るが、 聯 おの 日本 W じて は 

楠 力を 條項 のが 化を 巧 定し化 < 

協を のをた をを 衣すべし ご稱し 


白露 軍 侵入し 

上海 占領 

上 敵 化り 發 u 約 五十ん の" 

ァ 白色 苹陳 はを 那 服を 着用し エ 

今朝 ホ 明 廬永祥 お 軍の 化か 隊 

して r 力 お 千 人の 齊變元 將軍化 

軍陈 じ武裝 解除を 命じた るが 幸 

邪 人は 0 シァ 軍隊を 恐怖す る，' 

とを だし <11 一ん の歲 をは 克 <ム| 

巧 人の ま狀 をを 裝 退し 停 单瘍 ，^1 

巧を' レ 占 瓶す & ご 共 じ 一 一千 人心；.： 

ロ シ ァザ隊^一完をに卜-がをお震''' 

し 盧水祥 お 軍の 東 一二 省 巧 も近车 

入がず ベ < 武裝龄 除に 當り 四-;-! 

人の. 死傷 巧を 生じた るが、 齊 I 旅 

元 お 軍は をく も 上が ょら 日本に 

むかした。 

米海軍 當廚が 

守備 軍警吿 

'ヮン ン トン 化 九： 11お= :撼 子 ；； i 

を絲瞄 中で ある ホ闯 アジア 騰踩 

巧み 官マク ダ ェキ提 域は 上がめ 

當 W じ おして ホ 國け述 巧 上の 巧 

礎-}^ が遙 f るた めじ 今後 港み を 


直に 迹 載せん 玄ず るを のは、 
義じ 物な したる ホ齒 上院 满員 

一： ヘン リ 1 •ヵ ボット •ロ ッデ氏 
が、 前 大統頌 ロー ズグ ユグト 
ホ 己 人の 韶 解を 得た 上、 生前 
お 版の 準瞄 中で あつた もので 
化て a 1 ズゲ エ^卜 氏ょり 口 
ブデ 巧に 致した るな 信で ある 
が、 右の 中ょ ち H 本じ觸 係の 
深い おのみを がを の 上 抄譯し 
たもので ある。 

一: と 一 職業的 平和 主 

義 者たら ず 

千 义なあ 年 义丹八 H 。 

ォキ スタ— ベィ じて。 
親愛なる ヵ ボット 君。 

をは 段 君が 。シア 人を 目す る 
じ ホ 弱 且つ 愚鈍で ある どい ふ 意 
見 及び H 本人 じ掛 する 随想に 向' 

つて 絕掛 に賛 がする。 問 時 じを 

は 東京が じがけ る 一部み 阔 人ぶ 

敎爵 に對 する お 動 (グリ マ コム 

を 化の 報吿じ 化る とお 伽の 敎會 

は 旣じ燒 打 じ 逢つ てゐ る) は、 

H 本の 闕 のをく かを のめ 府の 

如<進ホしておら3い；をみす 

もので あら、 旦つ 戰爭が U 本の 

要 ホす るが 如き 賠 "似を を 得て が 
ほ 宜つ〇 シア W 東 カ アジア じ 直 

一 おする i なくし 解 ホを 見る じ 

至つ た i は、 人道の 换 めに 慶巧 

すべき Mi でもる ど考 b てむ る。 

おはを の蟲 善を 致して 日本の 

爲 めじ 盡 し、 H 本との 夕證の 巧 

進に 巧 力す る 構ら であるが、 日 

本が 今 凹の 戰 ずで 逆上 氣 ホ じな 

つて ゐ る； は、 日本の ためじ も 


不 


人道の ためじ も 宛 隙で あら、 

幸で ある ど 思 ふ 0 

千 化な 化 年乂巧 十五 U 。 

才 1 乂夕— ベイに て 0 

親愛なる 々ボット 巧。 余は 事 
實じ 於て 神 かけても チ m 1 テ 巧 
(前 駐英 大使) が、 る共秦 化の た 
めじ 驻 y を 化 どなつ てな 圧する 
をを 願つ てゐ る。 觀く する； は 
た 使 館 昇格を 速 かなら こめる £ 

吐 ハ じ、 チョ •：- ン •ク キン シ — •ア 

ダム K 巧が 乂統頗 の 巧朗後 下院 
證員 ごな つた やぅな 功績を 擧げ 
脅る ご 思 ふ 0 

巧な 總 t の 人は 余の ことを 嫌 
ちじ 善 <鐵 り 過ぎて むる 所で ゎ 
も、 却 てんの •む 持を 惡く するな 
で ゎる。 盖し 誰でも こんな 場を 
の 後 じは 必らや ほ 動が あつて、 
化 間は 却て 一方-,」 偏し 過ぎた； 
じ 向つ てお馨 する もの だ‘。 

千 化な 五 年 九 巧 十四日。 

オイ スタ— ベイ じて 0 
親 巧なる H リフ 卜君 
でが や 皇巧等 どい ふ ものは ァ 
メリ々 め W 治 庭の 如く 頗る 滞 穂 
な もの だ 〇ォデ がが 育の 要 
官じ 大統領から ほかされ るのは 
ブラット でな，、 自み であると 焦 
つて ゐ る； は' 下を がすを 溢 じ. 
巧す るッァ ー 八の 態 巧の やぅな 

もの だ。 W 下は。 I ゼン 巧爵が 

昨： a これ じ 就て 余 じ 送つ た 手紙 

である 0 

「ホ國 大統領 閣 ドの 巧々 じ 娘 

bH ぷ戰 ずが 終結し ホ かの 克な 

を 見た る 際 じ當ら 、千 八が 九十 

九 年 网隙ホ 化み 講を 召を したる 


巧が 皇帝 陛下は、 ぶ會證 のが 媒 
を 益々 固 < する のが 磯 到 巧した 
る もの ど 言 ホら る。 口 1 ズゲよ 
グト 大統領は 旣じ 昨を、 木巧議 
じ悦赞 せられた る關係 もれら、 
お々 巧が 韋ホ賊 下け 來闽太 統領 

がを 闕ょ b 提證 の热寶 V ずけ し 

巧を がす 励 際を 藻に 參 加せられ 

ん i を切駕 す。 今 巧の 賊ザ はこ 

の 点じ 巧て 柿々 雷大 じろ 即題を 

生みを つ 先み 励 際 倚 谦じ现 係 厚 

も のぞし。 校 じ n シア 化を は 
れを巧 用す る じ 居る ブロ ダラ 
ムを提 お 甘ん とす」 

. — セン 巧は この 手紙 シ讀み 
たる 上、 更ら じく ど 巧 
じ 化 年を の ごつ た 巧 動 や、 へ一 
ク會泌 がッア ー .外の 寵を である 
ミを述べたが、 みは盈巧じ彼の 
述べる i を さへ ぎつ て、 をは 彼 

の 摩んで ゐるミ も旣じ 解つ てゐ 
るから、' ッア じ掛 しこの 運 

動は 余では なく ッァ！ がが ちま 

的に 巧 ム ミは 喜んで 承諾す るし 

この 運動 もを 然ッア ー ルの 窟志 

をく もの ご哥 做し 巧を 梭 巧す 

るご傳 へる やう 吿げ けが、 口 
ゼン 男は これで 餘 巧を 必 した 樣 
ずで ホる。 

余は 谭ろ ッア は 過去 じ 巧 
ける ヵィ ザ 1£ の 巧觸じ 恨 6 て 
余 も ホ々 ィザ ー の 如くい かじ も 
媳 てが 創遥的 であるい の 如く 化 
閒に 見せた いづに 巧々 す るん 物 
であると ちへ てなる ので ある ま 
いい ごあム 。爭實 にげて 余は か 
うした 運動が をの 發議 でない ミ 
になつ じので 巧 V むして ゐる〇 た 
ら化 じこれ を 巧 ふを がなければ 
をは 富んで これを 巧 ふ もので あ 
る。 盖し 巧る をは 巧は ざるべ か 
ら ざる ものである をを 信じる か 
らでゐ るが、 余は 恃 じかう した 
i をけ つてを •かか 柯じも 禪黨巧 
竿 かま 義 をと 世間から 認められ 
るを け 好まない ので ある。 

海 ホ 會讓は 云は や もがな、 H' 

露戰 ず、 チン ト •ドミンゴ、 モ 
日ッ 3 、 ゲ エネズ エラを じ掛す 
る逊 去六ヶ 巧に まるを の 外を 巧 
錢 は、 を 然愛化 ホを をを 調,- す 
るら ので わ り、 なつて をは お國 
國 おがを を 目す る じホ國 の則權 
を賴 みない かの 如ぐ 哥敝す ミを 
巧まない。 なじを は 0 1 ゼン 男 
じ掛 しては、 貴 F が 約 一二 週 巧 
じ 岳ら 间容を 担を する まで 待つ 
やうに 述べて 霞いた 0 
をは H 本蚁 称が、 巧 巧な 日米 
闡を巧 ごして は 出々 得る 般 b 高 
官 -S.* をる がに 切堪 してなる i を 
规 化した。 彼ず はこれ にぶらて 
をく ホ 阅じ乂 化 を 送る やう じす 
る ごい ふので ある。 彼等は 疑 も 
な'^ チ 3? セブ ♦チ 3 テ 巧 
'お遺する2は、 國傑的友組の後 
露で あ 公 ご 成 じて むる やうで も 
るが、 ナ 3^ — チが 裝 してを 諾す 
る や 巧 やは をに も 解らない 〇巧 
しを' をして 彼の 泣嚴 じあら しめ 
るなら ば 富んで 赴任す る。 

をは 常に アダムス 大巧 巧が 巧 
蝴滿 f を ドな 谋胃じ ぃ-* つじ id 
館 左ら をのな 搔じ 拘泥を や、 晒 
資 をを ム f る巧蝴 ごして 驳 慕す 
る も" である 。余は この 话 ホよ 
b して チ 3] テが、 巧 巧の 幸福 
ご 見做すべき 数年を 巧を じ 送る 
ミを 切辑 して ゐ る。 (完) 
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業 卒な學 ー ビブ シオ ジイ フ典瑞 育が 

男 幸が 晒黨 

て じ宅自 i よ义張 出療お ■ 

お 上 願 約 前 話 電じ迄 時-- を 午 


號 


巧 千 


を 


雜 辦寶總 


し 卜 i 幡 十 - 


け 


ホ 巧 一年 四十 化大 〔二） 


が iii.u 毎月 十 y を 巧 

燃 〇一 马 -S i 十 仙 

ミで 己 58 th St . N . T . 呈 


船 R を 巧 おな 船 お 用達 

.遠滕 小刀 商會 

W 9 Br 畳 一一 ま y N . 一. 百 t > 

ぎき 一 害 all 154 こ 


城 願事 嫁 取扱 

€IEAM 广 受 NE & C 0., 

ぞ 〇ョ 12芭 11 Broadway , 畳 y . 

さ on 巧す 至 ing Gr ま n 91 萬 ，81 ゴ 


^ ) 1 
n 巧 9 
I 的が 
♦ 8 J 

宗柳 

m 1 ^ M 

H .g 矿- む 

げ^ W - 叫 
3 a 年- 2 ： 

a 帖 


: i 

R 


.11 


稅觸 事務 

をが を 巧 ホ じを 世 
巧の お出 入 ホ 法に 
㈱ する 一明の 御 蘇 
巧に 應 じ、 巧道激 
船 貨物 運 貨皮出 化 
お稅陳 す絲暮 等を 
這す、 重を 郁が じ 
化 巧 巧を がし 誠 S 
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♦雲籍 ♦雜誌 ♦が 巧 
縱寛 をを 開 
執務 午前 化 時よ b 午后 五 時を 

紐 育 日本人 會 
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軍 話サア クグ八 一九 01 化 一 


巧留 靑年理 おの 蘭 体 
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巧 巧說か u お H 午を 八 時 
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をを*® 萬 塞、 娛樂 まの 霞 おんら 
ホち をが 迎 す、 食 淀を 利用せ t 
な師川 侯を 一 

H 本人 基督 敎 修道 會 

ご >2 一ろ-一 だ 王 穿， N . Y . oits ^ 
Tel . sornill 晋 idp 》 一 ま’ 


日本人 S 敎會 

牧帥 川な ホ么進 
幹事 化 川淸一 
たち ミ se S . E . 留ミ nh ご ミー 
だ 3 W . 1 备 St . Tel . 百 afkss 1 岩 1 | 
巧 拜說を 日 お H 午後 八 時 1 
祈 爲貪水 唯 H 午 巧 八 時 
淀 镜會火 班 H 午を 二 時 
♦を 宿 を 

化 廣ゎ倫 比站を おを 下がを 十 
五み 學 生を 社員 おけを じを 適 
鼓 贿園蓄 雑な 斩郎 及を 補娛樂 
を お 易を を ホら 

便を 喊袭 周旋、 旅を 案 巧、 を槐 
事を 調査、 其 化 ガ事巧 巧餘旋 
等间胞 諸兄の ホを を 歓迎す 
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空 書硏巧 正午 
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禮巧說 お；^ ホ 
▽上絕 H 
巧 巧を 又はを 
話を 夕 A 巧 

寄宿 部、 旅 巧 巧 
ま內 部、 ん 事相 
談 が’ 潰を が •城 
装巧旋 が、 が韶 
な 縫 お 授* 諸 課 
を 設け 食 員、 ホ 
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〇夕 巧 ENJl FURUYA 

呈養 P 吉日 呈 

岩 7 書 Aye. Hear 岩 を St. 

ぎ 玉 号 さ 量 2 呈 Hi 7 岩 

バ t ホな 謙 次 

自 午前 十一 帕ま 午後 二 時 
時間外 及 H 化は 前約の 事 


-村 瀬九廊 

ま Lexi 量 呈 iwe - N . Y . 芸 
妄 .お す 4 27 辛 Sts 
Tel . 责 を薑 ぶ-を 18 - 7848 


JO 巧 10 至 一 OOCR 产 M. D. 


三 Wesi 臺 n S 产 Ne 三 ork 
置. BimsWe 结だ 皆置ーミ 1岩爱 



り禮 午前 化 時！ 午後 0 時 


ドクト^み 莱乘吉 


日本、 ぞ那寶 玉 製 美 
術 お、 締人用 首 蹄 其 
他 装飾 お 

?3^ま巧ァ！トス 
テ ユデォ 

高 巧た、 術 品 修錢、 
首饰 品、 ストリング 
日本 服截縫 


tin I 1 . I ■— It. ■■■■111 -it I 

を 洋服 廟會 




自す莉 みがを々 疚< お 巧 S 

寶 石を A 屢 が一み み 刹^ 
クイー んザ <充 シンが が 巧 刻 引 
し 71 ド •ハミん トンが 評を 刻 列 
が-%{3?化'会 矮おが ろ刻刮 
谭ぶも f 巧 属ふク 刻 主^^? 7 

為々 す ふ 嫂を 倘筆 夕刻引 

麻 S 嫌の 藤乂 


1 巧 • 


ムハ八 二 




ィ 1 ン 片 が 八 ァ； —トノ ' kr 閒 

巧で あらまず。 新ら しい 昇を 巧 ど ユス々 
レター は廣淵 店内 じがけ るを なの わ 巧 
物に 搜宜 £ 憶 快と を 巧へ てゐ ます 
化 巧で 二 巧す る ものなら ば メーシ — 
では-巧 八十 八 仙ぶ は をれ な 下で 貨 
へる* -0 を ど クぞ卸 記憶 下さい 
日本へ 御 荷物を 御 送ち じな > たい 節 又は 
脚 買物に 隙して 巧 おの 海を は パ ー ソナグ 
ショッピング •ビュ 1 日 1 を わ尋わ 下さ 
い、 费切じ 御 便宜を 計らます 


都を じょ。 當 をの 間 

診察. 

午後と 時！ 化 時 
U おは 前約 願上娱 

パ r ま おお 彌 


儀科醫 

▼該察 時間 A 
每日 ( H 曜を陈 く} 
午前 九 時— 十二 
時、 午後 一巧 1 
水赌 午前 九 時 1 
午後 一時 


鹽科醫 

= 新を 無痛 あ療 U 

夕 年め 經驗 をな て 
H 本人 諸君は 持に 
T 寧 懇切に 施術す 

バ^ マ—チ ン 


騎科醫 

夕 年の 經驗 をな て 
最新 ま巧學 手術に 
堪能 じて 信用 篤し 

= 施術 巧祗廉 = 
日本 八 諸君には 特 
じ T 寧 懇切に 治 お 

化育 州 公認 
パ： ブル 1 ム 


學错 時間 

午前 九 か 一 十 時 
午後 六 時！ 八 時 

パ t 小 栗 幹 ご 一 

紐 育おフ ラワー 病院 

窠五巧 病院 勤務 

をボ コン バラン ド 

病院 勤 お 


診察 時間 

午 お 寒が 半 N 二 時半 
午後ろ 時 U 九 時 
愛知 橫學 ± 

パ， r 巖本谨 一 

古偷比 亞乂學 及が 育 

ポスト グ ラ' デ ユエー 

卜 おな 勸操 
H 曜は 前約 願 上 お 


バア グブ 1 ド 卒業 

齒巧醫 

i ぷ基 

診療 時間 
自 午後 二 時 
至 午後 八 時 


あ 京 巿みノ 內ピか デ >^グ ニ階 ニニ 〇區 

娜前丸 山 洋服 商會 


笠 并洋臟 巧 


日本 
洋服 巧 

時 巧 信み 郞 
な 本が 


を 五十一 IIT 目 

一二三 二 

が 藤 

が报ち 

ti / 

? ラ ir 六 ニニ 


寫眞 ----- 

第五 巧 . 
四 =1 と 


H 本な 具 

雜 貨卸賣 

を 良 貿易商 會 


確を はと 十五 
伽、 一二 四 遇 間 
'じ 驚，〜 べき 姑 
果ぁ b 。 每日 
朝 化 時ょ b 々 
义 時を 日 願 共 
十二 年の 經驗 
あ bo i 


ボ巧糖 
が 五 時 
間 十 弗 
郊外 も 
大勉强 
す 仕 お 
間 魔 摩 
商诗乞 
御 呼 お 


n 本願 溢駕 

雑貨 觀卸資 

丸 八商會 


0 ご T * C . TTakamii 

176 をョ臺 苦 d 巧. す呂 ごち 
Tel . G 雲 berl 尝 d だ ご 

午後ーニ晦ょも六時 

養奚 S 曜は穀 相 願 お 

ドク トグだ 阿 一^曲な 彥 


Dr •夕 whishido, D. P 

133 去. 7 害 St . ぎ Endi 皇寞 2 

澀 11 ち 戶な二 

自 午前 九 時 ま 十二 特 
自 午後 一 か ホ 五 時 



あ 直と 親 かごを 旨 どし 確 賞 
信 巧 ある お 口 g を 精選し 
特別 廉價 で販資 致します 
ゥォ八 サム、 エグ デン 四 割引 
其 他は 化て 一一 一 蕾 引 
指輪 鑛 貴を 屬並じ 寶巧類 一切 

バミ火 トン 時計、 パヮ 1 ドィ 
リノ ィス 時計、 を 柿 愚 時 針 
ゥォ — 夕— マン 萬 年 筆 

エバン ャ！ プ 鉛筆 
純銀 器 並に 銀器 一巧 
御歸 朝の 御 ± を 一切 
時 針の 修簿 はが 檢付 じて 確 寅 

じ お 川 自身が 致します 

紐 育ボ西 四十 二 了 目 四と を 

四 四 S 号 ま ( 五 街と 六 巧 間 ) 

巧 川岸 腐會 

電話べ ンシ少 バニ アス云 二 化 

Is 至 kawa-.Kishi 0O. を 生 . 42nd St. 


化 巧な 卸資 

..五味 歸會 

Tel ’ Stuyvesant 3 三 5 


日本 パ M 商會 

Nilppos Dry Goo を CP, 

1261 す 夏を ay , 呈 y _ Cor . 31 si Si . 

ジ I ちす ミす nn. 59 普 

ぎ實基 1 


成功の 秘訣 


J-n 

化 新 
お h 
8 な 

U 6 

. Jins : db 

nil 

23 s , 


s . 

•s 

m 


巨 


乂國ま 英語を 話す 事 
はお 巧の 裝 一義です 
本校には H 本人 あ 攫 
じ 償れ た專巧 婦人 あ 
師ぁ 6 懇切 じ 會話澡 
信 文 社を 語を 敎授し 
まず。 日曜 過 H 巧に 
午前 化 時ょ b 午後 十 
時まで 開 ほし) レツ 
スンと 十视づ i 。 今. 

H 底 もじ ホ 核 まわ。 



自動車 修 
簿 及び 運 

轉 を敎授 

ライセン 

ス 保証ず 

I 三 一十 お 弗 

を轉 ホは 
二十 五 弗 
晝 度巧學 

兩巧ぁ b 


y 

L 心 

〇 Y 

〇 N- 

H 化 

C 

S n 

〇 I 

t 加 

SLe 

A 6 



日本人 部 

リ 1 廣 

瀬 巧擔巧 

懸 如敎授 

夕と 時 開 

校 勞働余 

暇 勉學の 

彼 あ b 卒 

装 証書 授 

巧 熟 職 口 

無料 罔旋 


財政 方針 U 裤理 緊縮 

爲替 回復に^ 努力 

斧を 禅つ た 行政 整邵 ：3 跡を 物 能る 

濱 U 大藏 大臣の 議曾 演説 


_ がな 官があ 所 若を 巧 U I 月サ 
: 二 円 午後が U がかは ホ 齒のお 

一 め 方 かに お 聯し ホ潍院 じがて 

I ' 大を 左の か < な說 した。 

I 个 个 

一繫现 緊縮 巧 拐 时か經 巧 

'の 巧狀 におみ 拟 政の 基礎を 單时 

にして お ホの 禍 おを おつ 共に 

山 巧 經巧じ おする 化 迫を 除去し 
おがみ 勝 巧！： 較を 促進す るのを 
巧 a るを 詔め、 大正 十四 年 巧が 
な；； I ぶじ 背 b て じ おじぶ をが じ 

用。 巧政财 政の 整 巧 緊縮を 敵わ 

_ した。 邵も一 化 食 計に あらては 

六で 八，：： を 方 W を 節約，- 八で 四 

パを 力 W とぶ ザ 巧に 繰越し をが 

i お 五 千； 一;;;: 余义 w を、 特が巧 

則 じあ b て U 六 千 二な 余 万 山を 

節が しの 千 ニ パ 余で 川を 繰延べ 

を 扑-悠 西が を 万 山を 整理し 化 

整现 緊縮を ぶ 礎と して 大正 十四 

年 巧を をを 縮 成した。 

豫算內 容大ぉ 十四 年度 

おがな にお 出入を々 十五 億 一一 千 

四'- = をガ山 じして 歲乂 じあら て 

-は給 常 お 十ー ニな み 方 川、 臨が 部 

こ 佑 二 千 四阿を' 力の、 前年 巧 質 

'巧が 算じ 比し 前ち に 於て S で 五 

.円を み W を省耶 しを ボ じあ b て 

; ai「I す-一 vr ろス ：：！； る お-? - 

兩 ぶを 姐 じて 九 千 パ 余力 山を が 

少 .，、た。 大正 十阳 牢巧轿 おぉ： む 

をが 额は •お 五 千で 山に して 化 

中一僞 EI は 霞ぶ 善後を ほ、 四 下 

巧 凹 ゴお逍 公 化’ 唾ら-千 方 W 

はが 鮮事巧 公 俄。 るが をが ホ诞 

じがて 游染グ ざるを をで ある。 

重棠 施設 乂军 四を 巧 

じがけ る 新 施設 中電 をなる も-,;; 

は、 【一】 臨^ 閥が 弛を 收 入を 時 

別 曾 計は 火 正 十ー ニ 年 巧 限ら 蹈化 

i し、 証券の 元利と 彿じ剛 するな 

一 担を 一 般爵が じを‘.」 がりへ、 臨げ 

一越が 趾巧 t " 巧 還 則 限 お ホ 毎に 漸 

i 々皆述 公 巧に 巧な へる； どした 

一 ご 一】 随時 陸 巧 巧 特別を 計は 大正 

1 十四 年 四月 一:: 化 6 閒 鎖し 右が 

一 お 調 逮ホ濟 が 一億 四が で 川は を 

一巧 改善ぶ び 農村 狼 おおを 速が ど 

して 别巧； 贷附 くる i ご （た 

ち 二】 を お局資 あぃ-扇 I 二 千 巧 山 

一を なて おちな 含 & び 度が 振興 基 

一を を 設け 化 運用 利殖を 六が 五十 

一巧 W を W 椒 ごし 化 中 四な 巧 川を 

師範が 巧な きじ、 ニ パぶ 十ぶ w 

を 段が 振が にを する 觀费し 巧つ 

る 計を である。 【四】 預 をが 宵を 

逆用 管迎 方な なきの ため 官 K を 

阿 ま 員 肖を 設 のし 貧を 速 用に 就 

て齋 問す る、 とどした。 I ； 五】 wk 

の 外 親が 施 鼓 じを する 縛を ごし 

て 陸 お'々 瞄整 神' じ 伴 ひがを 節睐 

お 背、 おおかな、 巧み 年 訓練- 

^ 巧 * 施 等 人經资 一千 二け を 方 川 

知 話を お 搬强巧 あ 化 二で 一巧な 

夕 叫、 地ぶ 硏化 施設-: をす る經 

，な、 搭が 巧ぶ び 巧 ェぷサ 立 じを 

^ する 經 裳、 貿ち おおに 關 する 經 

I 上した 0 

r 爲替 政策 お 外巧辑 化を 


のが 政 經游が 方面に あはす お 響 
雨大 じる にがみが 化 络を巧 山し 
ぶを を 則ず とため 臨機 村 効；；* る 
ホ 巧を を 巧す を 方 到なる が、 其 
1 i して 必要なる 边合 じじ 現 化 
が おの 巧 外 あ贷を W 用して 爲替 
調 解-—- 資する ホ、 むを も'，。 尤ら 
么 がち， いに 當 b ては 内地 助界じ 
化るべく 不を い* る 影嚮を ホ さし 
めざるげ ぃ-! 時 巧 及り 方を じ 就て 
愼ぉ巧 慮すべき じか 論で ある。 
乍 化巧替 M なの 化 本 策は 結局 図 

啜な 梢の な酱 じみら、 刚も 輸入 

抑止、 输出お 進の ため 適切の 方 

策を 講中る の 嬰 あら 朝 巧 協力 局 

巧の操關じをる^を巧學す。 

舊懷 整理 室 十一 一一 年に 

めける 巧を 會 化の 戚資四 德九千 

をで W 、 解散 十倍 余 万 叫 じして 

前年に 化し をれ 倍 六 割 及 

び 二 お八 削の 增 加、 又 社 潰の 內 

化を 巧 額は 八な 五モ 余巧闷 じて 

前年 じ 比し S 巧 四 割を 越へ た。 

これ 丰 ごして 舊值 整理に 使用 さ 

れ たる もの ど 見るべく、 是 等の 

事 質は 孰れ も 事業が の繫 理枯當 

むはれ たる ミを みすら のじして 

みなに 至らた るは 歲計 緊縮、 を 

償 がをお 等财 政々 巧の 影馨與 つ 

V . ：> 度-^' 一 早 ro 


新 國庵價 券 避 行 

がが 官 事務所 鳥を を 

か 咐はヲ みみ 八阅 及び 第 十一 

巧 网が倘 券® 替 みため 筹 比一间 

闕が巧 券を 巧の i じ 巧を、 ■月 

化 1 1 H を W て 强が规 をを をぶ し 

た。 る じよれ お 巧 お额乂 千万 

圓 、お 格は 現金 拂込义 十一 圆五 

十 鞍、 代用 拂込 九十】 圓利術 一. ゥ 

瑞を拂 达ホ乐 とお、 化 巧 桃 込 ホ 

ホ八頗余、 期限一^乂ぁ廿 一 年化 

巧り を。 因みに 廉十 一巧 五 ホ 

利か 阔庵 おを はちが 本年 S 月 一 

日 巧 還を 巧を した。 

昨年度 斜外 

貸 附內を 

ロンドンを 凌駕 

昨を 度の ホ國じ 於け るみ 憤 額 

は 前を 所 報の 细< 十二 億 六で A 

巧 四十 一 一芳 八 千 一二が 九十 四 弗-し 

達— 居り 

倫敦 市場 の W 償は 五に 

と 千 八が 化 十四で 义千 r 白が じ 

及んで ゐ る。 とを 過去 五ヶ 年に 

おる 巧闽巧 巧の か 償が じ 就て 比 

較す るに、 n ン ドン ホ お-— •絲汽 

ホ 塊の 化 四 愿九千 九で 六 千 弗の 

六 刹 八 か弱 挪ちサ ーニ 億 六 千 九十 

一二で I ; 千 九む 五十 巧 じして 陳洲 

大巧 W ホ 化が を 规ボ怯 G 中， む 

ロンドン よら 紐 巧-! おつた ど稱 

せられて ゐる もの 5 、を般 的よ 

b 琶 て〇ン ドンの 位 おは 仪然 を： 

を じして 规 り 丹 間にり 位昭 をが_ 

ひ 巧き i け 勿論、 米 瞬が 巧み ご 

しては 化界 のを 融_ 耍ポ 過大；；* る 

を 0 て 巧 乂南闽 はを 刷の 骄贿を 

爭 ふよち もがろ 協調を 必 喪. こす 


る 诗を力 說 しつ t ある 巧 W であ 

る 〇ナシ ヨナ 八シチ — コム ー 

こ 一 お 局の 調杳を 基礎 ごする 

昨年 外價 の 內をじ 就て 
見ろ じ 二 僚 一二で お h 九十 八 巧 八 
千すな 巧 d 傍 巧の 還 じ 宛てられ 
純 外 憤は 化 憶と 千 ご r 白 一巧 一千 
五 巧 弗 じ 達して ゐ るが、 之を 統 
計 レて 示せば 左の かし 
をは 貨附 総額、 左は 純 貸附巧 
歐洲击 五 0 、 六 五 〇 、 000 
あ 二 0 > 六 五 〇 、 000 
亞細亞 一八と、 00 〇 、 000 
ニニ、 〇 一-、 五 00 
拉典ァ i 义〇 、八) 0、 000 

リヵ ー 五 〇、 八 10,000 
々ナダ ニと 〇、 五 四 〇 、 000 
一-八 〇、 ぶ 四 〇 、 000 
をが 一、 二 〇 化、 00 〇 、 000 
化よ s 、 o 1 1 、 五 〇〇 
貸附 先は と 十五 柿 じして 右の 中 
政府 貨附 十と、 州貨附 と、 か 憤 
十と、 か 債 化 五 じして 左の かき 
ものである 0 

をが よ 八 ご 一、 0 1 五 、 0 ""0 
五 五と" 0 二 六、 五 00 
掛 四 ご r よ 五 二 、 000 
四 ご 一、 よ 置 二 、 000 
巿漬 ■ー ハ ニ、 二 丸一 、 000 
丄ご 一、 二 九 一 、 000 
を 儀 ニニ 九、 九 四 二 、 000 

ご一〇 九、 九 四 二 、 000 

合計 一、 二〇 化、 00 〇 、 000 

九と |二、 0 1 1 、 五 〇〇 

な 府貸附 是 等の 諸貸瞄 

中 じて 政府 貸附 額は 其 大部を を 
. iri ろ、' 卜父 す-- sST ' W まは。，* 
.してら と 憶 五 千 巧 巧み 臣額じ 達 

して ゐ る。 即も 日本の I 億 五 千 

巧、 濁 逸の 一 憶 I 千で、 佛蘭西 

の- 惊、 カナダの 化 千 巧、 白 巧 

義の八 千万、 子 ザー ランドの 四 

千 方、 瑞西 ^ 11 一千 力’ 瑞 典の 三 

モ 巧、 訊 魄の二 千 五： 白 巧 弗 等で 

あるが、 其 半面に めて 社 償 及び 

巧 憤の 增進率 も 顕著 じる ものを 

く、 千义な 十九 年度の 外債 比率 

は 政府- 割 六 ホを 占めね る も 昨 

ホ 巧は 五 劇と ホ ニ 煙 どなつ てゐ 

を。 で 九な 十九 年の 貸 附現巧 額 

は 左の 如し 

政府 一、 六 S 化、 五 〇〇、 一二 お 0 

州巿 ニニ ニ、 S 八 一、 二 六 二 

社漬 一二 一 0 、 义四 0 、 化ぶ 八 

合計 二、 一六 一二、 八 ニニ？ 五八 〇 

貸 柳 年次® ま； 年 じ 

a る钟固 貸附を 年次 順-— て 示す 

じ 左の 左は 比率 

【單位 千 弗】 

一九二 四 一、 二〇 九 、 000 

二 六ろ 


一九二 三 


五 


八、 ミ ー 五 

一二 •と 

; 九 ニニ 六を 气 九九 一二 

一 あ •よ 

一九二 一 六 九 四、 二〇 阳 

一六 •四 

一を 一〇 ーニ乂 四、 五八 四 

化 • ！ 

一九 一 化 と 一一 无 、一九 0 

一-^ •ぶ 

を 則 四、 二一 一九、 二八 六 

1 8 ろ 

かほ 昨年 巧の. か债應 寡を は斷じ 

て 一部 常裘 階級に 巧 占され ホし 

て おかぶ 資は著 敷 民衆的 ごなら 

現じ 畔 .太 巧を 憤 二 千す： 白 巧 巧は 

化モ乂 によ b て應 裳され 一人ず 


巧 二 千 九 巧 A 十 巧、 U ぶを 憤 一 
おお 千で ホけ 凹 巧 四千 人の 應冀 
まが あつて 一 人ず 巧は 一二で 六な 
六十 巧 じぶんで & る。 

正貨 拂 下に 

銀行 團 請願 

東京 特電 化 H お U 田大 藏が宮 
は 露に k 半を を 通じて 二 億圆見 
當の お貨掷 ドを なすべき 意嚮を 
洩らした が、 特殊 级巧 及び 爲替 
がわ 等は を 正貨 拂下じ 離し 正を 
が 巧 化 外 じら 之を がふ i 、 同時 
じ 正を W 外の 爲替 銀が じ も 正を 
の 建値 じて ぉ貨拂 下を なす 犧大 
藏赏馬 じ 陳情し じ。 

壤洲ゃ 印度へ 

金 輸出 增加 

去る 木 躍 H を じ 紐 育ょ b 外國 
じ 輸出ず べき 無始は 約 五な 巧 弗 
じして 其 大部み は 巧 度 じ 送 荷す 
ベ < 、水曜日の 輸出は よ 千万 弗 
であるから 今週中の 輸出 総額は 
約 千 五な 巧 巧に 達する 駐这 であ 
るが、 對 3: 巧 輸出の 中二 巧 八十 
巧 巧は ァーゲ ィング 銀 わ、 祭 二 
回 巧の 二ち 巧 巧は 橫 .挺 正を 錄巧 
第コ ー巧み の 化 二 万五モ 巧は マー 
カンタィが 銀 わの 化 披でゐ る。 
現濛洲 輸出の 四 白 か 方 弗は りン 
ドン じ 於け る バゥンド 相場が 活 
氣を 星した} めで、 輸出 金は 新 
鏡を 述貨の 準備資金 じ 宛てられ 
る尝 であるが、 濛洲 へのを 輸お 
は 最近 じ 至ら 益々 巧 加の 傾向が 

あるので 么 じょつ て词 地の 銀 巧 
界は 瞄る活 霸を呈 してる る を- 

を をの 金 移動 じ 伴 ふて 療洲 じ輸 
おされる を 額は 約 五 千万 巧 じ 達 

すべく 諸巿 債の 成な も おを で豫 

期されて ゐる〇 


本社 東京 特電 「 逆 宿を 资 


日銀 帳尻/こ 金利 

最近の U 银帳 がは 兌 巧を 發巧 

鳥 十 五條と 千 化な 五- Hll 巧 一二 千 

阳 、制限 外 發巧高 二 億 五十六 万 

二 千 山、 民間 貸 お 高 四 億 六モ六 

十二 方圓 。巿中 金利は 翌り物 二 

錢 乃至 一一 媛 あ 毛で ぁ S 。 

一巧のを 憤總額 

一巧を がのを 債 総額は 廊時國 

庫 証を、 た藏 証を 等を 除き 四十 

二 億ので ある。 

關 稅撤廢 V 一海 運 

外米 關祗 撤赎 のた め 海 建を は 

好影響を ずけ て頓じ 活氣を まし 

轉賣 、移出 等の じめ 船舶の 需要 

が激增 した。 

朝が 巧 臨時 社長 

ホ 國 生命が 赖會 社々 長 ホ t を 

二 巧 逝去に か 朝 吹 常 ま 巧 呵社臨 

時を を ごな つた：：： ：：な と廿 九；：： 發 


書籍 一切 取次 

ホ 図 出版の 書籍は 比て 巧 别削引 

にて 巧 速に 化 ホぎ 旅 巧ち の 巧な 

參考資 巧の 書籍を 集 等は 恃じ御 

巧が な 計ら ひ 致 巧 【幡 慨】 

左 i す shi H を夕 

窒 Nass 岩 st . l ブ I . Beek ヨミ 8 富 


電氣化 ホ】 切 

下羽電 氣賴會 

Now 1 巧 roadway 

TeUndic を 夏 7 {一 


會 賄京柬 

を话 トラ 7 ア八 ダ - 6559 


Toyo Kwan 

41 に 19 比 St. 

お f. B’way & が h A 化 
Tel. 引 uywsant れ 98 


酱 


Jaoan 

Provision Co. 

86 Ls 加が on Ji 巧 . 

Tei. Wd.Sq. 4518-78 が 

H 

巧 案 油 

曰基 鱗 網 
本 護 食 S 蓋 i 

な 民 !^ おが； 

料ぶ 器 蘇 
' 品？ f 裳 望 
商 S|i ? な 

會 & 1 I ホ 



TAIYO 

148 West 65ih Si, 

Tel. Endicot) 2316 - 
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S . KUWAYAMAGO . 

114 E. 59 化 SL 
New York C れ y 


Katagiri Bro's 

224 E. 59th Sl 
N ew York City 
Tel. おが n! が 80-3481 


The Tokyo Co. 

140 W. 65th St. 

New York 


Japanese Tea 1100 m 

1802 M 化が U. W, 

Tel. Franklin 1577 


City Hal! Tea Gaden 

170 Nassau St. City 
Ne：Kt to the Tribune Bldg 
Loo Lin Manager 


Beem No 風 Low 

474-6th Ave. 

Bet. 28 比 - 29th St. 



巧六窠 
ご 四十 四 
が 目 T 五十 四 



Jti vaJCoj 

が 0 W. 58th St. 

felephone; 
Columbus 8882 

( 哦日 • 水） 司賽わ 


Suey Pang s 

RE 測酬 T 
453 お 她わも 
お t. 2? 比 - 巧 ! h Sis. 





る麵 1110 

35 East 29 化 Street 
TbI. Madison Sq. 75 が 


DARUMA 

781 - な h A け . 
Tet. Bryant 3859 


Kawasoye Hotel 
1 が W が 1 123rd Street. 

Te し Morningside 7154 


HINOMARU 

101 W. 69th St. 

Tel. Endicoit 巧 2? 
Room 5 


ASAHi KWAN 

163 に が thSt. 
TeL Plaza が 99 


庵 桂 米 日 


使大新 


IP 


: ，ホ 

漏 


二十 百 干 


第 


巧 わで 绩な麟 を 巧を 孤 放を a 


[ 日 礎 : h ) 




円 ー サト 片ーザ 四十 化乂 


日本を 巧 おを 视 
B 本書 瑶茲雜 を 
口 本 お 貨往巧 
を化 巧 巧む み 
紐 巧み やけ 品 

シ瓜 クン ヤツを 巧 

貸 室 大小を 巧 

をを のをけ あら 


會廢 御料 頸 

東洋 館 


日本 食料品、 日用品 
並 じ 新刊 書籍 類 一切 

巧 懒化弟 商會一 

\ I 

を 巧 おお 巧が 最近 使が でて# 着 一 
化 較閒按 々巧 用 みのお 牽顆上 《 I 


日本食 料晶 お々 ぴ雜貨 類が 小資 

S プラザ 每款桑 山商會 

新刊 書籍 雑誌 小間物 日用品を 種 


華盛頓 

も ざく 

日本 料埋 

ホ じ 御旅 舘 


ぞ那 C 1 弓 

料 な兩 


ホ廳 茶園で 水 年 御を 顧を 巧け 
—L たお 文で 御座います 



化 U 本に をみ、 H 本 語 
巧 を 話し、 皆樣 の御嗜 
好に 適する 御 巧理を 調進 致种 
T あ エン* ェ！ タアの ドです 


藥ホ じして 淸潔 

散娜 品南樓 

午前卜 時よ を ng ち 
午前 六 瞬まで もな 


巧 瞻を園 

巧 理人蘆 蓮 
お 勤の 方には 晝飯 
の 御 巧が じ 備へ巧 
間會 席の 御用に 應 
やべ <磅 閣巧ネ 巧 
ず 錢わ引 立願 度 0 
紙上 御 案 內申上 お 


會席御 料理 

おじ ずを 燒 



御菓子 舖， 

お 鶴 城、 羊羹、 蒸藥十 類、 爲餅 
(のし 餅 前 H 脚注た 願 ホ) 

松風 卽窩橋 

西 六十 五 T 目 一二 十四を 
電話 トラフ アルが一 五 五 五 四 


豆腐 油據 

煎餅 穀造 卸、 小賣 
U 本を 巧 お 一切 

田 中 

第三 一巧 八な 八十 五を 
電話 ブラボ 五 二 一八 


新鮮 魚 か. 一切 

U 本 A 向きのを 魚澤山 おら 揃へ 
時别廉 潰で 大勉强 致します 
ザ ヴォナ を wis 
Josepn wavona 

援 4 w - 61 を St . 

TTel . oolcsbu 巧 91 援 


極上の 魚類 

季節の おおの 魚貝類 お 澤山揃 つ 
て受 もまず か ら御 賞味 下さ い。 

ァピセ ロ 魚 巧 
82 置 ard St , TeL で anklin 44 呈 


伊豫 屋御 下宿 

西嶋 をみ 郡 

お 四十 九 了 目 一六 五 

て バ！ トメ ント G 2 
電話 グ ラダ 六 一と 置 


尋れ人 

更正 恩給 証 巧を か 

松 ホを 一二が 

「外圓 旅券 ド 付事實 証明」 到着 

熊 本縣人 豐田 淸定 
胡鮮 人を 乗 斗 大姨基 
液 知 ザ 川を 衛巧歌 山 引 ±純 ~ 
巧が 寺 巧 武お德 を 巧 村 正ホ郎 
右のを じ 逆 知を 度き 媛を 之 
误巧 本人 巧く はなん よら 現 
化 巧 おを か 願 上ち 

紐 育 巧强總 領事 舘 

1 苦 Braa をゴ N まごみ 呈 一 


▼111 德 U 淸 潔， 親切、 氣樂 A 

稀な 旅舘 

ま 巧 伊勢 樂佐义 間榮作 
225 苗. 58を Str ま t 
Tel . Heg 呈 t だ 99 


御 下宿 

自お亭 

58 野 nds St . 133 妄享 N . 一. 
TeL Main 7475 


西 六十 五 了 目な 四十 ホを 

一力 旅館 

電お エン' デ コット 八み 一 〇 


御 下宿 鴨ホ乂 

さ P 吕 spect Pla 奋 

置. 1 st -2 nd Ave . off E .42 nd St . 

Tel . Murray H 吉 29 岩 


禽津 藩主の 庶子 

か 家，」 了 一 か® 平民 

少壯氣 慨 おんだ 外を {じ 
夫人は 皇 后宮の 御 通譯官 


が-通ち あつて、 老んが 儀式張-であ も 具つ ピアニスト ごして 


現が H 本み 夕宫の 鬼 巧 ごを 云 
はれ r ゐ るな 乂を權 ホ 化の 火 役 
をがず ベ'、 ホと 二 巧； 化リ捣 傑出 
帆の コレア 乂 化で 出资 する 化 半 

恒雄 氏は U 本では 

殿様 外巧官 ごして 知られ 

現 一し 乂 図々 擦-をを ヒユ ー ズ巧も 

外を 上の 惟 例を 破つ て 松 牛 氏の 

巧 かを 獄迎 した 際 「 H 本に がけ 

る滕を 的も緖 わる 名 泉の 十な」 

ご 賞め もぎつ じの も道埋 、氏は 

がを な 戊 中 戦 役畜 時の 會 'が 藩 ま 

化が おが 氏の 庶 よで 明治 十 年の 

巧 十よ H じ ホれ たので あるから 

令 年と つて 四十 八 族、 老人が の 

ホい H 本の- Kte どして は 墙城正 

商 氏 ごみに 概舉 氣銳み 人物で あ 

る。 殿 父 おが & は 朝が であつ た 

廉 となて 戦後 曾津ょ b 陸が みち 

嫌 一一 一万 おじ 繼 され、 僅かに f 爵 

を巧バ らいたら ので ある。 恆雄 

巧 U 現ず 爵お 半が お 氏 (をが 子 

の撫 i にて な 雄 巧 ど ゆを 问 じふ 

し、 現じが 軍 大佐で ある) の 兄 

であるから 常 巧 氏が 

すべきで あるが、 ホ 

ホ お慨の ある 恒雄 皮は 親譜 ちの 

爵 化に 甘ん せ ホ 辞し 家 持を 弟 

の 保 男 氏 じ講ら W 治 四十 お 年に 

か 家して ホ K こ なつた。 か 今 華 

寶 ホの 新人と 稱 へられ、 爵位 辞 

退を 大聲 して 叫び 乍ら 矢 張 爵位 

，■を"/ ミ ！ っ〜-, - 1 ィ ー t 獲し > ■ 

耕乂 化が 尋常 一檢 なぉ 族の 巧つ 

ち やん じ 非ざる； を 窺かず るに 

せる わらぅ 〇 氏は 明を 化 五 年 

じを をぶ 大の仪 治 巧を 卒業した 

ホ 巧 畑の 外を 官 であるが、 卒業 

成 組を 見る と 前 乂 藏み官 西が 元 

I 巧を 首席 どし、 往年 當化じ ホ 遊 

I したを の あるな 桂を の 女婿 長 唾 

I 隆を 氏、 ぶ 俊 ホ郎巧 (お 嫂 理事) 

- から 松 平氏と いふ 順序で 同窓 半 

; 四十を 名 中の 躲 のをを 占めて ゐ 

- る。 氏は 大學 をを 楽す る や. 杳や 

一な も-」 

! 外^ I 父宫 をを レて 頭が 宫础 

I が驗 レを 格し 外を 官 柿に 化せら 

I れ てを 邪 公 化 おじが 勤、 明を 阿 

午年 乂化添 一二 杳普 お官 -」 巧せ'-^ 

i れて爽 困に 轉じ おに 二ち 書 おを 

一 V 。 ら て狐闽 じな 化、 四十 拓午 

巧" 6 支 抓 公 化 おじが じて 間も^ 

: < 天が 姓な の 接 谢樂ピ 击 つじ。 

_ 化 後 米 齒大化 館 參お宫 化 新の 巧 

一々 を 挺つ た 儘 術 潮 汲逍単 d かが 

I 脚玫巧 部長を 仰 付つ て 雪が いシ 

j .へ プアに 赴き、 米网を 始め ごし 

一 聯を魄 みか 格官と 提携して が 倒 

一 阁 巧を かを 巧淑 してを も 露 嘴 

一述 ご Gb 、 赤色" シア 刀 怪虽ョ 

I ッ フユを 排卜 にを が：； みを ぷ 

し U 本 化ぶ ごして が 閒容を おむ 

.，たも わで ある。 會 みな..。 の‘.' 市 

i 閥 ど脊鼓 ごし、 ョッ フユ ー流， £ 

懸引 等で をに 巧敛を 化た もの、、 

此@ 巧 じがて 氏の 

手腕 を 斑 めら. い、 ワ シン 

トンず お 縮少會 ホでは を 愼苗お 


総長 でんつ た植化 正を 氏が 摘 
氣し^;?>\' た常化だ"重巧巧の後を 
架 ' J てを 椒ご。 る や' 巧け もも 
に旭抵 氏の 職 格を 繼 ホし シ ブ 
ァ撤 おの' 个巧 渉-。 おんで 氏を 通 
じて 巧衝 さむた ごえつても 差么 
; い。 みで 列務 次官た b し墙化 
氏が 駐米 人 化 どなつ たを を 襲つ 
た 田 中 が'^|口氏 が み{臣を 巧ォ る に 
A ん で、 氏' に 外務 次官 .こし て髓 
执男 八が 腕た b しが 「巧大 。る 
結 お」 で 植化氏 •か 水阅を 去る じ 

W び、 わがは にじ 迴らて 遂じ乂 

阁じ赴 巧が-しむる じ まつた ピい 

ふ譯 。先 化の 植化正 席 氏 ご 間 じ 

く 松 牛 氏ら 亦忡 々も 左利き ごい 

女ら、 禁酒み アメブ カ じけ 聊 

か 巧 肉。 話 t はぉる。 ホ蜗 赴り 

し 際して 巧 大懊も おに 長女せ つ 

，.'一六)、 二 女 正 f (一二)' 及 

ー ホ タニ 邱宮 を'' 同 件す る 像を 

じある V - 坡 をのが 蝴述 信け 秘じ 

1 むる 0 

夫人 信 f (明治 十 化 年と 

T ホ) は快廚 鍋な な 火 & の 巧 女 


つて 糖贴爸 用とは 何 だ ど 尋ねる 
巧 おき ま. 〇 惡 く、 巧々 云 ひ 外ら 
して 到頭 娘 じ 結婚 中这じ ホた の 
だ ごい ふ。 をん 悅 ぶまい こど か 
人滿坦 で、 娘を t •びに 驅 けて 巧 
•、。巧 おは 恃つ 間の 必 配に、 水 
を 飲 レ。 & 臓が 恐ろし < 働锋 ず 
る。 ソワ — ワク'^.,^ 大 さわぎ 
娘登澳 。が 常ぶ S - 玄ひ譯 など あ 
つて、 食 市は、 煙を はと 愛 相が 
よい。 ドン ッス姿 じ 目を 化め て 
新 あで、 巧 曾に でら 巧く のか、 
はでが 一段 ミよ いが、 でう して 
さう 洒落て る 5 かなでい ふ。 初 
也の 巧者は 仲々 をれ ど 打 も あけ 
兼 わて、 ャレ小 拱の 時 がらの 見 
知を だの、 親の 化から 懇意 U 間 
帆 だの、 所 ゎの 地面 迄が 續き合 
けだ 八 V 一 云つ てゐ るが、 でう し 
て も 本題 じに 這 人れ U い。 其 中 
わしのを の 化. お W あなたの 處の 
槐 のがの 緒き だ ど 云つ じの が 本 
じな つて、 娘は あのな 幾は あ K 
たのでは い、 内の だとい ふ。 
ィャ わしの もの だ、 ナユ さうな 
らのかご、 段々口巧化をがば？ 
^に。る。 巧巧がれ煤は手前の 
もの だ-よろ しいか •わしの た 
ど 怒 階る。 娘は 怒鳴ら。 いで も 
、.. ； ね f •を' いご もが 鳴ちたい 
ら 、.内へ 細つ てな さるが よい。 
人の 家 じ ゐる間 はん 間 ホの 糖 儀 
をが るが よい ご、 たし める 


松賴 



新 

强平谨 

も 巧 

を 厦官 

權 4； こま 

一 、 SiW こ 

使 巧^ 


じして 久しく 皇后 宮御巧 おを 勸お 者は をはて i 、 實は必 臟の慟 

めた 入で 幾 本 お 化 殿 F 、. 化み 降怪 がして、 コメ髮 みおが ビン ピ 

す 夫人、 柳 澤がホ 伯 ホ 人を か娜ン して、 ツイ あの 始ホだ ご申譯 

じ、 侯爵 夫ん を 子り 自を 母堂に j をず る。 をれ でも 牧裝は 兎に 巧 


树 つた 化を 的 賢夫人 どして 評判 

が 高い。 夫人は ホ 威は 始めて ど 

はいふ もの < 長い間 巧國 になた 

ふが あ ら、 前な： n 乂蝴乂 化モー 

リス 氏 ホ 人やヮ ー レン 氏 も 人 及 

ーク ツグ 巧の 巧 堂 達 どは 脈懇の 

が悄 で，； ると いふから 、渡米な 

.1 夫君を 援 けて 兩威 親善の 上に 

ながなが 馈 を舉げ 得る であらぅ 

ホ 人は 語學 じ' 良 じがに 皂后 をの 

御 通 譯を中 上げ、 み闕 使臣との 

々契の 深い 渝人 である； は旣報 

した 處 である、 

ぶ 居 ム馈皇 


結媽 申込 


キ催 U 本人 會か會 が委旨 

時 H 二り 疋 U 午後 八 時 

アントン ナエ ホフ か 

幫劇 

一幕 

ん 物 

山を のな む 上出雅 を 

K お (か 直 族) 小池游{ 

路 S 巧ち 爐本械 一 

舞を 弦 西な の 旧を 崖の が 間 

時化 端 化 (化 巧结は 英語】 

け 化のを 人を 舞を に按 開く 

隣の が 巧が 服暮 がして おお、 お 


自 みのもの だ、 ィャ 内ので す、 

ィャ、 ゥユャ と、 をら 口論が 激 

しいので、 吉 左右 如 阿 じご かじ 

巧つ てむ た 老人が 义這 入つ て ホ 

る 0 

娘から 一部始終を 聞いて、 を 

人 今度は 娘の 屑を もつ て、 巧ぎ 

じな つて か i る。 口 爭が嵩 じて 

老人が 巧 巧の 先祖の i 迄 口ぎ た 

な： 罵る。 お前の 一族は 皆氣化 

だな で >> いふ。 若者 も 貧け ぬ氣 

じ i :* つて、 さう いふ お前の 巧 親 

は跋 であつ じの じどい ふ。 其 中 

持 おの >む 臓が 變- しなつ て、 あ； 

胸 •か-^ ど 云つ て 胸を 巧へ て 水 

を^.^ せがむ。 を Ai 娘は を 

れ でも 聞か 中に、 わ 前の 親は 博 

奕 巧 もで’ 大 飯な ひで、 化 巧 卸 

け 近所もう ての ゴシップの 隊良 

だ r た， どを b 返ず。 おを はも 

う 死 じさう だ ご 5 つて、 ょろ け 

だす 〇 ドみ を 

.巧 備 不明の 

婦人 靑樂家 

化が じめ ける 唯一の 婦人 夕經 

おの ユン ダ クター であら 作曲家 


一一が 樂 擅を 風靡し、 過般 
當 化に ホら てが 靑 シン フォ ニー 
の ゲスト •コン ダ クタ 1 W して 
現 はれた エ セが •レジンスカ ホ 
人は まる 巧嶋 日の 巧 力） ネ •キ 1 

ホ— かで ピア/の レサ イタ 八を 

なず ベく 巧廿と 下目の 自を 前で 
秘書の ォ リゲ ア ー 嫂が タ ク シ ！ 
を 探が して ゐる間 じを を隱 した 
ので 大騒ぎと なら、 力 1' ホ VI 
ホ I ルに あつた 約 二 千の 

聽 衆は 持 も ぁぐんだ 揚句 
不 化が 孤 蘭の ピア-ー ストを 代理 
£ して 演奏せ しめて 其が の レサ 
ィタルを 終っ たが、 其 後 夫人の 
ぶ 達は 八 ホ じ 手を かけて 搜 索し 
たけれ でも 夫人の 姿は 見へ ない 
みで 紐脊 警察は を 力を 傾倒して 
目下 搜索サ である。 夫人は 数年 
前 じ も n ン ドンで 同 檢な串 件を 
惹起した £ が あら、 發作的 じ 意 
認を 失つ て 約 四 五日は n ン ドン 
の 彼處化 おを 

放浪した が、 ピアノを 彈 
奏して 始めて 巧れ じ 返つ た ごい 
ふ i も あるめ で 今回 も 巧 樣な發 
作から 巿 中の 何れ かを 放浪して 
ゐ るので は あるまい かど 疑 はれ 
てゐ る。 巧嶋日 W 巧當 地は 雨風 
雪と 降りが いて ゐ もので 友達 も 
「おしを」 Jmj が あつでは ご、 血 
眼に なつ t な ゆる 必當 b を 探し 
てゐ るが 未だに 發 見され ない。 

小 供 間違から ■ 

親 同志 喧囉 

米 阿で を婦が 入院して り 癖の 
樣じ 女の子が 欲しい ご 云 てゐ 
るの じ 巧が 生れた 場を、 看護婦 
が 氣を巧 かして 男の子を 欲しが 

って & る處 婦に默 V 14 はを お 
b 換 へる 等と いふ 妙な 風評 も あ 
るが、 最化 。ン ドンでは 差し 當 

ら大岡 越 前 守 じを したい 樣な妙 

な 小 供の 間違が 起って ゐ る。 事 

の 超 b は 巧 隣 じ 化む 本年 一二 歲の 

小 巧が ジブチ 9 ア で 隔離 病院に 

入院 後、 一ん の 巧 親は を 快して 

かれ 戾 った 小 巧が でう やら 不審 

なので 醫帥じ 訊した 處 熱の ねめ 

顔の 相 巧が 變 ったの だと 敎 へら 

れを 也して 伴い 戻つ たもの i 、 

化の 巧 親は どうしても 小 化 が 違 

つて ゐるど 顔 張ち 小 供を 返し じ 

巧っ たら 問題み 自 みの 小 供が 扉 

から 出て 巧た ので 卒倒した ごい 

ふ騷 ぎ、 攻府 でも 默 っては 置け 

ない ので 嚴 をに 審議す るょ にな 

つた VJ 0 ン ドンでは 昨今 話の 輔 

どなら 裁 おの 結裝が 待たれて ゐ 

る さう だ 0 

营沼お 雄 君 勝っ 

旣 報み 如くが 人 橘 巧み 营沼忠 

雄 巧 劃 アがバ ー ト •カ トラ！ 君 

のがを け 二：：： 間に； 日 .6 ジュリア 

ン 球場で 開催され たが、 を般を 

迪 じて カ トラー 巧の をら 貧弱で 

四十 四 间戰の 結 おを お 千 二が お 

々トラ ー 巧な W 六 おじて 勝な 一 

なら や、 懸賞を 二. C 巧は 菅 巧を 

のず じ歸 した どい ふ。 

ミ 味 線が 欲しい 

當 地ん 興 巧 削 ミカ 玉 八 •ミン 

•ト ブン 巧は 近く 「贼 とのを」 

題ず る 劇を 當 地で 卜-馈 する ふご 


授 蒲燒壽 す谢化 巧し 

.口 唯 巧 日 巧閒も 抑 用命に ホ じ 升 

會 龐赞理 

高等 御 下み 

兒玉乂 - 


御旅 舘 河 添 


理想的 御旅 舘 

御を がに 誠意を 0 てを します 

朝日 舘 

御手 輕 御料 巧 並に すき 燒 

新ら しいが 巧を 揮び 卸を 樣の御 
滿を^^さ る梭靖々勉强致します 


御が 當 並びに 御 あ 庭 支出し 

御手 轉御 料理 

日の丸 〔御 下宿 3 

壽 司、 媛蒲燒 、毎 H ちらます 


議！ んだ 

酒 補 特長 

が 育 お 西 四十 四 下目 
一二 下 二八を 
(二階) 


割烹 並に 银旅舘 

^ ^ 佐舒 兄弟 

が 育が 西 八十 乂了目 一二な 十吉を 
お 詔 —— スカイ ラ ー と 八 ニニ 


舞踏 敎授 

▼化を ダンス ▲ 

▼表情 ホ 操 ▲ 
紳 十、 淑女、 わ 子 
供さん ホ じ 叮喀じ 
敎巧 致し 升。 午前 
十 巧 ょら 午後 十一 
時を ( H 曜を 除く) 

シャリフ* タン ン 

ング 彿雜學 校卒藥 

上 杉 タマ 


中 村 埋髮店 

’ .中が 萬藏 
31 W . ます 資. 芦 Y . 呈 y 
Bet . Columbus Ave •夏 ミ tral す rk ま si 


日本 理髮 館淸 

新 ま洗髮 の設髓 ぁら 遇 速 了聲を 
貴 ごし 精々 勉强 致します 
西妈 十一 11 T 貢な 番地 S 巧 六號害 

タツ ブ フロア (第み 街と 四十 ごデ を 角) 

宮 W 事務所 

持績的 蔡歸の 同胞に 的確なる 磯 
業を 間旋 します 0 

Ja ち ミ沒苗 gie 芯 ミ S 
一畳 W . 食す St . 产产 C . 

Tel . 3 in こ 73? 8 夏 8 



最新式 六爲建 

便利， 淸洒 、待遇 懇切、 お 巧 粧廉、 
發 着船ち 么お部 度 波た 麓に お 張 
ン アト^ ホ 第み 巧 ーニ〇 ちを 
ェヌ ピ^ — ホテル 


電話 


ンご 一九 五 二 


藤 ホ 旅館ち 巧 


4 KW MKWIlard AV ®: 
Seattle .弓 ash ‘ 


H 本 巧 お 船が 巧 御 申込に 應じ 
萬 事 御 便を じ 御な 扱 ひ 申 上 候 

を 巧 小 パ ホ テ 乃 

▼日本 御 巧 巧 (别跑 あ ‘9) 

■ を 巧々 リ ホ^ ニア 巧 六 ニー 
電新 カネ！ 一八 一六 

ロ ー サン ♦セ 瓜 ス地ぞ の街觀 おじ 

はす 事 最善^ 御 便宜を 針ら まず 

\ グ^ ホ テ 火 

羅がホ じめ ける 同胞 經營 中最 
新 ホ 高等 ホ テ 八で あ ^ます- 
羅 がを 一巧 一二 九 ザ 
蕾話ゲ アン ダィクと 六 五 义 

ボストン 案內 

貸 自動車 業 河 西 
諸を 跡、 大學 巧、 エ填其 他 一般の 

紹か 及び 潘辯 もします す〇ヨ 30 

£ Back 皇ゴ基 7 三 atavia st - 

ボストン 市 

富 ± 旅 舘大浦 末 松 

1 さぶ 田 rces 穿 St •す ston Mass . 

ジー .を 其 童 置ち 


紐脊 旅館 巧 中 奥次郞 

東 四十 下目 二 四 二番 

Tel . Caledonia 霉 A 

電話 レキシントン 巧 八 お 五 

3 巧 巧 旅 縮 

\ 巧 十五 T 目 二百を 


なつて ゐ るが、 を 相 じ 用 ひる S 
悚 線を 壌した ので U ぶ 人 じ おし 
三が 線を なして 吳れ るか 賛 つて 
欲-- いど 木 社を 通じて 中し 込ん 
で ホた。：^ 氏の 事務所は 巧 四十 
IllT 目 巧 型 一恭のと 百 一二 号 室で 
ぁるが 「砂 b のが」 はホ剧 じな' 
留 する H 本人を 題が じな 扱つ た 
芝居で ある ど。 

が 肖み も-しらべ 

己 ± 遜 上流 鳥 野 

乂闹生 
化 おの 撥に 零が じ 近い 寒さが 
頻りに やつて ホて は 郊外 運動 も 
もと 忽が せじな b 勝 も だが、 を 
れ でも 寒氣- し耐へ 得る 用意 さへ 
整つ て & れば 化の 季節と 異 ちな 
く 面白く 遊び 得る。 家 外スヶ J 
卜 なでは 其 一例で 邦人 間 じも澤 
山是 へる 揀だ 。巧 外 じ マキ ー ィ 
ング义 は タノ-- シュウ ィング 等 

も ゎる。 是潭の 運動は 前を ご 異 
つて 廣い壌 巧を 必を ごする が 今 
が肯 から 1 時偶 又は 二 時間 位で 
轉 便じ 達し 得る、 而もむ 快に 遊 
ぶ 2 の お ホる 處 ごして は 先づバ 
ド ソン ！； ィラン ド だと 思 ふ 0 巧 
し 漠が户 ド ソン ィラン ド ご 
いム ても隔 域が 廣 く、 探險 する 
瘍巧も 仲々 をぃ。 化 紐が 人の ゎ 
卿染 なべ^ — ア マ ウン テ ■ — ンは 
其 ーヶ所で 其 外 じ ダン ダ バーグ 
I スト！ ム キング をれ から 两の東 
じ は ヒ •コン、 アン トニ、— ノ 
ス 、フン^ク ホック 等 か ある。 
化 外に も 小さな 岳が 數 をく ぁつ 
て 一とを 泣では 到. 歧跋锁 しがれ 
ね。 山の 高さは 千 二內尺 位から 
二 千 巧 内 みのもの だが、 パドシ 
ンと いふ 大河を 控 へて ゐ るのと 
他が 割を じず 化で ぁるの ごで 景 
をり よい ミは いふを を K 打。 ボ 
又 障 一致が 〇 ホ お 潰た と r バラン 
アン シ义 テムの 環を まけた ' I 
連山 じて 化 水 混 W で 攫が され、 
邮理學 者には 最も 趣が のぞい 處 
だゴ いふ 0 西部は ウェスト シヨ 
— 及び ュ 91 、東部は が 育 セン 
-ト ラグ、 孰れ も激 車の 便が よく 
なじべ， アマ ウン テ ー ンの如 
きは ホテ^が 今 も 開いて ゐて雜 
んじ ウィンク！ スポ！卜の翅 
化を 歓迎して ゐ る。 妓で 雪の 卜 

ボ ゲン じで も乘つ だら、 をを 養 

つて遼か瑞巧鎭巧かなくもァ 

ブス 踏破の 機微を 味い 得る かお 

思 はれる。 

徽 お猶豫 ' 

本年度 徴集 巧 期 争 巧な 没 

一、 大正 十四を 度^ 徵を適 敵は 

明治 化と 年 十二 巧 二 H よち 词 

化 八 年 十二月 一 H の 間 出 ホ 者 

一、 大正 十 ra 年度 八 徴集 延期で 

緩を 要する 巧は 明治 t 年 十二 

巧 二；：：： ょ b 岡 化 八 年 十二 巧； 

n 迄の 間の 出 ホ 者 

一、 巧 纸= 事 格 所 じ 巧 6 

一、 保証 巧 U 】 巧 

幫が题 便 u 十五 仙 

會：円 外は み じを 救 巧 U 五十 化 

一、 期 H 大正 十四 年 S 巧 一 U を 

紐 巧 H 本人 翁 


化み&地ょ> 

獲 「一 .ホ淸 潔。 る ま 

松林 巧 か 

1 苦 Lexi 量 n / lye - Tel - Mad . Sq . 2921 



I 至急 御 巧 害の 戈は 午前 九が ミ 十が の 間 
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I じ 電話 Bill おの 17 の も わ 巧び 下さい 


THE FUJIMOTO 
SECURITiES GO., INC. 

120 B’way N. Y. C か 
Reclior 241 も 3339 


The Sumitomo Ba 化 LM ， 

NEW YORK AGENCY 
149 Broadway 
Tel. 扫 anover 7444-7445 


The Yokoiiama Fhe Bankdl な iwan, LM. 

Specie Bank, Ltd, ぉ騰副 RXi 品 b 叫 .. 

E 叫 liable 扣 ii を N , 、 166 Broadw が， N. Y. 

Phone Recior 2550 Tel. Cortland 7‘2 明 - お - 34 


Ta け oT 阳 dingGoJnc. 

レ iijK げ t が 8 在 狂 : Kpo け ers 
101 の fth Ave., N. Y 
Tel. StuyveBant が 23-6 

327 W. Madison 如 reel, 
Chicogo, Illinois. 



M 邮 IMUiU 邮 OUnc. 

53 • が - 57 W. 2 か d St. 
New York City 
Tel. (4ramacy 3 が 0 


American’.'!- ： / 知 ふ 占， 
.み 'Oriental Mail : ムれ をぶ 

ope か led f が;,^.-...—..;.‘-'.-. 巧, うち-.,;.‘ V., う.. 

United States Shipping.Bpard 

bv Admir 助 ‘ .Oriental -Lin も Mgna か ng 々みが o 巧 ...,;:.. 
，ぶ 又 し ふ Smith Bkig.,- Seat が 知 .;; ろ .‘.-'-. 


32 Broadway New York C け y. 

戸 hone. Hanover 7394 

庙支 古俄巿 

け 2 We が Adams み！ * が ！', CHICAGO, !L し 

@ ザ ひ旨卜 化を 便 彼 萬 化其将 助 道 錫 か 


は 物衛’ 小を 本 おはを が 
いさ ドし 出 呼 巧 を 巧 星 



THE Ml な 山 BANK, LTD. 
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Room No. 1012, 

61 Biroadway, N. Y. C. 
Tel. Bowling Gwen 3440 


WALKER & FLOR 阳 

CUSTOM TAILORS 

20 DEY ST" NEW YORK 
Near Church St. 

TEL. CORT し ANDT 7667 
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Tile Mitsubishi Bank, Ltd. 

EQUITABLE BLDG. 

12 り Broadway, New York 
Telephone Rector 94 が-が 



ORIENTAL 日 EPT 巧 し HANOVER け 00 


社 會式株 船 嶺洋東 

T . に K. 


NEW YORK OFFICE： 

Room 801-805, 165 Broadway 
PHONE； CORTLANDT 8047 

San Franc お CO Officje: 目 51 Mark がか 

帆 お 港 桑 

化 航ホ萬 路航米 お 


0 ぶぶ . Line 

大敝 商 船 會社 

Room 603 む nard Btdg„ 

25 Broadway, New York City. 

Tel. Bowling むが n 83 の 


社 會船郵 本日 

店 ま 育 紐 

8-10 Bridge St New York City 
Telephone Bowling Green 2262 

店 支ルト ヤシ 

Colman Building Seattle. Wash. 


j EQUITABLE 
f TRA 化阳 RTATION 

I G 邮阳 RAT 圍 

ご 24.26 Stone St.. N.Y 

下 *! Whitehall 2528.9 



號 二十 百 干 蓋 第 


なわで ぷ なだ な tt で 巧 占 攻 ミが を 巧 


〔 U 赠 ' 七〕 


]! ■- ' - 

目 心 - 肿 巧 一年 四 i 正大 〔醒） 


が 育 年 命が 險會化 

S 木定吉 

靖保險 

S . IVMK - 

zew ジみ Lifewnwera 口 o®co 

2 Cliamber 扣 St こ 

zew さ IrkQ 夕 

巧 hone, 巧 rank ごヴ 4900 

尚 jeohange 历 ran 。》 


シアトル 岀帆 £ 帆 午前 十 時 心 

がを 化 二ち ホ 音 
靜岡化 一二 巧 十八 日 
衡 濱义， 四ち 十日 
加賀乂 四月 サ 五日 
U 本 巧 船客 連 賃新率 
一等 橫お 一九 五 巧 神 戶二〇 お 巧 
一二 等 巧 食 五十と 巧 かを 五十 五 巧 

獻洲 H 本閒 客船 (每巧 二回 
倫敦ょ b I 等 百 五 お、 二等と 十 
磅 、お ザ 塞ょ > 1 等 化 十と 磅 
二等 ホ 十六 お。 

が育ぉ化じ奈馬經由呂本一^::^^物が一月二回 


^ ^ 定期 邦貨 五十 圓なム 利息 年 六み 

’ S 臺灣銀 巧が 居 張 所 

▼擲里 送を々 びを 送を (無手 巧 巧)、 W 菌 
爲替賣 買、 がちを 収 もな ホ、 借用 巧を 一 
巧 等 一 肢銀巧 裝務御 便 《 にお 极 ザ化极 
▼尙 ほ詳 刺は 巧涯 慮な く 仰 間 合 被 下を 換 


本％ 期齋 S 誦醫 a 豁 1 

(化 シ壁平 凹 で ノ述お 預をハ 無利息〕 

機濱 ぶ 金銀 巧 § ま 巧 

鄕里沒 をは 都て 無 モ巧巧 じて 當 一 
巧橫 澄 本店 経^ 送— 化 巧 申 k — 

社を 巧 爵 化ぶ さお 衛巧 

本 巧 乂 阪化潑 た： J を 

お育ち 谋 紐育ブ 0 1 ド^ エィ だ 四十 九を' 

鱗が お 銀 巧 I 

《ま 京、 漠演 、る •巧 唐、 巧那 、神戶 •一 
¢2 い; 心を ノ 道、 廣 島、 み、 柳 井、 下ゾ踞 ; 
巧 ミを I 巧 司、 小 倉、 巧诏 、椎夕 、久留 ホ 等 yf 
本國 巧を、 叙 お 送を 等は 播め I 
て御化利迅をじ御化扱可申お ^ 

藤本 證券 會社 i 

I 肢お懼 お 券'/ 賣 買、 引を、 黨集 -一 

ィを融 、ホ ニ 之- 關スが 一切 ノ棠な I 

城 li 藤本 ビ A ミ If 銀 巧 
が 育 ぉ 張が 


お貨 瞒碰器 
、 ドラィ グ ー グ翊資 

P 太泮 貿易 S 會社 I 

支店 ポ 巧を、 ポストン 


赌破骚 、雜貨 、ラ^ 賣 
ンプぶ ランプ 笠 


森 村 ブラず ー ス 



i 


ンャト が 出帆 午前 十-時 

I ►グ レジ •テント ジス ファ ソン 

二 巧 八 H 

マプ レジ ♦テント グラン V 

二月 二十 U 

▼フ レシ テント マティ ソン 

111 巧 四 U 

_ ▼プン ジグ ント ジヤクソン 

一言 主 ハ 日 

▼太ず 洋 航路の 最巧 速游船 ▲ 
▼船室 廣く 理想的 じ 完備す ▲ 
▼ベッド 使用 コット じ ホず ▲ 
御 ホ學じ 化ら 日本食を 調 ふ 

代理店 桑 山 簡巧ミ E . 雲 苗， 


々お 時が 隐 道ち 

『題 ホを』 

令 紐 育 H 本人 敎會 
『巧 へらむ たる 地位 J 


川 巧 牧師 


淸 水が 師 


農 鹽賣渡 

持ま齡 朝の ため ニ ゥジ ャ アジ 

T 州^ ン モント ン巿 郊外 二十 お 
英 加、 ろ 室 二階 雄 化を、 チキン 
バゥ K 、 穀倉 附 きの 瑚想的 農園 
ま 急 破格の 化 段 じて 資渡 たし 特 
じ ベリー、 ビ！ チ 等 果樹園 じ 適 
す 委細は 强聲 じて 御 照を ぁれ。 
j {紐 育勒 報社氣 か ティ、 ブィ 生) 

夏場 I 買 度し 

相 當の僧 格 じて 相談 じ 應や收 

I 備確實 (リ ース 並に エキス クル 
で！ ブ) 持卞轉 業の ためち 急賣 
1 て 場所は ドリ 1 ムラン ド、 バ 
」 'ク (ユユ ー ヮ I ク) 〔伊藤】 
1148运.雲拜吾 


家具 附 


ア ハ*— トメ ン • 

歸國 •しがき 至急 
讓渡し度？ 委細は左記 へ 御聴會 
25 St. Nich 己 as ミ ace 
.ジー ■百 iings 穿 芝ぎ 


詞 


巧 化 十一 了 目 サゲで 
1 停車 旗の 前 側 じて 
辑麗じ 装飾せ る大 なる 室、 湯殿 
の 隣 b 電燈 電話 ぁ b 室 化 化廉委 
細は 河 時 じても 左記へ。 t 寺】 
菁二 夏， 573 吉 . 19 妄置 - B 

'置 さ！ 一呈ロ モ を sworth W 4 贾 

*片ら 巧 まの ア パートメ ン 
ク 卜 、露完 を、 高尙 
ぶる 腐 域、 プラィ Y — 卜 家庭、 
童化怜 巧。 

け as す n , 2 岂声 19 里 h St . (で： at ! 去ゴ) 

を 寺. hjJJ 装飾 綺麗 シングル あび 

ち 吏. ダ •フル、 ラン ニン グウ 

ホー ダー、 化 下線、 バスの® を 
し j 、 紳于じ 貸し 度し、 素、 家庭 
Jchurch 夏 n , 互 B ち. 137 th St , 呈. 


大奎二 間媳き 設備 お 


を、 両を お湯 殿.」 接 
一人 一週 八 巧 二人 十 ホ (を 
一室 宛 占を) 他に お 泊 若な し 
草が. E . ぎ nor . 岩 5 去. 1 岩 th St , ccr . 『まち. 


織 一、 

4 . 


L 贈 化 立直し 

を 服の 隧錢 々仕 立直し 其他プ 
V ス祟进 速叮峰 じ勉强 なします 
から 何卒 御用 命を 願 ひます 0 

日本 洋服 巧 

西 お 4 .八 下目 一二 百を 
電話 コ 日ム バス 四 1 ts 


紳± 向 1 商 尙 な服裝 

U 驴 型、 地 柄が 澤山ぁ ちが U 

正しい 高 枯：な 乂図ス タィ 八を わ 摩の ホは 柯 
ホ蜡： 巧へ お越し 下さい。 

货舖は 逆ち 十 年間 當 化な 化の H 本ん 紳 i ホ 
の わ 引を を 蒙る 信用 ある 苗で 御 蛮い ます。 


クオ I ホ 




ン 


フロリ ネ 洋服 店 


資本を 
拂这巧 資本を 
穂 立を 


一 億 回 

六 千ち 困 

四千と 巧 おお 跑 


能賦 一ニ ホ 銀行— ま 巧 

本 お 巧を 巿 U 本 巧 お 蹈河町 一 
支店 小 おり 本檐 化の 內 (がち 巧な 
名を 尾を 都 大阪巧 (た爱 
神 戶廣島 下 两巧司 おが. 
瞄岡長 崎 上が お 敦荒買 


外 國爲替 、鄉里 送を、 お 送を、 信用 化 其 化 
一 お 銀 巧 業務 精々 御が 利 じ 化を 巧 中 お 

S ご 囊銀巧 S ま 巧 

ぶ 去 店 毫些本 巧、 大瞄 、姆戶 、京都 
巧 化 地 名古屋 •小が、 上怕 、淪を 


資本を 五 億 巧 
昨年 收益約 二 千 萬 弗 

本社は 過 ま 十の 年間 巧 券 業務を 挈 6 本 化の 信用 
は 己に を泮あ n ぶを 也して 投資 せられよ 投 脅ち 
は 潤渾の 利益を 得つ、 あら 本 化は を 幸 第一を 旨 
どし 利子は 巧 巧 確 實じ支 柳 ふ。 


ン 


チイ 投資 銀行 


な 育 ウオー ル 街 六 0 を 
御 通知 あら 次第 ザ 速 係貴參 上しまず。 

おが 部 主 巧 王維廉 

ち吉 a ヨ ミち 


ホ ノル、. 笛演 '神戶 '長 巧. 上海 •を璋 あを 拉巧 
コレア 化 (一一 气呂〇 咽) 一二 巧 一 二日 
(羅® 出帆 二月 ホ 屯 H ) 

春が 化 三 二、 000 嗯 ) |一 貝 十と H 
西 比 利西乂 05 •客 〇姻) S 巧 化 一 日 
(羅巧 出帆 一一 一月 二十 毛 日) 
太が 化 (ニニ、 0§ 觸) 四月 十四日 
天洋凡 (ニニ、 呂 〇嗯) 四月 廿 八日 


なが 墨西哥 、が 露 •智巧 諸 巧 巧 
復が ホ ノ ，、猫 溶 神 巧 巧 司 香港け 
を復 共を々 週一暫 
◊を 潘巧衡 ま 切 巧寢窒 を 購入 御瞬旌 ft 、 俊 


シアトルん 峽 
あら ばま义 二月 十四 H 
あ ふ b か乂 S 巧 八 H 
▼横 濱-等 二 - 〇 巧 一二 等 五 五 巧 
一一 一等を 室大 改造 家族 ま夕數 
ロス アン お ルス 出帆 
しを ごる 化 二 巧 十四 自 

►橫媒 一等 一一 六 蘇 半 一二 等 二 化 弗 半 
▼沙港 緒が 巧な を 切 巧 お 摹を講 入 樹幹 
旋 けち 慎。 

▼が 肯線パ 十 マ經由 日本ち が ita 物 化 月 一圓 

.A 


幹が からの 化 頼で あらます』 ど 
お 3 つた。 

蠢家ス 巧 招待 會 

旣 報の 如く 西 五十と 了 目 お 術 
學校 出身 巧 藤 岡 昇に 外 数 あ货起 
の 下 じぶ るか 六 U 午後 六 時半ょ 
b 東 二十 义了目 111 十 おお 末廣じ 
於て 盡豕夕 01 ン 氏の ためじ 謝 
恩 曾を 開きた るが 非常 じ 輿陳ゎ 
る會 をで 師弟 共 じ 巧の おくる を 
から やが 半散會 。因に 巧 円 中旬 
頃】 流の 藝術 がを 招きて 譜 粥を 
聽く 事に 决 しじる 由 - 

蘆 野 木 下 巧轉巧 一 

當地總 領事 舘か勸 官補廬 巧な 
ぶび 闊 木下義 夫の 兩 たはが 一一 一十 
目 本な ょ b 歸朝 命み に 接した る 
が 辭か到 曽ホ第 出 おの 酱。 

■小 林 义よ郎 氏 夫人 あ 筵 二月 
F 甸歸 朝すべき H 本 綿花 ま 店長 
小が 又 - V 郞 R 夫人は 來る 二日 午 
後 1 1 時ょ b 留別を 筵を 日本 巧樂 
部に がて 惟す 由。 

♦ホ 巧 正を 氏 子爵、 満子ホ 人 
同伴 化 稱ホ組 目下 マ、 n ネブク 
じがけ る 森 村 兄弟 商會 社員 田 中 
良 作 氏 方 じ滯化 中の 由。 

♦淸 水精 一二郎 巧 秘露驻 劉を 使 
& び 家族は ホ栖富 記官夫 A 同伴 
まる 廿六 H 歸 朝のを 巧 着が サ八 
日 巧 巧。 

•お 股 あぶ 巧 离島屋 飯 旧株 ホ 
會 社員、 去る 十九 U 着が 滯 紐の 

をち 

♦ホ 巧权 4® せ 電氣 がま 
會 社員、 去る 二十 四 H 着が 不日 
渡條。 

♦長 瀬貞 一を 農が 務斯 書記 宫 
まる 二十 二日 お 國ょゥ 着 紐。 
•貴 島 ま-二 巧 震 商務 お 山林 お 
員、 去る 二十 二 H 英國 ょ. 〇 着が 一 

IllHlliH 發 コレァ 化か じて 細 朝 
♦松 本敏 一二 氏を 訊帝大 助を 授 
サ ニ日 歸轴の 途次 葛が。 . 
♦小が おを 氏 南 滿鐵道 糾育事 
あ 所長、 まる 二十 八：：： 出發 南部 
地方 旅 巧 中。 . 

♦'ホ 旧 篤み 邮氏 |二 井 物を 取締 

役、 米踐 支店 監臀 、二十よ 日 あ 
部へ 出張。 

•中 山 武夫 巧 お 村が 弟 お會副 

ま 配 入、 ク V ! フラン ド 市 地 ホ 

じ ホ 巧 昨日 餘 が。 _一 

♦大山が 氏 陸 ザ 歩を 大尉を 爵 

まる 二十と リ举府 を 經由歸 朝。 

♦稻が 純': 氏 大阪外 國語學 校 

敎授 、二十 ホ H 縣洲 ょら 着 紐 明 

1 H 西巧餘 朝の 第。 

•爲淵 一巧 大阪 外國語 學校敎 

授 、二十 六" 欧洲 ょら 着が 二 巧 

十四 H をの 便船 じて シャ ト瓜經 

あ歸 朝。 

参 髙あ俊 ホを 巧 學博十 敎授、 

まる 二十 六日 着 S 巧る 四り 渡英 

の豫 定。. 

H 權說お 

♦ H 本人 襄 0 教貧 

『題 未定』 川 島 化 帥 j 


內外 海陸 運送業 

卜包郵 化！」 は 大き 過ぎ お過ぎる 荷物 

は 弊社 じ 御 化 巧 ぁれば 冗費を 桃は や 

安を で 面倒な しじ 旦つ 低廉の 巧を で 

じを お経 由の 小荷物と して 取ら 扱ます 

をが 部 ホげ ル 十が 八 

u 本 総 巧 理巧川 長 運送 會か 


-n b* 1— — -1- -i— . 

I 


貸家， 巧バぃ f メ f 卜 

レべ I ター附 、を 賞 恰好。 

ご mberly Apartit_ 559 W. 1 霉 h St. 

1 Oo ミで st of Broadly. 

タブ、 ユ 八の 便ょ き 
所大室 夫締濟 にょし 

带請スチ1ムヒ—卜、エレべ1 

ターァパートメ ン ト 】 週十弗。 


貸 室 


-迎五 巧 及 八 巧、 一 
人 又は 二 A じ 適す、 
巿媳へ 十み タィム ススク エャ— 
へ廿 五み お 話々 ン バラン ド 呈ーコ ー 
窒 宝を Stjrooklyn 黒が お 子 


吾 M ま W. 107thS 三. Y.C. 


音 樂敎授 •Hit 

獨哨 おお 裳 巧ーヶ H 《ホ {一週 一 间} 
西 六十 置 了 目 お 京 巧 脅 階上 
, 菊 地 盛太邮 



本 


ラ 


陶 

グ - 


器雜貨 
-ブ 卸販诗 


S 巧 木 桃 ホ 組 

MOGI . MOMOZOi 00., inc - 
一 ご 5 E -1 望 h wt . N . Y - Te 】- wtuvv ま a ロニ 基严 で？ 



基督の 福音と 

- 帝都 東京の" U 體 

産裝 巧操舰 がに 波及ず る 勢力 


昨 鼓 八ち 十八 H が 巧 州 シャト 

ゥクヮ じ 於け る 齒巧巧 お 委員 曾 

の大 を じ 出席して 米國铺 移民法 

の修 化な おを 發 おし 日本の ちめ 

じ 虹の かき おを 吐い じを 化 浸が 

おを 化師朱 ネリ アム、 アキ スリ 

ング巧 A は 目下 蒂雜顿 じがて 銷 

かれ る-雌 萬衆圓 及び 加 

糸 太 外 闽傅道 者 大曾じ 列席して 

居る が 一昨が 一，： n 本の 最大 都 ホ 

じ 於け る 福を』；^ る 趣ず じ銳化 

H 本ぶ おか 妈播 S . 贷 おを 述べた 

巧卜曰 < 『ろき ホ說に 描かれた 

様。 ホ 都が 巧の 夢 LJ 似た る郎自 

据の 半か时 化は 過ぎ まつた。 日 

本 巧 ほは 敏拉 瞄 民'- あ b 、 東 

京は 離 進の 挪を である 挑 戰め動 

力で ある。：：： 本の 大 なる を裴、 

乂 ；；> る 製を エ 巧け がて ぶ 皆が 主 

; 義の故 化の 下になる 様になつ た 

まを じは 旣じ 日本人 牧師の 管现 

じ麗 する 二岛 のぶ 督敎 寺院が 建 

てられ 二が 五十の H 幡學 校には 

お U 昭日じ 二 巧 五 千の 巧 量 か 出 

入す る〇户 アリ 1、 で マ ソン、 

フォス グック 氏のを 冀や 、パピ 

二の 『を 瞥傅 一は か譯 化ら れて 

巧 前の 蕭 おを おきを して 居る。 

A A A 

おが じがけ る頗 音は 巧 化 〇 化 

-.1 ‘ ミぃ 


喊 


一 偏な と 人が 的 廢越觀 と巧觸 して 

一 今や 人紳 のみ ヵラ グ、 ラィンを 

な 破して 四 お 同胞の 化 礎を 築か 、 I 

む y > して 居る 乂發 災の慘 劇に 化 

6 て 憂 潜、 雌 あ 故び 落 赔の淵 

旋 いだを をの 元氣 をが がせし わ 

•へく お 巧 か 政の 當局 巧は を敎宵 

の 牧師 义は傅 道 あを 巿な 小學が 

じが 聘—て 讚た 歌を 合唱し、 あ 

督の メッセー ジを傳 へさせた。 

がが 舊 時化の 舞 擧を背 某 どじて 

側ん々々 ん閒 をが々 じ 傅 道し つ 

、ぁつ U 巧ぶ 轉敎 ま義 はず おの 

巧 お、 毅 なじる 氣魄 ょりを する 

みみに 依 b て お 軸の 個 件を 擁成 

i るを に 進展した。 をを がの 垂 

锁 たる ラィォン 尚赠の 製を 家 小 

がが み郎 氏の かきは 好適 例で ぁ 

る。 がの 掌を は 黄を を お ふが へ 

る 殺 走から 溢 乂 なる 社 巧 带仕ホ 

をを 樹 なする じ 至つ た。 適 常な 

巧 働 時間を 制を t 、 ホ® じ必を 

なる 程度の 給 巧を をめ、 勞働巧 

VJ 資本家 ご 利益を かがつ 規約を 

なんじ 彼の 進を あま 装 的 活動は 

り 本の 產莱史 に 新たなる 模飽を 

示し じ 0 

A A A 

小が 氏と 願を & び 化 湖 どの 剛 

巧は 如何にして r 獲 巧.! せむ かが 

までは：： ♦'、して 如何にして 『巧 

へい』 か. まで ぁる。 化の 爭業 

はぶ 皆が ホ 寒に 出麽 せる 化を お 

仕を' 操 的 どし U 本を を 巧の 十 & 

じ 突進 L つ {ホら、 化の 諸會な 

巧 巧 をら 同じぶ 較 おの 魄 化を 巧 

け 巧た なを 视想ご 新 U るぶ 調 ご 

は：：！ 本のを を界 じ‘ 細を ど レ ごし 

て おる。 現じを 十： がが 巧 魅の 如 

き自巧 的に おちを 巧 立して ェ媒 


ある。 をす る じ U 本の 基督が 連 
動は 黎明期に 入つ た' > である。 
をはな の 柴巧ど 言は る^な 川當 
を 氏 H 本の ム ージ- ィご稱 せらる 
るみ お 通 倫 巧、 U 本の ビリ ー、 
サン ディ ご 云は る、 木が 淸ホ氏 
救 化 軍の 山 室 巧 ホ 大佐、 縣蜗監 
督 、小 崎 巧 ± 、內 村鑑 S 巧の か 
きをを がの 奧將 である、 

A A A 
策なん の 生活の 內 I 化 征服 的 
喊 をの 凱歐を 奏して お リい阮 域 

は G いご 賴 言しても よい。 を 養 

あるん ± の 問に も 熟 ■むなる 信を 

が あ h 、 帝 國大學 、巧稻 山大學 

等の お 海 的 地位 じある を 巧 中に 

ら 新進の ぶ 督敎徒 鞍から 乎。 政 

治 方面 にがては 化 本、 お 藤、 旧 

川 お 化の 信 おを ちしお ホな 法 上 

じ も 善 恵のを 督敎的 威 化を & ば 

ずで あらぅ。 尙ぼ 基督の 福音は 

文學 、言論 界 にも 波及した。 雜 

誌 新聞 方面 じな 事ず るち 力 者 じ 

してを 峨敎徒 じる 者 指を 廊 する 

じ逵 なく、 贊川豊 を 氏の 有名な 

る 『死線を 越 わて』 の 如き 『太 

暢を がる もの』 のかき 非常 じ 要 

^^を齋らした。 福一音は疑もな< 

逆德的 基調の 上に な ホの 焦点 ど 

を 1. A 丈 我 声た ミす ちじ 巧み じ 

妾 愿簡じ 巧ず るを 扣 ろじ ミ V む 


今 樵 传野腺 左に g ; 

西 巧務官 

送別 晚餐ぉ 盛 巧 

◊行政が 巧 どが する 現み 閱政 

策の 犠牲 じな つたが 外 独む 商務 

を 制 巧の 縮少は 自己の 巧 ザ 化を 

U 义贸孩 のために ゲデヶ ー ト ... 

やぅと 云，* 眞面目 ；；<> ホ 息を W て 

就 化せる 西駭 氏の 期 巧を 奠 切を 

に まつ U 。 巧 巧務宫 はを 的モ面 

おは 廉跑 U 醉お ごして 信 巧 せら 

れ 、化 的 方面 e は溫厚 U 君よ VJ 

して 敬篡 されて 居 じ 巧 あつて、 

日本 俱樂 部に 於け るを 別會 はお 

席を 八十を を 超. 口 近 ホ 稀なら 盛 

宵 ご あつた 0 

◊が ホの 裝 お雪は-な 午前 •し 

がま6;^がら、 午巧五時頃から 

は 雨 ど。 b 奚 ごな b ホ蔽 ごなら 

將た雪 ごなら、 ん を！ て 徐ろに' 

『がの 木』 の ホ 人を じる 巧 巧 常 化 

ど而 巧の 人物 植化 ごを 喘 想せ し 

めじ。' 午お卜 时賊 を、 デ ザ，. 卜 

コ ー ス じんれ る 巧が 人會 長を つ 

て】 おの 送辭を 述べ r るに もな 

じ も 最も ポピ ユラ アで わつ た両 

氏を 紐 育から ち ふは 遺 城で ある 

が 巧 氏の 前を は 巧々 ごして 荐の 

がの かく あるべし』/. て 巧の 削 

をを 祝福し じ。. 

◊化 木を 良 ハ お 名で 巧 膝德施 

书 がを つて 懇篤なる 送が を 述べ 

紐 巧ん がか 何に 西 氏の 細 朝を 巧 

みつ i あるかを 吿 げたが 溃領奉 

はおら じ H 本の 巧 ェが网 おを 論 

じ、 移 W の おを 及び 其將 ホを 巧 -j 

じ ホ產巧 制限の 實巧 難に 論 没し 


たるな 當 且つ 最近の 智識は 卽轴 
後 孰れの ホ 面 じがても 大いに 之 
を 用 ひねば なら 0 W 述べた。 

◊み じ 西 氏 得 息め 謠化 同が を 
を U つてが 織せ る、 ホ謠 をの か 
巧が み 郞氏ど 大木 信み 郞氏 ごが 
『がの 木』 の 佐 則 常 化 時 瓶を 狭の 
一節を 謠ひ 納めて 惜別の ま 情を 
示し 一二 巧 物を そ 巧 長 旧島繁 二を： 
の發聲 じて 一同 起な 西 氏の ため 
じ ボン、 グォ 五ジを 一二 唱し 、最 
後に 西 氏は おもて 化 任 中を なの 
巧韶を 謝し 歸朗 じ關 する 感想の 
一端を 語らた る 後な が 同胞の 奪 
圆ど 健康 どを 祈る ご 結び 午 巧 十 
一時 會を閉 だた が、 阳巧脈 近の 
人々 はが ほ 氏を 別室に 掩 して 歡 
談巧 ザに おつた。 


都 船を 革後談 

ま 店長 更迭 

巧 澤民衡 氏は 横 おへ 
日本 截船會 社 新 節が 編が ど 共 
じを ま 店を の 粟を あるべし どは 
豫て よら 期待せ られつ i あらし 
が 昨 H の 午後 四時を を あ 本社 特 
谁じ 泌れピ 左の 窜 をを 見る こご 


はお もて 新春の 所 敵を 述べた。 
新 井 翁は 巧 治 化 年閥產 生糸み 是 
本を 携帶 して 波 米し 巧 後 約キ化 
が じ a ち 日米貿易の 大 京た るを 
糸の ためじが 身 的 努力を 爲 せる 
資 おが S 省な でぁる ホけ じ 一 同 
翁を 中、 むごして 快談澳 くが か < 
を 後 撒 宴 別室に 於て 歡談 午後 十 
一時を 過ぎて 散會 した。 鶴兒祕 
輔氏 (滅 遊あ參 事) 及び 高 柳 勝 治 
巧 ( H 淸 生か 社員) は 前約の ため 
缺席 しねが 當 おの 出席を は 左の 
十ー ニを でぁつ た。 

ホ 旧 篤み 郎 (二 一井 物產電 役) 大 
島條 一骨 姜お大 島 商店 ホ) 靑木 
玉 五郎 (一ニ ホ 顿產 慷械が 社員) 
淸化善 遊 (111 ホ ぉ 店を 秘書 役) 
淸水 雄お郎 (梁 滿自慟 をを 社 
社員) 新 井領 一郎 ( H 本 生糸 重 
役 > 田 島繁二 (111 ホ 物 產ま度 
長) 巧 田 柳 巧 (日本人 會 書記 
を) 木 幕 篤お郎 (袭港 木 慕娩巧 
醫 院長) 上 お 虎 お. 太 每恃派 
買) 西が 龜太挪 (日 ホ 時報 社 
員) が 中繁雄 水な 渉 一二 


淸話會 日曜 集會 

H 本ん 美 W 敎會附 感淸話 曾に 


社會 を 貫會大 演藝會 


時 Hu 二 巧と H (女 曜日) 午後 八 時 ょら 

鶏 所 ZZ インタ ー ナシ ヨナ 八 •八 ウス (リ ゲワ！ サイ _ 

ドライヴと 巧 二十 四 下目) 乂廣間 じて 
乂 口：：：：： リ ゲ フ I サ イ ド • ド ラ イゲ侧 
、碁 夢 — 荀辻 M おを® お 盾 祭 勞巧驾 口 bb 


◊プログラム ◊ 

一二 曲 合奏 あび 長嗔 

お 本を 產氏か 

f 倉獅代 I 「髮綠 舞 小袖」 

が 

結婚 ホを」 ミ 諮) 

ち 溃藝會 相 懼し候 間 卿 誘 ひを W 銜來お 被 下 巧 候 化 

紐 育な 本人-曾 


三 


アントン •チェ ホ 

0 0 

一幕物 


どなった。 

郵船を 社が 脊ぶ 巧畏石 澤民衛 

氏は 橫鑽- 义巧長 じ、 沙港支 巧を 

化 本を 藏 巧は 紐 育まな 長 じ、 香 

港 支 巧 お 山 本 幸 枝 氏は 大阪だ 巧 

度に、 門 司 ま 店長 堀 旧 勝 ±口 氏は 

沙港 支店長 じ、 t お 副 そ 巧 長 木 

下 正 半 氏は 香港 支店長に 、本店 

庶務課 長 靑地諭 氏は 巧 司ち 店を 

じ、 が書緖方^ ず巧^5長崎ず店 

をに、 而 して 長 崎 ま 店長 松井淸 

二郎 氏は 名ち 屋そ 店長に 孰れ も 

移動を 命せられ た。 


て絮違 H 本の お 巧け 商工な 齒蚁 

勞働 若は 勿論 附 なの 尚 化-心まで I 策に お； がかの 經 'が 的を 坡 じな 

を蜘 誘して 巧 道を 閒 おした 巧で lb ご 隙 じ 巧 巧格官 がが ホ 中に 得 


劇 餅の 氣焰を 揚げた 

上 毛 人 晩餐 

新 ホ 翁を 中-むに 

が 育 巧留の k 毛 人は 轿 春み 好 

機 會を卜 し 去る 二十 六 円 午後と 

む H 本 俱樂部 P 魄餐 會を關 いた 

同が は ホ 旨 『脚が J ダンプ'』 の お 

お をお め 鄉黨 八 ん 物巧包 で も 

ゐ 6、 國 をん ホ 糸 やを 所溫 をの 

嘶な でも あら 至 喊打兑 いだ 爵合 

であつ たが グ ザー トコ 1 スに入 

れる 巧當翁 幹窜の m 島 三 ホ 物を 

支 巧ち から 一. 塔の 挟が が あら、 

紐 育實を 巧の 元老 巧 井領 一郎 翁 


ては 明 二 巧 一 H - 自曠) 午後 八畔 

ょら 昨が 度 如 事業 報告を 兼ね 特 

別 講演 貪を 關き 一般 间胞 のホ聽 

を撤迎 する もなる が 同夜の 講演 

をけ 過ち 二卡 年間 印度に がて 博 

道に 從事 しつ i あ bL ピ I 夕- 

ス 女を 巧び 化古偷 比亞大 學髓澤 

女を で 演題は 左の かし 0 

婦人 ど 宗教 じ關 して 

欄 澤を化 女 あ 

印度に がける 現代 思想 

ジ ぶ シ t •ピ タア女 お 


美 W 敎派パ ジェン ト 

入場券に 就いて 

本紙 前 號所醋 西 立 十五 下目な 

S 十 S 番 メッヵ、 テンプ^ じが 

ける 菜な 敎 贩外國 入信 徒 脚の 大 

パ ジでン トは都 てん 埃 券を 要す 

V く 二) 一甫 券 三】 寮 典 券 

(一二) 無料 券を ホ めら るべ く、 

日本人 裳な お會 にて はバ ジでン 

卜じ參 加す る 巧ん な 志 皮び を 巧 

志の ぶ 人 一名 じ 對し二 巧 券を 無 

憤 じて 頒 がし 吳る i 由で あるが 

化 川 群 事は 『H 本 服で を 加す る 

ち 志を 獄迎 致します から 是非と 

も夕お 同胞のを 力を 抑ぎたい ど 


A が 
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化 巧 巧 

島 •巧 巧 食 

Takamine Corporation 

120 Broadway, Ne パ ork CUy 

Telephone Rector 7885 

淺野 銜產株 ま會社 

Asa 打 0 Bussa 打 Company 

Room 801-805 

165 Broadway 

Tel. Cortlandt 8047-80^ 

大倉組 お育ま 店 
Okura & Co ， 

30 Church St-* 

Tel. Cortlandt 2292 ぷ 3-94 

巧澤が 
お 育 お 巧 巧 
Nosawa & Co., 

165 Broadway, 

Tel. Cortland 6621 

お 滿洲煤 道 株 まを お 
紐 育 事を 巧 

Sou 化 Manchuria R. R. む.， 

バ 1 わ 日 adw 巧 

1 むし [iedor 1M7 

■- 云 井物產 株式 會社 
が 育ま 巧 

Mitsui & Co., 

が Broadway 

Tel. Bowlin 巧 もが n 7520 

鳥 田 商を 
紐 育 支 巧 

Takata & Co., 

巧 0 む oatiway, Hew む rk む わ 

Te!. R 扣柄巧 21 

巧 式會化 揖井 巧な 

がち ま 店 

Iwai & Co., 

Wool worth Building, 

Tel. Whitehall 60 が 

云 塞 巧 事會化 
Mitsubishi Shoji Kaisha 

(M お ubishi Co., 

120 IBroadway 

Tel. Rector おが - 2664 

巧式會 tt 

山中 巧會 紐 育 支 巧 
Yamanaka & Co *， 

が 0 Kifth Ave 、 

Te!. Circle 4014 

曰 本締あ 巧式會 班: 化育 支店 

•Japan Cotton Trading Co., Ltd** 
Co け on Dept., 

60 Beaver か .. 

T •し Bowling か wn 2M0 

Silk Dept. 

25 Madison Ave., 

T ♦ し M ■ ん 8q , がが 

>*■ ' ■ •— ... ■、 ■ 

H 米 生糸 株 ま會社 
紐 育まな 

N1CHI-BE! KIIT0 KABUSHIKI KAISHi 

(N に H し BE! KHTO CO., LTD.) 
373 が H A 化 画 . 

Tel. Mad. Sq, 7592-S 

! 神 口 鉛 木 商— 店 

1 化 宵を お 

! Suzuki & で〇 ., Lt ん （ Kobe) 
220 Broadway, 

Tel. Cortlandt 1U9 ぶ 0-5>-52-53 

曰 本 生糸 巧 ま會お 
が 育ま 巧 

Mori 阳 ura Arai & Co., Ageiis 

44 技 . 23rd St .， ' 

Tel. Ashland 5320 

巧を 名會即 
お 育 去な 

Hara & Co- 

4 が Fourth Avt*.. 

Te し む ledon は 7 的 0-35 

な 荫巧 ま會社 紐 育 支店 
Gosho Corporation, 

S け k importers, 

3S4 戶 oufth Ave. 

Tel. Ma ん Sq. が 86 

Gosho Co., Inc^ 

Cotton Exporters 
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乂阪朗 H 新規 お 
福 旧 ホず 
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Tel. むか man が 60 

i 

乂阪每 H 二 麻 京 HH 

上 巧 あ 巧 

Osaka Mai が chi, 

が 7 TVibune Building 

Tel. Beekm • 凸 4259 



的に もれを を r を规ら J じし じい 
ご 云 ふ ア^ツ 八 ィズムの 信が ど 
なつた ご ； むげ 比な 獨 立の 隅 ホ 
を 認め 沿る であらぅ が、 先づ夫 
ui では 獨立 論者 2 ま 娘は 貫徹 
せ 3 ご觀る 方が お 旅 じ 近 かいご 
信ずる。 

比 律賓の 隣人た る 日本人は 情 
節 どして は其獨 ホを 歡迎 ずるが 
旣に そがと 稱 する 一大 結核 患を 


を 眼前 じ控 へ、 么が爲 めじ 動ら 
ずれば 槐敢の ホ かを を 威 せらる 
る 危險を 座 じつ i ある 狀 勢の 禪 
じ 化る 日本 ごして は乂國 統治 下 
じ ザ 獨立國 たるが 如きを < は 内 
热頻發 の 怖 ぁる 形 ま 的の 獨立闊 
だるが 如きの i 發 生す るのを 悅 
じない。 隨て國 際的餘 化を 被る 
をを 避く る 息 化に 巧て 比 禅賓の 
現狀 維持を 歡迎 ずるの 外は ない 


風雲を 捲 < 日露 新 協を 




馬を を 中む V J •し 下」 

次、 ざの 戦乱を 恐怖 

ベサラ ビア 條約 破棄が 疑問 


バリー ー目を； Z ； 甘露 巧 協定に 

就て 條 約み 正文が ホ だ 兩國侧 ょ 

らを ホを. 妊る じ まらざる 爲め踩 

测 大陸は 疑 滋の雲 じな まれ 特に 

舊豁領 ベサラ ビアの 占領に 關係 

の深い 少1 マ ニ アの狼おは 一 方 

ず、 ベサラ ピア 條 約を 批准 

しない H 本 どの 協を じ 化 bo シ 

アは約 八十 万み 軍 除を 間 地に 集 

注し 得る 呵能性 も あら、 みに 瓜 

1 マニア 叛おゲ サンテ ラ •ブラ 

ブアノ 巧は 今朝 エリォー 曾 化を 

訪閒 一 ^ て。 シア々 武力を 用いて 

ベ チラ ビアを と頗 する MJ は靑じ 

八 1 マニアを 戚 をす るの み じら 

ず 隙 洲の平 かを 攪激 する の 慮 あ 

なご 通吿 し、 佛國當 巧 も 亦胺ら 

じ 一 小隊の コ サック 軍隊 じして 

ベナラ ビアに 侵入す る，；；；^ らば 歐 

洲の やかを 攪勘 する であらぅ 空 

言明す るに 蹈幾 しない 態度で あ 

つて 而も この 襄 面に 露 濁 協定の 

耐能 巧は 勿論 獨を ご 波 蘭の 關係 

も 面白くない をは 益々 疑惑を 增 

す 所な であるが、 一般 新聞紙 も 

y 露 協定に 對 ずる 英米 兩 闕の爱 

應を舉 げて府 ホの 化が 政局が 頗 

る 不安に 抱つ てるる 事賓を 引例 

し 大体 じがて ヒュ ー ズ 氏の 辭職 

で 义國の 對あ化 巧に 變 動を をず 

る 形勢で ある 爲め 日本は 斟潔協 


をを 急いだ どを 測して ゐ る。 瓜 
タン 紙の かき H 露 ま 同盟に 獨逸 
わ參 加し 歐 がの ホ ぉを 害する わ 
かき 現を は 現な これを 認めない 

が 若し 勞農〇 シアが 亞細亞 で 勢 

力を 博す るなら ぶ 今 岡の 新 協を 

は 新政：？ への 轉換 期を 畫 ずる じ 

まるべし i 論じ、 . 

H 本が 協定を 急ぎた るは 國務 

長官 ヒユ ー ズ 巧の 辭 職が 生ん 

だ 第一の 巧 現象 じして、 日シ 

アの 目的は 現 化の 拱 欧洲、 が 
米 ま 義を賞 h する 卜じ H 本が 

隙 壁で ある 爲め 先づ H 本と 提 
携 しお ホア ジアに ボグ セグキ 

キ 化した 黄を 蹄 酷を 組織した 一 

際 H 本を 紛 がせん ごする じみ 一 

なら か 0 

ご 論じ、 マタン 紙は、 

協を 國が 第二 一 園： 秘密 间盟を 

締おしない どい ふ5は：1!本が 

排 欧洲を 標榜す る アジア 聯盟 

じが 淡なる i を 承ず もみで、 

H 本の 目的は サィべ リアの 地 

田 開が 等に 化る 經濟 的獨 立を 

欲ず る じを る。 

ご 報じて ゐ るが、 H 本 外を ちは 

臨 定中じ 『非 敵斟 巧爲』 條 項の お 

化を を認 しむが 右は 現が じ凿す 

る 協定で 將 ホに 何等の 關係 なし 

ごま 張して ゐ る。 - 


歐洲な 周の 恐怖 說じ 

米國 U で 


つ 


動 






ろ 


7 ンン トン ー日 發 ；；：；； パリ！ ょ 

S 速す る H 露 協を じ關擲 した 郁 

:; な 報道 じ與 して 當局 筋では 何 

I ： の 言明を も 避けて & るが、 た 

b じ 於て 左の かき 觀 察^ 巧 はれ 

る 巧で をる。 

一) を 间の日 お 協定 中に V 最 

も 化 目を 要する ものは 日本ょ 

ら ロン アじ 輿へ る问物 かじ お 

し" シアが お 袖、 巧が 等の 經 

濟利 播を賊 巧した る 点じして 

乂闕 じして おし 今後 どても 從 

ホの態巧を維持する^^らば日 

シアの なじ 凿 しては をが 擁手 

巧 脱する の 外。 しどすな-派 

二】 がる じを の ザ 面には ロン 

ア承謎 論者 ど t て最ら 恐れる 

のは 昨今 替 .巧 的 じ おせらいて 


ゐ る裳乂 なる 經濟 刺權じ ホら 

す 一 ^ て 寧ろ ロシア かこの 協 定 

を 利 巧して ベサラ ビア じ 出を 

を 仕兼ね まじい 形勢 じある i 

'は、 0 シアに 對 する 巧が の 同 

情を 失し ホ 國の人 必は八 1 - 

ニアに 同情し ホ 露 政 荷の 承認 

等に 向つ て 益々 强 固な 態废を 

採用す をに 至る であらぅ 夕 J 

ふ化疆 .である 〇 

なじ 最も 興 ホ ある 問題 ご 見られ 

てゐ るのは 旣じ辭 職した 固務長 

官ヒユ ー ズ 巧が 新闕務 を 官ヶ 

ッグ 巧じ掛 して 韵 .巧 政策の 引 緩 

じ當 6 いかなる 態度 じがでる か 

ごい ふ i であつ て、 ヒュ I ズ氏 

のが 赋當 がよ ちして 米 聞の 對あ 

を 技 £ 化を まを を 窜 \ ら 1 で 巧 


でも わら、 殊に かを 委員長 ボラ 
— 巧が 曰 シア 承認 論ち である 關 
孫から 巧る も 策ん お 改は自 が 銭 I 

期された 所で ある にも拘らず、 

ク ー リッ デ 巧の 化 理んは V ' ユ— 
ズ 氏の 辭 鹏に攸 b 米剧 のかを 政 
策には 何等の かなを をす るな な 
攸が どして これを 踏樂 する で 
あらぅ ど 言明し つス ある 一. 事 じ 
して、 巧が 拉官フ ー ゲア ー 巧 も 
承認に なおして L る ごいよ 關係 
で わるから 假〜じ 外闽特 じ歐洲 
筋から 如阳 U る 宣傳や 報道が あ 
つても 米 励の 對露较 巧には 巧 等 
の變 化は あるまい ご 云 ふ。 

'鮮 銀を ちに 

新 合 辨銀巧 

八 ビン ーけ 潑^ 朝鮮 銀 巧が 
ホ ごなら 日露 賴定 を磯會 として 
資本を！ 億万 圓の 日露 新を 辨銀 
巧の 談立許 畫か遊 巧 中 じて &海 
哨 、トランス •パィ カ 八、 黒 韻 
江 お 面の サィ. ミリア 巧び 喊東一 
帶じ 直る お 池、 巧 炭、 姻鐵 、無 
が 等の 關祐 .資 をを 本年 中に 離 通 
ずべ く n シア 八 側は 資本 おの 竿 
額を 支出ず ベく 同時 じ禪 太島闢 
搞の 資金を ゎ融 逆し、 C シア 人 
側 ごは ^ < ビン じ】 大 倉庫を 設 
けて バク ょりの 巧 独-貯蓄 所に 宛 
てる 黨 である。 

を；^^ 說を 

外相 否認 

おを 二 U 發 U 外相 おお 薑重郞 
男は H 本. が。 シアを 始め どし 獨 
逸 及び 支が どを 約を 結 A でゐる 
とい ふ 海外ょ もの 排 H 的 貴 傅を 
留 くを 認し近 < これに 關聯 して 

公式み 聲明聲 をを をすべし ご 語 

b たるが、 ゼネゲ アの固 際强制 

仲裁 條 約のを 决は 最早 確實 どな 

b たるを 0 て U 本は 窠二 軍縮 會 

蓮の 準備 じか ib 居れで 一般 輿 

論は 豫備會 謀を 開 摧しィ 討號事 

巧を 豫め 解かしない 0 上 無條件 

參 化には 反對 して ゐ る。 


轉は 溝は 愈々 當 地に ネ營を 巧き 
て 排外 歐 人、 排ぶ瞥 を 運動を 開 
始し をの 手始め どして 外人 經錢 
の學 校に を 鞭ず る 支 孤ん の 退職 
を强要 - L 外 國人ご 通商す る夕那 
お 人 じが 斥の 傲 父を 撒き 旣じ壞 
柬大學 に 於け る擧 生大诗 じは 廣 
東 知事 t 列席して 學ホ勞 働を を 
中必 とする 排外 運 勘は 漸ぶ势 力 
を增 しつ i わるもの i 如く これ 
等 過激かず け おめ 化で ぁる 段が 
瑞內關 は 違 巧で ゎる どい ふな 战 
から 疵玉祥 お 軍を 樹て t を 命を 
企® して ゐ る。 

第 お 十議會 、、一 

外人 止 地 法 

東を 一 U 發 U 今期 議會 じがて 
政府は 今 よら 十 お 年 前じ膏 施す 
ベ かりし 外人 ± 化 巧ち 法を 提ホ 
すべ <目 で 蕃議中 じして 今网の 
新 ± 地 法は 飽をも 相互 的と し H 


化を に 集つ た 

改造 會議 

化 京 一日 發 H 中 お ほ國の 軍事 

及びが 政 制度を なおして ち 邪の 

統一を 計る 大會 滋は豫 をの かく 

輪 時 執政 段 賴瑞巧 じ 化 b て 召集 

されな 集を 巧け たるな 六十 六 人 

の 化 講員中 集を （た 者は な 四十 

六 人に 達し 段 氏は 春ご收 獲を 引 

例して を 化 溝 員の 協力を 望み 內 

務總艮 靡必湛 巧の 溃說 あらた 

後 第一 日を 終 6 委員長を 選擧し 

たる；^/ 巧集されわ化諭員が贼 

ホした のは 孫 文 巧の 病氣 と夕大 

の關 係が 深いので ある。 

上が 一 H 發 U 陸軍 漉 長 吳化新 

氏は k が陷を 後の 情勢を 視察し 

旁々 靈に齊 黎元將 軍と 一旦 述絡 

したる 巧 陷を前 じ絕緣 した 孫 傅 

巧 お 軍 ごか ホを 締結す ベ < 上海 

巿 巧は 巧 一二 省の 軍睽 入城 ど 共 じ 

ホ穏 であるが 化を が 巧と しては 

上が 附近 S 要 襄を廢 薬し k がは 

純が たる 罵 巧 おごす るを： である 

孫の 國お黨 が 

挑 外人 運勸 

香港 二 H 凝 =： 病氣 危篤を 巧へ 

られて ゐる孫 文 氏を ま粧 どず る 


野黨 肉薄して ， 

議會 混乱 

喧雖您 を 衛巖る 
東京 特電 S 日發 U 政ぶ 本黨 じて 
は 義務 敎育 聲增 額を 上 巧し が 
府じ巧 薄 せんご 豫 てょ ら巧戰 
中で ぁつたが、 今朝 元 旧肇を 
は 病躯を 巧して 議 擅の 人 ごな 
ら 義務教育 豐 のち 加 まは 階 紐 
の 列な く國 民は 擧ら てこれ を 
望みつ； ぁ 6 、 民意を 重ん や 
る立惠 政府の 反省を 與 むご 激 
烈 なる 口調を なて を 巧 議會ド 
がける 始めて め野黨 ぶら をを 
揮した るに 對 しお 木縣 第と 臨 
選出 憲政 會巧屬 高 田を 年 氏が 
もてた 凿演說 のが 巧、 『喧啼 
恐 ぉ衞』 ..の 名 稱ぉ沁 本 黨幾换 
お 感兵衔 兵 庫縣遭 ぉ) 牧山緋 
藏- 長崎縣 選出) 其 化 十数を 
の 野 黨谣員 等は 高 旧 巧を 引擢 
ら 落さん どして 輿黨を 派の 幾 

員と 乂亂れ て格圆 し、 大度 鹿 

じ 侵入す る 者を ホず る 等 議纔^ 

は 蜂の 巢 をつ i くが 如き 混な 

化 おごなら てが ハ 合議を も 手を 

下す 術な く 議事は 一 一圓に 直ら' 
て 休憩を 宣す るの 化むな きじ 
至つ たり 


を 命ずる じ まつじ； 一 ： Si - 席 因と な 
ら 遂に 両國 外を をの 引 揚げと な 
つた 瞬 際紛爭 にぶ 韶的干 涉を試 
みる； とな > 円 下を 相會 講じて 
協證 中で をる が、 聯合 阔侧 にて 
は旣 にお まを みせられ たるを は 
巧に 巧殘 部の 僧侣四 人に 對 ずる 
退去 命み の 取消しを ァンゴラ 政 
府 じあめ る ど おに 帘臘 のま 張す 
る 如く 本 問 趣を 國際 親が 所のを 
が じ 一巧す る 條懲邀 する 當 であ 
るが、 ァ 七ンス らの 報道に 
れば內 あ 大臣 コンデ リス 氏は 
ン スタン チノ！ プ 八に がける 

長 制度の 狼 活は戰 ず じ 依る ども 
解み せざる 可らず ごま 張し アン 
ゴラを 府は飽 を も 退 ま 命み を繼 
績 する V キ 巧して ゐ る。 


院內 領袖 連 ご 

今 議會對 策 

ッ シン トン ニ H 發 りお ぉ黨院 

內 領袖は々 議 .脅の 對 策に 就 1 今 
锁族講 の 結を ホる 一二 目 四日を 0 
て 閉院すべき 期間 中に 採决 すべ 
き 討議 事項を 擧 げたる が、 ホ 等 
の 事項 ごけ、 

勒獨 通商 條 のの 批准、 パキン 
ス島條 約 批灌’ 醬鐵道 會社歧 
府貨蹤 利率 引下 案、 官を 隠退 
料を 制定、 お 軍 重油が 留 案、 
マクファデン 氏の 銀行 支店 設 

混ま。 

其 他 左 巧 重要なら ざる 九 法案を 
擧げ 世界 裁が 巧 参加、 n — ザン 
ス條約 批准、 農業 救 磯 ま 等は 巧 
期簾會 じ姻附 する-と ごな つた。 

新國務 長官が 

新會議 暗示 

ロンド y 1 H 發 == 米國 の新國 
務 長官で ある ヶ 。ッグ 氏は 本 H 
英米 協 會ホ德 の 送が 宴に 巧 席し 
クエ^ス 皇太子殿下を 始め チァ 
— ナ^ 氏、 を 國大を 使 其 他內か 
のを 力 家列應 したる が、 席上 大 
巧は 巧 巧 中 朝野ょ 6 ずけ た 厚意 
を 飯 謝する ご 共に 歐洲 のず か 確 
立を 高唱 しこれを 磯 貪に 新國際 
平和 會議 のな 集を 暗示し、 更ら 
じ人禪 的嫌惡 瓶を じ 化る 不 をに 
一 製を 加 わた。 

橫山巧 破 產宣吿 

東京 特電 二 H 發 u : を澤 のぞ 額 
ホ國人じして力9フォ^. >1|納稅議員橫山章氏の實弟橫山陵 
ァじ 化ち する あは 止 地を 巧 有し I みが 氏は 百 巧圓の 負債 あら 破産 
得ざる 結果に 陷る ベく 敌 府は斯 ，の 宣吿を 受けた。 

國家舊 法^ 


本人 じ尘 地所せ を 許 巧せ ざる 地； 

ホの 外人 じは ± 地所が を 禁止す i 


巧 能な ち どて 寧ろ 米 人は 一助 "H 

地を 所 お L 得ざる 樣制 をず べし 

どの 廉論も 高く 目下を 畿中 であ 

るが、 ± 地所ち じ 就て は 産業 

農業 等 じ 村 等の 差別を 設け や 跡； 

めて 自由 G る もの-- 如 < u 本は 


ま 京 特電 二 日發=非 ほ 權的裁 

巧 巧爲じ おず る 闕家賠 憤 法案を 

立案 中で わる。 


菱旧傅 ± 逝まず 

東京 特電 二日 潑= 慶大 敎巧菱 

囊じ 制定 しれる 二重 闕藉 法と 共 田 搏± は 本 U 逝去した。 

じ 排日 派の 宣傅 はこの， 新法 律を 資 こ；,；^ 宿 こを 日 耳^ 

S て 覆すべく、 をし 馨 じして 遵 i I 茸 綺ィ」 舊 戶.. 

も 過 ずるならば 晚 七じ實 がする 東を 特電 二 U 發 — 第二 举が會 

豫定 である。 議は 確實性 愈々 濃厚 ごな b 巧當 

局は をに おする 根本 方針 確立し 

たど 云 AO /> 


た 希の 再紛じ . 

聯合 國卞涉 

バ 'リ 111 H お == お佛 がめ 聯合 


賓易產 業 法 提出 

東一11^,5^:電 一 〇發^:::貿ぁ化進を 

圓 政府は 最あ ± 耳 古 アンゴラ か 目的 ごする 輸ぶ ¥ 法 ま 及を 藥 

府が コン スタン チノ I プグ にがな をを 目的 どす る 輸出 工業 組合 
けら ホ 臘人敎 を 僧侶 じ 對し退 ま 法の 二 法案が^ 出された。 


'入澤 巧 ± の 解職 

ま 京 特電 一日 潑 U ホ大 おお 入 
澤達ま 巧 ± は 停を じ 速した るを 
のて 化 願を 官ご なつた。 


秩父宮 送別 競技 

まま 特電 一日 發 ：！；： 秩父ち 殿 f 
御波 巧 送別の 爲 めを 蹈速 動團ホ 
は大競 おを 摧 さんご 目下 計靈中 


である < 


ホ 秉竣化 逝まず 

東京 特電 一日を U 朝鮮 貴族 ホ 
秉竣 伯は 鹏溢 化に て 逝 まし わ。 

水平 社 軍 語 購入 

東京 特電 一 U を U 媛に が 民 ど 
大锐 閒を淸 じた 群 垢縣の 水ず 祇 
は 今间挪 ドげ の 軍^を 買 集め 軍 
陳 組織を 計 塞し 巧 お 河畔 じて 發 
みな 習を おした。 



左 じ 連載 せんごす る 「南米 じ 
がら 刻下の 日本人 問題」 の 筆 
者で ある ゼナ n •ア八 パキボ 
氏は、 過去 六 年ア八 ゼン チン 
の 新聞 雑誌 業に 關 係し、 歐洲 
大戰 じは ア^ ゼン チンの 新聞 
シンデ ヶート を 化 表して ホ國 
■ あらしぶ 名 U る 新聞記者 じ 
して、 本文は 最近 氏が メ丰シ 
n 地 ホを 視察し 夫 等の 材 巧を 
繼め たもので ある。 

r〕 過去 十八 年に 
甚る 移民 增進 

化 乂合衆 画は 今や 徹底的に 日 
本 移民 じ凿 しての 巧 戶を巧 鎖す 
るに まつた が’ 後を は 今や ラ テ 
ン •アメリカ じを の 進路を 發を 
し、 現下の 狀 態を 化て するなら 
ば、 こ i 數巧じ 上らず して 巧 等 
にご b ては、 最もを 驚すべき 問 
題を おおす る じ 相違ない。 

をの 國 境は 太平洋 じ 面して、 
歐 測を おょち 無視され つ i ぁる 
南 ホの 西部 沿岸は、 今や 數億方 
じ垂 々ごする アジア 人 棟、 特に 
日本からの 注目を 受けて ゐ る。 
療洲 、カナダ 而 して アメ .リカ か 
ら巧戶 を 閉鎖され わ 日本人は、 
白人の 殖技化 化 どして は 極めて 
荒 鶏な これ 等の 國主じ 眼を 注ぐ 
S み じ、 彼等は 日本人の 資 みを 
承諾す るの 止むな きじ まつた の 
みなら 中、 アジア 移民を 獎 卿す 
るの 態度に おで i ゐる 。日本は 
これ 等の 國± じ 對し最 あ 數年じ 
直る 過剩 人口を 「投賣 ち」 せんと 
しつ i あるので をる 0 

日本が ラテン •アメリカ じ勒 
して 組織され た 移民 政策を ごる 
じ まつた のは、 日露 戰ずも 終結 
して 間 もない 千 化 回 六 年め ミで 
あつた。 をれ な 前 じ 於 村る U 本 
どづ テン •アメリカは 何等の 直 
接の 巧 渉ら 離 係 もなかつ たので 
ある。 がる じ 日本 政^*^ 今や ラ 
ブン •ア メリ ザの 諸國 +' じ 向つ 
て 使節を 派遣し ■をの 經濟狀 態 
やを 技 地 ごしての 霉 みを 調を す 
る ど おじ、 •をぶ がなる 通商 條約 
を 調 巧し、 外を 官 ぶび 領事 舘を 
創設して 通が 關 係を 促進し、 移 
民と 殖民 針畫 を獎勵 し、 巧 米が 
路じ從 事す る 療船會 化の 補助 じ 
着手した。 巧の 如く ドして 十八 
年 前で をる 千 九な 六 年 ょら 極東 

の 密集 移 ほは ぶ 出された もので 

をる が、 恰 から 現排 U 移 ほ 法の 

破 源で ある々 フォ八 ニアに 最 

初の 排 U 的 煩 動. か發 生した 常時 

と 相 前を して、 メキシコ じ 第 一 

巧の 日本 移民が 到着した もので 

あつた。 


千 九バ六 年當时 、ラブン •ア 
メリ々 じ 在留す る H 本人は 殆ん 
で 皆無 ご 稱 しても 差 支の ない 程 
巧 じあつ たが、 現在 數は約 十万 
人 じ 及び、 約 一二 國じ 直つ て 居留 
して ゐ る。 是 等の 移民は 日本 入 
雄お會 社の ずに 依らて 取扱 はれ 
南端の そ® では 日本の 資本家が 
王化を 租借し、 南 ホの 農業 じは 
夕數の 日本人 勞慟 者が 入 込み、 
化 ホ 的を 業 じ も 多 歎の U 本人が 
使役され て 否る。 日本 どの 貿易 
もこれ じな 巧して 非常なる 巧 進 
を ホし、 千 九が 五 年頃の 日本 ど 
ラテン •アメリカの 貿易は 十二 
巧 五 モ弗程 巧 でんつ たが、 十八 
年後の 千 九 百 二十 二 年 じは 約 巧 
化して、 千 二百 五十 巧 弗と いふ 
巨額 じ 達して ゐ る。 

: □本 政府は 昨今に 至ら、 特に 
ラテン •アメ ？ 々の 移 反を 獎勵 
して ゐ る。 この 特殊む， 使命を 帶 
びた 視察 脚は 千 九 巧 化 四 年 九 巧 
じ H 本を 出發 して、 メキシコ か 
ら 中央 アメブ カ、 プラ ジグ、 ア 
术 ゼン チン、 チブー 、ぺ 八.一 の 
を 地方を 視察し、 內じ 於て は 外 
相稽巧 喜を が 男を 委員長 どす る 
移民 問題 調査 委員 會の設 な £ な 
つた。 最巧接 手した 巧 道に 化る 
ど 日本 政府け、 大阪 巧船會 社の 
南米が 路を獎 潮す る 意 ホに 於て 
一一 一隻の 新造船-し 補助を を 下附し 
たが、 現 巧の 南米 航路 じな 事し 
つ i ある 船舶 力を 合算ず るなら 
ば、 一年 優 じと 巧ん の 移民を 送 
b 得る ので ある。. 

海の 內ミ外 

♦日本が U シア ご 協を を 締結 
した 譯 でも あるまい が、 日み じ 
は 赤い 雪が 降つ て ホた。 これで 
英米から 威を されね ら靑い 雪が 
降る かも 知れない。 

♦假を 遣の 改正が 愈發 ぶされ 
たが、. 當 地の 去る A の巧ッ もや 
ん 、顺 喉は 日本語で を 道と 敎へ 
られ 、或る U 魚の 骨が 晒 喉に 詰 
つたら 『お父さん 、ダィニング， 
少 1 ムじ 骨が 詰つ た』 だ ご サ。 

♦最ぅ I つ、 キ アビ ネットは 
にんず ど敎 へられむ 巧 もやん、 
淸 浦み 閣總辭 機の 報を 新聞で 讀 
み 「お父さん、 H 本のたん すが 
倒れた」 で ダャ' ブン。 

♦巧 銜不视 め 婦人を 樂家 レジ 
ンスヵ 夫 <、 •存衛 不明で あつた 
が一 過 間 准に 漸く お 見、 記 協力 
を 一切 ホつ てゐ をので ち 察では 
詳細の 發 表， を 避けた ので 益々 疑 
惑が 深ぐな クて ホた。 どうせ コ 
-ンダ クタ ー だ、 物を 言は なく わ 
一つて 解つ て 石る 篱。 



一 紐 帝‘ 郁 ！_ が 

比 禅 賓獨立 

ホ蝴に 委し 廣く 

; 前 過 胆 H ホ テ 作ァ乂 タァじ 

1 鮮 かれた 掛外 议策硏 なをの 論題 

は 比が 资飽 立の W 當か问 であつ 
たが、 ザな は 娩理の 上から 比 禅 
一费 人を 獨井 せし むる に 異继が あ.； 
る をく は 異遙が じい どい ふの 

I で；；： 〜 し', 一赏 隙の 上から 獨 ホを 

一 即れゼ しむる か是 ず、 將た獨 ぶ 

一は巧がじ失するのでは^^^す'- 

ごぶ た-’- ぁつた 0 

- ジ 3 クナ作 •ォブ • コ ■* マ、，' 

一 紙 〇ま绝 でが 巧每 者で あちを 八' 

; 化. キ比悚 おを 巧の 創設 巧ィ ーし：..、 

一 米 比が 萊巧强 所の 食 頭 ご，. てを 

一が 賓閒 趣の 權威 である V ン 9 ! 

ーピー •ゥ ネリ ス巧ホ は 比 律墳八 

一の 爲 めじ 义义の お潑を 化き、 獨 

一々 ん機賊 に 熟せ 論じ、 彼等 

I U 呂 .卜64 る 〇 を 力を お ネ ピ斷 

- じたが、 如 マニラな お 所 巧 お 二 

ク トン* ダグ リユ •ゲ 术バ ァト 氏 

ご r 合が 轉 ぴ比 禅賓』 の 著者で 

をつ てを て. 叫 じく 比 徘賓じ 巧 事 

たらし ダニ エ少 •ァ 

— 作 •ゥ 牛ジ 

ァム'^ 氏 ごは 獨立巧 早み を ま 張 

.し、 比 禅 お 人は 乂闽 めがお 卜じ 

をる を おて 華祕 ごす. べきで をる 

ご 蘇 じた。 維が 遜 巧の た 煤自决 

まを を 推が すれげ 比が 教人 はを 

な 御ぶ せしめね じな .4 な' いけれ 

共、 旣に 支那 ど稱 る 一大 病 お 

國が敵 化い が 態で 横 はらつ i あ 

るが 病めに 巧 也の ち撫 r 巧 はら 

!乎别齒の名巧：^!支那の国お、 支 

:が のか 脈 維持 じ 苦む して ゐる現 

I ドの 陆 おでは 支那な 外 新なる 闡 

一際 紛爭の 掏 茜を 加 ふる i は絕巧 

:に 时避豫 防せ ね 皆。 ら ない。 然 

一ら ざれ だ 極東の ホ かは 今 H な 上 

- じを 威を 戚 ずるに 化 違む い。 

ゥ キリスが 女の 問な の證 論は 

- 吾人の 一應を 宵す る 所で あるけ 

れ 巧、 從ホ 比が 货じ對 して 施設 

，せる ホ 齒の敌 策は 必や しも リベ 

ラグでは なかつ た。 就中せ ハか黨 

めが の々 針 ごして は 勘' ろ r 賴ら 

しむべ < 知らし むべ から 中』 の 

拳 化を 用 ひて ゐ たので あるから 

比が •货ん 自身 獨立不 城の 梢 神な 

魂に まし つて ゐる のみなら 

す、 テ ジエ本 レ^- 卜 しやぅ ど . } 

じ 西が 才 族 ど 先天的 じ 放縦で 

あ ら、 懒悄 である 贿巧人 柿 どの 

化 化 鬥几系 がをお 海 者 階 殺 じ 超き 

! つ.、 もる 比げ. 贸 人の 獨亢が あ 巧 

-が剧 ふの H 恐らくを 測ず る i 

は 出が まい。 がら ホ 越の 對祕お 

; 政策が 比 沖が をな ホす るの な 志 

■寸邀 もな く、 唯 如 M にして 巧げ 

一に 彼等を 雜 蓋せ むか じがる 0 と 

:假 かがての 獨立 お俾が 具備して 

I ゐ たじ イ ょが あじげ 巧し 巧る 篱 

.は U い。 若し 乂强 の； におす 

一る 政策が 一 後して 端贿 遜の 民族 

|自かホ盛じぶきたる；8^!5、 が诗 

-じ蛋 きを 度き、 又米蜗 人が が濟 
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UP TO DATE STYLE 
Custom 
Tailor 


71 W . 44 化 化 ん Y . City 
Tei . お nd が bilt 2546 


T . KASAI 

M 泣 rchant 
Tailor 
兴 

TIMES BUILDING 
Room 304 
NEW YORK 

Phone 
Bryant 3319 


NIPPON TAILORING CO. 

3 郎 W . 姗 h St . 

Te し む lumiiiis が 巧 


Y. ITO 

133 Eest 53 rd St . 
Gor . Uxn が on む e .， 


Koike Studio 

が 7 お h わ も 
Ccr . おが お. 

下 《 し Caledonia 6394 


授敎講 興人婦 


細が. Bla 邮 お Fisiier 

1264 Lex. Ave., Cor 85 th 


車 動自貸 



SATSUMA COMPANY 

2 目 18 B ’ wa パ Hy Tel . Riverside が 22 


校 學車動 自育紐 
228 Second ゎも， Cor . H 化な. 



Motoi rsuchiya d.m.d. 
116 St . Stephen Si . 

む お on M が s . 

Tel . Backbay 10339 


KOSHIBA 

STUDIO 

舘眞 寫柴小 

881 Fifth わ e ., 

Tel . Plaza 3212 

む a 邮 li Studio 
Wesfminskr Street 
Providence R . I . 


YUKIO NISHIMURA, M. a 

314 West 111 th Sfr が t ‘ 

Tel . Monument 0279 ' 

攘治揉 學科經 神 

揉 筋、 胞按 、曝が 流 本 H 

ム ジグ々 デメ 、ジー サツ マ ま典瑞 
療治 氣電び 皮 水 0 スクツ ブス ナ 
菜 卒院學 ー ピラン ォジイ フ典瑞 育糾： 

男 幸が 西 g ! 

てに 宅 自は又 張 出 療治 
_ g 上 願 B 飽蟲笔 じを 時一おが i 


1- 

I NAR も TRAOl 脱 削 . 

I 45-47 E. 20 th St. 

I Tel.Stuyvesant 9169 



專節調 鏡 眼 じあ 眼檢 

F. L FREDERICS CO. 

醫巧眼 學乂盛 比淪を 
136 E . 59 th St . Jew York 

1144 3 rd ive ., bet . 66 th -67 th Sts . 


MA 削 HA 削 I も Co . 

17 E. 17 比み 

Tel . な uyvesani S 9 BS 

雜 u . 
力貨本 
類 礎！ 
g 卸 破 

會 


賣黑 




號 




ち 


千 一 


を 


雜翁 蒼 獄 


し U 曜 水〕 


日 四月 二 年 四十 正大 〔二） 



丸- 3 洋脈 廟會 


東を ボ丸 ノ內ビ かデソ グニ醒 ニニ 〇厲 

総 叩 丸 山 洋服 商會 


笠が 洋服 巧 


日本 
洋服 巧 

時 旧 信み 郞 
松 本が 


東 五十ー ニ T 目 

ニニ ーニ 

が. 

洋服 店 

. 作フ T さ-二 


窝眞小 池 

第五 巧 
凹 一二と 


稽 をはよ 十 £ 
他、 一二 四遇鹽 
じ 驚ぐべき 結 
お あ b 。 每 日 
朝 九 時ょ ち々 
九 時を 日曜 & 
十二 年の 經防 
あら 0 一 


ボ巧楷 
が 五 時 
間 十 巧 
1 ダタも 
大勉强 
巧 化 深 
間薩踏 
商會を 
御 呼 由 


自動車 條 
簿 をび 運 
轉 を敎投 

ライセン 

ス 保証ず 

ご 一十 置 ホ 

連轉 ホは 

二十 五 亦 

晝 ぶが 學 

兩巧 あら 


'，ァ ゲフ ー ド 卒業 

齒巧醫 

止な 基 

診療 時間 
自 午後 二 時 
至 午後 八 時 


化粧品 卸賣 

五味 商會 

W E . 1 ゴ h St ., N . Y . 百 ty 

ジ I . Stuyvesant ゴ 45 


日本^^いパ廟會 

zippon ory 〇〇〇を CP , 

1281 B 養 dway , 置 y - CorJ 一 班 St . 

ジ ーち h 登 e Pen 百-里 普 

Itoom 5 黄 1 


成功の 秘訣 
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ホ國を 英語を 話す お 
は 成 巧の 第一義です' 
本校には H 本人 敎經 
じ 慣れた 専任 婦んお 
師ぁ 6 懇切 じ 會誌通 
信 文 社を 語を 敎授， 
ます。 H 罐週 H 共 L 
午前 化 時ょ b 午後 + 
時まで 閒 校し ー レツ 
スンと 十 她づ to み 
H 食ち じ巧梭 ぁれ- 



日本人 詔 

一 91 廣 

瀬 氏擔な 

懇切 敎授 

夕と 時 開 

校勞 働を 

暇勉學 の， 

便 あら 卒 

を 証書 巧 

あ 就職口 

紙 巧 罔を 


U 本 お 具 

雜 貨邮賣 

余 良 貿易商 含 


M £0 

vt 8 

ぶ 伽け 
し 8 
G L 

冷 I 

I g £= 

〇 も 叫 
Z 4 し 

W リむ 

A 

K 


診察 時間 

午前 化 時 1 十 時 
午後 六 帖—八 時 

パ^ 小 栗 幹 ご 一 

'紐 育ボ フラワ —お院 
第五 巧 病院 勤務 

を ホ コン バラン ド 

婿 お毀務 


a 

• 2 
A S 的 

おご 

m W 1 

巧 4 T 

Wil - 

lie 

， T 

K 


診察 時間 

午後 審 時半 U 1 1 時半 
午を ろ 時 U 化 時 
愛知 醫學 ± 

: ^ 巖本谨 一 

を 倫 比 亞大學 ぶ 紐 育 

ポスト グラ デュ エ- 

卜 病院 勤務 
日曜は 前約 願 上 お 


〇 

TU N 

T L ^ 

さがが 

遇 

A 刷 P 
が拟化 

説 

A 


H 本、 ま 那寶玉 製 美 
術 お、 婦人 用 首 飾ぶ 
他 装输お 

岡島バ^^’：：：け 

高等 お 術品修 縫、 

首 飾 品、 スト ブング 
日本 服 裁縫 



Y •金 
-剛最 

觀新 
5 意 
離 匠 
顏寶 
嫌 お 

舰類 

ェ 



正直 ど 親切 ごを 旨 ごし 確賓 
信用を る悔 品を 賴 選し 
特別 廉憤 で販賣 致します！ 
.クオ グ ''サム、 エ八 デン 四 割引 
其 他は 化て S 割引 
指輪 鎖 貴を 屬並じ 寶お類 一切 

パ ミグ トン 時舒 、户ワ トドィ 

リノ ィス 時計、 を禪羁 時計 
クオ^ — 夕！ マシ 萬 年 筆 
ちバ シヤ！ プ 鉛筆 
純银器 並に 銀器 一切 
御歸 朝の 御 ±產 一切 
時 討の 修纔 はが 險化 じて 確 賞 
じ 巧 化 自身が をし ます 

な 育巿西 四十 二 T 目 四と 番 

四 四 一一 一号 ま (五 巧 ど 六 街 間) 

お 川岸 商會 

■電話 ベン シ八バ ニア お S 二 九 

Ushikaw ミ Kishi 0 O * 47 W . た nd si 


〇巧 •巧 巧 ZJl 巧 c 巧 CYA 

空黃 芸ち皇 

夏 7 呈 h Uve . li ま r た nd St . 
Tel . M ミ ray IT ろ 2791 Room 705 


ク 

■八 


ちな 謙 次 

自 午前 十 一帖 至 午後 二 時 
時間外 及：：！ 唯は 前約の 事 


評 謀 rrr . 之—^ ち 巧 十 U を 巧 
巧 誌 一が 十 仙 
S East 58 th 苗. N . Y . 呈 y 


DR . BLOOM 

34 化な. Cor . お d Avenue 

59 th St Cor . Lexington Ave . 

け 5 化が. Cor . Park Avenue 

Dr . G . H . M が tin 

DENTIST 

743 し exington A 化. Cor . お ih St 
Phone Pbza 4 が 3 

DR . H . A . GARDNER 

DENTIST 

658 Madison iU も Bet . 郎 -61 が お s , 
Tel . Regent 71 が 

んし CEASA も M . D . 

!09' East が th Street 

Bet . [* arl (を Lexin お on むが 

Tei . Lenox が 73 

；% 

卜繁 S S 〇 

グ游芒 置，， 

ち H 午！ ■ 羣 ^ 

巧曜後 1 ■皇 2 
拜 这 一 ' W 玲 pj 
毁時 ミす^ 
普 約よ 1 ■ミ 
相!） す一 

彥 願ち . 

レぉ時 

に に Yosh も M . D . 

345 W . 71 stSt . 

Tei . Endicott 3530-6729 

診 E 羹 

t 曜察 i 二 香 

卜午 午 午 CO 一 — 

ノ 前を 前 〇 
，丸 六克 CO 9 
ぺ 、時時 持を き 与 
莱 i 量一さ 

ザ 後後 後 ミこ^ 
ま 四 化ー ミミ 〇 

時 時時 ’ 

トド 

グタ 

を 巧 

f 呈 i 村 

mm 

«〇 

トト- じ 日 II 堪最夕 
かク化 了 本 U お 新年]^ 

ブ育 寧 人 a じを の 嘆 
ノ州 懇諸 t て 巧經丢 を 

1 治は n 篤 術 0^ 

ム 療特 11 しじて - 

こ r T 白 《 1! 

〜 \ 寧 本年 新 媳 

ヴ 懇 人の 式 

, 切諸經 無を 1 

1 じ 君 験 痛 ホ 
千 施は をを^ 

7 術 持な 療 胃 
ン すじて II 

水 每 

午曜 時 午 日 ▼ 

後 、前 診陶 
一 午 午 化 願 察 ミ 丈 
時 前後が 1 時 ホす 
九 一！ 1 間^ 
時時 十 f 

1 ! 二^ 

講喉晒 鼻巧馨 

間 時察彭 
午 正 至 時 十 前午自 
時 八 ま 時 ホ 後午自 

トド H 論 都 
，レヴ 曜 すがを 
は 後 じ 

吉 前と 怒' 
居 約 時る ミ當 
is 願 1 を 

瑶上九 の 

彌候時 間 


船具を 巧 お腊船 御用 ま 

遠 藤 小刀 簡會 

だ B 吕を W さ产 Y . 呈 y 

Tel . 軍 itehall 1 玄ご 


税關 事務 取扱 

W 邑 A 这 L BANE & 尹 

ぞ〇ョ 12 泛 ご Br 呈 をち， 芸. 

さ one ; Bowling すまこ 養 —91 ゴ 


I 4 が 

• 3 J 

圏い J 
^ b も G 
r S 1 ff& 

が 刪 《=§ 
ぴ ： I 
U n 6 

M 

に 


IDr •夕 Shishid 夕 D.PS. 

夏 去 . 7 善 St. Tel. す 氏 臺窒 2 

繼 S 觀巧戶 な 一' 

自午的 乂時ま 十二時 
自午 後一が ち 五 時 


稅關 事務 

巧 洋を地 おじを 世 
をの 叛 出入 方法 じ 
熙 する 一切の 猫 諮 
問じ應 じ、 巧 道を 
船 貨物 迷賃 々出帆 
あ 稅閱キ 績書等 進 
呈 す、 重要 都ボじ 
化埋 巧を ちし 誠 百 
敏速 御用 命じ 應や 

巧 薇 取扱 


♦書籍 ♦雜誌 ♦新聞 
縱黃 室を 開 
執を 午前 九 時よ b 午后 五 持を 

紐 育 日本人 會 

西 五十と 了 目 二 五〇截 
電話 サア クグ八 一九 01 化 一 


烟巧說 お H 银 H 午 お八 持 ：： 

晰： おさ 木馆日 午後 八 時 
が 話 待 ±媒 日 午後 八 時 - 
をを、 眉聲 ま、 娛樂 室の 設 楠ん ら 
ホ資 をが 迎 す、 會 おを 利用せ t ; 

牧師 川 おな 一 1 

H 本人 基督 敎 修道 會 

102 W . 一お玄 St . N - Y.CUy 
TTeL s ミ ningtide 至赛 一 

日本人 s 敎會 I 

牧が 川な ホ 之 進 i 
幹事 化 州淸一 
.1 ち ise N 1. E .吾 U ’ 吕 h ご n た- 
だ 3 W . 1 岩 St . ぎ 百を i 1 里 1 I 
巧 拜說敎 日炬日 午後 八 時 一 
祝 禱貪水 お 日 午後 八 時'^ 
裁縫 會乂巧 H 午を 二 時： 
♦寄宿を 

位 宿を 倫 比砸を 歎を 下町を 十 
五 か 學生會 社員 旅 巧を じる 適 
設膊磨 書雜誌 新聞 戊を 械娛樂 i 
具 蘭 易を を あ b 

便を 曝を 周旋、 旅を ま內 、を 補 一 
事 菜諷查 、其 他方 事相が 鈴を I 
等间跑 諸兄の ホを を 飲迦す 


化留 靑年理 がの 簡体 

Ht 靑年會 

* w . 顯 苗. ヴ l _ G 量 son 124 A 


大紐育 日本人 

基督 敎靑が 待 _i 

芭 2 E - S 害 St . N . y . 呈 y . 

ジ ー-ミ za mi 


n 

ん加 

h Y 

|li 

♦ -tS れ 
.のバ M 

な 苦 

5 ; 

化に M 

纖激 

-t 齡 

e 
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紐-誰 
育 I 集 

日； 夕 

す 

人.； 

を^ 

替 ホ 
お i を 

S I 


▽ H お H 
冀書巧 巧 お 午 
巧顾曾 夕よ 巧 ホ 
禮巧說 をが が 
V±WH 
巧 お 食 又はを 
話會 夕八時 

寄宿が、 旅行者 
ま內 な、 人事 巧 一 

誤報、 謝を 部’ 域 
裳 g 左陆 、巧 語 
裁 傍お投 。諸 課 
を 設け 食 員、 ホ 
を 員® 巧を 計る 


反？ 3 

〇 も 加 

As i 

Ms 
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〇 が 


R む 化 
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メ i ン 巧が 人 3^ ァ 、ノ— 卜> ント朗 

基で あちます。 新ら しい 昇 絳機ど エス々 
ンタ ー は廣澗 化內 じがけ る 皆 樣のお 買 
物に 躁宜 ど渝快 どを 與 へて ゐ ます 
他 巧で 二 弗す る ものなら ばメ！ シ ー 
で 皆 一 弗 八十 八 仙 或は をれ お 下で 冥 
へる i をで ぅぞ御 記憶 下さい 
0 本へ 御 荷物を 御 送ら じな b たい 節 又は 
御 買物-レ 膝して 御用の 煤を は パ I ソナグ 
ショブ ピン グ •ビユ 1 ゥ！ を お尋ね 下さ 
い、 親切に 御 便 宵を 計を ます 


英貨 强 調ず . こ .' 

麥ボ場 狂乱 

年 ホに 巧し 夕大 みが 况 をが 測 
された！ 义二五 年の 乂闽 經濟界 
は ホ 産、 か融 、商 巧のを 方面に 
なつて 化み 巧 

豫规を 赏現ィ るに おおの 
稍 度では ないじしても、 巧な ち 

な 装 ある ーク 巧を 經 逝した。 其 

中 お 巧 相 おめ 避 結 的窟進 ご、 小 

をが 格み 巧 巧 巧び 正 巧 お出の が 

お 錄も玻 重大む 經濟 的を おで 

ある。 スタ ーブ ングは 殆んど 正 

货毕 化谋ご おぶ からぬ 地点 迄 0 

なしつ {をる； け、 英國 じがけ 

るを 械解お 論の 影懲 をを けつ i 

あるの ょ i いふ 左 も；： •- い。 ゥォ— 

グ 街は 奥 図のを 輸 解禁 實 巧は 今 

やが の問趙 みみで ある どの 見解 

を 抱き、 么じ おする 巧 ホ かを を 

むる じ 何を 狐疑 3 るが は；-* い。 

シカゴ お 巧 じがて 小が が ニ ホ ど 

G ら 、が 巧ボ おょ b 八で 丑が 义 

ホの. 

化貨 輸出 か 記な された i 

は スタ ー プンク の 强氣配 じみぐ 

經ホ的 ファクター スで わる。 小 

あの 騰货 はま ご して 化界 じがけ 

る 小が 生產 高み あ額豫 想に 巧 因 

してなる が、 而も 巧 械額妊 機ら 

は 約 一二 億と 千 •五な 巧 後ピ云 はれ 

てゐ るから。 シァを 餘き 化が の 

産額は 約 化 一億 巧 媛 ごなる 譯で 

一 化 ニニ 年 巧の 產额 はか 一億 四 

で 二な が 傻、- 九 ニーを 度は 化 

一な ホ パガ 俸で あるが、 大巧 3 

ホを 械見 巧が がか 巧 倭 お 上 じを 

したを は紀 撫で わる。 シカゴ 市 

おにが パる 小を の 現を が おが 二 

兜に 速し じ-とは、 一儿二 〇年投 

府の 

化}!^ が惇 化されて な ホの 

お 記 錫-.' ある 〇 僅かみ 週閒 0 前 

にめ て M んご雖 も 一片 中 じがけ 

るが 如きち が； レ お 巧 輸出を を 想 

したち 一一。 い 〇 - ケ巧 にがけ る 

输出额 が 八 ホぶ-白 乃 弗に 速した 

I は 一儿一 化、 二 G . キ じがて さ 

へ も 巧 お 裸な < 、事 賞-,: がて ホ 

网を輔 おし じ 新 記 錄を化 0 たも 

ので ある。 正貨 换 おが 嚴も 盛ん 

一;:.',；:: じむ K 十二 巧々 グ- 月のを 

れ を/' ぃ‘：^ 4 る ど 一 偽 f 万 弗 じ 

むする けれ 共、 之を 一九 三 四 年 

の 正貨 檢乂 超過 额 二な 八 千ぷな 

巧® ど 比 咳ず る 時に、 昨年 一二 巧 

0 來巧 はれて なる 化貨過 刹の 憂 

を ど b まる 理由 どけ。 ら な、’ の 

で おる 0 . 


一巧 誠 節 巧 ごして 調 巧 研 兜を 重ね 
つ I ある ホ 要 巧 目を おぐれは 
: 、述 巧の 收 縮を A び举萊 おの 
繼巧ご 生を お 楽'」 裂す るが 誰 
獎 卿：： 他生を 巧 加 
二、 事ぶ 貧を の 触 通 方策 反び 資 
をを か 村-一して 調 速すべき か 
|二、 物な お 給の 改善 
巧、 生 巧必蒂 おの 述貸引 ド 

五、 お 利 化婦を 

六、 園は のが 整 節約ぶ 敝菩獎 軸 
巧で あるが、 物 偕 調節に 關聯し 
た 問題 どして を 利 引下’ は 間の 

外資 雙是靠 じ 就ても 

補々 調を して ゐ る。 ち 大藏堪 の 
物 巧 調節 じ觸 する 其 化 まがお 巧 
上らみ 第乂藏 、巧 格 農が 務巧 
他 脚 係を ちめ 隅 係官を なて 物 傾 
詢節 調査を 員會 >5 .組織し 大藏省 
案に ぶいて 調を ずる— どなつ て 

なる が、 化ら じ 大藏省 案が 意み 

じ ザく 出 ホ 上つ てら 謝杳 曾で 具 

ホ まを ホを する をには 相 當の時 

U を 嬰す るから、 物 惟 調節 まの 

質 施される のけ 盛會 終了後 巧 月 

頃 じなる であらぅ とを はれて ゐ 


が經濟 政策は 

四 巧 頃實施 

お U が 袖は W み 整 巧 じ 引 絞き 

經濟か 策の 改を 確かを 岡る 方が 

で 吐ハ染 一葉 ごして 物 悄飘節 策を 

施ず ベく 巧 W 局を して 之に 脚す 

る 調杳硏 巧を 巧は しめてむ るが 

理 が 局では 大正 十： 一年 度に 宮施 

した 十九 ヶ化じ 互る 物 惟 調が ま 

sr 掠、 化 後に 於卜 / る經 おが S 

變 勘、 諸 物 化の 現讲 、物が 騰貴 

の 巧 巧 等を 詳細 r 潮が する ご 共 

じ 物 巧を 

1 那 節すべき みか 案に 就き 

諸外歐 S . 货例 をを ちくして ちが 

ホで ある。 目で 大激省 じがて 物 


昨が 度の 米國 

賛易 額內容 

ホ國 商務 备 がまる 二 U をな て 

を 表した 昨年度の ホ國載 外資 易 

細 おじ ょれば 對歐 輸出は 一二 憶 五' 

千な 巧 巧の 巧 加なる が、 對 アジ 

ア じは 些 したる 變化 なきもの i 

かく 之を 統計 じ 就：- 見る じ 左の 

かし— 千 弗な 下を をく 

右は 昨年、 左は-昨年 

輸 お 

歐 測、 二、 凹 四 匹、 四 九 〇 

二、 0 化 一二、 四 一 五 

化 於 ro 八 九、' を 

ro 八 六、 一六よ 

ご 一; ホ、 C 六 一二 


南米 


T 


療削 


ぞ邪 


歐洩 


化 米 


巧 ホ 


T 


辕洲 


T 


まが 


一 一六 化、 一二 i よ 

置； 四、 六 0 五 

■五 I 1 、 四 化 八 

- 五六、 五 0 四 

一四 六、 四 二 一二 

と 0、 二 九 巧 

六 0、 六と 一 

二 五 0、 ミニ 〇 

二 六 四、 ニニ 八 

1 〇 化、 一八 八 

1 〇 八、 五 九 四 

餘 入 

- 、0 を ハ、 I 二 五六 

一、 一 五よ" 〇 お 五 

九九 五、 〇 と 五 

一、 00 1 、五毛 

四 六 六、 四と 一 

二 六と、 四 二 〇 

查 一一、 I 二よ 0 

一、。 一 化、 八 一 〇 

四 八* 义云四 

五 九、 二 〇〇 

と 二、' 一-四 五 

八と、 0-1 ハ： 

ご 一四 0、0 六： 

一二 四 六、 九 一二 乂 

1 1 と、 八 八 五 

一八と、 六 0 二 


英闽銀 巧を の 

金輸 解禁 諭 

倫 お 一口を ぶに よれば 巧國の 

を自め 政策 おを 巧 題は 目下 經巧 

を 者 や' 波 巧みの 間 じがけ る 


話題の 中必 ごな つて ゐる 

が、 レ デナ ルド マブ ヶン ナ 氏が 
ミッ ドラン ドを 巧 巧 ホに 當を送 
ら 「管理 貨幣」 制度の 停止 及び 
を貨 本位 制 巧 活用の 化 巧を 論じ 
た？は§おじ夕大の影嚮を及ぼ 
しを 數銀 巧を の 貧 化を 巧した。 
之 じ 反し 彼の ジユ ーユム ヶィ 
ョン 巧 等に よつ て 代を されて ゐ 
る 少化經 濟學者 等の ホ 張す る 
r 英哟は 金本位制 じな 活 ずる 前 
じ化づ お 巧が 率 及び 物 僧の 關係 
じ 就て 實驗 を經 ざる 可ら や」 ど 
いふ 說は宿 際 家の 閒 じがて 殆ん 
で 問 越と さむて ゐ ないどい ふ も 
過言で ない。 彼等の 說が 一時 

學界の 視聽を おいた £ は 
事 貸で あるが、 政治み 及び 實裝 
家の 赏 成を 搏 ずるに まらない。 
ウオ八 夕—ブ 1 フ 巧は ウェス 
ト ミン スタ！ 銀け 辕會 じがて 演 
說し マッ タン ナ氏 よら 更に 明瞭 
に 化 点を 論じた が、 揉 一節 じよ 
れば 「吾人は 必や しも 掛外 爲替 
化をがバ）じ達した時、 始めて 
金輸化 禁止を 解除す べしと いふ 
說じ從 ふ 必要は ない。 現が の 金 
輸ぉ 禁止み は 化 二 五 年 未に 期 
限滿 了す るので あるが 或る 者は 
明か じ 其 期限 延長 じ反對 である 
义年內 じ 正貨が 歐羅 むじ 向つ て 

巧び . 

流入 し、 を輸 巧の 可否の 

かき 單 なる 學 術-^ の 問題に 過ぎ 

ない 棟な 形勢 じなる かも 知れ か 

ごい ふ MJ は絕對 的に 不可能では 

ない。 一ち ずべき 点け 正貨が 巧 
び 巧國に 流入した 檐 を*! 巧 等は 

之を 保が し 得る だけの 實ん をち 

しなければ ならない ミい ム ー事 

である」 ど 論じて 銀巧豕 間の 巧 

鳴を 贏ち 得た。 〜 

踩洲 よら 笨 額の 

米國 紙幣が 流入 

組 育 聯巧準 脯銀巧 月報 じょる 

諸外闕 よら 紐 育ポじ 流入す る ホ 

國紙锻 は旣じ 一千 方 弗 じ 達した 

が、 之は 歐卵諸 厨の 紙幣の 信 巧 

基礎が を 速 じ 回な しつ！ ある-^ 

を 証明す る もので あつて ホ國の 

銀 巧 家は 化爭實 じ 就て 大じ 驚駭 

の 色を 示して ゐ る。】 化 ニニ 年 

ぶび ニニ ー年中は 歐 洲はぞ 額の ホ 

國紙 おを 巧 集した が、 をれ は 多 

< の 旅 巧を は 歐渊旅 巧 中 成る ベ 

くホ國紙おを携帶する； を欲し 

なのみ ならず 歐洲 人が 一度ぶ を 

ホに 入れる や、 皆 手中-し 納め お 

藏 ずるを 0 て 最もを をの 方法と 

信じて ゐ たからで あ， 0。 然る じ 

ドー ズ案 成ぶ ど 共 じ歐洲 を國の 

歐洲 を國の 紙お發 巧の 基礎 確立 

し、 大に 前途に 對 する 層 用を 增 

して ホる ご 共 じ 彼 巧は 悅んで ホ 

威 紙 常を 手 離すな になつ たので 

ある。 


名を 操 翰 お 
輸ス 

巧 巧輸お 
輸入 

四 H ホ输出 
輸入 
水 輸出 
縮 入 
蜗 輸出 
輸入 
節 輸出 
輸ス 
樽 輸出 
輸入 


淸 


長 


函 


小 


八を 二| 

一、 六 0 四 
九 五三 一 

三 一、 八よ 九 
ニニ 八 

二、 と 二 〇 
一一 四 

一、 五 四 〇 
一二 五八 
五六 お 
五 〇 1 
六 二 
一 8 
一一 一二 
ホ 00 
八 四 九 
四 二 

堯 


本 就萊お 特電 「 I 解. 鶴 


下 巧の 寶易 

一巧 T おのを 鸿贸ち 左の かし 

= 單位モ 山 

谋衡 輸出 二 四、 と 五 九 


輸入 

神 戶厳出 

輸入 

太 お 輪 出 

輸入 


一一 五、 二 四 四 

一九、 ん二六 

四 四、 五 九 二 

一一、 化 五 九 

と、 化 五 化 


巧 松 輸出 
輸入 

下の 關 輸出 
械乂 

大阪簡 船 新 航路 

乂阪 商船 會 社に ては 今 巧 化 部 
及び 中部 支那に 向けて 新 航路を 
開く iv 】 なち 目下 準備中で ある 
が、 新 計 晝は么 をを 巧が 路ど • r ' 
て 二千嗯 級の 船舶を 配を して 一 
週 一岡の お路 ごすべ < 、衍ほ 東 
洋な船 ど H 本 郵船のを 同は 絶望 
らしい 0 

十ー ニ 年 米 實收額 

大正 十一 V , 年度の ホ實收 高は 五 
千よ 巧 十よ-力 一千 おじて 前年 じ 
比し 巧と 十-一巧 おのち 收 であぶ 

神戶 生糸 積 ぉ 高 

一巧 中の 神戶 港を 糸蹟ぉ 高は 
四千と な 廿四倭 じて 前ち じ 比し 
て增 加し じ。 

大型 船舶 滞 稀薄 

遠が 航路が 轉の ため 大巧 船舶 
稍 稀薄 ごな つた。 

原棉買 受高總 額' 

今 ホの 巧締 買を 高は 米棉 六十 

ア 倭、 巧 お搞巧 巧 倭、 埃 及棉一 

巧 五六 卞辕 、ま 那输 十二 ill 巧 倭 

にて 化 撤算と 億 S 千 巧 w 。 

第二 回ぶ 貸拂下 

.第二 凶の 正貨 沸 下 四な 巧田認 

可され たが 第 一圃を の 六を 方の 

をを して， モ 巧の ご なつな。 

目鑛 帳尻 ミ 金利..，' 

ぶ換券 おび 高 十一 一 一億 六 千 八 百 

六十 八で 去モ阳 、制 跟外摄 巧 二 

億と 百 六十と ス六千 田、 民間 貸 

岀髙四 億 六 中 四 巧 ホ 十八 巧 八 千 

口なる がボ 中を 利は 翌日 物二錢 

よ b 一一 錢一 煙ぶ 毛を 唱へ てるる 

志が 巧 髓長辭 退 

をが 源太郎 巧は を 京 復興 建 裳 

會 社長を 辞退し む：：：； 0 上 二日 發 


D - 化 脚 お" 賢よ 躍 午み 

も 加 5 が 巧は 前約の 擧 

¥- 9 

が3^咐 カィロ プラ クタ， 

橫 矢重苯 


書籍 


切 取次 

ホ國 出版の 書籍は 凡て 特别 割引 

じて 迅速に 化み ざ 旅 巧者の がを 

參ち資 巧の 黨 籍遠集 等は 特に 御 

便が 联 計らり 致开 ^;幡悔】 

Hkoshi Ha ぞ 

1 玄 nasi si - Te 三 e みヨ an を 這 


電氣化 争 一切 

下羽電 氣靖會 

g 21 巧 roadwa 》 

Tel . Endic 己 二 0270 


: 4 .. 


t 


Japanese Tea Room 

1802 M Street, N. W. 

Tel. Franklin 1577 


Suey P る！! 客 さ 

RES な URj\ が 
4 巧 お xth ii 化 . 

む t. 27th - 巧 ih なん 


City Hall Tea Gaden 

170 Nassau St. City 
Ne が to 比 e Tribune Bldg 
し oo し in Manager 


Beem Nom Low. 

474-6th Ave. 

Bet. 28th-29th 3t. 



巧 六 第 
と 目 T 四十 ® 
巧 目 T 五十 四 


The Tokyo Co. 

140 W. が 比み . 

New York 


S.KUWAYAMAGO. 

114 E. 59 th St. 
New York Ci か 


Kat:a が n Bro’s 

の 4 に が th St 
New Yoi"k C な y 
Tel. Regent お 脈が 81 


DA 氏 UMA 

781— 8th A 化 . 
Tei. む 側け 8 目 9 


Toyo Kwan 

41 E. 19 th St. 

Bet. BVay & が h む も 
Te し な ujnr な ant が 98 



TALYO 

1 が W が i 的 化 化 
Tel. Endico む 28 け 


會巧京 東 

巧 話 トラフ アク ^ ガー 扣 59 



ろ UY 刷 HO 


35 East 2Sth Street 
Tel. Midison Sq . 巧が 



eMiyajCo, 

料 0 W. 58 山 St. 

Telephone: 
Columbus 8882 


( 班 曰 • 水) 司 さわ 


ASAHI KWAN 

1 がに が 比 St. 
Tel. Plaza 6399 


圓 OM 删 

101 W. 6 おおみ . 
むし Endicoit 9527 
Room 5 


庵 桂 米 日 


K&wasoye Hotel 

U9 Wes り 23ni Street. 
Tel. Morningside 7154 


御 

旅 

縮 

河 

添 


だ） 號 S 十 宵 千 一 第 で S 贫 ; m なた 0 を Qlim た 巧 e 日曜 水） f ! 四 巧 二 年网十 正大 


華盛頓 

わざく 

日本料理 

ホ じ 御旅 舘 


襄陳 じして 淸潔 

驚 南樓 

午前 十 時 よら 肩 芒 
午前み 時まで 段な 


市 廳を園 

司 巧 人谦蓮 
お 勤の ホには 畫飯 
の 御 巧 利に 備へ巧 
間 倉 席の 御用 じ應 
ず •へく 愼巧 巧を 相 
不變わ 引 立願 度 0 
紙上 御 案 內申上 候 


支那 御 料理 

彭瑞撥 

U 本人 諸君を 
歎迎 致します 


會席御 料理 

ホ じず さ燒 


日本を 巧 おを 姊 
日本 書 綺諸雑 お 
日本 巧ち が 巧 
を 化 巧 巧 化 巧 
化育 みやげな 

シ术ク シャツを 巧 

貸 室 大小を 巧 

をを の 巧け あ b 


.御菓子 舖 

栗 蟹 頭， 羊藥 、蒸 菓子 類、 驚 餅 
(のし 餅 前 H 脚注 义願 ホ) 

松風が. 高 橋 

西 六十 五 了 目！ 二十 四番 
電話 トラフ r 八 ダ！ 五 五 五 四 


豆腐 油揚. 

煎餅 製 進 卸、 小賣 
H 本 食料品 一切 

田 中 

第 S 街 八 百 八十 五を 
電話 プラザ 五 二 一八 


新鮮 魚 か 一切 

日本 八 向きの 生魚 澤山取 b 揃へ 

持別廉 潰で 大勉强 をし ょす 

サヴオ ナ魚店 

」 osep!h wavo き 

。泛 W . 普 至 St - 
ジ ー. oolcmb 扫 S 。 一爸 


極上の 魚類 

季缔の 新鮮の 魚貝類が 澤山 揃つ 
て 屠らます から 御實が 下さい。 

ァピセ ロ 魚 巧 
夏す 書 St , Tel . で anklin ミ 夏 


伊豫 屋 御 下宿 

_ 西 鳴 岩 次 郡 

お 四十 九 了 目 一み 五 

アバ 1 トメ ント C 2 

電話 プラザ 六 一と お 


尋れ人 

を 正 恩給 証書を 付 

松 井 長 I 二が 

「外國 旅券 下付 事實 証明」 到着 
熊 本縣人 豊 田淸定 
朝鮮人を 秉斗 大 塚を 
あかを 川を 衛か歌 山 引 ± 純 I 
巧が 寺 巧 武始德 島 井村 正ザ郎 
をの 者 じ 通知 致 度き 儀ち 之. 
が 巧 本人 巧く はかん よら 現 
化 巧 抱 通知 願 上 お 

紐 育 巧 國總領 華 館 

1 置 Broaii ま y H ミ york 呈 


夕那 C 1 3 

5¢ 理な甫 

ボ遞 茶園で 永年 御 愛顧を をけ 
,L た 祭文で 御座います 



を 話し、 皆樣 の. 御嗜 


巧 じ 適する 御 料理を 調進を ホ 

了 度 エンぶ 1 タ アの卜 でず 


會雕御 料理 

東洋 館 


御 ぉ理 社 

太 巧 

壽 司、 蒲 お、 蒲 鋒、 巧 翰、 かきめ し 


日本 食料品、 日用品 I 
並 じ 新刊 書籍 類 一切 j 

が 懒 兄弟 商會 一 

食料品 毎 巧 债底近 使 船 じて 巧 着 j 
化 お 巧篇 々巧 用を の 程 ホ 巧 上 侯 


日本 食料品 類々 ぴ雜貨 額 卸 小 巧 - 

g ご； 装敎桑 山商會 j 

- 

新刊 香 籍雜誌 小間物 R 用品を 香 I 


►一二 德=淸 潔、 親ち 氣樂 ▲ 

橘な 旅館 

ま 巧が 勢 事を 乂間榮 作 
225 巧. 爱を Street 
TeL す 巧 見な 苦 


御 下宿 

自由 亭 

置 Sands St . す ookiyn , N . Y . 
Tel . Main 7475 


西 六十 五 了 目な 四十 六番 

一力 旅館 

電話 エンデ n ット八 六 1 〇 


御 下宿 嗚ホ乂 

4 ご rospect Place 

be 二 st -2 nd Ave . off E . ち nd si . 

ぎ Mu 『呈 Hill 這ち 


媛 蒲 燒壽司 御 化 出し 

日 確 巧 日 巧閒も 御用み にお じ 巧 

會雕御 料理 

鳥 等 御 下宿 

なおぶ 一 


n 邮 ^ I 當烛錢 3 減 53 ㈱ 5 驚 上白 ホ 




如.！ が 

•_n S 

■ S .W 


H ネ米 li 食料品 為® 

巧 田を 泌巧ホ 食 お 度が 一手 資揃巧 

日本 食料品商 會 


理想的 御旅 舘 

御を 樣じ 誠意を 巧て 篮 します 

朝日 儀 

御手 輕御 料理 並 じすき 燒 

新ら しいが 巧を 择び御 客 横の 御 
満足 a さる 犧 精々 勉强 致します 


御巧當 ホび じ 御 家庭 支出し 

御手 輕 御料 巧 
日の丸 〔御 下宿〕 
壽 司、 媛蒲燒 、毎 H 有らます 


1 ! ふ 殺 如 

妍 特長 

熟 巧 力 MCI JJ 

紐 育 市 西 四十 四 了 目 
一二 下 二八を 
(二階) 


割烹 並に 御旅 舘 

^ 佐 野， 兄弟 

紐 育 巧 西 八十 八 了 目 一二 百 十 S を 
あ 話 —— スカイ ラ 1 と 八 ニニ 


舞踏 敎授 

▼化を ダンス ▲ 

►表情 体操 ▲ 
紳± 、淑女、 お 子 
供さん ホ じ 叮峰じ 
敎授 致し 升。 午前 
十 奇 よち 午を 十一 
時 迄 (自曜 を 除く) 

シャリフ ■ダン シ 

ング 師範 學校 卒業 

上 杉 タマ 

中 村 理髮巧 

中が 萬藏 
31 W . 霉 h St ’ N . Y . 妄 
量. Coiu 重臣 S iue . & Central Park West 


目本埋 髮館淸 

新式 洗髪の 設備を ら理速 T をを 

旨 交し 精々 勉强 致します 

西 四十 lllT 目な 番地 S 巧 ホ寬室 

ザップ 7 ロア (第み 街 さ 四十 2 T 旨 巧) 

替 W 事務所/ 

持續的 奮圃の 同胞 じ 的確なる 職 

業を 周旋し ます。 

お pa ミち magie Ag ミ 這 

一登 W . 4 雲 Y . C . 

Tel , 3 r ち 里 77 B ? 8 基 B 



最新 ま 六曆建 

便利、 淸洒 、待遇 懇切、 お 巧 低廉、 

發 着船 有么懷 都度 波 化 镇じぉ 張 

アト^が 第 六 巧 1110 六番 
エヌビ 1 ホテル 
'電話 メーン ーニ 乂あ二 

藤 ホ 旅館 支 巧 

423 saynard Av で. 

化 eattle . Wash • 

日本 巧 歲船切 巧 御 申 达じ應 じ 
萬 事 御. 瘦宜じ 御 取扱 ひ 申 上 候 

を 港 小 ホテ少 

►日本 御巧理 (别閣 ぁ .9) 

. 桑 港 カタ ホ^-ー ア街六 一二 
電話 カネ ー 1 乂 一 六 

a ! サン ゼ少ス 地 ホの 御觀 ホに 
は 巧 事 最善の 御 便宜を 計 b ます 

イ^^ク 火 ホ テ 八 

羅がボ じ 於け る 同胞 經營 中最 
新式 高等 ホ テグで あ b ます 
羅府東 一巧 一二 九 半 
電話 グ アンダイ クと六 五 九 


ボストン 案內 

貸 旨 動 車 業 河 西 
諸を 跡、 大學 校、 エ壤其 他】 殺の 

销か をび 通 辯 もします ぎ § 30 

T たす ck 吉ゴ 夏 70 を tavia St . 


ボストン 市 

富 i 旅 舘乂浦 末 松 

145 S ミ 再 sier St •す ston 至 ass . 

ぎ Baclc - 星 6570 


紐 育 旅纔？ ち— 

を 四十 了 目 二 四 二を 

Tel . Caledonia 吉 74 


電話 レキシントン 四 八 五 五 

岩 巧 旅館 

. な 十五 了 目 二な を 


_ 假 
名 
遺 


i — 改正案が 成 化 山 

臨時 國訴 調を 會の總 會を經 て 


よ . 


.潑 表を 見ろ 


文部ち 臨時 闡 語調 杳 -6 では 漢 
一が 制限に 脚す る 調査を' て 江湖 
のが 評を 階した が、 おじ 假名 遣 
改正に 就て 審講 t お 飼 一. がて み 

_定 を 得る に まつじ。 さが 改定に 

I 就て はが 年 五ち W ホ 調 背 じ 着手 

'しじが、 昨 かか 大露災 で 書類を 

燒 失する 等の. 化に' 遇 ひを を 開く 

を 十四 间 にして 漸く 巧を. てを た 

ので ある 0 

趣意ち 的 

現今 わが 園に 巧 はれて いる 圃 

語 および 字. 音の 假名 追は 之を 學 

ぶの じ 一々 ならぬ 當 也を あし、 

しから 誤 く 遣い こなず 王が 

仲々 聞 難で ある。 わが 國 おはす 

で r 漢字に 営 しんで いるの！^ が 

うわむず かしい 假名 遣 ど ゆう 重 

巧を を ふて ゐ る。 本會 がさ さじ 

常用漢字 をを じし おに また おる 

遺の 整理を はかつ て 化な ままを 

發 おする のは、 义 字の 浊 用を 洛 

易 じして 閣民敎 巧のを 達,- 留家 

义述の 進廣を 化を うどす る の 

でみ る 0 

化 例 _ が 

一、 本 お' は 大体 東を 語のを ぶを： 

よら、。 ほ 地 ホに おける A © 

を もち 盧猿理 したので ある 

二、 本 まは まどして 現 化 文 (.む 

語义語 ども) じ適讯 する 

一二、 固ち あ 剖 およびを の 化特み 

。事情の ぁる も かは 暫くを 酷 

の 通らと する、 哲 し るべ く. 

本案の 暇 名 遣に る 

四、 か圈 語の 表記は 別にを める 

〔甲〕 國語 f 遣 

改定 案 

一通， 則’ 

一條 国語の 颊 管を 書く じは 


第 


をつ パて 裏く 

二 假名 遣 改正 

ゐ〇完 〇を〇 はい 〇え〇 
わ 0 じ 改める、 をし 助詞のを 0 
を餘く 

第二 ぢ 。イ 。はじ 0 中 じ 改め 
る 

窠 S わ。 じ發 音され るは 0 は 
わ 0 じな める、 徑し 助詞のは 0 
を餘く 

第 四 い。 じ發 音され る ひ 0 は 
い。 じな める 

媒五 わ。 じを 音され るふ 0 は 
お。 じな める 

第 ホ ぅ。 じ發- 昔され るふ 0 は 

ぅ。 じな める 

第と え-」 發 音され るへ 0 はえ 0 

じ 改める、 但し 助詞のへ 0 を 

除く 

第 八 わ。 じを 音され る ほ 0 は 

わじな める 

第 凡 ゥ列 長を じ费 音され る 

，、ふ。 す ふ。 ぬ ふ。 ぶふ。 ゆ 

ム〇 るふ 0 の 類の ふ 0 はぅ 0 じ 

なめる 

诲十才 則 長音に をを される 

おム〇 そふ 〇の ふ。 も ふ〇ょ 

ふ〇ろ ふ。 の 類の-ふ 〇 はぅ 0 

じ 改める 

第 十ー ォの長 昔 じ 璧日ク れる 

はぅ。 才 列を 音 じ發音 クれる 

わぅ。 あ ふ。 お ほ。 は-わぅ 0 

じな め. る • 

第 十ニ ォ别 長音に 摩を うれる 

かぅ 0 こ ほ 0 はこぅ 0 じがぅ 0 

はごぅ 〇じ なめる 

第 十ー ニ. 才巧 長音 じ發 音され る 

さぅ。 はを ぅ 〇 じ 改める 

第 十 巧 才巧 長音に 發 音され る 

たぅ 〇どほ 0 とを 〇 はどぅ 0 

じな める 

ゃ r ゅ 側 f じ 細 i 第 U 。； 翊弱： ：れる 

第 十六 才 列を 音じ發 音され る 


する 

射 一一 條閔 おの 化 昔を 書く には 

つ。 をを 侧下じ 細 書す る 

化し あ 兩储共 特別の お 合 じ 

■限ら 細 普せ ず ごも 差まない 

お 二化國 語の ァ列 長音は ァ 則‘ 

の 假名 じあ 0 をつ けて 書く 

巧 四條國 語の ィ别 長音は ィ列 

の 段を じい 〇 をつ けて 舊く 

斯 五化闕 語の ゥ列 長を はゥ列 

の 暇を じう 〇 をつ けて 墓く 'i 

里 ハ 巧 威 語の 王 列 長音は ユ列 

の S 么 一」 い 0 をつ けて 書く 

W と條國 語.；？ 才 列を 音は 才列 

の肢 名に う 0 をつ けて 萬く 

S 八な 風 語の ァ别刹 背の 長音 

.は ァ别搁 音の 假名 じあ 0 とつ _ 

けて 齊く 

讯 九化齒 巧め ゥ判樹 音の 長音 

は ゥ列蝴 音の 假を じう 0 をつ 

けて 巧く 

が 十條城 語の 才測樹 音の 長を 

は才列 域を の おる にう 0 をつ 

け てれけ く 

なぶ‘ 一 巧國 語の 糊を 促音の 

斯 き々 じは お則銘 一 條 、巧 

二倏を 適用す る 

ホを 二 か國 語のを をは 述則 

第三 一條な F の お 合の 「あ」 

「い 一 r う I のか わち じ r 丄 


おした 娘は ブ^ツ クブン のバシ 
フィック 巧-四 四 乂番じ 住む 淸 
水 丹み 郞ど いふ 人の 娘 ブランチ 
ェ 娘で 本年 どつ て 漸く 十五 歲、 
平常 活 勘な 眞を 巧み 時 じは 雨 親 
の 命じな 抗 しても 活 勘を 觀に巧 
くごい ふ赫必 さで あつじ。 をて 
一度 家出した 際は コネ ー •アィ 
ミン •卜 を巧禮 L 就職口を 探して 
ゐる^^をを出心て伴れ戾つたが 
今度は 去る 六日 か 五 巧を 懐中し 
て滚 出した 極 ホ だに 戾 つて ホい* 
いので 遂に 父親は 響 察 じ 搜索願 
を 出した。 ブー？ ン チェ 赎は 身長 
五 映 一 か、 體證 なお 巧、 髮 VJ 眼 
は 黒 < 顔は ォリー ゲ 色で グ少 一 
の n — 卜を着 吊し フ王八 卜の帷 
字を 冠つ て & た ごい ふ。 

窃盗の 嫌疑で 

鄰人 逮捕 

當地西 八十 二 了 目 二 〇 八番じ 
アドレスを 持つ てゐ るが 人 一二を 
茂なる 巧は まる 主曜り 窃盗 嫌疑 
で 逮捕され、 五 千 弗の ボンドを 
課せられ^ 卜 'ホ 巧監じ 拘留され 

グン！ 卜 •ネ ブク のか エク朱 i 
ス巧事 法廷に て 目下 審理 中で あ 
る わ、 郡 捻 察 官シュ ムン 巧の 
論吿 じよれば 一二を は 曾て 巧 地の 
アー チ！ •じ ウキヴ ト氏ホ じバ 


八ケ嶽 鳴動 ご 

を國大 降雪 

ま 京 特電 一 . H 發 U 信 濃 八 ヶ嶽 

は大 鳴動 どみ じ大 噴火を 銷始し 

1 わると 扣 前後 L て：：： 4 を圃」 大 

降雪 あら、 ま巧巿 はお 雪 八寸じ 

達して を 通 機 願の な障頻 々たる 

もの ゎるが を澤 、長が‘ 化ガ じは 

赤色の 雪が をって 附近の 化 民を 

驚かした がをは 多 か白跟 山の 降. 

灰ら しい。 朋西邮 ホ じあち ては 

四閱 方面 就中 高知縣 ぶび 化 九州 

々面に 大 •降雪 あら、 阿蘇山 麓は 

税雪二 尺に 達し 巧が 千 五な 町 ホ 

はため じ 大損 害を 受けた が台灣 

のかき ら橫雪 五寸じ 及んだ。 


まう 0 ぶふ 〇 i ま 〇 よ-主う 0 

じ、 ばう 〇 はぼう 〇じ なめる 

第 十 お才列 長音に 發 音され る 

ま， つ 0 はも， つ 。じな める 

第 十八 才列 長音に 發晉 される 

やう 〇よ ほ〇は 主う 〇じ 改める 

第 十九 才列良 音に 發 音され る 

らう 〇 はろう 〇じ なめる 

第一 一十 ク列瑚 音の 長音に お 音 

される きう 0 はきよう 0 じな 

める 

お廿ー ゥ列额 音の 長音 じ發音 

される きう 0 はき ゆう 0 じな 

める 

祭廿ニ ォ列锁 音の 長音に お 音 

される け ふ 0 はき ゆう？ し改 

める 

第 か S 勸 音の 長 管に 發 昔され る 

せう 〇は しよう。 じな める 

女 おに 瞳れ て 

少女が 家出 

をい 娘の々 媛 熟は 洋 のま 西を 

問は 中 H 本で も 乂越ピ 同じく ホ 

ホの- クリ— •ピック フオ 1 ドを 

夢み てを 出す る 者 も 多い が、 紐 

ちじ おける U 本人を 庭に も 始め 


ま 邪 人が 顔を を變 じて 戶外じ 巧 
び おした ので、 さて こを 例の 堂 
職 かご 巡 杳が驅 けつけ た あ 右の 
物音は 湯罐が 破裂した； めで 皿 
類は 悉く 壌れ 一人の ゥユタ ー は 
吹 さ 飛ばされて 屋外の 電 氣廣吿 
极じ 人奉不 省と なつた 儘 吊 b 下 
つて ゐ たが、 矯 所が 蔑 所 だけ じ 
一時は 大騷 ぎで あつむ。 


結婚 申込 


トラ I どして 就 働した が、 舊臓 

廿乂 H と 一巧 ホと H の 二® じ 直 

つて 時 價數千 弗の 純銀 家具、 寶 

巧 類 及び 千 五： 白 巧の 毛ぶ 外 奪を 

を 鍵を 利用して 窃収 したる 者を 

も、 殊」 一巧 廿と H 前後 じ S 宅 

が ド 氏を 附 をを 徘徊し つ； あつ 

たのを 認めた をが 生じて 遂じ逮 

捕され たので ある。 逮捕 當時 一二 

宅は 質 入の 化を 所持して ゐ たの 

で ドゥ ット 氏を 召喚の 上質 入 化 

と站 品を 照を した 處 正しく 磯 お 

である J が 巧 明した ので 遂に 撥 

擧を 見る じ 至つ たみで あるが、 

三一 宅は 飽迄も 其 質 化は 他の 日本 

人から 手渡された ものであると 

云 ひ 張つ てなる さぅ である。 尚 

ふ 過般 プ^ック リンの 靑年會 で 

窃 をし、 寄宿 邦人から 袋叩き じ 

をつ て 追 ひ 巧され た 一二 宅なる 者 

は 夕を化 一二を ご 巧 一人で あらぅ 

ごる はれて なる。 

ま 那料里 店で 

湯罐 大爆發 

當地ブ 。— ドゥエ ー ど 四十 五 

下目の 支那 料理店で まる i 陋日 

の朗 巧が たる 音響と 共 じを 硝子 


て 化 巧の 家出 弔 かが あつた。 を I がが ぶ 苦を じが 砕し 化 四 五 あの 


芝居の 筋 書 
ま愼 H 本人 會社會 部を 員 
時 H 一 一片と 日 午後 八 時 

アントン チェ ホフ 作 

喜劇 

一幕 

人 物 

旧を のな 化 k 出雅孝 
其 娘 (甘 五歲) 小 池壽子 
熙の 若者 福 本 福！ 
舞を お 西 盛の 田舍 崖の 客間 
.時代 現 化 (巧 巧 語は 吳 語) 

承 前’ 

出て わつ たを でも、 ブラ---- 
者 だの、 案出 モ だの、 おばけ だ 
の VJ 、 親子で さん 毒 付いて 
あんなを が、' お前に 結谣を 申を 
レな V 」 ザ 腹痛い. ご 老人が いふ。 
結婚 申 法と 聞いて 娘の 態度は ダ 
ラリ 艺變 はる。 巧 巧 相 じ わ 父 さ 
んが 余ら 口が 惡 いから 出て 巧つ 
たの だ .：.：： 律れ て歸 つて 頂戴 S 
いふ。 さう でな-いど 巧 《 かも 知 
れ の ピ いふ。 誰ボト 持てを 
i して ゐ ると、 若 巧が また 歸つ 
て ホる。 を 人は あきれて 巧 だ、 
娘から 披 まれて、 こんなを なら 
晒 喉を 切つ て 巧んだ ホが まし だ 
芭 愚痴る。 さう して わしは もう 
お前 達と 口を 巧く のは 厭 だから 
話すなら _ お 前方 同志で 話せ ど 云 
てつおて 終う。 

■若者は でう も慟摔 がし'''、 脚 

が 利かない 様で と 嘆ず る。 娘は 

慶 しくな つて、 腹を たてた 諸を 
云つ て、 牧場は をな じの もので 

すと いふ。- をし： 早ぐ. ぶ 題を 切 

ぉ出ず 樣 じする ご、 若者は 牧場 

はを じ 巧、 プリンシプ^の 間 題 

だから ど、 {どい。 f う*'-.^ 話 

題を 巧へ て 狩の 話 じな-®'、 犬の 

話になる。 わ n の义が I 番 ょい 

ど 若 まが 自慢す る VJ 、 あんなが 

脊 つた 犬が 巧です、 内の、、 方が 

を 巧ょ い。 を も おぃ、 ご 娘が い 

ふ。 年が 若くても 下 頸の 短 かぃ 

犬は 歇目だ v _ ぃふ。 巧 家 持 犬の 

優劣 論で 喧巧 £ 。る。 を 人が 义 

がび 达んで ホて 娘の 加勢を して 

クント 若を を や b つける。 お 者 

は 到頭 必臟 のた めじ 氣絕 する。 

娘。 じくな つたで」 椅子に 倒 

れ てなる お 者 じあ ひ盖 さつて) 

もし あなた、 まあで うし じと い 

ふんで せう。 己くな つて (ご綺 

子に グッ タリして) 御醫師 なを 

御醫師 巧を ( S 氣 もな 乱の 体) 

を 人。 王ィ …巧 だ、 何とい 

ふ； だ 

娘。 (ゥメ 辛ながら〕 亡くなつ 

て、 己く.；：^ つて 

若人。 誰が む < なつた、 誰が 

ゥム るれ が 巴く 0 エィ 

水を、 醫 者を (と々 ッブを 巧者 

の 口 じあて がつ て) 水を、 ゥン 

こャ 、飲み 居ら 《、 耿目 だ。 飛 

んだ i じな つた もの だ。 なせ わ 

しが 自害し なかつ たの か、 なや 

今迄 待つ た； か、 ナィフを を’ 一 

せ、 ピスト 八を 吳 れい。 ウ 


生きょ々 ぞ 。水を 飲め、 をれ 
おを。 火 化が ........ 霧が 一 

体で こじ ゐ るの だ 

を A 。 おおして 仕舞へ。 急げ 
あとは でぅな W 勝 ホ じせい。 娘 
も 其氣だ (ご 娘 ど 若者の 手を 繼 
ぎ) あれ. も 承知！ てゐ る。 化は 
もぅこれ で 御を だ。 ' 
若者。 ナ. ...... 巧に、 誰 ご (ど 

起き上がる) 

を 人、 娘 も巧氣 なの だ。 サ.… 
接吻を せい クム、 ベ ラボ 1 


娘。 (ゥ メイて} をき て、 エイ 
エイ、 致します とも/，, 

若人。 キッス せんか 
若者。 エイ 誰 ご (ご 二八 
で キッスす る) よろしい 、が一 
体 何のた めでず。 ナが巧 脚 

b ました。 ァ 必臟が バチバ 

チ、 嬉しい ........ 脚が た i ぬ。 

娘。 まら 嬉しい わ ；：： ： 

を 人。 やれ やつ ど 肩の が 

か 下を た。 やれ*'' . 

娘。 もうぁな た、 お. 巧の 犬が 
內 のよ ら惡 いど 云 つても 異存は 

ないで せう ね 

若者。 ィャ よいよ 
娘。 惡 ぃゎ - 
を 人。 兩 をの お ま 出た ぐ、 ン 
ヤンべ シを 

若 巧。 よぃょ 

お。 惡 ぃ' 

を A 。 (兩 人を あ 鳴ら 負かさ 

うとして〕 シヤン ペン ^ 

且 幕 


勸 がかです か 

摩天樓 . vu 良糧 

ゲ アサ ー 女學 校の あ 致 巧で 過 
H 體量 巧‘ 八十 おを の 人間が ゥ； 
ゥォ ー， の 五十二 階 目を 步ぃ 
て 登る 前の 朝飯 じ でれ 程の 力。 
リース を 必要 ミす るかと いふ J 
を硏 発した 結裝 

五野 度の お ー タ、 J クス •スす 
!ネ じ芋十 八 個、 バタ ー 册ムハ 
個、 ベ！ n ンお 十二が、 ふ ブ 
グ オン ト i スト 十二 梭 、ホ 
1 ’ ト ミ ^ せ 皿 じ ク ブ ！ ム わ 
$クオ1卜、バンケ}キ五寸 
枚 じ バタ！. が 巧 個ごシ ィラ ツ 
プ五 クオ^ """ 卜 、アツ フが •户 

ィニ觸 じ チ！ ス邢 ちが ご 牛乳 

が ー ニク ホ！ ツ〇 

之で々 0 9! スか 驢計醒 お、 四 

九、 六郞 も科舉 上から 割 も 出し 

たぶ 確 數宇 ださぅ だ。 


徵 お猶豫 

本年度 徵集 延期 事務 取 巧 

、大正 十® 年度の 徴兵 適齡は 

明治 册と年 十二 巧 二日 ょら 岡 

化 八 年 十二ち 一 U の 間 おを を 

、大正 十四 年度の 徴集 延期 手 

綴を 要ず るを は 明治： 年 十二 

巧 二 ら 同化 八 年 十一 一巧 一 

U をの 間の 出 ホを 

、用が U 事務所 じな b 

、が 証 料 U 1 弗 

書留郵便 U 十五 化 

會貸 外は 外 じ手數 おり 五十 他 

、期 H 大正 十四 年 一二 巧 一 H を 

.紐 育 罔 本人 會 


御 下宿 淸潔^^るま 


109 广 exin な ミ uve - 


松林 好か 

Tel - 穿 产ぎ送 21 



WALKER & FLORID 

CUSTOM TAILORS 

20 DEY ST., NEW YORK 
Near Church St. 

TEL. CORTLANOT 7667 


ん 

8 Mitsubishi Bank. Ltd. 

EQUITABLE BLDG. 

! り Bros 过 way, New fork 

•l«phoi>0 Rector 9483 ぶら 


THE MITSUI B 龍， 圳 . 

NEW YORK AGKN が 
区 〇〇化 No. 1012 を * r - 
61 Broadway ， で こ"％ - じ . 
Tel. Bowling (^ien おが 


1 


THE FUJiMOTO 
SECURiTiES GO., iNO. 

1 20 K ， w が N. Y. City 
Rec わ r 2416-3339 


The Sumitomo Bank, ltd. 

N い V. YORK AGENCY 
149 Bwadway 
Tel. 扫 anover 7444 -7445 


The Yokohama 

S[)e(； お B8ni(,L 扣 

Equitable Bid をん y 
Phone 8 が fw 2S5Q 


The む nk 日け aiwan, LM. 

Room 308 

Beiiiieason Investing Bldg., 
165 Broadway. N. Y. 
Tei. CGirtlaridt 7 が 2-33-34 


TaiyoTraaingCoJiic. 

huiw け era 在 Exporter 
101 F な tb Ave. ， N. y 
rel. か uyvesant がが - 5 

327 W. Madison な reet, 
Chicogo, Illinois. , 



MORiMURA 麵 S.,lnc 

53-65-67 \\ . 2 か (1 St.. 
New York City 
Tel. (iramacy が 50 



John Wanamal ( が , New York 

Cor. 9th St. and Broadway 

Guide，》 Office 
and Shopping Service 
Mr'S. Edith Humphry 

Spec わ d Japaadse .Guide 
* 一，-. 


お ORGE W. WELSin SONS 

商お寶 越を ft 


-IGANADUN pacific] 

NEW YORK OFFICE 

844 M が お on Avenue 

Telephone. Murray Hill 4000 

♦ 閒目 十 迄 本日 ♦ 
♦ 間 H 四十 . を那 支 ♦ 

路航短 梟の 哮平太 



32 Broadway New York C け y. 
Phone. Hanover 7394 

巧ち 古が 市 

1 12 We が Adams み ドが *, CH に AGO, ILL. 


社 會ま株 船 薇洋東 

T . に K. 


NEW YORK OFFICE ： 
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i 犬 版 商船 會社 
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1 R 日 om 603 む nard Bldg., 

' 25 む oadw 巧 ， New York City. 

Tel. Bowling Green 83 の 


社 會船郵 本日 


お 支 

育 

紐 

爸 - 10 Bridge St. 

N ew 

York City 

下 oiephon* BowHng Green 2262 

店ち ル 

トヤ 

シ 

Colman Bunding 

Seattic. Wagh. 
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ST.PAUl；S CHAPEL 
ATVESEY STREET 


號 ミ 


な 千- 篡を 


扭 & で ぶ 就 巧な な を 巧を 货 im で 巧 


(U 曜 水 ：! 


H 巧 パ ニ - 件 - 曲 卜 ' 化大 ■ 〔阻） 


ラ 


二十 四 下目 リゲ 7 サィド- 
ィブに がける 學ホ巧 館で 講 被ち 
を 開 惟す る じみし、 尙ほ 巧る 八 
0{り赌)午前十 一 昭同學ホ會淹 
じて あ督敎 同粧會 のた めじ 賀川 
農彥 氏の 說敎が あ もど。 

ブリ义 デ 競技 會 ■ 

H 本 俱樂部 じて は 來る六 H 午 
後と 時 ザよ ち同诗 々員ち 志の ブ 
'ッデ 競 巧 巧を 開 おする 當 であ 
- が會費 一巧、 優勝を じは 貴 口邮 
を呈 する ホ 0 

.赤 尾商會 の移轉 

化 蓮 輸入 おのち 铺 ホ 尾 商會は 

一巧 I H よ b 當ボ 第五 街 二 化 お 

香 テキ スタィグ、 ビ八 ゲングに 
移轉 ザる が 電話は カレ ドニ r 九 
と 五八を 及び 九と 立化番 なら。 

参 美 W 敎會 镜お會 日本人 美 な- 
を 會競お 會は旣 報の 通ら 去る ± 
曜 H 巧同會 々舘 じがて 開 懼ホ會 
者な 余 名 諸褲の 競技に 歡を盡 し 
散會 したる はが 夕 であつ た。 
♦熊 本縣ん 懸親會 巧る 十 一 H 
(水曜) 午後と 時よ b 熊 本 縣人春 
季 懇親 會を西 五十八 了 nni 一巧 四 
十 番が亭 I ■都』 じがて 開催す る 由 
雜內旧 巧 氏大殿 商船 會祖紐 育 
兼 タコマ ま 店長、 去る. 化 日歸 が 


少年 乂用 

室內 掃除、 電報 逆 信が 刷 物 配達 
及び 雜 用を 辨 ずる 少年 雇 入れ 度 
し希留 者は 御巧談 あれ。 

紐 育 矿報社 • 

大を I ん 父は 二人に 

集 達 適す 電話 湯 鬟備、 

サブ、 ェ の 便宜し、 十 時よ b 
一時 迄 化ち 電話に て 前約を 願 ふ 
芸 W . 10 呈 supt . S . す I . ミ至— ち 泛 


綺麗な シング 於 又は 
ダブ 於、 ご フィ ご 
■ - ゥス 湯殿 二つ 電燈 電話 脚を 
遵じ ては 朝 餐を調 ふ、 五 弗 3 上 
洁 S W . 1 さ h で ム呈 

表向きの 大 室、. 一人 

重 义さて ii 適當 、電 

燈 電話、 ス チー ム ヒート 、其 化 
設備 完を 、サブ、 バスみ 便宜し 

實 《二 芸お 7 を： 5 苗 Edg ’ ecofnb , 0519 


巧 潔 じして 設備 完を 

^ レント ffi 脈な b を 巧' 

の 方は 午が. ホ 時 過 御 ホ 談を公 ふ 

Mrs •ゴ篇 anum 产 

31 吾 巴 京を Str 虽 产 


-週お 巧 及 八 巧、」 
人 又は 二人に 適す、 
巿廳へ 十 サタ ィム ススク ユャー 
へ& 五み 電話々 ン バラン ド呈 S 
1 云 舌 gh StJro を y ， 黒 崎 梅 子 

音樂敎授 ^^パぃ’，パ 

獨哨歌 巧莱巧 ーヶ月 六を 一週 一回) 
西丄ハ 十五 了 目 東を 巧禽 階上 
が 池 盛お郞 


夏場 賣 度し 

相 當の價 格に て 相談に 應す收 
益確實 (リ ース ホに エキス ク W 
シ ー ブ) 持ま轉 業の ため ま聲貫 
度し 诲 巧は ドリ' 1 ムラン ド、 バ 
1 ク (ュュ ー ワ ー ク) ■【伊藤】* 

1 含 宝. 苦 th St , 呈 y . 


隧化ホ 直た 

を 服の 修撥度 化 立を. し 巧他プ 
レヌ 崇巧速 叮‘喀 じ勉强 致します 
から 柯卒巧 用命を 願 ひます。 

.日本 洋服 店 

西 五十八 T 目 一二 百を 
電話 ユ日 ムバ マ 四 一と 三 

觀揉 療治 

西洋 ま マッサー ジ 
町 a 本式 按摩 按腹 

神經痛 9 ゥ マチス 
巧 身 骨ぅ づき 肩 
腰痛み 筋 違 ひ 
其 他 諸を 揉 療治の 御 
需 めじ 應じ御 電話 夾 
猜 御を 違 又は ホ テが 
じ 出張 親切 じ 治療 申 
上ます。 が 約の 方は 
自を じても 施術いた 
しまず 0 

津輕 東洋 

西 を 化 T 目丰四 番地 
電話 スカイ ラア奎 八ぶ 


U が 7 
R 齡 もが 

A M 芯 
旅 誌 W 

^ S 

なお W •旅 

^ 故ぶ 
の一 P 

巧 


♦規 ♦廣 ♦!! ♦麵 

闆 
の 
路 


紐 育を 命が 輸會社 

S 木定吉 


養 

老 


保險 


zew YO『k L . な einsuranoe 00 
51 chamber's wt : 
zew IforlcCi す. 

巧す ミ’ す anklin を 00 

E 》 ofM 3 geBra 30 h 




高 尙なス タィぶ 洋服 

U 御友 達 方が 御召しの 様な：- 

を 巧が 御 好みの 新ス タィ 分 _ •正しい 高尙な 
服装 •をみ 御 巧 服を を 巧は 調教を しま， す。 
一度 御 ホ 巧な さつて 羅が化 •給帖 •巧ん 巧 
覺 下さい。 御不 おの 瞭 はおを をし ます。 

ウオ — 力 — よンド 

フロ リオ 洋服 店 


資本を 一 僚圓 
拂込巧 資本を ホ 千 巧 曲 
穂 立を 四千と 巧 拾ち 围 

麟献三 ザ 銀 巧が 帛ぉ巧 

本店を ま ホ H ネ巧區 唆 河 巧 一 
'心で 店 ホ お U 本 橋 化の 内定き 巧 巧 
.- T.i ■ を右虔 京都 大あ西 (大 扱〕 

_ 神 戶廣島 下 巧 巧 司 若松 
お 岡を 格 上が 倫 致を 頁 


外 闕爲替 ，鄕里 送を、 ホ 送ち 信用 巧を 化 
一巧 お 巧歎務 精々 御' 化 利 じな 设可申 お 

館兰 一義 銀 巧 紐 育ま 巧 

よぶ 店 東京 宋 巧、 大 咳嘟戶 、京都 
巧 巧 化 ぶ古屋 •小 培、 上 お、 愤數 


解娜を 巧が 貨 五十 画な 上が 息 年 六み 

錯醜臺 灣銀巧 —出張所 

▼鄉里 送を 及びが をを (無手 あ 巧)* 外 画 
- 爲替员 買、 衛爲替 化 組 取 立" 信用 巧を 
巧 等 一 股を 行 菜を 狗巧 利に 化 巧 可 化 お 
▼巧 ほ 詳細は 御 遠盧な < 抑 問 合 被 ド 度 お 


邦貨 五十 画 W 上^ 六ヶ 巧な 上 
■ 本店^を巧1が息=年六を」ーニヶ年な內 

預金 j を 印 r が貨 S 十 晒な 卜 - 
，通知 L 巧 圓 じか H ホー 錢二お 

っ化シ を 千 凹な 下ノ おな 巧を" 巧が 息) 

機濱 正金 銀 巧 § る 店 

鄉里 送を は 都て 無手 お 巧 じて 常 
朽橫演 本店 経由を を ホな 巧 中 巧 


社を 男爵 化ぶ 吾 左衛巧 
.本 巧 人 阪化滋 五 了 目 
な 育ま 店 が育ブ C — ドゥ エィな 四十 九を 

驗巧友 銀行 

東京、 横. 裤 、名を 属 、京都、 巧戶 
尾ノ 道、 糜 島、 吳 、柳 ホ 下ゾ縣 
巧 司、 小 倉、 ち 松、 博 多、 久留米 ま 
ネ國 預金、 撒 里 送を 等は おめ 
て 御 便利 迅速に 御 おが tsi * お 


日本 內一 
地ち 巧 一 


藤本 證券 會社 

、一 投を價 証を ノ資 買、 引ず、 黨集 
"■を 融 、化 二 之二稱 ス^一 切ノ 業を 

餘賦 藤本 ミ 7 口 i— 銀行 

狂專 h 長 巧 


雜ち 陶磁 お 

ドラィ ダ* — ブ卸資 

太 洋貿晉 ま會社 

支^ ボ戲 ろ、 ボストン 


陶破 器、 雑貨、 ラが 賣 

ンプ及 ランプ 笠 

藤が グ タザ‘ ス 


リナ メ ー カ ー の特を 

H 本人ん わ 買物には 特別 巧 員を 廣き無 
料で 御 おみを 升 電話 又は わ 手が ホ窮お 
..訪 巧 L て 御' 祀 常を 計らみ めての わ ホ じ 
おしては 特山 注が‘ 致します から 是非 わ 
立 常ら 願び 巧、 ホみ お 谨媒か 論 H 本 巧 
他を 化 宛の わ 荷物を 送は を 方で をし 巧 

ジ ヨン ワ ナメ！ ' 


♦をら しき 卷 壁' 


♦草 ハイ フ各禪 



り 本 陶器 雜貨 
ドライ グ ー ツ制販 •爵 

S 茂 木 桃备組 

M 001. MCMCZO 】 00', 1» っ： 

105 E -1 ま 一一 St . N ' Y . ジー' wtuyv ま ant 雷 5.6.? 


晚を がが 二 週 一回 出帆 

マエ ム プレス 加 巧 太 (二 六 •ま 0 巧) 

二 巧 二十 H 

A ュムみ レス 塞 西亞三 T 呂〇 晒) 

ご 頁 六 U 

▼エム ぶ レ， を か 利 0 宝ろ 00 觸) 

. 一一 一月 二十日 
▼ェム プレス 亞細亞 (一一 T 呂 〇哦) 

四月 一二 白 

一專 、二等、 一一 一等 底び 下等 客 設備 
最大、 善美、 最巧 走のを 巧が 巧 船 


ホノ か、， 接窝 '一; 戶 '長妈 •上 巧 •杳巧 •馬 尼な 朽 
コレア 化 三气〇 る嚼) ミ 巧 ご 百 
(羅 なお 邮二巧 ホセ 日 > 

春洋 み-さ、 000 曠) S 月 十と H 
西 比 巧亞义 (一一 气 §0 觸〕 一二 巧 化 一日 

. (羅巧 ほ 帆 一二 づ 二十 セ 日】 

太洋 化. 三 二、 0 呂觸) 四月 ホ 四日 
天を： 丸' •。一二、 〇呂 嚼) 四月 廿 八日 


往航 墨西哥 、が義 、智巧 諸 港 巧 
復航 * ノ ，、橫 演神戸 巧 司 香港 巧 
廷懲 共を ホ 週 一回 r 

◊を 港 巧— 切 巧庭窒 を 購入 御 持旌仕 9 摸 


# 

掷 

道 

切 

特 

其 

他 

萬 

殺 

便 

を 

恥 

計 

ひ 

钟 


シ 


ク 岀 帆 午前 十】 時 


▼フ レ' ジ ザント クラン V 

二 巧 二十 H 

▼フ レシ デント マディ ソン 

ご 一巧 四 H 

▼フン ジーア ント ジヤクソン 

一一 一巧 十六 H 

I ►フ レジ テント マツ キン レ* — - 

一二 巧 二十 八 H 
►太ず 洋 航路の 梟 快速 窺 船 ▲ 
▼船 ま 廣く理 お 的 じ 完備す ▲ 
► •ヘッド 使用 コット じ 非ず ▲ 

御 ホ 聲に依 b 日本き を 蘭 ふ 

齡 代理店 桑 山 簡店ミ ご害 St , 


シ ア ト ル 出帆^ホ化午前十時) 
がを 化 二目 ホ 五 H 
靜岡化 一二 巧 十八 日 
橫濱乂 四ち 十 H 
加 貸 化 四 巧サ音 
U 本 巧 船客 運賃が を 
一等 漠濱 一九 五 巧脚戶 二 〇 五 巧 
云 等が 食 五十と 弗 化を 五十 五 巧 

歐洲 H 本閒 客船 {ち 巧 二间 
输敦 ょら 一等 百五磅 、二等と 十. 
磅 、お 巧 塞ょ 6 ! 等 九十と 磅 
二等 六十 六 時。— 1 

姑 肯巧化 E を あ經由 日本 巧 货物 船— 月二间 


船 星 
を 野 
はを 
お 御 
本が 
を 出 
わし 

荷 f 
输さ 
はい 


シ 


レ 


アレ 
あら ば ま 化 
あ ふち か 化 
▼横滋 1 等 二 I 0 弗 


kM 

二 巧 十四 0 
一二ち 八 a 
一一 一等 五あ帶 


一二 等 客垄大 改造 家族 宅を 數 
U ス アン ゼ ルス 出帆 
しあ ごる 化 二 巧十晋 

▼横湛 一等 一 H ハ 巧 半 一二 等 二 九弗ぞ 
►ホ 港羅府 巧を 单 切符 お 讓巧講 入御 釣 
旋 化ら 娱。 

▼が 育 線 パ* マが ホ n 本 支が f なお 月-画 


'‘わ 


N 




i W S 

亂阻 isse ^ 

叫が W ぉ亂 

巧 i 


內外 海陸 蓮 送 業 

荷 造 書 雑、 蓄营 機、 索み* 自截率 外 一切 

引越 並 じが 內ぶ 具が 物 運搬 一切 

もな 目 大小 物 お、 小荷物、 を 具ぶ 化、 短 巧 

if 义は長 脚 

あ 巧 部ち 巧 ル + が 八 

U 本 緩 化 埋巧川 長 運送 會化 




W — 


增の暗 ホが 一生を 貫 <' . 

、.牧 醉轟 化の 數奇 .な 身ぶ 話 一 

久 々ぶりに H 木俱樂 部で 带お 


V 「エ デヤ バニ 1 ス 尸！ チス 

ト イン。 ン ド. ン』 の蕃 おは 誰 

であるか ど 問へ ぱ英駐 人 や佛蘭 

西 人で 其の 名を 知ら 巧を は 稀で 

ある ど 云 はれて 居る。 彼は'" 

著述家 i してら 又 歐羅じ 

人の 間 じがて 一家を 成して 居る 

をな き偷敦 じがて 蕾 道の が 讚を 

梢む こご 前後 二十 六 年、 其の 間 

時には 下町の が 暗い スッ •チォ で 

パン ご 水 ごを 0 つて、 H を 過し 

たやうな 陰 懷な思 出か あるか £ 

愚へ ば、 時 じは 一躍 上流 化 貪の 

人々 じ 其 S 巧 巧を 認められ ' 流 

の窗卖 や內觸 大臣 じ 化して 晚餐 

食 じ跑ゎ やら、 ジョ ー デ 皇帝 陛 

下やク キン •メ ー リー 陛下に 巧 

謁 抑せ かけらむ ると 云 ふ 光を を 

巧 ふ W 云 ふ 得 恵の 時化 もめつ た 

さぅ ぶふ 轉變波 爛じ當 むだ 經歷 

を 向す る畜家 牧野を 雄 君が 今度 

は靑年 時化 じ苦學 をした おひ 出 

で 深き 米 國の奠 術 おを 征服し や 

ぅと 云' ふ 大きな 抱負を なつて 昨 

年な ホ 

紐靑に 陣おク て 溢ん に 書 

を 普いた^、 蕃述 をした ちして 

居る。 彼は 米齒 をが つて ： L 0 ち 

呈 D 吉 PE : 5 衷徵 だと 云 ふて 睹ち 

う，、 を のラク アンド ホ1フ を 

筆 ど インキで 友 巧し やう ど 巧 力 

て 居る。 更らじ ペンを 採つ て 

边 『エ •デャ パ ニ！ ス T 1 チス 

I ト ィンが 育』 ど 云 ふ糞述 をな 

I しが 街の ホ较を 叙述したら、 ん 

i 情、 义 巧、 巧學 、おを；； yw を 論 

- じ、 をら 一し アレン ポ—を ホ イツ 

j ト マンな でを 彼れ 濁 得 3 ホ 掠 か 

j ら批 邦し やう ど 務めて 居る 〇が 

兩パ化 ひの 海 翻 •かおして 巧轉に 

I がりる がかく 乂國 人から も號め 

一ら れ るか 如何 かは お 巧の §1:^ ふ 

^ して おくが、 免じ 巧 彼の 巧 力を 

i 化 A じ訴 へる 第一の 

1 機 會が到 ホした。 をれ な 

; お 画の 貴族 ホん Playwr 营 t であを 

j コスモ •'，，、，トン 夫妻 や tZ 本 

- 人の も 力を やの 後 按で最 巧：：： 伞 

i 巧樂 部で 彼の 作品 展覚會 を 准 ふ 

づる こご、 な 勺 わ こごで わ も 〇 

; 記を は展黃 すべき 給窗 みみ ルに 

; 預らむ もの ごを を 訪問し じぶ 巧 

j 惡し <娩 茜は 皆 フレイ ミンぶ じ 

1 送つ てあつな。 を こで 彼のが 驗 

誤や繪 盡に對 ザる 態な なでを 拜 

聽 する こご.' したが 彼は 笔め人 

: である ご 同時に 雄が の 人 。-がる 

こごを 妓 をした。 雄 辯 稻夕款 じ 

- てぶ & 所。 しどと ふ慨が A る。 

I 彼は 年少に して ホ 峽じ渡 h - 加州 

'の ホツ ，キン スア •ー トス ク 1 

一 瓜— 逆學 して I 

繪蠢 を學び おめ て-; 今 

U まで 111 十八 年の 该 H を/田家 ご 

して お 外に 過ごして 來 レが、 化 

の 憩が ごしての 懷 をはを 校 じが 

-てお まれた の？ UU : 迪 て彼自 

一身の 天 かご 經驗 にを ふ 印 V .- ある 

W-M ふ。 を おじが.- むみ 問で 學 

一び 巧る 成る お 術 h . の 巧が をが は 

: 五ケ 年ら •冉 ，むして 自ら 奴 明した 

7」 悅 び、 え巧韶 家から 案 はれ じ 


こと も あつた。 然し こんた 時 じ 
彼は 『なは をく の窘滚 め^じ 
よくを きんが ためじ' 雷を 嘗 くの 
ではなく 帯を 蕃< ためにを うて 
居る ので ある。 蠢が <1 ターを お 
自身が おの 生活で ゐ るから. 
不經濟 な 巧 力 も 載に.' ぶつ 

ては 乂 なる 悅び でもる』 こ 塔へ 
る® であつ た 0 化は セルフ オイ 
ド マンで ある だけに、 アカ デミ 
ックな 巧關や 規則 じ 巧 r 化する 所 
なく 总氣の 趣く 儘じ嘉 がくの が 
彼の 流儀で ある。 例へ ばが 中の 

一巧を を證く 時に も、 化づ 空よ 

ら 蕾かねば ならぬ ど 云 ふやうな 

お 則に 拘 化せ や、 自 かの 盡 がか 

むご 欲する 家を 先づ 養が き、 次 

じ 木-しお 味を 飯 やれば 之を 養き 

を S みに さじ 

興味を 威 やれば をれ を 描 

くご 云 ふ按梅 じ、 ま W して 咸興 

の演き ホる が 儘に ぶの 順序 じ 依 

つて 筆を 蓮ぶ こご じして 居る さ 

うで ある。 义 彼は 幼々 時代よ b 

掛 木を 愛し、 なつて 木を 畫 くこ 

- こがが きで、 彼れ r 云は せる 公 

『私の 壽 ぃた 木 じは】々 木の 精 

神が 宿つ て 培る』 ので ある。 普 

結巧夕 助が 其の 愛する 馬 ご 話し 

たやう じ、 波は 木 W 話し 木よ h 

夕< の 暗示を をけ、 木の 暗示に 

化つ て 一生の 方針を をめ る こご 

も 多い ごの こ £ である 彼が 六を 

から 十一 歲じ まるまで 彼の 巧は 

病 鶴で 巧を 離れる こごが 

お 巧な かつた。 をの 間 彼は 每朝 

をの 架の 樹じ 跪いて 祈 臆する こ 

ごを 怠.' むかつた。 祈疆を 終つ 

て萊め 葉のを をを 見る とお 然馈 

の 病勢-て 暗示す るかの かく、 或 

時は 穩に靜 かじ 見 わ、 或 時は ゥ 

ナダ レて ナアゲ アマに 威 やる の 

でもつ たが、 事實 をのを 態は 木 

の 葉の 暗 ホィる 通 6 であつ た。 

倫敦 で海霄 事務所の 筆 ホを 

がら 臺の 勉强 をして 居る 時、 事 

務所 のがを で 彼は 解雇され じ。 

をの 時 多くの ぶ 人から 絲國 する 

やう じ勸 めら れ じので 

^ のむ も大 を動搖 して ホ 

G が、 J ィド バーク へ 巧つ て見& 

ご 其處の 木が 一機 じ 彼を ゥ で 八 

カムして 居た ので 彼け 偷敦じ 化 

まるべく 巧、 むし 大 い— 成 巧し リ 

こども あつた。 义 彼は 世界 大戰 

中ァ 1 ミス ナ乂を 木の 崎 示* し 化 

つて 豫 言し、 一昨年の 顆東 乂 震 

火が も 木み 暗示 じ 化つ て 或 程度 

の 豫激を 抱いて おつた をう であ 

る。 まるで 木の 股から 生む た 人 

間 如 話しの やう.^ あるが 彼 じ 言 

は ザる ど 『鳥 戳蟲 魚は 言 ふじ 及' 

ば や 山川を 木を 巧 じきる を 宇 巧 

の 巧：' 一つ どして 靈 きものけ 

批 しです。 而 して 署 人が 何んで 

ら、 をれを眞愛するご同時じ巧 

の窠を ミを ve する こ •こが お ホる 

のです 化は 木を 変す るから、 木 

の遁を ミを さ 故し ます』 である 

咕糕じ 

木を^?! 一し 木を 畫 くこ どじ 

げを将 て 居る 靈券 もポ I トレ^ — 




卜じ はを 信が なく 『おの 木には 
，木の 稍 神が 靡つ て 巧る が おの 宵 
像进 じは 梢 神がない。 なじ 私は 
時々 巧 像 香の 注文を 受けます が 
皆游 してし まいます』 ミ 云つ て 
培る。 彼は 繪畫じ 努力す る 旁 ホ 
常に 請窜家 である。 戰ず 中倫敦 
の スヶブ チを な 止された ので、 
小さな 一室 じ 引 龍つ て 休暇は. 一 
H もせ や每日 十五が 間 ょら‘ 十と 
時間 づ i ■ 'ご 

讀 書を 始め 歷ち 交學、 
宗 を、 哲學等 あらゆる' 書籍を 讀 
破し 更らじ グリ ー キ 、ラ テ ごの 
勉强を 開始し、 今日 倫 教え if ブ 
ラリ） じ 保が されて ある 羅 が、 
を臘の 書は 讀み盡 し、 大小を せ 
て】 卞 S ぼ 何十 冊 かの 書籍を 讀 
破した さ 3 である。 漢學 は五歲 
の 時よ b 始めた ど 云 ふから 先づ 


長 小が 又と 郞 氏の 挨楼じ 始ま も 
齋藤總 領事 司を 乃 下 じ お 藝じ移 
るを である e プ日 グラム 中 『松 
の 線 舞 小袖 j の賴 朝は 巧 巌氏歸 
朝の なめ 淸水善 造 巧に 變 霞し、 
淸化 氏の か 勢の 政は 作 ま 石 本音 
意氏么 じを し、； 村 旧 喜 一二郎 氏が 
賴赛ホ 着に がする i W なつた 
即も溃 藝順巧 はみ の 如くで ぁ- 
'長 巧鶴龜 

' 111 を 巧 夫人 上田 夫人 
ま 居 夫 八 

■巧 龜并 夫人 渡邊攘 
濁. 唱 -小池 礫 

バタ アフラ ィ ー節 

劇 巧 本音 意が 作 ' 
松の 綠舞 小袖 
‘ Jll 曲を 奏夕顏 

琴 小 池 夫人 上 旧夫 人 
一' 二を 巿川 夫人 吉屠 夫人 


社會 委員 會大 演藝會 

時 y ::::: 二月 お 目 ( i 權 H ) 午後 八 崎ょ も 

摸 巧：：： r インタ ー ナ シヨ ナ少 ウス (リゲ フ—ず イド 
ドライヴ ご 巧 二十 四 了呂) 乂蹟間 じて 
入口 u ブゲブ I サイド •ドライ ゲ伽 
入 谨券= 商社 劇 体 ' 旅館 桂庵 事 格 所 等 じぁ h ■ 
◊プログラム ◊ 

一、 一二 曲 合奏 及び 長 お 

お 本音を 氏 か 

f 倉獅化 I 「松の 綠舞 小袖」 

アントン •チェ ホフ 作 

T 幕侧 「結婚 中を」 (巧 語) 

を お 藝會化 應し俊 間 御 誘 ひを ゼ狗 ホ觀被 下を 煩， 化 

紐 育 日本人 會 
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賀川 豊彥巧 講鎭會 

本會 じめ ては 毎 H 第 1 一一 水曜日 じを 期 講演 鲁を 確す' とじ 相 成ら 

居ち 候處 、今み、 賀川 聲彥氏 巧る 五 乱 ょら 向 ふ 十日 間 當地滯 を 

被 下 候に 付、 た ふて 御 講演 相 願 ふこ どじ 相 成 候 間 御； 差 繰 御ホ聽 

被 お 下 度 化 段 謹吿候 化。 

時日 二月 十日 一 火曜日 一 午後 八 時 ザょ b 

場 所 インタ； ナシ ヨナが. •户 ウス 

リダ ア！ サイド •ドぅ イブ どな サ四了 目 

(入口は リグ ア ー サイド 側) 

傍 聽隨意 無料 

二 巧 四 H 


紐 育 日本人 會 


學は 東俩を 今に 普ね しご 云 ふ も 

過言で：：〇いかも知れない。 今を 

發巧 すち 『エ チヤ 户 二^ ~ スア 

— ナスト ィン 紐 育』 の 中では 

單じァ I 卜じ關 すち 問題の みな 

ら中 大いに 哲學や 宗敎を も 論ず 

る 賴ゥで 居る をぅ だ。 H 本の 生 

んだ 天才 靈 .豕 牧野 義雄 君の 上 じ 

幸 ぁれ！ 一記を) 

紐 育 口 本人 會 

演藝 順序 

司會 まは 齋藤 緩領帛 

舊峨 0 ホを 方面； 準備 じ忙は 

しかつた 紐 育 日本人 會 化を 委員 

を 半懼乂 演鷄會 はが 巧 一般 同胞 

よ b 多大 0 則 待を 繫 けられて ゐ 

么が目下ブ ァ サ は石本氏及 

び 伊藤 道 郎氏指 海め f に 順調 じ 

進 巧し つ i あ b 當巧 はお 會を員 


巧 八 生駒實 をを 居 悅踞巧 

劇 チで ホフ 作 

結婚 申这 

當 おは 化 ま 日本人 會 々長 度び 

ホ賓 賀川豊 をん も】 诲の お楼を 

試む ベ； 人 旗を は 一巧 均一なる 

が 霜を 殺到し おる も 故を 错 者は 

日會 事務所、 劇 体、 を旅舘 等に 

つき 速 かじ 申込 まる V しご。 

賀川堅 意 巧を 迎 へて 

說敎 と講鑛 

八日、 こ 十二 曰 じ 

本 月の 紐 育 日本人 會 定則 講演 

は 共 濟部ま 惟の 下に 開かる 當で 

ぁるが 山 口 委員長 及び 巧 田 書記 

長の 餘旋じ 化 6 國際學 ホ 會おま 

事で ド モンド 巧 どを 渉の 結 架 去 

る 二 H 到着、 が 育 日本ん が會じ 

巧 宿した 贺川豐 意 巧を 巧 聘しホ 

る 十 U (化 唯} 午を 八 時を 期し 百 


>— 


4 . 


ホ 




VO し 1 も NO. 1 り 4 


巧 bip 別 な巧贫巧 を 巧 im で 巧 
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ま 巧 座 築を 務所 
Iwahiko Tsuma が 
Room 1607 No. 101 齡 る 
Tel. Vandej 已— 



が 事サの し媳 れ權キ 巧を 
排ァ四 漁れ 張を を シ權役 
円べ 年 震 もす ベ 獲 3 を義 
昔 ラ 十 上の る ル 得の 巧 稼 
傳八 一にで 目 1 す 太への 
運 ド 弓が を 的 反る ホ 、疆 
動 •十け るの びじが 一止 
じ。 あるが 下 チ々 沿 日、 

着 ド百活 、じ ゥん岸 本 
手リ 、離 こ活 - J で に备 
し* M をはの 動 方 を# 睡 r 前を の で 
す 2 ゥ加千 H を 面 ,-' S 5 i t f / 2 I 

至 g 翠聋 f が i 側 瑞 g 

谢 川保險 事を 巧 ’ 

巧. Segawa, Insurance Broker, 

303 だが 化 Av も.’ 

TeL Franklin 490 也 193 


旅し 航て 千コ では 命 
費て 路橫フ 政 あ 日が モ 
レ， はを 渡 ラ府る 本生义 
輕農開 、ンは 。人ず が 
减をか サク 東； を 
、業し リ スが め备 
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歸 褒ク^'|^ g を 霉马夕 ち 


化 jsr る .ツ怖 お ホを ょ - 
卜をも ホ 八 助 ■會 にぶで メ 
十を 、ズを がか 擲 、辛 
年賦 移ぶ を イ—て しメシ 
じ.. 與 がの で’.-—- 'ィた キコ 
百 しも 直が 万 ■キも シに 
を.'' イ 勤 おし 六 シのコ 革 


へコ おか 觸 移ぶ 既 る疋 化！ がが. 
て语 がを ど W ネ にく のす こ.' 三 を 
をぶ がかし をが が故乂 3 を紳百 
るに 條® な 制 お-ま: じ 感じ‘ 甸 ± 六 
の 就 狗イ! け 限を さ 日ぶ 至し 協 年 
でて に れすゴ れ夕も るた 約の 
あ 巧 、な ばる てた が 非 間 地が； 
るぶ H 输 なか もの 國 常に ホ絲で 
グな本 さ ら ご. ゾ T のじ 巧へ 結、 
る 人れ 打い キ る紳增 ての さ H 
餘 のた 。ふシ 'る ± 加、 移れ ホ 
地メ日巧^コか協し9民 、兩 
を キ 墨には へ ら 約て 本を ホ國 
巧 シ通千 疑の 'はゐ 移 禁大の 
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內西 商事 株 ま會社 紐 育 支店 
ITchida Tradiing Co" LW. 
291 Broadway , 

恥!. Worth 1576 


為與巧 ま會社 

化 ha け む 8 d; 巧む. 

が な ur かな. 

Tel. む rliand 4550 


ご お 巧 ま會社 巧 東 貿易 巧 ホ會社 
化 巧 巧 

高が 巧 さ 
Taka な お《 Corpor が ion 
120 Broadway, New む rk CHj - 

Telephone Rector 7 が 5 


海軍 監督 事務所 

I ^ au ! に M . Thomas 

巧を 會社 赤 尾巧會 

お pane が N が al inspesior's Office 

Adverhaing counsel 

AKAWO あ CO .， Ltd . 

1 Madison ive . 

巧 28 Sun^iiding 1 卽 おな auSt . 

- 295 Fifih を 巧！ lue , Hew Ifcrk 

お L わ hi 加 d 20 が 

Tei . お ekman 6978 

Tel . Caledonia 8758-59 


凑野橄 ’產蛛 ま會社 
Asano Bussan Company 

Room 801-805 
165 Broadway 
TeL Cort ミ andt 8047 -8052 


大倉韶 紐 育ち 店 
Okura & Co., 

30 Church St ^ 

Tel . Cortlantit 2292-93-94 


紐 育 日本人 會 
Tne Japanese む so む af 巧 n, 
250 Wes け 7th な .. New む rk 
Tel. Circle 8190 


な paiigse-American News Service 

日 ホ 電報 通信 示卜 

な 厨の 政治 界、 赏 楽を 及 財界の 
事項を 巧 速 且つ 確實じ 報道す 
每 U 入電 ーケ巧 巧を 五十 弗 


をを 


巧が 況お 道ち 
お 育-。。 n 

む 口 化 おが パむ* R. R. む., 

わ Mdway 
询 . Rec お M547 



云 巧橡產 株を 會社 
紐 育ま 巧 
Mitsui & Co.， 

65 か oadway 
Tel . Bowling Green 7520 


j - p 本 綿 化 巧ま會 化な 育 支店 

1 ぶ pan Cotton Trading Co.. Ltd 

厂 of れ n か' が. 

- •直 0 白ら aver 

T* し Bowling かがり 巧 90 

Silk Dept. 

ぶ •ん Av*" 

T* し M« ん &q, UM 


高 田 巧を 
な 育 支 巧 
— Taka な & Co., 
150 む oadwair. New むけ City 
Tel. Re 加 r け 21 


株式 食 慰； 岩 井新 巧 

がな 支店 
Jwai & Co.， 

WooJworth Buil が n も 
Tel . Whitehall 60 が 


S を 荫事會 社 
Mitsubishi 紳 oji Eaisha 

(Mi な ub お hi Co 巧 いん） 

120 拭 roadw が 
TVL Rector 巧 № 25 が 


株を 會祗 
山中 商‘ 曾 紐 育ち 巧 

Y な m 注 nak 泣 & Co^ 
680 巧む h Ave、 
Tel. Circle 4014 


Tokyo Adve け ising Agency 

u 本 巧 巧 雑な 膜吿一 股取投 
35 Six 祐 Avenue, New York C れ y 
Telephone Spring 8277 


问 米 生糸 株 ま會祗 

紐 育ま 店 
NiCHI-BEI KHTO KABl) が IKI W ぶ HA 

( N に H ! ぶ E ! ICHTO CO ., UrD .) 

373 4 T(i Avenue , 

Tel . Mad . S も 75 のぶ 


神 戶鈴木 商店 
紐肯 支店 

Suzuki & Co., Ltd. (Kobe) 
2 州 Broadw が， 

Pel. Co け landt 11 が- 50 ぶ 1-52 ぷ 3 


日本 生糸 巧 ホを か 
化育 ま 巧 
Morimura わお & む.， A が nts 

44 E. 23rd か.， 

Tel. わ bland 5320 


巧を を會が 
紐 育ち 巧 
Hara & Co .， 

4 が Fourth Av 卜 
なし Caiedoma 7说0 ぶ 


江が 巧を 脊社 紐 育 支店 
Gosho Corporation, 
Silk impcrcers, 

334 Fourth Ave . 

To し Mai Sq. が 86 

Gosho Co., Inc.. 
Cotton Exporters 
60 Beaver St ., 

Tel . Bow り ns Qrean 8806-06 


大お巧 H 新 巧 お 
福 巧 市ず 
OSAKA なる H! 

お om 308 World Gilding 
Tel. むか man がが 


乂阪每 目 二 おを H け 
.上 巧 あぞ 
Osaka Mainichi, 
407 Tribune Building 
Tel . Beektnan が 的 
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..如 パ’ 


0 本は 成案を 用意 > して 

第二 軍縮に 對 だ；.^ 、 

場合 r : 依れは 主動的 じ 提案で 

'がむ 北：！！ 發 U 米 越 上院が 大 統谢ク ー リッ デ 氏 じ掛し 第二 軍 
縮 曾 酷 5 お 集を お 求 夕 る ホ谦を 通過した ご 云 ふ 報道は 段 府部內 
にがても 之れ 第二 軍縮 會議パ 集 S 第ー ホ じして 剰す 所は 單 じが 
.の 問蹈 のみでん る ど 解 巧して & る。 日本の が軍當 扇は 過去 十二 
ヶ巧 乃至が 年 ご 一巧 米阔雜 待が 同樣 のみ 譲を 補 過して な來 早く も 
第二 軍縮 曾 おの 實 現を 豫 期して 巧のを 備に 取 掛ち專 巧を は愁必 
に 巧が の ホを 進めて ゐ るから ホるべき 會證じ 際し 日本化 おが 一 
をの 成 まを W て 窜府じ 臨 わで わらう i け確實 である。 日ぶ 當局 
は 第 一 间巧議 じ 巧て 凰 お 卿ヒユ ー ズ 氏が 試みた かく 他 よら 一定 
の 基礎 案を 猎 出され 么じ從 はむ ばなら なかつ たやうな 

不用意の 會議參 加を 二度 繰 返さ r る やう じ 巧 力して 居 
る がら 必要に 给ら ては 自ら お まとして 提 おする； も お ホ 义化國 
の お案じ 網す る 街 案 こもな し 得る やうな 完 をのが まを 前 なつて 
作製ず ベく 研な の ホを 進めて ゐ る。 又 代表者の 人選 じ 閥して は 

をし みかの 政情が がすなら ぶ幣巧 外相 自ら 首 庸化表 ごならが 部 

诞扣 々ぴ化 牛が 乂 大巧が 化表ピ るぇ は確寶 であると 云 はれて 

ゐる 。日本の 成 まじ 瞒 してが 軍 省は 絕お 的昭 密を巌 ザして ゐる 

が、 化の 基礎的 條 かは 將巧巧 國ど雖 テク ニ ヵ 9 V じ 攻勢を 採ら 

得。 いおぶ じがが リの縮 かを 圖 らん どす る じある らしい。 巧 か 

る自 的に A つて 日本は あに ま 力 避の 激少を 提案し 他を 侵 蓉し能 

は ざら しむる ど おじ 瞬 あ 濫の竭 數縮少 を提講 しを 國 のが 軍 力を 

沿海 化備」 必 5 と 程 巧に 化め をす るか も 知れなぃ 
化鐵 的を をの およ b 見て U 本は 補助 艦の 比率を ま 力 艦 ご 同樣じ 
己— 电 ご晚 をす‘ るる-しお 割ず るで あらう。 何く れば H 本 

はが 國ィー L での ホ 旗 よらを て斯る 比を を W てして は國巧 上安必 

を 得 る 薛 よ や 一 信 じて むる からで ある。 义 日本 力 语國の シン カ 

ポ ー 於 ザ港搬-张には掛する；は確督で ホ つ て該計畫の發おの來 

日 今に 化ける 輿 歲は猛 効に とを なおして ゐ たので ある 巧 化む が 

第 1 I 軍縮 會谦 に' 於て 討 燕 さるべき を 班 的巧麗 として、 

航空 为み 制限、 霄鑑 備砲 仰を 問題を び 第一！: 軍縮 會證 じがて 調 

巧 クれホ だ 批准を 完 f せざる 協め 等が 數 へられて ゐ る。 帯 原 外 

ぉバ おが 會議第 S 年 記を の 機を r がて 一の 聲瞄 書を を 表し 第一 

闽 軍縮 會議の 効 裝を巧 楊し 直つ 日本は 第二 軍縮 會遙の 招待 じ 願 

中る 準備 旣じ なれち と 云 ひ、 掛ま化 ケ國條 約じ關 しては、 或國 

家は ホ だ該條 約の 批准を 了せ ざれ ども 余は あく 其の 完了を 見宜 

つ 速 じ 其の 効力を 生 せんを をを 學 して 化 まや ど 述べむ。 


第二の 星亨 ミ}! はれた 


政界の 名物 男 構 田 


政戳酣 なる 頃 急患を 得て 整る 

東京 特電 凹日發 U 司を 大臣 橫旧千 之 助 氏け 急性 肺 おじて 本 U 

逝ました 。法が お 篤の 報 天聽に 達する や 特旨を W て從ご 一位 じ お 

し 劇 一等 化 U 火 絞 章を 赐 つじ。 而 して 司を 大臣の 椅子は 高 橋 農 

が 臨時 兼 ほど U つたが 後 化 法相には 小川 平 ま 巧 或は 野 田 卯太郎 

皮說が 梟ら が 力で ある。 尙ほ横 a 氏の 葬儀は ホる 八日 辞 山な 攘 

にて執巧-戲出卯太がにが葬儀委員長ごなった。 横阳氏の逝ま^ 

■は 怯 ホに 一 乂 波が を 投じた 模 機で 上院な 革を は 全然 微溫 化する 

に まるべく 一二 派の 提携 も 亦 前途 稍悲觀 されつ i ある 有樣 である 


た。 盖し橫 旧 氏は おじ 大政 治を 
たらん と 欲せば 先づ 財力の 方面 
じがても 貨 力を 行せ ざるべ から 
中 ご 一倍 じ 法 伴 事 格に 献聲 ずる か 
たはら 李 菜が じ 手を 染め 乂 じ 致 
W の途を 講じた。 明治 四十 冗 年 
を 年の 宿聲を 達して 鄉化 お木縣 
'を 雜院證 貴に 當搜し 立 患 巧 
る會 じ所戚 して 大じ 活動した る 
結 あ 前 總戳お 敬に 重用され， 巧 
內閱の 成立ず る やを 制 掃 長官 兼 
内閣 恩給 厨 長に 巧 命され た。 一 
儿 ニニ 牢 華盛頓 

軍備 縮少 會證じ 際し 原 

首相の 命を 受けて 會議じ 列席し 
たるが、 たま-^ 首相の 暗殺に 
遭 ひ 急遽 歸 朝して 本官を 辭 しあ 
ぶ會 幹事長 ご；：： 專ら黨 おじ 贼 
掌した。- 厢內 間のを 繼者 たる 高 
橋 巧 聞の 時化に 政界の 視聽を 集 
めた 内閣な 造 問題に 關 しては 氏 
ょ U な 造 派の 急化锋 どして 氏 一流 
の 暗中飛躍を 試みな 對 派の， む隱 
を 墓から しめたが 之は 後に まつ 
て f 會か 製の ま 因 ごな つた。 

加 藤ぶ 一二郎 内閣 時化 じは 敌友會 
纔務の 一人に 列した が 加 藤 首相 
の おを 淸浦 子に 大命 降下す る や 

內 閣な對 がん 急先鋒 ど 
な b 謹 憲お絕 叫して を 年の 政敵 
じる 憲政 鲁 ぶび 革が お 樂 部ど聯 
をす る じぶ び 故ぶ 會の 過半 數壤 
員は 脫黨 して 政ぶ 本 黨を組 磯し 
た。 昨年の 總選擧 じ 藤し 護憲 一二 
波は 放ぶ 本 黨を壓 倒して 大勝を 
博し をに 加糜 現み 閣の 出現 どな 
つじが 横 山 氏は 高 橋總跋 の惟薦 
を 巧け、 诗法大 酉と。 つて 今 H 
じ 及んだ。 お敬竣 をの 巧の 歧治 
的 活動は 一方に めて 馬車 馬 的な 

6 ごの ホ 難を 受け 其のみ 罪を を 

骇に巧 じ 難き も 氏が 錄誠 化つ て 

嵩 橋總戴 を 支持し 身を 

挺して あらゆる 方 難 ど 闘つ た 誠 

.意 ど、 精力 ど、 舊 圆じ對 しては 

政友玄 政敵た る ごを 問は 卡化 ハに 

感嘆 措く 能は ざる ものが ある 0 

氏の 逝去は あおの 一大 損失で ゐ 

るが 孜友會 及び 高 橋 政 友 會總裁 

じと つて 一 唐 重大なる 巧擊 でを 

ら ろ 口 

故 橫田巧 後任 

法相 决定 

東京 特電 六日 發 == お 橫旧千 之 

助 巧 後任を 相は を衡の 結果 政を 

會 のを 賴 たる 小川 平 ま 巧 ご 巧を 


院證員 パイ ラム •尸 ヨンソン 氏 ' T 伯常密 巧の 政治 關 巧を なし 居ら 
は 恐 H 祸 患者で ある ピ共じ 父ち _ 毕髓頓 じがて U か 力な かを > '‘あ 


つた 招め に該 裁が は 異常の 注目 
を惹ゐ たので あつた’- が 犯罪の 啦 
貨械 めて. 刚隐 であつ た ご 云。 れ 


名 ぃ占恐 賊お患 巧で ぁるが、 本 H 
の議 おじめて 約 一時間 ザ じ 直る 
長 演說を 試みた。 デ ョン ジン 氏 
の ホ 案じ 化れ る じ 里 協が の內 なて ゐ 

引用して 婉 k じ 立法 部 Q 巧 琴 野 驚は 慘敗 

じ 干渉す るの 巧 由な きを 諷しつ I まま 特電 四日 お = 昨 11.1 H の議一 
つホ國 はじち 協 巧に 化ら て柯 等一爐 にがて 騷疆を 惹起せ る 義務を I 
お 來に關 する 葛藤に 禍サら る i 育 豐增加 案は 本 U 引續 きを 議の 

が 如き 言質を 前； へて 居ね V 一 まふ-結果 二 巧 六十 四 黑對旨 S 十 I 票 
答 辯 書を 上院 外を 委員を じを 附 じて 否みの 運命を 招致し 巧黨た 
したので、 クー リツ デ 大統領 及 I る 政 友本黨 はを 期の 如く 惨敗し 


び國務 卿の 態度 じ 嫌. 拐 むらざる 


たが、 昨日 議場 L がて 卸 裴狼籍 


デ nt ン ソン 氏は 執 规じ自 がの 巧の 限ち を ホした る 政 友 本 黨の原 
說をま 張し 『ヒュ ー ズ 氏の 說明 j 您ち衔 〔兵 庫) な 山 耕 藏畏崎 j 及 


は 一應誌 解し 得る も チは ホ國が 
ドー ズ 案じ 基き て 協定 甘る じ 里 
協が じを 加す る 結 あ 万一 濁 逸が 
船 償の 義務を 息つ た 際には ホ國 

は 英備白 がをおけ て獨 逸を 滕服 

する の 任じ 摩 ふご な 9 率 實上歐 


橫田 法相は 明治 一二 年 ぉ 

扛縣足 利 町 巧 出が 太 郞の二 男と 

して 生れた ので ぁるから 今年 正 

じぶ 十 おおの 慟盛 6 でぁる。 を 

家は 化々 の 町を た b しが、 氏は 

幼少に してが 邁颇 る學を 好み 十 

とぷ じし てんまを 抱い cb をし 

问鄉の先を川口某の食をごなつ 

て 剔 巧ず ホに 巧め じ。 一時 义學 

じ 興がを なつ じが 後 辯幾卜 たら 

ん ご 志して を學院 じ乂學 したが 

川：：！ 巧の 東を を 去る じ 皮んで 生 

巧の 貧を 巧る^ をに おし 頗る 艱 


出發を 延期の 

松 平 新 大使 

春が かじて 赴 巧が 定 
ま 京 特電 四 H 發 == 明 あ： n お 帆 

の當 であつ た コレア 化は 橫濱港 
內の 岸壁に 衝突し 修穫 心禪巧 を： 
要する 損傷を をけ たので 同船 じ 
便乗 あほの 準備中で ぁった 駐米 
大使 松 平恒雄 氏は 九 H 出 奶のプ 

レジ デント •，ン コ グン 号じ變 
をす る； とな つれ。 

東京 特電 五 U 後：：：： 前電 グン ジ 
デント •リンコ 术ン號 じ 化ら 赴 
任ど內 をせ るがず 新 大使は を務 
の 都を 上 更らじ 出發を 延期し 二 
巧 十 お 脚め 春拌九 K 化を 魁 
巧す る JV 一な つた。 

備ち 。春洋 化は 与 巧 五日 桑 港 
着の 豫定で わる わらがず 大使 
はク ー リツ デ 大統領 就任 まじ 
を 列す る i は 出 ホ。 いが 着擊 
期は 一一 一巧 十一 日 前後なる べし 


び 猪 巧 毛利榮 (福 井) の 111 化 議± 
は 二過掛 、ちを 元夫大 み) 外 四 
あは 五日 閒 出席 停 出の 懲罰を 受 
けた。 然るに 議壊 騷摄の 際ず 衞 
一名 負傷、 流 化を 見なので ず衛 
長ょ b 加害 議員と 吿 避すべく 準 
備中 である。 

.大審院 判事 確定 

華府四 〇:發^ 現 檢事總 長- 1 
ラン •ス — ン巧を 大審院 倒事 
じ 任命ず る 神は 上院 じて 投 裏の 
結果と 十一 對六票 じて 承認す 决 
された。 マト ー ン 氏は はま 黨上 
院譲員 じして 昨秋 第二 一黨 の副大 
統領 候補たら し ウィラ） 巧じ關 
する 独 a 疑獄 事が を 調査を をし 
つ I あぶため 物議を 生じ 其のを 
認は頗 ち 困難の 形勢で あつたが 
巧は 宜ら 上院に 出 庵— て該 事が 
じ關 する 檢事 総長の 立 瘍を釋 巧 
し 最後の み定を 見た ので ある。 


のじ 憤 おして I 换をぜ ，) を自武 
裝 して 役 巧を 襲 おし 化々 を 貴を 
巧め ± 地の お産ま 義 者を を辄撰 
殺した ごの 報 逍が傳 つて ゐ る。 

禁酒 協約 ご佛國 

じが-五日を == 英米 間 じ 院定さ 
れた ご间 巧の 酒類を 輸入 防止の 
ホ佛 協約が 佛 國講會 じ附講 され 
たがな お 論が 頗る 優勢で ぁる。 

英國 航空隊 擴張 

偷敦 I 二 H 發 ZZ ； 英頤 航 ぶお馈 
巧 记計畫 をな てを の 結 お 航空 省 
は譽し S が 巧 磅の巧 豫算を 要求 
する f らぅ。 化の 討畫じ 娘れ 
ば一罢 十万 磅を 要する 國巧防 
備隊 をろ 降 乃至と 嫁 新設す るを： 
であるが ■をの 結裝 航空 省の 歲 
豐はー プ义ザ 巧磅じ 達する でん 


露 國の巧 嫂一搂 

リが五 H 發 u ア^シアから 程 
遠から ぬ パス チン スカ展 び リコ 

1 ダイ チの 両 が 民は 勞農 政府め 
委員が 租稅取 立ての 手段 どして 
穀物の ま賣 6 を强騎 せんどした 


神戶 電信 厨を 燒 

まま 特愛 五日 發 U がち ニノを 
電信 诏を がし 隣 捧郵彎 もも 類瓷 
の 厄に 逢 パた るが 外國 巧ち 報 巧 
電 は； がの ぶ 獲を 被つ てゐ る。 

お 使 縮が 格巧權 

東京 特電 おみを U 甚ド 上京ぶ 
飯 館を 大使館で 昇が ぶ^どす る 
開 題は 爾來識 がして 芳^ 吉公 
懷の 大使 輕 見るな ぶ^ごつ 
說 さへ あらた ふ もを は 米^^ 紙 
反 對怠是 あむて い愼 み：；^ 有樣で 
をる ご 信 がらる。 

資本家 代表み を 

まま 特電た H 發 =： 本年 五 巧 ク 
エネ ダァ かて 開かるべき 國 媛」 

勞 働會證 じの 席すべき 資本家 化 1 

表は 京邵 を 柄 陶器 株を 會社 々も" 

松風 嘉を氏 ご 巧を した。 

東 儀 鐵笛巧 逝 < 

東京 特電す U 發= 早 猎旧お 身 
の巧進排優|^鐵巧氏は本日腦 
溢血 じ 罹らが 去した。 


難苦學 した。 然る じ わ ま-^ 星 

亨氏夫人の認むる所ご：：^ら巧か 

れて善 生たら L が、 巧が 星亨の 

威 化を ずけ をじ大 政治家た らん 

ご 志ず じ まつた のは 化の 書生 時 

化で ぁる。 明治 一一 十六 年 優良の 

化 緒を 0 て 法 學院を 卒業し 直に 

辨護 ± の 試驗じ 及第し、 星 

法 禅 事務所に 乂ミ法 

律 事 格を 擔 任した。 星亨は 深く 

氏の 篤 學じ威 じ 厚く 信任す る 巧 

をら 遮 信 大臣と なるや 重 喊を巧 

て 巧を 招いた が 彼は 么を 固辭し 


した。. 

脯 ち。 小川ず 苦 巧は を 野， 縣第 

十踪選 お化歲 t で 明治 S 十六 

年 簾 八議會 3. ホ當 選す る ミ 八 

回、 明治 二 年長 野縣諷 訪郎富 

± 見が じを る。 帝大 卒業後 辯 

護 ± ごな b 政 巧に 馳驅 する ぇ 

二十 餘年 曾てを がが 殖 會社設 

なを 員、 臨時 法制 審遜會 委員 

た b 原み 關 時化に 题勢 院總裁 

じ 巧せられ たるが 极界の 圆± 

i しては定評ぁるも其人格は 

疑問と せられて ゐる〇 

恐歐 病患 者 

上院で 警吿 

將來 の禍を 指摘 

谁盛頓 四日 獲 u 政 巧に 於け る 

勢力 昔日め かくなら ず 失意の 裡 

じ ホが しつ i あ b し 加州 選出 上 


测の 禍激裡 じを 巧 せらる i のを 
險を將 ホに 脂す ものである』 ど 
斷 じ、 爽國藏 化 チヤ ー チ ク氏等 
の 所見を 反覆して む 里 協商に 對 

する ホ國 自身の 解 釋が英 挪白か 

の 解釋じ 相違し ゐる おを 指摘し 

『がくの 如くん ば 遂には 巧び お 

國 をして 歐洲 の找爭 ょら 隔離 瞒 

立し 得ざる に まらし むる であら 

，っ J と 難 じたが、 外を 委員長 ボ 

ラ ー 氏 等 も デ タン ソン 巧の 葛を 

を賛 する もの i 如く 不日 巧か議 

案を 提出し で當 局に 肉薄ず べし 

と觀 測せられ つ 5 あ も。 但し 今 

回の デ ヨン； Iv ン巧演 說は餘 b じ 

重きを なさぐ る模穗 でを る。 

前廢兵 局長は 一 

輕 懲役 二 年 

請 貧 業者 も 同罪み を 

ホ 俄を 四 H 發 U 前週 金曜日 隣 

審官 ょちち 罪を 宣吿 された 前麼 I 

妄？1巧長チャ1レ ス •ア —グ •フオ 

1 ブス 大佐 及び 聖路 易の 建築 請 一 



左 じ 連載 せんごす る 「南米に 
がら 刻下の H 本人 間 題」 の 筆 
をで あ.' る ゼナ n » アグ パキボ 
氏は、 過去 六 年 ア^ ゼン チン 
の 新 禪雜誌 業に 願 係し、 歐洲 
乂 戰 には ア < ゼン チンの 新 間 
シンが. ケ^ — 卜を 代を して ホ國 
こ あら しおを^:!^ る が聞記を に 
して、 み义は 最近 巧が メキ シ 
n 地方を 視察し 夫 等の か 料を 

纏めた ものである。 

ごこ 移 お增加 じが 

ふ 賓易增 進’ 

巧の かくじして 十万 人の 日本 

移 K が ラブン •アメリカ じ语化 

しつ i ある 秋じ當 ら、 をし なじ 

巧 等 かの 制限を 施さない 限 ら、 

今後 ホケ 年の 間 じを のを 民 数が 

負 業者 ジョン •ダブ リユ •トム ソー 著しい 增 加を ホす i は、 想像す 

ンの 一一 巧が 今朝 聯巧 化 方 栽 巧 所； る じ 難くない。 從 がごても H ネ 


制 事カア .ヘン タア 氏よ b を 二 年 


の 人口 過剰は ー ケ年約 巧 巧 人の 


の 懲役、 一巧 巧の 罰を じ處 せら 1 程度 じ 上ら、 布 畦、 朝鮮、 滿洲 

れ たが、 不服の もで 慮 じ 控訴 A 等 化 ホ U ネの巧 口を 惹 きつ S あ 

手滅を 執つ じ。 フオー ブス 大 をつ たも 地は、 溫帶的 G ラテン* 

はな' ィー デン グ 大統領が 世 時化- アメ ブ 々じ 比 歡 ずる £ を の歸納 


性が 乏し かつ々 ので ある。 なじ 
移民の 殺 倒は、- アジア じ £ つて 
新ら しい ft 巧を 發 見した もの ど 
して、 後者に 注がれる であら， コ 
H 本 おおが 目て 集注し つ； あ 
るぺ少 1 じは、 人と いふ 化 
の アジア 人 問題が のる。 彼等は 
十 か 世紀 お ホ 移住ん て 褐色 人 極 
に间 化して ゐる W :、 U 本を おの 
殺到は をに 異つわ 隅 題を 生じて 
ホる。 盖 べ^— み 如き 國家じ 
無數の H 本 移民が 沒 入して ホる 
ならば、 狼 等は ぺ VI じ 問 化す 
る ごい ふょ もも， 摩，' 反 對の 結果 
を 化 中る 至 ごなる。 郎 もこの 强 
力なる 蒙ぶ 人 補の S ホは、 ィン 
デ アン 及ぶ ィンド •ィ ベリ アン 
の 人口を- ろ 消 ¥ るの 巧 憂が 
あるので をる 0 

併し乍ら かぅ しん 人禪的 混を 

乃至 间化 をが、 ホ气 へき 十ヶ年 

じ 大した 結 おを ホ 言い ど假定 

しても、 帶 純なる 經濟的 局面 か 

ら見 てむ 本 移は の 巧 長を 歡迎す 

る 狀態ミ 3 つて ゐ る。 現在 太み 

巧を 演 節する 移民？ 經路 は、 メ 



紐；. 巧！： 闲 .1 端，. 

一一 一派の 將來 

な 巧を 带 ふせよ 

ぶ 政 會を中 也 こした 政 友 及び 

をが. この 二 一 破聯を 軍は 柿々 G 内 

輪が めと 補 経して を も 巧 第五 十 

ぷ 巧に 臨-レ だので ホる が、 晚に 

お 巧した かお 的 手 おの 第 ' たる 

巧 政 摧现閒 越は 豫算 まの 通過を 

觀 さへ ネ i じ 曲 b む J がら もみ 渡 

もどけ.： •ら やに 游む譯 で、 加が 

み閒が化 の おを け認 め ら れ る ； 

ごな < であらぅ し、 み じ 普選 ま 

が おぶ ずむ じ 奴 治 的 ま 形の 第二 

は そ おはれ、 齒 K S ' 信が を 維持 

ずム ふは 出 ホる 答で ある。 而し 

てを 一一のを 族 院改ぞ 問題なる も 

S i 脚して は闡 にの 巧 解ら 普選 

まで 風す る 程 明確に なつて 吊ら 

ずが 銷 元老の 殘 嵌ピ稱 せらる 

る 西剧^ おを なでの 个徹 をな な 

口' をが 化して 柯 ごかわ 茶を 濁 ご 

才巧 巧で あるならば 加 藤 W 閣の 

み 為には 影酱歡 かるべき 啓で あ 

む。 飽て S あ聯 をの 前を はおが 

脚る 樂觀し 得る かの か ぐ に 瓶へ 

のでら iik いが， 側面 £お 面から 

觀 おする ご 巧して 左が はち へら 

れ ない 巧 ホが ある。 即も侧 面 か 

ら觀れ だ 真 族院に 立て 韶 つで ゐ 

るん t 中ぶ ホ 非常に 巧み 强<。 

つで 反動的 U 自ら 内閣 組織を 號 

かせむ ミの 危晩出 心 想を 抱く 一蝴 

が あら、 柩密院 とを づ くるを 害 

無益の機綱の裡じ：^政ホのィ ン 

ッブ： 'ゾ ‘ど聲 巧に 營わお 狸が 棲 

息し、 化 貴族院と お密院 ごの 間 

を 化 ホして な權 をが 据 せむ どす 

るが、 むが 治 あが ゥョ / ― ^てゐ 

るが 故に 彼等は 寸隙を を 見 すれ 

けず 货 巧/‘ べし ご して 白 畫を治 

的 クゥ •チタ. アを巧 ふに 踪摧せ 打 

おらに 基が から 觀れば 政ぶ 貪 

は 惠か禽 じ 追 化する i を 悅ばや 

-遙、 を兩派ミおじ惠歧の眞骨頭 

を绞 がして 凰 民の 福利を 謀らむ 

どす る 前 じ、 如何にせ ばみ じ ホ 

'る' べき 總逃學 じ 夕數黨 どなつ て 

- 自ら 政 權を獨 占し 得べき かじ 腐 

一必 しおら、 政ぶ 本 黨も亦 燒け木 

化に 火を おじて W て 自家の 地盤 

を！： なする の 燃 おを 哀 ホす るの 

.馀 b 巧 後より 加滕巧 隅を 剌 すの 

- かが じ. レ" わ i は槐巧 さへ あれば 

がて 辭 ずる 巧では ない。 殊じ政 

ぶな 化 数の 張本人 ご 目せられ た 

る 捣出ホ 相の 巧が は 『親は 化き 

が の 世該じ 洩れず 巧び 抱 水 

を 盆じ歸 へさむ ごする 運動 も樓 

助すべく、 一二 破の 領袖が 煤 人 じ 

おする 内を ご 外を とを 巧妙に 逛 

ひかけ 得る にあら ざれば ぶは 恐 

る 第二 带縮 曾ぶ 巧 現な 前 じ 内が 

I よ b 御圾し 了ら わ； を。 が* しご 一 

j 派は 飽お誠 怠を 化て がの 結束を 

I 單凹 にし 出 ホ 巧 i 丈け 小我を 抑 

L 口て 大巧を 速ぶ せねば ならない 

一 こい ゴ じが 等の め 治 的 占 化で あ 

I ら ねば y, ら ね。 
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米國式 英語を 話す 事 

は 成功の 第一義です 
本校には 日本人 敎授 
じ 慣れたぎ 任 婦人を 

師 あら 懇切 じ會 話を 
信 文 社を 語を 敎授し 
ます。 目曜週 H 共 じ 
午前 化 時よ b 午後 十 
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化を £ 親切 ごを 旨 どし 確實 
も r 用 ある 商品を 精選し 
別廉 憤で 贩賣 致します 
クオ グ サム、 エ八 デン 四 割引 
一' み 化は 化て . 一 ご酱弓 
指輪 鎖 貴を 屬 あじ 寶 おお 一巧 
i ； ミグ トン 時計、 户ヮ！ ドィ 
リノ ィス 時計、 を稱廣 時計 
ゥオ 1 夕！ マン 萬 年 拳 
エバン ャ！ プを筆 
视 銀器 並に 銀器 一切 
御歸 朝の 御 ±產 一切 
時計の 修縷 は保險 が じて 確賓 
じ 巧 州 旨 身が 致します 

が 脊巧西 四十 二 了 目 四 おを 

四 四 一二 号 室 (五 巧 £ 六 冶閒) 

巧 川岸 簡會 

電話 ベン シ少バ ニァと 一ニ ニ 化 

hikaw ザ 巧 is ミ Go . ミち. さ 互 巧 


每 り 赌及 ±曜 午後 

が 巧は 前約の 事 

カイロ フラ クタ * — 

橫矢重 孝 


貫收 して 地質 融査 じ垂 力を 注い 
だが、 大正 十 年 農が おお 地質 調 
巧 巧 岡 か 技 帥 巧 化が 測最の 結果 
閒 化 一 帶 に巧藏 される 

總鑛 量は 駭し < 適 當な精 
鍊 ホを さへ 潑 明され るなら ば國 
をの 一大 資源と なるべし ど斷を 
しわ。 又を 近 乂國の ゥィ リァ- 
-- 瓜 氏 調査の おおは 「大野 L 
b 元 山 じ 到る を 地域 ょら 見て ホ 
生は 化 化 ホが 化を じ 於け る 最大 
徽 山の 一となる べしと 思ム 。化 
地方は 今後 數 化が 間 日本 帝 固の 
需要を 滿 たし 得る - M の 埋藏疊 を 
なす ど 信ず」 ご 述べて ゐ るが- 
今迄 倒な き國 として 外國 から も 
を 放され 國が f も 悲觀の 中必で 
あつた 事 賞 •给掃 ミれ 得る 見込 
がつ いた 譯 で、 國ぷ にごらて 誠 

一な ばし い Mj である a . 


本 祗 東京 特電 一 

咕舊 巧」 

船舶 合同は 綴 望 

巧 内閣 時化よ ちの 懸案で あつ 
た 船舶を 同 間 題は 成な あ々 お 望 
ど，；：； ♦らした め 么じ化 ふる じ 同一 
航路に シ'シ ジ グ ？ 卜 を適用す ベ 
しどの 說漸ホ あ 力 ごな ち、 をし 
郡 船、 商船 及び 東洋 衡船 等の 化 
ホ 航路に シンジ ダ！ 卜を 適用す 
るに 至ら ば 政府 じても 援助 せん 
ど 傅 へられて ゐ る。 

對 外資 易は 入超 

大藏 省の 發表 じよれば 一巧 中 
の賓易 額は 輸ぉ 一億 二 千と 巧 五 
ガ阳 、輸入 二 億 二 千 ホ さ 一を 二 
千 W じて 差 引 入超 化 千 八け 九十 
六 巧 S 千ので ある。 

巧 初め 金 離緩漫 

巧 おめ めを 識 をは 緩漫 じて 翌 

日顿は 一 銭八遥 よち 二 錢見當 で 

あるり 

蠢絲 組合を 認可 

神 戸 蠻糸資 易 紐を 認 巧され た 

ので 同地 共 刮ホ糸 荷を 晚は 今後 

神 戸 ホ 糸 巧 まど 改稱 する J どな 

つた。 

濱 U 藏 相の 言明 

日銀 保証 準 脯は擴 張せ ず どを 

員會 じて 潑口藏 相は 言明した。 

東を 小賣値 下落 

東京 荫業會 溢 所調杳 によれば 

二 巧 1 H 現在 東京 小 賣物價 四十 

お 柿は 騰貴 S 、 下落と、 保を か 

よ 補 じて 前 巧よ を 平均 お 厘の 下 

をで あるが、 之を 前を 同期 じ 比 

すむ ば 八 ホ】 厘 そみ 騰貴で あ， 

上 五目 發 


書籍 一切 取次 

ホ闽ぉ 版の 黨籍は 比て 特別 制 引 

じて 迅速に 化み ぎ 旅 巧を S が 兜 

を巧資 巧の 普 籍違集 等は 特に 御 

使せ 化 計ら ひ 致 升 【幡 梅】 

正ぎ shi HP ぞ 
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不景氣 i 沈淪 して ゐろ 〔主 


海運 界の 前途 如何 


我 齒も春 過 V 」 じじ 徐 々回復 ザる 


一二が 物 ホ 巧務あ 稀な 川村ぃ M ホ/* •九 一九— 二 〇 凹、 一 五己 


郎 氏は U 本 じがけ るが 述 巧の 
一權 威で あるが、 左は 巧 氏が 
中外が ま 巧 報を 通^てを まし 

たな 見の 火を じし 節化頗 

る 有益で あるから なじ 轉獻す 

る； ごした 0 - 


个 


が述 おの 巧沒 は！ 肢經巧 ホの 

振を する 公を ごじま {もので あ 

るから、 棘 並 巧の 削を を卜 ずる 
じけ 先づ化 ホの 経： 巧 ホは 今後 か 
何に 推移すな かを 研究す るの が 

お 本 問 趣で あつて、 差當 b 問題 

は 財 おが 州げ 眞じ立 化る ホ ホを 

る。 兎に 巧 昨年 下, ド— ズ まが 

倫 啟曾哉 1」 めて 巧.. もされてから 

お洲 おおしは 女ます つき 一が の 

化 巧を がめ るるが ホ 巧る。 化 好 

を 配 ご 

農逵物 の 季節的 巧 勘き と 

にょ b て媒抓 述贷巧 巧は 昨年 八 

九 巧の 义ょ b おじが 轉 し、 义化 

界を國 じがけ る 繫船較 もが 城し 

て 巧を の 情報 じよる ご 巧 年 十月 

1 = 調べ じて 五 巧 化を ガ巧 じな 

ら 、お 船 S 最も ホ かつた 時に 比 

ベる ご ザを W 下 じが 退して ゐる 


フェア ー •プレ ー なは 化 好 巧を 




目して 「化 お 巧の 巧 况は戰 前に 

於て 化がず じがけ る普迪 年中 巧 

ホに 逊ぎ 乎、 化に 今 H 船腹の 甫 

.耍が 間 も；.* く 夭逝 杜絶に 終る や 

を や、 或は ザ 永久 的-しお 嬰が 持 

故し 得る や 巧 や、 今 U 化 じ 之を 

斷言 する はが 計で ある」 ど 論じ 

てなる が 之は 最も ま 捣の暑 葉で 

ある C 乍 併 船腹ぶ 給み 蚁ザ 上ょ 

りちを ずる ご歐渊 

運赁界 が 管 為から 干 

潮から お 湖 レ 變る上 潮 じ ホつ て 

るる'^ のでむ い i は斷 '肖して 差 

おい* いごが ふ。 をが みに 曰 ィド 

卢ジ スタ ー じょら 昨年 六ち 乂现 

知 読べ じょる ft をな 船觸 敕を是 

る 前年に 比し 八十 二 万 增賊少 

してゐる：^,、 年々夕少おち加す 

ベ ミ 趨勢に あつた 化が 船舶の お 

蚁が 期く が 少した のは、 戰時中 

は 別 開 趣 ごして ホ 年では ホ 曾ち 

の 出 ホ 樂ご云 つても ょいので あ 

も。 化く が 退した 巧 巧け 思惑 的 

新 船の なを 化み たるを ご、 を 船 

の 解 化 だ 慕 おち 加した お裝 であ 

る。 が铅 の注义 がか 何 じが 退し 

じかを 岛 るに】 九-ニニ 牟と巧 I 

U から 一九二 四を 六月 末 H をの 

ーヶ 年に. 。ィドを 員が 巧た に 

等が を附 した 船舶 数は 八十 八 力 

が じて 左 レが すが かく. \! を 前年 

じ 比すれ ゴ 半が、 戰 削に 比すい 

ば おかの 一.. じ 

* K がが 一で あつて、 戲 時の 

一九 一 五 — M ハ 年を 除き 逝去 十 

數年ホ 巧 比を 見 K いがず である 

年み おおな 單 化千觸 

一乂 ニニ-. 一の-一、 〇二〇 

一九 一巧，. 一 五一、 一亢五 

一义一 お一 一六 よ 九 〇 

'一-九 一六— 一と 一 、 一二ち ハ 

一九 一 よ！ 一八 二、 五六 九 

一九 一八— 一九 一二、 八 0 r 


. 一を loi 二 一二、 二 四ぶ 

:九 二. 丄三 二、： 立 二 一二 
-化 ニニ i ニニ ー、 ホ 占 
】 化 二 一ニ ー ニ 四 八 八 五 
みに 問が 間 じがけ も游趙 喪失 數 
は 六十 六で 竭じ しすを はを 年 じ 
比し 大した 增加 はない が、 がみ 
船は なか 五 万 巧に まし 遇 まじ 其 
比を 見ざる 夕數を 示して むる。 

拙 も 左の かし 
左は 巧 数 

年み お 觸就單 位 千 嘴 
一九ニ テ ー' 面 雪 ニニ 

一一 宅 一 

一九 一八-一 化 八と 〇 

' 四を 

-九 一九 1110 :五二 四 

四 二 五 

一 化 二〇 — 二 一 五一 一八 

一二ち 

一を 一 Til 二 雪 一六 

' 一二 四 四 

一を 一一 下 二 一二 さ丟 

. 一二 〇〇 

-を ニニ！ 二 四 一、 一 五 〇 

.... -五 〇〇 


極東 航路の 

運賃 値上 說 

陆 まが 路じ關 係 あるん ホ 巧 あ 

び 太 西 巧の 蓮 貸抵を コン ファ ー 

レンスは ホる か 五 U ょら こユ！ 

ォリ ァンに： 颗を協 離を を懼し 

椅を 巧の 運 貸に おしては 燃 巧 油 

經歡お 加 巧を 巧 も ごして が k を 

協定す るに まるで あらぅ ご喝傳 

されて ゐ るが、 お 方法に 就は 

單 じん ホ洋 のみ ごせ や 或は 西部 

沿岸の 述 貸を 增加 する お 面 じ 東 

が 沿岸 よらの 運 貸を 化 下す るの 

方法を 採る じ 至る ベ < 、日本 侧 

よら， 本 郵船、 大阪 商船ぶ び 

鈴木荫 店の 化 表が 參加 する 善で 


ある 一 


巧 守 黨內閣 の 

新 保護 政策 

倫敦四 H 後电 じょむ ばボ— ル. 

ドゥ ィン 首 かは 保 譲 貿易 政 巧に 

幽する 政府の 新 方 かを ホを した 

をれ は 乂网の 保 誰 綱 巧 法の 伸縮 

條巧ど 村な な條 巧を なをす る も 

ので、 貿易 局が 製造業を の寶情 

を 調が し 且つ 彼等の 中吿を 受理 

して關お率を調節す る； と ^?る 

ので あるが を棉 おの 瞄親 はを 除 

される をで ある。 をな 易 居は 械 

めて 巧 化な 權 限を おし 耕 わのを 

業が か 威 岡 業 巧 ょらな 巧な 親ず 

を 巧け 化 證關稱 の必嬰 もら や. 杏 

やを かを し、 法案を 作製して 下 

院の臨 赞をポ 。る i となつ てむ 

る。 首 化の 狠本 方針は 外 固 岡を 

お S す當 じして 猛巧 G 殻ず をを 

けつ i ある 舆 鼠を ぶを 第一 じが 

強 せんどす るので をる から、 保 

護换 巧し わ掛 の立媒 じんる 自由 

媒 及び 巧 働 兹ご雖 も 新法 まじ お 

する 態 巧を 瞄單じ ホを する； は 

おだ倘 がで ホち ごを にれ てんる 

即も 彼等は 族 則 ごしての 自ホ貿 


ち て 曲巧 じ おち を る 巧网現 
一^. のをを を 如が じすみ きかの 部 
か 的 货原閒 おじ おして 投票ぶ ざ 
るを 巧ない 巧 境 じ 暗る もので あ 
ら 、文が 守媒 内の 自お 貿易 論を 
も间 がの 理由 じょつ て化默 する 
の 外な しと ちられ てなる。 此点 
じ ㈱ し ボーグ ドゥ ィン 氏 じ勒し 
て從 ホを せられた 「ホ 熟なる 政 
治を」 どい ふ 批評は 余 科 割引 さ 
れねば^:*ら归ご云はれてゐる。 
乍 併 自由 费 及び 勞働黨 の 機關新 
聞は 首相の 政 蓉の厳 度を 猛烈 じ 
み 巧し、 英國 じして 一巧 保議銷 
稅を採 巧 せんか、 么を廢 止す る 
ミは 喊 めて 西 難で あるから 英國 
は 遂にが 誰 瞒截改 策 園の 仲間 じ 
巧す るに 至る であらう ご 論じて. 
ゐる〇 


あ、 巧讓 f の 巧 否に 熙 して 投 
票す る 能は 中、 か 品 まに よ 


外 顧を 憤に 關し 

株式取引所 規則 

紐 育 株式 化 引 所 じ 登録され て 
ゐ る外國 公憤は あ 年其數 にがて 
も 又を 額 じがても 非常な 增 加を 
示し 1 九 こ 一一 一年 じがて じを 計 二 
億 一二 千 六な 四十 五 巧 弗なら しが 
が 一九二 四 年は 躍進して ち 億 五 
千な 四十 六 巧 五 千 弗の ち 額に 達 

しじ。 巧く 米 園のを 衆が 益々 盛 

んじ 外齒を 債し 向つ て 投資す る 

樣じ むれげ 么じ對 して I 層嚴重 

な 硏兜調 巧を なし. 一般 投資家の 

蒙む る 危險を 像 防す る 必要が 生 

やる 巧 第で あるが、 斯 かる 目的 

を 巧て 化 引 所の 証券を 錄 委員 貪 

は 今 巧 一層 嚴 重なる 規則を 閒を 

ずる i どなつ た。 をれ じょれば 

新が 則は まどして 外 歐お该 債の 

登 錄じ睽 しな ホ ょら 一層 詳細な 

イ ンフォ —メ！ シ ヨンを 要 ホし 

て & るが、 其 必要 條 項の ホなる 

ものは 请該 政府の 巧が 憤の 現勢 

逆 去に がける 常該软 おの 元金 支 

拂惇化 又は 利子 ま视停 化のを 錄 

課稱 、過 お 五ケ 年 じ 百る 當該政 

府の 歲出歲 人、 をのみ 一 冗 利お拂 

じ關 する 特別 規 をの 說明 等で あ 


錫の じい 歐 口 本 じ 


砂鐵 鑛發是 


岩 手乂慈 濱一帶 

文明の' 煩 動力で ある 經 のない 

我 厨に 思 ひがけの 光明が 投げら 

れ た。 久慈灣 に 沿 ふた 稱手縣 九 

夕 郡 大野 材外十 ニヶ 村 (縱十 里、 

横よ お】 帶が 優良な が 鐵じお 

も大 f 六 年 0 來 採掘 じ 精が じ硏 

究を電 ねた 結裝 、最巧 化 觸を精 

鍊し 得る. 

燃鑛爐 ミ藝侧 じを ぉ 

し 剛年十 H 頃を じけ 錬錢 年産額 

五十 巧靖 からみ 十 巧 觸を數 出し 

得べ/、、 年々 二 倭 山と いふ 巨额 

を 輪 入した i なしみ から 脫 ずる i 

が 出 巧 ものみ か 最大 級の お鑛地 

V 一して 化が に 雄飛すべき 巧 能 巧 

が 確 巧 どぃ* つた。 同地は 古來南 

部 藩の 所颁で 五六な 年 前から 南 

部 銳の產 化 どして おを であつ た 

か， W をが 四 五 年頃から 安 化な 

外 网ム銳 滅じ雌 倒され 婿 巧微々 

どして おけ ホ圈 W でも 居れ 勝 七 

のな はで あつた。 がる じ 枚 化 ホ 

正 萬 公の 子息 あ郞 氏は 大正 六 年 

おから 同所に 注目し 始め ± 化を 
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尋れ人 

更正 恩給 証 巧を 付 

化 ホを 一二郎 

「外 園 旅券 下付 事實 疆赃」 到着 

熊 本縣人 豊田淸 を 
朝鮮人を 秉み 大お基 
をか旱 川良衔 和歌 山 引 i 純 
巧が 寺 巧 武始德 島が 村 正巧郞 

ぶのを じ 逆 か 致 巧き 巧巧么 
按閱本 A 巧く はおん ょら 巧 
化 巧 お あ 知 願 上 あ 

紐 育 巧國總 領事館 

1 苦す ミを ちす W y ミ k 呈 y 



媛 蒲 燒壽司 御 化 おし 
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會席御 料理 

烏 等 御 下宿 
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御旅 縮 河 添 一 



御 料理 


化 出し 
化 じ 下宿 


太 巧 


壽づ 、が烧 、蒲が、 竹 お、 かきめ し 


C . , ii 酱袖錯 上白 ホ 
H ネ义 is 食料品 謁 

巧 田嘗独 巧を 曹肚 巧が 一ず 賣揃店 

日本 食料品商 會 


ぶむ 細：^ 

化 W 

が： W 加 

J れ 


み 


•なぶ 案が 成 おの 

臨時 國說 調査 蘇の 總 曾を 經て 
\發 表を 見ろ 


がいよ-^ 社會 一般 じひろ < 用 1 の 媛 掘に 比して 學術的 じ 將た歷 


よ. 


〔こ：！ ザ音假 るぶ 

改を案 

一 適 則 

第 一條 字 昔の 勘 音を 兹 くに ば 
「や」 r ゆ」 「ょ」 をを 侧下じ 細 

若ず る 

巧し 特別の 琪 をに 限ら 娜蓄 

せ ホ 共 差 支 U い • 

繁 二條ぞ 音の 化 一昔を 畜 くじは 

「つ」 をを 側' 下 じ 細 萬す る 

化 L 巧 別の 巧を に 限ら 細 書 

せ や站ハ 差まない 

第一 一 一條 ホ 音の ゥ则長 昔は ゥ列 

の 假名 じ 「ぅ」 とつけ て 書く 

游四條 '字音の ォ-刘 長音 おォ狐 

の 假名 じ 「ぅ」 をつ けて 書く 

窠 五條 字音の ゥ列搁 をの 長音 

は ゥ判勸 音の 假を片 「"っ」 お V ク 

けて 書く' . 

一 猪 六 化 字音の 才列勸 音の 長音 

は 才列掛 音の 暇 名 じ r ， っ」 をつ 

けて 書く 

资 とお 左の 如き 語は を 音の 禮 

じ聲く 

銀杏 (ぎんなん〕、 天皇 (てん 

のぅ；、 一二な (さんみ)、 を 雀 

(ち ぴ) •十を じぶ 至、 學 

巧 (が， こぅ}、 雑貨 (ミち 

二 假名 遣を 正 

第一 「を r を jr とは r い」 

r え」 「わ」 じな める 

I 琴 一で ゎ」 「ぐ。」 は 「か」 「と 

じな める 

一 第ー ニ 「ぢ」 「づ」 「じ」 「中」 

じな める 

; 第 四 「ゎ」 じを 音され る 「は」 

は S 」 じ 改める 

j 笛 五 「ユ」 のまを じあ 音され る 

, 「いぅ L 「いふ」 は 「ゆぅ.！ じな 

める 

-第 六才列 長音し 發 音され る 

「ぁと 「ゎと 「ぁと 「ぉと 

は 「おぅ」 一し なめる 

第と 才列援 音じ發 音され る 

「かぅ」 「くゎぅ」 「かと 「こ 

: ふ」 は 「こぅ」 に T ぶっ」 7 ゎ 

; ぅ」 「がふ」 はつ」 •っ」 じ 改める 

奈八 才列技 音 じ馨 をる 

「さう- 「さ ふ」 は 「をぅ」 じ、 

か； ざぅ」 「ざとは 「ぞぅ」* しな 

； ^ を 

I 第 九才到 長音に お 音され る 

「たぅ」 「た ふ」 は 「ごぅ」 だ、 

^ r だぅ 「だ ふ」 は 「どぅ」 にな 

めム ’- V . 

第十才 列が 音に 發 音され る-' 

「なぅ i r なとは 「のぅ」 じ改 

める 

第 十- 才别 哀音に 發督さ n る 

「はぅ」 立と 「ほと* W 「は 

j ぅ」 じ、 「ぶぅ」 「ぼとは 「ぼ 

I ぅ」 じな める 

i 紫 十一 ー ォ剌投 音に 搔音 さ；； る 

「まぅ」^ 「もぅごし なめる 

第 十 S ホ 刈 馨じ館 音 さを 

I 「やぅ」 r ぇぅ」 r ぇとは 「ょ 

ぅ」 じな める 

第 十四 才别 長音に 後 音され る 

「をっ」 「‘ .っとは 「ろぅ」 にな 

める 

第 十五 ク 列蝴营 のを 营じ發 音 

される 「きう」 「きふ」 は 「 


ゅう」 に、 「ぎう」 は 「ぎゅう」 じ 
なめる 

第 十六 ゥ则蝴 音の 哀音 じ發音 
される 「しう」 「しん」 は 「し。 

とじ、 「じう」 でと 马じゅ 

う」 になめ る ’ 

第 十よ ゥ列擲 音の 長音 じ發音 
される 「をとは 「も ゅ， っ」 にな 
める 

第 十八 ゥ列 類音の 長 晉じ聽 音 

される 「じう」 「に ふ」 は 「じゅ 
う.； じな める 

第 十九 ゥ列擲 音の 長音に 發音 
される r びとは r びゅ うた 改 

める - 

第二 十 ク别蠻 日の 長音 じを 音 

される" ' b う」；- b ふ」 は 「ちゅ 

う」 なめる 

繁廿； ネ列颊 音の 長音に 紫 管 

される 「き やう」 「けう」 「け 

ふな 「きょう」 じ、 「ぎ やう」 

「げ う」 「•けとは 「ぎょう」 じ 

な 巧る 

第 か ニ ォ列擲 音の 量 日に 發音 

される 「しやう」 「せう- 「せ 

ふ」 は 「しょ， っ」 じ、 「じ やう 1 

「ち やう」 「をう _ 「でう」 「で 

ふ」 は 「じ-^ う」 じがな' ご 

第廿兰 ネ别樹 音の 長音に 發音 

される 「もやう」 「てう」- て 

ふ」 は 「もょう」 じな める 

第廿四 ォ列擲 音の 長音 じ赞音 

される 「ねう」 U 「じ-"- 6 う」 _ し 设 

める ， I 

第廿お 才列擲 晉の良 音に 疑 音^ 

される 「ひやう」 「へ’ っ」 は 「ひ 

ょう」 じ、 「び やう」 「ベう」 は 

「びょう」 じ 改める 

第廿六 才别鐵 音の 長音に 發晉 

される 「み 中う」 r めう」 は 「み 

ょう」 じな める 

第廿毛 才列颖 音の 長 管 じ戀量 

される 「 b やう」 「れ う」 一 れ 

ふ」 は 「ら ょう」 に 改める 

訂ぶ 前号 窮廿 一の 「きう」 は 

「きゆう」 じ 改める は 「しう」 

は 「しゆう」 じ改 むる の 誤ち 

改 をに 就て 

随時 國 語調を 會 幹事 

保 科巧談 

假 を遣改 をの モ法 じついて は 

これまで 化 間 じいろ---— の 意見 

が發 表されて 居る し、 ま査 委員 

臂 でも 岡樣 であつ たが、 しかし 

大体 現 化が 標準た る發 音に 一致 

させる ど ゆ ふ MJ は 一番 合理的 ホ 

をで あるから、 化な を まもを の 

ホ かじ 化つ た。 これ じ禪 々の 除 

外 例を 設ける ミは、 をれ が 多け 

れば夕 いほで 取扱が 複雜 になろ 

自が學 ぶじ も 用いる にも 巧 難に 

なるから、テ こ オ i ； の「を」 「は」 

「へ」 だけを 酱 ホの 祕 としてを の 

化の除外例は 一 が設けない？じ 

なつた。 つぎに 化な 定まの 適用 

舘随 についても いろ'—- め盧見 

が あつたが、 結局 ホ どして 巧 巧 

文 (口語 义規 共) じ 適用し、 固を 

あ刮 およびを の 化 特殊の 事悄あ 

る ものは 轉く化 前み 通ら ごず る 

ミ ゆう ミ じ 巧 f じ。 要する じ义 

しい 間の 懸案が 解 ホ C れ、 これ 


いられ. of じな つたら 话 憲学绍 
の負祖 がい もじる しく 輕 巧され 
印刷の 能率 も 犬に 增進卞 る わけ 
で、 本邦 义 化の 進が じ 寄 巧す を 
ィ J ころが 實じ大 なる ものである 
ど 信 やる。 もつ ごも 化を じよる 
ど從來 の國語 文法み 組織 ゃ說明 
じを々 の變 化を ホす ごころ も あ 
るが、 をれ も 大した 問題で U い 
今後 化 改まに よつ て 一 日 もはや 
く甫 荷を おろず ようじなる ろを 
ふかく ホ饼 {る。 


米 


日本 庭球 撰 手 

等級 別發表 

日本 磨 球臨會 じて は 本年度 庭 
球 撰 手 ランキング 作製 中で あつ 
が、 愈々 シング グ第リ 位を、 ダ 
グ於第 十 位を のをを をを た。 シ 
ング 片み窮 一位は 昨年のを 國庭 
巧大 貪-—- 媛 勝して 紐 育 ヵップ じ 
第一 指を 染めた 帝 大の傻 君、 第 
一一 化は 早大のを 部 君、 ダブ 於の 
窠- 位は 靑木 1 淸川組 三二菱 、稻 
巧)、 巧 二位は を大 のま 部 1 川 お 
紐で あ-る。 シング かの 第 十 位 迄 
及び ダブルの 第五 位を を 示せば 
左の かし 

シング 八 

一、' 傻吞ろ 二、 夕叟 早ち 

S 、 一二 木 (大阪 島 商)， 四、 淸川 

(稻 巧) 五、 太 旧 (島 師〕 六、 

靑木 ニニ 蒙) と、 神 旧 (顆 巧學 

隣) 八、 巧 わ {か 戸 富 巧)' 化、 4 

須永 {束 電) 十、 巧 旧 (惠 比須) 

■ダ ブ が 

一、 靑 木— 淸川紐 0 二菱 、稻 巧) 

二、 を 部— 川 馬. 組 (巧 大) 

一二、！： 田— 渡邊紐 (關西 學院) 

阳 、小 旧 切！ 須永組 (東 電) 

五、 優 1 神 口 組 (帝 大 ) I 

巧 評を 博した 

ぺ ぐぶ ント 

美 0 敎食派 外 國ん團 を W て 組 

織せ るべ ジュン ト はまる 五 H 午 

を 八 時 メッヵ テム プグ で擧巧 

された が 非常の 盛 巧で をつ た。 

東が- < 測では 朝鮮人 團の 田舍輔 

支 邪 人 國の提 が 蹄な V 」 も あつて 

愛嬌を 添へ たが、 U 本人 側では 

都て か 装の 巧 女 四十を 名 出席、 

嫂 化を 挿いだ 小 H 章 旗を 振 b 愚 

して 讚美歌 一 r 白よ 十一 二番を を唱 

し、 岡 島 辰 五郎を S み 媛の 黃謠 

ど おど. 〇、 波 旧夫 人の ビヤ‘ 

小' 奴 夫人の 一二 .姥 でモ随 夫人、 が 

壌の 舞踊が あ 6 孰れ も 好評 大喝 

采を 階し 疼 半 散會。 

バビロンの 庵室 

英米 兩國考 ホ學 者の 一 踏から 

成る 探險 隊の最 お報吿 じょれば 

プリ ミィ ブンュ ♦ミ ュ— ジア 

及び パン 大學 から 派' 遣した 一隊 

は バビロニァに めける 古都 ァム 

ラ- ムじ 埋鑛 されて ゐた 王姬の 

庵 まを を 掘し ね。 庵室は パビ 

ン 王朝 最後の 王 通を 戴いた ナポ 

こ ダスが 耶蘇が 元 二 千 五が 年 前 

じを 愛の 娘べ 成 シヤグ チ ナンナ 

ァ姬を 「月が の 巧 僧」 ごし、 彼 

みの _ .ために ュ グパ ァ即も 庵室 

を 建て おへた ので あるね めじ 歷 

代バビ 。ン 王朝の 貴を なが 巧を 

用 ひた もので 當 時の 博物 舘 共い 

ふべき もので める さぅ だが、 今 

踩の度 見は タッ ト アンカ アメン 


お 的に 一曆重 おの 偕 値が あると 

信せられ てゐ る。 

識 巧の コラム- ' 

舞 小袖 上演に 就て 

巧 本音 逢 
巧を 家 じ 住んで ゐる 私は、 セ 
I で 燃え 残らの お 炭を 灰の 中 
から 撰ら かけ 乍ら、 化 小さ 1 
幕 物を かろました。 

之を 書き ドろ すじ 當 つて、 先 
づ舆 一にな の 也に 用 位を 促した 
のは 「米ん がを てらわ かし <な 


もの…. I ごい ふ でした。 

をれ から、 第二 じは 「素人に 
もな 易に 淸 じ'】 なせる もので な 
ければ ならぬ 〇」 どい ふ i でした 
例へ ばが 巧の 立 役ゃヮ ホを お 
して、 をれ を 中必じ 劇的な 事 か 
の 運びを つけて 巧 < と いふ 横な 
をは、 ちへ るのは 割を じ わけ 無 
をです が、 實際 舞台を 一人 や 
二人で 背負つ て 立つ i は 甚だ 六 
ヶし いもので、 をれ は 其 道で 育 
てられた ま 人 役者で なければ 仲 
仲お巧ない^だご思ひます〇 
で、 化 r 舞 小袖 L は ミッの 層を 
重ねて、 群像 的な ものに 化 組み 
ました 〇 

先 •つを 巧に 高 砂の 翁を 中 也と 
して 掃除人 供が 朦刻師 の 增ゃ化 
の 祝の 豫吿 をす る。 

みぎは 面 巧 法師が 現 はれて 幽 
去な をを 說き 乍ら、 をれ は 凡夫 
■にはな 易 じ 會梅お ホる もので な 
いから、 せめては 眼 じ 見える 化 
世の おしい 姿を 便る がモ便 だ、 
乙女の 胸 じ 描かれ C 唯一 人の 男 

の 姿 も 化 世で 美しい； 巧れ 無 きら 

の il ッだ らうな VJ 、 暗示を す 

〇 

最後の 段では、 乙女の 撰を 趨 

み じじら うごず る賴 朝を 背景 ご 
して 靜 御前が 美し < 舞 ふ。 膝 刻 
師が靜 の 胸に 描かれて ゐ る義經 

の 神々 しい 象徵 的な 姿を 刻み ぁ 

げ樣 どして 磐を ふるう 處で 幕を 

■ろず をに しました 0 

誠 じ ホ 完成な お耻 かしい 作品 

です が、 幸 ひ 巧 紐ち 志の 紳±淑 

ホが 御銘 々の 持 役を 巧く 御 引受 

け 下さつ て、 敎養 ぁる 同胞の 御 

鑑賞に 供へ 樣 と、 懸命な 稽吉を 

績 けて 下さつ た i を、 をはぶ 統 

じ 有難い ご 思 ひまず。 

靜の 舞ら です が、 由 崖が が！^ 

がして ちがを 踊る 龜井 夫人の 踊 

振ち も 美事な ものです。 

幕の 蔭で を 化を 巧ク V -' 下さる 

と 旧夫 人、 靜の舞 じがの 線を 嗔 

つて 下さる 生前 實 君、 一二 経の 方 

々、さては 化しい が 間を 割いて 

振が の勞を どられ たが 藤 道 郎君 

舞を 裝 置に 非常な 苦必を 凝らさ 

れ ねず 本 君、 太 旧 君な で じ も 深 

い 感謝を 捧げねば ならません。 

草枕の 冒頭で r 智に 働けば 巧 

が 立つ。 精 じ おさせば 流される 

意地を 通せば 窮窥 だ。 鬼 巧 人の 

化は 化み じくい。 住みに < さが 

嵩 じる ごを い， 後へ引 越した < な 

る〇 どこ へ越しても住みじく い 

ど 悟つ. た 時、 詩が をれ て、 書が 

出 ホる 0」 ご 云 はれた 漱石 氏の 名 

て 巧は 諸君 も 御 承知で せう。 

化み じくい ど 云へ ば、 現 化义 

國 じむる 巧々 位 化み じくい おじ 

ゐる 者は 他 じ ホ < は あらます ま 


和の 化 處彼處 じ お 巧して、 情 じ 

掉 さう じも掉 させず、 息 化を 诚 

さう じ も 通せない 旗を が 欺な/、 
あらません。 I 

を こで、 一' 町 まち や 歌舞伎 座 
が 莫迦 じ戀 しくな つた ら、 小さ： 

んの 一席が 無性にき i むぐな つ 
たらずる のは 無理 もない 5 でず 
此要 ホの 幾が でもを 満たす わ 
めに、 今魄の 演襲會 で、 舞 小 補 
一幕を 諸君の 葛覺じ 供へ るが 第 
です り 

でう か 細 育で ホれ た 化 小さな 
一幕を 愛撫して、 將來 更に もつ 
ごい ミ ものが 生れる 樣じ御 後援 
を 願 ひます 0 

次週の 祗 動觀眞 


呈 OUT 舌 ATRE 霉 h Si . s 至 ay 

ジャブ クべ シア 氏小說 「レッド 

ブ ブク」 の 骨子ょ ら映寫 せる も 
ので メ！ダン巧びリラ リーを 
ま 役 どす る： Gomi 另ゴ ro 量： に 
て アラスヵの 鑛 山に 於け る お 巧 
事で をを。 

量 L さち EA 1 萬 Tfs ぶ uare 

「キャプテン ブなッ ド」 ぶび 「マ 
スタ^ — .オフ メン」 の 作者 スミ 

ス氏磯 醬の下 じ峽寫 された 
= pamp ミを さ 量 = 

P 一呂 言 ILLY T 是 s 舌 51 stSt . B 畫 
曾て センチ ユ！ 座で 興行して 喝 
采を 摩しむ -- Chu Chin 菩气 

MTR 呈 IHHEM 苦 Wh 譯 『way 

ミ 火 トン •ミ 八 スをま 役 ごする 
こ As Men Desires こ 



舞踏 敎授 

▼社を ダンス ▲ 

▼表情 体操 ▲ 
紳± 、お 女、 わ 子 
供さん 方 じ 町- 喀じ 
敎授 致し ホ。 午前 
十 時 ょら 午を 十一 
時を (日睹 を 除く) 

シャリフ •ダン シ 

ング 師範 學镑 卒業 

上 杉 タマ' 


中が 埋髮巧 

, 中が 萬藏 
かゴ W . 霉 h S 三. Y . 宴 
巧 et . Columbus Ave . & Gen す al す rk West 

日本 理 髮舘淸 

新 ま 洗髮の 設備 あを 迅速 T がを 
旨 ごし 精々 勉强 致します 
西 四十 一二 了 目な 番地 S 首 ホ號ま 

タップ 7 ピア (第々 街 sffl 十一 一子 自 巧) 

宮川 事務所 

持 績的奮 翻の 同胞 じ 的確なる 職 
業を 周旋し ます。 

.1 さ 当 e 沒で g 京を ミミ 

養 去. 食 th St . C . 

TeL ザ van こ 78 ぶ 萬 黄 


電話 f ぃ ミん な 


貝 

畔 1 特長 

紐 育 巧 西 四十 四 下目 
一二 下 二八 番 
(二階) 


徵 其猶豫 

本年度 徵集 延期 事な おお 
、大正 十 曲 年度の 徵を 適齡は 
明治 化と 年 十二 巧 二日 j ち闻 
化.へお卜こ；^? ~ 103223をを 
、大正 十四 年度の 徵集 延期 手 
續を 要する 者は 明治 什 年 十二 
巧 二： 11 ょら 同化 八 年 十一 一巧 一 
日を の 閒のお 生ち 
、用紙：：：； 事務所に 巧 b 
、保証 巧 U 1 弗 

書留郵便 =： 十五 他 
會 員外は 外 じ 手数 巧 U 五十 化 
、期： n 大正 十四 年 S 巧 一 H を 

紐 育 日本人 會 


讓受御 披露 

時下を 位 益々 御淸康 奉賀 傾 

陳ま 私儀 今般 「〇 の 化」 を 

繼 ホし 從前 通.*' 御 辨當幷 に 
御が 庭 仕 おし 等 大勉强 仕ち 

淚間お 舊御引 立の 巧 巧 願 度 

右 御 挨楼中 上 候 

御 辨當幷 じけ おし 

日の丸 

後；， 藤 昇 


最新式 六 層 建 

便利、 淸禪 、待遇 態が、 宿 巧 倡 靡、 
發 着船 有么療 都度 波 も 篤に 度 張 
シア ト八葡 第 六 街 一二 〇六番 
エヌビ 〜ホテ 化. 
電話 メ ー ン ーニ 化 五 二 

藤 井 旅館を 巧 

423 saynardAve : 
weattle . \\、 ash . 

日本が 窺 船 切符 御 申 这じ應 じ 
萬 事 御 巧宜じ 御な 扱 ひ 申 上 一 板 

を 港. 小川 ホ テが/ 

► H ネ御 料理 (別間 あ' 9) 

を 巧々 リホグ ニア 巧み ニー 
電話々 ネ ー ~ 八 H ハ 

ロ ー チン ゼ^ス 地方の 御 觀ホじ 
は 万事 最善の 御 巧 宜を計 b まず 

ィ 1 グ八ホ テ" 

，羅巧 巧 じかけ る 同胞 經營 中盘 
新式 高等 ホ テグで あ もます 

羅 がを 一 街 一二 九キ 
電話 ゲ アン ダィクと 六 五 丸 

ボストン 案內 

貸 自動車 業 河 西 

諸を 跡" 大學 校、 エ虜其 化 一 殺の 

紹介を び 惑 辯 もします ミ 雲 S 

Tel Back - B さ 77 普 70 す tavia si 


御 下宿 樵并乂 

47 pip を Platte 

be こ SEnd Iweki E -42 nd St . 

Tel . 这 3 y 呈 一基 58 


西ん ハ 十五 了 目 巧 四十 六 溝 

一力 旅館 

電化 エン デコ ブト 八 六 1 0 


往み必 化ょ き 

¢ 1 お淸 潔。 る 室 

松林が か 

養 Lex 量 on A さ-ぎ 宝 ad . ぎ這ゴ 


ボストン 市 

富 ± 旅 舘大浦 末 松 

芸ま養 S す Sh Boston Mas 产 

Tel . す ck 童 S 7 さ 


紐 育 旅 儀® 巾ち s 

東 四十 了 目 二 四 二を 

ぎを 星 onia 呈 4 


電話 レキシントン 四 八 五で 

岩 西旅舘 

巧 十五 T 目 二‘ 百 巧 


寬 腐油揚 

煎餅 製造 卸、 小賣 
U 本を 巧 馬 一切 

旧 中 

第ー ニ 街八亩 八十 五を 
電話 プラザ 五一 二八 
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りし 月 ニ ザの 卜 正大 [ 醒） 


.日本 紳主 がみが 洋服 

=-御な文 5 :::當巧へ= 

弊 舖は夕 年當化 H 本が 樂が 巧な、 がれ、 を 
社む ホの 御： C 服ぶ 醜 没して 居 b ょす。 

お 型、 新が のが 服、 外 おの 注文 化 立は が' 遇 
t 御用 命じ 應 じます。 

■ウオ — 力 — よンド 

フロリ ネ洋 眼な 


ち 本を 一 '憶 圓一 
沸込濟 資本を ホ 千を 旧 一 
賴 立を 四千と な 抢お旧 一 

SI 賊 一ニ ホ 銀行が 育を 巧 

ネお 東を 市 H 本 巧 帖巧河 W ) 

ち 巧 小が U 本 橘 化の 内 (化 京〕 巧沒 一 
名を 庵 1 が 都 乂 阪两 (ホ 阪) 

神 戶廣留 下 曲 巧 司 巧 松 
墙 岡を 賠 上がが 巧を 貫 

j 

外 闽爲替 、鄕里 送を、 ホ 送を、 信用が 其 化 
一が 级巧業 お 精々 御が 利 じ 取 巧 可 申 憤 ： 

錐 菱銀巧 が 育 支店 ^ 

本 ま 巧 ま赛本 巧、 大阪 、神 口、 京都 一 
巧 巧 地 名 古 お、 ル搏 、上が、 偷を I 


^ 條を巧 邦貨 五十 圓な 上が 息 年 六 か 

館 賊臺灣 銀 一 何が 育 お 張 所 

▼鄉里 送を々 び 並 送を (無ず 骇 巧】、 外圃 
爲替賣 買、 靖爲替 取組 取 立、 信用 巧を 
巧 等 一般 級 巧 楽な 御 巧 利 じ お 投巧化 候 
▼巧は 詳細は 御 遠慮なく 御 問を 玻下巧 お 


おち^ 定期 

盞 通知 


邦貨 お 十 固 W 上 ゴハヶ 巧な 主 
利息 六み」 I 一ー ヶ年 0 內 
邦 貸を 十圓 な' 上 
巧閒 じが H ホ. 一錢 ir 姆 

(化 ン尝 千 凹な 下ノ 述が預 を" お 利な) 


橫濱 正金銀行 § ま 巧 

鄕里 送を は 都て 無キ數 巧に てな 
巧横演 本店 經 由を 金 ボ化巧 申 お 


なを 男を 巧ぶ 吉左衛 巧 
本 巧大胁 化が な TH 
が 育を 店 組巧ブ 0 — ドゥ エィが 四十 九を 

鱗 化ぶ 艱巧 

をを、 お. 媒 、名を お、 巧 都、 神戶 
尾ノ 道、 頗 島、 吳 、柳 ホ 下ゾ瞒 
巧 司、 小 倉、 若め、 隣を、 A 巧 ホを 
本齒 預金、 救 里 送を 等は 姑め 
て 御が 利る 速に 御 取 巧 可 申 候 


日本 內 
地 支店 


藤本 證券 會社 

、一 艦 あが 趣を ノ資 買、 5? を、 裳 お 
"を觀 、化 二 么二關 ス^ 一切 ノ荣巧 

鎌賊 藤本 ミミ-- 力— 銀 巧 

紐 脊ぉ張 所 


雜實 陶雜器 

ドラィグ）グ巧巧 

太洋資 易！ 會社 

ち 巧 ボ俄 古、 ボストン 


晦破 器、 雜貸ラ 
ンプ及 ランプ 笠 


卸賣 


森が ブ タザ—； ス 


資本を 五 億ず . . 

昨年 収益 約 二 千を 弗 

本社は 過 ま 十 巧 年間 證券 業務を 掌 6 本社の 信用 
は 己 じを 許 われば を必 して 投資 せられょ 投資 者 
は 潤 澤の利 盆を 得つ^ あら 本 化は 巧を 第】 を 旨 
どし 利子は 每 巧確實 じま拂 ふ。 

じ ド ー チィ 投資 銀 巧 

紐 育 ゥオー ル 街 六 0 を 
御 通知 あを み 窠を速 係貴參 上します。 

をが 部 ホ 巧 王 維 廉 
麵 am 至 養 


ホ/ル、' 横 あ，# 戶 '長 崎 •上 お •香港' 馬を は 巧 
コレア 化 (言、 000 嚼) S 月 一 二日 
(羅柏 出帆 二 巧 ホセ 日) 

を 洋 义 三 二、呈 0 觸】 S 巧 十と H 
西 比 利亞义 S 气 000 お) 一二 巧 化 一 日 

(羅巧 お 呪 一二 月 二十 AB ) 

太が 凡 三 二、 〇呈 が} 巧 月 十四日 
天 巧え (き、 夏 0 巧} 四月 廿八 B 


化が 墨 西 苛* 秘繁 、智利 諸 港 巧 
俊が ホノ 八、 機 濱神戶 巧 司を 港 巧 
を複共 おみ 週 一圓' 
クを淺 巧— 切符 お臺券 購入 御 辟旌化 1 候 


シアトル 出 g .、 出帆 午前 十 時- 

が 豫化 二 丹 ホ 音 
靜陶乂 二 一巧 十八 日 昕星 
橫潰化 四月 十日 
化贺化 四 巧サ音 
U 本 巧 船を 運賃 お 率 
一等 橫潰 一九 五 巧 神 戸一 一〇 五 巧 
一二 等 巧を 五十と ホ かを 五十-五 报 

歐洲 H 本蝴 客船 香 写 一回 

淪教 ょら-等 だ 五が、 二等と 十 が 
磅 、お 巧 塞ょり！ 等乂 H -- 磅 

二等 丄ハ午 六が’。 

紀宵化 化 因を 巧 紹由目 本 斤货物 巧— 月 二 巧 


_ を 巧 

はを 
巧 御 
本 ゆ 
を 出 
ホし 
荷 f 


シ アトん d 帆 
あらげ ま义 二 巧 十四 H 
あ ふら か义 S 巧 AB 
▼横 溶 •等 ニー 〇 弗 一二 等 五 五 巧 
S 等を 室 大改逛 家族 室多歡 
y ス アン ゼ ルス 山眺 
しあ ごる 化 一导 十晋 

▼お： 街 一等. ■六 巧 ザ ニ ーき 二 化 巧 半 
►沙 港羅が 巧な 帘 切符 腐 摹券藻 入御を 
旋 化ら 极。 

▼が 育 殺 パナマ 巧 ホ 日本 支那 衍货 物が 巧-の 


御 視察 二^ 抑 便を ヲ計リ マス 

國米ホ I ム. 

家庭的 御 お あ 二迎シ マス 

電話 ハーレムと-四 五 瞬リ〕 




j 遇 五を 及 八 弗、 一 
人 又は 二ん じ 適す、 
巿廳へ 十を タイム ススク エヤ— 
へ か 五み 電話 カン バラン ド呈 一ー ニ 
184 宝 嘗 S 二 iklyh 黒 赋悔手 


音 樂敎授 


ビア ゾ 、ダ 
アキ オリン 

獨哨带 授柴料 ー ケ巧巧 耶〇姻 一 固 
西丄ハ 十五： J 円 東京 商诗 階上 
菊 池 摇太邮 


m 化 ホ 追し 

を 服の お錢 & 化ぶな し 巧 化 プ 
レスぎ 班 巧叮喀 じ勉强 致します 
から 巧卒 御用 かを 賴 ひます。 

日本 洋服 巧 

西 お 十八 了 目 二な 燕 

電話 コ〇 ムバ 7 四 一と 一二 



U 本. 陶器 雜貨 

ドラ V - ク ヴ 制服 食 

龍 献を木 桃 ホ 紐 

MOGfi. MCMOU'JO- 〇々 ', hic 

1,05 苗. 一 ま h St. N'Y. Tel. で 己 yvesant まを’ 玄 


しを 再入國 許可証 じ駐リ ホ國領 
事の 非 定率 移 ほの 巧 証を 要す ご 
あるじ 化 ゎ ば 再 渡 ホを は n 本 地 
方 官廳の 旅券 下附 •し 括が な 手数 
とりず を 雙し爲 めじ 巧 入闽 許！ H - 
謡のを 巧 期限ぶ きれる 如き 事態 
の 起らざる 模 化の 点の f 解を お 
を VJ する ものである がを 許巧誦 
は 入國と 同時に 

移民 官憲が 収 ちぁげる 
ので あるから 後で 何等 正 當入國 
をな 証す る 書類が ホに 殘ら ない 
おじ 同書 額の 發給 番號 ぶびを 給 
巧 H 等 後日 調査に 必要な 爭 項は 
蓄き 取ら 置く 必要が ある。 猶ほ 
H 本 政府 も 今後の 再 渡航者 じ對 
する 旅券の 下附は 申請 萬 提出 ご 
同時に 米 齒宫憲 お 給の 巧 入閣 許 
可の 提示 位み みで 衞易 f 晰の方 
をを 講ずる か义は 本人 所持の 旅 
券は 一時的 旅 巧 著の 旅を ど哥傲 
して 取ら 上げ。 がを 當 である ご 
は 某 方面に て 論議 せられる とこ 
ろで ある。 . 


家 


熊本縣 人に をぐ 

ホる 二ち 十 一 U (水曜 H ) 午後と 
時ょ ち 熊 本縣人 春季 懇親 會を 西' 

五十八 了 目 S 巧 四十 番 料亭 都 じ 
がて 權ふ します から 奮つ て 御 出 
席 下さいが ほ 準備の 都を が ぁり 
まずから 御 出席のを 無は 十 H 迄 
じ 左記 宛 願 ひます 會费 一一 弗 
而四 十六 r 目 一 〇〇 
電話 プ タィアン ト わと 八 k 

痕わ露 人を 

幹事 宮川經 孫 

1 護 かを 英語 曾 話に 堪能 じし 
てま じ 事務所 姻らの 
七 1 八ス マン 雇た しを 留 者は 巧 
曜 H 午後 四時 過ぎ 左 じホ訪 あれ 
夏 riowe i ミ 云 cc _ 28 Head St . 量 


少年 入用 


室内 掃除、 電報 述 信が 刷 物 配達 

及び 雜 用を 辨 ホる々 年 雇 入れを 

し希與 者は 御が 談 われ。 

紐 育 新報 社 


賣り嚷 し 


千 乂が廿 四 年度の フ .ォー ド々 1 

二-円 弗に て寶ら 度し、 コリ ゲー 

シ 3 ン まを、 御 巧みの ホは 左記 

へ 午後 111 が 前後 御 おであら 度し 

13 空 rge . 产’ お- だ 1 W . 夏 thst . 

を でゴ pire す nk 


夏場 賣 度し 

相 當の巧 格 じて 相談 じ' 應や收 

益確實 (リ —ス あに エキス クか 

シーブ) 持ま轉業のため至急賣 

度し 傷 巧は ドリ ー ムラン ド、.；' 

’ク (ュ ユ！ ヮ ーク) 【巧 藤】 

1 舍 至. 式 th 苗， 呈 y . 、 


煤 所は ベィ ナィ ド、 パー ク 、家 

巧附， ，.儘 じても. 宜し、 八を ミニ 
個の 大き クラー デ ぁ ら、 地廚 

は 五十 吹の 二が 吹、 兩ス トサ'! 
ツに醉 ザ、 必要 じ應 じて は兩ホ 
の 巧 化を 買 ひ 得、 ヤツ トお樂 部 
ゴグ 7 供樂 部に 巧し、 附近 r は 
日本人 家庭 ぁ 6、 希绍 者には な 
眞を 送る 前約の 上 巧 時 じても 面 
談 、委細は ず 紙 じて 左へ。 
芸吉實 1 塞 R 
塞 量 ison Ave , 呈 y 


大ま 一一 間續き 設備を 
を、 雨を 共 湯殿に お 
續 、一人 一 逊八巧 二人 十 弗 (を 
自 一室が 占わ 一 他 じな 袍者 なし 
f . で 章 ミこち W . 13 置 苗， cor . 『ミ y . 


表向きの 大 室、 一人 
集 又 さ 一人 じ適當 ，電 

燈 電話、 ス チ. ムヒ！ 卜 、其 他 
設備を を、 サ .ノ 、バスみ 巧 宜し 
岩 2 W '1 臺 h タミ. 5 ぎ吉 geib 苦 18 


¥片ら 装締 綺麗 K を 向の 太 

5 達 室、 眺星隹 、靈 

j 兀を 乂人敎 師家 庭、 王 レべー タ 
す 附ア パ— トメ ント。 

吉ミ t こ 言 W . 1 苦 ih St , v/adirth 34 岂 


¥>ら 大室 I ん 又は 二人に 
適ず 電話 湯殿 お備、 
すプ 、ュ グの瘦 をし、 十 時 よら 
一時を 巧を 電話 じて 前約を 願 ふ 
芸 W .1 田ゴ hSt , 吉 t . sjel . ka を ミ岂苦 


妻 絲麗な シング 八 又は 
ダブ グ 、プライ ゲ で 

卜 ウス 湯殿 二つ 電燈 電話 御 希 
巧に ては 朝 餐を調 ふ、 五 巧の， 上 
援里 . 14 呈 等 宴 


U ^ 7 
反 化 t ，％ 

A M 完 

誌！ I 

な學 i | 

の’^ ご 
が愁 I 

思 P 

1 e 


画 t 揉 療治 

西 ホ 式 マッサ！ ジ 
U 本式 お 摩 按腹 - 

神經 が ブゥ マチス 

打 身 骨. ぅづき 曆 
贩 がん 筋 違 ひ 
其 他 諸 お揉德 治の 御 
能め じ 應じ翻 電蒲巧 
潔 御を 逸 又は ホ テ 瓜 
'じ 出張 親切に 治療 中 
前約のホは 
自 をに てら 施術いた 
しまず 0 ‘ 

I が 1 證輕 東洋 

西を 化 了 目 丰四 番地 
電話 スカイ ラ ア查八 ホ 




紐肯ホ 命が 横會社 

S 木定吉 

雜保險 


zew York ILirein 扣 craso ゥ 〇〇 

ollamberwmt : 

zew YofkC ミ. 

巧 }103€. 巧 1*»3 ヴゴ 3 4 驾二 

巧 Jfohwl 一巧 《访 『 a ゴ oh 


♦ ■♦■♦■♦■♦ミミ 



內外 海陸 建 送 業 

荷 造 書藉 、蓄音機、 を 具* 自働单 外 一切 

引越 並に ホ 内 家 其 荷物 距搬 一切 

も ぉ旨 大小 物品、 小荷物、 家具 化、 聞 巧 

が 又は 長期 

ホ 详部丰 巧 ル J が 八 

U 本 撼化巧 か 川 長 運送 會魅 


同 赃を共 機關ィ ー、 しての 

積極的 職能 y 展 べしめ よ 

■ u 會に對 卞る某 理事ん が註义 

近 ホ 西部 地方 じがて は 赖絡脚 j 先 づ化媛 見を 一擲して 而 して か 


-ホ ご，， ての 日本人 會 のが 賤問醒 
一が がんに 論雜 がられつ、 あるが 
右は 証明が 郎巧 徴収 S 特典を 喪 
失すべき 速 かじを おした る お あ 

H 曾を 維持す べきが 源 皆無の た 

め假み 聯絡 H 曾が 線の 必要を 認 

むる ごしても 事赏上 維持 脚 難 ご 

るべ しどの 妊 地に ぶ： くもので 

ある。 乍 併を 化 ホの が 力なる 強 

静は 現が の 制度を 締 少して 攸が 

一 聯絡 H 待を た 持す る じ 一致し 居 

'る！' の-- か < である。 が 巧 H 本 

人 曾は 巧 部に が^る 聯絡 H 會と 

: 巧々 お 巧 質、 制が、 おおを も異 

P じする がな に、 特に U 曾の 命脈 

，に瞄 する 問題は 惹起；. 打 けれ 共 

: おろり 本ん 會巧 勘の 鞠齒 を破充 

一して おらに I 跑進 をが いべし ご 

:一 のぶをが ある。 

I A - A A 

I 即 もが 育 H 本人 會 創立の 趣な 

I じ 娘い じ當时 がな した 共濟 をの 

一事 おはがが 的 じ 同化 お 濟のホ 面 

じが 限され て 居る から 賴械的 じ 

同胞の 樞 利を 背 進す る 侧の事 策 

をがねば . t * ■らぬ ど 云 ふの が H 本 

i 人 白 測 立の 本が であ b 骨子で あ 

つた。 爾後を 部 巧を 別つ てを お 

I 機觸 ごしての 職能を 或る 朽废ま 

户搂摧 ，'てけ 居る けれ お ホ だ 二 

つの 中を にがいて を 巧手を 下し 

; て 居ら ぬらの . か ある。 夫む は 所 

> 班が 人 あ 巧 ご 脚 業 調査 機關 ど. い' 

:1 方面 ’' ゎる - が A 敎 育に 就て 

は殖大 なお お、 特 柿の 贴 源を 嬰 

- ザべき じ 化 •ゥ暫 ら< なじは 別 問 

题 ごする が、 がを 調 杳機觸 ごし 

てが 人が 萊を講 所の 化 b じり 本 

:人 をが 適 お 其 巧 務を蟲 す こごが 

おホねば^;^4ないどちへる0 日 

ホ 宵み 並に 貿 み槐關 たるを 融海 

速 等 じを 事す る 人々 はを 本 

; 人が の導莱 をた 解して をら 卡、 

一：：！ 本人 曾ん 事 菜 U 廢共濟 會の事 

; 業 である ごちへ て 居る 0 

- A A A 

一 然れ共 u 本ん 會 がが 留 邦人の 

ために 如何 じる 事 おた b ごも パ 

.ァ テシべ I 卜し 得な が 罐 みある 

:&上 是れを 善用し リ いのに 間違 

一つて 居る。 前年 目 哲阳巧 巧； 巧 

の 經濟お 使が 來が L た 常時り 本 

人脚 紫 窗碰所 設立 問賴 がを つ r 

■か 維树 のの 源；- 巧し むだ 钻聚不 

ぶかに おつて 仕 鉛つ たが、 巧 化 

U 本人 何のが 格 委肖巧 制 废を聰 

おして 適當の 方策を 樹 てれば U 

本人が ど t て も 或る お 3 でけ 贿 

業 @ ぶ 所. 5 お 能を もが 揮し 得ぬ 

一巧 もけ な あるまい。 

A A A 

乂贼巧 部に 於け，- 唯一のを 力 

る 公 おが 腳 V - しての H 本人 曾 

•か 夫脯お 雌の 忡化 ゃお 擲搁 をが 

の 慰 間を する からが 一が の聲柴 

> け あるか 化が 巧陆的 U 樂裳ど 

: して 贸あ裝 の 矮诞じ 巧 献し 若く 

は 叫 胞の 资力械 養に 赏 ずるのは 

: 頂ら 適切な 施設で わる 『 H 本人 

i 行は お 3 海；：* が 人中 化 巧の が 倒 

^ を見るのみがが裝でゎる， ど速 

斷す るのは 化 天 的 謬を である。 


何 じせぶ り 本人 巧の 職能を を禪 
すべき かじ 想到せ ねげ ならぬ。 
偶々 太平が 沿岸 聯絡 H 巧の お 織 
變更述 風 じ 刺戟され がに 糾育 H 
本人を の獨 進を 翻を する ホ 第で 
ある。 (文 巧 化 記者】 

•二日に 直ろ 

鶴 見 巧 講演 

アスク アじ 於て 
鶴 見 祕輔じ ホる 十 SU 日本 
協會ま 催の 午餐' 背 じ 出席して、 

『 U 本 じがけ る自 かち 装の 勃 巧』 
なる 題. t — 棋の謀 おを 試む ベ 

く 右は お 裝二弗 じて 曾 旨の 紹か 

じ 化る 來賓 を'^。 歓迎す る ホで あ 

る。 が ほ 菊 十四 目は かを 政策 研 

を 曾の 第と 十六 阿 午黎會 にお 席 

して 日乂腳 係に 關 する 講 溃を爲 

すべく 當 h は 排日 提督 どして お 

名なる 退役 海軍 少將 ビ！ 、フキ 

スク 巧の 日米 關炼 論が ある 常で 

あるから 鶴是 巧教フ キス ク提瞥 

の 討論は 頗る 趣味 をるべく 關待 

せられつ i あ も。 

松 や 大使 歡迎 

晩餐 會 みを 

己 月サ巧 日が 育 じて 

新 化 駐米 大使 化 平恒が 巧が 二 

巧 十と H 橫横ぉ 帆のを 巧 化に 便 

乘 S 巧 十り 前後 眷お すべし とは 

別' 巧 (游 一巧-本社 東を 恃電所 報 

のか，、 であるが H 本條會 々勘ッ 

フト巧 よらは 旣 にが U 本の 大化 

に 對し敝 迎晚餐 曾 開 懼に關 する 

打合せ 電報を 發 した，) に 愈々 巧 

大巧 よら 承諾の 返谓 V 巧る 

を W て 巧る ミ 巧 二十 四 H (乂職 

り) を 脚し 大化 夫妻を ァン ニユ 

火、 デナ 尸に 巧 待す る じみした 

る も拘ほ 晚餐會 々塔 其 化 は 追て 

_留おす，<、しご。 

'''ダイク マン 方面の 

，.，.向 胞 親睦 曾 

ぃ本祇 旣報ダ イタ マン、 イン ゥ 

ッ 々すみ 巧 睹住 同胞の 親 瞄會は あ 

愈 巧る 十； 五： =(" 曜) 午後 二が 

よ A 五が ザを ダイク マン 街ブ。 

I ドゥで 一 巧の マゥント 华雜頓 

長を 敎會社 巧を じて 關 かるべく 

常 H は 出 巧 巧の 向 己 おか、 祝辭 

等 も あらを 典、 福引ら める-へ- 

を 救の 出が ち あるを 么な ち/ 巧 
し 角を は 第一 阮 おな 同胞に めて 

出 庵 ま 一を しか 五十 仙が をを 擔 

し化帖 々がよ b 出席す る 同胞け 

ホ资ご L て歓 '，止 ハに する 力 針っ' 

ある ご 山 U を 員た は 詔つ た。. 

贺川熙 意 氏を 招く 

紐靑 婦人 會例會 

'が 巧 U 个締 \ 食 はまる 四日 ゥ 

玉 ストで ンド街 じがけ る 巧 木 副 

食を をに てな 員 待を 開き 巧々 協 

講のお 联ホ週 木峨日 (十二 H ) ザ 

後 二む よ b 巧 員 巧 巧、 木 下、 小 

がミ央 人の 送別を 兼ね 例 曾を 日 

本 化 樂部じ 銷< ミ じかを 當 りは 

固' 下 滞が 中の 贺叫搜 巧に も 出席 

し 一 煤の 谋 話を 試い る篱 である 


か诗 部の 寒稽古 

か 巧 二十 一二 了 肖け 〇 二を ぶ督 
が 修道 會 体育が じて は 巧を お 及 
び 第二 第二 一巧 鹏 U を 巧 おりと 定 
め 巧 劍ホ道 及び ボクシング みを 
瑶 をを 爲 しつ i ある も U るが ホ 
學者 r ? 曾 員非會 員を 問は や巧會 
練 おを 微迎 する ご。 

日本 綿花 晚餐會 

H 本 綿 化 株式 會 おが 育 支店長 
をを じ 巧き ホる 十八 日 午後 六 時 
ザ よら 披露 八-じめ り 本巧樂 部に 
がて 晚を 曾を 開く お 因 じ 新を 店 
長 日 嚴巧彥 氏は 十四 お H 頃 着が 
のをを f ある。 


佐 藤 商店の 移轉 

從ホ當 地 第五 巧 二 五化番 じて 
聲 業し 培た る 佐 藤 政藏巧 經營の 
日本ダ！デ ン は本巧 】 日ょら同 
第五 街 二な セ 十五を じ移轉 せる 
が 軍' 話は カン ド 三 T 六 0 八 S 。 


巧 中なる が 今 巧が 項 厮吿の 通 b 
リ職：：：、 +^曜9並じ巧閒は前約 

にめ b 患を の 化 賴じ應 やる 串 ご 
なつた。 

♦中 野、 お々 木桐敎 巧を 京を 

大敎巧 臀學慷 ± 中 巧 等 巧、 九州 

帝 大敎巧 醫學博 十 お々 木宗 一氏 
は歐 州ょり 歸朗の 途みホ 紐 美 0 

敎會に 投宿。 

■ホ 巧岑】 氏 大巧 整理部 副を 
本 H 出帆の ベン ン ダリァ 號 じて 
渡英。 

•が 山 長 擧氏大 朝 重役、 エム 
プレス ォブ 加を 太號 じて 渡米 
ぶ 月下 旬 頃 ホ 紐の 當。 

♦宮义 一氏 山中 商會 ft 員、 去 
る 五日 出を フ n リダ ホ 面を 視黎 
し 晚香坡 線 じて 一時 歸 朝。 

♦矢 旧 棟 雲 氏 ボストン 地 ホ 巡 
遊 中なら し 報知 新聞記者、 昨日 
歸 が。 

♦藤本 眞ホ巧 島 野山大 學敎授 
同上。 . 

♦肋' 野 俊 S 氏 鈴 木 巧 巧 倫敦支 
巧 員、 まる 四日べ レン ダリヤ 號 


じて 英國 ょら 着 紐 暫時 滯 紐の 舊 

參內山 健 一に 同上。 

シャトル 近 信 

田乂閔 をは 旅券 も 

必要は ない 

最近 入潘 の 加 贺义で 巧 

渡航した 同胞で 日本 政府 發 給の 

旅券を 所持せ ず 只米闕 政府の 巧 

乂踐 許可証の みの 提示で 捻疫も 

なく 無事に 上陸が 出 ホて S 來巧 

渡米を は 其の 日本を 出闕 する じ 

際し 旅券の 下附を 申請す る 必要 

が ぁるか 巧 かい 問題が 生じ わの 

で：：； A 郵船 會社當 ホち 巧では 禪 

々調 嘴の 結果 巧 乂闽 許可 謡 所持 

の 巧人國 者は 旅券の 必要なし ど 

云 ふじ 當地 移民 局 ホ 面 ども 一を 

の怠是 でぁつ たが 猶 之を 確實じ 

する 爲華巧 

勞働 省に におて 解釋說 

明を 中し 化で たじ おし 昨り 返電 

あり ホ國 ち憲發 給の 再乂圃 許可 

駐 のを 巧 則 間 內に歸 ホ寸る じめ 

ては 特に 旅券の 提示を をせ や但 


参尘井 內藏氏 去月 中旬 頃よ b 

贊川 豊彥巧 講鎭會 

•本會 じ 於て は 毎 H 第二 一水 賴円じ 定期 講溃 貪を 懼 すを じがが を 
居ち 候處 、今み、 賀川 费彥巧 巧る 五日よ 6 お ふ 十日 間 當化挪 在 
被 下 慎 じ 付、 公 ふて 御 鷄お相 願 ふこ ごじ 相 成 候 間 御 差 繰 御ホ聽 
被 成 下 度 化 段 議吿候 化。 

時日 二月 十 H (乂 曜日} 午後 八 時半よ b 

蜡 所 インタ！ ナシ ヨナ 瓜 •户 ウス 

リダ ア ー サイド •ド， イブ ど 巧 サ四了 目 
(入口は リゲア I サイド 側) 

傍 聽隨意 無料 

二ち 四 U 

辄育円 本人 會 


■聯合 禮拜 

靖 リ ーー 巧 八り (因 罐旦 .午前 十一 時 

竣所 インター ナ シヨ 十 ルへ ウス (入口は リバ ー サイ 

ドよ ち) 巧 廿四了 目 ピ ブバ， — サイド ドライヴ 

說敎者 賀川 豊彥氏 

■題 『魂. の 勝利』 

得難き 好機 會じ 就き 萬 障 御 繰を せ 御 出席 被 下 度 候 

ま 摧紐育 R 本人 基督 敎 同盟 會 


育 膳 炎-て 人院 中な ' b し 鈴 木 商 

巧 機械が ま 任、 畳げ 癒 數日前 退 

院 せる 由。 

♦小が 叉と 郞氏 送別 會 本ち 下 

を 巧を 歸朝 ずべき U 本 綿 巧が 育 

支 巧 長 小 林 文と 郞 氏の 爲 めじ H 

本 お 樂部ゎ 志 お 企の 送別を を ホ 

る 二十 即日 (み 曜) 午 巧 ホ 時半ょ 

b 锅催 すを I となつ た。 

•小が 夫人 茶 疆盛况 よる 二 U 

午を 二 的り 本 お 楽 部 じがて 開か 

れた小 林 父と 郞氏 夫人 ホ 催の 留 

別 茶 違は 出席を 四十を 名 マグナ 

ス 女を' ホ 會输况 でぁ ク た。 

♦がな 貿易 移轉 日本 お 具雜貨 

卸資 糸お贸 みが 角 d 從 前の 處じ 

てが 溢を 感 やる にち b たるを 3- 

て 瓜 巧 ホめ ょら あ' 一十 T 目 四十 

五番-しお 轉揽 巧した るが 新 電話 

は々 レ ドュァ 九と 五 五を ご 

♦横 矢 重 孝た 鈴 木 巧が 員橫矢 

重を もは 曾てが 烈ん神 經滿を 患 

い々 ィ "イラク チック 叛法 じて 

化游 したる が 動機と。 b 當が學 

校に 於て 修 を 中の 處昨夏 卒萊ボ 

スト グラ デュ エート 巧 じ 入 b 巧 



瀬 川が 除 拳 巧 所 

H. Segawa, Insurance Broker, 
303 Fifth Ave., 

Tel. Franklin 4900, e が . 193 

巧 巧 商事 株式 會祗 お育ま 店 
ITchida Tra が ng Co .， Ltd. 
291 Broadway, 

Tel. Worth 1576 

海軍 監督 事務 矿 f 

お pane が Naval Inspector's Office 

1 Madison ive. 

Tel. ishiand 2030 

Paul に M. Thomas 

Advertising Counsel 

け 28Sim^Hding 1 如 Nassau St. 

む !， Beekman 6978 


呈 共み ま會社 巧 巧 貿易 巧 ま會社 
代理店 

なな 巧を 

を 野 物を 巧 ま會社 

大 倉な 紐 育ま 巧 

A さが 1 〇 Bu が 801 Company 

Okura & Co^ 

Takamine Corporation 

Room 801-805 

30 Church St*, 

120 む 的 dway, flew む rk むわ 

Telephome Rector 7885 

165 Broadway 

Te し Cortland 80 が ぶ〇 な 

Tel. Cort!an が 2292-93-94 

ミ 井 物產巧 まを 社 

裔旧 巧を 

株式 會か 岩 ホが 巧 

s をが 事會惠 1 ： 

紐ち ま 巧 

が 育 支店 

お 育 支を 

Mitsub わ hi Shoji Kaisha 

Mitsui & Co.. 

I'ak が a & € 〇 „ 

I 、 v おを Go., 

(Mitsubishi Co., Lid.) 

が Roadway 

Tel. Bowling Green 7 の 0 

巧 日 Broadway, New York City 

Tel. Rec わ r け W 

Woolworth BuiWin も 

Tel. Whitehall 6040 

I2U Broadway 

Te し Rector 2560-2564 
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日本 綿花 巧ま會 思; おち 支店 

•Fapan Cotton Trading Co., Ltd., 
Cotton De が . 


T •し 


60 Beaver St., 
Bowling Green 


Silk Dept. 

25 MacHwn Av も， 
TW. Mid. 8q. SeM 


H 米. 生糸 株式 會社 
紐 育ま 巧 
til 抓 l-BEI K1IT0 け郎 SHiKi KAISHA 

(N に H レ BE! KIITO CO. ， LTD.) 

373 が H Avenue, 

Tel. Mad. Sq. 7592 ぶ 


神 戶鈴木 商店 
が 脊ち巧 

Suzuki St Co., Ltd. (Kobe) 
220 Broadway, 

Tel. Cortlandt 1149 ぶ 0-5 レ 52-53 


日 本 生糸 巧を 會ぉ 
紐脊 支店 

Mwi 讯 lira Arai & む . ， Agen わ 
44 £. 23rd St, 

Tel. む hland 5320 


巧 合 名會が 
お 育 支 巧 
Hira & な。 
443 Fourth Ave.. 
むし biennia 7830>35 


江葫株 ま會社 紐 育 支店 
Gosho Corporauon, 
Silk Importers, 

334 Fourth Ave. 

Tal. Mad. S み 供 86 
Gosho Co., Inc., 
Cotton Exporters 
60 Beav«r St*, 

Tel. Bowling Gre«n 8806.06 


大阪朝 H 新 巧 お 
IB 田ボホ 
OSAKA ASAHI 

Room 308 World Building 
Tel. Beekman が卽 


大度 毎日 二 お 京 H H 
上 巧 虎重 
Osaka M お nichi, 
407 Tribune Building 
む !. Beekman が 59 


じ 就て 爭論 中で ぁつむが 遂に 波. 
力に おへて 敎 曾を 占郎 したる じ 
對し 米ん 牧師は 約 千 人の 鮮ん信 
をを 卒 いて 巧び お 會を强 繫し辖 
官隊の 出動で 漸< お 動は 鎭滕し 
たがを の 結 あ 四十 人の 負傷 巧を 
生じ 敎會 堂は 破壊され たど。 

ョ ッフュ 大使 說 

ゲ キュン ナ 八日 發 U あお 利駐 
化の ロシァ 大使 3 ッ フエ 氏は モ 
n ょ b の 召電じ 接して 急遽 
歸 おした が、 な 還の 理由は 氏を 
な 円 大使 じ 任 かする にゎる ど。 

モス n ! 九：：！ 發リ勞 農 政府の 
遍 信機關 n K 夕 通信 化は 託 円 口 
シァ 大使の 巧 命じ 關し禪 々風說 
ぁるら 大使の 巧 命は 協を 批准 後 
ならでは 確定せ ず ど 云つ てゐる 

軍艦 ± 化を 爆沈 

東京 义日を U 日本 お 軍は お 府 
協定に をき 戰お ± 佐を 豊 後が峽 
で 爆沈した。 

註。 戰艦 ± 佐は 大正 十 年 十二 
月、 一二 菱長腐 逛船所 じ -進水 
排水量 一二 巧 化 千 九な 嗯 、速力 
サ S 節、 ま 砲は 四十 獨砲十 巧 
十四 極 砲 化 巧で ある。' 

飯 野の 乾 兒收監 

ま 京 特電 九 H 發 u 隱 田の 怪巧 
を 飯が ま 二 一郎のを 巧 六 名は を訴 


收 藍され た。 


前 田 利爲侯 結婚 

東京 特雷乂 H あ U 前 田 利 お 侯 
ご 酒 巧 菊モ姬 との 婚儀は まると 
日 契 わされたり 

小 •川 法相 親な ま 

まを 特電 九 U 發 == 小川を 相の 
親任式は 本日 宮中 じがて 擧巧さ 
れた 0 ’ 

明治 大學の 紛擾 

東京 特電 义 U お == 明治 大學紛 
擾の結 ぉ 置を 授 蓮が 辭 職し 橫矢 
學長ホ 引責 辭をを 提出し わ。 

郵船 神戶 支店長 

東京 特電 八 U を：；；：； 郵船 曾 お 神 
戶ま巧 長 後 巧は 渡邊水 太郎氏 •し 
巧定 しお 敦 支店長 淸水 をを 氏は 
本社 庶務 部長と なつた.。 

中外 記者を 監禁 

ま 京 特電 八 U 發 = 衆議院 本會 
議 中々 外 荫業記 まは ホ 衛の爲 め 
監禁され 口ので 記者 谢は 聯合し 
て抗 證を提 おし じ。.^ 

豫算案 承認 爽議 

ま 京 特電 八 H 發 巧黨 S 派は 
政府 お出の 豫算 案を 鶴を みの 儘 
承認す え ふじ 决議 した 0 


左に 連載 せんごず る 「南米 じ 
がる 刻下の' 日本人 問題」 の 筆 

寒で ある ゼナ ロ •ァグ バキボ 
巧は、 過 ま 六年ァ '八 ゼン チン 
の 新聞 雜誌 業に 關 係し、 歐渊 
乂戰 じは ァ火 ゼン チンの 新 間 
シンデ ヶ^ — ^ を 化 表して ホ國 
こ あらしを 名なる 新聞記者 じ 
して、 本义 最近 氏が メキ シ 
n 地方を 視察し 夫 等の 材 巧を 
纏め K ものである 0 

写 こ 日本 移民の 殺 
到 地。 ヘル ー 

メキ シ 3 人の 日本人に 勒 する 
腮街 むが 明示され た S は、 千 化 
田 八 年 日本 移 氏の 一活 が、 チフ 
人 ファの 瓣 山に 就 働 せんどした 
持 じ 始まち、 現じ モ化 百廿四 
の ホ 月に、 マンず 三日の 移民 
g 督官は メキシコ 官憲の 訓 かじ 
% い たもの らしく、 西部 沿岸 じ 
胆民 せんどし てち 渡航した る 日 
平 人の 入國を 拒絕せ A どした； 

； ，ある。 當時 メキ シ： しは 移民 

"乂國 制限 もを 表されて 居ら 中 

】 本 ご メキ ンコ どは 前述し ねる 

畑商條 約を を 渉 中で あつため で 

3' る。 この間、 他 ホ じがて 歐が 
のにの メキシコ 乂國 は漸ホ 具体 

ム しつ i をる i は 現じ メキシコ 

じ 伊太利 どの 間に 五十 巧 人の が 

が 移民 乂國め 協を が 成立した 

0 み 新 大統領々 レス 巧は ユダャ 

ゆ K の入圃 を獎觸 ずるに 及んで 

氷國の 比率 移 ぉ乂國 かじ 化ら 歐 

の 港 機に 立 化生を して ゐる數 

下の ユダャを 民が 近く 入 國を關 

妨 する 形勢 ごな つて ゐ る。 

お ホの- 帶 である ァマゾンの 
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開な されない 儘じ殘 されて ある 
然る じ 日本人は 現 巧 お 巧 上に 巧 
て 最も も 望な 富 源で あると 認め 
られ てゐる この 地 じ 開拓の ずを 
染めん どして ゐ るが、 この 尘地 
の-部は ブ ラジみ じ、 一部は ぺ 
少—の 勘 境 線に 連續 し、 ペグー 
の東モを通じても巧{5はお來 
るので あるから、 現 巧は 太 西 巧 

ょら アマ ブン 河を 經てホ 處じ到 

つて ゐ る。 併し乍ら 將 ホけ 疑 も 

ゎ^<近巧を通のをじ波6て太平 

洋じ 連絡し 得る ので ある。 なじ 

最も 注意を 要する のは プラ ジグ 
及びべ 方一が、 他の ラテン •ア 
メブカ 諸 ± じ 比して 日本 移民に 

俟つ 所が ぞい i であつ て、 ラ テ 
ン •アメリカ じ人國 する H 本 移 

氏の 九をまで はこの 二國 じ入國 

• - ^てゐ るので ある。 なじ 蓉し 
本 移は じして こ， の アマゾンの 凹 

化 じ 殺到す るなら ば、 白人の 征 
服し 得 ざら しこの 化の 當は 日本 
人 じ 征服され るで あらぅ 0 
ブラ ジグ じめ ける 諸 港は 大統 
領 みに 從らて 千 九な と 年 0 ホ H 
本 移； a の爲 めじ 閉 をされ てなる 
ブラジ^ 政府は こ 0 運動を 助け 
る爲 めじ 移 おじ 醬すも 十' 化 所な 
の' 途を 便なら しめ、 サン •パォ 
口洲 では 移は じ 掛し搜 道の 無料 
乘 車を 許可ず るの みなら 中、 戰 
前までは 移民に 掛 して 二 白フラ 
y クの辅 助を を下附 した もので 
が 民の ある 者は な 府の 費用で 入 

國 したを も あるを であつ た。 

を K の 吸 集は この 結 お 益々 急 

激 となら H 本 移 おの 殖民 地は あ 

成され 或は 形成 じ 着手し、 をる 

日本 移は 會 社は リォ 州に 移民を 
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お道會 社、 船渠 等に お 千の 巧 働 
をを 送つ たが、 日本 移民の 根本 
はま どして 農業 じ 注がれ、 を 民 
會 社は ± 地を 巧 あし、 サン •パ 
珊緋圃 、ィ ナス •ゲラ エス 
如の 鑛 山、 リォ •ザ ジア ネロ 州 
の 機業、 をの 他の 農萊地 じは 巧 
續 として H 本 移民が 侵入し 、 n 
本 移民なる まは 乂 図を 開始して 
間もなく ポ 八 チ ユキ J ヌ * 伊太 
利 人、' スパニッシュ じ 巧ぎ-躍 
して 入闕 移民の 第 四 位を 占む る 
じ まつた が、 白色 人 鞠の 移民は 
まとして 巧 ホの 中帶じ 入る じ 反 
し アマゾン 原 踏 じ 白色 人 邱を民 
は捶 めて 數 いので ある。 

ブ ラジ 八に 巧け る 日本を 民數 
は少數 じ見橫 つても 五 万人に 達 
して ゐ るが、 若し お ホ 海運 及び 
鐵路か 太两洋 方面 じ 開かれるな 
らば 柯等 かの 隙 害がない 限ら 日 
本 移 おめ 數は激 增を來 すじが 違 
ない。 盖し千 化. 内 六年當 時の 殆 

ん •ミ 貿易 皆無で あつた H ネどブ 
ラ ジグは、 千 九 巧 サニ 年に 取引 

額が 五十 万 巧に 達して ゐる 

お ホ 無數の 人口 過剰を をす る 
U 本人が 南 ホに お 到す る もので 
ある ごすれば、 をの 中必は 恐ら 
ペグ！ じ 及ぶ であらぅ。 これ 
を 地理 的立瘍 から 觀 察するなら 
ば ぺ^ I は アジア 移民 t どらて 
は 極めて 不巧 である。 けれ 共 こ 
れを人 稀 的に 見るならば、 ぺ於 
! は モン ゴ リブ 人 型ミ覺 しい ィ 
ンデ アンの 化の がれを 汲んで ゐ 
る。 支那 人は 日本人よ b もべ 作 
1 移民 ごしての 先驅 をで あるが 
これ 等 多 敷の 支那 人は この 民族 
じ漸み 同化して ゐ る。 千 八 百 五 
十五 年、 ペグ ー じがけ る 多數の 
黒人が な綠 制度 よら 開放され る 
や、 彼等は 耕地よ b 都 巧に 移住 
しじので、 砂糖 や 棉花 耕作者は 
支那 移民の 輸入を 開始す る じ ま 
つれので あるが、 支那 移民の 數 
は忽 もに して 激 おの 上 勞働界 じ 
活罐 し、 なじま 那 苦力は 黃 色の 
奴 蘇 どな b て 酷使され たもので 
ある i は 今よ b 數年 前まで チカ 
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マ •ゲ アレ ー の 有 福な 耕作を は 
巧の ヵ ー ド •パ ー テ ー じがて 現 
をを 使用ず る 化ら じち 那人 苦力 
を兩替 したを じ 兒るも 明白 じて 
をの 翌朝 ごな わ ば 數肯の 支那 人 
苦力は 賭博の 化 償 ごして ザの 耕 
地から 乙に 移つ たもので ある。 

然 をに 時 巧の 惟 移と み じ 支那 
人の 漸ホ 耕地の 奴隸 から 町の ホ 
商賣入 どなち、 と 十 年後に ま 6 
て數 '力の 支 邪 人は ぺ^ 1 じな 留 
し メス チズ 乃まム ラトー (西 巧 

ず 叉は 葡萄 才の雜 人 稀 及び 黒白 

混 化 人 補) 婦人と 結婚した ので 
あるが、 祸色人 補の 化を をけ た 
者は 支那 人を 歓迎す る じ 反し 白 

色 人 踊の 流れは これを 欲しな か 

つた もの i 、 を 巧 的 じは ち 邪ん 

じ 特殊の 敵掛觀 念を 抱く 者 もな 

< 、千 九が 八 年 じ ま b ぺ八 I 政 

府 は支邮 人の 入 國を絕 おじ 禁止 

しじ けれ 共 化を 巧 巧の 巧 簾を を 

れ た結裝 、千 化な 乂年 じは を 民 

制限を 條件 として 絕對禁 化を 解 

除す る じ 至つ む。 現じべ グ ー の 

を 都で ある 9 マには 女 服 町 も あ 

るが、 支那 殖民のを も 誇らと す 

る ものは 病 おを 治に 妙を 得た 泼 
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丄 


紐 ち 新報 

民主 驚み 裂 

现 大統領の 化 置 

米 闽大枕 颁選舉 戰後じ 開院 さ 

れた 米网ホ 巧は、 一部 證員 のま 

巧す るが かき 臨時 證约 をな 集ず 

るの 模 はも U く、 ホる S 月 四日 

の 乂 統領が 巧 ま 前に 閒院 ずる i 

ど；； > つてむ る 0 

今期 ホを は、 總进孽 執 巧を の 

巧證 員を 網羅した もので あら、 

ク！ リッ デ 大統锁 が自じ 獨特の 

政策を 遂巧 1 べき 幾多 舌耍 なる 

施む が、 巧遙員 じめ る 新 講會じ 

姬邮 された どい ふ ミは、 をろ 當 

なの 結 おであら なけむ ば。 らな 

い。 而 ともこの 間には 歐お 長官 

ヒユ- ■ズ 氏の 醉職も あ 9、 從つ 

てが 乂か橄 どしての ク ー リッ デ 

氏の 手腕は、 これを 一二 巧 阳 H な 

後に俟じ。けれけ^:^らね。 

クー リッ デた 統領の 就 巧 ごみ 

じ、 最 t われ 等の 巧 ホを おくの 

はに ま 誤の 將ホ である。 ク ー リ 

ッデたの立旗ょらして觀る^:^ら 

ば、 據逃巧 戰のお 架は ラフ オン 

ット '氏ん 第 S 懲速 動かを が 失敗 

に歸し ■從 來畿會 じがて 稱 もず 

れピ おか 蘇 止が がに 反逆して 重 

耍 。る 施 もじ 斟 ずる バランス* 

オグ •パ！ N ) を 掌握した る 急進 

巧の 勢力 か 著しく 失墜し、 從ホ 

一-| 彼等 じ 化ら て 占められた 委員長 

ご A 化の 位地は 巧び 正統派の 手に 

-化 細して & る。 のみなら ホ、 唯 

i 1 の お 幾た るべき はま 慈は、 管 

^ じを の 蚁の势 力に 於て 共 か黨じ 

i 劣る S みならず、 質 じがても‘、 

-黨 の指遵 者を 欠き、 一致 围 結の 

j かがの 本能 性を おつて なる 樣で 

わるり 

クキ^ ソン 氏 逝 ませし な ホの 

- 民ホ费 じは、 純然たる 指導者を 

一失つ てゐ る。 民 ホ黨の 堅い 地盤 

- である 巧 部 諸掛の デモクラット 

^ は、 をを 的 じもん 帅的じ も 差別 

觀 をが 强 く、 從 つてが ザ 的で あ 

る ご 共 じな 動的で ある。 ホ國政 

おの) 乂势 力で ある 西が 化 ホの 

デモクラットは、 飽をも 進 ホ 派 

を 慎が し、 化 等の 乂夕 数は 民権 

i 州權よ 萬を ま 張す る。 從 つて 

:化 巧の ま 張す る 『民權 J は、 時 

.にな 器を 無視す る 盛を が ぞいの 

■である。 お 部 地方に まらて は、 

I を然削 二者 ご 趣を 巧 じし、 ある 

一な を にがては 宗か的 偏見に 囚な 

れ .わる お 合 じは 民の 爲 めの 自 

由を 直哨 する。 併し乍ら 巧 部 地 

i 力の 欧治機 脚は、 ィン デ アナ 及 

^が育じ化け る强力^:*-る邮ホ的闽 

; 化、 即も タマ ニ！ •ホー かの か 

i き 巧 力に 因 はれた る ポッス 政を 

一 yj つ て む る 0 

: 民 ま 幾 じがて、 化 方 的 色彩が 

一斯く渡ぉと^:^ってゐるのは、 ホ 

i して 最近の 出ホ擧 でもな く、 寧 

:ろ乂 図 おおの 姐が 性 ご 認 むべ 

I でを るが、 ウキ^ ソン 氏の 人 巧 


ご手脑 どは 克 くこの ホ 調を 一を 

せしめて 二 則じ宜 る政權 を掌撞 

し符 たので ある。 巧る じ 氏の 逝 

ま 後に 巧を 蜡 ぐの 指導 おな <、 

前大藏 を官マ カゾー 氏の 勢力は 

稍 見るべき もの あり ご雖 、マ カ 

ゾ ー 氏の 出現は 旣に S 派 じみ 裂 

したる はま 黨 を： をら じか 裂 ぉ 生 

じつ （ あるが態ごじつ てゐる〇 

みか 黛の がず 政 巧を 標榜す る 
じ 街して、 あ < ま でも 進 ホま義 

をな 榜 ずる 民主 黨 が 化の 意義な 

ものが、 ラフォレット 氏の 第 

二 黛 出現 じ 化ら てを の 意義を き 


しく 失 曝す る じ 至つ た； は、 旣 
じわれ 等が 總選擧 5 前後に 際し 
て 論じぶ した 所で ある。 而 かも 
民 ホ 致 ど 第ー ニ 擦との 提携が 、 S 
巧 四 口な 後の 米 國欧を じ、 州 等 
おじ 於て ク 19 ッ •チ 氏 及びみ か 
黨の 位置を 動かす に 足らず、 极 
治の刷新も則待し得る所が勘^^ 
いごす る らピ 、ク ー ブ ツチ 巧 
が々 るべき 田 年に をら て 振 ふべ 
き內外 施政は 化が が 等しく 興 ホ 
を 3 てな 親すべき もの どして、 
巧 等は ク 19 ッ •チ 氏の 正義 ある 
健 郭を错 よざる を 巧ない。 


國務 長官 歸 米を 前に 

英米が 重要む 協商 

討議の 中 也は 第二 軍縮の 復案か 

補助 鑑 制限 ミ 潜水艦 廢棄 


ン ドン 九 り發ぃ 巧く 新國務 

長官 どして 就 巧すべく 歸 ホの 途 

じ 餅くべき 驻 英米 國乂化 ヶロッ 

グ 巧は 歸ホ 前、 外 化才！ ステン 

ナヤ ムバ！ レン 氏 ど 

式に まを 7 * る 討畿を 

試むべく 一般 じ 期 持され てゐる 

が 討潇の 範随は 型歐洲 及び 極 お 

咳 局’ 特に 第ニ ザ 満縮か 臂幾じ 

對 する 巧 乂両闕 の お案じ ある も 

の i かく 信賴 ずべき 筋ょ b 规わ 

た 報道に 化れば ボが ド々 キン 內 

賴の 位置は 勞側 薪み 閣の如 < ホ 

國ピの 協調を 熱聲 する おじ 於て 

はおろ ネ 大の犧 牲を谢 ふじ 禱幾 

せ ぐ、 特に 第二 軍備 縮々 會議の 

開 おじ 巧て 然 bw する が、 英爾 

奴 巧 としては ゼネダ ァ條約 じ 化 

るか がら ざれば 底 接を 渉 じ 依 も 

て 歐卵じ 於け る フランスの 位置 

を 確保す るに 足る 協を のが 立を 

阿 化 會議 から 

米 國脫退 

ゼネゲ ァ化日 お U 國際 阿斤會 

謠の ホ國化 おで ある 下院 外を を 

旨長ボ ー ター 巧の 淀 出した 極 巧 

じ 於け る 强刺的 阿 ホ 喫煙 あび 生 

康禁 とまは 英固其 他歐が 列强の 

なおする巧ど^;^>ち遂じ ク！リ ツ 

デ 大統領 S 協 贊を經 て 貪議ょ b 

脫 おする じ まつた が、 支那け 表 

も 相 盤いで 脱退す るに まらた る 

も 阿 かを 遙は 今後 どても 化が 繼 

城し 能 ふる 限ら 米闽 案を 加味し 

むる 協を の 成立に 努力し 囊じ會 

議を脫 退した る 日本化を 杉が 陽 

太が 氏 も一视 の働訂 案を 提出 中 

であるが’ 阿 ザ會畿 じて 旣じ巧 

をし じる 國隙 阿片 ま 配 局は 協定 

不調 闕の參 加を 許さない i ごな 

つて & る けれ 共ぶ 後の 事情ょ b 

して 特に 米 廣を參 加せ しむる 2 

じみ 定 した。 

パリ.- 化 口を = 阿 か舒議 から 

脱退した ホ网 化を ポータ ー 氏は 

直 もじ 歸 ホの 途じ 就く 尝 である 

か、 ゼネゲ アじ踏 化つ て ゐる日 


見る じ 至らざる 限ら 第二 軍縮 會 

議 のな 集は 有害無益 である ど觀 

測して ゐ るが、 假らに 第二 軍縮 

貪議を 召集ず る も 英圖は 

補 巧 & の 制限に 就て は囊 

じ 第 1 み ワシントン 會諮 じがて 

ま张 しいる が 如く 飽をも 潜水艦 

の廢 集を ま 張ず るに 至る ベ < 

こ S ま 張を 列强 特に フランスが 

承認し U い 限 b 補助艦艇の 建造 

じ逊 しては 自由す 腕の 發 揮を 耍 

ホず ベく、 英题の 海軍 部 巧 じて 

はを の 沿岸 線の 延長に 斟 比して 

米 國枚巧 も ホ-一の 要 ホに 餐间す 

る もの ど觀 巧して ゐ る。 これ 切 

も 英國の お 軍を 力 家が 潜水艦 間 

題を基本どして目下チ ャ1チ 八 

氏 じ 巧し 巡が 艦の 建造 費 支 巧を 

强請 しつ i ある 巧な じして、 

の 雨を の 食 見は 時節柄 頗る 注目 

を おいて ゐ る。 


本代 表 杉が 陽太郞 巧は 今朝 了 重 

なる 電報を 醬 せて 日本化 おは 米 

闕案の爲めに儀圆すべ き；を期 

するど 共に 日米 親善を 高 唱し太 

ホが のず かを 驅 歌した。 

ロンドン 乂日 を：；：：； デ ー リ 1 

テン グラフ 紙は ホ國 化を の會議 

脫 退じ视 聯し脫 退の 眞 因は ホ國 

ご 列 31?^ 衝突に ホらず して 寧ろ 

ホ圃 S 支那 と の 衝突 じあら と斷 

じ 支那 段 巧が 無氣力 じして 到底 

自國 巧の 阿 かを をを 禁止 L 能は 

ざる 事實 V - 义國 じがけ る 禁酒法 

の嚴 巧' 小 能の 事 實を擧 げホ國 が 

自己の なし 能は ざる ものを 他國 

じ强 いんごす る i が 誤解を 後生 

する じ まる 化 本で あつて 列强は 

ホ翅の 所論に 醬し河 等反對 する 

もので ないど 論じて ゐる〇 

プ シン トン 九 H を：：：；； ホ 國化表 

の 曾 谦脫退 じ關聯 しホ國 政府 侧 

は 最初の 空氣 ょら 瓶 察して 止む 

を 得ない 巧 勘で ある ご 認め ゐ 

もの： 如 < 脱退の 根本は 英圓化 

を セン グ 卿が 今後 剛係 固が 阿 ホ 

契 煙を 絕掛じ 法律 的に 禁止す ベ 

きげ 日を 定 わべ t とい ふ ホ國の 


化 本案に 巧韵 したる じ 姑つ たも 

ので あるが、 米 國內じ 於け る國 

隙 聯盟 參加 論者は 今回の ホ國巧 

表脫 退は 今後 益々 乂閣の 麻盟じ 

對 するな 近を 阻審 する じ まるで 

あらぅ ごい ふを 化から をの 前途 

を悲觀 して ゐ る。 

近 < 更迭の 

外交官 

東京 特電 八 H 發 ：：： 巧 政 整理の 
結果 ごして 外 お 本省 度び W を官 
大更 憑かる べしとは 豫 巧せ 
られつ i あ b しがが K 英 大使 0 
下 矢 旧、 淸 水、 旧 付を を 使、 山 
始 、大山 其 化の 總領奉 等 歸朝後 
窓々 發 表を おるべく 目下 巧 命の 
內 をされ たかは 大要 左の かし。 
视駐娜 大使 

お 井 菊次甄 

任英國 大使 

現な 巧 大使 

落 合 謙 太 郡' 

巧佛國 义 化 

前 駐支を 化 

小 幡酉吉 

任が 國 大使 

現 駐支を 使 

芳澤謙 ま 

任 支 邪 大使 

ホ國 大使館 愛事官 

吉田伊 二 i 郡 

巧 か 蘭る 使 

白ザ義 大使館 參事官 

武を 小路を お 

ほ チエコ ス日バ キアを 使 

I 9 CT 
リ TtL E 員 

任秘 露を 使 

天津 滤 領事 

吉田巧 

巧羅馬 巧を 使 

前 布を 總 領事 

山 崎馨一 

巧 遣 羅を化 

澤 田節藏 

任ホ國 大使館 參事官 

德 W 家 正 

巧 支那 大使館 參事官 

太 田爲吉 

任 奉天總 領事 

ち 田八廊 


見を 明白 じし じ。 


倦 太の 重油は 

五 割ぶ 供給 

助 部 海相の 潑を答 辯 
東を 乂日發 == が 部 おがは 本日 
の議會 じて 答 辯して 曰く、. 

ホ轉 海軍は 今 阿の H 恣 協を じ 
化 b ホ 時の 重 独 使用 星の お 割 
方の 供給を をけ 得' る 見 積ら じ 
して 禪 太よ b の 巧 給は ーヶ年 
化で 顺じ 達すべき も ホ 岡が 軍 
どして は滿洲 じがけ る お 炭よ 
ら重 池を な b 得る 試 驗の關 な 
も あ b をが 煤 太^ 重 池 じ 供給 
を賴 もの じ ホら や、 目下 播 
太 じて 發掘 中の 地 出は 化に 達 
して ゐる 云々。 

尙 ほおが は 仰ち 延長に 就て は 答 
辯を 圓 避した。 

豫言 をぶ. つて 

呈 禍旨慢 

ヵィゼ^ 陛下の 巧 巧 
ロンドン 化： n 發 日ン ドン • 
デ ー リ^ — •ブ レクラ フ紙力 最近 

か 蘭 3 ド！ ン じじ 命中で あ も 前 
獨 をん ィゼグ 陛下を 訪問し ねを 
の該 話で あると て 報道した 巧 じ 
化る ご カィ ゼグ陛 すは 今回の 日 
露巧瘍 をが 立に 就 了 ホ 常 じ 51 ^ 奪 
して ゐる ものぇ 如. く、 

々回の 協定は 化 巧の 政 扇に 一 
大變 化を 生ずる 根本と なる じ 
まるべく、 余が 今 よら 廿五年 
前、 歐渊の 元首 どして 唯一 人 
叫び じる 黃禍の 時化は 正じ實 
現されん どして ゐ る。 この 黃 
禍は 近く 歐洲 帯に 影響を 巧 
ぼすべく、 特じ獨 逸 及び 聯合 
國は 最もち‘ 口なければ ならな 
い 時化に 割 達する であら ク。' 
是よ フランスは 黑 A 種 じか 方 
し、。 シアは 黄色人種を がけ 
英 ホは 白色 人稱 をを 持 せんと 
して ゐる 際、 濁 違は をの 一/つ 
れじ ホ 方ず べき かじを はぎる 
を 得ないで はない か。 

ご 語ろ、 をつ 陛下 自身は 今 巧 ほ 
獨 遮の 正當 なる 皇 ホで ある ど 信 
じて ゐ るので， 獨 逸の 帝制 おが 

前 皇太子を 帝制 運動の 中必 どし 

つ i あるじ 對 して 顧る 不滿 3 色 

を 浮べて ゐるど 0 


任 天津 潑 領事 

天 羽英二 

巧が 爾賓總 領事 

撒を 新 協を に 

獨遊 反對ず 

n り ー ン化 U 發 U 獨逸聯 邦の 

新 首 か 4.1 テ 八 博 ± は 今夕 當地 

じがけ る 演說じ 於て 聯 'を 國の獨 

逸 寶備化 撤兵 じ關聯 して 說 明し 

今回の 撤兵 延期 理由は 獨 逸が ダ 

アグ サィ ユ條 約に が定 されし 武 

装 解除を 履 巧して ゐな いごい ふ 

じある が 當時獨 逸 政府は フラン 

ス 首相 じ おし 巧し 濁 逸の 武装 解 

除 ホな 巧を な證し 能は ざる 旗を 

じは 直ち じ 撤兵を 跡 行す る や 否 

やとの 質問を 提出した る じ對し 

フランスょ 6 まだ 何等の 回答 じ 

接しない 事實を 擧げ獨 逸は 今後 

撒を じ關聯 して 聯合 國£ 巧摇を 

を 結ぶ るは 國辱 である どい よ 立 

埃から 節 じて 贿： じない とい ふ 窓 


を 世界に 直り 

反動派 鹽 

日— マ 九日 發 U フアス シモ- 

の 首相で ある ムソ リニ 氏は 豫 

ょち お産 黨の第 S 巧 劇 同盟に： 

抗 しフア K シモ 驚のを お 的 連- 

を 討 もべ く 巧め つ i みつれ が- 

期 評議 委員 會に はこれ ぶ講題 

して 愼 まなる が 議を遂 ぐるに 

るべ く 現 巧の 計畫 じがれば 差 

6 聯盟のを 稱は 『ブラック •シ 

ツ •インタ I ナシ 3 ナ レ』 どし 

スペィンの 國民 黛、 バゲ アリ 

じがけ るヒ トラ ー 氏 一派、 個 

利の ホ ー ダネ ー派、 英 圃のフ 

ス シモ、 ホ國 及び 佛國 の反郵 

ど 提携し 渐巧化 界的圃 体を 組 

するをど：；；1>つてゐる° 

.鮮 人敎會 で爭圃 

巧 京 化 目を：：：：： 朝鮮 太邱ょ b 達 

した 報道 じ 攸れば 同化の 义んな 

皆を 會の鮮 人 信 まは 敎會 のぶお 
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巧 巧 我 お H 熙り午 ホ 八 時 f 
が搭を 水带曰 午を 八 時 ^ 
な 話 4： i 鄉 H 午 巧 八 時 
をを、 固 巧ち， 嫉樂 室の 設備 ムも 
ホ資 をが 迎 す、 を 館を 利用せ 
な師川 侯* 一 

. り 本ん 基督教 修道 會 

ごた 為. 一資 rd St , N . Y.oity 
叫 eh 2 ミ ning 本 ide SI 黃 
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幹が 化 川淸】 

たち ミ ま 至. E. 呈 urch -nst- 
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が 協 旨 水 班 H 午後 八 時 i 
裁 链會火 粥り 午を 二 時 I 
.♦祭 宿を I' 
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第 お 食 又は 茶 I 
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い、 親切 じ 御 便宜を 則らまず 一 


or . T * C - TTakami 
176 tjusbefiand St. Bro 臺 n 
TeL Gumb を an {一 だ ご 

^ をが 午後 云 時 ょら 六 時 

ほ踞は 前約 相願误 

ドク ト产 が问 見豊彥 


樹科醫 

マの 經驗を 0 て 
W ま巧學 手術 じ 
g じて 信用 篤し 
施術 巧化廉 = 

で 人 諸君 じは 特 
，寧 懇切 じを 療 

W 请 掛を認 
ブ从^ •ム 


Dr. 夕 whish む夕 D. D. S. 

'夏 W. 7 害 芭\ Tel. En 由 SH ち 42 

か ハ戶な 二 


自 午前 九 時 
自 午後 一時 


ま 十二時 
ち 五 時 


日本、 支那 寶 玉製类 
術 お* 婦人 用 首 飾 其 
化を 錄品 

tS ♦ま 巧ァー トス 
チろ アォ 

島等荣 術品修 獲、 

省 飾 品、 スト V ンク 
B 本 驅裁雛 


ぶ 毒*-^ 池 

第五 街 
妈 一二と 


日本 お 具 

雜 貨卸賣 

条良貿 渴商會 


稽 をはと 十五 
仙、 一二 四 週間 
じ 驚.〜 べき 結 
裝ぁ b ' o お a 

朝义 時よ h 夕 
丸 時を 日曜 其 
十二 年の 經驗 
る bo 


成功の 秘訣 
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米國ま 英語を 話す 事 
は 成功の 溝 一義です 
本搜 じは H 本人 教殺 
じ 慣れた 專ほ 婦人 敎 
師 あら 懇切 じ 會誌通 
信 文 社を 語を 敎 巧し 
ます。 H 曜過 H 巧 じ 
午前 九 時ょ b 午を 十 
時まで 满 絞し ーレク 
スンと 十他づ io 今 
H おもに ホ按 あれ。 



H 本人 部 

バ沪！ 糜 

瀬 巧擔巧 

懇切 敎授 

夕と 時關 

校 勞働余 

暇 勉學む 

便 あら 卒 

業 韶書お 

お 就職口 

無 巧岡旋 


H 本 陶破器 

雜貨 類卸資 

丸 八商會 


が增 しつ と あるは 

海運 界 が將じ 回な のぶ 梢 
じ 進み 入らた る もの ご 推 節して 
可なる ベく、 唯 其 回が 速 巧が 問 
題なる のみ。 乍併搬 って 本が 中 
必 の海述 ホを をる， し戰 をを 嵐の 
船 まは 銳 ぶを 船騰 班を 針っ たじ 
ら拘ら や、 本邦 船 ホは 無暗に 外 
固の 古 船を 输 入し 其 数 垂裏嗤 と 
十を 一刀 ごい ふち 额じ k も 今日の 
窮狀を おい じみ 第で ある。 少し 
く 化 おのて-を 知る 者は 誰が 考へ 
てら n 本 船舶の 現な 歐は 實需船 

脫 よらと 八十々 增過剩 である i 

は 明かで あるが、 而も 是等 大部 

をは 能率の 惡 しきものなる ミは 

化 間 巧知の 事搜 である。 斯の如 

き狀 態で あるから 本邦 運賃 おけ 

软洲 方面 ご 事情を 異にし、 其景 

氣凹從 は 非常 じ 遲れる ivj 思 ふ 

併し 巧 國はホ ホ - 

消費 國 じして 木が、 棉化 

米穀 等は 年々 歲 々人口の ち殖じ 

比例して 输入增 加を 必要 ごする 

國 であるから 船腹 も 之 じがって 

-增 加せ ねばならん 事情 じある。 

がに 差當ら の過剩 船腹 も 漸み消 

化の 途 がっき 前を は 左 巧 悲観す 

: るに 及ばない を 信ずる。 要する 

じ 今 お® 界的じ 巧 等 か 大異變 な 

きむ 卜 本年 tr を 過ぎ 初夏 か 頃よ 

ら 我がが 運 ホは 徐 々じ 回復の 曙 

ホを 認 いる ミが 出 巧る ご 思 ふ。， 

ホ < は 本 巧 船 ホは よく 堅忍 自重 

しみ々 泣 市 壌が 景氣 付いた £ て 

徒らにを 船を 镜 入す る樣 な-とを 

_ な さや、 盧接觸 孫な きを 民ら 岳 

じ 之を 戒めて 根な よち 巧が 海運 

のな 輿を 謀を、 を，、 勃 輿し ホる 

べき 化 巧のを 棠 どが 速の 白兵 戰 

'.向っ て善處 せん i を叙學 する 

ものである。 

新を 債 政策は 

樂觀 お來ぬ 

玻 あの 明 お 度黨債 計畫を 見る 

じ 新が 媛 巧を 債は 棘 報の 如 < 震 

ぶ復舊 善後を 債 一億 阳 、朝鮮 事 

業を 償 I 千万 旧、 鐵 道を 債 四千 

巧 W で 一般 度び 特別 食 針を 通算 

して 一億 扭千方 叫で ある 0 

發巧 方法 は錢 道を 憤 四 

千万 阳 はを 前淑ら 郵便局 賣 出に 

よら、 震 お俊舊 善後を 債 中 約 八 

千 四な 万 山は 預金 部 引を となし 

其殘 額は 造幣局 益金 一億 一二 千 巧 

阳 中、 軍事 公債 跡始 未の ため 

臨時 軍を を 特別 會計じ 貸付く ベ 

き 一 憶 四な 巧 叫を 差 引いた 殘ら 

二 千 六が 巧のを 引を 财源 ごして 

懲 巧ず るよ ど' む てゐ る。 而し 

てち 新化發 わか 0外 借を を 巧す 

る ものは 

1 、 五み 利か 闕庫 債を 一 一億 一千 

だを' 力阳 . 

:一、 臨が 闕庫 証券 1 億乂千 一二が 

巧 田 

合計 四 億 四な 巧 川 

まじて、 之を 加算 すれげ が 年度 

おなお 保は おお 五モ 四が 巧 山の 

巨 额じ遂 ずべ < 化ら じ 明年 巧 新 


一巧 < のか < 化界の 船腹は 坡近 
戚 縮して むる^ 之に 割して 化 巧 
! お 上荷 聊 数を は如柯 。る 趨勢に 

あるか ごい ふに、 曾て 化 巧を 高 

一 經が食 溢が あおした おじ ょれば 

政 嘴の 

I が數 量は め I 二 偏哦ご あら 
:装巧 米 网巧巧 省の 調査した 椎を 
量 じょれば、 一九ニ ニ 年は 二 お 

と 千ぶな 方嗤 にて 戰前じ 比し 約 

- 八み がご G つてむ るが、 化中不 

'定 W 货物 船で 述搬 された ものは 

一 一 僚 ー ニ 千と な 巧 十二 万塌ど 推を 

- されて ゐ る。 其 ま。 る もめは ぶ 

-の 如し— 單 泣千哦 

小 が 一四、 お八 〇 

^大 がぶ 穀類 化 、 000 

:ホ ーニ、 五六 〇 

砂 糖 よ、 ー ニ〇 

巧 炭と 一、 四 五 〇 

錢 銭、 滿化 '一四、 六义〇 

木. が 义 、〇二 0 

肥 巧 四、 一 五 0 

棉 化 一一、 1 1 〇 

- バ八ブ ー、 と 四 〇 

-i ■計 ニニと、 四 110 

一 右 表に ょる ど 不定期 貨物船 じて 

一 運ばれた 貨物の 

i 大 {示は 巧 ぉ、 小が、 嫂雜 

一類で あるを が刊 る。 邸 も 石 おは 

乂唐货 物を 体の 五割强 、小を は 

，一 倒を、 搜鑛類 一割を とい ふ 割 

一 合 でんる。 巧る じ一义 ニニ 年は 

右 炭 及ブ小 榮の輸 ぉが 勘な かつ 

'た 年で 石が はお 坑 A 罷業の ため 

一又 ルが ぶ 例年に 比 t 化 稽を减 じ 

た。 今 巧ら じ 化 二 おの 一儿二 一二 

年の 荷 勘き を 見る じ 石 おの 輪 出 

は决 ，间 のみに てもとで 九が 四十 

お 巧觸ホ 6 、 又 小が の 化 界的移 

勸 は歐洲 方. 面へ 無人され たもの 

のみでも^^ V ' 巧 义贿 ごい ふ 具を 

じ： 九； 一二 年に 比し 孰れ も增加 

して & る。 なじ 一九 一二 二 年 じが 

一け る 全 荷 動 嘲數は 或るな の减少 

- にょらて 幾 かの 狂いは あるか も 

I 知む のが、 大化 にがて. I 九 ニニ 

一年に 比し 増が せる もの ど 推を し 

一て ょから ぅ。 果して 然 らば 化 界 

み 巧 動きが 直は 益々 

i 戰前藍 近付いて なる もの 

一 ど 云 はれ やぅ C 化 巧の 荷 助き が 

:如巧 じ漸增 の倾向 じある かは ス 

I エズ あび パナマ 述 河の 貨物 通過 

I 捏の統 .がに 就て 見る に 

スエズ 述 河； =單 位 干娜姻 

; 义 二 〇 年 I よ、 0 西よ 

一义 一二 】 よ、 五 〇 八 

一を 一一 一 三、 一吉 ハ ー 

-九二 一ニ ニニ、 ん とと 

パナマ 述河 =單 位 千長顺 

- 】 九一乂 I 二 〇 九、 一二よ® 

: - 化. 10 — 二 一 - 1 、 五 九九 

一 一九二 一— ニニ ； 0 、 八 八 四 

一九二； 一— 二 111 一九、 お 六よ 

.一九二 一二） 一 一四 一一 六、 九十 四 

，か-^ 数字の 未す がかく 年々 增加 

の磋み じあ b 、 特に パナマ運河 

I は スュズ 運河 じ 比し 非を。 势を 

I おて あ 加し つ i ある。 U 上述べ 

:た 如く 世 巧の 船腹は 收縮 狀應じ 

あるじな して 化が のが 動 数 狂が 


OR.ICWZJllFCIUJYA 

呈養 芸ち皇 

507 呈 h Ave. す ミ さ =d St. 

ジ I- Mu ミ y 書 2791 ぎ〇ョ 7 ま 

‘ぃ^ 古ぉ謙次 

自 午前 十一 時 ま 午後 二 時 
時間外 及 H 唯は 前約の 事 


t が 瀬九廊 

ミ L 空 一 量き iuej- Y. G 支 
墨. i4 27ih Sts 
Tel. 至 a を s 弓ぶ. を 18.? 芝 9 


Jolac さ OGURl_ M. P 

二 一 West 芝 す St . Ne 三夏 
旱 Rimsiiie 洁だ & Sc 置 安 10 妄 B 

みク ，なが 午 煎 九 持 1 午な 一時 
髮舅 午後 六 時！ 午後 九 時 
H 耀午棘 九 時！ 宇を 巧 時 

ド タト 八 小 栗乘吉 


診察 時間 

午前 化 巧— 十げ 
午後 六 時！ 八 時 

バ^ 小榮幹二一 

が育ホフラヮ！ぉ院 
おお 裤 おお 勸お 

ま お コン バラン ド 

巧 院勤お 


診察 時間 

j 午後 審 時半 リニ 時半 
_ 午を 六 時： = 九 時 
j 愛知 醫學 ± 

I パ- 巖本雜 一 

を 倫 比 亞大學 ぶが 育 

ボス トグラ デ ユエ— 

卜 病院 勤務 

目曜は 前約 顏上候 


八 ア ダ ヮ ； ド 卒業 

齒科醫 

上な 基 

該療 時間 
自 午後 二 時 
至 午後 八が 


化が 品卸賣 

五味 商會 

W E . ごすで.， N . Y . 呈 y 

TeL stuyvei こ 745 


日本？^ぃ^蘭會 

Nippon Dry coodw 广 〇こ 

1281 Broadway, 呈 If, Cor. 31 sf St. 

ジ量 h 呈 e ぞ nn- 是 夏 

ぎ om 适ご 


本社 東京 特電 一 觀齡 難‘ 


最近の 日銀 帳尻 

最 化の 日銀 帳 虎 じょれば を錢 

券 發巧高 十二 億】 千 八十 五 万一 

千 田、 制限 外 發行高 S 千 巧 八十 

四 万 S 千 旧、 民間 貸 お 高 S 億 一一 

千 四 巧 十- 1 万の じて 金利は 翌 U 

物 一 雇を の 一錢ホ 厘よ らも 厘を 

唱 \ てゐ る： =义1! 發 



自動車 修 
鑄 孩び蓮 

轉 をお授 

ラィ セジ 

ス保张 す 

1 ミ 十五 弗 

運轉 ホは 

二十 五 弗 

晝 ぷ巧學 

兩稱あ L 


お H 赠巧 ±曜 午後 

巧 聞は 前約の 事 

カイロ プラ クタ^ — 

橫矢重 孝 


巧を 赛に 


沈淪 して ゐ る？】 

海運 界の 前途 如何 

我 國も春 過 お」 には 徐 々回 觀 ずる 



正直 ど 親切 ごを 旨 どし 確 賞 
信用 わる 商 馬を 精 撰し 


特別 廉懼 で贩賣 致します 

クオ 八す ム 、エグ デン 践割引 
其 お ま て I 二 窜 
指 翰 鎖 貴を 屬化じ 寶巧療 一が 

ー ミ. 作 トツ 時計、 パ' ヮ t 卜年 
リノ ィス 時計、 を 構 潰 時 討' 
ゥ オ ^ — 夕— マン 萬年肇 
.エバ シャ t プ鉛肇 

純が 器 ホ じ 銀器 一巧 
御歸 朝の 御止產 一切 
•時計の 修簿 はが 險付 K て確请 

じ巧川自身が致し^ 

•が 育 ホ 西 四十 IIT 目 四と を 

四 四 二一 号 室 (五 巧至泻 間) 

を 川 择齋會 

電話 ペン ン 八 バニ r と S 二心 

Uh ぞ aw ぞ KU ち 0 O . 47. W . さ d Sf . 



百 化 弛に をして ゐる〇 


食糧 ぉ 輸出 高 

十億 弗 突破 

米 固 商務省が まる 九日 付を 0 
てを 表した 處 じょれば 一九 一 〇 
年 ょら 一四 年 じ 到る 义國の 食 構 
お撤巧 額は ず 巧 五 億 巧を ならし 
も 一九二 S 年は 八 憶 八 千 九 •扫化 
九 巧 六 千と 十一 巧 ごなら、 一 化 
二 四 年度は 一億 五 千 巧 十五 万 六 
千 九 巧 十 S 弗を 增 して 十億 四百 
五十 五 万一 一千 化な 八十 四 弗 じ 達 
したが、 穀類の 輸出は 特に 著し 
く 一昨年の S 億 一千 冉巧 巧ょ b 
四 憶 ill 千 S 百よ 十五で 八が 义十 
弗 じて 小を 類の みで も】 億 六 千 
六 巧 化 万一 千と 岛八 十八 プツシ 
工作 ス 、價格 一億 一一 千 巧 巧® じ 
達し カナダは 五 割、 大英國 及び 

ネ*^^ ランドは お 割と を、 獨逸 

はと 割の 输お である。 之 じ 反し 
て あ 類の 輸出は 一昨年の 十億 S 
千み な 六で 八モ巧 一 お 度、 僧 格 
一億 四千 九が 化 十六 巧よ 千と 百 
四十 ミ 典が 八 億 S な 化 九 方 四千 
五十八 お 度、 價格 一億 一千 百ん 
十四 巧 四千 二 巧と 十 巧に 臧 みを 
ホした 0 


金本位 回復で 

外 倩 成立 說 

お 國の金 本 泣 固な 論じ 满 ては 
旣じ屢 々本紙 上 じ も 紹介した る 
が 如くを は 同 國巿場 じがても 早 
晚嘗 施される 旣 をの 問題 ど 認め 
ら れてゐ るが、 唯 残る 間 題は 其 
ホ 法 じあ b との おじが て 一致を 
かいて ゐる けれで も ー ホ じは 巧 
厨 政府の 政策が 之に 就て 何等 明 

確に 示されて ゐな いねめ 幾を ホ 

巧を 感じて ゐる 者も數 なくない 

模樣 である。 紐 育 タィ ムスが 偷 

敦糖電 じょれ は 現な の 英貨が 谨 

は 先づ巧 儘に て 金本位制 回な を 

繼 類すべく、 を じ 之を 完 をたら 

しめん どす るホ锡 から 米 歐巧瘍 

にて 街英金 借款の 發 がを 見る じ 

まるで あらう >」 ° 


書籍 一切 取次 

ホ國 出版の 書籍がん て 巧 别削引 

じて 迅速に かみぎ 旅 巧者の 巧な 

參考資 巧の 聲籍遙 集 等は 特に 御 

便を お計ら ひ 致 升 〔幡 掏】 

里ぎ を i 里を ぞ 

1 芝 Nas 芭 U St こ TeL 8 ま kman を 28 


電 氣化毕 一切 

下羽電 氣簡會 

M021 历 roadway 

ぎす fit 養 70 


親を 读の發 がに 於て ぶ 慕を 切 打 
ると しても 今後の 

を 潰欧策 遂行は な 易で 

ない。 おじ 昨年度 W がのを 債 政 
策 じ 就て をる じ 幸 ひじして 昨年 
度の 新 おを 債は 徹ぁ的 緊縮 ホ 針 
じよら、 前 內閣の 財を 郭空じ 基 
く 慕 憤 豫をお S 億 五 千 八な 巧阳 
よち 二 億 八 巧 巧 田 V 一い ふ 居 額を 
削 威して 一億 五 千万 凹！」 緊縮す 
るを 得た が、. ー ホ じがて 旣發を 
債の 整理は を 巧の ホ かじ まき 國 
債 整理 基金 法 じ 從ひ威 債 基金 四 
千 八な 六十 九 方 二 千 旧を 計上 t 
買 入 償還の 方法 じよつ て國 債の 
償還を 巧 はんごす るの みで、 を 
れ 0外 じ 何等 新ら しいを 策を 施 
ずべき 計 靈は樹 て i ない。 然る 
じ も府の 財政 計 畫表じ 現 はれた 
を 年度の 裳 債 計畫を 見る じ】 般 
會 計の 新規 黨債豫 を 額は 十 巧 年 
な 降 十と 年 巧 迄 化て 一億 巧 宛と 
なし 鐵 道を 債に ぁらては 十五 年 
度 四千 巧 山、 十六と 兩 年度は 建 
設費じ 於て 五な 方 旧を 减じ てを 
一二 千ぶな 巧 旧と なつて 在る。 

朝鮮 事業る 債は 十よ 年 

度を 每を f 千万 阳お萬 集す る豫 
定 どなつ てるる から、 黯ホ的 じ 
之を 見れば 

十五 年度 一 億 五 千 巧阳 

十六 年度 一億 四千 五 百万 田 

十と 年度 同 

ごな つて ゐる けれで もを は 十四 

年度 歲入 豫算 じまいて 作成した 

財政 計畫 じよる 大ホホ 針で、 將 

ホのを 債を 带 におす る 大鑛當 局 

の 意嚮は 新規を 債 S 發巧じ 就て 

は 巧 則 どして 特‘ 残の 事情 起ら ざ 

る 限ら 成るべく 之を 中止す る ホ 

針り 下 じ右豫 定額に 對 しても 插 

力轨藏 すると ごし、 をれ〜」 同時 

に旣 媛を 潰の 整理に 就て はお 源 

の 許す 範鹽 内で 成る ベ < 滅蹟基 

をち 額 じ おめ るか、 國債 整理 基 

金 法じ對 L てな 正を 加へ 贼憤基 

を じ 繰 入れる を 僮の 範圍 を遞藤 

し、 踐 道を 債じ對 しても 該 法を 

適用して化債基をじ繰入れる； 

とし、 お 化 短期を 漬は借 替期じ 

隙して がるべく 之を 長期を 債 じ 

惜 をす 方針の 下に 盤 理を巧 はん 

どす る じある 力ら、 今後のを 債 

政策は 容易に 樂觀を 託さない も 

のか ある。 


紐 育 州の 銀 巧 

賠 金が 激增 

月曜 H を 0 て 紐 脊お蓄 銀が 協 

會 がをおし^ 處 じょれば 苗 四十 

と 銀 わり 一昨年 度が を增加 額は 二 

億 五 千 四百 巧 巧 じして I 昨年度 

ょら 約 八 かの 增 加なる が、 本年 

一月 一 y 典が の 貯金 総額は 化 四 

億 弗 じして 預お者 四な 化と 万 五 

千 人、 一人ず 均よ 百と 十五 巧 じ 

相當 して ゐ る。 之を 組 育 ホ 內の 

みに 就て 見れば 預金ち 一二な 一一 一万 

二 千 人に て 六十' 五 銀 巧じ對 する 

頭を 総額 か 五 億 五 千 八な 巧 弗 じ 

達し 一昨年 じ 化して 約 化かの 增 

加で あるが、 預金者の 區域 比を' 

は クィー ンス の一剧 五を 四 雁ち 

加を 筆頭に ブ^ツ クリンが 一割 

一み、 ブ n ン クスが 义み 四厢、 

マン ッ タンが とかと 屈、 リツ 

チ モンドが よ み 一 旌の离 合 じて 

大純 育の 貯金ず 均 額は 一人 宛 九 


す 


Japanese Tea Room 
1802 tt 化が f, N. W. 
lei. Franklin け 77 


が KONG NAM 

了を 湖を り她 化 . Sear お Hve. 
も 在 適 Phone Universitjf 7094 
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ず 巧* 嗜語 
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Y0SHIN0-YA 

70 Geenwich St. 
New York 


ASAHI KWAN 

163 に 56thSt. 
Tel. Plaza 6399 


會商京 東 

1 あ提 卜う プア 八 ザ ー おが 



ろ UY 印 脱 D 


お East 2 お h なけ ef 


The Tokyo Co. 

140 W. 6 な h St. 

New York 


Kawasoye Hotel 

巧 S West123nl Street. 
Tel. Hornin が de パ 54 


S.KUWAYAMAGO. 

114 に が 比 St. 
New York City 
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巧 i 5 ま 
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Te し 能 kd.Sq. が 18 -巧が 
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'巧 
■ ''班 

ぶ 巧 

よもが 


蓬 油 

11 M 

食ぶ！ 
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直ぶ i 
なが； 

ホが； H なん 庫！ 

J ホ r ぶ 特一な 九 
し / 3 ' • 遵か晚 

MP ? 巧 取 上 

廚蠢 f 雙白 . 

嘗巧 If 米 ! 




TAFYO 

1 が 化 d 的 化 な 
Tel. Endico けがけ 


Toyp i(wan 

4 け . 19 比 St. 
Bit. B 'way を 4 化む e. 
[el. Stuyvesani が 38 
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か 

含 

め 


m 




八 お aXo ， 

340 W. 5 か h み . 

1 elephone: 
Columbus 8882 
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7 が〜 6 化む e. 
Tel. わが かが 邑 9 
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測？ 日 ® 


御 
家辨 

を ' 宿^ 庭當 
ち 渡 の 支 並 
ま 蒲 後 出び 
す燒 藤^ しに 


3uey Pane’s 

R 閒删 ANT 
459 お 加わ も 
Bet. 2 ： nh-28fh な S. 


H 

も 


支 


歡； 那 

醫瑞资 

I 樓理 


City Hail Tea Gade 。 

170 Nassau St;, City 
Ne がれ 出 e Tribune Bldg 
Loo lAn Manager 


紙 不中閒 の 出 
上 變べ會 御 勤 
御 かく 庵 巧の 
ま 引 懷の巧 方 
'巧 立 間 御に じ 
申 願 柯用備 は 
とを ネ じへ 晝 .蓮 
磅な巧 應夜飯 


S 廳 
廬園 


Beem Nona Low 

474-6 油 Ave 。 

Bet. 2Sth-29th St. 


午 午 科 ■ま 美 
前前 理那ホ 
六十け じ 
時時 PP し 

妻 言 南 5 

遷 ^ 潔 


廳桂米 日 


诚 ぉ十巧 千 一 第 露わで な ! 巧は t た 0 を； ぶ tttt を 巧 C 日曜 水） !1 一十 巧 ニキ 四十 正大 


華 盛曠 . 

も ざく 

日本料理 

ホ じ 御旅館 


御菓子 舖 

栗 鶴 頭、 羊羹、 蒸 菓子 類、 驚 餅 
(のし 餅 前 U 御 注文 願サ) 

松風 軒 高 橋 

西 六十 五 了 目 S 十四 番 
亀 話 トラフ ア 五 五 五 四 

一ぶ 腐油揚 

煎餅 製造 卸、 小 賞 - 
U 本 食 巧 お 一切 

田 中 

幾 一二 街 八ち 八十 五を 
電話 プラザ 五 二 一八 


新鮮を か 一切 

日 ネ乂向 .のを 魚 澤山取 b 撤へ 
特削 廉價で 大勉强 致します 
サヴホ ナ魚店 

」 os 巧 巧な Savon 巧 

援 4 W . 61 st 出 t . 

TeL Columbus 。 一援 


極上の 篇類 

季節の 新鮮の 魚貝類が 澤山 揃つ 

て 居らます から ホ 了 さい。 

ァピセ ロ 魚 店 
苦す 書 St , Tel . で anklin を 夏 


御 下宿" 

自曲亭 

男ジ nds Si ずき klyn , N . Y . 
Tel . 至 ain 7を5 


理 が^ 御旅 舘 

^ を樣じ 誠盧を 巧て おします 

南日鑛 

御 ま輕御 料理 並に すき 燒 

ぉ飞 しいが 巧を 揮び 卸を 樣の御 
満足な さる 穩 精々 勉强 致します 

吏 料理 

I 芳の家 

i 壽 司、 緩 蒲燒每 日 有りまず 


が 綾 蒲 燒壽司 御 かおし 

7 I 扫 .確な 日が 間 も 御用 命 レ 巧 じ 巧 一 

一 會席御 料理 ^ 

化 1 鳥 等 御て 宿 ' 

L _ 兒 玉ぶ •一 „ 


日本を 巧な を 桃 
日本ぶ 籍諸雜 お 
日本 お 货を巧 
を 化 巧 朗化巧 
が 巧み やけ お 

シ瓜ク シャツを 巧 

jWlitI 东ぶ® 

をを み 設け あ h 


▼一二 おぶ？ 潔* 親切、 お 樂^ 

桶ぶ 旅館 

ま 巧 伊み 學佐久 間榮が 

技) E . 妄 をぎ 惡 t 

一す L Re 的 e 至な 芸 


尋れ人 

更正 恩給 証書を 付 

な ホ 長云郎 

「外 凰 旅券 下付 事ち 証明」 到着 
熊 本縣人 豊 田淸定 
敬鮮 人を 秉斗 大塚基 
愛知 早 川を 衛か歌 山 引 上雜- 
巧が 寺 巧 巧が 徳 島が が 正み 郎 
右のを じ 通知 致 巧き 巧ち 之 
お閒 本人 巧く は 知人ょり 巧 
化 巧 抱 通知 願 上 お 

紐 育 帝國總 領拳舘 

1 ま Broaii ま y New Ifork 百な 


鄕旅經 河 添 


電話ぶ， 


蠢 


妍薦 W 轉長 

菊 巧々*! 

紐 育巿西 四十 四 T 目 
'一二ず 一一 八を 
(二階) 


割烹 並に 御旅 舘 


生 



佐 野 兄弟 


が 育 巧 西 八十 八 了 目 一二な 十 S 番 

屯 諮 —— スカイ ラ ー と 八 ニニ 


舞踏 教授 

▼社を ダンス ▲ 
▼表 お 体操 ▲ 
紳 十：* あ ホ、. わで 
供さん モじ 巧咯じ 
敎授 致し 升。 午前 
十 時ょ ち 午後 十一 
時 迄 {曰 確を 除く 一 

シャリフ •ダン シ 

ング 師範 學校 卒業 
上 杉 タマ 


中が 理髮巧 

中 村萬藏 
31 W . 置 h S 三. Y . 置 y 
Bel . Columbus Ave . & Central Park West 


日本 理髮 舘淸 

新 ま 洗髪の 設備 あら 迅速 T 寧を 
旨と し 精々 勉强 致しまず 
西 四十 一二 了 目な 番地 S 百 六號室 

タツ プフ a ア (第み 街と 四十 一二 了 目角) 


宮川 事務所 

持續的 奮圃の 同胞 じ 的確なる 職 
業を 周旋し まず。 

式 ち nese す gie Ag ミ这 
一ち W . 4 ま h si . N - Y . C ’ 

が 一. 3 i 二 787 9 爱 8 



葛が 巧ぶ 膽建 

便利、 坑洒 、待遇 懲 切、 宿料 化廉、 
發暮豎 之 膜 都度 波 化 場に 出張 
シァト 八 ホ 第み 街 sa ホ番 
.エ ヌビ — ホテル 
笔話メ ー ン ーニ 化 五 二 

藤 ホ 旅館 あ 巧 

423 silynard Ave ., 
Seattle ’ Wash • 

日本が 激船 切符 觸 申を じ應じ 
萬 事 锅使宜 じ 御 腺 摄ひ申 上 像 

桑 渚..^^.. 水 ーグが 

►日本 禪 料理 (别閱 あ. 9) 

を 港 タリ ホ少 ニア 街丄ハ ーニ 

あ 話 カネ！- 八 ニ ハ 


口！ サン ー^ ス 地方の 御觀 ホに 
は巧窒 •暴 まの 御® 宜を計 b ます 

ィ ^ ^ブ X . ホ テ 火 

羅府お L 膀 ける 间陋骚 營中最 
新式 高黨ホ テグで おら 弓， 
羅府ホ ー 街 一二 九 半 
電話 ゲてン ダィクと 六 五 A 

ボス ドン 案 巧 

ぶ 自動車 業 河 西 

諸を 跡、 大§ 、エ蔑 其 化 一 殺の 

留 かを ブ 症が もします す §30 

T たす ck 重 養 70 Batavia 篇’ 


j 


ボストン 余 

富 ±か 舘大浦 末 松 

1 まま r 再 ter St Boston Mass . 

Tel . Back,ay 87 ち 


紐脊 旅舘帛 ち — 


f 


十 了 目 二 四 二番 

L nafnia 淀 74 


電話^ シン トン 四 八 五 あ 

お 西 旅 縮 

t 巧 十五 了 目 二 巧を 


千 人の 巧 目を 樂まピ た 

日 會ま醒 の 演藝會 


總 領事 自身が 巧 巧者 ごな つて 


A A 

をを だ搂 きか 巧 お H のが、 が 
巧 0 本人 曾眺 食を 員が 空前の 大 
芝居を 打つ た。 當 巧は 巧が 西 州 

父は ニユ ー ロッ シエ， ホ 面から 

態々 消 b おけで 見物に ホた 篤志 

み も あち、 入 煤 者け 规 をの 一千 

名を 超過す る 大入叶 出 おの 

役者 諸 宮もホ 巧てば 嚮の 物に 應 

ホる 锁中 のが々 决 しで 靑 物巿湛 

を 眼は す 手を じあら ホ。 巧ん や 

とを おく る じ巧樂 川巧會 のを 夫 

入迹 .'"'.めち 加 ふる じ 小 池 嫌の 獨 

哨 あるじが マ どや ど 肩 化を 張つ 

て戟授 する 學生諸 もら 敎會で 御 

說 をを 聴く よらは 我意を得たら 

ど 云は 打 許ら の 顔色で 參 列に 及 

ぶ。 委員長の 小 か 又と 郎 さんが 

簡單じ 開會の おがを •张 ベて、 お 

頒爭 の齋滕 さんじ 司を も-譲る。 

齋 膝さん のが かで 會 長の 地 まさ 

ん が一 塔の 滿說 をす る 0 「樂を 有 

害 無益の 樂 ち 益 無害の 樂 どじ 

二み する もが 出 ホる が、 令 夕の 

馈魄 貪は 自ら 幾み 同時 じ 他を 樂 

ましむ る もので 間胞 慰安の 趣意 

じ 叶つ てなる」 ご眞 面目 じゥマ 

を 仰 やる。 

A A 

司會 をの 摇領 率さん が 演酱の 

巧 切- Cv を紹 かする 〇夕 ！ ク グリ 

ンの 溝が おを じ 開かれる どを 

巧 風を 背 じ L だ 白 襟 五 ッ紋の 実 

姬が 端座して ゐる〇 「をれ 靑暢の 

杳じ なむぶ 」 ご潑み 切つ て 

德 ごした 龜ホ 夫人のを 聲 でぃ： 旧 

を 居、 西 f 二 夫人の 持つ た 象才の 

檢が おじ 觸れ る。 西 夫人の 輕い 

上 調 •卜 、渡邊 藤の 巧、 孰れ も ミ 

じよく 叫 東を でも 一寸 聞 

けない」 上な なを 嗔鶴龜 であつ 

た。 ホは 小 池 義子 壌の 蝶々 夫 A 

のを 洛獨唱 で 盛 じ アンコ！ 术が 

あつだ。 小浊迹 のな はお 練ず る 

にを つてを しい 進境を 示して ゐ 

る。 獨吗の 後が 當 巧の 呼 物 「お 

の絲舞 小袖」 である。 

A A 

上は 征夷 大 おお 賴 朝を よら 作 

巧 舞台 醫矜 を經て 操の 下の 力 持 

に 至る をけ 巧な 上の 熱で 零 巧 巧 

い 寒暧别 のを ッリ 上げた 释の稽 

をが 裴が あつて 素人には 惜し 

上々 の 出 ホ、 が 川ち の 島が、 長 

州 部ら を 度 揮し つ、、 巧みに 動き 

且つ 訊る。. お戶 ドク ト 八の 幕の 

鶴 '「 ス乂力 御前」 も 出さ 中 福 本 

巧の 靜ん尴 ご 呼吸ち をつ て 中み 

なく、 が 中ち のが まの エ お、 作 

巧 お 本 巧の が 勢の エ拉 もが々 溃 

說 口調には 取る が 無難々々。 小 

ホ 御 火の 西 巧 法 帥は 高野山から 

:悄 ちて ホた 架を が 少し. 山 等 過ぎ 

て么 むな 外 巧 巧‘ k しい 好 西れ で 

科白と 云 ひ シグ サご云 ひ 白眉の 

傑 化！ 巧 水 庭球ての 赖 が、 村 山 

夫ん の下簿 S 前、 旧 房 夫人の 靜 

抑 お、 上が 失 人の 雷 瀬の 祗鶴 G 

で 適ら 役 ど 中すべく、 龍 ホ 夫人 

心 熊： の 娘が 輔 っれ 「を 化」 は 

情す 乎な く ホの 自化 さ、 さては 

脚。' 速び 巧 おじみ 锁巧 化の お 化 

込み-か 化 ばれる がし ホ も あら、 

を东 怖になる 始 妙の 舞 ひ 振らで 


る 


あつた。 作 其 ものは 少しく 冗漫 
の批 .評 あるを をれ ぃ A いが、 素人 
を あれ 迄に 仕上げた 石 本、 伊藤 
の兩 氏に 敬意を 表する。 背 鼠 も 
申を なし。 

A A 

夕顏の 一二 曲を 麥 じは 生 駒ち ど 
ま 居 ドク ト 八が 尺八を 承 bill 綻 
の 達人 ま お 夫人と 巿川 夫人の 外 
上 旧 鍵 司 ホ 人/」 小 池 正 彪ホ人 ご 
の 琴が 加つ てま 極 優婉な 出し も 
ので あつた 爲め滿 堂の 喝采 刺る 
る 許ら。 鼓 後 じチユ ホフの 「結 
婚中 込」 は いづかし い 出し物で 
あるが 上 出 若のを 農， 小 池釀の 

娘、 福 本 君の おちば 孰れ も 垢ぬ 

けの した 巧 語 通 だけ あつて 相當 

シコ ナン じのは 感必 であつ じ 

就中 神 學校お 身のと 出 君 じあの 

腺 削が あらぅ S は 「見掛け じょ 

ら の」 ごが 評 噫々。 司 會者じ 推 

薦 されて 口 止 役を 快諾した 齋藤 

さんじ も 謝 怠を 表し、 社會 奉仕 

のた めじ 努力 （た 委員 諸 若、 婦 

人達、 お 化關係 諸を i 同じ 對し 

敬 窓 ご 謝を を おして モ巧樂 ごす 

。(一記を) 

鑛藝 後日 講 

小 林 委貴お 談話 

社會 委員 ホ懼 の词胞 慰を お 藝 

をも豫 想な k のがが 績を收 め 入 

摸 者 1 千を 超 ゆるの 盛が を まし 

た は 委員は か論關 係を i の 

深く 滿悅 どす る 處でお b ます 0 

吾々 が 素人の 難 じ 翼き 卸した も 

の 等に 手を 染めた のは 大膽千 方 

で、' 稽 をを 始めた 時を じは 流 巧 

の 猪武者 も 聊か 避 易しょ しじが 

j が 臨 力した 報酬 ごして V 」 ぅや 

らを 居らし いもの じ U ちました 

殊に 巧 築 同好 禽の婦 人達が 稱々 

な 困難を 排 して 熱 必に報 巧 後 お 

して 下さつ たのは 威 謝の 外 あら 

ません。 「松の 線 舞 小袖」 も 要す 

る じ 婦人の 舞、 婦人の 巧が あつ 

て 芝居 じな つたので ず^ お潰し 

た 諸君 やな 自身の 面白ぃ 挿話 も 

隨を あるので すが、 をれ は 所謂 

樂屋を もじなる 樣 ですから 中 k 

げ ません。 収まみ 算の 側から 中 

せ ばと が 巧の 豫算を 横 ふて 約 一一 

巧 鬼な の劍 余を が お 巧 さう にあ 

はれます。 


は行衛 不明と なつた。 練習 艦隊 

では 橄巧 探が 澄 じて 搜索 のがを 

授け！ if 名のが 人 潜水夫と 晚 を 坡 

巧 お 部ょ を 特派せ る 巧 人 潜水夫 

は沈沒 せる 小藏 おの 巧な を搜 
を 中で あるが、 巧 柄 シア ト八じ 
せいて ゐた 司み宫 巧 武中將 一 巧 
は變を 聞いて を じ歸 艦し 稱力溺 
巧ち の 死体 及び 小激艇 S 發見じ 
盡 してなる どい ふ。 


帝國 軍艦 ぉ 雲 

ぇ卒が 溺死 

晚香坡 港內の 惨事 

髮 じを 渚を 拔锁 して 化 上し 目 

下英颁 加奈陀 晚香坡 を 訪問 中で 

ぁる 巧が おお 練齊 渡除淺 間、 八 

雲 及び 出 雲の S 艦は 问地 にがて 

撫^:^る歡迎をずけ つ {ぁる が、 

去る 八 U {日 確) 巧 半 過ぎ 出 雲 艦 

の十官 一を、 F 主 二 名、 辛 十四 

名の 巧 組みた る 小 おおが を 頭ょ 

b 八十を の 卒を收 おせる 巧 馬 船 

を おき 乍ら 本鑑じ 接近し ホら じ 

る 際、 加を 陀太 ホげ 線峭 風の お 

船ナヌ ー ス をと 衝突 化沒 したる 

ため 小激 傍の 乘組員 十と 夕は溺 

巧し 尘官 皮び 下 千 二 あ、 卒 五る 
の 巧 体 tf を 見した る も 化の 八 名 


つたので は あるまい ごい ふ說も 
高く、 現じ 國お 軍の 司令官は 救 
助 作業に 化 事し つ i あつた コリ 
ンスの 兄 おやぶ 巧の 作業を 禁止 
する 外 グランド •ジュリ 1 は 近 
く 化 風 說の調 巧を 開始す る模樣 
である。 若し 廣吿が 動機で あつ 
たと すれぶ 遺が ャン キ ー だけ じ 
やる ミら 奇想天外 ごで もい ふべ 


きで みら • 


葉の 鍾乳 綱が 

死の 牢獄 

ホ 狸 じな' つて 十數日 
ケン タブ キ ー 州の ケ ー ゲ巿ご 
いふは ぶ 名の 示 すがおく 米國じ 
於て 最も 宅し く 最も 偉大な 鐘 乳 
洞の おぜ して ゐる ± 化 どして 

觀光客 S 好奇む を 唆 \ ，て 

ゐる 王-は 素 よら 邮理學 者 等から 
禪 々硏 兜され てゐ るが、 特に 化 
洞窟 巧で 發見 される 人 曾は 歷お 
W 前の ィン デ アンの 骨 £ 覺 しい 
ものが あるので 學 おから 頗る 注 
目され てゐ る。 最近 化 洞窟を 探 
險 して ホ だ 人に 知られて むない 
^ をを 見し、 洞の 一部を 所ち 
する 外 案内 等を 職業と する コリ 
j 家 山中で フロ キド • n 9 
ど 呼ぶ 靑 年は 殊に 探 隙 性が 

强く暇 さへ あれば 新 洞窟の 發見 

じ 努めて ゐ た。 まる 二 巧 四 H フ 

日キ ドが 巧 涧窟沪 採 除して 暗い 

細い 地底を 馈 旬し 乍ら 外方 じ 巧 
ごん ミした 刹那、 地 巧が 動搖し 

じ腳炼 からか 地下な サ五 趴の奧 

底 e 双脚を 大 背に 狹 よれて ゐる 

八を 翌 n じ U つて 一 あのを がを 

帮し 

親兄弟は 勿論 ミ 近所 近 

邊の壯 T が 総が i をで 歡 助に 努 

めた が、 巧 を 良廿五 吹と いふ 化 

下では あら 磬で n ッ'^ ちを 叩 

位で 这 動き さぅ もない ので 不 

化敢 毛布で 彼の， 身体を 毎み 牛乳 

を 斜をじ 釣つ て 送る 等 苦む し 乍 

ら 救助 じ 巧 力して な だけれ でも 

寒さは 寒し、 道は 險惡と あつて 

なまじつ かな 手段では 助け出す 

ぉ 巧 や、 遂に 新聞紙の 報道 

で 州內の 人々 は 一齊じ 化を 家た 

死屍 じ も 等しい コ リンスの 身の 

上 じ 同情し、 ケン タブ キ ー 州 知 

事は 國民 軍に 出動を 命中る ー ホ 

地質 學 を、 電氣學 者 等を 総動員 

して 國お軍 司み 官を 

救助 縣 S 指揮官と し 先 

づ体溫 を 巧つ 必要 上 電線を コリ 

ン K の％^ じ 溶いて 電流を 送つ 

て ゐた處 、一遇 間 後 じして コリ 

ンスの 遭難した 附近の 地が がむ 

く-.-.^ と 上つ て 進路を 妨 ぐるに 

まって 救助隊の 出入は を 然ホ可 

能 ごな つた。 目下は 鑛山巧 機械 

で】 U - し 約十职 位の 程度で を 掘 

じを 事して 狂を が、 電氣學 者が 

孜 細に 硏 兜した 處 じよる ご月醒 

日の 午後を は。 リンツの 必臟の 

慟摔が聞へてゐると いム話でぁ 

る。 一方 化 遭難で 问地 附近の 诏 

物を は H 々数千 名 じ 達し 木賃宿 

の 宿泊 巧と 十五 化は吉 巧に 奔騰 

し、 コ"' ン .スの 爺は 洞窟の ま 巧 

巧 二 巧を 徵 してが かじ 儲け 出し 

たので か 回の 遣 難 も 或は 

廣吿的 じ やつた ものが、 


の 紐 育で 

高架 電車の 衝突 

をから 寿へ 掛けての 霧は 倫敦 
濁 占の 名物 どして 流石の ァメブ 
力 兒も化 霧では 世界 第一を 誇る 
i が 出 ホな かつた が、 まる 九日 
及び 十 H の IIH じ 直る 降雪 後の 
暖かき 春 日和で 寒暖計は 四十 幾 
度 乃至 五十 度 じ 昇つ た。 厨 時に 
地中の 水 蒸 窺は 紐 育を 包んで 倫 
敦 にも 珍ら しい 程な 霧の 都を 現 
出し、 ためじ ブロンクスの 上 町 
1 r 白十义 下目の 高架 停車 瘍 では 
電車が 巧 重って 衝突 L 運 轉手一 
名乘客 一名 即死し サ余 名の 貧 傷 
をを 出した。 义ブ 八— クリン ホ 
面で も 高架線で 負傷者 十数 名を 
おし、 武巿 サウ ダン ブ^ゲ アド 
の巧鐵 電車 も 衝突の 結 あ 旨 傷者 
数名 あつたが、 じ ± 遜の フエ 
— じは 別條 なかつ たらしい。 


賀川 巧のを 來節 

目下 國陈 學生會 館じ納 つて ゐ 
る賀 川豐凑 氏は 渡米のを 巧巧哇 
到着 前 春 巧 化の 船中で 安 ホ 節の 
踊らを おた のでを を 巧つ たのが 
かのを 巧 節で ある さぅな。 
師を锁 日 
大が 越えて 
時化を 恐れぬ 
絶 手が 巧く 

船は をが 

荒磯 あど じ 

南東に 走 b わく 

南風 も 吹け'---! 

東風 も かけ！ 

可愛い 日よ も 

霞の かなた 

船頭 栋 とれ 

布を じ 寄せて 

遠い 國を やつて 吳れ！ 

一二が 線賣 りたし 

去 巧 化 一 H の 本 祗じ演 欄 方面 

の ホ 人 ミン ド リン 君が S ホ 線が 

欲しい ごい ふ 希望を を じしたら 

をを 誰か 供給した さぅ だが、 ク 

^ ! ゲラン ド 巿ア； ヶ •ート 街 四 

六番で 多年 信用 ある 雑貨 小賣商 

どして 聞べ てゐ るが 藤氏 方では 

が藏の 極上を もの 二 挺 だけ 特に 

望みの 人 じ 譲らたい どい ム^で 

かる 0 


正音 ニ ッポン をを 世 おじ 巧つ て 
推稱 をん とずる 者で をる。 さら 
ば 今後 ジ ヤッ フど 呼ばる も 
漸ホ鄕 みすべし。 ジャップ 崇ょ 
らジャ バンの 蓉 字なる も 惡威情 
が 先入 まごな つて ゐ てを だす 快 
である 〇间樣 じ ニ ツプど 云 はれ 

だら ぅが、 これは 眞 のを 字な 
b ご 諭め も つくべし。 

客年 ク ー リブ ジ 大統領の 敎書 

中に ニ ツポニ ー スの語 唐 ゆ。 ジ 
ヤハ ニー マょ ちも淸 く柔 かく か 
柯じも 純の H 本人の 樣じ 或ず る 
序 乍ら を 米 人の 綴る To 区 IO 
も 誤つ て ゐるご 思 ふ。 トキオ 
では 京の 音は 出まい、 之は 矢 張 

Tokyo が 正しい ゥ巧乂 日 
ネ 人中 じ も 米 人を 眞似 TOK 
I 〇 V 」. 綴る 人が あるが 感必岀 巧 
ない。 東を 中央 郵便局 外國 課の 
消印 じ T OKI 〇 を 使用す る じ 
まつて は沙 化の 限らと いふ 一し 
或はる はん ミ..... 斯る 些事 柯办あ 
らん ご、 一事は 巧を 而も 翻を 及 
び 首都の 名 稱に斯 く 誤 n る 綴を 
を 用 ふるは 速 かじ 正すべき であ 
る。 况んゃ 其 正すべき ホを 植め 
て シン プ 八なる じ 於て を や。 を 
自を後 絕對に To 区 10 J A 
R 乂 を 用 ひか To 区 YO X 
IPPOX のみを 用 ゆる 樣 じせ 
ば 可、 ー ホ 進んで 政府ょ ％ を國 
じ 通牒せば を じ 巧なる べし 0 T 
OKYO NIP pox 共 じ 地 
理敎科 書 其 他 正確な 方面 じは I 
般ド 認識され： ゐ るが 故 じ' 一層 
容易で ある。 


讀 者の， コラ'^‘ 

日本の 名 じ 就て 

大臣 お 補 生 

世 巧 化 名巧蓄 じょる ど ジャバ 

ン a る名稱 は、 彼の 有名な 東亞 

採險あ マ术コ ..•お 一 日の ジ パン 

グの 誠つ たらので あるが、 ジ 

ング をれ 自身 も 本 國の名 稱ニッ 

ボン 又は ニ ホン (ランド オブゼ 

ライジングサン) のモ抓 音よ ち 

轉說 せる もので をる。 

巧の 如く 語源 おじ 訊ら しもの 


徽 其猶豫 

本年度 徴集 延期 事務 取玻 
一、 大正 十四を 度の 徴兵 適 敵は 
巧 治 化と 年 十二 巧 二日 よら 同 

化 八 年 十二 巧 一 H の 間 度を 邊 

一、 大正 十四 年度の 徵 集を 期 ま 

續を 要する をは 明治が を 十一 
さ ju ょら 間 化 八 年 十' 二を 一 
日 迄の 間の お 生者 - 
! 、用紙 h 事務所 じが b - 
一、 保証が u 1 巧 

書留 郵促 十五 袖； _ 
會貸 外は 外 じ 手數お U あ 十 前 
一、 期 H 大ぶ十 阻 年 一二 巧】 日 

紐 育 口 本人 會 


讓受 御被霉 

時下を泣益々御淸康^^質お 

陳若栽 儀 今般 「日の 化」 を 

繼 承し 化 前 通ら 御辨 f 田幷じ 

御 あ 庭 仕出し 等大讀 強化ち 

愼間値 舊御引 立の^ 相 願 度 

る 御 挨楼申 上 お 

御 辨當幷 じ 化 おし • 

0 の 丸. 

’ I ■後藤 昇 


^御 下 宿 鴨ザ久 

ちで ospect Place _ 

置. 養 nd 芒 e - 呈 snd St . 

ぎ Miy さ II 运洁 - 


j - I I ■ • : -が あじ 語說 したので ある。 故に 

自然が 不可抗力で 巧る 迷 命じ 陷 一予は 今後を 巧 ジャパンを 廢 して 


西 J ハ 十ぶ 了 目な 四十 六 お 

一力 旅館 大璋 

電祕 エン ザ コット！ 八ち 一 0 


巧-ご 一良 住み ふ 地ょ S 

巧淸 潔なる 室 

松袜 がか 

1 夏 lex 量 ミす e * ブ~ -笠告 .ぎ 這 



ま 念 御 巧杂の 方は 午が 九膊ミ 十が の閒 


■ 
♦ 
■ 
♦ 
画 

にを 話 Billin が 巧 の も わ 巧び 下さい 


BROADWAY ' 

OPPOSITE i 

ST.PAUl/S CHAPEL 
ATVESEY STREET 


THE FUJIMOTO ； Ttie Sumitomo M,lW, I The Yokohama 
E 即 RITIES GO., INC. i り 卜 が ぶ 誌 & 誤 苗、。 ベ} Spe が e Bank, L 扣 

•20 BVay N. Y. Ci わ i 了ド し Hanover 7444-7445 ! E 叫け able Bl お . N. Y 
Rector 241()-3339 … … 1 Phone Rector 25 如 


The Banko け aiwan, Ud. 

Room 308 

Bennenson Investing Bldg., 
165 Bro と dway, N. Y. 
Tel. む rtlandt 72 か 2 - 33 •お 


社 會式株 船 薇洋東 

T. K. K. 

NEW YORK OFFICE： 

Room 801-805, 165 Broadway 
PHONE: CORTLANDT 8047 

San FrancU が Office: が 1 M が ket か. 

帆 出港 榮 

絡が 米 南 なが 米 化 


HCANADIAN pacific] 

NEW YORK OFFICE 

344 Maciison Avenue 

Telephone Murray Hill 4000 

♦ 間 日 十 迄 本日 ♦ 
♦ 間 日 四十 を那支 ♦ 

路航短 最の洋 や 太 


- American ' 一 a み ，. 
Orifental Mail Lin が . ぇ .. 

> ■> Operat^'for 

United States Shipping お Q 細 '' 

by Admiral. Oriental Line, Maiiag ゎ g o が" の 巧 
t がか 給 Tth B1 お, Seattle: 卜 


32 Broadway New York City. 
Phone. Hanover 7394 

庙ぞ をが 巧 

112 W が t A ん ms み reet, CHICAGO, 11 
みけが ミ も 味が满 他 ザの: 初 堂 澄 


GEORGE W. WE じ ffS SONS 

巧 おが 姐を 質 


TaiwTradingCo.,lnc. 

lu け ) 0 けが 自皮 粒 syorters 

1 (H Fi れ h Ave., N. Y 
Tel. か uyvesant が 23-5 

327 W. Ma が 8on St • が et; 
Chicogo, Illinois. 



隱 S. ， lnc. 

1 53 - 55 ぶ： W. 2 か d St.. 

I New York City 
Tel. Gramacy 3 が 0 


J 加 nWa 帖 mai(er, New Yo か 

Cor. 9ih St. and Broadway 

Gulrle^a Office 
and Shopping Service 

Mrs. Edith Hump れい ヴ 
S 扫 ecinl JapAnese Guide 


O.S.K. Line 

i ホ 避 醇解替 

j Room 603 Cunard Bldg., 

25 Broadway ■わ w York City. 
Tel. Bowling む een 63 の 


社 會船郵 本日 


店 ま 

育 紐 
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巧 岡を 崎 上 巧を 巧 相— 

. 一:. 

外 國巧替 、鄕 をを を、 化を を、 信を 其 化 
一肢 を 巧 菜が 巧々 御 懊利じ 取扱；^ 巧 


ぶ S 祖 一餘一 ご囊銀 一な を お 


如 


■§ 


品 


W J 


本ち 店 東京栗巧/^大お^^^’京南 
巧 化が 名を 崖、 ホが-. も* がを 


解 細定谢 巧貨季 面 巧 上が 息 ミ ハサ 


龍靈灣 銀巧攀 ぉ 張が 

▼鄕曇 を 

縣 取^ 化 ぉ 

. お お 練 F く！ 波 下！ 

'.が おお 十脏 W 上ゴハ ヶ月 W k 
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なを 巧 巧 化ぶ きた お 巧 
f 巧 乂お化 被 お 了 目 
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ホを、 巧が、 名 も お、 巧 都、 巧戶 
ちノ 道、 廣 島、 吳 、柳 井、 下ゾ鹏 
巧 司、 小 倉， を 松、 巧夕 、乂留 米 等 
本 苗 預金、 瓶 あ 送を 等は 株め 
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晚を波 お 二 週 一 固 出帆 

▼エム プレス 加な 太 (ニク 六 是嗤) 

二 巧 二十 H 
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コレァ 丸 三气〇〇〇 觸) 一二 巧 ごす 
(羅が 巧 化 二月 サよ 日】 
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度— 場所は ドリ！ ムラン ド、，， 、 
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1 金 W . 置 Ih S 吉 ミ. 
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個の 火き。 タラ— デ あ b 、 地 お 
は 五十 趴の 二な が、 兩 K トリ ー 

ツじ 面す、 必要に 應 じて は兩ホ 

のを 地を 買 ひ 得、 ヤツ ト巧樂 邸 

ゴ八フ 俱樂部 じ 巧し、 附近には 

日本人 家庭 わ 6、 を 翼 者 じは な 

眞を 送る 前約の 上 何時 じても が 

誤、 を热 はず 紙 じて 左へ。 
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死線を 越り て 貧民 緒に 

身を投じた：：： f 難 

奇 くしき 體驗 から 簾じ活 きる 


貧 巧 絡の 架 者 ごして r 化 
線を お b て」 のま 者 ごして お 名 
を 博して 巧 A 巧 川 把を 氏は、 数 

巧 曲の 印 巧が 這乂 つて ホる 身の 

上 じ；；^ つても、 於が ごして をは 
窟の 一が 師 どしての 巧 梢 神を 失 

は。 い。 せめて 乂國辄 化 中位は 

上 寒の ホブ片 にお 6、 化 ビラを 

きつて 乂凰 人を 抵か してやらう 

ご 云 ふやう U ちへは 夢にも、 > た 

ホ'、 闽 際を 生を 館の シング 作、 

八 1 ムじ栅 柳の 身を 板へ て 今後 

の巧跑 方策を めぐら L て おる。 

が 者は ホ 化に シププ をな し、 シ 

I ング, V ッ ドの 上 じ 横は つてぶ 

んの巧 战 をず けつ i ある 彼を 發 

見！ たが、" レから や も 巧ち の 巧 

川 氏に 巧； たやう。 必持 がした 

化は 神戶 のな K 窟で トラ ホ ー ム 

の 巧染を 受けた が、 をれ が 巡 巧 

の 後 や 鹏眼不 おの 時には おや 按 

I 助して 眼を おわので ある。 贺川 

夫人は 化 じ トラ ホ ー ムの 

00 T 一眼を 失つ てし ま 

つむ。 巧 川 氏の 語る 巧に 化れば 

が 口を 民 窟の化 民は 化 十八％ ま 

で トラ ホー ムを わすら つて 居る 

さう である。 貧 氏 ホ活の 痛まし 

い搭牲 であるな 刈 氏は、 件 ホ 掏 

巧の 身を W つて 生れて ホた。 學 

ホ 時化 摘 魔の 盤裝 をず けて 死生 

I み 間を 越へ てがた： どか 幾度^ 

もつ たが、 これが 信仰の 人 ごし 

て S 、 お 闕の人 V 一しての、 媛 お 

の 人 どしての 今 円の 巧 化 氏を を 

つた乂^:^る勘槐どむつむ ど云ム 

こごは. 个 可あ歲 "'因 緣 'こ 云は ね 

じ；^ ら むい。 記者は 巧 川 巧の、 

「みの 上 話」 を 巧 自身の 口から 閒 

じい もの ご 色々 の 巧 問を がみ 

だが 乂お谦 遜して ち， •ので 巧て 

話し か 進 巧し なかつ たが、 過 ま 

十が ホ 熟 >む にな 川 巧み 巧 莱を授 

けみ じ 巧： 八な の 傅ぶ じ 盛して ち 

るか おにが 話レ忡 間-— 茲 入 b ， 

過去のを がを 將來^ 削 香；；* で 超 

-0 をつ たのが 本 父の が 巧で ゎる 

貧 川 氏け 自山化 おの 

所有者 であら 直つ がを ぶ 

であるん を 父 どして 神 戸に ホれ 

たので あつじ. か、 十な S 時 父 

を も ひ、 をれ ょらが 父の 手で 巧 

てらいた。 十 g •ちじして ぶ皆敎 

の お 化 V をけ わる 彼は 中 學卒裝 

ご 向 時に 宗がホ 巧に 學ん で愧逍 

者た ちんこ ごを ホ 也して 斷乎ご 

してが 父の ホ堪を 斤け じ。 叔父 

は 彼を 政治家た らしめ いご ホが 

つて 居た S で 失の V こが 慨の 結果 

遂に 化 r おする 一 かの 巧 化を 停 

して！： まつた。 な 川 氏は 苦を 

力け の おお 明治を おを 卒 でし、 

帅口神 巧 巧に をんだ が 

只 的 風潮の 岛ぃ學 校の 

をな にも 普し、 お 辛して 明治 四 

十一. 年 神 夕の巧 川 巧技な じ 這 入 

たの' •か改 のが 年が^ 後端で ホる 

M か 巧 氏な--- 入る ホ ふを したの 一 

-ドオ 辛 閒 はれて 巧 川 氏は 巧 b 出 

す夕火 ホは 巧 線を 越 わて)- し it 

いても 6 化 b です 化は 少年が 化- 

よ b 搞弱 のみで あつたが 一巧を I 


の 手術を 巧つ て經 あが お < て殆 

んど 危険の が 態じ陌 つたこと お 

ある。 その時、 親戚のを^:^どが 

をつ てが ホの こご や 死 お 巧 端の 

こ ご じがいて 協游 して 居を のを 

耳 じした。 巧る じ镜律 にも 巧び 

が 康を恢 化した ので、 をの 巧を 

は 化の 中には 川じ溺 ぃて 自殺 r -' 

る 巧ら ある、 なは 此の 賴 はがに 
巧んだ もの ご おつて、 

最盖 II ご 信す る 方面 じを 化 
し^^^けいばならない と化ふし、 
を じ 多くの なお ピ闲 難を がして 

貧 K な 入 b を斷 がした ので あら 

ます。」 一 化を® 縣 はを 齒府縣 

中ぶ を K の 设も夕 数が 化する 所 

でぁって 、部落の 数が S 巧 111 十 

六、 巧ピ が 十一 力 一千 人に 達し 

而もを のを 巧狀 態が 嵌 惡を喊 め 

て 居る であるから 靑年巧 川の 

也を 化 おに 惹 きつけ K の も 又 化 

なき じあらず である。 賀化 巧が 

化み 达んだ 新 川 貧民窟は をの 中 

でも 遗惡の セ クシ 3 ンと云 はれ 

一年間 じ 十一 人の 人殺し 事 化か 

あつむ ど 云 ふから、 をの 實悄は 

到 巧 門外漢の ほ 像を 許さない も 

のが あつたで あらう。 ソコデ 贺 

川 巧 ごが 藤氏は を々 巧は 窟の巧 

情を 語ら 出した。 (績 く； 


夥民非 移民の 

制度 撤廢 

冉留 同胞 間に 巧 巧の ホ 難を ぅ 

けて ぉた 旅を じ 移 W 非が ほの 阮 

別を つけて あつたの が 外 國の內 

には 移民 旅券 じ資 証を 巧絕 する 

向 も あ b て 巧の 化 用に 种 々の 支 

がが あるので 

外務省では 今後 外歐」 波 

航 する ものに おして： 2 - 横に 普 

述旅 巧を あがず る こどに 改正し 

大摘 左記 じの つて か 扱 ふべき 樣 

を 地力 酸、 逝 蝶した 

第一 が K ょ b 波が 許 W 旅券 

下附力 出願を ずた るち 應じ於 

てを 滋&上 旅 巧ド附 W が もの 

どか 定 したる ごきは 波が 許 巧 

班を が 化し 之を な あ 一葉 ご 共 

じがを 出没 港を を轄 する 峭方 

旗 (神を 川、 をが、 畏岭の 一二 

縣巧 何れ か) じを W する こご 

從ホご 異；： >ら や、 唯 之が 送附 

をを けたる 地 ホ 娘 にがては 本 

人出 班の 節 之 •し 巧 姐 旅を をを 

付ず る i ) のィ J ず 

第二 おは ホを K ん慌 別は 移 

民が 速を 第】 條 及び 时 施れ 細 

則 巧- 條 のが 定 K 沁るぺ きは 

か 論が 化右帖 別に 關す るが々 

の 通牒に 攸ら 本人，； 供述、 職 

莱 、巧が 目的、 巧を 其 化の 樂 

悄 にぶき 之を 認定す る こご 

■舆 S が ホ 锁事祉 明 當に移 お 

非 移は の' 队 別を 記入し あらた 

る も 今後を 記入を なさざる じ 

か 巧 渡 化 巧-- がても 本人の 供 

述 をに 基き 地方な にがてを お 

別を 姑を ずる 带 

巧 四 移民 じ勒 しては を K お 

券 手が 巧を 五閒 じ相當 する 化 

入が おを 旅を 做 收祂じ 貼が ゼ 


し 43 る こご 

右に 化れ げ 今後 旅を 面 じは 移は 

非 移民 區 別を 記入せ い 
がを 下附應 じがて 本人の 供述 じ 
巧いて 移民 非 移 K の. 院 別を 認定 
しず 敕 巧は 從ホ 通ろ 移民 じは 五 
圆 非な ほには 十 曲 ごし 收 入が 紙 
を 旅を 锁收萬 じ 化 付せ しいる 譯 
である 0 


ホ ナダら 排日に 傲い 

組織的 排日 

らん カ ナダ 標榜 

加 糸 太では 加州の 排 U じ 俊い 
を々 組織的 じ 排日 運動 じ 着ず 1 
る こご、 なら 加を 太ネ I チゲソ 
ンス 協を ま 催 S 東 巧 人が 巧 聯合 
協 級を 第二 回 巧を が 催され、 化 
の會合 じ^ 四十 六侧脚 ホが 參加 
しじ 相で 前を をの 宿 越た る 東が 
ん 巧斥述 動機 觸 組織 じ 取ち か { 
t , 『白人の 加を 太』 なる 語を ス。 
1 ボン ごして おもにを 加を 太 じ 

貞 つて 資金 募集 じ 着す する 計 堂 

である ど、 なほ 同 巧首腦 者の 云 

ふ 所 じよれば 日本 婦人み 入闊ど 

寫眞お 婿を 問題 ごして 提出し 引 

續 いて 巧 子 入 段 巧 能の 缺陷を 補 


ダイク マン 方面 

在留 同胞 じ微ず 

ダイク マン、 イン ウッド 及び 

ヨンカ アスホ 面 じ 巧 留イる 同 

胞 の親赔 をを ホる 十五 H 午後 

二 時 か， W 左記の 述 b 開きます 

當 H は 口 本ん をのを 員た る 

非を 員た る ごを 間は ず 家族 御 

间伴 おつて 御 出が' 下さい。 が 

ほ 化 防がが 词胞 諸君の 御 ホを 

を微迎 いたし ますから 是非 御 

を 巧 下さる 巧 願 ひまず。 

一、 塔 所 ダイク マン、 ブ 

J ド ゥ 玄 1 角長ち 

を 食 社を を 

二、 會费出 おを 一人に 付 お 

十 仙 (時 童は 會豐 

なし) 

ご 一、 餘お砲 引、 演绽等 

大正 十四 年 二 巧 十-::: 

• 第 r 阮を 員を 

山 口 一二 之 肋 

外 委員 一同 


ふ 方を どして 日加 慷約 放棄を ホ 

期の 講 偉に 要 ホち る やぅ 提唱す 

る. こ戟 明した 义ホ巧 合 じは H 本 

人生を 率の 驚： ベ/、 過を U るを 

引例して が H 策に 化する ホ かで 

ぁる ど あ々 加を 太 同胞 も 加が 同 

化の 二の！！ を 巧く る； となつ じ 

日本 偶樂部 

二十 年紀念 

本が お 報：：： 本の 樂部 創々 二十 

年が をが 强曾 はを々 ホる 一二 月 十 

四：：： 艰 ゎじ 巧し 旧な 副 曾 長を を 

負を に 東、 化 巧、 鈴 木、 脚 田 其 

化の 特別 小を けむの 下に 二十 余 

をのを 封を 設け H 下頻 b にお 備 

を 整つ i ぁらを が 部に ては 當 

巧 ホを がが じ 關し關 々俯を しお 

6、 曾 棋粮理 及び 鮮 巧の 方面 じ 

て も ホ々 巧 壁 中の もじて 遠から 

ホが まを 化ら 網め プ 。グラムを 

化定 すべく、 尙ほ前 食 長、 创立 

巧勞 ちしおす & おを 等の 方法は 

水巧閒 継の 巧 ホ < r じ附泌 して ホ 

をす •へし ご 云 ふ。 


腥傷黨 の辨明 

排日 家賛語 

加州 聯を 移民を 員を なる 名 お 
の 下に 排日の 大 がをお b 凝し つ 

つを る フネ， ク 、シヤン ンバ 
ダ、^ アリソン、 フキ— タン 
ゥゴ ジブ、 マ クラ ッ •チ ー 等は 昨 

秋 十月 1 H 東京 じがけ るジャ 
ン タイ ムス 紙が 『 U 本 上 6 米 段 

への 信 苗 J なる 題 下 じ 排日を 民 

法じ掛 する さが 識 をの 意見を 發 

をせ る じ關し 去る 一月 下 巧 「ホ 

齒幾 曾ぶ びり 本』 並に 『〇 本に 
掛 する 加州の 答 書 j なる 題 下 じ 
一册 子を 巧 巧し 1 月 二十四日 付 
を 化て 本社に も 一部を を 送して 
巧た。 あは 旣じ 太平が 沿岸の が 
字 新聞が 大体を を まし 居ら マク 
ラ ッナ ー 1 おの 排日 迷 巧 だ 其 化 
抵拔 くべ からざる もの あら 常 じ 
H 米 間の 國巧 を イリ テイトす る 
ミ 自身が 彼等の 目的で あ 6 且つ 
排日の 氣 運を を闕 化する i が 彼 
等の 希望で ある 0 上 か 阿に お 文 
曲筆す るに 甘よ 吾人 巧留 同胞の 
關 する 限ち 何等 拳 新しい 威 じは 
持 も 得。 い。 恃じ 彼等が 新 移民 
法を 巧 護して 差別 的では ない。 
加州 人は 人碰的 偏見に 囚 はれて 
はちら。 なで ご絮說 しつ^ ある 
は 所謂 互を 蔽 ふて 鈴を 盗む の 類 
である。 孰れ 礫を が あつたら 彼 
等の 嚷 語を 紹 かしやぅ。— 

展義 披露の 茶 筵 

二 巧 十六 H よ b 二十 置 H まで 
U 本 お 樂部 じがて 開催 せらぇ ベ 
き 水 彩 請 家 牧辟兹 雄 巧の 給 善 お 
覺 を じ 化 も 巧る 十五 H 午後 二 時 
よら 日本 供樂部 階. i ： じて 披露の I 
あ 狸を 催す 篱 である。 

■.一力 旅 お 化を も ホ 年 武巧太 

郎 氏が をの 西ろ 十 お 下目な 四十 

六を 地旅舘 一力は 本 巧よ b 大橋 

金 藏氏繼 を經舊 する をと なつた 

♦化 巧 新 次郞氏 細 越 お 會紐育 

夕庙 政商な のた め 昨 十一 1 日出 

を 西 巧 一 W 歸 朝の 由。 

•膽部 尾 福 や 氏 文部 街が 外硏 

兜： 貝、 四 H 佛固 よら 着 紐 約 二 週 

問 滞が のと 歸 朝の 豫定。 

参 巧 营雄巧 遞信省 技師、 四 H 

じ 里よ b 着が ホ テ 八、 ニユ I 卜 

じ 投宿。 

橫 を 您与郞 氏 愛知 縣 理事、 

勞 おを 講陋巧 員、 去る‘ 四 H 佛國 

よ >卽 朝のを 着が。 

♦西 川 儿戚氏 朝鮮 總督お 官吏 

四‘‘ 濁を- ンバ ー ダよ b 着が ホ 

rs " をの 3 レァ 化 巧 じて 歸钥 

•埋 をが 兵衔氏 仙鸾裔 等エ萊 

學校お 巧、 數= 前 淪敦よ 6 き 紐 

約 ーヶ月 滯 がの 豫定。 

■條 旧淳 一二 氏官 を、 去る 五日 

偷敦よ b 歸 朝のを 窝耕。 

拳を す 元四郎 巧を 化 員、 五日 

英齒よ b 着が 巧 二週間 滯 がの 答 

•ホ 島な S 氏 趣 眉诉遞 信技邮 

五日 倫數よ b 着 W ホブ^、 ニユ 

ンに滯 だ 中 0 

参 ザ W 常胜巧 U 本 生命 保險會 

社 貴、 倫敎 よち 數日前 着 紐 約 S 

ヶ巧 滞が のが 定。 

雑 化 昇に 文が おが 外 硏巧員 

五 U 倫 致よ b 眷 が來片 1110 あの 

ンア化 化 じて 歸朗の 皆。 

なを 雄 巧. をを ホ 喊大學 あ 

巧、 まる 五 H じ 里 よら 巧 紐 約 二 

週 晒 滞が の 上 ホ 巧 lllH 發 コレ r 




♦ 
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お pan Cotton Trading Co" Ltd., 
C*o け on D が t. 


Beaver 8t,, 

Tel. BowlInQ Qreen 29, 

Silk Dept. 

Maditon Ave., 

M ■ ん 的 . MM 


ぶ. 


n 米を 糸 株 ま 曾 社 
紐 育 支な 
NICHI-BEi KIIT0 KA 叫 SHIKI KAISHi 

(NICHI-BEI KIITO CO" LTD.) 

373 が H ilvenue, 

Tel. Mad. Sq, 7592 ぷ 


神 巧 鈴 木 商店 
が 育ちが 

Suzuki St Co., Ltd. (Kobe) 

! な 0 Broadways 

Tel. Coi • り an か 1149 -50-5 レ 52-53 


目 本 生糸 巧 ま 會お 
お育ま 巧 

Morimura わ 8; るむ ., Ageits 
44 E. 23rd St, 

むし わ h land 5320 


おを をを W 
ilft 育ち 巧 
Hara & Co., 
443 Fourth A ▼ も， 
Te し む ledonia 7830-35 


江 南 株式 會祉 糾: 育ま 店 
Gosho Corpora む on, 
Silk Importers, 

334 Fourth Ave. 

Tel. Mad. Sq. 488« 

Gosho Co., Inc., 
Cotton Exporters 

60 百 《 av が 

Tel. Bowling 知 8806-06 


乂阪朝 H 新郎 ホ 
お 巧 巧ず 
0 な KA ASAHi 
む om 308 World む I か g 
Tel. む ekman 4 拍 f 


乂肢每 日 二* 巧 H 曰 
上 おあま 
Osaka Mstinichi^ 


が 7 
Tel 


Tribun 
し Beek] 


ne Building 
ぶ * n 4269 


V 日し 1 ん NO . 11 け 


が lip を •韻 jam を 巧 A 硬 そ m で 巧 


SATUR 日が， FE 邮 IjARY 1 もけ 巧 


巧で ある 持め 全 固のを 選團 化は 
植 ぶの 卞涉じ 憤慨し 今朝 かぶ 巧 
本部に 聯を 大食を 開 おして 强 '硬 
なるみ 雑文を 迪 過して 政府の 斷 
乎た る 巧 •むを 腎 柳した るが、 一二 
派赖 合が 志 も おを 院 じし 飽を 
もがる 巧强ぶ > を發禪 ずを なら 
け典黨 案け 却て 議 食を 通過す る 
であらぅ ど稱 して ゐ る。 

普選 案修冗 さる 

ま 京 特電 十二り お h 樞を院 •し 
がて は yF 馈査 中の 政が 普選' 原 1 

まじ 對し 化餘 件の 修正を 加へ た 
がー ホ 頤山滿 、み W 良 や 及び 上 
お 巧 十 等 黒 龍會の 一派は 純粹普 
選 脚が 會 Cr る ものを 組織し 政府 
普選 案 提出を 妨害 せんごの 運動 
を 起した。 

保守 黨機關 紙 

恐 日 y 巧 諭 

ロンドン 十二 目發： r :' 駐英 勞農 
殺府 化を ラ 3 ゲ K キキ 氏は 巧英 
露迪商 協定；.！ 關し チヤ ムバレー 
ン 氏の 息 向を 質し 歸羡 中で あつ 
たが、 恰 からこの 間に H . 恣 協定 
の 成立を 化る じ まつた ので、 氏 
は 近く 巧び 英國 じ歸 6 巧を 渉に 
着手す る 意向で わるが、 英國の 
外巧界 では 今闽の 日露 協を は 今 
後 兩國が 一曆重 嬰なる 條 巧を 締 
結すべき 前提で あると 認めて ゐ 
るが、 巧 守 驚の 化 年波 磯關 新聞 
である 『レ ゲユ ー』 誌は 今朝の 化 
論じて 曰く， 

今回の： n 繁 協定は 概 b じ岡盟 
なら や ごす るら 嚇合國 ^關係 
を 結んだ もので あつて、 H 本 
の眞の 目的は 東方 ァジァ じが 
ける 富 源 ごん 力の ま 配を 特に 

ま 邪 じ 注がん とする 前提に み 

ならず。 日本は 領± 浸 富の 精 

神を 嵌然を 却せ や 征服 的侵蓉 

こを 爲さ r れ 化の 方を じがて 

蝶 太ょ b 臺鐵じ 到る 權 力を 實 

骚じ擾 らん i する ので ある。 

ご斷 じこれ じ 波ら て 支那のを 通 

網を ち 配す る じ 至る であらぅ と 

述べた る 後、 矣國が これに 對し 

太 孕を のず 和を 永久 じ 維持 せん 

ど 欲するならば シン ガポ！ 八 軍 

港を 一刻も早くを がする の 外な 

しと 稱 して ゐ るが、 新英 露を 渉 

は ロシアが 化 巧の 態度を なめて 

赤化 宣 傅を 中と しない 限 b 絕留 

でんる と 見放されて むる 0 


那は械 力 協調すべし ご述吿 し、 
日本化 お 杉が 賜太郞 氏は 目下 歸 
ホの 途に 就きつ i ある 义國 代表 
ポ ー ター氏 じ 今後の 協力を 高唱 
したる に 街し ボ—タ ー 氏は 盛 磯 
じがけ る U 本の 阿片 取締は 化 お 
の巧範 どすべき もので わる ど赏 
揚 して 太が 巧の 平 かを 龍 歌した 
尙 はちが は將ホ 阿が た > 共今间 
の 條約じ 調印し 得る もこな つて 
ゐ ミ 

對 外夕閒 題は 

當烏側 無視 

ワシントン 十二 H 發" ク—ブ 
ッデ 大統領 じ 接 あした 人々 から 
洩れた 帮 道に 化れば 今期 米國議 
會は剩 す 所 僮 かじ サ數日 じ 過ぎ 
ない ので この 短期間 じ 置 b 假 b 
じホ國 上院 じかを 問題が 討議 さ 
-れ るじ當 ちても これを を 然無賊 
する 箸 じして 當局 側と しては kl 
院が巧 政 部 じ 挑戦す るが かき 閒 
題は ぞ だして ゐ ない £ 解釋 して 
ゐる けれ Vj もが 國務 長宫 ヶロッ 
グ 氏は ホる 廿五 日頃を 0 て歸ホ 
ずる 答 e あるから 氏の 餘巧 じ關 
聯 して ほ 里 條約閒 題じ掛 する 卜 
院 のす おが 曝發 する 見込で ある 
けれども 巧る 巧 動は 議會の 意志 
一巧す るの 外な しご 解釋 して 
むる。 尙なケ 。ツグ 巧の 就任 じ 
就て 上院の.- 部には 夕少 め反掛 
も わるが 大体 じがて 協 貧は 確實 
と 見られて ゐ る。 


- 
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新 阿か條 約に 

と個國 調印 

ゼ ネグア 十二 日發 U 開 會な來 

紛 摄じ綺 媛を 重ねた 極東 阿 斤ぶ 

び 國際阿 化 爵議は 最後に 支が 化 

お 施基肇 氏が 憾巧 會講 ょら も脫 

退す るに 及んで 夕少 の動搖 をを 

じじる も、 今朝 日英 儲を 始めと 

して か 蘭、 ホ^ト ザ^、 シヤ 

印度のと 伽國 はを々 が留 條仲附 

じて 調 巧 しじる が 親 柯か條 約の 

時を どすべき ものは、 

向 ふ 十五 個 年 0内 じ 阿 ホ 喫煙 

を 國際的 じ 銭 化する ど 共に 國 

隙 聯盟は 適當 なる 時期に 化て 

帆 ホのを 產、 資買禁 化を 指を 

すべく 阿片 耕作 及び 個人的な 

引を が 巧專寶 どす。 

どい ふじをる が、 會 畿を脫 退し 

たる 支那 代表 も 今间の 極東 會議， 

决滋は 殆んで 無 憤 做で あるが 支 i 


期しを 勞慟菌 体は おを 維持 法 反 
掛の大 示威 巧 列を なし 營視廳 の 
键戒 峻厳を 摇め 首臘を 六十 餘名 
檢 巧され た。 

電車 從業員 怠業 

東京 特電 十 S H お ；= 朝鮮 巧が 
電車 從業 負は 本日 ょら 叫 盟怠棠 
を 開始した。 

靑木 新巧總 領事 

東京 特電 十一 一 H 發： = 帯 木 新 氏 
は ホノ^ グ總 領事と なつた。 

地下線 四月 起工 

東京 特電 十二 9發= 上野 淺草 
間の 化 下鐵 道は 四 巧 じ お エし本 
年中には を 成み 尝で ある。 

露國 ょり 初 注文 

東京 特電 十二 H 發 ：：= 勞農 繁國 
は 通商 始めに 浦鹽ょ b 揀あ八 巧 
斤の 注文を なして 巧 じ。 

亟細亟 局長な 命 

東京 特電 十二 H 發 =： 化お歸 朝 
した 靖府 大使 舘參 事官 木が 銳お 
氏は 亞細逊 局長 どなつ た。 

お 京 市の 生活難 

ま 京 特電 十二 y 發 ：= 生活難が 


對歐 平和ぶ 條狗 

ロンド シ 十二 H 遜：：：：。 ン ドン 
ダ？ブ1 メ1グ老の報道じ化 
れば淀 國巧閣 は 目下 ゼネ ゲァ仲 
裁條 約を 審議 中で ぁるが 瘍 をに 
化ち ては を條 約を 批准せ ずしで. 

歐洲 のず かを 確保すべき 新條約 
を 提唱し これ じ义國 をも參 加せ 
しめる 目算で ある ご 0 


巧 因 じて 巧 第 と なる ものを 數で 
ある 0 


詢難お 死屍 發見 

ゲ アンクー ゲ ア^ — 十一 日を = 
整に 當灌內 じて 满巧 したる 帝國 
練習 艦隊 軍艦 ぉ 雲 乘組兵 化 人の 
死屍は 行衛 不明で あったが、 潜 
か 夫 及び 官 患が 捜索した 結 ぉを 
部收 巧され たが、 當地乂 ± の 巧 
組 員 歡迎 會は旣 じを 備繫頓 のを 
でも あ b 艦隊 侧 でも これに 騰ず 
る 至 ど；； > つた。 

演習の 威 脅 否認' 

東京 十一 日發 ：：=: 去る 一巧 サ ーこ 
日附 をな て 五十人の 衆議院議員 
は 今 お 巧哇 近が じがる 米 固 海軍 
の 大演習に おし 寶問 書を 政府に 
致した が、 當 局は こかに おして 
右の 溃 習が 日本一 部の 數 論を 卿 

戟 したる は事實 であるが 政 巧は 
これを なて：：： 本じ對 する 威 脅と 
認 むる 能は やと 述べ、 英 固の シ 
ン ボボ お 軍 根據化 建設は 日 
本に 夕少の 影響 あらん もこれ を 

威 脅ピ認 むる は 早計で わる ご斷 

じ おらに 日 ホの 海軍 力 比 陵は な 

じ對 ずる 四十 二の 割を で ホる ど 
固 答した。 



アルバ ホガ氏 


左じ连 載せん ごず- 


「南 ホに 


檢事總 長 ミ 上院 

ワン ン トン 十二 曰發リ 前駐口 
及駐墨 大使 ヮ ー ンン 巧み 合 衆 堀 
捻 事總を 任命に 關聯し 上 お 共 か 
黨の 一部ち 力 家 没び 民 ホ 黛 議員 

の 大夕數 は 氏が ミシガン 巧ろ が 

糖 トラスト 事件に 願 係した i み 

理由 VJ して 巧 命協贊 じ反對 の氣' 

運 鳥く 其和黨 領袖は をの 3 口を 太 

統領に 巧吿 したる が 大統領と ム 

ては 飽をも 巧 かの 意を を もし 議 

會 閉院と 共に 大統領が 巧 意に 压 

を 任命して 今期 幾 倉の 餘賛を ホ 

め やみ 期議會 じこれ を ホめ る ま 

當 となつ てゐ る。 


るが、 千 化 白と 年に 葱船會 おの 


豫算 案議會 通過 

東京 特電 十 S H 發 大 を 十四 

年 巧 政府 豫算 十五 傭 一 一千一; 巧で 

圓は本 H 議會を 通過した。 これ 

ょら 囊き政 友 本 黨の鴻 山 一郞巧 

は 右像算 案の 提出は 憲法違反で 

あると 演說し 本 黨化議 ± はを 都 

退據 しじる も輿黨 側は これを お 

視し 結局 無 反 巧で 可决 した〇.- 

飛が 機 わ微不 巧. 

東京 特電 十 S H 蠻 U 霞ヶ補 お 

軍 航巧隊 健 造の 陸上 飛け 機は 昨 

日 霞ケ浦 橫須賀 間で 巧衞 不明と 

なつた ので 秘力搜 索 中で ある。 

勞働鹽 体の ホ 威 ~ 

東京 特電 十一 二日 お U 紀元節を 


がら 刻下の 日本人 問題」 の 筆 

者で ある ゼナ ロ •アグ バキポ 
氏は、 過 ま 六 年ア八 ゼン チン 
の 新 間雜誌 業に 關 係し、 歐測 
乂戰 じは ア^ ゼン チンの 新聞 
シンデ ヶ^ — ^ を 巧を して ホ國 
- しあら しちを るが 聞 記者 じ 
して、 本文は 農を 氏が メキ シ 
n 地方を 視察し 夫 等の 材料を 
體 めじ ものである。 

L 凹】 骄 らしい 蒙古 
人種の 發生 

黃 をのが 隸ご なつて ミ 那人勞 
働 者は、 をの 國は 性と もい ふべ 
き 忍耐 性を 遺 城な くを 揮して 遂 
じ 自己の 力 じ 化る 生地の 巧 お 者 
どむ つじ。 み 十 年 前 主で 棉花 や 
砂糖 業を の赌 博の 代償を e ぁつ 
た 彼等は、 今や 滿 花や 砂糖に 對 
する 投資 者 ごな つたので ある。 
ペグ！ 駐在の ホ國 商務ち はこの 
点じ 就て、 ペグ— じがけ る まが 
人の 活躍を 叙述し 勘く み 六 個の 

ま 那人會 社は 砂糖 や 棉花 事業 じ 

あ 巧で 弗を 投資して ゐ ると 報じ 
てゐ るが、 ペグ ー のち 孤 人 投資 

額は を胶 じがて 約 一千 万邦に 達 

一 t てゐる 0. 

ベ 火 1 じ 於け る H 本 あ 民の 繁 

榮ど進 ホは、 組織的で あら 且つ 

を 巧の 後援を 持つ てゐる だけに 
をの お 育ら 極めて 逆 速で ある。 
かじ 極めて 短 かい 巧 間 じがて 彼 

等は 魯 じを 較の 移— ii を 送つ て殖 

民せ しめたの み。 ら ず、 ぺ八 1 

のを 業 ご 取引 巧に も窠 要なる 足 

提を 造が する じ 至つ た。 

この 移民が 試驗 的に 開 おされ 

たのは 千 八 百 九十 义 年の i であ 

つて、 が 岡 巧會が 先鞭 ごな ウ神 

戶 から々 ラオ じを ほした ので わ 


をを 航路を 開始す る じぶ び、 移 

民は 年 V ' 共に 激增 して 今やを の 

數ら 五六 万人に 巧び、 人口 五 百 

万の 國家ど L ては 極めて 高い 比 

率で をる。 化 等のを 狡は 援 約を 

働 者 S して 輸入され て 砂糖 耕地 

に 送られ、 尘 段ょ もも 低廉 給 

をで 勞 働し 夕數 の勞働 者は ア 

マゾン 區 域で 農業に 從 事す るの 

外、 個人的の な 引と しては、 絹 

物、 羊毛、 ゆ 糖、 煙草、 酬 蝶、 
白米、 ぶぎ 類、 食料 お、 料理店 

石齡 製造、 建築 材料、 ± 地賣買 

化學 工業 お、 陶器、 玩具、 マ 
チ 等じ從 事して ゐ る。 この 外 日 

本人 廣業 會議 巧が 日本ん 事業を 

じ胶 もて 創立され、 日本人 企業 

家 や 移 おを 援助す る 外、 リマに 

は日秘 新報 ごい ふ 日本語 新聞が 

發刊 されて なる。 

'日本を民のぺ グーじがけるあ 

巧は 今ょ ら數年 前日 本で を刊さ 

れてゐ る 1— 巧が 經濟雜 誌」 が、 ベ 

朱— をな て繁 二の 巧 畦で ある ご 

諭 じに i じ 符合す る ものである 

が、 ぺ 作— じがけ る H 本人 强展 

の 可能性なる ものは これな 上の 

雜圍に 及んで ゐ る。 と いふのは 

過 ま 数 化紀じ 直つ てを 離して ゐ 

た 褐色 人 拂ミ黃 色 人 柿とは、 な 

じを 体して 血族 關 保を 結び、 
巧の 人禪關 巧に 一大 獲 化を 生せ 

ん ごしつ； をる である 。この 

事實は 今後 一世 ぜ じち b て 円本 

を 民が 巧 巧 人 0 上 じ 及んだ おを 

じがて 特に 然ら ごする。 

元 巧 アンデス山脈を 閣繞 する 

諸 國± の 人口なる ものは 極めて 

稀薄で ある。 これを ペグ！ じ 就 

て 見る U らば、 三ユ！ ョ ー ク 

ペン シグ グア ニア、 マサ チュ 

b ット 、ニ ュ！ • ^ ン プシャ 


— 、 n ネナ カット、 メ t ン、 

ュ！ •チア"- ジ *—、 グ ラク エ 
、メ ブランド、 ゲア デュア、 

エ スト •ゲ アデ ニア、々 ロ ラ 
ナス、 才户 3 1 、 アラバマ、 

ンテ アナ* チョ^— チア* ケン 
キ！ 、ブナ シ ー 及 フロ リタの； 

諸 州を 合体し じ もの じ 匹敵す る 
廣漠 たる 固 + のん 口は 僅か じあ 
な 巧 人 弱に 過ぎぬ。 漫秀 なる イ 
グ ァン 雜人 禪で洁 がされた ぺ 
}人は巧して裴を人巧の辞が 
を间 化し 巧る であらう か。 をれ 
も 蒙 ホ 人 稀のを 集は 現在 ごて 
す 整然な 人鞠婚 合を がちら 復 
雜 せしめない であらう か 〇をれ 
どら 人 禪必理 じ 卓越した 日本人 
のを 集は、 べ^ 1 人の 間に 漫越 
性を 發 揮して、 遂に アメリヵ 聯 
邦 じ 蒙を 人 補 型の 新ら しい 画 民 
を 創造し ないで あらう か 0 

デス 山脈を 園繞 する 諸 高 
化 ょら 南米 西部の 太ホ洋 沿岸、 

ク アド ■ — ア から チタ 1 じ まる 
間には、 インヵ 帝國時 巧の イン 
デ ァン 補 族が 約 五六な 巧ん 巧殘 
おして ゐ る。 十六 世紀 阳巧じ 侵 
入した 巧班才 人は 彼等の か 食 組 
織を 亡ぼし、 補 族を 絕滅 せしめ 
て自 からを の覇 權を瘡 つた 〇併 
し 乍ら 西 巧 チ 人は 盛ん じ イン デ 
アン VJ 雜谣 した 爲 めに 按じ メス 
ナゾ人 巧を を 〇 じ まら、 イン プ 
ァンは 白色 人 補を 吸 集す る じ 至 
つたので ある。 

人 極 的 吸 集なる ものが、 必ら 
ホし も 完全なる 同化と 端し 難い 
i は 勿論で ぁるが、 人 稀 吸 集は 
幾夕の 弱ぃ ん禪的 おを の 影を 絕 
たしめ る を 意 ホす るが コロン 
ヒア を 除'^ アン テブ みお 國の メ 
ゾ、 兩は巧 八 巧 巧、 ミを 賣 
れてゐ る。 從ホ 顆權を 挺っ て 
ゐた 白色 人禪 ホれ 自身 も 人禪的 
おを の 跡を 経 も、 殖民 時化な 後 
は メス チゾ人 補が 歲 と共にを の 
勢力を 伸長して ゐ る。 なじ 白色 
人穗が 新ら しくを 民して 巧ない 
限ち、々 數 なる 白色ん 種の 殘巧 
は絕 望で ぁる。 而 して、 白色を 
民の 渡 ホ 磯會は 極めて々 ない。 

の人禪 的の 集 期が 正に 完成 
した 歷お 的が 元 じ、 a 本人は 續 
續 ごして 來 ちつ} ある。 (完) 
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海の 巧 ご 外 

♦を 地の 同胞 社 曾を 剌戟 した 
賀 川費彥 氏の 巧が で、 沈滞した 
同胞 社 會の靈 巧 じ も 著しい 剌戟 

が あつた。 他力 ま 義じ馴 切つ た 

敎 役を 諸君 自身の 覺醒 は、 信を 

の 覺醒ょ b も 大切 だ。 
♦五十人の わが 選を が 物々 し 

帶原 外相に ホ國の 海軍 演習に 

就て 質問し、 锻 '棋 外相は 敢て帝 

國の 威督じ ホら や ご 御 苦勞に 
答 辯して ゐ る。 このみ ぢや 加州 

の 排日 尾を 笑 ふ 事は お ホない。 
♦り ー マ 法王が 近く 化を 漫遊 

のをに 犹< な だが、 約束手形 不 

拂 の句佛 上人 渡ホ說 とせ ハ じ 東面 

格好な お 照。 

♦を 进 のまを じは 修正せ やと 

中した 口い 下から 普 逃は 國民お 

想を 左が すど唱 わ、 更らじ 普選 

法に 大 修正を 加へ たも S は樞を 

院 、純 普選 ご稱 して 政府の 邪魔 

をす るの が 黒 龍を。 み じ 目的は 

围 民の 普選 じあら ホして 不選〇 
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如； 请一 .所！.’ ザ 

同胞の 職業 

がを の途 なき か 

がを ホ 轉總が 率 お及びが 育 日 

- 本人 食の 勘査に 化れ は繳 が爭舘 

一を 轄內 にがおす る W 胞 3 魄萊は 

j 夕岐 をが であるが 現化假 りじ 紐 

- 育を 中、 むとして 化 おず る W 化を 

_ 二 千 五' 白ピ 推定 すれば 所 巧獨立 

^ をぶ 巧、 半 獨な營 菜 お U 夏期は 

巧 舖を瞒 きて モ媒 巧を がを しを- 

期は 化に 就慟 ずる 间胞 リ巧 巧官 

お：：： 米 貿易 幽巧呆 若く は-巧 的 

旅 巧を々 び 純が だを 除き 歡くお 

モ とが 五十人 即 もめと 割は 家庭 

J を 使 ミ. ぇる t 化階毅 V - 銳 する 

j 间胞も 化 界大戰 中 哺を巧 おお 可を 

1 雑 米 人を 庭じ轨 働し つ i 或は 

日本のを 巿社 憤に 投資し、 或は 

を 巧 頂を をが うるち 漸く 其數を 

一 加へ む どして むる 一樂 をは 吾人 

一の 间 蔭-し 堪 .口ざる 所で ある。 乍 

一 併が 育は 畢竟が 菜 化で ぁつて 農 

-エ 地では。 いので あるから 農 ど 

して 將たエ どして 獨 なする 機會 

は鞋 あに*' :〇 い。 隨 てが 瓦に 專ら 

巧ぶ の ホ 曲に 發展 ずる 道を 考へ 

一ねば ^>ら 31 ご 云 ふ； は 頗る 明白 

でを るに 拘 はらず、 化 ホ 面 じは 

ホ だ 力が 仲び て & ない 勿論 都て 

一の 勞 働は 神 盤で あるから 假み如 

柯 。る 勞働 じな 事ず る じせょ'、 

! 誠 おで 勤勉で、 而し 1 人間ら し 

いホ活を送る^が出ホれげ夫れ 

で ホ かで をる どのを へ ホ も ある 

レ違ひ；^い。 がれ共化留間胞が 

:がじ 家庭 勞齡 おどして-生涯を 

終る のは、 其 境地に 照合して ホ 

(て 自分自身が あ 也から おせす 

るろ の 化 巧 い 人' か夕數 である 

，を も 亦を 定 乎る 巧 じは 往 くまい 

ならばち ゆる 機 食、 が ゆる 方 

策を 货 兌して 職 楽の 改善を 謀る 

のはな お 问胞の 地位を 向 下せし 

一め、 生活を 充實 せし むる おから 

:觀て 等閑に 照し まるべき ではな 

い。 然るに 惜しい ぶ 灰 庭 勞働じ 

化 巧ず る 同胞のを 育、 素養の 平 

巧た け 寧ろ 鳥 巧に あるけれ 共を 

7'- は贼莱 におず る 訓練と 常識 ご 

が缺 けて ゐ るが 爲 めじ 巧 巧化當 

. のが兹と4^し巧た者も獨立して 

一樂 ちを 脚 おする 奥氣じ 乏しい。 

ホ おお 的に 新 事 采を企 脚しても 

ぶが 化 撰 U 計 巧 じあき 易い 爲め 

|_ じ 失败を 巧を した 例 d 松舉 じを 

なき 巧で をる。 がして 一巧 父は 

二！： お 化の 滕 をを 繰ら 返へ した 

W 胞 のを 数は 巧び r 家庭 巧 働 J て 

ふぶ を‘ 地 i でし 逃げ込む で 遂に 其 

巧' 地を 脫 する i をせ 妇が じなり 

かぶ、 中 おの 巧 になれ ぱ獨 身で 

或はぶ 族を 總 めて 歸鄕 L やぅ ど 

えんか 化な お 巡 的な' 賊腦 じち 配 

-ゼら むて 組脊 を舞遵 .こして 活動 

I が 脚し やう ご 云 ふ 男性的な 奧氣 

1 が锥 失して 化 舞 ふ。 をれ は崔だ 

I ぶ 城 千义な 嘶で ホる がが らば 如 

i 何 じして 訓 が. こな 識 ごを 滴を す 


べきで みる か •： 問随ご U る。 歐 
讲ホ涵 のが 把は ぶ 人口 数 も 比較 
じ。 ら 巧 巧 山 あつて 同 尚ん 
どな 御し つ-'^ ある 邮じ 自然に 訓 
がの 機を を も 得る 便を が あるけ 
い 共 H 本人の 煤を は 甚だ 化 機 食 
がみない。 故 じじむ を 得ない か 
ら先づ 米ん の當 を 者：.： お觸 ずる 
機 曾をから 進む で 常識 條替じ 化 
つて 訓練-— 乏しい 缺 点を 補充ず 


るの けが 際に 出 ホる ホ 法で ある 
化盧陳 じがて 吾人は 紐 育 日本人 
食の が挤 委員を 動かし、 曾て か 
證 せる 諮問 磯腳の 活用を 考へ例 
巧特 がの 集 诗を懼 してを 方 おめ 
諮問 じ應 じを つ 同胞から 要 ホせ 
らる t 事 巧 をら 調査 L てと を 藍 
をす る も 一案で あらう。 即も尚 
胞の 職業な 善必 やし も途 なきに 
あらや ごは 宮人の 宿 論で ある。 


財 部 海 梢 > 衾 二軍 縮會議 

成果の 損失^ 憂 ふ... 

えづ 紛擾し 易い 問題の 解 ホが 必要 
この 理由で 豫備 討議を 提唱ず る . 


ち I 戍お電 十ニ ロ 儀 = 去る 巧 曠 

= 戰圃濫 ± 佐の 爆沈を 鼓 後 ご し 

て 日本は ワシントン 協約 じを く 

ま 力 度の 爆 化は 職 お S をを 除か 

して 悉くが 巧した る譯 じして、 

條約じ 明示され しかく、 

戰圖 艦を 藝 、薩摩 、肥 前、 生 

駒、 が 吹、 鹿 島、 鞍 垢、 鹿 取 

天な 

ご今闽 の- H 佐を をし 總數 十を、 

廿 巧と 千が 五十 增ん 燥がを 終 f 

したる もの じして、 ワシントン 

條 約の 规定じ 化れば 是 等の ホむ 

艦は 千 九け サ五年 二 巧 ホ 五日よ 

でじ廢瞩ごしなパれば^:^らない 

ので ある C 即ち 助 韶毋祂 な 主を 

爆 化を 磯會 ごして 中外 じ聲 明し 

て 曰く、 

日本は これに 化 b 戟圆鑑 一二を 

を 除外し ワン ン トン 條 約の ザ 

句 及び 精神を 完を じ® 巧した 

ものである。 戰渡 S 寬は 日兹 

海戰當 時の な鑑 ごして ホ 國じ 

とらて は眞じ 得難き が 念では 

ホら、 巧々 締强國 の 承認を 經 

たる 上 これを 保が しじ 次第で 

あつて、 をは このが 巧に 對し 

别强の ホされ たるが 怠を 威 謝 

する V 一み じこの 友 詔は 永乂じ 

一二 笠が 保が される 限ら： n 本國 

はじ 記憶 さるべき ものである 

i を 確信す る。 

がが が 相は をれ よな 思應 .ある 玫 

巧 じ 依る 國隙的 了解の 僧 値が い 

かじ 崇窝 なる かを 說 きて、 ワシ 

ン トン 會 誰の 効果に 言及し これ 

を單じ 經濟的 局面の みを ぶ 礎 ご 

する も 造 艦 競爭よ 6 生ずる 冗費 

を 建設的な 方面に 利用し 得る ミ 

說 き、 關 をの 大震災に 化る H 本 

の 貼歧的 損害は 恰 かも 造 濫 厳ず 

よら 生やる 經濟的 巧 紫 じ 等しい 

ものである ど 斷じ條 約の 構 神は. 

数万 結に 媛る の 効裝あ 6 ご 語 も 

たる 後、 第二 带備衞 々問題 じ 就 

て 曰く、 

第二 軍備 縮々 じ おする 余の 怠' 

見は 陆 めて 備單 である。 即ち 

U 本 ごして はを ホ；；： t る 比率 VJ 

國 防の 巧 安を 確證 する 上 じ 於 

て 第二の 軍備制限 じは 柯等化 

おすべ き巧か^,;^く巧くも朗巧 

的紛 巧を 撲が すべきが る計责 


じは 衷必ょ b 贊同 ずる もので 
ある。 併し乍ら 第一 一軍 脯縮少 
會講み 提唱に 就て 最も 考量を 
要ず る 問題は、 これが 完 おを 

期す る爲 めの 準備 じは 第一み 

會畿 ょらら 一 唐の 努 みを 要す 

る V 一い ふ MJ である。 盖し 若し 

第二次 會 議が假 なじ 如 河なる 

徑路 一し 化 b て失败 する み、 こ 

れに 依らて 生ずる 險惡 U る 空 

氣は 第. 次 軍縮 會議の 効果を 

一 摘して 了 ふからで ある。 第 

一み リシン トン 會議 がを 巧强 

の 臨み ご 調 かの 精神を 遣 減な 

く裝權 した"" は 巧 人 周 かめ 事 

實 でを るが、 をし 第二み 會議 

が 失敗ず る tj らば これ 等の 精 

神が 総てを 却無规 さる； に 至 

るは 必を である？ おじを は 第 

二軍 縮會議 を關摧 する じ 先立 

もて 列 强は愼 重；；^ る 協議を 遂 

げて苟 くも 事態を 隙惡 たらし 

いるが 如き 問題の 割 策を 講じ 

且つ お 巧 得る 限ら 關 係を 國が 

'敲 .解の 上 これを 豫め 一掃す る 

の 必要が ある ど 信 やる。 若し 

化が じして 第-み 7 ンント 

會證 S はおを 失 ふなら ば 恐ら 

く將 ホを 國を 連絡せ しめ 得る 

程の 恐ろしい 力は 生じて ホな 

いど 信 やる。 をが 斯く言 ふ 巧 

0 は 敵 じて 第二次 會議 じ反掛 

する 爲 めでな く 旣じ糜 巧され 

つ i ある 國際的 了解の おおを 

夕は ざらん ど 欲する 爲 であつ 

て も 世界の 平 かごぶ 韶 ごを 增 

進すべき 計 畫に凿 しては 帝國 

は 何時た ゎ 共 巧手を おげ て 之 

じ贊间 する ものである 云々。 

普選 法案に. 

樞 巧卞涉 

政府 遂に 服從か 

東京 特雷 十一 1 1 U 避：：：： 普通 選馨 

法 まを 審諮 中で あつた 樞を院 じ 

ては をて ょ b 干渉の 空氣磯 厚で 

あつじが 瑕が 樞府 じて は 被逃恶 

權 ホ五歲 はが 早で ある どて これ 

を 册歲な 上 じ 修正し を 族の 戶丰 

じは 選 擧被逃 お 權を賦 がしない 

と いふ 修正 說を頑 强じ哨 導し 化 

府もホ 結 扇 これ じ屈從 する の お 
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The Japanese Christian Inst., Inc. 

32SH30 E. 57 比 St. New York 
Phone; Plaza が 52 

食 段瞥暮 人;; 本 革 茸 森 

業み を 就 を巣潇 


Koike Studio 

437 5 化む e, 

CQf . 則 th お . 

Te し Caledonia 6394 


車 動自貸 

SATSUMA 亡 OiVIPANY 
25 け BVay C け y Te!. Rive な i む 88 の 


を 

東 紐 奢 

を 育み 

丸 i 

山； 

洋 r 
盛 庭 

會 g 
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UP TO DATE 8 けけ 
v^ustom 

lailor 


71 W. 44th St . も Y. Ci か 
Tel. Vantierbiit 2546 


Y . げ〇 

1 お E が t 巧 rd お . 
Cor. Uxing! 帥 るが.， 


NIPPON TAILORING C( 

3 邮 W. 刷！！ が. _ 

お し む iumbus 4173 


KOSHIBA 
STU 已の 

舘眞 寫柴小 

681 F け 化 Ave., 

Tel. Plaza 3212 

Branch Studio 
Weslminsler S わが 量， 

わ ovid 即 ce ん i. 


Mj な. Blau 帥 8 Fish が 

1264 Le:x:. Ave., Cor 8 な h 


壊敎語 葵人婦 


YUKIO NISHIMURA， M. G. 

314 West 11 1th Street 
Te し Monument 0279 

寧 治 揉 學科經 神 

揉 筋、 腺 陵‘、 摩 按お本 H 

ム ジタ 々デゾ、 ジー サツ マ ま典瑞 
.療治 氣電び 及 化 0 ，クツ テス ナ 
業を 院學ー ピラ シオ ジイフ 巧 端ち が 

男 幸が 晒慧 

て じを 自は义 張 出叛治 
お ム鹿 約 前 話 おにを 時一後 午 


New Y ork Auto School 

228 Se 的 nd A 巧.， 扣 し 1 か h 化 



巧 及十轉 十保ィ をを 動 
あが 五 ホ 立証 セ 敎び車 
わ 學 - 弗- は 巧す ン 授運修 


AUTO SCHOOL 

726 Lexington Ave . N . Y . 打 ty 


Dr. G ， H. Martin 

DENTIST 
743 L が inghm え 巧 . な r. 巧 比な . 
Phone Pia な が 83 


DR •比ん GARDNER 

DENTIST 

668 お adison Ave. Bel. 卽 -61st Sk, 
Tel. fiegent 71 が 


KERR & MAYOR 

1023 Third Ave. 

お t . 郎 & 61 がん Telephone Re がが 2308 
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巧專 靴型 小 
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NEW YORK 
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103 East が th がぴ8^ 

艮 8t, わ rk & Lexington お s 
Tel. Lenox が? 3 

mmmf, 

驟的察 診 
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failor 
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TIMES SUiLDING 
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NEW YORK 
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が -が E. 20 比 み. 

Tel. Caledonia 9755 


DR. BLOOM 
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59th St. Cor. Lexington Ave. 
125 化 St. Cai •.わ rk わ enue 


に. Iwarnoto, M. D. 

114 W . 70 比 St . 

Tei . T rafalgar 0352 


Motoi Tsuchiya d . m . d . 
116 St. Stephen Si. 

目が わ n M が s, 

Tel. S がけ ay 10 お 9 


JAPAN ART STUDK) 
624 LEXiGliTOS が E. も Y. 

巧し 化る ZA が 38 


MABUHAOHI & Oo. 

17 E. 17 比み 

Tel. Siuyvesani 9959 


Sloko 脚 目, 0, 

巧 4W. お nd が， 

Te し Riverside が 51 



門専節 調纔眼 じを 眼檢 

F. L FREDERICS CO. 

醫科殿 學大亞 巧 倫を 

巧 8 E. 规 h お. N 郎 む！ i< 

1144 3け わも， bef， S お h- が fh な S. 



PH 化 PS & PE 邮 Y 


3 Maiden Lane N. Y. 

エ 娜冶鑛 銀を じ. 幷巧剛 金 

類 ぉ聲昆 意新最 


評論 お 巧 十 S お 巧 
雜茲 i 郁 十 仙. 
云 4 で St i S 产 M . C さ 


船具 貧 巧 おお お衙 用達 

遠 藤 小刀 商會 


爸 Broail ま y HU . C さ 

TeKWh 量兰妄 ご 


親饒 事務 取扱 

さ EAM L BANE & Go ., 

ざ〇ヨ 12 芭 11 Broadw な - C さ. 
さ呈 巧 Bawling Gi 9 養 .9137 


n み 
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稅關 事務 

巧 洋を地 あじを 世 
界の叛 出入 ホ 法 じ 
幽する 一切の-脚 諮 
問に 應 じ、 巧 道な 
船 貨物 運 貸ぶ 出帆 
お稅 顆ホ續 をを 進 
ます、 重要が おじ 
化 巧 巧を おし 誠宙 
巧 ま 御用を じ應や 

巧隐 取扱 


♦藝籍 ♦雜誌 ♦新 巧 
お寬 まを 開 
執務 午前 九 時よ b 午后 五 時を 

紐 育 日本人 會 

西 五十と T 目 二 お 0 を 
卷話サ アク八 八-丸 〇! 九 一 


化 留靑年 理想の 韶が 

日ネ人 靑年會 

SW . 苦さ 芭. ぎ 夏 rksa こ 技 4 


大紐育 日本人 

畫隹 畫每曹 

立 2 E . 芸 th St . N . y .暑'' I 
を. ミ za 8141 i 


V 

聖書 巧 兜 正午 
お 働を ク セが 半 

禮巧說 をが 博 

▽ SH 

まお會 又は 茶 
話を 夕八巧 

酱 宿が、 おわを 
案 巧 部、 人事 巧 
談 が、 課 をが •嗦 
を 目 おお、 垄を j 

ぶ 縫を 巧® 諸 課 
を 設けを 員、 ホ 
巧 貴 一巧を 計る 


寫眞 

第五 街 
四 二 一七 


巧巧特 
が五賊 
間十麗 
郊みも 
大勉强 
す 化 お 
間薩脈 
商留 £ 
御 呼 お 


丸山洋 臟禱會 


日本 

た 一 4 -壬又 ご - 3 

時 旧 信み 郎 
松 本 保 


お あ 十二 一 了 目 

.、；——！ 一ニ ミ 

伊藤 
洋服 巧 

作 ラ備な (i 


稽古は と 十五 
I 仙、 一二 四 週間 
I じ 驚 < ベ きお 
I 架 あ bo 每白 
朝 九 時よ ち々 
丸 時を H 曜ホ 
十二 年の 経駿 
を bo 


成功の 秘訣 


〇 な 

tTt • 

IJ t 

れ s 

• HA 

ニ ミ i an 

論 

II 

强 3 

■ ^ 2 


米國ま 英語を 話す 泰 
は 成み の 祟 一義です 
本校には 日本人 敎键 
じ 慣れね を 巧 婦人 翻 
師 ぁら 懇切 じ 會話通 
谓文 社を 語を 敎 巧し 
ます。 H 曜週目 お 广 
午前 化 時よ b 午後 牛 
時まで 開校し ー レツ 
スンと 十他づ i 。 务 
H 底 もじ 巧 校 あれ。... 


お 巧說な U 唯 H 午が •八 時 
が おを 木が H 午 お八 時 
が 話み よ带 U 午を 八陆 
をを、 H 薄 室、 が樂董 の設辟 もち 

ホ おを が迎 す、 ち 添を が 巧せ t 

な® 川 侯ぶ 一 

U 本人 基督 敎 修道 會 

102 為-一 授 rd St . N . Y . 2 す 
叫61- Mornin ^ id ^ 至运 

日本人 S 敎會 

な 姉 川 烏 ホ么進 
幹事 化 川淸】 
ia ち ミ se 3. E . 覃 urcii ご ミ产 
W 23 辛 養 St . Tel . Clark — 1 岩 1 
巧 拜說を 日 班 H 午を 八 時 

が儉貪 水巧自 f 巧 八 時 

巧 縫 曾 火 «H 午が 二 時 

♦寄 あを 

位 淸を偷 比 盛を 數か下 巧を 十 

五み 學ホ貪 社員 旅 巧を じ 最適 

設赌 田黨お 誌斩巧 度を 補娛樂 

具 滴 あを を あら 

废 を饿棠 周旋、 旅を ま 巧、 を 巧 
事 菜 調査、 巧 化ぷ事 化が 敎あ 
等 同胞 諸兄の ホを を 歓迎す I 



目 本ん 撫 

グタ 

瀬 氏擔巧 

懇切 敎巧 

夕と 時 開 

校 勞働余 

暇 勉學の 

便 あらを 

業 記書授 

與 就職口 

無料 罔旋 


戀科醫 

▼診察 時間 A 
を 日 ( H 曜を 除く} 
午前 义時 1 十二 
時、 午を 一時— 
水權 午前 义時 1 
午後 一時 


齒科 •醫 

U 新を 無痛 治療 = 
夕 年の 經 験を なて 
日本人 諸君は 特に 
了 寧 懇切 じ 施術す 

パり マ チン 


化 おお 卸賣 

五味 商會 

W E .1 ゴ hSU N . Y . 呈ぺ 

ジ L 暑 Veit 3745 


日本一： ぃ？？ @ 會 

Nippo 百 ory 〇〇〇 を 0© こ 

12芭 Broatlway , 呈 y - G ミ. 31 st 泛. 

をち す ミ Penn - S 9 岩 

ぎ 〇ョ 夏 ご 


自ホ 新ん 巧を すを A おが \る 

貧夕ぞ 4一 屢典 \ みみが^ 

クオー んザ ふ •交 シン 妳が 巧 刻 引 
尸し 7 — ド. '; ミん トンが 計 を 刻 列 
が S 化' 合矮莫 がろ 刻刮 
潭 ぶみ 店が 属 ぶ® すを 
爲ネ 半み がを が 筆 夕割列 

讀が絲 の^ 旅乂 

3 巧 5 プゲ 7 ドち 八 ニニ 


メ ー シ ー は 媒育蟲 大のデ パ ー トメ ント廚 1; 

ちで をち ます C 斩 らしい 昇降機 ご エス々 I 

レ タ1は廣潤^>店巧じがける皆樣のお頁 
物 じ 巧 宜£徐 お £ を 巧へ てゐ ます ™ 

化 巧で 二 巧す' る ものなら ばメ！ シ！ 
では-弗 八ず 八 仙 或は をれ 0 下で 買 
へる ミを で さぞ 御 記憶 下さい 
日本へ 御 荷物を 御 送ら じな b たい 節 又は 
御買物-レ際しで御用の煤をはパ 1ソナグ j 

ン m ッ ピン グ •ビユ ー 。 1 を お尋わ 下さ 
い、 帮切じ 御 偉ぶ を 計を ます 一- 


籌洋觸 巧 


H 本が 具 

雜 貨卸賣 

お 良 貿易商 會 


齒科醫 

を 年の 經驗 をな て 
最新 ま巧學 手術 じ 
堪能 じて 信用 篤し 
u 施術 料 化廉= 
日本 入 諸君には 特 
じ 了警！ じを 療 

化育 巧を 認 

パ t ブル 1 ム 


診察 時間 

午後 霉時ザ U 二が 半 
午を 六 時 == 九 時 
を か 醫學* 

バレ！ 巖本遥 一 

古 倫 比 强大學 及 紐 育 

ボス トグ ラゲ ユエ！ 

卜 病院 勸お 
H 曜は 前約 顯上候 


八 アグ ヮ ー ドを 業 

齒科醫 

主 ハ 合 基 

診療 時閒 
自 午後 二 時 
至 午を 八 時 


日本、 ま 那寶玉 製ち 
術 お、 婦人 用を 飾 其 
化 装 節 お 

闕島 U む が 

窩等 美術品 修 鍵、 
首鋪 品、 スト ブング 
日本 服 栽 縫 


H 本 陶磁器 

雜貨 類が 寶 

丸 乂商會 


每 H 曜及 ±曜 午後 

が閒は 前約の 事 

カイロ プラ クタ 1 

橫矢重 孝 


0巧.巧巧2.|1 巧1;巧ご\^\ 

呈皇 P さ 日 ま 

芸 7 呈 h A さ • N ま r た nd St . 
Tel - 至 iy 呈ーゴ 91 f ヨ 7 苦 


ドク 

卜八 


ホ お 謙 次 

自 午前 十 一 時 至 午を 二 時 
時 隙が 巧 U 曜は 前約の 事 


ク 

八 


村 瀬九廊 

86 L さ in 嘗。 芒历. N . y •置 
ぞ t ■呈 h &2 ゴ h Sts 
ジ 1. Ma 穿 on ぶ. を 18 -7 を 9 


」0巧10 至 W OGUR 1, M . P 

二 1 W を 94す 玲を 三ち k 
Tei •置 erside 篇 73 & Schuyler 賽累 

み ク* な 巧 午前 丸 時！ 午後-時 

養裹 午を 畜— 午後 九 時 

り赌 午ぉ九時1午を四時 

ド タトが 小 衆乘吉 


。巧 

I • 7 

W な 4 

づ 〇 

ぶ k 巧 
B 化が 

Y 巧 伽 

忘 3 E 

に 


此 


都を じミ當 をの 間 

診察 

午後と 時！ 九 時 

H 權は 前約 願上療 

け ^ 吉居悅頸 


罗’ T , C * TTaka 3 i 
176 Gu ョ beriand St . Br 呈 互。 

Tel . を 重 eiland だ ご 

午後 |二 時： i も 六 持 


. te - ク 


H 疆は煎 約 相願娱 

グ烏 見豊彥 


Dr. R. Shishi を 口 . 口 • W.. 

133 W . 7 宙 h St . Tel . Endic を寞 2 

識师 | g 巧 戶良二 

'自 午前 九 時 ま 十二時 
自 午後 一時 ま 五が 


M I 

I b 如 
氏師け 

U 

G t お 

OM-i 

I S の 

〇 H 


N2 

A 

K 


C 

ん 


診察 時間 

午故儿 時— 十 時 
午 巧 六が一 八 時 

け t 小 菜 幹 ご 一 

が育ボ フラワ ー巧院 

游五お 病院 教務 

をが コン ハラン ー 

あお 勘務 



正直 ご 親切 ごを 旨 ごし 確實 
信用 ある 商品を 槐 選し 
特別 廉懼 で贩 致し ま'-' 
クオ グ サム、 エ八 デン 四 割引 
其 化は 化て S 割引 
指輪 鑛 貴を 屬並 じ寶お 類】 切 
;; ミグ トン 時計、 パヮ I ドィ 
リノ ィス 時計、 を禪廣 時計 
ゥオ ー タ！ マン 萬 年 拳 
エバン ャ ー プ豁筆 

純银 器が じ 銀器 一切 
御歸 朝の 御 ±產 一切 - 

時計の 修簿 はが 險 が じて 確實 

じ 巧 W 自身が 致し ます 

が 育巿西 四十 一一 了' 目 四と 番 

四 四 S 号 室 (五 街と 六 巧 間) 

巧 川岸 蘭會 

電話 ペン ン少バ こァと ー ニニ 化 

Is 至 kaw ぞ 巧 8至 OP 47 去. 42 nd St . 


がでの 程度を を 加す るかは がが 
して ゐな いけれ， さも 瑞两 、か随 
及び々 ナダの 銀が 削が 垂 巧の 二 
割 五 かを 引を ける 協を がが 立し 
てなる らしい。 尙ほ波 蘭の 爲を 
はが 年の 新 經濟か 巧 施行 W 巧漸 
ホ！： がしつ-- ある。 

門 本社 お を 持電】 

上 巧の 貿易 

二 巧 上旬のを 港 貿易 左の 如し 
り 單位千 m 


橫濱 輸出 
輸入 

神 口 輸出 
輸入 
大阪 輸出 
輸入 
輸出 
輪 入 
輸斬 
輸入 
輸出 
輸入 
輸出 
輸入 
輸出 
輸入 
輸出 
輸入 
輸出 
输乂 
輸お 
輸入 
輸出 
輸入 


名 古尾 


巧 司 


四り 巿 


淸水 


二 OMll よ 〇 

一 五、 二 一九 
I 八、 ニニ 五 
S ホ、 二 五と 
一 一、 五一 一一 五 
义 、二 一八 八 
化 ご 一を 
二、 あと 二一 
よみ 八 
ミ、 を ニニ 
ニニ 六 
一二、 四 六 化 


長 崎 


函館 


小 樽 


若松 


下の 閥 


ニ ホ® 

一二ち 

一二 八 一 
四 六 〇 
四 

二と 二 

ニニ 八 

ー ミ ハ ーニ 

四 二 西 
义 
二 九 

國際 貸借 勘を 表 

大藏 省の 發を じょれば 大正 十 
一一 年度 貿易 かの 踏 際 貸借 勘定は 
約 一億の の受化 勘定で ある。 

を國 倉庫 在貨高 

S 菱 倉庫 會 社の 調査 じょれば 

東京 ホの 八大 倉庫 I 巧 未の 巧貨 

高は 十 阻 方 六 千み な 六十 二 一個、 

化 惯格五 千 九な 六十 九 万 二 千 百 

十 田 じて 前年 间 巧に 比し ゴ ー千と 

な 六十 一万 一二 千 阳の增 加。 

正金の 建値 引 上 

正金 おがに ては 對 ホ爲替 建値 

を 化 化 巧に 引上げた。 

二 銀行の 配當率 

朝鮮 おわは 六 ホ、 を灣銀 巧は 

'と ホ 配窝据 置と 决ぞ しじ。 

お 風 巧 代表 辞な 

京都の 松風 嘉を 氏は 勞働 貪議 

資本を 化を を 辞 巧した。 

國際 漁船 新祗長 

黑川 新が 郎 氏け 國際 親船 社長 

じ內定 した： =0 上 十二 日 發 


書籍 一切 取次 

ホ國ぉ 版の 書籍 はんて 巧 別 割引 

じて 班 速に おみぎ 旅 巧者の 研 兜 

を考 資料の 書籍 溝 集 等は 特に 御 

便を 取 針ら ひを サ 〔幡 拘〕 

正 i す shi 左を ザ 

1 芝す ssau st ._ Tel . ぞ ekm ミ 84 篇 


電氣仕 率】 切 

下 羽 電氣簡 貪 

IBroadway 

fei . 量 S 二 養 70 



四 

年 

二 

巧 

十 

四 

14 

rr 


尘 

贈 

因 


II 米國を 魂の 海外 流出て〕 

總額 一億 四千 巧 

本が ぶには g ； 分の 一方 减 かか 
金を 装飾 ごず る 巧 度の 話 


な 

搁 


貪 


M 

を 

劈 


を 


干 


百 


六 


號 


な 近 米 因から 外 扱に おして 輸 
出されつ {わるを の 移動は， 國 

隐 W おじ 数な から U 剌战を おへ 

てな. 0° 之を 過 ま 十 年に 号る 

米 願が 界じ 就て S 寸' 

るに 一九 一 九 年を 除きを 歐 よら 

乂國じ 吸を をれ じ黃 金の 洪水は 

實じ 四十 五馈 ごい ふを 化を の迪 

貨 .こ 逝 巧 準備資金？ 五が じ 達す 

る臣 がを ぶし、 をの ィンフレー 

ショ ンじ對 ずる 巧瑟 はホ閣 W め 

をの 助を 梅まして ゐ たもの ごを 

るが、 化黃 をの 上 潮 も 昨年の 十 

巧 未から 徐 々じ 曳き潮 ごな つて 

本年 一巧を みお 外 流失 高は 正に 

九 千 巧 弗に 连 した。 ちし 過去に 

がける を 流 おの 比率が み 儘繼殺 

する. •.，らば 本年 末を に ホ 國の準 

赌を额 四み の 1 を 消失す る； ご 

なつて ゐ るが、 本年 二月 二 一口の 

金檢 おは 一千 ス 巧に 達し 化 中 印 

巧へ 四な ス 弗、 歐洲へ 四千と 巧 

义 弗、 ま那 及び 瀑洲じ 二 千 巧 巧 

じて 昨年 十 巧 0 ホの 輸出 お 額は 

一億 四千 巧 巧 じ 及' C だ。 を こで 

自然 じ 生じて 巧る 疑問は 最近 迄 

あれ 巧を 額' しを を 輸入し つ： あ 

つた 國じ對 して 巧な 急に 

'多額 輸お を敕 てす る樣 

じ：：^ つたので あるか、 お金は 一 

体 何 おへ 渝 出され 柯故に 巧 めら 

むる ので あるか、 化 急激 U を髓 

お'- ご财 ホの 机 織に 何を かの 不を 

を强 じないで るら ぅか、 之を 說 

明卜 'るには 先 . r 簡單な ホを ごし 

て 一 齒の带 脂 余を 一 欄の 湯槽 ご 

化を する。 湯槽の 水は 幾 夕の水 

道が しよ つて 箱た されて むる が 

么 U 幾夕の 水管に よつ て 流す i 

が ぉ ホ' 〇。 なし 巧々 が 湯 椎の水 

进 がを なつて 水を 滿 たす と 共に 

水 をら 開放した 場を 問題は 喷出 

される 水け 里 ど、 添され る 水量の 

j 强 弱が とを 解 巧す る譯 であら。 

- ぉお 動も此 媛を ど 等 L ''、 をの 流 

入 ごぶ 出の 增 がが 之を 生 ホる 譯 

で わるが、 さて 化 流 おされた 

おの 巧衛 が巧處 じある 

.かを 確が ど 知る J は 甚だ 難しい 

問 遇で ある。 之を 昨年 十二 巧 か 

ら 本年： ちじ 豆ら て乂 厨よ ら輸 

'巧され じを のを 勘 地を 見 a じ 

お獨を 一二： 丸、 00 0、 000 

對巧國 一九、 00 〇、 000 

お 印 巧 一ニ ニ、 00 0、 000 

其 化 一 〇、 00 〇、 000 

を即九 六、 00 〇、0〇〇 

化 外 お 藻洲 輸出 もを 額 じ 上クて 

ゐ るが よ那 、を洲 、巧 巧、 獨逸 

等 ご地埋 のを 隔 、情を の 相異つ 

た 励 凑が柯 なじ 等し < 义陶の 金 

を要ポ ずるので あるか ごい ふ 疑 

問が 自が淺 いて ホる で ホ、，？ っ。 

么シ 巧 巧：.： 就て 見る じ、 印度は 

國ぶビ してみ めて を おで あるが 

巧 巧 人は を おじ お t てが/、 べき： 

が 巧 力を 持つ て & る。 而も 化を _ 

はがが 资 をに 投じられる のでは 

な < て 腕 や 頸の 装締じ 使用され 

るので あつて、 印 巧の 人口を I 二 

惊五千 方 人 どし 


狗八千 巧 の 家庭が ある 

もの どして 一 あ 庭 じ I オンスの 
を裝 飾を が藏 して ゐる もの どし 
て も ホ 園の 最高 ぁ貨 準備を の 一二 
をの 一が 化た めじ お 裳され る譯 
でぁる。 是 等のを おは 個人の 装 
締 でぁ b 従て 摩耗 性を 報び たも 
のど 認 レべき レ」 あつて、 非常の 
壤 合-! は 之を 入質し をは 資巧も 
ずるので あるから が 巧の 準髓資 
をと 阳等測 係な < 、化て ホ國の 
準 拖贊を 1 人ず 巧 四十 巧に 相 
當す るが 威 曝 貿易 じ 隅 係を 及ぼ 

さないだ け じ 巧 巧は 夕厦 のをを 

厳 人して 色る もの >、 準備資金 I 

人 平 巧は 僅々 化 五 仙 じ 過ぎの。 

從來ょ bQ 償留 ごして. 印度は 金 

の睹 人は 倫 致 巿瑞の 供給を 仰ぎ 

つ i あつたら ので あるが 

休戰條 絲な來 ミを 南 

ホに ホめ’ 昨を 紐 育 巧 場 じ 手を 

染 むる じ 至っ たのは 現今 紐 育 市 

燒 のを 時 憤が 低廉と なった 結果 

でぁる。 此 理由は 事實の 示す が 

如く 幡 めて 簡單 でぁっ て 柯等大 

英帝 風化を 策じ俟 っもので はな 

く 純が たる 經濟的 局面から 打算 

された もので あつて、 彼等 巧 度 

人は 一般 銀 巧み ご 等し： 飽迄も 

金は 爲替 じ教 する 國廣 的を 象で 

ある ご 認めて ゐ るので ある。 

お 邦 電力 會社 

外 僮 成立 說 

前週の 紐 育ゥォ ー ^ ド 紙は を 

く 紐 育， ネャ ラン テ！ •トラ f 

會 祉を述 じて 日本の 一一 社債が 發 

巧され るで あらぅ ご 報じた が 

其 一は お 巧 堪力會 社なる もの 

如/、 其 他滿搜 外債 お 千万の、 東 

京 巿廣一 お 凹の 

募集 談も 今泰 中に 成立 巧 

能の お 勢で H 下を 常事ち 間 じを 

t ぐ .円を ホを 進めて ゐを をで 

ぁるが、 滿鐵 社債 ど 乘京ホ 債の 

を 渉が 愈々 具 ホ 的 じ 進 推ず るの 

は 二 巧 後 どなる であらぅ と。 而 

して あ 麻が 証め 東が 拓殖 外 潰は 

旣じ 限度 左の 發 巧を 了して ゐる 

閥 係 上、 今後の 外 潰に 就て け更 

じ 政府の が 証を 得る 必要が ぁる 

ので 過般 政が じ 向って 八 千での 

限度の 外 憤 あ 巧じ勒 する 引受 保 

証 ホを 渉 中で ぁったが、 政府は 

保証に 就て は大 化異講 なき も 保 

証 S 限度を 八 千で 山 じを 〇 る. 

じ 就て は 尚 ほ 考慮を 要する もの 

どして ホ だ 明答を 與 へない けれ 

み、 お 局 

## 化の ホ留 じを ひ乂千 

巧 山め が 証を ホ認才 るに まるべ 

き模樣 でぁるが 、巧が 電力の 社 

潰 募集 下相談は 左の 條 件で 成立 

しむみ f んる〇 

义閱ボ 塔の み 

、發 ゎ絕額 モ五 巧义弗 

、利率と を 

、を 巧 偕 格 九十 一巧 半 

、お 還蝴限 一二 十ケ年 

但し 利拂 期日 前 六十 H の豫吿 


を U て 化 倩の 一部 若 < は をが 
を 何時 じても 巧 還す る ミを 襟 
、を 巧 お 巧 紐 育 y ャ ラン 

テ I コンパ ニ、 

英 閱巿矯 のか 


を 巧 お 額 
利 率 

發巧價 格 
憤 還 期限 
を 巧 銀 巧 


化で 磅 

四を 五 通 乃至 
五み 

九十 一二 磅半 
甘ヶ年 
セ— ^ 巧會及 
ラダ ー ド商會 


お 間 金融界 ご 

日銀 利 下け 

H 銀の 金 刹' 引下は 最近 數 年間 
絕 えず 财 をの 閒題ど U つて ゐる 
處 であつ て、 懸 なされた 年 未を 
無事に 通過 L たる 今 H 剌下 論が 
據 頭した からど 云つ て 特に 問題 
どす るに 巧らない が、 は 間を 融 
界に 於け る 化 希留は 今や 余程 

普遍的 であら 且つ 頗る 濃 
厚 どなつ て 巧た 酸が をる C 本年 
じ 入 b て 資金 回 牧が进 をで ある 
J せびを 離 巧 V ' 意外に 平穏で ぁ 
つた i 等 も か 論 利 下 ま 張の 論據 
ごなる；はいふ迄もないが、 最 
を 民間 銀 巧 側を して 一層 熱必じ 
巧 下を 要望せ しむる じ まつた 理 

由は まごして 

一、 今や 一流 銀け は 一力に めて 

預 をの 遇 剩じ累 され 牠 ホ適當 

なな 資の 目的物な きじ 苦しみ 

つ i あらて I 齊じ 協を 預を利 

率の 引で をな さんと しつ i を 

るに おらず、： 一一'- 流 銀 巧は 現 
行 協定 率 じても 預金を 集わる 

じ 脚 難を 威 じつ t あるが 柄と 

てと を肯 せざる も、 若し： n 銀 

巧で.， 嘗 現を 見るならば 路を 

率 引-下に 反 菊を ざる； 

二、 目下を 錫 巧を 通じ： 營業成 

績 巧 ， L くない だめ 化 際 一面に 

於て は 頂を 率 引下を なし 他面 

日銀 利 下 じょら 巧 粘 じても 有 

惯 証券の 惜 格を 昂騰せ しめん 

とする あ 意 ある i 

じぁる が、 化 外 從巧唱 へて ホた 

がが 整理 促進の 理 もも 加っ-',、 

金融界 一致の ホ留 どなつ 

て ホた 樣 でぁる。 乍 併是等 民間 

お 巧 側では 9 銀當局 ごしても 現 

じ 昨年と 巧 一度が 下の 意が あつ 

たど 傅へ' られ たが、 當時 加藤內 

閲 成立を々 では ぁら 遂に 實 現せ 

乎 今 H じ 至つ たので ある。 若し 

巧るべき 金融 緩 漫期じ 之を 實巧 

しなければ 又々 機を 逸する 虞れ 

が あるから、 今後 特別の ホ 情が 

發ホ せざる 般ら 追つ て 利 下を 斷 

巧す るで あらぅ ど觀測 さる 0 

波 蘭 政府に 

新外僖 成立， 

が 蘭が 府は 昨年度の 豫 算じモ 

四が 万 弗の 劇 余 金を ホ じて 國際 

財 巧の 信用を 巧ず るに 至つ たの 

で舊 臘ホ當 化の デ。 ン •リー ド 

商會 一: 對 L 五 千で ホの W 債黨集 

じ 巧て 巧談 中の 處 、諸 條 件も大 

体に 於て を 了し 巧 週 中 じは 發巧 

の. 速び じ 至る ベ < 利子は 八步の 

見當 であるが 當化 ホ 燥 じ 於て 五 

千万 ホの か國政 巧を 償を 黨るじ 

まつた-とは 昨年 十一 巧の 佛國を 

おを 僮-億 巧 W ホの ち 額に して 

今回の 新を 憤 じ おし 外 凰 銀 巧 踏 


Japanese 了ち 度 I^oorn 

1郎2 お SIreeU. W. 

Tei. Franklin 1577 


City Hall Tea Gaden 

170 Nassau St. City 
Next to the Tribune Bldg 
Loo Li 凸 Manager 


技 eem Nom し ow 
474-6th Ave. 

Bet. 28th~29th St. 


排 NOMA 民 U 

101 W. 69ih St. 
Tel. £ndk が お 27 
Room 5 


Suey Pang s 

RESTAUR が T 

459 Sixth Ave. 

Bet. 27th-2 が h が s. 



mum I 

お East 2 お h Street ； 

Tel. Madison Sq. 7 目が 


Kawasoye Hotel 

側 化 smSni Street. 
な !- Morningside 7154 


Toyo Kwan 

41 に 19 比 St. 

Bet. B’way 在が h わ も 
Tei. お I け wssnf 9798 




340 W. 58 .比 St. 

Toiephone: \ 

I Columbus 8882 


DARUMA 

781 — 诚 4 化 
Tfil. Srfant 3859 


ホ會 

じ 席 

ず 御 
を 料 
燒理 


I 


( 嗯日 •水) 司ち ゎ 



•巧 ホ 第 
ご 目 了 四十 四 
巧 目 T 五十 四 


I The Tokyo Co. 

1 が W. 65th St. 

New York 


YOSHINO-YA 

70 G が nwich St. 
New York 


AS 謂 KWAN 

1 が に 56 か St. 
Tel. Plaza 6399 


(H) 號 六十 巧 干 一 第 で itep ななを 巧で 巧 C 日曜 十-〕 R 四十 巧 ニキ 四十 化 大 


華盛頓 

わさく 

目 本 料理 

ホ じ 御旅 舘 


宮川 事務所 

持續的 奮圃の 同胞に 的確なる 職 
業を 罔旋 します。 

お ちま se で 嘗 Ag ミミ 
養 全. 4 B さ St . 严 y . C . 

Tel . 3 妄 見 7787 9 ま 8 


艾那 t isc 

市廳 茶園で みを 御 愛顧を をけ 


た蔡 文で 御座います 


; 電話 ぶら ぃゎん け 

ホ- 特長 

紐 育 巧 西独 十四 T 目 
一二 下 一一 八を 
(二階) 



扭 

2 


H 本に 化み、 リ‘本 語 
を 話し、 皆様の 禪嗜 


好に 適する 御 巧理を 調進 致 升 

了 度 ユンぶ ！ タァの ドです 



御 料理 


化 出，) 
並に/的 


太 巧 


壽 司、 蒲燒 、蒲 お、 かお、 かきめ し 



醬細龍 giS 離 上自ホ 

H ネ米 li 食料品 ， Iglupg 

巧 旧 巧 ホ 巧 ま 食 化 巧 W 1 ず賣 I 巧 

曰 本 食料；！ 附商會 


S 

— 

shew 

.N 脚 1 f 

边 パ* 

3 M e 
t の N k 

B 

K 


日本 食料品、 日 田 品 
並に 新刊 書籍 類 一切 

巧稠兄 ホ商會 

を 巧 お 巧！ 最近 便 i じて 巧 着 
化 核間爲 々巧 用命の a ぞ願上 候 


〇 

C 

A 託 わ 
M h C 

A に Y 


0^ 

UK 1 


林 


日本 食料品 巧みび 雑を 賴 坤小資 

桑 山み 會 

新刊 善 籍雜誌 小間物 n 用 t を 種 


2プぅ デ每款 


御菓子 舖 

栗 優 頭， 羊羹、 蒸 菓子 類、 驚 餅 
(のし 餅 前 H 御 注た 願サ) 

松風 軒 高 橋 

西-! ハ 十五 了 目 一二 十四 番 
電話 トラフ r ホダー 五 お 五 四 


基 腐油揚 

煎餅 製造 卸、 小賛 
H 本を 巧 品 一切 

田 中 

第ー ニ 街 八な 八十 五を 
電話 プラザ 五 ニー 八 


新鮮 魚 か 一切 

日本人 商き の 生魚 澤山取 b 揃へ 
特別 廉 潰で 大勉强 致します 
サヴオ ナ魚店 

. IOSO 巧 hi wavosa 

.224 w - 2 St で. 

Tel. oolg 口 bu8 お 


極上の 魚類 

季節の 新鮮の 魚貝類が 澤 & 揃つ 
て 居ち ますから 御 賞味 下さい。 

ァ とお 口 镇 
82 Bayard st_ TeL Franklin 4480 


御 下宿 

自も亭 

置を nds St . す〇罢尹 N . Y . 

Tel . Main 7475 


尋れ人 

お 正 恩給 詔書を 付 

な 井 長 一二が 

「外 固 旅券 下付 事實 証明」 到着 
熊 本縣人 豊 田淸定 
朝鮮人 ま秉み 大 塚を 
を 知 早 川 良 街 和歌 山 引 ± 純一 
茨城 寺巧武 お徳 島 井林 正み 郞 
をの 者 じ 通み 致 度き 儀 巧 之 
校 巧 本人 若く はか 人 ょら 現 
化 巧 抱を 知 願 上 お 

紐 育 帝國總 領拳舘 

黃 Broadway N ミ Ifork 呈 y 


美 ホ じして 淸潔 

做 編 晶南樓 

午前 十 時 よら 固ち 
午前 六 時まで"^/ 


市 廳を園 

司 理人蘆 蓮 
出勤の ホには 晝飯 
の 御 便利 じ髓 へが 
閱會 席の 御 巧に 應 
やべ く娱間 巧卒相 
す 變お副 立願 度な 
紙上 御 案 內中卜 '慎 


支那 御 料理 

彭瑞樓 

け 本人 諸を を 
歓迎 致します 


御辨當 並びに 
御 家庭 ま おし 

曰の 丸 

御 下宿 後藤 
壽 司、 饋蒲燒 
每 u ちらます 


媛 蒲お壽 司が 化 あし 

H 嗤祭 戸が 陋も 御用 命じ 巧 t 夭 

會廢御 料理 

窩等御 下宿 

兒モぶ 一 


御旅 縮 河 添 


日本を 巧 品を 袖 
日本 書籍 諸雜 な 
日本が 貨を邱 
を 地 巧 巧 お 巧 
姑 育み やげ 品 

シ少ク シャツを 巧 

^0;^ をを 巧 

をを の 巧け あち 


9 

5 

5 

6 


を 

袁 

靡 

會 J 


理想的 御旅 舘 

御を なじ 誠を をのて 盡 します 

朝日 舘 

御手 輕御 料理 並に すき 燒 

新ら しいが 巧を 擇び 御客様の 御 
滿足 なさる 樣 精々 勉强 致します 


S Lf 

料理 

芳の家 

壽 司、 綾 蒲 燒每日 有りまず 


が ストン 巧 

富 ± 燕 舘大滿 末 松 

1 を Wo 養 己ま Si. ぎ 庄呈 Mass. 

ジー. Ba 童 さ 30 


紐脊 旅館 旧 中み ホが 

ま 四十 T 目 二 四 二を 

Tel . Ga 查 onia 贾 74 

を 話ンキ シン トン 四 八 五 五 

お 巧 旅館 

巧 十 置 T 目 二百を 


伊豫 屋御 下宿 

西嶋 岩夕郎 

巧 四十 义 T 目 一六 五 

アパ 1 トメ ント C 2 

電話 ブラ デ ホ ーと 五 


▼一二 德 U 淸 潔、 親切、 氣樂 ▲ 

梢な 旅錯 

ま 巧 伊勢 事を 久 間を 作 

2 ち E . 5 望 h Str ま t 

ジ ー. す g ミニ 這 9 


割烹 並に 御旅 舘 

^ ■を 野 兄弟 

お 育 ホ 西 八十 八 了 目 一二 巧 十 II 一番 

電話 スカイ ラ！ と 八 ニニ 


鑛 踏敎授 

▼社を ダンス ▲ 
▼ま 情 ホ 操 ▲ 
紳± 、淑女、 ぉモ 
巧さん 方 じげ 嗜じ 
敎授 致し 升。 午前 
十 時 ょら 午後 十 I 
時 迄 CH 曜を 除く} 

シャリフ •ダン ン 

ング 姉範學 校卒棠 

上 杉 タマ 


中が 理髮巧 

中が 萬藏 
S W . 拓を S 三-三 さ 
Bet . 呈 umbus Ave ‘ & Cen 夏 ； ark West 


日本 喔髮 舘淸 

新 ま 洗髮の 設滿ゐ を理を T 寧を 
旨 ご し 穂々 勉强 致します 
西 四十 一二 了 目； 白を 地 一二 百 六 我 室 

タグ プ フロア (窠 みを S 四十 占 Tg 巧) 



最新式 六曆建 

便利、 淸涵 、待遇 懇切、 宿 巧 祗廉、 
發 着船 あ 之 候 都度 波と 瘍 にお 張 
•ン アト グホ箱 六 街 1110 六を 
エヌビ i ホテル 
電話 メ！ ン S 化 五 二 

藤 ホ 滕館支 巧 

423 Miaynard Ave : 

扣 eattle . wash ’ 

日本 巧を 船 切な 御 申 遂に 應じ 
萬 事 御 便宜に 御 取扱 ひを 上 侯 

桑 港 ホ テ 

マ 日本 巧 料理 (朗閱 ぁ も). 
を 港 タタ ホ 火-ー ア街ム ハ ーニ 
電話 カネ， 一八 一を 

口，— チン ゼ^ス 化 ホの 御觀 ホに 
は 巧 事 最善め 御 便宜を 計 b ます 

\ — ^ク V ホ テ 八 

羅麻 おじ 巧け る 同胞 經營 中最 
新式 高等 ボ テグで あらます 

羅府東 一 街 一二 九 半 
電話 ゲ アン ダイクと 六 五 九 


ボストン 案 巧 

貸 自動車 業 河 西 

諸を 跡、 大學 校、 エ鶏巧 他】 殺の 

紹か あび 通 辯 もします す 〇ョち 

Te 二 苦 k . 呈 77 呈 70 Bata を 度. 


神の 魔力？ 

謎の 倭 巧者 

: 飯 野を 繞る 人々 

- 讀 おはを 近 数り.」 ' U ' つて 本社 

一 東京 特電 V 惟々 「謎の 怪い ま」 ご 
一 云 はれる 飯 巧を 一一 一郎なる をのを 
柱な 託 欺 お 化-し 脚 喘し じ 斷か的 
I な 巧 溢に 眼を 留めた であらう 0 
一 「おや 巧は 父親が 無い む 」 初 

I 墳面 0 挨巧 •か濟 むかす よ 《 じ 化 

I 銳ぃ 

洞察力 が ド キッど 客の 胸 

を 巧つ 0 「玻 後を 氣を 付けん ごい 

か A. よ！」 釣が 打 もの 猛繫 は氣 

の 弱い 靑 年輩には たまらぬ 痛手 

だ — 速 命じ 挪す るを おん 間の 

必を勘かすものは；；？>く 化言葉 の 

削には 大 おも 學 まもず 人 も學生 

も ぁ b 得ない、 聽 者‘ J 1 巧は 必 

中 反省を を 儀 U くされる 〇恐る 

べきを 威力 ご 洞察力 じよる 魅力 

は繼てホル^;<> ■ 個の人陆じ逝ぎ 

^;^かつた飯野ま lll 郎ごいふ巧を 

「穩 山の 神據」 巧 ま r 穏 旧の 巧者」 

じを 巧 b 上げて 了つ じ or ゎしは 

別 じが だ ごは 思 はん けれ 共 他人 

さう いふ だけ だ 」 問題の 

ん飯巧 ま S 郎御 常人は きつ ぱら 

ご 仰し やつて & る。 をれ お 巧ち 

切つ たんが をつ かまへ て胜 間け 

巧 故 疑惑と 怪異の 言葉を なて 彼 

を麗 いでむ るの だら ろ？.。 を 1 

じが 探訪 じ 化する 何等かの 謡が 

潜 みられて ゐ ねば じらね 。ぶ々 

モ耿ヶ を 穏旧二 五の 「穏旧 御殿」 

の 巧を 出入す る 

顏觸れ をには か 巧の ち 

を、 要路の 大官 、實嚴 巧の ち顕 

が 救 をく、 殺な く 共 一顧に 値す 

るん 物が ぞい。 巳くな つた 巧 敬 

氏け 彼とは 肝膽相 照す か 己.'^ ぁ 

つた どい ふ。 彼のち ぎじは 十五 

号 ヵンバス 大の溫 顔を モ ー ニン 

グじ 映えさせた 原 あ 氏の 寫眞を 

巧ゴて ゎるが、 巧さん の 書は 彼 

が 座右の銘 だ ご をはれ てゐ る。 

J 干で 乍ら 原さん' ご 彼 じ 就て はず 

お證な 逸話 さへ も 巧 へられて ゐ 

る 大正 十 年の 巧 ヮシントン 

を證 故 加 おぶ 一一 1 郞男 等の 代表 

を 貢が ホ 厨 じ 向つ む 時のを だ、 

巧 首相の 月 巧 役 ミして 一巧 じ 加 

はつた 横 旧 モ么巧 巧 (逝 U 逝去 

した 前な が) はお 發じ 先立つ て 

千 耿クみ じ 飯 巧を 訪 ふた。 話の 

こぼれに r お 氏 じは 最近 劍 難の 

相が あるよ、 彼の 今の 眼が 立派 

じ 証明す るんだ ........ 」 と ホた。 

氣じも t め卡 巧 き 流して 横 的 氏 

は 葉が じ 出掛けて 盛ん じ 巧顕の 

お 中 巧 首相 猫錢の 報を 受化 つた 

_ 横讯 にはが て ふじめ いて 歸國— し 

たが、 頭 じ 

豫言 的。 飯 野の 墨が 恐 

; ろしい 憶 ひ 出 ごな つて 袭 え-、 ら 

一 返つ たさう だ。 饭 野には 海ろ 巧 

I 敬の 的で あつた 化 敬た パ 別 ごし 

i て 彼れ ご 昵懇で ある 人を を 試み 

一一—' がつ て是 やう ........ 後晦巧 平、 

I 前 滿奎昏 、島 橋狂淸 、ホ 巧颗一 

i 、 横 旧千么 助、 を 化 巧ぶ、 お 

r 劇 氏 等 化界の 大立顿 から お 巧 

W 方が では 一二を 巧 お、 巧 川 方を 

-本 きを 巧 等 あ b 、 大倉靑 八が 

〔ホ 彼とは 昵懇の 間柄 だ S いふ 

_;化 かお》、 巧 装 家、 宗敎衷 

一 術 家、 あな 家が 大も小 も ホら 


黒 も穏旧 御殿の 蘭を 跨ぐ 數は驚 

く 程で ある さぅ だが、 劇界の 人 
氣男澤 正 も 彼 どは ホ々 ならの 間 
柄 だとい ふ。 レンズを 通じて 見 
る 彼は 單 なる 平ん 人で ない {な 
こ i だけ e も 削る が、 無数の 頭 
腦： 、む臟 を 引き かける 偉大な 魅 
力け 化ん M 處か r をを せねば な 
らん 0 


今議會 に岀る 

新避激 法案 

ま 义十條 酪腊を 棟む 
本社 お 京 特電が 前週 報じた 如 
先年 貴族院 じ 於て 審議未了の 
虛搔ら 潰し どなつ た 巡 激社曾 運 
勘 取締を 幷じ 大震災 あ 後 緊急 賴 
みを なて を 布され、 次 じ 施 斤 中 
の 治を 維持み の兩 者を おがした 
治を 維持 法案は 愈々 現 巧 閣の手 

じて 今 巧議を じ提ホ さわる； ど 
なら 目下 内務、 司法 兩 省に て審 
講中で あるが、 條 文中 「朝憲」 幷 

じ r を 寧」 の兩 字句 じ 就て 化 じ 適 

當の 法律用語 さへ を 見さ るれば 

まの 雜巧 及び 骨子 じ對 しては ぉ 

記兩 をの 意を が 一致して ゐ るか 

ら大 なる ぞ障 なく、 近く 閣議の 

巧 定幷じ 稱を院 の 諮詢を 經て巧 

開を の 議巧じ 提案され る 壁で あ 

るが、 案のを 文は 左の 如し 


愈々 お來る 

東京 地て 鐵 

東 ま 特電 十一 二日 發 U を 京ホ營 

地下 鐵 道の 經 費を 算に 一一 感の 

じて 第一線は 五 反 旧、 柳 島 間 

第二 線は 目 黒、 千 化乂橘 間。 

簾 一二 線は 中 溢を、 盤 鴨 間。 第 

0 線は 新 お、 大塚驛 間。 第五 

線け 池 袋、 洲崎間 等なる が A 

十 乃のを 投じて 機械を 購入し 

大正 十五 年度よ もェ串 着キじ 

みぞした。 


治安維持法 案 

第一 化 朝憲を 寨 巧す るの 目的 

を おて 結社を 紐 織し 又は 情を 

知らて 么じ 加入した るを は 一二 

年 0 上のを 期 懲役 又は 禁麵じ 

處す 

第一 一條を 寧扶 巧を 奈 なず るの 

目的を なて 結社を 組織し 又は 

棍 をからて 之に 加入した る 者 

は 十 年 3 ドの 懲役 又は 禁麵じ 

處卞 . 

第 II 一條 前二條 のホ遂 罪は 之を 

罰す 

前 二條の 罪を 巧す 目的を 化-て 

其豫備 をな したる 者は 云を な 

下の 懲巧义 は禁鍋 じ處す 

第四條 朝憲 文げ 巧 寧 秩序を 襄 

乱す るの 目的を なて 夕數 集會 

し 巧 串 巧の 實 巧に 就て 協議し 

たる おはと 年な 下の 懲役 又は 

禁鋪 に處す 

第 五條 朝憲 又はを 寧 秩序を 象 

视 f るの 目的を 化て ぶ 事項を 

流布し 又は 巧薑 を 說を なした 

る 者は と 年な 下の 懲役 义は禁 

銅に 處す 

第 六 化御惠 又はを 寧が 序を を 

乱す るの 目的を 0 て 法み じ 違 

なすべき i を 城 動した る 者は 

十 年な 下の 懲は 父は 禁鍋 じ處 

す 

をと 條 第一、 第二、 巧 凹 乃 ま 

第 六 條の职 を 化さし むる じめ 

を おを 給 あんがは 化 中 込 おく 

; バイ 


は 約束を な L たる 者は 五 年な 
下の 懲役 又は 禁麵 じ處す 
給 巧を ずけ 又は 其 要 ホ 若く は 
的ぶ をな したる お ホ 巧 じ 
镇八條 前 數條の 罪を 化し 未だ 
發覺 せざる 前 自首し むる 者は 
其 刑を 輕减义 はを 除す 
第 九條本 法の 罪に 就て なした 
る 裁 巧の 理由は 淺 審判を 父は 
裁判所の 許 巧した る 範圍に 非 
ざれば 之を 巧 聞 紙 其 他の 出版 
物じ损飯する主を得ず。 前條 
の 規定 じ霉 反した る 時は 新聞 
紙 じぁ 6 ては 編輯 人 及び 發行 
人、 其 化の お 版 物 じを b ては 
著作者 及び 發巧 をを 二 年な 下 
懲役 又は 禁 銅じ處 す. 

繁十條 本を は柯 人を 問は や 本 
法 施巧區 域外 じがて 罪を 化し 
たる 者 じ も么を 適用ず 

瘤疾じ めげ ず 

贊川巧 講鑛. 

本 巧 二 H 着 紐 W ホの 賀川費 意 
氏は 満疾の 眼を を ひ 乍ら を 方面 
の絕囑 じょ b 岡 擦を 生 會館關 係 
U 本學 生の わめ じ將た 0 本人 售 
婦人 會等 のために 始んで 每巧講 
演を 試みな が、 去る 十 H は 紐 育 
日本人 會お濟 部 委員 +じ おの 定期 
講演 貪 じがて 「貧民窟 物語」 な 

る 題 下 じ 約 一時間 半じ昆 つて 巧 

が 貧民窟 じめ て體驗 せる 趣 ホを 

き 實際談 を 語つ た 。山 口 委員長 

の紹 かじ 基き ま 田 源次郞 氏は 賀 

川 巧の 著書を 通じて 间巧を 紹介 

したが 聽 衆よ なを 名 非常の 盛 巧 

でぁ r た。 

停 奉 場 附近で 

邦人が 遭難 

首都 7 シン トンから が 育 じ 仕 

帛 口を ホむべく 寺 本 幸み と 呼ぶ 

邦人 靑 年け まる 十 一 H 單朝當 地 

に 到着' し、 キ ャナが 街の 高架 懲 

道 停車 鶏に 下車した 刹那 突が 背 

後ょ b 巧者 かじ 激しく 就 巧され 

て 人事不省 ごな つて ゐる 間に 所 

持を 一切は 素ょ b 持 參のマ ー ッ 

ヶ ー ス迄 奪取され てネ 倒して ゐ 

たのを 停車 锡の 番人が 發 見して 

巡 巧 じ 急報し 應 急ず 當を 施した 

ので 寺 本は 漸< 意識を！！ 復 した 

が、 犯人は 巧衛 不明で 柯 等の 手 

巧ち なぐ 寺 本は 其 巧は 警察の 化 

話で 救 化 軍に 宿泊した さぅ だ。 

新劇を 目標 じ 

日本 劇上鑛 

囊じ モス n 1 藝術 座が 米國じ 

渡つ て 0 ホが 育 劇 擅 じがけ る 革 

お 運動は 巧なら 刺 哉を 受けて 偏 

狹なァ メリ々 装-ま 義の 範圍か 

ら 脫し樣 どす る 運動が ポ ッブポ 

ッリ現 はれて ゐ たが、 最近 米 A 

巧 劇 家中 じは 化 際 純 日本 劇を 起 

しては どぅか ごい ふ聲を 却て 日 

本人の 藝術家 連 じ 相談を 持ち か 

けられた MJ が 動機 どなつ て、 化 

ホ 面に 趣 ホを 持つ てゐる 人々 が 

中必 となつ て H 本人の 新劇 運動 

協會を 創設ず る i どなち、 ホる 

十六 日の 夕刻から 巧亭末 廣で發 

企 人の 相談 會を 催す i となつ た 

尙ほ岡協會ではが第 1 步^して 

來る 廿日 料亭 都 じ米國 じがけ る 

お 藝術迷 動の 先驅 者で あ b 、 才 

ニ ー グ 氏の 片晚ご 云 はれて ゐる 


.ヶン ネス •マッダー ン氏 及び ホ 

國の 新ら しい 舞台 装飾 家と して 
歐米劇 擅に 認められて むる 日 パ 
—卜 •ジョ ー ン マ 氏を 召 聘し日 
本 食を 化 ハに し 乍ら 兩氏 S 講演を 
聞く MJ どなつ たさぅ である 〇會 
費は 二 巧、 申込 巧は 西 四十 六 下 
目と 十四 番藤岡 昇 巧 宛 じ 願 ひた 

いごの ミで ある。 

殺人犯 田 巧を 

正式に 吿發 

変事を 化 殺しの 化 人 どして 久 
しく 當地 警察 病院 じ 精神 狀お鑑 
をのた を 入院 中で をつ た 田巧麗 
一は 過般 退院の 上目 下 ホの 未 巧 
監獄に 收な 中で を もが、 をを ず 

明日 中 じは グランド*' ジ ユタ ー 
ょを 正 まに 吿發 され 一 ご一 一週間を 
じは 審理 じ 移ら 當 じて、 檢 事局 
側では 一應 一等 謀殺 化 どして 吿 
發す •へく 若し 服罪の 申立を した 
撰を は 謀殺 二等 乃至 故殺 一等 化 
として 刑期に 服す る,^ どなる 模 
樣 であを。 


ダイク マン ホ 面 

在留 同 贈に 緻ず 

タイクマン、 イン ウッドぶ ひ 
ヨンカ ア K せ 面 じ 在留 i る 同 
胞の 親睦 會を ホる 十五 U 午後 
二 時から 左記の 通 b 開き もす 
當日は 曰 本ん 會の會 員た ると 
ホ 會員 たる ごを 問は ず 家族 御 
同伴 奮つ て 御 出席 下さい。 尙 
ほ 化 超が 留 同胞 諸君の 御ホ會 
を 歓迎い ねし ますから 是ホ御 
參會 下さる 樣 願います。 

一、 瘍所 ダイク マン、 ブロ 

— ドゥ 五一巧 長老 
敎禽 社を 室 

二、 會費 出庸者 一人に 巧 狂 

十 他 (兒 量は 會費 

なし) 

ご 一、 餘興 福引、 お藝等 

大正 十四 年 一 一巧 十一::: 

第一 區 委員長 

山 口 S 之 助 

外 委員 i 


パ ザ ー を 東 八十 六 了 目 祭 一二 街附 
近の ラィ シユ ー ムで 開いて ゐる 

英獨 繁洪才 巧を 他を 國人 の賣巧 
中で 日本人の 出し 店が 一番 のげ 
お だ。 化 ± 曜日には 殊更ら 面白 
いブ曰 グラムが もらます ど 日本 
人寶 店な ち^ 川 島 良 一 > 二階 堂 
を 鐘 氏は 語つ てゐ た。 巧みに ホ 
國 でのん 獄勞慟 運動家は ム ー ネ 
i 氏、 ビリン グス靑 年 あび 伊太 
利ん サ n 氏、 ベン ゼこ卜 氏と ミ 
シ ガン 事 かの P 1 ゼン バ ー グ氏 
等で ある。 


世界 橋 採， 學廚戰 

參加 撰す は 六 名 

今 巧 下旬ょ を シカゴ じがて 開 
催される あを 掃 球 爭覇戰 じは ホ 
國 一一 一名、 濁 遮、 佛蘭 西、 白耳義 
日本ょ もを 一を 宛 合計よ をの 豫 
をで あつ^が、， 佛蘭 西の コン チ 
氏 棄權し 其 巧な たるべき グラン 
ジ氏も 渡义を 餅を しねので 結局 

ホッ ベ、 コクラン、 シエ— フア 

—( なお 米國) 、ホ ー マン (白 巧 
義)、 T レン ダ チャ！ (濁 逸)、 

鈴 木龜ま (日との 六 名で 雌雄を 
ず ふ sw なつね。 

♦雪解けの 道を 
ホい 時 一番 籍じ 
W 障る のは 犬の 巧 
物 だが 人間の 犬 
0 ま義を 聯想す 
る 時に 苦笑を 禁 
じ 得ない のは^ かさ 二 休 和が) 
♦賀 川— 君の 實礙談 を 聞いて 莫迦 
な顏 をして 唯 袋つ て ゐた聽 衆が 
ある S は 驚く 一き 無自覺 だシッ 
々リ しない ど 御巧樣 貧民窟 中の 
人 じなる ぞ(® 無量 生} ♦日 會 
の 演藝會 は 千み 0 上を 集めて ホ 
曾な のが 巧 だ i - た 化. 巧は 何時 や 
つて 吳れ ます か锭 つて 居 もます 
(慰安を ホむ ち 男) ♦武 ホで 藤 巧 
の 宿が なくな ソ たと 思つ たら 紐 
育の t 町 じら 水 だ 二 S 巧 あるぶ 
うだ、 柯 とかして 醜業 者 流を 放 
逐 ずる 工夫な さか 敬て 社 會の度 
必じ訴 ふ (上 町化麵 連中) 



ザ 巧圓 かけて 

一二 笠 y 保を 

別項 お 部 おがの 聲 明した 如く 

日露 戰 役に 其 名を 知られた 巧鄕 

大 がの 旗體 「 S を」 は 華 府巧縮 

會議 の犧牲 となち、 本 ホなら ば 

愈々 一 一片 十六 H 迄に 其 運命を 巧 
せられる 譯 だが、 旣 報の 通らを 

海軍では 非を まに 關 係を 國の說 

解を 得て 英國の 紀念濫 ダィク ト 

リアに 像 ひ 愈々 橫須賀 を 潘內に 

S をを 保存す るに 决 した。 一二を 

巧が じ 就て は囊じ 一二 をが 念お备 

會幷じ 橫須賀 市 等から をれ 

交渉が あったが、 海軍 側では 巧 

者の 飄 係を 離れて 保が する 計畫 

らしく 燒 所は 現な 繫巧 しある 機 

關學校 前で 約 五十 間を の 海面を 

埋立て ill 1 をを 自由に 陸行し 得 

られる 横 設計す る尝 で、 埋立豐 

用册巧的は解体隻を流用ずる^ 

なるべく 斯 くして 海を がを H 等 

の 際は 同 艦上で 式を 擧げ 永く 紀 

をす る 至 ごな つた。 

旨 も 思想家 救濟で 

國膝バ ザ I 開催 

世 あの人 獄 自由 思想家を 援助 

する ための ィンター ナシ ヨナ グ 


薇 ぉ猶豫 

本年度 徵乾 延期 事務な 投 

一、 大正 十 阻 年度の 徴兵 適齡は 

明治 化と 年 トニ 巧 二日ょ b 同 

化 八 年 十ニ ロ ー 自の間 ぉ 生者 

一、 大正 十 晒ん. 巧の 徴集 延规モ 

綴を 要する ぶは 明治 サを 十二 
巧 二 H ょも 问化八 年 十二月 一 
日を の 間の； I 化を 

! 、用紙；：：： 事 か 所に 巧 b 

.1、 お 謡 巧 U 弗 

霄 留^ 硬= 十五 他 

會 員外は 外 Z 手数料 U 五十 化 

一、 巧 H 大正 r 阻 年 S 巧 一 H を 

紐 育げ 本人 會 


御下洁 鴨ザ乂 

47 PS 寒 t Pia 窝 

. 墨. Is 基 Ave . of ;. 食 nd St . 

ジ ー. M 号/量 這罢 


西 六十 お j 目な 四十 ホを 

1 ホ 旅館' 大橋 


笔結 ユン マ 


八 六 1 〇 


ず ド 若 化み 也 地ょ き 

複 「ぷ淸 潔なる 室 

, 松林 好か' 

養 Lex 悬ーミ か. Tel . Mad . Sq •沒 21 
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The Mitsubishi Ba 化 LM . 

区 QUITABL 拉 BLDG . 

12 り Broadway , New York 
T«l«phone Rector 94 載ぶ 5 


j THE MITSUI BANK , け！]. 

NEW YORK AGENCY 
Room No . 1012 , 

61 Biroadway , N . Y , じ 
Tel . Bowlkig (ireen 3440 


The Sum け 画 Bank , Ltd . 

NKW YORK AGENCY 
149 Broadway 
Tp し Hanover 7444-7445 


The Yokohama 

Si ) 8Cis 邮 邮, L 扣， 

Equitable Bidg . N . Y 
Phone Recior 2550 


riie Banko け aiwan , Ud . 

Room 308 

Bennen 6011 Investhig Bldg .. 

165 Broadway , N . Y . 
Tel . CoWandt 7 が 2 - 33 ぶ 4 


MO 画 腿 BROS ., Inc . 

63 ぶ 5 ぶ； \ V . 2 か d S し 
New York City 
Tel . (;ramacy 3860 


TaiyoTTadingGo ., inc . 

Importers & Exporters 
101 Fifth Ave .， N . Y . 
Tel . Stuyvesant 38 が - 5 

327 W . Madison な re が, 
Chicogo , Illinois . 


THE FUJIMOTO 
な 削 RITIES GO .， INC . 

1-20 B'wsiy N . Y . City 
Rector 2 む o お 3.9 



32 Broadway New York むか . 
Phone. Hanover 7394 

巧 ま 古 俄 巧 

112 We が Adams み reet ， CHICAGO, i しし 


社 會式株 船 緣洋東 

T . K . K 。 

NEW YORK dFFICE ： 

Room 801 -806, 165 Broadway 
戶 HON 巳 ： CORTLANDT 8047 

San Franc わ CO Office : 目 目 1 虹が k がみ 

帆 ぉ潘桑 

絳 敬乂离 な 航米化 


WALKER & FLORID 

CUSTOM TAILORS 

20 DEY ST., NEW YORK 
Near Church S し 

TtL. CORTLANDT 7667 



OWENTAL 化 FT TE し HANO 化 fMSOO 


社 會船郵 本日 

店 支 育 紐 

色 - 10 Bridge St. New York なわ 
Telephone 巨 owhng Gr«en 2262 

店 支 ル ト ヤシ 

Colman Butidina Seattle. Wash. 


〇ぶ ぶ . Line 

お 唆 醇盤 削!: 

Room 603 Cunard Bldg ., 

25 Broadway , New York Gify . 
lei . む 帥 ng Green 63 お 


HiKOKUMAI 

62-64 W . 124th Street 
Tel . HA 化 EM 71 が 



號六 i •巧 干壹瓣 


狂 化で ぶな 巧な巧 を 巧を 巧 im で J 0 


〔[ 1 隨 水:! 


H 幽卜 巧 二 年 四 i - 正大 [西〕. 



資本を 一 爲圓 
拂达巧 資本を ホ 千 * 曲 
蹟 立を 四千と な 苦 内 旧' 

I .船 S ザ 銀行 g ホ 巧 

本 おちを ホ：！！ ネ巧原 お 巧な 5 
支店 小 お H 本 お 化の 巧 岳 ご お 萬 
名を 唐 京都 乂 お 西 <' 化。 

神 戶廣島 下 篇巧司 だ 化 
福 岡 長 略 上海 お 巧を"^ — 


外 國爲替 、鄕里 送を、 ホ 送金、 甫が巧 化 
一般 お 巧業橡 精々 御 巧 利 じか 巧 句 申 巧 

本ち 巧 •をぶ 荣 巧、 大阪蜡 尸、 をが 
所が 地 名 古 崖、 ル 樽、^ が、 倫を 


§ 細を 期 邦貨 五十 圓を巧 忌 年 ホみ 

S 臺灣 銀を を張奶 

▼鄕里 送金 及びが 送金 (無 子を 巧)、 外 画 
爲替賣 買、 荷爲替 取組 か 立- •屠 用が を 
巧 ま 一 股 お 巧 業務 御巧刊 にお 巧す 化磅 
▼巧は 詳細は 御进 おな くが 閱を彼 下を 肤 

底！ 〔職 I 馨 ヶヶ裝 

預も蚕知 露耗 が 二が 

(化 シ每 千圓な 下/逆が 巧を 一 お ホ 息〕 

橫鑽 正金 銀 巧# ま 巧 I 

郷 をを をは 都て 無手？？ i 巧 じて を i 
巧橫濱 本巧經 由を 金 か 化か 申 お ； 

I 

な 長男 巧 化 友 ま左衛 巧' / ' 

本 巧乂齡 化が お T 目/ 

が 育 支 巧. が 宵 ブ。— ドゥ^ィ パ 四十 九を I 

雜化夕 銀行 I 

^ {东ち 横 横、 名を ちを 挪 、神 戶 1 
ぉ! 尾ノ 道、 廣 を、 ち 柳 井、 で/ 熙 i 
がち巧^ 巧司、小倉、若松、博夕、久留米等 i 
，ネ齒 巧 ミ鄕あ 化を 等は 巧め I 
て 御 ffi 利 巧を じ 御 取 あ 可 申 お 


m 表向きの 大室 、一人 
又は 二人 じ適當 、電 
燈電 詔、 ス チー ムヒ I 卜 、其 化 
設備 完 を、 ナグ 、バスみ® をし 
岩 2*.1 さ thSf , 音. 巧 Tel.Edgeib 吉 19 


貸 室 綺麗 當 b . 苗き 室 

ド ソン 河眺 與隹絕 、四 階 目、 

日本 紳± じ 貸し 度し。 

互. す ミ t 二 養 『主 ay . Bet . 148-1 さ Sfs . 


i 遇 五 巧ぶ 八 巧、 一 
人 又は 二ん に 適ず、 
巿糜へ 十 か タィム ススク エャー 
へ 甘 おか 電話 ホン バラン ド 0 至 ゴー 
1 芝 ミを st _ Br 畳 至。 黒 怕梅子 


音 樂敎授 パ 

凉 唱歌 授 藥をケ H 《を盈 一回} 
西 六十 五 了 目 東京が 貧 階上 
菊 池 滿太郎 


藤本 證券 會 社、 

.一般 巧 憤 おを ノ資 I 巧、 引 ま、 裳 あ 
▲金融、？ 之 二 曲 人^ 一切 ノ 楽を 

能 城 藤本 ミミ-力 I 銀行 

紐肯化 張が 



雑ち 陶化お 

ご フィ グ I ダ 卸 質 

太洋質 雪 會财 

玄占 お躲 ホ、 が ストン 


陶破 器、 雜貨 、ラ 卸賣 

ンプ及 ランプ 笠 

森树ブ タザ！ ス 


V 


ホ ノル、 ■橫漠 •神戶 •お 崎 •上海 香 溝 •馬を お 巧 
(羅が お 抓 二 巧 サ屯目 レ 

春洋义 三 二、 000 喷】 S 巧 十よ 日 
西 比 巧亞义 (云* so 嗯 ) 一 二月 化 一日 
(羅巧出购 ーーーさ一十-^日) 
太 洋化三 二、0 呂哦) 四月 十四日 
天' 洋义 (ニニ、 000 觸) 四月 廿八目 


往航 墨西哥 、路 露、 智利諸 港 巧 
おが ホノ^、 橫漬神 戸門 司を 港 巧 
(化複 共を ホ 週 一画) 

〇 を 巧 巧 海 ま 切な 寢窒 を 購入 御 餘淀住 《 候 


み 

媛 ►プ レシ デン 

道. 

▼フン ジ デント 


切 

将 

其 

化 

萬 

殺 

巧 

を 

な 

計 

ひ 

钟 


作 お 帆 午前 十 一 時 


マディ ソン 

ご 一月 四 H 

ジヤクソン 

ご 一巧 十六 H 

y ブンジ テント マツ キン レ^ 

一二 巧 二十 八 H 

▼ブンジ •テント ジ玉 ファ ソン 

四月 九： □ 
▼太ず 洋 航路の 最 快速 湯船* 
►船室 廣く 理想的 じ完惦 す‘ 
▼ベッド 使用 n ットじ ホ や. 
御 希望に 化 b 日本食を 調 ふ 


則 代理店 桑 山 蘭 巧 ミ E . 罢 h 


il - 


紳壬向 - s 高尙 u 服裝 1 1 

= 新型、 地 病が 澤山ぁ >外^ 

正しい 嵩 尙な乂 固 スタィグを わ學の 方け の 
卒が 巧へ お越し 下さい。 

弊 舖は過 ま 十 年間 當 地な 化の H 本 \紳 '方 
の わ 引 立を 蒙る 信用 ある 巧で 御座いま。 

ウオ 力— よン’ 

フロ リオ 洋服. 一! 


資本を 五 億 弗 
昨年 収益 約 二 千 萬 弗 

本社は 過去 十四 年間 證游 業務を 掌 b 本 ft の 信用 
は 己に を 評 われば を必 して 巧 資せられょ 投資ち 
は 蹈澤の 利益を 得つ 文 ぁ 6 本社は をを 第一を 替 
どし 利子は 毎月 確實 に支拂 ふ。 

じ チィ 投資 銀 巧 

紐 育ウオ ー ル 街 六 0 蚕 

卸 通知 あらが 繁旱速 係員 參 上しまず。 

東が 部 ま 巧 王雛廉 
室 Ham 定ぎ g 


シアトル 出^^ (お 邮を前 十 時 心 

伊を 乂 二 g ホ 音 

靜岡化 二 一巧 十八 自 船 星 
橫潰义 四 巧 十日 
如赞光 四 巧廿音 
U 本 巧 船を 運賃 新 率 
-等廣 溝 一九 五 巧 神 戶二〇 五 巧 
一一 一等げ 食 五十と 巧 お 食 あ 十五 踞 

歐洲 日本間 客船 香 月 二 罔， 

偷 おょら 一等な 五磅 、二等と 十^ 

巧、 お 巧 塞よ b 1 等 化 十と 磅 I 
二等 六十 六 巧。 

がを ホ 化 巴 爱あ經 由 H 本 巧 R 物が一 月 二の 


を 巧 
はを 
巧 御 
本 呼 
を 巧 
小し 


シアトル 化 砂 
あ ふら か 化 一二 巧 十-り 
あらび や乂 一二 巧廿六 H 
▼横演 一等 一九 五 巧 ご 一等 五 五 ホ 
S 等を 室大 改造 家族 ま多數 

ロスアンゼルス 化 帆 
めきし こ义 一二 巧 ホ 八日 
しか ご 化 四月 化 H 

▼沙港 羅が巧 あ 車 切 巧 撥 專券潘 入御 辩 
旋 化ら 候。 

▼が 育 俄 パナマが 由 日本 ま那 一径 物が 巧 一画 


ん 


御 視察 ニ パ 御® を ヲ剖リ マス 

國米ホ I ム 

家庭的 御宿 泡 ユ適シ マス 

電話 < 1 レムよ 一四 五!^^. が'^ c ' i / ク隣 


¥ ぶ 



水 


ドラ 


陶 
グ . 


器雜貨 

•づ 制販讀 


S 钱木桃 ホ 組 

Mooi . MOMCN 2 00. 一 wnc . 

105 E -1. ま h St . N . Y . Tel . wtuyv 蛋旨 t ; 8 塞， 置 


■糾宵 H 本人 因 理事 例 會が育 
: n 本人を 狸# S をは 來る + と 日 
午後 六 時 ザょ。 巧を 都 じがて 開 
催を 委員 會の W 吿簾二 お 懇談 食 
の 報 吿等ゐ る JO 
♦大貧 順 治 巧が 育 H 本人 敎會 
鈴 事、 忿 患の-: め數 H 前 紐 育 ホ 
ス ピタ^に 入 S 治療 中で もる が 


-ソ i ある 由 0 
智 巧を 化 館 一等 
をが々 週 十と U 


速 H 輕か じあ 
♦ホ栖 S 郞氏 
書記官、 歸朝 
頃 寄 化の 堂。 

- 小が 紐 お 氏 一 南部ょ b な 環化 
方を 旅が 中な I しお お 鐵道紐 育 
事務所 長、 去 •十 一 a 歸 紐。 
♦邸# 留置き 西 島 三藏氏 おの 
日本からの 手 W が 本社に 巧て 居 
ますが 當ら のみは 申出 V ご 下さい 


窗贈 新刊紹介 

日本ょ づ 支那へ 

日本 截船會 赴が 日で 親善 じ資 
し 併せて 目 支 お路の 宣傳じ 彼す 
目的で 支那が 題の 權 威と むて 
知られて 居る 化 藤 朝太郞 氏に 囑 
一 小冊す を夕 打した のが 『日 
本 ょらを 那 へ』 でぁる。 後藤 巧 
は 昨年 初夏 家 おを 罔 伴して 支那 
を 漫遊し 歸 朝な 得意の 才筆を 攝 
つて 衝 潔な 漫お 記を 書いた ので 
ぁる。 全編 巧 书 十六 ぺージ 之を 
通讀 すれば 讀ザ をして 不識 不知 
の 裡じま 邪 じが ばし むる の咸ぁ 
らしむ。 右は ま那 事精紹 かの 繁 
輯 でぁるが かほ 引き 續き 十數 
册を巧 巧す るを でる る ィ」 云ふ實 
懼僅 かじ 五十 錢 、賣測 所は 東京 
銀座 書肆 化隆舘 でを るが、 當 孤， 
ま 店 じても 希 助 者に 實 憤に て頒 
巧す る も。 

H 唯一 お敎 

♦ H 本人 ホロ'，;^ 

I 9 ン コ か ンが關 はつて 

ぁれ ゃ-ぶ』 川 島 牧師' 
♦甚督 あ 修道を 一 
『自己 ホ 張 か 神 八ん 報從 か』 

川 侯お師 

♦糾育 H 本人 おを- 
『萬 物のを』 _ 淸 水が 師 

タキる E 川 君を 尋。 

急用 じがき 左記へ-電話 あらたし 

C 臺 in , Td J 量 0781 


少年 又 用 

室内 掃除、 電報 浦 信 印刷物 配達 

あび 雜 出‘ をが する 少年 雇 入れ 度 

し希學 者は 御 ホ お めれ。 

紐 育 新報 社 


廚盛靈 し 

瘍 巧は 武 巧を 年酱 業し ホら た 

- 煎餅 卸 賣巧今 般 都を じ 化 b 道 

具 一切を 備の儘 護 渡！ 度し リ ー 

ス ー年 半 あらを 數の 得意を 有す 

尙讓ら ずけ 下されても 四月 ホ 日 

迄は 得 息 其 化 維持 上の 便宜を 計 

-爲め 引き 續き 勘く、 委細が 左 

記へ 御酷會 ぁれ。 

Tokio Rice Cake 00, 

二 0 Hud 薑 4 ve , Broo 吾 

Tel . Cumberland 夏 一 


w 化 ホ 直し 

古服の 條健故 仕 立直し 其他プ 
レス 等 迅速 叮寧 じ勉强 致します 
から 何ネ 御用 命を 願 ひます。 

日本 洋服 巧 

西 五十八 T 目 S 巧 香 

電話 n 日ム バス 四】 と 二 一 


日本 食料品商 會 

新着 品 ホの 素を 鞠 

お 下 類 新 甘口 澤庵 
淺旧衙 風月 堂 羊羹 
かつを 及び 鹽辛 
野 策み らん 潰 其 化 お々 


賣り 度し 


千 九 巧廿四 年度の フォ^ — ド カ^ — 
二が 顯 にて 賣ら 度し、 コンデ ツ 
シ ヨン 完全、 御學 みの 方は を 記 
へ 午後 S 時 前後 御出で あら 度し 
穿 ミ ge - Hag 夕 だ 1 W .1 沒 th ち 
c/a empire を nk 


賣 家 


旗 所は ベィ チィ ド、 パー ク 、家 
具 附の儘 じても 宜し、 八 室 ご 二 
個の 大きな ダラ！ デ ぁち、 地面 
は 五十 巧の 二百 吹、 兩ス トリ- 
ツじ 面す、 必要 じ應 じて は兩ホ 
の 空地を 買 ひ 得、 ヤツ ト俱樂 部 
ゴ八フ 俱樂部 じ 近し、 附近 じは 
日本人 家庭を-^、 希留者 じは 寫 
眞を 送る 前約の 上 巧 時に てら 面 
談 、委細は 手紙 じて 左へ。 

虽量 5 こ 書 
塞 量'- 薑累〇 ，呈 y 


B 當ちよ く 覆 持ち} 

き 室、 浴室 じ 隣接、 便 巧 もよ f 
二人 家內 の米乂 良家 庭。 

呈 I こ 己. 42 呈 w .138 thst , 呈 


の 


じが 

am 贵 

化 鼠 一 

な徽 I 

〇扣 W •旅 

Y k 4 
ド f 7 
〇 だ P 

T W 

拋 


議鮮攘 療治 

西洋 ま マッチ—' ジ 

H 本式 あ 摩 お腹 

神經痛 9 ゥ マチス 
巧 身が 目ぅ づき-周 
腰痛み 筋 違 ひ ， 
其 化 諸 お 揉 療治の 御 
需 めじ 應じ卸 電話 ホ 
第 御 家を 又は ホブ八 
にお 張 親切 じ 治療 申 
t ます。 前約の ホは 
自 ちじても 施術いた 
しまず。 

I ち I 津輕 東洋 

西を か 下目 革 四 番地 
電話 スカイ ラ ア查ス セ 




紐 育を かが 檢會社 


を 


S 木定吉 

保險 


下- 

び 

呼 

お 

を 

g 

7 

I 

m 

話 

巧を 

こ 

ミ ♦ミ ■♦ミ ■♦■♦■♦も 


Z e € Yorl < Lif ゆ inwcra 己 oe CO 

ご Chamb ミ sst : 

》 0 夕， Yorkcky . 

phone - F'ranidis 4900 

田 xch » ngo 坊 Hwnoh 



.本 V 


死線を 越、 りて 貧民 賭に 

身を投じた hf 識 

挪曉勞 働 あの 爲 めに 熱 祈した 
靑 年傳逍 をの 淸い 口，- マンス 


上よ b 生わし 

朝の 太陽 じ 

をに 化 b ぬ 


不可が 强な 運命の 寄緣 から 益 

堅き 信仰 VJ 宵 巧の 勇氣を おへら 

一れ た 二十 二 あの 靑年巧 川 氏は あ 

I 々學 窓を 去つ て巧賊 じな つ獨立 

I 布 おを とな クた 。がの 街頭は ホ 

き燈がよ魔むシ3 1ゥィン*" 

を照す繁お^^街では；^<て、 産 

巧 どが 人の 舆氣ご 殺 風致な お 唾 

I の 巧 どが 滤ク て屛 る、 新 川 貧は 

-窟の 巧 略い 奥路モ あつた。 彼は 

1 五疊敷 きの 裳 長 崖を リー 

; .して 移 b 化み を 物は 魚、 肉、 

I 卵、 牛乳 等を を廢 して をら 貧 3 A 

i ど 同じ 柿が の ものを なつて 朝夕 

_ 叙、 むにが 逍說 おを しれ 同時に 病 

をのを 證を なし 死して 葬る 者な 

き 屍を 速んで 自ら 懇ろ じ 之を 葬 

つた b した。 巧 奕 巧 も、 活 化を 

なでみ なれの おて や、 を 衰病者 

物 どひ、 淫わ蹄 等 凡を 人間 社 曾 

にむ はれ，-、 あらゆる 罪 惡玄醜 

栗を 汹じ盡 した 無 賴漢を 相手 じ 

說 をし、 彼等の 中に 身を投じて 

を 巧した 賀川 氏の. 

經驗談 は 貴く して、 且っ 

巧 ホの 盡 きざる 一卷 S 物語らで 

あるが、 をれ 等は 賀川 巧が 別項 

所載の か < 日本人 食 ま 偃の 講演 

會で 自らを ム して 居る から 茲じ 

は、 を按を 避ける こ 夕^す る。 

ロハ 期 かる 貧 阻 ご 停 仰 どのた め一 

襟陶 して 居る 當 時の 彼のみ の J 

じ 今日 S 質 川 氏を 大成す るに を 

大 。る 力を をへ た 一事 件の 突 お 

した こどを がに 特筆 {ない 譯に 

はけ かたい。 を わは 彼 ど 巧 夫人 

ごみ。— マンスで ある。 賀 W 巧 

が お、 お、 卵、 牛乳 等を を廢し 

てお^.- ごは 當 むの 財政 上餘儀 

。いこ ごで あつじし、 父 信仰 上 

から ホて 居た のか も かれのが、 

而し をの またる 動因は 

情慾を 抑制す る-- ごじを 

つたでは：： ♦からぅ かごけ が蔽 & 

の述 城で ある。 をれ 程に 女色を 

嘗戒 して おた 靑年巧 おちの 必を 

囚 にし、 覚 にお 婚す るまでの 仲 

ど；；* つた おが 的 賀川& 酔の 一女 

性は 『死線を 越 b て』 の 中で 碰 

U さんご 呼 がれ、 本名を 柴 をす 

さ A ご 云 つ ぃ 神口 魄11^_日即刷會社 

の 女工 監督で あつた。 彼女は か 

論け い學閒 やない 信仰が あつた 

薛で じ；；* 一が、 巧 遇 一回 お 貧 K 

窟 から 倚 社の ち々 勞働 者の むめ 

に 傅 迫に 來た賀 川 & ぶ說 をに 峨 

動し、^^** 

献身的 じ 巧 川 &の 樂 f 

拔肋づ る やぅ じ** つた。 でんリ 

をい をの 夕 じ も、 巧 風 身を なく 

やっ ic * 午前 四時の 説を じ-^ (貨 

川には 巧 働 おのた みに 就侧 前の 

說 かを 每轴 午前の 時 じ やつた も 

ので ある' 彼女のを はか ホ 貧は 

なの 五强败 のが 巧に 見出 ィ こご 

が 化 ホ じ。 巧 川 氏 •わおん もの 摘 

人を 自 をに 化 おしてら 需證输 を 

雇 ふこ ど. かお 來な かつた 時を か I ンソム 氏は 病 氣靜義 賜暇の 爲め 

ら化女は自ら進んででん^^キぃ -關宾のをみ化ぉ來^したが氏は 

-お巧 をら 始んで おした。 化の 信 IU 本の 近狀 じがて 訊る 『大 被災 


仰 ごや さし さど、 贺川 氏に 掛す 
る 理解 V 一閒 おどは なじ 彼 C 必 を 
勘 かさず じは 居な かつた。 

彼女が 巧う した 巧 力を 一一 
年間ら 繼 緒した 後、 明治 四十 五 
年竟じ 彼等 二人は 貧は 窟の 貧者 
達から 悅 びの 讚 类 歌を 唱 はれな 
がら 一生の 契 b を 結ん じので あ 
つじ。 をして 質 川 巧は 巧 夫人を 
貧： 逮じ紹 かして 『これは あな 
た ホの 親ら しい 女中さん です J 

ご 云つ たさう でを る。 彼 まの 戀 
愛が 如何に 强い亦 ど 魂 どの 共鳴 
じぶ く.^】 の e あるかは 『魂 ど 魂』 

ご 云 ふな 川 氏 自身の 作詩 じょく 

現 はれて 居る が 

與謝野 晶卡女 あは 賀川巧 

作 『貧に 窟 詩集 涙の 二等を』 じ 

巧し、 ホの やう じ 書いて 居る。 

『愛 ど 信仰 どじ 由つ て 築かれれ 

贊 川さん ご賀川 夫人 £ の 結 巧は 

魂 ど 魂 と 春の 朝 じ 

結ばれぬ .荒 板 削 b の 

小 家 S 蔭に。 


魂 ご 魂 ご 

靑 芽の やぅに 

背佛 びして 

いつまでも 0 

£ ある (魂と 魂) の一篇 でを の 

幸福が 窥 はれます。 明治 大正の 

詩壇に 戀を 題目 ごする 詩篇は 夕 

いのです がち 酶な 相愛の 實 威を 

施 的に 巧 出した 此 作の 如き もの 

は 甚だ 稀ぃ 'ないか ど 思 ひます。 

化は 賀川 さんが 貧は 窟 詩人、 を 

働 詩人で ある ご 共 じ、 戀愛 詩人 

で みら、 をい が 悉く 作を 自身の 

體驗じ 基ぃて 居る ことを 

有難く 思 ひます』 と。 寶川 夫人 

は姑媪 後ら 益々 然烈 U る 貧民の 

電巧 救濟泰 おじ 夫君と おじ 奮圖 

し、 ホが をの 著書の が 稱 から 數 

巧を を 得る やぅに G つても、 又 

一人の す 供の 巧 どなつ て'、 あ 

らじ 貧民窟の 犧牲ご L て、 をの 

眼を 失 ふまでに 至 つても の 然 

VJ してを の述 動を 續 けて 居る。 

大正 一二 年から 六 年まで 賀川 巧が 

プブン ストン 大學 >し 勉學中 彼女 

は橫裤 共立み 子 職を 巧 校に 巧ん 

で 大いに 學 力を 加へ、 巧 今では 

質 川 氏を 援 けて 勞働 組を 

消費者 組を、 農民 組合 速 

蜘 などにまで、 たづ さじつ てが 

る。 赞川 氏な か b ぜ ば、 化 一女 

けの 速 かが これ 朽 ま'' 發展 した 

らむ VJ は rs * 人ら を じ まじく、 父 

化 一女 性な からせば、 賀川 氏の 

事業が あれ お まごに 熟必ど 愛と 

を 0 つて 繼結 されたら しや 否で 

彼み 親ぶ でさへ 之を 站問 ごして 

居る ので ある。 (賴 ；】 

一二 年後に 葛 手す る 

帝都の 復興 

英阐 商務官 談話 

化 東京 英蝴大 化 官附曲 おを サ 


~ 後の 東 巧の 化 典 事業は 一言 じし f 换 おを 述べ、 大阪朝 H 特派 民福 

て 言へ ば遲 々わる 巧檢 であ- 
巧の 內悄を 知つ て 枉る自 かは 只 
をれ だけが 貸 際で ある ど 言 ふ 事 
はお 巧ない 柬 をけ をが 新ら しい 
お 巧を 舒 蜜し 今の 柬 をは 五ヶ 年 
ど 云 ふ 期限を 切られた 一時的の 
巧 京で あるから 眞の復 輿は 今後 
一一 一年 じして 始めて 活動 期 じ 入る 
當 である。 化の 計畫實 現の むめ 
じは 莫大な ± 地の 買 上げ や 収容 
訴認 なで 相當じ 時間の か； る 事 
も あら 財政 的 じ も 重大問題 であ 
るが 然し U 本人 間 じは 落 膽の色 
は 少しもを. 口ず 彼等は 化の 大事 
業に 大 抱負と ホ 望 i を H つて 進 
んで 居る 斯 かる 環境 じ* つ國段 
から 宮人が 習 ふべき 点 も おを じ 
認められる 復輿內 國を債 も 彼等 
の决意 ご 自發的 巧 為で 成功し 巧 
し 今の 復興 局の 事業が 愈々 完成 
せられた 曉は 東を は 世 お 中 最も 
美は しい 都會 ごなる であらぅ。 

蠻を喧 々の 

熊 本 縣人會 

豫 報の 如 < まる 十一 日の 紀元 
節を 卜 して だが 熊 本縣乂 春季 懇 
親 會を西 五十八 T 目 一二な 四十 番 

料亭 都に 巧て 開催した るが、 當 

を 幹事 當川總 孫 氏を ちて 一 擦の 


急 吿 

が 育 日本人 會社會 委員の 提唱 

じ 基いて 設定され た n ム ミニ テ 

ィ 、センタ ァ满 度の 趣意 じ 化 b 

まして 私共 第六區 方面に 巧留致 

します 同胞の 懸親會 をみ のかく 

開きまず から 御 家族 御 同伴 是非 

御 繰 b をせ 御 出 巧 下さい。 

勿論 化 協に 御 住居の 同胞 諸君 

の 御巧會 をら 歡迎 いたし i すか 

ら御 聲援を 兼ねて 御 ホ會を 希望 

いたし まイ 〇 

場所 西 五十よ T 目 SSO 番 

が 育 日本ん を 敎曾 ■ 

時：：： 二ち 一十ー ロ 午を 八 時 

會豐 一を じ 付 金 五十 仙な 上 

の 寄附 じ 化ち 事 

お 說總術 事 H 本人 會 々長 

出席が 志 S みお 說 等' 

雜興 福引 隱藝等 

大化 十四 年 二 巧 十四日 

第六腻 委員長 

鴨ホ义 

外 委員 1 同 


田 ホず 巧、 固陈お 船々 長 永廣齊 

氏、 一二 共 巧 式 曾. 机々 長 秘書 岡 田 

千里 氏ぶ 化數 巧のを 上演 說ゎ b 

鄉黨 人の 集合の 事 ごて 「バッ テ 
ン」 「ク サィ」 「ドサ」 なで モ言 

の® お ぁ b て 瓦に 胸襟を 開いて 
懷舊談 をが み 蠻を喧 々散會 した 
のは 午 お 十 時半。 因 じ 巧る 五月 

上 巧 頃 野外 運動 會を 催す 由 出席 

者は 左の 如し。 

ち 勘 一巧 (臺 銀) 相を 春棠 (森が 
轿 巧) 福 田 市 や (大阪 朝日) 岡 旧 
千里 (一二 共) 永廣を (國 際療 船) 
伊 旗夏郞 (一二 義錶 巧) 巧田實 (が 
巧) 高見 一男 (コ 。ン ビャ 學 を) 
宫川經 孫 (職藥 周旋業) 山 内政 二 
(管樂 を) 木が 一二 雄 (が 新) を庄 
眞き 中村敏 巧ず 野 一 緖ホ 
傑 鶴 巧 を 厳 ホ上讓 


第一. 區 親睦 會 

巧 日になる. 

ダイク マンち 面な 留 同胞の 親 
睦會は 愈々 明 十を 日 午後 二 時ょ 
を ダイク。 ン巧ブ 0 — ドウ 王！ 
角に がける 長を 敎會內 社を 室に 
開催で る こ < 、なつた が當 皆は 
山 口を 員 長 司 會の下 じを 井關を 
氏の ダイク マン 歷あ 講話、 出席 
者 自己紹介、 餘 巧，/」 して 福引、 
演藝等 あら 茶菓の 愛 應もゐ る 由 
じて 第一 瞳な 留間胞 の 出 お 者は 
會費 として 一名 五十 他を 負擔す 
ベく、 化 區化留 同胞は ホ 賓ご し 
て 出席を 歓迎す る ご 云 ふ。 


賀 川豊彥 巧動靜 

賀川豊 を 氏は 二 H 來 が々 育 口 
本人 敎會じ 投宿 後 國際學 年會お 
じ 移ら 十：！：！ 日本人 會め ためじ 講 

演 、，十) 1 H 午後は 日本 お 樂部じ 

於け る 婦人 例 食に 巧て 講演、 十 

午後 费 がに 赴き 十五 H ょら 

卜 。ント 市 じ 開かる-- 外 國德道 

大會じ 出席、 二十四日 ボストン 

日本 協會 じがて 講演 二十と 日 一 

旦歸 紐の 當。 

紐 育 婦人 會例會 

お 育 日本 婦人 會 じて はまる 十 

二日 午后 H 本 憤樂部 じがて 例會 

を 兼ね 石澤 、小 林、 木 下 S 夫人 

の 送別 曾を 開きた るが 出席を 六 

十を 名が 本よ 人の お楼、 賀川豊 

意 巧の 讓演ホ b 盛な 裡じ 散會。 


賀 川璧彥 さんの 『涙 

4 善 一の 二 巧' を』 を讀み 『死 


9 


尺 魔 


-0 線を 趙 b て』 を讀め 


ば 其ち A が 最も 克 C 歲解 される 

人道 ま義を 高調ず る賀 川さん は 

活 地獄の ドン 底 じ沈媪 しつ I あ 

るん 間を 研究 甘る 点じ 於て 實じ 

當 化の 第 I 人 者で ある A 前 巧 九 

化の 恤木 おお 郞 。る 崎 おの 無頼 

漢 から 白 R を 0 つて 晒 喉に 擬せ 

らいむ ごしながら 旨み の 肌の 溫 

柔 ホ' いまだ 媛つ て 居る 僅か じ 一 

枚の 補 衣を 化れ じ與 へて 樂爾た 

6,' お 川さん は 化を ょ康 5 權化 

。、ある A 單じ 適者を がの 冷めた 

い 理法に のはれ るなら ば 化會の 

をが 者で あ 6、 劣敗を である 貧 

民は 生が の權 利を ド' 巧す る權利 

がの もの さ、 U い. ご睡 薬され 得 


の 間に お沒 し、 自ら 化 そ 盾ご戰 

つて 弱き者 劣れる を 敗れ わる 者 

巧 もたる をのた めじ 後援者 ごな 

ら複活者ど^;* b 楚ま者となつた 

賀 川さん は 畢覚犧 牲者ご ある A 

而も 甘んじて 犧牲 となら 彼等の 

き 福 彼等の 苦痛を を擔 してせ ハに 

悅び共 じ 泣かん とする 賀 川さん 

は純眞 なる 詩人で ある A 賀川さ 

んは現 化 人間の ちす る虛僞 、排 

擠 、嫉妬、 を 巧、 橫黎が 柿々 な 

る 形 ま 稀々 なる 制 巧 名義に 化ら 

て 巧 はれる 間は 到底 貧 氏の 製造 

元を 測滅 する こごの す 可能で あ 

る こ VJ をを 點 して 巧る A 然る じ 

も拘 はらず、 ある 時は がな ごし 

て 彼等の 爲 めじ 起 も ある 時は 哨 

然として 彼等の ためじ 壊 じ ホ あ 

る 時は 惟が どして 彼等の ためじ 

怒る 贊 川さん は 矢 お b 詩人で あ 




るで あらう A 乍併ソ n じ 人間ん 

缺陷が あ b 化 會の矛 巧が ある。； る VJ は 巧の 『貧民窟 物語』 を聽い 

自ら 此の 缺陷 に猴 b 这んで 死生 I て ホた をる 男の 威 話で あつじ。 
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老人の 冷水 


义迎 、、ー ル ー ト氏 


り 本には 化 じを 人の 冷水 

ふ 古 口柴 がわる お 入に。 れ ばを 

巧、 過去.' 5 追 おのみに 耽つ て 現 

化を 無ぶ 蟲じ化 ひ、 おょ b も 先 

T 醜し けを なぐ。 んホ 僅か じ 置 

十 年ご稱 して、 五十ん がを 越ず 

こをろ ^隱ちのぞ巧じど6か 

I いな、 瞬' もィ ーい ふ 言葉を の もの 

が' ホず か < 、を樂 の 生活 じがを 

一を をらん ごず るの 产 .もる。 人 倉 

山： 八が 男が 米 萬 筵を 關 いて、 ホ 

越 劇 煤 •し 耕 おのる を お 待し、 

數’^夕樹をむじて贊巧^^を食を 

雌した， じは、 當時 H 本 じがて 

か 営し がい 化 肖 的な 嚮を 呼んだ 
ので あるが、 わ i 等は 最近 ホ 
簿の おじを しじ 乂國 のなる G る 

越 深化 拽ぷ であ 6、 外夕 家で わ 


れた 巧々 け あ 角 『ちんの 癖 じ』 
どみ 笑' L ' がを ずる もので もる 
が、 而 から ザが に 於て、 树ほ且 
つ この 髙 齢に 達し 乍ら 政を じ、 
事 菜 じ. 流 巧に、 をの 何もので 
あるを 問は ず、 自己の 精力を 徒 
叟 せしめ や、 常じ靑 年の おれ ご 
巧を 闽 じくし、 或么 塔を じ 於‘' 
は靑 年を 凌駕す る 王 ネ ゲーを 
個人、 社 食、 風 家の 媒合 じを 棵 
つ： ある 鉄 米のを 人に 销し尊 

敬のをの澳 ’をを威やざるを得 

ない ものである。 

おらに こわを 政治の 媒 合に 執 

て觀 をす る も、^ I 卜氏 のかき 

は W かじ 乂齒か 巧の 元老た b 得 


ろ 人物で わる にも拘らず、 一度 
野に おやれば をち じ 自己の 進む 
べき 事 策 じ 向つ て 進み、 をを お 
進の + じ 譲る じ 極らざる も 八を 
、過去に がける 幾 ホの 固： が 的 

貢献 ど 自 をの 政治的 野必 じは 嚴 

巧た る 原則を 設ける 5 を 思れ ず 

ホ闕人 もこれ が當 がで あると 意 

じかし い* いじ 反し、 H 本人 じし 

て 一度^ — 卜氏 のかき 打 績を迪 
らん かっ 罔 園の 事情は 斯 る人顿 
を 元を と 奉らざる を 得ないで あ 
らう。 圃情 ごに 情の まる 所 ごは 
云わ、 巧 まは 缺 ホのを 人 階級に 
比較して： n 本のを 人 階級に 幾夕 
の 失遵を 威せ ざを 巧ない。 


1 、 リ 



瓦つ 日米 問 超に 測 係の 深い I 

^ I 卜氏 ご、 大倉 男を 

に攸 つて 代を されて むる H 本の 

ち 人を 比俟 して、 夫を じない 興 

ホを 曲 乎る 者で ある。 

人間 八十を じ も 達する ど、' 普 

4 ,*.、 ある らぶ 閑々 として H を 

をし、 過去を おしい 繪を物 ごし 

て ホ 巧す る ものである .い、 作 1 

卜氏じ ま b ては 過 およゎら 皆ろ 

-吳 中；、 巧 だよ b も 寧ろ 將 ホの ァ 

ィリ々 に 目を 注ぎ、 夫 處じ强 い 

確信 ご杀雄 じなりて ゐる をを わ 

れ 等は $ どす る。^— 卜氏 はを 

の 八十を の 誕生 祝な 會 じがて、 

因務授 官 ヒュ！ ズ氏其 化 朝 巧の 

名 ± より 讚が を蓝 て 表彰され 

一八 十を の 永い 月日を 一貫す る 氏 

I の 生涯 夫れ 自身は、 『パ， •マ 

i のまを. も史 でぁと ごまで 

VC A が' 接を 賞揚し たんら あつた 

V '、\ 声！ 卜氏 のこれに おする 答 

一，；^" は 飽迄も 威 情 じ 流れ や、 適 去 

を 固執し；；^ いのみ ならず、 塔ろ 

過 ま 八十 ザ じ 挂る乂 齒の化 會ィー 

政治のを 速を が述 して、 米國人 

の 政治的な 也の 刷新を 驅 敬し、 

おホの難關に巧つてち益^:^る酱 

をを 巧 わて ゐ る。 郎もグ ー ト巧 

が 八十の 义壽の 筵に 列廉 して 巧 

想ず る ものは 老人の 冷水では な 

く、 お々 しい 靑 年の 胸に 薄いて 

々る やう；；^ 『進 ホ j のを 徴 を！！ 歌 

したので あつた 

デ 3 1 デ 氏は をて 佛 


上海の 排日 的 同盛罷 H 

形勢 惡 化して 暴動 

衷 I み 特電 十と U 裝 ：：；： 上お巿 のが 日 的 綻績曾 あ 就 働 員は 突然 网 

盟能丄 い聲に A 一 じる が 形势は 嫩み惡 化する じ まらて 罷業 員の 

ぉ動 ‘，ぃ^^-〇遂じ短銳を热射するじまったのでリ本人約九人の巧 

傷者を 斗： じたる が、 この 裏面 じは 共產黨 員の 煽動 あら ごい ふ說 

も 高い が U 本が 績 業者は おを 険惡 である 爲 めを 部ホ袭 して ゐる 

の i 此 除が お 陸戰隊 のか 護を ホめ るのは 却つ て 罷業 員の 反感 


吿酱は 明 H をな て秘を 國乂化 貪 

ぷ じを 附 すべ 

佛幽侧 にて， レ 疆にコ 。ン 
撒を を 無 蝴巧朔 しじる 贿巧も あ 

フランス がを かほ 獨跑化 じな 
をせ しめる 怠義を 中外 じ 知らし 
いるぶ ホに 於て これが をを を 求 
めつ； あいど 英國 政府は をを を 
欲し4^^い模がであるが、 右報吿 
誤の ぶ附ど おに 歐 測の 年 巧を 維 
持する意かじがて重大^::^る談巧 
が 英佛を 中， む》」 して 開始され る 
撰 様で ゎる。 即 もを 强 お 府は霞 

じゼネ ゲァ國 際騎盟 理事 旨 じて 
迪 適し^ 國際强 制 仲裁 條 約は 自 
治 頒欧府 の 激烈なる 反對も ある 
ので 吳越 政府 V しては これが 修 
山 乃 ま 化 用 案を 提出す るの 意志 
がゎ ゥ 、英國 政府 ごして は 化 際 
フランスの 意志を 賞 徹せし める 
どみ じ 第二を 縮を を 易なら しめ 
且つ 自治領 ィ」 の 

關係 歐搞を 計る 怠 ホに て 
聯盟 規約 第十條 を’ 具体化し たる 

碑み 防禦 鬧盟を 英佛白 伊の 閒 
じ 締結し 獨 逸の 武力 侵 人を 防止 
ずるん 策を 講ずる； ^ 意志を ちし 
て iQ るが、 が 太 ホ 政府の 姑き 旣 
に戰時 負債 决濟の 緩 かを 條 がと 
して こわを み諾 しね 模樣 である 
併し乍ら このを 涉じ 就ての 難關 


- れか詳 がを か' 11 
/ 勺 含 主 巧 おを ： i 


才 


を 胃 ふ 慮れが あるので 目下の 所は 差控 へて ゐ る。 


■ •卜 - 


ん 

N 

ん 




國^ クレマン ソ I 翁を 目す るに 

J ■グランド •才^ — ^ ド* ヤング 


ン」 とがして、 をの 言 震は 國巧 

的と；；^ つじが、 巧々 は 獨も少 1 

卜氏 のみ。 ら や、 化 十み 齡に巧 

からん ど L て 今 お ほゥォ ー ル 巧 

じ 活路し つ i ある 银巧 灰べ一々 

I 氏の かき、 をは 協 端な 例証 卜 

ホる かも みれ ないか、 化 十八な 

のを 婆が 流行に 後れまい どして 

ボップ •ヘア ー をし じどい ふが 

なか 銷 記事を 米 固 じがて 化々 見 


化な 政局に 

兩 雄對陣 

化を 十み 日を U 南方を 那 の】 

大勢 力で ある 孫 運 仙 氏の 病狀は 

手術な ホ經 過を 巧なら しも 昨今 

けちび 險惡 ごなら 危篤のを であ 

る 爲め化 京 S 政界は 一時を をを 

装つ てゐる けれで もな 义 氏の 巧 

をは 學 みがき i は 巧定の 事實で 

あるから 段が の 潮流は 攸然 一旦 

隱 退を 聲 相， 一 2 もの、 今尙ほ 

よを おなじ 巧 五 巧、 直隸 派の 

部 じ 約 四で A の軍陕 をち する 婚 

ぶ 祥巧こ 奉 天の 巧 作霖將 軍の 二 

おじか 裂し 何時 これが 媛を を 見 

る じ まる や も 知れない お 勢で あ 

つて、 張 作霖お 軍は お 玉 祥が頗 

る嫉が 也の 强い の-しを じ恰 かも 

おじ 天下を 輿 ふるが かく 装つ て 

臀 お 反び お 化ず を驅逐 せしめた 

けれ お、 媽の 天下は 僅か 數 日に 

終ら 一ぶ 度 錄派じ 長き 恨みを 殘 

した 外張將 軍ん 勢力が 化 然偉乂 

である 爲め 也中穩 かならざる 者 

夕<媽 を巧读 ごする 策 卜の唔 中 

が 離 ごなら この間に 勞農大 化々 

'ィン 巧の ホ 化 運動 もを るので 

支那の 政局 もな 蛟 週間の 中には 

巧び おお 張の 兩雄 對陣ど を 

棚の 掌握を まふ じ まるべき あ势 

である。 尙 ほ替泌 .前 大總 統は幽 

阴间 巧に てま 計に も闲 難を ホし 

てゐる 巧で ある ご。 


じ おらず 遂に 政が は 屈服して 樞 

府の 修正 普選 まを を認 する じ ま 

ら ホる ぉ 一二 日の 下院 本 會議じ 上 

巧のを でぁるが 樞 時の 修正案 中 

選擧 無資格 中に 『自活し 能は ざ 

るち』 み 宇 句は をの 怠 義獨立 生 

計 ピ间 じく 事大 修正で わる ごて 

ホ 議院に めて 巧 修正の 模樣 ぁち 

ごて 政府 ムち 樞府 じを 渉の 結を 

『自治し 能は ざるち』 を 「を おの 

救 化を まくる ち』 とを 協 修正す 

る ； とならた るが、 閒 題の 貴族 

院 改革案，' 臨時 閣議の 結果 これ 

ホ樞府 諮詢 (修正) 案 通ら じて 提 

出 ど ホし 伯爵、 子爵、 男爵 議員 

の 瓦 選 制度な 正、 夕額納 我 議員 

制の 撤廢 、上院の 豫算 審査 期間 

限を 等を 實現 する じ まるべ' 

一二 爵 議員は 巧 六十 ホ 人を な 五十 

人 どし を 選 議員は をが 膝ょ. 

人 宛を 出さん どい ふじ ある。 

東京 特電 十と 日 發= 貴族院な 

を まは 遂に 框密院 の 諮詢を 經じ 

るが、 これにの b てを 侯爵は 現 

狀の權 どし 伯 子 男爵は ぶ 選 議員 

.も 六十 六 人を な 五十 五 人に 贼少 

し夕お 納稅遙 員を 廢 としてを 府 

縣 ょらん 口 巧 万人を を 準 ごしで 

直接 励 規百圓 0 上を 納付す る 者 

じ 選擧權 ぶび 被 選 擧權を 賦與し 

をのを 選 議員 八十 人を 匿く； £ 

な b 、 賴選證 員は あ 人を 減少し 

て 巧廿乂 ごし 且つ 貴族院の が算 

審燕 期間を サ ー US 限定した。 


は旣じ n ィド* デ ョ ーデ氏がご一 

年前ブ タア ン 首相 ご キヤ ンタ會 

議じ 於て これ ど 同樣の 提案を 試 

みねる も佛歐 側は 蕾に 獨 逸の 侵 

客じ蜀 する 聯 を巧衞 のみならず 

獨 逸が 波 蘭を 要 装した る藉 合に 

凿 する 聯合 防嚮を もま 張す る じ 

まち 遂に 提議は 

失敗 じ 終つ た ホ腳も あら 

巧に フランスな 府艺一 ては 歐测 

がける 乘少廣 保護を 表面と す 

る 大陸 段 策 も あ b 英國側 も强い 

てこれ を ま 巧し なかつ た 事實ん 

あるので 今み の 提議 じ 截しフ ラ 

ンブ が果し をの 態度を まなす 

る や 巧 やは 頗る 疑 間と されて ゐ 

る。 吏ら じ 巧 固 側の 腹案は この 

協定 範圍を おら じ權 大して 獨逸 

をも遂 加せ しめんと してむ るが 

辄國 側は 飽 をら これに 反 酱し斯 

の 如きは 獨 をが 国際 聯盟 じ參加 

し 得た 際じ實 現し 得る もので あ 

る どま 張して ゐ るから 到底 實現 

の 望み；：^ きもの i 如く、 問題の 

第二 軍縮 會 簾に 就て 

英國 は 前記の 提案を 試み 

る 外、 ホる 一二 巧に 開 倦すべき 固 

隙聯 理事 貪は 單じ國 際 仲裁 侮 

約の 討議り' みに 止め、 を條 約の 

附隨條 かで ある 化 巧 軍備制限 會 

幾の 召集は-をら じ 討議 期を 一個 

年 延期すべし どま 張し この 聞に 

义國 政府を して 第二み ヮ シン 

ン會議 を 召集せ しむる じ まるで 

をら ぅど 云 ふ 戚說か ある。 


颂向 あらし も- 

じ 及んで 協定の 內 をは 將 ホを-山 
おぶ び 極東の 政 厨に 巧が 元を が 
す' べき 前提で ある i を 知 b 得な 
ピ锁 じ、 協定 中 じて 最も 重要 親 
すべき ものは 追加 條 のじして 一 
れが巧 宿は 今後 どても 秘密 L ： 

附 せられる 箸で あるが、' 追加が 
約の 內 をは 左の 数個 條じ 直つ V 
& る。 

第 一條。 お一/ アメリヵ、 英樹 
乃 ま フランス じして 化を の 民 固 
中央 歧府 乃至 支那の 頒 十； じ武ホ 

干渉を 加. 口し 據 を、 n シアけ お 
國が 府の爲 めじ 廿 万人の ち 除を 

出を ずる ものと す。 これ 等 口 
ア軍 陳じ對 する 武裝 、巧 藥及ゴ 

軍需品の 供給 一切は U 本 政府 曲 

責任 ごず る 

第二 條 。曰 シアは 東ま鐵 道！！ 

凿 する 權 利の 五 割を 割譲す るな 
第二 一條。 化 機 太を をむ 襟 太 
島の 巧ち 權 はを 個 年な 後 H 本 
賦 巧す。 但し H 本は この間-しが 
て ロシア じ おし 小型 巡洋艦 巧 fit 1 
大型 戰簡猶 一 隻 、潜水艦 化隻 、年 
雕逐鑑と隻を H 本を船巧*し て 
進の 上订 シア じ 引 波す もの どす 
‘ 尙 ほ。 シアは 宮國 海軍の が 
め 樵 太の 重 独を 要 ホし 得る の耀 
がを が留 する。 r 
第 四 お。：：： 本は。 シアと 協 か 
して ゲ ラジオ スト プク じ强 力な 一 

る あ 軍根據 地を 布設し U よはす 
れじ 要する 實 用の ホ 割を 引受 W 

る もの ごず る。 げ 
第 五條。 支那の 常嬌 軍け こ-、 
を 八十で 人 ご 制定 し U 本 及び ロー _ 
シアの 將 校よ ら訓賴 をを ける-ぶ 
みに 支那 政府は これ じ對 し軍盧 
品の お 給は 日本ぶ び P シア じ 


麗 ごの 提携を をが が絕 しつ ^ わ 

るので 炼 一二 巧 週間 W 內 •し 巧 等 か 

の 國內巧 題 信 巧 お 票の 結 取宠解 

の 外；：* し ご 観測 さる。 


をけ るか、 お ザの おおじ お 育 さ 



樞府修 巧に 

政府 屈服 


えが 納稅 制撤廢 

東京 特電 十六 日が U 普通 選が 

巧 案じ 關すム 樞を院 の 放を むる 

を 正は お蔥を 波の なお 激烈 U る 


歡洲 列强ご 

保を 協定 

英佛白 伊が 巧衝 


浦 鹽斯德 に 

軍潘 建設 


S 

ザ 


佛 轉內閣 瓦解 說 

/ I 十六 日 お ~ 视顏 のち 
—內閒 はが 政々 策の 外には を 


一な つた _ 


お 平 大使 赴 巧 期 

東を 特電 十六 H 發： = 化 ホな ホ 
大使、 渾旧參 事を、 及轰 島；！ 等 
書記ち 等は を 族词伴 十と U の 春 
洋 化に てを 巧の 當で ある。. 


佛國 首相 ミ爲替 

バリ） 十五 H 發 國 旨相エ 
ォー 巧は 最近 フランク か 度の 
動搖じ 就て 明日 國 民に 飛 傲す る 
巧 あるべき が 首相は 昨今 フラン 
スの富 蒙 階級が 逊 聯合 國負憤 解 
巧 等に 關聯 して 恐怖の 餘ら をの 
が 產を 海外 じ 移動せ しめつ i あ 
る ^ が 爲替相裝 に 異常 の 影響を 
典へ つ i ある 点を お 摘して 國民 
のを 圃必じ 訴へ斯 る 巧爲じ 及ば 
ざらん i を餐吿 す&尝 であら。 


が 風 嘉を氏 承諾 

ま 京' 特電 十五 H 發 U 本年 お 巧 
ゼ ネダァ じがて 開備 さるべき 國 
際勞働 會議じ 資本家 化を として 
一を 都 山 松風 嘉を氏 出席ず る こど 
どなつ じ。 

註。 當 初が 風 氏の みまを ぶて 
ょ b 同氏は 一县辭 表を 提出し 
たが 今 巧を 辭 をを 撤间し 最初 
通ら 資本家 化を を 承諾した の 


でむる _ 


她育 小な • 


ヶロッグ 氏 承認 

ワシントン 十六 日發 U が任國 
務 長宫ヶ n ツグ 巧の 巧 命じ 願し 
一時と 院 一部の ほお 說ち搏 つて 
ゐ たが 上院 かを 委員 脅み び 上院 
じは 河 等の 異議なく 滿複 一致に 
て 氏の 巧 命を 正 まじ 協賛した け 
れ どら 換事總 良 ワレン 氏、 內國一 
商業を 員の 巧 命に 就て わ 政 部が 
まして 今 W 讓會 じて これを ホめ 
る やを やは 木 明で ある 0 



侵 松 
者 味 


陸海 軍 長官 尋問 

y シン トン 十六 H 發 u 米國陵 
軍が を次宫 ミッチェ^ 胳軍 はえ 
般來隆 が 軍 飛 巧隊は 合同して 航 
空 省を 設厦し 飛 打 機の 運用を 統 
一せ やん ば 軍事上 巧 等の 懼值を 
上げる 能は ず ご 頻らじ 唱導し 囊 
じ 軍艦 爆が じ當 b 海軍は 故意に 


e をち り賣 稼を 育ず。 こ 陵 軍 飛 巧隊の 作業を 巧 害した 事 

れを くの 蠢 、 を、 を^,- 實を 指摘した る 一事は 甚だしく 

口 議會み 管 皇 きつ I つた ■か 

なて いる。 i 夕 i 下院 飛 わ 機 調 あ委買 會 じて はこ 


『口々 グ •アンジ ゲ 1 グ』 紙は 

これを をを する W 共に 協を の 目 

的は 英佛 ホの 勢力を 支那は か 論 

亞細 西ょ b 驅逐 しな 細亞聯 興の 

基礎を 固む るに あると 批評し y 

ゐ る。 ‘ ..一 


れじ驅 聯し陸 お 軍長ち をが 密じ 

|尋問する^ごなった。 


關和知 巧が 危篤 

東 ま 特電 十 ホり 發 U 化議± 關 
I 巧知 巧は 胃潰淹 じて 危篤が 惟で 
.をる 0 


列 强の造 艦數は 

二 巧 九十 隻 


バリ ー 十六 日發 U ゲ アル チイ 

rt 條 約に 化る 獨 逸の 武裝が 除 事 

巧 監視を 員良フ オシ ュ 元帥の 報 


日露 協定の 一端 

ベルリン 十五 日を =當 化に て 

お 巧ず る 『。ク 片 •アンデ ゲ！ 

紙が『最も信賴すべ き筋』か 

ら接 手した 報道を 基礎 ごして 最 

近. 橘 結され た U あ 協定の 內 をは 

最初 當地 じて は 幾み 軽視す るの 


英 紙が 遊 艦 競 夕替吿 

ロンドン 十五 H 發 == デ！ リ 

キス ブレス 紙は 日英 ホ佛 がの 

五 個國は 今や 激烈なる 造 腊競爭 

じ從 事し つ、 > ぁち どて 千义な 十 

四 年 當時五 巧 强の造 艦數は 1 一が 

サ六隻 でぁつ たが 千 化 巧 ホ 五 年 

度に まら； 立が 强の造 腊數は 二百 

八十 化隻じ 達して ゐる ご蠻吿 し 

て 曰 

7 シン トン 會講 がま々 艦の 比 

率を 協ます るに まつじ 反嚮は 

忽 もじして 巡洋艦、 驅逐 艦ぶ 

他の 補助 濫造 艦 競爭を おおし 
るに ま b 旣じ 建造され 或は 雄 

逛計畫 中の 艦數は 千化肯 十四 

年初 期ょ 6 もがて お 加し 殊に 

フランスの 如き 目下 計畫 しつ 

つ ゎる 巧 型戰斷 巡が 艦は ヮシ- 

ントン 協を の' 一巧 順穀 制限を 

を然 破壊す るに まるべき お帮 
である 。ワシントンを 幾 0 後 
の 列 强逛お 情勢は この 总 ホよ 

b しても 第二 軍縮を 證の なを 

を 必要 ごして ゐ る。 


新 渡 部 博 ± 赴任 

\ま 京 特電 十六 日 發= 賜暇 餘钥 
中なら し 固 際 聯盟 書記長 新 渡 部 
換-丄 は 家族 同伴 十五 H 神 口 おを 
の 巧 茂 化 じて 赴任し じ。 


帶を 維持を 反對 

東 泉 特電 十六 H 發 r ::; お 度 維持 
法 反掛速 動は を 巧 じて 猛烈 じ 巧 
はれ •大阪 じて は 一巧ん の 一大 示 
威巧舜 をれ ひ 一二 名换擧 された。 


考 古を 者で ぁら、 かっ 呈で 
lor 空で ある ごころ の 加 藤 ホを 
は、 H 曜 'しも か i はら 中， 今日 
はしき りご 化 じむかつ て、 U じ 
か 筆を VJ つて ゐ るので ある。 

先生は i なは だしい 近視眼で 
ある。 を こで 强 度の 黒緣の 目を 
を かけた 先生は、 鼻を ほごん ど 
原稿紙 じす b つける ばから じし 
て インを 動かして ゐ るので ある 
先生の 机ぶ 上は あ ひか はら や 
窺 凉 ご してす こぶる 殺風景で あ 
る。 ひ と つと してんの 目. を ひく 
やうな 色彩の ある ものは のつ か 
つて ゐ ない。 しかし、 これは 盖 
し 化を のず 趣 ホで あるが あの 罪 
ではない。 先を はも ご J ち呈 r - 
' lor 空で あるので、 專 攻のジ ー ミ奋 
のうへから 云 つても， 未關 人の 
± 俗 玩具に ふかい 趣味を もも、 
これ じ 關ネる 先生の 文が は相當 
じ 學界の 注視を ひいて ゐる ほで 
であるが、 しかし 轉 々としてた 
へず 流轉 すると ころの 先生の 生 
活 は、 机邊じ 珍奇な 裝餘 物を お 
いて、 それを 愛瓣 させる はでの 
餘 おを 先生 じあた へない ので あ 
ミ 

を こで 先生の 化のう へ じは、 
先 ホの 一番 貴重 G ぞ fsnal e をす 
だけが のつ かつて ゐ るので ある 
で、 をのな かで も 一番 重要 U 役 
目を もつ て、 先生に 姑 終が はら 
ない 奉 化を して くれて ゐ るのは 
化を が 千 九な —— 年、 はじめて 


へた R . Dus 奋 をの Les Civ 吉皇呈 で e . 

す||呈 吾 es da ミ le Gassiniie la 3 er Egee - 
VJ 、 も ひとつは 千 八 巧 八十 五 年 
上 巧の Murs 一版の SirG / G ミの さ；. 

ミを an さ tholo 置 VJ であつ た。 

先生は この わごのは ぅの ポリ 
ネ シア 神話 集の 前 ザの- ッパッ 
巧 弟の 物語の くだ > を ひらいて 
一を のうへ じを 用の マド。 ス •バ 
ィプの のせ かけた ま！、 しき b 
と 筆を うごかして ゐ たので ある 
部屋の。 かは かむ b 燕 暑 かつ 
た。 化 巧の 紐 育は まだ さ b きら 

3 夏の 募 さに、 ごもず る ご、 が 

屋 のなかに ゐる のさへ 堪へ かね 

る ほで であつ たが、 こどに、 先 

生の が 崖は 西み 巧 一二 十四 了 目の 
うすぐら、— アハ ー トメ ント • 户 
ゥスの 西 向 じな つた ひごつ の 窓 

が ひらかれて ある 部屋で あつね 

ので、 if ん で息づ まる ほどの 

蒸 暑さで あつた 

しかし 先生は、 をれ をたい し 

て氣 じする を 子 も U わつ た。 を 

れ はち やうで、 靑 年の ころから 

嚴 格な H 本のを 營 のむ' かで 育て 

あげられた 中を の 軍ん の やうに 
彼は ながい、 艱難な 海外のを 巧 
の 結 あ、 人 ほど じを 暑を 氣 じし 
なくた つて ゐ たので ある。 

先 ホは 額 じげ を じじ やせな が 
ら 、なほ もい をが しさう じ 拳を 
はこばせて ゐた〇 彼は ほごんで 
不斷の 熱必を もつ て 書きつ r け 
てゐ たので ある。 

けれで も、 いつたい 加 藤 先生 
はま 息 H である H 曜日に、 なじ 
を これほどの 精励を もつ て、 爲 
.事 じいを しんで ゐ じんだら う。 

I 彼は 論文を 書いて ゐ たので あ 
る 〇 The G 民す ョ of 己 iiiMn its relation 一〇 
the 立 三 一 を 一 呈〇 f an 己呈 こち 呈ご いふ 
題目で 懸命 じ 論文を 書いて ゐじ 
ので ある。 をして、 彼は これを 
をの ホの 過 末まで じかき あげて 
偷 敦のゴ e Folklore Sgc 垂 y じ おくら 
うど 思つ てゐ たので ある。 

先を はとき 筆を とめて、 
をして いつら の 習癖で ある ごこ 
ろの、 親指の 爪を かみながら、 
小首を かしげて、 とも するど 散 
逸し， たがる お 想を 頭の なかで が 
集 じつ S めながら、 ぢつ とわて 
でもな くを 間を 見つめて なた。 

する W はるか じ、 爐 雷の やう 
じ、 百 一一 十二 下目を すぎてから 
潜らで i 高架 鐵道ィ J かは る サブ 
ウェ！ の 音が ホを のす じは いつ 
一て 巧た が、 またを の 響 じを b か 
さなつ て、 向 隣ら の アバ！ トメ 
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お 夕 新聞 副社長 

東京 特電 十 ホ H 發 ：=： 政 ま會化 
證± であ， 〇 をを 朝日の ホ 筆た b 
しま 藤 化 純 氏は ま 京每夕 新聞 副 
社長 どなつ た。 


渡 邊廉ま 巧 頓死 

東京 特電 十六 U 浆 U 剌選畿 旨 
渡 邊廉を 氏は 酷刖 して 永 樂ピ八 
デン グ 後の 潘じ墜 を 頓死した。 


鈴 木 巧 代表 確實 

東京 特電 十六 U お U 關東 、關 
西勞働 組合は 一致して 鈴 木 文治 
氏を 國擦勞 働を 說化 おじ 推薦し 
たので 岡 氏の 當 選は おんで 確實 


アメリカに 波つ たどき じ 買つ じ 
ィン.々 ソ ー グ替社 製の ダラー 時 
計で をる。 

化を はこれ じ 鎖の かは b じ、 
書類 じ まきつける ゴムの 紐を く 
つ i けて、 をして 机の 前面の 小 
引出の あ ひだ じ マッチを はさん 
で、 をの マッ チ じこの 時計を ひ 
つかけ てな 時計 じ 飛 用を させ.、 

I ゐ るので ある。 先生は これを あ 
頃の 「發 明」 の ひどつ だ ど おもつ 
てゐ るので をる 0 

先生の 化のぅ へ じは、 まだ も 
ぅ 一一つ 一二つ 貴 まなが をが のつ か 
つて ゐ た。 をれ は 先生の 專攻の 
フオク ロアー じ關 ずる 古書で あ 
つた バ 'をの ひ ご つは Mimjt — の 
古傅說 じち 古を 的の 考證を あた 


ントの 伊太利 站んの おかみさん 
が' 歌 ひかつ 彈 ずる 民 謠の聲 が 
きこ b て來 た。 

蟹は たいして 萊蠻 ごい ふ ほど 
でもない。 この わかみ さんが 每 
戟臺 所で 働きながら 巧 ふ 貴 歌の 
聲で 、先生は いつも 目を さます 
ので あるが、 今日は 正式な ピア 

ーノの アツ 3 ム バニ メント が ある 

だけ じ、 いさ S か 平日 Jb は ホ 
彩が わる わけで ある。 

先生は ナ グゥ H 1 の 遠雷の 音 

にも、 また 向 隣の わかみ さんの 
歌に もたいして 煩は されず、 さ 
て あたらしい パラグラフ じど b 
わ i らう かご、 筆を ご b あげる 

ど、 この ごき 思 ひがけない 闕乂 
者 のれめ じ、 化生は 執笨を さま 
た げられ たので ある 0 
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KERR & MAYOR 

10 な Third Ave. 

8 お. 60 & 81 が s . Telephone おがが 2909 
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Dr. G. Ho Martin 

DENTIST 
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Phone Regent 2457 
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WILLIAM L. 妄 NE & CQ., 

ざ 0 ヨー 養 11 Broa を ay - sty - 
さ音巧 Bawl 是 Green 9136,9 吾 


じ 

Tm 

化 


f, 1— 

W お 

お 4 

でが 

9 

U 1 巧邮 

巧耐 も 

け： 


巧 9 
2 


a 

r 

w 

M 

に 


拉 が 


6= W 
to 咖 


稅臟 事務 

を洋 をが ホ じを 化 
をの お 巧 入 方な じ 
隅す る 一切の 闽薛 
閒じ應 じ、 巧 道を 
船 货物速 貸 及 出帆 
を稅熙 手蹟 蕾 等 あ 
きす、 重要 都 おじ 
化埋 巧を がし 誠 « 
软速御 巧み じ應モ 

巧 厳 取 級 


♦書籍 ♦お 誌 ♦新聞 
縱覺 まを 開 
執務を 前 九 時ょ b そ 盾 五 時を 

紐 育 日本人 會 

西 五十と 了 目 二 五 〇 を 
■畫 話サ アク^ 八-九 0— 九- 

な 留靑年 巧 想の 關体 

a 本人 靑年會 

8 W •養 St . す L f k 薑妄 4 


大猎寶 目 本ん 

基督 敎靑 年會 

3 合 E . 呈 h St . N . Y . 呈 y . 

ぎ PI ミ 8141 


巧 巧說お U 烟 U 午後 八 時 
嘛 偽を 木嫩 H 午後へ が 
が 話 食た 谁 H 午を 八 時 
任を、 圈萬 ま、 娛樂 坐め 鼓 楠ムら 
ホち をが 迎 す、 巧 箱を 利用せ tj 

お！ 一川 巧 « 1 1 

U 本ん 暮督敎 修道 會 I 

ごた W . 123 己 Sr N . Y . City i 

T*eL sornin 培 k ご. 妄 一》 | 

日本人 s 敎會： 

お‘ 帥 川 综末之 進 _ 
幹事 此 W 淸一 : 
J ち a ミち 3. E . Cimh & 1 ミ t . 

だ 3 W . 養 St . Tel . Clarkson 1 至 1 
巧巧說を 〇お日 午を 八 時 一 
祈 禱食水 «H 卜後八 時 一 
拽 おを 火 巧：：： 午を 二 時' 
♦寄宿を 

化 爵ちあ 比亞を 数み f 町を 十一 
ぶかを をき 化 員 旅 巧を にお 適 
設摘固 畜お誌 巧 巧 及を 補娛染 
R 滴 易 食を あら 

巧を 蛾を 罔旋 、旅を 案內 、を 巧 
爭莱 調を、 巧 化 ガ事巧 巧お旋 
等 间胞諸 化の ホを を 歎迎す 
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化 縫敎授 * 諸 課； 
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護 察 

午を と 時！ 九 時 
〇耀な前巧願上ぉ 

け t 吉お 说爛 


H 本な 具 

雜 貨卸賣 

を 良 貿易商 會 


y 

L 心 

〇 Y 

〇 N- 

ご 

C 心 

S n 

〇响 

印. 加 

U ^ 

A 6 



y 本人 か 
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暇 勉學巧 

彼 あら ネ 

棠 証書 お 

お 就職. 口 

無料 围化 


化が お卸賣 
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W E .1 ゴ hsi-N-y ■呈 y 
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Nflppo 占 Dry GoodlM CO., 

128 二 id ミ y, 百 ty, Sr. 31st St. 

Tel ち h 呈 e ぞ ミ-置 晋 

す om 芸ご 


メ 1 心' 1 はが 育 最大の デバ ー トメ ント巧 I 
巧で ホら ます。 巧ら しい 昇降機 どユ K 力 I 
レタ ー は廣澗 な巧內 じがけ る 皆 巧のを 巧 I 
物に® 宜と齡 快 どを 巧へ てゐ ます 

化 店で 二 弗す る ものなら にメ I シー ー- 
では-巧 八十 八 化 或は をれ で 貫 
へる ミを どぅぞ 御 記憶 下さい 」 
日本へ 御满 物を 御 送ら じな 6 たい 節 又は 
巧 買物に 隙して 御用の 煤を は パ ー ソナ八 

シヨ ツ ビング •ビュ — 日 1 を わ 尋ね 下さ 

い、 親 かじ 御 便を を 針ら ます 
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齒科醫 

h 親 式 無痛 治療：：：！ 

多年の 經 験を なて 
H 本人 諸な は 特に 
了’ 単疆 切に 施術す 

It マ—— チン 


齒科聲 

を 年の 經驗 をな て 
最新ぶ 巧學 手術に 
堪能 じて 信用 篤し 
= 施術 お化廉 u 
目 本人 諸君には 特 
じ T 寧 懇切に 治療 

が 育 州を 認 

パ：^ ブル 1 ム 
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ウオ八 サム、 エ火 デン 四 割引 
其 他は 化て 一二 割引 
指輪 鎖 貴を 屬 並に 寶石 類】 切 

: 、、.作 トン 時計、 人ワ 1 ドイ 
タノ イマが 計、 を補駐 時計 
ウオ^ — 夕 I マン 萬 年 筆 

エ .バシ ヤーフ 鉛筆 

純銀 器 並 じ 銀器】 切 
御歸 朝の 润±產 一助 
時計の 修 鐘は が險付 じて 確實 

じ お 川 自身が をし ます 

化育 ホ 西 四十 二 了 目 四と 番 

.四 四 S 号 ま (五 巧 ご 六 街 間) 
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Ishikaw ぞ巧 ishi 0? 4712 nd St. 


每 H 曜及 i 曜 午後 
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蘇 録$絲 の泉ぇ 


y 

ぶが 

也^ 
y 。 


S 巧 S* ゲ ►^贵 イドち 八 ニニ 
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OR •巧 巧 ZJ- 巧 C 巧 CY 户 

i 呈 I 呈 P 是 CT 呈 
夏 7 呈三 ve ■す ミな nd 資. 

ぎ M ミ妄量 2791 ぎ百ョ 7 ま 

•ぃ： ホな 謙 次 

自 午前 十一 時 ま 午後 二 時 
時陆か 及： n 確は 前 巧の 事 

•ぃ？ 村 瀬 化廊. 

ま Lex 量 on Ave . N . 产 百ぶ 

ぞ t . 2 笠 h &2 ゴ h Mts 
ぎ穿を薑を.を18-7夏 


Joiac 至 W OOC さ M. P 

ご 1 巧を 芝 in SlNe 三 ork 
TeL 置ち をを 苗 73 & Schuyle 二 岩 某 

午飢九 お— 午後-時 

1 養 舅 午後 六 甲 午後 化 時 

H 躍ず 前 九 時 I 午を 四時 
ドクトル 小 果乘吉 


巧 5:、 U お調べ 物 僧お數 二八 二 
と】。 入超 巧 加、 爲替が 善、 巧 
地不费 じて 目先 証を 巧 撰 軟調、 
九 H 鐘が 新株 先物な 八 W 六十 錢 
でみ る 0 

か絲 一巧 輸出 高 云で 一一 一が 
儀、 1 旬の が 談活潑 じて 化 H の 
が 荷 ir 刀よ 千 制、 現物 最 優等 一一 
千な よ 十 山、 十二 巧のを 國 絹物 i 
ホを はか 四方 八 千 ホな 疋 。絲ホ 
一巧 出 ホ 島 十八 巧 五 千 棚、 輸出 
巧 二な 六十 捆 、九 y 大阪 先物 
一一 育 化 一面、 綿布 敵 お 六で 円 万 
碼 。米 一巧 サ六 日ょ b 輸入 關稅 
を 除され て 軟調を 呈し乂 H 先物 
化义 の 四十 八 媛。 輸出が おのが 
况 なる じ 引換へ 內化巧 巧は 不振 
こ 错颇費 巧は ホ 常の 二割 赎ご 
稱 せられを 地 機を 操短し がほ異 
斯淪五 割、 セメント 五 割、 人を 
肥料 一二 割 五 歩、 其 化额鐵 (不明) 
製が 等 孰れ も 引 線き 操短。 化し 
昨今 絲績 、お 炭 等を 產回 彼し 父 
一般 産業 おも 今後 爲替 をを、 輸 
お增加 等に ょちて 漸か 回な を 期 
待 せらる。 十二月 末を 國 倉庫 在 
荷は 五 億 山 じて 十二 年末は 四 億 
一一 一千 八百万 山 C 傭船を はが 轉 L 
歐洲 、濛洲 間 五十一 志 成約、 お 
洋 方面の 配船 もち 加し ホが 引合 
よ 十一 おと 十五 仰で ある。 


千万 阳を 本年 二ち 十一 二日を 巧 
を 巧惜ぁ 九十 の、 巧 還 期限 大 
亞廿 S 年 九月】 H を、 利姻ホ 
を 六み と 厘を じて 大藏省 預か 
部 引を。 

ごこ 帝 蹈鐵道 會針法 游二條 じ 
よる おかおを 償 (み 号) 四百 五 
十 巧のを 本年 二け 十 SH 發わ 
發わ憤 格 八十 S 阳 、お遼 期限 
發巧の 年 よら 一二 年据 軒、 其翌 
年 よら あ 十 年内 じ 僧 還， 激道 
共濟 化を 引 ま。 

ご 一一】 二 巧 十四 H ち拂期 H の國 
庫 証を (ね 号 二 億 町借替 のた 
めに 同 円 阿 額の 靡 時 國库謡 券 
(く 号) 發巧 、割引 ホを 一み と 
.厘、 支 沸 期日 大も 十五 年 ニケ 
年) である 0 


本 おおを 特電 f M 鶴 


英貨 相瘍ご 

聯邦 準備 局 

を鹽の 金本位 画 おの わめには 

英貨 相 媛の お 礎を 輩 固たら—- む 

るか 要の ゐる > とは 旣 •し 屢 々報じ 
じ處 であら、 右に 關 して 英勘銀 

h ホは 米 威 銀 巧 家の 慮 力を 求め 

何等か の默契が成なす る 5^を< 

糾育ポ 踞で勒 お金 借 歎のを 巧を 

見る に まらん と 傅 へられて ゐる 

枯 であつ て、 ホ國 聯邦 正貨 準備 

扇では 今 明 口中に ヮシントン じ 

開懼 すべき 常例 理 お. 會議 じめ て 

本 問題 じ關 騎し种 々討 證ん上 能 

ふる 限ら 英貨 相 壌の 引上げ じ關 

し ホ 國銀朽 家が 之を 援助し 得る 

ホ 法に 就て 具体案を 作數 する 壁 

であるが、 ド ー ス 案. 成な R 前 じ 

もとを 援 ける 意 ホ じて が 育聯巧 

準備が 巧は 其 剰を 資金を なて お 

克を 间收し 投機 本-防止— た 先例 

も わるから. 英貨 相瘍じ 就ても 

投错巧 ホ' の 策 じ おで i を 本位 回 

俊の 機運を 惦 進せ しわる 普で あ 

る。 拘 ほを 來を 本位 回復に 就て 

沈 默をザ b つ I あつたを 國 政府 

も藏相 チヤ） チ 八 氏を 通じて 

—適當 なる 時期」 じ 於け る！： おを 

質 明す るに まらを 米 巧を じ相應 

の 反響を 呼んで & るが、 舆國の 

あ嚇 解禁は 本年み じ實巧 さるべ 

く 目 然金ホ 位 巧 按が實 際 じ 着手 

れ るのは 來年 早々 では ある ま 

いかごの 說 もんる けれども、 若 

し 本年 內じ斷 けずる ご 4 れば緊 

す おみで 兩院 5 協賛を 得る 外は 

わるまい ご 义國ま 局は 觀视し て 


最近の 日銀 帳が 

H 銀 お 間 貸 出激贼 しを 換 券を 
巧 高 4- I 億 六 千 五な サ六巧 一一 一千 
圓 、潑巧 余力 一千 S 巧と 十四 巧 
四千 圓 、民間 貸 出 高 二 億 八 千ん 
百 七で 九千圓 じて 昨年 化 巧な 巧 
の 新 現象で をる。 翌 H 物は 五毛 
まの 一 錢四厘 ょら 六 厘を 唱 へて 
ゐ るり 

信託 協會を 組織 

從來 連動 中な ちし 信託 協會組 
織の 議は 化般の 信託 期限 延長 じ 
莉戟 されて 著しく 促進し 今回 一二 
ホ、 闕際 及び 蘭 H 信託 も 協會加 
入に みし 目下 加 ス総數 廿化社 あ 
ら S ホ 信託の 米 山 梅き 氏 協 脅々 
長に 內 をした。 

定期預金 增 加ず 

東 巧 組を 銀 巧の 發表 じょれば 
現がのを期預金：^八億 . 千六巧 

-巧旧 じて 前 過ょ ち 六な 方 旧の 增 

加を をた が、 をは 审 業界の 不振 

が 其 巧 因で ある。 

.宇治川 電氣外 倩 

宇治川 電氣み 潰 千 五 百万 弗冀 

集の 計畫 あら、 紐 育 91 ヒ •ホン 

ス商 會ご假 契約 調 邸を 了した。 

臺灣 製糖は 豊作 

亩灣の 製糖 豐 作に てみ 蜜よ： 白 

八十で 擔 、お產 額 八な 四で 四千 

擔 の見这 である。 

を國 倉庫 巧貨高 

一巧 末のを 國 九十 乂 倉庫が 貨 

総計は 二 千 八 目 五十二 巧 化 千 九 

な 九十 九 個、 僧 格 お 億 一千と 巧 

廿九万 一 千と 巧 W じて 前 巧 じ 比 

すむ ば 五十一 ir 万の 千 個、 一千 六 

巧と 十と 力 阳の增 加で わる。 

上 十-ー ハ ロ お 


公憤 ご國庫 債券 

當化 W 巧官 事務所に 去る 十一 一一 

U かじて 左の かき' 新を 憤 及び 

臨時 轉庫偈 券 披巧じ 隅す るを 

電か淫 した。 

个 个 

一】 朝鮮 率 業を 倩 法 じよる 五 

み 利か 脚 库債勞 (を お一间 ) 一 


書籍 一切 取次 

ホ國 出版の 書賴 はんて 巧 别剧引 

じて 迅速に 化かぎ 旅 巧ち の研呢 

をを 資 巧の 書籍を 集 等は 特に 御 

巧 ザ 取 計ら ひを 巧 〔幡 拘】 

正ぎ shi 左 at ぞ 

夏 Nass 3 己資こ Tei - B ま k ヨミ 8428 


電氣仕 率】 切 

■下 羽電 氣簡會 
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財 

經 

巧 

調 I 


1 米國 金塊の 海外 流 お？】 

金本位 復お繫 響 

贸 付けた 弗の 转巧 し-^ 一卽機 

何よりも 顯 著な 金利 差違 


ちじ 之を 祖 逸に 巧て 化 おする 
じ、 ドー ズま はを 本位 制 お 巧の 

，機運を をめ たのは 顯 棠な苹 ちで 

i あつて® をは 么 じょち 

i 金を本^^ ごイる紙报强 

W おがを 削を する じを b’ 资巧 

如 おの 一二み の I じ相當 ずる 準備 

資 あを もす る ivJG つたので あ 

るが、 お 逸 も 亦 紐 巧を 市 おが 化 

廉 であるた めが 賊償 借な 中 ょら 

め 五下モ 弗のを を 輸入した ので 

ある。 凑洲 もホ词 巧で あつて ホ 

ホを 洲 はを 巧 反び 毛皮 等 のぞ 額 

なる 生を を おする •か、 湊洲 はと 

を大 英ホ欧 戊び 諸 外 倒じ輸 化の 

上贸 あすおで 之を 巧濟 しつ： を 

るので わる。 化 串が は 級れ に 割 

一 d されて をれ が 荡洲か 人の クレ 

テイ グト ごむる ので あるが、 此 

ク— グィ ブトは 通貨の 化 巧を 患 

ホす る も；？ 〇 C ご t クレディ 

ブトのを 礎は なで あるから、 浸 

讲は其 貿易を 離の ためじ 自然を 

巧の 買 かを 必耍 どす る譯 であつ 

て 印 巧 乃ま獨 逸の 如 < 其馆 をは 

自が 紐脊お 撰-しずを 染める J ど 

なる ので ある。 斯の 如く 療洲の 

谣 をは 

賓易 進展を でっ； ぁ 

る 図を じ おする 金融 トー S 諸相を 

最もを く 化 おする もので あつて 

之を をが 的に をる じら ば 化界の 

貿易は 年 ご 共 じち 進し 傾 格ち ホ 

上騰し つ {あるから、 自然 クレ 

デ ィットの 巧 ホを おして 結 馬 金 

のを 勘を 化 やる どい ふ ふになる 

ので ある。 之と 反 おじ 贸 為が 停 

潮しをの化用が緩潜になる；：*ら 

ば、 をは 恰 かも 乂國じ 波 ホす る 

移 区み か，， -勞 働を ホめ る ミ どな 

つて ホる。 なに 今り の 燥を をは 

义 凰のに がて 勞 働す るょ らも か 

:强 じを < の勞 働を 得た ので 遂に 

をのを 出を 見る じ まつた ので あ 

る。 をに 赏 骗 また 現を ごもい 

ふべき は英國 のを 本泣问 なで ホ 

る。 を 本位の 回 化' で 最も 簡單じ 

述べるならば、 巧 図け 今後 發わ 

した 池 巧に おして 同額の 準楠資 

をを 巧 L 維持す る ごい ふ； であ 

る。 ぶは； y ふを も ドー ズ案 

によら 

が 政 基礎 が寒閒 ご.：：；* つ 

た結裝 であつ て歐洲 諸が もが 國 

り 先が じ馈 はん''' 欲して なる が 

之は 索 ょら か 間ん 刖 題では ある 

もの、、 お 局' 个 白が じ 凝 巧され た 

紙 瑕は 術み！； 化され、 大藏 巧に 

化を クむ るを 塊が を 巧 迪货の 額 

面 ど 巧 等になる n は 必中 到 ホせ 

ざ么 を， 得ないで あらぅ。 歐洲の 

地 貨が從 ホの 如 <泌 雄して おを 

しつ t ある 限 6 齒民 はを <不 を 

に陷ら 、如何にしても 自包 のが 

をじ對 する 惜 化の 維持を 計る た 

めじ 弗の 買 込み 其 化に 化 事ず る 

であらぅ •か、 今や 歐洲 じは 漸く 

確信 S 时 化が 闽 化し'. 兹じ貫 ホ 

めた 弗 もみ 當 的は 自 JJ の 财產憤 

巧を 維持す るた めじ 赏 込んだら 

の i、 ホで 利 f をな ふ踩じ もけ 


か，；^ いいで 自が 巧を 米 闕じ巧 房 
i が じじつて ホる。 化 巧は 純が 
たるを 本位の もので あり、 跌洲 
じが パる 巧の クレデ イット はみ 
が 面を を資際 t じ 要求し 巧る の 
で わるから 

がの 賞拂 じを も紋じ 

ホ國 ょらを。 放 巧し S, I ある 乂 
。る 動機。'' ある ど 見得べ く、 米 
劇 じがて 化 引され た獨遥 联克の 
クレ ザイッ トも獨 な 一して は么 
をを 塊 じょつ： を 求す る ミ も お 
ホる ので ある。 がり だ 紐 育 市場 

に 於て をの 時 做が 摄も 低廉で あ 

るピ いふのは 例を 总 ホす るので 

あ么 か？ どい ふ' とじ 就て、 を じ 

パ 巧を おわに 預 をして ゐる 人を 

一例 じ舉げ る。 らば、 第一 じが 

ちで 化を にどれ おの 巧 益を 生む 

かごい ふ 問題を 第一 じ考 へて 買 

る 現 化が 育の 銀 巧が' 率は I 二 

ホ f るつ て 翰 巧を 瞒銀巧 の 割引 

率で ある C ’ イ したして 倫 敦の銀 

巧 利率は 四々 であるから 細論は 

別 ごして 同じな 弗の 預金から 受 

ける 利益は 紐 育ょ らも 倫 敦が優 

つて & るので ある。 なじを を ホ 

めん ごする 者は 化が で 買 かけ 得 

る 組脊に ホら、 をを 賣 らん どす I 

る 者は クンデ イットの 烏い 倫敦 

に 走る 至 ご；； 0 るの？ ある。 

日銀 利下げ 

時期 ホ、 し 

外務 あ 發拘務 官着亀 

一 巧緻 出 一 億 四千ん け 巧 

W、 入超と 千よ 冉巧 W にて 前年 

W 期 じ 比し をれ f 1 割 お及び 

二割が。 前 おじ 比し 生糸、 精糖 

の 輸出は 殺 少し 楠 化、 豆が 等の 

輸入け 巧 加した が お ま 輸出は 11 一 

千 四な か 巧阳で 入超 一二' 再 四十 巧 

ra である。 本年 上 半季の 貿易は 

輸出 ホ 糸を 除き 諸品增 加し を 計 

九 億 5:、 驗 入は 脯 化、 义等增 加 

小を、 が 糖、 せ 木、 鐵類 減じて 

を 計 十二 億 五 千ぶ W ど豫想 せら 

る i 處 輸入 爲替け 旣じ四 五 巧 頃 

をみ^ 億 w の 手お濟 なる が-巧 

の 正貨 攝 下は 約 千 巧 旧に 過ぎ 

ず。 目下の 狂み 正貨は 一二 億五モ 

巧阳 じして 爲替銀 巧手 待-億 五 

千 巧 W、 本年 資易 外ず 取 一億 川 

お 锁外憤 人を 二 億 山 ど 見て お 外 

收ま 勘定 順調を お 措へ 政が の爲 

替化善 策 じ 信 賴しボ 場 硬化、 化 

H 正金 對米 建が 化 八 巧 四み の 一二 

巧吳 I 志よ 化 二を の 一 じ 引き 上 

げた。 

金酿 はな 緩輕- して 八 Hn 

t 作 U — ンー錢 五' 姑、 巧換 巧を 

巧 鳥 十. 一億 一千々 山、 民間 貸 出 

一二 僚 一 一 千 四む 巧 川、 信用め なき 

伴 ひ H お 利 下 又はを 換券愼 張 

論わは/ も 尙ほ其 時 則に ホ や 

巧 米 資本ず 相 ホで 來 朝— ぞ治電 

大同ぶ 力 等の 外債 化な 四 五 千で 

川の 見 A である。 り 銀 調べ 一巧 

中の が設彼 張計费 資本 儿モ よが 

巧 川、 勵级 調べ 拂込额 一一で 五が 
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出勤の ちじは 晝飯 
の 御 便利に 備 へが 
間食 席の 御用 じ應 
でべ く娱巧 巧を 巧 
す 變お引 立願 度な 
祗上御 まみ 中 上 族 
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彭瑞樓 
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御巧當 ホび じ 
御 家庭 ま 化し 
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日本 蘇 i 食料品 ilp 議 

巧 田 哲化巧 式を 化 巧が' 一手 質 揃な 

日本 食料品商 會 
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測 


日本 食料品、 日用品 
並に 新刊 書籍 類) 切 

片懒 兄弟 廟會' 

を 巧 お 巧 新 巧を 近 便船 じて 巧 着 
化误 間み々 街 用を の 程 ぞ頤上 《 


日本を 巧 品を 柿 
日本 書籍 諸雜を 
日本 お 貨を巧 
を 地 巧 巧联ホ 
化 巧 みやげな 

ン^ク シャツを 邱 

をを のをけ あち 
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、 巧ち ぶ 一 


御旅 鑛 河 添 I 


理想的 御旅 舘 

御を 樣じ誠 息を 0 て 盤し ます 

朝日 舘 

御手 輕 御料 巧 並 じすき 燒 

新ら しいが 巧を 擇び 脚を 犧の御 
満ちな さる 樣 精々 勉强 致します 


御 料理 

芳の家 

壽 司、 綾 蒲燒每 R 有ります 


齡が娜 太平洋 樓 
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御晝貪 四十 仙よ も 五十 伽、 夕 をと 十五 她、 
日 罐夕を 一巧 


御菓子 舖 

莱饋® 、羊羹、 蒸菓乎 類、 驚 餅 
(のし 餅 前 = 御 注文 願 ホ) 

松風が 嵩 橋 

巧 六十 五 了 日 一一一 十四 番 
電話 トラフ アル ゲ！ 五 丑 五 四 

豆腐 細據 

饋餅 製造 卸、 小* 

H 本 食 稗 品)® . 

旧 中 

第ー ニ 街乂百 八十 五を 
電話 プラザ 五 二 一八 


新鮮を か 一切 

H 本 入 向きのを 魚澤山 おら 揃へ 
特别廉 潰で 大勉强 致します 

サヴォ ナ魚店 

」 os 巧 ph ；:> 巧 voltsl 

224 w- ご 1st St. 

TTel . oolunlbuB 也一援 


極上の 魚類 

季節の 新鮮の 魚貝 頻グ澤 山 揃 勺 
て层 らます から 御 賞味す さい。 

ァピセ ロ 魚 店 
房 ミを St , Tei . でぎ klin を是 


伊豫 屋 御 下宿 
西嶋 を次郎 

お 四十 九 了 目 一六 五 

アバ！ トメ ント C 2 

電語 プラザ ホ ーと 五 


尋れ人 

更正 恩給 証 巧 巧 付 

お ホを 一二が 

「外国 旅券 下付 事 賞 証明」 到着 
熊 本縣人 豐田 淸定 
朝鮮人を 秉ホ 大 がを 
を 知 早 川 良 おか 歌 山 引 ± 純一 
巧が 寺 巧 武始德 島 井が 正か郞 
ホのを じ 逆 かを 巧き おち 么 
巧 巧 本人を くは かんょら 巧 
化 巧 お 通知 願 上提 

紐 育 巧國總 領事 舘 
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馬に 閒緣が 深 < なつむ 

歷化 大統領の 道樂 

现 大統領.； 乘馬じ 室ので 電氣 "掛 

乘廝王 U ゼファ ソン 大統領 


* すざる、 きかざる、 いわざる 
1 のさ A 狼 ご 呼ばれる がに 化默家 
I である； が 一 化 のん 架を 巧して 

一ゐ る衣國 大統領 クー リッ •チ 氏が 

I ホワイト •-ウ ，の 飼 お, 一. 滋乘 

1 b をす る MJ は 棘め て締 であら ご 

一思つ てむ たら、 何ぞ國 らん ク！ 

ー ブブデ 巧は 毎 口約 四 回 じ珪ら 

電氣 化掛木 S じ乘ら 

; ホワイト • ウスの 中で 室内' 遠 

I 乘ご 洒落込んで ゐる i が 木馬 若 

一の 破損で 化 間-」 知れ 人 か 話の 輔 

_ ど つて & る。 この 木を おは 电 

'氣の スイ ッナを をぇ ご援 ホ、 緩 

速力、 かを 力 ごい ふ 敢じ自 もち 

が、 がか も ホ 馬 L - 乘 ってる るか 

の 如き 觀を おする。 この 乘 おな 

ら じを 剧韋 よず 殿下の ほじ 落馬 

ずる 废れ らい ょ，、 化づ 一ぶ ふご 巧 

はも 滿 をし、 茶 円 的；： •或る 下 お 

邊 ：：！ は 之を 誠' がしい 詩を 議 をで 

朗讀（たり、 お氣化巧の乘おで 

な 錐 むら 皆 今 お ホワイト • ウ 

ス の制驳 巧. 別 像 算を谢 巧すべし 

まごい ふフザ ヶタ' 溝 案も提 おさ 

れて& る ごい ふを 除。 M がさて 

化を 第一の 常强闕 ごを はぃる 化 

米を 衆國を 一人で 擔 って 起っ 大 

統領' ごい ふ 化 事 も、 仲々 世間 P 

お ふ おじ 樂 。化 事で なく 寧ろ 

人 十倍 レ お 力を 必要 ご 

すな だけ じ展 化の 米闕 大統锁 

はいろ---^ な 怠 ホで この 體巧を 

忘れる 道樂 ごい ふ ものが ある。 

ク ー リッ デ 巧の 電氣 おどを 朝の 

散 ホけ 化 間 罔な の もの イ J して 又 

前 大統烦 パ アデン ダ 氏が ゴ八フ 

狂で あった i も克く かられて ゐ 

る〇パ アデン グ 氏の ゴ八フ 仲間 

は 她旧お 件で 問題 どなつ た フシ 

ン トン •ホスト 紙髓少 マック リ 

I ン巧の外、 上院證員では へ ！ 

ル、 工作 キン ス氏 等で 巧 化ホワ 

イト* バウスのポカ—《 ^1—テ 

— に は 袖 田 掌 かで 罷 をされ た 前 

巧務長 官フォ ー 皮 も あつた ご 

; いふ 話 〇な ウッド ロ-- ■ウイ 作 

ソンに の 趣 ホは々 し異 つて 採 偵 

! ル說 のを 讀 、白 垂 館内の 活動を 

眞は别 ごして 最も 愛好し たらの 

はゲォ ー ド ゲイ^の 島 物 ごい ふ 

一柿 毛色の 異 った 奴、 現じ 

首都 举府 キ] ス のゲオ 

1 ド ゲイルには 今で- ウイ 八ソ 

ン 氏の 常 席が がが されて あるが 

ブグフ も 時 じは 試みた さぅ であ 

る。 化セォ ド— ア •。- — ズゲエ 

I 八卜 にじを つては 例の アフ ブ々 

一の な 巧 狩の 外に ホフ イト •户ク 

I スで衡 山と 段から ホ 道を 練 巧し 

i を 脚の が 巧で 片眼を おった ごえ 

; けれて ゐる だ，： 一」 颇る 的の 速 動 

をで' 巧 年ラッ フライ ダ！ ■"の 

一一-心で あつた ごけに 艰 おは 半 じ 

一入っ たもので ゎった。 が 外の 速 

一 動 ごして は テニスの フアンで 當 

一時の 内閱 別 あ テニスみ 幽ピ呼 

i ばむ， H 務お官 ザ ー フイ 八 ド、 ピ 

I ンシ ヨット、 佛國大 化 ジヤち ラ 

_ ) ン 、副 武官 ァ' — チ 1 •バット 

一 君 等を 化キじ ラケットを 振つ た 


もの でん も 〇グ" ゲァー •クタ 
1 ブランド 氏は 野鹏 巧では な發 
だ 中と 云 はれた W 釣 あで もま 人 
がー ニを を 避ける おで、 大統領の 
專库‘ 船で ある メ ー フ ラヮー 号に 

乘らや 時々 

燈臺 警備 @ 族 ぉに 乗っ 

て大を 導を 械め 込んだ もので、 
鴨 巧 もでは をの 朝から キャ ッブ 
を 眞深广 チ H サビ ー ク灣で 腕の 
巧え た處 をを せた ものであるが 
野 鴨 狩の 大統韻 ミして け 別にべ 
ンジャ ミン •户 リジン 氏 も ある 

日本へ も 巧つ た 火 統領 グランド 

將 巧に 巧つ ては シザ ー ど 探偵 小 

說が 一二 巧の 飯 よらら 巧き で、 將 

軍が 晒 喉 癌に 襲 はれて 遂に 長逝 

したの も 過 巧の 巧 煙の 結裝 でみ' 

る'^ 云は むて ゐ る。 【結'；】 


波 荒れ 巧 ひ 

藏艇 沈沒. 

化 雲 艦 乘員确 難 

前々 遇尘幡 日の お晚香 坡巿ま 

避 の 义モ； キング •ハ — テ* ~~ よ 

歸 お； 途 か、 巧 練 巧 艦隊 お 雲 

乘組 十六 タシ 搭載した 衡艇 がが 

沒鄉 難した 巧は 本紙の 旣 報した 

處 であるが、 同化 よら 達した 巧 

信じ ょれに！？ 化 

IS ® 中の 出 雲 乘組員 十 ホ 

名を 乘 せた 濫載涼 礎は 約が あ 十 

名を 乘 せた カツ タ .1 を曳 いて ヶ 

ピ ー 璋頭 から 旧な 五十 眠の 

地 おに 達し じ 時シ！ ピ ー ア！ 

八の 曳船 ナヌ ー ズ号 とおを つた 

が、 が 巧の 激しい 潮流 ど强 風に 

加 ふるに 実 まじらの 眞の 闇じ滨 

艇け 曳船の 後部を 通過 せんどし 

た瞭ナ ヌーズ 号の 曳； ，た 貨車を 

迷ぶ スカ ー じげ も當 てられて 力 

ツ タ！を曳いた綱は切斷せられ 

療 链はス 々！ の 下へ 捲き 送 まれ 

た 椿事を 八 雲が をを し、 信号は 

直にを 媛 •しを せられた のでを 廳 

は 採 照燈を 照して 総員 教巧 にお 

を 徹した。 奚 まじらの 風は 波浪 

を 呼んで 

が 業は 頗る 困難で あつた 

が、 を艇 乗員 十六る 中 巧 旧 中尉 

脇慶藏 (二等 水を 一、 ホ 滿勝お (三 

蒂礫關 を) の S 名は お 雲で 救 巧、 

ホ 阀春么 巧 (二者を 曹) 、下 村德 

藏 (一等 水宾) 、高 倉を 太郎 (二等 

水兵〕、 假崖 淸巿二 一等 水を) の 四 

名は 八 雲に おはれた が、 高 倉 (乂 

を縣 H 由 郡が 巧 が一 ど假屋 (鹿 巧 

を縣揖 宿挪喜 入が が 潰) の 二を 

は 巧 じし 比 ハ 化は ホ 命-し 別條 なく 

モ當 中で ある。 遭錐當 時け 衛す 

明 ご vb 練 巧 繼隊が 態し き 記憶 

j を 殘し巧 巧 じ 向 ふ 日を じを 部 

I 强 & された 巧 屍は 鹿 巧 島縣 人ち 

V ろ、 福 關縣人 二 名で 

其她名 おな U 巧' 化を 島 

挪西懼 な 村 小 池 一巧を 曹 中が 小 

吉 、间縣 问耶が 山 町 一二 巧 機關お 


同 縣同孤 善 入が S 等 ま 計を 曹勝 
目安 雄、 词縣验 良 郎西國 をが 一 
等 ル おお 切武 を’ 岡 縣同挪 ち 化 
村 中津川 一等 機關を 大山 雄、 
備岡縣 糸 島 耶福吉 が 一等 機關兵 
巧 崎 善 一二、 変 媛縣ぞ 摩邵金 田が 
一等 水を 内 山ち 苦、 福 岡 縣小倉 
ホ 船頭 町 S 九 潘二窜 機 閥ち が 巧 
小 四郎の 諸氏で ある。 艦隊 側は 
素 ょら 港務部 及び 日 水 人へ レン 
業 紐を 等の 助力で 沈沒お 艇幷じ 
巧衞 不明で あつた 义 あの 搜 索に 
おみし じので あるが、 小 窥艇の 
沈沒した地点^^お深約サ尋であ 
つた、 

イン ゥッド 方面の 

同胞 親睦 會 

おおを 八 t 余 名 

アイプ カン •イン デ アンの み 
狼で 數ザ 前を •レ アバ ー トメ ント 
の莫 f から ィン デ アシの 白骨が 
お 掘され た ご：^ ふ ダイク. マン ホ 
巧の 词胞 は、 本紙 晚 報の 如く ま 
る リ赌リ の 午後 一一 かょら ブ n — - 

ドゥエー i ダ 1 々マン 街 巧の 長 
をを 曾 社 巧ぶ で 開かれれ。 午前 
から 生が の 霜 雨で あつたに も拘 
らホ 所謂 第一が の ± 化ッ をは サ 
I 家族、 獨み者 十を、 學骼お 重 
嬰 おを をせ て 六十 八 名、 化陪ょ 

b の お 席者廿 余を となら 豫想外 

の戚况 であ/'' た。 委員長 山 ロミ 

么巧氏 司を を ごして 開會の おが 

を 述べを 井關 お 巧 ダイク マン ホ 

商ん 歷化 的發 旗の 串嘗じ 離す る 

哉 話が あら、 みに 出席者 一巧の 
自己紹介が あつて からを 興じ 移 

ら 水を 巧の 落語、 渡 邊灑の トラ 

ビャ タ 、松 山纔 の' 一節 濁 演奏、 

小が ホん の 一二を で 小が 氏 ど 山 田 

お輔盡 伯の 歌澤 「蓮の 葉」 「戀す 

て ふ」 「人 じ 意見」 r 薄墨」 等 か 

あつた。 午後 四時 半 婦人み 壊 連 

の 餘旋で 五目 壽 司、 煎 辯、 水菓 

牛 等の ン フン シュメン トが あつ 

た 後、 滑權 福な じ 一岡 巧 興じ 薄 

暮 歓を盡 しで 歸路じ 就いた。 


なつてから 自が 卓は 現 巧の か < 
小僧さん の 化 巧 物 どなち、 小僧 
さんが トラックを 走らせる 様に 
なつたら 自轉 車は 小 供の 玩 其に 
な るんで せう。 自轉 車で も 手で 
曳く 荷車で も 鑑札を 受けて 稅を 
を どられ るん ですからね。 

◊喫 あ 巧が 恐ろしく 殖え まし 
た！ 之は 結構です。 十五 錢の栅 
鄂 、な あ、 サ錢の ココァを 飮み 
十錢 のを 子 一っ 噫って 出て ホて 
も氣 まちが 惡く あらま せんから 
けれ 共む 里の ヵフ ユ I の澤 ドー 
峰 間 もな 巧を 眺めて 当. ろ 込んで 
ゐ るなん ていふ 詩 じは 巧き ませ 
ん 。大体 料现 店で も 巧で も 中へ 
這 入る ご 客は 隅の 卞じ 、通らに 
背を 向けて かづれ がる R 本人で 
か*' 

◊ダン ソングは 其 筋が 八ヶま 
しいんだ さう で 大塚じ 一寸 大き 
なのが 1 軒、 銀座 裏 通らに 一軒 
をる のを 知つ てな ます。 前者は 
まじ パ ー トナー しの 男と 僅か 
許を の 女が 集る のです が输口 費は 
ーヶ巧 巧十圓 、々五 圓 です。 一 

週 じ 一 回 位 夕^* パ - — テ*'^ Vt 

稱し其 H は 一圓 あごつ てゐ ます 
菩音 器です が 女が 献な いのでち 
同志 や るんで ずから 稱稽 です。 
後者は 或る 事務所の •二階で 狹い 
けれで 綠會 と稱し 自動車で 巧る 
連中が ぁ h ます 0( 自動車 巧な 者 
は 上流 ごを てい！ ん です) 皆 わ 
忡 ょしの 二人 伴れ で 願 時 爵員一 
圓でず〇ダ ン シ ン グ が ？ ^ はゐ 
ません。 外に 或る 二 一二の々 フエ 
一 — で やつて むる さう です か、 を 
じを あじない もので ず。 でも 蓄 
音 器の 流 巧で 西洋の フォックス 

卜 曰ット (例へ ば ォリエ ンタ瓜 

ダンス) の數 曲が、 お前 持の 小 潜 

さんの 口笛で 嗔ひ 流される 稻一 

般 的の もの i なつて ゐ るんで す 

から H 本の バタ 臭い i は 察しら 

れ るで せう。 女の 切髮は 遺が じ 

珍ら しい ものです が、 直隱 しは 

ざら です。 


時計 やお 輪 等 じも稅 がか ib ま 
でせ うか ク .十四 あ 年ら ホ邱に 
ゐて 初めて 日本 じ歸 b ますので 
口 本の 様で が 巧 も 兼ねます W ，ク」 
んな 物を お止產 にしたら 皆 がは 
悅 ぶで 厶 いませう？ 义出國 描； は 
化を 如 巧 巧の ち挪を 要する ので 
せう かこ 愛讀 を) ♦日 ホ 人會は 
溃藝會 や 譲 お會や •ムミ ユこブ 
! •ミー テ ソクを 開く のみで 凌 
れろ哥 tb でない ミは 烏が 黒で 
雪が 白い 樣。 もの だが、 さゥ 
どて 警察へ 御が 度參ら をした 9 
シ テ— •ホ-も ピタ A へ) 巧. 八を が 
しじ 行く 許 心が 能で も ある ま" 
(黒白 ホ) * 


徵 兵猶豫 

本年度 微集 延期 事務 取な 
、大お 十颗牟 度い 徴兵 適 敵け 
明治 化と が 十二 巧 二 H ょ b 河 
化 八 年 十二 巧 一 U の 間 ぉホ马 
、大正 十四 年度み 徵藥 延期す 
綴を 耍 乎る がは 明治 化が 十二 
月 二 H ょ b 同 加 A 年 十二 巧.. 
H をの 間の 出 ホ 者 
、用紙：；：： 事務所 じが b 
、保証 巧 =】 巧 

.ぁ i 郵便 = 十五 化：； 
會買 外は 外 じ手數 料：：：：： 五十 硫 
、期り 大正 十四 年 一二 巧 一り を 

紐 育 日本人 倉 


東京 便り 山 

r : 一中 靜化 

◊日本 じ歸 つてから と ヶ月 じ 

な b ます。 な ホ 中は い棚 つむら 日 

本 内地を 旅 巧—' て 趣味 ある 必情 

じ 觸れて 見たい と 巧 A でゐ まし 

たが、 ホ だ じを 京ょ b 外へ 出た 

のは 湘南葉 かへ 避暑 じ 巧つ たぐ 

けです。 懐かしい ごか、 風情 あ 

る どか、 り 本 趣 陳を悅 ぶ 前 じ ホ 

便な ので 厭-」 u らます。 地震 後 

の 東を は 空 化なん か あらません 

が、 本 普請に か； ら n 家が 銀座 

邊 でも 巧な みです。 

◊何 じしろ 市 巧から 一里 位し 

かない 郊外の 板禄 £ 云つ て 昔 か 

ら宿巧 ホ 郞遥の ある 咕 外れに 今 

をゐ たんです が、 を斯ら 水道 も 

なし、 電話は 特設 f ホ 巧へ かけ 

るには 化み 位を たな けれぶなら 

ず 一回 五錢の 度数 制です。 棠鴨 

迄乘を 自動 単が あつて 化錢 、化 

街道の 化來け 頻繁で 自動 率、 自 

巧 奉の 走る 中を 牛じ曳 かせた 肥 

巧 車が ノソ 通 るんで すから 

り 本の 物質 交明の 巧 度は 知れた 

もの ごを はざる を 得ません。 先 
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づを逆 磯 脚から いふ ど H 本の 紳 j 

がを 枝ぶ を、 同 縣掛帘 邸 おお 村 I 卜 は自轉 車じ乘 つて 衍息 じな つ 

十二 巧 一ち 嫌 腳を巧 小が 淺 ま、 j てい t が 代で せう。 馬車が なく 


ピ 々デリー 劇瘍 

ピカ デリ ー 座は 最をブ 0 1 ド 

ゥエ ー に 出 ホた 最も 横 巧を 拖め 

た 活動 寫眞 劇場で ぁる。 其播造 

は スタ デ アム 型 じ 則 b 管 盛樂の 

音律は バグ コニ ー の 隅に を 微細 

じ 聞き どる こごが 出 ホる。 同座 
の 管 經樂の 指播者 フン デ 9 ック 
フラッド キン 氏は 世界； g ゲ アイ 
オリンの 大 あじし'. 又 コン サ ー 

卜 •マスタ. ー イ J して 其 名を 知ら 

れてゐ る。 彼れ の 天才 的 手腕は 

維納、 露西亞 のぉ國 等の 管経樂 

を 指揮して 愈々 聲 明を 博し 今回 

ピカ デ 91 座に 招聘され て 2 ホ 

はオ ー ケス トラ 指揮の 外 ダ アイ 

才 9 ン の獨奏 をして 聽 衆を 悅ば 

して ゐ る。 而 して 岡 座 目下の 寫 

眞は 別項 廣吿の 如く r 厄 か 者」 

の 外、 ダオ！ 力作ぶ 他の プロ グ 

ラム か ある。 

♦御 面倒 乍ら お 

尋ね 致します… 

化 事 近々 H 本*- 

一寸 歸 つて》 た 

いご 思 ひ 古す 力 

わ ± を ご' して ^ 

供 服を 少 々買つ て歸 b お-" と 思 

ひます が 十 割の 巧-か 課'*」 ら わる 

でせ うか？ 又自 みが 巧 ひて ゐる 


化界 じがけ る最 
ら優 をなる 活動 
為眞 劇場 
出し物は 

「厄介者」 

フ ラブ ド キン 巧 
指揮の ネ ー ケス 
K ラ、 ゲォ味 力 
木 县他數 蕾 いら 
ポピ ユラ.// 

プ y •'イス. 



舞踏 敎授 

▼社を ダンス ▲ 

▼表情 体操 ▲ 
紳 ホ、 淑女、 お 子 
供さん ホ じ 巧喀じ 
敎巧 致し 巧。 午前 
|| 十 時 ょら 午後 十-一 
.時を ( H 擢を 除く) 

シャリフ •ダン シ 

ング 師飽學 校卒裳 
上 杉 タマ 


中が 理髮巧 

中 村萬藏 
31 W . 8置 田. N . Y . 呈 
B 里 . Columbus lue . 邑空呈 す rk さ e 己 


日本 理髮 儀淸 

新式 洗髮の 設備 わち 迅速 了が を 
旨 どし 椅夕 勉强 致します 

西 四十 一二 了 目な 番地 一二 巧 六 お 室 

タップ 7 ログ (棠お 街と 四十 一二 了 旨 角) 

宮 W 事務所 

持續的 義顯め 同胞に 的 磯なる 職 
業を 間旋 しまず。 

Jaji 含 e ま tag 品吝呈 cy - 

養 W . お th 巧’ N . y . C . 

T 早是尝 t 77 B ? 巧 這 8 
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。八 〇 ぶ 九 
八 八と S 

巧 蜂 ど 
親切が 

が 育ボ西 四十 四 T 目 
二 1 T 1 1 八を 
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御 下宿- - 

自义亭 

男 sa 。 み St . Bji {董 n , N . Y . 

是量 n 35 

►一二 德 u 淸 潔、 親^、 氣樂 A 

.桶な 獻館 

主任 伊勢 事 一一， を义 間を が 

225 E. 寅を Street 

ジ ■京 gent 度 塞 


最新式 六 瞬 建 

^ 便利、淸酒、待遇懇切、お料化廉、 
を 着船 有之娱 都度 渡 化 魔に お 張 
ン ァト 户か築 六 街 so お霄 
エ ビ-. I ホテル 
■電話 メ ー ン ーニ 九显 11- 

藤 ザ 旅館 支 巧 

4 養 Maynard 矣 ve: 
seattle ' Wash • 

日本 巧 窺 船 切 巧 御 申 达じ應 じ 
萬 事 御 便宜 じ 御 取扱 ひ 中 上 侯 

象 港 4 月 ホテ^ 

►日本 御料 巧 (別間 あ. ゥ) 

を 港.々 リホ术 三 ァ街ム ハ ーニ 

.電話 カネ！ 一八 一六 

口 I ' r ンゼが ス地モ の御觀 光に 
は 巧 事 最善の 御® をを 計 b ます 


羅府巧 じがけ る 同胞 經營 中最 
新 ま 高等 ホ テグで あ もます 
羅府ま 一 お 一二 化 半 
.一 i 電話 •クァン ダイクと 六 五 九 


ボストン 案 巧 

貸 自動車 業 河 西 

諸を 跡、 大學 校、 エ 鶏な 化 一般の 

紹介 巧び を 辯 もします 

T をす C 吉 a 二 7 基 
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Chicogo ， Illinois. 
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The Bank of Taiwan, Ltd. 

Room 308 

Benneuson Investing Bldg.. 
165 B の hdw が， N. Y. 
Tel. CGi^tlandt 7‘2 が - 33-34 
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THE MITSUI BANK, け D. 

NEW YORK AGENCY 
Room No. 1012, 

61 Broadway, N. Y. C. 
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by Adrnir^ Oriental Li 打ち ' Man# が ngOp^ra めけ： 
.しじ S が 化 Bldg., Seattle , 


32 Broadway New York むか . 
Phone. Hanover 7394 

店 をを 俄 市. 

112 West Adams み rect, CHK^AGO, iU -, 


社 會或織 線 ' 洋東 iHGANAQlAN PA&i-WGh 

T . K . K . ! ""二: - ; 7 ：^ こ ^ 1 


T . K . K . 

NEW YORK OFFICE ； 

Room 801-805, 165 Broadway 

PHONE ： CORTLANOT 8047 

San Francisco Offi が： 目 51 Market St 

帆 お 港を 

なお 乂南 路がホ 北 


NEW YORK OFFICE 

344 M な diso 打 Avenue 

Telephone. Murray Hill 4000 

♦間 日 十 を 本日 ♦ 
♦間 U 四十 を那支 ♦ 

路航短 最の洋 ザ 太 


j か n がが amak が ; New York 

じ or. 9th St. and Broadway 

Guide ，3 Office 
and Shopping Service 
Mrs. Edith Humphrey 

Special Japanese Guide 
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店ろ ル 
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Colman Building 

Seattle. Wash 


O.S.K. Line 

ホ 避靖 啦會轉 

Room 603 Cunard Btdg.i 
i 25 む oadwa んお w York C 如 . 

Tel. Bowling Green 63 の 
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で ぶな 巧な巧 で 巧 im で 巧 


〔 U 曜 水） 


H 八 
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牛 四 


化大 [ 巧 ) 



が附 化'.' 一一 一巧 十八 円 
横. 韶乂， 巧ち 十 W 
化な 化 の 巧： b 五 H . 
が 煤 化 五 g 十な 
U 本 巧 船を 運賃 新 率 
一等 横が 一 化 五 巧 神 ロニり 五 巧 . 
云 等げ を 五十と 巧 かを 寬 十五 巧 

歐洲 リ本閒 客船 (每巧 一 扇'、 
餘 をょ b - 巧な ぶ惕 、二等と 十 
磅 、垢 巧審ょ 等 九十と 榜 
二等 六十ろ 嘛。 I 

が 宵 出れ E を 巧經ホ H 本 巧 R 物が— 8 - 1 阿 


觸猫 器、 雜貨 、ラ 
ンプ及 ランプ 笠を 

森村ブ タザ} ス 


巧 香 巧 お 二 遇 一回 出帆 
▲で ム ブレスを 西亞三 一る 呂 巧) 

S 月 六 U 

▼エ ムス レ* を 太 利 0 宝ろ 00 巧) 

ご 一巧 二十日 

▼エム プレス 亞細亞 (一一 To 客 巧) 

四月 ゴ ー日 

►ェム プレス 加な よ (吴 •空 〇觸) 

四月 十 よ 日 
一等、 二等、 |二 ま 反び 下等を 設備 
最 太、 善美、 最 かまの 巧 巧 航行 船 


ホノ か、' 巧な' 神戶 '其 巧 •上が‘ を 巧， 梶尼巧 お 
(羅巧 化 化 ニ リサ A 日 レ 

ぉ洋 '丸 _ ニニ、 000 增> S 巧 十と H 
西 比 利亞化 (一一 气 〇呂觸 ) 一一 一巧 化 】 H 

(摇巧出化 lll =01+- v * nn ) 

太が 化 三 二、 呂 〇砸】 巧 巧 十四 目 
天が 化 (ニニ、 〇含 巧) 四巧廿 八自 


化が 窒西哥 、秘 を、 智利諸 港 巧 
なが * ノ. < 、橫漠 神 戸 巧 司 香港 巧 
. -を巧 共 お々 逊 一面： 

i 巧 巧 i 切 巧 疫ま券 巧 入御 鮮巧化 9 巧 


ひ 


シ今卜 八 お 帆 午前 十一 時 

▼ブ レシ デント マディ ソン 

■ ご 百 四 i 
▼ブン 'ジ ザント ジヤクソン 

ご肯十 香 

▼グン ジ デント. マツ キン レ* — 

.1 二月 二十 八 H 

レジ •テント ジェフ T ソン 

. . ' . 四 巧 化り 
►太が 洋が路 みな か 速 お 船 ▲ 
▼机 ま 谭く裡 あ 的に 完備す ▲ 
▼ベッド 使用 コット じ ホ 中 ▲ 


iT. 


ホ 御 あ 學に攸 ち 日本き を 謝 ふ 

歓化理 巧 桑 山 補 店 ごこ. 呈 h ざ 


ヮナメ ー カ I の特を 

り 本人 S わ 買物には 特別 巧 旨を 暦き お 
巧で 御 裝內を ホ谁話 又は わ 手 お 次舆抵 
訪問して 御化 をを 計 b 巧め ての わ 方 じ 
對 しては 特に 化な 致しまず から 足 ホ わ 
立 おち 願 ひ 巧、 か 内が をは か 論 H 本 其 
化が 地 おの わ 荷物を 送は 當 ホで をし 巧 

ジ 3 ン ツナ メ I カ ー 


シアトルり 邮 
ぁ ふ b か 化 S 巧 十一り 
ぁらび や乂 S 月廿 -kh 
▼機 お I 等 一九 おが 一二 等 五 五 巧 
一二 等を 室 大改逍 家族 董夕數 
ロスアンゼルス 出帆 
めきし こ 化 S 巧 ホ 八日 
しか ご 化 四月 化 H 

▼ホ 港羅か 巧を 車が ななな 券 謀 入御 衙 
旋 化ら 候。 

▼ぶ— 巧戲 t + マが 由 日本ぶ が行货 物が 月 一画 


死線を 越' りて 貧 お 旅に - 

身 お投じ.^ hf 顿贼 

な’ も 救濟述 動は かほ 前途を を 
抓 人 勞慟逃 動を おしむ 女丈夫 


- 昨年 贴東 大巧ぶ S を 巧な 川 
I 巧 だ 夫 ま 打 も 揃つ てが 巧 じ ホ 出 
I し、 大が おのが 巧述 動を 削始し 

i たこ ごは 化 人の 未だ おな に 新た 

たる 所で ある。 こ；；； じ 巧き お 川 

氏け 云 ふ 0 『鹏巧 大度 化は 巧に 乂 

b る ショックを お 共に 巧へ まし 

む。 巧し をの 嘘； J して 居たなら 

ば ま 巧 ホめ 乂 がみは 惨 わるを 民 

窟じ なつて しま うだらう ど 思 ひ 

时を 移さす 化 共は 柬を じを ちま 

した。 今 巧は ホ おの 後 巧者 も あ 

った L / 火が 格の 救濟违 巧が 必 

竖 であつ たから、 本 所 化 巧 町 じ 

巧 ♦大巧 校の 

施療 院を 建築し、 五十ん 

^ の看諾 肺を 巧いて 罹災を のが 謹 

じな 中る く 共 じ、 巧 巧が ど 聯絡 

をピ って 配を や 小 供の が 康彭斷 

を；；：* し、 巧ら に 一二-^ 九 人の 大工 

を おつて 货豐で バラックのを 築 

をを しょ， L じ。 巧 かる 物 巧 的 救 

を」 ほ 乎る-方 じがて、 なは 精 

神 的に も 又 罹災者を 救濟 しなけ 

れ ばなら 口 ご おひ H 巧 来 巧け 二 

十四 回に： 見って 掠 計 化-力な 上の 

人々 じ お傍說 をを 致しました』 

巧は じ哲川 氏は 神戶 な民窟 にお 

入っ ス W ホ、 十六 年間 熟 巧なる 

を K が濟速 勒を繼 結して 痛まし 

いが 夕 のな 牲を拂 つたけ いで'、 

ぶみ 舉げ 巧た 

成績に 就いては 彼 自身 必 

すし も おおして 活 。い。 化の 述 

なに 旅 いげ 『なのを K 救 濟述動 

はを の お 来ょ b をて ホして が 巧 

しては i ：；；* 一。 輿ろ 失敗です。 

夕 給夕駭 のぶい 信 まを 貧找 なの 

中」 お化したら、 幾 巧 ご 云ふ不 

キ V る满 をを 巧證 した b 、 父と 

を 5 小 供が 化 おしてを 術 あご。 

つた ご： ぶふ やう；；， 部み 的が 巧 、 i 

わろ. か' 化 本 的 じ诗て 貧-氏の お 

が ど： ぶふ 理想に 到 おする こ VJ は 

巧’/、 みを なぶ がを であら 

まず。 を こで おはこ れ^で うし 

てら おめ ろを や 貧しき 者 卜救濟 

するどを ふが 砂 的 事を じ 山ら た 

積输的 : 巧 t ’ b 貧 S を 

おがす る述 動に 取 6 巧'- っなけ む 

じ：：* らじ いご 云 ふか、 むを をし ま 

した. な 化の 巧 脚 組な を かめ、 

がな 巧が を述 動や胜 K がを 述脚 

はちに 斯か & 動機から 出を t て 

居る 八で ホ b ます.」； ご 0 も 巧の ホ 

おから 自ら 畔巧 になっ てみ 御が 

合、- が 巧 ザ 細を、 度-心 紐な 等を 

測な して 贺川 皮け 社 巧な を述動 

の 化 助 じ 現 はれた が、 化が 化 巧 

ま お 的 傾 巧を 懼 びて 盾る 所ょ b 

所説 危険人物 ど L て 脚な から 中 

楚を 力の 化 あを 藥 った。 がし 彼 

は 巧 K なの 傅逍 まどして 絕勒的 

無抵抗よ 黄を 採っ て おる かく 化 

巧 逆 動み ごしても 又が 掛 にお 巧 

巧 郵を排 して おる。 大正 十ー ニ 

年み 巧闽 S 巧 曲 巧 動 •か 枯揣じ 

左傾 •して、 であ 的む 咖を 

排 して か 巧け 跡を！！ 歌した 時を 

； も 氏に 神 口の 巧跑 巧が 铺- しな 


能つ て 共同 おの じぶ < 巧 働 巧の 
向上 進 ホを す 巧し 同化 じを 逃の 
必 をを 力説し じ。 が， 働 まの 智的 

向 t を圆 るた もじ 大阪义 び神戶 

にを 働を 校を 創設し 自らが 5 校 

たどい* つて 居る。 摆 に 述 斬の 方 

が 下は 大 fi ： 十 年に 大阪 じ废 技が 

合を 創設し むが その後 續 々が 地 

に 組を 述 動が お b 、 今 H は殆ん 

でを 喊じ度 おがを が 組織され て 

坑 る。 彼は i 地の 自由 •三 占 ふこ 

ごを 憬新 ごし、 を 厨に おら 

小が 料 S 削 おを ま 張して 

居る が、 結‘ 的は 小 か 糾合が 十一 地 

をを 巧ゴる こごを おおの 目 巧 W 

して 居る。 化が を 投じ 『± 地 VJ 

自 も」 ご 云 ふ 機關巧 誌を 资 巧し 

て 居る。 贺川 夫人は 締 人を® 組 

合 逃 軸を をし 神戶じ 其の 本部を 

思き 『を 關締 人」 ご 云 ふ 巧幽が 

誌を 出して 居る。 川 崎逛船 所の 

大问巧 罷袭の 際は 婦人 組を 肖を 

0 つて 看護婦 削を 組織して 潘楽 

者 じ應援 し、 

猛烈な る官まの顺ぁ：^^ぁ 

つた-— 係 はら や 神社 參拜 、登山 

巫 勘、 巧み 速 動を 等に をを 假 h 

てが 人 巧 働 巧の 大 々的 ホ 戚述動 

を わつ て 天下の 視敝を 化め たさ 

うで ある。 巧 ごして 質 川 氏將巧 

の活 脚の 中 ふは 益々 r が 祕的ホ お 

から 化 棟 的 社を 迷 励み 方' 曲 じ 巧 

巧され て 村 < でむら う。 (ぶ) 


今 西 巧 夫人 

大森白 邸に 逝く 

巧 年 當地正 おシ巧 長に b し 今 

两廉二 氏 尖 人。 おお お 養 中 かお 

よる-巧 二十 八 H 遂に 大巧の 自 

邸に 於て 逝去し じる 由 夫人は 小 

巧 皮ぶ は ホす 二十 数年が 今 西 氏 

が换巧 あを が 巧 ボノ 4, 、 が勒時 

化に 協 嫁し、 で 化が の 年：：： あ戰 

ザ當时 はちち ど おに 糾育 にがつ 

てを なの 間じ盡 巧し、 巧に 軍事 

を 憤を 巧の 際は シッフ 氏み 他が 

知なる 乂 A 财政 をの 巧 じ 出入し 

てみ 肋の 巧を 巧 ばが 巧 同胞 饰人 

のために も奔 まする 巧.；， あら 巧 

ホ 巧 一郎 巧 ホ 人、 一 お 録太服 氏 

ん 人と 化 ハ じが 育 一二 贤 夫人のを ぶ 

がな かつた 人で ある。 卽朝後 も 

夫人 ピ 今助巧 と 共 に U K 間 の 親 

夕 にあしを つがを 弔 おを 度の ホ 

がに 活聊 して 居た の。- 夕 お其补 

を 聴いて 糸丫 夫ん を 悼り H 乂ん 

ら齡か らジ ふで あらぅ 0 

鶴 見祐輔 巧の 

午餐 會 講演 

本紙 旣 _雜リ 本な をの 午签 曾は 

去ち 十 SU 正午 ホテル、 ァ スタ' 

— にがて 閒 他出 席ぶ おを あじ k 

つじが 曾 お/ ン リィ、 ダブ リユ 

ゥ 、タフト 巧 词約者 ごして 鹤を 

氏を がかし 且つ 円く-チは 米 人 

じして 鶴 見ん ど M じ 程 巧の 人物 

•か 巧 巧なる 米 喊の典 論を H 本に 

說叫し沿る夕ぁらぃ^ピ留む」 

i 述べ 米 図ょ」 お闽 及び U 本 ど 抱 


~ 巧して 化が か 策を 協調す べきで 

ある ど 信 中る ご 附言した。 觀見 

には 『 U 本 じがけ るに ホ々 萬の 

勃興』 G る 超 下じ带 脚ぶ び 藩 脚 

の衰 へつ i あるじ 反して 民 ホ々 

おめ 採が し 巧れ る 徑路を 述べ 今 

お 曾じ迪 あすべき 巧述 逃が 法が 

な 施ゼら るれ げ 一二 .白での 選擧 K 

は- 罐 して 千 S な 巧 じを すべ 
ど吿げ ホに 實 現すべき は締 人の 

を 政權磯 得で ある ど說 いたが、 
本論 じ 入る じ 化 だ も H 本が ジ で 

ネゲヮ じがて 米國 のな 煤を サツ 

ボ） 卜せ るは 開 図 維新の 唐が ホ 

固を 化 タウン センド、^ リス 氏 

の 提谋じ 基き：：！ 本に おして 阳化 

輸入を む 中べ しごの 條 文を H 米 

な 約 中に 巧 入せ る 結 栗 H 本国 民 

が 阿片の 害毒に 犯され ざるを 巧 

たど 云 ふ 歴お的 觸係じ 照らして 

ちへ 得る； であると 給 じた。 

注意ず ベ 女 一 

國籍 の離脫 

固 賴雕脫 法が 前が 巧 國諸會 に 

巧て 其 一部を な 正せられ たる 結 

巧米國 じがて 出生せ る U 本人が 


急 吿 


が 育 日本人 會化會 委員の 提唱 

じを いて 設を された コム ミニ テ 

ィ 、センタ ァ制 巧の 趣意に 化 b 

ましてな 共 第 ホ お 方面 じ 化 お 致 

します 同胞の 殺 親 巧を ホの か < 

開きます から 御 家族 御 同伴 是非 

巧 燥 > をせ 御 出席 下さい。 

勿論 他 帖じ御 住居の 間胞 諸を 

の 御 ホ 食を もが 迎 いたします か 

'し， 御 巧 巧を 兼ねて 御 ホ 曾を ホ學 

、たし ま 3 〇 

お 所 巧 五十と T 白 一二 一二 〇番 

が 巧 日本-^ おを 

時り 二ち 一十 一 H 午後 八 時 

曾 裳 一 あじ 付を 五十 仙 巧と 

の 帘邮じ 化る 事- 

が 說 總谢事 H 本ん 曾々 長 

出 お' り 志： 二み お說等 

給 巧 福引 隱邀等 

大化 十一! 年 こ 巧 十四 口 

第」 ハ おを 巧 お 

鸭化义 

外を 封： 巧 


义 巧の 瞬 籍を化 巧した る废合 U 

年齡 又は 兵役のを な VJ 脚 係な く 

ぃ本の剧観を離脫ずるミをお^ 

梯じなつたのである：^,、 がホは 

な 励 緒の 離脫は 内務 大 おが 願 帯 

を 差 出す を 必要 ど 甘る も爾 今は 

ホ續 も樹單 ど。 ろ 戸籍 勝 本 ど 出 

ホ甜明をお附’し總谢^^箱を述じ 

內務乂 おじが け出づ わじょ い； 

ごな つた。 右 に 就 從ホ外 威 じ 

がて 出生した もの。 制規 VJ して 

二週閒 W み じ 屈け 出 f やと も 狸 

滞 お ホ 巧を 滤附 して 掘 出を なせ 

げ巧理 せらる をと なつて 居た か 

斯今自 がの 己い を 巧ざる 故 略 ぁ 

る 煤を を 除きを ホ ニ 遇 間 W 內じ 

おけ 出づる ミを 嬰し、 出 牛 居に 

は义 必やボ 1 ド、 ォブ 、ヘルス 

の 巧 ホ 郎明當 を 添へ ねば。 らの 

とど。 つ レから 巧 一 右 制 規脚閒 

內に 出生の— 姑 出を U さ r け じ：：： 

本の 阅 緒を 藥 失する ょ.'<。 るの 

である V •角 旧 H 本人 巧蔚お 良は 

おつた。 


ホブ 火て スタ ァで 

巧の 唤 いぶ 

日 义が搔 の 論 黙 

外交 政策 硏兜 會ま繼 のをの 午 
餐待 かまる 十四：！！ ホ テグ、 ァ- 
タァで 開かれ、 が上鹤 見前輔 巧'、 
は 目 本の 使命、 H 本の 邮 位を 說 
きて ホ かく 協調 どが 日本の 眞目 
的なる 点を 明明して 滿祐 のが 威 
を悄 しじが 鹤見 氏の 後を 享 けた 
退役 お 軍 少將フ 4 スク 巧は 『日 
米 細 係」 の 題 下 じ 巧 細 西 大陸に 
がける 物餐的 利益の 兢 ずは 吾人 
をして H 乂衝 おの 可能け にあ 到 
ゼ しむ S 論じた のでみ 擊的質 隅 

な 出し フキ スク々 將の老 ぶゥキ 
ッヵ ァ氏 はを もて 少 おの 所論を 
巧說 する の 己む を 得ざる に まつ 
たがを 數の 聴衆ん 巧 論は 何の 必 
嬰 あつて H 米は 戰 はざる ベから 
ざる かを 解す る じ 苦む どなし。 

クフ エラ ァ财闡 の グリ 1 ン氏 

も H ホのを 切なる 關 係を 說 明し 
平 か 維持は 兩厨誕 をの 貴重なる 
黃巧 である ど斷 じ' 猶太 おの 進 
ホ まを 者 C して おおの 武 雷を ど 
稱ゼら る/! ステ ィ ゲン、 7 ィズ 
を もホ國 々民の 盧 をは ザ 和の 上 
にが 6 轨 れの齒 ごも 殺ず はみ し 
て 巧び をして はなら <2 ミ 云ふ孽 
固なる 巧 ふを 爲ず べきで ある、 
巧に U 本と 相戲 ふが かきな 斷 'じ 
て 吾人の 巧み 甘ざる 所で あると 
獅ず吼 し 葬が 賓 人の 鹤見 巧に お 
する 巧 問、 を 達を 么助氏 &お說 
など かもつて 近 ホ it れじ 見る 巧 
氣横 おの 硏兜 午餐 食で あつた。 


♦おながな 諸 おおな お會 じて 
は 本 H 午後と 時半ょ b 裝 巧が ホ 
を 午後 八 時 ょら 祈 おを を 催し ホ 

る；：： 赌日は バィ プ^、 サン デ！ 
ごして 松 本 氏の 舉 普の 讀方 及び 
々—夕 I 氏の 『变巧 どヮ シン ト 
シ』 等が ある 辑 じが 一般 問胞の 
* なを ホ聲 すご。 

春よ 旧 四 郎氏ホ 人 废ホ巧 阿五 
十八 ア肖五 ゎ 网番太 山の 郎氏夫 
人. ホ ド 度 事 あら 前週 か 腿 日 女子 
化生る，^ f ど 命名が 中共 じ 健れ 
♦閒出 千 巧 氏 目下 怖 紐 中の 一二 
共 巧ま會 おが 聲 、ホ 巧 勿：々 巧 巧 
齡 朝のを。 - 
まがお 氣 一二が 師 巧が 電氣技 


少年 入用 

を內 掃除、 お 報 通信 即刷物 配達 
A び雜 用を がする々 年 お入れ 巧 
し ホ 巧 巧は 御來談 あれ。 

紐 育 新報 社 


質 室 


を おきの 大ぎ 、一人 
又は 二人 じ適當 、電 
猫 電話、 ス チー ムヒ ー ト 、其 化 
お備 をを、 サプ 、バスみ 巧 宜し 
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師福田 I 度、 井 L 五郎 改び蠢 .'綺 驢 なり 當 bf 室 


貨室 

r 八— ム、 

化す 


掀 


巧る い 綺駿； ：* フ 。ン 

夫输 ちじ 適當 、地下 
」 週 十 ホ。 


置 壬 122 nd St . 吉こ -B 


ド ソン 河规 销佳絕 、阿 階 目、 
で本紳 十に 貸し 巧し。 

M .す重こ 芸 こ-； 皇 ，呈 . 148-1 ち sh . 


の 一二 氏は 數 H 前 只 本-^ 着 紐 ホ 
テ 瓜、 ペン じ 鑄 0 
■新修 吉氏 S す 物 ホを 社 勘定 
係、 去る 十四：：： あ 發歸 朝。 

♦澤山 昇 王 口 氏ち 川な を 船 所 技 
師 、まる 十 H 歐洲 
み 着 紐。 

♦大腰 巧を 巧 

書記官、 まる 十-日 ー マタム ビ 
ク號 じて 葛が 蜡 時 滞ぶ の 上 ホ 巧 

十と 日を 港 解 鏡の 春^ 化に て 歸獨唱 お 巧棠巧 ーヶ円 K 弗 (一遇 一回} 
朝の 當。 一 西 六十 五 r 日 東京 商會 階上 


一週 五 巧 及 八 巧、- 

人 又は 二人 じ 適ず、 

歸 朝の 途 簾へ 十 か タィム マスク エャー 
廿 おを 電話 カン バラン ド呈呈 

偷貧使 お S 等 一 芝 互を 苗-ず 口。 互， 黒 崎 梅 子 


:音 樂敎授 


ビァ/- 
アキ オ 


♦矢 旧 巧 雲 氏 滞が を 報知 新 
聞 記を、 ホる 二十 一 H 矿 帆の 便 
舶 じて 渡み のを。 ^ 

參 藤本 眞ホ巧 滯紐中 4一 野. 山 
大學敎 巧、 同上。 / 


が 地 盛太郎 




が 


潍田女 醬の爲 めじ 

復興 展蠢衙 

ゲヮ ンダリップ夫人を：^,ホ 

して 奔走し つ： ホる 潍出女 塾 化 

輿資を 調達 運動の 一方 法 ごして 

巧人證 あの かお 展覺 をを 開 

どなら 山 田あ輔 氏の 水彩藉 『な 

中 田景』 なお、 及び 加 お 健ぶ 邮 

氏 <5 油繪數 十點の ユキ スビ ショ 

ンを次 遇月幡 =二 十一 IIH よら S 

月 九 n を 二週間 バ！ ク街 四な 八 

十九 おの ァン ダ r ソン 畫を じて 

懼 すを： でみ る〇 ちに 顆しゲ アン 

ダ リップ 夫人 ご 二 溝み くの 間 じ 

舒旋 せ，’.. 咖島巧 巧 ホ 福 島が 冤に 

は 能ろ 『今み の糜瓷 巧は 夕數紐 

巧 社を がの 重 鎭が曲 ハ ホを 梓も大 

部が の 作な をを 非お處 かしてが 

旧々 塾み ためじ 資 をを 化らねば 

ならの'', 信じて 居る から 巧げ 樹 

を 収め 绿る ごちへ る I 云々 

'冉乂 風 許 ザ 証 じて 

健康 診 鐵を衞 易 

が シャトル 移 お をは 今 巧當哥 

腳係 おに 勒し米 圓じ巧 人 國の許 

可 記 文は 右に 准 乎べき， 强明 萬を 

攪帶 して 歸 米す るが 翊入二 一一 吊り 

船を の旌廉 診斷は 郡て I 牵册を 

ど 同 巧の 化 扱 ひを ずべき 檢】 戶 

一一 ート 日附を R て姐峨 した ど 云 ふ 

徽ち 獵豫の 事務 

が 外が 留 おが 徴を 猶豫中 請の 

爲 めが 巧 社 巧を 巧 緒 化の 當 巧へ 

が 送す る 必要に 應 じが 育 日本人 

巧に ては 每年 十二 H ょ 6 該窜巧 

じ 化樂し 培る がを け 一二 H 1 日を 

W つて 締切る 巧に 付 猫を 中 請を 

必巧 V 一す る 同胞は 此降速 か— 其 

手紙を 枕る がよ いご 日本人 食 ホ 

格 所 かも 特に 化 息 •かあつ じ。 


I 化 ホ 直し 




眉 S 

, M f ■ 

誌 誠 

9 A 


も 服の 瞧縷な 化ぶ 商し 心： 他 . V お邮 
レス ま 迅速 叮喀 じ勉强 致します S , ' 
から 巧卒 御用 命を 願 ひます 。 一 


日本 洋服 巧 

西 五十八 T 目 nr 目备 
電話 n 0 ム バス 巧 ！ till 


〇芳 

Si ぶ 

T 州 


d 


驟揉 療治 

西げ 式 マッサ） ジ 

H 本式 按が巧 腹 

神經 痛ブゥ マチス 

打 身 骨ぅ づき お 
腰 搞み筋 違 ひ 
其 化 諸 お 揉 巧 治の お 
帯め に® じ勒 電話 か 
第 御ぶ 逸 父は ホ テが 
じ 出張 親切に 治が 中 
とます。 前約の ホは 
自宅に てら 施術いた 
しまず。 

津輕 東洋 

西を 化 T 目 革 四を 化 
電話 ス 々イラ アを穴 セ 


賣 家 


裝 所は ベィ ナィ ド、 パー ク 、家 
具邮の 極’ て も. 宜し、 八. 串と 二 

個の 大き グ ラ— デ あ b 、 地而 j 

は 五十 吹の 二が 趴 、南* トブ 

ッに 面す、 必 をに 應 じて は兩左 

のを 地を 巧 ひ 巧、 ャット 巧樂篮 

ゴ八 7 化 樂那に 近し、 附 あにぶ 

日本人み 庭 わら、'! S '®! おじけ 茫 

眞を 送を 醉 約ん 上 何時に てち 面 

謀、 委記 ，し f が じて 左へ。 

ミ 〇呈 CJ . S 呈 R 

383 三 idiiAve - こ. 呈 


巧 ♦■♦ミ ■♦■♦一! JI 11 W 

S — A 

排育ホ 命が 隨會な 

一一 一木を 吉 
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化 
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ぉ- 


S . si 

New York こ fel ご SU 『ミ ice < ど 
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! 董が 建築 事務所 

I W ahiko Tsumanuma 

Room 16 び 7 No. 101 Park Ay を . 

Tel. Vaiwl が bilt 3436 

お 川が 隙 事務所 

H. Segawa, Insurance Broker, 
303 のむ h Ave., 

Tel. Franklin が 00, ext. 193 

內田 商事 株 ま會社 紐 育ま 店 
Uchida TYading Co., Ltd. 
291 Broadway, 

Tel. Worth 1576 

海軍 監瞥 事務所 
お pane な お vai Inspector's かが ce 

1 Mad’ 削 n わ も 

Tel. ii 加 and 如が 

Paul に M. Thomas 

Advertising Counsel 

1828 Sun Building 巧 Oflassau な . 

Tel. Beekman S978 

株 ま會社 ホ 尾 商’ 會 
AKAWO & C0., Lt ん 

2 お Fifth Avenue, New York 

Tei. Caledonia 9758-59 

i 

' ん 巧が 事 巧 ま會社 

i Kuhart Trading Co. 

1 30 Church St. 

i Tci. むが and が 如 

1 

兰共巧 ま會姐 巧を 貿易 巧 ま 曾 社 
化 巧 店 

島 巧が 會 

Takamine Corporation 

120 Broadway, New York City 

Telephoae Rector 788S 

淺 巧物產 株式 貪 社 

Asano Bussan し ompany 

Room 801-805 

165 Broadway 

i Tel. Cortlandt 80 がぶ 0S2 i 

大倉親 紐 育ま お 
Okura & Co., 

30 Church St*» 

Tel, Cortian れ 2292 ぷ 3 ぷ 4 

紐 育 H 本人 會 

The お が ne が む socia が on, 

250 West 57th Sf., New York 

Tel. Circle 8190 

1 : 

巧 滿洲毁 道 株式 會祗 

1 紐 育 事 巧 所 

1 South Manchuria R •も Co., 

! Ill Broadway 1 

、 Teh む 加 r 15 が i 

1 1 

s 井 物產巧 式會社 
紐 育 支店 

Mitsui & Co., 

65 Broadway 

Tel. Bowling Green 7520 

高 田 おを 
紐 育ち 店 一 

Takata & Co., 

150 Broadway, flew York むか 

Tel. お dor け 21 

株式 會社 岩 井靖在 

觀育 支店 

Iw お & Co -， 

Wool worth Building, 

Tel. Whitehall 60 が 

兰菱廚 事會社 

M れ suWshi Shoji 技 お sha 

(Mitsubishi Co., Ltd.) 

じ 0 Broadw が 

TeL Reef or 2560-2564 

巧 ホ會社 

山中が 曾 が 育 支店 
Yamanaka & Co«, 

680 Fifth Ave 一 

Tel. Circle 4014 

1 ■ ' 1 

! 曰 本 綿花が まを 化 お育ま 店 

1 Japan Cotton TTrading Co., Ltd^ 

1 Co れ on Dept. 

! が） B«aver St., 

i T •し Bowling Qreen 2990 

1 Silk Dept. 

25 Madison Ave., 

, T •し Mild. Sq. mm 

H ホ 生糸 棵ま會 社 
紐 育まな 

NICHI-BEI K11T0 K 刷 SHIKI UMh 

がに HUBEI KIITO CO ベ LTD.) 

373 が H ilvenue, 

Tel. Mad. Sq, 7592-5 

神 口 鈴 木 商店 
お育ま 巧 

Suzuki & Co-, Ltd. (Kobe) 

1 220 Broadway. 

■ Tel. Co け Ian か U が ぷ〇ぷ l-5 ； 2-53 

H 本 生糸 株式 會化 
が 宵 支店 

Morilwa わ ai 左 Co., Agents 

44 £. 23rd St, 

Tei. Ashland 5320 

巧を 名會 - tt 
紐 育ち 店 ’ 

Hara & Co ‘， 

! 4 が Fourth Ave., 

‘ Tel. む ledoma 7 おも 35 

江 蘭 株式 會社 紐 育 支/ち 
Gosho Corporation, 

Silk Importers, 

334 Pour*th Ave. 

Tel. Ma ん 8q. 4886 

Gosho Co., Inc .， 

Cotton Export 色け 

60 Beaver St., 

Tel. Bow り no か can 8806-06 
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蚁府 のが 本 化 策に 脚し お f を强 
いるご云ムやぅ。；は、 事督上 
齒か遂 いみ 巧 化 S 絲を もを 迷滅 
たらしむ るら ので もつ て幣府 S 
化 ち ベ き態ほで いょ い 。又—：一:樞 
府 "'化 U も 態は U 『樞 府應 化」. 
化 論を 誘發す るら ので あつて 所 
一 自殺的' わ 動で ある。 が •し 衆 誰 
院は 化^ か 深 < 着扫 して、 斷 


じて 樞府 ム不條 巧。 る 修正 じが 
服し ない 覺 悟を 定め、 別 じ 彼等 
自 みのを 選 まを 通過せ しめて、 
惧晰ご 一 か 戦を 試む るの 決必が 
あつて 欲しい のでめ る。 衆雜院 
が樞ぉ院ど 1 驟を巧はす主は彼 
等が 段 族 おご 一戰を 試む る， と W 
上に 毀 急 且つ 有意義の 仕爭 であ 
る ご 言ず るので あるり 


米國 政府ょり. 

軍縮 會議の 下 提議 

併し 陸軍 S 縮 少は絕 望ら‘ しい 

ッ シン トン 十へ H 後：：：： 术 齒乂統 谢クー リッ デには 目下 吳喊、 
nc 本、 フランス、 ィタ VI 化 化を I ホ ワシントン 贫諸關 巧 図に 
對 しお ニザ滿 制限 巧講 5 K を _! 關！ かを b の 手段 じ 依 b 非を 式 

じを 政 巧の 巧 おを 問を 中'、 わるが、 白 孽舘當 局く しては 右の 事 

贊を W なするな 外 巧 溝 お银巧 巧の 前を ど 巧 厨 かが キヤ ムバレ ー 

ン 氏の 错 明に 對し柯 巧の 化 評を も 避けて ゐ るが、 ワシントンの 

當 侧 では 來 るべき 軍縮 贫潘 S 討議が 本は 補助 縣艇 に對 する 制 

化を よ VJ して ゐ るりれ， さも 陵が 締ク & ブ 潜水艦を の 綱 殿 じ 就て' 

第-み 巧 縮を おじな 凿 したる 踐み (フランスを まとす を 果して 

斯 る村跑 の 討 崩を 承' 諾 する や： みやは 疑閒ご 認めを つ 陸軍 縮少け 

純然たる 激讲 の問强 である ご認 をて たる 模は である。 ク ー リッ 

デ 氏は 勿論 脚 隙聯酪 の軍滿 縮々 に 就て は愼 軍なる 態 巧を 持して 

るる 細 係 も あら、 聯盟を 無规 して 筋 二軍 韶會議 を 召集す るの 意 

志；： きも ゼネ ゲァ傑 約の 批雕 けりと おじ 絕學じ 傾きつ i ある 網 

係 も わら 遂-し 今间の 下提溝 ごな つた 巧 第で あるが 外を 上の 慣例 

泛 してが るを 議の 賛否は 豫め政 巧に 內報才 るを ごな つて ゐ るの 

でえ るから、 政府筋 よら この 下 措 講じ 就て を 表を 許可した ろは 

列强 がた ホ じがて 贊 同して & る ものと 認められて ゐ む。 


潜水艦の 大 制限 ミ 

航空隊 縮少 I 討議 

時節が 日露が 協定が 重を 視 さる 

罔 題^ 補助 艦 比率 根本は？ 


がて ょ b 糾待 されて ゐた如 < 

米圆大 が 挪クー "ツデ 巧の 第二 

軍縮 會 強：： P 集說 はぉ 然 

巧闽 ド院 じが パる ナヤ ム 

バレ— ン外 がの 錐 巧を 辯で を お 

さる、、 に まら ワシントン 常局扛 

漸 （をの 爭巧 来を 認し目 ド 非 公 

まじ 側 係 列 强-し 下を 涉小 であ 


補助 繼挺 勢力の 劣等を 宣 傅す _ 

じ ま 6 て 益々 輿論を 剌戟 し、 _ 

固の シンぶ ポ ー クお軍 披據地 一 

布設 、隙洲 の 地中 お 掌握 ょら 一 

ずる お 軍 ま義の 衝突、 米 鼠の ム 

哇 巧が 大溃巧 じ 伴 ふ ロ ホが 軍- 

脱を ひ 等が 素因 ごなら、 を 列 f 

閒の 

補助艦艇を 艦銳 ずの 危 I 


樂 巧' い 巧が'- るに まつた が米闽 

の 第二 弔 縮を ホ 巧を 說は 風に ク I ^ ぼつ- - 表面 じ 現れて 巧ゎ 

1 リツ' チに がを をのが 說に めて I で 遂に このを 渉 どなつ たみお 


をめ しつ J あつじ 所た あ b 、 巧 

にを 巧 じ 至ら 米國 々内の 乂 がず 

まを を. か 巧 一 み ワシントン 巧 溢 

の お 力 越 比率よ も ホ じた 米 画の 


あるが、 本閒 狸け がて は旣じ 

强巧 長官 じして あほのを じ 就 

つ i わる 前駐巧 大使 ケ 。ツグ 

ど茄威 外務 大を チヤ ムバレ ー 


議 にがては これが 麽 化は 至難 ごの 氣速 U く從 つて 曰 シァ じ關巧 1 

す るら 理想に 近い 大 制限を ホ 張 深き 姑 巧 問題を 討 溝し ない 限 b 
する じ まるは 想像す る じ 難''、 な j 會證 のを 加踢 よら 路 外すべく 獨 
い。 而 して 補助艦艇のを 般じ亩 '逸の 參 加は フラン ュリ反 凿を豫 
る 縮々 の 巧 巧を いかなる 比率に 想し これ ホ 除 W する 當で わる。 
がて 斷 巧すべき たみる かじ 就て 尙ほ 上‘ 接 軍縮 曾證摧 案を であ 
は 原則 ごして 巧ず 耐國み 勿論 まる キン' グ がは。 シァを 巧 持し を 
方 艦' 9 比率で もる お一 五',- 一二を 世界の 代表を 網羅し ない 限ら 食 
ま 張す るで あらぅ が、 これ じ 對謠は 無盧義 である どま 張して ゐ 
しては 日 佛が 刀ち ぉな 反對 もまる が、 ボラ I 氏は 討 爺 事 巧の 割 
ずべ く闕化 上のを 地ょ b ずれば 然す るを 意見を おを 避けて ゐる 
領± 沿岸の 狸を をを 礎 ごする じ 
至らん も、 が々 たる 大洋を 挟む 
自治領 等を もこの 國巧晦 域に を 
肖す る MJ け. 


海洋 の 自由を 乂國が 掌握 

する MJ ごじ 6、 左ら どて 本 國± 
のみを を 礎 ど ザる 譯 じけ 巧^'。 
いので この 点 •レ _ 就 ては 最も デタ 
ヶ！ 卜な 問題を 生む じ まるで わ 
らう ご 云 はれて ゐる〇 更らじ 祭 
ホ 會麗じ 離 蹄して 今间 の爵證 
は械お問題-レ就て如が^^る態巧 
を 採る じ まるで あらう かどい ふ 
問題 じ 就て は尙ほ 不明で あ b を 
當ら ミ耶 問題を 中 必ご卞 べきを 
接 的な 理由 もない が： n 露 新 協を 
は 英米の 械 おか 策に 幾夕 の唔彰 
を 投げて ゐ るから 或は そ 那の混 
亂 を救濟 するど いん 恵 ホで 例み 
對ま ドー ズ 案の 適州踐 蓮を 促進 
する に まるので は あるまい かと 
觀測^る者もある。 

佛劇 政府は 

飽を 反對か 

バリー 十九 H 發； ：：； フランス 跨 

おは 第二 軍縮 會議 のな 集 說じ调 
しては 頗る 冷淡なる 態度を 示；' 
てゐ るが を 府 ごして はちし ク！ 
リッ デ 大統領よ b 正式の 招待 G 
接した 魔を これ じ應 ずるの 意ち 
は あるけれ で i 佛國 化を は 恐た 
く ヮシントン じがて 佛國が 第一 
軍縮 ' i 贊 巧す るよ らも 寧ろ 潜 ホ 
艦 其 化の 浦 助鑑艇 制限 じ 對しフ 
ランスは 柯 故に 菌巧 上よ -〇 これ 
を禱谱 ずるが を說 明ず るで あ -k 
うど 觀測 されて ゐ る。 而 して ユ 
リオー 內閣 ごして は ホる 巧き お 

縮會 議じ對 し、 

第一。 をの 召集は ヶ ロブ グ氏 

がヒユ .ーズ 氏を 踏襲した をで 

あら 正を じ內を 渉の あつたが 

でなければ 實 現されな いなじ 

尙ほ時 曰を 要する。 

第二。 フランス 國內の 政 構は 

巧る 國際會 謠じ參 加す る 程に 

ま定 して ゐ ない。 

ご 二 個の 理由が 會 議じ勒 する 冷 

淡を 生じて ゐ るら の； かく 海ず 

部 巧では 伊太利 ご フランスの 殖 

民嘘關 係を 擧げて 第二 電縮 禽議 

の 比率 協定に 於て 佛國ご 伊太利 

は鬻 じて 間 一の 比率に 置 < ベ 

でない ごま 張して ゐ る。 

結局 獨 露は 

•參加 y 除外 

ヮン ン トン 十九 H を： r : 英京 

ン ドンよ 6 達する 報道は 第二 軍 

縮會議 の锅腥 におし 佛國 9 な對 

敎巧 である 爲 め悲經 されて 左る 

ごの. とで あるが、 官邊よ b 深れ 

た 報道 じ 化れば ホ國 政府は をく 

ロシア ご の 通 巧な 備を 渉に 備ふ 

る爲 め準瞄 委員を 巧 命す るが、 

ホるべき 軍縮 會遽前 じ 交渉 巧な 


飛が 審間 會續巧 

ヮン ン トン' 十 化 H 錢 U 米轉陸 
軍 航空 次を ミッチ 卫ルお 窜じ韵 
する 飛 巧 隊の义 点 曝露に 觸 ずる 
審問は 依然 繼續中 じて 陸軍省は 
將 軍の 失言を 處 罰せん ご稱 して 
ゐ るが 昨日の 審問に I て お 軍は 
布 畦 及 比々 賓 のがを 隊 不備を 擧 
パ H 本は 十と H じして 戰 時の 琪 
合兩 島を 占領 L 裙 ベく、 ァラス 
々の 巧 備に 至らて は兩 島ょ らも 
必要で ある と 論じ わ。 

西 岡 代議 ± 失格 

東京 特電 サ H 發 ：：：： 接瞄縣 第一 
區 選出 中正 巧樂 部所 魔 化 雜± 西 
岡 巧巧郞 巧は 選擧法 違反 じて 長 
崎 裁判所で を埋 中で あつたが 遂 
じ 失格した。 

小 お 侯爵の 渡歐 

東京 特電 サ U 發 = 小な おは ホ 
人家 族间伴 一ニ ブ 年の 豫定 じて 一二 
巧 一日 神 戶發の 鹿取乂 便じて 渡 
歐の當 である。 

蒙古の 水 旧開發 

東京 特電 ホ H 發 ：= 乂倉 喜八郎 
巧は 蒙古に がける 水 旧 開 發の爲 
め 磯 關銃隊 、一 援護 隊 等を 引き 連 
れ四巧 始め 蒙を じを 發 する is 
なつた。 


明治 S 年 十月と 總 劇を ホ 郡 東 
浪貝村 じ ホれ、 早大 政治 巧卒 
を 後 ホ國の エ ー 八 及 プリンス 
トン 大學じ 入 b マスタ 1 •才 
ダ •ァ ー ッ の稱號 をず <0 新 
總 房、 万 胡 報 •東京 每日 編輯 
を じ b しが 化 講± じ 當逃卞 る 
i 前後と 回、 內お 大臣が 普官 
司法 省 副を 事官 、明治神宮 淮 
營 局を 事、 陸軍 政務次官 等を 
歷 任。 雜誌 『憲政 J を 編輯し、 
新總房 新聞 業務 監督 等を も 兼 
巧して ゐ た。 


こ 



化國 移民 立を 生 

東京 特電 十九 H 發 U 伯 刺西爾 
じて は 今 巧 突如 ゆ 寄 移 ほ 0 外の 
移 お 渡航を 禁 出した ので 旣じ渡 
航 を準廠 した 千な 餘名 はな 化生 
のをで ある。 

商務官の 復活 熱 

東京 特電 十九 白發 = 商務官の 
復活 熱 盛んなら 爲め 商務 書記官 
の 名義 じて お 續の當 でを る。 

孫 逸 仙 巧 退院ず 

東 ま 特電 十九 U 發 ：：：： ロック フ 
エラー 病な に 入院 中屢 々危篤を 
傅 へられた 孫 逸 仙 氏は 其を の經 
逊宜く 本 H 退院し 舊 顧維鉤 氏を 

の寓 ぉじ 入つ た。 

鐵道 パス 取戾案 

まま 特電 十 化 り搂：= 鐵遣乘 車 

バス 化 戻を 案が 衆議院ょ ら議會 

じ 提出され た。 

中島 銳治巧 逝去 

東京 特電 十 化 H 發 ：== 日本 氷 道 

の 恩人ち 京大 學名 磬敎授 中島 銳 

を 氏は 本 a 化 去した。 

關 政務次官 逝 < 

東京 特電 十 化日發 == 千 葉縣選 

出 憲政 貪 化 溝 t 陀 軍政を み官關 

が 知 氏は 本日 遂に 逝去した。 葬 

谣は 陸軍 ど憲啟 會ご聯 をして 營 

いを ごい* つた。 

註。 正 五な 劇 一二 等關 かか 氏は 


いや、 この 願 入 者は、 なじ も 
急に 部屋 じは いつて きた わけで 
はな かつた ので ゐ る。 彼は もぅ 
I 三 二を も 前から 先 ホの 部屋 じ 潜 

入して ゐ たので あるが、 しかし 

先 ホのを ま b 確かで ない 視力 
不な意 どは、 この 願 人 者？ あ 態 

が あま b にか さくて、 をして を 

の 動作. か 敏捷で あるた めに、 先 

生は r おじを の 各 巧に 氣が つか 

なかつ たまで なので ある。 

願 入 者は 先生の 部屋に 這 入っ 
てから、 しきら ご 御馳走を みつ 
け まは つたが、 しかし 先生の 部 

産は かなしい かな、 貧しい 力 
ックの 巧さん の 部屋ょ らも ま 

だ御廠 走が なかつ たので ある 
を こで この 小さい 翼を もつ む 

藏入 著け、 しやぅ； なしに、 織 

じさの ゐ まら、 先生の 額 じど ま 

つて、 をして 先を の サィ エン 
から じじみ おた 巧の 巧を 强めや 

，つを したので をる。 — "蔡 ずる 


じこの 闊入者 も 化生と 同じ やう 

い* ス 々ラマ テックな 傾向を 持つ 

てゐ たので あらう 0 

しか， L 、 わが 加 膝 先生は、 こ 

の 巧 ましから 0 友達 じ 額 じど 
られる ご、 急に 異常な む づがゆ 

さを 威 じて •思は や 左の 手を 額 

あてた ので ある。 する VI 、 願 

入を は 今度は ひょ いご 舞 ひ 上つ 

て、 しばら < 天井の 近 く を 浮游 

した あげく、 こんでは 先 まの 鼻 

の 頭へ 足を £ め たので ある。 
これ じは、 さすがの 先を もこ 

のみ さい 生物の# 化を 明確 じ 意 

識 しない わけ じは ゆかな かつた 

先生は 論义の 新ら しい パ ラグ 

ラフを' 

>互 さ ero 了 苦 UI 宝ち のす ミ gmn 由 ミ r ミ 否 S 

ofth こ 岩 二 ha 二す 吾 さて of 一ー ミ = be 一呈 g 

to を n mo た呈 『6王 ra 吉 5 thn F ミ 百 st 

とわう 鹿爪らし < 書きを したが 

急に ペンを おいて、 この 無作法 

まの 擊遽 を考 へつ いたので ホる 

先を は 腺を 四十 五 度の 角度に 

の 東して、 を 一 J てぐ る- 
つ 四つの 急 凹轉を 試みた が、 願 

入者はをんな；じは 一 向驚くを 

子が なかつ た。 

彼は 先生が 腕を 一闽轉 させる 

ょら も 約 八十 五 バア セントの 早 

さで 先生の 目の前を かすめて、 

現な 腕を ふるつて ゐる 所の 化 ホ 

の腦 天へ 交 まつた ので ある。 

これ じは、 さすがの 温 巧篤實 
の學 おで ある 加滕 先生 も、 す 


なから « おを 威 じたので ある- 

先生は 腹 立し さの あま b 、 前 巧 

を 思な する ひ まもなく、 ホ 常な 

力で ぴし矿 b ど われ ど わが 頭の 

へに-平手 をう も おろした が、 
敏捷な 閥 入 者は 先を. か 手を う も 
わ々 才 まへ-」、 はやく も 机のう 
へ じ 舞 ひさが つたので ある- 
ああ、 をれ なわが 加 藤 先生よ 
先生は いま 巧のう へ じご まつた 
無作法む 閣乂 おを 打擊 ずる つ- 
で 手を うちおろ しじの だ が- 
それ は 肝甚の 相手を 巧が せず じ 
かへ つて われ ど わが 頭を いため 
たじず ぎな かつむ。 しかし、 

れ はけつ しで 笑 ひご ごでは な- 
先 ホの 二十 年 じ わたる 學 ちごし 
ての 劈 力 も、 でう やらい まの こ 
の ホ さな 出 ホ 事に ものて ゐ たの 
である 0 

先生け考を學をご一て、 まじ 

フ オーク •ロザ スト どして' い- 

まで じ故國 ご 英米 ごの 學をじ 幾 
夕の 論文を 發 表した が、 しかし 

學闡 の背属 をを 然も じない 先生 

は、 をの 學說の 正當で わる； は 

みとめられながら も、 つ _ ，じい 
ま {で じち 力な 支持者と 後援 若 
どをめ つける； ができなか つ ね 
ので ある。 つまら 先生の 貴重な 
巧 力は、 必竟 はゎれ ミ わか 頭を 
打裝 したじす ぎない ような 結果 
にを はつた をが お ほかつ たので 
ある。 

疵藤先 ホけ 一巧 闡入 をを 巧を 
する i じ 失敗ず る ご、 ら ごよ’ 
靑 年では ない ので、 おなじ ミを 
幾度 も くら かへ すだけ の 极氣け 
もつ てな なかつ たので ホる 。 が 
は 無作法な 願 入を じ 憤る よ b - 
むしろい まは をの 大膽 さと 機掛 
さどに 威 & をし むが、 もうこの 
上叩きまは る； は止め じ して 、 
をのな すがま^ じは ふら だして 
ぉぃた。 

願乂 者は ホを の 目の まへの パ 
ン -キ壺 じご まる ど、 み 第 ホ 第 L 
をの 厚顔 無砸 のぶ 性を あらは一 
て、 先 ホの 原稿紙の うへ じご よ 
つたので ある 。をして、 悠 々 V 
化生の まへ で 顔を あら ひ、 羽化 
の 掃除を はじめた ので ある。 

先生は かつて フ アブ 八の 蜂ィ 
蜡 どの 生活 じ關 する 文献を よ' < 
で、 ひどぐ を蟲 の社會 生活 
'傳 正しい のじ 威必 をした； がん 


るが、 いま 旨を^ まへ じあら パ 
れた ん間じもつ ごも不潔*> 

てを まれて なる どころ の 1 
離の 一 員をながめで、 先生は，； 
しろを の淸潔 好き £ レブ デァ， 
なの じ 驚かされ じので をる。 

厕は絕 b や自 をの 四 段を も C 
て姬を 掃除す る。 をして 暇が t 
れ ば、 間 節な くを 掌す る。 人 S 
は 生 化 じ まつて ますます デ デ * 
ネ ンート して •を 掌を する i - l ! 
知つ てゐる やつは 稀で あるが、 
繩は 本能 的 じンリ デァス であ， 
らし：， ° 

先生は をの さまざま なを 体*^ 
みて、 ひで < 興 ホを わ ぼ ゎじけ 
こんどは まへの やぅ リが惡 か， 
ではな く 、ほんのが るい ユ ー ー 
ラスな & 持から、 いつたい こ' 
つは どんな 格好を して 逃け る. 
しらと、 手近に あつた 服 ブラ： 
を ごつ て、 ぽん ご 輕く哪 のう 
を 叩いて みたので ある。 


氏 ごの 間 じは 堅い 默英が あ b 、 

討施杂 項の 範齒じ 就て は 或は 日 

本々 び フラン 7 よ b 異 溝の 申立 

てんるべし ごは 期待され てゐる 

が、 フ シン トンより 達する 諸 情 

報を 綜 をして 按 やる じ 佛越乃 ま 

H 本に して 純が たる 願 際 的 孤立 

を覺 おしない 0 上 參加巧 絕は實 

現し 得る 理お は。 いど 觀 測し 特 

にソ ランス どして は 化際稱 米を 

償か濟 .魄 貨化瑞 .救濟 じ 關聯し 

む 米國ホ 族のを 傲ぶ を 等の 馳孫 

もゐ るので 米菌 

ハ ^ 删の感 おを 傷 パ る； じ 一一 

缺策上 補々 不便な 点が ぶいから 
結局 議步の 止む だき じ まるで あ 
らぅが、 日本 レ參 加に 就. ては お 
に 政府は 第二 軍縮 S 豫備を 護を 
ま 張して 狂る 腳巧も あるので、 

無 條仲參 加は 危ぶまれて ゐ る。 
みに 今 凹の 第二み 會議は 明かに 
勞農 n シアを 除かして ゐる上 じ 
日本は 最あ械 巧の 政局 じ 重大む J 
關係 をち する H 器 協定を 締結し 
たお 實一‘ あるので、。 シアを 除 
外ず る MJ み 正否 じ掛 する を界の 
反藝 、をれ に 伴 ふ 日本の 態 巧け 
政 巧 巧に がて f ’ 非常 じ 重を 視し 

同勢 か 凹 人で 

新 大使 出發 

ま 京 特電 十八 H 發 =： 新 なお ホ 
を 權大化 松 平 ほ 雄 氏は 夫人々 
び j 男 二 女、 大巧 舘 書記官 澤 
旧節藏 巧、 大使館 i 等 書記官 
壤島ま 計 氏 等 S 家族 及びな 者 
一巧 サ四 人は を數 內外宫 民の 
見送 b を 受け 昨日 春が 化に て 
橫演を 出帆した が、 新 大使は 

第二 軍備 縮々 會議、 H 本の 醬 

ミ！^ 琼城お 巧移议 巧に 化な お 

人の 自 みお 乂國 等に 關聯し 重 

要なる 訓 みを をけ じる もの 》 

如く 排 U 移民法の 載 策に 就て 

も 外務 替 巧は 新 大巧の 見解を 

頗る 囑 望して ゐ る。 

てゐ る模樣 である。 而 して 乂國 

政府の 方針 どして は 第二み 會議 

じ 際し 座 軍々 備豁 少會證 をと 梓 

する ろは 巧 下缺洲 の複雜 しじを 

巧の 關係じ 顧み 巧つ て 貪 議の進 

巧を 妨害す るの 恐れ あら ごて 寧 

ろ これを を 望せ ず 

經濟 ま國瞭 的な 善 じ 就 

てら ホ鹽 ど 敏洲諸 邦 ごの 間 じは 

戰時 負債の 决濟が ホ 解 巧の 儘に 

题 されて ゐ るので これ VI 軍縮 問 

題を おかける i は 益々 を 薄を 混 

滩 たらしめ るの みむら 中、 米國 

の 立锡に 不利を 生やる ので これ 

も 巧み 祕 する 傾向で あるが、 

陸軍 縮々 は 假らじ 絶望 ごする 

ら 航空隊の 制限に 就て は是 ホ 

共摄か 程度の 國際的 縮 少を欲 

し 特じ戰 時の 場を 飛行機ょ 9 

お 斯爆彈 を 都 おじ 投下す るが 

如きが 爲は斷 じて 嚴禁 する、 

どい ふ提 度の 協を はこれ をち 張 

する じ まるべく、 巧ら じ 潜水艦 

の 建造 制限に 就て は 第一 か會證 

じ 巧て 端な くも お佛化 表の 激論 

ごならて 解 ホを なる-しまら ざら 

しも、 現下の 英娜關 係は 當時 ご 

稍 事情を 異にし 居る のみならず 

英义 兩國が 寧ん 潜水 騰の 

廢 化を あ駕 して ゐ るのは 蔽ふ可 

ら ざる 畢巧 であるから 第ニ ホ會 



喘’. 嘴’ — 嘴—！ 韶， 

樞府と 普選 

衆議院め 一覺巧 

〔上】 

:狀を おがれ がのを 選 案ぶ び岛 

族 お 化を おじ： 5- 化り キ嚴 しい 修 

ぶを 加へ じこ ごは 本亂 ホを が 屯 

の搜 々橄 じた 所で あるが、 我等 

は础 めて 曳が白 ■ t -* 態度を なつて 

化み 本寶 をな 親し K けぃげ なら 

。いご 化' 4 〇 • 

先づ 化の 修正 個條の 巧が を I 

巧 マる じ 被 選 お 人の 年齢を 一二 十 

おじ 引上げ、 投震撫 資格ち 中に 

; '度な S 救 化を 受 くるち』 ど云 

ふ r めを 附 加した 等の おは 明か 

L が 化 鉛 誤^ 修ム e ある。 被理 

舉ん の 年齡を サー歲 どす るか じ 

孰て に 一般 齒 K 中 ホ々 證 論の々 

1;^ る 所 も あるが ホ おなじ 引下ぐ 

る 孰て は 巧ん f 異論の ない 

所で ある 化 おじ 於り/- C 数の 

大人物が' 二十 お前 じ 見逃す ベ か 

ら ざる 大事 業を したを は 厳かの 

証明 ザる 所でる が .= 本に 於て 

も 亦 明治維新の 元 劇 達け 乂祗 一二 

十歲 如に して 闡ぷの 大事を が 巧 

じか ふ ' L 活動した ので あつた。 

がる じん 巧。 事 實を殊 がを 巧し 

。るが かくよ をを つて 二十 歲化 

帝： 年に 一切 被 選 巧 を 

巧へ；； > いど 云 ふやぅ K 修正は か 

M に 联お院 顧問 宵 a る ものが 笔 

碌 して ゐ るかを 證 明して 餘らあ 

るむ である。 をのみ みおは 最初 

_「 自 巧し 能は ざるを』： 修正した 

ので あつたが 政 おより 巧ら じ掛 

'巧を を おして 『を 私の 救恤 をを 

，くる ぷ」 ごち 修正した ので ある 

一 化の お 文は 彼等が 所謂 惚 明な 滕 

1 幾を 絞つ て おがした もの だけ ゎ 

つてが るな ホ 深 重を のか 巧なる 

一 内 おを お 現す る 言葉 だか 利斷じ 

一巧し i さるを 巧。 い。 をの 救恤 

j をを くる 者 だけで もな 接 ご 間梭 

I との 防が やを S 化解释 のし や 

I に W つて 範閒の 嗔狹を 限を ず 

，とかが る 的 おで ある。 がん やな 

の 救恤じ 至つ ては か 川；^ る標准 

じ 准 彼して をのが 無を がを せん 

どず るか。 巧 等の' 班で パを の 倒 

就の 端緒； 一へ もつ ける ふは あ ホ 

ない。 貧に 沿が 下での 條文 であ 

るど稱 する の 外： 一ない， 比を 法 

がの 化 义ご云 ふ のは 敲ら 備單 

明瞄 U るふを 巧ぶ ので あるが、 

かくよ です 明 瞄な言 震を 化 用し 

てま でら、 尙 且つ 逃 巧懼の 制限 

を 化 ふ 限 b をからし めん ごする 

蝴 がの 元 劇を の おか 知れない の 

で わる 0 

【王 

■みし 少しく 化 本 問题に 遇つ て 

樞密 おを の もの がの 棉 神を 

をる にとは 上御一人の 雜 詢機贼 

で わつ て 其 任 ある 國政 上の 踩瞄 

では。 い。 樞が院 が 段が のむ 巧 

じ 對し輔 々々益 U る 注 言を お ふ 

るふは をの 殺 寅で あるけれ ども 


紐 育 小な 





UP TO DATE STYLE 
Custom 

Tailor 


71 W. 44th St . ん Y. Ci わ 
hi. Van(i が bi け な 46 


KE 艮 R 足 MAVO 艮 

1023 Third Ave. 

お}. が & 81 な s. Telephone おが nt 2803 


苦 向 入 本日 

P3 專離型 小 


あ 小き 髙 • 运 小き 廣 .を 小き が 



T. KASAi 

Marchant 

\ るな or 
み 

TiMES eUlLQiNO 
floom 304 
NEW YO が 

Phone 
Bryant 3319 


E.E：.YosWi，M.D. 

3 が W. ?1 が お . 

Tel. £ndi 郎 ft 353(1- が 2 目 


Dr. G •比 Mairtin 

DENTIST 

743 Lexing お n む もむ r. 5 が h お . 
Phone お getd 2457 


DR. H ， ん GARDNER 

DENTIST 

S58 Madison む も Set. 郎 -61 おお s. 
Tei. flegent 7 巧 8 


に Iwamoto, M. D. 

114 W. 70 th St. 

Tel . 了 rafaig が の 52 


214 がか 化 Brookbn 
Tei. む mberland け 80 


Mo れ i Tsuchiya dmd, 

116 Si. お eph 卽 な . 

Boston Mass. 

Tel. S がげ が 1 お 33 


ろ 


SATSUm CodPAW 

2518 Broadway, N. Y. 口げ Cor.9 わ h か 



HERALD SQUARE 
N 扭 W YORK 


んし CEASA も M*D. 

巧 9 Eas パむ h な red 
Ssh お rk 友 Lexingfon わな 
Tei. Len な X が 巧 

猴晒鼻 巧 着 

間 時を 彰 
午 正 至 時 十 前午宫 
時 八 至 時 六 後午自 



門 專節調 鏡 眼に 並眼捨 

F. L FREDERICS CO. 

醫巧贩 學大亞 比倫を 
138 E. 拙 h 化 Sew York 

1144 も d む も， bet. 66ih-67th Sis. 


JAPAN ART STUDIO 
624 LEXi98T0S iWL N. Y. 

TEL PLUS 4 的 8 


YUKIO N だ HIMUR ん M. G. 

314 West 111 化 Street 
Te し Monument 0279 

攘治揉 學科經 神 

お 筋、 胞 巧、 嚷按流 本 11 

ムジ グ カデメ 、ジー サツ マ ま典瑞 
療治 氣 屯び 及 水 〇, ク ッブ マナ 
業を 院學ー ピラ シオ ジイ フ典瑞 育が 

男 幸が 西 含 

て じを 自は义 張 出姨治 
お 上 願 巧 前 諮 電じ迄 時一お 午 


Y. 1TO 

133 E 扣け も ！! な . 
Cor. Lexington Ave., 


NIPPON TAILORING CO. 

3 郎 W. 娜 h お . 

Tei. む ! iiinij が 4 け 3 


Koike Studio 

437 5 ホむ ら 
な r. おかが . 

Te し Caledonia 6394 


NARaIRAD!N6C0. 

45-47 E. 20 出； St. 

Tel.Catedonia 9755 


細な .B お nolle Fi なが 

1264 Lex. Ave パ Cor 85th 

授敎語 與人婦 


MARliH が HI & Go. 

17 E. 17th み 

Tel. Siuyvesani が 5S 


S.Yoko 化 !). C. 

154 W. お nd が . 
Tel. Riverside 4851 



PHE げ S & PERRY 

3 Maiden Lane N. Y. 

て 姗冶鑛 銀 榮に幷 巧鄭] を 

類 お 養 匠 意新最 


KOSHIBA 

STUWO 

舘眞 寫柴小 

661 Fifth Ave., 

Tel. Pi が a 3212 

Branch Studio 
W が fminst が Street, 

わ ov 舶郎 e も し 


New Yorfc Aut:o Schooi 
228 お eond Ave. ， む r. 1 が h SI 



兩晝二 蓮兰ス ラ 轉縷旨 
科 妓十轉 十保ィ を 及 動 
をが 五 ホ 五 証 セ 敎び車 
|> 學驼は 弗す ン 巧運修 


車 動自貸 



SATSUMA COMPANY 
2518 目 ’ way C け y Te!. Rive け ide 68 の 
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稅關 事務 
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巧に 應 じ、 なお あ 
船 貨物 递赁度 出帆 
ぶ 稅脚手 績墓等 進 
呈 す、 重要 都 おじ 
化埋 巧を がし 誠實 
敏速 御用 命じ 應中 

保藏 取扱 


♦書籍 ♦雑誌 ♦新 巧 
縱覺 をを 開 
執を 午前 九 時よ h 午を 五 梅を 

紐脊日 本人 會 

西 五十と T 目 二 五 〇 を 
ち 話 サアク 八 八-九 0— 化 一 


化 留靑年 理想の 瞄化 

a 本人 靑年會 

8 〇 置 芭. ぎ 日 arkson 124 A 


巧 拜說敎 H 谁 H 午 巧 八 時 
が おを 木 お U 午を 八 時 
な 話 負 ±赃日 午を 八 時 
をを、 固 茜 室、 娛樂 まの 設牌 ぁち 
ホち をが 迎 す、 食 おを 利用せ I 
お師川 巧な】 

.:：! 本人 墓督敎 修道 會 

102 W . 1 投 rd 資， N . Y.City 
叫讯一. sornin 培 ide 空で 3 

日本人 S 敎會 

牧柿 川な ホ么進 
幹事 化 川淸一 
.1 ち anese M . E . 呈ミ ch & Inst . 

だ 3 w . 皇芭' Tei . clarki 1 置 1 
病 巧說を H が 日 午後 八 時 
祝 睹食水 お H 午後 八 時 
載 縫 曾乂粗 R 午を 二 時 
♦を 宿 を 

化 蹟を愉 比 亞を數 か 下町を 十 
五を を 生を 社員 旅 巧を じ 最適 
設瞄 圉晝お 誌巧閉 及を 補娛お 
み 簡易を 堂 あら 

巧を 墙棠 周旋* 旅客 まみ* を 補 
事 巣 調を、 其 化 ガ事巧 お错を 
巧间胞 諸兄の ホ 含を 歎迎す 
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人. 

去 I 

省 i か 

知 Is 

? 華 

食' 策 


V H 罐 H 
華 書 妍巧ぉ 午 
共勵わ 夕* 巧 半 
漉拜說 ながが 
▽主跑 U 
を お 食 又はぶ 
話 貪 夕 八が 

を おが、 旅行ち 
ま內 部、 人事 化 
談 部、 諷查部 •哦 
業間旋 部、 英語 
姑 縫を 巧。 諸 品 
を 設け 會 員、 ホ 
を 負 《巧を 計る 


柬をホ丸ノ內ピか デ>>£;>二階ニニ0區 

麵齡丸 山 洋服 商會 


笼 ザ 洋服 巧 


都を じょ。 當 をの 間 

診察 

す 後と 時 
y 曜は 前約 願 上 板 

け J 吉お悅 端 


齒科醫 

▼診察 時間 A 
毎日 (り 曜を 除く) 
午前 九脖！ 十二 
時、 午後 一時 i 
水曜 午前 九 時— 
午後 一時 


戀科馨 

= 新 巧 無痛 治療；：：： 
多年の 經驗 をな て 
リ 本人 諸ち は 特に 
T 寧 懇切に 施術す 

バ^マ— チン 


診察 時間 

.午 胡乂 十 時 
午後 六 時— 八 時 

バ t 小 栗 餘ご一 

お 育 ボブ ラ 7 —掏院 

第 狂 お 病院 勤務 

武お コンパ ランド 

が 院勤お 


診察 時閒 

午後 零時 半 U 11 時半 
午後 六 時 U 九 時 
愛知 臀舉 ± 

.バレ： 巖本避 一 

古 偷比亟 大學义 紐 育 

ボス トグラ デュ ェ 1 

卜 病院 勤務 
H 灌は 前約 願 上 候 


齒巧醫 

主な 基 

診療 時間 
自 午を 一. 一時 
至 午後 八 時 
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尸し ブード •ハミん トンが 計 を 刻 列 
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嫌績絲 の瓜乂 

1 巧 j ザ ダで ♦ィドち 八 ニニ 


メ- — シ ー は 紐 育 最大の デ ハ ） トメ ント巧 
店で あらます。 新ら しい 昇降機 ど ユスカ 
レタ ー は 廣澗な 巧 巧 じがけ る 皆 樣のわ 買 
物に 巧を £ 協 快 どを 巧へ てゐ ます 
化が で 二 弗す るら のなら ばメ ーシ！ 
では-弗 八十 八 仙 或は をれ なでで 買 
へる i をで ぅぞ御 記憶 下さい 
日本へ 御 荷物を 御 送ち じなら たい 節 又は 
御 買物に 際して 御用の お 合は. ハ ー ソナ八 
シ 3 ツ ピン グ •ビュ ー n 1 を わ哥わ 下さ 
い、 親切 じ 巧 便を を 計 b ます 
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暇 勉學を 
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u 本 陶破黑 一 
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夕 年の 經驗 をな て 
最新 ま巧學 手術 じ 
堪能 じて 信用 篤し 
U 施術 料® 廉= 
日本人 諸君には 特 
じ T 寧 懇切 じ 治療 

が 育 州を 認 
パ？ ブル！ ム 
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正直と 親切 どを 旨と し 確 賞 

t . 用 ある 蘭 品を 精選し 
別廉 借で 版賣 致します 
クオ 八 サム、 エ少 デン 四 割引 
装 化まん て 1114^ fif ' 
指輪 鎖 貴を 屬並じ 寶お韻 一切 

戶 ミグ トン 時計、 ーフ 1 ドィ 
9 ノ ィマ 時計、 を鞠廣 時計 
ウォ^ — ター マン 萬年笔 

エバ シヤ ー プ 鉛筆 

魄 銀器 並に 銀器 一切 
御歸 朝の 御 ±產 一が 
時計の 修簿 はが 險付 じて 確實 

にお 川 自身が 致します 

紐 肯ホ西 四十 二 了 目 旧と 番 

四 四 二 一号 宅 (五 街 ご 六 街 間) 

巧 川岸 商會 
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乂轉ま 英語を 話す 事 
は 成功の 第一義です 
本 ほじは り 本人 お 捜 
じ惯れ れ專巧 婦ん敎 

師ぁ b 懇切 じ 會話あ 

信 义祖を 語を 敎授レ 

ます。 H 曜週 H 共 じ 
午前 九 時ょ b 午後 十 

時' 主で 雜 校し ー レツ 
スンと 十她づ io 今 

H 寂ち じ ホ 校 あれ。 


綿 織 糸 一 〇 九 
漁網 一 こ 
排楠類 五〇击 
が 摘 四 化 六 
玉葱 二 五ぶ 
塊が 四 一二 
を じ 大正 十二 年は 
米 旧 六 八 
纖お 詰を 料 品 四よ 
精糖 ご 一 
綿織物 六ん 五 
毛織物 ニニ 
帽子 ニニ 
巧 類 四 五八 
おお 一二 一 
鐵 一 五一 
斑 製品 九九 
礫械 ぶび 部を 品 111 一二 


麵 つて 輸入を 見る じ 大正 一一 年 じ 
於て 木が 十万 一一 千 W 、 豆 巧よ 巧 
一千 旧、 又 十二 年に 於て を 類 (化 
滿を をむ) 化 五 万 四千の、 岳が サ 
S 巧 四モ阳 、木が 一千 巧 八十 四 
万 五 千 旧で ある。 巧の 如く 繁國 
は巧鹽 特殊 H 業た る 綿織物 雜貨 
み 巧消璧 化で ある 力ら、 國 をの 
回な は兩 励の 貿易 上に 非常な 巧 
影響. を與 ふるで あらぅ。 

本 前萊京 特電 f ,1111, 
を國 手形 交換 离 

一巧 中め 全屬手 ぉを 換 高は 五 
十八 億 五 千 一二な 巧 田 じて 前年 同 
期 ょらと 億 二 千と な 方田增 加し 
た。 日銀み 手形割引は 一 爲八千 
I r 白 万 山に 激滅 して 震災な 味の 
新 話錄を 示した が、 右は 商 お 引 
の 木 振 ど 社 倩较巧 及び 封 社 整理 
で 短資を の おを である。 尚 ほ- 
巧 中のを 國手 おを 換 所す 渡 手形 
は 前け ょら か 五 巧旧贼 少した。 

統績職 合 會夾議 

を 阔が績 聯合 大 阪大 會は 上海 

じ 於け るが 綴 罷業 じ 割し 嚴 雷な 

抗議を なす 樣 外務省 じを 請の 决 

講 をした。 ■ 

毛斯論 操短 續が 

毛期驗 操短は 五 巧を 繰 巧す る 

じみを した。 

日銀 貸 ぉの 减少 

金融 お 緩和の わめ 日銀 貸出贼 

少して 一' 一億 六 千 一二 巧 方 田 ごなら 

を利は翌〇顿 I 錢一こ厘ょら六厘 

ご 保を のをで ある。 

萊を 小賣値 低落 

日銀 調杳 じよれば 二 巧 中の ま 

京巿巧 小賣巧 おは 前 丹よ 6 1 ホ 

二 煙 ホの 化を である ご。 

= な 上 十九 H 發 


書籍 一が 取次 

米國 出版の 書籍は 比て 特別 倒 引 

じて a 速に 化 次ぎ 旅 巧者の 研 兜 

參考資 巧の 書籍 寬集 等は 特に 御 

巧 おな 計ら ひ 致 升 〔幡 询】 

左ぎ shi 迈 P す，‘ 
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歐洲 。準備金^ 加 

併し 分配の 途は 幽^ 依り おる 

不可解な 金塊 移動の 話 


倫 おごが 育のを 利 差違は 自然 
前記の 與 みを 化む じ 至つ たもの 

でもる が、 を t ぉ國 のを 流 おが 

其 巧 度を 超過す る 巧になる なら 

ば 蹄 巧 巧 巧准備 巧は なじ 

金利 引 上 のめ 巧を 施 巧 

して 之 じ 勒抗し 巧る 譯 である お 

現が にがては 秒；： •■く 共 斯る必 を 

は 認めて むない。 圈際财 がの 諸 

權 成が ホ 張す る處 じな ふ らば 

ホ闽じ 於け るを の 巧が 商は 旣に 

必 整な 上の 巧 巧に 速して ゐ るか 

らクレ ザ ツトの ィン フン- — シヨ 

ン 、物が の 騰貴を 生やる お險が 

夕 いだけ じ 化 所がを をが 额 ずる 

いふ；は乂闕のじめじ巧益で 

わる/の 見が を 抱いて ろる。 現 

じお齒のかが學巧であるヶ？ ョ 

ン氏 のかき 巧 S 年に 聯巧準 楠が 

巧は をの 八剧 力ま おわ 紙 お & び 

預 をの 五 かの 凹を 巧 おしで るる 

みを お 摘して ゐ るが、 千 九" 廿 

四 年度 下句には あなのを がが 外 

へ 流ち しじに も拘 らや输 入を の 

お 溯 レニ 惊 五平 八が よ 巧 二 千ち 

•,M む' 躯 じ递— てるる。 故に 米闽 

が 昨年な じがて 此資她 中ょ b 九 

搞 四千 四な 巧 弗を 

海外投資 じを した 主は 

敢 て'. 个巧 思诚で いので ある 

をは 巧み 如くが る 本質的の もの 

であるが お 移動」 ま b ては がか 

も 天 おのか < 穿微 U もので わつ 

て、 化 人の 夕 {は 米 齒じ對 する 

を 流入の 源泉 地は 歐洲 である ご 

をへ てゐる けれ 共、 統計の 上 か 

ら をる ご 仲々 左が じ祕單 で. はな 

い。 之を 千 九が 十四 年 I 月 現が 

ご'^ 几， り 化 五 年】 巧 巧 A の歐洲 _ 

じがけ るを 準備 おを 比 校す るに 

た $ かし 0( をは 一九 一四 年ぶ は 

一が 二 置 ザ、 

爽网 - よ 巧、 乂 '五、 屯 凹 五 

六 四 二、 八 二 0、 八 1 〇 

佛勘 西と U 1、 五 吉よ’〇〇〇 
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八 0060 0,000 

よ、 四 五 九 •よ 八 四 

'.化、 ちとと、 八 四 〇 

ご 一一、 六 四よ、 四 0 八 

九 五、 八 四 •立、 000 

五 0 セ 、 G 凹';':、 〇〇〇 

ニー 宅、 九 一一 丢、 c ;0:: 

一とと、 九 一 _3 、coo 

ム ハ ニ、 よ';: 五、 000 

二 一 C 、- 画 0,80 

四 一、 六 お。、 000 

五 四、 四 四 五* 000 

二八、 の 四 五、 000 

六 置、 八 sf '、 000 

一二 四、' い六 五、 000 

- 〇 - 、 ■八 お、 000 

Mr 八 八 五、 000 

四 〇、 九 0 0、 000 

.一二、' 立 0 o 、 or}u 

を 計 二、 と 六 0、 一一 五 0、 と 四 五 

二、 八 C 1 、 六 六 二、 置 0 と 


化 逸 

かぶが 

お两巧 

- U 、- 卜 - HM . 

ぉ 3 す 

波朗 

チェコ 

两巧才 

伊太利 

か瞄 

白 ザを 

瑞典 

瑞 西 

; 諾戚 

下が 


註。 洪才 利、 化朗 、ナ王 コス 
日ゲァ キァの 一九 I 四 年 巧 
义 びぶ 西亞 W 1 九 一 お 年度 
は 不明。 

即も 上記の 統計 じ も 示されて む 
るかく 

歐洲 現な の 準備を 巧は 

戰 前よ 6 も 稍々 巧 加し つ！ ゐる 
もので 露 两亞の 準 船を^ 大部 か 
はを 闕に撒 化され 獨 逸、 巧ぶ 利 
洪才利 及びが 太 利の お備 をが 滅 
少した るに なしを 齒 •白 ザ義 、瑞 
西、 瑞 典、 涕 威、 T ホ 巧は 巧 加し 

てゐ る。 化 祝 計を 一是 したあな 

歐洲を 國の準 楠を なる ものが 化 

か 配 じ 頗るず ホ 巧 U なぶく をを 

必婪 ごず る國 みじか 配ぶ 个巧か 

である どい ふを なを 發 りする。 

がら じ歐洲 よら 乂頤 へを は 流入 

され U かつた ので あるか ごい ふ 

に 巧して だ 掠では； く、 恐ら < 

ぶ 時 中に を 政が が 民間の 所持す 

るを 類を 徵 あした 額が 流出 額に 

巧が した もので もらう ご 云 はれ 

てゐ る。 乍が 疑 巧は 之で 惑き る 

巧では いょ< てを は鷄 山から 發掘 

さわる ものであるが、 巧く ホ 量 

のをが M 處 からどう して ホ蝴じ 

叛 入され ねらので あらう か。 米 

勘の 金產が 年々 戚 々しつ： ある 

のは 事 質でぁって、 千 九 巧 十五 

年 時化の 

一億 聖 愛は 現が 其 半額 

即 もホ國 々巧で 製 おされる 時計 

化； 化の 赞澤 品が 费 高-しも 劣つ て 

ゐ る。 過去に 巧て 斯 る； は 称め 

てを 易で 一例を 擧げ るなら だ 一 

九 一三 一年 巧の 製を 用を 巧 贊は六 

千 九な 万 お、 をみ 中二 千 九 巧 巧 

弗は お ホの ものを 巧 鏡した もの 

で 純 巧裝は 四千で 弗 じて 自闡內 

のを 産で がみで あつたが’ 今 H 

の. 米國 にがけ るお满 をはを 化 巧 

狩 じを 産地 ごして 夕 鳥い 南 盛の 

諸鷄山 年產を 超過し つ t ある も 

ので、 昨年のを 產四億 弗の 中 一二 

億 立 千万 弗は ホ闕 化み でを 產さ 

れ米 固の 準備金 增加額 二 億 五 千 

八 巧 乃 弗で ぁつたが、 ボ殘额 の 

大部を。 通貨 や クン ダットに 使 

用され ホ 寧ろ 製造な の 原が ごな 

つたので あった 0 

H 露 新 協定、、 一 

經濟價 値 

U 藍 協約 成立 じが ひ 巧 强は化 

權 おにが て お 池 及び 石が の 採掘 

權 ご、 西 比 利な にがて 鱗 山 採掘 

戊び みか 伐採 權を權 得した ので 

あるが、 經濟的 見地よ b 考 へて 

巧 要なる 辭 みは 

t 、 り あ涩满 開始 

二、 漁 菜 間 題の 解 巧 

|二、 なが 伐採 碟の 潑将 

である わ、 巧 ホ 的 見 化よ ゎすれ 

ばち 如 度び 巧が の 採掘 權八 かき 

もを をで あらう けれ Vi もが 經濟 

的惜 化は 大 でない ご 見られて む 

る。 化 内 姑ら を 大；， * 率 巧は 漁を 

權の 問題で をつ て 之が 改訂を 必 


耍ど する ものは 
I 、 大正 十 |二 年 締結の 轉ぶ 協約 
のな 腐 

二、 河川 义び 入が の 漁業 權 獲得 
一二、 越年 者の 滞が 許 巧 
等で ある。 又搜を 協約 中破 塞す 
べき ものは 

.、を 証 {現な 八ヶ 所、 四巧嗯 0 
卜の 帆が) 

二、 惟が 巧-割 五 ホ お 加 
I 二、 養殖 稅 (おお 料の 五 ホ) 

巧、 均等 稅 (借 おか、 養殖 稅 合計 
の ミホ じて ー ニヶ 年を) 

五、 漁猶物 製造 方法の 制限 (罐 
壁 二> 鹽引 六、 箱 詰 一の 削 合) 

六、 漁化离 制限 

よ' 巧 人 經當漁 棋六ヶ 所の 國營 

八、 が 証 巧の 增お 

九、 燈 を 稅 輸入 稅の 新設 贼課 
等で あら。 巧國 十二 年の 輸出 お 
統針 じょる ごが 產 物は 一二 千 ホな 
と 十九 巧 W で、 之 じ 商 輸出のを 
を 加算 すれぶ おじみぐ 重要 輸出 
おじて 化 過 ザな 上は H 露 漁 震 協 
約に ょつ て收 めた 利權 じあく。 
'最を ー ニヶ 年の 捕獲 高は 

十 年 二八、 1二 五 〇、 八 四との 
十一 年 四と、 〇一 亢 、五 S 丸 
十二 年 四ち ち 三、 あ 五 二 
であるが、 更に 愧用 漁夫 及び 船 
員數は 

十 年 一四、 |二0 一入 

王を 一八、 五ー ホ 

十二を 一八" 二 四ち 

等で 函 館、 富 山、 新 潜を 中必ど 

して 么じ關 係 生活を 營 むまを 加 

算 すれば 繁領の 漁業 間 題は 社會 

問徑 どしても 重大な 意義を をす 

ぇらので ある。 而 して 貿易 t の 

見地 ょら 么を觀 察する じ 最近の 

我對義 商取引は 

お 西 比が 亞 

= をは 輸岀 左は 輸入 

二 年 四、 1110 o、CDOO 

とお 0、 000 

五 年 一一と、 と 〇〇、 000 

I 、 とと 0、 000 

十一 年 一っ、 化 一二 0、 000 

一八、 00 0、 08 

十二 年 四、 五 二 一二、 000 

ニ ハ、 五 五一 rooo 

ま牵 ご 一、 一一 至 二、 000 

十！ 巧 迄 一四、 〇 J l 、 oc}o 

對歐露 

二 年 四、 乂 00、 000 

四 〇、 08 

五 年 一二 一二、 巧 〇〇、 000 

一、 一 〇〇、 000 

十一 年 一、 000 

八と よ、 000 

十二 年 

二 六 一、 000 

ミ 幸 

近 一一、 000 

大正 丑年の 如き 軍需品の 關係じ 

ょつ てぶ 那 及び ホ 越に 次で 溝 ゴー 

位の 檢 出を 示 （、大正 十一 一一 年 二 

巧十五リな降みーニヶ月の惜巧を 

をるも沿が州の對か資ち額^5輸 

出 三な お 十ー ニガ留 、輸入 一二 巧と 

巧 お、 を 計 六 円 ホ 十万 留中 111円 

四十 五' 乃留 (五 剖 ニ ホ〕 は 本邦の 

もむ る處 じして 獨 をけ 十三 r 力留 

ニ ホ 六 雁)、 ホ 阔十巧 留ニホ 六 

屈}の狀態で 關係の緊お；：*るを 

示して ゐる 8 が ほ 對西比 利亞本 

が 輸出な の 桃 別の 考察を すれげ 

大正 ニ ザは= 單 位千阳 

綿織物— 八 八 0 



Beem Nom Low 

474 - か h Ave. 

Bet. 28 比ぶ 比 巧 t. 


City Hall Tea Gaden 

170 Nassau St . じか 
Next れ the Tribune Bldg 
Loo Lin Manager 


HINOMARU 

101 W. 69th St. 
おし Endiw け S527 
Room 5 


Suey Pangfs 

がな &URANT 
459 Sixth Ave. 

お t. 27th-28th なん 


The Tokyo Co. 

140 W . が 比 St. 

New York 


S.KUWAYAMACO. 

114 E. 59 比 St. 
New York City 


K が agiri Bro's 

224 E . が 比 St. 
New York City 
Tei. Regent お 8 日-おが 


PACIFIC 

おな顯 るが 

2542 Roadway 
G 此 95 化 & 目が h が s. 


YOSHINO-YA ! 

70 Greenwidb St 
New York 


ASAHI KWAN 

163 E. 目 6th み， 
Tel. Plaza 6399 



mum I 

35 East 29th Street | 

Tel. Madison Sq. 75 が 


DARUMA 

7 が一む h る V8. 
Tei. Bryant 3859 


Kawasoye Hoel 
Wesf123r£j 化む 
Tel. Marningside 7 巧 



ご ST 四十 四 
巧 目 了 お 十四 


Toyo Kwan 

41 E. 19th み . 

8ei. S'way 在 4 化む e. 
TeL Shjy 巧な ni が 98 



TAIYO 

1 が w が t お 化な . 

Tei. Endicott 28 け 


會商京 東 

巧 話 トラフ T 八 ザ ー 8559 




庵 桂 米 目 



oMVyaJ^ 


340 W. 5 か h St. 

Telephone: 
Columbus 8882 


(礎 H • 水） 司奇ゎ 


た那 c 弓 

が gj な菌 

ホ廳 茶園で 永な-御を 顧を を が 
たな 文で 御座います 

も 

M わ M 
h 〇 

\ お？ 

N1 a MU - 
8 $ 

GN.I 

N な邮 

§ 誦 I 

W I H 本に 往 み、 H 本 語 
刷 を 話し、 皆樣 の御嗜 
巧 ド 適する 御 巧理を 調進 致 ホ 

下巧ェ 'レ •五— タアの f です 



.美 ホ じして 淸潔 

S を亩雙 

午前 十 時ょ ち谓ち 
午前 六 時まで 良 巧 


市廳 茶園 

司 巧 人 蘆 蓮 
\ a 勤の ホには 畫披 
0 御 巧 利に 備 へが 
^ 貧 庵の 御用に 應 
く お 間 柯卒相 
ぶ 變わ引 立願 度 0 
紙上 御 案内 申 上 候 


支那 御 料理 

彭瑞樓 

り 本人 諸君を 
歓迎を します 


御辨當 おびじ 
御家廣 支出し 

曰の 丸 

御 下宿 後藤 

壽 司、 媛蒲燒 

每 u 育 b ます 


日本 食料品、 日用 お 
並 じ 新刊 書籍 類 一切 

片桐 兄弟 商會 ： 

おが 品 巧 おがを 近 巧 船 じて 巧 着 .一 
化 お間續 々巧 用み の 程 奉 願 上 《 

i 1 I 1 j 

H 本 食料品 類 及 ひ 雜貨類 卸ぺ資 i 

I プぅ V 各款桑 山商會 

お 巧 香 籍雜誌 小間物 日用品を 香 


埋想的 御旅 舘 

御客様に 誠意を ぶて 嚴 します 

朝日 簾 

御手 輕 御料 埋 並に すき 燒 

新ら しいが 巧を 擇ゾ 御を 樣の御 
滿 をな さる 樣 精々 勉强 致します 

1— LT ミ ー1 

御 料理 

芳の家 

壽 司、 緩 蒲 燒每日 有ります 


« が 1 太平洋 樓 

他に 化 類な き 綺麗な ふ 地ょ き ダィニング 八 
1 ムと ダンシング ミュ ，—ジ ツクが あ^まず 
音 樂は每 日 午後 六 時から 午前】 時 迄です. 
御晝養 凹 十 仙よ h 五十 错 、夕食と 十を 仙、 
日 囉夕食 一 弗 


御 下宿 鴨 ザ 乂 

さで 貝ち 里 Place 

量. Is 百 nd Ave . off E . さ nd St . 

Tel . fray 至 一 泛 58 


ま-- 

吊！！ 


V ろ.* 

i 1 ’ 1 : , 身 レ 

綾 蒲燒壽 %」 

H 讓 B も 乎、 你用 命じが J 

—舊席 御 料理 

高等 御 下宿 

を おぶ 


御旅 縮-河 添 


會席 御料 巧 

並に ずを 燒 


會席 御料 壤 . 

勇詳绿 


御料 埋严 ？ k 

太 巧 

籌 司、 滿燒 、滞が、 竹輪、 かきめ し 


り 化 J 聲酱 油肪辕 is 離 蘇 極上 白米 

W ci - - 麵 i 食料品 為 gi 觀 

W 田瞥 油が 式を 社 京 部 一手 資揃化 

，‘目 本 食料品商 會 


1 ru 

li 

a 

J れ 


.55 s i 
6 

L d - 

3 

6 M 
8 • 
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日本を 巧 品を 神 
日本 进緖諸 お 芯 
日本 巧 さを 巧 
を 化 新 巧な ホ 
お 巧 みやげな 

シ少 クシ ヤツを 禪 

东み巧 

をを のをけ をち 


割烹 跑に 御旅 舘 

^ ® 化が 见弟 

紐 育 ホ 酉 八十 乂了扫 S な - H 二を 
ぶ 請 — - ス カ ィ ラ I と 八 ニニ 


鄉 菓子 舖 

栗 緩 頭、 羊羹、 蒸 お 子 類、 驚 餅 
(のし 餅 前 H 稱 注文 願 升) 

松祗 が 窩橋 

西-ー ハ 十五 了 目 S 十四 番 
電敲 トラフ ァ 4ー ゲ ー 五 五 五 四 

豆腐 油揚 

煎餅 製 進 卸， 小賣 
U 本 食稱品 一巧 

田 '中 
窠 云 街 八 さ 八十 五を 
電話 プラザ 五 二 一八 


新 鱗 魚介 一が 

i お 人 向きのを 魚 澤山取 b 揃へ 
特が康 磨で 大勉强 致しまず 
.サヴ オナ魚 店 
^osopil Mavosp 

. ' 授4 W . 61 st St . 

を . Columbus 9123 


極上の 魚類 

季節の 新が の 魚貝類 ’如 澤山揃 勺 
て 居ら i すから 御 賞が 下さい。 

ァピち 口 魚 巧 
82 富 rd ぶ， ジ ー. Fran 呈 n を芸 


伊豫 屋御下 楠 

四嶋 をホ廊 

東搜 十九 了 旨】 六 五 

アハ ^ メント C 2 

笔 語-プラザ 六 一と 五 

尋ゎ人 

ぉ 正 恩給 証# 巧せ 

な 井 長 I 二が 

「か 画 旅券 下せ^ 莊 明」 割 着 
熊 本縣人 豊巧淸 を 
朝鮮人を 乗み \ 大 塚を 
あ 知 早 川 良 衡巧敬 山 引 ±純- 
巧が 寺 巧 ま おお 島 井が 正次郎 
ちの 者 じ 逝み 致 巧き 儀 ぉ 之 
お閒 本人 若 < は 巧 A ょ & 現 
化 巧 抱 通知 願 上 お 

紐 育 巧國總 が事舘 

1 是 Broailwa ニ ミ If ミ k G 立 



巧 

年 

二 

月 

廿 

一 


■H 

曜 

B 


を 

郎 

n 

巧 

が 

觀 

を 

h 

巧 


持 


洞 {八 探險家 

遂に 生埋 

漸く 發擺 後發見 

.十八 P - いふ 义 しい 間 地下 六 
一?! S - ¥,ぞ 双脚を 人 石 じが ま 

一生 地獄？ ミ 

:つ あつた ケン タ ツキ'— ザ t - 

一 巿の鐘 乳 制 窟较を あで-も、 が 

i 炯 {八 お 内..：： である 靑 を フ 。キド 

コブ ン K の 生死 じ 就て はを 义翊 

K がを し： M おの 眼を 化て 巧- 
の 幸： 欄を 視 h . つ i あつた おでん 
一る が、 何 かじ も 年 巧め どなつ て 

'なる 化 点への 細道は 舶 内の 化と 
-b でせ 袍 され じので 急に 地上 か 
一ら が 巧 逛難化 おを 掘-^ がく ろご 

1 なつた。 けれみ 速り 述 が^ 雪 ご 

一雨 ごじ 化 げられ て 仕 おは 仲々 じ 

I 進跋ヴ や-日： 八 懲掘約 十 听巧废 

一で あるた めを 想 外 じ 時り を 愛し 

|漸< よる 十六 H 午後-時 則み 鑛 

; 山 隊が資 、むの 姑 お、 遭難 化を 距 

_ る蚁 眠の 化た じ 义を掘 b 下げ 直 

一に 化 ホの 一人を 派遣し じが フロ 

i ネ ドけ 化 じ 冷たい 死屍 どなつ て 

; むた。 急が じょ b 知 串の かを 報 

: とてが 濟じ從 率し つ i あつじ 

頤段単 や 鑛山化 ホの がれ 

ホ 十 ホ 社員、 地 巧學を 潮の 尖 望 

はえは でもが じ、 立 人のを 族特 

じ牟 をが たる 兩 親の 愁傷は 豫て 

の 壊 巧 どは 云 ひ 乍ら 迫が じん々 

の； 狹を おつた。 狹 いお 迫を 辿つ 

て檢 屍し じ醫 帥の 該励 にょる W 

:巧 後の sn を經 たらの らしく、 

巧し を 掘 工事の お 半期 じ大 降雪 

'が^:^かつたじらぱ或は救濟し得 

一た でゐ らぅ ご 云 はれて なる 。巧 

I 屍の 處 かじ 就て はフ 。キ ドの 毒 

I 殺說も 傅つ てりる ので 州な 事は 

i 是非 巧 解剖に 俩 ずるな 命じた け 

:れ み、 フ 。キ ドを 制 巧の 賢と し 

^ た 大巧を 化 除けぶ 軟 かい 地質は 

: 忽ち 崩 媛す る危 隙が あるので 

:誰 一人 として 之を 化 b 出 

-す 巧の 巧 お U く、 遂に 國 民軍词 

; か 官や逍 族 ど 協 藩の おぉを の應 

ホ 巧め じする 2 VI な 6 翌 十と り 

午前 遭難の 朋义 前にて 簡單 ド* 词 

ぶの ドに 葬が を讲 わ、 幾 ホの 人 

iA . Tgv 一げ を 流して 掘つ た 洞 {八 

巧'.‘、 巧め た‘ 斯< て 過去 一一 一週 

ぉ‘' . A りを 米を 驚倒せ しめた 

ロキド • リンスの 巧',: 永久の 

謎 ど （ ス挪 が。 錄乳 洞の 中じ朽 

もる ； VJ i ; ス での P ある 0 


たるべき お 方 どの 御内 約を 濟ま 
し、 を じ 獲ました 上で 御 出發日 
を もを あしたい」 ピ いふ ミ じ 外 
むらな 由で ある。 化つ て 御 婚約 
がな 外に 早 < 進 めじ 殿' 下が 先方 
で 御が をの 御 部 合 も ぁる だか 
ら 、英闕 への 御出踞 期日 も 一二 

ヶ巧吊 ミれ るぶ 巧い 攝^ 
ふ〇 卸おを〇ホがどして^疆お 
宮の 衙濟？ は 事情が 異 って ゐ 
るから まつて 

わ ホ 輕-し 遊. はすち''、 唯 
巧が 窜 室から 吳轉皇 をへの お J 
ぶ 物は が’ 扱か 宮 の领淺 まじな 
ク たお々 を 卸 おを 遊げ すご 承は 
る r が 今 殿下は 巧佛語 (まどし 
てを 話 一の 脚 勉學じ 御夕化 じて 
巧-：: 麻布 一二 聯隊から 午後 一一 時 ザ 
頃 御 卽邸じ U ると、 陸奧怕 を ホ 
人を わ 相す じ 四時 ザを は 英語を 

おつて 佛 語を 時 じは 主 八 時 頃を 

御 練 巧 遊ばす とい ふ 御熱必 ぶら 

である。 


百 


八 


崩 


一二 


御渡歐 前に 

御 婚約 發 表， 

. 秩父宮 の 御 おが 

秋 父冉の 英國御 巧學期 もを々 

切迫したが、 之 ょら さき 宮み省 

當馬 及び 縣係お 一 は - U も 吊 

くが 照 下の 御み をを をぎ 嚴卜御 

I 出を が じを 表して 一般 國 おとみ 

晴れの 御 鹿な 立を お 祝 ひ 申し 

1 上け 巧と 目下を そが お 頻らじ 

j 御 公表 S 馈を 急いで ゐ 

一る。 御 出後视 H じ 就て は 「大ホ 

I お 巧 十 U を 肖 おじ 巧準瞄 申し あ 

一げ てなる J ご 某宮み 宫は恣 

~ つてゐ るが、' な內 ぶが 化 「お 巧 

I 十日」 を ホ だを 表し 得ない 巧 も 

i は即七 「がるべ < 殿 ド どが 殿下 


離婚訴訟から. 

女房が 籠城 

富裘 家庭の 醜 嘴 曝露 

當地 東と 十二 了 目な 廿 五番の 

ミが トン •バブ ドロング 氏と 云 

へげ テ キサ マ 石沛會 社の 副社長 

であら 社 巧が にも 顔の 資れた 人 

であを が 

夫人 との 間が を 巧が はし 

なく 二人の み 媛-か ある 仲で あ 

るに も拘ら や、 遂じ 失ん 側から 

家出して ロング •アィ ランドの 

別莊じ 別居し 最を 栽が 所を 通じ 

て 別ぉ訴 哉を 提起す るに まつた 

が、 我がみ おお 別居は 相 成ら や 

と 中波され 從 つて 扶助を も なれ 

ない；どなつたので夫人は辯誰 

± の徵吿 でが 育の 自をじ 袍這も 

寵 城し ホの ホから 家を 追 ひ 出し 

たらな-し 訴認を 提起して 扶助を 

を 得 やぅ ごい ふ 計 畫で前 過のを 

曜 H じ 自邸 じ歸も 一室 じ 籠が 

た 儘 ー ホ も 出で や、 庭 人の 出す 

I 切の 食卒は 「火が 毒殺す る 恐 

れが ある」 ご 構して 手を つけ 中 

塞かに ォレンジ 水 や クラ ツカ 

牛' 乳 等で 日を 舊 すか、 毎 U 十二 I 

階 目の r パ ー トメ ント から 

紙 か じ 細々 ど 書面を 認め 

て往 ホに 巧 b 込んで ゐる 新聞 記 

ち幽じ 投下し、 まんは ま 內の給 

水を 斷 つた どか、 自 をのを 人の 

出入を 化 組した どか、 自 かを 毒 

殺す るら しし どか 報す るの か 評 

おご。 ら 新聞 記 おや お 立 採 巧 私 

員の 張ら 込みは 勿論、 化けを 聞 

いた 野み 速で 毎 U アー ー トメ ン 

t 目 〇 ホが ょ-- の 黒山. ゲ 築き 殊 

じ 夫人が 一枚 十-五が もずる 夫君 

の シャッ じ 手紙を つりて 投下す 

るので 拔目の U い シャッ 连 さん 

はを 速 「バッド。 ングシ ッャ」 

をな 一 質 b するどい ふ おげ。 ホ 若 

もを b のれ 巧に 萊を袭 やして 遂 

じ木鹏 口の 

深夜が が 数 あの エキス. フ 

レス 從業 員を 派 追した が、 夫人 

が ド ー アを 開け いので 一應斷 

つじと 扉を 破搜 して 閒 入し フア 

ニ チュ— から ラ ツグを 一切を 貨 

卓に が 込んで 立 去る ご A じ 失の 

バッド。 ング 君は 「今を 小生の 


吿 しねが、 今後を 崖に 夫人が 籠 
城を 繼毅 ずる か r 义一評 巧 ごな 
つて ゐる〇 

縣じ 屆緣が 深い 

歷！ へ 

〔承前】 斯 のかく ク ー プッ デ- 

大統領の 電氣晦 化 用で ぉ 阅大統 
領ご 馬の 關 係が 世間から 面白く 
化め られ てむ るが、 酶ご いふ も 
のに 最ら 深い 巧緣の ある 大統領 
ょ叫んィ」云つてもトーマス* ジ 
エフ ア ー ソンを を舉 げざる を 得 
ない。 氏は 常に ダ アジ ニア 大學 
の學 生が 惡戯 して ゐ るのを 遙か 
離れた 自 をから 留遠錢 で 眺め、 
場合にょ つては 馬に 

一 鞭 當 てる や 否やを せて 
ぶ學 生を 捕へ 訓戒した とい ふ大 
乂巧彥 左衛巧 もで きの 愛馬 家で 
あつたぐ け じ就伟 まじは ゲ アジ 
ア州 チヤ ロッ テン ゲィ 八の モ 
ンテ セ。 ごい ふ ± 地の 自邸から 
首都 ヮシントンへ 乘 馬を で乘ら 
込んだ. こい ふから 尋常 一機の 愛 
馬 家で なかつ た i が 倒る であら 
リンコ 八ン 大統領 も 法 禅家 
悅 化からの 渡 お 家で、 大統領 就 
巧 後ら を營じ 行つ ては 乘 馬の 練 

習を した ものである。 御馳走し 

て おを をがん では 嬉 L がつ た大 

統領 じは チェ スタ！ •ア ーサー 

巧が あら' 

國父 ヮシントン だ 農 化が 
唯一の 道樂 であつ たが、 グ 91 
ン 色の コ^ ~~ 卜じ 銀の ホ タンと い 

ふ 頗る 派手な 着 输道樂 じ お 間を 

アッ W 一ぶ はせ た 大統領は フラン 

クブン •ピア^ス 氏 でを つた 0 

.惡じ 巧 大錠顧 ィ> いふ 輪業な 藥 C 

樣で樂 ではなく、 巧 かの 懼 しじ 

は 幾千 人 VJ いふ 人々 と 握手ず る 

だけで も 一 化 奉 おんや每^一 

数千 逆のを お 文書に 目を通す だ 

けで も 並大抵の 苦勞 で。 い。 准 

つてを 馬 じしろ、 電氣 おじしろ 

普通人 W 上の 蓮 動を 必要す ごる 

譯 である。 〔送 


腹が立 もました。 

◊それから 自 みの 仕事です が 
薩 張ら 巧 やか やで 落が かず、 で 
も モ^ナ ァの對 話 一幕 劇 二が 五 

十歧 ピア ルッ キパ^ — シエ ッフの 
-てご拳’)玉6した 
力 4 前ぞは 出版 ホ ホを おの' ベ‘ を 
氣 のた め單巧 本 どして 資 化ない 
ので 目下 切賣 6 です。 後 若は 化’ 
を 越されて 化の 人に ホ 版され ね 
ので致方が^:^いから磯案をし樣; 

ど あつて ゐ ます。 「歐 ホ雜 記帳」 
どい ふのを r 現 化」 じ每号 書いて 
ゐ まず。 巧るべき 巧には 一二 册 
出版し なければ 腹の虫が 納まら 
ません 0 ’ 

◊化 夏 じは 自 をの 設計で 小さ 
い バン ボ ロー 式み 巧 館を 建てる 
; じ 兩 親の 承諾を 得て ゐま すか 
ら 、純然 U る 洋式を 活を ずる 摇 
b でず。 日本 家屋の 不便な のじ 
ホ ト-— を 惟が つきました。 今 
巧は 化 位 じして 最 きませ ぅ.— …： 

親睦 會 々計 報吿 

第一 廠= ダィク マン、 ィン ゥ 

ッドホ 面な 巧岡胞 が 域 = 巧 巧 同 
胞親 幢會の 槪况は 前号 所 報の 如 
くで ホる が、 同會の 収支は 收入 
合計 廿六 张挪も 一人 五十 仙 宛 じ 
て 第； 區會藝 支出を 五十二を で 
支出は 會場謝 禮等八 巧、 壽司ぉ 
巧 六を 八 俯、 水菓子 云 弗 六 仙、 
具 化 雜費二 巧 八十 仙 ■合計 十义 
典 九十 四 仙に て剩 余を ホ 弗 六 他 
を 繰越した が、 福引は まごして 
を 西 商 ほより 煎綺は 橫濱お 店の 
ffl 澤 鹿追 氏のを 贈した もので あ 


乍ら も悅 んで應 じたい ご考 へて 
ゐ ましたが、 巧を 港は 其 事 じ わ 
氣が 巧かなかった 巧で 殘 念じ お 
^ ます， 誰 人 も 化生の わ 話を 閱 
、てを じじ 游 おは 巧 かしたい 声 
L ふ檢 子が 見へ ました。 今後ん 
ゐ る； どが じます から 损な盧 L 
て 戴きたい-^ のです (貧乏を) 泰 
一を 讀者じ ……： H 本へ 歸る ため 
じ ± をの 必 配を a さるのは 誰 A 
もを 荷です。 殊にを 侈 願 稅の滴 
用け 隨み廣 いのです からを 招！！ 
注盧が 肝を です。 义お產 は 質' < 
ホの テ I ス にも 叶せ ねばな " i 
や 一寸 何が ょい かご ホと 兼ます 
併し木綿のシ1ブごか、 小供の 
木綿 ホ斷着 ごか、 がらべ く實巧 
なを 選んだら ょいで せぅ。 化し 
化 御 答は 參考 迄な のでず から 日 
本 じ 着いて 案外な 裔い穂 金を ど 
られれ とて 黃 巧な あらません。 
出 圃税は 必耍が あ b ません けれ 
ども お 國の際 所得 稅を 供め るが 
資格 者は 所得 巧の 受化龜 を 示し 
て セ， — リング •パ t ミットを 裳 
ふの ホす。 無資格者は 巧げ 申吿 
して 矢 張 許可証を 賞;^ ねばな b 
ませ A f 保ら) ♦女^も のが 育 
じ も 近頃は 可な が 殖えて 有 
難い 譯 だが、 巧 女^. 勢为 均衡 じ 
はま だ-- 日が をい ので 女なら 
では 太陽の 照、 の 化の 中は 依然 
ごして 昔の 儘ぢや (熊る) 


.東京 便り 饥 

山中 靜也 

◊女の 氣巧 がいや じ ァメリヵ 

ナィ ズ してが つて、 落 化いた 眞 

面目な 巧 ょらは 禪薄 でも 俠活な 

男が 悅 ばれます。 繪お 尊ち 0 庙 

頭 じ 0 前 勢力 >. ホし ね蠻 妓の寫 

眞ょ をを みみを 沒 し、 化 ふる じ活 

勘 女優です。 松 化、 ホ顏 キネ. マ 

0外 神戶の 東亞 ネネ マが 發展し 

最近 小を 原子を々 息の 經營 する 

小を 巧ブ n ダ クシ ヨン 等、 H 本 

物の 寫眞 製造が 盛んで 中には 是 

るべ きらの が あ b ます。 贿 叢の 

わ 蔭で 髙級 でない 小屋に‘ 迄 名優 

がか i る 等 都を のい： を も あら 

i すが、 をは 余ち 見たい 共 思は 

ず 築地の 小 劇 旗 じ麵譯 書を 讀む 

褚 b で 偶に 巧くな の ものです。 

を 動篇眞 じは 時々 行きます が 米 

園の 評！： 物は 大抵 H 本 じ ホます 

「々バ 1 ド ヮゴン」 は 目 黑 キネ 

マで 二 巧を ました。 「ホワィト 

シ スタ ー」 「バグダッドの 盜贼」 

も ホました。 いやな のは 小屋の 

設瞄で 梢子は 相 變らや 化 ハ 同 ベン 

歸 つた 許ら の 際 特等 lira 五 


二一 面 雜规 

逝ける 關 和が 君 

得盘 ごした 彼の 演說 

♦逝ける 憲政 禽の 重鎭關 君の 

最も 場 意 どず るのは お說 でな 野 

黨 時化 席溫 まる 暇 もな くを 劇を 
遊說し ■又 報を ではい つも 憲蚊 
會化表 演說の 中堅で ぁつた。 な 

河 巧 磐洲翁 演説のを 稿 等は 大巧 

彼が 書いて やつた もの だが、 晚 

年の 磐洲 翁は 製 蘆が 長 <績 かな 

いの ドを 稿の 句切らが 余ち 長い 

ので巧角の名お說をを；：^しじさ 
れ たとい ふ 巧 話ら ゐ る。 二！ 二 年! 
前を 憲政を の議 會報吿 書は 大抵 

彼の 手 じ 成つ たもので ぁる。' 

♦隆軍 省の 政務み 官じ なつて 

溃說が 自由 じ出來 るか お ホない 

かぐ 一時 問題 どなつ たが、 をれ 

もで ぅやら 始 未が つきさぅ じな 

つた 頃から 彼は 病攝じ 親しむ 身 

ごなら、 をを 十一 一巧 じは 帝 大病 

院で 胃潰瘍の 手術を をけ ーヶ月 

巧ら 中で 退院して 自 をに 引き 龍 

ら靜 養して ゐ た。 退院 前から 畑 

軍 お 局長が 見舞 旁々 を 要 問題の 

經過 だけは 報吿 して ゐ るので 彼 

は 今年の 議 をでは 是非 ごも 一 働 

t 樣ご 焦つ てゐ たが、 好漢 天 

晴れな 政を みを ぶ b も 見せ 得 や 

白玉楼 中の 人と なつた。 


徵 契猶豫 

本年度 徵囊 期爭掠 取扱 
一、 大正 十 阻 度^ 徴兵 適齡は 
明を 化と I 、 十二ち 二目 ょら 同 
化 八 年 ホ ニち I ' u の 間 出を 寄 
一、 大正 斗 四 年度の 徵集 延期ず 
緻を 要する 者は 明治 ホ 年 十二 
月 一ー パ 玉 も 同化 パち f 二 巧.'; 
H をの 間の 出 ホを ，一 
i 、 用紙り 事務所 じが b j__l 
i 、 保证料 u 1 弗 i 
人書劑 郵便；：：：； 十五 化 
會一貝 外は かじ キ 駭料= 五十 曲 
一、 期 H 大正 十四 年 一二 巧) H ぶ 

辄育日 本人 廢 


西ち 十 お T 目が 四十 六番 

一力 旅館 大璋 

電お エンデ n ット八 ホ ー : 


チ 


化 居は が 巧 じ。 し」 ど 夫人 じ述 j 十錢も 出した のじ わ 冗が 痛くて 


御 下宿 、 

.自由 寧 

苦ジ nds St . B 『ち 妄 n , 芦 Y . 

Te !. Main 妄 5 



舞踏 敎授 

►赴を ダンス A 

▼を 情 体操 ▲ 
紳 七、 淑女、 お 子 
ぶ 化さん ホ じげ 喀じ 
お 巧を し 升。 午前 
十 時ょ ち 午後 十一 
が 迄 ( H 唯を 除く) 

シ ヤブフ •タン ン 

ング 師難學 校卒裴 

上衫 タマ 


中 村 埋髮店 

: .中 が 萬藏 
31 W . 8 置 St . 尹 y . 呈 y 
Bet - G 己曼 bus A ま . sentrai だ rk 革 ま t 


日本 埋髮 館淸 

巧 ま 洗髮の 設備 あら 进速下 海を 
旨 ごし 釋 々魅 强 致しまず 
西 四十 111 了 曰 巧を 地 S 巧 六號室 

タツ ブブ ログ (第々 街 ミ 四十 I 二 了 目 巧) 


當川 事務所 

持續 的驚圃 の 同胞に 的 雜な- 
業を 幫旋 しょ す。 

Ja ち ミゎで gle ち さち 

. 養 W ‘雲 St . N . Y . C . 

ジー. ザき t 7? 苦ち 芸 


蟲 


軍 ド 旨 化み 必地 ょご 

鞭 「一. 而淸 潔。 る 室 

松林 巧參 

養 Le こ是〇 三ち. Tel . Mad - Sq •這 5 


最新 巧 六 お 建 

使 利、 选洒 、巧 お 懇切、 が 巧 化廉、 
發善船 お之較 都度 波 化 攘に进 張 
ン アト^ お 第 六 街 so 六 雷 
エス ビ i ホテル 
電 語‘. ツ ー ンご充 '直 二 

藤 ザ 旅館 ミ 巧 

4 援客 aynard Ave : 

weiu 二の.' Wa , の!： 一. 

H 本が 激船切 轉御申 速に 應じ 
萬 事 御 惧宜じ 御 お极ひ 中-^ 俟 

を 港 パ ホ テ 心 

▼日本 御 巧 巧 (別間 ゎ' 9) 

桑 港 カリ ホ 瓜-ー ア巧丄 ハ ーー 
卷話 カネ ー 1 A 1 み 

，..サン ゼ^ス 地 ホの 御 お 化に 
は 巧 事 最善の 御 便宜を. 計 b ょす 

イ- グ八 ホテ少 

羅府 おじぶ ける 同化 經營 中最 

新式 高等 ホブ^での b ます 

羅府東 一巧 一/二 九 半 
電話 ゲ アン ダ V クと六 五 九 


♦化懼 日の H 本 

人會 慮演會 では 

ぶ 河な ち 川 化を の 

ためじ 集を しな 

かつた のでせ う 

か？ 巧 部 地力で 

は 孰れの 會をも 集を しかな じ拜 

聞して ゐ ます。 な 巧ない 



►一二 お = :淸 潔、 親切、 氣樂 A 

橘な 狼 館 

ま 任 伊勢を を 乂間榮 i 

225 が. 5 穿 伊 Sti : ま t 

ジ I .ぎ ge 瓦だ芸 


紐 脊旅舘 


田 中 奥 次が 


東 助 十 了 目 二 四 二を 

ぎ呈 を onia 覃 4 


電話 ンキ シン トン 旧 八 五 化 

若 田旅雜 

柬 十五 了 目 二. 日 巧 


ボ スト' 乂案巧 

貸 自硕車 業が 西 

諸 古跡、 大學校 立場 其 化 一般の 

紹介 及び 潘辯斗 L ます 

ジ I すを ミミ f 


ぎ 〇ヨち 

さ Bat ミ ia 資. 


ボストン 市 I 

富 i 旅が 大浦末 松 

1 を W 夏 e ん St . Bost 呈 Mass . 

ぎ Back - Ba 夏 一一 


化 

a 




がり < 

化^ 

Mb 一 

2 

郎 W 


P 


，爭 盛頓 

I わざく 

な 本 料理 

i 一を じ 御旅 舘 


電 f ぃ！ 茲ゴ 

邸 巧が^ 

紐 巧 お 西 四十 四 了 目 
_ 1 1 T 1 1 八番 

(一展) 


ん 

The M けが bishi Ba 化 , L 扣 . 

垃 QUITAB し E BLDG. 

I 如 艮 roadwajf. New York 

Telephone Rectof 9 が もが 


' THE Mim! BANK, LTD. 

I NEW YORK AGENCY 
I Room No. 1012, 

I 61 Broadwa ん N. Y. C. 
i Tel. Bow だ ng Green 3440 


THE FUJIMOTO 
SECURITIES CO., INC. 

120 BVay N. Y.. City 
Rector が 16-3 お 9 


The teHomo 目 an れ化 

NEW YORK AG 枯 NTCy 
149 お roadway 
Td. Hanover 7444-7445 


The Yokohama バお扣 nkot Taiwan, LM. 
S() が お 8ani(, L 阳 


Equitable Bid も fi. Y 
Phone Rector 25 郎 


Room 308 

Beiine 打 80 打 investing Bldg., 
165 Broadway, N. Y. 
Tel. Cortland 7 が 2 • が - 34 


i 



YORK 

电 RINCIPAL CITIES 


ORiENTALDE ド T 化し HiiNO 化 8 け 郎 


America 打、-.——- 、 
Oriental —.Mail Lipe,;..- - 

こ '^'-' - operated for' •: が ■i/'-’.*； — , 

United States: Shippin を 友が r な 

おで Adi 打 かが - Oriental 1^ む 1 ち .’ ゎ 3 ぶをが々げ口巧 1!^.:\-.,-‘. 
しじ Smith Bldg;, Seattle ‘ •、- 


32 Broadway New York City. 
Phone. Hanover 7394 



112 We が Adams み reef, CH に AGO, !L し 


社 會を株 船 纔洋東 

T. K. K. — 


NEW YORK OFFICE ： 

Room 801 -805, 1 色 6 芭 oadway 
PHON と ： CORTLANDT 947 

San Francisco Office: 5 別 Mirk がみ ‘ 

帆 お 港 桑 

路舶米 な 斩ホ化 


WALKER & FLORID 

CUSTOM TAILORS 

20 DEY ST ダ NEW YORK 
Near じ hurch St. 

TEL. CORTLANDT 7567 


I MO 則 MURA BRQS..inc. 

53-55-57 W. む d ド t. 

1 New York City 
j 丫ち しり rainacy 3 が 0 


'nyi]Twiing()o.,lnc. 

Ilpo け ere 在 旺 xjjo け ere 
)1 Fifth Ave., N. Y 
下し Stuyvesant 3823-5 

が W. Madison お re が , 
Chicogo ， Illinois. 


お 會船郵 本日 


お 支 

育 

紐 

8-10 Bridge St. 

New 

York City 

Telephone Bowling Green 2262 

店 支 ル 

トヤ 

シ . 

001 man BuHcHng 

Seattle. Wash . 


O.S.K. Line 

本 壁醇 略述 

Room 603 Cunard Btdg., 

25 む oadway, liew York City. 

Tel. Bowling Green 的の 


シアトル 出帆 (お 帆 午前 十 時) 

靜岡化 S 巧 十八 n 
橫潰化 凹 巧 十 H 船 星 
加賀乂 四 巧 ホ 音 
伊豫 化 五 巧 十八 日 
u 本 巧 船を 迷 賃新率 
一等 橫攒一 化 五 巧 神 ロニ 〇 五 ホ 
S 等が 食 五十よ 典 かを お 十五 鬼 

歐洲 H 本閒 客船 霉ち 商、- ぉご 

淪致 ょら 一等な 五 お、 二等と 十 か-、 
磅 、お 巧 塞ょ b " 等 化 十と 磅 
'二等 六十 ホ磅。 

が 话巧化 田奈お 辟を H 本け 货掷 船— 巧！ ~拘 


を 

はを 
か 御 
本 呼 
を 巧 
小し 
荷 ド 


ち 本を/一 ■億 旧 
拂这巧 資本を \ ハ 千ち 旧 
賴立金 とちが 巧圓 

I 賦 一ニ ザ 銀 巧が 育 支店 

本な まを 市日 本 巧 原 裝河町 一 
ま 巧 小が = 一本橋 化の 內寬 复横沒 
名を 尾 巧 都 大醉巧 (大 ぉ) 

.神 戶廣島 下 巧 巧 司 お 松 
幅 岡 長 瞄上巧 餘を孟 巧 

- - ■ : こ . 1• - I j-.—— -m ' : • t 

外 國な替 、鄕 を 送を.！ を， たが 皮 其 化 
一 股 銀行業務 稱 々碑坡 利 じな 扱 ザを ち 

餘減 S 菱銀巧 統 育を 巧 

本モ店 巧京苯 巧、 大度、 紳戶 、を 都 
巧 化 地 名を 崖、 小搏 、上が、 偷な 


鮮^を 期 邦貨 五十 圓 W 玉が 息 年 ホみ 

I 賊臺灣 銀 巧が 帛 出張所 

▼鄉里 送を ぶび 並 送を (無手 おお/外 國 
爲替質 買、 衙爲 を お祐な 立、 信用が を 
巧 等 一般 级巧裝 巧 御 巧 巧に おお 可 化 お 
▼かほ 詳細は 御滋盧 なく 掏 巧を 被 下を 疾 


巧貨 五十 圃 w 上' 一六 ヶ 巧な'^ 
本巧^を巧|^が息=年六を」ミヶ年な內 - 
がえ„,^ 〇つ巧貨五十圃化上 ‘ 

盡 そ!； を圓 じが： a ホ ー 錢二咕 

(化 ッを千 凹 《 下 ノ述か 放を" お 利息) 

横濱 正金銀行 § ま 巧 一 

郷里 送を は 都て 無手 お 巧 じて 當 ： 
巧橫濱 本店 經由 送を モ 化を 申 お 


社を 巧 活化友 吉左衛 巧 
本 巧乂扱 化演瓦 r 目 
な 育 支店 が育ブ n 1 ドゥ ユィな 四十 乂番 j 

II なぶ 銀行！ 

日を 內- 東を、 横 お、 名を 盛、 巧 部、 巧 口 
を^ 尾ノ 道、 廣 島、 吳 、柳 ホ、 で/雌 
が- な^巧司、小倉、をを、傑夕、乂留乂等 
本 瞬 預金、 槪里 をを 等は 巧め 
て 御 使が 迅速-し 御 かお 可 中 候 

藤本 證券 會社 I 

A - 肢あ價 証 タノ 賓 貢、 引を 、 i i 
"を辭 、並 二么二 關ス八 一切 ノ 業を 一 

2 脱 藤を 令 11 銀 巧 I 

紐 育 化 張 所 i 


資本を. 五 億 弗 
昨年 化 益 約 二 千を 巧 

本社は 過 ま 十四. 年間 證券 業 巧を 举 b ネ おの 障 用 
、は 己 じぶ がわれ 伴を 必 して 巧 資せられょ 投資 者 
は 潤澤の 利益を 得つ/' あ b 本 化み をを 第一を 昔 
どし 利子は 每 巧確實 に支佛 ふ〇- 

にぐ チィ 投資 銀 巧 

紐 育 ゥオ〜 ル 街 六〇番 
御 通知 あらみ 第 吊 速 係員 參 としまず。 

東洋 部 ま 巧 王-維 廉 

I ち吉 am Wa ち 


ホノ か、' 横濱 戶 'る お. 上 巧 •窜 港. 馬 あお 巧 
(謡 麻 出帆 二月 ホ ホ 日) 

a*, ホみ 三 二、 呂 〇觸一 I 二月 十と H 
をは 利亞 丸 (言* 〇呂顺 ) 一一 一巧 化】 日 

(羅ホ 巧 帆 一二ぶ 二十-? 日) 

太が 义三 二、 呂 〇顺) 四月 十四日 
ぶが 义 ( き、 000 顺) 凹巧サ 八日 


往航 墨西哥 、が 落、 智巧諸 巧 巧 
なが ホ ノ 、 横 濱神戸 巧 司 香港 巧 
-化谊 共を ホ 週 一圃 一 

◊を 港が 衡ま切 巧 陵を を 購入 御樹旋 仕リ按 


ン ヤト^ 出 机 午前 十一 時 

▼フ レシ テント ■テイ ソン 

ご 一巧 

▼ブレジ •テント ジヤクソン 

ご 一月 十六 H 

▼プレジデント マツ キン レ 1 

一二 巧 二十 八 H 

▼グ レジ， チン ト ジ王フ アブ ン 

四 巧 九 y 
▼太平洋 航路の 最巧 速を 船 ▲ 
▼船室 廣く巧 お 的じ完 蹄す ▲ 
▼ベッド 使用 ユット じ ホ や ▲ 

御を 驾じ化 も 日本食を 調 ふ 

》 3 ゴー ご— ’ * MM ご—.‘.— •- 


日本 紳± 巧みの 洋服 

= 御が 文は 當 巧 へ = 

贤舖は ホ 年當化 日本 お 楽が を员 、がわ、 る 
化呂 方の 御 お 服を 规 巧して 居 もます。 

新型、 新が のげ 服、 外 奪の ホえ 化 立は が惜 
で 御用 かじ 應 じます。 

" NDn 才 女 ふンド 

/ クロ リオ 洋服 巧 


雜皆 陶 おお 

ライ グ ー プ卸房 


ドラ イク 1 ツ飼焉 - 

@ 太洋 貿易！ 會社 


支を お 限を、 ボストン 


陶礎潘 、雜貨 、ラ 
ンプ 女- ブンプ が 

森が ブタ V 


卸賣 



;= 本 陶器 雜貨 
ドラィ グ ー ヴ お販賣 

鎌 賦巧木 桃 ホ 組 

Modi. MOMGNO - 0 こ.，！ - nc . 

105 田-一 ま h St . N .- Y '. Tel . で 己 yv ま ant 置 苦. B -7 


、シブ トルが 邮 
あ ふち か 化 一二 J i ー ー 
ホら び やか S 巧で -KH 
▼橫 お-等 一力‘ 五 弗 一二 等 五 五 巧 
二 一等を. 塞 大なぁ 家族 ま夕較 
リス アン ゼ ルス 出帆 
めきし こ 化 一一 一巧 化 八日 
しか ご 化 四月 化 H 

▼か 港！ お 巧滨革 切な 儀み 巧 溝 入御 狩 
旋 化ち お。 

▼化ぃ 1 稱パナ マが 由 n 本ち が 行は 物 化 月-画 


M /1 / 


四 

N — ^ f 

大 

正 

因 

年 

'二 

月 

二 


H 




生糸 取引の 改善 實 現は 

當 業者の 自覺 第一 


H 本 綿 化を 社が 育ま 巧を 

H 置 巧 彥氏談 


巧 

で 

♦t 

巧 

-巧 

で- 

§ 

b 

巧 


第 

壹 

干 

な 


ん 


R 本 綿化邮 ちがち 巧を U 益 
がを には 近 H 中歸 巧す； > 小が 
义と郎 氏のを 任と してを 巧し 
むが 溫晤な 赏萊を 風の タィプ 

をお務椅^^じもたらせ つ 、な 

訪の記 巧 ご 捕る。 

御 壁 賢の ホで 壽 

ぁ b ど 聞いて 盾 b よず がな 生 巧 

I のモ おは どんな 趣 ホを わ 持ちで 

I すか ご 問 ひかけ る W 『何〜 おを 

I ま 甘ん。 趣味 も道裝 裘助 も： 

れご 云つ て わ 流し C なる ものは 

あ b ません」 ミ 逃 パてか^ る。 

小 ホ さ-.;: リ どは ゴグフ では 天狗 

の 方で.、'' じか ぁ U たは？ ご醫み 

> る ど 「ゴ グフ もやつ て 財ら 

ません。 五 年前當 地に おつぃ 時 I 

j ぶ 入から が々 獅 めら れ たが 家 お 

が 居 つれから 始める 战 曾が ぁ b 

ませんで した 今度は み 族を 迎れ 

て來 ません から 始める かも 知れ 

ません OJ これで 义ゴ W フ 仲間が 

^ ん出ホる渾でぁる。 昨年ホの 

廣濱 S 致况 •レ？ ご 質問す 

る ご 「橫 おの 巧を ど 一ぶ ふもんけ 

大部み 生 おお 氣 如何に 把つ て だ 

おされる S ですから、 げ年ホ W 

, ~ 成ら 敌躬が 引な つて おる こどは 

I 事な でず。 然し 震災の が 驚が 御 

承知の 如く 大き かつた t ) のでず 

からか t 位坡氣 いよくても をれ 

は 皆を S 禪 をせ に姻 はさいる の 

1 じから 大しレ こどは あらません 

一先 づ巧蛛 的に 見て 少し P ちよい 

|ご 云 ふ 巧 巧で せう。 がし 昨年は 

一み 國の 製糸 家が か當 儲けて ちま 

一す し、 ホ お 巧；^ が 本年 もブ ー ッ 

i 卜少 。くご も 現 狀を持 紙して わ 

i け ピお裤 のみなら ホを 図の 

經濟界 じ 柏 常の 潤 ひを 輿 

1 へを こどは 疑い；， みい 所で あら ょぶ 

1 て 昨年 ホ當 地」 がて は 牛絲贸 

- 為の 改善に 關 しを々 の 問題 や講 

一 論が あらよ したがを の 中で も HI 

； 本 じめ ける 库絲相 煤の 人 爲的支 I 

I がの 問 越、 ホ絲 化か 檢 をのな 善 

i 及び 紐 巧 生絲 取引所 新設 間强等 

一が W 化ら 蜗 ましく 證論 された や 

_ うじみ つて 居らます が これ まの 

みに 就き 巧々 の 御ぶ 見を お閒き 

•する こどが 化 ホ ませう かど 間 ひ 

- 掛ける ご 巧は 楠め て 簡潔な 調す 

で おら 出す 

:日 本刚 のみの 便な に 化つ 

ておして ホ絲 かおを 支配し 恃る 

-や 否や 頗る 問題 e ぁるが 假 b じ 

をれ をい •し 巧 i . こしても 永义も 

じかををかるこ ごはお巧|35^^^^ 

; 一ない。 帶 じ-巧 的の こご」、 あを一 

; 從 つて 化谋 5 變聊は 梢々 去 おじ 

ij 下す る 嫌い か ぁる。. ぶ 

-80 结 等ぃ！ 

ゎ 1 拳— を 

一 g る 化 V みを は 製 ホが 及び 

P スげ自 をに 待つ 外け。 い 

-义ホ 絲の格 付-」 した 所 

が製絲 家が 自 巧して 劣等 おを 製 

|ホし；：<. '、ゃぅに^.ら^ければ如 

i 何に 盛 益した 所で 缺 目の 祐 しで 

i あるから お 盾は 製 おがの 自覺じ 


仏つ て 解かず るかは むい ご 思 ひ 
ます。 統 育生 絲 
取引^^ 新設問趙は横橫じ 
がても 巧 成 h 話題に 上つ て 居た 
が 大化贊 巧の 数が 相な かじして 
居る やぅです。 がが 論 あの 中に 
はか 巧 じ ホ カなる 化 引 所が 出 ホ 
れげ 化お将 場は 全然 撫巧 じょつ 
で ミ る こご じなる かも 知 
れぶ ごを つて 居る を’ さゎる が、 
化は 必 やしら 反凿 論を でば 2 い 
-嬰 はを のみ おか 何 じょる の。* 
巧し あ 式 だけ 出 來ても 內容が 貧 
巧 f あつたら が 名 無實じ 終る だ j 
らぅから’ ホ 化 G 内を をを なへ 

充 か-しを の 職能を 發 がする やう 

なか 引が お ホる ぃ A らば 必 ややを 

絲化引 t の 進 ホを 促す こ VJ も 勘 

くない だら うと 厚 じます 〇 ごで々 


嫌 はれ やぅ ごして 居る 化 おが 
見 わかみ て ホた。 働 口の 掛を 
ひに が‘、 度每じ 先方から 化を 
を口說 かれて 巧ま才 る。 轉々 
义轉 々.こして 少しら を かきが 
い ♦いので ある。 旧た じ 腰を を 
付けた々 が もつ ご 堅な.：： '基礎 
が出來 上る では。 いか。 旧を 
巧 年出聖 おのぶ 鉛を だ 面白 か 
ら ざるを をて 巧て 二 旨を 記す 
氣 じじつた。 


都を を 戀卞る 

南米の 靑年 

雜茲 『がに』 の記窜 

化年糾 育の 人 f あった 小 林 お 

巧 利 氏が ブラ ジ作聖 バゥ。 にが 

て輯 巧し つ、 > を る雜誌 『ホは』 は 

タイプラィタ ア ど賠為 版と を 併 

讯し たもので 间氏 のま 宰 する 蛮 

州 義塾の 發巧 じか^ら 化 國化留 

同胞の 塔 おじ 資する 巧ぞ大 であ 

るが 近着の 神 誌 第 十一を 二け 號 

中 左-; 如き 記 やが 揭載さ H て 居 

る。 をむ じみる ご伯鹽 地方の 旧 

図に ホ 巧し' つ > 、ある 同胞 乾 年が 

動ら すれば 耐义 巧の 巧 働ょ 6 獨 

化 農たら ずる あ 望を 楽て^ 

徒らに 都 會を幢 擦す るの 傾向 あ 

るを 示す. L' の、 > 如くで ある- 

參 ちの ためじ 讀 者の 化 盧を惹 い 

て 駐く〇 

本誌は がって 『旧を 靑 年の 

出 聖を戒 しむ』/- 題して 田を 

- しあつて 人 也動搖 しつ^ ある 

靑 年の 慕鄉病 をが しめて 巧い 

たこ ごが ある。 がるに 巧 巧 じ 

ぃょ つて 又賴 り '」 出 樂を閒 ひを 

S 巧る も S 或 ひは 突然 お 喪し 

て 巧て 身の 振む， 方を 相 誤ず 

もの、 働 円の 岡 礎を W 賴 する 

を 等 引き も 切ら ホ 我輩 かき 夕 

た；： 6 みのものは 大いに 刚口さ 

せられる 义第 でもる。 をれ で 

も柴ホ じがて U 本人が ヒッパ 

リダ n じ 巧 求され る， イ ど、 云 

ふなら 別た が クレア ー ド ごし 

てを 理な 蚊隸が 超剩を 吿げて 

今 d 前 越が 出 ホ やぶ 庭 働 

''きの 雜驗 が。 い U 乂. 人な どは 

ホ 常じ间 るので タマに 口が 掛 

N ' えら 斷 はられる のがを い。 

をし で-々 がて"： 5 巧 U ヒミ 

八內 タタ 宿 巧ご少 。からざる 

か 化み 席ぶ て 忽もホ 巧 難’ 糖 

ま 二、 れて來 る ミ f-rr 本、 ょ 

餘 まらに 向ム诗 ホな 所 力を？| 

のでは なから ぅか。 今少し 先 

々のこ ごを 巧へ てを して 相當 

な 計 霞が ホつ てから 働'、 こ- 

こし C 主で う f あらう。 目 F 

す ンパウ "がべ でも H 本人 ク 

レアー ド 八 勘搖陈 b にお だし 

< H 本ん はがを しめても 漸く 


日 會埋事 倉 

ま那 人の 試 訴じ關 
する 奉 巧を も 審議 
紐 育 H 本ん 曾理奉 例會は 去る 
十と り 料亭 都 じ 於て 開催、 晚餐 
後 議事 じ 入 b 地ま會 長講 長 席に 
卷き渐 巧 理事を 紹介し 巧 山 書記 
ぉ^お 錄朗讀 、會務 報吿が あち 
高 H 曾； を 口を 計 報 吿もあ もし パ 
該報吿 じ新檢 まの ぉ 目の 可否に 
勵 ，ては 特別委 貴を 指名し. てみ 
をす る i ごな >、 みで を おを 員 
會 の 報吿じ 移りた るが 旧 島 委員 
技 ょら 支那 人の 新 移 お 法 じ對ず 
る試訴 事件に 關 しち 力 U る 辯 護 _ 

± の 意見を 徵 しむる 結 おい 本人 j 
侧 ょら も華府 大審院に ゾリ- 
を 提出す るは 利益 あ 6 て 貴 失な 

からむ ど S 忠吿を 6 し點 を報吿 

し 右に 願ず るが 源は 特別の モ策 

を 執るべし ど 云 ふ 提案に ホし 更 

らじ桑 港 H 本人 商業 會諸 所ょ 

の 非を 或信黨 に 街して 協議す る 

所 あら 社 會委貿 を S 報 吿は小 林 

委： 貝ち 缺 がの ため 巧 田 雲 記 長 化 

ら てと を報吿 し、 閱係お 一间ホ 

じ山中晚會じ威謝のか雜を^:*し 

たる 後 近 H 歸 朝すべき 巧 事 小が 

乂 とが 氏に 對 しが 巧 中の 巧を 謝 

する ホ 議案を 可 巧し、 山の 理事 

提 ホの 會貞 名絕巧 巧の 纔 案は 委 

員 五 おを 指名 （てみ 巧の 巧 事を 

までに 大体の 澳 用を 報吿 せしめ 

たる 後進 わする じみし、 最後 じ 

圈際 阿が を證じ 出席せ るを 情 巧 

格を 貴 長の 感想 談あ b て お 會せ 

は 午後 十 時半 出席者 化 一名。 

H 本 綿 化 そ 化 長の 

更迭 披露宴. 

本紙 旣 報い 本 綿 化 白が. 糾育支 

巧を ホを 披露 晚餐會 け 去る 十八 

H 午後よ 脾 H 本お樂 部に がて 開 

備 をを 食 帶を賴 き テサー トコ - — 

スじ 入れる 頃 小 株 支店長 起 もて 

が 紐 中の 厚證を 謝し U 駐轿ま 巧 

ちごを をの 巧を 披露し 五 年 振ら 

に 巧 紐せ るり 睛が彥 氏の おがが 

あら、 齋 が 総領事 词會の 下 じ 新 

ホ 飯 I 郞 氏、 巧 木 正を ち 巧 長、 

ffl 島 一二が 夕化畏 、石 本音を 氏 等 

のが 上 祐說ゐ b 做 兹後更 らじ別 

室 じて 歓談 怕を 頗るが をで あつ 

常 校の ホ 席 巧は 同業 瞄 係を 


収め 之れ をスロ 1 モ ー、シ ヨン こ 

巧して 彼等の スト n 1 クボ 化を 
硏究し 庭 巧技の お 速じ资 せた' こ 
する 所卽 おち 寫眞 であるが 今 股 
日本 庭球 協會ょ b を 一 卷を當 地 
淸水 善を 巧の 手を 經て鹏 人し り 
本へ 送附 する 事に なつた もので 

淸水 巧の 巧 息 じて 發 送に 化かち 

映爲 をを 催す 巧 どなつ たので あ 

る。 而 して 柯 フイ 八ム じは 庭球 

王 チイ グ デン 氏を 始め ォー火 デ 
パー トメ ント じ银 もを 壁 じ 巧い 
ご 云 はれて 居る 加州の ジ ぅンス 
トン ♦ ' が 瞬 第一 一位 選 キリ チャ！ 
ド、 ゥキ リア ムス、 湊洲 のパタ 
1 ソン、 ウッッ、 フ少— クス 及 

び 西 班 才のア 〇ンゾ 、女流 逃 手 
ごして は 加 抑の ゥイ 八ス樓 等の 
活動 振らが 収められて 居る。 

米 人の 雛祭 茶 筵 

當ボ西 化 十六 T 目 二 十八番 地 
の'! ■グナ マ 女を 巧る 一二ち 11円 
ル聰を 期し 雛を を 自邸 じ擧 巧す 
る爲め 知臣の 婦人 數十 名を 茶 筵 
じ 招が しじが 子供達は 翌 四日 午 
後 云 時に 招待す る窜 である ご。 


翁 化が 化 治 氏 ぞ年新 城 も 州 ホ 
1 ボ ー ヶン 巿 じが 巧し つ； ゐる 
が 巧 十八 か 宵々 員、 肺を のじめ 
目下 恶メ ーリー 病院‘ がて が 養 
中なる が 昨今 頗るを 態の 山。 
♦大質 順 的 巧 前週 ホ 紐な ホス 
ピタ^に て热を 中の が 巧 日本人 
敎會 が 事、 輕 化の ため 數 U 前 退 
院 、を 曾の 病室 じて 綺を 中。 

化 海道 乂じ 


わが f 兼ねの 

大 た 十 凹 つ 巧 御壽殘 •二 0 
なな & , i がな •二 〇 
高な 巧 策廢 王一一〇 
高を 氏 養が 王二〇 
-化述 おも 劇 U 傅 一 .〇〇 
右 到を 致し， i し じ 

一が を商會 

賣 一家 

場所は ベ ィナ 牛、 バ I ク 、を 
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駐か官 を、；：： 本ん 离腳 巧ぶ、 

閒 記を 八十 余 おじ 速した。 


新 


庭球 映寫會 

..り 本俱樂 部に て 

ホる' 1、一 が 碟惭述 ff 封を じて は 

時 ザ ょら 同 供樂部 じめ て 化を 化 

庭球 あ 逃 串の 巧 制 寫眞を 映寫し 

をが をの 一覺 K 供す る窜 となつ 

じ。 をフ < ^ ムは義 にホ齒 庭が 

協 巧 じがて 巧 巧 一流 選手の n — 

卜に めける 活動 振 b を カメタに 


急吿 


が 育 日本人 會社會 委員の 提嗯 

じ 基いて 設定 さむれ コム ミニ テ 
ィ 、センタ ァ 制度の 趣意に 依 
ましてな 共 滨六席 方面に 巧 お 致 

します 间胞の 懇親 曾を 次の 如 
開きまず から 御 家族 御 同伴 是非 
御 繰 b 合せ 御 出席 下さい。 

.对输 化 萬 こが 注 垣の 词お をな 
の 銜ホ窗 を も働迎 いたしまず か 
ら御 轉援を 兼ねて 御 ホを を 希望 
いたしまず 〇 ‘ 

場所 東 五十と 下目 SI 一一〇番 

が 脊日 本、 おを 

時：：： 二月 二 牛 一日 午後 八 時 

會費 一を じ 付 金 五十 仙な t 

の 蒂附じ めら 事" 

滿說總 領事 H 本ん 會 々長 

ぉ 席 cr 志 I 二を 溃說等 

餘巧 福引 隱藝等 

大お 十四 年 二月 十四日 

■第 六 お 委員長 

鴨 井久 

外 委員 一岡 


♦中な 爲吉氏 死去 

して 『バ ィブ 八 爺さん』 の稱あ 6 J Ji . ' , - : 

き 比^— ホ 貧 傷 小 架 

?い.^ い t いけ ii い 汲 S. で 一 ぁは 五十 S 二を 兩ス トリ- 
つ f 々まる 十九一遂に 死ました ッじ 面ず、 必要で 應 じて は兩方 
♦五十部 章 助 巧を が 法學 専門の 空地を 買 ひ 得.^ イット お 楽な 
學校敎巧、 峨洲^り輪ぉの途巧ゴグフ俱樂部に一^、 附あじは 
ホ 紐 華な 敎會 じ滯が 中。 日本人み 庭め 6、 告學者 じは 寫 
参 今が 眞治氏 軍事 械 察の ため 質を 送る 前約の 上 じても 面 
ホが目下菜；；5^^會_し投^軍。 談、委細はホ紙じてじ、。 

♦前 旧 拾 化 氏 東を ホ 誠 之小單 
校長、 去る 十五 日 喊洲ょ h 着 紐 一 r 

ホる 二十 匹 日發歸 朝。 貸 室 


诵潔 じして 皆備 おを 

SS: ンン ト化廉 \:>ち ホ 導 
. ^ 栖^- 扣巧蠢 を化舘 I 等い 方は 午後 六 時 過 御 ホ をを ふ 
蓄言官 まる 十 昔 着が ゥ J ミ". 量— \ 一^ 

ロフ アストリア じ 投宿 中なる ー ゴ吾 己雲 f i 一一 

で お 朝の 蟹。 室 綺陪 。室 スナ！ -も電 
越 巧 氏 獨逸义 巧 館 1 等書氣 、電話、 湯 おを 備 、五 趣な 上 


F 吉吉 RIC J. SU ま 
畜互 asi Ave, 三. さ 


义 宣敎師 慰勞會 

日本人 美 0 敎會 じて は ホる 二 

十ーニ日(巧曜日)ヮシン‘ンバー 

ス •テー午巧六時ザょり同會窺じ 

に 於て 目下 滞が 中の 外 威宣 敎師 

二十 名を おがして 慰を 晚餐會 を 

催 ふす 吿 じれ 夕數 閲胞の 巧會を 

希望す ご闲 じ會雙 は！ 巧。 

♦證 彫會 総诗糾 育が 留 邦人 書 

家の 翩化寓 酿會じ T は ホる 二十 

二日 午後 六 時 ょらが 亭ホ廣 じ 操 

曾を 催し 會務 の審講 役員の な 選 

をい ふ 山。 

総領事館 送別 會 本日 ± 確 午 

後 六 時半ょ b を々 渝 朝のを じ 就 

木下武 雄、 蘆 野な 兩官 補の た 

めじ 日本 俱樂部 じが' て 送 則會を 

偶す ホ。 

々泡 一 會例貪 五一 待に ては 昕 

かみが；？ rji ぉち？ 勇ね 宿 員 山 

野吳 一巧の 送別 會を闢 きたる が 

夕數巧 曾ぞあ b 碟况裡 じ 散會。 

• W 島 牧師 引 籠 お 0 敎を川 島 

牧師は 随巧 のた め 目下 引 韶ら靜 

を 中。 


記官 去る 十八 日獨遷 よら 着が まキ 前と 時よ み 午後 四時 迄 だ 巧。 
林總 領事 どして 巧片 十と H を & 虽 w'10 呈 supt》 ぎす ademy 普吉 

蠢化便 CW 豐 8。 M . 

*山 山を 太 郎氏寒 高津— 一貨室 &當 なよ く氣持 もよ 
の兩 巧は 數； r 前 當化總 馈ホサ 館 富き 藥 、お 室に 麗 接、® 巧ら. よし 
補 V して 喉 府大化 館よ ら轉 巧。 二人 家內 の、 ホ 人 良家 挺を 巧が が 
•がみ 長 犀 氏 大殿朝 口 新聞社— 軍 5 ふ 吉一 5 害 St, 暑 
化締 役、 幸る 4 .昔 午後 着 紐 ホ 一^ら 
テ：.； ザに 巧 お 當み滯 が。 ¥臺 
♦がむ ホ 史た赏 '巧 紐の' 同ち 江- 
巧る 二 一巧と 日發 にて 南 ホ 視察の 
途じ 上る みな 巧が 約！ ニケ 巧の 豫 
をに て歸姑 e 當。 


幡說あ 


々 H 本人 荣 W が お 
『題 ホを』 川 島 牧師 
♦常 督敎 修道 お 
『搜进 の 精神.；， 川 俟か師 
育 H 本人 巧み 

『ホの 創造 じよる さ J 淸水 あ師 


明るい 綺麗な フ〇ン 
トグ i ム 、夫婦 者に 
窗害 、な- •をで 便利、''.! 遇 十 弗 
置 W 122nd 巧 ミこ -D 
Tel. Mornings 古 一ち 30 


表网きの大室、 一人 

重璧 を一欠じ響、 電 

燈 電話、 ブチ （ムヒ ー ト 、其 化 
設備完を' サ7 、 バ ス み硬直し 
養 w ' it 吉こ |一5 ぎ 里 geib 吉 19 


急 を 

ぶ 人 島 知 縣乂松 井が 治 氏病氣 j 

の 爲め目 下-ー ウジ ヤ アジ ィ州 ホ- 
ボ— ケン 畢メ！ * — 病晓じ 乂院- 
療養中 じ 御座 候處 非常に 重体と 
相が お 候 間 不取敢 W 巧 fc 同巧舊 .一 
知 諸君 じ 御 強 细中上 お 敬 あ 
大正 十四 年 二 巧廿 一 H 

おが 二十 五 T 目 化 四 蚕 

橫 溶が. 店内 名 殿 佐が 
困澤 鹿を 


一醉揉 療治 

面が ま マッサー ジ 

り 本式 按摩 按腹 

神經締 9 ゥ マチス 
，の 打 身 骨ぅ づき 肩 
品 4 啸み 蟹连ひ 
相 其 砸諸お 揉 類 治の 御 

P 山 需巧じ 應じ抑 電話 か 
ん第御 滚筵义 は ホ テ 瓜 
〇ん じ 出張 親切に 治療 申 
化 做 t ます。 前約の 方は 
自 ちじても 施術いた 
.2 しまず.。 ‘ 

S 蝶 i 津輕 東洋 

風を 化 T 目 ホ 2 を 巧 
.電話 スカイ ラ ア查八 セ 
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明るい ず' 氣の 流通ょ 

き獨ゴ せる 乂 室、 設 

備 おを-新調が 具、 グランド フ 

。—ァ 、を渔 便利、 化を 路 域、 

室化恰 巧、 H 踞じ 御ホ訪 をと ふ 一 
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抑 視 察 二 狗便 巧 ヲ 計 

國米ホ 

あ 庭 的 御宿 泊 二 適 

带話 八— レムと 一四 五 
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一週 五 巧 及 八 巧、 一 
人 父は 二ん じ 適す、 

十 か タィム スス クエャ I 
へゲ 立み お 話 ヵン バラン ド 0 五ー コー 

ミ 忌 h St , す 夏 一与 黒が 梅 子 


ホ 眼，、 十" 


一一ぎ 樂敎丧 

_獨 唱歌 巧を？ ケ 3 
西 六十 五て 貫 


ピアノ •ゲ 
アキ オリン 

獨 唱歌 巧を ぶ. ーケ片 《亦 {一過 一 固 
西 六十 五 了 目 東京が 食 階上 

菊 池 盛 太が 


が 

服 


化か 直し 


古服の お錢度 仕よ がし W 化プ 
レスを 巧速叮 喀じ蠻 致します 
から 何卒 御用 命を 齡ひ ます。 

日本 泮服お 

巧 五 卜八了 目 一二 ば番 

電話 コ 。 ム パス 神 一と 一二 
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なが 改造の 運動 

故 化 〇 本 化み 巧特 巧： 2 みの か 

き 一が 迫 t がらした... 円'、 if 巧 

陌别 なぶ 化、 井 t 华么 助、 勝 山 

ホ 非、 巧が 池阳を 娘、 馆洛淡 一 

ミの 上‘ お 盛旨ぃ け岡沾 巧輔 、上 杉 

が 南、 滕 山ぶ ぶり： 化 巧み おを が 

推し レお始 一新 窝。 る； 翔 化を 

組蜡 したが a : 目的は 昔 坐 活に即 

して 蚊 あの 化を を嘗 巧ず る じが 

ゥ」 ご。 若， L 巧 特 おの 巧 ふる 巧 

にして 誤 還 ド* しどす い 吾人は 

か國 にがて 巧が お鸣 階級 じある 

ん± の敌 をじ對 する 無智 V - 無策 

ごを 悲 むめ 外け ない。 國 はの 實 

ホ活じ 邸し';;* い 政治が あつて 堪 
る强 のらので は。 い. 〇 夫い は 夫 

れ でょ いごして お ホ 巧の 如き 速 

; 動.^ 狸さん どす る 動機が 致黨め 

派 こ沒交 ホで をが シゲ キック • 

才片 ゲニゼ ー シ ヨンた るを なて 

せじやぅごする：：^らばけ的が餘 

らに 袖を 的で あるし、 资 際の 政 

; 治述動 レら しめむ どす る じ わる 

ド。 らば か 化の 一を し い 而も 鞍 

聘 山^ 天狗 述 のみを 狩ら 集めた 

脚 体を 組 城した ご ' 何等の 意義 

も‘', ょけれ ぱ 效裝ら をげ 博たい で 

はいょ いか。 巧る 指 填 階 波の 人 壬 

は：！ じ 『實ホ 活じ哪 し』 など ご 

一 W > ゴバ ' b 々な 政 おを 遊 蔵 化ず 

るが おを かおず るに 過ぎ い C ' 

が；'、 はを ホし く眞翔 どなつ て國 

民の； 禍 利を 巧 進し 国力の 伸展を 

謀れ。 !| 

ベ ー ジ紀 を學校 

ド^ — ス •フランの 穿 質 i - 成な 

まを であつ たジー •ィ ー のか 締 

を 曾を 才 I ウェン •.子 ィ •ヤング 

には 去る 一一 十二 1 H ジ， ゴンス •ホ 

プ キン ス乂學 第 四十 化 间卒萊 式 

に瞄 わで な 駐英 大使 ウ ォ^夕！ 

エッチ •.へー ジ がを 學 校に 關す 

る宮- しの ホ 張 k 隅 明した グ 巧の 

よ 娘は 吾人の み啦 せざる を稱な 

い 巧で ある。 就中 义 人の 巧め じ 

二 邸る 巧ぶ 裝 だ 企蔚 であら 亦獨 

b 乂 A のみ。 らす 都ての ジンゴ 

ィス ッ 、向ぶ 乃 能 論 巧' 偏 巧。 

る國粹 がむ 育 おま游 者を 强制的 

に 化を おじ 叩き込む す聊む e 卿 

め るげ にお 海 巧 後—-.'’、 G らば 化 

; 界 のが かを 維持し 闽巧 S 協調を 

:化 進ずる 爲 めじ 一大な 献を战 み 

1 巧る であらぅ。 ヤン ダには 思れ 

を稱して『ピ ース《ス 々—^ Jl で 

- ある ど 云 ひか かの 學 巧を 普ぶ せ 

- しむる は 刻 ー トの急 擦で ある ピ論 

I じ、 » 術じ攸 6 てを 柿の 細 茜を 

一 撰 おし 巧る 巧 化に な 巧 ホの 

一じ烟 瞭必理 をが 巧し 网陈 お赏を 

I 精査し 得られ 《 ご 云 ふ 巧 山は な 

I い。 化 確。 る 化が 究化お 査は經 

て闽巧 側な じ掛 して t 轟 適當の 

规 がご 利 勘 ごを 巧 ゆなら ので あ 

る ども 說 しむ。 氏は ホ 廣際也 巧 

の デリ ケ — U る 一 1 1 二の 举例ど 

してを 則 的が はなが のが 搜 、滿 


勘 西 じが n る 掛乂憤 おの 還 問題 
の沸媒 等を 舉げぺ ー ジ がを 學校 
占 】 岡 際 脚 保ん 巧 術 シお展 せ 


て 闕瞭平 かの しが 典す る所廣 
大 。るべき を 等り ご 共 じ 故國じ 
がける H 本^な 豪-」 對 自ら 進 


め ごこ 削 題の おもたる 事貨シ ' I わい ぺージ がを 學 校ぶ をを 集 ■」 


探 巧し で 二】 図 陈挪巧 V 巧ず 的 ■，じ 
をり 稱 たる 巧 年を 加會 •—提 化す 
るの 聰艇 ろ- 辖 が-' 得る であらう 
ど鮮 言した が ぺージ がを 學 ほの 
± 的を 現 質す る 吾人は ヤング 氏 
の 計 寮が 一り も 速 かじ 具が 化し 


W じて 涅大 なろ ホ かの 巧 想を 蔚 
贴しおを に n て はな基をのザ. 
が码 巧を！ 部の り 本人 じ 叶て 負 
擔 して 氏の 計晝和 •支持す る も 一 
案では あるょ い獻 ど測吿 する の 
であ-る 0 
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第二 軍縮 會議 
米國政 巧が お觀顏 

英國 外相の 聲 巧を 早計 •こ 見做 卞 
即刻の 刀 口 集は 望み 砂な し 


y シン トン ょら 速す る 諸 情報 

を 綜合ず を-し ホフ ィト • ^ クス 

じて が ホ 國れ府 が 今 同の 第二 軍 

縮 留講パ 集じ戰 して 

¢1 界 •か 哪刻じ 巧 集ず るが 

如き 巧を を まけて ゐ る* とは ホ歐 

校府 巧を 惑 どず る 巧で ある どい 

ふ 態度を ホし つ をる もの！. 脚 

下を 涉も單 にを 政府の 惹お間 

をせ 化 一 上に 何等の 進境を 示して 

& い* いィ ー巧して ゐ るが' ホ國の 

即刻な 集 じ 就ての 難關 は、 第一 

-し英 國み相 チヤ ムバレ 1 ン 氏は 

駐英 ホ國 大巧 ヶ n ッグ 氏が ぉ發 

を-王 •っ 乂國 は歐讲 •し L て 準備 

が 成る むら ば爵議 をな 集ず るを 

向つ て陈 力す るで あらぅ ど述 

たるに 斟 し、 英闕が ー ホに が 

て フランス のがを 政び 潜水 鑑の 

糖 張に 對抗イ る 意 ホの 軍備 擴張 

豫 眞を絕 出して 曾魏の ド 提講を 

をます るに まつだのは 稍 巧 計で 

あろと 云 ふじんち て、 

第一 一の 理由と. しては 目下 

ぶ 貪を 員の 問題 ど わつ えみる 

米 鼠 飛 巧 巧の 巧 備不充 f ちを 


じつ i わる 爭 論は ホ 騎敌府 が 稍 
もずむ じこれ を 0 て 第二 軍備 縮 

々會遽 におず る 米 踐の立 窺を 中 

み じ 誤が せし むる 巧 慮ら あるの 

みならず、 今期 誤會が 程なく 閉 

院 する 關 係に あるから 證會の 終 

結す るまで 本 閒題じ 就て は沈默 

を ザる を 可 ごする VJ 云 ふじ あら 

第二 一の 埋由 ごして は鹽隙 聯盟が 

旣じ 第二 軍縮に 着ず せんどし つ 

つ あるな 上、 鞍ら に その 失敗が 

豫 期. されて ゐる もの どしても ホ 

超が これを 無 親して 邸 剔 會讓を 

巧 集 する のけす 穩當 であ 

る どい ふ裡 も、 第 四は 0 シア 及 

び獨距 に關聯 すを 問齒 でぁつ て 

濁 逸め 參 加は フランスの 極力 反 

おする 所 ごして 稍を るべき 理由 

める も 。シアの 除外は 太 ホ洋 

の 海軍 閒趙 及び 梅 お 間® じ 就て 

は特じ關係深く巧つて巧る場を 

じり シアを 除外ず るのは 不合理 

である どい ふ 壌 論で あつて、 口 

シア 間 題 じ 就て は U 儀 新 盛を の 

關係 よら 見ても 义 闕化府 は化當 

苦み して ゐる らしい。 


巧 さ わ ；：？■ い 限も 宵现 わ ををは 
いど 信 中る を々。 

'主力艦 比率 ご 

補助 艦 率 

ツ シン トン ホ ニ H 獲：：：：： 义剧が 
が部內 にて は ホるべき 第二 軍縮 
會麗 にて 制を すべき 補 肋 艦の 比 
率 協を'.: 就て け 原が どし" しよ 力 
廳比窄 でぁ* 〇 お一 お を 化 本 
どして この 適用を 補助 艦に ホめ 
るぶ 向で ゎるが、 ホ國 案の 基礎 
どず べき 兰列强 め 補助 艦の 势々 
を 比較ず るに 左の 如し。 

【ィ】 近 化鸭装 巡泮憾 . 
巧闕 米 瞬 日本 
一王 一二 五 5 六 二 一ろ 〇 
り】 近 化 駆逐 濫 
化 •とと 六 •化 お 111*00 
一:-】 潜水 腊隊 

0* 八 一 一盖 一 i 二ろ 〇 

〔三〕 第一 潜水 艦隊 
ニー •五八 二 •化 六 一二 *00 
而 して 千 化が 十二 年度の ホ閣お 
軍計畫 '..巡 洋 おに 於' ては 英國の 
皆無、 = 本の 六 隻に掛 し 十一 一隻 

を 示し 潜水 歷は黄 國のサ お隻、 
H 本の 十二 隻じ おしみ 十九 隻で 
わつ じが、 今後の 造 艦 則 蕾豫算 

じを へば 巡洋 渥け 獎 厨の お 十と 

隻 におし H 本は 出 八 隻ホ圃 は 
十隻 じして 假らに 讓會が 一巧 姻 

級の 巡洋 篮四隻 、像 算六モ 四な 

巧 弗に 就て ょ b 寬 をなる 態 巧を 

化る V 一しても n 本の 十と 巧 千 五 

順、 お 劇の 化 一巧 八 千 一二な 八十 

觸じ勒 し 十 r 力 五千顯 どい ふ 劣 

勢 じして 火 統領 ク ー リツ' デ 氏は 
國 内の おも 節約の 熙巧上 お軍輔 
限をを望してなる：；>、 若し第二 

軍縮 じして 失敗の 媛を は 跑をも 

五 1 五 illls 比率に 化ら お 軍 力 

の充 賞を 針な 绪で旣 じを の豫算 

ぶ 計上され てなる ので ある。 

靖れの 舞臺へ 

外相 出馬 說 


國 際聯證 U 不平 顔 


各團 のち 張 差異を 指摘し つ 


ピネダ ァサ ニ U 凌：：；：： 國瞭 聯盟 

幹部の 米國 第二 軍縮 會 遠：： P 集 

觀じ扫 '、、. 

聯印 化が 最も 知らん ご 欲す 

る ものは ク ー リツ デ 大統領が 會 

滋をパ 化せん どす る眞 ぶで あつ 

て、 若し 米國が 補助 艦即 も輕裝 

巡げ 艦、 化を 隊 、巧 水 艦 度び 毒 

巧斯 等の 制限を 討 廉^ る もので 

ある ごすれば をれ は頗も 不可解 

である。 化 人は 知 &如< 英閣は 

をの 自治 孤 k をが 誰す るな がに 

於て 輕装 巡が 體の 制限 討 满を巧 

'んで 居らの が、 フランス じ掛抗 

ずるな ホ じがて お水濫 ごがを 隊 

の縮少 じけ 基んで 應 やる 倾 向で 

ある。 こいじ k して ソ ランス 及 

びが 太 利は 自国のを をが 絶對じ 

巧 降され ない 限らが 巧-除 や 潜水 

渡の 縮々 じな おを するどい ふな 

がで ある。 巧 じ 


陸軍 縮々 じ まりて は 到底 

信じ 得べ からざる 所で あつて 巧 

國 はを おすべき も 沸 伊は 確實に 

これを 巧 絶すべき が、 これに 對 

し ホ 國か麻 ごして は歐洲 の對米 

負 償. こる ふ 武器を 巧し 歐渊 を鹽 

じして 讲化 のかき 軍贿じ 着手し 

つ i あるな 上米 國 はを 債 ホ濟じ 

就て； ホも讓 ホす る 能は ず どい 

ふ立谣 からこれ を 動かし 稱 るで 

あらぅ が、 巧 時に 負 僮 决巧も 今 

後を 岡の 豫算 編成が 袍迄も 建設 

的 事業 じあら ミ通吿 する G らば 

を則强 らお やや 獲 化を を じる じ 

化 違ない。 併し ホ國 政府が 架し 

て戰時 中の 

貸借 顆 係を 循 どして 陸軍 

縮 少をま 張す るかは 疑 巧 どず ベ 

き 点 ぞぐ 、これを 要するに 第二 

軍縮を 證は查 が 調. が どを 阐 家の 

を 全 巧 隙、 特に 後者が 染 一に 解 


a ン ド. ンサ四 y 發 u 當 化の 外 

をを じめ て 專ら祇 評されて ゐる 

巧-し 化れば 第二 軍縮 會議 の開摧 

じ 割し 巧國 は無條 が じて 米留の 

巧 動じを ふべ くこれ が實 現じは 

尙ほ 相當の H 子を 赞す當 である 

が 数く み 争 夏の 會講は 確 賞で ゎ 

ると 認められ 岛 つホ國 の官邊 た」 

は外棉 ナヤ ムバレ！ ン 氏の 出馬 

を 選み 旣じ 同氏の 渡米 期に 就て I 
巧々' なをせ 中で ある ご云 はる。 - 

が據が 布設は 

威 脅に 非ず 

巧 脚 首相が 畿會答 辯 

りン ドン 化 四：：：： 發 ：= 化 守錢脊 

相 ボ .< ドウ ィン 氏は 今朗 シン ダ 

ポ ー 八の 海軍が 滤地巧 設閔題 じ 

關聯し 潍曾答 辯 じ 於て U 本の 黃 

巧 ある 人々 はこれ を U 本 じ對す 

る 威を ご 認め 起ら 中 ど 述べて 曰 

<、 

U 本 じがけ る 一が のん 卡は英 

國の シン ダボ I グが軍 根據地 

布 設じ觸 しお 國が酱 M 盟國じ 

おする' 平 か 的 意を にぶく 事業 

を躺 疑し つ； あれ どり 本 政府 

ぶびが 識者は 斯る窜 楽は ドツ 

ク •ヤ ー ドが 巧よ ち 化 やる 械 

めて 自 がい •結 架で ある i を 巧 

か 認めつ： わるもの じて 日本 


を 化る 實 じ； 一千 S 巧 哩の些 

おじを る i に 想到ず るなら ぶ 
到底 威 脅と 認める をは 出 ホぃょ 
い。；^ んや両 越は をの 歷あ的 
。る 過去の 借 化を をぶ 證どワ 
シン トン 協を じ 化ら ホが 維持 
の皆遍 的な が權じ 向つ てを 致 
の ホ 調を 取つ てなる。 

ど斷 じ-をら じ 巧 一み ワン ン トン 
會證じ 化 席した る U 本 化 装は 與 
國の シン ガポ ー ^ が 軍 根 滤化 巧 
設 のを 志を 熟 かして ゐた V 答な 
した。 

ぃ 露 新 協を を 

勞農 批准 

ジエ ゲノフ 氏排巧 
，ダ廿 四：：： 發 ：：：： 勞 農。 シア 社 
會ま義 聯邦 中央 執行委員 會の H 
露 新 協定 批 おは、 殺く 典 二 S 糊 
巧を 要する であらう ご 云 はれて 
ゐた がまる か n のを 旨會 じがて 
二 一巧 一目のを 委員 貪を 株たず 脚 
刻が 谁を終 f し 、 とけ 一般の 意 
外 ごする 所で あるが、 委員 會が 
斯 くを 速に 批淮 した 巧 おは 勞農 
使節々 ラ' ィン 巧の 急電じ 化を 口 
シアの 批准は H 本 政府の 批准を 
がを ならしめ るで あもう ど通吿 
した 接果 下機雜 新聞は ホ 批准は 
恐らく ホ國の 。シアを 認シ 急か 
しめる であらう ご 論じて 在る n 
ベ 火 リン ホ ご 1 U 發 u 羞じ 陸軍 
お臣卜 n ッキ ー 氏を が 治 的に 义 
脚せ しめた 第ー ニ ィンタ ー ナシ 3 
ナ レの ダレ ゴ リキ ■ジエ ダノフ 

氏に 凿し 部内に 非難の 聲 高'、 威 
は 同氏ら 巧く 失脚す べきが 勢 -V 
あら、 をの 盡 じる 理由は 巧の 倘 
人的に 巧 まれ 枉ら ざる 2 ご 氏が 
聲 をみ にして 世界 萃 かを 叫びが 
國の革 かを お 動しつ^ ある， とぶ 
シア ど 吳疵が 太 利 等 ミの 關谅 
を 益々 麗 化せし め 巧に ホ齒政 消. 
は 壌を にが- ては を < ホ 繁 政が 
に假 承認を 輿へ A W しつ〜 あ 
巧に 當らジ エ ゲノフ 巧の ぶ 化は 
a シアの 巧權を 傷く どの ホ 難が 
直接 これ 等の 對 巧を 渉に 嵩ら つ 
つ ある クラ ッ シン 巧 1 派に 依ち 

叫ばれて ゐる爲 めで あるが、 一 

方 C 命中の 卜 U ツキ！ 巧は 目で 

著述 中に して 消息通ろ 間に 氏 

の 政洽的 再現が をい 中に あるを 

を谦 言して ゐ る。'. 


訪問 もを の 爲め一 / g 御 延期 說憐 
はらた る も 陛下 y 一は 二週間 後 じ 
は 地中 お 力 おに かれが 卜‘ じて 
御靜養 相が りク / 工^* 陛下ら 豫 
定の如 < 御 出？ y の當 であるが、 
國王、 皇ぶず；||び ョ ー ク殿ドが 
期を 閒 じく 心で 巧 國を御 出發の 
丢は極めて！^る至でもわらこ 
の 邸の 政務 郷化 扱に 就て は鞠單 
な 形式に 做を 特別委 員の 任命を 
見る であら もと 傅へ. られ てゐを 

臨 城 事件で； 

賠償金 嘉 

化 掉 廿 sy 發 U ち A 巧 府は一 
昨年 五 巧 化 六日 上が 京 則 車 じ 
乗じて 臨城齡 近に 差 - f か； つた 
際 突如 ごして 開 賊閣心 襲撃を を 

け 米 人窝聚 n ッ クフ！！ ラ ー 氏の 

義巧ァ 八 ド リッチ 攘ホ化 甘 四 人 
の外题 八、 二' 百數 十一 八の 夕那 人 

が 人質 どな b 國際 問^を 惹起し 
た 事件に 離職し 化を ム化鹽 を 巧 

表してか蘭公化ォ 1|^ァ ニ ッ ク巧 

は 賠償を 其 化のを をず けつ 
あつたが 遂し 今朝 0 て 镇害賠 

償を 化で 弗を 手^した るが、 を 

の 外 追加 要 ホに^ ては 今が ほ 解 

巧を をる じきら 心 いけれ でも 支 
が當： '? 側 どして^ 追加を ホ 額は 
賊少 すべき もの をる ごい ふ 立 
場から 夕渉 巾で ぶム。 


た。 四十 化 年の ながい、 退 庇な 
I ま活 の連潑 でぁつ た。 

だが、 ふら かへ つてい ま、 で 
喘ぎ^^がらのぼつてきたおの下 
を のぞんで 見む じ、 なんど 云 ふ 
はかない 過まで あらう か。 すべ 
ては 霖 である。 霧で ある。 をの 
ji :* かを、 か 横の やうな 椒 をした 
VJ ころ ド、 彼は 逃げる 前モを j 化活な 少年の 自を •如 ミ ほる。 す 



« 


侵 

ん ザ 
をが 


ふさがれた {めか、 をれ ごも 戸 
惑 ひを した i めか、 VJ じかく プ 
ラシの 下 じは さまれ て、 もろく 
もた ふれて しまつた ので ある 0 
先生は 逃げた は づの挪 がた ふ 
れ て、 自を のまへ じう ごめいて 
ゐ るのを みる ど、 いさ i か 意外 
にわ もつ た。 


る ミ、 二十 幾年 かまへ じ 立 もい 
でた をい：；： 本の 記憶が、 をのな 
つかしい 山河の 致 色と いつしょ 
じ 目の まへ じょみ がへ つて ホる 
i しか （をれ ィら 今は を ぼろげ で 
ある。 をして 巧 人は、 あ t 愛人 
主 0 

化を はこ！ まで 考 へて ホる ご 


ぁんな 機敏む 娜 が、 己 のす 巧 I 咬む やうな、 化く うやうな 寂寥 

易な 一臀 でた ふれる どは 不思儀 
だ。 これは 一 柿の 出合 ひがしら 
か、 をれ ごも ァ クシ テント かも 
しれない が、 をれ じしても、 こ 
の娜じ S つては 不幸な 偶然 事 だ 
つたのだ〇 宿命だ^^ 

先生は かう おもつ て、 哪 のた 
ふれた S を 宿命 だ ご衛單 じ歸着 
せしめて おいた が、 細は なかな 
か 化生 ほでの 餘お をら つて 杏な 
かつた ので ある 

うけた 巧擊 はけつ， t て 致 


か 的では なわつ たが、 をれ でも 下宿屋の 娘は 己を ふか < 想 つで 

前 也の 足を を 一本と、 をれ じ 巧 くれて、 をの 大切な 首 飾 すら' 

化の 雷を いためて、 飛ぶ にも 飛 巧 親 じ 內處で 質 入を して 已を时 


j 


アラス々 の 强黨で 

海電 y 切斷 

七ヮ！ ドが j 二日 發 ；；；： 本日 やが 

二 時 じ約册 秒に 直ち 二！： の强； 银 

あら 水管は 破裂して 化 巧は あ < 

戶外じ 避難し プ す ンス •ウ キづ 

アム •サウンド じ述 やる 海底 蕾 

信は 震動の 爲 め切斷 さる i じ ま 

6 鐵道據 のが 水灌も 破な する に 

まつた が、 アド々 レ！ デ じて 

午後： 時 五十 五 かじ 約 化 秒じ宣 

る强巧 あち 時計の 針が 化る 稱巧 

であ つれ ° 

英國 々王が . 

靜養 御旅 行 

り ン ド ン か兰〇後^盛じ惡性 

威 巧に 罹らせられ 一時 お 態御餘 

惡を傳 へられた 英國 々： 主には が 

後の 經過 頗る 御を 好 じて 目 ド パ 

ツ キンバ ム冉 殿に 御 靜養中 じし 

てウュ ^ K 皇太子殿下の 南阿 姆 


- 議會 - 便’ 

を安維持一^じ 

對抗 籠業說 

まま 特電 ホー ー H 發 ：：：： 治を 維持 
法案は が H 衆議院に 緊急と おさ 
れ 委員 附巧 どなつ たが、 右に 陳 
する 勞働團 体の 惡法反 對演說 を 
じて 激摄 しね 會 衆は 幾會じ 巧し 
掛ける 途中 醬 t 官隊 i 大衝 突し 幹 
部 連 ホ ホ名檢 おされた。 反凿间 
盟會 じて は 一大 運動を 起さん ど 
協議 中 G るが 構を じの b て大罷 
菜を 決 巧 せんご 敦圍ゐ てゐる 

貴族院の 改革案 

東 ま 将電ホ ニ日 發 U 上院な を 

案は 旣 報な 外 棘選講 員が 廿 五名 

の 外 官職に 依る 議員 即も 檢事纔 

を、 大學總 長 等 國家機 關み宜 選 

遙員及 學± お 並に 中央 衞生會 等 

の增加 項目 ぁ 6、 夕額納 稅諸員 

は 化 そ 議員 どな 稱 するな を 案じ 
激して と 院のあ 勢は を算を 幾を 

前 じして 頗る 隙 怒 ごな つた- 

普選 案樞府 通過 

ま 京 特電 化 二 H 發 ：=： 樞を 院本 

會護 じがて 普選 まは 修正 附 じて 

通過した。 

庭 崎が 雄 巧 質問 

ま 京 特電 廿二 U 發= 尾 路巧雄 

氏は が遇應 とじ 關 する 件、 元を 

の黎蜡 無禮じ 願す るか、 元を 廢 

止に 關 する 化、 樞密院 改革に 關 

する が 等 じ 就て 政が 當用じ 質 間 

を 提出し じ。 

樞府ご 日露 條約 

東京 特電 廿二 U 摩 = 樞密 院審' 

査 委員 會 は：：！ 露條 約を 可み した 

巧相ィ ー宮 巧 大臣 

東京 特電 化 二 H を N 巧 大度の 

後 巧には 牧野 仲顯 子、 を 内大臣 

じは 一木 島德が 氏を々 巧 定し近 

くを ぶの 笠で ある。 


ばれ やじ あがいて ゐ た。 彼は 二 

二邊 ころげ まは つたが、 やぅ や 

， rs のこ どで 痛手を ぅけた 足を ひ 

き やちながら おきあがる ど、 懸 

かの 巧 力で 羽化を ふたつみ つ ふ 

つた々 をして ホ さな 飛躍を こ 
ろみた。’ 


の 威が ひしひし ど わが 身 じせ ま 

つてき て、 おもは や ふたつの 手 

で、 われ ごわが 顔を お ほひた < 
なつた ° 

己は なん i いふ 馬鹿者で あ ( 
'たらう か。 自 をの 專 巧す る舉瞄 
のた めじ 身 も必も かれむ けて、 
たうた うい ま I で じほん じうの 
人間ら しい ホ活 どい ふちのは、 
た 5^ の I 度 も体驗 をし 一‘ はこむ 
かつた の だ〇じ 里じゐ たころ、 
あのが ー デリ' ゲ オリ じ も かい 


けて くれた 〇ぁ のがけ 己との 杜 
婚を のぞんで ゐ わ。 けれで も 口 
はいょ いょを の最 をの 巧を を ~ 
なければ なら U いまへの 晚、， 
つを など 身の まなち の ものを* 
つて 〇ン ドンへ とを 延びて し A 
I' つた。 ああを が 者の 己' よ。 あの 


しかし 彼は 舞 ひあがる ミが で I 娘は でんな にか このら V 怨ん 一 
き U かつた 〇じ 'V あせる じか も 
であつ た。 

先生は しばらく 繩 のを モ をみ 
まもつ てゐ たが、 やがてもう 
巧 ブラシを ご b あげる ど、 最後 
の一擊 をく はへ て やらう か i あ 
つれので ある。 先生は 殘 忍な 殺 
戮の快 かに さを はれ R ので あ 
先生は ょろめく 繩 のうへ じブ 
シを かざして 、いまにも をれ 
を 巧 も おろさう ご したが、 ふご 
なんご 思つ たか、 をの 手を ひつ 
こめて しまつた 0 
先生の 也の 奥底からは、 この 
とき 憐慨 とも、 側 隱の情 ども、 

なんどち 云 ひやう のない 一 補の 
必が目 を さまして 來 たので ある 
ど： i 時に、 またを 身 的の 力を 傾 
倒して、 でう かして 巧の 手から 
まの かれ やう どして なるこの 小 
さな 度 蟲じ對 して、 ある 诗 敬の 
今 也 さへ むきた ので ある。 

さう だ。 この 嫌です らも、 

屛 間の ひま さへ も 生きな がらへ 
やうと してなる 〇 この 兒 .口ない 
力、 この 力が、 邑 達を 永久に 退 
鹿な 道を なきず つて ゆ < のでは 
ある 主い 一 か 0 

化を がう 必 のう もじ っぶやぃ 
たが、 彼には いまさら じ、 一々 
の 生物 じふ かく 椎 きつけられた 

ホが 慾の 化强 さが おはれた。 を 

して また をれ につぐ いて 長い わ 

ひだの、 自 みの 痛ましい ホ 巧が 

回想され たので ある。 

をの 闽想 はたごへ ば 長いが を 

のぼち きつて、 うへから したを 

見 おろした やうな 酿じ でも あつ 


であらう ° 支だ凸 としても 、 * 
のとき あの 下宿屋の 婿と なつ V 
なれば、 をれ からの 二十 年を、 
不遇 ど落冀 のう もじ 日を おく， 
なく ども ずんだ であらう が。 つ 
はまた0ンドンへ.巧つて、か- 
も、 不思 儀；： >緣 で、 P シァの 山 

のヤア シア •マ 八コ オフ スキ， 

どち かづき じな つて、 をの 父 S 
の 銀 巧 家の 知遇を 得て、 すで 一 
學資を 給して もらつ て、 大學 
通 ふ < こ ろザ あ つ た が 、 . 妙な^^ 
化から、 をのが 意 もしら ぞけ一 
しまつた 〇 をして その後を の i 
.こも ホ懲 じと ほざかつ てし ま _ 
た。 戀は 永生 だ、 をは 不滅な 一 
ど 云つ た 詩人が どこ やら じあ- 
た やう だが、 しかし 戀 ほど 四 
がた く、 まじは かないら のが- 
ら うか。 をは 線を 化かの やう： 
'一瞬 じひら めいて、 また じ も. 
も 巧. 口て ゆく 情火 じすぎ ない 
な あない か。 


海 の 內ミ外 

♦上海の 羅萊慕 動の 指揮官 
ホが をが 手に した 擲髮 をの 支^ 
婦人 VJ ぁる。 日' 本の 新眞 婦人 
ぞ やわ あが i ゆいだら ぅ。 

♦瞄 東大 墓 災の餘 霞、 この 
じ ま b が界の 大巧を ぼつ-.,.- 
返し、 高山 巧會 じかの 手擧る 

♦東を 巧は 生活難で が 人 S 
出、 紐 育は 春 さき じむ， ると 靑 
のな 人が 巧 わて ホる。 

♦散々 修正 じ 修正を 饰へ ら 
た普選漸く上巧、 風船玉じ4:^ 
ねばよ いが。 


が 育 小品 
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1144 3 r(iAve,i bei. 6 的 1 ^が化 ^s. 


JAPAN ART STUDIO 

624 liXiG が flH AVE. !U. 

巧し PLiZA 4 巧 8 



UP TQ DATE ST 化 E 
Custom 

Tailor 


71 W. 4 が h 化 N. Y. G お 
Te し Hand が bilt 2546 


MARyHAOHI & Go. 

17 E. 17 比み 

Tel. な uyvesant が 59 


S.Yokoya,D.G. 

154 W. お nd む . 
Tel. Riverside 4851 


DR •比ん GARDNER 

D に NT け T 

S が Madison /Ive.gel が - 8 1 st なん 

Tel. お gent 71 が 

水 综 
午 曜時午 目 ▼ 

後 ' 煎^ 診 
一 午 午 九 察 ミ も 
時 前後 脖 5 時 ^ 
九 一！ が始 
時時 十 A 


A.L.CEASA も M.D. 

103 £ がミ がな お reef 
Set. お rk を Lexing お n む es 
Tei. Lenox 8373 - 

胃 喉 晒 鼻な ; 1 

間 時 察 診 
午 正 至 時 十 前午自 
時 八 至 時 六 後午自 



PHE げ S & PERRY 

3 Maiden Lane N. Y, 

正 娜冶觀 銀 金に 幷お剛 祭 

類 お賽匠 意新最 


T. KASAI 

Marchant 
1 aiior 

が 

II 脯 S eUilDlNG 
Room 304 
NEW YORK 

Phone 
Brvani お 19 


Y . げ〇 

1 お Ees [ 巧 rd 化 
Cor. L が i 巧 toR A 化,， 


NIPPON TA 比 ORING CO. 

3 郎 W. 5 お h な . 

Tel. Columbus 4173 


Koike Studio 

が 7 5 化む も 
C 日 r. がれが . 

Te し Caledonia 6394 


I NARATRA 日 ING 閒 . 

I 45-47 E. 20 比 St. 

Tel. Caledonia 3755 


車 動自貸 



SATSUMA COMPANY 

な 18 B'way&h Tel. Siverside 8 吕 22 


KOSHIBA 
STUD の 

舘眞 寫柴小 

8 が Fifili iUe .， 

Tei. Pla な がけ 

Branch Studio 
Westminster S わが f, 

わ evidence R, i. 


YUKIO NISH ミ MURA ， M. G ， 

314 West 1 11 th なけ ei 
Te し Monument 0279 | 

攘 治揉攀 科經狮 i 

操 筋、 腹按 、摩 按流本 u - ' 

ムジ グ ヵデメ 、ジー サツ マ ま典瑞 
療治 氣電び 及水〇 スクツ テス ナ i 
菜 卒院學 ー ピラン ォジィ フ典瑞 育が 

男 幸が 西 ^ 

て じを 自は义 張 出 療治 
お 上 願 約 前話電 じを が-- 後 午 




評 謀 i 毎 巧 十 H を 巧 
巧 誌 E i 部 十 仙 
立 4 で St i St . N . 产 呈 


船具を 巧 品 艦が 御用達 

遠 藤 小刀 商會 

基 Broadway NJ . 量 
Tel.W 呈 ehalM 芝 1-2 


稅關 事務 取扱 

き ILi L iE & Go ., 

ぎ〇ヨ 12 芭ご B 夏 dw 草 city . 

さ on ち B ミ ling uri 9138 ,9 二？ 




1 ■柳 

d 4 

• 3 J 

¢3 が*^"^ 
け S 
2 


9 

加 

ホ d . 巧 
卜， S も 6 
r S 1. S 

y W イ W 
<0 扣 4 W 

ぴ： ,1 


M 


M n 


稅關 事務 

東洋# 地が じを 世 
をの 僚 出入 ホ 法に 
贿 する 一切の 御 諮 
閒じ應 じ、 巧道滨 
船 貸 物 運賃 及 出 酌 
ぶ 稅顆手 績蓄等 進 
呈 す、 重要 都 おじ 
化理 おを がし 誠 » 
敏速 御用 命じ 應や 

巧驗 取扱 


♦書籍 ♦雜誌 ♦新聞 
縱覽堇 を 開 
執を 午前 九 時よ h 午后 五 持 迄 

紐 育 日本人 會 

西 五十と 了 目 二 置 0 を 
屯話サ アクグ 八一义 0— 化 一 


化留 青年 理 あの 劇 体 

H 本人 靑年會 

9 W . 9 雲 Si Tel . 夏み i 妄 4 


说 拜お敎 H 班： n 午後 八が I 
が脖 を 木 巧 日 午後 八 時 I 
なお ぉ i 唯 U 午を 八 時 
をを、 留聲 室、 娛樂 ぎの 鼓 辟ん b 
ホ替を 歓迎す、 食 おを 利用せ 

お師 川お義 '一 I 

u 本人 基督 敎 修道 會 I 

102 W . 1 ぎ d St , N . Y . City j 
Tel . sornin 培 ide 》 一赛 | 

日本人 § 敎會 

牧師 川 留ホ么 進 
幹事 化 川. 淸一 
とち ミ $e M . E . 呈 urch jLI ミ t . 

ち 3 W . 1 岩 St . .ぎ Clarkson 1 岩 1 
鹿 巧說 お日炬 H . 午後 八 時 
祈 禱爵水 班 H 午 巧 八 時 
裁 链會火 《H 午を 二 時 
♦を 宿を 

位 廣を倫 比 西を 數か 下町を 十 
五 か 學生會 を 員 旅行 客に 最適 
設猫圓 書 雜誌新 巧 反を 械娛樂 
を 簡易食堂 ぁ b 

便宫城 藥間旋 、旅を 案 巧、 を 補 
事 莱諷査 、ぶ 化ガ 事相 談稱を 
等 同胞 諸兄の ホを を 歓迎す 


お I が 
.育 I 集 


大お育 日本人 


基嘗敎 靑年會 1 益 


心 

«m V - 

ぶ卽 ^ V 目 I を 

pi < 

^ " ろ： 基 i 

暂； が 




342 E . 5害 St . N . Y - を 早 

客卫 aza 8141 


e 

h 

T 


敎 一 ！ I 

1 去 

台-策， 


▽ H 曜 U 
遵 書が 究 正午 
共 鄭巧タ セぉキ 
罐拜說 を；^ 语 
マ ±睡り 
みな 貪 又は 茶 
話 貧 夕呈 

を 宿が、 旅巧ぞ 
ま內 部、 ん 事相 
誤 部’ 調舍 部’ 磯 
業间旋 部、 巧 語 
洩綠敎 巧® 諸 課 
を 設け 貪 員、 ホ 
な 員® 废を 計る 


齒が醫 

主を 基 

診療 時間 
自 午後 二 時 
ま 午後 八 時 


靖 をはと 叶 五 
他、 一二 四 週間 
じ 驚くべき 結 
巧 ぁ 每 H 
朝 化树よ 6 夕 
九が を H 曜共 
十一 一年の 經驗 

あ bo 


自す巧 如が を 4 をみ おが S 

霄夕そ 4一 屢 期' みみが^ 

クオー ん ザん •交 シン ホ 討 巧 巧 引 
戶しヮ ，ド •ハミん トンが 評を 刻 列 

が壽 化、 念矮袁 がをお SET 
潭ぶも そ巧鲁 ふ' \ 刻 至^ 57 
ネ^^^ みがを 與^^^ 

縣磯絲 の麻乂 


電 巧— 


，ゲ T 1 


ちん 二 


メ ー シ ー は紐脊 最大の ザ パ ー トメ ント商 
店で あらます。 新ら しい 昇降機 ど ユス々 
レタ ー は 壌 澗む店 巧 じがけ る 谱樣の わ 買 
物 じ懊宜 £渝 快と を 輿へ てゐ ます 
他店で 二 弗す る ものなら ばメ！ シ！ 
では 一 弗 八十 八 仙 或は をれ お ドで 巧 
へる 王 一を でぅ ぞ御 記憶 下さい 
日本へ 鄕 荷物を 御 送ら じ；； たい 節 又は 
御買物 -し 際し て 御巧 の 媳合は パ I ソ ナ グ 
ショッピング •ビュ ー ロ！ をお譯 ね 下さ 
•い、 親切 じ 御 便を を 計らます 


都を じょ b 當 をの 間 

雲 

午後と 時！ 化 時 
H 曜は 前約 願 上 お 

パぃ 'ま お 焼彌 


鐵科醫 

U 新 巧 無痛 治療 = 
タザの 經驗 を： S て 
H 本人 諸を は 特に 
T 寧 懇切に 施術す 
卜^マ 1 チ， ン 


診察 時間 

午が 化が I 十 時 
午後 六 时—八 時 

パ t 小 栗 幹 m 

が 育おフ ラフー お院 
第五 街 病院 勤務 
をが 3 ン バラン ド 
おな 勤 お 


診察 時間 

午後 蕃 時半 ull 時半 
午後 六 時 リ九時 
愛知 臀學 ± 

パ i 本 違 一 

古偷比 亞大學 ぶが 育 

ポスト グラ デュ ェ 1 

卜 病院 勸巧 
日曜は 前約 顯上候 


H 本、 ち那寶 玉敷类 
術 お、 婦人 用 首 飾な 
他を 鋪品 

岡島訂 一::5^ 

高等 菜 術品修 鑄、 

首 錦 品、 ストリング 
日本 服 裁縫 


丸 山 洋服 廟會 


u 本 陶破黑 

雜貨 類卸資 

丸 八簡會 


毎 H 曜及 止懼 午後 

化 間は 前約の 事 

カイロ プラ クタ 1 

橫矢重 孝 


0 巧. 巧 円 ZJI 2 巧 CYA 

呈夏 量ご呈 

呈 F 害 AV 8. す ar た =d St . 

ぎ ま ミ呈量 2 呈 f ヨ 養 

，ぃ^ ホハ合謙次 

自 午前 十一 時を 午後 二 時 
時 邸 外 及 U 鴨は 前約の 事 


J が 瀬 九 離 

ま L さ 一 曼 n Ave . N . 产 呈 y 
妄 .お ih &2 ゴ h Sis 
Tel - 宙 a 吿謹ぎ さ 18. 7 芝 8 


巧 ICHI OOG 否 ， M D ， 

二 1 West 呈 n st.New 夏 
Tel . 苗 まを を 3573 & ジ星ー ミち 含 巧 

^ をが 午前 九が 一 午後-時 

舅 午奠甲 午後 化 時 

H 曜 午前 九 時！ 午後 四時 

ドク トン ィ小 栗乘吉 


or. T . C. Takami 

二三 umb を and St . Brooklyn 
Tel . Uumberland だ II 

午後 s 時 ハ縣 

養 舅： n 權は 8 相 願 候 

ドクト^ 烏 見 曲な 參 



鹽科醫 

を 年の 經驗 をな て 
最新式 稱學 手術に 
堪能 じて 信用 篤し 
U 施術 巧 低廉： = 
日本人 諸君には 時 
じ T 寧 態 切に 治療 

紐 育 谢を認 
パ： ブル 1 ム 


年 • H . whishido , D . D . W . 

だ W . 呈 h St . ジ|. 置 ist こ 置 2 

難 gi 巧 戶良二 

自午稅 九 時 ま 十二時 
s 3 Ffe - ^ ち i な 



正 度 ど 親切 ごを 旨 どし 確實 
信用 ある 席 品を 精選し 
特別 廉價 で販賣 致します 
ゥォグ サム、 エ八 デン 四 割引 
其 化は 化て S 割引 
指輪 鎖 貴を 屬 あじ 寶お 類】 切 

户 ミグ トン 時計、；^ プ 1 ドィ 
リノ ィ* 時郭 、を 極 置 時計 
ゥォ^ — タ ー マンを 年 筆 

て バシャ 1 フ 鉛筆 

純銀 器 並に 銀器 一巧 
御歸 朝の 御 ± 產】 切 
時計の 修簿 はが 險付 じて 確實 

じ お 川 自身が をし ます 

が 肯市西 四十 二 了 目 四と 番 

四 四 吉号室 (五 衔ピ六 巧 間) 

お 川岸 商會 

電話 ペンシ^バニアと I ニニ 九 

Ishikaw ぞ巧 ishi 0? 47 生. 42 nd St . 


束を お 丸 ノ內ピ かデソ グニ膊 ニニ 〇區 

鎌 齡丸山 洋服 商會 


笠 ザ 洋服 巧 


日本 

洋服 お 

時 旧 信み 郞 
松 本が 


お 五十 IllT 目 

ニニ ミ 

巧 . 

藤 

洋服 巧 


寫眞 

舆五街 

の一一 一と 


H 本 お 具 

嫌 貨卸費 

ぶ 良 貿易商 會 


成功の 祕說 

ホ圃式 英語を 蘇す 事 
g は 成功の 簽 一義です 
本校には H 本人 敎授 
じ 慣れた 專巧 騎んお 
師ぁ b 潑切じ 會話通 
信 文 社を 語を あ 巧し 
ます。 日曜 週 H 共に 
午前 九 時よ 4 午後 十 
時まで 開校し ー レツ 
スンと 十他づ io ネ 
H 廣 もじ ホ 校 をれ" 


辟 


h 

重 

6 

8 

な 

a 

E 


巧巧特 
別 五 時 
風 十 巧 
郊外ら 
大勉强 
可 化 煩 
間薩摩 
商會么 
御 呼 お 



自動車 修 
媛 及び 運 

轉 を敎授 

ライ セ 

ス 保証す 

¢ 111 十五 弗 

^運轉 丈は 

二十 五 弗 

晝 义が學 

兩 巧を > 


L C - 

〇 Y 

〇 化 

ご 

C 如 

S n 

〇 I 

评ぉ 

U ^ 

A 6 



日本人が 

バリ - ~~ 廣 

滞 巧擔ほ 

懲切敎 お 

夕と 時 開 

お 勞働余 

暇 勉學の 

使 あ b 卒 

棠 証書 巧 

お 就職口 

お 巧闆旋 


神 


大 


機 演输出 
輸入 
戶 輸出 
輸ん 
扱 愈 出 
憾入 

あ古虔 輸出 
輸ん 

巧 司 輸出 
輸入 

四り ホ輸岀 
擒乂 

淸水輸 お 
輸入 

長 崎 輸出 
输乂 

函 が 厳 出 
輸入 
樽 輸出 
輸入 
松 輸出 
輸入 

下の 關輸巧 
輸入 


小 


巧 


=單 位モ阳 I 
二 一 、 四 一二三 
二 云、 四 一九 I 

一ち 0 よも 

八-、 化 化 五 
一一、 五ー ニ 化 
1 〇、 五 四 二 

一、 二 六 一 

二、 云と 四 
と 化 一二 

=1、 二 四 八 
二 五 〇 
二、 九 四 六 
化と 
四 四 六 
■ よ 一二 
不明 
义五 
と 六 
五 ニニ 
00 
五 巧 一二 
四 ご 一〇 

二と 
六 


白銀 貸出し 縮少 

H 銀の 技 間 貸 出は 漸み 巧牧さ 
れて霞 お前 凶 上に 縮 少した が 巧 
中を 巧の 貸 お： 2 四億阳 0 上 じ 上 
つて ゐ ると 〇 最近の 日銀 帳 虎 じ 
ょればを 換券發 巧 高 十一 億 四千 
五が 八十 五 万化 千 旧、 發 巧を 力 
一ニ モー ニ百 十四 巧 八 千 田、 皮 間 貸 
出 二 僚 1二 千よ 巧廿 一方 五モ 凹で 
ぁる。 金利は 發 H 物 二 厘 高の 一 
錢四厘 五毛 乃至 一 錢五厘 五毛を 
唱 へて ゐ る。 

株式 立會 不可能 

限 巧 制 連動 悲観の 結を 東 株 新 
急落を 吿げ不 渡 b 曝露して を' 莱 

忡買 店の 大損 失から 名 古 屋株ま 

大衝 をを 呈 （今朝の ホ 會は不 巧 

能 どなつ た 0 

萊邦 電力の 外債. 

ザヤ ラン テ— トラスト n ム 

パ こ-— け お 邦 電力 社債を S 千 巧 

弗に 增額發 巧を 引受ける-^ じ 巧 

定 した。 

國際 社長 選定 難 

國瞭 激船會 社々 長に 黑川新 次 

郞巧か 內を說 ぁら じる も义 々流 

產じ なつた。 

海運 界 稍々 巧 哉 

近海 就 化 船滅少 ご爐洋 おが 荷 

動き K 溢の ためお 迷 おはが 巧を 

呈 しつ..- あるが 閣 際、 山 下、 鈴 

木、 S 井、 S 神、 太暢の 六會社 

这 米が 速賃順 當らの 十一 巧 維持 

ホ 誰を した。 h な上廿 發 


書籍 一切 取次 

ホ國ぉ 版の 冀籍 はんて 特別 削 引 

じて 迅速に 化 巧ぎ 旅 巧者の がな 

を考資 巧の 游籍 を 集まは 特に 御 

便宜 化 計ら ひ 致 升 〔幡 掏】 

H ぎ shi He 一す， 

1 芝 Has 岂 U St -- Tel . Beekm き 芝 28 


電お化 ホ】 切 

下羽電 氣蘭會 

WON 1 巧 road way 

Tel . Endicoit 1 居 70 


化が お卸寶 

五味 商會 

一 E . 17 th 夕 N . ごさ 

ぎ S 享 it ゴさ 


日本 だ •パ 商會 

Mip 巧 onD『y ご oods 广 9, 

ご 81 8 量 至 ご 芸 y . Cor . 31 st St . 

ジす ho ミぞ nn . 苦 岩 

ミ 呈置ご 


FT 




大 

正 

十 

四 

年 

二 

巧 

サ 

五 

円 


水 

随 

曰 


第 


千 

百 


九 

號 


納 


ず 


を 

絲 

I 

を 

ま 


對佛 貸附じ 

當局 冷淡 

豫算整 巧を 主張- 

化 固 大藏大 むクレ バン テ 巧は 
議を じがて フランク 化 巧の； 一: 化 
策に 脚 聯し近 < 米閣が 巧に がて 
i お S で 五 巧 巧 弗 (吐. 中 S 千 五 

百 力 弗は 昭乱 化 修巧巧 ) の かほ 

を 裳を すべし ど 述べた る じ對し 

米 國お巧 則 じて は 化に 化 商談に 

巧した るを なて 惟 例 L : よ b 爵務 

を當 巧のを をを 疲取 中で あるが 

巧 へられる お：- 主る ど 此提谦 じ 

對 し闊務 巧の お 巧は まつて 冷淡 

である もの！ かく 佛战西 政 巧が 

お 米を 巧に 就て 何等 逆 確な み濟 

方法を 明ぶ しい* いのみなら ホ、 

がな お 放に 當らて もがが 带備じ 

化々 たるち の ホ （お出 入の 差額 

: をし い， とを お 摘し 直つ 今回の 

第二ず 伽 制限 巧谦 におしても 佛 

頗 巧の 與論が を 巧 冷 挟で あるの 

み；； >ら す、 寧ろ 反 おじ 化き つ i 

みる； な 米 固山 投資家を して 一 

神 の不 ぶを 抱かし めつ i ある i 

を がげ て 魄瞄面 政 おが 豫 等-整理 

を斷巧 し。 いおちなら 氣巧 らし 

てなない 模巧 であを どい ふ。 

= お幽 をの 化 巧く'、 

經濟的 利 巧 皿 

义換原 お S 謙 点 

前 お S 本紙 上 じ^. 今圆の H 露 

協を よゎを ける 經濟 k のが 益に 

W 巧 ひ あ现を おか t たポ 

髓 つて。 シア 側の 觀 おを 見る じ 

左 S かきものが ホる。 

露幽 よりり 本へ 

漁業 外化ナ チャ リン 氏 山 

巧 明した 如く 今を 兩闽民 閒の韶 

解の 下-」 益々 な 巧 ごなる。 

ぷ國は 現が ゥラ 八 及 

び歐 おのな がを 外 國に贿 出し 或， 

は利權 どして 外 菌人じ おへ V ' 么 

ふ-もに 余裕 あら、 が 東の ながは 

姑んで おもの じ U 本人に 提 化さ 

るべき もので あを。 漁 策な がの 

お 問題は 今後は が ホの かき® 倒 

W 化 ホ官患 ごのを がを 離れて 大 

巧的敲 解を 巧 1- る 中央 政權 どな 

おながの 磯 曾を 得る から 化..- の 

契約を 做 巧 じし 旦つ有 巧に 解 巧 

— 持る 巧 化 巧が をる。 

# が露齒 中央を がな 厨 も 

姑な 化閒 題に 注る を拂ひ 頻らじ 

調杏硏 兜して なる。 あ閲 な 府は 

日本人 のが 的 俊 器に 巧す る 疑 

送を •摘 するど 共に、 旗大 なる 

沿が 州の 水 出を 裳は H 南の 資本 

ど：：： 本人の 經 をの 技術 及び 朝が 

人の 巧 刀を 化て： 3 本のを お 不足 

援 かの 化浓 化たら しめる ふが 出 

ホる。 

ぶ她 を 脚の 巧 池 ホ 業は 化 

の 谨お じ 比1 て お あ じ 急速 ；：^ M 

化を おし 將ド破 削の ホを 額を 突 

破 せんどし お出な 中 殺 おじみぎ 

最もを 嬰。 地位を おめ て & る。 

巧 術 脚 係で え 励に 比しが々 化 ホ 

おを きら、； け _ 卜乂閣 よら 化 あせ 

中の 耕 ま 巧が の おぶ ど 共に ホを 

巧は 俾 がする 帯で わる。 特巧契 

おじよ b で：：： 本の 船舶を 巧が 左 

が航 せしめ、 お勵巧 油の 蛛お化 

がけ 不 W 裤 ではない。 


ぶ國の掛生を巧化は 
ホ 巧 じ おれて むむ けれで も 目下 
锁 おの 化 巧 逸、 波 蘭 化； 化に お出 
さわ： むる が 投資 じょつ て 殺生 
を 業を 段 助し 生を おの 化 給を を 
ける； は 出 ホる だら ぅ。 

^を國 のを 命中 じ 蒙つ 
た產莱破おお巧の姑も齡^:^かつ 
たもの じ 麻化產 菜で、 現 化 ts 戰 
前の 相 巧 ょらを く 輸出 お 中の ま 
耍化 なを 占めて ゐ る。 巧 化工 業 
及び 楽 おお 巧 等な 巧 U 本人が 外 
闽 人の 手を 經 てを 國 ょら 赂 入し 
てゐじ ものを 巧を 賊人 する ろじ 
お 力せば；；： 利で ある。 

H 本から 露闕へ 

織物 ぉ 固は 織物 トラスト 
におし 化 誰か 策を とつて ゐ るが 
生を 费 一' 5 相當 高い から 秘巧巿 摸 

であ 闡ピ踪 調して H 本の 木綿 織 

物 供給の 巧 能 をら。 

滿物 一巧 辖制 お。 もしも 

お濟狀 態の 化转ど おじ お 巧 都を 

地 じ 化ける 甫樂 著しく 增 加し、 

が お 利 力 面から 巧な b の輸 人が 

ある。 

龍.：^ 經濟狀 態 巧が じが ひ 

現 化. 恣國が 最も 个化 を跋 じつ >• 

あるら のは 船舶で ある。 輸出 お 

は 悉く 外圈 船に 託する 狀態 であ 

るから、 特殊 契約の T !- りよの 

過剰 船舶を 巧 用す るは 化な の 利 

益で ある^. 

其 他 莫大小 類の 需要は 盛 

A で 化が K 卖 凶-。-- ぞ 額の 厳 入 

あら、 國 みの 化 攘は商 潜で ある 

から 一 殺 义房具 ど 共 じ お 東ボ谋 

じ 活躍の 余地が ある。 藥お 巧び 

お 療燃械 類は 非常な 不足で あつ 

て獨 逸の 馬克 相 填 高き 今 H、 U 

冬 おは 燭逸 おどの 競ず は 不可能 

ではない。 


爲韓 回復 ご 

貿易 增進策 

致が は勒 外爲替 相場 維持の た 

め遂 - I 化 外 正貨 拂 ド ど 共 じ內地 

正 巧 S 現送を 斷 わする ホ必 をし 

てゐ るが、 おも 是 等は 單じ 一時 

的の 應急 策に 逝ぎ ぬから 徹あ的 

じ爲替 相場の 巧な を 厨る じは 敎 

ひ檐お 貿易を 促進して 對 外資 易 

の 順調に な歸 る i を 必要と す 

るので、 大藏當 は 化 輸出 促進 策 

し關 して 种 々巧 巧 中で あつた. か 

過般な W 硝化 局長は 澤 ホ U 銀理 

中、 兒 おおを： 助 取 及び おを 銀 副 

曲 取を 招致して が々 窟 見を 聽取 

す.， >處 が あつたが、 巧 ほ 必耍じ 

應じ 随時が ホを ホ 面の 怠を を も 

聴 化して 巧 ホ将ら 限ら 速 かに 具 

かを を 作が して 巧む じ 着手す る 

方針て ゐる ご。 今り 输出 貿易 振 

典 策 ごして 注目され てなる もの 

は乂を 左の 如き 方法で ある ど 云 

はれて なる。 

、輸出 巧 お 業者の •* 八 ドを 組 

強す る-と 

二、 政 おけ 输 出な あを をを 細 逆 

ずる 

一二、 H がょり 正を に 化 利 融通し 

て & る爲 巧資を 利を 一ー ホ、 を 

额二 千万 川を 或る 巧 巧を 增额 

i る ミ 

凹、 お 货の收 縮を 脚 b 物 惦の下 

をを 關るぇ 


お、 化 化 一般 物 惟 引下 方法を 潘 
ずる MJ 

ホ、 結 入 おの^が 監理を 巧 ふ i 
と、® 販路. ゲ-揽 巧す るた めじ 新 
販路の 脚が じ從ふ i 

雌の 權 力で 

平和維持 策 

.ワシントン 化 一二 日 あ電 じよれ 
ば 上院 外 巧を 民の 一人で ある シ 
ップ ステ ー ド 氏は 過般 ラブ ド 氏 
の 提出に がる 「ホ感 政府は 外國 
孜 府に對 ずる 貸を の 巧 收に對 し 
武力 . V なて これを 巧收 する 能は 
や」 ごい ふみ 謙 案のを 員會 討議 
じ當 b 、 おじ' ー ホを 進めて 政 あ 
は 今 お 化 ホの 平 巧を 維持す るを 
を 目的 ごして 一切の お 外 貸附を 
故府の 支配に 一巧すべし ごの 讓 
案を 拖出 すべく 巧 理由 どして 
米國は 今や 化 巧の 平 がをお 揮 
し 得る 位置 じあら、 若し 外國 
蚁巧 じして 米國 よちの 貸出し 
を 欲するならば 政 おは ホ かの 
維持を 條仲 ィ」 して 之じ應 やべ 
きで ホる。 斯 くの 如き 條 件と 
化祖 はを 化 巧の 陸海 軍 力、 仲 
な 裁が 巧、 圃藤 聯盟 乃 ま 同盟 
條 約よ b も 優秀で ある 
ごい ふ 理想論を 說 ひた。 おじ 細 

條 にあら ては 貸岀 しの 條件 どし 

てが 豐 をが 飽を もを 產的 方面 じ 

流用、 現が 歐浏 の國力 ごして ホ 

脚を な 軍 满媳張 費の 輕减を ま 張 

すべきで ある ど。 し 

弗の 力は 今や 劍ん 力よ ゎ も 優 

るて-は 化界の W 界を 一酱 すれ 

ば 一二 歲の 量子 ど雖も 之を 敲解 

し 得べ < 、ホ國 が其阁 力を 巧 

用して 化が^ を 舗權を 握る i 

は 化 麵る國 家 VJ 人類 じ對 する 

幸福 ご災 化の 生殺萌 奪の 權を 

棍 るに 等しい 

ど 述べで ゐ る。 而 して 同氏の 理 

あ 論は をに 委員 會 附託と なつた 

が、 時節 蜗 面白い 歳 論 ど 見られ 

て ゐる〇 

長 出が 會の破 錠で 

財界 小恐髓 

を 銀行で 救濟か 

東京 特電 か 二日を： = 高 旧商會 

は 震災 w 巧 損失 二 千で 阳あ 'b 最 

あ大藏 省ぶ びり 銀 じ 五な 五十 万 

w の救濟 融通を 化絕 したる ため 

遂し 破綻した。 W 商 かは 大正 扎 

年の 恐 樵 時化の 損失を 切ら 拔け 

わが 震災 損害 夕大 じて 化 輿 かが 

輸入み 化 じすを 猶げ爲 替の手 違 

かが' 瓶 因で ある ご 云 はれて ゐる 

が 化 お 総 额お千 方 山 ごも 云 はれ 

資 をを 极 S 千巧阳 じて 救 濟闲難 

♦らん どい ふ。 償 確 若は 高 巧 本 

庙で善 お 巧を 臨 諸 中で あるが 關 

係々 面の 影 馨枯當 あら、 高田經 

餐の 永樂銀 巧け 一二 迦 間の 化 楽を i 

凝ぶ したが 高山の 破綻は が 巧 じ 

巧 二の ル 恐 滞を 誘導 せんか ど 憂 

應 さいて なる。 高 田 商 禽あ濟 じ 

就て 正金 中必 ごな. bill ホ、 S 叢 

がが、 興 銀 等の 化 おは H がを 通 

じて 大娥善 預金 部 ib 救濟 資金 

融殖 方を 巧涉 中で ある。 

おが 知 一が 1 絡 ij 


中 巧の 貿易 

二月 中 巧のを 港貿 をが 緻は左 

のかし 


PACIFIC 

RESTAURANT 

2M2 Broadway 
C お . S 目 化 & が } h な s. 


Yfl が iNO-YA 

70 Greenwich St 
New Yoi*k 


AS&HI KWAN 

1 が E. 目 かが t. 
Tel. Plaza 6399 


I Japanese Te 泣 Room 
! け 02 M Street, N. W, 

I Te!. Franklin 1577 


庵 桂 米 目 


I To 幽 an I 

i 41 E. 19th St. 

} Bet. B'way & 4 化む e. 

Te し な uyvesant がが 



S. KUWAYAMA GO. i K が agm 良 ro，s 

1 14 に が 出 St. 224 E. 59th St 

New York Ci か j New York Gty 
Tei. Regent 3480-34 が 


會巧京 東 

巧 お トラフ ア •^ガ ー 6559 


HINOMA 民 U 

巧 1 W. 89 れ が . 

Tei. Endicott 9527 

Room 5 

ご uey Pangs 

RESTiURANT 

459 お 帥む e. 

Bet. 27th-28th Sts. 

City Hall Tea Gaden 

170 Nassau St. C*ity 

Ne がれ the Tribune Bldg 
し oo し in Manager 

Beem No 風 Low 

474-6th Ave. 

Bet. 28th-29 江 St. 

每壽 円 御 御 

U 司 御 M お 巧 
を ' 下^ 庭當 
b 媛 宿の ま ホ 
よ 蒲 おび 

す燒 後み しじ 
が 夕 L 

it す 彭蠢 
輯瑞寶 

1 樓理 

紙ず ず 間の 出 
上# ベ 诗御勸 ホ 

御 ゎく お 巧の 词 
案 引 おの 利 方 巧 雌 
巧 立 間 御 じじ 人を 
申 願が 用備 は蘆圖 
おを 本 じへ 晝蓮阁 
おぉが 應巧飯 

午 午 巧 支 美 
南 前 巧那永 
六十 0 じ 
時時 WI . し 

幸 4 裙為 
遷 撥 '^ 



る U 側 盼 


35 East 29th Stud 
Tel. Madison Sq. 75 が 


Kawasoye Hotel 
139 West 123rd な reel. 
Tel. Morningside 7154 



( 唯 a • 水） 司* わ ご 目下 四十 四 

巧 目 T 五十 四 


I The Tokyo Co. 

140 W . が 比 St. 

New York 


南 


支が I 
が 潮 f 

か廳を 園で 永年 御を 顧を まけ 
U た蔡 文で 御座います 



H 本に 化み、 H 本 語 
巧 を 話し、 皆様の 御嗜 
好 じ 適する 御 巧理を 調進 致 升 

7 廷 コ ^ ゴ^ ~ タアの F , でず 


埋想的 御旅 舘 

御を がに 誠な をのて 遜し ます 

朝日 難 

御手 輕 御料 埋並 じすき 燒 

新ら しいが 巧を 揮び 槐 々勉强 致します 


御料 巧 

芳の家 

壽 司、 綾 蒲 燒每日 有ります 


誠が 動 太平洋 樓 

化 ご 比類な き 綺麗な 必化 ょき ダィニング 术 
— ム VJ ダンシング ミユ！ ジツク が あちます 
音 樂は每 日 午後 六 時から 午前】 時を です 
御 晝食巧 十 他よ b 五十 他、 夕食と 十五 仙、 
日 濯 夕食 一 弗 


御菓子 舗 

お 蟹. 頭， 羊羹" 蒸 菜， 子 類、 驚 餅 
(のし 餅 前 U 御 注文 願 ホ) 

松風 辟窩橋 

西 六十 五 T 目 一二 十四 裘 
電話 トラフ アルが 一 五 五 五 四 


忌 腐油揚 

煎餅 製造 卸、 小賣 
U 本を 巧 品 一が 

百 A - 

第ー ニ 街 八ち 八十 おを 
電語 プラザ 五一 二八 


新鮮を か 一切 

目 本人 おきのを お 澤山お b 揃へ 
特別 廉 憤で 大勉强 致します 
サヴォ ナ魚店 

Joseph 一り SIV 03 曲 

泛 4 W . 61 st St . 

Tel . oolcnlbus 。 一資 


極上の 魚類 

季節の 新鮮の 魚貝類が 深山 揃 勺 

て 居らます から 抑 賞味 下さい。 

ァピぶ 口 魚 巧 
苦 Bayard si_ Tel . Franklin 44 空 


華盛曠 

も ざく 

日 お 料理 

ホ じ. 孤旅舘 


講ぶらぃ！ 若 お 

新 K 特長 

紐 育巿巧 四十 阻 了 戸 
一二 T 1 1 八を 
(二階} 


最新す 六脖建 

便が、 淸 巧、 か 遇 懇切、 お 巧 低廉、 
發 着船を 么が 都度 波 化 填に おお 
シァト 八が 第み 巧 so 六 お 
エヌピ I— ホテル 
_電話 ン 兰凡五二 ' 

葬 旅屬產 

423 香 ynard Ave : I 

が a 吉 e . wash . _ 


日本け 氣 船巧蒋 I 申込に 應じ 
萬 事 御梗窗 じ^ 取扱 ひ 申 上 候 

桑潘小 ホ テ*^ 

•►目 本 お 巧 巧^が 閥 ぁ' 

を 港 ヵリ ホ 八 ー ァ街六 一二 
電話 クす 一八 一み 

ロー ナン ゼ： '地ぶ 御觀 ホに 
は 巧 事 最善め 御® {一| を 計らます 

イ - — ク 个ア火 

羅府 ホに 於け る 同赔德 營中最 
新式 高等 ホえ^ であ 卜- ます 
羅府を 一 贵一こ 九 f - 
電話 ゲ アン ー ダィクと み 五 九 

ボスト^ 案 rS； 

貸自 車 業 測 西 

諸を 跡、 大學 校、 玉 燒其化 一般^ 
紹か 及び 通 辯 もし 一ます す 0 ョ岂一 
Tel Back - B ゴ 77 芸一厂 70 Ba を via st - 

ボストン 巧 

富 ± 旅 舘乂浦 末 松 

1 を 辛 orcest 马 St 言 ston ま as 产 

TeL す 芭吉 677 ぶ i 


御 下宿 鴨ホ久 

47 で 這 ect Place 

置. ごで ぎ d Uve . off E . た nd st - 

‘ Tel . 至 urray 呈一泛 58 


伊豫 屋御 下ぁ 

. 曲 鳴 為次郎 

巧 四十 九 了 目 一六 五 

ア ハ-— トメ ント C 2 

電話 ブラ デ 六 一と お 


尋れ人 

で 正 恩給 証書を 付 

な ザ 長 一二郎 

「3¢:! 旅券 下付 事實お 明」 剧着 
が 年縣人 豐田 淸を 
朝鮮 八 弟秉斗 大 塚を 
愛知 尽 川良銜 和歌 山 引 王 純- 
ず 城 巧 k お 姑 德島并 が 正み 郎 
右の ち片 おか 致 巧き 溝ち 之 
お 間 本ぶ くは 知人ょ.^ 現 
住 巧 街. 姐 か 巧 上 お 

- が替 巧國繳 領華銷 

16 ぶ S を ミこ ミ ご rk 田す 



舞踏 敎授 

▼化を ダンス ▲ 

▼表 保 体操 ▲ 
紳± 、媒夕 、ぉ子 
おさんぶ じ 叮寧じ 
敎巧 致一^。 午前 
十 時ょ 6 で 後 十一 
時を ( H 晒を 除く) 

シャリフ* タン y 

ング® 飽 甲 校卒莱 
上が タ マ 


中が 理變ぶ 

中 村爲藏 
31 W. 苦を S 三 . Y . 宴 
Bei. Columbus み ve. & C!en す al す r 丢男一 

日本 理髮 銀淸 

新 ま 洗を の 設備 あら 迅速 を 
旨 どし 精々 勉强 致します 
西 四十 云 了 目' 召 番地 一二 百 六斯室 

タップ フロア (第み 街 ミ 凹 十ー ニ TS 角) 

宮川 事務所 

持續的 奮圃の 同胞 じの 確な な 職 
業を 周旋し ます。 

たち ミ窝 で？； I " ち さ S 

三 0 W. 含 th 芭， N . 二 

ぎ 言 nt 778 こ 雲 


割烹 並に 御旅 舘 
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證細豁 繁 上白 ホ 

U ネ义離 食料品 蘇 鱗 4 詰 

が田替 油が 式會お 東部】 手 貞揃店 

日本 食料品商 會 


日本 食料品、 日用 晶 
並 じ 新が 書籍 類一叨 

片欄 兄弟 商會 

な 巧 おを おがち 近 便船 じて 巧 着 
仕按間 お々 御用 みのおを 願 上* 


日本食が おお 义び 雜貨類 卸小資 

s ? ザ 每就桑 山商會 

新刊書 籍雜誌 小間物 H 用品 各種 


目 本を 巧 おを 巧 
日本 書籍 諸雜誌 
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段 蒲 燒壽司 御 仕 化し 
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會應御 料理 
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國父ブ レントン 

ホ 阳戰爭 を 豫-ピ した 大統領 等 
歷 に 大統領 進 謙の 數 々〔主 


千 

巧 


九 

魏 


兰 


I に ホ 撰の デ ー ゲ ィス、 第 S 黨 
I の ラ ゾィ— レット 氏の 聯合 带を 
一た ホに 獄 し、 ホ 巧 お G 大差で 一 
i お 風大恍 瓶のを 通を 獲得し じ 一 

一 化 一代の 大統 诚力卢 ビン 

クー リッ ゲ 氏の 大統領 就 巧 ホは 

; 愈々 S 巧 四 U 、 刚 もが 十數 口の 

一間： ぶつて ホ じ 0 r サ ■"レント • 

こ 香は れんて 不言 S 

^ ま 乾を 怯 巧し、 シヵゴへの 旅 巧 

一 じら 從 ホの グン ジザン シヤグ • 

; スぺ ，シア こ卜 ' — ンを廢 —t 

て 斗を の. ノ！ 外 マンのを じな つ 

'たいふ 巧 索ぶ \ た パ* し、 ホる へ 

き 巧で ぶも械 めて 衞をじ 質 索 じ 

子 ふごい ふが、 君 ホ國じ わらて 

. ょ戴通^**^も等し いま典たけ其 

一巧 素 こに 却つ て 深い 意義を 威 中 

一る。 ^の闽を的ホかょレをに繼 

i を^® 巧 化 お 年、 化 一人 みん 

巧ぶ はを じ 首卻ワ シン ト 

シのわ 巧ら 騒ぎ どい ふ、 とな 外 じ 

，一 をれ ぐを 乂統锁 の 人間 昧が巧 

.ぅした 巧を じは 

無意識に ぉ現された 6、 

，をれ に 件つ て 純：々 な 逸 詔を 贻す 

ものである。 ぶ齒 第一 掷の 大統 

領 ワシントンは 紐诗で 大統領 就 

巧 式を 桃い ずを ため S 千 弗の 借 

-念 をした V 一い ふが、 英國の 有名 

な站人 モブブ ングの 名高い 「1 

ド ー ごい ふ郎过 フン ン トンの 人 

格から 受 パた 靈威 である ど 云は 

cM しむる。 をれ だけ じ お ま 一点 

: 張ち。 お ま 轉の戴 通 式ど異 つた 

! お 閣の火 統領には 人洛の 反映が 

一斯る 蹲を じは 裕 めて 鹏 おじ 現は 

_れ てなる 〇千 八な 九十 おを の S 

一巧 四日、 マブ キン レ ー 大統領と 

一. 村 おして 白耍 館じ歸 つた グロ 

グア ー •クジ ー ブランド 氏は 

; 「大統 橄 ょ！ をは 貴下を 西 班ず 

ごの 巧 じ 導く 2 を必 から 悲しみ 

ます。 此戟爭 ^ 

茲 一一 年中に 必ず 超らざる 

をな ません」 ど吿げ じ。 當 時化 

が 言を 信で る 者は-人 もむ 力つ 

たが、 おが マッ キン レ ー 大統領- 

が 化に 义 が 戰巧は 突 お i たので 

あつ k 。 でと な 八十 化 年 國父ワ 

シン トンは < ウン ト ■ウ T 1 ノ 

ン かも 劳 まし/、 弧旋 し三ユ ー ジ 

ヤンー 州の ち リザべ* ポ 1 卜か 

一. ら成 風を々 •こして が 巧 巧に 巧 b 

'とみを じ ホ 瞬 第 一期の ん統 巧が 

化 式を 巧げ じので あつた。 をれ 

よら で 八が 八十 化 年' > 3 ソン 大一 

が 视の就 巧 ホを、 就 仔 まの 儀 ま 

は ワン ン トン 當 が ィ- 毫も 異らな 

、某 こ模 被され たも ぃ ，であち が 

巧 かめ 面 おを 糾 ち ホ じ おす もが 

は 現が 巧 お 巧 バスの おお おで ホ 

る ワン ン トン •スコ て ア 1 巧^- 

シン トソ •ア！ ナ のみで ある 

强父 ワシントンの 、 

一就 巧 式は 千と.， り 李ん' 年 

-凹月 化り であつ た。 一 冗 ホ 米® 蹄 

I 愛 第： 廉 巧は W ザの 青 凹り 

一にけ もされて 惠ホ をを 巧し、 巧 


一み 大統領の 就任式を おげ る、 と 
となつ てゐ たので あるが、 當時 

ニユ 1 •ブラン スウ イツ クのラ 

タン 河 や デラ ウユァ 河は ホ 底 
船で 波る どい ふ 羁じ巧 通が す® 
であつ た i めじが 巧の 第一 巧講 
角な 集 じ 集つ たし お 誰 員が 僅か 
じ 八 人、 下院 谦 旨が 十 S A ごい 
ふので 讓會を 救 £ なら や 術く 四 
巧 六：：： じ まつて 辛くも 講曾 はが 
ホした ので あつた。 阅父プ シン 
ンは四 巧 十六 日 じ マウント • 

ゲァ！ ノ V を 白い 巧 馬に 跨つ て 

出を し、 グレ— スの フェリ.一 で 

は トレントンから 十 I 二ん の おし 

い 娘に ょらて 巧 巧 冠を 贈られ 么 

を 頭上に 燦と 輝かした 歷 、議會 

の 代表 委員 技び 當時 

人 P ろ ほかに 二 巧 五 千 人 

とい ふ 紐 巧 巧を の徽迎 をを パ 現 

化の ウネー が 街 じが 近い 地点に 
上陸、 當時 大藏省 3 役員で あつ 

た サム ェ八 •ォス グッド 氏の ウ 

ォグ タ—ツ ランク ブン V クス 

のを ピ じつた。 就任 まは 斯 く一 > 

て 現が ウォー 八 巧 じある 大厳省 

のをあ(モ ン商會の向側)で 

催さむ、 ブ シン トンは 化： n 米閣 

で 製造され た 立派な が 服を 着用 

して 鹽 をを 獎 卿した ご 云 はれて 

ゐる〇 ビジ 子ス イブ ビジネス 

のモブ — は國父 ワシントン か 

らお 化 大統領の 理 おで あつた。 

大統領 ウイ^ソン 巧は-! ユ ー ジ 

ヤシー 州 細事から 煩 さい 

訪問客 のためじ時間を割^ 

く i を 逆 城と してち 廳の タップ 

フ 。ァ ー の 率 巧 室に 隱れ たもの 

であるか、 闕 父ッ シン トン も 

「朝から 晚をネ 数の 訪問を じ 接 

しては 樹苹 を處理 する £ は 出 ホ 

む。 巧遍 と.；： > し 人を 嬉しがらせ 

るのは 卸 底す 巧 能で ある ........ 」 

ど 稱し靜 かな 室 じが 籠つ て闕政 

を 掌つ たもので あつた。 第一 期 

太 統領の 就な 式を おけした 紐を 

巧は 上 も 下 も赛え <ら 返る 樣な 

露ぎ ぶを で、 五 H と 日 じは 「イ 

ナ グ レ ！ シ ョ ン ボ 1 处 」が催 さ 

れむ〇 固 父 ワシントンは ク！ リ 

ッデ 氏ご異 Gb ダンスの 必 得が 

あつて ゲ アン •ザント 壊 や 9 ゲ 

イング ストン ホ 心 等 ご 盛ん じ 踊 

つたら ので ある こい ふ。 之 か 就 

モ 式！^ 巧の 巧 切 b でぁる- 


憲干 がに 始まを つける ためじ 晚 
を もを. 一-...,， - i 操の 挨换を 述べ 
てジョ ー ン乂巧 じ 席を 議 つた。 
ジョ ー ン K には 「昨今の ホ國劇 
おけを b じ寫 實ホ義 ごな つて 恰 
巧寫 あを 見る 梭な必 持で もち、 
なつて 协あ時 じ 目 本の 「能」 や 
をい 戯曲 じあ こが n てゐ る。 之 
じ 反して：：： 本の 劇拽は ァメリヵ 
を コッピ ー して 篇實 よ義じ 流れ 
つ i ある ど 聞いて ゐ るが.. i!J 
ど 述べて ホ會 者の 留問じ 移つ た 
が、 巧 本 君から h 演 のを 居は n 
本辭 がょ いか をれ 共を 語が よい 
かごい ふ 質問に 掛し 「をれ は 結 
馬 俳優 ィ」 脚本の 問題で ぁつて、 
例へ に 

泰西で こ レッ ト ごご 

ノオ •ジュリエット どい ふ樣な 
もので ゎるならば、 日本語で 滿 
じこれ に譯 本を 添えた ならばい 
い - ごて モス n 1 座 や オペ 

ラを 例 謡じ擧 げたが、 司會 者の 
隨 を 質問が 途中から 質問者 指名 
じな つた 6、 留 問が 挨 おじな つ 
たちして ゐる 中には 「脚本に H 
本ち ホの ものが い t か、 巧々 が 
脚を した ものが い： か」 ご 大き 
く 出た 質問が 飛び出す かど 思へ 
ぶ 「ホ國 劇壇が リァリズムを 離 

れた後 じは シンボリズムが ホる 

か、 ナチュラリズムが ホる か」 

どだい ぶん 

苔の 生え じ やぅな 質問 や 

「米國 のみ 劇擒速 動と 轉識 階級 

の關保 如が？」 「巧々 が ホの. 日 

本、 よ チ ヤップ スィ ど ビス テキ 

をぶ じ 喉べ 」 等 VJ 頗る デ 

グ ー トな 質問 も あら、 氣 早く 上 

演の劇 煤を 云々 する 者 も ある £ 

いふ 巧 樣 。テクニックを 離れて 

大きく 作者 側からの 質問と 出た 

だけ じジョ ー ンス氏 も大を 面を 

つ わ おで あつたら しい。 結局 脚 

本 五ち 蕊を提 おして ホ づホ人 側 

の 審査を 乞 ふ-とどな つたが、 俳 

優の 養成 等 ごい ふ 方面 じは まだ 

纏まつ たものは 出 巧て ゐな いら 

し' い 0 


の 支那 締 人が 常に 罷エお 巧隊の 

先が じな も 赤旗を « し 男工を 指 

がして ゐら J は 特じ異 がを 放つ 

て ゐる〇 

俳 H の 加州が 

よ 十五 年祭 

列 强も常 艦 お 遣 か 
加が が スブ！ 卜 どして を衆國 
じ 編入され てから 今年で 恰度と 
十五 年になる ので 桑 港の 實業家 
お 巧 お及びを 聊か 化を は 九 巧と 
日から 向 ふ 一週間 间 巧で 盛大な 
紀な 祭を 游 巧すべく 鞠々 巧を せ 
をな すご 共 じを 部 巧の 委員を 選 
ん だ。 會計部 委員長 バ チヵ 於ピ 
氏は 「脚な： 共挪 内から 十五 万 
弛を 集めて 當： ：：の 費用に 充てる 
當 だ」 ど 語つ たが、 軍事 委員長 
ヘィデン 巧は 當 H 夕數の 軍艦と 
陸軍を M 市 じ 派遣す ベ < 華府陸 
海軍 當時 じを 涉 中で ぁると。 尙 
ほ 加抑誕 ホと 十 お 年を をが 念ず 
るた め 五十 仙の 特別 銀貨 化で' 枚 
饒造 案が レ！ ヵ ー 講員 じょ b て 
下院 じ 提出され て 逆 過した ので 
を 典 準備 委員は を々 乘氣 ごな b 
當 日は 大統領 及び 政府 耍路 の大 

宫の送 列 運動を 開始す る ー ホ 同 

巿駐巧 領事 團 ぶび 國務 省を 通じ 

てを 國じ案 巧が を 霞し 甫鑑 派遣 

をを 請した が、 布 唾 沖の 大演習 

後濛洲 訪問の 米 國聯を 顆陈も 化 

月 あ H ょら 十二 H 迄词 港に 綻泊 

すべ く 大飛巧 船シ玉 ナン ド^ ~ も 

夕發參 加す る だら うご。 同 3 を 

港 邸 便 局では 特別の 消 巧を 作つ 
てを 巧すべく 一日 約 一一な 万 通を 

ンド かする 豫定 でゐる ど。 


珍問 もがた 

斬 劇の 夕べ 

旣報 W 如く 今闽當 化で を聲を 

上げた 巧 劇晚倚 間 人の ホ 催 ょら 

がる 义蜗劇 放の 新進 ケネス • 

クグ アン 氏 及び 舞台 装飾が ごし 

て 一を をが す。 バ ^ •ジヨ 

ンス氏 じ 巧す る 

淸 な拍禄 巧の 夕べは 前 

週を 强 H 巧を 都 じて 閒 催、 壽家 

速 化か 劇じ敏 化を 持 つん々 が 化 

を も 集る ごい ふ遍 巧で あつじ わ 

マクグ アンに 如ォニ I ホ 劇の 官 


斷髮 女を 先 じ 

上海 ボ 暴動 

邦人が 績 業者 大巧 擊 

まま 特電せ 二开發 U 卜 ，お ホの 

ま那 乂絲績 罷業は 支が 側の 調 

訂で解 巧の 見达 でぁる。 

个 个 

上 梅廿一 H 後；： =; k が巿の U 本 

人 統績會 社に 就 働す る 支那 人の 

同 强罷エ は 一部には あ 產黨員 煽 

動の 增を 高めて ゐ るが、 其 後 形 

勢は 益々 験惡 ご.： をて 暴行 巧 お 

し 日本 人工 おは 悉< 門戸を 閒鑛 

し 前途は 頗る 憂慮され てゐ る。 

罷エの お 因は U 本人の 七 役員が 

ま 人 職工を 賴で就 巧す る 巧 癖に 

巧慨 しじ ご 云 はれて むる だけに 

罷業 職工と 蠻宮の 衝突は 農々 巧 

はれ 罷エ 0 ホの 横 束 者は 六十ち 

名に 達した が、 罷エお 大會が 群 

をはち 憲の 干渉 じ 憤慨して 支那 

尝を惡 じ 殺到 建物を 破壊し 

たので 替察侧 はか 乂發お 隊のお 

巧を ホめ 巧 晒を をが して 漸< 退 

散を 命ずる じ まつた。 巧 ほを エ 

染は巧 の 强餐を 恐れて 嚴戒中 

であるが、 上海 大學 になを しお 

ままを を高唱 しつ i るる 斷髮を 


ボア ー マンス (な ザ義) の 取組み 

どなつ てむ る。 


請‘ ぶ 啤’コ I 巧，：！ 

言語 動が に 注意 

教 蛇を 
兎角り 本ん が 一一ん 0 上 集まる 
ご 大き U 轉 して 話を する 癖が あ 
をが 殊に サゲの 中の 如き 夕人數 
ゐる處 で 大き U 聲 して 話す のな 
威、 むしない。 巧々 は 猶んん であ 
'る どかが ぶ 利 人 どか ' r 彼等の 國 
言葉で おすの， ダ 聞 < と 如何にも 
變じ威 じる が、 彼等が 我々 の 言 
葉を 聞けば 同じく 變じ威 じる め 
で 殊に 巧々 は異 つた 顔色の 人 補 
でを るから 向 更ら目 立つ。 先日 
サダの 中で 二ん の 同胞が 例の か 
高聲で 話して ゐ るので 幸 中の 
人は 皆 變な顏 して 見て むた。 わ 

まけに 一人が タィ ムス •ス クエ 
ャ ー で 下らる が おを じ 帽子を ど 
ち 中腰 じな つて 丫學な 翻 辞儀を 
しを つたの じは 冷々 した。 或は 
一人が 故 圆の何 か 港ら い 役人 さ 
ん かも 知れん が沒は アメリヵで 
H 本では ない。 鄉じ乂 れば鄕 じ 
從へ ごい ム 昔からの. 診は 近頃の 
目 本の 巧幫 じは な： なつた のか 
U 本で も最あ デモ クラシー £ い 
ふ 言葉が 大を流 巧して ゐ るとの 
£ であるが、 をれ 共 昨年の 巧 日 
移民： 案で = 本 S 化て が 昔 じ； 返 
ミの か。 


國經摇 棟ず；^ 

鈴 木 君 惜敗 

旣 報の 如く 化 界六大 撰 手の 國 

際撞 が爭覇 戰は廿 一二 H ょら シヵ 

ゴ巿 じがて 關锥 、み 日は ゥ キリ 

ホッペ 君 對鈴木 龜ホ郎 ちじして 

鈴 木 君の 當を 頗る 巧く 十二 回目 

じは ホ 十五 おを 得て ミな S 對な 

八十 八 じて ホッペを リ^ — ドし 

十五 回 じは iir 白 十六 勒二 巧と 十 
九 点で をつ たが、 餘木 S - ミス 難 
球を 巧み じナ ー ス した ホッ' ぺが 

一擧 四十 点を 陣 した 際 球は 四散 

して 巧び 難球と なつた けれども 

スリ— •ク ツン 3 /? ミ おちを 

集め だ 後は ホッペの 實 力が めき 

めき ど 發 揮され て 一擧巧 か) お 

の アン フィ ニシュ •ランで 遂に 

阻 巧對 一二' 白 十六 おで 鈴 木 君 惜敗 

巧の 最大を はよ 十ー ニ 点 ぁつたが 

鈴 木 君の 技倆は 化が なを f 充か 

じ 認められ 世を 六大撰 手の 一人 

どして みして 化 かしくな いど 評 

せられて ゐる〇 ィン ニン グ によ 

る經 過は 左の 如し 

ホッペ：：；：；； 一一— 一! 四' — 0- — 一二 

乂 1 と一 一四 10 1 0—1 二と 

I と 六— oil 二 化 1 五 ニ ー 1 

1'二 u を 計 四 〇〇! 最大 棒 一 

二 T ホ 巧 二 六 •ニー ーニ〇 

鈴 木 =01 五 101 と 1111 二 一二 

■— 四と 111 1 i 六 化！ 01 1 

^ o .— ホ四^ ll 】二 — ol 

合計 S 1 六 1 最大 棒と ご 11 平 

均 二 I * 二丄 二。 

巧 ほか 四日の 午後は ウオグ カ ー 

コクラン (米) 對ェ 9 ツク •户ア 

ゲン ラ ナヤー (獨 )0 巧は ゼ ー キ 

シュフ rl . {米) 對 エド ワ 1ド, 


兵猶豫 

本年度 徵集 延期 事務 取扱 
一、 大正ず の 年度の 徵を 適輸は 
明治 化 レん 年 十二 巧 二 H ょち 同 
化 八 年 十二月 一日の 战出 生者 
一、 大正 十四を 寞〇敦 集 延期 手 
績 をを る 者は 明治 ホ 年 十二 
ち 二 y ょ，^ 同化 八 年 十二 巧 一 
H 迄の 聞の 巧 ホ 者 
一、 用紙 U 事務所 じ 巧 b 
一、 保証が 1 巧 

書 一 潭帮便 = 十五 仙 
.會貿 みぶ 外 じ 手数料 U 五十 化 
_ 、 期 H 大正 十四 年 S 巧 一 H を 

紐脊 H 本人 會 


西ち 十五 下目 円 四十 六を 
一力 旅館 大橋 

寬 お. ニン デ 3 ツト 八-ー ハ ー ( 


御 下宿， 


住み 必 地ょ 蓋 

淸 潔なる 室； 

松林 好か 

養 L 夏 量 ミ Ave -> Tei . E . St 一-這 21 


御す {估 


南亭 


^8 ジ nds St . す C 量 n , 产 Y . 

I ジ ー . Mai こ 475 

▼一一を = 淸 潔、 親が、 氣樂 ▲ 

補な 旅絕 

ま 伊勢 輩を 久頤榮 巧 

I 225 E. 5 でを Street 

I . Tel . す genl . だ芸 


紐嘗旅 縮？ がを 

お 四十 了 目 二 四 二 あ 

^ Tel . を 至 onia 苦 74 


電 巧ンキ シン トン 四 八 五 五 

装 巧 旅館 

巧 十. 五 r 目 一; 一な ホ 


产ド .1 



WUKER & FLORID 

CUSTOM TAILORS 

20 DEY ST- NEW YORK 
Near Church St. 

TEL. CORTLANOT 7667 


ん 

The Milsutiislit Bank. l\i 

EQUITABLE BLDG. 

伽 Broadway, New York 
T*le|>hon* R が tor 9 が もが 


THE MITSUI BANUTBi 

NEW YORK AGENCY 
Room No. 1012 , 

61 B の adwi げ， N. じ 

Tel. Bowling Green おが 


THE FUJIMOTO 
SECURITIES CO., INC. 

120 B'way N. Y. Gtj. 
Rector 2416 -が 39 


The Sumitomo 目 anUt ん 

NEW YORK AGENCY 
149 Broadway 
Tel. Hanov が 7444-744 目 


The Yokohama 
がが le 扣 化 ， Ltd 

Equitable おお. も) f 
Phone Redor 255Q 


r 帖 Bank of Taiwan, Ltd, 

Room 308 

Benneiison tnv が Bldg., 
165 な dw が， N. Y. 
Tel. CorUaridt 了が 2 - が-別 


Ta けけ 阿 ding Co., Inc. 

hupo け era & Exporters 
101 のれ h Ave.， N. Y 
Tel. Stuyvesant がが - 5 

327 W. Madison Street, 
Chicogo, Illinois. 



MO 圓醒 BR 化 . ， Inc. 

53 - 55-57 W. - 2 か d ‘<t. 
New York むか 
Tel. Giramacy 3850 


^ ^ 定期 巧貨 五十 勘な 上が 息 年 ホみ 

S 臺灣銀 巧— 出張所 

▼鄕 を 送を ぶび あを を (無手 お 巧)、 外國 
爲替寶 買、 銜爲を 取を 取な、 信用 化發 
巧 等 一般 银巧 業な 御 巧 巧 じか 披可化 お 
▼巧 ほ 詳細は 御 遠慮なく 御 巧を 被 下巧駭 

欄 謹 S 辭 

預金 i 〔 g 體 S 鱗 錢二ぉ 

(化 シ黃 モ圓な 下/逆 姑 おを" 無利息〕 

横濱 正金銀行 S る 巧 

鄕 里を 金は 都て 無手 おおじて を 
巧構漬 本巧經 由を を ホ 化 巧 申 お 


をを 男爵 化ぶ まを 衛巧 

本 店 乂阪化 渚 五 了目- 

お 育ぞお が 育ブ 0 1 ドゥ ユィな 四十 九を 

駿 住友 銀 巧 

ぉ 《ま 京、 横 お、 名を 崖、 京都、 神戶 
ちノ道、廣島、吳、柳井、下/^ 
巧まな^ 巧巧、小倉、ぉ松、搏夕、久留ホ等 
本國預 を、 撒を 送を 等は 括め 
て 御 便利を 速に 御が 巧 可 申 候 


藤本 證券 會社 

、- なな 憤 証を/ 賣 買、 引を、 募集 
< を融 、並 二 之二關 ス^一 切ノ 業な 

齡献 藤本 ビル ミ— 力— 銀 巧 

紐 育 お 張 巧 


最新 スタ ィ火 陳列 一 

り 一度 御來 おわれり 一 

弊舖 はり 米 紳十卞 がけ 巧の 上等 服を 蘭 巧を 1 
し圣 ず。 _ 
が 舖で御 ホめ の 巧 服、 外食を 御資用 なされ 一 
ぶホ轉 流おス タィ, の 正しい 服装の 鞭を が 化 j 

f ィ。 I 

ウ づ —一 力 よント 

7 & ， 才禅服 巧 


、資本を 一 .僚 脚 

■拂込 巧ち 本を ホ 千を ffl 
橫 立を 四千と ながを 旧 

S 賊ごー ホ 銀 巧 f 支店 

本 皆を 京 ホ H ネ巧原 唆 河 巧 一 
支 惠小お H 本磅义 の 巧 (ぉを) 巧 萬 
名 古屋巧 都* K 阪西 (大孩 
神 戶廣島 下 巧 巧 司 お 松 
お 岡を 婉 上み 儉巧孟 買 

' ■ i .. —i ■■— - t iltttlm n I "If. mu .mi 

外 國爲替 、鄕里 送を、 化 送金、 信用 狀巧化 
一 股级巧 業務 精々 御 巧 利 じ お 巧 可 申 候 

鱗 1 ご裹銀 巧— ま 巧 

本 そ 店 東京 亲 を* 大度、 神戶 、をが 
巧 だ 也 名を 崖， 小 格、 上が、 渝あ 


雑資 阳お器 

ドラィ グ ー ゾ巧資 

太洋 貿易 株 ま會社 

支店 ボ おち、 ボストン 


陶破 器、 雑貨、 ラ卸資 

ンプ 々ランプを 

藤が グ タザ-. ス 
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巧 

七 
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第 六十 八 議會ど 

外人 關 係の 法案 W 

常錄 法は 下院 委員 會で 密議 中 
闡外 放逐 法は 旣 一-上院へ 廻附 


- 

大統領が 前 溝？ 街す る 
お 巧 中に も ホ 張して 居た か 巧 外 

入登錄 をは 巧慟 卿デゲ キス 氏の 

恵な じを き 出 巧 得る 限 も 速 かじ 

制を すべし どの 方針に 避き 目す 
赖巧證 巧 下院 移 氏委民 會 にわて 
燕 盛 中で あるが、 中は 作ィ ジア 
ナ州 選出は ま黨證 貸ジ王 1 ムス 

I ビー 、ア スゥ エ作 氏. 5 捉 出せる 

'成案 お 一 C 四 六 丸號で 乙は 委員 

; お ア W バ—卜 、ジ 3 ン ソン 巧の 

:捉 出せる 證案 第-; 八 八と 號で 

ある。 ジョンソン 巧の 提案は 颇 

る 储單な もので 巧 働が 移民 総監 

a か 人の 身元 証明 證 をを 給し 巧 

るろ-一し 此 証明 萬の ちか 朔 限を 

五ヶ 年間 ごまめが ての が お 外人 

_ はな 疆明リ け S 發 給を 中 請し 得る 

じかぶ おの 中請霄 じ自凸 のな 眞 

蓝 ，添へ 一亮 ム手數 巧を ち拂 

一 へげを 法的 入 図 者た る謡刚 をを 

を領 する； が 出 巧る 譯で 是れ は' 

强制 的り I 法で な，、 巧 忘 的の もの 

''一な つて 居る けれ お〇留 外--、 自 

み V パ爲 A - がつ て 化 昔い， なげ ご 

巧 物して よい。 ホ： t が 外人 

一 法は‘ りを 制を お 九十； 

一一 = & 內じ乂 統領 よらな 言 導を 揖 I 

し 化 宣言に 化 b て登錄 をたず ベ 

しご 云 ふので ある。 該 法案 第二 

; 條に 放れげ 十六 おな ドの 外人は 

兩親 或は 後見人の 届 おでを をで 

あるが 十六 歲 r 連ず る や 否や 病 

氣 おくは 瘋類 白痴に A ら ざる 帳 

ら 自身に を錄姑 出を せ ねげ なら 

打说 をで ゐる 。一而して 第二 一巧 じ 

がれげ^ お 外人は が 年， 一回 お錄 

を おず ベ /' -- !- 六 凌よ b 二十 一歳 

迄の おは 一二 巧、 二十 一歲 0 上の 

，ピじ 第-巧の 巧錄に 際し 拾弗翌 

'■山 も窮二 およら あ 弗 宛のを 鍊 

'ず もがを た拂 ふべ しど あ birr 第 

: W 條 りおし 化 支 沸 ひを をし 得 ざ 

! る々 おきが W おじ 釣して は相當 

口'' ぶを 广戊 らま 柳を 猶豫 する が 

まど。 つてが 40/ がして 該を錄 

はを 白 お 化地附 心.？ が 便 局に が 

てすべく-甲の 地. よち 乙の 化 i 

移 化 V .’- る 族 食 1; 

曰 本' レ' 冷が ド： 夕 '管轄' 

街 促‘ W へ 扇 出で を おすを-^ な 論 I 

； 時 的に 他に 移轉 だる 塔を ：‘.'! J 

が 出 


恃 日に 一 をの 煤 所 じ 出城す べし 

V 規 をし 第 十四 條 じは 氏を の變 

を、 6 傷祸氣 等，- あ < 

ん 相の 相 お 等 あ b し 時は 
をに 居な 化 附近の 郵 化' 柄へ 巧な 
を：^ づる J を おを L 繁十 五條 
には ホ s ^、 下宿 業 巧が 止宿 人 
の蟲か 巧を せる 時 円を 管辖 郵便 
局に 屆出 づる義 おを 明記し、 ホ 
雇 モ！’ 同様 外 ふの 雇人に 顯 t て 
M 1 の 姑 出を なィ べし ど 附記し 
あも滨 十よ 化に U 巧 働 おの 移民 

檢査官 巧 化 適を じ 巧 か？ ゎ ゎる 

化 理巧ゴ 外人と 認シ るを を じ 赴 

きて 必 巧なる 報吿を 要求し、 職 
務の執 巧を 巧 普せ る 者 レ’ 逮捕す 

るの 職 權を賊 巧し 紫 二十 條じ化 

則 者 はれ 巧の 内 G 罰を 又け 六 

十日 0 みのむ 鋪 {或はみ 刑) 

處し 証明 常み 殿 造、 變 な、 虛僞 

の中吿 をな せる おけ' 五 千 巧 0 內 

の 罰を 义は二 年な 巧が. 禁铜 .(或 

U 共 刑 一に 處す V しどの 罰則を 

錠け て 居る。 脚 ほ化刖 あが 禁觸 

の 刑に 處 せられれ る 時は 千 丸 わ 

十よ 年 移民法 じ浓 らお 織 後 直に 

國外じ 放逐 するど 云ふ嚴 重な 規 

をが あを。 


賀 川豊彥 氏め. 

敎 義巡講 

精神的" 化 興を 鼓吹 

遇 H 來靜 かじ お満 をが 育 H 本 

人敎 曾に 養 ひつ^ あらし 賀川聲 

を 氏 1 S 巧 中が あを 波 喊の途 じ 

上る 豫を でを るが、 昨 二十 四 H 

より 一 一 十 A H を 每巧八 時ユ tl ネ 

ン神學 巧 あを お 一二 ぜセ號 (入口 

西な 二十 了 目と ブ。 — ドゥミ ー 

巧) に 於て 祈禱會 を關き 互巧~ 

□よらは がモ 面で を 督敎義 の 巡 

語じ從 事し 震災 0 巧 東を じがけ 

棉神的 化 巧 蓮 動に 像 ひが おご 一 

千の 帖胞 の爲 めじ 電的指 填を な 

す もで ある。 左 じ 基轉敎 同盟 會 i 

よらを ぶゼ る巡雜 をを 揭げ む。 

一一 一月 一り (リ 赌) 午を 二时 『ィ 

で スの宗 を ご 巧眞埋 V イン. タ ー 

ナショナル'- クス じがて 〇巧二 

日 (巧 隨) 午後 二 か 題 『イ でスど 

祈 おの 眞 巧』 同が。 一二 H {み 罹) 


平和 會舘で 

草 信を 講攒 

巧 別が 遇を 批難 

昨が 强隣帆 化を 逆 じ 顧問 ごし 
て 出席せ る 商 峰が 曾 支配人を 信 
巧 お 氏は 當 が'-::: 化 下目 第五 街に 
がけ i 平 か 會滞ま 事 クラム 夫人 
の懇囑 に應じ 去る 二十 I 二 U 巧 巧 
曾々 館 じがて：：：： ホ閒 題に 酬寸る 
講演. 試み 夕乂の 威 興を 聽 譲ち 
じ與 へた。 同氏は 開口、 國 語の 
化異が 動ら すれば 誤解の 素因た 
る じ 至る おを 指摘して H 本の 學 
童 中 英語を がする 者が 漸增 する 
傾向を 述べ、 ジュネ ゲヮ にめ け 
阿 か 會議を 通じて 威 際 聯盟の 
お窓義 なる を裔 調し、 且つ 日米 
の 化 ぉ 者が 相 提携ん て 阿が 害毒 
:; 縮 空を 阻 化せむ どす る 運甄じ 
協 せる を 語ら 日米 巧 瓦の I を 
せる 理想 ど敲 解ごの 實 現を 慶賀 
し レ。 をは ちら じ一轉 して H ホ 
の塘 統的國 巧、 華 盛 頓會議 の お 
巧 じ 論及し 進んで 太 ホ 洋 沿岸に 
於け る 巧 日運動 ごを 別 的 移民 立 
法の 非を 難 じ も 人 自身 其 過誤を 
矯正せ ざるべからず ど吿げ 、ク 
ゥ リッジ 大統 おの 對 移民法 態度 

淸滿 前を 相、 松が 前 外相 等のを 

ホなる 意を を絕 かして 兩國 々民 
間に 眞赏 の.：^'.;; V - 进 持繼續 ずる 

が爲 めじは を f じ 息 お。 く 意見 

をを 換 して 善意み 雄 動を 怠つ て 

じな」 ぬ ご 斷ド峭 采禪じ 一時間 
余の 演說を あつた。 


郵船 晩餐 會 

ま 店長 更迭 披露 

日本 郵船 曾 お 紐を ち 店長 おを 

披露宴は 旣 報の 姑く まる 二十 H 

牛を と 時 ょら 日本 お樂部 じがて 

照 俺 出席者 五十 余 名、 ダ ザ r 卜 

—スじ 入む る 頃 橫濟ま 巧 長に 

榮轉 せる 石 澤区衛 氏を もて 一 麓 

の挨 巧を がみ 新 支が 長阪 本ま藏 

圧 就 巧の 辭を 述べ 齋藤緩 韻事 司 

會の 下に 卜 旧ま歲 、口 お大 お、 

化木ぁ金諸氏の送迎のぉがゐ-- 

もらに 席を 迎賓 ホに 移して 歡誤 

がを 盛な 禪じ散 曾した。 

第 六 區同赌 懇談 


. 午後 八 時 錯气イ H K ど 人間の 失 

をせねばならのどぉ定さ一敗』 同所。 四〇^水峨一午後八時 


れて 巧る。 是れ 等は 义强 じがて I 题 1.- イエス ご 人類を み內を 巧 

裝 して 腳 巧の 可能 化を なず る や™ 五 リー 木幡' _ 午を 八 時 趣 『1 ぶス 


否や 甚だ 疑は しい ものである ど 

倍 せらる、〜^、 都ての： 州 

: ホの 官 慈は 索ょ b 勞勘 あ、 お ザ 

j 操 一た のが ドに がる 常な 官 をのを 

求に 應じ 何時に てらを 錄 証を 巧 

をす & の 用ぶ がが 要で わる. こ 第 

八 條み明 义に捣 げられ てち る。 

あらに 第化條 がて. 乂网 じ； g 化 

ザる 外人、 出國 せんごん るかん 

& び 死去せ る 外人の 所がせ る 身 

元 証明 裝お附 の 化 まを をけ 第 十 

條； はな 錄お錄 度び み 元 卽明趣 

の 巧 ホ 記入 かを 條化 巧を 規ぞし 

第 十】 化-巧て は 記錄 おがい ホ 

ホを がを しお 十ー ニ 化 じ cr 奉の 巧 

み大が 瓶の か々 じ 化 b て-をの 


ごを.— V - の關 孫』 格逆會 西が ホ 

一一: 下目 円；： 二番。 六 H (を懼 串 

後 八时題 『ィエ マの 奇跡 硏带』 

ィ ソデ K 卜を爵 西が 八 T 目 S 二 

早 _ を 0 よ ： n (七 鴨 K 干 お八 時 趣 『ィ 

ブス ど 信仰」 一純 育が を まち 十と 

J 巧呈 一一。 を。 八且 U 幡) 午後 

八が お f ィ ユマ ど柴靈 J 紐 育敎會 

柴齋 待を せの 人. は持參 あるべし 

が ほ 四 H 一水 幡〕 午後 二 時 ょら 西 

时八了 H たぶ お會 じがて 『ィ で 

スと 女性の 带 だ'！ 一の 題 下 じ赌人 

のた め— 說敎 ずるち。 巧 こ 巧り 

氏め 眼疾は 设 巧稍轉 巧に 赴きつ 

>> あ 6 脈 化の 人々 も聊 ぶを 巧ん 

じ 岩る ど-ぶふ 0 


ィ t スト サィドな 留 同胞 懇談 

會は 去る ホ ー日す 後 八 H ょら 紐 

育潜會 にがて 擧 巧巧會 を 二な 余 

に h ら 非常の 盛會 であつ た。 間 

，巧は 鴨 ホを 負 長司衙 の f じ齋藤 

總領苹 、地 ま H 本人 會 々長み 演 

說が あら、 販 はしき 演藝 、福引 

じ 興を 滤 へを 藥 め缕嗯 がを つて 

爵 を閉； 0 じのは が ザを 過ぎた。 

富- Hi 白 景 展覽會 

本紙 旣 報み a 晴輔證 化 作品 富 

十が 贵 & 加 藤 強 お邮講 伯の 油 給 

敕十戲 は 昨 二十四日ょり アン ダ 

ア ソン 蕾 堂に 展覺 せられ ホる S 

月と 口を 開會の 帯で ゎるが 昨 二 

十 凹 H 開會當 U はゲ ワンダ リツ 

グ 夫人、 へ ヤアフ ォード 夫人 其 

化 社 巧 ホの 淑女 紳 + な餘 名' かを 

趣を 設けて 觀賀 あを 巧を し栋讲 

をみ して 的た〇' 

中な 爲吉巧 葬儀 

去る 十儿 u ず 術後の お裝 をし 

から 中ぶ ホ カン バア ランド お院 

にて-死去 しじる 叱 お 道人欧 中が 

ちち 氏の 猎 礎は 廿 M 1 H {月幡 H ) 


午前 一十 時 西 S 十 下目 聖ジヨ ー 
ン加特 力敎會 をに 於て 秘めて 殿 
肅 なる 式の 下に わ はれ。 ングア 
ィラン ド 墓地に 埋葬した るか 大 
她化師 、川 侯較 帥、 ドク ト八小 
架 幹 二 1、 を 巧ホ郞 、管 乘義 、西 
が 龜太郞 、福 本 福 一、 木が S 雄 
の 諸氏を 初め 約 一二 十 有を 名會葬 
した。 


♦鈴 木 巧 ほお 宴 株 巧 禽社鈴 木 
巧 店に ては 今 巧 南 氏のを 巧と し 
て ホが せる 新 ま 店長 ホ路 榮-郎 
氏を 紹介の わめ 來る S 巧 S りな 
がの ま 立 もね る 人々 を 日本 お樂 
部に 巧 巧し： 晚餐會 を 開く 由。 
•木 村、 松 本 二 氏 住ぶ 銀が 紐 
育ま 巧 員、 木材 發 、化 本 S 千 雄 
の 二 氏は を 港 支な 詰を 命せられ 
昨日 お發西 行。’ 


赠松 > 直淮巧 一 

あ氣 の^な ホ 不化叶 去る 一 
十一 百^ 後 十 お 遂に 逝 ま 被 I 
导候閒 备段问 巧を 前 辱知 諸 I 
繊 若に 御 呼规中 h 候 

おて を 慷は本 n 午後 二 時 I 

三ゥ •ニヤ アジ ィ州ホ ボ- 

ヶ ン立释 雜頓街 ミが 丸蕃 

ジョン、 五フ 、才 •一八 ラ 

葬儀；^ (二 了 目 V 」 一二 了 目 
の 間；- 1 し 於て 緋巧 力作 ゲ 
フブ .- j 、 アラ ィド 墓地に 

巧 葬ぶ 致晓 

大ぶ主 四 年 二 巧サ五 H 

I 中が おき 
I ぶ 名 吸 佐 ホ 
一人 田 澤鹿造 
西 皆 璧康 


i 新 移 段 法鷹馨 1 

岳) あ 事 一九 一八 年キュ ー 

パの！^ バナボ ょら オランダ 船 

の 111 專进聘 dcL ..'因、 參 
b 叟巧 じて 同年 S 巧 デス チャ 
1 ジ され 典の 後 ホ 固 じて 當化 
の藏 船運轉 女の 職を 探が！ 申 
せし も 日本人 •しは ネフ キサ ー 
の 職務は 輿へ ないどの 事で 普 
通の 水夫の 臘も 取を たく。 い 
のでぶ 人の か 話で 某 工場の 機 

願 t どして 歐年閣 働き、' 傍ら 

無線 電読 術を 硏 をして 昨年は 

夏 巨 0 百 siARy が 頁に 巧き 著 ホ 

をな し、 义法 禅を 學び 一 VJ - 
づ H 本へ お らう ぞ思ひ 巧 入 

國 証明 願 用紙を もらい、) 見 

致ゼ るに 1 節に！ i 呈 L こ SDPER - 

互呈呈 m どの 乂國 証明を 甘な 

ければ ならぬ のです が 船員と 

して デス チャ—- ジ された みが 

をれ じ相當 する^‘ せう か 勿論 

當 地へ 參 らし 時 一し は キュミ 

の 某 H 本人ん 會 社の 支 巧 じて 

國籍韶 明を して 賞 ひキュ ー 

の 米國總 領事 舘 じて’ 米 國の太 

两 がを 岸に 出發 する VJ 云 ふ 裏 

毒を して もらつ た 証 剛書も あ 

るみです。 先づ は‘ W 上がを を 

的た-否 やお 返 中 願 ひ！ げ ます 

( I 愛 讀 巧) 

(答' 一 御 尋ねの ヶ ー スは 移民 

法の 明义其 儘を 嚴 格に 解釋す 

れピ 貴下は 海員 ごして ホ 威 じ 

人 國 i 隆 ^ た 方で あ もます か 

ら I をの 期間 內じ 再びが 員 ど 

して 巧國 すべき モ " U おみ 水 

夫、 乂夫等の下級お買ど^::^^る 

じせ-* u を 法的 入闊 どは 認め 

られ ますまい 乍 併 一が 貴下は 

キュ バの會 社々 員 ごして 國籍 

証明書を かし ホ 域總領 弔の 裏 

蕾 証明が あるならば 『某 曾 社 

員 ごして ビジネスの 爲 めじ 入 

阅 しやう 交した が晕 便が あつ 

た 勺で か 蘭陀激 船で 一二 等運轉 

± ごしての 職務を 執 bh 降し 

たに 過ぎの』 どの ま 張 も 立 も 

ますから 化 点で 或はな 法的 人 

國ご 認められる グ ，ゥン ド お 

お 巧る かも かれません U 勿論 

非常 じ 弱 -J •コン テンションで 

あらます •い： Z ： 又 海員で も 所謂 

十官 U 上の 人の 事件は 化 ホ ぁ 

ま b いのです から 一例を 閒 

く 枚ら でを 働 省に ホ 願して 見 

ては か M です かお 勸め いたし 

ま f ソシテ 其 おおを 御 詳報 下 

さ こ 傑 願 ひまず。 
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曰 ネ綿化 株ま會 化が 巧 支店 

Japan Cotton Tra ぶ ng Co. ， Ltd.. 
O) け on Dept. 

饥 Beav が か。 

T,l. Bowling Qrean 巧 90 

Silk Dept. 

25 Madison Ave.. 

T •し Mid. 的 . t696 


円. 米 生糸 株式 會社 
紐 育ま 巧 
が训レ 8 り KilTO K&8USHiKi KAiSHA 

(N に H し BE! KIITO CO., LTD.) 

373 が H liven 化， 

Tel. Mad. Sq, 7592-5 


紳 戸。 鈴 木 商-店 
お脊 ち戍 ‘ 

Suzuki & Co" Ltd. (Kobe) 
220 Broadway. 

Te し C かり amit 1149-50 ぶ 1- の - 53 


H 本 生糸 巧 式を 社 
お 育 支店 

Horimura Hrai & む ., Agents 
44 E. 23rd St., 

Tel. Ashland 5320 


巧 合 名會か 
紐 宵定巧 
Hara 技 Co., 
■443 Fourth Aw., 
Te し Caledon ほ 7 の 0-35 


化 商 株を 會社 紐 育ま 店 
Go 純 0 Corporation, 
Silk impo パ ers, 

334 Fourth Av も 
Tel. Ma ん Sq. 4886 
GorHo Co., Inc., 
Cotton Exporters 
60 Beav«r 6t" 

1 e し Bowling Green 8806 -06 
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.0 な KA 化 AHt 
Room 308 World Gilding 
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乂阪 が U 二 巧 巧り H 

上 巧 おを 

Osaka Mainichi, 
407 む ibune Building 
Tel. Beekman が 59 


な (lanese-Amehcaii News Service 

H 乂笔報 通 倍 社 

な國の 政治 界、 赏 楽界 及が 界の 
事項を 迅速 旦つ 確ち じ 報 おす 
每 H 入 屯 ーヶ月 巧を 五十 巧 

Tokyo Advertising Agency 

U 本 新聞 雜誌 煥诺一 股蚁扱 
35 おが h Avenue, New York C れ y 
Tel が hone Spring 8277 


萎沼述 築を が 所 

Iwahiko Tsumanu 扣 a 

Room 1607 No. 101 Park Ave. 

Te し Vanderbilt 3436 

觸 川が 險事お 所 

H. Seprawa, Insurance Broker, 
303 F ば th Ave., 

Te し Franklin 4900, ext. 193 

巧 旧賴事 株式 會社 紐 育 支店 
Tichida Tra が n ぎ Co .， Ltd. 

291 Broadway, 

Tel. Worth 1576 

お 审驗督 事務所 
お pane が わ巧！ ！nsp が tor's Office 

1 Madison Ave. 

Te!. わ } iland 2 剛 

I^aul IC* M. Thomas 

Aaver む sing し ounsel 

1 的 8 Sun む iiding 156 おがが 化 

Tel. Beekman 6978 

株を 會 社. 赤 尾蘭會 
AKAW0 & C0. ， Ltd. 

2 お Fifth む酬 も New York 

Tel， Caledonia 9758-59 

久巧 商事 株を をが： 

Xuhiri む ading Co. 

30 Church 化 

T«l. むけ lind 4550 

兰共 株式 會社 興 東賀易 株を 替社 
代理店 

息が 商を 

Takamine Corporation 

120 Broadw が， New Ifork C 叫 

Telej)hone Rector 7885 

を 齊物產 株式 食 社 
Asano Sussan Company 

Room 801-805 

165 Broadway 

1 Tel. Cortlandt 8047 -8052 

大倉 紐が 育 支店 

0101 ra & Co" 

30 Church St" 

Te し で ortUn か 2292-93-94 

統育 日本人 會 

The japan が e lUsoc ほむ 日 n, 

250 West 57th St.. Hew York 

Tel. Circle 8190 


' 巧 おが 巧 道 株 ホを 班； 

呈井 物を 株式 會か . 

高 田 巧を 

ホ ま會社 を 井が 店 

云 寒 お 事會社 

巧 ホ會社 

1 紹育 事務所 

1 South Manchuria R. ん む.， 

! 1 バ む 08 か 3]( 

: Te し Rector 1547 

械 ちま 店 

お育ち 巧 

お育ま 巧 

M れ subishi Sho.ji Kaisha 

山中が 貪 が 育 支 巧 

Mitsui & Co" 

が Broadway 

Tel. Rowling Gwen 7520 

Takata & Co- 
ISO む oadway, New York City 

Tel. お c わ r 1 の 1 

: W お & Co., 

Wool worth Building, 

Tel. Whitehall がが 

(Mitsubishi Co. ， Ltd.) 

120 Broadway 

Tp;. Rector 2660 -25 お 

Yamanaka & Co" 
680 のれ h Ave .， 
Tel. Circle 4014 
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貸附 取締法 

金 弗 外义の 弊蒂 

乂齒上 おん' お， ぃを 負 巧に 於て 

は、 り トノー ，•ダコタ 州 逃 出 

ラッド 氏 を勞 波) のな 出 じが 

る 米ん 銀 巧の がみ 贷 W 髓化 案を 

協み 中 t 、 法案の 目的は 今を 米 

人の 巧 明の 叫收に 際し 乂威 

みかけ 武力を なて'- いじ 當 るを 

待す ごを ふ U 化 6、 同げ に シブ 

プ 乂ブッ ドには 今後 乂輕の おか 

貸阳 け、 一 ぉ 米 齒げ府 のず^ 依 

りて を 巧す ベ ！ ピ云ふ 主 を 目的 

ごして む & 〇 

ぅッド 案は、 をず るに 乂人銀 

I >3 す 心 ケ ド ァ — 、 こ カ ラ グ ア 

サ '，夕 •ドミンゴ A 化の 弱小 巧 

進齒に 割ず る貸附 は、 これ 幾 諸 

巧ん 地 出 其 化の 利 懼を截 をし、 

.ての ぶ 器 ごして かが 卜安 をを 口 

實ど L て 常に ホ闽が 巧の 出動 k 

巧 パ、 乂欧 .5 ホ ごぶ^を W て お 

少轉 V - 々お祕 形 的广化 服す ろを 

目 巧 どす る こどで あつて 爱巧 

。が 祈 的 ホ 固 本義^ おがで ある 

ご斷 じ-米 國け府 U を 本家の ホ 

狗こ 。つて 巧；」 少数 政治/腿が 

を お W しつ： ある こどを 媳 もせ 

，"ごず るので あ. る。 ネ問 趙な旣 

- - 從ホ とてら ゥずリ アムタ，， 夕 

ゥンの 拘 隙な 則 か 治谋巧 食で も 

問 越 ど；；' つた どころ であるが、 

化巢ど 勺て 梨れ たのは 今时が 

始めて'; をる 0 

シツゾ 义ブツ ド 案に きちて は 

ザ. 曲に 化て 义阁が 化が のを 馳を 

を ぉせん ごず る じ 等しき 『巧 外 

巧」 の も 現で ある ど 認め 得る け 

れ ども、 『义齒 政府は 歐洲 をが 

ん軍牠 巧輕贼 を條化 ごして 巧附 

くべ し』 ご稱 して ゐ るのは、 な 

番 無益 y る 巧備说 ずを 撲滅ず る 

巧め じ、 ホ隨 のがず る 無限の 當 

をが 用ず る I を蔥 味す る もので 

- あつて、 必ら やし も 笑殺すべき 

，..'は：：！ > いご 思よ。 

元 ホ父剛 のホ鹏 あを W て 誇る 

白人 桃が、 自ら 『白色-"^ 柿の な 

瘡 j - こぃ ふ 体な の 好い 名を み' 卜 

に、 後進 お 小 幽に殺 迫を 化設し 

ぶ破 ^閒がに投資 」っ 1ぁる 

の、 > 、を か 巧 肖 的は な 源を 邀を 

してを 本家の 腺を 肥し、 ょ權を 

陡挪 しつ-- あつた こごは 逝 まの 

赔 化が 證明 ずる 所で ホつ て、 柬 

_ ホに 化ける を 図の がな 地、 勢力 

; 邮 一巧 3 の 芽が はこの が濟的 政策 

の 化 おで あ b 、 ちが 統一 難の か 

きこ S か冻 ょら 巧り つ.、 ある 影 

響 ぞく、 化 府が所 離 『化留 にの 

が 雌が 誰」 『秋な 維特 J 等を 理山 

じちを 邸 ずの も、 をろ 贸 本を 

利 權化进 じあつ じこ ごは、 ホ 

I 凶の ラブン •ア メブ 々、列 强の 

1 對 支干涉 をに 徴す t も械 めて 剛 

i 円で ある。 

i 特じ义 図の クブン * アメリカ 

i 諸が じ對 する 金 弗 化 巧の 弊害な 


るら み： r 她 出や瓣 山を 背致ピ 

る 物質的 色彩が 渡' 晤 でぁる 爲 
めに、 姑め て 器 骨で ぁり、 モン 
ロー まみの 席に 隣いて 獨 ら判强 
5干巧ご4^::^の輿論を無視1勺 
つめつ たもので める 〇今 凹ラッ 
ド 氏に 仏り て 提出され たなを^ 
述 かも、 こい專 J 事 憎よ 〇 して 
盛 過い 強めて 幽 難。 る-' こ U 、 
-ム ビアに 掛 する 中 譯 的。 五 


巧 巧 弗の 謝罪を ま 出を 坤决 し、 
W 時に 池 山が 掘 推 礎 巧を なかす 
る 通が 條 約の 批准に 徴 しても 豫 
想ず るに 難くない が、 か i る經 
濟 の ホ闕 主を のめ 策が 永久に 繼 
姆 ずる もの ど 思考す る こごは 出 
ホ。 い。 化. レ ラッド 率は こみ 極 
端。 る 弊害を を じ お 摘す るら の 
である ごみ じ、'- ノ を臭國 じこ 
の 正を の聲 あるを をと する。 


日露 協を の 批准 終了し 

細目 會議 U 五 巧 頃 

ホ權太 島よりの 撤兵は S 巧 お 手 

.佐 藤 公使が 代理大使を 兼任 

東京 特電 二十 六 H 發 u 円 露 新 協を は 樞密院 の 批准を 
ま 了し 磯 政宮臟 下の 御 署名を 經 たる 上贿國 の批 

准 害は 今朝 ホを に 於て 芳澤 公使.、- カラハン ホが 

•この 閒 に」 父换 された。 が ほ 細 固 じ 直る 贿國の 巧 

涉は托 巧ぶ モス カウ じかて 開 惟され ろ 答で ある 

こいよ b 髮き 昨日 午： 刖の樞 城 院賊問 官會遙 には 特に 攝 化を 殿で 

も 御 臨な 遊 じごい 挪條じ Kb て 御 討 諸 ぁ 6、 愈々 樞 がの 批灌確 

賓 ごいよ b たるを なて 加 略 首 かは 急遽 閒畿 を開谣 後、 條約お 文を 

携ゎて 參 ベ、 午後 二げ 化か •攝か 宮殿 ドの 御 署名を 終ら、^ がち 

にを 巧を 化に 急がを 游 して 化 京 じがけ る 批准書を 換の段 取 6 ど 

なち たる もの _! て. 化 桃ぶ 島 よらの 掀を (現が 駐兵 数は 約モ K 

む 人) 蝴け 一二 月が 旬 ど 巧を し 政府は 撒を 準備を 員を 直 もに 派遣 

する i ご。 も、 波 臨な 化を 權を化 佐 藤が 巧 巧が 化 巧を 罐 大使を 

兼 巧して モス カウに をく ミ ごな' つ わ。 

■ . ’ ； •.一 V ‘ . . 一..、 ツ .い 

が 等の 御視を じを かる-- 御 計 著 

あ ら ご の ご 3 る 。 而 し て 今 朗 

の 新聞紙は いづれ もを 方面よ b 

H 叢 協定の おおじ 掛 する 随想を 

記經 して ゐ るが、 

加 藤 首相は こ ァが過 

ま數 年に 音ら 化 巧 政 扇よ 6 孤立 

しつ i あつた 事實を 擧げ、 

故にり 露 協定は 雷 じ H 露両勵 

のみなら 中人猶 のな 踞 よら 見 

るら 度賀 ずべき i であつ て 

日露 兩國 じは 從ホ 重大なる 問 

題が がし じる も 両図巧 節の 誠 

恵 じ 化ら なじ 解 巧を 吿バ たみ 

第 じて ■両闕 々はが 新 協定の 

批准 公機會 として 益々 る 題を 

增 進す るに まるべき.^ を 熱 等 

するど 共 じ、 化 府當厨 もこれ 

じ 向つ て 最善の 努力を 致さん 

と 欲す 云々。 

ど 述べて ゐ るが、 首 化の 祝辭じ 

勒し 目下 廉遙院 のを 議を 員會じ 

を 託された 過激 思想 化 化 案じ 閥 

聯 して 

幣原 外相が 重 政府の 

承認 よら 及ぼす 影響に 就て 述べ 

た 說刚は 外を 官 どして はお 骨を 

梅め にもの ど拠测 されて ゐ る。 

即も 列 相は 回 <、 

H 本が 過激が 想を 恐る i 如く 

。シア もな 逊が 思想の ち 傅を 

恐れて & る。 巧し 両圆 の條約 

を 細 項に 至る よで 實施 ずるな 

らじ斯 るを おの 制を は 不必を 

であらう が、 現が？ 勞 農政 巧 

じは 阳は 弱な 多く H 本 ごして 

はお ホ' 力 一の 盼 におず るが 瞄 


駐日大使に 

前 陸相 說 

を國 あぶが 祝賀 

■ま 京 特電 かお H 發 U を闕の & 

治を、 實 菜が、 新聞記者 等を 網 

羅 したる H 露 協定 祝贺 典は 昨日 

當地 にて 盛大に 腥 され、 

勞農 外相 ナチ エブ ン氏 

巧 農 ま 恥 大使々 ラバン 氏 等の 祝 

おを 朗識お 兩喊の 巧 歳を 一二 唱し 

を 辯 ± の 熱烈なる 滿說は いづれ 

も： n 露 兩幽み 路携を わ說し アン 

グロ •サクソン 砸 を鳥唱 しむる 

が、 郎 U 大使の 巧 命に 就て は 目 

下を 治のに 己 か 中で ある 勞農口 

シアの 大な 物で わ b 前 陸相た る 

レオン •卜 。ッキー 氏の 呼聲高 

き の {如く、 外格當 巧は 

トロッキ— 氏の 化 命に 就て：！： 

導のを報-しけ巧し^^い-か、 日 

本 わ府ビ してに の 巧み-」 M 巧 

な巧すべき理も；.；^* ’ 

ご稱 してなる。 而 して 个 化か 化 

现大化 ど一 て 化 巧ん 化舘 一等 冀 

記官 n I ズネ ッフ巧 V 派' 遣す る 

もの i か <树 氏の 剧薪ピ 同時 じ 

舊 大使 舘 は勞農 リシ r 

當 厨の 手 じ 引 移す 巧に て 外務 當 

巧は 今视溢 約に おし モスカ ゥ乂 

化舘 、ウラ ジオ ストック、 チタ 

レ ニン グ〇ッ ド 諸 颁单舘 巧 どし 

てが 五十で 脚の 臨 かを 出を 要求 

すべく、 げ 今風が さら t 所に W 

れけ おかお 殿 ド じは 化 殿下を 狗 

W 伴の 上 來る八 巧 巧を 期して 新 

化惜 地で める 化槐 おの 油 W 、 鞭 


が 必要で みる。 検言才 れば巧 
化の 勞農 政策は 餘 b じ信賴 r ' 
る S はが ホむ い 云々。 

米幽 政府 ご 

對露 交渉， 

. 併 かし 前途遼遠 

ワシントン ホ 六ぃ 發 ；：：：： 歐務長 
官ヒユ ー ズ 氏み 辭職ご ヶロッグ 
氏の 新 巧 期 迫 b 义闕 の掛 n シア 
承認 問題は 柿々 ご 取沙汰 されて 
& るが、 致 信頼ず べきを ホ 面 
の 情報を 綜合す るに、' 

:一】 坡巧お 露み 厳 論 あで あ 
るか 巧 委员良 ボラ ー 氏は 前後 二 
凹に 宜ら 大統領の ホ鬻じ 化ら 口 
シア 問題を 討滋 しじ 事實が ある 
これ じ 化-®' クー リッ •チ 巧の 必中 
を 憶測ず るを。 

ご 一】 これに 關聯 して 巧く も 
米 國は豫 備夕涉 を 旨の 任命 說を 
蹲 ふる 者 ある も、 今：：： までには 
斯 る事實 けない。 

ご 二】 ■巧る を 渉は ヶ n ッグ 巧 
新任 後间 巧^ 意見が 判然す る ま 
下 開始 さい；^ いが、 ヶ 。ツグ 氏 
の 反日 シア 的 態度が、 ヒ ユーズ 
氏ょ らも 微弱な £ は事實 である 
ご乏 はれて むる。 

〔巧】 米國议 がは。 シアの 德 

債 承認を 唯一の 條 がごす るが 對 

赖を闡 ご 米 図の 負 償 か濟ホ T な 

るに 比較し が闽 が。 シア じの み 
强 硬で ゐる 5 は そ 盾で ある どい 
ふ 溝 論が 行 力で ある。 

〔あ】 最近の 日 義 協定は 兩轉 
W 親を を お 進し 露國侧 は. ンンク 
レア ー 會社山 利權を H ぶに 讓與 
ずるの 盧 をを 示して ゐる のみ^ 4 

ら や、 ヒユ！ ズ 氏の 政 巧は U . 燕 

。 .尸. •'..玉 •イを A - ご'- さ-* ち t V - 1 一. まご ■ 

ぶの 對义反 威を お 進 甘し めた ご 

云 ふ 非難。 

な 上の 五 おは 米幽 の對莖 接近 

を 速 かたらし める 狸 由 じな つて 

ゐ るが、 假らじ ホ幽の 意志が 對 

繁を 巧-.' 傾く ごし—- ら實際 化す 

るには 尙ほ 前途 遠し ど 一般に 觀 

测 されて ゐ る。- 


國駐ほ 中 じ 接 細した ケ n ツグ 氏 
の 意見は 乂ぷ巧 渉に 寧ろ ほ逊で 
あらぅ ご觀 をして 么る〇 

油 旧 權廢棄 

を 判關始 朔，， 

/|一 一巧 十 I 日 ど 確を 
リゲ化 六 H 發 U 勞腥 n シア 當 
局は 乂人财 脚 シンクレアー 會社 
じ おする 化 桃 おの 她旧避 掘 租借 
契約 腐 楽を 毁剛 したる が モス々 
ゥよ b の 報道に 化れば 愈々 これ 
に對 ずる 正式 公 巧は M . g 十一 1 H 
よら モス々 ゥ 地々 蕊巧所 じて お 
產黨皆 巧 率の F じ 開廷す ベ：、 
シンクレア— 侧 じて けな 巧 日本^ 

軍の ホ- < 上陸 禁 山を 糖 じし おれ 
で 勞農當 局 側では.，- れじ 六ヶ巧 
の猶 豫を與 へたる のみ G ' w ホ 契 
約を 涉當時 日本軍の 駐屯し むむ 
る 事 實を擧 け 却て シンクレアー 
側が 米 輕歧府 を 動かす 能は ざ b 
しなを 巧げ て & る。 

エベルト 乂 統領 •い 

が 開 後應篤 

ベ 八 ブ ン か J ハ H 潑 ；=； 獨逸共 か 
國 大統領-エベ < 卜 巧は 消化器 管 
を 化され 去る^ 鴨 日 切開手術を 
ずけ たる も蟲な おお あを 併 おす 
るに 及んで 裝然な 態危晚 どなら 
昨今は 危篤の が 態 じめ る もが 楼 
は尙 ほが なの 遵 み：：* きじ あらや 


-ン 氏は を 天軍 のら 游 軍ん 化 役 
じ 脚し 化 巧め 府じ抗 溢した。 


、 V 


ツク巧 
六 H 疑 U 上院 誰 


7 n 

フシ ン • 

貿 メグ 作 •マコ，、； ック 氏は 昨 
朝 ホ テ 作 •户 ，、术 トンの 自 一; まし 

て、 む臟麻 おの 爲め卒 ホ 後 十' 時間 
じして を兒 され 府 も-! 檢 屍の t 
上下 兩院 にを の 旨を 述吿 し雜會 
は化會 したる が 本日 ホ 人の 到眷 
ご おに 將 地 葬 に 附— た。 

備考。 故ん じ ィリ ノィス 州 選 
出の むみ U みか 黨谢釉 じして 
今期 選舉に 破れし もが 獨 大使 
じ 凝せられ つ} ぁ b しんじて 
シカゴ •ト プビユ ！ ン 紙ど關 

橘 深し。 亨年 五十 A 歳。 

新 巡洋艦 進水式 

ホを 化 六 H を U ヮシントン 協 

約 後 初めての 新 湛巡巧 媳ホ庶 は 
儀裝化 b て 今朝 進水した。 

宣統 をが 天津へ 

化 京 甘 六日 媛；：：： 化 京ん 日本を 

化 涩內に 御 避難 中で ぁつた 實統 

帝は 巧 日 秘かに 日本る 化 館を脫 

ぉし 天津の 日本 薇彌事 おに 避難 

され 近. 第-、 第二 夫ん を詞伴 

H 本': 赴かるべく 今 凹の 化京脫 

出は 郎る恵 外 こされ r むる が 
嚴 近ち 册 新聞 おが 過激 あ 想の 迹 


政拘 案を 支持す る 恵 向で ぁる。 

更始 一新 會 組織 

東京 巧電 i ： 六 H を：：；；； 副 島 道 正 
が 上准么 助、 藤 田キ： 一 が、 地 旧 長 
廉&巧媳淡 - $?>^の上‘おぷ質並じ 
岡 帖邦輔 始めが 蘇議 貴、 上お惯 
口、 膝 山 带お巧 化を々 がを 網羅 
したを お 一新 食が 化 織され たが 
其の 目的 •を 生活 じ 觸れて 政治 
のをを をなず じぁ b VJ 云 ふ。 

上海 罷業の 榻害 

ま 京 特電 ホ 六 H 發 u 卜 'おのが 
橫罷裳 損害は 己 じ 十で 兩 、化键 
數け 六十 方鍾じ 逢し 尚れ るが 罷 
エ侧は a く 屈服 すらが 勢 わ 6 が 
がが 鏡 及大： = 本が 績は明 U ょら 
繰 業 牌始の 望で わる。 

巧佛 上人を 非難 

東京 特電 廿 六日 壌 U 巧佛 上ん 
大 を ホ お 化の 渡米の 儀 1 ら 例の 
主 化 問題で 法 まの が 段 じ 脚す る 
亂脈 ホ 難され 延 いて 本願を ど大 

が 家 is を離說 がわる。 

商議 會頭 選擧戰 

東京 特電 廿六 H 發 u 東を 巧 業 

會燕巧 議員 選舉 猛烈に て 副會頭 

あ' 煤を' 一一郎 にを 遇し 藤山蒂 太、 
藤 山 謙 一両 波の 勢々 化 仲 ミな つ 

てむ る 0 


英米 協同で 

對支卞 渉. 

口. ン ドン 廿六 H 潑 u ホ國 々務 

長宮 ケ ロック 巧は ロンドンを お 

をす るに 化な も か 相 チヤ ムバレ 

1 ン 氏ど重要^;?>る討燕を遂 た 

るが をの 討議 事 巧 中には 協 巧 問 

題を もを み獎國 外相は ち 那の形 

勢は 稍ら すれば H 佛 繁の爲 めじ 

英米の 利罐 を侵審 される 傾向 あ 

との 理由の 下 じこの 際 巧ホ両 

國は據 岡の 上 支那 r 勃して 强硬 

なる 化 策を 取るべし ご懲 葱した 

る も、 ヶ〇 ッグ 氏は. 本 問題 じ 就 

て 明答を 避けた ごい i 風評が 尊 

ら である。 尙 は' 英國 のち 力なる 

意見は 米 國の掛 おを^ 就て 悲 

觀 しお 佛兩國 の 對瀑關 巧を 理由 

ごし 貿 みの 發展が 極めで 學み少 

なき^、 0 シ ア のお外革命宣傅 

が 中止され ない；、。 シア 政体 

が 化が NJ して 變ら。 い i 等を 擧 

げてゐ るが、 巧闕 どして は此瞭 

勞農 政府が 第ー ニ ィンタ ー ナ シヨ 

ナレ ごを が絶緣 しない 限 9 兩國 

の 隅 係は 巧狀 維持 じて 繼結 すべ 

く 則 待され.'- ゐ るが、 これ 等の 

たよらして 软 測の 事情に 曲し お 


.1 ま 

身 


tw.: 


，損害を 十五 億圓 


東京 特電 か 六 口を U お京巿 統計 巧の 踞 おに 依いだ 霞 
災お 窜额を 國統即 はお 十五 撼」 ハ 打 化 八 兄 六下圓 にて 右 
のみ 東を の 被 室 化ち が 六 千 二な 十六 ガー ニ 千圓で 總额の 
六劍六 かじ 該當 して & る。 尙 はを 死傷 巧け 十五 方 六 千 
たなん トー ニん-」 す扫爲 戟爭の 死傷を 敏 十八 万ん じ 客々 

をぃ梦 が. しで^^. 


ど稱 して 公る が 枕が じは 氏の 家 
族が 集を して 巧 一を 蠻 つぇ 

ある お 樣 t ある。 なほ エベ 瓜卜 
大統領の 任期. " 2 ホ 月 化 U を 0 て 
終了し ホる 五月に 大統領選 擧を 
執！ 了す る £ ごな つて ゐる のでを 
の 容態 選 擧戰じ 重大なる 頗巧 
を & ぼす ご觀 測され てなる。 

ぉ國 航空隊 

鶴 張 贊巧决 

日ン ドン 廿六 H 發 ：= を 國潑巧 

は 本 H 化 空 豚 破 張-」 關 する 豫算 

案を 提出した るが をの 巧 も と し 

て佛國 ごの 航空 比率が 一二 對ーレ 

ある. とを 舉げ 勞働黨 のスノ i * ブ 

ン 氏は これに 反戰し 極左 黨は胳 

張 雙絶お 放 楽を ホ 張した るも遂 

じ巧决 された。 航空 赌張费 は 一 

億な 化 ホで 六 千 六な と 十五 巧に 

達し-むる。 

カン サス 州が 

排口 法制を 

卜ぺ 々什 六日を：：；： カン サス册 

をの 卜 '院 委員 食は 先般 巧 カン^ 

ス卵 内に 於て U 本人、 支 服 人 其 

化歸 化し 巧ざる 外 園 人は 一一 一個 年 

な 上に 江 b 尘 化の 化惜 、所が 等 

を絕 掛じ禁 化する ごい ふ 法案に 

就て 審谣 中で あつじが 本 U おお 

致で これを 可決し 近く 證爭じ 

一巧 巧 巧の 笠で ある。 

/ 勞 農：！ レア 抗議 

心が サ六 H を U 勞農 大使 カラ 


化を をけ て 帝に 反 威を 抱き 或る 

新聞紙は 帝を 暗殺す るの 外な な 

しご 論じ じ 結 あからで わる 己。 

ザ ニン 少佐 飛 が- 

ま 京 ホ 六 ； n 發 =： ア八 ゼン チン 

の 飛 巧を ザ ニンみ 佐は H 本に 滯 

化して 太平げ 橫斷飛 巧の 素志を 

おすべ < 進備 中で ぁつ. たが 多を 

五ち 一日 頃を 期して 湊ょ b 千島 

じ 赴き 乂國 飛； 化隊ご 等し < アラ 

ス 々を經 由して 橫斷飛 巧の 壯擧 

じ出づ ベ： 先 發準赌 の マー フキ 

1 氏は 旣にゲ アンク I ゲ アー巿 

じ到鲁 した。 


國隙 聯盟 議を書 

東京 特電 化 六： 3 を = :閣際 聯盟 

ホ か議を 書は 急速 じ 批准せ や ご 

幣原 外相は 下院を 員會 じて 聲明 

した 0 

練習船が 長沈沒 

東京 特電 ホ 六日を： IT 山：：！ 縣が 

船學校 練留船 防を 化は が 豆と 島 

沖 じい、 てが 沒し 船を 0 ドと 名溺 

巧した。 

鉛 木繁巧 逝まず 

を 巧 特電 i ： 六日を U 震 拓趣拳 

鈴木繁 巧は 本 H 逝ました 0’ 

年齡 修正に な對 

東を 特電 廿 六日 摩：：：：： 欧夕會 は 

普 逃を の 被 逃擧確 S 十歲 修正 

ほおし、 巧修出 じを 力を 集中し 

培ろ、 遼玫 をはと じす 間 息 じて 



加滕ホ 生は こんな， とを をれ か 

ら をれ ヘィ ー 限 b なく 想 ひつ-とけ 

て 巧つ：^ が、 ふご 目の まへの 繩 

を みれば、 彼は まへ よを はよ ほ 

ど 元氣づ いじらしく、 いぇは 健 

康 である ごき W ほ とんで か はら 

なく、 自由 じ 化のう へを あるい 

てゐ た。 た r 、 まだ 高 < 自由に 

疵翊 する i がで きる かぐ あやぶ 

まれた r けで あつれ。 

先生は 腕を のばして、 をの 羽 

化を いためな いやう じ、 をつ £ 

繩を 手のひら じの せる と、 窓際 

も かづいて、 をして をれ をを 

枢 のうへ じ おいて やつた 0 
をして 彼は 也の 5 もじ かう 叫 

ん だの C ある 0 

娜 よ、 才！ •ンプ ォア、 運 か 

はお まへ じひ よんな 惡戯 をし か 

けて、 このを ひさら ばへ た學者 

の 窓を く r つた ばから じ、 た 切 

なの 化を いためられた。 しかし 

靑 をの 盧氣 じみ もた わ まへは、 
この 老 をの 己 ごもが つて、 もう 

も £ のを 氣を ご b かへ したら 
AWa 互， 里 le 己 e 二 aides とい ふ i さ 

へ ある。 娜 よ、 自由の 化 掉じ飛 

んで ゆけ。 をして お まへは、 あ 

したは また あたらしい ダ I べッ 

デ •キ アンを わ V づれ て、 パン 

屑の なか、 ら 、あたらしい 日 ミ 

命と をめ つける がいい 。己は ま 

た あしたは 書き かけの 論义 をし 

あげて、 をして まなん の絕 b て 

かへ ちみない 奋 器物と を 欠 書の 

なか i ら 、あじら しい 智慧の 富 

をめっけゃぅ。 健康^:〇れ、 哪ょ 

左 選ら 0 

'先生は かう 云つ たが、 をの 細 


を ほどんで 云 ひを はるかを はら 

;;6いうちに、 蝴はかょはい巧化 

を 一 一一 一一 巧 ふるつた かご わもう i 

化生の 四 階の 窓から、 はるかの 

k 唐を めがけて 舞 ひあがつ た n 

先 ホは をの 巧手を みまもつ た 
が、 もの 一 五ホ択 もは なれる ど 
概 力の ょはい 化か じは、 をのを 
をさだか にみすゎる^ができな 
かつた。 た.、 - V 階の お 根のう へ 
はんの ゎづ かば か b をが 顏 
を だして ゐ るの. か 目-— 映つ たば 
かきであつた。 

夕暮 はいつ のま じか も かづい 
て、 先生 S 窓の まへの 廣谣 は、 
妙 じ 薄暗く、 黨 煤の ゃう-し 陰氣 
じ しづ まつて むた。 

先を はを の ごき 動く ； すら も 
のうげ なが子で、 をの ま t 窓際 
のを 樂 椅子-,’ 腰かけて、 をれ か 
らま だ 半時 ほ で ぢつ ごして 物 お 
ひじ 化んで 在む。 

やがて、 しば^くた つてから 
誰 やらが アバ ー トメ ント の乂口 
の 口を あ H てはいつ て 巧た が、 
をれ は 宿の まの'- ン ソン 夫人が 
下町の 働 ホ ぃら かへ つてき たの 
でを るら し々 つた 0 
彼女は いを がし さう じ、 こつ 
こつ ど 輕< 靴の 音を たて t 廊下 
を あるいて きたが、. 化 律の 部 居 
のまへ を ど ほる ごき、 幅 子を か 
ぶつた ま i の 顔を もょ いとつ を 
だして、 をして 頓 なな 聲で叫 VC 
ご 0 

を Qdness ! You ちな S 式 ing 己| a 立夏 in the 
dark , 草. Ka 害 童 afs ihe 養 ま r ? Are 
ち u ぎ nking 0 一 yo ミ sweetnear で 
先生は かう 一友 はれる ご、 をの 
ストイックな 顏じ しやう ことむ 
しの 微笑を うかべて、 化 A だ飄 
すで こたへ たので ある 0 
ジグ 3 rs . Hanson . ーゴ thinldng of many 化 
swee を eart ご e lost long ぶ 0 
しかし、 かう いふ 先を の聲け 
夕閣 じど ざ t れた 部屋の なか 广 
ほごんで 己靈如 やうに ひ r いわ 

海の 巧 ご 外 

▼ ロシアの 批准は をら <ミ .佩 
巧け か t るご髙 をく i つて ゐわ 
日本が、 批おを〇 シ ア が 一 足^}= 
じち 敬した ので、 巧 屈 箱屋の 
樞がも 邸 座に 批谁 した。 ヵラ ハ 
ンご いふ 巧は 矢 張 機敏 だ。 

♦組肯 じも官 患の 上 溃劇干 嫌 
が おて、' 大み 問題 ごな つてな A 
が、 を 正む が 民の が 劇 賴锥宫 制 
巧で をの 是非を ホし やう ごす も 
党 容な態 巧は 巧 右 共に 見上げ ゎ 
もの だ。 梅閒 はわ 手の もの でん 
る 日本 もこれ じ巧ム べし。 

♦自動車 速々 法 違な で二废 * 
檢擧 され、 二 巧 共 じがを £ な C 
じ爲 めじ 巧 判事を 罷を せしめ ゎ 
富 蒙。 ック フェラ ー の 娘が 错械 
した。 相手は 哉が 當 時の 滸誰ム 
ごい ム から、 卓が な 持つ 緣〇 

♦トロツキ^— から ジエ ゥゾマ 

ご、 ホ 凑窩宫 速 中の 嫉妬な 目で 
迫 化み 化頻 々。をを 貪の な牧姑 
热 も差當 b ホ 添の 感化 か。 

♦ロンドンを 蹄を 通信は 巧ん 
名 ± の 惡巧饿 岡 流 巧を 擧げ、 か 
國 々王を 筆頌 じ。 ィド •デ 3 
デ、 ムソ リニまでは 無が であ ハ 
たが 活 醜女 優グ〇 リア •ス‘ ア^ 
ソン も 巧げ てむ る〇 ヤン キ r 作 
む 巧は 採ても 違つ たもので- 
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116 化な eph 即 St. 

Boston Mass. 

Tei. 扣 ckbay 10 お 9 



PHE げ S & PE 丽 


3 Mai お n Lane N. Y. 

I ： 細 冶鍛誤 金に 幷お禪 i 金 

類 お蠻匠 意新最 


T. KASAI 

Marchant 
T 式 Uor 
が 

TIMES BUILDING 
H 如 m 304 
NEW YQM 

Phone 
Bryant 331 目 


Y. ITO 

巧 3 Ees けみ d 化 
Cor. iex’m が 帅 Ave., 


N!PPON TAILORING CO. 

3 卽 W. 58 化 St. 

なし Cohi 吊 bus 4173 


Koike Studio 

が 7 お!！ わ も 

£ 日 r ， が 化 お . 

Tc し Caledonia 6394 


NAfU WADING 則 , 

45-47 E. 20 比 St. 

Te し Caledonia 97 巧 


Mi な . Biaii&lie Fi がが 

1264 Le ん Ave，， Cor 8 な h 

授敎語 與人婦 


New York Auto School 

228 Second わ e. ， む r . り 化 St. 



imoto Bros , Inc. 

(Formerly Msruhschi 在む .) 
け East 17 化 S 卜 • in 
Tei. Stuyvesani S 9 & 9 


S.Yokoy も D.G. 

154 W. 92 nd St. 
Tei. Hive け itle が 51 


ん L.CEASAR ， M.D. 

1 郎 East が th Sireet 
Bet Park & Uxi 巧れ n km 
TeL Lenox 8373 

舅 瞧晒鼻 巧 I 

間が 察 診 
午 正 至 時 十 前午自 
時 八 至 時 六を 午自 



巧 專節調 錫 殿に ホ 腺换 

F. I. FREDERICS CO. 

醫巧跟 學大亞 比输古 

巧臣 E. 59 化 化 Hew Yc ホ 

1144 3 niA 化， bet. 66 ih. 67 th Sts. 


KOSHIBA 

STUDIO 

舘眞 寫柴小 

8 が Fif 化む e.i 

Tel. P おな お 12 

Sranch Studio 

Wesfmin がが 如が i, 
みか ' idme もし 


YUKIO NISHIMURA ， M. G. 

314 West lllih Street 

療治 谓 

お 筋、 腹按 、摩按 流 ~ え II 

A ジ グ カデメ 、ジー サツ マ ま典瑞 
療治 氣 屯び 及 水 〇, クッ テス ナ 
業 卒院學 ーピ’ ラシオ ジイ フ典瑞 育が 

男 幸が 西皇 

て じを 自は叉 張 巧滚治 
巧 上 願 約 前お電 にを 巧 一 後 午 


車 動自貸 



SATSUMA COMPANY 

細 8 B’way 邮 Tel. Riverside 6^22 

御 商 間 ザ大郊 間が ホ 
呼 曾 饒化勉 外 十五 內 
出を 摩- •肤 强も 弗時特 



詳論 

巧 誌 


j ; ^ お 巧 十り を 巧 

i 孚仙 

414 で st 5置 St . 呈 


船具を 巧 お腊船 御用達 

.遠麟 小で 商會 

• 這 B 吕 艺 至ぶ N J . 百で 

Tel . Whi 重 all 妄こ 


稅關 事務 取扱 

WILLIAM L . 呈 NE & C 0., 

ざ 〇ョ 12 苦 11 Broa を さ罩 
さ〇ミ；|80左一ち6室こ138-91ゴ 


姑拜說 む Una 午を 八が 
晰賴 を 木 唯 H 午を 八 時 
だ 話 會上跑 H 午を 八 時 
をを* 团 S 室、 娛樂 室のを 焼ん b 
ホな をが 迎 す、 食 館を 利用せ I 
か 師川侯 « 1 

U 本人 基督 敎 修道 會 

102 W . 一お己 St ,, N . Y . oit 乂 
TTeL sornin 醫 ide 至赛 


に . — 
h 刖ぉ 

’ ^ 4 

扣剛 探 
U i 巧が 

y ii W 巧 

0^4.^ 

t ； 昔.！ 


t 

M 


<1 嘛 


稅關 事務 

を 洋を化 並 じ查世 
をの 徐 出入 ホ 法に 
峭 する 一切の 御 誰 
問に 應 じ、 荡 道な 
船 貨物 運 貨ぶお 化 
お 稅顆ホ お 善 等 進 
呈 す、 重要 都 おじ 
化埋 店を おし 誠 寅 
叙ぶ 銜用 かじ 應や 

が驗取 汲. 


♦臺藉 ♦雜誌 ♦新郎 - 
縱覺 室を 閒 
執を 午前 化 時よ b 午后 五 時を 

紐脊 日本人 會 

西 五十と 下目 二 五 〇 を 
笔話サ アクグ 八 I 九 01 化 一 


日本人 S 敎會 一 

牧帥 川な ホ么進 
幹事 此川稱 一, 
をち nese M . E . 吾 ミ ch & Inst . | 

這 w . 看 St . ぎ CISks ミ 室 一 ^ 
巧 巧說を d 躍 n 午後 八 時 
が 爲負乂 駆 H 午み 八 時：. 
裁縫 會乂 おり 午 巧 二 时_ 
♦を 宿舍 I 
位 廣も徐 比 亞迄敎 み 下町を 十 
五 か 學生會 社員 巧 巧を じを 適 
設硝圈 蓄雜誌 新聞 ぶを 柿娛樂 
を 簡易を を あ b 

巧を 職 黨巧旋 、旅を まみ、 を歸 
事業 謁査 、其 化々 事 化 誤诗旋 
等 间脑語 巧の ホ舍を 歓迎す 


化 留靑年 理想の 鹽か . 

H 本人 靑年會 

9 W . 芸さ St . ぎ salii 12 乏 
大化肯 a 本人 


基督 敎靑 年韓 i li 


4 A 

8 0 

h Y 

n % が 

.s が 

.1 化 g 

r 注 

c J 


撕 


お w E . 設 ih St . N . Y . 呈 y . 
香 plas 8141 


e 

.iM 


紐： 諸 

育 I 集 
甲を 
本； 

人 r 

奉 

替 I 巧 _ 

敎 I 曾 I 

育 一 業 i 


.マ H 躍リ 

畢書巧 兜 正午 
共 擲食夕 屯 巧 半 
禮巧說 おがが 
▽ ±巧り 
謠お貪 又はを 
話爵 夕八巧 


寄宿が、 旅 巧ち； 
ま 巧 部、 人事 相 一 
談 部’ 誠语 部’ 蛾 1 
棠间旋 が、 巧 語； 
徙 縫を 巧*" 諸热 I 
を 設け 貪员 、非； 
かり 貿 ，皮を がる j 


S 

〇 


民 巧 

〇 S 自 

本 型 


M 齡 ：！ 

&TT 

民の 化 
反 W ぶ 

aw 

K i 


人 靴 
向專 






小 

运 

豁 

き 

更 

新 

き 

小 

を 



U 本、 をが 寶玉製 お 
術 お、 婦人 用 昔 飾ぶ 
他を 赖お 

闕島訂 ：：： が 

高等た 術な 修 緩、 

首 飾 お、 スト ヴング 

H 本 服搜縫 


丸 山 洋服 蘭會 


梅が や 太平が 賓 易に 

米闊 商務省が 警吿 


义 固が 務 ちの 活お 課では 近 ホ 
時に 陆巧讶 為の 巫を なる 邮 位を 
力說 してな 巧 巧の 注な を 喚起す 
る i をを ドッ。 _； f か、 就中 轉近巧 
淺 がが ホ媒を 迅速 じ 巧 化しつ 一 
ある 一 おは 乂聞 

極 束 質 易 じ ぉし？ 恐 

る ベ き旋巧をである？をお摘し 

てが にお ホを に辖吿 して 曰く 

r 乂國 はお H おが 贸 なにが て 先 

づな 巧。 錢爭じ 面して むる。 巧 

が も 短 巧が は 一 九 一四 年が 化 千 

六 内と 十と み I で 山、 滕 'お 上 鼓 

が 巧 おを 巧 おした 一九二 0 年が 

八に^ 千； 二な 十八 巧： 一千 W 、 を 

いな ホ-化 二 S 年を 稍々 滅少の 

一’ 向を 姐つ たぃれ 山/一-九 一一 四 

年に まちち びを 额 じがて 相當の 

巧额 を-ホした i は 明かで ある C 

乍 併 之に U 本の お 米爲替 か 播が 

下 あした ^ めじを が •か激 巧して 

ゐ るので あるから、 一方に がて 

化が が 巧 S 臟乂 等で 巧 當巧氣 を 

をした だな おがわつ じじ 拘らや 

化み にがて 巧 巧挪 巧で 个 お^ 階 

つ 1」 もの も あるから 化づ 眞ん荫 

なお おが U おぱ 郎年ィ - 額 位 ご 

なて*- 一から ぅ。 

對日 輸出の キ 巧が ぉは 

棉 化、 木 か， 小が ぶび 县 化の 巧 

巧 おやを おな 等で ある。 棉花は 

化 巧 英領が 巧の 年を おしよ b 或 

L お 巧の 说 ホを 絮 つて & るが、 

化 化 S 向 おけ U 本 S 総 輸入 额 <5 

大 がかを 巧齒よ 6 巧 給して ゐる 

ので ある。 乍 併 巧が 木 かは 西 比 

利む、 ヵナ ゾ 及びち 那 よらの 歲 

ずを 裝 るで わらぅ し、 小 麥は涼 

が义 び々 ナダ よら ■米は 大部 か 

の； か 巧 部 亞細亞 よ b わ 焼ず をを 

け V ,* けいじ；：* ら 。いので かる。 

: "いおん じ列舉 した ラ， ンの鶴 

巧じ掛 して 巧 喊は現 化の 地位を 

猫れ する iu をれ 朽闲 難を 戚ず 

る もいで はな L が、 H 菜 製品の 

兢ザ じの L て U 鼓 もがき 化ぶ を 

娜 はな。 れ じじらない。 那も磯 

械賴 、おか、 数が に納 お、 仙 類 

度び 化 化 

了 業 製品 に掛 しては 化 

巧 喊雜じ ル H 業阅 よら 競ず を 巧 

けろ のみ。 ら 中、：： 一本 闡 のにが 

ける エ浆的 進 ホ じよる 火 競 巧を 

ぶらざる を 巧ない ので わる。 支 

那 L がける 形 おら ホ 之 どを ぼ 間 

が U ものが ある。 乂闽の おぶ 秘 

ホな 巧は 一九 Mil 年 巧の 二 一千 五 

パ 四十 二义巧 よら、 一九二 S 年 

じは. 俊 近 千 六 _ ，け 力 巧に お 加し 

た。 ぶ 化の 英國 よらの 髓ふ额 は 

一た-千 方兩で 前年よ 6 駭字上 

幾み のが 少を ホして & るが、 實 

= 裕 にがて 典國) 巧みぎ 質 おで あ 

る おの 巧 港の おま贸 あがか おの 

巧が を 巧して なる から、 樂巧と 

巧爾 の 

對史實 易を 刖 ぉじ 比し 

I ■え やの が 加を 化に 巧 ごわる。 

政 近獨 化は 漸次 支邮 じが パ， •控 

_ が 化を 闷 化し、 一九二 四 年に が 

てゴ ■化 ニニの お 支 輸出 額を を 

; なする 化 化に を 巧した。 白な 盛 

及び 佛賊两 も 亦 ホ お；： > 巧で 化を 


が 戰ず中 化つ じ 巧が 接を 闽按し 
つ i ある。 乂闕の 巧ど愉 出額は 
支 孤の お 乂総额 じ おして 一乂一 
一二 年 rn ハ％ な b しが、 一九二 1 
年 じは 一九％ じ 放 巧し， 一九二 
一二 年には-六％ 二' 五 じが 少した 
巧 威け 戰時 中支那 じがて 獲 待し 
たるな あ 上の 化 化の 大部を を 今 
おはが 持し をつ 將 ホに 向っ て 之 
を 維持し つ i あるが、 併し 斯く 
する じは 最もが いなぶを 

各ぶ 據じ 向ミ挪 はな 

りれば。ら；；^い。 機械額あび自 
動 ザの 化 給は なしく 歐羅 じ諸喊 
-し よらて 截 なされた し、 威る 柿 
のな みおぶ 借 俗の お がて リ本 

の 競ず お八-じ めに 甚 しきけ 擊を 
裝 つて ゐ る。 一九二 四 年に 於て 

米 図は 瀑洲 に對 しお 総 輪人额 

四 かの 一を 供給し じ。 巧 幽のお 

を ホ要貿 拐は 自勘 ホで わる けれ 

お、 戰爭 前よ 6 巧國 はおん V 」 療 

洲に對 3 る 旨 動 巧の 供 紛を獨 も 

してむ たいで ある。 乍 併 今や 歐 

羅 じ諸國 はを の 工業 力の 间 など 

共 •し、 自動が 製を エ 煤の 設簡を 

を 瞄し質 じがても 惜 巧に めても 

兩ホ面 よら 巧が 輸出 おご 競ず を 

開始 せんとして ゐ る。 殊に 英國 

は戰 前の 化 化を 回 俊 せんど 特別 

の 巧みを がみ 或る 程 巧' 9 化 巧を 

納めて なる。 

最近 觸傕 された メ少ボ 

—ンの 自邮単 妨覽留 じがて 英跑 

製 小週自 醜が は 夕大の 商 評を 愧 

したので みつた 。タィプラィタ 

t ス 、な 縫 機械 及び 其 化 特殊の 

战械 類*』 我闽 よら 淺洲 及び お 西 

頗じ檢 出す る あ 要 巧 おで あるが 

驻 等に おしても 歐羅じ 諸 國は今 

やが 格の みに 於て 筑 ザを 挑みつ 

っ あるから、 化み 彼等の 製 進 品 

が巧國 のをれ の 標準 じを 達しな 

いにしても 或る 巧 巧の 巧繫 であ 

るろ は 勿論で をる から 是等 じ掛 

してら が 度 U る 注意を 怠つ ては 

;^らド4ぃ。 一化一四年0ホ巧閣 

の 勤 巧 巧 輸出： 谢 はを れん 緩 額 じ 

をす る户 セン テ ー チに がて 一一% 

ホ よら 五％ 六じ增 加した。 

垄巧輸 ホの ま 喪 品は 電 

氣 機械 额 、繳 製品、 油 類、 自動 

お、 煙を、 ラバ ー 製 お 其 他で あ 

る。 是を 化ての 生産 お-し 街し 巧 

巧は 歐羅じ 諸歐の 猛激な 競ず を 

豫蝴 しなければ。 らぃ よい。 就中 

獨 をは 最も 滋大な 計 藍を 叫て 是 

等ボ 構に 活動 せんごして ゐ るが 

旣じ 戦前の 化 位を 间 がした のみ 

G ら中 をい W 上のを 胆を ホして 

& る。 巧 図が 印度 じ 於， 現が の 

地 化を 維 侍せん どせば が あじが 

て も、 其 化 化ての 点 t がて 歐羅 

じ 諸 閱の嫉 巧に 應 やる の覺 悟が 

必 をで わる OJ 

金利 引下げは 

幽北 巧墳乎 

がり 焦 か 巧 化を W 化 

昨年 ドザ朔 W がが々 ごして 内 

外 化 巧が を， パされ 今 おに 人つ て 

からら 旣に內 化 化 巧 u 與萊偵 巧 

の 一千 方 w を おめ が此甫 錫の お 


だ 巧 川、 お 川 あ 力の 一千 巧阳、 
お掛の 一千 五' わ 斤 W 、 を 牛を 斯 
がが-で' 力 川、 お 巧 毛 巧 給 一一 百 
五十 巧 W 、 王 f 製が 一 千 方 川、 

だ 卜製お 一で 万阳 、お 巧な 斯が 
巧 川、- KU 本人を 肥 巧 五な で 山 
虽製藥 二が 化で 川、 化 お 灰贼お 
船 一 千 巧 山、 乘合自 勤 中 巧 五十 
万 叫、 東洋 棉糖 五' C で W の發表 
わら、 是 等け 旣じ資 出され 又は 
寶 出すべき 

中の もので 的 ほ 巧 じ 
據 巧すべき 模樣 であるが 、殊に 
なお 注目すべき 現象は 化 おの 利 
猶 b が 化 ドの 傾向 じある， とで あ 
る。 然らげ 斯く社 憤の 頻發 じょ 
つて 吸 集され るち 額の 資金は 一 
体で ぅい ふ 風に 棚 かれて 巧き 父 
巧が 金 舗 市場 じがて か 巧 U るが 
用を おはす かどい ふじ、 先づ其 
資 をは 一】 曾 社の 舊償 借替か 
ご 一】 轨 事業 又は 擴張 事業に 投せ 
られる MJ はいふ 迄 もない。 而し I 

て 後者に 屬 する 或る 若干 程度の 
ものを 除 < 巧は 結が 我がを 融巿 
場の 内を 動き 遇つ： ゐ るので を 
ら 、換言 すれは 資金の み 巧狀態 
を變 動ずる ごい ふじ 過ぎない の 
である。 斯<資 をを 巧の 變 動が 
化 先き をが の 趨勢に 如何；；^ る 影 
嚮を A ぼず わ 艺 いふじ、 所を は 
長期を 利の 促を を 促が す ものと 

兒 なければ なるまい。 之を 廣く 

金融 ボ 煤の 上から 見て 一の 銀 巧 

から 他の 銀 巧へ 資金が 移動す る 

即も資 をのを 化 狀態じ 

變 動を おす-」 たまら 义么 

をが 巧 伽から 是れ ピ單じ 預金と 

貸を この間 じあ 替勘 をを 巧 ふに 

過ぎ ホ、 あじ 么を資 を おもの か 

ら兒 いぶ お 額に がて 柯等 增滅を 

生やる 譯 でない から 1 y を剌の 

上 じ 左した る 影響を ぶばす もの 

でい* い 榜じ考 へられる が、 ネ H 

の おを 會 社が 社 憤を おずに 就て 

は舊 債な u まどして 銀 お 借入金 

:; :; ょら-^ 社 偵 じ ^ る 巧 債' おが 幾 

かじても 低利で あるを が 第 一條 

かで なければ な' っの。 事 賞 昨年 

上 ザ 期 じがけ るか 债利 廻ち は 九 

ホ 乃ま义 ホー頗 五毛で あつたが 

今 下半期に 入つ て 漸次 化での ホ 

調を 辿ち 八 ホ 化. 曲 八 毛 か'-^ 期 ホ 

には 八 ホ お 煙 五毛 迄 じな つて ゐ 

る。 而 して 本年 じ乂 つてからの 

かに 就て は ホ だ 正確な 統； S 的數 

字け 稱られ のが、 先 づと步 と 八 

厘を 當 から 精々 八 ホ 五六 厘 どい 

ふ 處で樂 々と 消化され る 

現狀で あるが、 尙ほ此 上 

利 廻 b 化 下の 傾向が あるから 或 

は 一流 就 償で おくと 歩 五 _姐 化 下 

S ものが 裂 はれる ぇ を豫 想され 

てゐ る。 この 結裝は 輩業轉 社の 

債務 U 段々 長期に、 をして をい 

方へ / t \» ど乘替 へられて ゐ るが 

晰る 現象は f ぅして 銀 巧の 貸 

お U 步の化 落 (單じ n — ^ じ 化 

まら やち 脚 物に も) を剌缺 ザず 

じは 瞬か K いで あらう。 

^ 次ち じがく 


な 田 商を の 破綻で 

銀行が 警戒 

祈 駿理を 社 組織 

ま 京 特電 巾 六り 狡；：；： な 旧が 曾 

整理に 關 しては を お 巧の な 權內 

をに わら、 一部には 破を か 


1^ 

自す掏 ルせ を 才を弁 お 巧ぶ 

寶夕そ A 屢游 \ み みぉ 

夕 I 

クオー んザ へな シンが が 巧 刻 引 
； ^しツ I トバ ミん トンが 計を 刻 列 
が 矮 黄 が ろ劉 ^37 
镇ぶも 在‘ が属 ふ® 五 評 

雜作絲 の泉乂 I 

—1*8,ゲ^.ザ<ド ち八こ二 


メ ー シーは 紐 育 摄大の ゲバ I トメ ント巧 
巧で あらます。 新ら しい 昇を 機 ご ユスカ 
レター は厲澗 U 巧 巧 じ 於け る 皆な の お 買 
物 じ陛宜 S 渝快 どを 巧へ てゐ ます 
他 おで ニ ホす るら の.；；： •■らば メーシ 1 
では 一 弗 八十 八 化 或は をれ な ドで 買 
へる i をで ぅぞ脚 記憶 下さい 
日本へ 御 荷物を 御 送 b じな b たい 節 又は 
御 巧 物-」 隙して 御用の おを は パー ソナグ 
ン ヨツ ピン グ •ビュ — 。1 をわ碍 ね 下さ 
い、 親が じ 御 便を を 計 bi す 


都を じょ。 當 をの 間 



i ^ -後と時—九時 
U 曜は前 巧 願 上 保 

バ：吉 お悅朔 


簿科醫 

マ 診察 時間 A 
每日 ( H 曜を 除く) 
午前 义 時— 十二 
時、 午後 一時 i 
水耀 午前 九 時 1 
午後 一時. 


齒科醫 

：：：： 巧 式 無痛 治療 =：； 
ぞ 年の 經驗を 0 て 
H 本人 諸君は 特に 
下 寧 懇切に 施術す 

パ t マ— チン 


齒科醫 

夕 年の 經驗 をな て 
最新ぶ 科舉 手術 じ 
堪能 じて 信用 篤し 
= 施術が® 廉 U 
日本 A 諸君には 時 
じ 了 寧 懇切に 治療 

が 育 州を 認 

•。ブル！ ム 


診察 時間 

午前 化け一 十が 
午後 六 恃—八 時 

パ r 小 栗 幹 三 

が 育ボ 7 ラブー 病院 
お直 巧 病院 勤務 

巧ボ ゴ ンバ ランド 

.病院 勤を 


診察 時閒 

午後 審 5 半 U 二 時半 
午を 六 時 U 化 時 
愛知 疑 學± 

バ^ 巖本違 一 

古偷比 亞大學 政が 育 

ポスト グラ デュ ェ 1 

卜 病院 勤 擦 
H 赌は 前約 願 上 校 


齒巧醫 

ま 合 基 

診療 時 問. 

自 午後 二 時 
至 午後 八 時 


ちを 巧かノ .内ビ か デソグ ニ階 ニニ 〇區 

雜 前. 丸 山 洋服 商會 


笠 ザ 洋腺巧 


日本 

泮驅巧 

時 旧 信み 娜 
化 本 巧 


荣 ぶ 十二 IT 目 
二三 二 

伊藤 
洋服 店 

謂 ラ 


な眞 

第 在 街 

凹 云と 


り 本 お 具 

雜貨 ® 段 

を 良 貿易商 會 


権を はと 十五 
他、 二 一四 遇 間 
じ 驚.、 べき 結 
裝ぁ b 。 每 H 
朝 九 時よ b 夕 
九 時を H 曜共 
十一 一年の 經驗 

あ bo 


自動 革修 
緩 おび 運 
轉を敎 巧 

ライ 七ン 

ス 保証す 

一二 十五 弗 

蓮轉 ホは 

二十 五 弗 

晝 度巧學 

兩科 あわ 


U 本 陶破黑 

雜貨 賴卸資 

1 ホ 元 

ー ブラ ザ-- ス 


每 U 曜及 ±隨 午後 

C-1 三 .‘ T-.— ! 1Y --fl • —J- 4. ; ■ 

が 隅は 前約の 事 

カイロ ブラ クタ 1 

f ! 横 矢 重 孝 


0 巧 ♦巧 円 ZJI 巧 G 巧 CY 户 

呈養夏 C 養 

送 7 呈 h Ave . * 空 r た 百 d St . 

Tei . Murray nil こ 791 Roo ヨ 7 苦 

パ-岳 お 謙 次 

自 午前 十一 時 ま 午後 二 時 
時間外 あ H 踞は 前約の 事 


: が瀬蠢 

ま leK 臺ミ Ave . N . y . 百ぶ 
巧 et . おず &27 th ぎ 
1巧一.ミを岂コぞ.を18 - 7849 


JOIac 吉〇 OC さ M， P 

二 1 Wes 二ち n St . Ne 三 ork 
Tei . Riversse 苗 73 & Sc 置 ler 養 68 

兴ク4資が午詢九時！午後 一 時 
午後み 時 I 午後 化 時 
U 曜夕詢 九 膝 i 午後 四强 

ドク トレ/小 荣乘吉 


DIr‘ C. TTakami 

17 巧を mberiand S こ ik 专 
Tel . {libeHalld だ ご 

みみを ち 午後 一二 時 よら 六 時 
讓 舅；！！ 曜は 前約 相 琴 候 

ドクト^な 巧 見豊彥 


or . 夕 Shishido, D. D. W. 

夏 去. 7 害 S 1. Tel . EndisH ち 42 

雜 S 離ち 戶良二 

自 午前 九 脚を 十二 特 
自 午を 一 か ち お 時 




正直と 親切 £ を 旨と し 確 賞 
信用 あるが 品を 精選し 
特別 廉懼 で販賣 致します 
ゥォグ サム、 エ少 デン 四 割引 
进一 地ょ て S ミ 
指輪 鎖 貴を 屬並じ 寶石類 一切 

パ ミグ トン 時計、 乃ヮ ードィ 

リノ ィ Z 時計、 を槐匿 時計 
ゥォ ー タ！ マンを 年 筆 
玉 バン ャ—プ 鉛筆 

純銀 お 並に 銀器 一切 
御 歸锁の 御 ± 産 一切 
時 針の 修緯 はが 險付 じて 確實 
じ 巧 川 旨み が 致します 
紐 育 巧 西 四十 二 了 目 凹と 番 

の 四 S 号 室 (五 巧と ち 街 間) 

巧 川岸 廟會 

带話 ペン ン少バ ニアと 一ニ ニ 九 

lisWkEiw ぞ Kishi 0 P 47 w .42 nd St 


y 

L ^ 

o Y 

o 化 

H も 

§ 心 

s n 

o 的 

'灯 加 

u ^ 

A 6 



H 本人 部 

^ 9 ! 廣 

瀬 氏擔任 

怒が 敎授 

'夕と 時 開 

巧 勞働余 

暇 勉學の 

巧を ら卒 

裳 証書 授 

與 就職口 

無料 岡旋 


化が お卸賣 

五味 商會 

. W E . ごを SU 产 Y . 呈 y 
ジ I . S 享 esant ゴを 


日本 だ， I 商會 

ISip 巧 on Dry ご 〇〇 么 W CO こ 

二 61 ミ运 d ま y _ 妄， Gor .31 sf St . 

Tel ち ho ミす ミ. 這晋 

す am 基 51 


成功の 秘訣 

米 國式巧 語を 話す 事 
は 成功の 窠 一義です 
本校には H 本人 敎授 
に 慣れた 專巧 婦ん敎 
師ぁ b 懇切 じ 會話通 
信 文 社を 語を 敎 巧. 
ます。 H 曜 週り 共に 
午前 化 時ょ b 午後 十 
時まで 開校 L 1 レ 
スンと 卜他づ io 今 
H だ' つじ ホ 遊 をれ 


6 

M ^ 

—1 

^ 織 

II 

.誦の 


請を なすべし どの 説 あれみ を种 
剌诺 のが お ぁ b 、 別に 雅理會 化 
を 組織して ホ 萊を繼 絞 せん ミの‘ 
怠兒 お々 く，；：； b ら つ-^ ある。 お ほ 
今が 高山 巧會の 破綻 串 件に 鑑み 
銀が の 化蹈ぃ ょる お出 化 締を蝴 巧 
すべし どてを 國ホ おを 巧 所 L - 於 
て-^ 離す る當 である。 

ま 京 特電 か 四 H を U 大お ぜ預 
を 部資を 五な' 力 W を 高扭巧 巧へ 
融通の 化は 絕か 的の 拒裕 でな く 
救 濟を巧 金 部を 員會じ 諮問して 
同 怠を 得れば 細 通の 可能性は ぁ 
る ご 旧大藏 ホ官は 云つ てなる。 

外務省 お 公 あ == 窝兵商 窩巧廚 
會は 震災の 影響 及び 取引の モ違 
じて 夕大の 煩 普を 蒙ら 整 巧 中の 
處 昨今 淸算め 己むな きじ まるべ 
き 情勢なら。 目下 巧を 憤は 五 千 
巧 山、 資を約 六 剧ご稱 せらる-- 
も償權 者は 一流 銀が なれば 左し 
て お 外 取引先に 思 害を 與ムる i 
なかる ベ/’、 ホ 励 「ゥェス ティン 
ダ パ ゥス」 電氣の 一手 販資權 等 
ぁ H ば 一 應整埋 の 上は 債 權を猶 
豫 して 事 叢 繼賴を 計る をが 利と 1 
認む るに 傾けち。 右彭灣 は直楼 
瞄 係の 永 樂銀巧 じ义 ぶべき も 巧 
が 一般が おは 旣じ 大体の 整理を 
終へ てが ほ 直つ 警戒の 現が でぁ 
ら 、债權 者が 一流 銀 巧 じて 旣じ 
數ヶ月 前ょ ら當 業者 間に 周知せ 
られ たる 同か會 1 個の 礙理は 一 
般じ 左した る 影響を 來す J なく 
他の 本邦 貿易 巧 も 亦 柯等信 巧 上 
影響 ある 巧ら 中。 尙 ほ廿- 日朝 
の証综 お旗氣 配は 右の 外 輸入 超 
過を も隱 へた るら 影響な し。 


本社 策を 辑蕾 「り 本 递视 


通僖 ホが 


昨年度 受取 勘を 

大藏 省の 搪お じょれば 昨年 中 

貿お 外の 受取 勘定は 一億 一千 巧 

阳 を 當 である 0 

滿鐵ミ 化 支 航路 

南滿勘 道會社 じて は 支那 お 船 

政 記 公司を 買收 (親船 廿お隻 を 

有す) し旣じ 仮契約ら 調印 濟 ご 

な be る •か 滿鐵 補助 爵 社の 大述 

氣船會 社 じて 化 支 航路を 獨 おす 

るに まら A かご 観測 せらる。 

大阪霞 敵驴計 書， 

大阪曲 船台 社は 今年ょ b i ヶ 

年 化 六 航路 巧 巧 じて 支那 大陸 沿 

岸 航路を 開 姑の 笠。 

日义船 相互 免稅 

H 米 船舶 化 互を おを 涉 終らた 

るが 翅度 的を 稅は 覺來 なし ごい 

ふ=^と 甘 ホ H 發 


書籍 一切 取次 

乂國ぉ 版の 爵籍 はんて 巧 别倒引 

_! て 恐 速に 化 次ぎ 旅 巧を の 研 兜 

をち 資 巧の 茜 藉鬼集 等は 特に 御 

がが お計ら ひを 升 〔幡 梅】 

ちす shi 古芭ダ 

妄 H 苦 旨資 .1 Tel . す ek 夏 n 8 さ 8 


おお 化 お】 切 

て羽電 氣歸會 

N 021 IBroadway 

Tel . Endisit 養 70 


City Hail Tea Gaden 

170 N が sau St. City 
Nejct to 比 e Tribune Bldig 
し oo し in Manager 


泛 ee 前 Nom Low 
474 ぶ fch A'v ■も 
Bet. 28 th- 29 th St. 


HINOMARU 

327 W. 56th St. 


Suey Pang's 

RESTAURANT 
469 Si 加わ e. 

Bet. 27 化 - 巧 th Sis. 


I Toyota 

; 41 £ ： • 19th St. 

I Set. BVay & 4th わ e. 

I Tel. な uy?e な nt がが 



TAIYO 

1 が W が！ 目 5 化な， 

Tel. Endicott 23 が 


Katagiri Bro，s 

224 E ， が th St. 
New York じか 
Tel. Re が nt 3 が 0-3 が！ 


le Tokyo Co. 

140 W. 的 th み . 

New York 


S.KUWAYAMACO. 

1 14 E ， 59th St. 
New York City 


會巧京 東 

巧话 ト ラフ 了かボ — が 59 


PACIFIC 

RESTMiRANT 

2542 Roadway 
G お . 巧 化る 9 が h な s. 


YBSHWO-YA 

70 Greenwich St 
New York 


ASAHI KWAN 

163 に 5 か hiSt. 
Tel. Plaza 6399 


庵 桂 米 日 


Japanese Tea Room 

1802 除が U. 请 . 

Tel. Franklin 1577 

— 


DARUMA 

781 — か h H 化 
Tei. Bryani 3859 


Kawasoye Hotel 
139 Wesl123rd な re 化 
Tei. Morningside 7154 



八 l yaJO&j 

340 W. 58 比 St. 

Telephone: 
Columbus 8882 


( 唯 H • 水） 对蓄ぉ 


支が 

LI 3 二 

料理 


[南 


を 

ホ 廳を圃 で 永を 御 愛顧を ずけ 
U たを 文で 御座います 



H 本に 化み、 H 本 語 
測 を 話し、 皆 横の 御嗜 
好 じ 適する 御 巧理を 調進 致 丹 
了 度 エン •ェ！ タア のでで ず 


美躁 じして 淸潔 

敝娜 轟南樓 

午前 十 時よ b 沼ち 
午前み 時まで 良な 


が 廳を園 

词理人 蘆 蓮 
出勤の ホ じは 晝お 
の 御 便利に 備 へが 
間 貪 席の 御用 じ應 
や V く お 間巧卒 相 
す 變お引 立願 度な 
巧 上 御 ま內申 t お 


支那 御 料理 

彭瑞樓 

u 本人 諸君を 
歡迎 をし ます 


御巧當 おびじ 
御 家庭 支が し 

日の丸 

御 下宿 後藤 

壽づ 、緩 蒲 お 

^ H ^ らます 


會照御 料理. 

東洋 縮 


御 料理 伊 jy 

太 巧 

壽 司、 蒲烧 、涨絲 、巧 お、 かきめ し 


H 本 食料品、 口 用品 
並に 新刊 書籍 類 一切 

巧懒 兄弟 商會 

を 巧 品 煩' 新衔お 近® 倘 じて 巧 着 
化が 間み々 御用 命の お 奉 願 上 侯 


日本 食料品 お义 び雜貨 類が 小賣 

識 .7 二ち 賴桑 山商會 

が 巧 害 籍雜誌 小間物 日用品 各種 


n 本を 巧 おが 袖 
日本 巧竊茲 雑な 
日本 お 貨を巧 
各地 新 巧む み 
がちみ やげ お 

シ弁ク シャツを 巧 

M 0 ^$0 

をを のな け あ b 


御 下宿 樵ホ乂 

\ 47 psspec;lace 

，\ beUs 忌 tldiue-off E . た nd St . 


之. 至 ミ ay H 吉這 置 



4 





〇 8 暖蒲 燒壽司 御化けし 

5^ 巧 1 巧 口が 間 も 制 3 もじを じ 巧 

麵 ril 會龐 鄉ぉ理 

ろが 


窩义 "御 下侣 




强ぉ义 


n 抓， ii 驚 油錯喊 纔 極上 白米 

ah ■ * I ■ > I こ ’ 

Ann ; 

p お w 

5^3= i パ 


J 




が 


4 


H 本ぶ li 食料品 為 SKiig 

お 田な 独が ま舍化 巧が 一手 資械巧 

日本 食料品 蘭會 


埋想的 御旅 舘 

御を 巧に 威を をのて 蔬 します 

朝日 簾 

御手 轉 御料 埋並 じすき 燒 

新ら しいが 巧を 揮び 精々 勉强 致します 


御 料理 

芳の家 

壽 司、 緩 蒲 燒每日 有ります 


齡ぉ画 太平洋 樓 

化 じ 比類な き 綺麗な & 地ょ き ダィニング グ 
— ム ご ダ ン シ ン グ ミ ュ 1 ジ ッ ク が ぁちます 
音 樂は每 日 午後 六 時から 午前 一時 迄です 
御晝を 四十 仙よ b 五十 化 、夕食と 十五 他、 
H 曜夕を 一巧 


電話 ミ！ 藏结 

親 巧が®^^ 
紐 育 化 西 四十 四 T 目 
一二 下 二八を 
三階) 


華 盛曠' 

わざく 

目 本 料理 

並 じ 御旅 舘 


御旅 縮 河 添 


會席 御掛理 

ホに ず さ 



四 四 
お 十 十 

ム 、四を 
户 T T 

巧 目 目 

ご 巧 


割烹 化に 御旅 舘 

^ © 佐 野 化 弟 

M ち 巧 ほ 八十 八 下 円 S 巧 十 I 二番 

あ 詔 —— スカイ ラー とん ニニ 


御菓子 舖 

染饌 お、 羊羹、 蒸 おず 類、 爲餅 
(のし 餅 前 U 御 注た 願 升) 

. 松風が 鳥 橋 

西 六十 五 了 目 一二 十四を- 
電話 トラフ r ^ ダ！ ぶ 五 五 四 

’ 豆腐 油 鶴' 

煎餅 製造 卸、 小賣 
H 本を 巧 品 一切 

田 中 

繁 一二 街 八 百 八十 五を 
電話 プラザ 五 二 一八 


新鮮 舞 か 一切 

H 本 入 向きの 生魚 澤 山な b 揃へ 
轉别廉 潰で 大独强 致します 
サヴォ ナ魚店 
Joseph wavoBa 

'だ 4 W . 61 st St . 

、 rel ‘ oolnsbuw 。 一資 


極上の 魚類 

季節の 新鮮のを 貝類が 巧 山 揃つ 
て 居 もます から 御賞昧 下さい。 

ァピぶ 口 魚 巧 
82 す 量 st _ Tel - で anklin を芸 


伊豫 屋御 下宿 

が嶋 を次郎 

巧 四十 九 了 目 一六 五 

アバ 1 トメ ント C 2 

電轟グ ラ デ 六 一 おお 


尋れ人 

を 正 恩給 謡 巧を か 

松 ホを 一二が 

「外 厨 旅券で が 事實 証明」 到着 
熊 本縣人 豊 田淸定 
朝鲜 人を 秉斗 大お基 
を 知を 川を 衛化歌 山 引 ± 純 I 
巧が 寺 巧 武始徳 島 井が 化み 郞 
ホの 者に 通 おを 巧き お巧么 
お 間 本人 巧く は 知人ょ b 巧 
化 巧 お 通 か 願 上 候 

紐 育 巧國總 領爭舘 

1 某す 0 芒 ま y Ne こ ork C さ 



舞踏 敎授 

▼社を ダンス ▲ 

▼を 精 体操 ▲ 
紳 十.、 淑女、 わモ 
供’ さん 方じ叮 I かじ 
敎授 致し 升。 午 お 
十 時ょ ち 午後 十一 
時を ( H 曜を除 <) 

シ ヤブク •タン シ 

ング姉 館學校 卒業 
上が タマ 


や 村 埋髮巧 

中が 萬藏 
31 W . 辜 h St . N .ごさ 
置 - Columbus Ave . & Central Park ま si 

口本埋 髮舘淸 

あま 洗を の 設備 ぁら 进速 T 寧を 
旨 f し 構々 勉强 致します 
两 四十. 互 了 目 巧 番地 一二 巧 ホ 我 室 

ダツプ フロア (第 六 街と 凹 十ー ニ 下目 角) 

宮川 事務所 

持 續的察 闘の 同胞に 的確なる 磯 
業を 周 漉します。 

おち ミち Ea 曹忘 ミち 

養 W . 4 雲 資. N . y . c ‘ 

ぶ 一. Br ち nt ゴ苦 iB 


燕 新式 A 棘. 建 

便剌 、淸洒 •待遇 懇切、 おお 低廉、 
發着 がを 之が 都度 波 化壤じ おお 
シア トグボ 繁み街 一一 一〇 ホを 
.エヌ こ ^ — ホテル 
電話 A — ン ーニ 化 お 二 

藤 ホ 旅 鑛ま巧 

4 資 say 日 ard Ave : 

. Seattle . ash . 

日本 巧 窺 躲が符 御 申込に 應じ 
萬 事 御 便宜に 御 取 おひ 申 上 候 

桑 港'*™ 卽 ホテ少 

▼け 本 御 料理 (別間 も' り) 

を 港 クタホ^ ニア 街 六 一二 

電靜 々ネ ー I 八 I 六 

口！ サン ゼ少ス 地々 の御觀 ホに 
は 巧 事 度 善の 御 便を を 計らます 

J グ八ホ テ 八 

羅府 がに 於け る 同胞 經營 中最 
新を 高等 ホ テ 八で あらます 

羅府喪 一 街 一二 九 半 
黨話 ゥ^ンダ ィクと 丄ハお 化 


ポスト' >案內 

续旨動 車 業 河 西 

諸を 跡、 大學 校、 エ壤巧 他 一般の 

紹介を びを 辯 もします す〇ョ 岩 

呈 Back - B だ ゴ普ム 0 B 己 avia S 1. 

ボストン 巿 ' 

一富 i 旅舘大 浦す ぶ 

基 wiest ミ芭 . Boston Mas 产 
を. Ba « k 童 20 



個人的 反感 も 混つ て 

新舊 大統領 反目 

戸 グ‘で 就な ぶを 擧れ すろ 由 お 

歴义乂 統領 逸話の 數 々〔里 
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义國 のま 巧 ヵマ t " " 

つじの け X 4? でぁつ す 

.、、こ） を 首都で 第一 凹の 就な 

^ .とげた のは 千 八が I 年じ當 

遥 . __ ^ た 卜^— マス •ジェフ ア^"" ソ 

ン 巧で あつた。 然るに この 就任 
ホに 就て 

一 脚 着が 起きた ごい ふの 

は" 刖 大統領 アダム， 氏は ジェフ 

ア ー ソンは 大嫌い ぢやィ ー映々 を 

>一 ねて 就 作 式の 前： n じヮ シン ト 

ンを 出を','- 乂審院 をジョ ■•マ 

—シ卞 ル 巧 一し これを 一伟 したの 

であるが、 今 巧は ジェフ アーソ 

ン 氏が マ ー シャルは 大嫌い £ あ 

って 危 くが 巧の 就 巧 まは ぉ流れ 

じなら さう であつ じ パれ 共、 策 

± である ア 10 ン •バ ー 氏の 盛 

力で 蓄時 コンラッド S いふを 下 

宿に 納 つて ゐた ジェフ T — ソン 

巧は 溢い 顏 をして 兩ん から 就 巧 

式の 宣誓を し- 大 おの 儀 化兵附 

で講 曾-— 岀 たもので ある。 式が 

終る ど ジム フア t ソン 氏は 下宿 

崖に テクつ き、 五月を'' け ホ ヮィ 

卜 •：； ウスに 移らな かつじ さう 

だが、 貧を；^ が 就 巧 式 じ 脅 用 

しむ 服裝 ''心 あても を 弱な もので 

.も..：'.，’；； さう である。 これに 反し 

一 下、.， り 九 年ゼ— ムス •マ デ ソン 

.反の 就が 式は をても 

聲 をた もので、 ジョ ー デ 

i タウン ど アンキ サンド リアの 軍 

隊 はを 部 出動して マ デ ソン 氏の 

- 自邸から ホヮィト •パ ウスへ 新 

大統谢 を 諮 送した が、 沿道の 觀 

衆 も 十. 万人に 及んだ とい ふ 話。 

の當 時の 就任式は 化て 大審院 

で 執 巧 さむた ものであるが、 現 

なの 如く 無 敷の 民を を 前に 議事 

堂の 靑 天井で 就任 まを 擧げ- 

になつ たのは 千 八 百 十と 年ゼ ー 

ムス •モン 0 — 氏の 就任式で あ 

つた。 當巧 巧な じ 現 化の 惯習 ピ 

.つてなる 口 かの 就 巧 式を 擧げ 

るは じ。 つた かどい ふ； じ 就て 

面む い 巧が 殘 つて ゐ る。 モン ロ 

1 氏は を々 就 巧 式を 舉 ける ふじ 

ヒ おぶ おじ 對し就 巧を はが 

ホの 椎 例に 化 ひ 下院 誰爭 堂で 執 

けずる 一け を述吿 したので t 巧を 

員 曾では ザ浊 4 準憐 じご h か i 

つた 降、. 愈々 明 U は 就 巧 まどい 

ふ n - し當 つて 

寢 ザに 水の やう じぶ 事を 

化 化に 反 巧 しれのは 乂闽 のが 閥 

じ械 巧の 巧い クレ ー みの 先祖で 

一 ある ヘン y — •クレ ー 氏で あ' つ 

i た。 クレ ー 巧 どを 員の 間 じを さ 

1 れた激 訟の中 ■むは 證 事を 巧の フ 

ー アニナ ユア じ 脚した' 秘めて 小さ 

一い-^ に 就ての 口蜗 峰に 化が おい 

™ たらので 、おおが かじ 幾 率を 外 

I の 階段 k じを がを 設け 戸外 じが 

一け る 就 件 まの 先例を 開いた も^ 

j でを るが、 千 八 百 か 一年 モン U 

:1氏の第二期が巧式0でぁるご一 

巧 の 円は がか も：：： 昭 U じか 常し 

た W でぶ おを 闲じ てを 行した。 

を i よも 四 年 巧の ジョン •クキ 


ンシー •アダム， 氏の 就任式は 
天が 不 をのた めじ 畿 ホを で擧巧 
L た 外歷代 大統領の 就 巧 まは 天 
膜が 不 をで；；^ い 限ら 口外で 擧け 
J る； じな つて ゐ る。 而 ，.てへ 
ンリ ー •クレ ー 氏が 斯る 些細な 
i じ反對 した 理由 

國務卿 の 椅子 じて きら 

自 かに ホる もの ど賊 待して ゐた 
のじ、 化の 人：^ 巧を された 私情 
の結裝 であつ たとい ふか c . 驚く 
更に 千 八 バ廿九 年 この アダムス 

巧を 繼 ホした アンド リユ ー •ジ 

ヤ クソン 氏の 就 ほを じは】 大問 

題が 惹 をした ……： ごい ふの ょ i ア 

ダ ムス 家は 化々 のを 家で あるが 

アタ ムス 氏は ジヤクソン' 氏の 當 

選を 認 むる 能は 中 ど 巧し S 片 

I 二日 じホッ ィト • ' J ゥスを 脫お 

して 巧 大統領 ごの 會 をを 巧 経し 

じみみ か、 アグ. ムス 破は ジ .卞ク 

ソン 巧 ホ 妻の お 的 生活を 曝いた 
小册 f を 配布した。 更に ジヤク 

ソン 夫人の 逝去は 益々 增を 高め 

首が の琪役 兵は 氏の 就 件 式に 儀 

化を じる； を 巧んだ ので、 革 か 

戰 ずのを 武者が 氏を 護衛して 漸 

く 就 巧を をを げた もん P ある。 

ジヤクソン 氏が 正 まじ ホ 7 ィト 

户 ゥスに 入つ て 巧 扉を 開が する 

や、 巧の サポ ータ！ ス tS 椅モや 

家具を 振ら 上げて 方歲を 一二 唱し 

其 熱が ぶら はお じ化跑 のな 目を 

惹 いたどい ふ 話 も ある。 


口 本 食料品の 

關稅 引下け I 

煎 魚、 度 菊 粉， 經節等 

米國に 輸入され る 袋 人 煎 魚 & 

び 縮麵顚 魚は 從來 二割 五 ホの 從 

櫃稅を 課せられて ゐ たが、 を 港 

のが 人 巧 人 側は 一斤 一 邮二鹰 五 

毛の 重 壺稅を ホ 張して 試訴 中の 

處巧 巧の 勝訴 ごな つた。 十五 斤 

な 巧の 荷 作 b 魚 おは 二割 五 ホ 課 

巧す どのが をを 化 ホ 適 巧され て 

ゐ たが、 事實 じがて 斤 お袋に 

入つ てなる から 乾な として 課稅 

さるべき である どの ま 張で 半年 

前旣に 一巧 勝訴と なつた けれ 共 

稅駒侧 が 控訴した ので 懸案 中の 

處此巧 巧び 勝訴した。 二 巧 十四 

日は 城 判 確定 H なち しじ 巧關侧 

でけ 何等の 手績 をし なかつ たの 

でが が 側の 勝利に 歸 した 課で あ 

つて、 化 外唐齋 かは を來の 一二 割 

五 ホ か 二割 どなつ たが、 之は 精 

製巧萊 ごして 取 おつて ゐ たもの 

を フラヮ I • V デ テ i ブ来じ 取 

极 ふ、 と ごな つた。 をして 經 節は 

:斤 一二 仙 あがのが 一 伽 二が 五毛 

ど。 ら 、ボンド フィ ツシが ドラ 

ィ フィ ッシ V 一な つたが、 化觸稱 

引下げは 當 化の H 本を 巧 おの 時 

'慨じ も 相 常影嚮 ずるで あらぅ。 

游 彫ち も 催で 

秋に 展覽會 

準備を： 円 も 選定 

本紙 化 報の 如 < がが M 胞韦術 


家の 脚 体なる 盡账會 は 去る 廿三 
U 巧 嶋日料 每未廣 じめ て 定期 お 
曾を 催した が 化 席 お 十と 名、 乎 
本 常巧委 旨の 會務 報吿 わらた る 
を 千 化 だか 五年废 常務を 員の な 
遇を，；： ひたる じが 本、 渡邊 、おお 
の 三 氏 巧 選した る も 石垣 巧が 巧 
L じる ためが たじ 巧 誠 之 巧 巧が 
當 選した。 をれ ょ b 畿事じ 移ら 
柿々 の 事情の ため 之まで 立 消へ 
ご U つて ゐる雇 變會を 巧 秋 十一 
月を 期して 開催す る じがし、 化 
づ像惦 委員 ごして 渡邊 、原、 石 
垣の ご 1 氏 巧 動す る-とど なち 巧^ 
十二 三 d 頃 想 氏讀を にがてを 會 
旨の 展覽爵 巧 談會を 惟して あ 体 
的な 嘗巧 案を 臨講 する 由。 ホ 常 
な 成功を 0 て 終つ た 第一 回お覽 
會 は； 32 本義。 かもした め 銷上化 
'を义 くの 撼あ b しが、 今® はお 
國嘉 擅に 圈秀講 家 どして 有名な 
が 旧を 雪を 史 及び 玉を 巧 下の 逸 
足吉旧 おを 氏 等の 日本 書家 も あ 
b 、 账 刻みは ホ 本、 川が 兩 巧の 
みなち し〜 今回 西 野、 雨 旧、 が 
口 勇、 大 塚の 諸氏を 加へ たるた 
め ホ 秋 S 展覽禽 は 触る 見るべき 
もの あらんと 一會 員は 語つ てゐ 
た。 而 して ホる 四 丹 渡 佛の途 じ 
着くべき 瞬 吉康雄 氏の 送別 會を 
來 月下 巧 開 雁す る、 とじ ホし 散會 
- したる は 巧 半なら しが、 化變ら 

ホ 面白き 會を U らし お。 

ュタ贿 の 新 4^ 地を は.' 

借地 ご收穫 禁止 

今 时ュタ 贿會じ 提出され た排 

H ± 化が 案は 現 巧の ォレゴンが 

± 地 法 じな つて 起草した もので 

お 文は 他州排 H 法の 夕陷を 最も 
ょ < 補つ わ 極めて 峻嚴な もので 
あるが、 同が ぶ留 邦人の 農業 狀 

態が 加州の な 前と 间樣 である 点 

を 察する ど 其 ま 眼は ± 地所 巧の 

禁止ではなくて 寧ろ 惜化 あび 化 

權 契約 罹を 禁中る 目的 そ ある ミ 

は 巧ら である。 ユタ 州 じ 於け る 

邦人は よに べャ ー が 及び キャ ッ 

シュバ ン I を 中必ど 一 3 て シュ々 

1 •ピ！ ツ 耕が に從 事して ゐる 

が、 本 法案 提 巧者 玉！ •'ィ ン七 

ンは間 地方 お 名。 排 H 家で 特に 




じする ど 加州 四 二 五 〇、 華 卿 一一 
八】 〇、 西部を 地 一 六、 中央 
部 八 ホ 〇、 東部を 化网と 0 (を 
は 旅む 者を を まや 一 じて 化 中と 
割は 巧 渡米の 窓 お； 甘、 もが ホ國 
を 引 踢げ卽 岡した*^ ので ある。 
けれ お 柿々 な 事情.？： 起つ て おじ 
化 中二 刹 位は 歸 ホす るら のと 見 
傲して 毎年 五千夕 宛の 日本人が 
ホ國 から 退去すな i となち (每 
年 化 數は殖 ゆる ごも 贼せ ざるべ 
し) 十 年後 じけ 現な のが ホ 邦人 
モ巧 名は 戚 せられる 譯モゐ る。 
而も か 上絲軸 お数には 十 歲な下 

な 女は 加算して. ないから、 是 
等を 算入す；；' ば 化數は 非常 リ數 
じ 上る であらぅ。 此巧吿 が發表 
されてから 巧 節 柄大じ 世人の 注 
恵を 惹 くじ まつた。 

♦が 京 米國输 朝を を 溶 間 じ 
は 約 五での 米 國綺朝 おがな 住す 
る。 併しな 米當 巧の 地 ホが 緣な 
關陈 をを する 人々 が 特じ會 をす 
る 位 のらので ある。 若し 逼 等を 
歸米ぞを^つて-化どする統- 
的機關わ；^ !' む る ら ば幾みリ 
ホ 問題 S 橫 はる 刻 _卜 にがて 甚だ 
を 巧に 活動せ しむる て」 を 得ん と 
の疵诗 からち 志 間 じがて 其統】 
運動が 起つ て & る。 化播 願は 無 
論會 員緋繊 であるが おな の 上は 
が 米词胞 どら 聯絡を を ごつ て 日 
米 間 題-しも 相當 力を 盡 すご 間 時 
じ、 歸锁 をの 化 話を もす る やぅ 
である 0 

み 化扣 幹を 君讀賣 新聞の 經 
營がお 山 氏から 抓 警視 廳 官房 ま 
奉 正 力 松太郞 氏の 手 じ 移つ たの 
で 同社を 辞し 京 城 H 報キ 筆に 就 
巧 化 将渡鮮 した。 


どで も H 本の 若い かさん 涅 
か 買物に ホる ど 品物は をい もの 
でも 柯 でも 槛 はやに 推し 化け 釣 
錢 なでを 誤魔化す 惡い 風が 流 巧 
する さぅ です。 之は ツマ ラヌ事 
柄の 横です が 日本から 巧て 間 も 
ない 奥據 をな では 化ぞ のい ふ 儘 
じ 誤魔化され 易い のでが 等 巧 巧 
が 勝手な をを f る模 はなつ たの 
だ ど 思 ひ 主す。 お 瓦 じず をの 經 
濟じ も相當 のな 意を 沸つ て 巧 < 
のがち 婦わ資 巧です から、 申を 
せて 胃 物の 御注意を さる 樣わ 
擲め 致します。 


'移 轉廣吿 

今回を 記の 處 じ 移轉 化ら 諸事 
改良の k 御 辨當化 出しは か 諭 
必化 巧く 御 食事を 召 上 かれる 
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目下 シヵゴに 開催中の 國際痛 

球ず 蘭戰 じ出據 中で ぁる 鈴木龜 

太 郎君 じ 第一 夜 ホッペ 君に 惜敗 

しか 五 H 午後は 白 耳 義のホ ー 片 

マンち と 戦 ひたる も 四巧戰 じて 
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化 八 年 十二 巧】 U め 間 出 ホ 者 
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ィ等觸 催の ためじは 前約に 化 b 
大勉强 をす る冉軍 話は リゲ 7 i I 
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シアトル 出帆 
あ ふ b か 化 S 巧 十 一 H 
あらび や 化 1二 巧せ 六け 
▼橫趙 1 等 一九 五 ホ ーニ 等 化 玉 ホ 
二一 等を 室 大改を 家族 ま夕數 

u ス アン ゼ ルス 化 帆 

めきし こ 化 I 負かな 

しか ご 化 四月 かり 

►ホ 雑羅府 巧歲車 切符 婷を 巧講 入御が 
旋 化ら お。 

▼北 V 一？ 姑バ トマ 隨ホ H 本ち がわ 3 物 お 月-回 
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を 化、 1 のが 
が 扱 倍 だ な 長 息 
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陶 破 器、 雜 鲁/ラ 
ンプ及 ランプを 


卸寶 


森 村 ブクが 


第 六十 八 議會と 

外人 關 係の 法案 


ド 


を錄 法は 下院 委員を で 審議 中 
國外 放逐 化は 旣 に^ 院 へ迴附 


心 

- 


外人の 登 叙な U ァ スゥ ゴ 

八 氏を H は 結 お ァ八バ ー ト 、ジ 
ョンソン 氏 ま S み 元 化 証 法 ご 併 

人口 せらる べきら ジ a ン ソン 巧の 

'捉 をが 强制 的で ない のじ 比較し 

,てァ ス ゥ'ユ 八巧の提まが嚴お；；^ 

; 制 城を K を 叙 W かの みお 保証 ホ 

一巧 じ 巧しても == 加へ いごず る點 

一：^.論强の餘地をがするのであら 

うけれ おおいは か 論を 協し 姑る 

!性 巧を 帶 びて おる が 化に 遠から 

一 やが 立し 若し 今 側悲巧 中に 上院 

; じ姻 W し 能は ざれば み 期 能 曾に 

I は 巧 おを 姐 過 （て 法が V 」 ぃ ょる 一べ 

; き 可能性は 化を 化旌 ある。 隨て 

r がが が 人の お錄じ 割す る お瞄も 

一大 か 化 ァスク H 八を をぶ 礎 VJ す 

: るが 適 かで あ '-:' う 〇ホニ まど 關 

聯 した 外人 化遂 法は 旣じ 下院を 

通過して 上院に 廻附 せられ 居る 

j t 今柳辨 曾には 巧 ほを お 問 趣を 

遇 おし 居る がな じ 恐ら < 是れも 

み 則 諮 巧に 於て 蹄を する i どな 

らうが、 該な 案は 『で 义 h 二十 

五 年巧遂 法』 ど稱 せらるべく を 

一; 頒は千 九が 十と 年に 制を せられ 

た 移は をの かお 外人が 逐條 項を 

5 

曠嚴 •1 い. せむ ごする ので ホ 

る。 卵 も 巧 ホ 第 十八が、 十九 化 

及びを 二十 條を お正して (一) 入 

闽 ず 71 資巧 なき 外人け 资 をみ 第 

猶 が。 < 送涅の 手續を おむべく 

(： 0 巧述の 煤を はが 乘 して ホた 

; ^ が 巧し くは 巧 線に wb て 放逐 

て (111、 其 船の 使阳乂 たるが 貴の 

-姑 をは 他 船 巧 <は化 線 じ isb て 

放逐す る； 四 一海 肖が 白痴、 發 

化、 織が、 帅 お 核 其 他 傅 染祸じ 

懼 6 じる 隙は 移 K 巧廣師 の总見 

'に 化って 該 船舶の 巧 か 巧 又は 化 

:理化 冷 八れ 擔 として 入院 治 おの 

^ 上 送 遠ず 城を がむ. と (五) か 州な 

I るが 舶 にて 乂网 の一灌 にて 搭 

一- 乘し ホら むる 船な 中の 外人が 送 

還 問題を お起し 盾る じあ はら ホ 

出帆せ， U ',- する 時は 移民 官は勞 

働 省のを 巧 命み じ 化ら 化 當ど認 

いら 化 班を を 徴収す ベ： {六} を. 

I 拌 ぶく はぜ か 等に 於て 化定 され 

たら 則閒 W 上が 留 する 者-: と) を 

の 快 助を ず 〇 る 巧に して 

入闕 後.‘ 生じた 6 ごの 理 

山を 確 去 的に ぶ 証し 能は ざるを 

一 (八) 外ん じし L 入 闕前敝 徳的巧 

-爲じ wb て處 制を ずけ たる 巧 父 

.は 乂幽 前の 敗徳巧 巧を 自認 ピる 

白が 法に 違犯し 义は 違犯 

仰 かが 化む 則のを 檢化 

:乂过 P 巧 だ 所 だ 製を、 义 

ゴ .蟲 をを み 又は 

.之を 煤 かすぶ 

: し、 S を攘し レ 

; 遂者 t 十：' 一を 涅 あを 挽 誰 L 。 ょ 

; 擁进ゼ いごす を あ (十 ミ 

密入 踢を稱 助せ るを 一十 ごご 永夕 

一 的 化 お 端を な y ざる 外人に して 

一 沿海が 船 ご 化 W がられた る もの 

1-十の；か柯。る神巧5化非じだ 

i 側を W との 体刑 4 .をけ たる 

'レを 還 1 べし ご 云 ふ 姐を でゐ 


む 


るから 大 かじが： 外人が 一日； 体 
刑を 巧せられ たる 巧を にがては 
お- に 

送還の 問題-^ 觸れ る； を 
邑覺 ずべ < 、勿論 化 非 巧が 州 知 
事 巧'、 け 大が領 ょら 其那を 特赦 
せられむ る 摸を け 放逐を をれ る 
化を が ある。 敢 ずるに 化か 逐法 
じが おか 人 殊に 歸 化— 得ざる 外 
人た る おげ 人は 是ら なぶを 沸は 
ねぶなら 口 化 禅 C ある。 化が 间 
胞中 あを な'' 生活に 狎れ 或は 酒 

额を 密を販 資し、 或は 禁 剣の 資 

質 じ剛與 し、 或は 事情 じ 通せ 中 

して 爾今 おおが 船じ乘 b 組み、 

或は ぉお ど 共に 業を 餐 みなです 

る まが あつた ど 假 をし、 化事實 

がな 証され た攜 をは 送還 せらる 

る J どなる 点じ 頗 みを 自 じ化戒 

めて す眞 がなる 生 巧を 脫 する 様 

せねば なるまい。 尙ほ問 越の 進 

がじ從 つて 詳報す る J ごし やつ 

一が 単が 特瑕 貸) 


庭 球界 消息 

俱樂部 映 寫會ご 

日本の デ 盡參加 

日本 ほ樂部 運動を 员會ホ 催の 

おが 映寫 會は旣 報の 如く 去る 水 

曜り 午後と 怕 半よ 6 化樂部 階上 

が閒 じがて 開 お、 を 好 おの 會す 

る もの 約な 余ぶ、 化 づ淸水 善 超 

には 術 單に映 爲會閒 彼の 趣 忘を 

述べ おも じ 映 為に 移つ た。 

◊ ◊ ◊ 

フキ ルム はを 部 お卷じ をれ、 

遠征： 本 八 活動 よら 始ま b 斯界の 

遊 盗像洲 のノー マン ブ^ I クス 

かフオ ー- レスト ヒ ー 作の コ—卜 

しがけ るス 日— モ 1 シヨ ンを寫 

し 彼れ のサ ー ゲキ 'ス 、フオ ー ア 

及び ハッ ク^ント 卞 クオ^ — レ - — 

ぶび 頌上ス マツ シングよ 6 サ） 

ケ キスの 强烈 V る 点に がて 庭球 

半； チイ 作 デン ど 並び 稱 せられて 

居る 滚洲の パター ソンの サーゲ 

キスのを 勢 及び 打球 法 巧 化のを 

デバー トメ ントを 窩し濛 洲のウ 

ッ ッカ 嚴も得 蘆 ごする コ ー トの 

左 隅よ- CV 敵 コ ー トの ぶ 隅 へフォ 

ア パンド、 ドライブを 巧 も 込む 

む S 姿勢 技 ラケットの 巧 度. み 

し、 西 班 才のア 〇ンゾ の バック 

バンドの 巧 わを をせ て 遠征 軍の 

部を 終 b ホ 選手の 檢範的 活動 あ 

じ 入つ たり 

◊ ◊ ◊ 

も 操 第一 一位 庭球 撰ず V チヤ ー 

ドが ベ— スラ イン じ 巧い おの 口 

ビングを ずけ 返ず 時 ラ i ンの 

外に 化て 所謁 プチ ヤード 式の ス 

マッ ンング をが みる 時の 態 巧、 

ウキ リア ムスが ライ ジング、 ボ 

—片 をを パ 化め るが、 ホに 加州 

9 ジ 3 ン ，トン.；！. 獨 巧の フォア 

''ン ド、 化れ の ラケットの 挺 b 

ホ ゲォー レイのを 努 等の 後 女 

讓 ず.’‘ こ 娘の。 ン グゥ 1 

ド、 コー トー」 がりる 巧 制 おらを 

本して を 後に 庭が^ ブ .1 が. テン 

の アメリカン、 ツイ スト、 サ f 


ゲィ ス其 他が 女， パ！ トメ ントの 
姿勢 ご 打 方を 見ゼて 映な @ は 瓶 
をの 火滿ち 拙に 卜後卜 時：.： 終つ 
たが 是 巧の フキ 八ム がぃ 本 庭球 
協を し 送られた 蜡、 n 本 庭 球界 
じ 一大を みを をす ホ* し 疑 ひなき 
孽 であらぅ、 况ん や來月 巧々 大 
赃每 りの 巧 待 じて 加州の キン ゼ 
ィ 兄弟 及び スノッ ドグラスが H 
本 遠征を 試む る 等の か舉 あるじ 
がて を やで ある 0 

ククク 
まる 二十 五 y ホ 固 庭球 協會は 
日本を 巧 協會よ 6 本年の •テ 燕圓 
隙 戲に參 加を 中 込んで 巧た' 弔を 
あぶ t た。 米國 ゾーン じを 加し 
たのは H 本が 最が じて 歐渊 ゾー 
ンを 合する 時は 本年度 送 加 中 送 
はおに 十ヶ 図に 達して 居る。 加 
を 太 及び 豫洲も 巧 日を 加 お 込を 
期が されて 居る が 濛洲が 今年 も 
ホ 乂齒ゾ ー ンじ 加は るか 威は 歐 
洲ゾ— ンじ向 ふか じ 就いては 日 
本け 參加 毎に 濛洲ご 雌雄を かし 
ホた 觸係上 最も 興がを なする の 
である 尙ほ 療洲よ b の 通信 じが 
れば 今年は 療洲 よら 女流 撰 手を 
をる ど S 報道 あら 最あ U 本 よら 
の報游 じがれば 布 畦の 女流 庭球 
撰 手を H 本み 子 庭球 逃 手 權戰じ 
おがした J も あ も 0 上の 報道が 

實 現した 曉は 今年の 庭球 おは 格 

段の 光彩を 添へ る こ V 一で あらぅ 

美な 敎會で 

宣敎師 招待 

日本人 类 なお 會 じて はちる 二 

十ー ニり を 則し 巧げ ホ およ 6 歸ホ 

中の 宣敎帥 十二を ど ホみ 傳道會 

社の 化を 巧と 名を 招待して 晚餐 

曾を 開いた‘ 當巧山 口 I 二 么帖氏 

槪迎 の辭を 述べて 日本‘' 於け る 

傳逆聲 裳の 两 難な b し 追憶 談を 

加へ ロビン ツン隙 十、 キ火 バロ 

ン 礫の 按巧 あら、 ベンダ ァ 嫂は 

淸說會 を 化ぶ！ て隨 謡を 述べ 才 

少 チン 愧± は 自ら H 本 語に て 讚 

た 歌を， 驅ひ アイ グー ビー 夫ん の 

獨唱 、ウ ユル チ 監督、 マ クミ ラ 

ン巧 ± 寒 巧々 を もて U 义半 かの 

嬰を 說き廊 會禪」 散な L 。 


义亟 婦人 俱樂部 

ホ亞渝 人が 樂部 じて は 去る 二 

十一 二日 午後 111 時 ザょ b 東 五十と 

下目 四 四方 番副 をを ゥヮァ •テン' 

夫人 邸 じが C 例舒を 兼ね 活動 寫 

眞映 寫爵を 開きた るが：：： 米 婦人 

のホ會 を 夕數じ t り颇 ぶる 磕曾 

であつ じ 〇 

♦义八 晚會を 稱後巧 巧 十よ 下 

目 十と 番义 八商會 は今间 ホ 元ブ 

ラ ザー ス ごな 稱し化 前の 通 b 營 

おを 備張艇 おする ホ。 

♦ t 杉 舞踊 學校 離ボ ー 作 西 八 


家 


煤 所は •ヘィ サィド、 パ ー ク、 家 

み附ん 儘.- て も 宜し、 八 まと 二 

邮の 大き； y クラー デ ぁ 6、 地面 

は 五十 吹の 二' 内 映、 巧， トブ ー 

ツに而 す、 必要に 應 じて は兩ホ 

の 巧 化を 巧 ひ 得、 ヤツ トお樂 部 

ゴ八フ 供 樂 がに 近し、 附近には 

日本人み 庭 ぁ b 、 布學を じは な 

をを をる 前約み 上 何時 じても 面 

淡、 を 細け ホが じて 左へ。 

FR 占 里 IG J . iR 

養 MadisQ こ ve . N J . G さ 
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Tel. Vande か nt 呂が 6 

瀬 川が 隙 事な 所 

H. Segawa, Insurance Broker, 
303 のむ h Ave., 

Tel. PrankliH 4900, c が • 193 

巧 巧 商事 株 ま會社 紐 育 支店 
llchida Tra が ng^Co*, Ltd. 
291 Broadw が， 

Tel. Worth 1576 

海軍 監嘗 事務所 
お panese Nava! Inspector's 邮 知 

1 Matiison わ も 

Tel. hhtand 2030 ^ 

Paul に M. Thomas 

Advertising Counsel 
1628Sim^Hding 巧 Ofia な au な. 

む!. お ekman 6S78 

株 ま會社 ホ 尾巧會 
AKAWO & CO., Ltd. 

2 巧 Fifth IWenu も liew Xork 

Tel. Caledonia 9758-59 

ん原 商事 株 ま會社 

Kuhara む ading む. 

30 Church SI 

Tel. むけ land が 如 

S 共 株 ま會社 輿 東 貿易 株 ま 蘇 社 > 

化理 巧’ 

髙 蜂商會 

Takamine Corporation 

120 Brwtiway, New れ rk C か 

Telephone Rector 7885 

淺野 物產株 ま會社 
Asano Bussan Company 

Room 801-805 

I 165 Broadway 

i Te し CorUa 田 か 8047-8052 

大倉 組紐 育ま 席 
Okura & Co-, 

30 Church St^ 

Tei. Cortlandt 2292-93 ぷ 4 

紐 育 目 本人 曾 

The お pane が む sociati 加 • 

250 West 57th Si., Hew Tork 

let. Circle 8190 

巧 滿洲お 道 株 ま 食ぶ； 

紹育 事な 巧 

South Ma 叫 huria R. ん Co.i 
} 111 わ oadwair 

Tei. Rec お r.lM? 

s 井 物を 巧 式會社 
組 育ま 巧 

M れ sui & Co., 

65 Broadway 

Teh Bowling Green 7520 i 

商 田巧會 
が 育を 店 

Takata & Co パ 

150 む oadway, わ W York むわ 

Tel. Re 加 r け 21 

株式 會お お ホ— 巧/占 

么 マ* — ♦為 ■い 

が 育で 巧 

Iw おを C も， 

Wool worth Building, 

Tel. Whitehall がが 

S 薬 商事 會社 
Mitsubishi Shoji Kaisha 

け ！ itsubishi Go., Ltd.) 

120 Broadway 

Tel. Rector 2560-2564 

がま 會胜 

出 中駕會 紐 育ち 巧 
Yamanaka & Co** 

680 Fifth Ave， 

Tel. Circle が 14 

曰 本 綿 化 巧 ま會化 が 育 支店 

Japan Cotton む admg Co., Ltd^ 

Co け on T)e が， 

60 Beaver st., 

T •し Bowlin® Green 2900 

Silk De が. 

25 Maditon Ave., 

T» し M 槪ん 8q, 169¢ 

0 米 生糸 株 或會社 
紐 育ま 店 

WCHI-BEI RilTO む 8 が ! Ml KAISHA 
(NICHI-BEI JCUTO CO., LTD.) 
373 4TH Avenue, 

Tel. Mad. Sq, 7 が 2-5 

神 戸 鉛 木 巧 巧 
が 育 支店 

Suzuki & Co. ， Lt ん （ Kobe) 

の 0 Broadway. 

Tel. Cortlandt 1149-50-51 ぷ ； 2-53 

日本 生糸 株を 會お 
紐 育 支 巧 

Morimura Aral & Co., Agents 

44 E. 23rd St. 

Tel. Ashland 53 の 

巧を 名會ホ 
な 育を 巧 

Hara & Co., 

443 Fourth Ave., 

Tel. Caledonia 7 的 0 ぶ 

江 蘭 株式 曾 社 紐 育 支 巧 
Gosho Corporation, 

Silk Impo け er も 

334 Pourth Ave. 

Ta し Ma ん Sq. が 86 

Gosho Co., InCw 

Cotton Exporters 

60 Beav が St*, 

7 が. Bowling Green 8806-06 
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a 本 vj 勞農曰 シァ どの 協定が 
おなして、 時節柄 石油 や 石 おの 
るか やかまし いが、 この 國 をが 
活で お 巧に 深さを おして 巧く の 
は、 思想 や藝 術の 上の 巧が であ 
る W 思 ふ。 

。ンァ を 化 詩人の 手に なつた 
が謠 体の 詩が ホ 窠ド國 民の 間 じ 
流 巧す る やう じな つてから、 を 
の 影響を をけ て、 國民 自身の 閒 
にも 新しい 內を ど 新しい 格調 ご 
を もつ た 新ら しい 民 謠を創 進し 
やう ごい ふ 傾向が 現れた のは、 
比較的 巧 化の i である。 恐らく 
は ロシァが 田圃 半 活から 工業 生 
活 、都會 生活へ 移ら かけた 十九 
胜紀 5 ホ 填からで あつれ ど思ム 
この 國民ホ 帯の 新しい が 巧じ應 
じて、 飘ほ自 をの 手から 新しい 
歌を 創 遣し やう ミい ふこの 要を 
は、 遂に 小 噴 若く は 端 巧の 形を 
おつて 現れた ので ある。 これ 等 
のか 嗔は述 常 巧 脚から 巧ら 立つ 
てぶ ぇが、' 山で じ 心 おみ 脚から よ 
人脚に 直る え のら ある。 內容ら 
極々 雜夕で 圏 お 生活の あら ゆぇ 
方面 じ 觸れで ゐる〇 をして これ 
等の 小 巧は 歌詞 も あまも 即興 的 
な 所が ぞく， 誰 こで もを ぐ 歌へ 
る やうに お 巧て ゐる 巧から、 旧 
^ 含み 靑年巧 かゃ エ廢の 職工 tj ど 
の' 間に まと ムて あ唱 されて ゐる 
小 巧の 大部を をち めて なる 題材 
は 言 ふまで もな く戀 愛じ顆 する 
.ものである 化、 をの 化を 的な も 
.のじは 次の 僮なら のがを る。 

◊ 

‘ 草を 刈る のは 嬉しい 
をれ が 繰の 享 ならば 
娘 じ憾れ るでは 嬉しい 
をれ がすな をな 娘なら。 

◊ 

草を 刈る のが 嬉しい 
ひとら で 刈れる 草なら ば 
娘に 惚れる のは 嬉しい 
をれ がわ 嫁に ホる 女なら。. 

◊ 

淋し ま！ じ 野邊へ 出て 
小島い 丘 じ 突と 登ら 
をして あの 娘の 住む 方を 
あの 娘の 住屋を 見て <ら を。 
◊ 

ほんじで うした 巧で しやう. 
照る かご 思へ ば また 曇る 
•ほんじ ••こうし じ お々 でし やう 
惚れた VJ 思へ ば 氣が變 る。 ' 

◊ 

星が 越ら やかぐ やく 中 じ 
たつた 一つが 消り 失せた 
友は 殘らす ょろこぶ 中に 
な ひごら が 巧で つれな かろ。 
◊ 

伐れ ょ 父さん お 伐ら U さい 
をの 木が どこへ 倒ら ょ £ 儘ょ 

嫁れ ょ 父さん わ 嫁ん なさい 

どこから 縁談が か i ろご 儘ょ 

. ク 

ほで なく 雪が 降ウ だして 

をして 眞白 じなる だら う： 

ほどなく 情ち が 訪れて 

をして 曲 手 じなら ませう。 


本 的に 英 ら、 武力を 背景 ごせず 
眞 _ し 駒 あ 的 道德の 精神を 巧 則 ご 
する だけに、 か i る條 約の なな 
き 否定 U 、 必ら やや 化 巧 じ對す 
る獨 逸の 咸 信を 傷け る こごは、 
物 巧 的の 戰败ょ 6、 ： ら 3 k じ 
深刻なる 影響を及ぼ すに 相違な 
い。 而 して 濁 逸の 巧る 行動 岡 
時 じ フランスの 軍閔 流の 口實を 
巧し、 喊洲の やかは HV 一ぶ じ 暗 
黒 ごなら、 化を はちび 不を ド-., る 
か 相に 直面し。 ければ ならない 
エベ^卜 大統領の 逝去を 耳 じし 
て われ ミは 深く この 不幸なる 可 
能 性に 勤して、 一 補の すまを 威 
ホざる を 得な、， ので ある。 


◊ 

いつまで 刈 旗 じ 立つ た ごて 
でう せ 巧 まじ やなら の 
いくら 巧を 思つ たと て 
でう せ 別れ じ やなら 30 
◊ 

.柯の 恨みら 言 ふこたない が 
若さ 綺麗 さの 失せる が 辛い 
若さ 絲麗 さの 失せけ < を 
をれ は 流る i をの 水。 

◊ 

草を 刈る のは 機が ぢ やな < て 
鎌の 夕 化が 刈って 巧く 
男の 細る のは お氣ぢ やなくて 
妖 館な 娘が 細らせる。 

◊ 

山へ 覆を 子 ごちに 巧けば 
山で 狼が がへ る 
まは 見知らね 旅まで 
さど や 淋し かろ 悲し かろ。 

◊ 

町へ 巧 つても 旧 舍へ巧 つても 
まのを は 見へ ない けれ， さ 
深い 睡眼ご 闇 巧の 中 じ や 
聲も 聞へ る、 姿 も 見へ る。 

◊ 

まの 住んで ゐ る彼卞 から 
風が かいて ホた、 吹きました 
まるで お 聲が聞 へら やう 
それで おもわ 七つい じ。 

國 民の お 同 創作 じょつ て 成れ 
る 古 化民謠 と 異 つて、 是 等の ム r 
樣小 巧は 多を じ 個人的 特質を 帶 
びて ゐ る。 即も 自己の 言 藥を歌 
じ 綴つ て 見たい、 自己の 感情を 
むる 詩的 形 まの 中 じ 結晶して 見 
たいごい ふ 傾向が 明かに 認めら 
れ る。 この 關係 じがて、 是 等の 
小 巧け 舊民謠 から 新体 民 諮への 
過渡期を 巧す ものである。 然し 
をの 表現の 手法は 夕少古 巧 民 諮 
から 假 借した どころ も ある。 巧 
へば 詩句 や 襟 象を 盛ん じ 使つ た 
もた' りは 明か じ舊ほ 謠の模 傲で 
ある。 をれ V 」 岡 時 じ 韻を 踏んで 
ゐる おや、 をけ 民謠 じは 見られ 
ない センチ メン タタ ズムが 加味 
されて ゐるゐ たらは 巧 化 詩人の 
俗謠 詩から ホた 影響 だ ど 見ら な 
ければ ならぬ 0 


海の 巧 ご 外. 

♦濁 逸典 か圃 大統領 ユ べ瓜卜 
巧 永 眼、 一 かの 馬具 邮 ょら 身を 
起ちて を H の 位置. 得した 彼 
れ 、時勢が 生んだ 「時 のん」 ごは 
云 乍ら 非凡なん 物で あつじ。 

♦純 育に 地震、 あま b 氣の附 
いたんの ぞくは ない 樣 だが、 商 
買 じマヶ 目の ない 保晚屋 はを 速 
化 震 巧 隙を 廣吿 して 忍る。 神 か 
ら與 へられた 國卜； アメリカ じ 
この 化 震は げかの 前 化 だ やぞょ 

♦ 9滨協をじぞ邪がポ1ッ マ 
ス條 約を 檐じ〇 ンアへ 巧 溝した 
ら 、ホ 年 前なら ばを じ 角と 跳ね 
られ た。 

♦南 ホ 協 會の溝 巧會じ ホ栖書 
記官の 湿は でぅ やら 帘巧 からの 
無線 電請ら しく、 H 本で ピン ピ 
ン してる る 滕山勝 司ち の 南米 巧 
送 别會が r 當 化」 で 催される 巧な 
夕を幽 靈巧禽 だら ぅ。 校正 まこ 
ごじ 恐るべし' 0 

♦栗 京大 阪钥 日の 歐削訪 巧 巧 
巧 焼 費 四十 五方圓 、巧 巧 磯二臺 
じ 里よ b ロンドン じ 巧き 巧ら" 
引返す 當ご をる。 浦 潮邊で ホな 
ホを しない 樣じ〇 


化め て 巧 易で わる こごを 想 卸す 
るに 议ん で'、 益々 をの 危險を 威 
せざる を 巧；： •'いので ある。 

假 b じ 濁 逸が 制 派の 陰謀が、 
現が 獨逸閱 民 S 政治的 必理 じて 
らして、 到 あ 望みを 逮し 能は な 
いご お 訟！- て も、 國 区 黨がド 1 
ズ寞の 採用に 勒 して 其 だしい 反 
威を 抱き、 これを なて ユ ベ^卜 
大統領の 大失段 でんる ご 呼号 
しつ i あるので わるから、 國は 

致の め權 掌握は 啟< 共 過去に 

がける 獨をど 蹄を 國 ごの 協を を 

否定す る S おを じ 出で るで をら 

う。 而 かも ド ー ズ案 S かき 國陈 

的 協を け ゲサ^ サイ ュ條約 ど 化 


普通 選擧案 上程 前に 

ご 一派の 提携が 危 、し 

政 友 本黨は 婦ん參 政を 旗印 ごず 

重要 法案 多 < 議會期 延期 か 

ま 京 特電 二 H を u 普通 選擧 法案 上 巧の 與黨 一二 派を 涉會 じがて 

故ぶ 食は 年輸 制限の 樞府 修正 じ 巧 修正を 固執し つ i あつたが 結 

•柄 ホ 五歲お 0外 酱族戶 まの 選 擧被選 擧權等 一二な じ 直る 政ぶ を修 

お案じ 政が 侧風服 L 委員を を 通過した ので 本會 講じ 上 巧の 運び 

ど；；* つたが、 政ぶ 本 霞 測は この 啜化帶 まの 選 裹權を 糖 張して 婦 

ん參 をを 親 旗印 どす る 修正案を 提出し 巧み 德理 自身 討論 戰 の 陣 

巧に 起 もつ i あるが、 S 波の 摧携け お 然協誠 六 ヶ敷議 會のあ 勢 

じ 化ら ては々 裂を をれ 難き 形勢 じあら、 巧に 貴族院 じて は 政 麻 

の 上院な 革 まじ 反 威 巧き 上 普 連 案じ 對 する 政府の 弱腰を 狂 透し 

巧 修正を 試む： ベ，’ も ピ镜濟 1 つ I ある。 而 して 潤疆の 上條鼓 華！；' 

割し 樞 巧は 敕選藻 員を 定年制 どし 夕額 納稅議 貴は 一府縣 ょを 一 

人 宛に 修正す ベ < 竟是 がを 致して ゐ る梭樣 である。 巧 ほ 今巧議 

會 じは 上 おな 单， 當遽裝 のか 過敎 思想 化締 法案、 外人 尘地法 ま 

も旣じ 提出され 重 嬰 法案が 多数に 上つ てなる ので 證會 期を 延長 

せんど 傅 へられて ゐ る。 


日露 協を 成立を 御に 

米國 お釣らん 夕} 

勞農 使節 カラハン 巧が 紙上 交渉 

日露 交 涉程難 >し< はない ご 


ベが リン 1 H 擬 =： 日. 度 新 協定 

のな おを 渉じ當 つた ま 邪 駐だ勞 

農 化 節々 ラ' ィン 氏は を 钥當化 じ 

て發刊 する 共を 黨機關 巧 聞 じめ 

て 協定の 

成果 じ 脚， L て 重要なる 論 

义を强 表し 勞農 〇ン アは舊 露帝 

時化の 負 倩み 濟じ 就ても 考是す 

'べき i を 前 示し、 口 本 どの 負 償 

關 係に 就て は 後 H の 細 肖 會議じ 

がて 討潍 すべし ど斷じ 協定の 結 

化 ロシアの 太平 巧に おする 励 威 

は 一 唐 伸を し 特に 巧支激 道の 恃 

確を 確賓 じした ど 述べ じる 後、 

『今时 の 協定は。 シアょ b も 寧 

ろ H 本に ど- て 重大 a る 蔥義あ 

b 、 即も稍 も すれぶ 固 際 的に 孤 

立 せんごし つ i あ- S ' し；；！ ： 本の 位 

班は アジア 大陸 じ 一大ぶ 泣闽を 

巧て をの 方を 增す 所の じして、 

H 本网 にがが 萬して この 協を を 

歡迎 しじる はを の 一 班を 推を す 

る じ 難から ざる 所で あつて ロシ 

アは U 本 ご 

經濟 上の 協力を おして 生 


を 力 相 あ 加し a 本は 曰 シアの 巧 

料な お 給を 豐當 たらしむ るに ま 

るべ く 巧の 如く じして 口 本は 英 

ホに おする 化 頼の 手ょ b 離れ 得 

るに まるべく、 ホ國 ょらの 報道 

はこの 協を の おを ホ國 人が 始め 

て自 百の す 利益；；* 位を をき 覺 ず 

る ご 共に、 一部の 間には ホ 露の 

新を 涉じ關 聯し恰 かも 日 誘を 渉 

のか <_ 技：：： 巧を 耍 ずを じ 至る で 

あらぅ ご 期待し で ゐる者 も ある 

やぅで わるが、 事實 はこれ じ 反 

し 米 繁両國 の 懸案は U 露両 固の 

かく 懸離れ 居ら や、 故 じ 曾證の 

進が をが 害する 障壁の 稍 度 も 至 

つて 少ない。 即 も米國 じして 口 

ンアの お 食 組織は 〇 シアの みの 

問題で ある i を自覺 すろ じ まる 

ならば 

巧は 極めてな 易 じ 進 巧 

し 得る ので ある』 ごて 化憐 太’ 3 

利 權じ關 し ロシアは U 本が 最か 

じ ま おしつ {あつた 特懼を 1 徽 

しおな。 シアの お‘ 外ん 巧 僧 法が 

を 飽をも 適 W したる 掌 實を擧 け 



が 巧轿 '報 


-獨 逸の 將來 

エベルト 氏の 死 

I 巧 逸 共か闡 第- 朔 大統領 フン 

I デリ ッヒ •ェベ グト 氏の 逝去は 

若き 民 ホけ 化 5 闕 がに 截 する、 

一大 だ裝 である。 氏の 巧 期 はん 

:も かる 姑く 今年 六月 化 H をな て 

j お 巧 ご。 る だけに、 この 番耍な 

^ る 大が锁 戦を 前 じして、 卒 巧と 

i して 氏を 失つ たこ どは、 を 易 

i ら ざる； 5^ を殘ネ もので あら、 

:獨逸 か 局の； 進 一 退が、 現下 化 

^界ホかのお調どら云ムべき、 歐 

^洲めホかじま大^る關係を持つ 

てなる だけ じ、 ユ \、^ 卜 大統領 

-の 逝去は 音に 獨逸國 巧の みなら 

.や、 化が 巧に 及ぼず 影響は、 械 
めて を 大 であろ。 

純化 食 ま義黨 S 出み 巧で あつ 

.た 王べ グト 氏は、 ホ 制 おを 巧の 

短邀 おか 廣秘 ホの 巧 巧を 帶 び、 

_ 氏の 施政 も 自然 社 曾 まあの 銘閣 

;內 じ 制 化され や、 寧ろ 誠な わる 

! 民 ま々 装 者 化した 觀が あつた。 

^ このに ホ々 誇への 火の かき 巧の 

与口條 は、 バゲ ァリァ. を中必 どず 

- ろ^ デン ド。 フ將 軍； 派の 帝制 

^な活 、ヵップ 氏の 反 勘 的 革命を 

-潑 雌し、 ベ 於ブン じが、 ける スバ 

; ^ タス ッの 勢力を 一挣 し、 グ瓜 

; のす をを がして 獨逸 3 赤化を 計 

; つたみ を媒ぞ 命を 抑 化し、 ド ー 

;ス 案の 貴 旌を國 比に 懲淺 して 戰 

化轉 、不信の 搜 ごも 云 ふ‘ べき 獨 

逸を して 轉際的 家庭の 一員たら 

しいる じ まつた こごは、 エベ 八 

卜 氏の 人格 ど 威 化が. 輿つ て 力 

^ あらし もの ご 云 ふこ と が 出 巧る 

であらぅ 0 

I おじ 今夏の 大統領 戰を 前にし 

^ て、 獨逸 國內の 政局が 游滩 たる 

一形 勢に 陷 るなら ば、 適 去に がけ 

る獨逸の忠賞^^るほま々義 へ の 

i 信條に wb て 持たる お 联は國 の 

一 的 じ も、 越 外的に も、 これを 一 

! 朝 じし 1 失 ふの 危 隙を 生じない 

i ども 限らね。 殊に 玉べ 八 卜大統 

_ がの 死 じ對 して、 巧 動 政治を 操 

! 巧 卞るホ 制が が 寧々 これを 語 歌 

； ずるの 態な にぶび、 おか 闽獨逸 

一の ホ ピ をど黑 色の 圆 がが、 靜か 

じ 半 放を 垂れて 第一が 乂統 飯の 

; 巧を ボ ひつ i あるが、 を 白色の 

; を獨 逸巧閣 々化が ベ グリンの 一 

: 巧に 搬ら 勺！ あら どの 報道を ぜ 

じしで、 われ まは 獨逛の 前途に 

-向 つて 一 補の 不安を 彼せ ざるを 

巧；：* いもので ある。 殊じユ ベ 方 

:卜 乂 が 颁の逝 まは、 お 巧 蘇の 領 

i 袖を 失 ふご おに、 反勵 的が 向を 

I 帶 びる 闽ぉ激 の 勢力は 化 期逃舉 

j 3 巧漸か 仲を し、 お ホの 巧關組 

織 難が 齒お 熟じ攸 b て バランス 

さる； こご 多く、 巧ら じ 現 巧 隅 

總迎グ ー プグ にの かお 的 色彩が 

; 视叫 腔が 内閣を 隱 がしつ i あ 

るら の i 、 中を 階が じ 巧 近の 巧 

博 < 、がつ て闕 に 黨 S の 提携が 


日 器 協 まは H 本が f の 一等 國 
じ 列ず るを 巧し ポーッ マス 像 約 
は 承認 L たる も 他は 悉廢 楽し 
た ごま 張し 『ボ f ッマ， 條約 ご 
雖 をの 條 巧がん なおを 0 シア 
が 承認し じ譯 ではない』 ご释明 
し、 化碟 太の 還附 ごべ サラビア 
問題に 就て は 『日本が 化炼 太を 
還附 したる 一事は 確か じ^} マ 
こアが 化闕の 援助な き 海を 本 問 
題に 就て 自國 め位攪 が如问 U る 
難關 じある かを 自覺 する であら 
ぅ』 ご 述べて ゐ る。 

日露 炼定に 

支那 抗議 

霧で 條約じ 違反 だ ご 
化 京 一日 發 ；：：： 民 國外巧 部 じて 
はまる 二月 十一 日 附 をな て勞農 
使節 カラ パン 氏に 蜀し日 裹新協 
定中 じて。 シア 政府が 千 九 百 五 
年 化 巧 十五 日附を 0 て締 おした 
る ポ^ — ッマ ス條 約の 巧 力を 承認 
したる は 千 九な 二十 四 年 五月 册 
1 U の 莖支條 約に て 『ち那 のま 
確を 侵害、 或は 差别 したる 奮 露 
ホ 時化の 0 シア £ 外國 政府 どの 
條約 破棄-し 協贊 す』 ごの 條項じ 
違な すると 抗議した が、々 ラ户 
ン をけ をじ對 t 、 

H 滨新 協を は 支那の 權が乃 ま 
ロシアの お義ご 均等み 原則 じ 
違反せ ず、 若し 支那 じして ポ 
1 ッ .マス 條巧じ おし 二十 年 前 一一 
じ 抗議した らんには 時期を 得 
たる ものな らんが、 ま 那は旣 
じ 千 化が 十五 年の 日 ま 綜約じ 
.てこれ を 承認し 却て 條 約の 生 
命を 糖大せ しめた 
主を 理由 ごして 抗議を 巧け たる 

が、 巧 時 じ 支 邸 駐在 日本を 巧 館 

も 本日を 0 て H 露 新 協定の 條文 

I 切. をを 表した。 

ホ權太 開拓 じ 

新る 烛會社 

まま 特電 二 H を =： 化 踏 太の 油 

旧 開を 化 進爵は 解散し S 井、 一二 

菱大 倉、 日本 お 油， 鉛 木、 义巧 

0 外 一般 ょらを 募して 新 石她會 

社を が 目を が 開始 0 前 じ 設立の 

計畫を 進めて ゐ る。 

革命 突 發說. 

バグ ビン ーニ 日發 U ボグラ-一. チ 

ナヤょ ち 達した 飛報に 放れば ウ 

ラジオ ストックに 水を のを 命騷 

動を 生やる じ 至 b 事態 頗る 險鑑 

じして が 化の 勞農 政府 執政官 力 

ア ペン n 氏は 巿巧 騒動の 最中 じ 

殺害され た 形跡で ある。 

今朝 十一 時に 

就任式 典 

ワシントン 云 日發 U 大統領 ク 

—リ ッグ 氏は 明日 午前 十一 時、 

両院 代表 委 旨の 化迎 をず けて 副 

大統領 ド ー ズ 巧と 共に 騎兵 二 個 

中 除の 儀 化 兵を 附 して ホ 7 ィト 

、ィ ウスを 出發 、乂統 願わ 自動車 

にはた 統領 夫人 及 上院 化 あ々— 

チス 巧间乘 すべく、 簾 ホを 大統 

領室 じて 今期 潍會の 通過 諸 案じ 

著名し、 この間 副 火 統領 ド ー ゾ 

氏は々 ミン マ 氏よ ら宣霄 まを を 

け 兩院講 良を 前 じ 就な が 說を試 

み、 なに 随 S 巧 別 議會か 成立の 


上、 副大統領は 新 両院 講 員の 官 
資 式を おわ L 、 式巧乂 統領け 潇 一 
事 堂 前の 巧 巧ま墙 じ入诣 、み陆 I 
員、 外を 團 、大 ホな 巧 串 溝随巧 
し、 大審院 長 タフト 氏 よら 肯晒每 
まを をけ たる 上が 巧が 說を 試ん 
たる 後、 軍隊 證衔 S 下に ホ ワィ 
卜 • ウス じん 6、 按じ 午を 向 
を關 催の 上 午後 二帕 化を よち ザ 
都な だの 带隊 約-方 人、 其 他を 一 
るお刚 体の 大巧 列を ホワィト • 

パ ウス 前よ b 檢閱し 强じ轨 巧を 
け 正 ま-し 閑 ぢる譯 でもる が ク！- 
リツ デ 氏の 嚴 父を 始め ごしを 脚- 
知事 S 化の 人 市ぎ 夕<觀 ホも領 
慮數十 巧に ぶぶ 善で ぁる。 

獨逸 大統領 
ふべ 戶卜 巧-^ 

ベ 瓜 リン ニ月 ホ 八日 お；：：： 獨あ 
大統領 フン デ， ブヒ •ち V グト 

巧は 前々 週 ホ宫腹 炎を み關 をを 
態除惡 どなら 危篤 山が 態 じぁつ 
たが 今朝 十 時 十二を 遂 じ 逝 まし 
た。 遺戲は 臨終の 化 じ 巧ら しを 
族の 手に 化ら 騎兵 陵 儀仗して 官 
が じ 引取 h 四： n 國 葬じ附 すべぐ 
首相 4. — . テ 八氏不 取が 臨時 大統 


領 ごして あ 巧の 總選擧 ょで 就職 
すべく、 大統領 候 郁 ミー ては 現 

首相 分 1 テが 巧、 前 首 化 マグク 

ス 氏の 聲が 高い。 

註。 濁 逸典 か國 S 第一 朔乂統 

頒エ •ヘクト 氏は 千 八 円と 十一 一 

年 二月 四日へ ィデ 片バ 术グの 

貧しい 栽 縫 帥の 長 巧 どして を 

れ 、幼 じして 揭 具の 製造 職工 

どなら、 码な < 馬具の 小 お 人 

どな b てを 獨を巧 商し 偶々 ブ 

レメン にて 社 爵ホ義 黨じ巧 じ 

た U ホ 千 八： 白 九十 二 年には 社 

會 黨機關 紙の ホ 筆；^」 Gb 千 九 

巧 巿 年べ^ リンに 入らて 玫莽 

じ 活動し、 千 化な 十二 年社會 

黨講員どして赏選、 千九巧十^ 

六 年 じは 社 曾 黨锁釉 どな b 、 

獨逸社 會黨の 歐洲參 戰懲滋 じ 

は 氏の 力 巧つ て 太なる もの あ 

ら 、革命 突 澄す る や 衆 裂を 瘡 

ふて 臨時 革命 政府を 樹立' 千 

化が 十九 年 二月 九日に 臨時 大 

統锁 どなら 同年 八月 正式に 乂 

統領 じ選擧 されが 憲法のを 布 

を 見る じ 至る。 爾ホグ ァ少す 

ィユ條 約 締結の 外、 み じ 聯合 

國の壓 を じ 反抗し 巧 じみ もて 

はが 制 おご 共産 派のを 命を 飯 

腿し つ i をら し 人で ある。 


海贼な 連は 

禁離 十二 年 

東京 特電 一日 殺 == 駿に 尼港慘 
殺 事 かを お ふ義憎 的を ホ ょら t 
て 威 ± を. 懐 榜し勞 農激船 ァンナ 
號あ びゥ H — 々—を 乘組 員を 慘 
殺して が 贼的巧 爲じ展 びを 信檢 
事ょ b 死刑を ホめ らいた るが 贼 
を 速力 太郎は 重禁鍋 十二 年を 宣 
齿 され 江 連の 部下で ある 旧を 網 
高 一二 邮 、お 川 熊巧郞 •化を 口元 
二、 島 W 德 一二、 お 川 房ち、 を 安 
ホ郞 、淸水 孝お郞 、靑 木金 之を 
千 旧 巧が、 を 田國 治、 濱 巧を 太 
郞、 須旧寬 みが、 を 杉 傅 作、 中 
大路 梅么 進、 をを 重吉 、田が 薑 
ず 太、 小が 勇、 宇佐美 嘉藏 ■川 
が 天 王、 飯 巧 校き、 かが 郡 司、 
遠 お兵衞 、中 川 ホ ーニ、 中 上 川 藤 
平、 领織宗 .1 、 畑 山 春を、 高 橋 
盛、 み 旧 隹次郞 、な 島銀么 助、 
田 中 一二 木 磯' た グ崎德 寶等化 S 
ん もを々 重轉 罪の 音吿が あつて 
事#: は 終結した。 

平 旧 お 巧 化 危篤 

ま 京 特電-一 H 發 =：： や 旧 東 助 伯 
は 危篤 狀 態-し 陷 つた。 


深 尾 男爵 家繼承 

ま 京 特電 二日 發 ；=：： 大扱 商船 深 
尾隆 太が 氏は 本家 深 尾を の後繼 
ごなら 男爵 どなつ た。 


小池國 一二 巧 逝去 

東京 特電 二日 發=荣 を 株 ホ 取 
引 所を 役 小池國 一二 巧は 丹毒 おじ 
罹 b 遂に 逝去し 遺產中 ょら 五十 
巧 圓 をを お爭袭 じ爸附 する 5 と 
なつた。 

勞働 會議の 代表 

東京 特電- H 發 == 今年 五 g ゼ 

ネゲァ じがて 開催 せらるべき 國 

際勞掛 會縷じ 列席す る 資本ぶ 化 

をは 松風 嘉を氏 顧問 石化 祐藏巧 

緣慟化 表 鈴 木た 治 氏 顧問 乂野虎 

雄 氏 ご. 巧を した。 

■西 巖氏乂 國巧勤 

東京 特電 一 H 度；；：： 義じ歸 朝を 

命せられ たがち 粧化 商務官 西巌 

氏は ホ齒が 勤を 命せられ た。 

柳 原保惠 化渡歡 

東京 特電 一 H 獲 U 伯爵 柳 煩 保 

患 氏け 羅蹈じ 於て 開かるべき 画 

際 游員會 ぶじ 出席の 爲め 一二 巧 十 

四り 橫攒 出帆の 加を 太號 じて ホ 

國經 も渡啟 する 5 となつ じ。 


二を 一 對化乂 票で 

普通 選擧 法案 巧决 

東京 特電 明" 發 M 普通 選擧 法案に 封ず る 政 友 
本 黨の提 化に 成る 修 .'止 案は 九十 八對 二百 丸十 二 
票の 大差に て 本 黨侧慘 ，敗し 典黨 案が 通過した。 

なほ 普選 まの 討議 じ當 で 本 黨化議 ± 倉 元 要 一 ( 靜 岡縣) は議壤 
妨 寒の 長 溃說を 試み 遂に 舶巧谦 長ょ h 發言祭 化を 增 ひて 議谋あ 
親し、 岡 じく 本 黨化議 4^ 诲 田な 義 (大 駭〕 は 溝 媛ど廊 ドの 出口に 
がて 輿 黨院が 賴の爲 めじ 普選 案じ 妨審 したを で 口論の おて 暴權 
化 猿み. じ 錢啡ぎ ごな を 廚報歎 ダが にた 裂傷を 蒙ら' て 今 柄は 人 掌 
不 省、 あ 篤の 狀態 じして、 お游 頗る 不穏なる 爲め本 黨化遙 ± は 
馨宫 護衛の. 下 じ 漸く 退場す るを 得た るが、 この 日 譬視廳 じて は 
普逃贊 成ぶ びな 掛鹽 がの 暴けを 虞れ て警を 嫁 お出 ごなら 議場の 
外 侧じ氷 も 洩らさの 譬戒を 加わた るが、 傍聴人は 悉く 身 體檢査 
の 上 兜 器、 ステッキ 等の 一切を 巧 收し院 內傍聽 席の みに も 約 百 
人の 刑事が 讓 媛を 背 じして 譬戒 した。 
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揉 筋、 腹 被、 摩 按流本 H 

ムジ グ カグメ 、ジー チ ツマ 式典 瑞 
療を氣 電び没 水 0 スクッ テス ナ 
業卒な 學ービ ラシオ ジイ フ典節 育が 

男 幸が 西 M 

て じを 自は又 張 出療を 
慎 上 願 約 前話電 じを 時一後 午 
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米國式 英語を 話す 事 
はが 巧の 第 J 義 です 
本 おじは H 本人 敎设 
じ 術む た 專巧締 人 お 
師ぁ 6 盤 切 じ 會話通 
信 文 社を 語を 敎授し 
ょす。 H 礙週リ 共に 
午前 化が よ b 午後 十 
時まで 網 校し ー レツ 
スンと 十他づ 1。 今 
H おもに ホ 校 あれ。 


稽 をはと 十五 
仙、 一二 四 週間 
じ 驚くべき 結 
裝ぁ b 。 每自 
朝 化 時よ h 夕 
义 時を H 曜共 
十二 年の 經験 
をら 0 
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I 聯邦 準備 局 

金 ホ 弓 上 

英闽 金利に 影響 

ホ 年 十 巧 おょ b 漸姬的 じを 塊 
を慌 出しつ i をつ た 米 励 ホ 巧の 
情况じ 就て は 媛 じ 本が 上で 前を 
S 巧に 一日： b 詳述した おで あるが 

をが 0 ホ 早く も 一が 則 巧に な 

紐肯巧 場のを 利 引上げ 

を啦 ふる ボん らし も 夕數は 巧 巧 

巧 ザに がきつ t あらしが、 赖巧 

正貨 お 楠：？ じて はお 化 削 遇 木 お 

H ょ b が 巧 準備 銀 巧 じ おし 從ホ 

のをが I ニ ホを S ホで 烛じ 引上げ 

挪 刻' 巧 施を かみした。 過去】 年 

じが b をが 一ニ ホを 巧 施しつ I あ 

つた 中央が 村は を 化界じ 於ても 

が 巧 のみでを つて ボストン、 ク 

yl ゲラン ド、 リ ツナ モンド* 

I を 渚のを 準髓级 巧は 一ニ ホ おお 其 

化の 巧 描が 巧は 四 ホで あつたが 

昨年 お ホを 塊が 出の 中必 はがち 

ごな b てお備 をは 漸次 流失し つ 

つ あちし のみならず、 を 輒巿煤 

も 再び 活邸 巧に 移らつ： あるの 

で 今 凹のを 巧 引上げは 寧ろ 當然 

ピ 認められて 居ち 

一般 金融界 も 過 まの 情 

勢 じ 照して 之を 自然の 結 巧で あ 

る ど 姑 終して ゐ るので 些 したる 

お嚮；=*く、 殊じを姐を引止げた 

もの is ホ 五 座の な 利は 巧 ほ 世 

ホ じめ ける 坡化 のをが である。 

哪 もとを 他 厨のを む ど比较 ずる 

に ロンドン 四 ホ、 バリー と ホ、 

ベ 味 5 ン九 ホ、. プラッ 七 か 五 ホ 

比が、 n ペンへ ー ゲンと ホ、 ス 

トック ホ 术ム五 ホ五赃 、ダンナ 

ッ ヒー剧 、 y ボ八 ホ、 ヮ グン ョ 

— 一 制.- ホ、 力 八々 ッタと ホ、 

巧な 八 ホ こい ふ狀 態で ある 。を 

ホ 米 凹ょ b 巧ら を 額。 をの 輸入 

を 仰 > r -、 特にを 本位！： おが 頻 6 

にがぶ さいつ-^ ある 

英國巧 場 では 紐 巧のを 

利 引 心げ によらを 巧 ロンドンに 

おお ご。 つてむ た义 瞬の 憤が 其 

他 は 円が が 巧 •しぶ 巧 b ずるで め 

らぅ ごい ふを 想の ート に、 おくら 

がを 八を 利 引上げに 準じ。 ンド 

ン のみ 利 も 立 ホ お 巧に 引上げら 

れ るで あらぅ'，- 巧 进^る 濟力多 

ぃ。 化 柿の 論 おけを W 引上げの 

理山 として パ クン ド 巧 おの' 个落 

防 化、 を 本位 间 "化 おの 巧な を哨 

なしつ； ゎるら 巧 魄銀巧 常 局の 

脂 巧は ホ决 じて を 利 引 卜_げ なお 

論 も 可な b も 力で ある 力、 お 巧 

带備歇 が 常局侧 ではが をが をの 

特殊 じが 態が 英网 のな 本位 时俊 

におへ る 脚 搖を现 山 ごして を 利 

引上げは 

.心 ザろ ち當 であ 6、 且つ 

現が 内蜗か 邸が U よご I てが 行 

ホ おに：：：： V 」 なぎを 利 女に 乘じ稍 

も すれに 投機 資 かじと をが 讯さ 

れる嫌 ひ あらしが、 今时 のか-. 利 

引上げは を 等 役が 巧 流 じ 巧 （て 

; 柿の巧吿<:.4:>ら化お裝自がお 

巧な が 外投贫 にを 巧す ベ < 、み 

じ' 紐 巧 ど。 ン ドンのを 利が 稍々 

はわ じあい 巧 巧に 巧な する こご 

は パウンド 枯媒の 動 搖わ化 化し 

化つ てを 本 化の M 扳 じがが 懲を 

-巧 へる ごい ふ 溢 論に 傾いて ゐる 

が仪で わる。 現じ 米 政が 巧雜法 


み 如き 巧云 ヶ 丹前 旣じ早 < が 育 
のを 利 安 じ 巧て 聯が难 牌 村の 政 
巧を かおし つ： あつ i ゐ つむ 位 
で、 是巧の ホ 情ょ らし 一、 I お § 
がけ 今间 めを 利 引 トーげ じ 巧 同の 
傾向で ある どい ふ。 


西 比 利亞で 

米 か 獎勵乎 

化 お 道よ 川、 化 見地 方の 乂產 
巧が な 万 巧を 突破し 巧 じ 化 進し 
て 巧 巧ん 巧 岡 化 ホで すら 水賴試 
作 じ 若々 好ぶ 城を 收 めつ i ある 
事 賞に 徴 して、 東部 西 比 利亞じ 
於け る 米作の 可能は 想像に 難 か 
らぬ おで ゐ る。 间 地方に 於て は 
大正 六年鲜 人が 

烏 蘇 里 河 附近に 栽培を 開 
始 せる W ホ 年々 相當の 成績を 收 

め 大正 十 年度は 作 か® お 一巧 五 

千 町 ホ、 收權 十二 巧 五千石に 達 

して ゐ る。 げ 年は 約 一二 巧 觸の西 
比巧亞 米が 本邦 じ 輸入され たが 

巧 地 ホ じを い な 質を ちす る もの 

どの 聲 化を 巧て ゐ る。 專巧 家の 

硏兜 による ど 一 

、巧 闽を化 ホ 作 じ 比して 早 冷 

の 作のを 險殺 なき ミ 

、米作 上の- 哲威 たる 聪 風の 裴 

ホな き ~ と 

、お 虫害の 砂な きを 

、大 化模の 水田 經營が 巧 能な 

る 至 

等の 諸 おじ 於て 巧が 化 海道の ホ 

作 じ 優る 利点が ある。 殊に 氣阪 

4^ 質、 水 刺 お 化 川、 網を 等に 毫 

も 夕らね どせられ てむ るから み 

前途は 械 めて お 導な b ご 是られ 

る。 栽培の 可能なる じ 南 

沿海：：？； 幷じ黑 龍 江 州 方面 

で 化 地々 じめ ける お拔 一千 六 百 

民： 5 すの 尘 地は 乂 作-し 適し 化 巧 

が 一千 九な 町 ホ ど 推算され てゐ 

るから、 巧ら じ迅 いお 來 じが 一 

剧が銷 化された ごすれば 段 常ら 

'五斗の 收權化 込みで 實に 約': 千 

方 石の 計算 V なる から、 更に 開 

が 計 藍 さへ 適 常に 行 はれるなら 

にお 巧大 じ有留 であらぅ。 りを 

國 をの 化活 せる 今 H 、 年々 食摇 

木を 一^を しわ H 本 ご！ ては 大じ 

注目す べきで 批 る。 西 比 利 巧 巧 

じ 化 おご 境を 接する 地方は 化を 

的 小を の產 地で あつて、 朋 確の 

統計は。 いけれ 共ーヶ 年の 産額' 

は 一千' 刀 お 巧 至 一 千 五 百 巧 石を 

常 ど 稱 せら n て もる。 坡巧 一二 四 

年間 W 化の おおを 額ら 鈔 G くが 

衡赏お 媳を經 もして 我 國じ輸 人 

さいる i は.： かつた が、 閲化 ホ 

を 出 小が の お赞は 良が で お 図、 

ヵナダ、 を洲 おと 巧 等異， J 處お 

。いの ご 巧闽を 

得惹先 どす る米國 小が 菜 

はを し 地方 S . 小を にを 成を 

隨 じて ゐ るが 梭 である。 從 つて 

U 露條抗 がぶ ホした 今 H 、 巧闽 

製か莱 者は をの お 巧を 米國 、力 

ナダ、 该洲 、化祐 お 煤の み；^ ら 

中が 的が おも 扣比利 巧み 面ょ b 

輸入され る 如く 想像 せらる i も 

化 ホ 面の 小が け 大部み がが 資巧 

び附巧 都市に がけら を 人經 をの 

製 かエ媒 じ述搬 され、 驳 かごし 

たと かじが 地に 移送して 消 獲さ 

れ るから 現 だの 康額化 態では 巧 

闽にぞ なの 輸出を；：* ずを 力な/’ 

义あ b ど （てらを ピ錫道 や滿殺 


巧 巧が 度 だな 率む ため 巧 風 おが 
ま 巧は 却て 乂圃 、々ナダ、 を洲 
ょ b 巧 巧を お 入す る 方が 採算に 
引を ふが 態で ある。 化に リぷ巧 
涉が 成立した 今り でら 巧 製 か 業 
おじは 左した る 巧 彰攀は 娇らさ 
ないで あらう ど 一般に 觀测 され 
て ゐる〇 


を 利 引下げは 

凹 五月 頃 乎 

銀 巧 焦 か 貸 附を时 化 
【を 前】 最も 今年 じんつ て か 
らの社 偵は ぞく 事 叢 概張資 をに 
充てら る {との 觀 測が 一般に 巧 
はれて 居ら 幾 か をん な 傾向が な 
いで もない が、 嘗瞭 は電氣 事業 
の 塔を を 除いて 矢 張ら 大部を は 
燒 儀の 整理 乃至 借替 目的の もの 
で ホる らしい から 下半期 じで も 
なつて 

經濟界 經濟 をが-段の 活 
氣を带 び、 眞じ 事業 資 をの 需要 
が あ 加ず る 時期 じ 逢着す るを は 
を 利 低落の 趨勢は 化 まので あら 
ぅ。 要するに 化 債頻發 じょら 會 
社の 高步 債務は 段々 ご韓理 され 
て 化 ホの 社 潰 じ 姿を 替へ 一面 じ 
於て 銀行の 焦が 貸を が をれ ど 共 
じ回收 され、 化み 資を擦 額の 上 

からを て增 威は ない 泛 しても な 

ホの 膠着 資金を 運轉 流通せ しむ 

る i どなる から 銀 巧の 巧 部的梗 

架が 態は 漸次 緩 かされて 其 融通 

力は 增大 し、 延 いて 銭を な 普遍 

的 緩漫化 態を 誘致して ボ 中のを 

利け ホ'. ホ 化 落して 巧く もの ご 

をる のがを 當 であら' ぅ。 がん や 

社债買 义 資金が 現巧な 5^ の ホ面 
から 振 向けら さる 壌を の 甚だ 鞍 

なから さる じがて を やで をる 0 

若し をれ H 級 利 下の 問題に まク 

ては を こじは 常 じ 

他動 的 政策が 伴 ふ もので 

ある 限 b 1 槪じ 翊谣通 6 じけ 巧 

かじい が、 昨今 問題 ご なれる が 

証 準備 備張ゃ 貿易 お興述 動’ 關 

聯 して 剔々 化 機 速 じ 向 ひつ i あ 

る 梭じ思 はれる。 即も 保証 举脯 

捣 張は 第二 段 ごしても 貿易 山 (化 

一般 財を に 化 卜悲觀 的が 粋の お 

現 L ない 限ら、 先 づ上ザ 期即も 

K 五月 頃を じは 利 了を 兒る べし 

ど觀 測され てがる。 ({ホ】 

米闕 銅山 王 逝 < 

米國の 銅山 王 どして せ 名な 前 

卜 な 誰 員 ゥィリアム •クラ I ク 

氏は 八十 六 歳の 鳥齡 に！ て 第五 

巧 化な 六十 二を じ 約 五な 力 弗を 

おじた 膜莊な 邸を V 擺 へて 隱ち 

中で あつたが、 急性 肺炎に 化さ 

れ染お巧^:><去る丹幡口午後よ 

時化み 遂に 逝去し じ。 氏の 化を 

に 就て t 5 が々 異 C た說も あるが 

を 面^みの 評' 偕で も 約ぶ 千 乃を 

と 註 せらむ、 或は； 化 弗 ども 云 

はわて & る。 


本が お 京 特電 il 難 |j 


下 巧の 貿易 

二ち 下 巧のを 港 貿ちお 厳は 左 

の 女し 

=單 位 千 W 

巧 汲 輸出 一 0、 化 八 一 

輸入 I よ、 ニニよ 

神 口 輸出 一と、 一と 八 

輸 入 四 一二、 四 八 化 


0 巧. 巧 円 ZJ - F - c 巧 CY > 

呈養 pms 呈 

岩？ 書！ We . f 42を S 1. 

Tel . * 11 云 y 至 I 2呈 Hoom 養 

パ r 古な 謙 次 

自 午前 十 一 S ま 午後 二 時 
時間外 及： n おは 前約の 事 


J 村 瀬化廊 

88 Lexinglon Aye . N . y . 暑 
す t •霉 h &2 s 累 
で一 法 a 吿薑 ざ. を 18* 7 若 9 


Jotao 至 1 OGU さ 0- 

ご 1 Wesi 34 tn 芭. ミ 三 ミ k 
lel . Riverside 篇だ & Sc 置 ーミ 1 若 ま 
午韶九 時！ 午後 一時 
髮寞 午後 六 時-午を 化 持 
H 耀 午前 九 時 1 午後 四時 

ド；^ 小 架乘ま 


日 ご T. 。 Takami 

舌を 呈 b 互 and お- Bro 室 n 
Tel . Gu ョ beri 呈 d だ ご 

兴ク M 巧 午を 一二 時 j らち 時 

霞襄 H 曜 i 約 相 願 校 
ドク ト 高見 豊彥 


or •夕 whish 己夕 o . ps . 

養 W . 7害 St . Tel . EndisH 】842 

離 ss 巧 戶良二 

自 午前 九 時 至 十二時 
自午お 一げ 幸. 五 時 


電氣 仕事】 切 

下调電 氣衙會 

N 0211 wroadway 

TeUndic 置 養 70 


•か 

L ^; 

〇 Y 

〇 R I 

ご _ 

C 如 


〇 


か 


思 


A 


站 



U 本人 郁 

戶ブ！ 曠 

溯 氏擔巧 
懇 幼敎投 
夕と 時關 
校勞 働を 

暇 勉學の 

化 あら ホ 

裳 証書が 

お 就職口 

無料 岡 お 


正直 ど 親 巧 ピを巧 ごし 確督 

信用々 る 的 品を 精選し 

特利廉 假\ 户販黃 致します 

ゥオグ サム、'. 工^デン 巧 割引 

其 化は 化で 一二 齊引 

指輪 鑽 をを 屬並じ 寶お類 一切 

^ミ片 トンが 針、 户ブ— ド ィ 

リノ ィ ，わ 計、 を 柿 県 時計 

ゥォ ！ タ ー マンを 年 筆 

玉 バシヤ 1 プ 鉛筆 

純銀 おがに 銀器 一切 

御歸 朝の 御 ±產 一明 

時 則の 修淺 はが 險付 じて 確 貸 

じ 巧 川自 みが 致します 

紐を ホ 西 四十 二 了 目のと 番 

凹 四 一二 号 お (五 巧 ご ホ 巧閒) 

お 川岸 商會 

電話 ペン ン火バ ニアと 云 二 化 

IsWkaw ザ 巧 ishi 〇〇 •ち w .42 ndst 








glH ホ 


淸 


乂 吸 輸ぉ 
. 輸入 

名を 虔 輸出 
輪 入 

巧 巧 輸出 
輸入 
輸出 
輸入 
水 輸出 
協 入 
晓輸ぉ 
輸入 
館 輸出 
輸入 
樽 酿ぉ 
輸入 
が 輸お 
輸乂 

下の 關 輸出 
輸入 


四、 とと 四 
化、 とと 〇 

一、 0 五一 

二、 ' 四 六 八 

八 00 
二、 0 六 九 
と 九 
二、 六 二八 


長 


画 


、■ 


巧 


六 八 化 
ご 一四 义 

と 四 I 

六 ご 一 
一 五 二 
四 六 ご 一 
一 0 と 
二 九と 
一 化と 
五 二 
一一 一四 

橫濱 外商の 解散 

七} ル フン ザ 1 商會 解散し セ 
! 八 顯會が 業務を 繼承 せんど。 

砂糖 在貨 高激增 

十す 日 現在を 聞 砂糖が 貨 高は 
と 十二 方よ 千义 巧擔 じ激增 した 

急激 投資を 警を 

政府は 四圍の 情なに 鑑みを 巧 
險會 社に 對し此 際 急激の な資を 
なさ r る樣 非を まじ 申達した。 

欄稱 修正 法 延期 

輸入 飄稅の 一般的 修正案を 今 
期議 會に提 おする をは 巧 節姻迫 
のた めを つ 調 まま 了の 点 あを て 
中止 V 、 なつた。 

高 田 整 躍 案 巧 望 

窩山商 禽韓理 案じ 願して は 巧 
外債 權銀巧 側で も 大体 誌 解を 得 
たので 賴 々好望 どなつ た。 

み 樂銀巧 仮差狎 

离出商 會編係 じて 化冀 中の 永 

樂銀巧 預金者ょ bw 巧の 破產中 

請を なしな 差 巧への 手續 ぉ採り 

つ-^ ある。 

正金 ' S 建値 引 上 

爲 を ボ鳩 W 轉し 正を 建 お化乂 

弗 廿五仙 じ 引 ’とげた。 

東京の 勞働 賃銀 

一巧 ホ 東 巧 巧 巧勞働 賃銀 四十 

と 柿は 前日： ょら ドを 十 旧、 騰貴 

六、 がを ホ とじてず 巧 ニ ホ ー 屈 

の 下落で ある。 

最近の 日銀 帳尻 

U 銀を 換综 をが 高 十】 億 八 千 

九が よ 十二 方 W ■髓 限外 發巧一 

千と 十と 方 五 千 W 、 民 問 貸 出 二 

億 化 千な 廿とガ 五 千 旧で をる。 

=.3 と 二り 接 


書籍 一切 取次 

米國 出版の 聲糖 はんて 特別 劇 引 

にて 迅速に 化み ぎ 旅行者の が呢 

參ち資 巧の 費 籍道集 等は 特に 御 

がせ 化から ひなか 【幡 ％】 

正ぎ shi 里 aia , 

妄 Nassau St ., Tei . す ek ヨ呈 8428 



巧みを 
£ 目 T 四十 四 
巧 目 了 五十 四 


HINOMARU 

327 化 56 化 化 
Columbus 3064 


ご uey i^ang s 

RE 則邮が T 
が S を 加る 巧 . 

Bet. 27 th- 2 が h おん 


City Hail Tea Gaden 

170 Nassau St. City 
Ne が to 比せ Tribune Bldg 
Loo Lin Manager 


DARUMA 

7 が一 む h lUe. 
Te し わ ] fan パ 859 


Kawasoye Hotel 

1 が W なり 23 r(i Street. 

Te し 拍 orni 巧 sitle バ 54 


j 良 eem No 阳 Low 
474-6 祐 Ave. 

Bet. 28 比 - 29th St. 



TAIYO 

M 8 W は パ 5 比な， 

Tel. Endicoit 28 け 



庵 桂 ホ 日 


i Japanese Tea Room 
: 1802 衍 $ 的姑 N . 化 

i Tel. Franltiin 1577 


Toyo Kwai 

41 E ： .l かも St. 

Bet. 8 iway 在が Ave. 
Tel. Stuyvesan 8 巧 8 



泮 

縮 


340 W ， 58 th St. 

Telephone: 
Columbia 8882 

(AKH • 水） 诗赛ゎ 


YOSHINO-YA 

70 Greenwich St 
New York 


ASAHI KWAN 

163 E- 56 thSt. 
Tel. Plaza 6399 


PACIFIC 

郎 なが 画 T 

2542 Broadway 
Cel 巧扣 在が 化 お s. 



mam ; 


お East 29 化 Street 
Tel. Madison Sq. 75 が 


CH 


號 


一 廿 


干 


一 ■第 


oih を 巧な | 说なで 巧を ぶ tm をを 


C 日曜 水 ：! 


II 凹 月兰年 四十と 乂 


會席御 料理 

弯」 ずさ燒 


ボ 廳を團 

司 理人蘆 蓮 
出勤の そじは 晝飯 
の 御 便利に 瓶へ 巧 
閱倉庸 の 御用に 應 
中べ く愼間 河卒巧 
不變 かお 立願を な 
紙上 御 案内 中と 娱 


支那 御 料理 

彭瑞樓 

U 本ん 諸を を 
歓迎 致します 


御巧當 ホび じ 
御を 庭 支出し 

日の丸 

御 下宿 後藤 

壽 司、 媛蒲燒 

每 H ちらます 


御旅 纔 河 添： 一： 

〜 - 


美踩 じして 淸潔 

般娜 轟南樓 

午 煎 十 時よ を 日 巧ち 
午前 六驗 まで 良 f 


御料 埋群 i 

太 欺 

壽 司、 蒲 お、 蒲絲 、せ齒 、かきめ し 


ぞ那 V-J ijs 

料理 

お 謡を 園で 永年 御 愛顧を まけ 

IL た 摸 文で 御座いまず 

t . 

わ M 一 . Jim 

が 削 巧 
V f y 
のがが 
.t K す 


化；！ 

化 H 本に 住み、 H 本 語 
細 を 話し、 皆様. 0 御嗜 
かじ 適する 御 粋 狸を 調進を 巧 







舞踏 敎授 

▼社を ダンス ▲ 

▼表情 体操 ▲ 
紳 +、 淑 お、 わ 子 
化さん 方 じ 叮轉じ 
敎巧 致し 升。 午前 
十 時 ょら 午後 十一 
時 迄 (り曜 を 除く) 

シ ヤブフ •ダン シ 

ング 師範 學校 卒裝 

上衫 タマ 


電話？ ぃ—ん が 

特長 

が 育 お 西 四十 0 T 目 
一二 下 こ 八を 
三階) 


紐 脊旅舘 田 中 奧次敞 

東 四十 了 目 二 四 二番/ 

三. Gal を on 芯艺 74 


電話 レキシントン 四 八 五 お 

爱 巧旅舘 

巧 十五 T 目 二な お 


1 The Tokyo Co. 

140 W. 扣 比 ! St. 

New York 

— 

S.KUWAYAMACO. 

114 E. 59 th St. 

New York C れ y 

Katagiri Bro’s 

の 4 に が 比 訊 

New York City 

Te し おが ni お 站 - 3 が） 

Japan 

れ〇化 i 邮 Go. 

86 Lexington he. • 

Tel. 巧 ad.Sq. が 18-?843 

: 

を > 85 ，シ 紐を 日日 日 
を S 1 ノ* "ち 化 本本 本 
の & クみ 新雜 苗を 
な シや聞 貨摇巧 
け 'ャげ 化を 諸 お 

1 を杰 ■ッ ぉみ 巧雜を 
ち を お 柿 

5 1 € 

—— 

會巧京 東 

•ぷ适 トラフ ァ八 ダー 巧巧 

が 話を 日 

n ;• 圭 

害 ザ.. 食 
籍八 一が 
雜云 $ 品 

誌 完ま豐 

小 み 

間^ ぴ 
物^ 雜 
曰山貨 
用ヴ類 
品 商 卸 

龜# 当 

並 日 

仕 食 に 本 

ぉぉ が 食 

ぉぉ片 巧を 

巧 ぉ 禍籍、 

命 近 化 巧 基 
の 巧 一巧 
巧 船 夕良 巧 nn 

f 1 蘭 

會 

1 

曰 錐 
本 w 

至 ] f 米 V 由 

^ 田 卸が よ 木 
FI 替 段が 懂な 

本禁食 S 蓋 

S 客 料 

お g •较印 
^ 巧 iW 入 巧 

ホす が 特 一 な 冗 1 
ロー 逐切极 i 

PU 手な 取 上 

商 白 i 

暑 店番 霉ホ i 

1 


堪想 的が が舘 

御を 炼に 誠な をのて 盡 しまず 

朝日 縮 

御手 輕 御お埋 ぶに すき 燒 

新ら しいせ 巧を 擇び精 < '勉强 致します 


御 料理 

考 の 家 

壽 司、 緩 蒲 燒每日 有 9 ます 


« が 細 太平洋 穫 

化に 比類な き 綺麗な 也 地ょ さ ダィニング 八 

. — ム VJ タンシン クミ ュ； ジツ \ が あらます 

音 築は 毎日 午後 六 時から 午前 一巧を e す 
御晝霞 四十 仙よ b 五十 他、 夕食と 十五 巧、 
日曜 夕食 一巧 


御 下宿 鳩ホ久 

云！* 養ち ct P 1 養 

b 里. 1 を 2= d す， 己 f E . 42を St . 
Tel . M 号 ay Hill 2958 


中 村 哩髮巧 

.中が 萬藏 
31 W . i St . : .置 y 
Bet . CqIu ヨ b 丘 S & ve . & C さ tral Park West 

日本 理髮 舘淸 

新式 洗髮 の設髓 あち 进速了 寧を 
旨 ごし 精々 勉强 致します 
西 四十 一二 了 目 巧 番地 一二' 白 六战室 

タップ 7 ロア (第み 街 ミ 四十 一二 T 肖ち > 


宮川 事務所 

持續的奪簡の同胞じ的罐^::^る職 
業を 岡旋 しまず。 

Japa ミ S なでを 》 苗 ミ 互 
養ち. 臺 h St . N . y . C . 

Tel . Bit 778? 苦 98 


嵩 新式 六 お 雄 

巧 利， 淸涵 、待遇 懇切、 お 巧 低廉、 
發 着船を 么お 都度 波 化蕩じ 巧 張 
'シ ァトが ボ第六 巧 1110 六番 
エヌピ i ホテル 
電 認メ！ ン兰化 五 二 

藤 ホ 旅館 ま 巧 

4 資 Maynard Ave : 

说 eattle - 為 ash ‘ 

H 本け 藏船 切符 御 申込 じ應じ 
萬 事 御® を じ 御 取扱 ひ 申上凑 

を 港 ホテ^ 

►日本 御 料理 (別間 あ. ゥ) 

轰 港々 タホ^ ニア 街 六 一二 
電話 カネ！ I 八' 一六 


口！ チン ゼ少ス 地ち の御觀 ホに 
はで 事 最善の 御 便宜を 計 b ます 

イ- — • グ 八， ホ テ 火 

羅が おじが ける 同胞 經營 中最 
新式 高等 ボ テグで あらまず 

羅が東 一 お 一二 九 ザ 

電話 ダ アン ダ ィタと 六五义 

ボストン 案 巧 

貸 自勸幸 業が 西 

諸奋 跡、 大學 校、 エ媛其 化 一般の 

错か 及び 通 辯 もします さ〇ョ 30 

ジ ー B 篇 喜 二 7 呈 satavia St . 
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尋れ人 

お 正 恩給 証 齊を付 

.松 ホを 二 一郎 

「外 固 旅券 下付 事實郎 明」 掛着 
熊 本縣人 豐田 淸定 
朝鮮人を 秉斗 大 おを 
あ 知 早 川 良 裕か欤 山 引 ± 純 
巧が 寺 巧 あ 始德島 井が 正み 郞 
をの まじ 通 お 致 度き をを 之 
候 巧 本人 若く はか \ ょり 現 
化 巧 街 通知 願 上 お 

紐 育 巧國總 領華舘 

• 1 呈 B 三 を ま y す * Ifork C さ 


が 上等で ........ 人間 もこれ 巧 偏い 

た 自阅劣 下にを ると 手が 化けら 
れ ない。 

自 かは 鄉じ乂 つて 鄕じ 化へ。 
る 露は ui マじ乂 つて U 1 マ じ 
從 ふなる 該ご 起因を おじした も 
ので あらう ご あ ふ。 然 らば 君み 
云 はれる 現 化の デモ クラ チ. ツグ 
のァメ V 力は あの 排他 ホ義 でめ 
つ れ U I マ 巧盛時化ど其をがを 
同じう した もので あらう か？ 例 
へば 排外的な； が 現 化の ァメク 
力に 巧 はれて ゐわ じしても、 ム、 
れ はを 然 n — マ 時化の ものと を 
彩を 異にした も. ので ある i は 巧 
ふ 迄 もな し。 ： 
巧々 は 所謂。 1 マの 文明に が 
せんた め 易々 ごして 自 をの 化て 
を擲 つて 只管 暴力 强 き。 1 マ 人 
の 歡必を 買 はんごし じを への 貞 
信な き 弱者 共の 眞 のをす る必巧 
が あるで あら’ っ .か？ 勘な く 共 お 
はアメ y ヵナ ィズ するどい ふ 王 
は 君の あつて ゐら れる樣 な化很 
な もので ない、 みだけ は斷 言し V 
禪 ちない。 

この 國 じがて 最後の おみを て 
された 巧々 だから どるつ て おお 
何も 諸君に ァィ リヵ 人じ循 突ぶ 
どは 云は。 いが、 唯今 少し 锁お 
れ繼ず 根 生を 拾て ゆつ ごちと し， 
た氣 みで 慕したい もの ど 思 ふ。. 
些細な？- じ 巧が して 皆が 顏を見 
ね ごか：： k ない ごか、 帽子を どり 一 
たど かごらない どか、 化で 始め 
て 島 田を おつて 人前 じ おた 十と 
八の 小娘の 巧な もの だ。 

終 6 に 臨んで 化は ホ 娘の 巧む 
君に 人生 ごい ム ものを 今少し 迎 
く眞面 曰に 考 へられん i を 切が 
して 己まない り 

移轉廣 吿，" 

今 画 左記の 處 し移轉 仕ら 諸 奉 
改良の h 御 辨當化 出しは 勿論 
必化 巧く 御 食事を な 上 かれる 
樣じ 設備を し很 間倍舊 の御發 
•顧を を 願よ お 

，日の丸； 
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，徒歩と 乘爲ご 列車で 

山上から 宣誓へ 

リンコ ルン 大統領 暗殺の 當時等 

歷化 大統領 逸話の 數 々〔ド.】 


千 八な 四十-年、 ゥキ リァム 
ンリ— •^ブ ソン 氏の 就 巧を 

當 U はを 都は 珍 C , しい 

暴風雨の H ミミが、 

' y ソンには 讓 '舆じ も脫帷 した 

虛で就 巧が 説を がみた ミ か 就任 
なーグ H にして 氏を 白ぶ 樓 中の 

人たら しめた ま 旧で あつたと 云 

はむ てゐ る。 3? 年^ クソン 氏を 

繼 ホした タキ ラ ー 氏の 就 伟ま當 

時、 首が ヮシントンの 人 お 巧は 

んど云 つても ダニ エ片 •ゥエ 

ブ スタ ー 氏で あつたが 、下宿屋 

化 ひの M 氏は タキ ラ ー 氏の ため 

にお 食を 忘れて 演說 S 草 搞を普 

き 上げた ピ いふ 話 も わる C ブン 

コルン 大統領の 就 巧 式 (一八 六 

一年) ^^なんと云つても闕父7 

シン トン ど おじ ホ 闕歷史 じ 鼓 も 

义 がを 故つ じ 一貫で あつた 〇ヮ 

シン トンは 就任式の 巧 被 上では 

陋 かご あが b 氣 ホ どな 6 

双手の 睛き 處に幽 つたら 

の；，、 わるが、 リンコ ルンは 金媽 

の ステッキ じ シルク 户ット 、巧 

手 ドが 稿を 携 へて を檀じ 上つ た 

けれ お、 クて シ成ク バットの 廣 

お 所が じいので 少夕狼 お八を で 

あつた 處、 U 頃の 級が 卜 ある ド 

— グラス 君が 早速ず を岀 して 其 

帽 ずを 預 つじ ものである 。ドー 

グラス 君は 當時 「 V 、 ぅ ザ 大統領 

じなれ^:^^いなら切め.- 大統領の 

帷子 位は 持つ さ！」 と 語つ た 由 

ご ある 0 ヘン ジ. 一 •タツ タ' — ソ 

ン 氏の U 記 じょる ど 「リンコ 少 

ン氏ょ i 秘めて 冷靜な 態度を 保ち 

其 就 巧 式 溃說も 氏は 或。 就任式 

の 演說を 常 じ やつて ゐ るので は 

あるまい かと あはれ る 位で をつ 

.た. I ご ある。 ブンコ 术ン 氏龄殺 

後に 大統領を 繼 ホした アンド ブ 

ュ 1 •ジョンソン 氏は々 1 クウ 
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が、 併し 音調は 實 にげなる 天女 ' j 大戟舒 がしても 恐らくは 咎 レる 


ッド •ホチ^の 白 室で 宜 誓した 

ものである。 が 巧 まの 席 とで 

親 ご 子の 情を がが 衆の 前 

じを 輝され たのは 盖しグ ラィト 

お 軍で あらぅ。 をれ はお 軍の 最 

をのみ 城で ある ネリー がつ かつ 

かど 父 2 跡を 追 ふて が 軍の 手を 

シプ ヵリ ど おつ じが、 將 軍は 搔 

られ たす を 離さぅ どもせ や 其 儘 

馈說 を繼热 したので あつた。 グ 

ダ ー フォー ド •へ キス 氏の 就 化 

式は 怡 かも U 雁 U じ相當 しじの 

で 一二 巧 一二 日の が、 かぶ 達の 祝宴 

の 席から こつを b 逆れ て實 誓し 

た i はお 當巧 誰もから。 い 秘密 

-でゐ つた。 ボ ー フキが ド 巧の 孰 

I 巧 式 じけ 年を ひた 巧 親が 巧 席し 

:て巧 ど 子の 情 変を 示し、 二閒じ 

忌つ てが 化した クプー ブランド 

大が領 は 二 巧の 就な 式 じ 

幼い 頃 巧 親から 撰つ たお 

萬を 化 用した i がな 名 ごな つて 

ゐ る。 乂國 化の 蠻巧 火が 領で 

ある テ デ ー •ロ ー ズ •ェグ ト 氏の 

第一 巧饼 巧を じ ま b てと ホ 巧に 

劇的 シ 


ふのは マッ キン レ ー 大統領 崎 殺 
の 飛報が 蹲った 頃、 氏に がか も 
ァデ ロンダ ック 山脈' しあつた の 
で 仲々 が あじ 化 報を を 巧へ る； 
が 出 ホない、 を こで 一二 風の おを 
化 立て： 巧騎 する， と ごなる ご 共 
じ 巧が 直 じ 下山の 出 ホる 様に 化 
五嗯の ノース •グブ ークじ 到る 
間 じか 火隊 をが 織 するどい ふ騷 
ぎ。 氏は 五 だ 哑の長 巧を 徒 ホ、 

乘 お、 特別 列車 ど 活動 寫眞 まじ 
飛び 遇り 十 化 時 翻を 經て 翌日 午 

後一 時化 かに バッファ n — じ 到 

着’ 午を 一二 時化を じ アンス レ ー 

ゥキ八 n ッ クス 氏の 邸宅で をを 

闽 地方裁判所 巧 事へ— ゼ^ 巧の 

モ じよら て 

宣誓式を 擧げ たも S で ゎ 

るが、 第二 期の 就 巧 式じヮ シン 

トンへ 集ま たがを は實じ 五十 

巧ん どい ム ホを ちの 盛概 であつ 
た。 D 氏 ごは 時化を 異にし 電信 

電話が 長足に 進 ホ！ て ゐる今 H 

では あるが、 現 大統領 ク ー ブブ 

デ 巧が 前大統領、 J I デン グ 巧の 

逝 ま 常時 大統領 就任の 宣誓を し 

たのは ゲァー モント 州の か 旧を 

で、 、^—デング氏逝去二時後の 

午前 一時にを 証人で ある 父親の 

手で 化 ホを 衆國の 大統領 どなつ 

たので ある。 本り を 巧て 自己の 

力 じょら 綾 選擧じ 大勝を 稱 （首 

都 じ 就 ほ まを 擧 げんごす る 氏の 

或槪は 定めし 深い ものが 多いで 

あらぅ 0 

因み じク— タツ デ 氏は 今日の 
就 巧 式には ク ー デン ダを 逝去 

當 時、 ダァ ー モントの 自邸 宣 

誓 まじ 使用した ク！ リッ デ 家 

■傳 巧の 聖書を 用 ひる 當 である 

ど 博 へられて ゐ る。 

お 逸に 巧き 誇る 

聲樂家 木 和貞子 

曾てよ 紙で 報じた お < 伯 がよ 

ものを 笔は 戰禍尙 ほを < 癒へ 0 


の悅 びの 顿き其 もの-" 如くを か 
ごして はが 义利蠻 術を ぞぐ 汲ん 
で 在る W 韶 つてむ る。 兎に 巧 巧 

跑の 人氣は 素晴らし いもので 
戦後 あ 食の 道に 窮 してなる 獨遮 
じめ て 河處の 劇場 でら 化の 赞樂 
家 倍額の 報酬で 引ツ 張を 赋 のを 
罐 である ごい ふ 0 

東京 ぉ 間 

大 飛が 計 畫內容 

巧 京、 乂殿兩 朝日 新聞 扎 のよ 
催で ブラ ダ！ ま 佛岗戒 巧 磯 二 台 
を W てち 京、 じ お 間 飛 巧 訂畫が 
おぶされた。 往路は 朝鮮， 満洲 
西 比巧亞 、莫斯 巧、 ワ^ ソ ー、 
プラ ー グを經 ホ じ 里に 到る もの 
で 煤を-」 ょちて は偷敦 じれく ベ 
く 歸路は 其 逆を ミる 善で ぁる。 
が 壁は 四十 五万闲 、を 飛 巧 機 じ 
は 一名 宛の バィ n ツト 、新聞 記 
者ぶ び寫眞 班を 同乘 しート リツ 
プが 六十 化 時間 ホ 五 か、 距離は 
一巧' 只 十八を ホ 突で ホる が出蠻 
時期は 五 巧 か 六月の 豫定 じて 目 
下 飛 巧 b の訟衡 中で ある ど。 


者 も わるまい。 


同 ホん ドレスデン •オペラ 劇 壌 

で リ本婦人が マ ダ ム • パ タ I フ 

ラィ どして 獨逸オ ベラ 界 のん 氣 

を 一人で 背を つて 立つ てゐ ると 

傅へ て 巧た が、 化 オペラ 

女王 の H 本 婦人 こを 木 か 

貞子縷 で 今ょ ち 八 年 おな 前に 東 

を 营樂學 校を 卒へ てが 太 利 じ 渡 

化して みつしら ど 修業した を獨 

逸じ轉 じたので ゐ る。 巧 しろ 日 

ネ 婦人で 獨 逸の オペラ 劇 削 じ 現 

はれた のは 貞子 壌が 始めて ぐ あ 

るが、 濁 趣の 音樂巧 速は 夢中 じ 

なつて が 讚の 聲 をが びせ かけて 

ゐ ると おじ 他面 獨 逸の 音樂 批評 

をは 巧を 蠻 だて、 機の か 太が 仕 

をみ でが もが 美妙な 音聲中 じを 

巧獨特 のを 調が を まれて & て歓 

讲の戟 樂がじ 見る ミの 出 ホない 

獨特の 態 術を お 見ず る i が お ホ 

る ミ閒き 惚れて ゐ る。 又 或る 者 

は 雄の 

音 聲は時 ミして 歐渊 人の 


が 育み も しるべ 

む ± 遜 河畔 0 巧景 

五十 年 前 マン'- ッ タン •アイ 
ランドの 化の 方が ホ だよ く 開け 

て， Q な：， 時 フォ！ 卜 •ゥシ ント 

ンの 高を じ ホつ C 、 ダイク マン 

モ 面から 除々 大學高 邮の森 5 方 

へ 眼を 轉 じたが ちじ- 1 レムの 

化が おき 化め られて 

一' 帶の 湖水が 現 はれた ご 

しれら どんな 景を じなる であら 

ぅ？ 今でも 掏すべき 自 がの 黄は 

あるけれ 化、 人を 密集の 弊 ど 物 

質 文明の 暗噪 どは 巧扶 けて 营 U 

の 面影を 薄らげつ よ あるか ど 思 

はれる。 化處じ 建てられ てほん 

のこの 間 開校 まを 擧 げた ジョォ 

1 デッ シン トン イス ク！ ザ 

は巿が S 百 五十 ガ 弗を 費した も 

ので ある さぅ だが、 ま 撰で 或る 

役員が いふじ かく 自然の 美イ」 有 

意義な 化 地の 歷 あとを 結びつけ 

て靑 年の 敎養じ 資したい とを つ 

た 位で 乂 紐 育 中には 稀 じを る處 

だ。 この 想像した 湖水を をんだ 

處で 地形の よ < 似た、 而も 人家 

か あまら 目 じ 入らね 嫉 所が 紐 育 

から 僅か 十五 他の 電車賃で 達し 

母る 處じ あるから 巧 白い。 氣单 

， C ：； k らば ブット ナム 線を とつて ネ 

ッバ ー バンで 下車し ■グラッシ 

1* ブプン' — . ンイ J い^ 

部落 を 通つ て 小高い 丘の 

峰緻 きで ある チ ー テー •デー ア 

リッ デ VJ いふ 處 じけ くので ある 

「一二 十ヶ 鹿」 ご稱 する 理由は 巧處 

から おたか、 ± 地の 人 じ 聞いて 

も 皆 知らね ごい ふ。 をの 方が 湖 

水で スブン ー ン 貯水 漢 である。 

高台の ストン ッチが 一二 哩 、ミヶ 

巧に 新鮮な 泉が あ ら、 遊山 じは 

巧 適地 だと お ふ。 パリ セ ー ド ど 

比較して 决 して 劣らず、 寧ろ 人 

出の 勘ない 点から して 日本人 じ 

よよ- c - よく 適して ゐる かも 知れ 

む。 峰 傅へ じ巧處 をら 村 < ど マ 

ゥン ト •ホー プへ 巧く 縣道じ お 

るが ホむ 人の 都を で これから 山 

へ 入る の も 使 利 だら，^。 最もよ 

いを は 恰度 中が で 子 パラ •パー 

ク から 一 嗤半お 巧 方に 當 るが、 


齒 播掩揀 ず驗锁 

鈴 木 君を 敗 

ホッペ-'^ 敗らる 

旣 報の 如く 前 遇 W ホ 競技 中の 
國際橘 球戰じ H 本を 化 表して 出 
場 中で ぁる 鈴 木龜太 郎君は 其 後 

ア ゲン ラ乎ヤ 1 、 シユ フア！ 

等 じ 速 化し、 遂に 今期 爭親戰 で 
は 五 戰五敗 どい ふ 成績で 第 六 位 
となつ た。 鉛 木 君は 初 y の 巧 化 
巧撰モ ホッペ 甚と鎭 をを せた 際 
ホッペの 手. い顿ら ない のじ 乘じ 
て 一度は 乂 撰 手を プ ！ ドした わ 
遂に 四な おご 一な 十六 点で 惜敗し 
た - W ホ コクラン じ 掛し百 十一. 二な 
ホ！ か マンに 凿し 十二 も、' ィア 
ゲン ラ チヤ I じ對し 一一 r 白 ホ 十と 
点、 シ卫 ファ ー じ おしだと 十五 
点 VJ いふが 績で敗 化しね。 バァ 
ゲン ラ チヤ ー との 試を じ 至らて 
は廿と 凹と いふ 今次 大會 .の 記録 
を 破つ むだれ 氣 味の ゲ ー ムを演 
じたが、 化は ぞくは 四 巧 戰で敕 
化し 最後の シエ ファ！ との 試を 
は强敵 ホッペを 前に L てシ 君が 
頗る 自 巧した ので 爵戰 十二 回に 
ぉつた。 前後 五 回 じ 直る 手を を 
通じて 鈴 木 君の 最大 棒は 九十 五 
最高ず 巧は 二一よ、 ニ ー 五で ぁつ 
た。 而 して 現 おを 撰キ ポッベは 
パア ゲン ラ チヤ！ じ 四な 數二巧 
九十 化 点 f 化 け、 巧に ホ ー 术マ 
ンに 四が 勒かホ おごい ふ 大差で 
慘 敗した ので 今年度の 優勝は 旧 
難で わるが、 若し か曜 巧の 對シ 
エフ ア I 戰じ 勝てば シエ ファ 1 
は ホ— 八 マン 乃至' ィア ゲン ラ チ 
ャ ー の 孰れ かと 優 藤を 爭ふ 箸。 


東を 便 リ？】 

♦滕岡 重 作ち 昨年 十) 巧歸 

朝、 桑 お 竹 巧 郎君の 媒 かで 小 化 

木武 子女を のみ ホが 乎 壊 >」 婚姻 
した。 化し 化 子さん は类術 W 究 

の 目的で 渡米、 二 一二 年間 滯 がす 

る 2 じな つて ゐ たので 今回 藤 岡 

をと 间伴 f るか 否かは ホ だす 明 

でを る ご 0 

♦藤 田 良 まを 十 敷 年 前 兄弟 

で 紐 育 第 十四 衔じァ 八 バァ： 

ン スト ラントを 開業 0 巧 大を儲 

けて 一昨年 歸 朝、 幾年 間 苦必慘 

檐 してが 巧 贈め たを を H 本へ 持 

つて 來て無 く-^ ^ ては 堪らない か 

ら ど、 邸梗 厨の 小包 巧 じ 雇 はれ 

を 円 荒 くれ 巧 共 W I 緖じ 仕事を 

やつて ゐる VJ は ホ 闕歸ら じは 一 

寸珍 らしい 怠 まの 固い 奪圖 家で 

をる 0 

♦舊 自由を ま 人大平 甲子 お 

郞 ちは 化 五 年ぶ ちで 歸朝 .しわ。 

船中で 威 冒に 罹つ たのが 量で 

滿疾の 喘息を 併發 し、 も 晦日 か 

ら 二過閒 程ん お 治を、 して ゐ f が 

大を快ホじ迹ぃじ。 不〇鄕が滋 

賀 縣へ歸 省ん トー 巧び 上京 巧/^ 仕 

'事を 始める さぅ である 0 I - 

^ の n ラム I 

數跋 生じ 答み 

一日 本 \ 

を 巧 0 本人が 二人 0 と ミる 

と大 みな 聲で 話す どい ふ hi 一人 

3 レ襄 まる ど 大きな 聲で失 ふ ど 

い M 、 】 ん じなる ど 日本な 新聞 

を讀 むごい ふ、 片端から お 本人 


J が 下等で 白人の やる' 



THE MITSUI BANK, LTD. 

诚 W YORK A 邸 NCY 
Room No. 1012, 

61 Broadway, N. Y. じ . 

I Tel. Bowling Gr が n 3440 


WAL 化 R を 化前 ぶ！ 

CUSTOM TAILORS : 

20 DEY ST.， NEW YORK j 

Near Church St. | 

TEL. CORT し ANDT 7667 ' 


A 

The M け subisW Bank. L け 

EQUITABLE BLDG. 

I 如 Broadway, New York 
Tviephone Rector 9483-86 


Ameiican 

Oriental Mail Lipe み 

. -.'O 畔 a 岭 d が .‘---. ' バ 

Unked States Shipping Board 

by Admiral Oriental LSn み Ma 拍な mg ope 化 tor 争 ^，.' 
.' を； む Smith 百 ! 日 - を， : Sea がかち ’ ご-.--' 一 


32 Broadway New York むか . 
Phone. Hanover 7394 

店を を俄巿 

112 Wed Adams みがが， CHICAGO. iLL. 


社 會式株 船 薇洋東 

T. K. K. 

NEW YORK OFFICE こ 
Room 801 -.805, ! 65 Broadway 

PHONE： CORTLAND 了 巧 047 

San 卜， r 打 ncisco り ffice : 目 お Market St. 

帆 お潔藥 

路ぉホ 南 路お米 お 


O.S.K. Line 

お 唆 醇離會 趣 

Room 803 む nard Bldg., 

25 Broadway, New York City, 
lel. Bowling Green 的 お 


The Yokoliama 
Sj ) が お BanK’LM 

Eq 山 taWe おお . H. Y 
Phone Rector 2550 


The Bank o{ Taiwan, Ul 

Hoorn 308 

Bennenaon Investing 泛 Idg-. 
i6 目 技 の 社 dway, N. Y. 

下 el. Cortlandt 了が も 33-34 


|M0RiMURA 邮日 S.ilnc. 

I 63-55-67 VV. 2 か d ド t. 

New York City 
i Tel. (iramacy 385() 


な如化が化邮 .,! 邮 . 

hupoiters & 拉 xyo け ers 
101 Fi む h Ave., N. y 
Tel. か uyvesant 38 が - 5 

327 W. Madifion Street, 
Chicogo ， Illinois. 


THE FUJIMOTO 
SECURITIES GO., INC. 

I 撕 B，way N. Y. Ci か 
Rector 24 化 - 3339 


The Sumitomo Bank, Ltd. 

NEW YORK 似垃 NCY 
14:9 Broadvay 
Tel, Hanover 74 お - 7445 


MnWanamakerJewYork 

じ or. 9th S し and Broadway 

Guldens Office 
and chopping Service 

Mrs. E ぶ 化 Humphrey 
Special Japanese Guide i 


CANADIAN PACIFIcj 

NEW YORK OFFICE 

344 M な diso 打 Avenue 

Telephone. Murray Hill 4000 

♦ 閱日 十 渔本目 ♦ 
♦ 間 H 四卜 を那支 ♦ 

路航短 梟の 洋平太 


社 會船郵 本日 

巧ち 育 紐 

8-10 Bridge St. New York City 
Telephone Bow り ng Green 2262 

店 支 ル ト ヤシ 

Coiman Building Seattle. Wash. 


が 二 磅淪歐 
育董 ぉ:？ 洲 

十 巧ら y 
六 堯一本 

巧 重 9 間 

一 古々 
葦磅船 

ん、 

十 一巧 

I お 5 香 

占 採韦二 

二 十回 

问 W 


巧 

安 

馬 

掠 

を 

お 

本 

巧 

段 

错 

が 


霉丢 が 加 横; 命 

洋嶺 U 豫 賀漠關 

皇？ 著 化 化か 化 

ナ九船 
と 五を 
ホ 巧 J ,， 

か 神 1 五 四 四 S 
食戶新 g 巧 月月 

十 〇 半 十よ 十 
ぶ 五 二 2l 十八 
兜 •ホ 日呂 H 曰 


シ 

ア 

卜 

ル 

出 

帆 


午 

前 

十 

巧 


は 物 荷 小を 本な はを 船 
いさ 下 し 出 呼 御 V ST •星 




ホ/か、' を演 '# 戶 '長 時 ■上 お •ま 藩， ああ 拉行 
(羅府 が 帆 二月 ホ ホ 日 レ 
を 洋乂 こ ーニ、0 含觸) |二 月 十と q 
西 比 利 亞化〇 一气呂 〇顺〕 111 巧 化 一目 

(羅 -府 出帆 =1 月 二十 日) 

太 洋化三 二、 呂 〇銜) 四月 十 巧 日 
乂洋 义 (ニニ、 呂 〇增) 四 片れ八 B 


化が 墨西哥 、が 露， 智利諸 巧 巧 
なが * ノ 来、 橫濱神 戸門 司 香港 巧 
(化復 共を ホ 週 一圓 一 
◊桑 巧が i 切 巧 寝窒ホ 購入 樹餘旋 化* 候 


み シャト 死岀机 午前 十 

躁 ▼ブレジ •テント ジヤクソン 

道. 

プ レジ デン 


一二 巧 十六 口 

マツ キン レ 1 

二一 目 二十 八 U 

ジス ファ ソン 

四月 九 U 

グラン、 

tsj ち か I U 
▼太平洋 航路の 最 快速 氣船 
▼船 奎廣く 理想的 じを 購す 
▼ベッド 使用 コットに 非节 


マ ブレジ デント 
▼プ レシ デント 


恥- 御 希璧じ のら 口 本を を 誠 ふ 

咧化巧 巧 桑 山 靖店ミ こ芸 


高 尙なス タィ 作の 洋腑 

U 御友 速 方が 御な しの 様な U 

をはが 御 巧みの 新ス タィ 火 •正しい 高 巧な 一 
服裝 •を 3 御な 那 をを 巧は 調驳 致します。 一 
一巧 御 ホ 化な さつて 羅紗 地 •紹蜗 •巧と も 
瓷 下さい。 御 不滿の 際は 返を 致しまず 0 

クオ 力 ふン ♦卜 

フロリ ネ 洋服 店 


を 本を 一 な圓 
拂込濟 資本を 六 千を 阻 
横 立を 四千よ 巧 拾お圃 

31 賦 S ザ 銀行— 支店 

本 お 巧を 巿 H 本 提防敕 河 町 一 
支 巧 小 侮 U 本 橘 化の 内 (ボ きお あ 
名を 屋 京都 大お雨 (大度 
神 戶廣島 下 曲 円 司 巧 松 
お 岡 長 時 上海 俄 おを 頁 


外 國爲替 、鄕里 送を、 ホ 送を、 信用が 其 化 
一般が 巧 業務 梢々 御 巧 利 じな 巧 巧 申 お 

能 紙 S 義銀巧 紐 育を 巧 

本 ま 店 東京 宝 巧.、 大阪 、神 芦、 京が I 
巧が 化 名を 崖 •かが、 上 お、 悅を 


シアトル リ峡 
あらび や 化 一二 月 か 六日 
あら ぞな丸 四 巧 九 U 
▼廣潰 一等-九 五 弗 一二 等 五 五 巧 
二 一等を 室大 なを 家族 畫夕數 
ロスアンゼルス お 帆 
めきし こ 化 一二 巧 i ： 八日 
しか ご乂 •凹 巧 婿 H 

►沙あ 羅が巧 激車切 狩 お 專券讓 入御 鮮 
旋 仕ち 候。 

►姐 育 線 パナマ 巧 由 H 本モ那 ぶ 物が 月 一面 


iiii 細を 期 邦貨 五十 圓 U 上が 息 ザ 六み 

鎌 齡臺灣 銀 一 何— 出張所 

▼鄉里 送を 度び 並 送を (無手を 巧】、 外国 
爲替質 買、 巧爲巧 おも 取 立、 盾 用が を 
巧 等 一般を 巧 業務 御 便利 じ化设 可れ お 
▼巧 ほ 詳細は 御 遠慮な < 御 問を 被 下巧孩 

、巨な r が貨 五十 圆 W 上'! ホ ヶ月な 1 
本店を 巧 L が 息 年 ホを J 1 ニケ 年な 內 
巧 金を リ 「が 写-立 十 阅なふ 

i ま 一巧 齒 しか： n ホ ー 錢二咕 

(化 シき卞 凹な 下ノ 逆な 巧を" お 利息〕 


撥鑽 正金銀行# る 巧 

郷里 送を は 都て 無手 おが じて 當 
■巧 横演 本な 經由 をを ホ 取 巧キお 


社長 男爵 巧 友ち 左衛巧 
本 店大お 化沒五 下目 
化育ち 巧 化育 ブ n 1 ドウ ユィな 四十 九番 

驚 住友銀行， 

目 ホ； 一 まを、 墳潑 、名 古 崖、 をが、 巧戶 
化ち 巧 i 怎 / 道、 腐 島、 吳 、柳 井、 下/ 拍 
C {巧 司、 小 <5^ ^爸 松、 博夕 、乂留 ホ 等. 
本國 預金、 窥里 をを 等は 思め 
て 御 便！： 迅速に がが 扱 可 申 候 


藤本 證券 會社 

L 1 般ぞ惜 証券 ノ 引ず、 裳を 
"を 顧、 並 二 之二關 ! 巧 ノ棠巧 

齡賦 藤本 ミ ブロ—々— 銀 巧 


紐 育が 張 巧 


雑貨 陶谣器 

ド ラ ィ グーグ却を 


0 ドラ イク！ ジ巧巧 

太洋 貿易 巧 ま會社 


と 


ちを ボ おを、 ボストン 


楠 破 器、 雑貨、 ラ 


卸賣 


ンプぶ ランプ 笠 

森 衬ブう ザ— ス 


ブナ メ ー カ ー の 特を 

り 本人み お 買物には 特 が 巧 良を 睛 さお 
巧で 御 お 巧 致 升 堪話义 はわ 手紙み 祭 お 
訪問して 御が おを 則ら 巧め ての わ 方に 
おしては 特にな 息をし ますから 是非 わ 
なおら 願 ひか、 ホ巧祀 速は な 論 H 本な 
化を 化 宛の わが 物を 送は 當 ホで をし 巧 

レ ヨン プナメ . — 力—* 


巧を 波 お 一 一週 一回 巧 化 

▼エム プレスを 太 利 (一宝ろ g 嚼) 

一二 巧 二十日 

▼エム プレス 亞細亞 (一一 To 皇喷) 

四月 I 二日、.' 

►エム プレス 加を 太 ( I 另吴香 觸)、 

四 巧 

▲よム ブレス 塞西亞 {云* こ 00 嚼一 

. 五 巧 一 U 

一等、 二等、 一二 ま 反び 下等を 設備 
最大、 善美、 最 快走の おが 航巧船 


四 

\ f 

大 

止 

- 

四 
竿 

一二 

巧 

脚 

H 


珍ら •しく も 化 米 一帶に 

人 騷がぞ な ±幡 巧の 微雲 


/ — V 

Kr 

i 

H 


巧 

I 

巧 



化 ホ】 帶 の 地 じは も 巧 
-地谋 けない ど 信せられ て 居た の 
でを る：^、 去る 二十 八り 午後 九 
时 二十： を突獻 四み 閒の徵 養が 
あつた ど 地 皮詐じ 示された ので 
翌日 雌の 巧 巧 米 紙は； 齊じ瑶 ぎ 

立て、 ザ f リーニ ゥスの 如きは 

T おし 紐 巧に 地な かあつたら』 ご 

一一 云 ム陋下 じあら もせ 打 大地震の 

巧 想 萬を ぶ 巧に 揚げて なんに 巧 

I ィエ 0— お 6 を货 がした。 紐 巧 

博物館の チェ スタ— で ー リ— 
ド 巧 i の盘 を じ 化る ご メィン 州 
の 沖を でが 巧 ホから S が 四十 五 

哑のお 離 じある 太 西げ 中 じ 起つ 

'たお 層のと つたみ であるとの； 

である。 フ ワン デイ 潰から 巧 じ 

向つ て アイ 少ヲ ブシ a — 八ス 

じ まつて 拭る マサ チュ セット 州 


VJ ニ ゥ-ム ブンャ 脚の 巧 ホ 線た 

るが おが じ铅 の 入つ た 主は 一一 一年 

前を 淪比巧 大學の 化質學 が巧ジ 

ヨンソン 巧尘の 研究で お 明した 

ので あるが 化 地 露で 

が^ 西 州では 時計の 止 

まつた 棋所も あら オパ イヨ、. へ 
ン 、イリ ノイス 其 化の 州 じ 波及 
し 加を 太 化 ホは 巧 當の强 襄で才 
ブ タヮの 如きは 鴻奏會 々煤を 裝 
がして 夕 數の締 人を 驚かし クエ 
ベック、 モン トリ 1 火 等で も 問 
じ <强 裳を 隨 じた 由で ある。 ジ 
ヨン ジン 博 七は-をら じ义微 霞は 
巧を する 可能性は あるけれ 共 別 

じ 畏怖す る おな 强 霞は ある 尝が 

ないから を 神して 然るべき でを 

るご說 いて 居る。 
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號 


乂國文 擅 じ 於け る 

老大家の 死 

•策 西邁 信の 顧問 

たりし 親 H ホ 人 

化を 家 水凿き 博* が 東 巧 通信 

拙に ま 幹た し b 當時 顧問 どして 

力を 盛した ジョセフ、 アん 、シ 

ィ 、クラ ァク 氏は 去る 二月 二十 

と = 午前 十八 歲の 高齢を なて 

をが 西义 十ぶ 了 目が 五十 九 番地 

め 巧 居 じ 逝去し わ。 氏に 千 八が 

四十 六 年を 晚 キングスタゥン じ 

生れ 千 八 巧 六十 八 年に 渡米 後 ホ 

阁じ お化した ので あるが 曾てが 

育へ ラ^ド 化、 ジョ ー ナル 社 等 

で 編稱長 S あ 巧に 就いた； も あ 

らモ 化む 六 年 ょら 十ー ニ 年を スタ 

ン ダー ド、 ォィ 八を 社の 情 お 部 

長 どして 活動した がな 廚峰愧 ± 

_ ど親巧あら惦十：の懲滋餘旋じ^^ 

; b て 東げ を 被 遊し 歸乂後 『ジャ 

: パン、 r ット、 フオ片 スト 戶ン 

I ド Ji を 著は した。 氏が 東西 通信 

: 社の 顧問 ごむつ たの も 其 前後で 

I ゎる。 氏け 戯曲 家 V •して 將た詩 

; 人 ごして ホ ー家を 巧して 居 わが 

'にの 絕 筆ど稱 せらる； 『フ ヌィ 

^ テン グ 、レ I K 』 の 詩は を < 愛 

蘭人の 意氣を 示した ご激赏 され 

-て 居る。 葬儀は 本 H 二 U 午前 第 

一 五 南の お パト ブック 寺を’ がて 

擧 巧せられ たが 锡狐 巧に がける 

夕 救の 人々 ら參判 tH 朱 惊會々 

巧 度び がんの 知 巴ら 葬儀に 列し 

た。 巧の 生前 故 窩峰巧 L の 巧 記 

一を 巧 父で 編を しやぅ ご 云 ふ 計 溝 

らゐ つたが 遂に おし 巧な かつた 

のけ 退 城の 至 b である。 

. I - • — 

.り 系 市 おごの 

結婚と 資格 

小山 タヶ 3 おか 

小山 タヶョた る U 本 化れ の 女 

は 千 化が 十八 年 お 巧 十八 H 化哇 

じ k 陸、 米國ホ ほたる 小山な か 

ミ 結婚し、 で 九が 二十 年 九月】 

H を ホ ご 同 巧し 夫は 同リ餐 巧て 

巧 巧 羅がじ おいた々 で 千 九な 二 

十二 年 六 巧 一一 十六！！ 一松 かごの 間 

じ 傭け じず 巧を 速れ 

一時 歸贼に 際'」 彼女が 

乂國が K とお 婚 せる ためを 然米 

國ホ はたる- .ごせび 辟 安の ため 

一時；？ 國の 巧を ホノ 八、 のを' 帥 


人 じ 班 明して 裳 ひぷの 証明書を 

なて 橫お 領事の 査証を 靜無 旅券 

じて 千 九な 二十 S 年 六月 十六 日 

ホノ^、 じ到籍 すると 移に 巧は 
特別 査問 會を 開き 取調の おお 無 

旅 巧の 村 女は 上陸の 資格 無しと 

送 遠 命令 を發 したので 

同 女は 化 言を 通じ 

を：：^^巧の査閒會は公伞を缺 ぃ 

じ A 査問 會は同 女が ホ 國ホ投 

の 妻 e 無 旅券で 入 闡資巧 ぁる 

こごを 考慮し なかつ たので 其 

のか 論は 不法 f ある A 橫淆副 

領 ホの 杳 証は 旅券 ご 同等の も 

ので ある 

等を 巧 由 じを 衆國 をを じ 護身が 

を 中 請し、 をの 规 おじ 凿 する 巧 

かがま H 十 I 二 U 。 — ヴンス 判事 

から 下 もれた が 判 ホは 

タケヨ 側 じ ホ 巧で 判事 

は 移 ほ 局の 處昭を 支援した。 即 

も a i リンス 啊 e の 巧 か r 

『修正 ホ 第-九 化 四 化は 彼女 

が自 からを 法的 じ歸 化，' 得る 

女が ホ 図 巧は ど 結婚した 場を 

ホ ほ 權を賊 巧す るので あつて 

.ホ 阅巿民 ごの 結婚は 移は 法 違 

はの 巧國 婦人の 送還を 巧 化す 

る 能け ホ』 

どい ふ 八で ある ロー ブン ス刊事 

は タヶョの 事が じ對 しては 

移民 局の 査閱會 はを 年で ぁつ 

た A 歸 化の 資格。 き外齒 婦人 

は 夫/ィボ ほ 權を柏 伴す ち 能は 

中 A 旅を を 所持せ ゃ义 橫お領 

事 如查証 或は ホ ノル、 を 証人 

の 証明書は 旅を じを 求 さ ， J ^ 

巧 力を が ザざる ため 由 請を は 

を衆闽 じ人閱 許す さる 可ら 中 

ミ刊 ホを 下した。 化つ て タケヨ 

はを 港の 第 化 巡 的 法廷に 上吿す 

通 吿を弼 、十：：： の 脚 限を 巧 

けだ。 


アン ダ— ソン R であつ た 巧は ぃ 
本人は 勸贼刀 巧の 國 はで ホん の 
學じ 。けれげ ならぬ ものを がつ 
て 居る 披 をは 皆 姐 米ん の 巧し 巧 

ない 面倒；；^ 做 糖乂化 耕作に 適す 

るでは^^いかご喝へ本お揉み巧 

しじ おめ たを ぅで ゐ るが 討論は 

を K 大化耕 かは 日本人でなくて 
は 能は*' .+ いか 或は 化の 白人で も 

能き るか ご 云 ふ 点に 就て 巧 はれ 
票の 基^ 否かされ た ご 云 ふか 
ら 可なら 危い 媛が であつ た譯で 
ある 。■アィダホ 州の が H ± 化 法 
案は W 上の か < 否みし 同胞 農家 
じ 化つ て先づ 一息 ど 云 ふ 事 じな 
つたが ほ 雜會： 卜院じ も 日 支 人の 
± 地所を む 止 並に 借 化 |二 年 制限 
の 排日 ±化 法案が 現 はれ 可み さ 
れ じが 提案者は フィ ネ郡 出身の 
—プで 其 動機は 教十 H 前 同 州 
•カン サス河 附近の 沃地 じ 日 
本人が 大舉殖 おする ごの 風說で 
あつた 爲め 白人 農 K が 騒ぎ 巧し 
ホー プ巧 をして 此 案を 提議 ゼし 
むる じ まつたら のらし い。 ： 


の 辟め じ 巧る ホ =( を幡 U ) 午後 

ホけ ザょり 西 六十 五 T 目' だ 凹 十 

八が ぶ 隙に 於て 送が 巧を 瞄 すが： 

なる^^ホ留者け當化巧木かおじ 
中' 込み q らお 乂し〇 


新造 貨觀船 

橫濱沙 港 線 就航 

日本 锁船會 社 シャトル、 神戶 
間の 貨物船は 富 山 化、 お 磐 化、 

W 夕丸 あび 豐岡 化の 四隻 でぁっ 
たが ホる 五：： ょら 英國 で お 遊し 

た 最新式 モ！ ターボ ー ト をを 化 
及び 飛鳥 化の 二隻を 巧夕化 & び 
藍 脚 义め化 船 VJ して 編入 就 化さ 

せる を ごなら 今後 東洋け 巧 物 並 

じ乘 ぎの 便 巧を-層な 良す るを 

ぅで あるが あ 貨物船の 出帆 豫を 

は 富 化 化 五月 四 片、 を 済 化 お 巧 

二十 お H 、. 常 磐 义六巧 化 H 、， 飛 

鳥义 とり 近： n で是 等の 荷物 船に 

便 ホす る 断を 速賃は 一等 シア ト 

少 ょゎ 横 おょで な 五十 五 弗、 神 

戶 まご. 一；： 十五 弗の 化 率で ある 

領事 舘 管轄 延長 

大正 四 年 ゎち 外務省 窮號も 

外を 國锁 事宮 管轄 區域中 亞ホ利 

加を 衆國紐 育な が 帝 越 領争お 管 

轄齡域 中つ アィ スト ブクト 、ホブ 

コロンビア 歧 パが 卜 、リコ 島」 

の 次ぎに 「玫 瑪國」 を 追加し 

巧 一:！: よ b 滿 わさる/^ こご、 な 

った。 

賀川 豊彥巧 講演 

旣 報の 如く 滯紐 中の 賀川豐 意 

氏を 一回 講お會 は 去る 一日 午後 

二 時ょ b 奠 《 敎會 じて 開催、 巧 

巧の 大風 雨 じ も 巧ら や 來食者 約 

二 巧 あ 十 人に 逢し 『ィ 2 ス のま 

敎 ピ巧眞 巧」 の 題 下で 深遠なる 

眞理 をが 易に. 曲 白 < 述べを 洗 ホ 

必者か 化 人、 信仰が® ホ 五 人を 

化ん 塩况 邸に 閉會 した。’ 


參勝 山が ホ 巧を がを 旣 巧の 如 
< 去る ニクけ 曜 H 午後 六 巧 ザょ 
りお 亭 太陽に がて あり 南 お視お 
じ 赴 < 野 巧 化 〔滕 山が ホ 巧の 爲 
めに 送別の 宴を 閒 きたる が參 姑け 
者は W 志の ナ みみに てを々 腺 常 
なき ホ留を 述べが 乃 巧を 盛ん じ 
したる 山。 因 じ 巧は 水る と Ht 
曜 おがの 豫 を。 

♦小が あ 慶事 當地斤 倉が をり 
小が 武と & 夫人は 去る 一 H 午龄 
巌本 臀師旗 巧の 下 じ 女子を 出を 

し咏ず 共に 健を である ど。 

♦鈴 木 夫人 鹿 事 二 一盛が 巧 紐 育 
ち 巧を 鈴ぶ 猛 I 二を 夫ん 方に 廣蒂 
あらまる 一日 女子 巧 生 母子共 じ 
健を。- - 


アィダホ 州の 

上 地 法 巧み 

アィダホ 州證 をに 提案され て 

おなが リゎ地 法案は まる 二十 四 

日ド院 を員傳 じがて 討議され じ 

おお. 一十 九 お I 二十て ふ 僅か！ 票 

の 差を W て： を 巧され じ旨ポ イマ 

から 傳 へらい 节 、化を にがき 円 

本人を 擁进 しが U まの' 个 可を 論 

じた 人は ビン ダム 抓 ホ 身 溝 員の 


來栖 書記官 出發 

先 股 巧 チリ！ ょ b 歸辨の 途次 

を 族间伴 滞が 中で ぁつた 外務省 

一等 聲 記を 來栖 S 郎 氏は 去る H 

曜日 午後 夫人 及び 一女 一巧を 同 

伴 シカゴ じホ發 、を 港で 赴 巧 中 

の 松 ホ 大使.、」 會 見のを をが 义使 

にて 單身歸 朝す ベ < 家族は 瞥く 

シカゴに 滯 化する 由〇- 

岡 旧 巧 送別 膊餐 

ゼネゲ 7 阿片を 溢へ 一二 共 巧 ま 

を 化が 巧 ごして 出席、 巧々 當化 

經由歸 朝のを に 就 < 岡の 千ち 氏 


♦樹 崎ず 人 計 音 今春 宿 病靜養 
の 庭め 夫君 ど 共に 輪 朝 y - るォ ー 
シアン、 シティ 猶 崎が 巧 ホ植崎 
を 苦 巧 夫人は ぶる 二十 六 H 鄕里 
にがて 逝 ませる 旨 夫人の 令兄 地 
ホ延之 助た ホに 入蓝 が々 つた。 

9«,. falliBH 8 RU 81 

參宮永 夫 A 逝去 フ n 9 ダ 州 マ 
ヤ ミが じ 於り る雜貨 がのを 舖を 
永が 巧 ホ 夫人は 前週 同地 卜逝ま 
した 0 

♦小 林 十一 一造 巧 乂阪 時事が 巧 
特派員、. 昨 I .二 H ほが 南部を 經て 
巧 部 地方^ 巡遊 六！！： 頃歸 がの 壁 


馳 5 重 お 久太鄭 

氏 病 氣の爲 め ァ ■レム 病 時 
に 入院 治療 中の 處が H 午前 

遂に' 死去 被 致 お 間な 紙と 间 

& まが 辱知 諸君 じ 御 通知 中 

て 候 

大正 十四 年！ 二月 四日 

ぶ 人 -词 


ぅ デ オ販賣 

H 本人 諸を」 はが 巧 じて 勉强 

し 御用の 節は 機械を 持を して 詳 

しく 狗說明 致します。 左へ 御電 

話を 願 ひます。 【石 井英 太郎】 

琴 

蘇 

奮を 

1 

，臺ミ . 


145 w .55 thst - ミニ 3 -C 

す 一. 臣 rcle 芸 一巧 


家 



一室、 敎師 

\ エ レンス 


貸 室％? 

リ 本人 紳± じ 貸し 巧し。 

苗 |ョ0号， ちで st 1 呈 St . . 

Telep す吉 Stuyv 男 ant ゴ 27 

一. 過 五 巧 及 八 巧、 一 

人 父は 二 A じ 適す、 

巿廳へ 十 か タィ ムス スタ エャー 

へ 化 五 巧 屯 話々 ン バラン ド窒ミ 

184 High St . Brsklyn 黒 崎 梅 子 


操 所は ベィ サィド、 パー ク 、家 
具 ㈱ の 儘 じても 宜し、 八 罢と二 
個の 火き；； ♦グラ ー デ ぁ ら、 地晰 
は五卜 吹の 二 阿 扔 、兩ス トリ 1 
ツに 晒ず、 必 をじ應 じて は兩そ 
のを 化を 買 ひ 得、 ヤツ トお樂 部 
ゴグ 7 俱樂が じ 近し、 附近には 
日本人み 庭 ぁら、 を驾 者には な 
興を 送る 前約の 上 巧 時 にても 里 

談 、委細は 手紙 じて 左へ。 / 

雷 量 一 こ. 岩呈 / 

夏 五 adis 弓 Ave , N J - 己 な 、 


が _ 


■♦— ♦■♦■♦■色 豐 


紐 育 ホ か 化險 曾 i 


養 

ぶ 


|二木¥^吉 

保 除 


y S . 査15 

>^ミ jforK ごなの ^3»11け口30な Co 

.' i /5 lcha 3 tle 2 st : 

. ~ 2庙ミ work ご ち. 
•『 hc . ne . Fran 泛ざ 4 ミ 0 
I . WJCOheswo 巧 l.anoh 


諸 化 ホ 直し 

ホ 服の 修燒 & 仕な 駐 しみ^ プ 

レス' 巧 迅速 巧嗜 じ勉强 をし i 中 

か-- 柯卒 御用 命を 願 ひます ぶ 

日本 洋服 店 

西 五十八 了 目 二一 な番 

お 話 コ〇ム バス 四 一と 一二 




じ 

g 纖 ’ の 

A 豐ぉ 

U ご 巧 

巧細ぉ ■! 

T が 8 相 

〇 ^ W 化 

S が 7 机 

T W 

.の 


誠 卿 揉據治 

西 巧 ま マ， チ ー ジ 
U 本式 巧 摩 按腹 

.神經 痛 9 ゥ マチス 

巧 身 骨ぅ づき 肩 
腰痛ろ な 違 ひ 
其 化 諸 お 揉 療治の 御 
缩 めじ 應じ御 電話み 
祭 御ぶ 庭 又は ホ テ 瓜 
に 出張 親切 じ 治谤申 
とまず。 前約の ホは 
自を じても 施術いた 
しまず。 

I 肖 I 津輕 東洋 

西 ク化 T 目丰 四を 化 

電話 スカィ ラ ア么ま セ 


謹 


吿 


肅啓 春を 巧 贈め 候を 位 益々 御を 祥 の條乘 慶賀 お。 陳者 
弊巧儀夕^^:の御引立 を蒙-^蔭 を0て日々隆盛じおきお 
段 難を 奉を 謝 候 - 

を般本店の巧じ废ら井ザブ尸ボ] ス どな名仕^をホの通 
ら舊 業す 仕が 媒 何卒 舊惜 一^なの 稱奉願 t 候 
右御禮 旁々 谋吿 化暖也 , 

'’舊 化 八 商會改 井元' グタ .ダ""ー ス 

大正 十四 ザ ニ巧廿 八け 井元 爲 一二郎 

伊東 延ま 
長を 川 撰太郞 
ぞ かおな 雄 
須 藤が 么亮 

タンク 類 

純眞 なる 1 シユ コシユ 、フー ド。— ブ 
ン クの植 段は 皆さんが 永い 旅け をな 
さる 時の 妨符 化よ 6 遙じ 安猶です。 

才 i シ ユコシ 

ユが 普通の 卜 
ランク どの 違 
つて 居る 處を 
街覽じ 入れ 度 
ぅ 御座います 
から 何卒 御 ホ 
店 御 一 覽を願 
ひます 0 
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音 樂敎授 打；；：； パ 

濁 唱歌 巧 裴巧ー ケ丹ホ 弗 (一週 一回} 

西 六十 五 r 目を 京 的 旨 階上 

菊 地 盛太郎 
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S 1 

h 7 

1 化 

化 則 
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御 視 お 一一 ^ 御 便 を ヲ 計 


國米ホ 


ム 


を 庭 的 御宿 泊 ュ適シ 


带話 


レム 尘 SU が VA / 巧" 



U 本 陶器 靴貨 
ドぅ i グー ゾ卸販 •貫 

巧 ま 4^3? JriiL cni 

會 社巧イ が夕替 

M 00 JL ' MOMCZCI of Its - 
105 ザ：. 一な を St . N ' Y . T 巳' で uy ミ saiit 夏 54-7 



曰 本 綿 巧 お 式 食 おな 育 支店 

Japan CoHon Trading Co., Ltd, 
Cotton Dept, 

60 Beav が St., 

T •し Bowling Green 2990 

Silk Dept. 

25 Madison Ave., 

T •し MM. み ]. M06 


H 米 生糸 巧 式を 社 
紐 育 支 巧 
NICHi-eEl KIIT0 KABUSHIKI KMSHA 

がに H! ぶ El のげ〇 CO 。 LTD.) 

373 が H むがが， 

Tel. Mad. Sq, 7592-5 


神 戸 鉛 木靖巧 
紐 育 支 お 

Suzuki & Co., Ltd- く Kobe) 
220 Broadway. 

Tel. Co け Ian か 11 がぷ〇 -51 ぷ 2-53 


円本 生糸 巧 ま會化 

が 育 支店 

Morimura Arai & む .， Agents 
44 E. 23rd St.. 

Tel. Ashland 5320 


原を 名會が 
が 育ち 巧 
Hara & Co" 

443 Fourth Ave., 

Te し む ledonia 7830 - お 


江 商‘ 巧 ま會社 純 育 支店 
Gosho Corporation, 
Silk Importers, 


334 巧リバれ Ave. 
Mad. Sq. 488i 


i6 


Tel 

Gosho Com IhCm 
C otton 阮 porterg 
60 Beav«r 6t*, 

Tc し 百 ow!ino Green 880! 


た阪锅 H 新 班が： 
巧 旧巿ホ 
OSAKA ASAHt 

Room 308 World gilding 
Tel. む ekman が 如 


乂阪お 日 二な 巧 H 日 
上 巧が ® 
Osaka M お nic 化 
407 Tribune Building 


VO し 1 ん No. り 22 


巧 わを ぶな ! 饼が 巧を fflittt を 巧 


SATURDAY, MAR 削 7, 19 巧 



が... 冶，：；， 叩！ 報’ 

十月の 革命 

敎訓 を； 祸 して 

お 近 n シアみ ホ 謀の 大 問題を 

お起し、 遂に 勞農〇 シアの 乂立 

物で ある 卜 n ツキ ー 氏の 政治的 

亡 かど。 つた 氏のを 普 「一乂 一 

と 年」 け、 今回 巧譯の b •當 地で 

お刊 された。 これは 卜〇 ツキー 

を 集^ 第 S を でんる。 

本 萬は 一九 - L 年 二 巧のを 命 

から 十月のを 命じ まるまで のみ 

ゆを 政治的 事 化を 網 緒した もの 

であつ て、 まだ 化 前-し 联 をされ 

てむ G ぃ 手記 や 記 叙の 巧 も、 手 

の 及ぶ 化 b 網媒 されて むる。 け 

れ ども 卜 0 ツネ！ 氏の 亡命 ど；；；！ > 

つた 爭 盛の おた は 本 萬み ホでは 

く、‘ が 父の 化 ゎじ 枫喊 された 

『十巧をかのお訓.て」題{ る卷巧 

の 論 父で ある。 

化れ 自身は この 論文の 随所 じ 

がて、 十ち 革命-し 化ん じじ 幾夕 

の審 買を 化れ 一流の おおで 解释 

し、 塔ボ 八セゲ キキの 適 夾ピ指 

楠し、 現 巧を 潔 幹部の 罪を 化賓 

した もので あ & が、 氏の 勢力 わ 

ホ お 带隊の 間に 深くな 入つ てゐ 

る だけに、 共を 黨ご 共產ィ スタ 

—ナ シヨ ナ卢ど ロシアを 化 どじ 

教 ずる 忌禪 G きお おじは、 化ハ嗚 

じ 巧す る おがが だを いので ある 

が^ 言論雌迫のなしぃ現下の統 

をに けに、 彼れ の聲 も、 彼れ じ 

お 一'* るを きお 産黨 技の 化ハ嗚 もを 

じ热 てけ 化默の 中に 葬られ、 彼 

は 政治的に 亡 かした。 

がる じ卜 。ツキ^ ~ 氏の 影が 殘 

しむ 最 化の 0 シア 披巧 じ、 看過 

する こどの 出 ホない 典 かをる 事 

巧が 起つ てゐ る。 をれ は 驚 一' じ 

巧 一 こ ィンタ ー ナシ 3 ナ レの 首 頭 

ごして 常 U 巧闽 革命を 高唱 し、 

巧に 卜 "ツキー 追が の お 力なる 

化 元の 一人で あつた ジエ ゲノフ 

氏に 逊 する 幹部の 紛ず でんる。 

巧 氏の 排 巧に 就て け、 現 化り シ 

アの 如き 欧お 組織 じは 極めて あ 

,6 が もな 個人的 色彩が 渡 時で あ 

■るが、 をの 半栖 じがて クラ ツン 

;ン 巧 等の かく、 なお 外國 どの 外 

一を ぶび 述が 上の 要路に 當 つてむ 

; る 人々 から 叫ピれ るな 戰 論が、 

- か：，* ちが 力；： * 理 おごな つて ゐる 

，をれ は 第'- 一ー ィンタ— ナシ 3 ナン 

が 『あお 上の 化 お 的 機 脚』 を 操 

^ 巧して 巧幽 無を 階 被 巧の 革命を 

一ち 巧し つ： ある こごで あつて、 

一一 面 巧 農 岐府即 も勞巧 思想を 化 

I をす る クラ ツ シン 氏 等の な 場 ど 

■しては、 をの 相手が 彼等 ごお逊 

: にか 巧れ ぃ资本 階級の 威を で 

i あ 6、 お まめ 体の 國 みだけ じ、 

I 化 挟みの あ 地に 陷ら 、遂 じが 進 

I 的な 黄 二 一力 國村 强の實 傅を ま斷 

I 視卞 るに 至つ たので みる。 

ロシアを 中必 ごする 諸 外 固、 

i 巧 俯が の 如き 化に。 シアを ホ認 

i した 國 ぶが、 がは 完全なる 國巧 


を蹈摧 しつ i ある こご、 ア メタ 
力 どのを が-か 駕憤ホ 巧を 隙 寒 ど 
しつ i ある もの i 、 をの 化 底に 
勞 膜® 想ん 實巧問 越が 潜 巧して 
ゐる こどは、 あ ふ' H ' ら ざる 事 賞 
でぁる。 わが H を 協定 じ 就ても 
本 問題 バ 最後の 帖維 どなら、 を 
じ〇 シア 側か 譲 ホして 化 瓦 的；：* 
るを か 的 思想の 宣 愧を禁 化する 
じ まつた ので あるが、 これ 等最 


近の 政治的 事實 と、 卜〇 ツキー 
氏が 唔 示した 『十 g 革命のを 訓 J 
を一讀 ずる 時、 勞 農。 シア. か 今 
後 化 界じ梭 あせん ごすれば する 
程、 この 巧い を 訓が 事實ご U つ 
て 現れて ホる 幾を の 現を をを 見 
する であらう。 而 して 國家俊 越 
階級 優越 威の ず 励け、 巧の 如く 
じして 將 ホを 然舊 奪を 脱せざる 
を拇 U いで あらう。 


立 消 わさぅな 

第二 軍縮 會議氣 み 

英國は n 新 嘉坡で 物々 しい 會議 
日本は：：： ホ 國の眞 意に お 里 霧中 
• 义國 は’ h 奧齒 に^のが 挟つ た 態 


提督 會議英 國の支 恥、 

巧が 巧 及び 凑洲 艦隊 巧みを ちは 

目下 シン ゲポ ー ^ じ會 合し 新が 

軍报據 化の 布設 と巧戰 上の 爛係 

じ 就て 靈を U る會證 を魄腥 中て 

あるが、 棘を じ 型ず る新戰 術の 

協證 はこれ を 自治領 禽議 委員 會 

じ 報 吿黨の 形式 どして 現る i じ 

至るべく 最近 英國の 海軍 部内に 

は踩 まじが ける 英圃の 利 權を防 

箭 する 上 じがて シン ガボ！ グよ 

らも 瀑洲の 防備を 完了す る*''^ の 

優れる を力說 する 者 あるが、 國 

巧を 員ぶ お 軍窝官 は シン ボボ！ 

グの貧 易 俄 飽が十 歷巧弗 じ垂々 

どす る おょりして 同化の 化據化 

說 を主跟 して ゐ るが なに 問題 ど 

G るのは 氣候 及び 風 十： の關 係よ 

して 村 化の 死亡率が 願る 鳥き 

; であつ て、 啟 じこ' れに關 する 

報吿は 殖民 省に も 達して なる か 

ら 、海軍ち ごして は化據 地ボ設 

の 前 マラリア 熱の 撲滅ぶ び 家屋 

間 題を 考 直し 駐屯を の 健康 策を 

講中べ く 準 構 中で ある UO ンド 

ン 四日を 0 

外相 聲巧 外務大臣 瑕' 傾 

喜蛋郞 巧は 今朝 赏族院 ま 貴會じ 

て 述べて 曰く、 

乂國 を府が 第二 軍縮 會證 なお 

を 希望し 洁る風 ある も， 召集 

の眞 なじま 6 ては 巧 等の 確報 

じを しおら や。 勿論を は 第二 

曾 諸 閒傕の 必耍は 認めて & る 

が、 豫備討證じか柯^:*る問題 

を 討 幾すべき かじ 就て は ホ だ 

ちを して い。 ホ も 補助 艦 

艇の 比率 じがて は旣じ フラン 

ス がま 力 艦の 外 じ おしては、 

五— 五— 一二の 適用を 拒み 居ら 

頗る 大巧 題で ある ど 思ち する 

ちで あるが' 日本 ど米國 どの 

淺備 をが じ 就て t>H 本は 何時 

じ らみ參加 の おを あ る が 時 

がは 尙 早で わる ど 思 ふ。 而し 

て 第二 軍縮 會議じ 探し 乂國の 

闕際 聯盟を 加を 條件 どず る i 

はを 潘を 絶堪 たらしめ る もの 

であつ て、 軍縮は 喘盟の 干渉 

なく 實 巧し 巧る ので ある。 

外相のを 辯 中 巧 縮 曾證ど 職盟の 


關 巧に 言改 したのは 阪 をち 朗男 I 

の 質 脚 中を 知 必要を 力說 した か 
ら である =： 東京 四日 發。 一 

平和 保障 大統領 ク 

ッ •チ 氏の 就 巧 ま 衛說中 第二 軍縮 

食 遙じ對 しては 單じ 過去の 巧績 

ど 將巧齒 巧 上の 原則 叙述に 出を 

奥齒 にものが 狹 つね やぅな 姿で 

ある。 即も 其の 一節に 曰く、 

米 越は 他 围じ對 し 常に 平 か 的 

態度に 出づる i を 意志 どす る 

が、 をの ザが じがて 偉大なる 

國 をの 體面ご 保を を 維持す ベ 

き 陸が あ 力' S .' 覆ぶ を 忘がず る 

i は 出 ホない。 この 目的ので 

じ 近 化 化した る 陸が 及び 航空 

の 勢力 差異を 維持し なければ 

ならない. か、 斯 るれ 動を 威會 

£ 認められる 程度 じがて 實巧 

する， とは 囘 避し、 半 か 保障の 

機關 としなければ； ら ない。 

米 國は鼓 近が 軍制 限 會畿を ま 

唱 した 結果 比較の-^ じめ て わ 

が 海軍 力は 巧て お 大したが、 

化を 國 隙間の 紛爭を 避ける じ 

は 隔意な き 了解の 下に 國 をを 

.增 進し 軍隻 を殺减 する ビ おじ 

猜疑 必を 除き おなき 誤解 ごヒ 

ステ リャ を撲 減す る じある が 

この 理想は 今や 圃瞭 政策 じ對 

する 新紀元を 劃して ゐ る。 

桑 藤に 着いた 

松 平 大使 

幸福な 使命を 高唱 

を 港 五日 後 U 巧 巧 駐米を 權大 

化 松 平恆雄 氏は 夫人 反び 一男 二 

女の 外 怒 事官澤 旧節藏 氏、 を 島 

一等 鬻記 官等の 家族 等 お 勢 か 四 

人 ご 共に 今朝 到着のを が乂 じて 

上陸した るが、 氏は な 巧の 化か 

じ關し 語つ て 曰く、 

余は 出 あ當時 第二 軍備 縮々 會 

絶 じ 就て 阿 等の 確极じ 接し 是 

ら ず、 從 つて 本 問題 じ 關し何 

等の 訓 かじ 巧して ゐな いけれ 

扩 も、 化が 平 かを 確が する 爲 

め 巧る 會證じ H 本が 富んで を 

加すべき ミを 確信す る。 

ご 述べた る 後、 

余は 逝去 六十 年 じちら 日米 両 


図の 友 泣を 結びつ i ある 太平 
巧の 一巧 じ 上陸し 得 じる； を 
暮 ぶを にて、 ヮシントンに 着 
巧した る 後のを の義 格は を 善 
を 盗して 両顧 のぶ 證を增 進す 
る じある； を 貴 図は じ 吿げ、 
丘つ 致齒 おが 確信を なて 余の 
幸福。 る 化 命を 授巧 する じ ま 
るべき i をホ學 する 云々。 

軍縮 問題で 

響が 協議 

パブ！ 五：：：： 豁 U 佛剧 首が エリ 
才！ 氏は ホる と 日を 巧し 巧國外 
相 チヤ ムバ ー レン 氏ど歐 巧の 平 
かが 障 問題 じ 就て 討講才 べきが 
佛网侧 じを が障條 約の 締結を 0 
て 軍縮 曾 諮の 遂加條 か ピ ずる 壁 
じて これに 對し 英國 側は フラン 
スが 第一み ヮシントン 會 諮じ提 
唔 されな 比率の 下 じ 潜水艦、 輕 
装 巡げ 鑑 おび 航空 制限 じ 協實す 
べき ものと を 做して るる 模樣で 
ある。 而して佛國の輿論はク] 
リッ デ 大統領が をの 就任式ん 演 

說じ 於て ホ 轉は國 巧 上 じ 必要な 

る 降 お 軍 力を 養成せ ざる 巧ら 中 

と 論じた る—' 割し、 ホ閣 はこの 

原則を 音に 自國 八み なら や これ 

を 他國の 庵を にも 適用す べきで 

ある ど 論じ 第二 軍縮 會 藻が 稍 
すれば 视國の 陸軍 劇 限に 着手を 
强測 せんごし つ i わろ 傾向を ホ 
難して & る。 


は 明日 じ 里-し 赴き 玉* ォ ー 首 化 

ごのを 見 じがて ぶ 問題を 榜 おす 
堂で ぁる。 がは 證 宵 討論-— 當 b 
游働黨 々—ク ウッド 氏は 潍事妨 
害の 廉で讓 良 よら 退 巧を 命 せら 
れ たので 勞働赏 一同は 前を 巧 マ 
ク ドナ 八 ド 氏 ミ 共に 抗 誰の 意が 
で退谣 した。 


ク 


リブ デ 


大統領 就任 


候補 山の 如き 

獨 遊の 選舉 

ベ 朱 リン 五日 發 U 獨逸 共か國 
の 第二 か 大統領選 擧戰は ホる S 
巧 ホ 九日を 化て 執 巧 ご 巧し なる 
が、 て ベ^ト ホが 嘯の 逝去 ご お 

じを 巧の 靖 勢悚】 變し 待に 社會 

黨ぷ びみ か黨 はお 補 者の 選を じ 

階み つ i ある もの； 如.^ ^ 社會黨 

としては 王べ グト 大統領が 就を 

3 ホ 稍 も すれば お ま 政体の 爲め 

じ 社會ま 義黨の 信條を 無視した 

る ミを 遺 減して ゐる けれ 共 現 F 

濁 逸の 橘 勢 •し 照し 化む を 得ない 

£ を 悟つ てゐ るので 大統領 換補 

どして は 僧 侣黨じ 魔して むる 前 

首相 マ^クス 氏を 推 しおま 黨ご 

提携す る模樣 であるが、 國民黨 

のち 力 •'みる 機關 新聞が、 化統の 

正しい な、 政 黨じ對 して 偏狹で 

ない 点、 をの か 治 的 手腕 ど 軍事 

的頭腦 、開化 的 じ 性格の 特長を 

擧げて 前獨逸 皇太子を 大統領 愼 

補じ擧 げんごし つ {ある； は最 

も 政を S 注目を 惹 いて ゐ るが、 

をの 他の 候補を ごして は 現 首相 

グ— ブ^、 前內お 大臣 ジャン、 

前 外 巧 ストン ゼグ マン 踐± 等の 

候補者 山の 如く 混滩 たる ものが 

'ゎる。 

獨 逸を^ 含む 

新 保障 條約 

英國 外相の 議會答 辯 

りン ドン 五 H 獲：：：：； 今锁の 下院 

は舆剧 外相 チヤ ムバ 1 レン 巧の 

欧洲 平 かが 陋條約 じ關聯 す么質 

間な おのな はで あつたが、 外相 

はを の 答 辯 中 じがて 獨逸 政府が 

自 まがに 締結 條 件を 持 出す じ ま 

つたを を諷 化し 獨 逸は をの 化 惟 

どして 聯合 國缕備 がの 帥 時撤を 

を ホめ つ t ある もの i かく 外 巧 


副大統領 も 宣誓 

ヮシントン 四 u 發 U 大統領 ク 
リッ デ 氏ぶ び 副大統領 ド ー ズ 
巧は 今朝 1 院內 巧び 上院 外 就 巧 
式な 權 にがて タフト 义審院 .を 巧 
まの 下に 宣誓式を 擧巧 したる 後 
ホヮィト • ゥ .ス前 じがて 五 千 
の 陸海を 險を閱 をし、 就任 まの 
觀 衆け 無慮 四 万人を 算 しか-るが 
ク19 ッデ大統領の就巧演說耍 

旨け 左の 如し。 

節約 政策 U 余が 節約 政策の 目 
的は 替 じを 錢 のみに あらや、 國 
民の 節約を 欲ず る ろら である。 

稅おホ 針 U 余は 今後 どても が 
ら じ减稅 政策を 繼續 する をで あ 
るが、 絕掛的 じ必耍 でない 納稅 
政 巧を 取る を 欲しない。 

商業 政 巧 U 農 も 賢明なる 秘致 
は旣 じが 巧した るぎ を破壤 する 
じ 非ら 中して、 窜ろ巧 人を して^ 

が 巧の 域 t 達せし むる の機會 を. 

與 ふる じだる。 

兩 院議 會 U 両 防に おしては 化 
間穗 々の 非難 あれ ど、 化 界じ斯 
の 如く 獨々 的-しして 岛つ 能率 あ 
る議 曾は をの 比類な し。 

政 黨ま義 U 苟 くら 政黨の 候補 
として 當 選した る 巧は をの 政 驚 
の 政綱を ま 持せ ざる 限ら 政鬻選 
擧じ 巧 巧の 怠義 。し。 

國際戲 巧 U 我等は 過 まに 於て 
も國 隙的紛 まに 掛し牛 和 的誠訂 
を敏 望した るが、 ホ 國め國 際 裁 
が所參 化に 與 してら こ C と 巧 等 
のち 量を 施さぐ る 可ら ゃ〇- 


第お條 。第 一條 第一 項 反 第 S お 

の 兆を 化さし わる i を 目的 VJ 
してを i 化 化が 産 上の 利益を 
供 巧し 又は 其 中込转 くは 約 巧 
を爲 しじる おは お 年 « 下の 懲 
役 父は 禁 鋼-」 處 す。 

第六慷 。前 贵條の 罪を 化した る 
巧 自首した る 時け をの 刑を 輕 
贼 父は を餘 す。 

巧と 條 。本 法は 巧 人を 問 お 中 本 
を 施け 隔 域外 じがて がを 犯し 
たるを にも 之を 適 川す。 

外人 ± 地 法 審議 



巧 


ヴパ お 
/ 嗔 3 
シ のけ 面 

ア話 


子 


! 議會便 


修正 附で上 稍す る 

治安維持法 

東京 特電 五日 發 U 治を 維持を 

案は 111 派 修正案 作製の 上 通過 

を 針る； じみした。 

別項 特電 3 修正 治を 維持 法の 內 
容は 不明で ぁるが 原案 (本紙 旣 

報) じ 對し其 後 司法、 內務兩 省 

で 政府 じ 提出した る 第一 修正 法 

案の 內容は 左の 如き ものでぁる 

第) 條 。國体 若く はが 体を 變革 

し义 はなが 則を 制を 巧認 する 

; を 目的 どして 結社を 組織し 

又は 其 情を 知つ て 之-し 加入し 

たる 者は 十 年 0 下の 懲役 又は 

禁 麵じ處 す。 

第二 條 。前 條の 目的を 化て 其 事 

項の 實 巧を 協議した るを はと 

年 0 下の 懲役 义は禁 麵じ處 ず 

第 S 條 。第 一條 第一 項の 目的を 

はて 其 目的た る 事 巧の 賓巧を 

域 勤した る おはと 年な 下の 懲 

役 又は 禁颁じ おす。 

第四條 。繁 一條 鑽 一項の 目的を 

なて 騷摄获 巧 其 化を か 身體が 

產じ 塞を 及ぼすべき 犯罪を 煽 

動した る 者は 十 年 化すの 懲役 

义は续 麵じ處 す。 


ま 京 特電 五 H 發 U 政府が 外ん 
± 地所な 法案を 議會じ 提出した 
るは 旣 報した 所で 貴族院を 科委 
員會 じて 目下 審議 中で あるが、 

法 まじ 化れ じ i 化 巧 おじ 對 する 
外人の 權 利は 頗る 槪大 する 模樣 
である。 卵 も 千 八が 乂 十九 年 R 
巧 長期 借地 權を 獲得し つ i ホつ 
た 化留外 入は この 法案の 規定に 
依ら 或る 期間な 内 じ はを の ± 地 
を 巧を する じ まるべき 模棟 じし 
て、 諸 か 题の排 H 的 立法 じ對し 
ては 繫急賴 々を 0 てこれ じ 報 俊 

的立法を.：；；<>し得る侧條を追加す 
る 堂で ゎるが、 右 追邮條 項は 議 

會 通過の 上 じを も必 巧で ゎると 

認められて ゐ io 

無 綠會社 案 上程 

東京 特電 化 U 發 U 資本を ニモ 
方 圓の日 本 無線電信 會社法 ま 下 
院じ上 おうれた。 

上院の 空氣 硬化 

東京 特電 五 H 發= 上院の 空氣 
は 硬化して 普選を はた 斧 級を 加 
へる 模犧 じて 両な關 係 じ 危機 切 
て ゐる〇 

，上院な 革 V 一樞府 

東京 特電 四 H 發 U 上 挽な を 案 
じ 掛し樞 密院は 化せ 赖選 議員は 
四十 歳は 上、 學± 院赫 選は と 年 
制に 修正し 歧巧も 之を 承認した 

普選 案 上院 上程 

東京 特電 四日 後 = ド院 をを 過 
した 普選 案は 上院 じ廻附 された 
がと 院 では 反 載 氣み濃 曝を 極め 
居 b 隧 たを をるな らんと 云 ふ。 


ど 


首相 邸に 暴を む 

東京 特電 五 H 媛 = :化漢 瓦 名 加 
藤 首が 邸に 袭れ运 み 速 時 逮捕 さ 
れ たが ホ H ホー 木 枢密院 副邊長 

邸 始めを 巧に 暴漢の 願 人類を し 
て滨 々時化 お 現の 威が ぁる。 

ホ 日 省 吾 氏 逝 ま 

東京 特電 四日 發= 陸軍 乂將井 

口省晋 巧は 本日 逝ました。 

前 大使 外相 就任 

ィキ シコ ホ 五 巧 度 U 前が 太 利 

大使 じして 其 後 H 本 •し駐 化し 最 

近 輪 墨 ど 命 ホら れ た* デュ ァグ 

ド •ヘキ 大使は 近く ァ！ シュ • 

チェン ズ 巧を 繼 承し 外務 大度に 

巧 命され る绪で ホる。 

芳澤 公使が 回答 

化 巧 五日 發 =; 駐走 日本を 使 巧 

巧謙吉 氏は 最近 統 結され た 日露 

協を がポ！ ブ マス 條 約を 承認し 

ねのは 歲ぞ 協約 違反で をる ごい 

ふ抗廉 じ對し 支那は モ 凡百 十五 

年に 右の 條 約を 承認した る事實 

を お 摘し おぞ條 約は 本 問題に' 柯 

等 脚 係な しご 闷 答した。 


これ 等の 小胆 ハは をの お まが 單 
純；^ だけ、 歌つ てむ る 事柄が 時 
ごして お 鹿ら しい 程 お 邪 氣なも 
ので あるが、 主た. + 面から 見る 
、これ 等の 無 邪を な ル 巧の 中 
もを 化 〇ンア じがけ る 田園を 
巧の 新しい 事情と 新しい 輿 ホ ど 
がな 映されて ゐ るの がみる。 例 
へば 巧々 はこれ 等の 小 巧の 中 じ 
時 じ 戀をや 結婚 問題 じがて 個ん 
的 意識 やん 格的觀 をの 發 達と、 
自由の 慾 ホ どの 現れて ゐ るのを 
見る； が 出 ホる。 ある 小 旧 ハの 中 
じは 感情の 自由 横棒の i や、 自 
己の 意志 じよつ て自 包の 運命を 
開 巧せ んィ」 する 靑 年の 慾 求が 歌 
はれ、 時としては 年長者の 意志 
じ 逆つ てょ でも 自邑の ホ 張を 貫 
徹せん ごする 熱烈な 要 ホが を 明 
されて ゐ る。 雇 等は 特にを 庭 生 
巧 や 化 相に 關 する 小喝の 中じ夕 
い。 今を の 化 表 的の もの i 二 S 
を擧バ てを やう。 

◊ 

わ 嫁 じ 巧 < な 娘たち 
女の くらしを 碳 むな 
いやな 夫を 脊 負は されて 
長い 憂き目を 見る 比 か bo 

◊ '〜，：、’ / 

河のと じは 义 きな 浮 橋 

化め 身 じは よくない が 名 
をん な 浮 名を 破 や 恐れぬ 
でんな 言襄 じも乘 ちは せぬ。 

◊ 

なや 酒 ゆへ ころぶ ぢ やない 
なや 獸じ 暮れて ゐる 
なや 好きで を隊 じ巧ぢ やない 
がの 父さんが 連れて 巧く。 

◊ 

お前 をん なじ 喚く。 よ 
な ひどら が 巧く だ やなし 
ミシ 々もけば グリ シアら 巧く 
タラスが 父まで 巧 かつし やる 
俺等は 大勢 ごら れた ぐ。 

◊ 

みんなが おじ 言 ムてゐ た 
お前 W 惡口言 ふて ゐた 
みん 4;^ か 柯ご實 はう ごら 
赴のを は變ら やせ 3。 

◊ 

生みの 巧さん の ある 人け 
遊び じ 出られて 羡 ましい 
若い •男の 混じは 
生みの 巧 い、 繼の巧 
巧み 外へ も 出さず 
をで も 氣儘じ や。 ら 打。 

◊ 

すに 口 あて 烁 さんじ 言よ た 
縁談が をつ たら 緣 つて くれ 
緣ら なきや 巧 さ ん後晦 す るよ 
夏 中を ご 稼ぐ 氣で ホても 
なは 巧かない 草 刈な どへ 
朗は 起きても 搗き はせ 《0 
- ◊ 

今年は ほんじで うし じ 年 
化が 夕 くて、 實が 無うて 

化 方は ほんじで うした 人な の 

夏は をして をは 素 知ら 《顏 

娘さん 巧 ふ 思は 山々 なれで 

をは 外出が をくて なら 归 

外套は 破れ、 あ襄 はなし 


雨の 長靴、 底は がし。 一 

□ 

この 柿の 小 旧 ハは 周图 じなる 事 
# におして ホ 常に 共鳴し あいせ 
質を おつて ゐる どころ から、 口 
シアの 社 會ホ活 じめ ける 新しい 
事件 や變 化は 大小 ごな < 小 明の 
中 じを のほ蠻 をと めて ゐ &0 時 
じ 時事、 が 稽 、誠剌 の 部類に 廣 
する 小 晒 ハの 中 じは 罔 園の 事件を 
諷した ものが ぞい。 例へ ば 
\ ク 

民まクをょ踞ら巧さる；；*- 
罵 b 肖 さるた 俺等の 戀を 
マクシム 棟が 言た ぢ やない か 
一生 戀せ £ 言 ぅじ ぢ やない か 
(註。 マクシム どは 文豪 マク 
シム •ゴ ，—キ ，のを) 

◊ . 

俺が 野 巧は 化 脚で 
どて- 普通では 横切れ n 
俺が 娘は パィ カラで 
とても 傍へは 苦 b つけ 0。 

◊ 

みれ を 見やん せ 娘た も 
誰 だかが じ 溺れて ゐ やる 一— 
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0 


白 < 刺絲 つた シャッを 着て 
腕 じは ょい 娘を 抱き込んで。 

◊ 

おが をん なじを なつた i て 
お前の 家は ちッぽ けで 
なや 中へ も 巧つ て 見た が 
をの 上 じ や 水 ば がら。 

□ 

最近のと ころでは 飛 巧 機な ど 
が ル 哨の树 、巧 VJ なつて ゐ る。 み 
の 一首の 如きは 即も飛 巧 家を 諷 
した ものである 0 
◊ 

赴の がきむ 戀 人は 
飛行機で 飛ぶ のが 名人 だ 
蜜蜂 隐 つたと 思つ じら 
もはや® 上 じ 着いて ゐ た。 

□ 

化. 上の 小 巧は n ンア劇 民 わネ 
日 化ての 事 じがて 過渡期 じぁる 
と いふなから いつて 殊に 興 ホが 
深い。 舊民 諮の あを は 致 早 日 シ 
ア國 民を して 箱を せし むる じを 
b ない。 ご 云つ て 新 民 謠は今 H 
の 所 まだ 完成され てゐ ない。 け 
れ ども 歌は 〇 シア 人の 搖監 から 

篡じ至るまでのぞお：；*るホ涯の 
唯一の 道連れで ぁる。 彼等は 今 

U 嵐 あ 混 菊の 渦中 じがて さへ 歌 

は 朝タ ロじ絕 した i がない。 彼 

等が この 國を 的た 變 動の 後 如 W 

なる 新 民 謠を 創造す るかは 輿 ホ 

ある 問 壁で ある。 
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海の 巧 こ 外 

♦南义 を 化の 邦ん が 五 方 一一 一千 

人、 從來 外な ちは 夫婦 巧を 獎卿 

し內務 省は 人口 政策 上 これに 反 

おして 濁を ちを 一昨年 頃から ふ 

め -- i たので 女 ひ でら VJ な b 、 グ 

ラジ 八の 某所で 化 ッ演の 娘が 手 

数 巧 一二 千圆 、バアさん の搶 扶持 

が 巧 化圓で セリを された とは 嘘 

の 巧な 本當の 話。 阅を 輸出た 持 

替相跑 が 上る もの じら 紐 育へ， 
女を 輸出すべし。 

♦新任 副大 が 領 ド！ ズぉ 軍、 
就 化 まの 演說 で先づ 上院 制な を 
論を 眞 向から 怒鳴つ たので 谋賞 
はブツ 傍聽は ヤン ヤ 。を 
れ でも 出したら 引つ こました ち 
しこ、 ビク ものく 巧 かが 上 
院 なを 案じ 媛る' 占. 力々。 
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S . Yoko が, H .も 
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NARURADiNGGQ . 

45-47 E. 20th St. 

Tel. Caledonia 9755 


The Japanese Christian { 打 &!;•, Inc. 

328-330 E. 57 th St. New York 
Phone; Plaza 6752 

貪敎 替基 人 . 幸 与を # 

策 朵會化 集 _ 訊 

V V 

話 謠 ± 禮 共 蛮 H 
食が 贿拜 働書跑 
會 H 說 巧硏リ 
ゎ义 をと 兜 
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會を戴 業 談案蒂 
員 設縫間 部内 宿 

保 1 齡苗 部 ' 
を 1 ち > 藍 人 旅 
計ち 諸 英部事 巧 
る 非 課 語 職相蓄 
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YUKIO N お HIMURA, M. G. 
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Te!. Manument 0279 

療治 揉 學科經 卿 

揉 筋、 赔 後、 摩を‘ 流 本 H 

ムジ が カデメ 、ジー サツ マ ま典瑞 
療治 氣電 びぶ 水 〇, ク ツチ スナ 
菓卒 院學ー ビラ シオ ジイ フ巧瑞 お 組 

男 幸 村 西 含 

て じを 自は义 張を おお 
候 上 願 約 前話電 じを 時 一 お 午 


KE 反 民 &MAVOR 

1023 Third Ave. 
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Smsum Company 
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S が Madis 日 n Ave. Bd. 60-SI si Sh. 
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に ミ wamoto, M. D， 

114 W. 70th St. 

TeL "IVafalgar 0352 

KANZO OGURI m.d. 
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Tel. Climb が ! and け 80 

TOYO TSUGARU 

S 口 6 打 dtic Japanese 
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Phone. Schuykr 9387 
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力を 津 。て 。親 庭應 をみ 件 姑が 
ィ H 底 もも 銷切义 じ摄瓶 V プ谨 。がぶ 
テ 3 輕施 約に は御療 星ろ ゥ管 f 燃 

ァ を — お 術の 治 ホ ぉ 治 赛きマ 挺！ •みム 
堂を 杰 いホぁ テ 話の さナ 腹シ游 
を 地巧戶 たは 申 ル" あ 御 屑 マ 


んし CEASA も M.tX 

109 Ea がが 相 Sireei 
Set. Park を Lexing お n むが 
Te!. Lenox 8973 

寶喉觸 鼻 巧 f 

隅 時察豫 
午 化 ま时十 前午自 
け 八 ま 時 六 後 午 白 


革 動自貸 

SATSUMA COMPANY 

25 け B 'way むか Tel. Riverside がの 


New York Auto School 
228 Second む e.. Cor 1 が h St. 


"一 .- ,1 い ■■ 


AUTO SCHOOL 


726 Lexm が〇凸 Ave. N. Y. City 



鑛學 卓動自 


Koike 受 111 が o 

4 お卽 むち 
Gor • お th お . 

TftJ. Caledonia 6394 


Mo Bros ., Inc . 

(Formerly 姑 arubachi 在 C 扫.） 
17 £asH7 比 St. fU. 
lel. S! 叫 vesant が 巧 


KOSHIBA 

STUDIO 

舘眞 寫柴小 

8 自 1 Fif 化む e .， 

Tel. Plaza お 12 

Branch な udi 日 
押 君 stminsf が S!reet, 

わ evidence もし 



PHE げ S & PE 邮 Y 


3 Maiden Lane N . Y . 

ェ 細冶毅 銀を じ 幷お剛 金 

類 石賓阮 意新最 


二 甘ち 千 一 


第 


隸 M 蒼 规 


' C 目 喔±) 


じつ 


稅關 事務.. 

東洋を 地 化 じを 化 
がの 無 お 入 ホを じ 
賊 する 一 幼の 飼 諮 
聞に 應 じ、 巧 道を 
船货物 運賃 & 出帆 
ぶ 稅關手 線 爵等進 
呈 す、 重要 都巿じ 
化理 巧を ちし 誠な 
敕ま 御用み じ應や 

お 厳 取扱 


♦墓籍 ♦雜誌 ♦新輔 
縦覺 室を 開 
執 接 午前 九 時よ b 午后 五 時 左 

紐臂 日本人 會 

阳 五十 セ T 宜 一一 あ 〇 あ 
巧 話サア クグ八 一九 0| 化 一 


を 留裔が 巧 想の 間 体 

a 本人. 主 巧年會 

9 W . 臺 SI . TcL C 夏 i 皇 4 


大紐育 U 本人 

基督 敎靑 年轉 

ミ 2 E - 里を Si . N . y . 己す. 

す K P 1 ち a 空ち 


0 巧. 巧 巧 ZJ - FURUYA 

I ； 書 量ち ち R 

晋 7 呈 h Ave ‘ II 岂 r ち ndSt . 
leL f 呈 雪 2791 ミ om 養 

パ？ ホな 謙 次 

自 午前 十一 时ま 午を 二 時 
時間み 及： a おは 前約の 審 


J 村 瀬化廊 

ち Lexi 量 n 厅 ホ. K . Y . 呈 IT 

ミ. 呈 h & 27 th 穿 
TeL Madi 这 n Sq , を 一 8 - 784 B 


鲜說 お 巧 十 u 装 巧 I 
が 誌 f イ^一 棘十倘 „ 
A 14 で st 吉 th 苗. N . Y •置 I 


化み 度 巧 品 お 船 御用 ま 

遠 藤 小刀 商會 

兹 Br 运 dwajrN . Y . 置 

Tel ‘ wi 喜 1 思 ご 

稅關 事務 取扱 

を 戸 lAM L . 夏ち & 夏こ 

ぎ 〇ョ 1 這 11 す aad ミ ゴ G さ. 

Ph 呈 巧 Bimi 忌 Green 913619 呈 


丸 山 洋服 廟會 


東を ホ 丸 ノ巧ビ か デ》 グ ニ階 二 1 1〇 应 

細 就 丸 山 洋服 爾會 


が = 曠ぶ ±歴 午後 

T a 、• t >;，■• 

化 間は 前約の 拳 

カイロ フラ クタ 1 

橫お重 孝 


ブル^ — ム 


H 本な 具 
雜貨卸 質 


百 ご 夕 S 瓦 shid 夕 Db . w . 

'養 去. 7害 St. ジ I .臺皇 窒 2 

をな 貿易商を： j 飾 g 額 I 地 ハ 芦 良 こ 


自 午前 乂時 
自 午を 一帖 


巧 十二時 
ち 五 か 


推 巧說な H 距 H ホ 後 八 時 I 
晰隐を 木 お 日 午 お八 時 I 
が 詔ち ± が H 午 お八 時 
をを、 園ち 室、 娛樂 おのな 瞄 もち 一 
々賓 を軟迎 す、 貪 おを が 用せ t ! 

おが 川 候義一 \ 

U 本 入 基督 敎 修道 會； 

102 W. 1 段 rd Y. oit 乂 ： 
TTeL Morni 這 室 6i 至赛 

日本人 S 敎會一 

牧師 w な ホ么進 
鲜事 化川淸 1- 

Ja ちま se M . で 毎 ミを > I 夏 t - 
323 ち. 皇 Si ブ ー . Clarkson 1 置 1 
應拜說 敎日度 H 午後 八 時. 
が 禱貪水 雁 H T 後 八 持 
裁縫 會乂 巧 口 ■午を 二 時' 
♦が お舍 

をを を 倫 比 藍を 数み 下町を 十 I 
おか 學生會 社員 旅 巧を じ 最適 ： 
設瞄阅 筆 雜紘お 巧 及を 邱娛樂 一 
其 簡易を を あら I 
巧を 職袭 周旋， 旅客 ま 巧、 を 補 I 
拳莱 調を、 其 他 巧 拳 かお 鲜旋 I 
等 同胞 諸兄の ホを を 歡迎す ^ 


疲科醫 

上な 基 

終 穎 時間 
自 午後 二が 
ま 午後 八賊 


H 本 
洋離巧 

時 山 信な 邮 
.化 本が 

を 五十 HIT 肖 

ニニ ーニ 

伊藤 
洋服 巧 

作 ラ 叩た こ 2 


日本、 ぞ那寶 玉 製 美 
術 お、 婦人 庙 首飾英 
他を 郁 品 

岡島訂 ‘：； が 

商. 等 藥術お 修禱、 
首餘 品、 スト リンダ 
斗 本 服 裁縫 


正直 ど 親切 どを 旨 どし 確實 

信用を る 商品を 精選し 

特別 廉懼 で贩賣 致します 

クオ グサ A、 エ瓜 デン 四 割引 

其 他は 化て S 割引 

指輪 鎖 貴を 屬並じ 寶巧類 一が 

バミ八 トン 時計、 ーヮ！ ドィ 

リノ ィ， 時計、 を 極 醒時許 

ウオ^ — 夕 1 マン 萬 年笨 

バン ヤ ー プ鉛筆 

純銀 器 並に 銀器 一切 

御歸 朝の 御 生産 一が 

時計の 修摇 はが 檢付 じて 確實 

じ 巧 川 自身が 致します 

が 巧 ホ 西 四 4-; 1T 目 四と 番 

四 四 一二 号 ま (お 街 ど 六 巧 巧) 

巧 川岸 廚會 

带話 ベン シ^バ-一 r お hi: 一九 

Ish を aw ぞ巧 ishi 0? 47 去. 42nd Si 


鄰を じょ。 當 をの 間 

診察 

午後と 時！ 丸 持 

H 曜は 前約 願上淚 

け W 吉お 焼彌 


笠が 洋服 巧 


_ 稽 をはよ 十五 
仙、 S 四 遇 間 
じ 驚，〜 ベ 4 
柴ぁ b。 巧 H 
朝 化 時よ b 夕 
九 時を 日囉共 
I 十一 一年の 經驗 
一 をら ° 


9 ネ をみ 巧 あす 橡 みお 明 S 

寶名ぞ 4 屬满 一' みみが^ 

クオ— んザ 女. よ， V ンン妳 が 四 割引 
尸し ブ| ド：ノ ミ ん トンが計 を劍列 

が 4!^ 化' 合感 黄が ろ 刻^ 
霞ぶ がそ 衍居 ふ® ぶ 贫 
' isl * ネ すふ がを. が 睾 を 刻 引 

縣績 嫌の 瓜乂 



メ ー シ I はが 育 最大の デバ ー トメ ントが 
店で あらます。 新ら しい 昇を 機 ど ユス々 
ンタ ー は廣 渦な 店内 じめ ける 皆様の わ 買 
物 じ 化を S 輸 かとを 巧へ てゐ ます 
化 庙で二 巧ず る ものなら ばメー ン1 
では 一巧 八十 八 仙 成は をれ 0 でで 買 
へる i をで ぅぞ御 記憶 下さい 
H 本へ 御 荷物を 御 送ら じな > たい 節 又は 
御 買物に 隙して 御用の 旗を は. ハ ー ソナグ 
ン a ツ ビング •ビュ ip ! を わ 尋ね 下さ 
い、 親切 じ 御 便 是を計 もます 


ご r ’ T . C . Trakam - 

17 E CU 3 すを nd お ミ 置 至。 

ぎ Gum & ef 量 呈一 

がすを 云 時 t; 六 時 

霞舅晶 減 約 相願娱 

ドク ト 高見 藍參 


齒科醫 

▼診 黯時閒 A 
每日 (日 鴨を 除 < 一 
午前 九 時！ 十二 
時、 午後 I 時 1 
水 曠午规 九 時 1 
午後 一時 


齒科馨 

= 巧 ま 無痛 お療 =： 
多年の 經驗 をな で 
U 本人 諸君は 持 じ 
了 寧 懇巧じ 施術す 

パ r マ— チン 


JOKI 養 OGU 否， M. D. 

一ご S 巴 呈= St . す こ 与 k 
ぎ Rivers 瓦 こ 573 こ C 置を 曼 86 

みみな が 午前 九 時— 午後 一 時 
髮袭 午璧ハ 時！ 午後 九 時 

- U 躍 午前 化 時— 午後 四時 

ドク ト - 小 染乘吉 


目 本 C いパ 蘭會 

艺 ippo 田 Gry Good* 00 
126 二 rsd ミ y, 苗 デ oor- 31st St. 

ヴ I さ hsB ぞ岂 .置 岩 
す 0 ヨ苦ご 


巧內特 
が 五 時 
間 十 弗 
郊外 も 
大勉强 
可 化 お 
間薩摩 
商 诗を 
御 呼 出 


も 


自動車 修 
錢泛び 運 
轉 を敎授 

ライセン 

ス 保証す 
ご 一十 五 ホ 
^蓮轉 ホは 
二十 五 弗 
晝 及巧學 
兩科 ぁ-^ 


0 本人 部 

バリ ー 廣 

瀬 氏擔巧 
懇 か敎授 
夕と 時 開 
校 勞働余 
暇 勉學の 
便 あを 卒 
萊 証書 授 
輿 就職口 
無料 罔旋 


寫眞 

第 あ 街 

凹 二 一ん 


H 本 陶破黑 

雑貨 頰卸賣 

ザ 元 

ー ブラ ザ-— ス 


総選擧 から 就任式まで 

’米國 財界 活耀の 跡 

取 株 総数 一億 六 H ~~ V * 十 M 方を 
が 鞭 史ホ曾 有の 巧％ 時化 


: 犬が が ク ー ブッゲ をはを々 去 
る 一二 月 四 H をな て 正 まじ 就 巧 式 

|を巧巧しわ：^/ 大統領戰じ氏’か 

I 大勝を 巧して 化 ホな じ 四 刪ち 

I 义幽巧 撐は胳 ぉ 上 稀 じ 

^見るのお巧を呈するじ至^ゥォ 

1 八 巧は 化が 的 政 巧を 巧 おする 

氏の 常 選 ご’ 一の 巧 巧 巧 おを 結ん 

i で 「クー リツ デブ— ム」 ど 巧し 

てゐる 位で ある 〇柬 風财經 ホの 

を 方面に ぶる この 好巧阳 化を を 

じク ー ブブデ 氏の おを である ど 

'ずるのは 或は 早訂 であるか も か 

れ；；*いが、 勘な<共第|二黨を標 

巧ず る 急進 お 政府の# W が絕留 

である 2 はげ 年の 中 夏 0 ホ漸み 

明白 ど； ち 民よ、 おか 兩 親の 孰 

れを 問は や當 選すべき 大統領は 

がが 肌の 人物で ある S が 明 もど 

。る じ义 んで财 巧は 頻ら じ樂觀 

也理じ 進んだ のみならず、 農作 

物 特に 穀が じ對 する か 凰の 减收 

お 米國巿 かの 人を を 煽動して 時 

化 奔騰のを どなら 化界 ょらの 注 

文 殺 割し 特に 

基調 產 業. か 渐進的 じ-を 

巧 クれて 放 装は； おに 好くな b 

小物 おみ か 配 も U ど 共に ち 加し 

た i'u 確かにが 致氣を 生んだ 要 

要な ぶ 因で あつたし 化 違 じい。 

巧に 中 复當時 お A で でん' 底に 陷 

つた 株 化は：：： とおに 巧 進し 十一 

巧 四 U か.， r: 二 巧 四 H に 白： る株糟 

巧 進^ 跡は 米 圆が濟 あん 一野 お 

錄 でもる ど 云 はれて & るが、 化 

巧 進みが 皮は 先づ 速業 巧に 就て 

を & に四ヶ 巧の. 平均が 二一 1C* 

と 0 であら 投道 巧は 一； 八 六 

ど。 b 五十に 亟 々ご 寸る化 お 巧 

の 奔臘牵 が； と •二八を みして 

ゐ る. とじ 徴 しても 明白で ある。 

史 じ； モネー ク" ツプ」 ど稱せ 

ら わて がが じ 脚 係の がい 穀類 及 

び 棉花が 洛が邮 記の 如きげ 况を 

:#! した 外 

英 貸爲替 も 十-巧 四 H 

w ホ バゥンド 額面に 約し ホ 巧 ホ 

.五 仙の 巧 進を をる じちら、 舆國 

のを 本位 制 阿な 說 ご化俟 もて こ 

のが 况 を繼賴 して & るみ 第 ごる 

る。 今 之を がが おの 後 媒化ど 比 

校す るに ホの かし 

7】 株式 お瘍 平均， 

株を 十-を 二 H 左 一二 月 lliu 

繳道 (山 五) とい •五八 

八 二 •四 四 

ホぶ (山 五 一-八 •九 四 

一四' ろ 四 

化 お 巧 C 立 十； 九 巧 •と 六 

一一 一一 ろ 四 

【こ 巧 閣公償 平均 

お逍 (ホ 立) 八. ■二と 

八 S •と ご 一 

を 装 九- 九 11 •八 0 

八 吉 •と 一二 

を お (丄ご 丄 r ろ 二 

六网 ■义ご 一 

な 計 (四十】 八 •二八 

八-二 •八 〇 ■ 


〔こ 外 國を償 平均 

か叟ナ ー 01 •四丄 ハ 
1 〇 二 •二 

T〕 物蟲 及び 爲替 

大 麥 一* 尧 

一 •四 五 

玉蜀を 一 王二 五 
I •〇义 

楠 化 一一 五 •义九 仙 
二 一二 王 ハ 八 
パゥンド 凹 •を ハ 

フランク 五 *0 四 仙 

お •二 一二 

をの 統計に 水され たかくを の增 

進 率 じがて 

最も 急激 なる ものは 株 

式ホ棋 じして 十一月 四 H ょら 三一 

巧 S 目に 宜る株 ま 市 おの 取扱 株 

は 一. 億 六 千よ 十二 方 四千 五： 目よ 

十 巧、 この 中 f 億 二 千 己が 十万' 

一千 S が 九十 五は 巧 業 巧に て I 二 

千よ： 白 六十 1 r 力 一二 千 •亩と 十五は 

錫 道 巧で あるが、 之を 過去の 歷 

おじ 徵 する じ 千 八 巧 化 十九 年を 

の 一年 化扳巧 じして この 四ヶ巧 

の 総数を 突破した る 1 むき じ徵 

しを の-巧を 察し 祷 ベく、 この 

間み を 憤が 扱 高は 十四 億よ 千よ 

巧 义ガ八 千 八な と 十五 弗 どい ふ 

ち 額に 逮 しこれ 父 最高 記 錄を樹 

立して なる。 


貿易 外ち 收ご 

現せ 正貨 

十四 億よ 千万 川を 

■巧 閑 w の 正貨 現ぜ 商ぶ びが 外 

正貨 島は 昨を W ホ 么を咕 秘じ附 

してむ るが、 確聞す る處 じょる 

ご： 巧 ホ 現な のあ貨 島け 緩额十 

四 憶と 千 巧 山で 化 中な 內ぉ貨 商 

は 十 I 憾とモ 巧 叫、 が 外 ぉ貨高 

一二 億 山で ある。 巧內 正貨を 

所有者 別 じする ご 政府 

所が 高 j 億 叫、：：： 热 所有 高 十億 

と 千 方 W であつ て 化 外 正貨 終 一二 

億 山は をが 政府 所有に 屬 ずる も 

ので ある。 而 して-巧 ホ 現が の 

正貨が 高総賴 をげ 年 十月 頃の 化 

商 十五 億 二 S モ巧山 じ 比する ご 

約 五千义 山を 减 じて ゐ るか、 お 

ん でを 部な か 正貨 じ 於て 減少し 

たもので 昨年 十 巧 巧 一二な 五 千で 

W を 示して ゐた化 外 正貨が ~ 巧 

ホ U じ： 二 傑 山が々 しわの が をれ 

である。 斯ぐ五 千万 w をが 少す 

るに まつたん はが 年 十二月を 憤 

が 挑の ためこ 千 五-円 巧 川、 本年 

; 巧 正を のな 替資を ご一 て 1 で 

巧川の拂下げを卜ょせる；等がホ 

ならので ある。 右の か < 化か 正 

货が がかした-方 化挪 下げ じょ 

つて： 止を は： 千万 w の 

爲替資 余を 獲し 得た か 

巧替か 煤が 贸お其 化の 銷 係で 故 

巧喊氣 をみ し 本 巧 所 報の 如 < 約 

册九那ぉ十仙ど；；^った紀巧、 お 

をの 買枯资 をを を々 巧 加す るぶ 

が 出 ホて 現 化 約 五 千 巧 W 巧 巧の 


爲替資 をを 巧し 當か巧 動す る 上 
じ 不自由な からぅ ご 思 はれる じ 
至つ たが、 柯を巧 か 正貨が 一二 億 
5： じが 少した； でも あち 今後の 
貸お狀 態、 爲替化 おの 如何、 爲 
巧資 を肅 要の か 何 じょち ては 柯 
時で も內 ffi お貨を 現送す ベ <旣 
じ 諸般の 準備を 整へ てゐる ど。 
而 して 剧際贷 惜中賓 あかの 勘定 
じ 就て は 到な E 確 じさを 知ら 難 
しどの 理由の 下 じ從巧 政府は 之 
をを 表しな かつた。 尤も 政府は 
補々 のを 考じ資 ずる わめを 柿 機 
關を 通じ 比較的 まを な 統計を 得 
るた めじ 力を 盡し每 年 

貿易な 外 の 貸 惜勒酿 表 

を 作らつ i をる が、 海外 留學を 
への 送を 其 他事 實 じがて 何 招の 
ち拂义 はを 化ち を 見た か 確實じ 
知 b 難き き 情が ぁち、 從 ホ大藏 
省に 於て 調 ま 作成した ものは 正 
確とは 云 ひ 難き もを 方面 じがて 
參 を じすべ < 之が 發 表を 要 あし 
今 證會じ も其耍 ホを 見る じ 至つ 
ねので、 大藏 省は 調査 幽 難な 狸 
お及び 正確を 則し 難き 事情を 酣 
說 した 上 今後は 間 お 調 查じ繫 る 
貴 易 外の 貸借 勘定を をを して 貿 
易 業者 ■事業家、 を融 業者を 始 
め 一般 歐 民の 參 ちじ 資する じ决 
し 過般 ホ 調を 中の 處最 あじま b 

大正 十二 年の 貴 あ 外 勘定の 調ず 

を 大体 終了した ので 近日を 表 3 

る i ど，^ つた。 右 大正 十二 年の 

貿易 外の 

貸借 勘定 は支拂 勘定が 

を 債 巧挪を わ 一 億阳 、お 軍を 巧 

他を 官廳の 諸が 巧 及び 器具 購入 

費 二 千 四 おな 巧阳 、巧？ f 大公 使 

及び 諸 官史の 俸給 手當， ぜ外大 

を 使 お 其 化の 諸 雜餐幷 じ 海外 留 

學者其 他 じ おず る 仕 送を 約 五 千 

方 凹、 机 債が 拂 金、 海外 事業 投 

資等約 S 億 五六 千 方 山で ある。 

受取 勘を は诺賃 、化 験が、 海外 

出 稼 人の 送金 S 四千 万阳) 、震 

災 時に がける 米國 ぶ 他の 義 巧を 

東が 外 償 (ニモ 四な 万 川)、 鈴 木 

巧 店の 做 糖轉賣 益を 等を 始め 合 

則 四 億 おみ モ巧 旧で 差 引 約 一 億 

阳 のを 取 勘を になつ てゐる 由。 


獨逸舊 紙徳は 

一切 無効 

べグ y ンー ニ日 發電 じょれば 獨 

逸 銀 巧は 巧 日付を &て 過般 ドー 

ズま 成立 前後 じ發 巧した る レン 

テン •マー ク 0 外の 獨逸舊 紙幣 

一助^ 巧 使 効力 消滅を を 表する 

ご 共に、 ド I ズま 紙幣は 六ち 五 

日を じ お克じ おする】 方 億の 

御を •して 巧替 すべき も をれ 0 後 

はわ 化 効力が 滅 をを 布ず るに ま 

つた 由で ゐ るが、 をの 結果 ごし 

て夕救 投機 業者が 一縷の 望みで 

ぁった 逝貨 膨脹 前の 舊 紙幣 お 

面兩替 は絶學 ごな つた 譯 で、 四 

千' 万に 垂 々どず るで 馬克の 舊紙 

おもな ホは 僅か じ 一仙 位の 借 値 

であつ たもの が 今 H では 無効に 

むつた 次第で ある C 


バク独 田 こホ國 

n ン ドン' 111H 媛の 電報 じょれ 

げ乂國 の スタン ダ ー ド 巧 独會社 

では 今一: 露闽バ クのグ 0 ズニ 1 

油 W よ h と 十乃顺 (約 四 巧サ巧 

よら 四が 义十巧 バーレ ル) の 石 


她鹏 買の 契約 成立し 一般が あの 
注目を 惹 いて ゐ るが、 この 結 お 
どして 從ホ 近柬巧 化の 細 田利權 
じ 關聯し 一、 巧 ホ兩闽 斯業を 問の 
紛搔じ 何等かのを 協を 見る じ 至 
つたので は あるまい かど 風評 さ 
れてゐ るが、 購買 契約の 内容は 
巧 然して ゐ ない。 


本 前 東京 特電 「卽觀 j 


布 唾 寄港を 廢止 

東が お 船 食 社の r これ ぁ 化」 及 
r さい ベら ぁ 化」 の 一 一隻は 今後 巧 
を 寄港を 魔 止す る i となつ た。 
註。 右 じ 就て 當邮支 おじは ホ 
だ 何等の 情報 連し ちら ざるら 
恐らくの 上 二 船は 橫濱 、を 潘 
直 航路 どなち ボ哇蘇 港 中. 化に 
よもて 時日の 短縮を 計ら 他會 
社 ごの 競 爭じ備 へんどす る斩 
企劃なる ベく 巧 時の 船 繰よ も 
之を 實施 する かじ 就て は 未な 
に 屬すど トー 旧 巧は 語つ た。 

二 巧 中の 輸お乂 

大藏 省の 發表 じよれば： 一巧 中 
の 輸出入は 輸出 一億み 千 四百 五 
十二 一巧 五 千 旧、 輸入 二 億 乂千四 
百 八十 方 九 千 旧 じして 一巧 0 
巧め 入超は 二 億 八十 四 万化 千の 
である。 

外商 解散 說 無根 

セ ！ 八 7 ン ザ ー 商會解散說は 
事 實無极 。ら^ 會社側 よら- 發表 
した 0 

棉花 買が 蓉終了 

棉化買 付け 蓉ぼ 終了し 掛外爲 
替好轉 5 ため 大藏省 じ 本年 人 超 
は 二 一億 阳 台と 樂觀 して ゐ る。 

對义 建値 巧 引 上 

正を お 巧 u ® 米 建値を 化 化 巧 

五十 他に 引上げた。 

外債 不認可 方 か 

政府は 旣定の おを 巧 債 0 か 政 

府關係 外債は 不認可の 方針で ぁ 

る ど 〇 

高 旧債 權者 會議 

高 扭商會 を 死の 巧 力 じて 債權 

を 會議を 開いて ゐ るが 成を 巧き 

は悲觀 されて ゐ る。 

東な 斯 社長 化理 

杉浦宗 S 郎 巧は 東を 巧 斯株ま 

會 社々 長 代理 どなつ た。 

=お と 五 a 發 


成 巧の 秘訣 


お. 

—i t 

u s 

わ h 

狀 な 

hu 8 

m t 

麗 

w 3 

• w 2 


ホ 圃ま冀 語を 話す 事 

は 成み の 第 I 義 です 

本校には H 本人 敎授 

じ 慨れた 專巧婦 A を 

师 あら 懇切に 會話通 

信 文 社を 語を 敎授し 

ます。 目踞週 H みに 

午前 化 時よ b 午後 十 

時まで 開校し ー レツ 

スン' と 十袖づ i。 今 

H 直 もじ ホ 校 あれ 0 


化 巧な 卸 賞 

五味 商會 

W E. 17 さ 这 -N.y.c さ 

Tel. S 星 vesani 3745 


電 氣化樂 一切 

下钢電 氣蘭會 

N 021 IBropdway 

TeL 置夏 二 0270 



巧み 第 
と 目 T 四 V 巧 
巧 目 T 五十 四 


DARUMA 

け レ 6 化む e 
Tel B"a け献 9 


Toyo Kw 加 

4 i に 1 お h St. 

お {. BVajf & が h 4 巧 . 

Te し Siuyvesant 8 ?S 8 



TAIYO 

1 川 W は t 的 ih SI, 

Tel. Endicoii' 28 け 



Jtvyal^ 

340 W. 58 比 St. 


Telephone: 
Columbus 8882 


■ ( 頒 H • 水） 诗赛お 


City Hall Tea Gaden 

170 Nassau St . じけ 
Nesct to 比 e Tribune BWg 
し oo し } n Manager 


B 色 em Nom Low 

474 - 6 th Ave. 

Bet. 28 th- 29 th St. 


HINOMARU 
n W. 56 th SI 

な lurhus 郎お 


Suey Pa 打 g，s 

化な AUiU が 
4 巧 お 加わ e. 

Bet. 2 む h- 2 お h お s. 


S . KUWAYAMAGO . 

114 に 59 比 St. 
New York City 


Kat:a が ri 巨 ro's 

224 E . が 比 St 
New York C か 
Id. Regent 34 郎 -3481 


Japan 

Provision Go. 

86 L が in が on iUe. 
Tei. Mad. Sq . がけ J 849 


I 會巧京 東 

I 带話 トラフ ァ ダー お 59 j 

二--- 〜--一 ' 


PACIFIC 

おが 壓 歷 

2542 む 0 お way 
Cd. 9 則 h 在が 化 な S. 


Y0SHIN0-YA ： ASAHI KWAN 


70 Greenwich St 
New York 


163 に が thSt. 
Tel. Plaza 6399 



る irr 閒 |防 


35 East 2 お h がけ d 
Tel. Madison Sq. 7548 


K 泣 wasoye Hotel 

139 tf な t 123 n( Streel. 
Tel. Morningside 7154 


御 

旅 

舘 

河 

添 


! The Tokyo Co. 

j 140 W. が th St. 

! New York 


庵 桂 米 目 


Japanese lea Room 
1802 材 化が U. W. 

Tel. Franklin 1577 


に） 


號 


廿 巧 千 


を 


が ! J を を 巧を 


ん . 


[ 日曜 十 -：) 


n と 巧 ミホ . 四 f •:大 


會席御 料理 

が じず さ堯 


譬席 御料 瑰 

良 養を 

身 S 键 


御料 理銳知 i 

太 巧 

壽 巧、 蒲燒 、蒲が、 竹輪、 かきめ し ' 


夕那 

ぉ理 


江 •南 


ホ廳 茶園で 永年 御 愛顧を をけ 
—L たお 文で 御座います 



H 本に 住み、 日本語 
巧 を 話し、 皆樣 の御嗜 

ホ こ 養 争 ら霉洋 里.^ _ 續隻を 中 


美が じして 淸潔 

S 轟南樓 

午前 十 時よ を泪お 
午前み 時まで 島-' 


巧 廳を園 

诗理人 厘 蓮 
お 勤の 巧 じは 塞 飯 
の御馆 利じ備 へが 
聞 食 席の 御用 じ お 
や V く 涙 間 网巧巧 
不變わ 引 立願を 0 
紙上 御案內 申^ 候 


支那 御お理 

彭韻樓 

U 本ん 諸君を 
飲站 をし ます 


狗辨當 化び じ 
御 家庭 支出し 

白の 丸 

■御 下宿 後 お 

壽 司、 媛蒲燒 

每 u 旨ら 主す 


雙池籍 龍 望 白米 一 

U 本 ホ li 食料品 龍 __ 

巧 田 皆 油 巧 ま 會お巧 部 一手 資揃巧 

I 目 本 食料品商 會 

H 本 食料品、 日用品 
並に 新刊 書籍 類 一切 ： 

巧 桐 兄弟 商會 I 

貪が 品 巧 新が を 近 便船 じて 巧 着 
化 お 間 治々 御用 命の おを 願 上 侯 .； 


日本食 料 お 類ぶ び 雜貨類 卸小資 
S プラザ 装氣桑 山商會 
が 巧 香 籍雜誌 小間物 日用品 各種 


日本を 巧 品を 械 
日本 書籍 諸雜誌 
日本 雜貨 を槐 
を 化 新 巧 恥み 
お育み やげ お 

シ瓜ク シャツを 巧 

貸 室 大小を 巧 

を 堂のを け あち 


埋您的 御旅 舘 

御を 巧に 誠 窓を のて 遜し ます 

朝 目 お 

御手 輕 御料を 並 じすき 堯 

新ら しいが 巧^ 择び椅 々勉强 をし ます 


御 料理 

芳の家 . 

壽 巧、 緩 蒲燒每 日 有りまず 


« が娜 太平洋 樓 

他に 比類な き 綺麗な 必地 ょき ダィニング 作 
I ムと ダンシング ミユ 1 ジブ ク がを らます 
音 樂は每 H 午後 六 時から 午前 一時 迄です 
御晝食 四十 仙ょ ^ 显十 仙、 夕食と 十五 仙、 
日喔夕 を. 一 弗 


御 下宿 樵ザ乂 

47 で ospect Place _ 

ぞ二 SSIHU さ. offEJ 2 nd 芭. 

ぶ I . M 号 ayH 吉だ 58 


総 蒲 燒壽司 御 仕 化し 

H 唯を 日が 間 も 巧 用命に 巧 じ 巧 

會龐御 料理 

烏 等 御 下宿 

な 书少一 


割烹 並に 御旅 舘 


® を 野 兄弟 


が 育 巧 西 八十 八 T 固 一二な 十一 一一を 


屯 語— 


，スカイ ラ— と 八 ニニ 


御菓子 舖 

萊賴 .頌 "羊羹、 蒸 菜す 類、 お餅 
(のし 餅を H 御 注文 願 升) 

松風が 窩橋 

西 六十 五 T 目 一二 十四 蕾 
電話 トラフ アがゲ I ぶ 五 五 四 


豆腐 油據 

煎餅 製造 卸、 小賣 
H 本を 料 お 一切 

''旧 中 

第ー ニ 街 八な 八十 五番 
電話 ブラ デ 五 二 一八 

新鮮 黛 か 一が 

日本 八 向' きの 生魚 澤か取 6 揃へ 
特が廉 憤で 大勉强 致します 
サヴオ ナ魚店 

•losoljlh り avo 3 a 

技 4 W. 61st St- 
IJel. oolu 巧 lb 養 2 援 

極上の 魚類 

f の 新鮮の 魚貝類が 澤山 揃つ 
て 居ぅ ますから 御 賞味 下さい。 

ァピ み 口 鼓 店 
82 ミミ St , Tel . で an 呈 n を呈 


が 豫畫御 下 ぁ 

曲 喻を次 鄙 

お 四十 九 了 目 一六 五 

アバ— トメ ント C 2 

電話 プ ラダ 六 一と 五 


尋れ人 

巧 正 恩が 独 書を 付 

化 井 長 一二郎 

「外 固 旅券 下霎實 証明」 到着 
が 本縣人 堂 旧淸を 
朝鮮人を 秉 み. 大 おる • 
愛知 早 川を 衛か歌 化 引 ±純- 
衆 城 寺 巧 巧 始徳島 井が 正巧郞 
るのを じ 逆 知を 巧き 儀ち 之 
が 閒 本人 若く は 知人 ょら 現 
化 所 おを 知 顆上お 

紐 育 帝國總 領爭舘 

185 Bi を さす 三 ork 呈 y | 


電話！ ふな！^ 

SSS 换長 

紐を お 西 四十 四 T 目 
一三 1 1 1 八 燕 
三階) 


華盛曠 

わざく 

日本料理 

あじ 御旅 舘 





鑛 踏敎授 

▼社を ダンス ▲ 

▼表情 ホ 操 ▲ 
紳 十、 淑女、 おず 
化さん々 じ 叮喀じ 
敎巧 致し 巧。 午前 
十が ょら 午を 十一 
時 迄 (H 魔を 炼 く) 

シャリフ •ダン シ 

ング 師 絡學 校卒袭 

上杉タ マ 


中が 理髮巧 

中が 萬藏 
31 W. 雲 St. N. Y. 呈 y 
Bet. Golumbu こ ve. & Central Park 宝历 st 




日本 埋髮 舘淸 

新式 洗髮の 設備 あら 恐 速 T がを 
旨 どし 精々 勉强 をし ます 
西 四十 一二 了 目な 番地 S 肖 六號室 

.ツ プフ ロ ア '(舆 み 街* J 四十 lllT 扫 巧) 


宮川 事務所 

持戀的 驚闕の 间胞じ 的確なる 織 

業を 周旋し まず。 

をち ミち 岳 哈& Ag ミち 

養 W. 46 さ St. N. Y‘ C. 

ジ 三 rii 77 苦 9 爱 8 


最新式 六 解 建 

使 利、 淸洒 、待遇 懇切、 が 巧 低廉、 
發 着船 有 么暢郡 度 波* 壌に 出張 
シアト^ お 第 六 街！ 一一〇 六 落 
エ义ビ 1 ホテル 
電話 メーン ーー ー九 五 二 

藤 ホ 旅 鑛ま巧 

S8 Maynard Ave: 

扣 eatt ) e . wash . 

日本が 氣船 切な 抑 申る じ應じ 
萬 事 御 语宜じ 御が 巧 ひ 申上模 

を潘 rJM . ホ テ 火 

ザ H 本 御 料理 (別閉 あ' 9) 

桑 港 タリ ホ少 ニア 街ムハ ーニ 

- 電話 カネー ー A 1 六 


口 1サシ ゼ 火 ス 地方の御觀ホじ 
は 巧 事 最善の 御 便宜を 計 b ます 

イ- --- ^グ 外. ホ テ 火 

羅府ボ じがけ る 同胞 經營 中最 
新 ま 高等 ホ テグで あらます 

羅が東 1 街 一一 亢半 
電話 ダ アン ダィクと 六 五 化 

ボストン 案 巧 

貸 自動車 業 河 西 

諸 古跡、 大學 校、 工場 其 化 一般の 

紹介 及び 潘辯 もします ぎ 〇ヨち 

Tel すを す 二 7 呈 ' 7 Q B 量 a St . 


ボス トンボ 

富 ± 旅 舘大浦 末 松 

1 さ ミ r 岳 ster 苗. ぎ ston mass . 

ぎ Bac 吉な B 770 



なお 同 
胞の爲 
姻 狭を 
省み 中 
所謂 靈 
化 速 載 
に從掌 
して ゐ 
る赞川 
搜彥氏 


日本化 樂部 じがけ ろ . 

創立 滿 二十 年紀念 祝贊會 

故な峰博^其他の劍ホ者を-^^ 
此機會 に 表彰ず る 副 畫を發 表 


在留邦人 の 社を 的 地 泣 

を 向と し 米ん とおを の ポィント 

に 巧く i は 間 巧 じ义 嗔柴 上の 地 

位を 向上す るに 資 ずる 山で ある 

から、 適 當の機 脚を 鼓くべし ど 

の 溢は 千 义が阳 年 H あ戰な 勃を 

0 削から 化 息が. 巧 主、 み 旧 総領 

率、 今 巧 龍 二に、 佩が 菊 一二郎、 

堀 越 善® 郞 、か 巧が 固、 巧 井 做 

一郎、 牛遙 躲二郎 、かわみ か 之 

巧 諸にが 他の ちを を 間に 巧 はれ 

てゐ たので あるが、 u あ 戰役常 

がが 人の 終 巧 的が 力！' 稍々 あ實 

せんごす ム氣述 に 逢宫し 瓦つ ホ 

人の 對 U 巧 威が 商 潮に 速した る 

ため：：： 本の 闕際 的悄 化が 掛騰 L 

たが 機巧 じ H 本巧樂 がは 創立 さ 

れ たので ある。 乍が 招が 巧く の 

如き 

社を. 機關の 組織に 述曉 

^した-^のががないので當時鳥げ 

硏兜所 賃で現 化 ミ 共 株式 窝社取 

絲 なな. るを 旧を 二郞 氏が 巧 十の 

^ 命を をけ てエ ー グ 、バア バ ー ド 

'アス レ テック 等を お樂 部の 狀態 

j を 醜を し、 み 田 総瓶举 が 自ら 會 

I 則が をを 執を して 削 帝劇 大を敎 

.巧 r レキ サンダ！ •チゾン 巧 じ 

一顿 してぶ 案を 擠 たので わる 〇然 

I る じ r 栖自轉 苹利好 者の お 交 機 

一 脚で あつた U の 出供樂 がが 自轉 

I 単 ホが 時化が 腐 過せ るた め 漸く 

お 况を呈 したので 、之を 解散し 

j て 併を-、 たので わる。 そこで モ 

一 化が 四 年 十 巧 某 H ホ テ 八 •セン 

I ト デニス じがて 協 第 巧を 催し お 

年！ r , 巧 十五 U を々 正式 じな 樂部 

のかが を 妊る じ 至つ た。 お 時の 

曾な は 八十 あを 出で ホ巧統 はが 

巧 お 西 八十 五 下目 四十 四 帯の 建 

物を-, ヶ巧 

一二‘ 巧 巧 レ' 家賃で 惜 b を 

パ、 巧みみ で 巧の 化 樂部社 憤を 

狸 巧.-’ て 測<化 穗 をな はせ たの 

であるが、 千 化な 十】 年 ご 一 H 巧 

化の' 曲 九十 一一 rl 目に よ 巧】 千 弗 

を 嫂して お舘叛 化を巧 收 しちに 

お 絡ぶ 巧 W 巧 五 千 弗の が 算を制 

をして 轨旌 築に 眷キ したので あ 

る。 が-^ て 千 か', り 十五 年 化が 大 

職の が 族 氣じ乘 じて 法人 脚 化 じ 

變 おした。 髙 旧が 巧の ぶが 人工 

ドヮド •ヤング 氏む では 坂 も 溢 

力した 一人で あつた。 常時 お 肖 

はお', り あじ 上つ たが 现 化は S な 

五十 お 内 別で わる。 今み の- 

崩贺會 一はな 息げ 巧 ± 

を 始め、 おた にお 艰曾 員に 刚巧 

お 帕卡を 推 戒し福 井が S 郎 、今 


所の 如きは コンマー スの中 じを 
まれて ゐる ものである 〇州檢 事 
総長 侧は巧 養 所は 巧 業で ないど 
いふが、 左樣 をつ じなら 際限は 
ない ものであるから 日本人が 從 
ホ 普通 從 事して ゐる樣 な 化 事は 
商業の 中 じを まわる もの ど 認め 
る。 而し ておし 化ら レ檢事 総を 
のい ふが 如く ーッ をが 業で 
ない ご 切ら 詰めて 巧つ たなら H 
本 じ ゐるホ 國人も 亦 間 檢當然 が 
る J を營み 能は ざるよ どなる で 
ご。 要する じ 贿大審 




西 兼 二、 がかが 脚、 新 井 お 一郎 
一宮 鉛 太が、 綱を を 之 助、 牛 達 

窮二郞 、拋越 善を 郞 、.殺 岡 お 雄 

古 旧 おみ 郎 、小 林 正 お、 今が 幸 

巧の 十一' 氏を 名帮 終身を 旨に 推 

媒 ずる 當 であら、 當 巧は ホ 席 四 

なをを 限 巧に 副を 長 旧島繁 一 1 R 

操 おを 員投 ミな 6、 一二 藻 銀 巧の 

鈴 木 益 二 一巧 餘興 委員長 ごして ホ 

る 十四日 午を 六 時から 盛大な 演 

藝 巧を 催す 計靈 でを 方面の 委員 

が 必死の 活動 中で ある。 

自点溫 泉 ご 

大審院 判み 

邦人 側が 勝訴ず 

加州な 留词胞 じごら ては ± 地 

法 じ^ 劣らぬ 大 問題で あつた 口 

ス アン ゼグ ス市晰 巧の ホヮイト 

ポイント 溫 泉の 同胞 經營 じ掛す 

る 加州 官憲の 

不法 干渉 はも 後 同 州の 

，大誰 院じ持 も おされて 抗 ず 中で 

あつたが、 去る 化と 日 遂に 同胞 

側 勝訴の 芽 ぉ 度い が 巧が 下っ わ 

該 事件は 旣じ 一般に 知られて ゐ 

如く 千 九な 十一 年 未 旧 上 お 十 

郞 巧が ホヮイト •ポイント 溫泉 

琪を 9— K したる を 加が 外人 ± 

化 法 違反な b としてが 檢爭 総長 

ゥェッブ 氏が 沒收 訴訟を 提起し 

たもので、 掌 件な りホ條 約の 解 

釋 に欄聯 して 一般化 お 间胞じ 至 

大の 影響を 巧 ふる 問題 U ので 中 

央 、化 米の 兩日 貪は 田卜 '氏を 後 

援 して 抗夕の おお 大た 十二 年 一 

巧を 利 あら、 同年 お 巧 化 目 

日米 條約 じよら て 旧 上 

巧 等は 加 挪-し 於て 療養所 經 摩の 

ため ± 地を リース する i を 得 ど 

のが 巧が 下され 词胞 側の 勝訴 ど 

なつた が、 ゥ 王ブブ 氏は 之を' 个 

眼 ごし 條 約の 商を な& 字句は 物 

品を 易を な ホす る- ならとの 

狹 装の 解释を なて 州 大審院 じ抗 

な 菩を 提出し じ。 一方 田 上氏侧 

も 亦な 諸 ± ライト、 ユ リォ ブト 

兩氏 じよつ てを 辯 書を 提 おした 

が、 檢事叛 長よ b のか 込 じよ ゎ 

双方 口頭 辯进は 不必耍 なら ごい 

ふなを-してを 巧の 稠 姪は 見ず、 

W 火. 盗院 お 巧を 待つ て 今日 じ 度 

ん だもので ある 0 

判 お 要 お モ九巧 十 I 年 

締 がの U 义述 商條約 じよれ ぶ U 

本人は ぉ 橄王內 じがて 居 化 又は 

が 菜の ためた 地 义は家 尾を リ ー 

ス する をが 出 ホる 。がら ば 巧を 


をら- 

院は攒 事 総長の 狹義な 「商業」 の 
字句 解 释じ對 し 廣義な 解 释を下 
した もので、 同胞 じどつ て 甚だ 
を 利な 判 かどい ふべき である。 

直 人 軍 •こ戰 ふ • 

大每 野隸闡 

紐 育大學 どもが を 
旣 報の 如く H 本の 化を 的學を 
即巧團 である 乂阪每 H 新聞社 野 
球 幽は巧 巧を 化に 轉戰の 上 五ち 
六日を 港に k 陸 後 おじ 東部に 向 
ひ畢路 易、 シヵゴ 其 化の 中两部 
化 ホで 試を の 上紐 靑に は-五ち 下 
旬 じ 到着すべく 當 化を 中必 ごし 
てを 地 大學ナ ー ム あび ザ 職裝國 
ごも §§ 技す る 帯で あるが、 就中 
B 本の 野球 ど 願 係^ 深い 統育ジ 

ヤィア ントは 六月 初旬を 期' し 遠 

巧の 珍客を ポ "•グラゥンド じ 

迎 へて 激迎 試合を 巧 ふ 堂で 孰れ 

試を 期：：： ぶ 巧'- 確定を 見る に 至 

るべ < 、紐 育 大學 ども 二回の 試 

をが 蓉ぼ 成立し じ-。 尙ほ 渡米 チ 

1 ム はも 後夕少 の異励 あらたる 

が、 大ホ 左の 如き 聯合 チ ー ムで 

あるら しい ° 

お 手り 小受 慶大}、 渡邊 {明 

大) 、ホ 川 (同志 社)、 新 出 (慶 

大) 捕手 = 森 (慶大)、 井 

川 (同志 社)、 波邊 (明大) 

一 蟹 = 渡邊 (明大)、 小教 (慶 

大) 二 壁： = 腰 本 (慶大)、 

一二 墨= 巧 お 兄 (關 西が 業)' 

外野 =內 が 弟 {神 戸高 巧}、 

桐' 腐 (慶大)、 菅井 (慶大)、 二 

神 (立 敎) 、高須 (慶大)、 川 越 

〈京 一 商) 

結媳後 九十 一年 

バグ チモー ア五 H 發リ當 地の 

エサ ブク •ユサ 王 スキは 本年な 

九歲 、夫. 人は 巧よ 歲で 十六 歲の 

時に 結婚 L 之で 九十 一年 目 だが 

明 H なと 歲の 誕生を 迎 へる ど。 


勝敗 総： 牛 巧 

シェフ ア* ~ 

五 0 五よ •五— 三 五 

ホ I が マン 

四 一 四 五* 六 II 二 九 

バゲ シラ チヤ 1 

一ニ ニ ニニ •二 1 六 六 


ホッペ 


クラン 


云 二 六 •八） 五 〇 


一 四 1 K 三— 四' 
鈴 木 0 五 】 五 圣下ホ ニ 
而 して 玻大捧 は 第一位 ょら シエ 

ファ 1 四 00 。ホ— グ マンニ 四 
九。 パ ゲン ラ チヤ— ニニ 八〇ホ 
ツべ 一九と。 コクラン so 八。 
鈴 木 九 五で、 最高ず 均は ン エフ 
アーの 四 巧 おを 最高 位 ごし 鈴 木 
は 婿と 点で あつた。 


萊京 便り 〔下】 

♦中條 がを す 女流作家 どし 
て 有名な 女 あは 「な 追 新年号」 じ 
寄せね r 搖れる 樹々」 の 中に 學習 
院外 阔課ホ 任で あち 背の 若 荒木 
茂 巧との 間に どぅやら 破綻を ホ 
じ わなな 節が ある ごい ふめで 间 
人間で 一寸 問題 つてな た。 
處 へこの 度 ホを が 紐 育な び倫敦 
へ 再度の 遊學じ 出掛ける； をを 
おした ので 愈々 をれ が確實 性を 
帶 びる i になつ たど 見 傲され て 
ゐ る。 ま ぬる 夏み をが マホ パッ 
ク 湖畔で 重い おの 床じ軌 した 時 
手厚い 看護を 遜 L たのが 緣で荒 
木さん どの 間 じ 結ばれた お漫的 
な 廿い戀 の 物語 も 今は 却て をれ 
が 呪の 輔じ なつて ゐ るの も氣の 
毒で ある。 

♦前 旧 河廣； 郞^ 震災 當時 
社 會ま義 者 ど 間違 へられて 附近 
靑 年潮邊 ろからの 恐ろしい を 迫 

じ 塊ら ゃ 一時 大度へ 落 も 延びて 

ゐね閒 じ 巡 間 朝 口に 執筆して 頗 

るが 評を 睡し 一躍 關巧义 壇に 名 

を あげ 昨 夏歸を 0 巧は 著述に 沒 

頭して ゐ るが、 取せ の 創 新 ご 描 

法の 革新的な 礙挪 ホを 巧ず る 点 

じがて I 頭 地を がいて ゐ る。 化 

を 相 獲ら ホ 盛んに 左を がかし つ 

つ ある 0 


國瞭摇 球ず 攒徵 

ホブぺ 

鈴 木 君 総 平均 十五 ぉ 

シヵゴ じがけ る 化 界六大 撰 手 

搞 域ず お範は 最終日 じ まらて 第 

二位は白巧義の ホ ー is. .マ ン と獨 

逸の！； ゲン ラ ナヤ！ 間の 爭 ひど 

なら、 第一位の シェフ ァ！ は强 

敵 ホッペ ご戰 ふので 異常の 興が 

を 想いた が、 前者は 八 巧 戦で ホ 

! 少 マンの 四百に おし 二 円 五十 

四 点で' ー ゲン ラ チヤ ー 敗 化し、 

最後の シユ ファ ー 對 ホッペは ホ 

ブぺ攸 が どして おは や 八 回戰じ 

て 四が おな と 十 S おの 大差で シ 

エフ ァ ー 勝ち、 五戰五 勝の 好 お 

機を 殘 して 優勝 權は 遂に 若き シ 

エフ ア ー の掌疆 する 處 どな b 前 

撰 手 ホッペは を轉 して 第 四 位^ 

なつた。 をが 磯は 左の 如し 


かく 一の 靑 年が 數十人 じ 化ち て 
犧性 とな b ホ 埋めと ならし 如き 
其 化 眼と 一 T 字な き 兵 ± が國家 
のた め名密 のために 死を 惜 まざ 
るが 如き 挪ち眞 のん 間を、 眞の 
犧牲は あ體じ 死す る 共、 「ス ピ- 
ット」 じ 生きる MJ ならん 0 賀川迦 な 
寒 氏の 如きを くの 靈 魂を あはん 
ためじ おん ご 巧を 顧み や. して® 
動せ し 今：：：： の窜 業は 巧體を 後を 
じせした めな らん。 数年 前同敎 
會じ 於て 前 H 本人 會 々長 一宮 巧 
も 曾つ て クリス チ アン じ 限ら 中 
巧々 巧 人 ど雖も 意義 ある 生活を 
營んで ゐるど 云 はれた が、 意 蔑 
生活の 解释 甚だ 淺薄 にして 孰れ 
も 未だ 靈 巧の 隔別 巧を じ 誘 解 さ 
れ ない 結果では あるまい か？ 是 
等は 眞の 宗敎 家に 非ず ども 旣じ 
誠 解す る おな b。 聊か 愚 言を 弄 
して 大 々の 諸 若じ敎 へを 乞 はん 
とすり 

♦賀 川豊意 さん- 

の 滯 がで 受洗 ホ 

必 をが 續 々遊 

て結播 です が 俗 

臭汾 々たる ゥグ 

夕 • ク ブス チ' ア 
ンの女 か ベタ'''^ くつ 付いて ゐ 
るのは 見られた ザ マち やない。 
これで 賀 川さん が 去つ たら 大風 
一過 元の. もな じ 返る のさ (鼠を) 
♦ H 本 A 力乂 聲で嚷 るの が L t 
どか、 いけない どか、 笑 談ら化 
み'-^. 云つ て吳れ … 沒 はジユ 
—ョ ー ク つて； を 知らない のか 
い (が 太を) ♦勞働 組を を 組織し 
て ホ 旗を 振ら 迴は すご 云へ ば 日 
本の 證 局は 驚 < かも 知れない が 
結局は 線を 化かで ャヶ ドを する 
男 も あるまい (蚊の 腰 生) 

移轉 糜吿‘ 

今回 左記の 處 に移轉 仕ら 諸 争 
改良の 卜御辨 當仕岀 しは か 諭 
必地 好く 御 食事を 巧 上 かれる 
樣じ 設備 致し 候 間 倍舊の 御を 
顧を 奉 頗上候 

目ん ホ 

U 27 W. 5 置 St. を. Columbus 岂 ま 



讀 巧の コラム 

肉 體ご靈 魂 論 

貧 妻 生 

まる か 一日 紐 育 H 本人を 窠六 

區 懇親 會の際 地よ 會長御 溃說夕 

一節 じ 「スピリット」 ど肉體 ご は 

怡 かも 兩 親の 如く 孰れ も 大巧で 

もる から 雨 方が じ發 建せ しむべ 

きで ある。 「.ス ピ ブットーを 輕ん 

ずる ミ も肉體 を輕ん やる J も 出 

巧ない ど 申された が、 それでは 

買のを を 巧び を 题の綺 神は ぶら 

た I むで せぅ C 小を をして 云’ ド 

しむれば お 髓は恰 かもを te じし 

て 「スピリット」 は 屋巧じ 化む 人 

間の 如 < か 何なる 家 崖と 雖も巧 

一二 建築す る i を 得れ 共、 一度 死 

せし 人間は かがなる 名 擬と雖 も 

巧び ホ 還せ し 寺る 能は 中。 おじ 

一個の 家 尾-/ らも 人間は 遙 かじ 

大切なら。 y れば 一の 靈 魂を 救 

はんじめ じ/化 舊の犧 牲の巧 神は 

時 じを 逢み 顧を 見る の 暇な し。 

なじ 「ィ ビーす ット」 の 最善の あを 

は 浮世 限りの 一の 肉 體じホ やし 

て 「スピ L ザト」 をれ 自身を をし 

とす。 化 かも 同 巧 會あ御 演說の 

後 じ齋が 総領事の わ 話の 一節の 


西 六十 五 T 目貞 四十 六番 

一力 旅館 大橋 

笔話 ユンゲ コット 八 六 一 〇 


、 J ミ 住み 必地 ょき 

參 ホ淸 潔なる ま 

松林 好か 

含 L 里 置 弓 Ave . Tel . sad . ぞだ21 




御 下宿 

自曲亭 

苦 Sands St . Br 含 享 N - Y - 

Tel . Main 7475 

▼こお u 淸 潔、 親切、 氣樂 A 

がぶ 旅館 

まな 伊勢 穿 度 乂間榮 作 


ち。 E . ; 二， 


ご street 


苗-穿 ぞ t だ 99 


紐脊 旅館 


旧 中 奥次郞 


東 四十 了 目 二 四 二番 

Tel . Caledonia 迈 S 


電話 レキシントン 四ん 五 置 

岩 旧 旅館 

g 十五 T 目 1 r 白を 
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Tel. Bowling りが 611 3440 
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American 

Oriental Mail Line : 

. .Operate 止 佐 r ( '一-.'.: 

Um よ ed States Shippm を Boa 狐 

’;by- ' み dm がが : なおな 轴 L;in を 地品細 ^ を’なみ為ぶが 
•し C. 、 ち mi 化 BI 私； Se&tt お ； ： 


日本 紳， エ 巧みの 洋服 

= 御 巧 文は 當 店へ = 

弊 舖は夕 年當化 n 本 お 築が を 貴、 銀れ、 會 
化 員 ホの 御が 服を 誠 致して 居 b ょず。 

新型、 新が の； 洋服、 外 おのな 文化 立け ホぶ 
で 巧 用み じ 葱 じます。 

ウオ — 力 1 ゴント 

フロ リオ 洋服 巧 1 


資本を- 盧圓 
拂込巧 資本を ホ 千を® 
捣 立を 罕 とな 拾ち 旧 

献船 一二 井 銀な— ミ 巧 

本 お 束を ホ H 本 おおを 河 町 一 
ち 巧小搏 U 本 巧 化の 内 帝京) 巧 巧 
をを おを 郁 大お西 (たぉ) 

神 戶廣島 下 w 巧 司 若松 
福 岡 長 時 上お淪 をを ち 

外. 圍爲替 、搬里 送を、 お 送を、 信用が 其 化 
一 股を 巧 業務 梢々 巧 保 利 じか 投可申 侯*' 

錐 兰裹銀 巧 § ま 巧 

本 そ 巧 巧を ぉを、 大阪 '神 戸、 京が 
か だ 化 お古 崖， ル お、 上が、 がな 


iis ^ を 巧巧貨 五十 圓な上 利息 年 ホみ 

鎌 献臺灣 銀 巧— お 張 所 

▼鄕 お沒 をぶ び あ 送を (無手を 巧) > 外围 
每替貴 買、 が 爲替お & お 立、 た 用巧發 
巧 等 一般 綻 巧を 務御巧 巧に 取扱 巧 化 候 
▼尙は 詳細は 御 遠慮なく 御 問 合 被 下を 廣 


W 「が货 五十 腫 » 上 ' H ハ ヶ月な ム 
本店 J をぶ が息= 年ム ハみ」 ミヶ 年 0 內 
預金 日 「巧貨 五十 圓 0 上 - 
(通 ま广 巧圃 じせ H ホー 錢 二が 

(化 シ曼千 凹な 下ノ 化な 巧を-無 巧 点〕 

橫濱ぶ 金銀な 紐 育ま 巧 I 

擲里 送金は 都て 無手 お 巧 じて 當 
が 横な 本巧經 由を を ホ 取 巧 申 お 


な 畏巧哲 住友 ま 左衛巧 

本 巧 乂阪化 おな T 目 

が 育 -店 '糾育 ブ。— ドゥ ユィが 四十 九を 

鱗が 友銀扛 

日 こ 4 j 東を、 横 お、 名 占 崖、 巧 都、 巧戶 
を^ち^ 尾ノ 道、 廣 島、 吳 、柳 井、 下ゾ熙 
巧 ミ/ 1 巧 司、 小 倉、 若松、 博夕 、久 留乂等 
本國預 を、 颗里 をを 等は 巧め 
て 御 便利 恐を じ 御が 扱 可 申 候 


藤本 證券 會社 

L - お苟閱 部を ノ寫 買、 引を、 篆集 
を顆 ，ぶ - V こ-- 閑‘ 八】 切ノ 業が 

餅 脱 藤本 ミミー ホ バ銀巧 
紐 育 お 歌/巧 



雜貨 


傑斌お 

ライ グ！ ダが 爲 


® トラ イク！ ブが爲 

太洋 貿易 巧 ま會猶 


ち 巧 ボ 俄ち、 ポスト y 


陶破 器、 雑貨、 ラ 旨 
ンプ 々ランプが お 

森村ブ タザ—- ス 


/ 


巧 


弄 物 ホ 支 化 お 田島繁 二巧談 


大 


耀 



で 

巧 


號 


巧 阐の圃 隙 賊 係 じ 於て 乂固ど 
み鹏 巧は おじ 亟 をな 位 おを 占め 
て 居る ためじ 巧ホ大 化の 任命と 
云よ こどに 结 して 何時も 政府は 

特別のを をち 厳を 拂 つて おる や 

っで ある。 をして が實 じがて お 

: 化の お 义 大使が か 巧 巧 かっての 

錢 々むる 人物で 此の 甫大 なる 化 

命を おずに おみ U る 信 巧を 巧し 

て 居つ たが々 回 巧に 赴任され た 

I お 平 大使 た 特に 現下の 

難 おじ おする ためじ 最も 適當な 

j かを {肖 じして 日米 両國氏 ょらを 

j 大必 信頼と 巧 待を かも 得て 居る 

一を って 大巧の 貴 任 も 愈々 を 乂で 

をる ど 巧 時 じ、 一層の お 骨 巧ら 

でもる ご 中 さねげ；；* ら ない 〇巧 

一^々 のかき 外を 上の 門外漢が： 國 

- のか 巧官 じ對 して 禪 々の 希望 や 

一を 文を 述べる こピが 果して 當を 

- 得た こどで あるか 否か おは 知ら 

ない。 御前 達 素人が かれこれ 云 

ふた 處 で、 専門を じは 素人の 窺 

ひ 知らざる プリンシプルが ある 

の だから ど 云 はれ i げを わまで 

でを る やうな もの、、 然し 私ぶ 

あく 主で も 素人 どしての 感想。 

6 ホ 堅，：：？ 6 を 述べる ので あるか 

ら 、をれ が 巧し 

他山の お ごら^ら で 

一の 上らない 滿足 である。 化づな 

ー ホ大化 どして 第一に 巧 盧 しなけ 

I れピ ならない こごは 日米 關 係を 

一巧 海ず るが 手 どして、 か 巧に 巧 

一妙 じかの 速轉 をな すべき かじ あ 

一る の f あるが、 平が なお 路を進 

一む が ど、 現 時の かき 荒が を 化が 

'一す る 時 どは をのが の 取ら ホに も 

白」 呼吸の 違う 所がなければ K 

ら^* いで あらう。 巧ら v * ダ J う 云 

ふ 態 巧。、 をの 舱を 化るべき かご 

:云 ふに これは 一言で 云 ひ 現は す 

ベく 却て 的 難な 問題 f ある 。 H 

一本の ■般 外を 官の 態度に おして 

從巧 巧々 が 何とな <物 足らない 

一柿の 威 じを 抱いて 居つ たど 云 

ふこ ごは 

一般化 人 のホ認 ずる 所 

であらう 。が 物 足 b ない 点が お 

して 巧で あるか、 义 をれ をで う 

言葉で 言 ひ 現け してょ いかな は 

をの 撰 採に 苦し。 ので あるが、 

假らじ 化 間 一般に 巧 用され て 居 

る 言を を 化.、 ば 『官緣 的』 外を 

ごも 云 ひ 巧る 態度で ある 〇 これ 

は單 巧 方面の み G らや從 ホ 

か 巧 部のを かを ま おして 居つ た 

.般 的を 氣 t はなかった かど 思 

はれる。 ボ .今 も 猫は か、 ろ 遺 

なな’々 しご も ある ごすれば をれ 

は 速 かじ 矯正され なければ；；： <ら 

ない おで あるが、 官餘的 外を じ 

相 お 1 •る 巧 語は r 幽民 外を』 で 

ある。 現 化が 官倦的 外を を拼し 

闽は的 外 巧を を ホして 居る こ < 

は 一点の 疑 ひなき 巧で あるが、 

:〇' 吾 nci — す： をま张 してを 瞄か 

■ル ソンを 


である ご 化 ふ。 第二は なる ベィ 
錫 氏を ホ ご巧觸 をが つどる ふこ 
ごで ある。 を 盛頓に ばから ちつ 
て齒 おせ どを 巧した ら、 を ホの 
戶 1ブー へ 出席したらず る5>^か 
b でな <、 事 巧の 許す 限ら 一般 
お 間のを 合に 出て 演說 した b 、 
講 食の 上下 兩お 議員 やを 力なる 
一般 識 まとを 際したら する やう 

じ お 力して 貨 ひたい。 斯< する 
こど じ 化つ て 一面 •し 於て ホ閱の 
巧 論の 赴く 所を 察し 得る 機會が 
夕 いど 共に、 他面に がて 円本の 
立場 やま 張を 聚 笑の 間 じ 彼等 じ 
理解 ゼ しむる こごが 出 ホる であ 
らう。 要寸 るに み々 父官 どして な 

府 ごが 府 どの 間’ がける を 式の 

親善 關係 を 維持す るの 

みなら ホ、 一 般國民 ごの 接觸じ 

放つ て 國民的 親善 關 係を 增 進す 

る じ 巧む ると 云 ふこ ごが 最も 重 
大 なる 使 かの 一つで あらう ご 信 

ずるので ある。 巧に もう 一つ 附 

言して 廣 きたい ことは 在留 同胞 

ご 出来るだけ 密接なる 關 係を 保 

つて 賞びたい ご 云 ふこと である 

この じめ じは、 事情が 許すなら 

げ每月 一回 宛 位 紐 育まで 出張し 

て、 间 胸の 會 合に 出席す るなら 

を談 をす るなら して、 所謂 『民 

情』 じ 通 ふじ、 且つ 彼等の 意見 

を媳 いて 欲しい ので ある。 をし 

て 巧 も お 後 

在留 同胞 じ 利を 觸傑ぁ 

る 外を 脚 題の 解 巧に 際して はな 

るべ く 同胞の 息 恩を 尊重して を 

の 態度で をめ る やうな ホ 針を 採 

つて 巧 ひたいの である。 最後に 

一齒 外を S 蹟械的 巧 格は 國 力の 

發展 じがす るので あるが、 從ホ 

我闊 じがて は 民間 實棠 家は まと 

して 政府 じ 追 盛して 閔 力の 媛 巧 

じ 努力す る 風潮が あつたが、 米 

國に 於て はは 閒實萊 家を まごし 

政府の々 策は 之れ じあ 隨 して 進 

むの 傾向が ある。 化の 点は 我國 

の 外を 官 としても 又國民 ど一 て 

も 大いにち 慮し なければ ならな 

い 点で & る ど® ふ。 


ご^なつ て 居る 〇次じ 理事 二十 
一名を 選舉 し、 化を 員の I 二を- 淆 
說がぁ 6、 ホ 松 巧は 終始 紐 育 日 
本人 會 をが、 高見 ドクト^ 椎お 
お說を 試み、 巧がず 太が 氏の 巧 
働 巧を 助訟 G でも ぁった 後來賓 

ごして 出席せ るな 川 盟意氏 U 往 
年き をが 失 叢 者の 群 じ 投じ 居た 
當 時の 經 験を 語 b 墙勘 運動の 
夕角的 る 点を 指倘 しむ 後、 新 
わじ ホ まれた る 紐 合の 目的が 貪' 

本 對お働 運動で な < て、 互 惠互 
巧 じ 化ら £ すれば 組を の 當事者 
及び 組合員は 犧牲的 精神を 發渾 
し 1 偽 あ 一致せ さるべ から 中 ど 
論じ、 日本 じがて 巧が 勞働 組を 
を 紐 織せ る 一端を も 述べ 實巧力 
の 必要を 儘 論して 紐を の 健圣な 
る發 旗を 望 〇 ご 結んだ。 


しつ、 あらし 水 彩 塞 亩山愧 氏 反 
び 夫人は ホる 十六 日 ょら 二十 二 
日 迄 U 本供樂 部に 巧て 作な 展覺 
會を 開き 巧 月 巧々 跌洲を 經て歸 
钥の豫 をで あるが、 本 月 十日 頃 
着が する 答で ある WO 


原旧武 一巧 惜敗 

お 部 地方 じ^ぷ 征 中の：：： 本デゲ 
イス 盃撰手 頗^ 武 一巧は ジャイ 
イカ 庭球 戰じ投 て ポプ シ 王 八 氏 
を ホ- H 、 六— 四、 ホ— 四の ス 
レ — ^ セット' じて 破ら 優勝 載 
じス ちた るクリ チヤ ■ — ド 氏 ご激 
戰の末惜しくら六—二一、 ぶ！11 
四— 六、 六— 四て it 敗れた。 


.一目" 化 例を 閒 いじ ム 

i じ 於て 巧 じがる をが 

する で f がを 

國巧外 巧 為一 巧 ホは 

を 隅外夕 S 捣 神を 巧 辜る 


」 ご 


勞働者 直 助の 爲め 

組合が 成立 

賀 川氏激 颇演說 

が 育に 於け る k 胞勞慟 者 巧な 

扶 巧 の目 的で 轴育 n 本ん を 働 組 

を ご 云 ふ一閒 ホが 去ち； 一月 二十 

と H をな てが 立した。 をを 人は 

長み 川泰 を、 中 村を 男、 川 島 良 

H 化の 數 氏で 旣 じ乂會 を中达 

むだを もと 十 余 おじ 達した ど 去 

ごで あるが、 當 巧は 午後 八 時 

ょ b 險道會 にがて 創な 總 をを 開 

いたので 出席 組を 員 二十 六 名、 

傍聴 五十を 名、 中 村敛巧 氏が 閒 

會の 辭を述 V 、 川 島 比を 諮 長 じ 

推して 雜 ホに 入 b を ハ か 川 氏の 朗 

讀— ，趣 ぉ 常々 び 規則のを まを 

講 したが 石垣 榮太郎 氏の 動證で 

なぞを 員を 選む でを 巧す るに ホ 

し 成 則の 大 がを 承 斑して 字句の 

修正を 加' た。 を费け ーケ月- 

弗で 病 傷が 隙の 巧 かを もを むこ 


婦人 本 化で 

第二 區 懇親 

津田博 ± が 講演 

曇 じ 第一 间懸親 會を開 偃して 
成功した 當地舆 二. 席 r 円 九十 111 
T 目 ょら 円み 十 AT 目) では 明 
八 H (日 赌 日) 午後 二 時ょ をな 八 
十と 下目 ご 聖ニコラス 巧の 白人 
敎會 堂に て 今回 婦人を 本位と す 
る だけ じ 當化 类術錯 にかる 义學 
厲十津 田敬武 先をから 『鏡の 歷 

を ミ女德 J 及び 安部磯雄 氏の み 

壌卜 ぁる ホ 木 ホ 人の 『ホ 國に巧 

ける 婦人 敎 育』 ご 題す るち 益に 

してを つ 趣が ぁる 講演. か ぁム签 

で 男 ホ じ 關せや 腺 域外の 人々 の 
巧 會を希 導し 居る。 謂 敬が 終 

つ。' 後は がの 如く 茶藥ク 變應を 

受けつ^ 懇談 じ 移る； ごな つて 

居る が、 委員は 

赤 木赤哥 長を 川 菊 地 

巧 巧 小 ハ 合增田 お永媒 

田 高 岡 巧 中. ち 働 

のを も 人で ある。 


講演 ご禮 拜說敎 

ま督敎 同盛會 ホ^の 寶 川豐彦 
氏 講演 會は旣 報の か < を 敎會じ 
がて 催され 居る が本扫 午後 八 時 
及び 明 H 曜 H 午後 八 時の 巧 巧は 
東 五十と 了 召 S 1 一一〇番が 育敎會 
じ 於て 间 氏の 講演 會 みるべ も 
明 H 曜 H は 午前 十一. 時よ. 7 埼盟 
會ま懼 の 下に 賀川 氏の 靖巧 說敎 
ある 壁 じ 付 一一 般 同胞 諸 冗 姉の 擧 
つて 巧會 せむ 事を ホ 望 可と。 


贊川巧 講演 

I 禮 拜說敎 



が 店長の 着 仔 披露 

餘木 商店 晚餐會 

鈴 木が 店 じて は 新任ち 巧 長を 

崎を 一郞氏 着げ' 披露の ため まる 

午後と が H 本 俱樂部 じがて 

晚餐會 を 開いた が 出席者 六十 余 

名 非常の 盛會 でぁつ た。 W 店 ホ 

闕 監督 役 巧 巧み 郞氏 おもて 寺 崎 

巧を紹か^、 臺灣ぉ巧巧お所長 

山 本 健を 氏、 一一 一井 物産 取締役 平 

田 篤み 郞 氏、 細 齿 副領事 等の 歡 

迎の辭 が あら 撤 宴せ るは 午後 九 

時半。 


お所=紐育日|14人を會 

を 五十一た 了 目 一二 兰〇 
時 H 主 二月 レぶ (主 午後 八 時 
1二 巧 八 与 ( H ) 午を 八 時 

日曜 體 拜說敎 

一二 H 八日 (县す 前 十一 時 

說敎 者賀巧 豊彥巧 

を 相 催し 候 間 諸兄 疎の 御巧聽 
を 希 窜化候 

あ督敎 同鹽會 


ま 旧 巧 巧 展覽會 

巧 夏な ホ 彩管を 携わて ホ國日 

キー 山地 方 あび 加を 太を 旅 巧' 


赤須巧 個人 麗鹽 

ボス トンボ ワィ、. 五 4、 ン. 一 

ニ ォン 《カメラ 识樂 部會員 ホ 

須錠治 巧は ホる と、 八. 九の II 1 

: 間に 江 一ら 日本 俱樂 部に 巧て 個 

人 展覽會 を 催 ふす 事 VJ たつた。 

氏の 寫眞道 樂は义 しき も. のじて 

最 巧の 出品は 約 二 年 前 當地グ ラ 

ン ド. セント ラ' 术 バンス じめ け 

る ィンタ！ ナシ ヨナ 八、 ア—卜 

クラフト 展 覽じ始 ち 其な 煎は 紐 

育 及び 倫敦 寧の サ n I ン-し 出品 

して 巧 評を 得て 居る おして 氏の 

作品は ホ どして ランド スケ ー ブ 

なる が K チ ご フイ フ にもを 逸な 

るら のぞ < おお 點數約 一一 一十を 点 

じ 達して 居る。 


0 本 歐洲巧 

乘船 切符 化に 大鹽橫 斷鐵道 切符 

諸 外闊送 b 小 荷顿は 便が じ 御が 

計ら ひ 中まず 

日本 郵船 會社 

並に 各漁审 漁船 會祖 

代理店 片禍 兄弟 廟會 

な育巿 まあ 十九 了 目 ニニ 四 あ 


電 話り ー ジェン. 


一二 四 八 〇 二 一四 八 一 

〇 二 II 丟 


參紐育 口 本人み。 巧 事を 組 育 印 
本ん をに 一はみ 遇 火耀円 午後 六 
th, 料を 都 じがて 理事 曾を 關 
.*0 雄會 準備に 幽する 件、 をを 封 
曾の 殺 吿じ勒 する 協 泌をリ す 帯 
でを る ごり 

♦靑年 會お會 西 九十 八 了 目の' 
日本人 靑年會 じて は 明 日曜 H ぉ I 
を細總 會を閒 催して を 夕を巧 試 
する も。 

♦西 树幸男 氏 お 巧 隆ボ西 島 十 
一 了 目 一一 r 円 十 地 西が き 巧 氏 
はを ぶ淸 K 私師司 まの 下 じ。 1 

ズ 、.- 'レサ 嫂 ご 結婚した。 

軍 佐宫 一巧 福が 陸軍 大佐 

及び 内 旧 中を の 一行は まる 四日 
入 渚の ォリ ム ピック 號 じて ホが 

♦小 林 又と 郎氏 日本 綿花 横濱 

だ 店長、 ホ A か 息词伴 ホる 十一 
日 午後中 巧 食 お 場出發 西. け 十 セ 
日を 港 巧 帆の 春が 化 じて 歸 朝。 
•繁を S 郞巧 銀行員、 數 H 
简 H 本 Jb 巧紐轉 らく 滯 なの 上 
渡英の 笠。 

•小が 絹 治 巧 南満 鐵 道な 育 事 
巧 所長、 夫人々 壌 同伴 本 巧 二卡 
日 前後 出發 S 十一 H 桑 港 出帆の 
西 比 利な 化 便じて 歸 朝の 豫 ま。 
參巧棵 区 衛氏 新任 日本 郵船 會 
邮横濱 支店長、 家族 词伴 本日 お 
發巧巧 歸锅。 - I 
♦太 旧 靜男新 巧 一ニ ホ 物 產紐宵 
支店み 長、 春が 义 じて 着 桑す U 
ホ 巧の 乾。 -i 
♦相を 利き 氏 新任 一二 井 物產お 
育 支店 勘. を 巧 ま 巧、 同上。 

® 下田 文 一氏 新 巧 S み 物を ぶ 
業 部 社 賢、 厨 上。 

♦天 野 達に 臺灣 銀行 紐 育を 張 
所員、 東を ミ 巧じ轉 巧を 命せ 心 
れ本巧 ホ頃输 朝の 巧。 ； 
•小が 輿四郞 巧を 港 あお 栖舍 
ぞお A 、 前週 ホが 目下 滯が 中 。 i 


綺鹿なるお漫殿に魄 

重 W ! ぼ、 電 ち： 軍 話 、 b 

!卜 、フロ ■ — ドウで イ 化".^ 端よ 
ら一 了、 ベ— スメント 0 

. Valeri ミ， 夏 W . 夏 th St . 呈 y 


/tl f / J . 


一週 お 巧ぶ 八 巧 、 I 
人 又は 二人に 適す、 
ホ 廳へ十 か タィム ススク エャ— 
へ ホ 肚を带 話 ヵンパ ランド 呈 三一 

184 舌ち St | BI . 旨 こ ゴ| ま赔 掏す 

音 樂敎授 Kb ぃ； 一; パ 

獨 唱歌 授業を ケ H 《弗 (一週 画) 
西 六十 五 了 目を 京巧會 階上 
菊 池 盛太郎 


W 化 ホ 直し 

古服の 修 構め 化 立直し 其他プ 
レス 等 班 速叮峰 じ勉强 致します 
から 何を 御用 命を 願 ひます。 

日本 洋服 巧 

西 五十八 T 目 一二な を 

亀 話コ ロム バス 四 I till 


う デイ 販賣 


♦り 本人 美' 3 敎會 
『題 ホ定』 

♦基督 敎 隐道禽 
.『題 未定」 

♦卽 育：：： 本人 お會 
'『題 ホを』 


川 島が 細 


川 侯か師 


淸水 牧師 


婦人 求職 

人家 庭に ' r ウ スモ 

雇 はれ 度し。 

豆 SS. H 養 er, 3 さ ご 21 害. 置 


信用 ある 若 
き 掃 人 日本 

•ハ I としで 



■ H 本人 諸君： J は 格を じて 勉强 
し 御用の 節は 機械を 持參 して 詳 
しぐ 御說 明を します。 左へ 御電 
話を 願 ひます。 【石 井英 太郎】 
妄 W . 5 置 St . 音. を C 
* Tel . Circl こ 815 


書籍 一蝴 取次 

ホ國 出版の 雲籍は 内て 特別 割引 
じて 迅速 r 化 ホぎ 旅 巧者の が 免 
參考資 巧の 書籍 遙集 巧は 特に 御 
促を な 計 もな 致 ホ 〔噓 恼】 

な itoshi 击 alia 、 

一で ミ ち ミ St ., Tei . ぞ ek ョ an 芝 28 


♦■♦■♦■♦■♦■♦画一 


妻 >/ r ヒ 四 室 r . ハ.ー トメ ント 

^ M 一人^ — マ） を ホむ 

I 週 六 巧 地下線 じ： 下、 高尙な 

腫 域、 K チー ム 、電氣 、湯殿、 

其 化 完備、 一ん 家內 、他に 片 1 

マー 無し、 ピアノ 使用 自由。 

ジ I . Audub 旨 云 95 言. 2. Harry 

吉 4 卓. 13 eth 芭. 呈 y 


が肯 4 命が 險會社 

一二 木定吉 


ミ- 

者 


保險 


New YO 宗 Ufe Insurance Co 
51 ohambermwt: 
t'rrew York Qt;y. 

巧 了 on 夕巧 ranklin 49 ごご 
円 ？ coha 日 巧 e Bsasoh 




謹 


吿 


肅 啓を 寒料峭 の おを 位を々 御夕祥 の條率 慶賀 候。 陳を 

弊 巧 藤を 大の御 引 立を 蒙 も 御蔭を なて 日々 隆盛 じ 赴き 候 

段 難 巧 奉 深謝 候 

今般 本店の 命じ 化 b 井 ホ ブラボ ー ス ごな 名 仕 b 従 ホの 述 

ら營業 可 化お條 何卒 舊倍御 引 立の 巧 お 欄 b 候 

右御瞒 旁々 謀 吿仕候 化 

. 舊交馨 な ホ元ブ タザ ー ス 


大正 十四 年 二 巧 化 八 H 


ホ 


元爲 I 二郞 

東延杳 

お 谷川 娛太郞 

か 田な 雄 

藤 巧之亮 


伊 


ぞ 

须 



ンク類 


純異な る +1 ン ユ コ シ ユ 、\ス ー ド ロ ーブ 
トランク 爪 値段は 皆さんが 永い 旅 巧を な 
る 時の £ 锦 化よ ら遙 じを 價 です。 

.シ 


シ 


ュ が^の卜 
ランク ごの 違 
つて； ag る おを 
じ 入れ 度 
、ゾ 御座います 
から 柯卒御 ホ 
巧 御 一 覽を願 
ひます 0 


A 


化 

4 

6 

ci . 
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國ホホ 1 ム 


電話 八 i 品 編 写，} <シ 


ブ クス 

W だ、 全/隣 リ 



::: 木觸 器雜貨 

ク i ク ^ — ツ 舞贩資 


卜 


巧 ホ ^ % ^ OH 

貧* 茵 イ が 3 鞋 

MO 空. . 乙 〇〇; I 口 C ' 

105 巧-一 で己一 St - N . Y . TTeL 13 妄 vesant 苦 85 -S 


I 

勇 

AF 

詳 

薇 民 
语 K 
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— 

ぶ 

會 

社 


^ ホ 
:咖 ホ 

品 お i 

一： S 桑路 一 
: 5 


iffi 


難 

出 

帆 


ホノ か、 ■縷濱 おち 長 蹲 •上弯 香 溝‘ 馬を 巧 わ 
(羅ぉぉ帆 二月：^:セ目.} 

を 洋ん三 二、 000 哦) I 二月 十と H 
困 比 巧 罪 丸 (言、 0 客顯〕 一二 巧 化 一 H 

(絕お出酌 一一一月二十-^日】 

太 洋丸三 二、 呂〇 巧」 四月 十四日 
天洋乂 ( lllrooo 巧；}' 四巧廿 八日 


化 

n 

な 

S 


化航 
俊 化 


墨西哥 、秘 露， 智利諸 港 巧 
ホノ ，、橫 濱神口 巧 司を 港 巧 
を 塗 甚六 週一吗 

〇爱潘 巧— 切 巧磨窒 を 購入 御 幹を 化， お 


y 

5 

A 如 


心 

., 8 . 
市 i 
i 俄 C 
一 i 

ぶ 

す 1 
お 

店^ 


シ卞卜 < 出帆 午前 十一 時 

▼フン ジーア ント ジヤクソン 

ご 一巧 十六 目 

V フ レジ テント マツ キン ン^ 

一二 巧 二十 八：！： 

V グ レジ •テント ジェフ ア ソン 

四 巧 丸 U 

▼フ レシ テント クラン V 

四 j H 
▼太ず 洋が路 の 愚か 速演船 ▲ 
►船室 廣く 理想的 じ 完備す ▲ 
▼ベッド 使用 コット じ 非ず A 
御 ホ 留じ 化ち 曰 本 食を 調 ふ 

代理 巧 桑 山廚巧 ミ ご害 苗 


曰 

本 

一部 

船 

會 

社 


紐 

育 

ち 

店 


k 


わ 2 
ミ 

\ k 


レ 


ご 


支； 

.唐 


シアトル 出帆 (出 化 午前 十 時) 

餘岡か 一二 巧 十八 日 
横濱丸 四 巧 十 H 
加 貸 丸 四 巧 ホ 量 
伊豫 化 五ち そ 一日 
り 本 巧 船客 運賃 新牵 
一^横 巧 一' 化 五 巧 神 戸一 一〇 五 巧 
ミ 等 洋食 五十 と 巧 和食 五十 五呢 

歐洲 H 本锁 客船 (每ち 局' 
淪敦よ 6 1 等 だぶ 磅 、二等と 十 
磅 、お 巧 塞よ 4 ! 等 化 十と 度 
二等 六十 六磅。 

化育 出か 田き 巧 括 由 目； 扇 


船 星 
を 巧 
はを 
坂 御 
本 呼 
を お 
小し 
荷 下 
称さ 

よい 


e 

.m 

L 

に 

c /5 

a 


社 

會 

船 

商 

阪 

大 


端 I 

^ 刷 

む おわ 
化. 叫 

綱 II 
怖む. 
=2 巧 b 


シアトル 化舰 
ぁらび や 化- 一二 巧 廿 六日 
あら ゲな乂 四月 九 H 
▼橫濱 一等 一九 五 弗 一二 等 五 五 弗 
一二 等を 室 大改盤 家族 室夕較 
ロスアンゼルス 岀师 


めきし こ乂 
しか ご乂 


一二 巧 か 八日 
四 巧 化 日 


▼沙 港羅が 巧激車 切符 寢霉 券講 入御 狩 
旋化 b 候。 

▼化育 お パナマが 由 R 本ち がが ほ 物 化 巧-の 



松 平 大使へ 希望 I 



曰 本 編 巧 巧 まを な 短ち 支店 

•Japan Cotton Trading Co., Ltd^ 
Cotton Dept. 

60 Beaver St : り 
T •し Bowling Qreen 2990 

Silk Dept. 

25 Madl,on Av も , 

T#l. M • ん か . SM 


江簡 巧を 食祉 紐 育ま 店 
Gosho Corporation, 
Silk Importers, 

334 Pou け h Aw. 

Tel. Ma も Sq. 48M 
む osho Co., Inc., 
Cotton Exporter* 

60 B6av が Sir* 

Te し Bowling G けが 8806 -06 


大お朝 H 新 巧な 
福 旧ボホ 
0 な KA ASAHI 

お om 308 World Gilding 
Tcl. わか man が郎 


大巧 毎日 こ* 京扫曰 

上 巧虎垂 

Osaka M お nicW, 
407 Tribune B 山地 ng 


瀬 川が 隙 事務所 

比 Segawa, Insurance Broker, 
303 Fifth A が ., 

Tel. Franklin 4900, ext. 193 


巧 巧 荫事株 ま會社 紐 育 支店 
Udi;da Tradhig Co., Ltd. 
291 Broadway. 

Teh Worth 1576 


兰共巧 ま會社 舆巧資 あ 巧 ま會な 
. 代理店 

高がなる 
Takairdne Corporation 
120 Broadway, お w Ifork Cih 
Telephone Rector 7885 


海軍 藍瞥 事務所 

おが new Naval inspector's Offi が 
1 Madison Ave. 

Tel. む hland 2030 

进野 物產株 ま脊社 

Asano Bu が 泣 n Company 

Room 801-805 
165 Broadway 
Teh Co け Ian か 8047 ' ぶ 052 


Paul に M. Thomsis 

Adve け i8!ng Counsel 

1628 Sun む Hding 巧 ONa な auSl 
Tel, Beekman 6978 


大倉 組紐 育ま 店 
Okura & Co., 

30 Church が.， 

Te し Cortlan か 2292-93-94 


S 井 物を 株式 會社 
お育ま 店 

Mitsui & Co" 

が Broadw が 

Teh BowKng Green 7520 

商 田商會 
が 育 支店 

Takata & Co., 

巧 0 む oadway, New York City 

Tel. R が for け 21 

巧 ま會化 尝井 商— 巧 
おを ま 店 

Iw お & Co .， 

Woolworth Building, 

Tel. Whitehall 6040 

S 案が 睾會社 
Mitsubishi Shoji 技 お sha 
(Mitsub わ hi Co^ Ltd.) 

120 垃 roadw が 

Te!. Rector 25602664 

日 . ホ 生糸 巧を を 班： 

紐 育. ま 店 

Ni 叫 1- 化 1 KIIT0 KABUSHIKI WISHi 

がに 排ぶ El ICUTO CO； LTD.) 

3 巧が H /IvenuCi 

Tel Ma ん Sq, 7592 ぶ 

神卢鈴 木-巧 化 
化ち 支な 

Suzuki & Co. ， Ltd. (Kobe) 

220 占 road way, 

Tel. Cortlan か 11 が - 50 ぶ 1-52 ぶ 3 

B 本 生糸 巧 ホ會な 
な 育ま 馆 

M 白 rimura わ ai & む ., お enis 

44 E. 23rd St,. 

Tel. Ashland 5320 

おを 名會か 
紐 育ち 巧 

Hara & Co., 

443 Fourth Ave., 

Tel. Caledonia 7830-35 


既 

苑 
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fiim 冷 I 


叫 


糾 が；！ 耕. 報 


大使に 望 か 

な 化 的 解か 如何 

S 米 大使 地 故が 化 氏の 後を 繼 

いだ 化 ホ恆雄 巧け 本 巧 五 U を 渚 

に 上 煙し：！！ 地に がける を 方. 面の 

歡迎 をを けて と：：！ 化 避 本り 頃 巧 

地が 骗顿 におす る i ご。 つた。 

き 人は 义敷人 逃 難を 傅 へられた 

な 米 乂 化の 爲 任を をる じ まつた 

一举じ おして 先づ 祝意を をす る 

を でんる が、 現 化の 霞 おど 'て 

は 化 牛に-か 最も 適當 U 人物 でん 

るのに 頼み てん 逃ぶ ちしきを 得 

たるを 悅 ぶめ である。 

口 本 ご米國 ごの 翩 係は 或る 一 

部み 論を 5 唱 みする がかくみ し 

て做举 ではない。 衞單 で.：；* いか 

ら随て 闲國の 間 じ橫は b つ {あ 

る 問題の 解決が を 易で。 いむで 

'わる-比を 國 をの プリン シブ 瓜 

がぶ 患 ご 互 謀 ごの ま義 にを いて 

な' おご 雅 おごを W てち な 巧龄せ 

ら るべき は级說 ずるまで もない 

けれ 化 ハ、 巧 点は 如 州に してを 墓 

な 雄の ま義 をの 確に アプラィし 

得べき かに 化る めで 假か 外を 家 

の 人格' 識見、 閱 お、 聲埋 、乃 

ま 化を 識は 中み がない じせょ、 

双な にを が おくは 係ず しつ i あ 

る 巧 題を 化 務 的で。 く 解 巧し 得 

一べ； きが 轮 どす 腕. こじ 缺 くる 所が 

あるなら げか ホ 父 家 ご L ての 職能 

占 巧を を ふす る i は 剧底學 みお 一 

'いので ゐる〇 

勿論 H 本 ピ乂国 ごの 閒 じかが 

; する 問 館を 解み して 傳統 的の ぶ 

泣を 維持し なて おが 永遠の 平 か 

一を が 隙せ むごす るに 當 つては 單 

_ に郎 U 巧 < は駐ホ 大使の が 幹 ま 

贼 のみに 仪 がする iu 出 ホない 

化 懸隔せ る闲 國の經 濟的實 力と 

相が 馳 せる お國の 凰は 的 戚悄ご 

をが算か：^お^ ベ きではない。 

乍 饼巧も 祖國を 化を してを じぶ 

巧 じ 化 あたるな 上、 巧ら じ 巧言 

麗句 心を 换を U ず じ晚せ や、 當 

曲の 問 趣を 解 巧せ わが 爲 めじは 

r. r 化 猶は辭 せざる.！ 底の 覺悍ど 

機器 どがなくて はならぬ。 

お. 牛乂 化の 第一 巧 おは 恐らく 

相巧馳 せる 兩闽の 轉は的 述恼を 

細かせ しむる じある であらぅ。 

故—. お ホ 厨ぶ びホ國 々はじ お 

して'；: 一む 健を 敏に 日本 及びり 本 

齒 おん 眞 总を披 漉して 化 ホ 得る 

丈け ぶを じ 吾が 立 おを 誠 解せ ム 

むべき である ど 同が じ 『吾が 立 

塔を 誠 解 J したならば 『如 巧に 

して 適 化を ホに 眼 助の 問 趟を解 

か 1 べき か』 を 提哨し 脚滿且 

'つきを じ 「み 体 的の 姑 あ」 を疏ら 

- しなて：：： 本ぶ びり 本陋 民を して 

- 滿足ゼ しむべき である 大 化が 

をし U かて おし ご 旨 ふ U 無な ホ 

_ を . H 米 親 ま經』 を 朗誦して 巧言 

|鹿巧みを赞ををごする4:?らばを 

曲乂巧 父び 乂國 々はを 滿 足せし 

'むる じ 止まち 大使を 特派せ る 日 


本 & び H 本 威 民を 失毁 せし いる 
の おおを をな に 過ぎ U い。 斯く 
の 如きは 舉お巧 ホ 外を の 失敗を 
繰 返へ すの みで ある。 吾/、 h 外 
をのぶ 巧を 肖して 『討論 じ wb 
て對 手を が 服す る、 と』 巧 ま 『鹿 
絳 手段*」 化 b て お 手を 瞄過 する 
と 一で ある ピ 信ずる 者では；：* い 
巧 瓦を 滿 足せし むる i が 外を の 
妙諭でゐ つ て是れは最もま難^:*' 


wwi |りが||| が 

P ん詰 Er ; な 
が ii W A 

柱つ ま 高む ホ 最も ホを ある 任務 
の 一つで わる ごち ゆるがな に資 
明；： ：〇 る 松ホ大 化の か 幹 i 手赋ご 
じ信賴 して =11 一年 やの 年で 外相 
のがず を悅 ぶが 如き 轉浮 考は 
素ょ b 大使 じは あるまい U 從來 
H 本が 嘗めた 苦が い 載 験-し 鑑み 
ー ホ ■ホ 急が ホ 息ら''.^ 日米 問題 
の 具 ホ 的 解決に 巧 巾が む i を 熱 
禱 ずる 巧 第で ある。 


幕を 切った 聯盟 理事 會 

英國 案に 反對 多、 し 

歐洲 弱小 國を 背景 じ 佛國が 動く 
日本の 「態度」 はわ 天氣 次第 


ゼ ネゲァ 化： n を U 豫 てょ b 第 

二闕 際带脯 縮々 待證關 催に ま大 

の關 係を がする 國際强 制 仲裁 條 

約の 批准に 顯 する 國 隱麻盟 理事 

貪は 英國 政府が 本條 約に 對 する 

自治領 の 反對じ 遠慮ん 從 

つてを 條約 のな 化 おくは 化 用 案 

を 提出 ィる であらぅ ご 期待され 

つ-- あつたので、 本 U を 0 て 第 

一日 じ 召集した 會證は 異常の 注 

目を 惹 きつ t あつたが、 巽 越 化 

を チヤ ムバ 1 レン 氏は 前日 ホょ 

6 新聞紙を 通じ 仲裁 條約じ おす 

る 英齒め 反斟を 明白 ごし、 これ 

が 化 用を として 獨 逸を-^ をむ フ 

ランス、 風、 白ち 義 、伊太利. 

の 相 直 平 かが 証條 約を 提出す る 

の 慮を あらし も、 フランスを 中 

&ど する 歐洲の あ小國 、就中 ナ 


エ コス ロゲ ァ ネア、 ボ 1 ランド 

グー マニァ 等は いづれ もみ 间一 

致して 大國 のみを 中 •むごす る 新 

平 か 保證條 約の 締結に なおし フ 

ランス も 亦を の歐渊 大陸 政策 上 

ょ > して 英圃の 提案に 

反對の 意を 表明す る じ ま 

つたんで、 第一: 3 をな て 吳闕の 

態 巧を ぶ 明す ベから し チヤ L 

1 レン 巧の が說 はこれ を 來る木 

曜リ 頃まで 延期す る i ご ub 

この間お佛化おの密燕じ移る； 

ごな つて ゐるわ 歐洲菊 小 國か今 

回の 典 轉提溢 じ反對 する 巧な は 

(ィ】 斯る 提案を がて し 代用 

まを 採用ず る i は國瞭 聯盟の 

威嚴を 傷け る。 

(。】 岡 時 じ大國 のみの 平 か 

をが 趾 すべき この 極の 條 約は 

今後 巧び 大 固が 弱小 國を 自由 

じ 操ら 巧て 华 和を 攪谢 

どい ふ 二 点じ 歸しゐ る もの： か 

く、 從ホ フランス じ 好意を を 明 

して ゐ ない 國をも 本 問題 じ 就て 

は フランス じ賴 るの 

現象を 生む-」 ま b 從ミ 

I 本 問題の 轉 回を 何 じ wb ては 歐 

洲の 情勢 じ 一錢を 巧す じ まる お 

棟で あるが、 フランスの 立 撰は 

巧 ま 乃ち 化 用 まの いづれ を 採用 

する お大闕 どしての 自國 の慨面 

は 傷け ない が、 獨 逸と 徑携 して 

これを 巧 ふ i はち 力なるな 對ネ 


エブ ォ ー 首相を 化 表—. て 出 
席し つ {ある 前 首化ブ リアン 氏 
は チャ ムバ ■ — レン 巧じ對 し英國 
巧 閣の大 を 蚊は フランス じ對す 
る 直 おのな 平和が 証に な 料し フ 

ランス 政府は 獨逸 どの 提携 じ 反 

掛 しつ S ある 立 旗を 明白 ごし グ 

ァ八 ナィ ュ條約 第 四十 二、 四十 

二 反び ra 十四 條を おじ ラ キン 巧 

畔み 防備 撤廢を 要求し つ t ある 

もの i 如く ' H 本 化 あ 石 井 菊 巧 

郞 子は 盧 かは 飽 迄ら 

原條約 を 固執 せんど 傅 b 

られつ-- あ もが 後本國 政府 

ょらを をなる 訓みじ おしこの 際 

間 超み が 案を 画 糊す る 王 一は 奠题 

自お領 の 威 おを 惡 化しり みのお 

英 W 巧に 隊 壁を 設ける どい ふ 立 

場から 一一れ を 中 化し 暫ら， ，、形勢 

の 推移を 拱手 傍 觀の上 態を を 巧 

ずる 模樣 である。 


爆 離 事件の 


犯人 捕縛 


福 旧大將 暗殺 計畫 

まま 特電 义 円發 U 昨年 化 巧 一 

U の關お 震災 追悼 爵じ 出席 せん 

どす る前關 巧馨趨 軍司令官 福 巧 

雅一お 軍を お 銃 じて 化擊 せんど 

して 果 さず、 其 後 闽將軍 邸に 郵 

便じて 爆裂 彈を 送らし 者 あち. た 

るな ホ 東京 巿內 のを 所に 奇怪な 

る 爆 毁彈發 をされ 人必 掏々 たる 

もの あらたる が、 變視廳 じて は 

其 後め 巧 ごならて 化 人の 搜 索に 

從 事し 谣く 滿鮮化 ホに も 刑事を 

派遣して み 偵の 結果を 化に 潜 化 

してんた 化 人 置 人を 逮捕し 本 H 

じきら 漸く 記事 差 化め を 解搂し 

たが、 是等五 人は いづれ も大杉 

榮の间 志で ある ご。 

な對が 多い 

英 露を 渉 

勞働 寡^ 示威運動 

日ン ドン 义日發 ：：：： お 國を府 部 

內じ ては 駐英。 シア 化 節 0 コゥ 

ス キキ 氏の 歸英ピ 共に 契ぶ を 渉 

じ 巷 手す るで あらう とい ふ說じ 

がて 堅く 化默 をず つて ゐ るが、 

自由 黨 及び 勞働裳 側は 巧 羡を涉 


は 避け 難し ごて 盛んに 示威 運 勘 
を 試み 現 政府の 巧が 蓄 手を 您泌 
し、 をの 裡 おどして n n ゥ スキ 
キ氏は 

重要 •部 令を 受け 外相 チ 

ャムバ ー レン 巧 じ條約 基礎を 提 
出ず るに まるで あらぅ ど稱 して 
ゐ るが、 政が 側 じて は、 英 潔を 
渉の 基礎 條件 ごして、 

【ィ】 前' 内閣 じて 問題 どなつ 
たジ王 ダノフ 氏の 宣傅書 事 かは 
れを打 切る； 0 

J > 】 勞農化 府は巧 鹽內じ 於 
て ホ 化實傳 を絕對 じが 切る， とじ 
就て 確ず たるが 證 をが わ r * けれ 
じむら の。 

】 《 シアは 英國の 掛虜貸 
附耍ポ におし 莫 額なる 新貸附 を 
希望して ゐ るが、 英國 はこれ に 
凿し絕 掛じ贊 が 出 ホの。 

即ちを はを 國侧 のが 本 おか ど 
して & るが 愚を-しま b 

目 露 協を の 結 あ H 本は 

化播 太に がける 油 旧 租借 權 ぉ獲 
得ず る 外 n ッアど 提携して 極東 
政局 じ' 一大 變 化を 半 じつく ゐる 
ので 英國 政府の 神 經は頗 な 尖つ 
て ゐる上 梟を 米國の スター ダー 
ド 石视會 社. い。 シア ピ石か 購買 
契約を 巧な せしめた； は 今巧對 
を 貿易に 就て ホ闊 資本家が 活躍 

する 前 化で ゐる ィ」 の聲 がを 慰資 

本 あ 側の 中に 高い。 がるに 純 保 

守黨 側の 右冀 筋は 絕對じ 掛義を 

渉 不可であるどま張してゐこ 
のであがは板挟みご^;*6頗るお 

境-し 陷 つて ゐる樣 f である。 

假 大統領に 
ぐえ ンズ巧 

ベ グリン 化 H 發 in 前. ゾみシ r 

聯邦 曾が にして 現に， 大審院々 良 

である ジモン ズ樓 ± の假 大統跑 

就任な 今朝 篤 二 讀會を 通過した 

が、 共產黨 及び フアス シモ 黛を 

除きを 院 一致で をの 假 大統領 就 

任を 承認した i は ホるべき 大統 

領戟じ 最もぶ 力なる 候補 港を 加 

わた もので^ つて、 は主黨 側で 

はこの 際 ジモン ンズ 巧を して 五べ 

片卜 氏の 遺ぶ 一を 繼承 せし いるを 


至當 ごする 變を發 ぶす る じ 巧 

つたが、 同じで 刖 プこァ 聯邦 

首相で ぁつた ゾ 知—ン 氏の 巧聲 

も 仲々 優勢 じて ぶの 外マグ クス 

前 首相は 借促黨 ふ！^ 會黨 一部の 

勢力を 背景 ごして'^ 势 でぁるが 

前國防 大臣と して H 腕を ふるつ 

た ノ^ — スヶ 氏を 起 S ずる 運 

動が 國お 鬻ん間 じかから 勢力を 

ちして ゐ る。 

松ず が 大使に 

大統領 賛 ^ 

を 港の 日米協 

を 港 九日 お：：：：： 新任 ホ國 

權 大使 松平恒 雄には 昨が； つ 

モント •ホ テ 〇し瞒 催されで を 

港 ： a 乂協會 の歡迎 晚餐會 じ^ 席 

し日米親善を高唱しじが、 ^\統 

爾ク ー ブッゲ 巧は 當 夜の 司 會一者 

たる H 乂協會 々頭^ — $ K 氏で 

左の かき 贊 解を 寄せた ので グト 

ミス 氏は 席ん これを 朗讀 した 0 

余は を 港 H 义協會 が 今夕 おや 

大使の 爲 めに 徽迎晚 發會を 催 

す 由を 閒き衷 & J 6 これを 渝 

快 ごす。 余は 貴下が 化 ホを じ 



對 ずる 余の 歓迎の 息を 大使 及 
び會員 諸氏に 巧 連 せられん を 
を ホ 望す る。 化 ホ 大使 あび 夫 
人は 氏が 軍瞄 制限 脊講 當賠じ 
挪化中の華麻じがパ 1友人ょ 
b 大歡迎 をを くべ < 、松が 巧 
の 巧 命を の ものは：：： 本 孜府の 
巧 奪に 對す るぶ 情の 披渡 であ 
る ど 認め 得る。 y 本の あき 傳 
統 める 家庭に なれ、 而んて 新 
しき 理解を ち t る 戊け U ホ両 
國 S 利 權の爲 め 大使 どしての 
最適巧巧である^は余の確信 
ず i 所で あ Q て、 余は 貴下が 
この 大使を 第一に 歡迎 する の 
特權 あるを 知る ご 共 じ、 新大 
化に おする をの ホ 错は 即も贵 
下の ホ 留じ 等しき もの な- 
を 表明す るに 禪ら ず、 而 して 
新乂 化は この 傅統 的なる 兩爵 
の 親善を 益々 增 進す るに まる 
ベ き； を確信す る云 々 0 
尙ほ 松ず 乂 化は 新聞 記 お 幽ご會 
見 後 底ち じ ワシントンに 向けて 
出發 したが、 大使は 日 义両國 の 
親を と 新聞紙の 寬乂 なる 鞠 係に 
言ぶ し 左の 如く 述べた。 

若し ホ國の 新聞紙が 日本 S 眞 
相 じ 就て 確實じ 報道し、 H 令 
の 新聞紙が ホ 轉の眞 相 じ 胸れ 
るなら ば 兩國の 協力 ご 親 巧は 
益々 增 進す V きで みる 云々。 

今期 議會は 

ぶ統派 中ん 

急進 波の 勢力が 殺 威 
ワシントン 化 目發 ；：：： を 期待が 
議 貪は 約 一二 週間 じて 閉路す ベ 
かを 委員長 ボラ ー 氏 等は' ク！ 

デ 大統領の 選擧 政網實 施を 巧 
を ご L 蕉食 期の 延長を 求め ク i 
をる も 汝麻部 巧 じほ' 驾强 く議省 
は豫 をの 期間 じか 會 する 答で、 
ボラ！ 巧は この 短期 日の 間に 衝 
露 通 巧を 涉の雞 案を 提出すべく 
準備中で ある。 而 して おか 黨 ぶ 
統派 幹部は この 陈强壓 的に ラフ 
ォ レット' 一派の 勢力を 共 か黨ょ 
ら驅逐 すべく 密議 中で あるが 
事 賞 じ 於て 今み 總選擧 の 結果 ご 
て 新議會 はお 統一 派の 勢力 增 
進し 急進派の 勢 A は减 退して 民 
ち黨ご 提携す る共議 脅を 動かし 
能は ざる 態度 じある。 哪 も今聊 
講會の 蹄 立は 左の 如し。 

下 院 

共か黨 (正統派) 一ニ ニご 一 
共か黨 (急進派) 一二 
民ま黨 一八 一二 

上. 院 

共か黨 (正統派) '五 
共 か黨- 急進派) 四 

民ま黨 四 0 

農勞派 


ア 等に 對 ずる 小額 據計八 千 二百 
万 馬克に 達して ゐ る。 

粧支 公使 榮轉說 

/ ンン トン 化り 後：；：； 圃務省 筋 
から 洩れた 賴道じ 化れば ホ國の 
支服駐 巧を 使々— ホ •シ ユーマ 
博 ± はなな 中の 功績 願 著 tj る 
もの ぞく 夕 を駐獨 大使 じを 轉す 
るで みら ぅと 〇 

名が 曲 家 逝まず 

リ I 化 日發 nr 化が 的 作曲家 
どして が 名；：：；* るモ ，ズ •モズ n 
キー 氏は 本 H 逝去した。 

註。 モズ コウ K キィ 巧は 千 八 
酉 五十の 年獨 遮の プレス ロ ー 
じ 生れ ド‘ スダン & ベ グリン 
じ 學び千 八な 化 十と 年な ホバ 
— じなんで 在た. か大 戰の爲 
めが 産を 喪失した な ホ 健康 勝 
れや遂 じ ¢1 一樂み 敎授を 止めて 
ゐ た。 氏の 門下には バ デレウ 
ス キキ氏^^がんる。 


''レブ ンィ 

覆面 子 

て〕 歐 洲の卷 

南 S 空から 鴻の なが 渡つ て ホ 
て 巧邊の おや 人里 近いが の 梢に 
樂を 造ら はじめる ご、 春が ドネ 
ブ少 河の 流域を 訪れて、 雪解け 
の 水に 氾濫した 河水が 遠く 曠野 
の 奥まで も 浸して しまぅ。 が、 
をの 濁 ル もやが てまた 一 兀の店 じ 
退いて、 ペリカンの 雛が 親鳥 じ 
をれ られ て、 葦 間に 小魚を あさ 
る 頃に；： > る ど、 南 露べ ツチ ビア 
平原の、 春の 水に 浸された あた 
は、 丈の 高い 絹糸の やうな 牧 


野に. 巧 宿し、 固を の 法律 やを 瞬 i 

の 巧を なでの お < てを の 自由を 
巧 鄉才る もの もなければ、 四菌 
の 事物のを のむ を 誘惑す る もの 
もな く、 朝日 じ是 め、 巧 ホ じ 眠 
る ィ」 いん 誠の 夢の やぅな。 1 マ 
ン チックな 民族で ある。 

新生の ホ 兒が赃 々の聲 を 上げ 
るの も】 巧の 車の 上で あ ち、 靑 
春の 男を が 熱い をに 耽る の もま 
た 一張の 天幕の 下で ある。 をは 
。シアの 靑 年で、 化を 厭 ひ 化育 
じ絕销 した 揚句の おて は 天 化 じ 
な浪 して、 束銳 のない 大自 がに 
近い ジプ シイの 群に 入ら、 をの 
娘 どの 戀 じよつ て 生 巧の 眞を見 
化さう どした ものが ザな b ホ か 
つた やうで ある。 で、 ロシア 詳 
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豫算審 登 期 延長 

東 ま 特電 十日 疑：；：：： 貴族 おの お 
政府 態度は 愈々 换惡 じて 鹽道案 
娜飽敎 育な 善 案を 葬れ どま 張し 
居 b 上院の 豫 算帮査 期を お H 間 
延期す るに ぶを しれ。 

多 數黨橫 暴を 擊 

東京 特電 十日 發 U 議場 暴 巧 事 
件の 措 匿す 當だ ごて 濃 接を 擊、 

夕 數黨橫 裳の 聲 起ち 讓 をの 黨籍 
を離脫 する 議案 じを 黨贊 成しれ 

治ま 法 下院 通過 

東京 特電 八日を U 下院 本會議 
にがてぎ 轿憤樂 部の 尾 轉巧雄 巧 
及 消 瀬 一郎 氏 等は 彈 劾を 期して 
をを 維持 法 反斟を 獅子吼し 院外 
ではが 餘の 勞働團 ホ、 記者 團等 
惡法反 绍の演 說會を 進し 致 後の 
反掛を 叫びし も 治を 法案は 大ぞ 
数 じて 下院を 通過した。 

治安維持法 承認 

東京 特電と 目發 =11 一派を 渉會 
じがて を々 5 修正を をるべし ご 
期待され な洽を 維持 法案は 條义 
中 『政体 J の 二字 削瞭 丈け で 其 他 
承認 ミホした。 

なな 腐 熱 愈胚盛 

東 ま 特電と 日 發 u 貴族院の 反 
政府 熱は 窓々 胚盛 じて 普選 案 巧 

修正を 始め VJ して 重要 法案は 大 

斧 被を 加 へんとの 氣 勢を 示し 上 

院 のを 氣は ホを じ惡 化して ゐる 

萊化 地方 大が雪 

まま 特電 十 H を = 東 化 地方 大 
吹雪 じて 翁 島 驛の穂 雪 八 尺に 達 

し 巧 車 十五 時間な 往ホ となち 鐵 

I 道が 業 旨の 慘 巧者 績 出して ゐる 


草 r ; i ょれ Tr お 号-たき 火 人 Q 作物 じは 古 ふら ッイ ご 
^^^/^處彼處の閣の中じ浮 乂の秦ッイガンの娘どの戀を 
び 中】 ず。 をして をのた きみの あ 描い ね もの ヵタい。 をを でも 
たら-- はがの ふける まで、 馬の ブイー シ キンの 「ツイ ガンん」 ど 

嘶 やを かゎ 琴」 5 T 、， 蠢 t こ； 養& 屍.」^々」 は 

を帶 びわ 歌の メ "デ， が 間へ、 なおで あを ホ パの 他^?^ 
をれ が お 風へ 連れて、 近く 町 やは ッイ々. を 歌つ" もの 力數ゎ 
が じまで 響いて 來て 初夏の 巧 切れ。 L ほ，、」 澤山 ある をれ 稍 
の 淡い 寂しみ を 人々 の 胸に 刻み 讓の i は。， こ チックで 
つける ので あ， 〇〇 を ゎ、 まね 詩的。 ので ある。 

蘭 じなる ろを のれ' •きかめ 邊ジ .フシ イが漂 沿の 旅を する 時 

をら 曠 5 鬻 を £ は 赤、 靑 、 f 3 まぐな 色の 

い 眼の 巧 女の おが、 近くの 町 や 毛 難を 敷いた 巧 革に 一を 族 巧を 
村に 現れて 糧を 奏したら、 ろつ て 岡 乗し、 喷を 歌つ たら、 
具を 歌つ た b 、 ダンスを やつ じ 笑 ひさ r めきな W ら馬 群を 連れ 
して 家々 を 廻 b ホき、 色は るて 道め ない 曠野を 端から 瑞へミ 

る ま占壽 《席やお 婚 S 露曼 でっ-」 渡？ ある ふで あ 

の 席 こおて 人々 の？ 助ける。 る。 馬 群は 攀 の— であ ゎ、 

また 一 紐の ラム プ で、 戀 のちの 牧 犬は を實 U 巧 化で あら、 水 ご 

法ち 人、 縁談、 或は 小 蒙 巧 ホ 言 Q あ& 所、 を こが 彼等の 梅 

。-芭 を 占つ て あるく 女 や藝を 仕樂淨 ± である。 彼は 牧 媛の 茂つ 

^^てだ熊をつれて、 八蒙軒や た水邊じ近い志を見*^-けるご 

をに なつて 一 錢二錢 の 施しに 町を こじ 一張の 天幕を 張つ て 一時 

や 忖の小 供を 喜ばせて ゐる 若者 住居を をめ、 子は 親の ためじ 薪 

も ある。 日が 墓れ る ど、 この 人を 抬ひ 親は 寻の f めじ 貧し 

達は 曠野 S じを© 姿を 隱 し、 ながら も樂 しい 晚餐を 調へ ミ 

曠野 じ また 昨 巧の たき 火が 燃. 口を して 焚 化を 園んで 营 語ら やを 

上る ので ある。 これが B ン ァで唱 に- 晝閒の 疲れを 忘れる。 

は ツイ ガン ど 云 ひ、 ドイツでは 巧の 淸レ晚 じは、 を ここる 
チ. コイ 文と 云义 一般 じは •シ 天幕から 若い 男女が 出て 華 輪 
プシイ ごして 聞へ てゐる 流浪のを つくら、 月下に タン バ リンを 

民、 曠野 Q 生んだ 白然 S 藝術家 振ら 鳴らして、 河 《精 か 野の 精 

'ぶので ある。^ . の やぅ じ 巧の 傾 {まで 踊 b 巧 ふ 
この 民族は 十 おがの 頃 印度の ので ある。 これが 彼等* しク」 つて 
西 化 わら おて、 十 量紀 の-頃を は 曠野の 唯一の 樂 みで あつて 
刖 £、 亞細 亞 、葦；々 じ 漉 か •つい ム巧じ 若い ジプシ イの男 

がつ たお 始 的の 遊牧民で 、まご 
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女の 戀が 芽ぐむ ので ある _ 


獨 逸ミ赔 償ま拂 

ベ 於 リン 九日 發 U 聯合 頤の 

! ズ 案 執 巧 官バ！ 々 1 •ゲ 火バ 

1 卜 氏のを 表し わ 所に 化れば 去 

る 二月 ホ 八日に 獨 逸機 道會 社は 

ド1ズ案銀巧に對し 一 億巧馬克 

をま拂 つたので 緩收 '人は 過 ま 六 

ヶ月の 賠 憤み 濟五 億と 千で 金が 

克 どな 6 差 引 額 一億 千ち ち 巧を 

馬克を 領を する じ まつた が、 二 

巧 中の ミ 拂の垂 なる ものは 英越 

の 二 千 二な 巧、 フランスの 云 千 

み 巧 方 馬克、 其 化 日本、 セグビ 


禪太撒 兵 完了 期 

東京 特電 十日 發= :化碟 太 撒 兵 

は 五 丹 十五り じを 了すべし 这陸 

軍 省ょ b 發 をした。 

神奈川 S 崎 大火 

東京 特電 八日 發 U 神を 川縣己 

脉じ大 化 あら S が瞭 戸を 燒 しじ 

深 川 方面の 火災 

東 ま 特電と 日 發リ深 川 區洲膀 

遊廓 刚 巧の 小學 校よ b 失火し 二 

巧 化戶 をを 燒し洲 崎 遊廓 も 半を 

類 燒し潰 害 五な々 圓 位な らんと 


して 牧蹈を 業 どして みる。 をの 
言語 梵語 じ 近いが、 今では 僅 
かじ 遠い 類似を 有ず る幾禪 かの 
方言 じを れてゐ る。 ま 敎も亦 字 
も 有せず、 社會的 制裁 や 國民的 
義 巧を 厭 ひ、 絕對の 自由を ホ 蟹 
して ゐ るが、 をれ e も 獨特の 風 
俗を 維持し、 他人の 力に 賴 つて 

ホ 巧す る 傾向が ぁる 0 

職業 ごして はな 馬の 外、 馬の 
養 買、 鍛冶、 签 製造、 動物の お 
療 、乞を、 窃を 等が 多く、 特に 
卜莖 、歌 諮、 舞踏は 得な でぁる 

今日 ヨ ー n ブ ハでは お 十 方の ジ 
プシィ が散ぜ して ゐ る。 ロシア 
では まどして ドネ ブ八 河の 流域 
ベ ツナ ラビアの 平 おじ ぞく 居住 
し- 此搶じ 一二 H 、 彼處じ 五日 ど 
がを なして 遊牧し、 何等 拘柬の 
ない 放浪 自由の 生活を 送ら、 不 
動產 どして はた i 一輔 のぞ、 
張の 天幕が ある ばから。 化 車は 

夫妻 親子 一 あを 乘せ てを 西 じ 走 

ち、 巧に なれば 天幕を 張つ て お 


淚の 詩人よ 

オダ シマ 

巧ん どニユ ー ョ ー クは 恵まれ 

てゐ るんだら う 化の 大きな 

詩人を 迎 .口て —— 。氣を 派の 
詩人 トョ ヒ n さんは 彼女 達 

を いやでもおうでも 引きつ 

けずには を かれない。 

呼々 柯んご 大きな 淚の 詩人よ 

ん 達は 戀人じ でも 逢 ふじ ホる 

樣じ 化のを い晚 でも 凡て 

を をれ て 卜 3 ヒコ さんの 氣 

みを 賞 ひじ ホる。 

プ ン n 八ンの 祈らの i を 語 
出した。 —— 乙女の 横な 二つ 

の 目から 才、 をれ £ も 夫 

を さわから う としない 柯ん 

ご 旨がでは ないか —— 〇 
才 、エリ ミャよ！ 若き がの 詩 

人 エリ ミャよ あなたの 聲帶 

がぶ も 切れる まで 叫んで く 
む。 のんでくれ！ なの 巧き 日 
じなの創らまを知れご 。 

月 腿の 巧 IN H の 集會中 じて' 


會 

人 

本 

UM 

育 

紐 


-i 

〇 Y 
が W 

.脚 お 

r リ 
6 1 

ii 

柳 -g 

e w 

け Q 
5 
2 


如 

が 

6 


店 。 
t ぞ^^ 
ぶ 育 化 
會が 
式會 J 
か 權 ^ 

U V 


務設 t 

ホ rl 

を 打 I 

巧-! 的 

ぉ 舶诚 

氏 


山 〇 

C L 5 
S 5 


お 

皆 

が M パ 
巧 =1 邮 加 
巧*^ 化 加 
巧 W 扣 C 
巧い W 
乂 


ま 所 I 

を 冷 

道 事 .i 刚加 

機剌 1 り 

画が I り W . 







The Japanese Christian Inst, Inc. 

3 が - 330 丘 . 57th St. New York 
Phone: Piaza 6752 

台 敎督基 人 . 我 目 1 育 系盘 

楽 本を 就 ’ を集谦 


F. Mu び ay Hili Co. Inc. 

Established 巧が 
む om 6H-6 巧； 29 Roadway - 
Phone Bowling むが n 4387*4 細 


Miss. Blanche Fi がが 

1264 Lex. Ave. Cor . が 比 St* 

授敎語 與人婦 


革 動自貸 



SATSUMA COMPANY 

2518 8*way City Te!. Riverside 68 の 


KERR & MAYOR 

1023 Third Ave, 

む パ 0 & 61 な s. Teiepho が Re がが 2 郎 S 


妻 向 人 本日 

巧專 靴型 小 


を 小き 高. 足 小き 廣 ぶみ きが 



Motoi fsuchiva D.M.D. 
116 St. S おか en S 奮 . 

Boston Mass. 

Tei. B がけが 1 の 39 



HERALD SQUARE 
NEW YORK 


E. E. Yosh も MD. 

3 が W. 71sf Si. 
lei. Endicoti お 30- が 29 


K. Iwamo わ， M. D. 

114 W. 70th St. 

Tel. Tfafalg が 0352 


KAN 之 O OGU 民 Im.d. 

214 H 邮 Si. Brooklyn 
Tel. Cumberland 1080 


YUKIO NiSHIMURA, M. G. 

314 West 111th お reet- 
Tel. Monument 0279 

攘治揉 學科經 神 

揉 筋、 腹 被、 摩按流 本。 

ムジ グヵ デメ、 ジ、 - - チ ツマ 式典 瑞 
療治 氣電び 及 永 0 , ク ツ テス ナ 
業を 魔學ー ピラン オジイ フ典瑞 育 紐 

巧 幸 村 西 M 

て じを 自は义 張を 療治 
慑上願 約 前敲電 じを 時 一 後 午 


S.Y 日 1(0 化！ } .0. 

け 4 W.92n(i が . 
Tei. 8iv が si おが 51 


繊バ R 細 舶邮 . 

が - 47 E. 20 比 St. 

Te し Caledonia 9755 


T. KASAI 

Marchant 

Tailor 

TIMES BUiLDiNG 
Room 304 
NEW YORK 

Phone 
. わが nt 3313 
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Y. ミ TO 

1 お Eesi 53rii が， 
Gor, Uxingion わ も， 


NIPPON TAILORING CO. 

3 邮 W. が 化 お . 

Tel. Coiumbtfs 4173 


JAPAN ART STUDIO 

624 LE) ( ぶが ON が E ， ん Y, 

TE し PUZA が 38 


闊雜 唯み 



I PHELPS & PERRY 

3 Maiden Lane N. Y. 

て 細冶般 銀を じ 幷巧剛 金 

類 お 養 匠 惹新最 


帕〇 化 Bros., IM. 

(Formeriy Maruhachi & Co.) 

17 East 1 加 St. lU. 

KOSHIBA 

STUDIO 

Koike Studio 

が 7 5 化 むら • 

む r. が th な . 

AUTO SCHOOL 

72 尽 Lexin が on Ave. N. Y. C な y 

New York Aut;o School 

228 む Gond iU で.， Gor. H 化 St 

Te !. な 叫 vesanf が 

ブホ 雜！！ 

ラ 元貨本 

舘眞 寫柴小 

881 F け ih む e .， 

Tel. Piaza 3212 

下 《 し Caledonia 6394 

幕 

萬 眞 

W 蓋 <1 、 

! 池 

梭學 単動自 


巾 頓 .陶 

1 卸 破 

1 賣黑 

Branch が udic 

Westminster な red 

Providence R. L 

無お裳便暇校夕懇瀬 ^ H 
巧 就 IE ' あ 嫂を とが 氏リ本 
岡 職 書ら 學働 時敎嬉 1 人 
旋 口授 卒 のを 開 巧な 廣郁 

一一 -—^''''*' ■- >乂 一 

兩晝二 速 s ス ラ 轉鑄自 
科ぶ 十轉 十保ィ を 及 動 
あ 巧 五 ホ お 証 セ 敎び華 
ち學 弗は 巧す ン授運 惨 


Dr. G. H. Martin 

DENTIST 
743 Uxingttm む も Cor. 58ih が . 
Phone Regent 2 が 7 


DR. H •ん GARDNER 

DENTIST 

658 抽 adi 如 n Ave. Bet. 郎 -61 が Sts. 
Tei. おが ni パが 



巧 尊 節 調 鏡 眼に 恭腿輸 

F. L FREDERICS CO. 

臀科跟 學大跑 比偷を 
巧 8 E. 58 化 お . Kew York 

り 44 SrdiWe.i bet • が 化 - B ? 化が s. 


A.LoCEASAR,M.D» 
109 East お 扣 Street 
Be パ art (る Lexington むが 
Tei. Lenox 8973 

養喉觸 鼻再騰 

間 時を 彰 
午 正 ま 時 十 前そ自 
時 乂 至 時 六 後午自 


號 




廿 


昏 千 


巧 


隸辦 育 縱 


C H 曜 水） 


曰 


十月 云 ザ 四十 正大 


V H 雁：！：： ； 

藥書硏 な 正午 i 

共 勵食夕 - V ■巧キ I 

禮巧說 かがが 
▽ ±懼9 
藻 お會义 はを 一 

話を 夕 八が . 

を 宿が > 旅 巧者： _ 

案內 部、 人事 巧： 

談 が、 調查 部’ 城 i 

業 聞 腹部、 巧 語 
殺 縫敎授 ® 諸 課 
を 設け 食 員、 ホ 
曾 員 0 巧を 計る 


稅關 事務 

ま 洋を化 並 じを 世 
をのな 出入 方法に 
I 熙 する 一切の 脚 諮 
間に 應 じ、 巧 道 お 
船 貨物 蓮 貨及出 化 
を 巧 顆ホ結 曹等進 
呈 す、 重要 都 巧に 
巧 巧 店を おし 誠 g 
をを 御用 命じ 應や 

お 厳 取扱 


摊お說 お U 强 H 午お八 時 ： 
が 脖を木 お 日 午後 八 時 i 
な 話 g ± が H 午後 八 時 
をを、 11 茜 ま、 娛樂 まの 鼓 偏 もも 
ホ賓 をが 迎 す、 ち 裙をお 用せ t 
牧師 川が 巧 一 i 

u 本人を 嘗敎 修道 會； 

1.02 為 . S ぎ； t , N . Y . City „ 

叫已. 2ミをコ舊芭で 至赛 _ 

日本人 寞 U 敎會 

牧帥 川を 未么進 _ 
幹事 此川淸 一^ 

Ja ち ミ se S . E . 普 己 〇了 ご nst . 

だ 3 W . 養 St . Tel . 互 ark さ n 1 至 1 
應 拜說敎 8 吸 H 午後 八 時 
祈 禱貪水 唯 H す 後 八 時， 
荡 縫' 食 か 猫り 午を 二が 
♦帯 宿を 

位廣 らお 比 亞を蚁 を 下 巧を 十， 
五み 學生會 社員 旅 巧を じ 最適 一 
設猫圈 聲雜誌 巧 规义を 桃 娛樂： 
を 簡易を を ぁ， 9 

巧を 峨震 巧旋 •旅ぎ ま內 、を睡 j 
.窜莱 調を、 其 化々 事相 淡幹旋 I 
掌 同胞 諸兄の ホ舍を 歓迎す 一 


〇 巧. 巧 巧 ZJ 1 1 FC 巧 CYA 

呈 舌 0P さ G さで 

芸 7 F 是 h ilye. He ちを を sf. 

ぎぎ ミ y 量 2791 ぎ〇ヨ 7 篇 

-ぃ t 古な 謙 次 

自 午前 十-時 ま 午後 二 的 
時間外 及 日曜は 前約の 事 


•い： 村 瀬九廊 

ミ Lsi 是ミ A ま. N . Y . 妄 
呈 .な ih 4 27 を Sts 
Tel - sadison ぶ-を 18 - 7849 


託 論 j. ^ 每巧十 u お 巧 

蠢 1 部 十 伽 

ミで St 基 さ S こ. ごさ 


船具 食 巧 おお 船 御用達 

遠 藤 小刀 商會 

這 Broaclw さ N . Y . G さ 
Tei . 軍 一 查兰妄 1-2 

稅關 事務 取扱 

W 宣臺 广 iE & 哲.， 

さ a ヨ 1 這 ご Broa を さ C ま. 
さ呈 5 wowlin 巧す まこ 138.9 こ W 


々當籍 ♦雜誌 ♦新閉 
が覺 室を 開 
執務 午前 九 時よ b 午后 五 時を 

紐脊日 本人 會 

西 五十と 了 目 二 五〇番 
带話サ アクグ 八-九 0— 化 一 


化 留寄年 巧 おの 劇化 

Ht 靑年舊 

8 W . 98 さ 芭. Tfcl . fksn 12 乏 


た紐窗 H 本ん 

'基督 敎靑年 お 

W 42 t . 基す St . N . Y . 芭 i 一. 
ぎ pias 泛 41 


稽も はお 十 お 
j 仙、 S 四週陋 
I じ 驚くべき 結 
I 躬 あら。 每 y 
_ 朝 九 時よ b 夕 
丸げ を：：！ 腦お 
十二 年の 經驗 
'めな 〇 


巧內特 
が 五げ 
間 十 弗 
郊外 も 
大勉强 
可 仕 ぉ 
間薩摩 
商を 色 
御げ 化 


檐巧醫 

上な 基 

診療 時間 
自 午後 二 時 
ま 午後 八 時 


メ ー シー はが 育 最大の デハ^ ~ トメ ント巧 I 
店で あらます。 新ら しい 昇降機 ど 王ス々 
レタ ー は 廣澗な 店內じ 化ける 皆 棟の わち 
物 じ 巧 宜ど渝 快と を與 へて ゐ ます 

他店で 二 弗す る ものなら ばメ ーシ！ I 
では-巧 八十 八 仙 或は をれ 35 下で 買 
へる； を どぅぞ 御記愤 下さい 
日本へ 御 荷物を 御 送を じな b わい 節 又は 一 ' 
御 買物-し 際して 御用の 巧を は パ I ソナグ 
ン m ッ ピン グ •ビユ 1 n 1 を お尋ね 下さ 
い、 親が じ 御 便宜を 計 b ます I - 


都を じょ。 當 かの 間 

診察 

午後と 時 1 义時 
U 躍は 前約 願上娱 

パ^ 吉お 悅彌 


W it’w 
A M S 的 

が沁. § 

U ぶ 


が 




體揉 療治 

西げ 式 マッサー ジ 
H 本式 おが 巧 腹 

神經搞 9 ゥ マチス 
が 身が ぅづき 柄 
腰 施み 筋 違 ひ 
其 他 諸 お 揉 療治の 御 
蕭 めに 應じ御 屯 話 か 
第 御み 庭 又は ホブ瓜 
に 出張 親切に 治 類 中 
上ます。 が 約の ホは' 
自宅 じても 施術いた 
しまず。 

I 肖 I 津輕 東洋 

西を 化 下目 丰 の 番地 
電話 スカイ ラ アを穴 ホ 


診察 時間 

午前 九拇 1 十 時 
午後 六 時 t 八 時 

い t 小 栗 幹 一二 

が 育 ホフ ラヮ I 病院 
祭' 五 巧 病院 勤務 

武ボ コン バラン ド 

病 隙觀務 


診察 時閒 

午後 霉 時半 =二 時半 
午後 六 時 U 九 時 
愛知 醫學 ± 

パ i 本谨一 

を 偷比强 大學ぶ 紐 育 

ポスト グ ラゲ ユエ！ 

卜 病院 勤務 
H 曜は 前約 願 上 候 


每 = 曜 及王曜 午後 
が瞄は 前の の 事 

カイロ フラ クタ！ 

橫矢重 孝 


H 本が 具 
雜 貨卸資 

条良貿 爱商會 


or •夕 Shishido , Db . IS . 

畜 w. 79th 度 . Tel. 置 ic をち 42 

ii 齒科巧 か ハ 戶良二 

自 午前 化 時 ま 十二時 
自 午を 一 時 ま 五 か 


笠 ホ 洋服 庙 


日本 

洋服な 

.時阳 信み 郞 
お 本 化 


を お 十二 1 T 目 
一二三 一 

が 藤 
洋服 巧 

'作 ラ 诚なハ こ 11 


u 本、 ま 那寶玉 製 美 
術 お、 婦人 巧 首 飾 其 
'他 装飾 お 

阀島訂 •；：： が 

高等 菜 術 品 修簿、 

首 飾 品、 ストリング 
日本 服 裁縫 


歐洲 爲替け 漸次 强ぐ 

金本化回復^^促ず 

英蘭 銀が のを 利 引上げ も 手傳ふ 

-圓」 爲瞥も ばつ^.^ 回復期へ 


.乂閣 喘がぶ 巧 準備 おは 最近 年 
巧を 餐 ぶした が、 お-節 じがて 

を 化 巧が 今や 漸進的 じを 本位 制 

巧 化の 槐迷 じ轉 阿し つ i ある i 

■を 指摘して 

前途 樂觀の ぉ巧じ 及ん 

で 居る。 な 年 巧は 準備：？ 総栽ク 

.リシン ガ ー 氏！：； ょらて 諸 巧に 報 

.吿 された もので をる が、 年報は 

央闽 のを ホ 濟か巧 巧 おじ 就て は 

特別に 之を お 摘して むない けむ 

みモ 九な か 四 年度に 於け る 英貨 

パゥンド か 煤の 额 まなる 則 化を 

か述 し、 时時じ 乂阔ホ 煤 じがけ 

る 諸 外 巧の お 立が 外 凰の 正貨 準 

楠を お 加し 米國 のを 刹が 備 をみ 

流出を 述べて ゐ る。 報吿 書の 一 

節に 口く 事 巧に 於て で 九な サ 

四 年な 末期 じ まり 準備 銀 巧に 掛 

する 娘 おを の 嬰 ホ 巧 加の 大部を 

は 歐拥諸 巧が 通な 制 巧の 巧 巧に 

化 用され たもので あつて、 特に 

.k ス樂 じょる 獨逸賠 巧 資金 ど 

して 山 公 化を が 輸出の あ < を 占 

めて なた。 耐 して 赃巧問 鹿の 解 

みと 歐洲 地货制 巧の お 礎 固き 阳 

化は 义國 

投 贊巧瘍 の 歐洲償 券に 

對 する 確 倍を おし、 么 にお 併 A 

で典乂 i ：* る 触 通を をけ 乂 化 おの 

外が 成立を おる に 虫つ じ。 是を 

の お 外貨 附额 は-昨を 化 じ 一二 化 

し 且つ 隙 削大閒 0 後 3 ち 额じ連 

したが、 お 等外 巧の 火が かは 米 

國ょ b の 物お赃 入を をに 宛てら 

れ たけれ お、 柏に 化 弗 クンデ ッ 

トシ 巧 狩 贫をじ 利用した 闕家も 

較 。くむい。 が L て 昨年 巧の 爲 

巧 ホに 巧て 峽洲の 二 ーヶ國 は聊削 

巧 時の 述货糊 一面を 时敍 したる み 

蚁ヶ 闕'-!を本化3巧通货制巧を 

が ホし、 他の 幽を はお 巧 まパゥ 

ンドど あを U る 脚 係を 化つ てゐ 

る。 巧の 如，、-」 して 年ぶ の歐測 

巧辑 が ： i 

凹な の 兆 著し きらめ ホ 

< 、特に 英货 パゥンド のかき 六 

H 巧の 四 巧 化 一仙を は 十二 巧 じ 

於て 四 弛よ 十 S 仙 卿 も 巧 おじ 勒 

し 一. 一仙 五が の 小差を かずる の 巧 

巧に 進んだ が、 化 外米 网か 煤の 

外网 弗を 巧ぶ 立は 义网の 巧 楠を 

を吸浓 して 地 巧 制 巧の 巧が じ 力 

を 典’ へる.，， .おじ 戰化中 姐 货制巧 

をを でみ 阅じ 殺到し つ： あつ 

たを も此 みで 漸次' >> 防 じ 流出す 

る 掠 じむつ た。 化 ホ乂歐 じは 钟 

阁 ょりち 額。 をが 流人した おお 

どして 义闽 のをが は自巧 化すし 

たが， が巧歐 測が 逆货 制度の 巧 

按じ 化が せんごす & 隙に 當 b 米 

网 のをが 去は 自が义 闽市媒 の 信 

用 巧 W を ホむ るに まもし も 0 で 

あ 勺て、 峡讲を 闽が油 的 制度の 

改善に 香 手し 且つを のが 货を敢 

てす るに おつた 情が— 顧みて で 

九', り化幽 年は 將じ网 隙め を 本な 

制 回 化に 向つ て 

徹底的な 進化を 化る に 

まった第 i ホでぁるご稱-*-るミ 


が 出 ホる」 云々。 而 して 前々 週 
聯巧 準備：？ はを 上の 狀態じ 適を 
する ためが 巧を 備銀 巧の 脚 引率 
ょ 公ニ ホ よら S ホ 五が じちを をを 
表する じ 至つ たので、 ロンドン 
のを 巧 も 自が約 I ホ ホの お 率を 
見る じ まるで あらう W 豫 想され 
てゐ たが、 おして 英蘭银 巧當局 
^5骑迎を巧：=じまら過去ニヶ年 
じ おつて 維持し つ i あつた 金利 
四 ホを 五 ホに 增 をを 避 表する じ 
まつた。 斯の 如きを がは 千 九な 
： i = ll 年； 一巧な ホの 新 鳥 率で あつ 

て 一部 少駭論 巧の 反對を 除きり 

ン ドンの が おは 紐 育と ロンドン 

が 界の 協力を 夕 ごし 且つ 么 じよ 

らて英 固のを 本位 制 ど バゥンド 

化 煤の 額面 圓 役は 益々 其 基礎を 

固，、 した ご 認められて & る。 現 

に ホ 風の 

大藏 長官 こン 巧も英 

図のを 利 凹 化は バゥンド 爲替相 

谋を單 固 ごしを 本位 制の 阐 なを 

確茵 じらしい る じを るで あらう 

ど豫 測し つ i あるが、 お 力。 る 

大厳當 周 も 其 可能性を 認 むる ど 

共じ從 ホが 靑 、 C ン ドンのを 利 

相違の 結 お义國 民間の U ン ドン 

お睛資 をが 夕额 じ卜 •ら 居ら、 お 

し 紐 育の み S をが が 上つ て ロン 

ドンが 化つ てゐ るなら げ是 等の 

•をが は 巧び 米 劇 じ 吸 集 さり 自然 

爲替か 法'」 もが 幾す るな を擧げ 

て U ン ドンのを 利 引上げは 當然 

の钻 おで ある ミを 哉い る ご 共 じ 

從ホ U ン ドンい を 利を お： どし 

つ i あつじ 剧擦 § がら 今や n ン 

ドンが' がちのを 利 上下 じ 支 おさ 

れつ i わるが はを 円して 

世界 金 離 の 中必は 今ゃ 

明か じ。 ン ドン よらが 巧に 移 b 

今後 兩図巿 煤は 米國 聯邦 準備 局 

の 政策に 巧を して 協力ず るの 外 

は；：？ いご 巧测 するど 同時 じ、 化 

中 巧が ィ闽 化對外 政策に ま 乂 の 

が 嚮を典 ふるで ゐら うご 認めら 

れて & る。 尙は 巧圃の W 爲韓化 

煤は 政 巧の 正货 現送 説ぶ び 在外 

正貨-部 沸 下げの 結裝 ごして 游 

落 期から 漸進的 じ 凹 俊 期 じ おつ 

て 化に 前週 未 よら！： 十 巧 台を 突 

彼す る •’： まつた が、 とは 

【一】 U 本 故が が おを じよ A 

てけ. ふ 巧を 米闽じ 現送す るの 

ぷ 志め るを 提 炭した る； 

ごこ おを じ 於て あが お 力が 

化 諸 社が 約 四千 方 弗が ホみ 磯 

述が熟しつ ！ホる； 

ご 一一】 な來の 如き 大人 超は 今 

後 起るまい 

どい ふ 0 kl 二み の 巧 想が 可。 b 

巧 巧 袖 煤 .V まが.- てゐる だけに 

今 巧が 巧れ の t 驚を ホす；^ らば 

巧て 大きい 反郵を 生む のでは あ 

るまい かごい ふを 測が 一部の 財 

を じむ けれて ゐ る。 


高山 簡會 整翊案 

が 巧 官事 お 所眷お 

去る 二：：： の 底 山が 向を 债 傑を 

食 合に て騰理 おのか 成を 大円 愤 


權者 じ-ほす る こ ホ じがを 中睹 
等を なさ 乎して 山滿 なる 整理を 
;;<-すべ き巧の申をせを^^しを整 
理委貞 ご；-* れる S ホ、 ご 透、 巧 
な、 正を、 鲜 が、 香港 上海、 ィ 
ンタ 1 •ナショナ^のを おけぶ 
化は五^の曾をじて現化の代理 
愧 をを 礎 どして 巧會 化を 作 b 從 
巧の な 旧のを 莱を繼 城せ しむる 
ど 共 じぶ 利益を を 現 巧會の 整理 
じ充 つるを 0 て偵權 者の 利益 ど 
認む るを じ 一致した が、 他方 資 
産を 憤の 調を を 城 巧して を 具 か 
的 方法の 立 まを 急ぐ —どなつた 
尙ほ 永樂銀 巧が 業せ る も 一般が 
巧に 柯 等の 影嚮は U い。’ 

ま 京 特電 义 y を ：=： 离田お 曾 整 
理 委員 巧では 巧會 社を 組織して 
營業 をが 線 せんとの 意見 じ 一. 致 
して ゐる〇 

莱邦 電力 外 憤 

應募 超過. 

東が 追 力 株 ま會社 じて は藝じ 
魔々 本社 東を 時 おじ よらて 報じ 
られた 如く 目下 口 本に 滞在中で 
わる 乂國 資本 期 化を と 外債 募集 
じ 就て 柿々 商談 中で あつたが、 
遂にで 五な 万 弗の 蠻巧 契約 成 b 
去る 月曜 H を U てを 表され 即 ： n 
應裳お 過の 好 况で締 切られた。 

引受 先は， ネャ ラン テ！ 巧會 、リ 

，ヒ •キン ソン 廚爵、 ー タス フ 

ォープ ス商曾 じて 第一 粗 保せ を 

了 期限 千 九が 五十 五 年、 利率と 
ホ、 賣 出し 乂十驼 五十 仙、 剌迴 

b と ホ八旌 を當 である。 

私設 會 社に 

外 倩 蔡止令 

まる 一二 巧 四 U $ 聯を 通信社を 

を 屯 報の 報 一'* る處 によれば 最あ 

を 地の 巧華會 社、 製造 工業 會社 

其 化のを お會 がが 來 をよ b 盛ん 

•し 慕 债を巧 ひ 殆んど 病的 傾向を 

現出— たるた めじ、 政 麻は 駐設 

會 社の ぉ 外 慕 读を嚴 軍じ濕 止す 

べき 巧を 發表 {をと 共 じ 目-下 當 

局の 手許に ぁる お設會 社み 對外 

募债 許ず 請願書は おんどを 部 却 

下された。 當 局が 撕る巧 眞じお 

でた 理 もは をな 設會 社が 英米 資 

本家 ごを 涉進坡 中の 寡 倩 額數十 

億 弗 じ 建し、 をつ 旣 じが 立せ る 

ものを 額で 現下の 爲替 率を 

せ ば是等 外資に 街す る 利子 ぞ挪 

は 巨額を 算 すべく、 み 外が 業の 

現勢 及び 向 ふ お 年間の 豫 想では 

锅る 巨額の 利 f 支拂 はを 融をじ 

大巧 摩を 與ふ どい ふじ ある。 乍 

併 政 巧を してが る ホ 針を 採らし 

いる じ まれる はお 巧に めける 化 

ザ 的 人 卜の述 動じ 某 因 i る もの 

のかく、 彼等 ジ息見 じ- 6 れば先 

年 進ま 諸會 社の 如何は しき あが 

-し掛 し U 級 よらを 额を貸 典して 

むる 脚な 卜-愼 重.：；* > る 蠻戒の 要 あ 

b ごい. ふじめ る。 

■丄業 組合 法 ご 

製糸業 組合 

めが は 輸出 貿易の 振 巧 じ贊す 

るた め 愈々 輸ぉ 組を 法 巧び 重要 

愉 出品 工業化を 化 案を 雜會 へ提 

おした が、 巧 劇 輸出 貿易の 大宗 

である 製糸 莱も 巧して 該 工業 紐 

を ホの 適用を をけ 得べき もので 

あるか どうか どい ふ ； は 今の 處 


甚だ 明瞄を 欠いて むる けれども 
依- e ' じ 

立法者 の息嚮 がをは 證糸 
業は 巧廣 のよ 要な 產業 であるた 
め、 化 ホ どても を 制上單 獨に統 
- されて ホたら ので あるから と 
じ 就て は 將ホ軍 巧の 法律 ゎ 制ぶ 
しな ごのぉ 化の 下に 今回の エ案 
組合 ホから 除外し 掠との 息 おが 
あるか も 知れない。 乍 併 製糸業 
をが 進んで 工業 組を ホ じょる 組 
をを ホ 望して 適法の 認可 申 \ 請を 
なした る 場を には どうなん でめ 
らう か、 農 商務省 どして がを を 
拒 巧す る 理由け 甚だ 薄弱の 樣で 
あるから 旨然認 巧す るふ じなら 
はしまい か。 巧し さう々 ると 重 
要 物産が 合法 じょる が 巧の 间業 
紐を どの 關係 はでう ii るか ど 
ふ； が 問題で ある。 巧 論 H 袭化 
を 法 じょる 組を は 5^1 怠 加入 どな 
つて ゐる ため 加入し ない i も 出 
ホる から 問 業 組 4 口 ど. 

重複、 しスも 別に 差 支は ぁ 
るまい が、 併じ從 ホの 间萊 組を 
は 唯消拖 的の 化 事を する じ 過ぎ 
ない のじ 反し 工業 組を は 組を の 
事業 どして、 

一、 組を 員の 製 おぉ 化 原料ち く 
は 加工の 設備 じ おする 檢査 が 
他 重要 取締 又は 經 營に掛 する 
制限 

二、 共间設 離の 設晴其 他 組を 員 
の營 業じ關 する せ ハ 巧 施設 

I 二、 紐を 員め 營 業に 願ず る 指導 
硏觉 調査 其 化 組を の 目的を 達 
する 必耍的 施設、 積 做 的の 化 
弔が 出 ホる 

のみなら や 組合の お 棠に對 して 
は 營菜棵 や 所得 我等が を 除され 
る 持 典が あるた めか 論 急速 じさ 

うな々 犧 なをは あるまい か、 順 

ホ エ業 紐を 法 じょる 組を が增加 

すると 共 じ、 従 ホの 間 業 組を は 
解散の 悲境に 陷るや も 計られな 
いど 見られて ゐ る。 

最近^ 日銀 帳沉 

ま 京 特電 九日 發 U 最近ん 日銀 

帳 巧 じょれば 巧 換緣發 巧 高 十一 

億 六千亩 四十 四 巧 八 千の、 發巧 

を 力 一千と 円 五十 五 巧 A 干 w 、 

民間 貸 出 高 一一 一億 十 化 巧 ホ 千の じ 

して ホ 中 金利は 發日物 一 錢と八 

がを 嗎 へて ゐ る。 


成 巧め 秘談 
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ホ國ま 英語を 話す 華 

は 成功の 窠 一義です 

本校には H 本人 敎授 

に 憎れ た專巧 婦人 お 

師 あら 懇切 じ 會話通 

信 文 社を 語を 敎授し 

ます。 H 腿 週 H み じ 

午前 九 時よ b 午を 十 

時まで 開 段し ー レツ 

スンと 十仙づ to 今 

H 底 もじ ホ 校 あれ。 


化 巧な 卸賣 

お 味商會 

W E . 1 ゴ hSt , 尹 Y . C さ 

Tei . Siuyvesan こ 745 


带氣化 率】 切 

下羽電 氣簡會 

N 0211 巧 rosulway 

Tel . す dist 二君 70 




呼 

爲 

ぶ 州 


Q す齊ん がを ホみ A お词 一る 

寶為ぞ4屬满\みく\刹^;7 

クオ— んザ へを シンが 計 巧 刻 引 
尸し ブ！ ド •ハミん トンが 計 を 刻 列 

が S 化' 合矮卖 がろ 劉刮 
潭 ぶふ 並.' が驾 ふク巧 主ず 
诲ネ半 ふ 獲を 觀筆 ぶ 割引 

縣が絲 の瓜乂 


ミ ■ 


，ゲ T ■ 


ち 八 一 


r 


or . C. ITakami 

二 8 を mb を and St . ず呈 妄ク 
Tel ’ をョ b を and だ ご 

M 午後 一一 一時 り 六 時 
扫體 前約 祐願お 

ドク トグ窩 見璧彥 


禱科醫 

▼診察 時間 ▲ 

を 日 (日曜を 除く) 
午前 九 時 —* 一-二 
が、 午ぁ 一 時） 
水曜 午前 丸 時） 
午後 一時 


齒科 B 

= 新式 無痛を 療= 
を 年の 經驗 をな て 
u 本人 諸ち は 特に 
T 寧懸 切に 施術す 

バ^ マ—チ ン 


齒科醫 

多年の 經驗 をな て 
最新式 巧學 手術 じ 
堪能 じて 信用 篤し 
：：= 施術 巧 低廉 = 
日本ん 諸君には 特 
じ T 寧 懇切 じ 治療 
■お 育 州を 認 

パ r ブル*- ム 



zip 。 〇留 Dry Gootlw Go こ 

12 B 二 road まご 置， 〇〇こミ 資' 
で 吾 h 呈こ enn . 笠晋 
'す 〇ョ 里 ご 



正直 ご 親切と を 旨 どし 確實 
信用 あるが 品を 精選 L 

特別 廉懼 で販賓 致します 

ゥオグ サム、 エ术 デン 四 割引 

揉 曲* V 6 中て 一二 昏 

指輪 鎖 貴を 屬ホじ 寶石類 一切 

パ ミグ トン 時計、；； ヮ— ドィ 

リノ ィマ 時計、 を稱置 時計 

ゥオ^ — 夕 I マン 萬 年 筆 

よバ シャー フ鉛攀 

純銀 お 並 じ 銀器 一切 
御歸 朝の 御 ± 產-巧 
時 針の 修錢 はが 險付 じて 確實 

じ 石 川 自身が 致します 

お 育巿西 四十 IIT 目 旧と 番 

凹 四 一一 一号を (五 巧 ど 六 街 間) 

巧 川岸 商會 

屯 話 ペン ン少パ ニアと 一ニ ニ 九 

IsWkawa .- 巧 ishi 0? 47 辛 42 nd S 1. 


Jolac 至 W OOC さ M . D . 

1 ご 至を 94 す 芭 .<| さぎ 1{ 
ぎ 吾 ミ sid こ 573 & ジ置 ier 1 云 某 

へぐな が 午前 九 時 t 午後- 時 

養 雾を奠 時- ■午後 S 

H 曜 午前 化 姑— 午後 四時 
ドク トレ/小 莱乘吉 




B が m Nom Low 

474 ぶ 也 Av た 
Bet. 28th-29th St. 


I 


HINOMARU 

が 7 W. がかが . 
Columbus がが 


Suey Pang's 

ncdWiiRW 
4 が ぶが ti む e. 

Bet. 27 ih- 28 th Sis. 


City H=H 巧 a. Oden 

玉 70 N ； ■ が au S ム City 
Nejct わ the Tr 化 une がか 
い 0 じ 打 Manager 


Kawasoye Hotel 

巧 9 WesU 23 ri) Street. 
Tel. hornin が de バ 54 


ToyoKwan I 

41 E. 1 か h St. j 

Bet. B wajf & 4 th Ave. 

Te し な 巧 ? な 3 nt 8798 



會 


廢 


御 

東 

料 

理 

洋 


縮 




340 W. 58 比 Si. 

Telephone: 
Columbus 8882 


( 巧 目 • 水） 司蓉ぉ 


PACIFIC 

fiESTMlR 謝 

2642 む sadway 
Cet. 3 到 h & 3 が h お s. 


YOSHINO-YA 

70 Greenwich St 
New York 


ASAHI KWAN 

1 が E. が 比み . 
Tel. Plaza が 99 



mum 


お East 29 化 Sir が t 
TbI. Madison Sq. 754 B 


DARUMA 

7 が〜 6 化む e. 
Tel. む yani が 59 


並會 
じ 席 

ず 御 ！ 
さ 料 i 
燒理 i 

I 



ご 目 T 四十 四 
巧 目 T 五十 四 



號 ■ S 


廿 


千 


一 第 


が訂夕 讀巧 P ななた 巧を 透 fim を 巧 


〔日嗎 水 ： i 


n 


片云 午い リ个 ぉ大 


お 

曾 



美が じして 淸潔 

g 聊 品南樓 

午前 十 時よ ち满 ち 
午前 六 時まで もな 


N 的 嘶 
GK 削 
N 化帖 

〇 




4— h 



〇 H 本に 住み 
巧 を 話し、 诺 
巧 じ 適する 御 巧理シ 

‘ UI,J / **f r ■ 


丫 獲王ン 主！ タァの F でず 


市廳 茶園 

词理人 蘆 蓮 
お 勤の 方 じは 墓 飯 
の 御 便利 じ 備へ巧 
間會 席の 御 巧に 應 
や V く磅間 巧ネ相 
•卜變 お 引 立願を な 
紙上 街 お 4 申と 淚 • 


支那 御 料理 

彭瑞樓 

H 本人 諸君を 
歓迎 致します 


御巧當 ホび じ 
御 家庭 支出し 

日の丸 

御 下宿を 胳 

毒 司、 媛蒲烧 

每 u が b まず 


御旅、 縮 河 添 


割烹 並に 御旅 舘 

^ ^ が 軟ぶ弟 I 

が 育 市 西 八十 八 了 目 S な 十ー ニ ま I 

お 話 —— K 々ィラ ー と 八 ニニ I 



辭御 料理 i 


C が 一 

W ^ - 



太 巧 


壽 巧、 蒲烧 、蒲が、 せ 翰、 かきめ し 


n . 抓 化 wj 鞋油體 S 減 ぉ上 白米 

gjilla — 離 食料品 ilp 論 館 

如咖 S 巧！ ま 含！ 部； 質 揃 巧 




日本 食料品商 會 


S 

W け W 

民 急 

•1 就 挑 

r 5 0 t 

3 

K 


郎 


化か 


M h a 

A かも 

Y 5 ^ 
A 7 - Y 


0 

vt 

c /5 


巳 

4 


ド 


H 本 食料 お、：！： 巧 お 
並に 新刊 書籍 類 一切 

片懒 兄弟 商會 

貪 お 品 i が 最あ巧 船 じて 到 ホ 
仕 校閒績 々巧 用み の掉 を お 上 侯 


日本を お 口 S 巧 义び雜 を 類 卸 小資' 

g ミた 謗， 桑 山商會 

巧 巧备籍 雑誌 小簡物 H 巧 お各資 


む 化か 

〇 n C 

: f 

T. 1 M n 


5 

5 

6 

剛 加 .1 

w 


u 本を お ag 、 がな 
萬 巧、 雑を、 巧が 

巧 話. バ 東京 商會 

货少 1 ム 、自 巧み 化 あ 6 


埋想的 御旅 舘 

御 お 樣じ誠 息を 0 て 遊し ます 

朝 曰 難 

御手 輕御 料理 並 じすき 燒 

新ら しいが 巧を 擇び 精々 勉强 致します 


御 料理 

芳 .の 家 

壽 司、 媛 肅燒每 日 有 9 まず 


« が I 太平洋 樓 

他に 比類な き 綺麗な 必地 ょき ダィニング 八 
— ムど ダンシング ミユ！ ジック が あちます 

音 樂は每 日 午を 六 時から 午前 一時 迄です 
御畫を 四十 仙 ょら 五十 仙、 夕 をと 十五 仙、 
日曜 夕を 一 弗 - 


御 下宿 

自曲寧 

晋ジ互 S S 三 皇 互 n, N. Y. 

ぎ Main 之 75 


嬉しい。 おの 繪は 「甥を 持 
つ 人」 ごい ふの だが、 マ处 
クスの 

階級 圆爭 說 から ヒ 

ント を将て 描いた もの だ 0 
勿論 表を 的な 繪の 特徴を 階 
級 劇ず 說で 占が された くな 
い VJ, 思ん 0 書いた かじ 
ヵン サス かの な 旧 氏の 「最 
彻の 好物」、 中が 巧の r 花 巧 
く 時期」 等が ぁる 酱 だが、 
見 かからな かつた、 とを 遺喊 

VJ ずる 口 

おおが 蜗 

上 圖は渡 邊寅か 郞氏作 
「紐 育の 髙 架線」 




ミり VJ 


'な 美術展 


巧 人出 品を 十六 人 

潑测 な生氣 .こ强 い 色彩の お戟ご 

個性を 大膽じ 自由にが 射 •して 

獨立 術 家協會 S 坡覺 宵は お j リブ， を 出して むる。 堀 ごく f 

巧に 化 滞して ゐ るが 巧み 巧 術が I 女 おけ モノ タイ グを二 点 出して 


一 


じ 渡 测ピ生 氣ど强 い刺睐 をが/、 

るた めに、 父 無を の 菜 術み のた 

めに 自 かの 作品を 搔ぶ する 機 何 

を おたしめ るた めに 莊非 。く マ、 

は。 ら ぬーッ じ^つて むる。 こ 

の 會の鹏 忘 ごして 何人の が おじ 

對し て も審おを い は 。 い ^ し な 

つてん るので 

玉 右 同 架を を だなぃ 

隨を 悲し ，、 G る.. はなら のが ゎる 

かど 思へ じ、 玲瑞书 の 巧な もの 

も ぁ も。 千庶； 俾のナ ショ ナグ 

ァヵ デミ ー の 展覽巧 じ 比べて、 

千 塞 万が の 柳 性を 自山じ 放 巧 じ 

お現して むる ザ モク ラ ティ ック 

。濁 立 お 術 族覺會 は、 ホるべき 

新しい 趾 贫じ對 する 一の 暗-ホ ご 

一 も 見る MJ が出來 る。 この 展變曾 

I の特教 ごもい ふべき ものは U 本 

I 人が 絕大な 勢力を 占めて ゐ るを 

I でぁる。 昨を の 如きは 小 出 ±雅 

1 を 氏を 協 貧み 巧 事に 推游 しじが 

_惜しいか^:*岡巧はり本じ細つて 

一 了つ た。 本年の 日本人 出 お 者は 

一十 ム ハタに を； てゐ るが、 渡邊氏 

る 「が脊 の 高架線」、 归ホ 氏の 「巧 

一め 崖 化」 は 既に 巧 字 新 閒じ獨 立 

; ち 術 おの 

代表が お ごして 複 致が 

描 栽され てゐ る。 本年は 作 おの 

1 陳列 巧が、 - B じ 順で 掛けて ゐ U 

1 いので、 千な 八十 かの 中から が 

一あ迪 b に 掘ら 出さ。 けれ だ 友人 

I のらの も 見られな いので、 口 本 

i 人の もん もを 部は 見られ かつ 

一た が おた ぐけ をを じ甚 いて 兒る 

I 陳關ホ 氏は 「メブ ー」 r が 物」 を 

一 化して & るが、 氏 獨特み 技巧 ど 

を 彩 ごを 用 ひて 乂膽じ 描 さなぐ 

つてん る。 昨年の ものょ らも 遙 

か；；^進おを示してゐる。 を提义 

藏 氏は ポ ー トラ ン ドから 送つ て 

ょこし じ •か、 「女の 巧 像」 はが 年 

劣つ てむ る。 ホ 本' 正ぶ 氏 

のが 刻は 氏の 逆 術 的 生涯に 一院 

飼を をる ものである。 「を樂 み」 

「满 ん」 巧は かさいが 非 巧 じ 

藝術 味の あ ts 七、 

シソプ 八；：^ む树 のい i 線 どクワ 


ゐ る。 「雌ず を 着た 女」 け 色もポ 

—ズ 巧い。 巾 雑 氏の 「錢 お」 は 

狡鉤 的なら ので 壁 給の 横な 威 じ 

がする、 がんに 诞 L てゐ るの だ 

か。 「巧 像」 は 成 也し なかつ た。 

ち 旧 巧を 氏は 「ホき 襟 飾」 を 出し 

て ゐる〇 ブラック キャットの 看 

板を ホい 襟 飾と 掛けた 黒人が を 

とげて むら 繪 だ。：：： 本 蕾の 繪あ 

でが 讚を 揃いた もの だが、 氏に 

よれば U 本譜 どが 蠢 ごを お 別ず 

る 必要が じい。 これは 僕ら 贊が 

だが、 も； 少し 

溢い をを 用 ひたらで ぅ 

かど おつた。 淸水淸 氏は 「ラン 

ド K ケ ー 」ど 「が的お」ごをが 

してなる。 拂圖 もよ い 01— ランド 

スヶ ープ」 は 特によ いが、 か 巧 登 

么 若の 持つ リッチな を 彩を 加へ 

れ ばを 么 君の よちは 巧くなる か 

も 知れない ご 思 ふ。 を 馬 氏の 作 

なは 時 別の 進 ホを 加へ た Dr 窓よ 

ち」 は盡家 室の 窓から をた が 肯 

がよく 出て ゐ る。 巧 南 巧の 「一 

仙 劇谋」 はヒユ ー モ ラスな 威 じ 

のす る もので、 「一 化 劇 麓」 の 場 

面が 細を に 描かれて ぁる。 保 あ 

媒 氏の 「巧 作」 は 建築の 敷地を 掘 

つて ゐる裕 巧を、 氏 獨特の リッ 

チな 色 ど 雜陶で 描いて ゐ るの だ 

が、 古く 描いて ゐる だけ じ 嫌 か 

のない 給 だ。 ほ 井え 平氏の 

夜の 屋根 は デリ ヶ ー ト 

な 感じを 夕 暗の 空 じじぐ よはせ 

て 非を じ氣 待の よぃ 渝だ 。去年 

の ものよ b も 威 じを おす こごに 

巧 巧して ゐる〇 「 H 醒 H の 揀をエ 

お」 はもぅ 少し 溫 かい 色を をの 

あたらに 用 ひたらよ いご 思 ふ 0 

上田 巧の 「を 先」 は チヤー ミン グ 

^:<^繪だ。 が邊巧の 「が育の甚が 

線」 は 氏の ものと しても 傑れた 

もの じ旌 する。 色 じら 深 ホが あ 

b 雜圈も 完をじ 近い。 柯時 もの 

繪じ 比して 巧 巧 的な ごころ が あ 

る。 が 育い 基、 なおの 壁 じな が 

す るん 陽-い 巧 線を 威ず る 人は 氏 

の繪 じ共嗚 する だら う。 少しも 

乂 ウイ 1 卜 など ころが いから 


お宮 妃御懷 任 

御お產 一一 一月 

お芽ポ 度の 乂巧山 
今年は 年 か 早々 から 皇族 ホの 
お 芽 目 度た が t なら 今度 國を擧 
げ ての 大きな 悅 び. がらぅ 一つ 加 
つた。 洩れを はる 處じ ょればを 
ち妃 じは 數ヶ H ょら 御身 體じ 

御 異狀の 化 ぁを' 侍霉 

診の 結裝脚 姫娠ど 確を したので 

其 後は 抑 健康 じ 就て 御留患 遊ば 

さむつ i あつたが、 化て 皇族 ホ 
の 御が お A お 巧 肖じ假 御着 帶化 

巧 目に 正ぶ の 御着 帶 まを 巧は せ 

られ 御お娠 S 趣を 潑 をされ るを 

になつ てゐ る。 巧 出產は 越へ て 

一一; 巧 中旬の こご i 拜 察される が 

おを 職 幷じ關 係 ホ 面、 乂通 宮家 

等に ては 口を 咖んで 語らない が 

昨今が 殿下の 御 健康は 何等 ホ 常 

ど お變ら なく 唯御產 期の 近づく 

どぶ じ 巧 一を 慮らて 御 外 おは お 

をへ 遊は され 舊臘 聖上、 皇后 

兩 陛下が 沼 津へ御 避寒の 行幸を 

御 恩 送らの 巧は 宮中の 新年 お贊 

等 じ も 巧 啓 遊ばされ や、 御 運動 

も 室み 運動の 程 巧 じ 化め させら 

れてゐ る どい ふ。 妃殿下 御懷お 

とい ふ 芽出度 知らせに 對し 宮中 

侧 近を じ 質せば 妃殿 ドの おず 度 

じ 就て は 何 ごも 申し上げ 兼ねる 

が、 闕民 としては i H も 早く 簡 

きたい 

ゴロ 報で ある だけ じ ま 報の 

方が 先走る のでは ないか ど 化 虫 口 

報を 極めて 愼 重に 取 おつて ゐる 

を々 御懐炮 ごい ふ； じみせば 孰 

れを表 じなら 瞒 おど 化お悅 びを 

ホ じせら る 5 >- U と 承 はる。 因み 

じが 殿 ート じは 舊臘廿 五日 おから 

輕微の 御風 邪 •して 御靜養 中で 元 

旦じも 大事を ごら せられて 御 引 

魔ら を據 けられ、 息つ 六日 じは 

兩殿ド お 揃 ひじて お津 御用邸に 

巧 啓の 抑豫 ぶで あつたが、 これ 

义が殿 ド 御 快癒 迄 御 延期になつ 

たど 拜を する。 けれ 共 御風 邪は 

械 めて 御 輕< 唯 大窜を どつ て お 

はすに 過ぎ C 山で 御必配 申し 上 

げる稱 ではない ご。 


し ゴ术フ じは 理想的な U が ぞい 
ので 例の ォィ 八 奉 件で 有名 じな 
つた 新閒 崖さん の マ クンー ン氏 
等ら 磕ん じフ レ） して ゐ ます。 

♦當 地方の 發展は 年々 素 晴ら 
しい ものです が、 をれ は ± 地の 
傾 値の 晚 貴した パ セン ブージ で 
想像が 出 ホます。 依を ば 最近 賣 
がされた 組 育の 法律家 アン タマ 
ャア 巧の 崖 敷は 八 年 前に 八で 巧 
でもつ たのです が をれ をな 万 弗 
じ賣 つた さぅ です。 

♦斯 棟に 潑展 しつ、- あるじ 拘 
ら 卡を展 しないのは 日本人です 
パグム •ピー チから 凡を 四十 哩 
隔 つた ャ マト かごい ふ H 本人の 
殖技 化 は 化 年 お前 じ 酒 井 どい ふ 
人が 数名の 同志 ど 少じ 農業 じ從 
事した ので 相當じ 名前 も 知れ 肯 
つたので すけれ 典、 昨年 酒 井 巧 
が 死去した の ホが 長 ご 仰がれた 
神み 氏は 一家を 引き連れて 目 本 
じ 引き上げる； ごならました 0 

♦神 谷 氏が 歸朝 引き上げを 巧 


をを 得た 一人 ど （て、 おは 當举 
者 諸君 ご 共鳴し 义其 努力 じ威谢 
して ゐる 者で ある。 この度 鹽術 
を 深く 理解し をが する 人々 がか 
なる 自己の 慾 ホの 下に、 新 時化 
の 意識に' 伴つ た 戯曲を 止演 す々 
ためじ ぞ斷の 努力を 纔 ける じめ 
要な 硏究機 願を 設立され ると 酣 
いて 多大なる 期待を が も、 其媒 
をなる を 達.^' 麻つ てゐじ 者で も 
る C 先 H の 本紙 じよれば 第一 曰 
のをを の 盛大で あつた どかち あ 
必 よち 悅 びを 感じて ゐた のでん 
るが、 近 H 四 五の 當が 列席した 
人々 よら 化 がらの 樣 子を 聞いで 
期待は 空しく 裏 がられた ので ぁ 
る。 をれ は 常が 招待した 斯道の 
大家 某 义人じ 掛し册 ちを 人の A 
人、 例へ を 部なら ず 共 次から ホ 
へど 意義の 明瞭なら ざる 質問を 
連發 し、 米 人を して 應接じ 暇む 
からしめ 巧 角の 日本を 巧を の 音 
義を 失し 义其某 大家の 巧 人が 役 
者 かごの 間 ひじ 窮 した b 、 をい 


意 L たじ 就て は 農業 經營 上の 經程澤 山の 質問を やる じ 伴は ぬ不 
濟的理 もも あ 6 ますが、 矢 張を 用盧を 曝露した わ、 終 b じけ 個 
H 本人 特 をの 「化 鄕懷 しさ」 の 威 個 聯絡を 欠き 龍 頭 蛇 尾 的 じ閉貪 


精から 出 おして ゐる樣 です。' 其 
化を 村 3 间胞册 余 名 も 大部み は 
歸朝 する J じなる さぅ です。 巧 
論此 申には 獨身者 も あ b 新を お 
法 じよら 妻 ゆ酱の 不可能 ごな つ 
たの も 原因の 
でず ° 


した ごの、 とです が、 一 かま 腦者 
者は 巧を ちへ てゐ たの だら ぅ？. 
其某大 をが 歸 b 際に 誠 ド シス テ 
マ テックな パーテ！ であつ た 
必 ある 者 じは 挪渝 的に おれる-と 

ごな つて ゐる樣 I を 云ひ殘 して 行つ たさろ です が 
初對 面の 人、 殊に 白人す じ掛し 


♦ 神み 氏の 語る 處 では 大か村 をら じ ホ 社を 的な 所謂 a よ 人智 
の 農業は 今な おおす る 余地ら な識階 殺の センスの 有無 -r 疑 はれ 
< 又が々 しい 收入 もない とのを はせ ねか ど 短 ひ、 無 謡 階 絞の 一 
です が、 フ 。リダ 州は 大 かが だ 人た る 私は 當事者 中のを も寶な 



舞踏 敎授 

► ft 巧 ダンス ▲ 

▼表 精 体操 ▲ 
紳 十、 淑女、 わ 子 
供さん 方に 叮喀じ 
お授 致し 升。 午前 
十 時ょ ち 午後 十一 
がを ( H 耀を 除く) 

シャリフ •ダン ン 

ング 師範 學校卒 装 
上衫 タマ 


中が 埋髮巧 

中が 萬藏 
ザ - W . 雲 St. N. Y . 呈一 
京产呈 P 二 S Ave. & G 呈 trai Park W を 


日本 肆髮 舘淸 

新 ま 洗髮の 設備 るら 迅速 了 摩を 
旨 ごし 精々 勉强致 i まず 

西 四十 ST 目' 百 番地す 日 六號室 

タップ フロア ( 第 六 街 ミ 四十 ゴ r 自 与 ) 


.宮川 事務所 

持續的 奪闕の 间胞じ 的確なる 磯 
業を 巧旋 します。 

たち ミ でを" 芯呈这 

一言 W. 窒 h Si. N. y. G. 

ぎぎ 置 77 苦 苦ち 


曰 

お 

良- 1 

桂 


電强 | A な S 

叮寧ど 

が 育 ホ 西 四十 四 了 目 
M 二！ 一一 乂番 
ご 庭) 


特長 


けが 農業に 適した 主 地 だいふの 
ではなく 紐 育 地 ご蓉ぼ 岡が 横の 
大 がで 現が の 住民 僅か じ 註 方 入 
を 超へ ない のです から、 化廣い 
面積の 中 じ 僅々 化を の 日本人が 
ヤッ テ 巧け ない 尝は ないど おひ 
ます。 

♦殊にが 今大 々的 じ開壑 しつ 
つをるオキチ ョ？べ 湖単はン 
ダ ー •ヶ ー ンの耕 巧に 適した 處 
でを 數 年の 後 じは 化を の 破 糖の 
巧 鶏を 左右ず る 位の ホ 產を駐 る 
橫を ださぅ で、： 3 本人 農家の 發 

展 すべき 絕 巧の 機會が ある 襟に 

思 はれます ........ 孰 n にせょ 大和 

材の 巳び て往 くのは 痛惜 じ堪へ 
ません。 「巧 マヤ ミボ T S ホ〕 

少年少女が 驢落 

ニュ^— ジ ヤシ"一 如の ク エス L 
オレン デ户 ィス ク！ 少じ 通學 1 
してむ る 曰バー ト •チヤ ー 八 

ど ゆぶ 十五 歲 の々 年は 牢 素ょ b 一 
學 閔は慶 等の 上フ ブト •ボ ー 术 

の 撰 どし L 知られて ゐ たが、 

去る 丈幡 H 同窓 食の 舞踏 會 にぉ 一 

ぉした 巧 マ ー ダ レット a ナ！ グ 

ブィ ど 呼ぶ 十八 歳の 女學を ごを j 

を隱 したので 兩親 がめ 瞥 察では I 

一生懸命 兩 人の 巧 衛を搜 索 中で 

あるが V 夕か ブネ シ I 贿じ 赴い 

て 結婚した のでは あるまい かど 

云 はれて ゐ る。 


あるん の 反省を ホめ、 黃面 目む 
目的が 貸 名め ご 誤解され ざる 檐 1 

じ 願 ふを でめる。 


移 轉廣吿 • 

今 固 左を の處 じ移轉 化ち 諸を 
改良の』 御 辨當化 おしは 匆論 
必 化 巧 ' 、 御を 事を 召 レ^れ も 
樣 じ設赌 をし 候 閒睹舊 の 御 巧 
藏を奉 願と 候 

目の 乂 

327 W. 養 笠 . Tel. Co 一 量 ミち 芝 


西み 十五 了 目 巧 晒 + ホ靈 

一ぶ 腺 館大橋 


最新式 六 お 建 

便利、 淸洒 、待遇 懇切、 が 巧 化廉、 
發 着船な 么暢 都度 波ん 歲 にお 張 
シ アト》 が 第 六 街 so 六恶 
ェヌビ ^ ホテル 
带巧 メ！ン 三充五二 


藤 井 旅 飯遷巧 


4 誇 sayn 資 。みィ の 


S をを e. 或： 


苦 - h • 


.電話 ユンザ 


を 一 〇 


御 下宿 


1 是 L 否 in な on 芒で 


松 

ジ ー - 


な み ふ 地ょ き 
淸潔譯 る 雪 

蘇 か 

2921 


M0 

互 冬 公 . 

i 并 


日本 巧氣船 切符 卸 申み じが じ 
萬 事 御 巧を じ 御な 披 ひかよ 巧 

を 港 *-;;; ■> け ホテ ^ 

▼ H 本 御料 巧 ( 別間 ぁ . 

を谣 カリ ホ少 ニア 街' 丄 ハニー 

電話 カネー ー八 一六 

口 J ナ ン ゼ ^ ス 地ホの御觀ホじ 
-は巧 事 最善み 御 便を を 計らまず 

ィ 1 グ^ ホ テ 火 

羅が おじが ける 同胞 經 營中最 
新を 离等ホ アグで あらます 

羅 がを 一 街 一二 九 半 
亀 話ゲア ダイクと 六 五 九 


御. 下宿 

ミ ？養ち芭 达 ace 

bei 1 st -2 もみち. 妄 E . ち id St . 

Tel . ま ちな 吉迄涅 

ん 


►言 


じびて ttc 

ヤ マト ムタ 

浮 露里夕 州から 

♦本年は をフ 0 9 ダ 地方の 氣 

依 非常 じょく 恃 々巧し い ど 

が あつて 巧 巧 避裝じ 巧た 傾 値の 

疑^れる 位。 i も あらます。 併 


； i な 

^ が勢裝 


淸 潔、 親 か、 氣染 ▲ 

旅舘 

が 勢 事を 乂视を 作 

技 5 巧 . 赛 をで ま t 

ヴ ー . Regen 二 岩 8 


久 ボストン 案內 

貸 冉動車 業‘ 河 西 

諸を 跡、 大學 校' エ 襟な 化 一般の 

i 紹か 巧び 通 辯 もします ぎ 〇ョ岩 

I ジ I I ! ack - Ba 二 7 田 70 Batavia St . 


讚を の コラム 

新劇 協會に 就て 

K ' S ホ 

あ 巧巧留 同胞 社 會じ趣 ホの 向 

k の ドラィし 易い 同胞 間のを 氣 

を 霜は す糕 なかての わるを は设 

も爲義ぁる2 である ど信ずる* 

殊に 祝 劇上衙 のかき はを 大な慰 I 


嫌 育旅舘 


旧 中 お次耶 


お 四十 了 目 二の 二を 

ジ I .呈を 0 ミ a 署 4 

を 話 レキシントン 四 ふ 五 五 

.爱 旧旅舘 

ぶ 十五 T 目 二な あ 


ボストン 巧 

富 ± 旅 舘大浦 ホ 松 

畜定 ieste- si. B ミす n sass. 

ぎす tik 童 巧 70 


苗 

N 1» - 

1 —ii 

el 刷 

S M F 

©2 .1 
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摇盛頓 

i お ざ； 

H 本 料理 

G 御旅 舘 


殷蒲燒 壽司御 仕出し 

H 唯 巧 日' 化 間 も 御用 命じが じ ホ 

會席御 料理 

烏 等 御 下宿 

なおぶ 一 


御菓子 舖 

栗饋頭 > 羊肇 、蒸 お 子 類、 療常 

( のし 餅 前リ狗 をち 願 ホ ) 

松風が 窩橋 

西 六十 五 T 目 一二 十四を 
電話 トラフ T 水 ザー 五 五 五 四 


豆腐 油揚 

煎餅 製造 お、 小資 
U 本を 稱 品-切 

田 や 

第三 一 街 八 巧 八十 击番 
'重 話 プラザ 五 二 一八 


新 鱗 魚 か 一切 

日本人 おきの 生魚 澤山取 6 揃へ 
特別 廉 潰で 大勉强 致します 
サヴオ ナ魚店 

.1 ミ 召 ザ uavoup 

《泛 W. 6 一た 本 t. 

， re 】. cols ゴ b 夏泛黄 


極上の 魚類 

季節の 新鮮の 魚貝類が 渾山揃 勺 

て 房ら ますから 御 賞 ホ 下さい。 

ァピぶ 口 魚 巧 
苦す 書 其 T 宝. で an 妄 n を 芸 


伊豫 屋 御 下宿 

西 鳴を み郎 

巧 四十 九 了 目 一六 五 

ア ハ*— トメ ント 2 

電話 プラザ 六 一と 五 

尋れ人 

更正 恩が 証 巧を 付 
「外 固 旅券 下付 事實 証明」 到 肴 
熊 本縣人 豐田 清定 
朝鮮人を 秉斗 大お基 
巧 木石 崎龜 みを 巧八睡 鐵太郞 
を 知を 川を 銜か歌 山 引 ± 純一 
巧 城 寺 巧武始 化 井を 五が 
ちの 者に 述 知を 度き 溝ち 么 
お 閒ネ人 巧/.、 はか、 ょら 現 
化 巧 御ぶ か 顔 上 候 

■ 紐 育 巧幽總 領事 舘 

185 Br 呈 をぶ を W Ifork 呈 y 




32 Broadway N*w York むか . 
Phone. Hanover 7394 

店 まを 俄 巧 

112 We が Adams iSfreet, CHICAGO, ILL. 

春が ひ 針 化を 巧 般萬化 其 巧 切 道 毀ち 


は 物 荷 小を 本が はを が V 
いさ f しおが 御を 巧 星 


ん 

The Milsuiiisiii Bank. Ltd 

EQUITABLE BLDG. 

じ U Bwadway, New York 
Telephone Rector 9483-85 


社 會式株 船 薇洋東 

T . に K. 


NEW YORK OFFICE こ 
Room 801 -605, 165 Broadway 

PHONE: CORT し ANDT 8047 

San ド ranc け CO 0 がが： 巧 1 Market ■み 

帆 が’ 雜寒 

路航米 南 おお 米 


「 | 11 もなも 9 けみ化じびげ 1 わ 

1 NEW YORK OFFICE 

344 Madison Aveivae 

Telephone. Murray HUll 4000 

♦ 閱 自十 を 本日 ♦ 

♦ 間 H 四十 を那 支み 

路航短 最の洋 平 太 


社 會船郵 本 円 

お ち 育 紐 

8-10 Bridge St. New York- C け y 
T elephone Bowling Green 2262 

..店 支ルト ヤシ 

Colman Building Seattle. Wash . 


THE FUJiMOTO 
な即 WTIES 則 . ， ING. 

120 B ， w が N. Y. City 
R が tor 2416-3339 


The Sum け omo Bank, Ltd. 

NKW YORK AG が NCY 
14:9 Biroadw が 
てけ し Hanover 7444- 744 ら 


The Yokohama 
Sjiec お 扣化 LM 

Equitable Bldg ;. ん Y 
Phone Rector 2 目即 


The Bank oi Taiwan, Ltd. 

Room 308 

Bennenson Investing Bldg.. 
165 B の adway, N. Y. 
Tel. Cor け amit 7 が 2 - 33-34 


Ta けけ fading Co., Inc. 

Importers & Exporters 
101 のれ h Ave" N. Y 
Tel. Stuyvesa が 3823-5 

327 W. Madison Stre が , 
Chicogo, Illinois. 
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(;o 、’. 化し St. ami か uadw が 
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and Shopping Service 

Mrs. Eel れ h Humphrey - 

Special Japanese Guide . 


O.S.K. Line 
大 版蘭 船會社 

Ro 帅 603 Cunard Bldg., 

25 Broadway, New York Cit)r. 

Te し Bowling Green 6392 


iM 邮 IMURA B 削 S. ， lnc, 

I 53 - 55-67 W. 28 rd St., 

I New York City 
i Tel. Gramacy が 50 


シャト 八出贼 午前 十一 時 

V フ レジ テント マツ キン レ^— 

i 二月 二十 八 H 

▼プ レジ V ント ジ玉フ r ソン 

四 巧 AU 

▼ フ レシ テント クラン V 

四 巧 化 - H 

▼フン ジ テント 7 ティ ソン 

五 巧 ご 1 R 
▼太ず 巧 航路の 最 快速 激船 ▲ 
▼船 ま 廣<理 あ 的 じを 備す ▲ 
▼ベッド 使用 コット じ ホ. 中 ▲ 

御 ホ 璧じ 化ち 日本食を 調 ふ 

化 理巧桑 山 簡巧ミ E. 罢 h St. 


シ アト ル出帆^出酌午師十時) 

横潰乂 四ち 十 H 
I 如な 化 四 巧 化 五日 
^ 伊 豫 义 五ち そ 百 
ぶ 靜脚义 六 巧 六日 
U 本 巧 船客 運賃 新 率 
一等 橫演 一九 五 巧が 戶 二 〇 五 巧 
云 等 洋食 五十と 巧 か 食 五十 五 お 

歐洲 H 本簡 客船 (每月 二 同. 
倫 致 よら 一等な 五赌 、二等と 十 
磅 、馬 耳 塞よ b 一等 九十と 隙 
二等 ホ 十六 晚。 

紀育岀 化 田を おお 由 日本 巧货 物が一 月 二 四 


外 圍爲替 、鄉里 送を， ホ 送を、 信用が 巧 他 一 

一 投を巧 業務 椅 々御が 利 じ 化 巧 可 申 お 

S 一二 義銀巧 8 支店 

ぶま 巧 ま 京 栗が、 大 吸、 神戶 、京都 
所が 地 る 古 崖， 小游 、上が、 偷を 


晚杳が お 二 過' 一巧 出帆 

▼エムゲ レスを 太 利 三ぶ ろ 00 觸) 

. 一二 巧 二十 口 
▼エム プレス 亞細亞 〇二 •客 〇觸) 

四月 ご 一日 

►エ ムプン マ 加を 太 (吴 •室 〇觸) 

四 巧 十と H 

▲ユム プレスを 西 曲 三 T 000 觸) 

五 巧 一日 
一等、 二等、 一二 等 度び 下等 客 設備 
最大* 善美、 最 快走のを 巧 航巧船 


ホ ノル、 ■掩濱 ' it 戶 ■岛巧 ■上海 •香港 ■あを お 巧 
(羅麻 お 晚二巧 ホセ 日い 

西 比 利亞义 so 、 夏 〇觸 ) 一一 一巧 化 一日 
(羅 が化奶 一一す 二十 屯 目) 
太が 化 三 二、 夏 〇哦) 四月 十四日 , 
天げ 化 (ニニ、 呈 〇砸) 四月 サ八 H 
コレア 义 (云、 0 呂顿) お 巧 十二 H 


化航 墨西哥 、秘密、 智利諸 港 巧 
お 化 ホノ ホ、 橫濱神 戶巧司 香 巧 巧 
せを 共を ホ 遇 一画- 
◊を 港 巧 切 巧寝臺 を 践 入御 链巧化 W 候 


R 化狀 け 
W 3 の 

s 端 

L 的 こ 




C 


の 


最新 スタィ^ 陳列 

= I 度 御來店 をれ == 

が舖は H 义紳 ±卞 御 巧 用の 上等 服を 驟 製を 

弊 舖で巧 ホめ のが 服、 み 装を 御を 用な され 
ば 米 國流巧 スタ V 八の 正しい 服装の 聪 'をが 巧 
ホます ° 

ウオ — 力 1 ムン ド 

フロリ ネ洋报 巧 




W じ 柳 
邮も Y 

/ 1 、3 

K 7 んが g 
ぶ K W お 

J ^ z .^ 

W 訂 II 扣 

服' 肿-品 


資本 を 

巧な 済 資本を 

お 立を 
棟 ま* を 


一 億 圓 
六 千を 扭 
四千と； 白 拾を 夕 


aa ♦ づ ■— •こ - 一—- TT * 11 

會 I ぉ 一一 一拂 銀巧餐 ちち 

神戶 輿を 下 供門词 巧が 

-良 巧* をを をな を 買 



^ ^ を 巧巧貨 五十 瞄な 上がな 年 六を 

S 臺灣銀 巧 ぉ育 出張所 

▼鄕里 送を ぶび 化 送を (無手 投 巧】、 外國 
爲替質 買、 荷 爲替な 化な ホ、 信用 化を 
が 等 一般 お 行楽 務 御が 利 じ 取扱 可 化 慎 
▼巧 ほ 詳細は 御 遠慮な < 御 巧を 彼 下を 巧 

21 通知 gSSSIt 錢二晴 

(化 シ话千 脚な 下ノ 逆が 巧を ハ 無 巧 底) 

横濱ぶ 金銀 一な 育ま 巧 

鄉を 送金は 郁て 無手 おが じて 當 
巧橫濱 本店 絞 由 送を ホ おを 申 お 


社を を 爵往ぶ 吉左衛 巧 
本 店 乂阪化 沒手目 

が 育ま 巧 が 育ブ 0 1 ドゥ 卫ィが 四十 化番 

懸 住 . 友 銀 . 巧 1 

《巧を、 橫 •後、 名 も 煤、 京都、 が 戸 
せ^^^ 3^ノ 道、 廣 島、 吳 、柳 井、 下/隅 
巧 ま 化 I 巧 司、 小 倉、 若松、 博夕 、乂留 ホ 等 

本駐預 を、 傲 里 送を 等は 择め _ 

て 御 便利 迅速に 御 化 扱す 申 候 

藤本 證券 會か I 

A 一般 有な 証券 ノ資 買、 引ず、 募を I 

A 金觀 、ホ ニ 之二瞄 K ^ 1 切ノ 業な ' i 

2 S 藤を ミ IT 銀 巧 一 

紐 育 お 張 巧 一 


が貨 魄碟お 

ドラィ グ^ — ブ卸資 

太 洋賛易 株式 會社 

ぞ巧 が 巧ち、 ボストン 


リナ メ ！ 古 1 の特を 

り 本人の わ 買物 じは 特別 掛邑を 畏き無 
巧で 御裝 みを 巧 带話义 はわ 手が ホ资猫 
訪問して 御 おを を 削 b かめての わ 方に 
おしては 特に 注 怠 致-しま すから 是非 わ 
立 あら 願 ひ 巧、 おみ 配 連は み 論 H 本 お 
化を 化 宛 0 わが 物を 送は 當 方で をし 巧 

レ ヨン ワナメ ー カ 1 



M 木備器 雑貨 


-フ ク 


ゾ卸販 脅 


姆 g 钱木桃 ホ 組 

MOOI . MOMOZCH 0?, hlc . - 
105 15,1 ま h St . N . Y ' - rel . で 己 yv ま a 己 t 8595.8 -7 


•''アト A リ 

めら び や 化 '一二 月 化 六日 
あら ぞな乂 四 巧 九 H 
▼横 潰 一等 一九 五 弗 一二 等 五 五 巧 
二一 等を 室 大な逛 家族を 夕数 
ロスアンゼルス 出帆 
めきし こ 化 一二 巧 化 八日 
しか ご乂 四 巧 0 U . 

▼ホ 港羅府 巧激単 切符 搭裹券 溝 入御を 
旋 化ち 候。 

▼が 育 線 パナマ 妈由打 本を がが は 物が 月 一画 




大 

正 

卜 

函 

年 

一二 

巧 


円 


が 育 H 本人 會長 地ち 延么 助氏談 

々回 松 平が ホ 大使を 迎へ るに I 國 お 的 與論を 巧 重し 么じ從 つて 


R 


で 

巧 


巧 

壹 

干 

巧 


ご 一 

號 


をつ て、 化は にの 任 かじ 際し 二 

つのを ホの 例 じない ホ 柄が をつ 

たこ どを 巧 ひ 出- -，夕 ので ある。 を 

の 一つけ 大使の 人迹じ 非常 じ 長 

い 時日を をした こ if あつて、 

をれ は 夕み巧 今の H 乂外 巧關係 

の 難 隅じ處 する ためじ か 何な 

人物が 最も 遊 任を でぁるか じ 就 

き、 當 w どしても ー ホなら 0 普 

必巧盧 を 巧した^ めで あらぅ と 

思 ふ。 义 をの 巧 二は あ々 

I 平 氏の 巧を がを 

j 表される や、 ホ國じ 巧て は大統 

i 領 及び 國巧 卿を 初め、 言論が じ 

I 巧 てら 大いに 巧に 對 する 歡迎ミ 

一滿 をの 盧志 をぶ 明した こどで あ 

1 つて、 これ もな の 記憶す る 限、 

一 じがて は 前例が いので ある。 

_ あのな が U ホ 細 係に 欄して 補々 

一の 流說や 好まし からざる 宣 傅が 

わ はれね ので あつたが、 が平大 

I 巧め 巧 命じ おする 米齒 のが 威披 

^渡が事貨上をれ等の流說を 一 摘 

:してしよつ わやぅ^:^おがあつた 

をの 時化は、 例み 松 平 大使の 身 

の ヒじ巧 かの 異變 かあつて 來國 

じ 赴 巧す る こどが 出 ホむ いや 

一ごがあつても松平氏はおじ 

駐米 大使 VI してのを 乂 

。る-つの 化 命を 速し じご 稱し 

て も 過言では ない ピ 思つ たので 

わる。 i 云 ふのは 元 巧】 國の 乂 

化の 化み ごい ふ ものは、 驻化國 

じ 赴 巧して 一 側々々 の 具体的 化 

事を 處狸 する ミる ふこ どよ 6 は 

I 両國 K の パ ー ト ご 八— 卜を 姑び 

; つけ、 理解 ごが 成を を 進して 巧 

:< ご云ム おがよ b 電大 であるか 

一ら 此の 見地よ b おて、 松 平大化 

I は 赴任 前眺 じを 逃すべからざる 

巧 火。 る战 巧を 納め 楷 むご 云 ふ 

i こどが お ホる ご 思 ふ。 なじ これ 

から 松ホ大 化が 華盛顿 にがて 色 

色の 問 越に 就いて 

談判 接銜 をす る抵 をに 

をの 事 巧は 餘 おのが 影蠻 を雜ら 

すで あら. っ. こお^れる 。傅て 左 

巧な 順調な 流れに 悼して 赴 化さ 

れじ巧 大使に 掛 しなお ごして 篤 

-じ中 上げたい こごは ホ國 人の 

^/、 云 ふ 『急が やして 急げ」 V - 

云 ふ奇 〔葉で ある 〇 化を 急げげ 事 

を 化 損 や & ご 云 ふことは 一胶 S 

通則で あるけれ でら、 現下の 口 

ホ 問 趣の 解み じ挪 して 特にを の 

威を なくす る 心の が ある。 を お 

問題 じ 就いても 一日 も 早< 日本 

のま 張を 貨撤 したい こどは 巧々 

のぶ 巧で あるけれ ども、 がし 之 

れ は- 朗ータ じ 解 巧し 得る 問題 

では；； •■い 〇 U 本の 

移民 排夕 が' 肖を が ど 

なつた 化 上は をの 解か じは 法が 

のな 正を 必要 どす るので ある。 

がるに 元ホ乂 固の 上下 巧 院は一 

神ち 色の 異 った グ ゥプで 其を 

理が 態ら 備單に 理解し 兼ねる 所 

が あるから 急 じ 法 沖の 改正を 要 

求した 所でが 易に 贸 巧し 巧る も 

ので' は 心い。 乂國は 與汾孜 治の 

田で あつて、 巧 政 がら 立 ホ 部 も 


國 枚を 處 姓して 居る こどは 樂亩 

である 。けれども、 をれ は 大尉 
よら 見た ロングランの 間 題 どし 
て事實 である けれども 一時的 乃 
ま 部を のじ 見る 時は 必ずしも さ 
うでは ないし、 填ろ 

正一^^^の ホ 悬を呈 する 
こ*」 が 時々 をる。 誰會 がが 円 移 
氏 法を を 通過した 時 f も、 講を 
が柴 して 輿論を 背畏ィ ーして 居た 
かど-? か 頗る 疑問で あつて、 寧 
ろを が 與論に なした 巧 動じ 出で 
たので あると 云 ひ 巧る ぷ もない 

ではない。 巧 捻じ ホ 図 遙會は 時 

じの つて 輿論 巧 至大 勢の 流水 じ 

相反し じ 巧 動を 採る こ ご がな々 I 
あるけれ でも、 然し 前 じ も 一言 
したやう じ 結局 じ 於て は、 义輿 

論の々— レントに 卷き达 まれる 

時が ある ご 云 ふこ ごは 殆んど 疑 

ひなき 所で あるから 

移 巧 間趙 の 解 巧は をの 

『時」 の解决 じを する み 外は i ：* い 

ご 思 ふ。 化 •し 最も 化 某な こごは 

常に 円本に 對 する 闡民的 カー レ 

ントの 大勢を 注視す る ご 巧じ兩 

國 民の 理解 どが 感を增 進す る や 

う機會 ある 每じ 努力して 巧く と 

云 ふこ ごで ある。 又な 留 同胞の- 

华等的 待遇 問鹽じ 就いて 云へ ば 

社會 的が 遇 じしても 、同胞の 實 

他 泣が 大じ向 卜-增 進して 一 

般社會 から 認識され る やう じ；：： *1 

れピ をの 辭 巧は 甚 にを 易 どなる 

ので あるから 之 も 堅す る じ 『時』 

が 解み して 吳れる だら うご 思 ふ 

巧し 化 5 点に 關 して 大使 じ 希攀' 

しれき こどは、 お ホ 得る 限ら 巧 

胞ミ 

密接なる 關 係を 保 vf '、 

同胞 S 實 情を 明に する ご 问巧じ 

同胞の 息 是を聽 き旦つ 相談を 3 

ご 云 ふやうな 態度に 出で/' も 

らいたい の卜 ある。 が . H ホ 外 

を k 最扛 重を U る 問題は ま那間 

題で あ i か、 支那の 進 ホ、 開發 

强 おご 云 ふことは お 國じピ つて 

は利番 問題で あるから かれ Q .か 

H 本に〜 J つてな 岡 家^ 死活問題 

ご 云 ふべき 重- KW 上の 電大 問題 

である。 米阅 人の 中 じは 支那 問 

題じ關 して 將ホ日 义兩國 は 必中 

街 突す る こと-か ある ご 云 ふ 風 じ 

ちへ て枯る 者が 勘 U から や ある 

やうで あるが、 これは 日米 両國 

が 出 ホ 得る 限ら 

柏 提携 > して だが の閒發 

媛展 をな ける やう じした；：* らば 

廚 図の 銜 おを ホが じ 巧ぐ ことが 

巧 ホる のみなら ホ、 袖を の 一大 

利益で あらう ご 信 やる ので ある 

米國 大統領が をく 召集せ わごし 

て 居る 萬 二！！！ 軍備 縮々 會 雜も是 

非 巧 巧 すら やう じ お 共は ホ 望し 

て 居ろ が、 此の 点じ 腳 しては 化 

が 的 ホ かど 人 煩の き滿 のむ めじ 

日本 固は は 誠盧を 0 つてを の 趣 

旨に なぶを を剛 しつ、 ある 所で 

あるから 化 ホ 大使が 充 をの 盡力 

をされ る こどで あらう ど 言 じて 

なは ない をで ある。 


二十 年 記念 

俱樂 部祝贊 

準備は 大体 完成 

ホを 尘赌 H (十四： a ) が舉 巧の 

日本化 樂が 創立 二十 年 記を 舰巧 

をは 目下 曾 媒委员 、巧 待 委呂及 

び餘興 委員に 於て 部署を 定め 稱 

補 準備 ぉ急ぎつ i あら 大体は 完 

がした る 由で あるが、 當 がは 六 

時ょ b 巧 詰巧當 じて 立を の蠻應 

あら 别じ 階下の 食堂 じ 模擬店を 
設けて、 ぅでん、 恭を 等を 盤す 
ベ <餘 興 場じ當 てられた る 階上 
の大廣 間は 午後 八 時ょ b 開かれ 
會長化 木を 茂ん の祝辭 、祝賀 會 
お 按委貴 良 旧な 繁二 巧の 口上が 
あつてから 化 舞、 を 語、 一二 曲を 
奏 、歌澤 、長嗔 、獨酱 及び 戯曲 
操 わたる 人々』 等 趣 ホ ある 餘興 
が ある 豫ぞ である。 巧に 當 巧の 
入谣 おは 肖 摸の 郁を じて® な 名 
じ 限られ--、 培る さう であるが 定 
めて 篮况 を呈 する ふで あらう 0 


所得 納稅者 注意 

所得 视納附 の 最後の 時日は S 
巧 十五 扫 H 幡 でも るから 翌 十六 
日まで 延長され る巧窠 である。 
未納の 人は 成るべくを かじ 其 手 
績を 履行す るが 利益で あらぅ。 

が 育 郵便 巧では 稅務 局と 協調し 
t 第 八 おの 本；？ は 勿論が ま 局に 

がて 納稅じ 願す るな 窓を 巧へ 質 

銀 じ もを ゆる i ごな つて 居る 尙 

ほ郵 彼爲替 券で 納稅 3 る 人は 

領収 祉を 紛失せ ぬ樣 保が して 爵 

< かよい. .特に 郵梗 局長 キー 

イ作 .からな 患して 畳る。 


ホが 幽乂 ホー ムじ滞 か 中。 
齋お巧 巧 總瓶 事、 本日 午前 

九 時を なのた め 華 巧へ 出 酸。 
♦大西 宇 兵衞氏 県な 製 逛渠者 

数 H 前眷が ーヶ月 稍滯 紐の 上歸 

郎 のを。 

•小 立 崎に 輸入 巧、 過日 着 紐 

轉ら <滯 がの t 歸朗。 

•岡 巧 干 お 巧 S 共 巧ま會 社が 

黑 、まる 九日 午後 二 時 五十 五を 

ペン 停 お 場 出を 西 巧 細 朝。 


賀川 豊彥巧 講演 

本が 旣報 のかく 滞 紐 中 S 賀化 

農を 氏は まると H 午後 j 時日 本 

化樂部 巧菲キ 辟の 午餐 會じ髓 席 

し 午後 二 時ょ h 一瞎の 講演を が 

みむ。 氏は 社待舉 化の 根 本義が 

互惠 、犧牲 及び 寬 をに あるを 說 

いたが ホ おじ 端會 であつ た。 當 

H 會場 じて 巧の；： 本 じがけ る 社 

脅 速 動の 爲 めじ 聪金サ る 結 架が 

八 弗 六 仙 じ 上つ た ご 云 ふ。 


日本 生糸 晚餐會 

リ本 生糸 株式 會社總 代 巧 店 じ 

るお材 がかを 社々 長 新が 術 一' 郎 

氏は 生糸 會社專 格 取締役 橋 本 十 

五郎 氏紹 かの ため 明 十二 H なな 

の 重な もたる 人々 を 日本 巧樂部 

じ 招待して 晚餐會 を 開ぐ 由。 


避 佐 懇親 會 

お 育 じが 住する 同鄕 人の 貪す る 

機會 極めて 稀 じ 候へ ば 今 网越佐 

會を相 傾 ふし 久し 振 h じて 打 解 

けたる 嘶を 致し 渝 快に 一巧を 逝 

しが 候 間' 力 障 御 繰を せの 上御來 

會 奉が 上 候- 

を 企 人： 同 

時日 =1一 一月： i ： 二 H ( H 腿) 午後 

と 時 

媒所 = 都両 五八 了 目 一一 一四 〇 

會費 U 1 弗 五十 他 
追て 膳部の 都合 お 么慎故 御 おお 

被 下 候 御 ホは 前材て 左の 所へ 御 

通知 奉 願 k 候 

H ホ 時報 社内 お 深 愛ぶ 邮 
お 五十 九 T 目.-:: 十四 

を 山仙藏 

ブロ スペクト プ レ— ス 四と 

鴨ホ义 
西 五十八 T 目 一二 四 〇 

.塚 旧數平 
西 八十と 了 目 巧 十九 

上 杉 純 雄 

敷地 無料 提供 


旗 巧は セ 成 デン-日 ン グアィラ 
ン ド) 小生の カントリ^ ~ プン 1 

ス附 をの 4 J 地 じ ーヶ年 W 內に自 

身の 聲用 じて 家 崖を 述築 ずる 侮 

件の f に 左の 如く 敷地を 無料に 

て 捉供 一 ^まず。 

五 千 弗のを 属 建築 じ對し 

プ 。ット 巧 吹の 肖 吹 提供 

と 千 五： 白 弗のを 崖に 街し 

プロットな g ： のが 五十 吹 

】 巧 弗の 家屋 じ對し 

プ日ッ ト-円 吹の 二 巧 眠 

± 化を 一 應檢を 下さい、 若し 氣 

じ 人つ てを 崖を 建築な されば ± 

化け 無が です。 御 照會の 手紙に 

は獎义 宛名 御 記入を 願 ひまず。 

小生の 方よ b 訪問し ます。 

J . F ' 吉 R 吉 ， 2 二 L ミ S す ad , Br 客 klyn 


替 樂敎授 Kkt :: バ 

獨巧 歌将策 料ーケ け》 叟一逊 品} 
西 六 T 五： J 目 東京が み 階上 
期 池 嘘太邮 
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♦小鬟 商 紐を 協 諸 巧 紐 育 日本 

人 ル賣巧 組を にて は ホる 十五 H 

( H 幡) 午後 おがょ も 料亭 河 添に 

がて 協 畿舒を 開き お 立を 廢 止の 

結 あ 新に 組を 賣 巧ぶ 貯を 制度を 

設 くる 件に か 懇談す る ホ。 

♦帯 年を 定脚泌 會紐育 日本人 

靑年會 は 旣賴の 迪らホ & 日 躍が 

を 期 総@ を 開き じる が 出席者 S 

卜み名 現 化の 會館 巧"— スの件 

を 可 ホし 新を 度 曾 計 度び 役員の 

逃舉 を，：： ひじる 後 散を。 

參 を 藤 も ご 子 ホ 人 太 西が 巿巧 

藤 巧を ま 巧 藤 佐 重郎氏 夫人は ま 

る 九 H かがみ 墟出溃 の 『沙 上の 

あ J をが 劇の 上歸 ホ'。 

•一一 驟學槐 + 滯純靑 媒縣な 病 

お 副 院長 機を 階 ±义 お 木 保壽、 

随岡縣 巧 大學が 巧な を 巧± 庄对 

楠旧兩 氏は 歐洲 よら 搞朗 の途ホ 


夏場 用讀 ff ?? 難 

度し 王 パン 义社製 四十 八が 電燈 

が 十六 州 じて 靑 ホ 電燈の 両方に 

使用し 搏 、替モ ー タ！ 付】 夏 使 

用 新調 ご岡樣 、大 を 儲の 出 巧る 

機械、 歸阔 じが ま急大 格を じて 

露 度し 明細 蕾進韋 【を 尾】 

17 哀 Peae 至 ree St . 星 an 立， G 产 


貸 室 


サグ 、玉^の 使せ き 

を 室 一ん 或は 二人に 

適ず、 才 1 ル イン フグ！ ブメン 

卜- 遇と 弗 午前は だを、 午後は 

電話 じて 前約を 願 ふ。 

ま 去. 107 さ St , 言. S . Te 三岂を my 岂吉 


綺麗な る 莖湯殿 じ隣 

集達 接、 電潑 、電話、- ヒ 

!卜 、ブ P ) ドクで ィ 地下線ょ 

一 了、 ベ 1 スメント 〇 

. valentine , 夏 W . 養 th St . 妄 


i 遇 五 巧 巧 八 弗、 一 

人义は 二ん に 適ず、 

巿 廳へ卜 々タィム. ス ，クよ ヤ— 

へ 化 五 巧 屯 話 カン バラン ド 室 一吉 

1 乏是 hSlJrook ミ 黒 崎梅モ 


を 服の 化错 & 仕な 化しれ. 他プ 
スず巧 速叮喀 じ勉强 致します 
から 何卒 御用 命を 願 ひま 寸。 

日本 洋服 店 

西 五十八 了 目 S だを 

電詩コ 日 ムバヌ 四】 し 一二 




紐 育 ホ 命 体 検曾化 

S 木を 吉 

雜保險 


zew York ご； fel ミ 己 ra 日 ホ Co 
6】 oha 311 erswt .;. 
2 ewY ミ！ ccity . 

Ph 含夕 Franklin 49^ 

巧 xoyan 巧 e 巧 r - asch 一 


ち ♦■♦■♦■♦■♦■♦■♦ミ 


ホ國ぉ 版の# 島は 化て 特別 剧引 
じて 巧 速に 取 1¢ ぎ 旅 巧者の 研 兜 
參考资 巧の 酱 M 集 等は 特に 御 
巧を 化 則ら ひ莽 (幡 物】 

左 i す sh 左を ぞ 

154 Nasi Si , Tel . Seek 夏 n 芝 28 
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H 本人 諸君 おは 格を じて 勉强 
し 御 巧の 節は 機械を 持參 じて 詳 
しく 御 説明を L ます。 左へ 御電 
話を 願 ひます、。 【石 井英 太郎】 
1 さ S . 置 th St . 享 .を C 
ぎ ie 芸 15 Ext . 13 -C 


謙 


吿 


肅 啓を をが 峭の 候を 化 益、 御ぞ祥 の條舉 慶賀 候。 陳 
弊が 儀 夕大の 御 引 ホを 蒙ら 阿 蔭を 0 て 日々 隆德じ 赴き お' 一 

段 難ち 奉 深謝 お ! ご 

今般ぶ 店の かじ 化 b かホブ - ザ ー K どな 名 仕 6 化 ホの 盛 
ら營業 巧 仕候條 何卒 舊巧 御？； なの 释奉願 k 候 / 
右御鹏 旁々 諸 吿仕候 化 / 

酱化八 荫會な ホ 元グ タザ \ ス 

大正 十四 年 二 巧がん U ホ元爲 一二. 郞 

が 東姪吉 
をを 川 淡太郞 
夕和 ffl を 雄 
绩藤 佩么亮 
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♦金製 ナイフ 鉛筆 類 
♦金觸 がな 金 胸 飾 類 
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♦美麗な ピン 時計 鎖 
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純眞 なる*! シユ コシユ 、フ 、ドロ— ブ 
トランクの 值 段は 皆さんが 永い 旋巧 をな 

さる 時の 抽符 化ょり 遙 じを 價 です。 
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つて 居る 處を 
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絲 脊新滯 

東の 理想家 

孫 逸 仙 氏 ミ 支那 

まげに が n る即 巧の ダン デ！ 

巧 ご 典に、 叙が かの 如き 革命の 

理想に 燃 ゎ、 をの 巧 おご 實 除に 

對 する 批 巧は 別個み 問 狸 どして 

固 巧 的に 蟹 名を 隙して ゐ たな 逸 

仙 氏は 遂し 逝ました。 ま 那じ對 

するな 义 氏の 過去の 巧 厳に 就 

ri 、 廣い 忘が i らおて た 那の巧 

制を 破壊した ものは 孫 文 氏の 力 

で ゎる ど おじ， 斯れ たる 現ぶ の 

民 ま々 をを ホんだ もの も お 文 氏 

ど 云 ふこ VJ か 出 ホる。 然し 乍ら 

叙く 共 支那の 統- ごい ふ 大事 叢 

を 前 じして、 な 化の 力を ち册の 

政界から 失つ たこ どは、 暇 b に 

今を 摄 & の ホむ 道が いかじ 左傾 

的で あつじ ど觀 察しても、 確か 

じ 一大 巧を たらざる を 得。 い。 

逊 まに がける 中 単技國 を-顧る 

じ 東 S ちの 張が 霖 、化 京 化が、 

南 みのお 逸 仙 氏は 支那のを 局を 

巧ず も 太い線 t ゐ つた。 がる 

じを 近に 及んで 巧 ホの 結を け お 

氏に 勒 する 陳 爛明將 軍の 反抗 ど 

て お ま 政局は み 裂し、 化 巧 

あ府 S な轄 ずる 中央 支那は 大体 

於て 化を 政府の 勢力に 追從し 

あつれ けれで も、 これ ホ お 

接がの，： 2;^. 夕 .なみじ々 ん で、. 柴 

化ず 將軍 S 娘 玉祥將 巧の 勢力 爭 

ひを 生み、 をの 結 おは 段 お瑞氏 

のけ 權掌お i な 6、 獨ち傷 か 中 

し 化を 9 が 勢に 大きい 波紋を 

はけて ゐる 巧は、 張 か霖氏 唯一 

人 あるの みで もる 0 

孫 父 氏が 晚 年の 持論は、 この 

支那の 過 まじい ける 海 親と 不統 

> u 、 文明 化 進國の 資本 階級が 

支 报の資 脈を 潑 をし、 をのが 權 

の 前にた 那の內 政に 干渉した お 

おで ある W 云 ふを 煤から 資本を 

i を的歐 を、 就中 英米の 勒ち 政策 

をが 難し、. 勞 農。 シァの 共產政 

治に 巧嗚才 ると 共に、 東亞 民族 

のな 瞄を ホめ、 止 巧 古 及び H 本 

'を强慾；^る白色人柿じ掛するあ 

I を人禪 反抗の 前哨で あると 呼號 

した ものである。 即ち 氏の ず 翻 

- 性は 國 みょら 階級へ、' f じ 階 

I 級ょ bK 族 じ ホら つ i あつた 傾 

; 向を 明な に觀 化し 得る。 而 して 

この 来な 聯盟 誰に、 共産 n シァ 

I の も 力ぶ 力 巧ぃ し、 H 本の 自由 

I ホを 巧が み 鳴した ザ 面 じ、 極揣 

:な& 風を ま義を 標榜ず る 反動派 

1 れ この 速 動じ 加 はらつ-- ある こ 

IV' は、 お洋 に' 族の 自捉 じ强 いを 

1 を 投げた もの ど 云は なければ な 

一らない ° 

一一 おらに ま 那の內 政 方面に 就て 

i 見るなら に、 化 力 東が 氏族の 斑 

I 酪を 欲した 氏は、 保 力ま 那 じご 

一ら て不ぬ ホなる お外條 約、 か國 

; の お 力 地 巧、 治 外を 權 制度 等の 

哪刹撤 晦をま 張し、 がち 制 巧を 

解散して 產莱带 除の 組織を 提唱 


し、 支那の 圃 政を 委旨制 巧に 改 
めんと する も 巧、 即も 一がん ソ 
ビ で！ 制度の 樹立を 鳥昭し ♦、段 
觸瑞 おの 執政官 制 设じも •が 想 
がから な舆 して 遂に 街 化 統<- 向 
幾 よら 退き、 因 K 裳を 本據 ごし 
て奶 '玉祥 と 提携ず るが 風. かあつ 
た。 がし 乍ら 氏の 速 動じ：， かに 
らお 熱 的で ある だ パ じ、 ホ だま 
弧の 趙势を 動かす じ U 至 もむ い 


けれぶ も、 ちき ま 那の靑 年 階級 
じお嗚者をを出しつ 5あるこご 
は、 過 まじが ける ちまの H 貨排 
巧を 始め どし、 香港の 掛 英柯盟 
罷エ 、現 化の 排米迷 動に 徵 する 
も 剛 らか である。 

な 文 氏の 生涯は 遂に 理想に 生 
き、 巧 想 じ 鞭つ たとい ふ 一言に 
盡 きる、 而も この 巧 想は 何時か 
支那に 輝く 時が 巧る であらう。 


國務省 代表に 迎 へられ 

松 や 大使 一巧 着 華 

々週末 じは 大統領 じ 信巧狀 捧呈 


ワシントン 十-日 特電 U 新 巧 

駐 乂を權 大使 化 平恒雄 氏は 夫人 

信モ 、か 壊 節ず、 正す、 令息み 

郞 、大使館を 樂官澤 田節藏 、夫 

人 美化 子、 み 息 信 夫 反び か 夫、 

大化舘 一 等 書記官 桑 島 ま 計' ホ 

人 八重 子、 令息 健 一 、 か 夫、 春 

亮 、大使館 削 外務 書記官 脚豊氏 

の 外從を 一わ廿 一人を 间 伴、 今 

朝特别 列車に てユこ オン 停車 據 

じ 到着、 國務 省を 代表して 閔務 

み官バ トラ ー •ライト 巧、 秘巧 


課々 を々 み ドク 卫八 氏、 化理大 
化を 旧が 云 郎を化 化 大使館々 員 
化留 日本- 等の 出迎を まけて 元 
氣克 < 降单 、睛 ぶに 乂使館 邸 じ 
入つ たが、 刚日 午後 吉 時を 0 て 
國務 長官 ヶ 。ツグ 氏を を 式に 訪 

間して 大統領 じ對 する 信任 狀捧 

呈日じ 就て が 合すべく、 轿ほ獨 

逸大化 マ八ッ アン 氏は 明日 午後 

二. 時化み じ 大統領 どを ま會 見の 

绪 であるから 、化ず 大 化の 倉 見 

は- H 赌日 頃で あらう と乏 ふ。 


ホ乂 はを う 動く 9 

極東 問題が 


腕 試、 し 


外務 當 局は 斯<觀 察すぶ’ 


ま 京 特電 十二 H を；：：： 外 巧 巧の 

鬼 巧 ど稱 せられる フ シン トンへ' 

松ず 巧 大使の 着な どみ に 今後の 

日 ホ兩國 

外交 推移 じ 就て 禪 々観 

测も巧 はれて ゐ るが、 外務 當巧 

筋から 洩れ じ 報道は 着任 後の 新 

大使に 勤し 化當 期待して & る も 

のが 多い が、 大体 じ 於て 新 大使 

は ミ 邪を 中必 ごする 極東 問題に 

就て ホ國當 W ど 談合し 撰を じが 

ては 移民 閒 題を も 提出す る樣 

な 形勢で あるが、 H 本當局 どし 

ては 第一み ワシントン 會 證じ從 

て 支が じ關係 ある 列强 間に 婦 

結を 見た る 化 個賴條 約の 効力 發 

摧が 一日 も 速 かならん をを 學 'み 

つ i ある もの じて、 を條 約は フ 

ランス 政府の 批准 ホ 了 じて 立往 

生し つ i ある もので わるが、 化 

平 大使は 先づ本 問題の 解み じ 就 

て 义國ど 重要なる 討潑 をが 鹽す 

るに 至るべく 巧 じ 豁ま條 約の 結 

を ごして 

お 支鐵道 の利權 が殆ん 

ど勞農 C シアの 手に 歸 した i は 

7 シン トン 條約 じ關 係す る点ぞ 

くこれ じがても 協 誰す る 巧 じて 

これ じ關聯 して 目下ち 邪を 中、 む 

ごする 日义 間の 懸案で ある 無線 

お 信 契の 違な 問題に 觸れる 堂で 

あるが、 移は 問題 じ辨て 外務 當 

馬は 『松ず 火 化が 移民 問題を 提 

出して ホ 励 政府 じ抗雜 する 一と 云 

ふ；- 0 は、 おら 得べき をに 遊す る 


が、 これは 新 大巧が 垂然 四圍の 

が おじ 顧みて 提出すべき 時期で 

あると 信じた 際 じ 巧は るべき 

ので ある。 換言すれば これは 大 

化 自身の 巧斷じ ほやる の 外は な 

いが、 H 本蚁府 どして は 旣じ聲 

明した 如く 巧 題は 依然 

將 ホが 機を 見て ホ國政 

府 みな V - 質す どい ふ 腹 じな 何等 

の 獲 化を を じて ゐ ない』 ごい ふ 

態度で ある。 尙ほ ワシントンょ 

b の 報道は 最巧 締結を 見る じ 至 

つた 日 お 協を じ 就て 松-平 大 化が 

說 明す t であらぅ ご 傅 わた けれ 

ども U 本 ごして は 第二 一 図に 勒し 

斯る說 明を 巧ん る必耍 はなし ご 

否定し、 第二 軍備 縮々 戴 議じ就 

ては ホ喊侧 ょも 何等か S 發 言が 

ない 限り 大化 はこれ じ觸れ ない 

でを らぅと 稱 して ゐる〇 

わがな 策は. 

對 英追從 

石 井 大使に 新訓み 

まま 特電 十二 U 後：：：： 外務省は 

目下 ゼネ ゲァ 聯盟 那事會 に 出席 

中で ある 全 權お井 菊み 郞子 じ對 

し 目 ド 討 講中で ある 國隙强 制 仲 

戴條 約々 び 第二 軍縮 貧議な 集に 

おし 日本け を 固化 表 ご 巧 動を 共 

じすべし ご訓 かし 若し 英國 政が 

が 條約批 淮を拒 おした 場を は 日 

本、 もこれ じ 化 ふべき 恵を 明白 ご 

したが、 その 狸 もどす る 所は、 

今回の 仲藏條 約は 武力 的に も 
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歐讲の 利 番ど關 係 深 < 、遠隔 
の 地 にんる 日本 ごして は些し 
むる 利寒瞄 係を 酸 じたい。 然 
し 乍ら 爽國 は随ぞ 至大なる 
關 係を もして ゐ るか' らおし 英 
固が これ じ參 加す る。 らば 目 
本に 及ぼず 影變は ホして 僅少 
でない。 故 じ 若し 巧國 が該條 
約を 拒否す るなら ば、 假 ろじ^ 

H 本が 協賛しても 受ける 利益 
^ 输 めて 薄い。 

ごい ふので ある。 而 して 外務 當 
扇は が 勢の 推移を 假 想し 臨機 應 
變的じ おすべき 訓 をは 旣じ 準備 
されて なる が、 H 本と しては、 
をが 右の 條約 批准を 拒否ず る 
か。 これ じ掛 ずる 化 用 案を 提 
出ず るか。 九月の 聯盟 總 貧の 
討議に 一巧す るの 外な し。 
ごの S 載 まを 覺悟 しつ i あるが 
H 本の 朝 巧は 今回の 聯盟 理事 會 
の あ 巧に 對し ホ國の 第二 軍縮 會 
議 召集 說じ關 聯し颇 る 注目を 拂 
つて ゐ る。 而し 乍ら 半面 じがて 
乂题 大統賴 がそみ 就な ま 淸說じ 
於て 第二 軍縮に 對し 何等 言及す 
る 所；；^ からしは、 軍縮の 時期 衍 
早を 觀 取した のでは あるまい か 
ごい ふ 疑問を 抱きつ i あるが、 
をの 敏大 理由 ごして は フランス 
の 巧勒を 擧げ、 H 本の 態度は 形 

勢の 椎 移を 監視ず るの 外な し 
稱 してむ る。 


南支 大總統 




聯盟 議定書に 

英 國ほ對 

ゼ ネダア 十二 日を：：：：： 巧國 外相 

ナヤ ムバ 1 レン 氏は 本日み 聯盟 
理事 會じ 於て 聯溫議 を 書 (强制 
仲 截條約 戊び 窮 一一 画際带 赌縮少 
會廉 案) に對 する 英國 故府の 

盡攘を 巧な 3 b ち 國政嗎 

及び 自治領 政府は 本畿を 書の 麼 

棄じ贊 成す る 旨を 述べた が、 を 

の理 あは、 

門 一】 英國 は强歷 的仲题 じは 

常に 反對す るら のじて 一例を 擧 

ぐれば 図を 的が 權は 巧る 仲裁に 

騰じ 能は ざる 瘍を夕 し。 

ごこ 或る 場を じ 生やる 新 巧 

面は 斯る瘍 合 じがて 職盟 員のを 

燈を餘 b じ 增す虜 あら。 

【一二】 經濟的 制裁は ホ题 じし 

て 聯盟に 參 加して なない . w 上 腰 

'じ 本證を じがら 資 易を 拒絶す 

る おこれが 供給を 米國じ 仰ぐ 潔 

をは 柯等 S 効柴 をを じない。 

等の 一一 一点を 大綱 i してが 化武 

力 使用に も 及んで ゐ るが、 これ 

じ對し 

佛國 化を ブ リアン 氏は 前 

首相 マク ドナが ド 氏の 化を が 極 

力 協賛した 本 議を臺 を巧國 が一 

轉 して 却 f ずるのは をを である 

S 胃 頭して 本 議定書は 英国の 欲 

する 特殊の 條約ど 異なら、 一 股 

の 威 家を 最も 均等 視 する 議定書 

であら、 乂國の 聯盟 參 加け 將ホ 

の 時の 問題で ある どい ふ 立場 か 

らこ むを 辯 護した が、 伊太利 ぷ 

び U 本 化 表 巧 井 菊次郎 子は 両氏 

の 論戦 じ 苗して 中陆的 態度を ピ 

6、 巧し 化に 名擧 ある 新 協を が 

成な ずるならば 喜んで これに 參 

加ず るで あらう ご 述べた が、 英 

劇化 おは 濁 逸を もを む 巧を 平 化 

保陈じ 就て は 特じ獨 逸の 國 名を 

指示し なかつ た。 


孫 文 巧 逝く 

化を 十二 H 發：： = 持 おの 化臟猜 
して 切閒 手術を 受ける 爲め まる 
一月 ホ 六 H ホ人經 をの。 ック 7 
エラ ー お院 じ乂院 、一旦 逝去を 
誤報され た 南 ホ 支那の 大總統 •し 
して そ 邪を 巧の 大立 物で ある 孫 
逸 仙 氏け 去る 一 一巧 十八 日、 醫師 
の 勸吿を 斥けて 舊 外を 總長顧 準 
钩 氏の 化 宅で ぁる 支が 國民黨 本 
部に 移ち 日本 ょら 女 巧 摩を 呼を 
せて 療養中で ぁつたが 、遂に 磐 
石 効な く 今朝 逝ました。 お 文を 
のを 態は 轉居 0 來 H 々除惩 どな 
6 水曜 H じ まらて 昏睡 狀 態に 挺 
つて ゐ たので ある。 ..一 
巧 ほな 义氏 臨終の 巧には み 族 も' 
參 集した が 氏は 『をのを レー こ 
ンの 如く 葬れ』 ど 遺言した ので 
をの 意志 じ 基き 靈棺を モス々 ゥ 
じ 注文し 遺骇は 南京に 護送して 
巧の 化據 地で をる 廣 あじ 埋葬の 
上記を をを 建な する 當 f ゎるが 
化 京 じ 於け る 葬儀は 國 葬の 禮を 
0 てず る； つた 0 
註。 孫 文 氏 字は 逸 化、 中 山 ど 
号し 黨東省 香山縣 A ' 布哇じ 
をき 歸鄕後 醫を學 び 倒 滿與淺 
の 革命を 提唱して 天下に 遊說 
し ホ 緒 か S を 興中會 なる 秘密 
結社を 組織、 第一 みぞ 命じ 媛 
しては 戲 米に あらしが 急に 歸 
國 して 南京に 中を 巧圃 乂辕統 
ごなら、 南 化を 協 巧る ご词時 
じと を袁世 凱に 讓 b てを 國鐵 
路總辯ご：：*ら、 化京及び〇ーネ 
じ 遊んだ が ホ敎た 暗殺な ホを 
ど 反目し、 遂に 李烈鉤 、黃典 
等 ど 第二 巧を をを をて しがが 
ら ず、 上 あょ' 日 福 州を 經て崇 
灣じ 逃れ 次 e 乂正五 年 H 本に 
巡れた るが、 後年 巧び 南 ホみ 
おを 組織し 自ら 乂總統 ご 
たる も 陳娜明 將軍ご 相反 目 t 
て 南支 もみ 裂し、 晚 年は 共 產 
よ義を 信奉して 勞農 P シァぶ 
巧 じ 巧 おしつ i をつ たが、 段 

執 お々 ぶの 樹立と おじ 支 邪の 
南 化 統一 會議 じ參加 f る爲め 

化を じ ホら しもの. じて、 化ぶ 

巧の途み日本じ寄港し、 東15| 

聯韶の 組織を 窩唱 したのは 堀 

人の 記憶に 新たなる 所で あぶ 


領袖ら 今期 講 曾に 氏の 巧 命を ホ 
むるのす可：：^るるを力說しをく 
も 他の 候補 化命說 巧は b つ； ぁ 
るが、 大統領は 今视バ トラ！ 能 
員巧びヮ！ ン ン巧ど協證の上、 
自黨 領袖の な词を 斥けて 巧び ワ 
氏 ほ 命 案を 證 脅に 提出した。 


議會便 


ワ レン 氏 ，二 

上院 協賛 難 

ヮ シ ン ト ン 十ーニ 呂 發：：：：ク 1 

ッデ 大統領が 最近 上院 領袖 じ 無 

相談 じて 前 駐日大使 チヤ— グス 

1 レン 氏を をな 閱檢 事總 長に 

任命したふは崖だしく上院の感 

情を 害し 间 氏が，、 シ ダン 卿の お 

か黨 領袖で あると 共 じが 糖 トラ 

卜じ關 巧が ある ごる ふ 理由の 

下 じ反勒 頗る 激烈 じて 上院の 協 

贊 難は 獲々 巧. 口ら れた 巧で あつ 

たが、 大統領は 槐別 諸會じ 氏の 

任命 協 貧を ホめ 一昨日 突然 投麗 

じ附 したる 所 民 ま 黨を部 (才 

ゥェン 氏を 除く) は 一部 おか 黨 

貴 ご 提携して 反掛 しお 票は 四十 

對 四十の 對等 ご。 ち、 刹 大統領 

ドー ズ 氏が 一票を 投 せんとした 

る も 時 旣じ遲 く、 巧を 投票の 動 

證も 四十 一掛册 九で 否決され 遂 

じワ 氏の 巧 命は 立往生し おか 驚 


既苑 


クプ 


上院が み議で 

政府 禪劾 說. 

東京 特電 十二 H 媛：：；；： 貴族院な 
革 まは 旣じ 上院 じ 上 稍され こか 
に對 する 上院の 空氣は 極めて 厳 
惡 にして 瘍 なじ 化ら ては 現を 巧 
の 不信 巧 案を 时等 かの あまの 下 
じ 提出すべき 形勢で あるが、 下 
晓 方面 じ 於ても 憲化會 が 該案 內 
をの 微温が なる を 遺 域 ご U し、 

を 新惧樂 部は 政府案は 誤魔化し 
だ ごて 大不 痛の 息を 表明し 政 友 
會も加 藤 首相 じ 彈劾的 緊急 質閲 
をで お出 せんと 敦齒 きて 輿黨 一二 派 
聯ぞの ホ 調は 就れ てを 方面から 
非難され て ゐる〇 

一 無線 法案の 經過 

を 京 特電 十一 二日を uy 本 無線 
電隹曾 社 法案は ネ日を 員會を 通 
過し 不日 本 曾滋じ 上程 せらる！ 
運 化 ごな つた。 

雜露ま 大使 巧定 

東ぶ 特電 十 ご 一 日發 U 現ぞ がを 
使 巧 澤謙吉 氏は 驻 溝を 權大 化に 
巧 命 せらる ベ <內 を L 目下 議國 
政府 娜の忘 向を 照會 中で あるが 
ま那ホ おじは 小 幡酉吉 巧 多み 任 
命せ」 一るべき かご 德 へらる。 

八十 年來の 地震 

東京 特電 十二 H 發= 本 H 良 巧 
化 ホを 襄源地 公して サ ーニ 秒 じ 置' 

る 化！^ あら、 左 巧の 强 震で なか 
つたが 弱震の みきらの ミして は 
八十 年 ホの 出 ホ 事で ある。 

飯戰吉 S 郞起訴 

東京 特電 十二 日發 U 髓川檢 事 
は怪 巧ち 飯 野き 一二 郞の 所謂 穩旧 
御殿の 家宅 搜 索を 巧 ひ-飯 巧は 
をに 傷害 敎 陵で 起訴され た。 

經營會 赴を 急ぐ 

東を 特電 十二 H 後：：：； 政 巧は 罐 
太 利 遮 經營會 社の 成立を 急ぎ 居 
觀困 法案 も 近く 議 曾に 提出 
の尝 なる が、 新會 社は おが 石油 
を兼營 する にきるべし。 

南方 軍 大勝 風說 

化を 十二 H 發 ：=： 南々 大總統 孫 
文 氏の 逝 まご 共に 油頭附 をは 廣 

ま 軍が まを じ 占領し じる 旨を 國 

民 黨本郭 ょら 發 をし 一部 S 閒に 

は陳 爛明爲 軍が 炼 軍の 爲 めじ 捕 
虜 となつ た ごも 傅へ てゐ る。 尙 

ほ 段 執を お 政府に ては 十ケ 年を 

期限 ごす， 內價モ 五 旨 巧 弗を 發 

巧す る； ど u つた。 


獨假ホ 統領 就任 

べ少 リント ニ日 發= :屢 じ議會 

で大夕 駭を材 一て 選擧 された 獨难 

假 大統領 ゥォ みター •ジモン ズ 

博 十は 今朝 就な まを を 巧した が 

氏の が 任じ 反 勤した 共產 黨ぶフ 

アス シモ 黨旨は 式じ參 加せ ずグ 

i ブ^ 現 首相い 閣封 一巧 も 儀 ま 

じ 一一を 遲れ て乂诺 した。 


シィ . 

覆面 子 

【下】. 彼等の 藝術 

プシィ の 間には た r 歌 ど 舞 
踊と 戀 どが あつて、 やかましい 
道德 もた* ければ、 法律の ず も 彼 
等の 生活は 享樂 的で 氣ま i であ 
よ < 重罪 犯人な どが 逃れて 
彼等の 群 じ 身を 投 やる i が ある 
さうな る ご 官憲の 手 も 下し やう 
がない ので ある 。彼等は 新たに 
自巧 達の 仲間に 乂 つたを の 身の 
上を 訊ね やうと もせず、 よ. た 本 
人の 口から をれ を 聞いた じして 
も、 をのた めに 彼を 官憲の ずに 
渡さう ごもせ ず、 自を 達の 貧し 
い バンを をけ、 職を 巧け て 巧 等 
の 差別を も わかない。 ジ プシィ 
の群が咕やがの近くじ滯巧する 
ご、 きつと 馬 泥棒が あつたら、 

殘 忍。 殺ん 强盜が 巧 はれる。 が 
をれ じ おして ± 地の 人達は た r 
お每 曠野の ホを じらんで、 人の 
あを 呪 ふ 怪物の 般の やうな をの 
あかが 一日 も 早く 遠方へ まる； 
を 願 ふの みで ある。 

か < - 面では 氣 儘な、 荒々 し 
ジブ シィ も、 他の 一-面' ではを 
ずべき 藝術的 U 民族で ぁる。 曠 
野の 中で たぐ 水草を 追 ふて ある 
くだけの この 自然が の 繼兒の 生 
活は、 歌なく踊なく戀なくては 
餘 b じ 寂し 過ぎる。 つまら 彼等 
のを 活が 彼等 じ 歌 ふ i を敎 へ、 
爾 るを を敎 へ、 戀 する； を敎へ 
たので ある。 彼等は 巧 時で も 歌 

つて ゐ るので ある。 

晝 はお 革に 乗つ て 旅を する 時 

も、 皮み' 一. 家撤 つてが かを 園ん 

で ゐる時 も、 雨の 日 も 巧の 巧 

むの 思 ひを 歌に よせて ゐ る。 彼 

等の 生活と 彼等の ほむ 曠野 ごが 
柯時 ごは なく 自然 じ 育つ たを の 
歌な、 歌詞 どい ひ、 メ P デ！ ど 
いツ 、純な 情 緖を卒 底に 現しむ 
美しい もので あつて、 音に 彼等 

の 口から ばかち でな く、 到る 所 

の 劇 壌 や音樂 貪で、 俳優 ゃ音樂 

者に 化つ C 歌 はれ、 またを のメ 
ロ デー を 借 b て 幾 夕のロ ー マン 
スが 作曲され てゐる 位で ある。 
ジブ シィの ダンス、 をれ は 彼 

等の 歌 ご 同じく 美し <巧 すべき 

可憐な 藍 術で ある。 彼等の 舞 ふ 
のは 小鳥の やう じ輕 や. かじ 快活 

で、 をのう もに 虜的身 振らを を 

へ、 をの ま i 舞 臺广^ うつして 觀 

客の 興味を 惹 くじ^なる もの 

が ある。 

ジ フシ ィの歌 や ダンスを 知ら 

ない ロ シ 'ァ 人は ほ とんで 無い ど 

同じく、 酸が じ换く ジブ シィの 

戀 物語を 讀み 、または 聞かな 
者は ない。 をれ ほで 彼等の 戀は 

ン チックの もので あ b 、 
卒直な 叙 烈な大 膽な戀 である。 
ご 巧 時 じ またを の ホ 巧の やう じ 

氣ま i な 移ら 氣の 萎み 易い 戀で 

ある。 若い 巧じ戀 した ジプシ 

の 女が、 自 みの 夫 じ 向つ て かう 

歌つ てゐ る。 

ぶたる ホ、 恐ろしい ホよ 

なを 斬れ、 なを 火に あぶれ 

なは 强 ければ 

巧 も潑ら 恐れは せじ。 

私は をな たを 化み 


をな たを さげすむ。 

私は 化の 男を 戀し 
戀 しっ！ 死；；* ん。 

□ 

•彼は を Jb もちや かじ 
夏の H よ i も 暑し。 

如 巧 じ 彼は ぞく 勇ましき ぞ 
如柯じ 彼は なを 戀 して ゐる J 
化は 巧の 靜 けき なかに 
か 巧に 彼を を 甘し よ 
如何 じを の 時 二人して 
をな たの 白 髮を笑 ひしよ。 
廣い 曠野の 中で も 稀には ジプ 
シィの ■つのが ご 他の 群 どが 一 
ク 所に をを つて、 を こで 互 じ 二 
二目を 送る S が ある。 巧 時も自 
を 達の 群の 著な かじは 誰もち る 
;のない彼等じどつて、 これが 
でんわ J に 嬉し <懐 しい こごで あ 
らぅ 0 

それは T 度 永い 間 水 S 空 ばか 
眺めて 航海を 續 けて ゐる 船人 
が、 大洋の 眞 中で 化の 船に 巧き 
逢っ て资 笛の 禮を をず 時の 嬉し 
さ 懐し さじ 幾 倍す る ものである 
こんな 麓を に、 互に 迴 つて 來れ 
± 地の 樣 子を 語 b をつ てゐ るぅ 
ちじ 化の 群の 者じ戀 した b 慕は 
れたもする£が度々ある。 をし 
てこの 群 ど 群 ごが 巧び 西と まど 
じ 別れて、 所定め ね 流浪の 旅路 
じっいた 時、 昨日まで 見 b なか 
クた 実し い 少女 や 若者が をの 中 
じを つて ゐ たろ 兩 親を すて t 他 
の 群め 若者の 車じ乘 って 巧っ じ 
若い 娘の 泣き 聲を聞 いれ b 、 節 
骨 たくましい 若者を 婿 じ £ つて 
喜ぶ を 人の 笑 ひ 顔 も 見られる。 

然し 棄 てられ じ ホが 逃げた ホ 
房の 跡を 追っ た b 戀を 裏切られ 
た々 女が 若を の 後を慕って 巧 < 
樣 なをは 極めて 稀で ある。 をれ 
け 巧 驾け自 巧の 生活が 自由で あ 
る i を 望 わため に、 化 人の 自ホ 
を 巧け や、 氣儘も ゆるす だけの 
廣い必 を 持つ て 居る からで あ h 
また I つじは 自 をの 群を 離れて 
はてしない 曠野の 中を 巧處 ど’ 
知れず 去っ たがを 追って 巧く I 
は 風の 巧 ホを 探ね るに 等しい か 
ら である 0 

彼等が 町 やが じを づ くご， を 
の 或 者は 日中 町 やが*」 稼ぎ じ お 
る。 其處で 彼等の ん禪 的お貌 VJ 
豊かな 藥術的 天を とが 町 や 村の 
若い ち 女の 必を 奪つ てが をを て 
親 巧 弟： $ .-殘 して 曠野 じ 彷樓ふ 通 
命の 人 ごなる， とか 屢 々ある。 


比 頃 伊を 緖 

◊ 

外 奪き せか けられ 
所なない 巧 
◊ 

デスクい つ ぱいの 化 事 
-煙葦 じず る 

◊ 

け ふ も濟ん だか 
小破 利 道ぎ ぢご ぢ歸る 

◊ 

人ら いを がせて 
をい 目の ぼる 

◊ 

父を なくした 足 ホで 
いつもの 道 
◊ 

せ 思は る t 眼 じ 
人の 顔 かさ い みる 
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て i こを 自は义 張 出 療治 
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盒 細 


円 願 古 '! 


円 阻！ 十月 ご牟曲 十す 女 



V H0H - 

举 書が 巧 出 午 
共 蝴食タ セが キ 
祿拜說 な；^ が 
▽ ± 唯 H I 

溝が 食 父は を I 
話な 夕 八 巧 

を 宿が、 旅け ま 一 
ま 内部、- 人事 巧 
談 部、 調査 部’ 饿 
お 州 振が、 英绍 
な 縫を 授 。諸 課 
を 設けを 員、 ホ 
を 員の _ 便を 計る 


寶 本人 每義 

$ で St , 5呈 St . N . Y . 芸 


巧 


船具を 巧 おお 船 街 用達 

遠 藤 小刀 商會 

ちす 吉を ay N . 一. C さ 
Tel . き 量 alM 置 1-2 


稅關 事務 取扱 

WIlllAS L .夏 NE & 夏.， 

ぎ 〇ョ 1282 1 三夏を ay . G さ* 
さ呈巧80左！忌巧養9136-91ゴ 


n I 

r 曲 争 

、ぶ 6 ,1 が 
C が g が 
H 1 巧 帥 

Xi もむ I 
, S 1. g 

巧 細 

t .1 
u m 8 

M 

R 


稅關 事務 

を 巧を 化 並 じを 化 
をの 按 出入 方法に 
熙 する 一切の！！ 諮 
閒じ應 じ、 巧 道 淀 
船 貨物 速 貸 及 お 帆 
お巧賊 手緒慧 等を 
呈 す、 重 耍郡ボ じ 
巧 巧 巧を がし 誠 寅 
あを 御用 命じ 應や 

巧驗 取扱 


♦書籍 ♦雜誌 ♦新聞 
縱覺 室を 開 
執務 午前 九 時よ h 午を 五 時を 

織脊 日本人 會 

西 五十と T 目 一一 五 〇 を 
電話 サアク 八 八 一九 〇! 化 


化 留靑年 巧 あの 樹体 

H 本人 靑年會 

8 W ■臺 芭. す 一 . Clarkson 1244 


大が青 H 本人 

基督 藝 内年會 

芝 2 E . 呈 h S 1. N . Y . 量- 
ぎ ミな 8141 


话拜說 お U 战り 午を 八 時 
が 檢亩木 巧 日 午を 八 時 
な 話 6 -H 把 H 午を 八 時 
をを、 闻 い垄 、娛樂 蜜の 乾 棉んち 
ホな を歡迎 す、 を 箱を 利用せ tj 
牧師 川 候を】 ； 

W 本人 基督 敎 修道 會 I 

ごな ぶ.. I 23 rd Mt . N . Y . 0 さ | 
， fel - MosingsidT ’ 至菱 _ 

14111 ; I こ- -*-•-! — '， 

日本人 S 敎會 I 

'が 邮： 川な ホ么進 
が 事 此川淸 一 I 

」ち 当 男 e N 1. E ■資 urch & Insi . j 
養ち. 養 St Tel Clarkson 1591 i 
巧 巧 哉を H 駆 日 午後 八 時 I 
祈 偽 會水處 H ■午 巧 八 時^ 
を縫會 火®:: 2 午を 二 時 一 

♦あ 宿を i 
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五か學 をを 化 員 旅 巧 客に 最適 
設贿圈 臺雜誌 新聞 反が 械娛樂 
R 簡易食堂 あら 

巧を 蛾 業茵旋 、旅を ま內 、を 補 
事業 調を、 が 他々 拳 巧 淡絳旋 
署 同胞 諸 化の. ホを を 觀迎す 


都を じょ， 當 みの 間 

診察 

午後と 時！ 化 時 
U 曜は 前約 願上磅 

パ， ぃ吉 店悅彌 


診察 時間 

午前 化 時 1 十が 
午後 ホ 時— 八 時 

バ时小 榮幹ご 一 
紐 育 ホフ ラワー 病院 
を' 立 街 病院 勤務. 
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診察 時間 

午後 零時 半 時半 
午後 式 時 U 化 時 
渡 知醫學 ± 

パ i 本谨一 

古偷比 盛大 學及紐 育 

ボス トグラ デ ユエ- — 

卜瓶院 勤務 ； 

日 麗は說 約 願上磅 



丸山洋 縱蘭會 


メ ー シー はお 巧 最大の デバー トメ ント巧 _ 
巧で あちます。 新ら しいみ 降 機と 玉ス々 
ンタ！ は 廣澗な 巧內じ 於け る 皆 棟の わ 買 
物 じ 巧 宜と條 かごを 巧へ て ゐま卞 
化 巧で 二 弗す る ものなら ばメ！ シ 1 
では 一巧 八十 八 仙を は をれ な F で 貢 
へる ミを でぅ ぞ御 記憶 下さい I 
日本へ 御 巧 物を 御 送を じな > たい 節 又は 一 
御 巧 物に 隐 して 御用の 跑 をは バ ー ソナグ I 
シ 3 ッ ピン グ •ビ ユ！ n 1 を お尋ね 下さ 
い、 親切 じ 御 巧を を 計らます 一 


or . T.PTaka 至 

夏 Gumli 马立 nd S こ rooki ち 
ぎ！！ 置 beiiand だ 1 1 
於み.^ 午を 一二 時よ b 六 時 

髮舅 0? 磬か願 候 

ドク ト八窩 見磬彥 


齒科 B 

zr 新式 無痛 治姨 U 
多年の 經驗 をな て 
H 本人 諸を は 特に 
了 寧 懇切に 施術ず 

:; t マ— チン 


を おて 


强 

U よ 

’山療 


】ご 夕 ShisWdo , D . D . W . 
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日本 
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時 出 信み 部 
松 本が 


を 五十 互 T 目 

1 一二 一二 

が 藤 
洋服 巧 


目 本、 まが 寶玉製 美 
術 お、 婦人 用 首 飾 其 
他 装鋪お 

闕島訂 ‘：：：；^ 

高等 菜 術馬修 儀、 

首 飾 品、 ストリング 
日本 服 裁縫 


婦 

人 

與 

歌 


媛 


稽 をはと 十 丑 
仙、 己 四 週間 
じ 驚くべき 結 
裝ぁ b 。 毎 . H 
钥九時 よら 夕 
九 時を H 耀お 
十二 年の 經驗 

あ bo 


寫眞 


第五 街 

凹 一二ん 
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自す莉 みがを す 泉み おが ミ 

资乃そ 4一 屢满' \ み みが^ 
ブオ ーんザ を シンが 討 巧 刻 引 
尸し ッ！ ド •ハミん トンが 評 を 刻 列 

がを化念 感杀が ろ劲^;7 
潭ぶ奔 そ W 属 ぶみ 割 壬"^^ 
爲 ネ^^み 轉を.病 ホで 乡 割引 

縣が 嫌の 泉乂 


■巧— タゲ ザィ f ちん 一二 
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OR . 巧 巧 ZJ 1 nj 巧 CYA 

呈養妾 GIT 呈 

普 7 呈 h Ave . すち 42 nd St . 

Te 一‘ 至 号ち Hili ゴ ごす 〇ヨ 7 是 

it ホな 謙 次 

自 午前 十一 時 至 午後 二 時 
時間外 及 U 踞は 前約の 事 


:が 瀬化廊 

萬 Lexingi ミ Ave . N . Y . 置 
呈 .呈 h &2 ゴ h Sts 
一 " el . 宝 a 穿 on wq . を 18 -78 さ 
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;^^^1^午後六時1午後化時 
H 薩 午前 化 時 1 午後 闽骑 

ド, トレ/小 栗乘吉 
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I 解 揉 療治 

i 西巧式々ッサ）ジ 
H 本式 按摩 巧 腹 

神經痛 y クマ チス 

打 身 骨 ぅづ. き 一 お 
腰痛み 巧 違 ひ 
其 化 諸 お 揉 嫁 治の 御 
需 めじ 應じ御 お 話 次 
第 御が 庭 父は ホブが 
じ 出張 親切 じ 治療 申 
‘ 上ます。 前約の ホは 
をを じても 施術いた 
しまず C 

湯津輕 東洋 

西！ < 去 下目ず 巧 番地 
叢 哉 スカイ ラ アを穴 ホ 


.日本.：：！： . J 蘭會 

Niippo 日 Dry Goodls C ?, 
夏 二 含 ds , 呈 y , « or . 31 己 St . 

ジ I ちを 呈 P 呈 n . 置岂 

す om 蓄 1 



正直と 親切 ごを 旨 どし 確實 

信庙 あるが 品を 精選し 

特別 廉價 で販賣 致します 

ゥォグ サム、 エ 'グ デン 凹 割引 

其 化は 化て 一二 割引 

指輪 鎖 貴を 遮を じ 寶巧頻 一切 

パ ミ' 片 トン 時計、 バヮ t ドィ 

リノ ィマ 時計、 を禪辰 時計 

ゥォ- — 夕 — マン 萬 年 筆 

主 バ シ — フ 鉛筆 

视 銀器 並に 銀器 一切 

御歸 朝の 御丈產 一切 

時計の 修键 はが 險付 じて 確實 

に 石 川 旨 身が 致します 

が 育 ホ 西 四十 IIT 目 四と 番 

四 四 一二 号 室 (五 巧 ど 六 街 間) 

巧 川岸 廚會 

屯 話 ペン シ瓜バ ニア お ニー ニ 九 

ishuepw ぞ巧 ishi 0? 47 W . ち nd St . 


か 


L 


〇 Y 

〇 化 

H 化 

C 心 

S n 

〇 邮 

厄. 議 

U U 

A い 



H 本人 疎 
'ィリ 1 廣 
瀬 氏擔巧 
懇か敎 採 
夕と 時關 
校 勞働余 
お 勉學の 
便 あら 卒 
叢 証書 授 
輿 就職口 
無料 周旋 


外交 


に 波紋を 搞> 


戰 時貸附 > 一み 濟策 

た戰じ 化り 世界が 受けた 頓蒂高 

統計から では 英國が 一番多い 


佛陋' 

乂閔 

が 岡 


現 化 乂窃の おお 外 巧 じがて る 

大 き い 被がを描 い て ゐ る の は 

聯を 爵じ勒 する 戰げ 巧附 ホ巧閒 

題で ある。 パリー がか 曾證 U 於 

てがら 

經濟 方が じ 巧 巡して ゥ 

ィ ジン 乂化 棚を 補佐した バラ 

ッチ 氏 U 、 前週 「紐 巧 タィ ムス」 

がで；— 货饥 聞站赃 巧の 第一 根本 

は事货 をぶ 礎 ご う る じある」 ど 

述べて & るが、 この 「ホ 货 J は！ 

化 どれ おの 絡 勘 じ 捉< べき もの 

であらぅ か。 現じ この 問題では 

兎 も アメブ カ ど 犬猿の 間蜗 であ 

る フランスの 輿論は、 欧洲 乂微 

じ 除 1 て フラン， が犧牲 ごし じ 

流 化で 充分で ある ご 叫んで むる 

が、 お 洲乂戰 か.， りを けたを 越の 

經濟 的が 嚮 をを 貨の 上から 立脚 

して 調 •へて 兒 や. > ...ミ.. 先 づが國 

の戰 巧に 就て をる じ英幽 はなじ 

對 米な 憤 S . 化 濟じ替 手して ゐる 

が、 み 乂兩幽 が 化 3 聯合 國 にお 

する 巧 咐は をの ュ*: であるから 

これを も 含^を 闕歧府 の 

戰費負 擔额に 就て なる 

じ 左の 如し。 單位千 お) 

巧 瞬 . 0、0 五 四、 し 00 

八、- ニ ホ、 六 一二 九 

五、 五 一 九、 五儿阿 

ご 1、 五 0 二 、 OOG 

こむ は改 がが 支出した 戦费 及び 

贷附の 媛が であるが、 殿ずに ょ 

る 巧 蜜を 「杂 實」 の 上 か', っ識查 す 

るには 人输 幷じ贴 をの おおを 舉 

げ じければ。 ら G い。 フ ラ''' ス 

で 巧む され t 「因 隙經濟 評論し け I 

二 化/ Y 1 九 一 I 年 だが て 

バ ^ ォール 巧は 备國 A はの 生命 

じ 對 する がが 的が 化を 公 おした 

が、 をの 义献は 今 U どても 化界 

の 權威ど H されて むる。 バ リォ 

1 作 巧の 調を にぶ/’ を闽 人の の 

牠 は英齒 人が 八け ホ 八 巧， 乂齒 

A が乂百 巧 十の 捣 、フランス 皮 

び 白 ザ 義人が 五な 八十が、 リシ 

ア 及びな 化を 四 _ む 四 磅ど則 上し 

てゐ る。 午み 大戰の . 

人命 賴 傷に ぉする 借 化 

もな つて 氏の 據 巧を 適 W ! 巧る 

譯 であるが、 こ；： をな がの 化 化 

VJ 现 化に 比較す る。 らげ 人口の 

が々、 述巧憤 値の 化 巧 をん 巧- 5 

ょ 6 し： 遙 かにが 進して むる も 

のど 强め 。けれぶ。 ら ；2'' W ド 

は 大化バ V ォ ー ^ にの 引を を 傑 

ホ ど L たもので もる が、 k 記統 

計 外の 計を がを‘ し陆 めて 化 < 巧 

祕られ て & る。' 右は 脚 死 あ 脚、 

左は 扎 拱を 額で 磅を巧 位 ごず} 

與阀 化 S 八、 九； 凹 

ろ 儿 ち！： M 。、 五ー ニ 

一：' 化、 との じ 

一。 In 、 五 化 四、 お 六 C 

一、 六五阳 、お' 五 0 

义三 六、 六 二 •九、 0 じ。 

四、 C ご； r し 六 一: 

一、 六 二：：.、 八 二、 八 丑 お 

白 ザ 茜 . i - vl、OGO 


朱 風 


滿闽 


ボ勘 


一 五义， I 1 H ハ 〇、 000 

か 太 利 I 、 一 さ、 を ハ 0 
四と 六、 九 八 六、 六 四 〇 
七 八 ビア と 五と、 I 二 四 一二 
三 一空 ハ、 一六 六、 五と 二 
H 本 ーニ〇 1 
一二 r 六 0 四 
而 して 上記 統計 W 外英國 政府は 
自治領ぶ び佛 、が、 を、 をぶ 他 
の聯を 齒じ對 する- 

な 府貸附 が 十よ 億 二 千 

化‘：： 万磅じ 上つ てるる ー ホ米國 

政府 ょら 乂お巧 磅を借 受け 現在 

の お 利 約 十億 方磅じ 達して & る 

が、 これは ー ヶ年約 S 千' 刀磅の 

剌 をを 化て 巧濟 中で ある。 雛つ 

てホ齒 政府の 對 聯合 瞬 貸 附を兒 

る じ 前記 英滅 政府の 化 佑 ぷ磅、 

あ佛 五な と 千 巧、 かお 利 一二 億 千 

八 パ 巧 お ミの かお 額 十八 億乂千 

な ガ巧じ 速し 居 ら、 フランス 政 

府は戰 的中に 爽乂 ょら 十億 磅を 

借を けたる じ勒 して 碱な図 じ S 

億 义が巧 十四 巧が を貸附 けて む 

る。 かじ これを 嘴 運 方面 じ 就て 

見る じ 千 九が 十四 ホと 巧 現 だの 

英図 船舶 二 千 十' 万 嗯は千 化が 十 

八 年 巧 じがて モ 六が 义十方 順に 

が 退し、 フランスを をい 聯合 國 

の 时期現 化と •円 六十と でを 千が 

は 六：-：:: 八十 四 巧 顺に滅 みしむ ろ 

じ なし ホ 図は 五が と 十一 巧 九 千 

哦 をち 加して 千 八が と 十五 万哦 

ごい* つて ゐ る。 然らげ 

各轉巧 償が 教に變 化 

して ゐ /> かごい ふに、 千 义な十 

四 年度 現が 巧喊 の^ 億 磅は千 化 

が 十九が 巧 じがて 六十と 億 五で 

ぶ 磅じ激 巧し、 フラン 7 の-億 

二 一千 二な 方 おは 五十 四億磅 ごな 

6、 米 岡の 二 億 六 平 巧條は 五十 

よな 五 千巧磅 に、 が お 利の 五 慮 

八 千义磅 は： 二 億磅じ をれ 

激巧 ^ ホして ゐ る。 がに 戰死お 

0 外 のん 員 損傷に 就て 見る じ 巧 

瞬は 通 傷 六十 二 巧 弱、 負傷な の 

1四々强、 巧衞.个叫ろぷ四千九 

'内ん 人。 フランスは 電 傷と 十 巧 

な 傷-ー パ wi : 巧 W で、 巧銜 不明 

凹卜 ぶな 一二 下 五.：： 人。：：： 本け 戳 

■化 三が、 が衛 f 明 S 人 どなつ て 

むる- W 上は リンドン •モ I 二 

ング •ボソ 、卜 紙の 調 海-;. ょる も 

のでん るが、 バラ ツチ 巧の 所謁 

「が 韓」 5 調 益 も 斯ぅな つて ある 

ど 甚だ 脯 倒；. ょ おで、 貸惜觸 係は 

-综 盤の^ 題」 ご k ふぶ 闕 にも、 

「化の 犧牲」 叫ぶ フランス じ も 

巧ぶ 理 なが あ/.- 謂で ある。 

ぞ治 川電氣 

新 外債 交涉 

內 がの 還 後に 化ぶ 

ザ お 川 山-お 約 社の 外が はが 趾 

おごな 巧 巧 她で策 巧 お 力 kS 社倘 

を 引 巧 バ じブー •ヒツ •キン ソン 

が 待；：；： お グブ ーン氏 ごの 間にを 

が 成立 L 、 本 巧 約 ぷはぞ ホ川带 

おが 米 W 滞が 中の お S 巧’ をな 


し グリ ー ン 巧は U 本み 地の 巧 一二 
おじを 託して 双方 共 じを 替腳係 
其 他に 就て が 楠を ち 厳した 上 

時期 をを て笔 報-し よらを 
巧 巧 U をを め、 ずを 川お氣 はえ 
づ 一時 惜 入を を W て 内 憤の 一部 
を 巧を し 同時に 第 S 者に 委託せ 
る 契約 寓は をれ 場 事ち 侧じ 
キ をされ る譯 である。 發巧 総が 
一千 四百で 弗' 期間 化ち 利率 
年と ホの もで もる が、 元 ホ 宇治 
川 電氣は 四千 余' 力阳 のみ 漬を有 
しがを 第 rr 百條 じよる 社 债發巧 
余力は 一千を 巧 山 じ 過ぎない た 
め 外 漬慕集 削 じみ 漬を愼 還す る 
當 で、 木 年 凹 巧 償還 期の 立な 巧 
W 3外 最近 お 巧した 內憤 一千と 
な万阳 おは ニヶ 巧^ 豫吿を にて 
憤 還し 得る かも あら、 其 化の 社 
償 中には 据超 

期間 滿 了のを も あるから 
是等社 憤 中外 債潑 行八範 齒じ應 
じて 一時 巧 化 銀が よら 借 入れ 憤 
還を^^し、 然る上エ場が觸を組 
織して 外債 本契約に 引緻き 巧を 
をな 海せ る ホ 針で 寡 債 じは 巧 等 
疑義 い -* く 先方との 說解も ぁる。 
尤も 今 凹の 外債は をが 內债の 借 
替へ でを るから 爲替 事情 じよら 

ては をが 時期が 遷延す るか も 知 

れ ない ミ。 因みにみ 債 募集 じ關 

ずる 臨時 撼禽 は！ 二 巧 中旬 開懼す 

る篱 である ごい ふ。 

棉花 業者が 

新 國際會 議，. 

ヮシントンの 米國 農務 省當局 

から 独れ た 報道に よれは 來る四 

H 力ま 五月 頃を 期し お 京 n ンド 

ン じがて 國際 棉花 業 あの 重要な 

會 諮が 開催され る 堂で、 先般 來 

米闕 斯業を ど リバー プ—ル 棉花 

協會 ごの 閒じ 懸案くな つてなる 

棉化格 付の 化が 的の 標準 問題 0 

外商 品 化 扱 じ蝴聯 しわ 重 巧な 會 

講を なむべ/'’、 ホ國侧 よちは 農 

巧當 化を も あ 席す る 箸で 棉化貿 

易に 腳 係の 深いを 慰から も 化を 

を 派遣す る もじな つてなる。 

二 巧の 社 懷總額 

.ホ 國巧務 省の 調を じよれば ま 

ろ 二 巧 中の ホ 國巿塔 じがけ る 外 

償 引ず 額は 一億 五モ S だ 五十で 

弗 じて 一-巧の 五 千 化 巧 六十 ガ巧 

に 比し-憶 弗 弱の 增加 である。 

この 中 重なる ものは カナダ 鐵道 

會化巧 ホ あ 厘 付 千 八な 万 弗、 力 

ナダ 化方鐵 道の 四 步お姐 付 千と 

，り 力 弗、 クユ V ック州 憤 四を 五 

旌 か 一 千. 刀 弗、 懊 太が グ ラ. ス巧 

憤 八 ホ 利か ir 円 お 十万 巧、 了を 

担保 銀 巧の 六 ホ 利か ホが 巧 典、 

佛喊 エス ト鐵 道を 社のと ホ 利 付 

一一 千 •为弗 等で この 外 英領 コロ 

ン ビア、 比立賓 政府の 四 步五厘 

か C 方 巧 等で ある。 


上 巧の 賛易 

11 一巧 トー 旬のを 港贸 ちが 機は 左 

の もし 


常 お 愉ぉ 

輸入 

神 口 輸出 

擒人 

人 お 输出 


リ單 位千阳 

1 〇、 と 三 ハ 

一六、 八 五 二 

一九、. 〇 四 化 

お八、 六 一と 

一四、 六四乂 


輸入 

をを お輸お 
輸入 

巧 巧 ■輸出 
輸人 
输出 
輸入 
輸出 
輸入 
瞒 輸ぁ 
■輸入 

函館輸 お 
輸 A 

小 樽 輸出 
输入 

お 松輸お 
輸 又 

下の 爛 輸出 


四 りが 


淸水 


長 


一二、 0 六 一 

一、 ご 一ー ニニ 

ミ、 艾八 

八と 化 
二、 四 化 八 

一を 二 

二、 化 のち 


一艾 

四 四 ご 一 
五 化 一 

ニム ハ 九 

四 六 
八 六 

ニニ 

ゴ面 

四-一二 

ご 一二 


輸入 一六 

最近の 日銀 帳 お 

H 銀 帳 扉は 巧 換券發 巧 高 十 I 
億 一千 四が 八十 六で 四千 阳 じて 
震ぶな ホの 最 々記 錄を 示し、 發 
巧 余力 六 千 四な 十四 巧 一千 旧、 
ほ 間 貸 お 高 二 億 六 千 二な 一二 千 田 
である ° 

東京 物價稍 下落 

二月 中のを 京 卸 貴 物惜は 五十 
六满中 騰貴 八、 下落 化 四， 化合 
十四 视 、华 巧指數 ニニと ポ ィン 
卜八六 じて 前 月ょ ち ー ホと 座 一一 
毛 方ので 落で ぁる。 

東京 市會 はな 對 

東京 市會じ 於て は 巧を 巿の關 
東 水雷 買收 じ反對 する 者 多數に 
て 該案を 巧みす るは 殆ん ど確實 
である 0 

永 樂銀わ 休業 中 

永樂銀 巧は お _ し 一一 一週間 ホ 業を 

繼續する？となっね。 

0 上 十 j H 發 




關稅復 歸案提 お 

奢侈 巧 品目 中の 石 験、 藥翔品 

毛織物、 半 毛織物 等を 一般を 率 

じ极卽 させん ごの まが 提出 さる 

船舶 稅引上 要望 

造船 界 非常 じ 不振の ため 船舶 

輸入 秘 引上げ ホを 當 局に 要學中 

である 0 

關 東水電 を買收 

駒 東水電 巧式會 社を おを 市が 

買收の 契約 成立した。 

七十 日發 


成功の 秘訣 
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米國式 英語を 話す 事 

は 成功の 第一義です 

本校には H 本人 お授 

じ 惟れ れ專巧 婦人 敎 

郁 ぁ b 懇切に 會話通 

信 文 社を 語を 敎授し 

ょす。 H 曜週 H 共に 

午前 化 時よ b 午後 十 

時まで 開校し ー レツ 

スンと 十伽づ i 。 今 

H 直ちに 巧 校 ぁれ- 


化粧な 卽賛 

五味 商會 

W E . 1 ゴ hst - N . Y . S ^ 

Tel . S 享 eit 3745 


電氣化 率】 巧 

下剩電 氣祿會 

2 I 0 W 1 IBroadway 

TeL 置 icoit 養？ 巧 





HINOMARU 

327 W. 56 比な . 
Columbus 如 84 


Suey P る 打 g > さ 

RESTAURANT 
453 お 加 ii 化 . 

Bet. 27th-2 お h か s. 


むか HaM Tea Gaden 

170 Nassau St. City 
New わ け le Tribune Bldg 
し oo し] 巧 Manager 


Toyo Kwan 

41 に 19th IS t. 

お t. S’w が 在 4ih lUe. 
Tel. おが 巧 sant がが 



巧六駕 
ご a r 四十 四 
巧 目 了 五十 四 


Kawasoye Hotel 

巧 9 Wes り 23ni Street. 
Tel. Morningside バ 54 


御 

旅 

縮 

河 

添 



JllvaJCo^ 

340 W . が 比 St. 

felephone: 
Columbus 8882 


( 谁曰 • 水） 巧# わ 


DARUMA 

781-8 化 4 化 . 
Tel. Bryant 3859 


PACIFIC 

RESTAURANT 

2542 Broadway 
む 貪 . 95ih 在が th が s. 


YOSHINO-YA I 

70 Greenwich St 
New York 


ASAHI KWAN 

163 El • が thSt. 
Tel. Plaza 6399 


庵 桂 米 日 


Japanese Tea Room 
1802 MStreei , ん W. . 

Te し FranWin 1577 


CH] 號 阳 ホ 肯 千 一 第 贫 句を 巧な 巧な it 於 ミを なげ 巧 〔日耀 ± ： r' n 剛十 巧 s 牛 四卜亚 大 


SI 


江 南 


ホ廳あ 園で 永年 御 愛顧を をけ 
u た 祭文で 御座います 



H 本に 住み、 日本語 
測 を 話し、 皆 揉の 御增 
好に 適する 御 巧理を 調進を サ 

了 凌乂 レ* ェ ■ ~~ 夕 ，アの ドです 


W 

L ご 

瞧 A 规 

N 11 

n 4 2 

e が此 

色 8 

B 


美辣 じして 溝 潔 

触娜 轟南樓 

午前 十 時よ b 閣ち 
午前 六 時まで 旨な 


が 魔を 園 

司 泌人蘆 蓮 
出勤の 方 じは 書 飯 
の 御 便利 じ備 へが 
間 倉 席の 御用に お 
や •へく お 閒巧卒 巧 
不變ぉ 引 立願 度な 
紙上 御 ま. 巧 申と 族 


支那 御 料理 

彭瑞樓 

H 本ん 諸君を 
歓迎を します 


御巧當 ホび じ 
御 あ 庭 支 おし 

日の丸 

御 下 お後滕 

壽 巧、 媛蒲燒 
每 H ちらます 


會慷御 料理 

東泮館 



媛 蒲 燒審司 御 仕 おし 

H 唯 巧 円 巧 御用 命に が じ 巧 


臟 I 馴 

麵 | i | 會厭 S 理一 


る お 


窩等御 V , お 

な 



御 料理 


仕出し 
化に 下 姑 


太 巧 


蕾 司、 蒲燒 、蒲 鈴、 巧 曲、 かきめ し 


n 邮 

P が . I 卸 

^ U ん 


如 I 
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に Y 卿 
パ W お 
^ ^ ^ 


日本を 料 お、： ZI 用 ； Ig 
並 新刊 書籍 類 r 切 

巧 桐 兄弟 蘭會 

を 巧品据 巧が 最近 便船 じて 巧 《 
化 お巧續 々巧 用を の 巧 ホな 上 侯 
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日本食が お 類ぶ ぴ雜貨 類 卸小資 


巧 


プラザ 


六と 八 


話 _<:1 八 1H ハ 九 桑 山商會 
が 巧 審籍雜 誌 小間物 H 用品 各 香 


iM *.. 03 木ら なを 甲 萬 印 車 元 .ぉ こ 3 と、 

造 油 S 儀 S 璧鬟 人品 望 白 ホ^ 

日本 义 Is 食料品 聲 懿 

掛旧留 油 巧を 食 化 度が 一手 資揃店 

日本 食料品商 會 


6 M 


化 

〇 


化 b 巧 
=£ む パ I 
5 k が- 


U 本を 巧な、 雜貨 
窜耗 、雜 巧、 巧 聞 


2 


带話 


トラフ f がガ— 
し ハ 五 五 化 


東京 蘭會 




• . I lk -.> > i ■/ •N 


會席 御料 巧 

弯 しずき 燒 



御 下宿 

自由 亭 

洁ジ nds Si. ず呂享 N. Y. 

ジ I. Main 7475 



「わかみ さんし ご 

犬 養 夫人 お 呼 付け 

飛んだ 失敗から^ 木 語を^ した 

革命^ 理想家 孫 逸 仙 巧 一 


ホを の大な 物で あつじ ニコラ 

キ- ニ ンじ等しく、 柬がじが 

ける 理想の 熱化ぜ 命な ど驅 はれ 

レ こ ンご村 じく ホ辆に 幾度 ごな 

く 逝去を 傅 へられた な 逸 仙 氏 も 

今を ごい ふを 巧は.. こぅやら 

本 當に葉 だ，' こぃ。 巧 

しろ 支那での お ホ 通では あ b 殊 

にか じして 米 領布 巧 じあつ た' の 

で、 一說 じな 文は ま邮 年む じ ホ 

ず一 て 巧 性 生れで あるから 乂固 

市民で あると 稱 せられ、 恰度を 

魄の 革命 壬で ある デ •ゲ アレ ラ 

が ホ 固で をれ た. こ将 なする 樣な 

節のあるのも丽ない。 を4^4 

じ 孫 氏のを ゴ炎ホ じから n てゐ 

じが、 晚 年の 孫 父を は 勞農派 あ 

みた 械 端な をな 聯盟 論者で ぁ， り 

從 つて 英米の 資本を を 散々 じコ 

-キ 卸し、 化 年 香港の 船ん 夫お衬 

I 盟罷 エ&ホ 英米人から も 嫌 はれ 

一て むじ。 これを H 本 ごの 願 係 じ 

就て 見る ごぶ 邪のを ± 中では 最 

も 日本 ど S 關係 なく 数废波 ホし 

たが、 明を 化 一年 鼓 初 じ ホた の 

I は U 本の 

一"^-^， こ 握手 せんがた めで 

•巧が ^ 化 時が を もを < 岩 元 千 綱 

:を赔 招 天、 內 旧を 平、 をの 叔父 

^ホ關 荒天の 諸氏 ど 頻繁 じ 化 ホし 

i た。 孫 氏が 頭 か、 犬 養に まとを 

一巧す るに 至つ じの*^ 化 巧からで 

一み 巧 川の お 氏を じは お 巧な ホ 氏 

一 始め おいま 卜 速が 頻 b じ 出 人し 

一ょ く 巧を-, し 引 張つ て h った もの 

一 だ。 がき かけは 鳥な の 化 巧 だつ 

.たが、 何しろ お 氏は ゎの がを 貴 

I ぶ國じ 化れ たけれ で'® を 锭じ淡 

-9 であ b 、 酒， ど飮 まや 巧 巧を 巧 

; ' k 和が 化を あん 乎る 雜嚴な 人 だ 

一け じ', れ ごい ふ館ッ ぶい 話ら，；^ 

I い。 乂巧 巧の 家じ间 おした をら 

:ん つて' ごの あ 巧 ミ も 親し かつた 

j が、 犬を 夫人を 「ゎかみ クとゴ 

和んだ 

I 逸話 も 化 巧 6 0; だ。 待 

をた Vj を 引き 遇されて；：： 本 記を 

をえ 得な おじ 嚷吾 K が、 おかに 

巧 巧 C お 敗を やつた S で 關巧磋 

張ら どり ネ 語の 巧ん をた めて 了 

つた‘' なには をれ お 鄕の地 かの 

瞄係も あらう が、 一、 むこれ ぎ か 


ど 云つ てい I 人で 其 一 华は波 欄 
じ窝 みな 巧 あつて S ち那 の動視 

革 かで わつ たのに" H 本 じ ホて 

ら留學 生を 咸 化して 化て をを み 

家 一」 育て あげたが、 をの 巧を 繼 

い-一. 威 化 r 努めた のが 黃 おご ホ 

敎た である。 巧る じ 是 等ち 巧な 

後繼 巧が な 氏 i らも 化 じ 化 おし 

たので 晚 ザの 彼 & 稱 々物寂しい 

威が ホつ じ。 巧 想 家で あるた め 

じ 厨ぶ 組織の 現が にお一 ては 卜 

服で 常に 

國民黨 を率ゐ てが の 政が 

じな がしたら の だが、 今や 彼れ 

己し ど すれば あどは を 列 釣 氏を 

るの み どなる。 巧 民は 英圓 化を 

みで 英語-,.- 堪能で あ b 、 非常な 

讀 書家で 博識 减 まら r * かつた が 

晚 年に まつて は 東洋 自國 の擧間 

を やら 社 食よ 義 、お 產ホ義 も 古 

くから ぞ那 じめ る iv - 知つ て 近 

年を の 思想な b 巧 動なら 益々 阳 

熟を 秘めた。 な 氏は ホ だろ 十二 

二 一歳で ある。 

春を 一香に 

學生 劇上潑 

觀ホ ーニ 千 人の 盛な 

旣 報の 如く 國際學 生 化樂部 U 

本人 部 ま 催の H 本な 學米 人學を 

獎學を 慕 集を 円 的と する 英語 日 

本 劇は 去る 化 日から S 日間 じな 一 

つて ィンタ-— ナシ ヨナ グ • ^ ク 

スの小 劇 煤で 上 おされた。 第一 

は 高山 構 牛 巧 原作の 

灑 U 入道 をテユ ラン 氏 

が離譯 した もので 馨 にがお 滋が 

巧が 白ん 演劇 平 校 じがて b おし 

たらので あるが、 今 凹は 登装徘 

優が U 本んだ け じ 舞台 装 超から 

枝 巧 じ まるを 頗るを の 入つ たら 

の、 サ をん 3 巧 女學 ホが を 巧し 

あくぬ けの した 英語 じ 白人 おを 

を 驚かし' た。 小 池 機の 横笛 ど 小 

な 雄のを ホは 最も ホち、 特に 二 

幕 目 ご お 後の 庵室 け巧 吸 もを つ 

c しんみち とした 氣 みを 漂は せ 

る。 化 富 ブスでは お 井 君の お郎 

冠 巧 ど お 巧を のみ 郎冠 巧で 欺々 

化を の お腹の ほを 主ら せじ 上、 

坂 後に 「巧 小 崖」 どなる。 越々 白 

人間に 白人の 俳慶 で上满 された 


が、 今度は H 本 

人 ど ある だけ じ 
観を も 克< 理解 
し 福 本 若の 松 王 
中ネ 壊の 千代、 
小島 壊の 戸浪 等 
はを 詞 、動 巧 お 
じ 手に入つ たも 
の。 寺小屋の 小 
なじ 大 供が 混つ 
たのは 化 悲劇 中 
じ 淡い ヒユ 1 モ 
ァを 混え て 面白 
ぃ S 思つ たが、 
切め て 营を齋 ご 
小太郞 だけは 巧 
あらしい ル 巧を 化つ r 欲し かつ 
レ。 乍 併を 化 どして は ホ 常な 

が 來榮で 學ま 連の 英語 

劇 どして 珍ら しい もので'、 離 口 
入道の 時賴ど 寺小屋の 源 藏は寧 
ろを 伯 君に 振 > たぃ 程の 出 ホで 
をつ わ。 春の S 宵を 通じ 觀 衆は 
無慮 一二 千 人に 達する 磕况 であつ 
わが、 巧の 如き 國際的 意義 ある 
催しに 旨ら 參 加して 日本の スピ 
リットを 紹 かした 學を諸 宮の勞 

は 巧く タピせ ざるを 得ない。 

伊賀 田 事件を 

大審院 審埋 

加贿 ソノ マ 郡べ タルマの 養鷄 

家 廣島縣 人が 賀田 定毕氏 あび 辯 

議± ヵク リル 氏じ對 する 過 ま 四 

ヶ 年間 繫爭の 加が 止 地 法が 謀 違 

お 事件は 囊じ ソノ。 郡と 級 裁が 

巧、 加贿 大審院 じて 共に 被吿の 

敗訴 ごな つたが、 を衆闽 憲法 違 

反を 理由 ご して 更にを 衆 飄大審 

院じ卜 '吿 中の 處 愈々 I 二 巧 ホ H よ 

ちを がに 附 せられ ホ 日柯等 かの 

ホ 着を 3: ■る 豫定 でを る。 被吿か 

賀田 巧は 米國で 生れた 四を じ與 

ふる 目的ん 下に 化 年々 ク 9 グ辯 

議 十の 名で 五 お 町の ± 邮 を 買が _ 

呵 氏を 後見人 じ賴 み、 タィト 八 

を 四话じ 聲き換 へる じ 先立つ て 

加 則檢事 総長 よら 加州 尘地法 達 

なで おがされ お 罪を 宣吿 された 

ので ある。 一 冗來を ± 地の 買 收じ 

際しが 賀田 氏は を然 名を 出— て 

だ A つため である-々、々 クプみ 

氏 じ 貿收壁 用を が寶田 氏が 供給 

した^は、 歸化ホ龍か人の主地 

獲得を 禁中る 加州 止 地を を 潜る 

ためが 賀 田、 ヵク リル 兩 氏が 共 

謀した ものであるから をん 十： 地 

を 州に 沒收 する のみなら ホ 更に 

罰金を 課すべき である ごい ふ檢 i 

事 摇長侧 のま 張を 州 k 級 裁 一: 所 

及び 州 大審院は 認めて 巧た ので 

ぁつたり 

松 ぞ信子 夫人 

船中の 詠草 

新 駐米 大巧 松ず 恆雄氏 夫人 信 

子さん は 舊佐賀 藩 ホ銳島 侯爵 家 

の 出で、 梨本宮 妃殿下 どは 御 姉 

妹み 間柄で ある だけ じ で こどな 

く氣 なの 高さが 伺 はれる が、 さ 

ぅかと 云つ て 少しも 高ぶる 梭な 

處 はなく を 幕き の挪じ 人を かち 

さの もてなしぶ b が W よ 6 も 快 

よく 威せ らいる。 か 歌、 書 逆、 

目 本 蓋は 優に 一家の 見を 持 も 描 

かれた 水 墨 山水、 すら'^ ど 書 

き 流された か 歌 等 孰れ も 見事な 


ものである 。今次 じ 船中の 詠草 

を 捣げる ど 

晚 が 

杉 木立 さやか じ是 えてす み 渡 
る 月に 殴な す 雁の 一群れ 
ホ ノ八八 着の 朝 十日 ぶら じて 小 
島を 見る！.； をを 聞けば 鳥 鳥 ど 
いふ 無人の 小島な ちご 聞きて 
遙 かなる 船路を ホれば 人 住ま 
ね 鳥 島影 も懷 かしき 哉 
今春 颊題じ r 山 色 速 天」 ご 仰せ 出 
されし を 

しら 雲のを じ酱 えて 國 ぶら を 
誇 b 顔；：^ る 富 ± の 神 山 
無線局 長じ諫 みて 贈れる 

圃ど國 遠き 隔て もなか b けら 
風の 音に も 通 ふ 言の葉 
等で あるが、 ホ 君の 大使 も 戯書 
なゲ J ものす る さぅ で 巧 雅号ょ を 
をと いふので ある。 お ホ 大使は 
左利きで 知られて ゐ たもの だが 
最 巧は 醫 飾の 注 吿に從 つて 攝生 
し、 大の ゴがフ なじな つた ごい 
ふ 話で ある。 

動 


な 人々 が拔パ 出して 市中を 化 ホ 

しつ i わる 樣で 今昔の 威に 堪え 
ません。 


J ま- 
8 


界 


來る廿 四： a 嫁から 

鉛 木對お 山决戰 

囊じ世 巧 ジュニァー 撞球 撰 手 
確を 獲得して シヵゴの 化 巧 撰 手 

巧覇戰 r 參 加し 五戲五 敗し わ も 

の i 1 躍 化 界六大 撰 手の 一人と 
なつた 鉛 木 龜太郞 曾は 尙ほ ジュ 
ニァ I 撰手權 •し' おする 挑 戰じ應 

じなければ ならない 規定と なつ 
てゐ るが、 囊じ营 沼忠雄 君に 挑 

戰 して 敗れた な 山を 嶺 君が 今回 

鉛 木 君 じ挑戰 する JI どな b 、 ホ 

るか 四日 ょら 間に 直つ て每 

巧 四 召 お 宛を フロ^ ドゥ エ ！と 

五十 了 目の デ！ リ ー ス球瘍 で 競 

技す る ミに 巧を した。 

國際的 巧 撰大會 

巧る 巧曜 H が、 第 四 街 ご 册四 

下目の 兵 營で驟 擦 的 相撲 大會が 

腥 される 0 出 傷 力 ± は プ於ノ (波 

蘭) 對 ステ） ン ボン (獨 逸)、 ザネ 

キン (露 西亞) 對ボ ガンズ (クク 

ラィナ)、 ボ！ デ-二 伊太利) 對ス 

テッ チヤー (米 國) 、ロン ドス (希 

臓} 街 n . ロッ 7( 白巧義 拿のを 

形で ある。 

原 旧 武一君 惜敗 

日本 ゲ！ ゲィ ス盃 撰ず 原田武 

一昔は パグム •ビ！ チ じがけ る 

庭球 爭霸戰 じ出據 中で あるが 

十 1 H ウュ イナ ー 々年 撰 手の た 

め 六！ 一、 六— 四で 敗 化した 0 

を 地からの 便ち 


卓上が 話 

米 國罪惡 十四 條 

當地 バプテスト 敎會の 牧師で 
を督敎 をの 所謂 近 化 派に 反が し 
てゐる スト ラトン 搏± は 前週 口 
曜日の 說敎 にが ■敎 をを 化 派の 
及ぼす 影！！ は 昨年の みで も 左の 
如き 罪惡 どなつ て 米閣の 社會じ 
害毒を 流した と說 いむ。 一 
，强盜 被害 ホ 六 億 お 千 巧 
二、 幽靈 株の 募集 じょる 損害 离 
が 六十 億 巧 じ 達し じ 
一二、 詐欺 化财 一億 巧 

四、 罪惡 じょる 損害 裔は 政' がの 
經隻豫 算じ數 倍した 

五、 ' 離婚 數は 世界 第一の-り 本を 
超過した 

六、 精神 條 養の 敎會 がな 心を 俱樂 
部じ墮 落して 了つ た 

と、 紐 育に めける H 絕學 校の 出 
席 生徒 减少數 五十 巧 人 
八、 兩 親と 敎會の 信仰 墮 をは 兩 
親の 權 威を 失墜せ しめた 
化、 信仰の 燈 落は レォ ポグ ドの 
如き 不良 靑 年を をんだ 
十、 を ホの 小 學校ホ 徒 六 割 四 ホ 
は 金錢じ おしてす 正直で ある 
i が 試驗の 結聚啜 露した 
一、 舞踏 場ゃ不 をを 居で 家庭 
の 標準が 失慶 した 

十二、 フラッ い^ — の あ 加 

十ー ニ、 ホ 化の 化 もじ 犬を 可愛が 
る 風習は 化會の 組織を 根底 か 
ら 弱めて 了つ た 

十四、 殺人 數ぶ 一年 一巧 人 ごな 
ら吳國 じ廿五 惜した 


♦陽春の 候も遂 
數 旬を をす のみ 
どなつ たが、 が 
年は 巧國 觀ホ鹽 I 

の 催しは ないか 
知ら ...... .'片 桐に 

ては 第 こ 次 觀あ團 をを： i に 如 
何？ 期日は 第一み 同 棟が 衆人の 
望む 處 ならん。 本年のを 閔訪間 
は大に 意義 ある i を考 へて 貴 ひ 
たい (旅 巧 狂) 



西 六十 お T 目な 四十 ホを 

一力 旅館 大橋 

電活 エン* テ コット 八 六 1 0 


な 住み、 む 地よ き 

獲 「お 淸？ る 室 

松林 好か 

養 穿 量 呈 Ave •ジー. 夏 d. ざ 岩 21 


マド リツ ドより 

淸水登 之 

♦二 巧 じ 入つ てからは む 里 じ 

雨が をくな つたので 暗い 日が 續 

ぐ 様 じなら ました。 晴れた 巧る 

い 巧 班ず の ホが 戀し < なつて 親 

子 S 人お德 おじ 出て ホました。 

ぉ德 里け 寒くて 迪も 屋外 寫 生が 

見込は あらません。 プラド 美術 一 

館 じがけ る 西班才 、が 太 利の 需 

聖の 傑作 じは 驚く の 外は あらま 

せん。 

♦じ 里 八 流 巧は 恐ろしい もの 

で 純朴な 西が 才 風俗を をな しに 

して 化 舞つ て木渝 化で ず。 巴 里 

の 跡髮夾 人は をでは 黑 色の ダ ェ 

I グじ 化つ てゐ ます。 二 巧 五十 

を 年前慧 星の か < にがえ 去つ た 

ゲ エラス ケタの 蓋 巧から 同じが 


御下璋 懦ホ乂 

47 P 養ち ct Place 

bet . ls 己 nil Ave . off E . な nd St . 

Tel . M 号 ay 五 二 I 裏 8 

►一二 德 = 淸潔 > 親切、 氣樂 ▲ 

稀な 旅纔 

ま 巧 伊勢 事を 义間榮 作 

225 肉. 漠を Str ま t 

Tel . Regent ち 送 


紐脊 旅館 旧 中 奥 ホが 

を 四十 了 目 二 四二潭 

Tel . Caledonia 君 74 


電話 レキシントン 四 八 五 五 

器 旧旅舘 

巧 十五 下目 二が を 


割烹 並に 御旅 舘 

0 佐 野 兄弟 

化 脊ホ西 八十 八 T 目 一一 r 白 十 S 巧 
お 話 —— ス 々イラ ー と 八 ニニ 


埋想的 御旅 舘 

御を 棟に 誠 怠を 0 て盡 します 

■朝日 館 

御手 轉御 料理 並に すき 燒 

新ら しいが 巧を 揮び 精々 勉强 をし ます 


御 料理 

芳の家 

壽 司、 緩 蒲 燒每日 有りまず 


賊 |£議 太平洋 樓. 

他に 比類な き 綺麗な 必地 ょき ダィニング 八 
! ム と ダンシング ミユ I ジブ クが あらます 
音樂は 毎日 午後 六 時から 午前】 轉 迄です 
御晝を 四十 仙よ b 五十 化、 夕 をと 十五 化、 
H 曜 夕を 一巧 


御菓子 舖 

萊錢 が， 羊羹、 蒸 巣 子 類、 驚 餅 

(のし 餅 記 H 御 注 父 願 升) 

松風 軒 嵩 橋 

西 六十 五 了 目' 一二 十四 香 
電話 トラフ r 水 ダー 五 五 五 四 

寬 腐油揚 

煎餅 製造 卸、 小賣 ■ 

H 本を 巧 品 •一切 

旧 や 

第ー ニ 街 八な 八十 おを 
亀萬プ ラゲ 五 二 一八 


新 鱗 魚 か 一切 

日本 八 巧き の 生 あ澤山 取ら 撤 
恃別廉 憤で 大勉强 致し' ます 
サヴオ ナ魚店 

. Jo 器 を 护 vorm 

224 W. 2s;t. 

'pel. Columbus 91 技 


極上の 魚類 

の 新鮮の 魚ち 類が 澤山 揃つ 
ります から 鞠賞陳 下さい。 

ァピセ ロ 魚 店 

Ba 畫 St - Tel . Franklin を 基 


伊豫 屋御 下宿 

.西嗚 をみ 郡 

お 四十 乂了目 一六 五 

アハ 1 トメ ン 

電話 プラザ 六 一 

尋れ人 

あ 正 恩給 証* をが 

「外國 旅券 下付 事實 証明」 到 裳 

熊 ネ縣人 豊 旧淸定 
W 鮮 人安秉 斗を 城 寺 巧巧始 
W 木石 崎龜巧 宮城 八喀 勘お邮 

乂知早 川 良 衛か歌 山 引 ± 純 
5 ホ 長 二 一が 中が トィ ナ 

塞 

ちのを じ おか 致 巧き おち 之 
误 巧 本人 おくは 知人 ょら 現 
化 巧 お 通知 願 上 候 

紐 育 帝閱縷 領事が 

1 ま Br 邑を a》 N ミ！ fork 百な 



電請ぶ らぃれろ 


’八〇 と 化 


八 八 室 

碟 W 诗長 

熟が 力" S : T ^ "n 

紐 育 巧 西 四十 巧 了 目 
一二 下 一一 八 蕾 
(二階) 


華盛頓 

'わざく 

け 本 料理 

ホ じ 御旅 舘 


C ^ - 1— 

一一 ▼社を ダンス ▲ 

▼表情 ホ 操 ▲ 
紳± 、淑女、 わ 子 
供さん モじ 叮喀じ 
敎巧 致し 巧。 午前 
十 時 ょら 午を 十一 
時を ( H 躍を 除 <) 

シャリフ •タン シ 

ング 姉範學 校を 業 

上 杉 タマ 


中 村 哩髮巧 

中が 萬. 藏 
31 W. 6 晋 St. N. y. 呈 y 
置. 呈 umbus Ave. & Cent をす rk 巧を 


日本 理髮 舘淸 

がま 洗髮の 設備 あち 迅速 了が を 
旨 ごし 精々 勉强 致し 主す 
西 四十 一二 了 目ち 番地 一一 一目 ホ お ま 

タツ プフ 0 ア (第 ホ 街 S 凹 十ー ニ T 目ち 一 


宮 W 事務所 

持續的 奮圃の 同胞 じ 的確なる 磯 
業を 間旋 します。 

Ja ち ミ se 夏 gi » 后 ミミ 

養 w ._4 害 St . 尹 Y . C . 

Tel . 3 ii 778? 塞 8 ， 



最新式 六： 俏建 

便利、 淸洒 、待遇 懇 ぶ、 が 科 低廉、 
を 着船 有么お 都度 嫂 化 襟に 出張 

.シァト^ か 第 六！ InlllcH ハ 器 
エ ヌビ^ — I ホテル 
電話 メ ー ン! 一一 亢五二 

藤 ホ 旅館 あな 

423 sflynard ./ we : 

Sea 己 e . \づ 養 h . 

日本 巧な 船 切 巧 御 ホ 这じ應 じ 
萬 事 御 便宜に 御が 扱 ひ 申上娱 

を 港！-^ 別 ホブ少 

► U ネ掏巧 巧、 別間 あ. 9) 

桑 港々 リ ホが 三 ァ巧ム ハ ーニ 

電話 ヵネ—- 八 三 ハ 

口！ ずツゼ 八ス蜡 ホの 御觀 ホに 
は 巧 事 最善の 御 擇宜を 計ら i ず 

ィ 1 グ凡ホ テ 八 

羅府巧 じめ けぶ 同胞 經 營中最 
新式 高等 ボブ' グ であ b ます 

羅府ま 一巧 一二 九 半 
電話 ゲ ァンダィ クぶホ 五 九 

ボストン 案 巧 

貸 目 動 革 業 河 西 

諸 古跡、 大學 化、 エ填其 化 一般の 

紹 ホを-び 窜辯 もします ぞ宣 30 

Tel B 岩吉 ちゴ呈 7 Q Ba 塞 a St . 


ボストン 巿 

富 ± 旅 舘大浦 末 お 

一ち ミ 夏 ster St . B 另す n Mass . 

fel . 皇’置 苦 70 





32 Broadway New York むか . 
Phone. Hanover 7394 

店 そを 俄 ホ 

112 We が Adams み re が， CHICAGO ， ILI... 


WALKER & FLORID 

CUSTOM TAILORS | 

20 DEY ST., NEW YORK | 

Near Church St. t 

TC し . CORT し ANDT 7567 


ん 

Tile M け subishi Ba 化， し化 

EQUITABLE BLDG. 

12 り Broadway New York 
T,kphon, 氏 actor 94 诞ぶ 5 


THE MITSUI BANUTD . 

NEW YORK AGENCY 
Room No. 1012, 

61 Broadway, N- Y . じ 
Tel. Bow 山を Green 3440 


The Sank 0 ( Taiwan , Ltd , 

Room 308 

Benue 打 eon Investing Bldg.. 

165 B の adway, N. Y. 
Tel. Cortla 打 (it 7 が 2-33 ぶ 4 


The Yokotiama 

Sp が お 貼 nk , Ud 

Equitable おお. ん ！ 
Phone Rscior 2550 


TaboTndingCfUnc . 

liuporters & Exporters 
101 rath Ave., N. Y 
Tel. Stuyvesant がが - 5 

327 W. Madison iJtreet, 
Chicogo ， Illinois. 


THE FUJIMOTO 
な 削 RITIES 削.， ING . 

120 BSvay N. Y. City 
R が tor 24 が - 33 が 


The Sumitomo Bank , Ltd . 

I NKW YORK AGENCY 
149 Eroadway 
Tel. Hanov げ 7444 -744 ら 


MOfilMURA 邮 0S .， l 化. 

53 - が -57 W. か d S し 

New York Ci か 
Tel. Gramacy 3 が 0 


I O.S.K. Line 

大贩 商船 會 社 

({oom が 3 Cunard Bldg., 

25 Broadway, お w York City. 

Tel. Bowling Green 6332 


H 

嘟 

說 

敎 





城 四-!- 二 巧 下黃第 


砂！! で 通な 口な 巧で 巧を ©むな で 巧 


け懼 上） 日 四十 月 ゴ仁 四- 卜 正大 [四'! 


f ち 


み 


離 ホ み America 打* 
Oriental Mail Line 

； -Opei^ed loe : - 

United States Shipping Board^ 

by Admiral ' 〇れ en ね 1 Line, ..'.Majagisg.o/er^tfw 
L. じぶぉれれ 81 お . ，、毎のなぉ •- 知. か 


シャト 八 出帆 午前 十 一 時 

y フ レジ テント マツ ネン レ^ 

. 一一 頁 二十な 

マフ レジ テント ジェフ. ア ソン 

四月 化 H 

マフ レシ テント クラン、 

四 巧 ホ j U 

▼フン ジ ザント マディ ソン 

五月 ご 一日 

▼太 ホが 航路の 蟲巧速 潰 船 ▲ 
►船室 廣 '.、理想的 じ完 楠す 
▼ベッド 使用 コット じ ホず. 
御を 留に 化ち 日本食を 調 ふ 

料 代 瑚店桑 山 蘭 巧 ミ ご 9 S , 


ホ 

熟 
:遺 
-切 
巧 
其 
化 
萬 
般 
便 
を 
な 

を 口 

ひ 
ザ 


タンク 


K 二 

M で N 



眞 なる ォ ーンユ コシユ 、ヮー ドロー ブ 
ランクの 値段は 皆さんが 永い 旅 巧を な 
る 時の 切符 化ょ 6 遙 じを 價 です。 

ォ 1 シ ユ コ シ 

ュが普 おの 卜 
ランク どの 違 
つて 居る 處を 
御覽じ 入れ 度 
う 御座いまず 
から 巧 卒御ホ 
巧 御 一覧を 願 
ひ^す 0 


ホ ノル、' 橫濱 '神戶 '長 巧. 上 お •を 港. おお 拉巧 
(騒 お出 化 二ち ホ ホ 日) 

西 比 利亞乂 30>呂 〇嚼〕 一二 月 化 一日 

(羅な 巧 帆 一一 一月 二十 日】 

太げ 丸 三 一一、 呂 〇觸) 四月 十四日 
天洋見 01 二、 呂 〇喝- 四月せ 八日 
コレア 义 (一一 气呂 〇嗯) 五月 十二 H 


墨西哥 、お 義>智 利 諸 港 巧 
ホノ 、 橫漠神 戸 巧 司を 港 巧 
~ 往復 共を 六 週 一画- 
ク桑港 行 切 巧 庭臺券 購入 御 餘旌仕 9 ち 


紳主向 ミ。 高尙な 服装 

= 新型、 地 柄が 澤山 ゐら外 U 

正しい 高 巧な 乂國 スタィ^を わ黨の そは 巧 
卒 弊店へ お越し 下さい。 
巧舖は逊去十年聞當地な化の 日本-^紳上方 
の お 引 立を 蒙る 信用 ある 巧で 御座います。 

ウオ —— 力 — 4 ンド 

ツ ロリオ 洋服 巧 


資本を 一 魅 画 
拂这巧 資本金 六 千ち 圓 
お 立を 五 千 六が を 旧 

S 賊 一ニ ホ 銀 巧が 育 支な j 

ネお ま京巿 H 本 语路駿 河 町 一 I 

支店 小が H 本 橋 义の内 (ぉ哀 横な I 

名を 属京郝 乂 お 西 (大 阪〕 j 

神 お 廣島下 巧 巧 司 巧 松 1 

お 岡 長 蜗上お 倫 致を 買 I 

I 

外 國爲替 、鄉里 送を、 化 送を、 信用が 其 化 I 

一巧 銀 巧 業務 精々 御 使 利 じが 扱 可 申 候 一 

鎌 紙 S 裹銀巧 替ま巧 I 

i 

ぶち 店 巧を 至 巧， 大阪 '神戶 、京都 I 

所が 地 名を 崖 > 小 お、 上 お、 がめ j 


前頭を 期 邦貨 五十 圓 0 上が 息 年 ホみ 

誠 齡臺灣 銀 巧が 旨 出張所 

▼鄕里 送を ぷび並 送を (無手を 巧)、 外 画 
爲替賣 買、 が 爲替化 組 化 立、 信用が を 
巧 等 一 殺 银巧萊 な 御 巧 利 じな 巧 可 化 お 
▼巧 ほ 詳細は 御 法 慮な くが 問を 披 下を 疾 


なを 男を 住友 吉左衛 巧 
本 巧乂阪 化淸五 T 目 
な 育ぞ巧 がな ブ 0 I ドウ ユィな 四十 九を 

藉 住友 銀 巧 

日 お 巧 i 巧を、 橫趙 、名を 语 、巧 都、 が 戶 
を^ち^ ち ノ 道、 廣 島、 吳 、柳 ホ 下/ 规 
がちな 1 巧 司、 小 倉、 若松、 階 多、 乂留 米を 
本國 預金、 鄕里 送を 等は 陆め 
て 御 便利 巧 速に 御 お 巧 可 申が 


藤本 證券 會社 

心-板ち 巧 証券 ノ資 買、 引を、 裳を 
A を融 、化 二 么二關 ス^ 一が ノ莱務 

餘船 藤本 ビル ミ—々 卜銀巧 
紐 背 お 張が 


雑 技 陶摧お 

ドえ ィク ー ジ 卸資 

太洋 貿易！ 會赴 

ぞ巧 ホ媒ホ、ボ ス ト 



晦破 器、 雜貨 、ラ 卸賣 
ンプ及 ランプ 巧 

森村ブ タザ ー ス 




ノ 


Kh _ け、 


円 

本 

廊 

暗 

脅 

會 

出 

和 


紐 

育 

支 

ム占 


シ W 

ャ I 


レ 


B h 

こ 


支 

店 


镜濱丸 四月 十 H ' 
加贺乂 凹 巧 か 吾 
ザ豫义 五月 そ 百 
が 巧え み 月 ろ 日 
U 本 巧 船を 運 貸新牵 
一等 構演 一九 五 巧神戶 二〇 五 弗 
一二 等 洋食 五十と 巧 かを 五十 五 巧 

歐洲 H 本 間 客船 (每ち 画 

输敦 ょら 一等が 五賴 、二等と 十 
磅 、お 巧 塞ょ 6 ! を 化 十と お 
二等 六十 ホ 砖。 

tt 育 化 化 田を おお 由 日本 巧ち 物 赔—月 一面 
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シ アト パ化峽 
あらび や 化 S 巧 化 六日 
をら ぞな丸 四 巧 九 U 
▼横演 一等 一九 五 お S 等 五 五 巧 
一二 等 客室 大 なおを 族 ま多數 

リス アン ゼ ルス 化 帆 
めきし こ乂 S 月 か 八日 
しか ご 化 .四 巧 Mu 

▼ホ 港羅 が巧资 車が 符お蟲 巧 謀 入御 辩 
旋 化ち お。 

▼お 巧 線 パ*， 巧 由ぶ、 ま夕た W 巧妃巧 一圃 
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日本 歐洲巧 

乘船 切符 並 じ 大隆橫 斷鐵道 切符 

諸 外國送 b 小 荷 惭は懼 がに 御 取 
計ら ひ 中ます 

0 本 郵船 會社 

並に 各 漁 革 漁船 會社 

代理店 片桐 兄弟 商會 

■な 育 市 ま 五十 九 T 目 ニニ 四番 

電話り— ジェン ト绵 誘-一一 買 一 


風 秋雨 樓 主人 談 

へ、 西は か 港よ も 中西部へ、 東 
は 巧奥關 州から 御 膝す 附近へ 旅 
巧を して 見 閒を游 める ど 共じ活 
きわる 义齒の 掌 情、 巧き たる 米 
國 々おの 怠 志を 呑み 这 むで 賞い 
たいので ある。 尙 ほを 際 搜や機 
を费を 出し 溫ら ずし 大使の 先祖 
か 街 用を を 申 化けた 巧に 日本の 
資本家を 化ぶ した 速 中から 遠慮 
ド シドン 巧 化して、 ち 用な 
化を じ充當 するがよい。 ソシテ 
御大 名 外を ではない 國民 外を は 
コン ナ もの だ VJ 云 ふ 巧ら しい 例. 
を 示す ホけ の 機を ど 技倆を 發渾 
して 賞 ひじい の だ。 若し 內閣が 

を 解して 招 還 かかを 受けたら 辭 

おを 叩き付けむ 儘 華 盛頓じ 踏み 

化 まつて-松 半 ごして 日米 關係 

改善の 方め じ盡 すべきで ゎる 

U 上は 僕の 荒 ブポィ 注文の 一二 二. 

のみを 列擧 したまで だ。 他は 天 

機 未だ 洩らすべからざる もので 

ホる t 

贊川豊 彥巧談 

私の 松 平 大使 じを する 希留を 

最も 游明じ 言 ひ 表 はせば 『植原 

大巧の やぅ じ やつて 貨 ひたい』 

ご 云ふ數 語卜龜 きて 居る VJ 思 ふ 

亞米利 加 まに ごか 何 どか 色々 の 

注义が あるか も かれのが、 なは 

日本の 大使は H 本式に 總 てを や 

つて 除けて よい ど 思 ふ。 日本式 

じ 強硬 じ、 云 ふべき こどは 云 ひ 

ま 張すべき こどは、 でし-^ ま 

張して 貨 ひたいので をる。 U 本 

のま-張を 最も 露骨に ま 張 するど 

云 ふこ ごは 米國 人を し： 0 本を 

理解せ しむる 上 にがてが 益 こを 

をれ 何等の 害 も U い £ 信ずる。 

移 氏 問題の 解み じ 際し てら 遠慮 

なくで し {歐羅 じ 移 おご 巧檢 

比率 制度の 採用を ホ 張したら で 

かご 思 ふので ある' 。化ての こ 

どを 化の 調子で、 公開 的に、 無 

遠慮に、 をして 强 硬な 態度で や 

つてな しいので あらます。 


若し W 前 じ滞乂 期間の 延長を ホ 

請した ごせば 其 中 請 月り 戊び 則 

間、 をし ぶ 人义は 親戚の 許じ帘 

萌しつ、、 ある 時は 巧 氏名、 住所 

滯乂中 巧 村 巧を 舊む 旨を な てん 

圓を 許可せられ たら ごせば 其 職 

業の 稱 類、 巧 頃、 事業 上の 月収 

額、 巧く は 報酬、 給料の 巧 額、 
關係 商社の 商號 、舊を 所、 渡米 

延期 申請の 理由を 明記 i べし ど 

云 ふ J になつ て 居る。 妻は 良人 

よ b 、 ホ 十八を な 下の 
子女 U 父 又は 母 よら 中 請 

する i を 得べ く、 右 申請を は滯 

米 期間の 滿期 どなる‘ W 前 十五 
乃 ま 一二 十日 迄の 間に‘ 到着 湛 のを 

ほ當局 者に 提出せ ねばならの 
而 して 該 移民 局官 をは 該 外人 入 

圃 証を 添へ て 之を 举お 移民 局を 

經 勞働 省に 差 出すべし ど 規定 

されて 居る。 是 れは决 して 等閑 

じ附 すべから ざる 事項で あるか 

ら 夫々 巧 かの 注意を 要する であ 

らぅ。 右 じ 關し紐 育 H 本人 會書 

記 お 巧 田 柳 作 巧は 語る 『まだ 當 

事 粉 所の ホに 輯會 して 來た 人は 

をら ません が官廣 島 書は 巧に 巧 刷 

じ 恥した もので なく ごも 條 が 丈 

け 明確に 書き入れ、 ばよ いご 思 

ひます。 但し 到達 港の 移民 局へ 
本書を 差 おす 巧 華府の 移民 總監 

の 方へ 副書を 出して 置 < 方が 許 

巧を 場る 場を 巧を が ぞい だら う 

ご あいます』 云々 


一時 人國 者の 滞米 

延期 申請 

手續に 就き 注意 

千 九な 二十 四 年と 巧發 布と な 

つた 移民を 窠 一一 一條の 明文 及び 他 

の 條項じ ぷ< ■時 的乂國 外人 S 

滞米 期間を 延 おする 仲 じ關巧 

働を 移 K 総監から 省令 窮 四^と 

號を なて 特じ述 達する 所が ぁつ 

たが 右 じ' 化れば 大体 巧の かき 宣 

释蒂を 巧 出す る必 をが ホ，； 是 

は フォ！ ム六 I こ 九 號を用 ゆる ミ 

ど。 つて 居 6, 第】 氏名、 年齡 

义び職業、 お巧：^巧無、 結婚せ 

る 者は 良 A 义は蓄 及びで 巧の あ 

住所、 申請を の 巧生圃 名、 現 趣 

親、 み 國の巧 化 所、 旅券を 證の 

番戏 ，時日、 がが 地名、 米國じ 

\扮 のな .H 

.を 達が ぶび 巧 一ず を、 段み 

苗淚船 かお おかの か.？) ド 移 

ど 一て を f れた を？、 お阔 

の 谋も激 船か符 を所材 ずるす ょ 

や、 鼓 期 離 米せ いとせ る畔 y 、 


日 庭 俱樂部 

會員 募集： ^ 着手 

最近 化 目 度 闽本忠 をよ' ゥ當地 

じ 達し。 通信 じ 化れば 同氏は 囊 

に擧 ，いされ た、 印度 ベンダ 八の 

磋球 選手 權爭 截戰 に出蕉 シング 

朱、 ダブ 並 じ ミキ スト ダグ 片 

の S 撰 手 確を 獲得した ご 云 ふ 快 

報 ぁら 巧 巧 武一 氏は 南部 じがて 

活動 中なる が、 當化 庭球 期 も 愈 

愈數 旬の 閒 じあら たるを なて 日 

本 庭球 憤 樂部じ 於て は 去る 十 H 

料亭 都に 委員 會を催 ふし 本年度 

計畫に 就て 補々 協議した る結裝 

各方 面の 庭球 露 者を 勸 

誘し 會 員の 增 加を 計る 事 じか 定 

したみで ぁる。 岡供樂 部の 歷史 

は 十 お 年 前に 始まら 每年 經豐實 

壁負擔 本義に て繼 城し 來 b 昨年 

度は 森が ブラ ザー マ、 江 商、 藤 

本 銀 巧、 東京が 上、 が 軍 省、 大 

阪 商船、 岩 井、 ホ樹 、同志、 島 

加 藤、 扶桑、 日本食 料 店、 淺を 

商店、 京 郡 エ商其 他を 合せ 約 四 

十を 名のを 員を ちし 二む 十 S 了 

円の コ ー ト じがて 日曜 及び 巧 日 

は 午前よ h 、 出踞 H は 午後； 一時 

よら 孰れ も々 剔を シング^ 及び 

ダブが 等 自由に 化硏 技— •たと 云 ふ 

同俱樂 部の 

特駿ご 云 ふべき は斯 くを 

数會 をを 包を-^ を W つて 庭 

巧 入 巧を に對 してら 相手；^ 闲る 

ご 云 ふ 襟な 樂 無く 加ぶ、 丰 をせ 

の 颜觸れ も變化 ぁら 興味^ 上よ 

見て 非常 じ 好都合で ぁる 事で 

ぁえ。 间俱樂 部は 專感の ラッヵ 

—を 巧し シ ヤツ） バ ，の 設備' も 

ぁ b 巧用ポ ー ^ は 化て 巧樂 部よ 

6 供給す る 事に U つてち る會費 

は. ケ年化 五 弗、 入を ホ 错 者は 

が 育 巧棵化 内田實 巧を 中 込まれ 

巧 L ご 0 


日會 理事 例會 

攒を 準備を 員を みを 
糾育 n 本人 會巧 事例 會は 去る 
十日 午後 七 時 巧を 部に 於て 開 惟 
出席 理率 十と 名 例の 如 < 晚餐お 
講事じ 入ら 化 ホ 食 長潍長 席に 鲁 
き 巧 田 書記長の 指名 点呼、 會お 
巧吿 巧が あり、 巧で 今回 歸 朝す 
べき 社會 委員を 小が 又と 郞氏特 
じ お 席して 訣別の 醉を 述べ 夫れ 

ょ. 〇會員 名簿 編纂 じ關 ずる お 別 

委員 貪の 報 吿あも おら じ 委員 會 

を 特設 硏 をを 續巧 する じみし 社 

會 、を務 、勞働 一二 委員の 報吿後 

總會 準備に 願す る 協證を 進めた 

るが 本年度 總會を 盛なら しいる 

ため 蹄々 9 献策 あら、 準備 委員 

議案 調査 委員 及び 巧 事 愼補ぞ 指 

名 委員の 撰 巧を 會長じ 一巧して 

散會 した。 尙ほ 同を ょを まる 十 

りが や 大使を 府 着任に お！ し懸 

篤なる 祝電を をした る 由で ある 

外國 通信員 憾會 

外國迪 信員餘 貪に ては ホる 十 

九日 午後と 時 春季 懇親 會をモ 
お 旅順樓 じがて 開催し 純 ぉ 邪 

ま晚餐 をを じした る 後ぶ 年度の 

新 役員を 紹 かす，" 當 である。 因 

じ 本年度 會 長け 羅馬 ラ、 ッ 9 ビ 
ユーン 紙ろ 特派員 ァビ ッブ、 ' コ 
スタ 氏で 常務を 員 中日 本 侧は大 

朝 特派員 福 ffl ホず 氏が 巧 表する 
至ごなつ て屠る〇 

♦越 佐 懸蔑會 新瀉縣 人を 志ょ 
ら 成る 越お會 にて は 巧る 二十 二 
日 午後と 時ょ 6 お亭额 巧て 奢 
季露 親會を 開く 窜 であるが 發企 
人は を 山、 塚 巧、 富渾、 h 杉、 

鴨 井の 證 巧で 留 費は 一 弗 五十 化 

参賀 川豊蒼 氏暫ら <滯 がの 上 

叫胞 のために 靈化 運動 中な b し 

同 もは 今-^® 午前 十 時 解續の r 

クキ タニァ 號 じて 渡. 欲。 

•川 侯義 一氏を 督敎 修道 會牧 

姉、 鄕里じ 巧る 夫人の 病氣 重態 

の 電報 じ おし 四 H 中旬 一時 歸朝 

♦よ 田を か 氏を 資會 社を 剛巧 

會が育 出張所 ま 巧、 ホる 十四 H 

出帆の 便船 じて 歐洲經 も 歸朝神 

戸ち 巧に 榮轉の 由。 

♦陶山 兰亂 氏 金剛 巧 曾が 育 ぉ 

張 巧 ま 巧 どして 太 旧 氏 歸朝後 就 

巧の 箸。 

•野牛 道な 巧 一一 一井 物を 紐 育 支 

店 機械 部 ま 巧、 家族 同伴 春が 化 

便じて； 一朝の ため まる 八日 お發 

西 わ。 

♦基 殿繁 一氏 一ニ ホ 物產が 育ち 

店員、 去る 八 H 出 疑 西 巧 春が 化 

にて 歸 朝。 

♦若お彌助1 を木桃井組社員 

お 用，》 帶び まる 十 一 H 出 お 桑 港 

經由 春が 丸 便に て； 時歸 朝。 

拳齋 が 勇を 東を ホ大文 學部敎 

授 、本ち 下 巧 H 本 ょら 着 紐の 皆 

•堅 旧 實巧福 岡が 大义 學部敎 

巧、 本 巧 ホ 日本ょ b 着 おの 豫を 

♦恩 田 か 子女を 大瞄 朝日 新聞 

記者、 ホる 四月 初旬 着が の 由。 

•藤 お義江 氏聲樂 家、 が 太 利 

i も歸 朝の 途み昨 H 巧が。 

♦が 藤を 雄 氏 文部省 巧 外 研 兜 

眞 f ' 去る 十 H 歐洲よ b 着が ホ テ 

作、 三ュー トンに 滯留中 0 


♦ぶ掛 を 修道 巧 
『題 未定』 

♦ W 育：：： 本人 敎會 

『題 未を』. 


川 俟较師 
淸ホ 牧師 


貸家 


越 佐 懇親 會 

が 育 じ 化 住する 同鄕 人の 會 する 
機を 楠め て 稀に 候へ ば 今 旧 越 佐 
をを 相 催 ふし 久し 振 h じて 打 解 
はたる 嘶を 致し 渝 快に I 巧を 過 
しを 候 間 万障 御 繰を せの 上 御 ホ 
會 奉が 上 候 

を 企 人 一同 

時日 =1 二 H サニ H (日 躍) 午後 
と 時 

壌 所 = 都 西 五八 下目 一二 四 〇 
會攫 = 1 弗 五十 化 
追て 膳部の 都を 有 之 候を 御岀席 
被 下 候 御 方は 前な. てぶ の 所へ 御 
通知 奉 願 上 候 

H 米 時報 社 內富澤 愛 五郎 
を 五十 九 T 目な 十四 

桑 山仙藏 

フロ スペクト ブレ^ス 四 お 

鴨-ホみ 
西 五十八 T 目 二 一四 〇 

■塚 旧歐牢 
西 八十と T 円な 十九 

上 杉 純 雄 


五宝の r '•_1 トメ ソ 

卜， パブ トウ オ — 々 

パス、 電氣 脚を 貸 巧 五十 あ 
御 ホ 學の ホは 左へ。 

Mr . 亞 冥 だ SE . 吉 rd ジ呈 y 

i 遇 五 巧ぶ 八 巧、- 
重 ms - 人 又は 二 A じ 適す、 

市廳 ..、十を タィム K X ク王ヤ 1 
へ廿 五み 带話 カン バラン ド 室 ||;| 

呈舌 gh SVBr 言 吾 黒 條梅モ 

音樂敎授 ^:^ーバ 

獨 唱歌 巧 業 料ーケ H ホ 弗 (一遇- 边 
西 六十 五 了 目 東京 席 爵贿上 
が 池 おお 邮 


タディ 販賣 


ンス 正則 じお授 をし 


ます' ダ卞 

ン テッド n 1 ス五 弗り 本人 歡迎 

ミゴ ミ 己 i 百景 養薑 

呈呈ミ L 2 B 1 至. 養 h si- Near 5 ve - 


料 哩巧賣 度 

料® 巧、 チー 火？ ム 、を賣 度 
し 媛 所は 紐育最 巧の 地域、 みき 
!ス あを 一過 モ 弗の 商賣 あら 
絕 巧の 機會 、左へ 返事 あれ。 

巧 百 60. Ad ミを ち 置 岳 
苦 Sumnerive , Bro 童， 



U 本ん 諸君には がを じて 勉强 
し 御用の 節は 磯 端 そ持參 して 詳 
しぐ 御說明 致し^ チ r 。 左へ 御電 
.話を 願 ひます。 【石 井英 太郎〕 
三 5 W . 苗 th iSL 音. 13 -C 
Tei . Circ 一 e _ .き 5 呈 .を" 


M 


と 一四 五 


J 一 電話 T 呼 四芳ん 


化 
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國米ホ ー ム 

レノ I ツク ス 

Y 、 w ピ ーぶ、- ノ離ジ 


夏場 用 フ ラ- ブシャ 1 賣 

度し H パン ス社 製四卞 八州 電燈 

が 十 ホ 卿 じて 靑赤電 燈の両 ホに 

巧 用し 得、 替モ ー タ 付 j 夏 使 

用 新調 ど岡穩 、大お 儲の 出 巧る 

機械、 歸岡じ 付 ま急大 格を じて 

譲 度し 明細書 進旱 【令 尾〕 

172 ぶす achtree St . Atlanta , sa . 


書籍 一切 遽次 

ホ 固 出版の 書籍は 凡 I 」 時 別 割引 
じて 远速 じな 次ぎ 旅が 者の 巧 兜 
參考實 料の 書籍 亮集 gfj ! は 榜じ御 
便を 取 計ら ひを 升- 一 【幡 掏】 

な itoshi 正- ata , 

夏 Na なさ St ., TeL き ekman 8428 


♦ H 本人 お w が 食 

『題 未定』 川 島 牧師 


チプ、 S 八 め便巧き 

重 Wl ぉ室 ' <8二-<じ 

適す 、 ォ 1 ル ィ ン ゾ 八 ト プ メ ン 

一遇と 弗 午前は だを、 午後は 

軍 話に て 前約を 願 ふ。 

ま W . 1 己 さ si , AP ~. S . Tel . ilscleltly ^5 


巧 5 SH ぶ 

間 

iS 


紐育ホ命保驗<||1社 

一二 木左吉 

機 保 隙 


S . 査51 一 

K V orli ご fn J f に 豆：' ano 巧 (ピ 
51 C 了 an を era お产， 

ス ew work ごを. 
Phone . 巧 rankK を 4窒~> 

田： xohar 一巧で 历 『か . rjoh 






上等 洋服 調 撰 

弊 巧 調製の 上等 服は 皆樣に シック リ 

を ひます、 而 かも 値段は 恰好 t す。 

服地は 英國ゥ ー. 作が 澤山 揃へ て あち 

ます 是ホ御 一. 覽を願 ひます、 目 本紳 

± 諸君は 特別に 歡迎 しまず。 

|二 非； 銀行員 諸 若には 永らく 御 愛 願を 

蒙つ て 居ます。 

- . 

j サム ウイット 洋服 巧 


.U 扛赌 器雜貨 

ドぅ ィク ■ — ツ蔚 販 實 

浦 I 凌 木 桃 ザ 組 

MOGJi . 0 ご.，- nc - 

105 的-一 ま 一} wt. N- Y. Tel. St 一一 y ぶ sa ミ 夏 5-6 ? 


春： 

お 平 大使 がを UL たの 

じ 街して 不 化か 例 お注义 をせ よ 

ごモふ i であるが 、僕に 注文を 

ホべ 立てさせて おれる U らば 随 

一を 巧 山 わち から トブモ おへがれ 

一な'’ だら うご 思 ふ。 先づ 第一 じ 

j な乂 化の な 任期が 問題 だ。 俊の 

一巧 かじが 巧した 處 では 刻下の 日 

I 米 細 巧の 上から 化れば 大使の 巧 

，一巧は が 巧 新報の 化說 じ驅 つてぶ 

I る 姐ち 『兩 脚み 國民的 威 情の 融 

矿』 であらね はなら の S 是れは 

:現 がの 如きが き掛ら ごな つて 居 

i る U 上 、 S 年 や 四 年の 化 事では 

:な いの だ。 で リォ 內閒 組織の た 

j めじ 不得己 其 お 子を 去つ た i 

西の ジ五 サラン ド 乂 化の 樣じジ 

1,— ット大 化の 椅子 L . 晒ら 付いて 

赏は^^: ては化ず大使み第 1 巧 

_ 一務は 終了 しないの だ。 ホン ノ御 

i 座な b の 親善 溃說 やジ玉 マチ ュ 

ァを 遣つ てを た 巧で 化 目的は 逮 

せら いないのは 巧々 白々 たる も 

I の だ。 大 化が 着を した 當が 

j 大統領 が 態々 電信で を 

; 港の 日米協 會 々頭 じ對し - L 歡迎 

の 息を 陳べ ねじ G ら田ミ お左樣 

じ 胸 傷の 米 閑は 『神 經』 に 病む で 

居る ので ホる から、 化 一点 丈け 

でな じ 日义關 係が 面白くない 裹 

I 面の 消息が 判る ではむ いか。 フ 

ー ラィ シュァの がは 十 一 H のが 育 

一ー タィ ムス じ 大使が 支那 問題を ブ 

; —ク ァップす る ごか、 を 民 問題 

は 大使の 方寸 次第で 時機を 見 謀 

つて 提出ず る ごか 穿つ た樣 U ミ 

一を 通信して々 て 居る が、 松が 大 

一 化 どして は先づ 一應乂 図の 政情 

^米网の空氣を喚いで見た後でな 

- けれ， は 米國の 腹の ドン おもよ く 

; 巧ら。 い酱 であるから 當 を座稠 

; でもが いで 面壁 义十 U なは 掛る 

I であらう。 化 間に 巧 打 出す のけ 

I 巧 f あるか 巧。 どじ ^ 巧 b はし 

I ない けれ お 化り じ 

一 支那 問题 じどして 吾內! 

;閱 の 街 支 政策が 確 化されて 居れ 

I ば 格が、 がら ざれば を澗に 口を 

一閒き 得む いじ 違 ひない 〇米國 .い 

I 動 も ずれげ 親 支を 撼 巧して 疎 H 

i じ 傾いた 過去の 歷 をを 措 摘して 

T ホい が 抑々 誤解の 根本で、 親 ま 

j は稱 尤も だ •かが H は 失敗 だょ』 

一ご峭 むで 咖 める 巧に 且つ 婉曲に 

をへ て 遣れぶ 結構 だ ご お ふ。 如 

1 何 じして 之を を ゆべき かは 大使 

のち 一つ 卜携 等の 巧曠 する 限 b 

ではい， い 移 K 法の 刖題 及是 むに 

脚 晩し f む 乂巧人 じ おする 法が 

k ^ ち 別 的恃迴 撒感閒 題は 更ら 

一に 充 をの 研 兜を をす る'' 大使が 

j 口を 開く も鹏 かざる も 其 成果 か 

; 柯を惯 を じちへ た 上で 巧め て 巧 

I いたい。 巧に 化閒题 •し關 しては 

華 拖顿の 成 據や一 郁 親日 米 人の 

:淺潍 な 息 見 じ沒： 曲. だ 中、 が留 U 

一本 人のを 望が 那邊 •しある かを 適 

一 施に 抵 いだ 後 じ 動かね ぶなる t 

: い。 お 巧の 大使は ぞく 

舉盛頓 にう'.- 曲のを 化 

せがけ て 担た がが A 大を 化は 

加おル 太よ ち 巧は 5^'"^ 夕は じを 巧 
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妻 沼建裝 事が 所 
hvahiko Tsumanuma 

Room 16 的 No. 101 Park Kv を、 

Tel. Vanderbilt 3436 

が 川が 險 事務所 

H. Segawa， Insurance Broker ， 
303 Fifth Ave., 

Tel. Franklin 4900, ext. 193 

內困荫 事 株式 膏社 紐 育ま 巧 
Uchida Trading Co ； Ltd. 

291 Broadway, 

Tel. Worth 1576 

海軍 監督 事務所 
h が nese Havai Inspector's Office 

1 Madison jive. 

Tel. わ bland 2030 

Paul に M* Thomas 

Advertwing レ ou 凸 sei 

1628 Sun む Hding 巧〇 Nassau な . 

Tel. Beekman 6978 

巧ま會 at ホ 尾巧會 
AKAWO & CO., Ltd. 

295 Fifth A 化 nu も New York 

Tel. Caledonia 9758-59 

久 原が 事 巧 まを 髓 

Kuhara Trading Co. 

が Church な . 

Tat. むが ind 4550 

兰共巧 ま會社 興 東 貿易 巧 ま會班 

巧理巧 

鳥 巧商會 

Takamine Corpo 化 ti 畑 

120 Broadway, New York CitK 

TelephoAe Rector 7885 

淺巧 物を 株 まを 社 1 

Asano Bussan Company 

Room 801-805 

165 Broadway 

Tcl. Cortlandt 8047-8052 

ホ 倉 紐 お育ま 巧 
こで 亭 Okura & Co., 

30 Chu ぴ h St., 

Te し Co け ! an か のが - 93-94 

紐 育 日本人 會 

Ttie <lapane が む 如 ciation, 

250 West 57 化な . ， わ w York 

Te し Circle が 9Q 

巧 滿洲媒 道 株 まを 巧： 

紐 育 事務所 

South Manchuria R. R. Co.i 

111 Roadway 

Tel. ReQlor 15 が 

云 井あ產 株式 會社 
がち そ 店 

M れ sui & Co., 

65 Broadway 

TeL BowUng Green 7520 

高 旧 商 食 
お育ちな 

Tak が a & Co" 

150 む oadway, New York City 

Tel. む ctor 1621 

株式を お 尝 ホな 巧 

紐 育ま 店 

Iwai & Co., 

Wool worth Building, 

Tel. Wh れみ an 削が 

•M. * 

云莖荫 事會社 
Mitsubishi Shoji Kaisha 

(Mitsub お hi Co., Ltd.) 

120 Broadway 
ス 、々し Rector 2560 -2564 

• 

株式 會を 
山中が 曾 紐 育ち 店 

Y な m な n 泣 k な & Co-, 

680 のむ h Ave 、 

Tel. Circle が 14 

曰 本 綿 巧 巧 ま 會话: な 育 支店 

Japan Co れ on lYadmg Co., Ltd^ 
Co け on Dept, 

60 Beav げ か ., 

T ♦し Bowling Qroen 2990 

お 化 Dept. 

2S Maditon Ave., 

T#l. M 魏ん Sq, MM 

H 米 生糸が 式を 社 
紐 育ま 巧 

NICHi-BEI KUT0 K&BUSHIK1 KAiSHi 

(NICHI-BEI KLirrO CO 。 LTD.) 
373 が H Avenue, 

Tel. Mad. Sq, 7592-5 

神 戶鈴木 商 お 
が— 巧 支 巧 

Suzuki & Co., Lt ん （ Kobe) 
220 Broad w II y. 

Tei. Co け ! ail か 1U9 ぶ 0 ぶ 1-52-53 

H 本を 糸 巧 ま 旨な 
お 育 支な 

MoHmura む ai & む .， Ajents 

44 E. 2Srd か.， 

Tel. も か land 5320 

凉合 名會お 
紐 巧を 巧 

Hara 技 Co., 

443 Fourth Ave., 

let, Caledonia 7830-35 

江 商 株を 會社 紐 育 支店 
Gosho Corporation, 

Silk Importers, 

334 Fourth Ave. 

T • し Mai 的. が 86 

Gosho Co., Inc" 

Cotton Exporters 

饥 Beav が か ., 

Tel. BowHno Green 8806-06 
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數 である どを 閒 はす、 讀善會 の 

如き 個の がを 圓 化が 設けられ 

，円 員が を々 を 擦して をの 新し < 

得た 智 誠を 公開す る 2 は、 臂い 

ft 巧を 化で ある ご 思よ。 

米が 海 電の直 逆 

去る 十六 日 コム マア シア 作が 

電食社 U 米 か W お電を 巧を おを 

し 大統領 ごが 闕 皇帝 どの 巧に 祝 


寬 がをおされ じのは 至極 結瞄で 
ある。 U 本 ど ホ网と 5 が おもを 
ホお設 せらるべく L て增設 され 
やわ 惱 い'^ ゐ るのは 實に 造械千 
巧で ある。 速 じ 么を實 現して 
お 報 巧を 激减 すれば H 米の 貿易 
姐 信 等に 碑 益す る 所 多大 U るを 
疑は。 い。 吾人。 松 平 大化化 巧 
中の.- 事棠 こして H 义お 電の增 
設を觀 るに まらむ ふを 堪 い。 


興國對 ブタン ス 

國際 政局の 腕 角力 


巧 燃ず ろ 第二次 軍縮 會議 


第二み ヮシントン 待議の 甥は 國際聯 閣雜を 書が 英 威の 反掛じ 
化 b 消滅す るに 度んで 巧び 燃 出し ホら バ 9 1 、' 〇ン ドン、 ヮシ 
ン トン 等 化が 敌 局の 巧 ホけ 期せ やして ち腦 巧の 一擧一 動を 注視 

しつ i わるが、 曾み の 峰 害は 紙然 どして フランスの 國 家が 隙を 

中 & ごして、 を 易；；* るべき 會 議の關 催を 危機に 導きつ！ ある。 

題で あるから 歐 卵に 一巧す るを 
可-ごず る £ いふので あつて、 お 

恃じ フラン スィ」 しては、 

國 際職盟 の權 威を 期る 

i じ 依らて 失燈 せし むる を 欲し 

じい ごい ふので あつて、. 軍脯縮 

少の 前には 先づ 相互の 國 ホを 表 

をが 障す る條 約ん 締結を ボ め、 


み 離 討議 

フランス 侧觀 {然 

パリ ー 十六 目 裳 u お ネゲァ ょ 

りの 歸途當 地に 奪つ たお 鹽 外相 

ナヤ ムバ 1 レン 巧は が ー ランド 

外相 スク ダナ スネ 伯 ど 共は ユリ 

ォー 首相 ご不 H 會 をし 

がが P 巧つ も亨 をの 後 知 實際的 運用は 國 際聯驢 

ク 平/爾^ 頂 K 一の 諸 機觸ち t て實 現し 得る ご 

ひ 第二み ワご トン赢 - 就て I 、 ふので ある。 而 して 若し 乂國 


巧 幾ず る 箸で あるが、 奥國 棚の 

み 間 題に 對 する 態度に 餅て は ホ‘ 

脚 ごの 諮が も 成立して ゐ るので 

足 お 巧題視 ずべき ではない けれ 

巧、 フランスの 位 超は 頗る 闲難 

である ど 認められて むる。 即ち 

フランスは をの 画 際 蚁策ピ して 

サ この 場を 米 國のお 集を 斥り 米 

隅 輿 訟の成 情を 蕃 ずる； を 欲し 

K い 半面 じがて フランスは をの 

國家 的を 泰 がな 隣國の 勢力 じ恢 

りて が 障され ない 限 b 陸軍 力の 

縮々 を 欲し U いごい ふ位廣 じあ 

る。 巧 じ フランスの 势 力を 中必 

どす る片ー マニア あび ボ ー ラン 

ドみ かき M 盟國 は闕巧 上陸 軍縮 

少 じ反斟 しつ i あるので、 昨今 _ 

フラン 《 の 輿論は 陸が 軍縮 少の 

み 離 的 討議、 卿 も 前者は これを 

を 然歐洲 の 問題'^ して 

國際 聯盟を 中 也 どして 討 溢し、 

第二み ヮシントン 會滋は 純然た 

る 海軍 問題の 討讓じ 一任すべし 

どい ふ證 論で あつて、 ク— リツ 

デ 巧の おお 縮々 即ち 補助 艦 制限 

じ 就て は 異議 U しどい ふので わ 

る。 t も 異議な しど 稱す るは 敢 

て フランスが 稱水艦 反蜡装 巡が 

艦の 制限 じ無條 仲で 贊化 するど 

いよ 盧ホ ではない が、 斯 る會谣 

の 巧 集に 鹏 せざる J りも應 ずる 

を 可 ど するとい ふ械 めて 消極的 

なお ホの 赞がホ 針で あつて、 陸 

軍縮々 の 討 溢を 避けつ i ある 埋 

由は、 歐洲 現下の： やかを 棄铅し 

つ i ある ものは 陸軍々 備 である 

とお じこれ は 純然たる 隙 洲の問 


が强 いて 陸軍 縮少を 要求す るの 

今 あるならば、 自然 フシ ン トン 

に 世 ホを 國化 表の 巧 集を 必耍 £ 

する じ 至らず と 見做し、 會蔑化 

はへ ー グを可 どす るの 溝 論が ち 

力で ある。 

.陸 縮 賛成 

仲の 惑いが 英國 

ロンドン 十六 日發 ：：： ：ク！ リブ 

デ大統 觸がピ ホダ ァ會議 の 聯盟 

議を書 批准 希留 消滅を 機會 ごし 

第二 軍縮 曾 溝を お 集し 陸軍 縮々 

を 討議すべし どの 報逍は 英國朝 

巧み 最も 觀迎 ずる 所で ぁつて、 

經濟上 ょら 見る もず お 歐洲じ 貸 

阳 せんごす る ホ 人 銀 巧 鹽は陸 縮 

じ 化る 豫算整 拙を お 力なる 投資 

の擔化 ごする じ 至る ベ < 、殊に 

ク ー リツ デ 氏は ド！ ズ 案の 運用 

じ 當ら聯 を國の n C ン錢 S 備ょ b 

生ずる 際 壁に 嫌焉 たる もの ぞく 

從 つて 陸 縮 會議じ 一. 勢力のを 加 

拒絶！； 2 何等 大勢を 動かず じ 足ら 

す ど 認められて ゐ るか、 外相 チ 

ヤ ムバー レン 巧は ホ國 よらの 報 

道 じ 一曆の 力を 得 1 ゴ ブオ） 首 

相を 說脈 する であらう と稱 して 

ゐ るり 


交渉 未 


米 政府は 監視 的 

シン トン 十六 H あ U 大統領 

9 ッデ 巧は 聯盛 溢定黨 のか 

力 消が がを 式 じ 確な ごならし 場 

をはを 國 化かと 協調の 上 第二 带 


ク 


した 0 

あ 島 通 漁船 沈沒 

東京 特電 十五 日 強： = 畏瞒 、五 
島を ひ 絡 六 宇 か 島 化は 累 風の 爲 
漂流 化 沒し乘 をな 餘を 溺死した 

高 橋總裁 辭引說 

東京 特電 十五 H 發 U 高 橋總疎 
は攻 巧に 嫌氣 さし 辭引說 が ある 

穩田 邸# を賣却 

東 ま 特電 十五 日 發= 飯 巧 華 件 
み 伏魔殿た る穏 巧の 邸を は資巧 
された。 

故橫田 巧の 負債 

ま 京 特電 十五 U 發 U 故を 相橫 
田 千と 助 巧のを 潰は なで 圓じ達 
してんる ご 0 

駐露 大使 舘 武官 

ま 京 特電 十五 日發 U 砲兵 大佐 
二を 一夫 巧は 駐繁 大使 舘お官 じ 
任命され た。 

普選 反對派 暴行 

おを 十六 H 發 ZZ 普通 選擧 じは 
對 しつ 5 ホる 大巧 社、 國释 を、 
黒 龍 會の壯 ± 約 一二‘ 扫 人は 本 H 普 
選 反 對のホ 威 巧 列を 催し 海軍省 
と 議事堂の 中間に ある 普通 選嚳 
朔お會 S 本部に 押 寄せて I 凑巧沙 
化 じぶ ル ホ 名は 檢 束され た。 


勞農 舞を 官 入京 

東を 十六 目發 U 勞農 曰 シア HI 居る」 
本駐 化化埋 大使で ある 化 京大 使 
舘附 一等 書記官 クス ネト ゲ巧は 
秘書官 等 ご 共た 今朝 入を し 直ち 
に 巧國ホ テグ じ 投宿、 不り 東京 
府 じて 化 管 中の 舊 ロシア 大使館 
に 入る 舊で わる。 


が 見 わて、 両巧化 ハに 上 出 ホで あ 
つた。 ブスは 太 郎巧郎 の 性格に 
緩急 か あら、 マスタ ー の クラゥ 

ナで爲 腿の な 態 巧と お 照し、 調 
かが とれて お 円かつ た。 

寺小屋は 舊 劇中で も ホ ヶ贩‘ 
ので、 殊に 其 所謂 義理 人 巧の 威 
お 喊 巧に 達した 刹那、 即ちを 稀 
の 蓋を 取つ た 時の 松 王が、 無言 
禪じ 見せる 緊張した 表情は、 化 
の 劇の 一を の 見せを で、 を ホ 名 
優の 所作 ゴ して あるが、 之を 素 
人 劇に 销 むは 無 S で、 反て 英語 
である だけ 化 こなした 手 陈は威 
& の 外は ない。 源 藏も亦 中々 の 
大役で あるが 甘く 出 求、 ホを も 
上出來 であつ わ。 

强 いて 缺 点を 云へ じ-、 餘ち 
舊 劇の 巧に 拘 化し' 巧が 式ゼ 
ス チ ユ ァーが充をでなかつた^ 
二、 施 口 入道 劇は、 迴も 舞臺で 
ないから 一二 一二の ンー ンをコ 
テンスして 化て ご 一】 I シ , - - ン じ し 
ては 如何が と 思？ 1 れ た。 ご 1 、 化 
道を 利用す る 所作事は 少 いから 

之を 除き、 其換 6 舞臺を 橫じ廣 

く 化つ た 方が ょかつた かご 思 ふ 
パ 方 コニー の 後から 見る ご、 箱 
の 中で 藝 をして ゐる 如くを わた 
四、 ホ 線の 操 縱は化 ステ！ デで 
は 無理 卜ょ 注文で わらぅ W 、 不充 
みで あつれ i である。 

終ら じ 「人は if 活の 一切が 人 
類 奉仕で ある 時 じ、 最も 聖 きじ 
すれ ぱ 諸を は譬へ 短日 
巧 ど雖 も、 淸き聖 なる 道を 踏ま 
れ 、をう して 吾々 が 巧' 想 ど （て 
ゐる类 しい 調 かの* 界の現 おじ 
貢献 せられた 人々 である i を莊 
はお 擧 どして 居 ら巧 旌泰を 祈る 


說， 巧 


英語 H 本 劇 

ボ川 一毫 

西洋 劇を U 本 語 じて 演 やる i 
と、 H 本 劇を 外勵語 じて 澳 やる 
を どの 何れが 脚 難で あるか ごい 
ふ i は、 化には- 寸 解ら の 問題 
であるが、 少く ども 蘭の ま 意を 
邀撼 なく ステ ー ゲじ 現は さんご 
する 点じが て、 後者 じょり をく 
の 障害を 持ち ホす 巧 ホが ある S 
思 はれる。 此 度の 演劇 じ 就ても 
なは 聊かが 憂を 抱いた 觀 をの 一 
人で あつたか、 其 素人 虜じ もが 
^ らや 事實は 殺から 中豫 想を 裏切 
つた。 なは 最 巧と 最後 V 二 间を 
物した が、 流石 じ 最後の 晚は巧 
謂 ステ ー デフ ラィトら 取れ、 度 
胸も据 つて、 最 かじ 比して 非常 
じ 勝れて 見 わた。 

化 づ演藝 の 大体から 見て 時 筆 

すべきは、 婦人 方の アクト が 男 

子の をれ ょち も、 アベ レ^ — チ じ 
於て 善い やぅ じ 思 はれた ことで 
をる ° 

横 巧は 巧に 邀 じ、 流石 專 巧の 
人で ある ホけ 一段 拨き 出て ゐる 

が、 械 めて 困 おなる モ 化、 戶浪 

の 役、 をれ から 紅梅、 を姥 、女 

房 運の 臺副 W を ひ 所作と 云 ひ、 

あれ お滥滯 な''、 能く 出 ホた もの 

と 飯必の 外な かつた。 

巧の 力で 滿口 入道は 武 丈の な 

つた 巧までを るから、 ぶ 街氣の 

無い 身 おは 盖し嵌 > 役で、 义持 

賴も疊 剖の 音 誠よ； 古武 十： の 風 


海の 內ド如 

♦赤色の C シアから 赤が が 到 
着した 日本では、 治を 維持 法 ど 
いふ 言論 壓迫 みで 少し ホ さぅな 
奴は 十 年の 懲役 じ處 するどい ふ 
法案が 通過した。 ホ ご 白を ゴ ッ 
チャ じして 屠れば、 結局 黃 ろい 
色 も 出ない をは あるまい。 

♦视國 じ 滞を がよ ければ 英励 
じよから や、 目 本 じよければ 来 
國- しよ から や、 第二 かヮ シン ト 
ン會證 でぅ やらよ から 中に お 
ま ら、 よからず じ 終ら 相な あお 
で ホる 0 

► 乂 化 館 着の 公電が を 港緻瓶 
事 舘で执 じを をされ、 をの 榮媒 
新聞が 紐 育に 着 C 頃に、 當地細 
領事 舘 宛のを 報が 當社じ 舞 込 ふ 
で 巧る' とがよ く ある。 た 使絕 t 
眞逆案 港と 紐 育 ごを 妄别 待遇す 
る譯 でも あるまい が、 齋膝ナ > 
に 一つ 抗溝 をして 貸ム かじ。 

♦だん まら 尾の た 統領 ご ン ザ 
ベ 日 1 の t 院が嗔 唾、 行司は 一 

ド 1 ス火 / \0 

♦を々 二 段 スキで 巧 巧 昔の お 
乂談 じ傾滕 しじとの 標題 記事 一 
淀 おした 舊 のホ栖 登が 驚府 か， 
來られ ない £電 がし じ 旨 巧 載* 
れ てあつた ので、 一寸 筆を す 一 
らしたら 、乂化 民族を を 論を N 
して 敬を する 西 村 先 ホ わらた 化 
化ら れて喘 入る。 0 — 力^ス.； 
リ ブトとは Vj ん 。もの か 知ら 八 
いが、 あだ 西が 先生の 如き 先 化 
から 同 裝词お 巧 A * される 巧 じ 山 
をの 出かて ゐ ない 男 ごして、 * 
れ W 上の 追窮は 御を 下さい。 


報道に 從れば 同化の 勞働 紐を は 
を從采 員に 化 ま V - 命じた ので 夕 
'の エ媳は 削 鎖の 化い なきに ま 
.追悼を のが 集 U 1 切のを 述機 
骗を停 化する に まつた が 英阐官 
患は 五名の 蕊巧 巧を 拖 束した。 

ブゲ 十六 日發 u 勞農 めが 中央 
執 巧を 真會 はを 化 巧の 同志に 通 
难 してな 义 氏の 巧を あ 悼し ジノ 
ゲ エフ 氏は 支那 國民黨 にお 電を 
懲 するど 共に 今後 第 S 巧 励 同盟 
は 飽をも 國民黨 の 運動を 援助す 
しご 吿げ ま那 及び 欧洲の 無を 
階級ち じ孫义 氏の 逝去 追悼 ご 化 
巧を 命を 懲 憩し Z タリン 氏は 勞 
農が 府を 代を して 遺族-— 弔電を 
おし わ。 

英國皇 を 御靜養 

ロンドン 十六 H 壊：；；： 英圃皇 ホ 
階下は 御病氣 0 ホ 初めて バ ッネ 
ン パム 宮殿に 即度乂 臣バ ー クン 
ヘッド 氏 等 じ 謁見 仰が けられた 
が皇ホ 及び 皇后陛下け ホる 十九 
:ン ドン 出發 、御徽 巧の 形式 

でゼ ノア じあ かれ 同地よ ちョツ 
卜 じて 地中海 方面を 脚 巡遊 わる 
べし ど ° 




議會便 


搜 道豫算 削除 じ 

.政府 頭 張る 

東京 特電 十と H 發 ；= 巧 兜會の 
繳 道豫算 一部 削除 說 におし 仙 石 

齒 化、 淺口藏 楠 譲 ホがず 政府の 
態度 强 硬に て若概 内相は 硏究會 
領袖 ごの 會兒 威 脅した ごて 鐵 
道 豫算】 部 削除 派は 火に 憤慨し 
居れる が 政府の 對 k 院 ㈱ 係壤張 
'して ホた ので 崎 田 文相は 巧 園 寺 

をを 訪問して をの 說 解を ホめ じ 

上院 ミ ±姆 法案. 

東 ま 特電 十五 日 攫 U と院 委員 

會に ては 外ん ± 地 法 まを 修正の 
上 ザ かし じ 0 

兩 議長 黨 籍離脫 

東ぶ 特電 十 狂日發 U 幾 場騷援 

事 伸は 兩院潑 長の 黨籍 離脫 じて 
圓滿に 解決され じが、 溝 場巧黎 

巧 事件 じ 關し尾 崎 斤 雄';? 脫黨を 

期して 畿長間 黃をま 張し 本黨侧 

じて は 議長 彈劾 案を 提出の 尝で 

ある 0 

純 お 普選 派 暴が 

ま 京 特電 十五 曰發 == 巧 山滿等 

の 純正 普選 おの 壯± 二十 名は か 

を惧樂 部に めける を國 普選 聯を 

會じ願 人し 短 巧を 凝して 格闘し 

爲 めじ 数名の 負傷者を 出した 

祈な 黨樹 ホ計畫 

東京 特電 十五 日發 == 普選 ど 治 

安 維持 法 等を 數磯 ごし 新な 黨樹 

ホを 運 促進し 中正、 實業词 志 技 

革新 等のを 词計 書を 武藤山 治 氏 

等 中、 むごなら 劃 お 中で ある。 

政局 U 暗雲 化 迷 

ま 京 特電 十五 H 發=: 費 族院の 

豫算 案じ 對 する 態度は 政治問題 

化し 研 巧會の 一部は 錢道 豫算十 

五 年度 繼續費 お 削除 せんご ま 張 

し 政局は 暗雲 化 迷 難局 じ 面して 

ゐる〇 


おを 簡議 新會頭 

東京 特電 十と H 發 U 鄕誠之 肋 

男は を 巧 巧を g 遙巧封 頸に 當逃 


する に まるべし ご 云 ふ- 


ワ レン 氏の 

巧 命 巧否决 

ワシントン 十六 日经 ：；；；； 整に 旧 
十截 四十 票の 间 数-してと およら 
を 衆勘檢 事総畏 ごしての 巧 命 協 
贊を巧 巧され た チヤ！ マ •ワ 

ンン 巧の 任命 じ 銷し大 統頒ク 

プツデ 氏は 巧び 證會じ 協贊を 
ホむ るに 至らた るが を 民 ホ黨員 
は 元 よらみ か黨の ボラ ー 氏 一が _ 

は 大統領が 巧る 巧 動じ A ん だの 
は 憲法 違な である ごな 對し 討論 
四時 間に ぶんだ 上 巧黑じ 附—た 
が 遂に 四十 六對 化か 票の 大差を 
なて 巧び もの 任命は 上院の 也絕 
する 肺と。 つねが、 大統領 じし 
て 若— 謠禽 化會後 氏を 巧ち ずる 
ならば これを 豫め防 化すべく 臨 
時 議暂を この 儘化會 せず ご反對 
派は 巧號 して ゐ る。 

排外 語學校 案. 

大審院 審問 

ワン ン トン 十六 日 發 ：= 囊じ才 
レ ゴン脚 大審院 じて 敗訴と なつ 
た 則 巧， ソか威 語々 學 校閉鑛 案じ 
凿し卵 檢事總 をは これを を 衆 固 
大を院 に 上吿し 今朝 よら 審問を 
開始す るに まつた i 右は 重じ獨 
逸 語の 敎巧禁 けを 怠 かする 法案 
である りれ 典を の 適用 範 園は 敞 
る捣大 でめら、 被吿侧 はが 育 S 
ボ ズリ） にを 顧 間 辯謹+ どして 
を 量の 父兄は 官立、 おな いづれ 
を 問は や迪學 t べき 學 校を 自由 
じ 撰擇し 得る ごい ふ ホ 旗から 抗 
g 中で まる C 


樞密 顧閒官 


S 浦 觀樹子 

東京 特電 十よ U 發： =頃 日な ホ 
巧氣 危篤の 狀態 ご ぁつた 樞密 
院 顧問 官 子爵 S 補 梧樓巧 U 今 
て 胡 遂に 蔑ました。 

註。 换吉 滞梧樓 子け 觀赫お 軍 
の 名 じて 知らる。 後備 陸軍 中將 
じして 弘化 一二 年 酱山口 蕃± 五十 
部吉 半の 二 男 ごして 生れ、 明治 

一一 年を 部權 々を じ 任じ 爾來 陸軍' 

大佐 兼ち 部權大 あじ 任せられ、 

西南 役當 時は 旅幽 巧み 官 どして 

奮圃し 明治 十一 年中 將じ 昇進、 

陸軍 ± 官學 校々 長 ごなら、 巧て 

大山 大將 欧洲 視祭隨 員 ごして 波 

歐した^があも。 をの後熊本鎭 

臺 巧み官 じ 任命、 明治 サー 年後 

膊じ 編入され、 學習 院長、 宮上 

顧問 官 、貴族院 講旨 等を 歷 巧し 

明治 吐 八 年 じは 巧 韓を化 じ 任命 

された が、 當時モ 姐 殺害 窜 件に 

關聯 した 嫌疑で 投獄され 國隱的 

じ 名を 知られた 人で あるが、 政 

ホの 遊星 ごして 活躍し 奇言奇 巧 

は恰 かも 乂 おの 大乂が 意を 衞巧 

の 如き 観 ぞく 現 巧閣の 要素で ぁ 

る證患 一二 派 提携 運動 も 翁の 力に 

化ら て 成 化した ご 云 はれて ゐろ 

孫 文 氏の 死に 

を 支那 哀悼 

化を 十六 日發 U 南 ホ 政が 大組 

統な文 氏の 逝去に 依ち を 官廳は 

半旗を 垂れて 哀悼し 列强 外を 邸 

もを 化 おじ ザ 旗を 巧揚し 化を を 

派して 追弔した が、 香港よ b の 


縮： 5 をの 息 志は 巧して ゐ るが、 
を 式交涉 •し 就て はを 國 

の 息 向が 確實 でない 限 b これに 
寫 手し。 い 方 かで あち 從 つて 未 
だ 具体的を 渉の 段 化ら に 立 入つ 
て & ない； は確實 であつ て、 を 
則强の 輿論が 若し 乂國 政府が 旣 
に 何等かの 形式 じがて 斯る 提議 
を 試みた ど 信じて & るのは 早計 
である ご稱 してむ る。 元 ょら 米 
國 A 府 どして は 第一み 會 議の參 
加國； 對し 不本意なる 擲誘お 侍 
を敢 てず るみ 要。 く、 を國 どの 
錄備 的を 哪 じがら 始めて 化 式に 
成立を 見る べきら ので ある々、 
英踐げ 府にク P ッグ 國務 長官 ご 
の 非を 式 的食談 にがて 旣じ贊 同 
の 意を 表明し、 

日本 政府 も 巧 則 ごして 

賛同して ゐるど 認めて ゐる けれ 
でも、 7 ランスの 態 巧に 至 b て 
が 何等 お然 せす 丘つ フランス じ 
して 會滋參 加を 欲しないならば 
招待を 强 いて 發 すべきに ホら ざ 
るは 勿論で をる が、^-- マニア 
乃 ま ホ ー ランドの かき 弱小 闕化 
をは 招待に ぶば や ピの氣 勢を 示 
しつ {ある ふは 陸軍 縮少 はを が 
歐洲の 問題 どして これに 手を 觸 
れ U いみ 也を 諷 示す るら の t あ 
'つて、 政府 ごして けを 國政 がが 
協贊 ずる 限らが 空み の 縮 少は喜 
ん でが 谦； る模が でんる。 これ 
を 要するに 乂齒も あが 目 f ち 量 
しつ； ゐる間 題は 全然 補 巧 艦艇 
制限で ぁつて、 招待 劇 t 第一 次 
會滋の 參加國 のみで あるら しい 

原則 ，、一 •して 

U 本は 承認 

東を 十六 日懿 U 外 おお 属 筋の 

觀 測に 娘れば 日本は 第二 軍縮 會 

縷の 開催に 割して け か 則と して 

直 もじ これを 承認す る化必 る 

もの i かく 日本 政が は 未に 啊等 

を 巧の 招待 じ 接しない ので 討議 

事 巧が 判然し ない 限 b 徹底的 こ 

をのな 場を 明白に し 得む いど 共 

じ： g 然 こして 豫備 討議を ホ 學：し 

てゐ る。 駐日 米 國太化 バンク ロ 

フト 氏ら 本 問題に 就て 本國 政府 

ょち 巧 等の 訓令に をして ゐ い 

ど稱 して ゐ るが、 襄じク ー リッ 

デ 大統領が 就任 ま お說じ 於て 本 

問題に 言 度し なかつ た， ちし 對し 

悲 觀的觀 測を 試みつ i あつた 一 

部の 高 宫は攸 が どして 貪 證の前 

途 を樂觀 して ゐな いが、 聯盟 講 

を 書が 英國 の 反 對で旣 じ 消滅し 

日本 もこれ に 做 ふ U 上 乂國の 第 

二軍 縮 會講巧 集は 當 がの 成 巧で 

あるく 認めて ゐ る。 而 して 一般 

新聞紙は 聯盟 諸定 書の 巧みは ゎ 

がを 達 化を が 修正案を 提出した 

結 裝寞歐 自治 お玫府 が本國 政府 

じ 批准 巧絕を 要求した 結果に 外 

i ：* ら中ど 論じて ゐる〇 

新根據 地，、 一軍 縮 

ロンドン 十六 日が U 自由 黨反 

び勞働 黛では 现 政が のが 軍 豫算 

じ 乂反掛 しつ i をる が 第二 軍備 

縮々 會班じ 就て は頻 > に 活躍し 

近く 政 巧に 對 して 一切の 經逝說 

明を 耍ホ する じ 至る ベ'- をの 際 

け 第二 軍縮 ど シン ダ ポーグ 新が 

軍 巧 據地布 設の挪 係 じ 就て 質問 

し 或は 第ニ ザ 縮 貪議を 加の 條仲 

ごして 新を 港の 巧設廢 とを 要 ホ 



糾 ‘I; 甫 .唯，， —带 

: 覆が 外 巧の 復活 

國隙聯 幽埋事 曾に がて、 否 ホ 

i の 速 かを 豫 想され つ： ん つた 因 

^ 巧强制 忡媒お 約の 潑 を 聲 は、 尖 

図げ お wk 苗に め b て遂 - 1 批淮 

一は 化 巧 こじり、 歐洲は W 等 の 

i 形式に 於て 米 励の 第二が 脯縮少 

_ 曾 みお 集 •しを 加す る必巧 上、 歐 

I 洲の毕 かを 維 巧す るに おるべき 

1 巧證定 酱の締 組に 巧手し U けれ 

-ば 。ら . t * いこ どじ。 つぃ。 巧國 

かおが この 證を巧 を r 自を備 段 

'巧 j のな 巧から を じ 批准を 拒絕 

ずるに まつた'- ごは、 蔽 ふべ か 

一らざる 事賓 でんる。 而 して 第二 

の a もとして、 英閣 はを の 威み 

: 的を 命を 化つ 上に がて、 ホ 固の 

^數 力を をに. 喊洲广 おする 國威 

i を 化つべき こどに 能む L つ t あ 

j る こどを 觀収し 持る。 爽齒の 政 

i 推が 化勒 的で わるが ザ 旗の ず じ 

; 移つ たな 上、 か i る お 式の 外を 

ー ホ 段が 巧び 化 巧す るに ザる こと 

_ は當然 でぁるが、 典路の 歐洲じ 

! おする 後が かを が、 巧るべき 巡 

二 耶備縮 少な おじ 於て、 リ 本に 

;も適化さ る ； じ至る こ ご ：^想像 

-す るに 難くない。 眞 r なる 化 巧 

一半 かを 求める 輿論が、 この 際英 

國の 第二み 軍縮を 滋 參加條 件と 

'して、 シン ダポー ，瓜の 新が 軍 化 

旗 地 巧 設撤蹈 を 求める i は、 威 

~ を、 を おの 密式 外を お活を 防止 

'する 一 引で あらう 〇 • 


「讀 書會」 の提お 

近頃 紐脊の 问胞社 貧に も、 勞 

働 臨 巧、 蕾 彫を 等 どい ふ輔 々な 

脚 体が 生れて、 サ策 的に を々 を 

^の目的じ速すべ く巧力しつ ^あ 

る こどは、 R だを ぶべき 傾向と 

して 跌迎 する 所で あ b 、 をつ 日 

本人 脊 やお 曾 其 化の 阁体 がま お 

ど って、：：！ 本 及び 喊洲 等ょ b 

巧 化する 名 ± 諸氏の 誰 演じ 馈聽 

し 得る 機 食が 棟め て ぞい こごは 

- 一般化 留 おの 文化の 朽 巧を 促進 

i する 上 じがて、 ち 益な が 業で あ 

'る ご お ふ。 擅 川搜彥 巧の 靈化運 

一 軸なる ものが •寧ろを 敎的述 動 

，でを つた にも拘らず、 ホ 酸した 

!延八なが非巧^^を数じ速してゐ 

j る こどは、 化留 はの 智識 慾が 仲 

1 投 しつ i ある こどを 無言の 禪じ 

一物 巧る ものであるが、 巧る 方面 

I の 替識啓 あ 運動は がごして 、ホ 

一國 及び 乂圓 人' 即も 巧々 の ホ 巧 

I しつ t ある 网家ど 两をじ 就て、 

:巧 じが 化しみ に 智識を 替 おする 

I 燃 曾が おめ て 稀で ある； をを 城 

i どす る〇巧 々紐 育 じある 者は、 

-夕 くは' 烘雜 U る 事が じを 頸し、 

- 忙しい 勞 御に 從带 しつ i あるち 

，であるが、 斯る化 貧 じあら ては 

I を 刪 入の 恃殊 な硏が ど智誕 をを 

: 開し、 ホ あじ 智識 滋を媒 す 桃 曾 

を 出 ホ 巧る 限 b あ- -- けれ ピ 

一なら 拍 〇曾良 の 少数で ある ど夕 

Itr — 


The Japanese Chris む an I 打が， Inc. 

32 若ぶ が ) i£. が th か .. New York 
Phone; Plaza 6752 

貪敎瞥 辜み 本 H 育 •.峰 

業 ホ を _ 社 を 集 謙 

會 1 i 話法 ± 禮共聖 I 
弓な Si 璧 驾襄！ 食巧跑 巧 潮 書 確 
语 ESI 萄 可が、 j 食 H 說巧巧 H 
を 富 雙巧意 人 旅 又 おを 巧 
計 弓 諸堇邸 事每； 笑这 ん夕蓋 正 

も お 部を 磯 姑 '^ おぶ が 生年 



UP TO D が E S けは 
Custom 

Tailor 


7! W. 44th St . ん Y. む iy 
Tel. yanckrbi け 2546 


矮敎語 英人婦 


KERR & MAYOR 

1023 Third Ave. 

8ef. 80 &’81 お Si Telephone おがが 2909 


を 巧 人 本日 

巧專 靴型 小 


を 小き 窩 .运 小き 廣 •足 小き が 



KANZO OGURI m.d. 

214 Hi か St. わ QQk ! が 
Tel. Cumberland けが 


TOYO TSUGARU 

呂の e 打 tiiic Japanese Masseur. 

74 W. 89 化 な reel. 

Phone. Schuyler 9387 



HERALD SQUARE 
N 拓 W YORK 


E.E.Yoshii,MX). 

34 目 W. 71si な . 

Tel. Endic が お 如 - が 28 


Dr. G •比 Marti 打 

DENTIST 
7 か Lex'm が on わ もむ r. 淵 h な . 
Phone Regent 2457 


D 民 .H •ん GARDNER 

UENTIST 

B 58 Madison il 化 お t . が- 81 siSts . 
Tei . flegeat 7 巧 目 


K. 置 wamoto, M. D ， 

114 W. 70 比 St. 

Tei. Trafa! が !:* 0352 


Motoi Tsuchiya D.M-D. 
116 St. Stephen St. 

Boston Mass. 

たし Bacicbay 10 お 3 


SiYoko 化 OiG. 

1Q4 W.S2mi が . 
Tel. Riverside がが 


NARa TRADING 00. 

45-47 E. 20th St. 

Tel. Caledonia が 5 目 


T. KASAI 

Marchant 

Tailor 

如 

TIMES BUILDING 
Room 304 
NEW 麵 

Phone 

わが iii 3 リ 9 


JAPAN ART STUDIO 

824 LEXIGNTON A 化. も Y. 

巧し PLAZA が 38 


Y. fJO 

巧 3 Ees け 3rd な . 
む r. Lexingkin Ave., 


NIPPON TAILORING CO. 

306 W, 如 化が . 

TeL Coiumbus 4173 


Mi な. Blanctie Fish が 

1264 Le ん Ave. Cor. 8 な h St. 


幸 動自貸 



SATSUMA COMPANY 

2518 B'way City Tei. お ve は ide がの 


Koike Stucl ミ o 

437 Sth むら 
む r. 39 化が . 

下 A し Caledon ミ a 6394 


Im が 0 Br 化.， Inc . 

(Formerly Maruhachi & Co.) 
17 East 17th St. NJ. 
Tel. Stuyvesani が 59 


A.L.CEASAR ， M.D. 

108 Eas ミが th Street 
6 別 . Park & Lexington むけ 
TeL Unax 8973 

喉 晒 鼻ち I 

間 時を 該 
午 正 ま 時 十 前午自 
時 八 ま 時 六 後午自 


YUKIO NISHIMURA, M. G. 

314 West 11 nh Street 
Tel. Monument 0279 

療治 揉學 科經聊 

操 お、 腹按 、摩 お 流 本。 

ムジ ，ン カデメ 、ジー サツ マ 式典 瑞 
療治 氣電び 及 水 0 ，クツ テス ナ 
業 卒院學 ー ピラ' ン オジイ フ典瑞 育が 

巧 幸 村西臺 

て じを 旨は 又 張 お療を 
慎 上 願 約 前話電 じを 時 一 後 午 



巧 專節調 鏡 眼に 並眼檢 

F. I. FREDERICS CO. 

驛巧眼 學大亞 比倫を 
136 E. 的 化な . New York 

1144 3rtl Ave., bet, 6 か h-67 化 Sts. 


KOSHIBA 

STUDIO 

舘露 寫柴小 

681 Fifih む e .， 

TeL Plan 3212 

r — : 

Branch Studio 
Westminsf が Street. 

わ ovidence R . し 



: 圳 E げ S & PERRY 

I 3 Maiden Lane N, Y. 

r - 娜冶鍛 銀 金に 幷石剛 金 

頰石賓 匠 意が 最 


號 


五 


サ 巧 


千 


第 


象辦 喬 納 


C 曰 晒 水） 


日 八十 巧 S 年 四十 正大 〔二 :! 



化 加 M 

。刪 も 側 
U 1 巧 如 

d 巧 

ド おも G 

r S 4 — S 

巧 刪 M 咖 

a WM ,1 


に 


J| 


横關 事務 

巧 洋を地 ホ じを 世 
巧の な 出入 方法に 
關 する 一切の 巧 絡 
間に 應 じ、 巧道叛 
船 貨物 運賃ぶ 出帆 
装 稅顏ホ 緒 書 等 進 
呈 す、 重要 都巿じ 
化 巧 巧を おし 威 貪 
をを 御用 命じ おや 

巧驗 取扱 


♦善籍 ♦雜誌 ♦新聞 
縱覺 室を 開. 
お務 午前 九 時ょ h 午后 五 時を 

紐脊 日本人 會 

西 五十と T 目 二 お 〇 巧 
軍 話サァ クグ八 一九 0 1 化. 

化 留靑年 巧 おの 劇 体 

日本人 H 円年會 

8 W . 藝 St . Tei . 百 ミ ki さみ 
大 が 宵 U 本人 

基督 敎 靑年會 

岩 2 E . 呈 h St . N . y . C さ. 
ぎ P 立 苗 8 之 1 


日本人 S 教會 1^ 

牧帥 川 島 ホ么進 一 
幹事 化 川淸一 一 
たち nese M . E . 空 ミを ご nst . 

岩 3 去. 1 呈 St . Tel . G 量 爸 n 1 置 1 

巧 拜說を 日哩日 午後 八 時 I 
祈 擦を 水 班 H . . 午 巧 八 時 一 
殺辉 .を 火强け 午を 二が 
♦海 宿を.. 

位 廣を餘 比 西を 扱を 下町を 十 
五 か 學を會 社員 旅 巧 あじを 適 一 
設備 圈墓雜 紘轿甜 及を 柿娛樂 
武賴 易を 堂 あら 

诞を哦 裴厲藤 •旅を 案 巧、 が轉 
事業 調る、 其 他方 事せ 淡 践旋一 

等岡胞 諸兄の ホを を 歓迎す 一 


丸 山 洋服 廟會 


稽古は と 十 置 
仙、 一二 四 週間 
じ 驚くべき 結 
; 果 ぁ bo お H 

朝乂 時よ ち夕 
义時迄 H 踞み 
十二 年の 經驗 
ホ bo 




評論 巧 巧 十 H を 巧 

i 軍 仙 

云 4 でた 呈 h St . N . 一. 呈 


巧 巧說敌 H 馆 H 午 巧 八 時 
がが を 木 お 日 午が 八 時 
だ 話 巧 ±が 日 午を 八 時 
をを、 時 海 ま、 娛樂 まの 設稱 あち 
ホ 貧を が迎 す、 台 おを 利用せ i 
敕師川 侯な W 

H 本人 基督 敎 修道 會 

一泛 W ' 1 技 rd St . N . Y . C さ 


驟據 療治 

西が ま マッサー ジ 
u 本式 おが お腹 

神繪疵 リゥ マチス 

巧 身 骨ぅ づき 肩 
腰痛み 筋 違 ひ 
其 化 諸 お揀德 治の 御 
需 めじ 應じ御 笔話夕 
第 御 豕庭义 む ホブ少 
じ お 張 親切 じ 治療 中 
上ます。 前約の 力は 
自 まじても 施術いた 
しまず C 

I 肖 I 津輕 東洋 

西を 化 了 目 革 四 番地 
電話 ス 々イラ ア をを 


診察 時間 

午前 乂恃 I 十が 
午後 ホ 時！ 八睛 

パ？ 小 栗 幹 三 

紐 育 ホフ ラプー が院 
溝 五 お 病院 勤務 
武ボ 3 ン バラン ド 
お院 勤を 


束 みノ巧 ピル デン グ ニ階 ニニ 〇區 

麵鮮丸 山 洋服 商會 


船具を 巧 品 お 船 御用を 

遠 藤 小 乃商會 

這 Broatl ま y N . 一. C さ 
Tel . 姜 量を 基 三 

稅臟 事務が 扱 

WILLIAM L . 望ま & 00., 

ぞ 〇ョ 12 吉 11 Br 居を さ呈. 
まき e : Bo 至 i 言ず e さ 8 二 8 '9137 


メ ー シ ー は糾育 最大の デ パ ー トメ ント商 
店で あろます。 新ら しい 昇降機 ど ユスカ 
レタ ー は 糜爛な 庙內 じめ ける 皆 棟の お 買 
物 じ' 使 宜ど輸 快 どを 巧へ てゐ ます 
他店で ニ ホす る ものなら ばメ •- シー 
では-ホ 八十 八 仙 或は をれ 化 下で 買 
へる i をで ぅぞ御 記憶 下さい 
扫 本へ 御 荷物を 御 送ろ じな > たい 節 又は 
御貿 物に 際して 御用の 煤を は パ ー ソナ八 
シ IR ツ ピン グ •ビ ュ！ 日， を わ 尋ね 下さ 
い、 親が じ 御 巧を を 計らます 


がを じミ當 みの 間 

診察 

f 後と 時— 九 時 
y 罐は 前約 願 上 嵌 

け： 吉相 焼彌 


禱科醫 

▼診察 時間 A 
毎日 (H 曜を 除く) 
午前 九げ 一 十二 
時、 午後 一時 I 
水幡 午前 九 時！ 
午後 一时 


齒科醫 

:= 新式 無痛 お療 = 
を 年の 經驗を 0 て 
U 本人 諸 おは 特に 
了 寧 懇切に 施術ず 

パ^マ i チン 


診察 時間 

午を 零時 半 U 二 時半 
午を 六 時 == 化 時 
愛知 醫學 ± 

パレ！ 巖本谨 一 

を 倫 比 强乂學 度が 育 

お スト ダラ ザ ユエ i 

卜 病院 勸務 
H 濯は 前約 願 上 候 


窗科醫 

上な 基 

診療 時間 
自 午後 二 時 
至 午後 八が 


お H 隨及 i 躍 午後 
巧 間は 前約の 事 

カイロ プラ タタ 1 

橫お重 孝 


り 本な 局 

雜 巧卸賣 

条良 貿易商 會 


笠 井洋攫 


•日本 

泮服巧 


時 旧 信か郞 
松 本が 


束 置 十 ST 目 

一ー ニ ーニ 

が 藤 
洋服 巧 

? ラ f . 奚 ニニ 

日本、 ま 邪 寶玉製 美 
術 お、 婦人 用を 飾 其 
他 装飾品 

阀島訂 •：； が 

高等 お 術お修 鍵、 

首 飾 品、 ストリング 
目 本 服 裁縫 


ホ內特 
別 五 時 
間 十 弗 
郊外 も 
大勉强 
巧 化 お 
間薩摩 
商禽乞 
御 呼 お 


寫眞 


窠 ぶ 街 
凹 I 11 L 


U 本 陶磁器 

雜貨 類卸賣 

井元 

フ ラザ^ — ス. 


な 私の 救恤 ミい ム修巧 ご 

普選 法案の 夕協振 


樞が どか 巧のを 協に ょらて 渐 
<进 わを あ 過した 普選 法 まは 本 
化 時 おの 報 やる かくと 院で乂 問 
趙 どむ つてむ る： £8、 か 府ど樞 が 
ごのを 協 じょつ て お化した を 遇 

をの おた 條 巧に 關 する 

i ^ 正 it 一山ぶ び解释 じょ 

:る < 被 遇 おがを の 年 おを 化な ご 

し、 華族の 口よ の 運被兩 確を 越 

めない のはを <巧巧 をに 缺 者し 

た t めで 別 じない 巧 山は じい。 

唯問趙 はとを 巧 おを を か 格 巧 ご 

して 之を W がする じ 就て は枢府 

ご政がどの閒じおつたを：；3^かあ 

つた。 削 も 樞府侧 では r 宜 巧の 

をを かせざる 巧」 どの 條 項を 峭 

せんどし たか、 之は 「濁 立のを 

が」 ご 巧 ば M 巧の 監 をを 有する 

ものごして 政府 侧で肯 かや、 お 

局 r を幽 のた め 公 化の 救 恤を受 

くるち」 ど 修正した けれ 共 化が 

項の 解 粋に 巧ても 夕少の 異論が 

ある。 巧 おの 「及 裳の 救助を 巧 

< るを」 じ 就て は 別段 贴释じ 苦 

ょむ いが 「なの 救恤」 のな ホは 

充か徹 .化しない。 例へ ぶ 呂活し 

巧る をで もを 脚の ため 赤十字社 

濟生 曾が 化 3 

慈善 病院 じ 於て 施 巧を 

'受 < る 者の 如きは 「おの 救恤を 

をく/" を」 ど 解せられ の MJ もな 

いが、' も巧侧 では 唯 一時的 狀が 

のじめ じ 公 化の 救授を ぞくる 者 

を速絲 しでを 化の 救を 受け 恶み 

をとふおどは俄がが別：^,出ホる 

から、 化 傑 巧は とを を お 人 及び 

所甜を 巧の 救助を を < るを どし 

て 狹裘じ 解すべき もので わる ど 

の 解释を 採つ てゐ る。 义巧ま 八 

化 所を 化 居に 改めた のは 範 脚を 

捣 張したら ので、 橋 5'卜 や 観を 

をぶ にな 起きして なるおは 之 じ 

虹を し い-と ご ■る。 第 四十 九 

化ん 閒漠 方法 じ 就て お 案は 町が 

別で 閒恶 する i ど；；* つて ゐ じが 

修化 おでは 之を お W して 挪巿別 

でず こ ぇ になめ た。 ホに 满負校 

補 巧の 化を 中、 なお 補 者は 本人 

の： ホ 諾を姆 て」 旭け 出づ るろ 

どなつ てゐ たが 

修正案は A 「ホ諾 を 巧 

て」 の 父 巧を 轨除 L 本人の あ諾 

を昭る ど. 杏.、」： J 拘ら 乎、 巧 も 端 

巧 ごして 適な ご 認め； わ 化の ホ 級 

を經て 贴山づ 〇 じがて は 何人で 

も お 補 巧 ごして 巧錄？ れる ，とじ 

なつた' 之は 遇 お K ^ な 志を' 巧 

巧し 化つ 触兢 巧な 逃朋を ぉして 

速ぶ 連 化の ホ おじから し レる 趣 

巧' ょ b 出で たらので、 化な 化は 

靖 ろぶ 當 である。 尙ほ 逃が 述動 

の 化を 中 第 九十 六條 じょ H ば权 

補 者 ごな 志 姐 やの 巧を 巧 一二 者は 

逃が ぷ 動を；： ♦し昭 るが を どむ つ 

てゐ たが、 修正に ょ b てが お义 

は 推戚狀 じょる 述邮 な外ょ jT 紀斟 

じ 煤 化する ivj した t め 逃舉述 

郵 はぶ 校 柿を ■逃が 宰 巧を、 

逃がを む、 選が 舉 格： りな 外は：！： 

_ 人ら 之を U す ふは お ホな < 。つ 

た。 父 

選 擧贊用 のがを 中 第‘，：： 

十 化み；，， 逃が 巧 用が 规を がをお 


過した 巧を がを 逃を 無が どす」 
ど あ も、 化 化 お 中に 「過失な か 
らしげ は 化 化ら じ 非 や」 ごの 規 
定を 「過失 じか b し 時 も 亦 阿 じ」 
ごのな ホに なめた 結果 選 摸豐用 
はを がが を 額を 超過し， 得ざる ミ 
どな 6、 超過 すれば 化て 無効と 
なる が じ 修正し じ。 罰則 じ 就て 
は 巧を じ 比して 幾 か嚴静 主義 じ 
倾き禁 細 ザの かなな ホを おする 
i じ 修正した のみなら 中 巧 刑を 
亟 く- > た 化 項 も ぁら、 殊に 第な 
化 六 條の當 逃 人が 選を 違反を 化 
した 煤 合 も當逃 人の 當 選を 無効 
ご する i じ 改め、 其 化の 点じ 就 

て も 夕少の 修正は あつた けれ 共 

ぶまの お 巧を 動かす 樣 な； は i ：* 

いので ある 0 

輸出 增進率 

六 割 四み. 

かお 省を 巧 務官着 

一一 巧 輸出 一 憶 六 千 五な 方 

田、 入超 一億 二 千万の じて 前年 

同！： に 比 L 輸 人は 棉 化著增 せる 

木が、 錫 類 じて 減少し 輸出は 

六 剰 四 ホ あ、 ホ 糸、 綿糸 布、 雜 

巧 類 引 城き お 加、 お ま戚出 四千 

二が ガ W 、 出超 义な 万阳 、上海 

罷 棠影嚮 なし。 爲替は 英米を 利 

引 上 もぶ したる 影響な く 一般 巿 

測 も化靜 じて 緻入 一段を をを 雜 

へ 外を 輸入の 成立、 を 府爲替 策 

を必 及び 上 触 筋 思感を 加へ て 引 

繰き 硬化、 九 口 化を 建値 お 米 四 

十 巧、 對英 一志 八が 八を の 一 、 

上が 五十ー ニ兩一 かの 一で ある。 

金 一祗八 H を換券 十一 億 五 

千で w じて おわみ 力 出現、 貸 お 

二 低 九 千 巧 w 、 n — 火 一 錢六通 

财 めぶび 一般化 おの 緊縮に 加へ 

ホ 節 的 緩 没 期 じて 二り 最低 發巧 

烏は 震災 後の 披 化を 示しを 剌引 

f 論 起ら 政 おは 今後の 外資 輸入 

を 左して 必要 V . 哉め 乎、 高山 事 

か W 巧 ホ々 篱戒 の氣み W なれる 

ら柯 巧彩嚮 し、 今後は 織 物資 

金 龍を 漸み繁 化 ごならん。 ぃお 

調べ 二 巧 中 か 八 被 張計靈 資本- 

底 四け 方 川、 勸銀 誠べ 视込 資本 

抑 一一 惊 の モ巧巧 川、 U 级物憤 巧 

數 二よ 七、 八 六。 証を 巧 婚引緒 

き化靜 にて 九 U 鏡が が 巧 ホ 物は 

W 六 W 十 段- -k ホる。 

半 糸 二月 中の 瑜 お 二' 为風 

* を 化 U 化が 二方 凹 千 お.， リ捆 

を經 一一 千五卜 川を 常嗯 へ、 一' 月 

を 闊糾物 ホを が 二' 刃 お 千 化なる 

が一-; 巧け 激 おのを 込で ある。 綿 

糸 お ホ 高 十九 方 六 下 袖に て餘お 

巧 M で倘 、化 リ大阪 化物 

廿八山 六十 錢 、綿糸 轉出 とで S 

むぶ 媽 。米 九 H 先物 化 八 山 お 十 

五錢 、がか 思惑 筋 励 搖锐鐵 一 

けぶな がか ニ ザ お千顺 、化 化が 

おかお 共 年が のがが 巧 巧 後 目 ド 

权郵の 沈靜を 示せる も 輸出 組を 

のぶ 立、 おぶ 贸み 巧閒の 期待、 

を 触 故び 巧特の 安を じて 贸 おの 

削を も 化 掘へ 付きを 季の巧 被を 

則锭 せらる。 一巧を 歐手 おを が 

高 お 十八 おおで 云が 方 川、 I 巧 

末を 闽 だが 五 お 一千と が 方 山、 


傭船 巧は 歐讲 、太 巧 巧 引 紙き 好 
巧、 太ホ洋 弱を み じて 木が 十一 
巧、 南 巧 皮び 印 巧 化 化が 薄 なれ 
で ホ、 がが 极化 成立 多し。 

米國 姬舶院 

改革案 撐お 

ジョ ーンス 案內お 

巧き 詰つ た ホ 固が 速 おの 現が 
を打關 する 方法 ごして 船舶 院ど 

フリ •ート • 3 ボン^— ■シ ョン 

を然別 側の 關 係に 履き、 同時に 
巧ち の 運用を 迈速 且つ W 滑なら 
しめんが ため 囊じ 上院議員 ジョ 
—ンス 巧は を 衆國フ リ. — 卜 • n 
1 ポレ ー シ ョンなる 機關の 創設 
じ 就て 提案を なし 目下 該 法案は 
上下 兩院 じ迴附 されて ゐ るが、 
嚴 をの 愤 報じょ る ご 案の 巧を は 
左の かくで ある。 

一、 大統領は 目下 船舶 お 所有の 

フリ 卜聲コ ホレ^-** シ ヨン 

の 持 株を 画收 ずる > と 

二、 船舶 其 化の 設觸は 船舶 院ょ 

b フジ— 卜 •コ 1 ホ レ* — シヨ 

ンの 所有 じ 移さる i て- 
一二、 船舶 院は 旣存が 路線に 對す 
る 適當な 施設ぶ び 巧が 路線の 
建設に 掛 して 意見を 發 表し 大 
統領！； 一之を 巧 業 委員に 缠邮す 

る MJ 

四^. 旣存の 航路 線は 大統領の 裁 

ずな くして 纔棄 さる i こどな 

含 i 

五、 エ マ！ゼンシ1* フリ！卜 

コ^- ホン^" シ ョンの 夕 稱 をユ 

ナィ テブド •ステ ■ — ブ •フジ 

卜 • コ ー ホ レ シ ヨ ン ど 變 

一史ず る-と 

六、 船舶 院 はを 船 資を偕 人に 就 

て權 限を 保有す る； 

と、 ホ 図 造船所 じがて 建造され 

たお 國市投 所 宵 船に 掛 する 謀 

我を 除を をむ る 現； 打法の 規定 

を 千 九 内 十八 年 U 降を 布の 粗 

稅 法を もを ましめ るな 赌大し 

造船 及び デ] ゼル 船へ か 改造 

を獎觸 する. ため 所得 稅ち挪 を 

もを 除す る i 

八、 米 勘 船に ょる 郵便物 運送 じ 

關 する 現 巧 法を 旅を 度び 物品 

迷 送に 勒 しても 適用せ しむる 

な改 おず る J 

化、 陸 速 お述じ 就ての 條 項は 船 

舶院と 州 路巧業 委員 どの 聯を 

會 で協證 する； 

十、 鐵道 及び 氣船會 社 間の 協 ま 

じ 雌ず る 現わを を 化ての 會祉 

の斯る 協を にも 適用を 强 制さ 

るべき i ’ 

十 1、 船舶 院は米 威 ホ おのな 營 

會 社に 對 するど 间 橫フリ ー ト 

コ ー ポレ t シ ョンを 船舶 運用 

巧 どが をす る權 限を をす る i 

十二、 船 術 おは 船渠、 校 橋、 倉 

庫 戊び 他の 港 腾設脯 に 對し權 

化を 化が する； 


'一巧の 化 超な 

一二 千 化 百万 

米 國が務 巧が 去る 十六 日を 0 

て 調杳龄 表— たる 二 巧 中の 貿易 

は械巧 S 億と 千 一二な 巧 ホ、 輸入 

一二 億 S 千 四せ 巧 弗に て 差 引出 お 

一二 千 九な 力 弗じ连 しわ 譯 である 

が、 本年 二月 巧の お 外 貿易 高は 

千 九け： b 四 年 巧 岡 期の 械出ご 一 傲 

ー ニモ ニ',:：: 方 弗、 輸乂 一二 憶 六モ五 

な' 力 弗を 除きな 來 じない 愚 高 記 


錄を 承した も 0 である。 而 して 
をの 版 出 高は あ 千 お 十と 巧 八 千 
五十八 巧、 檢 入は 二 巧 サ S 巧！ 
千 六十と 弗 じて 一月の 輸出と 千 
S 円 お 十二 巧 五 千 化 阿 四十 一二 弗 
じ 比し 減々 のをで あるが、 銀塊 
の輸 巧は 六な 八十 二 万 五 千と： 白 
四十 二 巧 輸入は 四‘ 白 六十 二 巧 
と 千 化 四 ホ じ 達して ゐる 。因み 
じ 金 輸出の 酸 高額は モ 九が 十 化 
年ホ巧 であつ わ。 - 


本祗 東京 待 電品籍 養〕 


滿鐵の 社員 淘汰 

巧構洲 滅道會 社は 撫順 炭碟始 
め 社員 千 名 0 上を 本 月 中 じ淘化 
する i じ巧定 したが、 间 社は 化 
瞭鐵道 反び 石炭' 等の ホ カ おおじ 
を 力を 注ぎ 副 ホ 業を を 離せん ど 
云 はれて なる。 

.を國 倉庫 巧貨高 

一二 袭倉 庫の 調査 じょれば を闕 
九十 义 倉庫 化貨 高は 五 億 ゴ ー千 八 
巧 十四 巧 八 千 W じて 前 月ょ 61 1 
千で m の 巧 加で あを ご。 

關東 水力 買收難 

東京 巿の關 東 水力 貿收 契約は 
中 村 ホ 投么を 固執して ゐ るが 巿 
會逆 過は 瞄難 らしい。 

=0 上 十六 日發 

卓上 問題の 東京 商業 會 
議 所長 も 鄕誠之 巧 巧が 就任した 
旨 本社 特電は 報じて ゐ るが、 高 
等 失業者の をい H 本 も 之で 一人 
の失袭 者を 贼 少した 譯 ♦この 鄕 
男は 伸々 のを 巧ら しく 往年 举お 
會畿の 節ら 頻 6 じノ 。ヶを かき 
姻 しれの じ 興を おした 大使館の 

ある 茶目さん ♦一 肖、 み ホ莖の 

跡 も 美 I いすが を鄉巧 じを せて 

あいびきを をつ たもの だ ♦天で 

の 色 巧は 乃を 一人 ど 橘め 达んで 

鄕 男が 尤もらしい 顔で 約束の 旗 

所を 訪問 するど、 でえ らい 邸を 

^;>ので少々秘ゎ惡く令モ ジ /、 

すを 裡じ檢 子. い變 むので ぅまく 

比； 煤を 濁して 立 も ホつ たが、 後 

そ 聞けば 其 邸を は 堂々 たる 某 上 

院議 員の 化 居 どが つて ロアンダ 

5 ♦幸福 じ もま 人は 个巧 であつ 

たが 若し 制 つれら 排 H 議員が も 

う-人 殖える 譯 であつ た。 惡戯 

にして は少 々殘酪 だが をれ 巧に 

がの 島 k 下は 長いら しい。 


成功の 秘談 


乂國式 英語を 語す 事 

はが 巧の 裳 一義です 

本校には H 本人 敎搜 

じ 惯れれ 等 任 婦ん お 

師ぁ 6 懇切 じ 會話通 

信 文 社を 語を 敎 巧— 

ょす。 H 懼 週り 共に 

午前 化 時ょ b 午後 十 

___ ^ 時まで 隅 校 L ' レツ 

.スンと 十灿づ i 。 今 

H 商 もじ ホ 校 ぁれ。 

化 巧な 御寶 

五が 商會 

W E .1 ゴ hst - N ‘ Y . 呈 y 
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電氣 仕带】 切 

下羽電 氣簡會 
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自す 巧ん 巧を ネ歡弁 お 的ぶ 

寶 為を； 4 屬游 \ み. みが 夕 . 

クオー んザ へな シンが 計 巧 刻 引 
户し ブ！ ド：ノミ んトンが評 を 刻 列 

が會 化' 念矮莫 がを 刻 ？ IT 
潭 ぶみ を.' が属 ふ® 玉ず 
爲ネ みがを 夕 割引 

嫌の 瓜乂 

> 巧 59 ゲ r すィ •卜ち 八 ニニ 




0 巧. 巧 巧 ZJ - 1 FC 巧 CY > 

'呈養 雲 G 皇 

基 7 ごき Ave . す ミを nd 芭. 

TeL 至 urr さ 書 279 一ぎ 〇ヨ 7 ま 

パ^ ホな謙次 

有 午前 十-的を 午後 二 時 
時 巧 外 及 U 醒は 前約の 事 


^ 村瀬化廊 

ち lexin 營。 live . K - Y . C さ 
墨. 2呈4 2 ゴ h Sts 

1た.ミ穿呈ぶ*を18‘ 7848 


JOICI 養 OGi 、 M . P 

二 1 去を 芝 tn St . ぞ w さ rk 
ぎ Rivsitie 沒 73 & ジ置 ier 1 君 ま 

兴ク ，なち 午前 九 時 1 午後-時 

霞 碧 午後 六 時.- 午後 化 時 

y 權 午前 九 時！. 午後 四時 
ドク トレ ィ小 栗乘吉 


or . C . Trakanl ^ 

二 用 を ヨす riand St .すき 互 n 
Tei . を 量を ミ&だ 11 

^ をみ 午後 一一 一時 ょら 六 時 

養藥 a * 这 前約 相 願 候 

ドク. トグが 巧 見 曲蟲彥 


固 為 

化 放 J 

化 化 化 

D 仙 抓^ 

n 3 5 2 


儀科醫 

多年の 經驗を 0 て 
最新式 巧學 手術 じ 
堪能 じて 信用 篤し 
= 施術が 低廉 U 
日本 八 諸君には 特 
じ 了 寧 懇切に 治療 

化育 州を 認 
パ t ブル 1 ム 


罗 • 1 R . Shish む夕 IXD . S . 

133 W . 7 置 St . Tel . Endi 害 蹇 2 

H 齒 巧が 穴 戶良二 

自午的 化が を 十二時 
■fm P , を - 良 


日本 c ぃ パ蘭會 

Mippo 夏 Dry f oodw Co 三 
1261 Br 邑を写 苗す • Co こ 1st St 
ジ登 h 呈 e Penn- 罢涅 
R 呂 m 造 ご 



正直 ご 親切と を 旨 どし 確實 

信用 ある 廊 品を 稱 選し 

特別 廉懼 で販賛 致します 

ウオ八 サム、 エ术 デン 蹈酱引 
其 化は 化て 一二 茜 ミ 

指輪 鑛貴 余鑛 並に 寶巧類 一切 

^ ミ 八 トン 時舒、 户フ！ ドイ 

.リノ イス 時 討、 を禪置 時計 

ウオ^ — 夕！ マン 萬年肇 
よ バシヤ ー フ瓣筆 

純銀 媒 並に 銀器 一が 

御 歸觀の 御 i 建】 が 

時計の 修缝 は保險 が じて 雜食 

じ 巧川宮 身が 致します 

紐 育甫西 四十 二 了 目 四と 蕾 

凹 四 吉号宰 (五 街と 六 街 間) 

贾 岸廚會 

屯 話 ペン シ方バ ニアと ニニ ー九 

Isfikaw ぞ Kishi 0O. 47 去. 42 nd St . 



自動 串修 
緯孩び 運 
轉を敎 巧 

ライセン 

ス 保証す 
f | ご 一十 置 弗 
速轉 ホは 
二十 五 弗 
晝 ぶ巧學 
兩巧 あら 



H 本人 部 
^リ . — 廣 
瀬 巧擔巧 
懇が敎 お 
夕と 時 開 
校 勞働余 
暇 勉學の 
硬 あち 卒 
柴 証書 巧 
輿 就職口 
無が 周旋 


Beem Nom Low 

が 4 ■ お h Ave. 

Bet. 28th-29th St, 


HINOMARU 

327 W. が th な . 
Columbus 0432 


Suey Pang's 

8 巧な UiU が 
4S3 お 加わ も 
Bet. 27th-?-8th な s. 


City Hal! Tea Gaden 

170 Nassau St. City 
Nejct わ 比 e Tribune 坛 Wg 
Loo Lin Manager 


K 瓦 w 狂 soy 色 Hotel 
139 背が り 23rd Stud 
Tel. M 日 rning おお 7154 



臘 HI 盼 


35 East 29th な red 
Isl. Madison Sq. 75 が 


ASAHI KWAN 

163 E. 56thSt* 
Tel. Plaza 6399 


YOSHINfl-YA 

70 Greenwich St 
New York 

Tel. む wiing- 目 巧 en け 巧 9 j 


I Toyo Kwan 

I 41 に 19 比 St* 

i Bet. B'way & 4ih Ave. 

i むし 訊 J; 化な nt がが 


PAGlFiC 

RESTAORANT 

2542 Roadway 
Bet. 化 ih る 9 お h な s. 


DARUMA 

781 - 目 化む e. ! 

Tel. Bryant お 59 

ホ會 i 

に 席 \ 

ず 御 i 
さ 料 ： 

燒理 



ご 目； ■ 四十 四 ！ 
曲目 了 五十 四 ； 


庵 桂 米 日 


1 Japanese Tea Room 
: 1802 MStre も ん W. 

Tei. Franklin 1577 



I 340 W. 5 か h St. 
Telephone: 
Columbus 8882 


V が H • 水； 司赛ぉ 


だ〕 


號 


廿 


巧 千 一 第 


琼如 31 雌 沒 なをが 破 鉛を 巧 


け曜 水 ；) 


~ '口 'I ■ し 缉い 1 バ • 

fi 八十 巧 S キ 四十 正大 




美踩 じして 淸潔 

做娜 晶南樓 

午前 十 時よ 6 謁ち 
午前み 時まで 


巧廳を 園 

哥理 人を 蓮 
出勤の ホ じは 晝飯 
の 御が 利じ備 へが 
聞會 席の 御用 じ應 
ホ ぺく慎 間®: キ相 
不變わ 引 立願 巧 0 
紙と 御 案内 申 上 候 


支那 御 料理 

彭瑞樓 

U 本ん 諾 君を 
歡迎 をし i す 


御巧當 並びに 
御 家庭 支出し 
御 下宿 

後藤 

壽 司、 媛蒲繞 
每 y 有ち ます 


御旅 鑑 河 添 


な 南 


ち ザ 
巧理 

お廳ぞ 園で 永を 御を 顧を をけ 
I た錢 文で 御座います 

oi 

M むが 

P- h 0 
A お 7 

N 柳 測 

GN.i 

N お邮 
店軸阳 

41 〇 

化 P H 本に 化み、 日本語 
測 を 話し、 皆樣 の卿嗜 
巧に 適する 巧 巧 狸を 調進を 巧 

r 度 エン ゴ 1 タアの ドです 



媛 蒲 燒壽司 御れ 化し I 

H 唯を 日が 閒も 御用 かに 巧 じ 巧 j 

會龐御 料理 

烏 等 御 下宿 i 

な 玉ぶ 一 i 


劑烹 並に 御旅 舘 

^ 位胖 兄弟 

が 育 ホ 西 八十 八 T 目 一二が 十 S を 
ぶ 霜 スカィ ラ I と 八 ニニ 


理想的 御旅 舘 

御を 樣じ誠 怠を 0 て 溢し ます 

朝曰纔 

御手 輕御 料理 並 じすき 燒 

新ら しいが 巧を 揮び 精々 勉强 致します 


御 料理 

芳 ■の 家 

壽 司、 緩 蒲 燒每日 有ります 


御 下宿 

自曲亭 

是ジ ndsSt . Brooklyn . N . 产 

Tel . ミ in 7475 


會お御 料理 

c &» § 

勇辯绿 


« が講お 平弹樓 

他-し 比類な き 綺麗な、 心地ょ き ダィニング 瓜 
1 ムご ダンシング ミユ！ ジブ クが あちまず 
音 樂は每 目 午後 六膊 から 午前 一時 造です 
御晝食 四十 伽ょ b •五十 鄉 、夕食ぶ 十 お 仙、 
日曜 夕貪一 弗 



of 6 

■ S 1 

Y — 


御 料理 


比 おし 
並に 下宿 


取 


6 d 

■ts k 
0 d 
w b 
8 • 


太.. 巧 


壽词 、潇燒 *滿 が、 巧检 、かきめ し 


i 

な e なか！) Go , 

)40 W. が fh が. 

New York City 

1 Tel. Trafal が r 8559 

S . KUWAYAMACO.i 

114 E. 59th St, 

New York Ci か 

Keita が ri Bro’s 

224 E. 59 比 St. 

New York G か 

Tei. おが n! 3480-3481 

Japan 

れ日化 ion Oo . 

86 Lexin 如 n わ も 

Te し Had. Sq. 4518- 78 が； 

； 

巧 

巧 五フ窩 u 
ド ア 摇本 

I 五 ル、 を 
ム ガ 雜 巧 

’乂 i 誌 お 
自 、 、 

の 聞 巧 
巧 山 

をぶ 

蘭 

會 

おおな 日 
n マラ 本 
害； 食 
籍八- 料 

雜； 至 お 
誌が 類 

ん ，及 

閒 S び 
物^ 雜 
日か貨 

用 二！ 頼 

ぉ 商 卸 

龜 t を 

並 a 

化这 に そ 

がを 斩食 

學册益 8 暮 

ぉが 禍 載、 

1 1 D i M 

の 悟を 一 恩 

朽船 切 お 

III 

1 

白 锥 ■ 
里 そ ホが i 1 

巧 が恃 其 木 1 
円 基 段別 處白 i 
け 独 合の お ^ 
た 巧 ^ 桃を： 
で 巧赫正 ザ； 
會 ホす 直を！ 
ist P おが 'i 
^ 巧 入 巧 i 
W が特 一な 元 
ロー 選 切 極！ 
PP 手 な 取 上 

蘭 白 
.會 蓄ホ 


御菓子 舖 

'萊 儀頌 、羊襄 、蒸 架 子 類、 驚 餅 
(のし 餅 前 H 御 注文 願 升) 

松風が 鳥 橋 

西 六十 五 T 目 S 十四を 
電話 トラフ アルダ ー ぶ 五 置 四 

基 腐池揚 

煎餅 製造 卸、 小賣 
y 本 食 巧 品】 が. 

田 中 

舆ミ 街乂育 八十 五を 
電語 プラザ 五 二 一八 


新 鱗 魚 か 一切 

目 本人 商き の 生魚 澤山 取ら 揃へ 
持削廉 潰で 大勉强 致します 
サヴオ ナ魚店 

』。86を uavo 田》 

技 4 w . £.器 空- 
Tel . OOInnlbs 9123 


極上の 魚類 

季節の 新鮮の 魚貝類が 澤山 揃つ 
て 居らます から 熱賞睐 下さい。 

ァビ セ ロ 魚 店 
芭 Bayard St ‘ Tel •で anklin を 基 

伊豫 屋御 下宿 

西嶋 を夕郎 

東 四十 九 T 目 三 ハ 置 

アバ 1 トメ ント C 2 

を 誇 プラザ 六 一と 五 


尋れ人 

あ 正 恩給 証 ホを 付 
「外 画 旅券 下付 事寶お 明」 割 着 
熊 本縣人 豐田 淸を 
朝鮮人る 秉み 巧が 寺 巧ま始 
巧 木 お 崎 龜み宮 が 八鸭 錫お郎 
を 知 ザ 川を 銜 和歌 山 引 ±娩 一 
松 井 長ゴが 中原 トィ チ 
大塚あ 

をの まじ 逆 かを 巧き 巧ち 之 
巧 巧 本人を くは 知人 よら 現 
化が 御を 知 願 上 お 

紐 育 巧闽繳 領事 舘 

1 苦 B 三 ad ミニ さ S 百 ty 


電話ぶ！ ぶな ゴ 

新 K 特長 

紐 育が 西 晒 十 旧 下目 
一二 下 一一 八を 
(二階) 


華盛頓 

わざく 

日本 料埋 

あじ 御旅 舘 


舞踏 敎授 

▼社を ダンス ▲ 

▼表情 ホ 操 ▲ 
神 七、 淑女、 お 子 
化さん モじ吁 峰 じ 
敎巧 致し 升。 午前 
十 時ょ b 午後 十一 
時を ( H 幡を除 <) 

シャリフ, ダン！^ 

ング 帥範學 校卒お 

上 杉 タマ 


中が 哩髮巧 

中 村萬藏 
31 ま. 霉 h St - N . づ 色な 
ぞ i . Coiu 量 ミ Ave . & C 呈 iral Park ま 己 


日本 埋髮 舘淸 

新式 洗髪の 設備 ぁち 理速 T 寧を 
旨と し綺 々勉强 をし ます 
西 四十 云 下目 巧 番地 一二 百 六號室 

タップ フロア (第 ホ 街 S 四十 一二 T 目ち 一 

宮川 事務所 

持續 的舊關 の间胞 じ的雖 なる 職 
業を 周旋し ます 0 

お ち ミ se で gk 育 呈 這 
養 W . 舍す Si N . ベ. C . 

ぎ 31 二 787 宗 98 



最新 ま 六 解 達 

使 巧、 淸洒 、待遇 懇抽 、が 料 低廉、 
發 着船 有と 候 都度 波た 盛に 出張 
ン ァトが お 楚ホ街 1110 六を 
エヌビ ^ — ホテル 
電話 メ ー ンー ー充 五 二 

藤 井 旅館 ミ 巧 

423 Maynard Ave : 

旁 attle . wash - 


H 本 巧 蕉船切 诗御申 这じ應 じ 
萬 事 御 使を じ 髓取段 ひ 审と涙 

を 港*"^ ST ホテ^ 

►日本 御 巧 巧 (別閣 あ' ウ) 

を 港 カタ ホ^ ニア 街 六 一二 
電話 カネ！ 一八' こ ハ 


ロ ー サン ゼ^ス 地々 の御觀 ホに 
は 巧 事 鼓 善の 御 便宜を 計らます 

イ^ グ パ. ホ テ 八 

羅府ホ じがけ る 间胞經 營中最 
新式 高等 ホ テ 八で あ b ます 
羅府東 一巧 二亢半 
'電話 ゲアン ダイクと 六五乂 


.ボストン 案內 

貸 自動 革 業 河 西 

諸を 跡、 大學 校、 工場 其 化 一般の 

紹か 及び 通 辯 もします R 客 m ち 

ジ I す ck を 二 760 70 呈皇 a St . 


ボストンが 

富 ± 旅 舘大浦 末 松 

1 を 董 養 ster St . Bost ミ 3 ass . 

TeL す ck-B ちの 770 


サ 五個國 


閱際 庭球 戦參加 

本年 巧 デー ゲイ ス赏あ 戦を 加 
-中 込は ちる 十ぶ U を 化て 締 巧ら 
; たるが、；^;:: 左 じ乂阀 庭が 協 巧 
I かずかけ たのは 歐測ゾ ー ンの十 
i 丄 ハヶ國 、乂風 ゾーン の 化 ヶ闽、 
総計せ 五ヶ 國じ 達し 昨年度の 記 
錄か S ヶ 願を 破らて' 再び 一新 記 

錄を 作つ た。 米閱ゾ ー ンじ 於て 

はが 年废 の六ヶ 厨が 今年は 九ヶ 

國に殖 へて 前例な き艘 盛を 示し 

つ、、 あるが、 をは 新 两顚ご 西 巧 

才 どが 昨を 巧の 歐洲 ゾ—ン ょり 

本牟米闽ゾー ン に遇つたのご巧 

畦が 巧び 參 加した からで ある。 

V ▽ 

米 闕ゾー ン參加 巧は H 本、 墨 

西す、 化が 陀 、新 巧魄、 澡洲、 

な 梅、 巧がず、 ち那 & び 布哇。 

欧洲 ゾ！ ンじ旌 する 者は 瑞 典、 

を頗 、英闕 、が 太が、 佛國 、瑞 

西、 か瞄 、巧 太 利、 チ卫 コス ロ 

ゲア キア、 洪才 が、 漸萄 す、 白 _ 

甘を、 了袜 、波 蘭、 印度 底び 羅 

跟化 である。 おお 沉米 臨會 々堂 

じがて 昨 H 午前 十一 時化み、 副 

大統領 ド-'.. ズ には デ ー ダイス 賞 

ぶ 提供者た る 陸軍 巧官ゲ ー ゲイ 

ス 氏、 ホ圓 庭球 喊約 買を 始め 化 

ず 大使 北； 化を 加を 城の 乂 化、 を 

化幷 じを 國テ ー 么 ホが 環視ので 

じ臟洲 ソ^ ~ ン ょら 抽蠢を 開 姑 一 ^ 

を 紐み 作製を 終つ たを であるが 

本稿 締 如を じは ぶ おおは 判が し 

なかつ む。 

V V 

米 威 グーン じ 於て チヤ レン デ 

ラウンドを 巧く ボツ シビリ テ 1 

の あるのは でぅ し： も H 本と 豫 

洲 である。 化兩 者が 何時 會戰す 

る 傑 じ V るかけ 番組を 妊。 い 巧 

はからむ いけれ 典、 其 孰れが 勝 

つに しても ホ 國ゾ！ ンの 他參加 

國を 敗つ て乂巧 一二、 巧、 五の 一二 

H 巧 こ-日 一 b ボストンの ロン グウ 

ッド 巧樂部 コ ー ト じがて 執が ゾ 

I ンの 優勝 図と 挑戦の 權利 をず 

ふ1」じ；：！>るのは疑ふ余化はある 

まい。 歐 洲ブ！ ンの 優勝 國は矢 

張ち げ年礙 勝して 波 ホした ボ。 

トラ、 ラコステ、 n ツシヤ の 一二 

賊暧 '巧を がする 佛國 であらぅ。 

斯くて 化 インタ ー •ゾ I ン 試を 

じ 勝つ た國は 接府の ジヤー マン 

I タウン • コー トじ 於て 乂巧 十、 

十一 度び 十一 一の lllH 間 じ' H . b ホ 

賴 ど-; 大を 戦を 催す 段 化 b どな 

る澤で ホる。 

▽ V 

味る ±權：11( ホ ー H ゴハ 十六 T 

目ごバ ー ク 巧の 第と 聯隊を 營巧 

じがて ブイ 片 グン、 9 ナヤ） ド 

淸 水、 ア W ンゾ が 他辦 々の ± が 

今年 最 かの 乂 競技を を腥す i ご 

^:^つた。 今円を-しお定した撰手 

矿 '巧觸 は ブイ ホ デン、 ブチ < — 

ド、 祐乂 、キング、'* ンタ ー、 

アロンソ、 マ セ 1 、ツ シユバ^— 

ン 、バア 及び 女 巧 庭球 巧 f ミし 

ては マ U リ ー 夫人、 ベ ^ ド 嫂 

であるが なをの 顺 がは との か < 

で ホる 0. 

午後 一時 化か = 淸水お キング 

二 時：：： Z リ ナヤ*— ド 毋^ン タ' — 

バア 及び マ セ I 組巧ア 。ンゾ 

及び ワ シュバー ン糾 、二 時化 

か； ！：： テイ 少 デンが アロンゾ、 


淸水 及ヴヮ シュバ ー ン組 お' 一 
ンタ ー ぶび キング 組、 一二げ H 
マロ 9 t ホん 反び テイ 作 デン 
化 對べヤ ード独 及び タ チヤー 
ド 化、 I 二时 加み = ティ 作 デン 

お リナ. 5 ド 

V V 

巧旧武 一巧は お 部 じ 於て 活動 
中 ir * る MJ 旣 報^ ホくなる が 去る 
五 n フロリダ 相 セント •ォ ーガ 
ス チン ょらの 報道に ょれは 當り 
煩 ffl ぶび リ牛 ヤード 化は ブイ 八 
デン 效びボ シュか 組を 11 — 六、 
六— 四、 六— 二の* コア じて 體 
した どい ふか 報を 傅へ て ホた。 
化複 試合 後 おに 巧 田對ブ チヤ） 
ドの 單 なをが あつじが ちー ニの 
スコアに 巧 旧 巧は 9 チヤ！ ド 
のた めじ 敗れた。 

聖上 銀 婚ぷは 

五 巧 十目 

豐明 殿で 宴を 賜 ふ 

まま 特電 十六 H 發 ：；= 聖 L 陛下 

の銀播 式は 巧る お 巧 十日を W 

て御舉 むの 巧を まされた。 

个 个 

畢 上、 皇后 お 陛下 御 お 掘 後 ホ 

る 五月 十 = はお 化 五 年に 相當す 

るた めを 中では 之を ii 节 くじめ じ 

銀婚のまを擧げさ せ^れ る； は 

屢 々報进 した か、 之に 就て’ 

宮內省 では 質素を 旨 £ せ 

られ る兩陛 f み 思な を 体し 昨今 

急 じ 準備を 取ら 進めて ゐ じが 遂 

じ 1 の 御 公表 ご U つた 次第で あ 

る。 現 化 御 祝賀の 範齒じ 就て 巧 

定 して ゐる處 では、 化 巧の 銀婚 

まの 御 儀は 巧國 では 明治天皇 御 

な 化 中 じ 催された のが 最初で あ 

るが、 之は 宮中を 祀み にもな く 

且 勺蛮上御ホ树中の；ごて努め 

で 質素 じ 巧は せらるべく、' 一一 一巧 

未り 現在の 務ち 調杳み 九十 歲 0 

上の 商齡巧 及び 孝ず 節婦の 表彰 

社 會を共 卿 体への 下賜 金を 中必 

じ、 宮中の 御 盛宴は 天長節 祝日 

じ 傢ひ巧 I 二 H 間 文武け 官を當 明 

殿に 招かれ r 御賊宴 ある 由で あ 

る。 この 外 御成 婚當 時の 關係者 

じ おしては 

記念 お を觸る至どなつ て 

ゐ るが、 高齡 ちじは 天盃 及び 酒 

肴 巧を 赐 ひ、 孝子 節婦に 掛 して 

は 化 ホの 下賜を な V 」 でな く永乂 

的に 表彰し 縛べき 方な を 考慮 中 

である。 尙ほ 内閣 どが をせ の 上 

こめ 巧は 巧を 巧 動、 减刑 等の ミ 

は ホを まの 恵 ホから 一切 巧は の 

i どし、 を 方面からの 奉玻 献上 

口 § みかき も 御成 婚當 時の 例 じ 傑 

つて がるべく 差を へる 檢 通牒を 

發 する 答で ある。 沼 津御滯 巧の 

聖上 じ も 化 御 祝典 前 じは 皇后 陛 

下 ご お 揃 ひで 還 幸 あらせられる 

篱 であるが、 宮內 省では 當 H を 

巧し 恶 上の 巧を 態を 發 あして 國 

民 一般 じ 巧へ る i どなつ た。 

ホい、 ホい 

紀 念の 祭り 

食 衆 無慮と 干 人 

千 八が と 十】 年の じ おの 共を 

な 騒ぎを がを する 意 ホで、 アメ 

リカの 共產 まを を標 巧す る 

勞働 I 黑 がまが どなち、 去 

る H 確 H の 午を マ デ ソン •スコ 


テア 1 •ダ— デンで ぺ^ — ^ ジェン 
卜が 催された。 これょ 6 先き こ 
の わを b ' 騒ぎ じ 神經を 尖らした 
當化醬 をでは 勞働黨 本部に 粟ら 
达ん でべー ジェン トじ 使用す る 
小銃 教お其 化を 押 收し賓 巧ち じ 
を々 居 額な が释 金を 課した ので 
騒ぎは 戚が上 •しも おし 不穏な 氣 
を も 漲つ てゐ たが、 を こは アィ 
リヵ だけ じ 円本の 様な 示威運動 
じ 及ぶ 程の 壯 t もな <會 衆け 整 
然 どして 入壤 しじ。 就れ も 赤い 
着物 や 赤い 巧を 胸 じ、 ホい 幕に 
なまれた 乂禽場 じ 入 痛した が、 
こめ 中 じは 約！ 千 人の 小 學校兒 
童が おつて ゐる ご いふ 騒ぎ。 例 
にょらて 演壇は 赤 巧で 包まれて 
ゐ たが、 立を 響 官の注 窓で 

米國旗 の揭 楊を 命じられ 
漉々 これを 釘 化けと し、 窮 S 万 
國間 盛の 讚 巧 歌 ごもい ふべき 革 
命 歌を U シア 語 ご獨逸 語で 高唱 
した 上、 米 閣の勞 農政 府無條 か 
あ認 から 不法 武器 押收 事件 じ凿 
する 貴 巧 警部の 彈 劾ホ議 ごなら 
孰れ も 激越な 口調で 演說 した も 
の i 、 遺が じ 「辯 十 中止」 の聲も 
ぉや 「ホ國 なお」 「ヒユ ー ズ國務 
長官」 の 名前の 前には ヒッス を 
する。 お 中に 當 口の 

呼 物で あ么 •へ ■ — ジェン ト 

じ 移る £ 、.一人の 司 貧者が 聲も 

朗らかに 「さあ 皆さん！ 巧々 は 

これから 化 米 合 衆 脚の 政府を 巧 

も壤 はすので ずから 用む して 下 

さい。 どんな が あつても 席を 

離れない 樣じ ...：； 」 ともの 凄い 

紹 かが ぁる 革命の 闘 ± が 肩 じし 

た鐵 砲は 巧ん ぞ？ ご 胸を どきつ 

かせて ゐる ど、 孰れ も嘗 を意氣 

揚 々'ど 摇え ド、 ン ---- ご 放射し 

て ホい 一日は 終つ だ。 

白熱 化した 婦 A の' 

參政權 運動 

膝 づめや 宣傳で 

今 諸 會の開 會ご典 じ 開始した 

设國 日本の 婦人 參歧 運動は 愈々 

白 激化し 

絳乂 參政權 獲得 期成 同 盛 待 

婦人 參政 间盟會 

締乂參 政 一二 派 擲を貪 (禁酒 

禽、 ft 會 問題 硏を 貪、 保議 

協 貪) 

の 一一 一圃 休は 平素の 感情を 給て； 

f 明^を 作 も、 議替 連動 ご 

宣傳 ご じ 別れて 東奔 巧まして ゐ 

る。 右の 中期 成 同 盛は 昨年 十二 

巧 十ー ニ H 創立され たもので 今で 

は 會員二 巧 人を 擁し、 曾て 當地 

じも來 遊した 义ホ白 女 あを 緩 お 

どして 获 お、 八 木 橋、 市 川 房な 

ガン ド レッド、 旧 中 女を 等のを 

强 者を 中必じ 每を曜 H じは 中央 

を 員 會を關 きを々 手がけを して 

巧 躍し ゐ る。 一二 菱廿 一号 館の 

參を 同盟は 髙 橋、 山极 、高木 女 

を 等を 中必 にか 端から 化 議± じ 

膝詰談 がを 試み、 S 派聯 をは 演 

說會其 化で をを がない。 化議丈 

中 じは 尙ほ 反勒 論者 ぞく 黨議と 

なれば 孰れ も不賛 おのが 態で ぁ 

るが、 運動 其 ものが 威 情 的で ぁ 

る ためご 一つは 婦人 參政權 よわ 

更にが 實 な締ん 問題を 先 づ是詰 

めよ ごのを 見から 婦人 中 じ 

反對論 おも 勘な くない。 


婚山 をよ 女史 も 曾ては 反 勒の態 
巧ををせたが今 H では熱む^:;*贊 
が 論を どな 6、 ま 岡彌生 女を は 
「先づ を 民權を 巧へ よ」 C 宣傳し 
てゐ る。 乍併是 をい 婦人は 孰れ 
も中產 階級 0 上の 人々 でを るが 
ため 述 動が 遊戯的で ある どの 非 
難 もみ もて 今や 替否兩 方 じ 別 わ 
てゐ るが、 おら じ 時期が 早 論者 
迄 現 はれて ゐる泌 な 狀態 なので 
をる 0 

化爵 夫人が 

舞臺 生活へ 

前 巧 太 利 皇后 デ タ姬が 舞台 じ 
なつと 增 されて ゐる槛 の 中で あ 
るから 伯爵 夫ん が 

ホ 優 じな & かも 知れない 
ごい ふ J じ 致て. 个 思議は ない 譯 
であるが、 昨今 歐洲 から 巧た 政 
を 中で 最も 問題 どなつ て ゐる前 
-ンボ 91 共か國 第み 大統領 
であつ た ヵロ' リ ー 伯 夫人の 舞台 
入らが 傅つ てゐ るから 面白い。 

ヵ ロリー 化は 米國 じあつ た 夫人 
がお氣 であるので 渡米した もの 
の 上陸 じ當ら 、米國 々務 るでは 
現', ン ボブ！ 政府の 注意を おれ 
てみ 大陸では 一切 政談 演說 をし 
ない V - いふ 條傅 せで 上陸した i 
が 化 辟 巧 明し、 國務 省の 

不法 言論 應 迫が 輿論の 間 
題と なつた 譯で あるが、 磯を を 
る’ 敏な乂 闕の興 業師は なじ 眼 
を着けて莫大^:^謝禮を條俾じダ 
ォ ー ドゲキ 八-し 出演を 勸 誘して 
ゐる 次第。 夫人は 「まは を 居 じ 
は 素人です が、 故鄕の 邸を はな 
府 で差狎 えてなる のでを 渚の 必 
要 上から 舞を のん ごならぅ か 其 

'考えて ゐま ィ」 と あるが、 を 居 

は 一幕物の 巧に 夫人の 獨唱を 添 

へる 答で、 當地 劇壇 や 社を をは 

此 話で 化を 唤 かして ゐ る。 

支那 町 料理店の 

便所で 强盗騷 女」 

當邮 支那 町の ネ ャナ^ 街 どべ 

ャ ー ド 街の 中間 じある ォリ エン 

卜ご 呼ぶ 飯 崖 じ 或る 巧 人が 十六 

g 夕食を 濟 まして 使 所へ 巧つ た 

際 突然 一二ん の 白人 無賴漢 から 左 

右ょ 6 組が がれ 所持を を 奪取 さ 

れ糕 ごした ので、 件の 巧 人は 必 

巧ィ J ょ つて 抵抗した 結ぶ 漸< 難 

を をれ たが、 化 S 店の 傑 所は を 

堂から 原 離されて ゐ るので 口を 

巧め ると 外界には 音ら 聞えない 

どい ふ 物 騷な場 巧で あるから 巧 

人 顧を の 用必を 望む ど 被害者 か 

ら 態々 な 進が あつた。 

間食が 减少： しわ 

ホ 人が 間食 じ アィス クリ I ム 

をを 好す るのは# 名な もの だが 

昨年の 消 费廈は 二 億 八 千 五な 五 

十五 万ボ 曰 ンで 昨年 よら 化な 万 

ダ 日ン减 じ、.】 人の 消費 ホ 巧 も 

二王 ハ 八 ボロンから 一 T 五み ボロ 

ンじ减 つたが、 をれ でも 使用 高 

は 世を 第一で ある。 

卓上 巧 話 


賞讚したのでをを悅ぶまい；か 
H 曜 目のを 朝 ょら 友人のを を片 
端から 带 就で 呼び出し 「今朝の 
タィ ムスを 見た かい」 ど 吹聽す 
る 至 I 頻 b 0 ホィが さんの アト 
ゲァス をず けての が 品 かなで i 
彌 みる 者 も あるが 本人は 大眞面 
目で 吹聴し t むる。 無產 階級に 
似を はない チェ ッモ •ブックの 

手前、 巧く 晚餐 宴を お 南 縷じ張 
つ 7 ゥ .ンご 吹き上げる さぅ だ。 
御用 必 


讀 をの コラム 


懇談 會じ 就て 

一 出席者 
第ー ニ 凹 H 本ん 會ま摧 の 社を 懇 
談會じ 出席して 地ま會 長の 西部 
じがけ る 經驗餓 、齋藤 緩 領事の 
敎訓は 巧々 開 胞の常 r 記憶して 
置くべき ご 集會の 諸君が 小生 W 一 
间威 である ど 期がず る。 

自己紹介の 一二を 演說は 至極 結 
撥なる もぶ 話されし 中' - L 自 をは 
何を 聞き 阿を 人に 話し! <ゐ るか 
誌 解して ゐ ない 方が 大濟 ぁつた 
ど お ふ 0 

同じ 趣意を々 し 言葉 じを を變 
へて 述べら むた に 過ぎな かつた 
のは 遺憾で ぁつじ。 又 懇談 會の 
願 係し ない i を 述べ、 終らね 硬 
じ 時間 制限の ため 司會 をが 停 ル 
せられた のけ 當人じ 對お氣 み 葦 
じ 感じた。 r I 
次回 集 曾ん 巧は 日本ん ながが 領 
する 希 導、 巧々 同胞を 展 
て 思 ひ 付かれし 意見、 自己 给が 
が 巧、 が 巧を 問は ホ實驗 され！ 
經驗談 を 極ぐ 衞單じ 述べられて 
は 如何？。 過ら は 後 おの 戒 f な 
卜 ，お 巧ぞの 賓驗は 失敗 者の 燈か 
ごなる と潭ふ C ‘ 
終ち の 福 お 一し ぶ 余ら 時間を 襄 
しために 閒 禽の詞 のない 前に 散 
會 されし 方の あちし は、 委員 建 
の 奔走 £ 必勞 を集會 せし 諸君が 
謝 盧を表 ザし 巧 爲 とは あはれ な 
い。 次回 斯る樂 しき 集會じ 出席 
せらる t ホ々 は 是非 サ散 會の詞 
の あるを 席に着かる；'?- をを 駕 
ずる 0 


西 六十 五 T 目 巧阳 十六 番 

一力 旅館 大橋 

笔韶 ュンデ n ブト 八 六 1 〇 


一 f 」 す 化み 必地 ょき 

獲 1 お i なる 室 

お 林 巧 か 

養 Lex 量 ミ/ we . ジ L 吉 ad . ぎ 2921 


.榮太 郞君大 得意 

獨立ホ 術 協會じ r 鞭を 持つ 人」 

を 出品した 石垣を お 郎君の 化 品 

は、 夕刊 ポスト 紙 や タイ ムス 紙 

の お 術 記 巧が 「 H 本人 蘆 家 どし 

て 近 ホ 出色の 出ホ榮 へ」 ど 大じ 


御 下宿 鴨ホ乂 

ちで ospe 己 Place 

bet . 1 si -2 nd Ave . off E ’ 食 nd St . 

ぎ 里 urrayH 吉沒洁 

► 111 德 u 淸 潔、 親切、 氣樂 A 

橘な 旅 縮 

ま 巧 伊勢 事 佐 久践榮 作 

援 5 田. 裹を S すま t 

Tei . Heg 呈 t だ 99 
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田 中 おみ 郎 


お 四十 了 目 二 四 二番 

ぎを 害 nia 呈 4 


笔話 レキシントン 四 八 五を 

岩 巧旅舘 

お 十 立 T 目 二百を 
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狂 化で ぶな 巧 att で 巧を 必 む巧 で 巧 


[日曜' り 


日 八十 月兰か の > 化 大 〔四） 




ホ ノル、 橫沒 '一! 戶 '長咕 •上游 ■蛋巧 点 尼拉巧 
(經が 出 化' 一一 « ホ A 日 レ 

西 比 刺强化 (二气 0§ 嗯 ) I 二 巧 化 一日 

(羅府 出 抓 一一 一月 二十 セ 日】 

太が 化. 三 二、 言 0 唯) 四月 十四日 
天が 見 (き、 000 觸) 四 巧廿八 B 
コレア 化 三 气含〇 順) 五月 十二 H 
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レジ デン 


ン t •— 


二 一巧 二十 八：！ 

•グレ ジ •テント ジェフ. ア ソン 

四 巧 九：！ 

■フ レシ テント クラン V 

四 巧 ： b 】 り 

，フ レジ テント マティ ソン 

五ち ご 一円 

，太平洋 化路 わ' 最 快速 激船 
- 船室 廣く 理想的 じを 脯す 
，ベッド 使用 コプト じ 非 中 

御 ホ 尊に 化ち 日本を を 調 ふ 

齡化翊 店 桑 山 蘭 店 ミ E . 呈 h 
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U 本ん 諸君には 格を じて 勉强 
し 御用の 節は 機械を 持參 して 詳 
しく 御說明 致します。 左へ 御電 
話を 願 ひます。 (石 井英 太が〕 
1 さ W .5 置 St . 妄 . 13 -C 
ぎ Circle 8815 呈 .二 -C 
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參考 資料の 書籍 寃集 等は 特に 御 
便を 取即ら ひを 升 【喊 物】 
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ヮナメ ー カ ー の 特を 

H 本人ん わ 買物 じは 特則掛 質を 固き 無 
巧で 御 お 内 致 升 お 話 又はわず お 巧 第 街 
訪 間して 袍が をを 則 ゎめめ ての わ ホ じ 
對 しては 特に 注 息 致-しま すから 是非 わ 
立 海ら 願 ひ 巧、 お內お 速は 勿論 H 本 も 
化を 化 宛の わ 荷物を 送は 當 方で をし 巧 

じ 3 ン ロナ メ ー カー 


上等 洋服 調 襲 

弊店 調製の 上等 服 U を檢じ シック リ 
を ひます、 而 かもが 段は 恰好です。 
服地は 英國ゥ ー 八が 渾山 揃へ てあら 
ます 是亦御 一 覽を願 ひます、 H 本紳 
± 諸君は 特別に 歓迎し ます。 

一ニ ホ 銀け 員 諸君には 永らく 御 愛 願を 
巧豕 つて 居ます。 

サム ウイット 洋报店 
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料 埋巧賣 度 

料 巧 店、 チ ー 作— ム 、を 賣巧 
しお 所は お 育最 好の 地が、 永き 
V 1 ス あら 一遇 千 巧の 巧 質 あ t 
結 巧の 機を、 ぶへ お宰 あれ。 
roox 呈. 吉ミ tising 呈 ice 
苦 Sumner Ave , Bro 董 n 
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自炊の 便ゐ る^) ム 
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シングル ルー ム 

五 邦よ > 八 弗を を 巧 


東京 商 貪 


I 週 お 典 及 八 弗、】 
人又は二人に適ず、 

巿廳へ 十 か タィム ススク ぶ ヤ！ 
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タンク 


純眞 なる 才 シユ’ コシユ 、ヮ I ド。— ブ 
トラ ンクの脑段は皆さんが永い旅わを^:* 
さる 時の 切. な 化ょ ら遙 にを 偕です。 

才 — シ ユコシ 

ュが 普通の 卜 
ランク ごの 違 

つて 居る 處を 

御覺 K 入れ 度 

ぅ 御座います 
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高 尙なス タィ C 洋服 

= 御 友達で が 御な しの 様な U 

を 巧が 御 巧みの 新 スタイ^ •正しい ながな 
服装 •をの 御な 贴を當 巧は おおを しまず。 
一度 御 ホ 巧な it , つて 確が 地 •結が •巧と 巧 
度 下さい。 御 不滿の 巧は 返を 致します 0 
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資本' を 一 お 面 
拂达 巧を 衣を 六 千を 曲 
.旗 •立 金 五 千 ホが 巧围 

S 試 ご 弃銀巧 が帛 ま 巧 

本店 東京 市 H ネ巧防 駿お町 一 
支 お. 小が H 本 橋 化の 內 (巧き お 苗 
名を 居 巧 郁 乂阪商 (わ 阳〕 

神 戶廣岛 下 曲 巧 巧 お 化 
お 岡を 胳上お 倫 致孟買 


外 固爲替 、觀里 送を、 ホ 送を •信用が 巧 他 
一 股银巧 業務 梢々 御 巧が じ お 扱呵中 お" 

餘献 一一 一義 銀 巧 § ま 巧 

本 ま 巧 巧 巧 粟 巧.、 大阪 、神 戸、 を 都 
所が 地 を 古 盛 > 小 梅、 上 お、 おを 


縣 細を 期が 赁 五十 圓 0 上が 息牟 ホを 

鱗 賦臺灣 銀な— お 張 所 

▼鄕里 送を ぶびが 送を (無手 敎 巧)、 外國 
爲替賣 買、 荷爲辑 な祐取 立、 信 巧が を 
巧 等 一般 銀行 棠採御 巧 利に 化 圾巧化 お 
▼かほ 詳細は 御滋瞭 なく 御 闽を被 ドを お 

、^^巧「巧貨あ十圓な上1 六 ヶ 巧0上 
本店^を巧厂が息；；=年ホを」 ーニヶ 年な內 
預 会を® 「邦貨 五十 圓 0 上 

i お ir 巧 圓じ巧 H ホ ー 殻二馆 

(化 y をモ 凹な 下ノ おな 技を" 無利息〕 

横 獲 正金 銀 巧 8 ま 巧 

鄉 まを をは 都て 無ず 巧 巧 じて 常 
わ橫沒 本店 経由を を 卞お巧 申 お 


な 長巧爵 住ぶ ま 左銜巧 

本 店乂 扱化濟 お T 目 

化育ち 巧 が 脊ブ n 1 ドウ H ィ冉 四十 九 あ 

|赋 化な 銀 巧 

お (東を、 横 お、 をを 尾、 京都、# 口 
& 2 け^ち ノ 道、 廣 島、 吳 、柳 井、 下ゾ械 
巧 ミ 巧 j 巧 司、 小 倉、 お 松、 博夕 、久留 ホ 等 
本 図' 預 を、 瓶單： 送を 等は 巧め 
て 御 巧 利 迅速に 御 化 扱 可 申 巧 
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"を觀 、ホ ニ 之-一 關スこ 切 ノ楽格 
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シアトル d 聊 
あらび や 化 S 月廿六 H 
あら ゲな乂 四 巧 九 H 
▼橫演 1 等 一九 五 ホ S 等 五 五 巧 
一二 等を 室 大改遐 家族を 多較 

▲御を 望に 化 4 お 引 化 巧 切 巧 没 巧 巧を 暖 

ロスアンゼルス 出帆 
めきし こ乂 一二 巧 化 八日 
しか ごか 四 巧 化〇 
►沙 港羅が 巧を お 切符 お 專券巧 入御 辟 
带ホ b お 0 

▼が 巧额 パナマ 巧 由 R 本 女が ぶ 物が 巧 一面 


晚杳巧 巧 二 週】 回 出帆 

▼エム プレス 亞細亞 (一一 一ふ备 哦) 

四月 ご 一日 

►エム プレス 加 糸 太 (吴る 着峨) 

四月 十と H 

▲王 ムプ レ， を 西な 三 一ろ 00 贿 )■ 

五月 一 H 

▼ェム グレ Z を 太 利 ご 宝ふ呂 咽) 

五月 十四日 

一等、 二等、 一二 等 及び 下等を 設備 

を大 、善类 、最快 まの 策げ 航行 船 
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横 溶化 
加 質 化 
がを 化 
靜岡か 


四 巧 十目 
四 巧 化 お 口 
五 g 十二 H 
六月 六 H 


U 本 巧 船を 運賃 新 率 
一等 橫濱 一九 五 巧 神 ロニ 〇 五 巧 
云 等 巧 食 五十と 巧 かを 五十 五 巧 

歐洲 H 本閒 客船 (每写 扇 

淪致 よら 一等な 五據 、二等と 十 
磅 、お ザを よら 一等 化 十と 巧 
二等 六十 ホ镑。 

化を 化 呪 田を 巧經由 日本 巧 K 物 お一 月二阳 


船 星 
を 巧 
はを 
巧 御 
本 呼 
を 出 
小し 
おで 
物 さ 
は L 


春霞た なびく 朝に 

信が 狀捧ま 式擧巧 


む 聖舘で 大統領 ご 謁見し、 懇 
篤なる 辭 令を 夕換 した 新 大使 


ボト マック. 何 畔じお 霞 棚び き 
ゎたる I 二月 十六 H の 朝 新 巧な 米 

を 巧 大使 松 半恒雄 氏は 大が械 巧 

が 武官 シュリ^ 大佐 及び 國 おみ 

官ジ . ヨン、 ザ 7 ン ユ 1、 マ クマ 

レィ 民の 出迎 をを け、 ち 旧 化 細 

大巧、 澤 旧み を事宮 、を 島！ 等 

嘗記官 、大 化舘 W が 陸ず ま宫等 

十四 人 ご 共に 白 里 舘を巧 問し、 

I 迎賓 おにが て クゥ リッジ 大統領 

一に 謁見、 陛 '下の 御 信 巧 化を 捧呈 

i し大を 左の かき 式が を 述べた 0 

I 予は U 本 ホ 网虽巧 陛下の 親 

1 巧に ぶき 米网 政府に を 巧 大使 

! たるの 赏 格に をな てを じ 信 巧 

; 狀を閒 下に 手を し 同時に 予の 

i 前 巧を 植 •煤 正が 巧の 招 喚狀を 

1 捧呈す るの ホを をが す而 して 

j チは 牌 下の 誠實 じして おお 渝 

ら ざるぶ 情を 齋ら せる を 幸福 

ごする。 H 本 ご米齒 どのるな 

は 傅が 的で ぁつて 常に 巧 瓦の 

ホ 和を なごす るに 化り 其 結 あ 

ごして 両國 を自じ 信頼の 悄を 

致 ふし 居れる じ 顧み 予 はお 來 

盆々 雜密善 機の ぶ 證を加 ふる 

じ至 .' ぅむ；を叙駕する巧第で 

ぁる。 予は 前年 單盛頓 じめ け 

る 巧 縮 曾議じ 列す るの がを 得 

たるが 今み 最高 じして 軍 巧な 

る 化 命を 帶 ぶる じ 當ら予 のま 

大な そを 任を 巧みに 感知す る 

ど 共に ホの 精力を 傾倒して 觸 

ドみ 信 巧 V - 貴圃 政が の 蔚助ど 

を 得 レ'; に 巧みせ ねば むらの 

をに 對 して 予 は貴國 あがが が 

ての 予の前 化 者 じ おへられた 


る ご！！】 の 寬をど 好 恵を 蘇せ 

られむ i を 魔い。 

松 平 大使の 捧呈せ る 信 巧狀を 

手 じした るク ー リッジ 大統領は 

巽が ごして みの かき 唐 ホの 答辭 

を陳 ベた。 曰 < 

大使 赏 ド、 予は 日本 帝國 皇帝 

階； 卜が 貴下を を 權大懊 として 
弊 國に特 がする の慢 巧狀 をを 
領す るのを 幸福 どす る。 同時 

じ 貴下の 前 巧者 ど L て 貴阅政 
府を 化を せる 植族正 お 氏の お 

喚 化を も 併せてを じを 橄 する 

み 第で ある。 予は 貴下を 通じ 

て 陛下の 友 組 £ 好 患 ごを 新ら 

たじ せらる i 旨の 保証を 得て 

お 悅じ堪 b む。 予は 貴下ょ 6 

予 ぶび 弊齒 々ほの 貴 閥に おす 

る 善な を陛 ドじ傳 達せられむ 

をを望む。 盖し傳統的ま韶ご 

巧 互の 信頼 どは 夕年 H 米涵闽 

じ 一貫した る 事を であつ て予 

の 意志は 今後 益々 親密の 度を 

加へ わ J を 余 望せられ たる 貴 

下の 息 志 ごを 致ず る もので あ 

る。 予は 曾て 華盛頓 じがけ る 

巧 縮を 議じ 貴下の 關聯 せられ 

たる 事 賞を 顧み 該貪 護に 娘ら 

て列國 協調の 著大なる 慟 きを 

なせる を 信じて 疑は ない。 而- 

して 正式に 貴 ドの な 体を 認識 

する じ 當ら予 は 日米 巧 瓦の 理 

解'.- 同情 ごを 增進 せむ どす る 

貴下を 歡迎し 巧 任務を 遂 巧す 

るに おして 充 かの 徑 宜を呈 ず 

ベ < 且つ 贵 ドが 弊 倒が ほ 中 快 

適 t *- り わ.- VJ を 倍せ わご 欲す。 


和 氣滿堂 人を 醉は >し めた 

俱樂 部の 廿年 記念 祝贊會 


本 舰旣報 口 本ぉ樂 が創 

な 二十 年 記を 祝货 曾は 十' 腿の 巧 

脚 かれけ。 午後 六 時 巧から 會員 

ぶび @む^ を 放 知ぶ が紛 々ど ホ 

をして L が 助には n . たんを 超過 

しじが 又 口で 巧 詰の 辨當を 質つ 

た 人々 は 階での 大食 常、 パ ァラ 

ァ 、嗔愧 室 等に なれて 隨 なに 節 

取なる 魄 餐を濟 ょせ、 化を 氣か 

の 模擬 化に 化窗 つて 化 酒、 汁が 

おでん、 っ でん、 帯を。 で おひ 

おひの 好み じ 巧 ザて 吉 鼓を 打つ 

か 後 A 时一讯 しい 鈴 心音に 開 食を 

報せられ， 巧には 階上は', 錐の 

餘娜 も。 いおに 壽 15- 詰めと；；* つ 

て 居た。 巧 木 食 技 •かグ "グラム 

じ隨 つて 餅 巧の 齡を 述べ 化柴辄 

のを 歷 おから 說 きおめ て化樂 部 

の巧隆 を 度’ ぶ 巧せ るな なげ 愧 

十 衣-始め 今 W 名 爆 終身 倚 貞じ椎 

煎ヴる 諸氏 じ 巧し-々 威 謝のを 

をる し、 一!^ をな 天皇 牌 下の 萬 

巧を-二 哨 した。 袖木舒 長の 後を 

をけ て 

名 馨會長 齋腺媳 が 事が 

_衞 潔に 祝 齡を陳 ベ、 當 巧のを 封 

を 川な 爱 二に が說 能を 巧へ た U 

k •か濟 いでから 化 舞 『謠曲 熊 巧 

の 一節」/ こ：， つた。 鈴 木さん の 

舞ご謠 ごな 流扫に 化が され じ も 


ので 化 證は她 ま、 半田、 大木の 

兰 をに 齋 藤、 橋 本 二 氏が 承って 

無审 、みに 落語 一, やき、 も』 が ぁ 

も、 『な 巧 お J の 一二 曲 合奏は 巧樂 

ぉ 巧替員 f ぁる 吉を ドク ト少夫 

人のを、 が 川 夫人の S ホ、 h 旧 

健 巧に の 尺八で 孰れ も 好が を悚 

した。 第 四の 歌 巧は 山 田 馬輔轟 

伯 巧な の 喉小阪 夫人の S ホじ滿 

睹 歓呼して ァン コ I 八を 嬰 ホし 

横 内 巧の 獨鷄 r 筆賛 り』 S 『莖の 

地』 ごは 入神の 巧 ごして 滿媳抱 

股 絶倒。 - 

次で 長 咐賤校 滞は 一二 睐 

，''歌ら 本ん な 上と 許せられ て枯 

たが K 夫人の S ホけ. 一段 出色の 

もので をつ た。 鼓を はユー ジン 

ピ。— 氏' 腐が が 藤 謁雄氏 織 案の 

戯 化 「銭り だるん 夕背 貴は 义巧 

武雄氏 の 巧 化 把な ら の 舞毒監 

格け 岡 出ぉ廉 氏、 お 是は廣 瀬 L 

邮巧ホ 水 善 造 氏で がを のが 格 & 

とを 扶 け、 を 煤 S 菜 人 巧を 中滿 

をの 人相 木 あ 茂には 底 外 わ k 出 

ホ、 渡邊 礫の 女、 宇な-巧 巧の 

巧 人、 高 旧を 雄 氏の 第二の 男、 

今 ホな 一二 氏の 第一 二八 巧、 水な が 

一二 氏のと を^で 一 间御芭 巧で 街 

化 ザ かな 寐然 た ； V 卿に 目 出 巧が 

ホした 0 


加州な 友 銀行 

營業 y 開始 

サクラメント にて 
化ぶ 銀 巧 じて は 加州 サク ラメ 

ントホ じ 於け る 舊口本 銀 巧を 買 

收 して 別 じ 加州 化ぶ 銀 巧のを 稱 

の 下 じ 新 そ 巧を 經營 する i ごな 

つてち たが 愈々 まる 十二 日 よら 

径 業を 閒始 しわ 右 認可証は 本 巧 

六：！： サクラメント 郡 書記よ ち 下 

つたので を 港の 住ぶ 銀 巧よ ちを 

を S 郞巧出 ホ L てを 方面 どが 街 

を 重ねた る 結 あ 開業の 帶 備を辕 

へたので あるが 頭取は 巧爵 住ぶ 

吉左エ 巧 巧、 副' 助 化は 巧 榮港支 

店長を 藤 鶴吉巧 之に 任じ、 取締 

役 ごして は 住ぶ 巧、 佐 藤 巧の か 
辻 您兰郞 化、 シー 、ィ ー、 ぺ 
ン を 及び 顧問 辨誰 ± シャ I フ氏 

の S 名 就任 （た。 が 巧の 資 をは 
十 萬 弗、 お 立を 二 萬 弗 じて 最巧 
は 小 お 模じ營 業す る 笠で ある ご 
云 ふ。 尙ほ舊 H 本 銀 巧の 漬務は 
加州 銀 巧 監皆官 どの 認 解の 下 じ 
- をみ 條 がに 化 b 舊銀 巧の 資產 

を 銀け 監督官 よら 買 ひを くる- 
し、 其 化 金を 0 てを 巧 監督官 

'に舊 巧 巧の 預金者に 興して 支拂 
を 了す るを どなる べしと。 


日本人 美な 敎會 が， 

日曜 學 校を 設置 

H 本人 萊 0 敎會 じて はまる 十 

五日 午後 二 時よ h 役 貴會を 開き 

敎 務じ關 する 重婴 事項を 討議し 

たるが 豫て よら 計畫し 居た る H 

耀學 絞の 設廣 をみ をし 四り 十二 

イ 1 スタ ア 、サンディの 午後 

をのて 開校式を 孽 ぐる 黄で ある 

云 ふを じ 就き 化 川 幹事げ 語る 

' U 曠學 校の 必要は 巧 じ 痛 威せ 

られつ/' あらし 所で 颇る 機宜に 

適した 事業の 一つ ご 信じます か 

ら 巧みの 爵 助を 得たい どち へま 

す』 を々 巧 ほ グッド フライ ディ 

じは 信仰 上の 感話 會を銷 きイー 

スタ ア 、サン ディは 子女 水な ご 

し 7 盛大なる 會 をを 催ず 由。 

紐 育 學生雄 辯會. 

U 本人ち な 敎爵會 靑年會 員を 

中必 ごして が 育 學生雄 辯 會を開 

惟ず るの 满 熟し 去る 十五 H 午後 

一时よ b 第一 巧のを をを がみた 

るに ホ 席 者 二十を を 柿々 協議を 

遂げ。 るか。 

商船の 割引切符 

乂阪 商船 會 社に ては 船客の' 傑 

盛を 計る ため 今回 剧 引か 巧を 發 

わする ホ ど；^* つたが 右は 沙港横 

衛 間の 船ぞに 適用す る も 如 じし 

て 往な S 巧鹏入 あじ おして 彼が 

船赁 よら 一-御を 刹 引す る爭 じな 

つたと 常 地 出張所 船を な 員は 語 

つた 0 

维府 日會新 役員 

ホ磕頓 H 本ん 曾に 於て は景あ 

ホ 季總會 を 開きを 巧を 計 ぉ吿を 

巧 ひ 柿々 協诚 あらたる 後 本年度 

役員を な 逃の 結裝 左記の 諸氏 當 

逃した。 

巧 ぉ 村 山 順 

幹爭 ホぶ を 

翻 幹事 柳田實 

曾 計 化' 棋 が四郎 

が溢员 西 尾 脑一郞 

^ をな 龜乂耶 


指 宿 巧 送別 晚餐 

近日 站 朝のを じ 就 < 風 巧淚船 
組 育 出張所 員 指 おを 意 氏の ため 
r 吉州會 おおの 下 じ 送別の 宴を 
まる 十六 日 午後 J ハ 時半ょ b 巧 十 
九 下目 凹 十一 あおが 館 じがて 開 
偶した るが 參衙 者は 盡に鄕 裳の 
人々 じて ホ 常に 巧ち どけれ る 懐 
舊談を 試み 散會 したる は 午後 十 
I 時半 頃で あつ わ。 0 に 氏は ホ 
るサ ー り±幡；1: 當地 おを 歸额の 
豫 を。 


♦お 田 党み 巧 文部省が 外が 巧 
員、 まる 十六 日日 本 ょら 着が 暫 
ら<滯 化の 上五片 下旬 渡 歐の吿 
♦長 陥滋氏 東を 巧科大 學敎授 
文部省が 外 研究員、 十六 日 着が 
六月 巧 旬 頃を 滯ぜの 由。 

♦杉 お 一二郎 皮を 禪醫巧 乂學あ 
巧、 貞モ 夫人 同伴 喊洲 ょら 歸朝 
の 途か數 H 前 着が。 

♦あ 山義盛 氏を 澤巿 臀師 、去 
る 十日 着が。 

•森 文-一一郎 氏 文部を 巧 外が 兜 
員、 十日 歐洲ょ b 着が ホる 册 • 
日を の サィべ リア 义 便じて 歸朝 
♦巧を 一二郎 氏 文部を ぜ 外硏究 
員、 十ー ニり 歐讲ょ b 歸 朝のを み 
着が。. 

参 薄 田 忠雄氏 江 巧 巧 員、 近 < 
當 地出發 一二 巧 化 一 H 桑 港 お帆サ 
ィ 'ヘリ ャ义 じて 一時 歸 朝。 
♦姉齒 準 平氏 副領事、 ボ スト 

ン H 本 協 曾の レセプション にお 

席すべく 昨が々 巧 じて 同 化 じ 魁 
き 巧 H お歸 紐の 茜。 


近着 雛 誌 ㈱ — 


連談 お 樂部 
文 蠻俱藥 部 

曲 白 お樂部 

講談 落語 

講談 雜誌 


同 


佐 藤季司 


ポヶット 

娛 樂化界 

人情 化樂部 

中央を 論 

リ本及 H 本人 

な逛 

が辨 

實 業の H 本 

新靑年 

婦 、化界 

婦女が 

婦人 證報 

家庭 雑誌 

ま婦 のぶ 

締 人を 論 

婦 、お樂 部 

歧 化 H 本 新 間、 を 渚 日米 

が 育 新報、： n 米 時報 化み 仕 候 

〇 レ ルクレ ヤツ 

六躯 五十 仙ょり 十二 弗を 

かむ (大 、中ぶ) 

二 弗 八十 五 仙よ b を 巧 

右 御 注 义に應 じ ま 

紐 育 東京 廚會 


〇〇 

八 〇 

八 0 

お 〇 

四 〇 

五 〇 

四 〇 

と 0 

八 〇 

八 0 

八 〇 

〇〇 

八。 

兰〇 

五 〇 

六 〇 

六 〇 

と 〇 

丄ハ〇 

六 〇 

と Q 

と 〇 


夏場 用 諸？？？ 

度し エバンス 化 製 四十 八州 電燈 

巧 十六 脚に て 巧赤電 燈の闹 々に 

使 巧し 得、 替 モータ I 夏 使 

用 新調 ど词糕 、大を 儲の 出來る 

機械、 歸國じ 付 ま急大 格を にて 

叢 度し 明が 菩進畢 【を 鬼】 

172*^ ぞ achtreeSt . 呈 anta . oa . 
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に' 勒 ずる 躲課 どなら、 巧 政部必 
化の 巧知で ホ 巧の 惡い 影嚮 も、 
與 溢の 上には 巧 わた 樣 子で ホる 
■い、 巧 わが ごは 沿を 當 巧の 提藥 
で わる： 年； 億 一千 巧 巧、 廿個 
年引靈 のを 算 は、 巧 則 どして こ 
れを 認め、 實 際卜- しは 第二 軍縮 
のぶ 巧を 觀销 する の あ 勢 t あウ 
英國を がら 化を 擴張豐 一億 万 パ 
ゲン ド、 巧を 監隻六 千 あ 十 巧 パ 


ウン ド-前年 ょら 五 百. カバ クン 
ド お 抓) 等の 豫算を 提出し、 こ 
れを 第. 二軍 縮 じ 結んで、 若し こ 
の會 能；， 炎 敗した 複 を、 兩國は 
を もじ お軍擴 張に 甚 手すべし ど 
いふを を 見せて & るが、 巧る 樓 
面 S 威 脅 的 態 あを なて、 第二 軍 
縮を ま 張す るのは 甚だ 危 厳な も 
のとして、 われ 等は 両國當 局 者 
の 反省を 化さ r るを 得ぬ。 


-ろ 


\ 見 わる 

第二 軍縮 會議 前據 


目標 U 補助 艦ん 制限の み 


ワシントン 特電 十九 H 發 U ク！ 3 ツデ 大統領の 第二 軍縮 會議 
な 集に 關聯 して 歐洲 の！ が 别强は 陸軍 縮少 問題を 討議す るかの 

かく 巧を されて ゐるじ おし 米威當 厨は 千 化な か 一年の ホ、 米 図 

を お：？- ヮシントン 鹽隙會 溢に 陸軍 縮 ホを を おする のを 園を 抱き 

じる を。 き 育を 明白 どした るが、 岡 時 じ 巧るべき 會議は 純然た 

るが 軍 問題み 討 藩 じ 止め 補 巧磁め 制限を 賓現 する じあら ど稱し 

ちし 巧强 じ—、 てを 望す る 媛 合は 海陸 航空が の 就 限を も 討議 r 應 

やる の々 おじして 米 國枚府 ごして は國務 長官 ヶ P ツグ 氏の 就任 

W ホ ホ だり 淺 ，.、討 蘇 基礎 事 巧 等に 就ても 柯 巧の 確を を 見る じ 至 

ら ざる も、 第 禽が钩 ど 共-! 大統領は 顏巧 長官 ど おを じ 之を 討議 

したる と、 化づ ホを 式に ホ國 政府の 眞 息を 願 係 列强じ 内報し 巧 

L お 一み 舒缩 參加國 のを 部が これを 承認した る 壌を 始めて 正 ま 

じ 招 语狀を おする じ をるべく、 おし 瞄巧 巧强 の一國 じして 參加 

を巧提 したお 合は 會辨の 意義を 失 ふ もの ど 見做 L 、 垂然黨 二軍 

縮 會疆じ 巧 集し ない 方針で をる. こ 傅 わらる。 

i 討臺 でぁる 一方 觸級逛 巧 艦 十 

隹 、お 巧 巧 艇こ隻 、驅逐 艦 ホ ーニ. 

隻 、潜水艦 化 八隻の 建造を 急ぎ 

特に 巡洋艦は 倒轉砲 一二 門を 備 が 

し 英米 巡渊 艦に 比類な き 偉力を 

を禪 せんとし つ； わる i が 部内 

で閒題 どされ てゐ る。 

移 巧 間 題は 


英國 海軍 ミ 

潜水艦 力 

n ン ドン 十八 日 發 u 補助艦艇 

の制狀 問題に 願 聯し英 固が 軍部 

わにて は U 本、 ホ國 、フランス 

ぶ 伊太利の 現が 潜水艦 力鶴數 一二 

巧 化隻じ 達しむ るじ對 照し 英國 

はを の對抗 

五す 囊 のち 力なる 巡 

が 艦を 必要 ど するど 認め 目 f 調 

査 中で あるが、 巧國 海軍の 調 奪 

じ 化れば 現 化 列强中 潜水艦 力の 

最 優秀なる はホ國 じして 建 狙 

副を 中の 六隻 を. 除きが サ と隻、 

u 本は と 十义隻 、フラン マは ホ 

十乂楚 、が お 利け 五十 五隻 (計 

宝 中) じして 殊に フランスは 巧 

らじ化 ムハ雙 の 建を じを ずしつ i 


.談 議尙早 

軍縮， こお 平 大使 

'ワシントン 特電 十八 日發 ；：；： 駐 

米 日本を 權 大使がず 恆雄 氏は 就 

巧 0 ホ最 巧の 內外 新聞 記を 圍£ 

の 食ぶ じ 化て 

白义 政局に 就て 自 ホに 

談簾 する 巧 あら、 一部 新聞紙が 

大使は 國務 省ど排 U 移民法 問題 

に 就て 直 もじ 協議ず べし 交の 訓 


ある お樣 じて、 英國 はこれ じ對 I 令を を パて ゐを どの 報道に 凿し 

し 建を 中の 四隻を 除き 站巧 勢力 I 大使 じこ わを 否定し 巧の まけた 

は 六十 一二 隻 であるが、 英國が 巧 


部内 じて は從巧 ごても 潜水艦の 

偉力 お 揮は が 上に がける 補 巧 艦 

の優を^^る威力じをたざる可ら 

や ミの 見解を 抱いて むる ので、 

なつて を國は 第一が 會 幾に 等し 

< 、潜水艦に してを 然廢莱 され 

G い 限 b 

補助 艦 率 の 協を じ媽ず 

る 能は ざる 氣势 じして、 巧 かじ 

してを み 潜水 溢 建 迪計襄 を 放棄 

輕 がしない 限 も巧闕 はこれ が掛 

抗 策を 取る の 外な かるべ < 、あ 

らじ 巡げ 艦 方面 じて は义闊 ぶび 

フラン N ' は 停頓 化 態で あるら：：； 

本は を々 これにず を 染め 錄 をの 


る訓 みはを 般的じ L て柯等 特殊 

の ものな けれど 移民 問題 じ 就て 

义國 & 府じ旣 じ 解み 溝の 問題 ご 

見做し ゐる もの iH 本 ごして は 

將 ホ爾國 にごらて 摘 足に 値ず る 

解み 点-.; 到達すべく 希望して ゐ 

る こ 語ち’ 軍備 縮少 問題 じ 執て 

は 第一み 會證 じがけ る H みを が 

の 行動は 世 巧に 掛 して 日本の お 

巧を 明白 じした ご 語ら 萬 二軍 縮 

じ おする 實 隙的參 加は (原則に 

は 勿論 贊 成で あるが) 乂圖 ょち 

提示 せんごす る 討 護範園 じ賴る 

の 外な しご 斷 じたる 後， 

日露 谅を 問題 じがら t 

本 ご 〇 シアが 政を、 化 巧 ぷび經 


注意を はらは やじ、 いを いで 天 

固へ がんで いつて し 主つ た 0 

一十 H 鼠け、 蝶々 がまつ て か 
らミ もな ぐ やつて 來 た。 彼は 將 
巧の 傷いた をを みる ご、 を ばへ 
近づぃて、 蝶々 が 兵卒 じさ t や 
いたやぅ じ、 をのす 許で さ！ や 
ご 0 

將 軍、 あ U たの 臨 あ も， 




まぢかで すよ。 あ。 たが この 
よしみの がい 化界 にわ わかれを 
なさる まへ に、 なじ かお 學 みが 
あるので した.- っ、 この わた く- 
が かなへ t あげ ませう。 まわな 
ん なら ど、 欲しい ものを 云つ て 
御覽 なさい。 

巧に せまつ た將 軍は、 自 かの 
まへ じ、 ひご 6 の眞 黒な 着物を 
きた 不氣 ホな 惡 魔が 突つ たつて 
ゐ るのを みたので ある。 

さすがの お 軍 もこれ をみ ると 
ぎよつ Vi したが、 しかし 化が 一象 

氣な 軍人で ある だけ じ、 をを！ 
ぎら しめて、 をして 貪 縛つ た 歯 

のを ひだから、 はきだず やうに 
云つ たので ある 0 

—— をれ では、 己 もい よいよ 
巧な i ければ ならない のか。 己 
は 敵を 潰滅 させて、 をして ほん 
たう じ 征服 もし 得ない う もじ、 
死ねのは 殘を だ。 巧 弟、 でう か 
己 じこの 志を まつとう させて く 
れ 。をれ からもう ひ £ つのち の 
願 ひは、 でう か 己の 死後、 己の 
軍ん. としての 晚年 をかざる じふ 
さはし いおの 動 章を、 己の 篆暖 
じたむ けて もら ひたい 〇支 じ' 
これは 己の 最後の、 をして 己の 
永年の 宿望 i :* の だが、 瞬 目を す 
る まへの ほんの 一 踩閒の ひまで 
も 結構 だが、 己 じほん たうの く 
つろ ぎ、 まあ 必の ホ かご いつわ 
やうな ものを あたへ て k らいむ 
い。 これは 己の 力 も、 己の 意 お 
も、 を ま で じで うする J も で S 
なかつ たもので あつたの だ。 

將軍 はこ S 最後の 詞を もらす 
ご、 もろく も 落涙を したので あ 
る 0 

惡 魔は 賭 軍の 剖を きいて、 つ 
めたい 微苦笑 をら らした。 

ようこ さんす、 巧 H 一 軍 。 も 

なた の お望みは 巧 事 ひきうけ 4 
した。 た r 致 後に おつし やつ わ 
もの だけは、 どうも この わじ- 
し の 手 じは 負へ ません に。 ど ーザ 
つて、 彼は 聲を わごして、— 
かう 申す ごなんで すが、 じつ H 
わ埋 みの 最後の 品物は、 地獄の 
ものではありません でして、 わ 
ん でも、 わたくしで ものから；； 
い 生物の すんで ゐ る、 天閔 とめ 
ら じある さう です よ 0 

かう 云つ て、 惡 魔は 將 軍の 簾 
を 化獄へ つれて 巧つ た。 

海の 內ご外 

♦東を 巿 じ乂乂 、米 國の中 H 
部 じ 大腿 あ。 而 かも 東京 大火 L 
國お 省が 巧 速の 救助 中 送み は、 
日米 棚 係の 半面を 链る もの。 

♦四十と 歲 じして 旣じ廿 rat 
のず 供を 生み、 をの 中 十 U 1 人 t 
健を であると いふせ 親が 獨 逸^ 
ある。 故 松 方を 顔色な し。 

♦を 化大學 の敎授 速が サボ々 
1 デュ 騷 ぎ。 化生 騒げば 生徒* 
騒ぐ。 今に ストライキ 大學を ホ 
郁を で 認可す る だら う。 


クの 

松 本 苦味 


死 


戰爭 •かひで < 危急を つげた さ 
なか でんる。 爆强 はわを ろしい 
力で 破裂ず る、 機 閥 砲は 雨 殺の 
やうに 化を を 一 ぐ、 をして 無垢 
な 神の 子で もじち が 傷いて、^ 
ち こもじた ふれて、 痛手の くる 
しみに 重い 啤 きを あ パる 時、 ひ 
どつ の 小さな 白い 蝶々 が 野 面を 
ひく i 飛んで ゐ た。 をして ずぐ 
をの も かぐの 黨め 中を、 一 化の 
黒い 二十日鼠が、 ちよろ/、 ご 
える いて ゐ た。 

これは 戰 ひの 眞中 ごして は、 

た I かじ ある あ ひがけない、 異 
常な ホ 貴で あつた じちが いない 
なせなら ば、 をの どき 曠野は】 
辱し 砲彈 の爆發 する 烈しい 一を ご 
をの 瘦 ごじ わ ほ はれて、 人 ど 人 
ごは、 おれが ひじ 物 巧は しい 殺 
戮 のさ U かで あつたから。 

けれども、 事寶 はいつ も n つ 
して ネ 自然で あ 6 得ない やうに 
この 蝶々 と 二十日鼠 ごは、 うら 

ら かな 春の 朝、 太陽が 野のう へ 
じ 織 笑を して ゐる日 どなん のか 
はつた こ £ら なく、 殆ん ど柯事 

も；：：* いかの やう じ、 ホ 氣で 野を 

ゆき.- して & たので ある 0 
戰場 じは 數 しれぬ 屍が よこた 

はつて むね。 をして をのな かじ 

ふたら の 死に 頻 しね 男が ゐ た。 
ひど b はわ かい 兵卒、 ほかの ひ 

どらは 將 軍で あつね。- 
蝶々 はを 卒 のを ばへ 飛んで ゆ 

くご、 をの 耳許で さ i や いれ 

I もしもし、 神が 天 題で あ 

なた を 呼んで ゐ ますよ。 あなた 

は、 ながい あ ひだ 住み なれね こ 

の- H 地を はなれる まへ じ、 なじ 

かわ 望みが あらます か。 

兵卒は ごぢ かけた 目を あけて 

見る ご、 白い 衣を きて、 さら 
ち どした 銀色の 冀を つけた ひご 

らの 天使が、 自み のまへ じ 立つ 

てむ た。 ' 

彼は 痛ず のた わじもう もの も 

云 ふこ ど すらで きないい まは の 

きは の、 苦しい 息の したから、 
かすか じさ-^ やい わ。 

—— 五ン ジェ^、 わたくしは 

あとへ 獲した 小さい 子供^ 身を 

おも ふよ b ほか じ、 なんの 望み 

も あらません 〇をあ あのした 

いけな、 幼い 子 おの 微笑 ほど 巧 

愛いもがはあら^^^んね。 でう 

か、 まの 力强 い、 お ほきな 御手 

か、 この わたくし かう けました 

やう。、 さまざまな 危難から、 
をの 平 供 を おまもりく たさい ま 

す やう じ 0 

—— よく わか b ましむ 〇あじ 

化の わ 壁み はかな へられる でせ 

.う。 まは 谷 あ ひじ おく 小さな 巧 

をの 花を も 雨 や 風から ふせがれ 

る やう じ、 あなたの 子 おを お 
もらく ださる でせ う。 

兵を はじつ こら ご 笑つ て睽自 

した 0 

蝶々 け 兵卒の 靈を たづ さへ て 
天 國へゆ < 途中、 も かくの 地の 

うへ じ お 軍が 傷いて た ふれて ゐ 

るの が 目 じついた。 彼女は、 ち 

よい ど 一瞬 巧、 立ち ごまつて 將 

をを 眺めて なた が、 をれ 3- 上の 


濟 的に 巧 巧め 脚 係 ある i 、 化 ホ 

の國 をは 側 人的が 引に 不便 宵で 
あつた 理 もを 舉 げて將 ホは 元よ 
b をを；：* る 貿易な 活 をを 铅 して 
& る ご おび 策 支 鐵道閒 題に 就て 
り 本は ホ だ 何等の 手段を 取ら 居 
らや 円本が 乂が模 の 飛が 機 製 
が じ 化 事し つ i ある ピ いふ 一部 
新禪 紙の 歌道を 否を ずると 同時 
じ 貿易 用の 飛 巧が 後 達み 充 みな 
る閲 家と して 航空 界 のを 展は日 
本の ホ 學' > •る 所で ある ご 述べ、 

布 畦 巧 おの ホ 輕お軍 演留じ 就て 
おし H 本 瞬 民し 誤解が あつた ご 
すれば-をれ け旣 じが 軍 及び か 
務當 馬の 說刚で 一掃され わ S 語 
った。 

陸 縮が がりで 

娜國 一孝 心. 

パブ ー 十が H 潑 U フ シン トン 
よ b 達した 報道は 來 るべき 第二 
軍縮 會議じ 陸 巧縮少 をを ちして 
I むない i が 明白 どなら フランス 
は 一を 必の 態度で あるが、 一般 
輿論は 化然 こして フシ ント -ン貪 
潑 じがる 舆 米の 提携を 猜疑し 豫 
赌討蘿 事項が-巧 然しない 限 b 鄉 
國 は輕卒 に贊ィ すべから やとい 
ふ 態 巧を 示 一 ^てゐ る。' 圏 七佛國 
側の お 張 じ •依 いげ 第一み 會畿じ 
がて ホ轉 お軍當 局は 潜水艦 制限 
に反對 したる も 國徐長 宫侧の 抑 
制で これを 中た し一轉 して 彿圈 
の 潜水 鑑か 策に 敵意を 抱く 突 凰 
ご 協調し 潜水 鑑制艇 を ま おした 
る も 遂に 趣閣侧 よら 一激 され じ 
次第で あるが、 英閣 はこれ じな 
して 遊が 態の 制限に 反 割し つ！ 
あるので ホる V き營議 もこれ 等 

.の 恵義を 最も 明白 £ しない 限も 

佛题の 會譲遂 細は 實現附 難で あ 

らぅ ど 一方は いて ゐ る。 

軍 國的だ V ’ 

マ 巧 痛擊ず 

。ン ドン 十 乂日發 — 勞慟黨 巧 

袖 マクドナ^ド 巧は 海軍 豫算二 

億 千儿巧 方 弗のと 程に 對し 巡が 

艦擴張 度び シン ボボ！ 八 軍港 布 

設 は视然 たる 軍國的 態度 じして 

徒ら-し マユ ズな 東の 闡民 をして 

將 ホの 黃 白人 禪戰爭 お發を 猜疑 

せし 〇 る ものであ^ 、殊に 英圃 

が H 本 & ホ鹽 ごぶを 的で あるな 

らば 间 物を 暇 おして W る お軍懸 

張を 放てす るみで あるかと 痛擊 

しれ。 

保障 條約 後に 

聯盟へ 參加 

ベ 作 リン 十九：：！ 發 =： 獨 逸外 お 

省*』 獨 逸の 國隙 聯盟 參 加に 關聯 

し聯强 理か會 よらの 勸誘 及び 參 

細條け 巧に 關聯 した 回 容じ對 し 

て稍滿 足の 意を を 明して ゐ るけ 

れ共 其後歐 测にゴ 相互 平和 保障 

閒 題を 生いに 至な 獨逸も 巧國か 

ら ぶの 内 窓を 問 はれた 關係も あ 

るので 情勢 も 自然】 轉し 聯盟 參 

加の 前に 巧隊條 約の 締結を ホむ 

るに 至るべく をの 條 がごして 先 

づ 分^ 及び ヶ^ン ホ 面 じ 於け る 

聯合 國贊備 軍隊の 撤宾巧 日 明を 

濁 逸 ど西歐 諸が は 先づ巧 障條約 

を 締結して 獨 逸は をの 現 位 磨を 

承認すべく、 を歐 諸が どは か戲 

條 約を 結び' 獨 逸の 軍事的 管理 

I はこれ を 聯合 國の 手よ ち 國睽聯 


が じ 移す ごい ふので みる 0 

海軍 根據 地で 

興 米 密約？ 

ホ國 提督 か 英國辯 誰 
ロンドン 十八 H 發 ZZ 今朝 下院 
にがて 勞慟黨 員べ ッ ヶット 巧は 
チャ ムバー レンが 化に 對 しを 國 
は シン ガポー 於 海軍が お 地の 建 
設に 就て 英米 お ホ當局 S 間に 柯 
等 かの 了解 あ 6 ご 云 ひ 得る や、 

が t て 万一の 旗を 巧國は ホ國お 
軍 じ 右报據 地の 使用を 許可ず る 
の 可能を ゐクや ごの 質問 じ おし 
第二 質問は' >れ を 否を し、 第一 
の 質問 じ對 しては 『英米 兩國閒 
にはを じ 凿し巧 等の 誤解な くを 
つ 今後もなからん；を切璧ず る 
のみ』 ご 答 辯し ね。 

シン ボボ！ ク十八 H 發 U 米 厨 
アジア 艦隊 司々 長官 ワシントン 
提督は ホ闕お 軍の 布 畦 おお 大演 
習巧び英國の シ ン ダ ポ ー ^; 海軍 
极據地 巧設は 日本に 裝し柯 等の 
威 脅 じ 非 毛す、 直つ シン ガポ； 
作は： □本卜 1 一ら 四千 哩の 遠隔地に I 

て ワン ン トン 條約 じは 何等 ル關 
係な くこれ を 條約違 だと 稱 ずる 
は 誤解 も 甚だし ご 斷じ英 齒が自 
己の 領虫內 じが 據 地を 設 くるは 
吳 國の權 利， r ' ぁ 6 斯る 軍備は 巧 
て戰 ずのを 除を 藏少 する もので 
ある ご 辯 護した。 , 

延まホ 公使が 

獨 逸に 榮轉 

ワシントン 十八 H を！：：； 豫 てよ 
を 期待され てゐた 如く 駐支 ホ國 
を 使ジエ コブ* シユ i マン 搏 
± は義 に曰ン ドン 轉 勤を 命 ホ - up 
れ たる ホ ー トン 氏を 繼 承して 释 

逸 大使に 巧 命され 上院の 協贊を 
得た るが この 外を 地のを 使 館に 
異動 3 る模檢 にして シユ！ 八 マ _ 
ン氏 S を 巧 ごして は囊に 國務常 
極東 課長 じして 現じ 國務 を 官徘 

佐を である デ 3 — ン * ダ アン •マ 
クム レ ー 氏い 呼聲 最も 高く 前 紐 
育が 選出 f 院議 貫たら し フぃデ 
リプク •ヒックス 氏 も躍氣 ごな 

つて 運動 中で ある。 

南方 斬 政府は ' 

五委貴 政治： _ 

廣東十 化 日を：：：： 當地 じがて を 

表され じ 所 じ 化れば 故 孫 文 氏は 

遺言の 如く 南 巧に 埋葬すべく 南 

方 政府の 大纔統 後 巧は 今 H の 旗 

合選擧 しむ" ぃが 臨時 執政の 爲め 

五 人の 委 貴を 擧げ るを どなつ た 

が、 政府は 目下 當 化に 夕數 S 軍 

膝を 集注して 戰闘 準備に 窓 > な 

く 南 巧は 門戸を 閉鎖して ゐ る。 

廬巧 十九 日 發= 盧み 满將軍 ご 

運命を 共 じして 一度は 亡命した 

る 福 建 省々 長 塵 鎭冰縣 軍 等は 盧 

將 軍の 復活と 共 じ 秘かに 福 趣 省 

じ 入ら 近く 同省を 奪取す る じ ま 

るづ く、 南 まの 陳娜 明將 軍は お 

文 巧の 巧 じ 力を 得て 她 頭を 巧び 

奪取すべく おを 進めて ゐ る。 


カ ー グン 侯 逝 < 

ロンドン 化 日 磯：：：： 英國前 かが 

じして 現じが ホ 藻み 閣の 上院々 

巧總理 である カー ブン 侯爵は 今 

朝 五 時册が 逝ました。 候は まる 

一二 月 四 H な來 突然 病を 重態 ごな 


ら昨 = ホ 危篤の が輯 にあつ じの 
でを る。 

註。 力！ ゾン おは 千 八が 五十 
化 年 一巧 十 一 U ヶツド 4 . スト 
ンの あ嘟の あじを い、 ォック 
スフ ォー ド大學 卒業後 世が を 
地を 旅 巧，、 化二歲 じして 巧 度 
滤 瞥み官 と。 ら 外務み を じ轉 
巧 •千 化な 十一 年ず 爵 ごなら 
歐 測大戰 中には 擲立內 强員ご 
uh 千 化 百 十 化 年み 務 大臣に 
巧 か、 侯爵 じあせられ 勞働黨 
内閣 成立 ご 共 じが r 下つ たが 
一時は 首相に 擬 せられた おの 
人物で あつじ。 

! 議會 便り j . 
政府 上院 ごを 協 

東京 特電 十八 日 獲：：：： を 正會は 
截 道豫算 削除に 反 ぉしが 究會じ 
ては 一部 削除を 飽を强 硬の 態度 
じ おでた る爲 めを 府 側は 加 藤 首 
相 邸 じがて 今 曉を密 溝の 結果 政 
府は 軟化の 色 あ b 結局 妥協す る 
ならん ご觀測 せらる。 

外人 ± 地 法巧决 

ま 京 特電 十八 日 發り 貴族院は 
外人 i 化 所有を 案を 修正の 上 可 
巧した。 貴族院 なぞ 案 も 修正 通 

逛の外 無 かるべし £ 観測 さる。 

秘露駐 劉 新を 使‘ 

まま特電十八 H 發；；=前 ホ ノ ^ 1 , 
V 潑 領事 山崎馨 一氏は 淸水穂 S 
郎 氏の 後任 ごして 秘露巧 朔を使 

じ 巧せられ た。 

秩父宮 下院 臺臨 

東京 特電 十八 日懲 U 秩父 宮殿 

下 じは 上院へ 御臺 臨御 見 學の爲 

め 終日 傍聽 せらる。’ 

一帝大 職員の 怠業 

東京 特電 十八 日を U 小川 正を 

驗 長に 酱 して 不平を 梅く 東 化 帝 

大職 旨は 巧盟 怠業の 擧じ おでた 

.極府 副議長 巧を 

東京 特電 十八 日懿 u 樞密院 顧 

関を 穂 積陳重 巧は 同院 副議長た 

るに 內 をした。 

副大統領が 遊說 

プ シン トン 十八： n 發 U 副大統 

領 ドー ズ 氏が 就任式 じ 試みた る 

上院 制度の 改革案は 上院の 反感 

を 惹起した る も 輿論は これに 賛 

成の 銷向 である 上 一部 證 員ら こ 

れを 援助し つ i わるので 議會休 

會 どみ •しこれを を 肿】 じ遊說 する 

i どじ b ホる 四 巧 紐 育に 開權す 

る 聯合 通信社 大會 の外旣 じ六ヶ 

所で 演說 する i どなつ た。— 

新 儉事總 長 任命. 

ヮシントン 十八 日發 ：；；；： 大統領 

ク ー リッ デを は囊 じを 衆 國攒事 

總長 どして 巧 命した る チヤ！ 八 

ス • 7 ! レン 氏 じ 對し上 爲が二 

度 じぶ b 協賛を 拒否した る爲め 

議會化 會中じ 同 巧を 离び 任命す 

る 箸 ub しら ブ ？ レン 氏が これ 

を辭 退した ので ダァ ー モント 如 

の 法 普を じして 乂統頒 ご 永年の 

ぶ乂 である デョ ！ ン •サ^ — チェ 

ント 氏を 任命し 商ち じと 院の協 

賛を 隙した。 氏は タフツ •カン 

ッ デの 出身者で 本年 六十 五歲、 

州 檢事總 をた b し， と ある 經驗な 

き 法曹 家で ある。 



単 縮の 精 卿 

英米は お 省せ ょ 

: 固陈赖 盛が ま胳 せんどす る、 

化 巧 的 軍 腐 縮々 爵 ホが、 欺洲列 

; 强の 相な 强制 仲採條 約に 就ての 

巧-: 化り、 を じを 5 條 おのか 

一九を 失 { る ど 同げ じ 自滅し、 ホ 

I 固 か 巧の ま おする 第二み ヮ シン 

ー トン お證パ 集の 氣 速が、 U ごみ 

^じ渡暗ご。つてホたこどは、 當 

^巧のお論であ么ど云は^けれピ 

'ら 0。 われ 等は 旣じ本 間 題 じ 

I 耕での H 本の 位廣 け、 旣 に搜々 

I 論じた ので あるか、 茲 にはを の 

一を 般的 終搜じ 轨て考 わて をる こ 

i ご i ずる 0 

I 第一； ボ縮會 議に货 て、 お 凰と 

乂网 ごの 間 じある 寐 がが お 立し 

I てゐる をは、 旣に 現齒務 長官 ヶ 

一。 ツグた か、 英國を 出を ずる じ 

I 化ぶ も、 英固 外相 チヤ ムバ I レ 

ン にと 瞄な r ょく 協 銀した か宫に 

'がする も 明白で をる。 巧に 吳闕 

.ご L ては、 义越 どの 韶 解を 增進 

する bi がて、 化 ゆる 襟 的を 拂 

ふじ 路摧 し；：* い拟も あるから、 

か i る 誠 解は 秘めて わ b 得べき 

こどで める。 がら ば 第二 軍縮を 

溢 脚 惟 L 銳 ての 障 番の巧 お 性が 

M 處 じみる かごい ふなら じ、 正 

し’、 フランス であらぅ 0 

フランスが、 第一み ブ シン ト 

ン を 燕に 化て 陸軍 髓少 問題の 訝 

说 には 大 々的に なおし、 補助 艦 

制限、 耕 中 潜水艦 脚 限 じがて 反 

對し 遂に 會蔑 をして、 ま 力經比 

率の 盛を じの み 化め しめた こ〜 一 

世間 巧知の 事實 である。 7 

ランスが 陸 縮を 問題と せず、' 潜 

水 お A が 巧隊敬 限に.， ぶ對を しれ 

巧 山 U 、 一々 巧がん 轉隙か 姑ょ 

ち 打算され じ もので あつて、 を 

れ 0 沫 ド！ ズ ぉの 實施 等、 歐洲 

の 牛 かじか G ら 大きい 力を 發揮 

: ずるら のが 剣 生し わけれ み、 フ 

户ンス のお獻 政策 ど 化 おの 松 用 

じは 些 しじる 變化も U い (勿論 

ロ ホ兩闕 間の 巧 問題は この 煤を 

路外 ずる) 化つ て、 假 ちに 今 凹 

i のを 诚 •か、 陸軍 縮 少を巧 外规す 

I る ものである ごしても、 フラン 

一 K が 無 化 件で 參加 すを-とはを 難 

7 ,- 觀 をし G けれげ U ら 〇〇 

米 固が 果して 如 Ma る提 おを 

一 試みる か。 をれ は 巧 論 ホ 知の 間 

が一で をる が、 大体 じ 於て 第一み 

:售 おのよ 力 お 比率を、 補助 腊じ 

も適讯 卞べ丄 ごま 娘ず る どい ふ 

こごけ、 游 一次 お 縮の 枯神 をを 

化、- る ごい ふなから 見て 秘めて 

人口 巧 的で ある。 がし 乍ら をのを 

-巧牲 .を韶 解せ しめる 前には、 比 

!ホ& 上じ於て媛势；：>位霞を占め 

: るが 乂両网 が、 をけ 0 下の 强家 

におして お 縮じ對 ずる 誠な ど、 

:巧梢邮をおせ。けむに^:*ら打。 

■ 乂 幽泌 6 じて は、 耽 じ 過般 大 

i がが ま 海 ホの 昔； 傅は 强 いて H 本 
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巧 


隸辦 蒼 就 


〔 日曜 主） 


円 


サ巧立 年 四十 正大 〔二:! 


巧 


稅關 事務 

を ザを 地 ホ じを 世 
をの 盛 出入 ホ 法に 
期す る 一切の 巧 諮 
'問に 應 じ、 巧 道な 
船 貨物 迷 貸 及 出帆 
ぶ我幽 手— 結 當等進 
呈 す、 ま 要が かじ 
化 巧 巧を ちし 誠 巧 
お 速 巧 用 かじ 應や 

保餘 取扱 


♦ 聲籍 ♦ 雑誌 ♦新陆 
縱覺 室を 開 
執な 午前 义 時よ h 午ち 五 時を 

紐 育 日本人 會 

西 五十と T 目 二を 〇 を 
あ 諸 チア クグ八 一九 0 — 化 - 


な 留宵年 理想の 樹体 

a 本人 靑年會 

9 W •芸 th St . Tcl . C 夏 s ミ妄 4 


大 が 育 目 本人 

基督 敎靑 年會 

お 2 E . 呈 h St . H . Y . 呈 y . 

ジ ー. PIaz こ 之 一 


丸 山 洋服 賴會 


巧 巧 説な U 哩 H 午後 八 時 - 
が 货を木 腿 H 午を 八 時 1 
が 話 肖 ±鹏=1 午を 八 時 
をを、 画巧董 、が樂 まめ 設腕 もら 
ホ資 をが 迎 す、 食 箱を 利用せ 

牧節川 侯 « 1 I 

U 本人 基督 敎 修道 會 

102 W . 12 ざ； ご N . Y . City | 
叫巧一 . Morningside 至黃 _ 

日本人 S 敎禽 I 

牧帥 川な ホ 之 進 
お 掌 此川梢 一 

を ち ミ se 至- E . 呈ミ ch & Inst . 

だ 3 宝. 皇 St . Tel . 吉 を呈 1 置 1 
病 稗 說お日 粥 H 午後 八 時 
祈が 巧 水 巧 口 午 巧八帖 
淀 键を火 巧〇 午を 二 的 
♦が おを 

位 廣を偷 比盐を 殺を 下町を 十 
五 か 學ホ食 社員 旅 巧 客に 最適 
設席留 萬 雑誌 お 甜改を 视娛楽 
を® 易を を あら 

巧を 破 裳罔旋 、旅 あま 巧、 を祁 
樂莱 誠を、 巧 化々 事相 获絳旋 
等 间胞謙 巧の ホを をが 迎す 


n 

心 抑 号を 

§ 會 

ぶ 5 パよ 

i S r 
S ： 人 
莫 
皆 

敎 

貧 


n 

乱な 

5 

T 

側が 

货 

J 3 




▽ H 班 H 
蛮 寄 巧を 正午 
知 蝴み夕 4 ■かキ 
糖巧說 がが か 
▽止媒 H 
巧が 食 又はぶ 
巧な 夕>< 巧 

ぞお爾 、旅 巧を j 
ま 巧 部、 ん 事相 一 
談が •調査 部 •巧. 
装间旋 部、 英語 j 
ぶ键お 巧® 諸敲 
を 設けを 貞* ホ I 
巧员 《巧. 計る 1 


評說 mk ‘一> 巧 月 十 U をが 

巧 誌 1 草佈 

S 4 で si 岩す St . N . ごさ 


艦 具を おおな 船 御用 ま 

遠 藤 小刀 商會 

这で 〇ミ ミ y N . Y . 呈 y 

ぎき 量兰 まこ 

稅關 事務 取扱 

さ EAM L . BA ま & C 0., 

ざ 〇ヨ 12 泛 11 す oad ま ゴ呈. 

さ one ; す wling 巧 ま n 9136,9 二 7 


齒 科！！ 

▼診察 時間 A 
每日 (日曜を 路 く) 
午前 丸 時 1 十二 
時、 午後 一時 1 
水曜 午前九時1 
午後 一時 


齒科醫 

N 新 ま 無痛 治が H 

夕 年の 經發を 0 て 
り 本人 諸 おは 特に 
了 お， 懇切に 施術す 

パ t マ— チン 


齒科醫 

夕 年の 經驗 をな て 
最新 ま巧學 手術 じ 
堪能 じて 信用 篤し 
U 施術 巧 化廉： = 
日本人 諸君 じは 巧 
じ 了 寧 懇切に 治療 

が 育 掛を認 
• U ブル 1 ム 


おを ホ か ノ巧ピ か デン グ ニ階 ニニ 〇 直 

練 前 丸 山 洋服 蘭會 


巧 もは と 十五 
仙、 一二 四 週間 
じ 焼くべき 結 
裝ぁ bo お H 

钥丸 時よ ら夕 
丸 時を 日曜 巧 
十二 年の 鮮驗 

あ bo 


都を じち 當 みの 間 

1 診察 

! 午を と 時！ 乂時 
1 U 權は 前約 願 上 候 

け： ぎ おお 娜 


U 本 お 具 

雜 貨卸資 


条良貿 梟商會 


0 ご夕 whishido, Db.s 

養ち 養 巧' ぎ 置 istt ：3 芝 2 

離 Ms 巧 戶良一 一 


自 午が 九 時 
S 午後 一げ‘ 


ま 十二時 
ち 五 時 


齒巧醫 

上 ハ 合 基 

彰 療が閒 
自 午後 二 時 
ま 午後 八が 


日本 

泮服店 

時 旧 信み 郎 
化ぶ が 


お 五十一 二 下目 

ニニ ーニ 

伊 

'洋脈 巧 

ラ帰奚 ニニ 


寫眞 g 鄉 

萬 お 街 
の 二で 


對 歐爲轉 回な ご 相俟ち 

投機的む 圓價 昂騰 

併し 丫 面には 雜濟界 回復の 兆 


ir 巧 凹目 橫が 正を おけは ホ 煤 
の おお 配に お化して 巧乂ち 巧 連 
化を 化 化 弗 五十 仙に 引上げた が 

をれ W ホ 川 か 煤は 迎 H 巧 胳じ昂 

騰を宽 ね 倫が、 が 育兩ホ おを 中 

也と して 火な の 

需要 繼績 したる ため 遂 

に 今 遇 かめ じは 四十 二 弗 どい ふ 

本が ほじ 於け る 新 商 俯を 現出し 

たを おの 躍進を 試みた 反動 ごし 

て乂踞 u の ホ 瑞は約 巧 ポィント 

タトを をな し、 をむな 巧 現狀維 

持の が 勢を 繼紛 .して ゐる 。新年 

か 城に 隙し 脚 化み 下落が 大体 ド 

ン なじ 巧した ので あらぅ どは' 一 

般财 がが な 姐の が 測で をつ たけ 

れ 共、 左ら どて S 巧 じ 這 入つ て 

これ 程の 活 菊を 呈 i るで あらぅ 

どは 放らく 何人 こ雖 も豫昔 し 得 

なかつ たおで あつた。 を こで、 

然らじ 今 巧の 凹が 躍進な 果して 

自然 的の 運動で あつたか 又は 人 

爲 的め 勝货 であつ たかぐ 問題 ど 

なる 譯 であるが 卜： が、 偷 致、 が 

巧 ホ 旗 等 じがけ る 圓爲替 の 

移動 狀態 ら巧斷 すれ 

ば 所 諮スべ キュン—. チゲ •ネベ 

レ ー シ ヨンが 巧なら 大规 横に 巧 

はれた； な 否を し 能は ない 處で 

ある。 投機的 貫 方の 中必け 例の 

か < 上がで あつて、 比 懷的地 香 田 

G 資源を 投じて が 育、 偷敦 等の 

ホ おを 通じち 徽 S 圓爲替 を買这 

みて 脚 巧の 商 勝を 烦ら 、或 tj 如 

謂ア 1 ビトレ— デ •オペ レー シ 

ヨン じよつ て 巧 菊の 活氣を 誘 海 

した 率 宵わ歡 。からす ある。 乍 

併 元 ホよ 機なる ものは 自 がの 趨 

がか ド 向き じな つじ 時」 は質ネ 

に姻 b 、 上向きに むつた 時には 

機化を 制して 巧 方 じ 迴るも S で 

もつ て、 をが 自然 的 傾向 じ 正 反 

'をの ォペ レ I シ ヨンは 巧が りの 如 

きちが の 資金を おする ボ攜 じが 

ては 事 宵 とな L 能は リい處 であ 

る。 故 じ 今 M の 

圓價 騰貴 じも必 ゃゃ 何 

を か 人 爲的投 横を 诱堪 する 自然 

の 化 巧が r * けれぶ うらないので 

ある. が、 化ら ば どこを が 自然 的 

巧ので で こ 左が 人爲 的が 懲 であ 

るかと いふ i は 剧が止 確 じがを 

し 能 い 間 趣で ある。 がら ば 

自然 的 巧 まが 濟的 圓似刖 彼の 巧 

因は 何で あるか ごとへ ば、 をれ 

は 日本に 於け る經濟 ホの 前を 巧 

薄 する； が 出 ホる。 勿論 現 

化の がが 的悄势 は化然 たる 不设 

氣の繼 おで あつて、 おお 阿 おの 

巧赏お 後な する.-.; は 甚だ 脚雜で 

あるけれ 共、 一面 撒な 的に 不某 

なじ 陷 VJ た ごい ふ もは 賴て 

景氣 回な の嗯 ホが 巧が 

する ポィントな のでん 么 から、 

をに 殺が 界の 巧を を 巧々 樂觀し 

-得也 化 本 的 理由を お：® し 得る の 

一で ホる。 最 をの 本社 来ぶ 招 おじ 

.よれば U み 銀 わのを 巧 券 あけ 嵩 

:は十 r 値； 千を 巧 川に 縮々 され 

役 巧を 力 六で 四 だを 巧 画 じ谨し 

虽災 W ホの がむ 离を夕 お 錄を作 

るに まつて & いけむ 共、 これ 裝 


する に經濟 がの 不 おじが ふ 貧を 
需要の 媒少 をぶ ホす る ものであ- 

るが、 其 根本的 勘 因は あ 府の緊 
編 經濟め 策の 错 おで あって 則 巧 
の 整理 ごい ふ およち 見れ にを 頭 
巧 じ ー ホを 進めた もので あるか 
ら 必然的 推論 ごしで 削 途じ對 す 
る-道の 化 明を 發 見し 得る 道 お 
である。 又 化 财界の 

繁縮 變理は 本年 磬な 

ホの 外國 貿易の 上 じ 現 はれ 一二 
兩巧の 入超は 二 億圓を 超過す る 
.V 喊 めて 僅々 であつ て、 本祖を 

を 特電の 賴 ホる 處 によれば 大藏 

省は 棉花 胃 化の 情讲よ 6 觀 察し 

て 本年度 入超を 約 一二 億圆 ど見稽 

ら大 じ樂觀 してなる 巧檢 である 

が、 之を 耕 年が 鎖 じがて 棉花 買 

付 期た る 一 i 三 一の 兩 S ヶ月 中の 

入超 約 一二 惚五 千で 乃 ま 四 憶圓じ 

速すべし どの 豫测ど 比較 すれば 

赞に 急激 じして 旦つ大 々的の 好 

轉と 云は.：：^ ければ ならない 。化 

入超が 少 は-巧 圓巧 でを. し 基， く 

撤人 不振に も 原因 寸 るので ある 

が、 间時 にめ がの 緊縮 方針の 巧 

影邀 である ミ t : 疑 ふの 余 化な < 

之 じよつ て 

.が 界お轉 の 確 はた 

確實 ご。 つたので ある ピ U ぶの 

經濟 巧. い 前述の 如く 好轉 のを 礎 

を 確な しっ、、 ある 間に 一方 歐洲 

諸 國はホ 岡よ ゎ お貨の 流入を 得 

てこれ 又 異常の 經濟的 凹な を遂 

げ 、夕少 の 例 巧を 除けぶ 鉄洲諸 

國の凿 米 爲替は 堅固なる 回復 運 

動を 繼績 して ホた ので ある 〇歐 

洲の掛 米爲替 回な は 岡 時に 米貨 

の 對外僧 値 ド 落を 盧ホ する もの 

であって、 な ホ 化を の 爲替化 お 

を ド ミ子— 卜 しつ/'-* あつた 乂貨 

は 遂にを 化が の 貨幣に おして 憤 

化 漸落の 磯 迷に 遭遇した ので あ 

る。 がるを 般的 事情の 下 じ 於て 

日本 政府は 必要に 應じ 

正貨 現を を斷 わすべき 

をを 中外-— 戰 明し 其 お備を 整へ 

つ S あ b しが、 時が からを が電 

んの5^債 ー モ直な巧弛のが諫が 

巧 望-」 進 巧し つ-- めつ たいで、 

斯る一 小 ホ 臂が庇 巧の 蕩 火線 ご 

な ‘〇 前述^ 經 濟的內 外の 新が 势 

をが 背景 V - して 今回の 圆慨 昂騰 

^ 第ー ホを ィタ ー ト したので あ 

つた。 斯 のかき 經濟的 事 實じ前 

述 のかき ん爲的 投機が 參 加して 

遂」 巧 替お琪 は I 二月 上 かの かき 

大踏 進を 赏現 したので ホをから 

今 巧 投機的 ォペ レ’— シ ヨンの か 

M じよ 6 てけ おじを 期 上の が 

磯を生ずる；^*きを化証する； 

は 出 ホない けれ 共、. 间 時に H 本 

巧 域の 化 あがを ホに 比して 大じ 

强闽 ど 。 b つ t ある； は寶 際の 

經濟的 悄势じ 照して. 否を し 得な 

い處 である。 二 記 お) 

. — 嘴’， ぶ 兩 ，斷 ，，1 

高 旧 商會の 

破綻まで 

巧阀输 人贸る ホーホの 雄 ごし 

て 化 お 的に 化 名， ど 知られた なを 


巧 社髙田 巧を は 柿々 のモ違 ひの 
じめ 遂 •し 破綻を 曝露す るに まつ 
じ。 同 商會は 震災 常時の 大巧 巧 
昨年 U 來 の爲辑 がお柴 を ょらず 
けた 損失 & び 烏 旧 鑛業會 社關係 
の 損失 等で 昨 巧 ホが を 產狀態 非 
常に 惡 化し 座々 狼 境を 傅 へられ 
たが、 昨み 十一ち 髙 旧) 族 所ち 
の 不動 產查 部を. 

お當 どして ホなる 取引 銀 
巧た る 正金、 一二 井、 一二 菱 、興業 
ぶび 朝鮮の 五 お 巧 ょら 一せ ホ 巧 
と 十 方 叫、 を 計 一二： 白 五十' 力阳の 
離 通を ずけ て 一時の 急を 凌いで 
來た處 巧に 整理を 要するな 態に 
陷 つたので 、先週 ホ 前記 五 銀 巧 
化 ま 者の 集合を どひ 盤理 案を 示 
して 授かを 乞 ふた。 を こで 五 銀 
わ 侧は去 巧 十一 二日な ホ 連 H 之が 
善後策を 硏免 する ー ホ おじ H 銀 
の 後援を ホめ たので、 巿ホ H 銀 
お 哉は 濱口藏 相の 說 解を 得て 何 
どか 救助 せん もの ど盡 力し つ 5 
あつたが、 遂じ藏 相を 動かす 能 
はず か 口 じは 高 旧盜吉 氏と 親 巧 
ある 井 - H 準 之 巧 皮 も 策動し 藏相 
及び ホ 巧 搂蛾ピ 懇談した けれ 共 
救助のを 込 立たず、 其 後 H 銀は 
前記 五 銀 巧の 保証 ある にがては 
資金を 融通して もょ いど 间 答し 

て 巧た が、 をれ はを 銀 巧 共に 肯 

じ G いので 白 然の 

成が に ほす MJW なつた の 

である。 同 商 爵の憤 お 緩 額は 約 

五 千で 山で 資產は 化を 其 半額 泣 

どを られ 、關係 銀 巧は 前記 五 巧 

の 外 合せて 十四 行で ある。 損害 

のまなる ものは 震災 じょる 巧 一 

千万の、 爲替裴 落 じょる 損害 お 

六な ガ W 高 旧 鑛業會 社への 投 

を攪約 五が 巧の、 其 化の 小 損害 

約 一二 •白 力 山 等で 摄額約 一一 千 四 五 

な巧山 じ上るとの^であるが、 

目で 應 急の 資金は 一二 四-円 巧阳で 

これ だけの 融通 さへ 付けげ 營業 

を繼 総し 得る を 込で あつね ごい 

ふ。 今 H をじ考 兜され た 繫理案 

は 四が あつて 最後 じは 米 國のゥ 

エス ブング • ウスの 電氣 機械 

巧國 んホヮ ー ドの が績 機械を 始 

めせ ハ 化 同社 所ち の 數夕の 有力な 

る 化理權 を： 個の 資を VJ 見祕ら 

之に 他 ょら 出資 1 る 案を が議じ 

上つ たけれ お 孰れ も个 成功 じ 終 

つた。 尙ほ高 旧： 族が 

又は お寶 して ゐるも 

のは 永 樂级巧 (資本金よ •苗で 阳 

巧よ 十五 巧阳拂 込)、 化 結 織 •資 

本 金 一千 置む 巧 叫、 一一 r > c ： と 十 丑 

万 W 拂 込) 等が まなる もので あ 

る。 永樂銀 わは 預金を 十一 巧 余 

預を 五が 八十 一二 万 阳で貸 ホし 総 

額】 千 四十 一一 一巧 六 千 S ： の 大部み 

は 高 田 關係事 策に 凿 ずる もので 

間 巧の 化 巧を 換を 引受け： ゐる 

を阳 系み ホ 网巧業 銀 巧は 單 なる 

化 巧ず 橡銀 巧た る じ 化 ま 6、 現 

にを 旧 銀 巧は 巧 近 高 旧の 手お剌 

引に 應 じない ち 巧で あるから 化 

方が の 援助は を然脚 待し 得ない 

ので ある。 因みに 島曲鷄 業を 社 

は 其 所ち じ おる 亞鉛鑛 が 電事用 

VJ して 

戰時 必要。 ゎ どの 巧 もで 

褚浦 内閣 沒を 間際に 五', り ガ阳の 

化資を 大戚お 預かが よ b を'-' る 

をして ゐ たお、 时 w 魄沒 

をの じめ 宵 かせ やして 今 H に ま 


つたが、 之-し 就て 一が 消息通は 
右 五な' 乃 W 低資 娜 通の 報酬 ごし 
て 软ぶ本 撰の 選礙酱 をが しわ 疑 
ひ あち、 么が ため 現 内觸ょ b を 
然問 情を 持たれ；. ょ いのが 救濟不 
成 巧の！ 因 だ ごも 駐てゐ る。 

'个 个' 

東京 特電 十八 U 發 N 大 藏省當 
局は 島 出が 會 の救濟 問題 ごみ 離 
して 永樂銀 わ救濟 策を を 觉 中で 
あるが、 巧耗 整理は 前途が ほ遼 
遠で ある。 

沿岸 航海 法、、」 

ホ國 海運 界 

乂剧 船舶業 者を 化 表する 米國 
漁船 巧を お協會 にて はまる 水曜 
日當 地フォ ーグ •，バ ー線會 社 
事務所に 幹部 會議 を開懼 し 、 U 
本ぶ び ヵナダの 船舶 萊 者が 巧る 
六 H ブラツセ^ じ關 催ず べき 圈 
際 お 業 會議所 大會じ ホ國か 沿岸 
が 海 法 撒廢を 要求すべし どの 報 
道じ關 する 對抗 策に 就て 協議す 
る 處ゐら たるが、 沿岸 航海 じ 外 
國 船を 使役せ しむる をは 米國お 
運 巧の 衰 蓮を 意 ホ するとい ふ 立 
塔から 强硬 じが 對 ずる i ごなら 
化表委 貸のを 衡じも 充か注 怠し 
今を どても 屢 々會 をを 催して 本 
閒 題に 關 する 硏究會 を 開く ； ど 
なつた。 


本社 東京 特電！ 試 鱗‘ 


日銀 帳尻 ご 金利 

兌換を 發巧高 十一 億 一千 二 巧 
四十 六方 八千圓 、發 巧を 力 六 千 
六. 白玄十 S 方と 千圓 、貸 出 高 一 
億 五 千 二な 六十 六方 四千 圓、 コ 
14^ " 1 ン翌 a 物は 一 錢六厘 五 

毛ょ b と 狸の 間で ある。- 

一 二期制 受渡 採用 

大阪 株を 取引所は を 渡を 五目 

十五 H ぶびせ 五日の 一 二期制を 採 

用す る i じ 巧を したが、 まを ぷ 

化の 取引所 も 近く 一二 则 制を 採用 

する じ 至るべし。 

郵船 東澈 合同 談 

巧 燃せる 郵船 ご 巧 おどのを 岡 

談は 目下 基礎 調査を 逐巧 進行し 

つえを ち 0 

爲替 銀行の 持 高 

爲替お 巧の 貸 入 持 鳥は 一億を I 

千で 圆じ 達した u な 主 十 比 円發 


成功の 秘談 
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M 洗 
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龄か 
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II 
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U 


米 國式輿 語を 詰ず 事 I 

はが 巧の 窮 1 義 です 

本が じは H 本人 敎授 

じ惯れ ね窜巧 婦人 敎 

師ぁ b 懇切 じ 會話通 

信 文 社を 語を 敎搜 ！. 

ます。 H 懼週 H 共に 

午前 化 時よ > 午を 十 

時まで 關 校し ー レ- 

ス ンと t 化づ to 今 
り 直 もじ ホ 校 あれ。 


化 机 品 卸 養 

五味 商 貪 

W E . 1 ゴ hst - N . Y . 百 ly 

ぎぎ yvesan こ 之 5 


おお 化が】 切 

下羽電 氣簡會 

M 021 巧 roadway 

Tel . End 量 二 027 田 


タ ー シ ー はが 育 最大の ゲバ ー トメ ント巧 
巧で あろます。 巧ら しい 昇降 巧 ど エス々 
レタ I は 腐 淵な 巧 おじ 化ける を 煤の お 巧 
物に 巧を S 瑜 快と を 巧へ てゐ ます 
化 巧で 二 巧す るら のなら ばメ） ン 1 
では 一巧 八十 八 仙 或は をれ wf で資 
へる をで ぅぞ御 記憶す さい 
日本へ 御 巧 物を 御 送ら じな b わい 節义は 
御 買物-」 際して 御用の 煤を は パ ー ソナ八 
y ヨブ ピン グ •'ビ ュ 1 口 •- を わ 辱 2 下さ 

い、 親切に 巧-使を を 計 b ます 


Dr . T . C . Taka.mi 

176 Cu ョ berland St . Brooklyn 
Tel . Gu ョすュ and 2311 

^ を A 午後 云 時よ b 六 時 

養 舅 H 曜は藉 相 願 お 

ドク トグ 高見 豊彥 


U が 7 

紙 li 

此 荒.！ 

S 撕 I 
〇 た W •化 
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のが 
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C 


ご 


職 卿 揉 療治 

一 西 巧 式 マッチ ー ジ 
; H 本式が がが 腹 

i 神經縮 リゥ マナス 
が 身 骨ぅ づき 屑. 

腰痛み 筋 違 ひ 
其 化 諸 おお 嫉 治の 御 
需 め-し 應じ御 電話 巧 
第 御み 庭 义はホ テ 八 
じ 出張 親切 じ 治 巧 申 
上ます。 前約の 方は 
自宅 じても 施術いた 
しまず。 

痛を| 津輕 東洋 

西を 化 T 目 革 四 番地 
電話 スカイ ラア をを 


診察 時間 

卞前乂 時— 十 時 
午後 六 時 i 八 時 

パ r 小 栗 幹 三 

が 脊 ホフ ラブ-- 病院 
第ぶ 巧 病院 勤務 

ぶボ n V バラン ド 

掏 お 勤 巧 


診察 時間 

午後 零時 半 U 二 時半 
午. 後 六 時 H 九が 
愛知 驟學 ± 

パ？ 巖本谨 一 

を渝比 亞火學 反び 
式 ザ ラン 病院 勤務 
H 麗は 前約 願 上 候 


毎 H 幡及出 腿 午後 
が 間は 前約の 事 

カイロ ブラ クタ 1 

橫お重 孝 


笠 ザ 洋臟巧 


U 本、 そ 那寶玉 製 美 
術 お， 婦人 用 昔鋪ぶ 
化 装飾 晶 

闕島訂 

离等襄 術 品 修錢、 

首 飾 品、 ストリング 
H 本 服雜縫 
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H 本ん が 
7! 廣 
瀬 氏擔巧 
懸助敎 巧 
夕と 時瞒 
校 勞慟余 
暇 勉學の 
硬 あら 卒 
裳 証書 授 
與 就職口 
縣巧間 挺 


H 本 陶雜器 

雜貨 類卸賣 

中 一に 、 

ず- ソ 

フ ラサ ^ — ス 


却 


巧 


y 

-亂 

' V - 


wr 

賢 

8 

ぶの 


目 


す莉ん がを すを A おが 

兵ず 八—, 
巧 刻 引 
•み 刻 列 
ろ 割 

ク がすず 

#7 V 1 

も乂 


一 


寶ぶぞ 4 居み \ .み 

クオー ムザ A •た シンが が 
尸し 7 ! ド. ハミん トンが 計 

が- 化、 念 矮卖が 
壊ぶ ふを.' が A ふ 
爲ネ 幸み 棘を-が 半 

縣絲絲 巧 


< 巧—* ゲ> 
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もク なみ 午前 九 時！ 午後 1 時 
髮舅 午後 六 時— 午を 化 時 
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.正を ご 親 がごを 旨、 こし 確實 

信用 ある 巧 品を 精選し 

特別 廉 憤で 販賣 致し' ます 

クオ グ サム、 エ火 デン 四 割引 

其 他は 化て 一二 割引 

指輪 鎖 質を 愚 ホ じ教巧 類】 切 

パ，'、 グ トン 時計、 戶ヮー ド ィ 

リノ ィス 瞬 計、 を 柿 睛時針 

ゥオ' — タ ー マン お 年 拳 

王 バン ャ I プ鉛筆 

純銀 器 並に 銀器 一切 
御 歸瑚の 御 ±產 一 祝 
■時計の 修簿 はが 驗付 じて 確實 

じ 石 川 自身が 致します 
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47 んか h Ave. 
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Kawasoye Hotel 
1 お West 123rd Street. 
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i 340 W . ぶ 比 St. 
I Telephone: 
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庵 桂 米 日 
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ず 御 i 



I 巧吕] 五十 四 


支那が 巧理 

彭瑞縷 

日本ん 諸君を 
歓迎 致しよ す 


御巧當 がび じ 
御 麥庭ま 出し 
御 下が 

後藤 

壽 司、 渡 蒲燒 

每： n おちます 


がか B 

じご 


が廳 茶園 

讶巧人 蘆 蓮' 
出勤の ホには 塞 飯 
の 御 便が じ備 へが 
間 倉廉の 御用 じ應 
やべ く嫉巧 柯卒巧 


バ I が 

**5 知 化 

，陆 〇 ゎ Ji 

、か I's I 不變お 引な 願 度な 

C N 紙上 御 ま 巧 申 上 族 


襄ホ じして 淸潔 

S 品瞒樓 

午前 十 時 よら 痛ち 
午前 六 時まで S 巧 


御旅 雜 河 、添 


だ那 LJ 一 弓 

が a な睛 

ホ 疆を阐 で 永を 御を 顧を をけ 
た 祭文で 御座いまず 


A h 1 一' 

化 ン H 本に 住み、 H 本潑 
巧 を 話し、 皆樣 の御嗜 
好に 適す々 御 料理を 調進を 升 
了ち ェ \ゴ ー タアの ドです 
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^ 巧が 




媛 蒲燒壽 W 御 仕 化し 

り應巧 日が 巧 も 巧 用命 じが じ 巧 

會席御 料理 

窩等御 下宿 

巧书 k 一 


載ぶ 並に 御浪银 

^ 0 佐舒 兄弟 

が 育ボ西 八十 八 下目 iir 円 十ー ニを 
屯 話 —— スタ イラ 1 と 八 ニニ 


理想的 御旅 舘 

御ぎ 梯じ誠 息を 0 て 盛し よす 

熟 日 儀 

御手 轉御 料理 並し ず？ を 瓜 

祝ら しいが 巧を 揮び 梢々 勉强 致します 


御 料理 

芳の家 

壽 司、 朦蒲 燒每日 有りまず 


太平洋 樓 


支 恥 
御巧理 

化に 比類な き 綺麗な 也 地ょ き ダィ ニ' ング八 

. — ム ご タンシン グミ ユ J ジブ クが あちます 

音樂は 毎日 午後 六 時から 午前 一時を です 
御晝を 巧 十 仙よ b 五十 他、 夕食と 十五 化、 
日 曝 夕を 一巧 


御 下宿 み 

自由 寧 

是ジ nds St. を〇罢 ？ N. Y. 

ぎ Main ちち 


御菓子 舖 

柬錢 巧、 羊羹" 蒸 お 子 類、 驚 餅 
(のし 餅 前 H 御 注文 願サ) 

松風 軒 高 橋 

西 六十 五 T 目 一二 十四 番 
谋話 トラフ ア ダ I 五 五 五 四 


豆腐 油揚 

煎餅 製造 卸、 小 養 
y 本を 巧 品 一切 

田 中 

第 ミ お八な 八十 虽番 

電話 グ / ザ 五一 二八 


歡鮮を か 一が. 

H 本 入 向きの 生魚 澤山化 b 揃へ 
特別 廉 憤で 大勉强 致します 
サヴオ ナ魚店 

Jowepf wavol 一巧 

技 4 ぶ、 •至 St St . 

、 r el . Col 一一 吕 bus 91 装 


.極上の 魚類 

季節の 巧 おの 魚貝類が 澤山揃 勺 
て 居らます から 狗賞化 下さい。 

アビ セ ロ魚庙 

ち 置 ard St, T た. で anklin を尝 


伊豫 屋 御で お 

西 鳴 岩み 廊 

お 四十 九 了 目 一六 五 

アハー •トメ ント 2 

電廣 ブラ デ 六 一と お 




尋れ人 

更正 恩が 巫！ <5 を 付 
「巧圖 旅券 下が ま-巧 进 明」 割を 


豊田 済定 
茨が 寺 巧武始 
をが 八嗔錫 太が 
か 歌 山 引 ± 純 I 
中が ト イナ 


能 本縣入 
朝鮮人を 乗 斗 
巧 木石 崎龜巧 
巧知 早 川良衡 
化 井 長 一二郎 
大 塚ぶ 

をのち じ 述知致 度き おを 之 
お 巧 本 A おくは かへ' ょ b 現 
化 巧 御 通知 願 上 巧 ‘ 

紐 育 巧國總 領事館 

1B5 Broa を さ New hfk 呈 y 
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新 K 麟長 
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悔 y 隔て、 大火と 騰風 


燒失 家屋 二 千な 余 

背 偽 あ 一一;。 人、 賴巧额 約ぶ ゎ 力 於 

十八 日 夕後日 暮 里の 大火 

ま 京 特電 十八 日が U 本 H 午後 S か 府下 H 籍 おょ h おか一 巧 
柄の 烈風 じて が 防が 及び 出動 軍隊 も 手を ドす 術な く兒 る/ \裡 
じを 所に 延镜し 午 お 化か 惭く鎭 火し じが、 烧 失を 崖は 二 千な 化 
四 軒、 損 萬 好 巧 額 約-五 パ-力 山、 保險 をは， U 万 叫 じて 負傷を 一二な 
人、 迷 巧： 立 十 人を 出したい で 幸 ひじ L 死を なく， 大火の 報 天聴 
に遽 ずを や 畏くも 救濟を どして 五 千阳の 御下赃 あら。 燒 失ぶ 岸 
は ホ じを 比窟 及..、' 會 刖のェ 媛な むで 化 年の 大裳 火災な ホ ニ度目 
の災 'じごて お出 把の 悲慘は 目 も當 てら i ホ、 化； 闲 窮は髮 災當帕 
を兹 らおら；； 6 い 如で を 新聞 化は 廣<義 おを を 集 じ 着手し じ。 


装 八 千が 四十ぶ 巧 五 千 一： _ i 巧 五十 
の 脚で あるが 么 をが 別 するど 
' =單 位千圓 

一二， 二 五ー ニ 
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■|^^^電十八りあ=;本日午お 

.兰 時-：: 法 化 じ 大火 わら、 化 民を 

集 地で ある お 民が V) 大部 かは 燒 

一失し が ザ じ まらて 鎭 火した るが 

一 措 失 家 提は約 一一 千ろ だ 軒、 一巧 

:一 千 人の 化は はが 跑じ迷 ムお檢 

である。 消防 嫁は お出でが のじ 

從 ホした るも输 水す おのた め 如 

i 问 VJ もな し 難 < ホ 'C 戶け 瞬閒じ 

:烧 失し、 おじ 池 装に 飛火して 六 

一十 口を 烧き大 井町の 化 S 手は 五 

十で を類烧 しじが、 巧 中せ 面の 

I 寺院 も燒 失したら の 《 如く-が 

巧 巧物韶 もを しご 見られて ゐ 

I じ。 弦 火の 原因は 日替 おの エ媒 

^失火であるが、 大リ巧ぶび乳司 

一ー ヶ な. しも 飛 化した もの-* か < を 

一駭が おも 出動して 消防隊 ご協力 

^ 巧の 广 ながした。 

•ホ 閣な府 が 

救濟 方携議 

ワシントン 十八 H 發 = 國 巧を 

.をヶ U ツグ 氏は り 裳お大 かの 報 

.を 巧ず する やお じ駐 U ホ 闕大彼 

インク-- フト 氏に 急 電を發 して 

'^<效かご臨力の上適當^^るお 

濟事 をを だめす y し, 一み をし 

巧に 蒂府 駐在 3 本乂化 おじ も 米 

闕化府 は 悅んで 救 濟に應 来る 旨 

一述 蝶した。 一.. 

; 立 州に 宣リ 

^ 即死 化す 

- 水幡 U ぶ 大風 風 

: 柬 をが fu 篇里乂 次の 報を 巧 

I にして 脚 も；：^ < 水 随ル心 午後ょ 

^らおじ かけて ィ ブ ノ キ州よら モ 

I ンタナ 、ィン デ アナ、 テ ホン 1 

I ケン タツ 辛！ の-五州 じ.： D- なて 大 

i 鹏載態 巧し 

I 廿六 都市 の裝 らし 被宰 

I は 甚大 y る もの ぇか< 木贿 H ザ 

1 朝を に 刺が した 邵巧 おは 八お义 

i 十 j 人、 を 傷を 二 千 八が 化 二人 

I じ 逢した。 规 風は モンタナ 州 

_ ラテユ ー よら 搂 して I は イン テ 

T フナ 州ウキ サムへ、 一は グン タ 

I ツキー 州の 中央 •しぶ ぼし ィブ 

^ ネ视の マ^ — フキ— スボ ロ、 デ 

ート 、フランク プオ 1 卜〇 ィン デ 


一一' 


アナ 州の グブフ キン、 才 1 クエ 

ンス ゲィ 八、. ノ リンス トン 等の 

被牽は 坡も黑 しく ♦テ ソトの 如き 

人 U 僅か じと 巧 一二 人中の だ 名は 

郞 がし 一二が 人の な 傷 著を を じて 

- 全が 去が し、 フラン タツ、 ォ— 

二、 人：：！ 八 千 四が と 十八 人}、 マ— 

_ フネ！ スボ 0 ( 人口 一方と. む =1 

1 人) の 


皇 蛮 
を 省 
お 京 巧 

を京府 
郡 が 

横が お 

祂 を川縣 
挪 部 

節岡縣 
山梨縣 
埼书縣 
千お縣 
茨が 縣 

なを。 


を 建築物 はを く 破敏さ 

れ ぶる 村を •，''ては 官立 學 校で お 

授時 間中 じ 家 厘が 吹き飛ばされ 

た處も あ， > ご いふ" 巧に て、 戰 

風 f 岡阳 のを かは 很窜の 致命傷 

ごな つて ゐ るが、 損蒂の おを じ 

まって は ホ だ 巧 然せホ 死傷' おの 

大ホ 数は 小 供なる •かか < 、ホ 十 

'字 巧は 臨時 則 串を おしてを 地 じ 

派遣され を 州の 聞 民 軍は 巧郵救 

濟中 であるが、 ィリ ノキ 贿會で 

は不取 敢救濟 をと して お 十 巧 弗 

をち おし 中央政府ら 近 < 救濟じ 

着手ず る 萬で をる。 

窩豪 避寒地み 

大旅 繪錢失 

を絮 速の 避を W どして が 名な 

フロ リタ 州 户八ム •ビ^ — チに 

まる 水幡日 午後 大 ホ あら、 化 巧 

鼓大の 木を 旅館 ご稱 せられる ブ 

— 々 t ス •ホ テ 八 及び バ八ム 

，じ. — チ •ホ テグ 其化數 軒の 家 達 

類焼し 夕刻 じ 到らて 渐く鎭 化し 

た。 旗 巧が だけ じ騷 ぎも甚 しく 

投宿 客のを くは 一物ら 所持品を 

持 おし 得ざる み 棟で お 乱を 晚め 

てゐ るが、 聲宫隊 の 出動が 遊れ 

しねめ 巧 持 お、 を 具 等は 火事 琪 

が 棒 じを ひ 漸く 化ち 出した 懼格 

お 巧 弗の 粟 品 も 奪 おされる 危 

除が あるので 州 知事は あじ 闊地 

に戒嚴 令を 發 巧し 厨は 軍が 出動 

して 嚴 がの お 取 赞石其 化の 貴重 

品、 大 をを をが 持す る窃盜 嫌疑 

の 黒人 八 名、 白人 一 名を 吿 澄し 

じが、 傾 格 数な 巧张じ 逢す る 巧 

宿を の 贵重品 じして 金庫 じ 化 管 

中 のらのは を をら L く、 兩ホテ 

八の 損審 高は 二 巧 か 五. 力 弗 ご 註 

されて ゐ る。 尙ほ 死傷者は おお 

しないが 原 巧は 漏電ら しいと。 

商品の 損失 為 

二十 億 巧圓 

震が 損害 五十 五 億 山 

東京 ホが 計 課では 楚じ 大震災 

の 有 お 的被宙 高を 後を したが 遇 

般 本社 特電の 報じた 如 < おじ 其 

詳報を をけ じした。 をれ じょる 

ど霞災 じょる 日本の 損 寒は ぶ 十 

お 僚 六 巧 化 八-力 六 千 化四圆 (化 

中 お巧ボ の被酱 はか 六 條六千 二 

な 十六で ご 一千； 白よ 十二 圆 じて 総 

額の 六 制 六步) でを 死傷ち はな 

じ 十五で 六 千 六 内义十 S 人 じ 及 

び 目を 巧ず の 巧が 死傷者 十八 巧 

人 じ 巧い 數を 示して ゐ る。 巧 巧 

じよる 煩 蒂見巧 高 二 億 一一 一千一 一一: 白 

八十 四で 六 千と 巧十乂 曲、 救識 


二 一丸、 五 立 化 
|二> み 六 二、 一六 一二 

一一 四、 九 〇 五 

九 OI 二、 五一 一一と 

四 八 一、 ーニ〇 九 

二八、 一二 一と 
ホ、 化 一二 一 
二 四、 ホ 四 八 
五 1二、|二 二八 

四 ご 一二 

五、 五 〇 六、 一二 八 六 
是等 五十 五 憾み 劇の が 害 中が お 
の 損 菩离か 億 S 千 化 巧 疋千义 巧 
九十 五圓： 東京 ホ 十六 億を/建 
物損 害 十八 處よ 千よ が 十一 万 五 
千闽ゎ サ六圓 (まを 市 十一 億- 
で を) の 二を が摄も 大きい。 而 
して 霞災 じよる 失 菜 者は まを 巿 
だけで 巧 四 巧 化 千、 女 一巧 化で 
に 上 b 今 尙ほ其 解 巧が つかない 
化 態 じある C 


むめ 十八 お 巧の 術 家 連が 去る 
巧瞄 u にが 蕾 堂に 巧 合 相談の お 
お食谣 だけは 三ユ ー •ゲャ ラリ 
I どを めた。 尙 ほが 進 巧 術 あど 
して 囉さ n て ゐる國 吉康雄 巧が 
近<波缺する；どなつ たのでホ 
る 一一 頁 廿一 二日 (を 曜日) 料亭 末廣 
で 盛大な 送別 貧を 開摧 する ミ ご 
なつた が、 有志の ± は 奪つ て お 
席 あらたし と。 


聯結 雙兒の 出演 

グア ィオン ツト 及び ザ ィジ ィ 
ヒ八 トン 姉妹は をれ 乍ら じして 
二人の 身 體が聯 結して ゐる どい 
ふ 職形话 だが、 ズソく 成育し 
てん r は 「ス クイ I トシ キス テ 1 
ン」 ごな つた。 彼女 等は ゴ八 フ、 

タン ス 、テニス、 户ンド ホ！ 少 

其牠の 運動 何でも 出來る ごい ふ 
ヒ八 トン 姉妹^ 來る 巧廳日 ょら 
て】 週間を 限ら 曰 I の ステ I 卜 
劇縣 (四十 五 T 呂どプ C1 ドウ 
ェ ー の 巧) じ 出演す る こど え な 
つた。 

運 


5^ 


界 


生きて る 狸に 

を 財 產み酿 

立志 傅 中の 富豪 氣質 
巧 巧 窗篆の お産 か 配は r 巧」 を 

境 お 線 どして ゐる 化の 中 じ、 生 

きて むる 裡じ稱 たが 產は生 さて 

ゐる間 じみ 配すべき である どい 

ふ 堅い 

信條 から 旣じ其 第ー ホを 

進めた 人が ある。 當 地で n 、 ナ 

ッ トの輸 又 商 貪を 經營 する レォ 

ポ弁ド •シェップ 巧け 郎も巧 人 

物で、 去る 巧 曜 H じは 商 曾の 化 

用人 じ對し 1 A 當ら五 巧 巧から 

五 千 巧 宛 援計ニ ガー ー千 九 巧 ホを 

を 酷した 外、 をに 火曜日 じは 紐 

育 じ 於け る 十ー ニ歲 から 十六 歲の 

少年々 ゎじ 掛 する 事業 資を どし 

て 二な 五十 方 弗を そ 巧—' た。 シ 

ムップ 翁は ェ 9 ザ ベス 巧 じ をれ 

今から 六十 五 年 前には ィ ー ， 

サィドで 手製の マツ チを 立 I 買し 

てな たが、 僅か 十八 仙の 資本を 

で 夏 華挪ず 葉の 圃 扇を 賣 b 其 儲 

けで 揭 £ 11： 華を 購入 I て 挪肆や 

茶 等を 戸別 じ資 つて ゐる 間じ蓄 

がし、 紐 育 じがけ る コ 、 ナパ 

輸入の 一冗祖 ごな つて 現が の 

が 產 は鈔 なぐ お 一千 巧 弗 

ご 註せられ'- ド ソン 街に シ エツ 

プ •.ビ 少 デン ダを 持つ てゐ る。 

おして 事ま資 をはを 學 おや U 曜 

學 校ん 敎 帥に 化賴 して 品行 そ 正 

なを 童を 撰 おせしめた 上、 ニヶ 

年後に 事業 賓金 どして 二な 巧 宛 

提供 するどい ふので あるが、 使 

用人 やぶ 人に 對 する 財産み 配は 

化 事の 激獅ど 他の 資本家 じ對卞 

る 模範を 示した ものである ご 云 

はれ ォフ ス •ボ ー ィが五 百 

弗、 十 S 年間 も勸賴 した 女 書記 

が S 千 巧を 貨つ たど あつて 頗る 

ホ ク^ ものである 0 

為 彫を のよ 摧で 

秋季 展覽會 準備 

今度の 濁 立 ホ術展 費を で おお 

渡邊 、白が、 ず 本 諸氏 ま舒 おの 

い i かみを 出した が 巧な 留巧人 

衛を 速の 脚 ホで ある 齋彫會 にて 

は、 ホるべき 秋季 居 寛を 準備の 


原 旧 武一君 敗 化 

ノ甘 リダ 规じ がける サウ スイ 

-夕！ ン 庭球 撰 手權ず 親戰に 
出谋 中なる お a 武 一宮は 十八 H 
第 四回锁 にがて ぉ國 第二 位 撰 手 

チャ ー ド 君と 准 優勝 戰の 資格 

を爭 ふたが、 第-セ ブトぶ 一 五 

じて リナ ャ I ド 勝ち、 第ニ セッ 
卜は八 I ホ じて お 田の 荷 じ歸し 

一勝 一败の 激戰を 演じた が、 第 

ごー ホ 勝 セ ブトに がて 原 旧 巧は 六 

111 •して 遂に 惜敗，， た。 

國際 庭球 戰發組 

旣 おめ 如く 去る 十と B 華が' 化 

米 路會を じ 於け る闕際 庭球 デ 

ゲィ マ 賞 盃戰の 番組 作製の お 巧 

ホ 國ゾ！ ン では 第 一 回戰 はみ 馬 

お 西お才 。第二 巧戰は 日本 型 支 

那 、濛洲 数 布 畦、 巧 西蘭對 加を 

おじて 墨西哥 はみ お掛西 班ず の 

勝者に 對抗 する 2 となつ た。 

希臟撰 手が 奇勝 

旣 報の 如く 去る 十六で 巧 東 化 

巧 了げ ど 簾 四 衔巧ぃ る窠と 十一 

聯 陵兵營 內じ懼 された 國際西 巧 

角力 大會は 化が であつ たスブ 

々1 おが 太 剌人ボ ー ザ ユーは 

時間 じ' 宜る當 闘の 後 遂に 引を ご 

なつれ が、 最後の 希臘人 ロン 

ス對勃 才巧人 n — n フの 取組は 

ホ だを て 見ざる 素晴らしい 勝負 

であつ た。 最初は n 1 曰 フの勢 

1 力 凄じく おんど 廿五斤 稻輕き 口 

ン ド* を 小 供の 如く 追ひ迴 した 

が、 遺が ホ臘 人の 化を 享 けた 日 

ン ドスは 敵の 大力を 利用して ぅ 

まぐ 受け流し 、遂に 最後の 敏を 

間に H 本流の ヘッド •ラックを 

なて 線け 楼じ乂 回 敵を 巧げ 倒し 

巧び 立つ 能は ざるの 化 態 じ 巧ら 

しめ 滿谋 割る i 許りの 喝采 稱じ 

終ち を吿 げた。 


—卓 上 巧 話 

赌博豫 防御 文章 

赌搏お 巧の 像 巧に 就て 當化識 
を 間に-^ 曾て 械 々な 意見 も 巧 さ 
れわ樣 でぁるが、 お 山 惠空師 が 
眞ま白 曾の 御 义章シ '作ち 替えた 
のを 一日 じ 一一 一度 も 唱えれば が 

き 目が あらさぅ だ 

を れん 間の いなづら なる ミを 
つら-^.- 觀 中る じ 化を 巧敢な 
き 者は 化 化の 瞄搏の 一事なら 
されば まだ 賭 巧を 0 て 立身 出 
世したら どい ふを 聞か ホーホ 
過ぎ 易し。 例へ 一時 じ 十 山 や 
化 W の 端を 贏 も 得たち ごて 
誰かな 年の 永き を 保つべき や 
巧 や 先ん や 今 Hi も 知ら や 巧 
日 ども 知ら ホ 豐ひ联 .して 惡錢 
身 じつかず く 云 へら。 されば 
旦に夷 顔 あつて 夕には 糖樓を 
總ひ 人の お 下にが レ 身 どな b 
旣じ 巧巢姐 ひの 必 なんど おし 
ねれば 即ち 化 間の 信用と 同 精 
をを も 失 ひ、 一っの 身 化な < 
なれば 必 身空し く變 じて これ 
迄 通 b の 身を を 失 ひぬ る 時は 
六親 眷族 集ま b て 歎き 悲しみ 
意見 すれ 共 あじ 其 甲 業 ぁる 可 
らや C さてし も あるべき <-0 な 
ら ねばと て 正業 じ 就かん ご す 
る も 資本 貸す をな < 唯惜 をの 
みぞ 殘れら 、哀れ £ いふら 忡 

仲 わろ かなち。 殊に 人間 じょ 

b みの 車じ乘 せられて 閣 魔の 

法廷 じ 引立てられて 遂じ化 化 

の® 獄—慶 つる 者徵 むから 中 

されば 柯人も 早.、 家業の 一太 

事を 必じ かけて 深くな 巧を 愼 

しむべき ものな ち。 あな かし 


西 六十. 五 T 目'^ 四十 六 お 

一力 旅館 乂 橋' 

電話 エンデコット 八ち 1 〇 



舞 膝敎授 

▼社を ダンス 在 
▼表情 ホ お ▲ 
紳± 、淑 わ、' かモ 
化さん ホ ー-巧 喀じ 
敎巧 致しみ。 午前 
十が ょら 年後 十一 
'時 迄 ( H 躍を 除く) 

シャリフ •タン シ 

ング 師範 巧 ほキ榮 

上 お タマ 


中 村 埋髮庵 

中が 萬ぶ 

ゴ 左. 吉さ St. N. U さ 

Bet. 呈 umbus Ave. &C 呈星 Pai"k We 里 


日本 理髮 縮淸 

新式 洗髮の 設備 あち 迅速 T おを 

旨 ごし 精々 勉强 致します 

西 四十 一二 了 目が 番地 一二 目 六號を 

ツプ フロア (巧 ホ 街 S 四十 互 T 目ち) 

焉川 事務所 

持績的 舊圃の 同胞に 削 確なる 職 

業を 周旋し ます。 

Ja ち ミ se で菁/ さ ミ 
養 去. 轰 ih St. N. y. C. 

Tel. 3ry 当 二 787 i 


最新ぶ 六お淫 

巧 利， 淸洒 、待遇 懸吗ぉ 巧 化廉、 
發 着船 おと 候 都 巧诞化 媛に 巧 張 
シアト^ ホ 络六识 so 六 哉 
ェヌビ V ホテル 
電話 メ ー シーニ 九 五 二 


御 下宿 鱗 ssr 

松が がか 

1 是 Lex 量 ミ Ave. ぎ 互 3d. ぎ 2921 

御 下宿 鳩并乂 

47 で ospeet Place 

置. 1st4nd Ave. of;.42nd St. 

Tel. 夏 rr ち Hill 篇為 


スニ德 u 淸潔 、親切、 氣樂 A 

稀な 據舘 

ま 任が 勢 事を 乂間榮 作 

接 5 . 塞 h Street 

Tel. す g 呈 t な 塞 


藤 ホ 旅館を 巧 

4 資 IVIaynani Ave : 
Seattle . ぶ、 ミ h * 


紐 脊旅舘 ffl 中 お次が 

ま 四十 了 目 二 四 二番 

Tel. Ca 一 edonia 吉 74 


日本 巧な 船 切 巧 脚 中 込に 應じ 
萬 事 御 巧を じ 御な 扱 ひ 申 お 

澡港 一 v \. 
►日本 御料 巧 (別間み' 9) 

を 落々 リホ术 三 ア街丄 ハ ーニ 

電話 カネ ー ! 八 一六 

口！ サン ゼ^ス 化せの 御觀 ホ* し 
は 巧 事 最善の 御 便宜を 計 b ます 

イ^ク 八. ホ テ*^ 

羅麻 おじ 於け る 同胞 經營中 暴 
新式 高等 ホ テグで あらまず 

■羅 がを 一巧 こ 一九ち L し 
疆話ゲ アン ダイクと み 五 J 


電話 レキシントン 四 八击五 

岩 旧 旅館 

東 十五 T 目 二' 白を 
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歐羅 hj で 生れた 

.聯 結した 雙党 

ゲア ィオ レット ど デ ィジ ィヒか トシ 挪ホ 

其 化 面白い プ 。グラムが 谭化 あらます 

席は 撰 b 化ち、 早い お 方が 瞭ち 

午前 十一 時ょ b 午後 十一 時を 連 緒 巧 巧 

.お ピ 王 ラ 1 プぅ イス — 


ボストン 案 巧 

貸 宜動車 菜 巧 巧 

紹介 及び 通 辯 も t ま^— K 

ミ f 喜 二 畳 g を 5 ド 1 

ボス トス ホ 

谨± 旅 舘大浦 末が 

芸ま ち罢 す SL ぎを 3 宝 ass. 

V. £ .ミ 6770 
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Broadway 
Phone. I 


New York むか . 
Hanover 7394 

巧を を俄巿 

1 12 We が Adams み re が， CHKAGO ， H ム 


I The な mitomo Bank, Ltd. 

I NKW YORK AG 技 NCy 
149 Broadway 
Te し Hanover 7444-7445 


The Yokohama 

Sp が お 如 化 Ltd 

Equ 貼 的 お 相 . ん Y 
PIro が Rector 25 が 


The Ban! ( がが waR ， L 亂 - 

Rooiy 308 

Bennenson け vesting Bidg.., 
165 Brotdway, N. Y. 

下 el. CortUndt 7 が 2-3 も お 


TaiyoTradin が o. ， lnc. 

hupor お rs A Exporters 
101 のれ h Ave., N. Y 
Tel. St:uyve8ant が 23-5 

327 W. Madison な reet, 
Chicogo, Illinois. 
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M 邮 IMURA BROS., Inc. 

I 53-55-5; W . が 1.( う 別 . 

I New York City 
I Tel. (iramacy 3S50 
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[- 


亩 千 营 第 


狮で ぷ 雌な な 鱗 煎 がが 


〔日曜 ±J 


a 


十二月 s 年 四 卜 正大 〔四） 



タンク 類 


純眞 なる オ ーシュ コシュ 、ワー ド。 でブ 

トランクの 脏 段は 皆さん •か 永い 旅行を G 

さる 時の 切な 化より 遙 じを 偕です。- 



シ 


シ 


ユが普 姐の 卜 

ランク どの 一遇 

つて 居シ處 4./ 

御覧に 入 化 巧 

う 御座います 

から巧^^^ホ 

巧 御 1 4 ^ 願 

ひます 〇一 


シアトル 出帆/お 帆す 前 十 時) 

橫濱义 四 巧 十 = 
加貸乂 凹 巧 ホ 五日 
伊豫 化 五目 十一 百 
淨巧化 六 巧 二日 
U 本 巧 船を 述賃新 率 
一等 橫攒 一九 五 巧神戶 二 〇 五 巧 
一二 等 洋食 五十と 巧 化を 五十 お 典 

歐洲： n 本 間 客船、 を 月-- 回 
淪を よら 一等な ぶ 席、 二等と 十 
磅 、竭巧 塞よ b 1 等 化 十と 砖 
二等 六十 ホ 巧。 


船 星 
を 巧 
はを 
が 御 
本 呼 

を 出 

、 

称 ド 
咖さ 
はい 


化 資出化 E を あ妈由 =5^ 


I ち 二 巧 


シ了ト バん邮 

あらび や 化 I 一一 一巧 •甘 六 目 
あら ぞ なか 巧 巧 九り 
マ橫濟 I 等 一九 お 弗 一二 等' 五 五 巧 
一二 等を 室 大な逛 家族 室を 數 

▲御を 望に 化り 剖 引 化な 切 巧が 巧 巧 致 技 

ロスアンゼルス か軌 
めきし こ 化 S 月 ： i = 八 目 
しかと 化 四 巧 かり 
▼沙 港羅お 巧な 革 切符 寢寒券 雄 入御 辫 
旋 化ら お。 

▼が 靑線バ ナマ粋 由 H 本 支那が 货物 化ち 一の 



U 本觸 器雜貨 


ドラ i グ ー ツ旬 販資' 

巧 式 4 ^ .14 &' 

會 がな* が リ な 


Mopi . MC . MCZ 01 00', in 。 5 

105 E . l ま 了 St . Z . Y ジー 'でち ' i ミ 苦 苦. ミ 




う デイ 販寶 



音 樂敎授 アキ オブン 

獨哨歌 巧 莱をケ H 式を 一, 週 一回} 
西 六十 五丫 H 東京が お 階上 
菊 池 胳ぶ邮 


U 本人 諸君には 稱を じて 勉强 
し 御用の 節は 機械を 持參 して 詳 
しく 御說 明を しよ す。 左へ 御電 
話を 願 ひます。' 【石 井英 太郞】 
145 W . 薑 St . 香 13 .C 
，ぎ Circie 芸 15 Ext . な. 口 
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上等 洋服 調製 

弊店 調製の 上等 服は 皆樣に シック リ 
を ひます、 而 かも 値段は 恰 巧です。 
服地 は英闡ゥ ー 八 が 澤山欄 へ て ゐら 
ます 是亦御 一 覽を願 ひます、 H 本紳 
± 諸君は 時 別に 歡迎 します。 

一二 か 銀巧员 諸君には 永らく 御 愛顧を 
蒙つ て 居まず。 
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ホ ノル、' 按 驾神戶 'ち 時. 上 瑪ま淺 .馬 足拉が 

(羅ホ 巧 帆 二 ぉ ホ- VH } 

を 比 利亞义 OKT 呂〇嗯 ) I 二月 册 I 日 

(羅が 出帆 ご 一月 二十 セ 日) 
太が 丸 ご 一二、 000 唯) 四月 十 巧り 
天洋化 (ニニ、 000 觸) 巧 3 も 八日 
コレア 义 (一己、 000 顺一お 月 十二 H 


W ^ 




巧が 墨西哥 、秘 露、 智利諸 港 巧 
おが ホノ ，、橫 濱神口 巧 司 香港 巧 
裙復 ホを 六 週 一圓- 
◊を 落 巧 i 切 待控笔 を 媒 入 抑韓强 化* 候 


■クタ こ i 巧を as こ 


一望 一。 \ 

•石 か 亩狂郎 巧が 逸 巧 寧 中 U 
b し睹學 ホ， ホる 二十 阳 3 オリ 
ン ピック 親に て絲 锅の途 み 着 4 
參黒 正巌氏 京都 ホ乂敎 巧、 义 
部 巧が 外が 究員 、歐洲 じが 擧中 
ならしが 去る 十 一二 日 着が H ' よぶ 
樂 部に 投 なり 


羅 


信 


市民 權 無効 問題 

羅府 が 化の 同胞 竹 巧綱義 巧は 
喊刹 大戰當 時ホ题 陸軍々 人 と し 
て 出征した 巧 勞じ化 h 市 ほ權を 
賦 巧さ^、 昨年 絲 朝に 際し 該ホ 
巧 証に 準據 して 米闕 あが 發 給の 
旅券を 所 巧して 旅い し 最近を 港 
着の 春が 化 便に て輸 ホした るに 
移は 官 のが 調；、 たる 結果、 當局 
まじが ては 其を 巧。 るを 承認し 
得 ホ ど稱し 中央 か. 府： _ 照會 する 
; ご なつた 爲め 同氏は 仮 t 陸の 
儘 S なつ 码 る。 ホは 浴 巧の レ 
n 1.’ ドを 作る もので あつて ホし 
て 等閑 じ附す V き閒 題では い 
间 氏の 所持す る 歸化巧 お 詰 共 も 
の^を 効か 無効 かの 閒 題は、 法 
律 上の ホ續 をした 後，- なくて は 
速み すべき 一 '' は V い W 旣に米 閥 
を 府 自身 則發給 t だ 旅券が ある 
0 し 同托- のん 國 はぶ 窒に 之を 認 
めねば U ら ぬのは 自明の理 であ 
る。 卞ッ葉 役人の 愚劣 化 級 さ r 
は 晒つ じらので はない か。 

レストラン ト賣 吻 

現を 千 弗 ょら I 二 千 巧ち 穀ク巧 
をを ます 夫婦を じ 適當。 

西と 十 I 下目 一一 一十' 一番 ア ー サ. 
— 平野を 御 照 か あれ 電話 エン 
•tts n ッ ト 九と乂〇 


鴨 説が 


♦ H 本人 実 3 お會 
「聖歌の 作ク 。スビ ーを概 ぶ J 
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♦ぶ 哟敎修 おお 

r 题ホ室 

ザ U 本ん 敎會 
『信仰の あ義』 


i 脚 


淸 水が 伽 


夫婦き 又は 御 歸人一 
' WVTT 一. 貸し 度し、 臺所使 巧 
御 自由、 閑 靜‘を 化 格な。 

笠 量 ma , 301 ゴ .15 G 5 
Tel . 亞 gecombe 13 泛 

画 f 


貸間 iS 蘇 ssf グ 

が 廳へ十 か タィム ススク エヤ， 

へ か 五み 電話 カン バラン ド呈言 

妄量 suroof 黒 输悔モ 


、户 \ .ス お 則に 敎撥醉 し 一 
ク 、パツ まて •キヤ！ ラ' 

ン テッド ュ ー ス五葬 H 本人 歡迎 

だ A ゴ nsA こ妄 C 養 資呂ち 
登！ 吉養 L 281 W . 養 h st _ Nsr 害 Ave ; 
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と 一四で 
四 四 八 八 


國米 ホ I ム 

レ ノブ タス 

Y が だ、 A 、 マ隣リ 

I 


書籍 一切 奴 次 

ホ國 出版の 蓄籍は 化て 杯 別 料 引 
じて 巧 速に 化 次 其 旅れ ちの 研 巧 
を考 資料の 書籍を 集 等は 特に 御 
硬ち おけら ひを ホ. 〔幡 悔】 
正ぎ shi でを ダ 
妄 Nassau で. • t ぎぞ ekm ミ 8 若 8 


シ* 卜^ お 帆 午前 十一 時 

V フ レジ テント マツ キン ン <— 

S 巧 二十 八 H 

V . フ レジ， テント ジェフ ア ソン 

隅 巧 九：：！ 

▼フ レシ デント グラン V . 

. 四 巧 か 1 H 
▼プ ン‘ ジーア ント こア小 ソン 

五 巧 一二 H 
▼太平洋 航路の 最 快速 療船 ▲ 
►船室 廣く 理想的に 完備す A 
►ベッド 使用 コットに 非ず A 
御 希 聲じ攸 ち 日本食を 調 ふ 

化 巧 店 桑 山 蘭 店 ミ ss 


W ^ を 巧が 貨 五十 圆 0 上が 息 年 ホみ 

能 齡臺灣 銀 巧 紐 育 お 張 巧 

▼微里 送を ぶび 並 送を (無手 較 巧】、 外圃 
ぶ 急 質 貢、 荷爲 をな 祐取 立、 信用が を 
わ澤 -が级 巧を が 御 巧 巧 じな 巧 巧 化 候 
▼尙 ほが 細は 卸 遠慮なく 御 閱を被 ド 度睽 


葬 iflipg 訝 錦 

J 通知 品難掉 强ぞ罵 

(化シ な千圓 な下ノ 述な預 お' 無 巧を- 

撥鑽 正金銀行 ぉ 育ず 巧 

郷里 送金は 都て 無手 數巧 じて を 
巧橫演 本店 經由 送金 モ化 扱申餐 


が お 男爵 住友 吉左衛 巧 

本 お 大阪 化が 丘 了 目 

おを ぞ巧 が 育ブ 0 I ドウ ユィな 四十 九番 

穀なぶ 銀 巧 

日本 內 一巧を ゎ ぉ、 名を 屋 、京都、 巧 戶 ■ 

化 だ甚 "一ち ノ 道、 廣 島， 要， が 中、 ドゾ视 
がまな I 巧 司、 小 倉、 お 松、 裙夕 、久 留ホ甸 
本國預 を、 鄕里 送を 等は 棵め 
て 御 化 巧を 速に 御 取扱 ザ 申 お 
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日本 紳主 がみの 洋服 

= 御が 义は當 巧へ = 

が 舖は夕 年當化 U 本 お樂が 食ち、 がわ、 を 
社 負 方の 御 お 服を 劇 裂して 居らます。 

新型、 新が のげ 服、 かを のな え 化 ホは 廉 m 
で 御用 命じ 應 じます ° 


クす 力 

フロ" 




才 洋服 店 
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一 額 I 

M 常.！ 


一 お 圓 

六 千 ま 旧 
お 千 六 拾萬圓 

林視 ，可 巧 ホ a 本 ぉぉ 駿河 町一 
ま 巧 ィが 口み お 丸の 巧 (巧妄 巧 お 
名を 岸を が 大お西 ミ ぉ〕 

神 戶廣島 下が づ司 若が 
お 岡 長が 上が 儉 ぉぶ 買 

か 國爲替 >擲 里 送を、 化 送を、 信用が 巧が 
一般 銀行業務 精々 御 巧 利 じ 取が 巧キぉ 

鎌賊 S 蒙 銀 巧 紐を ま 巧 

本ぞ巧 巧を 圣 巧、 大巧、 神戶 "巧が 
巧 化 地 名を 崖、 小 お、 上が、 がを 


陶破 器、 維貨 、ラ 


卸賛 


ンプ义 ランプを 

森村ブ タザ！ ス 


目 本歐洲 行， 

乘 船. 切符 並 じ 大陸 橫斷鐵 道が 符 

，諸 外 顧 送ら ふ 猶挪は 愼利じ 御が 
計ら ひ 申ます こ，， 一 

日本 变船會 社 ...若.../ 

並に 各 鑛車澈 船會祉 I 

代理店 巧 欄 兄弟 廟會 

な育巿 ま. 血 十九 T 自 ニニ 阳が 
電話り！ ジ子 \ 卜绵 的-一画 1 




在留 勞働 者が 目 醒めて 

勞働紐 4 口と 自巧會 Y 創立 


- 本紙 旣報 W 育 日本人が 

巧 組を は ホい どか 靑 いご か無视 
解な 批 刺の もつ わに 巧 はらず 若 
; を其述 動を 進 巧せ しめ 紐を を 一 
I 西が 義が 巧、 幹事 じ 長 お 川を 一一 
巧' 會卽じ 山邊淸 氏、 周旋 部 ま 
巧に； 一階を も 鐘、 お 會がホ 任じ 

:川お 良 一、 劝 問が 主 件 じ 森 岡 正 

- 志、 化 儉紐ま 化 じ 山山 患が、 教 

，育 部 ま 巧 じ 佐々 木 一二 一 邮 、岀版 

'なま 任じ 石 巧 一を 义郎 諸氏 就 巧し 

I 目 ド 具 ホ 的 施設を 研究 中で ある 

i ご 云 ふ。 M 組な 幹部は 去る 十六 

午後よ 時 巧 旧口會 書記長、 新 

間 化 化ぶ を 

: お南樓 U 巧 待して ちの 

かき 網領 をを 表した。 ホで 十九 

H 午後 八 時 第 六 街 (二十 了 目角) 

聖を敎 を內に 茶話 曾を 開いた。 

j 當巧 はぉ 席 者 四十 余 あ、 西が 紐 

I を おおもて 絹 會の辭 を 述べ 川な 

一社を 部展 組合の 性質 目的を 説明 

I してを 方面の 贷 がを ホめ ホ 松 凌 

_ お 野が 盛ぶ 郎が數 巧の お說 がゎ 

i b ホ 賓柿齒 副領舉 は勞働 間^し 

おす ムお兒 を 述べて 創立の^ 意 

を赞し水を涉己氏は新閒^^^立 

战を助 明して 化 殺なる な 解の 一 

撤を？；'>'.ィ' ' 日 ネん をを樹 紀 化 ま 一 

巧、 巧 力を 說 W するど おじ H 本 

人 巧の 方針、 沿革が 『阿 胞-化 I 

I 主義』 にある を 論じて 組合の 巧 

面目；； > る 發展を ホ 望 L、 H 米が 

報が み 营重黄 氏、 巧 田 H 會盛記 

を：^ 化のを 上淸說 、自己 おか 

； 餘興數 を あ b 歡談裡 じ 

I 散 巧した。 ー ホ 象 永 淸藏氏 等の 

j 發 起に 係る H 本人 自助 協 會は去 

る 十より 秘ザ 旅館 じ會 を、 織 田 

1、 柳 巧、 り夕 ず、 藤な、 渡邊、 

j 家永孔 他の 諸氏 出席し 柳 原 巧 起 

j がの 會 則を 討 諸し、 趣 息 書を 颁 

|がしてお貞の兹集じ着ずする^ 

.二 ； J ■つた。 自助 協 食 がをは 一 

ケ年 S 兜の 會 費で 6 員ん 热傷救 

濟を 。すしを t もの； かく、 勞 

一 働 組を ど聊 巧を 彩を おじして 居 


る。 孰れし せょ 化 留勞慟 巧が 自 
ら H がめ て 自ら 救は む どす るの 
は當 がの 級 化で あらぅ。 

= 本人 勞慟紐 合銷領 
.、我等は など 窝 どの 隔 ちが 
餘 b じぶ < なれる 現 化 じがて 
單に勞 働を たるの 故を 0 て 化 
ゆる 生活苦に 直を せしめられ 
て 居る こどを、 又 日本人で あ 
るの なを 化て 特別の 苦痛を 受 
けつ i ある こごを 知る。 - 
二、 我等は 勞 働を ごしての、 
あび H 水ん ごしての 化の 黃境 
狸 じょら 善く 處 する じは 離れ 
じる 個人の 力の 無力 じして、 

只 巧 W 闡 結の 力 こを 我等 勞働 

をの 持ち 得る 唯一 じして、 然 

かも 最せ 力なる 武器なる こご 

を 知る。 か i る 武器、 即も活 

動の 機關 ごして 巧 等は 勞働組 

をのが 要を 搞威 する。 

ご 一、 我等 巧慟 者は 化の 機關を 

本據 ミ ^ 、 ホ ！ ム ごして、 段 

結の 威力 ご、 相互扶助の 损神 

とを なつて 相 瓦の 慰を、 經濟 
的 福利を 巧 進し、 义智 謡の 當 

後 じ 巧め なつて 我等 勞慟 をめ 

向 丄發展 の 道を がき、 共が の 

實を擧 げん 率を 期す る。 

大お 十四 年 lllH 十六 村 


U 本 巧樂部 ホ懼の 歓迎 會じ化 席 

し 二十 六 円 頃：！ がの 綠 をで わる 

VJ 云 ふ。 がほ齋 おお 領事 夫人は 

二十兰り午谁四時ょ^ががの問 

胞 が 人 數十么 を バーク 巧 乂ホ九 

の 自邸 r 巧 待して おず 乂 化 夫人 

を 主賓と せる 茶 違を 催す 常で 夫 

夫 案內を 出した。 


巧 曜鬥來 紐の 

新 大使 歡迎 

總滞事 招宴を 始め 

日本 協會 、：： ：會導 

今 遇々 初 白 聖舘に 於て 信巧狀 

の 捧呈を 了し むる 新 巧 駐米 大使 

松 半な 雄 氏は 夫人 間 伴、 を 旧、 

澤 旧兩參 おち 其 化 ど 共に H 曜 H 

午後 巧が ホ テ 八、 プラザに 投宿 

する 舊 产、 あるが、' 同が は プラザ 

にがけ る齋藤 擦が 事 ホ 催の 歡迦 

をに 出席し：：！ 米 人の 重立 もたる 

A 々八十 余 名 ご會談 、翌 H 巧は 

ホ テ 作、' ア スタ ア .にがけ る H 本 

協會ホ 催の 大晚 餐會じ 顧み、 尚 

ほ 水曜り 巧は が 育 日本人 會 あび 


排 H 風の 蔓延 

クンず ス州 

で 外人 上 化 法 成な 
ヵン ヤス 州 上院 じて は 去る 十 

1 H 疆じ 下院を 通過した r 歸化 

不能 外人 ノ' ± 地所ち 及び 诣 化を 

む 化する』 法 巧 案 そ 一二 十四 票 お 

零 じて 逝 過し わ。 词 案は-下院ょ 

ら姻附 された 際 上な 委貴會 にめ 

ては 一る 否 决の述 命じ 逢つ わが 
提案者べ プ ー ン 氏は 肖 方 運動に 
努め 本會議 じがて 滿瘍 一を 通 遜 
した 爲 めが 口 派の 一. 頭目 じる ポ 
1 ンン 知事は 直に 署夕 したので 
愈々 排日 的を 禅は 制定され たの 
C - ある。 元が 本案の 提出 巧た t - 
ぺブ！ ン 巧け 间她 ヵー ニ！ 郡 じ 
メ〇ン の 耕作地を を ザを 大農 家 
で、 最近 太平が 沿岸ょ b 日本人 
膜 夫の 移 化 者の 数が 激增 すを 
聞いて おお 排 □法案を 提 おした 

ので ある ど 壊 へられて 居る。 斯 

くの 如き 排 U 風の 蔓延は 注目に 

箱すべき であ •りぅ。 


小 林 絹 治 氏 

送 麗餐會 

あ 滿鐵道 紐育孽 格 巧を ごして 

活動せ る 小 お 絹 治 氏は _ 社命に 依 

らホ 過々 初 家族 引 疆め歸 朝め 上 

當を大 連 本が 詰 どなれる が 岡 氏 

の 知己 二十 余を は 去る 十と HH 

本 惧樂部 じがて 送 則會を 開いた 

デ ザ I 卜 、コ ー スに 又れ る頃發 

企 人を 化を して 巧 木 化を 銀行 支 

巧 接 •場の 挨搂を 述べ 且つち 滿 

锅ご 日本 V の 重 嬰 U る 關係じ 論 

及して 滿« 今後の 發展 ホが じ 伴 

ふ 小 林 氏の 將 巧を 嘱望し、 みで 

齋 藤が、 h 原 虎を、 香 西み 郞、 

旧 島繁二 山下莽 ，隆 '五 民の 別辭 

が ホち、 最後 じ 小が 巧は 起 もて 


r 移民法 問答 

ご 問) 巧 社 益々 御 おおめ 段奉大 

一な が •却 說巧移 技法が 其 後 如何 

:に實 施 適用され 相る かけ 巧々 间 

一 胸の 均’ く 聞かん ごす ムを じち 

么 、現じ 問趟 一-を Is ― 'て 惑へ る 

一人 も もと どが 候處 、御 多が 中 

一巧 だ 乍 恐縮 左ん が じが 便を の ホ 

j 法に 化 b 抑 おが 柏 賜る 事を 得 ば 

一利す る 者 盖し小 ホの みに 巾 まら 

一-すご 被が 候。 

一、 がが 十 年に して 4-^ 地を 所 か 

一 し 農 菜を 自營 する 个止 入國ち 

; ホ b ご假 をし 巧 入 函の能 否 如 

i 何 並-」 其方 法 (可能 ならげ' 

一：；、 ぉ 人妻 子を 呼を ずるの々 を 

二 一; を 二 巧の 可能を 宵を ぜ しむ 

べき 例証を おを 實施後 S 巧 例 

I に ホめ 巧る や 否や 

i 巧、 おら H 本お^ 檢入販 質 (卸 

1 巧' 一にが 事せ るが 人 巧 舖の使 

\ 巧/、 ' i をを けが 甘 或け 自 '- f 问 

一 伴卽 米す るは W 能；？ らや < 巧 

^ •し本人は.^^=巧人闡巧ごす」 

i んけ おおじ 巧— 巧る ものなら 

i ' や 或は 特別の 方 ホ 'す をす るら 


のじ や 

六、 第 四 巧の 目的を 達が する じ 

該巧 舗が 比； の本據 を：：：； 本に 廣 

ける ものと 米 國じ醉 ける もの 


國は 許されて 居ない ど 云 ふ 点を 

巧說 して 超き ます 〔第二〕 第一 

が 解み れげ 第二 も 解 巧して 化 

/、 可能 巧は あらます、 〔裝 三〕 


どじよ 6 難み の' 別を を やる や I ホ だ 巧 適切な 實 例は あらません 


.杏 ゃ 

と、 巧乂陸 おを あを $ 上陸に 際 

しての 檢 をは 新法 赏施 W を 緩 

かさ' 居る の事實 あらや 

八、 微を猶 巧 中の 年が め 威に 

滞が L 得る 期間 

化、 を规 間中は おが 徴み檢 を 施 

が 中と 雖も おが G らや 如何 

(江 崎 r ) 

-答 卸尋 むの (舆 一〕 は ± 化 

の 巧 をた る ど 巧と を閒 はや 不 

.化 入齒 をで あるな 上は 移 おを の 

巧 文通り ごすれば 巧又國 は出东 

ょせん。 併し 特 柿の 地位 じがり 

どの 中な ど M 時 じを 留十 年中の 

正當 なる 蓉 膝、 ち 力 长人救 名な 

上の 請願 普 等が ある r 假 をし 適 

よ^をが ザ 門 家 ご 華が に间 道し 

て 一 運動を が A る 能力 ごが 力 ど 

が あいじ 必 すしら おおじ 不可能 

である どけ 斷苗 しません 。なし 

現わ 巧 K をの 明文 じあけば 再 人 


〇 を 雜を經 もして 往年 不ぶ 入闕 

をで あつた a 本 A ： c 合法的 じ 上 

陸し ぃ 新 例は ゐ 'ります 〔篤 四〕 

輸入 販賣 業は 國際 巧巧爲 です か 

らが化 用人は 出入 共自 - E であ b 

ますが 川 じ 使用人で も 化 當の地 

位の；：^ い タィピスト や、 ボ—夕 

ァ 、帳簿み 。ピ」 .，. 化 部類に 入 b 

ませの、 亦 其 妻は 移民法 第二； 條 

第二 巧に ぶき j 時 的 入既を 許可 

さむる のでず が、 宿 化 的 じ化义 

は 出 ホの がを T づ 〔第五〕 特別 

の 方法け あらま ゼん 〔お 六〕 店 

舖の 大小、 內 外に 願な。 < あぉ 

な愉乂 裴巧ぃ 、あれば ょいので ず 

〔裝 k 〕 現が は 緩 かされた •こ 云 

ふょ b ら 不合理 實は少 く U 

らました 併し 是 いはん ど 煤を ご 

の 間强で イツを るか 知れません 

〔第 八〕 二 刪 巧 間で ず 〔第 化〕 檢杳 

施が 中 ご雖が 巧です から： 一 側 n 

W 巧に U 本を ぶれば よいので す 


經 3 にが 巧 中の 謝 总を睐 ベ、 が 
徽 入社 前後の 事 悄ご乂 赴 後の 經 
過を 附言して 確 殺の 伏魔殿 じあ 
ら ざるを 巧じ撤 おを 別を にがて 
歡話 午後 十 時散會 した。 

鈴 木 离化山 準 逃ず . 

顏合 ダの H 

巧 俄 古で ホッペの 也 膽を寒 か 
らしめ た 鈴 木 龜太郞 巧掛松 山を 
嶺 巧の ジュニアー 撰ホ權 競お會 
は旣 報の 如 < ホ 週 火、 水、 木の 
一二 曜 H 午後 八 時から 五十 了 目ブ 
り ー ドゥて 一 め デリ ー 巧 球場 で 
擧 わせら るべ ィ蒋 巧者は アマ チ 

ユア A 級の チ 五 ~ .ムス、 ルィス 

氏で 審判を の 實吿じ おしてが 瓦 
じ 疑義を 質す； じ 誌 解され'.'' 居 
る。 ステー ク マオー はを 二 円 张 

乂煤巧 tM A 1 巧で ある。 

日 會總會 を 委員 

本 月の 埋 事例 會 じて 會 を 指名 
じ 巧 （た 紐 育 H 本ん 會 定期 總會 
を 委員は 左の 姑く み定發 表した 
縷會 準備 委員長 高 巧を 雄 
委員 菊 地 ホを 衛を西 龍 
雄き 旧 お 隆熊野 傅 平 
巧 中 健 吾山 旧み 五耶 陶 
島敎治 

議案 調 雀を 員 長大な 供 佐 
委員 家 永 淸藏巧 信が 治 
香 西み 郎淸 氷を 次郞柳 
'原資 歪を 井關 治 
理事 板 補 指を 委員長 

闲島繁 二 

委員 鴨 井久る 本音 彥 
ホ 榻義雄 織 巧 赏小萊 幹 
-11 — 鈴 木 益 S I ま 口 良 二 

ホ亞 婦人 俱樂部 

ア メジ カン、 オタぶ ン タか婦 

人 惧樂部 本 巧 例 曾け ホる 兰 十日 

(月曜) 午後 Hi 時ょ b バーク 街 丸 

六九番 齋倏纔 領事 夫人 邸 じがて 

銷 催す る當な るかを 員外の 巧賓 

同伴を 塔 者は 1 A じが I 弗 宛 負 

擔 すべ' しと 云 ふ。 


山 旧 爲輔巧 送別 

滯紐 中の 水 お 畫家山 田 腾輔氏 

は 明 H お 發西巧 四月 中 じ 歸辨の 

豫ぞ なる が 同 巧舊知 十を 名は 今 

夕 料亭 年稻に 於て 送 别會を 兼む 

歌 巧 硏觉會 を 催す ホ。 

學生雄 辯 會例脊 

前號所 報が 育 化留學 生な 志 ま 

唱の 雄辯會 じて は ホる 二十 八 = 

午後と 時 ザょ btgr 円 八 了 目 一ニ ニ 

'一 二番 実 0 を會 じがて 第二 巧を 開 

催 財務官 事務所の ホ 川 忠雄氏 お 

席し、 藤本 源 太が、 原 旧 邸 一、 

擺澤险 化、 小 旧な 秀義 、石 井 了 

一、 ホが 茂 諸 巧の 演說 がら 榜聽 

随意で ある ご。 

國吉蠢 化を 別會 

來る 二十 (巧 曜 H ) 午後 六 

時 ょら 證滕會 ま 腥の下 じあ々 巧 

學 のた め渡歐 する 盧家國 ち 康雄 

氏 送別 會を 開く 由なる が谋 所は 

を 二十 义 T Hi 二十 五番 ホ廣 をに 

て會 壁は-お 五十 他。 


♦瀬 川-氏が 育生 命 保 隙替お 

化 攫 人、 第ぶ 街 一二 011 一番に 於け 

る 事務所は な 巧 化 0 1 號を であ 

つたが 今 巧と 〇二號 第に 移つ じ 

お 話を 號は化 前の 如く 7 ランク 

ブン网 九 〇 0 ぶ キス テンション 
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政界の 細菌 

が 迷 あ 流を 葬れ 

所 进誰お 一二 化の 聯な內 觸は樞 

あ院の 小姑 等 じ 虐めら れつ、" あ 

じ 巧 化ら。 がら も 皆 逃 おを 化り 

丄パ じ。 ソ シブが 敲院を 通過せ 

しめ 巧た に拘 はらで、 貨族院 じ 

引きが つて 樹 のな じ路 きがいた 

巧を の 如く 乂 E 維新め 黎明を 報 

中べき 赞錦 どして 视恃 された 普 

選 案の 速 かも 稍々 危棋 のをを 抱 

かるく じ まつじ。 を 族に じ多數 

を 擁して 巧し くも 是 々ホ々 ホ義 

を 巧 巧して & る 硏兜會 は、 勿論 

自ぶ のみ 力を 薛 示して 内閣を を 

威ず もを 能孽 どしつ i あるが 故 

： じ現內閒 ^ 巧後じ化る國餘が普 

選 案の 制を を勉绍 する おじ 凿し 

ては 雄ろ 冷淡なる お 巧を 維持し' 

例の 貞族院 改革案 じ おず る 低級 

U 動機 じぶ をされ て 施に 反 龄的 

證 論を 上卜 し' 飯 情の 惡 化は 遂 

にが 算を修 化 ご；：？- つて 蚊 巧の. テ 

ッ ド。 ックを 渡 化して 化 舞つ た 

吾人け 凤じ加 お 内 間の 略 樵が 

ぶ 迷。 る 巧族院 どが 裕院 どじ 化 

べきを 指 楠し、 化 化の 制 巧 現 

化い 組 槪にま 配 せらる 上 化 

藤？： 閒； '蚁 綱を 巧規 しけ 策を 實 

巧せ わが 巧め じけ 鼓-' 綿を G る 

巧お.^ぶいて、巧げに彼等を'ィ 

ン ド が かねじ；？らぬが動もすれ 

ば S 化の 姑 ホが 弛ぶ しさぅ じむ 

るの が 加 朦內閒 の おかで あら 化 

巧 5 あ 燃ら なじ 濟 化する ど替吿 

して おいた が 朱が 樞を院 は 普選 

案を 始め 蛮を なる かがの 施設 じ 

おして 卞巧的 地 化に 立 も、 歷に 

貴族院の な 動かす U 投嫉 院雜員 

:の大 夕駭は 反 勘 か 子 じ 過ぎ ぃ みい 

iu こ巧贱 する がか < を 、ら る！ 

.言ぶ を揽 にして むる。 惧を院 ご 

-云ひ 货族院 と 一玄 ひ 觀れも お 動的 

涼 迷 巧 ホの 化窥 でみ つて 治を 維 

: 持な‘ の檢だ 恐がな な 巧には 巧手 

; を舉 けて 赞 化しな から、 財政 整 

I 理をホ 眼 ごする 豫算 U 被な は あ 

I らぅが =; の 改を的 修正を がて し 

-を逃 案を をが きどせ むご 試む る 

: などけ 自ら 踏 氏の 怨府 ごな b て 

i 自らなる の 機 曾を 化 進す るら の 

1 である。 がる じ 化 袖の 巧 族院遙 

:均 一中を 把閒 趙じ觸 るれ ぶホ轉 上’ 

にの 反 脚 的 態 皮を 批難す る 者が 

: ある：：：： 阪巧 巧の かき お 一例で あ 

; る=と云 ふ じ ま つ て 盖し騰あ 

の 乘 G る ものである 0 

I 吾人は 聯ホ 政府 どしての 加滕 

I 內 閒；； な氣邮 なさを 愼概 する じ 

I ホ もて、 將ホか 何 じして 巧る 頑 

i 迷 お ホを 葬るべき をな 倒 じちへ 

j ねぶ U ら 口。 郎も か闕め ホの が 

I 巧を 驅逐 ずる； を エホせ ねじな 

一ら 《。 巧 遇を 化な 後の 新が 禅の 

一 i 威力 じ 倚 もてみ 隅 夫む 自身を 化 

一 靡 故 治の 本筋 じ 引き 巧し、 闽民 

- を背读 ごし 後が とする み视 らし 

I き 巧 进を紐 織せ しめたる を、 


密 院わ廢 んは玄 ふまで もな く、 
巧 族 お； 本質に； 乂攒 革を 加 ふ 
るふが 重を U 閒幽 である。 

贵族 おん 本 巧に 一大 獲 革を 化 
ふる ご叫时 に新时 化：.： 順 おする 
巧 施設を 巧り て 民必を 振作 皴舞 
し W て： H 力のを 實を 謀る が爲め 
じな 適正。 る 方が U 明治 大帝 憲 
法搂 巧の 剌錯に 準じ U を 執 b て 
憲 なを 修 化ず 必 嬰ら ある V 


く、 過 ま 置 十 年 ホの 因 毀 襟 弊を 
禪脫 して 乂 化の 維新を 完成し、 
阁 おの 爲 めの 政治、 國 おじ 化れ 
る 政治を 施す S でなくて は H 本 
國 民は 救 はれ。 い。 換言すれば 
彼等 頑迷 者 流の 細衛 巧に 引き摺 
ら むて 常にす 徹底 不鮮明な 境地 
じ 政治の 貴 巧ち を 置 は 遂に 
は齒がの危機を招致す る J ど な 
もで あらぅ 0 




化雜乂 軍事， 占領が 

租借 權爭 いの 中必 


モー リウ iz 一二 日を；：：： 义 しく 巧 

農 日 シア 政府 ご ホ 人財團 ンク 

レア ー 巧 她巧社 どの 懸案と なつ 

てな た化憐 ぶの 油田 租惜 問題は 

最 あじま 9 

曰 露 協を S 立呈だ 

り シア 政府な シンクレア I お 巧 

お 社ん 契約 个腥 巧を 理由 どして 

突かを 租借 權の狐 効を 述吿 する 

じ まら、 事 化は 〇 シアみ を黨法 

をに 姻阳 せられ 窓々 今朝 ょら 第 

一回のを がを 辭始 し、 總 てお產 

鶏の 法 親に 基 <陪 が 脚ち 0 てシ 

ン クレア i 會 社は グレン スキ！ 

内 隅が 代の 司法 大巧に して 國際 

をの 惦戚 ピ攝 せられて むる 二。 

ラ. ス •モ！ ラダ 乂 7 氏 比 一' 化繩々 

たる 願 問斜諸 ± を 狩 集めて 辯 論 

したが、 このを 巧の お 巧は 化の 

か闽 人 じして 勞摧 。シア 政府 ど 

の 間にが 權關 係を かする 筋に 影 

響ず る 所 ぞく 化つ て國隙 的を 目 

を 喚起して ゐ るが、 第一 巧の 巧 

ホ 辯 論の 結 おとして 勞農〇 シア 

政 巧は 殺く 共ン シク レア ー お 油 

貪 化との 

契約 締結 當質 ンクレ 

ア ー 氏の 勢力を 通じて 米國 政府 

を 動かし： n 本の 化權太 駐屯 軍の 

徹兵强 をを訂 畫 しつ i ぁつた 事 

實か明なご：：^つた。 而して政府 

侧の顆 間 辯 議± は〇 シア か國貿 

易 部の 內 をを 受けて この 裁 巧み 

妥協 策 どして 疆じ シグ クレア I 

會 がが 化 借 契約 履 巧の 保証を と 

して 提 巧した 二十 巧グ ー ブ术の 

返が 及び 『他 じ適當 U る 租借』 權 

賦 與を提 溢した が シンクレア！ 

側が 不服を 哨 わたので 遂に 裁が 

の繼績 ごな つた か 政府 侧 のま 張 

する 所 じ 化れ ピ勞 農政が は裝約 

伽 年な 内に 乂劇 政府の 〇 シア 

承認を 化 本 ごして この 契約に 調 

印し 殊に シンクレア ー 侧が 契約 

不履 巧を a もどず る化碟 太の H 

本 駐屯 軍が 巧 化 員の 上陸を 禁止 

した ど 云 ふ 一事 じ對 しては、 契 

約を 時旣だ 日本の 

軍事 占領 は シンクレア 

1 側 じて 巧 かかを して ゐた 所で 

外化チチェリ 

ン をは H 本 軍の ンン クレア！ 食 


樞 


社 旨 トー 陸 禁化じ 勘し 强 硬なる 抗 

證を 提出し じじ も 巧らず、 會社 

侧 では 何等 米國 々お 省を 動かず 

能は さゎし のみ；； ：〇 ら やホ國 政府 

の 勒萬 政策は かつて U 本. 政策 

を 授かした 事 實を擧 バ會社 側の 

ま 張を ほ 殺し お 約小蹈 巧の 罪は 

シンクレア f 會 社が 义闡 々擦 省 

を 動かし 本 問題 じ 就て が 等リ本 

じ抗 溢し かつた； にある ど稱 

して ゐ るが、 會 社の 辯 護 十 側で 

" JH 本 軍 お 屯の 事 寶は當 時旣じ 

知を して ゐ たが、 a 本が 斯く强 

硬に 會社 化を もの 上陸を 禁止す 

るとは 認めて む U かつた ご辯疏 

したる 上、 契約ょ らまず る 

政治 方面 の 問題に 就て 

は 極力 これを 否認し 本契約は-米 

國政がご网等の關係；：*き.とは契 

約 事 巧 中に 米國 政府の 字 巧を 見 

ざる 点じ 徵 する も 明白で あ 

なつて 契約 $ 魔 巧 ど 政治的 影 醬 

をお问 ずるのは 不巧 である ィ J ま 

張し、 おら じ 契約 第 化 五條を 檐 

ごして 抗 辯して ゐ るが-前 乂國 

國務 長官 じして 紐 育 じがけ るシ 

ン クレアー 會 化の 顧問 辯 護 ± で 

ある ランシング をはぶ 契約は 

個 年 じ 直らを 効 じして これを- 

薬す るのは 世界に ホ 信を 示す も 

ので ある ごま おして ゐ る。 


切留 してなる けれみ 日本、 フラ j 人 補が 斥を 巧は 結 時 U 本 ごを 測 
ンス 反び 最近 池 民 化が 进 じがて 
潜水艦 懒お 計蓄を 定め じか 说の 
大 おおが 期が されて & る。 

尚は 一說じ 化い ば 前大統領 - ( 

ダン グ 氏は 第一み 7 シン トン 禽 
燕に て 太が 泮の牛 かを 確が する 

ぶ 側阅條 おを 締結した 經驗ょ > 

して 太 かがに も'- れを 適用 せん 

提滿 しじる も ヒユー ズ國務 長 
官の ななで をの 提雜は 時期が 早 
でめる ごい ふ 理由から 中と した 
MJ も わるから 鸦 — I 歐洲か 巧 互 
の ホ かを W 隐 する 息 ホから 斯か 
る 精神に ぶ （條 約を 締結す るな 
らば ホ闕も 一肌脫 ぐで あらぅ ど 
が 測す る 者 もを る。 而し てこの 
神ん 豫測 論ち はこれ に 化 b てフ 
ラン^の 潜水艦 獨お 計畫は 自然 
沙汰化み£;:^6窝畿の成巧を確 
實じ 期待し 得る で ホら ぅご 云 ふ 
ので ある。 

薪 保 際條約 

交渉 着手 


女’ 


五 

破 


単 縮 會議で 

統領 協議 

召集は 十一月 頃 か 

ツ シン トン 廿一 一一 日 獲：：：： 大統領 

クー リツ デ 巧は 前週 末 大統領 遊 

變船 メーフ ラヮ！ 號じ みか 黨領 

釉 カー チマ 氏 及び 國が 長官 ヶロ 

ツグ 巧を 招待し 輔 々協議す る 所 

あちた るが、 第二 軍縮 じ 就て U 

旣に 上下 兩院じ 幾 あの 巧 證案も 

提出され てゐ るので カ ー チス氏 

の 招待は これに 掛 する 院 巧の 態 

度を 聽 化し 间 がじ豫 脾討麗 事項 

じ關 する 上 相談 ツり しもの i 如 

< をの 結 お 列 强じ對 ずる ホを ま 

のを 涉じ 着手す るのを なる が哲 

ぉ期は十 一 月頃：：^らんごの說高 

くを のな 前にを 画 どのを 渉 じ 稍 

面倒^:^る爭かをぉぉするが棟じ 

て 特に 潜水艦 制限には 英米 共 じ 


ン ドン か S H 骚 ：：；： 英 國化府 
はゼ ネグァ 雜を 書に 化 用すべき 
巧 歐洲平 か 保障 條 約の 締結に 就 
てち 量 中で あるが 目での 形勢に 
從れば歡<共今年夏期中じ"^恰 
かも® 逸の 販 償を 支搬 -! 就て ド 
—ズ 案を 採讯 したろ が 如き 蹄 神 
をな てこれ を 政治問題 じ 適用す 
るみ 遵を 抱き 歐洲關 係 筋 ごドを 
涉 •し 着手す る當 であを が’ をの 
方な ごして ，一 先づ 職を 國侧 じ掛 
しを 國 ょら 忌禪。 く 相互が 化の 
化 障に 割ず る总を 關陳を ホめ こ 
れに對 する 具体的 提案を 討 歳す 
る ご 共に 敵阅じ b し 中 歐諸國 の 

化を 一^ち-の 討 溢を を關 して 秘 

密よ 義を排 しを の 協 溝に 化- = "が： 

立した る條 約に 參 加を 滋遞 しや 

ぅ VJ 云ん ので あるが、 英國 政府 

くして は 震に ド 1 ズ 案の 制を じ 

堂 > ては ホ國 政府は 化を の 積極 

的 巧々 も あらて 遂に 今日の 成功 

をを るに 至つ たもので あるから 

ホるべき 會證 にも ホ 瞬 化 おの 參 

加を 切醬 して ゐる 模樣 である。 

新 軍 遊 豫算で 

議會 討論 

U 米 锁爭說 も 飛 出す 

ロンドン 廿 S 日發 U 勞働黨 & 

び 自由 黨は 政府案 どして 提出 さ 

れた シン ダボ— ^ 軍港 巧 設费の 

輕减 修正を 堤 おして 籍圈 したる 

も 遂に 二百 八十 對巧か 化 票 のぞ 

数を なて 修正案は 一 磯され じが 

右 修正案の 討議 じ當 b て 自由 黨 

の. シンクレア 1 卿は、 

英ホ両 醜の 閲に將 ホず 翻 あ b 

とは 信じ 得ない が、 將來 日米 

戰爭の 煤を 米國に シン ボポ） 

グ 軍港を 使用せ L め 比な 賓を 

防衛せ しむべき である ごい ふ 

議論は 軍港 布設 論を の踐 々口 

じする 所 .た あるか、 巧る 論法 

じ對 しり 本が 軍港 布 鼓を W て 

單 じ英國 の國內 問題の みに ホ 

ら 中ご兒 做す のは 盖し當 がで 

は あるまい か。 

こ 非難し、 勞慟黨 前 首相 マクド 

ナ八ド 氏は 軍港の 布 鼓は 白人 療 

洲を 維持す る 上に 必要 ピ稱 せら 

れてゐ るが、 巧る 械瑞 なる 有色 


とを してを 火を を ゆる じ まらし 
むべ しど 説き 期の かきん 柿 忌避.- 
段 策み 解 巧 U が 色 人柿掛 白色ん 一 
柿のず脚じ化6解巧の外；_ょき5 
を擧げ 、歐 渊乂轉 をの 大問 趣な 
黃色人 拂の移 W 問題で をる ど瞒 
破して シン ゲポ ー 八電 港の 巧設 
は 也 巧 的に 惡ぶ 響を 他國氏 じぶ 
ぼし 軍 単 上には 個怕少 、人 
補 上には 將ホ 人桃戰 ずの 乂邱 .由 
たら A ご 非難した るに 勒し 、海. 
带侧 からは ブブッ デ' マン 氏が 咎 
辯し、 

勞働黨 の シン ダ ポール 軍 渚 放 
藥は ゼネゲ ァ講ぞ 書の が 立を 
促進した が、 ピネ ゲァ悔 約の 
履 わじは ょも 强 力なる 舆励渡 
隊の 養が ご シン ダボ—^ 軍帶 
布設 をめ を ごする。 

ご 述べた。 

尙 はが ザ黨の ホ— ン卿 も谭 港が 
設 の事資 をな 譲し り 本を 引例し 
て 最近：！！ 本の 軍事 官患 がを 地の 
耍塞防 爐じ宜 をを なじつ t わる 
をを 擧 げたる 後、 シン ダボ.！ i 
は從ホ どても 英國が お 軍 化據地 
ごな しつく あつた もの，-' •、これ 
を 今日の 爆 合 整頓せ しむる こと 



を 暗雲は 漸く 一掃 さいた， 

普 案 ご 代議 古會 

東 ま 特電： bill H 發 U 患 政、 政 
ぶ 代議 七會 はが 2^ 案を 飽を 寇義 
貫徹、 邁進 徹 をを 期し、 患政會 
院外 削は 巧を 0 て 皆 逃 まの 想圆 
をホ强 しじ。 

橫出巧 補 缺選擧 

東京 特電 化 二 H 後 U が 木縣第 
とお 逃 出 故橫出 モ么助 巧の 補缺 
選擧 はを ぶ會 のが 格 氏が を認お 
補 ごな つた。 

お 解 建議案 否 あ 

東京 特電 化 1 1 U 發 U を 輸解お 
逮潇 案は 時 磯が 早で を 巧され た 

研究 會 最後通牒 

ま 京 特電 か 1 1 H を：：；： 研 突會じ 
ては 葛 量の 餘化ぃ ょしと 最後の 殖 
牒を蠻 L たが 披府は 三日間 審議 
を延 一を 巧 葛を ホめ 政府 對と院 ご 
の關 巧は 依が ごして 停頓が 態で 
ある 0 

治安 法 上院 通過 

東京 特電 ホ ニ日‘ 發=: 治ま 維持 
法案は 本 ut 院を 通過した。 

園を に 調 訂依賴 

.ま 京 特電 サニ U 续 =： 上院 どの 
確執 じて 政が は 今朝を 使を 興津 
じが 遣して 西 園を をに 調訂 々を 
浓賴— た ご 傅 わられて むる。 

.後藤 子 莫斯科 巧 

ま 京 特電 サ - 1 H 媛 = :後朦 新 ホ 
子は 實棠鹽 体を 化 お L て S 月廿 
六日 おを、 冀巧 科へ 赴く i ごな 

つた。 


時 屑 


H ホ 協を 晚餐會 で 新 かを を哀 
唱 した 松 や 大使 ホ 帝 


移民 輸送 補助金 

東京 特電 化 二. H 發：； r 南米 移民 
が 別 輸送 補助を 四十 方圆闕 庫を 
擔じ 内を した。 

會頭就 巧を 拒絶 

東京 特電：^ 二日を u 鄕誠之 肋 
巧は 東を お 業 會證所 會賴就 巧を 
拒絶し じ。 


に 何等 異論の 趣るべき 酱 はない 
ご 論じた 0 

獨逸 大統領 戰 

選擧 H な る - 

べ グリン ： ils 日 發 U 獨 逸の お 

統領 戰は 愈々 巧る 日曜：：： じ 迫を 

目下の あ 勢に 放れに と 人の 候が 

者が を 通を 巧 ふ i どなつ てゐち 

が、 投票 繳數は 二 千 九な 巧禀じ 

して 當逃 のぞ 数を 制せん ご 欲す 

るには 千 凹な 五十 万 票を 獲得せ 

ざるべからざる じ お-致 も人敲 

を W して ゐる ジャ レス 皮 も】 モ 

方 票は 脚 難で もる ど觀 測され 祉 

曾黨の ブラゥン 巧が 八' 百 巧， 

少ク X にが 四が 万 どい ふ豫 あで 

あるから 懼與 は湛滩 ごし r 窓：^ 

の 結な を 生む じ まるべく 八 デ：^ 

ド 》 フ將 軍は 夕み 逃學 d " 刖じ辭 

退し これを を 窥じ姻 ずで あら 

と 云は いて ゐる〇 


j 議 會 便り 一 

改府 が究會 互譲 

東京 特電 化 一二 日發 U 政が 度び 

がな 曾は 互讓 じて 發お所 费を復 

活 し、 師飽が 育を は 一 殿 費よ b 

削除で 豫算 案は ぶ 協 成ぶ し 政 厨 


湖南 省に お 激震 

上海： ill 二日 ホ ! ターあ 信 
化に 達した 特電に 化れば 湖南 省 
の靖 州。 るが 落に 乂 激震 あら 民 
家は 悉く 繞 失し 死傷 あ も 數扫人 
に 達した と。 

ンド ーー ! サーニ H を U 當化氣 を 
臺の觀 測に 梅れば 昨 U 午後 六 時 
阿 十五 か 太平 洲の 海底 じ大 激震 
あらし もの，. 如 < 最も 震 勸の激 
かつた のは マリ' コ 。群島の ホ 
面ら しい ご。 

■パ將 軍が 立候補. 

ツ シン トン 廿 一二 H 後；；；： と 統領 

ク ー リツ デ 氏は 義じ ホ國 政府の 

仲怨し 口る 智利 後び 秘露 間の 夕 

クナ •アリカ 國境 問題の 細目 路 

定委員 曾の 委： 貝を ごして バ I シ 

ング將 軍を 任命した るが、 ミゾ 

リー她 じがけ る將 をのぶ 人は 么 

を磯會 どし 將 軍の 上院 入らを 計 

靈中 じて をを ス ペン サ I 氏のを 

任 ごして 共か黨 ょら 將 軍を 逃 出 

せし むる 答で をる。 

を。 智 利ぶ びが 處の 紛爭 協定 

じ 對し秘 潔 側は 頗る •个滿 じて 

旣に 首都 リマの 米 國を化 館は 

裝 徒し 摧擊 され、 雌な お 化の 

秘 萬を 化は 近 <辭 城す るで ゐ 

らう ピ傅 b られ てゐ る。 


間 題になる 

租借 協を 

別 巧 所 報の かく 义人石 ホ 食 社 

シンクレア^ 氏 ご勞農 ロシア 

の 化 樓太稱 借問 題は 目下 モス 
カウの 法廷 じて これを ず ひつ 
つ わ b て、 日本 ご。 シアが 最 
近 締結した 協を が 問 越と G つ 
てゐ るが、 H 燕 兩國の 締結し 
.た經 濟が權 じ關聯 したる 議を 
書は 左の かきもの である。 

両 締約 國は H 本國ご ソゲ イエ 
ツト社 會ま義 みか 剧職邦 ごのを 
催 委員 間-し 本： n 署名せられ たる 
簾を 書 (甲) 第一】 一條に 規定せられ 
たる 巧じ隨 ひ、 日本 國巧 隊が祀 

サガレンょ b をを じ 做 退した 
H ょな 五 丹內じ 締結 せらるべき 
利權 契約 じ對イ るを 礎と して 左 
のかく 陈ぞ せり U 
(一】 y ゲイ エツ ト社會 ま義 
共か國 聯邦 政 巧は H 本國 巧を じ 
化 b 千 化な サ四年 八 巧 化 九 un 
邦の 化を を じを 附 せられた る覺 
曹じ 記載 せらる i 化 サダ レン じ 
がる 油坦 のをの 地積 五 割の 開發 
じ 凿す るが 魔を 日本 固 政 巧の 推 
薦 ずる 日本画 當 をを じ 許 巧す る 
i を 約す。 を 開 媛の じめ じ 日本 
鍵當 業を Li 貸附 せらるべき 化橫 
をみ をす るの 日 的を なて 右 池 旧 
はを々 r 立 巧 ま 西 0 デ シア テイ 
ンの篡 盤 目方 おじ 腹を せらる ベ 
く、 直を 地積の 五 割に 相當 する 
をぶ 形の 数は 日本人に 割當 せら 
るべ し。 但しち H 本ん じ 貸附せ 
ら るべき 方が は 巧 則 VJ して 相 隣 
接すべ 〇ら ざる も、 口 本ん の 巧 
じ 穿 懲义は 作業 中なる 一切の 化 
窜を链 をすべき ものと す。 

右 覺聲じ 記載 せらる i 油田 中 
貸狀 せられざる 殘媒の 化 區じ離 
しては ソゲ イ王ツ ト社會 ま義共 

化國 聯邦 玫府が 右化歷 のを 部 又 
は-報を 外國 人の 巧 權じ提 おす 

るを に ホす る 時は 自本國 當黨ち 

は 右 利 確に 幽す も 事項に 銃き 均 

等の 磯 會を輿 へらる べきを 約す 

〔二】 义 ソグイ エツ ト社會 ま 

義 おか 圃 聯邦な 府 は利權 契約 締 

結の 後ー ケ 年内 じ 選定 せらる ベ 
一千 ホせ グア八 ストの 化蹟 じ 
昆 b 化 サボ ンンの 東海岸に 於て 
芭年 乃至 十を の 期間 油 巧を 調査 
試掘する^を日本國なおのお藤 
する 日本 國當 業者 じ 許可す るを 
約す。 父 油田が 自 本ん じ 化る を 
調査 旣 掘の 結を 確定せられ たる 
場を じがて は、 右 確を せられた 
る 油 旧地 摇五剧 の 開發じ 勘す る 
利權は 日本人に 許 典 せらるべし 
ご 二】 ソ ダイで ツト社 會ま義 
共か國 聯巧欧 がけ 利權 契約 じが、 
て かを せらるべき 恃 をの 化橫じ 
直ら 化すが レンの 西が 岸に めて 
炭 旧の 問 後に 掛 する が權を 日本 
國政 巧の お 藤す る H 本 國當を 者 
じ許與 する をを 約す。 义ソ ゲイ 
L ツト化 會ま義 其 化阔聯 巧を 巧 

は利權 契約 じがて みませら るべ 

き特 をの 化 賴じ直 b ドウ* < 1 化 

方 V いめけ るが 旧に 關 すを 利權を 

右 H 本 剧當策 者 じ許舆 する を 約 

し、 义前二 項に 巧 げらる i 特を 

の 地 横な 外の が 旧に 關 しては ジ 


グイ 王 ブト 化を 韦義共 巧 圃蹄巧 

孜 がが 之を 外两 人に 提供す る i 

じ决 する 時は リ 本闕當 策ち はを 
利權じ 細す A 事 巧 じつき 均等の 
機 食を 巧 へらるべき ミを 約す。 

〔四】 前 諸 驰じ規 を せらる i 
細 巧 及ぶ 旧の 關 おじ おする 利權 
の 期間は 四十 年 乃 ま 四十 年 どす 
【五】 U 本人た る利權 取得を 
U 右 利 樵 じ おする 化 憤 どして が 
旧の 煤を じ 於て はを の 總ホ额 の 
五を 乃 ま 八み を、 义独 出の 瑞を 
じがて はを の總產 額の 五み 乃至 
一割 五み を ソゲ ィエ ット 社を ま 
を 巧 か 网聯巧 あおじ 對 （ 每年提 
供すべし。 巧し 自噴池 井の 煤を 
じがて はるお 償が をの 總を 額の 
四刮 五み まで 么 をち 加す る ミを 
得。 保 償 どして 提供 せらるべき 
產 額の 御を は利權 契約 じがて 確 
定 的に 定めら るべき ホ 法に のを 
年産額の 率に 應じ 等差を 設けら 
るべ し 〇 

て ハ】 右 日本 國當業 巧は 企 策 
の 目的に 要する 木が を 伐採す る 
ミを 得、 且つを 通 並 じ 物資 度び 
生を 物の 運輸を を 易なら しむる 
爲 諸般の 施設を：：* す i を 許さる 
〔と】 前記の 保 償 じ 鑑み 义か 
業 家が 當該 地瞄み 地理 上の 位 思 
及び 其 化の 一般 狀 態に 放ら 受く 
べき' 个 利益を ち 雇し、 を 企業 r 
要する、 又 之ょ b 得た る 何を わ 
の 物 化 物資 又は ホを 物の 輸入 巧 
び 輸出は 無稅 じて 許可 せらる ベ 
且つ 右 企 裳け 其收益 的經が 
を 率實と 不可能な らし わるべ， .Y 
か 巧む る課稅 又は 制限を も 加へ 
る 一 MJ ^ かるべ. VVT、 ►-VJ vV •軟ず 0 
〔八】 ソゲ イエ ット社 食 まを 
共 か 國聯巧 政府は 右を 菜に 倒— 
一切の 適當 U るが 護 巧び 便益 4 
お ふべ し。 

〔九】 前 諸 号に 關聯 する 細 CC 
は利權 契約 じがて 慮を 甘ら る. < 
きもの ごず。 

本 議定書は 词目附 をな て署々 
せられむ る H ぶ國 及び ソゲ イ- 
ッ' 卜社會 ま 義共か 威猶巧 間の 脚 
巧を 律す るを 本 的 法則に 關 す， 
條 約の 批准 ごみに 批灌 せられん 
る もの ご 見なさるべし 0 
を 証 機と してを を 確 委員は か 
語を のて したる 本 溝ま藝 二通！ 
署名 調が せら。 

一九二ぶ 年 一巧 ホ H 化を じ 化 
て 作が す 

巧 巧謙亩 

ェ片 ■カラ バン 


0 の 巧 ミ 外 

♦ホ國 中西部 地方の 風害に 一 
よでは 義金を 裳 集じ眷 手した： 
だ。 大火と 威 害で 利 おのを 換. 
左 6 乍ら、 少 々くすぐつ たい 一 
がする。 セ も 爲替は 四十 二 巧 一 
なつた から ネ。 

- ♦葉を 驛 で' 一外ん がス 9 — 

ボック 七ス •アンド ■スリ — ■ 

ィンマと 云つ たら 切符 資が即 - 
にお 川 巧の 切符を ホ 渡した 相 
嬉しいだ やない か。 

♦巧 本巧爾 ホん がか 製 サン 

I ぶ b を 今！！^ の々^— レント • 

スト ザー ちで を 揮して ゐ る。 
題は 『日本 婦人 巧統を 破る』 ご 
ふので ぁるが、 H 本で 人 おは 
く 共 米 固での 自己 宣 巧は、 ま 
る よらは 生む が 易しの 類 か。 


モス カウで 開かれた を 判 
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HERALD SQUAK 肚 
N 怔 W YORK 



巧 曾. 節 調銳 腺に 離 眼 輪 

F. I. FREDERICS CO. 

辩巧破 學大强 比偷を 
1 お E. 59 化 お . わ W York 

11 が 3ni ゎ 6., b 此が th-Wth な S. 


Dr. G . 比 Marti 幻 

DENTIST 
7 が Lexington Ave. Cor. 58 化な . 
Phone おがが 2 巧？ 


DR. H ， ん GARDNER 

DENTIST 

658 Madison む e. お f. 郎 - 呂 1st SU. 
Tsi. むが d 7186 


JAPAN ART STUDIO 

624 IIX ぶが 目 fi が巳 も Y. 

TEL PL るな が 3 8 

Y ， げ〇 

133 Eest お rd 化 

Cor. Lexm が 加 む e., 

N が PON TA 止 ORING CO. 
300 W. 58th Si, 

Tei. む ! umhs 4173 

円 首 高，、 , 、 他 術 H 
本締等 1 綺 なお 本 
服な お 締 *^ 斗、 

gz ' f 島 ぉ貧蠢 

給卜膠 チア 用寶 
y k ユ I 首 玉 
ン’ 吗デト 鞠 製 

グ オス 其 美 

; 軍 递がぉ 

ザ 話げ ま 

矣服藤 一亭 

S 店 屋 S 

服 ホ 

が斋 ’煤 


んし CEASAR ， M.D. 

109 Easf がが お阳お 
8el わ rk る し exingi 加わ es 
Tei. Lenox が 巧 

喉 晒 鼻 巧 I 

間 時 お診 
午 正 至 時 十 前午自 
時 八 至 時々 後午自 


隸 m 窝 湖 C 曰喔 水） H :5 ••サ 巧 兰ザ阿 十ぶ ホ 


都合 じ t 當 かの 間 

診察 

午後と 時 i 义時 
H 曜 はが 約 願 上 お 

け^ 吉盾 悅彌 


自 すを 如が をネを < おがぶ 

寶夕ぞ 4 屢期 'X みみ 刹 ^ 

クオー ん ザみ •す ル シン 妳が 四 刹 引 
尸し 7— ド •ハミルトンが 評 を到刮 

が* d が 念矮卖 がを 勁 引 
谭ぶも そが 属 ふ® 玉が 
苗 ネ^^み 韓を 游^^^ ぶ缉列 

絲始 嫌の 藤乂 



メ ー シ！ は 紐 巧 魔大の ゲバ—* メント 巧 
巧で あらます 。親ら しいみ 痒 機 ど エス々 
ンタ ー は 巧 淵な 巧內じ 於け る 皆 巧の わ貿 
物に 皮を と輸快 どを 巧へ てゐ まず 
化 巧で ニ ホす る もの。 らば メーシ — 
では-巧 八十 八 仙 或は をれ W 下で 買 
へる i をで ぅぞ御 記惊； 卜 さい 
H みへ 御 荷物を 御 送ち じな b たい 節 又は 
御 買物-レ 隙して 御用の おを は パ r ソナ八 
ショッピング •ビュ 1 ロー を わ肆ね 下さ 
い、 親切に 御 便を を 針 もます 


or. T. C. Takami 

17B Gu 重 erl 豈 d S こ 3 星ち 
ぎ Gumbe ュ and だ ご 

M 午後 ill 時よ 6 み 時 
H 曜 一：! 前約 相 願 お 

ドクト^ 高見 豊彥 


日本が 不景氣 ごい ム聲 て】 

整谭 期に 生じた 震災 影響 


み 化の 鼓 おは 不相 越な < ない 
巧で をる が、 巧し 不致お だ こい 
ふごな ぐに 何 か 非常 じ惡 い； で 
ある 巧に 巧 化する 傾き おもる け 
れ でら、 自か はこの 不致氣 を お， 
ろ だ掛に ， 

i 樂觀が 料 じ 入れたい ご 

お ふ 位で ある。 つま b 今の す 巧 

氣 こを 雑て 阿 化の 逍巧 である ご 

解すべき ではなから ぅか？ 唯 こ 
のが 期 じ 常つ て 所 郎ま處 する ご 

巧 どは 巧な おじ 火 おな 化 違を ホ 

すのは いふを もむ い。 御 承知の 

通ち-昨秋 5 巧 おが 後は W み じ 

，も 差な b のま 後 描む じ 化 殺せら 

る i 妃朱 ごな つ わのは を路 むい 

ホな レ、 あつて、 之が 從 前からの 

お训 如 巧げ.' 一い* つむ' とら 一通ら 

一では ない。 乍 併 其 か 急の 鹿 策ち 

: 昨年と ザ朔邊 でを ぼ 目を が 付い 

一た 模 がで あつて、 化處 でかた 一 

時中絕のをご^:^つて&わ 

籍理 進が かが 化に お戾 

，.つたみ がで、 が 巧は 巧び 0 削の 

化を を 持 給して 今日 じ 及んで ホ 

てゐる どい ふ譯 である。 尙ほ茫 

お 0 を 暫< は當 面の 急じ逐 はれ 

てゐ たおめ、！ 部 じがて は 却て 

窮迫を お 面に をは さ 中 じ 細 縫に 

が 都な であつ たかの 觀も 夕々。 

いでは i ：* かつた が、 クて 巧び 落 

かいて ホる ど、 愈々 詰つ て ホた 

ど：. •ふが 跡 もないで は 卜。 い。 小 

なおが 浸潤して ぶる ご當が 物' 僧 

勞 がかが の卜 •し 之が 化 映して ホ 

るので あるが、 がらぶ U 本の 憤 

隙， レか树 かごなる ど 或るぶ はが 

ら 、ぶる もは ホ だなら やで 之」 

は 例 S 兹災 ホ 常 じ影嚮 してむ 

る ご お ふ。 挪も 物が は & あ 後が 

か L - な 騰を來 し 其を 


漸み步 調に ぉ ミ 巧で 

あ t けれで も、 昨下卞 刺には 一 
ご 巧の 耶巧 のが々、 お 外 巧 巧の 
逆 か、 父ぉ闽 W をの 好轉 、だ 服 
動乱の 類が 巧み か 巧が をって 却 
つて 反騰した。 併し 本年 じんっ 
てからけ 巧び 化を の 氣 化が 見へ 
てなる。 巧 級は 化づげ ザの なの 

から 幾 か 化 下 じ 向つ てなる 巧で 
ある。 を 利 U とい ふ ど 前い ふた 

述 6 でお裝 が、 商品 界 一般 じあ 

縮の じめ 円 立っ たなを お 嬰の た 

ぃ處 へ、 態な 關 巧の もんが 他で 
れ府 的を をが 撒が され： 史じ數 補 

の 外巧慌 人が あ ら、 乂佛闕 憤の 
償 送。 でが あったと いふ 横な 評 

でを 独が は 漸巧寬 ろぎ 殊に 

下半期に 】 展 之が 明白 

W なって を 利 も® 位 じが たれた 

樣 である。 尤も おおの 當戒 がが 

はがいた めを を 偏が の 巧 も顯著 

ごな つた 傾 も あるので、 一般 ホ 

洛を 巧は 思っ た码夕 < はなら な 

かった。 併し 化 緩和み 結 おどし 

て社廣 類の 發 巧を 誘 ひ 殊に 晚お 

の 巧から 一段と 阮盛 になつ わの 

はホ赏 であっ て、 一寸 数字を 見 

る ごげ 年中の 社 償 被け 総額 はん 

傲 川 どい ふち おじ ら 、巧會 社 

價に四 傑阳で 前年に 掛し六 削と 

ホ 巧、 前々 年に 對し 十一 割ち ご 

い ふな巧で實じ大徵後の レ コ ！ 

ドを 作って ゐ る。 化み 惜 入金を 

長朔祉 償に 搂 がの 目のに おた ビ 

目され るの かの S 値 3! でゐ つて 

郎も 化： 額 だけは が 巧からの 借 入 

金の 整理が お ホた か窠 であるし 

乂銀巧 ごしても 之じ應 じて 化ず 

許のを 裕が化 じたと いふ あじな 

ミミ。 黑 頭巾 


ずる； 

をで あつ：、 と-— おし 故 おの 建 
をを 補助を-おじ 掛 しな 廿万叫 

を 嬰 酷せ A どす る じ もる。 

: h がの 寶 易は 

年々 乂超增 

巧闕巧 巧，？ 掛列贸 あは 入超 じ 

みぐ 人 超で 化顯 巧を 挽 凹して 悲 

巧を脫ォ る；はおあでない どて 
悲觀 論を 吐，、 者 もがな < な いが 
とじ 餅て 農が 格 省は 坡近 サヶ年 

閒 にがけ る 

實易狀 態 を 詳細 じ 調を 

したが、 其 結論は 左の かし 
:=單 位 千 W 


窮 一巧 

輸出 
輸入 
を 計 
入超 

第二 期 

輸出 

輸入 


第四视 


化 米 航路の 

統一 計畫 

规ん： が 映 齡船巧 化の 化 乂化路 

は 泉げ お 船が 柄 方を 泌 線を、 又 

り 本 郵船ぶ び 乂阪帕 船 S 兩 化が 

化み シァトル 線を 經 をし なじ 背 

k して 放啼 I つ I ある。 之-かた 

めが て懸 おごな りる 

が 速を 巧 組 もな 易に 

具体化せ 中 巧 じ 外的 飯 船 じ贴倒 

さ H て か 巧 度を 邦ず るを 化。 き 

が 能 - i ゐ るが、 斯くては 巧 映が 

迷まの搂巧を邮宙{ るのみ^:^ら 

乎‘ 側が がの 棋 なぶ 城の みが 蚁 

。 いと かも 遞お當 局を 

おめ K 閒诘 ちボ閒 ドが' が々 ち 

兜 中，'. あ. 0 。 之： かえ 化刖題 ごし 

てけ が 船 & び お 巧な 船の か 問を 

必嬰 ごする 心..' 一が 巧讲 じじ S 一々 

倘 難む ホ 化か あら、 これ 左 も w _' 

がわ カザが を 出して 合同 巧旋じ I 

ぶ 力した が规れ もずぶ 巧に 終つ 

た。 乍 化 削 お 傑を 船閒 遇を 解よ 

する こ.‘'‘’ 一 化が の 急 巧 一 じあつ て； 
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話を 夕が 

を 宿 部、 旅 巧を 
案內 部、 人事 巧 
談 が、 調嘗 部， 威 
お巧旋 部、 英語 
煤 縫 お授 ® 諸 謀： 
を 設けみ 巧、 ホ I 
を 員 * 馆を 針る i 
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鏡科醫 

▼診察 時間 A 
每 H(H 曠を 除く) 
午前 九げ） 十二 
W、 午な I 时 i 
水曜 午前 九 時！ 
午後 一時 


齒科 驚 

：：：： 新式が" 痛 治療 U 
夕 年の 經驗 をな て 
り 本人 諸せ は 特に 
了 寧 懇切 じ 施術す 

パ： マ— チン 


0 巧 •巧 巧 ZJi 巧 C 巧 CY.\ 

呈養芸 ち 養 

这 7 F 害 Aye . H 置 r ち nd Si . 

Tei. 里 号 さ 顯 2791 R 夏ヨ夏 

it 古な 謙 次 

自 午前 十一 時 ま 午 お 二 時 
時 跑か及 H 瞧は 前約の 事 


’い J 村 瀬九廊 

88 Lex 基 旨 Ave. H. Y. G さ 

を产 お ih& ゴす泛 S 

lel. 菁を薑 ぶ-を 18 -7 芸 


JOIao 至- 00C さ M> P 

一 ご 弄 si 芝 す 玲 New さみ 

TeL Riv ミ siti こ 573 & Sc 置 ーミ 暑 器 

<^??'^每み午前九時1午後 - 時 

リ曠を 煎 九 時 I 午を 四時 
ド タト^ 小 榮乘吉 


r 鏡利醫 

M 画^ 刪ータ 年の 經驗を 0 て 
〇ゎ邮 い； 最新式 巧學 手術に 
0 加；！ 帖 i 雄 おじて 信が 篤し 
化 i U 施術が 低廉 N 
E 円本 人諸哲 じは 特 
Q； 2 - に T 寧 懇切に 治療 
D W 巧 做. 紐 育 卿を 認 

パ： ブル 1 ム 


Dn 夕 whis 至を ， P D . S . 

夏 辛 7 害 苗. Tel . Endistt 3 芝 2 

婦綿 I 穴戶 良‘！ 

自 午前 化 時 ま 十二 お 
自午 後一 か ザぶ 的 
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巧つ、 織 ミ 裂く 

普選 案 上程の 刹那 

斯 くして 斯る 光景 裡 U 鬼 も 角通 過 


' 一二 巧 二 H を 選 ま t 巧の 衆能院 

は 午 お 化 時 頃 ホ 常な お 雜じ陷 b 

缩 をの 内外^ 眞じ人 修羅場 ご 化 

した。 おのを b はむ 府案 权對の 


け悲 X 。 る ホ 貴 禪じ巧 ホされ た 

ので ある： 化の H お 巧で な本黨 

3 なの 政義 君を 中必 じして 騒い 

でゐ たか、 S 派 おが 圈は 恰度 院 


ために おつた 段ぶ 本 截の倉 ホを I もから 出た 本黨の 梅旧寬 一ち じ 


夕 


b 

巧 


.第 


と 


一にが おんど 妨蒂じ 近い 楠說を 

始めた のを 

化 ハ { を i 側が 憤慨し ホな 講お 

•"堪 へ 液ね て 注ぶ したの が 動機 

ど； ^ っておが實、 淸水留ぅ郞、 

ホ 川 かお 郎其化 數十夕 演壇 じ馳 

せとら お 錫を 欄んで 投げむ て議 

處の驟 ぎを 狀 ず 巧ら や、 與黨 一二 

派の 谣負 捲な も ごた つて 本黨席 

じ 潮の 如 <忡 しを せ ホ b 口々 じ 

I 罵ら 叫びし も本媒 席の 耐 々は 城 

I 獻 して 持へ てゐ たが、 遂に 柏 田 

を：、 な 旧か義 君の 巧 y 引な -( 

一で を W きじし 様 ごする 十數 

i をの 守衛が 懸命に 防嚮 したので 

I ホ ふじて 事な きを 得、 兩 ちは 議 

塔 抑 じ 逃げ出し 巧 黨侧接 立 もど 

なら 巧手して 喊聲を 殺げ る。 中 

野正剛 、靑 木精 一、 金 渾を之 巧 

の 面々 第一線に 立って 本 黨の寺 

田巿 化、 藏園 一一 一四が 君 - I 詰め 窗 

もな でも 守衛が 灣戒じ 巧め る 

本黨 席は 一人く 場外に 

去つ て 僅か じ數名 着席せ るの み 

である。 斯くて 動 幾の 結果 記名 

投要じ 入っ たが 投黑摇 数 一二 巧ち 

十一 中 

可 どす る 者 ( 白票 ) 二と 化 

否 ごする を ( 靑 祟 } 八 こ 

で 討論 終結の 動講 がな ホ した。 

かで 採 巧に 入 6 化づ ぶ 黨 のがが 

まの 资 成を 立を ホめ た 處本黨 み 

部 ど 巾 ぉ巧樂 がの 井卜 ' をが、 長 

岡 外を 兩 おが 起立した のみ 講長 

は々 敕を みの 巧を 度した が、 本 

鼓侧は 一を 广異谋 もら'-^ と 速 

呼し しんで 誰を は 「記を ょ窠じ 

. ょ b てこれ を 巧し まず」 ご 宜し 

おを 巧 祟の おぉ、 投票 綾 数 ご 一巧 

半 中 

-巧 ごする 者 _ . 白票 ') 九 八 

み V- ずる お ( 常 . 黑； 一 . 一九二 

一 じて 木 蘇の 

. は 巧みされ じ。 み 

' 一で ま： rj をが 吿 案じ 就て なをを 起 

一 立， じ 閒ふ中 典な をが がに 中む が 

- 樂 がの 大部へ"、 货浆 川を 巧、 無 


國巧 あじ 對し 左の 如き 意 ホの お 
報を あせた。 

予 12 なじ H 米協會 員を 化 おし 
ィブ ノキ贿 化' 化 じ 襲 巧した る 
大熙風 ^罹おちじおして滿お 
情の ぶを 披 渡ず。 子は 巧國 
民の ずけ し 大震災： i 韵 する 貴 
國氏 が 障なる M 情を 0 顧し 
轉務运 は 罹が 者 諸氏 ' I 掛 する 
我等^ 同情を 巧 達せられんでも 
を ホ 望して 己 ま 中 0 
个 个 

まを 廿 二：：！ 潑 ； = ； 駐 H ホ 闽大化 
バンクロフト 巧は 今朝 游 .原 外相 
を 訪問し、 H 暮里 大火 じ掛 する 
米國 政府の 间 精を 披懸 ずると 共 
に 何等かの 補助 じは 悅ん で應ず 
る 旨を 巧 遠した が、 外 おは 间情 
を 深謝 するど おじ お議じ 及ば ざ 
る 旨を 固 答し、 间時 にを 新聞を 
通じて 「曰 本國民 は 巧 等の 蒙ら 
し災化 r おして ホ闕 政府が 巧び 
同悄の息をを刚されし；を嚴も 
强 くが 象され たもので ぁつて、 
乂國 政府の 化閒情 ホる お 明は 今 
後日 米兩 威の 親を を 益々 ち 進せ 
しめる でを らぅ-どの スブ ー メ 
ン トを搂 表した。 


飛び か、、 つて 表玄臟 口で 殿ち つ 
け たお へ ^^も 本黨の 藏旧を義君 

が 出 ホた、 おが 脚は 森 巧 君が 

の 織を 脫ぎ 袖を 裂かれた 悲惨な 

をを ぉる と 曲び 飛び か ib 革新 

巧樂が 前で 巧ら 東つ て 乱 巧した 

おが おか 悲鳴を 擧げ るので 多數 

のが衛：^^驅け っけたけれ共ずが 

出せず、 守衛の】 人が か 套を被 

せて 巧れ まつた 處 

院が壓 が 承知 ゼ す、 尙ほ 

追窮 してみ 出 おは 遂に 謝罪 させ 

られ 散々 の 化で 譽務 課へ 化譜さ 

れ わ。 院內 は殺氣 立った 儘野黨 

と 與黨が 街 時して & たが 化 渦中 

じは 旧 中、 淸 水、 み 島、 上 井代 

諸 十 等が をっ てゐ た。 散々 に 殿 

られ f 一森 田化議 七は 树巧遲 < 牛 

込 臨 加妈咕 二の 五、 江 嘉六氏 ホ 

で駄巧 加を 中で ぁる々 一一 1 H 朝 

は 急に 發 熱し」 一時は 化 化を 五 

位 どな 6 嚷語 さへ いふを 態に。 

つたので 騒ぎを したが 夕方 ャブ 

卜を かいた。 傷れ を身廿 の ヶ所 

のが 撲 傷が ぁつて 右ぜ侧 じ長ブ 

ー センチ 米突 半 位の 裂傷が をら 

二 針 許ら 縫 ひ、 を ほ 頭部から 背 

じかけ て ど 右足の 巧 指と 左を 脚 

の 打撲傷は 甚 しく 痛 わ模樣 。頭 

も 痛み 胸も滿 むが、 化 胸から 余 

病で ら發せ 《 昭ら 十日 間 位で を 

をす る 見込で をる どは、 驚いた 

證會 ではない か。 


巧つ て 見ぜた i も ぁる。 最初 實 
驗の 際は 危換 のをは 抱かな かつ 
たけれ お柯 やら 變な氣 が！ て 一 
人の 强 者を 

犧牲じ 欄へ た。 ホには 私 
を 挑 殺す る 人を ホめ たが 誰ら 人 
殺しは 嫌 だ ど 見へ て 手 4 .貸して 
吳れ 。い。 最後に-人の 親友を 
說 きをし' て 漸く 自を 自身が 巧發 
の统禪 をを けて 之なら 陋 を闷樣 
の 威 境な -^ を 確め た」 ど。 ス .氏 
は 多年を 器 製造に 娜 係した 人で 
獨 逸に 遊學 して 業を 修め 今で け 
ホ 闕を器 會社エ 傷ま 任の 職 じぁ 
るが、 銃 彈巧衛 チョ ッキを エホ 
し 重 霞 輕减じ 頭を 略ました のは 
余巧の前からんろでぁっゎ。 從 
て 邸 かじ お i る 造詣 深く 其 弱点 
や 特徵窗 _! 就て 詳細に 知つ てゐ 
る さう だ。 


中 巧 部 風蒂じ 

義金 y 募集 

化 ホ 大使 じ訓带 

東京 特電 廿 一二 U 發 rr ‘ ホ 轉中西 

が 地方に 於け る 人 殿 おじ おす 

る 日本 朝野の 同情 厚く あくを 

民を 巧して 義 をを 募集ず る J 

どなつ たが、 外務省は 化や大 

化に 訓 をを 發し 罹災 おじ 載す 

る；：： 本 齒 おの 同情を 披礎 する 

ミと，；；^ つた ご 

个 个 


ワシントン か 二り 發 mH 米 協 

I 絮 肖グブ を • 人 ' う， け ミ 1 を I r ; こ T - こ ミ J ノ 

一所 城 巧 起な しを じ 一二 派の 普選 案 食を 化 表して 會卵 徳川家 達を は 


驚 察で 棘 用ィ る 

銃 禪巧銜 あ 

上を を脫 した バ ー ナ ！ ド • 

フ^ — ナ ー 氏は 壁を 背に して おも 

氏の 承諾を 得た 或る 知人が 數ホ 

前に 立つ て n 八卜ま 自動 ビス ト 

で ス 氏胸雜の急所を化つ て五 

發發 がした 處 孰れ も 命中した が 

當 人は 瞬 もせず ず氣 であつ た。 

之は 最あ當 地フ曰 ント街 化と 番 

のホ歐 銃器 製作 エ 旗よ ほ スプ ー 

ナ ー 巧が 自身の 摩 明じ繫 る銃彈 

巧衛チ 3 ブキを 着て 警視 廳官史 

立食の 上 

{ 貫 驗 したがの .AJ であるが 

ス 巧は 旣じ數 十巧眞 物の 泥棒 か i 

ら實彈 の 見舞を 受けた 經驗 から 

自信を 得た ので あるから 警宮 連 . 

の悅 びは 一通 b ない さぅ で 追々 

を 地み 馨察 でも 之を 採用 するど 

いふ。 着た 處 では 普 逆の チョ ッ 

キ ど 異ら が なく で ん ；；*型 の お 服 

にもを の 化掛を 施し 得べ く、 と 

封 度 半から 化 お 度 迄 重さに 禪々 

の 別が あ b 、 孰れ も 薄い 牛皮を 

重ねた ものに 過ぎない。 ブ巧の 

憤驗 じょれば 銃 彈の當 る チョ ッ 

キの 下の 感じは 巧で. もな く 普通 

の ピスト < ならば 指で がされる 

位、 n 作卜 四十 五口徑 でも をれ 

がいさ < か 烈しく 威 じる 巧 度 だ 

さぅな C ス 巧は 曰 '- 「をが 

胺隱 しされて マキシム 式 無音 銃 

の發 がを 受けても 銃彈の 

命中 した 氣も おらね。 化 

て あを 化 ふ 者は 頭が 巧ふィ ー見へ 

て 化が チヨ ツキに 止められね i 

じ氣 がが かの らしい。 をれ で 曲 

ちが 引を を ドろ i 前に 化 ひを な 

はせ るふ も屢 々であつ た。 私の 

貸驗は 何時も 知ら 《 人 じ賴ん で 

射 手 じ i ；：?- つ て 賞 ふ が あぐ 承知す 

る 人は 滅夕 じな く、 或る 南部の 

一贊を 署長の 面前で 實驗 した 際 

のかき は 一人の ホ 留 者ら 出ない 

ので 闽 つた i が ある。 如 巧じ大 

ホ ホど說 明しても ピスト 八を 手 

- しする 人は 稀で 無理 じ勸 めら の 

もぁの毒なので化方^:^しじチ ョ 

ツモを おいでを の 上じ辭 きなが 


州の 法律で 

進化論 排斥 

一州：^ 法律で 排斥した 酒類は 
遂にを ホ 禁酒法 ど U ら 、喫煙 禁 
化を は 旣じ實 施して むる 州 も あ 
るが、 あじ 械 端な H 曜 H 律 じよ 
つて 一切の 巧 貴から 連動 競技は 
菜 よらを 錢を取 あ ふ もの i 化て 
を排巧 せんご 才 るブグ ー 。口' ~ 
が ぼちら /\* 問題 ごな つて ゐる 
今日 化 頃、 テ子シ ー 州では まる 
化 I 二： n に 癒々 州 法を なて 州を 憲 

じよを 管理され て ゐる學 校' で 進 

化論を敎授する；は 1 切禁化す 
る ごい ふ 法律を 裝布 ずる じ まつ 
た。 贿 知事の 巧吿雲 じよれば 泉 

敎じ掛 する 信仰は 自ホ であるが 

所謂 巧學 じよら て 聖書を 否定す 

る 傾 おが 最近 著しく G つじのは 

最も 非を お 的な わ爲 であつ て 

人間は 神の 創を じよる ものごい 

ふ 聖書の 眞理は 柯人も 否定す る 

i は 出 巧ない £ いふ i を 理由 ど 

し、 人間 ' い 畜生から. 進化した 

ので わるな で； いふのは 不 都を 

千 巧な 話で 斯 & J は 苟もを 立學 

校で 敎 へるべき i ではない ど 

ふので ある。 


國際 會舘で 

孫 文 追悼 會 

當地 支那ん あ 志 家の 發をじ 成 

る 孫 文 氏の 追悼 會は 去る 日耀 U 

國瞭會 館で 瞒 "おされ 法要を 營み 

たる 後、 支那 A 商業 會議 所會頭 

袁 氏の 司窝 じょら 印度人を 命 家 

ダス . 氏 、 n " ン ビア 大學 敎授ジ 

ヨン • デュ ゥエ ー 氏、 お 文 氏の 
博 記を 著述した ラィ バ ー ガ！ が 一 

事、 南方 政府 賓易官 其 化の 熱烈 

なる 追悼の 辞 ゎ 6 、 孰れ も 故人 

の 燃 ゆるが 如き 革命の 理想を 髙 

調し 支 邪ぶ 化施肇 を 氏の 薰衞を 

朗讀 して 散會 したが 會 衆は 千を 

名 じ 達し 鹽讲を 極めた。 

運動 巧 

紐ち 大學 ご 二戰 する 

大每 縣瑜團 

奧村 不染氏 監督 

大阪お H 新聞社の 米國 遠征 野 

球 圃は獻 じ 口 本を 出 あして 不 H 

布 畦に 到着、 岡 化のり 义ん 野球 

卸と 速戰 のと あ 丹 中旬 桑 港に 上 

陸 苗 じ 東部に 出 媛、 立ち サ リイ 

ンデ アナ 州の ノー テ^ ダム 大學 

野球 脚 ご 試合し 才 'ィョ 大學 


シボン 大學 等と 掛戰の 後 五ち 
化 H お當 地に 到着し 六 巧 二：：： じ 
紐 育 ジャィアント ど 待 別が をの 
外 六ち 九 H 及び 十 H の兩 u は 紐 
脊大學 ご戰ふ 堂で あるが、 が 育 
ア K レ テック お樂部 じても 间巧 
球 園を 歡迎し 特に S り 間！？ 巧樂 
部の 賓を どして をを を 提供して 
試合 ふべ く、 首 巧 ヮシントンの 
黒人 大學 である ヮー ド乂學 ど . 

の 試 をら 確を一 ね。 お 報した 撰 
手 顏觸の 外監瞥 どして 词社キ 事 
奧 村不染 氏、 を 配ん どして 木造 
龍 藏氏同 巧すべく お 部 地方は 當 
地 特派員 上 ' 原 あ 東. 氏が 東 導ず る 
堂で ある。 

淸水福 旧 君 振 ふ 

セント •ジョン 寺院 建立 基を 
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を 巧 衔巧友 ま 左を 巧 
本 ち乂 扱. 化 措 お丫目 
が 育ゼ巧 排巧ブ 曰 I ドゥ エ 

錐 g tt ぶ 銀， 巧 

ホを、 おが、 名を お、 京都、 が 口 
庭ノ逍 、腐 島、 吳 、柳 ホ、 下/ 踞 
巧 司、 小 倉、 を 松、 博夕、 义留 ホ 等 
本國 頂を、 鄕 お 送を 等は 巧め 
て 御 巧 利 迅速に 御 取 圾可中 お 


日 本內 
地ち 巧 


藤本 證券 會社 一 

、 一 おちが 誌を ノ質 貫、 引ず、 募集 ，1 
ィを强 、ホ ニ么二 關スグ ーが ノ業巧 

誌 試 藤本 ミ 7 口—々- 銀行 i 
紐 育 化 張 巧 


雑貨 曲 おお 


® ドライ ダ ー ゾ 潮ち 

太洋 貿易 墨 赴 


玄巧 おがち、 が 


陶破 器、 雜貨 、ラ 


卸寶 


プ及 ランプぶ 

森 村グう ザ-! ス 


H 本 陶お器 
雜 巧が 卸資 


井兀 

ブラ ザ ー ス 


上等 洋服 調製 

弊 巧 調製の 上等 服け 皆檢じ シック ブ 
を ひます、 而 かも 値段は 恰好です。 
服地は 巧國ゥ I 八が 澤山 揃へ て あろ 
ます 是非 御 一 變を願 ひます、 H 本紳 
± 諸 をは 特別に 歡迎 します。 

一二 か 銀行員 諸君には 永らく 御 愛顧を 
蒙つ で 居まず。 

ザム ウイット 洋服 店 


ホ/か、' 橫濱 '# 戶 '長 巧. 上 お 窗 港. あち おが 

太が 化 (ニニ、 呂 〇嚼) 四月 十四日 
天洋見 (ニニ、 呂〇 願) 四丹廿 八日 
コレァ 化 (云、 000 嚼】 五 巧 十二 H 
春 洋見二 |二、 呂 〇觸】 五月 廿 六日 
西 比 巧亞み (一一 气 000 砸〕 六月 九 H 

-、 羅府化 化ぶ fi 五 H レ 

往航 墨西帮 、が 凌、 智巧諸 港 巧 
なが ホ/ 夕 .‘〜 橫濱神 口 巧 司 香港 巧 
をぶ 共を ハ 週】 码 
◊を 巧衍* if 切符 庭窒 を 蘇 入御 爵巧化 9 あ 


電氣化 ホ】 切 

下羽電 氣荫會 

2021 IBroadway 
Tel . す died 二 0270 

1 一 ■♦ ■♦■を ♦■♦■♦苗 ♦■ 分 一 

間 
の 
巧 


紐 育 ホ 命が 險會社 

S 木定 ち' 

賴保險 


が 

化 

前 

午 

姐 

の； 

單 

用 

御 

急 

ま 

♦■♦■♦■♦麵 ♦■♦■♦■♦担 か I 


\々€ Yerx LifewnwcHaaoe 《一二 
510 hK 3 bcrswt : 

N<《w York city . 
Phone . -Fran 己 in 窒 X - 

KJeohas 巧 e 历 I •ロゴ 0 了 


シアトル 出邮 、お 机 午前 十 時} 

橫潰化 四月 十 H 
加 貧 化 凹 巧 ホ 五日 
が 深化 五 丹すな 
が 岡 化 六月 二日 
U 本 巧 船を 運賃 新 率 
一等 横. 棋 一 化 五 巧 神 ロニ 〇 五 ホ 
云 等げ 食 五十と 巧 かを E 十 お 巧 

歐洲 H 本閒 客船- 每月一 商 
淪 致ょ b 一等 だ五磅 、二等と 十 
磅 、巧 ザ 塞ょ b . 等 九十と 巧 
二等 六十 六 巧。 — 

紀肯お 机 芭を馬 短 由 日本； け 货 巧が— 巧 二 阿 


船 星 
を 野 
はを 
坂 御 
本 呼 
を 巧 
小し 
荷 f 
物 さ 
よ」 


シア レ 
あら ぞな义 
をら ぱま化 
▼機 潜 一等 一九‘ 五 弗 


凹 巧 九 H 
四 巧 か 二 ： n 
ご 一等 五あ带 


一二 等を 室 大な盤 家族 孽多數 

▲御を 望に 巧 4 割引 往復 切 巧珠巧 巧 致 候 

U ス アン ゼ ルス 出帆 

しか ご乂 闽巧 化 H 
ま にら 化 五ち 十二 日 
▼沙泌 雜が巧 お 車 切符 お 莲巧鴻 入御 絳 
旋 化ち お。 

▼が お 線 パト マ 巧 も H 本ち がわは 物 かち-固 




堂々 たる 態度で 

證民 問題に i 音な 

新 外义劍 生から U 义蜡携 を 格調 

目 本協會 のが 大懊 歡迎を 


旣報 のか <當 地り 本 協 巧 ま 他 

の 巧 巧を 视大化 松 ホ 恒雄氏 S 秋 

I 迎大 晚餐を 曾は け 巧 ホテ^、 ァ 

-ス AIS 大 をを じて 閒疵 、出席 

_ あか 千を 巧-曲 タフト 氏 司 食し 前 

駐 H 义國乂 化 サキ ラス •ゥ ッグ 

.巧 前 大化お 邮巧官 ごして 和歌に 

_お 化なる バ ー ネット 大佐 夫人 等 

一歡迎 の辭を 述べむ るに 掛し 大使 

一は ホづ協 巧の 松な をな 謝した る 

後 本論 广入 h て 

巧 主々 義 に適應 したる 

か 巧ず 段の 變 恋を 論じて々 敕を 

のを おじ 化る 外を の 時 巧は 旣じ 

過まのも 5 ど。*閣齡關係^解 

j みは 凡ゆる 代 お 的を すじ 化 b て 

吐を される 威悄ご 洞察 じ 化ら て 

動かせ； •が 化.-- 移つ K ので ある 

ど 論じ r 巧く のかき 時化 じあら 

ては國を間のザかは單；；*る大使 

一 やを 化の 力で 雄 持され る もので 

は く、 國 ほが 巧つ て j 义 とな 

ら 平和の 確保 じ おする 貴 巧を 巧 

:. 两じ擔 ふの 提 悟を なて しなけ C 

ばなら ぬ」： ど 喝破した る 後一 轉 

して こ $ 新 民 ま々 義の批 巧に を 

h このが 外 巧 •し 生じ 易い 危險を 

静 こ，- 『老數 ち』 r ; 中ょ b 嚷々 

生 乎る 出 巧 事に 掛 ずる 無智、 無 

巧 解、 或 ひは 

煽動 者 流 がな なに 民衆 

を 誤らし めん ごする 舉 ちを 指摘 

し 『かじ この 危險を 巧 化する 

じがて、 を國が 瓦に をの 図 家の 

お 惟、 思想、 歷 あ、 政治ぶ び經濟 

狀 態に 就て 知を ずる こ i は絶對 

じ必を t あろ』 ご 結び、 巧ら 

霧 お 當帖ん 日本 及び H 本人 じ對 

する 乂齒 及び* 闕 人の 同情 じ對 

して じな 謝 づる所 かる 可から 

乎-ご、 樓災當 時 外務ぶ を. こして 

米 防の 松 か 巧ぶ び ホ 十字 か 化を 

どが 街し じる 當 時を！； 想し 『お 

じ 今夕 こん 席を 柯く する ゥッッ 

大使：^ 接を を おれ 自己を 沒 がし 

て 救 濟じ巧 かされた る ホは 米 

國 のが 悄を おら 雄 辨に記 るら の 

であ ら、 乂 凹の 人逍ど A 泣 じ お 

する 巧 恼を 記な する 者は 永义じ 

サィラス •ウ ップの 名を 忘 巧す 

る 能は ず，： ご 深謝した る お、 が 

厨 の 

移民 制限 問題 じ 言 度し 

S 障き 巧 おのを じ ホ b し米國 

の 移民法が U 本人を 絶 お 耕 巧 固 

技の 化 扱 ご'- たこ ごは H 本に £ 

^ て 大お愕 C ホら 失 蹲で あつた 

冒がし'-- 「この立な：^,か巧じ 

巧か闕 民に 對 してす 滿お U を 威 

おを 誘致す る じ まつ f - かを 諸を 

に吿げ ない こごけ 即 もを が余自 

み 及び 諸 巧 じ對 する 婚 b である 

ご 倍 中る。 がしを が 今夕 こいじ 

就て な 彼 おいが 粥 ザる こどは 余 

じがし いらの t 巧 等は 米 

阐んの 化 乾 ご 均等の 棉 がに おし 

て 確信し この 確な は 即も巧 ホ 本 

閒蹈 がが 方に ど b て滿 足なる 解 

ホを もたらす じ まるこ 云 ふを 巧 

を 巧を じ與 わ： 盾る こごを 吿げ 

たい」 ご - ii めを 刺し、 リシン ト 


ンへ 赴な のをみ、 新 間 記者ょ- 
飯々 お ホの 

日 义戰爭 に腳 する 巧 問 

を 巧け たこ ごじ 就いて け-巧げ な 
る 比 喉を 舉げ て滿 墙を邮 '笑せ し 
めて r をす るじ痴 A の 夢ん み』 
ど斷じ s ' 兩國の お 來じ甘 最もを 
大 なる 巧 化 ご 化か あ >、 即も太 
平 巧の ホ かを してょ b 强ん たら 
しめ 岛つ これを 隅 化する リ 大事 
萊 であつ て、 H 本は この 化 命を 
遂れ する に當 6 米 國其他 S 阐家 

ど 靑んで 提携す. へく 堅き か必を j 

抱いて なる」 ど 日本の 平 かじ 勒 
する お 方の 証左 £ してヮ シン 

ンを 證諸條 約の 滕 守、 南支 撤兵 

山 巧 あ 還 附其他 諸 對外條 約の 学 

巧 及び 搞 神を をを じ 魔 巧し つ 

ある 事 實を舉 げり 露 新 協を を 弓 

例して 殺く 共 巧 月 十日な 後 じは 

露 國領上 じ H 本を S 姿 

見や ど 述べ、 お 部 海相が 曾つ 

て 米 國新間 記者 < の 會是じ 於て 

『侵を 巧を の 化する 爲め音 じ 

れを 人道的 精神に 俟 つのみ なら 

ず實際 的徵圆 をす 巧たら しめる 

お 維 的 ホを が 必要で あろ』 ミ述 

ベた 一節を 適 巧して 『軍備の 縮 

减は をの 一つ f あ b 、 國 ほの 平 

か 的 巧 力は 化の 一つで ある。 

の 二つを を ホして 始めて 永遠の 

化巧渾 かを 確保し 得る』 ご 結論 

し、 を後じか才^^く化ホ夫人じ 

巧 b てり 本 協 會の巧 息を 深謝し 

た。 尙ほ當 巧 大使の 演說は ラゲ 

ネで奧 < を 化 じ 放送され じ。 


總 領事 晚餐 


悠然 ごしむ 風姿の 

松 平 大使 

甘 午後 ホ 紐 

投宿は プラザに 

日本 協 爵ホ僻 Q 晚餐會 じ 願 席 

L たる 後が 糾の 米ん 舊 知と を歡 

し 今夕 H A 化樂部 じがけ る H 本 

ん會 及び 同お樂 部の 微迎會 じ お 

痛の 爲め親 巧な ホ 乂化化 年恒雄 

氏^ 夫人、 渾巧急 事 官、- 担 谷川が 

巧 大佐-森 旧 陸軍 大佐 窜 同伴 月 

唯 H 午 巧 二 時 二を ペン 停 単诲着 

的 巧 卓-ホ 絲 した。 停 ザ 旗 ブラ 

トフ ォ I ム じは 齋 が 總領樂 夫 

妻、 相 木ぶな 支な 長 夫妻を 始め 

半 化 一ニ ホ 物産 化締 役、 旧 島间ま 

巧 長、 卜 ，巧 一二 渥 巧 申ち 巧 長、 首 

藤 副 商務を 夫 姿、 奴 本 郵船 ま 店 

長、 山 本 薄 銀 支 巧を、 が 本 陸軍 

乂 お、 姊齒 副領事、 商 岡 領事 官 

補、 巧 旧闡民 特派員、 巧 ホ 郵船 

副 支 化 長、 ミンツ ト氏等 一れ を 

迎 へた。 大使は 悠 がごして あま 

ら ざる 態度 微笑を 姐‘ ロク^ 巧 

迎 5 人々 ご摧 手し 二 か S 十を ホ 

ル、 プラザ じ自慟 単を ホら せ 

たが 午後 少憩の 後别 項の 如く 齋 

藤總棚 ホぶ 滞の 晚餐 曾に 列し じ 

M 日 午後 四時 化 ホ 夫人は 齋 がぶ 

人 邸の ぶ遲に 赴きて H 米 婦人 ご 

化 巧し 晚黎後 メト〇 ポリ タン、 

オペラの 巧 劇に 第一 H をを つた 


松 ホ大化 替糾の おが 午後 八 時 
から 齋 おお 沛率ま 唯の 歓迎 晚餐 

曾 か ホ ブル、 プラザ _し 開かれた 
ホを をに ゲリ ー 判樂 、モ！ ボン 
おを 軍役 ラ e ント に、 

會； 助 タフト 巧、 ク I 、 ィ ー 化締 
役を を ャング 氏、 を 同迪信 社々 
お ピッヶル 巧を 始め 米 A 側は 五 
十を 名し 達し H 本人 侧 はを 銀が 
貪 社が 役 おくは まがを、 渐聞肺 
化表韩 I 二十 余 名 非常 じ 盛 曾で ぁ 

つた。 デ ザ アト nlK じ 入れる 
頃齋赌 お锁樂 の资聲 じて 大統領 
の 健康、 で 祝し、 ゲリ ー 利率の 發， 

聲に 化ら て 天皇 陛 7 の 萬歲を sj 

鳴した る 後總挪 事は 新大 化歡迎 I 
5 辭を 述べて 松 平氏を 紹介し、 

大 化の 着 ほおが がわら 巧で、 ド 
) ズ 、プランの 立案を ォ ー ゥエ 
ン 、•ティ、 ヤング 氏の 明快な 演 
說がゐ ち、 スト ー ン 翁は H ホの 
傳統的 親を を說 いて お 人の 眞意 
は排 H を辨 する じ 化ら ど 論じ、 

巧 直の 耐忍 V 」 露 解 じ 化ら て 善隣 
の 證を敦 くせ わ i を 祟み、 ラモ 
ント たの H ん 信用 論、 タフト 巧 
の 歡迎の 辭がゐ b 枯木 正を ぞ店 
長ぶ び ゲリー お 事 交々 を もて 日 

ホの 提携 理解を 說 き散會 したの 

は 巧ず であつ た。 


帯 彫 倚 ホ 催の 下 じ 去る 二十 己日~ 
午 巧 六 時 ょら 巧 二十 化 下 H 化 五 
番 ホ臟亭 じがて 開かれた が ホ 巧 
者 二十 一二 あ 烦る碰 曾で あつた。 

先 づ當番 幹事た る波邊 がみ 郞巧 
哥 巧者く して！ おの 换楼を 述べ 
H 本協會 一木が 一二 雄 巧の 送 别の辭 じ 巧ぎ 國 
ち 溝 伯の 答が あら 第二 式 じ 移ら 
を お 意 S 隙 輿け 出か 氣 謗々 の裡 
じ 敬 宵した るは 十'! 時半。 


貸 室 達；. 作？ 譜 

しじる 明るさ 室 日本 紳± じ 貸し 
巧し。 

SSW . 1 居を 8 . 吉 t 72 cor .『 w 里 


♦修道 會卜 '町 博 道 お督お 修道 
をに ては k 町 聖書 研究 爵閒懼 ぶ 
び締人 部躬業 發裝を 謀る 爲め明 
二十社：：：か後| 一時ょら円八十 一 
T 目 7 才 —卜、 7 シン トンに が 
ける カレ I ジ敎 曾々 堂 じて 俗議 
會を開 < が。 

♦お 一 會総會 五一 會 にて はが 
る 二* i V 日 午後 セ 時 一二 十を ょら 
西な 九 T 百 巧 一二 十六 潘地 同會々 
韶 じて をが 總爵を 催し 會務 を審 
議 する お。 

♦橘な 旅 おな 稱熊 野傳 平氏を 
舘ホゾ ーす る 桶を 旅 舘は令 巧 勢 如 
館 ごな 稱し從 前の 如く 佐み 間榮 
作 氏 ま 巧 ごして 淸 潔、 親扣 、氣 
築の 己 德ま義 じ 化 6 萬 事 醒篤じ 
取扱 ふみ。 

« 米 山 辰 ホ 氏 鐵道省 技師、' 數 
H が歐洲 よら 歸 朝のを 眷お。 

•が 藤 長 右 H 巧 巧 化 海道 廳技 
師 、去る 十二 H 歐洲 よら 眷組巧 


貸 室 


大 案、 游用 湯殿、 ッ 
イン ベッド、 二人 或 
は S 乂じ 適す、 一週 十八 距ご二 
卡 弗。 

11 B w ' 71 stst . 
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貸間 


を 期 講纔會 


を 

留 


H 四ち 二 H 木 暇 H 午後 八 時 ザ 
所 を 近 十と 了 目 iir 白 二 一十を 
が 育 日本人 お 脅 

『開 國セ十 ザ 後の 口み を 論 

じて 在米 同胞 諸君に 訴 ふ』 

鶴 見 廠輔巧 

る 本 會巧お 委員 會ま 催の 下 じ 開 會可致 候 間 御 誘 ひを せ 

御 ホ 聽被下 巧 候 

紐脊り 本人 貪 


越佐會 春季 懇親 

當地越 おぉの お季 懇親 會は旣 

報の かく 去る H 幡 R お亭 都に 於 

て 開催、 來會 をは 齋 おが 領事、 

商陶 領事 官 補が 化 二十を 人に 達 

し磕 曾を 秘めた 〇、 例 じ 依らて 

お 厨 自慢から 自己紹介 等が あ b 

とでの 混 利ぶ b を 遺 減 K く發 

輝し 十一 頃教 をし じる も。 


爲輒蠢 化 送別 會 

滯 が 中の 水 彩 講が山 a 馬輔氏 

は 去る 二十 二日 午 巧 出を 西巧歸 

朝ィ をに 就いた が 前 巧と' 時 ょら 

料亭 牛 招 じがて 送が 貪を 催しね 

大島茂 木 桃が 支配人、 佐 藤め 藏 

氏、 中 川な 尖 氏、 ホ 越、 鈴 木 > 山 

の S 巧、 一二 倘道ホ 氏、 化 ド當齋 

巧 ホ 川、 御木、 小 化を ホ 妻を 十と 

を、 巧を 者の おが じみいで 大島 

ホ 川、 中 川 諸にの 惜別の 齡がぁ 

山 W 化の 謝辭を 了ら たるを 氏 

の 小な を抽錢 じて 記を の 爲め一 

萊宛化 席 者に 頒 1 > 、たよら 歌澤 

の硏 兜に 移 ら、 大越 氏の 義太夫 

其 化 餘興續 出し 巧 ザを 過ぎて 散 

會 しじ。 


國吉氏 送別 盛會 

旣報 のかく 化 y 踢洲留 學の途 

に 就 < 苗 伯 國巧廉 雄を 送别 曾は 


^ 月下 旬歸 朝の 吿。 

♦板 倉 武氏東 乂醫科 教授 文 お 

おが か硏兜 員、 佛國 へ留學 中な 

ら L がまる 化 SH 着 紐。 

♦鉛 木淳 I 巧遞信 省巧師 、ム 

る廿 一二り 巧闕 'ょ b 着糾〇 

•苦 村ぶ 喜 巧福附 高等 學校敎 

巧、 まる ホ S 日 倫 致ょ 6 歸 朝の 

途み 着が。 

♦ん巧 田 良 澄 氏 第と 高等 學校 

お 巧、 數 り 前 巧國ょ b 着が 約 一二 

ヶ巧滯 がの 豫 を。 

•貸 ホ お 賀太郞 巧 前 辜 灣ほ政 

局長 官闕際 阿片 會謠极 時化 表、 

前 巡を 曜日 乂 港の ベレン ガリア 

號 にて 着が ホテ^、 ゥオー ド。' 

フ アストリアに 投宿 木 腿 日頃 出 I 

華 一狂歸 がの 上 巧 巧 四月 十四日 

を 港 出帆の 太が 化 じて 歸 朝の 笠 

♦齋膝 啓 治 氏 二 一井 物 ホ 里昂夕 

巧 勘を 係 ま 巧、 ちる 二十 一円 出 

帆の レゲ キア ナン 號 にて 渡歐〇 


裁縫 所 開業 

リ本若 物、 シャツの 化 立 其 他 

小 問々々 した 燃槪】 が 致します 

ホ 7 ィト、 コ！卜「 エブ U ンも 

わち ょ 6 す 〇 

近頃 夏 煤 業 暴 おごして ち械巧 

評の 日本 若 物の 注 义に應 じます 

裁縫 所 坂 ホ 辰 子 

1 S W . 雲草呈 


! 调 ぶ 弗 及 八 巧、 一' 

■ 人 又け 二ん じ拖 す、 

市廳 、十み タィム， K クエ ^ 

へ 化 五み お 詔 ヵン バラン ド 圣三一 

184 宝 を Si, Br 呂 Myti 黒 巧 梅 子 


會 樂敎授 

獨巧歌 巧を 料 ーヶ月 ホ 弗 (一週 一回) 

1 面み 十五 目 東京 商 食 階し 
菊 地 陆太郎 
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ヮ ナメー ヵ ー の特を 

リ. 本ん の お 買物には 特則掛 員を 超き お 
巧で 御 お 巧を 升 電話 又は わ 手紙 次祭輸 
巧 間して 御 巧を を 計ら 初めてめ わ ホに 
おしては 特に 注意 致，」 ますから 是非 わ 
な 海ら 願 ひ 升、 が內 配達は 巧 論 日本 其 
化を 地 おの わ 衔物發 送は 當 ホで をし 巧 

じ 3 ン ブナ メ^ — カ ー 



夕 


ン 


ク 


純 眞^を ホ ー シユ コシユ 、ブ* ド 。 1 フ 

トランク 巧 値段は 皆さん^ 永い 旅け を。 
クる 時の 骄符 化ょ な遙 じを 價 でず。 

才— シユ ..コン 

ュが普 述の卜 
ランク どの 違 
つて 居る 處を 
御覽に 入れ 度 
う 御座いまず 
から 柯を御 ホ 
店 御 一 變を願 
ひまず 0 
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rr 


nu 


c eg ♦♦乂 

打 日 支ず. 

W W 則 本 邪^ 

〇 A 巧 迄 迄 ..r 

K L の！ 

W .1 十 卜因取 1 

稽 IJ 品 複； 

W ^ 巧 間 問が I 

W3;! ♦♦路 


晚 をが お 二 遇 一回 出帆 

►エム ブレス 加を 太 (二 六 美 皇顺) . 

四 巧 十と H 

▲ 3 ム プレスを 西亞三 一る 00 顺) 

五 巧 一 H 

▼ェ •一' ゾ レ， を 太 利 ご 五ろ 呂哺) 

五ち 十四日 


一等、 二等、 111 等 反び 下等を 設備 

最大、 き 炭、 最快 をの 巧 巧 航巧船 


瀬 川保險 事務所 

1!. Segawa, Insurance Broker, 
303 Fifth Ave,, 

Tel. Franklin 4900, な t. 193 


內旧荫 事 株式 會社 紐 育ず 店 
IJchida Tradhtg Co,, Lt ん 
291 Broa 过 w が， 

TeL Worth 1576 


s 共 巧 式會社 巧を 貿易 巧 ま 貪 お 
化を 巧 

高がが 曾 
Takamine Corporation 
120 Broa か ay, New York City 
Telephome Rector 7885 


海軍 藍暂 事務所 

おが nese お val Inspector's Office 
1 Madison jUe. 

Tel. わ Wand 2030 

淺寶 物產株 ま會强 

Asano Bu が an Company 

Room 801-805 
165 Broadway 
Tc し Co け Undt 8047-8052 


S 井 杨產巧 式會社 

裔田 商を 

巧 ま會社 ち ホ 巧 巧 

なを 支店 

お育ち 巧 

な 育で 巧 

Mitsui & Co .， 

Takata & Co., 

Iwai & Co., 

65 Broadway 

150 Sroadway, New York のか 

Woohvorth Building, 

Tel. Bowling Green 7520 

Tel. Rector 1 が 1 

Tei. Whitehall がが 


巧 わで ぶな が It が 巧を ぷ im が 


SAT11R 日が， MAR 削 化け 25 


曰 本 綿 あ 株式を 社 化育 支店 
Japan Cotton Trading Co., Ltd., 
Cotton Dept, 

60 R 巧 V け か,， 

T , し Bowling (3r»en 巧 SC 

Silk Dept. 

25 Msdiion Av も , 

T 卷し Mild, Sq， MOf 


[1 ホ 生糸 株 ま 曾 社 
紐 育ま 巧 
NICHI-BEI KIIT0 K&BUSKIKI KAISH& 

{N!CH し BEI KHTO CO., LTD.) 

373 が H Avenue, 

Tel. Mad. Sq, 7592 ぷ 


口 鈴 木が 巧 
な 育ち 巧 I 

(Kobe) 1 


Suzuid & Co., Ltd 

I 220 Broad 、 v;’y. 

' で el. CorUandt 11 か >-51)-51 ぶん 扫 3 


n 本 生糸 株式 會社 
が 育 支庙 ‘ 

MoHmura Hrai 左む ., Agen わ 

44 E. 23rd St., 

Tel. lUhiand 5320 


巧を 名會お 
紐 育ち 巧 
Hara & Co., 

4 が Fourth Av も， 

Te し Caledoma 7830-35 


江 商 株を 會社 紐 育 支 巧 
Gosho Corporation ， 
Silk Impor おび， 

が 4 戸 ourth Ave. 

Tel. Mad. Sq . がが 

Gosho G わ , 》 1 巧た,》 

Cotton Expo パ げ占 
60 Beaver St., 

下 el. Bowling むが〇 8806-06 


大巧 巧 H 轿既か 
適 田 ホ ホ 
OSAKA ASAHI 

R が じ m ミ 08 Wsrld Gilding 

V. わ ekman が郎 


乂あ每 日 二 巧 京 H H 
上 原 虎重 

Osaka Mjiinichi, 
407 TTribune Building 
Tei, Bcckn^an む 59 


，； 



卿.—， .市—. 新 報 

おお 法 ご 巧 抗議 

新を 權乂化 松ず 憤 雄に が、 第 I 


I 斯の 如き お 巧に がらて 自 をせ ざ 

-合巧 じいで あ.-^ ぅ。 


独 山 疑獄が 停滯 


ム她田 疑獄の 斌 がは、 目 ド 
政府の ずに 化り 法淫の 問題 ミな 
つて ゐ るが、 政府 侧 ょも 審现せ 
、ごする スタン ダ' — ド お 油 食 社 


米齒政 巧の 醜惡 なるお 實を化 

-11 軍 肺 縮 少閒趙 ド 就て、 お 術が 巧の 巧^ こを あした テ ー ポ 
; の带 峭緒ツ にみ 巧みの が雜じ W 
ib て 化 立 タス か、 をの 化 件 どし 
一て 欧民對 風 おの 思想め 認解 •闕 
^お巧齒にみぶ泣お進を必おごす 
一る ご 侦聽に 化ず る潘 論を がみた 
j 隙 乂轉ホ 食ん 巧 錫で ゎる 上に 
外を を おち ボラ— 氏は、 軍備 縮 
心ノの 巧な は强 力。 る 與論の 力を 
^必を ごず ると 論じ.' . & を。 想 ふ 
:じ 第二 軍縮を 前し して、 い 本 ご 
米 闽が袖 巧 おおを む 制限に 離赖 
ー ー て 協定 ィる こどは、 些 して お 

ホ レ」 は あるまい。 けれ でら ボラ ワシントン よら 達する 情報を 

■ — 氏' い 所 li 與論を 牠視 して お。 綜を する じ 第二 軍縮 曾 講じ 對ず 

H 本を 侮辱 L たが 日 移 K 巧の る米齒 かおの み 息は 歐 測の 情勢 


の 重な 巧が、 をり は 巧 ホに、 ぶ 
ひけ 歐 測-しを を隱 して 出廷す 
に まら や、 政が も ホ 手を 下す の 
術。 < して 徒ら じ 杖藥の 審問に 
H を 送つ てゐ る。 黃 を巧距 U ァ 
ゾリ々 じ パが b 勝 もの ミでは あ 
るが、 斯 かる 甫 .役 じ 化ら て 支が 
される を 策が、 遂にを 共の 信賴 
を 失墜し、 自滅す る じ 至るべき 
をな 疑を おれぬ 


海軍 縮 少轉議 へ 

米 政府の み 意 堅、 し 


ロ レア 承認が 唯一 



一 現が は、 おして 國 K 對國に のま 

I 一 證をお 進し 巧る であらぅ か。 閒 

i く 巧に 化れば U 本 かおは、 排日 

* 移民法 じ おする 第二 抗煞の 描出 
: けが 期が がで あるく を 做し、 こ 

れ を化留 してなる 化で あるが、 

I 一軍 綻氣 をが 漸み 渡惇 となち つ： 

- ある 昨今の 與論に 省みて、 化づ 


轉 どみ じ 愈々 堅く 勘く お 

十 巧 頃 か 十一月 じは 巧 集 

-のを込みにしてクーリッ デ乂統 
锁 は國務 を官ケ 。ツグ 巧 じ對し 
で 式に： の 相談を 持込み、 度ら 

じ 上院 外を 委員を ボラ ー を ご の 

i 會談数 刻 じあび、 會議巧 集の 機 


< 

一 


。^い お S け パ^ い^^ 遽は純 i たる 則 軍 問題の 討 動 

.紅 難 社^ お M 簡 鎌！ 2 

: f t Ur 暴を 誘 後す る—' ま ミく、 お-国政 S 7 ランス 

よ襄 で。 く、 留 S 威 情で を 0 •がまを」 潜水 睐讓 じて らし 

巧:^ ? b 、 ホ 親 府も大 を？ 

海く 眞の道 おでんる。 


に 割して ホ だを 式に も 非を まじ 
ら夕 渉に 着手して ゐ むい； は 事 
實 であるが、 ボラ ー 戊は 大統領 
ご會見 後、 祭 一一 軍縮 會議に 菊し 
ては 誠 息を おて 後援ず べき ょを 
毀 明す る £ 共に、 斯 かる 輕隙會 
幾の 背景 じけ 

興 論の 夕 必要 ミ る MJ 
を力說 する ご 共に、 『踩 洲諸國 
の 輿論は 遗 域ながら 軍備 縮少會 
誰に 就て は 秘めて 冷淡で ある』 
ご 許したい、 獨 逸の 勸 誘に 就て 
は 現 化國陪 觸盟に 巧ら て 武力を 


管理 さ れゐる のん ら や、 海 単 

力は おめ て 乏しく 從 つて 第一 一み I る閒 題を を やべ 


るが、 化逊 黛た る U イド •デヨ 
—デ巧 もこの かがに 赞 成して ゐ 
もい で、 新條 約の あ 立は フラン 
スの 態度に A りて 认 せらる' 

义 なつて ゐ るが、 こいに 對 ずる 
ランス 侧 S ' な 向は、 

〔一】 化づ條 約を 締結ず る 前 
獨 逸は ケア^ サイ ユ條 約に 於 
ける 武装解除の 磁 巧を 示さた 
けけば らぬ〇 . 

I ： 二】 ゲ アグ サイ ユ條 約の 一 
部なら 典 この 條 初の 爲 めじな 
締す るを 欲しない。 

で 二】 獨 逸は 聯盟 八 寅 擦を 魔 
巧す る" ぃ 志の 卞し えづ 國除聯 
盟 じを 加し；：* ければ なら 口。 
との 一二 おじ 歸し從 然£-- て國際 
聯盛 W ゲ アルす イユ條 約の 鹿け 
を 巧に 獨 逸の 誠 息ん る 巧 載を 强 
耍 ずるで あらぅ ごる ふ 0 

陸 縮 除外に 

上院 不滿 

ザく も悲 觀說傳 はる 
ヮ シン ト .甘と 日 お = z ホ國の 
第ニ ザ 縮轉悲 召集 じ關し 陸軍 縮 

少除 W 、 。 シア 不參加 等を 巧 も 

VJ して 巧く もと 院の 一部には ず 

滿の色 深く 會議の 前途は 悲觀說 

が 流 巧され てんる が、 をの 重 だ 

る 巧 由は 左の 如し。 

航空 制限 陸带縮 少は閣 

防 上ょ b これが 討議を 拒絶す ベ 
きフラ ン K は恐らく航を隊をな 

て 陸上 劇 巧の 一部で ぁる ど 見做 

しを の 制限を 巧絕 する であらぅ 

潜水艦 隊畜 題に 掛す 

る英 威の 態度は 未明' であ 6 米輕 

薄 巧 家の 見解 i 相俟 七て 興が も 

兩國が 現 化 


は ホるべき 軍縮 曾满 にがて 英路 
の シン ダポ ー 作が 潘布設 じ 就て 
巧 等 論播を 欲し。 い ホ かにして 
當 厨は をの 間 越を 英國の 純が た 
る國 2 閒趙ど 認めて & る •か、 が 
軍當 '的 側 どしても 耕 軍港の 巧設 
に 化 b 旣定の おす 計畫 じが 等の 
變 がを 及ぼさず ど徵 明し、 且つ 
第二 軍縮は 第 I み 會議じ 化殘さ 
れた閒 趣を 討谣 して 飽を もず 縮 
のな 義 をを ふずべき であるが、 

ま 力 艦 協定の 如； 旣に滿 足なる 
履れ じ 向つ たものを 今 おら 更改 
ずるは 不可で ある どい ふ 議論が 
夕 数を 占めて ゐ る。 化 ：’ 英國の 
ン ガ ポ ー 八 軍巧 じ 勒ず る 當局 
の 態度は 上記の かくで あるけれ 
ども 一般 輿論は 徹頗徹 尾 お國の 
巧 動を 非難し お ホ H 巧 兩圃の 間 
じ 海軍 競爭を 惹起した 谣 をのな 
任は 舆國 じある ご 論じて & るが 
第二 軍縮に 凿し ホ國も おが ホ だ 
巧 等ん を 式 通 蝶 じ 接して ゐ U い 
をは 確實 らし；、 か務當 おも 巧 
聲 明して ゐ る。 


これに 贊 化して ゐ るが、 國務長 

官ヶ 。ツグ 氏は 先づ をの 下準瞄 

として 第 I み ワシントン 會證の 
重要なる 機密 誓 類を 審査した る 

上が 軍-を 官ウキ 八バ！ 巧 ご も 協 

證を 重ね、 

上の 問題に 就て けが 


會證が 陸軍 縮 ホに 手を 染めない な 上の 搬 張を ホ 望し ない おは 

限 b を加擲 誘の 必要は 認められ 致し ゐる もの、〜 如く、 ホ 圈の專 

て ゐ；‘ * いけれ でも' 勞 農。 シア 巧 家は 潜水艦を 單に 沿海 防備の 

のをかはホ國政府の立媳^^も 範圍じ止めを擊的武力ど認めな 

閑 難たら しめる ご 共 じ 會議な 集い 風が あ b 、 をの 意 ホよ ちして 

の 新 難 翩ど目 されて ゐ る。 即も フラン マの 乂擴 おま義 には 英轉 


ボラー 氏も聲 明して ゐる如 

化 お 的 軍備 縮少の 鍵は 現在 ロシ 
アじ 握られて ゐるィ J 稱 しても 差 

支 U い狀 おに あるが、 米國 政府 

ri まだ 勞農 政府を 承認して ゐな 

い 觸係上 正 まじ これを 招が する 

譯 じは 巧 か ：；> い 。がるに ロシア 

は 人口 一億 四千 巧を ちす る 

强 力な 國家 でも あ 6、 こ 

の闕 をのが 巧を 無視す るのは 軍 


普選 ご議會 解散 

加 お 首相は 普通 選漫を まの 質 

問戰 じがて、 

この 降 普選を 斷 むし U い 煤を 

の 方が、 普 逃に がらて U 本が 

一卞ヒ するどい ふな 動ょ らも 恐 軍 省 部内 專巧 をの 窓 見を 聽 なす 

きで ある。 •へ <先づ 技術的 方面の 審査を 完 

- ごを 辯して ゐ る。 をのを 迪逃舉 了した る 上 これに 政策を 編入す 

i 法 も、 與含朔 待 じを て 貴族-。 豫定 で* &が "をれ 等のを 備 

一一 院の 大修 化を 受けて & る。 修正に 就て は 夕少の 時 H を 要する じ 

1 のを 点が を邊 じある かは 詳 かで 至るべく 國務 長を はおな 策を 確 

j は'、 ふ、，. い、 旣じ摧 密院で 修正 さ 立した る 後 これを 關係夕 强じ內 

一 L 、 がら じ 上院で 修正され たど 巧して がめ を 加の 是非に 酷す る 

一す 1 ‘ 丈、 柯等齒 もな くち もない 回答を ホむべく、 巧一辭 係夕强 

! 普選を であらぅ ど 想像す る。 がの 一國 じして 送 リじ異 諮を 狹み 

: "る-」 抜府 側が、 斯る 上院の 横波た る 旗 合は、 本 會證の 蘆 義を失 

i 一-」 對 しても 證會を 解散す る 0 巧ず る 恐れが 由る i を 理由 ごし 會 

をが；；-* いのみなら 中、 お 窓の お講 召を を 中止す る i に 巧を しゐ 

力。 るかず もぶ 面 銀會 解散を 絕&も 夕 、化つ て關 係判强 

叫して ゐ ながら、 内必 はこれ を 英獨が 協力 提携 •して 

新 お 個 國條約 提議 


! 議會便 


貴族院 反對で 

'普選 案 履し^ 

讚を 解散 か 總辭職 か"' 
ま 京 特電 化 六日 發 U 貴族院 ど 
政府との 宾魔 がらず 遂に 豫算委 
員會は 師範 お 育费を 削除した み 


度 あ 加 豫算を 部 度び 大正 十四 年 
巧 追加 中の まい ょる ものは 化 ホし 
た。 因に 大正 十四 年 一月 W 降が 
外が 勤ち 手當等 臨時 巧 給の 巧算 
案 おなしち 給に 關 する 赖 令ま審 
議中 じて 不 U を 布の 見込で ある 

勞 働會議 一二 化 表 

東京 特電 甘 ホ 日：：：：： 勞 慟會證 一二 
化を は S 巧 化 一 H 巧 司 出帆 鹿兒 
丸 便じて 渡歐の 笠で ある。 

參事官 任命 異動 

東京 特電 化 六 H 矮 H 鈴 木榮作 
巧は 典國 大使館 參事官 じ、 鳥 橋 
一一 淸 一巧は ホ國乂 化舘參 事を じ、 

化 岡化郎 氏は ±' 甘を 大使館 參事 
官じ ホ々 巧 命され た。 

對露貸 脚下 審議 

/ シン トン H 六日 發 ：=： 画 巧 長 
官ヶ 0 ッグ 氏は お； 辭職 ずべき 
大藏 みち ヮズ ゥォ ー マ 氏 等と 共 
じ 協 諮し おらに 大藏 を宮メ 。ン 
氏 ど 密證数 刻に 及んだ が、 右は 
對 凑貸附 じ關聯 したる 會遙 じて 
國務長 宫は柯 等 これ じ 關しフ ラ 
ンス 或は 伊太が 間 題ご關 係な き 
旨 言明して ゐ るが、 ワ ズウオ ー 

氏が 化 ホ 本 問題を 專巧じ 取扱 
つた 瞄係 上、 辭職 前の 同氏の 意 
見を 聽取 しじ ものら しい。 


ックお 徒が Hi 术敎が 護協會 J を 組 
城し 政治に 干 巧 せんごし つ i あ 
る 事赏は メキシコの 患 法 じ 違反 
する もの ご 認め 內巧 省みを 巧し 
てを 州の 知事 じ 巧る 結社の 僻 敵 
ご 寬傅媒 化を 命じた。 

伊太利 憲法 修 ぶ’ 

日— マ か 六 H 發 =； 約 十八 人の 
を 員ょ ゎ あるが 太 利の 惠法修 化 
調査 曾 じて はあく 修正 事項を 公 
衷 f る尝モ あるが、 患 法 修正案 
の 中 じて 致も顯 をなる ものは 級 
會定數 一二み の 一は 勞働 組合 化を 
としを 勞觀 者は 職業に 大別され 
た 組を に藝 加の 義務を 課し 岛っ 
勞働ザ 讚は 强制 仲裁に 一任す る 
i 等で ある。 


縮 

ら ず、。 シアを 參加 せしめず、 

をつ これを 承認し ないならば 米 

國の 破を じがけ る 巧權が 障が 確 

實 でない ど稱 して ゐ るが、 第二 

軍縮 會證お 集 促進と みじ勞 農政 

府じ對 する ホ 画 外を の 輿論に も 

一變 化を ホす であらう ご 觀測さ 

れてゐ る 0 


と共に 反對 して ゐ る。 

軍港 問題 英米 両 S 海 

軍 お據地 問題に 就て は 第^み ヮ 

_ シン トン 條 約な 外の 夫れ におす 

る 新設、 增設 、豫 算削减 等の 制 

限 じは 共力して お辑 すべき i は 

巿を眞 巧 灣お據 地の 改善、 シン 

ダボー ^問題等じ就て見るも巧 

白で ある ご 

補 巧 艦 力 補助 艦隊は 第 


- Ji.il HJ - ィ U-H *158? 

の盧義 を化墜 せし むる のみな I こが 軍縮の 中必 問題 じは 相違 V 

心* > * ，ン ド’ ご ホー^り 卜9 , 、 I 11 こ •.レ J . ここ*^ J • .lUm ♦ 、 


修正 附で 

普選 巧决 

まま 特電 二十と 日發 h 貴族 

院は 輿論を 裏叨 りて 普 
選 案に 大 修正を 加わた 
るが、 も 修化案 a . 村 一一. 

票對 二な 甘 一票の 壓倒 
的 多 數で巧 か、 會議は 
更ら にサ八 H まで 延長 

され、 兩院 協議 會は上 

院 より 堀 田正恒 、衆議 

院 より 巧 達 謙. 藏 氏. が 化 

表 委貫長 ごな つた。. 


欲しむ い VJ いふ さもしい 巧 巧が 

歷々‘ '一 現れて むる。 假らじ 普選 

案が か府阳 をの 値で W ホされ た 

どしても 、政府は 旗 曾を 解散し 




別項 所 報の かく 第ニ ヮ シン ト 

巧 選 巧 巧に める 化 潘± を 選 舉せン 脅 議の氣 運は 漸次 渡晤ど K つ 

しめる のが 患 かの 常道で あち。 てなる が、 會 諮な 集の が 力 U る 

况ん や胁る 修正を ずけ 乍ら 尙旦條 巧 どして 跌洲の 半 かを 確が し 

つ 解散を 臨搂 する 現内閣は、 護 英巧兩 齒の函 巧を 圓 おたらしめ 


患のを じ 反く 晤顏 無耻 G るら の 

の S バ軸ピ 云 ふべき である。 化'^ 

加 おを 化が 述べ じ 國民的 反動は 


ると 共-し フラン ブの國 をを をが 

陈はゼ ネグア 遙定馨 のがが ど 共 
じ 鼓 も 必要 W 見做され てむ るが 


英國外 化 チヤ ムバ— レン 氏は こ 

の 点じ 就て 歐洲平 ぁの 中必 たる 

べき® 逸當 なと 協 窥の結 あ歐洲 

大戰时 代の 敵 味方を 一閣 ごず る 

ぶ大歐 洲則强 のがな ホ かお 隧條 

約を 提證 する； ビ。 b 、 現じ サ 

五 H の 下院に てこれ じ關 する 患 

をを をを し 民意に 巧 ふ 巧 あらた 


ぃが、 旣 じが 空、 化據 地、 潜水 

鑑 問題 等を 無规 するならば、 假 

ら じこれ を 制限しても 何等の 巧 

らしい 意義を 生じない。 

有毒 瓦斯 おじ 擊縮少 

問題が討議される^:^らば毒充が 

使用禁止は 自然 問題と なる であ 

らぅが、 これな きな' 上 フランス 

のかき 恐らく 航巧隊 制限 ど 同様 

の 態 巧 じ 出で るで あらぅ。 

勞農 政府 勞 農。 シァ 政 

府を 軍縮 舒議 ょを 除外す る， とは 

梅を じ 於け る 永久 的 ホ かを 確保 

する 所な ではない。 

が 軍 避 布設は 

問題と ぞず 

東 ま 特電 廿と 日を u 外 お當屏 

筋よ b 洩れた 報道に 化れば 日本 


宗敎 的宣傳 禁止 

メキシコ市 化 六日 發 U メキ シ 

玫 おじ. ては 最近 國 巧の々 ソリ 


武器 取引 禁止 案 

メキシコ 巧廿 六日 獲：；；：： メモ 
ゴ な"^ を 中* けどす る ラテン* 
メリ-力 間に 近く 國際 聯盟 ご间樣 

なる 武器 彈藥 類の 私的な 引禁化 

條約 締結の 氣運 あら、 メキ シ 
を 麻は を 巧 的な 化， 財に 對 する 武 

器 供給を 許可す る も 革命軍 じ凿 
する 供給 禁 化を ま 張す るら しい 

普選 派 壯± 乱暴 

東を 廿ホ y 發 =： 最巧普 湛選擧 
法案の 貴族院 反對じ おし 普選 組 
の 壯± は裝 力じ訴 へて 議員を 威 
會 せんごし ぞ 数の 貴族院 講院邸 
宅を 毀擊蔡 巧を 加わる 若輩 出し 
響視廳 は嚴戒 中で をる。 


排日 法の 敕治的 影響 


ウ ホ リアム々 i タ ー 巧 稿 

左 こ 連載せ A と 欲する 論文は I 巧 等け 巧を の 巧 動が 强 いて 他圖 


で： n 本議を 史 には 稀た る 上下 巧 

院 協議 會め關 惟を 見る じ まる 

貴族院 改革案は を 協 修正の iL / 

通過した る も 普 お選擧 法案 じぶ 

難關 ぁる 模樣 じて 政府の 取 も 

き途は 上院 じ 屈伏す るか、 議倉 

を 解散す るか、 或はみ 閣總辭 盛*" 

を斷巧 する のかな かるべく 政 唐 

側は 解散を 避けん どす る 色 濃厚 

じして、 上院を 員會は 下院 案じ 

原則的 修正を 加へ てこれ を 本を 

讓じ 上程、 食 期を 一 U 延長し で 

るが、 憲政、 政 友、 革新の 輿黨 

一二 派は 延長 議會の 解散を 賭して 

も 普選の 目的 貫徹 じ 努力す る ミ 

S なつれ。 

政府 豫算 案は 

修正 附巧决 

化镑官 眷を電 =1 二 巧 廿五日 貴 

族 院は乂 あ 十四 年 巧豫算 案じ 對 

し 文部省 豫 算帥範 敎育隻 補助 巧 

す 巧團の 内ん 十と 巧と 円 圓を前 

餘し 一二 巧 甘 五日 衆燕院 之に 同盧 

をを しを じを 小梭 正を なした る 

のみ じて 大化 十四 年 巧 總豫算 及 

を 恃别會 計 全が 並 じ 大正 十一 二が 


退 お 陸軍 少將 じして、 千 化 巧 
一年 度 0 ホ國 陸軍 嚇巧 なをに 
從 事し 『ホ國 の 陸軍』 み 他の 著 
述をるクキリアム《 ^1デン 
グ® 力 < — タ ー 巧が 近で カレン 
卜 •ヒストリ ー 誌 じ 等せ たら 
の i 抄譯 でを る。 

】 移民法問題ミ 

布哇 王朝 ご 日本 

を ホ 日 ホ 両闕踢 じ 醒る寫 藤な 
る ものは、 を ひは これを 固ち 的 
の もので あり、 本能 的で ある ご 
稱し 得る かも 知れない が、 避 ま 
じがけ る この 意見の 化 違を 目す 
るに、 ホ 國も府 が 日 ネ國民 及び 
政府 じ對 する 尊敬の 念を 缺 いだ 
巧爲 である ご認 .める のは、 甚だ 
不當 でを る。 由 ホ H 本 入は、 一 
樣形 まの 民族で ぁつて、 ち 族 的 
誇ち の 觀をも 頗る 强 く、 この 觀 
，をが 日本を して 舊 奪を 脫し速 か 

じ 近 化 的國豕 S 樹立を 促進せ し 

むる じ、 與 つて 力 あらし. とは、 

盖し谨 ホな ものでは ない。 然る 

じ アメリカ はこれ じ 反し、 あ 年 

じぶんで 霜々 ん禪 的錢爐 ごな b 

而 かも これが 儀 かじは、 前途 尙 

ほ瞭 遠の 國 家で ある。 

我等は これ 等の 狀 態を 理解す 
る じ 皮んで、 益々 をの 形勢の 顯 
著なる をから、 なじ 大夕 数の 巿 

民は、 過去 じ 於て 樹立され た 政 

府を 維持す るた めじ 移民 問題 じ 

對 して 柯等 かの 巧 動を 採らざる 

を 得ない 立壤 どなつ た。 な. じ、 

我等の 人口 じ 潜 化する 諸を 子の 

誠 かを 計らつ i あるかに 當ら、 


じ敵對 しを は化國 はを 傷 けん ど 
する かの 如く 觀られ ては ならの 
日本 移民 問題 じ 就ての 米國巿 

民の 反勒じ 就て、 今 よら ホ 五 年 

前旣じ H 本のを 意を 喚を し 乍ら 

依然 ごして あ碰 たる 慷勢 をまん 
で ゐる布 座を 引例したい。 巧 座 

ご H 本の 國 をは、 今よ らお 十 年 

前、 互恵 あが 條狗の 締結 じ 化 
促進され たもので あるが、 をれ 

ょ b 十 年後の 千 八 百 八十 一年、 
國王 ヵラヵゥアは 日本 じを き、 
をの 際间 がした る 移民 大臣 ゥキ 

ブ アム •ホ グユス ® ア •ーム 

ング 巧は、 日本を ほ 5 が弯 輸入 

じ 就て 談纔 した。 をれ よ b 二を 

後の 千 八： 白 八十 一二 年に、 ィてゥ 

ヶァ 大佐は、 重 じ 移民 輸入に 閥 

ずる 娶 務を帶 びて 駐日を 權を化 

どなら、 特殊の 訓み をを けて 日 

本 ど巧哇 ごの 國を增 進を 計つ た 

が、 千 八な 八十 五 年、 布 哇王國 

の 外 お 大臣は ホ 上 伯に 左ろ 如く 

通牒して ゐる〇 

をは 貴下 じ 勤し 先づ 第一に わ 

•わ 國尘じ 日本人の 如き 親切な 

る國 ほの 居住を 欲する をな て 

本 政府は 貴を 府の ホ 留 S を般 

じ 副 ふべき i を 唯ぐ。 

W 述べ、 更ら じこれ よら 數 みの 

を 渉を 重ねた る 後、 大殴 伯は、 
布 哇壬圃 の 化 表で ある ア ー ゥキ 

ン 氏に これを 承認した！！ 答を 薄 

せて ゐる 

この 千 八な 八十 五年當 時、 布 

哇 じ巧留 せる 日本人は 僅々 五 

ん じ 過ぎな かつた 。をれ よら 移 

民獎腳 の結裝 どして 十 年後には 


約 二方 人の 巧 加を を じたが、 日 

本は このが じ當 つて ま 邪ん がが 

まの 絕お排 巧を 要求した。 をに 

がて か 布 唾で 固の 政府は お ホの 

紛 疲を豫 期し、 モ 八な 八十よ 年 

を 0 て 選摩權 資格を 「布 巧 じが 

留 する 布 畦^ん、 米 固ん 乃ま歐 

渊人 或は 歐洲 人の 化を ずけ たる 

を じして、 患 法度び 法律の 遵奉 

を 宵 誓し をつ 英語-布 哇語乃 ま 

歐讲 語の いづれ かを 讀み 書きし 

得る を」 ど 制限した。 

越 ゎて 千 八な 八十 八 年に まら 
て、 a 本は この 新選が 法 まじ 不 
滿を 抱いて 抗議し、 H 本は を 惠 
條 約を 循 どして H 本人 じ勒す A 
選 擧權を 要 ホし、 千 八な 化 十一 一一 
年 じ まりて 日本の 藤が 總 領事は 
臨時を 巧 大統領 ド ー が 氏 (王朝 
制度は 當 時破壞 された) じ掛し 
て 耕地 勞慟 者を もを ちで る化留 
日本人の 選 紫權じ 就て 絕掛的 U 
要 ホ薰を 提出す る じ 至つ たもの 
であるが、 當時 H 本人 勞働 者の 
をけ る 給 象の 二割 五み は、 日本 
政府 じょ b て 巧を されて ゐ たの 
である 0 

】 の 日本の ボ民權 要 ホの 恵義 I 
は、 ホ 園ん やホ國 人を 両親と し 
て 巧 畦に 岀 生した 大統 '甜 ドー 瓜 
氏 等の 頗る 不可解 ごしれ 所で あ 
つて、 巧の 勵 家が 乙の 闕家じ お 
して 自画 民の 巧に 確 獲得を 要求 
すべき 頤あ 的愼讽 、理由 乃 ま 法 
律 上の 化 本は 毫もない と 叫 だ ざ 
を 得な かつた ので ある。 

斯く のかく じして 布哇 子' 锁が 
共 かなみ S なる に 及んで、 H 本 
どの移找協を-^宫然消滅どなつ 
たが、 H 本楼 おは 過去に 巧して 
殺到し、 巧を 共 か 蚊 治のを 達を 
妨害ず る 憂が あるので 、遂に 布 
哇の 法律を なて H 本人の 入 画を 
禁止す る じ まつた が、 若し 當時 
H 本ょ b 輸入され た H 本人 勞慟 
ちじ 選擧 權が賦 巧され てゐ じな 
らば、 恐らく 星條 旗の 下 じ 投票 
する ； は 許 巧され なかつ たで ホ 
もう。 即ち 日本は 布 巧王國 よら 
移民の 輸入を 勸 誘され、 巧を 群 
島が ホ圃じ 併を をれ る； じ抗講 
したので ある 0 
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海め 巧 ご 外 

♦截使 貨車 强盜 、監獄 破 b の 
名人 チヤ ブブ マンは、 陪萊官 じ 
殺した 巡査の 緣 者を 加， 口た。 こ 
れ 位のを 胸がなければ 米闕の 鼠 

小僧 じなる ミは 出 ホ <2。 

♦田 おは 女房 殺し ご 切腹のを 

理を 結んで ゐ る。 をん U ら柯故 

自 みが 切 脇して 罪を 天下に 謝 
ない のか 知ら。 

♦伊太利の 首相 病 重く して 起 

ねやご巧わられた：^.、 どぅやら 

動物園へ 巧つ て 獅子の 顔を 撫で 

てゐ るら しい 0 

♦春 じなる どが 育の が 人祖 會 

じ 化 人が 殖 わて ホる。 何んでも 

自 みで 葛 わて むる. こが ま 想 作用 

を 起して 他人の 戟 ごなら、 自を 

の ザ じ 聞. 口て 來 るの だ〜」 淸化化 

師の 話。 あてこ ずられ た 等 ご 業 

業し く 悲鳴を 擧げる も 化の 類。 
♦貴族院 溝 旨の 山 脇 莖聖ん が 

普選 派の 化 ± じポ カン ど 摸ら れ 

たが だ。 例の 如く 謀概 なる 態度 

で奇聲 を發し 謹んで 痛い ご 科ん 

だ じ 相違ない。 
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JAPAN ART STUDIO 
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鐘科醫 

►該察 時間 A 
な 日 ( H 曜を除 < 一 
午前 化 時— 十 I 一 
時、 午後 一時 1 
水騰 午前 九 時 1 
午後 一時 
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I 日本が 不景氣 ミい ム聲 〔下】 

一 寧ろ 常道に 回復ず る 前兆 

本年に 入 つても を 利は 大体に I せられない 趣 じ 脚いて ゐ るから 

巧て 軟調を 保つ てゐる 巧に をを' ~ をれ これ ネ巧檢 入の 大增 進を ホ 


けられる。 U 本が 巧のを おを も 
を 近 じは 

十一 億圓 どい ふ 度災お 
: C ? あ 化 記な じ收 縮し、 巧 出も遞 

一が して 二 億 位 じな C てゐ る。 一 

般お 巧の 計算を 見ても 巧を はち 
進し、 貨出 はが 退の 傾向を 辿つ 
: てんる ので ある。 斯 糕じ對 内的 

i じがを して 見る ど、 个致 氣の特 

-徴 がみ 巧じ顯 はれて ホる i がか 

一る。. 邵も 之け 順 常なる 推移 じあ 

一る もを 一, かず もので、 巧くて かめ 

て不 健を U る ものは 淘汰せられ 

健を なる ものは 他日 活動の ぶ 礎 

をな じ おめ る ミが 出 ホる 巧 第で 

_ あつて、 寧ろ 悅 ぶべき 2 ど 云は 

ねばなる まい。 旣じ今 H - 面 じ 

がて 

取引 信用 め 彼 活の曙 ホ 

ある； は 一例 どして ホ お 交 お 高 

を 見ても みるので あつて、 本年 

- 二 巧の 東を、 大蚊 手形を お窝 

はを 則 九十 一億 四千で W 、 之を 

前年 同期に 掛照 すれば と 億よ 千 

方 川の 巧 加を 吿げ てゐ るので あ 

る。 右の 徑路の 現 はれは 當然對 

外 貿易の 上 じ も 出て ホべき 巧で 

あつて、 現に 其徵 おは あ 

ィ」 妊へ てむ るので 由る。 郎 もが 

年け 巧 おは 乂 ん 超、 爲替 は慘落 

ごい ふ お A であつ たが、 是 等は 

が.’ •'裳ぶ じ 基 巧-して ゐる 。本年 

に 入つ ては 二月を の搞出 |二 億 一 

千々 山 ■檢乂 は 五 检ーモ 巧の 

差 引 入超 二 僚 山で、 之 

を 昨年 同期に 比べる ど輸 おけ 义 

で 五が 力 叫 許 b 巧 進を おして & 

る 〇糖乂 はを ぼ W がを 算 しては 

ゐ るが、 巧 じ 鞍巧蝴 係の 村 巧 臓 

人は i 段落で あるの みむら 中 故 

がに 於ても ホ必 巧な 物 宵の 檢乂 

は 抑 雌 マる どい ふぶ がを 採られ 

6 巧 . 一、、 化 邱の檐 入を がふべ. き 

外贊の 輸入 ごへ もがる たけ 獎軸 I 


すごい ふ MJ は先づ 0 てな からう 

ご 思 はれる。 本年の が： 助 じめ て 

上半期 中の A 超は 一二 渡 乃 ま 四 僚 

w 泣 ご をれ み 向きで を 込ん 

でむた 巧で あるが、 目下の 形勢 

では 化を 測は 化づ 常.' っ やど 雖も 

遼 か. し> やで あらう。 若し 上 ザ 則 

の 入超が 化 朽度だ ごすれば 他方 

じがて 贸易 5^ み 

受取 勘を も わるので 例 

へば 席 船を の 如き も 本年 じ 入つ 

て 幾 か 持 も おして ホて & る どい 

ふ 話では あるし、 をれ じ 巧國の 

正 巧のを 礎は 甚だ 葦 固で あつて 

を內 がかの 正貨の 額 も相當 ぁる 

ので あるから、 此 なの 入超を ァ 

ジ ァ ， 卜する；は別じ難事では 

ないどい ふ見當 もがいて ホた の 

で、 をれ が最化 爲替相 傷が 變の 

化 底を なし，- ゐる やう じあ はれ 

る。 极ネの 大勢が 旣 じさうな つ 

て 巧て ゐるど すれば 化の 特立し 

た、 若く ，レ 隨伴 せる 諸澗の 原因 

から 時々 の 騰落を をれ ない のは 

か 論で ぁつても 

爲替 趨勢 も 差 向き ぉ觀 

の 要はない ど考 へられる。 要す 

る じ 不眞氣 を 切が ける 巧は 極め 

てず 化な 梭 だが、 矢 張ら 消費の 

節約 ご ホを の增 加との 二途 ょら 

。いので、 化 おじ 就て はを は 一 

般の覺 悟 も 破って 软府 もが 巧緊 

縮げ 巧を 實 巧せられ 鼓吹 もされ 

てゐ るし、 氏 間 も 亦 之ど應 じて 

息 消費を 節約し 生まの 化善增 

進を！ 一つて ゐる 傑で ある。 景氣 

不を氣 は 遇ら 持 もで 今 的 不景氣 

が 常道に なする 道 巧 だ ごすれば 

つま b をれ だけ 回な じ 向つ て步 

を 進めて むる の だ 共 見られる の 

で、 自 みは 内地が をの あ 狀を見 

て 巧て おかに 患を 强う してなる 

者で ある。 

黑 頭巾 


問題の 池 旧辄借 訴訟で 

勞農 政府 遂に 勝訴 

H 本 軍 . 5 占領 理由、 こな 

結局は 大審院で 爭 ふか 


な 


シ ン ク レ ー f . 巧她貪社に掛卞る 

化 梅 乂油旧 租借 驅削 あのを 巧は 

巧 巧。 シァの 地方 化 巧 巧に がて 

藩 巧 中で ホつ たが、 をに ホる か 

四 U をな て勞農 化府の 勝訴 ご ；；^* 

b 巧惜巧 おの 無 巧を 巧み するど 

おに、 巧 約 化 証を ごして 政府が 

保を 中で ある 化 巧 八-- ブ みは 么 

を 巧 社に 遥附 すべし どな 吿 した 

が、 曾社侧 ではを をを これ ご 戦 

ふべ く 大巧 おじ 上吿 する 笠で あ 

る〇が 巧のを 点は 左の かし 

〔一】 シンク レー ァお机 倚 社 

は 契約 おお ク 年な 內广 が 巧說を 

ま 持 すれ ど、 が 巧 若 ホの 期間は 

•ーケ 年を ま當ど 認める。 

ご 一】 化憐 太に おする り 本の 

带が占 巧を 凹て をれ 侧け 契約 不 


像て ょ 6 化を の 視聴を おきつ - 履 わの 郡 - 由 どず る も、 會社侧 は 

つ ぁらし 巧 農。 シァ 政府の 米 鼠 一ち 約當 時化 事 寶を知 あし ゐ たる 

のみ。 らや 追加 契約に も 之が 明 

白で ある。 

( 一二】 勞 農政 あはを 社の 契約 

' 質 巧 じ與 L : な ゆる 彼を を 典へ 

貪 社の 技 帥 じ も 信用 証を 下附し 

且っ 上陸 禁化 後ら U 本 巧 巧じ點 

して 化 まじ 抗讓 した。 

〔巧】 會社 側が 開が 巷 手を 巧 

約な 窝 した W k H 本ボの 占領は 

个媳 巧の 巧 ホ どなら ホ。 

〔五】 巧慶 。シァが 化 裸 太な 

を U 本の 手 ょら 離し 乂人 技師に 

脚が だしめ なかつ たのは、 若し 

斯 くす るを 得るならば 何等 米 入 

巧 社に 之を 稱借 せしめる おおな 

: 之を 窠 一二を の 削が じ 求めた 所 

w である 0 

で ハ】 おか 侧は關 が 期の 延お 


を ホ 張す る 法が 的 權利ぃ •き ミは 
焚 約 諸事 巧 中に とがが 棄じ おす 
る - 切の 滞 利が 政府に ホる J - を 
W 記し ある 点じ 徵 する も 明白で 
をる 〇 

〔と】 勞農蚊 あは 契約が 証を 
ごして が 管して ゐるサ 巧 ^ 1 ブ 
八を 還 削 《 べし。 

がして 巧が 化礁 太な 巧 軍は 五 
巧 十 R をに 撒 退の ちで あるが、 
駐巧审 巧か官 井上！ 次 中 お (前 
離府 大使館 附 武官) は 左の 如き 
撒を みを を 布した。 

ザは 大正 九 年と H ! 一一り のが 园 
をが 吿示 じを き ナダ レン 州の 
耍 化を 占領して 之 じは 政を 布 
き 大正 十一 年 じ ま b 其 地域を 
縮々 し 化 傅 太の 占領を 繼 緒し 
て 今日 じぶ び 將じ五 星霜 じ垂 
ん どす。 化 間 軍は 占領 當巧諭 
吿 せし 處じ則 b 從 ホの 法規 習 
憤を 每 重し 民を のを 寧が 序を 
維持す る じ 努め、 特に 敎育產 
業を 通 衞を等 諸般の 文化的 施 
設 によ b て 民衆 かため 生 巧の 
を定 ど 福祉の 增進 どを 圖 b 又 
を 投族じ おしては を 正ず 等を 
旨 VJ せし が、 幸 じして 官 段の 
か 衷協岡 じよら を 績あ 々表は 
れ た^ 

今般 H 本鹽 及び ジ ダィ ユト社 

會ま義 共和 國聯巧 間の 關 係を 

律す るを 本 的を 則じ顆 する 條 j 
約實 施せられ ' 巧に 兩圆 間に 
固を 回な して 巧 港 事件の 解 巧 

を吿 ぐるに 至ち 即七词 條約附 

麗議を 書 じ 基き 軍は 巧 政の 引 

渡に 伴 ひ化憐 太の 占領を 解餘 

せんどす。 本職は 占領地 域が 

ッ ダィ n ッ ト社會 主義 おか 闕 

聯巧 政府の 統治 じよち て繼承 

維持せられ、 其 福 社 も 亦 益々 

增進 せらる i ご 共 じ 兩國の 親 

善に 一新紀元を 開き、 其 基礎 

愈々 强固 ならん J を切踢 して 

包まず、 圃 巧の 旧 俊じ當 b 衆 

ど' 少に歡 びを 頒 たんごす 

大正 十四 年 二 H 廿よ日 

化 權义驻 屯す 巧か官 

陸軍 中 お ホ 上 一み 


ばか 巧に 时巧 曾 ： i 
賓易界 じを 励を 賴 けて ホ 

たかぐ 窺 はれる。 

米 固 (錫 道 綱 係) 

ゥユ ステング；；ゥス お磯會社 
アメブ カン ♦フ アウン ドブ 1 

會 社、 キング ス バリ ー 磯械會 
社、 才； ^ョ I •ブラス 會 社、 

チヤ 八 マ* — モ！ 夕！ 力 1 窝 

社、 ゥィン フキー 八 ド. 電機 曾 
社、 モ^ガン 磯城 會社 、フ 

テラ 八モ- — タ ー トラック 會 

駐 、其 他を 計 化 四 
巧國 (徵 道關 係) 

ア^— ムスト ロング ♦ホ ブィ L 

ヮ^ス 食 社、 英國 ミシン • 5 
- ! 作會 刺、 ァ I キデ 八會 社、 
ケン タ八 ァンド ケント 禽社 

スミス アン トコ ベント"^*— 

會 社、 巧 化を 計 十二 
英國 (織物 關 係) 

户フ ••ー ドァン ド パロ ー 會社 
英國 ノ —ス n ップ 作ー ム會社 
ペン バ— トン アンド ソンス 

會 社、 ァラン デ八會 化、 其 他 
日本 総 化 禪巧合 許 十一、 持 約 
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此外高 旧 巧 貪の 所有せ る 巧理乃 
至 特約の 販賣 權は數 なのを きじ 
上ら、 是 等の 中 じは 我 園の 同業 
者が 垂延お < 能 はざる もの も あ 
るから、 高 旧の 破綻 ど 共 じ 之が 
巧 奪戰は 注目に 値する ものが あ 
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乂圃ま 英語を 話す ザ 
はお 巧の 第- 義 です 
本校 じは H 本人 お 巧 
じ谐れ ゎ專巧 婦人 お 
師ぁ 6 懇切 じ 會話盛 
信 文 社を 語を 敎授 L 
ます。 日曜 週 H み じ 
午前 化 時よ b 午後 牛 
時まで 閉校し I レツ 
タンと 十 他 づえ〇 令 

H 直 もじ 巧 校 あれ。 
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越した 地位を 化 弊の 貿易が じと 

おしてな たのは を < 同 商 曾が 米 

威の ウェス テン グ' > ウスを 始め 
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及び 償還に 就て は 政府 ょら 委員 
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媛 蒲 燒壽司 御 化 おし 

uw 巧 H 巧 間 も お 用命 じ ホ じ 升 

會朦御 料理 

窩等御 下宿 

兒モぶ 一 


御旅 纔 河 添 一 


割烹 並に 御旅 舘 j 

.生稻 .を 野ぶ 弟 I 

統育巿 西 八十 八 T 目 iir 円 十ー ニを 
遐話 ^ — スカイ ラ I とん ニニ 


を 上 疼 話 


「大使 週 j f 言 


の， 


♦々遇の 統育 叫胞社 宵は 宛が 
f 松が 過 I 巧を 「乂 化 週」 でぁつ じ 
化牢 さんと か 夫ん •.い ジャパン 
ソサ ィテ ー のを 例 乂晚餐 會じま 
赞 たるべし どけ 大 化が U 本を 出 
i あする W 前旣じ 電賴で 打合せた 

一.^ でぁるが、 新 大使の 一け がを 

港を 經て華 脯顿じ 着 巧々 紐 育の 

W 胞社 宵には ざ わ'^ ど 化 ホ さ 

ん 夫妻 巧が の昭が 高まつ たので 

ぁつた。 でんな 涅 山で じ 生れた 

か 知ら 3 ! けれで 天 略れ ポビユ ラ 

—じ成 b 濟ま したのは 驚くべき 

である 〇 

♦月 礎：：： の 午後 二 時 二を じべ 

ン 停が 煤じ當 いて W ホ 所謂 晝化 

龍 わで 槪迎 みめに をつ た 松 ホ 3 

I んホ 妻は サ六 H 午前 無事 巧 地 華 

I 端頓じ 細つ たが、 大使 夫人の 持 

つてん る巧殊 のソー シア 水 •ポ 

ジシ ヨンは 索 巧の 操 的 どなつ た 

ゲ ワンダ リツ ザ お 人、 ダ ー - 




夫ん 等 社を おの クキ ー ン连は 松 

ホ 夫人を 盛に 贿 讚した。 

♦火 礎 H 巧 ホ テ 八 •ァ スタ 1 

じ 聞かれた H 本 協 稱の晚 發會に 

がける 化 ホさん の お 説は 近 ホ 上 

乘の出 巧で あつた。 佐 滕を磨 さ 

んゃ 、目な 出 柿 太郎巧 や、 植巧 

正 倍クん やの 演說に 比較して 巧 

をは 大 阿み 異にせよ、 態度 ご 云 

ひ 昔 化 ご 云 ひメト 。ボ ，タンの 

バリ ト！ ン ミして 燈じ 聴を を惹 

き 化ける 莊重 ホが あつた。 恐ら 

く あの 調 f では H 本 語の 溃說も 

を 相が だら ぅ。 

♦千 化が か 一二 年の 震災で エキ 

サィトした ゥッブ 大使は 當 年を 

范 憶し.' 巧 威 胸に 迫る と' 占つ た 

調す で バッシ 3 子 1 卜 なお 說を 

した。 ク ッゾ大 化は わざ -フ 

ロリ ダから 夫人 ど おに 出 おした 

I の だが、 記を ごの 立 誌に 斯く語 

一. った …… ，「僕の 嘶は 凡て お 化 巧 

I ミ/具 化々 銘； ：？ 事 實談で i よ 

I 口 本人の ム ぶじ 富んだ、 崇离な 

お懷じ惚れ^^^^夕があつたら變 

j な ものです よ！」 ィ〇ゥ ッダ大 

i 化の 激稱 を拜 聴し つ： ゴ b し 記 

者 自身 裘必® 化たら ざる V 厚な 

かつた 次第。 

♦バア ネット 夫人の 眞攀な 御 

歌を の 嘶は 片 苦しい おじ 云 ひ 知 

れ ぬ溫柔 ホを 巧へ て 好 印を を 深 


からしめ たので、 ゥォ ー 八 街の 
おお 軍を が頻 6 に 褒め立て i む 
た。 バンク ェッ トが濟 むと 春宵 

一刻 悄 千を ど 託 b 舞踏室を 目掛 
けて 潮の 如くに 推し 裔 せた 中に 
は機棠 ホの 舊 宿。 キ V アム •チ 
— ニィた ~> 巧つ てゐ た。 ー ホタ 
蚁の H 义紳 b 淑女は 大使 夫妻を 

園 A でャ作 マィ ゾ' 

♦大使の 歡迎 にを 力を 傾倒し 
つ {.あつた 齋藤 総領事 夫妻、 姉 
齒副锁 事、 日本 協會の ダン バア 
氏 U ど 四方に 辯旋 奔走 時の 移る 
を覺 えない。 東 巧 電力の み價間 
題に 瞄聯 して 瓣 ホした r な H 外 
人の 高峰 博 十」 VJ も 云 はれる フ 
レ ザ ー さん も 大滿悅 、又 齋藤さ 
ん から 「モ片 ボン 巧會 首相」 の 
巧 絞を 頂戴した ラモント 氏、 武 
ホ 鎭ザ府 の 司令官 プランヶット 

提督、 ゥェス テン グ 戶 ゥスの ッ 

ップ將 軍な ども 义巧 一 巧 ご 巧 

歓 、巧 ザを 過ぎて 一间 惜しい 狭 

を 巧つ た。 

♦大 化の 一巧は 廿 五日 午前 じ 

歸蒂 する 尝で あつたが 紐 育 日み 

人會 及び 日本 识樂部 職を の歡迎 

曾が あると いふので 滯 紐を 一日 

繰ら 延べた。 水 曝り 午後と 時 地 

よ 日本人 會 々長、 旧 島、 大鳥兩 

副食 長、 巧 木 日本が 樂部會 長、 

齋藤 あ擧會 長、 巧 幹事を 始め 出 

席 者は な 四十 余 名 おが 稀なる 盛 

現を 示した。 巧 水 氏の 歓迎の 辞 

じ 化 も、 旧 島副會 長のを 戟 じて 

陛下の 万歳を S 唱 し、. 地ち 日會 

會 長の 底力 ある ホ 望 演說が あつ 

た 後、 大使の 懇切 だ 答辞が あ b 

大島日 會副會 長の 發聲で 大巧 失 

妻の-力 歲を S 唱 した。 

♦大使の 演說は 極めてが も 解 

けた もので 大を 臭味ら なく •间 

を 嬉しがらせ たが、 地ホ會 長の 

持 も 出した 巧 ホ 间胞の 差別が 待 

遇撤廢 問題に 對 しては 聊か 顧み 

て 他を いふの 域な きを 得な かつ 

た。 地ま會 長のを 聲演說 は 理路 

整然 どして 谋瘍 を傾聽 せしめ 化 

表 的 演説 どして 椎稱 する じを る 

と 評せられて ゐる C 撤宴 後け 別 

室で 诗渾 言葉 やを 賀 なまらの 嘶 

なで も 出て 笑截寒 外に 洩れた が 

午後 十一 時 出 逆の 自動 掌で 大使 

の-一巧は プラザに をき、 翌サ六 

日 午前 十 時 十を ペン 停車 煤發車 

夕躁の 巧を が あつた 華 盛 頓じ歸 

つた。. 


化 切腹 說は余 巧 英字新聞の 輿 味 
を 陵つ たもの か 孰れ も 特筆大書 
して 報道し、 例の 排円 新聞で あ 
る 紐 育 アメブ カン 紙の 如き エン 
サィ クロ ぺデァ から 「切腹」 の 意 
ホを 探 巧し 昔の 武 十が 死を 0 て 
事の解ホじ當つた^、 么がか錯 
役の 說明 等を 附 して 面な 氣じ報 
道し、 ア^— サ*— ■ブリスべ f ン 

巧 も 「今 H の 間 題」 ごい^ 短評 欄 
じがて 

切腹は 米 人 ミミ ホ 知 

の 間 題で あるが、 自己を 耻 じて 
自殺 するどい ふ H 本人の 必理じ 
就て は ホ國の 陪審 官も充 巧に 硏 

兜を 藍し なければ ならの な 

ど ど 勿体ら しく 之を 詳論して ゐ 
る。 尙ほ 旧が の邀兒 一二 人の 中に 
て 長女 ご 長 巧は ホ 中から 旧舍の 
小 巧 協會じ 送らい、 淋しい 俄か 
孤 巧の 生活を 送つ てゐる どい ふ 
MJ で^ 5 る 0 


武主道 … i ... .…： 切腹で 

殺人犯 田 巧を 辯 護 

被を 側は これを 理 もじ 無罪 主張 

排日 新聞が 面白がる 

昨年 十； 巧 化 n 巧、 嫉妬のを ~ の 理由に 就て は 謀殺 說を 否まし 

'にご 一人のを 强の ゆで ある 妻を 一を 化は 生前 下宿人 どの 間 じす 债 


化を 剌 殺した 旧お宽 一はぶ 後べ 

八ビ ユ—智 をが 院 にて 精神を 鑑 

ぶ 中で ぁつたが、 ま 月 退院 後は 

ボ n 監獄の 

ホみ 監 じを ぉの H の ホる 

のを 待つ てゐ るが、 此巧じ 至ら 

て披吿 官選が 强 十-も 定 ib 、 型 

の 如く グランド •ジユ 9 — から 

謀殺 一等 巧 ごして 正式に をを さ 

れ 、まる 廿お a から _ マホ クキー 

ン巧が 巧で 化 •リ巧 ぷ調畜 の蒋理 

じがった。 田が の 辯 幾 十は 殺 巧 


な關 巧が をち、 么を巧 おが 威知 

したので 必 ょを 么を耻 K 遂じ自 

殺を 企てた 際 旧 坂と 格 励し 即死 

した もので、 田が も 其 煤で 自殺 

せ A と したる も 之を あ L 得な か 

つた i をが じ 切脫は U 本 

武± 道 の 巧統的 精神で ぁ 

つて、 を 化は 化 巧镜じ 支配され 

一を ご 自己の 不 名を を 雪辱す る 

ためじ 自巧 しれので をる ごい ふ 

立 巧から 辯 護して が爭 のち 量を 

ホみ 無罪 放を を ま 張して ゐ るが 


副 島 道 正 伯 ご 

シスコ 講纔 

シヵゴ 大學 では 今夏 大學で 開 
僞 する々 と兩巧 5 夏季 大學科 外 
誰 おを 巧が 貴族院 議員 副 鳥 道 正 
伯に 化賴 した 處 、同 伯は おじ 應 

諾 した. レ J しく 愈々 五 巧 か 八日 横 

濱發の太巧化で渡乂する；じ决 

したが、 シヵゴ 大學 では 電報で 

左の 一二 問題を 提出した 

一、 日本の 政治 經濟 ぷび祖 貪の 

現が 

二、 ： n 本の 對 支、 凿露あ 策幷じ 

朝鮮 統治 

ご 一、 日米 間 題 

副 島 伯は ホ國に S ヶ 眉の 上歸途 

は英國 からか 蘭、 獨 逸に 入ら 露 

國を 經て歸 朝す る 答で あると。 

窃盗犯 S をを 

巧 ゾ吿發 

一旦 無罪 ごな つな 後 

福 本書 記 擦 添を 瞭ふ 

まる 一巧せ と： n グレー ト •ネ 

ックの ドゥ キット 大佐 邸 じ 就 働 

し解麗 を、 岡 家 巧を の 貴重 お 便 

格數千 巧を 窃取した 嫌疑 r て 抑 

留 中で あつた 岡 山縣人 一二 宅 茂 

(明を 化 四 年を) じ 繫る裁 巧は 去 

る ホ 四 U ミネオラの スミス 巧 事 

廷で 開廷 

被吿 ill 宅の 少！ ム から 發 

をした ミい ふ 赃品ブ スト •ウオ 

ッナの 入質 化が 唯一の 証據 物件 

どなち、 且つ 盗難 赏日 S 宅の 姿 

を同地あ踏の濟が認めた^等が 

有力な 起訴 狸 由 ごな つて ゐ たが 

S を ば 入質 化は 同室 者の もので 

ある ごま 張し 陪審 官會議 の結裝 

無罪を 宜吿 L たので、 スミスが 

事は 烈火の かく 滋 らぉ I 

子は 巧審官 のけ 動を 非難す る 

をを 欲しない けれ 共 これ だけ 

の 事實を 前に！ て どぅして 無 

罪を 宣吿し 得た かど 疑は ざる 

を 得；；* い。 若し 睹審官 じして 

今を 盗難 じを つた 壌 合は 化 事 

かを 記憶して ゐて 欲しい ：…… 

どきめ つけ、 更に 三を を 

辯 護した 卜 1 マ ごこ 

キ氏じ おしては . 

お前さんの 大勝 利 だ、 此瞎審 

官 じが 罪を 宣吿ク すじは どれ 

巧の 事 實を提 化して い i もの 


かがらない 位 だ 

ど 皮 あつ わ。 無罪 VJ なつ じ 己を 
は 通 辯の 勞を 執つ た 紐 育 a 本人 
會の福 A 書記 £ 同 巧 ペン 停車場 
じ 下車した 刹那 ドゥ キ ブト 氏 か 
ら 巧び 吿發 されて が育聲 察の 探 
偵に 逮捕され たが、 一二 宅の 顔を 
知らない 探偵は 福 本書 記に も 手 
錠を はる 7 -馨 をに 引致し、 ミネ 
オラ 蠻察じ 電話で S をの 人相を 
照會 した ^漸< 福 本書 記を 放免 
たさぅ である 0 
尙ほ 一一! をは 今 よら 四 年 前 ボル 
チ モア じ 上陸 ロ ホ、 當® では 
高 垣 舞踏 學校ゃ 稀 各 旅 舘等じ 
出入して ゐた 男で ある 0 

化 ホ W 胞 のがを 島 

二億圓 突破 

巧 米 同胞の 故國 送金は 爲替相 
旗の-*^ 下 動に 件 ひ 其 額 年 じよ 
つて 大み變 化が みるが、 目下ぶ 
米 同胞が な國 じどれ おの 股を を 
ちつて ゐ るか ：…… 最近 故 闕某方 
面から を 表された 處 じよる £ な 
ホ 岡 胸が 一二 井、 正を、 化 友じ預 
けて 公る 金 積ら 巧つ て 二 億 旧 
に 達して & る さぅ で、 化 中には 
過去 化 年間 もが 菩 した 者が ぁら 
巧は 利を ホんで 相 當の額 じ 上つ 
た 者 も ぁるが、 中 广は义 巧んで 
を 取 人の じいを らもる ごいぶ。 
目で 在 ホ 間 胞は柯 をず る じも資 
金がないと 云 ひ 乍ら 换勵じ 二 億 
の 金が 遊んで ゐる どは 驚く。 尙 
ほ 右一 人 宛の 預金は 大抵 二 一一 一千 
田 程度で、 頭を 者數 はと 八で 人 
でんる とり 


運 載 界 

原 旧 若 快勝 

ハンタ^ — を 獲す 

旣報 のか < チ ウス •アト ラン 

チック 庭球 爭覇戰 じ 出 窺 中なる 
H 本 デー ゲ イスを 撰 手 原旧武 1 

君は 一昨 木曜 H ォ リム ピック 複 

試を 撰手權 ぶび 米國 インドア 撰 

手 權を把 待す る フランシス •户- 

ンタ！ 君を 脆く も 六！ 一、 ホ t 

.旧の ストン— トセ ブト じて 敗つ 

た。'^ ンタ！ 君は 昨年の ラン キ 

ング よら 除外され てりる けれ 共 

實 質は 第五、 第 六 位を 巧 ふ 程の 

撰 手で ある。 彼が 獨特の 强烈な 

スト ロ！ クは ホ魏夕 くの 撰 手中 

稀れ なる もめで ある。 化 a の 原 

田 君の 當ら 方は 異常なる もの じ 

てプ i — スの確 賞な i 、 球の 速 

度 じ 於て お戰 S を じして 旣じ太 

勢は 原 旧 暂じ歸 して ゐた ごい ふ 

原 田 苔の 化 快勝の 記錄は ホ國庭 

球界に がける 同 君の 位覺を 裏書 

した ものである 。男女 浪を戰 じ 

於て は 紐 育の キヤ ッセ 八 罐ど組 

んで ベリン 媛 及び スター ダ ー 組 

を 六 10、 六！- で 敗つ た。 

千 二百 街ち な 四十 おで 

鈴 木 若 勝っ 

旣 報の 如く 世み ジュニアー 擔 

球 撰 手權を 所持す る 鉛 木 龜太郎 

君對松 山を 嶺 若の チヤ ー レンジ 

マツ チは 火曜日 巧 よら デブ ー 球 

琪 じて ビ ー 級 素人 撰 モグー イス 

君審 おの 下に 開始、 鈴 木は 最巧 

よち 化 山を をんで か ib か、 水 

嚼の兩 巧 共に リ） ドし 火瞩 りは 

が 山が 最大 棒 百 お 十二 点を おし 

て 銘木 ご タイ じな つたが、 其 後 


の 當ち惡 く 巧び 餘木 じブ ー ド 
れ 木曜 H の 巧は 最終 戰の ミくて 
お站の 奮闘が 豫 想され てゐ たけ 
れ 共' 豫巧 じな して おはす 僅か 
じと 十五 点を 得ね めみ じて 千 二 
'白對 六な 四十 お 点 どい ふ 大差で 
遂にが 山： 败 化した。 試合の ィ 
ン三 ングは 一二 巧を 通じて 化九圓 
鉛 木の 平均は 一二 〇、 I 二 01S 九 
で 化 山の 平均は 一六、 一二 屯 
乂 である。 尙ほ囊 じ 鈴 木 君の た 
め 惜敗した 营沼忠 雄 君は 巧び 禮 
木 君に 挑戰 すべく 試合は ホ 月 中 
じ 巧 はれる 篱。 

月曜 H の 大相撲 

昨今 レス 9 ング 巧の 化 おど 龍 
はれて ゐるガ I ゲニ凿 ジム •口 
ン ドス' の 試を は ホる 巧 曜日 例 じ 
ょら 化 四 下目の 國民常 庫 じ 開 確； 

すべく、 當 がけ 曰 シアの ダ ィキ I 

ン對 前世界 撰 手 ステ ツヵ！ の 試 
を も ある 山。 

あ 育みち しるべ 

郊外 散策 者へ 

紐 育の ア ハー トメ ント •パゥ I 

スじ 生活し、 勝手 ホ や 勸殿じ 巧^ 

つて 巧氣 なく 自由 じ 湯水を 使用 
してなる 人 じは 組 育巿の 氷に 豊 
富 で あ る ど い ふ ^ と 、 ア バ ー ト 
メか卜 生 巧の 便が である どい ふ 
iv 一に 思 ひ 度 ぼず 外 如何に 其規 
模 のを 大 でを るか、 义 

水道 0 外の 目的に 其 工事 

が 兼行され てゐる ごい ふ樣な MJ 
じは】 寸氣 がか か ねだらぅ W 思 

ふ。 义 都に がける ホ 民の 健康 問 
題は を大 。る も々 il ツ じな つ 
てゐ るが、 献育も 其 数に 洩れず 
ホ 致は 常にが K の 健康に 就て ぎ 

大の 注意を 拂 ひ、 機會 ぁる 每ド 
必中な 巧が で巧區 をな 善しを 地 
をを 關 しなて 出 ホ 得る 限ら 人々 
をして 屡 外 生活 じ' 接近せ しめ 樣 
どして ゐ る。 ブロンクスへ 巧く； 
と アクエ ダクト •アグ エニ ユ— 

VJ いふの が ある。 威る 處は 普通 
の 道路 ご異 つて 更满の 車な でを 
許さね。 それから ユニゲ アーシ i 
テ—《 アゲ玉 ニ ユーを見るご中； 
部じ靑 草の 燕え て ゐる處 が あち；- 
所々 じ 姪 筒の 樣な ものが 立つ て 
ゐる夕 斯ぅした 眺めの 處は化 外 一 
にもを るが、 其續 きは お 外 巧 十一 
唯と いふ 而も 山 切ら 通し、 川を 一 
貫き、 湖水を 渡つ て遙 かじ キャ 

ツキ 术 

I 

山岳 の 方面 迄 幅 何十 巧 ど 
いふ 堤 巧の 上 じ ホき ょい 道が 巿 j 
民の ためじを 開され てゐ るので j 

ある。 新舊ク I ? トンは か 論 今度 

媛エ した キャ ツキが •ア クェ ダ- 
クトは 實じ 立派なら ので、 を 園 一 
V 一同 じくを 部 ボの巧 有で あるか 

ら 大手を おつて 巧 處を巧 つても i 

がめ* をは G い。 郊外に がける 

化 水道々 路を皆 数えれば おんで 

二百 哩ら みるの だからを 部を ~ 

時 じ 照 曾す る i は 脚 難 だが、 機 

を 見て を 逸な 地な を ー ニケ 所 宛 

照會 しを 阔散 ホと 多々 色彩を 異 

じした ものを 同好の 諸 ± じ 資し 

たいご 思 ふ 0 
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巧 巧、 淸洒 、待遇 窓 切、 宿 巧 化廉、 
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電話 カネ I I 八 一み 


口！ サン ゼ ルス 地 ホの 御 
觀 ホには 最善の 御 便宜を 計ら 升 

イ、 グ\ 

ホ テ 八 

羅府 巧に がける 同胞 經營 中最 
新 巧 高等 ホ テグで あ b ます 

羅府 泉-街 一二 九 半 

電話 「ゲ アンダィ キと丄 ハ五义 
話/ タ ツカ！ S 八 六 二 一 

貸 自動車 (牧野) 

羅府 名が 御觀ホ じは 最も 精通し 
た ドライバ ー が 御 案內を 上ます 
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極上の 魚類 

季節の 新鮮の 魚貝類が 澤山 揃つ 
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撥鑽ぶ 金銀な 《 る 巧 

鄕里 送を は 都て 無手 あ 巧に て赏 
巧橫资 本店 經由 送を ホ 取 货申お 
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社援 男爵を ぶ 吉を衛 巧 
本 店 大阪 化淸拉 r 目 
姑 育ち 店糾 育ブ。 1 ドゥエ 

鷄 住ぶ 銀 巧 

ホを、 橫演 、名 占 お、 京都、 神戶 
ちノ 道、 廣 島、 吳 、柳 井、 下ノ鹏 
巧 司、 小 倉、 若松、 博夕 、乂留 ホ 等 
本國預 を、 鄕里 送を 等は 择め 
て 巧 巧 利 迅速 じ 御が 扱 可 申 候 
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藤本 證券 會社 

、一般 有 巧 お 券ノ賣 貢、 引 ま、 募集 

ィを賴 、化 二么ュ 關ス八 一切 ノ 業務 

城 賦曝本 ミミー カー 銀 巧 

紐 育 お 張 巧 


陶破 器、 雜貨 、ラ 卸賣 

ンプ义 ランプ 笠 

蘇 村ブぅ ダ！ ブ 


電氣化 中】 切 \ 

下 羽 咬 氣閒會 

爸 ^ Broadway 

ぶ 一. 置呂 二 養？ 0 


だ》! も ミ を ■が 


雌 

丸； 

巧- 

ぎ 一 


ま 


省 ホ 命が 險會社 

. S 木定吉 

機保險 


S . 客 tK - 

ZCW York ご クーコ suraiiceCo 

:- 】 《 ' ご ibc 2 sr 

ス ftw Ygkcity' 
j さ one* Fr 冉 nklin A 窒】 

巧 xohpT 一巧な 历 ranoh 




上等 洋服 調製 

弊店 調製の 上等 服は 皆犧に シック ブ 
を ひます、 而 かいが 段は 恰好です 0 
服地は 英國ゥ r グが 澤山廊 、てろ， 
ます 是非 御- 覺を願 ひまず、 り本紳 
± 諸 をは 特別に 歡迎 します。 

一二 か 銀 巧 貸 諸君には 永らく 御 巧 顧を 
蒙つ て 居まず。 

サム ク イット 洋服 店 


ホノ か、' 樓濱 '神戶 '長 巧 ■上海 ■を 港 ■お あ拉巧 

ぶが 化 三 二、 〇呂 质一 四月 十四日 
天 巧 化 (き、 呂 〇哦) 四月 廿 八日 
コレア 化 (一一 气呂 〇峨) 五 巧 十二 H 
春げ 凡 I ニニ、 呂 〇嗯) 五月 廿 六日 
西 比 巧亞乂 (一一 气 Q 00 嚼) 六月 化 H 

(羅麻 お 軌ぶぉ を S い 


化が 墨 西 哥>秘 露、 智利諸 港 巧 
なが ホノ .グ 、橫濱 神 戸門 司 香港 巧 
. _ せな 共 お 六逊一 固} 

0 を 渚 行を ま 切 巧 寢臺券 藤 入御 铃淀化 < 娱 


シアトル 化 帆 
あら ぞ . t * 化 四月 乂 H 
あら ばま乂 四 巧 か 二 H 
▼橫 •後： 等 一九 五 弗 一二 等 五 五 弗 
一二 等を 室大 改造 家族 まを 驗 

▲御を 驾じ 巧り 巧 引 巧 巧 切符 货巧巧 致 お 

ロスアンゼルス か 帆 

しか ご 化 四ち 
ま にら.^ ぶ 巧 十二 日 
▼か 港擺が 巧を 車 切な お 毫券講 乂卸骑 
旋 化ち お。 - 

▼化 脊線パ 十 マ 校 由 R 本 支が 巧 ほ 物 お 月-画 
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闕民 外交の 尊重は 

時化 的 精神で ゎろ 

在留を 同胞め 希望に 對 しては 
充分の 考量 お 拂ふ巧 意が ある 
な ホを 權大化 松 ザ恒雄 巧談' 

U 巧ち ず 越の 新任な 乂大 化を 迎 へた ホテル、 プク ザの 正面 
じ 巧 お？ れわ鮮 か を 旗の 鄰織 たる 二十 五 U の 午前 滞が 中 
の 松平义 化を 訪問して 化 感お談 や ホ 現を 聴取した が 左 じ 其‘- 
節を が々 ずる。 



夕 

b 

巧 


を 

唐 任 


台 


八 

號 


桑 遮 上陸 R 巧を 地に 化 

て 义闽官 患を 初め-股 闕 民よ b 

寅 一し 溫き 歡迎 をず けた ことじ 韵 

し裘 也よ b 感謝のを をを したい 

ご お ふ。 を 港では 日本 協 會がホ 

催.'' 一なら て豫 期し。 かつた タモ 

面 S 人 十： か 集つ て 貧に 盛大 G る 

歉迎 曾を なの じめ に 開いて おれ 
たか、 をの 槐 食に 乂 が锁ク ープ 

ブデ 氏は わざ/-- 電報を 0 つて 

歓迎め おを 贈つ て 巧 わし、 前國 

あ 卿 じ ユーズ 氏から も、 氏が 勺 

巧 卿 ごしての 最後の 言葉 \ て 

K じ鄭 巧なる 戳迎 の：！^ を 打電 

して 吳れ た。 がに'' ん わして ホ ザ 

古に 至る を、' 化 化は 駐日大使 バ 

ンク 。，卜 巧の 出身地で をる か 

ら 、ろみ 力 おの 瞄係 ちから 熱誠 

一^^ 默迎を 巧け た。 

^ にがては 大統領 

j ク ー リッ デに VJ 會見 一 I て 正式の 

: おがを を 巧した が 誠 じ 温き 好 窓 

一を 0 つて ゥ S ル ヵムの 恵を 表し 

_ て おれた」 父 昨 巧の U ネ協 曾よ 

催め 概迎 倚は 從味 をの 例を 見 ざ 

る 盛 况を呈 した もの £ 間いて 居 

るが、 巧く のかく 乂 圓の官 恵を 

初め： 般國 はが お 誠を こめて な 

共のを 巧を 赖迎 して おれた こど 

じ 巧し、 おけ おの 妻 ど 共に ぶ、 む 

より 咸 謝して 居る ので あるが、 

をに がくの かきが 患の 披髓 が單 

じ 私共に 巧す る もみで ある だか 

らで；；^/、、 ホ越にめり本蝴おに 

おず をん な的感 おの 發淀 でんる 

ご お. 成 時に、 化は り乂萌 國將來 

のた めじ お 也よ 6 槪苗 に堪 わな 

いの レ' ゐ る。 愛らに 

在留 同胞 諸ち じが 六 

て 4’ 巧は を灌 よら 巧は 糾育じ ホ 

るまでを 化の 间胞 諸哲 。誠な-こ 

細 情を 披避 I てな 共を 歓迎して 

一一 吳れ たこと じ對 しては なく 故激 

する 處^ あつて、 化は 妻 ごな じ 

厚く 战 謝の 怠を おしたい ど云ム 

こどを 貴紙を 通じて 特に 閲胞諸 

君に 披密 して 投 ひたいの である 

ど 化平大 化は 哲 任の 成 想を 述べ 

たるを、 移 お 問 趣 やを の 化當面 

の 外 巧 問 狸 じ 脚し 争な 入つ て 語 

ち 巧；： <> い'; 一を 逛械 'すると 云 

ひ、 を お 問强じ gL 1 部 新聞 報 

逆の 誤說 をぶ して 曰く 『な， U ホ 

だ 各 巧 巧々 のこ. こで ゐ るから 

''外 夕閒趣 じ 脚す る 思 見 

のがを はみ の搏 巧に 鉱 つて 辭き 

i たいが、 只 移は 問題に 齡 し、 或 

: 1 がの が 間が 報道した かく、 化 

日もめ府よ6何等か の訓みを 

;ぞ けて 居つ て-化 vT じ乂喊 政が 

; ド 伺つ てを 涉を 開始す る こごに 

つて 屑る W 云 ふこ どけ 絶 おじ 

i 無 化の 說 である こ 云 ふこ どをこ 

:の 機巧に がて 言邮 して 昭 きじい 


ので ある。 然し 乍ら、 移民 問題 
じ 就いては 日本な おはを をに 解 
巧し ぃ-問題 である ごは 解特 して 
居；： > いの". あるから 將ホ適 常な 
時期 ど 隙 會が到 巧す る。 らば 日 
乂両國 .かな じ滿 をし 役る やぅな 

解决 点じ 到 脅しれ いご 

云 ふこ VJ は 日本を 府及 び國民 の 
を 銭で るるから、 化の ホ 摩は 今 
ょろ ホ閔 民の 煎じ 明 じして 原い 

X も 差 支へ ない と 信ずる ので あ 

、る 0』 とおんで お ホ 時機を 見で 移 

民 問題に 關す るを 渉を 開始す ベ 

きこと を睛 示し、 をの 內をじ 立 

入つ て論講 する こごを 巧妙 じ 回 

避した。 巧に 大使は 本 化を 通じ 

て化留 同胞 ょら 大使 じ 街して 發 

した ホ黨や 注义じ おし、 大じ同 

威 卜- あるから、 出 巧 得る 限 ゎ 同 

胞の 意見を 聽き 之を 採用し、 檢 

力して 使命を おしたい ご 述 V た 

が、 をの 一節 じ 曰く 『貴紙を 通 

じて 化留 同胞の 化 表 的 人物が お 

じ 勘して ホ 醫や 注意を 寄せら む 

た 文章は 一々 讀んで 見た が、 巧 


思慮を る かお 兒 でを つて 

をは 大广同 威で 巧みの 考 霞を 拂 

ふ 用 息を 怠らない 横ら であ i 。 

第-じを 開かを 乃至 國 おがを の 

趣旨を 曆 雷せ よど 云 ふこ VJ は、 

これは 現が 外を ホの 共通 的を ホ 

でぁつ て、 所謂 時化 的 精神で ぁ 

をからを W 全が 同 威で あつて、 

米國 上陸 0 ホを 地 じ 於て おから 

も 化の かを 指摘して 述べ ホつ わ 

所で ゐる圃 家の 親善 關巧 はが 

府ど 政府との 閥 係の みに 依つ て 

增 進され る ものでは なく’ 一般 

國 おのかを 的 阳惜ご 翊解じ 化つ 

て おたれる もの ペ 、あるから、 な 

■‘ バ國お 省/信 巧 じめつて 

赴 化して 居 るんで ある W 上固務 

ちを 第一に 重耍視 する こ-ごは 勿 

論で あるが、 间 むじ 

一般 國民 と 大に接 觸を一 

繁^ -- > 相 をみ 时情ビ 了解を お 進 

する こど じ努 みしたい ご 巧し： 

居る ので ある 。然しながら、 外 

をし の 機密を 洩 したら 懸案 中の 

問題を 無暗に 論議して 無益 ゾ物 

議を かもす ど- 玄 ふやっな こごは 

所謂を 開 外を の 精神に 添 ふ S 所 

でない こどは 明瞭で あるから 经 

わざ'^ 論じ 立てる かを もな 

からぅ ど 思 ふ。 又 化巧问 胞ご大 

じ巧觸 せよ ご 云 ふ 要 ホに 勒 して 

も おは 全く 岡跑 であ':' て 村胞諸 

中には 米國 のこ どじ 關 して 

私 J n なく 硏究 もし 正しい 意を 

を おする 人 もを いこ どで あらぅ 

から、 をい 巧の A ± のな 妊 V 聽 

き、 ホ來る だけを いを が 巧して 

協み なつて なの 巧 かを 架したい 

と 期して おる ので ホる 0』 


一 苗 入 岡 許可 出願 ご 

.出帆 日 注意 

:時卽 朝 y ん ごする ものが 巧 
入國 許可 おを 化 願ず る じ 當ら新 
移 氏 法 施， ぃ 細則 t ょ 6 願 醬は本 
人が ホ 岡を 化 帆ず る W 前に 带府 
移民な に到眷 する 事を 一 要 かご 
して ある。 化つ-.' 出帆 前 四 五日 
じあつ てから 出願 すれば 其の 願 
驻が 移民。‘ をの 手許 じ 着く 迄に 
船 化に 出帆 ィる事 じなる ので 
まれでは 出 避 前 じ 願 ホした 事 じ 
ならない から 同 願 蕾は 巧； 卜 され 
る 恐り が ある ミ 云 ふ 新 例が 一つ 
をつ た。 故に 今後 乂國 許可証を 
得ん どす るら めは、 なる 丈け 巧 
出願し 出 ホ 得る a ら化 ニケ 巧 
前に 出願し 自身が ホ圃を 離れる 
前に 許可証を 得て 输朝 する がを 
を户 '若し 急に 輪 朝に みした もみ 
乘 船の 六と H 前に 出願の 手續 
を濟 ます 方が 確かで ある S のな 
意が 某 方面から 巧 へられた。 


日 會を期 講演 會 

が 育 日本ん 售を期 讓お會 は 本 
巧 中 じ 一回 開催* ら るべき 篱で 
あつた けれ 共鄰を じのを 四月 二 
H じ 延期し 商務 委員 曾ま懼 の 下 

じ 同が 八 時 ザから 巧 五十と T 目 

S 1 二 〇番じ 於け る 紐 育 a 本人 敎 


ソゲ ストを をな 師の剧 体 ゥォー 

カアス 、コン フエ レンスの 例會 

を 兼ね かを をを 開きて 敎役 をの 
協調 親 陸を 謀る 由。 

• {六 戶 夫人 慶事 前週 火曜日ち 
ロ ドクトル ホ 人 方 じ慶樂 あ b 巧 
モお ホ良矣 ど 命名した が 巧丫お 
じ 頗る 健を の 由。 

•吾田 巧を ホ 妻 水 彩 讚 家の 泰 
斗 吉田愧 氏 夫妻は 前週：：： 本棋樂 
部 じがけ る 個人 坡覺 をを 了 6 去 
'る 二十 四：：： 出 化の 促 船 じて 歐洲 
經か歸 朝，- 途じ 就いた。 

♦ぉ 本を 藏巧 H 本邸 船禽 社が 
育ま お 人、 數 H 前 シャト^ょ b 
着任。 

♦高 插說ホ 郎巧製 鐵所技 帥 巧 
び间重 甫野贊 一の 兩氏 はまる ホ 
五日 瞒 卿ょ b 着 紐ホブ 作、 ニユ 
— トン じ 巧 お 中 C 
♦兩卷 巧 化 氏 農 商務 お 練習生 
去る ホ 六日 着 紐暫ら <滯 がの 乾 
■南 お 佐ず 氏 夕 張 炭 磯長 あび 
お 師中山 督の兩 巧は 去る 巾 五日 
出が のべ レン ダリャ おじて 渡 歌 
♦白 根 松 か 氏 巧爵を 巧を 內睛 
及び 鈴木鎭 巧の 兩 氏は 近日 欧洲 
よ b 着 紐の 豫ぞ。 

♦小川 織 一二 巧 おを 市 技師、 去 
るサ ー ニ日 峡洲よ b 着が ペシ、 ホ 
チ片じ 投宿 中。 


睛き あら 必當ら の 人は ホ 社の"^ 
御を 領あ b たし。 

り 雌說お 

♦ H 本 < 巧のを 食 
.『生物 學よ > 觀 たる お 督の死 j 
川 島化邮 


►あお あ 修道を 
『題 未を」 


料理 庙賣度 

诺 所は ビジ ネ マ 幅 域の 中必地 
支那 料理、 西洋 巧 巧 巧 今一; ま 人 
歸朗じ 付ち 急を 惟 じて 賣 渡し 度 
し、 お 年の 顧を 巧 山 あら ホ 逆の 
ホは 左へ が お前 あれ。 

電話 チ 玉ブカ リング 五と 九 一二 


川 巧 牧師 


►が 育 U 本人 敎食 

『信仰の 神秘的 發達 J 淸水 政師 


四月 號雜誌 


潔 談お樂 部 
文 藝お樂 部 
譲 談雜誌 

ポケット 

面白 俱樂部 
東 を 

キング 
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'裁縫 所 開業 

日本 着物、 シャツの 化 立 其 他 
小 間々々 した 絡 物 一切 致します 

ホ 7 イト、 n ! 卜、 エプロン も 

あちまず。 

近 お 夏 巧 業 県な ごして ま 梅 好 
評の：！！ 本 着物の 注文に 應 じます 

裁縫 所 巧 ホ 辰 子 

128. W . 贾 thwt . 呈 y 


南米 + 地 組を 梗覽 •二 五 
巧が 料理 大を 四* 00 

か 桐 兄弟 商會 

東 化 十九 T 目 ニニ 四 
電話 リ I ゼン ト ーー ー四 八 〇 


貸 室 謂 

は 一二 人 •し 適す.、 一迎 十五 巧 十八 
弗 二十 弗。 

IIBSIStst . さ 弓 e で di 呂 なぞ 27 


喜 樂敎授 

j 濁 唱歌 按裳料 ーヶ月 六 骆二週 一回) 
一 西み 十五 了 目 ま 京 商 食 階 
菊 地 盛 太 £、 


電、 お_- 四 五 
話^1レ ム顶四八八 

國米ホ 1 ム 

ンノツ クス 

Y 、 w だ、 A / 隣リ 


A 

M 


著 

巧 

場 


を 期 講鑛會 

り 四 巧 二 H 木頤 n 午後 八 時 ザ 
所 课お 十と 了 mni 一呂-一 一十 覆 

紐ち： II 本人 敎曾 


『開 國とト ザ 後の U 本を 論 

じて 在米 同胞 諸君に 訴 ふ』 

‘ 鶴 見 肅輔巧 

右本會 巧務委 貴を ホ懼の 下に 開 會可致 候 閒勸誘 ひなせ 

御 ホ お 被 下 巧 お 

紐脊 日本人 會 


なじが て 開かるべく、 辯 ± は自 

下 東 お 地方を 巡 講中の 鶴 見視輔 

巧で 演題 K 左の 如 < である。 

隅 阿と 十が 後ノ H 水を 論じ 

てが 米 柯胞諸 巧に 訴 ふ。 


美な 敎會 靑年會 

り 本人 おり 敎會 靑年會 では ま 

十九 日 巧 お會を 開きを 般の會 

務會 引。 報吿ぁ b たる 巧豫 ょち 

懸案 中で ぁつたを 稱變更 の閒題 

を 附議した る 結果 爾今 『ホ W 敎 

會 ユポ） ス靑 年會』 とな 稱 じみ 

し 次の かく 新 役員を な 選した。 

を 技 江 見 一二郎 書記 田中禱 

男 會計鎌 田 夕閒 第一 部 

長 (必靈 部) を 川二郎 第二 部 

長 (社を 巧 刺 部 一 坂 田 俊 巧 第 

ニー 部長 (文莖 部) をが 眞嫩 


•别 ち貞俊 氏電氣 試験 所兼遞 

信 扇巧師 、计 の H 倫 致ょ b 惹紐 

♦巧が：： E み 氏滿か 高等 ホ學校 

お 頸、 际洲 視察の 途ホ ホが 四月 

十五 円 巧 發渡佛 の 帯。 

参を々 旧 ニー 郞氏滯 紐 中のを 田 

f 銀け か 國課ホ 巧、 本 R 出帆の フ 

ランス 號 じて 渡英。 

♦鄉信 留置き 摆橋ホ 綱 尾大を 

社を、 上 松 諭 一 郞氏宛 書信 及び 

東を が 下溫み 111 枝 視か氏 發西島 
一二 藏 にお 書 倩を 一通 本が じ 留め 


吉田氏 送別 晦餐 

近々 歸 朝すべき 帶巧駐 剤化理 

大化ま 田が 一二 郞氏 送別 晚餐會 は 

昨 二十と 日 午 巧 六 時 ザょ bH 本 

惧樂 部に 於て 開かれた るが ぉ 席 

者 一二 十み 名、 巧 木 正金 だかを 發 

おんを 化を して 惜別の おを 述べ 

ま 旧 氏のを が ぁ 6 撒を 後别 をに 

て微 淡の お敢會 せる は 午を 十 時 

♦巧な が舒 午餐 貪 西れ 八 了 目 

一ニ ニ ー ニ番 日本ん おなお 曾に ては 

次週 巧 陥 H 午後 一時 よら 糾育メ 


貸間 


一遇 五 お 及 八 お、 一 
ん义は 二 A じ 適ず、 
巿廳 、 卜かタ ィムススクェ'^ "! 
へサ 五を お 話々 ン バラン ド呈 一一 一一 


ミ 宝 曹 St , す 夏 lyn 黒 崎 梅 子 


6 

な 

In 

化 

4 

6 


書籍 一が 取次..， 

米國 出版の 書 緒は 化て 糖'^"^ 
じて 迅速 じ 化 ホぎ 旅 一^ 抑 
參考資 巧の 書籍 道％^^ を 
便を 取 計ら ひ 致 ホ. 1^幡恼一 

里す sh / でた 夕 
1 芝 ！ iiu si ...、 ぎ-ま 。 f " 皇 



ク 

純眞 なる ォ？ン ユコシ n 、 フ 1 ド。 1 ブ 
トランクの 値段は 皆 さかが 永い 旅が をな 
る 時の 切 あ 化よ ら遙 じま價 です。 

才 -.1 シ ユコシ 

ユ •1 策 口述の 卜 
ぅンク ごの 違 
つて 居る 處を 
御賊 風.： 入れ 度 
ぅ 御座いまず 
からが 卒御ホ 
店 御 一 覽を願 
ひます り 

雜 貨 
卽敝寶 

を呆 桃ホ納 


. VKKM ; ぶ 0 ぶ ご NOI ご r 1 ミ 

S 一！^ Y T 


一〇 ぶ 巧-ご 妄 


S15 . ミ sant を學 .で-- 


第二次 片桐 母國 訪問 團員 募集 

昨秋 第一 次巧國 訪問 脚を 組織し ました 弊 商會は 大方 諸君の 御を 留じ 化ら 第二み 缺國 訪問 

劇を 組徽 する 事 じ 致しました。 本 脚の ま 息は 加入を 諸氏を して 恰も 一を 眷族 集を の 下じ最 

もを をじソ シテ條 快に 滿 おな 旅 巧を せしめ 得る じある ので 其 経费の 如きら を 自單獨 じ 旅 巧 
せらる i ょら 遙 かじ 縣濟 的で み 族 同伴の 諸氏 じ對 してら 萬 事 道 算じ< を旋し 巧鴻 がの 旅券 

も備 あ手續 じょ b 1 括に 下附 せられ 巧渡义 上陸 じ 際し ホ 常の 化を と 時 典が ある 事は 實じ本 

削 加入 巧 諸氏 じ 載す る 一大 福を であ もます。- 

ぶ發期 本年 十 巧 2 日 (主 曜日) 紐 育を 發し十 H が U 沙港ぉ 帆の H 本 郵船 會 社の 

加賀 乂じ懼 をす る 事に なつて 居らます 船內 ではを 然 二等の が 遇を をけ 同' 社 船の 設禍 .か ホ 族 

同伴ち じは 誠 じ谓想 的に 整頓して 居 b ますから を 也して 航海が 出 ホます。 — 

團費 = やぶ 他に： 日-つては 追て 本紙 上 じがて 發 ぶします がな 細は 河 卒御盛 慮な く 

あが ホ おを じつき 御 照 か 下さい。 

紐育萊 K 

. 主催者 


r 九 下目. ー ニ w 

片懒 兄弟 胸會 

電話 リー ゼン ト I 二 四 八 〇 |二 四 八 一 0 二 ~二 五 







Japanese-Hmerican News Service 

円 ホ笔報 通信社 

故國 のを 治を、 實菜界 及が 界の 
事項を 迅速 且つ 確 宵に 報道す 
每 H 入を ー ヶ巧朽 •を 五十 巧 

Tokyo Advertising Apncy 

H 本 あ 曲が - な 廣 吿一肢 取を . 

35 Six 比 Avenue New York Ci け 
Telephone Spring 8277 



一 乂ん 


をち • c; / しを g レ 










妻 巧 建築 事炼所 
hvahiko Tsumanuma 

Room 1607 No. iOl Park Ave. 

Tel. Vaniei'bUt 3 が 6 

瀬 川 保険 事を 所 

比 Segawa, Insurance Broker, 
303 の f か Ave., 

Te!. Franklin 4900, eact. 巧 3 

巧 旧 蘭 事 株式 會社 紐 育ま 巧 
TJehida Trading Co., Lid. 
291 扮 roadwav ， 

恥 1. Worth 1576 

海軍 監督 事務所 

j が anew liavai Inspector's Office 

1 Madisoo ive. 

Te!. jishUnd 2 扣 Q 

Paul に M. Tkomas 

Advertising CoQusel 

1828 Sun お H が ng 1 前 lUssaii な . 

Tei. むみ man 8878 

株を 會社 赤 尾商會 
AKAWO 在 C 0 . ， Ltd. 

295 Fifth Avenue, Kew Tork 

Tel. Caledonia 9758-59 

久巧祗 事 株 まを 社 

Kuhiri Trading Co. 

30 む u 阳 h 化 

Te!. Cwtlind 4550 

S 共 株 ま會祖 輿 東賓易 株式 會な 
化理店 

廣巧葫 食 

Takmmine Corporation 

120 む Qadw 巧， New む rk C け ] r 

Telephone Rector 7885 

强野 物產株 ま會祉 
Asano Bussan Company 

Room 801-805 

165 Broadway 

Tei. Cortlandt 8047-8052 

大倉 紐お肯 支店 
Okura & Co., 

30 Church St, 

Tel. Cortlandt 2 が 2-93-94 

お 育 H 本人 會 

The おが n 巧 e む sociation, 

250 West 57 化 S しわ パ ork < 

Tel. Circle 8190 

巧 巧 淵媒道 株式 舍 巧； 

错育 事務所 

South Manchuria R. R. Co., 

111 Broadway 

Tel. Rector 巧が 

云 井 物產巧 ま會社 
な 育モ庙 

Mitsui & Co., 

65 Broadway 

Tei. Bowling Green 7520 

葛 田 商を 
が 育ち 巧 

Takata & Co., 

15 扫 わ oadway, New York む iy 

Tei. Recioi ■ け 21 

株ま會 jft 岩 井 商店 
藉 育ま 店 

Iw お & Co .， 

Woohvorth Building, 

Te!. Whitehall 60 が 

立羞お 事會社 

M れ subishi Shoji K が sha 

(Mitsub お hi Co., Ltd-) 

(20 Broadway 

Te し Rector がが - 2564 

! がま 會社 

i 山中 商會 紐 育ち お 

: Yamiinaka & Co., 

1 6 み 0 Fifth Ave .， 

i Tel, が<か 4014 


B み 綿花 株ま會 社が 育まな 

お pan Cotton Trading Co.pLtd^ 
Cotton De が， 

60 Beaver か.， 

了 》 し Bcw が no も々 eh 巧 30 

洗 Ik Dept. 

25 Madfson Aw., 

TW. MW. 的 . 1696 


H 米 生糸 株 ま會社 
紐 育 支店 
NICHi-BEl KilTO KABUSHlKi が ISIU 

ホ aCH ミぶな KUT 。 CO,* LTD.) 

373 4TH Avenue, 

Tc!. Mad. Sq, 7592-5 


. 神戶鈴 木が 巧 

が 育ま お ！ 

Suzuki & Co., Ltd. (Kobe) i 

220 Br04u，’t ふ 

Tel. Cortlandt U が - 30 ぷ 1-52-53 


日本 生 ホ 巧を 會せ 

姑 育支庙 

Morimura わ ai をむ .， Agen わ 
44 拉 . 2ard お.， 

Te し Ash land 5320 


巧を 名會お 
紐 育 支店 
Hara & Co 巧 
t 巧 Fourth, Ave.. 

Te し む ledoma 7830-35 


江 巧 株式 會化 組 育 支店 
Gosho Corporation, 
Silk Importers, 

334 Pour げ Ave. 

Tel. Ma ん Sq. 4686 
た 的 ho Co., Inc., 
Cotton Exporters 

说 Beaver が •, 

了 c;. Si> み .;； no Grd6n 880s>»0C 


乂お朝 uffM 化 
お 田巿ホ 
晴 iSAHI 
Room 3Q8 み rW Gilding 
Te し わ ekman 48 即 


大巧 毎日 二 東京 U H 
上 原 虎 ま 
Osaka M 込 inic 虹 i, 
407 TTiibune Building 
Tel. B^ekman 42 が 
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の爲总 を 窺つ て峭配 當の不 都を 
をす る cys の 不合理 け擲が 
廢 めねじ 〇ら の。 惜 をを ずるの 
U 割を* しお 易で ぁつても ィザ 返 
濟の 義務を 駿 がせん ごず るのは 
みして を爲 では。 い。 おし 口 本 
策をを益4 るにせょ、 ぉがの寧； で躬 ； 流ご稱するぉ度の事棠钓 
菜を が おする じせよ 袖 當人規 摸 一 社： 外 巧を 诣 りた ごして 巧】 じ 


紐 濟嘴！ —满 

外資 ど責巧 

N 本の 事業を よ 

: 本':; かき 貧を 齒 では 巧 じ ホ 


みおを に對 しては み資 のみを 01 

て 戰をィ る.. こか' 小 巧 ホ かで ある 

あめに々，'/、 巧き 詰まつ て來る 

外資 檢入 論が 搖- 姐す をのは 自 

が：； が 巧で ぁ u 怕獻 巧を 輿 I 

闽八激 速 勃 おごし‘ 一を つじ 巧 -i 

ら化 外資 お 入 冷が 掘に が 嫌され 

じので あつたか、 村が 兄を が會 I 

ご 煙き K デュー ク氏 ごの 提携な 

村」 化ら て假 み-的め にもせ ょ 一 
外資を 利用した のはが 第-例で 

ある。 刚治 一二 十 おを 掘 巧を 一氏 

渡米の 巧に も 東を ま 期 曾 社の 爲 

めじ 化 化の ス ブィ < マン 氏から 

ホ 資を惜 b やぅ ご 試み じ 率嘗も 

ぁつた。 乍が 當 が'?; U 本は 巧闕 

際 的 化 位 も ホ か 数：-^ 旌— をつ 闕 

際め 信用 も 脆弱で ぁつたので 格 

別の 巧 おを も 示さむ かつた。 

然るに 機 近 H 本では 巧 資の缺 

乏ど离 利 じが まされつ t あつた 

樂策 みはが のる 方法を 谦 じて 外 

資 輸入 じ 熱中 L 始めた。 ホれ は 

昨年 二 巧 組脊 あび 倫 致-しが てが 

立した 菌慎じ 化 6 て 間接的 剌戟 

をを けたみ 第で も わらぅ が 口 本 

で 鼓 も お 學一ど 信 やられて &る水 

力電を 事業は 勿論、 政府 ど 云 ふ 

背 巧を がつ 巧 おお 巧の 米 憤 募を 

を おめ： n 本で 最もを 除視 されて 

むる 邮 .下 鐵道 事業に 掛 して さへ 

外 巧を 利用せ むごす る じ 至ら、 

お 米のを 力なる 投資 围 殊に 紐 育 

方 おんは 資ぷ はを 化を ちを U 本 

じ 送つ て 實猜を 調査せ しむる 港 

が 繰 出した。 現内閣 どして は 政 

巧の 則 か整现 緊縮の モ 針に 基き 

所謂 非茲債 ま義を 固執し 旣じ南 

一 お 巧が ミの ザち ザ 民 的 事 ま會社 

の 外 僮 裳を を 抑 わつ i あるけれ 

击 ハに 間の 事業 會 社は 依が 外資 輸 

: 入を かの 锅ど賴 むで ゐ一 もの 

:ゐ るら しい。 

:- 外を 粮 入ら-巧 一 害が ぁクて 

iu 本の W か、 を 规の狀 態が 如何 

一 じ 推移す るかを 姑陆 はめず 濫ら 

1 じ宫 目的な 巧 動を 轨 るのは 甚だ 

，危隙 千 巧で ある。 特に 吾人の が 

一 じ 指摘せ いこす るのは 事業 银の 

i ジ巧觀 をで ぁる。 元來 日本 じ 於 

ける 事 楽 家の 通弊は 『跡は 巧 ど 

i なれ 山と じれ』 式の 施設で ある 

-面からちへれば頗る樂お的^^ 

:進ホ 的 じ ビジネス •フキ 

ーキー でを る けれみ 是れは 賴て踏 

1 跌 どち 化 どを 招く 遠因を 作る じ 

一過ぎ UL 。 當 へばを なの 經をホ 

I 法 じせょ、 夕 くは 組織的で；^ く 

1 して 天才 的で ある。 现 路程 然た 

一一ら やし，. 奔お踩 をで わる。 巧く 

i ' も义 巧の 資 をを 夕 々益々 が 用せ 

一 わご するならば 綿密 周到な 施設 

I をせ ねばなら «。 ホ 徒ら じ 巧 ま 


も 返還 期 H 前に 破綻した 6、 期 
H に 返送し 得な かつた なで I 云 


ふ 事 賞が 將ホ ー度で も あらぅ も 
のなら 事 萊界の 國際的 信用は 忽 
もじして 零と なる ので あると 豫 
め覺 悟の 瞬を 巧め て 置かねば な 
ら の。 がして 化賓巧 おを を 失は 
や 債 巧者 じ 劉しても 化 等の 信用 
を 維持す る じ 足るべき 位 直 じを 
る ごん 自信を ちすべき である。 
香ん は 外資 添 入の 夢圓 やか a る 
じ 顧みが てを じ I 苗 言を 星す る。 


新紀元 y 劃して 

普選 實 現の 日來ろ 

阳日 越しに 論議した 兩院 協議 會 
四月 M .1 りじを 國 普選 視賀 曾辭懼 


投票 資格 者 總數千 四 巧 巧 


東京 お電 III 十-: =發：= 普通 選擧法 _ 案じ 關卞る 贿院協 

議會修 化 案は々 夕兩 院を絕 封多數 にて 通過し 攝 

政 宮殿 下の 御 裁 巧を 經る ベく 議會は 明 H 閉院 式 

を擧 巧ず る 答で ある。 これょ ら囊き 去る サ六 目な ホ ニ日 

越しの 兩院協 講會は 小を 員 會を續 巧し 上院 修正の 選 擧權巧 使 失 

格 苗 中 『4 渚の 爲 めを 私の 救助 又は 扶巧 を まける 者』 の 上 じ 『貧 

困に 化る』 の 字句を 加わて 選擧 資格 者を 九 百ち 十 方 人 じ 制限せ 

ん とす & 上院 修化 案を 阻止すべく 上院 側 ょら 譲 ホの 妥協案を 提 

出ず る じ 至り、 おら じ 二 H のを 巧を 延長した る 上、 大が じがて 

を お 淀 お (樞 おお 修 化) 案め お 則を 認めた 字句 修正を 施し 貴族院 

は S 票の なお、 衆 護 院は政 友本黨 のな 凿を もしもを じ 大多數 を 

0 て あ 過した ホ 第に して-を 時の 巧 案た る 投票 年 齡廿五 歳 まじ 

化れば を幽 0 お權 をは 千 四な 十五 力 千 八 巧 丸 人で あるが* 今 凹 

の 修正に おる 『ホ國 おはた る 年 齡化歲 な 上の 巧ず J は 總數千 四な 

巧 人 じ 達する 見込 じして、 をの 中 一二 巧 巧 人は 旣じ選 裳 錐を 巧 使 

しつ i あるを である。 がくの 如く じして 議會は 政を 本黨が 政府 

巧め じ 提出した る 『證 會の傳 習を 無視し 會 期を 徒らに 延期した 

巧 爲 は、 政府の 不信 巧を 表明』 した ものである i を 理由 どす る 

不信任案を 一 氣呵お 的に 否が し、 茲じ 閉院を 晋 ぐる じ 至 もしら 

のじて、 濱口藏 相を 始め 政を 會の 野田縷 格せ ハ 他 有力を は 院內で 

鹏 殺げ さむ、 戚激的 U を歲の 聲は院 の' 內 外相 應 呼して を 國じ轟 

き、 を款 はを もじ 祝賀 會を摧 し、 を國の 新聞 おは 一齊じ 普選 通 

過の 社說を 揭げて 賊敎的 記事を 滿 載して ゐ るが、 この 新紀元 劃 

ホを 慰 勞の意 ホ じて 畏< も攝 化ち 殿下には 明 一 H を 0 てを 巧當 

扇、 賀が 両院 講 員を 宮中に 巧 さわて 午餐の 瘦を賜 はるべく、 を 

おは 聯合して を圈的 普選 祝賀 會を 四月 一二 白、 上野を 園 じて 盛大 

にぉず外、 ーニぉ廿八目を普淺祝賀りどしをが日 どする計畫も進 

搜 中で ある。 


駐支 公使の. 

.巧 命蓮延 

重大 極を の 巧 巧 
ヮシントン 排 一 H 發 U ホ國駐 
ちを 化 デ. エ コブ •シユ 八 マン 蹲 
± は 旣報八 かく 姻逸大 化 じを 樽 
しそのを 巧 ご-- て 前國務 省械巧 
課長に して 鹽務 補佐官で ある ジ 

3 ン •ゥ アン ♦マ クム レ^*— の 

巧聲 高き じ 巧らず 今尙ほ 正式の 
巧 命を 見ない， とに 就て 

白畢舘 筋から 洩た情 

報じ W れじ旣 じ 第二 軍備 縮々 會 
雖の開 惟を 見 A ごしつ i わる 巧 
じ當- <= 'マ クム レー 皮を ま 那じ駐 
化せし むる ミは 裝 して ヮ シン ト 
ンで 留任す るょ も 得策で あるか 
ど 云 ふ 点に 就て 疑問を 生じ、 大 
統領の 腹では 義じ 上院から 任命 
の 協 贊を盡 ねて 拒絶され た チャ 
—八 K •フ！ レン 巧を を 衆國換 

事總 をに 巧 命 せんごした i も 氏 
が前驻 H 大化 として 睡 東の 事情 

には 個ん 的 じ迪曉 せる じ 反し、 
新國镑 長官 グ 。ッグ 氏は 歐洲通 

では あるか 

極東 方面 良 經驗も 皆 

無ご稱 する も 差 まなき 巧で ある 
ので、 大統領は ヮ ー ンン 氏を こ 
の 方面の 顧問 どす る 善で あつた 

ものが 遂に 氏の 巧 かを 見る じ ま 
らず 沙汰 止み ミな 6、 これが 駐 

まを 化の 巧 命 難を 生じて ゐ るら 

の t かく、 米 國玫府 は 第一 次ヮ 
シン トン 會議じ 隣しても ホ國侧 

の械東 委員が： n 本の 委員に 比較 

して 經驗 ましく、 日本を して 自 

由 手腕を 振は しめた 腳巧も あ 
特に 日本は 其 後 n シアと 協定を 

'結び 今後け 極 裹歧场 こたを 勝る 

發禪し 得 も 巧 能徑も あるので 駐 

支を 使の 巧 命に この 遲延を ホし 

てゐる 次第 e あるら しい。 


無 條件ザ 巧 じ 

海相 巧對 

敎會同 盛での 演說 

7 シン トン 化日發 u が 軍 長官 

キ方バ ー 氏は をく 谁府じ 建築 I 

すべきな 万 弗の 組を お會 設な雙 

裳 集 運動の 替手 V '- 慈 ホ する 午餐 

會じ巧 待され 巧な の おが 論を 試 

みた。 即ち 氏は 『巧々 が 今 U 組 

をを 會員 ごして 集合ず る 所 0 は 

我等の 祖先は 耐僞 萬を 左手に 銃 

を 右手 じして 進 蟹し 場を じ 化ち 

ては 祗禱 書を 巧を て： おおした 

からで もる』 と臂 頭し、 

が 軍 力を 0 て單 じず かの 組媒 

ご稱 する は眞實 でた/、、 酷 軍 

のぜ 化は やかの が 証で をる と 

稱 ずる こを 巧資 である。 昨今 

化 巧 じは 武装を をが 解除す る 

こごに 恨ら て华 かを 確保し 得 


ると いふ 宣傳が 盛んに 巧 はれ 

'て むらが、 現 巧 おおの 大間題 

はか 柯 じして 人類を 威を せん 

ごする 者を 罰する かじ ある。 

余は 四が 词胞ま 義の增 進 じは 

熱烈に 賛间 する 者で あるが、 

同時に 水 國の國 巧を 充實 しわ 

'がが 軍 力を して 化國の 威を を 

未然に 防止す る こどに 向つ て 

の 努力を 禱淺 する ものでは な 

い。 これ 米國 及び ホ國人 ごし 

ての 義務で あら 責巧 である こ 

ごを 確信す る 者で あるが、 化 

面 じがて 我等は 米輕が 益々 を 

のを 督敎的 構 神を 發揚 し斷じ 

て他國 をを かすが 如き 巧 爲じ 

おでざる 精神の 修養を 希望す 

る 者で るら 0 

と 述べた。 が ほ 午餐を 前 じ敎役 

者 化 他の 委員 I 巧は 大統領 ク 

ブツデ 氏を 訪問した。 


大統領 戰ご 

第二 選擧 

混 沛の獨 逸政禪 

ベが' リン 化 一 曰發リ 昨 円を 巧 

て 執. 巧を 見る じ 至つ た獨逸 共和 

圃の 第二み 大統が 選 黎戰は エベ 

が卜 大統領 逝いて 候補者 山の 如 

く、 巧 年 十二 巧の 化 議± 總選擧 

數 S 千で 人に 比して 二 千と 百 化 

巧 票 即ち 選擧權 資格 者の 約と 割 

が 投票した る も 遂に いづれ の 慎 

補 まもを 数を 得る じ 至らず、 選 

擧は 巧び ホる 四 巧 廿 六日に 再 執 

巧 ご决 した。 これを を 候補の 巧 

祟 数 - し 比較す る じを のかし。 

ジ ヤンス ( 國 民黨 ) 

1 〇、 四 〇〇 、 000 

ブラウン ( 祖 會黨 ) I 

と、 八 oo'ooo 

マグ クマ ( 僧 侣黨 ) 

一二、 六 0 0,000 

ザエ八 マン ( 共 產黨 ) 

一 * 八 0 0、 000 

へ 八バッ ' ィ ( お ホ黨 ) 

一、 ホ 00、80 

へグド ( バゲ アリア 人民 黨 ) 

一、 -! ハ 0 0、08 

グ デン ドり フ ( 帝制 派 ) 

一二 8、 000 

邸 も 上記の 理擧 投票 數 にも 見 ゆ 

るかく 右傾 おを 化まして 帝制 派 


じ 巧 近し つ i ある ジ ヤンス 氏の 

モ 四十 巧 票に 對 して 共 か 政体の 

繼續を 標榜す る社會 篤、 话侶强 

度び K ま黨の 投票 お教千 一二 巧で 

票 じ 達した るに、 總選舉 S 趨势 

が 共 か 政体 派に ホ b っ i ぁる も 

のどして 第二 選擧 には 一一 一派の 提 

携を 見る に まるべき お 勢に して 

み 產黨は 前期 黯蓮擧 の 二な と 十 

巧 票が 著しく 威 少しが 八十 巧 票 

なつて & る-とが 非常にな 目 さ 
れてゐ る。 

がが 障 條約じ 

佛 國巧對 

軍錯も白然延期か ^ 
バリ I 化 一り 獲 U スラン スぶ 
部 地 ホの 輿論を 化を する 前大統 
領 ポアンヵレ！ 巧は’ 濁 逸の ぶ 
出した る 五 個题牛 か， お 際條約 Lj - 

極力 反 巧して ゲ アグ チィ ュ條装 
の 履 巧を 力說 したる 外、 上下 雨 

院外を を 良會じ 右の が 轉條約 

じ 反凿を 決議した i は、 フ-一 
スの 第二 軍 縦 會證參 加を して 離 

盆遲延 せし むる じ まるべ ぐ、 太 

体の 輿論は、 

ィ】 フランス 欧洲の 化是 

平和が 障を 要望！ 東 ホに 同憩顆 

係 ぁれで お 凰 ミめ 條約 締結を 重 

大 なる‘ •'のと 詔む。 

〔。】 この おじ 就て 佛國 獨 

逸 ご 巧 等の 位 嵩を 臂 重し 威を の 
上 千 义阿化 お 年 前には サアネ お 

の 政を 權 ぶ還附 すべきら、 波 蘭 

乃 ま チェ コス ロダア ネアの 國を 

巧 基礎を 動かし、 或は 觸 填のを 
巧 じ協贊 する 能は ホ。 

(-】 滿幽は 五 個圃條 約に 柯 
物 かを 犧性 ごする ょ b も ゲアか 

サィ ユ條 約に 攸る 英輕の 黃務を 
寧ろ 皆鸯 可’ る t . 

の 上 二 一な を 化 本 どして 寧ろ ホ 
る 九 目の 國隙 聯盟 總會 じて 化を 
平 かの 保障を 得る の 得策た る じ 
歸しゐ る もの i 如く、 おつて 第 
二軍 縮の 參 加は 假らじ 招待を を 
けても これが 延期を ま 張す る 形 
勢で ホる。 おお フランスの 本が 
度 造 艦 計畫は 巡げ 濫五隻 、水雷 
お六隻 、潜水艦 廿 S 隻 ■飛行 巧 

艦 一隻 VJ して 豫算じ 計上され わ 

が、 これ じ isb 巡が 髓の 建を 中 

じ屬 する ものは フランスの あ 十 

一 一隻に 對し英 固 十九、 ホ 國十阳 

日本 ホご一、 か 太が 旧十隻 ごなる 

譯 である。 i 


する のは 米 國の招 則と して 承認 

する 巧で ある どい ふ々 谣 から 協 

赞 したので ある 0 

巧 皇太子 御ぉ發 

ロンドン 化り 發 r ：： 豫て ょら 南 
アフリヵ 及び 南アメリヵを 御 巡 
遊の 豫定 であつ じ英國 皇太子 殿 
下には 父君 も 地中が 靜 養の 旅 じ 
就かれ じので 本 H 出を、 が巧大 
佐の 御 資格 じて 軍艦 こ 搭乗、 夕 
數 官民のを 送 b を まけつ： 御 出 
をに；：^つた。 

岡轉前 法相 新任 

ま 京 特電 化 一 H 發 U 前 司を 大 
控岡巧 敬み 郎 巧は 臨時 法制 審議 
おの 總 哉に 任命され た。 

染料 相場 下押 L 

東京 特電 化 一. H 發 U 獨逸賠 巧 
染巧 到着み 爲め 十圓ホ 5 相瘍下 
巧， L 獨逸 藍は 二な 四十 圓を唱 へ 
てゐ る。 

巧 大臣は 牧野 子 

東 ま 特電 化 一日 接 U 敕 野伸顯 
子內 大臣に、 一木喜徳郎た 宮内 
大臣に、 樞密院 副議長 じは 穂 積 
陳重 男、 巧 旧 康我伯 ^5 樞を院 顧 
間官じ ホ々 親任せられ 夕 B 采助 
惟は 惟 願を 官 となつ た。 


農林 商工 省々 立 

東京 特電 化】 H 獲- h 農が 省、 
商工 省は 四 巧-日 ょらみ 立され 
裔橋 農相 臨時 莱巧 ごな つたが、 

巧 工大を じは 山 本 お 一一郎 氏に 内 
をした。 

キネ マ眺優 解職 

ま 京 特電 册 り發：：：：： ホ閣 キネ マ 
は 巧 給 問題で ストラィキ 中の 所 
糜徘 優を 解職し 小 おお 影 場を 閑 
鎖し じ。 

南米 移 孩八巧 名 

東京 特電 化 日を U 伯 刺 西爾巧 
民 査証 許 巧され 八な 名 渡航した 

參事官 依願免官 

東京 特電 化 日 發：： ：：囊 じ 巧命發 
をを 見た 奖國 大使館 參お官 鉛 木 
榮作皮 设ぉ國 大巧 絕參事 官髙橋 
淸 一の 二 氏は 依願を を ごじつた 

陸軍 大將に 昇進 

東京 特電 册日 お：：：：： 關まお 巧 か 
宫中將 白 川義則 巧は 陸軍 乂將じ 
昇進した。 


除名 談み汰 止み 

ま 京 特電 化 日を U 勞働 總间盟 
の 左傾 派 除名 運動は 沙汰 止み ど 
なつた。 


拂日 法の 政治的 影響 


ゥ井 リアム ホ — 夕 — 


軍器 會議じ 

米が 表 派遣 

ワシントン 册 りを =國 お 長を 

ケロッグ 氏は ホる 五月 四日ょ b 

超 際 频盟ま 催の 下 じ 開かるべき 

國際軍器移動取締會議じ教ず^^ 

化を 派遣 议び ホ國の 政策*」 關聯 

して 陸軍を 官ゥキ ー クス 氏、 お 

軍を 官ゥ キ片バ ー 氏、 商 お 長を 

1 ゲア！ 氏 ご 協 諮を 遂バた わ 

今！ 一の 軍器 會遙は モ九だ 十九 年 

セント •ゲ — メン 會議の 結果 ゲ 

アグ チィ ユ條 約の 一部 ごして 提 

唱 された もので あつて、 ホ國故 

巧は セント •ダー メン條 約 じ 加 

入ず る， は出來 ない が 世界を 國 

特に 革を 騒ぎ 等に て紛 あしつ 

ある 固を-し おする 軍器の 供給は 

旣じ 禁止し つ i ホる 巧で あ b 今 

後 これを 化界 的に 據 力して 巧 化 


左に 連載 せんと 欲する 論文は 
恶役 陸軍 少お じして、 千 化 百 
一年 度の ホ國 陸軍 觸 巧な 革 じ 
従事し 『ホ國 の 陸軍』 其 化のを 

述 ある ゥ キリ アム •八！ テン 
■:— i ぇを 币 カレン 
卜 •ヒストリ！ 誌 じ 常せ たも 
の！ 抄譚 である。 

三} 二重 國籍ご 

歸化權 問題 

これを 先 期 人口 調を 當 時の 狀 
態 じ 見る も、 短 かい 期間では あ 
乍ら 口 本人 じ 投票 權を賦 輿し 
て 忍た らば、 巧畦稱 島の 政治 
ど 立法 ごを H 本人が いかじ ダク 
—卜し 得た かを 知る TC が 出 ホ 
。製 渡 耕地め 勞力要 ホは、 ま 
どじ 顯 著なる 人口 混を をを じ 
てゐ るが、 これを 千 九旨サ 年度 
の 人口 調を ど、 千 九な 廿 一二 年度 
の衞生 W 調奄 統計を 比敕 する ご 
左の かきものが ある。 (をは 一 
乂二〇 年、 左は 一九二 己年】 
日本 A 


る 


ホ 八 チ ユネ！ ス 

ホ 哇± 人 

支那 乂 

比 立賓人 

白人 お 化 ± 人 

亞細亞 人と 

± 人 混血 兒 

英 、米、 獨、 

お、 西 班才人 

朗鮮 人、 ボ ー. 

トリ々 ン其化 

を訂 


0 九、 二と 四 
二 〇、 を 化 〇 
二と 60 二' 一 

ご 八、！ 二と と^ 

二 111 、 と 二 一二 

二 一、 四 六 八 

二 三一。 五 〇 と 

二 一二、 と 一四 

一一 1 、01二 一 

一二 六" 一九 九 

1 ro と 二 

一二、 五一 酉 

六、 化 五 五 

と •一二と 四 

ニニ、 ニニ 八 

ご 一 五、 八 四 化 

n 、 二 一 〇 

二 nil 八 五 

丢ち化 一二 


二 九 八、 の 八 〇 
上記の が 針 じ も 見 ゆる 如く、 
日本ん のお產 率なる ものは ホ 常 
じ 高く、 旣 じこの 問題は 煽動を 
を こ 化 もて 趙雜な 問題を をむ じ 
まつて ゐ るが、 东 し-一れ 等 0 無 
責任者 流の 性急から 生ずる 紛爭 
化危 隙がないならば、 米國 はを 
の 軍隊を 撤退せ しめて、 布哇の 
施を はもつ ご 化 廉な養 用を W て 
なし 得る ので ある。 

を も''-^ ホ國 が、 布哇を 併を 
する じ 至つ た 所み は、 みして 先 
見 的な 政策に 依つ たもので はな 
く、 極めて 偶然 的な おみ 事で あ 
つた。 この 太 ホが 上に 於け る 島 
峨は をの 後に まら 米 顧に 對 して 
は 軍事的 價 値を 認められ、 太ず 
が 沿岸 じが、 ける 島 喚の かま ご 渚 
灣の缺 暗は、 貿易 & び 軍事上 じ 
も、 米 國じ凿 する 巧 哇の價 値を 
ち 進した ので ある。 巧 立 賓热島 
もを の 後、 思 懸けない 戰 巧の 結 
まホ圓 0 手に 歸 したな 巧、 ゎれ 
等の 負擔を おした。 をが の諸國 

が、 ホ國の 比な 賓巧 をを がの 意 

ホから 解釋 し、 これを なて 米國 

の贊食 主義 じを くが 謀で あると 
目す るのは' 化む を 得ない； で 
ある 0 

幾夕 の評静 家は 久しい 間 じ 直 

つて、 太卒洋 のず 巧と をれ ょ b 

生ずらず 圓を豫 言して ゐ る。 若 

し 一圃 じして 斷ず S 稱を ホむ る 

ならば、 戰爭の 穂は 恐らく 何處 

じ 於ても ホめ 得らる i であら 
が、 太 やが を圍繞 する 固々 の 間 

じが' ては 恰 かも々 ナダ ご ホ 固 

の 間 じ 戰爭を 突を せし み 得ない 

がかく、 巧を 戰 ずを 惹起す るが 

かき 理由を 認めて ゐ ない。 

併し乍ら ホ 固 及び 巧を じな 留 

する H 本人 (米 固 じがて 出生し 


たる 巧を を わ) が、 H ネ 政府よ 
b 見て は H 本の 巿民 であら、 出 
ホ、 お婚 、巧 亡 其 化を 日本な 府 
じ巧吿 する の 義務が ある どす る 
ならば、 做然 たる 乂國 市民 ごし 
ての 資格を を ふす る ミは 不可能 
である。 米 厨 人は をの 移は じ 割 
L て、 巧して 固 S ；?： の國 語、 音樂 
がは 民族的 おを の 放棄を ホめ る 
のでは ない が、 二重の ホ民權 
を もす るを じ對 して 歸化 權を賦 
典し、 或は 歸 化し 得る 特 權を賊 
巧すべき では。 い。 若し ある 國 
をが、 をの 斑 まじ 歸 化する 意志 
の 下 じ入國 する ホ閱の 移民に 反 
對 するならば、 ホ 固が これに 反 
凿 する 巧 由は 毫もない 。蓋し 米 
闺巿 ほは、 ホを 權を « て 個- 的 
の 貴 巧 ご、 む 得て ゐ るからで ある 
を 育 ある 米國 人は、 あ 也’- も 
日米の 問題 お 起を 遺撼 どして ゐ 
る。 この 巧 因は 未 廣搏十 も 論じ 
てゐ るかく 「正義は H 本ん と獻 
洲人 どの W 等を 遇を 要 ホす る。 
巧し 問題が 數巧 人の H 本人 じ逊 
して、 歐洲ん ご 同等の 權 利を 瞄 
輿せ よご 云 ふので あるならば、 
をれ は米國 じどら ては 一大 問 顔 
であるが、 今 H の閱 題は 單じ九 
巧の 化留 H 本人を 指す のみで あ 
。若し これを し ホ國 じして 
拒絶す る。 らば、 みは H 本人の 
對 米ぶ 證必が 遂に お滅 すべきて 
を 想ん」 ミぃ 一 Ki ミ-, 

日本人 移民 問題 じ 就て、 ホ 威 
が 柯等日 本の 面目を 傷け る 巧む 
して、 これを 解决し 得な か C 
たを は、 我等め 永义 じ遺滅 ごす 
る 巧で をる。 歷 をは 農々 强 力む 
る國 をが 無力なる 國 民を 不 當！. 
待遇した 事實を 示して ゐ るけ わ 
でも、 H 本 移を の瘍 をはを 然> 
れを異 じして ゐ る。 ホ 国人は' ぶ 
去な 五十 年 じ 互 b 、 君 ホ 政体の 
國 家から 岡 情を をけ ないで、 め 
府 どしての 偉大なる 經驗を ホ い 
つ'1ある國あであるわ、 歐洲^" 
戦 終結 0 ホの 流ん 移民 中 じは、 
をく 岡 化し 難い 國 民の 流入を 朝 
めて ホ じので もる。 故 じ 一億で 
人 3 上の 國 段を なつ 國家 、何を 
國家的 懼惡必 を 抱か や 且つ 侵败 
的 意志の ない 國家 ミして な 民ん 
撰 捧し削 眼した る じ 巧ら て惟证 
の 的 どす る i はを ホね。 

四十 八 如よ も おも 共 かな 体で 
ある 我等の 國 家は、 國除的 問 面 
め 整理に 對 しても 極めて 遲 々わ 
ものが ある。 けれ ピ」 も 日本 J 
アメリカ VJ の 間 じは 平和 ど 友み 
巧な を 涉じ化 b て 解み する 外、 
戰 爭じ訴 b て 正邪を ず ふ 問題 一 
だ巧してゐ*^ぃのでぁる。 (完 


海の 內ミ外 

♦日米 間 題の 解决は 社を ダ ： 
ス ごを 港の 新聞に 麗 々しい 廣 i 
が 出て なる。 廣吿 まは 當 地で， 
か r はしい 舞踏 場 經營の 廉で五 
度檢擧 された 高 垣 をれ がし。 

■ ♦部長 巧を の肩聲 はりよ 人 „ 
巧 わ 所で あるが、 當化 の 巧- <; 
曾の 役員 じ必靈 部長 £ いふの 一 
ある。 今に 肉體 部長、 掃除 部 一 
も 出 ホる だら ぅ 0 
♦をが 巧た かこ 思へ ば もら、 
ら ごする 雪から Vj つ さがりの 一 
ご 來てゐ る。 どぅやら 地震 で- 
あ b 巧な を お 0 
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じ 巧 川 自身が 致します 

組 育巿西 四十 二 T 目 四と 番 

四 四 S 号 ま (五 巧と 六 巧 間) 

お 川岸 商會 

带 話-ベン ン^バ ニアと S 二 九 

Jshikaw ザ 巧 ishi 0? 47 s 2 nd St 


成 巧の 秘訣 

乂國式 英語を 話す を 


re 

—J t 
れ s 

- If * I 

が 邸 

mu 8 

II 


.は 成功の 篤 一 義 です 
本校には H 本人 お 没 
じ 惟れ た 專巧婦 入 お 
飾 あら 懇切 じ 會話通 
信 文 社を 語を 敎 巧し 
ます。 H 唯 遇 H 共に 
午前 化 時ょ b 午を 十 
時まで 關 校し ー レ 
スンと 十他ゴ i 。 今 
H 直ち じ ホ 校 あれ。 


民間 外 倩 熱の 荀 進で 

が 界 大整哩 が遞延 

政が の 取締.、」 ぶ國銀 巧を か觀を 

曰 < 取締よりも 爲替 相場 




始近じ まらて 乂闕 のが 力 たる 
投資を が頻 6 じ 渡 日して か 憤 引 
まの ぶを 视 らし、 現じ 電裳納 係 

事ち じがて はお 巧 お 力の 外 巧 千 

五な 万 巧は を 裳 

即岛質 切の 巧况 墓し 

ぞあ川 化が 會社 とみ 利か 千 四な 

巧 典は 今迎乂 じは リー •ヒ •キン 

ソンが 巧よ b をけ を兒 るに 至る 

ベ/-、' 盛」 U 本 よら： g ホした 词 

商 巧 化ぶ グリー ン 氏が おお 中で 

人 同 おおの 第二 闽外 おも •テ" ン 

リー ドが 會の ミラー 巧が 現じ 日 

本： し挪 なして 巧が 中で あるが、 

お氣率 莱剛係 W 外に 於ても 米輕 

放資 あが 外價 引ずの 窓を 洩らず 

ため、 化 際 外資の お 入を なさん 

どみ 學 する 者相當 にある 見込で 

ある。 条 よら 乂國 はが 外 放資じ 

H 没； をを 且つち 利なら しめる 

わめみ お あ 贿の條 件を 持 出す の 

でち 際 問題 ごなる ご お 易 じ 成立 

しおい 巧で あるが、 兎に 巧 近 ホ 

民間 會社 じか 憤 熱の 類ら じ 動き 

i ある； は事赏 である。 右の 

か： 氏 間れ な 叙の 疑 動は 乂國資 

本み の ォッファ ー じ も-原因 する 

; か进 であるが、 ー ホ 巧を おの 

把 閒外 憤に 勒 する 

巧 長 態度. こ E 間を おの 

一時的 利を を 追 ふの 急なる じ お 

巧す る d されて & る。 即七软 称 

は-止 貨 補充 策に 腐む 3 るの 余ら 

民間 會 化の 外愤が 立を 欺 迎し么 

が 成立に 出 ホる だけの が 立を 計 

b つ i ある ど 云 はれ、 父 お間诗 

社中には 必や しも 速 急 じを をを 

必をピ する じは 非ざる も、 今 円 

外 憤を 巧 巧す る i は 爲替锐 係 じ 

めて 夕 X のが 益 あるを W て 之を 

なすので あ. 〇ご哨 へられて ゐる 

ぶ も あ. 0。 なる じ 巧閣目 ドの 时 

界は 政が 當 局も祕 々掷刚 した か 

く 整理 紫 縮のを 上 じある ので あ 

つて、 と ドせ ハに ぶるべく 惜 をは 

按 へて 幣 巧を 進，：： せし むべき を 

お 間 外馈熱 •か 巧 t 总 ホ」 がて お 

動す る ゴ基だ ホ 巧ず るら のピど 

云 はれて なる。 みじか 府が楚 じ 

巧定 して 招き 乍ら 其實 巧を 巧替 

回 化の あに 偕 h 延期して むる 

正貨 現送 の 如き 巢 面の 

】 迎 山ィ」 して 近く 民間 か 憤が お 

立す るを U て 么を软 がの が 外 お 

货-し 巧 上げ 繰ん れ ると 巧と じ拘 

ら ホ、 兎-」 角 巧 替資を ごして 利 

用 化 水る ためお 巧 巧く は 巧 巧に 

が 外出 巧の 補が ご G るを なて 正 

巧 現送を をを せつ i あら ど 傅へ 

られ るが、 M がに 左して 诞 測を 

おさ U い 正貨 現送の かきを さへ 

出 ホる だけ 搭 へて 膨眼 政策を 採 

る i はが 巧整埋 を-が 进延 せし 

め 巧 易の 度度を 化番 すももの だ 

ど 一が では 化 測して & る。 是を 

の翊 かによ b 政府 じて はお 京が 

化 典を 巧 5 かき 性質の もめを 除 

く か 憤は 之を が 止す も盧 ホに て 

: 1 桃の 化 稀 かの 如き ものを をし 

た^は本紙の化報しじぉでぁる 

が、 目 ド 巧幽お 間の 


對外 負債 は 約 十六 億 山 

じ 達し おが 子支拂 のみで も 一年 
め 一 僚 川」 止つ て-なる 際では あ 
ら 、もがの 外資 檢 乂化締 は當然 
の 徳化で わる ど 見 傲 さむて ゐる 
けれ でら、 口 本の 企業 巧 じ腳係 
のない 當 地米 人を 巧 家は 此巧鹽 
じ 就て は 寧ろ 反 對の巧 察を 抱き 
お 巧の 貿易が 政は 外資 檢 入の 化 
締ょ b じ 寧ろ W 爲 替か瑞 の動搖 
に腳 係な く、 目义贸 あの 巧 進 じ 
泣 わして H 本 貧 為 お 者は を々 外 
資借 入い £ ク レゲットを 必要 ど 

する であらぅ が、 大規模の 外資 

借 入れは 或は I 時 停 化する かも 

知れない ご 巧して ゐ る。 尙ほ前 

週末の 爲替巧 おは 四十 一 弗 八十 

と 仙五旌 であつ わ。 

經濟 聯盟 會ご 

貿易 振興 策 

H 本經濟 聯盟 會は豫 て ホ 業 調 

査を負 會で對 外資み 振 輿 策を を 

兜 中の 處化巧 漸くが まを 得、 最 

後の委員舒をり本エ業お樂部じ 

開き 鄕誠么 肋、 中島 久方 ま兩男 

串 旧万藏 、を條 を 雄、 おが 豐太 

郞、 i ホ乂徵 、巧 滕久寬 、持 旧 

巽、 小 野 英二郞 、服 部 义四郞 の 

諸氏 化 席の 卜： 、貿易 お 輿 案の 審 

謀 じ 先 だ もて 中小 工業 家の 

賓易對 策 じ 就て 山崎龜 

ま 巧ょ ら盧 見を 聽取 しじ わ、 其 

大要は 

中 ホ エ ちを^ 資を 融通を 計る 

じあつ て 之 •わため じな 工業 紐 

を 法を を 礎と して 組合に 資 を 

を 離 通し、 組を は 之を 自治 的 

に 化 用-- 得る 巧に せねば が お 

梅査 の 徹底け 不可能で ある。 

從ホ S かく 資金 融通に をら て- 

ザ この 差別 不均等は なむべき 

である 

どい ふに あら。 みで 割 外資 易 振 

お 策は 巧 案じ 二 S 字句 修正の 山 

左の かくみ をし、 をく 常務 委員 

會の證 を 經て软 が 當 W へ 速 誰す 

る 由で ある. い， 巧が は 秘密に 附 

せられて なる けれ 化 ハ 

意見 要 瓣ミ耍 は ミ 

'如くで ある。 

一、 输化商 おの 檢 まは 單じ 合格 

な、 不を格 品の 一級 別 どけ や 

仕向 化の 實實じ 照して AE ぃ 

或は 一二 等の かき 等級 別を 設 

イる if 

二、 所謂 粗製 濫をお 中 必ずしも 

不 を品义 は化惡 品の みなら や 

お 質 不整 一の 巧なら 之を を A 

でむる が、 製品 S 化 準を 艇 一 

する は 難おい ょるら 之 •か 矯正は 

節 じて 急がで ある。 檢査濟 の 

巧な には 生產 者の が 擦 3外 じ 

待別の記章を附する£ 

一二. 械出 組を 貞 におし ほが じし 

て 長期の 貿易 資を融 油のを を 

滿ゃる；、 但し期化の延をは 

之を 巧 用して 思磁を 試みが 結 

裝すホ 化が の 過大を ホし 巧 品 

の 巧が しを なず 强巧 どなる 恢 


れ なし ごせす。 なじ 閒 化の 延 
技は 巧则的 ごせず 比 向 地の 悄 
况じ 鑑み 之を なず；' 

阳、 中小 お出 莱 ちを 誘 狼 指 萬す 
る 総出 組を ホ^ 柿 神 じを き資 
を 難-^ 緩 かする 方を ごして 輸 
出 手が-— おする 蚊 府の保 化を 
徹が巧 的の 策 ごする も、 をし 
化 車す W 能 とせば 日本 銀 わに 
がて 愉出キ 形を 低利 じ 再割引 
する の 施設を 採る ； 

五、 資を 難は を禪 工業を 通じて 
一般 S 問題 なれで 特に 中小 エ 

莱者化 護の ため 么じ對 し 特殊 
銀 わを して 低利 資か飄 通の 便 
法を 講 せられた き ミ 

六、 輸出 巧 おじ おする 原料の 無 
稅 又は 戾 稅の範 園を 擴 張し 且 
つ戾稅 ある 輸出品 じ勒 する 稅 
頼 驗査を 簡易に する ミ 

と、 輸巧 工業 組合、 踰ぉ 組を 兩 
法 まど も 必要 じょ > ては 組を 
じよち ては 組を じ 加入せ ざる 
ちじ 組合 法の 制限 取締を 强制 
する 規 まあら、 之は 組を な 外 
のをを 强制 ずるた めじは 輸出 
組を の 設立 も 工業 組を ど 等し 
く 巧 資格 者 S をの 二 化 上の 巧 
意を 要する i ど 改めた き i 
八、 輸出 商品の 巧 産地 よら 積 出 
港 じ 到る 鐵道 蓮賃 には 相當割 
引の制を設けられたきを 

ホ國財 經界の 

破產ど 整理 

昨年度に 於け る ホ國の 破產數 

を 見る じ ー ガ九千 六な 八 件に て 

金 额は四 億 二 千 八な 万 巧で ある 

が、 之を 前年に 比すれ ぱ 破產數 

じ 於て 四が 四十 义 か、 を 額 じめ 

て 五 千な 化 巧 弗を 增 加して ゐる 

又 之を 戰 後の 恐 樵の あつた 千 九 

なサ I 年に 比較す る ご 破 產數じ 

がて 千の け 六 件々 額に めて 二 

千 六 巧 サ万 巧を 减 じて ゐる のみ 

でを 額では 米國 

經濟 史上げ S 辜 九 

巧廿 一年 じみぐ 破產 のをい 年で 

あつた。 最 巧十ヶ 年間^ 义國破 

產數を 示す ご 左の 如し 

一兰お 年 一九、 oil 一 五 

I 化 一六 一六、 凹 九 六 

-化 一と ニニ、 〇一 亢 

一义 I 八 义 ーニー ニニ 

•九 一九 ち 直 一 五 

一九 こ 0 八、 四 六 S 

一九二 ー ニ 0、 〇 1 四 

一九ニ ニ ニニ、 四 一 五 

一九 1 ニニ i 九、 一 五 九 

一と 面 一义 'ホ 〇 八 

W 上の 數字 じよつ て 見れば 戰時 

巧况 時化には 著し < 破を 数は 減 

々して ゐら が、 戰 後の 恐慌 期 じ 

貪して 《 ホ 急に 激增し 之を 戦前 

の不 巧げ 化に 比—' て遙 かじ ホ數 

を ホし，-' むる。 斯く 戦後 

累年 破 違 のをい のはを 

く 米 國が界 が 整理 時代 じあつ む 

ためで、 问じ不 なじ わ つても 戰 

前の 个况は 整 巧 後の す 巧で ある 

ため 破を 數は歡 ない。 前記の か 

< 昨年度は で 化 か 一年 じみぐ 

破産 のぞかつ た 年で あるが、 么 

は 昨年 前半期 じがけ る 米 固化 巧 

不が をな 映す る もので、 後 ザ 巧 

はが 巧 好 轉ど共 じ 金額は ザ臟し 

而も ホ剧が 巧が 轉の 趨勢は 最近 

當地 巧を ホ媒 じを 少の なをは ゐ 


ある どしても 引 域き を展 する ご 

見られて ゐ る。 


郵船 東 漁を 同 案 

ま 京 特電； 一 頁 化 H 發 U 鄉誠么 I 

助 巧は 郵船、 あ洋お 船の 合同な 
案を 提 承した が 郵船 侧 では 同 案 
じょれば お 結果 一 剣配當 維持 困! 

難 どて 不滿 らしい。 が ほ 同 巧の 
東を 巧を を 議所會 頭は ず 認可と 
なつ じので 近くな 選 尝。 

金利 引 k 說巧認 

最あ 當地ボ 機の 株式 懼格 •いを 
少 下落を ホ じて ホた ので 一部に 
は 早く もを が 引上げ 說シ .唱 へる 
者ら あるが、 當巧 側では 圃く を' 
認 して ゐる〇 


巷は' さまざま^ . 

高旧沒 落の 一因 

典山大 膳が 欲し かつた 
♦一 化で 成功した 人 も 二が ミ 
巧になる ど あ 巧 中む を 失つ てを 
名を 巧し 财產 を蕩盡 する 例は 頗 
る ぞい。 神 戶の岸 本、 横 濱の巧 
木、 大阪の 高倉潭 即ち をれ だ。 
島 田 巧會の 破綻 も 其範圍 を脫し 
ない。 

♦化 化愼藏 巧は 明治 化 一年 獨 
逸人の 經營 して ゐた漠 演ァ— レ 
ン巧 待の 番頭で 外 固の 錄砲 ，5^ 商 
賛 して ゐ た。 H 淸 、化 淸、 H 溝 
事變 まで 大 儲けを なし 愼藏 氏の 
勢力は 遂に あ資 者の 一人 ごを な 
った 日 

♦其 後ァ ー レン 商會の 實權を 
一んで をな ひ 巧を 四十 一を 巧 日 
巧會ご 命名して を資 組織 じな め 
電氣諸 機械を 初め 毛織物、 漁業 
木が、 罐 詰等苟 くも 利益の ぁる 
ものは. 一手 •し 引を けた。 ' 
♦愼藏 氏の 沒後 女婿を をに が 

社長 どな 6 池 田 轄次島 田錄等 

の 女婿が 幹部 ごな つて ゐ る。 高 

田が では そ 婿を 擇 ぶじす 腕の 人 

を 0' L せ ホを 持の 巧つ もやん の 

み じ 目を つけて ゐ た。 

♦蓋吉 氏': 天での 糸 ホの 一二 男 

でぁち、 錄 巧は 素 おみ 吉が甚 巧 

銜 氏の 弟で ある。 順調の 時化に 

は 格別 手腕家 じ 俟つ迄 もない が 

一旦 下ち 坂 じなる ごわ 巧つ ち や 

ん では あても 荷が 思 ふ樣じ 運べ 

ない。 をれ じ 加へ て 頭 化を 補を 

する 幹部 連が 社長の 自お 意志で 

ょしをれ が 誤つ た營業 政策で も 

只管 社長の 御機嫌を 損ねない； 

のみこい 願 ふので 何事 も 御 無理 

御 ホら .ミ.... 〇 

♦大も九年巧水：^^破綻ずる少 

し 前に 巧 事の 齋朦を 八 氏： a . 社長 

-し 苦言を 呈 ずると 大喝， I 错忽も 

を 職 じな つた。 

♦若— 高 田 巧 曾 じ 茂 木の 齋藤 

黒山 家の 栗山大 膳が ゐて其 苦言 

を 聞き入れたら 巧 A な 醜 体を 明 

るみに 出さ や-し 濟ん だら ぅ。 

♦高 阳商會 の會計 帳簿を 見て 

驚く のは 御 得意 接待の 名で 巧 a 

崖 や 待を じ 使つ た 費用で ある。 

勿論 巧く 度 おに 御 得意 ごわ < 譯 

でもな からぅ が、 請 ホの 形式を 

も 御 得恵间 伴に u ずらつ ける i 

は 平 おな もの。 請求 i ら社旨 も 

社員 だし ま 出ず るを も 支出す る 

者、 食 計 もを 計 だ ど 化閒は 笑つ 

て & る。 斯^^ — ^て泰山のおる？ 

巧し：】 朝では ない. — ど巧閣 

から S 便ら。 
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224 に 59 比 8 む 
New York CUy 
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Toyo Kwan 

41 に 1 か hiSt. 

Set. B'wajf & 4 化む e. 
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Suey Pang s 

RESIiiyFiiNT 
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Bet. 27th48ih Sts. 
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Nes:t to the Tribune Bldg 
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Beem INom Low 

47 4-6 洗 Ave- 
Bet ‘ 2S 比 - 2 お h St. 


庵 桂 米 日 


327 W. がが ぶ . 
Columbus 04 の 

く ぷ 一寸 一 


Kawasoye Hotel 

1 お West123ni Street. 
Tel. Morningside 7154 



340 W. 5 か h St. 

Telephone: 
Columbus 8882 


(哦曰 • 水） 司臺わ 


The To か 0 Go. 

140 W. 65 化な . 
New む rk City 
Te し Trdalgar 65S9 


DARUMA 

7 が— お h Ave. 
Te し むがが が 59 


YOSHINO-YA 

70 Greenwich み 
New York 

Tel. Bowling-Green 10?59 


tJ 泣 p 致 打 ese Tea Room 
1802 MSlre8t, S. W, 

Te し Franklin 1577 


だ） 


口ぶ 

爾 


九 サ百干 一 


第 


げかを mpmm^ 奶 m が 


け曜 水） 


II 


丹 晒年刚 十 正大 


御料 哩 減 

太 巧 

壽 司、 蒲燒 、蒲鲜 、竹輪、 かきめ し 


當總譜 2 ISSI ? 警 上白 ホ 
日本 ホ 1$ 食料品 邮 S 

が田咨 曲がを 會化 度が 一手 資揃巧 

目 本 食料品商 會 


H 本 食料品、 H 用品 
並 じ 新刊 書籍 類 一切 

.巧 概 兄弟 商會 

をが 品が 新 倘ち近 便船 じて 巧 《 i 
仕 校 間な々 街 巧を の 释ネ顆 上 g 一 


日本 食料品 類々 び 雜貨類 卸小資 

S プラザた 謗 桑 山商會 

巧 巧 害 籍雜誌 小間物 日用品 各種 


會庸 御料 埋 

C fei SH 

勇詳绿 


な 南 


ぶ那 
巧 紐 

が廳 茶園で 永年 御 愛顧を ずけ 
じな 文で 御座います 

M M 
P' h 〇 
< f ! お 7 

N W 曲 

GK’i 

N お 恥 
0 化 8 

席^ 



化 


U 本に 住み、 H 本 語 
を 話し、 皆樣 の御增 
巧 じ 適する 御 料理を 調進 致 巧 

f - t 度 エンぶ^ — タァの F でず 


會席御 料理 

ホに ずさ曉 



美み じして 淸潔 

散讓 品南縷 

午前 十 時よ ち 眉 - S 
午前 六 時まで 齡巧 = 


巧 廳を園 

司 埋人蘆 蓮 
お 勤の 方 じは 墓 飯 
の 御 巧 利に 備へ夜 
ra 會 がの. 御用 じ應 
やべ く淚間 巧卒巧 
不變わ 引 立願 度な 
紙上 御 ま 内申 上 候 


支那 御 料理 

彭瑞樓 

H 本人 諸君を 
歡迎 致します 


笔話 ぶら'-* を 


八 〇 と 九 
八 八と S 


妍體 特長 

な 育 おお 四十 四 了 目 
一二 下 二八 ま 
(二階) 


御巧當 並びに 
御 家庭 支出し 
御 下宿 

後藤 

壽 司、 媛蒲燒 
每 H 有らます 


宮川 事務所 

持 績的奮 園の 同胞 じ 的確なる 磯 
業を 周旋し ます 0 

ja ち ミ お Eagie agency 
養 W . さす St . H . Y . c . 

Te 三 it 7? 苦 iB 


御旅館 河 添 


割 慕 並に 御旅 舘 

^ 0 佐 野 兄弟 

が 育 巧 西 八十 八 T 目 iir 円 十一 二番 
あ 話 — スカイ ラー と 八 ニニ 


H 本を 科 お、 雑 巧 
害错 、潍 法、 巧 聞 

堪話か ラが ァ心 •バ 東京 商會 

贷 成— ム、 自 巧の 巧 あち 


御 料理 

芳の 家. 

壽 司、 綾 蒲燒每 円あります 


新鮮 魚 か 一切 

日本人 おきの 生お澤 山な b 揃へ 

特別 廉 憤で 大勉强 致します 

’ サヴォ ナ魚店 

Jloso を WPVO ミ 

な 4 W . 61 を St . 

I ' d . oolesbus 資援 

極上の 魚類 

季節の 新鮮の 魚貝類が 澤山 揃つ 

て 居み ますから 御 賞 ホ 下さい。 

ァピセ ロ 魚 店 

82 Bayard St , TeL で anklin を呈 


電話 ンキ シン トン 旧 八 五 五 

岩 旧. 旅舘 

な 十五 T 目 二な を 


御 下宿 

自由 亭 

58 ジ nds St . Br 夏 互 n - N . Y ’ 
TeL 宝 ain 7475 

西 六十 五 了 目な 四十 ホ 語 

一力 旅館 大橋 

電廣 ュンデ コット 八み 一 〇 


尋れ人 

寐联內 お ボ太郎 

朝鮮人 ま 乗み 巧が 寺 門 ま お 

巧 木石 崎を 巧宮 巧八曠 錫お郎 

愛 か 早 川を 衛か歌 山 引 ± 純 

化ホ畏 五郎 中巧ト ィナ 

大躁を 

右の まじ あかを 巧き 儀 巧 之 
慎 巧 本人ち くは か 人 ょら 現 
住所 おを か 願 上 校 

紐 育 巧國總 領事館 

1 を Bi を さ New ジ rk 夏 y 


►一二 德 n 淸 潔、 親切、 氣樂 ▲ 

勢 州 館 舘ま熊 野 

ま 任 伊勢 事 佐 义間榮 作 

225 お’ 5 ま h St ミ et 

Tel . Heeent W 299 


華盛曠 

わざ ミ 

日本 料哩 

ホ じ 御旅 舘 



媛 蒲 燒壽司 御 仕出し 

H 谣巧 H 巧 間 も 御用を じが じ 巧 

會龐 御料 埋 

窩等御 下 お 

な 玉ぶ 一 


舞踏 敎授 

▼社を ダンス ▲ 

▼表情 体操 ▲ 
紳 十.、 淑女、 お 子 
おさん 方 じ 叮嗜じ 
敎授 致し 升。 午前 
十 時 ょら 午後 十一 
時を ( H 曜を騰 く) 

シ ヤブフ •ダン ン 

ング 師範 學校卒 裳 

上 杉 タマ 


御菓子 舖 

お 優 煩、 羊羹* 蒸 築 子 類、！ 餅 
(のし 鲜前 U 卸 注文 願 ホ) 

松風 軒 高 橋 

西 ホ 十五 T 肖 一二 十四 番 

電話 トラフ r かゲ！ 五 五 五 四 


豆腐 油揚 

煎餅 製造 卸 •小賣 
H 本 食が 品 一切 

旧 中 

興 三 一巧 八な 八十 五を 

電話 プラザ 五 二 一八 


中が 哩髮巧 

中 村萬藏 
31 W . B 票 S 三. Y . 暑 
穿 t . {loiumbus Ave . & Gent をす rk West 

日本 理髮 錐淸 

新 ま 犹髮の i あら 进速 T 单を 
旨 どし 精々 勉强 致します 
西 四十 ST 目な 番地 一二 自六或 室 

タツ ブフ B ア 〔第 六 街 ミの 十一 一一 T 目ち) 



最新式 六爲建 

巧が > 淸满 、待遇 懇切、 お 巧 低廉、 
を 着船を 之 お祁度 波た 壤に 出張 
シ T トグボ 第 丄へ巧 1110 六を 
ェヌビ ！ ホテル 


電話 


ン 111 化-左 二 


藤 ホ 旅館を 巧 

4 ち saynard Ave : 
Seattle . Wash • 

日本 巧滨船 切符 御中 这じ應 じ 
萬 事 御 巧を じ 街 取扱 ひ 申 上ち 

を 港*-^::;^ ホ テ 心 

▼日本 御料 巧 (别間 あ' り) 

を 港 カリ ホ^ ニア 街 六 1 1 
電話々 ネ ー ー八 ームハ 


口 ！ サン ゼ ルス 地 ホの 御 
混 化には 最善の 御 便宜を 計 b ホ 

\ グ心 

ホ テ 八 

羅おボ じがけ る 同化 經營 中最 
新式 高等 ホ テ 八で あらまず 

羅府東 一 街 一二 九 半 

電芳ァ ッン バィい詩 线 

貸 自動車 (牧野) 

羅府 名所 御觀ホ じは 最も 精通し 
た ドラィバ！ が 御 案內申 上ょ す 

ボ- ストン 案內 

貸 自動 革 業 河 西 
諸 古跡、 大學 校、 エ凛其 化 一 殺の 
紹介 及びを 辯 もします す〇ヨ 3 D 
ジ| すを 置 77 呈 70 置 ミ ia St . 

ボス トンボ 

富 ± 旅 舘大浦 末 松 

富ま 養 ter St . Boston Mass ‘ 
ぎす ck - 置 8770 


伊豫 屋御 下宿 

西 鳴 岩次郎 

泉 四十 九 T 目 一六 五 

K . ハ* 7" ■トメ ント C 2 

電話 プ ラボ 六 一と 五 


tJSL ,. 叫な 化み、 む 地ょ h 

參 「一 .ホ 雲なる 室 

松が 好か 

養 Lexinghin Ave _ Tei . sad . sq - 2ち1 


御 下宿 鳩ホ乂 

47 ミち eut 五 ace 

bet . Is でぎ d Ave . 置 ご 2 nd St . 

Tel . M ミ ray Hill 篇基 


i 兩院 協議で 

j 貧 ミ爭 >6 

一 普選 案 5 樂屋評 

i 別 巧 本社 巧 あ 八 巧へ たか'. 円 
I みこ も 普選 お 巧の 新が ホを 翻す 
* る こまっ、，， は闽 に V 一して 叫蹟 
のまら あるが、 兩 院瞧谎 ごい 
ふけ 本の 

議會史 U ホ 曾ち なかを を 

呈し 且つ 乂 延長が 前後 二回に-日 一 

I つた ミ も 珍ら しいが、 論 證の中 

I 必が r 貧 脚 じよ b 孩リの あ恤を 

占 又く る 者」 の資 化、 巧言 すれば 

i 貧乏ず ひじ あむ だけの りを 費し 

1 たの だから おれざる を轉 ない 0 

巧し 堅苦しい 沾 律の 义 巧は 己な 

; 化 旨 まに 巧く ご 巧 どで も 解釋が 

i 出 ホる 譯 で、 咨選 提出の 本尊で 

: ある 内務省では 化貧幽 S 解释に 

就て は r 貧 幽义 るが なにを 若く 

一は 私み 施設 脚 体 じよち 繼結的 じ 

'救恤 をを ける をの； で、 救恤ど 

; はおを 化を 中、 むご L て 一般生活 

:餐を 受け 乍ら をが 無形 ごも 柯等 

! の 巧 巧を 沸は ずじ濟 むを 化 ハ的义 

^ は 社會的 事業の あ 裳で ある。 な 

^ て 救 かどい ふ 怠義じ 比して 狹義 

I ごなる 譯 である。 あじ 权 面から 

云へ ば 

民法に よる 化 養の 義務 あ 

j る 者が 其 義務を 遊す が 如き 傷を 

又は 親族、 な舊 、友ん* 知己が 唯 

同情 必 じよつ て 人に 學餐 或はを 

I 巧 蟹を 給ず るが 如き 塔 合は 么じ 

i 入らぬ。 么じ 入る 者は 例へ ばを 

お市 I の 養育 院义は 慈惠お 等の 藤 

善 翔 体から 救恤 をず けて & る 者 

一で ある。 從て 一を の 化 居さへ を 

一ら ば ( 一 ) 遊藝 どい ふ 化 憤を 提供 

する 巧 か 或は (二) 速 送 震 者の 補 

貼を する 勞 役ち たる 巧 謂 立ン巧 

の 錫は 之に 入ら 《譯 である。 併 

し 個人 VJ 雖も 慈善が た 且つ 繼績 

的に 每日 一定の 額^ 化 人から 救 

化される をは 認を じよら て 欠が. 

者 VJ なる J も ある』 ィ」 いふが 如， 

き 解释を 下して むる 關巧上 乞を 

を 浪人は どぅなる かの 疑問を 生 

1 中る 笠で ある。 右に 街して は 

『一定の 住居を ちせ ざる ま」 どい 

一ふ規 をで 自が 

j 名簿 中よ b 除かれる を 

ごして ゐる 。而 して 「一定の 化 

^ 居」 じ 就ての 解释は r を ま b た 

る 化 居」 ど 巧す るに 比して は狹 

義 であるが 「化 居」 は 所謂 スマ 

ネの 意義で あつて、 別に 住所 居 

所と 稱 する がかく 嚴格じ 意義で 

はない。 おて 化會 常識から 見て 

一を のス マキな b W 巡め られる 

ものに 住居す る 者け 么じ 入らの 

譯 である。 具体的 じ 云へ ば 掘つ 

一を 小 淀で も 人間が 化む じ 足る も 

のなら ば 山の 中 でら をし いが、 

淺草昭 昔 堂 や 橋の 下では ス マキ 

ど 認めむ いので ある。 內務 省で 

‘」 救 恤を實 際に 受けて むる 者は' 

S 四千ん 位し か 4： •いごの 見込で 

ある。 みに 刑法の 

重罪ぶ に 街して おた じ 欠 

格が 定が ある。 即ち 

丄 ハ、 刑な 第一’ 一 編 第一 巧-皇室 じ 

留 する 罪)、 第一 一一 章 ~ みあに 隅 

する 罪)、 第儿韋 (放火ぶ び 失 

ホの 弗)、 第 十み 章 (姐 貨僞を 

^^非)、 巧十と章(义萬僞をの 


'罪)、 第 十八 章 (お懼 証を 僞造 
み 罪}、 第 十九 章 (印章 爲 造の 
罪)、 第廿 章-' 僞 証の 罪)、 繁サ 
一章 壺吿 の’ 非)、 第が 立黃濱 

職の 罪)、 第 化 六 章 一切 强 又は 
强 をの 罪)、 第 化と 章 (詐欺ぶ 
び 恐喝の 罪)、 第 化 八 章 (橫領 
の 罪)、 第 化化韋 (贈物に 關ず 
る 罪)、 

0 上の 罪を 犯し 六を ホ 滴の 懲役 
め 刑じ處 せられて 其轨 けを 終ら 
义は轨 巧を をく る i なき I まら 
たるを か 刑期の 二倍に 化當 する 
期間を 經過 する をの おを 

欠格 者 ごして ゐ る、 但し I 

其 期間が 例へ 五 年 ょら 短い 時 も 
五 年間は 义 格ち ごして ゐる 。內 
務 省の 解 释拌じ 說剛は 大体を み 
如き もの' である々、 委員 會で問 
題 どなつ たのは 「救 恤」 お 定を中 
也 どして 獨 立の 生計を 又は 化帶 

ま 等の 議論が 巧 はれた 模樣で 貴 

族院 はお ホる だけ 狹義な 解釋か 

ら選擧 資裕を 制限し 横 ごした の 

が、 遂に 化 波 欄を 化む じ ま. つた 

理由で をる 0 

法主の 乱脈で 

本願 寺騷動 

大谷家 どか 離す るか 

る 近東 本願 寺では 句敞法 まの 

巧 巧 ご 法 丰が支 邪 天津 附 なじ 廣 

大 なお 地を 貢收 する？ 等 ど 補々 

な 大事 件が 賴 おし 

社會的 ド も 影響が あるの 

で 遂に 盛闽 京都府 2： お 部長が 仲 

裁 じ 立つ 迄 じ 至つ たので、 補弼 

の 任じ ゎる. 巧田內 局は 東 本願 寺 

と 大み伯 家 どの 將 巧を 憂慮して 

屢 々句 佛師じ 面會を ホめ じ けれ 

でも 絕截じ 許され や、 反 おじ 句 

彿 飾を なを.、 連中に ょつ て內局 

じす 利な 宣 傅が 巧 はれて ゐ たが 

河し ろを 國 じ-巧の 未 寺 ご 五な 

巧人の巧徒がある2ごて、 本山 

の お 來を必 配し 事が の 內容を 照 

會 して ホる 者 引き も 切らないち 

樣 である。 なじ 於て を旧內 馬で 

は句佛 法よ 信 巧の 下 じ 組織され 

じ 巧 局が 法 まの 巧 動を 知 ' W ず、 

法 まから 信認され！ 2 ごすれば 寧 

ろ內 局は 

總辭 職ず る じかかず る 

か 必を國 め、 なて 自らめ 立燒を 

宣 明し 且つ か 何 じ 句佛法 まご 雖 

も 本山の が產じ 手を つけ 得ない 

ミぶ び 句佛師 が當地 じら 繰な 深 

< 直つ 目下 當 化に 滯巧 中の み罐 

素す 姫に 附き 添つ て 渡 ホし ね 例 

のが 育 ± 地 貪 社の 岡 本乂歲 等と 

いふ 連中 じみ 用され てゐる i 等 

をを 地の 敎務巧 長 やまなる 門徒 

じ 知らせる ため ま田搂 長は 化 陸 

おへ、 南部 參務は 化 海道へ、 巧 

木を おはま 海道へ をれ 密か 

じが 張した。 斯< が 佛師と 本山 

重役が 別々 の 途を步 み化肤 態が 

進展す る じがて は、 東 本願 寺と 

大 み 家 どは 親爲 聖人な ホと なを 

の展 をを 破つ てみ 雜 ずるに まち 

I はせ ねか ど 一友 けれて ゐ る。 

貧民 救濟 費が 

約 八 千 巧 弗 

日 バ^— ト テフ オ*— レスト 

を 委員を どす る 紐 育 ホの 貧民 歡 

濟費 調査 委員 會 の報吿 書は 巿內 

じ 散な する 約 二 千のを な 慈を 脚 


体に 就て 柿々 調査した もので あ 
るが、 個人的な 慈善は 別 ごして 
が 巧 ホの みで是 等の 目のに 化 用 
'される 金額は ー ヶ年八 千万 弗 じ 
達して ゐ る。 其內 をの 中で 顯著 
なのは 巧廳 ょもの ま 出 一二 千な 丄ハ 
十と 万 八 千 九な 八十 四 弗の かを 
共 局 かよな 九十 巧 八十 ホ 巧、 撤 
ホ 局が 五な 四十と 巧 八 千 六' 円 四 
十： お、 小党 協 筒が 四な 十一 一 一万 
六 干 五が 五十 化 弗、 ベ グビユ ー 
病院が 二 •白 八十 四 万乂千 九ち 五 
弗 等で、 民間 幽体の 支 おは 総額 
約 四千 八な 巧 一千 八な 九十 巧 じ 
達して ゐる C 大きな のでは 猶太 
人 慈善 協會の 五な 巧 弗、 カソ 9 
ック 慈善 協 會の巧 五十 巧 弗 等の 
かみ 規模な 幽体の 総 討は 八な 万 
弗に 達し r - ゐ る。 


生理 學 から 見た 

雜婚の 是非 

决 して 難 蕾な し 

目 一 h 加州 スタン フォ I ド大學 
で 開 婿され て ゐる太 年 巧 沿岸： 立 
州 のん 柿 問題 硏 兜は ロック フエ 
ラ ー 助 圈が中 V むごなら、 學者許 
らの i どて 穏健な 輿論を 巧 表す 
るら のどして 特に 注意され てゐ 
る C 學者 寄の 意枉 じよる i サン 
ノゼ じは 日米 人 一 雜婚じ 四 名の 
秀才を 出して ゐる 程で、 生理 學 

上から 云つ て雜赌 はみ して 惡く 

ない けれ. f も社會 組織 上屢 々不 

幸を ホむ i が ある。 加州 勞働局 

統計 課長 ルィス •グ 。ゥク 巧の 

發表 じよる ごを ホの 東洋人 中 五 

割 八み 四 通 迄は 加州に な 住し、 

日本人は 千 九な か 一二 年 じ 約 五 千 

人の 小 供が 生れた のに 對 t て 僅 

かに 千 名の 巧者が あつたの みで 

之に 比 鞍 するど 家族を 本 風に ち 

する ま 邪 人は U 本人 巧增加 率が 

ない。 中 加 及び 化 加州の 日本人 

五 巧 化 モ人じ 就て 調奇し C 處じ 

よる ど 化 中 化 化％ 半は 農業に 從 

事し、 か 五％ 六は 農 藥勞働 者、 

六％ I は 仲 貫、 六％ 一は 家庭 勞 

働を、 四％ 二は 事 お、 四％ 二は 

其 他の 勞働 •しな 事— てゐ ると。 

ホ國が 生ん た 

鼠 小僧 裁判 

過去 じ •日 一つて 二回の 破獄で 其 

名を 天下 じ 轟かした のみなら々 

約 二な 方 弗の 郵便 强 盗を やつて 

陈 け、 遺が 豪膽な 米 人を 傳 つと 

驚かした 米國 

稀代の 强盜 でを るゼ ラグ 

ド •チャップマン 天溺恢 々疎 じ 

して 波ら さや、 遂に 不圖 した； 

から ィン デ アナ 州で 捕縛され た 

が、 コネチヵット 州に 於て 破獄 

中 俄然 强 をを 績 けつ； あつた 際 

裝 殺した 巡査 ゼ 1 ムス •ス ヶリ 

» の 横死 事が のち 力な 犯人 どし 

て 目下 ！^ — トフ ォ— ドの グラン 

I ド •ジュリ ー で 審理 中で ある。 

チャプマンを 殺害の 犯人で ある 

ど稱 ずる 有力， y. 証人は 當時巧 棒 

であ 6、 殺害の 現 煤で 逮捕され 

たゥ オ八夕 I •シ —ン どい ム男 

で 化 H のを お廷 では 証人を じ 立 

も 殺害の 犯人は 正 じ チャプマン 

で 御座る ご韶 言した が、 被吿側 

では 徹頭徹尾 之を 否認し 

は 化 じあつ て 隱れて 

ゐ るので ある ご稱し 近い 中に 彼 


れ 自身が 証言 台に 立つ ごい ふの 
で 益々 人氣を 呼び、 を 地からの 
傍聽 人は 狹い 裁が 所 內じ收 をし 
切れ ホ 巧 前山を なす どい ふ 盛 巧 
である。 チャプマン 破獄の 裏面 
じけ 怪しい 女が 潜んで ゐる £ か 
忡 間が 裁が 所を 爆破す る 等 ごい 
ふ嗔も ある S で 化 裁 巧は 今やを 
國的じ注目^^^れてゐるが、 獄中 
の チャ イマンに 宛て i 無名の 夕 
から 手紙 や 花が 每 H 舞 込んで ホ 
る さぅ だ。 尙ほ チャプマンは 背 
高く 頗るの 優 巧で、 どても 化 男 
が 破獄を した b 殺ん を すらとは 
思え。 ぃ 巧で あつて 審理の 進 巧 
中 もまつ て 冷然た る 態度を 化つ 
てゐ るが、 眼の 奥 じは 遺が じ銳 
い ホち が あつて 人を ぞ つど さし 
てゐる さぅ だ。 

運動界 

原 旧 武一君 

單 試合 戰じ 敗れ 
混合 試合に 勝っ 

ずゥ ，'•アト ラン チック 庭球 
爭覇 優勝 戰じ 於て 巧 旧武- 君は 
シ 々 ゴ の ロ ッ トちのため01六 

五— と、 六 t 四、 よ 一 五、 六！ 
一二と いふ 激戰の ホ 惜しく も 敗れ 
たが、 巧 女 泥を 戰じ於 C は 紐 育 

の キャ ッセ 瓜 縷£ 共じジ 1 スト 
夫人 及び ボシ 玉^ 組を お一 と、 
六！四、 六1 1 じて幾し撰手權 
を 獲得 L た。 化 日は 闆 庭球 戰ホ 
曾 有の 大觀衆 じて 最初 原 田 君の 
が 鏡 頗るょ く ホー 0、 と一 五に 
て 第一、 簾 ニ セットを 得て 第ー ニ 
セット じ 入ら 四！ S ダ ー ム じて 
ロット 君を リ^— 卜 した。 併- — * 年 
少 の。 ット君 もさる もの じて、 
曾ては ゥキ リア ムス 君を 幾して 
米 國第九 泣を 贏 も 得た 程の 撰 手 

だけに、 驚 八 ゲーム で 踏ん張ら 

續 いて ニダ ー ムを 得て 六； 四 じ 

て 第ー ニ セットは ロット 君. の 有 じ 

歸 したる も 第 四 セットに 入ち 短 

旧 君は 一氣 にを め 立て じが 、 n 

ット 君は お 田 君の 强烈な ドライ 

プを チブプ 又は マラ イスして 輕 

く 受け流しと一 五に て 第 四 セッ 

卜を收 め、 第五 ホ 勝 セット も 六 

— S じで 遂に 曰 ット 君は 撰手權 

を 獲得した。 

ロン ドス 弓み が 

非常な 巧人氣 をな て豫 期され 

た 相撲 大會 は旣 報の 如く 一昨 化 

日 巧 東 化 四 T 目 第と 十一 聯隊を 

營 內で權 された が、 參觀者 無慮 

四千を を 頗る 巧 ホ あ ももので あ 

つた。 第 回 ペン ド 瓜 トン 對ス 

タイン バックは 十 S を じして ぺ 

ンド瓜 トン 勝 も、 第二：！ ステ ッ 

々1 凿ザイ キンは 四十 六を の 後 

ステ ブヵ ー が 勝つ た。 滨一 二回 即 

ち 其晚の 花形た る ホ 臘 人。 ンド 

ス掛 伊太が 人ガ ー デニー はなじ 

力の あらん 限ち、 又 術の あらん' 

限らを 盡 して 蟹 聞 二 時間の 後遂 

じ 引を けと なつ わが 近 來稀じ 見 

る 化を であつ た。 . 

お 劇界 

「ミヵド 劇」 上演 

ゲグバ ー ト •サブ バン 氏の 名 

化 ごして かられ 英米人から 愛好 

されて ゐ る- 「ミ々 ド」 劇が、 當地 

シュバー ト興 巧會 社の 手で 來る 

四 巧 十) 口から 四十 六 下目 劇 擦 

で上がされる0コーラス ダ1グ 


は 百 あ 十 人 どい ふ 大勢で、 日シ 
アを かの ため シ •へ リア じ 逃げ出 
L お 洲か心 日本、 朝鮮、 ち那等 
で 演唱し ブゐた クラ デ） •ィバ 
ノゲア 藤や乂 人音樂 喜劇 巧の 花 

おが 出柴 する。 义 しぶち の 復活 
でも ぁら 興け 界 では 随 かど 巧 持 
されて ゐる樣 だ。 

卓上 巧 話 

々ッ ラの 花嫁 様 
富 山 市外 中島 村の 資產家 今 幸 
S 四郞氏 長女 もょ ー ニニ) は 前 
月サ U 巧 富 山 巿神通 町 木が 芳を 
(一一 さ ホへ 婚禮じ 巧く 途中、 裝 
漢 四十 名 じ 襲 はれて 乗つ た 人力 
車を ヒック リ 返され 花嫁 姿は が 
だらけ じな つて 結婚 まを 擧 げた 
が、 化 あ 嫁さん は 文を 高島田の 
カツ ラを 冠つ てゐ たぶ を 翌朝 發 
見され て 直ぐ 離緣 になつ た。 ぶ 
漢 はず 常 今 幸 一家のを 持 ぶら に 
憤慨して ゐ たが 段で、 カツ ラ 事 
神け 千 化は 嫁ん 前 じ 情 ホが あ 9 
をれ じ 黒髮を 切つ て 嫁入つ て ホ 
たもの どが つた 0 


i 曝の 人々 〔こ’ 

仲の い i 散步 姿の 

福 旧 巿平君 

♦東を、 大阪朝 H 新聞社の 帶 
化 紐 育 特派員 じは 由 巧ず わの 多 
い 人が 歡 なくない 。第一み 特孤 
員の 原 田 獨ホ處 君の 酒豪、 鎌が 
敬 四 郎君め 凹滿 癖、 細 旧 君の 胁 
人 ぶら じ 至つ ては 隨 かと 話の 一輝 
を殘 した もので わる。 

♦滯任 十 年 ホ義を 標榜し 偉い 
鳥宮 似で 赴任した 現 特派員 福 巧 S 
平 君は 熊 襲の 産で ぁるが、. 巧ろ 
ち やん の 様な 可愛らしい 顔を 
て】 巧の 禁斷の 氷から 化き お 中 
鴨 線 江 節は々 しの 濁ち も殘 さを 
い 晴れ 業。 

令栅 暗あ哦 のをの 探訪 ぶら 市 
まつて は 盖（歷 化 時 派 員の 祭 一 
人を をな て 誇る だけ じ、 首都 y 
シン トンの 如き 福 旧 君の 名義を 
利用して 木口を 御免 せんごす。^ 
新 ホの 珍を が屢 々ぁるので ヒク 
1 ン W ある 0 I 

♦昨今は 急 じち かを 一變 しを 

氣 らしい フランスの 美人と 仲が 

く 肩を 並べて ブロ！ ドクよ、— み 

邊らを 散策 ご 極め 込い 姿を 見を 

ける が、 ホ 彩 陵 離た るネ クタ JI 

の 贈ち まは どぅやら 別の ホ 面^ 

らら— いとい ふ 話。'; 

^ 一 ： -—.hi — -f 

新着 御 案内 . 

の 月 號諸雜 誌 || 

最近 故國 新聞， j 

到着 仕 お ~ 

シ火ク 、シ ャブ 

ろ 巧 五十 他 ょら 十二 弗 五十 喘 

ネ モノ、 ゆかを 

こ 邦 八十 五 他 

右 御 注 义じ應 じます 

巧し お 來をも ぁ もます 

東京 商會 

電話 トラ ファ かガ！ ち 五 お 加 

紐 育贬儀 田 中央 次 ザ 

東 四十 了 目 二妈 二番 _ 
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リナ メ ー カ^ — の特を 

U 本人 5 わ 買物には 特別 巧 員を 履き 無 
おで おお 巧を 巧 電話 义 はわ 手紙み 第 お 
訪問して 御 化を を 計らが めての お ホに 
巧して は 特に 注意を します から 是非 わ 
立 薄 b 願 ひ 巧、 ボ內お 達は 勿論 U 本 其 
化を 化 巧の わ 荷物を をは 當 方で をし 巧 

ジ ヨン ブナ メ I カ ー 


シアトル 出帆 (出帆 午前 十 時) 

"橫濱 化 四ち 十日 
如' 賀化 凹 巧 ホ 五日 船 星 
伊を 化 五 巧 十二 日 
が 岡 見 六月 二日 
U ネ巧 船を 運賃 お 率 
一等 橫潑 一九 五 巧 神 ロニ 〇 五 巧 
一一 一等 洋食 五十と 巧 化 食 五十 五 巧 

歓洲り 本 間 客船 香写晶 

淪を よら-等な 五镑 、二等と 十が パ 
膀 、お 耳 塞よ b 1 等 九十と 磅 
二等 六十 六 巧。 


はを 
巧が 
本 呼 
を 出 
小し 
荷 ■で 


^ ^ を 巧が 貨 五十 圓な 主が 息 ま ハ か j 

能 齡臺灣 銀な f お 張 所 一 

I 

►鄕里 送を ぶび 化 送を (無手 换 巧】 > 外 困； 
爲替賣 買、 が 爲替れ 組 取 立、 信 巧が を I 
巧 等 一 股 级巧業 お 御 巧 利 じ 取扱 可 仕 候 I 
▼巧 ほ 詳細は 御 遠慮なく 御 巧 合 被 下 巧 咳- 


「邦貨 五十 圓 W 上 一六 ヶ巧 0 上^ 
本 巧 《定期^ 利息；；：：：；：；：；； 年 六を」 I ニヶ 年な 內一 
預金を 卫 r 巧貨 五十 画な 上 I 
透な L だ 圃じ付 a ホ ー 錢二馆 ^ 

(化 ン を モ勘 おて ノ盛お 想を" お 利息 ) i 

横鑽 正金 銀 巧 § る 巧^ 

鄕 まを をは 都て 無手 致 巧 じて 赏 

巧 橫漬ネ 巧經由 獲を 方な 巧 申 お - 

1.. 1 1 

をを 男爵 住ぶ を お衛門 i 
ぶ 巧 乂阪 化淸五 T 自 一 
がちち 巧 が 育プ。 1 ドゥ エィ だ 四十 化を i 

難 巧ぶ 銀行 

日本 內 《をを、 橫 渚、 名を 霞、 京都、 巧戶 
^ ^ 尾ノ 道、 廣 島、 吳 、柳 ホ、 下/ 踞 
かまな I 巧 司、 小 倉、 若が、 博夕 、久留 ザ 等. 
本國預 を、 瓶 里 送金 等は おめ 
て 御 便利 迅速に 御 取 投可申 候 


藤本 證券 會お 

心一胶 有憤莊 券ノ資 貢、 引を、 募を 
A を稱 、ホ ニ 之-一 關 ス^ 一切 ノ まな 

能 蚊 藤本 ビ ミロー ヵー 銀 巧 
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霞巧ブ う ザ ー ス 



U 本 陶器 雜貨 
ドク 1 ダ ！ ツ 缉贩賣 

錄城茂 木 桃 ホ 組 

Mooi . MOMOZOI 00 ., ご ミ. 

105 E -1 蛋 h St . N . Y ' ジー. wtuyv ま ant 8 票. 6-? 


'こ アト ルリ.^ 

みらだな.？*^ 四 巧 九 H 
あら ばま义 四 巧廿二 H 
▼橫濱 I 等 一九 五 お 一二 等 五 五 ホ 
一二 等を 室大 改造を 族 ま夕數 

▲御を 望に 依り 勒リ 往な 切な 發巧 巧致展 

ロスアンゼルス 出帆 

しか ご 化 四月 化 ： n 
よじら 乂 五 巧 十二 日 
▼ホ お羅が 巧滨单 切将寢 摹を講 入御 骑 
旋 tt らお。 

►•が 育な パナマ 梓 由 n 本ち 邪 巧な 物 祐巧一 旧 


紳主向 立 鼠尙な 服装 

= 新型、 地 柄が 澤山ぁ 6 が U 

正しい 商尙 なホ國 スタイグを わ學の 方は 巧 
卒 弊店へ わ 越し 下さい。 

弊舖は 過去 十 年間 當地巧 住の H 本ん 紳上ホ 
の わ 引 立を 蒙る 信用 ある 巧で 御座います。 


クオ 1 力 • 


ン ピ 


'フロ リオ 洋眼巧 


資本を 一 億 面 
拂込巧 資本を ■六 千を 旧 
お 立を 五 千 六 がをお 

I 蚊 S ザ 銀行— 支 巧 

本な まを 市日 ネ巧晓 巧 河 町) 

支 巧 かお：： 一本橋 化の 巧 某き 巧谋 
名 古尾 京都 大阪西 (大巧) 

が 戶族島 下两巧 司を 松 
箱鬧 を 防 上 巧が を孟貢 


外 圃爲替 、鄕里 送を、 ホ 送を、 信用 狀巧化 
一 投を巧 業務 精々 御' 便利 じ 化 あ 巧 申を 

S 一二 菱銀巧 g ま 巧 

よま 店. ちを 系 巧、 大阪 、神 口、 を 都 
巧な 化 名を 崖 •小 樽、 主が、 偷叛 


上等 洋服 調製 

弊店 調製の 上等 服な 皆樣じ シック リ 
を ひます、 而 かも 値段は 恰好です。 
嫩 地は 英國ゥ I グが澤 山 揃へ てあら 
ます 是非 御 一 覺を願 ひます、 H 本紳 
± 諸君は 特別に 歓迎し ます。 

一二 井 お 巧 員 諸君には 永らく 御を 顧を 
蒙つ て 居まず。 

サム ウイット 洋服 巧 


ホノ か、' 横 潰' 神戶 '長ち 上海 ■蛋 港禹 あなれ 

太 洋丸三 二、 〇呂 喉) 四月 十四日 
乂洋見 (ニニ、 客 0 唯) 四巧廿 八日 
コレア 見 (云、 呂 〇嗯) 玉 巧 十二 H 
春 洋 义 三う 0 呂靖) 五月 廿 六日 
西 比 利亞乂 01 气呂〇 願) 六ち 九 H 

(霜 麻 出帆ぶ 巧 お a レ 


.•往航 峯西哥 、秘繁 •智利 諸 港 巧 
猿航 ホノ 八、 溝 濱神戶 巧 司 香港 巧 
‘ (が 1 C 毎 六 過 一圃) 

ク桑灌 巧嶺車 切巧寢 臺券齋 入御 幹 淀 ホ 4 お 


シャト 八 出帆 午前 十一 時 

►ブレジ デント ジェフ ア ソン 

. 四 巧 九 H 

▼プ レシ デント グラン、 

四 巧 か 】 U 

▼プ レジ ザント マディ ソン 

五ち S 日 

! ►プ レジ •テント ジヤクソン 

置 巧 十 五 H 
▼太平洋 航路の 最 快速 族 船' ▲ 
►船室 廣く 理想的 じ 完赌す ▲ 
▼ベッド 使用 コット じ 非 や ▲ 
，御を 望 じ 狼ら 日本食を 調 ふ 

齡 代理店 桑 山 簡巧ミ E . 雲 St . 


化育 出か 田ち お經由 H も 巧 货物賠 —月二 阿 



す お 人幽者 

.檢 擧頻々 

移 巧 周 側の 活動 

昨 夏 移民 新法 刺 定巧旋 

を お 府巧衡 巧 にがては 新に 乂國 
せむ どす る 巧を 嚴 巧に 取締 まる 
のみなら や 巧を. の 許す 範固內 じ 
がて 旣に 入喊 せる をの 內 移民を 

の 明 义じ化 b て 送還し 得べき 巧 

一巧の 外ん はを 兒巧第 檢艰の 方針 

|たお續し居るが、 最を'^ バナ地 
ホを 化が ごして ち 部フ〇 リダ 卿 
地方に 密入网 をな す 者の ために 

一件に 付 数 内 巧の 手數 巧を 徴收 

して 上陸の® を 針ろ つ t ある 陰 

謀蝴 .い ある； が 明' 瞭 ごなら 現じ 

定が 人の かき 大擧 してを 人闕を 

企 つるおが あるので、 同化 ホの 

おを がか じ嚴 をと ab マャ ミが 

留 のが 人中 f 名 無 旅券の 廉 じて 

送還され たもの が あ b 、 亦 

乂 兩洋ボ 某が 巧に 就慟 

中の 前 お 員 旧る 武雄 (二十 八 お) 

は 昨年 十二月 十六 H 峭巧 働が 逮 

雲み じ 化 b ま 巧 十九 日 同地 じ 

て裕榮 され 痛 じ 新 城 西 如 グ曰ス 

ターの 移 投局じ 引致され たが 同 

時 じ おぶ 六 ご 一十： を} ご 云 ふ 巧 

胞滚 庭勞働 巧、 ン モント ン附 

近の 麽齒に 就 働し 居た る 加を 太 

人 某 も おおおじ 拘巧 され 旣に審 

間が 開かい C お 裝を勞 慟おド 申 

吿 5 れ目 ド堆 巧の 命を を 持 七つ 

つ ホ 6 どえ ふ 勿論 太 西洋 巿 方面 

の檢 舉じ關 しては 他の 不ぶ 人國 

者が 巧 筋に を吿 がを 送つ たのが 

原因で ある もが 巧 明した のでを 

吿者 自身 も 今け 移民 局よ b 探查 

されて 居る ご 云 ふ。 


牧野 議 化の 

個人展 覽會 

本 H より 兰週閒 

袋に：： 一本 识樂部 じて 化な 度覽 

をを 催し じる 水が 萬 家 牧巧義 雄 

には 本り よ 61 こ 遇 間 東 五十六 了 

目 六卜五 盤 化の ァート 、センタ 

じがて 侧人展 覺會を 閒<;く 

。ちた るが 國際學 ホ 曾 館の ユド 

モンド 氏 夫妻、； 1 パ ァト、 ヒ 

ウス トン も、. ホス トウ キラ ア巧 

等後拨 者た るべ—. ィ ー友 ふ。 お ほ 

牧野 氏は 夕刊が スト 紙文藝 部の 

囑 巧を をけ 『 H 本は 策 術 的 ご 云 

ふよら は 蘇 的な 6』 ごの 題 下に 

得 怠の 才 第を 維つ た 長 篇を词 紙 

じ 速 城ず る； ごな つた。 


带 俄ん 同胞の 

義捐金 酶出 

がが 4：： 駐化锁 ホ 化 蝴を松 音 雄 

ぶは ホ/二 一十一 日 巧が 留 同化 約 

お十夕 をを 邸に 巧 待— て あ 逸を 

期いだ. か 偶々 過 U X ジノ イ* イ 

ン •テグ ナ巧化 中 面が 數州 じがて 

ホ數 口'' 死を 者を 出せる 賊風慘 害 

じ對 しおが な囊 S 生じ？ 

じ 一; が 二十 ニ ホを 鳩を し 颁事範 

のず を 經て巧 連の キ總を 了した 

が 引 さがき 罹 お 技 萬 机を を兹隹 

しつ ミ みら C 

贺川巧 事 楽 後援の 

俱樂 部が お ホ V 

ir 巧 十四 H 渡英した な W 班を 1 

: • — ' -I . I I - . • 


氏の H 本 じがけ るを 哲お巧 道 事 

策を お 巧し 且つ 互助の 稍 神 じを 

き會員 双ち の 親 巧を 計る 目的で 

質 川 巧 渡ち の； が H 前に お ホね 

巧樂部：^,ぁるを稱は 「ホープ巧 

樂 部』 と 云 ふので 事務所は 依- 
に 西 巧 八 了 円 I 与 一一 二番 じ 的き 執 

務委旨 S して 山 口 一二 之 肋、 鴨 か 

乂 、を 井關 治の 諸氏 之 じな じ、 
巧 輪が、 化川淸 一、 お武繁 、を 
松貞 粥、 鎌田ネ 間、 エお ホ德、 
がな 女 お、 永が、 畑 巧 夫人 等ゾ 
請 巧を 始め お 員 お 計 巧 四十 名に 
達し 徴集した 符费の 内 巧に 円 弗 
を贺川 夫人の 手元に 送金し， ご 
云 ふ。 尙ほ 同化 樂 部では ムる二 
十六り 午 お八' 時 ょら 紐 育 お會々 
を じ 第一 巧の 例會を 開きた る じ 
出席を 四十 八を、 川 島 お 帥の 祈 
禱じ 巧ぎ 講 事に 人ら 山 口 S 之 助 
氏を 議長と してを 則を 討議 巧を 

(會 計、 事務 報 吿等あ b 散會せ 

るは 午後 十 時。 


歸朝 者への 福音 

羅府 ィーグ 八、 ホ テ, r ては 

今回 歸朝 者のを ど 云 ふ小册 ずを 

巧 わした が 巧を は ( 一 ) 出 國許巧 

妻 じ 就て (二) 巧 波 ホ 許可 謡 じ 就 

て (一二) 許 巧 お 願書を 却下され た 

おを f 四) 日系 巿 民の 旅券 出願に 
就て (五) ホ國 出生 兒ご H 本お國 

籍法 一六) H 本 巧 荷物の 運送 ど 連 

貧 (と) 氣船 貧が 羅あ 切符 化 巧が 

(八') 歸朝 をの 携帶品 ご H 本の 稅 

關< 义) 關親率 拔を表 (十) 羅府を 

所案內 {十一) 歸朝 者の 十' を お 買 

物 まみ 等の 外 巧哇轉 がちの 爆を 

メキシコ 度び 加を 太 よら 又國し 

たる おを 等 じ 願し 精細に 直を 說 

明解 答を 巧へ て歸 朝す を 人々 の 

ホ 忘を 促が して 朽 る。 濯が 經も 

締朝 ザむ V - する を じは 頗る 巧 利 

な册 乎で ある。 を 肺す 所 導の 方 

は 本が を 申込 まれた し。 

- 

♦ユポ ー ス 靑年會 講演ち 3 敎 

台 エポ） ス靑 年を じて は ホる 四 

H 午 お八 時 よら 江 見 一二 郞 氏の 講 

お r 巧の 解剖』 を 懼す吿 じて 當巧 

の入瘍 ちは 巧モ のみに 限る 由。 

中 松 眞鄕巧 農 商務 お 書記官 

數 U 前英國 よら 歸 朝の 途 着糾。 

巧 居な 郎氏農 商務ち 喔 巧、 

サ 四日 倫を よ b 着 紐。' 

渡邊乂 氏が 事 度び 间久保 田 

类 吳の兩 氏じ歐 測よ b 歸 朝のを 

去る 廿五 H 着 紐。 

大樹 叢を 大學 事務官、 サ五 

喊洲よ 6 着が。 

が 旧 順輔氏 おが 滨船會 社 紐 

肯 まが 員、 昨 S 十一 日 かを 六 時 

ペン 停車 撰 出を 西が 歸 朝の 途じ 

就けら。 


ン 


ス 正則 じ敎段 致し 
ノ ます、 V ■ヤー ラ 
ン テツ ド n ! スお 弗り 本ん 歡迎 

ミ TInImic 養 均 音 百 
PmilUn/tL 2 G 1 卓. 12置 St . N ま r 8 tyve . 


ンン シグ 


U 每巧八 時ょり 午前 一時 迄 u 
入場 切符： 1 弗 (十回み ィン 

スト ラク シヨ ン附) ダン シン 
ク 、コンテスト ヵ 毎が あ b ま 
すぶ 人 御 誘を せ 御ホ媳 下さい 
U 本ん 諸君は 糖 じ歡迎 いたし 
ます。 隣"®' は ブ ■ — 火 八！ ムで 

夏 m 夏ち/ S 

244 ち est 11 1 th 芭壹 


音 樂敎授 


ピアノ、 ゲ 
アキ オリン 

獨 唱歌 巧 業 巧 ー ケ片六 弗 0 遇 一回} 
西 六十 五 了 目 東京 商會 階上 
が 地 盛太郎 


電氣化 奉】 切 

下羽電 氣感會 

1202 一巧 roadway 
Tel . Endist 二 0270 


料理 巧賣度 

壌 所は ビジネス 區 域の 中、 む 地 
支那 巧理 、西洋 巧 巧 店 今回 ま 人 
歸朝 にが 至急 ま 憤 じて 賣渡 - L 度 
、を 年の 藤を 澤山 をち 希留の 
ホは 左へ 御 電話 ホれ。 

電話 チェッカ リング 五と 化 S 


貸 アバ • こ ---- i hi r%r 、一 tr 

家具 册二 一を 湯殿 キッチン、 巧る 

纔 所を 惟 じて 巧る 九 巧 下を 迄 
委細は 御 面談。 

さを 呈ミ a , 口 ° W で巧互 ち 巧岩|{ 

養 E . 吉 rd 夕 Tel Rhinelander 養 2 


AU ^ 

n C Y, 9 

11 & N 5 

咐 -1 加 伽 

B がけ 阳 

〇 M - J ； 邮 
■S か hs 


日本 陶磯器 
雜貨 類卸賣 




井元 

ブラザ^ — ス 


書籍 一切 取次 

米國ぉ 版の 書籍は 化て 特別 割引 
じて 恐 速に 化 次ぎ 旅 巧者の 研を 
遂考資 巧の 書籍 寬集 等は 特に 御 
便せ 取 計ら ひを 巧 〔幡 拘】 

左ぎ shi 左を ザ 

妄 Hass さで こ Tel - B ま kiMn 芝 28 


大 室、 專用 湯殿、 ッ 

集驾 ィ -ン ベ ッド、 こ人或 

は 一二 人に 適す、 一週 十五 弗 十八 

を 一十 巧。 

116 夕 ごな St . さ呈 e 置 査 tu 呈 



含- 

剛霞 

觀新 

が 意 

臟寶 

i お 

細 類 

r 


貸間 


! 週 お 弗 及 八 巧、 一. 

人 又は 二 A じ 適す、 

市廳へ 十み タィ ムス スタ エャ I ’ 

へが 五み 電話 ヵン バラン ド 蓋 一一 一一 

184 H 量 S 二 fo 量 n 黒 瞒梅子 


M 


d 

6 

な 


化 

4 

6 

6 


奪 

新 


と 一四 五 

四 四 八 八 


國米ホ I ム 


求職 


タィピスト ぶび ブツ 

クキ^ * ハ^ — どして 會 

社 或は 銀 巧に 職を 求めた L ぉ鹽 

小中學 よら ビジネス カレ ツチを 

業の 目 本ん 靑年 左へ 電話を 乞 ふ 

ジ ーち ho ミで dicott W 739 


裁縫 所 開業 

り本黯 物、 シャツの 化 立 お 他 

小 間々々 した 絲 物】 が 致しまず 

ホフ イト、 コ* — 卜、 スフ ロン も 

あらます 0 

あ' 頃 夏 跑ち豫 おごして 巧み 好 

がの： n 本 着物の な 义に應 じます 

銳縫所 お ホ 辰 子 

128 W . 苦 th S 1. 妄 


Y が だ ’A 


ク ー 

•ノ 隣。 


i 間 


紐 育 ホ 命が 檢會社 

S 木定吉 


老 


保險 


S . E ミ 

Z0W York ご ぶ Insurance ご 0 

51 ohMmbefsmt : 

zew Yskei さ‘ 

巧 hon 夕 Frankl ざを 呈 

巧 X 0 了宙 历 一が田〇 了 


♦ ■ ♦ ■ ♦■♦■♦圓 ♦■♦■♦■が 


場 


を 期 講鎭會 

n 四 H 二 H 木幡 H 午後 八 時 ザ 

所 おお 十と 了 目 S ち S 十番 

紐 育 日本人を 會 


『開國 と 十 年後の 日本を 論 

じて 在米 同胞 諸君 じ訴 ふ』 

鶴 見 施輔巧 

右本會 商務 委員 會ま 催の 下 じ 開 會可致 候 間 御 誘 ひを せ 

御 ホ 聽被下 度 候 

紐 育 日本人 會 


夏場 向觀荷 到着 

格安 お續 々削 化り 候 間 
是非 御用 命 被 F お 願 上 候 

化ん 巧會改 ホ 元 ブぅザ I ス 

17 l^st 17th St, New ジ rk ご ty 
Te が phone Stuyvesa3t 菱 59 


夏瘍 お古 新 荷 着. 

陶破 語雜貨 各種 到奢靖 々勉强 御 便宜を 計 
りまず から 是非ぶ 本 御. 一 鹽を願 ひます 0 

木 桃 ザ 組 


株 ま 

會神 


1害 S 三 Y . TeL ぎ yvesant 黄 苦を 



夏 慮 j 向 == 新 荷 到着^ 

精々 勉强可 か 候 間 御 註文 被 下 度 願 上 候 


太^ 寶易 株式 會肚 

Tel. Stuyvesa ミ W82W 
lolFiftfAlrenupzewYskcily 

ohicag^o Branch w. sadison St, Chicago, ゴー. 


ーブン 



が 

疏 


妙 


純眞 なる 夺！ シユ コシユ 、ヮ 1 ドロー ブ 
トランクみ 恆 段は 皆さんが 永い 旅 巧を な 
さる 時の 锡籍 代ょ ら遙 じ安懼 です。 

才 ！ シユコ ろ 

ュが 普通の 卜 
ランク ごの 違 
つて 居る 處を 
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航空 膝 制限 


ご 情 生活の 關係 

ホるべき 第： 一軍 祂縮少 を證じ 

がて、 性 お 化ち 隊の 制限を 斷巧 

すべき. • k もる か、 ピ 、ふ 問 題は 

昨今 A として 央 ホ南闕 から 挺 化 

されて ムも •フランス はこれ じ 

おして、 化な 隊の祗 巧は 純が た 

る 陸上 闕 化ん 範陶 である どい ふ 

なを 〇ら 、化を 隙の 制限 じ 反 ぉ 

いなを みして むる •が、 ル か 米両國 

じがけ る 飛 巧 隊惦張 論ち はを の 

論 娘を が； 3^ 方面に 巧ぎ、 飛 巧 機 

ピ 巧が 艦の 媛 劣が、 带事珥 巧 家 

の 問題 どなつ じの. は、 英閔 じが 

てん 四 年 前、 米轉 にて は 昨今の 

ミッ チュル 將巧 審的径 じがて 化 

陆レ巧 目を あきたる じな し、' フ 

_ ランプい をの 大陸 化 巧を、 がれ 

- 隊微张 i 論浓 どして むる 模楼で 

- わる’ 

フラン' が 化を 隊の势 力 じが 

化 巧の 觀を である こどけ 爭 

はれ じい 事 貫で ある。 舆 國も旣 

じ奥锁 。るを 算を樹 て i が韦飛 

わ 降み 捣 巧に 巧 力し、 义國陸 お 

軍の が 巧 睐が协 めて 優を である 

ミは、 太 西洋 横歐 、化 巧 一 商が 

行 等め 壯擧じ 顧る も 明かで ある 

が、 巧齒じ 於ても 判 强の娘 わ 熱 

:も缺 ごいて' 陸 巧の 師幽 縮少 

よ . CV をず る鮮 剰を はこれ を 化 空 

陳の敝 化に 注ぐ 等、 别 強の 飛れ 

隊微张 は H ど 共に 渡 悼 でん b - 

化つ て 夫 おじを 埋 的な 制限 論の 

ホ じて 味る のは、 めん 中し も 化 

剧の礙 を U る 勢力を 假 想した 恐 

怖 論の みで も。 い 

がし 乍ら が 巧隊の 軍事的 お 達 

をの もの i ザ 面 じは、 飛 巧 機の 

巧 裝貿あ 化 f いふ 事 貫の 潜 化し 

てゐる i を おれて はなら 30 歐 

洲 じめ ては 旅行 用と しての おわ 

機巧 用は 迪常あ 飯事で ある。 獨 

逸よ ら米國 への ゼ ベリン 船 飛 巧 

义國じ 化ける 郵化飛 巧の お 達の 

挪 のかき， これが 一般化 弓が は 

元よ 6、 化 曾の 賓 生活に おわつ 

つ ある 巧 學の巧 献 は、^ 化が 3 

おおどお：；5。けいは^らね。 こ 

れをか 年 前、 乂人 ラィト 氏 じが 

b て發 明され た 飛 巧 機に 對 する 

化 巧の 焼 巧 じ 比較して 、奥に 隔 

化 5 .戚 き 能は の。 か < のか 

急 殺い* る 技術 上の お 蓮を 化 進し 

一た が 化は、 歐 洲大戰 中に 於け る 

一が 串 上の 必 をし 迫られた 飛 巧 機 

i の發逮 が、‘ が 事よ ちが 業 化され 

^ 民衆化され、 が 打 機 じ おず る理 

j がをお 進し だ 結 架 じかなら 0 

i がら ばが 事 上に がける 飛朽機 

の 制限け、 が 事な かの 飛 巧 機を 

を じいが る 影 嚮を與 わるで あ 

ら ..，か e 假 b じ、 戰 がの 瑞 をに 

於け るが わがの 巧 巧 お 彈は下 其 

化を 不法 行爲 である ど 制が して 

1 も、 『が爭 J のぶ 巧よ b して か 

る i が 巧 啜し 巧る や 否やは 疑問 


」^^けれじ；：^ら口。 ちらじお 
ら にす お 上の 飛れ 機を、 恰 かも 
が带 がりる ま 力 艦の 如く 比を 
協を しい-ごしても、 が 策 用の 
が 巧 機を 一な 戦時の 複 を、 軍用 
飛 巧が に巧換 ずる-^ は喊 めて を 
易 でんと。 期の かくじして、 飛 
巧 機を み もい； K 衆 化は、 單じ 
むを ザ 率 上の み じを 準して、 
制限す &も のま 難。 る； を 示し 


てゐる _ 


第二 軍縮 會 講じ 關聯 して、 飛 
打隊の制限がいか^^る運かじぉ 
つて 巧く か。 いかなる 手段 ご 方 
をじ攸 b てこれ が 制限され るで 
あらぅ かは 飛 巧 磯の お 達 ごわれ 
等 S 實ホ 活の梭 觸が械 めて を 接 
じ^::〇った現巧どして、 是を單リ 
る 軍事 乃 ま 政治の 上から 判斷す 
るを は 出 ホ ic •- いで あらう。 


敎焉 がを をず るまで 

軍縮 U 討議、 しむ 


獨逸 大統領 戰 ご佛國 政局 


首相 ピ しては 早くら ブ 9 アン 氏 
の 甥が 高い。 即も 內閣は 昨夕 臨 
時閣 護を 開催— てが 政問輯 をが 
遙 した 結果 姐貨强 巧の 巧 加を 計 
る i じ 決し クン メンタ^ 氏は 上 

院 じこれ を說 明の 段 化ら どなつ 

たが、 化 ホ 現 政府を お 肋し つ i 

ぁつじ 急進派は 政府の かを 緊急 

策 どしての 逝貨 膨脹 じな 掛し遂 

じ 政府に 掛 して 

所得 稅五 割引 上げぶ び賛 
本 課税 案を 提出した る も、 クン 
ノン タグ 氏は この間の 消息を 知 
ら 中して 證會じ 出席、 通貨 懲巧 
お 加 案に 就て 說 巧した ので お黨 
侧の激 節する 巧 ど G ち、 五 リオ 
I ち 化が を 報じ 攸 りて 議會じ ホ 
6 し 際は 時 既に 遲く 、クレメン 
夕少 氏は 哪 座に 辭職 したる 儘ゲ 
ア八 サィ ユの 自邸に 引 籠 b 內閣 

の 善後策 協 溢に らお 席せ ず、' 遂 

じこの 政變 をを 中る じ ま もしも 

ので ある-か、 み觸 一部の 改造は 

到底 至難なる ベく、 おお 總辭職 

のかな しど 觀測 さる。 


進む がかく 進まざる が 如きを 

二 軍備 縮 少會議 の 召集 じ 就て は 

旣じ 佛國侧 ょら 駐义大 化に 訓屯 

が 速し 魄爾は 

斷然 な對の 意を 通達し 

た ご 博 b られ 、日本 外務 當 局の 

かき フランスの 摧 結は 止い を 得 

ざる { 'のと 假 をして、 斯る提 叢 

を 米國が フラン， のみ じ 試みた 

^-■〇に 向 つ て 躺疑し つ ； ゐ る か の 

かき 陳述を 巧閒 巧で 發 あし、 一 

ホ ロ ン ド ン ょらの報道一^巧變ら 

ずがを 嫁觸 限の 聲を大 にして 補 

肋疆 制限に スモ 1 ク •ス クブ I 

ンを發 してむ るが、 ヮ シン ン 

當 巧の 蟲向 ごして は フランスが 

ザ 縮 會遙參 加じ禱 塔し つ i をる 

もの-^ 所 0 は 一 じ 歐洲紋 局 W 不 1 

をを であち、 フラン マの 重大視 

ずる 軟洲の 平 かが 隊條 約が ちじ 

迷つ てゐ るからで ある どい ふ 立 

瘍 から 歐洲の 政局に 甚大 G るな 

目を 拂 ひつ i あるが、 が 障條約 

の 締結に 願 係の 深い 

獨逸 政局 は 前週の 大統 

領選 紫に 絕對を 数を 得票した 候 

補 者が 一人 もむ j く 來るサ 九日 巧 

選 擧に瞄 する ミ どならて 政府 も 

貴 巧 ある 街 外を 涉 じを 事し 能は 

ざる 事情 ぞく、. をら じ 今® 突如 

どして 7 ランス 内閣の 總辭職 説 

が 巧は るに 及んで 歐洲の 政局け 

な题 らく 巧び 沿祀 むる ものが き 

は豫 想す る じ 難から ざる 所 どし 

て 第二 軍縮 待 證じ爛 .する 一切の 

交渉 も 自が延 をを ホすべき 模樣 

である 0 

太平洋 上の 

大戰豫 言 


ホ涛 ごを 國 殖民 地 

バリ ー ニ日 疑= 髮じ夕 農ロシ 

ァホ 嚴じ蓝 力し 昨今 フランスの 

殖民 地 問題を 調を しつ i ぁる 上 

院谦員 デ •モン ジ— 氏の 報吿は 

が ホの 太平が 上に 於け る 戰爭を 

豫 言して 曰く 『ホるべき 太 ホが 

上の 大戰 こを 正しく 

世界 大戰 ど 稱し游 る も 

ので あつて 死傷ち は實じ 数' 円 巧 

人に 速すべく 米國 ぶび H 本は こ 


の 問題に がて 余 6 じ 巧 解が 薄い 
おで あるが、 フランスの 殖氏 化 
. i 太 ホが 上の 島 峨を硏 兜す るな 
らば この 危險 みが 化を 明白 じ觀 

取し 得る。 太伞 がを 裝 して 米國 

ご H 本の いづむ が 支 化ず るかは 

勞 農。 シアの おお 地 計 畫ご共 じ 

化を の 大巧 題で ホる。 モス ヵゥ 

政 おは 今ゃ 國家的 人 踊 的 惟惡必 

を 煽 勤 L て额 らしい 型の ホ國を 

建設 せんどし てなる。 挪 もロシ 

r U このず 段 ごして を國の 殖民 

化 制度を 破壊し つ： ある もので 

をの 印 巧 まがに 關 する 報吿は 

れじ おず る 赤 露 かがの 宣傳を 明 

白 •し 示して ゐ るが この n シアの 

宣傅 制度 は 雷に 英滿な 

化の 列 强殖は 他 制 巧 革命の みな 

ら ず、 支那、 巧 度、 王 巧を、 ア 

ラビア、 よ ジプト 、じ爾 幹 等を 

勞農 職が の 中 じ 加 b ん ごする 

ので わる。 即七 ホるべき 太み ホ 

上の 爭覇戰 と勞農 化された アジ 

アの 覺醒は 化が の 重大問題 であ 

つて 我等は 0 シアの 宣傳を 撲滅 

するど 典 じ 太や洋 問題に 就て は 

を理的 G が 巧 じな 事し ない 限ら 

を 世界は この 渦中に 投 やる じ ま 

るべ < 、巧るべき 第二 軍備 縮 か 

禽議 はこの 意味 じがても 太平洋 

上の 禍化じ 就て 深く ち 巧し。 け 

れ ばなら ね』 云々 

エリオ 1 內閣 

總雜 職ず 

急進 黨じ巢 切らる 

ロンドン ーニ H 發 u エキス チェ 

シデ •テン グラフの バリ 1 特 

電じ 化れば エリオ ー 內 閣は總 

辭 職を ホ 意した と 0 

パブ il 二日を = 大藏 大臣 クレ 

メンタ^ 氏は 昨 巧 上院 じがて 通 

貨 あわ お 加に 關赖 しれ 演說を 試 

みた； が 導火線 ごな b 遂じ雜 表 

を 提出す ろじ 至 b 玉 リオ ー 內閣 

は 果然 

を 機 じ 屈して ゐる 。エリ 

オ ー 巧は 不取敢 藏相後 巧と して 

デ •モン ジ ー 巧を 巧 命し 時 巧を 

驗收 せんとして ゐる けれで も內 

閱總辭 職の 外 U かるべ < 、巧繼 


黨內觸 が 化 巧した 藥 合を 相は 巧 

働" 媒 組合員を 上院 歲員じ 巧 命し 

得る ので ぁつて、 モ 化な 十一が 

の 溢を なじ 化 b この 改革案に 巧 

院 ょら ホ 人 宛の 化 ホを 逃定 しこ 

れを 解が しやぅ どを ふので あん 

反 過激派 頭目 ' 

ホ 軍に 降が. 

H 溝 巧 協定の 影響 
上海 二 H 獲り サィ パリァ じが 
けるな 過激派の お 目 ごして 活動 

しつ i あつた アタ マン •七 メノ 
ッフ將 軍は 當 化に 於て ホ あ软巧 

の 化を と 協議の おぉ 遂にを ホの 
反 過激派 的 巧 勘を 斷を ずる ど 装 
じ ナィべ リァ じがて 貿易に 從華 

する も ごな り當地 じ滯化 中で を 
るァニ シモ フ將 軍に 對 して 猫渔 

中の 軍艦を ゲ ラジオ ストック じ 
迴 がを 命じた 

註。 セメ ノッフ 將 軍け 目下 ホ 
本 じじ 命中に して 最近 ' J V ピ 


要塞 問題で 

外相が 聲巧 

第二 軍縮 ど H 本 
巧 京 一二 日を UU 本 政府が ホる 

べき 第二 軍縮 會纔じ 於て 英國の 

シン ガボー ル お 軍 化 破® 布設じ 

爛聯 しを は柯等 かの 發 言を 試み 

るで をら ぅごい ム風說 じ 對し幣 

原 外相は 聲明 書を 發 して、 

余は こ A 問題に 就て S を 非を 

論議し 戚は 述べる こどを がま 

ない。 盖し 問題は 营に 夫れ 自 

身が褲めて豫測的^:^ものでぁ 

るの み U ら ず、 H 本故府 ごし 

て 未だ 第二 軍縮 じ 隅して 巧 等 

をを を 渉 じ おして ゐ な：， から 

であるな - 

ご 述べた が、 駐ホ フランス 大 化 

が 米國じ 戦し フラン マが 第二 軍 

縮 じ 反對の 旨を 通吿 したと いふ 

ワシントンょ ゥの 報道に 對 して 

外務 當 局は 日本に 柯等本 閱題じ 

就て を 式のを 涉じ 後して ゐ ない 

だけに 頗る 不巧 解で ある W 稱し 

てゐ え。 お ほ。 マ タを信 社のを 

表した 所に 浓れ ば化權 太を 地は 

今朝 始めて ホ 旗を 褐揚 したと 


て、 帝の 玉座の すぐと なら じす 
わつ てゐ たが、 自 みの 專制 U 夫 
の 不機嫌む がすを みを ど、 恐怖 
した。 をして す < なから n 不安 
を さへ 威 じたので あつた。 たか 


化 ホ 聯盟 巧提嗎 

モン ブ ゲイ， テオ ニ日 發=髮 に 一‘ 1 
化 ァメ- 力ぉ證 にがて 感際 聯盟 白ぶ 帝の 食慾」」 

じ おおし 化 アメブ 々聯體 を提潘 \ム‘1ト ゴ衣 

したる ウ； アイ 國前 大統雙 が'^ 吉 巧よ。； ぉ < 主ら 〔S;、 リ 
ラム 博 ミ 今朝 開暖 された 蕃一 二つの 书國 、十ー ニの 海が、 をなら は 彼女は まが 燥 どを 

敎役 び^^た 一 量丰 一二の 殖民 地 ごを ゎと 威楚繁 は、 ど， っい. 言 

を お着 養 售 i がブ罩 f を 損 弦*、 が釀生されるかといふ2をあま 
議 し米闕 政府は 斯る 聯盟 S 參加 はせ がへ て 化を りさ ま'-- 阐^ 印 bfvac。，； らで 
じ 化り 何等 產を 傷" ない i をな 闕々 か皇重 一 互 手 一二 S - よく ぉ寸て f 々て 
力說 して 喝采を 博した。 章を わ I れミ蟲 ホる ッンぁ I 二； をを よ ま っ 

職盟 議定書 批准 る 食慾の S から ひ f? でち え； 一二 阳み もた ミ ぁ ふ 

尸リ I 二： 1! を == 佛鹽 下院 巧巧ゐ た。 こ々、 リン •ムウ メラン ホは が 
委員 曾は 本日を 旨會 強の 結巧囊 宮廷 じつ かへ てゐ る大滕 頭は を かへ 6 見て、 燃 わる 憤怒を 嘲 


じ英國のだ對に化らてお滅じ等 でぅかして陛下のを慾を增進さ 笑のあじかへて、 々ぅいふ£を 
の ごならた る 國際强 制 仲せ やぅ どして、 をら ゆる 手 立を 云つ f 
裁條 約の 聯盤 雲蓄 じ贊鬧 しこつ く- ^ ちを のた め 彼は 两ァ 7 — 己は 大膳 職の やっらが、 
れ於速 かじ 諮を に姻附 して 批淮ブ ヵの 最 端から 犀の 肝臟を どらな じを して ゐ るの だか わからな 

すべし ど化萊 した.‘ 巧 ほ獨逸 政ょ せて、 をれ を 世 おがま だみ つい。 あいつら は、 己の 口 じか U 

麻はラィンの中立地帶ど半か保 ミのないほでな、 結稱な^ ぅやぅな—をつくる-と寸らみ 

障に 願し 佛网 S 協賛を ホい ベく ユー じつ くら あげた。 まじ-^ 跡らない、 想 力 もの： あつまち々 

法 f 豕じ 巧證定 書の 起草を 命じ 稀な 邱 度のを ホから 插 蠢の巢 な。 どた く、 これは 皇ホ のな 

な V 」 云 ふ 報道が 達した。 を齋して をれをチ ョ ッ ご ， ベ "'^ものではな-" 。 豕わもじや 

い賴詞滅 ！ 軍縮 蠢 ^ } 作ス •アィス •パィ ィ」 名づ H 

一'' ニ タト. \ 卜 こゴを を 寺を. UJ 豪 ’ * おで.、 ' J ,. 一つ 


が、 け 露 巧 協定の 結果 H 本を 
府のを意ををけてこの擧じぶ^ 
ん だもので あなら しい。 


整 


'#11 ロシアご 

新經濟 政策 

個人 取引み を辭禁 

モス々 ウ ーー' 日 發 I ：：： 勞農 ロシタ 


る もの だ。 

彼は かぅ 云って、 深い 懊惱か 

ら 溜を を もらした。 

帝の この 不渝 かな 面 持を 見 も 
ご、 を 5 どきまで 部 雇の かた 寸 
みに 靜 かじ ひかへ てゐわ 厨を け 


の 經濟詳 滞 委員 會に ては 曇に 赤 

露國 内の 巿 傷を 葦 固 どし 且つ 遙 I カラハン 巧抗 
貨あ 策の-端 ごして 側ん の 化 引 I 化 京 二 U 發 ：=: 勞農大 化 カラ 
じ 向つ て嚴 重；：* る觸 化を 施しつ ン 氏は 義-し ホ國軍 除を ロシア 大 
つ あつたが' お ホ 資本が 益々 硬 I 使舘 前の 廣矯 じな 屯せ しめる の 


英國 にても 

上院 大 改革 

S 巧ん じ 减員說 

リンドン ニ日 媛；；：： 現 巧 ザ黨巧 

閣 の 軍鎭 じして が 度 大臣で ある 

— クン ヘッド 巧は 英國の 上院 

改革に 就て お まを 提出し 首相 ボ 

グ ドゥ キン 氏ら がか じこれ を 協 

贊し 近く 政府案 ごして 議 を じ提 

おの 上 両院 協議 會じ 廻附 される 

趣で ゐ るが、 バ ー クン ヘッド ま 

依れば 現 巧と な 人の 員 數 をな 

する 上院は を然 巧を 無實 じして 

潑會 にお 席ず る 者 僅か じ 二 巧 人 

一: 過ぎない 事 賞を 指摘し 現 化の 

を 貴と 百 人を 一を じして iir 白人 

じ贼員 しを の 中な サ 入は 政治、 

行政 乃 ま 軍事上に 手腕を 發 揮し 

た A 物 か 自働的 じ 任命され、' 化 

の 五十人は 當 時の 內閣總 巧 大臣 

の 化かに 一任し 他 d 位階 ある 證 

旨のを 逃 じ 巧ず る ごい ム じあ b 

て、 氏のを 案じ 化れば 將 來勞慟 


化する r まつた ので 政が 當馬も 
初めてを の 非を 悟ら 遂 こ 個人 取 
引 制限 ぉ 解禁 するど 共 じ 課 焼み 
輕贼 してを^ お 產擢を も 確 ホを 
しむる をに- 史 なする 旨を 巧す'! 
じ まつた。 ，; 

總 同盟休校； 

佛都 バリ ー じて j 
バ 91 1 日發 ：：：： パリ ー 法律 學 
校の 敎顆バ ー スザミ ー 氏 か今留 
突然 文部省の 命を 卜罷殖 された 

i は 甚だしく 學尘の 激昂す ム 巧 

とな^ 約 十八 大學 校の 學 をに 醫 

巧乂學 生を 除きて 總勢お 五 万 火 

同盟 化 校を 斷 巧して 敎 頭の 俊 驟 

を 文部省に 要求し 槪 义夕發 して 

輿論に 訴へ るか、 約 六 千 人のを 

生は 示威 巧 列の 上バ！ ス グミー 

巧 邸を 訪問して 方歲を 一二 鳴し ホ 

だ黎巧 じは 改 ばない が 事態は 頗 

る險惡 じて 旣じ誰 會の閒 題 ごな 

つて ゐ る。 


はす 法で あると 抗遙 したる もを 


ゥ そンナ ニ： n 發 u 社 會民ま 惑る 一鴻の バィを つくら あげた- 
頒袖バ ー ア樓 ± パネ U おお 巧 太 由 ホ竊の 目玉は もつ ども 料 巧— 

利の 隆 軍縮 少 .{現 化の. を 員は めじく ひも も i ひごつ で、 往昔の 
巧と 千 人) じ おおし 國內の ほバビ 。ニアの 宮廷の 料理人ら、 

一 動的 缺向ご 匈す 利 間 題の 威 脅を をれ をよ く 調理す る i を 知らな おを る わを る 彼の 前に ホげ しで 
‘ 論じて 現な を 力の 維持を ホめ 宜 かつた 程な ので あるが、 彼は をを して 云つ じ。） が 
つ 化 巧は 將來社 會ほモ 々義を 維れ-しを 巧した ので ある。 さて ま — がくりの 御子、 千 一力の ホ 
持す る爲 めじ 武力を 必要 ごするな をの i かじな ほ、 彼は ボ^ セ子の あまじ わたらせられます 臀 
時化が ホる でを もうご 述べた。 キン ィ」 いふを 獸の输 から 嫂 肉を い踐 下。 陛下の 御 食慾の 御 退が 

つく つれが、 この 戴のを は黨ろ まこ ごじ 陛下の 挪窜 にむ 
の もつ ども 進步 した 大學の 動物-^ まする 幾千 巧の 草 蒙の おた t 
學者間 じすら 知れて ゐ ない S で 《悔み® 基で ございます。 ゎわ 
ぁる。 これの 珍 ホは 眞じ 驚く. へく しは 围 家の 軍職 ミい ミ も 
きもの ださう であるが、 しか f . まする 國 ちとして、 閔 民の 福が 
— . ; —— この 播 はち やうで： n 本の 河睐 ののう へ じか ほで な 重大な 結果 心 
一强を 使團は 違法 じんらず ご 回答 やう： 毒素を もつ てゐ て、 巧 里 もたらしました 大膳職 一同を S 
ムたるじ逊し重ねてを蔑しを度 の 占‘うこよつて注、 ホの霞めのじめ、 嚴罰じ爱し* 
麗が C ょフ 大使の 存在を 無視し ご 掛 ろし、， 中毒を ち さ ホる さう ずる やう じ、 謹んで 陛下 じ 御 柳 
て斯 る巧恢 上の 間 題を 决定 する で. りっこ。 願 ミう しあげます 0 
のは 違法で あると 述べた。 が、 かう して 事實は ども かく I さう か。 をれ もよ から， 一 

も、 大膳頌 は 非常な 舅を もつ 己は わ まへの 云 ふ ど ほ もじ 霉 
て孩 をな が 巧を 世を のこ ごな つを してや つても と广 力' 
ワシントン ニ H 健— 巧 玫部 のた 境 化から あつめて’ をれ を 二役 じた i ない 人間 じ、 ー ヘン 
難局 ご稱 せを て ゐる攘 酒 腳巧哥 一十 二人の 宮楚 の巧距 人の 助 ふを を やつて わく どい 言. 
局じ就ては大蕾官の臺じ， けをぃ幸、 あらゅるお能をふ 馬鹿馬鹿しいから^^ふ。 

ン コ こ •こ ド ，ユ， 巧 新任る つて した うへ、 をれ を 埋かミ ご ムゥ メラン ホは J 
共じ大 藏省內 のな 獲を 斷 巧し 下の 食膳 この f し， 〇。 追が じ 云つ た。 しかし、 この J 
摄關 、沿 摩、 醫觸 及び 禁涯励 巧 ：一 悲し、 かち b が リン どの ホの リマ ー ク をき くど、 - 
を 一 扇の 嘗轄 こして これを ぞ配 ムゥ M フン 陛い よお 足を しな かば じすは つて ゐじ妃 ろ おも. 
する をと なら 手剛い 人物を 配 潰つ,^ ので ある。 彼よ た r 顔を しや さつど 顔を あからめた。 
して 酒類の 密输 A 等に も嚴戒 をい めて、 自 をの/目 のまへ： 出さ が 女は 隣國の あるを い、 傅： 
加 ふる 萬で ぁる。 を^^^ ：:、!^ て 的な 王室の 第二 $ して 生れ _ 

まい ましげ じ卜こ 数の 滅織 非常にと 品に、 深窓で 育て ぁ 
のうへ じ噓 をはいた。 一一 十五 万ら れれ i めじ、 夫の か， っした 
ポンドな b らしを うかと いふ、 利 的な 經濟說 をき くど、 ぶの 


禁酒 勵巧新 方 か 


ユダヤ 民族が 

新大學 創設 

エ瓜サ レム' め 小を じ 

エグ サレ ムニ H を；；'：: 豫 てよ b 

を 世界 じ 散 化する ユダヤ 民族の 

ち 力みと 巧國 朝野の 努力 じ 化ら 

進が 中で あつじ ユダヤ 民族の 大 

學は 愈々 今朝 エ八ザ レムの 小 丘 

じ 創設され て英阁 より バグ フォ 

ァ 卿が 臨席の 卜 贈呈式を 舉 行し 

なじ ユダヤ 民族の 文化を あ界的 

じ 誇る ミ ごな つたが、 贈呈式に 

は アインシュタイン 氏 其 诚著么 

の ユダヤ人 學 お、 が 治を 巧が 臨 

をして 盛 を极 めた 


.公使 等 依願免官 

東京 轉電 一:：: 發 易 水精 II 一郎 ボンド、？ をし！ っヵピ 一 s . i ! ‘ - 
掘 口 九 巧 I 、 矢— 高— の， っへ に噓 をはいた ちじ 巧 辱を 感じ？ 宴む を 
實 及び 淳旧鄉 かのを 氏は め 願を > ，うした、 床 J う 7 じ 唾を はない ので ゎる。 

ちごな つた _< やう。 巧爲ち やん ご どない 嘴— 7^. ‘，9 ご 牛 

海軍ろ 異動 內を 皇帝の 身 ごして は、 たしかに 不 

ま^^ 電 一 四月 十 音 S である； は 云 ふまで もない ♦「性」 の— のを— お 
が せし かし’ ゎが リン， ムゥ メラン 婦 if は、 いかにも 

陛で」所|人の云ふ "::ろ^ 會らしいが、 ミま內が‘^ 

が 軍 欠 害^^ 中 S をを 淸禪 吳鎭エ ッィ ケットなる もの i 大 の反タ ー •アンド. ミセスな じ 力- 
^^^ 宮 中醬 武 ^ I 凿 をで、 彼の 道義 ま 信條ミ ある 所を 見る ご' は 
を S が^ 寸府 司を 良 じ、 大蓉る ご、— の 抑制は 地上 じ おけ 女 ど 限られて ミい 巧 
i 勇^ 見 宮博聲 1 共 こる 最大の 罪過 ミで ある こた 處女 たるち たらざる と 塞 
參 龍 け V かって 彼は ぃっでもす！ じする をが 明記 ミミない 席 
軍 事 憂诸皂 t 愚な グ __ 葦る ごきは、 けつして をを 見る と、 さては 神が かナ。 

農が 商工 省 次官 際さう とはし ない。 を こで いき ♦歌 姬フ アラー の プラィ w 

東京 特電； 發 リーま 靈氏 ほい 減娥 のうへ じ f はくやう 卜 •姜 から 酒類が 巧收ミ 


弓 "*5 お誦 j t 為 三 i ; パ -; Ki — i ' ‘ ， > 

は 農が— ま 号」、 1!— 氏な 結 裝が農 じ 誘致 さた ゎけ 美ム 。湛 だけで 結稱 だつ ゎ 
は 農が み宫 じ、 四條隆 華は 巧な ので ぁる。 ♦株 ま 透や穀 煩相撫 か、 
エ次官 じ、 堀 切 雲 衛 氏は 商 H ， ご ムゥ メラン ホの かは、， っやら 下を の化愼 、父 慑莖一 
務 次官に 夫々 巧 命され た。 をの VJ き 美しい 十一 一色 のぶをき 說が持 上つ で ホる だら- 
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齒科醫 

夕 年の 經驗 をな て 
最新を 科 學ま術 じ 
堪能 じて 信用 篤し 
U 施術 巧 低廉 = 
日本人 諸君には 恃 
じ T 寧 懇切 じ 治療 

が 育 掛を認 
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四 
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干 
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ご 一 
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を融段 踐の大 みに 

H 銀 利下說 

贸 易の 前途 樂觀 

お 巧の か < 大媒 ぶに ては 掛外 
貿易の 削を じ對 する 大体の 目を 
が 付いた ので 昨 か & 巧の 外資 檢 
入 助を 策を 松て i 今を U を按大 
藏な 局の 監巧 魄恼内 じを るを 巧 
ホ、 お站 巧の かは 外 黃め較 入を 
がま U い 能 巧を 明か じした が、 

，么け 則が の 前を を卜 する t じめ 

て 甚だを ホな 長。 b どてが ホで 

- はな H して ゐ る。 

.大藏 省 み 巧る 態 巧 じ關が 

I しが ホ-が じは 义 もや 白銀の が 
^下說が巧菌してホたが、 其ホ張 
.は 大体 左の かき 根據 じよる もの 

であると。 

- 、 巧 肉 金融の 大勢は 协 めて 緩 

樓じ L て 二 巧 下み じがけ る离 

旧 巧 巧の 破綻 及び 延 いてを つ 

た永樂 がわの 繫巧化 業の ため 

を 離み は 一時 異常の 浮 戒人お 

を 巧 現し 其郝沫 は夕少 化が む 

曾 化 等へ も 及ぶ かを 恐れられ 

たじ 拘ら やお 樂 むくして 今：；： 

じ まらし は 金 触 おの 化を がな 

码改 きされた 能據 でもる。 現 

じ S 巧に 入つ ては コ ー 八も漸 

巧 八 ホ 調を 池ら 前途に 何等 不 

安の おを をず、 近くを お 巧 も 

を 巧を 力を みす； 疑な きが 態 I 
じある i 

二、 資 易のを 狀は二 巧に 於て 棉 

化檢 入 夥しから しため 一二 兩 

巧を 迪じ故 じ-億 山 じ 建して 

ゐる もの i 、 二月 ド 旬の 輸入 

超過ぶ 約 二 千 五が々 のにて 中 

かじ 比し 激 がして ゐ るろ （よ 

つて 知らる i 如く、 今後 纔乂 

ぶ漸 妙し 四 五月 頃 じは 時に 出 

超を 4 るべき が 勢 じある もの 

ご 兒られ 、結：？ 上半期の 入超 

がは 一二 協 前後 じた まる もの ご 

巧るべき である 

三 一、 巧 化 巧が ぉ 外爲轉 化み 强調 

のが 因は-が 思惑を 流のを 斬 

も ある i 乍ら、 お 惑の おおを 

じ，* ものは いふを もな < 前記 

0如；贸あの前を：^,樂觀され 

る じ まつた； 及び 旣 にが 立し 

たる 約 一億 w の 外 憤の 影懲等 

じよる もので 前途を じ强 調を 

豫想 さる i MJ 

四、 す 口の 財が ホ 縮は 利 下の 巧 

槐な るょ、 化 ホは 今； T ： 喊端じ 

を 綜し居 6 化 際 n がが 利 下を 

し' て も それが ためじ お 機 思惑 

を 助 おず るが かきを 地な きを 

右の が ド 論じ 對 しては 

一、 巧 巧な を 整地され た 財 巧を 

巧び 巧 測ず ならしめ 整理を 徽 

底せ しめざる 域み ある，^ 

M 、 をに 米 國の聯 巧が 瞄銀 巧が 

み 上 を^し 蘇閣乂 之 じ 傲 はん 

ご视 へらる 一 今 H 利 ドは 廚巧 


の 如 < 其を 利を 五 年數ケ 巧ら 巧 I をして 么 公。 出 池が 巧は I 昨年 


付けに して ゐた围 どは 事情が を 
が 遥ふど 云つ て & る。 おして 利 
ド 論 おの ぉる 處 じょい ば H 銀當 
巧 ごして は 今り をら が々 利 下の 
好機を 姐へ 巧な かつた i め 時機 
ごへ あれぶ 利 下を なさん £ 焦應 
して & る 巧 巧で ある： a ,、 唯一 月 
頃 迄は ホ どし-楠 化の 輸 人が 遇 
れてゐ るのを 懸 を？ れ たる も 今 
や 乂棉は 約 六十 七 力 儀の 買 かを 
了ら、 印棉 もか訂 十 巧 倭を 質 か 
け题 るは 乂棉 十二 一二 万 乃至 十四 
五ぶ 倭 ご 印棉の 五十 ガ 優で 大体 
前途の 見据 へが かいたみ ご、 下 
ザ 期に 人れ ぶ 前期 好が 料の ため 
或は 株式が おがに な氣 .い 出。 い 
ども 限らない ごちへ てなる 拔で 
あるから、 巧し ホるべき 知 機を 
逸すれば 父 も 其 巧を 失 はんかを 
恐れて むるな であるから 或は 近 

< 利下斷 巧の 藥じ 出ない ども 限 

ら ないど 觀 測して ゐ る。 


左は 單じ經 巧 倒れで^ つた けれ 
ども 昨年 J b 化を 内地 輸送を な 
すを に まつじが、 何 かにら 巧 通 
の 不便 ご 輪を 機 脚の 不備 どに よ 
ら てが 贊が 嵩よ るので 巧 詰 b の 
狀態 にある ごい ふ。 


くだ 

等' のな 掛論 もを るが、 之に おし 

'て 巧 下 論者は みの 如 < 云 つて ゐ 

ブ !!. 即も則 おの 整 巧が ホ だが 

ぶして ゐ 。い；， U 串を であるが 

之が ためじを 事柴が 巧ら じ 烏き 

をが をな 化する はが 巧 

ホ產費 をな からしめ 巧が 

を 業， U お 外的に 不利の 地位 じ 立 

:つ え、 义米 喊概が 巧滿 おわの 利 

上は 引 FC べきが に 引で げてゐ 

- るから こを であつ て、 とは U 銀 


ホ 棒 太 油 旧 ご 

新 石油 會社 

本社 特 亀が 報じた 细< 日落國 

を间 化と 共 じ 化 機 太 地 田の 開發 

じ 就て は 化辰诗 及び お 軍部 巧で 

も 今後の ホ 針に 就て 調査 中で あ 

るが、 化辰會 側では 現 巧ん 如く 

■部當 業者の み じて 獨斷 的に 利 
權を 獲得す る i は 世間の 疑惑を 
招 < 恐れが ゐ るので 化 隙 

化 辰會を 解を て 別に 

千で 川 位の 巧 お视會 社を 設立し 

ホ 辰 貪の お藥を 部を 孽げて 之を 

繼ホ せしめ 化ち 會 みをまで ある 

ご 弗、 一二 菱 、大食、 大曰本 石油 

久 お、 鈴 木み 六 社な み 一般 か 

公蟲 し、 同時にが 常 じ 石油 供給 

を條伸 ごして 玫府ょ b 化 當の補 

巧を 仰^の 必要 あ b ご 昭 へて ゐ 

る。 一方 歧府侧 でも 化辰會 重役 

の 怠 觀を參 酌し 今後の お 池 採掘 

じ對 する 援化ホ 法を 考究して む 

るが、 化が 巧 魄ザ官 半は 會 社の 

多 '、 け 補々 ム孽衷 あちて 餐業不 

おを をれ： 2 ので 右の 說に對 して 

會社侧 は利權 細目の 餘 をは 撤を 

後 五ヶ 片內に 莫惭科 じ 開かれる 

ので あるから、 急速 じ 化 辰會を 

解体して 

新會社 組織の 段な をせ ね 

比なら 2 ので かが も 化 y 中に ホ 

針を 巧定 して 化 辰を じ 通達す る 

ふ ど U るで あらぅ。 一 冗 ホ 化雜太 

油 旧の 採掘に 着手した のは 大正 

と 年 二丹大 り 本 巧 她が大 倉 組と 

提携して 露 脚が 軍み 將 セ^，*. エ 

—フ氏 ごがに 化づ 才^ じ 試掘し 

ねので あるが、 交通の 不便 ご ホ 

池が 思は し < ない のどで 一時 中 

化した けれで も大 E 乂年 じ-をら 

日 局、 大倉 がげ 掘の 颇を化 おど 

して 云 井、 一二 盜 、大倉 、乂 原、 

鈴 木の 五贫 化が 發企 どなら 資本 

をぶ け 方 川、 四 かの r 呂廿五 力 

川拂达 じて 化胶 良を 創設し 才 

を 中， かじ エ户ピ 、ビ 八ト ウン、 

々タン グリ 等の 地 出を 甜を する 

; ご.；； > ち、 創立 か 年 じけ 

海軍省 ょら 巧を 方 川、 

翌年と 十 方 川、 其 後 今り をを 計 

四',:: お 十で 川は お來 石油が ホ 産 

された 煤を 海軍 じ 供給す る化悄 

ごして 悄ら ずけ 別じ吉 井， ご一 莲 

の兩 銀行よ 6 約な々 川め 借人を 


勞農 政府が 

エ襟差 巧へ 

装闕ャ ロス ラグ ょら 達 L た 去 
る 一日 あおに ょれば 問 地の 經濟 
評 お ま国會 じて は 米人經 營のゥ 

エス チン グー ゥス エア グン I 

キエ 旗の 差が へを 斷 巧し 我 巧 所 
の 許可を 得た が、 其 理由 どす る 
處は勞 農 政府 ど 閲會社 この間 じ 
契約 成立して レ ニン グラドの エ 
場を 閲 化に 移轉せ しいる ど 巧 じ 
り シァの 数 道 復舊じ 必要な 製品 
を 急 r ため 特に エ携國 有を 解禁 
し 敷地 料 及び 租稅 をを 除した る 
じ も 拘ら中 工場が 製造に 着手し 
ない のは 契約 違反で ある ごい ふ 
あらて、 會ホ 側が 上吿 しない 
限 も 奴府は 十二 巧 五 千 弗のを 地 
巧 ごして ェ攘を 競 寶じ附 する 當 
である。 


宇治川 電氣の 

新 社債 成立 

發わ 総額 千 四 巧 方 弗 
豫て よらが 談 中で あつた 宇 お 

川 電氣曾 ft の 社懷は 愈々 木曜日 

をな て ホ 摸に 資 出され じが 社債 

發巧离 け 千 四な 巧 弗 f 利率と 步 

黃出價 格 化 十一 弗、 巧 迴らと ホ 

化 お、 滿 T 期限は 千儿な 四十 五 

年： 二ち 十五 日 じして を 期間を じ 

約と 剧五 ホは 减 債ぶ 金で 返還す 

る； ごな つて ゐ る。 引受が 翻は 

リ I ヒッ •今 ンッ ン賴會 、ガラン 

テ I が會 、スト^ — ン ゥェブ スタ 

—紐 を、^ ジス プォ t ブス 廚會 

グラゥン 兄弟 廚資窠 である。 

四を 償還 蹤濟み 

おお 官 事務所 着電 

大史十 S 年度 國债 償還 賓 をを 

のて 貫 人れ たる 左記 諸を 債は 三一 

巧 册日買 人 銳却濟 どなつ た。 

雜 五を 巧を 債 額面 

二 0、 八 111 0、 000 の 

ザろ 五み 利を 債 額面 

二 od 六 一、 八 〇〇 

特別 あか 利を 漬 額面 

二、 と S 九、 1 〇〇 

六 ザ 利 付 米貨を 憤 

一二、 四 三’ 六 〇〇 弗 

震災き 後を 債 後 じ 基 さ 「み 号」 五 

みがを 债 一二 〇、 00 〇、 000 

2:ゴ1バ 化 一 H 發巧 さる。 慾 巧 僧 

格 八 五山、 償還 期限 發 巧の 年よ 

ら五年 据攪よ 翌年より 五十 ザ內 

じ 償還、 を 部 預金 部 じて 引ず。 

词 法に 基き 同 條件间 を 債 so、 

00 〇、 00.0 阳网巧 一日 發 巧、 

伞部お 育 改善 及び 農村 振 輿 基を 

特別 會計 にて 引を けた。 


=單 位 千 W 

巧 お撤出 二 一、 九 ニー 
輸入 ニニ、 四 八 八 

神戶 輸出 I 六、 と 八 四 

械乂 五ー ニ、 五 五 四 

乂阪輸 お 一 11、 四 一一! 一 
輸入 一と、 一四 四 

あ 古 馬 輸出 一、 四 S 四 

輸入 二、 一二 化 お 

巧 巧 輸出 八 ーニご 
輸入 四、 四 八 六 

四 H が纔岀 1 八 二一 

輸入 こ、 0 九 0 

淸水輸 ぉ —— 
輸入 ニニ ー 
を 崎 輸出 1、 8 六 

輸入 一 、 〇 五六 

函館 輸出 八 二 
輸人 二八 
小 樽 輸出 六 八 一 
輸入 -六六 
若松 輸お 五 S 九 

輸入 

下の 關輸お と 五 
輸入 ！ 


本社 おを 特電 f ISli 


下 かの 入超は 

六 千万 圓弱 

S 巧' 卜 旬のを 港 資易成 緩は 左 

の 如く 入超 五モ よな 凹 十 化で W 

を 示して ゐ るが、' 右は 棉化义 び 

外乂の 輸ん巧 加ご尘 ホ、 綿糸の 

輸出 不 巧が 其 お 因で ある。 


而 して 橫濱雑 一一 一月 中の 米 励 おき 
を 糸蹟出 高は 一 巧 九 千 九十 倭 じ 
て 昨年 叫 期 ょら 五 千 一二 だ 八十 一 
儀の ち 加で ゎる。 尙 ほ大藏 をの 
發表 にょれば S 月の 輸出ん 額は 
輸出 一億 五 千 巧 四十 六 巧 m 千 山 
輸入 S 億 手 I 二な 四十ん 玄罕 
旧で 前年 巧 期 じ 比し 輸出 じ 於て 
I 二 千な 一二 方乂千 田、 輸入 じがて 
五 面よ 十み 方 四千 四の 增如 であ 
るが、！ 巧 降の 入超を 計は S 
億 ホ 千 六 巧 廿六巧 五 千 旧で 前年 
同期 じ 比し 一猜 一千ー ニ： も 化 巧 S 
千阳 め 贼 々である。 义遞信 省の 
發表 にょい ば S 巧 中旬のを 阔繫 
船數は 二な 化よ 隻五万 八 千六话 
四十 觸 にて 一一 巧 ょら よ 隻五千 二 

巧嗯ん 減少で ある。 

最近の 商品 巿瘍 

鐵 力は 不振 化 荷豐富 じて 二 一二 

十錢 ホートが し、 英園 物な 化 封 度 

(二 枚掛) 廿六山 五十 錢 、なお 度 
物 十六 阳 。米 國 物な 廿お巧 甘 九 

阳 八十 錢 、巧 お 度 物 十六 旧 五十 

錢。 銳鐵 は ク — ブ ラ ン ド 物 j 

嗯- しが 八十 瓦 凹、 塞 石 一号 五十 

八阳 、を 石 巧 製な 九十 田。 電氣 

銅は 紐 育、 英國 をご內 地を 銅 お 

加の ため 愈々 惡 化の 傾向 ドて 五 

十錢 を。 支 抓 棉は焦 付き 保を、 

ホ 補は 稍々 良が。 輸ん 羅紗は 賣 

巧き を 巧 じて 目先 高。 巧ぎ 煩は 

娘然 がを なる も 前途 ゎ悲銳 さ‘ れ 

麥 類は 新麥作 悲觀 のた め 漸次 冀 

固 じて 廿錢 高を 增 へて ゐ る。 

日銀 帳筑 ，、一 金利 

を 巧の H 銀 帳 痛に ょればを 横 

券 發巧高 十二 億と 千 一一 巧よ 十四 

万 五千阳 、制限 か 發巧九 千 一二 巧 

と 十四 巧阳 、貸 ホ 島 一二 憬八千 六 

な 一万 六 千 山なる が、 H 未焼資 

は 竿ん じて 塑日 物二錢 一二 谣を 

唱 へて ゐ る。 

三 ホ 銀が 新 ま 巧 

一二 井 銀 わにて は 爪を じ 支店を 

設据 する； ご；：* つたが が 育 支店 

副た 配ん 須と巧 啓 I 一郎 氏 化哇新 

支店を ごな b 、 山 口 達 化 巧須之 

巧 氏の 後 ほどい* つた。 

新 建築 會祖 々長 

中島 义巧吉 巧は 化 巧 建築 會社 

長 就 ほを ホ諾 しな。 

= 化 上 llu を 
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稽古 はん 十 お 

仙、 S 四 週間 

じ 驚くべき 姑 

裝ぁ 60 音 

閉九時 よら 夕 
九 時を 日 順な 
十二 年の 經厳 
を h ? 


成功の 秘訣 

乂闽ま 英語を おすを 
は 成功の 窮 I 義 です 
本校 じは H 本人 あ 没 
じ 慣れた 審伟 婦人 お 
師 わら 懇切 じ 會敲通 
信 文 社を 語を 敎 巧し 
ます。 H 曜週 H 共 じ 
午前 九 時ょ b 午後 牛 
時まで 齡 校し ー レツ 
スンと 十她づ i 。 令 
H 直ち じ來校 あれ 9 
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f 2 ボ內特 

! 端 舟 丑 時 

間 十 弗 
郊外 本 
夫勉强 
1 iii ザ 仕 お 
- wlj 閒薩摩 
^ 則亩會 を 
さな 御 呼 お 


自動車 修 
簿 をび 運 
轉を敎 巧 一 

ライセン ー 
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安世 殺. しの 

審理 着手 

邦人 參考ん 召喚 

を 妻女 化 巧し 山 犯人で ある 田 
が寬 一の 一巧 謀殺 化 常理に 就て 
の お 侧の辯 謎 卜が飽 迄 もを 化な 
i が 腹した ものである ご 述べて ゐ 
i るのは 旣 巧し 處 であるが、 辯 
i 態. よの 一人で ある セシル •シユ 

'ラー ホ 人は 去る 水 鴨 曰 も マ术ク 

キ ー ン 判事 じ おして 之を ホ 張し 

むる 上 グランド •ジュリー の豫 

審調 萬の 審 をを ホめ が 事は 之に 

掛し八 U 何等かの 判 ホを 下ず 

當 であるが、 若し 豫審 書ち 審杳 

i なれば 被 吿侧ん 辯 讓±け 自殺 

を 巧 山 どして を じ 無罪 放を を 中 

辭 ずる 锥 である。 本 事件 じ 就て 

み 係 b 驗爭 ラィァン 巧け* テ！ こ 

ン换事 ごを 替 したので 巧は 昨今 

田 化の ホに 爛係あ b しお、 葬儀 

の 化 話を した 人々 を 參考人 どし 

て だ 喚し 巧々 V 一 聰化薑 を 作製 や 

であるが、 檢華扁 側は) 等 謀殺 

化を 飽を もま 張す るら しい。 

一昔 回顧 錄 L >】 . 

運命の 宿り 

殺された ま 化が U 


本を ホ 後した 當時 

大正^ 年 五月 i 1 H の 午前 一時 

I 頃で あつた、 化は 橫巧加 赞町嘗 

I 察署 のな 喚で 東をから 終 おおで 

出が した。 薄暗い 電燈の 下で を 

い應お テ！ ブルを 前 じ 此社巧 じ 

は孩 らしい 溫 をの 蠻舘ど 部 ド S 

j 巡を 教名 はなの 出頭を 逆し ど 待 

i つてん たらし < 、顿ホ かに 「君 

: はが 若 かね.. ：！！ ィャ 中で うら 

_ わ 氣の毒 だ」 ど、 旣 にがって あ 

- った 

; 聽 取 書を： 通 b 讀み 上げ 

一て をれ じ 相違： it ： •いかごを を 押 

す。 本 奉 巧の 潑 端から 經 逆に 到 

る 笠 大体を 諮 解して ゐる おけ 別 

じ異 が じく、 を 文に 掛 して 肯定 

した。 する ご當 部は 二 n 笑 

ひ 乍ら 「二階で 君の お 仲間が 待 

つて ゐる 々ら 」 ごて窥 下を 

して 二階へ おを 案內 させた 。厚 

ぃが 釀 b の 長 腰掛が 數脚 無雜作 

じ 判んで ゐ る大廣 間へ 通つ-た。 

を こじは 五 巧 五 y 出帆の が育觀 

ホ團に 加入して 良人の 許へ 旅立 

もを. C ； ごず る 五名の 若い 婦人が 

おが ごしても の 憂 ひじ 化んで ゐ 

る。 なを 見る ご 飛び立つ 樣に傍 

ら あくが 6 進んだ I 人々 締 A は 

「マァ がさん 飛んだ 御迷惑 

を かけまして 巧 ごも 中譯 御座い 

i せん」 ご 憂 ひじ 巧 もれ ぞ 醒め 

た 顔から パラ/、 と淚を 巧し'- 

頻 b じな じ 誌び るので ある。 化 

婦人は 誰れ あらう' がるが 巧の 

依 商で を 人の 巧が から 無 慘じも 

おちされ たが 律な 女、 旧が を 化 

であつ じ。 巧 化の 渡米に 就て は 

をし ミー 

小說的 物語が あるが、 今 

から 么を 巧賴 する ご 个が證 な 速 

命は なじ 當時 彼女の 身 的 上に 宿 

ら れてゐ たな だ。 寸巧 もない 巧 

忙 .がしい 出を 閒 際に 吾々 が 巧 中 

職 壊へ 引つ 張られる じ まつた 每 

件の 經絳 を器述 すむ ば 巧う であ 

.致 船を W 义で出 巧の 化 ホ 


る 


，して 組 育へ 巧く 数十 名 

の 巧 員" が-一王 名は 不幸に して 
擒査で ホな がご。- て。 3: か 
し 一-;。 巧して やり じいら のど 自 
サヵ 巧 訝らで。 く、 兒邊 人の 
がなる 懇语や 首を長くして ホづ 
てむ るが 君の；： も 想を するど 
氯の 奉' ご。 ら 。い J を こで 味。 
滨船會 社 や 旅館 まの 間を ホを し 
て 約束 濟の 一ず 船室を 特 じだ i 
ををじ入れる；を螺じからを-:- 
中 込 i せわ。 即も ホ 移は 一等 船 
をは 檢を をを せね 特典を をす る 
からで ある。 併し 化 場を は 例へ 
一等 じ 繰 上げても 旣じ 一度 不を 
裕 どなつ たを であるから、 I を 
の朔閒 をが 遇しな けれぶ 乗船を 
評 巧 ~ ^么 しを 狂め 渡が 化から せ 
ば 正しく 違な である。 安 おご 化 
の 二ん は 聊か 巧 瘡の氣 が .-. A A 
か 約束を萬り つ た t め遂 じ を乎 

等は 渡米 も 出 巧ない け ホに なつ 

ぶ V 一頻ら じを 憤を 洩らして はが 

無責任 をを める。 おは 彼 

女 等 一時 慰める 稽 b でみ 船 じは 

吃吸乘 込まれる 保証を したり、 

郎君が シア トグを 出 迎へじ ホる 

からな ど i 話して ゐる間 じ譬お 

が ホて 一同を 階： 卜じ誘 ふ。 應巧 

テ ー ブ 八の 前-し ホ 列す ると、 蠻 

部は-巧を 見渡し 乍ら 破顔一笑 

「君 等は 下らね i を やつた もん 

だね」 ご 云 ひ、 聽お 書を 朗讀せ 

しめて 型の 如く 論吿じ 入る。 平 

たく-之を 說明 するど 「被 吿等六 

名は 渡航 法 違反の 巧爲 あるの み 

なら 中 虛僞の 串 立を した i は實 

じず 都を お まる もので 嚴 爵じ處 

すべき だが、 良人の 許へ 渡が せ 

ん一必 から 何 窜も辨 へやが 罪を 

化した ので ある。 又 かは 化 米の 

彼女 等の 良ん から 同 巧 監督を 化 

賴 されて ゐ るから、 言語 不通の 

彼女 達を 是非とも 伴れ 巧かん も 

のご必 配し ね 結 お 方法を 授けた 

もので 其 間大じ 同情， ずべき 点が 

ある。 仍而 今回は 特に 罰を 刑に 

虞す」 ご 頗る 间情 的な 巧みを 受 

け、 を じ 本 事 かは 一段落を 吿げ 

たので 非常 じ必敌 した 彼女 達 も 

ホットを 必 したので あつた。 

= 巧を 京が 生 

日本 學 童の 

自由 議展覽 

今 四日から 化 H 迄 

ド少 トン •プランの 創案者 ど 

して 學 をに 著名な 敎育 家へ ンン 

バ ー クバ IK 卜诞ぶ 一昨年 H 本 

じ 赴ぃた 傑、 を 地小學 ほの 斑 重 

(ホ歲 ょら 十六 歳を) から 道 集し 

じ自も 蕾を メト〇 ポリ タン 博物 

舘ビ！ 室で 一般を ホ じ展覺 せし 

むる ごな つたが、 食 期は 今 四 

u から 加 日を である。 

婦人が 主催で 

懇談と 講鎭 

第二 麻で 新 計 靈 

靈じ 婦人 まがの 憑 談會を 開 お 

した 第二が の 同胞は 去る 水耀 H 

森 巧 氏を じ綺ん 委員 食を 開催し 

たが、 今後は 每巧速 緒 的に 懇談 

會を 開く をと し 第一 水聰 U を ま 

員 曾、 最後の 日曜 H をを 曾 日と 

して 席上ぶ 月 じ 起つ た 時局 問題 

じ關 する 連 攒的講 おの 外を 方面 

の あ ± じ 臨時 諸 おを 色 ひたる 巧 


懇談 會 じを ると いふ あ 益な 計畫 
を發 あし、 食費は 五十 仙 ごして 
を 婦人が 勸誘 する； ど。 つた。 
ホを せじ 列席した 婦ん はな 田 
赤 木、 化 田、 贊 輪、 河 野、 良 
を 川、 宮 永、 巧 中 夫ん 等 
あほ 萬 一一 一帖で も 巧 < 懇談 會を催 
すべく 昨夕 淸水善 造 氏を で 委員 
會を 開催した。 

愈 r 五 H から 

葉 寄が 一而 

部® 巧の 抱' ム斷巧 
過般 米 國よ下 南院を 通過し 大 
統領の 著名を 了つ た 新鄰巧 料金 
は 愈々 ホる 十五 H よち 實 施され 
る i となつ たり 

第 I 禪 通常 葉書 (私製を をむ) 
現 巧の 一 他を 二 仙 じ 
第二 桃 一、 トラ ン三 ント (骚 

巧 人 又は 化理乂 0外 よら 發送 
の 印刷物) 四 ォンス 每じ 一仙 
を 八 オンスな 下 ごし、 ニ オン I 

ス 每_ し 二 仙、 八 ォン',' 拐 上は 
小包 郵便 ごす 

同 二、 發 h 人 發送物 (巧 學、 
農業 及びを 敎じ關 する 記事 又 
は 廣吿) 一封 度 一仙 四み の 一 
を 一, 化 半 ごす 

同 一二、 新聞、 を 期 刊行物 あび 
記事 物 一封 度 一 化 ザ、 ゾ ー ン 

レ— 卜第 i 、 第ニ プ！ ンスは 

一封 巧 一 一仙、 第ー ニ ゾーン ご 洒 

第四グ I ンは五 化を 六 仙に、 

第五 ゾーン 六 仙、 築 六 ゾ—ン 

六 仙を と 化に 引下げ、 第と ゾ 

1 ン化 仙、 第 八 ゾーン 十 他を 

九 化 じ 引下ぐ 

第三 一柿 印刷物 四 お 度 3 內は二 

ォンス 每じ 一仙、 四 お 度な 上 

第 四 柿 じ、 八 オンスな 內は二 

オン，' 每じ 一仙 半、 乂ネン 'ス 

な 上は 第四禪 じ、 書籍 カタ 0 

ダを 第 四 禪を乂 オンス 0 內は 

ニ ォンス 毎 じ 一 仙 ごす 

第四满 書籍 カタ n グ等八 ォン 

ス R 內はニ オン ヌ每じ 一仙、 

八 オンス 0 上な ブ .ーン •レ 1 

卜 を、 八 オンス 0 みは 駕 S 權 

ごす 

教 便爲替 一 他よ ち 二 巧 ザを は 

一二 她を五 仙 じ、 二 お 半よ h 五 

巧を はお 仙を と侧じ 順み 引 上 

ぐ。 書留郵便 五十 弗 0 巧は 十 

伽を 十五 化 ごす 

COD 郵巧物 十 巧 凶內は 十二 

化と す 

特别 配達 郵便物 重量 制限な し 

二封 度 0 巧は 十 化 、二封 度よ 

ら十封 巧を は 十 仙、 十 封 巧 0 

上は 甘 他 ごす 

書狀 現を の レ ー ト ど變ら なし 


嚼み 人々 ごこ 


おの* リト '"を 始 きた。 隣席に 
は 巧 人の 外 じ 米 人ら ゐ たが 全り 
の 巧 巧 事 じ 件の 米 人は 夕食 もソ 
コ {にな も 去つ たが 僕 等 も 巧 
巧の 珍 ホ も 羞化ど 慨嘆の 念 どで 

マ ズクな つたので ロク 晦べ 

ホに 失敬した。 敎養 あるべき 苦 
の靑 年が 巧 巧 店の 机上 傍を 無-八 
堀る 醜 体を 演 やる どは 柯事 だ、 
ィ愼 しん 

で 賞 ひたい (風紀 係) ♦記を 樣じ 
お 願を します ホ國雜 誌に％ 
はれた る 搞束銷 係の 論 义の表 趣 
と 筆者の 姓名 ごを 時々 御 報道 脚 
ます、 一寸 圖巧雜 じ 立 寄つ てせ 
雜 誌の 表紙 だけ 御 寛 じ なれば 出 
ホる i で 吾々 じごつ ては 非常 じ 
便利 ど 思 ひま 1 讀 お) 


-ホ獨 みで！：： 活 す(？) 

塚 田 數平君 

♦が脊 の H 本ん 飯屋 や 巧 巧 店 
も 昨今は： 轉 して 米 人の わを が 
殖 へて ホ CC メヌー も H 奥兩國 
語で が 刷した も S であるが、 最 
らお 麗 なを 义メヌ ー の 持 ホは 料 一々 しは 袭 所柄を ヮキ 
を r が」 の もので、 英文 說明も 巧 
口 博 十が 轨 筆した どい ふ 凝つ た 
もの 0 

♦'が 育卜 y ビユ —ン 紙、 さて 
は巖 化が 育 ホ テ 八 新聞 等で 日本 
飯の 試食 記が 出る ので ホ 人 塚 旧 
數ホ 君は ホク 例の 巧 頭を 
益々 巧ら して ゐる〇 塚 田を は ホ 
措きの 本 壌で ホる 越後の 產 、同 
郷の桑 山が 會 まどは 兄弟の 機な 
頭で も あ 6、 仲で ある。 

'♦この 塚 旧 君 頭は をげ て も id - 
か-^ 化 猶を迎 へない ； が 知己 
の 間 じ 問題 どなつ てゐ るが、 「わ 
つし 等の 家の 様に 獨 み 者で 固め 
てゐる 家に々 が ホ もや 巧て 邪魔 
じ る」 ど’， ふの が 抑々 嫁 ごら 
ホの 哲學 (？) らしい。 

令进理 でヶブ チン* ダバ！ 卜 
メン ト から 階上の ゥ ユ！ タ ー 諸 
君を 孰れら 獨身 者の ち やき'---- 
で 固めて むる 處は氣 持が-い 5 0 
尤も 店を 閉ぢた 後の 巧 動は おら 
ない が、 化づ 0 て 數平君 も 紐 育 
同胞を 人 傅 中の 一人 だら うと い- 
ふ 話。 ‘ 


卓上 巧 話 

ラ デ ォご日 本字 

畑 違 ひの 出版 達さんで あつて 

ラディ ォ述 である ご 一浦 常吉 君は 

「ラ デイ ォ^^^ ど 洋語を 假名で 

馨< のが 癒 だ」 と あつて 苦必慘 

檐の 結果 どぅく 「樂耳 王」 どい 

ふ當 字を 發明 (？) したが、 其 苦 

必談じ 曰 < 「人間が 口 じ 御 

勵 走を おへる ど 同じ 理 窺で 耳 じ 

も 時々 御馳 まを おへる 必要が あ 

る-音 樂 やお 藝 なんか 蹟 b をれ 

だ。 で 僕は 耳嘉 しまし める も 

の I 中で ラ テ イオが I 巧 だ ごい 

ふ おから 樂ち王 どい ふ 語を を 見 

した 犀 さ」 


華 節 御 料理 

紅燒 豚肉/ 

が 料 豚が I 斥 ど虽独 かが 瓶 
油 又はを 化生 油 + な、 臀 链か夕 
砂糖 五な、 野菜 少々 

巧 巧 法 最初 背 腹の 肉なら ば 

幅 五 ホ長サ j 寸 位に 切 b 一 腿の 

肉 蹄の 部を ならば 一寸ち i 泣に 切 

b まず。 次 じ 鍋 じ 油を 入れょ く 

沸き立つ てから 肉を 入れ 一み 間 

巧手を 化め やじ かき 巧せ る ご 巧 

が々一^ 縮み 巧が 軟 かくなります 

から、 其時醬 池を さして 尙ほ寻 

を 体め やかき をせ おじを が 付い 

てから 砂糖を 入れて 袁 詰め 支す 

それから あ 碗 一が の 湯を 入れ 又 

野菜を 細かに 刻んで 入れて 鍋の 

盖を なし、 かを 弱/、 して 册を位 

時々 かきを せ 乍ら 煮詰めます。 

豚の 背 腹の 肉は ホが 濃厚で 腿の 

肉は がが 淡白で あち、 蹄の 部を 

は 骨つ きの ま i 巧 ひます が 巧を 

が 淡が で 巧が 厚くて 白ぃ のは 最 

上 おであらます。 余ち ホ 過ぎた 

ら白 過ぎる のはょ い 肉では あら 

ません。 义 皮の 厚ぃ のは 老 豚の 

肉で あちまず。 - 

♦鍵の よじ 吿ぐ紐 育生 命巧險 

代理人 瀬 川 一氏を 通じて 鍵 袋を 

贈られた 同胞 中、 二人の 落した 

疑が 同氏 事務所 じ 雇 けられて ゐ 

る さぅ だから 必當ら の 巧き は 御 

照會 あるべし。 

♦僕は 先 巧ぶ 人 

VJ 某 飯屋で 夕食 

を 共 じした が 後 

から 這 入つ て 巧 

た 五 乂の會 社員 

らしい 紳 十は 

1 プ グを圍 レが 否や 其 中の 一人 

は ポケットよ b 四 巧な ものを 二 

ツ 出して 頻 もじ 振ら 迴 はし 乍ら 


ディ •ケルトン 

庭球 コ I 卜； 

ま 急 貸し 度し 

が y 巧は 巧 八十 一二 了 目 ゲッン 

^ タィン 衔 (ブロンクス) ジ 
、エロー ム •ァゲ エニ ゥ 地下 

/ 鐵停華 踏に 接近ず るが 位置 

义チ 1 八 ロ ツカ アス 
シヤヮ アバ ス附 じて 

理想的の コ； 卜 です。 

條 が、 巧 他は す 紙 じて''. 
熊會 ぁれ 

D . 巧 巧 ！ LTOZ 
叫 巧 Z 2 IW 0 OCRTW 
183 rd St . & VaJ 空 - tine Ave •历ミ 3 产 
巧 ho ミ Kellog 逞 27 


最新式 六膀鍾 

巧 巧、 淸满 、待遇 懇蝴 、お 巧 化廉、 
を 着船が 么候都 巧 波 化 煤に 巧 張 

シァ ト成ホ 第 丄ハ巧 1110 みを 
エ义ピ 1 ホテル 
带話メ ー ン ーニ 九 五一 一 


藤 ホ 旅館 ま 巧 

423 saynard Ave : 
泌 eattle. wash. 


H 本 巧療船 切な 卿 申込に おじ 
.萬 事 御 巧を じ 御 か 扱 ひ 申 上 お 

乘灌 ホテ^ 

マ 日本 御料' 理 (が 間 あ' り) 

を 港 カリ ホ^ ニア 街 六 一二 
電韶 カネ ー i 八 ー ホ 


口 I サン ゼ ルス 地方の 御 
觀 ホには 最善の 御 便宜を 計 4 巧 


ィ 


，グ八 

ホ テ 


戶 


.羅 舟が じ 於け る 同胞 經摩 中最 
新式 高等 ホ テが であ もます 
羅膊東 一 街 一二 九 半 
幕 京 「ゥ アン ダ ィネと 六 置 丸 
ジ 々丄 二八 さ 二 

貸 自動 幸 (牧野) 

羅府名 巧御觀 光には 最も 精通し 
た ドライバー が 御 案 巧 申 上ます 



新着 御 案内 

四月 號諸雜 誌 
最近 敕圃 新聞 

到着 仕 候.. 

シ火ク 、シャツ 

ホ 弗 五十 仙ょ ち 十二 弗 五十 仰 

ず モノ、 ゆかた 

二 弗 八十 五 他. 

右 御 注文 じ應 じます 

’ 雷し 出 來をも あちます 

東 泉蘭會 

電話 トラフ ア^ ザ！ 六 五 五 丸 


ボストン 案內 

貸 自動車 業 河 西 
諸 古跡 > 大學 校、 エ鶏奠 他 一般の 
紹か 及び あ 辯 もします を §30 
T 里す ck 童 77 普 7 三臺 iast .. 


ボストン 巧 

富 ± 旅舘 .大浦 末 松 

1 さぞ oitef st‘ Boston 夏 SS . 
ぎす を 童 8770 


わ 

0 

W ’ リ 1 

汉 =*=1 巧 

e d n 
T 帖 咖 
e ^ ^ 

か 2 ’ 

瑪 

P 

泣 


華盛曠 

おさ； 

目 本料哩 

御旅 舘 


が こ 



舞踏 敎授 

▼社を ダンス A 

▼ま 惟 ホ 操 A 

紳± 、淑女、 おみ 

供さん 方じ吁 峰た 

敎授 致し 升。 午 鹿 

十 時 ょら 午-後 十- 

時 迄 ( H 曜を 除く) 

シャリフ •ダン i 

ング 師範 學校卒 装 

上 杉 タマ 


..御菓子 舖 

栗靈 頭、 羊肇 、蒸 菓子 類、 驚 餅 
マ' (のし 餅 前 H 御 注え 願 升) 

松風 軒 高 橋 

函ムハ 十五 了 目 S 十四 番 
電話 トラフ グ^ダ ー ー 立 五 五 四 

豆腐 油揚 

欣餅製 遣 卸、 小 養. 

H 本を 巧 品 一切 

旧 中 

第 S 街 八な 八十 五を 

軍 詔 ブラ ダ 五 二 一八. 


紐 育旅舘 旧 中 おみが 

を 四十 了 目 一 一四 二番 

ぎ Caledonia 贾 74 


御 下宿 鴨 井久 

二？ 養 pent Place 

oe こ st -2 nd A さ • 〇二 E . を nd St . 

ぎ Mu ミ yH 二 一兹萬 


新鮮 無 か 一切 

H ぶ 人 向きの ホ 魚 澤山取 b 揃へ 

恃即廉 酒で 大勉强 致します 

ー サヴオ ナ魚店 

Josepll wavon 曲 

技 4 W . 61 を St . 

' rel . 0 O 1 U 吕 bus 91 援 


極上の 魚類 

を卽の 斬鮮の 魚貝類が 深山 揃つ 

H 5 らます から 御黃ホ 下さい。 

ァ ど* 口 魚 巧 

だ Bayard Si . Tel . Franklin 44 呈 






SAM WITT 

ENGLISH 

TAILOR 

9 8 

CHAMBERS ST. 
NEW YORK CITY 


O.S.K. Line 

大 飯 商船 會社 

Room 603 Cunard Bldg., 

25 Broadway, New York City. 

Tc し Stmling か een 的 お 


社 會船郵 本日 

店 支 育 紐 

8-10 Bridge St. New York むわ 
Telephone Bowling Green 2262 

店 支ルト ヤシ 

Colman Building Seattle- Wash. 


THE MITSUI BANK,LT0. 

NEW YORK AGENCY 
区 00111 No. 1012, 

61 B の adway, N. Y. じ . 
下 el. Bowling Green 3440 


WALKER & FLORID 

CUSTOM TAILORS 

20 DEY ST- NEW YORK 
Near じ hurch St. 

TEL. CORTLANDT 7567 


ん 

The M け subisiii B が も LM. 

EQUITABLE BLDG. 

12 り Broadway New York 
T«lephon« Rector 9 が も 85 


THE FU 厕 TO { The 如 阳 け offlo Banl(,LM, 

な 卵 R!TIES 即 .，祖 


120 B，way N. Y. Ci け 
Rector 241(5-3339 


N と W YORK AGENCY 
149 Broadly 
Tel. Hanover 7444-7445 


The Yokoliama 
S () が お Banic, LM 

Equiiable お 把！ 1. If 
Phone お 加 r 2550 


The BMo け aiwan, LM. 

Room 308 

Bennenson Investing Bldg .， 
165 Broadway, N. Y. 
Tel. Cortkndt 7 が 2 • おぶ 4 


Ta け oTradingOUnc. 

importers 皮 拉 xpoirte 巧 
1()1 F け th Ave. ， N. Y 
Tel. Stuyveaant がが - 5 

327 W. Madison な r が 
Chicogo, Illinois. 




32 Broadway New York む ty. 
Phone. Hanover 7394 

店ち を 俄 ホ ' 

112 We が Adams も reet, CHICAGO, I しし . 


tt 會式株 船 纔洋東 

T . に K. 

NEW イ ORK OFFICE： 

Room 801 -805, 165 Broadway 
PHONE ： CORTLANDT 8047 

San Francisco Office: 551 Market St 

帆 お 港 桑 

路航米 南 な 航来化 


M0 誦醒 邮 肪 ,1 船 

53-55-57 W. 2 か d St.. 
Nc'.v York Ci か 
Tel. Gnimacy 3850 




號 


H V 千营第 


で ぷ な ; p ななぶ 巧た ®itti で 巧 


. 化 曜： h] 


ti 四 巧 四尔幽 i 正大 娜 J 


上等 洋服 調製 

弊ぶ 調製の 上等 服け 皆樣じ シック リ 

を ひます、 而 いも 化 段は 恰好です。 

服地は 英國ゥ ー 八が 深山 输へ てあら 

ます 是非 御 一 變を願 ひまず、 H 本紳 

i 祐 をは 特別に 歓迎し ます。 

一二# 銀 巧 員 諸君 じは ぶらく 御を 顧を 

装つ て 居ます。 

サム ウイット 洋服 巧 


'夏瘍 向新 荷 到着 

格安 ぉ續 々到 肴 化り 候 間 

是非 御用 命 被 卜度願 上 候 

化 八 商會な ホ 元ブ タザ ー ス 

17 野 た 17 を St, Mow Y ミ k City 

Telephone Stuvvesant 菱爱 


音 樂敎授 一， パ 

獨啤か 授業を ヶ H 六 弗 二遇一 鸟 

西 六十 玉 了 目 東京 商 貪 階上 

菊 地 盛太郎 

書籍 一切 取次 

ホ國 出版の 書籍は 化て 特別 割引 

にて なをに 化かぎ 旅 巧者の が 巧 

参考資料の 書 摧鬼集 等は 特に 卸 

便を 化 計ら ひ 致 巧 〔陳 惭】 

Hkoshi 左を夕 

妄 Nassau St.i Tel . す ekman 云 お 


シアトル 出帆 (出帆 午前 十 時) 


加賀化 
伊豫 化 
靜岡乂 
橫演乂 


ホ 五 S 
十一 百 


四 巧 
五月 

六月 二日 
六 巧 ホ 九日 


U ネ巧 船客 運賃が 率 
一等 橫濱 一九 五 鬼神 戶二〇 五 巧 
一二 等げ を 五十と 邦 化 食 五十 おを 

歐渊 n 本 間 客船 (每ち 画' 

输敦 よら； 等な 五 破、 二等と 十 
赌 、おぜ 塞よ b 1 等乂 十と 磅 
二等 六卜 六睛。 

が 育 化 机 田を お 巧 由 日 お 巧 货物 巧— 月 二 阿 


船 星 
を 巧 
はを 
坂 御 
本が 
を 出 
わし 

お 下 
物ク 


シア トパ り邮 
あら ばま义 四月 ホ ニ U 
- ばらす 丸 五 巧 十： H 
▼橫濱 一等 一九 五 ホ S 等 五 五 巧 
云 等を 室大 改造 家族 室を 數 

A 御を 望に 化り 割引 往 巧が 巧 發巧巧 致 族 

ロスアンゼルス 出帆 

しか ご 化 四 巧 化 目 
まじら 見 五 巧 十一 一日 
▲巧沒 一等 大巧が 一九 置 巧 ホ 型が 一三 ハ巧キ 
▲沙 港羅 がが 箱 車 切 巧 齒藥券 購入 御 的旋化 りお 
▼解 育 線 パナマ 巧 由 日本 ぞ邪巧 貨物が 巧】 風 


求人 英語を 話し 玉屋 じ經 
驗 ある 人を ホむ、 一週 化 五 ホ、 
居を 本人 自辨。 

【姓るな 赴】 


求職 


タィピスト 及び プツ 
クキ ー パ 1 どして 會 
就 或は 銀 巧 じ 職を 求めた しお 闕 
小中學 よら ビジネス カレ ツデ卒 
業の 日本人 毒 年 左へ 電請を 乞 ふ 
ジ宫 lli で die 瓦 t W739 


グン ス 正則 じ敎錄 致し 
J まて ザヤ！ ラ 

ンテブ ド。 t ス五 弗り 本ん 歡迎 

ミ ゴ n ミ I 岂ち養 鸟ご百 口 

窒 inAL 22 •養 h S 三 eai Ave . 


ダンシング 

U 每巧八 時ょ b 午前 I 時を リ 
入場 切符：：：： 一巧 《十回み ィン 

スト ラク シヨ’ ン附) ダン シン 
グ 、コンテストが 每が あらま 
すぶ人御誘をせ御巧^^下さ い 
H 本人 諸君は 特じ歡 載いた し 
まず。 體 ちけ プ； 八グ！ ムで 

雲 i 

岩 4f 二 llthStreet 


裁縫 所關 if \ 

H 本 着物、 シャツの 化 立 比 r 觸 
小 間々々 した 縫物. 一巧 致します 

ホ 7 イト、 コ！ 卜、 エプロンら 

あらます 0 

近頃 夏瘍業 景品 どして ま 様 好 
評の 日本 着物の 注文 じ 癒 じます 

裁縫が 坂 ホ 辰 子 
呈 W. 呈 之 占 さ 

料理店 賣屢 

瘍 所は ビジネス 區 域の 中必地 
支那 料理、 西洋 料 巧 巧 今 巧 ま 人 
歸朝 にが 至急を 惜 じて 資 渡， r 度 
し、 夕 年の 顧を 澤山 ぁらを がめ 

モは 左へ 御 電請 あれ。 \ 

電話 チで ツカ リング 五と 九 二 \ 


貸ァパ n Tr / t 

家 興 附 s 室 湯殿 キッチン、 明る 

き檐 所を 價 じて 來る丸 巧 下每迄 

委細は 御 面談。 

Tfoshim ミ a, 三 W でち ht ち 8ack 

だ 8 E. 苦 rd St- Tei. 呈量 ander ? 虽 2 


y 室 奎 、一ん 义竺人 

の 紳± じ適當 、電話、 昇降機 附 

さ 0 Marihaitan Av 严 ，音. 苗 

I； ミ. ごゴ h St 


電氣仕 舉一 巧 

下羽電 氣簡會 

g21 巧 roadway 
TeLsdicotM0270 


M 


d 

6 

化 


■ 8 
n 


一! T ごと 一圓 お 
話^ 四 四 八 八 

國ホホ ー ム 

• I 

レノックス 

Y がピ、 A / 隣ブ 


B t 

n c Y 8 

■I & も掀 


H 本 陶破器 
雜貨 類卸賣 



を 

側 日を 

巧！^ 

け 意 

を 匠 

M* 


S 類 


- i I. - 9 

を 如 S 

扣=^"^ 加 I ホ 元 
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急 
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夏瘍 向新 荷 到着 

特に ダ ー ム向陶 黑雜譜 類 澤山取 揃 居 山 

候 間倍舊 御用 命 願 上 候 

森が K ラ ザ！ ス 

が 含 oriimcra 巧 3产， unp 
お I ご 3 West 23rd ぎ 
I zew York oity 
Treishone Gramercy 3850 


夏 瘍向各 > 新 荷 着 

陶破黑 雜貨を 種 到着 精々 勉强御 便宜を 計 
り 去* すから 是非 見本 御. 一 覽を願 ひま 卞〇 

木 桃 ホ 組 

養 こ 害 £ ^ .す i - ぎ yve 兹 瓦 ま 苦-で 7 





み = 新 荷 到着 U ぃ 

適 、 ， 

際？ 誦 精々 短 强可仕 候 問 御 註文 被 下 度 願 上 候 

./. 、 

太 洋貿媒 株式 會社 

- 

Trel . stuyvosant W 》 だ 
101 IFi ぎ 义 enc 夕 ZOW Y ミ k City 

ohicaR'o 历づジゴ昏 3^:^ W. sa&son wt, chisgo, ゴー . 





貸 室 大 を、 湯殿、 ツィン 

ブ ド、 明るき 表 室、 一週 五 巧 

0 上。 

芸去.1呈|1巧.を二"三08をヨニ082 

一遇 五 巧 及 八 巧' 一 

人 又は 二 A じ 適ず、 

市廳へ 十み タィム ススク エヤ— 

へ廿 五み 電話 カン バラン ド呈 ニニ 

一 芝 宝を 篇， ず呂至 n 黑崎悔 子 


日本 紳± 巧みの 洋服 I 

= 御 注文は 當 店へ = I 

巧 舖は夕 年當巧 日本 お 築が 巧 員、 がわ、 會 I 

社員 方の 御 お 服を 諷 巧して 居 もます。 i 
新型、 おがの 巧 服、 かを のな 文化 ホは 廉巧 j 
で 御用 命じ 應 じます。 1 
ゥォ 力.— ムント I 

• フロリ ネ 洋服 巧 I 

ち 本を 一 庶 圓一 
拂込巧 資本を ホ 千を 助 
稱 立を 五 千 ホが ち 巧 

㈱狀ご ー ホ 銀 巧 f 支 巧 

本 おを 巧 ホ H 本！ r 瞄駿巧 巧 一 
ち お 小が H 本 橋 かの 巧 (化 爱 おお 

名を 尾を 都 大巧 西 (ホ 巧) 一 
神 戶廣島 下期 巧 司 若松 
箱 岡を 惊 上海 倫を を貿 


外 嵐爲替 、鄉里 送を、 ホ 送を、 信用が 其 化 
一 肢お巧 業務 樽々 御 巧 利 じな 扱 巧申磅 

S 一二 蒙 銀 巧— ま 巧 

本 ま 店 巧京采 巧.* 大お •神 戸、 京都 
所が 地名 古馆 •小が、 上が、 おを 


^ ^ 定期が 貨 五十 圃 3 上が 息を ホみ 

S 臺灣 銀を 育 出張所 

▼鄕里 送を 及び ホ 送を (無手 较 巧)、 外 困 
爲替賣 買、 荷爲替 なお 取 立、 信用が を 
け 等 一 殺 銀行 菜 務御巧 利 じがが 巧 化 お 
►巧 ほ 詳細は 御 遠慮なく 御 巧 合 被 下 度 お 


^ ホ ヶ月な 上 
」 ー ニケ 年 0 內 

錢二哇 

(あ シ壁モ 圃な下 ノ逆お 巧を-おが 总) 

横濱 正金銀行 ぉ育支 巧 

鄕里 送を は 都て 無手を 巧 じて を 
巧橫濱 本店 経由 送金 ホ 取 巧 申 巧 


なを 巧 巧 住友 ま 左衔巧 _ 
本 巧 乂扱化 お 置 T 目 ' 
が 育ち 巧 が 育ブ n 1 ドウ ユィな 四十 九を^ 

體化友 銀 巧^ 

ぉ 一 まを、 横' 泣、 名古屋 、を 都、 巧 戸 
尾ノ^、廣島、吳、柳井、下/縣 
地 そ 巧 I 巧 司、 小 倉、 をめ、 蹲夕 、みを 米 ま 
本國預 を、 瓶 里 送を 等は 極め 
て 巧 巧 利 迅速に 御 取扱 可 申 侯 j 


藤本 證券 會お 1 

^ I 肢有價 話 券ノ資 買、 引ず、 募集 I 
A を强 、並 二 之二硝 ス^ 一切 ノ 業を 

2 脱 藤本 ビル ミ i— 銀 巧 一 

紐 育 お 張 所 


本な 


: 定期 


、が貨 五十 圓 《 上 
，ホ 息 年 六み 


預金 r 知 露 辟？ 鱗 


雜貨 臟離器 

ドラィ グ ー プ知寶 

太洋 貿易！ 會社 

ち 巧 ボお亩 、ポストン 


樓演 '神戶 '長 巧’ 上海， 香 渚' ああな わ 


太洋化 (ニニ、 誦 巧) 
天洋乂 (二 00 毒) 
コレア 化 (一一 气醒叟 
をが 丸 二 一二、 000 嚼) 
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化航 墨西哥 、秘露 •智利 諸 港 巧 
復化 ホゾ ，、横 濱神口 巧 司 香港 巧 
(化復 共を み 週 一圃 一 

◊を 港 巧 切 巧寢臺 を 驗 入御 幹旋化 9 候 


シャト を 化 午前 十一 時 

▼フ レシ テント 


グラン V 

四 巧 ホ j U 

▼ プ ンジ •テント マザィ ソン 

'五 巧 一二 日 

▼ V レジ デント ジヤクソン 

を 巧 十五 H 

▼ブレジ* テント マツ キン ン 

五月が と U 
▼太ず 详が 路の最 快速 歲船 ▲ 
►船室 廣く理 お 的 じ 完愼す ▲ 
▼ ベッド 使用 ュ ブト じ ホず ▲ 
御を 留じ 波ち 日本食を 調 ふ 

善 代理店 桑 山 商店. ミこ— 
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東が 思想の 眞髓じ 開眼して 

世界の 文化に 貢献 だかと 

縱 論橫議 する 吾 思想界の 闘 丈 


が 育 日本人を 巧 巧を 员會ま 偶 
j のを 例な おを は旣 報の かくの 巧 
1 1 H がが 巧 H 本人 おを じがて 開 
催されむ •か 雄 辯 家く して 新 あが 

.界 の閱出 ご （てが 名 ある 

"鹤 見祇輔 巧の 藻が がん 
I おを 呼び 路衆 S な 五六 十 名の 夕 

i 數じ 速し 謠 堂の かじを ふる^の 

I 大嘛 を呈 した f 定刻 じ まる や 

一巧な 蚕： い 長を 信 竹 治 & 立っ て 開 

一 おの 齡を 述べ、 鶴 忌 氏の 人物 經 

I 歷を紹 かする ど あじ 巧 あ 部の 口 

; 本ん 巧 巧む じ おする 要學を 述べ 

I 巧ら た H 本人 贫 のを 例ぶ がを じ 

音樂 のかき 餘 典を 添へ て 参待ぞ 

一の 慰を V - したいと 云 ふ 氏の ホ駕 

じ 仏ら、 を。 先例 ごして 氏の々 

息 茂 離 君に ビ ャノを 彈奏 せしめ 

聴衆の 大 喝采を 博した。 

聽衆 中に は 齋朦總 領事 

大島 H 曾 副を 長、 鈴 木 1二 ぶ 銀 巧 

; 巧 住ぶ、 屋葺 藤本 銀が 等の おお 

I れがお 見 L れ〇鶴 見 氏は 『開 画と 

一十 年後の = 本を 論じて 化 ホ問胞 

じ 訴 ふ』 ど 云 ふ 演題で 超々 一時 

I 間 ザし おつて 誰 じたが、 氏は 風 

邪の ために 晒 喉を 寒して おる の 

一で 特に 化聲 であ 說 をした 感があ 

一つ け；：； でら、 をれ でも 精錄さ 

; りたを 力の ある 音聲は 助々 どし 

一て 聴 ホの 马 おを 打 も、 腳靖； 番 

; し が乂间 胞の覺 憎を 化す 刹那 

! じは 言々 句々 ヒ シヒシ どして 聽 

一 衆の 胸晚 じある の槪が あつむ。 

一氏は 開；；！ 一番、 異鄉を おの 外 じ 

j 孤樹い 生活を する 同胞の 立 操 じ 

i 同 おと 宵 だ、 此の 異鄉の 空ょ b 

か闕 U 本を 顧る 時は 嘗じ 

咸地慨 無 お® I なる もの あ b 

ご 科び、 論舒 を】 轉 して 日米 腳 

保の 愈々 を おなる 所 なを 明 じし 

化が 义 化の 中 必か 地中が ょり 太 

i がげ じ 移ら、 史らに 太 牛げ じ 移 

； 動 せむ ごする 時" 當 ゎ、 U 乂雨 

-围の 脚 巧は 化 お 人類 ノ 平和 公び 

-义 化の k じごつ て實广 重大なる 

一息を を 窥らす もので あもと 斷じ 

I てホ國 & び 口 本の 現狀を 詳論し 

_ f .。 氏は ホ阀の 國威隆 々たる 現 

がは nl マホ 围を 盛の 化 时じ巧 

彿 ぶる ものが ある ビ云ひ 『或る 

一展 かを け 最近。— マホ 网 をを ま 

て、。— マの 歷 巧を 四 巧に を 

，第-則を を 民々 丰 々装の お 化 

; 溝 二期を 工業々 函 資本 +轰の 時 

一代、 第-二期を 職 策め 軍人 万能 ま 

j を > が 化、 第 四 期を 

I 1 帝闽 主義 的 ホ 越を 盛期 _ 

|| ご （て 居る か、 米闽 J 南 化戰巧 

I 0前<狀ぉは。！マの第. 期の 

二 か < 度 出を 中， む S する 堅實 なる 


自由 K ま々 義の 時化で るつ て、 
巧 化戰ず 0 巧は 農業 時化よ らエ 
業闕時化に變遷し、 今や 。 1 マ 
の 第二 期た る 資本 ま 萬で 能の 時 
化 じ 達せん どして 居る ので あ J - 
おは 米 固の お ホが 必ずしも 口 I 
マの 躲 一二が を 网朔の 如き 時代 じ 
向つ て 進む もの どは 信じ じいけ 
れ でも、 が 一則を 二期の 時化が 
i U 1 マのを れご械 めて 酷似 して 
居る こごを あ，， 時、 將ホ 如何に 
展開すべき かの 問題に 就きえ 大 
の舆 かを 隨や るを である』 ど 論 
じ f ' o 巧ら じ 鶴を 巧は 論旨を 一 
轉 して H 本の 現が 及び H 本の 

經濟狀 態 S 狀 ぉら、 

义 農業 時化 よら 工業 時化へ、 農 

か 中む 時化ょ も 都 會中必 時代に 

變遷 しつ {ある 傾 おを 指摘し を 

してを の 結 お 政治的、 社會 的、 

經濟的 じを く 巧 詰れる 窮狀は 東 

巧巿 のを 通 欧策わ 詰らの 現狀じ 

見 るら、 一事は 巧 事 乂を睹 るよ 

b も 明では ないかと 慨歎した。 

『がし リ がら 普選 ご、 貴族院 改 

革 ど、： n 露國を 回復の 一一 一大 問題 

'^、 始んど 時を 同 ふ t て 解 巧 さ 

れ たことは 巧 詰れる 巧： 2 本の 現 

が じが' て、 繼て 新しき 時化を 展 

前 せんどす る 1 道の ホ 明では あ 

るまい か』 ごを じ 一 おの 曙光を 

認め 得る 所 巧を 論 こて 後、 普選 

の實 質的 効 あじ 論及した。 •皮は 

昨年の 

總選擧 じ 緩し 郷里 岡 山 

よ b 中立と し t 出 おし 惡戰 苦圖 

め 結果 感じを 選した 皆き 經驗を 

お 礎 ごし、 第一 因緣 精巧、 第二 

金力、 第三 官憲^ 干涉 V - 云 ふ 一一! 

つの ホを 巧なる 闽 子に 攸 つて 火 

勢を 支が されつ i ある H 本の 選 

擧 巧に 於て、 を 權 巧の 數が 一二が 

巧よ ち 下 四が 巧-'.' 增 加； けた 所 

で、 果して 幾許の 變 化を 期待-- 

巧る か。 又な 權者數 の 巧 加した 

結果る し 選擧數 用が ち 加す る ご 

ずれげ 巧つ てを 權の ィン フル エ 

ンス がを 大 する 譯 であると て、 

醬 逃の 實巧的 巧 あはが 易に 信じ 

能は ざる 理 '由が ある ど 云 ひ、 轉 

じて H みのお 想 巧の 變遷を 論述 

して 

ぉが 思想 の 眞禪」 觀眼 I 

せんごし つ i ある 曼 化の 新 傾向 

を 論じて 左の わき 結論を 述べて 

演ぉ .V 了った 『斯 くみ 如く 故國 

日本の 現が を 顧れば、 幾を 不滿 

の 点が ある。 物畏 めに 之を 見れ 

ば 四方 八 ホけ 詰 b のが 態で 實じ 

が觀 すべきが 抖 じだ^て 居る。 

巧し 乍ら 幸 じして 日本の 背後は 


未だ 開け ざみ 亞細亞 大陸を ひか 
へ、 前は 巧々 たる 太 ホが を W て 
めぐらして 居る ため >; 、歐羅 じ 

諸閔の 如く 近隣 侦打 つど 云 ふこ 
どな < 、國 おな 半 か。 る 阔± に 
をを 享 ちして 居.。 ので ある。 化 
の 平 かなる 闕尘よ 6 河 者 か 

世界人 類 じ貫献 すべき 

巧し い 棉神的 文化の 芽 生へ が絕 
對じリ い ご。 誰もる ふこ VJ は 出 
ホない。 巧々 は 普の。— マ國は 
の やう じ 或は 戰 前の 獨乙劇 民 & 
やうな 傲 おな 態度を 取 b 度くな 
いがが し がら 最ち 謙遜なる な 
虔じ 立つ て、 H 本 顧 民の お ホを 
ョ V 精神的 じ 見る 時に、 巧々 は 
あぞ じ 街して 大 なる 確信を おず 
る こど 能は やと 誰も 云 ふこ どは 
出 巧ない。 巧々 御 互は 大 r * るコ 
ン フキ テンスを なつて 世を の大 
道を 爛步 しませう 玄云ふ 一言を 
おは 特に 諸 パに 訴へ たいので あ 
らます jo 

基督 敎學 ホ 會合 

日本人を 瞥敎學 生協 會 f はな 
々渡歐 すらる 田 源を 郞 をの 送別 
會を明 五 H 午後 I 二 時お巿 高見 ド 
クト がを じ 開催す る 帯で あるが 
當日 な最あ 西部よ b 歸 紐した ホ 

木 英道階 ± の 『太平洋 沿岸 じ 於 

ける H 本人 第二 化 間 題』 ど 題す 

る 講演が あると。 

♦西 一雄 氏橫濱 正を 銀が 紐 育 

女 巧 劇 支配 A 、 を 族 同伴 巧る 六 

U 岀發西 巧 十四日 壤港 出帆の 太 

洋 化に て歸 朝。 

♦ま 本 塚 本 二 氏歸朝 中の な 村 

兄弟 巧會 社員、 ま 本梅吉 、お 本 

鑽 I 郎二 巧は 六 H 沙港着 ァラバ 

マ 化 じて 歸ホ 十二 日頃 看 紐の 蟹 

♦ '诉 旧 蛇 二 氏 九州 大學 助敎採 

廿 六： n 欧州よ ち 着が ホテ^、 プ 

リン K 、 デ ョーデ じ 投宿 中なる 

がが る 十四 H 太が 化 便に て餘朝 

♦が 上 惠二巧 父 部 巧が 外硏兜 

員、 巧 巧り 六り 化 帆の 春が 化に 

て絲轴 のみ。 

♦石 川 昇 氏乂州 醫巧乂 學敎授 

文が 省が 外 研を 員’ 去る ホ 八日 

佛网 よ、 看 紐 ホる 十四 H 發 太が 

义お •して 歸 がの 豫 を。 

リ嶋 —喊ぉ 

♦ H 本人 実 w 敎禽 

『題 ホを』 川 島 牧師 

♦を臂 な 修道 食 

『吿别 說敎』 川 侯较姉 

♦ W 育！：： 本人 お 含 

『キリ 7 卜の 遺產』 淸水 牧師 

庭球 nih 敷地 

ダィク マン 帖 域の 卜 等の 鶴 所 

を 期は ブヶ （チン ダ リンクに 使 

用し 得、 レント 格が、 左に 綱 照 

介を たん。 

ミ. 章 言， ご 3 21 shei ぎ 4 ミ 

(ダィク マン 地下線よ ち 二 了 3 ) 
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巧 巧 


勞も あつたら しい。 巧ら じ蟲近 
じがて は 岡 邮邦輔 氏の 總 粉ぶ b 
が 腿 制 的で ある' こい ふので、 山 
本悚 一一郎、 ぉ武 、小 义化 喜よ、 
お 藤を 再 氏 等は 憤慨し 1 院内 院 
外 委員を 辭 職す るし をる 等、 ど 
うやら 第二の わ 家 

'鱗 蕾を 生 レ やう：；* 形勢に 


眞 に護ぷ 内閣に 街して 忠實 であ 
る。 らば、 誰 患 内閣が なのか 勞 
ザた る 高橋總 なをして、 がて 引 
退が しいる 必要は 毫も。 いので 
ある。 然るに、 旧 中大將 のかき 
巧む ど丰腺 のん をな で 高 橋に の 
位 面を 装は しめた i は 砂く 共ぶ 
±み 胸中 何物 かぶ 巧 あ b と 推測 
せざる を 得 いのでめ る 彼 巧 
が 巧し 政 友本黨 V 八 合 间を思 ひ 


止まらず ど ずれば 髙橋總 裁は を 
み 策動に 興して 從 望的條 化で あ 
るに 反し、 田 中 乂將は 殺。 < ご 
も 白紙で あるから、 ょ b ち聲で 
あるを は 勿論で ある-。^ る じ 一 
方 じがて をぶ 貪が 化が 現 内賴じ 
一二つ の椅 ずを 維持 せんどし つ！ 
* るので あるから、 昨今の な 友 
曾は 政界の 一 乂 バツズ 八で ある 
どを はざる を 得ない。 


閣僚 總 裁の 榮を辭 して 

高 橋 巧 U 平 議員に 

後な 總 戴は 田ゃ義 一人 將が 踏襲 
蚁界豫 報に 曰 < 「な變 の 兆々 り L 1 

ま 京 特電 六 口 發=義 じ 子爵を 辭 退して 一 かの 平に ごなら 盛陶 
巿ょ b 化成 ± どして 乘 出し、 一二 お 護憲み 間の 中堅と して 農 巧 お 
乂哲の 要職を 占めつ i あつたな 友會 總裁窩 橋是淸 巧は 政 友 横 田 

千么助 氏の 逝 ま 0 ホ 政 A 會總 裁辭 巧の 巧 也 堅 < 、遂に 一昨 夕加 

膝 首が 度び 义養遞 かを 訪 間して 辭 なを 洩らし、 後 巧 乂臣は 是非 

み 政ぶ 曾 ょら ホめ て譲憲 w 閣の繼 猿に 隣し 訪 解を 懇談す る 所 あ' 

6、 辭 おは 目下を 相の手 にがお 中モ あるが、 高 橋 巧は 同時 じを 

あぶ 會總 斑辭 巧の 旨 をら を 表した ので 政 友 向 幹部 會議は 瞄議の 

結果、' 一 臟高橋 巧に 留任を 勸吿 したる もたの 堅き 決が は 動かす 

ベく もめら や、 遂に 陸軍 大お 旧中義 一巧を 巧す； じ 巧を し辭任 

した 高 橋 氏は 一 かの' ホ雜員 どして 自 もじ 巧 鶴す るを どなつ た。 

新强細 盛大 陸 政策 y 標榜 

東京 特電 六日 發= :從巧 どても 政 友本黨 どのを 同 運動に 就て が 

かじ 氣 脈を 殖じツ i を つれ 旧中義 一巧の 政ぶ 會總裁 就 ほは 世人 

の 意外 ごする 巧で あるが、 田 中大將 は總裁 就任 ど 词時じ 現 軍職 

.ょみ」 切 去 古す お爲の i 、 か 巧し 飛躍ず'' •へ. くを 綱 どして は 陸海 

軍 大巧の 义 官制を 摄榜 して 民 まわ 治を 高嗜 し、 外を 政策 ごして 

は义攤 ご。 シァ ごのぶ' 菌姑携 をを 礎 どす る 巧 亞細亞 大陸 换 策を 

戰 明すべし とてな 目され てゐ るが、 背後の 策 十で ある 大木 遠 ま 

伯、 水が 鍊太 郞モ もこれ を機爵 どして 政ぶ 會 じ入黨 する 形勢 じ 

して、 段ぶ 本黨 ごの 合 岡 機運 頗る 濃厚 じして、 を晚政 獲は 免れ 

禄 ざるべし ど觀 測され てゐ る。 

國際 問題の 賓 巧を 一身 じ 

引受けて 巧 觸を繼 承し、 な 加 藤 

友 S 郎內閣 の 成を どせ ハに 野に 下 

つたを け、 政ぶ 禽 のみ 裂 撥ぎ ど 

ub 、 政ぶ 本黨の 成立 等、 氏の 

身邊 じは 禪 々ご 面倒な 政治が 隅 

题を 惹起した。 元 ホ 葛 橋 巧は を 

利の 觀 念じは 極めて 淡泊で、 あ 

黨者 流の 利權 漁らは 大嫌いで あ 

る ごを 言し たんだけ じ’ 黨內の 

ん顿 にも 氏の 器量を 輕視 する 者 

も 勘くな かつた が、 今 阿 總截辭 

巧を み必 した 裏面には 氏の ホ 腺 

である 橫出千 之 肋 氏の 逝 まが 大 

きい 力を がして ゐる樣 子で ある 

即も横 出 巧の 智謀 ど裔橘 巧の ぼ 

ん やち ごした 人格の 力は、 巧 も 

ずれ だ 

動搖 し 易い 黨 のが 一 をを 

ふした 所な であつ たが、 高 橋を 

じじ 到を 街 曲 氏の 敏活な 手腕、 _ 

微 がな 策略 もない ので、 政ぶ 本 

黨 ごのを 同 問 趣、 護 患 内閣の ま 

侍、 黨の 統一 等と いふが 雜 G 政 

おや 顺 人的 巧衝か 到底 耐ゎ 得る 

化 事で ない i はを 易に 想像し 得 

るが であつ た。 殊に 普選 ま、 貴 

族院 なを 等で お 加 藤 首相の 腰が 

盧 外に 弱く、 政 友 倉々 お 派證貸 

の 間 じ 挟 つれ 氏には かなら の 普 


离 橋是淸 氏の 

辭巧 i 


農 商ぁ大 田、 政ぶ 會擦 裁髙橋 

是裤 氏は 遂に 巧耍 職を 巧を て i 

一 かの 平畿 員ィ」 なら 政界 r - 活躍 

するとい ふ 本を 東京が おは 山縣 

をの 滿を でぁら 政 おの 

飛 星 香 ばれて ゐる田 中 

義 一大 將の總 规就巧 ど 共に 痛 < 

世人を 驚かして ゐ る。 一 がは、 

『だるま 首相』 ごが ばれ、 先 期 擦 

選舉 にけ 盛 脚 巧 じがて 旧^ 一民 

君 ご 雌雄を ず ふために 子爵を 辭 

退し、 一 かの ホは と。 つた 高 橋 

巧の 巧 動は、 化 人の-驚を 喫し 

た 所で ゎる。‘； 化ら じ 誰 患 内閣の 

が 立 じあんで」 が 『前 お 相 い 

ふ 位 酌に 轨 をし U いで 準大 おに 

つ た； も离橋氏 の 侧牲を遺撼 

^^く發揮しじわ動でゎつた。 數 

十 年 前、 米國 でな 隸の 如く 醉化 

された 彼れ、 日本で け 女 部 法の 

風呂た きを 勤めむ ごい ふ 彼れ、 

銀朽 家から 故 治》 じ變轉 した 彼 

れの 一生は、 正 じを 馬燈 のかき 

ものである。 おが 氏が 兜 巧に 倒 

れて 後、 7 シン トン 會講 とい ふ 

亟 - Ki ., 


なつた 占 等が 辭巧 5 動機 どなつ 
じので はんるまい かこ 想像され 
る。 をれ にしても 總裁 後任 じ 軍 
闕山寵 をで わる 田中義 一男が 入 
慈し、 政ぶ 本 驚との 合 巧に 巧 力 
しつ ^あつた水が鍊太郎ずゃ大 
木 遠 ま 伯が 入黨し レミは、 數< 
みか 局の 變 化を 語る もの f あつ 
て、 或 ts 巧る 機 速の お 進が 戊を 
して 醉峨を ホ 息せ しめじ 直接の 
動機で あつたの かも かれ。 い。 

野 田、 一一 王 

兩巧 入閣 

東京 特電より 豁 = 高 橋 氏の 後 
任 者 どして は 野 田 卯 太郞、 T 止 
忠を 両氏の 入閣 說が窩 い。 

を 京 六口發 U 辭 職した 高橋足 
淸 氏の 後 ほと しては 農ホ大 おど 
して 野 田 卯太郎 氏、 商工 大度と 
して 山 本 おが 郞 氏み じ 政ぶ 會ょ 
ら乂 關じ 巧を して 在る 模樣 であ 
るが、 或け 棋 をに 化 b 巧 田 巧の 
みの 人閣じ 化る かも 知れない お 
勢で ある。 尙ほ离 橋 氏の 辭峨じ 
對 する 一般の 輿論は 聯立 巧闆の 
おが じ 寧ろ 興がを 抱き 出 中義一 
戊は 恐ら〜 政ぶ 本繁 ごの 提携を 
畫 策して 巧 一政 變突 をの 魔じ備 
りる らしい どい ふを 測. い 一致し 
てゐ る。 

軍國 的を 彩 じ 

政府 痛擊 

一英 闕雜 誌の 正論 

« ン ドン 六 U 獲：；：；； H ホが 若し 

開戰 しれ 填を 英輕け ホ國じ シン 

ガボ ー 八 軍港の 使 巧を 詳 一巧す る 

であらぅ ミい ふ假 想は 

議會 でも 屢 々巧 題 ごなら 

を 府當局 比 これ じ對 ずる 答 辯を 

网避してなるが、 雜誌 『ネ》シ 

ョン』 は 本 閒趙じ 就て 軍港 設置 

の 豫算五 千 五 巧ぶ 巧は 恐らく 

億 五 千 巧 弗を 巧す るに まる ご 共 

じ 極 おの 平 かじ 威を を 巧へ る も 

ので ある ど 胃 頭して 獨 逸の 侵略 

的衙 軍政 策が 遂に 歐洲の 威 脅 ど 

U もて 戰爭を おおした 實 例を 擧 

けて お 励の 巧 動は 濁 逸の 二の舞 

を溃 ずる もので わると 斷じ 『軍 

潘布設 の 威 脅に 對し 日本の が 軍 

政策に 變 動のを じない； を擧む 

は 望 わ 者が 間違つ てゐる 〇而か 

も シン ガボ！ 八 軍港 布設の 目的 

が 日本 じ をら とする；：^ らじ をの 

距離が 巧隔 でんる いふ おからち 

量して 

大型 巡洋艦 ぷび 潜航艇の 

建を を 必要 £ ずるに まるべく、 

斯る 政策は 結局 7 シン トン 協約 

の 精神を 躁哪 する じ 至る もので 

あつて、 我等は これにの b ' み 化 

じ 波 欄を 起しつ 5 ゐ るので ある 

これを 日央兩 図の 塊が じ 就て 見 

る じが 齒 じは 何等 巧權の 衝突を 

おを すべき 問題 U く、 裝國 がい 

かじ シン ダボ じ 軍港を 布設 

しても ま 力 艦の 成 力な くん ば 卸 



:淋 唯....：： 呼.！# 

謎の 政局 

摇携 ’S 前途を 何 

腐 橋是？ 柄に の 政ぶ 巧總化 引退 

說 U 先年の なを 非な をい 驟 ぎな 

來 嘘々 化 間に 傳 へられた 所でん 

C " たが、 め橫 旧千么 巧 & び改を 

破 5 ま 村に 化ら て 辛ぅじて をの 

化 化を 維持して 來 たので あつじ 

化に お 田 氏の 逝 まご 共.」 高 橋 氏 

が 故ぶ 行 統卒の 弔 巧を 化擲 せ，/’ 

.こみ 也し だ ふは 鈔く ごも 化界が 

なぶの 閒 於て け 何を 游巧 すべ 

き出巧ホでは^^い。 义をの後巧 

.こして & 州 系が 隅の 寵巧 たらの 

中 第： 大將が 就けし 

持 xS だ 突娘秘 まるが 材の 展開で 

あるけれ' ミ も、 これ も ホして】 

朝 一夕 普 卸さむ リを 罵では な 

い。 段ぶ 肖の 巧 十一 ごして 重きを 

U してなる 小 驳策太 郎氏い 古とは 

横 旧 氏の 逝去 0 巧陆 めて 繁 骨に 

旧 中火 將撫 立の 述 動を 楷 結して 

ホ じので ある‘’ 父 化の 徑路を 旧 

中 乂將を 中‘ むごして ちへ て をれ 

ば带 脚の 中、 むみ 力 じ 見限ち をが 

けて を 潔の 軍 巧に 降 ドした i は 

化の 央锁 みがの 人 ごる はれた 山 

本 權ち衡 伯 も 劇 わし 能は ざ 6 し 

巧で をつ たが、 これは 時勢の 進 

速 ど 化るべき 樂 をで ある。 約 十 

，を 前 おは 鄉ぉ 山口縣 のを 年を 集 

めて 度 隅の 勢力を 盛 返ず をけ を 

-が S 終生の 目的で ある どを 語し 

たけれ でも-十 年後の 今 H はが 

势の急 錢に化 6 て 間 巧 力まが 隅 

を 化が どして 政界に 雄飛す る i 

は 頗る 的 難で ある。 を こで 彼 S 

かき 雄志 刺々 たる 人間が 誠 怠に 

せ J 不誠 なにせょ、 軍 間を 棄て 

て おおじ 降下す るろ け、 故な を 

の 化 例 も ある i で械 めて 當 がの 

徑がぃ .みる。 巧ん や 本 あの 陸軍 

部内 じがて さへ 彼の 勢ぶ ご彈望 

が 巧々 失墜 せんごし つ i ある 今 

日-」 化て を やで わる。 が <觀 を 

し ホれば 今回の 孜友 曾頗 をが を 

^5豫期せざるを外の出ホ事では 

く、 消息 盛の 巧 では 『割が 實 

I 現した か』 ごを ふを 旣に筋 普が 

i 出 ホ 上つ て & た 率蜗で ホる。 

がしながら 、我等が これを 稱 

して。、 謎み か どす る 所 おの も 

の あまの 徑路 じあち 中して 

おかに 於け る 政ぶ 曾の 態 巧で あ 

る C を ふまで もな く 政ぶ をは 現 

幾ぶ w 閒 のが 力；- ょる 一典 お t あ 

つて、 問 族の お背か M じ 於つ て 

み 隅い 生かを 制し 巧。 い i はむ 

いので ある。 ボ； 政发 巧が 現內 

拽ょ b な 退ず るか かきを あらげ 

一 假らじ 加赔を 相が 内 闕繼紛 の か 

一也を した ごしても 内硝 のぶ 礎は 

一大 じ動搖 し'、 衆诚院 にがてら お 

|掛夕敕を制し能はざるをと^:^る 

^のでぁる。 かにか义巧が巧內關 

二し 勒 して 忠-拽 であるかを かピ吉 

i ふ J は 典 2： 隅が 緒 S を 礎 じあ 女 

iu る 曲 係が ある。 おし 议 ぶな 如 


底 U 本に 一 をを 加 ふる 能は ざる 

のん。 ら ず、 U 本 梨が の 軍備を 

0 てして 凑洲を 征服ず る ミは 到 

を 不可能で ぁる。 而も 英闕 は倾 

東 じ おする 威力を がじんが 爲め 

强 いて 

日本 を 威 脅せん どす る も 
ので ぁつて、 白色 读洲 政策を 背 
景ど する 巧 等の 威 脅 政策が 結局 
我等を ぶの 方面 じ 誘導す るかは 
お 易に 想像し 得る 所で ある』 云 
云 ご 述べて 政府のを 闕的 政策を 
痛 蟹 じた。 


ヒン デン バ少 グ將ボ 

立 儒 補辭退 

ジャ レス 氏 優勢 
ベ グリンち を 發= :獨逸 帝制 讓 
及び 國お黨 な 獨遮剧 おょら 敬慕 

の 的 どなつ でゐ るヒン グン バ片 
グ 元帥を 大統領 磅 補に 推さん ど 
し 前期 總選擧 じ 優勢で ぁつた ジ 
ャ レス 氏 も 元紳を 後援ず べし ご 
發表じ 及んだ けれどもん 民黨の 
トレ ゼル マツ搏 ± は 極力 元帥 
の 立候補 じ巧對 したので 將軍も 
れを辭 おすらた まつた が、 選 
擧 3 形勢は ジヤで スをど マルク 
ス 氏が 對 なの 姿 じある けれども 
ジャン ス 皮が 化餘 優勢 - t ある。 


シ ムス 提督 \一 

m 米驟 每說 


れる ごは 限ら 打。 來 國らヶ ロブ 
グ 氏の 國務卿 就任 匆 々が 否 疑問 
の 會辨巧 集を なさの； だら うから 
當 みは 物 じ；：* るまい V 一 お 軍 常 局 
は觀 測して ゐ る。 


陸軍 長官 更迭 か 

ワシントン 六り 發ぃ Z 陸軍 長官 
ゥキ ー クス 氏は 激 格の 爲め腦 を 
盤 はれ 目下 靜養中 じて をく も 氏 
の 辭職說 が 傅 はらつ i あるが、 
後任 者と しては 化育 州 選出 上院 
議員 じし，- 陸軍 委負長 _ である ゼ 
! ムス •ワブ クオ！ K 氏の 呼聲 
島く 大統餓 とこの 問題に 就て 會 
見した が、 氏の 上院議員 巧 期は 
ホ 年で 滿了 ずる 關巧も あら 目下 
現 組 育 如 知事 スミス 巧が 上院に 
立候補す る じら ば 州 政局 じ 一 
大變 動を b ごて 共か黨 領袖 連は 
寧ろ 氏を み軍畏 官じ巧 命す るを 
じは 反勒 して ゐ る。 


ホ 六 H を u 當地 じて 
發刊 ずる 『エ於 •グ りお』 紙は シ 
ム * 提督が 千み 白 丑 二 年ぶ 巧廿 
五日 じ 陸軍 長を ゥキー クス 氏 じ 
宛てた 秘密 書 漏の 内を をを 表し 
むが、 をの 書歷中 じがて シ ムス 
提瞥は 加规の 問題 其 化 じが 
; .て お ホ H ホ戰 避け 巧し，- 與 
- しその 窄備 どし^ 

目 本 艦隊が メぉ シコ 沿 犀を 巧 
巧して ホ 國を强 襲す る 媛を サ 
ン •ブラス、 サイ ナク グズ等 
はが 底 獲く 到 族'^ 隊の航 巧に 
適しない が 太 半音 沿岸み ァす 
プ八 コ 及び マグダ ー レナ 灣は港 

灣深 {敵軍に が ffl すれる 恐 也 
がを る。 然る じ千づ 口. 四十ん 
年义モ乂な五十吉^^-のホ墨傑 

約は これ 等港灣 じ！^ する ホ鹽 

の 支配 權を 認めて ゐ y ? ので あ 

るから ホ 题は飽 迄 も \ 一の權 が 

を ま 張 するど おじ、 Is キン コ 

どの 友證增 進を をれ ではなら 

ない)- > 

ど 述べて 陸軍省の お備を 餘爐し 

てゐ る。 ''-一 

註。 シム ス提轉 は 右の！！！ 面は 

夕み他の人が執筆した^|ので 

をら ぅど これを 否定し 4 i 。 


化 極 飛が 機探險 

フン ン トン 六 H 袋：：：： 化 械探隙 
家 ごして 著名な 米 人 ドナ^ド • 
マクミラン 氏 0 發起 じて 化く 飛 
行 機の 化喊探 險の壯 巧を 見る じ 
まるべ，. ホ 國が軍 省 じて は大統 
領 の 協贊を 得た る 上 お 軍 飛け 磯 
二臺 を週附 しお 軍彌行 •王を 巧 命 
の 上 ホる 六月 十五 H 頃 お 船 じて 
アラ N ' 力に をき 叫 化を が 據地ど 
して 今夏 中には これを 巧 巧す ベ 
く 地圖の 作製 等 も 計 畫の中 じを 
まれ 一巧は ラデオ を携帶 ずる i 
どなつ てなる。 


白 耳義內 閣辭職 

ブラツセ^ ス六 U 發 H まる S 
月 六 H をな て議會 解散を 斷 巧し 
たるべ 八 ダー 寒 智〇總 選 擧は本 
E あおされ たが 左 描じ齒 民は 政 
戰じ 熱中し 居らず、 社 會黨の 勢 
力は をの 結果 增大 しつ-- ある も 
自由 黨は减 ホし カソリック 及 共 
產黨は乂敗の姿^:*るが、 現内閣 
は 選擧の 結果を 何 じ拘ら ず總辭 

磯 VJ 决し 旣じ辭 をを 提出した。 


.± 耳 古 軍備 鑛驅 

君府 六；！！ 摩；！：； アン ブラの 主 耳 
古 自治 證 曾は 向 ふ 五 侧年じ 直る 
軍備 擴張費 ごして 梅 軍費 じ 千 五 
な 方 ブラ、 航を豐 じ S が 巧 リラ 
のま 出を 巧 巧し じが、 現 化の 爲 
替相 魔から あ黨 するならば この 
軍備 糖 張 費は よ 千乂巧 二 千 巧 じ 
相當 する 0 


I 

一 


.湖南 省の 軍隊 

宣敎帥 逍宗ぶ 

化 京 六 り發：= 摄近 湖南 甚^ぶ 面 
の 軍除 がおホ人實お師を頻 と 

して 迫害し 巧 ひはん 質 ごず るが 

爲 じぶ ぶので 米 人 宣を紳 協 貪 取 

實惰を 調谊中 じて ぁ势 益々 不綠 

でぁる 爲 めホ國 公使ぶ び 巧頤及 

化は 支が 外を 部 じ 抗證を 提出し 

政府は 督 軍に 對 して 皱 徒の 取炼 

を 命を した。 


ホ國 大使 下 旧へ 

東を お 日を：：：：； な 日ホ國 大懊バ 
ンク n フト 巧け 海軍省の 厚意に 
化 > 驅逐濫 じ 傾 乘の上 ぺ^ 9 提 

賢み 開國 記念で わるが 一な 國下困 

じ 赴き 一泊す る當 である。 ■ 


既 苑 


皇帝の 食慾 じ 

お 本 苦味 


リン •ムウ メラン 帝は、 話の 
途中で もょ いご 首をかしげて‘ 
なにやら 考へ てむ たが、 彼は き 
ふじ 國老を かへ b みて、 ものを 
尋ねた。 

こどは つて おくが、 わが 賢 じ 
して 明なる リン •ムウ メラン ホ 
は、 もが ごろ 膊經 系統の 巧氣を 
やんで、 をの 詰は、 でう かする 
ご ホ 巧 派の マリネツ チ 先生の 詩 
の やうに、 また 化體 派の 蕾の や 
うじ、 意 相 かな 跳躍を こ i ろみ 
たら、 または 重 俊を したら する 
もがを るので ある。 また この 補 
の神經 病のを ちの 通弊 どして、 
をの 云' ふ ど-一ろ が あるひは 非 論 
理的 である £ もまの われ かたい 

を こで、 話め 正確さ ど 論 巧 的 
な？ 一 主を 必要 ご 思惟 せらる i 讀 
をが、 もし この 話を 讀 まる i 讀 
者 諸君のう 七 じある ピし たなら 
ば、 をの 讀ぜ はょ ろしく この 物 
語の さきを 讀 む； をい まのう も 
じ斷 をすべき である。 

さて、 わが リン* ムウ メラン 
巧は、 きふ じあ ひたつ たやう こ 
阐 をに たづね た。 

— ^ 己は 懲罰の ミで 思 ひだし 
たが、 去年 己の 暗殺を 企てれ あ 
の靑年 rTvj うした な。 わ まへは 
あれの 首を 吊つ てし まつた か。 
をれ ごも まだ 生きて ゐ るかね。 

あれは しにら く ブンバ ツ 




わを れい なまずが、 


こ 


の わたくしは、 一' 向に まだ 巧を 
しすみ た ミは ございません。 じ 
だ 最近に、 わた く.- ：> はを 學 ちの 
n 々ロ ラ 博 壬に 逢 ひまして、 彼 
の 口から 親し <聞 きました ごこ 
ろで ございま すが、 も か. ごろの 
をう した 危换 あおの 流 巧は、 わ 
をら くは 歷を上 じ 不滅の 名を ピ 
でめ やうさず る、 ある I 部の 靑 
年に 端を 發 して ゐ るので あらう 
どい ふやうな 趣きで ございまし 
た。 ち 名な 學 をの コヵ。 ラ 搏± 
の 言で ございま すから、 信 やる 
じ 足る ものが ある やうに なじま 
す 0 

なじ、 コカ" ラ 巧 - H け、 


ク 島の 刑務所 じ 若 役して をち ま 
したが、 二 遇 間 お前に 絞 刑に 處 
しました。 

:さ うか。 をして 審閔 0 結 

果 は、 彼 はどうい ふ 自白を した 


の だ。 

别じ 詳しい i は 申し ませ 

ん でした。 唯、 をの 企ては、 生 


新造 軍艦 廿二隻 

東を 五 H 搂 U お 軍 省のを おじ 
化る お 艦 計畫じ 化れば 新を 艦せ 

一 一隻の 中 八隻は 一等 巡洋艦 •二 

等 巡が 艦 ミ 集、 驅逐 艦十隻 、飛 

巧か絕 一隻 等 十一 一巧 四千 顺じ達 

してなる 〇 


きる ためじ パンを 食べる； が 人 
間に 必要で をる やう じ、 われ わ 
れ にはが 要で あつたの だと 申し 
ました。 をして 何度 審問を 重ね 
ましても、 被 吿の靑 年は 同じを 
をく b 返しました ° 

をれ は 惜しい. -0 をした。 

邑 はわ まへ が あの 靑 年を 處 刑す 
る まへ じ， とじ か/、 どんな 方法 
を もつ てしても、 あるひは また 
烤閒 じか けても、 どうして 己の 
暗殺を 企てた のか、 をの 眞 化を 
たづね てみたい ご 思つ てゐ たの 
だ〇さ うか。 巧 刑 じした のか。 
'死人 じ 口な しで、 いまさら しや 
うが じいな。 では どじ かく、 巧 
由は 簡短 だつ たの だね。 

さう でございます 〇柯巧 

引出して 訊き ましてら、 あ耍ご 


わ まへ じ、 帝 國の殺 逆は、 つ 争 
ら歴を 上の 不滅の 名を 意味す と 
いふ やうな' とを 云つ じの かね。 

リン •ムウ メラン 帝は 一驚を 
喫した やう 面 持で、 自み のま 
へ じた； やんで ゐる 國老の 顔を 
見 ザつ たので ぁる。 

國 をは さらに 恐 惶の樣 子で、 
かう つけく はへ た。 

—— ぃや、 ぁへ て 帝 風の 巧 逆 
じ限られた1ばか 6では；；^いや 
うで ござ、/ ます。 つま b n カロ 


ラ w ± のな ホでは、 な-, しかの 方 
法 じょつ て、 不滅の 名を 巧たい 

どい ふ アスビ レ— シ 3 ンは 、人 

間の 本能の 一つでは ないか どい 
ふやう む わけでした。 つまら 皇 
帝の 殺 逆 もを の 目的の 一つです 
な。 をして 搏± はも かごろ 讀ん 
だ ロ ー ド •ダン ダ こ！ どい ふ 作 
をの 短い 物語を 引証し ょして、 
かう いふ 話を いたしました。 を 
れは あるひ とらめ 職工. か、 ホ テ 
庐 の- 齊上曆 ではたら いてを b 
ます 最中 じ、 あやまつ て、 自か 
の乘 つて ゐた 足纔 もろ どもに 下 
へを つ こもたので ございます o ' 
する ご、 をの ごきを の 職工は、 
を もながら、 自 をの 手 にもつて 
ゐた ところの ナィフで、. 足場へ 
自 をの 名を 藤ら つけたさ うで ご 
ざいます。 陛下 じ、 この 話の 意 
ホが わは から じなります か。 
—— 鶴 鹿；：* ■奴 だな。 わつ こち 


ながら、 旨を のをつ てゐ た足攘 
へ、 旨を の 名を 彫 b つけて 見た 
ごころ が、 しかたないだ やない 
か。 をれ よら も、 んせ神 じを 樂 
じ 往生ので きる やう じ、 わ耐 b 
でもし なかつ たの だ。 


海の 巧 こ 外 


軍縮 會議ミ 日本一 

東京 特電 六 H お：：：： 軍縮 曾 盛 じ 

一日 本が 必や しも 英米に 引き やら 一個 年 滞が のがを で 破 遺 ごみした 


陸が 省 ご 新 軍器 

東を 五： n 發 U 陸 巧 省 じて 比歐 

ホ'」 於け る 新 承 器の あ 達 資料を 

集の 爲め 佛國 へと 人、 米 酉へ お 

人、 お 段 故び 濁 逸へ 一二 人 宛、 一二 


いふ 詞 よらは 中し ませんで した 
わたくしは あの 靑 年が 氣 がふれ 
てゐ たのでは ないか ど 思 ひます 

さ うだらう。 つま ゥ氣が 

よれて ゐ たの だら う。 巧 信の 結 
果 でなければ、 あ i いふ 馬鹿な 
; は 、たのまれても できない 0 
卸 息の ごうら で ございま 


( 


—— だが、 およへは、 あ i い 

ふ 巧 鹿 者 どもが、 でう いふ わけ 

でさう いふち へを 抱く やうに U 

るか、 をの 理由を 研 兜して みむ 


i が あるかね。 


♦致ぶ 倉媳裁 じを 闕の 寵兒旧 
中義 一男が 入 黛。 これから 一切 
巧 事は 軍隊式に 右 向けい 右で や 
つて 除ければ、 ゴタ ぐ も 少し 
は靜 まる ごい ふ もの、々 じ 旧 中 
懲理 大度の 時化 も 巧る だら ぅ。 
♦巧す の 軍事 敎 育で 峭 々ど潑 
だ H 本 も、 お 來は女 學をじ 軍 
事敎 育を 施す のが 文部省の 息 向 
だ どい ふ 詔。 夕 か财鐵 砲の かも 
方で もを 練す るの か。 

♦ホ 國の鼠 小僧 チ* プ マン'^ 
遂に 死刑の 宣吿 をを けた。 身一兀 

を 堅く 秘 した 彼の 素 巧は、 閣か 
ら闊じ 葬られる。 

♦な扔 の 高所から 玉子を 持つ 
て 水 じ 飛：^ み 得る； を ベットし 
て 美事 じ 勝つ たもの t 、 をぐ 捣 

神 病院に 投达 まれ だ 男が あつた 


高い ベット だ。 
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45-47 E. 20th St. 
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Tailor 


?1 W • がか St. ん Y, Ci わ 
Tel. Vantlerbi け 2546 
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JAPAN ART STUDIO 
の 4 は XiGfiTGfi ME . も Y. 

巧し PiiZA 4538 


y. iTO 

133£ed 53rd お . 
むし .が in が on Ave‘i 
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革 動自貸 

SATSUMA COMPANY 
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New York Aut;o School 
228 む卽 nd Av も， Cor. Hth St. 



AUTO SCHOOL 

726 LexingtoB Ave. N. Y. City 


Koike Studio 
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ろ 
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間 時 お該： 

(‘ 午 正 至 時 十 前 午 白 
時 八 ま 時 六 後午自 


號 


が 


百 


干 


巧 


雜 辦 焉 緻 


け曜 水〕 


U 八月 四す 迎 f ぶ 火 


桑 
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YUKIO NIS 排 MUR ん M. G. 
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攘治揉 學科經 神 

Motoi 1 such げ a d.m.d 
116 Sf . お ephen が . 

むが 抓 M が S. 
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V タ ノタ 

Tei. む お bay 10 お 3 

H グを トド S 午午聲 
赠ザ槪 王； I 後後 接 
は ラ 比 蘆 7 零 祭 
前 ン亞藤 T へ 時時 
約 お 大擊ゴ 時半 閒 
顯 おを ノド il li W 
上 勤 度を n 九 二 

校務び '^ 時時 

一 半 

綠 

師鏡眼 

巧 專節調 鏡 腿に 並眼檢 

F. 1. FREDER に S CO. 

醫巧化 學大亞 比倫を 

138 E. 5 抓が . New York 

1144 Srd わ も， bet. 66{h-67th Sts. 

J s 音 

矢 5 約盖 
重 夕 s? 

揉 筋、 腹按 、摩 煤 流 本り 

ムジ グ ヵデメ 、ジー サツ マ ま典瑞 
療を氣 電び度 水 0 ，ク ツ ブス ナ 
業 卒院學 ー ビラ シオ ジィ フ典瑞 ちが 

男 幸 村 西 $ 

て じを 自は义 張 お攘潜 
弗 S 張 お 0 巧 二回 一 は 方 御の 人 本 口 

彰 f 煽 
至 g g di を 斗 

基 

武 育 午 午 
ホ第ボ 後 抑 診 

。五フ パ 、 J 禁 
ンおラ ふ 六 化!. 互 

疯バ病 ワ^が 時 
院 ラ院！ 呈 ^! I 间 
勤 ン勤 病を 八十 
務 ド 務院ご •時時 


\ KOSHIBA 

1 STUDIO 

! 舘眞 寫柴小 

681 F け 化 A 化.， 

Tei. Pi む a 3212 

わ anch Siiidio 
Westmins そ M Street, 

わ evidence H . し 


巧 古は と 十 あ 
侃、 S 四 週間 
じ 驚/，' べき 結 
裝ぁ ら。 每け 

朝义 時よ ち夕 

九が を H 踞 せ、 

十二 年の 經敏 

あ bo 


M 




〇 d . 叫 ホ 

0 も .^, g 

f L r 


良 


な 


睐がみ 化 

D 桃拙馳 

n 3 5 2 


齒科醫 

夕 年の 經驗を なて 
最新を 巧 學ず術 じ 
诞 おじて 信用 篤し 
U 施術が 化 廉= 
日本人 諸君には が 
じ T 寧 懇切に 瘡旗 

化育 州 公認 

パ r ブル I ム 


or . 夕 whishid 夕 D. D. S. 

二 3 至 . 7 室 等 ぎで disH 】 害 

iSII か ハ戶な 一一 

自 午前 化 時を 十二時 
自 午後 一巧 を 五が 


都を じょ。 當 をの 間 

診察. 

午を と 時！ 化 時 
り曜は 前約 願 上 お 

パ：^ さお 悅彌 


錢科醫 

►診察 時間 ▲ 
每日 ( H 曜を 除く} 
午前 九 時— 十二 
時、 午後 一時 1 
水曜-午前 九が I 
午後 一時 


齒科醫 

：= お 式 無痛 治が U 
多年の 經 験を なて 
H 本人 諸 おは 特に 
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首 飾 品、 ストリング 
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乂 劇を 英語を 話.-* 事 
はお 巧の 第 I 義 です 
本校 じは H 本ん 敎没 
じ惜れ た專巧 婦人を 
師ぁ 6 懇切 じを 話 逆 
信 文 社を 語を .採し 
ます。 H 騰 週； 2 共に 
午前 化 時ょ h を 後 十 
踩 ょで 觸 校， ー レ ' 
スンと 十仙ゾ i 。 今 
H 烏 もじ ホ務 あれ。 
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稅 離；¥ 務 

東 巧が 化 化に 全 化 
をのな お 入 そを じ 
綱す る 一切の 御 蘇 
巧に 應 じ、 巧道激 
船貨谢 運賃 没 出帆 
を 巧 熙ホ績 曹等お 
呈 す、 重要 郝 がに 
化埋 店を をし 謀* 
敏速 お 用命 じ應や 

巧 藤 取扱- 
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紐脊目 本人 會 

西 五十と 了 目 二 五 〇濟 
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な 留黃年 理想の 勘 体 

日 ミ 靑年會 
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が 巧說か U 娘 H 午を 八 時 
惭檢を 木 唯 日 午を 八 時 
パ 話ち 虫棋 H 午後 八 時 
をを、 @ 葫 塞、 裝樂 まの 鼓 席ん b 
ホ资 を獻迎 す、 6 館を 利用せ i 
极郎川 巧な 一 

H 本人を 督敎 修道 會 

ごた 1.23二史， N . Y . oit )， 

IT で 一 •客 ミ- 【一 長 sida 至 S 


日本人 ぉ 3 敎會 

か 帥 川な ホ 之 進 
が 弔 化 川が 一 

立ちまな 至. E . じ hush ご nst . 

芭 3 W. 1 岩 SI Tel. Glalii 室 1 
巧 幷說か H 银 H 午を 八 時 
祈檢 食乂潘 H 午後 八 時 
裁縫を み谢 U 午後 二 時 
♦裔お 舍 

位置を 梅 比亞を 数み f 町を 十 
五 か 學生會 社員 旅け 客 じを 適 1 
設滿留 裳が 誌 新聞ぶ を 蛹娛幾 I 
を雜易 食を あら i 
便を 睹裴 周旋、 旅を まみ、 を 巧 I 
事 菜 調を、 其 化ガ事 相談 幹旋； 
等阳胞 諸兄の ホを を お迎す 


じ 
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e 
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寄宿が、 旅行を， 
ま 巧 部、 人事 化 I 
談 が、 詞宵部 •磯 
赛 お 想畜多 ミみ 

錢縫敎 授® 諸 謀 
.を 設け 會 員、 非 
替員 《便を 計る 
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寶為ぞ A 屢游 ' \ .み 

クオ— ん ザ^す ル シン 吩討 
尸し ブ— ド. ハミん トンが 計 

が 會が念 矮袁が 
谭ぶも そ 巧 店 ふ 
治 ネ^^み 嫂 左-與^^ 


\户 刹 

四 刻 ミ 
を 刻み 

ろ 効が^ 
ク 刻え 巧 

夕割づ 

耀錯絲 田 瓜え 


巧 巧 ■ 


' ゲ ►*■ 一 


ち 八 ニニ 


Ixr. T‘ C • ジ ka 呂 i 

178 を 苦羣呈 d St. Brooklyn 
TeL Gib ま land 这二 

^ をが 午後 ニー 持ょ 5 六 時 

讓襄な 著 前約 構願娱 

ドク トグ ■ピ词 見豊彥 


i 解 揉據治 


西洋 ホ マッサ ー ジ 
日本式が が お腹 

神經 細ブゥ マチス 

巧み 骨ぅ づき 揭 
腰痛み 筋 違 ひ 
其 他 諸 祕株嫉 治の 御 
帯の じ® じ 靜带詰 f ： 
‘ ■第 御 恭庭义 は ホブ户 
0 ^ じ 出張 親が に 治據申 


J 6 

W がり 
R a t ， 巧 

AM SS 

旅が 化 w 

が 抑 

T 醫 


で k4 J 

S が 7 化 

T ^ 


上ます。 削 おの 力は 
'净§;^,堪旋術いた 
しま 豕喷 ぶ.‘ 

1 も § 津輕 東洋 

西み み 7 目 革 四を 化 
電話 スカイ ラア をを 


おを 巧 丸/ 內ピか デソグ ニ階 ニニ 0 障 

録齡丸 山 洋服 簡會 


化が おか 資 

^ 五味 商會 

W E.1 ゴ hMt, N.y. 呈 y 

Tei. S 星 ve 兹 n こ 7 舍 


，南 鶴鐵 道の 

^ 事業 整 題 

巧 お 铅ぶ巧 社は 政府の 内命を 
ホせ る安强 がを がを ゥ化 持論む 
る 緊縮 政 巧の 大あ をが ふじ 化を 
1 した；は化巧んかくであるが、 
一词 社は 刖 員の 大掏 化を 巧 ふ-ホ 
裝縮投 策を 徹底 ゼ しわる ため 化 

際.. 9 巧た 倦现 をも斷 巧して 滿阱 

-本來 の もま r . ま 力を 傾倒す るに 

巧せ な：：-' 化り ずべき 巧 現を であ 

る。 邮も お数は 投逍 、巧が 及び 

之 じ腳聯 せる 韦巧ホ 巧 じを 力を 

注 r べきで、 其 化の おお，.！ 化る 

ベく 社外の 經巧； がし 獨ホ會 社 

を！- て 之を 經を せし むべき もの 

: ら どのが： 力 かじを づき 左記 諸 

事を を 楠 丑せ る 株 ホを 社に をず 

. i '」 みを しじ 0 

硝子 お 殺の 所謂 かがす エ 

巧を 抬す もので 一 こ 進の 化 摘ず 會 

社 W 滿@ のか 同經營 どなすべく 

目下 化 硝子 食 社 どが 衝 中で ま！： 

十ー ニ n 巧 調印を 見た 尝で ある。 

巧を 社は を 本を S ゎで 川の が 式 

が赖 じ一 てな ぶ 制を は 滿滅四 ホ 

化 摘 中 六 ホ ど t 經 をのを おを 化 

硝子に 一巧す る。 

蛮 I 業と 記 おお モ U かの が 

子、 耐か が一 あ 巧を 製を しク t あ 

る 窯 楽て 媒ら 四月 一口よ ら獨立 

の巧ホ曾社ごす べく巧本をな二 

一二 十 方 W (诞 投資 额が 巧の 余： の 

化 式み がは お数 之を 所がし お 巧 

お 間み 巧を じ颁つ 蟹。 

おが 現に 窝お 中の 大 連、 

鞍 山 化、 ぶ. 天、 を 東 及び 目 ド H 

事 中；； 長を のぶ ヶ 所で 經營 して 

ゐる巧 斯ホ裝 を一义 ごして 一千 

'力 山の 株ぶ 組織 じ 改め こ b 义四 

巧 1 H ib 郎外經 を じ 移す 像を 

でぁる。 滿锁 のな 巧 投巧额 U 十 

凹 年 巧 ホを じ 蚊が ガ w を 超へ： 

むる が、 ぶを がよ-^ 株 巧 じ泮が 

しを み卜- が 数で 持 も おが お閒ホ 

巧が にみ 親す る 年：。 

I 化氣 がず、 窯ぶ、 巧が 等 

の ホ 菜に 旣じ甫 な 巧 雄を 通過し 

じが、 を おお 策は ホ だ 軍役を 幾 

一を 通過して ゐな いけれ' ごも 大連 

奉 天、 長 春、 安 束 等の お 氣拳菜 

; を I 化 どして 二 千 ニー ニが-力 田を 

當の 株式を 社 (十四 年 巧 ホを の 

投資 額 約 ニモ 巧 川〕 ごし、 巧 巧 

はを 部 滿强で 持 もが ホ：： ii 跑 じを 

_旌 する 針 蛮 じて ホな が 月 巧獨立 

のをで ある。 滿 城が 是等 諸事 莱 

の獨 立を 巧し 其 化か レる 鐵道戊 

びち おじ 化を みを ホがん どす る 

は 確かに 新を 面を 閒 くもので、 

巧が が紫蚁 巧よ b いふ も 度 質ず 

べきで あるが、 而も 窯 裳、 電氣 

巧 期 まの 新設 會社 株を を 部滿激 

が樓轴 する； は不愤 底いよ b N , 云 

はざる を 巧 U い。 社外が 營の爽 I 

斷 におた が掛 は化陪 おし <是 等 

巧 おのみが ぶが をを ぶして 與論 

じ 問 ひ、 獨ホ巧 社 ごして 化 常 立 

もがく お 巧に 投資 湘が 値をから 

ドげ て お 間の 巧を 加入を 促ず じ 

共 じ、 ぉ< 内地 斯界の 人が 巧 一: 


巧の ホ 巧を 徹 おせし むべき でん 
る どの 哉 論が ホい。 

對露質 易 ご 

斬 利 權お社 

化權太 じがて 利 權を猶 巧； お 
細ぶ び おおを を營 レべき なかの 
監 呀じ撕 する ホが お及び W 峭感 
刺々 化 化が にお 祉 設立を 綱に 就 
て次閒} るじお社の監巧じ腳す 
る 巧律 ts 化 の お 蝴 及 び 巧 巧を 殺 
道け 社じ勒 する， こ W 巧挪も 
帝閒お 民に！' て化椎 太 じて お 
策； 柿 類を 揭 ぐて 食む ため ホ 
•劇 內 じがて 設立ず る會 社に 就 
ては 觀 みを 化て 特別め 化定を 
設け .\! に準據 がし レる ろを 巧 
ごい ふ 節單の もので、 右の 外 唯 
會社 のが 益が 當 制限ぶ 化 数 巧を 
加へ た 巧 度の も S ごする。 但し 

巧 府が巧 資し 從ホ 

化辰會 をして 委託 經營せ 
しめた 化炼 太の お 油 事業に 就て 

お带 省は 其 出資額 じ相當 しわ 會 

社の 巧を 巧 巧 せんど ま 張し 外務 

省は 對お關 係上么 じな 對し 、華 

業 上の 貼を 及び 灌 巧を 評 巧して 

會社 じ貝收 させる が 至當で ホる 

ご 云 ひ 化 点は ホ だ 最後の か定を 

見る じ まらざる も、 を 社 じ 買收； 

せし むる VJ せ ば 政府 どして 今 口 

をの お資 及び 媛が する 财 をを 相 

當じ評 憤して 貫 化させる 必要が 

ある。 がも禽 化は 械 力を 僧買收 

を ま おし 協調 成立 迄 じは 化 常の 

時 H を 要すべく 或は 之が ため 時 

期を 逸する をな きを 化 （難いの 

で、 斯る 操を ゴ 政府 じが' て適蓄 

む株をなする^ 'こする外なく岡 

問題の 解み 如 W でを 俾じ 化旨附 

記ず る 必要が ゐ る。 而 して 化幡 

おのが 權 獲得は 直 惶巧灌 問題に 

隅 巧 だき も 

の利權 とを へば 國 

おを して 彼の 悲懷 G 尼港爭 件を 

連想せ しわる から、 化 利 權は出 

ホ 得る 限 6澳< 阐は -1 頒つ 必要 

がゎる S で 化 辰を 反び おおを 聚 

待 社を 解体み 併'' をつ 新 自社の 

株を 一般にを 募せ しめ 义化權 太 

の 利權じ 就て n 瀑條 約に 一年 內 

じ 化 城 選を を 初め 試掘， 採掘が 

問 其 他 もがを され.，' 一ゐ てぶ 期間 

内 じ ホ 業を 進め U ければ 巧 巧の 

が權 もが 滅 f るので々 る。 尙ほ 

配 常が. 八 ホに 巧た；；：^ いおを は 段 

巧 所ち 巧の 配當 をを 除 t 、 一 御 

ニ ホを お 巡す る 時は 么を國 庫に 

納附 せし わる 當 である ミ。 

昨年度の 米國 

人絹 需給 高 

增伽 率は 約 凹 嘘 ホ 

乂國組 莱協會 の調杳 じょれば 

昨年 中义阅 内み 人絹 製を 高け 一二 

モ とがと 十二で 封 巧 じて、； が 

年の 一二 千 五： 内 化 八 ぷ封巧 じ 比す 

る ご 六 ホ置旌 のち 加で ある。 一 

方ん 紐输人 高は 米國 人絹の 俯 下 

げご歐 洲諸國 の 需要ち 加の 影戳 

で 著 L くが 少し、. 昨年の S け 

九十 •み ホ 千 お 度 じ 比して 六剌减 

の 巧と 十ー ニ义 一で お 巧で をる か 


耕界 •しは 珍ら しい 规を である。 
今 之を 製を 食 机が じ 示ゴば 大体 
左の かし 

ビス コ ー ス會社 二 千 八な 巧 お 
废 、チ ュービ ッズを 化 四な 巧 
封巧、 ーァ ュ ーボ ン ト會社約四 
.，り 巧 封 巧、 イン ダスト リア 方 
ファイバ ー 巧 社 二が 巧 お 巧、 
其 化キユ ブラを 化、 ラスト。 

ン會社 

等を をせ て 前記の 数字を 推算 さ 
れてゐ る。 み じ 本年 中の 製を 靑 
け 約 四千 八が 巧 封 巧ど豫 想ず る 
向き 夕 きも、 一で ホ米幽 のん 紀需 
巧は お」 供給 不 をを 威 じ、 巧 給 
さへ 巧 加 すれば 需要は 之に がつ 
て增 加ず る もの i 如 C を へられ 
てゐ たが、 今 HS 狀 態では 必中 
しも 需要が 供給 じ 伴 ふ ものと " i 
信せられ なぃ。. 今年度の 會 社の 
製造 能力は 

ビス コー ス會社 S モ 六な 巧 封 
度、 チ ュービ ッズ會 社 五 百 巧 _ 

封 巧、 デュ ー ポント 會社 ホと _ 

な 巧 封 度、 インダストリ ア成 
ファイバ！ 會社 二が 五十 巧 お 
巧、 其 他 約 置' 白 巧 封 度 をれ じ 

ア メタ カン セ 心 口 I ス エン 

ドグ； 、力. ル窝 社と 问 j の ホ 
がで ー ヶ年約 二な 方卦度 
の 製逛豫 をで 就棠 する； じな つ 

じから、 本年度 米 願 人絹 貪 社の 
製造 能力は 五 千 二三 百万が 度 じ 
谨 する ミ 見られて ゐ る。 

預金 部を 造に 

新 颗令發 巧 

が格宮 率務所 着を 電 

髮 にを 五十 帝 國誰食 じ 提案し 

たる 預金 部 預金 法 及び 大藏 お預 

を 部 特別 會則 法は 其 じ 原案の 儘 

述過网 巧-日 よら 施 巧 ザら れ、 

之 じ 伴 ひ 巧 H 預を 部預を 述用規 

則 及び 大藏當 預金 部辖別 會計規 

則の 二赫 みがを 布され た。 而し 

て 頂を 部 賓を迷 W 委員 會の 組織 

は大藏 K おを をを ごし 大藏堪 政 

務 次官、 大 藏み宫 、隅 巧を 宫廳 

商等官 、を 計 攒惡院 部長、 H 本 

銀 巧 総裁、 學 識經驗 をち する 人 

顿 をな て么じ 充て 委員 數は 十五 

を 0 巧 ごし、 頑を 部 預金の 監理 

辟 じ 預を雜 資金の 運 お及び 經巧 

に關 する 事 おを 掌る ため 大藏省 

預金 部を 揭き 運用 監理の 二 課を 

設け 部を は 大藏巧 賴巧官 を 巧て 

么じ充 つる J どし 富 田 理財 局長 

預金 部長に 補せられ た。 おは 二一 

巧 化 日 お 育な 善 & び 農が 振 巧 基 

を 特別 會計 法を 布され たが、 四 

巧 一 H 造幣局 資を よら - 億 S 千 

巧阳 をを を じ 繰 入れぶ 述用 ごし 

て 巧 一億 四が 五十な W を 臨時 軍 

事 費 特別 會 計に 貸 かけ 殘 額は 震 

災 善後を 憤 S 千万 w 引を にあて 

る至イ」；：<>.つむ。 

。本社 巧 を— 瓜 】 — 

現を のぶ 貨總额 

大藏 省のを を じよれば 現が 正 

なお 额は 十四 盧八 千で 阳 、が 外 

化货 一二 億 一千 乃 川で ある。 

各 會社お 始拂么 

今 n 中の 社償拂 込は：：： 本 製麻 

キブン が 酒ぶ 他を をせ て 約 一二 千 

五 お 方 川に 達し、 巧 還すべき み 

乂穀 証券 二 千 八な 巧 叫を 筆. 城 

ごして を 計 五 千 巧の お 上で ある 

が、！ 面が が 軍 力の 外債が 引酱 


せられ 义 一二ち 中の 收納稱 稅八千 
巧 W あら、 を融か 巧緩慑 情勢を 
きして ゐる じめ 凹 五け 中 じに 巧 
地 じ 於て 化當夕 額の 社 僚が が 殺 
巧され るを 込で わる 0 

富 ± 水電 ，、一社 懷 

窝ホ水 電は社 憤 五村 巧阳 、二 
を 据駐、 S お 憤 還、 利率 八本 ザ 
额面資 出し 發わ じみを したが 東 
京 谐溢も 二 一二 千で W の 社 憤を 獲 
巧すべく 一二が 銀 巧 ど 目下を 涉中 
である 0 

最近の 商品 巧 場 

麵锁 がは ジリ 安ぃ* るが をはが 
度 支那の 買手な きため ど 水 •降 品 
が 内地な ょも 下目 どが 其が 因で 
ある。 砂糖は 財 巧 ホ 評 じて 氣勢 
揚らで ルを 高ら 影響せ 中して 攒 
落し、 セメントは 俊 巧エ牢 進が 
を さる も 小 建築 ホブ あら 需 
要 漸次 增 加して ゐ る々 石 池は 不 
需要 期 じ 入らて 巧 御 豊富 ごなら 
米 池 高 も 影攀せ やし：' でを しが 
發她も ホ 貝、 黑貝印 共 一 箱 九十 
錢 ホの 化 下げを GL 、 魏鐵は 幾 
み强 調を 示しつ i あるが 輸 入滅 
じて 化貨 薄が 其 巧 因で ある。 而 
してと 巧 渡し 値上げ 相談 も 巧は 
れ てなる。 

.十ー ニ 都 巧 卸物價 

がエ ぷ調查 にょれに 四 巧 現 巧 
十： 二 都 ボ卸賛 物 蹈は前 巧 じ 比し 
騰貴 六 柿' 下落 化 一二 補、 お 合 十 
よ 巧 じて 昨年と 巧 3 巧 巧め ての 
下を であるが、 前年 同期 じ 比す 
れ ばが ほ 四 ホ 六 鹿の 騰貴で ある 
指 お 類別は 穀類み： 四 1 r ホ ィン 
卜 一を 最高 ごして 最低は 建築 か 
巧の 化 〇 ポィント 六で ある。 

小賣 相瘍賴 下落. 

東を お 業會縷 巧誕奄 じょれば 

四 巧 一：：: 現な 巧 京 小 寶物浩 四十 

よ种中 下落 十ー ニ 騰貴 四、 巧を 

册 柿に してず 巧 ニ ホ S が 方 ド 落 

したが 前年に 比すれば 一二 步 互'旌_ 

の騰黃 でんる。 

大阪贿 船 新 航路 

大阪 商船 禽邮 じて は 四 巧 十日 

ょら 橫 潰、 力 八 カツ タ 間の 定期 

航路を 跑 おし 「しあ どる 化」 を 第 

一 船 どして 「めきし こ 化」 「たこ 

ま 化」 等 就航の 壁。 

お 上 六日 發 

銀燈髙 田が 會 破綻 前を 

は電氣 機械 ど 云へ ば ウょス チン 

グ 、ー ウス じを つた ものぇ 檢じウ 

神 製 おが ホを 利かせて ゐ たが ♦ 

高 旧が 破綻し わので 云 井關 係の 

ジー •ィ ー や 鉛 木が' 巧 巧 店を や 

つて ゐる メトロ ボリ タン •ゲイ 

ツカ！ ス 等は 好 磯 逸ず すら ホと 

許を-し ウ 社の 繩張 b へ あら ♦ゲ 

1 ツ 々1 K をは 日本へ 鈴 木 商店 

どを 併の H 煤を 巧 鼓； て 島 旧が 

閒 がした 販賣圃 を 侵 器し 檢 どし 

てなる ♦; 昨秋 大震災の ゴタゴ 

夕 最中 じ 神 戶が尘 糸输お 港設蹟 

運動を やつた どい ム ので 横 澄け 

首 吊を の 足を 引ツ 張る 鬼畜の 巧_ 

爲 だと 憤慨した もの だが ♦化 論 

錄^ら 巧けば 戰圖 力を 失つ てゐ 

る 高 田の 繩 張らを 侵す が 爲は斷 

未 魔の 虛 空を 洒ん でゐる おの 懐 

ろから 財 巧を がき どる 梯な慘 忍 

さと 云は ざるを 将 ない ♦おへ ば 

を 乂邮や 村 井 長 庵は 今の 化に も 

仲々 じ 多い。 


をを吸を-て化ホのかきゎ火を^ら昨か中米瞬のんお巧替髙は約 

ホぁ經魯をが切 b 巧巧的；：>が事 ； 一一辛化が阻十ーニ巧ぉ巧ピ じら 一 

曾 社的經 を， じ 移ず i が必 をで あ I が ザん ー ニモ 九け ホ 八 巧 お 巧よ b 

る。 出ホ巧べくんば滿拽出資四^僅かに四熙ぉ巧したのみで、 大 

步 、民間 出資 六 ホ どなし 社外 經一 お八 年な 巧 急 巧を 疲 けて ホた 人 


メーシ ー は糾脊 最大の デ. ハ ー トメ ントが 巧で あ 
らます。 新ら しい 昇降機 VJ ユス カレ ター は廣澗 
な 巧內じ 於け る 皆 巧の わ 貫 物 じ 巧宜ど 橘が どを 
巧へ てゐ ます 

化ち で ニ ホす るら の G らば メーシ ー では 一 
巧 八十 八 仙を は をれ 化 下で 買へ る J を •ぞぅ 
ぞ御 記憶 下さい 

日本へ 御 荷物を 御 送ら じな b たい 節 又は お 貢物 
に 際して 御用の 棋 合は バ I ソナ八 ショッピング 
ビュ 101 を お尋ね 下さい、 親が じ 御 便を を 計 
らます 



〇 巧 JCEZJi 巧 clRCYi \ 
是養芸 ち 養 

岩？ 呈 h Ave . liear な nd SL 
Tei . ち iy 雪 2781 R 岩ヨ 7是 

-ぃ t ホ お 謙 次 

自 午前 十一 時 ま 午後 二 時 
時間外 ぷ H 踏は 前約の 事 


:が 繼九廊 

萬 Le 夏 ton す e . n . T . 呈 y 
Bet . 2 害 & 2 ご h Sts 
ジー.ミを沒11ぎを18-78さ 


JOIao 去 - OOCR 产 Mb- 

二 1 W を 芝 in Si . N ミ ご rk 
ぎ 置 vers 香 3573 & ジ h ミを 賽萬 

知ぐ BC 午前 九 時！— 午後-時 

震 舅 午を 六 午後 九 時 

り 曠 午前 化 時！ 午 巧 四時 
ドク トレ ィ小 巧乘ま 


日本 C ド；^ 禱會 

Nippon ory Goo を 〇〇., 

養 1 ず oad まご 亞 ty _ Gor-Jilsf St . 

す 志 ph ロミす ミ. 适呈 

す 〇ョ 患 51 



正直と 親切 ごを 肯 ターし 確實 

信用を る 糜猛を 精選し 

特別 廉懼 で販資 致します 

ウオグ サム、 エ少 .デン 四 割引 

な 他は 化て 兰 割引 

指輪 頌 貴を 歷 あじ 寶お類 一切 

ミグ トン 時計、 ーヮ ー ド •ィ 

リノ ィマ 時計、 を稱眞 時計 

ウオ^ — タ ー マン 萬 年 筆 

ユバシ 'ャ ープ 鉛筆 

純銀 器 並に 銀器 一切 
御歸 朝の 御 i 產】 切 

時 討の 修縷 はが 險付 じて 確實 

にお 川 自身が 致します 

化育 巿西 四十 二 T 目 四と を 

四 四 吉号宅 (五 巧と ホ 街 間) 

. お 川岸 廚會 

電話 ペン ン八バ ニアと 二 一二 九 

Ishikaw ぞ巧 ishi 0 ? ち W.42nd St. 


な yo Kwan 

41 El. 1 か h み . 

お }. 6|* 巧 友 4 化む e. 
TeK な iiyvesant が 38 


Kawasoye Hotel 
139 West 123rd Street. 
Tel. Morningside 7154 



巧 六 第 
ご 9 r 四十 ® 
强目了 宝; 十四 


J な pa 打 ese 了 色な jRoom 
1802 M Street N. W. 
le し Franklin 1577 



mam \ 


お East 29th な 巧 d 
Te し Hftdi 扣 n St}. 7M8 



' JKiv&Ko, 

3 が W. 58 th St. 

T elephone: 
Columbus 8882 

( 谣 H • 水) 词遷ぉ 


Tlie な！ ( yoCo . 

i 1 が W . お 化 化 
' Kew ITork C み 
Te し む afaigar 6559 

お 

i 話 


DARUMA I 

781 〜む h む e. 

Tei. Bryant 3859 j 


rOSHINO-YA 

70 Greenwich St 
New York 

Tel. Bowling-G 巧 en 巧 巧 9 


巧 共 !" 叫ん， 


で 


に 1 


號 


ザ 


な 


干 


第 


巧 おさ ぶな} J 巧 tt & s を 巧 lime 巧 


鬥 幡 水） 


り 八 巧 叫キ刚 十 正大 


ノ ん — 


會席御 料理 

東洋 館 


御旅 錐 河 添-, I 



御 料理 


tt 出し 
並に 下宿 


卞瞧 


壽 司、 蒲 お、 滿鲜 、竹 お、 かきめ し 


D 化， I 一. 酱油錯 g|S5i 據掠 上白 米 
gjili 日本 蟲 i 食料 為 iisils 

a 刖心加 I 巧田咎袖巧式會お東が 一 '手^3|{揃巧 

WF が啤 日本 食料品商 會 


S 


り 本 食料 お、：：！ 用品 
並 じが 刊善籍 類 j 切 

片稠 兄弟 商會 

を 巧 おが 菊 巧を 近 巧 船 じて 巧ち 
化 較間稱 々巧 巧 命の お ホ® 上 侯 


〇 

C 

A 扣か 

M h C 

じ Y 

u w J 

yN 1 N 


日本 食料品 頰 ぶび 雜貨類 卸小資 

£ プラザ 寡 款桑山 商. 會’ 

巧刊害 籍雜誌 小間物 日用品 各種 


會席御 料理 

ホ じず さ燒 


華盛頓 

わざ； 

日本料理 

あじ 御旅 舘 


媛 蒲燒壽 W 御 仕出し 

H 巧 祭 H 巧 間 も お 用 かじ 應じ巧 

.會席 御 料理， 

窩等御 下 お 

お 玉ぶ I 


割烹 並に 御旅 舘 

^ ^ を 野 兄を. < 

が 育ポ西 八十 八 了 円 一二. 円 十一 二番 j 
屯 詔 マみ イラ I と 八 ニニ I 


U 本を 料な、 雜巧 
- Is 招、 雑を、 巧 巧 

む"^/パ 東京廟會 

贷 A — ム 、日 巧の 巧 あ b 


鄉 料理 

芳の家 

壽 巧、 緩 蒲 燒每日 有りまず 




An S 

W - I も 

K -ぶ 巧 


民 


託 

11 

P 

4A 3 L 

n 5 6^ e 


理想的 御旅 舘 

御客様に 誠意を 0 て盡 しまず 

朝 曰 

御ず 輕御 料理 並に すき 燒 

新ら しいせ 巧を 揮び 稱 々勉强 致します 


支那 M - i ® ■ 
料理 S 

ホ廳 茶園で 永年 御を 顧を 巧け 
ぃし た 祭た で 御座います 
も 

M ゎ斜 

I - h 〇 
A お 7 

N 靴-曲 
Kn r 

G 

N お扣 

K ^ te 

w p tn 本 u ： 住み、 H 本 語 
湖. を 話し、 皆樣 の御嗜 
巧に 適する 御 巧理を 調進 致 升 

r 度 エレ* ュ ー タアの ドです 



^ もみ-美 ホ じして 淸潔 

T 墨 

N 純化 


m W 


这 


な 


做娜 蘇南樓 

午前 十 時よ bgg を 
午前 六 時まで もな 


-1 2" 

度 B r 

G C W & 

• a け 

なお ル 抑 

む-む M 

— M f 加 

ち i 

万 ご 

わ II 

C N 


が 廳裳園 

词理 人廬蓮 
お 勤の 方には 晝敏 
の 御 巧 巧 じ 髓へ巧 
閒會 席の 御用に 應 
やべ く 候 聞 巧キ巧 
不變 おお 立願 度 0 
纸上御 案 內ホ上 候 


が. kl 支那 御 料理 

が 

P 賴 な*^ 


L un y -CJ 

a 叫 i 蝴 

郎辦 J ： 

巧 说ぉ视 

s 8 


彭瑞樓 

H 本ん 諸君を 
歡迎 致しまず 


が 豫屢御 下宿 

' : 曲嶋 を次郎 

お 四十 九 了 目 一六 五 

アバ 1 トメ ント C 2 

笔嶺 ブラ デ 六 1 とお 

尋れ人 

中 お トィ チ 群 馬 巧 藤 ぉ 太が 
朗お 人を 秉斗 巧が 寺 巧武お 
拆木 お時龜 巧を お八 晦錫 太郎 
巧知 早 川良衛 和歌 山 引 ± 純- 
を 川縣 人を 旧 和 II 一耶 

を 巧 某 

をの 著に 通知 致 度き 落を 之 

挟 巧 本ん 巧く は 知ん よ b 巧 

化巧絕 通知 願上误 

紐 育が 國總 領華舘 

1 是 す〇置 ミ y Ne 二 ork 田な 


蝴做不 

33 〇 " - ' 

5 S 


3^-1 
7 山 - 
巧む 一 


ぷ 


御辨當 おびじ 
御 家庭 支出し 
御 下宿 

後藤 

T ®2 

壽 巧、 罐蒲繞 

每 H ならます 


ミ 覆 U 淸 潔、 親切、 氣樂 A 

勢 顿舘絕 主 熊 巧 

ま 巧 伊勢 事を 义閱を 作 
援。 E . 5 Sth Str ま t 
Tel. Ikg まこ 289 




電話 レキシントン 興 八 五 五 

楚巧 旅館 

ホ 十五 下目 二百 番 


御 下宿 

自由 寧 

是 S さ を St . Broo 至 n , N . Y - 
ぎ吉壹 e 之 75 

.西 六十 お r 目が 妈 十六 譜 

一力 旅館 大橋 

電話 エンデ ユット 八 六 一 〇 


お1、 拿 住み 必 化ょ 5 

「パ々 淸觀 なる 室 

松 か 好か 

養 Ux 量 ミ Iwe . ぎ Mad . ぶ. 這 21 


中 村 理髮巧 

中 棘萬藏 

ゴ W. 置す St. N . : ミ 
す t. Colu ヨ bus Ave. & Central Park ま est 


日本 理髮 館淸 

新 ま 洗髮の 設赌あ b 迅速 T がを 
なと し 精々 勉强 致します 
西 四十 一二 T 目な を 地 二 一目 六萊室 

タツ - s フロア (第夕 お iw 十 ST 目 巧 レ 


宮川 事務所 

持 績的舊 闘の 同胞に 的確 * る 織 
襄 を間旋 しまず。 

. 一ち 登 ese でな n 吉 ミ cjr 

一含 W. ち th St. H. Y. C. 

Tel . ミ ant? 呈 9 适 8 


日 ぉ話- ミ. ミ ふ w 仙 

ホ P •パ」 持 長 

s が 育 お 西 四十 四 T 目 

•一二 下 二八 番 
(二階) 


御 菓モ舖 

栗錢跑 > 羊羹* 蒸窠卡 類、 驚 餅 
(のし 餅 前 H 御 注え 願 升) 

松 威 軒 高 橋 

西 六十 五 了 目 一二 十四を 
電話 トラ is アル •力 I 五 五 五 四 


基 腐 油揚. 

煎餅 製造 卸， 小寶 
U 本 貪鮮品 一が 

巧 中 

な 一二 巧 八な 八十 五發 

策蔚 プラザ 五一 二八 


新鮮 魚介 一 

けけ 一向き の ホ お 澤山化 

特 がが ぶで 大勉强 をし 4 

サヴ オナー 

ミ se ぞ ジミ ロロ 

技 4 W . 泛 》 穿. 

『を. 00】 旨 bes ミ 


極上の 篇類 

季節の 新が の 魚貝類，^ 巧い 

て 居らます から 解 賞味 下 ぅ 

アヒょ 口 魚 占 

苦 Bay 岂 田- す I . ， J 呈 n 4 


最新式-: ハ お 建 ‘ 

便利、 淸洒 、巧 遇 憑 助、 衔巧 化廉、 
を 着船 お 么极郁 巧 波化谋 じ 出張 
シァ ト^ボ お-! ハ 巧 1110 六を 
エヌヒ 1 ホテル 
電話 メ I ン S 九ぶ 二 

藤 井 旅館 ま 巧 

428 say 日 ard A ミ. 
Seattle . W " ミ h • 

日本け 氣 船が 巧 御 申込に 鹿 じ 
萬 事 御 巧を じ 御 取 圾ひ中 上 侯 

を 港*-^ パ ホ テ 八 

▼ H 本 卸 巧 巧 (別間 ぁ' 9) 
榮巧 カリ ホ^一 1 T 街 六 一二 
電話 カホ！！ 八 一六 


U , f サン ゼ ルス 地 ホの 御 
觀 ホには 最善の 御 便宜を 計ら 开 

\ — グ パ.’ 
ホテ戶 

羅 府^ じめ ける 阔胞經 魯中最 
新 巧 婷等ホ テ 八で あらまず 

搔府あ I 街 一二 九 半 
篮 話； ゥ アンダィ キと六 五 九 
話-'‘. ゾツ 々丄 二八 さ 一一 

貸 育 動 車 (が 野) 

羅 がる 巧御觀 ホには 最ち精 遮し 
む ドライバ！ が 御 案內申 上ます 


ボストン 案 巧 

貸 自動車 業 巧 西 
諸 古跡、 大學 校、 H 壌ぶ 他 一般の 
紹か 及び 通 辯ら L ますす 03 30 
Tel Back ’ Ba 二 7 吉 70 Ba 量 a 窜 


ボストン 市 

富 ± 旅 舘大浦 末 松 

き wisi ま 苗. ぎ Sion Mass . 
す 三ち！ {童 311 


I 空前の 壯擧ご 

四 飛行 ± 

削 H 機. ゎ. 月 じ おお 
; 東を、 乂胁朝 H 巧 聞 社 ま 惟の 
I 訪歐飛 わ 槐：； を. か ホち •ぶ パが 旬 
一日 本を 出 お.- 西 比が 西を 棋齡レ 
て 一路。 ン ドン*」 赴く I •は旣 報 
一した 處で わるが、 ホ 撒 巧 側では 

心が をの 

國際的 たる じ 巧み H . 人選 

じ 苦 也 かで ホつ たが、 を じ 左の 

四 巧を 選 お 巧 あした。 

飛行 ± 

遞信省 化を W 化巧官 

ホち 大駄 没 邊浩巧 

销 U 巧間趾 東西 定蝴航 を 

一巧 ± 河内 彥庆 

機 關 ± 

陛あ航 巧が 所 巧な 勸 

爆 おお 一郎 皮 

陸軍が 巧が 驗费 を附 

片桐 庄华氏 

化 脚 ある 大壯擧 の 操 縱± ごして 

擇 ばれた を邊 大尉は 中 あ 中背の 

ボッ シブした 化挤の 持ちで、 日 

じ やけた がは 溢る-" 棉 みと 健康 

ごを 語つ てなる 大尉け 諫勝 G 態 

巧で r 今闽 のが わは 巧闕最 巧の 

大きな をて ぐ ある だけに 资巧も 

をければ 氣皆勞 も 多い。 目ド自 

かは 準 腕の ためじ 蛹々 調 避を 進 

めて むる」- こ 固い みむを ホし 「着 

陸め をを 地は 大体 十ー ニヶ 所を 灌 

をして なる が、 を 中 

13^ 象-^ の 難所は 两 比が 西 

: みこ. チタ、 オムスク 間 及び 朝鮮 

一 おがで あらう が ゥラが を 西-」 越 

-え いば 長-う 一を、 むで ある。 今 旧 

一の な G を 距離の が 巧を する 場を 

じ 最も 不 化を 威ず るのは 巧國の 

が村エ菜がををしてゐない{で 

一々 が 巧を 外國 から 取 あせな け 

； 1 ぶなら ないた め窄 備に 非常 じ 

I 手間 化る。 今 巧 化 用ず る ブレダ 

>式十化.增は ド ァ ジ 大尉も使用 

しわ，* ので 速力は 一帖 問な 八十 

キピ 、最大 速度 二 だ サキ 0 出で 

先 づこ扛 心ら ば 巧み VJ お ふ。 失 

敗の ない が 時に 替載 則の 研 巧と 

檢 杳を充 かじし、 又 略 U を規縮 

する ためじ ーバ十 時間 も 飛 巧せ 

i :* けれは G らの 場ぶ 夕 からう。 

< を 糧 口 邮は每 が一 わじ 二 d を 

を 用 恵す る 巧 b であるが、 出を 

前 じ 準 術 飛む どして 拖岡ピ 九州 

閣 一千と 八が キ〇を 源 A で 見た 

いど 思 ふ」 ご 語つ た C かほ 大尉 

は 昨年 九 巧 ホ 人を ホつ てから 長 

巧敢 典ち (六)、 長女が 子 (五 > を 

な そ 入の 虫 方 じ 預けて 麻が 巧" で 

，巧の 下が じ 濁み ホ- 活を やつ 1 1 

一る。 みを 的の 肇八證 S を 信 

飛 巧 おじ 發齡槐 

調べて やれ だ閒 違は 

いけ お ふが をれ で 化 おじれば 

を ホ あ 6 ません」 云々。 

九 階 目から 

投身 自殺 

が 人 ご 結婚した 瑞典女 

當地 八十 六 下 口 ピゾ ロ 1 ドク 

ェ i G ベル ノ — ド •アバ— トメ 

ント 化 わウ キリ' アム •ナヤ プ 

マン 巧み-」 バ トラー ii て 就 街 


おを 問へ ぶ-。、 S 

一 じて む. 



してなる 宮城 縣人江 目 徳治郎 の 
妾で ホる ■厂ン ネット (111 八) ど 巧 
ぶ 瑞典蹄 人は 五 ホヶ巧 前ょ b 强 
度の ヒ マテ 4 1 r 罹 b 醫師の 服 
藥 にも 奪が わ-る ごて 手を つけ や 
入院 も 却て ぶんの 結 神を お餐せ 
しめる 恐れが あるので よ 人の 化 
ミ哲も 非常 じ 曲がし •近 < 田を 
じがを り - La i な 6 で醫帥 ども 
相談 中で あつたが、 去る を曜 H 
の タホ柯 時」 なく 氣持 がい！ ど 
て 庭 まじ 人つ たのく」 江戸 君 も 巧 
必 して 食 ホ 中、 突が 化 階 目の 窓 
から サィド •ゥォ ー クに 投身し 
た〇塔 所硕 だけにん の 黒山を 築 
いたが、 ホ 人は 妻が 冷たい 死屍 
£ なつて 迷び 入れられ るを 化悲 
惨な が ホ 事を 知らず じを 拳して 
むた r けに 一み をの 毒 がられて 
ゐる〇 

彼女が 江戶 君ご當 地で 結婚し 

たのは 千 化な 十九 年の こごで 

二ん 仲に まつて w 描で あつた 

が、 强巧のヒ ス テ41邀擠的 

が 萄を帶 びて ゐたご 云 はれて 

ゐ る。 尙ほ 葬儀は 化 U な ハ戶ド 

クトグ 等の 盛 力で 故ん のが ゆ 

V- おじ 淋しく 视 巧され た。 

不正 入闕 をが 

巧ゾ 檢擧. 

坂あフ n y ダ 州 地 ホに がて 同 

胞の 不正 乂轉 おが 屢 々驗擧 され 

ぶる をは 直 じ 送還 手賴 じぶ ばれ 

てゐ るを： 一旣 報した 處 であ るが 

去る S 巧 五 H 同 州 サラ ソバの 料 

巧 巧に 就 働す るがん 長 井 常 作ら 

を 民ち にょち て タン バで 逮捕 さ 

む 直 じ 抑留され た。 長 井は 知人 

.か 保 釋を千 弗を 踐ん だので 一時 

保釋 され 目下 勞働 省に 請訓 中な 

るら の ^如< 、间 人は 千 化' む ホ 

年英閱 船の 水夫 ごして 佛 国マグ 

セ ー ユ港 ょら 紐 育に ホら 脫船止 

瘦後滿 一ニ ヶ年當 地に 滞が し、 千 

九だサ ーー ー年 十二ち じ フロリダへ 

をいた をで ある ど。 

夕働協 食も參 加して 

孫 文 氏追惜 

阳巧 十二：：： 執 巧 

當地 支那 人の な 孫て 氏を 敬慕 

する 人々 が發化 どな b ホる 十二 

日の ィ 1 スタ； •サン デ ！ を 期 

L て 正午から 支那 町の べ^ 街 十 

六 番の中 毕民黨 前で 勢揃いの 上 

-肪出 お、 樂駭 をえ おじ ボヮ 9 

—二阿 化 あ 蚕の 中華 人 戯院で 追 

悼 會を视 巧す るを にて 先般が 立 

したが 育 U 本人 巧 風 臨を 員 も 之 

にを 列し こ 階 堂ち 鐘 氏が 演說す 

べぞ '、账 巧々 鄉害 おらら ごを の 

、；：：；. もを 雖 もを 攝 .，.' 篱了 夕-な お 

氣週 おゃ 闕民駕 幹部 等 も 日ち 親 

善の ため 夕數巧 人の ホ 集を あ饼 

して ゐ A •。なほを H は费府 でも 

追悼 尚を 摧す當 であるが 邦人 侧 

化 表は ホ だ 巧を して ゐ ない。 

少年 佛媛 ク！ ガンの 

名 譽が六 仙 

スク 9 —ン 巧の 人氣 者で をる 

々 年佛媛ジ ャッキ* ク，ガン君 

はァダム* ^;ン々チ1フ が會や 

ウ王ナ ー 文房具 曾 社 等が 本人 じ 

無 跡で クー ガンの 名と 窝 巧を 廣 

吿 にを 用した； を理 山と して 名 

を 損 拳 おな の 訴訟を 提堪 中で あ 


つたが、 巧化侧 はを 訴ど 共に 廣 
吿を 中と しじので 巧 事は を 六 仙 
化の 損 寒 支 挑を 命じた。 

一昔 回顧 錄 L 二】 

藻 暗い 運命 


田が の tt 格に 就て 
' の ホ 難 を 巧 パ た 女 
渡米した さの 一をから 巧を じ 
も怖ぢ ない 一巧は 必か '- f 蠻部さ 
んじ威 謝の 息を 表しつ i を自六 
W 宛 罰を を 納めて、 いざ 歸 らん 
ごする 時 「貴 ホ 方は 巧 巧を 毫し 
て ’ j U も 早く 夫君の ずへ おおで 
なさい」 重ねて 優しい 酱 部の 慰 
めを、 を 化は 柯ど 恐つ たもの か 
小さむ 

服み 包 若 ホ 通 許ぇ 書 

簡を採 b 出し 「お耻 しいみ 窓で 
すが ま. 八は 實 にを 情の深い人で 
谣約 W 巧每船 ffi 毎 じを 通して ゐ 
ます。 化 巧 妾の 渡米が を ホない 
MJ を 知つ たら でんな じを 膽 1- る 
か 知れません 」 には 警部 も 
聊か 當 t られ た暖 であつ じが、 
彼女は 大眞 が 目で 憶 面 もな く 其 
前へ これ 化 通ち ど 許ら 手紙を ホ 
ベた てる。 一 もが 紐 育の 田が は 
を 妻の ホる のを 1. H 千秋 どころ 

か 刻で 秋の おひに 化 事 も祿々 

手に がか 中、 待 も 誌び る 遺る 瀬 

なさ じ 間が な 隙が なた 通したら 

しく 一度 じ 八 通の 手紙が 彼女の 

許へ 着した i が ある ごい ふ。 斯 

くて 吾々 が 譬擦署 を 退 おした の 

はが も旣 じを 巧に 近 < を 否を 氣 

遣 ふ 旅館の おや、 EK 送 人、 知る 

等の 夕數は 戸外で 待つ てゐ た。 

意外の 轉 罪で 濟ん だので 何人も 

悅ん だが、 中に も 嬉しさん 余ら 

私の 手 ぉ 握っ て 威 謝した のはを 

世の 實父 である。 彼は を 化 

見送りの ドめ 十日 許 6 橫 

演じ 滯な 中は 旅館の 廊下なら、 

潔 殿なら、 事務 巧なら をの 顔を 

見る 毎 じ必や 「がさん 寬一 

はでん な 巧 質で ず か、 ゲ」 れ稱の 

巧舖 を經營 してむ まず か 」 

など i 旧 おの 牲格 乃至が 的 お 度 

じ 就て あれこれ ど 詳細に 訊かれ 

るので 其邵度 おは 可な ち惱 まさ 

れ たもの だ。 眼の 中'、 入れても 

痛くない 程 巧 愛い 巧が 娘を 巧 里 

の 異鄕じ 手放 ィ親 ごして、 其 倚 

るべき お 偶 巧の 身許 や牲 格に 就 

てち 細 じ 知らん W 欲する のは 人 

储 であら 父當然 の； である。 一 

巧ょ b みし 後れて 彼は なご ホみ 

ちら 「ぶが 岛 方が？ - § こ をれ 

パ、... リ、1 れ 'のは 渡米を 斷を 

い、4^の暗ホです！」 ご云ひ、 

を じ 彼は を 化を 旧が のをに 嫁せ 

しめた； じは 親族 一巧の 反凿も 

あち 且つ 國許じ 良緣八 あったの 

を斷 つた。 併しを 化の 

渡米 熱 を 叶へ て や ちたい 

親必 から 自 かが 單 b 余儀なく 替 

成して ゐる i などを 巧 明けた。 

をして 「でぅ か、 貴方から も么 

を 機會じ 渡米を 就を する 樣 がる 

ベく 彼女を 說き 伏して 下さい」 

^賴レみであつた。 旅館へ引上 

げた 萬々 规係 者は 一を じ 集を し 

て 前を 策を 谨 じた。 幾 ケ巧經 つ 

て も 円 的を 貫徹せ ねば 止まの ご 

いふを、 をれ かご 思へ ば 不を格 

じな つたのは 本人の ホ 素の 必掛 


が惡 いからです、 をん なぶは 家 
風 じを は 《 から 離緣 する U ど} 
いふ お 哉さん も あるな ど 一通 b 
の騷 ぎでは G かつれ。 私は をつ 
と 別室へ を 化ど實 父を 呼び入れ 
彼 ホ ー: 渡米を 徽念 乎る 氣が ある 
か 否か じ 就て 試め した。 すると 
を 化は 「親戚の 人々 のい ふ ほじ 
田 巧の 巧 質 や ホ活狀 態が 事實で 
あつたら、 今み みさん に 伴れ て 
歸，‘ て 戴きょ す。 でんな 事賴が 
起ら ぅご も化睹 旧が を {て 失望 
せし わる MJ は斷 じて お ホまん」 

きつ ぱ ちご 吾々 のを 見を 拒み 
旦つ 道徳的を 化 か' し’ して 父の 懇 
情を 眞ッ向 ふから 汾碎 しで 了つ 
たので ある。 

鈴み 對载热 勤 

國際 ジュニァ！ 稽球撰 手 鈴 木 
龜太 郎君け 義じ 挑戦し わが 山を 
廢巧を 大敗せ しめたが、 前撰キ 
菅巧あ 躍 君' レ 鉛 木 岩 S 勝が ど 同 
か U 亟わて 挑戦した ので 今月 下 
巧を のて モ ニが 点を^ 勝す る i 
と卜 よつ たけ H でも 张 をの 壌 巧 や 
時 H はを だみ をして & ない。 


’ 卓上が 蘭', 

か 旧 寓^さん ご 

兒 童む 理の 研究 

么 大醫學 部での 巧 一日から 一二 
H 間 開催した 五 醫大大 貪には を 
ホ 大敎授 を 始め 全 圈巧圭 をの 權 
威二 一二 千を 參 加し 硏を發 表 も 四 
五が じ 上つ てゐ るが、 绿 々たる 
大家 ご 比肩して 女性の ためじ' 万 
丈の 氣を 吐いた 一ん の 婦人が あ 
る。 をれ は 九大 醫學韶 巧手 でん 
ら當 化の 同胞 ごは 觸 係の 淺， \ な 
ぃ舊 コロン ビ r 乂學 々をみ か 旧 

窝す 女を で 「條件 反對ょ b をた 

る兒 重の 精神 發巧」 と 題す る 女 

を 化 米當 時から 專公硏 をを 繼續 

しつ； ある 巧 重必 理じ關 しての 

發表 である。 これ 迄 じ實驗 した 

を 量は 出を 直後から 滿 一二 歳 迄 約 

千 名に 上ら 精密な 統計が 出 巧て 

ゐ るが、 をれ-し ょると 健を な 小、 

巧は まれて 二 時 邸 すれば ホ、 音 _ 

響、 富怒哀樂じ對して的確^:♦ l^j 

應を なす 由で 生後 一二 年 すれば 鞋 

格 嗜好、' 氣 質は ホ 派に おを 備 f 

るから 其 後の あ 化' は 余を 巧みを 

齋ら さない さぅ である。 女を は 

今 H を 千 名のを 重を 寶驗 する じ 

非常た 普 也を 沸 ひ、 出 產がゐ つ 

たと 聞く ご 直に 產婆 W 1 緖じ驅 

けつけ て 面 御を 見る 傍ら 實驗ず 

るの ホ-、 產擊 をを 巧 巧 L てゐる 

.一， ィ ：s 厘 へられた MJ も屢 々で 其 

研 兜 室 じは 小 供の 玩具 や 統計 物 

が堆 をして ゐ る。 


をる。 化 巧 もみ 正 乂國者 送還の 
記事が 揭 載され てゐ るが、 願 < 
ばす 正 人 励 者なる が おのを 還 か 
又は 二次的 巧 因 (犯罪 乃 ま 反 社 
曾 的) じょつ ての； か、 詳しく 
知らして 欲しい。 我等は 天外 倚 
る邊 なき 拾 ル 巧で ある、 大化領 
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よも 二十を あ S 化 贈 入を 式 後川 


島が 帥の 說 おがわる。 な 上 S を 

をみ 活動 じ 化る 化巧聖 U の洗瞒 

及び おを •しがいで はが おを 會の 
年報が 巧、 胺 ぶ 曾々 舘雌乂 問題 
解み、 た W 敎 をの H 願を 校 開始 
をを 巧る じ 至る ベ < おが も ホを 
寧 ごなる 譯 である。 


新 大使 夫妻 

二十 口 お 紐の 笞 

新な 巧 米 大使 松 华恆雄 氏は ホ 
國化 特を嚇 被の 招待 じ 階 じ ホる 
二十 U 巧糾 W 化戶 ' ァゲ ヮ-ド 化 
樂が •にがけ る晚餐 巧に 出席して 
讓 ずる -- ミ、 なっ ヴ循 るが J 

ピ目 ホら れつ、 わる コロニアル 

化染 部の 賓を ミして々 が あ 歓迎 
會じ願 席す る も。 

H . -- r«it ■ 1 - 1■■-1 こ！ ■■ こ - ill ——— 

巧 庭 俱樂部 消息 

' 〜 H 本 庭球 お樂 部に ては 愈々 
' 円 十一 一一 了 目 第 十 街 (サブ 停 革を 

二 一 五 了 肖 附近) じ 於け る ァ-口 

1 へブ ド、 コート を 借らを け旣 

じ 前週 上 曝 日ょ ち 開 庭した が 巧 

义 B 午後 六が 半 ょら 料を 都に が 

て 盛大 G る發會 ホを 兼ね 懇親 會 

を 催ず 由 ( 會藝 二 弗) 而 して 本年 

度 幹 おは 中 西华藏 を 本 食糧 

品 お 曾) を 針は 前 波 陽と 巧 巧 (お 

が 兄弟 ) である ご。 

政治 學會の 細 織 

化 紐學生 政治を 會は 去月 二十 


九 円 第ー ホを 曾を 終 猫を _ t がて 
閒假し 排織力 か： き 協 讓 ^, 

る 所 ゎ ^ 食を を 親 巧 巧 ど 稱—が 
円か お學 上の 硏 兜を 發 おしまが 
を 闽學生 親善の 宵を がぐ る 目的 
じて み 巧は 四 巧 十 H 午後 四時ょ 
b 修迫巧 じがて 定期 浓 行を 開 お 
すち か當 U 口 晚餐巧 五十 化 U る 
い 同志 學ホ 諸氏の 入會 をを 望し 
つ^わ b ご 〇 




か脊 部の 懇親 會. 

ホる 十 H J グッド、 フライ デ 
ィを卜 して 修道 會化巧 部の 春 期 
懇親 曾を 巧 六十 お 了 目む 四十 八 
を r 太陽」 じ 於て 储 すか。 るが ホ 
留ま だ A d 木曜 H を じ 巧 体育 部 
幹净 がが 夕，； ち-ご。 
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移民法 問答 

郎をお 移 区な じ關 する 小を 過 

H のな 疑に 菊し 早速 貴が 上を な 

て 懇か御 罪 示 じが 6 お 段 御 障 情 

おな 謝 お。 巧、 ぶ 記の 事項に 就 

きをら に 烏 おか 仰ぎ 巧く 御 願 申 

上 侯。 

(こ 無 旅券を が 化ら じ’ 何等かの 

方法に 仏ら 妻を I 當に 呼を せ 巧 

; たら ごして 典の 滯 C ： し 得る 則 間 

{: こ 巧 人の 妻が 滞む し 巧る 一時 

化なる 期間を 則 間は 許可を 持‘、 

一 あじ 巧' 技 せらる^ もの ご おはる 

I がか 何 お L てがらに お-レ' ホの 化 

j 留中滞 化し 祷る 事'- ならざる か 

kill ) 右 观間巧 長の 許可は を あじ 

一得ら る.：' の；：：！ .るか、 從 つて 义 

是が 許可 中 請の 巧 じぶ 大の叟 用 

I をを する 事。 かるべき か (四) 所 

i 謂 か A じあら ざるら 正 當乂図 者 

: はきを M 伴歸 ホす る ホ 不可能な 

'ら十 ごす るら 巧 人なる 煤を じ 比 

: しては 夕大の 脚 難 ホる ら^ご 看 

_徵してザ4:*るか(五}純正リる贸 

お 業を が 下が 使用人を 呼を せ提 

る や. みや & び 其の ホ 固に 化 ま b 

得‘- 側， 閒 {六} 巧 人の 妻 等の 入 閥 

に 際し ボ ン ドを 徴ゼら る > "事め 

らビ閒 く 巧の 种 類、 を 額 並に 返 

:還 さる、 > 化 耕 (と； 不正 入 闽をピ 

i 雖も おヶ年 W 上が 巧の 上は を 還 

: せらる'.. がた しど‘ レ從ホ 紙上 U 

i 欺ち せる おい* るが 右は 化 おの 明 

! 义 じがろ もの。 る や、 且つ 巧 間 

.一が 兹 5 .余地を がせざる もの G る 

1 か 八) 转移投 を 等 L 右の 巧 A あ 

I b ご假を すれげ 執が ほ 法 じを じ 

I 反する 化を あら £ す るら 新ホ货 

- 施前旣 じおヶ 年な 上が 留 せる 者 

: は送還 せ ら る ^巧も；：>し ど 思は 

る^が か W (义) 不正 人國 のな を 

- なて 送遥 さるえ もの あ もどして 

i がみ 所有せ る 不動 巧 並に 励を の 


處を (十) 最近 波れ 聞く 巧に 據れ 

じを々 地 にがては 不正 入闕 者に 

おする 移民 官の化 調 V 嚴重 にし 

て 現じ 幾 還 されん ごする 者： 但 

し 新法 實施 前の 上陸 ま) さへ ぁ 

る 由 右は 邮方的 或は 特殊の 事悔 

に 起因せ る ものなる や (をし 鼠； 

相 御 あ 知なら だ >( 十一) 右 事件 

に臓聯 て五グ 年な 上を 經 過せ 

る 無 旅券 卜； 陸 巧の が留權 じ關し 

疑義を 生ずる が 如き 事象な から 

(か (な 崎を) 

左 じ 御 答へ します。 

( 1 } の 御 尊ね におして は 旣じ本 

紙上 じて な縷說 明せ る 如く 令 法 

的に 乂阀 しおる みんど 雖 刺に 事 

子の 呼 寄を 爲し拇 るが 定 はぁり 

ませぬ 假 k に (特に 假 ちじと W 

薑 しまず) 呼 寄せ 得る ごしても 

滯が 期間は 先づ 一年で ゐ どは' 滞 

米 延期を 出願し 許可 され^ば 引 

結き 滞义 は出來 まず 許可され ね 

ば 勿論； § 朝す る^かは ぁ 6 ませ 

ん (二) めが 人の 妻女の 滞が 期閒 

問題は 目 ド 大審院 じがけ る 巧 巧 

を 待つ て 居 <> 1 例がん b ます か 

ら其 上で が 然します 巧し 妻い 單 

じ 巧 ホの 旅を どして 入 闕才る 場 

合は 一時め' じ乂國 お ホます ニニ ー 

夕 乂 の酱用 W どを 要しません 一 

をのが 式’ 出願し ホ 敷 がをぉ 拂 

ふ ホです ' 四} 正 當入閒 者は 巧 入 

風 許可 部を 所を すれぶ 商人 ゎる 

ゴ然 C , ざる ご 柯窜の 差が は あら 

ません， 五) ド妓带 gA は 入 厨 お 

ホ iA ん V わ} ボンドの 睛 なは 其 

煤を みお 移は 官の 認定 L がる 從 

ホ：： 5 皆 姐 五が ホが 巧です {と ~ を 

おの 刚义じ 化 ゎすぶ 入 瞬を 4 雖 

滿 五年滯 中せ を 者は 送涅 せられ 

乎 化な-— 疑義に を 6 ません (化) 

化 巧 人を 部 一定 すれば よいので ず 

(十； を れん 段 化 にて 御 寄ね じな 

れ ばを 細 W 瞭 です {十一) 同上 


参 ホ} 9! 巧 樂部委 貸 會本巧 
旣報 ホ！ リ！ 俱樂 部に ては 昨 巧 
八 時ょ b 突 W 敎會 々舘 じがて 委 
員會を 開き 活動 方 釘 じ 願し 補々 
協讓 する 所が あつた。 

♦エボ i 靑が會 講巧會 ユポ 
! ス 靑年會 じて は 今夕 祈 禱會閉 
貪 後 巧 円 八 T 目 一一 一二 一二 酱お な敎 
會 じがて 左の 如き 溝 お ある 由。 
U 本文 化の 起源 と 

アイヌ 人輔 賞 傳松氏 
♦香 巧 龍 雄 巧 夫人ん 院香两 商 

店 ホを 曲 龍 雄 氏 夫ん は S 月中甸 

ょら 踐の 疾患 じて 臥床 中で あつ 

たが まる 五日と 十と 了 目 バア ク 

巧 巧 レノックス ヒグ 病院 じ乂晚 

加養 中速 H 輕 かの ホ。 

♦自 ホ亭 電話 あ稱 變お武 ホヤ 

ンブ巧 五十八を 自み亭 旅館 電話 

は從ホ メインと 四と 五。 あつた 

が 致化 ト ラ イ ア ン グ と四と五 

ごな 稱 した あ。 

•高峰 博卜 夫人-昨 夏 W ホ歐洲 

巡遊 中 S 故 高峰 譲 ま愧十 夫人は 

明 化. 日 午前 入港の ジ 31 ジを雕 

頓號 じて 歸 紐の 常。 

参 惦木義 男た 學 生、 まる 二十 

五 H 英闡ょ b 歸辆 のを 着 紐 本 H 

(四旦 巧 わ。 

♦星が 秀敏氏 農 おな 省 實業練 

巧 生、 去る 一一 i 4- 日 眷がス ヶネク 

ター アイ、 ゼネ ラグ、 五 レクト 9 

ック會 社 じがて 約 ー ニヶ 年間 研學 

豫ぞ〇 

♦お 口 寬ま巧 農が 格ち 實業練 

巧 ホ、 去る 化 日 着が 智 らく 滯紐 

が 學 の尝。 

♦111 浦 環 夫人 マダム、 バ タフ 

ライの 一一 磊潔 夫人は 去， 去 日 巧 

が ホテル" アンソニア じ 投宿。 

♦堤び 氏 一ニ ホ 物を を 港 そ 店長 

乘巧 巧を せの 爲め まる 五日 ホ 紐 

永 松 秀夫氏 八幡 製錢所 技師 

同 松 巧 あ 良 氏， 同 吉川华 な： 巧 問 

雄 井 勝の 四モは 去る 一 H 歐渊よ 

着が 今 H 中娜 化の が 郎の常 


裁繪所 開業 

H 本 着物、 シャツの 仕な I 化 ハ 他 

小 間々々 した 縫物 一巧 致しまず 

ホワイト、 nt 卜、 エプロンら 

あ b まずり 

化 頃 夏 盛 莱廣品 ごして ま喊好 

がみ お 本 着物の な 义に應 じます 

裁縫 所 坂 ホ 辰 子 

128 尹 65 th St . 呈一 


\ ス 正 刖じ敎 巧を し 

クこク ます、 ゲヤ ー ラ 

ン テッド n 1 スあ弗 H 本人 歡迎 

CATInklAI SNCING STU 言 

n 占 I lUn / lL 呈申 12 置 SU ミ 置 As . 


ダンシング 

U 每巧八 時ょ b 午前 一時 迄：：：： 
入 お 切符 U I 弗 (十 巧を ィン 

スト ラ クシ ヨン 附 ) タンシン 
グ 、ユン テスト！^ 每お あち ま 

すぶ 人 御 誘を せ 獅ホ驚 下さい 
U 本ん 諸 巧は 特に 歡迎 いたし 
ます。 隣 b は プ！ ^ 八 1 ムで 

s 置受 Lp \ 口 

公 4 さ es 二 llthSireet 


料瑪 巧賣度 

攘 所は ビ ジネク 區 域の 中必 '地 
ち 抓 料理、 西洋 料 巧 巧 ネ巧ま A 
歸朝 じが 至急を 惟 じて 貴 披し度 
し、 多年の 顧を 渾山 をら を绍の 
ホは 左へ 御带話 あれ。 

電話 チ ユッカ リン. グ 五ぶ 九 S 


i 


市 廳へ十 か タィ ムス スクエ 
へ か 五 か 准 話 カン バラン ドを 二 一一 

184 量 Si, 8 ro 量。 
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電氣仕 率 一切 

下 羽 電氣蘭 貪 

20 ご Broadway 


ぎ Endiccti 養 70 


書籍 一切 取次 

ホ闡ぉ 版の 雲籍 はんて 特別 割引 

じて 迅速に 化み ぎ 旅 巧者の 研究 

參考資 巧の 裏 籍道集 等は 特に 御 

化かな 計ら ひを 升 〔幡 物】 

正 soshi 里 を夕 

154 Nass さ St., Tel. す ek 夏 n 芸 28 
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紐 育 日本人 會 

了 お お pane が むが ci が on, 

2 如 W がけ 7 化な . ， Ne パ ork 

Tel. Circle 8190 

巧 滿洲お 道 巧 まを 化 
が 育 奉を 所 
な uih Manchuria R •ん Co., 

111 む帅 Iway 

1 Tel. Recior 1b47 

呈井 物を がま 會社 
化ち 支店 

Mitsui & な.， 

65 Broadway 

Tei. Bowling Gr が n 7520 

裔 ffl 商を 
お 脊ミお 

Takata & Co 。 

1 如 か 的 dw 巧 ， Ikw York City 

Til PArtinr 1 R01 

IGtl llbw IWf • 

株式 會お 岩 ホが 店 

紐 育ず 店 

Iwili & Co., 

Woo いが th Buildin;, 

取ん Whitehali 604) 

S 菱 商事 會社 

M れ sub お hi Shoji K お sha 

(Mitsubishi Co" Ltd.) 

(20 Broadway 

Tel- Rector 2 が 0~2664 

株式 會な 
山中 商會 紐 育 支店 ’ 

Y 泣 man&k 江 & Co., 

680 Fifth Ave,, 

Te し Circle が 14 

曰 本 縮 巧 巧ま會 化な 育 支店 

! Japan Cotton Tradhig Co., L む U 
l Cotton Dept, 

60 Beaver か.， 

Te し Bowling Qre«n 2900 

Silk Dept. 

25 Maditon Ave., 

TW. MW. ftq. S6M 

口 米 生糸' 株 ま會社 
紐 育 支店 

NtCHI-SEI KliTO K&BUSHIKI KAISHA 

(NICHI-BEI のげ〇 CO., LTD.) 

373 が H Avenue, 

Tel. Mad. Sq. 7592 ぶ 

神戶鈴 木が 巧 
r 組 育 支店 

I Suzuki & Co., Ltd. (Kobe) 

j 220 技 road 

Tel. Co け Ian か 11 が - W-51 ぷん 53 
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お 育 ^ ^ — 報 

獨 逸の 政局 


ヒ將 軍の しん 候補. 

歐洲乂 巧當げ 、濁 逸の 總巧令 

官ピ して 英名を 世 巧 じ お 力し、 

巧 事の 天才 ど稱 せられた ヒン .テ 

ン バル グ將 軍が、 獨 を^ 帝制 派 

议び 反動派の をが ど カイ ゼ於 

陛下の みか 令を けて 遂に 乂統棚 

戰じ 立が 帥した こごは、 濁 逸ん 

自身の なか' こする 所で わ々、 且 

亦 化が の 驚 おする 巧で ある。 齡 

旣 にと 十八 族、 带串 上の 智路じ 

まらて は 近 化の シー グク ラキ ド 

i して 國 にょ b 敬慕され、 ぞ淪 

な ホ 戰鹰を 避けて 田園 じ 閑离し 

つ {わつ たお 巧が、 閣 をが 治ず 

る蚁 治のと じい か U るを 詣があ 

抱を が あるかは、 ホ 知 数の 

問 越で ある。 

過 まこ 於け る將 軍じ對 ずる 國 

民の 敬慕は、 實じ歐 洲大戰 じ 常 

勝將 軍の 名を 轟かした 英雄的 性 

格 じ おず る 感激で あつた。 がる 

じ 今回の 政 戰じ當 b て ぞ數の お 

辅 をを 生じて 遂に 大統領 當 選の 

を 数を 得票した 候補ち なく、 ヤ 

1 ン乂掛 マ 八 クスが ± の 掛立こ 

つたが、 ヤ！ ンス宜 身は 勿論 

氏を 支持す る 反 勘 派を をは この 

デッド •。ッ ク を紛碎 する 爲め 

じ 園议め 人を を 一身 じを がれて 

ゐる將 軍の 出馬を 慾 曲し、 巧 度 

辭 退の 後 この 立候補を 見ら じ ま 

つた 裝 面には これ 等 反動 おの 壊 

い 自信が あ つ たじ 相違；；^ い。 

ヒン ダン バグ グ將ぞ が、 獨 を 

固 巧の 熱烈な 忠君を 固を である 

こどは 巧知の 事 賞で ある。 彼が 

今 お ほ カイゼ^を 『陛下 J ど ホ 

一 6、 をに 信書の ななを 怠らない 

こご も 掌ち である。 なじ お 巧な 

一族 補の 基に カイ ど 於が あ り、 瓦 

一つ お 軍を まかす るを 黨が 帝制 樹 

一 立の 色彩 渡晤 る じを みて、 お 

I をの 當 選は カイ ゼ 八の 捣神 的な 

一 活を息 ホず & もので あ b 、 がし 

ー ホ 制の 機 迷が 熟した お， クイ ゼ 

j 八の 物質的な 巧 も 巧して 不可能 

一では い。 

i ヒ將 軍の 大統锁 就 巧 じは、 さ 

やぅに 幾夕 の可躯 性が ある。； を 

ら じこれ を 巧 逸の 載 外 關係じ 就 

ておをずる^:^らぶ、 お軍ん當逃 

は フランスの 巧獨逸 恐怖の 觀を 

を 益々 向上せ しめ、 歐洲の 平 ホ 

を 確がず べき ホ かが 膝條 約の 締 

結を 脚 難。 らしむべく、 巧 謂 巧 

國ぶ がろ' 拽 外を 説は、 遂に ドー 

ズを をして 化棄 せし むる を 巧 ざ 

4 立 おじ 陷ら しめる かも 知れな 

i い。 勿論 これ 等は おがを 基礎と 

する 幾夕 の' S ' 能 巧を 别 巧した も 

ので あつて、 おがの 立 あ 補を の 

ものが、 必ら やし もこれ まの 可 

I 能 性を 巧 現す る ものである ご あ 

推 マる のは 早が でみ るが、 これ 

を 掛ル的 じがて らお 軍の なお 補 

が獨 逸：.： 窜あ b てな K く、 をの 


画 巧 的 位 度 じ影蠻 する i は、 も 

得べき； でんる。 

併し乍ら これを 對 み 的に 觀る 
ならば、 ユ ベ^卜 大統領 等の 社 
食 窺が 典 化け 化を ち おする こご 
は、 純 御 逸人の 好まざる 猶太 人 
柿の 勢力を 仰 おする w みでは な 
現卜 S お滩 たる 獨逸化 局を 
が收せ A ど 欲するならば、 國 K 
り ポビユ ラリ テー を-身し 注ぎ 
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巧る お 雄 的 人格の 出 巧を 必要 
して ゐ る。 反動派が 將 軍を 起た 
しむる じ まつた 巧 0 のらのは、 
恐らく この 威 情を 基礎 どして 獨 
逸の 統-を 計らん ごしい もので 
あらぅ が、 而も 巧る 政治む 化の 
出 巧は 獨 逸を 統一す るよ b も 益 
を 盤 勘の 域 じ 導く であらう ィ」 い 
ふ合埋 性を 認め 得る。 獨逸 はを 
のを 化 おじ わるので ある。 


の 記 率は 半官的 性質を 帶び たも 1 ズ 案の 運命を 危 <- > 欧洲の 平和 

のどして 注目され で ゐ る。 

米國火 統領 ご 

H 露 新 協を 


クタ ンス S 巧對に 

目 本 U ち 右^- れず 


東京 义日發 タィ ムス 特電ぃ 海軍省 當 巧が 發 表した 所に 化れば 

第二 軍備 縮々 食 議の聞 催し 觀聯し フランスの 反 窗を柯 じ 拘らや 

H ぶの 位廣， U 謝 じて 變 おせず、 曾て 財 部 お 相の 述べし かく 『る 

平を 基 雄 ごし 國 巧を 巧 賓せ しむる じ 足る 比率』 の 臨を 會議じ 日 

本は 问巧た b 化ハ參 加す る 息 向で をる。 右は 最近 郡 下の 新聞 巧が 

いづい； フランス のな 逊じ U 本ら 共鳴し 第二 軍縮 會議 は從 つて 

絕进 である VJ 巧 道し つ I ある ものに 對 する 巧 答 じ （て、 海軍省 

當局 右の 報道は 『何等 日本 政府の 意見を 巧を する もの じあら 

ず』 ど 述べて ゐ るが、 H 本蚁 がくして は從ホ ホされ て ゐじ如 

軍縮を 備僧畿 を 巧 集して 胳 ホの 本會議 じを やべき 紛爭を 豫め巧 

止す るの 得策。 るを 信じ、 おし ネ會讓 じして ホ 敗す るむ' ■らば 自 

が國 際が 進 艦 競ず 盼 化の お 現ずる は 必然で あるが、 斯る 競爭じ 

H 本は 財政 上 到底 挑戦し 能は U いから、 斯る 失敗の 豫 期されて 

ゐる 本會廉 のな 集に も 敢て參 加を 拒絶し ない けれ 共、 殺く 共 其 

巧 集を 遲延 せし むる を 策を どる じ まるべく' 先 づを國 の 豫備會 

潍 なをを ホ 費して むる が、 一般の 與論 も 本 問題に 就て は 明確 じ 

示 L てむな いけれ ども、 第一 一甫 縮は 英米が お 力して 日本を 苛め 

ん ごする 陰謀で ゐる どい ふ觀 念を 格て 中、 おつて 第二 軍縮 貪議 

よ， 〇 も 寧ろ 奥國の シン ボポ ー か 軍港 布設 、米國 の 海軍 大演習を 

特筆して 論評して & る。 

曰 本と 佛國は 密約し をい 

薛佛 大使 石 ホ 菊次郞 子が 聲明 


バ ブー 乂日發 ；：；： 當化じ てを 刊 

する マタン 紙换を 記ち ジユ ー 少 

ソ 1 ゥェン 巧は 日本 ピ フランス 

が 第二 軍備 縮 少會滋 にな 毁 すべ 

く 中を せを した ごい ふ 風評、 ホ 

びに 逆般 締結され た* 

日露 炼をじ 秘密 條項ぁ 

り どの 風評に 就て 駐佛大 化石が 

菊巧郎 子と 食 見し これ 等 じ對し 

外お當 どを 渉の 上を 式に 意見の 

避ぶ を ホめ たるが、 これに 對し 

て 巧 ホ 乎は 『 tn 本ご〇 シアの 巧 

じを 約が 締結され た ごい ふ 風評 

はを が 事 實無化 じして 余は これ 

をを 式に 巧を ずるに 踪践 する も 

のじ ホらず、 H 露 協約は 旣 じを 

表された^ のな 外に 何等が 化す 

る もの U し』 と. 巧定 して H 本は 

飽迄 も國際 聯盟の 精神を 咎 重し 

これに 違反す るが かき 條 約は 斷 

じて締結しないをを照言したる 

が、：：：： 本 ど フランス ごのぶ 證關 

係 じがて ソーゥ A ン巧 はな 下の 

かく 述べて & る。 『がし 乍ら 日 

本 ど フランス のこの 友 泣 的關保 

じ 就て 兩國が 第二 軍縮 會議 じ斟 

し 協力して 巧逊 して ゐ ると 思惟 

する のは 餘 ちじ 拳 賞を 誇張した 

實给 である。'：:: 本 ご フランスが 


條約 違な 說は無 化 
7. シン トン 化り 强 UH 繁巧協 
定^ 正文を おど 共に 固務 省は こ 
れょ b 生やる 法理 的 影響に 就て 
誠杳 中で あるが、 一部 じは H 本 
は ヮシントンを 議 にがて 化 棒 太 
ょらの 撤兵 問題に 關 聯し撤 をを 
條伸 どして 特殊の 貿易 利 權を獲 
得する^ 意志；；^ き 旨を をを した 
るに 對 し、 今回の 新 協定は 明か 
じこの 宣言に 違な して ゐ るから 
ホ國は シンクレァー お油會 社の 
巧 權を循 どして これに 抗議す ベ 
きで あろ ご稱 してむ る けれども 
大統領 ク I リッ デに': これと を 
おなおの 態度を 化ち、 日本は ヮ 
シン トン 會議の 精神を 曾 重して 
この 協を-^ 一締始 した もので あつ 
で 巧 等條約 違な の巧爲 じあら や 
從 つて 抗議の 要な しど 聲 明した 

ヒン デン パル グ將軍 

遂に 出馬 

マルクス ご接戰 
ベ 片ブン 化 u 發 =：： 過般 ホ 巧 度 

なら や 大お顏 候補を 辭 退した 
ヒン デン パ 八グ將 軍は、 梟が 將 

軍の 立候補に 反對 した 人民 黨の 

スト レゼ 八 マン 博 t が 反 對を撒 

回し 帝制 派 及びを 黨が滿 傷 一致 

で將 軍の 出馬を 促し じの みなら 

ず、 タ ー ビッツ 提督を がめ とし 

ち 力を. 3 潑 請を 容れ 俄かに 立 候 

補を 承諾 f るに まつじが、 承諾 

の 裏面 じは 目' 下 か 蘭 じ 巳 命中で 

ある カイ ゼ八陛 での 勸吿が 大き 

い 力を あして ゐ る模樣 である 

即ち 將巧 をち 持す る 者は 獨遮 


第二 軍縮に 就て 餘らじ 

氣乘ら のしない 所な はを 然異つ 

た 動機 じまく もので をつ て、 ッ 

シン トンに 駐な ずる： n 本 大使 ^2 

國お 長官 グ n ッグ 巧に 掛 ，し 補助 

艦 制限の 必要を 見る じ まつた の 

は 第一み 會議が これに 失敗した 

結果で あ b 、 從 って 第二 巧 制限 

食 諸を 巧 集 せんご 欲するならば 

先づ 原則 にがてを 固の 承認を 必 

要 じする。 若し これを 息つ て會 

議 をな 集し をれ が 失 化するなら 

ば ホ 巧の 基礎 じ 損失を 輿 ふる も 

ので ホる VJ 通吿 L てゐ る。 而し 

て フランスが 築 二， 市 縮に 氣 乗ら 

し U ぃ理 わは を 然事實 をを 礎 ご 

した もので をつ て、 フランスの 

お 軍は 啟じ 縮少 されて ゐ るので 

ある。 この 貧 見 じ 依 b て 巧 等の 

述べ 得ぷ おは 日本は 巧 等 

會議巧 集 じ お して フラ 

ンスど 協力の 上 これに 反 おせん 

ご する がかき 意を は 毫もを 巧し 

てゐ ない i であつ て、 H 本 乃 ま 

フランス！^ ホめ つ i あるら のは 

第一 次 會議じ 巧て 乂圓 よら 突然 

まけた るが かき 提證を 巧び 受け 

ざらん どなす る のみでを る a 

ィ .述べて ゐ るが、 マタン 紙の 


题民黨 、人 段黨 、バゲ ァ 9 ァ 

人を 黨 、経 濟黨 、-ノ グァ 

黨 及び 農業 紐を をの 右傾 派 及 

びを 制 派で 現 議會の 勢力 ごし 

ては 代議 ± 二百 二人、 選擧民 

千 二' 白 巧 票を 化 おし、 

前期 選 擧じ大 を數を 獲得し じる 

ジャ^ — * ンス 憐 十-も ヒン テン パ 八 

グ將 軍を 應援 どみ したので、 化 ハ 

かを 体の 蒋 綴を 標榜す る 社會黨 

民 ま 募は 期せ やして マ グ クス 搏 

丈の 立候補を を 持 ど 巧し、 ホる 

廿 六日の 選を は 接戰を 極める で 

あらぅ と 云 はれて むる が、 

マ少 クス 派の 谦會 投票は 二百 

化 二 票.：' 約モ 四百 方 人の 選擧 

民を 化 表して む‘ る。 

而 して お 軍の な 候補は 戰ず當 時 

の 記 協を お 新し 反動 氣 かじ 巧 も 

てゐ るが、 將 軍を 應援 する 人民 

黨員中 じは 共 か 派 も あ b て夕少 

の 動搖は 免む 得ざる ベく、 マグ 

クス 博 ホの 僧侶 黨貴 中に. も社會 

黨 どの 提携を 欲しない 巧 子が あ 

るので 動搖が 期待され てゐる 

ワシントン 化 日 發 U 前 米獨逸 

派遣軍 司み官 アレン 胳 軍は ヒン 

デンバ^ グ將 軍の 獨遮 大統領 當 

選は、 

勘く みホ园 及び 化が の 期が じ 

反き 樹 逸の 敵を して 益々 乗せ 

しむる じ まるで あらう。 

と 語ら、 を府當 局は ぶ 證闡の 巧 

か 不于渉 ま義よ b して 化 默をザ 

つて ゐ るが、 將 軍の 當 選は ド 


を醬 ずる VJ 觀 測して ゐる 。なじ 

若し ヒ將 ずの 當 選が 叫 能 性を 帶 

ぶる もの ごすれば 獨 逸の みか 政 

ホ 其 もの i 前を さへ 暗 潜た る狀 

勢を 生む ベで， 濁 逸 威は の 多數か 

反動 熱に 化されい どす るのは 歐 

洲 のず かじ 大を 響を 齋ら すじ ま 

るで をら ぅ 〇 

注禍 さむる 

關稅の 修正 

政爭 再燃の 題目 

フ シン トン 十 y 發 A 前週 組 育 
ホ テ 八 •ア スタ ア じが' で 開かれ 

た 輸入 巧 協會の 午餐 窝で 華盛頓 
主ら 得た る 情報を を おし 新英蘭 
州 選出のを 力なる 上院 證 員は 自 
己の 利害から 打算し をつ 词榮を 
たる 綿布 綿糸 製 港 業を の 利益を 
保障せ むが 爲 めじ 尚婚 地方 出身 
である ク ー リッ デ 大統領を 擁し 
て 今 かの 證會 じ關秘 修正 連動を 
試む るで あらぅ ど 塾 吿 する 所が 
をら 其 他の 輸入 おじ 一!！ i ； しても ス 

才！ ドネ— •マッカぶ バア 法 0 

上の 重 穂を 課する の 患 見が ある 
ご 観測され てゐ るがず 週 巧 お 自 

首都で 開かれた ナシ ヨナ 
A •コトン 製造 叢 者の 晚餐會 じ 
於て なせる 大統領の 巧說 はお か 

黨の 保護 關稅 政策を 感 護せ るに 
止 ょら 放て 現行 關 焼を じ 一大 修 

正を 加へ て 一 屠？ 逼 率を 輸入品 

に 課する の內意 あら ー ミ 葛 察— 得 

る 議論で tS ；;* かつた。 乍 併 一部 

の 共和 黨 上下 栖 院議 賃 中には 極 

端なる 米齒巧 地の 產業 保護 論を 

が あるので 、輸入業者を 脅 成 ホ 

る じ 足る が 如き 運動 言 譲を 敢ス 

する じ 違 ひない ご 謂 はれて ぶ 
唯が ザ ま 義で穩 健 一 点 張らの 

大統領 が來 年の 議員 總選 

擧 をを へながら 哪稱 修正 迷 動を 

後援す る や 否やは 頗る 疑は しい 

併し 民 ま黨側 ごして は 共 か黨が 

更らじ 進む で 禁止 的關巧 案を 搪 

出す るのを 待ち設け',- ゐ る。 を 

現 化の 關稅 0 上に 輸入品を 壓 

を するならば ホ か 黨は必 や國技 

から 猛烈な 攻擊を 受< るで ある 

からぶ 磯を を 利用して 明年 か 

議員 總選擧 じち 利な を 爭の 題目 

を捉 へむ ごは 民 ホ黨の 領袖が 化 

ひ 所で ある。 隨 つて 共 か黨側 V 

しても ホ國巧 化のを 業が 不振の 

底 じ陷沒 する 巧 憂 もない のじ 排 

外的 ども 觀らる i 關棵 案を 窩唱 

するとは 餘程考 へ もので あら* 又 

ピ 評せられて ゐ る。 


暫 らく 頸を 繫 いだ 

ぶ リォ 內閣 

バブー 九日 發 =： 前藏 化クレ 

ンテ八 氏の 辭任ど 共に まる 吉日 

偷敦の 新聞で 一時 摄 解職を 傅へ 

られた ユブォ 內閣は 背後 じがけ 

ジョセフ •々ィョ - — 氏の 帮巧 

を 得 昨々 稍 盛 b 返へ しの 氣 ホで 

あるが M 政の 難局に 直面した で 

リォ 首相は 彿蘭西 銀 巧のを 换巧 

增發 二百 億 フランク じ 達した 

事實 をを 表し 化 点じ 關 する 下 巧 

の贊 否を なて 内閣の 投げ出し か 

柯を 巧せ むご 試みた。 で リオち 

相の 說明 じ逊 して 辛辣なる 攻巧 

が 始まつ たので 首 化は 病根は ポ 

アン々 レ！ 時化に 發 したので あ. 


る V 一應酬 しでな お 裳の 激怒を 惹 
き 起し ぃ k が お 局 二が 网 十六 襄掛 
二な 乂十 票で 現内閣 信 ほの 表示 
を 待た。 乍が ムリ ォ 内閣 巧黨の 
謀叛 組 約なる け楽權 したので ム 
つて 若し 彼等が なお 黨じ投 やれ 
は 形勢は を轉 直下ず べき t ぁつ 

た。 をに 暫ら < 頸を おぎ 留めた 

エリォ 內 隅が 果してみ じ ホる ベ 

きお か 改造 問題 じを 着して 難關 

を 助 ゎ拔け 得る や 如何は 異常の 

興 ホを！： びを して ゐ る。 

ら 紙無條 件の 

跋ぶ 會總裁 

東京 特電 十日 發 U 陸軍 大お男 
爵を棒 じあ つても 權の饿 鬼大將 
たらむ どす る 田中義 .一巧は 歸夕 
匆 々高 橋是淸 氏、 大木 遠き 伯、 

水 野 錬太郞 氏 等ご會 見して 政ぶ 
本黨 どのを 同じ 秋波を 送らつ i 
な 紙無條 かじて 扱. ぷ會德 裁たる 
i を 承諾し 化 際 政ぶ 會 J b 二を 
め 閣僚を 入れて 暫 らく 巧 狀を維 
持せ . V け ごず る もの i 如くで をる 
而 して 田 中 氏が 囊 じを ぶした 陸 
海軍大臣の 义 官制が 巧 論じ 對し 
海軍 側は 異满 なき も 陸軍 側では 
依然 實現 困難で ぁる こ 反 對の意 

志を 表して ゐる〇 

滿洲一 帶じ强 震 

東京 特電 十 y 發 U 本日 無 震 地 

帶の滿 洲じ强 震 ぁら 人必 梅々 た 
るち 犧 である。 

兰 ホ物產 ご鱗鑛 

ま 京 特電 十： 11發= : 南洋 マ ー シ 
ャグが 島中 •の アン ゴ 1 か 憐鑛十 

四 年を を お ホ 方五モ 順を 顺當ら 

二十 圓ぶ銭 じて S 井じ拂 下ぐ 
-ご なつた 0 

お 京 市外 債斷念 

東 ま 特電 十日 發 u 英乂巿 壌は 

樂觀 が 巧戚 少の爲 めを 府 ょら 補 

助を 受 くる i どな b て 東京 ホは 

外債 募集を 謝な した。 

牧野 齋藤 等昇爵 

東 ま 特電 十目 發 U お 巧 伸顯モ 

は 伯爵-」， 齋藤實 男は 子爵 じ 昇 

爵 した。 

江 木 千 之 巧 逝 ま 

東京 特電 十：：： 發：= 前 文部大臣 

じして 貴族院 議員で ホる 江 木 千 

么 巧は 本日 逝ました。 

な 本 合同を 劃策 

まま 特電 九日 獲： = 旧 中大將 は 

歸を 巧々 豫備役 編入の 手續 をな 

し 高 橋 是淸巧 其 化ご會 見し 着々 

總 戴め 準瞄を 急ぎつ-- あるが、 

致ぶ 會の策 ± 等は 大木 遠 ま 伯、 

水が 雜太郞 氏 等 どぶ 聽 してが 本 

を 罔を 畫策 中で ある。 


が 巧 


東洋が 殖新總 裁 

東京 持電 九日を U 渡邊勝 一二郎 

氏は 巧 巧が 殖總 裁に 决定 した。 

黑織衣 ご 赤化 簡 

口'— マ 化 日 媛 U 病後の ムソ 

こ 首相は 酸 局の 悪化を 巧と する 

爲め隆 化を も 兼任した が、 カプ 

ア バリ •フス 1 ン ザを 化 方では 

黒 襯あ黨 ご ホ 化團 ど 街 突して 殺 

傷 事件 頗 々ど 報せられ 民 必は現 

內链鐵 血が 巧よ b 漸く 維れ むご 

しつ i ある 睛勢 どなつ た 0 


皇帝の 食慾 口 

松 本 苦味 

—— を 化が 無智な 職工の 淺は 
かし さで ございませう。 しかし 
n カロラ 博 ± は、. これ じは なが 
なか 深い 窓 ホ かをる やう じ まう 
しました。 をして 笑 ひながら、 

ViU b ミ is . Ion ち ars ごい ふ詞を まう 
しまして、 お をら •、をの 織工 
は 詩人 C あらう どつ けく はへ ま 
した。- —— 垢 鹿な。 詩人 ごは 
ホ ー マー の やうな を t 大な もので 
なければ 、詩人 ごは 云 はれない 
もつ ど 永遠 巧を もつ てゐ U けれ 
ばなら 《 。いつたい 下賤 者の ア 

ス ヒレ^- シヨ ン户 らしみ に \ 

ものは ない。 をれ は 畢竟 痴人の 
夢 じすぎ U いの だ。； 

— 仰せの ど ほらで ござ％ ま 
ずな。 

— だが グキ ジア；、 己は ち 
かごろ よく おもう MJ だが、 国事 
省の 役人たち や、 警視 部の 譬親 
たもは、 なじを してる るの だら 
あれた もじは、 愚かな 靑年 
たもの あ ひだに おこな はれて ゐ 
る、 蒙が^^巧信の流巧をごめる 
M / かで きないの かな ご 

なか*'''^ むク かしい； だ 
と 蒋 じます。 なじし ろ 流 巧の 力 
は、 政府の もつ 力よ 1 ゥもお ほき 
うご ざいます から。. また 狂！！ 貢は 
雜 草の やうに、 なか，.. _ ，.刈つ < 
ず^ はできません〇 

ふん。 をん なら •は、 己の 
を會の 賢い 较師 や、 奇院の 巧 主 
たもが、 あれた 七の 說敎 で、 こ 
の 愚か U 流 巧を くひ どめ る わけ 
は ゆくまい か。 

—— 牧師 や 憤 おぶちは、 よけ 
いさう いふ 使命 じは 不向 かど お 
も はれます。 じつは、 ごくう も 
あけた お 話が、 ちかごろの 牧師 
や僧侣 たちは、 わか-い ラ デカグ 
な靑 年たち じ 神の 道を 說 くよ. 〇 
も、 よ ほ f 王化の 賣買 や、 株式 
じ關 する 智識のは うじ 得手て ゐ 
る やうで ございまず。 聖ホ メロ 
ス敎會 の 長老は、 も かごろ 巧々 
巿の ± 地 投資 株 ま 會祖の 社長を 
して ゐる どい ふ i を、 陛下は 御 
承知で ございま すか。 

己は わ まへの いふ ミは 信 
じられ の。 では、 大學の 敎授た 
ちは でう かな。 あれた もの 人生 
じついての 度 大な智 謡は、 靑年 
たち じ 健全。 政治 上の 思想を 鼓 
吹す るに 充を なやう じ わもう が 
わ詞 じを むくやう で ござ 


巧た もじ 己が 深い 偉 敬を 塊つ て 
& やう ごも 思は なかつ わ 0 

—— わたくしは をのた めじ、 
陛下 じどの < うゐ 彼等を 優遇し 
て、 を 0 生活を ゆたかに してや 
& やう じご、 わ勸 めを しね かわ 
か b ません。 「節 じあ まれば、 
捆敏 思想は 眼る」 とい ふのは、 
わたくしが モット ー ごして たび 
たび まう しわ パた； で ございま 
す 0 

あ {。己は をん な モッ- 

1 はき 5 たく もない。 ど 云 

つて、 リン •ムゥ メラン 帝は 苦 
い 顔を して、 顔を をむ けた。 

—— 己は、 己の 素志 じもとる 
小を な 家 巧た もじ、 ー ペン-一 
のを も 昇給して やる わけ じ ri ゆ 
か n 。 さう いふ 奴等は、 のこら 
ず 絞 刑 じして しまへ。 をして- 
の 横し まな 首を 斬らす て I やれ 
己は 自 をの 職責を を ふずる ミの 
できない 役人に 用け ない。 ま 

たお ほくの 人民たち にわかつ て 
皇帝を 敬 ふ ミを 敎 へる すべを 知 

ら ない が侣 たち や、 靑年 むちの 

あ ひだ L : 健を な 理想を 鼓吹す- 
i を おれて ゐる 乂 學 の敎授 たも 
は、' 己は 必耍 どは しないの だ。 

リン •ムゥ メラン ホは、 かう 
した 剖を 烈しい 焦燥を もつ て 叫 
ん だが、 をの 容モ は、 さなが 占 
若い 时 化の おご づれの ノックの 
一を を、 いま 王宮の 戶 口で 聞ぐ. か 
の やう じ、 また 暗殺者の 巧 像を 
目の あた b じ 見いだ した かの や 
うじ、 ひどく 邊激 あおじ おび わ 
てゐる やうで あつた。 

帝の 座所の お ほきい 廣 間は、 
このが 聲 じ木靈 したが、 をの 际 
響は たち まも 座を じゐ ならんで 
ゐわ 宮內官 たちの 必じ 響いて、 
彼等は をのつ ぎじ 綾 刑 じされ も 
のは、 うつから するど、 自みわ 
もでは あるまい かご、 不吉な 雜 
想 じ 恐怖した ので ある。 

もやう Vj をの 刹那で あつれ。 
廣 間の 正面の 扉は ひらかれて- 
眶密 院議 長は、 いど 嚴 かな 面ぉ 
で、 巧の 書類を 手 にもつた はぃ 
つてき たり 




ますが、 不幸 じして 事 實は反 
對 でございます。 元ホ大 學の敎 
授 たもは、 牧師 や僧侣 たちの や 
うじ 利殖の 道 じたけ， てを b ませ 
ん から、 ともす ると、 彼等の 貧 
困は、 彼等を かつて 過激な 政を 
を 抱かせる やうな i が ございま 
す。 を こで、 靑年 たもに わかつ 
て 過激な おおの 注入を ずるのは 
巡 激ま義 またち 主ち も、 むしろ 
彼等で ぁると いふ やうな、 ホ 肉 

な 現を がと き f き あらは むる J 

がご ざいます。 - 

i 恐ろしい 詰 だ。 己は 己自 

身の 蒼 用で、 己 じ 謀な をす る 人 

巧た もを 養つ てゐる ミは、 今日 

までからな かつた 〇 またを の人 


海の 內 ，、一外 

♦前 甸才巧 大統領々 n リ 伯け 
ホ國 上陸 S ホ國務 省の 干渉で が 
談演說 は 一切 禁止され てゐね W 
カナダ じ 入る や 否や、 ー ニケ 日 
の 摇飮を 下げる 積ら で噪 をる t 
基 だしい。 

♦一時 退却 ご 見 b た ヒンデ > 
ブ^!/ク將軍， 巧び馬を陣頭じ化 
めて 大統領 煩 補と なつた。 背 化 
じ々 ィゼグ の ある i は、 盖し & 
然の おを であるが、 世界の 巧 制 
波 もこれ で 景氣づ くらしい。 

♦白星 館から ステ！ トメ' ン V 
で 軍縮 會衆じ 願 聯し大 新聞紙 八 
報道は 資 巧の ある 報道で ない J 
云つ た。 をれ なら 今後は 新 間 5 
者圃じ噪をらね^だ。 

♦穀類の 値段 か 一時 急 膝し」 
のは 農務 省の 陰謀で ある ど 怒 _ 
てゐる 議員が ある。 をん なら！ 
落さした のは 誰の 罪 だ。 

♦牧野 伸顯 がお爵 じ、 齋ぉ山 
が 子爵と なつた。 日 獨戰の 功一 
は濟 んでゐ るし、' ィブ かて 巧 
巧勞じ 依る もの か 知ら、 ご 必_ 
してみ たが 解らない。 


巧び 持 上る 第二 軍縮 會議 


I 撕な .Bianchs Fish が 

i 1264 Le:x. Ave. Cor •が 比 St. 

I 矮敎語 英人婦 


AUTO SCHOOL 

726 Lexington Av も N. Y. Ci か 



校學 単動自 


SiYoks が， D.G, 

104 W. お nd な . 

Te し Riverside 5826 



が 了 0 DATE S けげ 
Custom 

Tailor 


7! W. 44 化 Sf. K. Y. City 
Tel. Yan か rbilt 2546 



巧專 節調銳 腺に 並 眼 撥 

F. 1. FREDERICS CO. 

醫巧破 學大强 比淪南 
136 E. 59th St. _ Hew York 

1144 3rd む e., bet. 66th-67ih Sts. 


T. KASAI 

‘ Marchant 
Tailor 

が 

TIMES BUilDlNG * 
む om 304 
NEW YORK 

Phone 
お yant 33 巧 


Y ITO 

1 お Eed お ni お， 
Cor. Uxi 打 gitm る ve,, 


NIPPON TAILORING CO. 

3 邮 W. が 巧な . 

た !. vDlumbus が 巧 


JAPAN ART STUDIO 

624 LEXiGNTON が E, li. Y. 

巧し PUZ る 4538 


車 動自貸 



SATSUMA COMPANY 

2518 8Va パ Tel. お v が side 6822 


Koike Studio 

が 7 加む も 
む r. が 化 St. 

Tel. Caledonia 6394 


New York Auto School 


22 をむ eond わ 8. ， Cor. 14 化 St. 



兩畫二 逆 s ス ラ 轉篱自 
ホ 斗ぶ 十轉 十保ィ を 反 勤 
あが 五 ホ 五 謡 セ 敎び車 
わ學 ホは 弗す ン S 運修 


KOSHIBA 

STUDIO 

舘眞 寫柴小 

B61 Fifth Ave., 

Tel. Plaza おけ 

わ 加 ch Studio 
Westminster Street, 
Provid 即 ce R . し 


號 


が .巧 千 一 


を 


雜 織 黨 緻 (し U 唯 十-; 


り 一 


巧： 巧牛拉 


人 


_ 稽古は と 十五 
j 仙、 一二 巧巡閒 
じ 驚くべき 結 
果ぁ bo お H 

朝义 がよ ら夕 
九が 迄 H 赌お 
十二 年の お 験 
f 。 


H 本人 部 
'ィリ 1 廣 
瀬 巧瘡巧 
懇 が敎搂 
夕と 時 開 

校勞 働を 

暇 勉學の 

使を を卒 

棠 証書 授 

巧 就職口 

無料 周旋 


每 H 曜及 北 曜 午後 
巧 巧は 前約の 擧 

々イロ プラ クタ • 一 

橫お重 孝 



東京 ボ丸ノ 內ピか デン グ ニ階 ニニ 〇區 

練 前 丸 山 洋服 商會 


成 巧の 秘訣 


CC 

«n L 
扣^ 
•む h 

お 施 

■■■■3 8 

II 

化 3 

■ W 2 


乂國式 英語を 話す ち 
は 成功の 第一義です 
本 おじは H 本人 敎授 
じ 惟れ ね專ほ 婦人 お 
師ぁ b 懇切 じ會 話な 
信 文祗を 語を 敎授し 
ます。 H 谣過 H 共に 
や 前 化 時ょ b 午後 十 
時まで 縣 校し ー ン 
スンと 十仙づ i 。 今 
H 直ちに 巧 校 あれ。 


笼 ホ 洋臟巧 


日本 

洋職お 


げ阳 信み 郞 
松 本が 


をち 十ー ニ 下目 

ニニ ご 一 

が 藤 
洋服 巧 

作 フ猶么 £1 


円本、 支那 寶玉製 美 
術 お、 婦人 用 肯飾其 
他 裝節お 

闕島訂 •：； が 

鳥 等 类術お 修錢、 

を 飾 お、 ストリング 
日本 服 裁縫 


巧內 お 
が 五が 
間 十 典 
郊 かも 
大勉學 
可 化 お 
間 庭が 
商會を 
御 呼 巧 


化 巧な 卸賣 

五味 商會 

W E . 17 を St こ N - Y - C さ 

lel . 宴 養 an 二 之 5 


寫 眞$-^ 墙 


第 •五 街 

凹 ご 一 お 


A M 化 的 

聲如心 
L e h y 

Klil 

o お 化が 

Si ぶ 


il 揉據治 

I 西が を マッサー ジ 
H 本式が 樂 お腹 

神經が リゥ マ ブス 
が 身み 円ぅ づき 帰 
腰痛み 筋 違 ひ 
其 他 諸 おお 療治の 御 
需 めじ 應じ御 お 話 か 
鑽御 家庭 又は ホブ火 
じ 出張 親切 じを 巧 中 
上ます。 前約の 方は 
自宅 じても 施術いた 
しまず。 

f HI 津 輕柬洋 

西 八十み J 目 革 脚を 地 
電話 ス 々イラ アを 一八 ホ 



I 

〔 

- 


抓严 

リ W .i 

AM • .S 

gE E 

-I- 7 c 

R ^ ^ 
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夏？ i Ave . をち た nd St . 

TeL M ミ ray 室 一 2791 it 呂ヨ？ 苦 

•ぃ J ホな 謙 次 

自 午前 十一 崎 ま 午後 二 時 
時間外 及 2 一耀は 前約の 事 


が 論 i ^ を 巧 十：：： 裝巧 

おな E イ 1 が 十 化 

A 14 で St S 置 St . N . y . 妄 


Motoi 1 such げ 泣 D . M.D 

1 16 St . が 目 か en St . 

む sion M が s . 

Tel . 8 がけ ay 1 お 39 

彰 t 齒 
ま自 g 二と 科 

墓がぷ醫 

i 八 二 お 

1 時時 S 

i 

に Iwamoto , M * D . 

114 W . 70 th St . 

Tel . Trafalgar 0352 

KANZO OGURI m d . 

214 Hi がな む oQk 如 

Tel . む mberland 1080 

H 片 "古 トド堯 i 午 午 勢' 
曜 ザが, こ； 靈 後後 接 

前 ン强驗 章，、 時時 
約 病 大繁了 時半 ド 身 
願 院學？ 卜 IUI W 
上勸及 p 化 二 

候務 び^ 時時 

— - * 半 

辜 任 

あ 育,!: 某 午 午 _ 一.、 
ボ游ホ 後 お診 

。马; 小ム察 

ン銜ブ 订 it ハ儿 巧ち 

おバ病 7 莱略 略籍 
挽ラ院 1 餘 1 ! 閒 
勤 ン勤 おで: 八十 
務ド務 廃 二 こ 時時 


H 本 お 具 

雜貨卸 質 

を 良 貿易商 會 


DR . BLOOM 

34 化リ . Cor . も d Avenue 

59 ih が. む r . し exin が on む も 

125化 St . Car . む rk む enue 

Dr * G •比 Martii 

DENTIST 

7 が Lexin 如 n Av もむ r . 拙 h S 
Phone flege が 2457 

1 

t . 
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DR . H ， ん GARDNER 

DENTIST 

658 Madison わ もむ t . 8 日- 8 1 st なん 
Tel . お geiif 71 が 

ん L . CEASAR ,1 V !£>. 
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Bet . Park る L も xington il 巧 s 

Tel . Lenox お 73 

i 察 P ? 

盾* 曜を n 
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藍楚 rii 

彥 ig 

E . E . Yoshii ， M . D . 

3 が W . 71 おお. 

Tel . Endicoii 5530.6729 

談ぎ賽 

ド 1! ^ 妻 ご 

: 跑參 i 二 S 

1 午 午 午ち 三 二 
，前 後 前 ： S 
, 化 六 九 か 二 2 
小時椅 時す 舍呈 

莱 i ii 量一さ 
恶後 をを 養 こ 客 
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時 時時 ’ 

! 

トト • j 
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で 〇〇 j 
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ぶ' 九 
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トド じ 日 II 堪最夕 ^ 

かク が 了 本 U 能 新年® 
ブ育 寧人羅 じ 式の 峰 
フ州 懇諸 f て稱經 ミホ 
ルを 切を S 信 學驗を 主 

1 認 じじ 霞 用ず を^ 

! 治は n 篤 術な® 

ム 療特 II しじて 

トド 了 f . け II 
かク 単 本年 新 ぶち 
マ 懇 人のま^ 
1 ⑩諸經 無を j 
1 にお 驗 痛が 
千 施は をを 障 S 
' 術 特な療 胃 
ン すに て II 

水 每 

す曜 時 午 日 ▼ 

後 、前^ 診 陵！ 

一 午 午 九陋察 ミ 出 
時 前後が f 時ず 平 
义一 I i 間^ 
時時 十 

1 じ 占 

講猴觸 鼻ち！ 

間 時 祭 診 
午 正 至 1 巧 十 前午自 
時 八 ま 時 六 後午自 

トド H 都 

曜 す^を 
とはを じ 

掉約時 ミを 當 
^ 願 i み 

潭上义 の 

彌极時 間 


Dr . R . Shishido , D . D . S 

133 W . 呈 h St . Tel . 置 ic を 養 2 
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船具を 巧 お腹 船 拘用連 

遠 藤 小刀 簡會 

坦 B 吕 芒 重 y N . 一- 呈 y 

Tel . ま itehalt 妄こ 
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‘ 如 4 - 

¢3 剛^ 甲 

刷 

H ^ も. 1 

S 1 ま 
郎^- 
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稅關 事務 

巧 巧を 化 並 じを 世 
をのな 出入 方法に 
關 する 一.'. 切の 御 蘇 
巧に 應 じ、 巧 道 お 
船 貨物 迷 賃没巧 帆 
表 稅賴モ お 書 等 進 
呈 す、 重要 都 巧に 
化理 巧を 有し 誠 » 
敏速 御 巧 かじ 應や 

巧驗 取扱 



祗巧說 お H が H 
'が" 結を 木 雌 日 
だ 話ち i お 日 
をを、 路巧 室、 娛樂 垄心 
ホな をが 迎 す、 貪 おを 部 用せ 
牧 が 川， 巧義 一''. 

H 本人 基督教 修道 曾， 
一房 •' W . 屋 rd St . N . Y . C さ 
Irel - soruingH 害 妾 一 3 


宮 午前 九 時 
自 午を 一が 


ホ 十二時 
ま 五 時 


♦當緒 ♦雜誌 ♦新聞 
縱黃 室を 開 
執務 午前 九 巧よ 6 午后 五 持を 

紐 育 目 本人 會 

お 五十と 了 目 二 五〇番 
電語サ アクグ 八-九 0— 九 一 


化 留誇年 理想め 鹿 体 

日 ネん靑 年 

巧〇蓄 Si . 


會 

Tcl . Clarks ミ 1244 


目 本人 赛敎會 

か 帥 川 島 ホ么進 
が お 化 川淸一 

.1 さ anese 去. で呈ミ ch & - nst . 

ち 3 去 . 含 SI 呈 . 日 arks ミぶ 91 
话拜說 を 日 お 為 午後 八 時 _ 
祈 隨食水 化 ar- 午 お八 時 一 
巧键 會乂炮 H 午を 二 時： 
♦ を お. を I 
位 超を 偷比亞 を おみ 下町を 十 
五 か 學を會 赴 貴 旅 巧を じ 最適 
設お 圏蓄摧 誌が 巧 反を 柿 娛樂一 
具衛 易を 普 あ ^ 

巧を 蛾 棠巧旋 •旅を 案內 、を 巧な 

事萊 調査、 其 他方 事相 震睹お 
等 巧 贈 諸兄の 巧を を 歓迎す 


大沾肯 日本ん 

基督 敎靑 年會 1 

芝 2 E - 基を 巧. N . y . 呈 y . 

ぎ Plas 8141 
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ホお會 又はを 
話 巧 夕 八が 

寄宿 部、 旅が 考 
ま內 部、 人事 相 i 
巧が、 巧 巧 部 • 域； 
或 化を な . 茹軒一 

撰綠敎 巧® 諸 課 一 
を 設け 食 員、 ホ i 
替 貴* 便た 計る 
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自ネ 邦ん ホを ホ 欲<お が グ& 

を 石 そ < 4 屢典 \ . みみ 刹 ^ 

クオー んザ A 交 シンが 討-巧 刻 引 
尸し ッ — ド： ノ ミルトンが 評を 刻 列 

が-^ 化 会镇卖 がろ 刻 司 
潭 ぶふ 车 ' が属 ふ.® すず 
矣ネを ふが を. が 筆 す 割引 

.邮 $磁 の 八 t 4 乂 
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メ ー シ ー は紐育 最大の デバ ー トメ’ 卜 商店で あ 
らます 0' 新ら しい 昇降機 どユス カい ター は廣澗 
な 巧 おじが ける 皆樣 のお贸 .物 じ 促. み £惊 かどを 
巧へ てゐ ます 

化 巧で 二 弗す る ものなら ば メーシ では 一 
巧 八十 八 仙 或は をれ 0 下で 買へ ろ*- をで ぅ 
ぞ御 記憶 下さい 

日本へ 御 荷物を 御 送ら じなら たいを 义は御 買物 
-レ 際して 御用の 煤を は パ I ッナ 八ぃ . 3 ッ ビング 
ビユ ー ロ ー を お尋ね 下さい、 親切 L 御 便を を 計 

よ A 


稅關 事務 お 扱 

Willi L 夏 NE & Go., 

ざ om 12 房 11 す 若 {一 まこ さ. 

Phone ; Bowling Gi 9136 ‘9137 


目 本 •：： ぃ？； 藏會 

Nlpposory coodw 广〇 ■" 
1281 Broadw さ， 百す， llor .3 ご 一 St . 
Tel さ hQ ミす nn . 岩 岩 
Room 冀 1 


正直 ミ 親切 どを 腎 どし 確實 
信用 ある 睹 品を 穂 選し 
特別 廉憤 で贩賣 致します 

クォ 八 サム、 エ少 デン 階 割引 

揉 化 ま 屯て 

指輸鎖 貴を 麗 おじ 寶お 額】 切 

'ー ミグ トン 時計、；； ヮ 1 ドィ 

プノ ィマ 時 軒、 を靖廣 時計 

クォ，— 夕 ！ マン 萬 年 筆 

エバ シャ ー プ齡筆 

純銀 器 ホに 銀器】 切 
御歸 朝の 御 ± 產】 切 

時計の 修簿は 保檢付 じて 確 賞 

じ 石化 自身が 致します 

が 育 ホ 西 四十 IIT 目 四と を 

四 四 一二 号 ま (五 街と 六 巧 間 一 

お 川岸 蘭會 

蓝話 ペン シ少バ ニアと 云二 化 

Ish ぞ aw ぞ ICishi 0? 47 .苗. 42 nd 芭 


- 農に W 覺醒ご 

小作 爭議 

乂阪巧 下がを も 多い 
巧 齒の廣 おは 械 めて 化 約 的 f 
あつて 度 家； 口 おらの 耕作 面枯 
耶ホ おの もの もとおを 占めて 
なる 現狀 であるから、 を 位 面 お 
收稚 なを 今 口 U 上 じ 巧む ； じ 化 
んて闲 錐で もる。 勿を 巧る 地方 
で！： 如な ぶは 比 校 的が’ い 化が を 
耕作’ 、 巧她あ '^お-も上ホだな 

视 的を 

剩が 法を 施して むない ぶ 

らもつ て おみの 余地 过 あるが、 
大巧から 化を すい V 」 巧國の 農ぶ 
は今〇 . を策どしてぶをい-^巧勘 

;-城 け る J が 出ホ な い を じ 巧き 

詰つ てなる。 唯 地方 じよつ ては 

茗證其 化 特殊の 副業が ぁつて 之 

レよ ち 辛ぅじて 活動を 結け て ， Q 

わので める。 乍併是 をの 副業 一 1 

必や しもを 地ぶ じ適應 ずべき も 

ので じな く宜义 之を 小が 模じ經 

をす と 巧を お 化 中し も おが 副 

菜 ご W 云 はれず、 化 おお 今 □视 

柿み 獎蝴を 溝 やる も 其 効 巧は 祕 

め r 薄弱 でん •る。 巧々 はが 巧な 

副 菜の 獎厕は 素 よら 其 他を 袖の 

なな 進 ホを'， '一む おで あるが、 唯 

化ぶ 面の みの 巧 力 じよつ て 今後 

巧阅 のな 村を 救濟 し， 倚る どは 偉 

中る； が 出 ホ。 い。 耍 する： しお 

株 策 どして は 

屬 H 業 の あ 速を 促進せ し 

，レる か、 ぶは が 外を 展 じよつて 

過剩 。農が 人口を 巧殖 だしむ る 

じあ b 、 が械策 ごして け 限 b な 

/、 增加 する 人口を 制限し 之し よ 

つて 蜗 はの 所得を 城 退せ しめな 

いがしするよもな外他に適當；^ 

方 化は。 い。 巧 < の 如き 狀 おじ 

もる 度が 現狀 の： 端を みすた め 

站近 頻出す る 小作ず 滋じ 就て 農 

贿格お 調を の おそを 示せば 左の 

遮ら t . 、 ある 0 

か 蚊 化 ま 

儿 ザ 四 仁 八 '立 二 S 六 

t T バ八 C 一一! 二 乂八五 

十一 : 立と 八 二 四 九ん 四 

十二 I 化 七 一ニ ニと 一二 

.十！ 二 二八 111 1 莫 ニニ 

右 表 t よれは 大正 卜 •二 年は ザ 濃 

件數千 八む 八十 一二 

小が 人 八 巧 二 千 六が 一二 人 

槛係 耕地 面 械は四 万 九 千 九な 化 

十五 町で 前年-- 比して 著しく 減 

退 L 大正 十 年 W 降のを 少数で あ 

る。 义脚保 面 おは 約 五 巧 巧 ホで 

姑ら 嘘んで あつた 大正 十 年 じ 比 

し 約； 一み の T し賊 退し 一兒 頗る 

巧钻 おのが であるが 、之は 巧 じ 

數ぞ 上に 現 はれた ものに 過ぎ や 

み 狀に立 も 入つ： 見れば 必 やし 

も 度が のが 態が 良 化した ごら 云 

はわ C いので ある。 唯 化 年の 豐 

脚 じよつ てな 接 起る 巧 进は胜 か 

の年はお4.よくて凶作の年に多い 

のは 當が であるが、 ちじ 之， いみ 

じよらず 經濟上 及び 思难卜 'の變 

化に よつ てなが 巧くべき 權 利を 

を 巧して 地 まじ 掛抗 する にち b 

こぇし 

永纔性 おする ず 溝が おを 

する ので あつて、 之は 谭ろ 年々 

巧 加の 倾 向を 辿つ て お 6 はゼぬ 

かど おはいる 。試みに 十ー ニ 年中 


じ 化っ たを 化縣 別ず 廉じ 就て を 
るに ザ 播化教 の坡も 多い のは 乂 
扱で、 を庸么 みぎを 知、 否 川 
鹿 岡、 埼书 、山 梨を の 晒 巧で 前 
年に 比し お 雄、 を か、 祕岡笛 一は 
著し < がみし 化 ffi のが 縣 i 綴 か 
おか 械じ たど 同梭大 がに 於て お 
少して ゐ るが 香 川 却て 前を じ 
比し 巧 加 L てゐ る。 を 化の お 因 
じ 就て をる ご卜 一ニ ザでは 風水 お 
化の 被ち じよる 不 がじ對 してず 
講 のを つわものが 六 割 八 ホを 占 
め、 が 化 小 かが 直 率。 るた めと 
を 引す げんごす る 者、 或は 化に 
換做 する お 等 じよつ てを 生した 
爭 溢が 之 じみで 杏る。 爭歲の 巧 
因 じは 柿々 ぁるが、 之を 

性質 上から. 帖別 すれげ み 
年のを が 被 寒に よる 个 がの 如き 

一時め の ものと A 他の 永久 的の 

ら のどに かつ ミが 出 ホる。 一時 

的 のらの i 中 じは 單じ をれ を 口 

宮ピ して 年々 之を 繰 返す 所謂 永 

親 的の ものが-化 めて $ 狡 でぁる 

から、 單 じを 面 上の 數を のみに 

よつ て論斷 すべきで はない 〇挪 

も 蚊 字を 示せば 左の 通ら 

十 S 年 そを 

小作料 お 上 一 〇 10 

風水害の 作 八 0 化 一ー ニニ ニ 


牛： を 巧が じ 

物が 掛騰 

小が 巧 高率 一 〇〇 

思想の 變化 


模做 


来， 


六 ご 一 1 1 一二 

二 〇 五 

八 ご 一 一二 五 

.'八 一〇 八 

六 一二 五 

一 五 一四 


農産 巧 下を 

を义 檢杳幷 

じ 耕 邮輕巧 

小 か 權細係 

ぶ 化 八 化 五と 

を 計 ー ク己完 一と 

おじ 比； 巧 か々 を じ 就て 見る じを 

協， が 玻も夕 < 十 一二 年には 

を件數 んお割 ニ ホを 占め 

ホ 解ぶ 之 じ 次で ゐ るが、 前を は 

を おがと 割 五 ホ 0 上を 占め 十 S 

年 じ 比して がが 績节 あつじ。 0 

上は ニヶ 年間の 比較で あるが を 

協 じょる 解み はお 退し 他の々 法 

じょる もの か、 をは ホ 解かの 撼 

じ 放 おする もの 等が ぞくなら つ 

つを るぶ 巧が 農が 否 寧ろ 巧が 岡 

家 じごつ て 憂 ふべき 現み ご 云は 

ねばなら 3。 之を 数字 じて 示せ 

ば 左の 通 6 

ま 否. 十二 年 

を 協 ホ H ハ ー豊 

要 ホ 貫徹 四 一二 八义 

要 ポ做媳 一と 一ニ ニ 

耕地 返還 六 こ 一一 

自然 消滅 八 ニニ 

ホ 解 巧 四 九 一二 一二 一九 

合 弓。 こ 八 一二 亢 ~ と 

國 をの 回復 ご 

乂露お 注意 

が 倫 敦お锁 ホ 舘調杳 

りおの 闽夕 旧な ミ おじ 今後 ホ 

励を 述 過した 旅を 中 U シア 經も 

のと 陆威 する をが 巧 加ず る 見込 

である. か、 么じ 孰て ロンドンの 

巧が 按做事 おでは 左の かき 注 息 

离を软 ぶした。 

一、 装 闕お過 父は 露 齒旅朽 おは 

當化勞 農を 國 旅券 係ち へ 願 ホ 

(お 人 巧 目の 巧 刷 物 あら) じ 為 

巧 一二 薬を 添が して 其げ お出 パ 

るを 要す。 旅 巧 係 b は 右願審 

を 輿が 巧に 郵送し 本圃官 患の 


な 巧 あらたる ちに 巧して ぶ莊 
を 巧 ふろを どな b 居れら。 右 
巧 独を 将る じは 願驻 提出 當 U 
ょ b 四 週 乃至 六 週間を 裝 ずと 
いふ。 化しを 急に 査証を ホめ 
たき 巧の ため' し 本人の 豐 用を 
お‘ 電信 照 何の 使を を 化 おひ 
培れ b 

二、 納 記の 谊 証を 受け 中して 入 
闕したるお^^違法乂闽巧ごし 
て六ヶ 内の 强 制を 慟 巧く 
は 五が を留な ドの 罰を を 課す 
る 化を を b 

一二、 入 お ザの 旅が じ必 巧なる 携 
帶 なは 规视 及びが 費稅を 誤せ 
ホ 本人 ど おじ 迪脚 せしめら る 
其 品目 敕 を 左の 如し 
ィ 、旅 巧者 い' 需要 おを 超過せ 
ざると ぶ， 被服、 頭 飾、 履 
物、 下ぶ、 おが、 手拭、 毛 
布、 枕、 ル 間 物ぶ び 化 おお 
(槪 、刷毛 類) 

。、成年を (十六 歲 な 主 二人 
じが 煙草ず フシ ト (約な 化 
な) を 煙を 二 巧 あ 十本 又は 
葉卷お 十本、 石 赖一倘 
旅巧じ必耍なる化废のを 
糧 お ■ 

二、 が 年 者 一人に 付 ー フント- 

を 超へ ざるを 製品、 白を 製 

品 幷じ二 ー フント 0 下の 銀製 

お (本 項の 詳細， レ ホ 段 第五 

項參 照) 

ホ、 專 巧 職業を (醫師 、ホ 術 家 

比： 化) の 職業 用の 手稱 器具 

及び 巧；： i じして 教 島に 照し 

贩韵の 目的を ちせ ざる もの 

ちじ 列擧 せざる 物品と 雖も 

關我 額五留 0 下なる 時は 無 

稅通 願を 許さる 

四、 旅 巧者の 機巧す る 書籍 其 化 

の邱刷 物が じ 原稿は 圆家 保を 

部 化 表立を のと 驗査 をを くる 

を 要す 

お、 前顯第 M 一項 こ) 記載み 貴を 

爲 製品 曰錄' 

時計 鎖 化、 十六 歲の 成年者 

; 人 r 付 一個。 葉卷人 政び 

煙を 入* 间 上。 手提 {銀製 お 

に 化る) 十六 歳な 上-女で 

一人に が一 侧 。婚約指輪、 

一人に が 二 側な 內。 寶石乂 

义び寶 巧を ちせ ざる 大小 指 

輪、 同と。 腕 環 及び 胸 飾、 

十六 歳 0 上の 女ず！ 人 じせ 

一徊 お。 巧 環、 一巧。 襟 飾 

ビン、 ぶ 年男 子： 人 じが 一 

本。々 フス ボタン、 一對〇 

胸 输化經 、岡 四 個。 を製展 

び 白金 敷 頸 環、 十六 歲化上 

の 女子 一人 じか 一個。 鎖 付 

十字架ぶ び胸懸 聖像、 年範 

じ觸 係な <鑛 一條に 二 個 0 

巧。 裝飾用 化を、 十六 歲 0 

トーの 女卡 一人に 付 一 側。 鼻 

眼鑽 、眼 錫、" 手 ォート 用 

緣、 年齡じ關係；：^< 1 人じ 

付を 一 佩-： 5内 。ナィフ、 フ 

ォ ー ク 、匙、 コツプを、 年 

齢に 綱 係。 く 一人-し 付 一 偶 

ぶ國經 濟界じ 

波爛 起らん 

偷敦 が 枚 過 誌 所論 

巧 近經濟 巧の！ 般 情勢は 本年 

巧產 叢が の 繁をご 好 致 おを 巧 想 

し 宜巧大 じ 巧め てゐ るが、； 部 

では 近々 經濟 ホに 波 欄の 起る の 

をを 慮して なる。 化が 巧 数の 經 


满雜認 「週刊 倫 致が 政 誌」 は 「米： 
國は觸 時ぶ び戰 おじめて を萊ご 
エ媒 計襄 ご. か 破 揣に發 達した。 

戰 後米國 のが 萊が 態は 戦前 じな 
締 L わけれ でも 產 業界は 戰ずお 
巧の 通 b ホを 物を 產 おし、 國坟 
の要ボ 或は 購胃 力' wk じ 化 給す 
るから- 个赏氣 を 招いた ので ある 
めに おし も 固 おの 需を 方向が 變 
化すれ だが 巧 おじ エ谋は 恐擺じ 
襲 はれ 今を じ 得 じ 落は 一 阿每じ 
が 爐じ歸 して 巧く、 を こに ホ國 
經 濟が不 巧の おお ご 弱 お ピがあ 
る」 ど 論じて ゐ るが 化 問題は 大 
に硏 免のを 地が ゐ る。 朱 國の虛 
棠 能力は 千乂巧 十四 年に 比較す 
る ど 五十 バ セントの 增 加を 巧し 
てゐ る。 挪ち 機械の 發達 や勞働 
力 消 裳の 巧 止 方を や 工場が ぞく 
なつた 窝 めじ 今日では 約 六 巧 癒 
弗からの を劍 物品を 產 出して ゐ 
る が 國 民 じ は 是等 を藤買 f る 實 
際 能力が i ：* い。 を宽 品の 增 加に 
比 ずれば 今日の エ媳は 殺な く 共 
千 九 巧 十四 年 I b も 四千 万 乃 ま 
四千 おれで 人の 勞働 者を 余 かじ 
就職せ しめぶ ホ， 計を たてぇ やら 
ねだ' ならない か 僅かに 一千 六 巧 
万人し かない。 又を 入口に 就て 
之を 見る じ戰 前の 一摄千 己な 
巧 人が 戰後 一億： ニモ 万人 じな つ 
たのみで ホ國 の生產 品を 消 蜜せ 
んが ためじは 倍の 人口を 必要と 
する が、 年々 巧 五十 巧の 割が で 
人口が 增 加す るの 玄對外 貿易が 
盛んになち 辛ぅじて 余剰 おの 挪 
け 口を 見 巧して ゐ る。 又 段 民の 
の ホ 巧 標準が 廣 くな b 部を 的に 
之を 解み して ゐる わ、. をれ でも 
不 おかで 义國財 巧の 不贺は 需要 
ど 供給 化ず 巧が ごれ ざる 處じ危 

換が 伏が するどの 說が 高い。 

1— 作 社柬 •一巧 持電】 

S 巧 ホ 現在 正貨 

大藏 省の おを じょれば 一二 巧 未 

現が お 貸は 十四 億 六 千よ 巧で 阳 

なる が 内地 所 化 十一 億 お 千 五 だ 

方 W 、 お：^ 所が 二 億 九 モニ巧 巧 

山に て： 巧 ホ ょら 化 外 正貨 二 千 

二む 巧 W の 贼少を おして & るが 

をは 償 務ち挪 が 姑 原 閑で をる。 

生糸 資金 利率 安 

生糸 資 をが 率は 昨を Jb 1 が 

まの 二 錢网五 煙を 唱 へて ゐをお 

右は 燒糸 年賦を 償還が 績良 及び 

問 尾 信用 旧な が 其 お 旧で ある。 

漁船 會社 合同 案 

化义 航路 統一の ため 郵船、 商 

船 及び 東が お 船は 現物を 出資し 

てよ 千 余で W の 親を 社を 設立せ 

んご のまが 提講 さいて ゐ る。- 

三 巧 中 事業 資本 

一二 井 銀 一打 調査 じょむ ば 一二 巧 中 

新設 又は 彼 張 事業 計晝 資本は 六 

千な 五十 化 巧 一. 一千 川、 社債 四千 

二が あ 十五 巧阳 るが 擦 額 じが 

て 前 ザ 岡 期 ょら 四千 S だ 五十一 

力 一二 千阳の 減み である。 

金融 緩漫ご 金利 

を 輒緩漫 じて 日銀 發巧高 十二 

慮を を 倒ら を々 がを ホして ホた 

nli , 翌 口 物は 一 錢五顧 お 毛ょ 

ち一錢 と-庇を 唯へ てなる。 

こ會 社の 配當率 

鹽水港 製糖 禽 社は 一剧二 步、 

おを が卜 が隙會 社は 二割 配當ど 

かを した。 N な 上 化 H 發 
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癌 I — 博 主‘— 一な つた 人 

杉 浦 兼 松 巧 

當地紀 を 病院 醫化學 研究室 ま 巧 

本年 曲 一 一歳^ 踩 U 第二 化 


の 

硏 

究 

で 


今： 3 をが ホ 帖乂學 がみて 論 交 

提出 中で あつた 組靑 ィモブ アグ 

ホブ ピタ^ 機化 學硏 がを よ 巧 愛 

知縣 入が 滿乘松 氏 一一 二 一二-じ おし 

瞬學瞄 ± の學 泣を 贈 典ず もじ か 

定し たどい ふ 報を 衍 て、 一 託を は 

早速 中央を 閣 西', = 六 下 肖め 机 掏 

院に 氏を 巧 問した。 硏な宰 じ 記 

者を 招 じた 杉 浦 氏は 記者の 祝詞 

じ® し 「ィャ まだを がが 屈いた 

巧 ごは あ b ません が、 巧 都ホ大 

醫學 郡の が 浪を 授から 化の 論文 

が滿お 一致で 

を i したた ふ 

い^ 阳 ^2;^ 寶は おの 巧 

?博$ を 取が ざ 


よ 非常 こ词 

難で もる ど 聞いて ゐ i :: パ Mr 


一一、 バクテリア 七オブ • 
111、 フ） ド セ オリ ー 


四、 クラィ メ！ トセ オリ 1 


? 野 口 お 化 巧 ± や 巧み 留專 のが 於 

一巧 敎授 、京大の 膳浪敎 巧、 をれ 

^ から六〇六号で名を揚げゎ一：だ佐 

八 郎敎授 等の 盛 力 じょつ て論义 

:が 通過した の だら ぅど あつて ゐ 

1 ます」 ご 謙遜して ゐ たが お 者の 

i 巧 じけ 叫なら 皮み な攀 がした。 

.1 が 浦 氏は 少年 時代に 故 鐵道王 一 

iy マン 氏に 伴 はれて 渡米し、 が 

:宵 じがて ル學校 及び 中學 校を 卒 

一 業した る 後 n 。 ン ビア 大學の 化 

學 巧に をび 一 乂一五 年 卒業、 一 


化 一と 年 じ マスタ 1 •ォブ •ア— 

ツを 獲得し 方 1 ズ ゴ八卜 •ホス 

ビタ 八み じある' ィ リマン 硏究所 

e が 兜を 絹け C ゐ たが、 後 癌腫 

をが 兜す るた め 间硏究 所の 命じ 

よつ て 痛腫專 巧の あ院 じる メモ 

リァ八*ホスピタ八じ 入 る^^と 


。つた。 氏は まごして 癒腥の 

的み 法 あびを 物 治療 

巧を 暂驗研 兜して ゐ るので をる 

が、 今回 京大 じ 提出した 搏 - H 論 

文ゴ こして とに 触した もので 

ある。 氏は おじ 瘤 腫の 硏 绝じ關 

する 論义を パンフレット どして 

四十 お 六 册ら接 おして ゐ るが、 

博 十 論文は 僅か 十ー ニ 巧 ょらが 

る紐义 じ、 をれ に蛛 々な 參ち論 

文を 添へ たもので ある。 杉 滞 氏 

の說 明す る處 じょれば 癌 腥の巧 

などて はを 巧ず 術、 X 光線療法 

ラ デュ ー ム巧法 等. り まどして 巧 

はれて &る けれで も、 是 等は 孰 

れもホ だ おおの 結 あを 現は して 


ご',*、 < 〇 tV こで カ ツバ I ゃァ- 


ニック 巧を 用 ひて 化學的 療法 

一巧 おか 柯を勒 物 じがて 暂驗し 

、むる が、 轨れも 癌 腿の 發 育を 

心 k する 上 じ 於て 夕大の 巧呆か 

? る 。义を 物 お 巧は 痛 脏の豫 巧 

£ ごしても 亦 

療法 どして ^ を もま 乂 

ソ哪 係が あるから、 同化 學室じ 

^ても颇るをを械して硏兜を進 

のて & る さぅ である。 ホ じ 杉 術 

《は 檐蹈 のを 生ずる 巧 巧に 就て 

g ち おす； ミ： 「今の 處 、癌腫の 

なをず るが 因は 搜ザ巧 じが、 も 

W なじ。 つてむ ません C 巧 論と 


等が 巧 はれて ゐ るが、 孰れ も完 
をの 學說で ゎるとは 稱し 得ね」 
どて ニコ ナンの 剌戟 じよつ て ホ 
やる U の癌赌 、ア みュ） グや巧 
物の 摩擦から ホる 胃癌、 火傷の 
結 お 生ずを 巧慣の 癌、 输 人/一し 
ては 巧 乳を 小 供に 與 へな いねめ 
じを 5 腐败 よら 生やる 乳房の 癌 
又は モ宵 癌、 蹈 のお氣 から 摘疵 

じ變 化する i 等 補々；：* 實 例を 說 

剛 したを 

實驗室 じ 案内して 吳化 > こ 

を じ i 澤 U で； 拓か 可を 相じ實 

翰，.， -r, うしが せら かて ゐる 。或る 

ち i 横腹に 癌腫を 植 へられが 癌 

がり じ^'^^ じ 大きくな つてけ く 

さぅ''‘ J のる か、 よくを 育 'たや 

つは 鼠の 體 よら 大きくな つてな 

るし、 中には 其 癌腫の 中へ ラ デ 

ュ ー ムの 管を 潑め 込ま n て 横 這 

へ じな つてなる のら ある 〇併し 

不思遙な^-〇 じは鼠は媳腫を植 へ 

られ 、をれ が 人間なら ば 死 巴し 

て 了 ふ おに 發 育しても 彼等は 一 

お弱らな いさぅ である。 あ 他 ラ 

j 少ュ ー ムの クラス 管を バタの 中 

じ 入れ 其反應 を試驗 して ゐるア 

ィス •ボックス や、 X ホ 線ん 實驗 

ま 等ま內 された が、 化 メモ リア 

か •ホス ビ タグは 癌歷專 巧で あ 

る だけ じ ラ デュ— ムを四 グラム 

半 も 巧ち してむ るの が 巧 名で、 

其 時 偕は な 巧の な 上 どの— であ 

る〇菁 から 

命取り-と 稱 して 方 病の 王 

不治の病と 恐れられて ゐ る痛赌 

のが 巧に 沒 頭し、 繼 ては 化 界の 

醫學 をに 貫 献 する のみなら やん 

類の 苦難を 歎濟 せんどし つ i み 

る 巧が 靑年化 學者お 浦 兼 お 巧は 

愛な 縣渾 島の 鍛治遂 の 枠 ごし 

て ホれ たので あるが、 數 をな 述 

かは 彼を ホ 國じ齋 らして 遂じ醫 

學陳 壬のを 擧を擔 はしめ るを じ 

まつた。 第二 世 野 口 鹿 十 ごもい 

ふべき 篤學 をが 同胞 間に 現 はれ 


た ミを 馳福 せざるを得ない。 


一昔 回顧 錄ご 一一】 

不可解な 識 


不思 讚な 巧と 巧 化 


を 魄ふ旧 化の 實巧 


しては 


.テー シヨ ンおオ ブ*— 


不をあ者 じ 對し て は をれ 

前後策が 讓 せられた ので 一 化づ 

おを へ 巧 かぅ ご おつて ゐる ご、 

おの 事務所 (朝 U 館み) から 電話 

がか： つた。 をれ じょる ど 巧 巧 

遲 /、 田が ごい ふ ホ 四 五の 婦人が 

おを 詩ね て ホた、 留守 だ £ いふ 

ミ お細らを がんたい どて 勝手 じ 

スタ-^ 二階へ 上ち 別 まじ 坐 b 

込んだ。 ぷ 婦人は 巧中殆 んど寢 

じ 付かす 刚 長が 00 や 巧 化 

を がれて 朽 かぅ ものなら 無事に 

は昭い 《 なで i 个穏な 2 を 口を 


つてなる が、 でう もキ がらし い 


ど 


ふので ある。 化 婦人は 巧 坡 
寬 一の 實げ みつ 子で 鄕也か 

女學校 じ敎師 W してを 職 
中、 迎妻 のじめ 歸 朝の 同 鄉人〇 
〇 ご 結婚した 0( 化寬 1 と 0.0 ご 
の 間に 化の 婚約が 耿ら 結ばれて 
なた どらい ふ) 併し 不幸 じして 
彼み は 婚姻 後 間もなく 輕い 精神 
おじ 罹つ じ t め 〇〇 の 巧 親が 陆 
端じ排 巧した ので 遂に 〇〇 家を 
まらねば なら なくなつ た 〇をれ 
にしても 彼女 じ掛 する やを ホ や 
所 原が 實に 冷酷 械ま らもので あ 
つた もから、 當の 本人は いふ 迄 
もな く 田が 側 のん々 は 頗る 憤慨 
した。 殊に 執を 深いみ つ 子は 化 
恨み 睹 さで 超くべき かど 化 も か 
聞 も あら ば こを、 化相變 へて 〇 
0 家へ 怒鳴 b 达ゎ 猛烈 さじは 〇 
〇 も 弱 b 架て t 】 時を を隱 した 
お だ。 —— 當時 私の 許へ も 脚 員 
の 妻女で あつた 關 係から お 
翅の跑吻^なが.？-1ろ也の淺墓 
るら 遂に 無智の 米 國歸ら のじめ 
に淸き 一生を 躁 順され、 宜つ殘 
忍 冷酷な 〇〇 ずの 所嚴 がまを 眞 
の 精神病を どならし める、 彼等 
の 如き 沒義 道ち を 

社 會的じ 葬るべき 化 命は 
ぶ 毒 モじ罹 n るち が 直接 之に 當 

るべき でめるな ご i 、 怨恨のを 

じ 燃 ゆる 彼女は 〇〇 等の 前を じ 

對し有 ゆる 手段を 講じて 從譬せ 

ねば 己まぬ を ホを 閃め かしれ 手 

紙を 幾 通 ど £> く あの 處へ豁 越し 

た ——1 手荷物 等の 散乱す るを 稼 


所で 女中を 通して 彼女 ど 逢つ た 

滅茶じ をれ た 頭 髮無雜 作 a 服 

装、 異様 じ ホる 眼 ホ、 而も 巧對 

面の 挨 がさへ が々 辨 へざる 邊ら 

でぅ しても 普通の 者 どは あはれ 

ない 0 「化の ホ禽で 〇〇 ごを 世に 

會 見したい 」 ごの 懇請で ぁ 

る 0 私は 「〇〇 は ホ だ 旅券が で 付 

じなら ぬので 上 巧せ ないし i 女肚 

は檢査 すを 格の ため 昨が 歸國し 

た」- VJ 云 つれら、 殘を だ''-- ご 

部屋 中を 驅け迴 b 、 をて はとり 

ごめ もな く 泣き崩れる。 女中が 

氣を 利かして 別室 一し 伴れ 巧き ま 

靜 させ 樣ご するど 突如 武を振 b 

つくので 雨 人は な 組を を やる。 

斯ぅした 騷 ぎの 最中に 之は 义惹 

外 巧 A の 案 巧 もな く 飛び込 

んで 巧た 四卡 前後の 一 人の 男が 

ぁつた 

不思議 な i には 今を 暴れ 

なつて ゐ たみつ 子は 化 巧の 顔を 

見るなら 俄か じ 態度を 變じ てを 

然 別人の 様に 溫 化し く なつた。 

化 男は おに 孰れ 後 稍 御 挨楼じ 上 

ます ご 云つ た r けで 彼女を 伴 

れて 別室へ 引き どつ た。 狐 じで 

もつ ま i れた なじ おど 女中は 呆 

が 立つ て ゐるど 化の 女中が 這 人 

つて ホて 「只今 接から 婦人を 伴 

れて 行つ たお 客な は 彼の 婦\ じ 

「がの やつて ゐ るるは 俺が スッ 

力 9 調べた が 〇〇 じ買收 されて 

はゐ ないから を必 せよ、 をても 

彼 か 等は 渡米は お ホない ょ….」 

ご 頻らじ 慰めて ゐた i いふ。 化 

は 帳 煤で 化 巧の 素性を 調べた 處 

四 五 a 前からの 化 宿 者で 終日 一 

室じ閉ぢ籠ち滅'夕じ外ぉもせ*^ 

い、 宿帳には a がの 長兄と 記し 

て ある； が！： つた。 化 夜み つモ 

ご 巧は 何處へ かまつ た。 翌日 巧 


化の 父に 意外.… 不思 諮.… の ぉ ホ 
樂じ 就て 話， t 處 、其 巧が 巧 人で 
あるかは 巧锁じ 苦んで むた 様で 
をつ じ。 不思谣 なち ど 彼女が 巧 
故に 實 巧の 妻た るを 化 山 渡 ホを 
阻 化せ A ごした か、 今が は 

不可解 な誕 どして なの 記 
憶じ殘 つて ゐ る。 をれ から 約 一 
ヶ巧 ザを な 等 一巧 置 十を あ W 紐 
育へ 到着した 〇 ゥェスト シヨ オー 
ァ ー停車麓にがが る新婦出迎者 
を 傍で 羡ま しさう じぶ がを てる 
た 旧お^ をは 哀れで ぁつた。 殿 
酬じ化 殺されて ゐ るを し 付きを 
る 彼け 奉を 化。 八 渡 ホ 不可能 交一^ 
つた 削 後の 事情を 幾度と なく： 粮 
掘^葉掘-^訊くのでぁるが^ 巧 
废說 明しても を 点 出 ホな か I ンた 
らしい。 後で 化の 紐 育 じが jZ ける^ 

通信 李務を 取扱つ て吳れ ベぶ 人 
某替 から 「出が けこ ヶ月を 刖か I 

ら 毎：：： 必ホ ーニ 四阐進 話を ぶけて 
團化巧 妻 ホの 消息を 訊 ふの か 例 
で t つたが、 微溫 的な 歡奉 でも 
しやう ものなら あぐ 遞 寺で ホる 
熟必 さじは をく 恐 絡 かづた」 と 
聞かされて 大笑 ひした。 旧 おが 
愛 まを 化を 殺害した 巧變を 新聞 
記に ょつ て 知つ わ 巧を は 兜 巧 
蓄 時の 彼の 精神的 化 態 

刹那的 衝動が を邊 にぁつ 
じかを 眞覺 的じ諫 じたが、 をれ 
は 恐ら < 讀者諾 ぶの 肯定 意識 じ 
投合ず る もみでを る ご 信ず る。 
菜の毒4:*のは巧親じどら殘され 
れ 頑是なき 一一; 话も虽 る ミながら 
遺 化の 歸 朝の H を 指 巧ら 數 へて 
待つ 鹽 許の 慈父で ぁる T 娘の 顔 
を 見る をは 死ね じ も 死なれ ませ 
ん」 ど 云つ こ ゐた 彼が 化 悲報し 
おしてけ 其失學 悲歎は 如何許ら 

でぁらう か？ 警察署からの 歸途 

彼は r 娘の 不を格 じなら まし わ‘ 

'占は 彼女 じ 渡 ホを 中止せ よごの 

暗示で ィ」 どて 其す 幸を 巧て 悅 

んだ必 事 等 巧】 ひ 巧 さる： も 涙の 

賴 である。： £== 巧 東京 巧を 


たので ぁつた。 第ー ニ セットは 六 
1 二で リ チヤ ー ドの 勝ら どなつ 
たが、-- リ チヤー ドは.， ポイント 
じゴお 巧の ため スト レ！ 卜 •セ 
ブ k / じて 敗 化 i る處 であつ わ。 


蓮 動を 


チルデンの 

原 旧 君 激賞 


ベ！ ブ 君が 重態 

世が 一 の 本 堅 打 手 ごしで ヤン 
,1^1の秘藏兒でぁるべープ《 八 
r ス 君は 最あ 練習 地の アシ - I ビ 
一八で 卒倒し 病体 輕 から 中 ミぁク 
て 急ぎ 紐 育に 歸 つて ホた が、 が 
おの 洗面 室で 义 々ホ 倒し 頸部を 
傷け た爲 めじ 木曜日 ベン 停車 族 
着 どぶ じ聖ゲ キン セント 病院 じ 
送らむ 仲々 重患で ゐ る。. 



♦日本々 ら視を 
VJ 巧して お出で 
じみら 會 祖の祉 
員 一廳の 役人 
方が 先づ 第一 じ 
お尋ね じなる の 
は 酒 W 女 ........ 事業の 視察ょ ち も 

女の 硏究 だ。 欧米を 裔い 金を 裳 
しての 女の 研究は 止めて 賞 ひた 
い。 巧々 視察に ホら れても 英語 
が 不可 贈で 本當じ 視察が 出 ホる 
か 知ら？ (憤慨 生) ♦新報 創作 渦 
松 本 ホを の 「死の 义藝」 け 非常 じ 
面白く 拜是 して ゐ ます 一-殊に 難 
解な 漢字を 止して 假名を お 用 ひ 
じなる のは 本當 じょ い 、去 だ ど 思 
ひます が、 過ぎた るは ぶば ざ も 
が 如し .：.：： 余らに假名が夕い^ 
讀む のじ 仲々 の 苦る し 敗を 傅 ひ 
ますから 少 々す 加魄 をして 戴け 
ません か (憧憬 子) 一 


今を 南部 諸帅 を轉戰 して お 常 

の 成績を 擧 げた 日本 デ！ ビス 盃 
撰 手 巧 困武： 君の 奮 戰ぶ卜 ，を 目 

舉 しわ 斯 巧の 居乂 ブイ 八 •子ン 君 

は 巧 旧 巧を， 評して 曰 < 、被の 打 

球の 猛烈な ぶじ 於て は淸 水、 熊 

.なを 透ぎ おし 今春 彼が 南 箭の試 

を じ 於て 進境を 昇せ わる. 測き 進 

步 ぶちを 今後 も續 けるならば H 

本の デ i ゲイ ス カップ 

はお ホ 實じ愁 るべき であ 

賞し、 ジヤクソン ウイが 

る酱リ チヤ ー ド 君との 試を ぶち 

を 引例して & るが、- 原 E 3 は 化 試 

合 じおんで 滕 つた 勝負を 負けれ 

ごい ふを 得べ く、 第ー セツ トじ 

がて 原 旧は 四 ^ ~ iir ケ^ ムで リ^ — 

ド ― i リ チヤ-'- ドの サ •ーゲ イスで 

一-五 1 四 〇 ポイント どなら、 原 

田は セット •ポイントを 五 回 も 

續 けて なながら あ 局 じと一立 じ 

てプ チヤ ー ドに セツ，！. を 奪 はれ 

れ〇 第ニ セットは S テヤー ドが 

四 11 ーゲ ー ム でリー ドして ゐた 

のを 彼の 驚 < べき ダ ランド •ス 

トロー ど 自信に 充 ちた 熱球で 遂 

じ 八— 六 じて 第二、」 ツトを 奪つ 


:謹吿 

謹齊 陽春の おを を 愈 御 淸穆ブ 
段 奉 大賞 お 陳者當 巧 庵移轉 0 巧 
鞠々 御 引 立を 蒙ら 御蔭を なて 过 
增 しじ 向上を 展 致し 屠 嚼事偏 ド 
を 位 御 厚情の 賜 £ なじ 揉 じ 厚'- 
御 禮中上 横 

就て は 今回 事務の 發展と 西本涨 
巧を 事務員と して 援助を 願ひ特 |_ 
事 W 相 成淚間 何を 葱を 同 樣御巧 
顧 御 引 立の お 巧 じ 懇願 化 候 
右 乍を 儀 紙上を なて 時候 御 伺ゎ 
兼ね 御 紹介 迄 申 述べ 度如斯 御座 

煩 敬具 

大正 十四 年 四 巧 
が 育ボ巧 四十 四 了 目 
百 十一 一番 化 

日 ホ 唾 庵 

を 旧宗隆 

:各化 
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御手 輕 御が 理 並に す. き燒 

新ら しい 村 料を 擇び 精々 勉强 致します 


i 細 


江淸 


お腹 茶 斑で みを 御を 顧を 巧け 
た鞋 交で 御座います 
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最新み 六 お 建 

便利、 淸视 、待遇 懇切、 が 巧 化廉、 
を 着船 お 么候都 巧 波 化 壌に 出張 
シァト^ か 第 六 巧 so み截 
エヌビ 1 ホテル 
電話 メ！ ン S 九 玉 二 


藤 ホ 旅館 ミ 巧 
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H 本が 歲船助 巧 御 申込に 應じ 
萬 事 御 便を じ 御 化 扱 ひ 申上误 

療港 ふ^ ホテ少 

► U 本 御料 巧 (別間 ゎ' ゥ) 

を 港 カリ ホ 八 ニア 街 六 一二 
带話 カネー ー八 こ ハ 

口 1 すンゼ ルス 地々 の 御 
觀 ホには ぶ 善の 御 便を を 計ら 升 

J ? 'グ \ 
ぶテ少 

羅巧巧 じがけ る 厨胞經 營中最 
新式 高等 ホブ 八で る b ます 
羅府 を 1 街 一二 丸 半 

電話 f ザ アン ダ ィキと 六 五 九 
5 ツ 《丄こ 八 さ 一 

貸 自動車 (ぉ 受. 

羅府 名所 御觀 光には 最も 精通し 
た ドラィバ！ が 御 藥巧申 上ます 


ボストン 案 巧 

貨 自動車 業闽西 
諸を 跡、 太學 校、 エ漢な 他 一般の 
紹介 及び 通 辯 もします ぎ〇ョ 岩 
ジ I す Gk 童 7 置 S Batavia s{. 


ボストン 市 

.富 ± 旅 舘大浦 末 松 
. 145 至 ister St . Bos す n Mass . 

户- をを 置骂 ？G 


緩 部 燒壽巧 御 化み し 

H 晒 巧 日が 閒も脚 用を i おじ 巧 _| 

會庸御 8 一 

烏 等 御 下 か I 

な 玉ぶ 一 i 


御 料理 

芳の家 

壽 司、 緩 蒲 燒每日 有りまず 


御菓子 舖. 

柴饌 頭、 ち羹 、蒸 粟 子 類、 驚 餅 
(のし. 餅 餘り御 注 交 願サ) 

; '松風 辟窩橋 

西 I ハ 十五 了 目 一二 十四を 
電話 トラフ ァ かが 1 五 五 五 四 

を 腐油揚 

煎 秋 製造 卸、 小資 
y 本 食料品 一巧 

> 西 中 

. . 第ー ニ 街 八な 八十 五を 

山 ： 笔廷プ ラダ 五一 二八 

新鮮 魚 か. 一切 

を 人 向き S をを 澤 山な b 揃へ 

おが 廉 潰で - H 勉强 致します 

クヴォ ナ魚店 

」 os 6 th ! sp<onel 

224 づ . Gist St . 

IJel . olhunbvls 91 援 


極卜 •の 魚類 

季節の 巧鮮の 魚貝類が 澤山 揃つ 

て 居ち 扛す 血ら 御 賞 ホ 下さい。. 

ァ」 セ ロ 魚を 

苦 Ba ミ d 写 Tei . Fra 害 in を芸 
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卜 養 を 


巧 わで ぷ な turn で 巧た 巧むな で 巧 け1耀 ±) 


U — 十 . 巧 四か幽 • ！ 化 大 〔四） 



み 



ので 経 巧の かき もを 自單 濁に 旅 
巧す るょ b 遙 かに 經濟 的で 家族 
同伴の おに 巧しても 逛算 なく 賦 
旋し 且つ又 入國許 趾が 他の ず 
賴も 一切 取らみ ふ 事 どなつ て 居 
る而 して 问刚 化を 則は 本年 十 H 
I 二 H が 巧を 出 あし 十 巧 九日 沙渚 
ホ 帆の 日本 郵船な 化 お 船 加巧乂 
(一 萬 S 千顿) じ便乘 同月の か 五 
目 じ橫巧 上陸の 豫定 であるが 尙 
脚 裳、 旅稅 、歸糾 期 等に 宜らて 
はが 楼间 がを じ閒ひ 合は さるべ 


网 H I 日 後 衣み 

商務 書記官々 制 

昨み 巧 政 輕禪ん 彭攀を まけ 外 
格ち 官制 縮々 の お あ 一-時時 まし 
いが 魔 問題を 惹起した 商務官々 

制は 愈々 まる 一一 百 一一 一十一 日限 b 

麽 化せられ 四月 一日 ょら 商務 參 

事官 、问 書記官 並に まごして 巧 

務じ化 事すべき 領事 じ關 する 新 

を 制々 をを 布せられ 米 劇 方面 じ 

ては 從 前の 副 商務官 首 藤 をん 氏 

商務 書記 {良に 巧せられ を 雜頓乂 

使 館齡ィ J して 紐 育な 勤を 命 せら 

れじ而 して 井上 商務 書記 生は 副 

頗事じ 巧せられ 首 お 商務 書記官 

の 補を を 命せられ 事務所は 當巧 


ブ。 1 ドウ H - — り 六十 最番 總領 

事 箱內に 置く； ど U つた 旨 首 藤 

巧 格 普記官 からを 方面に 化 式の 

通牒を 發 した。 


'日义 親善に 努力 

ホ ！ リ！ 俱樂到 

最化 創立され た ホー リ ー 俱樂 

部で ホ 親 連動の 一助と し 

て ホる 十ー ニ曼 月曜) 午後 八 時ょ 

も^ ンタ アナ ショ ナ户 、户 ゥス 

じがて 速 巧會を 催し， キユ ブック 

语卜 を巧聘 して 『最近 米國 じが 

ける ま敎の 趨勢』。 る 題 ド じ 岡 

供樂 部の 本を たる 信仰 普及に 資 

すべき 邁演 を乞ツ 終らて 左の 二 

なじ 願す る 意を の 交換を 巧 ふみ 

一、 我々 紐 育 化 住を ご’' て米國 

文化に 貢献し 得べき もの ホら 

や 若しを らば 巧 實わモ 法如柯 

一、 巧々 紐 育 化 住 日本人の 幽体 

を 巧を 向上す る爲 めに な 里 口す 

べきら の あらや 若しな 善の 徐 

巧る らば 其方 法 設備 か 巧。 


日庭關 會ぶ惡 化. 

U ネ 庭球 お樂部 今季 開會 式は 

旣 報の 如く まる 木 確 日 巧 料亭 郁 

じがて 開會 夕敷會 員の おお ぁ b 

中两 幹事は 會 をの 報吿を なして 

一同の 賛成を 得、 が波會 計の 會 

計 說明後 本年度 計 塞に 就て 補々 

怠 見の 討遙ぁ n いるが 運動 滚の 

事 V 一て 手 八 下 口 八 T の 猛者 揃 ひ 

にて 諧龜 縦横、 お 永 巧の 懐舊談 

は滿 海を 化 笑せ しめ 化氣 露々 裡 

に 十 時 過ぎ 散會 したる が 同 お 楽 

部會 3 けは 目 ド 約 册を名 じて まだ 

定員に 達し 居らざる を W て 今 巧 

は.？ 可く を卞 面の 會 員を 觀 誘す 

る 事、 が 季 競技 會飽 催、 紅白 試 

合随 催、 其 化の 件を 巧議 した。 


二む ポイントの ホ 勝 碑を 惟す 率 

どなつ たが レフ リ！ 人 逃は 未 確 
をで ある 0 


歸 朝の 乘じ 就て 


本が 一 i 一一 义號旣 報羅府 を】 

巧： 二 化 ザ ィ—グ 於 •ホ テグ お 
行の 『お 朝の な J は 非常の 巧 評を 
槐し旣 （諮を のを ホに 麼こ數 十 
報を頒布し雄（ました爾後1^的 

お 同 ホ テ 片へ昭 K ? の りたし。 


•渡邊 巧を 巧 大巧 离等 商業 學 
校敎 巧、 まる S 日 倫を よら 着 紐 
ホる 廿 八日 天洋乂 便じて 桑港經 
わ歸 朝の 豫 を。 

♦平 ホを 一二を 神 戸が 船 學校敎 
巧、 四日 轉洲 よら 着が。 

♦山 下祥 一氏 實業 家、 四日 佛 
國 よら 歸 孰め を 着 紐。 

♦赤 波 勉氏農 お 務省疎 習 生、 
まる 五日 着 紐ビッ 、バ ー グ じが 
て研學 の當。 

参 小々 高 亨氏柬 を 白山 水力 電 
氣會 化電氣 技師、 まる 五日 着絲 
ネ巧未 渡跌の 豫定。 

♦ホ 巧靜 一巧を 河溺山 技師 ま 
る 八日 午前 十時發 がの レ •ゾリ ユ 
1 卜號 じて 渡英。. . 
•古巿 を 一氏 藤本 前を 會 社を 

港ち 店 設立の 要務を 帶 びて 桑 港 
じ 出張 中なら し處 先週 末歸 紐。 


讀者 質疑 應お欄 


撞球 試合 期み を 

巧 報の か < 掩球ジ ユユァ 撰 手 

權把 侍者 鈴 木 龜吉君 お 皆 巧忠雄 

巧の 挑戦が をは 巧 渉の お 巧を々 

本 巧 化と、 八、 九の 二百 間に-日- 

ら ブ。 — ウェイ 五十 了 目 デ イプ 

1 摇巧媒 じがて がが 凹が おおで 


南) 一、 呈政愛 違 じて 

渡 ホした る ものが、 學資を 得ん 

ため 乂人會 針 或は 家庭に 就 働し 

年収 規定 額 0 上 じ 達した る ごき 

は納 稅の義 あみ b や、 或は 學生 

のな をな てを 除 さるべき や 或は 

义 政府を 用 等の 申な て じ 化-^ 除 

巧 さる 等の 事 あらや。 

二、 右の コンデ ィシ ヨン じがる 

お歸國 せむ ど するどき 出 柳港税 

をに 一時に 稅 をを 徵收 さる 等の 

事を b や 成は 父 前項の 鶏を を 除 

をる べきら のどせば 此谣を じ も 

神 1 申立に ょら 除み さるべき も 

いじ や。 (す識 生) 

(答) U 本 政府 かを 用に て 渡米 

したる ものが 學資を 得ん がた め 

じ 働くな で ご 云 ふのは あを 得べ 

からざる J ご 思 ひます 力、 若 一 ^ 

實業 練習* のかき 名目で 渡米し 

た 者と すれば 是れは 純然たる 官 

を で なく 學生移民 の を統 に 屬す 

べき もの 7 て！；. らもを からを < 

る 補助 的收 入を 除かした 自己の 

收 入が 一定の ァ マゥントな 上に 

達すれば 勿論 納 穂の 義 巧を 生じ 

ます。 元 ホ H 本を がのを 用で 渡 

ホした ものが あ 庭に 就 働す る と 

云 ふのは す 巧 解で 萬で ソン ナ不 

屈な H 本 政府は 巧 國政巧 じ勒し 

て 面目の；：：* い 磯關ど 云ふゾ きも 

八で 御尋の 筋を はを 巧 的で あら 

ません 第二の 御尋は 第一 旣 •し ホ 

國 にて 就 働し 相 當の納 祝 義務 あ 

る 外人が 出國 S 際には 納稅 の受 

化証を提示し t 出岡許可を受く 

•、きです 若し 不拂の 隙は カ タメ 

テ徴收 されます。 巧し 日本 政府 

の官 あで を 巧の ため 滯 米し 河 等 

化 じ 収入のを がな かつた ごすれ 

ば 其 旨 申な て、 勿論 納稱 をす る 

羡務 はない のです。 


憔 おが 


►り 本ん 菊 W が 巧 

『蹈 ホを』 川 島 牧師 


▼暮 辟を 修道 お 
『磨ら のす と 其の 生 巧』 

巧 田 源 か郎氏 

▼が 巧：；： 本人 教會 
『な 巧み 敎訓』 淸水 牧師 


人員 募集 


、夏 壤慟き 


二十を 獨身 
及 夫婦の 御モ 
ホ窜 者は 至急 在 記へ ホ 紙を お 
て お 接を くは が 育 新報 社の 化 
を 氏へ 御 照を 相 巧を 度し 
太 両が巧 


林 商 食 

产 T . 吉さ芸 I 写 1 苦 7 Boa 皇芸 
At 量 ic 呈 J . J . 


夏場 用 ポク ゲ ー ム四摹 

ミシンが の 砲を 偃 じて 至急 譲渡 
し 度し。 〔熊 野】 
Tel . fM 百 6 1 备 W . 岩 rdSt 


料埋人 日本 及 •酌萍 料理 

の 出莎る コック 日本人 家庭に 雇 
はれ 度^。. 


T . W . 124 ぶ. を thSt . 暑 


料 雖巧賣 度 


瘍 巧は ビ タネ マ院 域め 中必地 
支那 料理、 皆 ホ 巧 巧 巧 今 巧 ま 人 
歸朝じ 付 ま 急を 憤 じて 寶 渡し 度 
し、 多年の 顧客 澤山 あち ホ 望の 
ホは 左へ 御 電話 あれ。 

電話 チ 王 ッ ，力？ ング 五と 九 S 


裁縫が 關業 


日本 着物、 シブ ツの化 立 其 化 
小 間々々 した 縫物 一切を しまず 

ホワイト， コ— 卜、 追プ ロン も 

あちまず 0 . 

巧 頃 夏場ぶ 景品と して ま 補が 
評の H 本 着物の 注文に 應 じます 

裁 鐘 所 坂 ホ 辰 子 

お 128 05 th SUity 


ン グン 


U 毎が 八 時ょ； h 午前 一時を = 

入場が 符 U 1 灌 (十 巧み イン 

スト ラク シヨぶ 網，) ダン シン 

ン テス レが 每が あち ま 
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すぶ 人 御 誘を せ 禪來傷 下さい 

H 本ん 諸君は 持！. 薇迦 いたし 

ます。 驟らは プ丄が 严！ ムで 

す。 \ 
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夏場 グ I ム柯き 、 

u 本獨逸 直輸入 坑具か 物雜貨 類^ 
在屋 各匪ゲ ー ム おろかを 恰好の 物 

11^ お 嘴 \ 本、 腐 客は 最^ 確實 
呼 峰に 取扱 中 ま r 。 

子^ ™ ^ ドレ エン トシ 厶 メル 


日本 臟洲巧 


皂 


I 


ホ 元 

ブラ ザ • 


ス 


乘船 切符 ホ じ 大隆橫 斷鐵道 切符 

諸 外國送 b 小荷物は 晒 利 じ 御 化 

計ら ひ 申ます 

馬 日本 郵船 會社 

"ご 並に 各 漁 車 漁船 會社 

代理店 片桐 兄弟 蘭會 

紐 育 ホ 東 五十 九 . n 目 ニニ 四番 


電話 リ ー ジェン. 


结認 旨ん 
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弊店 調製の 上等 服 d 皆 絵に シック リ 
を ひます、 而 かも お 段は 恰 巧です 0 
服地は 英輕ゥ ー グが澤 山 揃へ てあら 
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►橫濱 一等 一九 五 巧 一二 等 五 五 巧 
二 一等を 室 大改遥 家族 室ぞ數 . 

▲御を 望に 化り 剖が をな W 巧 资斤词 を 戾 
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しか ご义 四 巧 化 日 
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最新 スタ ィ火 陳列 
= - 度御來 おわれり り 

巧舖は H 义紳 ± ホ 街な 用の 上 巧 服を 調製を 
し* ます 0 

巧 舖で巧 ホめ めが 服、 かを を 御着 用な され 
ば米國 流行 スタィ^の 正しい 服装の 辭 をが 巧 
巧まず 0 

ウオ — 力 — ふンド 

フロ リオ 拌服巧 


を 本を 一 お 脚 
掷込巧 資本を 六 T 巧 面 
巧 立を 五 千 ホが を 旧 

献 脱 S ホ 銀 巧— ミ 巧 

本店 東 ま ホ 日本 原 おお 河 町 一 
をち 小 皆 Q 本 橋 丸の 內 (を ぞお满 
名を 尾を 都 大巧 西 (大 圾) 

神 戶琪島 下 w 巧 司 巧 松 
箱 岡-長が 上 巧 おを を 買 


か 國窝替 、鄰 を 送を、 並 送を、 信用が 其 化 
一 胶を巧 業務 精々 御 巧が じ おおち 申ち 

SS 髮銀巧 S ま 巧 

本 ま 店 宝 タネ 巧..、 乂披 ’紳戶 、京都 
所が 地 名 古 崖、 小が、 上が、 偷を 


^ ^ 定期 巧貨 五十 圓な上 判 息 年 ホ々 

緋賊臺 灣銀巧 S 出張所 

▼微里 送を 及び 並 送を (無手 按 巧)、 外两 
爲を賣 買、 荷爲替 取組な 立、 信用 狀あ 
巧 香 一 殺银巧 栄務御 巧が じ 化 巧 巧 化 お 
▼巧 ほ 詳細は 御 遠 おな く 御 巧を 被 下を 庚 


、： .. J ぉ 「巧 貨 あ十閒 《 上 ゴハケ 巧 化 卜‘ 
本 巧 S を 期 一が 息= 年 ホみ」 ー ニケ 年な 巧 
預金 U 「邦貨 五十 圓 0 卜 - 
t 通 ま t 巧 圓 じが H ホ ー 錢二巧 

(化シ 壁千阁 -3 下ノ ホ か扭 を' ィ おがみ】 

橫濱ぶ 金銀 巧が 育ま 巧 

鄕 里を をは 都て 無手を 料に て當 
巧橫澄 本店 經由 送を ホな 巧 中 お 


おを 巧 お' 往ぷま 左衛巧 
本 お 乂阪化 渚 お T 目 
化育 ま 巧 が 肯ブ。 1 ドウ ー 


な 四十 九番 


日本 內一 
化 支店‘ 


錯献 巧ぶ 銀行 

巧を、 橫お 、名を 尾、 京が、 锦口 
尾ノ 道、 廣 島、 吳 、柳ち 下ゾ顆 
巧 司、 小 倉、 若松、 構ぞ 、乂留 ホ 等 
本 固 預金、 瓶 里 送を 等は 柱め 
て 御 巧 利 迅速に 御 取扱 巧 申を 


藤本 證券が 社 

一 投有巧 証を ノ賣 貫、 引ず、 妾を 
▲ を盛、 並二 之二 關ス こ がノ^巧 I 

S 藤本 ビル ミ-力— 銀 一な I 
紐 育 お 張 所 I 
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陶破 器、 雜貨 、ラ 心#- 

ンプ及 ランプ 笠 
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紐巧リ 本ん を 

定期 總會 

十八 日 午後 八 巧 ょら 
が 肯 りよ 人會窮 十二 回を 巧 接 
會 はを 則 じ 化 ひ ホる 十八 日 (第 
si 唯 U ) 午後 八 時 ょら 開 侮せ 
ら るべ く决定 したが 媒所 はな サ 

の _J 白 リ ゲ 7 ^ — サイド、 ドライ 

グ にがけ る インタ アナ シヨ ナ作 

バ ウスの ナシ ヨナ 八、 八- — ムで 

化 ま 曾 長 雄 お 席 じを き、 商 田を 

許 ょら 本年度を' 7S 巧 吿があ b 、 
巧 山 巧 記を み會 なお 吿 、任 委员 
長 5 を： 2 會じ 船す る 報吿が あち 

夫れ ょら 强 お：！！ 巧に 入 b を 員 山 

旧乂 五が 巧 提出の 細則 條正 まを 

附議し 終らて 理事な 選を 巧ひ閉 

を お ホ あ 齋があ 領事の お 說かあ 

らを おの ほ 巧、 出席 食 買み 懇談 

も ある ご 云 ふちに 就き 巧 田 普 記 

おは 巧る 『ぃ會 の摄會 もを なじ 

閑 敗 無事では 活氣が あ b ません 

から 成るべく 夕 数の 會貴 がが 席 

してた をぶ 見を 述べて おきたい 

一-ごち へます H 本人 曾は 會 貸の U 

I 本人 會 ですからち 患義じ 運用し 

一て 頂きたい』 云々 

-を地 日 會の 

I 保証 料 問題 

- 愈々 解み される 

昨 おホ關 聯邦 蒲會 •か 執つ た 巧 

動じが 6 て 巧 請紳壬 協約な るら 

: のか 廢棄 された おお 從 ホを 地の 

i 緩が 事 館 ホ'-。 領を 館から 日本人 

一 曾の 巧 証を 述 じて 証剛を 巧へ つ 

i 、 あつた 証明 事項が 货後 不必要 

I であ b 巧 力 わ，.，* くな つた もの 力 

1 生じた 爲 めじを 地の：：： 本人 おが 

-收 おし.'」 居 だ趾巧 巧ら 自然のに 

が滅 する 據 に。 つた 主は 整 じ 報 

一道 L た 逆らで ゎる。 太 ホげ 沿を 

i じ 於け る 聯絡 日本人 食では 右 証 

一明 巧を W て财 源の 大部 かどして 

V をた 關係 じ の 命脈 にら 彩 響 

ある 問蹈 どして 啥 主し/、 論滋さ 

i れ たの'. あ.。 が 今一: を お 總敞窜 

I ぶ 常敏彥 氏ょ ち问 化の だ乂 4 本 

; 人 會に與 、た 通 蝶-」 化 も. こ あ々 

一該問 题ら解 ホされ が龜 巧の 化 人 

I は 大串羣 一一. 音 二十 い 

於 1 

: 胃 

一で ぉる から 會 計のを ホから おて 

1 ましき 搞 痒を 威せ ざるの みかが 

ホ 勘 もずれば 米 人 のんで 無 

一理 解。 间胞ょ b さへ 半官半民の 

抑 化；. ょる かの か < 誤解され つ i 

ゐつ たおを も I 稀し 得る 次第で 

をら じが 銳 する 要は。 い。 但し 

時節 お 一年を の收人 おみを 是越 

してを 格を 獲展 ザし わる 巧め-」 

巧 巧 かが 愧的 のが 源 雄 持 策を 講 

中る 必 をは あらっ』 云々 

片禍 觀光團 

巧. 一次 脚 員 募集 

巧 おお 一 みげ 巧が 問 糊を 組織 

して 好 巧を 牌した ホ 桐 巧 巧 じて 

はを ホが の ホ 望 じ 化 b 愈々 第二 

ホ 訪問 W を 組織す る 事と なつた 

ごを ふ。 间閒 のまな は 加 人を を 

して 怡 かも； 家容 巧め を 合の 下 

じ 致 もまを に ソン. テ瑜 かじ 滿 を 

に 旅 巧^^ 裤る にあ b ど 云 ふ 
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碱甫 ，嘴！’ 满 

フランスの 政變 

フランスの エリオ - — 內 開は、 

を；， がけ S 危 がか 堪 火線 ごな つ 

て總辭 馈を锁 巧ず るに 巧つ た。 

辭瞄の 的 巧 動機は、 法货 膨帳投 

巧^ 叫. み じあつ たが、 これは な 

ホ 枚厢ょ b のが 政々 策を 繼 承し 

た自 がの 紀 おであって、 ェリォ 

1 氏が この 柿 ホ 弗 ごして 施さん 

ごした る 强跑乃 ま自ホ 的を ぶ 課 

视 が、 內閒崩 おの-板 因 どなつ た 

のでみ る。 

フラン K の 政界 內 情は、 をの 

盤滩 ご，'' た複雜 U 人物 本位で あ 

るな が、 わが 越の をれ じか 頻の 

しに も 夕< 、政略を 流の 内賴が 

常 じ 政 媛を 化 じて & る。 ユ リォ 

1内 踏の 背後に、 乂 戰 中、 親獨 

一 的で あつた 爲 めに 追放を 命 せら 

一れ た ヵィ ョ ー 氏の 怪腕が 潜んで 

る'- ごは をが のがを である。 

エリォ ー 氏の 政策が おして 世人 

_ の稱 ずるが かく 左 做 的で あを や 

一 否や だ、 フランス 人 自身が 露 判 

一すべき 問題 V 、 みるが、 刃 難を 排 

して ド ー ズ案 をが 巧し、 フラン 

スの國 降 的 梢 位を を 岡たら しめ 

_ たる おのみ 蹟 は、 吳闽勞 働黨マ 

ク ドナルド 氏の 巧蹟 ごみに、 永 

く おを じ 幾る であらぅ。 而 して 

; フ ラ. \ツ が：： 一を 開け じ 口を 乂 じ 

して 吨ぶ 『かかの が晓』 ら 、フ 

- ランスの' 巧 政が を 新され、 人物 

本位の 政治が もつ ご 國家的 ごむ J 

6、 協力を 要する 地界の 確信を 

巧 さい* い 限ら、' 遂に 自滅の 外な 

: きじ まるで わらう r 


し。 相 f しん も ぃ郞も クライスト 
氏の モ 針に 從 ふ。 らば 歐洲ょ b 
波义 .'.''じ & 移には igb じ 刺 限を 
K 率 じて 入國し 巧る も、 をの 制 
限 率' 3 外の 妻子げ 帘 にけ ホ國の 
ボ怯權 を必裝 どす るが 八を の 米 
國お民 化 tl 『家族 ご 共に お删年 
0 上 化 居」 し；；* けむ じ 獲巧寸 る 
; はお 巧ない ので ホる。 

ホ 越の が 氏 法に 幾 東の 义陷の 


あら i は、 旣 にわれ 等の 壊々 指 
摘した 所で あるが、 閒 題の 辨日 
移を 巧の 解決 も 曾て ま 張した か 
く單 じる 『クォ！ 夕 を』 みみに 
ホむべき ではない。 米 齒新移 氏 
をの 化 本に 歸化 巧に 載す る チ 盾 
のが 化して ゐる i け、 歐 洲じ對 
する ご W じく、 われ 等 化 米 U 本 
人じ對 しても 幽 係の 深い i を考 
蠢 しなけ いばなら 打。 


:馨 油田 協を は 

宣言 違 巧に 非らず 


« 作業 緒 巧の 許 は將 ホの 利 
權 契約の おを じ 何等 影響を ぶ ぼ 
さぐん べし 〇 

〔四】 化權太 じがけ る 円本 國 
無線 お 信 巧の 運用に 關 する 問題 
は將 巧の 協定 じが 留 せらるべく 
瓦つ 私人 度び 外國 人的 無線 お 信 
所設 措を 禁山 ずる ソゲ ィ王 ツト 
社 會ま義 共か國 聯邦の 現 巧 法み 
にを をす & 方法に がて 調整 せら 
るべ し 〇 

(五】 是等试 掘 作 叢け 政府ろ 
爲じ株 ま會社 北辰 貪 社-」 化ら て 
村 はれを る。 

化 鼠 化 積-ぉ 池 無 油 

ォ- う 着 0 巧 セ 

L パピ ー、 六 00 ナシ '一二 
ヌ トゲオ ー、 ホ 00 1 一 
グン ー 

クト クィ 八 00 ナシ ーー 
ピがト ウン ご IfO ナシ ーーー 
ヌ トゲォ ニ、 ぶ 含 一 一一 
チア ィゲネ ー、 言 0 一 一 
々タン グリ r 六呂一 巧 

使用 せらる.' 專巧家 二 0 
を慟者 置 0( 夏季) 


ホをから 白を へ 

お洲は 今や 年 か 的 U 反動 期に 

面して ゐ る。 フアス シモの 勢力. 

が漸 ホが 太 利で ホ處 し、 ユ リォ 

— の リベラ^な 政策は、 フラン 

i にがて 反動的。 ボアン カレ ー 

- 1 派の ためし 崩 嫂し、 獨逸 共和 

齒じ 帝觸的 心を 彩の 渡晦 G ヒン 

i デン バ八 グ將 軍が 大統領 候補 じ 

! お-垢した こご* U 、 を こじ 一貫し 

一た 歐洲の 巧關を 匙る こと ♦か 出 ホ 


- でもら う。 勞 農。 シアの 樹立 

じ 次ぐ^ ンが ブーの 革命、 英闕 


勞慟 なお 閣の化 現 等が、 •踩洲 を 

して 今にも 赤化ず るかの 如く 恐 

柿せ しめた 化が は、 令 や. ボ ー 八 

ドク キン 巧 隅の 成立 じみぐ これ 

等の 與をじ 照して、 白色 歐测の 

全盛期を 見る こご つた 〇知 

ら ず、 次ぎに ホる ものは 果して 

が 色ぞ。 


移 お 法 ご 歸化法 


雜誌 『ネ ーシ ヨン」 の 小論 評 

じ 化れ じ、 をみ 國歸 化を 貴を レ 

ィ モンド •クライスト 巧は、 を 

國の歸 化け 員じ訓 々を あし 『今 

巧乂围 々巧 じ 五侧年 W 上 家族と 

巧 じ 化运し 居らざる ちじ 拼 する 
締化詢 願を-化 絕 すべし」 ごかみ 


日黎新協をの締おミお广勞農 

政府は 整に ホ 人 お 油 業 若 シンク 

レア ー 財圓 ごの 間 じ 契約した る 

化 撰 太の 油田 開 巧權を 法廷 じて 

破棄す るに まちし 爲めホ 人 巧 業 

者 側の 狼 おは 一方 G らや 、シン 

クレアー 財團は 日本が 

軍事 占領 ょら 生ず， 0 撒 

をの 實巧 ご化碟 太の 视出關 がを 

巧 お 的 {:ち 約した のは 靈じ ヮシ 

ン トン 禽萊 じがて 當 時の 駐米 火 

化で あら 現に 外務 大民 である 幣 

巧 暮ま邮 巧む 宣言 じ 反くな 爲で 

あるを を埋由 ごし 削 國務長 官ぅ 

ン シング 氏を ま 任 ごする ラン シ 

ング •ゥ ー < ゼキ法 体 組を をし 

て 围巧堪 の 注意を 喚起した るが 

れじ掛 して 大統領 クー リツ デ 

巧 底び 圃務 長官 ヶ n ブグ 氏は 日 

恣播 をのを 义霄 を審誰 L たる 結 

お、 日本 ど。 シア 政府の 池 巧 開 

拓協 をは 州等ブ シン トンを 蘿に 

がける 日本の 宜畐じ 違反し、 且 

つ 巧戶銷 あ、 機 貧 巧 まの 巧 削を 

無視した れ爲じ ホら や、 なじ シ 

ン クレア I 巧 池 助 邸の 爲 めじ 

义國な 巧 がを 式 じ 口 本 

乃至 〇 シア 政府に 對 して 抗講す 

るの 理由な しごを をし じ。 即も 

國お 省の が 释 する 所に 化れ じ = 

羡兩國 の 她旧關 巧 じ關聯 した 契 

約の 範齒は シンクレア） 财國ど 

勞 農か府 どの 契め に 比較し その 

範剧 もを かじ 狹く f 獨も 的』 どい 

ふ 点から 見るなら は シンク レて 

—朋贴 の 契約の 方が 寧々 獨占的 

である ど稱 し、 今 巧の U ' 露 協定 

中に 現れた 油田 契約の かき 經濟 

粗 借け 旣 じ 米國人 •かちが じ 於て 

これ ど： f 糕の ものを 獲得して ゐ 

る理 もら あるから、 これを 画 際 

を 法ぶ び 國際的 祿誰じ 照し 阿 等 

日本じ抗證ずべ き巧もは；^いど 

いふので あつて、 勞農 政府が シ 

ン クレア ー 财脚じ 巧る ち 利な 契 

約を 敬て しむ 裳 面の 现 由は 

寧ろ 外交的 懸引 S が 

多い； は、 务農 側は 第一に 米國 

めが が 五 側 年 0 內じ ロン ア政巧 

のま 懼を 傷け るかき 巧 爲じ 及ん 

だ おを は 自由 じ該獎 約を 破藥し 

巧る i 、 第二に ホ國 政府に して 


本契約 五 個 年後に D シア 政府を 
を訟 しない G らば こむ を 破棄し 
得る ごい ふ 二 項 じちる 權 がを 巧 
留 しむる i 等に 徵 する も 明白で 

あり、 從 つて 純 法理 論 ょら すれ 

ば米國 政府 か 千 化な サ八年 一巧 

サーニ 日まで じ。 シア 政府を 承認 

ずるならば 、シンクレア ！ 巧 油 

會社侧 のま 張 もを は 米国な 府じ 

化 6 て 取 上け る 壊を が あるか も 

知れない どい ふので ある。 尚 ほ 

勞 農が 府對 シンクレアー 會社及 

日本を 府與勞 農 政府を 独 旧 開が 

じ關 する 契約の 要点は 左の かし 

〔三 乂 露經濟 協定. 

〔一】 巧 油、 石が 生業に 栽ず 

る ffi 借 期間は 六十 一二 年 ごす。 

【二】 を 粗 借地は 一千ず 方哩 

な 巧と す。 

で r ;】 貧 社は 政 巧 ミ 協 まの 上 

化樓 太の 東方 岸 じ 二 刪の 港灣を 

選を しこれを 布設 し、 將ホ これ 

を勞 農政 巧 じ 引渡 ずらのと す 

會 なは これ じ 掛し化 0 ン ドンの 

勞農國 立を 巧 じ 十万 弗の 保疆を 

を賴 み、 政が は 一ニ ホ 五 厘の 利子 

をま挪 ひたる 上 お ホ 元利 共に 還 

附 す。 巧 ほ 巧 池 生產じ 就て 會社 

侧の 政が に對 する 報酬は 五な 万 

バ！ レ 八 3 下の 壌 合は 六み 一二 庵 

五が 巧な 上 五 千万な 下は 一割 

を 六 厘 一毛、 i 億を は 一割 1二 を 

と 厘 I 毛 ど-し、 千 化 百 サ八年 一 

月 一 □まで 每年五 巧 巧を 納付す 

るら 3 こずる。 而 して 同期 U ま 

で 會社侧 はサ巧 一千 おがの 出 地 

を 化 借し 得べ く、 一英 町い 貸賃 

十 化 他と す。 

〔こ 日露 經濟 協を 

【一】 作業は 千 九ち 什 四 年 八 

月 か 化 H の覺 書じ揭 げられ たる 

化瞄 、使用 せらる！ 巧 働を 及び 

專 巧を の數 、機械 おじ 巧 化の 條 

件じ關 しては 右覺 書の 記載事項 

じ 嚴じ準 撰して 織 巧 せらるべし 

ごこ お 池 及び 巧 あの かき 產 

出物は これを 絶 入し 又は 販 資す 

る i を 巧ず。 右 作業 じ關係 もる 

化 ま 員 及び 装備の 頒じ限 b これ 

を充 つるを を 得べ し。 

で 二】 ッ ゲイ 玉 ブト 社 會ま義 

共 か 國喘巧 政 巧 じ 依 b 許 おせら 


モス カウで 


經 濟會議 


橋 本 圭兰郡 代表 

東 ま 特電 十四日 發 U 五月を な- 
て 日 處兩國 の 間に 願始 ずべき 日 
轰經濟 本 貪麗は ホる 五月 十五 日 
ょら 首都ち， カウ じ 於て 開 倦す 
ベ；：：； ネ巧 をと しては 貴族 院議 

員 (栽 選) H 本 お 池 貪 社々 長 橋 本 

ま S 郎巧 出席すべく 决 をした 
尚 ほ 目下 ゲ ラジオ スト ジクじ 開 

懼中 でぁる 露 頌ホ業 協を 問題は 

勞働 扶助を 制で 一時 停頓のを じ 

ぁる も、 鈴 木 商 おはな W がけ 蘭 

じ 材木 輸岀灌 を 獲得す ベ < 後藤 

新ず 子の 勢力を 利用して 巧 渉を 

進めて ゐる〇 

註。 橋本圭 I 二郞 氏は 新 瀉縣の 
出身者で 慶應 元年 九月に 生れ 
明を サ五年 樞を院 書記 宫 ごな 

ら 爾後 乂藏省 ま 計 局長、 大藏 

あ 官等を 歴 巧、 特旨を 0 て 貴 

族 院議 員 じ 巧せられ、 賓 業界 

じ 身を投じ H 本 巧 池を 社々 長 

ごして 活動 中の 人で ある。 


は ポアンカレー ー派の 企みつ i 

ぁる 如く 證會 解散、 總選 擧斷巧 
の 運び じ まる かも かれない。 が 
して ブリア ン巧跑 の 難瞄は 勿論 
化會谋 ごの 提携に 化ら て 巧す る 
が、 社 會黨は 先 期 總選擧 のお柴 
を循 どして 社會 黨の歧 策を 繼承 
しない 眼ら 援助を 絕斟じ 差を へ 
てむ るが、 左ち ごて 總選 舉を顏 
巧す る じ まる；^ らば 或は ポアン- 
カレー ー派の 勝利を 博ず る じ 至 
る かも知れ^^いをを豫測しこ れ 
を禱鷄 して ゐ る。 ^ 

ホ國 大統領の 

塞 日と 囊 

巧し 白 蜜舘は 否を 

バリー 十一 二日 發 UH リオ ー 內 
閣 のち 解に 對 して 大統領 ク —9 
ッデ 氏が 新聞 記を 闡 ごの 會見じ 
がて 王 リオ！ 氏の ド！ ズ 案じ 載 
する 努力を 賞揚した る 後、 內閣 
を 解の 直接 原因で ぁるが 政 閒題一 
は舊 ホょ b 繼 承され じ もので エ 
リオ ー の 責任で ないど 同情の 意 
を濟 らした i は廣 だし/、 フラン 
スの 輿論を 剌戟 し、 大統領の 述 
ベた i は フランスの 内政 じ 干渉 
を 加わた るに 等しい ご 憤慨して 
ゐる〇 


义巧藩 ± が 藤 昇 通 氏の 二 男 どし 
て 生れ、 ホ旧亮 伯の 養子 どな"^ 
大學南 校乂を 長，* ら大藏 、司法 
書記官を 經て樞 を お 書記官 長、 
法制 巧 長官、 枢密院 顧問 官 、農 
巧 巧 大臣、 內務大 居-巧 大臣 等 
を歷 巧。 をて 獨聚じ 留學し 直つ 
伊藤博文を じ 随伴 L 歐洲へ 派 遺 
された ； が ある。 伯は 法學搏 + 
であつ たり 


勞働總 同盟 か 裂 

ま 京 特電 十 S H お：：；： 勞働纔 同 
盛 中央 辩部會 は 反 幹部 派の 要求 
を 部を 否 巧し あじ 反 幹部 派は 革 
新 间盟會 なる ものを 組織し 勞働 
總 同盟は 事實 '上を 裂した。 


r お 平 泮會議 提唱 

メ朱ボ グン- Hll H 發 u ダ キク. 
ト リアの 勞働 黨協滋 巧に ては 中 
央勞働 黨じ對 し 太平を 會議 のな 
集を 懲邀し 太ず 洋じ關 係 ある 諸 
國の勞 働 組合、 ホ か 駭會化 まの 
參 加を 求む る實 巧議 した。 


ロレ アミ 平和 策 
ベ 瓜 9 ン十ご I U あ：：；：； 勞 農日シ 
ア 政府は 舊 。シア 帝國の 邀領で 
あつた バグ カン 諸が の 間 じ尙ほ 


— I 通商 上の 不 をが わるので 囊じ獨 
ワシントン 十 S 日發 u 白 里 館 1 逸の 提喝 しねる 四 備國條 約と 同 
は 大統領の ュ リオ ー 氏 じ 對—述 


ベね， とはを が事賓 無根で ある ど 
巧定 L てゐ る。 


才 i 氏 


內閣瓦 i 


な繼ブ リアン 氏 

バリ！ 十 I こ H 發 ： r : 囊じ 大藏大 

臣 クレ^ン テグ 氏の 辭 職が 動 磯 

となを て 內閣克 解の 危機 じ 面し 

た エリオ— 内閣は カソリック 敎 

反稱を 中止し 自よ的 資本 課 穂を 

試みん ごした る も 遂じポ アンカ 

レ ー 1 派の 激烈なる を對 にて 信 

任 投票 じ 破れた ので 紹辭 職を 斷 

巧す なじまら 大統領は 直 もじ 上 

院繁 を じ後繼 内閣の 組織を 命じ 

たる も あさ 中、 前 首化ブ リアン 

氏 じ姻ゎ 氏は H リオ ー 氏 ど 非を 

式の 說 解を 得て 內閣 組織を ホ 患 

する じ まちた る も、 氏は 社會黨 

乃至 急進 社 會黨ど あ 接 的の 輔係 

を おばず 寧ろ 中間み 隅を 組織す 

る模據 であるが、 人選 じ まらて 

は ホ だ あを の 運び じ まらない け 

れ. £ら 氏は 紐閣後 おち じ フラン 

ス 銀行の 通貨 膨脹 政策 じ 就て 上 

院の信 巧を 問 ふじ まるべく、 を 


對ま 條絲を 

娜國が 批准. 

化 京 十一 二日 發： = 外を 部は 四 g ,- 
九日 駐ま 7 ランスを 化ょ らま 頭 
した 書翰を を 表したがる じ 依れ 
ば フランス 政府は 靈じ ワン ン ト^ 
y 曾證 じて 締結した る對 ま九觸 
國條 約の が おじ おず る 準 猫 あ 心 
をつ を條巧 じ基< 支那の 觸 巧な 
正會幾 じも贊 がする 意を 渡らし 
織 國蒙會 のが おは 確實で わる ど 
通吿 した。 

註。 掛ぞ化 個画條 約は 義じ八 
個國の 批准を 終らし も 獨もフ 
ランス； みみは 支那く の 間じ惹 
起した 劇 匪 事 かの 金 フランク 

支 拂間題 じて 威 情を 害し これ 

を 批准す る じ 至らず、 日本 ぷ 

び ホ國が 秘かに 調訂 中で ホつ 

たが、 これに 化ら ワシントン' 

會議の 成果 も 始めて 効力を 發 

揮し 得る 譯でゐ る。 


性質の ず かが 障 傑 約を 締結す ベ 
く 目下を 渉 中 t あるが、 别 報じ 

化れば 波 蘭 ご チェ コス 。グアキ 
ア両國 じも戰 時の 場を 戰時 品輸 
送に 關 する 協定を 目下を 渉 中で 
をる ごり 


國 王に 財 違 提供 

ロンドン 十二 1 H 發 U ダン*- 

ンド 伯爵 夫人は 過般 逝去した が 
遺言書 じけ ゥ卫 グスの 邸宅 度び 
現を 等 價格約 廿五巧 弗を 提 おし 
皇室 用 どす る 旨 認め あ b しも 國. 
モ はこれ を 拒絶し が產 一切は 聖 
ジョ； ン 寺院の 慈善事業 じ姻附 
される ろごな つた。 


革命 陰謀で 送還 

ー ダ アナ- Htlu 银 U ま 那人ぞ 
命 あど 稱 する 張 某は 紐 育 ょらす 
正 旅券を 携帶 して 當 化に ホ も 現 
支那 政府の 轉 覆を 目的 ごして 礦 
を せんとし つ i ある i 發 覺しネ 
ュ！ バ なおは 目下 間 人を 送還す 
ベく ず績 中で あるが、 间 人は 飛 
巧 あ V - 稱 して ゐる〇 


政 友 ご 憲政 會 

早くを な 目 

巧 中 巧が 入閣 拒絕 

東京 特電 十ー ニ H 疑 U 加 藤 首相 
は 政ぶ 會新緻 裁 困中義 一男に 入 

閣を 强耍的 じ勸誘 中なる も 旧 中 

男は これ じ應 せず、 政 友 ご 憲孜 
會の 溝渠み 第じ擴 大して 反目 顯 
著どなら局面聊か面倒と4;*ると 

み じを 巧お樂 部は 無條 件で がぶ 

じ參 加を あ吿 しを ぶ、 革新のを 

間 画 結說が 巧つ てゐ る。 


英國 使節 お潑ず 

べキ 八！ 卜十 一 1 H 發： ：= 囊じ五 
瓜サ レムの 猶太 人大學 開校式 じ 
列席した 吳國の 使節 バ^フ オア 
侯は 本日 アレキサンドリア じ 向 
け氣船 じて お發 したが、 ダマス 
カスに 於て 侯が 蒸 徒の 示威運動 
じ 遭遇した 際 十二 人の 憲兵は 負 
傷し 暴 巧者 ~ 名 即死した 旨 本日 
を 表された。 ■ ' 


皇帝の 食慾 邮 

お 本 苦味 

彼は がが 非常 じ 不機嫌で ある 
ごい ふ； はすこし もから やじ、 
なんの 恐れる ところ もな く、 つ 
かつ かと まへ に 進んで、 をして 
携 へて ゐた薄 類を ホ じを i げじ 
ので ある 0 

をの 書類 どい ふのは、 ム ウメ 
ラン 帝の 國の 西部 化モじ わける 
鐵 道の 敷設 おに 延長 一千 啡 じな 
る 運河の 開繫 案で、 この 二 まは 
ムウ メラン 帝國の 西部 地 ホの 人 
はた もの 福 社のう へ じ 重大な 意 
，義を もつ てなる もので、 ふたつ 
ながら 旣じ賓 衆两院 及び 柩密院 
を 通過して、 いまではた！- 帝の 
裁 巧を 待つ のみで あつた もので 
をる 0 

樞を 院議 長は 應穀じ 帝 じ 云つ 

こ 

.體 下に まう しあげます 
この 書類は、 西部 地方に おき ま 
ずる 鐵 道の 敷設 並に 運河の 開繫 
案で ございましで、 わね くしは 
樞を 院議 長 どい わしまして、 年 
年 運輸 磯關 の不完 をのた めじ 鍵 
健じ檔 みま するど ころの、 あの 
地方の 庶は たもの 幸福の ためじ 
マ」 うか 一刻 もはやく 衛裁 巧を た 
まは らます やう じ、 謹んで わね 
が ひを いたし ま す。 

しかし、 をのと き旣 じひ どく 
いらだつ てゐ たど ころの リン 
ムウ' メラン 帝け、 この 樞密 院議 
長の 軍 調な、 眼 たげ な 剖に 耳を 
かず だけの 餘 おを もつ てゐ なか 
つたので ある 

彼は 書類の 內 容も讀 まず じ、 
いき a らまた 勢を ふるは して 巧 

んだ 

— 議長、 お まへの をの 愚か 
しい 話は やめて くれ。 をして わ 
へは この 己の いふ ごころ をょ 

聞く がょ いり お まへ じちは 
口癖の やう じ 人民の 福 社 ごい ふ 

i を 云 ふが、 まだ かつて、 わ 
へたち が 己の 健康 じついて 一言 

も 整した； を 己は 聞いた をが な 

い。 お まへ たちは、 皇帝が 國家 

のせ 巧で ある どい ふ； に氣 がつ 

か。 いのが ね。 をして をの 皇帝 

が 万！ みまかれば、 \ 民たち の 

運命は でうな るか ごい ふ 2 ら考 

へて みた i はない のかね。 

陛下。 醒 下が 國 家の せお 


樞 を院講 長は なんと 帝 •しこた 
へて い i やら、 をのす ベを 知ら 
なかつ た。 彼は このぅへ ホの 激 
怒を かう i を ひで < 恐れて、 し 
ばらく 隱瑶 したぅ へ、 わ づわづ 
ど 云つ た。 

些 で。 てまへ Vj もは、 け 


つして さう いふ 衰化 でい ま it 
陛下 じ ものを まう しあげた をは 
ございません。 われ-^ け 陛下 
の 草 莽の微 おとして 、つねに 陛 
下の 椒 健康け 憂 おいたして をら 
ます。 た r 今 H この 書類に 陛下 
の 御 裁 巧を わね がひつ かまつ b 
ましたのは、 す；：？けもこの書類 
のうへ じ 幾千 巧ん の 庶民たち の 
ホ 死が か i つて ゐ るからで ござ 
、 y まず 0 

あ i 、 おけ、 おけ 〇 

ど 帝は ふた i び 彼を わし どぐ 
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め ミ 

お まへの 云 ふを の 哀れな 

幾千 万の 庶民た もの 話は、 もう 
い^ 加减 じきら あ パても よから 
う〇己 はお まへの 一ぶ ふ、 をの 哀 
れな 庶民た も •しついての 話 じは 
もう 倦き あきした の だ。 彼等は 
廢滅 のなか じつぶ やくじ 靈 じす 
ぎない の だ。 をして わ まへの 彼 I 

等 じついての 退屈な 話は、 ち ひ 
さらばへ たが 子たち のす る、 物 
のけの 話の やう だ。 

かう 云つ て、 帝は 旨み を ご b 
まく 夥ぞの 朝臣 や舍 人たち が呆 
然として おどろく うちに 烈しい 
興奮の 卜 '巧 身も必 もつ かれはて 
て、 がつ bv . 、 をの ま ^ 椅子 
にれ ふれ か 4 つてし まつた 。を 
して、 ほんの-二を まへ じ樞密 
院議 長が 捧呈した ところの 重要 
書類は、 巧 じ なげつけて しまつ 
たので ある 0 

で 今 H じなる まで、 はたして 
ブン •ムゥ メラン 帝が を 慾を 回 
俊し 得た かどう か、. まね ムゥ メ 

ン帝國 の 西部 地 ホに 住む 幾千 
巧 人の 庶民た もの 幸福が、 ょつ 
て もつ て か ミる ところの 菓要善 
類に 帝 自身が 著名を した かで う 

かどい ふを も、 わた 一はから 

な、，。 (をは b ) 


A 

1 


か 

1 


.海の 內ご 外. 


じ わたらせられまして、 われ わ 

れ臣 にたちは、 陛下の 御統 裁が 
なければ、】 日 もた も ゆかない 
V - いふ i もぜ じて をら ます。 し 
かし 

帝は をの 詞を さへ ぎつ た。 

—— をれ ならば、 わ まへ たも 


f 百襄 巧请 

十四 R 遂に 逝く 

ま 京 特電 十 旧 日 發=鬟 じ 病躯 

のな を 0 て 巧 大度を 辭 職した 平 

田 東 肋 伯は 今曉藉 去した。 

註。 平 田 ま 助 伯は 嘉永 二年舊 


チホ ン敎 長逝 < 

モス カウ 十二 ：11簽= P シアに 

がける 正敎 派め 敎 を じして 曇 じ 
勞 農蚊府 の宗敎 否定 運動の 犠牲 

どなつ じ チ ホン 僧正 d 遂に 病 巧 

し 今朝 お 葬じ附 したる が、 勞農 

政府は 特に 宗を的 儀 まじ 化る 正 

葬を 許 巧した ので 約 十万 人の ま 

男 善女が 巧-刻し モス カウ 巿の寺 

廣は 弔鐘した。 


は、 なせ まづ 己の 健康を たづね 
て、 をして を 治を 談 じない の だ 
お まへ たもは もやぅ で、 帮 じた 
たづんで & る 案 山ずに かるい 一 
瞥 さへ も をれ へない やぅ じ、 己 
の 健康 じは ほごんで 無關也 でぁ 
-の だ。 

帝は かろ 云つ て、 發作的 じを 

を 踏みならして、 をして 誰も 自 

をの 食慾に も、 健康に も ふかい 

注意を あたへ ない 不滿 さじ、 悲 

愁の 色を さへ 顔に うかべた ので 

をる 0 


♦支那 巧で 孫 文 氏の 追悼 會を 
開摧 、巧ん 側ょ らも 夕數 の參巧 
をが ぁつて 巧戚 を惹话 した。 ァ 
ジァ 親善は 紐 育から を モット ー 
ごして 永續 せしめょ。 

♦ユダャ人を 持 上げた バグ フ 
ォァ 伯が、 隣國 では 暴徒に お 巧 
され、 命から がら H デ ブトへ 逃 
込んだ。 屬領じ 等しい エデ ブト 
じは 危險が 巧ら じ 大きい。 

▼エブ ォ ー 首相ぶ 辭 職に 同情 
する ご 乙 じから まつた 言 あを 吐 
いて、 フランスの 輿論は ク 19 
ッデ 巧の 失言を 憤慨、 もの 云へ 
ば 層 寒し をの あかね。 

♦ H 本では 田 中 義-が 顔を お 
し、 獨 逸では ヒン •テン > ^ グ將 
軍が 政戰じ 出馬した。 共 じ 軍人 
あがら ごい ふなで 一致す るが、 
この 戰ず 唐を かつぐ 程 政を じ 人 
物が 拂 底して ゐる i をち へる と 
む 細 さは 限らな し。 

♦東洋を 船 ど H 本 郵船 ごのを 

同說 がちび 世 晒に 出る。 巧いた 
好かれた 忡ぢ やなし、 媒介 役 も 

さぞ 困る だら う 0 


油田 業者の 宣傅一 織 さる 
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; あな ホ择； 

上 巧の 賛易 

凹 巧 上旬のを 湛 貿易が 猿け 左 

のかく A お ニモぶ 巧 四十 六 巧 川 

である。 

= 躍な 千 W 

棋按檢 出 一 . V 、 化 二 五 

輸入 二 一、 〇 一六 

神戶 輸出 一と、 と ニニ 

輸入 一二 四、 二 六よ 

乂お输 お r 立、 乂八六 

梅 人 一二、 のし ハ 四 

おを 犀檢出 一、 〇 六 八 

檢入 兰、 〇 四と 

門け 输出 八 八 八 

.愉入 一二と 〇 

WU が械出 一ーニニ ー 

赖入 


八 四 四 


經魯の 確 宵を おはしめ 化 姑 取が I 
のが 過-!- 伴れ て 巧を の 巧 加を 巧 
— 自然 貸 出 能力の 巧 進を 巧 煤せ 
しいる じを つた。' 斯くて 商を 銀 
巧の 貸 お 能力 巧 進 じ 伴 ひ 前記の 
如く ライ ヒス •バンク も 相當の 

成觸 を舉げ 、貸 出 能力を 增 進し 
巧た i によらて を 利 化 下の 氣勢 
が おはれた もので をら ぅ。 

商務省 主唱で 

新經 濟脅議 

商務を ち フ^ — ゲァー 氏が ホ圃 
のホ定 がに がける 浪豐じ 就て 農 
废 とを 蠻吿 し、 囊 じは インジ-一 
ァス協 曾を ホ どして 產業 おの 浪 
豐じ 願して 詳細の 報吿 書を をを 
したる は當 時の 本紙に も 之を 連 
駆した 處 であるが、 今回 フ！ ゲ 
ァ—巧 等を 中必 どして 法曹 家、 

を 育を、 資本家 勞働 組を 化 あ 
を 網羅す る 一大 曾讓を 催して 正 
式に 浪豐み 防止を 討疆 すべく 間 
盟罷エ 問題 等 じ も 自然 手を 延ば 
す酱 である e 

關稅の 巧 革 ミ 

所得 稅輕减 

卜 •院讓 員 ごして 有力なる バト 
ラ ー 巧が ホ國 3 凿外 貸附 に關聯 

して 機業 製を 品の 關稅 引上げを 

暗ホしじ ；が導火線となら、 . 大 

統領 ク t リッ デ 氏の 關稅 政窠は 

ホ 常 じ 重視され てゐ るが、 大体 

じがて 奴 府侧は 關稅副 上げを 斷 

行し ないで 所得 桃を 一廢 轉滅ネ 

ベく 固す 豫算の 副 上 中な を もが 

得親輕 が じよる を 入の 財源 じ 就 

ては 一 部 じ挪稅 引上げを 必要で 

ある ごま 張 寸 .え 者ら あ b 政府は 

輿論を 探つ てゐ る模橫 である。 

お ほち ぶなる 經濟あ ペイン ユ氏 

は 過般 シン シナ？ 巧の 商業 會議 

所 午餐ち じめ て 

今や ホ圈は 踩洲じ 街し 資金を 

誠 患して 輸出を 奨 劇して ゐる 

け わ Vj も、 是 等の 資を じよら 

て 動く 歐渊ホ 撰 よらの' 物お輸 

入に 秘めて 冷淡で ある i は將 

■巧 も々 しい 經濟 上の 問題を 患 

をす 么じ まるべく、 賴巧ど I 

ては を 等の 離 通された 資金は 

物 おの 輸巧 じよ b て 决濟せ ざ 

るを 禄 いので ある。 故に 若 

し ホ麗が 現な め 態度を なめな 

いならば 歐洲 は穀頻 等の 要ボ 

を自が n シア じ ホ わる」 まる 

は 必然で ある 云々 

ご馨吿 して & を。 


巧 水 


長 崎 


函 館 


小 樽 


巧 松 


下の 瞄 


檢が 

輸入 

輸ぉ 

輸入 

輸ぉ 

檢人 

祿ぉ 

檢入 

檢ぉ 

竊入 

お出 

憾入 


ととと 

巧 八ゴー 

一、 一空 一 

と 

一二 一二 义 
二 五一 
一 化 
一二 八 
ご 一一 丸 

九 四 
四 六 

最近の 市場 物價 

電氣颜 け お 外 巧 埃の 影響を 受 
けて 反 潑氣ホ じて 先週 ょら 一の 
を、. が 類は 需要 起らず 低を ホ 調 
じて 賣巧 小. は、 窓贿 子は 化 ホを 
融違 迫の ため 収 引換な..、 鎭靜狀 
態、 ぺ ー ン ト は閑椒、 セ メ ン ト 
は 上旬 來 需要 贼 々し ホ 現 閑散、 
眞输板 鋼を 等 一般 じ 不貴氣 じて 
下押し、 繞糸布 類は 大阪 木綿 業 
者 六な 軒 休業 あ. す 線 糸 まの 脅威 
を 受けて ボ 贺隙惡 、陶磯 器は み 
地 向き 不需耍 期 じて 輸出 お 製造 
增 加の 傾向で 下狎， t 豫 想され ず 

買 上 償還を 債 鑛 - 

大藏 省の 發表 じょれば が 年度 
內か巿 锡買上 償還を 償摄 額は 四 
千 六な 万阳 である ピ〇 

お金 於 建 備引上 

正を 銀 巧は 建値を 引上げ 對米 
爲替 四十； お 五十 她 ごな つた。 
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稽古は と 十五 

仙、 一二 四 週間 

じ 驚くべき 結 

あぁ bo 每 ： n 

朗化 時よ b 夕 

九 時を H 應共 

十二 年の 經驗 

み bo 


評論 巧 巧 十 U お' れ i 

St 马 -s i が 十 化 I 

で 己 5 宙 h 資. N. y. C さ 


船具 食 巧 品枢俄 御用 ま 

遠 藤 小刀 商會 

這 Broati 壺 y N . y . 呈 y 
Tel . W 芸 ehall 妄ご 2 


稅關 事務 取扱 

ち 星 A 玄广 置ま & 吾.， 

■ ざ〇 ヨ 1 養 11 Broad 去 ay, 宴 ‘ 

さ one: ぎ 互 ing Gre ミ 913 B- 9 夏 
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讯巧 

<1 邮 


稅關 事務 

を 巧を 化 ホ じを 世 
をのを 出入 ホ 法に 
醜す る 一切の 辟 諮 
間じ應 じ、 « 道激 
船 貨物 運賃ぶ お 化 
表稅關 i 藝等進 
呈 す、 ま 要都ボ じ 
化理 巧を をし 誠ち 
敏速 御用 命じ 應や 

巧纔 取扱 


み曇籍 ♦雜誌 ♦新韶 
縱覺 をを 開 
執務 午が 九 時よ b 午后 五 時を 

紐 育 日本人 會 

西 五十と T 目 二 五 〇 蚕 
お 話す アクグ 八-九 0— 化- 


な 留舒年 理想の 劇 ホ 

—ん 靑年會 

9 辛 養 St . ジ ー. ciarki 1244 

大が晉 旧 本人 

基督 敎靑 年會 1 

ち 2 E . 曇 St . N ' Y . 呈 y . 

ぎ f 8141 


綺巧說 お H 滞り 午後 八 時 
が 脖な木 賦リ午 巧へ 時 
がな 食ん 化 H 午後 八 時 
をを、 巧 宵 室、 娛樂 第の な脾も b 
ホち をが 迎 す、 會箱 をが 柏せ t 
なが 川 侯！ r- 

り 木 人 基督 敎 修道 會 

一三 2 W . 一 资 rd St - N - Y . chy 
TTeh sornil 驾 id -】 is 


目 本人 寒敎會 

牧紳 川 島 ホ么進 
幹事 化 川淸一 

た ち nese M . E . 呈 ミを > ー ミ t . 

】23 W . 1 夏 St . Tel . Clark 咨 n 1 置 1 
搪巧說 お： a お H 午後 八が 
が禱 食水馆 H 午 巧 八 時 
が键 會火馆 H 午を 二 時 
♦を 宿を 

位置を 偷比亞 迄 数み 下町を 十 
五か舉 生を 社員 旅 一打を じ 最適 
設棉 圖聲雜 誌新閉 度を 祁娛樂 
具衙 易を を わら 

使を 巧を 周旋、 旅客 ま 巧、 を满 
窜策調 お、 ぶ 化々 事 枯淡 翰旋 
等 间胞諸 巧の ホを を 欲迎す 
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▽ H 雁 H 一 
盛 譽硏巧 ぉャ _ 
典 娜食夕 A が キ ー 
槐巧說 お^ぉ； 
▽王曜 H I 
满演食 又はを I 
話な 夕 A 巧 j 

を おが、 旅 巧ち 
ま 内部、 人事 相 
談 部’ 調査 お •饿 
發片が 韶>ぉ 詰 j, 

お 縫を 巧® 諸 課 f_ 

を 設け 曾 貴、 ホ 1 
曾： 局" 巧を 許る 一 
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夕 


目す 謂ん がを す 秩< お 巧 ミ 

寶夕そ A 屢碱 \ .みみが 

クオ— んザ 冷. す ル シン 妳が 巧 刻 引 

尸し ブ！ ド •ハミみ トンが 評 を劍列 
がク巧化念 矮 卖 が ろ刻 
壊ぶ がを‘ が属 ふ® ぇ贫 
苗 ネを A 禅を-が 筆 

M 綠絲 田旅乂 

ち 巧！ y ゲ わ 八 ニニ 




0 ご 一’ 广 . Taka 3 W 
178 GsbeHand St . B 養 k 夸 
ジ ー. Gu 重を ち ci 2311 


午後 一二 時ょ ハ薛 
H 繼 t ? •前約 相願娱 


渉 察 

ドク トグ 高見 豊彥 


齒科醫 

マ該察 時間 ▲ 
毎日 (H 曜を隐 く} 
午前 九 時— 十二 
時、 午後 一時！ 
水曜 午前 丸 時— 
午後 一時 


齒科醫 

= 新 ま 無痛 治療 = 
夕 年の 經 験を なて 
H 本人 諸 替は恃 じ 
了 寧 懇切 じ 施術す 

パ？ マ—— チン 


齒科醫 

夕 年の 經驗 をな て 
最新を 巧學 手術 じ 
堪能 じて 信用 篤し 
=： 施術 巧化廉 U 
日本人 諸君 じは 特 
じ T 寧 露 切に 治療 

が 育が を認 
; u ブ ル1 ム 


Dr •夕 whish を 〇 , Db.w. 

畜 壬. 呈 h St . ぎ 置 ic 己 二 842 

認 廚巧臀 巧 戶良二 


自 午前 九 時 
自 午後 一が 


ち 十二時 
ホ 五 時 


H 本 お 具 

雜 貨卸賣 

条良 貿易商 會 



正直 ど 親切 ごを 旨 i し確實 

信用 あるが 品を 精選し 

特別 廉 憤で 贩賣 致します 

ゥォ死 チム、 .エグ デン 四 割引. 

其 他は 化て 一二 割引 

指輪 鎖 貴を 屬ホじ 寶巧類 一切 

ミグ トン 時計、 ーワ！ ドィ 

リノ ィス 時計、 を褲鼠 時計 

ゥネ ー ター マンを 年 筆 

•ユ バシャ ー プ 鉛筆 

純銀 毁 並に 銀器 一切 

御歸 朝の 御 ± を 一切 

時計の 修 鐘は 保險付 じて 確實 

じ 石 川 自身が 致します 

が 育ボ西 四-一-二 了 目 四と 番 

四 四 三 号 室 (五 巧 ど 六 巧 間) 

巧 川岸 蘭會 

避 詔 ペン ン八バ こ アお云 二 九 

Ishikww ぞ Kishi 0? 47 W . を nd St . 


書籍 一が 取次 

米國巧 版の 書籍は 化て 特別 割引 
じて 迅速 じがみぎ 旅行者の が 免 
參考資 がの 妻 摇宽集 等は 特に 御 
使を 取那ら ひを サ 〔幡 拘】 

立 itoshi で を 夕 

1 芝す si Si こ TeL 8蔓 夏 n 84 篇 

成功の 秘訣 

米 闽ま窠 語を 活す事 
はが 巧の 第 一 萬です 
本 巧-しは H 本人 敎搂 
じ惜れた專巧綺-^あ 
師ぁ b 懇切 じ 會話あ 
信义 社を 語を お 巧し 
ます。 H 擢 週：：： 巧に 
午前 化 時よ わ 中を 十 
時まで 開 後，」 ー レ 
スンと 十仙づ 、〜。 今 
H 商ち じ ホ 校 あれ。 
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y 本人 部 
ーリ' - - 廣 
瀬 氏擔巧 
懇 が敎授 
夕と 時 開 
校 勞働余 
暇 勉學の 
使 あら 卒 
藥 証書 巧 
お 就職口 

無料 間旋 


寫 


眞 


現像 


境 巧 


引伸 


紫 光堂 


五 ホ 


取次店 

東京 商會 

西 六十 五 T 目 

.一四 0 


■ミ—— ミ J 


紐脊ホ 命が 檢會社 

兰 木を 吉 

齡保險 


S. SIKI 

7e\v YorK 尸 ifairiscrHnc 巧 00 

oh さゴ berswt: 

I'Jew York city. 

Pho 口 e. Frasldir 14900 

田 woyp 曰 巧 e 历 j が sch 


一 




.扣 


メ I シ ー は 紐 育最丄 入の ゲパ ー トメ ント巧 巧で あ 
をます。 轿 らしい 昇降機 ご 玉 K カレ タ^ — は廣澗 
な 巧 巧 じ 於け る 皆 煤の わ 貫 物に 化を £ 協 快と を 
巧へ てゐ ます 

化 巧で 二 巧す る ものなら ばメ ーシ！ では I 
巧 八十 八 化 或は をれ なすで 買へ るるを どぅ 
ぞ御 記憶 下さい 

日本へ 御 荷物を 御 送ら じな b たい 節 又は 御な 物 
に 際して 御用の 媒 をは バ I ソナ 八シ 3 ッ ピン ダ 
ビュ ー 0 1 を お尋ね 下さい、 親切 じ 御 便を を 計 
もます 


〇 夕巧巧 2 J ! 『 C 巧 CY 户 

辜羣夏 C 養 

基 7 ご 害 A さ. すち ち を si . 

ぎ M 号ぶ Hili 2791 ぎ D ヨ 7 苦 

• ぃ t ホな 謙 次 

自 午前 十 一 時 ま 午後 二 時 
時間外 及：：：！ 駆は 前約の 事 


t が 瀬九廊 

ま Lexingt ミ か ve . N - Y . 呈 y 
Bet . 2 至 h & 27 ih Mis 
Tei - ミ史藝 ぎを 18,78 さ 


JOICIO 左- coc 巧产 M . 0. 

1ご 安 si 芝す si.Ne 三 ork 
Tei. 笠 versisle 苗 ゴ批を huyler 104 を 

ク^^ 午前 丸 時！ 午後 一時 
1 養 舅 午後 ムハ 時—' 午後 化 時 
U 曜午的 九特— 午後 四時 

ドクト^ 小 菜乘吉 


大 

正 

十 

四 

•年 

四 

巧 

卜 

を 

4— 


水 

喔 

H 
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貧 


辦 

蔚 
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巧 

ホ 

一二 

兢 


都 船 ごを 從 て】 

合併の 眞相 

;^おは贤现昨可能 
束 京特を 十一 二日 駐 U 日本 教船 
巧び 央 巧な 船のを M 經營 謀は 
漸み進 巧し 郵船 侧は巧 一二 化 件 
を 巧な 中なる が、 お 厨は 當現 
の 可能 巧が あるら しい。 

个 个 

一昨年 來 一時 ホ 化 化み 

I のをで わつ た 日本が 船 ごを がな 

一 船 ごのを； 一間 題 かお 近 じ まって 

; 巧び摇 のし、 今や 截船侧 ではを 

:同 化か 巧を の 下を 備 ごして 巧げ 

お 船側のを を 調を を關 おする 述 
-び にを 進が しわ ふは おおの かく 
であるか、 ホの がに まつた じ 就 
:て ぶに ホ ど お々 も趟を 巧に した 

おがん る。 をれ は今阳 のを W 論 

-の 起った 化 本 趣旨は な ホの 如き 

巧。 る おな 较 巧の 患 ホから 離れ 

一て 化义 平が が おじ 化ける 本が 船 

j のを 展を劍 せんごす る じある。 

'抑々 歐洲乂 脚 中 お 巧な 活躍を が 

みた 化 励の 

觀船會 社は 火 ぉ八 年大 

戰お化 後 か 村し 外网 船み じ 巧 ホ 

の 船舶に J b て 恥を を篆 b 漸义 

悲 巧に 化 溢し つ、、 あるかぶ 一般 

巧知.‘ ソ中 巧で あるが、 何を にも 

本巧船 の を朽。 る だ 反 f 英米兩 

闕 船の 優免旦 っか 速。 るの 實情 

:は 旅を 巧 物の 吸を をして 个 ちか 

_なら； むるじまる；はをれない 

次第で ある。 現じ 目下 义平ホ じ 

巧て 达脚化 おに 從 非す るを 齒觀 

船®: 社み 術 巧を 本 巧 船の をれ ど 

比 校して なる じ、 英闽の ヵナダ 

ム平件 族 船では 援顿數 r 力と 千 

力を . 一 カ ニ 卞顿穀 凹 雙を化 用し 

て お： が、 魄を坡 閒を乂 H じ横斷 

一、 米國 の ァド ミラ 方 •ォ ジェン 

夕片線 U 擦頌數 が： 方の 千領級 

船 逆を 化 fr ‘ して 横が、 シ ァト 

井關を 十 U じ、 义バ シフ キック 

メー卢 社は：？ が 一 ' 力 凹 千 巧 級 船 

ぶ 逆を 化 用して 

橫濱桑 港 1 一を 十四り で 

お 劇 t 、 が 化を 网ど もじ 漸ホ優 

巧 おを がが せんど 一 ^ つ < あらて 

が おが 速力は 就れ ら！ 時間 十六 

埋 八の 化 速力で ある。 織つ て 本 

巧 船を 兒 るに 〇 人’ 独 船は と千嗤 

級 船 八を を 化 用して 横 横、 シャ 

卜 4 .間 横 斷に十 WH をを し、 乂 

阪が船 义を乂 千 五 お顺が 船六隻 

を 配して：^. 帖 間を 十ー ニ U ザの 口 

でを授し、 お巧な船 t ^ - 巧.一で 

乃至 r 力 w 五 千頌紋 船ぶ 隹を化 

化して 磯が、 を 港 間を 十六 H で 

横斷 する の 巧 狀で化 化 ホ 速力は 

孰れら-か 間 十一； ホ 十四 狸 位 

の もので もる。 斯る 率が である 

ので 漸次 巧 物が」 旅み が 本が 船 

を まって 巧 米の 船舶 じがる のは 

避け 雑い 巧で もる か、 がくて け 

將ホ もん 祁が述 がに 勒 して か M 

なる 惡钻 おを 雜らず かも 知れ。 

い.。 化て が お 巧 ごして はを ホ 

ごも 列阐船 にがお す を 

俊秀 雜 がの 建 おどぃ ふ 

玉- •かる 巧で 近年 间 問題の 喊 しく 

論诚 される にち った 巧 因は なに 

ゐな 。併し さてを々 化 阿 題を 共 

体 化する としめ て裝 して 就れ の 

お 船 食 社が 化 可能性を なする か 

之は 就れ も 迫が 乍ら 巧 力のを し 


いが 態に あるが、 巧 中 化 太 ホ ホ 
じがけ る あ 巧 b ども 稱 すべき 巫 
を U 々灌 線を 紹 をして ゐる采 巧 
お 船け が 報 S 如 < 鼓 近 頗る お 巧 
じ 化んで お 6、 毎 おのぶ がは 欠 
損じみ ぐに か 損を W てす る" あ 
巧で ある。 化て 束が な 船に 街し 
て 度を 船 問題の 解 ホを 巧 わは 到 
庇 不可 化 ; ごとは わだい* ら 8 
!^、 さら ごて 化 儘 じ 推移 t る MJ 
^畢强 本邦 船が 

化 太平洋 li がける ぶ 通 

b から 躲逐ク U "- 了 ふな 架に 陷 
る もので あつて 單 じあ 巧な 船の 
巧强 だけ じたら •'''，い。 即も溫 巧 
す、 鄉 5^、 井 k 氏の 大 じを 慮し 
て 東洋 お 船. こ U 本 熱 船ん を：？ を 
^ 化 立？。 ん .こする 所 W である。 
'是ょ b 光き お 化の 遞信當 巧を か 
め 右ー ニ 巧け 優を 船 のぶをなる 解 

み 巧と しては 日本 郵船、 大阪巧 

船 あび 東が な 船 一二 社のを 同を 希 

绍 したみが であるが、 大- 阪瞄船 

ごの 合 间は巧 かじ 許さぐ る 事情 

が あら 遂に 比較的 優秀 問題 解决 

じ當 つて 資力の ある 日本 郵船 ど 

柬巧衡 船 ごのを 词 問題が 攘强す 

るに まつた 譯 である。 

獨逸 銀行が . 

巧び 利下說 

獨逸 ライ ヒス •パンクは まる 

二巧廿 六日 御引步 をを 一割から 

'九步 じ 引下げむ が' をに 义利下 

げ をを & じちらん ご傳 へられて 

ゐ る。 右 利下げの 駐巧巧 因は ラ 

イ ヒス •バンクの 替 策が 銭のを 

好 じあら ごず る も、 比 一' 背を じは 

國が 巧が 巧 下げ L 得べき 環境 

に當 面^ — ^ てゐる 力ら である ども 

られ る。 此 間の ホ 情は 闕際的 

フ アイナ ンシヤ ■ — く' i て 米 蘭 の 

對獨 の 獨逸侧 化を ごして ち 

あ；^ヮープ グ クが爵ホが昨夏ホ 

の 如く 述べて ゐる i じ徴 しても 

おひ 得 やぅ。 郎も 現な 獨逸財 お 

‘ J 若しく 

資金 難 じある も か 資の輸 

人 i 相俟って 巧き お ホに 化狀態 

から 脫 ずるで あらぅ と。 今や 獨. 

をは ヮ ー グ^ ク巧 持よ の 豫言サ 

る. い 如き 狀 態に 稍々 近づきつ； 

あるが' 的を がを こ 迄に 進んだ 

巡 おは 昨年 八 巧 大藏大 なが お ホ 

獨逸化 巧を 樹て 商す じは 產 業の 

おがを 圆ら ねばた* ら中 、みため 

じは 輪 人 おじ 或る 帳 巧の 關税を 

課'- る ご おじ 化を 利 政策を 採用 

すべきで ある ご赏 巧し、 其 目的 

を遂 巧す る じめ 獨 遮は ドー ズ案 

じょる 外資 輸入な 外 民間を 社 も 

多額の 外資を 輸入し、 現に 化が 

の 大を来 S 速轉 はおん ど 其 比て 

が 外 貧の 力 じょる どを 云 はれて 

ゐる〇 {外資は ホ どして 米齒 から 

の 輸入を きも か 蘭、 を閱 から も 

化當 流人して むる 0} 而 して 昨が 

ライ ヒス •バンクを 轿 たじが 織 

するど 共に を 巧 萊銀巧 をして 

新貨帶 ライ ヒスが 克 じょ 

るが 悄を なて 贷梢到 照ぶ-を かが 

せしめ じが、 么 にょる ご 資本 頌 

を 利な，：！ をし く减 値された る も 

旣じ當 時は レン テン お克 もを を 

しが ば：' ヶ 年を 經 過して ゐじ時 

U のでが が宮 化の 信用を 化せし 

いる' と 吃く、 他面 外な の 條乂も 

ゎつ て遗 巧の 信用が が 加し 巧て 


! Top ten 

41 E. 19th St 

Bet. BVay 在 4 化む e. 
Tel. 加 パな anf 87 が 


Kawasoye Hotel 
133 W だ t1 巧 rd Street. 

Ts し Morni 巧 si お パ 54 


' The Tolcyo Go. 

140 W. 65fh St. 
New York Ciiy 
Tel. T 口 falg が 65 己 3 




mam 


35 Ea が 巧 th な reef 
Tel. Madison Sq . 巧が 



340 W. が 比な . 

下 elc|>I*0 せ C; 

Columbus 8882 


( 魄曰 • 水） 司書 わ 
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閒目了 五十 四 


Japanese jfea Room 
1892 M S おが U ， W, 

Tei. Franklin 1577 
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781-- か h む も 
Tei. Bryant 3859 


YO が INO-YA 

70 Greenwich St 
New York 

Tei . む wlmg- む een 10?59 
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會應御 料理 

東が 舘 


御旅 縮 河 添 



御料 埋仕 巧し 


化に 下な 


太"！！ 


霉诗 、蒲烧 、涨 が、 竹幢 、かきめ し' 


抓， 掘 1 酱烛謗 gISSI 繞 5 白米. 


常 I 日本 义 鱗 食料品 & 錦 4 觀 

如^ I - が 田替化 巧を 會& 巧が 一手 寶揃巧 

Ms 一 日本食 料 爲廚會 
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H 本 食 おお、 H 用 お 
並 じ 新刊 書籍 類 一切 

巧 桐 兄弟 商會 

を 巧 おが 新が 最近 便船 じて 巧 着 
仕娱 間み々 巧 用を の 梧を 威 上* 


日本食 巧 お 類 及び 雜貨 類が 小 巧 
S プラザ 每敎桑 山® 會 
巧 巧 書籍 維 誌 小間物 日用な 各種 


■ U 本を 巧 口 §、 雜貨 
き 鹿、 嫌 ま、 が 巧 

I かぅむ 7 心 •バ 東京 满會 

貨八 1 ム 、自 巧の 便 あ b 


潮ぶ 並に 御旅 舘 

^ 化が 兄弟 

がち 巿西乂 十八 T 目 一二-円 十一 二を 
屯 話 ——— ス ホイう I と 八 ニニ 


博 击の榮 冠が 輝 < まて 【上】 

店の 小 陰が 振 化、 し 


勞为 ごを 學の 人生 S 步 みへ 


愛知 縣が島 町の I み 物 おの 一二 
I おとして 化れ、 權成 わる 痛の 
I 硏 化で 前ろ じ旣 巧した 如/、 今 
间京邵 ホ 人よ b 辟が 愧±の あ 

I 迸を 巧 けられた を 化ィモ プア 

I グ •ホィ ピタ^の お 滿兼松 巧 

が 巡 去に がける 巧 わご 巧 學め 

跡を 語 るん をの ホみ の 中 じは 

がを 催す 惊な 物語. か ぁる。 

个 个 

兼 化の 颜をモ 11 巧 巧 

なけ b や. 舆や 巧。 ぬ .：..... .こは が 

島听 向を で 染色 策， 王舊ん でゐる 

杉 浦銳化 巧が 八' 十 おを 辿る ゆ 親 

の、 むから S 切。 る 望みの 詩萊で 

みつた。 時 U がか もり 本が 强敵 

ロシアの = & をを 事 じへ しがつて 

挪 歌の 聲 もを かわ 巧 お 化 八 年 十 

月の ぁつた。 當 時々 年 兼 松 

ちは 約 ニヶ 年 じがつ て 名を 崖 巧 

脚 各 巧 巧^ ー ホ 僧 ごして 實 をに 

働いて ゐ じが、 悄 々乂國 錢道王 

- リマン 氏が ホを L て 兼 松 若の 

賞 化 でんら、 今は 神 戶で巧 式 店 

を關 いて & る 謙 兰郎氏 ごい ふの 

が 通 辯の 街に 當 つたの が奇 しき 

出 化の 糸 U どなつ て 淚夕ら じ 語 

る 巧の た レけ の 言葉を 後 t、 十 

とおの 小僧 上らで ぁる 兼 松 君が 

秋 も 深い 橫濱の 夕篡を 

サィべ リアち の デ ッキの 上から 

化か や 眺めて ゐ たのは 明治 册八 

年 十月 十 S 日の 午後 一二 時で ぁつ 

た。 嬰の なな 雄圖を 脚禪じ 秘め 

た 少年 兼が 巧が 船中で 竹刀の 音 

も劳 ，ましく、 他に 同け された ホ 

年 逢 ど お劍を 試みて は當巧 同船 

しむ 陸带 長官 タフト 氏 や、 氏に 

同伴され て ホ 朝した ア 9 ，• 。 

!ズ，エルト雄 (今は新らしい母 

親 ごな つた 下院議長 n ング クォ 

1 マ 氏 夫人) 達を おがらせ たも 

ので ぁつた。 斯くて 彼は 實兄謙 

一二郎 氏が をて ま 巧して ゐた サン 

プラン シスコ じ 上陸した ので あ 

つた。 をれ よら 特別 列車で ロッ 

キ ー 山脈を 橫斷 した 彼は、 數 H 

を 經て植 がれの が 育 じ 到着し 烏 

じ 二頌馬 单じ乘 せられて 一 9 マ 

ン 氏の 

ま 治醫で ある ドク ト八 

ラキ 八 巧 邸へ ごなられ た。 緊張 

した 必の 日は】 H 二日と 打攒い 

たが、 な 巧 兀然ご 孤 燃の ドに わ 

る 時を 心すれば 少年の 必 じは 故 

鄉戀 しさの 水が 麽 々ど 湧き出て 

ホる。 其 時の 思 ひを ペン じ 巧し 

てな 鄕 への 萬 一の-が 息を 認めた 

中には r な ホ^ 大き y 船に をつ 

て大 湖水を 波る 砂漠を 述 過して 

皆 六：：： 午を 八 時 十 かが 巧 じを す 

大 なる MJ 人目を 驚かす 子は 

ホが-ごぶ 耐 を： S て 進まん。 を 销 

はこい 人生の 苦を 樂 ごし、 悲哀 

; を 寶悅’ ごな す。 見よ！ 壁 中の 梅 

j 化を。 化は よ < 巧 をの 嚴 烈じ堪 

I へ、 巧 ザに 规せ ホして 阁く 節を 

j 持す る。 されば 一巧ぶ 信 到る や 

，破顔 敬を 巧 巧 & 徘千 おじず： る じ 

j ホ やや。 f は 化 梅 化を 巧 ひ-口 


も 円 十く 大學 巧を 卒業して 兄-^ •ど 
共に 大目 的に 着眼し、 一大 お 業 
を 起す はいふに ぶば 中 

杉 滞 兄弟 が會の 名擧を 

揚げ A こくを 希留 する 次第で あ 

る 」 ご 述べて むる が、 ペン 

の 跡 じ 十 も 庚の 少年 ごして はみ 
必の巧 も 固い 雄々 しぃ 面影が 假 
ばれる。 斯 ，、て お 身 十との 少年 
は 化て 毛を の 違つ てゐる 異鄕の 
空 了を を^ 揮つ て 愈々 人生 苦 翻 
の 戰巧じ 奥まし く 踏 も达む S ご 

なつ わ。 

註。 杉 浦 氏ので •おはが 文の 値 

渡邊姓 モ樓の 

獨鳴會 

tt 八り カ ア子ギ 

ホ ー ル じて 開懼 

をの 音 樂界じ ■つの 新ら しい 

彩 b が 出 ホて、 之が 间跑の 間 か 

ら 生れた どい ふ MJ は如闽 じも悅 

ばし い £ であらねば ならな 。を 

れは 若い 轉樂あ 渡邊ど t 子さん 

が 本 巧 サ八り 化顆 日の 巧々 ァネ 

ザー- チヤン バ^-ミ ユ-— ジック 

ホ ー 八で 獨唔 貪を 惟す ミに なつ 

ね i である。 渡邊 どし すさん は 

をを 上野 音 樂學校 聲樂部 出身ん 

才媛で、 音 樂學校 卒業を はを 良 

女子高 等 師範の 敎 巧を 勤めて ゐ 

たが 

音 樂が究 の 雄圖を 抱い 

てな 年 渡米し、 メト n ポリ タン 

オペラ ー ウス ス ッ デ オ の ジ 1 

クラー 夫人の ジュュ ア^ — オペ 

ラク ラスに 乂 つて 專也 勉强を 

猿く る； ごな つた。 天才 的じ哺 

まかた コロ ラナ ユア ソプラノ 

のとし モ さんの 音色は 盛々 ホら 

輝き 一昨年の 卒業 演奏 禽 では 椿 

姫の 一節を 巧 ひ 甘 余 名の か國人 

中で 一 あ ホ L い 聲の持 まとして 

ぞくの 聽 ホの 賞 讚を 受けた のみ 

なら 中、 一で サン カ！。— 

歌虜團 の。 ンダ クタ— 

でを るクノ ホ！ 巧 や シン フオニ 

. — コンタクタ！の ア八バ！卜 

巧の 如きは 聲の 質と 量 ミ タラ ー 

フ がな 点じ 於て H 本 入 ごして 求 

だ 見ざる 释 であゎ、 將來 大じ囑 

目すべき である ご 激賞した ので 

あつた。 此お奏 會で余 b にが 評 

であつ た 爲めラ デオ會 社から ど 

し 子さん じ换賴 t てェ オリ アン 

ホ ー 八の WJZ から 放送した が 

化 放を の 時 じ も。！ チェ スタ ー 

や 新 城 西 お 他を 地の 米 人から 

態々 禮狀を 送 ミホた 

をが 巧 山 あつた。 どし 子さん は 

燒 まやが 強を 績 けて 争 日 じ まつ 

てむ るが、 が 育で 音 築を 勉强す 

る どい ふを は决 してが 大 おでは 

;:?><、 窜務所にが<傍ら巧じな 

つて スッ デオの 巧を 潜る とい ふ 

阿 年 かの 苦 學け實 の 涙 S 出る 傑 

な物語がぁるごぃふ。 化巧ごし 

すさん^4化勇ましぃ即叢ををま 

する や、 齋賭 総領み 失 人、 化 木 


井川、 小 池、 fc 野、 上 旧、 义米 
山 口、 水を、 香 巧を 氏 及び 夫人 
ffl 島、 星が、 上 原、 巧、 淸 水、 
岡 旧の 諸氏が 

贊助員 ご。 ら、 其 化の 

かぶの 後 按を将 て 着々 準備を 進 
め盡 をし」 ゐる ごいぶ。 ブ ログ 
ラムは 巧を ホ 第を おする i じな 
つて ゐ るが、 どし' +> さんが ぞく 
の ォペラの 中で 最も 搏意 とする 
巧 情調の トラ ビア タ、 9 ゴ レツ 
卜 、瓜 チヤ、 バ！ バオ ブセヒ 

—八 等で あるが、 獨唱會 のがは 
日本の ホ 巧 も 挟む*-^ どなつ てゐ 
る ごい ふ。 若い 聲樂を ごし 子 さ 
ん の此應 しは な 育 同胞 間に 多大 
の 人氣 を呼 ぶ S は 疑 ；，* き； で あ 


が 人の ホ 學ホ徒 

自曲 議展覽 

ホ お數巧 數十话 

ドグ トル •プラン 創案 まどし 
て 知られて ゐる敎 育 家のへ レン 
バーク — * 卜攘は 昨年 日本 滯 
在中に 蘆 集して ホた： n 本の 小學 
を 量の ダ 0 i 1 ング 及び 氷 彩 蕾 
が 数十 点を 當 化メト n ポリ タン 

お術館 ク ラ ス • が ー ム B じ陳 

列して を 衆の 展覺に 供し つ i ゐ 
るが、 おお 蕾は 六 歳ょ b 十六 歳 

じ まる 巧 女 お 量の 化 表 的 作品で 

ゎつ て 普 殖小學 校 用の お 手本 じ 

ょつ て盡 いた 化 や 鳥の 類 もを る 

が、 中 じは 野外の 光景 や 工場の 

外觀や 鼓な どの 篇ホ 書が あつて 

專 巧の 蕾 家 も 嘆賞ず る 構な 慶れ 

た 作品が 獻 なくない。 义太郞 の 

ラィフ ごい ふ連攒 した 蠢卿語 b 

^をつて、 〇本の小供が產聲を 
揚げて 產 湯を つかは される 處か 

ら學 校へ 上る 時を の ラィフが 面 

白/、 描き出されて 一般を 衆の 巧 

がをおい てなる さぅ であるが 化 

展覽期 锁は四 巧 四 目ょり 閲册日 

迄で ある。 

六月を 期して 

布 唾へ 飛な 

乂國お 軍の 壯擧 

米國 おお 省 じて は豫 てょ ち 米 

國 、巧哇 間の 橫斷飛 ゎじ 就て 考 

究 中で あつたが、 遂 r 長距離 满 

巧 じ 堪え 得る 大型 飛 巧 機の 製 遇 

に 着ず し來る 六と 巧 頃を 期し： 

之を 實巧 すべ/、 目下 二 樣の飛 巧 

機を 製作 中で ある。 一は 軍 量 一 

万 八 千が サ五お 度、 五な 馬力、 

速力 巧 十よ 哩で異 の 外側は を屬 

どすべく、 他は 目下 シア ト朱じ 

て 製作 中の もので 二 千 お： 白哩の 

長距離飛行 におへ 得る 善で、 之 

じは 二 個のを 動機を 一 側 じ收め 

自由 •し 修簿 をな し 得る 穩 製作を 

試驗 中で ある。 巧 ほを 港、 布を 

間の 距離は 約 二 千 狸で 途中 一個 

の鳴峨 もな く 普涵氣 船み 航行 じ 

はと 日 閒を餐 して ゐ る。 

一三 宅の 裁判 本日 

義 になを 罪で 吿發 され 一直 無 

罪と なつた もの i 其 媛から 巧び 

逮捕された 一二 宅 茂じ繫 るな 巧は 

本 H よら 巧び ミネオラ 巧 巧 所で 

開廷す る ミ どなつ む 0 

が 育み もしる ベ 


善 すれば 化 偕が 高/、 なる から 自 
然 投資に おする 報酬が あると. い 
ム巧資 上の ちへ も ある だら うけ 
れ共 、而も-千 四十 r 力 一千 巧 
ごい ふ大 をを 费 してを 開の が 球 
タン々 やビ ー ナ のな 築、 山道の 
增設 をを する のは 余程を 化の た 
めを 思は U けれぶ 出來 ない 相談 
だら うご 山- 5 ふ。 化 度 ウェス トナ 
エスタ ー 挪 では 是 等の 

大 改善 をいふ^にみ議し 

た ご 報道され てなる。 其み じブ 

ロン クス 河 户 *" ~ ク • ウェ ー も ！！！^ 

恩禪を 被る j つピ して 駐へ てむ 
る。 長 巧 約 十 お哪、 W 郡の 管 糖 

は マウント • ゲア 1 ノンから ヶ 
ン シコが 水攜 を、 下の ホは 哪も 
がち ホで 動物 圃の處 で 終 r てゐ 
る。 を 距離の 或る 部 か 幅 柯十尺 
だけは 化育に 屬 し、 ブロンクス 
ァク エダ クトが 其 下を 走つて ゐ 
る。 を圃道 保護の 豐 巧は' 同邵 V,' 
市 どが 共间 でを 担して むる ご 聞 
へて ゐ るが、 河に 添 ふて 自動車 
乗馬、 をれ から 散 ホず る 人の た 
めじ S ッの 別の 道が 奇麗に お ホ 
てゐ る。 I 二を ごも 牺當じ 離いて 
ゐ るから ウ i ナィ 樣 な； はない 
を 部を 一 H で步 くのは 少 々無理 

かも 知れね。 化 ゴス ヵ ー ス デ！ 
グ 位で 二を L て 二度の 散策で 力 
バ— ，したら ょい 運動 だら うご 思 
ふ。 か 諭 おを の 河 じ 添 ふて 巧く 
の だから 魄望絕 佳 ごい ふ 樣な景 
色は ない が、 局部'— じは 妙 ホ 
得 も 云 はれない 

箱庭 的 の 趣きが ホ往 して 
快哉 撫 すべき ものが 多々 ぁる。 

最もょ い處は ス々！ ステ ^ — 弁 か 
ら ', ! ッダ —^^ へ の林道で、 車 
道は 川シ 隔て i ズット 向 ふを 走 

つて ゐ るから 化 方は 化の 化界、 

犬 も ホ やらね 大地の 草葉に 身を 

橫 たへ、 碧空 じ 迷 ふ 一点の 白雲 

を 追 ひつ t 雜 々たる 水 音 じすを 

かす 時、 轉ね神 物 共鳴す るの 威 
なくん ば 非ず ど 云 ひたい 樣な處 

も ある 〇ボヌ ィト •ブ レー ンで 

はか々 喧噪を 感や るが、 ヶン シ 

n 迄 巧けば 遙か （趣を 異 •しし、 

展開して ノン ビリ した 氣 巧に，' ょ 

る。 水 道路の 散策 化と しては 先 

づ 之を わさなければ ならぬ。 

を® からの 便ち. 

南 ホ 巧の 途上. 

勝 山が ホ 

小を 渡 あじ 就て は 盛んなる 御 

送別の 宴 じ 頂ら 誠に あらが たく 

御 禮中上 悼。 お 波高 < 時 々甲板 

を 洗 ひ 候へ でも 元氣 旺盛、 而班 

語の 巧を じを をな < 南下 致 居候 


紐脊 郊外の 勝景 

地面 じ 手入れを し、 お 殴を 化 


岡 船 者 中には 大み巧 語の 判らね 
連中が 多い ので 今更の 如 < 西 語 
の 必要を 感じ 中 候。 孰れ 一二 二日 
中 じな が靜 かじして 癒 快なる 航 
海じ入る？く豫則しっ；繼績致 
尚 ぉ。- 


謠吿 

識蓉 陽春の おを 位 愈 御 淸穆之 
段 奉 大賀愼 陳者當 巧 庵移轉 U ホ 
柿々 御 引 立を 繁ち 御蔭を 巧て H 
增 しじ 向 七蠻廣 致し 居候 率 偏に 
を 位 御 厚情の 賜 ごが じを じ 厚く 
御 禮中上 候 

就て は 今 巧 事務 S お 展上陌 本 渉 
氏を 事務員 どして 踐 巧を 願 ひ 憤 
事 ど 相 成 お 間柯卒 愚生 圆樣御 愛 
顧 御 引な の お 切に 懇願 仕 候 '' 

右 乍を 儀 紙上を W て 時 お 御 伺を 
兼ね 涧紹か 迄 中 述べを 如 巧 御座 
お 敬み 

大正 十四 年 四 巧 
組 肯ボ巧 四十 四 了 目 
巧 十二 番地 

日米 植庵 
ま 旧宗隆 
各 化 
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►化を ダンス ▲ 

ザ 表情 ホ 操 A 
紳+ 、淑女、 ぉモ 
供さん 方 じ叮峰 ，じ 
敎巧 致し 升。 午前 
十 時ょ ち 午後 十一 
時を (H 躍を 除く} 

シャリフ •タン シ 

ング 師飽學 校を 業 

上 杉 タマ 


'グ / ス 正則 じ敎巧 致し 
^ ます、 ゲャ！ ラ 

ン テッド。— スぶ弗 H 本 A 歡迎- 

苗み ゴ養 Hi 岩ち 養が さ 置 _ 
養！ 运量 L 281 运‘ 125す St J 空 r 8th A ミ 


ンンン 


每巧八 時ょ b 午前-一時を = 
入場 切な u i 弗 (十回み ィン， 

スト ラ クシ ヨン 附 ) タンシン 
ダ、 コンテストが 每巧 あち ま 
す 友人 御 誘を せ 御ホ燒 下さい 
日本人 諸君は 特に 歡迎 いたし 
ます 。 隣6 はプー八グ？ムで 

圓 皇ミ關 

宴 写 es 二 11th Street 


M 


& 

化 

削 

化 

6 


■昏 

A 、 

話 1 

國来 


レノックス 

Y 、w だ、 A 、 ノ隣ブ 


C 的 

&函 

置 

脚 I 

載 

T 

as 

Ml 

に 匡 

♦ 7 

F 


春 夏 新柄 到着 御 機 露 

►か 年の 御择 情じ酬 ゆる 

謝恩の ため 破が 特質を まず ▲ 


♦ス タィ 八は お 國最一 

高級を 採ら、 常 ド 

新調 當 時の 巧を が 

つは ぉを 機を をの 

確証です 

♦恃じ 表 地、 墓地 其 i 

他 一切の 削 短 品 お 

が 味し 精 良品を 据 

供 致まず。 何卒 

巧 わ 試め しで さ 


句 

6 



骑 

若 

練 


パし 


\\,\—<|一 もゴ タレ 声を// 


丸 山 洋服 藏會 


緩 蒲 燒壽刮 御 仕出し 

H 限録 H 巧 間 も 御用 命じ 巧 じ 巧 

翁 席 御料 瑚 

高等 御 下宿 

を 毛ぶ 一 


會席御 料理 

お r - ずさ燒 



IV つ b 

み 6 
が S 
に 則 




理想的 御旅 舘 

御を はじ 誠 息を 0 て 盛し まず 



日 舘 


御手 輕御 料理 並 じすき 燒 

巧ら しいが 巧を 澤び 精々 勉强 致します 


ち那 I 替 

巧理 をち 

ぉ廳を 園で 永な-御 愛 おを ずけ 
—L たお 义で 御座います 
も 

説 卿 

A ぉ 7 
N W 曲 
GN W 

公輔； S 

K り 

化 D H 本 じ 住み、 日本語 
側 を 話し、 皆樣 の御嗜 
好 じ 適する 御 巧 狸を 調進を 升 

了 度 エン* ぶ ー タァの ドです 



W • 
^ .み. 

L 吃 h 

m 如 胤 

ご J 

N ^ ^ 

2 4 2 

が 化 
か B 

B 


美味 じして 淸潔 

般娜 贏璃樓 

午前 十 時 i ち麗基 
午 煎み 時まで^/ 


ご 

^ け B 

G じ 加 & 

城な I 8 

^ - 打 M 

化ち n 

む， ぷ妃 U 

か！- 

•I S 

C 


巧 廳裘園 

司埋 A 蘆 蓮 
お 勤の ホには 晝叛 
の 御 法が じ 備へ巧 
間會 帝の 御用に 應 
ずべ く 煩 開 河 ホ 相 
す 變わ引 立願 度 0 
紙上 御 案 巧 中 b 淚 


舱_ 支那 御 料理 

彭 瑞‘樓 


I ゎ 
2 

- 1- 

6 

6 


U 本ん 諸君を 
歓迎 致し ます 


伊豫 屋 御 下宿-. 
强嶋 を 次廊 

東 四十 九 T 目 一六 五 

アバ 1 トメ ント C 2 

電說 ブラ デ 六-と 五 


尋 

中が トィ チ 
朝鮮人を 秉斗 
板木 巧 崎龜巧 
を か 早 川を 衛 
香 川 縣人夕 田 か 一二が 

長 巧ぶ 


れ人 

.群 馬內藤 ボお郎 
茨城 寺 巧ま始 
宮 巧八鸠 鐵太郎 
和歌 山 引 ± 純- 


を の 者に 通知 致 度き 儀を 之 

憤 間 本人 おくは 知 A よら 現 

化 巧 街 通知 願 上 候 

紐 育 帝 國總領 拳舘' 

呈 Br 吉 il ミ y す こ ork 百す 


化 2 一一 

h I "It* 
が 〇 こ、 
5 S - 一 

化' I i - 

7 U 一ー ミ 

2-5 1 > 

3 C i ， > 


御辨當 並びに 
御 家庭 支 おし 
獅 下宿 

.後藤 

壽 司、 媛蒲燒 

毎：： 一智ち まず 


マ ご療： =淸 潔、 親切、 氣樂 ▲ 

勢 州 館 舘ま熊 野 

ま 巧が 勢 事を 久閱榮 作 
技 5 E. 莫を Street 
ジ ー. Regeni 岩ち 


電話；^ キ シン トン 四 八 五 五 

岩 巧 旅館 

東 十五 T 目 二： な番 


御 下宿 

- 自曲亭 

畏ジ nds St . 8 r 呂至 n , N . Y . 
ぎさ臺 e 之75 

西 六十 目 な 四十 六惡 

一力 腺 館大橋 

笔祐 エンデコット 八 六 一 〇 


巧 ご一 旨 住み & 化ょ き 

靈ミま 

松 ホ 好か 

臺 L ミ 量 ミ Ave . ジ ー. Mad . ざ 這 21 

中が 哩髮巧 

中が 萬激 
ゴ W . 苦さ St . N . Y . 呈 
呈 .呈 umbus AV 8. & G さ 置 Park 至 est 


日本 理 髮館淸 

お ま 洗髪の 設備 をら 迅速 T がを 
31 ごし 精々 勉强 致します 
西 四十 一二 了 目 巧を 地 S 肖 六 班 室 

タップ 7 ロア (弟み 街*」 凹 十ー ニ T 白ち」 


宮川 事務所 

持 績的酱 翻の 同胞に 的確なる 瞒 
菜を 罔旋 しょ す 0 

た 百 ミまで gin 品 ミ 这 

皇 W. 岩 Ih 芭. N. Y. C. 

Tel. ゴさコ ニ呈 9 雲 

目， is ん ：絲韩 

米踞 特長 

.こ -癌 お々 t ， 

が育ボ 西の 十四 r 目 

一一 干 一! 八を 
三階) 



お ざ； 


日本料理 

ホ じ 御旅 舘 


御 料理 

芳の家 

壽 司、 綾 蒲 燒每日 有りまず 


最新ぶ-パ お 建 

巧 利、 淸洒 、持 迴懇 如、 が 巧 化廉、 
發 着船 巧 么候都 巧が 化 煤に おお 
シァト^ ホ 窮六巧 1110 ホ 雷 
エヌビ 1 ホ テ 心 
電話 メ！ ン ご一 九 五 二 


藤 井 旅館 支 巧 

Ma 乂 riard A;ve.. 
Seattle. W ミ h • 


3 本 巧歲船 切符 御中 込に 應じ 
萬 事 御 巧を じ 御 化 巧 ひ 申と お 

を 港*^;:^ ホ テ 

マ H 本 御料 巧 (别随 を b ) 

を 港 カリ ホ少 ニア 街ム ( 一二 


電話 カネ. 


A i 六 


口' トサ ンゼ ルえ 化 ホの 御 
觀ホ じげ 最善み 御 便を を 計ら 巧 


イ. 


•グ 

ホテ少 


•羅府 ホ じ 於け る 间胞經 營中最 
新式 高等 ホブ '八で あ b ます 

羅 がを 一 街 一二 义半 
暮まつ ゥ アン ダ ィキと 六 五 九 
電請；， タツ々！ ご 一八-ー ハ ーニ 

貸 自動車 (牧野) 

羅 がる 巧御觀 ホには 最も 横 通し 
た ドラィバ ー が 御 案內审 上ます 

ボストン 案 巧 

貸 薑颤率 業 河 西 
諸を 跡、 大學 校、 工場 其 極 一艘の 
紹か 及び 違 辯 もします 
Tel Bact {，置 77 夏 


R 吾ヨぎ 

7Q Batavia St - 


ボストン ホ 

富 ± 旅 舘大浦 末 松 

145 woit 巧 St Bosion p / lass . 
Te ; ack-Bay B7.70 


紐 育 旅 縮®* i が 

東 四十 T 目 二 四 二を 
Td Caledonia 爱 74 


御 下宿 鳴ホ乂 

4? P 養 pect Place 

bet . 1stl2nd Ave . 基 Ebnd st - 

ぎ 至ち 查 至 I 苗 岩 


豆腐 油揚 

煎餅 製造 禪 、小 寶 
: n 本 食料品 一切 

田 中 

第 ご 一巧 乂巧 八十 五を 

単語 プラザ 五 二 一八 

新 鱗 魚 か 一切 

日本ん 向きの 生魚 澤山取 b 揃へ 

巧别廉 憤で 大勉强 致します 

サダ ホ ナ魚店 

•lose 巧 hi S か vo3a 

• 2 泛 w . 泛を St * 

、 rel . Columbus 2 資 


極上の 魚類 

季節の 新鮮の 魚貝類が 澤山 揃つ 

て 居. もまず から 猶赏が 下さい。 

ァピセ ロ 魚 店 

苦 Ba ち rd St' TeL で anklin を是 



BROADWAY 

OPPOSITE 
ST.PAU じ S CHAPEL 
ATVESEY STREET 


The Yokohama 
Sp が お Banl (, LM 

Equi わ We おお . rU 
Phone お cior 25 如 


The Baiiko け aiwan , LM . 

Room 308 

Bennenso 打 Investing Bldg.. 

)65 Bi*oadw の，， N. Y. 
Tel . Cortlandt 7 がん お-別 


@ が ひ 計な を 便 般萬他 巧 狩 切 道 鍵し* 


32 Broadway New York City. 
Phone. Hanover 7394 - 

店ち ホを 巿 

1 12 We が Adams み re が， CHICAGO, I しし . 


GEORGE W. WELSHES SONS 

商 石 寶屬を 貴 


TaiyoTradingGo ., l 附. 

lmport;ers & Exporters 
101 Fi む h Ave ., N . Y 
Tel . か uyvesant がが-目 

327 W . Madison St ; reet , 
Chicogo , Illinois . 



THE FUJIMOTO 
な 削 RITO 卽 .， ING . 

120 B'way N . Y . C か 
Re か or 2416-3339 


を 巧 

化 式を ▲- 

藤 本 


ネ擎！ 


證 


紐 ミ？？ 

音 夕 熊、 費ぶ;、 

育 r レ 買' 劈 

出力一引 _ 

張 基 罗ミ會 


The Sumitomo Bank , Ltd . 

NEW’ YORK AGENCY 
149 Broadway 
Tel. Hanov が 了 444-74 お 


地 曰 が 本社 

ち 本- 育を 
巧內 ぞ男 

一- ' — 會株 店 店 巧 
て 本 巧ぶ 東が ぶ 
御國 司ノ京 糾乂化 

接が！ 舊 

一 、葛谭 な 。澄 左 
1 五衛 
ド r 巧 

中 曰 _ 


を 、ろ 當褚 
速徹お 障、 ふ レ 

穀 ! — ! 龄气 

巧は 久下郁 ま 巧な 
申ぉ留 / 巧 


巧 巧 ®* お ! お 霉 "" 咕！ 



SAM WITT 

ENGLISH 

TAILOR 


9 8 

CHAMBERS ST. 
NEW YORK CITY 


社 會式株 船 薇洋東 

T. K. K. - 

NEW YORK OFFICE: 

Hoorn 801 -SOSj 16 居 Sroadway 

PHONE ： CORTLANDT 台 047 

San を， ranci か 0 0 街 ce: 551 Mark が St. 

を 見 お潑桑 

路瓶朱 南 おお 米 ホ 


HGANADUN PAGIFiG 

NEW YORK OFFICE 

344 Madison Avenue 

Telephone. Murray Hill 4000 

♦間 H 十 迄 本日 ♦ 
♦間 曰 四十 迄が 支 令 

路航短 梟の 洋平太 



8-10 Bridge St. New York Ci わ 

Telephone Bow り ng Green 22 ち 2 

. 一 一 一 - - 一一- ■、 *^-*'^*—*'— *^ 

店 支ルト ヤシ 

Colman 居 uHdina Scat がせ . Wash. 


社 會船郵 本 H 

店ち 育 紐 


O.S.K. Line 

里 醒會 tt 

Room 603 Cunard Bldg., 

25 Broadw 巧 ， New む rk む わ . 

Tell Bowling むが n 63 お 


JoiinWanamai ( M , NewYoi 1( 

Cor. 9th S し and Broadway 

Guide's Office 
and Shopping Service 

Mrs. Edith Humphrey 
Special Japanese Guide 


WALKER & FLORID i 

CUSTOM TAILORS 

20 DEY ST., NEW YORK ! 
Near Church St. 

TEL. CORTLANDT 7667 


ん 

The Mitsubishi Bank . Ltd . 

臣 QUITAB し E BLDG. 

けり 技 roadway. New York 

Telephone Rector 9483-86 


THE MITSUI BANUTD . 

NEW YORK AGENCY 
Koom No * 1012 , 

61 B の adway , N . Y . じ. 
下 el . Bow け rig りが 611 3440 



MO 画 醒 邮 OS ., Inc , 

53-55-57 VV. 2 か d ドし 
New York City 
Tel. り raraacy が 5() 


:;’ 


J 


號 二 


な T ■養 第 


巧 わで ぷ なおな tt ぶ 巧を 巧な がで 巧 


け曜 水） 


U 五十 巧 四が 曲-! 正大 



♦ 金 緣ヒ ッブヶ t ス 
♦金緣 合財囊 ‘ 

♦金銀 時計 類 

♦金製 疊 をみ 置 時計 


^ ^ 定期 巧貨 五十 圓な 上が 息 年 ホ か 

鱗 献臺灣 銀 巧— か 張 所 

I 

► 鄕里 送を ぶび 化 送を ( 無手を 巧】、 外國 
爲替質 買、 巧 巧 替取祐 な ホ S 信用が を 
巧 等 一 胺银巧 莱な御 便利に 取 圾可化 候 
▼ 巧 ほ 詳細は 御 遠慮なく をを 一 、 gg 

—1 を 期 S 陋製寶 詔 

slis'sfgf 簿二 咕 ‘ 

( 化 シ資 千閒お f ノー ^ な 預金^ 無 ホ 息 ) 

橫鑽 正金 銀む— ま 巧 

鄕 を 送金は 都て 無 おじて 赏 
巧橫演 本店 經 由を I ホな 巧 申 お 


ン ャト^ 出帆 午前 十一 時 

▼フ レシ テント ク ラント 

四 巧が I り 

▼ブンジ ザント ザ， ティ ソン 

お 巧 ご 一日 

I ►ノ レジ テント ジヤクソン 

を 巧 十 お H 

ザ ノンジ* テント マツ キン レ 

五月 化と ： n 
▼ 太ず 巧が 路の最 快速 淚船 ▲ 
► 船 ま廣く 理想的 じ 完瞄す ▲ 
▼ベッド 巧 用 コット じ ホず A 
御 希望 じ 化ち 日本を を 調 ふ 

化 理巧桑 山 廚店ミ で涅5 


上等 洋服 調製 

弊店 調製の 上等 服け 巧が じ シック リ 
を ひます、 而 かも 値段は 恰好です。 
服地は 英國ゥ ー 八が 巧 山 楠へ てあら 
ます 是非 御 一 覺を願 ひます、 U 本が 
± 諸 をは 特別に 歓迎し まず。 

一ニ ホ 銀け 長 諸君には 永らく 御を 顧を 
ホが つて 居ます。 

サム ウイット 泮服巧 


晚 香が お 二 過 一回 出帆 
マユム プレス 加を 太 ( 一男 • 室 0 順 ) 

四 巧 十と H 

A ょム プレス 繁西强 三 T 呂〇 晒 ) 

五 丹 - UM 

▼ ェム グレスを 太 利 三 ぶろ〇〇 顺 ) 

五月 十四日 


一等、 二等、 己 等 反び 下 まを 設滿 
梟大 、善美、 最快 まのを 巧が 巧 船 


ホ / か、 ' 橫濱 ' 神戶 ' 長 巧 ■ 上海 • 香港， あ 尼 お 巧 

天 洋乂〇 一二、 000 觸) 四 巧せ 八日 
コレァ 化 ( 云、 0 呂喷 ) 五月 十二 B 
春 洋見二 一二、 go 喷) 五月 甘 六日 
西 比 巧お乂 S 气〇 呂觸 ) 六ち 九 H 

( 窺 おお 帆を おを 日 ；} 

太洋乂 ( ニニ、 000 嘴 ) 六 巧廿！ 二日 


化が 墨西哥 、お 養、 智利諸 港 巧 . 
復が * ノ 八 •橫濱 神 口 巧 司 香港 巧 
在復 共を ホ 湿 一圃 一 

0 を 谨行窺 ま 切符 寝窒 を 廣人御 静旌化 9 候 


シアトル 化晚 ( おか 午前 十 時 ) 

加 貸 化 ‘ 四月 サ音 
が豫乂 五 g 十二 H 船 星 
潑陶化 六月 二日 
橫濱化 ホ 巧サ 九日 
U 本 巧 船を 運賃 新牵 
一等 橫濱一 化 五 弗神戶 二〇 五 巧 
S 等 巧 食 五十と を か 食 五十 直 巧 

歐洲 n 本锁 客船 (每写 商 

偷敦 よら 一等な 五磅 、二等と 十が "-,‘ 
磅 、おち 塞よ b 1 等 九十と 砖 
二等み 十六 時。 

化育 出帆 田を 馬經ホ U 本 巧 货 物が.！ 9 ' i 岡 


は を 
巧 御 
本 ゆ 
を 出 
小し 
荷 下 


シ アト パ-;:;;^ 脉 
あら ば ま 义 四月 廿二 y 
ぱ もす 义 五 巧 十 ' U 
▼ 簇 渡-等 一九 五 ホ ーー ー等 五 五 巧 
一二 等を 室大 なを 家族 室夕救 

▲ 御を 望に 依 4 创 引な 複の巧 搂行巧 致 お 

a ス アン ゼ ルス 出帆 

しか ご 化 四月 化 H 
まじら 乂 五 巧 十二 日 

▲梅演 一等 大型 船 一九 五 巧 ホ 型 触 一三 ハ 弗 半 
▲ 沙藩 おがせ！ 切な 挖ま券 購入が 幹旌 なりお 

▼ 姑ち 線 パ * マ お 由 日本ち が 行 資物化 巧 一 ffl 


K 巧 S 邮一 


祖^ ^0 夏場 ダ ^ム 向き 

り 本獨逸 直輸入 玩具 小物 雜貨 類、 
玉屋 各種 ゲ ー ム 向き 格 ま 恰好の 物 
澤山取 揃へ n 本人 顧客は 最^ 確實 
げ 曝に 取扱 申まず。 

子 ^ — ドル エンド シム メル 


こ I rt n 

& 剛郎 u 6 

L s が 一 

E 


s 

o 


3 

s 

化 

巧 

B 


ブナ メ ー 々 ^ — の特を 

H 本人の お 買物には 特別 掛 員を 睛 きお 

おで 御 おみを 升 亀 話 叉は お 手紙 次第 お 

訪問して 御 使 宫を針 b 初めての わ ホに 

對 しては 特に 注意 致 L ますから 是ホわ 

ぶ 寄 b 願 ひ 升、 お內 配達は 勿論 H み 其 

化を 地 あの わが 物を 送は 當 方で をし 巧 

ジ ヨン リナ メ ー カ ^ — 


JlmJ 


紳± 向 含高尙 な服繫 

U 新型、 地 柄が 澤山 ぁら i り 

正しい 鳥尙な 米國ス タィ, を わ學の 巧は 柯 
キ巧 巧へ わ 越し 下さい。 一 
弊 舖は過 ま 十 年間 當 地な 化の 日本-! 紳 出方 
の お 引 立を 葵る 信 巧 ある 巧で 御座 j| ます。 


クオ 力 

フロ d 




ィ 洋服 店 


資本を I ^围 
拂込濟 資本を 六 千 I .ま 曲 
賴 立を 五 千 兵が ち 旧 

f 献三 ザ 銀行 馨を巧 

本 おを を 市日 本 巧院巧 河が 一 
支 巧 小 樽：：： 本 橋 化の 巧ぉ哀 橫巧 
名 古尾 京 郁 大巧 お (大巧〕 

神 夕廣島 下 巧巧賣 巧が 
111 福 岡 長院上 おがを ま 頁 

-I 

外 圃ぁ替 、槪里 送を、 ホ 送を、 用 狀巧他 
一般 级巧 業務 精々 御 使 利 じな を 可 申 核 

鱗竺 一一 菱銀巧 省 ま 巧 

本 支を 巧を 束 巧：、 大 扱、： 卿戶 、京都 
巧が 化 名を： ar 小が、 上が、 餘を 


陶磁器、 雜貨 、ラ 卸賣 

ンプ义 ランプを 

森 村 ブうザ ー ス 



H 本 陶器 雜貨 


卜 ^ フ NT - ク 


ブ 卸販黃 


S 巧 木 桃 井 紐 

MCS. MOMici of inc. 

10。 巧 - 一 ま h St N-Y- "Tel. wtuyvint 苦ち-ミ 


夏瘍 向新 荷 到着. 

特に ダ ー ム向 陶器 雑 豁類澤 山 取 揃 居り 
候 間倍舊 御用 命 願 上 候 

森 村 K ラ ザ I ス 

IVDRISC 巧 A . 巧 3 ぞ inc . 

装 wo ただ rd 皆，， 

之 ew Yo を ご ty 
TTe 菩 hone ora 呂ミ cy W ま 0 


夏場 向 合-新 荷 着. 

陶破黑 雜貨を 種 到， 蒂 精々 鄉强御 便宜を 計 
りまず から 是非 見 木 御 一寛を 願 ひます。 

株 ま 4 ^ kf ^ f dh 

會 社-残 イ が夕禮 

養 E.i St. H Y. を . ぎ y 養呈 二置5 - 6.7 


夏瘍辟 N 新 荷 到着 H 

精々 勉强巧 仕 俱間御 註 义被下 度 願 上 候 

@ 太^ 貿易 株式 會社 

ジ产 Stuyvesantw 82 w 
101 巧 iftih Avem ータ ZOW York Cky 

ohica 巧 0 巧 ranch 援7 w. M ミ iison 望 .、 oilicagp Jll. 


夏瘍 向新 荷 到着 

格 ぞ品續 々到 道 仕り 候 間 
是非 御用 命 被て 度 願 上 候 

化 八商會 な：!^ 一%、 ブラ、^— ス 
17 巧 ast 17 を St , Mew York CUy 
Telephone stuyvsant 蹇逞 
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復活祭な 後 

四月の 敎會 

本 おおが 去る 十二 H お 辟 化 巧 
巧當 巧の I 二を 會は 孰れ も お！^ を 
呈 したがが 育お會 では 
山 下 晚巧平 ホが お 野 巧義 
云を 本久松 ± 井 源 之 助 

小川な 助を お 耕 吉水關 ホ 

雄を 山 丈 お 化江ィ リス 

の 十 巧ず 沈し 关巧敎 曾 じて は 

おかが ホ 化 旧は まへ 夕木 

ま 八 旧 中橡二 佐 波 まつ子 
巧 巧を お 姑 江 八 あ が 江 巧 
雄が 旧 十 太が 井上 ホ 

の 十 氏を 化し 新 じ 

ホ ハ 合 謙 次 今 川 松 太 郎お田 

俊 わが 伯 蘆 治 かときょ 子 

椎宠 を五邱 

1 の ホを 入 曾した るか 

I おは 美な を 巧では ホる 十九 H 

(日 願 ) 午後 一二げ ょ^ 兒董 の爲め 

じ較活 祝賀 曾を 關き滿 澤化化 女 

史司會 の 下じィ 1 K タア 、セレ 

ブ レー シ ヨンを 催すべく みで 東 

- 五十よ THSillo 紐 育 U 本人を 

j 會渝ん 部に ては 例年の 『當 蒲の 

一節 巧 j を 繰 b 上げ 本 月 二十 五日 

一 午後 八 町ょ b 盛大な 節句 祝賀 會 

I を銷 くちにて 目下 準備中で ある 

I が 育ぃ 會巧事 お 補 

; 指名 y 發表 

; が 荷 日本 人爵 今期 理事 & び 役 

j 民は 凹 月 十八 日を U てな 則 満了 

につきを 期絕曾 にがてな 選す ベ 

きが 期の 理事が 補 お 六十 名は 過 

お閒爵 せる おを 委貝會 じ 於て ホ 

一一の かく 化を せる 旨を をされ たが 

j をけ 同會 細則 第二 章 第！ 條八お 

^をじもら會負の化せの爲めにを 

一め 候補 巧を 指名 だる じ 過ぎ や 化 

i つて お 巧に がて 速礙投 輿を 巧 ふ 

j 巧 合に を自の 愚な じ 化ら て取洽 

! を ホぶ すべきは 勿論で あを。 

; がが ' 规ホ郎 .おのを 太 郞橋本 

十ぶ が おお 一 H 贤巧宏 星 

が 巧が 上 熊 一二郎 巧 本を る 

; あ 永 巧 藏地ま 延么化 鴨并义 

姑 巧みが 相 木を 巧 片邮義 雄 

i 川な ホと 進姆地 市を 街を 玉 

嘉 四が 小 池 巾 隧小化 あ之輔 

I を® 一次郎を 西 龍 雄 熊 野 傅 ホ 

久米又 藏架巧 巻を を 信 竹を 

化 山を 巧 皆 川を 一一: 郞 水み 渉 

S 村 k 柳 一 織 田な 小 お 幹 

S 小が 莊ホ岡 島 おお 大嗔 

供 佐が 本 宗旗佐 野次 郞關， 

化 五 巧 括 淸水善 遣 鈴 木 益 111 

ぶ 戶た二 山咱 繁：； な 川を 雄 

高見 盟をか 中 健吾滿 口顯么 

旧 中信藏 戸出 巧 巧 郞蛙彥 一 

上 旧魏司 上野 福 S 郎 屋葺 

悅郞山 出ん 五郎 山 本 健 二 

山 F 秀隆柳 巧 資ボ安 井關 治 

を 旧ぶ 么吉 旧を 降を が お 义郞 

第 S 睦の 懇親 會 

當 化のを 云が ( が 六十 八 ' JH 

ょらが 十 T 円に まる ) の 懇談 曾 

じ 就て U 化 報の かく 淸水 善を 氏 

宅 じを； な會 を賦備 しじ 結柴 ホる 

ir お 暇 U} 午後 八 時ょ b ィ 

ンタ アナ シ 3 ナ 作 、' r ウス-」 閒 

摧 ごみし を； 2 おん 米又藏 氏の 成 

想、 淸水 善を にの おが じ 脚す る 

話の 外 インタ アナ シヨ ナル 寄 お 

の 邦人 ホ ホ 妓び幢 迫 巧よ 〇 余が 

. 掠を 巧 じ 怒 親す る こご、 むつ 


じ。 を叟は 五十 仙、 締 人は 無が 

で ホる 0 

久原主 巧の 更迭 

が 巧 チャ ァチ巧 I 二十を 館に が 

る久 巧が ホ 株 まを お 出張所 ま 任 
中が を 雄 氏は 太げ 產策曾 社に 轉 
じす 日出 發 サン ナ ユー ゴモ巧 じ 
赴 巧すべく 同氏のを 巧 ごして を 
京を 巧ょ ら玻近 I 松 政 二 氏 着が 

婦人問題 懇談 會 

化が 荷 巧志學 生ま 催の 下 じ 蹄 
\ を 政 權間题 、磁描 閒跑ぷ びが 
族 制度 問題 等 蹄 人に 脚す るを 柿 
の閒蹈 一」 關し 息を を' 巧換 する 爲 
め ホる 十八 扫 十： 唯 M ' 午後 A 時ょ 
らをホ 的の 夫人 達を 西が 八 T 目 
一ニ ニニ！ おなお 會じ巧 待して 懇談 

會を銷 < 山なる が 減ん 問題 じ 興 

ホを ちす る 人々 の ホ會を 歡迎す 


体育 懇親 會 盛が 

豫 報の 如 < 去る 十日の グッド 

フ ラィプ I を 期して 修道を 化育 

部の 春季 懇親 會を西 六十 五 T 目 

巧 四十 八を 料亭 太陽に めて 開權 

したる が ホ會者 十五を、 皆 叙 道 

ホ 道の 猛夕 連の こど； て 勇まし 

き 詔を なて 持 も 巧ら 頗る 盛ん U 

も會 をで ぁつた 0 

♦靑 年會 協議 會 が 育 日本人 靑 

年 曾 じて は 去る H 懼か協 畿會を 

開き わるが お 席を 二十 余 名無静 

事 制度 採用 後ん 實蹟 に關し 棟々 

熟 溢す る 巧が ぁつた。 

•為眞 お 開始 五 ホ 巧は 今回 寫 

眞 おを 開始し 現像、 燒 付 ' 引伸 

等の な 义广應 やる 事 どなつ わが 

な 巧 巧は 西 六十 五 了 目 東を 商會 

である ごり 

♦高 椿ね 風 軒 休業 濃 子 舖高橋 

松風が は 夏季 中 休業す る 事 ご， ょ 

つた。 

• 信 原濟 夫が . S か 物を 會 が 漢 

堡ぉ 店員、 去る と H 解續 のァク 

キタ ニヤ 號 じて 波 隙。 

♦お 山總ホ 氏化幌 農科 大學を 

授 、去る 十二 H み树 ょな 眷紐國 

ホ ホー ムじ投 お。 

•小が ぶま 氏 商を 視察の ぃか 

巧闕經 曲 鳥が 國米ホ ー ムじ 投宿 

♦ を 本 お S 氏な が 兄 お 商會社 

員、 旣巧 のか''、 まる 十二 り站 が 

- 塚本銘 一 がを Mk 。 


の 海員 証を 有し 居ら ホ 間 年と 月 

十と：：： か 糾育總 が 樂寒 給の 身元 
話 明を 所持し 居 h 候が をは 若し 
移投 局ょ b 化 調./ あらたる 時 役 
立つ も S に 御座 お 哉 小生は 上陸 
S ホ 專らぶ 庭 巧 働 じが 事し 居候 
あ 昨今 夕 々いがを を 得る 糕じ相 
成 候に か 何 か 獨ホ當 業を 關始せ 
わ ど ず る じ當ゎ 自己の 立 填を 巧 
ら かに 致し 巧く 仍て 何み 御示敎 
の お 願 ひ 候 次第に 候 二人 固 者 } 
( 答) 都て 旅を を 所持せ ずし 
て乂闕 せる 外人は 不正 入 國者ご 
して 乂闽 官憲 ょらな 扱を ずくる 
譯で ずが 千 九な 十よ 年を 布の 移 
お 法 第 十九 傭 (是れ は 昨年の 新 
移民法 ど 巧 じを 巧で あらます ) 
の 明文に 基いて 勞慟省 じ 於 Y - 制 
を L た 省か 第 か二號 外人を 還規 
がの (C) じな ひ 『乂國 五 年の 內 
じ發兒 された 燒 を』 は 送還され 
てら 抗畿は 出 ホません が 五 年 0 
上 巧 國 すれば 其 煩を をれ ます 故 
じ 貴下の 攘 をは 六 年 じ も 達する 
ので あつて 其 確証を 持つ て おる 
のです からり 海員 証も總 領事の 
身元 お 明い ゎ 効で ず == 必配 する 
i は あらません 右の 書類を 失は 
ぬ 樣充み 注意 あるべく 專 、む 努力 

してが 巧を 期 せらるべし 禱 態し 

てを しく 奪 闘の 時機を ホす ベ か 

ら す。 

谢； K ..' h .，部 

飯 島 巧の 新 著述 

當 化の ホ 壯义人 ど一 てかられ 

て 居る 飯 島 郁一 一 一巧は 豫 でょり 巧 

父 じて 『英詩 壇上 二 蹄の 天才 硏 

を』 ご 題す るを 詩論を 着述 中で 

あつた . かこの 桿を あし ボストン 

で お 版され たが、 - 純 育 H 本人 敎： 

會 内の 著を に 宛て ^ 照會 みれば ^ 

購 讀希鬻 者を 取次ぐ 相で ある。 

を 憎， ’ ： 1二 巧。 


■ 讀お 質疑 應答 欄 ~ 

( 問 ) 小^; 千 九が 十九 年 四 

巧 十五り 紐 育 じが' で 日本 船 よら 

と 陸し 千 九が 十九 年 六月た；：： 巧 


新着 雜誌 

= 四 巧 號 h 

旗 談俱樂 颖增巧 一 •二 〇 

文 藝俱樂 部ち 巧 一 *00 

中央を 論 增大認 一 •八 0 

太暢 一ろ 〇 

か 桐 兄弟 簡會 

萊を十 化 了 召 ニニ 四 


夏期 中が 業 

松風 巧晶橋 

西 ホ 十五 T 肖 S 十四 お 

追 話 トラ ファ * 方— あ 五 五 四 


人員 募集 

1、 ち 檐 働き 二十を 獨身 
及 夫 城の 御 ホ 
ぉ窜 者は ま 急 左記へ 手紙を W 
てを 接 若く はが 育 新報 社內化 
谷 氏へ 御 照を 相 ホち 度し 
太巧洋 ホ 

か商會 

A. T. 王 AYA 兰 Is, 1627 す ar 呈芸 
ミ antic 妄 ，ご . 


求人 夏瘍 働ら き 巧 詔を を 

く-- ^ 玉屋に 經驗 あるを、 週給 化 
五 弗、 居 食 本人 自 辨 。. 

〔巧 名が 祖】 


夏場 甫ポ ヵゲ— ム堅奪 

ミシン 付の 儘安價 じて まを 譲渡 
し 度し。 〔熊 野】 
ブ |. Circle ち 7 B 1 宜 W. 53 rd で 


料哩人 日本 及醒洋 料理 

の 岀來る コック 日本人 家庭 じ 雇 
はれ度！。 
s. t 24 去 . 寅 i . 宴 


料 碼巧賣 度 

瘍 所は ビジネス ー 協 域の 中む 化 
ち 那 料理、 西洋 料规 .店 今 巧まん 
歸朝 じが 至急を 傲 じて 賣渡 L 度 
し、 を 年の 顧 ぞ澤山 あら ホ强の 
ホは 左へ 御 電話 あれ。 

電話 チ 五 ツカ リング 五 セ 九 |二 


裁縫 所 開業 

H 本 着物、 シャツの 化 立 其 他 
小 間々々 した 縫物 一切 致します 

ホワイト、 コ！ 卜、 で フロン も I 

あちます 0 

' あ 頃 夏 锡業費 お〜 .一して 巧械巧 

託の 日本 着物の 注文 じ應 じます 

裁縫 所 坂 ホ 辰 子 

畜 ち. 置 h S 1 . 呈 y 


ベ 身 アハ— •トメ ント 

家真财 ニーを 湯殿 キッチン、 明る 

き瘍 所を 憎 じて ホる 义月 下旬を i 

委細は 御 面談。 ち 

ごを imus, 0-0 W で 巧至 up す ck 

資 E' 63 fd Si, Tel Rhineiande 二是 


一 逆 五 巧 及 八 弗、 一 

ん义は 一一ん じ 適す、 

市廳へ 十を タィム， ぇク エヤ — 

へサ五 か電語 カンパー フン ド呈 1=11 

184舌を写8夏呈。 黒 崎 梅 子 


音 樂敎授 '•打：： バ 

獨 唱歌 巧 楽 巧 ーヶ月 《弗 (一遇 一回) 

西 六十 五 r 目 東京 商會 階上 

菊 池 賴太郎 


T}— 1 


巧 二次 片偏 母國 訪問 團員 募集 

昨が 第一み 巧 瞬 巧 問 削を 紐 織 I てが 常なる 好評を 隙した る 弊 巧會は 大方 諸君の 御 ホ 駕じ 

化ら 第二み 巧 図が 問 脚を 組織す る 事 じを しました。 本 脚の ま 意は 加入を 諸氏を して 恰も 一 

家 眷族 集を の 下 じ 鼓 も 女を じ ソシテ 愉快-」 滿 おな 旅 巧を せしめ 得 もじみ るので が經费 のか 

きもを 自單御 じ 旅 巧 せらる} ょも 遙 かじが 濟的 ごみ 族 同伴の 諸氏に 對 してら お 事邀算 なく 

餘旋 をし ます。 昨年度ょ b 實 施せられ た 米 固の 新 移 K をは 再 渡が 巧 じ 載して は 反つ て入國 

じが 利 ご U らました。 許可， 細を 得る 事 や 出 闕手續 き 等け 弊商會 じて 萬 事 御世 話 申します。 

53 發 期 =^ 本年 十月 ご 一日 (i 雌 日 ) が 育を 發し 十月 九 U 沙巧 出帆の 日本 郵船 貪 社の 

加な 化 ( 一を S で 顿 ) じ ' 便を して！ の 二十 五日 - し 上陸す る 事 じな ちまし じ。 船內 ではを 然 

二等の 诗 遇を そけ 同化 船の な 雌が ぶ 族 同伴 巧に tS 誠 じ 巧 想 的 じ蒋頓 して 居らます から 安 也 

してが おが 出 ホます。 

劇 費= や 委しき 旅 巧、 絲が期 A 他に 就て は 追て 本が 上 じがて をみ じます が 詳細 

は神キ 御ぶ 慮；： •■く おお 书储 ちじつき 御照贫 でさい。 

紐 育 ぉに一 九 T 肖 ' 1 . 1 阳 

上 催 者片禍 兄弟 廟會 

電話 リーゼ A トニ 画 八 〇 I 二 四 八 一 0 二 S 五 

: 1 — — ; 辛，‘' ■ - -- ミ - : ■ i -- ミ； 



瀬 川 巧 隙 事務所 

Segawa, Insurance Broker. 

303 Fifth Ave,, 

ん Franklin が 00, 巧 t. 193 


巧 旧 巧 事 株 ま會社 紐 育 支店 

ITchida Tradhig Co., Lt<i. 

291 Broadway, 

Tel. Worth 1576 


島 貿易 株式 禽社 

Shima TVa ぷ n 径 Co. Ltd. 

150 Broadway 

Telephone 反 e け or 1484 


s 共 巧式會 風： 巧 東 貿易 巧 ホを 社 
代理な 

ち 味 ' 巧を 

Takamine Corporation 
120 Broadway, li がむ rk C 巧 If Tel. Recior 7884 
General Office & Factory 208 むが on S ししし Gi か ， N. Y. Te し 拙 liwell 口 18 


残 野畅產 巧を 會社 
Asano Bussan Company 

Room 801 ぶ 05 
165 Broadway 
Tel- Cortlftix か 80 が -8052 


S 井 物を 巧 ま會化 

巧 旧 商を 

なを 會社 岩 井 商— 巧 

組 育ま 巧 

巧 育 支店 

な 育ま 巧 

Mitsui & Co., 

Takata & Co., 

Iwfii & Co., 

65 Broadway 

150 む oadwajf, New York City 

Wool worth Building, 

Tel. Whitehall 6040 

Tel. Bowling Gwen 7520 

Tei. お ctor 巧 21 


が 

局 




巧 わを Saijju 化 巧を ぷ im が 


^rrr 


SATURDAY , が 則 L け ， 1925 


曰 本 締巧巧 ま會化 化育 支店 

Japan Cotton Trading Co., Ltd ， 
Cotton Dept, 

か Beaver か.， 

1 •し SowHng Green お wo 


25 

T«l 


朗比 De が. 
M« が son Ave.t 
M • ん 8q. 


11 ホ 生糸 巧 式 曾が； 
お 育 支店 
NICHI- 3 EI KIITQ KiBUSHIKI K&ISHk 

がに 出ぶな KHTO CO^^LTD-) 

373 が H Avenu も 

Tel. Mad. S も 759 之 - 5 


i 神 戶鈴木 商店 ； 

鮮脊支 巧 1! 

Suzuid & Co., LtdL (Kobe) j 

22v Br 觀这ザ 只 > . ； 

re し Co け Ian か 1149 - 50 - 51 ぶ 2 -S 3 


H 本 生糸 橡 まな tt 
が 育ま 店 

Morimura il け i & む., A が nts 
44 E. 23rd St., 

T お. お hi わ lu S32 を 


巧 合 名會お 
紐 育 支な 

技 ara & C む.， 

4 が Fourth Av も， 

Te し む ! edonia 7830 ぶ 


flC 商 採を 會神 絲脊支 巧 
Gosho Corporation, 
Silk Importers, 

334 Pourth Aw. 

Tel. Ma ん Sq. 4886 

た osho Co., Inc., 
Cotton Exporters 

说 Beavar 化 》 

Tc し Bowlin 白 か e*n 8806-06 


大 お 钥 H 新聞社 
厲旧ボ ホ 
mu が Mil 

む 帥 308 World む Wing 
Tel. おち k な 3 n が卽 


大奴お ロニ お 京 H H 
上 お 虎重 

Osaka M お nichi, 
407 Tribune Building 
Tel. Beekman 4259 




がわ 阿— 報 

立法 部 萬 能 

權限お 化は 不可 

米 風 聯邦 かおは 一二 權か井 制 巧 

でむか、 立な A び词 ホの 一二が が 

做が どして をぶ 随 倍'，'- 與销 ごを 

維 かしつ、、 四 かの 脚が。 る 進が 
を 期して むる ので あるか 魄 化な 
ホ 部み じ 上院 にがては 盛 じ 立な 

ガ躯巧 ザろ 上院 万能 ホ 萬を 振り 

おして 巧 か 巧 法の 二部を 腿を せ 

んど ずるが 巧が 著しい。 上な じ 

化ける 急進派は 乂密院 の 剌决じ 

對 して 典 化 のぞ 数 制度を 改廢ず 

べし どま おする のみなら 中乂審 

院の 組織 其 ものに 斧 銭を 加 ふべ 

しど さへ 論ずる を も あるが で、 

鼓 高が 化 部 か 『動もすればを 權 

ち 流の おめ じ 偏頗。 判決を •下す 

をは おを 政治の 化 幹を 危 くずる 

ものである』 なで； 滿擊 ずる 一 

派は 飽 まで 太需院 なをを 則 待し 

てゐ るが そで ある。 而も 他面 巧 

な 部に 對 しては 峻 怖じ 追 窮巧薄 

して 孰れが 架して 横 麗專を U る 

やを な. はし * びる 点さへ ある ご 評 

せらる < じ 至つ た。 立法が 掛司 

巧 部の 問 趣は 暫ら < 巧き 巧 政 部 

じ對 するな 法 部の 態度は 餘ら- し 

:自己 中、 む 的で 反」 一二 權か立 のげ 

誌を 獲が する もを 巧ぐ るの 减な 

きを 傅夕 い。 一例を おぐれぶ a 

下火 雜院 で巧爭 中で ある ォン ゴ 

ン W ポ！ トク ンドホ じ 於け る郵 

化 局長 滞を じ鹏 しての 訴班 事件 

じ おぶ る卜 '院幾 貞ぺブ パ ー 巧の 

證 論の かきは 即ん 夫れ である。 

該 事件の おおは な 大統領 維な 

一逼氏 時化 じポ ー トラ ンド 郵便 厨 

- をを 罷 をした る じ おし 间 厨を 巧 

|後逛族から適正4;^る理由。から 

しどの 故を 0 て 俸給 残部の 支拂 

を 聯邦 政が じ 請求した ので 事件 

をの ものは 些 々たる 小 おおの 樣 

である けれみ 巧软 部の 首臘 であ 

一 固の ザを である 乂 統锁 じを 

巧を 罷免ず るの 權限 をら やを や 

が 問題の 中 也で あつて 裁 巧の 結 

柴はホおに垂乂^^意義を齋らす 

i ごなる のでを る。 をが 側から 

は 趙問辯 讓卡- のジユ ー ムス •ベ 

ツク 皮を して 辯說の 街に 當 らし 

めた がべ ブク 氏のを をは 楠め て 

半 淡で ある。 曰 < 『赖 がの 患 法 

じは 大統領の 巧かず べき 官 巧の 

批ホ權 が 上院に 化る をを 明記し 

て ある 乍併踞 をの 碟 化は を然巧 

-か 部のを 腦 たる 大統谢 の 方寸 じ 

一；： > ければ なら 《 。がら ざれば 乂 

統領は け か 部を が經 支配ず る 位 

- むじ 君ら ねこ ご i 以 るでは^ い 

I か」 どを れじ掛 してと. 院 幾な ぺ 

一一へ，'； ァ には 一邱 のをを な 論 U ぺ 

巧は 率が じな お 柳 係 ある 辯 幾 ± 

一で 12 ぃ 唯 乂を院 の 招請に 應じ 

I て 上 お 巧な 委員 會 の推蓝 じ從ら 

一 出廷した ので A るが = をが み 官 

i が ほ 巧の 巧 上院の 承認を 經る 0 

I 上 大統領は 自己 3 家 巧を 駆を i 


るが 如 < 勝 キじ聯 が 政 巧の 嘗鬼 
を 能を すろ •とは 出 ホ «』 どま 巧 
しじ 0 

ジ 五， ムス •ブラィス 卿の I r 

メ y カン •コム モン ウ エ作 ス』 じ 

化る ら大か 大統領の 官巧 踞を權 
を 苗を してみ つてを しぺツ バア 
氏の ぶ 見を 坦認 すれぶ 巧な 部の 
權 能は 著败縮 限され 大統領 U 立 
法 部に 戲煤 ザね ぶなら 《 お 論を 


觀 ろので ある i い 乎。 U 本の 揀 
じ 上ド俩 悦の權 限が 馀 6 じ 弱'〜 
巧 かがの 施政を 監督し 非違を が 
ホす る. が爲 めの黃 問會 さへ 開か 
れぬ制 巧で 巧 政 部 偏 里 S 思想に 
化れ つ i あるのは 勿論 威服し 得 
U いけれ 共ホ國 上院 まじ 立を 部 
巧 能 主義に 囚 はれ 化の 權 化を 侵 
犯して 禪ら ざるが 如き 態 巧は 遵 
ましき お 象 ごは I 阳 はれ；；* い。 


^5^カ ィ ち I 

ブー フン 


も 入 間して 

ス內閣 成立 


ブリアー ン 氏が 外相 就任 


户ブ 1 十と 日發 ：：= フランスの i 

が內閣 はを が 上 院議を パン 片ゲ 

エ！ 氏組瞄 せんどして あたさず 

前 首が プリ ァンに 組魄じ 着手し 

たる も 夕數黨 でぁ > る 

社 會|黑 が 媛 助を 差を へれ 

ので 巧が 無內關 のが 態 ど。 つた 

が お 最初 辭 退した バン 八ダエ 

—氏ピブ リ ァーン巧皮び大戰中 

親獨 政策を 標 巧して 濁 採の 嫌疑 

を 受け 政を 的 じ 亡が 中なら しら 

エリォ ー 内閲の 成立 ど 神 時じ特 

澈の 恩典に おした ョセフ •ヵィ 

1 氏が 藏 相の が卡を 占める i 

と；； 6 ち、 遂にぶ のかき 內閣が 成 

なした。 


首 巧 兼 陸相 バン 八 ゲュ— 

外が 大を ブリア！ ン 

巧 法 大巧 ステー グ 

文部大臣 デ •'モン ジ— 

内務大臣 シ ユラ メブ クー 

商 格 大臣 シュ メック 

海軍 大お ボ r グ 

殖お 大臣 へ！ ゼ 

農務 大臣 グュ ランド 

をみ 大お ラゲ A — グ 

勞 働乂臣 デュ ラフ ォア^ — 

± 地 大臣 デー リズ 

養を 乂臣 アブ リォ 1 

大藏 大臣 々ィョ ー 

パン^ ゲ A I 氏は 最初 ょら カィ 

ョ ー の 入閣を 條 かごして 組踞じ 
着手した ので あるが、 

新 外相 じ ブリア！ ン 氏を 

入閒 せしめる までには 非常に 苦 

必し殊 じブ® 'ア ー ン巧 ど々 ィ 3 

氏は 舊 政敵の 間柄で あ b なつ 

て巧历 0 入 觸は化 人のを 怪 どす， 

る 巧で あるが 新 首相は 上院 繰縱 1 

策 ごして 右傾 波じブ 9 ア ー ン巧 

を 左傾 派 じ々 ィ 3 1 巧を 入閣せ 

しめ やん ば 到底 新 載 策を 施す 能 

はざる 率 巧が あつたからで をる 

がして々 ィ a »氏の政お的お活 

は 巧に エ プォー 巧醒 化な 當 時ょ 

ら豫测 されて ゐた 巧で あつて、 

これ じ攸 6 雑 曾を 解散ず る わか 

き 機 會は随 めて 勘 なくなつ た 巧 

で ホる。 巧 ほ カ イヨ ー 氏は 親任 

ご 巧に 化 づ巧资 の 整理を 嘶 巧す 

る ど 同時に 掛外戰 がを なのの 却 

を 涉じ者 手すべし と 巧 明した。 


'轿 かを 化 用 かじ 

米 歐巧目 

板挟みの 國務省 

ヮシントン 十六 日 後 U 乂鹽大 

藏 省は 先 期證會 じて 姐 過した 

かく 今後 歐洲化 他の が 外 じ大藏 

省官 虫を 外巧官 どして 派遣ず 

i どリら 選を 人員 約十餘 あの 下 

任命を 終 b 旣 じこれ を 國務省 

姻附 したが、 喊洲 を國は 右の 新 

外交官 巧 用 かは 米 國が將 ホ歐测 

ょ 6 の 輸入な 觸稅 引上げ じ對し 

軟洲の 製を 姑を 豫め 調査す る爲 

めじ 巧つ たもので める ごい ふな 

煤から 敏激 じほ 對し旣 じ 瑞西政 

府 かかき これが 報な 策を 公然 誰 

じ お 化のを 府 も國務 省じ勒 して 

非を 式 じ 不滿の 意を 逆吿し 鶏を 

じ' が もては 瑞 西と 同 構の 行動を 

採る じ まら 自然 外を 上に も 好ま 

しからざる 影 攀を與 わ る 形勢 じ 

あるので 國務 省は 板狹 みのをで 

あるが、 大藏省 側では 旣 じ證會 

化ら て 法 かごな つた 0 上國務 
省は 凡ゆる 障 善を 排 して 大藏外 
夕 をの 巧 用を 外國 政府に 姐吿し 

外を 官 ごしての 特 權を賊 おすべ 

きで ある ご 强腰じ 出で、 巧 一歐 

洲が 報な 的 手段に ぶぶならば 相 

當の對 策 あらと 威 脅 的 態 巧に 及 
んでゐ るが、 結局 欧洲は これを 
承認す るの 外な しご ま おして ゐ 

る。 而 して 大藏 外を 官の權 能 中 

じは 製造品の 生を 品に 就て は大 

化 館より 外務省を 經 由して 明答 

を ホめ る i が 巧 ホる やう じな つ 

て ゐる〇 


【二】 。シア 政 巧は 平時の 際アの ボリス 皇 ホは ぶ：：： 巧 郊を自 
VJ 雖 U 本 化 府じ對 し U ぶじ 危害. 動 車に て 散策し ソフ キアに 歸 が 
を； 5$ ばす が 如き 外國 のが 空計盡 しつ i わる 途上 突然ち 人の 閑澳 
を 採 かし じる おを これを 巧碟 すょ b 短銃 じて 亂 がされ 同 乘 して 
る もの どず。 間が に。 シア 領± ゐ た 千 九酉サ ーー ー年の スタ モ ビス 
A じがけ る 外 越 人の 飛 巧 機 修構キ ーみ閱 を 解の 指 海 者で あつた 
所ホ設 をを 嚴 禁ず。 ダ P ゲレ フ將 軍は 即死し 述轉手 _ 
ご 二】 H 本 お 船が。 シア 領が 及び ソ .フキ ア憐物 館を ィツ チェ 
み じ 瓶 泊す る睽宮 由 じ 無線 带信フ 巧は 電 傷を 蒙ら 一 嘴は 皇 ホの^ 

化 用を 許 叫し、 ゲ ラジオ スト ツロ裝 を 掠めた るら 豪を U 農 ホは 
ク 内に：：： 本は 側 人的し 船渠を 布 自ら 自動車を 速 牌 せんどし じる 

設し 得る もの こす。 . がタィ^ をが 撃され て 動か や 

(四】：：： 本は 八— マニアの ベ 巧 柄疾ま 中で あつた 郵便 扫 動ず 
サラビア 併合 じ批淮 せざる， とを じ 飛 乘ら皇 ホ 自ら 率を 嚮 して 最 
宣誓し 且つ n シア 政府が 承認せ 窗の 軍隊を お 集し 死傷者の 收お 
一切の 幽境 線 協定に 反對 すじ 着手し 漸< 犯人 一人を 逮 補し’ 
べき ミを 臨 約ず。 たが、 六ん のの 漢が おしてみ を 
【ぶ】 H 本は 國際聯 盛 じがて 黨 貴で あるか、 郵化 自動車を 强 
シアの 巧 權を擁 諮し、 特に 目 奪 せんごし たる 盜賊 の一國 であ 
で 波 蘭の 施が-し 處 しつ-- ある 白つ たか も おがして ゐ ない。 
義に對 する り シア' 政府の 耍 ホを ソフ キア 十 - V り强 u 昨日が リ 
援助す る もの ごす。 ス 皇帝の 暗殺 ホ遂 騒ぎに て 邸 死 一 

で ハ】 日本は 沿海州の 鑛山發 したる ダ。 1, ネ レフ お 軍の 葬儀 
掘 權义び 漁業 權じ 就て ち 利に 契は 今 タク ラグ 寺院 じ 於て 舉行さ 
約し 得る もの ごす。 れ巧 外のを 十-を 列し 葬 禮の愚 中' 
シン トン 十五 U 獲；；；：： 囊じ化 じ 轟然た る 響を 發 して 爆裂 彈が 
藥 太の 油 出利權 契約を。 シア 政發 火し 首が ッ アコ ノフ氏 、陸相 


一秋 父宮妃 內を寸 

ま 京 特電 十六 報 か 新聞 
はかず 大使の 姪に 嵩る 巧を 雜主 
松 ホ 化ち f 橘 長女 J し子姬 (十 
八歲) がが 父を がに 巧を しわ ど 
報じた。 

海 単が 異動 發表 

ま 京 特電 十六 日發 U がず お 動 
が々 日 左の 如く 懲ぶ さいた。 

が 軍み 官 をが 淸种 
補吳鎭 ザが 巧 か 長官 

海軍 中 お 乂巧岑 生 
補 海軍み を 

が 軍大將 鈴 木 貫太郞 
補 海軍々 み 部長 

が 軍 中 お 巧武 一二 郞 
補佐 化が 鎭ず府 司令を 宮 

が 軍乂將 巧 下 勇 
お あ乂將 搏お主 
が 軍大將 山 下 源太郎 
補 軍事を 證官 (を 通) 


民の 遇 お權ご 巧を の締 園を 捣大一 
すべし ど 言明した 0 

人 U 八 巧 巧增加 

ワン ン トン 十五；：： を；：：： 嫂 巧 省 
調を r W れだ 本年と g の ホ网人 
口 見 巧は 一 惊ーモ ーニ 巧 五十 巧ん 
じ逮 すべ < 千 义け化 年 巧 阔势調 
を當 時ょりも 約 八な 巧 人の お 孤 
じして 右の 中二 巧 万人は 移民、 
六な 巧 人は お ホ 数で あるが、 巧 
むじ 對 ずる 出を 及が 外が 化に 掛 
すろ 移民の 比率は 漸か 低下す る 
傾 巧を 示して ゐ るが、' 新 移民 制 
限の おおは 千 化な 加年の 阔勢調 
査當怕 じ 始めて をの 眞 相を 知ら 
哥る であらぅ ご稱 して ゐる〇 

婦人 外交官な 命 

シン トン 十五 日を = 國務省 
は 今朝 だか 乂孩使 舘附參 事官、 

I 書， 班官 、領事 等の 異動ぶ び榮轉 
j 數 件を 薄 表し K が、 先年 外を 官 
試驗 じを 格 後廟務 省の ラテン* 
々誤に 勤務 中の' クシ グ* 
アツ チヤ ー ソン 嫂 (化)) は今圓 


みか 圃聯 巧」 は、 0 シァ 語の r ソ 

ユ 1 ズ、 ソゲ イエー ツ スキ フ、 
ソチ アリス チ） ナエ ヌキフ 、レ 
ス プ！ブ 9 ス ク」 のをお字だけ 
は 取つて ご 001 MS m WR ) の 
四夕を W ておし 「0 ンァ 就會ホ 
義 聯盟 ジ ゲィェ ット共 か 願」 は 

ロシア語の 「。シ 1 ス カャ、 ソ 
チア 9 スナ I チ ニス カヤ、 フエ 
デラ チー ゲ ナヤ、 ソゲ イエ— ツ 
ス 々ャ 、レス プ 1 ブリス カ」 の 

を 頭字 だけ' を 取つて W 0 W 0 P 
( RS 1 FS 11) の 五 字を なて した 
からょ くこれ を隔 別し なければ 
ならの 0 

ソグィ ェッ ト社 會ま義 おぉ 國 
聯邦の 組織は、 巧 國の勞 働を を 
一個の 世界的 化 會ま義 ソゲ ィェ 
ツト共 か國じ 結を せんごす る 第 

''ホの 試みで ぁつて、 をの 紐 織 

じは 現在の 化ての 化 會ま義 ソゲ 
ィ ユット 共和 國は 勿論 將ホ 起る 

一べき ッ ゲイェ ット共 か 固 も加閣 

する i が 出 ホる やうな 巧 化な 意 

義を脊 して ゐ る。 

骑巧 憲法の 第一 部は 聯邦 紐爲 
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府 ょり 破棄され た シンクレアー々 グ 3 ッフ氏 其 他 約數十 名は 負 

巧油會 社は 近く これを 上吿 すべ 傷し 廿 人の 即 巧者を 生じた が、 

目下 手續 中で あるが、 大統領 爆 彈の化 入は 巧を 驚；：^ る， とお お 
及び 國務 長官 ケ 0 ツグ 氏は 今回し ソ フネ ア巿は 直* りじ 戒巌 みを 
の； n 露 協約は M 等 極東の 門口 閱 を 布 さる i じ まつた 
放 主義に 違反せ 中 ご 解釋し 居る 


シンク ンァ I 侧の願 間 辯 護 十 
ランシング 巧の 抗 藩に 豁 ずる 國 
務 省の 巧 答は 正 まじ 强 表され 运 
ら や。 尙ほ 最近 化權 太の 利權じ 
關 しお 人 經營の 二が 鹽は千 化な 


。へ ルリ 提督 

と 十 周年 祭 

.米國 大使 も 臨席 

策を 十ち 日を：：：：： 本 H はぺ术 q 


、野 田を 岡 崎 入閣 

東京 特電 十六 〇 發 U 宇垣 陸相 

I 犬 養遞相 等の 蛛旋で 野 巧 卯太朗 ， 5ぶミじ 4さ - ゴ1 ; 

'巧 工大 度、 阀 崎巧輔 農が 大民 W S ま 書記官 どして ベ グンを 使 館じ關 する 宣言 じか i げられ てゐ 
なら 人 遺」 て 達 妥踪を 見を 馨を命 せらた か、 ホ 國な府 を、 二 sf 」 於て 聯邦を 組 
1 1- rT ミを 1 ~ が 婦人 外を 官を巧 命した のは 機 織す る じ 至つ た 理由が かの かく 

高 旧 全社 員 誠 首 を 化て 第一 人を ごする。 が ほ婦ま 巧され ミる 
東京 特電 十六 日發 U 高 田 巧會ん 外を 官試驗 じを 格した 第二 人 〔一】 を 共 か 留が倘 則 的 じを 
はを 化 員 一千 名を 賊首 した。 目の バチ ー •フキ^ ド 壊 (サ 四) 離して ゐ ては、 國 投經濟 のな 
な。 本 月よ 日 高 旧 商 會ち京 本は 佛 語に 堪能で 當 をの 間は 國務 興ょ 到底 聲み 得られない ミ。 

• — • ‘ J ご—' ■ •tj ‘ ’こ— • * ~ ~s 3 s ■ _ : 1 f — - 3 .w 一, 二 3 i ■ 


ジ S 露 Sii の 約を 梶提 5 がけ 旧 じ^ 

ごして' 。ン ァの掛 外— じ 凿すも 幸 年 巨に 相當 占 民は 擧つ 
る 優 化 權をま 張し を— 蠢外バ 盛 け;^。^ 寡を 執 巧し f 古' 


赴ょ ら當 地ち 店 じ 宛て 着した 省の 歐渊 課に 化勸 する 當 である 

る 特電 じあれば 巧 商 貪の 整理 

は旣じ 用意 方 端 進 巧 中で ある 

から 盛から や發 をの 時機 じ 達 I 

する 尝 である £。 I 口 


シア. 山 

聯邦 組織の 要点 


を N 補々 巷 達す が ス . r " - - ミ t * • 击 巧 ミ-を 泣-**.^ こた？ を、 

張 ミ 吳縣軍 

妙む 握手 

ま郝 統一の 爲 めじ 
りン ドン 十六 U 發 ：！：： 最近 化 京 


お宮が の 御懷継 

ま 京 特電 十 ホ 日を U 東宮 妃帶 今 阿 H 露條 約の 正文が 發 表せ 
下 御 懐が あら 宮内省は 五な 巧 られた 時、 相手 國の 名稱 がソグ 


イ ぶツト •ロン アで なく、 ソゲ 

イ H ット社 會ま義 輿 和顯聯 がご 
なつて るるのを 見て 多くの 人は 


から 外を 筋に 達した 情報に 化れ 
ば、 永年 聰 をの 妾で 支 邪の 統 
を觀 しつ ミ もつ た 己 命の 雄將吳 
佩 孚將軍 ど 滿洲の 張 作霖將 軍は 
ざ ぅを ら搔 ずす る らしく 目下 策 


意に 浓- て涵繼 島風 じ 搂乘、 郵便 飛 巧を 開始 す- 一';; ミ ー: ミ-ミ‘ 

住民の 熱誠なる 歡迎 をを け ペグ まを 特電 十六 日發 U 廿 H ょら 奇異の 威を 抱いた やぅで ある。 

リ 提督 及び タゥン センド •-リ を 巧た 阪 ，大酸 福 岡 間の 郵梗飛 現じ これに 就て 質問した 人 も 巧で あ 
ス 巧が 關港こ 就て 談巧 しじる 後 巧關始 さる。 ，一 
K 氏が 化 居して ゐた 寺院に 則； 封'、、 

蠢 して 馨し 海軍 病院を 簡爾わ 瀬ろ 翅出づ 

後歡迎 委員 約な 人と 共 じ パ ブス n ン ドン 十と りを U 英國 海軍 


ごご 資本 ま 義的包 園に 勒し 
て、 ソグィ ユットを 共 か國の 
統一 戰 線を 儀がず るの ぶ 要な 
こど 0 

で 二】 をの 階級 的 お 質 じがて 
國隙 的なる ソゲ ィ卫 ブト 政權 
を 確立す る io 
な 上の 理由に 化つ て、 ソ ゲィ 
ェ ブトを み 和 國の聯 巧 組織を を 
る じ まつた ので ある。 

を 巧 聯邦を 組織して ゐる ソゲ 
イエ ット みか 國は 次の 四 巧和國 


會加邮 9 
巧 L パ g 
尾 C ； お W 

ホ C 化’ 加 

S 説 

が km 


■化 

側 測 

随1 戸 

TC gw 

逆*^ 

線 W 


氏が 最も 愛 巧した 日本 巧 巧の 缕の 大型 飛行船 Z •化 S 號は巧 巧 
應を 受け、 巧 じ 入 b ては 酣近 みの 大義 戚じ 煽られて マストを 離 
學重其 他 約 五 千 人の 提な巧 巧、 れ 見る見る 中に 化 解 ホ おじ 飛ん 

ごり 。隣 r をら し rrrf ま仕攝 煙火 等の 餘興 あら、 塞の だが 乘組 員廿 人は が 巧 ごな b て ミ ： J ’： ’ 面— =1;.. 

聲は天地&き 村2ゎ|み 大風£抗中で||ド浓れ 聯愛|がお《て据|認さ 
畫 々頻 b し睹 中飛 躍を 試 孚じ滿 もて ゐち ば 的 ほ 十 養 間の 飛 巧に 耐わ 得れた のは、 j 九 ニニ 年 十二月 廿 

る ガソリンを 有し 適當 なる 窘陸 六日のを 露ツ ゲイ ュプト 大會こ 


な b あつた 。で、 これを 機會じ 
一般的 じ 新 聯邦 組織の i を 一通 一 
說明 しおく 必要が ある ご 思 ふ 
をれ を 知つ てゐ なければ、 今後 
シアを 巧手 じ 化 事を ずる 上 じ 
於て 非常な 不便を 威 やる からで 
みる 

ツグ イエ ブト 祖會 主義 共か题 


張 1 


巧び 撥が る 

密約 風 謙 

円 露 協を じ附加 

パリ ー 十六 H 發 ；：：： 當地外 巧 ホ 

じて 風が される 巧 じ 娘る と襄じ 

締結され た 曰 絶 新除定 じは をの 

附加條 項 どして ぶの 如き 軍事的 

密約が がな して ゐ る。 

〔一) 0 ンア极 がは 若し 日本 

が 外闽と 開戟の 煤を n ンア巧 止 

內じ替 陸した るか 厨 飛 巧 機は こ 

れを 抑留す る'。 


ゐ るが、 を 協の ま 磯 ごして、 
作霖の 位置は、 

支那の 統一は 到底 痛 蒙から こ 
れを なし 能は ない 主を 認めて 
ゐ るが 左ち ご. て 奉 天を 離れる I 

氣 もない から 自然 大總統 たる 

べき 巧必を 拾て、 この 椅子を 

お 佩を 將軍じ 輿' ゎる。 

どい ふじ 掛し 吳將 軍の 位置は、 

民國 大總統 S して 自由に 腕を 

振 はんご 欲すれば お 力が 背後 

じない 0 上 駄目で ある。 而か 

も自 をは 旣じ軍 力を 失つ てむ 

るので あるから、 今後 大總統 

就任 後は 自己の 賴る 武力は こ 

れを張 作霖じ 一任す る。 

どい ふじ あるが、 このを 協 策は 

非常 じな 目を おいて ゐる 


ブグ ダリア 皇帝 


暗殺未遂 


新 軍 遮 布設じ 

英 外が 釋巧 

日本 國隙 聯盟 踪會へ 


おを 探して ゐる ど- 


おち 米な 使ぉ發 

化 京 十六 日を U 4 r 回獨逸 大使 
東京 十 ホ 日發 =: 日本 國隙 騎盟 じ榮轉 した 駐支 ホ 國を使 ジャコ 

協會は 會長德 川を 達を 其 他 朝野 ブ •シユ ー グ マン 搏± は 今朝を 

名 ± の 連署ょ b なる を 文の 書面 國外巧 猫 及び 夕數 官民のを 送ち 

を 英國か 相 ナヤ ムバ ー レン 巧に をを けて 出を したが、 上海ょ 

をを し 英國の シン ボボー グを 港乘 贈して 歸ホ する 當 でぁる 

の巧設 じがて 抗議 中で ぁつたが 

チャ ム パ， ンン 氏は 鳥巢ぉ 軍々 露國 i 地 法 更改 

將が 曾て 本 間 越に 言 皮し 英國の ベ 八 リン 十五 U を：： = モス々 ウ 


がて r ゐ つた。 をして 翌 一丸 二 
一一 一年と 巧 六日の 聯邦 ジ ゲイ ホ ッ 


〔一】 。シァ 社 會ま義 蹄盟ッ 
ゲイ ゴット 共が 國 (ッダ イエ 

ツト • 巧 ンア) 

〔二】 ゥクライナ 社會 ま義ジ 
グイ H ット 共を 國。 

〔一二】 ベ 0 •日 シァ 社 會ま義 

ソ ダイエット 共 巧國〇 
〔四】 ザ •々フ ガス 社 會ま義 

聯盟 ソゲ イ ユット 共和 國。 
ホの 內〇 シア 社會ま 義蹄盟 
ゲイェ. ブト 化 ハ か 固と ザ •カフ ガ 

K 社 會ま義 聯盟 ソゲ イ S ット共 

か國 どが、 時 じ 聯盟 ごな つて ゐ 


立媒 の正當 を力說 した 点を 擧 ホ： ょらの 報道 じ 化れば C シア 磬民 

て 日本 ご シン ガポ ー グの匪 離は は勞農 孜府が 最近 親經濟 政策を 

一 一千 五巧哩 じして 何等 こめ 遠 陽 採用し 工場、 鑛山其 化の 自由化 

地じ軍港を布設ずる^は日本の_ 引じ關聯しおなが產權の回俊を 

威 脅 じなる どい ふ 理由は ない ご 窓 ホした るが 制 巧のを 巧に 對し 

て 兩國の 一が 人 ± が この 距離を 農作 化の なを 公認を ま 張し つ 

考 霞せ ずして 徒ら じ骚 ぐのは 盤を b たるが 昨日の 地方 農 お 化 お 
減 どす る 巧で ある ど 辯 明した が會證 じがて 共產黨 領袖 スタ リン 

協會 側では 外相の 辯 巧は 日本の おは 近く 農 技 じ おしては サ 年ょ 

掛漢 一人を 逮補 眞盧じ 觸れず ご；^ し 重ねて 抗證 - f 四十 年 じ 甚る壬 地所ち をを 託 

ツフ キア 十五 H を： Z ； ブグ ボブを をす る 堂で ある。 ^-^るじ至るべしご說き更らじを 


可 ホされ て、 これ じ 化つ て聯巧 i 

組織が をを じ 確立され たので を 

巧 巧 巧々 が 普通 じッ ゲイで 
ツト • 0 シア V 一巧んで ゐる 「口 
シア te 會ま義 聯盟 ソゲ イエ ブ 


第二 赢じ がて 王 章 幸る のち 裏 か 園が 巧 じ 示す や 

ニケ 條 からが る 聯邦 憲法が 制を ぅな 聯盟 組織で あるからで わる 

觀 の が ミ 外 

♦ィ！ スタ ー の 化禮式 じか 師 

さんが 威 極つ て 注いだ 化が 襟く 

びじ 浸水して 時なら 0 笑 聲〇今 

みか 國」 は、 聯邦 國內 じがて はを は 一層 バス タッ ブで 洗瞒 まを 

單じ一 聯巧國 たる に過ぎないの 擧巧 する じ 限る 。 I 
であつ て、 巧して を 聯邦を 巧を ♦日本で もこの 巧 漸く 鄰便飛 

する ものでは ない。 で、 をのを 巧が 開 姑され る 機 じな つた。 お 

は圃を 重要の 問題は、 外 巧を 始行 機と 云へ ぶ墜 をを 聯想せ しめ 

めを 算 其他聯 巧じ關 する 一切の た當 時を 巧 顧 すれば 威慨 無鱼。 
問題は、 化て 聯邦 政府の 名を な ♦が 育で 天才 的 じ 恵まれた ソ 
つて 化ら きめてなる。 をれ を 化 プラノ の渡邊 どし モ さんが 满曜 
だ 通 b ソゲ ィエ ブト •ロン ァだ をを ホる 廿八 日に 開く。 時は こ 
けの 息 ホに 解 しれら、 とんで もれ 燥 春、 これを 化 切ち じで ぅや 
ない 間違で あるから、 大じ注 盛ら あ もら こもらから 天才 W 、 じ 
すべきを である。 よき —ゴ ずを 吹く 時節に なつ 
通常 「ソゲ ィエ ブト 社會 まを て 芽出度し 


-リ 

-む 

3 

2 

2 


會邮 ’ M 

人 . i わ 
本心 礼 
日難训 

如 5 
育 如^ 


削 


6 

おな 


抑 


巧 

ま 

育 

0 

お 

倉 

大 




& ^ 


9 

0^ 

9 

0^ 

9 

2 

2 


& ぉ心 g " 觀 
食 紐 a h "2 

ま會 li 抓 

株 補 | i 抑 


U 


Y 




比 わ ^ S 
廚 ，5 W 巧 

會 K L 巧 船 

が 0 揉 

事 咖 

奇 S 地 化： 

巧 ； S W 
麦： 1 .P 

•I 




一^ 脚 2 が 

画 i 蔬 

鱗端一 

建 Til 
巧 . ssv 
事献ぷ 

.21 

技 


S 

旨 

ま 


社 

E 

事*^ 

巧.！ 

原咖 

乂 


化 刷 
h 

C d 
げ n 

邮邮 
日む 
3 し 


化 

會 


が 巧 • 
巧 翻 パ 
溢を ， i 


I 灌 


を事耐 

洲齡^ りん 
浦が 加 T 

巧 cS 



lmo!o Br 紙， ! ne. 

(Formerly 抽が 加が hi & む.） 

1? East 1?Hi St: U. 
Tel. Sluyvesanf おお 


Y . げ〇 

1 お E がけ 3rd 化 
む r. Lexin が ！ in 4ve., 


NIPPON TAILORING CO. 

3 郎 W. 5 お h が . 

Tel. Columbus が 73 



巧專 節調鑛 腿に 並腺檢 

F. I. FREDERICS CO. 

臀科腿 學大狸 比倫 右 
1 が t 础 Ut. お W York 

1144 3rd 4ve., bd. 6 お h-87ih お s. 


S.Yoki) 化 B.G. 

104 W. お nd が . 
Tei. Riverside がが 


矢 

重 

孝 


夕 

甘 

プ 

ラ 

ク 

夕 


が每 

聞 

は曜 
前嚴 
約 ± 

の® 

事を 

後 


YUKIO MSHIMURA, M. G. 

314 Wed 1 11th お r 細 
Tei. Monument 0279 

攘治揉 學科經 神 

そを 筋、 赔按 、摩 按流本 H 

么ジ ノン カデメ 、ジー サツ マを 典瑞 
療爸氣 带び父 水 〇 スクツ テス ナ 
藥卒 院學ー ピラ シオ ジイ フ典瑞 育が 

男 幸 村 西 S 

て じを 旨は 义張出 療治 
乘吉張ぉ〇雜二巧一は方御の人本〇 


! Motoi 1 suchiya dm . u , 
118 St, Stephen St. 

Boston Mass. 

TeL BaG!(lmy 1 的 3§ 


至 g 秀 

を 牛 接 
S ! 間 
八 二 
時時 


，蘭 

工科 

谷醫 


K. Iwamoto, M. D. 

114 W. 70 th St. 

Tei, Trafalgar 0352 

KANZO OGURI M,a 

214 Hi か St. Brmjki が 
お !. む隔 beHand 1 Q 3 {i 

TOYO TSUGARU 

Scie 打 fciiic Japanese iVIa お eur. 

74 W. 城 比 み rest, 

Phone. Schuyl が 93 の 

y ノ ^ を 卜 K S 午 午き 參 

願院學 ず ^ lUi 师 
上 戴 及 九 二 
娱 務び j" 時時 

— 竿 

紐 

お 育 J ： ; 午 午 .A 
ボ溝お 後 親 診 

3 五 7 パ、 察 

ン街ラ 生み 乂 S 
搞バ 病ッ粟 時時 籍 
院 ラ院！ 畜给 1 ! を 1 
勤 ン勤病 巧 八十 
お ドお院 ニニ 時時 

電 西る 韓 し自 上に 第 霜 其 , 做 が ^ 巾 U 两 鬻 2 ： 
話、 可 富ま 宅 ま お 御め 他 緊替旣 本 器用を 

々を 雄。 て 。親 庭應 おみ 骨 貼 忘 号 ^ 
イ目お 口 も 前切义 じがな うリが ホを ^ 

ラ貴輕 施 約に は御療 冀ろゥ if ' て 源 

ア岳宙 術の治 ホ带治芳 み マお ' 、>/% 
查 を 恶 い ホ療テ 詔の ひ d チ脫 シぶ奇 
を 化が たは 申 ィンみ 御 柄ス 


NARA TRADING 朗 . 

4 も 47 E. 20 比 St. 

Tel. Caledonia が 巧 


Nippon Dry Goods Co, 

1261 む oadway, City, Cor . お st St. 
Telephone P お n. 5958 
Room BSS1 


Mi な . お anctie Fi かが 

1264 Lex. Ave. Cor. 85 th St. 


授敎語 英人婦 


Sats リ m CoMimy 

2518 Broadway ， N. Y Ci けむ t. 9 わ h か 


Dr. G, 比 Ma パ ] i 打 

O E N て （ S T 
743 U’xingkm む もむ r , 如 th St 
Phone Regent 2 が？ 


DR. H •ん GARDNER 

DENTIST 

6S8 Madison iWe.Sd 80-81 おおん 
TeL Regent 7186 


T. KASA! 

Marchant 

Tailor 

が 

TIMES B お LO 削 
Room 304 
NEW YORK 

Phone 
むが nt おけ 


JAPAN ART STUOi な 
824 LEKIGS 阳 N が E . も Y. 

TEL PUZA 4538 


日首窝 
本節 等 PI 
服 おお： も f 
裁 ^ > 術 M 

縫； ぉ舞 

グ ホス 


他 術 H 
裝お本 

豐 M 美 

"n 乂那 
用寶 
皆 玉 
錦 製 
其 美 



削 ElfS & PERRY 

3 Maiden Lane N. Y 。 
て 細 冶鑛艱 金に 幷お禪 j 金 

類 お賓匠 意新最 


車 動宮貸 



SATSUMA COMPANY 

2518 8’v 巧 y Si iy Tel. Biversi む 8822 

御 商 •間 呵大郊 間が ホ 
呼會薩 化勉外 十五 內 
お 乞/ 擧候强 も _ 盛時 搪 


New York Auto Schoo ミ 
228 Second む も， むし 14 化 SL 



Koike Studio 

が 7 5 化む も 
Cor. お 化な . 

下 eL Caledloni 江 6394 


I んし CEASA も M.D. 

109 E 巧 t 8 ? 扣 おけ お 
8 お . Park を Uidn 如 り むが 
Tei. Lenox お ? 3 

p 1 喉 晒 鼻 耳 ! 

間 時 察 診 
午 正 ま 時 十 前午自 
時 八 至 時 六 後午自 


KOSHIBA 

STUDIO 

舘眞 寫柴小 

B81 Fifi い 化， 

Tel. Plaza お 12 

わ anch な udio 
Westminster Street, 
れ〇が 抓 ce R. i. 


號 四が . 円 一 J. - _ を 隸 新^ 育 縱 C 円 嗎尘〕 日 八十 巧四キ 四十 正大 [ 二〕 


日本 

洋服 巧 

時 旧 信み 郎 
化 本が 


衷五十 一二 了 目 


一二 一一 


が 


洋服 巧 


嘗 を 

ドド さ 3. 

プラザ 


な ハ ニニ 


H 本 陶磁器 
雜貨 類卸賣 

井元 

ブラザ^ — ス 


許論1.1^ ,^毎巧十》を巧 
雜誌卜 一部 十 化 

ミで St 岩 th 芭. N . 一. 妄 


艦み を 巧 おおが 御用達 

遠 藤 小刀 商會 


這 B 吕 至 ま y 严 Y-city 
ジ ー . W 呈 eh を 妄 ご 


稅關 事務 取扱 

WILLIAM L. 呈ち & Go., 

さ〇ヨ 12 泛 ご Br 苦を さ呈 y- 

さ呈 巧ぎ W! 忌 6 夏 n 9136 IW 夏 


位 > 1 
h M お 

心 柳.！ 側 
ぶ 一 巧が 

h む 

r S 1. J B 

y W j w 
a a 4 如 

a w M む 
u のぶ 

M 茄 

に 


稅關 事務， 

おがを 地が じ 全 世 
ホの 僚 お 入 ホ 法 じ 
熙 する 一切の 御 諮 
問に 應 じ、 巧道激 
船 貨物 迷 貸ぶ お 化 
表 稅關手 績書等 進 
呈 す、 重要 都 おじ 
化 巧 巧を ちし 誠 さ 
敏速 御用み じ應や 

保驗 取扱 


♦ 蕾 籍寺雜 誌 ♦新規 
縱错 まを 開 
執を 午前 丸 時より 午 居 五特を 

總脊日 本人 會 

西 五十と 了 目 二 五 〇 を 

遍話サ アクグ 八 I 九 0 化 I 


な 留靑年 巧 おの 樹ホ 

ミ 人 靑年會 

巧 W ■ 苦ず 芭 _ ぎ claff S 4 


大紐寮 a 本人 

基督 敎靑 年會 

蓄 E. 置 Ih St. N. 二 さ . 
ぎ ミ za 8 呈 


巧 巧 おを H 曲 U 午を 八 時 
祈が を 木 WH 午を 八 時 
け 話 食 ±赌《 午を 八 時 
をを、 圈街垂 、娛樂 まの 鼓 お ホち 
ホ賓 を飮迎 ず、 を 館を が 麻せ i 
牧師 川が を】 

U 本人を 督敎 候道會 

102 W. 12 ぎ i 穿， N. Y.City 
Trel. Moruin ち id 《至 S 

日本人 § 敎會 I 

牧師 川な 末么進 
幹事 此川 溝】 

言 nese M. E. Church & || だ t. 

ち 3 W . 皇 St. Tel. Clarkson 一吉 1 
插拜說 を 日限 H 午後 八阳 
斬禱 を 水昭 H 午を 八 時 
裁縫 會火礎 H 午後 二 時 
♦寄宿 を 

位 潭をお 比亞を 数み 下がを 十 
五 サ學生 會化員 旅 巧 客 • し 最適 I 
設滿圈 黨雜茲 新聞 反を 裙娛 幾； 
を 簡易 食を あら . .一 
便を 踏 お巧旋 、旅 あま 巧， を帷； 
事柴 調査、 が 化 巧 事相 毁み旋 I 
等 阅胞諸 巧の 巧を を 歓迎す 




.. 0 . 

替 i 


も -! 

^ Y 

郎訓嚇 も i 

|11 车 

な 細 W 入 

が S 5 

n 智； 

.l:r お； 

んの .貧 


T 


▽り 曜 H 
聖蓄硏 お： 止サ 
共 潮 島 夕* 巧 ホ 
禮拜說 が $ 巧 
▽ ± 巧 9 
謀 お 巧 又は 茶 
話 食 夕 八が 

を おが、 旅 わち 
お 巧 部、 人事 化 
ぶが ' 調ぁ駕 •爾 
装 間が 配 •吳說 
媒 縫敎授 。諸 課 
を 設けを 員、 ホ 
會 貴* 巧を 計る 


民 




〇 も-一 

A 1 
M ^ W 

を 

民？ 3 化 

ぶ W W 

E W 


K 


曰 


本 恥 
人雜 
お專 

を jpr-* 


が 

き 

小 

を 


h 

贏 

き 

ル 

お 



H 本な 具 

雜 貨卸賣 

祭 良 貿易商 會 


日本. 

ドラィ グ ブ 

蘭會 


稽を はお 十五 

他、 一二 四 週間 

じ 驚くべき 結 

柴 ぁ-^。 毎 H 

朝 九 時ょ b 夕 

九 時 迄 H 職 共 

十二 年の 經驗 

あ ら〇 


I 誦 一一 ___ 1— _________ ________ 

自ネを 知 诗を才 み < お 巧 一 占 

寶為そ 合參與 V みみ 刻^ 

クオ — んザ向 •た シン 妳討 四 割引 
し 7 ! ド •ハミ 如 トンが 評 を 刻 列 
が S 化、 念镇袁 がろ 刻 司 
題ぶ も 並 - が 屬 ぶ® 主贫 
•isl* ネ そふ 穗 を-が 筆 vv 刻；：： 7 I 

雜轉絲 の 瓜え 

ミ孩|9ゲてす<-卜 ち八ニニ 


齒科醫 

▼ 診察 時間 ▲ 

每 H( 日曜を 除く】 
午前 义時 i 十二 
時、 午後 一時 1 
水 継 午前 义 時 — 
午を 一怕 


齒 科！！ 

n 新式 無痛 治療 = 
多年の 經驗 をな て 
H 本人 諸君は 恃じ 
了 寧 避 切に 施術す • 

卜 マ — チン 


笠 ザ 洋服 巧 


書籍 一切 取次 

ホ网ぉ 版の 墓 緒は 化て 特別 剧引 
じて 巧 速に 取み ぎ 旅 巧者の 研を 
參考賓 巧の 書籍 黃集 等は 特に 御 
便を 取 針ら ひ 致 ホ 【幡 掏】 

H ぎを 正を 夕 

二 4 Nasi St こ TeL 田 eekman 芝 28 

成功の 秘訣 

ホ閣ま 英語を 語す 事 
は 成功の 第一義です - 
本校には H 本人 敎捜 
じ 慣れれ 專巧 婦人 敎 
師 あら 懇切 じ 會話通 
信 文 社を 語を 敎授し 
ます 0 - H 曜週 H おじ 
午前 化 時ょ b 午後 十 
時まで 開校し ーン 
スンと 十他づ to 今 
目な ちじ ホ 校 あれ。 
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自動を 修 
繪 及び 運 
轉を敎 が 

ライセン 
ス 保証す 
云 十五 弗 
速轉 ホは 
二十 五 巧 
晝 ぶが 擧 
兩 おあら 


か 


L 


〇 Y 

〇 化 

ご 

C M 

S n 

> to 

〇 巧 
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寫 


眞 


H 本人 部 
^ 9 _ — 廣 
鄉巧擔 巧 
懇 が 敎授 
夕と 時 開 
校勞 働を 
暇 勉學の 
巧 あを を 
裳 証書 授 
お 就職口 

無料 巧 掠 


現像 


燒か 


t — fTT : - 


紫 光堂 


五 ホ 


取次店 

柬 京商轉 

西 六十 あ 了 目 _ 

一四 9 . 


满眞 

第を 街 

凹 ご 一と 



メ ー シ ーは糾 ち 最大の デバー トメ ント商 巧で あ 
らます。 新ら しい 昇を 機 ど エス カレ タ ー は廣渦 
な 店 巧に がける 皆 樣のお 買物 じ 化を と 協 快と を 
巧へ てゐ ます 

化 店で 二 巧す る ものなら に メーシ ーでは- 
ホ 八十 八 仙 或は をれ 0 下で 買へ るを をで ぅ 
ぞ御 記憶 下さい 

H 本へ 御 荷物を 御 送ろ じな b たい 節 又は 御 巧 物 
-」際して御用の庭をはバ1ソナグ シ 3 ッピ ング 
ビュ？。1をぉ尋ね下さぃ、 親切じ御唯をを卽 
ち 主す 


〇 巧. 巧 巧 ZJH 巧 C 巧 CYA 

C 五 夏 PRA 马 草 

苦 7 でき 11 さ . ！ Is こ 2 nd St. 
TeL 至 ミ ray H 笠 2791 ぎ am 7 苦 


ク 

グ 


ホな 謙 次 

旨 午前 十！ 時を 午後 二 時 
時間外ぶ H 聰は 前約の 事 


ク 

グ 


村 瀬九廊 

萬 Ux 量 ミ！ We. N. Y. 呈 y 
穿 i‘ i& 3 h 穿 
ジー . 夏 宙薑ぎ さ 18 - 7 苦 8 


」0巧10 至 W OGC さ M . P 

二 1 Wesi 94 tn Si す W ジ品 
IfsL Riversitle おな & ジ量 er 養 ま 

知み 誘が 午前 九惦！ 午後-時 

舅 午 塗 ハ 甲 午後 S 

H 曜ぞ前 九 時 1 午後 四膊 

ド タト 小 莱乘ま 


9 

J 2 

巧 t が 
ssS S " イ 

: は S 3 
» 4 J ro 

h 7 3 

る 

To W 細 
Y が诚 

に 3 'e 

に W 


都を じ‘； 當 sj 

診察 

午後と 時 1 
H 曜は 前約 麻 


or . ) . P 吕 ~ 

176 を sberland St. 早 邑 至 n 
ぎ Gumbetiaiid だ 1 1 

み M 巧 午後 云 時よ らち 時 

讓 舅：！！ 曜は 前約 巧願误 

ドク トグ烏 見農彥 


磯科醫 

多年の 經驗 をな て 
最新式 お學 手術に 
堪能に て 信用 篤し 
： = 施術 巧 ® 廉 U 
日本人 諸 おじは 巧 
じ T 寧 懇切に 治療 

化ち 州を 認 
パ： ブル 1 ム 


- r . IR . Shishid 夕 D . D . W ， 

な W. 呈 h Si. ジ I. Enfft 二 芝 2 

識龍額| 巧 戶良二 

自 午前 九 時 ま 十二 持 
二’， を 一一 .1¢!: fcr 



. 正直と 親切 どを 育 どし 確實 

信用 ある 梅 品を 精選し 

■特別 廉 憤で 販賣 致します 

ゥォグ サム、 エ 'ル デン 四 割引 

实也ま 也て I 二替弓 

指輪 鑛 貴を 屬 並に 寶お 類】 切 

パ ミ 八 トン ' 時計、 パヮ！ ドィ 

リノ ィマが 計、 ぞ锦磨 時計 

クォ ー タ 1 マン 萬 年 拳 

王 バシャ 1 プ豁筆 

純銳器 並に 銀器 一切 
御歸 朝の 御 ±產 一切 
時計の 修錢 はが 険 が じて 確 賞 

じ 石 川 自身が 致します 

紐 育 ホ® 四十 二 了 目 四と 番 

四の 一二を 塞 ( 五 衔ど六 巧 間 ) 

お 川岸 商會 

電話べ ンシが バニ アム |ニ ニ 九 

Iswkawal— 巧 ishi OP ち 去 . さ nd St. 


建造 資お を 如 河 じすべ 

きかで ある。 邵も 之じ對 しては 
横を 線 じ 配す るの 隻 のみ じても 
約 五 千を 巧阳 ごい ふちが を 要す 
る 許ち でな < とが 速 和 維 梓费ら 
比较 巧を 大 で、 矮利 @ 社 どして 
は 到底 獨力 之を 克 くす る處 でな 
いから、 を间 後の 郵船は 政府ょ 
ら 之が ためじ 每年化 當夕额 の 補 
助を 仰がねば ならの なる。 
そこで 右の ホ 針に をいて 郵船で 
は 補助に 關 して あがの 巧 意を 促 
がず を 急務な b ごし、 遂に 二 巧 
二日： 3 本 工業 お 樂 報じ 於け る澀 
澤 、鄕 、か 上 S ち 頭の 初 巧を 會 
を 是るじ まつた。 此結裝 一二 巧と 
も 大体 意見 一致 t たので 更にを 
を お 崎 氏 じ 諮 も、 優秀 船の 建造 
じ對 ずる 政府の 補助 巧 確立の た 
め 速 議案 攪 おどい ふ處迄 進んだ 
のでを る。 けれども 之は 生憎 其 
後 引 綾いて 起つ た 議會じ 於け る 
禪 々な 

問題 紛剌 の错お 今日は 

其 機を 失した ので 遂に j 時 取 止 
めの 己むな きに 连 つたが、 さら 
どて 化 溢に 巧 講脅迄 過す J は 東 
巧 お 船 現 巧の 窮狀 からおして 义 
本邦が 運 おの W 滿な るを 達を ホ 
ム 上から 昇て 甚だ 面白から ぬ 問 
題が 横つ てなる。 最近 じ まら 先 
み 問題 視 されて ゐた優 巧 船 趣 造 
問題が】 先づ巧 遇し W なら、 郵 
船と 東が 窺 船 S のを 间談が 早め 
られ たみ 叢で ある。 

〔本社 東 京 特電】 

昨年度 關稅收 入 

一二 巧 迄の 主 二 年度 關稅收 入は 
一億 阳 じて 豫算を 超過ず る S ! 
千 四ち 巧阳 、大正 十一 一一 年度 國庫 

刹 余を 一億 一二 四千で 阳 である。 

遠 州 織物業 休業 

夏物 不 現にて 遠 州 織物業 者は 

四 巧 か U よら S ケ片間 一 齊に休 

萊 する i どなつ たが、 工務 数は 

千 八が である どい ふ。 

= なと 十六 円發 


電氣化 事 一切 

下羽電 氣蘭會 

Mow 一巧 road way 

Tel. Endico 二 養 70 . 


化粧 お卸寶 

五味 商會 

W E. 1 ゴ h St- N.Y .巧な 

Tel. S 星 vesan こ 7 を 


金融 緩潑ご 

金利 引下け 

巧 巧 書記官 巷電 

S 巧 輸出 一惚五 千が 巧 
入超 - 憾六千 S が巧阳 じて 


日本 銀 巧が 利下げ 

日 步を二 鱗に 限外 潑巧 稅六步 

ま 京 特電 十四 B あ 本 銀 巧の 巧 下げは 避く 可ら やど 豫 が 
されて ゐ たが、 大が 巧は 今朝 じ ま bu 本 おい 剌引 ホを を 二 姐 ホ 
引下げて 二鮮 どし 刚十お 日 ょら 宵 巧を 認可し、 同時 じ 制限 外發 
巧稅と ホを 六步じ 引下げ 巧 おず お剧引 本を も 二 姐 方 引 ドげ 二 媛 
ごする i じみを したが、 一般 おが ホは 利下げを 微迎 しが 段氣を 
獲 おして ゐる けれで も 銀 巧 側は 述巧膨 脈、 物が 騰貴を 恐れて 時 
巧が を 說を哨 えて ゐ る。 

■ 日銀 物 偕 指数 二よ 〇1 ニニ 、® 

券巿棋 反を、 但し 政を の 安を ご 
- 貿易の 改善 じて お 恵健實 、六日 
ょら か 日 期限の 一一 一期 先物取引 じ 
改正 赏 巧。 化 H の 鐘 紙 新株 先物 
は . ， り 九 川か錢 である。 

生 絲其他 ミ 月 中の 生糸 
む 出 一一 巧 四千 隹 じて 昨年 六月な 

降 お あへの 入が を 計は 四十 八 万 

ち千朋 、九り の 化 荷は 四' 刃 二 千 
三 r 門 細 じて 现物 をを ら、 淸算八 
y 限 b 、 引 化 巧 八十よ 叫廿 機。 

綿糸 出來离 十九 巧 六千洒 じて 紙 

織は 二日 燥 短を 中を せれ。 輸出 

ニク ーニ 千 楠なる が、 乂日 乂阪先 

物 立 けん W 八十 錢 、ホ 搁安 及び 

ホ 產お加 じて 低落 ホ 調 ' 綿が 倫 

出と で 八が 巧媽 。米は 强調 じて 

九日 先物 四十 一阳 五十 錢 。二 一二 

が 人の 破綻 阿 題 も お ホ 近く 一般 

巧お巿 煤は 新春な ホ ー ニヶ 巧 間の 

ホ 振 じて 昨今 お 入模樣 。小麥 粉 

先物取引 相當氣 配ょ く シンデ ゲ 

1 卜瞄 組織され 貧 祉は賛 止。 毛 

斯 締販賣 協を 成立し 巿 煤は 安を 

した。' が ほ 二月を 國 ホが を巧髙 

は 五十八 億 八 千 一二な 方、 二月 未 

を 越 化 衙高五 億 S 千 八が 巧〇慷 

船 おは 反動 不 あ、 あ替萬 じて 歐 

測 配船は 漸 が、 太伞 巧は 米が 八 

巧 お 十 仙 じを 込みし も あがが 船 

あ 加した。 衍ほ 本が 太 ホが 航路 

お 船 お 社 問に 目下を 间 協を 談進 

巧 中で ある。 

だを 償 約 あ 十 お 中 今後 お ヶ年內 

じ おを 淵の 對ホ ずる もの 十ニ ニ ー 

値の ち 额に逮 する。 是 巧'' 短期る 

償の がわ 條 かは' 千差万別で 之を 

か蹈 じがて 化 引す るに ホ 常なず 

彼を 飯ず る 許ら でな く、. 償還 則 

の 到 ホ おじを 憤巿 惯の變 動を 甚 

だし か . レ， しめてを 融巧じ 惡彰響 

をぶ ぼし、 又 頻繁 じ 

借替 を ^^-^ 〇^ためじ政府め 

出 . 我も齡々で：： ^ い。 ょつて么を 

を规 じ悅替 へる だけで も是 等の 

か 点を が少 ザる； じょつ て夕大 

の 利益 あら ごする が、 史 に巧國 

案じ 做 ひ 無 則を おとす るな， k だ 

を 巧の か 点を 殆ん でな < - ^ じ 上 

其公愼 利率に 韵 しお 诲を 利が す 

姻 つた 場合は お 化の 緩急 さへ 許 

すなら ば 随時 么を慣 還し、 市場 

をが が上迴 つた 蜗 'をは 償還を な 

合せる 樣 じし 2 て 政府は 常に 化 

巧な 無 則を 巧を 巧 お i る どい ふ 

i にぃ ょ > 、 今 U を 化 府が商 率の 

陆が をを 巧す るた め 自然 社 巧の 

な 率を 蘇 導して なた 弊 も 除 まさ 

れろ S いふので ある。 


ru 、 

一巧 W 降な 計は 昨年 同期 じ 比し 

搞 お - 位 一二 千 巧ち 加し、 をれ だ 

け 入超 额 をが々 した。 單义輸 お 

阿 でんな 巧 じて 出超 一一 千 二が 力 

棉花 及び 典國ょ b の 姑 越 輸入は 

一二 巧 - して お 了ず ベく、 四月 W 後 

の 入超は 激贼 せん。 上 w の 入超 

はおな こ 千 五れ 力、 巧 巧 四十 一 

祁を 維持して 化な 聰か b 、 化 n 

お 共 - 志 八 片卜六 かの 九。 而し 

て大嫌 あの おえ じょむ は S 巧 末 

現 化 正な 化が なぶ 十四 惚六 千と 

巧 万 w 、 化 中 化 外 高 一 一 低 化. 千 二 

なで 一 じある C 尙ほ 高山 商 會整强 

は大銀 巧が 船が 組を 化 証を 確認 

する のな 嚮 どなら 進が を 期待せ 

らる〇 

金離巿 撰な 巧 換券十 

一億 凹 千 ' 力、 あ 巧 余力 一二 千 九 巧 

巧、 巧 出 二な 八 千で、 コーグ 日 

ホ ー城ち 贿 、親 企を 及びが お 引 

のが々 と ホ莱巧 整理の 進 巧 じが 

れ てを 融 がは あ々 緩 被を 加へ 銀 

一行 まも = 銀 利で 引下 巧の 到れる 

を 論じて むる。 U 銀 溯べ 一二 月 中 

のが 规捣張 計ぶ 資本 一撼 w 、 働 

化 調べ 挪込 資本が とモ乂 巧' 力 川 

が 姻ら化 ド 肋 巧に 

無期を 倩 案 

お融 がに 祈提谐 

巧：^^おぶ界小板の結裝ホを資 

をり 游 を^ 顿じ 沈滞して を 離 媛 

おの 超 巧を 助 おする； 著しい が 

他面 じがて 昨年 巧 我がを 勵巿傷 

i を 緩 かした か 力の 巧 旧 ごむつ わ 

ものけ 政 かの 非が 巧 ホ おの 臂施 

でぁつ て、 が 結 お 昨を 來社 償の 

が 化を を あ G らしめ 漸 ホを 巧條 

化を がが ならしい るに まつた。 

一^^償 の利姻らじ就て巧る 

; も 化な 伞內九 ホな 上 U 6 しもの 

がが 後 漸次 化 ドし 本年 一一 一巧 かめ 

じは 八步吉 '姐を. こ U つた。 斯く 

利姬 6 巧 T をし きに 伴れ て國愤 

のが 迴 b も 化 ドし、 昨 夏 六步二 

趣 余で あつた ものが 鼓 近は 六 ホ 

一 - 姐を ごつ た。 巧券巿 おの 利 廻 

らが 漸次 低下ず る じがいて 政府 

は瞄時 図が 驰 なの 如き 規則 憤を 

整 巧して を 則 公が じ乘味 へんど 

巧 力し つ i あるが、 此趨 がを 助 

をし ' t ' 知朔 をち 則 ごする 許ち で 

，なく-ホを 進めて 無期 ヘム 憤を を 

けす るは 巧 力す る 必要. が ある ど 

一を 跡 巧者 間 じ おへる をが める。 

連年 乱 お U ろが 段膨服 政策から 

政府の 借を 政ぶ は 到 ほ 巧 化 能力 

のない 巧が 巧 巧 じを 馈を濫 お L 

て自が 短期な 利の ものごし、 現 


對外 投資 鳥 

巧 億 弗 突破 

乂図荫 お 省が まる 十六 口 付を 

'3 '」 をぶ したおに よれげ 米齒 に 

問の お 外 投資 高は 歐洲 大徵 中の 


政府 巧附： 白廿億 巧を 除き、 本年 
ホを じじな 搞巧 をを 突破して 巧 
十倍 弗に 速す る 見込で 利子ず 巧 
を 六 ホど假 をす る も 一年のを 化 
利子は * な 六 千 方 ホ じ 上る ベ . 
樂實 じがて 利姻 b は六步 な 上で 
あシ から 結 巧 受取 离は 十億 巧 じ 
をす る 見込で ある。 尙ほ 本年 じ 
入らて な ホの 對 外貨 附は二 億と 
千 化が 巧 巧の 巨额じ 達した が、 
をの 中 S 純 貸 附は二 億 S 千 八な 
巧 巧で あると。 

辄船 、こ萊 窺 置 

合併の 段 取 

優を 船 建造 後 遇し 
本邦 海運 をして 别圓じ 

おおして 堂々 たる 陣 をを 整へ し 
め、 なて が 運戰に 優勝を 博 せん 
ごする から じは 先づ 優を 船 建造 
閒 題を 解 巧し なければ なら 《 。 
巧 < して 化 出 ホ 上つ た 優秀 船を 
配船す ' る 上 じがて 第】 着ず どし 
て 孰れの 航路 じ 之を 振 向 < べき 
かとい ふじ、 をれ は柯と 云つ て 
も橫桑 線で あるを は 否み 難い。 
を こで 旣 記の 如く 巧 詰っ た 巧 局 
收拾策 ごして 郵船 ど 東 巧 漠船ご 
のを 岡 問題が 優秀 船 問題 解 巧の 
鑛 I . ホを なす もので あら、 互つ 

政府 ごしても 補助を 給 化 上 被 補 

肋 氣船會 社の 統一され る i は 巧 

都合で ある ど 共に 化 問題の 解決 

じ 最も 力 あらとして 犬養遞 相の 

繪 憑、 滥澤 子、 鄉 巧、 井 t 氏 等 

の幹旋 にょらて 

今回 •再燃 したみ 第で あ 

る。 がら ば 今 H 迄 如何なる 徑路 I 
を 辿つ .' 該問題は 進展し つ > 、あ 
るか、 之が 事情を K 聞す るに 當 

お 郵船 侧 及び 產嬰 役と なつて ゐ 

る 前記 S 氏は 例へ 此 問題が 順調 

じ 進 巧し 成立した ごしても、 單 

じを 同 L たぐけ では 危期 じ觸し 

た 東洋 漁船が 漸く 浮び 上る じ 過 

ぎ や、 而も 么 どて 永 線ず べきで 

ない ミは 明が で鄰船 ごしても お 

運界不 巧の 巧 桐 ぉじ 一 曆の雷 荷 

を 背な はされ る *- 0 どなる。 斯く 

ては 所謂 佛 かつて 魂 入れ 中の 例 

じ 洩れない 結 架 ごなる ので、 を 

じ 郵船は を 同 後 採るべき 優秀 船 

建造 じ關 する 方を を 確立す るの 

必 をに あつたが 、之を 解み する 

か 或は 化 當の見 凌み が 立つ た 上 

でなくて は 東洋 お 船 ごのを 併ら 

無盧義 であるとの 說がぞ 力 ごな 

つて 來 た。 哪 もを 併の 段 化 ごし 

ては 優を 船 座 造が 

先决 問題 となろ、 が じ 

合树 をの 力 かを 調杳硏 お. して 之 

を决 まする； じな つたが 大体ぶ 

の 如 < である ど 0 

1、 郵船は 来が お 船を 合 岡した 

なぶ 經を をして 充を 利潤 あら 

しわる ためじは 郵船が じ 東洋 

な 船が 現 化ち する 諸 航路の 整 

狸を 斷わ ずると 共 じ 引を けた 

おおの 船舶を 適當じ 配船し 整 

理 ずる 至 

一、 横を 間 化路じ 速力 十九 狸 

ニ ガ喃お 船四隻 、歐洲 化路じ 

一巧 顺貌 船二隻 、シャ ト八航 

路じ 六を のを 優を 貨を 船を 速 

をす る i 

媛を 船述 をに 到す る 截船侧 の 恵 ' 

嚮は客 ぼを のか < を つたが、 次 

で 起る 問題は 之 じ 巧す る 
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博 主の 榮 冠が 輝 < まで t 下】 

大戰 中の 巧勞 表彰 

「光榮 の 殿堂を 步 む杉滿 w ± - 

_ 巧， >? 虜學硝 ホ の 
苦學へ の 於： ホを 踏み出 ~ 一が も 授けられる ミ ごな つたの 




—」 た 少年 兼 化む は ドク 

キ^の スク！ ^ い 放 巧^, やグッ 
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曜 
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傲 

♦t 

巧 

夕 

S 
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を 
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、ある。 艱難は々 年 ホ 松を して 
遂に 錢 ずが 卜 たらしめ、 巧が 巧 

畫^^^^化ひ に 倒 I た 米 國 

いた。 常時 彼のを じは 一 過閒僅 j 子 ものが ぶ ご 駆は をぇ 
かに 一二 弗の 串當が 給せられ じの i じ まつた。 おじ コン コグ ドの 樂 
みで あつ pk 。 必の駒 じ 鞭が つた i 人 王 マ ー ソンの 「化を 棒乂 なる 
彼は 斯 かる 雜給じ 不平 もじく ザ i 事業 じして 敍 誠な <- ^ てぶ 就 ザ 
裴 > くな 働いて グラン マ II らる i ものな し」 のを 言 其 もの 

スク） ルから- イ •ス クーグ へを 體 現した 人 ごして、 巧 等の 社 

ラキ^た の 地下 おじ 納 つて R 管 會じ杉 滿兼化 巧を ちす る i を 誇 


て も 巧は 夕大の 巧 力を 惜ま •中 僧 
格 約 一方 兜の 巧离 ミニ 巧 弗で 賣 
b 之を 戚覺 だしめ てむ る。 ナ ー 
，セントを よか'- 歲 じして じ おの 
- 。 ン •テユ ラン じ 肯像盡 を 出 
も) CI ' 離 化 界的巧 像 書家のを 
辩 V お， t 、 近 化の ゲ アン •ダィ 
ぅで あると 迄が 賞され てゐ たが 
化を を 一生を 

耀 身で 押 溢し じぐけ に頗 
ぇ 風 變らの 人物で 新 間 記を どの 
巧 妊 や 他人の 講じ 劉す る 批評 等 
は™ 切 巧 まや、 巧 米を 始めと し 
歐洲の 名 ± じして 氏 S 巧 像 蕾を 
所駕 する 賓は 引き も きら じい ご 
いふ お 機で あつたが、 氏の 縷術 
を 化 おする 作お數 点は ホ 國を地 
の ホ' 術 館に 巧藏 されて ゐ る。 


第 


干 

巧 

ザ 

nM 

號 


一二 


學 問の 研究に 化々 どして 勉测し 

た。 化 巧 力は 惠 まれて 大正 元年 

彼は n U ン ビア 大 學を卒 巧して 

マスタ^ — •ォプ •ア ー ッの稱 ちを 

巧 けられる； じ つた。 彼を 知 

る 米 図の ぶ 人は 蒂 ると 觸 はる ど 

ミ スタ 1 • K ゲ ウラは 將ホ 

- じ 必ず 柯か 賞献す 

るで ゎらぅ ど 巧した もので あつ 

たが、 をの 入 も 云へ るが かくを 

蘭のを. じ 居れば 久し て 其を 

じ 染まる が 如く 環 巧の 力は 知ら 

中/、 の 間に 人を して 境遇 ど 性 

質を 轉换 せし むる 例に 视れ 中、 

U 々ラ キ瓜 巧から 閒 かされる 夕 

くの 會 話が 臀學の ミに あつたを 

i は 彼の 英 よを 醫學の 道へ おはし 

める つたが、. 醫學 への 道 

を どつ た 彼の 天性の 巧め きは 恰 

かも 秦の駭 t 惠 まれた 植物が 陽 

じ 向 ふ 檢じ銳 く 現 はれた。 コロ 

ン ビア 大 ホの 純化 學 部を 卒 楽し 

れ 化は えづ。 1 ズ ゴ^卜 病院に 

I 肋 手 どして 立 働く iv - なつた。 

，斯 くす る 中 じがの 恩人 どもい ふ 

I ベき 

^ 鐵道ち 户タ マンを は德焉 

Sj して 逝去した が、 盛 道 王は 死 

: 則の 近づ < や 理化學 巧究賓 をと 

: してが 方 巧を 窗晰 する 肯 遺言し 

^ た。 故ん の邀 志に 基き ア スタ！ 

家の お附 をを なせて メモリ アグ 

ホス ピ タグが 築かれ、 ラジュ ー 

L ご ー グラムを 有ず る； で 夕廣い 

I おお 的が お 所が 出 ホ 上つ た。 彼 

_ は ドク ト八 •ラキ 作 氏の 推薦で 

^ なの 助手 どな b 、 加を 六 锦じ直 

^ る醫を 上の 新ら しいを 見を 

; お 巧への 殿堂は 遂に 築かれた の 

である。 併を 室に 巧ぢ寵 つて 硏 

潑じ H も おらぬ 兼 おには ホ题の 

參戰 化途を 他所 じ硏 兜に 沒 頭し 

をを の 出 化を な-し 化め る 巧藥を 

あ剛 したが、 化 獲 明は ぉ 國带隊 

のみ；； b らや聯 をが じ 巧 献 する 處 

夕く閒 後乂國 怯が は 

新發明 のかを をを する 盧 

がで を阳計 一個 じモ 五が 巧の 賞 

をを 附 して 彼 じ 贈つ た。 兼 松 氏 

が此 .夕與 ど 錐ぶ を總 勺て H 本 じ 

歸 つたのは 大化化 年の 化ち であ 

つた。 結赌 淡け 早速 持 上つ たが 

巧 凰 生活を 永く 送る 濟 じは 不釣 

.をピ からど 斷 つて 乂正十 年の 一 

ホに 歸 ホした 彼は、 コ ーネグ 

火を のが 理學 敎巧ュ ー イングが 

^ 主 お 海の 下に 癌の 研が じな 助し 
其 論文が 旣帮 した かくを 都帝大 


b むい。 が 滿 氏は 「日本人で 化 

病院を 參赃 したい お ホは 勿論の 

;、 癌じ惱 まれる お 方が 參考の 

ためじ 彰斷を 受けたい ならば 悅 

んで 么じ應 じます … ...： 」 ど 語つ 

て ゐる〇 

巧み じが 浦 巧は 大正 十二 年の 

をュ ー イング 博 十 媒介の 下に 
同じ チヤ ー チの メンバ！ であ 
つたべ 八 ダー の 婦入ど 結婚し 

ブロンクス じ 化んで ゐ る。 


巧 盗 一等 化で 

三を 有罪 

巧び 審 狸した おお 

曾て グン ー ト •ネックの な 蒙 

ドゥ キット 氏 邸を に 就 働し、 解 

雇 後 岡 家の 貴 垂お價 格 数千 弗を 

窃 化した 廉 で晚擧 され グランド 

ジュリ ー で審 巧の 結 お 無罪 VJ な 

つたが、 檢 事局よ-り 巧び を訴さ 

れ たが 人 二 一を 茂め 裁 おは 旣 報の 

かくまる 十六 H ミネォラ 裁が 所 

の グランド •ジュリー じて 審理 

じ附 せられ、 一 應論吿 の 後 午後 

時 十五を よら ジュ 9 — の 審理 

じ 移ら 約 五 時間を 經て 遂に 一等 

窃盜 犯で 有罪 どかし 不 H 巧 事よ 

も宣吿 をを ける 當 であるが、 窃 

を 一等 化の 梅 刑は 重禁銷 十ケを 

である。 尙ほ なを 3外 强盜 、赃 

おの 入質 等じ關 する 余 かは 審理 

しない 至 じな つた 0 


米國が 生んだ 


名議家 逝く 

ジ 3 ン •サ 1 ゼン h 氏 

ロンドン 十五 日を；；：： 英國 帝室 

協會 々員 中 唯一の ホ國 人で ぁ 

る 化が 的 宵 像蠢を ジョン 

ン ダー •卞 1 セント 氏は 近く 

ボストン 蹲 晒 館への 探 塞の 要 

格を 滞び かが 柯俾 渡米の 箸で 

ぁつたが、 今朝 突然が 臟お瘦 

で 逝ました。 

个 个 

逝ける 名盡あ ジョン •サ ーゼ 

ント 巧は ボストンの サ！ おント 

氏の み 息で で 八 巧 あ 十六 年 

伊太利 の フロン ンス じて 

ホれ、 が 太が 及び フランスで 敎 

巧を をけ た 故 入は ホ阐 人ら しく 

ない ホ网 人。 一 ぁつた けれで も 米 

風の 藝 術を 向と する ためじは 寢 

なを ちれて 巧よ し、 現じ ホん の 

みの かな 陳列 お 目的 ごする グラ 

ンド •セント ラグ お術舘 じを し 


探 海 燈の力 じ 

張將軍 驚嘆 

を 劇 革命 S 樂崖嚇 
別項" ン ドン 電賴 じょれば 奉 
天の 張 作 霖將軍 i 敗 殘の吳 佩を 
將 軍が 妙 U 擦 手で 支那の 势 力は 
化兩 雄の 

夕權 じ絲！巧なお勢ど^:> 
って ゐ るが、 今次 張 作 霖が吳 佩 
をを 巧 化の 長が にを め 立て i 大 
勝を 博した 裏而 じは ブグ ックリ 
ンで製 遣され た ザ ー ナラ ィトの 

偉力が 大きな力をがし て ゐ る ； 

が 化 おじ 至つ て おがした。 プグ 

プ クリンは 勿論、 ホ國 切つ ての 

眼纔 硝子 製造 會社剧 社長 ト ー マ 

モ！ ガン 氏は 千 九な ホ ー年 

會 社の 要務を 帶 びて 東が じ 赴き 

が 海、 海 お 用の 電氣類 ど 共に サ 

—チ ラィトの 販賣 じ從 事した 巧 

柄， 張 作 霖は化 京 政 巧ど戰 火を 

をへ てゐ たので、 モ ー ガン 巧は 

北を 政府 じ 對し化 探 お 燈を利 巧 

して 贼 軍を 威嚇して は 如 树ご提 

憩した が、 化 京 か 麻は 資金 欠乏 

のが ごて 商談は お 立し なかつ た 

然 らば •こを こは 商賣人 だけに 

逆に 張 作 霖じ化 話を 锭ち 

达ん だ。 懼 格は 六方 弗で あつた 

が、 張の 信用を 外人 銀 巧 じ 間を 

せる ご 去 巧 巧 弗は 乂 ホ ホ ごい ふ 

ので 遂に 商談は 成立し じ。 恰か 

も 張带は 天津の 戰じ 败れて 退却 

しつ-' ある 際、 化 探 海燈を 使用 

した 結 お碰を 陵を 配 原して 殿軍 

を 保 譲す る おのか 要 も。 く 堂々 

ど 退却した ものである。 娘作霖 

は 化 探 お燈ゆ 威力は 一 聯隊の 兵 

力 じ 優る どスッ ヵリ 惚れ 茲み遂 

じ 十五 巧 弗を 投じて 四 台を 眞求 

め 么を今 巧の 戰爭じ 承 用した ろ 

柯 しろ 

無智 じち 服审除 だけ じ 痛 

蒙 軍が 照らす 化 採が 燈をス ッヵ 

リ 迷信して 化 ホら を 見る と 緩々 

逃げ出し、 遂じ吳 軍は 大敗を 巧 

じ语 つたので ある*'^ いふ。 因 

みじモ t ダンを は 舊ホ國 が 軍々 

人で 大戰 中は n シァの 濫 な こ搭 

乘 して ゐ たが、 革命 突教ど 同時 

じ 典產黨 員の 捕虜と なつた i も 

を b 、 關ま 大震災 當 時に 恰か 

巧を じあ b て 辛 慘を經 驗し罹 お 

民 救助 じ盡 力し たん 物で ある‘ 

J 輯 


b 九十 ホ T 目 ゥェスト •エンド 
巧の 一二 井 コ ー ト にがて 對抗 試を 
を 惟す ミ ごな つじ。 競技 輔は單 
試合 己、 複 試合 二 じて 鈴 木 巧 巧 
侧ょ 6 は字賀 、中が、 乂 巧、 を j 

巧、 別 所の 諸君。 一二 か 侧ょ むは 
化夕 野、 出 中、 鈴 木 •河 野、 中 
野 諸を が 出場ず る尝 である。 

原 阻 君 愈々 優勝 

パィン •パー ストに がける 常 
化 力 n ラィナ 聯を 庭球 撰 キ權爭 
親戰 じ出踞 中の お 旧武一 君は 速 
H 連勝して まる 木赌日 じは 准 優 
勝戰 じがて 岡 競 巧會中 大物を ひ 
としてを わる 举戚顿 の マンダン 
君 じ おおした 。マンガン 君は が 
育の バッグ ス替を 磐して 觀 衆の 
喫驚を 買 ひ、 み じは 同じく が靑 
の ホー 八を を雜ぎ 倒した-もの 强 
者 だが お 旧 君には 敵し 難ぐ 遂に 
I ハ ー 四、 六 11 二 じて 繫れ た。 一 
ホ 現 撰手權 把持 者ゲ ォシ ユグ岩 
は ボストンの チャビン 君を 六！ 
二、 六！ 一二 じて 敕 b 兩撰 ホは 昨 
日 優勝 ホ 戦を 催した が 本稿 締切 
迄-しみが 績 はま 詳 でぁつ た。 

山 


ます わ 別れし，、 から 貴女の 

女獅が おらわず、 巧の 巧の 驢 の. 

中で 熟い キッスを をはした' 2 ら 
今は 觸 ない 思 ひ 出の がごな つて 
ゐ まず 0 

♦ VJ ぅぞ 今一 巧を 池 綱'-^ の 
をは 一 剔'---- じ歸許 b です。 ぷ 
じは 金魚の 乂逮が 貴女 ど 臭い 伸 
であつ たと 出 媛 目の 嗔を さへ を 
して 忍ます。 わ 瓦に 肉的に 淸く 
さへ あれば 他人に 縱臟ど 云 はれ 
ても雜 ひません。 

♦でも 縮ら ば 散らん 厳 愤をお 
示し 下さいました ミを 考へ i す 
と モゥ 胸が 結る 様です。 どぅぞ 
綾な 巧へ を 起さないで F さい。 
他の 男性 じは 柯ど でも 綴て おぶ 
ばょ いのです。 1 
♦こんな 失禮な 手紙を 差し お 
げた ミは 比 目 魚 お許し 下さい。 
どうぞ おが 必 持に 御館 下さいよ 
して 河豚に 御 返事を…：.. 綺 なら 
加渾雄 よら 
海鼠 子樣わ 許へ 


最新式 六爲建 

便利、 淸洒 、巧 遇 懇切、 がが 化廉、 
發替齡 お 之が 都 巧 波た 瑞じ 出張 
ン ァトが 化 第ち 街 1110 ホを 
エヌビ 1— ホテル 
I 電話 メ！ ンー ー充 五 二 

藤 井 旅館 支な 

4 援 saynard A . ve : 
w ミ ttle . Wash . 


: 本が お 船 切符 御中 込に 應じ 
萬 事 御が 宵に 御が 扱 ひ 申 娱 

ぉ潘み 川 ホ テ 八 

▼ド 本 御が 巧 (別邸 ぁ' 9) 

あ 港- リ ホ^ ニア 巧ム ハニー 
電ぎ- カネ！ I 八 一六 


賽 


侵 話 


餘盡 しの 戀义 

♦離し さの 爐お サヨリを 致し 


コミックオペラ 

、く ，、i 

每 が h 八 時 一二 十 か 
マ ブネー：：：； 水曜 及び ±曜 
午後 二 時化を 

をを 賽6! T 曇 品， 

44 ：th 皆 • We た of 历 一 way 



鱗 變敎媛 

►社 巧 ダンス ▲ 
▼表 精 体操 A 

紳 十'、 淑女、 おモ 

供さん 方 じ W 峰 マ じ 

敎授 致し サ 。午前 

十 時 ょら 午後 十一 

時 迄 ( U 曜を 除く) 

シャリフ •ダン シ 

ング 師範 學校 卒業 

上 杉 タマ 


ダン シン 


U おお 八 時ょ b 午前 一時 迄 U 

入場 切符：：：：： 一巧 (十 画を ィン 

スト ラ クシ ヨン ) タン y ソ 

グ 、コンテストが 每巧ゐ ちま I 

すを 人脚 誘を せ 御來瘍 下さい 

U 本人 諸君は 特に 歡迎 いたし 

i す。 酸ち はブ I 八グ ー ムで 

UAT 養 RALP \® 

呈 ち es 二 1.1 th Sir を 


謹隹 

誰を 瞬 春の 候を 位 愈 御 淸穆义 
段 奉 大贊お 陳者當 巧 庵 移 轉なホ 
柿々 御 引 立を 蒙 6 御蔭を なて 日 
增 しじ 向上 あ展 致し 居候を 偏 じ 
が 位 御 厚靖の 賜 ごが じを じ 厚く 
御禮 中上榜 

就て は 今® 事務の 發展と 西 本 渉 
巧を 事務員 どして 援助を 願 ひ 候 
事 ど 相 成 候 間 何卒 憩を 同樣 御を 
顧 巧 引 立の 招 切 じ 懇願 比 お 
右 乍蓉儀 3 紙 h 時候 御 伺を 兼ね 
御 紹介を 中 r - I I r i 
相 ほ 今回 左記の 處じ 支店を 設 

け愼間 併せて 御蟲 貧に 願上淚 

大正 十四 年 四 巧 
が 育 巧 西 四十 四 了 目 
が 十二を 地 

日米 極 庵、 
ま® 宗隆 

ま 店 ミ ciarel 二を 呈を こ-一- 
^た. 星を 一一 看ち ; 
よ 巧 Mrs . F . K . 客' 

を 化 

n — ^ 9 WfH 化み 也 地ょ さ 
が淸 潔なる 室 

松が 好か 

1 苦 ミミ 營 。ごの-み 一-笠な な. ぎ 這 


口！ サン ゼ ルス 地 ホの 御 
觀ホ じけ 最善の 御 巧を を 計ら 升 

イ 1 グ k 

ホ テ 火 

羅廊ホ じ 於け る 间腮お 營中最 
箭式窝 等 ホ テグで あ ら ゴ^#^ 

絕府を 一巧 一二 九ぞ 

が扉ス アンダィ キおハ 五 方 
可話广 タツ々！ I 二八 さ 一一 

’貨 自動 革 (牧野). 

羅駐 名所 御觀 光には 梟 も 精通し 
た ピライ パ！ が 御 案內を 上まず 


，巧 ストン ife 

貸自 業 河 西. 
諸 甘 跡、 大學 校、 エ壤ん 庙一殷 の 
紹 I ? 及び 通 辯 もします ゴ 。ョ 30 
1 田 岩 k.Bay 77 芸 70 Batavi 二 一. 


タトン 市 

當 i 旅 舘大浦 末な 

養 wi 夏 量 St . す ston 苗 ass - 
ぎす ek 皇奇さ 


m 

0 

^ ^ n 

1,1 • 5 
a N* 1 

、e d . 阳 
了 巧 w 

化 il 

e 2 
s 削 w 


華盛曠 

わざ； 

日 书料埋 

御旅 舘 


あこ 

.Hy n 


urn 

y 

K 


6 

如 

化 


CD 化 


レム 


話 

彌米ホ 


と】 四 お 

四 四乂八 


ム 


ン / ツク .ス 

Y VC 、A ’ ノ龄リ 


春 夏 斬 碗 到着 鄉 披露 

タィ^は 英國を 

阿 級を 採ら、 常に 

颗調當 時の 型を が 

ッ はおを 機を 位め 

，確証です 


嗦 界 

鈴木對 •一ニ ホ 試合 

鈴 木 巧店戰 一二 井物產 庭球 部は 

巧 巧 二、 ご 1(± 、且 の兩 日に 直 



- がに ま 地、 奠化其 

他 一如の 附趣晶 を 

吟 ホし 精 良品を 提 

供 致まず。 巧卒 

巧 お 試め し 下さい 


練 脊旅舘 要ぶ 次郞 

東 洒十了 目 二 四 二番 
Tel . 墅 を 旨 ia 夏74 




御 下宿 鴨 ホ 乂 

4: 養 pect Place 

置— ••ご 忘 夏！ ive - 呈 E . 42 nd St . 

Tel . 至 ミ呈至 I 留夏 


一ぶ 腐 油 錫 

煎餅 製造. 卸、 小資 
U 本‘ 食料品】 か 

旧 中 

第ー ニ お八ち 八十 五を 

電話 プラザ 五 二 一八 


歡鱗角 か 一切 

日本人 向きの 生が 深山 お b 揃へ 

特別 廉 憤で ホ勉强 致します 

サゲホ ナ魚店 

J。 宴 h savonp 

援 •なご t mt . 

ジ ー 0 色 snbus 。 一援 


丸 山げ 服商會 


極上の 魚類 

季節の 帮鮮 のが 貝類， 如澤 む诚つ 

て 居を ぇす から 鄕 賞が 下さい。 

ァビ々 口 魚 店 一 

苦芸 ard St - ぎで anklin を 80 


殷蒲燒 壽司御 仕 おし 

U 唯な 日が 間 もが 用命 じ おじ 巧 

會席御 料理 

高等 御 下宿 

な 书ぶ一 
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け 

礁 

說 

教 


，で’—-.—-.--'.- 


‘America 打 ' 坤ド 占で ;"' 占 .:- 

Orient 匆 Mail L4ne え 

お e がが for .. • 

United States Shipping Board 

• bv Admiral Odental Line, Mana が ng op げ aton； 夕祭 
しじ Smith BWg.’rS 的 ttle*" をで- こ •神, 


r をな r が貨 五十 圓巧 上' 一六 ヶ月な 上 
本店 j を 巧 1利息= 年ぶ を」 己ヶ 年な 內 

預金 一を 口 r 巧貨 五十 圓 0 上 

( a を L 巧圓 じか H ホ ー 强二咕 ‘ 

(化ンをモ陆な下ノぉ化巧を^ぉ巧を〕 

橫鑽 正金 銀な § ま 巧 

鄉里 送金は 都て おすか 巧 じて 常 
巧橫濱 本ぶ 経由 送を 方 化 巧 申ち 


をを 巧が' 化ぶ 吾 お銜巧 
本 巧 大阪化 お 化 了 R 
紐 脊ち巧 統肯ブ 曰— ドウ 卫イな 口 


日 ネ內一 
地ち ち 


lg 化. 友が： 

へ 受 . s 、 xr こ 3 長、 A を 一— 


が 


巧琼 "按 没、 を 古 M . 
をノ 道、 巧 息、 ぉ 
巧 司、 小食、 おが. 


1 

— I . 


戶 

熙 

乂留米 等 
等は 琼め 


錢發 癌！ 可 申 候 


藤本 證\ 券會社 

一 肢巧懼 龜\ ノ資 買、 引を、 募集 
▲を 棘、 お-占 二鹏ス こ切ノ 業務 

餘賊麟 本 ビル ミ-力-銀 お 

紐 育 お 張 巧 


雑貨 悄化器 

ド ラ ィ グーゾ巧毎 

太洋 貿易！ 會社 

支店 ホが 古、 ボストン 


赌破 器、 雑貨、 ラ卸賣 
ンプ 々ランプ 笠 

森村ブ タザ ー ス 


日本 紳壬 がみの 洋服 

= 御が 文は 當 巧へ = 

弊 舖は夕 年當化 H 本 お 榮が巧 具、 がわ、 を 
化： W 方の 御 お 服を 銷搜 して 居らます。 

巧 型、 新 桐の ホ 服、 か 奪の 注文 化 立は 廉が 
で 御用 かじ 應 じます。 

ゥ I 力 -■ ! ■- ぶン ^1- 

フロリ ネ 洋服 巧 


ち 本を- 億 曲 
拂込巧 資本を 六で 巧 曲 
が 立を 五 千 六が ち 旧 

I 賊三 ホ 銀行 短 育ま 巧 

本 お ま京巿 日本 巧院昭 巧の 一 
ま 巧 小が H 本 橋 化の 巧 (ぉきが 萬 
名を 尾 京都 大販西 (大堅 
神 戶巧島 下 巧 巧 司を 化 
お 岡 長 崎 上お餘 をを 買 I 

外踢爲 を、 鄕里 送を、 ホ 送を、 信用 狀巧化 
一 胺銀巧 業務 精々 御 巧 利 じ 取 巧 巧 申 候 

鱗賊 S 菱銀 巧— ち 巧 

本 ま 店 東京 莱 巧，* 大政、 神戶 、京が 
所が 化 名 古 崖 •小 擦、 上が、 输を 


^ 細を 巧巧貨 五十 圆典 上が 总年 六み 

S 臺灣銀 巧 誓 出張所 

▼鄕里 送を ぶび 並 送を (無手 おお)、 外 画 
爲替賣 買、 荷爲 を 取 法 取せ、 信用が を 
巧 等 一 肢が巧 業 巧 御 便利に 化 巧 可化愼 
►巧 ほ 詳細は 御 遠慮な < 御 間を 被 下度戾 


: d • 


四 

\ — f 

大 

正 


/r 


四 

卜 

ぶ 

四 

巧 

I - - こ 

• - 

八 

白 


一時 入 國の同 腿 婦人 

せ留 延期^ 許每 、打 

勞働 省は 現が お 民法の 不衞を 

循 .こして 酢 だの 藍翦だ ご： 厶ふ 

紐 育に 於け る實 例. 

不合理 


ホ圓 どの 恒久的 友情を 雄 持せ わ 
ぶを 赫巧 .するど 結び ホ 大の好 威 
を 巧へ たり 




百 


總 をを 控 へた 

最終 埋事會 

本 H 午後 八时 から 開かる、 が 
本人 會總 曾を をへ てまる 十 


十一 

幡 


m 

孤 

を 


a 

な 

ぷ 

で 

巧 


第 

复 

『一 

な 

一二 


四 

親 


な 千 九な 二十 匹 

年 移民法は を じ H ネど 乂國 どの 

厨 巧を 化を する 巧の 重大なる 結 

一巧を 生む だので あるが、 昨な セ 

月 該を宵 施 後 瑕 も 明白なる そ 盾 

どして 指摘 せられて 居る のは 间 

法 第一 一一 化 第 六 項 じがて 通商 おお 

條 めの 明文に 化 6 て 通 巧 じが 事 

する 巧の 乂网を 許可し 是れじ お 

しては 何等の 制限を 設けざる じ 

一巧 はらず. た 亦 設けて は 當が條 約 

I 違わの 批難を 受ける == 該條項 じ 

_一 化ち て 自山じ ホ 入し 持る 有 資格 

: 者の 恭 族に 關 しては 何等 明確な 

I るかを が。 い 唯 あるの U 泉を 家 

.を 帥 友び 官 なおのを 巧 &入國 を 

-が可 i る餘巧 のみで ある。 隨つ 

て 巧 及と お匆 々邮 々。事件が 太 
^ ずが 沿-おじ おお L てす 渝化 且つ 

一す 便 おな 煩は しい 閒题 ミな つた 

j ので 現じ ま撕 人の 事件の 如き 大 

審院 じがて 今週 木 腿 日 辯 論を 關 

< じ まち 糾育 有數の 

辯 護 i こ，！、 ダブ 

リユ、 タフト 巧は 特にな 見 書を j 

提出して 居る 稱 である 。が 育 日 

本人 會 じがても 本が 商が 從裳員 

及びを 族の 入 闕許巧 事件 じ關し 

昨が W 巧 非公式 じ 幹旋を 試みた 

おお 國務堪 側からは 頗る 理解 あ 

るな 見を も聽 なし 晦 たけれ 其勞 

働巧侧 かが ごして 反掛 しちる 爲 

: めに f 家族の 入 瞬 是非 問題」 は 

: 化が 宋 解か どなつ て 居て 單に移 

: 民法 莖二條 第二 巧の 『 1. げ的乂 

國』 を 許可され るに 化 まる ソ 

ゲ乂國 の 際 申立てた 化 ホの 期日 

I が滿 r する ご 離 米せ ねば 犯則 者 

.'ごなる 恐れが ある ど 云 ふ' 化かな 

I 阿 趣 じを 舊 する パ 最を當 地の 輸 

化 入が 化 元グラ ザ！ スこ刖 化 八 

巧を】 支配人 お 藤が 之亮氏 夫人 

欣 了じ對 する が留 期間 延を不 許 

! 巧の 問題の 如きな も 注 息を 巧す 

- る。 が お 氏は 昨年 八 巧よ H を 港 

; 乂經の お 巧 お 船 サィべ リャ 化で 

-歸 米し 

- 同時に 欣乎 夫人 も 渡米 

した. S ,、 當時 上陸 地が は官ょ b 

i 上陸 不許 W の 中 渡が あつたので 

'おに 抗號を 提出し 保. 班を 五な 弗 

を 提供！. て 六ヶ巧 間が 巧の 詳巧 

-を巧 巧 來糾育 じが 化して 居た。 

I 巧赌 巧は 巧ら じな 村 プラザー ス 

綱稅諫 よげ デー、 ゥォ^ ヵァに 

j が体備 .ん 'て ホ 人の なお 视間 延期 

_ '處本 月と H がを がが 换ド路 いた 

1 ス バンド 巧ょ ち 『四月 ミ H を 3 

一て 評證 の結柴 をは 許可し 巧 ざ 

^じホぶした』 巧の通牒（巧した 

j 化 報を 巧た お獻 巧は 十四 H 巧 巧 

一で が 盛顿じ 赴き、 大使 舘じ出 •城 

'帥々 陳巧 する 所 あ 6、 をら に夕 

^働ぁじ出がして '> K バ ン ド氏化 

巧卜- ■八 マン 巧に 面 おし 间巧巧 

指 岡 じな ひ-がの 薄 お委封 符ご 

も 巧 せらるべき 曾を に 出 荒して 


ム 、ヶ弓 in? 輪？ r 卜晋 午後と 時 今期 最愛 理事 例 
け 十 をが擊郡で開かゎゎ。 當《は 
户け f 、s 卜勞働 省。 出席 S1 壬 ハ 名 地主 會 長講 長 
巧 指々 を 待つ て おる ご 


席に着き 巧 田 書記長 會務 の報吿 
云 ふ。 をに 就き 日を を務委 貝のを がみ 高 田を 計よ ら會計 報吿が 
人は 詔る 『元 巧 一 時乂歐 者の あ bl ニニの 質問 及び 貪 輿 滞納に 
化留 期間 延長の 中 請は を 留 化か 關 する 提講が あつた 後 おお 委員 

ら上 陸地： 5 移お當 局を に 宛て 期 接を 信 竹 治 巧の 報吿 がを b 、 濁 
間 滿了前 十五 日よ b 遲 からず S 立 營樂獎 卿の ためを ホ 面の 諮閔 
十 口よ b 早から qj 期間 じ 正式 願じ應 じたる 四 五の 事實を 報吿し 
書じ署 あせ るら のを 鄰送 すれば て 反響の 々きを 慨 し、 巧で 勞働 
な當 巧から ホ 施 晒の 本省に 移 连委負 會の報 吿じ移 6 勞働 組を 組 
し、 許可 不許 巧の おかむ 本 常よ 織 こ 日本人 會 どの 關 係じ關 する 
該當 巧を 經 おして 出願を じ泌說 明が あり、 を務 委員長 缺 席の 
吿し ホる 手 結 どなつ て 居る めでため 氷を 委員 最 あじ 生じた る 同 

み もから 頒藤巧 夫人の 事 仲な で 胞の新 城两师 移民 お 抑留 送還 問 

月 中に を 帶移お 厨を 經て延 題 其 他じ關 する 報吿 あら、 地 ま 

長 出願を してを けだ 案外 面倒な 會長 總替じ 就ての 希望を 述 y 午 

して 濟ん だで あらぅ ご 考 へら 後 乂時散 曾し ie 。 

れ る。 乍 併 孰れ じせよ 巧 働 省が 
不 完備す 合理の 移民法を 振 どし 
て 冷酷、 無理解な 態度 じ出づ る-‘ 

は實じ 巧」 難い 譯ミ 4。 ホる I ( 金曜 H 军後毒 ザ H 本お蠢 

べき 强會じ 移民法の 修正を 巧 ふ 

ごなら ば斯 かる 不條 狸な ホは を 

敷 速 かじ 除 巧す るが 當然 であ 


♦ず 田 篤み 郞氏 一二 井 物 ホ米閒 

監督 役、 夫人 同伴 去る 十四日 太 
ずげ 沿俸視 嫁の 巧め 的 巧。 

♦が 锁み巧 太 的が 巿林睐 巧 ま 
次週 巧幡 日ぶ 午 出が 二 I 二日 带な 
の 豫定。 

♦永 旧 實巧変 か 縣は師 > 歐洲 
視 をを 了へ まる 十五 日 入港の 才 
リム ビック 號 にて 着 紐が 育敎會 
じ 投宿 0 


美 謠會の 巧 並會 

荣謠 曾！！： 並會は 巧る 二十 四 H 


其 他 移民法 明义 の解释 じせょ 出 

巧 得る 丈け 狹義 じせむ ごする 俗 

を极性 じは ぶれる の 外は ない の 

である』 云々 

日本 俱樂 部の 

春季 禱隸會 

競 お 期 H は 1二 日間 

H 本 化 樂部ゲ I ム 委员會 はぶ 

る 十五 日が 開 巧東委 貸長始 みを 

委肖 出が 補々 熟議の おお 左の 如 

/、 春ず 摘球大 曾を 隅く じ决 しじ 

る 巧を をした。 

八 ンデキ ヤツ ブト— ナ メント 

競技 期 H 

凹 巧册日 (木曜) 午後と 時 

立 月 一日 (金曜) 同 

五 さ 一旦-^ 曜) 间 (巧 勝) 

會 費 不要 

中 这期般 四 巧 ホ kH 迄 

中 込の 際 持な 數 記入の 事 巧し 

かお W 上 

貨品 •等 二等 一二 等 

(持み じ 比例す) 

コン ソレ！ シ ヨン j 等 1 、 

人 一 裳の 規定 

を 刻に 參 集せ ざるら のは デフ 

才化卜 する 事 ある 可 > 


じて 開催 午後 六 時 晚餐後 も引賴 

き 素 謠數番 を演唱 する 由で 旣に 

决定 した 恶 組は 左の 如 < である 

が ほお 樂部 會員间 巧者の お 廓を 

歡迦 する 酱で 會费は S 弗 ■ 


巧 牛な 


旧 ■が 


巧 法 帥 


シテ 


シテ 

ワキ 


田畑 

平ネ 

ホ 上 

橋 本 

齋藤 

地 ま 


廣吿萊 者お柴 部で 

新 大使 鎭說 

を滿頓 十四 H 發 == 駐米 大使が 

ホ恆雄 氏は おお 顿巧吿 をを お樂 

嘟ま懼 の晚餐 をに 出席して I 煤 

農を がみた がをは チェリ 1 

たを なで， IV げ转 端せ パれ 

まどして 懼 化が 大化 也の シム ボ 

片 である ご 云 ふ 点を 解說し 倫を 

龍が を 隅を 巧赏 ごして H 本を 有 

の 蝶 化が 彩られて 语 るげ 飯は 纏 

て 円 乂兩國 々氏の 親善を 接なる 

ぶ 溢 的 棚 係を 聯 おし 得べ しど 述 


獨唱會 の 入瘍券 

旣報 のかく 波邊 どし 子糜 の 獨 

唱 をは 來る廿 八 目 火曜日の 懷力 

ネ爭— 、ナヤ ンバ — ， ，'、 ユジ 

ックホ ー 八 じて 擧 巧の 萬に て 右 

人 おを は 目下 夫々 配 か 中なる が 

本社に もがが しぁれば を舉 をは 

中 込まれ 巧し 一枚 二 弗。 

日米 鞋庵新 支 巧 

を 旧ま隆 巧經營 日米 巧 庵 じて 

は 今间新 じを おを バ フヮ。！ 巿 

クレャ モント 街-巧と 番 に設嚴 

し 四 巧 ： U 佐 藤 夫人 ま 任 ご 

して 職業 紹介 周旋 一切の 業務を 

担當 （つ/' あ b 父 組 育 本店 じは 

阳本涉 巧を 聘 して 一層 業務の 渡 

_ 張を 謀る 堂で をる ど。 


へ 『たので キス ブンシ 3 ンど友 

巧— 师 3 該斬稱 を 添へ 化ぶ じだが j 節の 仰展 J ごに 化り て、 日本 ど 


•中 神 長 巧 巧 夫人 慶事 山武巧 

を 員 中 神 接 巧 氏 ホん は 去る 十四 

朝 化の かき 女 兒を擧 げ輝子 ご 

命を 巧 子 おじ 健を。 

♦井川 忠雄氏 失 人 おな 靜 養の 

爲 め數ヶ H あ 部化モ じ滯留 した 

大藏 掌格官 井川 忠雄 夫人は 前 遇 

巡末歸 が。 

中 尾 ス郞氏 横： 洛 正金 ホノ八 

支 巧 長、 西部 經 おず 週 火谣日 

來卸 H 本识樂 部に 投 な。 

# す 这知傭 巧 前 一二 井 物を を お 

ま 巧 接-巧 云 ホを 名 地所 課長、 

ホる 十五 厅 がが ホ テグ、 コモ ド 

ァじ投 を 整' 盈間滯 かのを。 

*播 び 氏 滯おま I ニ ホ物羹 

港 支 巧 長、 虫る 十な 出を 馨 

♦奥が 不染巧 大阪お 口 編が ま 

ホ、 ホ 遇 勿々 着が りを ぞ〇 


j 需ネ.窗を應を欄 1' 

'(問) 化に 小卞の 質問 广 封し 
學を移 ほの あ統 云々 ど 申され 乙 
が 其の 系統 じ廬 ずる 潑が 家庭 就 
働 ごは 不可解 千 あす 屑 ま 極ご吨 

られ たが 目的の 如何 じの つては 

左 样迄じ 酷評 さるべき もので 
ない〜」 思 ふが 如何です、 兎も马 

家庭 就 働 問題は 御 恵 見 じ 化つ て 

適確 じ 取ら 消し、 右の まが 米 人 

會 赴、 エ壤等 じ 巧 兜、 實習 のた 

め 入社し を錢を 目的 どせ ざ b し 

も 自然 給與 された W 云 ふ 礫な 形 

で ホれ が規を 額を々 しく 超過し 

たる も當 時を 觸 じして 義務を お 

さぐりし 者が 出 國の際 其 旨 中な 

れば媒 定額の 徵收 のみ じて 許さ 
るべき や 又は 遲延の 故を なて 增 

徵 等の 事 あ b やが 目下の 視 率を 

御敎 示-下さ らば 幸甚の ま.^ であ 
りまず。 (不識 生) 

(答) 貴下は 前回 應 答の 本旨 
を 御 理解に なつ： 居ません 樣で 
すが 學生移 巧 ごして 緣働 ずるの 
を 彼れ 是れ 批評した のでは なく 
して 苟も 『政府のを 用 じて』 渡 
米した ものが 生活のを 保証を 得 
ホして 他 じ 働くな では 不合理で 
ある ご 中した ので 要は 政 巧の 無 
責任を 指摘 f ' 亦 化 間往 々『な 巧』 
を擔ぎ 出して 自を旨 身の 黃 巧を 

回避 ぜんごす る 輩の あるのに 對 

して 警吿を 巧へ たまでの こどで 
す。 か 今问御 尋ねに おしての 回 
答は ( 一 ) お 國の際 セィ リング 

ァ ミットを 得ねば ならぬ 必要 

上納 我す る爐 合には 記者 自身の 

經驗に 化れ に 普通の 巧 額を 徵收 

されます 其 意 ホは 餘米後 其 半額 

を 本人に 還附 するど 云 ふので す 

が事實 容易 じ還附 する i は あ 

ません、 ホ 他の 知人の 經驗じ 化 

れげ 一文 もち 沸は やじ 濟み シガ 

ァ I 本で 納稅間 機の 特典 (？) を 

得た を も あらます。 (二) 目下 

の稅 率は 聯邦 か 府の規 をは ==假 

じ 貴下を 獨 身を ごし 1 爲 きま 

す = ザ收千 弗な 内は を稅千 巧ょ 

五 千 弗まで のぞは 千 巧を 引き 

去った 獲 額 化を ば 貴下が 千ぶな 

弗收 入が ゐれば 五が 弗じ掛 する 

一 か 即も十 巧から ホ 十 巧の 二剧 

五を 即も一 一巧ぶ 十 他を 差 引いた 

額よ ホ 五十 仙を 納 がすべ < お 千 

巧 《 h 九 千 巧を の ものは 四み マ 

ナス ニ割 冗を ど 云 ふを じなり 

ます。 其 外 じ 紐 育 州の 所得 稱は 

千 弗- sb 1 萬 弗の 年收 者は-を 

で 其 一を の 二割 五み を 差 引いた 

巧を 讲付 すれば よろしい のです 


人貞 募集 

! 、夏 壤樹 .0 二十を 獨み 
及 夫 渝の御 方 
ホ 锡 をは 一 急 左記へ 手紙を 口 
て 直接 巧/はが 育 新報 社內ホ 
を 氏へ 御 腺げ 相 巧ら 巧し 
A 阳 げか 

林商會 

A . T . HAVA ぎ呂 1827 frdw 芸 
A ぎち ぎ H . J . 


裁縫 所關業 一、 料理 巧賣度 


讓度 


ホ 风日拔 め 旗 所ソフ 
卜どッ ンク及 ランチ 
カウンター ぶ爵 W まじて 譲 巧し 
鍊じ 夏期は ビ？； 、ビ 'ジ ネス あ 
ろ。 〔姓名が 化】 


H 本 着物、 シ v :> のな 立が 蚀 f 
小 間々々 ムわ総 物 ーィ挪 '致し また 

ホブ イト、 コ！ 卜、 ゴザ ロン わ 

あらまず 0 

あ； ST 复燒 ホを 品 どして ま磬 
託の 日本 眷 化の 注文 じ應じ 去ず 

裁 経： 所 お ホ； あす 

- 128 去. 置 さぞを で 


ア ハ*—** トメ ント 

家を 附 S を 湯殿 キッチン ー-巧る 
き 媒所夕 借 じで ホる 义巧 で 巧 迄 
委細は 御 面談。 

さを im ミタ C 0 W でぶ 至 ち Back 
だ：. ご rd 夕 ぎ呈 neland ち 養 2 


♦ H 本人 美な 巧を 

沙 翁の 『るの 物語』 どを 督の臀 

喩扉 川 島 牧師 

♦藻 哲を條 道ち 

『題 ホを」 川 お 牧師 

育 H ネ人教 食 

『基督 おの 化 本 問題 J 淸水 牧師 


求人 


夏棋 らき獎 詔を 良 
化 房'」 經驗ん る 者、 週給 化 

五 弗 居 裏 人蟲。 

巧 姓名が 社】 


妻荀 一過 五 弗 及 八 弗、/ 
spurns . 人 又は 二ん に 適 ホ 
市 廳へ十 か タィム マスクぶ i — 

へ かおみ 带 話々 ン バラン、 卜呈 三ユ| 

1 芝 量 St . Bi 与 黒が 梅 子 



夏 傷 向新 荷 到着 ；，. 

特に ゲ； - 向 陶器 雜黑類 澤山取 揃が^ 
候 間 お 舊傲巧 命 願 上 候 

术孫 X ラ ザ〜 ス 

1 VIO を SCRA W 3 ぶ I 百 C . 
つむ W ま t 2 wl - d 皆.， 

Ntw ジ rk City 
叫 elephos Oram ミ cy w 》 巧 0 


夏瘍向 \」渐 荷 着. 

陶尴 黑雜貨 各種 到着 精々 勉强御 便を 
ります か. ら 是非 見本 御 一覚を 願 か' 主す。 

巧 未 桃 ザ 組 

一吉 E . 1 呈 siz Y . す . stuyvsant 苦 95-で7 


奇 P 


株式 
曾 社 


夏瘍 陶^ 新觀着 U 

精々 勉强巧 仕 候閒！ 御託 义被下 お 願ヒお 

.太 洋寶易 株を 售社 

TTeL 皆 uyvesast を だ 

101 『ifth A < s 一ー タ zew York C さ 

Chicago Branch 技 7 W. gladison St, chKa 化夕 I ご . 


夏瘍 向新 荷 剖 着 

格安 品續 々•到を 化り 候 間 

是非 御用 命 被 下段 願 上 候 

化 八 巧會な ホ元ブ タザ I ス 

17 円を 17 を St, zew YWk Cky 

TTe て phos の 皆だ乂 づ なか ジミの の 巧。 


阻邮 夏踢グ I ム 向き 

咖 3 S 化 si - り本獨 逸を 输乂巧 其 小物 雜貨 媒、 

S 叫 國圆い 山 玉屋 各種 ゲ 1 厶 向き 恪巧恰 巧の 物 

& 剛窗^ け I i 澤山取 揃. r U 本人 顧客は 梟-^ 礎 宵 

化 s ’ 3^ 如 I げ峰に 取扱 申まず 0 

子 1 ドル エンド シ厶 メル 






煤 所は ビジ ネ X お 域の 中 V む 化 
ミ 恥が 狸、 巧 巧 巧 巧 巧 今 巧まん 
歸朝 じが まを を 化 じて 貞 渡し 巧 
し、 ホ 年の 顧 あ 巧 山 あら ホ 巧の 
方は 左へ 御あ說 あれ。 

電話 チェッカ リング 五 セ 化 S 


夏期 中が 業 

松風 ザ， 窩儒 
.西 字 丑 \ •一一 一： を 

電話 トラ% ホ々 —_王 お 五 四 




紐肯ホ かが 煤會社 
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zew Yofk l 、 if « 13« C 『£1 CCC 0 

51 ch »3 家 5 wt :: 
zew YorkC き. 
Phone . Franklin 1900 

巧} {己】 Pn 8: e 历 ranch 


hr 
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が埋人 日本 萬が 料理 一音 樂敎授 

の 巧 ホる コック 日本人 家庭 じ 雇 獨哨歌 巧 sml ヶ月 ホ 兜 (一遇 一回) 

はれぶ し。 西み 十五 r , 目 東京 商 貪 階上 

K . WLf 臺ミぶ 觀池 盛太郎 
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上等 洋服 調製 

弊 巧 調製の 上等 服な 皆據じ シック リ 
を ひます、 而 かもが 段は が 好です 0.. 
服地は み 齒ゥ！ グが澤 山 揃へ てあら 
ます 是非 御 一 覽を願 ひます、 H 本紳 
± 諸 若は 特別に 歡迎 しまず。 

銀巧會 社員 詣 ちじは みら < 御を 顧を 
蒸つ て 居ます。 


サム. ウイ 


.洋服 店 
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.ホ ノル、 ■横演 ■神戶 'お 崎-上海. 香港 ■あおは 巧 

乂洋え (ニニ、 客 〇嚼) 凹 巧せ 八日 
コレァ 化 (云、 呂〇 順) 五月 十二 H 
春 洋乂呈 |、0 言 咽) 五月 甘 六日 
西 比 利亞化 〇一气〇 客嗯) 六ち 九 目 

:- kj.§a 


化が 墨西哥 、秘 露、 智利諸 港 巧 
一な が * ノ 八、 橫濱神 口 巧 司 香港 巧 
巷 ほ# を々 週一醉 
◊を巧 朽*^切巧庭窒を購入御幹旋化 * 巧 
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シャト ホ 出帆 午前 十一 時 

▼プ レジ ザント マデイ ソン 

五月 兰日 

I ►グ レジ デント ジヤクソン 

五月 十五 H 

▼グレ ジグ ント マツ キン レ— 

五 巧 化と：：：！ 

▼プ レシ デント ジェフ ア ソン 

六月 八 H 
▼太平洋 航路の 玻か 速漠船 ▲ 
▼船室 廣く 理想的 じ 完瞄す ▲ 
▼ベッド 使用 コットに 非 中 A 
御 ホ 望に 化 b 日本を を 調 ふ 

鮮化理 巧 桑 山廚店 114 E. 芸 S, 

ン マ' 卜心出 蜗 (出妍 午前 十 時) 
が豫乂 五 巧 寸 二， け 
靜岡見 六 屑 音/が 星 
橫演乂 六 巧サ杳 .'ぞ 巧 
加賀丸 香が はを 
り 本 巧 船を 運賃 新 率 |2 ：f 


一等 橫 .挺 一九 お 巧 神 戸一 一〇 五 巧 
111 等 ホを 五十よ 巧 和を 五十 お 巧 

歐洲 H 本閒 客船 (每巧 二回. 
淪致 ょら 一等が 五磅 、二等と 十 
磅 、お 巧 紫ょ 6 ! 等 化 十と 巧 
二等 六十 六 鶴。 

が 宵 巧 化 む を 馬掩 を 日本 わ 巧物妃 二 巧 
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五 巧 十 ': H 
あ ふを か 丸 置 巧 ホ S 日 
▼橫お 一等 一九 五 巧 S 等 五 五 巧 
逛家族ま夕較 

. ▲御を 望に 依り 割引 巧な 切 巧が 朽巧致 枝 
ロスアンゼルス お 帆 

しか ご 化 四 巧 化 H 
まじら 化 五 巧 十二 日 
▲梅を 一 ま 大型 化 一九 五 ホ 小型化 一ー ホ巧キ 
▲ホ 巧羅 がが $ 切符 庭 尝 券が 入御 幹 巧 化り お 
▼ 'が 育 線 パ マ 巧 由 日本ち が 行 ほ 巧 船 月 一圓 
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が 巧. 間— 端. 

寄生 蟲跋唇 

凯篆 狼籍み 流け 

最 化：：： 本 かも 备 いた 社 巧 事， を 

じ關 する 訊； 5 の 報道を をめ じ 巧 

で 第一に 吾人の. むを を ふせし レ 

るらん は ホ 都に がける 親 お狼紹 

の 流 わ t わる。 化 お 化 ホ-しも 米 

騒 勘は あつたで あらう。 水半邮 

V 脚が 巧 どの 街 突は あつたで あ 

らう。 ホ エ媒勞 粗 おの 怠 楽から 

誘 後ろれ た 化の 雨ら 降つ たで あ 

らう。 乍 併 お 等の 轨玻 狼籍 即ち 

化 おわ 動は あ 劾 U 化活 上のを 威 

を 成 じた 者が 集 劇 どい* つてを 辕 

巧を 槪じ巧 どした b 思想 上の 

懸 貼から 化 じた 巧が 腕 刀を W て 

他を 雌 服し やう ごした b しじ 姑 

おで 幾 か誠恕 すべきな がないで 

も；；* い。 

がるに' 典 ホ頻 をし つ-" ある 轨 

お 狼雜に をく 所 調が 膝ゲ G る ホ 

: 郁に 於て がせられ 化 牌 質は 幡め 

て个 みお 肖、 不徹 を 卜 、ある。 何 

_ 巧を ど稱し 的々 酱蝴 ごかぶ した 

幽邀脚 体の 巧む どやら 化卜 ，'や 

らが白 萬 横れ の奇 化を 星して ゐ 

るが かきは 碰 かに r 越 辱 J の 絶好 

- 見本で ある。 而も 化 巧の 目的け 

:阿贿 物で あつて 五 岡、 十圓 S 紙 

おを 猪る じ 化い* ら ない。 彼 巧は 

社 巧の 巧 年蟲ど ^ つて、 一知 ザ 

解の 政を 逛徳 論を お b 舞は しぶ 

It 巧が；^ 乂网照 懲を哨 海し、 お 

化 鉛 誤の 帝 主神 權說 なでを 擔ぎ 

出しつ t 消 巧 お及びが 賃を 探め 

む どが みる。 而 してが 目的を 建 

ずる 手段 どして お 劣 千' 刀 U 乱染 

狼 観を がて し 十-君 そを して 雜疆 

せしめて & る 0 

彼等の 無智.. 悼 顔は 嬰す るに 

口 をげ 事 問題 じ籍 らて慨 化發國 

を 操 巧し、 化 級；；* る 遊民 的华活 

じがち て醉 化が 巧せ む どす るに 

過ぎない けれ 共、 彼等の 亂裝狼 

籍を 貼を し、 悪化せ しめたる の 

罪は-がろ パィ ャア •アップ じな 

る。 其 一は 衆溢院 じめ けるな お 

巧 動で をる。 苟も r 神 盤なる』 立 

巧 部の 7 防く して、 化滋 政治の 

機 脚 どして# 化すべき 笠で ある 

衆 廉院の 諮 事を をを ずるが よい 

抑 其！： おじ あ 翔 ホが あるか 反掛 

赞化 孰れ じせよ おして 克 くな じ 

を々 の 論 牌を 娘ら て國 政を 審諮 

し 得 じか 如何ず。 彼等の 雜 事は 

細ぶ、 が蝴じ 始ま b 蘇醫 、怒號 

叫喚よ b 進む で 殿げ、 巧 脚、 突 

巧が 戳 、ホみ を 化して 修雜 のを 

ごする に 非 ざれ じ 一日の 雜拳 H 

:巧をお了し树^:^い。 'がおど評ず 

れば併 巧で も あら、 淺 ましい ど 

立へ ばを よしい i であらう。 し 

^ し】 般闕 ほが 斯 かる 柬诚院 の 

巧 悲劇を 對 I おの 火災 规 し、 詩 お 

み 祗がィ ーして なつて 一 郁の 巧 ホ 

だ戚 やる ど 云 ふの* レを 人のを 必 

に堪 りざる たで ある。 ホ 都 じ 於 

ける を 化蟲削 体の 跋居 跳梁ず る 


一因は 施政 姐 上に 化ける 醜 おな 
模 礎—- ぶつに 爲め である。 化の 
誘因け 化が 大徴當 時の ばを お 流 
が自 じの 腥傷义 は 貧 婪を蔽 はん 
がな めじ ホ 井山 無 賴澳じ 黄白を 
おおせる^巧じ政權を化おせる 
滕 化内銷 .か 焼を 費 ご 稱 する 勘 K 
の 稱稅を 撒 ホして 或 時け 彼等を 
惡岐 擁護の 宣傳じ ホが せしめ 或 
がは な對旨 論抑壓 の機剛 ごした 


が爲 めで ある。 換言 ずれ じ 普通 
選擧 のな 沾を 歡迎 する 的 化に 對 
連し U がら 一面 じ亂躲 辕籍处 流 
行に W b て 自然に 言論の 灌诚を 
尖攒 せんどして ゐ るのは 頗る 化 
お U 爭を である。 滔 々たる 化. 蠻 
風を 看 遇する； は餘 b じ 智惠の 
み y い 沙汰で あつて お 嗦蟲を お 
化せし わる i は 吾人の 謝 じて 與 
せざる 所で ある。 


戰爭は 痴人の 夢と 

松 平 大使が 長廣吿 


日露 協を ご 新 i 地 法釋明 


化 報の 如く ホ國 基皆敎 问盟國 

際ぶ 證巧進 委貸會 ま 催、 駐米 

を 懼乂化 松 平恒雄 氏の 歡迎晚 

餐會は 甘口' ィーグ T 1 ド俱樂 

部 じて 關椎 、フランクリン 博 

トー づ 巧し 紐脊 タィム， 副 ホ 筆 

フネ ンレ ー搏± 、聖黨 瞄會々 

頭へ— ブン巧 中、 マ クフ ア— 

ランド 巧 巧の 溃說あ 6、 席と 

大使の 述べなる 溃說 の 要点は 

ぶの 如し。 

呂露據 {化の ホち 翩聯 

し 新聞紙 上 じて 睡 々軍事的 方面 

じ 就て が密 協を を 締結し だかの 

かく 巧へ' ら れてゐ るが、 祕密が 

巧は 最早 逊 去の 遺物で あつて 巧 

る 協定け 日本 も 締盟 國の一 でん 

る ヮシントン 諸條 約の 捣神じ 違 

おする が爲 どして、 をは H 本が 

音 じ ロシアの みならず、 いづれ 

の 國条ゴ の 間 じ も 何等の 秘密 楠 

を 乃ま條 約を 締結し 居らざる る 

を 諸君に が 証し 得る を渝快 どす 

る。 今 H の H 本は 化 界を國 ご 平 

かの 禪 じを くるの 念 停く をの 顏 

際 的 巧衝じ 就ても を ホを ぶ 礎と 

しこれが 懸案を 解 ホず る 上 じが 

て 日本は 化が の 進 ホ ご 時勢の 進 

展じ添 はん どす る 

あむ 固 < これ 即ち 巧 等 

が 記憶すべき ブ シン トン 會議じ 

參 加した 所 0 である。 H 本は こ 

の 結 お 輿 米に 等しく 直 もに 廢艦 

のを かじ 着手し 今年 二 巧、 軍賴 

± 佐の 爆 化を 鼓 後 ごして 十五 隻 

のま 力艦廢 楽を 賞 施した のでを 

る。 若し 從ホ 越々 傅 へられね る 

がかく 我等の 間 じ 殺ず 突 發の危 

險が潜 巧して ゐ たどす るなら ば 一 

巧 等は 斷 じて 巧る 廢艦 作業 じず 

を 染めない のみなら や、 恐らく 

諸君 ご 雖數 平方 弗を 投じた 雨 艦 

を 爆 化しな かつた であらぅ。 斯 

の 如く じして 我等は ぞ 邪ょ ら撤 

をし、 山巧ぷ をま郷 じ還附 し、 

今後 も 亦ぶ 那の 内政に 對 しては 

ホ 干涉 まを のを 策を 避績 する じ 

まるべ < 、巧 等は をのを 力を 蓝 

して ヮシントン 協を の 字句 及び 

捣 神の 偉 巫に 巧 力し つ： ある も 

のにて、 同時 じ 巧が 

對米 懸案 じ勒 しても H 


本は 協調 VJ を 平 どを 基礎 どして 
これに 從 ふべき ふを 諸な に吿げ 
得る を輸快 ごする。 最近を 巧を 
なる に 至りし 輕籍 法み 改正 ごか 
ん止地 法は この 精神 じあいた も 
ので あつて 新闽籍 法は 二 童國籍 

問題を 容易 じ 解かし、 外人 主 地 

法は 勃み を IS て H 本人 じ 對し差 

別 的 法 体を 測を したる 外國 々ほ 

の 日本に 於 パる 止 地所を じ凿し 

報" 化 的の 意 ホ じて これを 禁止し 

得る が、 政府 どして は斯 る赫々 

をを する の 息 志な き i は 旣に聲 

明した 巧で ある。 麗 君ら 知る 如 

< 米 倒 被」 郁. 難 州' ドて はお 冰火 

じ 差別 的 待遇を 施し ±驰 の 巧ち 

力 至 a 借を 禁 化し 居れで、 日本 

政咐 どして 何等 これに 對し 報復 

的な 巧 政 巧 爲じ义 ばんごす る 意 

志が 寸 毫もない i は、 諸君の 信 

賴し 得る 所で ある。 更らじ 巷 尚 

魄 々傳 わられる 巧の 

日 ホ戰爭 に 就て 附言す 

る U らば、 余は ホ國 々內 じがて 

斯 t 風評が 繰 返されつ 一 あるの 

みなら や、 歐巧人 i まで かこの 

流言に 迷は されつ！ あるを 見て 

一驚を 喫せざる を 得ず。 米閣ど 

a 本の間 じ 武力を 0 てせ 中ん ば 

解 巧し 得ざる が 如き 問題の が 巧 

し 居らざる i は 明白 じして、 今 

後 とてもぶ 證的 外を 手段 じて 解 

巧す る i み 出 ホない 閒 題が 發ま 

する ご 思惟す る T こは 出 ホない。 

日本 こ米國 どの 戰爭は 物質的 じ 

も 到底 不可能で あり、 兩 画は 永' 

久平 かの 裡に生 < べき 運命を 天 

ょら 巧 けられて ゐ るので ある 云 

云。 尙ほ 聖書 協會 のへ ー ゲン 巧 

はお 說の 一節 じがて を 會閒盟 ご 

H 米 問題 じ關 巧に 言 反し 「我等 

が 本 問題 じがて 努力す る 所な は 

日本の 爲め ごる ふょち も 寧ろ 巧 

等の 爲 めで あつて、 この 現狀を 

巧 破して 我等の 巧 戶を世 おお 族 

の爲 めじ 開放 するどみ じ、' 我等 

の 最も 必要と する 所は、 我等の 

瓶 先の 展 をを おら じ學ぶ i じあ 

る』 ご 述べた。 而 して 當 巧の 來 

食ち は 約 口廿餘 あじ 速す るの 盛 

がで あつた。 因に 當巧 •キ ューリ 

ツク 巧* は 病 氣の爲 め 欠 巧した 


を 命 こ 暴動 


腿 さむた が、 の 反 成は-思 
巧 進し 人む 惭 々たる ものが ホる 


ブルガリアの 

赤色 恐怖 

おを 黛 旨 緩々 死刑 

ロ シドン 化 H 發 ；：；： ベ 八 グン— 

ド經も プ^ボ リア よら 達した 特 
電 'じ がれげ グ八ガ 9 ア のか ハを 溝 
事件に 關聯し 約 一巧 六 千 人の 嫌 
疑を が檢 紫され 四千 人は 旣じ死 
刑 じ 所せられ たもの、〜 如 < ホ だ 
確報 じは 接しない けれ ザ」 も媳彈 
事件の 張本人 ど 目され て ゐるミ 
ン n ッフは 逮捕の 際 抵抗し 遂に 
擊 殺された。 

ソフ キア 廿日 發 in : をの 後の 調 
査じ 化れば 馨 じせ ハ 産 黨がク ラグ 
を 院 を爆發 したる 際の 即死 者は 
二な 餘 をに 達し 化 ハを 黛の 勢力は 
侮 る がら さるもの 多く、 

國 j - fl ボリ X 陛下は 游 外に 
亡命 せんご 傅へ られつ i あ し 
も 政府 軍隊が 嚴重 U る 戒厳み を 
公 化して 怪しき 徒輩は 悉く 吿發 
し 軍を 會畿 じ姻附 したる 上旣じ 
死刑に 處 したる 者 四 巧 人に 達し 
た ごの 報道は 共を 黨 員の 勢力を 
漸 か弱ら しめつ i ある もの {如 
くボ 中のを 所 じて 軍隊 どの 衝突 
農々 巧 はれ、 鹽境 線は 元よ b 擧 
動不をのボおはなちに巌重^^る 
搜索 をを けつ； あるが、 革命 じ 
關係 あら ど覺 しい 婦人 數 るが 檢 
擧 された るが、 一說じ れば軍 
隊 おじても 上官の 命み が餘 りに 
帯 酷で あるを が 理由と i ：* り、 

革命に 帖 情の 盧を披 礎す 
る 者を 增 加して ゐる模 樣でゐ る 
而 して か府當 おは 今 旧のを 命じ 
化 b て 益々 陸軍 力の か ミを 威 じ 

不取敢 一一 一千 人の 巿は 志願兵を 慕 

集ず る ど 巧 じ 聯合 國大化 會議じ 

事情を 具申して 軍隊の 擴 張を 斷 

巧ず るに をるべく、 今 固の 革 か 

は駐埃 ソグィ 五 ット大 化 ョッフ 
ェ 巧の指をである；が明白どな 
つた。 

ボン デュラスを かし 

米海軍 お 動 

米國 領事が 懇請 

ヮン ン トン か H 發 =： 囊じ ホン 

デュラスの 大統領 戰に慘 敗した 

る フェン ラ將 軍を 頭目 ごする を 

命 軍は を 地のを 命 派 ど 連絡して 

セ 八 パより サ瓜ゲ アド ア國境 線 

じ 至る 間に 直 b て 兵を 起し 近く 

首都を 要擊 ずべき 形勢 じある 爲 

め セキ バ駐 巧ホ國 領事 ゥ キラ ー 

氏の 懲 請に 應 じホ國 巡が 避 デム 

バ ー 號が 出動の 上な 六十 五 人の 

が 軍陸戰 除を 上陸せ しめてが 留 

米 人み 生命 どが 產ど をが 繁 ずる 

MJ ご a つた 3 口が 巧 省は 今朝を 表 

した i 

南 デフ リカで 

の 千 人 暴動 

ブロム フォン ブンか 日 發 u 才 

レンゲ 自由 州の 首都で ある 當地 

の 歐洲人 巡窗ご ± ほ 巡査が 酒類 

巧收 の； じ 關聯し 衝突した る 0 

巧尘 はの 反 白人 熱は 頗る 昂進し 

昨朗 よら ネタじ 直ち て 約 四千 人 

の± 民は 篡民 化する じ まちし 爲 

め 赞官陈 は 止むな く お 砲し 四 人 

の 上 民は 即死して 漸く お 巧は 鶴 


ポルトガルで 

軍 膝が 革命_ 

_ 前を 相 等が 陰謀 
ブ心 ボン 十 化り を == 昨 H カマ 
ラ 少佐の お禪 する ポ於ト ボル' の 
巧隊 はおが 革命のを じ 及 グボ街 
じ陣營 を' 張らて リスボン ボを贿 
紫し 一脾 優勢な 6 しも 遂に 欧府 
軍の ためじ 嬰裝 されを 命 軍は 慘 
化の 上 首謀者の 外. お 幕の 人 胁：で 
ホる 前 首相 リ ー ^ 巧を 始め 堪命 

內 隅の 首 化 じ 凝せられ てむか n 

IV ス將軍 等は 捕虜 どなつ たが 

巧 中 じは 戒嚴 令が を 布され わ。 
尙ほ 革命 戰の爲 めじ 即 巧者 も 五 
人、 貸 傷を 二な 人を 生じた 0 一 


對 露が 衝 U 

飽 をな 



米國の 態度が 定る 
バリー 廿リ發 = 信賴す V き 筋 
から 波れ た橄 道に 娘 n ば 最巧骄 
圖務 長官 ケ 《 ツグ 氏は 巧 かホ國 
大を 化に 訓 みを 發 して ホ 國が近 
き將ホ じがて 勞 農。 シア 政府 ミ 
外を 問題み 他 じ關聯 してが 衝す 


兩黨肯 の 轉剛孽 で 


政局 小康 


一 股 ホ 


二乂臣 の 親巧ホ 

ま京特電十よ〇お^出中 
會總 裁が 加藤宣 がの 邀滋じ 
ずして 入销を 拒絶し ホ 犬 養を の 
卒 ゆるを がが 樂 部が 政を 會 色を 
同せ むごせ る爲め 一時 一一 一派の 決 
敎か府 の あ 機を 傅 へられた るか 
加 藤 首が々 び 田 中總兢 は飽を 政 
巧の 撰すな る 二 一派 協調 維持のを 
要を 認め 旧 中 氏の 入閣 如 例 じ 巧 
はらず 黃 巧を なて 現 巧 間の 政带 
を ま 持ず べしと 本 H 巧 同聲明 聲 
を發し 政ぶ 會副繳 规郎曲 卯太那 
巧は が エ太臣 じ、 同 曾 顧問 岡 崎 
邦輔 氏は 農林 大臣 じ 孰れ も 巧を 
本 H 宮中 じがて 親任式が 舉巧 U 
れ なじ 政 おは 稍 小康を 觀 るを で 
なつた。 


1 ズ氏 どのな 見が をを して ゐる 
VJ 云 はれで ゐ る。 


ご 


の 怠 志 W しど 姐牒 したる が、 

るは 化か 大を使 館が 最近" シデ 

問題に 關聯 しホ國 政府は 上院 外 

を 委旨長 ボラ！ をの 所論 > レ 動か 

され 近く 調を 委員を 組織す べに 

ごの 說が傳 は b これ じ 娘 b て^ 

を 上じ變 化を ぶ ぼず かの か 

測され たので 國務 長官に 對 して 

頻 々ご 問を が あつれ 結 おで あぶ 

ご 云 はれて ゐる〇 .；! 

ブ シン トンが： n 發 ：：：： パリ 1 了 

-の 報道 じ 對し轉 務省當 局は^ 

かの 眞化じ 就て 巧等發 おする 护 

欲し。 いを であるが 本 巧 題に 就 

ての 米國 政府の 態度は ヒユ ー； 

氏の 樹立した 政策に 何等の 變仏 

を 生じて ゐ ない i は確實 であ ツ 

て •大統領 ごヶ n ッグ 氏が 本 問 

題に 就て 屢 々協 證 したのは 睾實 

でゐ るが、 ホ閣 政府は ロシアが 

义明國 の 樹立した 化 則を ぶ 礎 マ」 

しじ 國家 的が 動じぶ ばない 限ら 

一巧の 巧衝 はが 絶す る巧必 でを 

ると 云 ふ。 的ほケ n ツグ 氏の 對 

露問題じ關ずる個人的のぉ§^2^ 

。ン ドン 巧 巧 中に も お々 なおの 

盧 向を 示し、 この 点じ 就て ヒュ 


獨逸 大統領 戰 

選擧 H なる 

~ 農が & 務 みを 

ベ W リン 廿 U 發 IT 獨逸乂 統領 商工な おみ 官 

選 舉は輸 々ホる：：： 雌 H をな て 執 陸軍 政な ホ宫 

巧す る じ まるべく ヒン デン バグが 巧 政務 次宫 

グお 軍を 支持す る ホ 制 派は 約 S 農が 參與官 

百万 祟の 差を なて マ^クス 博 ± 巧エ參 巧ち 

を 破らん ご稱 して ゐ るが、 お あ 
國 派を 膊榜 する マグ クス 氏は ヒ 
ン デン バグ グ將軍 S 當 選は 獨逸 
のす 國ち義 化 興、 獨 逸の 對 外信 
用 失墜を 盧 ホず る どが 政 及び 外 
巧 上の 立場から 將 軍の 立候補を 
非難して。 る。 

統一 機 隅の 設潰ど 

製鐵 調查會 

東京 特電 廿 H 發 ：！：： 本が 自衞自 
給の 重 耍間題 どして 夕 年の 懸案 
であつ C 繫錫 工業 統一 問題に 關 
し 昨秋 來 調査 研を 中で あつた 製 
鐵 調査 會け 愈々 政府 じ掛 して 其 
答申書を 提出せ しが 其內 なは、 

八幡 製鐵 巧を 中位 どす るザ官 
半 おを 間經營 の製鐵 事業を 速 
かじ 嘗巧し 參加會 社には 資格 

を峭 し、 官お 聯絡の 燃 瞄を設 

置し、 お 料、 生產 、販資 ぶび 
經營の 共 间機關 を 創設して 統 
一を 計るべし ど 云 ふじる b 

創立 サ五 がの 

聯合 通信社 

今週 回化両 贈じぜ 一ら ゥォ於 
—フ •アストリア じ 於て 開かれ 
た 聯合 通信社の 總會は 創立 滿化 
お 年に 達した る 祝賀の 盧 ホを 兼 

ね' 頗る 盧義 ある 會 をで あつた 
由 ホ 聯合 通信社め 前身は 千 八ち 

九十 云 年を 図を 迪 じて 政 黨政派 

のを 鷄を 受けざる ニ ゥスのを 集 

供給を ィリ ノイス 州に 於て 針畫 

したので あるが 當 巧は 株 ま 組織 

で當巧 的の 巧 質を 帶 びて ゐ たの 
である。 がるに 千み 白 年 其組槪 

を變 をし メ八 ビ^ •ィ！ •スト 1 

ン 氏を 総ち 配役と して 紐 育 じ 相 

互 的 機縣を 創設し お ホ 長 おの 進 

ホを 遂げ 操舰 ホの 中必ご U らて 

米國 新聞紙の 權戚を 化を じ 認識 

せし むる じ まつた ので ある 。同 

社 第 r 潮の 總 支配人た ちし ヌ 
ン をはを 齡の なをな て 顧問 没 

じ轉じ 最近まで エフ •ア I グ 
ブン 氏ぶ 後任と して 活動した 

が マ 氏の 辭表 提出 後 副 支配 A ね 

し ケント •ク （バ ー 巧が 總ま 

配人じ昇巧するろじ决をした。 

ク ー バア 氏は イン デ アト 州 コロ 
ムバ マ巿の 出身で 本年 僅か じ 四 

十五 歲將來 が 爲の材 ご囑目 せら 

れてゐ る。 


農務 參與官 確を 

東京 特電 十八 日增 U 農が、 巧 
ェ 政務次官 间參 が 官 並じ隆 がが 
政 お官は 左の 如く 確定した。 


關東 地方に 激震 

東京 廿日 發= 今曉 零時 四十 五 
を、 近 ホ 稀れ に 見る 激震 あ b 五 
時化を じ 二回 目の 激黨 あらし も 
損害は 輕微 である。 

を 京 十九：：：！ 潑 U 今朝 四時 五十 
二み、 臺灣を 地 じ 数 震 あわ 損害 
の お 巧は まつて 輕微 でを るが 東 
ぶ巿 にも 间 時に 微震が あつた。 


東 商議 會頭當 選 

東京 特電 廿 U 發 り- 旦 鄉誠么 

助 男を 食 頭に 選擧 せる 巧 京 商業 

會議 巧は 不認可の 爲を をら じ 選 

擧を巧 ひたる 結果 指旧義 雄巧會 

頭じ當 選した 0 

支那 職工の 狼籍 

ま 京 特電 化 R 發=靑 島 じがけ 

る 大日 本が 績會社 ま那人 職工 四 

千 人の 罷菜敛 渡しが 間 親 器を 所 

持して H 煤を 繫擊 して 邦人 職工 

义名 じを 傷を 負けし めた。 


二王 忠霎 政) 
泰 豐助 (政) 
陳旗 元太郞 (患) 
武 内作华 (憲) 
黒 住化韋 (ぶ) 
野が 嘉六 (患) 


が 局 


ンァ m 

聯邦 ご 共和 國 


シア 祖會 ま義 聯盟 ソ ゲイち 
奥 か 凰は、 八つの 自治せ ハ か 
國 、八つの 自治 州、 二つの 勞働 
自治 猫の 聯盟から 成ら 立つ。 

自治 巧 か國 

1 0 バ シキ） 火 自治 共和 國 
二。 コ ー グマク 自治み ぁ國 
一二。 タ ゲスタ ン自 おおか 圈 
四。 キ^。 キス 自治 共か國 
置。 クリミア 自治 共 か 風 
六。 タタ ー グ 自治 共か國 
と。 卜八 キス タン 自 おせ ハぉ閣 
八。 ャク —ック 自治 典か國 
自治 州 

一。 ウオ チャック 族 自治 州 

二。 力八ム イク 族 自治 州 

一二。 n ミ 族 自治 州 

四。 マリ！ スク族 自治 卵 

五。 蒙を グリアー ト族 自治 州 

六。 オイ ラト 族 宮治州 
よ。 チ H < ケス 族 自治. 州 
八。 チユ フン 族 自治 州 

勞働 自治 幽 

1 0 ダ リア 勞働 自治 團 
二。 ゲ オ八ガ •ド イブ 人勞慟 

宜治圃 

ザ •カフ カズ 社を ま義 聯强ソ 
ゲイェ ツト 共か國 は、 カフ ボス 
( コ I カサス) じ 於け る 一二つ のソ 

ゲイェ ット社 會ま義 共 ぁ 國の聯 
盟 から 成ら 立つ。 

一。 アゼグ ベイジアン •ソゲ 

イエ ット化 貪ホ義 みか 國 

110 アグ メ ニア •ソ ゲイで ツ 

卜社 會ホ義 共和 圃 

ご 10 グ瓜 ジア •ッ ゲイで ット 

'社 會ま義 お和國 
これを 解 易く 云 ふなら じ、 ソ 
ダイ ユット 化 會ま義 共か國 聯邦 

の 下に， は〇 シア 社 食ま義 聯盟 ツ 
ゲイェ ット 共か國 、ウクライナ 
社會 ま義ッ ゲイェ ットお 和國、 

ベ n • 0 シア 化會 ホ義ソ ゲイで 
ット みか 國 、ザ •カフ々 ズ社會 

主義 聯盟 ソゲ イ ユット おが 國が 

ぁつに、 0 シア 化會 ま義聯 盛の 

下には 更らじ 八 自治 共和 圈 、八 

自治 州、 二勞働 自治 脚、 ザ •力 

フカ ズ化會 主義 聯盟の 下には T 

ゼグ ペイジ アン 巧か國 、ア瓜 

ニア 共和 國、 グ^ジア 共和 國と 
いふ ものが 所戚 して ゐ る。 

ソ ダイ ユット 社 會ま義 共和 國 

蹄が じは 聯邦 政 麻が あつて、 國 


る 


あの おを 政務 即も 外を、 陸が 軍 
事務、 外闕贸 あ、 運輸、 お 巧を 
巧の 指導、 園は 經濟 及びが 政の 
般的指 巧、 をの 化甫 要なる 法 
裤の 制を は 凡て 聯巧 政府のを 孽 
じ戚 して ゐ る。 

聯巧最 离磯觸 は、 加盟を 化 ハ 和 
國 最商踩 脚のを々 じして おし 綺 
邦の 患を を 化ず やうな 煤を には 
これを 廢棄 する £ が 出 ホる。 

を 共か闕 のま 權 は、‘ 聯巧患 法 
じ 化つ て 指を された 拖剧み じ 限 
られて & る。 是 等の 範阐外 じが 
ては、 ぶ 共か國 は獨サ 的に 自己 
の權 利を 巧 使す る ミ か 出 ホる。 

ぞ典 か圃は 聯邦から 自 ホじ脫 
退す る權 利を 巧を して ゐ る。 又 
聯邦 內を おか 國 々民の ためじ、 
單一聯 がを 民權が 制を されて ゐ 
るので ある 0 

聯邦 共和 國 の！ 般通 用語 どし 
てる 認 されて ゐる國 語は、。 シ 
語、 ウクライナ 語、 ベ U * 

シア 語、 ダグ ジア 語、 ア作メ 
ア 語、 卜 处 n • タ タ ！ 語等で 
ある。 聯巧 政府 最高 機 刷の 訓み 
法み 其 他のを 文は みな 是 等の 國 
語で 印刷され てゐ る。 

聯邦の 首 郁は モス タウ 巿 であ 
なつて ロシア 共 巧 圖は聯 巧 
の盟 またる 觀が あろ。 

聯邦を 共 か 國の內 じ 加盟して 
ゐる 自治 共和 爾 はを 自 中央 執 巧 
委員 會と 人は 委員 會 ごを をし、 
また 或 桃の 問題 じ 於て は 一定の 
獨立權 をを して ゐ る。 自治 州 ご 
勞働き 治團 ごは 縣し 相當 する 機 
翩を 有し、 又 をれ ど 巧 等の 權利 
を 巧して ゐ る？ 

最後.' 飄 加して 置きたい， とは 
國名 のをが ご 統一の i である。 
園 名が ぐ U の やう じ まも/、 じ 
呼ばれて ゐ ては 非常な 不便を 威 
中る。 少なく ごも 聯邦 ミ 0 シア 
だけで も 明らか じ晓 別して 置か 
ねば ^;*ら« ご 言つ て、 あの 長た 
らしい 國 名を あの ま ぇ 使用ず る 
の も、 义單じ 略字 だけで 表すの 
6、 河れ も 不便で ある。 を こで 
「ソゲ イエ ット巧 會ま義 共和 励 
聯邦」 を 「ソグイ ユット 聯 巧」 と 
呼び シア 社 會ホ義 聯盟 ソゲ 
ょット 共和 國」 をを 巧の 慣例 
も あるから、 「ソ ゲイ ユット 
シア」 と 呼んだ ホが 最も 適當で 
ある ご あ ふ。 をれ から ソゲ イエ 
の 綴 6 ホ も 巧が 巧 語では ナ 

ゲエ — 卜 、ソウ イエ 1 卜 、ソピ 

な VJ 、 うるさい 巧 まも 主 
もじな つて ゐ るが、 これ も 議論 
は拔 きじして 「ソ ゲイ ユット」 ど 
統- した 方が ま械 便利で ある ど 
思 ふ〇- 


海の 巧 ご 外 

♦ホ 色 恐怖 モ義じ 襲 はれた ィ 
八 ダリアは、 今や 白色 恐怖 まが 
の 天下 じ早變 6 して 換 まされ ゎ 
人間は 悉く 死刑ぶ ある。 化で せ 
命を 政府が 煽動す る 巧な もの。 

♦大統領 ク ー リブ デ 氏は 一 n 
じ モ八昏 人の 善男善女 ど 挺 手心 
した。 一挺 手 一秒 ご 勘定して， 
大統領の 職は 忙 がしい。 

♦元帥 ヒン デン バグ グ將軍 1 
たつた 一日の 政談 演說 じすつ」 
b 疲れて、 をのを 日は ぐつ す’ 
ど 溶 込んだ。 果報は おて 巧て' 
いふ 奴。 
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Tei. が u パが 3 お が郎 


授敎語 英人婦 


Mi が . Blanche Fisher 

1264 Lex. Ave. Cor. 85 th St. 


S.Yokoya,D.G. 

104 W. が nd な . 

Tei. Riverside 5626 

YUKIO NISHIMURA ， M. G. 

314 Wesi lllih Street 

Td. 巧 日 nu 前 enf 8273 

療治 揉 學科經 神 

Motoi 1 S 口 cmya d,m.d. 
lie SU お phen お， 

Bosion おぉ も ’ 

K. !wanK> わ , M. D. 

114 WwOlh St. 

Tel. Trafalgar 0352 

KANZO OGURI M.D. 
214 High St . む 〇她 が 

TeL Cumberland 1080 

le!. S ぉ kb 巧 1 的 33 

H グを 、ド 瓷午 午き み 
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Koike Studio 

が 7 お h わ も 
Cor. がかな . 

Tel. Caledonia が 94 


KOSHIBA 

STUDIO 

舘眞 寫柴小 

681 F け 化む e .， 

Te し fla な 3212 

Sranch Shidio 
Westminsi が Street, 
rnividense も L 


N4>ponDry GockIs Go- 
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New York Auto School 

228 Second be., Gor. 14 ih St. 



兩晝二 蓮云ス ラ 轉摇自 
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車 動自貸 

SATSUMA COMPANY 
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U 本* ぞ那寶 玉 製 美 
術 お、 婦人 用 首 錦 其 
他 装飾品 

，岡 島訂； ：が 

高等 美術品 修 鐘、 

首 飾 品、 スト y ング 
日本 服 裁縫 


正直と 親切 どを 旨 どし 確實 

信用 ある 商品を 精選し 

時 別廉懼 で販賣 致します 

ゥォグ サム、 エ少 デンの 替引 

巧 化は 凡て 一二 割引 
指輪 鎖 貴を 屬並じ 寶石頻 一切 
ミグ トン 時計、^ ブード 

リノ ィ X 時計、 を 鞠 潰 時計 

ゥォ 1 夕！ マン 萬 年を 

よバシ ャーフ 鉛筆 

视 銀器 並に 銀器 一切 
御歸 朝の 御 ± 產】 切 

時計の 修繪 は保險 かじて 確實 

にお 川 自身が 致します 

紐 育 お 西 四十 二 了 目 四と を 

四 四 S 号 ま (五 巧 ど ホ 街 間) 

お 川岸 商會 

電話 ベン ン^バ ニァと！ ニニ 九 

Ushikaw ぞ Kishi 0? 47 美. 42 nd St . 


驟揉 療治 

I 西洋式 マ ッナー ジ 
- 日本ぶ 巧が 按腹 

j 神經搞 リウ マチス 

巧 身 骨ぅ づき 肩 
腰痛み 觀違ひ 
其 化 諸 お 操 療治の 御 
需 めじ 應 じ御湛 話が 
第 御ぶ 庭义は ホプ术 
じ お 張 親切に 治 海 申 
上ます。 前約の ホな 
自 をに てら 施術いた 
しまず。 

» 肖 I 津輕 東洋 

西を 化 了 目丰四 番地 
電話 ス 々イラ アを 一を 
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D 巧 •巧 巧玄 台 巧一; 巧 CYA . 
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基 7 ごま A さ. すち を nd 資‘ 
Tel . Mu ミニ 吉 2 呈 す〇ヨ 7 苦 


ク 

-少 


ホ 谷 謙 次 

自 午前 十一 時 至 午後 二 時 
時 硬 外ぶ 日 曝は 前約の 事 


•トク 

トル 


が 瀬化廊 

8 B Lexi 量 n A ま. N . Y . 夏 

巧 et . 窝 th & ゴ 在 穿 

ジ ー-至 adis 导 ぎを 18 -78 さ 


評證1.1^ ^を巧十口ぉ巧 
雜誌 一部 十 仙 
堂 こ ast i S こ. 产 呈一 


H 本 玩具 
雜貨卽 養 

条良 貿易商 會 


船具を 巧な お 船 御用 逢 

遠 藤 小で 菌會 

だ B 夏を ay NU . C さ 
Tel . き itehaH 1 芭ご 


秘關 事務 取扱 

WILLIAM 广 BA ま & 尹 

ぎ〇ヨ 12 泛 ご Broa を さ City . 

Phone : Bo を 忌 Green 兰36* 9 夏 


DR. BLOOM 

34 化が . Gor. お d ivenue 
巧が SI Cor. Lexingicn Ave. 
i 巧 5 扣 な . C 肌む rk む me 

Dr ， G . 吐 M が tin 

DENTIST 

7 が Lexingi 肺む e. Cor. 58 化 St. 
Phone Regent 2457 

D 民 •H.A. GARDNER 

DENTIST 

658 Madison Ave. Bet. 郎 - 81 st な s ， 
Tel. Regent 71 が 

A.L*CEASAR,M ぶ . 

觸 East な ih Slfgel 

8 ei. お ( る L な if#m むが 

な !， Lenox 呂 S 73 

丈 . 察 si? 

ーョ董 叫 
商！ ! 接 f f h 

見錢 iiEl 

-■It fi. 

彥黯 

に E ； .Yo ふ も M . 氏 
345 W. ? 1 si な . 

Tei. F-mii 即 H 3 剛 - 的 28 

談覃 〇 

ド H ^ y S 
曜藥 1 二 S 

' ン需堇慕 養 2 〇 

小 時 £¥ 時 羣马 

架 さ 

flSI i! 2 

ま ' 四 化ー ミ 星 〇 
時 時時 ■ ’ 

1 トト - じ 日 II 懲最 《レ 

I かクお T 本 U 能 新年 ]^ 

1 ブ育寧 人 難に 式の 巧 
フ州 懇諸 § て 科經 ^ 
ルを 切 君 S 信 學驗怎 王 

1 認 じじ S 用 手を M 

I 治は n 篤 術な 胃 

ム 療 巧い しじて 

亡 ]; 下 H 夕 il 
ゎ， 寧 本年 新 ^ 

ヴ 懇 人の 式 ^ 

.切 諸經無 ちを 

1 にお 驗痛 ずす 
千 施は をを 

術 特な療 胃 . 
ン すじて II 

水 每 

午 腿 時 午 日 マ 
後 、前 百診陶 
一 午午义 察ち 巧 
時 前後 時 1 時 ホす 
丸一！ 聞 ^ 

時 略 十 ! f A ^ 

! ! 二王 

p 1 猴觸鼻 耳 載 

間 時を 彰 
午 化 ま 時 十ぶ 午 目 
- 時 八 ま 時 六を 午自 

トド H * ■臺 み琢 

，レ, 曜 午^を 
はを ミ r 

口前よ お ミ S 
お 約 時^ 當 
顚 i み 

盛 上 化 め 

纖候時 間 


n 

n 


%J 1- 
削 お 

お 3： 

〇 7 
むが 
4 


0 

じが 

U 1 巧扣 

id 巧 

h ^ r ^* G 

r s 1. s 

げ 叩？ -m 

3 2 4 •が 
な； s が I 
知 肺 w 

M to 齡 

に 


01 !•’ 夕 Shishido , D . P S 

133 丰 7 害 St . Tel . mndi 害 賽 2 

澀 體巧戶 良 一 

自 午前 九 時 ま 十二時 
自 午を 一が ま五惦 


稅關 事務 

東洋を 地が じ垂化 
をの 紙 出入 方法 じ 
銷 ずる 一切の 御 諮 
問じ應 じ、 巧 道 お 
船 貨物 速 貧 & 出帆 
を 稅媒手 紹書等 進 
呈 す、 重 嬰 都 巧に 
化巧庙 をを し威賓 
敏速 御用 命じ 應や 

お 磯取级 


♦馨籍 ♦雜誌 ♦新 巧 
縱覚 室を 開 
執を 午前 义 時よ b 午后 五 梅を 

紐脊日 本人 會 

西 五十と 了 目 二 五 〇 あ 
を 話 サアク が 八 一九 oi 化 一 


巧 巧 詰を U 团 U 午後 八 持 
が 憶を 木 度 日 午を 八 持 
がな ち ± が 日 午を 八 お 
をを、 巧 書を、 娛樂 蜜の 設満 るら 
ホ あを 化迎 す、 お 箱を 利用せ i 
牧師 川 侯義一 

H 本人 藤督敎 修道 會 

一泛 w . 】 授 rd St , N . Y . oi 写 
Irel . sorni 呂 Bide 王 二 3 | 

1 I 1 I I I. ,* 

日本人 g 敎會 一 

化が 川な 未么進 一 
幹事 化 川淸一 一 

たち ミ se S . で呈 ミ ！： h & In 巴. ， 

だ 3 辛皇 St . nel . Clark 岂 古 1 呈 I 

檐巧說 を H 强日 午を 八 時 _ 

腑 '僚 食み 午後 八 時， 

拽 縫を 化 遇：：！ 午を 二惦 
♦奇 宿を 

位 展ら倫 比 亞を跌 か 下町を 十 
おか 學生さ 社員 旅 巧を じ 最適 
な赌菌 巧雜茲 新が 反を 柿娛楽 
昆瞄 みを を あ， ウ 

扱を 趣 萊罔旋 、旅を を 內 、を 巧 
樂栗 勘を、 ぶ 化ガ巧 相談を 旋 
等间胞 諸兄の ホを を お迎す 


を留 青年 理 あの 鹽ホ 

日本人 靑年會 

~ w . 害 h 坦. Tci . C 量 薑12 乏 


犬が 育 日本人 

基督 敎靑 年會 

3 さ E . 里 th Si . H . Y .星' 
ぎぎ S 8141 I 


一:' 

-S 

お： 张 

J 机吞 tt 

で W ^ ^ 寄 
お N が.，.， 

ぶ お^ん- 
& 


•1 

桃" け _ 


• e 

£ 打 

- ci 

2 


e 

T 


人- 

基 

督_ ホ 

敎 I を 

ミ i 

食-楽 


V H®H 
舉書 巧を 出 午 
お 鞠 島卜， JP 惦キ 
禮巧說 をが 巾 

▽ ± 曝 H 
谋 巧を 又はを 
話を 夕 八が 

が 宿が、 旅れ ま 

ま內 部、 人 拳 相 

談 部’ 調を 部’ 强； 

業闽旋 が、 英語 

鞭 縫敎授 ® 諸 課 

'を 設けを 贸 、ホ 

を 罔" 便を 計る 


9 

、 〇 
0^ 别 

〇 も 1 

V 式 

- 

M が 側 

在 T T 

民 5^5 齡 
え 〇 が 
rr 1 i 

E 2 
も J 
6 


mmaj 
- i 

型 


曰 

本 

人 靴 

T — ち 了 

を ST "* 

E_pls 



ろ 






か 




Y 

仇 


巧 


I 


5 

2 


葛す 巧 人が をネを A お 的ぶ 

貧 石を <4 屢游 \ み が^ 

ブイ— んザ ンン が-討 巧 刻 引 
いし ッー ド’ ハミん トンが 評 を對列 

が 香 化' 念 曾 輿が ろ 刹 引 
感ぶ もを-巧 属 ぶ® ぇ贫 
爲ネ すみ 積を. 無 葦 V \ 割 列 

縣錯絲 の瓜乂 


§• 


ち 八 二 I 


r 


k 


メ ー シ ー は械育 最大の デバ ー トメ ント巧 巧で あ 
らます。 巧ら しい 昇降機 ど エス々 レター は廣澗 
^:^店內じめける皆がのお買物じ巧宜と輸快とを 
輿へ てゐ ます 

化ち で 二 巧す る ものなら ばメ •-シ ーでは- 
巧 八十 八 仙 或は をれ なでで 買へ る i をで ぅ 
ぞ御 記憶 下さい 

日本へ 御が 物を 御 をら じな b たい 節 又は 御 買物 
- U ' 際して 御用の 煤を は パ I ソナグ ショッピング 
ビユ！ 曰 1 を お尋ね 下さい、 親切に 御 化を を 計 
らます 
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長期を 利が 

ほ 下 傾向 

新規が 巧の 卸 現を 
巧 巧の かく n 本 おわに ては 四 
圓の情 教じ想 じて を 利を 引下げ 
たが、 玻近社 巧の 發巧じ 著しく 
巧 加し 旣じ發 ぶされ たもの 及び 
現じ 計が 小に 蔚 する ものは 映な 

か .. r 0 救 じ k ら其 巧烟 b の® 下 

期 脚の 延長 等 あ 巧 巧侧 じどら て 

ホな にがが じな つた i はが 目す 

べき 現を V - 云は ねば；：？ ら 3。 昨 

な 現 內閒ぶ 立 W ホ 政が は 

ホ 公募ぶ がを 採 6® 憤の 

巧 巧が いを 中 化して W ホ 闡俄悄 

がは 騰 巧し 利烟ら は® ドの 一路 

を 辿る にを つたので お憤發 むは 

巧 川い* が势 ごた。 つたが、 词 年中 

はを お 龙巧 社な 資を をを する ミ 

急。 るの 余 b が 姬り则 K 等發け 

な 化 引が 不利を る おず るのを 稱 

なく 適當の 引を おさへ あ" ば條 

化 は 巧ん-ミ 無顿 若に お 憤ず るの 

がきが ホ SJ たので、 が あ 巧额は 

ご 一 およ 千と けなで W ご 十二 年に 

比し 約乂で おが 万 ra の お 加を 示 

L たが、 剌迴 b は 却て 一 犀方騰 

货した5み4:*らや期限の如きら 

ホ 巧 二 一年 おヶ巧 £ 前年の 四 年 五 

ヶ月じ 比して 一年の お 縮を 見る 

が 如き 不利を をた。 がる じ 本年 

じ 入ら 資 をの 偏 巧を る 一流 銀 巧 

筋は 化 一巧み の 適 おむ 放 お 口の な 

いの ピ無利 低下の 傾向 寒し い-^ 

及び 將巧か 巧を き朔 間にな！ つて 

を顯お 没が 持が すべき 形勢が 剛 

ら かどな つたのに 鑑み 進んで 

債券 類 じめ？. るに ま b 

しため 斯：社 憤が 巧の 惟 仲は が 

が ど。 b 利姻 もの 化 f を ホし じ 

ので ある。' 而 して 一巧 W ホ 新た 

じ をれ ごれ た社馈 類の 條 化を 見 

るに 大化 利率は 八 ホ W 丄 であ も 

利率 だけに 就て 云 へげが 削 ど 余 

ら大 を。 きも、 後れ 似 格 ご 則 限 

じがて ホ 常 じむ 利 ご つた。 今 

大正 おが W 降 十ー ニ 年 迄の かど 本 

年ない 5 お 策け 化々 憤が 姻らの 

最 巧、 姑® 及び 平 巧を 比 校す る 

ご ホの 姐り 


始め ごして て 子、 早 川、 キリン 
大 U 本 肥 巧、 おげ、 京成 等 五 年 
期 おの ものが 站 もずい ちがで ぁ 
るか：’ ホ 均 四 年 ザを 下ら や、 令 
後 蟹 巧 さるべき ものは 史じ 長期 
ごなる 傾向が 明らかで ある おか 
らもて 昨年の 牢均 S 年 五ヶ 月 じ 
比する 時は これ 父を 巧が 巧 じな 
つて ゐる どい ふ 風で、 最近 あ 巧 
のか 巧は 昨年の をれ ど 比較し 發 
巧を 侧 のま 化 b じめ て五旌 力ま 
ー ホ 方；；：： 利に ぃょ つて ホた が、 化 
長 則を 刺 低 ドの 趨游 はを 融緩植 
の大 势を卜 する 上 じがて 頗る 注 
巧す*、 き MJ でを らう 0 


獨懊 支那へ 

金 輸出 减少 

米 國巧お 省 獲 ま S 一二 巧 貿易 細 

表 じょれば 二 巧 中のを 巧 輸ぉ商 

は 二で 五が 十で 四千 四な 十六 巧 

で ま 服、 獨 逸、 巧ぶ 利 等 じ 流出 

したが 一二ち 度は 是 等い 諸 國に掛 

する 晚出 过獨 逸を 除き 皆無で 獨 

逸への 输出も 千 五な 卞芳弗 じ 

遇ぎ や、 お塊輸 おはと 巧 九十】 

巧 六 千と 巧 十と 弗で ある。 


年次 

大ぉ 元年 

二 年 

ご圣 

四 年 

五 年 

六 年 

と 年 

八 年 

化 年 

十 年 

十】 年 

十二 年 

十！ 二 年 


玻商 

九、 00 

一二、 8 

1 0,00 

- 四、 00 

一二* 8 

1 0、 00 

二 〇、 00 

一二、 〇〇 

一九、 五と 

一二 ’〇〇 

.一 0、00 


お 化 

五、 〇〇 

五、 二よ 

お、 〇〇 

五、 〇〇 

六、 8 

置、 8 

六、 〇〇' 

五、 一 0 

五、 あ 0 

五、 〇〇 

お、 一 〇 

六、 00 

五、 〇〇 


一、 八 0 

等で 本年 旣 じを 巧され たもの 

中の 姐 高は 一 糊、 巧 化は と ホよ 

姑 一二 毛で ぁるが ホを 社の をれ を 

ホ 巧 するど 八 ホ お 姐-五ち の利迴 

もじ 化當 し、 么 をが 年の 八步九 

贿 一毛に 化すれ ぶ 一二 姐 六 毛の 化 

率 ど。 つて ゐる のみなら や 化 利 

姻ら W 外に 

が-, M なの 巧 利な おはぶ 期 

限で ある C 卵 も 期限の 最も 短い 

ものは 目黑滞 田ぶ 掛社 憤の 二 年 

_ 六ケ 目で あるが な 十 宠斯が 組の 

と 年、 お锁 、越が お 力の 六 年を 


郵船 ご 東 漁 〔下〕 

合同の 條件 

資產調 あがを 礎 

巧洋 氣船會 社が 漸ホ窮 化 じ 階 

b つ i ある； は睡 報の 如くで あ 

るが、 兹 近には 四月 十九 日に 萬 

六 回 社 憤 二な 万阳 及び 十一月 廿 

四 U じ 巧と 间 社債 二け 巧 山の 

巧涅 則に あられて 居 6、 而も 尚 

ほ旦つ 十五、 十六 巧 年 巧 じがて 

愼遥 すべき 

社債 額 は 九な と 十五 巧阳 

じ淫 してむ る。 がるに 么に對 す I 

る 阿 社の が 腺は 一向にみ 準備 も 

•.''。<债 樵者侧 たる 父 旧に 凿 して 

はが 遼延 則を 求む るよ 6外 なき 

狀 おであら、 旁 未挪込 巧を を徵 

1.!^ を 故 わしない 限ら 曾 社は 淸算 

の 己 レない 串 梅 じある どを 闲强 

重役は 言明して ゐる 巧で あるか 

ら 、優を 船 建 遊 問題が がみ ザの 

からど 云つ てなが 問題を 化 儘に 

推移す る； は 勢 ひ橫桑 線を 維持 

するとに がて 不 巧. ホさない ご 

も 計られな いみ 祭で わる。 泣 じ 

がて か兩 社のを 同談は 窓々 進 嫂 

し 邸 船は おおの 賓 產調杳 'を 開始 

ずる ど 化 じ、 兩 社を 同を 當然起 

- べき 

優秀 船 建を 問題に 就ても 

鄉 巧を 姐 じ 乂養遞 化に 最近 之が 

說 解を ホめ たので ゎる。 之 よら 

先き 鄕 巧の 提案 じよる 東な 貧を 

調査 じ當 b 、 截船侧 t は 每期二 

が 一二 四十 巧 叫 余の か 揭を緖 けて 

なるお おど 合同して 鄰 船は お ホ 

ら現 化の かき 利潤を 擧げ 得る や 

を やの 論ずが おつた。 之 じ おし 

ては 今 的 ほ 郵船 當局中 じがても 

お だ 不利なら ご 論じつ i ある 向 

も あるが、 巧ず る じ 之は 非常な 

な 值を巧 する 今の 束 涼を 其儘繼 

ホ せんどず る 巧な に 於ての み 起 

るべ きらので ある ごの 說がお 力 

ど。 つて ホた。 刚も擲 船は 合同 

マ 後 S 巧な ホに おしても 巧 株 ま £ 

M 巧 一 倒の 配當け 巧へ なければ 

i : •'ら 《披 目に 立 も 至る ので 

合同 後 も 繼ホお 東 おの 


書籍 一切 取次 

ホ國お 版の 書籍は 凡て 特別 剧引 
じて 迅速に 化み ぎ 旅 巧ち の 巧 兜 
參考 資料の 蕃雜觉 集 等は 特に 御 
便を 取 計ら ひを 升 〔幡 梅】 
五ぎ shi Hat ぞ 
1 岩 Nassau Si ., Tel ■す 妄ヨ 呈 8428 

成 巧の 祕談 

米國ま 英語を 話す 事 
»» は 成功の 溝 一義です 
本校には H 本人 教授 
じ 憎れ た專任 婦人を 
師 あら 懇切 じ 會誌通 
信 文 社を 語を 叙 巧し 
ます。 9 應週 H 共で 
午前 化 時よ b 午後す 
時まで 願 俊し ー レツ 
スンと 十 仙づ； 。ず 
H おもに 巧 校 あれ。 
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一四 b 


をつ たぐけ、 化 0 鼻が つかない 
場合は 遷延 時を 久しぅ L て 遂に 
面白から ぬ おおを 見 い〜 一 も 限 
らな いが、 要する じ遲 くも 孜府 
の 巧 年 巧が 算 編が 期を じは 孰れ 
か 之が 結末を 吿げ るで あらぅ。 

私 社 ぉ 京 特電 「 i 駿幽 T 

最近の ポ爆 

巧 地 紐 糸、 姑績 おの 發 達せる 
影響を 受けて 今年 輸出 屑糸は と 
八十 万 斤ホ激 がした。 鋼 激材は 
依然 軟調 子なる がをは 化 興 建築 
遲延 がが 因で ある。 砂糖ぶ 目先 
をを 期待 せらる-- も 常み 變態的 
保を を 持緻せ A 。 銳鐵は 依然 不 
おなる が 二 一巧 中關哉 引上げ 見 
越 輸入 あちて 供給 過剰と なつた 
爲め である。 ブラシ 毛は 支那 お 
煤强 調の ため 强 保を である。 鍋 
管 類は 工業 方面 个活潑 のた め 相 
場は轉く保をひ、 を紙頻は賣巧 

減じて 化を、 電氣麵 はが 荷漸诚 
傾向 じて 强 調を 持 織し、 製茶は 
化を、 パグブ 閑散、 藥品香 巧は 
.軟調、 護議は 伸び 兼ね 目え 下が 

しの 樣子 である。 

昨年度 國債總 額 

本年 S 巧 ホを 限度 ごする 大正 

十ー ニ 年度 内外 國 債は 四十 S 億 二 
千 化 百よ 十一 二方 五 千 巧、 臨時 國 
庫 証券 五 億 S 千 一ニ ロサ 八 巧 田、 
米穀 証を 一一 一千な よ 十八で 五千闽 
緩 計 四十 乂億义 千 四 巧 八十 巧 助 
じて 二 巧 現 だょ 6 二 億 w の增加 
，で々 る。 尙ほ lllg 中の 償還 高は 
.1. 億 二 千 も 巧せ 一二 巧 S ： なら VJ 。 

爲替口 昂騰 お 勢 

上 おじ 於て 阳 5 貿 込み 開始 さ 
れ じので 爲替は 益々 昂礙 S が 勢 

を 示す じ まつた。 

東京の 小 賣物價 

日銀の 調查 にょれば 四月 十 お 

H 現ぜ 東京 小賣物 憤は 騰貴 セ、. 

下を 廿 一二、 が 合と 十 補 じて 前 月 

よ々 ず 巧八步 五毛の 下を である 

= な 上 二十日 發 


電 氣化聲 一切 

下羽電 氣茜會 

： 202 一巧 roadway 

Tel . Endi 呂 i 二 房 70 


化が お鈍資 

五が 商會 

W E .17 を芭 - H . Y . C 安 

ジ こ享涅 ant 37 さ 


船舶が をれ 自体で 勘な くご も 一 
剌じ 迴る收 益を をげ 巧る 巧 じず 
る i を 必要と する。 乍 併 をれ じ 
は 現な のまな のな 憤を も繼 ホす 
ると なれぶ 化 事は 一寸 闲雞 であ 
ろが， 若し 斯る 義務は 一切 除い 
て 單じ權 利の みを 繼承 ずる どす 
れピ 敢て闲 難で ない。 現じ おお 
の赏 化を 兒ても 明かな. るかく 同 
社の 今期 t がける 欠損は 據額 一一 
巧 あ 十 S 巧 一千 阳 じは なつて ゐ 
るが、 化 大部を は 借が じ 菊す る 
利息で 占められ 径業 じよる 損 ホ 
は 僅かに 六で 五 千 旧 じ 過ぎない 
ので ある。 なて 權利 のみを 適當 
じ 評 惜して 么を繼 承す る じ 於て 
は 郵船 どして は么 じよる'- 御收 
益は さして 難事で ない。 邵も東 
旗の 權が繼 ホ 後の お 費が 他の 

營業費 を考 ふる じ店豐 f 
しては 單 じを 潘じま 店を ーヶ所 
設肢 するな 外 他は 現な よら 一割 
お 巧の お 加 じ 適ぎ や、 义船懼 償 
却 壁も莱 おでは 現 巧の 巧 お 船 十 
八隻 におし 二 一千 五 百 お 十四 巧 一二 
千阳 余に 船が を 見 穂ち 之 じ對す 
る 償却を なしつ i あるが、 化 船 
惜も評 僧 格か柯 じよつ ては おじ 
喊少 する 譯 である。 而 して 義務 
を繼ホ しないと すれば 每 期が 廿 

ガ阳余 じ-^ 達する お 息の ま拂は 

不必要と なる 譯モ諸 穂 諸 係 費 も 

父 么じ應 じて 戚や ベく、 を 連賃 

收 入は 牠费の 一二 倍 なつて ゐる 

昨今の 一般な 船の 實狀 からを て 

繼 承した 灌利 よらを ずる 一割 收 

益說 じは 大じ 首肯し 将る 点が 勘 

なくない。 唯 要は 化殘を じがけ 

る權 利の 評 懼如柯 じある のみで 
ある。 斯ぅした 經緯 から 郵船 ど 

束 おどのを 同 間 題は 昨今に ま 6 

をく 一が々 年の 蒸 返し ごならを 

同 どい ふよ b は 郵船は 東 窺の 權 

利の み、 即も 船舶 幷じ 

航路 權 を繼 あする ごい ふ i 

條 化で 事を 進む るに 巧し、 さて 一 

は 比； 資産 調查じ 着手ず る- どな I 

つ户ホ 第で あるが、 化資を 調を 

は摄 おの 考課 狀を 基礎 ごしで 調 

杳 しつ t あ 6 て 化 ハ 上は を じ滥澤 

鄕 、井上の 一二ち 頭の 巧 旋で兩 社 

の 垂役會 じかけ 愈々 を 立つ じ 問 

題 ごなる 譯 である： a 、 巧 前途 じ 

凿 しては 或は 不調と も 云 ひ 或が 

成立すべし ども 云 はれて なる。 

乍 併化樂 たる や 一に 本邦が 運界 

の 消長 じ關 ずる 大 問題で あら、 

又 優秀 船 問題 解かの 第一 步 をな 

i ものであるので 國あ的 立 媛 か 

ら 前記 一一 一氏は 械力 鈴旋巧 力し つ 

つ ある。 而 して 評 僧 格 其 化條か 

に 就ても 可 度 的を 平を 期せん ど 

しつぇ ある ものであるから、 郵 

船側が 目下 一二 巨が の閒 にめ て定 

めつ； ある 條 件よ らも' を じ巧條 

件を 學 .む糕 ならば 鄕 巧が 之を 說 

き、 义 一方 東お侧 よも. はき 條件 

を學め ば溫澤 子が 之を 着め 更に 

束療の 

償權 者た 免畜が 之を 承 

認し なけれ げか 上 窄乏巧 巧が ぶ 

調 訂じ當 る 段 化 b をみ々 出 ホ 上 

つて ゐ るので、 提示 づれ た條件 

の如柯 じよら ては 巧當 のげ 餘曲 

巧を 見る であらぅ が、 兎に 巧此 

巧は 成立す る もの ご お 測され て 

ゐ る。 併し 元 ホ 化 問 趟は旣 巧の 

か （媛を 船述を 問題に 關聯 して 
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甘 巧 四 キ 四十 正大 



管 巧 プラィア ント 
八 0 と 九 1 八 八と 一二 
U 陋あぴ 巧 間は 
ヶロッグ 00 四 四 

對 tw 持 長 

慧巧々 户： I - ， 

が 育ボ西 四十 四 了 目 
一二 下 二八を 
(二階) 

ま 巧 

妄臣 are ョ ont Ave. B 己 falo, N J. 
ぎ 田を を 14 吉壬 
ま 任す S. こ . Sato, 


御辨當 並びに 
御を 庭 ま おし 
御 下宿 

後藤 

壽 司、 緩蒲繞 
廢 y 旨^ます 


▼一二 德=淸 潔、 親切、 氣樂 A 

勢 州 館 望— 

ま 巧 伊勢 事 佐 久腺榮 巧 
に揖 巧 . 苗 th Street 
Tel . Regen こだ 8 


電話 レネ シシ トン 四 八ぶ 五 

器 西 旅館 

お 十五 T 目 二 巧を 
西 六十 お T 目な® 十六 番 

一力 旅館 i 

笔謗 エンデコット 八 ホ ー 0 

御 下宿 

自曲亭 

畏 Sands St. Br 呂享， N’ Y. 
ぎす 墓 e 之な 




申 村 哩髮巧 

申 村萬康 
31 丢 .累 立 S 三. y . 妄 
京 t. { 一田 lumbus Aye- & C 呈 trai Park 去英 i 


日本 埋髮 舘淸 

新 或洗髮 の設髓 をを 涩速了 海を 
肯 ごし 精々 勉强 致します 
西 四十 一二 了 目な 靈地 S 固 六號室 

，ップ フロア (第 六 街 i 四十 一二 了自 角) 

替川 事務所 

つ結的 奮 翻の 同化に 的確 U る 傲 

W を 周旋し ます。 

一》 ミミ 資 での 万！ 一の ミ 5 


美 ホ じして 淸潔 

支那 コ貞寫 霎 

巧理を 高 擅 

午前 十 時よ b 開ち 
午前み 時まで 霞 巧 


が 廳ぶ園 

司 理人蘆 蓮 
お 勤の 方には 晝飯 
の 御® 利に 備 へが 
聞會 席の 御用に 應 
ずべ く 候 間 柯卒相 
不變お 引 立願を 巧 
紙上 御を 内申 上 候 


支那 御 料理 

彭瑞穫 

日本ん 諸君を 
歡迎 致します 


♦ 


い。 內じ 溢る 《概 び ごを 望が 禪 
補な 形式で 發 露され て ゐる賀 川 
氏の ま敎は 普通の 現代 宗敎 家の 
持 も 得ない 强 ホを 持つ て ゐるど 
なは お ふ。 

を 化を 臘 A の 神に おする 儀 ま 
や、 わ をら じ も 同じ 機な 必の現 
はれ ご 見るべき 有形 的な 表示は 
を 化 ま 敎を硏 兜す る 人逮の 見逃 
がし 得ない お だと 思 ふ。 なじ も 
社 曾の 標巧乃 ま 社 食の 本位 表現 
ど — > てのを 敎を 見る ので ある。 
余談の 樣 では ゎるが、 復活を じ 
キリストの 肉 體的醒 b をを 實ご 
'して 信じ 得ない 人は、 をれ を 人 
間の 必の 中に ぁつじ 願望が 有形 
的 じ キブ マト ごい ふ肉體 みあす 
る 者 じょつ て 表示され たの だと 
解释ず 6 MJ もす 可能では ある ま 
い。 挪 もを れは靈 の 藝術 なの だ 
が 度 乂の必 の 中に エホされ た 美 
人の 像が 麗しく 彫刻され た 時 じ 
藝術 どしての 審薦が ある 襟に、 
キタ ストの 攫ら も 一 碑の 偉大な 
藝術 VJ 昇る i も 出 ホ やぅ。 現 化 
的な 趨勢 どもい ふべき もの！ 中 
じは 斯ぅした 宗敎を 藝術視 する 
傾向が 濃厚に つぇ ある 樣じ 
化には 見へ る。 をし： 人智のを 
び得な い「不巧」等ご い ふ ；を稱 
へる ょら も、 麗 術中 じ 見る 撥な 
「永遠が」 を宗を あじ も窩 調し つ 
つ ある 哲學 者ら 見を けらる！ が 
をれ は 唯 さう した 傾向ら をを け 
られる ごい ふだけ じ 立め て歷く 
: ::な 下 巧 号 


吿 


飢錯 義捐金 募集 

愛蘭 西 お 岸 地 ホ！ 帶じ 於け る 
觀 濯は 囊じホ 國新關 紙上を なて 
發 表された よらな 上の 慘 おを 極 

めク 0 ップは 都て 枯れ 果て 家畜 

は 相み で繫れ ，を やと 十五 万の 

愛蘭 人は 瀬 死の 境地に 陷 つて ゐ 

ょす。 巧 t 化 際な 巧の 志 ± 仁人 

じ訴 へて 幾 かなら 玄も歡 濟の資 

を 得たい どが じます から お 額の 

多少に 拘 らや義 巧を 願 ひたく 奮 

つて 御賛間 あらん ミを 熱留 致し 

よけ* 

大正 十四 年 四月 か 二：！： 

紐肯お 十四 T 目 酉 八 番地 

ホ國 勞慟黨 日本人 部 委員 

二階 堂を 鐘 

佐々 木 一二 一 郁 


d 電 

n 6 . 5 

^ 化-話 


L ム 


r 、 1 

^ i 


と】 の 在 

四 四ん \ 


巧 


顯采ホ 1 ム 

レノックス 

て>.-ピ、人、ノ隣ブ 


コミックオペラ 

ミカド 

每 が：：：： 八 時 =1 十を 
マテ ネー = 水曜 及び t 臟 
.午後 二 時化み 

を 夏 t 羣 T 是貴 

を を W 产 W 浅 t of 巧 way 


謹吿 


謀 啓 陽春の おを 位 あ 御 淸穆么 
段 奉 大賀お 陳者當 巧 庵 移 轉历ホ 
轉 々御 引 立を 蒙ら 御蔭を な；」 自 
增 しじ 向上を 展 致し 居候 事 嘛 じ 
を 位 御 厚 幡の賜 £ が じを じ ip ： く 

御 禮中上 候 

就て は 今回 事務の 發展上 西 一平 涉 
氏を 事務員 どして 援助を 願 f 〕 候 
事 ど 相 成 お 間 何卒 愚生 同樣 j 胃 愛 
顧 御 引 立の 释 切に 懇願 化磅 I 
を乍蓉 儀な 紙 k 時 お 御 伺を^ ね 
御 紹か迄 申 述度如 巧 御座 お 
尙ほ 今回 左記の 處じ 支店 化 

け お 間 巧せ て御攝 負に 願- •一 板 

大正 十四 年の 巧 
紐 育ボ西 四十 四 T 目 
. が 十 二番 前 

日米 桂庵 

. 吉 旧宗儀 

支诘 147 Ci 马 e ヨ on 三 ve . Buff 章 
ジー’ B •壹 ei 二 4隱 
よ巧覃 S . F - K - saio - 

各 化- 



鑛 踏敎授 

マ 社を ダンス |4 

マ 表情 体操^ 

紳十 、淑女、^ 一ず 

供さん ホ じ 巧！! じ 

'敎授 あし 升。^ 蘭 

十睹 よを 午後 + 1 

が迄(：=蹈を^丈 

シャ y フ •ダ；！ シ 

ング 輔難學 校ぶ 業 


上が 夕 


i マ 


ダン シン 


U 每巧八 時ょ b 午前 一時 リ 

入場 切符： = 1 弗 (十回み 

スト ラ クシ ヨン 附 ) タン 
グ コンブ スト がをお あ h で 

友人 お 誘 ひを せ 御 ホ 曝 下 

U 本ん 諸君は 特に 歡迎致 

す' 口 隣ら はプ！ ^グ！ ム 


erne 呈 LsyE 。 


グ 


-青/ 一岳 - 

244 W 置 ご IthStrd 


了い 離 潔なる 基'‘ 
松林 好带 

109 L 交 一 量 n Aye . ヴー Mad - ぶ. 坦 21 


會席 御料 巧 

ホ じず 着黨 



£ 綱 


C 南 


t 

ぉ廳 茶園で 永年 抑を 顧を をけ 
U た’ 祭文で 御座います 



’ H 本に 住み、 日本語 
測 を 話し、 皆樣 Q 御嗜 
好 じ 適する 御 巧理を 調進 致 巧 
了 度ぶ レ* ぶ} タァ のす でず 


一ぶ 膊油揚 

煎餅 製 避 卸、 ホ 賓 
H 本 食轉品 1 切 

旧 中 

築 ご 一巧み 百 八十 五を 

電話 プラザ 五一 二八 


歡鱗齊 か 一切 

日本人 おきの 生魚 澤山取 b 揃へ 

特別 廉 潰で 大勉强 致します 

サヴォ ナ魚店 

. JOSOP 一一り ミ 〇受 

ち4 W . 61 st 空. 

Tel . 0 色 lunbus 也一援 


極上の 魚類 

季節の 斬が の 魚貝類が 澤山 揃つ 

て 居 もます から 御 賞 ホ 下さい。 

アピみ 口な 巧 

ち Bayard St , ぎで ankiin を呈 


伊豫 屢御 下宿 

巧嶋 をみ 廊 

巧 四十 九 了 目 一六 五 

アバ！ トメ ント C 2 

お 話 ブラ ダ 六 I と 五 


尋り人 

中原 トィ チ 群 縣內が rf くが 
蘭 解ん を秉斗 茨城 寺 巧武始 
鹿 巧 曠 鶴化淸 宮城 八鹏 激太郎 
を かを 川良衛 和歌 山 引 ± 純 
沖繩玉 城利德 

を 川 縣乂夕 旧 か S 郎長 ぶぶ 
右のを じ 通知 致 度き 儀ち 之 
お 巧 本人 若く は 知人 ょら 現 
化巧銜 おか 願 上 お 

紐 育. 巧闡總 領事 舘 

二5 ず〇豈 ま y Ne 三 ork 夏 y 


鄉旅縮 河 添 


ゾ 

會 糜^ 料理 

- お 洋館 


御 料理 

芳の家 

審巧 •綾！ 燒每日 有りまず 


埋想的 鄕旅舘 

御客様に 誠意を 0 て盡 します' 

朝目舘 

御手 輕御 料理 並に すき 燒 

新ら しいせ 巧を 擇び 精々 勉强 致します 


華盛頓 

わざ； 

H 本料哩 

並 じ 御旅 舘 . 


一 今ぞの 夏は 

凉 、しいか 

氣象臺 で 一挪測 

^ 今が.'" な'」 入つ てから おがが- 

不顺で 巧 外の 的な を 第一 ごする 
- V — スポー ル 崖さん 始めと から 
'一儲 パし は どして 在る 

! 夏 襟の 連中。 天を 眺さ 

I 必配 さうな 顔を して ゐる 。一昨 

のかき は恰 かもを に 入つ た 

: 様な 寒さで、 午を 四時 二 かから 

- 十二 かじ おつて 雪が ナ ラリ ホラ 

ー ブご絳 つた。 兩 、風、 をれ から 

ー ホ ** T 玄 ： } じ わ 陽さん が滿 かさう 

; な 顔を 現は す i のぞい 化を い馨 

一は 千 八な 化 十と 年 W ホの 寒さで 

: ある ごは 氣を 台の 觀測 である。 

廿 U 午後の 溫巧 が册六 ほで がの 

I 十 一時にけ 化 一二 巧 VJ なら、 ォン 

I タ リォ じは 廿四 巧の 降 望が あち 

'紐 育 州の 或る 地 ホでは 

^ 降 Ml 1 二时じ 及び お 車が 一 

' 略 停 带 す ると いふ 騷 ぎを 满 じて 

! むる。 氣あ觀 測 おの 話に よる ど 

一 今年 太 臟面じ 化 おの ぞいめ はを 

:い 夏の ホる' 弛 おで ホつ て、 今 じ 

端 < な るで あらう けれども 化 四 

.巧 末 H をは 柄' は 寒い n が 殺く で 

-ら うどる つて ゐ るが、 何に して 

1 もを b お 難く； い 話で ある。 

他人の お 刺で 

詐欺ず ミ 男 

被害 到る 處に 頻々 

I 昨今 山脇义 はま 旧 ど 巧す る 年 

-齡約 化 一ニ ニ歲 、お 色を 白の み齒 

: 巧が 化 人の 名義 や 名刺を 利用し 

小金を せしめて ホいて ゐ I 

- る。 化 巧は 過日 西が か 四 了 目 六 

-十 二番の す 宿國乂 ホー ムを 訪ね 

I 一て な 沾を么 ひし も ホ 知の 人では 

あら 一旦 謝つ たが 「寶は フキ ラ 

: デ八ッ キアの 岸 氏から 紹か され 

てがた」 ごい ふので を じ 宿泊し 

，レが 裳府 よら ホ ホした 際 旅费を 

i 梢 b たから ごてが ぶ替を 國柬氏 

じ ホめ しも 斷られ 、が 後 二 一二 日 

I 宿泊して むる 中に 隣 巧よ ら五躯 

一を 惜らた 嘘を を隱 した。 其 後 彼 

I はが 人の 西 巧が 撲撰 手で ある S 

I を太郎 氏の 許 じあき、 自 かは 山 

:田 一二 段の ぶ 人で あると 稱 して 巧 

一み じぶ き 込んで 

をき め 込み、 更に 過 

_日目 下國米 ホ） み じ 投宿 中で あ • 

る 化 贼農巧 乂學お 授佐山 撼ホ氏 

がメト "ポリ タンを 觀 劇して 出 

■て ホる 處を迎 へて 馴 々しく 「自 

をは 獨逸 じむた 者 だが 旅 餐を窃 

; なされた からみ L 立替 へて 賞 ひ 

_ たい」 中 込んだ が 斷られ て 姿を 

感 しじが、 が 際 彼は アト ランチ 

一 化 み氏 の名刺をお巧 

，- > さ うで ホる‘ ぉ-，-., ン /、 

:貨 ひを る <靑 年 

前 遇 ホ 化 十八 TH の ホ 食 や 

I とがの 某 お 食 巧を おな' して 自を 

は福脚縣人で測克正'^ と いふを 

j たが、 目下 おる 煤 所 もな く增ム 

をら G いから 何 ごかして 吳れな 

で t ねだ h . がましい をを か 出し 

一て U 1 弗 二 弗を 巧 ひ あるく 靑年 

が ある。 0 前は 船 巧 b で 巧强か 

ら カナダに 渡 b カナダから お乂 

闲し たもの らしく、 ザ トロ ィト 


巧で も 某 米 人のを 庭 一-雀し がけ 
て于つ こ考む r をを 車て 警蔡へ 
屬ら りじで-^ ある ごい ふ。 年® 
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こ 六 年 じなる ご 離して ゐる さぅ 1 
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露國 大佐が 

婦人 y 銃擊 

其 儘 現場で 自殺 

東京 特電れ U 發= : 昨十义 H 神 
戶で 起っ た 事 かは ま 京 外を 幽を 
驚かした が、 をむ はが 露國 大使 
館附 武官 陸軍 大佐 ュコ ラマ •ヲ 
シポフ 氏が 神 口 領事で をった 故 
エグ •ー タン フ氏 ホむ 人を 銃撃 
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になつ て ゐるご 0 

1 、 ( イ) 三ナ 

(ロー モン ドナ パト 

こ) レ. 一 べゥォ 1 ル. 

ご 一'} バ 八々 口- — レ 
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1(。 1 六の 野 愤詞) 

六、 ァベ マリア 

B 本の 短歌 陋つ 

八、 ビ K ノ 

ん 'トラ ビア タ で 
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閒 題が 「最近 ホ鹽 にがけ るを 
敎の 趨勢」 V 」 か T なが U 本人 生 

活 向上 問題」 とかい ふ 間 題で あ 
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會を岡 問題 ごか、 人 巧 問題 ごか 
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おは 觀 る。 が 限 的では 巧して な 


♦ ♦ 


媛 蒲 燒壽司 御 化 おし 

H 唯 巧 日が 間 も 御用 命じが じ 巧 

會席御 料理 

か问等 御す 宿 

なち ぶ 一 



P ぉけ 

NS 


蠻 料理れ 出 


ホに 下宿 


太 巧 


毒 巧、 を 烧* がが、 巧 巧、 かきめ し 


ミ W 

J れが 


n 化^ 雙烛 藉麵 SS 誦棵 上白 米 

みの 邮师 

- が田與 かがま 貧 化 巧が 一手を 端 巧 

皮 本 食料品商 會 

t て . i 


S 

9 

巨： 2 G 減 

i か此柳 

p 5 0 i 

が 化バ咖 

5 京 

3 

K 


u 本 会が お、： 0 用 お 
並 じ 韻 刊蕾綻 類 一の 


:4 

蔭 


片桐児 弟酶會 


郎 


み 化 


一仙 a 


9 ム 

Y 5 

A L Y 

W 

e 

N 


じ 

4 

nu 1 

K 1 


f が お 近 便船 じて 黄を 
聞 お々 街 X おみの 粹 本願 上 お 


日本食ぉ岛類及び雜^一^^^小賣 

鮮 7 ぅザ為 款桑 山が 會 

巧 刊香籍 雑誌 小間物 日用品！ 


化 


—h fl 


邸 iA 即 

化 加 ； 带話 

帖 - 

Tu T 


り 本を 村な、 雜货 
を 短、 玻 巧、 新聞 -. 

W 東京 商會 

巧片！ ム 、 自 巧の® あ b 


紐 育旅舘 ffl 申 奥次雕 

東 四十 了 旨 二 頤二審 
lel.Galedonia を 74 

御 下宿 鳴 井久 

47 量 spect Place 

betk -2 コ dive •妄 E .4 ぎ dst . 

Tel . MulHlIl 这夏 


春 夏新橄 到着 御 披露 

►永年の 御 厚情 じ酬 ゆる 

謝恩の ねめ 破格 特貸 致ます A 

♦スタィ^は 英鮮最 

高級を 採ら、 おじ 

新調 赏 時の 型 だ 巧 

つは ぉ客樣 をを の 

確証です 

♦特に 表 化、 裳租其 

他 一. がの 附廬 語を 

が ホし 精な 品を 提 

供を ます。 一^下 

巧 お 試め し 下さい 



\\\—1—. 一い じ CaniSk 受 // 


丸 山 洋服 商會 


最新式 六膀建 

便利、 淸洒 、待遇 懇切、 お 巧 化廉、 
を 着船 あ么候 都度 波 化 填に お 張 
シ ァト. > ホ 第 ホ 街 1110 六を 
エヌビ i ホテル 
電話 メ ー ンご 一九 さ 一 

藤 ホ 旅館 支 巧 

4 ち Maynard Ave: 
Seattle. Wash • 


a 本 巧療船 切符 御 申込に 應じ 
萬 事 御 便を じ 御 お 扱 ひ 申上极 

を 港-: T 片ホ テ*^ 

▼ H 本 御 料理 ( 别閱 あ ' 9 〕 

を 潔 カリ ホ ^ ニア 街 六. 一二 
電話 カホー！ 八 一六 


口 i サン ゼ ルス 地 ホの 御 
觀ホ じは 最善の 御 便宜を 計ら ホ 


グ瓜 


ホテ少 

羅お巧 じがけ る 同胞 經營 中最 
新式 高等 ホ テグで あ b ます 

羅府東 一 街 一二 义ぞ 

鲁舌 I ゲ アン ダ イキと 六 五 丸 
電話-/ タツ カ！ 一二な ハミ 

貸 自動 軍 (牧野) 

羅府 名所 御觀 ホには 寮ら 穂 通し 
た ドライバ ー が 御 案內申 上まず 

ボストン 案 巧 

貸呂動 車 業 河 巧 
諸を 跡、 大學 俊" エ壌巧 姐】 殺の 
紹 かぶび 通 辯 もします ミ 〇ヨ 3 G 
Tei す ck • 置 77 尝 70 す 堅 ia St. 

ボストン 市 

富 ± 旅 舘大浦 末 松 

妄吾養 t 马 SI Boston 養 SS. 
ぎ Back.Bay B770 


咳 


SAM WITT 

ENGLISH 

TAILOR 

9 8 

CHAMBERS ST. 
NEW YORK CUTY 


'—’.な American ‘ 帶 
。ぶ ! • お nta し Maii. Lin か : 

• 吃が ザ - -. ，〇请 & 机 . ザが 蜂 -: 

United S おわ s Ship が 打を Boa が 

'. わザ '4 曲打お站 Oriental Li 打ち .wane が n も 〇が巧 ち 巧 -.- も : 
• . L. じ Smi ゆ Bldg., 8e がけを ;- おかが 夕， 


32 Broadway New York C け y. 

一 Phone. Hanover 7394 

店を 古俄巿 

1 12 We が Adaim み re が， CHICAGO, I しし 


社 會式株 船 纔洋東 

T ^ K . K . 

NEW YORK OFFICE ： 

Room 801-805, 165 Broadway 
PHONE ： CORTLANDT 8047 

San ド randaco Offi が： 日な Market St 

帆 お 港 桑 

巧 航米南 巧 お 米 化 


CANADIAN P がげ ! G 


NEW YORK OFFICE 

344 Madison Avenue 

Telephon も Murray Hill 4000 

♦閱 H 十 迄 本日 ♦ 
♦間 H 四十 を那支 ♦ 

路航短 梟 のげ 平 太 


BROADWAY 

; OPPOSITE 

ST.PAUL，S CHAPEL 
AT VESEY STREET 


社 會船郵 本 H 

店 支 育 紐 

9-10 Bridge St. New York ごけ y 
Telephone Bowling Green 2262 

店ち ル ト ヤシ 

Coiman Bulldina 5«a れ ! e. Wash . 


CXS ぶ . Line 

大飯 商船 會社 

Room 603 Cun が d Bldg., 

巧 わ oadwa ん New York G け y. 

Te し む wling Green 63 の 


J 加 nW 誦 maker, New York 

Cor. 9th St. and Broadway 

Guide'a Office 
and Shopping Service 

Mrs. Edith Humphrey 

Special Japanese Guide 


GE 邮 GE W. WELSHES SONS 

巧 巧 窗谣を 貴 


MORIMURA BROS., Inc. なな oTradin が o. ， lnc. 


53-55-57 W. 2 か d St.. 
New York Ci か 
Tel. Gramacy 3850 


フ 


森 
が 

ブ '、ン 

タ プ 

が 笠 


ン觸 
プ破 
及 器 


雜 

貨 

ラ 


馨 


ス 


、 ‘ ぶ リ orters 皮 Exporters 
乂 、1 のれ h Ave., N. Y 
Te\. buyvesant がが - 5 

3 の W . M\<3i 的 n な reet, 

ChiGo ^ o 、\ jU 、 oji 8. 



THE FUJIMOTO ; The Sumitomo 8 城丄化 
な 挑 RITIES 郎 JNCi 


1 20 B，wiiy N . Y . CUy 
Rector 2416 -3339 


を 巧 

就を 


お 




ポ 
お 
古 

占ま 


# 


雑 

ち 

卜 ’ 

ラ 

イ陶 

ダ 


お 

會！ 器 


社 


藤 ^! 本 

本孽 I 證 

紐 f レを 9 溢 

育 ミ ぉ J 震 券 

お i こ 引 . 

I 切を S 

張 銀 4 募， 
巧が を お 



NKW YORK AGENCY 
149 Broadway 
TeL Hanover 7444-7445 


紐 本社 
w を 
女 巧 


巧 沾:お 


The Yokohama 

Si) が お 

Equitable 目 I お. ん Y 
Phone Recior 2550 


利を ぶ, 言衔 Tt ブ化舍 
迅 、言 I お 。祗を 

じ 里 松を 香づ ミ^ 、•— _ n 弓 
御 送 《 ぶ 置 心^ ッ曰 
化を ' f f ち 一 

扱 等を を 
可は 




Jiie Banko け aiwaii, LM. 

Room 308 

Beu 打が 180 打 Investing Bldg., 
165 B の adway, N. Y. 
Tel. Cortlandt 72: 巧 - お-則 


久 下 都 
申 被 巧/ぶ 
候め ホ 粥 3 
等 9 


銀,！ 

の 


が 


預本 
を お 

塞 t 金 

營？ 銀 P 到 障 

器 学 H 瞄年圆 

イ了 ノ ホな 六の I 
紐 養 - 上み 上 

W 違驾与 

ホ ミ 岳 ヶタ 

年月 

巧 型 置 0 

ゾ 巧を 內卜 . 


送 無 
金 手 
方數 
取 巧 
巧に 
由て 
候當 


佩 巧ち 鄕 
ほ 等替里 

irS 蒼 

は银 、み 
お 巧靖巧 N 
煤 を 巧が 
慮な 禱送 
な 街) 化を 

く おお S 

御 ネリ 取 1 
問 I こ 立 1 
合 取^ 
被 扱 信 S 
下 巧 用' 
を 化が 外 
巧 候を 圓 


貪 巧 

化 ま預本 

臺を國 


m 

銀 


'た 

轟 

邦 


ん 


The M お ubistii B 加 uid. 

技 QUITABL 技 bldg. 

120 Bro が wa も New York 
Telephone Rector 9483-86 


巧 巧 
社 式 


巧韦 

が W 

f わ 

お i 

張 置 


所 本 
化 ま 
地 巧 


If 裹 
予 I 銀 

」、 陌 
が# 育 

综 5 ま 


一外 

般國 

お爲 

巧替 


THE MITSUI BAIiUTD. ; 

NEW YORK AGENCY ! 

及 ooni No. 1012, 

61 Bi*oadway, N. Y. C. 
Tel, Bowling Gwen 344 り 


WALKER & FLORID 

CUSTOM TAILORS 

20 DEY ST- NEW YORK 
Near Church St. 

TCL. CORTLANDT 7667 


ftm 


を 


格 

精 

か 

鞠 


- ■ — 

商 


I 奮 化が 變資 

— ■ • -V 巧 A* 

肺 耳 寒 今 
巧 おらが ま liT 本 
を廣属 H 市ブ をを を 

妾を 讀 潜が 一 ! 


里 

送 

を 


快 ホ 
利 送 
しを 
化 


投 

巧 

中 


I 


1111 


覚 一服 皆 ii 
下 巧 裝ほ输 J 

さ 御 •が 

い ホを 御 isc 障！ 
。巧の が ミ 幸な 
ウ 御な 御み まブ 
_ ^不さ をので ノ 

御ィ 
召つ 
L ノン 
の 


ブ 

P 


力 


才 

洋ょ 


のて をス 

膝 濯を 夕 
はが 巧ィ 
退 地は が 

を •調 • 

致 綺お正 


上等 洋服 調製 

弊店 調製の 上等 服け 皆な じ シック リ 
を ひます、 而 かも 化 段は 恰 巧です。 
服地は 巧 図 ゥーグ が 巧 山 揃へ てあら 
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▲ M ム グレス 露 西 遮 三 一ろ 00 顺) 

お 弓 J U 

►エム グレス 樣太利 (呈ろ 含 順) 

五 巧 十四日 

▲エム グレス 亞細亞 01 T 呂 0«) 

五月 ホ乂日 

マエ ム プレス 加を 太 (吴主 ハ 皇顿) 

六 巧 十一 円 
一等、 二等、 1 二等 反が 下等を 設满 
最大、 善美、 最か 走の 東が 航巧船 


ホノ か、 ' 横 沒お戶 ' 長 峰 . 上ち を 港' あ 旧 姑 巧 

コレァみ ( 云、 呂 〇顺 ) お 月 十二 H 
を 巧义こ 一二、 000 嚼 ) 五月 廿六 H 
西 比 巧亞乂 (II 气呈 〇顺 ) 六ち 九 H 

( 攝祗 化 帆 お： 置 日 } 

太が 义三 二、 呂〇 巧】 六月 廿一 二日 
乂洋义 (き、 000 嚼) と 巧と 日 


往航 墨西哥 、秘繁 *智 利 諸 港 巧 
なが ホノ 八、 横 濱神戶 巧 司 香港 巧 
(を 復共巧 六 湿 一圓) 
◊秦淹 巧！ が 巧寝臺 を 藤 入御 轉旌化 S お 


シャト 八 出帆 午前 十一 時 

I ►フン ジ テント マティ ソン 

おち ご 百 

V フ レジ テント ジヤクソン 

を 巧 十五 ： r 

マフ. レジ ザント マッキンレ^ 

五月 dr お H . 

▼プ レシ デント ジェフ ァ ソン 

」、 『 V H 

►太ず 巧が 路の最 か 速 お 船 ▲ 
►船室 嚷く 理想的 じぶ 赌す ▲ 
▼ベッド 使用 コット； i ホ や A 

御 ホ 留じ iS も 0 本を を 調 ふ 

化 理店桑 山簡巧 11 AE . 置 5, 


シアトル 出 抑 (出 化 午前 十 時， 


伊豫 化 
靜岡乂 
潰演乂 
加賀化 


五 g 十二 日 
六 巧 二日 
ホ 巧 サ化日 
と 巧サ 八日 


U ネ巧 船を 運賃 新 率 
一等 横 潜 一九 五 巧 神 戶二〇 五 巧 
一二 等 洋食 五十よ 巧 和食 五十 五 ホ 

斷洲 H 本閒 客船 (每巧 二回 
おを よも 一等な 五磅 、.二等 お 十 
磅 、垢 巧を よ 6 1 等 九十と 梅 
二等 六十 ホ 巧。 

化育出化匹をぉぉ由！1:本14:^|<物船—月二陌 


か 星 
を 巧 
は を 
が 御 
本 呼 
を お 
小し 
荷 下 
物 さ 
はい 


シアトル 北 帆 
ぱ h す 丸 五 巧 十一 M 
あ ふら か 化 ぶ 月 か 1 二 H 
▼横 お 一等 一九 お 巧 I 二等 お 五 弗 
S 等 客室 大な越 家族を ぶ數 

▲御を 望に 巧り 割 則せ を 切 巧 ザ 巧， パを 族 

ロスアンゼルス 出咖 

しか ご乂 四月 化 H 
まじら 化 を 巧 十二 日 

▲悔を 一等た 型 船-九 五 巧 ホ お 姑 こ-ホ 弗け 
▲沙灌 羅か巧 滿車切 巧 短 まを 購入 御 幹旋化 4 候 
▼ M 育が パナマ 妈由 日本 まが 行货物 化ち 一回 


夏瘍 荷藥着 

特に ゲ I ム向 陶^ 雜黑類 澤山取 揃 居り 

候 間倍舊 御用 命^ 上 候 

森 域 K ラ ザ I ス 


夏場 向 
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す 新 荷 着 


陶瓶 黑雜貨 各種 到着 精々 勉强御 使 宜を計 
ります から 是非 見本 御 一 i 党を 嗔〇 ます 


態， 


茂 木 桃 井 組 


毒 5E-1 置 Si.N y. ぎ 宴 養 ant 8 涅 置- 7 


夏瘍 


新聯を 着’ 

稍々 勉强 可で 候 間 御託 义被下 度 願 上 候 

戀 ^ 洋寶易 株式 會社 

Tell Stuyvesant W8 だ 
101 巧 ifthj グ venu 夕 zew^Yorkcuy 

ohicago 堅 § CS 27 "w. IVJWdison 空.， ohicag こ， ゴ ー. 


夏 瘍向骄 荷 到着 

格安 品續 々辄を 化り 候 間 
是非 御用 命 盐下度 願. 上 候 

化 八' 商會な 评元ブ タザ 1 ス 

占 ast 17を 兴 之 ew York oity 
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グ 1 ム 向き 


U 本 濁： 

玉屋 各 
澤山化 
げ嗜に 

子 


: 処 直輸入 玩具 小物 雜貨 類、 

おゲ ー ムかき 格を 恰好の 物 

側へ：：； 本人 顧客け 最も 確實 

W 扱 中ます 0 


ドル 


ン 


シ厶 メル 


すナメ I 々 1 の 特色' 

り 本 入の わ 買物には 惦別巧 員を 置き 無 

巧で 御 案 巧 致 升笔話 又は わ 手紙 次第 お 

訪閒 して 御 化を を 針 b 巧め ての わ ホ じ 

おしては 惦 じを 意 致 t ますから 是非 わ 

立 寄な 願 ひ 巧、 ボ內配 逢は 勿論 U 本 巧 

化を 化 宛の わ 巧 物を 送は 當 方で 致し 巧 

じ ヨン ワナメ ー カ ー 


♦純 ± 盘帶 革、 白金 


♦金銀 製 金具 附 各種 


四 



た 


b 

巧 


を 

干 

さ 

立 


化 

號 


無事 閑散な 

日 會總會 

會我 問題は お 別 
委員 附 巧；^ かを 

== 齋滕 おが 事の 巧說り 
紐脊 H 會巧 ナミを 巧 
滋 旨は 旣 報の かくよ る 十八 日 お 
s± 確 H 午後 八 時を なて 两陈學 

龜 Kn が U か 备渡歐 の尝。 

ィ— • ； > .1. ' 谢を么 化 氏 元 東亞 同义馨 

•fu け’** 十！ 一 1H 渡英の 途 着が。 

麟ホト 、瞬學 巧 ± が瀉醫 I 

科 大を敎 巧、 去る 十五 H を あ' 

♦皆 川 巧を 氏 柬巧巧 業 會證巧 一 
常證 員、 去る 十六 n 着が ホブ八 
ペン じ 投宿。 


•お朦 信 一巧 滿城技 帥、 十四 一方と 通信を 巧換 して 見ねば が然 


日歐洲 ょらを が。 

••門 枯俊雄 氏神 戶 W 牛， 試 お 所 
ち、 夫人み 憐 あび 隨 llf 民 ホせ 忠 
勝 巧と おじ 十六 日を が ホ テ 八、 

^ ゥォー ド。 フ じな 宿 本 曰 出蜗の 
モレ タニア 號 じて 渡 巧 0 - 

♦松 田 捻氏大 阪がエ 巧ず 校長 
十八 日 软洲ょ b 着 紐。 It 
♦渡る 柳 厳に おお 洲甥道 會# 
废樂 な驗 跑お邮 、數 H 前 着が お 


11^ IV - 


H 


一. こ — 

-ち 刻‘— 扣 二十 か 過ぎて 地 まを 

長閒 をを 宜し 裔田脊 計 お氣 のた 

も 大島副 好 接 化 6 て 曾 計 報吿を 

がみ異盛^:^く承認かで角田薄記 

をは 過 ま- ヶ年 におる 筒 稼の 大 

要を 說 明 ，' をを 貸 曾の 率 おを 報 

吿 し、 水 ハ 合 狸 事を が、 巧 働二委 

な會の 事荣じ 脚して 搁單 に報吿 

i する 所 あら、 ホれ ょ 6 满事口 程 

i L' 乂 h 巧 胃 山 旧久五 郞氏提 巧の 

i r 細則 第-一條を 修正して 與 化の 

- 會費 S 张を六 巧 ごする」 

のみ 案を 附谣し 山 旧 氏の 說 明、 

1 岡な を 治、 山 口 II 一之助、 架 原 善 

I 造、 を 田 正么諸 巧の がをお 說が 

i あ 6、 巧 村 盛太郞 氏は お 巧の 巧 

衷 説を 捉 おした る も赞成 者な く 

- して 消滅し、 概旧赏 氏ょ b 原案 

修正 動缩を 提出し 特別委 員を 選 

I 定 して 愼赏調 をせ しむべし ご 話 

; じ、 火 制、 水な 二 巧の 赞成 あり 

採 巧の おお 乂多數 じて 織 旧 氏の 

一提 おを 可决 した。 最後に 理事 六 

I 十夕 改選の 投票を 巧 ひ廉事 終了 

I 巧 大お測 貪ち の紹 かじ 化 b 當が 

出席を 快諾せ る 齋滕總 領事 登壇 

I おの 贿說を 試み 移は 法制を の 

; が留间 胞社會 じ々 ぼせ る彭灣 を 

^批がし么が紳卜協約どの關なを 

I 說 きて 陰ぷ自 巧を 學み實 力 涵養 

のかを を直唱 して 聴衆に 夕大の 

感動を 巧へ た。 姑 後に あおみ 巧 

巧が あり 無 お 閑 敞禪じ 午後 十一 

時驳 巧した 0 


讀巧 質疑 應答欄 


创开總 會を閒 いた 

紐育宫 巧協會 

がわ 自助 協 巧 じて は 去る 十二 一 

H 午後よ S 1 力に て 創々； 援會を 

開いた が 出 おお 十二 お、 細則 中 

のを 病忠 巧に一 て 職 楽を 廢 する 

を、 雷が のた め絲 朝す る 巧々 び 

病死せ る おに 對— 'ては 郁て な 

弗を 夕拂 ふ？ じ 巧を しを 計を 家 

永满藏 巧に 帶記 をが 巧 一雄 巧に 

巧 計 檢査巧 じ 柳席資 お、 大 橋を 

藏の 二に を惯 巧し お 巧を 員 十五 

あを みんかく 逃を した。 

おぶ 雜一 をが 鹏治淸 水 ま 

み郎 川む ホ么 進化 島甚ち 

西廣巧 一二が 鴨 井 义溫川 か 

久滿 綿な な藏柳 原資を 

あ 永 淸藏香 西 ホ郞吉 山： 止 

之大 橋を 藏 熊が 巧ず 

鹽鋒 傅北來 紐ず 

巧稻 旧大學 々を 磯が 巧貞愧 ± 

は 隙 洲視然 を 終らて 過 H ホが、 

フン トン、 ホ 1 ル じ 1 が し！！！ 一で 

ボストン カ 耐を視 な 中 じして 來 

るか S 口 辄組ホ 四 n が H 本化染 

部に 於け るを 乂 校ぶ 曾 S 敝迎を 

じ 巧む 巧。 ' 

♦大木が 巧ぶ 巧^ 當が 第五 

巧 ニニ あ 巧 仲な お、 大木 巧 

’巧ぉ巧.5^ぅ旧ァ シ呈 ラ-ンド九^〇 

|;;^€^び化0^'， じ殺更ムれ。 


(問) 饋啓 左記 事項 夕御 手数 
紙；^ じて 御 お 答 下され 废あ潭 4 
上ます。 

(ィ〕 お 事 H 本に + 地を 所有 敬し 

居らました 處 今度ぶ 人の 通 かじ 

化る ご 親類が あじ 無斷 じて 賣却 

致した どの 事 (勿論 實 がは 貸 あ 

じあ りました 故 所有 權移轉 の 登 

記は なの 實 印です) なは 殘 をの 

余 6± 地所 有 權移轉 無 巧の 訴認 

を L たい 考へ じて あ b ますが な 

の 方 じ 勝算が あ b ますで せぅ か 

日) 訴 惑の 方法は 米國じ 居る 時 

はか 何なる 方法 じ 化る のでせ ぅ 

か。 (獲 念を) 

(答】 御 尋ねの 窠 一は 先づ事 

實巧 をを 巧 かじ 確め ねばな. 〇 ま 

せん、 何月 何日、 何々 の 出 地 何 

々坪を 何々 圓で 誰々 へ賣 波し む 

ご 云 ふを 記 所の 腾 本を 檢閱 ずる 

必要が わらます。 而 して 貴下の 

實 巧 を 勝手 L 使用して 貴下の 名 

を ごな つて 居る ± 地を 賣 娘した 

とすれば 法律上の 問題を 構成し 

ます 乍 併 巧し 貴' 下が 委巧 がに 署 

名 掠 印して 實家 じなる 誰 A かじ 

委伟 して あつじ 鶴 合は 勿論 貴下 

どして I 買 渡し r - 異議は 唱 へられ 

ません 唯赞 トーげ たを の處 をを す 

る じつき 货下 どを お 上の 關 係-か 

なけれ だ 岛上 をは 貴 ドの 手に入 

るべき 常で ず。 御 尋ねの 第二 か 

圓 一^化る 者が 巧し L 化 取 b 反し 

其 他の 訴訟を 起す 感 をは 矢 張ら 

信賴し 得る H 本人に 委任が を 渡 

し 其 人. い 正式に 訴認を 提起 すれ 

ばよ いご 思 ひます 詳細は H 本の 


_ な 山 下 重 太廊& 

I 儀 急 おじて まる 十八 日 午前 

I 1 時 サ五か ル ー ズヴ ユ火卜 

I おおに 於て 化 去を 候 間此段 
生が 辱知 諸君た 謙 吿化お 化 
あて 葬を の 儀は 本日 (水 
腿 日) 午後 二 時 ょら キャ 
ンべグ 葬儀社 (六十 六 下 

目と プ 0— ドク ユ ！) じ 

がて 執れ 巧 化 お 
大正 十四 年 四 巧 か 二日 
友人 お 化 

野 呂淸吉 i 
化 話 人 

を 御正 志 
内 がが 

巧 腺' 巧 
松 山， 道 
松 滞 眞 
後滕 


鹽澤巧 歡迎會 

早 稻旧大 學長盛 澤昌貞 氏の 歡 
迦會を 左の 如 < 腿 しょ すから 
早稻巧 校ぶ のみでな ぐ を 志の 
御來會 をを 望し ます 
時日 =廿 四 H 午後よ 時 
操 所 《 日本 俱樂部 

西 九十 S 了间 一六 一 
會隻 =1 二 巧 
ホ 込 所 == H 本俱樂 部氣附 

早稻旧 校る 會お 


W 巿內 目が の 煤所ソ 

トドブ ンク及 ランチ 

カウンタ ー を 急 格を じて 强 巧し 

殊に 夏 則は ビッグ、 ビジネス あ 

bo . 【姓名な 化 


00 

國 じがを 急藤废 し、 針 化 率の 出 

ホる 人 じは 好機 會 、永年 白人 間 

じ 信用 ある 巧、 資本を 不要。 

J . 互. Sakaguchi , w 2 DE . 25 thsl . 呈 y 


料理人 日本ぶ 巧が 料理 

の 出 ホる コック 日本人 家庭 じ 雇 

はれ 度し 0 ' 

K.W. 124 夕畫 St. 呈 


裁縫 所 開業 

H ぶ 着物、' シャツの 化 立 S 他 

ス 間々々 した 縫物 一切を します 

d ワ 'ィ 1、 コ 1 卜、 で プロ ンも 

あらま イみ " 

近頃 夏 蘇業熬 おが /Y てを おを 

評の：：！ 本 着物の 注文に 腿 じ パ', 

裁縫 所 巧 ホ 辰 子 

128 W. 室 h St. 呈 y 


» 一二 室 及び 湯殿 i： 五 巧 

六 室 及び 湯殿 册五巧 

塔 所は 武巿 ナッソ ー .コ — * •、委 

細は 左へ 御 照を をと ふ。 

C. 产 La 呈 ra, 1 骂 Giords;roo こ ち 
覃プ iangle 82 岩 


貸 室 


(御 一と 


i が 前 じ 御 謡し あ b たし。 
.Paul 呈 aji ヨザ苦 7 W. 13 置 苗. 量. 1 
Ifei. Audubon 7 芸〇 


求人 夏場 働ら き 英語を 良 

く-^ ^ 玉屋に 經驗 ある 者、 週給 化 

五 弗、 居 食 本人 自辨。 

〔姓名が 社】 


一週 お 典 及 八 弗、 一 
人 又は 二 A じ 適す、 

巿廳へ 十 か タィム マスク エ^ ■— 
へ 化ぶ を お 話々 ン バラン ド呈 ご二 

1 芝 量夕 B 3 量。 黒 略 梅 子 


夏場 用 


音 樂敎授 アキ オリン 

濁 唱歌 巧 叢を ヶ月 《弗 (一遇 一国 

西 六十 五 了 目 東京 商會 階上 

菊 池 髓太郎 


ポ カゲ— ムと臺 

機械 附の 儘を 價 

じて ま 急 譲 波し 度し 御 希 销じ化 

ら ては 組な は 無料 じて 當 方で 致 

します 委細は を 記へ。 

T. ジ睾吕， Glas 呈 Point, Bronx 


料理 巧賣度 

煤 巧は ビジネス 阮 域の 中必地 

夕服 料理、 西洋 巧 巧庙今 巧 主人 

歸朝 じが 至急 巧 償 じて 賛 渡し 度 

し、 夕 年の 爾を澤 山 あら ホ绍の 

ホは 左へ 御 電話 あれ。 

電話 チェッカ リング 置と 化 一二. 
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Phone •巧 ranklin 4 里 さ 

巧 ： Cohan 巧 e Bfallo 了 


第一 


录が桐 母國 訪問 團員 募集 


昨が 第 1 み巧國 訪問 脚を 組織して 非常。 る 好評を がした る 弊 巧會は 大方 諸君の 御 希留じ 

化ら 第二み ゆ國 訪問 脚を 組織す る 事 じ 致しました。 本 脚の ま 患は 加入者 諸 巧を して 恰も I 

あ 眷族 集を の 下 じ 最も 安全 じ ソシテ 愉快に 滿 おな 旅 巧を せしめ 得る にぁる ので 其 經费の 如 

きもを 自單獨 じ 旅 巧 せらる i ょら 遙 かじ 經濟 的で 家族 同伴の 諸 巧じ勒 しても 萬 事還算 なく 

鲜旋 をし ます。 昨年度ょ' 〇實 施せられ た ホ 國の新 移 ほ 法は 巧 波が 者じ戰 しては 反つ て入國 

じ 便 巧 ごならました 。許可 謡を 得る 事 や 出 國手潑 き 等は 弊巧會 じて 萬 事 御世 話 申します。' 

化發期 = け 本年 十月 S 日 (± 階 U ) 紐 育を 發し十 H 九 U 沙港 出帆の 日本 郵船 會 社の 

加贊化 ( 一 萬 一二 干砸 だ便乘 して 阿 H の 二十 五ち し 上陸す る 事 じなら ました。 船內 ではを 然 

二等の 侍 遇を をけ 同社 船の 設獅が 滚族间 伴 巧には 誠 じ 翊想的 じ體頓 して 居らます からを 必 

してが おが 出 ホます。 

瞩 #= や 委しき 旅 巧、 絲が期 お 他に 就て は 追て 本紙と じがて をぶ します が涕細 

は M 卒 御ぶ 盛な くが 巧 ホが を じつき 御 照 曾 下さい。 
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I 來福丸 船員を 滅 

一 國除激 船 巧を ち 社 所 戚淚船 ホ 

1 福 化が 今 遇 火 腿 日 午前 加 糸 太 沖 

一 じがて お 鹿の おめ じ 化な し时赃 

! 船 お-二十 八 人 か 抱いて 魚腹に 葬 

I ら わたを 李 賓は近 ホ 稀 おの 慘劇 

i であつ てち 人の 搞 悼を 饒 中る 能 

一はざる 所でめ る。 而も 白星 線の 

-ち船 ホ メリック 號がホ 福 乂化沒 

な 前 遭 煤の 現場 じ 着した るに 拘 

はら やが 風 激浪の 持め じ 柯等救 

拨の 術を 施ずに 由。 か 6 しど 云 

ふじ 至つ ては 如 村に お 命 ごは 謂 

ひ：：^がら吏らに吾人をして謝隐 

の 恨を 永 ふせし むる み 第で ある 

由 巧 H 本は お 國でゐ り卜* がら 

'巧 人の が 上 生 巧に 對 する 趣陳、 

巧 解は ホ だな あじ 普众せ や、 識 

おは おに お喊 あがのが 養徹 おじ 

おむしつ i るる じ 路し鹏 お幾义 

が 化を 隔 つる 外 域の 雑鮮 じお乂 

しても 無化殖 ずるが 速举菜 5 伸 

廣 にぶを しみを 搜 して 换， しき 

を W さんご マる の 巧 息 ご 舆氣ご 

し對 して A 多大 3 巧 敬を 破 ふの 

化が が ホる。 勿論 抑胞 船員 諸氏 

は 『板子 一枚ぶ 下は 地獄』 であ 

る どの 化廢を 服膺す るの 覺 悟を 

持つ てゐ るで もらぅ から 太西泮 

のが 也 にがてが 魔の 捕ぶ どなる 

ごら を自の 峨務じ 卿す る 上から 

て 化て お 神 狼 おする 酱 は。 か 

一可^&^み今がのホ福化化を學 

わ 如きは をが の 小 幸 ど 謂 ふ も 

過言では；：？^ いで あらぅ。 吾人は 

紐を を中必 ごする 化留间 化の 一 

致し U ま 情を 酌みな - t 茄 みて 遭 

難が 員 諸にの •な 楓を膀 b 岛つ夕 

敕の逛 族 諸 十 じ 街して 深甚なる 

お 悼の なを おぐ る ホ 第で ある。 


雪の 如く 解けて 流れて 仕舞つ ね 

ご 云 ふ 化 ホで あるから 如何に 煩 

問 焦慮して もが 蘭 市長の 政壽は 

略 其 リミット にお 近し つ i ある 

ご觀 るの 外は ない。 唯】 縷の賴 

み どす る 巧' は 若し タマ ニ！ 派の 

ヤン バスが 『み 蘭 二 一蓮』 じ 傾 
かか 何 じある。- ア スト 君 ど 
しては 自家の 愧撒 じる 化生を 巿 
長 ごする 、 i じ攸ら て將ホ 自ら 政 


巧に 出 梅す る 場を 巧 巧 票を 政治 
的 遺産に 加へ 樣 ごする 蟲の 巧い 
斗盡 から お足した 述 動を がみる 
じ 外；；^ ら。 い。 果して ホれ がか 
何 稻の憤 値 わ b や 甚だ 疑は しい 
けれ 共 腐れ縁 s ' 切れ 口 裡は灰 蘭 
先生を 稱肋 する のが 當 がの 義理 
合 ご 云 ふので あらう。 然れ共 紐 
育の 巧は が佛樣 t ない 限ち 一二 度 
.も 顔を 潰されて 默 つては むまい 


暴風と 怒濤の 裡に 


藏船來 福 丸 化沒ず 


を 乘組員 化 八 人 U 英國氣 船 救 巧 
の 効 もな < 太 西泮の 藻屑 ィ ーなる 


灰 蘭 巧 長の 政壽 

紐育ボ をが 蘭 先生は 今 巧 巧は 

るべき ホ お 選を に 一二 废 候補者た 

らむ W ホ 望し 居ら： = 政界の 物 巧 

きけ 曾て 灰膊 先を を 如 知事 や大 

統餓 のお她 ちじ 擬 した i も ある 

が N 盛 じを 赃を 急ぎつ i あを 宣 

巧の 巧妙 U ホを は旣じ 『と 年間 

の 進 ホ』 ご 題す る册 子を 撒布し 

て 手 削 ホ增を 並べ、 最近に まつ 

ては 黃 色が 王' ィァ スト 君が 西部 

からか 有まで 乘 らおして 來てお 

しタ マ ユ ー派のおま媒がお束し 

: て灰喊 先生を を 第せ しめが どす 

るなら じ 獨立民 ホ 黨の新 巧峨を 

推し 立て t 其當 選を 擁護ず る ど 

威嚇し おめ レ。 乍 併 化生が 紐 育 

ホ おじして のが 線は マク ヮゲォ 

ィ 倒事の 地下 滅 道に 顆 する 調杳 

報吿を i 誠 ずれば 玻も明 脈で あ 

つて 问 じく タマ ニー 派の ち 力 あ 

である マが 事のを 見は 政を 的 じ 

巧 罪の おみを 先生に 巧へ たど 岡 

じを であるの みむらず 嗚ら物 入 

ちで 骚ぎ 立てた スタブ ン ア- 

ンドの 墜道 問題 も スミス か 華の 

お 正む 批 おにを つてを の 朗の淡 


國膝激 船 曾 社所處 湯船 巧 福 化 

0 立 千 八な 五十と グ C マ 順、 排 

水 壁 九 千 八十 一 唯) は 去る 廿】 

日 フキ ラ デ ホフ キアょ b ず 量の 

小を がをお 栽の 上 ボストンを 出 

發獨 逸' ィン バ作グ じがが 中- リ 

フ アブ クスを 距ら 南東 

ち 八十 哩 の 海上 じて 巧 

桐の 大装風 ど あ濤じ 呑まれ、 ホ 

一日 午前 四时 0 ホ賴を 貨物の 一 

切を が 中に 投じて 危險信 號を發 

しの 方 じあ 助を ホめ てゐ たが、 

急 笔を接 手した る英鹽 ホワィト 

スタ ー 窺船會 社の ち 舰ホメ リツ 

'ク號 ご 巧 八 千 順) は 遺 難 地点 

を. 距る巧 六十 嘿の 海上 ょら 航路 

を轉換 、巧が の 怒濤を 衝 きつ i 

時 巧 ホ 節 如 速力 じて 急 巧し、 

午前 十 時 五十 五み、 ホ 福 化の 船 

影を 認め おち じ 風上に 轉 回して 

独を なぎが 上 漂流を の 救助 じ從 

事 せんどし たる も おさず、 遂に 

ホ福义 は午說 十一 時 五十六 かを 

巧て 巧が. 

遭難 現瘍じ 装し f 


た グラス ゴ 1 •が 育 間の アン々 

— •'ドナ A ド ジン 滿船會 社の 夕 

スタ ニア 号の 船影を 認めつ 5 を 

然が 中に をの 姿を 沒 し、 乘組員 

化 八 名は を部确 職した。 あ 肋に 

をいた ホメ プック 巧 船長 ロ パ （ 

ッ 氏の 會 社じ斟 ずる 報 吿書じ 曰 

『四月 廿 一 0 午前 五枯 四十と 

み (紐 育 時間) マサ チユ ー セット 

がシ ャチム ょ- 〇 水 福 化 遭難の 無 

線 お信じ 接し 本船は 無纔 じて 報 

せられた る 遭難 個所 じ 航路を 轉 

じたる がが おは 約な 十一 哩 じし 

て 本船は この 天候 じ應じ 得る 程 

巧 じ 於て を 速力を 發 して 急 巧、 

ホ福乂 におし 無線を 0 て WT 信 

号を 機績的 じを するな 聲吿し 午 

前 十 時 五十 五み、 前方 約 二哩の 

が 上に ホ 福 化の 船影を 認め たれ 

ばを もじ 徐進 するど 共 じが 上に 

池をお出しつ ； 風上じせきたる 

が 當時ホ 福义の 右が は 

約 六十 度 じ條斜 し、 本 

船は 艦よ b ホ 福 义のお 下 じ轉回 

せんごし たる も 風浪の 爲 めじ お 


C さず、 巧び 繼じ をき たるが 
ホ 福 乂のキ ー ^ は 明かに 紛碎さ 

れむ るを 認め たれで、 端艇 乃 ま 

人影を 認 むる 能は 卡 。午前 十一 

時 十八を、 ホ福义 はおが 激浪に 

呑まれす 眞逆棟 どな b たるが、 

本船は 化が 油を 排出せ しめ、 救 

巧 端が を 降す の 準赌を 整わ ゐた 

れホ 午前 十一 時 五十 ホを、 ホ 福 

化 S 船影が を 然海沒 する じ まる 

まで 巧 等 端艇 乃至 人影を が 上 じ 

認 むる 能は ず、 風力 猛 々加 はら 

し爲め 救助を 絕遵 して 現 傷を 立 

去った』 云々。 

暴風を 衝 いて 

危 險信號 

巧福乂 S 遭難の 银 は- リ ファ 

ッ クマに ホ ー日 午前 六 時、 岡 地 

の 漁業 者 代理人' J 1 ゲユ ー 巧の 

許に 連した。 をの 電文は ホ 福 化 

よ b 發 せられた もので、 

U 本 お 船 ホ 福 丸、 本日 午前 四 

時化 絳 四十 一巧 S 二、 西 經ムハ 

十一 度 四 一に 遭難、 船体は 化 

巧に 傾きて 絕留 、柯ネ 至急 救 

助 あ 6 たし。 

と あら、 氏は 直 もじ 

全 航路 じ 無線電信を 發 

して 救 巧を 求め、' ォ' — ショ ン* 

ィ！ クグ 号、 キンク •アレ キサ 

ン ドリア 號 、シンシア 號等 はい 

づれも 現攘じ 出動す る 旨 退電し 

たが、 第一に 急がした のは ホメ 

/ ク號 でを つた。 これよ ゎ ホ 

福 义が發 した 無線は 左の 數 通じ 

上つ て ゐる〇 

ホ 福 化。 廿一自 午前 一時 十二 

を。 SOS 、 機關は 今や 停止し 

危隙 甚だし、 至急 救助を とふ。 

來禍义 。廿 一 U 午前 一時 四十 

五み。 SOS 、 本船の 位 潰は 絳 

度 四十 一度 二 五、 經巧 〇 1 度 二 

お及び 救助 端艇、 貴 船は 巧哩ホ 

面 じあら や 一報 あらたし。' 

ホ 福 化。 ホ ー U 午前 二 時 十六 

を。 ホメ ブックへ。 我等は 救命 

揣 おを がつ。 

ホ福义 。廿 一 H 午前 二 時 四十 

一み。 ホ メリックへ。 本船は 四 


を じ 傾 < 、いづれ の ホ 面よ ち 
救助 さむる や。.‘ 

ホ 福 化。 化 一::: 午前 一二 時化 八 
を。 本船は 南方 じ 向け 流さる。 

是等 無線は 引 繼ぎホ 福 

化 よらを せられ、 ホ メリック 號 
よらけ 刻々 同船の 近が きつ； あ 
る 距離を 報じた る もこれ 等じ勒 
して ホ 福 丸よ ち S 返信は 記錄さ 
れてゐ ない お辕 でを つて、 ホ 福 
化の 端艇が おしてを 部紛 巧され 
てな たか どい ふ ふじ 就ても 船を 
のお吿 VJ 乘客 一 部の 實見談 はい 
づれら 異な b . j 乘 客は ホ！ メ 
ク號 上よ b 巧 福 化の 端 おが 
波 おじ 狡 はれた のを 認めた と 巧 
してなる 人 もを る。 

遭難 現狀を 

船長 語ろ 

生存者 傑 か 六 人 

巧福乂 救助の 爲め現 魔 じを 巧 

したる 敲船ホ メリック 号 船を 

n バ ー ッ 氏の 談じ 曰く、 

本船が ホ福义 遭難の 報じ 接し 
じのは 廿一 日の 午前 五 時 四十と 

巧で、 度 もじ 針路を 轉 じて 稍 化 

一打し ホ輔 化の 距離は 約 

百 十一© のが 上で あつ 
たが- 當 がは 一時® 約 六十 哩の 
突風で もも b 、 空は 雪を ごなら 
水煙の 爲 めじ 前方を 溢く 眺め 能 
はざる 巧 度で あつた。 最らの 難 
したのは 本船 ど ホ 福 化の 位 超が 
いづれ も 不明瞭で あ 僅か じ 
無線電信の 指示 盤を 剌 用して ホ 
福 化の 位置を 探つ た譯 f 、 最後 
じ 受取つ たのぶ 『巧 等は 救助 端 
おを 待つ』 とい ふ 無線で あつた 
が 當時本船 の 位歷 遭難 なよら 

四十 立峭 かが 上、 午前 化 時册か 

であつ たが、 午前 十 時 五十 五 か 

約 二嗤の 前方 じ ホ 福 化の 船影を 

認めし も、 船は 飯 じ 六十を じ 傾 

斜し約 六 人の 人影が 船橋に 攀登 

らつ i ある 姿を 認めた か、 本船 

を 風下 じ 置かん どした る も 激浪 

じ 妨害され て おさず、 漸く 二 巧 

ャ！ ドの 海上に 船を 橫 づけた 際 

じは 旣じ 甲板 上 じは 

人影な く 救命 端艇 もな 

かつた の u 恐ら < 風浪に 淺 はれ 

たもの か， これを 降さん とした 

膝紛碎 された もの ご 思 はれる。 

この間 我等は 絕 b や 池を 挑 出し 

て 波浪を 和らげん ごし 二 一隻の ポ 

I 卜は 出動 お備を 整わて ゐ たの 

であるが、 ホ 福乂は 午前 十一 時 

十八 かよち を 十六み じ 直 b て遂 

じ 化を し 附近 じは 船具 等の 漂流 

する を 見る のみで 人影 一人を 認 

むる 能は や、 遂に 十二時 一二を を 

なて 現 煤を 立 まつた ので ある 

をは 當時 船の 連轉 指揮 じがし 

他の 乘 客の 如 i 親しく 巧 細を 觀 

察する の 暇を 有しな かつじが、 

船員の 報 吿を踪 合する も お 上に 

柯 等の 人影を 見や、 若し 一人た 

共生 谷ち がを つたならば、 巧 

等は 柯等 禱搭 する 巧な く 救 かじ 

從事 する 堂で あつた 一友々。 

死体 搜 索に 

艦船が お 動 

遣 難の ホ 福 义乘組 員の 巧か搜 

ぉの爲めカナク玫府所麗船ァ！ 

ンウ 1 号は 廿二日 シエ グバ 


を發 して 急 化、 か S 日の 拂曉じ 

は 到着すべく 同時に ォッ タッな 

なの 巧が 領事館ょ らも々 ナダ も 

府 じを 渉した 結 巧 化 府は巧 劇化 

太 西が 及 巧 印を 艦隊 司令官 ファ 

1 グッン 提督に 對し 巡洋腥 一ち 

の 派 遺を 耍 ホし 目下 ボストンに 
礎 沿 中で ある 國 際な 船 會社巧 ■風 
船ポ ー ト ランド 化もサ ニ：： P し 現 
琪に向 ひ、 當地 J ちは テキサス 


一官 、現 デャ 'バン •タイ ムスな 長 

旧 中都吉 巧は 繁齒 大使 じ决 した 


の 錫 化か 策 じ ホ b こを 表した。 

日ン ドン 廿 S 白を =.キ ブシア 
を 麻は ブ ，が リアが ぞ命 騒ぎを 
機會 ごして 陸軍 力を ちしつ i あ 
るは 巧 隣國を 威を する もので あ 
る i を 理由 ごし 秘かに 動員 中 G 


化が 出發 した。 

鈴 木 國際主 惟 

追 俾會闢 催 

總 領事 抗議は 虛報 
當 地の 鈴 木 商店ぶ び國 際な 船 
會 社ま摧 じて 目で ホ 福 化 遭難 地 
を搜索 中で をる ポ—ト ランド 义 
の 歸航を 待 も當地 じて 满職 者の 
爲めじ盛乂^:>る追悼會を關愼ィ 
ベく、 魔 所 反び 時日は 追つ て 鞭 
表する 當 であるが 一昨 夕の 夕刊 

は齋 滕總領 拳が 本 問題 じ 就て を 
か英國 海軍省 じ 對しホ ー ィリ 
夕 号の 遭難 救 濟息漫 を 檐じ抗 磯 

を 提出す る 旨 語つ た VJ 搏 わたが 
右は を然事 實 無が じして、 當化 
總 領事館 じても 本 間 題 じ 就て は 
英米の お 員 法を 考兜 中で あるけ 
れ でら 法律上 がら 抗議す るぶ い 
ふ ボイ ント はす 巧抗 U 天災 だけ 
じ 秘めて ホない らしい。 


獨逸逃 擧戰に 

銀 巧 卞涉說 

マグ クス 派が 貴 傅 

ベ 八 リン か四基= 獨 5 大る もの i 夕 聯を國 大使 會議じ 
統領 雪 戰は廿 六 H じ 迫 6 ホ 制 一問 題を 8 する お 勢で ぁを 
派の ヒン グンべ 作 ヒ將軍 ご 共和 或は ィ聯 巧の 相を が 降を 見る じ 
を 体 派の マグ クス 派の 宣傳戰 は まるで あら 
白熱 化し < r 夕べ T ン 巧め ミ 治ま 維持 法を 巧 

段 談演馨 を まーケ 巧し 催さ 

一^^ 巧;^ が T グ 東京 特電 里百發 U 今期— 
派 じて は' 亨 アト- 7 ンタ 巧に 開を 通過：; た 問? の 治安維持法? 


摧中 である ホ 齒銀巧 業者 協會お 
會 はヒン デンべ グと將 軍 じして 


I 本 U をな てを 巧され た。 尙ほ加 
I 藤 首相 睹 殺ま遂 犯人！ こ 名 逮捕 さ 


ン 


赤化を 標榜し 

使節 入京. 

グ クター • コップを 
東京 特電 サ ーニ H 験；：：：： 勞農 口. シ 
アの駐 目を 權 大使 ダ クタ ー •エ 

处 •コップ 氏は 户少 ピンを 經田 

して 明日 神戶じ 到着、 直に 入ぶ 
の豫 をなる が 氏が まる 十と H > 

グ ビンの 地方を 農' ま 員 會じて 試 
みたる 馈說 はを 然 H 露が 强 をは 

紙屑 じ 逝ぎ ずと 斷じを つ 
日本の ホ 化を 標榜して 殺；：？ から 
や锁 巧の 輿論を 刺戟し、 暮巧巧 
が 外務 當局 ごの 閒じ 一問 題を お 
起ず る模樣 である。 邸ち 巧は 回 
『今回の H 繁協 をなる ものは 
要ず る じ 將泳曰 シアが ホ國 ごの 
據 調を 得ん ご 欲する 前奏曲 ごい 

ふ 外に 柯 等の 惜 化な < 、を 巧を 

のをは ホづ H 本社 會ま義 をの 玫 

治 運動 じ 干 巧し 勞資ず 畿を额 力 

後援すべく、 大使 ごしての をは 

勞農 中央 執 巧 委員 會 のみ 議に基 

き H 本を なて ホ義 提携の 舉な 

嫌 か 者 W 見做し これを 

標榜して 宮 己の 職 寅を あ 

さんご 欲する 者で ある 。この 意 

陳ょ b してを は H 露 新 協定なる 

のは 一 化の 紙屑 じして 柯 等の 

價 値を 認めず。 I 朝 世界に 國際 

的を 命を 惹起した る 陵 日本は を 

の前衞 たるべき 可能性 むら、 が 

じを は 特に 日本の 靑年會 を述じ 

て勞農 主義の 巧 物た るかを 啓發 

し將ホ 日本に 建設ず べき 共產黨 

のを 礎 確立 じ 努力 せんど 欲す も 

もので をる』 云々 £ いふじ ある 

が、 外務 當 巧は 問題の 演說じ 就. 

てを 電じ 接して ゐ； いけれ ども 

コブ プ氏 入京 ご 共 じを の眞 かじ 

就て 說 明を ホめ るで ゐ らうと 云 

はれて ゐ る。 

旧 中 巧露國 大使 

ま 京 特電 サ S H を = 前 外務み 


畿 sfr な：; 漢 れ純霍 讚？ 幹璧 香な 調 

ム銀巧 家は 今後 濁 逸じ凿 して 信 ベら る 
用 貸 脚を なさ や i 決議し ね 旨 報 
道した る 勒 しヒン デンべ 
派は ヶ n ッグ 固 お 長官の 獨逸內 
政 非 干渉の スラ^ ― トメ ントを 引 
用して マグ クス 派の 宣 傅を 虛僞 
ご 罵ら 米頤は 今や 大統領 戰の中 
必と a つて ゐ るが、 相 スト レ 
ゼ八 マン 巧は ホ 國飯巧 業者の 巧 
議 はを 然事實 無が である ど 正 ホ 
じ 否を した。 が ほ 作 デン 
將 軍は ヒン デンべ 瓜ヒ將 がの 立 
候補は 獨 逸が 當然 ホむべき 道で 
あ •る ど稱 しつ {これを を 援し前 

ホ 制 派の な 力なる 候補者で あつ 

たヤ！ レズ 氏 もヒン デンべ 八ヒ 

將 軍の 爲 めを 地 じ遊說 中で ある 

アトランタ ホ 四円發 ：：；： 米國銀 j 
巧 ホを 協會 々頗 ノック マ 氏は 米 
人 銀行 あが t ン デンべ グ 


御存知の 通 b 米 図の 人々 は 政 
お 軍 府は自 か 達が やらせる ので、 自 
の 大統領 當 選に 關聯し 獨逸當 局を 建は 政府ょ らも' 口ら いごい ふ 
じ 譬吿を 輿へ た ごい ム風說 U をち へを 持つ てゐ るから、 こんな 
然事 實無极 である ど 否定した。 i じ もを 巧に 干渉せ や、 佩ん 义 


ソフ キア 革命 じ 

* feur 7 v 4 

聯 妻'® く 

ゥ キンナ 廿 一二 日發 n ブ术ダ 
ア政 解の 白色 恐怖は 頗る 極端 ピ 
なりみ 產 篤の 嫌疑 ある 者 數千人 I ' 定 つて ゐ るので 


が績 罷業 益惡化 

まま 特電 ホ ーニ 日發 N 靑島 じが 

ける 大日 本 妨績の 罷業は な々 惡 
化し 會化侧 は宣傳 ビラを 羅き运 
れ るが 使用 支那ん の 罷業 閣じ監 
禁 せらる i 者 あ t 暴動 化する 形 
勢 ある 爲め 軍隊 出動し を 下馨戒 
中で をる。 上 おじ 於ても ホが 様 
の 化が ある。 


旅装を 解ぃ て。 
窩柳賢 S 

アノリ カの 感激 


のはを 額が 大した i はない が、 
中部、 巧 部 アメリカ じある 百 本 
人 會が餐 ひ 立つ て 夫々 巧 一 ぱい 
の 寄が をして くれた，^ で、 この 
化 ホの 人逮 は、 周圍が 悪い 故 か 
大變 y 本を 慕つ てゐる やぅに 思 
A れ じ。 東部 化 ホ 居 化の 日本人 
はた 槪 俸給を 巧者で、 又 周 園の 
生活 も 違 ふから、 势ひ 西部の 人 
達 ご 幾を み 持が 違つ てゐ る。 を 
の 化 著名な 圖書箱 や大學 の盡力 
じな 6、 W 前な が 在た 時のを 巧 
達の 化 話で 一方なら むい 巧を を 
得た。 


厶 首相 や 法王 藤 

をれ から ィタ 91 じ-渡つ たの 
は 昨年の 一巧 十九 日で、 國 をを 
擧げ ての 歡迎 をを けた。 ムソリ 
三 首相を 始め、 n 1 マ 大學敎 巧 

で 文部 大 おの ゼン ブ 91 巧、 哲 

學 者で 前文 相の ク曰 1 チェ 氏 等 

はが 旨ず 紙を を 國の斬 閒社じ 送 

つて 勸 誘と 紹 かごを して <れ た 

ので 大變化 事が はかどら、 四十 

H 間 ばか b で 切 上 ザた。 口！ 
法王 廳 からは でんな 書籍-い 欲し 
いの か/一問 をが ホた ので、 文化 
巧學の ものを ご 返事を するど、 
早速。— マ 圖書お 長に 權擇 させ 
る 等 仲々 をの 人つ たもので、 こ 
れ はモ册 ぶから 贈つ て くれ K ら 
しい 。をれ から ロィド •トリぶ 
スト 濕船會 社からは トツ A スト 
橫演 間の 書籍 無賃 輸送を 申込ん 
で ホた。 

何んで^ 卸し値 


はおん 的 幽体が ホに 働いて くれ 
ね。 紐 育は 實 業を の關 係から-、 
ヮシントンは 學 界の關 係から、 
を 長く 滯巧 した。々^ ホ’*! 
が 閱の 寄附は 數年閲 のをが もう 


フランス じ 渡つ たのは lllg 初 
めで ボアン々 レ ー 巧が 總裁 じな 
ら 、大學 職を 協會 が中必 じな つ 
て、 を大學 圖書舘 出版業者 じ 手 
紙を 出して くれ、 外務省の 膽入 
で パ 9 — の 東洋 美術館 長の メ ー 
グ と 云 ふま 洋 通の 老學 者の 世話 
じな つた。 ドイツは 敗戰の 結果 


."脚な 的 じ 援助 i 條約 じよつ て賠 憤を の 化を じ國 


は 斤 端よ ら换擧 され 即座に 死刑 お ホ U いのは 造 減 だくい つて、 

される 者？ 蒙を 授プ； を 0 化ら をち 力な 方面 S 誘の 

ア 政府 じ ホ 人道的 じ 巧 爲じ就 手紙を 出して くれた。 〇ッ クフ 
て 雲す る 所 あ もたを、 ユゴ エラ， 巧は 豫々 是じ對 し 巧 か 
ラゲ 政府は 昨夕 閣證を 催し 囊 しれい ィ」 云つ てゐ たので、 今度 
じブ グダ ッ i 嵐が 今圓 Q 革命 化 ホから 醫 巧圓？ 中达 むご 
はユ ゴス ラダを 使が 内 じて 針畫 直ぐ 承諾して くれた。 しかも 边 
された ものである ど稱 しつ i あ 方から 申出た 書籍 番入曹 どい ふ 
る i じ 就て 抗議し 或は 外を 蹤係條 件を 撤廢 して 「巧に でも」 ど 云 
の 銳絕を 見る じ まる やもおれ な ふ 自由 裁量 じな つたので、 これ 
、形勢で ある。 は 圖書館 建設 费 のを 部 か 一部 じ 
1 マ廿 一二 日發 u ブグボ リアなる のでは U いかご 思 ふ。 モ弁 
よ b 達した 報道に 化れば 國民黨 ボン 氏が 窗 おした 五 千 巧は、 巧 
9 なる 現內 閣はボ 9 ス 皇帝よ 語 英义學 の馨籍 費で、 これは 使 
化の 際反凿 派の み 子を 入關 せひ 切つ てし まつた。 嬉し かつた 
しめて 聯立 內閱を 組織す べしと 
のを 協 的 命々 を 受けた るを 憤慨 
し 皇帝は 目下 宮城 じ 引 籠ら 軍隊 

が 殿 重じ警 '戒 して ゐる こ。 

ブ チヤ レス トサ lllH 發 == グ 1 

ニア 蚁 麻は 目下 ブ^ダ リアの 

巧產黨 員が 續 々國境 線を 經て國 

内 じ 逃を みつ i ホる 爲め ブクダ 

ア 及び 0 シア 厨 境 じ 軍隊を 出 

動せ しめて 馨戒 中で あるが ブグ 

ガブ アの 赤化は^ 1 マニアの 國一 

家 的 生命を 威を ザる もの と して 

をの お 巧を 嚴 重し 注視し 煤を じ 

化ら ては 出を ずるら しい。 

モス カウ 化 一二： II 發 u 第ー ニ イン 

夕 1 ナシ 3 ナン 幹部は フ八力 

ア のぞ 命は モス々 ウご 何等の 關 I 
係な しど 撕じ をの 貴 任は 現 政府 


巧の 書籍を 取られる ； じな つた 
ので、 イタ 91 を眞 先に、 ベが 
ザ ー は 開戰の 初め 有名な グベン 
大學 の圃書 箱を 破壞 された ので 
巧は ごも あれ、 をの 化 償 ごして 
ドイツの 貴重な 圖 書を 化つ て 巧 
くごい ふ 具を で、 ドイツ じは 書 
籍が 少な かつじが、 外務省の 巧 
意で ライプチヒのを 國 書籍 組を 
長に 紹 かされ、 國 巧で をけ する 
ドイツ語の ものは 巧で も 卸し値 
で 譲る ごい ふ 約束が 巧 巧れ。 を 
こで 新しい ものを たを 買 ひ、 古 
いもの もな つた。 其 化 じ 寄贈 さ 
れ たもの も大を ある 0 


來 

福 
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者 

遺 

嫉 

弔 

慰 

金 


今週 乂曜 H ボストン ょら 漢堡港 じ 向け 加奈太 沖を 航行 
中風 簿の爲 めじ 化を した 國 際を 船會社 所屬 親船 ホ 福乂船 
員を 滅の 悲劇は 近 ホ 稀 おの 酸鼻な 出 ホ 事で 實じ 座視す る 
じ 忍びない ので ホら ます。 故 じ 本 化は 化 際 巧 留间胞 諸君 
じ訴 へて ホ 福 化 船長 0 下 S 十八 名の 遺族の 爲 めじ まあを 
裳を 之を 故 固に 送つ て聊ぜ 天の 靈を弔 ひ 且つ 遺族の 情を 
慰め やう ごがます。 何卒 多少を 論せ ず 奮つ て 化 義擧じ お 
せられん を 祈 b ます。 尙ほ御 送附の 義金は 本紙 上に 巧 
名を おを ああして 之を 領收証 じ 巧 わます。 


募集 金額 
締切 期日 

送金 方法 


巧 巧 サ 置 U 


夕少を 論せ や 

五月 十六 日 

園瞭滨 船會社 本店を 熙 

て 適 當に頒 巧す る こご 

紐 育 新報 社 


Dr. G •比 Martin 

DENTIST 
743 Uxington & 化む r. 5 お h Si. 
Phone Regent 2457 


DR. H , ん GARDNER 

DENTIST 

お 8 Madison /ive. 3ei. 郎 -SI おお s. 
Tel. おが nf ?1 が 


NAR を TiUOl 俯 削 . 

45-47 E. 20 比み . 

Te し Caisdonia 9 巧 § 


Dr. T 。 C. Takami 

176 Sumb が and お . む ooki が 
Tel. Cumb 扣 land 23 り 


E.E.Yosh も MJ). 

3 が W. 71 が St, 

Tel. Endicoti お 如 - 8729 


A.L，CEASA も MI). 

i03 Easf がが SI 巧 ei 
8et. お rk & Lexifig お n わ es 
TeL Lenox 8 が 3 

毒 喉 卿 鼻耳緊 

間 時 察 診 
午ぶ 至 時 十 前午自 
時 八 ま 時 六 後 午 旨 


T. KASAI 

Marcha 打 t 
"i aiior 

TIMES BUtLDING 
Room 3C4 
NEW YORK 

Phone 
Bryant おけ 


Y . げ〇 

1 な Ees け 3ni St. 
Cor. Lexin が sn む 8., 


NIPPON TAILORING CO. 

300 W. '58th な . 

Tel. Columbus 4173 


東 

琴 

ぉ紐更 

京育矣 

丸； 

山 言 

洋ミ 

服？ 

一 

簡〇 

'獻區 



yp TG 郎 TE STYLE 

し ustom 

Tailor 

?1 W ， 44 化 Sf , も Y. 13 お 
Tei. お n お ホ i!f 2546 


i 


JAPAN ART STUDIO 

お 4 LEXi8fiT0K AVE . も ' f, 

巧し PLAZA 4 巧 8 




SJ 目 koy も B.G. 

104 W. の nd お . 

Tei. Riverside が 26 

YUKiO NISHIMURA ， M. G. 

314 West けり h が 巧 ef 

Tei. Monument 827 目 

療治 揉 學科經 神 

Motoi fsuchiya d.md 
!18St. お epbti お . 

Ossfon 抽が s. . 

K. Iwemiolio, M ， D. 

114 W. 70th St. 

Tel. "Trafalgar 0352 

KANZO OGU 氏！ 站 .!). 
214 High St. Brooklyn 
な し む mberiand 10SO 

/ でソ 

TeL 3 が kbay 10 お 3 

H グを トド S 午 午き み 
曜ず 倫 , こ； i ぉ後宾 
は ラ 比 1 子 零 祭 

前 ン亞巌 輩'、 時時 
約 巧 大擎ホ 時 ザ 間 
顯院學 本 ii 11 w 
上勸及 i を 化 二 
候 お び 時時 
一 半 

挑 

歸饒眼 

P3 專節調 鏡 眼に ホ眼檢 

F. L FREDERICS CO. 

醫巧殿 學大亞 比倫を 

136 L 59 化な . New な rii 

1144 Srd わ e., bef. 68 化 - 87 化が s. 

* 巧 お 

J 間 H 

も .^ 毒？ 

矢； 約 ± . 
重ク S? 

孝 手 S 

樣 筋、 腹换 、摩按 流 本。 

ムジ グ カデメ 、ジー サツ マを 典瑞 
旗 治氣電 びぶ 水 0 スウつ テス 十 
案 卒院學 ー ピラ シオ ジィ フ典瑞 育 紐 

男 幸 林 西 亀 

て じを 自は义 張 出 療治 
弗 S 張 出 0 弗 二回 一は 方 御の 人 本 H 

診. 齒 
至 白 S ニヒ 巧 

S 墓 S な ® 

八 ニ ザ 

時時 S 

武 き。- 午 午一乂 
ぉ窠ボ ’後 前 診 

3 ぶフ パ、 鱗 

ン街 ラ^ 六 几 g 
視バ病 ?；^ 時時 g 
院 ラ 院 1 翰 i I 間 
鐵ン勤 病を 八十 
端 ド 務院こ 二 時時 


Koike Studio 

が 7 閒 1 わ も 
Ccr. 39 もな . 

Tel. Caledonia 63 谷 4 


Nippon Dry Goods Co. 

1261 8 巧 a お 巧， 巧 わ， Cor. 31 si な . 
Telephone お nn. 5350 
Room が 51 


1111010 Bros , inc. 

(Formerly 抬が uhachi 在む .) 
け Ea お 17 な Sh N.y. 
TeL な 巧 ve がな f お 53 


Mi な . Bbnolie Fisher 

1264 Lejc. Av も Cor* 85th St. 


授敎語 英人婦 


谎 


六 が ち 


干 


一 第 


隸辦 貧 规 


C H 耀 ± 〕 


日五廿 巧四キ 四十 止大 〔二〕 


車 動自貸 

SATSUMA COMPANY 

巧 tO'w が む わ 了 ei も 做 "side 郎 22 

馨審羅 蓋！！ 軍翌！ 

おを 摩お强 もが 時特 


KOSHIBA 

STUDIO 

舘眞 寫柴ル 

6B1 F 删わ e., 

Tel. Pla な 組 2 

Branch Studio 
Westminster S 打扣 t, 
Providence も 下 —- 



PHELPS h PER が 

3 Maiden Lane N. Y. 

エ繩冶 鑛銀卷 じ 幷巧剛 を 

類 石賓匠 意新最 


齒科醫 

►診察 時 閒^ 

を 日 (目 曜を除 <) 
午前 九 時 I 十二 
時、 午後 一時— 
水曜 午前九時！ 
午後 一時 


鐘科醫 

u 新式 無痛 治療 H 

多年の 經驗 を&て 
U 本人 諸 巧は 特に 
T 雄懇 巧に 施術す 

It マ— チン 


層 S 

ごが 置 

记 h げ 


U 

な 恐：！ 

〇 む W •邸 

Y . 比 

S が 了 化 

T 州 

の 

S 


I 解 揉 療治 

西巧まマッチ1ジ 

U 本式が 摩巧脫 

神經 .贿 9 ゥ マチス 

打 身 骨ぅ づき 刮 
腰痛み 筋 違 ひ 
が 化 諸 お 揉 療治の 御 
需 めじ 應じ御 带話夕 
第 御 あ 庭 又は ホブ少 
じ 出張 親切に 治療 中 
上ます。 前約の 方は 
自宅 じても 施術いた 
しまず。 

I 肖 I 津輕 東洋 

西を 化 T 目丰四 番地 
電話 ス 々イラ ア查を 


日本な 具 
雄 貨卸賣 

を 良 貿易商 倉 


供の 如く 一巧 氏に 接した 者は 船 
お 一枚 ドは 地獄 どい ふ 海上 生活 
巧には 稀 G 溫 かい 人格を 强< 印 
を させられ たもので あつた 0 ホ 
施 化 遭難の おを 耳 じして 國 際な 
船會 社の 當地 支店に 就 働す る 白 

んも 「ぁの 井關 船を が J W 

許 b — 禪を 放つ て 泣いた ど 云は 
むてむ る。 井剛 船長 なで 職じ啸 
した 巧 福 义乘員 氏 あは 左の 如し 

高級 船員 

船 長 井 踞彥太 
一等 運 轉± お 原乂吉 

二等 運轉击 一二 木 宗み郎 

一一 一等 運 轉± 森 政太郎 

運轉十 生徒 西 お まが 

機關長 中が 松 遊 

一等 機 觸± ホ 巧 正道 

二等 機 願 ± 大西雅 ホ 

S 等 機關壬 小 野路 雄 

無篮技 ± 碰渡正 雄 

下級 船員 

C 田 中 T お 巧 宇が 峽 

G を 田 I 梅 田 T 白 方 

S 藤 巧 C 錢崖 M 新 

I 中が T 向 ホ y 化 原 

D ± 井 S 高山 Y 地 畑 

K 小山 T 木材 D 渡邊 

R 園 旧 T 杉 お M ホ 塚 

Y 内 旧 H ネ田 K おが 

K 回 ホ R 黒須 S 時 ホ 

T 吉田 


. ホ械 化が 轉巧 沈沒後 船底の 上 
じ 姑 後を 脚み ^ つた ど 巧 へられ 
一て るる 船 持 か 剛 逸太には 本年 化 

: 六な の 

'少壯 船長 で鄉 おはを 崎 

縣巧裔 ホ 郎南あ 巧 村 二 - 0 四を 

一の 一 、 千 化な 十八 年 じ 廣岛縣 の 

I 巧が 巧 校を ホ 萊後過 ま四ヶ 年に 

I _-ab 巧 陈お乎 台 社の 船長と して 

勸 巧し、 一昨年は 酉陈嫉 船の フ 

ラン > 化 船を どして ホが した -- 

- の あん 人物で ある。 故人を 知る 

- 人々 の 班る 處 じょる どが 脚 船長 

は 奇巧楼 々、巧 踐 がわ S 人物で 

が頁忡 間で 山 「模範 船長」 と 誤は 

れ： - ゐた r け じ 部下 じ 巧して は 

殿 格；： > 中 にも 溫悄 厚く、 九州 男 

子の 本領と する 義俠的 精神 じ 常 

'み 部下の 船員からは 恰 かも 慈父 

のか / 、 敬窠 されて ゐた 。鄕 おじ 

ある 夫人と お婚 後た 子 高等 師範 

學校 じ乂學 卒業せ しめた J 等は 

故人の 人格を 雄 辯 じ 物語る もの 

であつ て、 留ザ宅 じけ 常 じ！ 二 

人の 萬 生を 養つ て學 貧を 給し 

商船を 校 に通學 せしめ 

將ホ 國を擔 つてを つべき 海員を 

: 養成し、 船 じん もては お 朝 四時 

の 鐘 じがを 機つ て 索 足 ごい* ら船 

員 等 ど 共に 中 おを 洗つ た 後は 自 

お」 靡って 勉强 するどい ふ勸勉 

をで あつた。 部下を をす る ミ 小 


都を じ t 當 みの 間 

診察 

午後と 時！ 九 時 
H 耀は 前が 願 上 操 

け： ま お焼觸 


診察 

午後 一一 一時 ょら 六 時 
H 躍は 前約 裙願候 

ドク ト八 

窩 見豊彥 


笠 井 洋臟巧 


日本 
洋服 巧 

時 出 信次郎 
松 本が 


あお 十 云 了 目 



洋服 巧 


化粧品 卸寶 

五味 商會 

W E. -mh 資 . ， N. Y. C ミ 
ジ |. ぎ 一 養 ani 3呈 


H 本、 支那 寶玉製 美 
術 お、 婦人 用 首 飾 其 
他 装飾品 

闕島訂 i が 

高等 お 術 品 修錢、 
首締 品、 ストリング 
H 本 服 裁縫 


i 海 魔 の犧神 ごな つた 

來福丸 乘組員 氏名 

船 技 ホ 關寒太 氏な 下が お八 人 

^ 慈父の 如 < 慕 はれた 船長 


明が がめ 會計 

成立 豫算 

十 置 盧五モ 巧 山 

を 憤 二 億 1 r , りで 

本社 特带が 化 報した 如，、 政 お 

が 今说曾 じ提お L た 大正 十四 年 

•巧 一般 巧 計揀 巧' 

一、 を 人 おお 豫巧 

二、 お 入 化 総 豫党湛 加 第； 巧 

ご 一、 问上 第二み 

四、 问上巧 与み 

の 中 貴族院 じがて 火 正 十四 年废 

な 入 お 援像算 の 歲人經 常 部 第 六 

欽お 育な き 及び 農が 振が 基を 特 

別會 計ょ b の 繰 入を 六 巧 五十 巧 

の 中から 义 十と 一力と むのを 削餘 

し、 同 豫算中 文部省 所を の 歳 お 

經常部 四け 巧 W 中 九十と' 力と が 

W を 削除して 政 麻 及び 衆 證院は 

承認す るに ま b 、 S 巧 化 五 りを 

算 まを 部は 

貴衆兩 院を靈 した。 

今ぶ 立し わ 大正 十 凹 年度 一般 負 

計豫算 をなる じ 緩 額 十 お 億 四千 

化な 八十 一巧 四千と な 八十 六 E ： 

でぁつ て、 とを 前年 巧な が豫鲜 

じ 比する ど六モ 五が 五十 义方一 

千 四な 六十 五阳 のが ホで ぁる。 

而 して 歲入經 巧 部を 育な 善 及び 

おかお 巧ぶ をょ b 繰 入の 六な 五 

十' 力 川 中 九十と 万と が 川の 削除 

拌に歲 出 文部 あ 巧を^ 帥 おを 巧 

なき 補助 巧 巧 巧 w 中 S 九十と 巧 

とだ W の 削除 じが ひ、 な 巧な き 

及び 巧が あ 巧ぶ を 特別を 計に 於 

ても戚 出の 六な 五十で W 中から 


九十と 巧よ 百 山を 削除し 歳入の 

六 円； 立 十 巧 山中 九十よ 巧よ 巧 川 

はぷ をに 繰 入れる め 要を 生やる 

ので あるが、 兩者 おじが 儘 どし 

大あ 十四 年 巧 水 じ 於て 同 特別 會 

計の 歳出. 小 嬰 額 どして 化 十と 方 

とけ W を胎 す、 とじな つた。 巧 ほ 

貴族院な を 案を 赏族院 じがて 修 

正 L たお おを 豫奠中 大藏省 所管 

の 貴祗院 をな 蓝じ伴 ひ 

，議員 增加 じ闕 する 經費 

四 巧 四千と 巧 凹 十八 W 中 多少 减 

額し 巧る MJ になつ たが、 これ 义 

豫算 面は 巧 儘 ミし 年度 未に 不用 

額 どして 胎 ず； じな つた。 同時 

じ 政府が 今 議會じ 提出し 貴衆兩 

院の協 贊を經 た 大正 十四 年度 新 

規を 僖錢巧 おは. 

一般 會 ，ち。 

一、 震災 ま 後を 僮 一億 凹 

特み會 引 

一、 錢道會 おを 憤 四千 方の 

二、 朝鮮 貪 計を 債 一千 万阳 

計 五平 巧の 

^兩會針を計 一億 五 千 巧 川 

右の 外 巧 か あび 軍備 整理に 伴 ふ 

退職 賜を ごして 退職者に 巧が す 

るを 镇を 始め 

一、 巧 化 整理 义 はお 偶 整理に 瞭 

して 退を 退峨 したる を じを か 

する を 償 お 巧 額 五 千万 阳 

二、 を州銷 道を 社 所廬激 逍貝收 

のた めのを 憤 あ 巧が 約な と 

十' 力 W 

S 、 中 駐機逍 を 社 所感 錫 道 反び 

まを 電燈を 社 所旌视 道の 經を 

廢止じ おする 補 憤の ためのを 

僮资 巧が 六十 余义口 


評 誰 JLL ■ e -^ぉ月十 U 接 巧 

一單仙 

414 で St i St . K .こ 車 


船を を 巧 お篮船 御用 ま 

遠 藤 小 乃商會 

這す 云を ゴ N . Y . Ci で 
Tel . 軍 一 雲 all 1 芝 一 .W 


税關 事務 取扱 

WILLIAM L .夏 ま & 夏.， 

ざ 〇ヨ 12 芭 11 す 苦を さ呈 y . 
Phone : Bowling 巧 e ミ 91361 ごゴ 


的 


h お lH - 拓 

y i ぶ- 鸣 

3 4 


に 


がむ 

m 巧 


稅關 事務 

呵舰 j 巧が を 地 ホに 全 化 
ひ 心： 2 j あの お出 入 方な じ 
。挪ゎ 側 i 熙 する 一 3 の 御 諮 
巧时 一 閒じ應 じ、 が 道激 
船 貨顿運 貸 及 ぉお 
お 棵熙ホ 績書等 進 
里す、 重要 都 あじ 
化 巧 巧を がし 誠 » 
お 速 御用 命じ 應ゃ 

保 厳ぶ 扱 

♦塞 滝 ♦お 誌 ♦新 就 
縦 境 •至 公閒 
執務 午前 九 時よ 6 午后 五 時を 

紐 育 目 本人 會 

西 五十 セ 了 目 二 五 0 を 
電話 サア クグ A - 九 0 — 化 一 


化 留静年 巧 おの 阐が 

弓夺人 靑年會 

《 W . 9 害 苗- ゴ|. 夏 rk 資 n 1 皇 


乂が育 目 本人 

基督 敎靑 年會 


强巧 おを U 巧 H 午 巧 八 時 
祈 放を 木 お H 午を 八 時 
が盈 を 上曜 H 午を 八帖 
をを、 苗基垄 、娛樂 室の 鼓 猫 がら 
ホを をが 迎 す、 な 淀を 利用せ t 
役が 川 巧義一 

U 本人 墓嘗敎 修道を 

1. こ 2 W . I 23 rd 資， N . Y . oi ご. 
Trel - sorningside 》 一赛 


曰 本人 § 敎會 

牧紳 W な ホぶ 進 
幹事 化 川靖一 
たち ミ se S . E - 夏 urch & 1 ゴ st . 

ち 3 W . 養 St . Tel . 百 arkson ぶ 91 
巧 巧 おを 日 WH 午を 八 時 
祈 鏡 曾水踞 H 午を 八 か 
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な 店内 じがけ る 皆様の わ 買物 じ使宜 と 渝 かどを 
巧へ てゐ ます 

化 巧で 二 巧す る ものなら ピィ ーシ！ では 一 
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街を 取 計ら ひ 致 升 〔幡 梅〕 
五ぎ shi 玉を ぞ 
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成功の 秘訣 

米國式 英語を 話す 事 
は 成劝の 第一義です 
本校には H 本人 敎授 
じ 僧れ た專巧 婦人な 
師ぁ b 懇切 じ禽 話を 
信 文 社を 語を お授し 
ます。 日曜 週 H 巧に 
午前 化 時よ b 午を 十 
時まで 開校し ー レブ 
スンと 十他づ io - 今 
U がちに ホ 校 あれ。 
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記錄を おしを おわの 預を 額、' 貸 
出額ぶ にち 加！ たが 信託み じ 於 
て も 一ニ ホ 信 記を 祉の 巧を は激お 
して 豫 定額を 突破した。 

關稅收 入は 增加 

大ぉ 十一 二が 度 關稅收 入は 豫算 
よら 一二 千 八 白方圓 ちか した。 

東京 御 賣値化 落 

東京 巧 藥會議 所 調査 じよれば 
S 巧 中の 卸賣お 十五 禅は 前 巧よ 
bll 步ホ姐 下を した。 

四 巧 中旬の 賓易 

四 巧 中句の 貿易 ま 要 十二 港 か 
は 輸出 五 千 六な 五十 九 巧 化 千の 
輸入 化 千 酉 二 万 六千阳 じて 入超 
一二 千四亩 四十 二 万と 千圓 なる が 
ホは 棉花、 羊ち 類の 輸入 数ち が 
其 ま 因で ある。 

貸 越 日 步一厘 ま 

巿中お 巧の 貸 越 H 步は 一旗 ド 
げの 一一 錢四厘 ど巧定 した。 

建築 材料 稍 下落 

四月 中の 建築 村 巧は S 巧 よら 
鐵物 S ポイント、 おが お ボ イン 
ント 、盛 鉛、 鐵板物 S ポイント 
銅板、 鍋 セメントは 六 ポイント 
等 ま 耍が稱 皆-下を し 騰貴は 皆無 
である 0 

萊京 海上 新計畫 

東京 お 上 保餘會 社は を 務謙ま 
氏を 同社 糸統 のを 會お 取締役 會 
長 どして 營業 統一を 計畫 して ゐ 
る =0 b 廿 I 一 I 日發 
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四、 護ぶ 化 興 化. 帖 整理 じよる 地 
まじ おする 補な 公憤 發巧が 
一千 万 川の 見込 
計 六で 二 巧 化で W 
巧し をを 付を 巧 中 第 四の 襄災お 
輿地 院 整理 じよる 地 ホに 逊 する 
補 巧を 憤 一千で 凹は 現を の 化 6 
じ旣 あを 便を 購入して 地 まじを 
1 付す る もので あつて、 大正 十四 
年度な 出豫算 のな 輿 事業 婪中か 
'らま 出す る もので 兩院の 協 貧を 
経た 十四 年 废豫算 じ 計 h しあち 
震 お 善後を 償 一億 山 ご まなす る 
ものであるから 明年度を 債 中よ 
ら 之を 削餘 して 計算す る 必要が 
ゐ る。 なじ 之を 差し引き 大正 十 
四 年度の 

新規 蠻巧 を 債 額 (をが 

を廣 もを 算} をを 計す る ご 二 億 
二な 化 一力 w どなる。 政府は 明年 
巧 じ 於て 化 二 億 二： 白 化 巧阳 (畏 
州、 中國 、東 電を鐵 道 貿收费 は 
今後 調 杳の上 確を する 笠で 多少 
の 異動を をれ や) だけの 新規を 
债發 巧の 權 利を 獲得し ね譯 でぁ 
るが、 退職が に凿 する を 債を が 
額の 如きは 四千と 八 万 山で 事足 
るべき 豫 想で あるから 事實 明年 
度の 發 わを 債 額は をが のをを を 
して 二億阳 0 巧に 化る であらぅ 
so 之を 现 内閣 成立 當 時の 旣を 

計靈じ 比する V 」 震災 善後を 債 じ 

がて 一億 八 千 八 巧 方のを 滅じ鐵 

道 會計じ 於て 二 一千 白で 山 (朝 

鮮は 一千 巧 阳の惜 入金を 一千 方 

阳 のを 債じ變 をした じ 止まる か 

ら么を 別 どす る〕 を贼 少して ゐ 

る ごい ふり 

對獨戰 損害 

救恤 法を 巧 

まる 四ち】 n をのて 法律 第 化 

化號 じよら 同盟 及び 聯を 鹽ど獨 

逸ぶ び 具 同盛圃 どの 戰爭 じよら 

損害を被 b たるが 國臣ほ 救恤じ 

脚す る 決が じよる 救恤 をのを 化 

じ 就て 左の 如くを 巧され た旨當 

地 総領事館 じを 報が 達した。 

第 一 條 、间揽 及び 職を 闊 ご獨遙 

及び 其 巧盟瞬 どの 戰爭 じよ b 

间盟 及び 聯を圈 ど 獨逸國 どの 

平 か 條約繁 八 編 第一 歎 第一 附 

屬巧 第一 號 乃至 お S 號义は 篤 

八 號巧ま 第 + 號じ 該當 する 損 

善を 被 b たる 帝國 臣民 及び 獨 

逸國 又は 巧 同盟 國の領 王、 粗 

借地、 占領地 又は 俊 入 地よ を 

巧 揚げた るた め 損害を被 りた 

る ホ 國 '臣民 じ對 しては 本 法 じ 

よら 救恤 金を 《父 付す る ミを 得 

第二 化、 前 條救恤 をの 緩 額は あ 

‘ 向で 圓な內 どし 赔 償金 特別 會 

計 よら 之を 支出す 

第二 一條、 救恤 をのを 付は 之を 受 

けん どず る 者の 申請に よな 救 

恤審僅 會の審 查を經 てち 務大 

臣 之を ホ定卞 

救恤 審査 會じ關 する 規定は 賴 

みを なて 之を をむ 

第四條 、前條 第一 巧の 申請は 大 

正 十四 年と H 化 - H をに 之を 

なす 
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> 太 巧 

舊司 蒲が 尸ぶ 鍊 、巧 輪、 かきめ し 
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u 本を かな、 雑 黄 
街 緒、 雜 誌、 新聞 

.ぅむ 7 心 •パ 東京 廟會 

巧^ 1 ム 、白 かみ 化 あら 


御 料理 

芳の家 

壽 司、 媛 蒲 燒每日 有 9 ます 


理想的 御旅 舘 

御 客 巧 じ 誠 窓を 巧て 審 します 

朝日 館 

御手 輕御 料理 並に すき 燒 

新ら しいが 巧を 揮び 精々 勉强 致します 


胺綠賴 審巧御 仕 お L 

H 巧 巧 H だ 巧—。 が おも」 巧 じ 升 

會應御 料理 

窩等御 下宿 

を 玉ぶ 一 


割烹ぶ. に 御旅 舘 
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果然 救助の 方法に 

英 船長 非難 令ろ 

何. 故 鶴を 投げな かつた のか 
沈沒後 何故 直ぐ 立 まつた か 

决 死の 救 巧 も 許されず 


耀 

白 
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別項 巧 報の かくが じ鄉 した 圓 
除な 船 巧 社 所 お 船 r ホ 福 化」 5 あ 
助 じが 事し じ ホヮィト •スタ ー 

お船會 社所戚 のち 船 ホ ー メリ ッ 

ク ろは 水 晒 日の 夕刻 遭難 地よ b 

當 地に 入港した が、 現 煤を 目 お 

した 乘 をの 談話 じよ b 

遭難 救 巧 の 手段 ご 方法 

じ 就て 端 K くも 帥々 ど ホ 難の 聲 

があたれてゐる。 船長ジ ョーン 

ロバー ッ 氏は 來福化 遺 難の 現媒 

は怒漬 逆を きおな あ 助 おを 下し 

得る 方法な く、 船 上には 巧 お 六 

んの 人が を設め わけれ どもが 上 

に 救助を ホめ る 人が は 一人 も認 

めず、 船体が をく 海中に 沒 して 

からは 卸 お 救助の 無 癌 G るを 知 

b 必 なら やら 現 鶴を 立 まつた と 

し 巧に なけ 一一 一名の 乘 をは 述恶の 

上ロ バ）ッ船艮の救助ぶらを激 

赏 して ゐ るが、 乘あ 中の ベン シ 

グ •エこ T 州 知事 ピン ショットに 

のみ 弟 アモス •ビン ショット 巧 

一 寶韦徐 入商ピ ー ムス • U — ブ氏 

.時計晚入商^ 1 マ ン， プラ ン ナ 

;1 氏、 海上が 除會 社々 員 ア乐バ 

ーー ナ大が 等は 孰れ も 口を 揃へ て 

j r いかじ 天災で ある ごは 云 ひ 乍 

一ら あの おを 

； 海の 傅 統 を 重ん ホる 英 

雄 的む 甄じぷ ばな かつた のは 巧 

一等のを 必よ b 遺 城と ずる 處でゐ 

る」 ど 巧し、 ビン ショット 巧の 

如き 「。 バーッ 船を が 巧 蘭 化が 

一を 後 おとじ-入の 碟流 者を も認 

- め：：？ > かつた ど稱 して & るのは 甚 

しい 誤 b である。 チ 自身は 現じ 

数を の ホ 福 化乘組 員が 或る まは 

'みぎを る 者は 波 あじが されて ホ 

ー ー メリック ちの 方向 じ 流されつ 

i つ あるを 目單 したが、 而も 波浪 

I 商き ためじ おを を 見 かった をで 

る。 みに 本船が 巧福义 の化沒 

一を M ぶる ゃ羣 f 繁 にも 

ホ^^。：， で 直 じ 現 窺を ホ まつ 

i りす" 一 乂乘黎 S ら還？ す 

'_云ひ、 摄初 ホ- 

I メ 9 ックち .r 本/ 已こ 

ぉは 風上！ 家. を 射 

'した ミ あるが、 を^ '^^ 

際の 本船の 位 載は 風下.'’ け qM 

の 一二 埋 のが 上 じあら . 7 

多數水 ホの 中、 f ぶ 

<^1|船のか侧じ攀ぢ上らんごし 

一 或る 巧は 化に 後 はれ、 をる 者は 

巧 獲した 船 あじ 嘴 b つかん ごず 

るを 「是 巧の 悲修な だ 巧は 肉眼 

じても が 视 ずる i が 巧來る どが 

- じ巧谋 '鉛を 所持す る 者は 夕 数の 

一 船員が 約 巧 人位 宛で-群れ どじ 

I ち、 ホ ー ィ 5 ック巧 の 船 艦よ も 

: 巧'- りお 十が A ま.''.， り 恥の 海上を 

; 漂流し つ i をる を 認めた が、 彼 

; 等のを ゴ； 人 去ら ニム 巧へ て遂 

一に 之を W もつ て 了つ た。 巧 巧 G 

; 船 はを こじ 停止した 値 ホ 福 化の 

I 沈な を お 屈け た A 席に 瑞 巧を 立 

i もまつ たので ある。 巧瑞 を目繫 


した 一人 ごして 期る お 襟の 裡じ 
ホー メ ブク 号が 救命 端艇を 派 
遺し 得た かごい ふぶ じ 就て は 先 
づ 不可能 £稱 して 差ぶな きもが 
共 俊を 投げて 

救助の 綱 を與 へる ミは 

お 巧た と 確信す る 者で ある」 と 
述べ、 ァ八バ ー チ 大佐ら 「子は 
本船が ホ 福 化に お 近した 際 二 一二 
十 人の 水夫が 孰れ も 救命 裳を 着 
用して 船 上に あつた J 、 お 上に 

漂流す る I 人の あつたのを 歷然 

ご 認めた をで、 ホー メリ ブク号 

は 風上に わを て 波 おを 巧 化し 本 

船 ピホ福 化 間の お 上は 左程に 荒 

れてゐ なかつ わ .0 若 しあの 際 綱 

を 投じたならば 一人で も あ 助の 

出 ホた をは か 論で あらし、 又を 

を 流すならば 確かに 彼 寒を 救助 

し 得た ので ある。 乘をや 水夫の 
一部は 其 隙 か 死で 彼等の あ 助を 

を 願した る じみらず、 船長が 之 

を 許 巧し い* かつた のは 奇怪で あ 


時計 


の 叙 

今晚 おず i め；： > さい 

例年の 如くが 育贿の デ！ •ラ 

イト •セ^ — ビング •タイムは 明 

日曜日 午前 二 時ょ b お 効 VJ な 

らます から、 就寢前 時計の 劍 

を 一時間 進める と 同時に 療車 

激船 S を 着は 化然 スタン ダ！ 

ド •タイム を 使用し てゐ るを 

を 底れ てはいけ まだん。‘ 


る」 ピ錯 b 、 プ氏も 亦 「若 

ぃ學ホ 等は ホ 死で 救助を 申这ん 

だが 許されな かつた のは 事實で 

ある。 予はァ八バ！チ大佐の如 

く 巧 福义の 救助 じ 就て 何等 

英雄的な 巧 動じ 及ばな 

かつた i を遺械 どす るを であつ 

て、 昨が のかき 化 恐ろしぃ 經驗 

を® 想して 我等は 一睡 も 出 ホな 

かつた」 と稱 して ゐ る。 尙ほ來 

福 化が 化沒 した 際轉 覆した 船底 

の 上 じ 一人 踏み 止つ てゐ たのは 

確か じ 船長 井關 彥太庆 である S 

說 つて ゐる 船客 も あるが、 兎に 

巧 ホ ー メリック 号の ホ 福 化 救助 

じ 隅す る 手段 ご ホ 法 じ 就て が 員 

は 素ょ 卜乘 をの 間に 大 問題と な 

づてゐ るら しい 〇 

集つ ゎ 義金 

す 言 余 弗 

ホー メリッタち 王ら 

ホ 福み がを の 懷狀を 目 裝 しじ 

一平に 垂 々どす る ホ 1 メリ ブク 

ぉ 乘をぷ び 乘組貴 は現蜡 ょら 

紐 育へ 引 おへす を 上 も 迫 

が じ おとして 餅な く、 定例の 大 

一を 樂會も 中止 ど；；^ らヵ ー ド •バ 

—ブ ー も 催ず をぶ ては なく 抵じ 

预酿 した ホ： 触 义乘紐 負 化 八 人の 

逆 族に おする を捐 をの 裳を じ 着 

手し 千 二： 白よ 十一 弗を 渡を の 上 

么を 當地喊 降な 船 曾 社 出張所 じ 


を付した。 ホーメリック巧船長 
ロバ ー ッ 氏は 過去 四十 年 巧に 宜 
b お 員を 活を 送つ てむ る 人で 從 
ホバ火 チック r セグ ナック 号の 
■柏を を 勤めた J もゐら 、ホ！ メ 
リックみ の 船長 じな つてからは 
恰度 化ヶ月 目で ある。 尙 ほ化沒 
した ホ滿 化は 

神戶の 川喊 造船所 じて 建 

造され たもので ir テッ 幸、 長サ 
S が 八十 五趴 、幅 五十一 趴の貨 
物 船で あるが、 國際氣 船 會社當 
化 出張所では 「遭難な 來內 外を 
そ 面ょ b 厚い 御！ II 情じ預 つて 威 
謝の 言葉は あちません 。何卒 貴 
紙を を じて 在留民 諸君 じ 其 旨を 
傅へ て 下さい」 ど 云つ てゐ るが 
日本の 本店 からら 當他ホ 7 ィト 
スター 親船 會社じ 宛て 
巧 福 化の 不幸なる 遭難に 對す 
るか ー メリック 号の 御 好意を 
威 謝す。 其 旨 船を じ も 御 傅 達 
あちむ し 

ごい ふ 海亀が 達した。 

遭難 水夫に 

子 持が 多ぃ 

ホ素當 化に 入港す る U 本療船 
ご . 取引の 夕い遠 藤み 刀 商 會の遠 
滕 巧， J 目下 本社の ホ 福 化 遺 難 遺 
族 ホ 慰を の 募集 じ 就て を 方面 じ 
游力 中で をる が、 巧の 語る 處じ 

よる ど乘組 負の ぞくは 就れ も鄕 
里に 二 一一 一人の 小 供を 持つ てゐる 
者が多く、 唯の 一 人でも遭難者^ 

が 救助 さ C てゐ たなら に 切め て _ 
の 想め であつ たらう じど 云つ て 
ゐ るが、 米 園の が員忡 間では ボ 

メリック 号の 救助 ホ 法に 就て 

頗る 憤慨し 「あれは 英 人の 冷 怡 

を 雄 辯に 物語つ ものである」 ど 

.評して ゐる さう である 〇而 して 

乘 客の 一人が ホ 福义が 癒々 化を 

した 隙 確か じ 一人の 海員が 五六 

歲の小 供を 抱いて おじ 投じた と 

稱 して ゐ るのは 恐らく 船長が を 

乘組 員の 立 退きを 巧屆 けれ 上觀 

員 規定 じよら 船の 重を 書類を 背 

じして 立 まつた のを 小 供 ご 見誤 

つたら ので ゐら うごい ふ 0 

千贿 中子さん が 

歐洲へ 鹿 島 立ち 

當 地メト P ボリ タン •オペラ 

戶 ゥスの 通人で 知られて ゐる雜 

誌 r 愛の 泉」 社 同人 千 極 中子さん 

は 「お 蛾 ホん」 の スタ ー である ユ 

リザベス •レスべ グヒホ 人の あ 

裳の 化 話 等を 燒 ぃて ゐ たが、 稱 

ホン 夫人 ご 大のお 仲よ しどな b 

化 夏は 豫 ての ホ 望の 如く ンホ人 

の プロ ブ^ジで あち コン J 二 

オンと して 洗づ ロンドン じ 赴き 

レ も、 〇 ， •■、を 努巧 バ濟ん でか 

らが太 利の 風 費 絶佳 G ャ ギオ ー 

グ 湖畔の レ 夫人の 別邸 じ 夏を 過 

した 後 サク ソニ ー のンホ 人の 自 

邸 じを <當 であるが 、レズべ グ 

ヒ 夫人の ホ 君は 屢 々日本に 巧つ 

た 人で みる ごい ふ。 


をした。 尙 はを 巧 君は がをお 了が 社 會な造 どして 或は 道徳な 善 


後 五月 四 H をのて 當 地を 出發し 

ザ トロ ィト、 バッファ ロ！、 シ 
カコよ*^ テン バー其 他の 中 相 部 
を轉 戦し、 加州に てが 山 金嶺若 
ピ 試を ひたる 後！ 時歸 朝ず る當 
である どり 


讀 者の コラム 


銳木菅 お ぁ勝戰 

旣報 のかく 化 あ ジュニァ ー 摇 

球 撰ず 鉛 木 龜太那 君に 掛 ずる 削 

撰 手 おお 忠雄 若の 挑 微は明 後月 

曜日 午 巧 八 時ょ らブ n 1 ドゥエ 

1 と 五十 下目の デ] リ ー 球 おで 

每巧 四が おお 吉 H じ肯 ちて 舉巧 

すべく、 お 巧官は B 殺 素人 掘 球 

摄手 •セ — ムス •グー キス 君 ど 巧 


現代 宗敎 の權 み； 

• ホ^ — プ ' — 惧樂 部の 
討論 會を 榜聽 して 
豚 化 ホ 
〔承前〕 の 上を 通じて おが 高 
調したい おはを 代の 宗敎が 位の 
中 じある もの： 眞實 U 表示で を 
つた どい ふ一觀 窓で ある。 故に 
古 化 ま 敎は其 時化の 社會の 表示 
であつ たど 見る J が 出 ホる。 今 
日の 宗敎 は道德 改善 ゃ社會 なを 
の 具に 使用され てゐ るかの 観が 
ある。 內發 的でなくて 外壓 的で 
ある。 なじ 私の いふ 宗敎的 コム 
プ レッ キスが あ b 、 ま 敎の惱 み 
が ある。 内面的」 不巧 意な 敎徒 
は 外' 雕的じ 化 補 問題 じ 直面ず る 
i を 余儀なく されて ゐ る。 を こ 
じは 巧 U る 力の 溢れ出る 悅 びの 
表示が 歡 ぃ。 宗敎 がな 良 ゃな 
善の 具 じ 化 用され てゐ ると いふ 
の も 化 おじ ある。 

ま敎 が道德 改善 ゃ、 ft 會 改造 
の 具に 巧 ひらる i じ まつれから 
吾々 は歐洲 大戰を 止め 得な かつ 
た 事 實じ對 してを 敎の 失敗を 叫 
び、 人祁的 偏見 じ拡 はれて ゐる 
現が をを 敎の墜 をで I も あるか 
のかく じ考 へ' ねばなら ぬの だ。 
をれ がをおの 惱 みでなくて 巧で 
あらう。 內的 準備が 怠慢 じされ 
てゐ るのに 反して 外形的 G もの 
が 巧し が けられる 現狀 、をれ 等 
は 宗敎的 じ 一 碑の 病 狀を持 も ホ 

すの が當然 だ。 斯うした 精み は 

ホ，— ブ ー惧樂 部の 中 じ も 起ちつ 

つ あらは せね かと 疑 はれる。 

キリスト はかを 動かす おの 力 

が あつても 信仰が なかつ たなら 

無 盧義だ ご 云つ た 位 ひ、 內的生 

活の巧 賞を 第一 要が V 一して 民衆 

を敎 へた。 内的生活の 充 實じ徹 

底して ゐた キリストは 化て を捨 

て i 巧じ敕 へと 敎 へた。 これ 內 

的 生活の 巧實 しじ 人々 じは 社會 

改造の 問 憩 も、 道德 改善の 問題 

もを 易 じ 解 巧され る ご 知つ てゐ 

たからで ある。 キジ ストのを 活 

をれ 自身が 充實 せる 內的 生活の 

表示で ある。 キリストが 若し 內 

的 生活の 充實を 高調せ ずして 社 

會的 乃至 政治的な 外面 的 問題を 

のみ 入々 の 前 じ 提供した ならぶ 

キリスト 敎は 病的 化 態から 一步 

も脫 する i はお ホ かつた で わ 

らう。 キリストが 巧に 傑へ ご 云 

つた 言葉は 現 化 人に キリ マトが 

要 ホず る 去 部を をんで はゐ U い 

だら うか？。 

おは 徒らに 理想を 排巧 する ま I 

ではない、 否 キリスト をの 理想- 

は 「ネリ スト じ 傲 ふ I どい ふを じ 

あらは しない かと 思 ふ。 をして 

內的 生活の 巧 實け其 第一を 仲で 

わる ど 思 ふ。 吾等は ft 脅に なを 

やな 善を ま 眼 どして ゐる夕 くの 

閣体 のがが を 見る が、 而も をれ 

じ聯 なる 人達が 內 的準瞄 じかけ 
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一 修道 曾のを が 新築 

I じ 細して 大 おおの 針 書が 試みら 
1 れつ/' あつじ こごは 本紙の 晚じ 
1_お道したごころである：£*大堀か 

師の趙 る どころ じ 依れば 今や ホ 

人の 有力 家が 四十 名 計ら 相談役 

ごな つてを の 運 風 じ 協 讚す る こ 

ー ミ t なつて 居る から 巧る 五月 十 

I 五日に 调懼 する 豫定 でぁる 巧 誤 

i 役 曾まで じだ 巧’、 とも 显十 をめ 
i 巧 力なる 相谈 巧を 揃へ て 愈々 を I 
体的述 動じ お 進す る ホ か 的^,, 

'ご 云ろ 修道 曾々 淀 む 

;p 速， て 從ホ癌 P 則い J 

ゎ唱 を^ 龍、 修 i 

^ 關係あ 間に？ 考 

か，、 S ある 山で あるが 今 U 

_ 歷张 勢を なつて すれば 

實際的 経過は がち 思は し 

j くない やぅで ある。 一巧 S 十 H 

I 巧 离見搜 を 氏 ゃ大堀 牧師が 發な 

1 ごな つて 隨道會 じ 日本人 基督 敎 

一同 毁會 のを 合を 開き、 I 二 あ 曾を 

，同の 必要を 蝴吿 しじ けれで もを 

-一會 をは 何れもを の 理想 じは がて 

j 反對 はし。 いが 實隙巧 趣 ごして 

! はお じを 问述 動じ 取 掛る譯 じら 

k 打かず 决滋 をが 留 してち る やぅ 

なが 樣 である。 山 口 氏 や 川 島 氏 

は 寧ろ 熱 ふなる を间 論まで ある 

が實際 問題 ごして は 組織的に も 

棉神 的に も おして 眞 のを 树 がな 

し 得られる をを やに 就き 大いに 

危 おのを を 抱いて 居る 中う であ 


の 巧 脚 体 じ 提化寸 る こどを 拒む 
ものでは ない。 柯 となれば 修道 
會は 勿論 修道 會の 必要 じを ょら 
れて 今回の 計 割を 立て わので わ 
る けれ でら、 巧しながら をの 目 
的は ホして 修道を のみの わめで 
はむ く H 本ん を 体の 福利 敎 導の 
ためで わるから である 。只を じ 
よ〜 恥じして 衝力 たじれば なら 
な V こどは 條道會 k<. 田〇 ホ 割 
み- 二 一 を會を 同の 下 じがて 實巧す 

る こど じ反對 せず VJ 雖ら 、同時 

に 理想的 合同 か 實拱サ ざる 壌 合 

は 修道 會單獨 じて 化の 計 劇を 完 

成す る 

决必を をし して 居る ミち 

一事で ある』 ご猶 修道 會 々館 設 

立 針 劃の 内を じ 就き 聞く 所では 

みの 如くで ある 修遊會 は 一九 0 

八 年 創 ホされ たもので 現 巧の 會 

館は-九 一二 年 借 受けた もので 

一九二と 年 五 H を W って 現在の 

リース が 終了す る こど、 なつて 

居る。 然しながら、 現 巧の 貧 館 

は 甚だ 小規模で 內 部の 設備 も不 

完 をで あつて、 會 をの 如き も 僅 

かじ 六と 十を を化容 する じ 過ぎ 


化て 相談げ 脊じ 一巧す る 巧 6 で 
寄附を の 方は 比較的 お あじ 出 ホ 
る 見' 込で ある どは 大端 牧師の 言 
明す る 所で あるが 义人侧 の 恵 薇 
も ホ だ 明確で ないから 目下は 漸 
く 豫備運 勘 時化で 何等 具体的に 
决 をした のでは ない。 


骄口博 ± の榮馨 

世界的 學者 どして な ホが 人祖 

會の 誇ら どなつ て 括る。 ッ クフ 

ゥー硏 兜 所の 巧 口 英世蹲 ± じ 

をし 佛國じ お大學 から ホ國 々あ 

省を 逆 じて 名磬蜡 ± 稱號贈 輿の 

述陳が あら 同時 じ 本年 十一 巧 じ 

おじ 巧 口 愧± を お 巧 ずる 計畫が 

ある さうた が、 •博 ± と なじ 名擧 
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修迫會 々お 新築 速 動じ 利用 せん 

V - する ものでは。 いかご 概 然し 

て 居る 伽 も あるし、 义 

巧 棚 1;?- 一の 立谋 ょち 敎 曾の 

み 立を ホ 張して なつて 人為的 合 

巧 速 動じ 反對 說を唱 へん ごして 

居る 信を もめる ど 聞いて 居る か 

ら 一二を 曾のを； ：！ どを ふ 問 强は更 

ら にが 力 巧が 叙 公 じと を哨 導す 

る じあら ざれば 脚滿 なる を展は 

則して 留む 能は やご觀 測す る 巧 

:が ぞい。 修道 @ 々舘 設立に 奔走 

j しつ‘‘ ある 大堀 牧師は を 阿 問題 

1 じ鹏 して かの か < 語 つた 0 『なは 

I 煩 則 ごして 驗てユ こ テ •<： — ご 云 

- ふこ f に赞 巧で ある：^ がし 必中 

'しも ユ ニフォ ー ミブ <<； — ど 云 ふ 

^ こごには をぶ する 譯 じむか G い 

I 日本人の S をを が 棉帅的 じ 1 致 

一 結合す るむ らばを のを 同は あだ 

I 獄迎 すべき こ VJ であるが 若し 形 

'のみを 同しても 內部じ 於て 辟 神 

的な 同を なし 巧ない ごを ふやぅ 

な こごでは 巧ん にも；；^ らな いの 

である。 なじ 巧し 巧の 

合同が な-し 得るなら ぶ 今 

巧の 幢 道行のを 舘 新築 計が は 巧 

げて をのを 村 脚 かじ 提 がして 共 

じ 協力して 问胞の 福利を 進の た 

めに 巧みした いので ある。 义お 

し修迫 巧の 計剧が 修道 符舉獨 の 

巧 力に 化つ て* 現された 後に ま 

つて r も、 おし 前述の かきを の 

を间がぉ立す る ；；<>らぶを れをを 


學敎授 セ V グ マン 稱 b である _ 


。いし、 祭 宿舍 もを 宿で あるし 
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少し 立派な 會締を 新設して 會員 

のじめ のみなら や 進んで 同胞 1 

がの ためじ も 提供したい ご 云 ふ 

目的を： S つて 昨年 ホ 巷々 ごして 

其 針 劃を 進めて ホむ ので ある。 

而 して 今や 巧 十 名の お 力なる 

相談役 ぉ出 ホて、 をの 中 

ょ， り 万 轉靑年 會外國 學生總 幹 掌 

パ* 1 に、 大糾育 敎を间 お 幹事 

ラフ ラム 巧、 法 禅家 サン ホ— ド 

氏、 窩巧 ドク ト 八、 及び 大堀篤 

をの 五名を 準備 委員 どし で選拔 

して 計 藝の實 現を 圖る こど i な 

つて 居る から、 ホる 五 巧 十五 H 

の 相談な をの おおが 附を 募集の 

ホ 針 もな て 得る こご i 言 じて 培 

るので ある。 會館設 ホ 計 勘の あ 

礎 おは 卜五巧 巧 乃 ま 二十 方 巧を 

0 つて、 少な <£ も sir り 名を 

收 をし 巧る 宵を ど、 五六 十の プ 

ラィヴ エ ー ト 、ル 1 ムを がする 

帘 おを ど、 をれ から 連動 部み た 

めに 化 當の进 おを 設 なする こご 

'! なつて 居る ので ある。 而し化 

のを 礎 おは 將ホ巧 淡 巧 おで 如何 

じ變 おされら かま だ 判が しない 

寄附を 裳 おの 方 かや 贷巧 方法 も 


美の 敎會の 

復活祭 祝賀 

H 本人 美な 敎會 では 旣報 のか 
去る 十九 日 (日曜) 午後 S 時ょ 
日鴨學 校を 徒の 爲 めじ 復活を 
祝賀 會を懼 しねが お 席 者‘ 眉餘名 

擺澤が 化 女 あ 司會の 下じ規 をの 
ブロ ク 'Ji なつて 讚美歌 阿ち 

S 十九 章のを 唱じ 始ま b 東 夫人 
の 聖書 朗讀’ 田 中 夫人の 祝禱、 
髓澤 女史の ま辭 にみ ぎを 山、 岡 

島、 ち 働、 石 川、 皆 川、 をか權 

小 池、 柳厢 、巧 上を み 息の 獨唱 

暗誦、 ピャ ノ獨奏 が あ h 波 旧夫 

人の ビ ャノ、 川 島 お 飾の お 伽 嘶 

を おて 了ら ィ^ ^ スタ^ — キヤ ンデ 

ィ 、風船な でを 顧 も 午後 お 時 盛 

巧裡 じ散會 しれ。 尙ほ同 敎會ご 

は 明 H 午後 八 時 よら 新入 會 員の 

歡迎 をを 催す 绪 じて 右 知己の ホ 

會を も歡迎 する 由。 


紐 育敎會 節句 會 

本紙 旣 報が 育 日本人 敎會 では 

葛 蒲 節 旬 視赞の 爲み输 人 部ま懼 

の 下 じ 室內園 遊會を 今夕 八 時ょ 

同敎會 館=柬 五十と 了 目 一二： 白 

吉十《 じ 開 < ベ < 夫々 案 巧を 發 

したが 彈 琴の 名家 鈴 木 鼓山 氏 門 

下の 新人 雨 田 巧の 溃奏あ b 其 他 

會員 のか 息み 壌 達の 童謡、 小 巧 

夫人の 一二を なで あら、 山海の 珍 

ホを 露ず る ご。 


美な 敎會 新計畫 

巧 W 敎 曾に ては 昨 夏 六月 機 願 

雜誌あ 巧の 計畫が ぁつたが 當時 

機運 熱せ やぉ 儘 ごな つて 居た の 

を 扱 巧し-再 簾の おお 近々 乂ぺ 一 

ジ刷 横十时 、縱 十四 时 型の 巧 巧 

雜誌 をを わすべく 目 f 化 川 幹 奉 

が 準備中で わる ご 云 ふ。 

. H ポ ー ス靑年 曾 

ユボ ース靑 年を にて は 今夕 八 

时 西け 八 了 目 一二 I 二一 一番で W 敎會 

じて 左の 如く 講演 會を 催す 山。 

太が 入 陸を 越 b て 

靑山學 院敎授 岡 旧 巧藏氏 


同胞の 郭音二 件 

紐 育 日本人 會 々員大み 縣人末 

を 夫を (明治 S 十 年生は 過去 三 

年間 モリスタウン じがけ る アレ 

ン 巧 ホの 糖尿病 院じ就 働して 居 

たが 肺を の爲め まる 十八 日 モリ 

プレィンの 州々 病院で 死亡し 

た 葬儀は 去る 二十 一 H 淸水 がが 

楠 本 H 會菩 お、 熊が 傅 半、 山 本 

小彌 太の 諸氏 立會 ひか 菊 じ附し 

た。 巧 ほ岡會 々員 愛媛 縣 人山 下 

を 太郞巧 {明治 二十 四 年生) は 同 

日が 育グ ー ズゲ S グト 病院 じて 

病 巧し 去る 二十 二り 友人 十數名 

衙葬遺 被は H 本人み 巧 墓地 じ埋 

葬した。 

♦修逆 會締人 部例會 基督 敎修 

道會婦 A 部に ては ホる 二十と 日 

(巧 腿) 例會を 兼ねて 永 ホッグ 子 

夫人の 送が をを 開き ユニオン 神 

學 校に 化を 中の 山 口 牧師の 溝溃 

が あるを 因に 今期の 婦人 部 挺は 


お出 夫人， 會 計は ホ 司 夫人、 幹 
をは 增阳 夫人で あると。 

♦靑 をを 近 巧が 球界の 高を 黨 
を綱羅 せる 靑葉會 じて はまる 二 
十二り がな ハ 戸 幹事 宅 じ 委員 會を 
開き 大体 本年の 競技 表を 作製し 
じが 五月 十： n (日 腿) をな て 第一 I 
回 例月 競技 會を ペラム ベィに 擧 
巧す る ； W ■つた 現巧會 員は 一一 1 
十四 名 じ 達して 居る ど。 

♦香 西 龍 雄 氏 夫人 香 两巧巧 ま 
香 西 龍 雄 氏 夫人は 過般 ホン ノブ 
クス ヒ^ 病院 じ 入院 中の 處 病が 
輕 快を 吿げ 前週 主曜り 退院 目下 
ボ スト 街の 自を 一^て 療養中。 
♦日本 棋樂 部ち 配 人慶迭 過去 

八 年間 日本 憤樂部 じな 勤せ る 現 

を 配 人 太 旧嘉六 巧は 今回 辭 職の 

トー 家族 同伴 五 巧 十二 日頃が 育 巧 

發西巧 二十 六日 桑 港 お 帆の 春が 

化 じて 歸 朝すべく 後な ごし 1 小 

が 政-巧 就任に かを した。 

♦荒木 底範巧 目下 おなお 會じ 
滯留 中の 東京 女子 ホ 操 音 樂學校 

敎 巧、 巧 リ渡歐 のを。 

♦大道 弘雄 巧大郞 特派員、 歐 

洲 ょら 歸 朝の 途み 寄紐类 巧敎會 
じ投 な。 

參 小山 新 S 郎氏 滞が 中のを 田 
銀行員、 まる 十八 日出 化の 便船 
にて 渡欧。 

♦井上 雅二氏 南洋を 司 專務化 
締 役、 南 ホ 移民 事業 視察め ため 
ホが H 本俱樂 部に 投宿。. 


曜說敎 


川 島收師 


♦ H 本人 美 3 敎會 

『題 ホを』 

♦甚 轉敎 修道 會 

ホ 福 义 難船 者 追悼 會 
『人 年は 航 が』 大堀 牧師 
♦お 育 H 本人 お會 

『信仰生活の 根本 問題 j 其 二 

淸水 牧師 


靑年乂 用 


本社 電報 通信 配達 其 他 雜務に 

從 事す る靑 年り H お 人 孰れ じて 

よし 。' ま 急 一名 入用、 ホ 留者 

は 直接 ホ談 あれ。 

紐 育が 報 社 


求人 

し 玉屋に 經驗 をる を、 

五 弗、 居 食 本人 自辨。 

【姓名 巧 社】 


夏媒 働ら き奖 語を 良 

遇 給 化 


M 日 巧 0 ポ カゲー ムセ畜 

%£££; 機械 附の 儘を 偕 

じて 至急 譲渡し 巧し 御 希 駕じ依 
b ては 組な は 無料 じて 當 ホで 致 

します 委細は 左記へ。 

T . ジを 夕 口 苦き ぎ n 二 ronx 


料理人 日本ぶ 阳が 料理 

の 出 ホる コック 日本人 家庭 じ 雇 

はれ 巧！。 

K . w . 124W ' まさ 苗. 呈 y 


尋 人， 

• 山 本大一 

右 日本 郵船 會社 せの ぁ 化乘紐 

水夫 愛 擴縣人 二十 五 歳 身長 五 

尺五寸 四月 二十 一日 午後ょ b 

巧衛 不明 

本人を 當 店まで 泌れ ホら れた 

る 御 方 じは 相 當の御 瞒巧致 候 

四月 廿 五日 

U 本 郵船 會社 

紐 育ま 店 


代埋人 y 求 か 

若し 諸君が 勉强 さへ すれば 一, 
日に 六十 弗ょ ちな 巧 泣の 收ん 
ある 仕事が あ 6 ます 夫れ は 巧 

服の 注文を 取る 事です、 若ム 
資本が 要ら やして 自 をの 時 聞 
を 提供して 本 當の金 傭を 欲ィ 
る 人は 左記 《御 照禽 下さい。 
最新 型 二 巧 五十の 恰 がご サィ 
ズを 示しね サンプ^を 無が じ 
し 送らます。 

急 里 CY 苦さ RTM 里 T, 

当實 〇ジー養 養呂 M 皇 V. I 
谷 Q South Peoria St. Chi 运 ち， IF 


クリ I ニン グ 、ダ 

J 巧 こグ 、シヨ _ ップ歸 

威 じが ま急讓 巧し、 針仕事の 出 

ホる 人 じは が 機を、 永年 白人 間 

じ 信用 ある 巧、 資本を 不要。 
」.M.Saka ち呈 だ；. 2 田 hSf. 呈 y 


貸 室 二人 又は 一二 人に 適當 

地下線 及 H 八に 使 刺な 場所、 委 

細は 左記へ。 

互 rs. N. Br 岩 ks , 142 W. 101 st Si 


貸 室 (御 一と 

一時 前に 辄 話し あわたし。 
す已呈 aji ョ a, 普 7 W. こ宙 h sf. 呈 . 1 
ぎ Audub 呈 7 置 


i 中が 業 

格 風 軒 高 形 

西 六十が T 目 兰 十の 番 
電話 トラ っア ルボー おお 五 巧 


一週 五 巧 巧 八 弗、 一 

ホ廳 へ十みクィ ム , , ク 卞— 
へ廿 五を 電話 カンパ ランド 0 巧 ミ 

184 H 普 St , Broo さ。 黒 崎 梅 子 

音 藥敎授 

獨 唱歌 授藥料 ー ケ巧六 弗 ( IIM 質 

西-! ハ 十五 了 目 東京 巧 貪 階上 

菊 池 盛太郞 


裁 写 所 開業 

U 本 靖^、 シャツの 化 立 其 他 
小 間々々^ た綠物 一切 致します 

ホブ イト、 1 J ! 卜、 スフ ロン も' 

あらまず。 

近頃 夏 一 I 貴 おどして ま陆好 
評の 日本 着^の 注文 じ應 じます 

裁繪 所が ホ辰モ 

128 W . 苦す St . 芸 


H R ^ B 

£2 0 - 腺に 

.化 比 8 誠啤 

M を 9 規 J 

M 一 ET 


口 


夏瘍 向新 荷 到着 

特 に ゲ ！ ム 向陶黑雜黑類潭山取揃居^ 
候 間お舊 御用 命 顧 上 候 

森が K ラ ザ— ス 

容〇巧 iMC 巧户巧 rof Inp 
53 W を だ rd S 产， 
zew ジ rk C す 

一け 一巧 ohone Grameroy レ W 50 



上等 洋服 調製 

弊店 調製の 上等 服は を携じ シック リ 
を ひます、 而 かも 値段は 恰好です。 

服地は 巧國ゥ ー 八が 澤山撤 へて ゎ. > 
まず P ピ か、 ミク、 原。 まず 〇本紳 
i 說 君は 時 別に 歡迎 します。. 

銀 巧 會化員 諸君には 永らく 御 愛顧を 
篆 つて 居を ず。 ' 


サム ウ 


イ 


卜 


洋服 店 



H 本 陶器 雜貨 
ドライ グーブ 卸販資 


株' ま 
會 时 


巧 木 桃 ホ 組 


\ 40GI . MOMONOI Co ., iiic . . 

1Q5 E - 16th St . N . Y . Tel . Stuyv ま an 二 票’ 6-7 


東 

af 
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5 

が 


K Ms 茂.. な 
拾 1 1 も w I 


瞬 

が 

式 

會 

ホ 

が 


T - 


則 5 


出 

^ ( 

帆 

: n 

’过 

的 

S 


ホノ か、. 横窥 . It 戶- 長ち 上 お •を灌 .馬 尼 お 行 

コレァ 义 (云、 备 〇嚼) 五 巧 十二 H 
春が 义三 二、 00 Q 觸) 五 巧 甘 六日 
西 比 利亞化 (言、 含 〇觸) 六 巧义日 

(羅巧 出帆 五月 五日 レ 

太が 化 三 二、 000 巧) 六巧廿 一二 日 
'大洋 化 (ニニ、 〇呈嗤 } と 巧と 目 


なが 墨西哥 、が繁 、智利 諸 港 巧 
なが ホノ 八， 横 濱神戶 巧 司 香 巧 巧 
_巧巧共をち週一風- 
◊を潘朽ぁま切巧ぉ窒を購乂御辟旌化 3 ち 


—L 

CL D ^ 

MW k S 

M 

w 齡ぉ s 帥 w 

s a ^ ^ 1 M 

& 陛眶 i&i 

化 




o 6 6 

s 巧 1 バ 

がが 




夏 踢グ •一 •向き 

り 本！^ 直輸入 玩具 小物 雜貨 類、 

玉屋を 禪 ゲーム おぅが 安 恰好の 物 

澤山取 揃へ り 本人 顧客は 最も 傕實 

げ峰じ 取扱 中 ま卞。 

子^ ド^ エンド シム ノル 



シャ 。卜 八出贼 午前 十一 時 

▼フ レジ* テント で ディ ソン 

五 巧 ご 百 

V グ レジ デント ジヤクソン 

を 巧 十 お H 

マフ レジ テント マツ キン レ 1 

■置 巧^ お H 

▼プレン ザント ジ で ファ ソン.. 

ム、 rp rv u 

▼太ず 巧 航路の 摄 快速 湯船 ▲ 
►船室 廣く 理想的 じ完 確ず ▲ 
▼ベッド 使用 コット じ 非ず ▲ 
御# 望に 化 b 日本食を 調 ふ 

化 碑‘ 店 桑 山 簡巧ミ E . it 


本 

部 

TBTI 

船 

會 

が 
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.m 
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棺 
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- 10 Br 

. る ; epho 

—'唐 

siman 

idge St. 
ne Bowl 

妾 ル 

Building 

New 、 
ing Gre 

トャ 

SeaitI 

fork C 

en 22< 

シ 

e. Wa 


シアトル 出帆 {出帆 午前 十 時) 

が豫化 五 巧 十二 H 
鮮岡化 六月. 二日 
潰潰义 六ち か 九 H 
加 貸 化. と 巧 か 八日 
U 本が 船を 運賃 新 率 
一等 橫濱 一九 五 巧 神 ロニ 〇 五 ホ 
S 等 洋食 五十よ 巧 かを 五十 五 巧 

歐洲 H 本 間 客船 (每月 一面； 

输敦 ょら 1 等な 五 燥、 二等と 十 
磅 、馬 巧 塞ょ 6 1 等 九十と 磅 
二等 六十 六 巧。 

化育 出 化芭を ぉ經由 日本け K 物 お— 月 二 旧 


恥 星 
を 巧 
は' を 
が 御 
本峨 
わ お 
小し 
荷 下 
物 さ 
はい 


社 

會 
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阪 

大 
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B 6 
do — 

け Y 巧 

III 

S' . 1 " 

s -i 础 

6 M -s 
m か. 
M ^ 

R 巧 T 


了 トル d 脈 

•主 b すん 五弓 十一 り 
あ ふら か乂 五月 ホ 
▼橫媒 一等 一九 五 巧 一二 等 五 五 巧 
云 等を ま大 改進を 族 ま夕數 

▲御を 望に 依 リ巧引 巧復切 巧敎行 W な 候 

ロスアンゼルス 化 帆 
まじら 义 五月 十ニ ロ 
かなだ 化 五月 化り 
▲横な 一等 大型 化-化 置 巧 小型が 一一み 巧キ 
▲ホ 巧羅 巧が— 切な 疫奎 ホ 赌 入御 鈴 旋化リ お 
旨 扱 パ 十 マ 降 由 H 本 支が 一控 巧が 月-面 


.夏 瘍向会 新 荷 着 

陶破黑 雜貨を 種 著 精々 勉强御 渾宜を 討 
ります から 是非 も 本 御 一 覺を願 ひぇす。 

^ 藉 殘木桃 ザ 組 

呈ご宙 h St . N y .ぎぎ yi 己 雷 ？ W 

复 傷： j 尚 N 新 荷 到着 = 


つ 如 TeLlStuyvesant 382W 

101 IFif を Avenu 夕 ZOW Y ミ k City 

CWcago IBranch 327 w. Madison 空.， Chicago, 111 . 

夏壤 向^ 荷 到着 

格安 品續 々到营 仕り 候閒 

是非 御用 命 被 下. 度 願 上 候 

化 八 商會な ザ 元ブぅ デ^ ス 

17 East 17 を St , ZOW York City 

T ^ elephonestuy ミ sant 9 也 5 巧 


精々 勉强 巧：^ 侯 間 御 註 义被下 度 願 上 候 

^賓易 株式 會社 



♦■♦■♦■♦■♦■♦■♦■♦■冷 


紐な ホ かが 險會化 

二 一 木定吉 

機保險 


Z 《写 Y ミ K 尸 苗 《Insurance Co 
51 Chambers St : 

Kew Y さ kcity. 

Ph03 々.巧 r»3kli 占 4 巧 2 
巧 Jcolla ゴ巧 c な！： fmoh 




金 慰 弔旗 遺 肴 難 遭 丸福來 
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巧!! を ぶな p なが 巧を 泣 im で 巧 


WEDNESDAY, が RIL 29, け 2 日 


今 遇み 曜 H ボストン ょち 漢堡港 じ 向け 加奈太 沖を 航行 
中風 濤の爲 めじが 沒 した 闡際 お船會 社所屬 お 船 巧 福乂船 
員を 滅の 悲劇は 近 ホ 稀 巧の 酸鼻な お 巧 事で 實じ 座視す る 
じ 恐 びないの でぁ もます。 故 じ 本社は 化 際な 留 同胞 諸君 
じ說 へて 來福化 船長な 下 |二 十八 名の 逍 族の 爲 めじ 義 をを 
慕ら 之を な國に 送つ て聊巧 天の 靈を弔 ひを つ 遺族の 情を 
慰め やぅ ごがます。 何ネタ 々を 論せ や舊 つて 此義 擧に應 
せられん i を視 b ます， 尙ほ御 送 おの 義 をはぶ 紙上に 氏 
名— 金額を 發 表して 之を 領收 証に 化. 口ます。 

募集 金額 夕少を 論せ ホ 

婦切 期日 五 巧 十六 日 

國際演 船會社 本店を 經 
裹達ブ S マ適當 じ頒與 する こと 

四ち 廿五 H 紐 育 新報 社 


ある 物は 何でも どい ふ 親切な 中 

込み だつ たので、 好意に 甘へ て 

千 五円册 ばが らもら つたが 新刊 

の 立派な ものである。 

文化 科學の 獲物 

0 上は 大國 の； じか ゥ だが、 
小國に 至つ ては スキ ッッ^、 才 

ランタ、 ベ 术ネ！ 、チユ コス ロ I 

ゲア キア、 八 1 マニア、 フ キン I 

ランド、 スウ キ デン、 ノ八 ウエ， 

デン マ火ク 、スペィン、 ポ瓜卜 

ボグ ごを 歓の间 情を 得た。 小國 
の 方は 大抵を でな く 本で 醬贈さ 
れ た。 集まつ たものは を 律、 か 
を、 經濟 、巧 藥文學 、巧學 、審 
美學 、社 會學 がまで、 云は r 文 
化 巧 學じ屬 する もので、 中じバ 
リ ー の ジ^ ボン 大學敎 巧の デー 
ド 氏の 义 庫、 この 學 者の 經濟學 
じ關 する 藏 書を 部を 買つ じ. か、 
を 名な ほで 澤 山の 本は なかつ わ 
ベ グリン 大學 のを 巧で を 巧 おの 
專巧 家ヒ八 シフ ィグド 巧から 口 
1 マ、 ダリ シア、 エデプ トの古 
化に 關 する 藏書 一万 五 千 册を文 
を VJ して まどめ て 買な 6 、 词じ 
く ドイツの ライプチヒ 大 學の敎 
授で 民事 訴露 法の 學者ワ ツー 民 
から 民事 訴譲 法じ關 する ヮッ" 
文庫と、 を巧學 -し爛 する 藏 書を 


本 尾から 手 化が ホて、 をれ じは 
自 みの 巧では ク n — ナ 玉を 集 ど 
ゼン ブリ をを を 出版して ゐ るが 
聞け ぱ日 本は クロ ー チ H の 本が 
大 み織譯 されて 靑年學 をの 歓迎 
をず けて ゐる相 だ ごい ふので、 
をの 爲 めじ 齊 贈す る ミ 云つ て ホ 
た；：* Vi が これで ある 0 

をん 類の ために 

勿論 禪 々の 困難は あつたが、 
をれ は 別 ごして、 この やぅ じ感 
激の 旅を 續 けて なる ぅ もじし み 
じみ ご 思 はれた i は、 歐 ホの 人 
人が、 かく 有形 辄 あの 夕大 なを 
惭や岡 情を して くれる のは、 を 
お國際 的な 治の 意 ホを 離れ、 日 
ネの义 化巧學 のた め、 巧洋 でを 
名な大學の围書館じを附する^^ 
は、 をん 類の 幸福の 爲 めじ 巧 意 
'義な i でを る。 をして 柯時 かは 
H 本國 民の 中から を 人類 じ 貢献 
する者がお現するであらぅご豫 
期して ゐる 、とで、 日本 學界の 争 
後の 賓 巧は 、 H 本 巧 部 ばか b で 
なく 外部 的 じ も 一層 重くな ち、 
け 本の 學徒 はもつ と 化を 巧 じを 
動し なければ ならない ご 思つ た 
ミで ある。 顧みる と 日本は 自然 
巧舉 はすな h 進 ホして なる が、 
文化 巧學 じなる ごま だ 化 界的じ 


せて 一万 册を 譲ら 受けた。 

ふる 本屋 あさり 
を 本屋 漁らは 私 も 好きな ホ だ 
が、 これ' は 暇 じ まかせ. 古本屋 
の 棚 3 前 じ 立つ て 一々 ずに 取つ 
て 探さなければ 巧裝 がない もの 
で、 今度の なの 仕事の やぅな 镇 
合は 時 巧が な < ていけない 。ど 
もら かご 云へ ば 今度の 化 事は こ 
れ からの 仕事の 組織を 立てる の 
がまで あるから、 本 當の化 事は 
これからで、 十年廿 年と 氣を長 
く して 掛ち なければ 乂 成しない 
はつき b した. - u は 巧ら じいが、 
なが まごめ て ホた 本の 數は廿 万 
册位 だら ぅご 思ム。 - 

未ム J 人 追善の 也— 

を國を 渡ら ホき、 深山の 人々 

じ會 つて ゐる から、 五 ビソ 1 ド 
は澤山 ある。 一寸 今 思 ひ 出した 
だけで も、 アメリカでは、 プラ 
ゥンと いふ 昔學 者の ホ 亡 人が 夫 
が 巧を 中日 本に 巧つ て巧大 、早 
稻 田、 慶應 ごを 大學で 講演した 

時大變 歓迎され たのを 喜んで ゐ 

たを を 思 ひ 出して、 追き の & 持 

から 亡夫の 藏 書を 部を を 贈した 

i や、 イ タリー で 口 I マの 巧る 


おくれて ゐる 。バリ ー 滯 巧中フ 
ランプの ち 名な 憲法 學者 じ、 貴 
下の 手元 じ 秀才は ゐ ます かど 閒 
く艺 、今までは 內國 法を 研究ず 
る 者が 夕か つたが、 化 頃は 秀才 
は皆國 潔を の 研究 じ 走る ど 語つ 
た〇 これは 國際輔 係を 推の フラ 
ン スの國 がを 語る もので、 义將 
ホフ ランスから 演大 む 國際 ホ學 
をの 輩出を 語る ものでは ないか 
ど 思つ た 0 

海の 巧 ご 外 

♦ヒン デンべ 瓜 ヒ將軍 獨逸大 
統領 戰じ 約ち 巧 票の 大差で 勝利 
を 蹲した。 英雄 出で t 热 世の 天 
下 治る とは 昔の 夢、 廿化 がの 今 
日は 巧して でぅな る ミ か。 

♦ H 露 協を は 單じホ 國じ對 す 
る〇 シアの 懸引だ ご 貼 日日 シア 
を權 大使 コップ 君が 聲 明した。 
協を 締結に 提な巧 則を 開 おした 
國 民は 正に 外務省の 提が持 もの 
をに 背か や。 

♦親の 命み で 結婚した 夫婦の 
離婚は 勝手 たるべし ごが 事の 巧 

巧。 但し H 本では なく アメブ カ 
である。 こんな 判決 も 今 じ 日本 

へ ホない ど 誰が 云 ひ 得る か。 


励を を か 巧 隣、 就中 フランス 等 
じぶ' ぼす 政治的 彭攀 であつ て、 
歐阱を 固の 化 互 信賴は 益々 不安 
ど。 •ち、 フランスの 勘 獨腿迫 化 
策は 從 巧よ らも 激烈 ごな り、 お 
らじ 甚大なる 不安 3 時 巧を 生い 
に まること である。 この 二 個の 
不 をが 將ホ いかむ る 形〜」 なつて 


巧れ るに 至る かごい ふこ ごは、 

-將 軍の 施 か ホ 針に こわを 徵し i 志を 表示した もので あ 


ければ U ら の。 

佛魄に カィ 3 I が激 相と して 
出現し、 獨逸 じヒン デンべ 八ヒ 
將 軍が 大統颁 どして 就任ず る じ 
まつた こどは、 共 じこれ 舊 蒼を 
脫 して 新 题ぷ蚁 策に 生きん ごす 
る 巧 問の 裂れ である ご 共 じ、 戰 
敗國 どして 稍 もずれば ま 權を傷 
けられつ i をる 獨 逸の 反 巧の 意 


反動派 奮戰 •して 

獨邀の 天下.^ 握ろ 


ヒン デンべ ルヒ將 軍當選 


べグ ブンサ と日發 U 昨 か 六日を 0 て 執 巧され た獨 逸の 大統領 
選擧は 反動 政治を 機榜 ずる ヒン デン ブ^ヒ 將軍ご 其 か 政体を 標 
榜 ずる マ 八 クス 隣 ± の 逐庇夥 どなつ たが、 左^ かき 夕數を 巧て 

遂じ歐 洲乂戳 の 巧 雄 ど， L て國 K 敬慕の 的 ごならつ i あつた ヒン 

デンべ ヒお 軍が 當 選した。 


ヒン デンべ ザ .； 

マク クス. 睹± 

サエ 瓜 マン 

投票 無 巧 

總 言 

當 選を 數 


一四、 六 四 八、 とと 111 

一ー ニ、 と 六 0、0 八 九 

一、 化 I 二 一、 六 一二 五 

二-、 八 九 六 

己0、ーニムハニ，云九吉 

八 八 八、 六 八 四 


而 してべ グリン ホ 内み 投黑は マ^クス 搏± が 約せ 六 巧九モ 六な 

五十八 票媛势 なち しらを 化モじ 於. 破れを じヒン デンべ グヒが 

單じ名 ど おさしめ じ 巧 0 であるが、 反動 淚 大勝の お 力なる 抵因 

どして は、 あ 產黨が 補 サユ八 マン 巧の 勢力が 俄か じ 膨脹して マ 

ク ス 隙±わ邮盤を崩 < わ る ご岡时じ搞乂の投票ががせホ心巧 

ヒン デン ベ^ヒ お 軍に 集な された 結 おで あつて 前期 選攀 じ比薛 

しだ 鶏る を 著しく 巧 細して 八 割 五 かごな な、 お巢お 加の 大部を 

がヒ將 軍に 走つ じ爲め あるが、 將 軍け 夕み ホる お 巧 五日を 0 て 

大統領 就任式 じ 臨むべく、^— テ 八 内閣は 一 旦辭 職す べきら 多 

み 八— ブグ 氏を 中 厄 どす V なを 內閣 のが ホを 見る じ まるべく、 

將 軍は 選擧 大勝の 報を 耳 じする ど 共に 『軟 はお じ 終つ たので あ 

るから 國 はは 須 らく 驚 派 的惟惡 、むを まら 藥齒 1 をな て 國を的 事 

業い 建設に 巧 义し卜 * ければ ならの。 余は この 國を的 事業を 成の 

前に 一黨- 波の 指 圖じそ 配され や』 ご聲 明した るが、 選擧 はま 

つて 平穏-しして 些少なる 暴 巧 沙汰が あつた 口外 特殊の 事件 もを 

じな かつた。 


一 帝制 標榜の 

漸 大統領 

ヒン ゲンべ 八 ヒ將軍 

今回 ホ 曾ち の 激戰じ 巧 巧の 視 

聽を おきつ i 獨遮 大統領 じ當選 

した ヒン グンべ グヒ將 軍は、 今 

年 どつ て 

ぶ 十八 歲 ミぃ ふ 窩醋、 

即ち 千 八な 四十^ 年 十 巧 二日 プ 

八 シアに 生れな 將 軍は 徹頭徹尾 

の 軍人で お 太 巧 どプ八 シア、 プ 

グ シア 菊 フランスの 驟 場を 往ホ 

.して 巧 名を 誤 はれた が千义 '白と 

年を なて 退役 中、 歐洲 の大戰 が' 

突 發し隆 軍部 內は 期せ やして お 

軍 じ 限を 注ぎ 遂に 千 化： 白 十六 年 

八月 化 日を W て 參謀總 長の 要職 

じ 就いた が、 當 時ッア の 施 

政 下 じぁつ た n ンア巧 隊は騎 虎 

の 勢を 0 てポ ー ランド、 ダ リシ 

ア、 柬プグ シアを 街いて 濁 逸の 

必臟を 突かん どしつ； あつた 時 

將巧 自ら タン ネン ベ^ヒ じ陣を 

ぶき マジ ュブ アン 湖畔 じ 伏兵し 


て一擧 ロシア 軍を 慘敗 せしめ 四 

万人の 捕 おを 得て 武名を 輝かし 

更らじ 千 化育 十八 年 四ち 一日に 

バリー 占領を をまして を 名なる 

ヒン デンべ 於ヒ戰 線を ホき しも 

ベ 八 ギー戰線の乂敗が因をなし 

內 じあら ては 

革命 突 潑の爲 めじ 全 濁 

軍は 崩 壌して 遂に ゲ ア^ナィ ユ 

條 約の 婦 おどな つむが、 戰 後の 

將 軍は^ デン ド n フ將 軍と 異な 

ら社 食の 表面に 活動せ ホ悠 々ど 

して 田園を 活を 送つ てゐむ ミは 

益々 お 軍じ掛 する 國 はの 敬慕 也 

を增 し、 遂に 一旦 立候補を ffi 絶 

した もの 5 獨 逸國內 の統- とい 

ふ大樂 業の なめ じこの 老齢で 立 

候補し 遂じ當 選した のでを る。 

がるに 將 軍の 候補 戰ぉ巧 恰か 

も皇 ホの 刚位 巧吿 式の 如き 觀が 

ぁつた。 即も 化の お 補け が 局 問 

題 じ 就て 例へ ば 相互が 陈條 約、 

國際 聯盟、 お國 ごの 図を 問 越ぶ 

び お 曾 政策を は财政 問題 じ 就て 

をれ-^ の 恵 見ま费 綱領を あを 


したが ■ヒ將 軍は を''‘ 異なれる 
お度で國おの輿論じ拘泥卞る^ 
な < 、君臨 するとい ふ 見 幕で を 
く 現 化の 國 はを 中必ど する 民主 
的 巧 かむ 体 どい ふ ものを 了解し 
てむな い同將 軍は 一千一 冉 万の 
ホ 制 時化の 舊 ちじ 徵を 飛ばして 
獨逸講 會の最 烏 機脚皇 ホの 命令 
に 服従ず べき i とを ホし 树 人と 
雖 皇帝に 掛 して 政治的 資 巧を 尋 
問す るの 權限 なきを ま 張し 人民 
じの つて じ 非す して 

神の 御む じょつ てが 証 
された る 絕销电 まじ 逊 して 濁 逸 
の 軍人は 必然的 義務 V して 民 ま 
制 や 共和政体に 反對 をな すべき 
である。 若しも 余 じして 當 選せ 
んか V か i る 皇帝の 權 限を 觀奪 
し、 又な 位 じ 反 毀す る 所の まじ 
おしてな > 締ゥ を嚴重 じすべき 
旨を 述べ 更ら じ岡將 軍は を獨逸 
入は 英感を 欧洲 戰爭の 黒 慕で あ 
る V なし 排斥すべき， とを 要 ホし 
戰爭 は將巧 化が のを 人が 濁 遮の 
意志に 服 化せざる までは 絕 へな 
いど 聲 明した 程で、 獨 逸では か 
かる 反動的 老 元帥を 大热 領に當 
選せ しむる が 如きを は あるまい 
ど 信せられ てゐた ごい ふのは、 
大体 同將 軍の 國民 じ不人 氣な理 
由は 歐洲戰 巧に 對 する 責任、 國 
が' 一切を なげを て： 化 戰を嬰 
ホした じら 拘 はらず これにな 對 
した i 、 前獨帝 

カィ ザ— の诞 位を ま掉 
する ち 力を である i 、 武力-方 
の 人で 時化 思想 じ 了解 もな < 义 
柯 程の 智識ら なく 大統領 候補 ど 
なみ 資格がない こされて ゐ たが 
をれ 0 上じ圃 民の 痛棒 S 極 ごな 

わた。 庐がわ お 帝鄉歇 の， 繼頸 t '、 

若しも： i 將 軍が 當選 すれげ 巧が 一 

の 如き 小 黨の擲 々內閣 の 成立が 

不可能 じな b ホ 制 派の 勢力は 海 

かの 信用 問題と；：* るので 政治 經 

濟 のを 方面から 同將 軍を 國 民は 

當 選せ しめまい ご觀 察されて ゐ 

たもの が、 美事 じを の 期待を 襄 

切られた 譯 である。 

フランスの 

敵慨 ム挑發 

バリー 廿 と：：！ 發 rz : ヒン デンべ 

八ヒ將 軍の 當選じ 街し 7 ランス 

の 輿論は 期せず して これ 獨 をの 

聯合 國じ おする 報な むを 遺 城な 

くま 示した もので あつて が巧獨 

灌じ巧 意を 示しつ i あつた 英ホ 

の 化を はこの 事實を 見て 覺醒す 

べきで める ご 論じ フランスの 睦 

軍縮 少は颜 じて 不可で あるとの 

窓 見 じ 一致して ゐる〇 

印度支那を 

對 米讓與 

貴 債 か 濟の爲 め 

パ 91 か 六日 發 U 新 乂藏乂 ぉ 

々ィヨ ー 氏は 英米-.; 對 する フラ 

ンス の戰時 負債 ホ濟策 ごして 滞 

領 印度支那 及び アン テ レズ 豁鳥 

を讓 巧す るの 計 蕾を 考量 中 じし 

て、 をの 巧 由 どず る 所は 印を ま 

那は 資源 豐富 なれば ホ國 企ま 家 

の赞 岡を 博すべく 特に 日米 戰爭 

の 際が 軍披據 化たち 得る 軍事的 

理由 も あら どなし、 アン •テレス 

群島は ホ國じ おする 酒類を. 徐入 


の 制限を 一薄嚴 重たら しわべ く 

米國の 歓迎を 巧す る じ 足る ど稱 

して ゐ るが、 上下 兩院 の殖 K 地 

出身 議良 はこの 針畫じ 激烈 じな 

對し グァテ n 1 フ 出身の 雄 負 力 I 

ン ダス 氏の 如き 左の 如く これを 一 

痛擊 して ゐ る。 

フランスが をの お 民 地の 一巧 
たら 共 これを 外 國じ讓 輿ず る 
は 文明 國 どしての 罪 惡 であつ 
て、 これ 等 殖民 地は 今や 自給 
宜 立の 時化 じ をら、 次ぎの 時 
化 じ 於て は 益々 發展 する の餘 
地を をして ゐ るめ セ ある 云々 

支佛を 協して 

條約 批准 

賠償 問題が 解か 
パリー 什と 目 疑：：；！ 囊じ 劇蹈事 
件賠 憤を ま拂 じ關聯 しま 那 政府 
は フラン 紙 常 支 拂をま 張す る じ 
對し フランス 政府は 飽迄 も金フ 
ラン 支 拂をま 巧して かを 問題を 
惹起し 日 ホ 兩國の 非を を 調訂ご 
なつれ が 遂に 支那 かを 部に ては 
金 フラン じ 化 ふるに 米國 め 弗を 
0 てす る 妥協案 じ協贊 したる 旨 
外務省は をを する じ まつた が、 
從ホ フランス 软 おはこの 間 題の 
解 巧す るまで ワシントン にがけ 
る 對ま九 個國條 約の 批准を 拒絕 
して ゐた Ac ゐ るから この 解み 
の 結果 批淮 も礎寶 どな 6 る條約 
の 履行 力發揮 S み じぶ 邢 3 關巧 
五を 引上げを 始め ごし おお 整理 
を 意 ホず る 四 個 威 惜叛も あ 立を 
見る じ まるで あらぅ。 . 

共產黨 員を 收監. 

東京 特電 甘と 日發 U 大あ をの 
錢黨戰 線 同盟の ホ 揖巖は 皇室を 
必ま 義を德 傑して お 巧、' 大藤造 
等を 脅迫し H 本 おを 黛の 化 おお 
ホは 武器を 買 込み 朝鮮で 旗 場を 
計 畫しゐ たる i 發覺 して 收監さ 
れ た。 


治 {女 法の 實施 期’ 

東 ま 将電廿 と： n 發 U 治安 維持 
法は あ 巧 十ー ロょ ら實巧 すべく 
ま義 を、 反動 幽化 はを 劇的 じ 一 
掃 されん と。 

山梨縣 知事ち 迭 

まま 特電 廿お U 發 U 山梨縣 お 

事 本 間 巧 雄 巧は 依願を 官 どな b 

黑渊弘 志を 後任な 率 どなつ た。 

師團减 少こ减 員 

東京 特電 サと y 後：：；；： 四 師團减 

少じ 化る お ネの贼 員は S 巧 六 千 

九肯 名で ある。 


陸軍 更迭 巧を 寸 

東京 特電 廿と H を：： r 宝 丹サー 
H 陸軍-を をを 表の 當な るが、 山 
梨 半 造、 福 旧 雅太郎 、尾が 實信 
町田經 宇の 四大將 勇退し 河を 操 
乂庭二 郞両大 將は八 均の 異動 じ 
て 退職 せんと。 

有吉忠 一巧 推薦 

まま 特電 廿と 日を U 橫澄巧 長 
を衡 委員 會 はお 據 一致 じて あ吉 
忠 一巧を 推薦した。 

東 商議 會頭認 巧 

東京 特電 ホと H 發 ：= 東を 商業 
會 議所會 頭じ當 選せ る 指 旧義雄 
巧け 當局 よら 認可され た。 

ホ 人が 團 が上吿 

モスカ ウサ 六 H を U 囊じ モス 
カク 化 方 裁！： 巧 じて 化權太 油田 
化浩 契約の 破棄を 宣吿 された ホ 
人黙圈 シンクレア ー 石油 會 社は 
本日を の宣吿 をぷ當 ど. した 審院 

上吿 した。 

演習の 威 脅 否認 

タ シン トン か 六：！！ 裝 ZZ が 軍長 
官ゥキ V バ！ 氏は 大阪每 U 新聞 
持 f 當貝 巧上淸 氏に 勘し 巧を あお 
じ 於け る ホ國が 軍の 演習は 千 化 
だせ S 年度 じ 議會の 協替を 博し 
當時旣 じを 表された もので ぁつ 
て 千 化な サ ー年 巧は 南 ホ、 千 化 
百 ホ |二 年度は 中央 アイリ々、 昨 
年は 西が 巧 じて 實巧し 毎年 巧は 
れてゐ る ものである ど說 明し ： n 
本に 對 する 威脅說 を否識 した。 

タゴ— ル 翁 重態 

ロー マサ 六扫發 u ボンベイよ 

達した 報道に 化れば 印度の 詩 
聖タゴ ー グ 翁は 頗る 惠態 じて 危 
篤の 狀態 でぁる イー。 

註。 タゴ 翁は H 本 訪問 後 

歐洲じ 赴き 担ら じ 南 ホ じて 罹 

病し じ 時短 驗を傅 わられ わが 

お氣 は必臟 病で ある ど。 

化 機 太 ホ 露 施 巧 

モスカ ウ廿 六日 發 zr グ ラジオ 

ストックよ b 達した 報道 じ 化れ 
ば化權 太よ b 撒を 後の 日本 軍隊 
じ 化るべき ホ 露 軍隊け 旣じ间 地 
を 出發し アンキす ン ドリア ダス 
クじ 岀發し 施政す る なつむ 


政府 訓電を 發ず 

東京 特電 サと り錢：= 靑 島の 綻 

績 罷業は 益々 曠大し マッチ 會社 

も 危險狀 態に 類して なる が 政 お 

は 媛 合 じ 化ら あ 原 地帶じ 機宜の 

處最を 採る 犧 訓電を 發 した。 

線續龍 業の 其 後 

東京 特電 かと U 發 = 靑島 じが 

ける 內外 綿が 績會社 職工 四千 人 

全部 罷業を 繼賴し 居 b が 勢駿惡 

ごな つて 巧た が 罷業の 誠 停 破れ 

慕 動 化して 巧 人 職工の 宿を を 占 

領し 指揮者は ホ 巧を おつて 數千 

の 職 H は會 社を な 圍し危 隙に お 

して ゐる 。日 淸缺績 其 他 じ も 波 

及の 形勢で もる。 


趣 ホ 


旅裝を 解ぃて m 

高 柳 賢 S 

T 篮 K な ィギリス 

ィザ ブスでは 學±院 が 中必じ 

なら 摄 裁の バグ‘ フ ォア 氏が 大變 

働いて <れ た。 ィギ 9 ス人 のす 

る 事は 遲 いが 仕事は なか' 

寧 •で、 今 巧の/- ' j も 二 巧 じかけ 

第一 期の 仕事 どして 學±院 の 名 

で 超 內の大 學圖書 館、 巧 版 業を 

じ 手紙を 送ら、 集まつ て ホた の 

を々 1 ド カタログ じと め、 引續 

き バグ フォア 氏が マク ドナ グド 

内閣 じ 二' 力 お 千 ポンドの 書籍 購 

.入 養の 案を 提出した。 でぅ せ 贈 

る。 らィゲ リスの 文化を 化 表す 

る やう U ライブラリ ー どして 寄 

贈したい ごい ふ 巧 屑いた 必持か 

ら である。 n ン ドンの 巧 名な 書 

店 マクミランでは、 自 みのをに 


ram 



が 巧 新— 報 

獨 逸の 政局 

大統領 戰 S 後 L 

獨 化の 乂統邸 耽け、 遂に 軍閥 

一を 背试 こずる ヒン ザンべ 八ヒ將 

带が 大多数を 切て 當 選した。 將 

^ ザの なが 袖 にがては、 當時 本欄 

じがて 旣に 指摘した 所でん るが 

i 今 科の 當埋 け、 獨 逸人 自身ち 稍 

^ な 外と する おじが て、 をの 固路 

的 じ 及ぼず 影 懲は自 が 甚大で あ 

る ど 云け なければ ならぬ。 

ヒン グンべ グ ヒ將苹 かと 十八 

をのを 齢を 化て 立候補を み必す 

るに 巧つ た 所な は、 畢竞 、お 十 

のか 黨 がみ. 乂 して 攪 猫され て& 

-る獨 逸の か 巧 ご、 をれ よら 及ぼ 
-す 人. むの. 个 をを 統一す る じめ ご 

將带 のかく 朗民 おな の 的 ご U つ 

，てなる 大人 格の 出 拱を お倦な く 

- され じらので あつて、 お 間の ち 

^ .助 ど n さ；； て & る將 ボの當 選を 

W て、 化ち じ獨 逸に， み 固よ 義が 

傑 巧し、 フランスが 化の 舊聯を 

固に おする 燃 ゆるが かき 報を 必 

.を 衣 明した ものである ど稱 する 

'のは、 巧だ巧 則で みこ ご 共に、 

_將 がが 巧獨ホ ヵィ ザ ー に ホ 素ょ 

b を 誠で あるが かじ、 底ら じ 帝 

- 制が 化活 する ご斷 ずるの も、 正 

'を： 巧では ない。 

グァ^ チィ ユ條約 じ 依 b て武 

-裝 を解陈 さげて & る 濁 逸が、 い 

かじ ヒン デンべ がヒ將 巧の 樓力 

をな てす るら を もじ 武裝し 能は 

ざる こ VJ は、 S おの 量を ど雖克 

く かる 所で あら、 帝制 敍 巧の 如 

占？ 一 ども、 歐洲 大戰當 時に 於け 

一 こが かき 岡 励の 衝 脚を 受け い 

一 限 6、 をの： S ' 能 惟は 拖 めて 乏し 

一い もの'，- 副らなければ なら 口。 

; か 論、 將 おの 化 現じ 所謂ん 必の 

I が 一なる ものが、 獨逸ホ 固の 崩 

;圾 にめ b て 失 はれた 國家 ま義の 

'觀 をを 促進ず るで あらぅ が、 を 

'のを 傾 的 思想が 近隣に 及ぼす 彰 

i 蠻は盖 しを 大 なる ものなる べき 

一は 必が であるけれ でも、 これ 大 

一戰 0 來戰化 画 ごして 凡ゆる 問題 

_ じ 就て、 凡ゆる 固を 的 苦痛を を 

，けつ i もる 巧 逸の 現狀じ てらす 

- ならば、 ホ 化か 白 化の 極端に ま 

I ら ない 限 6、 を々 國の位 羁を闽 

I 難たら しめる 情势 じ' 顧みて、 最 

-も自 がな 道を ホみ つ i ホる もの 

I と觀 おし 得る であらぅ 0 

しかし 乍ら ヒン ゲンべ 八ヒ將 

軍を 乂統颁 ごず る獨 をの 前を じ 

一一 側の _ 暗影 がが がして むる 事 貫 

! は 殻め；： > ければ G ら ぬ。 をの 第 

I : は 化 來化會 駕の势 力 じ 化ら、 

一獨 逸を ホ 化せん ごして 果ず こど 

のが ホ。 かつた お產的 思想が、 

ホ 制な 活ご いふ 右が 的な 色彩が 

您 がご；； ♦る じ 比例し、 益々 をの 

势 力を 仰を ずる じ まるこ どで あ 

つて、 現に 今み 選柴に 巧を 裳み 

お 粟が ホ 巧 じあ 加した 事 寅は こ 

わを 湿 明す る。 第二は 獨逸 のな 
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* が每 

J 閱 H 

磯口 ' 吗 f 

奚 ; . 感！ 
霎 j 雲？ 

i 孝 寺 後 

揉 筋、 腹 お、 曝按流 本り 

ムジ グ ヵデメ 、ジー サブ マ ま興瑞 
療治 氣電 びを 水 〇, ク ッ テス ナ 
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> つてなる だけに お ホの 階級 閒ず 

をが 期されて ゐ る。 化 巧 逸紹選 

I をに 對 ずる アメリカの 輿論は ヒ 

が 平の 當 逃は 勿論な 動 政 おの 出 

現を 盧 ホす る ものであるが、 上 

院外 巧を 貨長 ボラ ー 氏の かきは 

「ヒ將 軍の な 逃を なて あじ 帝 段 

のな 舆 、軍 闽 まを のな 巧を な ホ 

すを ご 勘 やる は ザ 計で ある。 ヒ 

一 お 軍が 巧く 大夕數 を w て當 選し 

たのは いふ をら むく 

衆望 の 巧す る處 どして が I 

人物の 如时を 脚は や 是認すべき 

_ もので あつて、 巧 大統領のを 策 

があ義 ある 方面 じ 向 ふ W 上斯る 

MJ は 問題で ない」 と 単ろ 樂化的 

_ 態度を 抱いて ゐ る。 i 方 あを ド 

' —ゾ を 施行 0 ホ 乂圍の 獨逸貸 脚 

掌 巧に 稱迪 した 專巧 家の 語る お 

による ど、 從 ホ® 態を をに 對す 

るは 閒な峭 のが 績は獨 逸 政府を 

巧よ 6 も 寧ろ 巧 調を おする の 巧 

化 じあ b しも、 ク^ップ 錫 H お 

じ掛 する 货附の 如く 乂戰終 姑 後 

はを がぶ 針を 一變 して 巧 器製逛 

を 一巧 就を し、 貿易 製を おじ 活 

風し.？ ！ あるにも拘らホ ク グ ッ 

ゾ の 夕巧は 

軍閱的 な觀 をを 投赏を じ 

聯® せしめて 本 成 結に 終つ た傳 

例 も わるから、 ホめ 派を W て 目 

さ；；； てなる ヒン ゲンべ グヒ將 巧 

の當 逃が 今を アメリカ みお 资家 

じ细柯 G 么ふ巧 的 影 懲を巧 ふる 

かけ 謎と してが 扱 ふべき もので 

もる ど稱 して & るが、 其-ホ じ 

はヒン デン ベ^ヒ おが 立 板 柿の 

溪 がには 獨逸 をを をのち 力 G 後 

な も あるから 純產 ち 贷 削を じ對 

しては 些 したる 影懲 はない ど稱 

してむ る 人ら ある U 

船ち 化 ピが証 級 わが 

運賃で 繫爭 

烏 田 商會が 飛火 

商 田 商 待截巧 難を 傅 へらる； 

巧帖間 問題 U 脚 瞬し な 外の 飛 化 

を 浴びん どして & る 大巧、 東 お 

教 船、 ピー •ォ ー、 ムホ巧 、アド 

ミラ^ 等の 巧外乂 液術脊 化が 神 

口 橫淺ぷ じが こが 密视广 速り 協 

潘 し、 旣 じ歐讲 おが 述贷 时盟太 

ホげ 巧が 速 貸 州粧の あで 或る W 

5 中 合せを し、 今後 船 巧 引渡 上 

巧 お 化を を わした 脚 係 銀 巧の お 

巧に よ h ては 閔際 貿易 上 山々 し 

き乂問 趣を 格き 起しごぅ い A ホ 仲 

■が ある。 問題は 船な 社 お ま 術よ 

問 じがけ る 船 巧を 渡の 

蘭 慣習 V 」 器が 識限巧 か 

: 巧じ繫 ，レる もので、 貿易 巧が 货 


物を 冷 入す る棋 をは 出荷 まが 通 

巧 船 巧 化 獲け の 船巧瞄 をな て お 

出 化 じがけ る 取引 銀 巧で 巧爲替 

を おがみ': ふを がまは 巧 地 隅 

係 銀 巧の 速 巧が' 那 じか i る 巧 部 

狀 の； 化を が 船な 社 じ 入れ 船會 

社は 么 におして 船 巧 証の 提示を 

俟 たや 入津 岡が 貨を受 巧 まじ 引 

波 すらので あるが、 鳥 出が 會の 

煤 合 も 同 巧 食の 徐乂 貨物は 商 田 

破綻 前を の ホ 法で 大部み 船會社 

じょ b て 引が され 破綻 後 始めて 

船 曾 社が 船荷 証 所持 人の 装 ホ じ 

をつ たもので ちッ 先き じ 橫演で 

おき おした 問題で ある。 而 して 

化 問題を 一層 重大化せ しめた も 

のは 船が 証 所持 人が 圖らず も 或 

る 船 貨の巧 爲替化 組 お 巧 る 香 

港 上 お 銀 巧で あつたを で、 其 結 

あ 愈々 闷 盟船會 社は 一齊 じな 後 

「が 証 銀 巧は ンタ） •ォブ •ガラ 

テ）中じ 

船稽地 船 横 化 じが' ける 荷 

巧替 銀が も自巧 たる こどを 証す 

る」 貴の 文 言を 巧 入すべき を决 

講 する じ まつれを で、 右み 議の 

i 化 謡 おが 及びず 荷主への 强 要は 

一般 船貨 受渡 上 至大の 影響 ある 

もの ど 見られて ゐる 。目下 鳥 旧 

蝴 係の 船 貨中今 向 ほ 船を 社で が 

留 せる ものは 僅々 を 蘆の ニ ホ 見 

當に 逝ぎ や、 ぶ 八 ホ 通 b はお じ 

陸摄濟 ごな 6 荷 爲替を 巧 船會社 

及び 保証を 巧瞄の 繫爭ご なれる 

高 旧の 刪貨懼 格は 約 一 千 巧阳广 

上る 答で ある。 を じ 就て 船會化 

侧の 猛嚮を 聞く じ食祉 ごして は I 

食 社を 巧の 船荷 証に 關 して 船荷 

証 所持 人な おじ 时處 迄も責 巧を 

ft がせねば なら « じ も拘ら やが 

疆狀 引換へ に 船貨を 引渡す ので 

みるが 這は 他面 か 化 証が の 保 

証す るを 額が 撫惭 腿で をる とい 

ふ おじを 也して 引 波す もので 决 

して 船 巧 お 格の 概 巧と した もみ 

でない。 之'— なして 

銀巧侧 じ 巧る 無限の 寅 巧 

ををへ：：^ぃ、 级巧の巧証は通常 

化 巧 川の 船 貸；：：： •■らば 矢 張ら をれ 

か當 のを 當 でが 証ず る もので、 

お 一刀 田 位の-^ の だ ど 思つ たもの 

がか 方 W のが 格で あつた 場合は 

を こ をら 巧 任を 負 ふ 意志は ない 

ご. いふじ ある。 を じ 巧 間 題の 推 

移は 颇 るな 目され てゐ るが、 船 

符 社では 方ぶ をな 解 巧が 出 ホ 

ぃ* ければ 銀け 而も 一流 銀 巧の 不 

德を化 間に 訴 ふるの 外な しごい 

きをいて 忍る だけ 船會 社ぶ び お 

巧 じごつ て 或は 巧 活巧題 ど さへ 

氣遺 はる； 雲 巧き である。 

獨 逸の 諸 株 

一齊 下落 

濁 逸 大統挪 選 お戰の おお 當化 

巧 おは 一齊に 脚搖を ホし 先づ爲 

替化谋 は 英貨を 除き 獻洲モ 面は 

辨れも 下押し WU つたが、 待に 

マ片ク 戊び フランクに 巧 だし < 

濁 逸の 諸 証を は 跳れ もニポ ィン 

ト ホ' ぺ 下落 じて 帕じ ク^ップ 微 

工場 巧は 大巧 巧を 絮 つた。 一般 

财巧のが力索けヒ ンデ ン ベ ヒ 

お 巧の 大統領 當 遇は 經濟的 じ M 

等の 影嚮 しど 稱 して 忍る けれ 

でも、 峽卜 *く お 目下 皆 化 市战じ 

於て をが 進が 中で ある 獨逸 民間 

諸 巧附の 巧談は ■が 停頓の 見这 


であるが 、フランスの 逊獨 恐怖 
必はザ 隅 派の ちがが 濁 逸 巧權を 
掌提 する じ 及んで 益々 昂進し 歐 
洲諸轉 の 巧な 不信が 嵩 じて ホ か 
を攪 乱ず る ごい ふ 巧 測を 抱いて 
ゐる模 巧で わる。 

H 本が な留 をす る 

沿海 賛易法 

日本ぶ 巧る 化 巧 ブラ' ッセ 八で 
開 おされる 國際 商業 食議 巧緩會 
じを 國の 沿岸 賓 易を 撤廢 まを 提 
おする であらぅ ごの 報吿じ 蟹し 
米 阔お運 業者は 一圃が 運の 搖藍 
たる 沿-: ザ資 易み 原理を 破攘 せん 
どす る提 まじ 對 して 極力 反 興ず 
るた めち 力な 委員を 派遣すべく 
協議 中の 模樣 であるが、 右 じ 就 
て當 局の 一人は 「チは 日本の 提 
まは 事 賞で ある ど 信 やる、 二月 
五日 パブー で 開催の 鹽際 商業 會 
溝 所 運輸を 員爵じ 提出され た 日 
本の 要 ホは ホ國の 沿岸 賓為 法を 
货疆 せしめん どす る もので、 ゲ 
ォグブ ー八号 事 伸 も 獨逸條 約の 
反 媛 ホ 條項も 同じ 目的の もので 
をる。 ^本は巌重極まるお岸貿 
易 法を あし 之を 台灣じ をら 延長 
施 巧して ゐ るが、 H 本は 之が ま 
張 じょつ て 内地で 失 ふな-上の 利 
をを 米國 沿を 貿易で 回復す る 見 

这 らしい」 ご 語ら、 又 英國植 を 

あ 内務 局長て メター 氏は 「日本 

はホ國 沿を 貧 あを が 比 立 賓迄延 

長され る i を 恐れて ゐ るから を 

輕を擲 誘して 該 法の 徹廢 運動を 

して ゐ るの だが、 ホ 圃が飽 を 沿 

岸 貿易法を 嚴施 するならば ホ 闘 

お 運は 英閱间 襟の® 展を なし 得 

る」 ご 云 ひ、® じ 昨年 プゲア ー 

ブ ー 4^ 船ち 協 會摄會 の 座長で あ 

つた ホ^卜 氏は 「外 阔船艺 沿岸 

の お 別な < 海上 運送 物は を闕船 

の 自も賴 化じ委 すべき もので あ 

る。 巧し ぞ剧が 巧る 踪定 をな す 

むら ば如柯 むる 國旗も お 岸賓為 

をの 撒廢を 余儀なく される であ 

らぅ 0 

新鹽库 債券 潑が 

総額は 化 千で 阳 

當 地が お官 事務所 着を 電 じょ 

れば五 ホ 利 付 固債才 、ヮ 、力、 

ョ巧 及び 政 巧國庫 債を ラ 号五步 

利付闽 償簾廿 二回 义 千で S ： を發 

がする じ巧定 し、 本巧廿 一二 日發 

巧規 をの 發 表を 見る じ まつた が 

懼 格は 現を 拂込 のみ 义 十一 阳サ 

五錢 、代用 挪 込のを 化 十のと 十 

お錢 、利迴 b 前を は 六 步五旌 余 

巧を はち ホ 六 鹿 余で 償還 期限は 

大正 サ三 一年 ホ 巧 一 H である。 

t c H 本 ま お- 

イ が 薄 1 夕が 通な 化な」 

お 京の 物價 特報 

爲替 低を ご 化が 的 物 偕 騰貴の 

影響で と 巧 ホ 騰貴した 物 偕は 十 

一巧 W 後 漸落 ホ 調 じて 滯貨 激增 

しつ 至 あるが 需要 不振が 其 巧 旧 

でめる。 佛 糖は あに® 落して 先 

を 横 偽、 製が は氣迷 ひに て 昂騰 

氣配 石 她は競 巧 激甚、 斌力 

はが 貨豐 巧、 木 かは お 巧す お、 

淺談 U が 外を にて 培す 押-^、 電 

な 銅は 獨ら 高し。 

靑島 罷業 U 攒大 

靑廚 のが 纔エ洛 駆 業は 一ニ エ攘 

をが 罷エォ る じ ま b 其 他の エ媳 

じ も娘大 する 模樣で 巧' る。 尙ほ 
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巧理 J；；! ISt 

巧廳 茶園で 永年 御 変 おを ずけ 
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H 本 じ 化み、 H 本 語 
巧 を 話し、 皆樣 の御嗜 
巧 じ 適する 御 巧理を 調進 致 巧 

了棠 ニンぶ ー タ アの卜 です 


美が じして 淸潔 

S 轟窗穫 

午前 十 時 i を邊妄 
午前ち 時まで 鼠 巧 


市廳 茶園 

司理 人を 蓮 
お 勤の ホには 晝飯 
の 御 便利 じ 欄へ 巧 
間 貪 席の 御用 じ應 
ず •へく が 間巧卒 相 
不變お 引ぶ 願を な 
紙上 御ま內 申上棋 


支那 御 料理 

彭瑞樓 

日 令 人 諸君を 

歡迎 致しまず 


妓滿燒 壽司御 化 出し 

uw 巧 H が閒も 御用 命じな じ 巧 

會龐御 料理 

•闻等 御 下 お 

おぶ ぶ 一 


會席御 料理 

ホに ずを 燒 



が 豫屋御 下宿 
西嶋 岩次郞 

来 四十 九 了 目 一六 五 

。ア パ— トメ ン -tea 

電話 ブラ デ 六 T と 五 


尋れ人 

中原 ト ィナ ■群 馬內藤 巿太郞 
朝鮮人を 乗 斗 茨城を 巧武お 
鹿巧嗔 鶴化淸 宮城 八峨 錫太郞 
を 知 早 川 良 衛か歌 山 引 ± 純 .一 
冲繩玉 诫利德 

香 化 お 人 ホ 旧 か 一二郎を 巧 甘 木 
ぶのを じ 通 かを 度き 儀ち 之 

が脾 本ん 朽く はか 人ょ 6 現 
化 巧が 通知 願止棋 

紐 育 帝禪總 領事館 

1 苗 Broad ミ y Ne ニ ミ： さ 


激 

浪 

に 

揉 

れ 

阐際お 船 巧ぶ を 社 巧 お 貨物船 
ホ禍 ん化沒 前後^ 情な じ 就て 

は 前々 の 本紙に 鮮 報し じあら 

でぁるが、 記を は W 社が 育 出 

張 所を 炯巧常 ま 氏を 訪問して 

ホ 憩の 辞を 述べ 旦つ 去る サ S 

n 午後 化 時廿を 入港せ るホメ 

リックち 船を。 バーッ 氏 ご 食 

琶 した 同氏 幷じ影 山 船を よら 

ホ 福 化の 遭難 顚 末を 聴 化した 

即も 甫梭を 雄は すなじ 化' 被 お 

をが かする。 


个 


个 


禍の 船來福 丸が 

沈沒 、した 刹那 

閒 ふに 落* りず 語る に 落ちろ 
ロバ ー ツ船 なのが 如 實驗談 
船の 建造は 僅か 化 八日 間 


野 氏は 愁巧 ピ して 語つ た。 當時 
ボストン 港じ綻 沿して ゐた 同社 
化 線ポ！ ト ランド 化を 現 窓 じあ 
遣す るた め永廣 船長を 特派し じ 
のは 岡 H の 午後で ぁつね。 又撼 I 

領を 館に 齋滕緩 領事を 訪問して 
ォッ タヮ じがけ る 化 永 緩 領事 じ 
巧を を 乞 ひ、 义 バリ フ アツ クス 
のが 事署 から 滿船 ア^ラック， 
ロマを 巧頰じ 急派して 賞つ たが U 
之は 同 巧め お 華化理 人シー •ユ 
ブチ • ：^1 ブ 1 氏の 盡力 じょる I 

u 同船からは ャ） マゥス 港を 經' 

て 「屍が は發 をし 得 や」 どの 氣 

の 毒。 報道が ぁった 水曠 H 午を 

九が 廿巧 空しく が 育に 入港した 

を 船 ホ メリック 号を 訪問した 河 

野、 影 山の 二 氏は。 バーッ 船長 

及び】 等速 轉± じ 曾 見して 居 細 

じ ホ 福 化化沒 常時の ホ 嵩を 聽取 

したが、。 バ—ブ 船を の 説明は 

大体は 「ホメ ブックち は ホ 福 化 

の娶 をが 間に 認めて ょら 速力を 

半が して 般上 ibw 船 じ 接近し 

盛んに 油を 流しつ t 救命 鱗を 下 

す 用意を したが、 當 時の 風浪は 

到底 化； 磯會を 吾々 じ おへ。 か*^ 

た。 繼 てぶ 船は ホ 福 化と 

一二 巧碼の 距離 じ 近蒋っ 

たが 同船に 吹き 化けら るぇ 危險 

が ぁるので 其 構 ホ 福 化の 風上を 

通 b がけて 後 過を 試みた るに こ 

れ义兩 船の 艇と體 ご 衝突す る携 

れが ぁるので 己 わなく 來福 化の 

を お 二 巧 破の 風下へ 後退した。 

化 間 約の + をを 費した が 船体は 

九十 巧に 傾斜し ホ 福 化の 煙简か 

らお 水が 浸入し 居 b 時 旣じ遲 く 

如何 どらを 術ない ので 遺 城 乍ら 

救援の 効を 蒙し 得な かつた」 ご 

巧 ほ 河が お 張 所長は 乂题 無電 诗 

な、 ィン デ ペン デント 無電 會化 

を 始め 緩 領窜舘 巧 他 一般 だ留岡 

胞の 深甚なる 同情 じ掛し 、本紙 

を迪 じて あ必ょ A 威 謝の 唐を 表 

したい ど 巧を 化 ふして 謝意を 反 

をした。 ホ 人中 來福見 遭難の 報 

を聽 いて 総領事 舘を瑚 問し 「悲 

參至秘 なをで ゐ るから 巧 ごか 適 

當じ 弔慰の 情を 巧へ じい」 申 お 

た 篤を 家 も あると いふ。 

死體搜 索の 


一 か 奈化刘 じがて お 魔の 

i 犠牲 ごな b 船 旨 化 八を 牟滅の お 

一述じ 遭遇した 來福 化は 大正よ 年 

一十 巧と： n 午前と 時 じ 神 口川 崎を 

-船所 じがて キ ー ルの 据え付けを 

一 了し、 盤り 午前と 時 肋骨を 着け 

るを じ 進 巧し 义 H 午を 四時 かか 

じは 旣に巧 板 一部の 稱 をを 開始 

； し 十 H 十四り 午前 十一 時には 船 

I 橋 もを 化し 巧 十八 H じは リベ ッ 

-卜 のげ も达 みを 了ら 时廿化 日 進 

水 ホを 擧 わし、 十一 巧 初旬には 

激船留 社に 引渡した どい ふ 造船 

:を 上の 記錄を 破っ た 巧を かじ 竣 

エ された を 化 もを 持つ てゐ る。 

:ホ滿 化の 危險狀 おじ 入っ たお 實 

i が 史式じ 閱隙お 船の 出張所に 達 

I したのは サ】 = 午前 六 時 四十を 

一；；， V フ アッ クス 港を 經 ホした 無 

.電 でぁっ て、 其 患 ホけ 「本船の 

位廣 は化絳 四十 一度' 一ニ ニ、 西經 

六十.； お 四 一-であるが 六十 狸の 

化 離 じぁる あ 巧 船が 本船に 向っ 

て踩 り つ； ん b 」 と 報じ、 么ど 

巧んで W 時に 「本船は へ ダキー 

ゥ エザア にを ひっ i ぁらて 右 お 

じか 八 巧 傾斜し 居ら 右 船の 救命 

おはを がが 泼 されて 

危險狀 態 じぁと どの 

入 おが ぁった。 么れょ b 先き 午 

前 六 時 頃 アメリカン •ラダ ォ •コ 

1 ボン 1 シ ョンから 河 野 お 張 所 

長 S 假常へ 電話で 唯 衞單じ 「巧 

福 化から S *0 を發 して ゐる 

どな 意して 吳れ 、あじ 間 もな < 

「ホ メリック りろ々 救 巧に もき つ 

つ あ b 」 ご 敎 へて 吳れた 〇か論 

1 をれ は 好な 的な 通知で 本船から 

j の 正式 報吿 ではな かった が、 河 

i 巧 氏は 巧； じ贿 ふべ くを じ お 社 

して 午前 十 時 「貴 船の 實 がを 急 

巧せ ょ、 か 巧なる 方 巧を 採ち つ 

_ つ あ b や」 と照會 しじが、 之に 

おして はおおが^=*く凰瞭お船お 

酿 所の おおは 反つ てボ メリック 

: ろじ’ 帖 いじ さぅ である。 一巧 正 

- 午に 化い お 白星 殺の 串な 所から 

.帯 話で 「ホ メリック をからの 屯 

.一 情に ょいは 船 化は 救助 お ホな か 

一一つ たが 乘 お： 阿は をが 化を した」 

i ご 報じて 吳れ たので お 巧 所では 

'一先' づ 女、 むして なた。 がる じ 午 

後一 時を 過ぎて 「乗組ち も 救助 

! 得られな かつた」 ごい ふ 悲報 

を まけ おつて 

一同 暗淚 をを を どが 


り 糊 當地网 お 蔵 船 會社巧 張 所 じ 
速した 電報 じょれば 風浪 荒く し 
て おお 作業は 嘛 難を 桃め アレ ツ 
クス 号 船を 及び ゥ キス テリア 号 
艦長は が じこれ 上^ 搜 索を 斷 
を L て 化 據化 じ 引 揚げる ミ ごな 
ったが、 歐際侧 の 一一 お 船は 依が 
現 煤 附近 じ 踏み 山 ま b て 死体 搜 
おか 業を 繼銜 する を どなつ てゐ 
ど 0 

修道 會で 追悼 會 

修道 會のホ 福 化 遭難者 追悼 會 
はお 報の 如 < 去る H 曜 U 同會々 
館に 於て 開 偶され たが、 ホ會者 
八十 余 名 じ 達し 大 堀な 師司 式が 
下に 開會 、當地 國隙滿 船 出張所 
長 河 野常吉 氏の ホ 福 化じ鹏 する 
威 想談等 あちて 頗る 嚴戒 U 氣み 
の 中 じ 巧 はれた が、 同日の 献金 
を 部 化 弗 十と 化は 遺族 弔 感金ご 
I て 本 化へ 送附 した。 

遭難 あ 弔慰の 

音樂 會開懼 

荣 お敎會 がま 權で 
當地 U 本乂美 巧を 會じ ては 豫 
てょ b 敎 曾々 館な 築 基金 黨 集の 
ため S 浦 環 夫人を 聘 して 音樂を 
を 閒催寸 る 計 靈を樹 て 準備中で 
あったが* 偶々 ホ 福 化 遭難の 不 
幸な 出が 事が 突發 した 5 で 化 巧 

計畫 中の 規模を おじ 擴大 し、 遭 

難ち 遺族に 稱 する 弔慰を を も 裳 

集す る 意 ホ じ 於け る大音 樂會を 

開催して 純益の 五 御を 弔慰金 じ 

他 ザを 曾 舘な築 費 じ 宛てる iw 
な b 、 愈々 ホる 五月 十一 IIH (水 
耀 日) 午後 八 時 十五 かから H 才 

リアン •ホ ー 卢 じがて 開く i ど 

なつた。 而 して II 一浦 環 夫人の 演 

昭 プログラムは 大 ホビツ ツバ ー 

グ じかけ る もめ ご间 一で、 ボへ 

ムや得 廬のお 蝶 夫人の アリアの 

外 自作の U 本 量謠も あら 夫人 自 

ら 一二が 線を 伴奏 じして 满唱 する 

J じな つて ゐ る。 


したが、 人質 品は をく ドゥ キッ 
卜氏 方の 紛失 おぶ び 曾て 一二を が 
就慟 した ナラ ダン セットの マー 
グレ ブト •户 ムリ ン縷の 紛失 お 
であつ た’ とが 巧が したので 遂に 
起訴され たもので ある。 裁判 當 
時 S 宅は グンー ト •ネックに 赴 
いね S いふ 事 賞を 杳認し 且つ 着 
服 品は 山水 ど 呼ぶ ぶ 人から 賞つ 
ね ものである ど 中し 立て i ゐゎ‘ 
が、 或は 近く 此判 巧を 不當 ごし 
て 上 吿の丰 磯 じ 及ぶ らしい。 


111 ホ 線を 伴奏に 

一一 一浦 環さん 演唱 

U 本が ホんだ 世界的 プ 9 •マ 
ドンナで ある S 雄 環 夫人は まる 

】 日 ヒ ツ ツ 户 ！ ク お の 力 •ー ネ 

1 音樂堂 じがて を 田 義塾 あ 金 
募集の 慈善 コン サ！ 卜を開 おし 
たが 聽 衆を じ 溢る の 盛 费を呈 
しじ or ホへー ム」 「エ レジ it 等 

の伊佛 ものから 獨逸 もの 等を 演 
唱 しわ 得意の 「お 蝶 ホ 人」 から 更 
じ 日本の お 諸には 環さん が S ホ 
線を 抱へ て 自作の |\^き ん にやら 
んじ や」 其 化を 演唱 L たが、 特 
じ 磯 節け 最も 喝采を 隱 しを 体を 
を じて ァンコ—^ 數 本， 回に 及び 
成功 禪 じ巧會 した ど陆 地の ピッ 
ツバ 1 グ •タィ ムス 紙は 報じて 
ゐる。 ^ 

♦巧を は 淺學で 
ょく は知らな い 
が 鹿 島立シ いふ 
言葉は ょぐ 邊族 
ホの 御 出 獲なん 
かに 使 ふ ど 3^ 
てゐ じら 化が 育で けが 巧 ひの パ 
レットが が 歌 巧 ひじ 唆ら ひか 心 _ 
て出發 ずるの も 鹿 島 立と いふん 
しい。 遺が は 紐 育 だ .....ミ 化が 一| 

れば變 る もの だ、 ヤン'''-^ み 生 
きは してを たい もの だ (寒 也 生) 



ょく 之を 洗 ひます。 装 かたは 鋪 
に 油を 入れて 强 みじかけ 沸騰し 
てから 切つ た 勝を 入れて 急に 朽 
子で かき 巧せ 置 もやし、 葱 若 < 
は 非を 入れみ じが 糖 巧 油を 入れ 
て 數十闷 妙ら よく''-— 袁 てから 
がへ る ご ホが 惡 くむ 6 ますから 
暖かい 間に 喉べ ます。 



舞踏 敎授 

►化を ダンス ▲ 

▼表情 体操 A 
紳± 、淑女、 お 子 
化さん ホに 叮喀じ 
敎授 致し 升。 午前 
十 時ょ b 午後 十一 
時を (H 曜を除 <) 

シヤ ブフ •タング 

ング が 範學 校を 業 

上杉タ マ 
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華盛曠 

扛 ざく 

日本料理 

御旅 舘 


ホ じ 


住み ふ 地ょ き 
f 淸 潔なる 華 

おが 好 ホ 

1 苦 Lex 量 ミ Ave . ぎ Mad . ぶ. 292! 


御 下宿 鴨ホ乂 

47 Prospect Place 

bd . 旱 富 Ave . off E . ち nd St . 

ぎ 量 ミ yHill 篇装 


紐 育 旅館 田 中 奧次郎 

粟 四十 了 目 二 四 二 蕾 
ぎ Gaiedonia 适 之 


外 船斷倉 

邦 船の み 踏 止る 

ホ 福 化 遺 難 後 國際お 船 曾社當 

化 出張所 じて はォッ タヮ 駐が松 

永緩領 をに 化賴 して 遭難者の 死 

體搜 索を々 ナダ 玫 がに お 願した 

ので カナダ か府は シエ 八ボ 1 ン 

ょ. 〇 巡 遇 船 ァレックス 号 おび 英 

喊乂め 洋艦陕 司令官 ファ ー グソ 

ン提 をは ホる 化 置 日！^ ブ フ アツ 

クスに 入港した る 巡 洋越ゥ キス 

テ 9 ァ号を 特派し、 國際 お船會 

社よ ち 急派した ポ ー ト ランド 化 

及け ブ * サス化 VJ 隐 力して 遭難 

地れ 闲陶約 旧 十 涩じお b 日夜な 

力 3 k 搜お 中で あつじが、 巧 晒 


窃盗犯 二 一 をは 

重 蔡麵入 年 

.本人は 上 吿の覺 悟’ 

囊じ グン！ 卜？ ネッ .ク の寫豪 

ドウ キット 氏が を じ 押しを み 貴 

重なを 窃取した 廉 にて 起訴され 

ミネオラで 陪審 官裁 巧の 結果 

一旦 無罪と ならし も 巧 

審の おお 窃盗 一等 化で を 罪 どな 

つた S を 茂は スミスが' 事よ b 四 

ヶ 年な 上八ヶ 年の 苦役 ど 出獄 後 
邱時 送還す る 旨宣吿 された。 巧 
吿侧の 中立 じよれば 一二 をは 千 九 I 

巧サ ーニ 年 ドウ キット 家よ ち 解雇 

された が、 窃盗を 目的に 同 邸 じ 

忍び 达ん だのは 昨年 十二 巧サ乂 

日 及び 本年 一月 廿と 日の 二回 じ 

息ち 家人が 夕食 中 じ 貴 雷 晶を窗 

取した もので、 グン！ 卜 •ネッ 

クのア 1 サ ー •ナイン スリン ク〇 

ジョン •ブ リブ ン〇ア ー サ^ — •パ 

アース のーニ人は前記兩日じーニ 

宅のを を ドウ キット 氏 邸 附近で 
確かに 認めた ど 証言し、 旦っ 一二 _ 

をの 化んで & た 當地巧 八十 二 了 

目 巧を 十一' 一番 ドン 子リ ー ホの あ 

をを 搜 索した 際、 一二 宅は ドウ キ 

ット 巧の :. 

白金 鎖 や。 こ ビア 大 

をの 同窓を 章、 外を 等を 着服し 

て ゐた外 十九 枚の 入質 化を をを. 


__ f 節 御 料理 

’げ猪 小 篤 

せ 巧 =： 豚の-^ 牢 千、 がで 五 

を、 醬袖 五な •梅 糖、 鹽 ，モヤ 

シ 、葱少 々(巧み じょ b 數 本) 

.巧 理法 = 小 膳は 外面は 她 ぎら 

-內鄰 は 不潔です から 其 一端を ホ 

で 縛ら、 勞 で裏邊 して 袖 r 鹽を 

巧せ たものを スリ .付け 水で よく 

洗 ひ 狹で長 すと 八を 位に 拙ち 义 


新鮮 魚介 一切 

h 本人 向きの 生魚 澤山 取り 揃、 

一 帶别廉 憤で 大勉强 致します 

ー サヴオ ナ魚巧 

Josoplb wavosa 

- 2!24 w . 2 .里 St .' 

叫 el . ooh 養 b 養。 一段 

— > I 

極上の 魚類 

孝 節の 新鮮の 魚貝類が 深山 揃^ 
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、^巧 「巧 貨 五十 圓 な 上 ゴハ沪 月ぶ 上 
本 巧 5 を期广 巧息= ::年 ホを」 ミヶ 年な 內 
預 全，—® 「邦貨 五十 圓 0 上 ‘ 

一迪 お 广巧 圓 じせ 曰 ホ ー 媛 二が 

(化 シをモ 卸な 下 ノ逾知 放を' ノ無 利を) 

橫濱 正金 銀 巧 g ま 巧 

鄕 里を をは 都て 無手 あおじて 當 
が横濱 本店 経由を 金 ホ 化 巧 申 保 
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雜 ち 陶谣お 

.ライ グ ー グ輝資 


支 あ 巿 俄を、 ボストン 
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— 一别〇 
CO d 邮郎 
W 如む 3 

邮 r 比 t 

則" 八 推 
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一品 


陶破 器、 雑貨、 ラ 


卸賣 


ンプ义 ランプ 笠 

森村ブ タザー ス 


化 長 巧 巧 化义ま おお 巧 
$ 化 本 巧 大阪化 おお 了 目 
W . 紐 育ま 巧 が育ブ 0 1 ドゥ ユィが 四十 九を 

-啤 驚 巧ぶ 銀行 

^ まを、 横 渡、 名古屋 、を 都、 巧戶 
才^ 尾ノ 道、 廣 島、 吳 、柳 ホ 下/ 熙 
化支庙 I 巧 司、 小 倉、 若松、 隙夕 、久留 米 等 
本圍預 を、 瓶 里 送を 等は 唐め 
て 御 巧 利る を じ 御 取扱 巧 申 お 


_ 


藤本 證券 會お 一 

一 肢有價 証券 ノ賣 買、 引 巧、 裳 集 
J を顯 、並 二 之ユ關 ス^ 一切 ノ 業を 



妹 脱 藤本 ミミ ：す 銀行 

紐 育 お 張が 


0 ドラ イク 1 ジ角資 

太洋 貿易！ 會社 






滯歐咸 想 W 

鹽澤巧 i の談 

目す 滞 紐 中で ある 前 早大を を 

巧 捕 巧 呂ぶ博 ± は 日本 翔 際聯掛 
な 巧を 化ぶ おごして 別 巧 所臘の 
かくを 桃の 困 巧 食 誰に 出席し わ 
が是 等のを 憩を 逝 ふじて 見む 

國隙 思想/島 S 關係 

じ 就きみ のかく 語つ た 『化は 国 

巧 赖巧協 曾の 大をじ 出席す るに 

巧し 巧を 云 ふご* 路上を れ释重 

巧 な费を 有する ものでは ない 

ど 思つ て 居た、 ど 云 ふのは 阐巧 

蹄盟 協を の大會 では ホ どして 正 

を 人道の な媒ょ b 理想論を 討證 

する ので あつて、 餘 b 實除間 題 

i に 深 入ら f るを ぅ。 こごは ある 

まいど 想像して 居た からで ある 

が、 率 育は を 固め 化 表 まがを 自 

画の ホ番を 打算して を講 案を 討 

巧して 居る 實 おは 化の 國 際を 譲 

ごを t : おる 所は ない。 正義 人道 

の理 巧は 巧 面の 看板で あつて 事 

なは 化の 拙 想 論を 利用して 自國 

の 立 埃を お 諮 せんご 努めて 居る 

ので ある。 がしながら、 をれ は 

决 して お ホの 偏狹 なる 

國家 主義 では。 く、 大 

じ 閥 際 ま 義を加 ホした ものでは 

あるが、 表面み 美麗なる 言辭に 

化 惑され て 之 じ、 む 酔す るが かき 

はな 物で ある。 就中 國際 曾議の 

ント P — 八に 最も 巧妙なる ず 

腕を がず るのは 英 画で あつて 彼 

等は 何れのを 證じ 於て，‘ を國化 

お 5 化々 を々 たる 溢 論を 利用し 

つ、 巧が にお 巧、 ホ 議が自 厨の 

利益になる やぅが 導せ むご 必掛 

けて おる ので ある』 惟 止は を禪 

の 國験巧 歳に 出席す る 巧ら、 英 

独、 獨 、が 等に がける 勞働蝴 か 

の おみ 者 ごを 見して 歐沸 にがけ 

る 巧 働 速 勘の 傾かを 調查 したが 

彼等の おおが なが 大じ緩 かされ 

梯 端；：* る 階級ず 闘の が 想は をの 

影を 巧し、 寧ろ 

巧資 懦調產 S 舉を 

であつ て、 を閣 み勞慟 組を はボ 

ル シ五ゲ ィズムの 澄 澗ご擲 つて 

居る ごと ひ、 爽佛獨 等 じがて 社 

曾 戴の 故 治 的 嘗踐じ 照しても 彼 

等の 態 巧は 革命的で はな)、 嗤 ，ろ 

ソシ アル レフ オ^- マ^- ピ しての 

渐 進ホ義 である こごを 發 見した 

义歐 防に 脚づる 彼等の 態度は 勿 

論 浸 略 ま 義や軍 國ま義 じは な對 

であるけむ どら 國 化^ 必要を： を 

をす るが 如き こィ J は；；； t い。 化を 

彼等は瞄揣4;> r -巧想ホ義に走る 

J ど 被め. し搜 際め な 是を懷 

抱— て 居る。 

が 福义巧 慰を 

各 乃 面から 

義金 來る 

本祖 が前號 じて 不 ホなる 

宋福 化を 滅 船： 貫の 遺族 じ 勒し弔 

慰を 驳 おを を吿 する やが 方面ょ 

b 賴 々どして 應 裳に 接しつ {あ 

は 本社 岡 人の なぐ 械 謝する 所 

であつ て、 バ八 チモー ァホ にて 

も 化柳舶 接が 一昨年が 港した 關 

係 も あ b 船舶を グ ラシ ダナが 會 

じて は乂化 及び ミゴ オン ット氏 

のでを 解て ぶを 裳 おを 閒始し 第 木 おを ミ 巧 長 も 出席 一 おの 謀が 

リ はけ 五十 贿を版 金した ホで j をが みる 事 ごな つて おる。 


上 巧 無を 者 どを 乗る 人は 

『目 ド びんぼぅの 爲め夕 < お 送 

リ する 非の 出來 。いのは 媛を で 

す、- 巧を 封入し ましたから 柯 

ネお您 をに』 ご 一巧を 寄附され 

じこ どを は 本社 同人を して 鼓 も 

威 数せ しめた 巧で ある。 本紙 締 

かまでの 應 裳を 願 ど 海附お 左の 

かし。 

一干圓 鈴 木 商店 

▲一二 十 弗 十と 仙 修道を 特志家 

▲サお 巧 お 化 巧 次 郞寺畴 を 

一郎 鳥 見 十と す 紐 育 新報 社 
▲十五 お 林 大作 
▲十 弗お實 が一 一本 重 志， 小 
巧 政 太初 見渾 一こ 島 ノ江要 助 
(ム 白澤 S 白澤) 藤 化磕巧 
で Green 苦 蓄 A ミ-至 ite plain 。 】 鬧 
▲五 弗 宛 小 野 おが 長巧昭 

乂野武 雄 As 弗 宛 宇賀 一巧 

森 本 德垢戶 巧 佐 まが 戶陽 

貝 晦巧彦 藤 岡 1 郞 ± ホ內藏 

中 村 勇 吾橫矢 重を 川 鸣浦巧 

耶 ± 井 益 太 郞大灌 啓 一二郎 

天 巧 政 人 關五郞 長を 愛二 

中 川 喜 巧舉別 所廣臣 ▲二 弗 

竹 巧 育を 一 弗 お 上 町 無を 者 

旧 ホ 畜化松 クラ ゥサー ± 崖 

富 太 郞お崎 唯一 

計 一千 圓ど 二目 九十 乂弗 十よ 仙 

.鹽澤 博 ± 歡迎會 

歐ホ 視察の 歸を巧 純した 前 早 

稻 旧大學 々長 法學愧 ± 蘭 澤島貞 

氏け 目下 ホ テグ、 ブレトン、 ホ 

—グ じ滯巧 中で あるが 前週は' ィ 

! バ！ 卜反 びで ！ 八兩大 學を視 

察して 二十 一二 日歸 紐し、 阿が 當 

地 邦人 實 業が 有志 ホ 彼の 歓迎 會 

じ 出席して 社會 問題 じ關 する 一 I 

煤の 麗 おを 試み、 翌二 十四 H 校 

は： n 本棋樂 なじが ける 巧 稻田大 

學 校ぶ 會ま摧 の 歡迎會 じ 列席し 

て 歐洲滯 化 中 愧± が 口 本代 表 ど 

して 參 加した る闕際 聯盟 協會巧 

题大 を、 帆 片會證 、勞 働を 遮、 

移 ほ會證 、及び 社 曾 政策 學會巧 

國大貪 等の 實 情を 詳論し、 が國 

が 口に 正義ん 道を 高調しながら 

をの 賞は 启圍の 巧 益を 圖ら ため 

じ 汲々 たる 實 情を 論破し で， 圈 

際會潘 のの 巧 幕を 素 破 おき 1 時 

間に： 日 1 6 て 實じ巧 化 をき 講演を 

がみた。 猶當 巧は 南米 視 蔡の途 

か 當市滯 化 中な > し 巧が を司專 

務化締 役 化證十 ホと 雅一 一氏 もま 

賓の 一人 ど （て 出席し、 氏の 得 

盧 こ する 移 殖民 發展 論を 高唱し 

たが、 おおを は础掛 副領事、 を 

ホ 醜み、 福 阳大钢 、水 谷 新報 巧 

等 二十 四 名 頗る 路曾 であつ た。 


♦裔木 太 か 氏 文部を な 外硏巧 
員、 神 口 烏 等 H 業學 校敎授 、.化 
稗 倫 おょ b 着 紐。 

参 室木隆 S 郞氏 東京 鑛山 監督 
局ち 師 外務省 嘱 巧、 ホる i:, 一日 

着 お ホ テグ、 ブレトン ホ — 火 じ 

投宿 立 月 中旬 頃渡歐 のを 定。 
♦港 巧藥氏 陸軍 ± 官學 校お授 
前週 渡歐。 

雜佐藤 S 郞氏 ホ テ 八、 ベン じ 
滯巧 中の 陸軍 武兵乂 佐、 前週 ± 

曜日 渡歐。 

♦岡が 唆兒氏 陸軍 法務 官、 歐 
洲 視察のを ホ 去る 二十 二 H 來 が 
紐 育 日本人 敎會じ 滯巧廿 八日 渡 
佛〇 


日本 俱樂 部總會 

日本化 樂 部に ては 定な 络九條 

み規 をじ仪 b ホる 五月 十 阿 H 午 

を 八が ょ b 俱樂部 階上 じが' てぶ 

巧 總會を 開き 諸般 パ報吿 、理事 

のな 選を 巧 ひ、 巧 曾 後 おじ 理事 

曾を 閒 きて 次年度の 正副を をを 

を员 をの 選 巧を 發 おする 笠。 

第み 區の 懇親 會 

口 を 社 倚委負 指を に 依る 第 六 

掠 地方の 篇二巧 懇親を は ホる 五 

巧 llui 幡日 午後 一時よ > を 五 

十と T 目兰 so 組 诗敎衙 々を じ 

がて 開催のを なる が當 巧は お 茜 

組を 創な じがて 談を あるべく 化 


謹 吿 

第 六. 阮ホ面 じ ぜ留致 t ます 同 
胞の 第二 回 懇親 會を 巧の 如く 開 
摧 致します 當巧 はが 蓄 組を 創立 
の議も 諮ら 度 < 正金を 一打ち 店長 
巧 木秀茂 氏を 聘 して 一場の 講演 
を 乞 ふ 事に なつて 居らます ので 
御 家族 同伴 万障 街 繰ち をせ 御 出 
席 下さい。 

燒所紐 育 日本人 敎會 

東 五十と 了 目 II 二 一一〇番 
時日 五月 二日 午 お八 時 ‘ 
お 說相木 索ち モ 

餘 典、 茶菓の 霎應 

大正 十四 年 四ち サ九日 

第六瞪 懇親 脅 

委員 一同 


送別 會 

過ま數 年間 日本 お樂 部ち 配 人 

た 友人 太 旧 嘉六君 今回 職を 
辭し 不日 歸朝 がが 候 じが 其 巧を 
化に 致し 度 左の 通ら 送別 會相催 

候 間 驚って 御 ホ 會被下 度 化 段 W 

紙上 御 案内 申 上 候。 

尙會據 準備の 郡を も あ 之 候に 

が 御 お 席^ 仁は' 五 巧 八 H (を 

礎 H) を じ 東が おまで 御中 込 

願 k 候 

時日 五 H 十 H (日曜} 午後 八 

が ザ 

壌 巧 東洋. 箱 

會蠻 一二 弗 五十 化 御 持 參の事 

を 山仙藏 

發斤 柄義雄 

をが 瀬九郞 

人 小 林政 一 

藤 出 ザ 五郎 

御暇么 

謀 啓を 位 益々 御 淸勝奉 欣賀候 

陳者お 儀 ホる あ 巧 四日 當港 お顿 

則-; レ ダン 號じ巧 乘渡佛 致す 事 

じか 成 候 じ 就て は滯紐 中の 御 厚 

證 におし 拜 眉の 上 御禮巧 申上尝 

の處夕 用に 取 紛れ 參上 致し 兼ね 

お 閒乍蓉 儀 0 紙と 御 廊申述 候 

敬具 

四ち 化 九日 

堀 岡 達次廊 


裁縫 所 開業 

を樣 のが 服 クブー ニン グ 、プレ 

スは 最新式の ホフマン 器械で な 

か 十五 か 間の 内に ホ麗 にを < あ 

ホます。 裁餘は 如何なる 御 注文 

も叮 峰に をく 致しまず 其 他ユ々 

夕の出 ホを も あ h ます 义 絹物 一 

切 化 瀬 もを します 0 

坂 ザ 裁縫 所 

1ち 去. 雪 St . 





日本 綿 巧 株ま會 化が 育 支店 

Japan Cotton Trading Co., Ltd., 
Cotton Dept, 

60 Seaver かけ 
T •し Bowitno QrMn 巧 ftO 

が 化 Dept. 

on Ave., 

Sq. SMi 


化 M 象 dlion 
T« し M ■ん 


H 米 生 ホ 株式 會社 
お 育 支店 
NICHI-3EI KI1T0 )(& 叫 SHIKI KWSHA 

(WCHI ぶの の ITO CO., LTD.) 

373 が H む enu ち 

Tel. Mad. Sq, 7592 ぶ 


神 戶鈴木 商 巧 
紐脊 支店 

Suzuki & Co., Lt ん （ Kobe) 
220 Broadway, 

Tel. Co け ! ail か U が - 目 0-51 ぷ 2-53 


日本 生糸 株 ま會な 
が 育ま 店 

Morimura Arai & む .， Agents 
44 E. 23rd St., 

Tel. ilshiamJ 5320 


原を 名會せ 
紐 育 支店 
Hara 在 C む.， 
443 Fourth ATe.» 

Te し む led 帥 ia 7830-35 


江荫 株式 會祗 紐 育 支店 
Gosho Corporation, 
Silk Importers* 

334 Fourth Ave. 

T«l. Mad, Sq. が 86 

Goeho Co., Inc,, 
CoUon Exporters 
60 Boavtr 8t.» 

Tel, Bowling Green 8806-06 


大お 朝日 新 班 社 
頑 困 市ず 
OSm ASAK! 

Room 308 World む iiding 
Tel. R が kman が 60 


乂が每 日 二な 京 曰 H 

上 おお 重 

Osaka Mainichi, 
407 む 比 iine Building 
Tel. Beekman がが 


が 

0 

R 

w 
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經濟力 培養 

紐 宵：：： 會に學 む 

糾 育を 中 & ごして 化 巧 卞る米 

國お部 地方 化 おが 人の 員数は 千 

化な 二十 一年を お 巧 どして 漸次 

I お 少の傾 巧を 示した が 千 九 巧 二 

十ー ニ 年初. 思ょ b 本年 晚 春まで 即 

^ も 約 二 年 巧は 大体 著敕 異動は な 

一い なすで ある。 而 して 今後 數年 

閒乃ま 十 年間に も畴 巧の 事情が 

搂 生し U い 限 b 化留巧 人の 員數 

にがては 一二 制の おおは あるじ 

せ J 先 づ現狀 を 雑 持ず る も‘ のど 

觀测 して 差 まは あるまい けれ 共 

巧 人の 實 力が 現が 維持の 惰 G い 

が態であつては^:^らの。 客人の 

巧 謂 實力 どじ 智力 ご 經濟力 どを 

たも S を 意 ホす 

るので あつて 單 に經濟 力の みを 

おがす るので はない が、 智力の 

培養は 化 おが 人の 敎育 ホを おか 

ら觀て 亦が 塔潑述 勘の 性. 質 か 

觀て 徐ろに 其 培養 仰 展を期 ザる 

のかは。 い。 随て化 脚强じ 欄し 

ては が 個-— 其方 策を ちを する， と 

としな じは 經濟 力が 養の 問題を 

ファす ィズ して 廣 かぅ。 

が留が 人の 員数を たおみ じご 一 

でと 假算し 貿易に 從事 する 者 乃 

ま 貸 あの 機 脚た る お 運、 金融 等 

の 方面に 從 掌す ろを を 除き 叙く 

半 永み 的 じ巧留 す*^ 人を 

二 千 並む ど 見が な、 化經濟 力を 

如何に 培養すべき ずを 講究せ ね 

ば U ら 《。 夕論化 巧 大戰を 新が 

勸 ごして ホ踐 じ巧留 ずる 轉洲移 

ほを 始めを 國の移 おは 孰れ も ホ 

阐 々おど おじ 經濟 力を 仲展 せし 

いる 機巧 じを 着した のは 事 賢で 

あつて、 化留巧 人ら 大巧から 觀 

れば 確か じ 其 生活のを 調を 府上 

して 屠る。 最も 近い 適例は 巧國 

觀ホ 囲に 參加 する 巧 人の 巧 持す 

るを 額、 装飾品 反び 其服裝 など 

が 乂正二 年 第一® の 觀ホ劇 じ 比 

してを 人の 懸隔を る 一事 じ 顧み 

て立證の 一 揣どする^が出ホる 

乍 併化留 邦人の 平均 收乂 はか 柯 

おして 獨佛 巧が の 移 技に 議る所 

U き や U 歸 化の 特典に おせざる 

じ おく 不可 抗的 紐が はが 問題 ご 

して；：；： が 人の 所 あする 勸 產小勸 

をの 半 巧 おは 如柯 、及び 其生產 

能力り 繁殖 能力を 加へ ざる U の 

平均な は如柯 、巧して 彼等に 比 

软 して 遜を；；？ ■き 乎。 吾人は 今是 

を 速 節する じ 足るべき が 訝的數 

字を おせ ざれ お、 な 巧 巧 人 活動 

の銘 阐が烦 る狹隘 である ど 云 ふ 

經濟力 おを W お本條 かじ 缺 かせ 

孽じ 照を して 吾人は 邦人の 

經濟 力が 現が 維持の 彼で をつ て 

は。 ら ぬご考 へる 一人で ある 

がら ごか 何 じして 之を 错養ず 

べき かを 雜究 してが 留 邦人 將ホ 

の 迷 かを 開拓す るじ資 ずるのは 

ならが 患を であるから 吾人け が 

巧 H 本 乂會じ おして かの 巧な 提 


唱を 試みたい。 即も 

一、 本年 かを を じが 巧が 人の 
人口 誠杳ピ ホし 前年 ホ實巧 
すべく して 實巧し 得な から 
た 職 楽、 收 入、 資產の 調査 
をけひて適確^:^るぶ礎的數 
字を 明か じする 事。 

二、 經濟力 培養の 捷徑 たる. 貯 
菩獎蝴 、有利 投資を 賞 巧す 


る 事* 


川 苗 I い I 化'" 

TYg が 巨 5 ド CP . 

…’式 品 IWI ご 品 

dEWP .2 巧が 2^^ 

I ごが パ V 八が 

^ U P ^ ts がが^ WM 

'乃 加 |が 

な r sljtj 

一二、 糾育 じが パる 歐洲を 民の 
化應を 調査せ るが 巧を 寃集 
研究して がん 社會 のな 善 施 
設じ資 ずる 事。 

0 上の 目的を 達成ず るが 爲め 
には 化 當の搜 用を 要すべき は 勿 
論で あるから、 商 お 委員 貪じ嘱 

して 一日 もを く 基礎. まを 作製し 
組織的 じ 化 留巧入 經濟力 伸展の 
實殼を 擧げむ ふを 切遵 ずる。 


獨 遊の 新國 家ち 義 傾向で 

第二の 軍縮 U 總望 


フランスの 對獨 恐怖から 


ベ 八 リン 化日發 U 獨遊 聯邦 首 

相户 1 テ <坟 は 昨 ノ ー グア 

}じ觀大統領ヒ ン デ ン ベ 八 ヒ 將 

革を 訪閒 したる 後曠當 なく 將軍 

ど蟲 見を ホ父換 したる 上 巧 閣總鱗 

職 r ^この騰 

思 止リて 一部 聞 旨を 改 

をの 上攸然 首相 ごして 留任す を 

S じ决 した もの i かく、 べ八リ 

ンじ歸 ホす る や 商ち じ 目下 開摧 

中で ある 獨逸 聯邦 經濟會 譲に 出 

席した る上獨 逸の 新 外を 政策 じ 

關 して 重要 a る聲 明を 試みね る 

が 首相は をの 一節 こが' て 聯合 國 

が屢 々ヶ グン 其 他の 聯を 軍磬備 

隊 撒を を聲 明した もじ 拘らや こ 

れを實 がしない 点を 非難し 警瞄 

じ 化ら て 生ずる 經濟的 損失の 事 

實を 指摘して 聯合 國の鐵 化 政策 

を 非難ず る どみ じ フランス 、•へ 

八* キ ー、 お國 、ィ タリ ー の五侧 

國 相を ホ かが 障條 約の 締結を 提 

唱 しを の條件 こして 聯合が はヶ 

八ン ょら 速 かじ 撒を すべきで あ 

ると 演說 したる が、 をの 演說は 

云 ふを もな r ヒン デンべ グヒ將 

軍の 意志を 化を しじ もの £ 認め 

內 かの 巧灌 頗る 甚大なる， と豫期 

せられ、 巧 じ 

國民黨 の 顿端 派は これ 

じ滿 足し、 從 ホヒン デンべ 术ヒ 

將 軍の 立 お 補 じ 反感を 袍き つ！ 

あつた 一部の 國民黨 員 も 首 化の 

聲 明じ滿 足の 盧を 表明し つ： あ 

れ ば、 新を 府の諮 會操縱 も 極め 

てな 易 たるべく 巧勸 派の 勢力は 

伸を する 形勢で あるが、 相 瓦 平 

かお 障條 約に 就ての を 渉 も 今後 

プリ アン 外相、 ナヤ ムバ 1 レン 

外相、 スト；^ ゼ^マン 外相の 間 

じ繼績 される 篱 であるが ヒング 

ンべ 八ヒ將 軍の 就任式は 最初の 一 

五月 五り を 延期して 五月 十一 日 

ごし 將 軍が、 ィノ！ グア I を 出を 

する 際ん フアス シモ 靑年 画の 盛 

大 る 吿別巧 列を 檢閱 すべ < 就 

巧の 儀式は 極めて 備單 どし を 後 

大巧 列を 催す 尝 である。 

ブ シン トン 化 H 獲 U ホ 致當厨 

は獨 逸の 大統® 戦に 對す るを 巧 

の 批評は 監く 化默を ザつ てゐる 

が 大体 じがて 濁 逸の 


外交な 策 ミ •し 何等か 

の變 勘を 生や' る どは 認めず、 獨 

逸に 國家 ホ義の 思想が 著しく 增 

進ずる であらぅ ごい ふ 豫測じ 止 

めて ゐ るが、 ホ飼當 おどして は 

獨 逸の 大統領 戦ょ らも 寧ろ 新 太 

統領に 對 して フランスの 政策が 

いがに 變 動す るかを 注目して ゐ 

る。 即も フランス 化 府は囊 じ獨 

逸國み じを 量の 武器 彈藥 が隱蔽 

されて ゐ た事實 が骚繁 した 0 來 

これを 理由 どして 撒を 延期を 聲 

明す るに 至つ た 關係も あら、 濁 

遮の 國家ま 義的傾 おが ヒン デン 

ベ グヒ將 軍の 就 ほど ホに 更らじ 

'伸長す る； は フランスの 濁 逸 じ 

對 する 恐怖 必を おし 從 つて 

陸軍 縮少 のかき フラン 

ス政 巧は 輿論の 反動を 恐れて 斷 

じて 巧は ず、 獨涩じ 勘す る 不信 
は歐洲 をして 益々 政局を 湛滩た 

らし め米國 政府が 耍望 L つ i あ 

る 第二 軍備 縮 少會議 の 開催 も自 

が 延期の がな かるべく、 現じ 英 

聞 首相 ボ^ ドゥ キン 氏 も 昨日 下 

院 じがて 『第二 軍縮 會議 の開椎 

は 時期 尙早 である』 ど聲 明す る 

じ ま b ホ 國當局 も 亦 これ じ 岡 意 

見で ある。 

西 伯 利金 鑛の 

利權 租借 

英ホ 人が 共同して 

モス々 ゥ 化曰發 u 勞農 政府は 

本日 外國 人じ掛 する 鼓 高の 經濟 

a 借 契約を を 表した。 租借地は 

サィべ リアの 大金 鑛ど稱 せられ 

てゐる レナを 鑛の發 掘權で 租借 

期限 五十 年、 租借 まは 英國の レ 

ナ金磯 組を であるが 金鑛 の見稽 

傾 格は 約 一億 巧 弗 ど 註せられ お 

資の五 割は 米 人が 巧幽が 引受け 

る； VJ なつて ゐ るが、 レナの 金 

鑛 を 掘は 目下 勞農 おが じて 作業 

中で をる か、 ちの 契が が 立 ご 共 

じ巧國 人に これを 手渡ず ベ < を 

掘瞄 域は 數巧巧 英町じ 上る 見这 

であるが。 シア 戰 前のを 産は 一二 

千 五な お 十ー ニブ I ゾ (約 十二 巧 

八 千 二な-ー ハ 十ー ニ パウンド) であ 

つたが、 千 化' 白 か 二 年度は 約 


万千 四な 八十 パゥンド じが 少し 

て ゐる〇 

別項 外電 じ關し ヮプン 
ン ょら 達した 別報に 依れげ レ 
ナを鑛 は 世が ち數 のをを 地と 
て 知られ 從巧 どても 勞 農が が 支 
配の 下 じ 潑掘作 まじ 從 事して ゐ 
たので あるが、 を 産額に 至らて 
はを 府 支配の 諸鑛 山中 じても 最 
ホ 量じ逮 して ゐ たもの ■-か 
，部 ホ 人が 跑は獨 立 じて 勞農お 
府ご 租借 權 をを 渉 中で あつね が 
遂に 奕 人を 租借 まどす る 英ホ人 
の 共同 事業 どなつ じ譯 であ 
元 ホ この レナ 金 鑽の將 ホ じ 就て 
をら 瘡闘 しつ i あつた ホ國 人は 
一昨年の 

關東 震災 じて 不幸 じ 

慘 巧した チェ スター •ビユ リン 
ン 巧で 氏は レナを 鑛を 0 て 化 
が 第一の 金產 地で あるく 稱しァ 
ラスタの S 倍 じ相當 すると 夢想 
し 農々 この 化 ホを 視察し をじグ 

1 ベ' ン •スミス 氏もオ コックょ 

レナ じ 赴き 砂金の 作業を 冬 夏 
を 通じ—- 巧 ひ 得る ホ 法を 同地 じ 
利用した とい ぷ話 もゐ る。 戰前 
同. 地 ホ じ 於け る 巧 業は 重 じ英人 
を 資本 まごし ホ國 A 技師に 依つ 
て 巧 はれて ゐ たどい ふ 話で ある 


黨 はず 穩 なる 陰謀を 廻らし つ i 
ある もの i かく 聲に パリー じて 
逮捕されね 十-人の 共產黨 員は 
短銃 彈藥 等を 所持し 居 b 、 同げ 
に 英國の 外務 大巧 チヤ ムバー レ 
ン 氏を 暗殺 せんごした 陰謀 も 致 
覺 しか 相を 始め ごして 闊 僚は 嚴 
重なる 謹衡 をを けて ゐ るが、 フ 

ランス、 ィ タブ—、 户ン ガリ 1 
ブ八 ダリア、 ゴス トニア 皮び ラ 

ィン ランドを 地の 誉 察は 嚴 重に 
蠻戒し 万一の 武力 革命に 準備し 
ダに て夕 量の 武器 彈藥 等を が 
收 しゎる が、 パリー では 飛 わ 機 

を 利用して 空中から 營戒 する 绪 

である 0 

ン ドン 化扭發 ：：：： デ 1 
テン グラフ 紙 じ 達した 東を 特電 

じ 化れ ぶ 巧 京 巧の メ ー デ-- 巧 則 

じは 二 巧 人の 勞働 者參 加す ベ 
譬視廳 では 二 千 人の 譬宫の 外 陸 

軍 省に 乞 ふて S 千 人の 憲お隊 が 
警戒ず ベく 巧 則は 大阪其 他を 地 
じても 灌 される 舊 である。 

英佛 外相の 

會 見は 六 巧 


コツプ 大使の 

失言 眞僞 

事 賓の眞 相 解らず 
東京 化：：！！ 發= ::義 じ 日本へ を 巧 
のをみ 於 ピン じ 於て 円 露 協定 
は耍 する じ。 シアが ホ 國じ接 あ 
せん V 」 欲す 

道具 である ごい ふ 0外 じ 
柯 等の 偕 値な き 紙 斤 じ 過ぎない 
もので めら、 自 をは 日本 じを 任 
後 H みの 靑年じ 共を あ 想を 登傳 
するど 演說 したる 替傅 わられた 
る 新任 勞 農" シア 駐 目を 權 大使 
コップ 氏は 入を 後 本 問題の 眞僞 
じ 就て 何等 釋明 もせず、 P スタ 
あ 信 化 員な 外の が閒 記者 じは 絕 
對じ會 見を 拒絕 して ゐ るので 
右の 報道が 果して 眞實 でを るか 
は 頗る 問題 ごされ てゐ るが、 る 

の電 おを る 表した 日本 電報 通信 

社は、 ィ^ビン 梅 派 員の 助手が 持 

派 員の 知ら 《 間に 打電した もの 

で、 其 後 グ ビン じ 在留す る 反 

過激派の 間 じ 右の 馈說 なる もの 

が 巧 刷 じされて 配付され てゐる 

事 實をあ 見す るに 及んで あが 

ツブ 氏の 所謂 演說 なる ものは 日 

本 政府 じ對 して 

勞 農。 シア 政府の 眞 意を 

强 いて 誤解せ しめん ごした 反 過 

激 派の 陰謀では をるまい かご 疑 

はれ、 一說じ 化れば 右の 演說が 

支那 新 蘭に 褐載 されても ない 事 

實ょ .らして 或は 加 膝內彌 の反對 

派が 首 化を 政を 的に 陷 けん どし 

て 東を で 陰謀したら のでめ る ま 

いか ホ 云 はれ、 第二の ジノ ダ 

ゲ僞筆 事件 どして 化. 間を 騷 がし 

て ゐる〇 

歐渊 各國で 

赤 派 活躍 


化 H 發 U 歐洲 相互 ホ 和 
保障 條約其 他の 重要なる 問題に 
關聯し フランス 外相 グ 9 アン 氏 
は 巧國の チヤ ムバ 1 レン 外相 芭 
あく 會 をの 箸な b しも 獨 逸の 渐 
大統領 就任 ど 共 じを のを 巧が い 
かじ 變 をを 來 すか 知れない をを 
理由 どし 英國 の提 諮を をれ て 巧 
外相の 會 見は ホる 六 巧 頃まで 延 
期 ご 巧し をの 前 聯を國 大使 會畿 
は獨 逸の 武裝 解除 違な 巧 蘇じ關 
する 會議 を關 催す る 善で もる が 
フランスの 一般 輿論は グ ーブグ 
新 首相の 聲 明に 對し 至つ て^ 
である 0 

外國 航路の 

ホ 船員 獎膽. 

ヮシントン 化り を；：；： ホ 國船船 
厨々 長才 n — ナ！ 氏は 本 り乂 統 
領ク ー リツ デ 巧 と會 見後來 るべ 
-議會 じ對し 船舶 扇 じて は 今を 
船舶 局 巧屬船 ょら 沸 下げられた 
る ホ人經 舊の瀉 船を 社 じ 就觀し 

外國 航路に 勤務ず るを' に 對し乂 

藏 省ょ b 獎觸お VJ して サホ おを 

ま おず る 議案を 提出し 米 國の對 

外 航路を 補助す る玄 いふ 腹案を 

發 ましたる が 船舶 巧に ては 近く 

約 六な 隻の窺 船を K 間に 拂 下げ 

る當 であ 府の 補助金 制度は 夕か 

瑟止 b これを 化 用ず る 答で ある 

ど 去 はれて むる。 


獄績 罷業に 警を 

ま 京 特電 一日 あ U 芳 巧を 使は 
まが 外を が じ 對し靑 島の が截罷 
莱じ 就て お 巧なる 鎭滕 手段を 採 
る樣贊 吿を發 した。 

秩父宮 御 ぉ發期 

東 ま 特電 一日 發=秩 父を 殿下 
じは 五月 サ四 H 巧を 御お發 軍艦 
じ御搭 乘臺轉 、流 球 等を 御見學 
の 後 途中 じて 日本 郵船の 舘岭化 
に 御 移 乘歐洲 に 向は せらる： 尝 
;:*るが、 林權助巧：^夕み輔導役 
たるべし と- 

御 下賜 金 百巧圓 

東京 特電 化 日 發：： r 聖上 陛下に 
は 銀 婚す經 費を 節减 され 靑年幽 
を々 會其 他社 會 事業 じ關 係せ る 
を閣体 じち 巧圓 脚下 賜の 尝 でぁ 
る 0 

獨逸 選擧ミ 論調 

東京 特電 化 日を：：；： 獨 逸の 大 が 
領選 擧に對 する 都下を 彼の 論調 
左の 如し。 

東 巧 朝 ヒン デン バ八 ダ胳 
軍 0 大統領 當 選は 濁 運の 大勢が 
反動 時期 じ 入つ た 事實を 見逃す 
、とは お 巧ね 0 

時事 新報 U 獨 遮は 依然 軍國感 
情に 支配 さる。 國隙關 巧を 輕々 
し < 看過す る ミは 出 ホぬ。 

巧ぶ H 日 = ホ黨 活動の 新舞臺 
が 開けた ご 云 ふを 将 ベく、 環境 
み 第で 如何なる 活躍 も あら 得る 
報知 新聞 ZZ 影響 多大 じて 職を 
國は 神經を 過敏 じして 監視す ベ 
復典 途上の 濁 逸は 大 時期 じ 
遺 遇した。 

國お 新聞 バ！ 卜 時化とは 
霉る巧をを典ふる。 佛國との恃 
別廳 係は 考量を 要ず る。 歐洲を 
國の 反動 傾向は 锅 却す るを は 出 
巧ない。 


趣 ホ 


樓唤く 頃 

木 下 化 雀 

一昔 も 無 < をが 巧る ど、 夢の や 
ぅじ 化が 唤 く。 雨風に なやまさ 
れて も、 化は 默 つて 微笑んで、 
をして 美しく 散つ て 巧く。 巧の 
ホ 練 も 岡へ も 呪 ひもな く、 運命 
じ從ム 柔順な 化、 をの 中で も 日 
本の 國花 として 美しい 楼 が、 首 
都 ワシントン じがて は、 旣じ盛 
を 過ぎて 居 6、 當 地では ブダ 
アサイド •ツ ライクの ソグ チヤ 
メモリ アグの 一 ま 楼は稍 
盛らを 過ぎて ゐ るが、 グラント 
將 軍の 憤 墓から、 が 育 大學の 八 
ま樓 はこれ から 滿開巧 じ 入らん 
どして なます。 なじ 化は 日本の 
嫂に 就て 聊か 回想して みたい。 
をの 國を 表は す 化に 英 國の醬 

薇、 佛國の 百を、 サク ソニアの 

木犀 萃 、濁 逸の しなの き、 スべ 
ンの石 溜、々 ナダの さたぅ か 

へで、 スコツト ランドの 窥 、愛 

蘭の かた ばみ、 ゥ 生— グス のじ 

ら 、ホ國 の橄攪 、お 及の 蓮、 ち 

那 2 化 丹、 お棠 をよ く 形を する 

が實は 茶、 が 遮の けし、 ぺ瓜シ 

アの變 金 香、 伊太 巧の 雛菊、 西 


楼は早 < おく。 お 话槛は 山楼の 
一 補で 白い 小さな 花を 着ける。 
機搜 も山禪 のぅ もで、 一重 巧で 
まばらで ぁ b 白 化は 稚巧禪 ごよ 
く 似て ゐ る。 緋搜の 化は 辨夕 < 
て 小さく、 巧の 中眞 なで 開 < ど 

淡い 赤色が おく。 

3 上の 袖 類から 變 じた ものに 
泰山 府君 、月日、 若木、 香、 普 
賢 象、 照 君、 手 種、 獲を、 節食 
を緋 、トー 瑞撰 なでが ぁる。 をし 
て 朝鮮 滿洲じ もみが されて ゐる 
がを 赌 讚した 詰 歌は 限 b ない 
から 暫く 巧いて、 俳人の 詩襄じ 
散遂ん だ花辨 をが つて 見る。 

を ± の 裳 や 風の 花 あ 鶏が 

井戶 端の 搜 ぁぶなし 酒の 醉 

巧 色 

妻に もど 幾人 あ ふ 花見 哉 破を 
柯事ぞ 化兒る 人み を 刀 ま ホ 
巧 年の よる ごもから ホ 花 盛 b 

智巧 

琢木鳥 や 枯木を さがす 花の 中 

ホ 草 

大佛 の膝埋 むらん 化の 雪 其ち 
化に 埋れて 夢 よら 度に 巧ん 哉 

越ん 

これは— ど ばかち 化の 吉巧 
山 貞室 
あの 山 二 了 登れば 大悲 閣ぞ蕉 
飲み ぁけて 化 活け じせん 二 升 
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英 外相 暗殺の 陰謀 

ロンドン 化 日を； =巧 日の メ 

デ！ をが じして 欧洲を 図の 共を {である。 


首相 暗殺 ホを が 

政界に 波 絞 

內 田な 平氏 收監 

東京 特電 化 H 發= 加 膝 首相の 

暗殺 ホを 事が じ 關聯し 犯人で ぁ 

る 一一 一人の 寿 年の 自白 じ 化 b て蠻 

視廳は 俄か じを 動を 開始し 純を 

選 同盟を 慎 糖し 所謂 國粹 おの 名 

± ど 連絡して 化帶 まの みの 選擧 

權擴 張を 唱導し つ i ぁつね 黒 龍 

會の 宜頭內 田を 平氏は 檢事 厨に 

召喚 取調を 受けた る 後收監 され 

たが、 暗殺 計 蕾は 某政黨 領袖よ 

の おを 說髙く 事件は 波が を 嘴 

いて 上院 講 員、 欧黨 首腦じ もな 

ぼしが をに 一 链勒が 持 上る 模馈 


來 

福 

'加 

遭 


遺 


轉務艦 早 稱觀戰 

ホ./ ググ化 H 發 u 過日 終了し 
たる ホ國 海軍の 大演潛 じ 關聯し 
目下 當 化で 話題 じ 上つ て ゐる所 
じ 浓れぶ 日本が 軍の 特務 艦早辆 
は サンべ ドロより 重 洒を蹟 込み 
ホ國 艦隊に 附随して 窠 港よ b 布 
哇じ來 9 な擊 艦隊の 實 情を 具 さ 
じ觀戰 しれもの i かく 早 辆の艦 
長 等は 本日 旗艦 シア トグ 號じク 
ンズ 提督を を 式 じ 訪問した 

不正 入國を 調査 

ゾ ；5 v ン トン 化 日 獲；：：；； 國務 省は 
愛蘭 自由 抑當 局よ ちの 注意を 受 
け 目下 ホ 國を地 じて 演說 中で ぁ 
るを 蘭 濁 立派め 志 ± マタ スキ こ 
氏の み妹メ 9 —罐が 無 旅券 じ 
てホ國 じ入國 した 事實じ 願し 移 
ほ 誠の 調杳を 命じた が、 磯は 無 
旅券 乂國の 事實を 容認し 若し お 
獄 される。 らば 斷 をして これに 
反 巧 するど 云つ てなる。 

宣統帝 渡 日ぜず 

化 京 化日發 U 目下 天津 じて 
本總 領事 保護の 下にを 活 して ゐ 
る宣統 帝は をく H 本 じじ 命す ベ 

しと 傳 わられて ゐ たが 本日 天 律 

タイ ムス 記ち ごの 會見談 じ 於て 

幼 帝は 列强 なを 上の 關係も ぁる 

ので 化の 際 日本 じ 赴く のは 中止 

すると 聲 明し 歡然 天津 じ 踏 止る 

らしい。 
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码巧廿 一 H ボストンょ 6 漢堡港 じ 向け 加を 太 沖を 航巧 
中風 濤の爲 めじが 沒 した 國際激 船 會社所 屬な船 ホ 福 化 船 
員を 滅の 悲劇は 近 ホ 稀 有の 藤 鼻な お ホ 事で 實じ 座視す る 
じ 忍びない ので ぁらまず。 を じ 本社は 化 際 在留 同胞 諸君 
じ訴 へて 巧 福化搬 長な 下 一二 十八 名の 遺族の 爲 めじ 義 をを 
募ら 之を な國じ 送つ て聊巧 天の 靈を弔 ひ 且つ 遺族の 巧を 
慰め やぅ ご蒋 ます。 何卒 多少を 諭せず 奮つ て化義 擧じ應 
せられん をを 祈 b ます。 巧 ほ 御 送附の 義金は 本紙 上に 巧 
名を 額を 發 をして 之を 領收証 じ 化 わます。 

募集 金額 夕少を 論せ ゃ 

締切 期 目 五ち 十六 目 
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五月 二日 


國隙潇 船會社 本店を 經 
て適當 じ頻與 する こ VI 

紐 育 新報 社 


出 化が かの ぷ 

地 〔5 巧 1 ' SBOSy が 

相 巧芭ま C W 

式. m-s が 

株ぷ 昔 卽化机 S 1 

則 aB 。 透 M nah 

W 物， 2 r 加 
貿バ だ- 削ぶ 
島 r 網 W i 


班 牙の 蜜が、 秘 露の 向日葵な で 
をの 國の國 技 tt が をれ--^ 化 じ 
まれて ゐて 面白い。 日本の 國花 
は樓 花で ある。 左 あの 大庭じ も 
帶 へられ、 貫 之が 「鞭ょ ちま さ 
る 花な き 化 じれげ」 ごい ひ、 宣 j 

長の 「朝日に 巧 ふ山楼 花」 どを つ 
て 鞭々 をの 裏書を して ゐ る。 

彼岸 趣 どな 垂搜が 魁 どして お 
き 出ます。 を 秋 二度 化の 開く 不 
齡稷 はこれ の變 硬で ある。 徵の 
禪 類は 非常 じ ぞい、 をの 中 じて 
まな ものは、 山稷 、大山 權 、深 
山楼 、八重 樓 、吉 野稷、 染井吉 
野、 T 子楼 、ま 山搜 、おおし、 
小稷 、猪 撰、 熊谷稷 、伊勢 樓、 
緋楼 、樓楼 、ち 明 撰、. 桐 ヶ谷樓 
等 巧化數 多く ある。 

山 撰は 义大撰 ども 云つ て、 幹 
は 島 さ 六と 丈 じ もぶ び 周 国 ー ホ 
餘の もまれ じある。 化は 一重で 
徑と 八寸じ 過ぎない。 ま 野、 大 
山、 を 山 みなこの 一輔で ある。 
八重 一重、 又の名 車 返しは、 

珍 補で 一枝の 中 じ 八重 一重 相を 

つて 色を ずつ て 美しい。' 么 はも 

ど 鎌 倉の 桐ケ なよ b がわので 桐 

ケ各徵 ごも 云って 花は 還い、 江 

戶樓 ともい つて、 變穗 の熊ケ を 


樽 芭蕉 
いざ 巧 ゎ てん 中 見せん 山楼 

一鐵 

花 提げて や b ' てが 濁ら 寺詣ち 

其 巧 

觀の內 ご 外 

♦英國 は 愈々 お 本位を 復活し 

た。 併し 日本のを 輸 解禁は 時期 

尙早 でぁる 相 だ。 マァ ゆつ くら 

さつし やい、 をの 中-し 爲替も 逆 

轉す るから。 

互 一浦た まきさん が 演唱會 を 

催す。 目的は ホ 福 化の 遺族 義を 

裳 集 ど 美の 敎會 の會無 建築 豐ご 

いふから 同胞 も 精々 應援 し、 を 

の 目的の 貫徹を 計らなければ な 

ら ない。 でない W 裳 用 倒れ じな 

つては 巧 角の 目的が 泣く。 

♦加 藤 首 巧が 白色 派に 唔 おさ 

れんごし じら、 巧 固の チヤ ムバ 

1 レン 氏は ホ 客に 晩 まれて 键戒 

中 W をる。 「我が 吳國」 流の 金佛 

音 相 も さぞ お足して る だら ち 
♦ r ィ中 フン ドのを 十-マ クス 
キこ 一 の 妹が 無 旅券で ホ 國じ上 
陸し を 地で 誰. 演 して ゐ る。 名 ± 
の 親類なら 不正 入闽は 見て 見ね 
ふちを しても い t もの か 知ら。 
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Dr* T • じ Takami 
176 Giifnberi 如 d 祝 お miki 矜 
Jei, Sumberiand 2311 


に E；.Yosh も M.D. 

3 が W. ?1 がな .’ 

Tel. Endicoft お 3G-8?28 


T. KASAI 

Marchant 

Tailor 

か 

TIMES BUiLDING 
Boom 304 
HEW IfORK 


Phone 
む yant 33 け 


Y . げ〇 

巧 3 Eesf 賊 d Si. 
Cor. Lexington わ e .， 


NIPPON TAILORING CO. 

300 W. 58th St. 

Tel. Columbus 4173 


KAN 之 O OGURi M.D. 
214 High Sh Brooklyn 
Tel. Cumberland 1080 


TOYO TSUGARU 

Scientific Japanese Masseur. 

74 W. 89 址 iStr が t, 

Phone. Schuyler 9387 


K, Iwamol:o, M- D. 

114 、が . 7(Jtb St. 

Tel. T raf aigar 0352 


Motoi i s 社 chiya d.m.d. 
11B Si Stephen SL 
Boston Mass. 

Tel. Sacicbay 1 的 33 


S.Yokfl が， 0, 目 , 

1()4 化 お nd な， 
Tei. fiiv が おお &828 


NARATRABI 舶閒 . 

45-47 E. 20 比 St. 

Te し Cakdonia 9 巧 5 



が TO DOE STY け 
Custom 

Tailor 


71 巧 • 441b 化 も Y . む も 
なし お 相が おお 25 が 


JAPAN ART STUDIO 

624 は XH3KT 日 fi AVE . ん Y. 

TEL PliZA が 38 


Koike Studio 

4 おお h むら 
Cor. が 化が . 

T •し Caledonia 6394 


Nippon Dry ぃ ood る Co. 

1261 Sroadw が， Ci わ， Gar. 31 sf な . 
Telephone Penn. 5S 郎 
む om 巧 51 


imol 日 Bros , inc. 

(Farm が iy M が ubachi & C 日 .) 
17 East 1 む h お . お J. 
Tel. お u がが ani お 巧 


Miss. Blanche Fisher 

1264 Le ん Ave. Cor. 85th iSt. 

授教語 吳人婦 


DR. BLOOM 

34th Dor. 3rd Avenue 

58 化 Si. Cor. Lexington ive. 

125 化な . むし わ rk Avenue 

Dr. G. H. Martin 

DENTIST 
? が U 加が cm わ も Cor. 5 お h St. 
Phone ぷ 6 が 11 ^ が お 

DR . 比ん GARDNER ん L.CEASAR,M.D. 

目 58 MadisDn ゎも 8et. 邮 8 !s! 化 . 1 日 抓 h S’ree! 

Tel. Reg 加 潔 

ト ド じ 日 M 堪最夕 

ルクが T 本 ] i 能 新年 重 疑 • 

ノ州 懇諸 g て 巧 經丢 ? 

ル 1 切 君 程 信學驗 を 主 
] 認 じじ 簾 用 手を ^ 

1 治は n 篤 術の ira 
ム 療特 II しじて 

こ ； T H 多 ii 
寧 本年 新 旅 
マ 懇人 のま 胃 

1 巧 諸經無 

1 じ 君驗痛 W 
チ旌 はを を ^ 
術 特化 簇 
ン 卞 じて 11 

J 胃ち 需暑 { 齒 S 喉 晒 鼻耳馨 

時 S S 慧髮壽 科 f 离時察 診 

九 一！ を 間 ^ 午 正 至 時 十 前を 自 
甲甲 + 甲 A © 時 八 至 時 六 後午宮 


YUKIO NISHiMURA, M. G. 

314 Wes! lllih Street 
Tel, が Qmimsnt [!278 

療治 樣學 科經神 

揉 筋、 腹 接、 摩按流 本。 

ムジ グ カデメ 、巧 ー サツ マ ま輿墙 
療治 氣電 びぶ 水 〇スク ッブ マナ 
叢を 踪學 ービ ラン オジイ フ輿瑞 育が 

男 幸 村 西 I 

て じを 自は义 張 お 療治 
弗 2 張 お 0 巧 二回 一は 方 御の 人ネ H 



F. 1. FREDERICS CO. 

醫巧醒 學大延 比输を 

138 E. 的 化な. む rk 

1144 わ ！ i わ e., hei. 8 お h-8 础 Sts. 


New Yoric Auto School 


228 な 如 mi Av も， む r. 1 が h な . 



兩晝二 蓮己ス ラ 轉緯自 
科 及十轉 十保ィ をを 動 
あが 击:ホ 直 証 セ 敎び単 
な學 巧は 巧す ン 巧連修 


車 動自貸 



SATSUMA COMPANY 

2S け B’way C か Tel. Riverside がの 

御 商 間 可 大郊間 別 巧 
ゆ會薩 化勉外 十五 巧 
出色 摩 お 趣ら ホ 11 壬特 


KOSHIBA 

STUDIO 

舘眞 寫柴小 

661 Fifth む e.i 
Tel. Plaza お 12 

Branch Studio 
Westminster な red, 

わが idence R . し 



圳化 PS & PE 郎 Y 

3 Maiden Lane N. Y. 
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メ ー シ ー は紐育 最大の デ パ ー トメ ント 商な であ 
らます。 新ら しい 昇を 機 どユス カン タ I は廣潤 
な 巧內じ 於け る 皆 樣のお 買物 じ 巧を S 憾快 とを 
與 へて ゐ ます 

他 巧で 二 弗す る ものなら ばメ ー シ 1 では 一 
巧 八十 八 仙 或は をれ な 下で 買へ るを をで ぅ 
ぞ御 記憶 下さい 

日本へ 御 巧 物を 御 送ら じな b たい 節 又は 御 巧 物 
際して 御用の 海 合は パ I ソナグ ショッピング 
ビュ 101 を お尋ね 下さい、 親切に 御 使' 妊を 針 
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御歸 朝の 御 ±產 一切 

時計の 修簿は 巧險付 じて 確實 

じ 巧 川 自身が 致し ょす 

お 脊市西 四十 IIT 目 旧と 番 
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ホ國ま 英語を 話す を 
は 成功の 第一義です 
本校 じは 日本人 敎授 
じ 惟れ た專任 婦人を 
師 あら 懇切 じ 會話殖 
信 文な を 語を 敎授し 
ます。 日曜 週 U ぶじ 
午前 化 時ょ b 午後 干 
時まで 開校し ー レ： 
スン - V 十她づ 、〜。 ホ 
H 直 もじ ホ 校 あれ。 
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瀬 巧擔ほ 
懇切 敎授 
夕と 時 開 
校勞 働を 
暇 勉學の 
便 ぁらを 
業 証書 撰 
お 就職口 
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取次ぶ 

東京 巧會 

西 六十 五 了 目 

一四 0 


千で 立方 巧 じ 達す も。 

新茶のを リおづ 

巧 あの 走 b はと H 位 遲れ涯 段 
は 昨年よ ら廣 い。 

ゆ 糖 取引所 問題 

大阪が 糖 取引所 設立 說は勸 み 
有留 となつ て ホた。 尙 ほを 巧 未 
よち 砂糖が 荷激 ちした。 

B 銀の 限外 發巧 

最 巧の 日銀 帳な によれば 限外 
發巧 高は と 千 八 百 六十 一: 万 四千 
田じて、 。 1グ翌日顿は 一 錢と 
厘 五毛 よら 一錢八 厘' 五を を唱へ 
てゐ る。 而 して 日銀 週報 じよれ 
ば 政府 預金 激减し 鞍を 巧の 新 記 
録で をる ご。 

朝鮮 銀 わ 利下げ 

朝鮮 銀行に ては 一一 厘 よら 二 厘 
ホの 利下げを したん 

勞働 賃金 稍 騰貴 

東京 巿內 の勞潑 賃金 一一 一巧 度は 
二 巧 よら ニ ホ 高で ある。 

葛 原を 藏庵 救濟 

資本金 二 千 巧 凹の 葛 原 冷藏庫 
巧ま會 社債 權 をは 整理 運動^で 
をる。 t 

別電 =： 葛 原 冷 藏庫お ま 曾 社の 
救濟は 案外ち 望 じて 債權 をど大 
ホの 読解を 遂げね ご 傅 へらる。 

中島 男 就な 拒絕 

人氣薄 じて 中島 义巧吉 男は 東 
京 復興 建築 會 社々 長 就 巧を 拒絕 
しわ。 = 巧. 上 四ち. 化 日發 


電氣 仕事 一切 

下羽電 氣蘭會 

2021 1 Broadway 

TeUndic を 10270 


罰の 减稅 某に 

吳國の 金本位 回復.. 

新が 護關稅 法には 反對が 多い 


英国のを 本位 制 お活は 從來ど 
て もが々 巧され たおで あ 6、 一 
部の 經濟學 者を 除き。 ン ドン 財 

ホの 輿 給 も 之に 合を してむ たが 

化 間英國 巧が はる も愼 重。 る 態 

巧を なて 

復活 意義 の完 をを 巧す 

るむ め 英巧銀 巧 頭取 ノ八 マン 氏 

の 巧 ホと なち、 常 化 にがては 米 
國蹄邦 準 脂が 巧の 巨頭 述ご協 港 

を蛋 ねて 先づを 本位 制な 活じ必 

お G る巧貨 バウンド 相 煤のを 礎 

をお固たらしわるろごなら、 或 

る 協を が 成な したお お バウンド 

相 媒は是 ぼ お 面に 上騰した ので 

めが は 化 磯 曾を 利用して をぶ 化 

制" 化活 をを 衣す る MJ どな 6、 遂 

じ 去る 廿八 n 大藏尙 ♦ナヤ— チ 

八 氏は 巧 府豫结 おの 提出 ど 共 r 

化新软 策を をを し、 なじ 過去 十 

年 じ K る 巧 固のを おは 解禁す る 

^どなったが、'從ホの紙あ记化 

然 流用し 英 蘭が 巧の 方針 じよら 

岛由じ 之を 金貨 ど轉读 する； ご 

なつた。 英歐の 現な 國內 正貨 巧 

瞄 額け-億 五 千 I 二な 巧 バウンド 

であるが 、これな 外 

對米 負債 の 利 丫ま拂 準 

備 (今年 二 巧 及び 十二月) と して 

一 化 六 千 六な 巧 ホを 別に' 愼 立て 

巧 じな 巧 調節 資を どして 米闡赖 

が 準 魄お巧 よら 二 慮 弗、 モ八ダ 

ン が 團 よら-億 巧を M 帖 じても 

强 ぶす る 契約が 成立し 金本位制 

化活 後の 爲替勘 搖ど諸 投機を 巧 

止す る； どなつ てゐ る。 而 して 

チヤー チ 八 巧の 豫算說 明 じよれ 

ば 現な の 稅を收 入は 明年 一二 骨化 

一日には 二 千 六 巧 近 十で パ ウン 

ドの 剩余 をを 生やべ く、 支お豫 

算 はと 億乂千 九が 五十 方 パ クン 

ド じして 前年度に 比し 九げ 五十 

万 パウンド のち 加で あるが、 右 

の 差 巧は 巧 逸 よらの 賊 償を じて 

補 巧す ベ < 、フランス よらの 負 

巧 支槐は 

ホ だ豫算 のをを 有し 

て & ない ご 云つ てゐ る。 歲乂方 

;面 じ 於け る 顯著^^變化 は 死，0^ 

.を 巧した る も 普通 巧 待 巧に 約 一一 

御の 滅稅 を斷 巧ず る ど 共に 絹物 

じ 新ら L く 課税し、 且つ 巧衝內 

閣當 時. 旦化棄 された マッヶン 

ナ稅 なをな® する じ 至つ た ミで 

ある。 巧阐 のを 本な 制な 活ど共 

しか 賊’ 凌洲 もを ホに 金輪 解禁 

を错 明し， フランス も 亦な < 巧檢 

の 政 おに 出づ べき 形势 であるが 

マッヶンナ 稅 法は 時計、 宜動車 

樂器等 じ おする S 削 S ホの 化 蔑 

顆稅を 課する ものである。 一般 

^ の輿論はを本位制の化活ごが祝 

-じ大 貧 成のを を お 明して ゐ るが 

新が 誰视稅 法は なお 媒よ b 猛烈 

^:^お對ををけるおおごある。 

俊活の 影馨は 

を 世界的 

フ ーグア ー 巧 語る 

お 劇のを 本位 回 おは 米 國の農 

，作物 お出に 好 影 巧を 典 ふるもの 


ごして 规 るが 評を 裤 して ゐ るが 
巧な を 宫フ I ゲァ r 氏は 其 おお 
としてを 化 おの 

^ 一網 C を陈 くな 外の 國家 
はを 本位 じな 巧して 其 影響は 世 
巧 的で ある どの 意見を 抱き 「現 
なを 化 おを 銷羅 する 闡 家の 輸出 
入 貿易 おがは 約 四な 五十 億 弗に 
速す ベ < 、この 中 己な 五十 億 巧 
は 金本位を 0 てな 引して ゐ るが 

マ グクも ド ー ズま じょら 英圃の 

を 本位 回な じ 追随す るに 至る ベ 
し」 ど說 き、 おじ 目下ち 替相巧 

が 健を な 巧 おじ あるを 國 をの 千 

化な 廿 一二 年度に 於け る 貿易 額は 

歐が がが 六十と 億 四千 一二 巧で 弗 

極東 及び 近東が 五十六 撼五千 五 

巧 万 弗、 ラテン •ア メプ カが 十四 

億 八 千 ホ 百 九十 五 方 ホ、 化 ホが 

义 十八 億み 千 二な 万 巧、 南阿が 

四 億 一 千 八' 再で 巧、 南米が 十四 

億 ホ 千 巧 化 S 巧 巧 じ 達して ゐる 

從 つて 英國 のを 本位 復活が 

世界的 ミミ 變 口爲替 

差違ょ b 生す る 取引 上の 投機は 

减 少して 資 あは 旨 然 健を 狀態 

ご なるべく、 化 間 一時 中間 的が 

景氣を 生む 傑な 現象が あるか も 

知れない けれ 共 >將 巧の 貿為じ 

はが おを 生ずる であらう ど 語つ 

てなる 0 


と 云へ ば 西 巧 借 おのみの 如 <考 
へて ゐ るが 

諸 借欽鑽 はち じ 左の か 

<邑 額 じ 速して ゐる どい ふ。 

=單 位： 白 巧 W 


西 お浩欽 
兵器 借 お 
支拂 借を 
九 ホ 借 歎 
を 装借敎 
計 


一四 〇 

ご 一〇 
一二 〇 
ごて 
1 〇 
二 四 八 




佛貨閒 題 ミ 

對 支借欽 

前 巧の 本紙 じ旣 報した 如く フ 

ランス ど 支那が 闡巧 事が の 賠償 

ま 彿に關 して ぞ那 側は フラン 紙 

お ま 拂をま 張す るじ對 し、 フラ 

ンス侧 はを フラン 支 沸を ホ 張し 

てが お 中の 處 結局 ホ 國の 巧を 化 

てホ濟 する 2 となつ た。 右 じ 就 

て 巖化接 手した H 本よ 6 の 特報 

じよれば を々 をの 問題が 解 巧し 

た ごする ご 例の 華が 條約 じよつ 

て聯跑 九ヶ國 はま 那關親 增徵問 

題 卯 も /' 

ホ^‘ の 五 ホを と ホ 五が 

じ 引 上ぐ る まを 議 する ミ どなら 

巧國も亦之じ參加する£ どなつ 

た。 が 結果 食 讓が豫 を 通 b 順調 

じ 進 巧 すれば なじ 始めて 凿そ借 

嫉問題の整理じ着手する^ごな 

b 、 巧 か界の 癌睡ご 見られて ゐ 

る 西 巧惜铁 み 他の 整理を 見る i 

ごむる 譯で掛 支 惜獄觸 係の 一般 

M 巧は 素 よら 巧が 務當局 も 化を 

フラン 問題 解み じ 深甚のを 恵を 

桃つ てなる。 巧し 化 問題が 順調 

じ 解が すれば 夕み 今回 新設され 

た 大藏省 巧 預金 迷 用 委貴會 の お 

業 ごして 巧 初の 潰ら 重要なる 讓： 

題 ごな 6、 預金 部を 員 窝の眞 憤 

化が とに よら 始めて 認められる 

をになる からが 務當树 は 大いに 

底氣这 んでゐ るが、 が 務當 局は I 

お 女 借 飲 整理の 方針 ごして 

.1 、 政治 借を よら も 經濟借 疑を 

先き どす る I 

二、 扔が權 質な もの よらは す髓 

ちなら のを 先き どす る 

蘆嚮 である。 が閒 では 對支 借欽 


化 中を 治 借 歎は 巧 巧 借 おの 一 部 
たるを 戰借欽 二 千 巧 田 及び 兵器 
借 おの S 千で 田、 計 五 千 巧 凹で 
殘る一 一億 凹は 所謂 經濟借 歎じ 該 
'當 する ものである。 故 じ 愈々 對 
ぞ借 歎の 整理 どなれば 化 約 二 億 
阳 中から 比較的 担保 不確實 な も 
のから 順次 じ 整理し なければ な 
ら 3 が、 さて 然 らば 整理 資金 ど 
なるべき 勵 稅增徵 じょる 收 入は 
幾何 かどい ふじ 現 巧 率五步 をと 
ホ-五 旌じ 即ち ニ ホ 五 旗を 巧 率し 
て 得べき 關 稅ち徵 額は 約 S 千と 
八 巧 旧 ご 云 はれて ゐ る。 今 之を 
巧 國の點 モ惜疑 総額と 億 W 余に 
對 L がみ 比例で 割當 つる iw な 
るべ く、 我 固の 

受取み は 緩？ 億-五 千で 

阳じ逊 し 一千で 田程废 であるが 
化 I 千万のを なて 支那 政が をし 

てを 債を 發 わせし め、 化を 債を 

巧 お 支 借を 中の 比較的 不 確な 巧 

ど 引換へ 樣 ごい ふので ある。 而 

して 預金 部 委員 會に附 すべき も 

のは 割 ま 借 歎のを 部では な < ま 

ごして 政府 飄 係の ものであるが 

而も 預金 部が 是非とも 附議 巧定 

しな けれ じなら ぬ ものは 左の 如 

くで ある。：：：：： 單位 千の 

興 銀 借な 資金 三 一、 三 ハ 0 

東西 興業 借 致 二、 五 〇〇 

を 通 銀が 借談 二 〇、 000 

計 五ー ニ、 六 ホ 0 

脚も么 だけは 預を 部の 直を 關係 

かで、 是 等は 孰れ も 經濟借 歎で 

あるから 關 稅會議 がの おじ 進涉 

し 愈々 掛支借 疑 整理 どなれば 預 

を 部は 先づ是 等を 溝】 じ 附議 解 

決する 善で ある ど。 

金本位 復活 ご 

我が 蔡輸令 

解禁は 時期 尙早 

東京 特電 四月 化 H 發 == 巧閣藏 

化の 金本位 復活、 を叛 解禁 (ラィ 

センス シス ブム じよる) 聲明じ 

關聯し U 本では 金輸 解禁は 尙早 

である ど 横口藏 相は 語つ た。 尙 

ほ 英閣の 生糸 稅徵收 は 輸出 額の 

夕大 ならざる 日本 じ凿 しては 影 

響ず る 處輕微 である どは 專巧家 

の 一を する 處 であ 和。 

〔本社 ま 京 特電】 

東京の 市 瘍物價 

銳鐵は 生産 增加 じて 化が 軟弱 

が 糖は 漸落し 目安 弱く 東京 精糖 

はか sw と十馈 、を 蜜 現物 十八 

山 五十 錢 、大阪 精糖 だ廿 111 W と 

十錢 、を 蜜 現物 十八 凹 四十 链を 

唯へ、 綿 ホは 低 値で 巧 合 ひ。 プ 

ラチナ 物は 巧貨滩 じて 漸騰ホ 調 

莫巧 输は繪 落し 其 前途は 留み薄 

である 0 

西 山 油 旧の 噴 油 

H 本 お ホ 食 社 所 だの 新 凝縣西 

山 油田は 巧 池 巧斯嗔 出し 其 直 一二 


J な p る 打 ese Tea Room 
1802 M Street, N. W. 

Tei. Franklin 1577 


32? W. が th St. 
Caiumbus 0 が 2 

く ぷ 一寸 一 


H.K0KUMAI 

の - 64 W. 124th Sireet 

Y レ屢 話 j 電 

C ふ レ 
A 、 ブホム 
ん、 I 四と 
ノク I 四 一 
隣* 八 西 
ジス 么 八 五 


巧 六 第 
ご 目 了 四十 田 
f 占 目 了 お 十四 


Beem Nom Low 

474-6 化 Ave. 

Bet. 28th>29th St. 


Suey Pang's 

RESTAURANT 
459 Si 加む も 
Set. 27 化 - 巧 比な s. 


City Hall Tea Gad 

170 Nassau St. City 
Ne がわ 曲 e Tribune Bl( 
Loo Lin Manager 


I Toyo K 誦 

! 41 に 19 比 託 

Bel. 8’way & 4 化む e" 
Tel. お uyvesant がが 


DARUMA 

7 が一 か!！ わ も 

Tel, Bryant 3859 


ASAHi KWAN 

163 E. 56thSt. 
TeLPkiza 6399 


YOSHINO-YA 

70 Greenwich St 
New Yojrk 

Tel . む wling - む een 10 巧 3 



ろ UYEHl 盼 


35 East 29th がけ 丘 奮 
Tei. Madison Sq . 巧が 


Kawasoye Hotel 

1 お W が f 123nl Sireet. 

Te し M 肌 lin が idfi 7154 



oMiy^Ss* 

340 W. 58th St. 

Telephone: 
Columbus 8882 


(班 日 •水) 司咨ぉ 


號八货 巧 干 一 を 盈 おで i な ; pmtp 巧を® むな を 巧 し 日曜 主） (1 二 月 _ 丘 ザ 四十 正大 


華盛頓 

お ざ I 

日本料理 

あじ 御旅 舘 


御烘當 並びに 
御 家を 支 あし 
御 下宿 

i M 

TCB5 

壽 司、 緩蒲燒 
每お智 らます 


南 


ぞ那 て 

料理 

ぉ廳 茶園で 永年 御を 顧を ずけ 
,1 たを 文で 御座いまず 


ぶ h 〇 1 
\ が？ 

N 谢 ： f i 



w H 本 じ 住み、 日本語 
巧 を 話し、 臂樣 の御嗜 
巧 じ 適する 御 巧理を 調進 致 巧 
r- 度 エン* ユ！ タァ めでで ず 


最新式 六 解. 建 

便利、 淸洒 、待遇 懇切、 お 巧 化廉、 
を 着 化 巧 之 候 都度 波と 壌に 巧 張 
シア ト^ボ 第 ホ 巧 一一 一〇 ホを 
エヌビ — ホテル 
— 電話 メ！ ン—ご 亢あ二 

藤 ホ 旅館 ミ 巧 

A ち sayn 資 d Ave., 
Seattle. Wash • 

日本が 患 船 切 蒋御申 这じ應 じ 
萬 事 御 使を じ 卸 おをひ 申 上 侯 

を 港‘* 水 テ 八 

▼目 本 御料 巧 (別間 ぁ .9) 

を 港々 リホ瓜 こ ア街ム ハ ーニ 
電話 カネ ー 1 八) 六 

口 1 サン ゼ ルス 地方の 御 
.觀 ホには 最善の 御巧宜 を 計ら ホ 

A クバ- 

ホ テ 声 

羅 が 巧 じめ ける 同胞 經舊 中最 
新式 高等 ホブグ でぁ-^ 至ず 
羅府東 一 街 一二 九 半 
音 香 「ク アン ダ ィキと 六 五 九 
電請 L タツ々 丄 1 K さ 一一 

貸 自動 幸 (牧野) 

羅府名 巧御觀 ホには 最も 精通し 
た ドラィバ ー が 御 案內申 上まず 

ボストン 案 巧 

貸 旨 勸単業 ■河 西 
諸 古跡、 大學 巧、 エ瘍其 化 一般の 
紹介 及び 通 辯 もします ぎ 置 岩 
ジ I すを Bay 77 邑 70 Bat ミ ia Si. 

ボストン 巧 

富 ± 旅 舘大浦 ホ 松 

1 さ 穿 養 si 马資 . Bost 呈 Mass. 

ジ ー’ Baclc 查骂 70 

豆腐 油揚 

煎餅 製造 卸、 ふ寶 
U 本を 科 箱) 巧. 

旧 中 
第二 寫 八な 八十 五を 
電話 プラザ 五 二 一八 


よき 
なる 案 


な 住み 瓜 地 

ホ淸 がなる 

松林 好か 

養 Lexington Ave. Tel- 量 d. ぎ爸ご 


挪 下宿 鴨ホ乂 

47 で 0 ち 置 Place 

bet. 1st-2ndiUe ■呈 L 42nd 度. 

Tel. M ミ ray 至 129 里 


紐 育 旅 錐 田 中 ぁホ郞 

を 四十 了 目 二 四 二を 
ぎ Caledonia 黄 74 


新鮮を か 一切 

日本人 向きのを 魚 澤山取 6 描へ 
特別 廉 憤で 大勉强 致します 
サヴォ ナ魚店 
•Josejph wavona 

援 4 "w. 61st 望. 

Tel. oolllmb 養 91 援 

極上の 魚類 

季節の 斬鮮の 魚貝類 グ澤 山滿勺 
て 居 b まずから 御賞辣 下さい。 

ァピセ ロ 魚 店 一 
82 Bayard S 产 Tei. で anklin を 還 



舞踏 敎遞 

▼社を ダンスん 
▼表情 ホ 操ん 
紳± 、淑女、 ぶ 十 
供さん ホ じげ- ill に 
敎授 致し ホ。 ホ. 前 
十 時ょ ち 午後 十一-一 
時窠 H 曜を 膝 ，、 I 

シャリフ •ダン ンで 

ング 師範 學校卒 藥' 

上 杉 タマ 


コ ミツ クオ •ヘラ I 

、く 

每 巧： = 八 時 一一 一十を _ 
マテ ネ 1= 水曜 及び ± 應 
- 午後 一一 時化を _ 

長ち St 羣 T 臺是 

44lh St. West of 巧 way 



▼ご 覆 = 淸 潔、 親が、 

勢 州館舘 ま# 

ま 巧 伊勢 事-を 久間榮 が 
225 尚. 58th Str ま t 
ぎを g ミこ 這 

電話 レキシントン 巧 八 五 五 

.岩 巧旅鑑 

巧 十五 了 目 二な 巧 


西 六十 五 T 目な 醒 十六 巧 

一力 旅館 大橋 

電話 ユン デ コット \ 六】 〇 


御 下宿 

自ぉ 寧'- 

58 ジ nds St. Br 呂罢 n, N. Y. 

す ik 臺 e 7475 

中 村 埋髮巧 

申が 萬ぶ 
31 W •苦す S 三. Y. City 
穿 t- Columbus Ave. & Gen す al l*ark 巧 est 

日本 理髮 館が— 

新 ま 洗髮の 設備 あら 迅速 T 巧を 
替 どし 精々 勉强 致します \ 

西 四十 一二 了 目 巧 番地 二 一呂 六 おを 

タ ジブ フロア (蘇-ー ハ 街* 心 凹 十ー ニ 了 目角】 


宮川 事務所 

持續的 奮屬の 同胞に 的確なる 曠 
藥を 周旋し ます。 

お ち ミミ tagie Jlgency 
養 W. ます St. N. Y. c. 

Tel- ザ yanf 77 苦 86 ま 


電話 プラィア) 卜 
八 〇 と 九 I 八 八と 一二 
日願ぷ びが 間は 
ケロッグ 00 .四 四 

妍 SS 特長 

紐 育 巧 西 巧 十四 下目 
J 二 下 二八を 

二 磨) 

.ま 店 

一 147 Claremont A ま. 量 falo , N . Y . 

; ぎ 置 ま 111 さ 呈 
ま 巧 寺 S. F. K. を 0. 


目 

ホ 

- 二-こ： 

桂 一 

一を >i 


美味 じして 淸潔 

般 I 晶南樓 

午前 十 時よ を属 S 
午 煎ろ 時まで 


巧廳 茶園 

司 理人法 蓮 
出 叢の ホには 疊飯 
の 御 便利 じ 備へ夜 
間會 庵の 御 巧じ應 
ず V く お 間 巧キ相 
す變 おお 立願 度な 
紙上 御 案 內申上 候 


支那 御 料理 

彭瑞樓 

日本人 諸君を 
歎迎 致します 


する ぶ娶 はなから うど 思 ふ 。通 
逝ず るが 落 じは 知名の ものが 夕 
く、 特に タリー •タゥンは 石油王 
の 住所で 知られ 其 化 側 じある ス 

ブ^— ヒ*— •户 口*— は ブ シン トン • 

ァ！ ゲ ィングの 名で 忘れられな 
い。 巧く 處大槪 豪家の 屋敷が 鶴 
いて ゐ るから 手入れが よくして 
あつ r 實じ氣 持が よい。 併し 水 
道路は 巿 おを 開な ので 遠盧 する 
MJ なく 勉迄浩 が' の 氣を養 ひ 得る 
譯 だ。 を 距離を ァ I ゲィン ダと 
ス 々1 ボ n! 邊で S をし S 度の 
散策 どし ねら 充分 渝快じ 遊び 得 
る i ど お ふ。 中途 二 ー ニケ 所路の 
なくなる 處が あるけれ でも、 ホー 

向を きめて 少し 其方に 進めば 又 I 

新ら しい 糸口が をが かる。 人を 
隔 つた 山が どは 異 るから 迷ふ氣 
遣な く 旨 動 幸、 窺 車の 便利が よ 
いので 疲勞を 威 じたら 何時でも 
歸れ る。 化 おじが て 婦人 や 小 供. 
を 伴れ ての 遊び じは 他 じ 比類な 
き絕 おの 散策 化 だ ど 思 ふ。 

讀 をの コラ 厶. 

夜 も 眠られない 

- 船 乘 
僕は 療に觸 つて 化 S 四 H は 夜 
も碌 々赃れ ない のです。 ホ メリ 
ック号 船長の 巧 動は 實じ 憤慨 じ 
堪えない。 自 かの 命を 巧 愛 ど 思 
ふなら ば 他人の 命の 大切な 事 位 
巧ら さうな もの だ。 同じ 海賃で 
はない か、 がるに 何事 ぞッ 義理 
一 かの 動作を やって 船を の 賞 讚 
を 博した どは。 船客 も 船客、 巧 
じる 白人 共の 非人情 だら う…：.： 
現じが 間 じ 浮んで ホ メタ ツク号 
を 追つ ね 者 さへ ある どい ふでは 
ないか。 船長は 船底 じしが み 着 
いで、 ゐた 云々 の 記事を 見て 僕は 
僕 白身が お 水 じ 優つ て & る 様な 

氣持 じなら、 暖か i るべき べツ 

ド も 冷めた く 威 ホる。 筹髮 とし 

て 眼 じ 浮ぶ 波間 じ 化み 巧く 我等 

の 同胞の 姿を おひ 浮べる ど 思は 
や ホ n リ 、つ <ぐ 乂 化の 無情 
を 感じ、 化て が うらめしくなる 

事 精を 異にする が、' 曾て 上が 越 

隊 が敵鑑 リユー リック 号 乘組貴 

を 救助した 英雄的 巧爲じ 比し 何 

たる 大差で あらう 鳴 呼 巧 千 

年ホ稷ぉく國の眞男モじ流れる 

仁俠の 赤き 化の 二 渦を 彼等に 呑 

ましたい もの だ。 
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'巧 桐 兄弟 お會 
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呈 食が 梟ぶ び雜貨 類が 小賣 

純 プラザた 蘇^ 桑 曲商會 

巧 刊蓄籍 雑誌 小瞄物 日用 おもを 
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巧 話が 7 むァお 


^ガ 5 東京 蘭會 


贷\1 ム 、自 なの 使 あ t 


御 料理 

芳の家 

壽 司、 緩 蒲 燒每日 有りまず 
理想的 御旅 舘 

御客様に 誠意を のて をし ます 

朝自瓣 

御手 輕御 料理 並 じすき 燒 

おらし いが 巧を 擇び 精々 勉强 致します 


が豫屋 御下ぉ 

西嶋 を次廊 

巧 四十 义了目 一六 五 

アパ 1 トメ ント C 2 

電話 プラザ 六 一 おお 


尋れ 人- 

中 原 トィ チ おお 內藤巿 太が 
朝が 人 ま秉み 茨城 夺 巧武始 
お兒墙 鶴兑淸 宮城 八鸿鐵 おが 
愛知 早 川を 街 か 歌 山 引 ± 純一 
沖繩 玉が 利德 

香 川 縣人ホ 旧 和 S 郞 長男 某 
ちの 者 じ 通知 致 度き 落ち 么 

候 巧 本人 若く はか 人ょ 6 現 
化 巧 お 通 か 願 上 枝 

紐 育 帝國總 領事館 

一 岸 Broa をち New ジ rk 百ぶ 


緩 蒲 燒壽司 御 仕 かし 

日 お 巧 日が 間 も 抑 用命 じ 巧じサ 

會雁御 料理 I 

高等 御 下宿 I 

兒 玉ぶ 一 1 


御旅 舘’ 河 添 


割烹 並に 御旅 舘 

生 稻 佐 野ぶ 弟 

が 脊巿西 八十 八 了 目 一二 百 十一 二番 
お 話 —— スカイ ラ ー と 八 ニニ 


一二 浦 環 女史 慈善 音. 樂會 

目 J 卜 日本人 美な 敎會々 廣改黨 費の 爲 め.. 

目が I 來福丸 遭難者 遙族 弔慰の 爲め 

巧 日 1 五月 十三 日 (水曜日) 午后 乂膊 十五み 

募 所 卫ォ リアン ホ 1 ル じがて (西 阻 さ焉一 一画 番地)' 

ち 摧り目 本人. 美な 敎會 

験て 吾が 敎會は 一二 浦 環 女を を 

聘 t て 曹敎會 々箱 改築の 爲め 

音 樂會を 計 劃して ちらました 

其準髓 最中 じ、 巧 福 化の 災難 

が突發 致しました。 船員を 滅 

とが 實じ 化絕悲 経の 極み あむ 

ょ h 巧 悼し 御 遺族 ホ 御 愁歎の 

程间 おに 堪えません。 就て は 

な ホの ま樂 曾を】 層 大規模 S 

なし ザ 細 益を を巧キ 致し まし 

てキ 額を 本 福 化 遭難者 遣 族へ 弔慰を どして 送 b、 殘額 をを 會 々舘な 袋を じ 嘗てる 事に 巧 

誰 致しました。 あ < は 吾が 穀會員 巧 力の 微意 ぁる 處を 御說解 下され、 巧胞 諸氏の 巧 同情 

ど 御 後 If し 御 願い*」 ます 日本人 美 身敎會 




活動 養® じを をた 

來 福丸灌 難の 實况 

英國藏 船じ對 する 非難は 止まず 
ピン レ ヨット 氏 重れて 抗議 


i 白虽 線の お 船 ホ メリック 号が 
j よ 時間を 费 して ホ 福 化 遭難の 現 
j 巧に 驶 せかけ たる じ拘 はら ホ遂 

j に 一 あの 船員を も 救助し 得な か 

i つた 事 實じ關 して 拂 々の 批 巧が 

j あるの 巧が であらぅ。 ホ メリ 

i ック 号の 船客で あつた ペン ング 

I ゴュァ 州 知事 か 弟 ァモス •ピン 

.ショブ ト の 如き 

了 ホワイト •スタ 1 

海 船 會献じ 書面を のて 當 時の 威 

，想を 披疆 するど 共 じ 之を を 新聞 

^ 紙上 じを 表した。 氏は 巧 一節 じ 

^ がて 「船客の 中には 0 バ ー ッ船 

長が 英雄的に 努力した ご 激賞し 

ホ メリック をは 來福 化を 距る二 

だ碼じ迄媒近したと報ぶ船長も . 

別 じ 之を 否認して ゐ ない 様で あ 

るが、 來福化 ど ホ メリック 号の 

距離は 四円碼 から 六が 碼の 地点 

じあつ たるの 方が 事 質の 眞化じ 

近い。 予は化 間に 挺する 〇バー 

ッ 船長^ 巧爲を 巧て 最善を 盡し 

たど 激賞した 宣 巧ぶ b は會 なと 

しても 充を黃 任 ある 調查 をな す 

r へきで あると 確信す る 者で あつ 

I て、 船 おが ホ 福 化 化沒後 僅か 

i 八々 間 遭難 現 煤に 止まら 

直 じ 紐 巧に 向けて 引返へ しわと 

白ら を認 して ゐる ミは、 船を 自 

身が 么じ勒 する ホ 難の ホロを 切 

つた もので ゐ る」 ご 巧び 非難の 

聲 をが つて ゐ る。 义 ヵナダの ゥ 

i インド •ミ片 •ポ イン':. •■港 じ旋治 

! 中の ド ミ 三 ォン 衡船會 社 所燦船 

! ダ グ ヒ グ ド 号船長* ク フ エ ， 瓜 

: 氏は 「ロバ！ ブ 船長のは つた 巧 

動は 最善 £ いふの 外は ないど 筹 

へる。 船客 中 お 上作 業の 旧 難な 

實 相を 理解せ ね 者が 何等かの ホ 

法が あつたで あらぅ ミい ふのは 

寧ろ 無理で ある」 と 語つ た。 ホ 

メリックを 船客 ごして 最近 歐洲 

から キングストン ポに歸 つた 户 

1 。 グド •ダブ リユ— • •テビス 氏 

は 「ホ メリ ブク 号は 沈 渡しつ i 

i をち し 

i 貨物船の 風蟲 望十碼 

の あお 離に 接 あし じが、 化 時 巧 

福 化は 六十 度の 巧 巧 じ 傾斜し 雇 

6 乘組 船員が 船橋 じ お b がいて 

一 救助を 待つ てゐ たのを 明確 じ認 

'i めだ けれ 巧、 不幸 じして お 十五 

: 狸の' ぶ おが 吹き 搭 くら 波 あは 山 

j のか 式 t みさで あつた。 あ 命艇を I 

I もで ず 仕 皮が ぉ ホて 運 轉± も 水 

一 火 もまが 的に 救援 するど 申 おた 

が、 口，？‘- ッがも パ お 節では 若 

-し救 かおを 下せば 激浪の た ゎじ 

渡は いて 化 舞 ふか、 微塵 じが か 

一れ て 化 舞 ひを 旨 

I 覆滅の 悲 連に 逢 ふご 考へ 

;て之を-が^;;^かつた。 予も化巧 

一 斷を適 若ど夕 へる 一人で ある。 

: 巧し-巧 福义 のが 沒が 今瞥ら <遲 

かつたなら" 一巧 どか 出來 たか も 

1 かれない が、 み メリック 号が 現 

; 煤 じ 着いて からが かじ 甘 五々 を 

-も經 あせざる 稗-’ 一が 底 じ 沈んで 

i 仕舞つ たので ある' しど 巧し、 モ 


ン トリー- 八巿の ジョン •シー ■•二 

ユ ー マン 巧は 「吾々 の乘 船は 

來福丸 に 非常 じ お 近して 
吾々 自身 危險を 感ずる 巧で ゐつ 
たので おは 背を 向けて 何事 か乘 
船に 起る かど さへ 威 じたので ず 
兎 じ 巧 n バ ー ッ船 長は 道義を 理 
解ず る乂 ごして ネ 幸む 遭難者を 
救 ふべ く 最善を 盡 したので す」 
ご 云つ てゐ る。 更にを 新聞紙の 
脊書欄 じても ロバー ッ 船長の 採 
つた 巧 動の 是非 曲直に 就て 硝々 
ど 議論を 圃 はし、 或るを は滋ら 

< お 事 哉が 巧 じ 之を 迴邮 して 審 

理 すべきで ある ど 論じて むる が 

ホヮィト •マ タ ー お船會 社で も 

•英國 海軍省の 調 杳を豫 期して ゐ 

る。 向 ほを 劇場に ては 吕下ホ 福 

化 遭難の 活動 寫眞 を映寫 中で あ 

るが、 或る人は マストの 上に 手 

を あつて ゐる 水夫のを を 認めた 

I ども 云つ てゐ る。 



摇 巧み 勝戰に 

菅沼 君慘敗 

千 二ぜ單 ホな 八十 四 

旣 報の 如 < 世界. 掃球ジ ユ三ァ 

1 撰 手 鈴 木龜太 郎君 じ對 する 管 

巧忠雄 君め 挑戰は 去る 丹曜 りょ 

ち ミ： n 間 じを つて デー タ ー 球 撰 

で 開催した。 第一 日 目は 营お君 

少しも おは や 四 巧對な 十八 点じ 

て棱 敗した る も 二日 目け 菅巧四 

百 八十、 鈴 木 四な おじて 鈴 木 君 

敗れ 第三 U 目の 决勝戰 じ 入った 

が、 嘗招 君の あはざる じ 反し 鈴 

木は が 十一、 八十 八、 八十 六、 

よ 4 -四 おを 出して 十一 回目に 四 

百点を 攒 きわる も 管 沼の 得点は 

僅か じ 八十 六 点じて 勝負 どなら 

ず、 お 局 千 二な 對 六な 八十 旧 点 

の大差で鈴木を巧び勝もシ1ズ 

ン 終了を じ ヵ トラ ー 君の 挑戰じ 

應 やる i どなつ た。 鈴 木の 最大 

捧 はなよ 十六 点、 平均 化 一 •ニニ 

八で 菅 巧の 最大が は 百 五十 

、 一 お、 ホち 十八で あつた。 尙は 

巧 巧 君は 近く 當 地を 出發し 加州 

じがて 松 山を 嶺君 ご 試を ふ 箸。 


化で 埋められた 

渡邊 纏の 獨唱會 

旣報 のかく 渡邊 ごし 子 壊の 獨 
唱會 はまる 乂强り 巧々— 子 ’* 1 

チヤン パ*— ■ミュ^— ジツク 

八で 開かれた。 巧 柄の 春雨を 街 
いて 集つ た聽 をは 煤內じ 溢る； 
許ら、 波邊 壊が 襟 恵の 歌を 演唱 
する 每じ滿 場の 喝采 己 ま 中齋が 
媛 領事 夫妻 其 他. 知友から 贈られ 
た澤 山の 花束 や 化 籠で 埋められ 
ながら 盛 费裡じ 終 b を吿 げた。 

尙 ほ渡邊 壌は これから ミッ シリ 
ご 勉强を 緩け る さぅ で ホる お、 
後援の 諸氏に 對 して 厚く 感謝し 
て ゐる〇 

務 民法 實施 後の 

日本人 入 國者數 

本年 S 巧を じ 到る 新を 民法 實 
施 後 八 ヶ巧閒 のホ爵 じ入國 しね 
移民 綴數は 十八 万 九 千 六な 二人 
で、 之を 巧に 割當 てると 約 二 巧 
四千と いふ 數じ 上つ てゐ る。 國 
境 詣州义 は外國 航路 線の 發着州 
では 夕敎の 入國者 ぁら、 化 期間 
じがて 日本 移民の 入國は 勿論 お 
らぅ 當ら 。いが、 商人 又は 學ま 
どして 入闕 した 者の 數は 四ち 九 
十八 名で ヮシントン 州の みがを 
け 入れた あお 緩數 一千と 百に 比 
してら 尙ほ 二一 をの 一 じ 達して ゐ 

なぃ。 

春の サ C ンじ 

邦人 美術家 ぉ 品 

囊に忡 間 割れを した ホ 國獨立 

_ 美術 協 會の 一部ょ らおる 春の サ 

ロンは 目下 アン タ ！ ソン 美術館 

じ 於て 開摧 中で ぁるが、 お品撼 

數 四な 点じ 上る の 盛 况で其 中に 

邦人 側からは 威ま康 雄、 藤 岡 昇 

曰 井 文ず、 ち 馬 練 雄、 石垣 榮太 

郎の 諸氏が お 品して ゐ る。 會期 

は 五ち 十五 日 迄 ぁるが、 グラン 

ド •セント ラ^の アラ ィド 展覽 

會 じは 渡邊寅 次郞 氏が 出品して 

ゐ るり 

賭爲 禁止法 制を 

ホ國 じがけ る 競馬 賭博で 消へ 

る 金は 一年 約 五 億 弗と 云 はれて 

ゐ るが、 之を 法律 的に 禁止し 横 

どい ふ 運動が 目下 進 巧 中で 期 お 

會を 組織して ヮシントン じ 本部 

を廣 くを どな つれ。 

紐 育みち しるべ 

水 道路の 散策 地 

水 道路の 散策 地で 最も 景色の 

ょいのは 巧と 云 つても をい クロ 

トン •ア クエ ダクトに 優る もの 

はない 0 が 育 巧ぷび ブダア ー •デ 

1 八は 別と して 先づ ヨンカ ー ス 

のゲ テー •ス .コ アィ ロャ' — から 初 

まる ア术 バニ-— •ホスト •口 

1 ドの 發 原ず る處切 もゥ オア パ 

I トン 衔じ 出る と、 最额 一し 腿 じ 

入る のは フネ リップス •マナ ー, 

'ィ ウスで 一千 丄ハ百 八十 二た •ど稱 

ずるから を 命 0 前' を てられた 

も か、 今は. 妍 A か 學協會 のを 理 

じ屬 しを 開され てゐ る。 これ か 

らみ 十二 一ニ プロック 化 じ 進む と 

發電 所の 煙 筒が 左に 現 はれ、 其 

邊 からが を 半 町 释右じ 昇る ど 水 

道路に 巧る。 これから ク n トン 

湖水を 約 廿よ八 哩殆ん どを 部- 

ド ソン 脚-し 添 ふて まつて ゐ るか 

ら 、眺望の 点じ 於て 今更ら 嚷々 
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蘇 ^ 沪 American 
Oriental Mail Line 

' .... operated ^ ； - 

United States Shipping Board 

by A 出で- irsil り fiental Line, Mana^ng o^ators- 
L. C. Sm れ h Bid も Seattle み.. 


辭 韻を 巧 邦貨 季圓な 上が 息 ま ハを I 

S 臺灣銀 巧 紐 育 出張所 I 

▼鄉里 送金 及びを 送を (無手 おお)" 外 画- 
爲を賣 買、 巧 爲替な 組 取 立、 信用が を j 
行 等 一 殺 銀行 棠務御 便利に 化 投巧化 お I 
►約 ほ 詳細は 御 遠慮なく 御 巧を 被 下 度疾： 

觀 I 翻〕 3P 

預 泉！ 〔離 辞 是 I 

(但シ を 千 励な 下 ノ述お 預金 八 無利息、! 

横濱 正金銀行 * ま 巧 ^ 

鄕里 送金は 都て 無手 巧 巧 じて 當 
巧廣漬 本店 経由を 金 卞取巧 申 お 一 


永年 白人 間 じて 營業 致し 居ました が 今度 本を 指 
命じょ bH 本人 部 化 理を勸 め皆樣 じ本當 めん 國 
式 化 立き 巧 新しき モデグ を 取ら 新調 致しず 樣の 
御 便利を 謀る 事 じなら ました 一 
を 業で 化 立る 爲 め々 スト ムテー ラ ー で乂斗 巧 化 
られる ものは 五十 弗で 造らます 一一 
注文の： a ょら 十五で で 必ず 仕上る のが 本 巧の 時 

で, の^^まず 

御 あか 下されば サン プグ 持を お 何 ひ 致し j す 一 

度 サン ブ^を 御覽 下さ レ I 

シカゴが 服 巧 - 
H 本人 部 巧 巧 坂 口 峰次廊 


\ 


ホ ノル、' 橫 潰'# 戶 'ち 巧 •上 法， 香港' あを が一 わ 

コレア 化 三气含 〇嗯) 五月 乎 IIH 
春を 化 三 二、000 囉) 五月 甘 六日/、 
西 比 利亞义 01 气含〇 晒) 六ち 九/ 

(疆が お 脚 五月 立^ 

太洋义 (ニニ、 0 登 嗔) 六ち X ご 日 
天洋丸 〇ーニ、 呂〇嚼 }- よ 巧と 日 


往航 墨西哥 、秘 露、 智利 諸灌巧 
な 航 ホノグ 、橫濱 神 戸 巧 司を 港 巧 
(巧復 共を ホ 週 一画 一 

ク桑渚 巧 i 巧 巧 寝 臺赛巧 入御 幹旌 か S 侯 


シ ャ ト 出 酌 午 前 時 

，ブレジ デント ジ ャクソ A 

五 巧、 十五 H 

►プレジデント マジ キン ン 1 

五 巧 かと ： n 

▼フ レシ テント ジェフ ア ソン 

六 巧 な 

▼プ ンジ •テント グラント 

六 巧 こ 十日 
►太ず 洋が路 の是か 建激船 ^ 
►船室 廣く sr 想 的じ兔 礎ず ▲ 
▼ベッド 使用 コプトと ホず A 
御 希望 じ 化を 日本を を 調 ふ. 

代理 巧 桑 山 轟 店 ミ： S , 


U 请化 

F Mi W 化 

も 2Er 

H & 

な 野 N 

■ S D 

雙. 



日 寺. 棘 主が みの 

\\ = 御 注 义は當 巧へ = 

繫舖は 夕年當 化 円本 供樂 ホを 員、 ぷ fr 、 を 
社 貸方の 御が 股を 調 巧して 培 i ます。 

新型、 新が の 巧 服'、 すがの な 文化 立は 廉酉 
で 巧 用命に 應 じまず。 

ウオ 1 ホ ト H ン ..f 

’憲 巧' 


フロリ 


Y 


金 


驛 51 

n K ^ g 
u R N w 

sw 勇 


億 旧 
六 千ち 曲 
五 千 六 拾ま圓 


け ' Y 

M 

rD 

T 



ち 本を 
拂这巧 資本^‘ 

橫 を を 3 『 TV おさ 厘 

轉 jn ニ ザ 銀 巧 誓 支店 

弓 本店 東 ま 巿日ネ 巧に 联巧町 一. 

支 巧小轉 B 本 橋み の 巧 (ホを) 横な 
をを 屋 を. 部 太較西 (大度 
かさ 或 島 下 巧 巧 司 おが 
が 岡長膀 上が 倫を 孟買 


伽' 苦 

化 茂 i 

- k 8 B W パ 

W 祖ご 





外を、 足替 、鄉里 送を、 ホを を* 信 A ザ ホ .$ 

一心を 巧 業な 精々 御 巧が じな 巧 ザ ホ 巧 

/ 

瓣城三 義銀巧 紐 育 支店 

巧 京. 本 库>大 あ、 神戶 、京都 


本 支 巧 
巧 生 化 


を 旨 養、 卜替 、と 海、 衔を 


な 長男 爲 注を 吉を衛 巧 
お 店大 殿化濱 五了呂 . 

此育ミ 店 紐ち フ。 I ドク ユィ旨 四十 九番 

變巧 ぶ. 銀行 

(巧ち 橫濱 、名 古 崖、 京が、 林戶 
日 ホ;^^ ちノ 道、 廣 島、 吳 、柳 ホ、 下/ 顆 
化ま巧^ 巧司、小倉、若化、博夕、义留米を 
本 困 頭を、 が 里 送を 等は 语め 
て 御 巧 利 忍 速に 御 取扱 可 申 お 


藤本 證券 會お 

■一 おち 價 証券 ノ資 買、 引 ま、 慕 集 
▲を 强、？ 之 二 顆スみ 一切 ノ業お 



g 賦 藤本 ミ 7 口 |す 銀 巧 

紐 育 ぉ 張 巧 


雑貨 陶媒器 

，ライ グ ー ゾ卸資 


0 トラ イク— ジ黄 

太洋 貿易 株 ま會社 


まち 巿战 を、 ボマ トン 


一、 雑貨、 ラ 
(ランプを 


卸賣 



H 本 

ーフ ィ 


陶 

グ 


器雜貨 
-ゾ が販寶 


紙ぶ 蒙 お 兆 中 狙： 

會机 十 づ* - fl-v S 

Moci . M0MOZO1 00 ，， ーコ〇' 

一 ご 5 E -1 ま h St . N ' Y . 4 ち at ち V ま 旨 t 苦 苦-置 


シ 


H 


ァト パ 巧 帆 
ぱ b す乂 ぶち 十一 
あ ふ ちかか 五月 サー ニ目 
▼橫 潰-等 一九 五 巧 I 二等 五 五 巧 
■ S 等 ぞ室大 改造を 族 ま夕歓 

▲御を 望に 化り 割が 巧 復切巧 獲 巧 巧致廣 

ロスアンゼルス 出帆 

まに ら义 五 巧 十二 日 
3 " ぶこ も を 巧 册日 
▲沒沒 一等 心型铅 一九 お 邦 小型 船 一-六 弗^ 
▲み 潘羅が 巧^^ 巧巧寢 窠券媒 入御 锐旋 せリち 

▼紐 育 線 ，，i ‘‘ ’ 


、經由 日本ち がわ 皆 概化巧 一 固 


,L 

CL 〇 

M 川 


8 

N I い W 
W が M S 加 W 
S MW 刷い i 
& 類 刪^:^ 側 

L S お 一 I ， 

1 :^ S - 处な 
パ 6 

: S U W 


.夏場 グ I ム 向き 

り 本獨逸 直輸入 玩具 小物 雜貨 類、 
玉屋を 種 ゲーム 巧き 格を 恰 がの 物 
澤山取 揃 ヘリ 本人 顧客は 最も 權實 
げ晦に 取扱 申まず 0 

子 1 ドル エンド、 ン厶ノ も 



ごを-'. 

為- 




神戶 襄太郞 
井上を 一 

金 或 弗 宛 

內朦 シメ 

勝 野 新 城 
，ホ お徳 S 郞 
ご 一 滞" 强 

金 壹弗宛 

長 谷川 知 化 


永 山 貫 


木が 二郎 
木が を 儀 
曰井幡 
か 東を 一 


フ 


力* — 八 


H 女 

小計 一一 r 百 拾 五 弗 
累計 六 巧 拾參 弗を と 仙 

别じ 壹干圓 


お產 主義 訝議會 

お 育 學生雄 辯會ま 催の 共產ま 

義 討議 貪は 本 H 午後と 時 ょら 西 

な 八 T 目 一二 一ニ ニを 美 3 あ會 じめ 

て 開催 せらる ベ < 同 問題に 趣 ホ 

を 宵ず る 人々 の お 席を 歡迎ず 
ど 云 ふ。 

初夏 同胞 遠足 會 

巧留 同胞 中のを 山熱必 家で あ 

るを 木 桃が 紐 社 員大 励 規矩 巧 等 

のま 唱じ 係る 靑 天狗 俱樂 部の 初 

夏 遠足 會は 愈々 ホる 五 巧 十日 
ド ソン 上流の 高地 アン ソニ 1 
1 ズ 方面 じがて 罹す J ごなら 巧 

甘五下目紐育 セ ン ト ラ 停車場 

を 午前 化時サ 六を (日 ホ 節約 法 

時間) じ發し 遠足 行程は 九哩演 

ぶ賃 往復 一 一巧 九十 八 仙、 巧 厨を 

自携帶 3 由なる が 委細は 大圃を 

じ嚴會 あらたし W -。 

新 見直 次 巧 死去 

武市 じがて ク で ヵア 茶園を 經 

營 しつ‘、 あ b しが 見直み 巧は 睡 

眠 病 じ 罹ら 武ホ ホスピタ^ じが 

て 療養中の 處ま巧 二十 八日 遂に 

死ました。 巧は 衆議院議員 留巧 

小 太郎氏 夫人のを 弟、 神を 川縣 

人で 巧 ホ ニ十な 余 年、 夫人が じ 

當年 十一 二歲 のが 息ゲヮ アノン 氏 

を淺 して 接 逝した ので あるが 葬 

儀は 紐 育 日本人 會 、ぶ 人 近藤踞 

男 巧 等 專ら静 旋の勞 を 執ち 川 島 

牧師 司 式の 下に 去る 一二 十り キヤ 

ンベ八 葬儀社 じ 於 L 梁 巧、 遺骸 

は マウント、 オリ ベット 自 本人 

共同墓地に 埋葬した。 

♦岡 島 辰 お 郞氏當 が レキ シン 

ダ トン お 六 二 四 寶石荫 巧 ま、 商 

用を 帶び本 H 出帆の マ ジュス テ 

ック號 じて 渡英、 獨佛を 經て歸 

朝、 更らじ 支那 モ 面を 巡遊して 

九月 頃歸 紐の 尝。 

影 山 保 夫 氏 圃際激 船 スコッ 

ランド 化 船長、 囊 じ旨膽 炎に 


の贼 まじは 化が どして 苦んで 居 

る。 若しおホドーズ案が故障な 

く實 巧され、 ば 濁 このが 界は救 

はれる であぅ ぅど 多大の 期待を 

をのと じかけ て 居る ので ある。 

ホ圓 政府の 第二 回 華 盛 頓會議 召 

集 說は佛 巧 西に 於て は 極めて 

冷淡に 迎 へられて 居る 

佛蘭 西の ホ 眼と すを 所け 保証 條 

約の が 立 じある S であるから、 

-れが 巧を せざる 限ろ 軍縮に 賞 

成す る こごは 困難で ある。 を 僮 

問題の 魄 保む ••とも あるから ホ國 

の 巧 集じ敢 て反對 する かきこ ど 

はながら うが、 巧莊 問題の 解 巧 

せざる 限 > 第二 巧 巧 縮を 謀の 前 

をは 遽じ 樂觀 する こ VJ は 出 ホ U 

い J 云々 ご。 嘉】 


罹ら 入院 中な b しがを 快 退院 目 
下 出張が 化 勤 中なる が 本 巧 下旬 
頃歸 船のを。 

♦小 林雅 一 巧 內外衞 物 株式 會 
赴 常を 取締役、 渡欧のを み ホ お 
本り 出 化の が^ チック 號 じて 渡 
英 六月 十日 お歸 朝の 途 寄が の尝 

■ H 鴨— 說—敎 I 
♦ H 本人 お R が 貧 
禮拜說 を 

な 育敎區 総理 

'.エッチ •'ィ ゥス トン 博 ± 

♦基督 敎 が査 食 
『題 未を』. 大巧 牧師 
♦が 育げ 本人 敎會 
『信仰生活が' あ 本 問題 J 其 一二 
淸水 牧師 


.送別 會 

過ま數 年間 日本 俱樂蔚 だ祀人 
たりし を 人 太 旧 嘉六君 今 画 磯を 
辭し 不日 歸朝相 お 候 じ ザ 其 巧を 
化に 致し 度 左の 通 も 送別を が盧 
候間舊 つて 御 ホ 會被下 巧 化 段 0 
紙上 御 案 巧 申 上 候。 

尙會瘍 を屬の 郁を も有么 おじ 
が 御 出席の 仁は 五月 八 H (を 
曜 H ) 迄 じ 東が おまで 御申达 
願 上 候 

時日 五月 十：！！ {日曜} 午後 八 
時半 

壌 巧 東が 舘 
會费 一二 弗 五十 仙 御 持 參の事 
を 山他藏 
發斤 柄義雄 
企が 瀬九郞 
人‘ 小が を 1 
滕旧半 五郎 


謹 吿 

第 六隔モ 面に 在留 致します 同 

贈の 第二 回 懇親 會を 巧の 如 < 開 

罹を しまず 當 巧は が蓄 組を 創立 

の議も 諮ら 度 < 正を 銀な 支店長 

柏木 秀茂 巧を 聘 して 一場® 講演 

を 乞 ふ 事：-; なつて 居らます ので 
御 家族 同伴 方 障 御 繰らを せ 御 お 
席 下さい。 

擦 所 紐 育 日本ん 敎會 

お 五十よ 下目 II 三 10 番 

時日 五月 二日 午後： 八 時 

演說 柏木 秀茂氏 

餘 興、 茶菓の 響應 

大正 十四 年 四月 甘 九日 

第六區 懇親 貪 

委員 一同 


‘ 新着 

蓄音器 レコ ー ド 

五ち 號雜誌 

講談 俱樂部 •一 弗 

講談 雜誌 軍 他 

た 藝俱樂 部.' 八十 化 

面白 お 樂部 八十 化 

キング 五十 仙 

ポケット 四十 仙 

を 京 幸 他 

片桐 兄弟 商會 


巧業學校卒業の靑年 

f み &：r (クリス チ：) 奔酱 

の哥茲 をる 商社に 職を 求めた し 

H . 至ち 雲， 

610 苦 versitle 呈 ve , さ 产 37 


料理人 日本 及 西洋が 理 

の お ホる コック 日本人 家庭 じ 雇 

はれ 度し。 

K . W . 124 去' 置 hSt . 呈 




夏場 向 コック ニー 人 
(日本 料 巧の 經驗 ぁ； 0 お} 

夏瘍働 二十 人 

希望者は 小阪 (西 かよ 了 
目 二 五 S } じ照會 ぁれ 

森を 商を 


■_ _ こ — 

i V — 


經驗 のを 無に 願せ や 
夏壤 勤が を 撰者 一ご こ 
名を ホむ 詳細は 御 ホ 談を乞 ふ。 

〔获 お參 四郞】 
Bi 云 W . 呈 h St . 

0 き ey 星き d . 


貸. 室 (御 一と 

一が 前に 御 話し あらたし。 

P 尝二置 琴 岩 7 去-一 岩 thst . APt.l 

Ifel - 量 言 コ 7 夏 0 


一過 お 弗 及 八 弗、 一 
人 又は 二人に 適ず、 

市齋へ 十を タィ ムス スタぶ ヤ！ 
へで 五み 電話 カン バラン ド呈 S 
二 4 安 gh St , Brooklyn 黒 崎 梅 子 


壤所はブ ン コ ル ン、 
スクク ぶ ァ絕 好の 游 

域 お 十 I 二趴 の巧扔 、長き ブ I ぶ 
ぁち 委細け 左記へ。 ’ 
ぎ ミニ 0 X 1 完 stati 呈 F . 穿 nhattap 


貸 室 二人 文は 一二 人に 適當 

地下線 あ ユ八じ 便が £ 檐 所、 を 
細は 左記へ。 ‘- 
互 rs . H . Br 呈 ks , 142 去. 101 己 St . 


夏期 中羹 

松風 巧 鳥 橋 

西 六十 五 了 目 一二 十. 四番 
電話 トラ ファ^ガ ー 五 五 お 四 


..裁縫 所關 業^ 

皆樣 0 揖 耶ク： ム / グ 、ブ が' 
スは 最新式の ホフマン 器械で 衝 
か 十五を 間の み じ 美麗に まく 由 
巧ます。 裁縫は 如何なる 御注义 
も 叮嘻じ 早く 致します 其 化ユぶ 
夕の出 巧 合 も あ h ます 义 絹物 I 一 
切 洗濯 も 致します。 

巧 ホ 裁縫 巧 
128W . 室 hst : 


音 樂敎授 アキす ブン 

獨嗜歌 撰 業 料ーケ 巧巧乘 (一過 一画； 
西 六十 お 了 目 東京 商會 階上 
菊 池 髓お離 


H 

間 

の 

が 

十 


紐 育 律 命 儒 險會社 

一二 木定吉 


老. 


保險 


Z e W York L.if e i ミミ § oe 〇〇 
岂 Chamb ち sS ず 
ISTew Yo も Ci す. 

Phon 夕巧 rank ご n を ご 二 

巧 Xoh03}? な 巧 r-wsch 


♦ミ ♦■♦■さ ♦ 


夏 瘍向薪 荷 到着 

特に ダ，- ム向 陶器 雜 叢類澤 山取踰 居" 

候 間倍舊 御用 命 上 候 

森 知 K ラ ザ I ス 

客 ORIMC 巧户巧 ros ; inc . 

I 资 West 23rd St " 

zew ジ rk c^ity 

IT " 一 召 hon 巧 Oram ミ cy w を 0 


夏瘍 向、 さ 新 荷 着 


陶破 語雜貨 各種 刹 

り 主ず から 是非 見 


着 精々 勉强御 便宜を 計 
本 御 一 i 見を 願 ひます。 


概賊巧 木 桃 ホ 組 




E - 1 量》 こ Y . ぎ Stuyve 这 瓦 黄 黄- 6-7 


夏 瘍-司 藝着 U 

精々 勉强巧 仕 候 間 御 註文 被 下 度 願 上 候 




太洋 貿易 株式 會社 


一' 巧 L stcyvesant W855W 

101 巧ちを Avesu 夕 ZOW Y ミ ！ t Ciiiy 

ohicago 历 ranch 327 w. IVTadison wt . ohicag 夕 111. 


夏瘍 向新 荷 到着 

格安 品續 々到着 化り 候 間 

是非 御用 命 被 下 度 願 上 候 

义八 巧會な ザ元ブ タザ I ク 

17 Eas こ 7th 夕 zew ジ rk City 

Teleph き eStuy ミ sant 菱 59 


平 

* 

1 


mhuh 


i 各方 面の 辟 情翁然 ミして 

-遭雛 肴 遺嫉の 上に 寃 まる 

國 際藏瓣 本社より-^ 謝 電到ホ 


海 魔の 巧め じ ま巧廿 一 U 
i 太 西洋 去に がける 激 おじを 了 さ 
化た 轉 なな 船 巧 福 化の 遭難 事件 
はお 運を 上 近 ホ 稀 おの 悲劇で あ 

つて、 か 巧 じ 烈風を 擦の 荒れな 

ひた も 巧 巧 じせよ 一人ろ を 名 者 

をら 得る に ま..。 たか つれ 事 巧は 
沈 帯ろ 饭 をが 留问胞 の腮禪 じが 
|しを方面^"^^の同巧衾がごして 
I 巧 雜船資 ぶびが 遺族の 上に 鬼 ま 

1 つじが 紐 育 H 本人 會 からはを じ 

一を ななる お 慰 狀を國 際 お 船會社 

j 姑ち 出張所 及が 同化 化 巧 巧 じる 

一 鈴 木 巧 巧 じ 宛て i 送つ たの じ 割 

し 何れも 渡必 よら 威が の 情に 滿 

もた 闷 答が あ り、 神 口し 於け る 

阅 藤な 船 本社は 當地巧 張 所の 架 

おじ 依らを 方面よ ゎ 示しつ i あ 

る 岡 情を 感鉛ィ る 慮 ホの 謝電を 

あせて 巧た。 ま 巧 二十 五日 W 巧 

本社 i がて 募集し つ i あ 

る 弔慰を は 前號所 報の かく 鈴 木 

巧 巧の U 貨千圓 を 拳 頭じ績 々應 

募が あら、 總 領事館 よらな 特に 

左の かき 文 普を 添へ 同 館々 員 諸 

氏 よらを を 乾 弗を 送付して 來た 

拜啓貴 化 益々 御 隆盛の 段奉大 

おお 陳著 今回 劇 際 滨船食 おを 船 

巧福义 乗組員の 不幸に 對 i 逸 早 

く 貴社が 其 遺族に 對 する お 慰を 

の 募集 じ 御 若手 相 放 候 こどは 當 

舘じ於 てら 威 化 措く 能は ざる 所 

じ 御座 お 巧て 甚だ 輕少じ おへ 共 

當豁 々員の 微 志を 表する 爲 別紙 

ホ 巧手を なて 米貨を 參が巧 化 及 

御 送 か 候 間 巧が 御 取 計 相 巧 度 化 

段 得 貴な お 化 

大正 十四 年 四月： 八日 

がが 育 

ホ 國 総領 華 お. 

紐 育が 報 社 御中 

尙ほ 日乂梓 庵を 經て 『目下 お 

が 五十 余 弗の 應 募が あつたが 更 

らじ化 ホよ b の 巧 答， 5 .寃 集して 

御 送を する 當 である』 どの 報吿 

に 接し 居 b コネ I アィ ランド 日 

本人 會負巧 志は 委員 获巧參 一四 郎 

にを 本 化に 特派して 五十 九 弗を 

提供 >し ホら が 巧 如 ブロ ッ 

クポ — "■じ 化 おする K • S 氏は' 

自身が 船員 £ して、 太 巧が を 横 

勘せ る 辟を 遭せ る經驗 をを 述し 

『成を 簇出 時化 じ 製造せ る演船 

な b し 巧め か 船を タンクの リベ 


ブト 數 本が けたる じ 巧 因し 精 荷 
用が が 兩船侧 じ衝郵 して 一時 危 
險じ 瀬し 深が じあび て 風浪 益々 
荒らく 無線 技 十-は 沈痛なる 面 持 
じて 间な吨 のが 上 じ 在る ホ國雷 
溢に 救助を た ふた； も あつた」 
ごて 非常の 同情を 寄せて 巧た。 
即も 昨夕 本號 締切ら 迄 じ 到着せ 
る義 をは 左の か < である。 因に 
ホ メリック 號 船客 八十 二人から 
の 來福化 遭難者 遣族带 慰金モ S 
な网 十と 巧 五十 他は 當地總 領事 
舘を經 由して 旣じ國 隙 お 船會な 
出張所に 送 b 属け たど 云 ふ。 

金 おが 九 弗 

ゴ ホ！ ア ィ ラ ン ド 日本人會 
會員並 じが 志 

中島. 暢 一二 中島を 子 

ルが 鹽 寺 おが 勢が 

が 藤 信ち 西阪 朝太郞 

皆 藤が ホ 渡邊生 

澤田 偶を 照屋 善西郎 

野 旧 一郎 岡 本 夏を 

戸城 巧 太 阿部 猫 太が 

恩 旧を 勝 谷 萬 吾 

滿 口願么 上 森 おみ 

橫澤 一二郎 鎌 田淸風 

ホ 田 藤次郎 ホ 化 卯 之 助 

か 勢 田 ニー 平 K ル 倉 

S 早稻田 M を 谷川 

S ず 砂 楠 見. 品 雄 

無名を 获巧 參四郞 

お 本が 太郞 旧 中 常 お 

春 日 示 上の 佐 一 

金が 拾 弗 宛 

巧 木 桃 井が 巧 員 一同 

橫濱あ 金銀が 員 一同 

金 參拾弗 

帝固繳 領事 箱々 員 一岡 

金 拾 弗 宛. 

星搔章 福 H を 

商 お 書記官 事務所 員 一同 

金よ 弗 

K S 生 

金な 弗 宛 

內藤勘 S 郞 織旧寬 

が 藤富藏 永 田 義四郞 

岡な 辰 五郎 佐 藤 榮太郞 

小 池正彪 太 旧嘉六 

を 出 畏ま H K 嵩 

を 方. 伊 年 

を 參弗宛 

加 太を 巧 旧 中寬洽 


I 滯歐威 想 口 

. 盛澤巧 ± の談 

お國巧 街黨が 不用 患の 間じ內 

願を 化 織した r 係 はら や、 大藏 

'乂臣 スノー デン、 殖氏大 たトー 

マスの かき 名大 おを 出し 

全國 民の 信 巧を つなぐ 

一-じを つたこ ごは かなき じあら す 

一 だ ご 論じ 『佛蘭 西の 戰時國 債 支 

拂閒 題は が ホ 佛ご一 励 間に 豆る 大 

-閒蹈 であるが 英國 は挪國 に勒し 

若し 佛圃が 黄 米 負 憤の 憤が を 開 

始 するならば 間 時に 英题 じ勒し 

て も 间お軟 が 負 憤ん お 還を ち 巧 

すべき こごを 要 ホして 居る ので 


满蘭 巧は 頗る 苦境 じ陷 つて 居る 

或る 論者に 化へ ば英 固は 戲ホ 0 

ホ陆 端に 粗 棟を ち徵 して 財政 的 

難關を がらが けんごして 居る の 

であるから、 佛蘭两 も义粗 穂の 

增 徴に從 つて 巧 巧の 時局を 解み 

すべし ご 云 ふので あるが、 をの 

實 わは 忡 々困難で ある V 一 見られ 

て 居る。 

佛蘭 西の 實 情を 見る じ' 

困 氏は 巧當 のが 蓄を 有し 政府 お 

のが 政 難に 陷 つて 居ない ど 云は 

れて 居る がさ > どてち 額の 机稅 

じ堪へ 得る やを を 疑問で ある。 

獨 をは 之 じ 反し ホ 国が 行 家の 贷 

付けに 刺戲 されて 化 巧の 氣聲は 

頗る 化 盛で 外 化 も、 大 じを 氣を 

きして おる けれで も、 ホ 通 資本 
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化理巧 

裔峰 巧を 

Takamine Corporation 
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淺舒 職產株 ま會社 
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な 育 日本人 會 
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巧お洲 巧 道 株 ま會な 
紐 育 事務所 
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111 Broadway 

1 むし Recior 154 ? 

s 井 物を 巧 式會社 
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巧 ま會化 岩 ホ 巧 巧 
が 育ま 店 
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Woolworth Building, 
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Mitsubishi Shoji Kaisha 

(Mitsubishi Co., Ltd.) 
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Silk Dept. 
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VOL 15 . No . 1139 


巧 わで ぷ 沒 p なか 巧た 巧 im た 巧 


WEDNES 日 が | M が 6 , け 25 






細 y ‘ 雨—！’ 带 

黨界の 昨今 


普選の 結裝 如何 

離な 化 散は 媒 人の 迪 癖で ホる 

ごは 一玄へ i - おが &ホ 兎も角ら 黨- 

首 ごして 擔 いでむ たを 橋總 親を 

弊瞄 のかく 遺棄し じかぶ 食は 新 

に 持參を 削き の W 中大 おを 化 婿 

ど 仰いで 牌 おを 立て 商し 始めた 

をれ じがき 掛けた 髙橋 總ぷょ b 

は戰腳 力の 化 盛 G 旧 中火 府のホ 

が 政 確ず 奪 速 動には 適當 であら 

うし、 巧 用を の 出 所 も 確かで あ 

る。 らお じを 捧ピ 評ず べきで あ 

る‘' 勿論 是れ d あ 級 日本の 黨 

巧を 贩 ドしての 嘶で ある。 旧 中 

大將を 猫た 政ぶ 倉は 患 か 曾の 伴 

人设爲 たるに 甘ん やる 巧 じは 化か 

口ごもって、 今巧^5革新ほ樂部 

中正 化樂 部を 打っ て一义 どし 頭 

數をパ 立 十な-上 くして 化 ホの 一二 

派聯 なから 患 政 二 おの 聯合に 改 

め、 巧し 患が 會が お圖 々々云 ふ 

なら 执友符 は 綺焼じ U あま b 綺 

麗 t は あるまい が：：；： 提携の 手を 

巧っ て 政ぶ ぶ谋 •患 政 巧 ご她な 

の势を 化ら うど 則 藍した。 而も 

離を 得て 勘を 導む のがん 情 だ ど 

ずむ ば ホるべき 舘二 みの 運動は 

なぶ 本 装の 切ら 崩しで あらう。 

斯 くす るみ じを の 迪常誰 會を迎 

へる i じなる から お 際は 加藤內 

隅には 巧訂の U 實を 設けて 獅子 

身中の蟲ど：：^るを辭せや 一 旦議 

台が 解散と。 れ ば猛规 にが 奔し 

て 第一' 黨 K るの 戲 功を 化め 化黨 

一を 冷嘲して 旧 中み 规を 組織し や 

，うごい ふ F & に 違 ひ U い。 

乍 併 黨界の 事は 朝を なて 夕を 

1 討 b おい。 患 政 會ど雖 暇 か 一二 派 

，聯合の 餘慶 である どは をへ' 旣* し 

一ぶ 年み 懸案で もっ た 普通 選を 法 

； じ お 巧し：：；：： 袖々 の批 一^は あるけ 

1 れせ ハ：：：： おを 上院な 革 じ 染め、 巧 

一ら じむ 政と W もとの 輕理を 曲 

I なゎ じ も 賞 巧した ので ゐ るから 

|化 方に 於け る 化 盤は 巧 野 簽帖化 

ょち もを かじ 軍 固の 度を 加へ て 

ゐ るので、 'みには 税制の 整理と 

共に 助 巧のを おを 操炼 して 化 方 

の 人 氣を宽 めむ ご 試む る ご 問 時 

じ 比較的 かおの 進 ホ 的 か 子を 吸 

收 する i じ 成 巧 すれば ムザ 

ご 政 まを の爲 めじ 躁飄 はされ ま 

じく’ 一面 か 磯が 一轉 すれば 本 

黛と 手を 攝 る； なし ごは 斷言巧 

ホまい。 政 友 本 發ど稱 する 前 政 

ぶ 會の形 腺 も ホ 化な み f 中の 最 

もが ザの G ホみ 氏を 總戴 どして 

中 橋、 山 本 UVJ ご 云 ふ 化 巧 的 化 

名 础ご驅 はれる 人々 じ指與 され 

て 化く ど 云ふ惰 。いな 人 逢で 自 

由な 進 両幾化 磯が 化の 思 お 系が 

を 継ぎつ； ある おじめて は 患 か 

ぶび か发ど 伯仲の 問に 化る けれ 

巧 所 諮 『昔 執つ たげ 柄 J と 云 ふ 時 

代 鉛 誤の お 想 じ ま おされて ゐる 

媒界 では 徐 命を 維持す る じ 足る 

丈け の 威力は あらう。 


な 上け 黨 巧の 現 化を 平淡に お 
述 しじに 過ぎない が 愈々 五 丹 五 
を W てを 布され た 普通 逃 おを 
ん實 施を 一日ら 速 かなら しいる 
なに 顧みて 吾人は 現内閣の 中堅 
たる 患が 會が 一部 M ホの 應迫ゃ 
故ぶ 會の 威嚇 じ讓 ホす る 所な 
聊か 鞭れ だるが かき 内閣 自身に 
活を 人れ て 通な 議 脅まで 灌 ぎが 
パい； を 盛まざる を 得。 い。 而 


してみ 期謠會 じがて 與黨 たる 政 
友會ご 相を はず 解散を 微巧 する 
勇氣ど 機略 ごが あるなら 皆政權 
を 掌 極し 得 も 望みは をが リぃ譯 
でも あるまい 。吾人 どして は 普 
蓮の おお 現な の 腐朽せ る 朋黨が 
棚 体を 破 幾して 理想 あち 誠意 あ 
b 實力 ある 新政 黨の 出現を 經駕 
する けれみ 黨 がの 將ホ おしてを 
州 前を 頗る 遼滋の 威た きを 将ぬ 


政 友 革新 俱樂部 合同し 

政 友 會の黨 勢 伸長 


周章て だした 憲な會 幹部 


ま 京 特電 五： n 發 U なぶ 會の大 改造 ど 同時 じ 田中義 一男の 總裁 

が 巧で &友會 の 黨勢楷 巧は 巧く も 化 人の 口に 上つ てゐ たが、 お 

然 か 友會 ど 革 おお 樂部 おび 中正 お樂 部の 火を 同が 進展し 今夕 覺 

書を を換 したる 上、 ホる 十四日を 期して 結黨 式を 擧巧 ずる； こ 

なつた が、 をはを 面 合間なる も實 質は を 新、 中 亞両俱 樂部ゆ 政 

ぶ 會無條 か 入黨 であつ て、 を 新 お 築 部の 潜勢力で あつた 尾 崎 行 

雄を は 入 溝し^い が 無 所 煩ょ bsK 人は 加入ず ベ <總 勢 巧 五十 

人位の 見當 じて、 革新 巧 樂部甜 鞠 犬養教 氏を 最高 顧問に 推ず 锥 

であるが、 護憲 內閱が このを 间じ 化ら 崩壞 する じは 前途 凌 遠の 

見込 じして、 遙化會 はこの 新政 巧じ對 しを 面 冷 靜を裝 ひ ゐるも 
巧，、 J は 大じ巧 韋娘姆 しつ i をる 模樣で ホる。 而 してを 友 本黨の 

巧み 氏は め义會 どの 合 岡 もを を 立たず、 田 中 男に 對 巧して 後藤 

新 か 乎を 入黨 せしめん と 計 裏 中で あるが、 假 b じ 今 巧の' を 同で 

- 政ぶ 會の顆 数が 巧しても 巧ぎ の 內關は 我 黛の もので あ もど 豪語 

し、 田 中 政ぶ 總疎 はを 巧談じ 勤す る 犬 養を の 互譲的 精神を 夕ど 

-、. を闊 してら み 盾 じ 巧 等の 疲 化な しどを つて ゐ る。 

山 口 主屋兩 化議尘 が脫驚 

東京 特電 お 0 錢 U 政ぶ 會 、萃颖 俱樂部 及が 中 亞俱樂 都の 大を 

同じ お對 ずるが 子け 别じ 新政 離 樹立の 運動に 着す して ゐ るが、 

この 爲 めじ 靖お縣 第 SK 選出 中 お 俱樂部 化 議^ 山 口 政 二ぶ び 千 

葉 縣第六 髓選お 政を 舒 代議 十 ± 虜淸 一ー ー郞 両氏は を々 脫黨 した。 

•，、く’‘. \ — lv ( D 

骼原 外相 優秀 移民 y 說く 

まを 特電 五日 殺 U 今朝の 地方 長官 會議 じがて 外務大臣 常 原 喜 

重郞 巧は お 外 移民の 素 興を この 際な をし 優秀なる 移 ほを 輸 おし 

てが 外發 おにを 掌す る MJ の 急務なる を說 き、 大藏 大巧 濱口雄 ま 

をは 爲替相 攜み關 係ょ b 說 起して 國產 品の 使用 と 輸出を 獎蝴し 

閱際 貸借 脚 係な 善の ホ 嚷し 就て 演說 した。 

てゐ るから おして フランスの 提 

讓じ應 する や 否やは 深く 疑問 ご 

されて ゐ を。 


對獨赔 償で 

負債み 濟 

フランス 政 巧の 恵 向 

パリ ー 阳 H 後 U 乂國の A 藏か 

官ウ キン ストン 氏は 目下 フラン 

じ滯 なして 外相 ブブ アン 氏、 

藏化カ イヨ ー 巧 等 W 會 見、 フラ 

ンスの 對ホ戰 時な 憤 巧濟に 就て 

碑々 協謠 する 所 あらたる が カイ 

1 氏は 大体 じがて 化 ホの 内閲 

が 採らつ i あつたな 策を 繼 承す 

る怠向；；？>るもの ぇ如く巧國及び 

ホ 闽じ逊 する 負 償の ホ濟 'はを の 

大部み を獨 逸ょ b の 赔馈を じて 

補充し 獨逸 ょらを お 憤 權國じ 支 

拂 はしめ る ホが を ごら 巧 圃の負 

债は减 額を 要 ホす る もの i か <- 

英國 政府は を赔 償金 迴 おの 外 フ 

ランス 政府よ- = '直接 お 年少 巧の 

現を ち拂を ホめ てむ るが、 乂國 

政府は グ アグ サイ ュ條約 じ關係 

^;?'くぉ獨ぉ獨平か條約を締ぉし 


支那 政府 こ 

軍 黑取雜 法 

會議の 一 乂 問題 か 

ゼ ネゲァ S 日發 U 题際 職盟の 

霄器 取引が 締貪議 は 明 H ょら 開 

始 する 當 であるが、 軍器 輸出 禁 

止 協が 内に 支那を をを すべきで 

あるが どい ふ 疑 阿は 一大 問題た 

るべき 形勢 じして 旣じ區 域 化 巧 

じ 編入され ゎ波斯 のかき 强 硬に 

巧 幾し つ： あるち が じて 今 巧の 

會議は 巧瞄の 縮少は 別問題 どし 

軍器の 取引を お ホ 得る 限ら 縮少 

しこれが ま 配を 政が じ 一巧し や 

ぅど 云 ふので あるが ー ホ じは ち 

し 聯盟が 械 端なる 化 婦を腳 巧す 

る U らば 從巧 軍器 製造に 從 事し 

なかつ じ國 家を して 自然 おお 製 

おじ 着手せ しむる ご 云 ふ 危險も 


あるので 補々 證 論を 生やべ < 本 
貪證 じは 米闡 、獨 逸、 i 巧 古、 
ェデ ブト 等の ホ 聯酷國 化を も參 
加し 総数ぶ だ 人に 達して ゐ る。 
尙ほ獨 逸は グア^ サィ ユ條 約で 
軍器の 輸出を 禁止され 且つ 本會 
讓の 前提で ある 聖 々1 メン條 約 
の 批准を 餘 儀な < されて ゐた r 
けに 化 表の 態度が 最もな 目され 
て ゐる〇 

勞農 政府が 

改造に 着手 

卜 n ッキ！ 俊活說 
ベ 作 リン 四 U 發 IT ： 勞農 ロシア 
政府 部内の なを 運動 d 昨今 着々 
進被しつ 5あるもの ！如く モ ス 
タゥょ ち 蓮した 精巧 こ 化れば 現 

じ 第 S 巧國 同盟を 司ち つ i ゐる 
ジ ノ グ S フ巧の露骨4^革命宣博 

は 口. シアの かを に 障害を 輿へ る 

，と 甚だしく 化 外 使節の 激 をなる 

反斟も あるので 結局 ジノ ゲ エフ 
たは 引退し 间時じ 政敵 ごして 目 

下 亡命 同様の 麥 じある 前 陸軍 執 

巧を 員 長卜〇 ッネ ー 氏が を 治 的 

じ 渡 あして 勞働 及び 圏 防 評謡委 

員 長 どな 6 現 委員を カメ ネ" 

氏が 巧 一二 万圈 同盟を 司る じ 至る 

ベく 勞働 反國巧 評議を 員 會は軍 

巧 じ 何等め 醜 係 U き 純然たる 經 

濟機關 であつ て n シアの 新經濟 

政策を 施む ずるめ である。' 

を 英ホ乂 化が 

歐渊に 警告 

.ン ドン 四 H 發 =： 駐お 米頤大 

化 どして 最近 あ 任しれ アラン ソ 
ン •ホ！ トン 氏' は 本日 聖 敎徒谅 

會の 歡迎晚 餐會じ 招待され た 席 

上 じがて 歐洲 のが かまを を 論じ 

歐洲が 今日の 如く 相互に 反目し 

て柯等 建設的 事業に 手を 染めな 

い 限ら ホ國 々おはこれ 巧 上歐溯 

の 獲 興 事業に おする 援助を 欲し 

ないで あらぅ ご譬吿 しねが、 現 

首相 ポ片 ドゥ キン 氏 及び 前 首相 

マク ドナ グド氏 も演說 した。 

7 ンン トン 0 日潑 u 駐英 ホ國 

大使 ホー トン 氏の 演說じ 就て 國 

務 ちは 沈默を 守つ てゐ るが 大化 

じ 於て をの 馨吿は 大統領 ク • 

ッデ 氏の 意向を 化 表したら ので 

ある ど 云 はれて ゐ る。 

ロンドン 四：！！ を = 舆國の 諸 新 

聞 紙は いづれ ら巧 筆して ホー 

ン 大使の 演說を 報 進し 且つ 社說 

じがて これを 批評して るるが、 

大体に 對て 大使の 演說は ヒンデ 

ベ グヒ將 軍を して 大統領 じ當 

選せ しめた 獨 逸と、 從ホ 諸問題 

で頑强 なる 態度を 抱いて ゐるフ 

ランス 政府に 掛 ずる 響 吿を敢 て 

した もので もる ど 云 ふ 点じが て 

一致して & る。 


尙一 

ザ 成 

''巧 お 
信義 


ず 化 


. 宇 お 
妾 役 軍 巧 令ち 中將 
营野 

近衛 師 劇を 中將 

お 岡 

第一 師闡 を中將 

お ホ 

を 謀 次長 中 將武藤 
陸軍 大お (を 通) 

轉補 

陸軍 大將 蘇 岡 
朝鮮 軍 司み ち 
陸軍 大將 武 滕信讓 
を 參謀巧 畏補臺 機 軍 司 か 官^ 
陸軍 大將 营巧尙 一 
陸軍を 育總藍 

陸軍 大將 鉛 木 おし ハ 
參謀總 長 f 
第 十八 師 翻を 中 お 

を 谷 範ご一 
參 謀み 長 - 
倫 敦駐化 陸軍 武 ちみ お 

岡 本 逮一齡 

ホを 第 化 旅剧長 
陣 軍少將 松 井 兵 一二 郞 
倫 敦駐化 陸軍 武官 I 

待 命 一 

軍事 參議 宫乂將 

山 梨 半 I 沿 
同 福田雅 ぶが 
岡. 尾 隨實お 


補 


補 


補 


師團 整理で 

陸軍 大 更迭 

福 田 大將等 勇退 

ま 京 特電 一 H あ u 陸軍 部內じ 

ては 師跑 整埋の おお 約 S 巧 六モ 

人の 贼員 をを るべ < これ じ 伴 ふ 

第一 回の 異動 整理は 約 四が お 

名じ及びたるが巧盡4=?-るものは 

左の かし。 

進 級 

陸軍大臣 陸軍 中將 


一. 化 


巧 


ので 事件 後 a シァ じ 逃む する 望 
であつ た ご 自白した。 

懊ぉ利 政 府警を 

ゥ キン S 日 發 U ブ^ダ y アょ 
'の 報道に 化れば 政が は 今 巧の 
ソ フキ ァ爆彈 事件が ゥ キンの 共 
產黨 本部で 陰謀され に i を 理由 
どして 境 太 巧 政府の 酱戒を 要請 

すべく ユゴ •ス ラゲ 政府 もバ八 

々ン のず 和を 化 表して 填 太 利 政 
巧じ蠻 吿を發 すべく 同時に 小聯 
を题は 九日ょり ブ チヤン スト じ 
がて 赤化 運動の 掛 策に 就て 協畿 
ずる 證 である。 

佛國の ホ 黨慘敗 

バリ） 一二 日 發 = 本日を 0 て擧 

巧され たる フランスの 巿 郡選擧 

は フランスの 現欧 おじ 甚大なる 
影響 ゐら ご艇 察されて ゐ たが 今 

夕まで パリ*— を 中ぶ ごした も 要 

じ W ればお 守 黨の當 選は 極めて 
殺な くみ 產黨の 運動は 全然 失敗 

し 社會黨 はを 化. じ 大勝し 前 首相 

エ リォー氏はリ ョ ン じがて先期 

逆擧 ょら も 約 千 五が 棠の 多數を 

搏 して ゐ る。 

製鐵鋼 合同 困難. 

東京 特電 四日 發 u 高 橋 農相の 

廣±產 たる 製 鐵綱大 を 同は 實現 

巧 難の 横樣 である。 



ロン アの經 濟利權 策 


ニコライ レ ニン 巧の 遺稿 


同 听 旧經ぞ 
同 東を 蠻備 司か官 
. 菊 池 愼之巧 
而 して 前 參謀總 長 陸軍 大將 巧な 
操 前 隆軍敎 育 操 監大庭 二 郞大が 
は 八 巧の 異動で 勇退 ピ 巧した で 

.を國 の 赤化 蔡動 


有ち 巧 就任 承諾 

東京 特電 四 0 發 U 有 まを 一巧 
は 横： 被 ホを 就任を 承諾した。 

南部 男爵の 提唱 

ま 京 特電 四 H 發 ：：= 貴族 員 議員 
南部 ホ臣 男は を 債 整理の ホ 法 ご 
して 滅債 基を を お 加す るの 計畫 
第二次 巧 化 整理 じ 化る 部局 統一 


波 蘭の ホ 化 陰謀 一一 

:! 一日 竹 憲の獨 樂 措 育關— 調査を 開始 

農民 黨は波 蘭 じがけ る 唯一のを 


した- 


進 派で あを 豫 てょ 9 ボ^ セ ダイ 

キご氣 脈を 通じて 公た が 今朝を 

然同黨の樓上じ爆彈が破裂し！^ 

民黨 新聞 ホ 筆が 負傷した のでん 

官憲の 活勘 ごな つた 結 おを の谱 

彈は恰 かも ジフ キアの 二の舞ず 

演 せんごす る ホ 化 派が 暴力に 訴 

へて を 命じ 及ばん と したる 陰謀 

の 一 端でゎる^が曝おし嫌疑巧 

を檢束 中で ある。 

爆彈の 巨頭 自白' 

ソフ キア ーー ー日 發 U 馨にク ラグ 

寺院を 爆破し 無慮 二な 人を 巧に 

至らし めじ ブ八 ダリア ホ 化 陰謀 

のちが フリー ド マン ご ダ ド ゴス 

キネの 軍を 會證は 目す 進が 中で 

あるが 兩 A は 共を 黨員 じして 約 

五平 人の 部下を 有し 爆彈 事件は 

ゲアス n なる を じ 金を 輿へ て 寺 

院じ 爆彈を 裝潭點 火せ しめた も 


千 葉縣補 缺選擧 

東 ま 特電 四日 發 U 關か知 化 簾 
± の 逝 まじ 化る 千 藥縣の 補缺選 
擧は 憲政 會 系統の ォ クマ フォ ー 

ド 大學お 身 者 千 葉 S 郞 氏が 當選 

しだ。 

辯 護 ± 會新會 長 

東京 特電 四 U 發 U 東京 辯 護 ± 

會は 激烈なる 競ず のをた 井 旧 益 

太郞 氏が 會を じ當 選した。 

林 大使 八月 歸朝 

東京 特電 四日 發 U が 駐英 大使 

は八自 一旦 歸 朝し 秩 父を 輔導 役 

ごして 巧 渡英の 堂で ある。 

京大 醫學 部を 燒 

東京 特電 四日を： = ぶ 都 巧圃大 

を醫學 部は 本日を 燒 損害額が 巧 

圓に達 {た。 


U が 協定の 成立 ど おじ 乂人财 
闽 シンクレアー お油會 社の 化 
槐太粗 借 契約を 破 第した 勞農 
ジ ゲイェ ット政 麻は、 今巧更 
らじ 英米人の が 團じ對 し サイ 
ベリア じ 於け る 化 あ 最大のを 
鑛地ン ナの發 掘 權を賦 輿した 
が稱 々最近 モス タゥ じて を 刊 
された 故 三 3 ライ •レ 三ン集 
の 中じ〇 シアの お 外經濟 借款 
じ 挪しレ ニンが 中央 執 巧 委員 
會の 秘密 會 諮で 述べた 演說が 
を 表されて ゐ る。 この 演說は 
H ホの 闕係ど n シアの 經濟的 
立場を 論じた ものである。 

て】 資本 階級 國家 
の 仲間割れ 

ロン アの外 國じ對 する 貿易 的 
輔 借權讓 渡しの 巧 本は、 あ < ま 
でもを 治 的で あらなければ なら 
口。 哪ち 巧々 はこの 世界に 假が 
して ゐる二 個の 帝 閣ま義 ど 資本 
ま 義の國 家を して、 なじ 敵愼必 
を挑發 せし むる； を必耍 どす る 
もので あつて、 巧々 じして を 化 
ぷ を 征服し ない 限 も、 巧々 の 兵 
力 ど 經濟力 ごが これ 等の 資本 國 
Jb も 劣る 限ら、 巧々 は 常 じこ 
れ 等の 國家 ど國を どの 敵 條必ご 
ず 圓必を 煽動し なければ ならぬ 
若し 過 まじ 於て 我等が この 不 
夕 律を 巧つ てゐ なかつ たどす を 
ならば、' 我等は 恐らく 資本家の 
滿胜 する 如き ま 離裂滅 3 狀態じ 
あるで あらぅ。 この 点じ 就て 巧 
等は ブレスト •プト ダス ク條約 
じ 於て 基礎的な 經驗を ホつ たの 
である。 當 時世 巧には 最も 居大 
な巧國 主義の 集團 でを る 獨逸及 
坡太利 ど 英米 佛ご勒 時し つ ^ 化 
に 塗れて ず 闘して ゐ じ。 我等は 
この 條 約に 於て 獨逸 じ截し 無限 
の 譲 步を敕 てした ものであるが 
獨 逸は をの 結果と して。 シアを 
政治的、 經濟的じ抑壓する^は 
出 ホな かつた ので ある。 

をれ のみなら や、 獨 逸には 帝 
國 主義と 社 會ホ義 的 共和 國 派の 
閔を 形造した が、 巧 等と しては 
柯 等の 間を も 造らず、. 社 會ま義 
共 か國の 面目を 傷 < るが 如き 巧 
動じ も 及ばな かつた が、 我等は 
前記 二 横の 帝 固ま 義藥團 の 嫉妬 
反目を 益々 增長 せしめ 遂に 兩集 
圃を 自滅せ しめたの である 〇间 


時じ獨 逸は ブレスト •リ トゲス 
クの 平み 條 約に 化ら ては、 僅々 
數巧巧 プ ー ブ の穀類を禄た じ 過 
ぎ。 いが、 この 穀類は ボ グセゲ 
キ ストの 崩壊を 獨 逸に 輸 おした 
ので ある。 

獨 逸人は 巧國を 也の 底から 嫌 
ふ S 共に ボが 七ゲ キキを も 嫌つ 
てゐ る。 併し 濁 逸は 巧み じ 我等 
から 誘惑され て 我等の 眞じ 暗つ 
たので ある 。この ブレスト •一 
トゲス クの平 かが 我等 じ 巧へ た 
敎訓は ホして 僧 少なる ものでは 
ない。 現今 我等は 二 個の 敵の 爲 
めじ 狹れ てゐ るが、 若し 我等 じ 
して こか 強敵を 倒す ミが 出來な 
いごす るなら ば、 他の ホ 法 じ 於 

て 彼等 同志を 戰 はしめ る； を考 

へな < て はなら so 

資本 階級は 地球 じ 巧け るち ゆ 

る 巧 料 品を 貢收 ずる か、 がらず 

んピ これを 政治的 じ 占領して ゐ 
る。 巧 等は 先づ この 事實 をげ 細 
じ 洞察して これを 利用す る ホを 
を考 へなければ ならない。 巧 奪 
が これ 等の 聯を國 を 相手 じして 
化 蓋を 巧る をは 到底 巧 ホない 謡 
である. か、 我等 じ 依を.，- 爲 され 
'て 忍る 煩 動》」 宣 傅の 事業は 美窒 
なが 績を收 めて 属ら 、をつ をの 
お ホ にも 確信を 抱 < もので あ も 
即も紋 治 的 じがて 我等は これ 蜜 
の强 敵を L て 仲 前割れを 巧す 接 
じ 巧 力し なければ ならない が、 
この 仲間割れを 生じる 衝突 おけ 
經濟 である。 

がら ば これ 等當あ 資本 階級の 
激しい 敵 對の中 必は柯 であらろ 
か。 ごい ふ ミを 見る じ、 夫處 r 
一一! 佩の 根本的 潮流が ある。 先 パ 
第一 じ 我等と 最も 接近して 在* < 
のは H 本と アメリヵの 關 係で‘ も 
る。 彼等は おじ 戰 端を 開 < ベ- 
を 備 して ゐ るが、 目 本 V - アメ * 
力の 距離は 四千 峭を幡 て； ゐも 
もの i 、 太毕 洋上 じがて 彼等 W 
ホ かを 碼保 ずる どい ふ i は 到な 
至難の 事業で をる。 この H 米 跡 
爭は疑 もな く 兩國の 資本 ホ 義心 
ら 破綻を ホす じ 相違ない。 

內ミ外 

♦大統領が 人 疎 ど 民族の 融化 
を 猶太 人 協 會じ說 いね。 この 做 
易い お 說敎は 加州の ホ國 人傑な 
じ 云つ て やるべき もの 0 


四巧廿 一 H ボストンょ b 漢堡港 じ 向け 加を 太 沖を 航巧 
中風 濤の爲 めじ 化沒 した 國際療 船 會社巧 屬療船 ホ 福 凡 船 
員を 滅の 悲劇は を ホ 稀 巧の 酸鼻な 出 巧 事で 實じ 座視す る 
じ 忍びない ので ぁらます。 故 じ 本社は 化 隙な 留 同胞 諸君 
じ訴 へて ホ福义 船長 0 下 一二 十八 名の 遺族の 爲 めじ 義おシ 
慕ら 之を な 國じ 送つ て聊巧 天の 靈を弔 ひを つ 遺族の 情み 
慰め やぅ ごがます。 柯卒夕 かを 論せ ず瘡 つて 化義 擧じ脯 
せられん？を厮4ます。 尙ほ御送附の義をはぶ紙上じが 
名を おを を 表して 之を 領收 記に 化 b ます。 • 
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募集を 額 
締切 期日 

送金で 法 

五月 I 1 H 


夕少を 論せ や 

五月 十六 日 

國瞭お 船 會化本 巧を 經 

て適當 じ頒與 する こ i ' 

紐 育 新報 tt 
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fhe Japanese Christian inst,, Inc, 

3 が - 3 说 £. 57th St. New York 
Phone; Plaza が 52 

會敎督 基 人 本日 育 系江 

業ボ をな を 集 諸 


KE 民民怎 MAVO 民 

1023 Third Ave. 

Beh がを が お s. Telephone おが fit 2 郎 9 


含 向 人 本日 

巧專 靴型 小 

惡 小き 高ぶ 小き 廣ぶ 小き 敎 


NARa TRADING 00 . 

45-47 E. 20 比 St. 

Tel.Gaiedonia 9755 



yp TO DATE STYIi 
Custom 

Tailor 


?! W. 44 化 St . も Yi Sity 
Tei. お nci が bi 巧 2E48 


JAPAN ART STUDIO 
の 4 LE) ( 抵 NTdN が E. S. Y. 

TEL PUn 4538 


車 動自貸 

SATSUMA COMPANY 

25 け BVa パ か Tel. Riverside 6822 


AUTO SCHOOL 

726 Lexin が on Ave. N. Y. City 


f ^ 

I SAisum Company 

2518 Broadway, N. Y Ci げむ r. 94th み 


Dr. T. C. Takami I に E. Yoshii, M.D. 

176 む讯 beriand St . お a 她 が!！ 3 が W 71s パ t 

Tel, Cumbe rland 2 311 i 柏 . M 础け剛 -8729 


Dr. G. H. Mairtin 

DENTIST 
743 Lexiiigf 邮 A 化 . C 日 r. 59 化 化 
Phone Regent 245? 


DR. H •ん GARDNER 

DENTIST 

お 8 Madison live. Set. 卽 -Sis パ ts. 
Tel. Regent 71 が 


T 。 氏 ASA? I 

Marchant 

Tailor 

が j 

TIMES SyiLDlHG j 

む 〇讯 3(14 I 

NEW Y 郎 K ! 

閒 。 ne 

む yant おけ i 


Y . げ〇 

巧 3 Ees パ 3 おな . 
Car. Lexington ゎ巨.， 


N が PON TA に O 反 ING CO, 

3 扣 み ’. 5 が ii な . 

おし む 111 巧 inis が 巧 


Koike Studio 

が 7 5th わ も 
Cor. 39ili が . 

Te し CaHedo な ia 6394 


Nippon Dry uoods Co, 

1261 Broadway, City, G 日 r . お st SI 
Telephone お 帥 . 5950 
Boom 5951 


imoto Bros , \m, 

(Formerly 巧が uh が hi をむ.） 
.17EasH7 化 化 も Y. 
Tel. がが ve な ni 削 59 


Miss. Blanche Fisher 

1264 Lex. Ave. Cor. 8 な b St. 


授敎語 英人婦 


A •し CEASAR ， M ， D. 
108E3 おが fh Street 
Bd. Park を Uxinghm わ es 
Tei. Lenox が ? 3 

養 喉 觸鼻耳 課 

間 時 察 診 
午ぶ 至 時 十 前午自 
時 乂 至 時 六を 午自 


(雌 

S.YQkG が , O.G. 

104 W. お ! id お . 

Tei. Riverside 5628 

YUKIO NiSHIMU 反 A ， M. G 。 

314 West inth Street 

Te し 姑 snument 0279 

療治 揉 學科經 神 

Motoi Tsuchiya d.m ぶ . 
116 St. Stephen St. 

Boston Mass. 

に Iwamoto, M. D. 

114 W.7 か h St- 
了 el. T rafalgar 0352 

KANZO OGURI m.d. 

214 Higii お . む 〇她 が 

Tei. む mbeiiami 1QS0 


Te!i B が kb 巧 巧 3 お . 

5 トト • 簽 ss 診 

S 等 1 ゎク 1 ? 爆 察 

前 ン亞巌 5 ハ 時時 
約 病： k 準で 踪ぞ閒 
願院學 ず ^ II II 1 1 
上 勤 及 ^ 九 二 

お務び 持 時 
一 半 

お!； 

腑鑛眼 

巧 專節調 鏡 眼 じあ 腺换 

F. L FREDERICS CO. 

醫巧破 華 大巧 比淪を 

136 E. 59th Si. Hew York 

1144 3rd A 巧 .， b が . 6B 化-抓 h おん 

f ；.ii 

み； 約 ま 
重 夕 s 擎 
孝 叩 

揉 筋、 腹按 、摩 按流本 H 

ムジ グ々 デメ 、ジー ナツ マ 式典 瑞 
療治 氣電 びぶ 水 〇 ， ク ブブ マナ 
叢を 廃 學ーピ ラン ォジィ フ奥瑞 育 紐 

男 幸 村 西 1 

てに 宅 自は又 張 出 療治 
弗 S 張 お 0 弗 二回 一は ホ衝 の乂ネ H 

診 f 齒 
至自蠢 _j しを 斗 

J 夏 PS 谷 § 

ゾ 、こ ： 

時時 S 

毒 第！'^ ド 診 
。ン裹 7 ラ 書 ホ乂蠢 

病バ病 フ莱 時時 霞 
院ラ院 1 難！ ） 間 
勤 ン勤 病を: 八十 
お ド搭廃 二！ 時時 


New ¥〇ふ Auto Schoo! 


228 む 加 ！ id む e., Cor. 1 4 化 Si. 



兩晝二 連 S ス ラ 轉穫自 
科 及十轉 十保ィ を 巧 動 
あ 巧 五 丈 五 証セ敎 びを 
り學 弗は あず ン 授運修 


KOSHIBA 

STUDIO 

舘眞 寫柴小 

661 Fifth Ave., 

Tel, Plan 3212 

む anch Studio 
Wesiminsier Sh ■ 扣 t, 

わ 0 加即 ce R . し 



州 E げ S & PERRY 

3 Maiden Lane N. Y. 


ェ細 冶鑑銀 金に 幷お哪 金 

類 石蠻匠 意新最 


號 


乂ザ百 干 


を 


雜 鑛 


納 


C 目曜水 


日 力 巧五キ 四十 正大 〔二） 


:謂 


V%. 


稅關 事務 

巧 洋を地 並 じを 化 
ぞ の 廢巧乂 方を じ 
閱 する 一切の 御 諮 
問じ應 じ、 巧道寬 
船貨颇 運賃 及 お 帆 
を 稅麗手 績蓄等 進 
ます、 重要 都ボじ 
化理 巧を 有し 誠 寅 
敏速 御用 命じ 應や 

保纔 取扱 


▽ H 罹 H 
聖書 巧究 正午 
共 觸會夕 A 巧キ 
禮巧說 を；^ ホ 

マ賣 

ホ演會 又はみ 
話會 夕八巧 

帯 宿が、 旅が を 
ま內 部、 人 拳 相 
誤 部’ 調 お 部’ 晚 
業岡旋 部、 英語 
我 縫を 巧® 諸 課 
を 設けを 员 、非 
會貴& 巧を 計る 



♦書籍 ♦お 誌 ♦新陆 
縦覽ま 1 を 開' 
執務 午前 九 時よ b 午を お 持を 

紐 育 日本人 會 

西 五十と 了 目 二 五 〇 蚕 
電話 ナアク 八 八-九 〇! 化 一 


巧 留靑年 理想の 麗体 

1< 靑年. 會 

《去. 害 h 芭. M 田 弓 f 1 登 


乂 な-胃 日本人 

基督 敎靑 年會 

3 ち E . 5 害 St . N . Y . 亞夕 
ぎ PI 置 8141 


應巧說 か U 赌 H 午 巧 八 時 I 
がが を 木距日 午を 八 時 一 
が 話 食 止 巧 目 午後 八 時 - 
をを、 圈蓄 室、 娛樂 室の 設 おわを 
ホな を軟迎 す、 貪 おとが 用せ t . 一 
な 卸 川お義 一 i 

日本人 基督 敎 修道 會 1 

102 W . 屋 rd St . N . Y . City i 
TTeL Mornin 培 ide 至黃 _ 

日本人 § 敎會 I 

お 帥' 川な 未么進 i 
幹事 化 川淸一 
Ja ち ミち M . £. 資ミ其 Inst . 

】 だ丰養 芭. ジ ー. Glarksn 1 置 1 
巧 巧 說敎日 班： 3 午 お八 時 
祈 禱會水 お 日-午を 八 時 
裁縫 會化昭 日 午を 高 
♦寄宿 舍 1 
位 匿を 输比亞 を 数み 下町を 十 一 
五み 學を會 化 員 旅行ぎ じ 最適 一 
設满圈 墓 雑誌 新聞 及を 補娛窠 i 
具 簡易を 堂 あら 

便 宫瑜棄 周旋、 旅客 案 巧* を權 
: 事業 調査、 其 他方 事相 获幹旋 
1 等 間胞諸 巧の ホを を 歡迎ず 


0 巧 •巧 巧 ZJ ! RJ 巧 liYA 

呈吉 0 PIU 3 呈 

岩 7 呈 h A さ. 京 ミな nd St . 
ぎ 至 ミ ray 童 一 2791 fl きヨ養 


ク 

八 


ホを 謙 次 

自 午前 十一が ま 午後 二 時 
時間外 及 日曜は 前約の 事 


ク 

グ 


村 瀬化廊 

ち L ミ 置 on iUe . N - Y . 呈 y 
置. 苗を & ゴを Sts . 
ジ 1- Ma を讀 ぶ-を 18 - 7848 


詳謀 毎月 十 y を 巧 
雜誌 E 苗 ^ i 部十倘 

m で St 芸 Ih St . H ‘ y . 呈 y 


船具を 巧 おお 船 御用達 

遠 藤 小刀 商會 


這す 〇を ミ y N . Y . 置 y 

ぎ 至 一 害 all まこ 


稅關 事務 取扱 

mLi L . 受ま & 夏.， 

さ 護 12 运 ご 巧 roatlw さ呈 I . 

Phone ; Bowling G 養 ft 9 養 ，9137 


gr 

AM が お 

施が 告 

巧徵 I 

の^ 

Y k 4 ^ 
S が 7 化 
T の 

d -■ 


課課 揉 療治 

I 巧渾ま マッサー ジ 

I 日本式 按摩 按腹 

神經痛 リウ マチス 
巧身肾 ぅづき 屑 
腰痛み 筋 違 ひ 
其 他 諸お樣 療治の 御 
霜め じ 應じ御 電話 巧 
第 御 あ 庭 又は ホブグ 
じ 出張 親切 じ 治療 申 
上まず。 前約の ホは 
自を じても 施術いた 
しまず。 

I 肖 I 津 輕東泮 

西 を 化 T 目丰四 番地 






日本な 具 
雜 貨卸賣 

条良 貿易 鹿會 


丸 山 難 服顯會 


日本、 ま 那寶玉 製 美 
術 お、 婦人 用 首 飾 其 
他を 締品 

岡 島！：：；； •：： け 

高等 美術 お 修緯、 

を 飾 お、 ストリング 
日ボ服 裁縫 


巧巧踪 
が 五 時 
間 十 巧 
郊外ら 
大堀强 
巧仕很 
間 嗟 摩 
商會乞 
御 呼 出 



H 本人 部 

パリ！ 廣 

瀬 氏擔化 
懇切 敎授 
夕と が 開 
校 勞働余 
暇 勉學の 
便 あら 卒 
楽 証書 授 
輿 就職口 

無料 周旋 


目す 巧ん 巧を ネ をみ お 巧 一 占 

寶 名ぞ 4^屬满 一み み 刹 

クオ— んザふ •す ル シン 妳が 巧 刻 引 
しッ！ ド •ハミん トンが 評を 刻 列 

が- SPT 化、 会 壊卖 がを 刻 刮 
镇 ぶぶ そが焉 ふク 到す 贫 
' isl * ネ辛 ふ搜を .饼筆 

絲 田泉乂 

>巧8»ダすザ**卜 六八ニニ 

3 ^ 三' r 



都合 じょ b 當 みの 聞 

診察 

を 後と 時 i 乂時 

9曜は前約願4^慎 

け^ま 居悅彌 


診察 - 

午を 云 時ょ もみ 時 
日 躍は 識約巧 願 お 


ドク トグ 

鳥 見豊彥 


齒科醫 

マ 診察 時間 ▲ 

巧 目 {日曜を 除く} 
牛 前 丸 時 {十二 
時、 午を 一時！ 
水曜 午前义時？ 
午を 一時 


齒科聲 

易 ま 無痛を 療 H 

夕 年の 經驗を 化て 
日本人 諸君は 特に 
了 寧 懇切に 施術す 

卜 ^ マ —— チン 


笠 ザ 泮服店 


日本 
洋服 お 

時 旧 信巧郞 
松 本が 


を お- HllT 目 

ニニ ーニ 


律 狼ち 

?ラ^さ己 


東を 市 丸 ノ巧ピ か デ y グニ階 ニニ 〇隆 

賊純丸 山 洋服 商會 


化 おお 细賣 

_ 五味 商會 

• こ L 1 S . J.Sy 
Tel . S 星 vesani 3745 


書籍 一切 取次 

米 固 出版の 書籍は 凡て 特別 割引 
じて 迅速に おみぎ 旅 巧者の 巧 兜 
參考 資料の 書籍 宿 集 等は 特に 御 
便 {目： な 計ら ひ 致 升 〔幡 恼】 
正ぎ を ii 互を ぞ 
154 Nassau Si こ Tei . 穿 ek 夏 n 8428 


成功の 秘談 


^ s 

li 

II 

.一?^ 


米國ま 英語を 話す 事 
は 成功の 篱 一義です 
本校 じは 日本人 お搜 
じ 僧れ た專巧 婦人 敎 
姉を 5 懇巧じ 會諸逝 
信 文 社を 語を 敎授し 
ます。 日耀遇 H ぶじ. 
午前 化恃よ b 午を 十 
時まで 開校し ーンマ 
スンと 十仙づ io 
H おも じ 巧 校 あれ。 


寫 


眞 


現像 


燒付 


T — ，司 — 

弓 巧 


紫 光堂 


五 巧 


取 巧 店 

東 巧商會 

西 六十 五 T 目 

一四 0 


寫眞小 嫌 


第五 街 

凹 一一 玉 


H 本 陶碟器 

雜貨 類细賣 

ホ 元 

フラ ザ^ス 


日本 

ドライ グ ブ 

蘭會 


種を はと 十五 

仙、 S 四週熙 

じ 驚くべき 結 

粟を bo 毎日 

朝 九 時ょ ち 夕 

丸 時 迄 日應共 

十二 年の 經族 

衣 t 


メーシ1はな育暴大のデバ 1>メ ン ト巧巧でぁ 
らます。 巧ら しい 算を 機と H ス 々ンタ ー は廣澗 
な 店 巧 じ 於け る 皆 谈のわ 買物 じ 便宜 fi 渝快 W を 
巧へ てゐ ます 

化 巧で 二 巧す るら のなら ばメ ーシー では- 
巧 八十 八 仙を は をれ な 下で 買へ る i をで ぅ 
ぞ御 記憶 下さい 

日本へ 御 荷物を 抑を もじな b たい 節 又は* 御貫顿 
に 際して 巧 用の 琪 をは パ ー ッナ グ ショッピング 
ビュ In — を お尋ね 下さい、 親切 じ 御 便を を 討 
らま i 


Jo 巧 10 至 - OOC さ M . P 

ご 1 W 置 芝 す St . す 三ち k 

Tei - Riverside 3573 & Sc 星 ier 養 ま 

護 舅 J 六 時— 午後 化 時 

H 曜 午前 化 時！ 午後 旧時 

/ トグ 小 栗乘ま 


匿 

W 削 训‘ 山 

W ^ -i A 

0 わ 心 わ 
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L 
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齒科醫 

夕 年の 經 藤を なて 
最新式 巧學ず 術に 
堪能 じて 信用 篤し 
= 施術 巧 低廉 ‘ h 
日本ん 諸君には 特 
じ 了寧怨 切に 治療 
紐 育 掛を認 
バ^ ブル^ — ム 


or . R . shbhidio , D . D . s . 

畜生. 7害 St . Tel . 置 ic を 塞 2 

雛 館 制 験 か ハ 戶良二 

自 午が 九特ま 十二時 
自 午を 一時 ま 五 時 



正窗 ご 親切と を 昔 どし 確實 

信用 ある 商品を 韓 選し 

特別 廉懼 で販賣 をし をす 


クオ 瓜チム 、エ八 デン 四 割引 

其 化は 化て ご 一割 引 

指輪 鎖 貴を 屬 おじ 寶巧 類】 切 

パ ミグ トン 時計、 バフー ドィ 

リノ ィブ 時計、 を稱薦 時計 

ゥオ！ 夕！ マン 萬 年 拳 

エバ シャ ー プ銳筆 

縄 銀器 ホに 銀器 一巧 

御歸 朝の 御 ±產 一切 

時計の 懷 鐘は 巧險付 じて 確ち 

じ 石川茵 身が をし ます 

お 育 ホ 西 四十 二 T 目 四と を 

四 四 S 号 室 (五 巧' ご 六 お 間) 

.お 川岸 賴會 

電話 ペンシ^バニアと I ニニ 九 

IsililcawalKishi CO . 二乏害 St. 


輸入 §1 
長 盼輸化 一一 四 
輸入 み 一二 四 
函館 輸出 一己 五 
輸入 四 六 九 
小 樽 輸出 一一 元 一 
輸入 四 〇 
巧 化 輸出 と S 
■ 輸入 こと 
'下の 隅 輸出 よ 二 
輸入 ニニ 


春 蘭 掃 立 數增加 

春 藤 掃 立は 十一 年 R 來巧 多量 
の 見込で ある。 

五 巧の 金融 狀態 

五月のを 蘭狀 態は 一層 緩漫 VJ 
ならを 蘭 資金は 昨春ょ ^二 厘 下 
げの豫 想で あるが、 絲業巧 又ず 
振 じて 早く も 操業短縮 說が 傅つ 
てゐ る？ 

臺灣 砂糖 生產額 

本年度 台灣顿 糖を を 額は 赤 糖 
共 じて 八な 巧擔で 最高記録を 示 
して ゐる〇 • 

麵鐵 がは 弱 保 合 

護 謗 相樓は 躍進し 電氣 銅は 下 
押し、 鋼鐵 がは 弱 保を である。 

郵東 合同 談巧切 

郵船 食 社の 東洋 滋船買 化を 岡 
問題は 一先 づ打 切ら どなつ た。 

都 船 配當率 一割 

郵船 會社 今期 酷當は 前期 同 撮 
一割 ど 巧を した。 =: な 上 一二 日發 


電氣化 事 一切 

下羽電 氣簡會 

M 02 1 jBroadwa }^^ 


Tel . Endicot 二君 70 


I 强制 的な 物 價給銀 調節で 

金本位 回復に 反對 

經濟 學あケ ー ヨン ス氏蔥 見 公表 
「爲替 を Vj ん 底に 下落 ピ しめよ」. 

英國の 金本位制 化活に 就て は f を だ どい ふので ある。 尤も 予は 
i 大体 じがて 化界の 與論は 之 じを 


I 同して ゐ るか、 英阅 のがぶ む 經 

巧を ちで あらを つを 本位 制な 巧 

じ 就て はを ホ ごても 極力 反 おの 

立 煤に あつた ヶーョ ンス氏 一派 

は 相 變らや 

時期 尙早 の 非 おを 當が 

じ 巧して 放つ てなる。 即も 巧の 

なな じよれ ぶを 本な 制が 活の是 

ホは み 凰に ど b て 二 個の 重 火 U 

問 跑を总 をして ゐ る。 が お-は 

お ホい 理想的 通货を 目的 どす る 

永久 的な ホを で、. 第： 一は 眼前の 

刚遇郎 も此特 巧な 煤 合 じ 當ら特 

巧 U 力 法に がて 物惯慑 巧を お 縛 

ずる ミは おしてみ 別 ある 巧郵で 

ゐる かごい ふ 疑問で ある。 ずは 

が 図 昨今の 物 似な を單位 ごする 

じは をら じ尙 早で ある ご 信ずる 

巧で あつて、 之を 跌洲を 题にエ 

おを 有する お 入の 一 乂 會 社が 昨 

年 十 一 月み 爲替相 煤に 應 じて ち 

桃つ た：！！ 給を 比較す るに 

お 固' 二 •二八 獨 を 一 •あ 五 

無 越 V ご 宝 白國一 •一 凹 

佛國 (バリ ー な 外〕 一 •二 四 

が國〇 •九 六 弗 

ご：^ ふ統別 上の 差違を ホんで ゐ 

る。 又 四 巧 十！ H がの 卫 コノミ 

スト 誌 じよれば 

鍋鐵 H 瘍 じがけ る 熟が 

職工の 巡 銀は ベ グ’ネ ー が一磅 十 

八 志、 フランスが 一巧 十ー ニ 志と 

か、 獨 遮は 一一 磅 二ち 六 化で ある 

におし 英閣 ではが 働 時間が 短 か 

いじ も拘ら 中、 滅練ホ 熟練 職工 

を 通じた 週 銀 平均は 一二 磅 SAW 

いふ 额じ 達して ゐ る。 尤も 英閣 

內の勞 銀が 高い’ と 云つ て敢 てを 

れを非 巧す る 巧 由 もな く 現じ 米 

威の 勞働 者は 英固じ 二倍した 勞 

おを 得て ゐ るので あるが、 競爭 

どい ふ ホ 巧から 見る U らじ按 め 

て不か 益を 生やる もので あつて 

これ 卵ん 剧內通 巧の 巧 怕ど勞 働 

者の 赂買 力じ蜀 する 為替の 錢動 

から 生やる 稀ち な 述货の 現を ど 

;^つてお現した。 お言すれば泣 

じ 巧を が 一巧の 物 おを 輸出す る 

£ して 之を バゥンド じ兩 替し勞 

がを パゥンド にて ぞ拂 つた 旗を 

これを 

大戰 前に 比較して を 働 

階級は でれ 梓の がを 力を 發 難し 

得る かどい ふに 英圃 な獨 逸 、 tN 

ランス 乃 まが 太 利に 比して 遙か 

じ 数ない 率 じ おる。 今 之を をに 

よる 称 惟 指數を 戦前のを れじ勒 

當 てるならば 左の 如き 數 字を ホ 

する。 

奥园 一と 九 巧 逸二. 五 

巧 固 一 〇ー ニ が菌 ー ニ ー 

挪も勞 银の上 にがてが 國は獨 逸 

よ b は五剌 、が 太 利、 フランス 

•へ 术ゲ ー よらは 十 判の 离を であ 

るが、 金本位の 勞 おごして は 左 

おに 底 準では ない。 化の 言葉で 

去ひ現はず^:^らばぉ國のががは 

化の 歐洲諸 威よ b も あ 率で ある 

ホ活 装は をれ よ b もが ほ裔 


:力 


化 不整 巧が 必ホ しも ~ ホ じ 偏し 
てなる どい ふので はない 〇赔償 
を 問題 等の 影戳を 受けて ベ グダ 
—、 フ ランヌ 乃至 伊太 巧 

特に 獨 逸の 物 偕は おず 

择騰 すべし ど 信 やる まで あるが 
是 等の 不 整理は 巧 固のを 給 おご 
金 じよる 物 僧は 其 均衡を 得る た 
めじ 約 一稱お 巧の 下を を ホす で 
あらう。 過 ま 一年に 豆る 英貨 相 
場が 所謂 巧 氣を帶 びて ゐ たのは 
世間の 乂氣を 煽つ た 英國の 通貨 
政策が 然 らしめ たもので あつて 
奥 圖の檢 出産 業を 振 輿せ しむる 

手段 どして 用 ひられた ので ある 

が、 世間み 乂氣 どい ふ ものは 巧 

して 當 てじなる ものでは なく 必 

ず や 將ホ么 じ相當 した デフレ ー 

シ ヨンを 生ずる じ 至るべく、 化 

期間を 脫 して 始めて 輸出を 藥は 

巧 巧 時化 じ 向 ふで あらう が、 化 

中間 にがてを 產 業は！ バウンド 

じ おして 約 二 志 巧 度の 减 給を 敢 

てす るに まるで あらう。 于は英 

國が バウンド 相場の 均衡を 得る 

ためじ 一二 側の 方 巧が ある ご 信 や 

るを である。 

祭 一 ：= は バウンド か 撰を して 

物 惯と給 銀を 調節せ しいる 

をで 落さす J であつ て 最も 

贊 明な ホな である 

篤 二； = はお 外 じがけ るを の價 

値を 化が せ L め 固 内の 物 憤 

騰貴を 巧 化する i であつ て 

おがる。 らピ燒 伴で ある 

第ー ニ U は爲替 相場の 整理 じが 

ふ 强制的 物 價ど給 銀の 輕 が 

であつ て 之は 苦痛で ある 

ロンドンる 

金利 引上說 

絹輸乂 微廢化 か 

英题 のを 本位 制 四復ご 豫奠案 

じ 就て は 一部 政を：^ 反掛 のた め 

の 反掛じ i る 非難の 外 

一般 財界に 邊 評を 0 

て迎 へられ、 爲 替化锡 のまを ご 

共 じ 今後 輸出 貿易は 增 進し りン 

ドンの 國 隙を 融地 どしての 位 履 

は あき 將 ホに 於て 驟前 のをれ じ 

從巧 する であらう ど豫 期せられ 

從 つて お 引 おは 峨 めて 巧况 であ 

るが、 フランスが ホ だを 本 泣 制 

を 回 彼 しないを じよら て お 造 家 

の 生を 經豐 差違よ らして 巧國產 

業'》 のまけ る 不利益を 理由 どし 

此際圃 路經濟 會讓を 開催して 爲 

巧 調節、 を 本位 欄の 世が 的！！ お 

ぶ 化 じ 就て 協講 すべきで ある VJ 

いふ 諮 論 も 一部の 間 じ 巧 はれて 

むる が、 を 本位が 回な ご 同時 じ 

を國 が金儉 出を 锅始 する じ まつ 

たろ によらて 巧 < もが ホの 一が 

じは 巧 蘭が 巧のを 利 引 上 說を哨 

ふるを がみる。 がち タィ ムス 紙 

S 口 付 ロンドン 特電 じよれば 

金瑰 輸出は お ホ賽か 

煤の 不ホ 均を ホして ゐた瑞 西ぶ 

びか 蘭に 向けて 锐 出された もの 


であつ て、 英臨銀 巧の ラィセン 
ス か 輸出を は 普 盛 巧 場 ー ォンス 
八十 四 志 十 か 半じ勒 しと 十と 志 
十片ザ VJ いふを 定化 撰に よる も 
ので、 此 ためじを 時が は 八十 六 
志から 八十 四态十 一片 キじ下 巧 
を ホした 譯 である。 而 して 紐 育 
輸出は 蓮 貸、 保險 等の 關係 よら 
して 四 お八 十四 化と お 五ち であ 
るが、 英蘭级 巧の 爲替 資金 驗を 
は從 つて 漸み パゥンド 相 攘の强 
調を 巧し 割引 率 も 漸進の 傾向で 
あるから n ン ドン 諸が 巧の 金利 
は 結局 爲替相 傷のを 定じ 附随し 
て 巧 上げを 觀巧 する 广 まるで あ 
らぅ ごい ふめで ある。 尙ほ 

輸入 生 絲の囊 じ 就て 

專 ら風詳 されて ゐる處 による ど 
巧 業者の 反對が 頗る 激烈で ある 
上 大藏构 寿 チヤ！ チ 作 巧は ホ 巧 
自も賓 易 論者で あち、 なつて 斯 
くの 如き 愉端 なが 護關稅 政策 じ 
は 個人 ごして 反 おの 蘆 見を 抱い 
て & る關 係もゐ るので 或は 右の 
新誤秘 案を 放棄す る じ まるで あ 
らぅ 共 云 はれて ゐ る。 

委員 會で硏 をず る 

正貨 節 釣 策 

大藏當 は 正貨 お 有の-ホ 法 ミ 
して 政府の が 外ま拂 額を 化 巧 得 

る 限ら 贼少 せじ わるた めを 宫廳 

が每年 購入す る 物品 中で 巧 化を 

産品を U て 化 用し 得べき ものは 

成るべく內地おを化用し、 且つ 

比較的 必要で ない ものは 之を 差 

控 へさ f せる 接 じする ため 先般 巧 

狸が なじめて 調査 中で をつ たが 

愈々 新年 度 じ 入つ た i でめる か 

ら大藏 省 じを 堪會 計ち から 成る 

調 杳を員 會を 開きを 省 別に 調を 

研 兜す る 善で ある。 現 I 往沿 がに 

がて 物品を 購入して ゐ るのは が 

軍、 鐵 道の 兩 雀を おめ ー ヶ年約 

一條 阳余じ 達して ゐ るが、 巧國 

おの 化 用 其 化 じよつ て 幾何を 節 

約し 得る かは 調杳の 上なら では 

不明なる も相當 巨額に 達ず る 見 

ぶで、 假らじ j 割 どしても I 千 

巧 w からの おか 支挪を 減じ 得べ 

< をれ だけが 外 正貨の 减少を 巧 

ぎ 襟る 譯 である。 尙 ほが 外支拂 

は 外債の 利 沸が まじる もので あ 

るが、 之は 己む を 得ざる ま拂で 

あるから を 委員を では 除外 さる 

ベ 含 ものである ど 0 


t ： 本社 東京 特電】 

下 巧の 寶易 

=單 位千阳 

四 巧 中の 輸出は 一億 六 千 八な 

五十 四 万 八 千 山、 輸入は 二 億 五 

千 九. 白 化 丸 巧 八 千阳 じして 輸入 

超過額は め化モ 百で 山で ぁるが 

四 目下 旬のを 港 貿易は 左の 通ち 

であるり 

橫潜 輸出 

輸入 

神夕 輸出 

輸入 

乂吸輸 お 

輸入 

輸出 

輸入 

輸お 

輸入 

输巧 

が 入 

輸出 
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i Columbus 8882 
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理那 
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J&P 泣 打 ese Tea Room 
1802 姑ぶ r が U . W . 

Is !. Franklin 1577 



街 六 第 * 

ご 目 了 四十 四 4 
拽目了 五十 四 


327 化 5 が h な.* 
Columbus 04 が 

く ぷ 一寸 一 


Duey Pang’s 

おな AUiUJiT 
側 おお h むも 

Bel 27th-2 お h お S. 

City Hail Tea Gaden 

170 Nassau St. City 

Ne がわ the Tribune Bldg 

Loo Lm Ma 打 

Beem Nom Low 

474-6t ち Ave. 

Bet. 28th-29th Si. 

H ホ 

id 彭那 
襲 J 瑞 S 
参 機 ^ 

紙不ず •聞の お 
上 變べ會 御 勤 巧 

御 ぉく お 便の 巧 岸； 

案 引 淚の利 方理臟 
內立間 御 じじ 人ぶ 
申 願 两用備 は 蘆 lii 
上度卒 じへ 晝蓮圆 
候な 相 應巧叛 

年 : 4 ； 狩 そ M 
前前 理那ホ 
六十 口に 
時時 巧巧 し 

妻 4 蘭 S 

開]^ 潔 

店 懐 
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巧 1 " 8 ホむ も 
Tel . Bryan け お 9 
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Tel . MadisM Sq . 7548 


Kawasoye Hotel 
! お West 123rd Street . 
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HI 本 食料品、 円 用品 
並し 新刊 舎籍類 一切 


巧 桐 兄弟 商會 


食料品 提巧衔 を 近が 船 じて 巧餐 
化挨 間が々 巧 巧 命の 巧 拳 巧 上* 
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日本食が 品 類々 び 雜貨類 卸小賣 

識 プラザ 综款桑 出廊會 

巧 刊香籍 雑誌 小間物 R 用品を 舊 


〇 9 

け 若 刷 
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堪話 


U 本を 巧 お、 雜貨 
を籍 、雜 誌、 巧 聞 
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六ぉ 五， < 東 京廟會 

贷グ 1 ム 、自 なの 促 あ b 




集 黄 プラィア ント 
バ 〇 屯 九！ 八 八と 一二 
U 曜ぶヴ 巧 問は 

ロッグ 00 凹 四 

網 1一 縛 長 

紐 育 巧な 四十 四で 目 

一二 T 二八を 

ご 一階) 

ま 店 / 

147 己 arin こ ve. 呈 falo, N.Y. 

苗 Jf II 1ち呈 

ま 巧 一 Mrs. F. Kko. 


巧廳 茶園で 永年 御 巧 顧を ずけ 
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a 本 じ 住み、 日本 ii 
巧 を 話し、 を樣の 御- 
好に 適する 御 巧 狸を 調進を 一 
了 度 エン' タァ のでで ず 


伊豫 屋御 r 宿 

西嶋 岩夕那 

巧 四十 九 T 目 三 ハな 

アバ I 卜 人ント C 2. 

電話 ブぅデ 六 一とち 

尋れ人 

中 お トィ チ 群 お 內藤巿 太が 
朝鮮人を 秉み 茨城 寺 巧武始 
お 弦 鳴 鶴义淸 宮城 乂曠 製お郞 
愛知 早 川 良 衔が歌 山 引 ± 純一 
沖繩玉 城利德 

を 川 縣人夕 田 和 S 郎を男 某 
をの 者に 逆 知を 巧き 儀を 之 

後間 本人 巧く はな 人 ょら 現 

住所 御 通知 願 上 お 

紐 育 巧國總 領拳舘 

165 B 夏を ay News 宴 


電、！ ごと 一四 五 
話-レょ 四 四 八 八 

國ホホ ！ ム 

レノックス 

y 、 w だ、 A 、 メ葬ブ 


華盛頓 

扛 ざく 

日本料理 

あじ 御旅 舘 


會席御 料理 

ホ じず さ曉 



御辨當 並び じ 
御 家庭 支出し 
御 下宿 

後 藤 

壽 司、 媛蒲篇 
每 y ちらまず 


♦ 


最新 巧 六曆建 

便利、 淸淸 、待遇 懇切、 お 巧 化廉、 
を 着船ち 之 候 都度 波 化琪じ 出張 
ン尸卜 がが 簾 六 街 so ぶを 
エヌビ 1 ボ テル 
電話 メ ー ン S 化 五 二 

藤 ホ 旅館 支 巧 

心 28 客 aynard A . ve : 
Seattle . Wash • 


日本 巧 漁船 切符 御 申込に 應じ 
萬 事 御 便を じ 御 取扱 ひ 申 上ち 

を 港 小：：；^ ホテ少 

▼日本 街 料理 (別 お あ. ゥ) 

■ 桑 巧々 リホグ ニア 街 六 一二 
電話ぇ ネ ー _ 八 一六 

口 1 サン ゼ ルス 地 ホの 御 
觀 ホには 最善の 御 優宜を 計ら ホ 

、 - i 8 ク化 

ホ テ 火 

羅が おじ 於け る 同胞 經營 中最 
新式 商 等 ホブグ であ 6 まず 
羅が東 一 街 一二 化 半 
8 葦 I グ アンダィ キお六 五 丸 
電請 广 タブ カ 11 至 ハミ 

貸 自動 幸 (极 野) 

羅府 名所 御觀ホ じは 最も 精 あし 
た ドライ パ’— が 御 案. 内申 上ます 


ホス トン 案 巧 

貸 自動車 業 河 西 
諸を 跡、 大學 校、 エ燒其 他 一般の 
紹か をび 通 辯 もします ミ 〇ョ岩 
Tel Back •置ゴ 夏 7 B Ba 量 a St . 


ボストン 巧 

富 壬 旅 舘大浦 末 松 

145 Wor 夏 ster 纪 •ぎ S ず n 这 ass . 
ジ ー. す£ さ so 


を 麟油揚 

.煎餅 製造 卸、 小賣 
U 本を 斜 品】 巧 

田 中 
第ー ニ 街 八 百 八十 五番 
電語プ ラダ 五一 二八 


水泳 競技者 サ立名 
麽球 競技者 ホ 名 
野球 競技者 十五 夕 

パス ケット ボー 八十 名 
フ ブトボ ー グ 十四 名 
パン ー ボー八 十四を 
指導 監督者 廿 一二 名' 
計 巧 お 十よ 名 


. 化み必地ょミ 

獲 H ぶ 淸潔ミ 室 

松が 好か 

養 Lex 臺 on Ave . ジ L Mad . ゴ. だ？ 一 

御 下宿 鴨ザ乂 

47 P 夏 pect Piace 
be 产 Is 芭 ndilve . ofi £-42 Mwt . 

Tel •塞 urray 呈一這 58 

紐 育 旅館 s ホ自 s. 

東 四十 T 目 二 四 二番 
Tel , Ga 皇 onia 夏 74 


新 鱗 魚 か 一頓 

印本 人 向きのを 魚 澤山取 b 揃； へ 
時 别廉櫃 で 大越强 致します-' 厂 

サヴ ォナ魚 店^ 

Josopf wpvo 百® 一 

224 W . 2 St St . - 
Tel . C 01 iu 3 b ミ。 一ぉ \ 

極上の 魚類 

季節の 新鮮の おち 類 お澤山 揃つ 
て 居ち ま 乎から 额貧ホ 下さい。 

ァピセ ロ 魚 巧.. 
茂 Ba 量 St * Te 二 ranklin を 基 



舞 懸敎媛 

▼祖を ダンス ▲ 
マ 表情 体操 A 
紳± 、激 女、 お 子 
供さん 方に 吁隙 h じ 
敎授 致し 升。 午前 
十 時 ょら 午後 十一 
膊を ( H 曜を除 <j 

シヤ ジス ♦タン^ 

ング が鉛學 校卒棠 

上杉夕 .で 


▼ ご 覆 U 淸 潔、 親切、 氣樂 ▲ 

勢側鑛 館 ま 熊 野 

ま 巧 伊勢 事を 义閒榮 作 
22,’) E . r ま. h Stre を 
TeL Regen 二 299 


電話 レキシントン 四 八 五 お 

器围 旅館 

を 十五 T 目 二： 日を 


西 六十 五 T 目良醒 十六を 

一力 旅館 大橋 

電お エンデコット 八 六 1 〇 


御 下宿 

.自 曲亭 

58 ジ nds SL Brooklyn , N . Y . 
ジ IJri 置 e 7475 


中が 埋髮巧 

中が 萬藏 
ゴ W . 署 h St . N . y . 量- 
巧 ei . 呈 言 bus Ave . £ Central Park Wesi 

日本 埋 髮舘淸 

新を 洗髮の 設備を ち进速 T 寧を 
旨 ごし 穂々 勉强 致しまず 
西 四十 一二 了 目； 白を 地 一二 百-ー ハ お ま 

タップ フロア (第み を ミ 四十 一二 T 目 巧〕 


宮川 事務所 

待績的 餐歸の 同胞 じ 的確なる 職 
ぶを 两旋 します。 

おち ミち magie 育 呈 cy 
一舍 W . お th Si . N . Y . C . 

ジこ ryani 7787 9 苦 8 


で 妙な 風 じ解釋 した 報道が 當地 
新聞に 揭 載され た 昨今、 五 巧 一二 
自 がのを 化 時電は 孰れ も 筆を 揃 
へて 布 畦 同胞の ホ 國お隊 歓迎 大 
提 なが 則の 化 擧を叛 じて 否る。 
提打巧 巧は 同地 H 本人 巧 業曾議 
所が お 企した もので S 千 人の 同 
胞が參 加し ま 田 化理厮 事の 化導 
で 手に-^ 米國 旗を 振ち つ i 縣 
廳前 じて 縣か事 ファ リング トン 
氏、 クンブ 1、 日 ビンソン 兩提 
瞥、 インス、 八 イス、 子 ダイ 

八が 將軍 等の 髓閱を 受けた が、 
巧 歲の聲 ご 化の がに 艦隊の 乘組 
將± は恰 かも 醉つ たかくな 喜し 
巧留 日本人の ホ 國じ凿 する 忠誠 
を 賞 讚した ご 報じて ゐ る。 

三 浦 環さん の 

演 唱营プ 。タフ ム 

當地 日本人 美 巧敎會 がま おし 
同敎會 々館 費 及び 巧 福 化 遭難 遺 
族 巧 慰 金 慕 集の 目的で、 巧る 五 
巧 十二 一日 じ 催す 一二 浦 環 夫人の 獨 
唱 會は敎 會の靑 年男 女が を 方面' 

じ 活動して ゐ るが、 切符の 賣巧 
きは 頗る 良 巧で ある どい ふ。 當 
该 環さん の 獨喝プ 。グラムは プ 
チ ニの ボ ヘムに 始まち フランス 
ものでは エ レジ！、 レ •ニン 〇獨 
逸 ものでは モザ 八卜？ 英語では 

オルコット、 パ**-* ジョンソン 

ベー ン ものを 擇び么 じ 日本の 小 

巧を 據んで 最後に 得意の 「お 蝶 

夫人」 を演唱 する； どなつ てゐ 

るが、 H 本 もの： 演唱ブ 甘グラ 

ムは 


等で 環さん が 一ニ ホ 線で 自ら 巧 ふ 

ごい ふから をめ て 喝采を 博ず る 

であらう 0 

璧 動が 


ッリビ ユン 紙 

原 巧 君 賞揚 こ 

リ チャ 1 ド どの 模 

範 試合は 一勝 一敗 

南 化々 ロ ライナ 巧 庭球 撰手權 

把持 者 原 田武一 君は まる ±曜 及 

び 日曜の 兩日 じちち 新が 西 如の 


フン イド バ！ ン •クン 


.1 俱 


榮部 n 1 卜じ 於て ホ 顔 第二 位 庭 

巧 撰手ヴ チヤ ー ド 君 W 模猫 試を 

を 催しね。 第 一 H は 六— 二、 と 

—义 、六 1 二 じて 據田 君が も 第 

一一 日の 日曜 午後は 二！ 六、 九 1 

と、 六ーニ じて 9 チヤ ー ド 君の 

勝 もとな 6 1 勝 一敗の 成績を 擧 

げた。 日曜日の 觀 客は 

無慮 お 百 名 じ 達した が 

孰れ も お 田 君の 奮圆振 b を 推賞 

サ〇 者はなかった。 H 曜 H の 試 

をは リ チヤ！ ド じごつ ては 前日 

の 雪辱 驟の i どて 策戰 縦横を 力 

を 傾倒して 戰 つたが、 原 田の 應 

戰 仲々 じ お b 難く 第ー セットは 

苦 もな く お 田の 有じ歸 し、 駕二 

七プト はお 强 ととな つて 危く蓝 

を 討 じされん どす る 處をリ チヤ 

— ドは 第 十五 ゲ ー ムの巧 田の サ 

1 ダィスを 敗ら、 第 十六 ダ！ ム 

の 自身の サ ー ゲィ スじ勝 も 九 1 

とじて 第ニ セットを 奪つ て 一 鳥 

ついたち 檢 であつ た。 第 S セッ 



授蒲燒 豪 司 御 仕 おし 

口 お 巧 目 巧 間 も 御用 命-- おじ 巧 i 

皆嚴 觀將理 


高等 卿 下宿 

を 3 乂 一 


御旅 舘 河 添. I 

- 


割烹 並に 御旅 舘 

^ 0 佐 辞ぶ 弟 

お 育 ホ 西 八十 八 了 昼 一音 十 I 二番 
を 話 —— スタ イラ！ と 八 ニニ 


御 料理 

芳 の， 家 

壽 司、 媛 蒲 燒每日 有 9 まず 
理想的 御旅 舘 

御を 樣じ 誠意を のて 盡 します 

朝 曰舘. 

御手 輕 御が 理並 じすき 燒 

新ら しいが 巧を 揮び 精々 勉强 致します 


•は 巧 巧 漸く 疲勞し ホ ー ニ じて 
•.チヤ ー ドの 勝 も ごな つたが- 
兩撰 ずの 

奮 園 振りは 兩 日を 通じ 

て實じ 緊張し たらので 技量の な 
では 姑んで 甲乙な き 程で あつた 
お 旧の 進境は 今春 南部 諸 州轉戰 
な ホ 著しく、 ッ リビユ I ン紙の 
庭球 記者 ホー ゾン 氏の 如き 筆を 
極めて 原 田を 賞 撰して 曰 {『目 
本の 庭球を ホ 國じ紹 かした 君は 
千 九が 十六 年 熊み 一彌 君で ぁつ 
た。 彼は 岡 年 ホ國築 六を を 贏ち 
襟、 十八 年には 第と 位、 十九 年 
じは 第 1二 位、 化 年には 滨四 泣、 
而 して 千 化な 甘 一年には 第と 位 
を 保つ てゐ た。 我々 がかる 「ィ 
チー」 熊な が 

第二 一 化を 贏 も 得 ゎ 時 彼 

の專賣 特許 どもい ふべき^ 1 プ 
ラィブの 武器 じ對捉 し： 彼を 
敗ら 得る 者は 僅かに チグ デン ご 
ジョンストン あるの みで あつた 

爾ホ 巧々 は 日本ょ ち澤 出の 撰 手 
を迎 へて ゐ る。 淸水君 ホ ホ當時 
の 成績は 驚くべき もので あつね 
が 併し それは 翌牢じ まつて 初年 
ど 聊かの 差違 あるを 是 出した。 
巧々 は此頃 熊を ど 比肩すべき H 
本 撰 手が 巧び 現 はれる だら ぅか 
どい ふ 質 間を 度々 すじす る、 さ 
れ Vj 化 答案む る や 頗る 六ヶ 敷い 
ものであるが、 を 一二 年の 中 じ 
熊を の後繼 者たら 得る 者は お 旧 
武一 君で ある。 彼は 今春 南部 じ 
めて ホ 常の 好成績を 擧げ てゐる 

ボブ シエ 作を 二度 驚し ンタ！ 
を籍し シカゴの ロット ごの 街戰 
じ 示した 彼の 技量は 之を 裏書き 
する じ充 みで ある 0』 

補 巧と 方圓 下職 

まる 二 U がの 聯を 通信 特電 じ 

ょれば 本 巧 マニラで 關 かれる 第 

六 回慑東 運動 競技 大鲁 じ參 加す 

る H 本 巧 表 撰 手 一巧 百 五十と 名 

の 化な 船賃から 滯巧费 其 他は 合 

してと 万 數千阳 を 要する ので ゐ 

るが 內 お、 义報兩 省では 体育 協 

會の 陳情 も ぁ b 今回 癒々 兩 省か 

ら S 巧 五千扣 宛を 計と 万 田を 補 

助 金 ごして まを する に决 した n 

尙ほ 巧が 代表 撰 手 別は 左の 通ら. 

陸上競技 者 五十を 


S 浦 環 女史 慈善 音樂會 

も— 日本人 美な 敎會 々舘 改築 費の 爲も 
目な— 來福丸 遭難者 遺族 弔慰の 爲め 

時日 =五巧 十 S 日 (水曜 目 K で 宮八時 十五み 

舅 所=エ オリ アン ホ！ ルに かて (西 四十 ミ 辑ミ阳 番地) 

主催り 日本人 美な 敎會 

入嶺 料一.: 一 弗、 一巧 五十 仙、 二 弗、 二 弗 五十 仙、 一二 弗 

豫て 吾が 敎會は S 浦 環 女を を 

聘 して 當敎會 々緒な 黨の爲 め 

音 樂會を 計 割して ちちました 

其 準備 最中 じ、 ホ 福 化の 災難 

が突發 致しました。 船員を 滅 

ごは 實じ化 絕悲絕 の 被み 衷必 

扛 b 哀悼し 御 逛族ホ 御 愁歎の 

程 同情に 堪えません。 就て は 

從 ホの 音樂 をを 一 曆大規 横 ど 

なしぶ 純益を を 巧 ザ 致し まし 

て 半 额をホ j ほ 化 遺 難を 逆 族へ 弔慰を ごして 送 b 、 殘 額を 敎會 々舘な 築 費じ當 てる 事に 巧 

證を しました。 ホく は 吾が 敎を員 巧 力 化徽意 ある 處を 御敲解 下され、 同胞 諸氏の 街 同情 

V 」 御 後 投を切 じ お願い 中し まず / 日本人 美な 敎會 



渡れ 瞻子 さへ 芬當ら ず 
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や 濃い 海霧 


-、 こ戰 ひつ 

おれ ホ 福 丸 最後の 現瘍を 捜索 


i 寮を お 巧の 巧 約な 八十 
- が 巧 h か* むじを しく 太 巧 巧の 镶 
，旭 なつた 遣 難 漁船が 禍 化と お 
にを がの 不幸 じ 逢へ る 船員の 遺 

1 體が 索の 任務を 帶 びて 遭難の 現 

I 傷 方面に 特派され た 國路な 船 所 

I 廣船ポ ー ト ランド 义 (舶長 ホ 巧 

毙巧) は 去 巧 化 四日よ b ぶ H 間 

あお、 濃霧の 間を 縫つ てを 流 ご 

暧 ホとの 巧 叉 点を 化谏 したが 化 

れ 帷子 さへ 見 當らや 一同 涙を を 

むで ノ ー フォ！ ク 渚じス b 同地 

で 石が を 横み 込み 旣じボ 八 ベス' 

トンよ も ロッタ 八 ダムに 向 ふべ 

く 解 精した。 が 脊お張 所から ポ 

—ト ランド 化じ乘 組を 命せられ 

て來 福乂搜 索の 責任を みがした 

港 巧 監督 船畏 永廣齊 氏は まる 二 

自搞 化して 大要 左の 如 <搜 索の 

實 相を 語つ た。 

來福丸 化沒の 悲報を 得て 

急遽 ボストン じ 出張 L 、 同化 じ 

旋泊 中の ポ I トラ ンド化 船長 ご 

協力し つ； 遭難 現矯じ 向つ て お 

帆し ましたのは サ ニ：：： 午後 十 時 

ザでした。 ポ ー ト ランド 化は 勿 

論を 速力で 横 荷を 卸し バラスト 

を おんで を 船の ま-" ひたを もじ 

走つ たのです、 翌 U から 天淚が 

頗るす 良で あは 强く浪 も 烏 かつ 

たのです が、 廿 四日の 午後から 

搜索 5 ポジションを 採つ たので 

す。 一面！^ ブフ アッ クス 5 水を 

監瞥 部の 指 圖でャ ー マゥス 港 か 

ら アゥ レックス 号が 岡 U 現壤じ 

おひ、 又が 事署の 命々 で サー扫 

の 午後 啟じゥ キス タブ ア 号が 派 

遺されて ゐ たので、 右兩 船ご聯 

絡を 化 もつ i 兩 船が ノ ゲアス n 

チャの 沿 おで ホ福义 沈な 点の 西 

南方® を搜 索して なる じめ じ 本 

船は 化沒 点から 東の ホが を搜索 

すべく 廿 四日の 午後には 船橋は 

素 よら 

橋 頭に 見張 番を属 いて 巧 

I 間は 其 附近 じ 停船し ました。 併 

一し わ ホ 巧 福化遷 難の 現洛は 寒流 

i W 暖流 ごのを 叉 おで 浪は 非常 じ 

荒い ので 隨を苦 まされました 0 

翌か 五日は 午前 四時 化か u ぁの 

批 近は 巧が 早 < 明けます から = 

ょ b 搜 索を 始め 午な と 時化を H 

沒 迄繼辩 しました が、 終日 何等 

獲る おがな かつた のです。 巧 福 

化 沈を 當時 風は X ，ベ •拉 でぁつ 

たみ' で 巧が 條 ぶの 屍体 や 遥藥物 

が暖 巧に 疊み 込まれて 巧へ 流れ 

てゐ ると いふ 考も あつたので 其 

ポィントから 巧 化 じ 約 五 狸、 

東扣四 卜涩の 間を 巧ぶ しました 

巧に 育し ますが 暖 がの 最高 記' 

結 t ぃ 一哉が 六十 埋 でぁ b ますが 

平み 凹 十 狸の 

I 速力で 流れて & るので す 

一を こで サお H の梗 はち じ 柬へ立 

; 十理 U 即も 遭難 現媒 から 乂十裡 

1= を こか-? お 化か 五' 浊の 陆を搜 

i 索し ました。. 偶々 ボ I 卜の擢 が 

i 1 本流れ てゐ’ たので が ひとげ て 

j 調べて 巧たら 外 固 船の もので あ 

I つい V - いふ 詔で- 间の 期待を を 

进 切つ たみです。 發サ六 H 


の 巧から 海' 諾は 濃厚 どなつ て搜 
索は を じ 困難を 喊 め、 化 間を な 
從 ずるを 船は 澤山 あるので 隨み 
危險も 伴つ たのです。 畫 どなく 
巧 ごな くが 潰 船 じ 觸電で 「巧 か 
發是 したら 知らせて おれ.…」 ど 
依頼を したので すが 柯 等の 手掛 
らもな く、 甘と：；： じは 更に 西の 
方面 じ搜 索を 試みました けれが 
一 おの 擢 、一 かの 布 さへ も货見 
し得ずポ （ ト ラ ン ド 化船員は 龄 
五 晝巧殆 んで擦 食を 廢 して 働い 
たのです が、 遂に 己むな < 永い 
恨みを 踐 して 歸航 のをに 就いた 
のです 云々。 

通信員 驗會 

が 大使 歡迎- 

齋藤總 領事 ぉ 席 

♦巧 米外國 通信員 協會 今季 最 

後の 晚餐會 はまる 二 y 第五 衔ブ 

ンゲォ ■ — •ホ テ 方 じ 於て 開々 れ 

た。 當 がの 主賓は 新任 駐米 伊太 

巧 大使 ゲ •マ 八 チノ 氏で あつた 

が齋 藤総颁 事、 紐肯 移民 局長 力 

-ン 巧ら 階賓 ごして を】 壌の 

複說を 試みた。 出席者は 伊太利 

領事を 始め 操娜界 のを 株で ある 

み 人 ゥ中グ ソン、 ビ .ユ レン、 デ 

ダ キスの S 氏、 类術 家卜！ マス 

氏、 邦人 側では 齋藤 総領事 失 人 

姉齒 副領事、 福 田大朝 特派 貴、 

氷み 電通 等を 計 六十 余 名 じ 達し 

頗る 娠か であつ た。 

♦往年 ソン ユ .ノ 外相の 懐刀 ご 

して G 里 じ 巧け るず か 會議の 事 

務辕 長で ゐ つた デ •マグ チノ 大 

使は 齒後 おを にも ニヶ 年 お驻を 

し 日本に 掛 する 理解 も ある 人物 

であるが、 當 巧み 演說 じは 劈頭 

先づ 震災 當時橫 濱で自 をの 嘗め 

た 經驗談 から U 本人の た 候、' 莫 

敢 、寬 量を 激禪 して 急裝の 如き 

お 手を 浴び 大使は 宛が H 本人 ホ 

催の 晚餐會 じ 巧 席した かの 威を 

輿へ た。 

♦流暢では ない がを 蓄 ある 英 

語で プレスと 外を との 關 係を 論 

じて 其 協調を 希望し、 齋 藤緩領 

事は 大使の 過 まじが ける 功績と 

手 腺 W を頌揚 して 伊太 剌の 國狀 

地理、 氣 お及び 國民的 テム ペン 

メント が 日本 ご 類似せ る 点を 擧 

げて從 ホ 相 提携し ホ もし 日が 兩 

國は將 巧 益々 親密の 巧を 高む る 

であらぅ と 結んだ。 

♦移 ほ 局を々 1 ラン' 氏は 輕快 

を 熟な 口調で エリス島の 實 がを 

說 明し スべゲ テの 諧龍談 じ笑聲 

室に 滝ち、 通信員 前を 畏 ゥキグ 

ソン 氏は 司會を アビ プ •コスタ 

巧 じ 巧ら て 懇篤 a る歡 逆の 辞を 

述べ 午を 十一 時半 敞 貪。 — 

义 艦隊 歡迎に 

大提が 巧 列 

布 産 同胞 賞 讚 さる 

巧哇近 おじが、 ける 米 園が 軍の 

大演 巧は 旣じ 終了し 目下が を禪 

じ 隆が審 巧宮が 勝敗を 讓評 中で 

あるが、 ホ お 除 ど 共 じ 巧が 特務 

渡早辆 が* ノグ^に 寄港した の 
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己 松 旧 ▲ i 弗 宛を 玉 菊 枝 
小川 淸二 ▲五十 化 宛 兒玉照 子 

话玉 美を 化 

金 十 弗 宛 

山 本 健を 山 化 ホみ 

を 川經な 

が 務を 事務所 員 一间 

'お 弗 宛 

成 田义雄 鈴 木 ょね子 

/ 栗柄隆 明^/^ 鈴 木 英太郞 一 

'.大 森を 治郎 j ’ 一 鈴 木の ぶ 子」 

增田 はるを 田宮 賢太郞 


まま 一 

塗 二 弗 宛 

M 田 中 

永 お巧吉 

营 沼亨 

淸 理髮師 

を 二 弗 五十 仙 

Y 石#: 

金 二 弗 宛 

小阪 忠么輔 

高 橋 鐘太郞 

西 凹 保 

橋 本 重 能 

だるま 

金 壹弗宛 

津 轉を洋 

佐藤淳 

吉川覺 一二 

旧 中 石を 

厳 巧善藏 

中が 萬 ま 


芳の家 


福 田 雷 あ 


ホ 原 正 吾 


を 達まず 

前ホ义 

坂 旧. は 太郞' 

山 田 澄 一 


i 忠ホ 

を 働 一巧 

中 村德治 

お 山 寅 二 

騰 が 源み 

梅が 益太郞 


小計 A 巧 CH ハ 弗 

累計 干 一二 百 i 乂弗 十よ 他 

別に 一千 圓 


總 領事 舘の 

示達 望 一件 

最近 當地 總 領事館から 

を 表した 示達は 一二 かで あるが 其 

內 第一は 圃籍離 脫手續 であつ て 

「今 殺 内務省よ をの 通陳じ 化れ 

ば 固 籍離脫 手績じ 要する 戸籍 膳 

本は 可成 關係 人の 戶籍 抄本を 0 

て 化 用す る樣 致した し』 ご あら 

即^ 原籍地に おし 戸籍 勝 本を 請 

ホす る 場を じは 關巧背 事 者に 不 

必要な 部み が附屬 した 文書 ごな 

つて 巧る から 其 煩を 省 < 趣意で 

戶籍 抄本を 巧籍 地の 戶籍史 じ 要 

ポ し、 右 か 本 ど バア スサ テ フキ 

ヶート を 添へ て 國籍離 脫を谐 け 

出で よごの i である 〇 次は 

海外より 送斯 する 逛骨 

の 通 脚 じ 就き 『海外 _! てを 巧し 

t .。ちの 逝 骨が 小 巧郵巧 じて 日 

本 じ 寒が せらる： お 合 ホ こ 相ぶ 


令金婴 ナィフ 鉛筆 類 
令 金剛 一 おな 金 胸 飾 類 

♦金銀 製烟草 人を 種 

- 

♦美麗な ピン 時計 鎖 


j を 巧 C 四 弗 

太陽が 上 柳 一 氏 扱 

A 十 ホが 上 柳； ' A 击乘お 福 地 

彌が竿 械澄藤 曲ホ德 山 

中が 藤 辭ホ山 本を 吉 ▲ 一二 弗 

あち 出 淸ホ郞 お 谷 政 一 巧 

; 川 繁巧谷 本靜巿 A 二 弗 宛 

髙山搏 松 永 剧浑本 田 小 

西 乙 ま 齋糜庄 巧 山野 宇吉 

i 田 邊明之 助 小 田 久太郞 を 

鶴 巧藏宮 巧實ー タ a 輝 太 

玉 村 蕃太郎 村 田 巧 川 巧 一 

西 材常大 芝義雄 小川 正 言 

i ▲一巧 お 加 藤を 雄 某氏 下 

i 瀬 罔 S 田 中小 S 郞橋口 ま 

I 德 林が がが 原； 濱野政 

.一 辰 大神內 光孝 お 中原 孝 

一 一 竹 本 四 郞渡邊 旧 玉 

をが 雄 長 潑お藏 太 旧喜乂 

蜗中村 源 一 

; を 八十 弗 

^ 郵船 會 社が 育ぶ お 員 一同 

I 金 六十 お 弗 

御 添 旅館 扱 

^ A 十 巧 河 添が 治 ▲五 弗 お武田 

文治 S 岸 江 ▲四 弗 宛 田 中 知 

i 敏任望 一郎 H を ▲一 一秀 I 

宛 K ま 田 H 中島 T 毛 利 

巧 S 落 お S 澤田 R 

か 木 K 池 端 K 福 鳴 S 靑 

; 柳 U 京牲 

i 金 近 十四 弗 

森 村 ブラ ザー スな 員一间 

を お 十 弗 

，太洋 貿易 巧 巧 會祉旨 一同 

i 金 四 トニ 弗 

一二 菱巧带 巧 啓 貝一间 

I を 四 f 弗 宛 

が 軍 監督 事 お 巧 員-岡 

- H 本 生糸 巧 ま會社 店員 一巧 

を 一二 十二 弗 五十 仙 

朗 H 館 扱 

▲十 弗 村 トー 靜共 ▲一一 赤 吉川萬 

腐 ▲二 巧 お 一一: 上 大峭山 田 

▲一 弗 お K を 巧 一二 浦が 皿が 

独 一 木 巧が 一郎 田中帖 

巧 K 离巧恩 井 搜田島 

j 橋を 井川を ▲.五十 他 宛 お 

曲 中 鳩な 岡 

ク '一二 卡一 弗. 

.都 巧亭巧 

▲一王 蠢ホ ー同 二 弗. 辈 

I 島义吉 巧を ~ 力殘 

系： 十 弗 

:紐育 巧 おお 段】 同 

人た 十ん 弗 

末廣 旅が 巧 

▲五 ホ 脚 出 健 一 ▲ 111 巧兒 •玉ぶ _ 

'一 ▲二 巧 施 巧が 大か他 旧 正 

— — . — •1 , , 


資本を 一 億 面 
拂込巧 資本を 六 千ち 旧 
稽立金 S 千み がを 旧 

S 蚊 S ホ 銀 巧— 支店 

本店 東を 巧 日本 巧 院巧河 R 1 
支 巧 小 梅 日本 橋 义の巧 菜 妄巧巧 
名古屋 京都 大巧 西 (大巧) 

神 戶廣島 下 两巧司 若松 
箱 岡 長 時 上 お 倫 お孟頁 


外 國巧替 、微里 送を、 ホ 送金、 信用 化 其 他 
一般 銀行業を 擠 々御 巧 利 じ 取 极可申 お 

S 三 義銀巧 紐 育ち 巧 

本 ま 巧 まを 丢 を、 大度、 神戶 、京都 
所ぜ化 を 古 崖， 小裤 、よが、 淪巧 


^ ^ を 期が を 五十 圓 0 上が 息 年 六み' 

S 臺灣銀 巧 誓 出張所 

▼鄕里 送金ぶ び 並 送を (無手を 巧)、 外 画 
爲替賣 買、 荷爲替 なを 取 立、 信用が を 
巧 等 一 殺缓巧 業務 御 保 利 じ 化を 可 仕 橋 
▼巧は 詳細は 御 遠慮なく 御 巧を 被 下を 族 


本色 定期 
預を盡 お 


麵貨 五十 圓化上 1 -1 ハヶ丹 0 玉 
巧息= ま ハを」 ー ニヶ 年な 內 
'巧貨 五十 圓な上 
.百圓 じが H ホー 錢二馆 

(促；>瓷千圓お下ノ逆お預をハお利な) 


横濱 正金 銀 巧— ま 巧 

鄉里 送を は 都て 無手 巧 巧に てを 
巧 横 演ネ店 経由 送金 卞取巧 申 お 


をを 男を 往を吉 ぶ衛巧 

本店 大歐 化淺五 T 目 

巧 育まを が育ブ 0 1 ドウ ユイな 四十 乂を 


日本 內 
地 支店‘ 


難 巧ぶ 銀行 

巧を、 橫濱 、名 古 崖、 京都、 巧戶 
尾ノ 道、 廣 島、 吳 、柳 ホ 下ゾ瞄 
巧 司、 小 倉、 巧 松、 搏夕 、み 留ホ等 
本 固 預金、 擲 を 送を 等は おめ 
て 御 巧 利 迅速に 御 取な 可申误 


kbs A 

T 写ち 


本 證券 會社 

^ - お 有慢强 券ノ賣 買、 引を、 募集 
A 金顯 、化 二 之 二 賊ス八 一な ノ 業を 

I 賦 藤本 ミ 7 口— 力— 銀 巧 

紐 育 化 張が 


シャト 八ぉ觀 午前 十 I 時 

I ►フ レジ テント ジヤクソン 

立 巧 十五 H 

J ►プ レジ ザント マツ キン レ. 一 

五 巧サと H 

I ►ブ レシ デント ジェフ ア ソン 

六 巧 ん U 

▼ブンジ ザント ダ ラン V 

六 巧 二十 B 
▼太平が 航路の 最か 速藏船 ▲ 
▼船室 廣く 理想的 じ 完禪す ▲ 
▼ベッド 使用 n ットじ 非 や ▲ 

御 ホ 望に 化ち 日本を を 調 ふ 

代理 巧 桑 山 蘭 巧 1 之 E . 进 ihSi , 


來福丸 遭難者に 對 ずる 

I 各方 面よりの 義金 

I 追悼 會は八 H 午後 八 時に 開 惟 

I 目下 本 おじて 募集 中の 道 難 演船ホ 福 化 船員 遣 族 弔慰を は 左記 

のかくな じ 千 一二 巧 弗を 突破し 鈴 木 巧 店 出金を 千圓を 加算 すれば 

I みがまで には 巧 計 二 千 巧 じ 達すべき 見込で ある。 當 地が 軍 監督 

を 古な 機關 大佐は 『ホ 福 义の遭 おじ 勒 しては 深甚の 弔意を 表し 

巧 < 特に 海員と して 同一の 職寶を 有する 吾人は 一層 哀惜の 情に 

堪 わざる み 第で ある』 どて 監督 所員 諸氏 一同の 義金を 寄せ ホ > 

ボストン 方面では 松 かを ど 云 ふ 人よ ら旣じ 有志の 間 じ 於て 四十 

を 弗を 破を しねが 締 がまで じを 地よ ちの 入を をが つて 送付す ベ 
しどの 申 越が あつじ。 巧 ほ 鈴 木 商 巧 反び K ライン 主催の 追悼 會 

I は 巧る 八 U 午後 八 時から 美な 敎會じ 於て 開催 せらるべく 當 巧は 

I 巧 ガ巧郎 、寺 時を 一郎、 河 巧 おち 諸氏の お辭 及び 永廣 船長のを 

I をち 話が ある 由。 


高 尙なス タィ 火の 洋服 

U 御友 達 方が 御召しの 樣な U 

皆 樣が御 巧みの 新ス タィ 八 •正しい 裔 巧な 
服装 •をの 御 巧 股を 當 巧は 調製 致します。 
一度 御來 店な さつて 羅钞地 •綺が •型を 巧 
覺 下さい。 御不 おの 原は 返を 致します 0 
ウオ - I ; ント 

フロ リオ 洋服 巧 


雑貨 跑 なお j 
ドラィ グ ー ゾ卸賣 j 

太洋 貿易！ 會社 J 

ち 巧 巿俄を 、ボストン ふ 


陶破 器、^ を^い. 郵賣 
ンブ るぅ ンフ签 /// 

森 時 ブ タザ ー ス 


ホノ か、. 演漬 '神戶 '長ち 上海， 香*!' 馬ち 泣 巧 

コレア 乂 (一一 气呂 〇嗯) 五月 十二 H 
春洋乂 (ニニ、 登 〇顿) 五月 ザ 六日 
西 比 巧亞丸 (一吉 >000 觸) 六ち 九日 
(羅摘 お邮を 巧を 目) 

太が 化 三 二、 000 お) ち巧廿 一二 日 
天が 見 (き、 呈〇嚷 心と 巧と H 


化が ' 墨西哥 、お義 、智利 諸 港 巧 
復航 ホノ 八、 橫濱神 口 巧 司を 港 巧 
. (往 搜舆每 々遺 一四 >' 

〇 を 潘巧游 至 切 巧寢窒 を 藤 入御 静旋化 9 お 


晚香波 お 二 週 一回 出帆 

▼エム プレス 療太 おご 孟ふ 呂嗯) 

を 巧 十四日 

▲エム プレス 亞細亞 ご 1 T 呂 〇嚼) 

五 巧 廿 八日 

►车ム プレス 加を 太 (吴 るき 嚼) 

六月 十一. 口 

▲で ム プレスを 西 巧 三 一ろ 客嗎) 

六月 廿お日 

-等 、二等、 一二 等 及び 下等を 設備 

..，愚 大 、善美、 愚 快 まの 巧 洋航巧 船 


8 

k が 

S 3 的 巧 帥 W 

n け ae 1 1 

化 S 5 柏 > も 

J 刖刖刖 & 巧 

■ N 扣 9 け W 

! 化 帖 ミ‘ 


夏場 グ^ ^ ム 4 阿き 

U 本獨逸 直輸入 玩具 小物 雜貨 類、 

玉屋を 種 ゲーム 向き 格安 恰好の 物 

澤山取 揃へ 円本 人 顧を は 最も 確實 

げ略じ 取扱 申まず。 

ホ — ドル エンド シ厶 メル 


なき 旨 巧 か H 本領 事の 証 巧齊貼 
がし あるじが ては 衞易逆 關の便 
宜 化が あるち』 大藏堪 ょ. 〇 通牒 
が あつた ご 云 ふが。 お 一二は 『1 
直を 國じ 於て 戰巧中 本邦 人の 被 
つた 損 寒 賠償 請求 審 (大正 十ー ニ 
年 八月 十六 日 宫報號 外を 化て 請 
ホ 規定を 布】 は 本年 八月 六日 ま 
で じじを じがけ る 評 價委貴 會じ 
送付す る ミを 必要 ど i る じつき 
幽係 本邦 人は 右 じ 間 じを ふ樣间 
請求書を 總 領事館まで 提出 あら 
たし どの i である。 


夏場 向 コック ニ ー人 

( H 本 巧 巧の 經驗 ぁる お) 

夏瘍働 二十 人 

希望を は小阪 (西 かと T 
目 二 五ー ニ) じ熙會 あれ 

森 ハみ 商會 


■巧 口 英世搏 古本 月 四日よ 6 
と H じ旦 ち華府 じがて 開 おされ 
るホ國 醫師大 曾に 出席、 岡 時に 
醫學 あの 大家の みを 0 て 組織せ 
る 米 國醫師 偽 曾 よら ジ 3 ジ、 
五ム 、コバ ー 賞牌を 贈らる、 名 
擧を陈 した。 

♦奧村 安太 郞巧 大阪每 H 編輯 

击 事、 前週ず 紐 ホ テ 八、 マジで 
ス テック じ 投宿。 

•上 原 虎重 巧大每 が 育 特派員 

间 社べ I スボ！ 八、 ブィ ム出迎 

の爲も 昨日 おを 西 わを 港 じ 魅き 

本 月下が 歸 任の 害。 

♦加 藤 重 治 氏滯紐 中の 日 東 製 

永 株 まを か 重役、 ぶる I 二 H おを 

西 巧 十四 H 晚香坡 巧 帆の 加を 太 

線 じて 歸 朝。 

•高を 立 夫 巧 大同 電氣會 か 技 

師 、まる 二十 五日 アク キタ ニア 

號 じて 歐洲 よら 着 紐 ホ テグ、 ぺ 

ンじ 投宿。 

♦を々 木 S ホ 氏 高等 エ藥學 校 

を授 、數日 前歐洲 よら 歸 朝のを 

み 着 紐。 

•:白 崎 俊 雄 巧神戶 街^ 試驗巧 

長、 渡 歐の豫 をな > しも 旅程 變 

更輪 朝。 

阿部を 巧 嵩 知 高等 學按 敎授 

化 程 着 紐 近々 渡歐の 笛。 


ミ- > 經 験の 有無に 閥せ や 
夏 煤 勤な 希 蹲き 一 一二 
をを ホむ 詳細は 御 巧 談を乞 ふ。 

〔获 お遂 四郞】 

B 呈马 y & W .12 さ Mt - 

00 京 y 互 an 产 


料理人 日本 及 西洋 料理 

の 巧 ホる コック 日本人 家庭 じ 雇 

はれ 巧 （。 

K.W. 124W' ghsi 呈 


急 吿 


堇が 野邊じ おき 亂れ 、赤い 襟 

の 日 ビンが 數 陵で 雄 雌 こまやか 

じ 相 語らぅ 時節 ごならました。 

就きましては、 を 共 ホる 五 巧 十 

日 春を 遠 巧 曾を 催し ド ソン 上 

流の 島 地 アン ソ - II ノ ズ 方面 

じがて 間 好の 諸 ホ ど 一 H を 面白 

遊び 黨し 度い ど おひます。 御 

思な しが ぁつたら 御 繰 n をの 上 

是非 御藝 加を 願 ひます。 

一、 お 育 セント ラ 八 巧 廿五 T 

目 停 華 壌集會 

一、 午前 九 時 ホ 六み 發をな け ： J 

一、 療 車賃 往復 二 ぉ 九十 八 仙 

外 じ 費用 U し 

一、 辨當 はを 自携帶 のこ ど 

但しを 菓の 霎應あ b 

靑 天狗 俱樂部 

委細は 茂 木 桃 井 紐の 大 牌へ 御 

照 食 下さい 


貸家 明るき と 室 アバ—- 

メント 湯殿、 其 他 設備 完 を、 御 
を 遵の ホは 左へ。 

94 W . 置 th St . 呈 y 

近代 式と 室 プラィ ダ 
讀エ I ' i ス 、六月 
I 日 ょら 十 巧 一日 迄 日本人 紳± 
じ 貸し 度し、 委細 書面、 面談は 
HKHO 

924 E . 31 st St . す 客 至 n . H ま r Avenue I 

貸 室 (御. 一と 

一時 前に 御 話し あらたし 0 
Pa 己 ご 基を a , 基 7 モ . 13 苗 h St ’ il 五-】 
Tel . iUidubon ws 芸 


I 週 お 巧 あ 八 弗、 一 
人 又は 二人 じ 適す、 
市廳へ 十み タィム ススク エャ！ 
へ廿 五み 電話 ホン バラン ド呈 一一 一 
1 ミミを 為す miklyn 黒 曠梅子 


音 樂敎授 アキ オリン 

獨昭歌 授業料 ーヶ月 《弗 二 型 回} 
西み 十 置 了 目 東京 商會 階上 

.菊 池 盛太郞 


裁 鍵 所關業 

皆樣の 洋服 クブ ー ニン グ 、プレ 

スは 最新式め ホフマン 器械で 僅 

か 十五 か 間の 內じお 魔 じを <ぉ 

ホます。 戳 縫は 如 巧なる 御 注文 

ら巧喀 じ 早くを し 主ず 巧 他 ユヵ 

夕のお ホを も あ b ます 义賴物 一 

巧 洗濯 も 致します。 

巧 ホ 裁縫 巧 

128 W . 吉 th St . 


け a ♦■一 

函_ — - j 

間- 

の 

巧 

十 


紐 育 ホ 命 採 换會社 

一二 木を 吉 


老 


保險 


ZOSV Yorlc ド if ro 1 曰 wcr-pn 06 〇〇 

51 oham ぞ rswt: 

New ジみ〇 ミ. 

Pho ミ. Frankl ざを 妄 

巧： xdiang 《历 ra 日。 h 


♦ ■♦■♦■♦■♦■♦■♦■♦■が 


來福丸 遭難者 追惦會 

去る 四月 二卡 一 R 加奈太 沖に がて 沈沒 せる 

漁船 乂福丸 遭 雛 あ S 十八 氏の 爲め 左記の 通 

り 追悼 會相催 候 間 乍 略義な 紙上 謹 當仕候 

場所 西な 八 了 目 S が 二十 S 番 ： n 本人 美 0 お會 

時 H 丑 月 八 口 (を 曜} 午後 八 時よ b 

鉛 木 商店 紐 育 支 巧 

ケイラ イン 紐 育 お 張 所 
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ワナ 


— 々ずの 特を 

〇本人み わ買物じは^が巧良を區ろ巧 
おで 脚 案み を 升 笔話义 はわ 手紙ち をを 
就 問して 御 巧宜を 計らめ め お 方 じ 
對 しては 特に 注意 致し 1 から 是非 わ 
立 寄ら 願 ひ 巧、 か 巧 お 達は 巧 諮 H 本 其 
化を 地 宛の わ 荷物 强送 じを ホで をし 巧 


ジ ヨン ブナ メ 


力 


0 
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=! W が 
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永年 白人 間 こて @1^ 致し 居ました か 今度 本 巧 指 

命 7? けがた 誉^ 5 醒 5 雖 

仕 立春 巧亂 しきち ミ^を 取ち 新調 致し 皆樣の 
御展 利を 葉る 專 じなら ました 

爲 5 スト & テ 1 ラ； で军襄 
られ ，。も 五十 弗で 造を ます 
注文の ： a i も 十五 日で 必ず 化 上る のが 本店の 特 
良で をち ます > 
御 通知 下されば す ンプ八 持を 巧 伺 ひ 致します 一 
度 サン プグ を御覽 下さい 

シカゴが 服な 

.日本人 部化理 坂 口 峰次廊 



円本.. 觸 器雜貨 

ドラ イク — ツ 舞販賣 

鎌 g 茂 木 桃 ホ 紐 

M 0 立 I . MOMO'Nol CP , Inc . 

一责 E . l 害 1 St . N . Y . ヴー. で ミ vesa 呂 t 夏 5-8.7 


シアトル も；^ 

ぱ b す 化 五 巧 十 ' . H 
あ ふ 6 か义 五月 廿晉 
►横 演-等 一九 五 巧 一一 一等 五 五 巧 
一二 等 客室 大 改造を 族 まを 數 

▲御を 望に 依 4 巧 則せ な 切 巧 資巧可 致 お 

ロスアンゼルス 出帆 

まじら 义 五 巧 十二 日 
かなだ 化 五ち 賀 

▲樓を 一摩 大型 姑 一九 五 巧 ホ 型 船 一三 ハ 弗 半 
▲を 巧 巧が 行 1 切な お 董ホ路 入御 幹旋せ 4 お 
▼紐 育 線 パナマ 紹由 日本 支が 巧 S 物が 巧 一圃 


夏瘍 向新 荷 到着 

特にん ー ム向 陶器 雜黑類 澤山取 揃 居り 
候 間倍舊 御用 命 願 上 候 

森 村 K ラ ザ I ス 

IVIORI 1 VICRA W ミ f In ご 
资 West 23 rd wt •一 

Mew ジ rk C さ 

Telephone Gramercy W 85。 


夏瘍 向备」 新 荷 着 

陶 溢器雜 食を 禮寶着 精々 勉强 御原を を諫 
ります から 是非 見本 御 一 覽を願 ひます。 

濃 巧 木 桃 ホ 組 


夏 E . 1 害 St . g Y . ジー . Stuyvesant 萬ち-三 




; . 1 ^ =： 新 お 到着 U 

稍々 勉强巧 化 候 間 御 註文 被 下 度 願 上 候 

太 洋賛易 株式 會社 



T^eLstuyvesant W 8 だ 
101 Fif を A ^ venu 夕 New Yorik City 

ohicago 访 ra 这 ch 3 鸟 w. Marti 寞 n St., ohic 爸 夕 II .一- 


复場向 薪 荷 到着 

格安 晶續 々到-着 化り 候 間 
是非 御用 命 被. 予度顧 上 候 

化 八 蘭會改 舞 元^ グ .タザ 1 ス 
17 ザ - ast 17 th St , New ジ rk City 

Thllajlk 33 り— 折中 cc 巧 c 
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シアトル か视 (ぉ奶 午前 十 時. 

伊豫 乂 五 巧 卞百 
靜岡化 ホ 巧 二日 
横 潰み ホ 巧 ホ 九日 
加賀化 と 月サを 
U 本 巧 船を 運賃 新 率 
一等 橫漬 一九 五 巧 神 戶二〇 五 巧 
111 等 洋食 五十よ 巧 和食 五十 五 巧 

歐渊 日本間 客船 《毎月 一面： 
倫 致ょ ち 一等な 五磅 、二等と 十 
磅 、巧 耳 塞ょ b 1 等 化 十と 横 
二等 六十 六磅。 I 

化育 巧れ 巴を あ 経由 自本 Ig 物 抱— 月 二 旧 


船 星 
を 野 
は を 
巧 御 
本 呼 
を 巧 
小し 
荷 下 

よ，'" 



i 零 沼 建築 事が 所 

Iwahiko Tsumanuma 

Room が〇 ? No. iOl Park Ave. 

； Tel. Vanderbilt 3436 

渦 川 保険 事務所 

打 . Segawa ， Insui*ance Broker, 
303 のれた Av も， 

Tel. Franklin 4900, ext. 193 

巧 西 荫事株 ま 會趙： 紐 育ま 店 
Udhida Trading Co., LW. 

291 Broadway, 

Tel. Worth 1576 

島 資易株 ま會社 

Shima TVading Co, Ltd. 

150 Broadway 

Telephone Rector 1484 

Paul に M. Thomas 

Adv がれ Mng Counsel 

2023 Tribune む i 诚 ng 154 おながが . 

Tel. お ek 關 6S78 
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歐洲の 平和. 

寧ろぶ 闕へ警 を 

なお 乂國太 化 ホ ー トン 氏が、 
巧 逸よ b を轉し H " ン ドンに 赴 


の 大半を 負 擔 .すべき ものである 
ご 信ずる。 

これを む 治 的じ觀 察して •米 
國が 欧洲 平 かの 爲 めじ 如柯 なる 
'協力を 姻 まじが てした か。 我等 
はす まじして ホ國 に 自身 じ 願 係 
の 深い 數獨赔 償を 夕拂 、ド ー ズ 
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孤 
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巧な、 盤を 徒 路會の 槪迎晚 餐會ま 等の 外に、 何等の 巧 績を發 巧 
じ 巧て 软洲の 平 かじ 邮聯 した 米す るこくけ 出 ホ 《 。更ら じ ホ ー 


圃の立 媒じ言 故し だが、 をの 
節 じがて、 

乂闽 々 K は歐洲 がその 國±お 
おじ 就て 今尙が 破樓的 手段 じ 
出で つ I あるを をて 失 興を 禁 
ずる 能は 乎。 この 狀勢 じして 
今後 も繼 結す るなら ば、 が 政 
み 化に 勒 する ホ 越 ぷ び 米陛ぉ 
の 援助は 中 化み 外な し。 

ごの 意 ホに 於て 餐吿 した J は、 
;跌 洲の华 かじ 哪係 深き 垂 犬なる 
固 巧 問題の 解み じ 際して、 常に 


ン大化の所謂國に^?歐洲じ型 


する 狡 かどは、 恐らく 最近 績々 
が 立し つ i あろ 對歐 個人 借欽を 
言 ホす るで あらぅ が、 これと て 
も 鳥が 点から 化て ホ 化なる 化 
蚁 上の 巧衝 であるく 稱卞 るの か 
ホ處じ 何等 ホ國が 欧洲 平 かじ 就 
て棠 々しい 譬 をを 輿 ふる 程の 借 
値は 梅め て 鞍ない。 即も ホ國の 
對歐 譬吿は ホな てホ國 -し掛 する 
警吿 たる •へきで みる。 


革新派 一部の な對で 

政 友 合同 足 並 乱る 

東京 特電 八日 お U 政友會 、を 巧 及び 中正 巧樂 部の 大合 间じ對 

し 化に 山 □、 ± 崖 帕化嶺 ± の脫黨 となつ ai が端緖 とな^を 新 

俱樂部 巧 じは 特に 反 おの 聲强 < 關直彥 氏を 始めと してを 同を 凿 

者は 十 名に 逢し、 この 動搖じ 隙して 實業间 志 曾の 武藤 山を 氏は 

中立を 標榜して 政て 火事 虜 泥棒 的 所業を 採らぬ ど 蘆 ホ ぁ b 氣 U 

聲 明を 試みて ゐ るが、 脫露 組は 實業閒 志會ご 提携し を 綺巧雄 氏 

IP を 旗冲じ 爾を黨 を樹义 せんと 試みつ、〜 もる もホピ 目鼻つ かず、 

領尘 がを ごい ふ立踞 から 猫 疑 反 をぶ 曾の 內 部ら 亦 動搖を 生じて 政局は お滩 たるち 樣 でぁるが、 

掛 し、 特に 第二 軍縮 會議 じがて お 尚を 村 後の 政义會 議席け 最 がの 巧 五十人は を 新 おのを 同反對 

を 一 ci ., 者 十 人と 出し だので 結 お だの 十 人位の 程度 ご。 ち、 を 間な 對を 

すの 新か黨 はを 渉 闡か括 度の もの ど觀 紫され イゐ るが、 政ぶ 會 

の 最高 頗閒 こなつ て 犬纂毅 化は 娘 然として 遞 巧の 梅す じ 留任ず 

ベく 加が 首相 ごの 誠 解を 得た。 


議 する じ まつた が、 をの 理由 £ 賓 どして 招待を 巧け 席 上演 說し的 亡命を じ 巧す る巧諾 かを 今更 

する所は戰時中じ言訟罪で投獄 て曰'^ 『若し - 國.ど 一 國ごが巧 じな革し能はざ&^を巧由どし 

された 米 國勞働 組を の 領袖が 今 じき 隣の 友情 ごを 正の 必を なて これを 拒絶した 

阳ほ特ぶされない^じ剩する抗 巧街するならげホかご貿あの巧 

讚を 意味す る ものでぁる けれど 進、 人類の 幸福を 蟹し 得る； が 區口笔 菊 C 夕 

も乘組水兵の個ん的な歡迎は組 は疑を容れ^^*い。 洋々たる太ホ -リ ー と U 發—； ラン スタ 巧 

なつた 洋は 如何 じ廣く 共斷 じて 巧 等を 

东ノ； と H 發 ；！：： 當地お 海のを 離 甘 や 寧ろ 某 VJ 7 メリ ヵ 部 平 か 保障 じ關す る獨 進の 提議 回 
大滿 習に 參加お 米® Q を S 1 一大 產議を 聯絡が」 《つ t 心. 答を 起羣 で* ミが-^ の f 終 
隊は 々朝 ホノ： 沖 じを 部 集合る もので をつ て 昨年の 某 質 了し 今 明 B 中の 讓じ おに— 
し數 巧の 囊ょ 9 見送を つ i § は S 弗 本は 蓄上 これを？ S び 重 じ^^ 
潜水ち 蠢 艦隊を 先導と しまの 外 震？ して 媒獨に 優ら 巧すべく 7 ランス ごし パは^^ 
力艦奠 ぎ威豎 々ど お 港、 豫國奚 管な つて ゐる 。世人 化？ 巧を 貴 巧な て 保障 得る 提 

をの かく靈 へ S 慕を k 往 5 攀を說 く f れ どき i 8 靈じ霊 王*^^」 いふ 程 

いたが 繼隊は 途中 じがても 射 擊競爭 ょち も 貿易 S 協力を 說 かん 巧 じ 化つ てゐ る ら 
練習ぶ 他じ從 事し 化て 戰時狀 態 どす る もので ぁつて 貿易 じ從爭 

する ものは 繁榮を 欲し、 繁榮な 
平和を 通じての み 得らる； ご 共 
じ 平 かは 國際的 協調に おつの 外 
はない ので ある』 云々 と。 


の 儘で がけす る尝 である。 


面白から ざる 態度を 示して むる 

フランス ど、 軍轉 のち 頭で ある 

ヒン デンべ グヒ將 軍を 大統領 じ 

當 選を しめて、 喊渊じ 一 曆の不 

をを 肯ク しめつぇ わる 獨遮じ 載 

ずる 蠻吿ご 見られて ゐ 

大体 じがて 玻 近ぶ 國の 外を 致 

策に 追從 しつ i ある 英齒 が、 ホ 

! トン 氏の 黨 吿を驅 歌ず るは 敕 

て 不可 思 儀 じ 非ら す。 同時 こ 米 

齒 が、 他の 機 曾 郞もゼ ホ ゲァじ 

がて 目下 辭 惟中で ある 軍器 お 弓 

食遗 じがても •軍 綿媳 張を 目的 . 

どず^〇外眞じ對し米國は應ずる ノ 八 ；日發|布畦近おじ 

能ょ ず ど 蟹 明して ゐ る。 歐洲 にがけ る米國 海軍 大演習の 講評は 

載して が 二十 德巧乘 の償權 をち 八な 名の 嵩 級將官 を綱纔 ずる 評 

一す る 米國が これを かを 上の 武器 悲會じ 於て 繼賴 しを 巧 両軍の 勝 

ごして 平 かの 爲 めじ 利用す ると 败じ 就て は 

いふ； は、 米搜 どして あら 舞べ 一切 發表 を 見を する ミ 

きこ ごで あゎ、 且つ フラン' スの £ なつて ゐ るが、 今回の ホ哇群 

お 迷なる 國巧的 態度 ど、 濁 逸の 島 攻略 戦の 結 おどして 布を の 陸 

; 右傾々 向は、 乂國 をして 巧る 餐上 防備が {八 だらけで ある ごい ふ 

一吿を 殺せし いる じ まつた 巧 0 で 結論は 一致を 見て ゐる 模様で あ 

-を らぅ' 山、 顧瞭 やかの 維持を のる。 郎も 高級 將 校が 波した 巧 じ 

!, もの i を 義じ斟 比して、 ホ國政 化れば 現 巧巧哇 海軍 化據地 ごし 

がの 言 巧に 甚だしい 不一致の あての 葵 港で をる 眞を灣 及び 首 郡 

るを は 拒み 能は 《。 ホ/^ グ を巧備 すべき 軍 除は 總 

ダ ァグ サィ ユ條 約が 立して ょ數 j 巧 四千 人なる もを の 中 八 千 

b 旣 じと 年じ垂 々ど i るに も お、 ょ 動員 軍で ゐら從 つて 今阅の 

ら ず、 軟洲 のを 巧が 今 お ほお 滩演 巧に がける がかく 敵 盤 隊が四 

S して 戰 ずの 不 をが 極めて ぞい It , の 陸を を 上陸せ しめたる 旗を 

こごは、 歐洲諸 巧 自身の 黃 任じ 到を 防 製の 餘 地な しごい ふじ あ 

あるは 勿論 乍ら、 をの 半面 じ 於つ て 陸軍 側は をの 爲め 常備軍 二 

て ダ アグ サイ ュ條の 締掉の 中 必巧五 千 人の 渡 張 反び 敵 渥 隊の投 

~ でめり、 化お华 あの 機 おで ある 鋪を 妨害すべき 十み 巧の 巨砲 四 

- 國隙聯 邸の 產 みの 巧で ある ホ國 巧、 ちを 潰との 水路 開が ホび じ 


巧哇の 防備 U 穴 だらけ ご 

軍購 の充實 叫が ろ 

守備隊 二 巧 お干 十六 时砲擴 張 等 

日本人が 漁業 權も削 奪が t 



黒人 乂學 おが 

總 同盟が 校 

軍事 敎育 じ反對 して 
ンお H 發 n 馨 地の 薰 


シン 


露國の 五頭な 治 

モス ヵゥと H 發 ！；；； 目下 當化じ 
旅を 急ぎつ i ある 卜曰 ッキ ー 氏 
は 沿道 對る所 人民の 歓迎を 受け 
つ i あるが 卜曰 ッキ！ 氏々 政治 
的に 復活した 動機は スタ リン 氏 
ピが巧 チチェリン 巧のを 議じ依 
る 巧 多く ホ 露 軍 おの 十 氣が最 巧 
棄销 しつ 《 あるる も關係 深く 從 
つて 卜曰 ツネ！ を 復活 後の ロシ 
ア のな 治は ライコフ、 タン ニン 
スタ リン、 プ 3 ブラ ゼン スキの 
五 人で 述 用され る尝 である。 


シアの 經濟 利權策 


ニコライ レ ニン 巧の 遺稿 


軍譜 取締に 

PT お暖夕 

英國 政府が ま 張 
ゼ ネグァよ リ發 U 本日の 軍器 一 
取締 會議は 愚々 本 會議じ 移ら 規 
め 第 一條に 示された る取歸 軍器 

の 類別 細 項の 討議 じ 移ら ホ國化 人大學 ごして 有名なる ホ； ヮ 1 
表バ； トン 氏は ヮシントン 會議 ド大學 々生 約四岛 名は 先般 巧大 
の 精神を 二た 5 ずる 巨 的を 學 の 新 軍事 敎嘉度 C 反 尚し つ 

化て 蠢愛賽 禁止を ホろ つ あつたが 今 葫情盟 袋を 斷 

フラ ご、 ごこ；、 波 蘭、 伊 巧し 學 生は 軍事 馨反 到の 歌を 祖會民 ま 窠お議 
太 利、 甸す 利を び 支が の 化を は‘ 合唱し つ i 巧 刻の 上 休を した 矿 ベ グリンと 日 發 U 元帥 ヒンザ 
れ じ贊邱 したる か、 英歐化 表が、. 一口ょ 頃 曰 巧を じ 依ら 今後を ンべ 八ヒ將 軍の 大統領 當 選じネ 
スミス 海軍 少將は 雨 器取婦 々の 生は 軍事 敎 育を をけ 旦つ 豫備お 固を をの 布吿 され じが、 剌 客の 
中ょ b 『軍 濫』 の寶買 禁比條 項は 巧敎練 所の 監督を をけ る玄共 C 危險を 慮 ゎて お 軍の 身 邊は嚴 重 

これを 除外すべし ごま 張し、 を 上に 肯ら 軍事 敎 練を かおに 警戒 中で あるが、 社會 民ま黨 

の 理由 ごして、 したる 者は 退校 じ處 する ； どな 本部は 元帥の 投棄 中 じ 不正 お 票 

今闽 S 會議は 軍備の 錦少を 討ら 訪じ巧 五、 はこの 爲 めに 退が あ 6 とて 選舉無 巧を 抗議した 
議す るち？ なく 武器 賣買 Q を 命 せらる； C 至らし 爲 《學を 賣も游 が 

ぉ ii 毒は U ? 校 令を？？：專？ 謹 護 愛 

ごい ふに ある。 をして 然- 
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ツクの 完成を ま 張し 


が、 ゲ ァグ サィ ユ條 おの 批准を 

j 拒絶して 獨 f 單獨雜 和を 結^つ i をる だ 

だのみ ならず、 國際 聯盟 じ 依然 1 をブ f 

Uj してを 加を 拒み、 世 峯か裁 海軍*^^ の彻 じて は 潜 

i お 所のを 加も國 巧のを おじ 左右 水お隊 の大擴 張を ホめ をつ 陸軍 

'されて を 為 じを の 巧 色を 明白 ど 飛 巧 隊の賴 張を もま 張し つ i ぁ 

し 、こごは、 これ 等の 议局不 るが、 巧 備軍當 厨は 演巧 中の 排 

巧 じ ま 大の脚 係、 ど 云 はんょ b 飛 巧 機 砸は充 み じを の 偉力を 發 

は 寧ろ これが 勘 機で ゐる ご觀を 揮した ご稱 して ゐ る。 而 して 眞 

し 得るな が 殺く U い。 卯ち ホ 國巧潰 がをお 撰 地の 防 巧不充 をな 

の跌 洲じ掛 ずる 國際的 不信の 態る i は旣じ 海軍 部內 じて は 巧知 
度をのものは、 歐洲不安の巧任|ゅ事贷^^らしも來遊中の上下兩 


院議 員ぶ び 新聞 記 ま 一巧は をの 

實狀を 見る じあんで 益々 をの 感 

を 深く しが 朔簾會 じは 本 問題 じ 

就て 禪 々新 議案の 提 おを 見る じ 

至るべき 模犧 でを るが、 差當 

灣 巧の 水深を 巧 十五 眠な 上に 掘 

下げて お努級 艦の 出入を 自由た 

らしめ 海軍 独槽 をち 加 充實す 

ミ 等は 第一 じ 着手すべき もので 

ある ご 認められて ゐ るが、 一部 

の 參謀お 校は これ 等の 軍事 機密 

じ 觸聯し 

外人 漁業 權の削 奪を ま 

張して ゐ る。 即七 現在 布を あお 
の 漁業 權_ は 米 國じ歸 化し 能け ざ 

る 外國人 (特に U 本人が 夕 数} じ 

占められ、 この 漁業 權は 布睡王 

朝 時化 じ賦 おされた ものが をの 

儘 現が されて ゐる ものであるが 

れ 等の 外人 漁夫け 現な とても 

平然として 軍港 内を 往航し つ 5 

ぁる i は 眞裸潑 の 軍事的 憤 値を 

外國じ 渡らす じ 等しい 巧 動で あ 

つて、 巧る 漁業 權はホ 國な府 が 

速 かじ 削 奪すべき である ご 云 ふ 

ので ある 0 

藻 洲勞働 者が 

艦 際 不歡迎 

ホ圃 艦隊 巧を ぉを 

メ八ボ グンと 日 發 =: 療洲勞 働 

組を 評議 委員 食は 今朝 幹部 會議 

を 開催した 結 あ 近 < ホ航 ずべき 

ホ國 艦隊 じ おし 勞働 組合は 歡迎 

の摧 しじ 一切 遂加 しない I を 巧 


:-る 一 


を 命 せらる； じ 至らし 爲め學 を 
化 まは をの 校 令を なて 最も 專觸 

的な 巧 動で ある どい ふ ホ換 から ァ—は 

ば— 油き 急秘— 巧？ MSB お 評 Tr い；% 

がし 巧ら じミ秘 をを 永を？ ならず、 をに ミ覆騷 動した る 壌の 償疆務 を？ 條 

維持す る； は 絕逊じ 不可能 巧を 惹 あずる じ 至つ じので あ 
あるから、 斯る 規約に を濫を 
を おする 必要は U い* 

VJ いふので ぁつて H 本 及び 伊ぶ' 

利の 代表は 即連 じ贊抵 したが、 

ホ國巧 表は この 討遙じ 加らず、 

フランス 代を は 後日を の 意見を 
發 表する と 述べた。 


佛 軍苦戰 

-リ ー と 日 發 U 義 じスぺ 
じ 反抗して 惱 ました モり 


を國の 赤化 落楓 
ハル カンに 

反 赤を 聯驢 

パ 9 ! と 日 發 U ブ グダ リア 外 
お 力. クフ オフ 氏は 目下 ュゴ スラ 
ゲ 外相 ニン チ ツナ 巧 ど 共 じ バグ 

カン 諾 邦を 網羅す る 反 過激派 騎 
盟の 組織 じがて 討議 中で あるが 


かの 下 じを 威して 承認す る is 

な b 近く 協を 正文に 調印の きで 

あると 

ぉ瀉 支店 假差押 

東京 特電と 日 懲= 船荷証券 問 
題の ゴタ {で 香港と 游銀 巧は 
巧が 演 船神戶 支店を 假差 巧した 
ので 贈會社 側では 對 巧を 譲 ホみ 
軍の 反逆 じ 1 ゲ 外相 ニン チ ッナ 巧 ど 共 じ バグ ~ である 

內の良 平 巧 起訴 

■ン をの 目的 VJ する 所は 最をブ グダ ま 京 特電 六日 發 U 加 藤を 巧 暗 
- ^ リァの 共產 黨爆彈 事件 £ 共に 遼殺 まを 事件に 關聯 して 化監 中で 
い い’^ 進^;^ 突か？% 芳國 同盟が ご々 ン— 化を，^ る 黒^の 巧田羣 氏は 殺人 
の派遣軍を襲擊しコ0ンバー 計畫しつ}ゎる^が明白どなつ 豫觸罪じて起訴された〇 
司を 臣は巨 下 一二 方 U 兵を を もてた 結果で ぁる。 

征討に 從事 しつ i あるが 司を宫 ご 一千 人 一綱 打盡 
よちの 叛吿じ 化れば ± ほ 軍の 武 ソ フキ アヒ 日を U 信賴 ずべ 


東宮 姐の 御懷嫌 

東京 特電 六日 發 = 東宮 妃殿下 

t i i -15 /VI > つ TT フ -VE 曼 1 A1 _ 琴 1 。： -‘1ここ」>1,|こミ、 - F、A ノ こ 

裝は頗るあ化化して飛巧磯ぷび 訪止をの報道じ化ればごポブ ^は搁蛟がの^^^^^^^卢 す 

タンクを 利用し 歐洲 大戰薑 Q . K 赤化 運動！.： 關聯」 on 下 盛？ ご宮 薑 よを 震 f 

戰 術を 巧 ひつ i みる 点 よら 見ての 共を 黨 員は 一二 千 人 じ 達しを の 

歐渊 人の 指揮を 受けつ i ある も 中と 百 人は 當地 じ收を 中なる も 

の：如く佛軍もをの爲め仰々じ の5かくか府は囊じ外國ェ虜じ 


丸 尾 錦が 巧 逝去 

東 ま 特電 六日 發 = 宮中 顧問 官 

( つ' J „ * - I . . / じ' I >58*' i ミう- - ti-n - - 1 TJ .{ ^ . J 0 

苦む し愼甫 なる 態度を なて 目下 對し をの 使用人の 姓名 ど 本ん が 义尾馈 作 氏は 本日 逝 まし パ， 


野砲 戰じ從 事して むる が 今日 迄 共產黨 員に ホらざる をを 保證す 

の佛 軍の 即 巧者 廿人 、負傷者を べしとの 新を を發 したる じ凿し 

あ 十ん じ 達し 先 潑隊は 生 民 軍 じ スタン ダ ー ド 石地會 社は をの 命 

々じ 服從 しないので ホ 四時 間な 

內じ國 外へ 立 退を 命 かした。 

共 產黨こ 懊お利 

ウ キンと：：： を：：：： パ 八 カンの 諸 

I が府は 最近の ホ 化 陰謀が ウ キン 

，ある i を 循じ共 


包 園 さる i 危 隙が ある ど- 

お 平 大使が 

商議で 溃說 

國瞭 的を 正を 力說 

フキ ラ デ^フ キアと 日發 u なを 本部 ごしつ 

ホ H 本を 權乂使 松平恒 雄た は 本產黨 員の 圃外 追放と 嚴戒を 要求 

當化巧 業會證 所の 午餐 會じ ましつ、 ある も 巧 太 利 政府は 政治 


普選 法發巧 さる. 

東京 特電 六 H を U 第五 十議き 

也骚 過せ る 普 ホ選擧 をは 本日- 

な てを 布され たが 巧黨 S 派は. 

巧 靜養軒 じ 於て 普選 祝賀 會を 

きを 頭 袖 出席 大盛 現で ぁつた- 

選擧 違な 者 恩赦 

東京 特電 六日を U 選擧 違に 

六 千 人は 聖 とが 谣 式に 當 bw 

せらる ぇ帶 である ~ 


H 巧 協定の が 立 ど おじ ホ 人 財 
陶 シンクレア） お油會 社の 化 
操 太化惜 契約を 破棄した 勞農 
ジ ゲイ 玉クト 政府は、 今回 お 
ら に英义 人の か 團じ對 しす イ 
ベリア じ 於け る あぞ 最大のを I 

鑛化 レナの 發掘 權を賦 輿した 
が 偶々 最近 モス カゥ じて を刊 
された か 二 3 ライ •レ ユン集 
の 中 じ n シアの 對外經 濟借铁 
じ關し i ニンが 中央 執 巧 委員 
會の 秘密 會 讚で 述べた 演說が 
を 表されて ゐ る。 この 演說は 
扫 ホの 關係ど 石 ンアの 經濟的 
立場を 論じた ものである。 

〔中】 あ 油で ロシア 

承認を 鈎る‘ 

世間 一般の 所謂 ホが ホ義 をは 
一の H 米 問題 じ 就て 觸れる ろを 
欲しない。 けれで も禪 々な ホ 面 

から 考究して、 日 ホ両國 の關係 
なる ものは、 經濟 的よ をして 茲 
歎 年の 間 じ 起る 戲爭は 避け 得べ 
がらざる もので あら、 政治的に 
は旣 に戰爭 を準髓 しつ； をる J 
け 疑 ひ 能は ざる 所で ある。 

日本は 旣じ 幾夕の 殖民 地を 獲 
得して ゐ ると 共し 五 千万の 人口 
をな する が、 經濟が じは 極めて 
微弱な 位置 じある。- アメリカは 
これ じ 反して 一億 一千 巧の 人口 
を 有する ご 共 じ、 日本よ b は 幾 
十倍 かの 當 力が ある。 H 本は 四 
億の 人口と お 炭 じがて は 無限の 
富 源を 有する ま 那を扼 して ゐる 
が、 この 富 膝を 日本が でう して 
この 歷 じして 置ける もので あら 
うか 0 

强 力な 資本 ホ義 が、 微弱 U 資 
本ま義 から あ 奪を 敢て されない 
等じは到底ちへ るミは出巧ね。 
斯る糜 を アメリカの みあして 除 
外 例た b 爲る であらう か。 强力 
な 資本 ま義の 掠奪を 恐怖し ぶい 
で、. 緻 弱な 資本主義が これと 提 
携し 得る ミは 果して 巧 能で あら 
うか。 おし さやう であるならば 
巧ん の爲 めの 資本主義 であるの 
であらう か。 

共 產ま義 政策の 採るべき もの 
は、 この 相互 反抗の 利用で あら 
なければ ならね。 即も アイリ々 
ご 日本は 將 巧の 擦 奪の 爲 めじ 太 
年浑 のま 覇權 を爭 はざる を 持な 
い 位置 じある。 日本は 今や 亞細 
亞 的な 虐政 じ 巧ら しい 科 學を利 
用して か 嫌 扱を しつ： ある 朝鮮 
統治を 繼 織す るれ めじ 戰 はなけ 
れば むらない。 巧 等は 朝鮮 よら 
巧る 新聞紙に 化ら てッア ー 来の 
虐政を 混同し ね 日本 統治の ち 巧 
を 熟知す る もので をる。 

アメリカ 及び 其 他の 資本 ま義 
的國 家は、 經濟 及び 軍事 ホ 面 じ 
がて 驚くべき 勢を なて をの 魔手 


を延 しつ： あを。 この 点じが て 
我等の 武力を 集注 するどい ふぇ 
は、 能 ふる 限 もじ 爲し稱 る けれ 
どら、 をの 勢は 畦め て緩漫 であ 
る。 なじ 我等は でぅ しても 現狀 
の 利用 ごい ふ ミ じを 最を拂 はな 
ければ ならない。 これ じ 利用す 
べき ものは 先づ 石油の 利 權粗借 
である。 ホ 人が 圃を巧 表する ゲ 
アン タ， ー ジ ップ なる 者が、 人民 
委員 會に 寄せた 書面は、 をの 塞 
晋 じして 犬儒 主義、 而 して 下品 
なる 米国ん の 證をま 養を 遺 城な 
を 揮した ものごして 興がが を 
〇郎も 曰く、 


る 

日本は 我等の 權力 じを も すれ 
ば 干渉 せんごし、 巧 等は ど- 
して もこれ じ挑戰 しなければ 
なら 0。 而し 乍ら 現 化 じがて 
ておおな<んば到を戰ふ^は 
化 ホない。 故 じ 若！ 貴圖 じし 
て 巧 等 じ權太 島を 買 巧す る な 
らば、 巧 等の 國 民の 貴 國じぉ 
する II 歌は 遂に 貴圓 政府のを 
認 ごなる であら’ 

この 一節は 手紙の 最も 重要な 
る 部み であるが、 これは いかじ 
他を 装 はんごしても 到底 能は-さ 
る 所の 蒙 骨なる 帝國 ホ 義 の精脯 
を 表現した もので あつて、 ゲア 
ン ダ！ リップ 巧は 米國 大統領に 
當 選した' J 1 デン グ 氏の 紹か胖 
を携 へて 入 露した ので ある。 

巧 等は これにめ ちて 我等の 版 
前に、 經濟 的には 頼る 正 當であ 
る 所の 帝 國ま義 を 明確に お お- 
得る ものである。 化權 太は 人 t 
知る か <舊 露を 時化の n シア 瓶 
± であるが 、現な これが 巧國 の 
ま 權じ屬 ずる もので あるかは 阳 
白で ない。 先 づ通稱 極東み 和 励 
の領尘 である ど 認 むべき であ こ 
ぅが、 而 かしを の 境を 線なる' 
のはが 然して ゐな いので ある- 
を じ 一友 ふまで もな < 日本は 描 
東の ま 人で ある。 なじ 日本は 描 
東 じがて をの 爲 さんど 欲ず る' 
のを 爲し 得る。 日本は この 油 中 
を 實瞭上 占領し 得る ので ある W 
若し これを 賣巧 しね ごするな と 
が、 我等は 明かに 巧 論じが て 隙 
利を 博した ので ある。 セ もこ ゎ 
じは 相を みま*: 的を 換が 必要で 
あら、 互つ アメリカ じ 承認 W : 
ふ 巧が を與 へて 而 かも これを 柏 
絕 した 蔑を を 指す ので ある 。 E 
時に ラ ィコ ゲ 氏は 我等を して！！ 
等 拘束す るに 足らない 協定 じ W 
事ずる^がおホる。 斯る谣約一 
巧 等が 何時た b み 破棄し 得る A 
であるが 、我等は 第一 じ ダア； 
ダ！ リップ 氏じ對 して この 租 化 
契約を 懲 憑した ので ある 
附記 〇 文中の ゲ アン ダ- 
プ W は 加 如の ワシントン, •- 
アン ダ！ タブ フ .氏で ある" 


赦を 

i 


e 開 上を 

金 

慰 

巧 


來福丸 遭難者 遺族へ 

募集 金額 夕 々を ti せず 

雜切期 目 五月 十六 日 

を 取証ゴ 紙上で 獲 表を します 

.五月 化。 紐 育 新報 社 


F. Murray 祐 1! Co. I 打 巳 

Establish お 巧が 
む om が 4 - がを 29 Brodway 
Phone Bowling Green がが 4 的 1 


Y.. ITO 

133 Eesi 53rd Si. 
Cor. Leiingfofi む も, 



UP TO DATE STY け 
Custom 

Tailor 


货， 44ih SI N. Y. Ci お 
Tel. Van お ホ iif 2546 


Ine J^apanese Christian Inst., Inc. 

3 が -: 巧 0 E. 57th St. New York 
Phone; Pla が 6752 

會敎臀 墓 人. 丰 a 言撫 

事を 社 達 •集 流 

V V 

霉 誰:!： 禮共聖 y 
贫演曝 拜 觸嘗曜 
會 U 說會硏 1! 
•又 敎を究 

夕け ホ’ 

八 垣 A 夕が お 
がを 巧毕そ 


曾を 攘藥談 案 寄 
員 設縫閒 部內宿 

nmm 

旨 卜气諸 お 部 事れ 

る 非 課 語な I 相 者 


T. KASAI I 

Marchani 
Tailor i 

か i 

TIM な WILDING 
Room 304 | 

NEW TOBK I 

Phone i 

Bryant おけ ！ 


NIPPON TAILORING CO . 

3 邮 W . が 化な. 

Tel ， む lumbus が 73 


JAPAN ART STUDIO 

B24 け) (削 TON AVE. K. Y, 

TEL Pli な 巧 38 


車 動自貸 



SATSUMA COMPANY 

2518B'way City Td. 扣巧 rsi む 6 の 2 



AUTO SCHOOL 

726 Lexington Av も N. Y. City 


New Yo ぶ Auto School 


228 お 加 nd む e., Cor. 1 4 化 Si. 



兩晝二 運兰ス ラ 轉搶自 
巧 展十轉 十が ィ を孩動 
あ 巧 五 ホ 五 証 セ 敎び単 
ウ學 弗は 弗ず ン捡 逆修 


KERR & MAYOR 

1023 Third Ave. 

8 此 がるが S わ. Te!ephene おがが 2 郎 9 


を お 人 本日 

巧專 靴型 小 


をみ き 高. 巧 小き 廣 .お 小き 巧 



Koike Studio 

が 7 邮むも 
な r. 3 邮 お. 

Tg し Caledonia 6394 


眞 寫 


I 


燒 

付 


1 


Motoi fsuchiya d . m.d 
11B SI Stephen St. 

Sosten Mass. 

Te!. Sackbay 13 お 3 


YUKiO NISHiMURA， M. a 

314 Wesi 1 llih が 細 
Te!. Menument 02J9 


N お pern D び Goods Co, 

12 が む aadway , 帥 f , む r. お sf St. 
Telephone Penn. 5950 
Ikiom 目 951 


Imoto Bros , Inc. 

(Formerly 閉 aruhachi & む.） 
17 Ea が 17化 St. !U. 

Tel. な 巧 ve な nt が 59 



Dr。 T, C. Takami 

リ 8 む mbsH が d St. む sok! が 
Tel. Oam お Ham! の 11 


に E.Yo み も MLD. 

- 3 が W. 71st な. 
tel. End お oH お 30-8729 


Dr. G. 比 Ma け in 

DENTIST 
743 Lwingkii む も Cor. 规 h St 
Phone Regent 245? 


D 民. 比ん GARDNER 

DENTIST 

B58 Madison Ave. Bet. が -Slsi Sis. 
Tei. Regent 71 が 


K. ミ w&moU), M. D* 

114 祁 .70th St. 

Tel. Trafa! が r 0352 


&A1NZO OGURI M 

214 お gh Sf. む 牌 ki げ 
Tel. Gamberiand 1088 


SiYokopiO.G. 

i04 W. の mi な， 
Tei. Riverside が 28 


NAfUTRA 日 I 脂閒. 

が- 47 E. 20 比: St. 

Tel. Caledonia 9755 


KOSHIBA 

STUDIO 

舘眞 寫柴小 

6 が Fif 化む e.， 

Tel. Piaza お 12 

Branch Studio 
Westminst が な 巧 化 
Provid 饥 ee 8. し 


抓 ss.BI 加 clie Fi がが 

1264 Lex. Ave. Cor* が此 St. 

， 授敎語 英人婦 


A*L.CEASAR，MJ)。 

巧 3 East お ih Streel 
Bel Park & Lerngfon む が 
TeL L 削が お 73 

肖喉觸 鼻な ! 

間 時を 彰 
午 正 至 時 十 窮午自 
時 八 ま 時 六 後午自 



P 弓 嘗節調 鏡 眼に ホ眼检 

F. 1. FREDERICS CO. 

醫巧赃 學大亞 比倫を 
136 E. 59th Si. Jsw York 

1144 3rd ive., bet. 6 が ii-67 化な s. 



PHELPS & PERRY 

3 MaWen Lane N. Y. 

ェ 細冶鍛 銀を じ 幷右丽 金 
類 お寶匠 意新最 




就 


十 四 な 干 


第 


雜 辦貪规 


C 日曜 ± ) 


日 乂巧五 年 四十 正大 〔二〕 


稅 願事 辕 

巧 巧を 地が じ 全 世 
をの お出 入 ホ 法 じ 
顆 する 一切 0 御 諮 
巧じ應 じ、 巧 道を 
が 貨物 運賃ぶ ぉ 帆 
ま 稅關手 績書等 進 
呈 す、 重要 都市に 
巧理 巧を ちし 誠實 
敏速 御用 かじ 應や 

お驗 取扱 


♦書籍 ♦雜誌 ♦栽閒 
縱覚 室を 願 
執務 午前 义 時よ b 午を 五 時を 

紐 育 目 本人 會 

西 五十と 了 目 二 五〇番 
お話ナ アク^ 八-九 01 化 一 


巧 留靑年 巧 おの 鹽体 

日本人 靑年會 

8 W . 98 tli 芭. ぎ 夏 rf さ A 


大が育 日本人 

基督 敎靑 年會 

客 E . 呈 h S こ. Y . 畳 - I 

ぎ f ミ 1 


詐静 i ^ 每 g 十り をけ 

If 斗 "S S 十 地 

云4 で st 5置 St . N . 产 呈 一 

船具 食 巧 お 艦船 巧 用を 

遠 藤 小刀 爾會 

基す 呂を さ 尹 y - C ぞ 

Tel . 害 一 害 all 1 芝 こ 


襄お 十ー ニ 了 旨 

ニ ニニ ー 

伊藤 
洋服 巧 

? ラ 織な ご H 


丸 出 洋服 顯會 


莱 お市 丸ノ巧 どか デン グ ニ階) 一二 〇區 

練 騎丸山 洋服 商會 


掩拜說 お H 晒り 午を 八が 一 
耐悅 を木祕 H 午 お八 度 1 
がな を ±化リ 午を 八 悼 I 
をを、 闽巧垄 、娛 樂垂 み鼓廊 ホら 
巧 巧を が迎 す、 貧 おを 巧 用せ i 一 
なが 川 お義一 I 

H 本人 基督 敎 修道 會 I 

ごた W ' 1 技 rd 泌 广 N . Y . CU )' 一 
"T た. 客 弓 こ 日 gsidn 至 9 W 

日本人 S 敎會 

牧郁 川 島 ま么進 
幹事 化 川淸一 
Ja ち ミ ま M . E . 草 urnh Inst - 
だ 3 W . 1 夏 Si ジ ー. sarksoni 苦 一 
巧 拜說お 日 お 日 午を 八 時 
祈 儀 會水絕 a 午を 八诗 
裁縫 會乂® 曰 午を 寫 
♦を 宿舍 

位 度を お 比亞を 数み 下町 お 十 I 

五 か 學を會 社員 旅 巧 客に 最適 I 
設備 圖專 雜誌轿 聞ぶ を 愧娛樂 f 
を 簡易 食を あ b 

巧を 截菜 周旋、 旅客 案 巧、 を 郁 
拳 業 調査、 巧 化々 事相 お幹旋 
等 同胞 諸 化の 巧を を歎迎 す. 


笠 ザ 洋服 巧 


日本 
洋服 巧 


時 旧 信み 郞 
化 本 巧 


H 本、 ま 那寶玉 製 美 
術 お、 婦人 用 首缔其 
他 装筛品 

岡 島 Ut け 

高等 菜 術 品 修錢、 

首 飾 白 邮* スト ヴング 

日本 服 裁縫 


成功の 秘訣 


8 

tt 

U 

t 

Hu 

s 


化 

L 

i ミ t 

既 


米國ま 英語を 話す 事 
は 成功の 簾 一義です 
本校には H 本人 敎環 
じ 慣れた 專巧 婦人 お 
姉 ぁら 懇切 じ 會話通 
信义 社ぶ 語を 敎授し 
ます。 日曜 週り おじ 
午前 九 時よ b 午後 十 
時まで 開校し ー レ！ 
スンと 十仙づ io 今 
H が もじ ホ 校 あれ。 


ボ內特 
別 五 時 
間 十が 
郊外 も 
大勉强 

巧 化 候 

閒薩摩 

商會を 

御 呼 出 


日本人 郁 

バリ！ 廣 

織 氏擔化 
懇切 敎巧 
夕と 時 開 
校勞 働を 
暇 勉學の 
便る ち卒 
業 証書が 
輿 就職 U 
無が 周旋 


化 巧 品卸資 

五味 商會 

W E . lmslJ . Y . 違 
ぎぎ yvesani 3745 


書籍 一が 取次 

ホ國ぉ 版の 害 観は 化て 特別 割引 
じて 巧 速 じ 化かぎ 旅 巧者の 研究 
參考 資料の 書籍 竞集 等は 特に 猫 
便 宵 取 計ら ひ 致 升 〔幡 樹】 
左ぶ oshi Hata , 

夏 Nass ミ s ., Te 三 eekman 忘 28 


稅關 事務 取扱 

含 LllAM L. 芝 ま & Go., 

ざ a ヨ 12 吉 11 B 三を W さ享 

phi : Bowling Gr ま！ 1 9136 -9 ミ 



正直 ど 親切 どを 旨 どし 確實 
信用 ある 商品を 精選し 
特別 廉價 で販賣 致します 

クオ グチム 、エグ デン 四 割引 

其 他は 化て S 割引 

指輪 鎖 貴を 屬化じ 寶巧類 一巧 

ミグ トン 時計、 ヮ！ ドィ 

リノ ィマ 時計、 を補最 時計 

ゥオ 1 夕！ マン 萬 年 拳 

.エバ シャ！ プ 鉛筆 

純銀 器が じ 銀器 一切 

御歸 朝の 御丈產 一切 

時計の 修键は 保 験が じて 確實 

じ 巧 川 自身が 致します 

紐 育巿巧 四十 二 了 目 四と 番 

四 四 S 号 ま (五 巧と 六 巧 間) 

お 川岸 商會 

お 話 ペン シ少バ -1 アと S 二 九 

で Wkaw ぞ巧 ishi 0O. 47 W . 42 nd St . 


紫 光堂 

— お一 巧 

なみ 店 

東京 商會 

西 六十 五 T 日 

一四 0 


寫眞 - 


第五 巧 

凹 ご 宅 


副 S 

兀 某， が 

U 化 h 巧 

品- 1 

〇 JW •化 

W 愁 I 

TO が P 

.2 

が 


揉 療治 

西 巧 ま マッチ！ ジ 
H 本式 巧 靡 巧 腹 

神經 痛ブゥ マチス 

.巧 身 骨ぅ づき j.n 
腰痛み 筋 違 ひ 
其 他 諸 お揉媒 治の 御 
需 めじ 應 じ御笔 話み 
第 御み 庭 又は ホブ朱 
じ 巧 張 親切 じ 治療 串 
上ます。 前約の ホは 
自宅 じても 施術いた 
します。 

Isg 津輕 東洋 

西を 化 了 目 革 四 番地 
電話 スカイ ラア かま セ 


齒科醫 

上な 基 

彰療 時間 
自 午後 二 時 
ま 午後 八 時 


霸揉 治療 

= 水 及び 電氣 治療リ 
ホる 化 巧せ 日よ ち擴 
張の 目的 じて】 時 夏 
期 休業 比 候 
巧 ほ 巧 開の 節は 新進 
の 設備を なて 治療 じ 
應じ 申し 候. 

が 育瑞典 フィ ジオ シラ 
ビ ー 學院 卒業 

紐 育 メタ々 グジ ム及マ 
ツナ！ ジ協會 正會員 

公認 西 材幸男 


日本 陶礎器 

雜貨 類卸賣 


井元 

フラザ ス 


日本 

ドラィ グ ブ 

商會 


都を じ、； 當 をの 閱 

診察 

午を と 時！ 乂時 

H 曜は 前約 願上淚 

け： 吉お稱 離 



午後 一二 時ょ 6 六 時 

U 曜は 前約 巧 願 侯 


ドク ト术 

窩 見豊彥 


齒科醫 

▼彰察 時間 A 
お 夏日 擢を 除く} 
午前 化 時！ 十二 
が、 午後 一時！ 
水曜 午前 丸 時 1 
午を 一時 


齒科 S 

=： 新 ま 無痛 治療 U 
夕 年の 經驗を 0 て 
日本人 諸君は 持に 
了を 懇切に 施術す 

ぃ t マ —— チン 


の W to 贈 

M rl 

0 A がい 
0 加 ’ J 始 
化な ， I £§ 
P S がな 
0 21 


齒科醫 

夕 年の 經驗を おて 
最新式 巧學 手術 じ 
堪能 じて 信用 篤し 
= 施術 巧 低廉 U 
日本 入 諸君 じは 時 
じ T 寧 盤 切に 治療 

組 育 掛を認 
パ t ブル 1 ム 


D 1*. R . Shis 瓦 d 夕 D . D . S . 

133 W . 臺 田. If 正. Endi 害寞 2 

認 窗科醫 か ハ 戶な二 


自午賄 化 時 
自 午を 一時 


ま 十二時 
ま 五 時 


診察 時間 

午前 化 時 1 十 時 
午後 六 時； 八 時 

バ时小 莱幹三 

お 育 おフラ 7 ，—おお 
繁 '五 お 病院 勤務 

武お ュン戶 ランド 

病院 勤務 


診察 時間 

午後 零時 ザ リニ 時半 
午後ぶ 時 =乂 持 
渡 知醫學 ± 

パ r 巖本違 一 

古 倫 比 亞大學 及び 
グザ ラン 病院 勤務 
0 濯は 前約 願上娱 


每 H 曜及 ±曜 午を 
巧 間は 前約の 事 

カイロ ブラ クタ- — 

橫矢重 孝 


H 本 お 具 

雜 貨卸賣 


祭 良 貿易商 會 


電氣化 率】 切 

下羽電 氣藏會 

N 02 1 wroadway 

ぎ 置 is 二言 70 


巧 古は と 十五 

他、 一二 四 週間 

じ 驚くべき 結 

おあら。 每日 

朝 九 時 よら 夕 

九 時を 日曜 共 

十二 年の 経 お 

あら 0 
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か 

9 




於 

|| 

な Bm 

HP 8 

ぶ w 


自ネ 謂ん がを すを 弁 お 巧 s 

費 為 そ 4 ぶ 满\ .みみが^ 
クオ— ん ザへ 无 シン 吩が 巧刻刮 
戶し7! ド：ノミ んトンが評 み 刻 列 
が- ¢5!：? 化、 念 場莫 がを 刻 ？ ST 
壊ぶ ふそが 属ふ S 正ず 
為々 すみが を. 無筆 夕 割引 

縣が獻 の^ 勝乂 


t 巧— タダ ドち 八 一二 




メ- -シ ー はお 育最 火の デ パ ー トメ ント巧 巧で を 
もます。 新ら しい 昇を 巧 W ユス 々ンタ ー は廣澗 
な 店 巧 じ 於け る 皆様の お 買物に 便 宮と淪 快と を 
巧へ てゐ ます 

他店で 二 弗す る ものなら ば メーン I では！ 
巧八十八仙或はをれな下で頁 へ る£をでぅ 
ぞ御 記憶 下さい 

日本へ 御 荷物を 御を b じな b わい 節 又は 巧 買物 
に際して巧用のををはバ 1ッ ナグ 3 ッ ピ ン グ 
ビュ！ nl を お尋ね 下さい、 親切 じ 御 使 宜を計 
らます 


OR •巧 巧 MJJ 3 巧 CY 户 

空 一呂 芸 ちち 巧 

岩 二 害 Ave . Hear な を St . 
ぎ 至 U ミ y 量 2781 ぎ〇ヨ 705 


ク 

グ 


ホ お 謙 次 

自 午前 十一 時 ま 午後 二 時 
時 郎か及 扫曜は 前約の 事 


ク 

グ 


が 瀬化廊 

ま 一 置 量呈 ilve . N - Y . 芸 

墨. 2 害 & 27 th 穿 

fel . 这 かを 音ぶ. おち • 7 夏 


」0 ご C 虽 OGUR 产 M . P 

171 wesitn siNews 
TeL ち verside 3 运 3 & を臺 ミち 舍巧 

みみを 巧 午前 九 時！ 午後- 薛 

蠢舅 S 畜 1 午後 S 

9 曜 午前 化 時 1 午後 妈瞎 
ドクト^ 小 栗乘ま 


する に 巧した が、 ち 巧 給 热績は 

見送ら、 其， 他 毛織 彷綾即 馆も下 

半期 じ 入る を 待 もて 鑛出 する 形 

勢で ある。 


本 前 東を 特電 fgllj 


東京の 小賣 相場 

五ち - U 東京 巧 内 小 賣栖瞎 は 
四 巧 十五 H ょ h 1 厘 方の 騰貴で 
ある。 而 して 銳 錫は ボ巧 巧轉困 

難 模様、 護 誤 化 躍進 先行 尙ほ高 

含みを 呈し 工業 藥晶は 輸入 おの 
方が 有利な ので 下押し 石油 類は 
底 乂當み 保 合のを、 染料は 取引 
薄 じて 下！：、 毛が 論は 吕ホ 弱く 
肥 巧は 米 高で 計婦 つて ゐ る。 

を 國電燈 の 外債 

巧國 電燈禽 社は ギャラン テ！ 

トラスト •' n ンパこ 1 ご 二 千万 

田の 社債 發 巧を 巧 渉 中で ある。 

巿 憤は 巧 地發が 

東 巧 巧 債 一億 旧は 外 國ホ檐 で 
は 利子 巧を は ざえ ため 内地 巿場 
でを 割發巧 する 窓嚮 である ど。 

絹糸 統績業 閑散 

需要 一巡して 絹糸 絲績 業は 閑 
散 どなら 木が は下姬 りて 資 巧き 
薄なる がを 紙績會 社の 今期 配當 
は据睛 の模樣 である。 

機業 者 同盟 休業. 

不致氣 のた め 磯 業者は 间盟休 
業を なし 盾ち も 其 目的と する 糸 _ 

の ホ懼釣 上策は 實現 困難ら し。 

= 化 上. VH 愛- 


小賣 費用の 節減に 就て 

ゲア ー ドが 裝 誠が 所な コ 1. フー フン ド 


I ちゆる ルむ 巧に 於け る 最大の 
扭 用は a 子 S 給 巧で あつて 似々 
の資 子の お上^る 巧 おのみを に 
は 可なら の 相違が ある 〇 、 ィ ー ゲ 
ァ ー ド 巧 菜調杳 巧みみ 類 じよる 
ご ホく の 巧 店では-人 當 ちの 資 
上 高がを 6 じ おな < 、なお おが 
品の お 商 や 陳列 がをお じな b 化 
つ て をを巧 足 さ せ る >-^が 出ホ^^ 

いなじなる。 數年前 じ 調査した 

處 じよる とを 巧雜貨 店の 如きは 

i 巧 おを 如何なる 化 じ 手 持 もして 
I い： かどい ふ 初 ホの 原則す らも 

I みら なかつ た 9 である。 

一 小 費 巧 化を 經濟 的に ホち 巧 か 

: せる 化め が 訣は手 持 おの 述轉率 

一を 早める MJ である。 手 持 品 どは 

^ 巧お^ 資 ら紅且 SJ 之を 補充す る 

速 巧を おす i をな ホず る。 手 持 

おの 速 かな 動き かル賣 餐用じ 及 

ぼす 彭戳は ホみ 例 じよつ て 示さ 

れ る…. 一九 I ニニ 年 じがけ る 四： な 

六十 一二 側の 小 質 商庙を 解剖した 

處 による ど 1 ケ年と 固の 巧手 持 

なの お 新が 巧 はれる 店では を叟 

用 一九％、 お 益を】 九％ 化で 純 

益が 〇 九％ である。 之が ーケ年 


よ叫 から 十二 凹を の 巧は 資用一 
と％、 お 益を 一 化％ で 純益が 二 
% じ 進む。 义十 二回 0 上の 巧は 
を 用 ー ホが とで 援 益を 一八％ 八 
純益が 二％ 一 どなる。 な 上の 例 
じょれ ぶ： を 新の 速度の 高い もの 
程ち 岀は 勘な < て 純益が ぞい。 

一九二 一二 年 じがて 百 巧 弗 0 上 
を||質上げた：白六十 一 個のデバ ？ 
トメ ント •ストアでは I 年 |二 回 
な 下 0 ホ 持 おを 新を 巧 ふ 處の平 
巧 裳 用 so % 五で 操 益金 S 111% 
- 、 純益 二％ 六で ある。 S 网乃 
ま 四 回の 更新を 巧ふ庙 では 费用 
二八％ 四、 お 盛を 一ニ ニ％ 一、 純 
益 とで 四 回な 上の ものは を 
费用 二よ％ 一、 驗 益を S I を 二 
純益の％ 二で、 鼓 後の 部類は 最 
化の 尝用 じて 而も 最大の 純益を 

擧 げてゐ る。 他の 多くの 旗を じ 

於ても 手 持 お 更新の 速 かな ミが 

ま 要で ある 2 を充 かじ 示して ゐ 

る。 適當な 速度は 壁 用を 减 じて 
化 借を 化め る ご 共に 小賣 おの 純 

益を ぞくする。 商品の 運 轉を早 

める 管理を はず 均な 下の 速度の 
巧 巧を なをす る 巧 能を 充 かじ 示 




して ゐる〇 

をれ じは 顧客の 要 ホす る 禪々 
の 巧 品のを を 注な して 測まして 
仕入れる 必要が ある。 蘭を の 巫 
ホが 確かで ない 巧 おの 仕 入を 控 
へる ぇ じよつ て 商人は 不利益む 
投資と 巧 品の が慨を 防止す るぇ 
が 出 ホる。 商品を 仕入れた 隙は 
常 じ挪け 口の 速度を な 目し 遲々 
たる 巧 品 じは 腥 力を 加へ ねばな 
ら 枠。 が なが 長く 陳列棚 じ 農て 
むれば ゐる巧 顔を じは 不人 装- 
なる。 之 じ 反して 科學的 じ經營 
すれば 賣す 一人 當 もの 資 上は 夕 
くなら 商品が 顧客を 滿 足せし む 
る i が 出 巧る 譯 である。 

上述の 例に 示す が 如く 小賣巧 
巧の 經營 费を滅 やる ホ 法は 單な 
るを 命 的 方法よ らも 小さ r * 經濟 
的 方法の 集 棲 じよつ ておし 遂げ 
ら化 ると いふ 結論 じなる。 み賣 
巧の 數は ぞく 經營 法は 複雜 であ 
ら 且つ 多 < の 鶏を 之を 解 巧す る 
じめ じ專門 家を 雇 ふ i は 不可能 
でを るから な 良の 速度は 遲 々た 
る もの じな b 易い。 併し 小賣養 
用 節約の 漸進的 發 達を 廣く 取ら 
入れる 基礎は な 上 じよつ て 明か 
であら、 側々 の 問題は 當 業者の 
ホ 意 じよる のみは：： '■い。 


i 英义 兩國が 

: 募集 競爭 

近く 實與 する か 

英國 化が のを 本位を 策 固な じ 

就て 當化ホ 煤が 頗る 樂觀的 態度 

じある U 前ち^ 本紙に 化 巧した 

おで あるが、 I 般ホ网 

銀巧當 局は 其ぉ裝 ミし 

て适 から 中が 巧 VJ 。 ン ドン 巿傷 

間 じ 烈しい 慕 憤 競ず を 惹起し 世 

界を融 中必地 どしての 耕權 をず 

ふじ 吊； るで あらう ごい ふ 極めて 

自 がの。 お 測が むはれ てなる。 

化 方面から 巧 へられる 處 じよる 

ど巧阁 はを 暫くは バゥンド 相 撰 

の额お 巧な ご 其 維持 じ專ら 力を 

注ぐ であらう けむで も、 爲替请 

務が ずを れピ 自然 戦時ぶ び戰 

後始ん ど米國 のために 奪 はれて 

ゐむ掛 外 貸 附ホ面 じ 手を 延ばす 

であらう。 元 ホ 米 人は 凿外 貸惭 

乃 まか 固 証券 等の 取扱に 就て は 

棟め て 無智で あつたが、 戰爭の 

影 抑 口を 巧け わ 英國の 貼界が 化が 

じがし い 閒じ漸 み ホ國の 投資が 

はお 外 じ 眼を 注^ じ ま b 遂に 今 

日^ 隆盛を ホした 巧な であろ、 

今後 どても 

义國 巿瘍は 比較的 息 利 

な外闽 証券 投資 じ 力を 注 r V く 

なじめて か英 國ボ媒 ごの 爭奪戰 

を 生 ホる でもら うごい ふので あ 

る。 然るに ー ホに 巧て は 之と 反 

おに 乂圃 聯邦 巧 滞が 巧當 局よ b 

二 値 巧、 モ八 ボン 商を よら 一億 

弗の 勒 おな 替 資金 離 あの 契約 か 

成立した i は 英米 お 行 あが 今を 

度 力して 化 巧の ホ 煤を 支配 せん 

ごする 航化 であ b 、 を 就 ホ場爭 

を 巧の かきを あ b て 益な しごい 

ふな 巧から 巧いて 巧 因 財政 家の 

協力を 解 歌して 否る 者 も ある。 

巧は 英闽 のを お出 開始と 共 じ 

〇ン •トンで けを くら 英醜级 がの 

をが引上說^傅ってゐる；な前 

号の 本が じて 巧帮 L たおで ある 


が、 右に 勤して 大藏尙 書 チャ！ 

チ 八 巧は 斯る利 h - げは 時期 尙早 

である どい ふ 意是を 波ら しむが 

ロンドンょ をの 再 報じ ょれば 一 

般がおもチ ャーチ ^氏ミ蓉ば同 

意見で あつて、 エジプトの 如く 

戰 時中英 國じ睛 ぃたを 巧を 今回 

取戾す 意が じ 於け る輸 おは 別と 

して、 化 じ 居 額な をを 急 じ輸岀 

ずるの 要な <從 つて 巧 上げの 必 

要な しご 巧して ゐ る。 




巧 ま 取引 窩は 

.六 豪 億 弗 

當刚 株式取引所 長シ モンス 氏 

が 今回 初めてを 表した 處 にょれ 

ば 本年 1 巧 現な の 紐 育 株 ま 取引 

所 じ 於け る 取引る 倩ぶ び 煤 式數 

は ニモ ニ： 白 五十 化棵 じして ホ燒 

價 あみを 六な 九 千 二 巧 万 ホ 千 八 

ちと 十八 弗で ある。 右の 中を 債 

額面 S が 五十 凹 億 四千 五な お 十 

s ' 力 四千 六な よ 十八 弗、 ホ 摸 借 

格 一 ir 白 化 吉億五 千 九 西 ホ S 万 一 

千 一二な 九十 六 ホ、 巧 ま 數四億 S 

千 S 巧せ 化 巧 一二 千 五な 十 S 、 ホ 

お價格 二な と 十を 六モ 九な 九十 

おで 五 千 四な 八十 二 巧で あるが 

株 ま 中 じて ホ 國鐵道 株の 総ず 巧 

市懼 はよ 十四 お + 八 仙、 株數よ 

千 置な 一二で 六 千 二 巧 九、 が國鐵 

道 株は 巿僧 平均 八十と 巧 十九 仙 

株 数 四 巧 八十 一方 置 千 ホ 巧 五十 

一二 じして、 米 國议が 公 償な A 十 

僞二千 五が 八十 六ガ ニで 四十 一一 

の 時 僧ず 巧は が一 弗 お 十八 邮、 

外國 蚊が を 债廿八 億 六千义 .肖 六 

十四' 力 一千 五 百 六十 四の 巿 偕ず 

巧け 丸十】 弗 六十 一仙と いふ 數 

字を ホして ゐ る。 

整 巧ょ b 攒 おへ 

社 倩 新 傾向 

下半期を 期待ず 

今年を 初な 來の化 債 計 晝ど募 

巧 お 場 消化 力の が おは 抑 年 巧の 

赴 憤 まを が 巧を が 過した 後で あ 

る だけに 一 屠 傍くべき もの あら 


三ち ホ 迄 じ 銀 巧 債を 五 千巧廿 S 
万 川， 會 社々 債 八 千 九な 巧 W 、 

合 ： S i 稳 四千 化 一二 巧 E ： であるが 

化 外 四 g じ 入らて 發 まされた も 

の 四千 巧 巧 ra じ 運した。 其み 謬 

左の 如し (單位 千阳) 

お 額 利姻 
来げ 幾 糖 五、 00 0 八 *0 

東を 市債 I 五、 〇〇〇 よる ホ 

(現金 應 寡) 

富 ± 水電 五、 00 0 八* 五 

朝鮮 殖産 一 〇、 00 〇 と •：五 

化が 拓殖 丄 ハ、 〇〇〇 八 ■五 

計 四-、 000 

之を 前 月を のを ごを する 時は 一 

億 八 千 巧廿 lllw ごなら 目下 計畫 

中の ものを を すれば 優 じ 一 r 億 旧 

を 突破 せん 勢で ある。 社債の 使 

途は從 ホ まどして 事業 整理 貪を 

舊 懷借替 、借入金 お濟等 消極的 

じ 充てられね もの だが、 金融 緩 

漫 ご な資 家の お 債歡迦 じょ 6 て 

利 遇ら は ほ 下の 傾向で 酸 近 一流 

銀が の 倩 券は と 朱 五 厘 ょらと 八 

厘 迄、 會 社々 債は 八 朱見當 じて 

前年 巧 巧 じ 比し 孰れ も 五 厘 まを 

录す どか. じ、 採算 觀 よらす る 事 

業 食 社の 募 潰 熱を 刺餓 して 漸次 

單 純。 整理 社債ょ b 事業 擴張社 

債 じを 及ぼして ホた； は 頗る 注 

目すべき i であろ、 電燈 電力 社 

憤は るを 大体. 段落を 吿げ たも 

の ごを るべき も大阪 ホを 中必と 

する を彿郝 外電 鐵祥じ 人造絹糸 

會 化の 祖潰計 畫は化 補 類-し 遥す 

る。 乍 併 上 ザ 巧に 於け る 社債 計 

をはを ぼ 小康が 態に 入らた る も 

の i 如< を 潰 計香會 社は 一齊じ 

期待を 下半期 じ蹈 き、 春 還 資金 

順し、 貴 易は 出 腥じ轉 じ 又 

民間 外債の 取を 資金を 加へ て 金 

離の 大勢が】 屠 緩 漫を呈 し、 を 

間 傅 へらる 銀の 利 下が 實現 

した 曉 じがて 現在ょ らもち 利な 

條件 じて 具体的を 涉を 進めん S 

する 意 圖で瞄 係 銀 巧の 働 誘に も 

おせざる お 棟で ある。 或る 释度 

をを 渉 進 巧を 傅 へられて ゐた ホ： 

固 人絹は 社債 募集を 巧 H じ 延期 
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oMvy & j ^ 

340 W . が 出 St. 

Telephone: 
Columbus 8882 
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電ア巧 ^ 

巧. 豫 
ラ け晋富 

ザメ 了 ！! ft 

六 ン目岩 御 

ー トー 令 f* 

と C 六^ 宿 
お 2 五郞 
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ミ を 

歡 す彭那 

變瑞 8 

1 樓理 

纸不や 聞の 巧 
よ 變べ會 御 勤 が 

赞 をく 庸 巧の 司, 造 
案 引 膀の利 方理廳 
.內 立間猶 じじ 人裘 
申 願 巧 巧購 はな 5 
上度卒 じへ 晝蓮齒 
あ 0 相 應後お 

午 午 巧 •支 美 
前 請 理 が 永 
六十 巧に 
時時 巧 巧し 

妻 4 顧 5 

屬樓 


だ） 號 十 1'| り 百 干 一 第 がみを 3巧| 燃! 化が 厮谢蛛 C 日曜 ±〕 円 九 巧 五 年 四十 正大 



日本 食料品、 日用品 
並に が 巧 書籍 類 一切 

片桐 兄弟 商會 

を 巧 お 巧 巧が おを 便 おじて 巧* 一 

化扶 間な々 街 用を の 转ホ預 上 候 


日本食が お 類 及び 雜貨類 卸小資 j 

S プラザ 苗敍桑 山商會 I 

お 巧 香 籍雜誌 小間物 日用 おを 種 I 


H 本を 巧な、 雑貨 
萬 結、 雑 法、 巧 巧 

• S ホ， む 7 心％ 東京 商會 

貨八 I ム 、自 巧み® あ b 


媛 蒲 燒壽司 梅， Jd 化し 

目 確な 0 巧 巧 も 御用 かにが >レ ト 

會席御 料理 

离等御 下宿 

を 玉ぶ- 


會應御 料理 

東洋 縮 


割烹 並に 御旅 舘 

^ 0 化 野 兄弟 

が 育 巧 西 八十 八 T 目 一一 宫十 II 香 
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馨她籍 giSSi 蘇 2 白米. 

日本 米懿 食料品 ii 認 。 &s 

巧 旧 巧 独 巧を 食肚 東が 一ず 資揃巧 

日本 食料品商 會 


員 でらない 者を 委員 じ擔ぎ 遇る 
了見が がらぬ、. をれ でも 領事 お 
の お 役人 樣が 書記 だ どは-テ 面 
妖な闽 ホで ムる (不思議 生) ♦陽 
氣の加 おかが 脊 じは 色々 な增の 
禪を 薛くキ 印が あつて 迷惑ず る 
者は 傕 許ら では あるまい '一つ 
アンプ •ゴシップ 協 會を紐 織し 
て 巧 窗同聰 社會の キ即を 退治し 
樣 では ゴブ せんか (井戶 端會議 
議長) 
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華盛頓 

わざ 一 

日本料理 

ホ ド 御旅 舘 


勞働者 御文 章 

赤 巧 生 
をれ 人間を の 不調なる 相を 熟 
ら觀 中る じ 化を あ敢 なきものは 
化 頃の 無產 階級の 一を 化。 され 
ば 未だ 巧 万 田を 個んだ ごい ふ 話 
を 聞かず、 一升の 飯は を ひ 易し 
今 じ 到らて 誰が ご一 义の錢 を貨す 
べき や。 我れ や 先き、 を や 先き 
巧 日と 云は ホ、 今日 ご 云は ず、 
奥で コッ {働 < 人は 親父は 素 
ょ. ゥ饿鬼 迄 も 捧られ る どを へら 
されば 朝 じは バラック じ 住ま ひ 
夕 じは 裸で 逃げ出ず 身な を。 旣 
に 無理算段を せんと 思へ ば 邸ち 
二つ どない 蚊帳を 質に 廣 き、 一 
枚の 蒲 削で 永 <觀 寒に 耐へ 果て 
ぬれば、 紅顔を しく 變 じて 營養 
不良に 掛ら 口る がは 六親 眷族 集 
まらて 歎き 悲しめ ども： おじ 其 害 
償 ふ 可ら や。 

あてし もつ かわ 身 なれば こを 
家を 疊んで 夜半の 霞く おで 果て 
ぬれば 唯 嘲笑の 聲の みぞ 殘れら 
哀れと いふ も 仲々 訝 かしき； な 
ら 。されば 勞働 をの 裝敢； y ■き i 
は 阿顯陀 のをの 社會 なれば 誰 人 
ち 巧々 未 巧の 一大事に 必を 掛け 
て、 唯團 結の 力を 深く 頼み 曇ら 
せて を佛の 巧ら じ 化 ふみを 讀み 

申す べきら のな ち 0 

をな かしこ / \| 


g .‘ JVttt 化み 必 地ょ s 
雜 1お 淸 潔なる ま 

化が 好か 
養 Lex 夏 ton Ave ■ぶ I . Mad . sq . 2921 


日本 娘 雇 度 

日本 着のを いお 二人 

仕 事 ィ ー ジ 1 

給料 高， 給 

脾間 短し 

右 辛： 急 雇 度し， 委細は 係員 

覃. 置 ミミを じ 尋ねられ 度 

面會 時間：：：： 午後 一一 一時-. >ら 

五 時半を の 間 

P 養 ADILLY す 呈をさ 己 51 si St . 


御 下宿 礁ザ义 

4 ご 3 ち 置 置 岳 

bet . 1 si -2 nd 芒夕基 E -42 mi St . 

Tel . Murray 呈 29 送 


最新式 六 解 建 

便利、 淸洒 、待遇 懸 切、 宿 巧 化廉、 
發 着船 有 么お都 巧 波た 壤じ 出張 
ン ァト^ ホ 第 六 街 1110 六を 
エヌビ i ホテル 
電話 メ ー ン S 九 五 二 




藤 ホ 旅館 支店 

423 May 田 ard Ave : 
Seattle . Welsh ’ 


紐 育 旅 舘田菱 みが I 

東 四十 T 目 二 四 二を 
Tel . 查を呈 ia 贾之 


新鮮 魚介 一巧 

日本人 向きのを 魚澤山 取ら 揃へ 
持が 廉慣 で大魁 おを します. 

サブ ォす魚 店 

」 os 6 plh WElvoIla 

224 w . s 至 本 t . ぶ 
Ije 一‘ を 一一) sh 養。 一を 


極上の 魚類 

季節の 巧鮮の 魚貝類が 澤 山揃ン 
て 居らます から 御 贊か卞 さい， 

ァピセ ロ 魚 店-- 

苦 置 ard si - 辜で ankiin を 基 



舞 麟敎授 

W 、 社を ダン 「 A 
►表 精 ホ 操 今 
雜卡 、淑女、， わす 
償さん ホ じげ-峰 じ 
敎授致 L 升。 午热 
十時ょ-^'午後十 一 
時を ( H 醒を 除く 一 

^ャタフ》 ダン？？ 

ング 師範 學校 卒業 
上 杉 タマ 


日本が お 船 切な 御 申る じ應じ 
萬 事 御 便を じ 御 取扱 ひ 申 上 侯 

案 巧 ^£2^ ホ テ*?, 

マ H 本 街巧理 (が 間 あ’ を) 

を 港々 リホ少 ニア 街丄ハ ーニ 
、 電話 カネ—- 八 三 ハ 


コミックオペラ 

，く hi 

每 巧 U 八 時 一一 一十を 
マ ブネ IU 水曜 及び ± 躍 
午後 二 時化を 

4 を h S 晝二 證曼 

44 th wt . West sf 巧 way 


口！ サン ゼ ルス 地 ホの 御 
觀 光には 最善の 御 便宜を 計ら ホ 

イー •ク が 

ホ テ 火 

羅府巧 じがけ る 同胞 經營 中最 
新式 高等 ホ テグで あらまず 

羅 麻を 一巧 一一 克半 

を ま r ゲ アン ダ ィネと し-ハ 五 九 
莲話 L タツ々- 八み S 

貸 自動車 (被 巧) 

羅あ 名所 御觀 ホには 最も 穂 通し 
た ドラィバ！ が 御 ま內申 上ます 

ボストン 案 巧 

.貸 自動車 業闽西 
諸を 驟 、大學 校、 H 瘍其化 一 おの 
紹介 及び 通 辯 もします B 呈ヨ岂 
ジ三苦 k . 是 77 夏 S 呈 avia で. 

ボストン 巧 

富 i 旅 舘大浦 末 松 

裏 W ミ 養 ter S こ 0S を n 互 3. 

ジ L BacEy 30 


盈 腐牆； 


斌餘 製造 卸 •小賣 
H 本を 料 お j 切 

巧. 中 

第一 一一 街 八 百 八十 五番 
電話 ブラボ 五 二】 八 


M 


6 


i 

L - 

が 化 

a £ 端 

6 


電 

香 

す P 


ri 


國米ホ I ム 

レ / ブ クス 

. Y 、 w ピ、 A 、 ノ鱗ブ 


二 浦 環 女 お 慈善 音樂會 

„ ，.な — I 日本人 美な 敎 倉々 舘 改築 贊の爲 め 
'目が一— ホ 福 丸 遭難者 遺族 弔 辯の 爲め 

が 日り 五月* H 二日 (水曜日 心 午后 八 時 十五々 

瘍 巧 = エ ォリ アン ホ 「ル じ 於て 苗ぶ 二 街 畐番豐 

主催 = 曰 本人 差な 敎會 

入場料 = 1 弗、 一巧 五十 仙、 二 弗、 二 弗 五十 仙 1 ii 张 

豫て 吾が 敎會は 吉疵環 女 おを 

碟 して 當お會 々錐が 鏡の 爲め 

'音0 を 計劃 し て 展，*^ ま し わ 

其 準 辟ぶ 中 じ、 ホ 福 鬼の 災難 

力夹發 致.'- ました。 船員を 域 

とは 寶 じか 農を 極み 衷。 

ょち 哀悼し 御 遺 芦ぶ 御愁 が^ 

程闹 情に 堪えません，^ てょ 

准 ホの 音樂 をを 一曆乂 巧 お。 

だし 其视 益を'?* 半を しまし 
殘 額を § 々舘 改築 叟じ當 てる 事 じみ 

處を御 お 解 下され、 同胞ぶ 巧の 巧 同情 



て 半額を ホ 福 化 遭難 ま 遺族へ 弔慰を どして 送 L 

嶺 致しました 。がくは 香が 敎會員 巧 力の 微意 わ； 

ど 御 後授を 切に 御 願い 中し ます 
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壽 司、 綾 蒲 燒每日 有りまず 


H&li 

4 a 

s 

ma 


託 

-h 

如 

5 

u 3 


s 


理想的 御旅 舘 

御 客な じ 誠 患を 0 て盡 します 

朝 曰 

御手 輕御 料理 並に すき 燒 

新ら しいせ 巧を 擇び 精々 勉强 致します 


江 南 


支那 

料理 

巧廬を 園で 永を 御 愛顧を をけ 
V た蔡 文で 御座います 

§ 説 

A お？ 

.2 巧 

G w 
N 化盼 

9 邮 M 

K H . 巧 

化 U 本に 住み、 日本語 
巧 を 話し、 皆樣 の御嗜 
巧に 適する 御 巧理を 調進を 井 
了 ま エン ェ' — タアの 下です 
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御辨當 ホび に 
御 家庭 支 巧し 
御 下宿 

後藤 

壽 司、 媛蒲燒 

每 y 旨 もます 


IM 二德 U 淸 潔， 親切、 氣樂 A 

勢州纔 館 ま お 巧 

ま 任 快勢窜 を 义閒榮 が 

仪 25 E . 赛 を S すま t 
lei . Regent な ち 


電話 ンキ シン トン 四 八 五 五 

器 巧旅舘 

巧 十五 了 目 二な を 


西 六十 お T 目な 國 十六を 

力 旅 叢大橋 


電話 ュンデ 


'奚】 0 


円ぶ 人 美な. ぶ會 


尋れ 人 

巧 城 寺 巧 武始お 馬 巧 藤 巧太郞 
朝鮮人 夕秉斗 

鹿 兒曠鶴 义淸宮 が 八 鳴 鹽太郎 
愛知 早 川を 衛 和歌 山 引 ± 純一 
沖繩玉 城利德 

香 川 縣人夕 旧 か S 郞 長男 あ 
をの 者に 通 か 致 巧き をを 之 
像 間 本人 若く はお 人ょ b 現 
化 所 街 通知 願 上 校 

紐 育-巧 國總 領事館 

1 を Broad ま y New If ork 呈 If 


日本 埋髮 館淸 

新 ま 洗髪の 設備 をら 巧 速 了 海を 

旨 どし 精々 勉强 致します* 

西 旧 十ー ニ 了 目； 白 番地 一二 白 六 巧 ま 

タツ プフ a ア (第 六 街と 四十 一二 了 肖ち) 


宮川 事務が 

持 續的奮 圓の同 髓に的 礎。 る 磯 

業を 周旋し ます。 

」 ち ミ 巧ミ tagk 忘 ミミ 

養 W . 4 害 Si . N . Y . C . 

Tel . 3 ryan 二 787 苦 98 
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軍 話 ブラィアント 
八0と九》八八とーニ 
U 曜 巧び 巧 間は 
ケロッグ 00 四 四 

阻鹏 W 臂艮 

截お々 户ブ 
化育 ホ 西 四十 四 T 目 
ニニ！ 一一 八を 
(二階) 

支店 

147 Glar 呈呈 t Ave . すを 1〇, N . 产 
ぎ田羣 I 1 皇 M 
ま 巧 ミ S . F . K . ジ|0, 


御 下を 

自を亭 

篇 Sands St . Brooklyn _ IU . 
ぎ TViangl こ 4 な 

—中村 埋髮巧 

中が 萬藏 

ご W . まを St . N . y .置 y 

Bet . Holumbiis Ave ‘ & Central Park West 


i I 等 故殺で 

i 日 反 長 管 
1 圧 巧 肋 罰 

刑期は サ がまで 
昨尔 十一 巧 九日 第 S 巧 千 化と 
一を の 自宅で 妻の. 女 化を 慘 おした 
一巧 媛 縣人旧 巧な 一 の 陪審 截 巧は 
1 頃 H ホ 審巧じ 着手した が、 被吿 
i 辯 誰 ± け飽を もを 化が 宿泊まで 
j ある 某 ごの 

不蟲巧 を 耻ぢて 自殺した 
j ものである ごま 張し、 二週間 前 
j の^ 1 スト 巧 H 曜巧も 出が の吿 

1 白を 栽せ て 自殺を ま 張し 乃 木 伯 

や 安世ら しい お眞 、ク ては 田 巧 

の 筆蹟ら しい 「巧が 妻は 自殺せ 

b 」 ごい ふ U 本 語の ヵットを 戴 

一せ て 報じて ゐ たが、 まる 五日の 

一を！： 廷に 於て 副攒事 ベネ •チ クト 

: デニ ー. ン 氏な 替 察よ 治 醬 チャ！ 

; 片 X •ノー タス 巧を 証言を じ 立 

'たしめ、 を 化の 死体を 解剖 じ蹤 

: した 際を 身 じ-甘ら て 約廿ー ニヶ 所 

; の 明 傷の 外數ヶ がの 打撲傷 あろ 

i し S 、 巧 化 死 ごのを み 傷が 腊震 

^ 藩-しあつた MJ 等を 陳述 L 當時巧 

一が の アバー トメ ント の上侧 じあ 

一つた ヘレン •シー ラー 糜は當 時 

:田 おの 云 人の 小 化が 恰 かも かの 

: 付いた 巧に 

i 泣 叫 聲を閒 いて 階下に 

j 驅け ドら た 際を 世のぅ めき 聲を 

:巧 じした i 、 二 巧 目に 赴いた 際 

; を 化は 廊ドじ 死屍' ごな つて ふた 

I ミを 述べ、 ヘレン 嫂の 巧 及びが. 

一幷に 居を はせ む ジャック •フキ 

ロン 等 も W 巧の 申立を なし、 譽 

^ がから 探偵が 岀 巧した 勝 小供逮 

I が 「パ、 は マ、 を撲 った」 i 云 

一つ じ i 等が が 力な 謡 言 ごな つね 

1 ので 被 吿辯誰 十 連は 驗 事局 侧ど 

_ 隨讓の おお 二等 故殺 犯で 服罪を 

申込んだ けれで も 撥 率 局 側で 聞 

き' 入れ ホ、 六日のを おで 田が は 

一一を じ 一等な お 化 どして 服罪を 申 

|立て昨朝 マ ン キ ユ ー ソ ） 巧事か 

ら 一等な 犯 ごして 苦役 八 年ょ を 

廿年じ おす ど宣吿 された が、 本 

人は まを じ 刑の 宣吿を 受け 監獄 

へ 送られた。 —.1 

明 十日ょ j 

銀 婚御式 

I 外を 脚に 御 賜 宴 

明. 五 巧 十： n はが かも 聖上 皇 

を兩 陛下の 銀婚式 じ巧當 する の 

で 塩大な 祝贊御 式を 御擧 巧の 答 

であつ たが、 聖上の 御 健康が 思 

はし < な いので 

質素を 旨 ごせられ 國民の 

大架 をな 視賀會 擧がゃ 献上 品は 

涅慮 する なをみを を 逝 じて を 表 

-あ b たる 外を 風と 十歲な 上の 离 

齡 お々 におして 金が 下賜の 掛沙 

:ホホ b 、 义 邸が 塑を朔 きて 数 巧 

_ 巧 川を 社 巧 事 おじ 下賜の 御沙化 

一が あつた。 丽 し： 四日 閒 におる 

;參 巧の 次 巧は 

- 一ぶ H 十：；； =: 午 削 十一 悄 化か 乂勸 

I 化 親巧官 、同 待遇、 前官 視遇 

其 衆 巧院巧 お、 刹 一等 化 U 桐 

化乂 送が、 巧 一級、 を爵 、お 

; .内 巧 部：；？ 長官 幷じ 夫人 巧 

二な をる 

间 十一:：::::: 午 お 一時ょ b 凹 時を 

一 化 四な、 動 S 等、 商 等 官一賣 


颖任 待遇、 功二 一二 叙、 貴衆兩 
院副遙 長、 踞 香間祇 候、' 錦鷄 
.閒祇 お、 侯伯 子 男爵、 神佛を 
宗派 管を 

同 十二 日：：：： 午後】 時 よら 五 時を 
貴 衆 兩院溝 貴、 を 內准奏 任官 
同を 遇、 高等官 一二 四 五 等、 同 
巧 遇 

問 十 I 二り =; 午前 义時 よら 午後 四 
時を 巧 四 級 U 下、 動 四 等の 下 
を 劇 者、 正 五位 0 下ち 位 者‘ 高 
等官八 等、 同を 遇、 高等官 化' 
等、 奏巧 待遇、 門跡 寺院 化 職 
服装： = 男子は 通常 服、 通常 禮裝 
服 駒 ゎるを 及び 神佛 をを 派 管 
長、 門跡 寺院 住職は 之 じ相當 
する 服、 女子は 曰— ダモン タ 
ント 或は 馈梅义 は 逆 常 服 着用 

のこ VJ 

尙ほ十 H 參賀の 向は 藝明 殿に が 
て 賜 鶴が あら 十-、 十二 兩 U 參 
賞の 人々 約 六 千 五な 名じ凿 して 

は 茶菓を 赐 はる 當 であるが、 十 

日の 

みを 鹽熙宴 じ 就て 最も 興 

ホを 0 て迎 へられて ゐ るのは 新 

任勞農 n シァ 大使 コップ 氏 ご 巧 

强 外を 劇の 翩係 である。 紐脊夕 

ィム X 紙 特電 じよれば コッブ 大 

化は 問 邀£ 。つた バグ ビンの 演 

說 が虛傳 ど 判明した ので まる 五 

H フジ ツ クコ！ 卜じ シ作ク 'ノ 

ット をで 參 内し 攝巧宮 じ 信 巧が 

を 捧呈した が、 信任 狀 捧呈を 巧 

く お 急いだ 理由は 十 U の 御赐宴 

じ 列席の ためで あつて、 コップ 

氏の 宮中 お 次は ホ だ 口. シァ 政 称 

と 正 まなかを 閥 係を をして ゐな 

いホ國 大使 バンク n フト巧 ご 新 

巧グ ラジ ルを 化との 中間 じある 

が、 化兩 大使は 

個人 的なら ば 兎に角を み 

じ巧衝 する ' i はお 巧ない 立縷じ 

あるから であつ て、 化を 外を 團 

が 化 閒題じ 就て 下協議を 開催し 

た 除べ 作ギー 大使の 姑き コップ 

大使と 斷然 握手 しないと 聲 明し 

たおで あるから、 面白い 閔 題を 

惹起す るで あらぅ ど 外を がで 專 

らおされ てゐる さぅ でゐ る。 

故殺 犯 難 波が 

自殺 仕損じ 

永い 苦役を 悲観して 

往年 ォ ィ ス タ 1 • ベ ー の 富豪 

邸宅 じ n ック として 就 働 中 白人 

シヨ ファ！ ご 口論のと を じ 兜 器 

じて 慘 殺した 難 波 伊作は 二等な 

殺 化 どして 十 年よ ち ホ 年の 入獄 

を 申 渡され オッン ングの シング 

シング じ 苦が 中で をる が、 余ら 

じ 刑期の 長いの じ悲觀 した もの 

か 去る 四日 クツ チンに て 就 働 中 

突然 ヶッチン •ナィフで 切腹せ 

ん どして 胸と 腹部を 約四ヶ 所が 

ろた る も 巧 じ 切れ や苦閔 しつ i 

あるを 監守が を 見し おじ 監獄 病 

防に 送られた が 生命には 別條な 

き模 巧で ある。 なほ 同 監獄では 

囊じヵ チ 山 殺しの 犯人 副 島が 苦 

一役 中獄 をの 壁 じ 頭を 巧 付けて 自 

おを 計ら 掛立 精神病院 じ 送られ 

たが、 病院 大火の 最中に 巧衝 スー 

明 ごな つたで-が ある。 

歸園 中の 出を 兒も 

入 國》」 許可 

乂國の 新を 民法 實施後 I 時綺 


國 した 外國 婦人が 歸國中 じがて 

子女を 出生した 撰を 同け 歸 米し 

て も 其 子女は か國 生れの なをな 

てん 園を 拒絕 さる： i どな b 、 
をれ がた めを 地の 移民 碌に 於て 
飛んだ 親子 生別の 悲劇を おから 

れた 例は 數備 ある。 之は 人道 上 
から 考 へても 甚 しく 不 都を であ 
b 义不を 巧： 千万な 話な ので ホ 難 
の聲が 高かった が、 國務 省も此 
点じ 氣づ いて か 最近 じ まら 兩親 
が 正 當人國 者で あって 一時 歸團 
中に 出生した 子女は 其 父 巧が 巧 
乂感 する 場を 化 ハ じ入题 する i が 
出 ホる どの 解釋を 下ず じ まつた 
さう である 〇 ' 么は當 がな i であ 
つて 化 新解释 じよ b 親子が 移民 
局で を 別離 まの 悲劇を 滞ず るが 
如きを は；；；* くて 溝む 譯だど 云は 
れてゐ る 0 

趣 ホの 謀談家 

天 野 锥彥巧 寄 紐 

趣 ホの 講談 家 どして 巧 國敎育 
巧に 其 名を 知られて ゐる天 野が 
意 巧は 巧 留岡胞 慰問の 意 ホで 巧 
を よら 加州 i 帶 、ォレゴン、 ヮ 
シン トン、 カナタを 經 由 去る 一 
日 シカゴ じ 到着し を 明 H じは 當 
地 じ 巧 b て 約 十： a 巧滯 巧の 上 渡 
歐 すべく、 渡米 後 新ら しく 縮み 
出した 氣發 舞踊を も 加へ 當 地で 
一夕 趣 ホの 講談 會を 催したい ず、 

いふ 希望を 波ら して ゐ るが 定め 

てを ける ミで をら う。 

一一 一浦 環さん が 

歐 測へ 演唱巧 脚 

ホる 五 巧 十一 一一 日 じ 當化日 本人 

美な 敎會ホ 催の 慈善 音樂會 じて 

獨唱 ずる 己 浦 環さん は 近い かじ 

豐府 じて n ンサ！ 卜を開 權後當 

地 じて 巧び 演唱し 更に ヮシ ン- 卜 

ン 、シカゴ 地 ホ r がける コン ナ 

. — 卜の 契約を おしね る 上が 獻し 

西班才 、が 太 利、 フランス 等 じ 

て歷巧 コン サ！ 卜を 開催め 上 巧 

る 八月 頃 じ 巧び が 育の 人 どなる 

さう でを るっ 

白婦 じつき 纏 はら 

警察へ 一寸 ホぃ 

當地 ブバ* •ず ィド •ドラィ ゲ 

附近に 熟 働 中で ある 邦人、 r アリ 

! •グ ー •旧 崎 ど 呼ぶ 巧は 曇に 百 

义 十二 T 目 邊 じな おする ホ 婦人 

の 裁縫 帥を 小うる さぐ 追 ひ 廻し 

て訴 へられ お 事から 今後 絕掛じ 

化 婦人 じつき 纏つ ては ならのと 

訓戒され て' 一旦 放を された が、 

まる 五 ： n の 巧 又もや 亀 話を かけ 

たちを のべ グを 鳴らして 訴 へら 

れ 目下 五な 巧の ぶン ドを 磯 立て 

保释 中で あるとは 两 つた 男。 

♦言 おじ よれば 

鹿 島 立 どは 鹿 島 

を 取の 神、 天孫 

降頗じ 先立 も 国 

王を ホを せし じ 

おった もので 首 

を、 旅立を 意 ホし 別 じ 皇族 專用 

の 言葉で な/‘、 るは r 芽出度 お 

發 するとい ふので ホつ て 葬式へ 

鹿 島 立 どは 乏 はない が、 化の 诲 

をは 華族で も ± 族 でも 平民で も 

化 用し 糖る 言葉で ある。 無學者 

ご 旨ら 名乗る 位 だから おるまい 

が無學 なら 無學 らしく 默 つちよ 

れ (ち學 者) ♦會 肖で もない あを 

會員 ごして 貪 星の 負担を 强む委 
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外 围爲替 、鄕里 送金、 並 送金、 信用 狀其化 
一肢 銀行業務 精々 巧 巧が じ 取 お 巧申误 

一献 S 萎 銀 巧 餐ミ巧 

本 ま 店 ま 京 一本を、 大阪 、神戶 、を 都 
巧な 化 をを 崖、 小が、 上 お、 がを 


ホ ノル、' 橫漬 ■神戶 ，長 時 ■上を， 香港 ■馬 尼拉巧 

秦洋み 三 二、 登 〇嚼】 五月 サ 六日 
西 比 巧亞义 (二气 〇岩 嗯) 六ち 九 H 

(霜が ぶ 抓 お 巧を 日) 

太が 丸 (ニニ、 0 呂竭) ち巧廿 吉日 
天が 見 (ニニ、 呂〇 晒) と 巧と 日 
コレア 义 (言、 呂 〇顺) と 月 ホ ー目 
(羅巧 出帆よ ぶ 十 セ 目】 


を航 

復航 


墨西哥 、秘 露、 智利諸 港 巧 
ホノグ 、横濱 神 戸門 司 香港 巧 
(せ ほ ホを ホ 通 一面 一 
◊桑 港 巧 切を 窟窒 を 藤ん 御鈴旌 化-^ お 


参 シャト^ お 化 午前 十一 時 

数 ▼プレジデント マツ キン レ！ 


\フ レシ デン 


▼フン ジーア ント 
V ブンジ デント 


五月 サと日 

ジェフ ア ソン 

六月 八 U 
グラン V 

六 巧 二十日 

マディ ソン 

セ 巧 二 H 
►太ず 洋 航路の 泉 快速 お 船 A 
▼船室 廣<理 お 的 じ 完備す ▲ 
▼ベッド 使用 コット じ ホず ▲ 

御 ホ 望に 浓 b 日本食を 調 ふ 
齡 代理店 桑 山簡店 ミこ 害 这_ 


靜 

和 

口 

力 

伊 


岡 化 
濱乂 
賀乂 
豫化 


六 巧 二日 
六ち 化 四日 
と 巧 十一 二日 
八 巧 と 日 


U ネ巧 船を 運賃 新 率 
一等 橫濱 一九 五 巧巧戶 二 〇 五 巧 
S 等 洋食 五十よ 巧 かを 五十 五 お 

歐洲 R 本 間 客船 (每さ 画) 

淪致 ょら-等 だ五磅 、二等と 十 
磅 、馬 耳 塞ょ b I 等 九十と 巧 
二等 六十 ホ磅。 

が 菁巧化 民を 馬 經由目 本 巧な 物が！ 3 二 固 


船 星 
を 野 
はを 
巧 御 
本 巧 
を岀 
小し 
荷 下 
物 さ 
はい 


シアトル 出帆 (お 机 午前 十 時) 


旣じ二 千 弗を 超過 •した 

來福丸 遭難者への 弔戀金 

幽際谋 船を 社 本店ょりの 謝電 

前號 締切 お 到着せ る ホ 福 乂あ難 者 弔慰 余は 左記の か < 二 なと 
十六 弗 五十 仙で 累計は 別ロ モ圓を 加 基して 通計 二で 弗を 超 遇せ 
るが 弦 じを 方面よ ちのを を 数な 巧に 上るべき 見込で ある。 尙ほ 
まると 日付を 0 て 困 隙を 船 食 赴神戶 本社から 當地 出張所 おて み 
のかき 意 ホの 謝電が 到達し わ 旨 河が お 張 巧 長は 發 表した。 


池田實 

お 二 弗 お 十 仙 
金 二 弗 宛 

■巧 巧 こま 子 が 口 
棱本德 ホ. 廣中 
(壽務 足 立 近 ホ) 

小計 二百よ 十六 弗 五十 化 

累計 千 五 お 九十 お 弗 六十と 仙 

別に 一千 圓 


無名氏 


儀 六 
富 造 


ホ 福 化 遭難者の 爲 もじ 鉛 木が 店 ホ •催の 下 じ 貴地 じがて 追悼 會~ 紐 育 日 會 理事 會 
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號 


を 開かる^ 由 萬 謝の 至ら じ堪 b ず。 本 化は 今み の悲 むべき 災 

厄 じ 依らて 多數の 勇が なる 牛靈を 喪失せ る じ 街し 貴地 巧留同 

胞 諸氏が 擧 つて 深甚なる 同情を 表せられ 且つが 育 新報 おを 通 

じて 遺族 弔慰金を 糜 出せる に當ら 多大の 巧 意を をせられ た 
應募者 諸君に 掛 してを ふょ > 謹んで 謝意を 表ィ。 

金 二 了-弗 

京都 ェ荫 株式 會 社員 一同 

金 M 十五 弗 宛 

大阪巧 船が 育 巧 勤 旨 I 间 


一二 莖銀 巧が 育ち 店員 有志 

去' 子 弗 宛 

か 桐 商店 員 一同 

煩を を 會社眞 一同 

(內 譯) ▲五 弗 久米又 藏^ 

. 一二 巧 宛 中 野を 長 松 旧 太ホ郞 

宮が正 作 酒井德 太が 飯 富 直 

i 金 十八 弗 

熊野傳 平氏 投 

(内 譯) ▲五 弗 勢如舘 A 1 

弗 宛 平野 爲 S 內旧 桃太郞 

松 本 お 時 前 田 長み 川 今 

倉 南端 重 平 源 お 力 化を 

作 山本爲 S 邮福化 平 造 


柏木 秀茂 


中が 俊 巧. 

金 十五 弗 
を 十 弗 宛 

岡 本 住 井商會 大木 商 貪 
新 井 旧 鶴 子 山 下を 隆 

ベ！ ヨン H 本人 俱樂 部) 同 

名 倉 巧と 甫滿 (下 津春五 

邮鹿野 千 巧蜡) 

内 田 商事 會社巧 員 一同 

(内 譯) ▲ 一二 巧宛渾 巧を 造 


原 お太郞 - 

ド 、 ク I ム 

五 弗 宛 

ま 戶良二 

金 S 弗 宛 

が 本爲平 

廣瀬 よ郞 

井上 をボ 


二囊 ご， 

ミ ダス* 口- r 1 

吉 が 度太郞 


一二 上 

田 代 

地邊 


繁造 

豊み 

仁德 


紐 育 H 本人を 新年 度 第-回 理 
事 曾は ホる 十一 一日 (乂耀 军後六 
時半より 料亭 都 じがて 開催、 正 
副會 長、 會 計の 選擧が にを 要を 
務の 審議 ある 尝 C 


宮永 夫人 遺骸 着 

.囊 じフ n 9 ダに 於て 逝 ませる 
宮永新 治邮巧 夫人ょ し モ乃宮 の 
遺骸は 今週 水曜 H 紐 育 着 後 直に 
マウント、 オブ ベット 墓地の 靈 

殿 じ 送らた るが 明 十日 (〇曜} 午 

前 十一 時 埋葬の 由。 

♦蕾 膨會 のビク ニック 壽賺會 

ま 催の ピクニックは 明 十 H 午前 

十 時 ザ ダィク マン、 フ 五リ！ 出 

發對岸 ィンタ アスブ テー トを園 

じがて 擧 巧、 巧當を 自携帶 、參 

會隨盧 のみ。 

學ホ 基督 敎靑 年會日 本人 學 

生を 督敎 靑年會 じて は 巧る 十日 

午を 一二 時 西な 八 了 目 一一 一二 一 二番 美 

口敎會 じて 撥會を 開き 當 H マグ 

ドナ 八 ド 女史を 聘 して 『新 日本 


ご 題 


野球の 峰 ご 

巧 園 能 舌 

奧村不 染氏談 

大阪 毎日 新聞 編輯 キ： 事み が 安 

太郞 氏は 目下 ホ圃 遠征の 途 じあ 

る 同化の 巧 球 劇を 創設した 人 だ 

げ あつて 大の 野球 通で ある。 每 

日 新聞が 何千 勘 ど 云ふ大 をを 投 

じて ホ國 から スポ ートの 記事を 

巧電 して 讀 者の 人氣を 呼んで 居 

るのも义氏の創意じ基くもの で 

ある。 今度 同社の 巧 巧闡を 引を 

て 渡米 一 * たので あるか チ ■ — ム 

じ 先立つ て ホが してを 招に 滞 巧 

中で ある。 かが 巧は 水曜日 午後 

ヤン キー勒 アセラ チックの 野球 

おを をを 物 じ わ 出で かけ ど ある 

ので 記 まも 御 化を して 四方 山の 

話しを 拜聽 ずる 機 會を得 わ。 奥 

林 皮は 大阪 を 曰 巧 球 劇の 遠征に 

就いて 語 も 出す 『大 阪每 H は 時 

時 外 國のチ ー ムや國 內のチ ー ム 

を 大阪じ 招待す る 事が あるが 乂 

阪 e 適當の 對抗チ ー ムを 得る の 

が 晒 館で あるから 

伽 孕ろ ムーコ らおの チー ムを 

な 織す る じし かや ご 云 ふな 見が 

出で'- 遂にを れが實 現し じの？ 

あるが、 併しが 選手は 年 や 職業 

じが 球を やつて 居る 譯じ 行かな 

いから 事 實巧朗 記を 兼 撰ず であ 

つてず をは 記を どして 働い，- 居 

るので ある 今度の 遠征 刚 はを 乂 

:を撰 手を 網羅す るみかで あつじ 

'が 慶應 出み をが 中を どなつ て 居 

一る 關係 t 巧大 出身者 k でが 入 脚 

しな かつた こどは 甚だ 遇 城で あ 

_ つた。 又 巧 野球 閒は H 本 t は 爆 

i を チー ム ご して 人 おを がして 居 

: るが ホ 國の强 ナーム じ巧抗 して 

で こ ミで 勉剧し 得る か 疑問で あ 


る。 がし 試合の 成績 か 何--. 橋ら るから 化 前の やうな こごは な 

ず 第二の 目的た る 硏學の 方面で 着へ て 見れば 我々 は j 禪の 大名 


は 充を滿 足の 結果を 收 めたい ど 

思つ て 居る』 誤 話は 轉 じて H 本 

新聞 界じ 移つ て 巧く 『 H 本の 

新聞紙は をら ゅる ホ 面 

じがて 最近 長足の 進 ホを 遂げた 

が 大震災な ま 京の 新聞 界じ はを 

社の 勢 カサ 布の 上 じ 急激の 變化 

を 生じた。 ど 云 ふのは、 當 時化 

災を をれ た 東京 H 々ご、 報知 新 

聞のを 巧 部数は 震災 直が 急激 じ 

巧 加し、 その後 他の 新聞紙の 復 

興す る じ 及んで 夕少减 少した け 

れ でも 猶ほ兩 新聞は 五十 お 部の 

搂 巧を 維持して ちる ので ある。 

震災 前け 兩がホ ーニ 十 萬を ど稱せ 

られて おた。 日々、 巧知に 巧ぐ 

ものは 朝 H をの 巧が 题 民と 云 ふ 

順 巧で あるが、 都 及び 中外 新 巧 

は 時 別の 地盤を がする 巧 聞で あ 

るから々 仲を 礎 堅固で あるが、 

をの 他の 新聞は 何れも 經營 難で 

振は ない ので ある。 大阪 では 從 

ホょ b 大体 戟日 、每 H の 獨占狀 

態で をる が、 をの 化の 新聞では 

大阪 時事 を 除けば 先づ 

をるべき ものは ない ので ゐ る- 

每 日の 發巧 部數は 新年 じ 際しな 

五 萬 部ご發 をされ たが、 朝 りは 

么じ掛 し 巧 十一 萬 部 ど自稱 して 

居る が眞實 のを 巧 部 救は 不明で 

ある。 而し大 ホに がて 両 新聞 共 

客 ほぉ 數 位の サ ー キュンー ショ 

ンを 有し t 時る だら ぅごる はれ 

て 居る。 巧 日を 日の 廣 ずは 一時 

激烈を 秘めて 一時は 白 叙 的 ごな 

つて 辅 々の 滑稽を も 演出した お 

で あ つ た 最ぷで は 例か筋ず は 

繼 お.-.: て 居で も 雨を お 新 閉經魯 

上じ贿 する 理解. い 深くな つて 居 


氣 巧で 新聞を 經營 して 居つ たの 

である。 餘 h エ コノミ I ど乏ふ 

こごを 考 へな くど も 新聞は ドシ 

ドシ 發展ィ るし 利益ら 化 當擧げ 

得た ので 

嘗て 經濟 ご 云 ふ 点を 考 

量す るい £ まがな かつた。 をの 

結果 人 具 夥し/、 增 加し、 あら ゆ 

る ホ 面の 經 費が 驚く ベ < 膨張し 

て ホた から 今後は 巧う しても 經 

豐 の節戚 ごを ふこ どじ 意を 用 ひ 

なければ ならない。 大駭 お 日が 

世界に H 本の 實 情を 絕 かする わ 

めじ 英文 毎 H を發 巧した 時 じな 

け 社員 数を 調査して 揭載 しやう 

ご あつ わが、 んく考 へ J 見る と 

社員が 餘らじ 多い ど 云 ふこ どは 

一向 名嚳 のこ VJ ではない のでを 

の揭 載を 中止した やうな 譯 であ 

る。 が員數 制限、 經費節 孫の ホ 

法く L ては 速 信 社のを 展を圖 る 

こご-か 根本 間 題で をる がを の 第 

一の 試み ごして 大阪の 新聞社が 

出金して 電報 通信 じ 響 察 記事を 

の賴 したが 成績が 静ら あはしく 

ない のでを 社内 じ 

不平の 聲 が擧 つて 居る 

やうで ある。 而し普 蔡抱當 記を 

だけで fe 朝：！！ じ 二十 數名ぁ 6 巧 

H では 人員 濁 化を 節 巧しても 尙 

十五ち 名 も ある 現が はか 何にも 

不 經濟赖 まる 話しで あるから、 

化 等の おは 將ホ柯 どか 改良し な 

ければ ならない ご 思つ て 居る。 

をれ は 通信社を の もの i を 達 じ 

诗 つか 又は 新聞社の 聯合 じ 化る 

通信事業の 進步じ 化る かじ ある 

ので あるが 日本の 新聞 經管者 も 

漸み 化の ホ 面に 目覺 める 時が あ 

る だら うご 信じて 居る n 云 々0 


の 創を じ最 必要なる 人せ』 

する 讓演 ある も。' 

參输人 部の 懇親 會 本日 午後ょ 

ら 修道 會 婦人 部 ま 催の 下 じ同會 

箱 じがて 親睦 曾を 催す 由なる が 

數番 のを 輿 立食の 用意 も ある ど 

の 事 なれば 同會 貸は 洩れな く參 

會 あら 度し ど ど。 

♦旧 烏 繁二巧 夫人 慶事 一ニ ホ 物 

產紐育 ザ 巧 長 巧 島 繁二氏 夫人 ホ 

じ 慶事 あち ネ巧 五日 男子 巧 生 I 二 

郞 どか 名目 下ゥ！ マンス、 ホス 
ピタ^ じて 靜養 中で あるが 母子 

共 じ 健 化。 

高禄 德衛 巧醫師 、數日 前 渡 

英の途 着糾。 . 

齋藤勇 氏 東 化 大學助 敎授义 
部 省 巧 外が 巧 員、 及び 文モ 夫人 
同伴 去る と 日 歐洲 ょら' 慕 紐 ホる 
一十 六 a 桑 港 お 帆の 春が 丸 巧に 
て歸 朝。 

袭山 衡平 巧 東京 高等 工業 學 
校敎授 文部 あだか 研究員、 歸朝 
の 途歐测 ょ 4 着が。 

•鴻池 小 六 巧 大阪巧 鴻池組 重 
役、 反び 同 技 帥 長 福 永 佐 和まの 
両氏は 去る S 十日 着が ホ テグ、 
ペンに 投宿 中なる が 今 巧 ホ 頃 渡 
歐の 豫定。 

♦巧 鳥 ま郞氏 エ學博 ± 外務省 嘱 
托臺灣 總督府 技師、 本日 渡欧。 
•福 旧 敬太郞 氏神 戶 高等が 業 
學校敎 巧、 文部ち 在外 硏帝員 VJ 
~ ^て暫 らく ボストン じ滯 在の 尝 
•营沼 あ 雄 氏 撞球 家、 去る よ 
日出 潑 西部を 地ち にて 模窺 競技 
を 試みた る 上 一時 歸朝 ずる 蟹。 

雜 手紙 留廣 ヶィス ヶ松本 氏へ 
宛 わる 手紙 四月 十 一 H 郵梗局 消 
巧兩自 四十 四 T 目 六 巧 蕾よ b を 
所を 經て 本社 氣付 ごな 6 保管し 
ホち 必當ら の 人は 直接 ホを の 上 

受取 b あるべし。 


曜說を 


♦日本人 美な 敎會 ■ 

.(巧の U ) 

『巧の 德を數 ふれば J 川 島が 姉 

令 基督 敎條道 貪 

『題 未を』 大 堀が 姉 

♦糾 育：：： 本人 敎會 

(母の日) 特別 集會 

『卸の 犠牲』 淸 水が 師 


お ホが 望なる 玉 場 至 

が 低廉 じて 貸し 度し 


夏場 

委細 面談 

产 B . 黃 雪ツ 

安 uthBeach ぎ ardwalk ご. N . Y . 

ヴ I . St . Geo 香 2479 


貸家 


家具附ア パ ？ト メ ン 

卜 S 室 あ難堇 、電燈 

ホる 十五 Q ょ b 十拜 j 日まで 廉 

價 にて 貨し 度し。 

巧. Oishi , だ 8 蓋 rdSt . 望 Ro ミ 

ジ ー. 呈 ー ミ lander ち尝 


貸家 明るき とま アバ！ 卜 

ント 湯殿、 其 他 設備 完 を、 御 

希聲の 方は 左へ。 

74 去. 置 th 田. 田で Tel . ブ皇 gar 4281 


» 近代 式と 室 プラィ ダ 

エ 1 卜戶 ウス、 六 巧 

一日 よら 十 巧 一日 迄 日本人 紳± 

じ 貸し 废 し、 委細 書面、 面談は 

日幡 HO 

92 二. 31 st St . Br 夏享 . fl ま r す呈 ミ I 


貸 室 装飾 美麗の ま、 押入 

タ ー 其 設備 完全、 が 十 じ 貸し 

巧し、】 人 八 巧 二人 なれば 十 お 

呈至 N . だ 3 呈ミ ide 呈 ve ちを St 


哥 1 ^ 需义八 ホ、 

inliii 人 又は 二 A じ 適す、 一 
巿糜へ 十み タィ ムス K ク玉ヤ -.j 
へ廿 五み お 話 カン ご フン ド呈ー コー 

ミ High St . Bsoklyn 黑崎梅 子 


裁縫 所 開業 

皆犧の 洋服 クブ） 一 i ング 、プレ 
スは 最新式の ホフマン 器 城で 儀 
か十おみ間の內じ美麗に安くぉ 
來 ます。 裁^は 如何なる 御 注文 、 I 

も 叮嗦じ 早 •、致しまず 其 他ユ毛 

夕の出 來をも ぁ b まず 义 絹物 一， 
巧 洗濯 も 致します。 一 

坂 ホ 裁縫 所 

128 W . 65 thst . 


ピアノ ■ 
アキ オ 


音樂 敎嗓 、 i 

濁の 歌 巧 萊料夕 作* 弗 (一週 一画】 
西 六十 甫 VS 1 東京 荫會 階上 
• /菊 池 盛 お 蘇 • 


夕 .、 


I 

邸 

を 

酬 

急 

至 


&育 保晚會 社’ 

/一1 一木を 吉 


を 


保險 


J を 

\New 


.じを Insurance Co 


み ha 吕す rast : 
、ジを〇 き. 

Phon 夕 Frankl ざを 登 

田 xe ' hp 日扣 e 田 rp ミ h 




一 ♦■♦■♦■♦■♦■♦一 ± 


第二次 


が 桐 母國献 問闡員 募集 


I 紐 育 
—渡巧 

—往俊 
— 片道 


十 g 三日 
十 巧 丸 日 


ペン 停車場 
郵船、 加猎乂 


一二 百ム 十五 弗 
二 巧 ホ 


ぉ 發期= 

團费^ 

(窺 車は 一等て お 継は 二等) 

本團 のま 怠、 規定、 旅桿 巧び 中 等 じ 就き 委しき 事 
は 何卒 直接 弊 商 會じ樹 聞を をせ 願 ひます. 

が 育 巧 氷 五十 化 了 目 ニニ 四 

ま 望が 禍 兄弟 商會 

ミ 酉 八 〇 

電請 リ ー ジェン ト遠； <;卜 

/ 〇 二 一二 五 


.夏場 向新 荷 到着 

特に ダ！ ム向陶 潑雜器 類 澤山取 揃 居^ 
候 間倍舊 御用 命 廳上候 

森が K ラ ザ！ ス 

SOR 11 VIC 巧 A IBros •，す P 

I 器 W を srd Sr 

i Mow York Dty 
T 也 ephon 。 Gram ミ cy W 8 S 0 


夏 瘍向さ 新 荷 着 

陶媪黑 雜貨を 種 到着 精々 勉强御 便宜を 計 
ります から 是ホ 見本 御 一 贊を願 ひます。 

懿茂木 桃 ザ 組 

養 E . 1 呈 S 三 y . Tel . S 置 養 ant 贾ま .8。7 





复萬 旬ん 新藝着 

精々 勉强巧 仕 候 間 御 註文 被 下 度 願 上 候 


太 洋賛易 株式 會社 


TTe 尸； Stuyvesant : 38 だ 

一 {}一 Fi ぎ 户ミ旨 夕 New York City 

Chicago Brand 一挺 7 W •呂 adison St ., Chicago , II 一. 

夏場 向新 荷 到着 

格安 品緻 々到着 化り 候 間 

是非 御用 命 被 下 度 願 上 候 

化 八が 會改 弁元ブ タザ I ス 

17 Est 17 をが zew Y ミ 矿 C さ 

ジ を h§e steyvesant 菱送 


姉を 期 邦貨 五十 恩な 上 利息 年 六み 

I 紙臺灣 銀 巧が 帛 出張所 

▼鄕里 送金 及び ホ 送を (無手 あ 粋)、 外 画 
ち替賣 買、 荷 爲替お 組 お 立、 信用 巧を 
巧 等 一股银 行楽な 御 便利に 取扱 巧れ 候 
▼巧 ほ 詳細は 御 遠 愈な く 御 閲を被 下度娱 

「が 貨 五十 厨 W 上 一六 ヶ 巧な 上 
本店 f を 期 一が 息 = 年-! ハを」 ー ニヶ 年な 内 
がを を 口 「邦貨 ぉ十圓 0 上 

一通を 广百圆 じか H ホ 1 錢二哇 

(化 シ資モ 凹な 下ノ 通な 巧を" おがを〕 

橫濱ぶ 金銀 巧 紐 育ま 巧 

擲 を 送金は 都て 無手を 巧 じて 當 
巧 お 漬ネ巧 経由 送金 卞取巧 申 お 


な 良 男爵 住友き 左衛巧 
本 巧乂阪 化濱あ T 目 
巧 育 支店 が 育プ曰 1 ドウ ユィな 四十 丸番 

籍巧友 銀な 

《巧を、 橫濱 、名 古 崖、 をが、 巧 口 
^ ^ ちノ 道、 廣 島、 吳 、柳 井、 下/ 踞 
がまな 1 巧 司、 小 倉、 若松、 陆夕 、乂留 ホ ま 
本國 頂を、 瓶 里 送を 等は 括め 
て 御が 利 迅速に 御取圾 巧申娱 


藤本 證券 會社 

^ 1 おを 價莊 券ノ資 買、 引ず、 募集 
4 を お、？ 之-一 關ス こ切ノ 粟を 

I 試 藤本 力— 銀 巧 

紐 育 お 張が 


雜貨 巧な お 

'ライ グ* ブ卸資 


® ド ライク！ ブ诗巧 

太洋 貿易 棟 ま會社 


支宙 巧 俄 古、 ポストン 


悔お 器、 雜貨 、ラ 

ンプ义 ランプを 


だ' ぶ 


森が ブラず i ス 


永年 白人 間 じて 營業 致しち まし だが 今度 本店 指 
命じ ょら； n 本人 部 巧 狸を 勤め 皆樣 に本當 のホ國 
式 仕 立春 巧 新しき モデ を おを 新調 致し 皆様の 
御® ホを 謀る 事 じな ちました 
を 業で 化 立る 爲 め々 スト ムテ ー ラ ー で 八十 弗 化 
られる ものは 五十 弗で 造らます 
注文の H ょ 6 十五 日で 必ず 仕上る のが 本 巧の 特 
長で あらます 

御 通知 下されば サンプ^ 持 參御伺 ひ 致します 一 
度 サン プグ を御覽 下さい 

シヵゴ 洋服 店 
■日本人 部化理 お 口 峰次廊 


シ アト 八が 化 
あ ふを か 化 五月 廿 S 日 
ろん どん 化 ろ 巧 六 H 
▼一を 巧演； 近 巧 

息し で リず也 一 互て^ . 

ご 奪 0 本が 五 五 巧ぎ 室 大な遼 索族奎 i 
▼御を 望に 化り 割引 往 を 切符を 巧 巧を 侯 
n ス アン ゼ少ス 出帆 

かなだ 化 五 巧 化 H 
ぱ なま 化 八 巧 十一 日 

►一律 巧 まを じらみ 一丸 五 煤 
かも だか 一一み 巧 半 

►一二 等 日本 巧 支 じら 丸呈 ホかん だ 化 完巧半 
▼ 沙落羅巧巧^!|©切巧庭まホ路乂御が旌仕リ巧 
►が 育 線 t ナマ經 由 日本ち 邪 斤は 物 姑 月- 圃 

- i • — * - : I II i 


81 


—L 

■ こ 〇 
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SW 剛圈い 則 
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ク*~ —ム . 

り 本獨逸 直輸入 玩具 小物 雜貨 類、 
玉屋を 種ゲ ー ふ 巧き 格安 恰好の 物 
澤山取 揃へ U 木 人 顧客は 最も 確實 
げ峰じ 取扱 中まず 0 

子— ドル エンド シ厶 メル 



H 本 陶器 雜貨 

ドラィ グ ー ツ 爾販資 

鎌 賦巧木 桃 ホ 組 

MO £. MOMOZOH 00 こ Inc - 
105 苗-一 愛 h St . N . Y . ジ ー . Stuyvesant B 票- 6,? 
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妻 沼 建築を が 巧 
IwahiKo Tsumanuma 

Room 1607 No. 101 Park Av も 

Tel. Vand が bi れ 3 が 6 

瀬 川が 隙 事務所 

H. Segawa, insurance Broker, 
303 F がか Av ん， 

Tel. Franklin が 0 も な t. 193 

內旧 商事 株を 會社 紐 育 支店 
Uchida Tradhig Co 巧 Ltd. 
291 Broadw が， 

Tel. Worth 1576 

島 貿易 株式 會社 

Shima Trading Co, Ltd. 

150 Broadway 

Telephone 民 がれ r 1484 

Paul に M. Thomas 

Advertising Counsel 

2023 む ibime む i 地 ng 巧 4 Nassau お . 

Te し む ekman 6978 

株式 會社 赤 尾荫會 
AKAWO 叛 C0. ， Lt ん 

295 Fifth ivenu も New York 

Tel. Caledonia 9758-59 

乂巧荫 事が ま曾髓 

Kuhara Trading Co. 

扣 む urch 化 

Til. む rilind が 如 

S 典 株式 會强 興 東 寶易株 或會社 
化理庙 

裔 ぉ商會 

Taktmine Corporation 

120 Broadway, N 削む rk むか Tel. Rector 7884 

General Office AFacfo け 如 8 Raws 日 n 化， しし Ci わ , N. Y. Tel. Stillwell 7718 

淺 野杨產 株式 會社 

Asa 打 0 Bu が an Company 

Room 801-805 

165 Broadway 

Te し Cortlandt 80 が -8052 

大倉親 紐 宵 ま 巧 
Okura & Co 巧 

30 Church St.» 

Tel. Cortlandt 22 が - 93-94 

紐 育 H 本人 會 

The お panese む 如 ciation, 

250 Wesi 57th St., New York 

Tel. Circle 8190 

巧 滿渊巧 道 株を 會 化 
紐 育を お 巧 

South Manchuria R. R. Co., 

111 Roadway 

Tel. お ctor 巧 47 

ミ 井 物を 株ま會 慰； 

が 育ま 巧 

Mitsui & Co., 

65 Broadway 

Tel, Boeing Green 7520 

寓 旧商會 
短 育 支店 

Takata & Co., 

150 む oadwajf, New York City 

Tel. むがが け 21 

巧 ま會社 岩 井 巧 巧 
な 育 支 巧 

Iwai & Co 。 

Wool worth Building, 

Tel. Whitehall 6040 

云菱 商事 會社 
MUsubi 純 i Shoji Ksiisha 

(Mitsubishi Co 、 Ltd.) 

120 Broadway 

Tc し Rector 2560-2664 

巧 ま會ぉ 

山中 巧會 な 育 支店 
famanaka & Co^ 

680 のれ h Ave 。 

Tel. Circle 4014 

曰 本 綿を 棟 まを It お育ま 巧 . 

■Japan Cotton Tra ぶ ng Co., Ltd^ 
Cotton Dept, 

60 Beaver* か.， 

T •し Bowling Qwn 2990 

Silk Dept. 

26 M«dl«on Ave., 

T#i. Mad. 

— ' — - . - - - - — ' ' ■ 

H ホ 生糸 株 ま會社 
紐ち ま 巧 . 

N1CHI-3EI KIITO け BUSHIKI KMSHA 

(NICHJ-BE! KIITO CO., LTD.) 
373 が H む 6 刪 | 

T«LMad. S も 7592 ぶ 

神 巧 お 木 巧 巧 
なち 支 巧 

Suzuki & Co., Ltd. (Kobe) 

220 Broadvv が， 

で e!. Co け Ian か 1U9-50-51-52-53 ! 

口ぶ 生糸 株式 會 It 
が 育 支 借 

Morimu けむ お & む ., Agents 

44 E. 23rd St, 

Te!. Ashland 5326 

原を 名會ぉ 
紐 育 支 巧 

Hara & C む.， 

4 が Fourth Aye., 

Te!. Cttedonia 7830-35 

江 巧 巧 ま會社 紐 育ま 店 
Gosho Corporation, 

Silk Importers, 

334 Fourth Ave. 

Tel. Mad. 8q. 48B6 

Gosho Co., Inc .， 

Cotton Exporters 

60 Beavtr 化 , 

Tel, Bowling Qra«n 6806.06 
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金 慰 巧 


成して 可み したがで ある。 これ 
は恰 かも 子供 じして 火藥 類の 取 
扱は 危隙 である ご嚴禁 して 居ら 
乍ら、 大人 じは 短銃の 賣買 等を 
ホ おど 許可し、 ホ ー 八 ド •アツ 
プの 徘徊を 助長して ゐるア メリ 
力の 現狀と 同一で ある。 

殊 じこれ 等乂 固の 委旨じ 化 b 
て 所 II 禁止 瞄 城なる ものが 制を 
されて ゐる もの i 、 武器 化 引の 


禁た阮 がが、 いづれ もこれ 等大 
固の 政を じ掛 して 不ホ不 おを 抱 
き、 稍 も すれば 革命の 危檢牲 を 
巧び てゐ る小國 家の みを 包を し 
てなる i も一奇 であつ て、 搂じ 
大國方 能 思想の 阴 めきが 看収さ 
れ る。 おしか やう U 訟 をで 巧擲 
して 巧 < ならば、 軍器 化 引 制限 
は、 平化4::*ぉぃを苛めご4=*るじ 
過ぎ：：^ い 0 


混淹 たる 歐渊の 平和て】 

英國 外務省が 報吿 


謎の ロシア、 こ舊 中央 歐洲 聯盟 國 


戰勝 國の對 弱小 國 恐怖 等 


ロンドン 十 一 H 發 ；：：：： 巧國 外務 

を じて は 最近 欧洲の 國際 政局 

どこれ じ關聯 した 英國 の利曹 

問題に 就て 詳細に 調査し 政府 

の 要路 じ 秘密に 配附 したがを 

の乂 おは 左の 如し 。 ■' 

政局 二み 

現 巧 歐洲の 政局は 大体 じ 於て 

これを S みし 得べ く、 即ち 歐洲 

大戰の 勝利者、 戰 敗者々 びり シ 

アど する 〇 

ロ レア 問題は をく お滩れ 

もものを く n シャ 問題の 推移が 

欧洲の まを じ 及ぼず 解 ホに 至 6 

ては 第ら じこれ を豫 測す る ミが 

出 巧ない。 半面 じがて 。シアの 

不 を 定 なる ものは 西歐洲 にがけ 

る P シアの 勢力が 一時 お滅 しつ 

つ あるを を 意 ホす るが、 歐视ど 

いふ 立 媛から 觀 察する ど 現 巧の 

日 シア 問題なる ものは 歐洲 ょら 

も 寧ろ 醒細亞 の 間 題で ある ど 云 

ひ 得る。 即も 明日 じら" シアは 

欧洲 大陸の 勢力 差異 点 £ な るか 

も 知れない が、 現ぜでは 東歐洲 

じ 暗雲を 垂れて なる。 故に。 シ 

アは嚴 をなる 意 ホに 於て 歐 卵の 

を 固なる 發 達に 對 中る 活躍 者で 

はない が、 歐 卵の 不を 定じ對 ず 

る 威を である i を 認め 得る もの 

である。 C シアは 實じ歐 洲の巧 

互 平 か 政策の 樹立に 重大なる 關 

係を 有する。 更らじ 眼を 雛して 

これを 

小舊一^ じ就て見るに中央 

及び 兩 欧洲は 勿 訟す夕 定な狀 態 

じある ごは 云 ひ 乍ら 夫を じは 稍 

徹 をした ものを 見る i が 出 ホる 

ど 共 じ、 をの 必巧的 事實も 化て 

軌を一にして ゐる隐 である。 即 

ち これ 等の 舊 敵は 大戰 じが 6 て 

多くの ものを 失つ た； を 遺恨 ど 

し、 聯を國 はこれ じ 化 ^ て 得た 

る ものを ち ふを を 恐 输しク i あ 

ら て、々 や 歐洲の 大半は 頗る 危 

除なる 愤瞄 の狀態 じある ご 巧 じ 

化の 大半は 陆端 G る 恐怖の 必理 

じ 旧 はれて 忍る この 両者の 班 情 

的爭 脚は 繼絲的 ごならて 補々 な 

形と なつて 害毒を 流し、 恐怖の 


必は 軍備の 機 張、 秘密 間盟 、少 
數 をに 對 する 不等な 待遇 どなら 
惟惡 のをは 相を して 夫處じ 不純 
なる 集 脚を 生んで ゐ る。 これ 等 
の 現象 ど必理 ごは 國內の 巧 治 ど 
固 おの 必理じ 影響を及ぼし、 小 

舊敵國 でぁる 填 太 巧、 匈牙利、 

ブグ ガリァの 如き 

其 周 圍は强 大な& あ接國 

じ包圍 され 從 つて おおの 觀 なは 

純然たる 政治 ホ 望 どい ふよら は 

寧ろ. 疆修的 感情と なつて ゐる 

この 感愤は 旗 太 利に 於て' は獨逸 

との 錢 かを ホめ、 匈 ザ 利と ブ八 

ダ プァは 反逆 的 傾向を 滞び つ i 

ホる。 若し 生 耳 古 じして 歐测 を 

策 じな 歸 するならば 恐らく 闹樣 

の 現象を 星す る じ まるで あ S ぅ 

が、 これを 要する じ舊 小敵 國の 

現 化は 彼等 宜身じ 於て 葛藤を 惹 

起す るの 力を 夕 く- ^ 、彼等 ば 化 

固の 紛擾 ご 裳 藤じ乘 じて 旨 己の 

剌 益を 計る i じ 向つ て 極めて 準 

備 のがつ てゐる 至. を 示して ゐる 

ので ある。 

獨 逸現狀 山 

濁 逸の 現狀 じがて これを 觀察 

する じ、 現 巧の 獨 逸は 猛進 的 態 

度を 採らん V 欲すべく 頗る 弱 力 

であるが、 をの 

軍事的 科學の 潜勢力 よら 

推算して 早晚强 力なる 軍事 國 S 

なる じ まるは 必然で あるが、 現 

巧 濁 逸の お識 をは 巧る； よ- も 

化づホ かを 欲し、 獨 逸が 經濟及 

び谢政 的の 位 道を 復舊 ずるの 急 

おを 知ら、 これを 實 現せん ど 欲 

する は國 をの 健を なる 發 達を 促 

進す るの 外な きを 覺ら 、をの 爲 

めじ ド^ — ズ 案、 ゲァ方 サィ ユ條 

約の 憾 をなる 愿巧を も 巧 & して 

ゐる樣 子で わる。 をの 半面 じが 

て 彼等は 獨 逸が 必ら やや 化 日 一 

大强國 たるべき i を 確信して ゐ 

る。 然し 乍ら 獨逸國 民 じして こ' 

の 力を 英國 じ對 する 反抗 じ 用 ひ 

ん ごする， とを 眞面目 じ 考量す る 

をは 棟め て少數 であると おじ、 

フランス じ逊 して 武力 的 報 俊 じ 

及ぶ i をを して 大夕 数の 國 民が 


は 一切の 歡迎じ 加 はらず、 其を 
黨 S 示威 巧 巧は 巧官 のちめ 中止 
を 命せられ ねが、 當局 はな 苗 波 
の 暴 勘を 巧が しお 一方の 菩官は 
ま裝 して 聲戒 する 等 もの/-- -- ^ 
い あみを をんだ が、 巿 外の々 ブ 
— じがて フアス シモ 黨員ど 共 
和 政体 派の 間に 爭圆を 惹起し 云 
人 0 郎巧 をを 生じ じる 外些 した 
る 暴動 も 生じ U かつた。 

意味を り氣な 

藤 子の 巧 動 

對塞資 易で 献策 
東京 特電 十一 曰を V ヒン 
ょ b 歸 京した 後藤 新ず 子は 田 中 
男の 政ぶ 總裁就 巧 ど 共に 化ぶ 本 
黨新總 裁たるべし ど風詳 されて 
ゐ るが 柄、 本 黨の床 次 竹 二が 氏 
が 後藤 氏を 昨が 半訪 間し、 藤 子 
は 今朝 直ちに 加 藤 首相を 訪閒し 
たので 政界の 耳目を 惹 いて ゐる 
が、 後藤 子は 首が じ掛し 對露貿 
易 組合の 組織 じ 就て 献策した る 
じ 止 b 何等 政を 的 意義な しご 稱 
して ゐる けれども、 大体 じがて 
子の 政 友本黨 入らは 實 現の 横樣 
なく 黨 外ょり 本 驚を 援助ず ると 
いふ 口約に 止つ む 由で ある •^尙 
ほ 實黨岡 志 會の武 藤 山 治 氏は 新 
政黨の 加入 擲吿を 受けた が 邸 座 
じ 巧 絶した。 


な あ 十三 一年、 化 四日 目 じ 渐< 巧 

閉の巧 立を 見る じ まつた i であ 

る。 が ほ 目下 ア n ィズ •ダ キゥ 
エ*ア 巧が 組閣 中で ある。 

前 首相 夫人 謝罪 

ロンドン 十' 1 H 發 U 前 首相 じ 
して 現じ 吳閔 自由 黨の 上院 媛理 

である アスク ネス 子 夫 入は 最近 

著述した 『人物 印を 錄』 じめ て 現 

自由 縷 下院 總理 ，ゎ ィド •デョ ー 
デ 巧に おし 侮辱 的な 記述が あつ 
たので 政界の 問題を 惹起した が 
夫人は 今朝の タィ ムスが でを の 
記述は 二 一一 一年 前の 執筆 じなる も 
ので ある i を 理由 ごして を 開 的 
じ 謝罪した。 

日伊 飛 巧 家着隆 

巧 度 コカナダ 十一 日を U が 太 
利、 日本間の 橫斷飛 巧 家 デ •ピ 
ホ ド 中佐は 本日 無事 當地じ 着陸 
し 更らじ 飛 巧を 繼績 する 堂。 


軍器 取引から 一 

軍艦 類 排除 

飛 巧 機 等 も 除外例 
ゼ ネグア 十ー ロ發 =； 霞に 英固 
政府は 軍器 取引 會議じ 巧て 軍艦 
の賣 買を 取締 飽圍じ 加へ る I は 
不を理 でぁると ま 張し 日本が び 
が 太 利は これ じ贊 成し ホ國 ぶび 
カナダ も 協賛した ので 英國 集は 
委員 會を大 夕數で 通過. したが 
をに 化れば 軍艦 即ち 戰簡鑑 
泮艦 等の 外 潜水艦 もな 引か ホら 
除外され 飛 巧 機は 貿易 用の^ 係 
も 深いので これ も 亦 除外す 
どなつ じり 尙ほ 〇 本 化 表は 
製造 園が 非 製 遣 國じ對 する 带給 
じ 就て 差 則的權 力を 給 6 じず < 
賦巧 する i じ 反 お 說をま 張た て 
ゐる〇 


布 唾 群島の 一： 

守備 曝增 員； 

約 一二ぶ 二 千 人积皮 

ブ シン トン 十一 日發 H 米 新 陸 

軍を じて は 今回の ホを 近海 が 

ける がを 大演習の 結 あじ 徵レ布 

哇 が 鳥の 陸軍 守備が 極めて 贫弱 

である 2 が 明白 S なつた の夺現 

巧の 領有 地 派遣軍 十一 巧 八 中 人 

を 十五で 人に 增加 する 議案を 下 

院 陸軍 委員 會 ょら 挺 おせし なる 

當で增 員 一一 一巧 二 千 人の 大部 ホは 

布 畦 及び ヒブ 'ッ ピン 群島 じ 派遣 

すべく この か 飛 巧 隊の擴 張を も 

計畫 中で ぁるが お 軍 側は 潜水 隊 

の 勢力 增 進を 希 普： しを々 豫算を 

編が 中で ある。 

無 内閣の 白耳義 

ブラ ッセ グ十 1 H を： ；= シユ— 

ンズ巧 閣辭職 U ホ 社を 黨 内閣を 

組織 せんとして 果 さぐ もし 白 耳 

義は無 內閣の 儘 旣じ化 五日を 聲 

し 白耳義 政る あの 新 記錄を 化ず 

-じ まつた が從 ホの 記録は 千 八 


柳 原 愛子に 授動 

東京 特電 十一 日發 U 聖上 陛下 

の 御 生かで ぁる 柳 巧 愛子で 旨は 
動 一等 瑞寶 章を 授けられた。 

•秩父 宮の御 昇進 

東京 特電 十 I 日 發秋父 宮雍仁 
親で 殿下 じは 陸軍 中尉に 御 昇進 

遊ばされた。 

旧 中 大使 親任式 

東京 特電 十. 一' 日發 == 露 励を か 
は 田 中 都吉巧 の 巧繁大 化を 承認 
しで ホた ので 本 U 午後 親任 まが 
擧巧 された がは 田 中 氏の 後任 ど 
して 前 郵船 會强 々長 伊東 ホみ 郞 
反が デャ パン •タィ ムス 社長 ど 
なつた。 

國巧 移民を 獎勵 

ま 京 特電 十 一 日 發 U 巧 政 調査 
會じ ては 函內移 ほを 獎腳 する 方 
舒でゐ る ご 0 

鶴績 罷業 解夾す 

ま 京 特電 十一 日 發=靑 島巧績 
の 同盟罷業は 漸く 解み した。 

秋 旧 湯 澤町乂 典 

東京 特電 十一 日發 U か 旧縣湯 
澤晒じ 火災 をら 四 巧戶燒 失し 目 
なの 壌 所は 全滅し ね。‘ 1 

銀山の 罷業 解决 

ま 京 特電 十目を =： 生 野 銀山の 
同盟罷業は 漸や < 解かされた。 

新な 羅爲 尼を 使 

東京 特電 十日 發 U 武者 小路を 
共 氏は 羅馬 尼を 權る使 じ 巧 命 さ 
れ た。 

關東 艦長の 判 ぁ 

東京 特電 十り 發 U 日本海 じ 於 

て 座礁 化を した 關巧濫 長 鳥 野中 

佐は 軍法 會議 じがて 禁細 S ヶ巧 

のがみ をを け 執 巧 猶豫を 申 渡さ 

れ たり 

銀婚式 ミ各會 祖 

ま 京 特電 十日を U 今日 喔 日は 

お婚 式に 付官 廳を會 化は 十一 日 

月曜日を 化 暇 ごする i ごな つた 

無線 會社 法實施 

窒を 特電 十 R お U 日本 無線 電 

信 曾 社 法は ホる 十一 日よ ら實施 

の當 である。 


H « 協定の お ホと 共 じ ホ 人が 
邸 シンクレア— 石独會 社の 化 
權太化 借 契約を 破棄した 勞農 
ソグイ エツ ト 政府は、 今一: お 
ら じ英义 人の が 團じ掛 じ サイ 
ベリア じがけ 4 世界最大の 金 
鑛地 i ナの發 掘 權を賦 あした 
が 偶々 最近 モス カウ じて を刊 
された お 二 3 ライ •レ 三ン集 
の 中 じ C シアの 勒外經 濟借飲 
じ 離し レ ニンが 中央 執 巧 委員 
會の 秘密 會 諮で 述べた 演說が 
を 表されて ゐ る。 この 演說は 
日米の 關係ご C ン ア の 經濟的 
立場を 論じた ものである。 

【王を 世界に 憎ま 

れる アメリカ 
當時 大統領 候補ち でぁつ た 、 J 
! デング 巧は、 ゲ アン ゾ ー リツ 
プの 租借 問題が 事實 ごな つて 巧 
た 際 「余は 本 問題 じ 就て は 何事 
をも關 知せ ず。' 余は ボ八 セゲネ 
ネど巧 等の 關係 なきの みなら や 
租借 じ 就ても 關知 せず」 どの 否 
を 書を 發 表しむ ものであるが、 
時は 悔 かも 選 擧戰の 最中では を 
ら 、ボグ セダ キキ どの 關 係を 曝 
露ず るを は 投票 じ 影響す る 所が 
をい からで ある。 

余は 帝 國ま義 的集鹽 である 日 
本 アメリカの 敵 悔必を 挑發せ 
しむる ミは 我等の 義 おで ホる J 
を 明白 £ した。 鷄 二の 資本 集國 
の 敵教關 係は、 アメリカ ど 他の 
資本 階級 國 家との 關 係で ある。 


なつて ゐ る。 アメブ 々は 元 ホ n 
火 チャックを 援助した もので あ 
るが、 美事 じを のが 待を 裏なら 
れ たもので ある。 アメリカ じ對 
する 世 巧 資本 階級 集® の 反目- 
を れ 自身は 我等の 乘 や， へきを 巧 
の機會 ごい ふ. べきで ある。 

即ち 現 巧の 狀 おじ 於て、 アメ 
タカは 化國 ょ々 も富强 であるた 
めじ 反感を 受け、 到底 他 ごず 和 
を 結び 得ざる 顆係 じを る。 我等 
は經濟 巧權の 租借 契約 じ當 つて 
は、 このな じ 常 じ 留意して ゐな 
ければ なら «。 

第一 一一の 問題は 濁 逸と 聯を 固の 
反目で ある。 獨 逸は ゲ ア^ チィ 
ユ 條約^:壓迫されつ^ぁる戰敗 
國 であるが、 をの 經濟的 潜勢力 
じ 至つ ては 侮る 可らざる もの 夕 
< 、若し 經濟 的じ發 達した 第一 
人 者を アメリカ ごすれば、 獨逸 
は 正 じ 第二 位 じ 漬< べき 國 家で 
ぁク て、 電化 事業の 如き アメ- 
力が 第一 じ 手を 染めね ので あ- 
けれ でも、 技術 上の 發 達は 濁 逸 

の ホが 勝つ てゐ る。 巧る 國 あが 
ゲア八 ナィ ユ條約 じ 束縛され 得 

なぃ^-〇は勿論であつて、 獨違の 
かく 進 ホした 資本 國 が、 斯る條 
約 じ壓迫 さるべき ものでは ない 
即ち 帝國 主義で あ b ながら 戰敗 
國で ゐる獨 逸は、 他の 資本 國じ 
截抗 する ためじ 是非共 閒盟國 を 
ホめ なければ なら ね- 

これ 等 一二 帝國ま 義集鹽 の爭閱 
なる ものは、 正 じ 我等の 乗ずべ 


歐洲 大戰じ 勝利を 構した 資本 階 j き磯會 である。 曾て 余が 第 S 万 


級國は いづれ もち 額な 利益を 戰 

爭 から 受けて ゐ る。 恃じア メリ 
々をな て然ら とする か、 現 巧 巧 
界の すべては アメリカ じ對 ずる 
債務 國 であ も、 巧 事は アメリヵ 
じ賴ら ざるを 得ない； じな つて 
ゐる だけに、 彼等は いづれ もア 
々を必 から お惡 して ゐるわ 
である 。アメリカは 實じ化 ゆる 
ものを 掠奪し つ i あるが、 而か 
をの 掠奪ぶ b じ 至 b ては、 頗 
る 原始的で ある。 

英國や フランスは 大戰の 結を 
幾を の 殖民 化を 獲稱 したが、 ア 
力 じは 殖民 化がない。 英國 
は 外見を 裝 ふねめ じ アメリカ じ.^ 

凿し アグ メ ニアを 提供した もの 
であるが、' ホ 画は これを 拒絕し 
た。 これは 盖しホ 國の巧 人は 戰 
ずの 破壊 ど勞慟 階級 じ 及ぼず 深 
影嚮を 見て、 化國の 委任 統治 
が 不利で ある； を 知つ たからで 
ある 〇‘ 

J のを 世 巧 じ 互る ブ^ジ"' ア 
階級の ア メタみ じちす る 反 威な 
る ものは、 日 ど 共 じ 恐ろし < 勢 
を增 して ゐる ど 同時 じ、 ア メリ 
じ 於て はこの 際 0 シアを 承認 
すべし とい ふ聲を もちす 狀態ご 


固 同盟に 於て 云へ るが かく、 現 
在の 化界は 征服を S 被 征服を じ 
を 類され、 地球 じ 生ぜす る 人類 
の 約と 割は この 被 征服者 じ 鎌 短 
する。 ゲ アグ サィ ユ條 約は 更ら 
じ數 百万 人の 被 征服を をち して 
ゐ るが、 現 巧の 巧 等は 音 じを 世 
界の 無を 階級を 化を ずるの みで 
はなく、 實 じこれ 等の 被 征服者 
階級を も 化を して ゐる i じ 留意 
しなければ むら 归。 (完) 

海の 巧 ミ 外 

♦111 浦 環さん の 獨唱會 ポスタ 
1 はお 堂證 伯の 手 じ 成 ゥ裸ど 菜 
稱の 花や 春の 草で 装飾、 英文 ナ 
ィンの 後 じ 「蝶は 菜 補の ホ 知ら 
ず、 菜 鞠は 蝶の 化しらず、 知ら 
ず 知られ n 仲 なれば、 くる ふま 
いもの」 £ 歌 澤の义 巧を あじろ 
垣の靑の上へ クリーム色で描か 
れて ある。 英文で 綱譯 すれば も 
つと 味が あらぅ じ。 

♦田 中義一 どい ふ 策 ± が總裁 
じな つたので、 第二 化大 殴の 後 
藤蠻爵 閣下が やきもき どして ゐ 
る 〇先づ こ； 當 をは ロシアを 看 
板 じして、 换黨 入らは をへ る 方 
が 身の ためだ。 


來福丸 遭難者 遺族へ 

寡 集金 額 夕少を 論せ ず 

歸切 期日 五月 十六 日 

受化 証は 紙上で を 表 致します- 

五 巧 ま 百 紐 育 新報 社 


協资 する や 否や もがる 疑は しい 
化 態で ある。 がし 乍ら 獨 逸が 

其闕 力を 近ぃ 囊じ覆 

した 煤を、 がく 共 現 巧 濁を が最 
も不巧 ごしつ i ある 二 個の 問題 
じ 就て これを 正す る 策 じ 出で る 
じ 相違ない。 この 二 個の 巧 題と 
VI は ゲア八 サィ ユ條 約に 娘ら て 
制定され た 所の が ー ランド 閣境 
巧 題 どシレ シアの 割 輿 間 題で あ 


倩 務决濟 に 

米佛 交渉 

而 しを 渉は 非を 式 

フシ ン トン + j HgISIZ ;® 務省 

當局 よら 洩れた 報道 じ 化れば 先 
般 巧ホ國 政府が 駐 膊ホ國 大使へ 
リック 氏じ訓 々を 發し佛 國の掛 
米戰時 負債の み濟じ 就て を 渉を 
開<樣命をした^ は事實であ る 
が、 巧 渉は 極めて ホを まの 性質 
を帶 びな つて 何等 米國 政府 よら 
佛國 政府に 掛 して 正 まの 逾牒を 
發 しわ 譯 でな < 下相談の 結巧夕 
少た b 共 ま挪の 方法 じ關聯 して 
米佛の 意見が を 致 するならば 夫 
處じ 始めて を 渉 委員 會の 設置 ど 
ならこれ が 批准を 議會に 求める 
段 取と なる ので ある。 乍 併フラ 
ンス が獨逸 よらの 支拂赔 償を を 
をの 歷貧 債か濟 じ姻附 する i は 

大統領 祝電 

聖上 銀 婚御式 じ 

ワシントン 十一 日を：：：； 大統領 
ク ー ブッデ 巧は 聖上 陛下の 銀婚 
御 まじ 際し ホ國 々民を 化ち して 
左の 視電 を發 した。 

聖上 陛下の 御 結婚 築か 五 周年 
じ 際し 余は を 自身 及び 米國々 
をの、 むから なる 祝賀の 患を を 
明す るの 巧榮を 有す。 

力少グ キン •ク t リツ チ 

獨逸赔 償を じ對 する 寞 ほを 米國 

政府 じ轉 嫁す る 形式 どもなる の 

で 米國を 巧は 反. 對の 意向 U る も 

の ^か< 、徹を 的の 支拂 方法は 

先づ フランス 政府から 提議され 

る もの W 見られて ゐ る。 

パリー 十 j 日發 U 大藏 大巧 力 

ィヨ ー 氏は フランスの 戰時 負債 

み濟じ 就て は ホ國は 元よ ら英國 

伊太利 化 表と み じこれ を 徹底的 

じ訝議 する 意向 じして.、 カ ィヨ 

1 藏 相は 獨逸 よらの 賠 憤を 一切 

(最初は 赔 償を も 五 割と 報 やら 

れ た) を 英米 兩國 じ砸附 して 負 

債を ホ濟 すべく をの 爲 めか 太 利 

其 他の 小 聯合 圃 と 陣容を み じし 

て 英米 じを 涉 ずる 下必 であるら 

しぃい 

一巧 制 氣分狸 じ 

ヒ將 軍乂巿 

數迎 お 集 五十 万人 

ベ 八 リン 十 一 H 發 獨 逸新大 

統領 ヒン ゲンべ グヒ將 軍は 今朝 

郷里 パノ I ゲア ー を 出發し 今夕 

五 時べ グリンに 入 b たるが この 

: n のべ グリン 巧は 巧 制 派の 天下 

ごな b 約 お 十万 人の 舊 軍人、 學！ 

生 脚、 愛國 結社は 賭を なして 將 

軍の 入 ホを 歓迎し 舊ホ閔 旗を 揭 

親して これを 迎へ 前獨ホ 及び ヒ 

將 軍の 巧 像盡は 飛ぶ がかく 賢れ 

わが、 共 か 政体 お及び 共を 黨員 



- ，诚 ^ __ 满 ！ _ ^ 

I ホ嗤の 軍備 攒張 

1 化 巧から 猫 疑の 眼を 化て 眺め 

1 られて & た 布哇近 おじが パる ホ 

I 圃 のの 備巧 貸と いふ； が、 巧戰 

み 幾员や 新聞 記 巧は 元 J も、 陸 

が 巧 部内 じがて 頻 b じ 叫ばれて 

一ゐ る。 これ 等 A ホの ま 張 じ從ふ 

I ならば、 現な 布 畦の 巧 屯 陸軍 力 

j を 約 一巧 人ち 員し、 娶讓じ 十六 

时砲約 凹 巧を 巧し、 潜水 篮隊を 

赌 張す ると 共に、 舆巧潑 の 水深 

を ちらに なめて 超 努級艦 其他大 

艦の 出入を 容易；；：^ らしめ やぅ ど 

いふじ ある 。別言すれば、 これ 

等の 軍備 概巧說 ちは、 布哇 群島 

をして 太平げ じがけ る 唯一の 陸 

軍 守 做 化たら しめ、 布 巧に 新ら 

- しい デブラ グタ ー を 建設し やぅ 

とい ふので ある。 

i 現が 太み 洋上の 列 强ま力 艦 比 

; 率は 五— 五 Is の 比率 ごなら、 

一： 差當 b の假想 敵で ある U 本の 艦 

一隊 か、 五 •しおす る 二 一の 力を のて 

一布 吨 をみ 略す る i は、 科學 をぶ 

一 礎 どす る 現化戰 術の 到底 許し 得 

; る 所でない。 のみ G ら 中、 米國 

I が 化ホ牢 かへの 志を 中外に 誇ら 

-つ { ある ブ シン トン 會議の 字句 

，及び 備 神は、 巧哇を 第二の デブ 

I ラグ タ ー たらしめ る 正義 性は 斷 

I じて 帶 びて 這らぬ。 布哇近 おじ 

- がける ホ 段 海軍め 大お留 は、 單 

I じが 甫 W 年中け 事で ホる 外 何等！ 

; 時 巧の 目的な しどは、 な 軍 長官 一 

i ゥ キグバ ー 氏の が々 聲 明した 所 

I であるが、 が 省の あ r ど 共に 斯 

^ る軍備做張め错をザじす る ど い 

!ふを は、 米 國じ掛 する 化が、 就 

I 中 U 本の ホ 國じ點 する 固 民的猜 

j 疑を 益々 が 猿 するど 共 じ、 ヮシ' 

; ン トン 會 諸な 集 あどしての ホを 

: ある ホ齒の 位を を 永久に 失 ふべ 

_ き 運命を 雄 辯 じ 物語る ものと 乏 

はなければ ならね。 

I 軍黑 取引の 制 暇 

j 目 ドゼ ネゲァ じがて 開 惟中で 

I みる 國駭 軍器 取締 會 憩は、 民間 

1 製逛を おの 他 齒じ與 ずる 個人的 

I 化 引を 撒攒 し、 これを 政府の 支 

I 配 じ 一巧す る i をを 大の目 的と 

する が、 えの 寅 際 的 成 巧は、 自 

然小國 じ おする 乂歐の 武器 供給 

はこれ を 政を 的 現を に 依らて 手 

加捣を するどい ふじ 等しい。 即 

も メキシコ じ勒 する 武器 輸出は 

列强の 了辭じ のらて 禁止され て 

ゐる：^一、 ゥ S 八夕革かじ際しホ 

國 かがが 時に オブレゴン 政府 じ 

武器を お 給した るが 如きは、 を 

の 一例で ある。 

お 國欧府 は 今み のを 滋 じがて 

軍器 化 引 化 締の目 的は、 パブ リ 

シブ ー じある が、 軍艦の かき 武 

器は 隱す どて 隱し 巧る もので な 

いどい ふ 畦め てず 化な 巧 由から 

これが 除かを ま 巧し、 日本、 ィ 

タリ ー, ホ 固 等の 大國 委員が 赞 
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巧留 靑年理 あの 鹽体 

去 乂靑年 會 


曰-" 


8 W . 羅 St . ぎ Clarkso コニ 44 


.基督教 靑年會 

兰 2 L 基 を St . N . y . 芸 y . 

ぎ ミ za ミー 


都を じ i 當 かの 間 



午後ぶ 時 1 化 時 
日曜は 前約 願 上 巧 

パ t 吉お 悅彌 



午を 二 時ょ b 六 時 
日曜は 前約 相 願 巧 

ドク トグ 

窩 見豊彥 


笠 ザ 洋服 巧 


日本 

洋離巧 


時 田 信が が 
松 本 巧 


ち 五十ー ニ T 目 

ニニ ーニ 



洋服 巧 


臟解 揉 療治 

西が 式 マッすー ジ 

日本ぶ が 摩 按腹 

神經痛 リク マチス 

巧 身昏 ぅづき 肩 
腰痛み 筋 違 ひ 
其 化 諸 お揉療 おの 御 
需 めじ 應じ御 電話み 
第 御 あ 庭 父は ホブグ 
じ 出張 親切 じ 治療 申 
上ます。 前約の 方は 
自 まじても 施術いた 
しまず 0 

I 育 I 津輕 東洋 

西を 化 T 目丰四 番地 
電話ス 々 イラ ァ查八|^ 


0 巧. 巧 EZJH RJ 巧 CYA 
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岂 7 呈 h . Ave . . H 呈台 を St . 
ぎ fr ち 書 2781 ぎ 〇ヨ夏 


ク 

グ 


ホ 谷 謙み 

自 午前 十一 時 至 午後 二 時 
時間外 及 H 曜は 前約の 事 
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二- 1 去篇 t 呈 n . St . す 壬 さみ 

ぎ Riv ミ 互 こ 573 己 C 置 |ミ 皇呈 

髮蹇 午奠甲 午後 化 時 

は曜 午前 化 時— 午後 巧 時 

ドク トグ .小 栗乘吉 


丸山泮 臟藏會 
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on 夕 Shishid 夕 

夏 W . 養 St . ブ I .すを of 38 さ 

:溫 龍 脈 巧 戶な一 一 

i ; 自キお 丸 時-至 十二時 
ぶ ザを J , 稱まお 時 


日本 お 具 
お 貨卸資 


を 良 貿易商 會 


東を ボ丸ノ 內ピか デ y グニ踏 ニニ 〇區 

. 雜 丸山洋麗商會 


化粧品 卸賣 

五味 簡會 

W E . 1 ゴ h 田.， N . Y . 夏 y 
Tei . ぎ yve 爸古 こ745 


日本、 支那 寶玉製 美 
術 お、 婦人 用 首 飾 其 
他を 錄お 

岡島訂^:が 

高等 乾 術 品 修繪、 

首 飾 品、 ス トリ'' ング 
日本 服 裁縫 


II 


C B 

遂 


メ ー シ ー はが 育 最大の デバ ー トメ ント巧 店で あ 
らます。 新ら しいみ 降搏 VJ ユス 々ンタ ー は廣潤 
な巧內じ巧ける皆樣のわ買物じ便をと席快とを 
巧 < てゐ ます i ，: 

ご 他 巧で 二 巧す る ものなら ば メーシ 1 では 一 
巧 八十 八 化を は をれ な 下で 買へ る ミを でぅ 
ぞ御 記憶 下さい 

日本へ 御 荷 化を 御を ちじな b たい 節 又は 巧 買物 
に 際して 御用の 巧を はバ ー ソナグ ぶ 3 ッ ビング 
ビユ Inl を お尋ね 下さい、 親切に 街 保 宜を計 
らます 


正直と 親切' さを 旨 どし 確實 
信用 ある 商 おを 精選し 

特別 廉價 で贩賣 致します 

ゥォ グチム 、'止 グ デン 阻 割引 

な 化は 化て 1 1 二剩引 

指輪 鎖 貴を 屬ホ じ寶 を頻」 切 

.パ ミグ トン 時計、 八. ヮ—ド 

リノ ィス 時計、 を 種 置 時計 

クォ！ 夕 ー マン 萬 年を 

エバン ャープ 鉛を 

雜 銀器 並に 銀器. I 切 

御歸 朝の 御主を 一切 

時計め 修錢は 保險付 じて 確 宵 

じ 石 川 旨 身が 致します 

が 育 ホ 西 四十 二 T 目 四と を 

四拉着マ室金街とホ巧閱^ 

。る 川岸 商會 

電話 ペンシ^バニア お ーユー .一丸 

だ hlkp^vgKshl CO * 47 争を nd S 


? が瀬蠢 

ま L さ悬 to 。 Uve . N . y - 妄 y 
Bel おさ， 4 27 ih Sts ‘ 
Tel - 宝 a を 夏 n ぎを 18 .7848 


Q そ拜 八が をネ從 < お 巧ぶ 

貧ぶ ぞ 無 \み みが^ 
ブ ホー ん ザみ， を シン ホが 巧 刻 引 
; し ブ—ド •ハミん トンが 計 を 刻 列 

が璋 化' 念矮莫 がを 刹 則 
瘦ぶ もを‘ 巧*^ ふ® を 弁 
矣ネ^^^んがをが^^ W 割 列 

嫌作磁 の旅乂 

Isr * ゲ ち 八 ニニ 






















巧 じ 短す る ものを 路き八 九 千 巧- 

E じ 速して なる から、 所用 おの 
巧 地 お 化 用 及び 喊乂ホ 法の なき 

郑じ i つて 一剧 乃至 一が 五步位 

即も 数な < 共； で 方円 內 外の 節 

約は 赏現 L 得る 見达な もど 0 

日本 船舶に 

差別 法 適用 

义國 船舶 院 運動 

屢じ巧 業者 及び 搜道 業者 等の 
反勒 をず けて 遂に 實 施の 運び じ 
まら いみ かつた けれども、 一時 諸 
外 固を 府ピの 巧じ閒 題を 惹 おし 
た 乂船巧 荷 優遇 挪も か國 湯船の 
差別待遇を じ 就て 船舶 院侧 では 
輸出に 對 ずる 該 法の 實 施は 思 ひ 
止まる も 切め て 輸入な じ 適用せ 
ん ご 運 勘し つ {あつたが 巧を 奏 
する じ 至らず、 逸が の 船舶 院當 
局 も 之が 掛策じ 就て 苦必 しつ i 

あ b し 巧が 最な ダラ！ お 船會社 

が カリフ オ八 ニア •オタ エン ト 

激船會 社線を 買 化ず る じぶんで 

巧び 間 題 どなら、 太ず 洋 岸じ游 

港し つ i ある 日本 激船會 社が シ 

タコ •ミ 八ゥオ 1 キ •セント ポミ 

グ鐵道 貧 社と 契め を おび 運賃 上 

の 霞先権を獲得し て ゐ る J をお 

じ 採 b 、. 化 際ぶ ホ 巧 岸 じを 港す 

るか 國お 船の 穂 荷 じの み 第 甘 八 

條を 適用す るの 策を 樹て 之を 白 

聖縮じ 提議して 目下 必死 じ 運動 

中で あるが、 船舶 廃の 巧 運動 じ 

對 しては 相 獲ら や 斯業 者の 反對 

が强 く、 假 ちじ 該 法を 實施 ずる 

とも 日英 窺 船を 太平洋 上ょ ち驅 

逐 する をは 不可能で ある どい ふ 

立法から 反對 しで ゐ るので 今回 

も 恐らく 不成功 じ 終る であらう 

と 云 はれて ゐ る。 


四千 方圓の 

猿 興 新 債券 

巧が 大藏を じて は 本年度 巧 じ 

徑 巧が 蓄 債券 四千 方 的を 發 巧ず 

る豫 をで あるが、 四 回 じみ もて 

之を 發 巧す る吿で 第一 回 一千 

阳は 六月 中じ發 がすべ {內定 

た。 を 四千 巧 田 中 三千 巧阳は 


巧つ るぶ か 論で あるが- 


顆通 する 必要が ぁら、 建築 會社 
はを だ 設立され や 設立 されても 
直 じ 置な々 阳 全部を 强通 する 必 
嬰は ないから な 万 田は 橫 おな 興 
組を じ 融通し 四な 夕阳を 建築 會 
社 じ 融通ず る i じなる であらぅ 
£ をはむ てゐ る。 但し 建築 會社 
は 愛に 不人氣 で 辞職した 中島 久 
巧を 巧の 社長 巧 巧 問題 じ 關聯し 
曾 社の 刺 益を 巧 進して 株 募集を 
容易 じして 事 菜を 巧に 巧 せんた 
め 大藏省 にがてな 巧 債を 收 入を 
預金 郁から 六 ホ 五 厘で 融 逆し、 
會社 をして 八 ホ 五 厘 位で 之を 個 
乂じ触 通す るか 又は 一ニ ホな の 利 
稱を 得さして 建築 請負 資金 じ充 
當 せしめん VJ する のを 會 社は 九 
ホな 上の 利率で 個人 じ 触 通し 一二 
步冗屈 0 上の 利稱を 得ん として 
大藏省 じを 渉を 開始し、 目下 建 
築 會社ご 太 藏省間 じがて 利稱を 
あ 加 せんどす る 

計算 根據， 及び 會 社が 得 
べき 適 當な剌 雜等じ 就て 硏巧交 
涉中 であるから おくみを を 見る 
でぁらぅ。 右 問題の 解み 及び 會 
祉 設立が 還れ J ば 成は 旣 をの 第 
S 回 俊 お 債券 收乂 中よ b の 建築 
貪 社じ對 する 諫 通な 围難 どなる 
ベく、 巧る 瘍 をは 勢 ひ 第 四 回収 
入を 中から 融通す る J じなる が 

建築 會社 じ凿 する 資金 融通 開始 

後は 化の 部を じ對 する 融通 資金 

じ 不足を 巧すべく、 化瘍 をは 勸 

銀 債券の 發巧 じよる 化 入を を 0 

て 不動 產 担保に よる 震災 復巧資 

お及び 產業資 を じを 當 補充す る 

方針で ある ど。' 

羽二重 稅率 成せ 

英國駐 巧の 巧が 商務官よ > 當 1 

地 商務官への ホ電 じよれば の 二 

重の 稅 率は 重 貴 一 お 度 じがと 志 

ホサ じて 新稅 法の 適用 じ 就て は 

六 巧 ホ 日 迄に 輸入を 完了せ ざれ 

ば腾 出しの か 巧に 關せ中 新稱を j 

徵集 する 趣で あるが 之は 今日を 

の經 過に 凿 する 解釋 である。 


大藏 省の 巧 一部 令 

大藏 巧に ては 銀 巧 配 當贼少 ホ 
の巧訓 々を 獲した ので 新 お、 滋 
賀 、香 川、 當 山のを 銀 巧は 孰れ 
も酷當 が 少を 申を せた。 

日銀 貸 おし 激减 

日銀 民間 貸出しは 震災 0 ホ 愚 
低額の 一-一億 一一 千万 円 どなら' コ ー 
八翌 H 物は 協を 率の 一錢 一二 おを 
刹つ て-機 二 おどな つた。 

ゆ 糖 在荷は 激增 

全 國御糖 在荷 激增し 四月 末は 
二 巧せ 一巧 五 千 倭に 達 L たので 
内地 精糖 曾 社 r ては を產 制限に 
關し禪 々の條 がを 審議 中で ある 
辟 ほを を 精糖 おサ四 田、 み 蜜 現 
物 十八 旧が 媛、 大腰 精糖は サーニ 
阳 乂十錢 、を 蜜 十八 旧 化 錢を唱 
へて ゐる〇 

萊を 市物價 特報 

煉宠は 暴落し、 夏 類は ジリ 高 

電氣 鋼は 强 調、 綿 巧は 軟調、 製 

がは 不動が 態で ある。 尙ほ H 銀 

調杳 じょれば 四 巧 中東を お 巧 卸 

値は 續落步 調で あると。 

.セメント 界 不振 
セメント 不振 じて 淺 巧は 小 野 
田 じ 巧され 値 開きが おんど 無く 
なつた が蠻稱 類は 底曆 にて 荷 動 
きも 相當 じある 

窩 野商會 整理 中. 

神 口 生糸 輸出 商 高 野 株式 會社 
は呂下 整理 中 n な 上 十 I 0 馨 


書籍 一切 取次 

米國 出版の 聲籍は 化て 特別 倒 引 
じて 班 速 じ おみぎ 旅 巧ち の 研究 
を考 資料の 書籍 寬集 等は 特に 御 
便を な 計ら ひ 致 升' 〔幡 物】 

五 itoshi 至 ミタ ， 

二 4 Nassau St -- Te 三 eekman ま 袋 
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米 國ま吴 語を 訖ネ事 
は 成功の 驚一羡 です 
本校には 日本人 教授 
じ 慣れた 專巧婦 A が 
郁 あら 懇切 じ 會話通 
信义 社を 語を 敎授し 
ます。 日 喔遇 H おじ 
午前 化 時よ b 午穗十 
時まで 關 校し ー ホツ 
スンと 十牠づ ネ 
ちちに ホ 校 あゎて 


じ 融通し、 


ち 万阳、 


して ゐ るが、 旣じ 觀あ濟 みの' 


横 お 組を のみ • 
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I 東を 巧债ミ ー 

i 爲替 資金 

I 當 地より 融通 足 

i が 育 タィ ムスが がまる i 唯 H 
i の 紙 k じて 報道した おじ よれば 
一よ 八 ゲン 巧 台に ては まを 巿な巧 
; 外债 一； 千 お 巧 巧 巧の 引を じ 脚し 
_ 目下 巧涉中 じして 近く 成立の 上 
一巿 なじ 資 出す 壁で ある。 而 して 

一扳巧 英圃政 おがを 本位 制を が 巧 

一し を お出 操た を 解除した ので H 

-本 かお もを は 同 巧の 巧 おじ 出づ 

るか も なれない 形 おじ あるが、 

其媒 をち 岡が パゥンド 

I 額面 維持 のた め ホ國聯 

I 巧お備 がわよ b - 1 に 巧、 モ片ボ 

ン巧 をよ b 1 億 弗の 巧 巧 資を輔 

述 をを けた 例 も あるので、 日本 

じ韵 しても 间 巧の 爲替資 金融 逆 

巧 約が が 立ず る じ 至る であらぅ 

ご 巧 待され てゐ る。 巧 ほ タィム 

ス 紙は U 本の 化か 正貨 二 一億 のは 

を 版 解を に 勤す るが 趾 じは 充か 

だる も 巧 j の洛 をじ備 へる ため 

資を離 逝の 契約を おぶ 酱 である 

ど 云つ てむ るが、 厳 巧 接 手した 

日本よ b の 報道 じよれば 巧國の 

化か‘ 正貨は 一二 月末り 現が では 遂 

じ 一二 撼 をを 割つ て 二 億 九す 二な 

巧山ご^:^つたけれども、 民間爲 

替銀巧 じがて 爲替 ホ濟 資金 じ充 

常すべき 妊 巧を をの 手 持 高が 爲 

替 かお S 瞄係 によ b 依然 豊 をに 

して 正を お 巧の みで も 一億 一二 

千 巧 W を 示し 一ニ ホ、 を 銀が 化の 

ホ 持な も相當 多き 模 棟で 彼れ こ 

れを算 するど 

仪間所 お は 欺な/ 、ごも 

一 偏： 立 六 千万 山ゐ b 、 政府 巧 有 

のみを 合すれば 一二 お 五で 巧 川 位 

- じなる。 巧 じ 現な では 巧 替相壌 

も 比較的を をし 一、 ゐ るから 當み 

の 間は 爲替賓 を 决濟じ 巧 等ち 障 

をを ずる 棟な； はなく、 巧 一爲 

替化洛 じ 急變を 巧し 又は 急變ホ 

の形势 あら ど認 むる 際 政府は が 

おじ 應 じて 化 外 お 貨の拂 でを 行 

ひ、 宜つ 必要 あ b ど認 むる 時は 

逊般 お口藏 化が 聲明 せる 如く 內 

化 正貨の 現を を 巧つ てら 爲替化 

座の 巧定を 巧ず る ミは 勿論で ゎ 

るが、 今の所 をら、 む 配の 要 

從 つてち 替 政策 上 獲 おを 加 ふる 

必 をは 認めない ど 大藏當 尉は 丢 

つて ゐ る。 而 して 義じ旣 巧した 

政府の おか 支拂じ 巧ての 大藏ぷ 

協 講會は 調査の 順序 どして 化づ 

を 省 及びを 官麽の 所用 お 臟乂じ 

ち拂 ひつ^ ある お外挪 高、 購ス 

一外 國お柿 之が 數赏 ぶび 俄が 

腦入 方法 のが か， 例へ 

ば 政が の 直接購入 又は 指定 巧 A 

經由 購入 まの おを、 指定 故人 若 

< は 輸入 巧 人 經由滕 入の 煤を ク 

がた めじ あ费 する ホ 數巧其 他の 

經楚 をが 細 じ調杳 し、 進んで ホ 

地 生產狀 お、 巧 格ぶ ぴ巧地 じか 

用な 生まのを 無を 調を して 化 旧 

品化用巧び外固お賭入方法の；？ 

を、 ホ 外 支 ホの 節め が ホに 醜— 

て 研究 立 まし 之が 巧 現を 則す t 

吿 でめつ で、 词お满 なの お ホ わ 

; も 乂 藏ぷ理 じ 於て は 间窝が 

; 會 じを 出ず べきを を 案の 巧 巧 心 

おつた さぅ である。 現ぶ を 府 A 

，がか 諸拂 をはを 潰 利子 八 千 余で 

出、 巧か勒 者の 俸 お 手を 等のを 
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目 本 食料品 廚會 
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日本 食料品、 日用品 
並に 新刊 蕾籍類 一切 

片桐 兄弟 商會 

食料品 巧 巧 巧 巧を 便船 じて 巧 《 
仕 侯 間 巧々 お 用 かの 巧を 頂上* 


日本食が 品 類 及び 雜货類 卸 小 ま 


桑 山巧鲁 

新刊 蓄籍 雑誌 小間物 H 巧を をを 


S プラご 一ぶ ま 


八 一 一六 九 


會席 鄉浙翅 

ホに ずを 葉 



御辨當 ホび じ 
御 家庭 支出し 
御 下宿 


後 


壽 司、 媛蒲燒 

每： a 有らまず 


電話 プラィア ント 
八 〇 と 九 1 八 八 セ ーニ 
H 腿ぶ びが 間は 

ケロッグ 000 四 

耐|. 則 特長 

が 育 巧 西 四十 四 T 目 
一二 下 二八 番 
(こ 階」 

支店 

147 Clare ヨ呈こ Ye . 雲 al 三. Y . 
Te 三 立 ま 一二 さ B 3 
ま 巧 ま S . F - K . ジ to . 


S 江 南 


ホ 魔を 園で 永年 御 愛顧を ずけ 
ml たお 文で 御座います 



巧 を 話し、 皆樣 の御嗜 
巧 じ 適する 御 料理を 調進 致 ホ 
了 度 エン* ュ！ タアの ドです 


奠味 じして 淸潔 

S 晶南樓 

午前 十 時よ' ち 通 芒 
午前 六 時まで 島な 


が 魔ぶ 園 

司 巧 人 蘆 蓮 
お 勤の 方には 臺飯 
の 御 便利 じ 備へ巧 
間會 席の 御用に 應 
中べ く 候 閒何キ 相 
す 變お引 立願を 0 
紙上 御 ま 巧 申 上 お 


支那 御 料理 

彭瑞樓 

日本人 諸君を 
歎迎 致します 


が 料を 精選し 皆樣 
の 御嗜巧 じ 適する 
巧理を 提供し まず 

做獅新 中華 

H 本人 諸君は 狩 
別に 歡迎 しまず 


電、 1 レムと 一 晒 五 

話- ム四四 八 八 

國米ホ ー ム 

レノ ツ クス 

Y 、 w ピ、 A 、 ノ隣リ 


田 中 男爵の 腕の 巧 えク. 

I 義髓 のがい 山 本 權丘淆 化 

髙 橋達龄 さんが 後を 継いで あ I が 戰爭じ 際し、 山路 第‘ I 師翻長 


ぶ 會お戴 どなつ た 旧中義 一巧の 
生 ひ 立を 知る ぎは 彼が 軍服を 拔 
いで 政界 じ 飛び 达 ゎな 上 何事 か 
目覺 しい 化氧 をず るで あら， 子 ご 
豫 期して 壯年 時化の 山 本 權兵衞 
伯 じ 比する 者 も ぁるが、 政治的 

じ 旧 中 巧を 知る をは 今日の 山 本 

伯 どい i 化 紐では ないか 等 ご 評 

し、 僅かに 田 中 男が 義齒を 入れ 

てゐ ない MJ が 化ら 巧では ある ま 

いど 酷い ぶを いふ 巧ら ある。 兎 

じ 角 實利黨 の 欧ぶ會 じ 入ら あし 

て f れ だけの 働きを なし 得る か 

は 暫< 彼の す處を 見る i どし 

おかつ じ 日の 彼の 逸 詰の 一二 一一を 

錄 して 初 邸の 征途を 祝福す る i 

じし やぅ。 

♦ ♦ 

彼は 長州谈 のが 下にが ける 藩 

をの 顔龍毋 きの 二 男 ごして 生れ 

廢游後 父は 傘摇を おめ たが、 家 

貧 じして 就 學の資 なく 十四の 時 

石が 某の 塾 じ 通 ふ 傍ら 小を 校の 

見 巧敎帥 V 」 して g 給 八十 錢を赏 

つて ゐ た。 當時石 部の 弟が 權軍 

敎導團 を 出て 热に歸 b 頻らじ 陸 

軍に 投 すべ' しど 勸 誘した ので 彼 

は 遂に 息を 巧し、 巧 部の 紹介で 

鄉黨の ホ 輩 長 崎始審 裁判所々 長 

觀 漲太郞 巧を 賴 つて 長 崎に 巧き 

觸の紹 かで 同じ 栽 お 所の 巧 事を 

お 牛化郞 氏ぶ のを 客 どなつ たが 

ぶ お 氏は 漢學の 素養 深く 熟、 むじ 

彼を 指導した。 巧 來を巧 氏じ隨 

つて 對 馬、 化山ィ > 轉 化し 化 間 1 

i 度 获じ歸 つた i が あつたが 間 も 

一な く 目的を 達して 敎萬關 じ 入ち 

みで ホ官學 校に 入った。 化 間の 

苦學力 巧は 非常な もので 後年 H 


の 副官 ごして 戰化 にないだ 際異 
鄕で罐 詰 許ら じ 巧 口 させられて 
むた 時 彼は 自ら 魚 かを 柿へ てず 
料理を なし 山路 じ 測め で 非常 じ 
ま寶 がられた さう だが、 を 等は 
少 が 時化のを 困の 賜と いふを が 
出來 やち。 

♦ ♦ 

十官學 校を 出て 第一 聯隊 附少 
駐 ごな つた 時 旅 画 長は 乃 木 かお 
であつ じが、 或る時 營內居 化 者 
の 巡 刷を するとの 前 觸れが あつ 
たので 他のを い將校 連は 礙 おし 
て 部屋の 掃除を する やら 唆ひ殼 
を應す やら 大騷 ぎを したが、 彼 
れ 一人は 旅閱長 だら うが 巧 だら 

うが、 ずを あ b のぞら の 儘を 見 

せねば 巧 にもなら 《 と 貧乏 德利 

のゴ 0<轉 がつ てゐる 中に 濁 

酌で ク ヒリ*' をんで ゐ た。 之 

を 見た 乃 木將軍 「田 中は 面白い 

奴ぢ や」 W 特に 目を かけて 可愛 

がつた。 

♦ ♦ 

當時 彼は 獨 身で 若く はめる し 

盛ん じ 赤 おや お 川 方面 じ 發展し 

たもので、 或る 晚お川 じみ 事が 

ある ど 聞いて 左 おの 必要 もない 

のにを 卒を 引き がれて 馴染の 妓 

樓じ驅 せつけ 威勢の い i 處を見 
せた を も あつた。 又 赤が の 八な 

勘は 當 時を い將校 連の 化が にし 

た處 であつ て、 第ー ニ 聯隊 長 時化 

のかき 彼は 部下を 引率し T 巧 じ 

遊び、 輿 至れに 身輕じ なつて 盛 

じ 館す くひを 踊つ たもので ある 

ごい ふ。 今 H でも 田 中の 裸踊ウ 

ご 云へ ぶ 巧 道の 者 じは 可な を 有 

名な 話 だ。' 


女の手を 握り 

入ぞ晋 

.馬鹿を見た 日本人 

木の芽を 化く 春 じな つて H 本 

人 化會じ もポッ 變態 牲を帶 

びた 厄 か 者を 出して ゐる がまる 

曰曜 夜璧？ 晕爭 

目のを 動な 眞劇旗 巧で おつた 事 

かも 其 一' 例ら しい。 東 五十 四 T 

目 S 百 廿番じ 化む ベ 子デタ •ス 

ヵロラ 失 人 (が お 巧 人 化歲) が 今 

年 どつ て 十六 ヶ巧 のべ ビ！ W ホ 

を 同伴して 巧 動を 見物し つ i を 

つた 際 一人の 日本人が ス ヵり ラ 

夫人の 左侧じ 坐つ たが、 間 もな 

くを H 本人の 手が を々-^ 夫人- 

の み 體じ觸 はら、 おて は グッど 一 

ホ 人の 左手を おつれので 怒ら 必 

©じを した 夫人は 抱えて ゐ たべ 

ビ ー を 妹じキ 渡し、 突然 其 H 本 

人の が 面を ピシ卞 リど晦 はし 乍 

ら怒巧 したので H 本人は 周章 狼 

のして 

逃 化 度 じか i つた けれ ホ 

他み 見物人 •か忽 も 日本人を 取 も 

園み ァヮャ 錫を の 雨が 降らぅ ど 

した 除、 運ぶ く 巧 五十 五 ' J 目 幾 

お 附のブ ッナ ャ ー 巡墙 が' 姐 巧 中 

じ 化 騒ぎを 發 見し 夫人 ど 巧に 件 

の 口 本人る 笛 おじ 問 巧した。 ブ 

々。ラ 夫人は を 巧 立腹した もの 

か樂をでも口本人に掛をを見舞 


はんごし たが、 其瘍 はを れで漸 

く规まら翌朝 ョ ー クゲ キ 於 裁が 

所 シ^バ； マン！： 事廷で 審理に 

附 せられ 際 夫人は 前記の 如く 陳 

述 したる じ對し 

被 吿は斯 る 事は を然繼 

で 厶るど 否定した けれ ホ、 被吿 

はな 前 じ も 同 揀の宰 俾で譬 察に 

引ッ 張られた をが お然 する じ 及 

ん でが 事は 人 ザ 加 H を 申し渡し 

た。 も 日本人の 姓名は ffl 子 重 太 

郎 (？) w 申す 巧で 東 六十 二 了肖_ 

の 醫師宅 じ 料理人と して 働いて 

ゐるご 申立て 乏ゐる 0 

1 H を步き 疲れて 

靑 天狗 淸遊 

廿 幾人た るべ からし ものが 空 

模 樣が惡 かつた i め 十 人足ら 中 

どなつ た靑 天狗 惧樂 部の 春季 遠 

足 會は十 H を 刻 出 あ、 先 づマュ 

卜 * — ょな 困を 道を どつ てキ ヤナ 

ダ •ヒグ の纔を 適ぎ コロニア 少 

マ ィン じ 到る。 殖 お時化から 約 

五十 年 前 頃迄發 掘され たけれ 典 

今は 廢坑 とな b 、 冷めたい 空氣 

が 幅 黒な 坑道から 流れ出る 許ち 

である。 頂-^ で 見る も ゾット す 

る 大き：：*^ 

洞穴 を 恐る'''^ 窺き 込ん 

でから 山を 降 b 中腹のへ ムロツ 

ク •トウ キンみ で畫 をを 喫す 〇猎 

稽 と 洒 巧の 禪 にお ホ あがつ た 手 

製の 細拂 、燃 化の 上に 沸騰した 


時は 誰し も異を 動め かした？ を 

れよ 6 目的の アン ソニー • ノ！ 

ズじ向 ふ。 がらず みの 曇天は 寧 
ろ 此擧じ 適し 森林 中の ホ 巧 風化 
らかじしで必地よき^限らなし 
細道の 突然 盡 きる 處 俄が じ 眼界 
展開して；^ ド ソン 河め 腕々 わる 
をが 現 はれる。 立つ 處は 一千 お 
■白 尺の 窝化 、一方は 切ら 下しの 
崖で 河の . 

流 ホを 殆ん V 」 直角 じ 晒 下 

すぶ 0 前は ゾ ー ア •.マ クシ テ 1 ン 
上は 遙 かに ゥェスト •ポ ィシ ト 
±官 を 校の 建物が 点々 ごして 現 
はれでは ダン ダバ ー グ 山を 轉回 
して 白 龍の 如く 遠 < 流れ 去る- 
ド ソン 河が 見へ る。 が 育から j . 
時間 指み 處 C こんな 傷 所が ある 
£ は 知らなん だ どは 同勢 異口同 
f せ、. を わよ b 左に 道を £ を 綠ホ 
だ こまやかなら 肛恰 かも 處 女の 
三 ヵ ム がかき趣きをる若葉の 
が 中を 逍遙し、 山を 降つ ておち 
しく お ホ だ 橋を 渡ら/ベ .1 ア •マ 
クン テ I - ン 停車場よ ら歸 がした 
のは 午後と 時で ぁった 0 ' 

商事を 業 員の 

乂 國は自 を. 

勞慟省 も腰护 巧る 
最近 晚を坡 及び 桑港經 由で ホ 

ホした S 井 銀 巧、 S 井物產 及び 

化ぶ 銀 巧 等の 巧 社員の 上陸 じ 際 

し 千 化な 十と 年 移民法の 巧义に 
よら 是等 商事 お 業 員を 契約 勞働一 
ぞど看 傲す £ いふ 沙潘 ぶび 桑 港 

移 ほ 局の 見解に おし 二 ー ホ、 東 窺 

等の 化 まを はか 諭を 港 商業 會議 

所、 紐 育 日本人 會を お 委員長 其 

他の 運動 巧を 奏し 去る 八日が を 

なて 勞働省 移民 局 よら 爾今千 九 

な 廿四年 あおを 第一 一 一條 第 六 項の 

査証を る 入國者 即ち 通商 じ從事 

する をは 旨 由 じ 入國を 許可す ベ 

しどの 電命を 瞄係 移民 局 じを す 

るに まつた。 をに 就ての 經緯は 

相 當複雜 して ゐ るが、 由 ホ 商事 

お 業 員の 入國 問題は 熊腑緩 領事 

巧 巧 中 じも發 をした； がゐ 富 

地 総領事 舘 としては 直接 其衝じ 

當ら 居らぎ る も： a ホ 貿易の 上 じ 

至大の 影響を る 問題なる ねめ 齋 

藤摄 領事 も稱 々韓旋 の勞を 執ら 

を 方面に 於て 協力の 結 お 一應解 

みした 模樣 であるが、 詳報は 次 

ちじ 譲る。 

榮 職を 捨て； 

瑚 鱗で 巧敎 

悟った ホ 人 敎役若 

まる 五日 n ロン バス ホから 達 

した 電 我は 义 固の 素人 敎 役者 聯 

盟 書記 マ！ チン •スク キン 八！ 

卜巧 の类 しい 吿 白を 傅 へれ。 ス 

ゥ キン^— 卜 氏は 加 渊やブ キサ 

スホ 面では おを な鐵道 技師で 千 

九 巧 あ 年 じは ブネ シ！ 如で 灌水 

事業の ためじ 五十 哑の 水道を 布 

設 した 外 ィン デ アナ 州め 七シト 

ジョセフ 鐵 道を 築き テキ ナス 州 

じは 現じ.' スゥ キシ！ ^ 1 卜 •ダム 

とい ふ 水源地 も ある 位で あるが 

十五 年 前宗敎 的に 發必 して 鐵道 

會 社々 長 どい ふを 職を 拾て、 一 

年 千 巧の 給 おで 朝鮮の 巧 敎じ從 

事し 今 H じぶん だので ある 〇ス 

ゥキン ^1卜巧は 

おは 現 化が じ 入る も 今日は 巧 


か 巧い ミを したと お 足のを が 
起きる'。. をして 神に 巧 謝する 
けれで も 0 前の 私は 巧 ムてさ 
ぅで ばな かク 化…..'.:. 

ご 述べて 會 衆の 或 動を 巧した。 

网胞 婦人 十 余 名が 

故 大統領 廊 訪問 

親 H をへ レン •マグ ナス 女 お 

よ 惟の 下 じ間胞 婦人 十 余 名は ホ 
る 十 お H が も 揃 ふて ォイ スタ ー 
ベ ー じ 故 大統懒 八 t ズ •'ぶ^ 卜夫 
人 邸を 訪問し、 歸を 支那 婦人 李 
氏 別 發の茶 違に 臨むべく ま那婦 
人 九る、 米 婦人 化 名と おじ 療勢 
化 六 名 じ 上る とい ふ。 を じせな 
大統領 か壤 じして ダ アピ！ 憐尘 
じ 嫁し わ 王 セ 八 •ダ r ビ 1 夫人 
は 友人 ヶーン 夫人 じ 宛て 「なみ 
は 亡き 父 じ おして 夕數 日本人の 
信義 ある 情證じ 動かされて ゐま 
す」 VJ て 一' 巧を 歡迎 する 意 ホを _ 

述べて & る。': . V 

靑葉會 の 競技 會 

が 球 熱必家 ドょ A 組織され て 
ゐる 靑葉會 じて はまる U 曜日 ぺ 
ラム •ベ 1 •パ 1 クのプ .ンク じ 於 

て 春季 バンプ 付 簇技會 を 催した 
が參加 者サ乂 名* 結局 ネット •ス 
コアに 於て 八十 一 おび 八十 二の 

こ 一等 タイ 五名を おし をれ ぐ 
賞品を 贈つ たと。 

グロス ン ザ ホ ブ ト 

市 川 义〇 化 八 一 
山が 化 五一 四 八 一 
時 旧 化 四】 二八 二 
靑山 一 〇 五 一ニ ニ 八 一 一- 
海 保 一】 二 so 八 二 

シカゴ 通信 ^ 
問 胞學ホ 惡親會 常 じ 口 本人 
學 ホめ ため 溫 かな 友情ち 厚意を 

なて 何 くれ ごな く盡 力され るシ 

カ ゴ大學 生 基督 敎靑 が會 主事 デ 

キッン 巧 夫妻の 宅 じ 於て まる、 二 

日夕 大 橋、 淸 '原兩 姉の 幹旋 にょ 

ら純 H 本式 献立を なて シカゴ 大 

學 日本人 學生懸 親會を 兼ねて 晚 

餐會を 催しね。 當 巧は デキ ジン 

夫妻 5外 シカゴ 大學 緩長バ トラ 

博 十 夫妻の 出席 あら、 同胞 學 

生廿 五名 おぉ 席した が 席上 バト 

.博 ホの 懇切な 溃說あ も义余 

巧 も あらて 一同 充 みの 歡を盡 し 

て散會 した。 

JSCA 粧を會 去る 一日 金 

曜夕靑 年 會银じ 化て 貧を したが 

化 巧は サ名 程の 巧會覆 あち、 丹 

あ 氏司會 事務 報 吿の後 バンコ！ 

1 ブ ー をな て舆ホ ある 一巧を 

過ごした。 

藝術家 ホ 集會目 本人 藝術家 

の ム幽を 化て 最近 組織され わエ 

ピク リアン •ツナ イブ ー は更じ 

渡 厚なる 色彩を 帶 びて 去る 一 1 H 

夕靑年 會舘じ 於て 第】 回 晚餐會 

キャン* トグ •パー ブ ー を 催した 

一切の 現代的 電 澄の 化 b じ搬獨 

をな てを 内を 照ら L 異様の 威 じ 

を 輿へ た。 出 巧者 約廿 を、 が 策 

を顯氏當がの卜？スト》 マスタ 

1 た b 。 尙ほ 次回の 會 をは ホる 

ホ 五日ょ ち 化 日 迄 六 H 間 靑年曾 

內 にがて H ピク 9 アン 會 員の 物 

せる 傑 か 展覽會 を 催すべく 且つ 

同 展搂會 々長 どして を 子 一巧を 

推 藤して 散を した。 

新 牧師 推薦 今回 シカゴ H 本 

人 第一ぶ 瞥敎 をが 師 ごして シ大 



胺蒲 燒壽司 御な 化し 

ホ 晒が 日が 間 も 巧 用命に® じサ j 

會龐御 料理 

窩等 御で 宿 

あおぶ】 


割烹 並に 御旅 舘 

佐 野 兄弟 

壯育市 西 八十 八 T 目 云 百 十 S 番 
お 話 —— スク イラ 1 セ 八 ニニ 


▼一一 覆 == 淸 潔、 親ち 氣樂 ▲ 

勢州舘 緖ま熊 巧 

ま 巧 伊勢 事 佐 义間榮 作 
225 巧.’ 累 h ぎ ま t 
TeL Regen こ留 9 

電話 ンキ シン トン® 八 おお 

岩 巧 旅館 

巧 十五 T 目 二な を 


西 六十 五 T 目 百 四十 六を 

一力 旅館 大橋 

電話 H ンデ 3 ット八 六 1 〇 


御 下宿 

自由 亭 

置を nds St . 8 ro 董 尹 N . Y - 
Tel . Triangle 7475 

中 村 埋髮巧 

中が 萬藏 
ゴ这 . 85 ih S 三 • Y . 呈 y 
呈 . Coiu ヨ bus Ave . & C 呈す al す rk 去泛 t 

日本 理 髮舘淸 

新を 洗髮 の設購 をら 迹速 了を を 
旨 ごし 精々 触强 致しまず 
茜 四十 一二 了 B 巧 蕃地 S 百 六 お 室 

タツ ブ 7 ロア (第み 街 ミ 四十 lllT 旨 角) 


宮川 事務所 

持 綾 的 蕾歸の 同胞 じ 的 磯なる 職 
菜を 祠旋 しまず。 

お ち ミ se 互 g 万 育ま 巧 

一呂 w ，46 th St . N . y . C . 

Tel . Sryant 77 奇 ち 爱 


極上の 魚類 

季節の 新鮮のを 貝類が 澤山 揃つ 

て 屠らまず か ら 御賞睐 下さ い。 

ァピ セ. 口 魚 巧 

82 Bayard 資_ Tel . で anklin を 夏 


新鮮 魚 か 一切 

日本人 おきの 生魚 澤山化 6 揃へ 

特別 廉 憤で 大勉强 致します 

サヴオ ナ魚店 

.Josepll wavo 日 P 

技 4 W . ご 1 st St - 

Tel . oolusbus 2 .技 


尋れ人 

巧が 寺 巧武始 おお 內滕 巧太郞 
朝鮮人を 秉ホ 

鹿兒鴻 鶴乂淸 宮城 八 嘴 錢太郎 
愛知 早 川を 衛か歌 山 引 主 純一 
沖繩玉 城利德 

香 川 縣人ホ 旧 和 一二郎を 男 某 
をの 者 じ 通知 致 度き あ 巧 之 

淚 巧 本人 若 < はか 人より 現 

住所 御 通知 願上娱 

紐 育 帯國總 領事館 

1 置す oadw さ！！ ミ York 白で 


神を 部 じて 研究 中の 商 巧 乙 お 氏 
推薦 快諾 せらる。 高 橋 氏は ホを 
B 本人な を敎會 ft 師 たらし 人で 
昨年 巧 當お會 にて 度々 說 がせら 
れ たぶ も あち、.’ 化 際 牧師を して 
活動 せらる； ミは 同胞め ためじ 
巧 賀じ堪 へや。 

' ' '卓上が 話 

富 ± 山に 新 鐵道 

今回 靜岡縣 じ 當± 登山 索道 巧 
式會祖 (資本金な 巧 田) から 事業 
許可 巧 願書を 提出した が、 をは 
東京 及び 神戶の 事業家 五六 名が 
發企 ごなら 富 ± 山 五を 目 ど 頂上 
間に ヶ J ブ^ •ホ！ を 設けて を 
山 客を 吸收 せんごず る もので あ 
る W 0 目論見 書 じよれば 本社を 
東京に 置き 富 主 山 ま 巧 口 おを 五 
勺 ど須ま b 口 五を 目の 中間 御中 
道 古 御嶽 附をを 起点 ごしで 頂上 
金 明 水を 一直線に 五 間 幅の コン 
ク リート 線路を 設け、 中央 じ軌 
道を 敷き 五十人 乗ら 客車を 電氣 
索道 じよつ て運轉 せんごす る も 
ので、 恰度 普通 ヶ ー ブ^ £ 電单. 
どの 巧衷 まじな つて ゐ る。 化 出 
願じ對 して 御殿 攘口や 大宮口 等 
はるの ホ 面 じ 登山客を 吸 化され 
る W いふので、 之が 對策じ 就て 
目下 協議 中で ある。 

奥穩 のす 恨へ 

毛布の わ 洗濯 

毛布 も 時々 洗. 濯する 必要が を 
るが 之を 備單じ 而も 傷めず じ 洗 
ふじは 先 づ棚酸 I ォンスを ロ ッ 
X じ 四 半み の 骗湯じ 溶かし、 之 
じ 毛布を 浸す だけの 微溫湯 じを 
せ 十を 間 許ら ま 布を 慶 して 霞き 
がの 盤で 矢 張ち 微溫 湯を 入れて 
石 齡で洗 ふ？ 洗 ふごる つても ゴ 
シ' 洗 ふので はなく、 經 /、平 
手で 叩けば よい。 み じ 普通の 徽 
溫 湯で】®、 が 氷で 一画 孰れ も 
少量の がをお 入して ゆすぎ、 ゆ 
すだら 其 儘 絞らないで 二つ じ 巧 
つて 竿 じかけ、 輕く 隅々 を 引つ 
張る。 生乾きになる をは 伸び 縮 
みの 起ら の犠 注意し なければ な 
ら ない C 


舞踏 敎授 

マ 社を ダ シス A 

▼表情 体操 A 

紳± 、淑女、 お 子 

供さん ホ じげ 喀じ 

敎授 致し 升。 午前 

十 時 ょら 午後 十一 

時を (日曜を 除 <) 

シャリフ •ダン ン 

ング 師範 學 校を 冀 

上 杉 タマ 


御 下宿 媳 ホ 乂 

4? P 養ち ct Place 

bet . Is でぎ d Ave . 呈 E . た 豆 St ‘ 

ぎ Murray 舌 IL 這篇 

伊豫 屋御 下な 

西嶋 をみ 郞 

一 東 四十 丸 了 目 一六 お 

アハ I トメ ントじ 2 

電話 プラザ ホ ーと 五 



御 料理 

"芳が 家 

壽 司、 緩 蒲 燒每日 有ります 


理想的 御旅 舘 

御を 樣じ 誠意を 巧て 盡 します 

朝 目 簾 

御手 輕御 料理 並に すき 燒 

新ら しいが 巧を 揮び 精々 勉强 致します 


華盛頓 

お ざ； 

日本 料埋 

ホに 御旅 舘 


最新 まみ 層 建 
便利、' 滿 巧、 待遇 恐 切 K お 株 化廉、 
を 着船を 之懷 都を 波止場に 巧 坂 
グ アト グホ第 六 巧 1110 六を 
エタ ビん ホテル 
電話 メ ー ン云 化ぎ 一' 


^ 弗 旅館 支な 

423 客晏な ard >ve こ 
Seattle. Wash • 


日本 巧激継 巧な 御 申込に 應 じ‘ 
ち 事 御 巧 宜じ御 取 披ひ申 上ち 

を 港 小川 ホテ处 

▼ H ネ御 料理 (別 聞 あ' 9) 

桑 港々 リホグ ニア 巧 ムハ ー ニ 
電話 カネ—'」 八 一六 


口 1 サン ゼ ルス 地 ホの 御 
巧 ホには 最善め 御 便宣を 計ら 巧 

ィ 1 ク少 
ホテ少 

羅府巧 じがけ る 同胞 經舊 中最 
新 ま 高等 ホ テグで あ b ます 
羅巧東 一 街 一二 义半 

置ち 「ダ アン ダ ィキを ハ 五 九 

電話 L タツ々— 一二 八 六 一二 

貸 自動 幸 (牧受 

羅府 名所 御觀 ホには 最も 精通し 

れ ドラィ パ！ が 御 案內を 上まず 


ホス トン 案 巧 

貸 旨 動 車 業 河 巧 
諸 古跡、 大學按 、て 鶏 其 他】 殺の 
紹介を び 通 辯 もします ぎ 塞. 30 
ヴ三 ち 喜 二？ 基 ち Batavia 學 


ボストン 市 

富 ± 旅館 大浦末 松 

1 苦 Wor 备 skr St •す 或 ミ 苗 as 产 

Tel . す ck - 置 8770 


紐 育 旅鑛？ Mi 

東 四十 了 目 一 一四 二 雷 

ジ ー. C たを onia 苦？ み 


住み 必 地ょ^ 

獲 1 お淸 潔なる ま 

松が 好か 

1 這 Lex 量 unAve - ジ ー-夏 d - Sq . 2921 


豆腐 油揚 

煎餅 製造 卸、 小賛 
H 本 食 巧 品 一切 

. 巧 中 

第ー ニ 街 八な 八十 五を 

電話 プラザ 五 二 一八 



WAL 化 R & FLORID 

CUSTOM TAILORS 

20 DEY ST., NEW \QRK 
Near Church St. \ 

TEL. CORTLANDr 7667 


ん 

The Mi じ ubisiii Bank, Ltd. 

拉 QUITABL 拉 BLDG. 

120 Broadway New York 
T ， ! 巧 hon, R®ctor 9483-86 


THE MITSUI BANK, LTD. 

NEW YORK AGENCY 
民 00111 No. 1012, 

61 Broadway, N. Y. C. 
Tel. Bowling Green 3440 


' .'American .';- 躁 '- 一 '.' 

Oriental Mail Dine 

•Operated for, ； 二 "-:- 

Uriit;ed S おわ s Shipping Board 

' バ by ' ぶ 弓！ 打む が Grieotai 14 〇を お 加 お 崎 . 巧 ) が amr^ 

- なで • ぶ mitliBidg • ，知 attle — ... 


32 Broadway New York C け y. 
Phone. Hanover 7394 

巧 ま 古 俄 市 ^ 

112 West Adams iStre が， CHICAGO, I しし 

® が ひ 計 取 宜便殺 萬 他 其 巧 切 道 鐵 @ 


John Wanamaker, New York 

Cor. 9th St. and Sroadway 

Guide^a Office 
and Shopping Service 

Mr ん Edith Humphrey 
Special Japanese Guide 


CHICAGO TAILORING GO 

ORDER DEPARTMENT 

64 WEST 124TH STREET 

TEL. HA 只し EM 7145 


0 ぶぶ . Line 

大阪 商 船 會社 

Ro 日 m 603 む nard Bidg., 

25 Broadway, New York City. 

Tel. Bowling Green 的の 


BROADWAY 

OPPOSITE 

ST.PAU じ S CHAPEL j 
AT VESEY STREET 


THE FUJIMOTO The Sumitomo Bank, ltd. 


な邮扣 TIES 邮 . ， ING. 

120 BVay N. Y. CUy 
R が tor 241G-33 が 


NEW YORK AG 投 NCY 
: U9 Broadway 
Tel. Hanover 7444-7445 


The Yokohama 

S|) が お 貼 化 , L 扣 

Equitable Bid も ん Y 
Phone fl がれ ！* 2550 


The B 加 ! ( がな iwaiii L 化 

Room 308 

Benne 打 80 打 investing Bidg., 
165 B の adway ， N, Y. 
Tel. Cortlandt 7 がん おぶ 4 


MQRIMUBA 國 S. ， lnc. Talyo Trading Co., Inc. 


i 63-65-67 W. 2 か d S し 
! New York CUy 
I Tel. Qramacy が 50 


Importers & Exporters 
101 F だ th Ave., N. Y 
Tel • か uyveaant が 23-5 

3 の W. Madison な reet, 
Chicogo, Illinois. 


I GEORGE W. WEIilfS SONS I 

i ' • : 

I 巧 お 賞 屬を貴 I 


- [CANADIAN PACIFIC 

NEW YORK OFFICE 

344 Ma ぶ son Avenue 

Telephone. Murray H ぶ 4000 

♦ 間 H 十 を 本日 ♦ 
♦ 聞 日 ! a 十 を那ま ♦ 

路航短 最の洋 や 太 


girf» 

源 


十 W 百 干壹第 


巧 !! で ぶ 巧 ja なぶ 巧を ななな で 巧 


〔 U 曜 水〕 


H S 十月 五 か 四十 正大 


( 四） 


紳主 向き S 高 新な 服裝 

E を、 地 巧が 澤ル めら 钟 = 

ぶし L 廠尙 こ米轉 スタす 卜 ど-。 だ.^^ 

卒 弊店へ ぉが， 一 S ぅ。？？ 0 方は 巧 
巧 舗は 過去 十 年間を ぶな 化 〇 日を 
の お引立を絮る信用るるぷで が 2^ がけ ^^ 

クオ — ホ — 

フロ ブオ 



資本を 一 を bTI 
拂这巧 資本金 六 千を d I 一一 

稽 立を-五 千 ムハ拾 あ 巧 \ 

I 獄 S ザ艱巧 — ち 巧 

本 お 東 巧 ホ 日本 巧 お 疫巧町 一 
支ち 小 培 日本 橋 义の巧 菜き 巧 巧 
名 古 星を 都 大お西 (大巧) 

が 戶廣島 下 W 巧 司 若が 

お 岡を 始上 巧が 致を 頁—’‘ 

i • ...11 — m . li ! —1 


外 國ち替 、'鄉 を 送金、 化 送を、 信用 狀其化 
一 艦 銀 巧 業務 精々 御 便利 じ 取を 可 申ち 

I 竺裹銀 巧— ま 巧 

本 支店 巧を 栗を、 大 扱、 神戶 、京都 
所 化 地 名 古 崖、 ル お、 上海、 おを 


シャト グお軌 午前 十一 時 

マフ レジ デント マッキンレ^" 

五月 化と H 

▼プ i シ デント ジェフ T ソン 

六 巧 AH 

▼プ レジ ゲント グラント 

六 巧 二十 H 

▼プレジデント マディ ソン 

と 月 二 H 
▼太ず 洋が 路の最 快速を 船 ▲ 

►船室 廣く 理想的に 完備す ▲ 

'▼ベッド 使用 n ブト じ ホず A 

御希望じが.<='日本食を調ふ 

代理店 桑 山 簡中わ ミ こ 9 雲 . 


ブナ メ ー カ ！ の特を 

H 本人の わ 貫 物には 時が 巧 員を 最 きお 
巧で 御 案 內を升 電話 义 はお 手紙 次第 お 
訪問して 御 使を を 計ら 初めての わ 方 じ 
對 しては 特に 注意 致します から 是非 わ 
立 裔ら願 ひ 升、 市内 配達は 勿論 H 本 其 
化を 地 宛の わ 荷物を 送は 當 方で 致し 巧 

ジ 3 ン ワナ J グー 々 1 


永年 白人 巧 じて 營業 致し 居ました が 今度 本店 指 
命じょ ろ 日本人 部 化理を 勤め 皆樣 じ本當 のホ國 
まけ 立春が 新しき モデグ を 取ち 新調 致し 皆樣の 
御 便 刺を 謀る 事 じなら ました 
を 業で 化 立る 爲 め々 スト ムブ ー ラ ー で 八十 ホ 巧 
られる ものは ち 十 弗で 造らます 
注文の U ょち 十五 日で 必ず 仕上る のが 本店の 特 
ゴま で^^^^まず 

御 通知 下されに チン プ八持 遂御伺 ひ 致します 一 
度 サン プグを 御 費 下さい 

シヵゴ 洋服 店 
日本人 部化理 坂 口 峰次廊 




グ 


お 帆 
五月 
六月 


サ ーニ 日 
四 H 


あ ふち か乂 
ろん どん 化 
▼ 一を 巧を】 九 五 巧 

化し ば 4 ず かるん ごん 化は-五 五 ホ 
▼ 111 等 日本 斤 直 近' 巧を 室乂攻 遺を なま ネね 
▼ 御る 基 じせり I 等 巧 5 ； 巧を 切 巧を 巧 巧を 接 

• 0 ス r ンゼ瓜 ス出酌 

かなだ 乂 六ち 化 H 
ぱ なま 义 八 巧 十一 目 
▼ 一 孽窗巧 i じら 化霍み 一 化 五 巧 

巧 化は 化て 一一々 巧 半 
► ill 等 目 本 行を じら 化 ホを 化 点'*^ '一ぶ 巧キ 
マ 沙巧| 巧^^巧巧接ち淹稱入銜ぉぃ一^'^^^' 
▼が 育 線 W ナマ揺 由を 蓋ぶ 讶 がけ— 田 —i 


♦ 金 緣ヒ ツプケ I ス 
♦金緣 合財髮 
♦金銀が 計 類 
♦金製 疊 込み 置 時計 


财 韻を 巧 邦貨 五十 围な 上が 息 年ち々 

度 臺灣銀 巧— 出張所 

▼ 鄉里 送を 及び 化 送を ( 無手 較 巧)、 外圃 
巧替賣 買、 荷 爲替取 おな 立 ' 信用が を 
巧 等 一 殺を 巧 業務 御 巧 巧 じな を 可 化 候 
▼が ほ 詳細は 御 遠慮なく 御 巧を 被 下度戾 


巧貨あ 十圓な 上ゴハ ヶ^ 拟上 
本店^を 則 が 息： ；：=：： 年 ホみ」 S ヶ 年な 巧 

預金 I をな f 巧貨 五十 圃 0 吐 i 
( 通 お L 巧 圓じ付 日 ホ ー 銭 二 畦 

(化シ 壁千搜 化で ノ溢か 預金 ハ 無 利 底) 

橫濱 正金 銀 巧 g ま 巧 

觀 里を をは 都て 無手な かじて 當 
巧 橫演本 巧 経由を 金 方な 巧 申 お 


化を 男を 住友 ま ぉ衛巧 
本 巧大陋 化演五 下目 
お 育 そ 巧 が 育ブ 0 1 ドゥ ユィ 良 四十 乂番 

譜 巧ぶ 銀な 

い !^^ をノ 道、 廣 島、 吳 、柳 井、 下ゾ顆 
かま 庙 I 巧 司ぶ 倉、 若ち 槐夕 、乂留 ホ 等 
本國預 を、 お 里 送を 等は 柱め 
て 御 便利 a 速に 御 取扱 可 申ち 


藤本 證券 會お 

^ 1 投有價 おを ノ資 買、 引 ま、 募 お 
A を駐 、ホ ニ 之 二 巧スグ ー切 ノ業巧 

I 賊 藤本 ビル 7 口— 力— 銀 巧 
紐 育 お 張が 


雜 巧 闻 なお 

ドライ グ ー ゾ巧巧 


® ド ライク！ ジ巧 S 

太 洋貿營 ま會社 


支 巧 巿巧を 、ボストン 


期 破 器、 雜貨 、ラ 


卸賣 


ンプ及 ランプ 笠 

森が ブ タザ I ス 



円本 陶器 雜貨 
ドライ グ ^ — ツ 卸聽寶 

鎌 喊巧木 桃 ホ 組 

MOOI. M 0 MOZOI 00 ., wnc. 

ち 5 巧 - 一空 h St. N'Y. TTel. 單 uy ま Bant 8 票-己 
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ホノ か、. 樓 凑お戶 •長 巧 •上海 •を 溝— 馬 盾な 軒 

春 洋み三 二、 含 0 嘴) お 巧廿 六日 
西な 利亞义 {:言 >000 曠) 六 巧 九日 

(擢 疵出觀 五ち を S ) 

太が 化 (ニニ、 客 0 嘴】 ホ巧廿 一二 日 
夕洋乂 (ニニ、 000 曠) を 巧と 日 
コレア 义 (一吉、 0 呂頗) と 月サ IH 
(羅巧 出 化. で 月 十 セ 日) 


墨西哥 、が義 、智利 諸 港 巧 
ホノグ 、橫濱 神 戸門 司 香港 巧 
を復 共を ホ遏 一圓'- 

ウを港 巧— 切 巧 蔭臺ホ 購入 掏 翰 巧 仕 S 侯 


往航 

復が 


0 

■ C 
イ 


酪 

舟 

會 

tt 


紐 

育 

支 

店 


か 一 
i 一 

C ! 

k t 


シ 

ヤ 


r ~ 

•いへ 

S ル 

B - 

专； 

I 店 


シアトル 出 化 ( 出帆 午前 十 時 ) 

靜岡化 六 巧 二日 
橫潰化 ホ 巧 化 四日 
加賀义 と 巧 十一 二日 
伊豫 化 八月と 日 
u 本 行 船を 運賃 新 率 
一等 橫濱 一九 五 巧 神 戶二〇 五 巧 
S 等 洋食 五十よ 巧 かを 五十 五 お 

歐渊 日本間 客船 (おちこ 固) 
かを ょち I 等 百五磅 、二等と 十 
磅 、馬す 塞ょ b 1 等 化 十よ 磅 
二等 六十 六磅。 ’ 

化ち 化れ 臣 まあ 経を H 本 行 貨物 蛇— 月二间 


船 星 
を 巧 
は を 
巧 御 
本 巧 
を 出 
わし 

荷 下 
称さ 
はい 


晚香波 巧 二 週 一回 お 帆 

▲エム プレス 亞細亞 oiT 呂 〇觸) 

五 巧 サ八日 

▼ A ム プレス 加を 太〇另 る 著哦) 

六 巧 十一 日 

▲ M ムプン 3 を 西亞三 一る 客 巧) 

六月 サお日 

▼ユ ムグ i スま太 利 0 宝ろ 登 巧) 

とち 义日 

一等、 二等、 一二 等 及び 下等を 鼓備 

最大、 善美、' 最 かまの 巧 巧が 巧が 


夏 傷 向新 荷 到着 

特に ダ I ム向 陶器 雜譜類 澤山取 揃居リ 
候 間倍舊 御用 命 願 上 候 

森 村 K ぅ ザ ー ス 

IVIORISCRA を〇产， Inc. 

S3 W を 23rd ぎ 
zew ジ rk 口 ty 
Telephone Grasercy W ま 0 


夏瘍 向^」 新 荷 着 

陶破黑 雜貨を 種到暮 精々 勉强御 便宜を 計 
りまず から 是非 見本 御 一 覽を願 ひまず。 


鎌 献殘木 桃 ホ 組 

言で 1 置 芭 . fi Y. Tel. ぎ yvesani 苦 95 - 8-7 


夏 瘍 N 新 荷 到着 U 

精々 勉强巧 化 候 間 御 註文 被 下 度 願 上 候 

太 洋資易 株式 會社 



^eL Stuy ミ sant W 资 W 
101 Fif を户 venu 夕 New York CUy 

Chicago 试 ranch 转 7 w . Madison Sr Chicago , 11 1. 


夏場 向新 荷 到着 

格を 品續 々到着 化り 候閒 
是非 御用 命 彼 下 お 願 上 候 
化八商會な 、ブ ーブ 

17 East 17th St, New Y" ミ k City 
TTele 巧 hone 皆 uyvesant 菱 59 
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夏場 グ I ム向き 

り 本獨逸 直輸入 玩具 小物 雜貨 類、 
玉 犀を 種ゲ ー ム 向き 格安 恰好の 物 
澤山あ揃 へ 日本人顧客は最-^^確實 
げ 峰に 取扱 申 i す 0 

子^-ド 心 エン トシ 厶 メル 


來福丸 遭難者 追悼 會 U 


嚴肅裡 に擧巧 每 、ろ 


本紙 旣報 閣 際な 船 巧 式 

會お所 媪船ホ 福义が 去月 サ】 日 
加を 太 沖 じがて ち 船ホノ リック 
巧の ためじ 敷援 せらる i の機會 

を 失し 乘化 船を 井 欄を 太 氏な 下 
ご一一 十八 人を 滅の 不幸に 遣 遇せる 
惨事は お 運 あ 上 稀 有の 悲劇 どし 

て ぜ留岡 胞化會 の 同 巧 翁が ごし 

て湛 族の トー じを ま > あ 慰を のか 

きも 本 ホを をのみ を 計 約 ニモ 巧 

弗 じ 逢し 是れ じを 接國際 激船會 

化 じがて 領收 せる を 約 千 四な 巧 

となつ て 居る が、 まる 八 H は K 

ラィン 出張所 ホに 鈴 木 商店 ま 店 

ホ摧の 遭難者 追悼を が 西 巧 八 T 

昼 一音 二十 1 一 一番 曰 本人 美 'W お會 

じ 於て 嚴肅 裡じ擧 巧され た。 當 

巧の 出席 ぞは德 領事 代理 どして 

姉齒 副領事を 始め 郵船 支店長 阪 

本宗藏 氏、 田 島 S 井 ま 店を、 地 

ホ 日本人き々 長 枯木 正を 支店 

長、 當地兩 新聞社 化 表 其 化な 餘 

名、 定刻 

川 島 牧師 の 司 會の下 じ 

田 中 ( 禱 ) 、千 補、 田 中 ( 信 ) I ニ ホ 

人ぶ 化の 讚 実 歌 合唱が ぁらを お 

船會 社を 化まして 阪本宗 藏氏鈴 

木 商 巧を 化 表して 寺 崎を 一郎 氏 

總 領事 代理 ごして 姉齒 副領事 巧 

辭 を朗讀 し、 K ラィン 出張所 監 

督河巧 常 八 船を も ホみ のかき 懇 

切なる あ辭 をが 讀 し、 川 島 牧師 

は r 潔よ き 死 J の趙下 じを 滅の悲 

運 じを へる 三十 八を の 努力を 推 

1 稱 してが 题巧话 の 意 象を 爱 驚せ 

I しめ 神人 共 じ 化ら どの 說敎を 試 

I み 鉛 木 巧 庙米國 監督 役 巧 巧巧郞 

I をの 挨搂 をら 一同の 祈禱ぁ らま 

I を 終 b たる 後が 念の 撮影を なし 

! て 午後 十 時散會 した。 

維 略 大正 十四 年 五月 八 H 不巧 

等 相 謀 b て 國際演 船 株式 會社 

所 邀療船 巧 福乂遣 難船 員 S 十 

八 巧の 露を 慰めん が爲 みに 追 

悼會を 擧れィ 'るに 魄 みすち 河 

巧 常八肅 みて 化 天の 霉じ吿 ぐ 

ホ お 九は 大正 十四 年 四月 十八 

日 ボストン 港を 解 鏡して 漢堡 

おじ 赴 < の途巧 英領 加を 太 太 

西洋 沿海 お杠 八十 狸の 沖を を 

が 巧 中 同月 二十 一日 午前 十】 

時 五十六を が 魔の ちめ に 沈な 

の 難 .< 遺を し 船長 井關 唐 太 巧 

0 下 S 十八 氏 都て 其 職 じ预じ 

が 抱いて 白玉 樓 中の 人 どなれ 

り 嗚 々悲哉 巧 福 丸は 沈沒の 

前 宵 よら 朔風 怒 漬の摧 巧を 被 

らて浸 ホの 巧を 受け 渐ホ 船體 

使 おの 度を 渡く したる に拘は 

らや 船員 S 十八 氏が 協 必戮力 

克< 戚濤ご 巧 ひ 午前 四時 よら 

正午 じ 至る を 約 八 時 ffi 化沒の 

危機 じあらん どせ るを 防ぎた 

るは お 圃巧妃 の 眞骨锁 を 巧が 

せる ものごし てな 湖 相 傅へ て 

之を 激巧 せら 想 ふじ 殆難一 こ 十 

八 氏の 勇敢 じして 悲 化なる を 

巧は 懦 ホを — て 崔 た— むる の 

お をら ご 謂 ふべ し宣 なち 一二 十 

八 氏が ホ お 化 ど 共に お 底の 人 

どなれる の お 一巧 江湖 じ喧巧 


を 化 おの 弔 辭ご川 島 牧師 說敎 
遺族 弔慰を は 二 干な 弗 じ 達す 

せらる^ や 一濟こ 深甚なる 同 
巧を をし 人 鞠の 異同 出 拙の お 
近を 論せ やを は 書を をせ てを 
惜の 帽を展 ベを は 資を送 b て 
諸氏 S 遺族を 弔慰 せんごす る 
もの 一 相 西いで 至れる 事や不 
巧は 一二 十八 氏の 僚友 どして 海 
上 ホ活の 痛苦を 喫せる の閱歷 
あるが 巧め じ 諸氏の 意中を が 
度して 斷騰 のを 更らじ 一層 切 
なる をを ずる 能は や 盖し窮 達 
はお 命、 生死は 維 數今じ 於て 
徒ら じ 幽明 境を 隔てた る 諸氏 
ど 相 語る を 望むべからず と雖 
ホ 福 化乘組 員を 部を 喪へ る 損 

失は 一二 十八 氏の 遺せる を 賞に 

して 勇敢なる 努力 じを < 無限 

の 敎訓じ 化ち て 得失 巧 償へ る 

もの ど 誰 ふべき 化 

巧 天の 靈希 < は ホ 6 餐けょ 

が ほ 本社に 於て 募集 中の ホ 福 

义 遭難 船員 遺族 弔慰金は 今週 ± 

鴨 日に て 締切 b 巧 週々 初 緩 お金 

巧を 函際激 船會社 おお 巧 じを 晒 

して 委曲を 本 巧 二十日を 巧の 本 

紙上 じて 發 表する 善で あるが、 

ボストン お留 同胞 有志は 化 井 長 

S 郞 巧昨辨 自身 お 紐 態々 ホ 社し 

て 現を 二百 十 弗 五十 化を 提供し 

『吾人の 徵衷を 遺族 諸氏 じ傳へ 

られ ねし』 ピ蛇賴 して 往 つた。 

金 二な 十 弗 五十 削 

が ボストン ちを 

松 井 長 一二郎 氏摂 

( 巧 譯) ▲二十 弗 山中 商會 

A 十 弗が 藤 卯 I 二 巧 ▲八 巧 

布施 貞吉 A 五 巧 宛 松 井 

化 木 平 巧 荒が 西山大 

浦 出久巧 川淸太 部大崎 

一井 濱巧お 田 山 崎 下 

平が 田 あ 田 谷 巧 善太郞 

を 巧 お 煤 旧 中茂藏 阿部 

周 太 郎南雲 宮下前 田 文 

治 ▲一二 弗 宛 化 煩获巧 

柳增 野太み 郞 ▲二 弗 宛 

中內 をず 峯 岸が お大 

ま 林 平野 野 地宮本 

伊波 お 吉港城 節】 佐 藤 

巧 根 寺 巧 神山寬 - 4 1 弗 

五十 化 盛を 常を ▲一 弗 宛 

+ 屋鈴木 息 野 松が 田 

中 送灌上 小島 裳 輪 

▲五十 仙 宛が 巧 小 田 

金. 一 百 弗 

江 商 巧 式會社 

米 固な 勤 社員 一同 

を 四十 弗 

田 中 奥み 郞巧巧 

( 內 譯) ▲十二 巧梶 山が 太 

郞 ▲ 五 巧 旧 中 おみが ▲ 

二 巧 兩圃由 松 A 1 巧 宛 

ず 各 淸柴田 お 巧 靑柳藤 

本 政 一 竹 內栗山 緣山本 

一 冗 一 中原 周 ま 中 巧 善 五が 

大木 简ホ大 ホ ま 旧 善 五郎 

を 巧 昔 二が 柴 旧が 本 化ね 

遊旧恒 太が 山 本 利 一二が 摆 

を 淸がお 勘 四郞大 井田 

鈴 木 

を S 卜八弗 I 

を 山が 會を山 化な I 


を 一 下 二 弗 

H 本 綿花 株ま會 社 - 
が 巧 出張所 有を 

を 二十 弗 宛 

大阪巧 船 タコマ ま 店を 巧 旧を 
巧が 激 船が 育 出張所 員 
.( 今 ホ 俊 磨 上田 鍵 司 ) 
を 1 一 弗 河 添旅舘 追加 
( 內 譯 ) A 五 弗 住 田ネセ 
▲ ご尧 佐 伯豊植 ▲二 弗 
巧 山 差 無 ▲一 弗 鈴 木淸ま 

を 十 弗 

膝 本 證券 會社紐 育ち 店員 一同 

金 お 弗 宛 
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江 崎敲藏 花房 橫太 
( 井深 健 次楷山 健を ) 
宮武媛 H ピ气生 

金】 弗 宛 

巧 田幾藏 营榮造 

小計 お 巧 一二 十 弗 

累計 二 千な サ五ま ハ 十と 化 

別に 一千 圓 


•故宮 永 夫人 追悼 會 をは フり 

9 ダに 夏は ボストン 照 あじ 事業 

を 經營し 女巧實 業を ごして 知ら 

れ たるな 宮永 夫人は 二月 二十日 

フ 。リダ じて 永眠した るが 當地 

菜な 敎會 じがて ホる 十 よ 日 (日 

H 曠) 午を 八 時ょ > 追悼 曾を 催 

す 事 どな b たる 由に てを 前舊か 

の 出席を 摩む ど。 

參ホリ ； お樂部 講演 會 ホリ 1 

お樂 部に ては ホる 十五 日 ( 金曜 ) 

午後 八 時ょ ち 美 0 敎會に 於て 左 

の 如 < 講演 會を懼 す も。 

外人の 觀 たる 日本の 婦人 ご 社 

會閒題 マグ ドナ 八 ド 女史 

善 盛澤昌 貞氏滯 が 中のを 瑶田 

大學敎 巧、 昨日 お 發西巧 二十 六 

日出 帆の 春が 义 便じて 歸蘭。 

參森新 治 氏摹灣 銀行 お 育 お 張 

所 勤務 ごして を々 ホが の當。 

♦大巧ず 衛氏 前獨逸 大使館 晰 

參事官 じして 瑞 巧を 使 つじ 

大巧 守衛 巧は 餘 蘭の 途ホ 先週 中 

着が ホブ ^ 、 ベン じ 巧 宿。 

• 福 田豊氏 大同 電氣 技師、 ベ 

レン ダリヤ 號 じて 渡英。 

♦大 澤貞吉 巧摹灣 日々 新聞 ま 

を、 歐渊 漫遊 S 途次 まる 六日 着 

が ホテ少 、ペン じ 巧 宿 ボストン 

華 舟 地方 經由 十四 五日ち 巧び を 

が 二十 一二な 出帆の マジ. エス テツ 

ク巧 じて 渡英の 豫 を。 

♦がそ 巧 おを 氏 東京 島 等 蟹 業 

學 校を 巧、 數 H 前 着 紐 ウオ！ ド 

。フ 、アストリア じ 投宿 中なる 

が ホ 巧 九日 頃渡喊 のを 定。 


避暑地！？ 巧： 冷：：？ 

値段 枪 好、 化に 比類な き絕 好の 
隹 地、 お 邊ゐら 叢 線のを あら、 

ベランダ、 ブこス 3 , 卜 、釣を 

ゴ作フ もぉボ 得、 お 水浴の 巧 あ 
b ホ數 H 本人の 推賞を をす、 デ 
コン ー シ ヨンゲー は 特別 廉價。 

T 吉 BELLEViE 生 呈〇 呂 ゴ吉 ES 
覃 苗ち LA 再 BE ち H, N.J. 

C. 王. 贾 云き RTH. ぎコ ミ hip Man 畜 ョ置 


五 年間 夏攘宫 營經驗 
讀瑕 ある 靑年 一人 或は 二 
人 共 じ 職を ホめ たし。 

百 ホ •生】 
呈 2 park . Ave - c'.o S 量 a - 


夏場 


ホ カ ダ！ ム 、シ ダン 
ッ トシ ユ 1 テン ダ、 
ク キ*— 八 等の コン 七ッシ ヨンを 

を 矯 所は ニユー ブ） ク齡 近。 
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一一 一室 及び 湯殿 ホ亞巧 

臺 S 震 化 五 弗 

攘 所は 武巧 ナツ ソ ー コ ー ト、 委 

細は 左へ 御 御熊 會 をた ふ。 

C . 产 La 置 ra , 1 S 7 Concord St , Brooklyn 
Tel . IViangle 是 普. 


貸家 明るき と 室 ァバ— 

メント 湯殿、 其 化 設備 完 を、 御 
希 盛の ホは 左へ。 

74 至 . 置 Ih St .. 呈 y Tel.Trafa 言 忘 81 


妻 打 ミー ド ソン 御 じ 面せる 

S よき 居間 じ蠢 
頗る 化廉 、朝食 可を 英国人 家庭 
3rs. 生る halar , 養 Risrs 至 e Drine 
(c ミ . 〇二 さ thS こ Tel. Auducl 呈 岩ち 


一過 五 弗 及 八 弗、 一 
®D 2 S. 人 又は 二人 じ 適す、 
巿廳へ 十を タィム スス クエ卞 1 
へサ 五み 電話 ホン バラン ド呈 一一 !. 
妄是 hS 二 30 ミ。 黒 崎 梅 子 


音樂敎 授^ ぃ’ ，バ 

獨 唱歌 授業料 ーヶ月 《弗 (一週 一国 

西 六十 五 了 固を を巧會 階上 

菊池磕 太郞， 


裁 纖所關 業 

皆樣 のが 服 クリー ユング、 プレ 

スは 最新を の ホフマン 器械で 僅 

か 十五を 間の 內じ美 馬 じを <ぉ 

ホまず。 裁縫は 如何なる 御 注文 

も 町喀じ 早く 致します 其 他ユ々 

夕の出 ホを も あ b ます 义絹顿 一 

巧 洗濯 も 致します。 

坂 井 裁縫 所 

128 宙 .吉 th St. 
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紐 育を 命 保を 會な 

一二 木を 吉 

雜保險 


■ 2 任 wworkli な ew»sur» 30 eoo 

51 Cha 呂 bersst: 

New York oi す . 

phone. Franklin 4900 

因； xchanwe 坊 r 養を 


進 悅會御 禮廣吿 

まる 五 巧 八日 滿術ホ お 化 遭難者 s 十八 氏の 爲め 追悼 會巧傕 

お 節は 巧を 巧 中 じ 係ら や 態々 御來會 被が 下 お 段 難を 奉 感謝 

お 乍を 後 .w 紙上 经に 厚く 御 禮申述 度 か 巧 御座 候 

. . 菜 商店 紐 育 支. 巧 

す ラィン 紐 育 出張が 




瀬 川保險 事が 所 

Segawa, Insurance Broker, 
303 の fth Ave., 

3 し FrimWm が 00, 6が. 193 


巧 巧 商事 株を 食 社 絲 育ま 店 
Uchida Trading Co., Lt ん 
291 Broadway 
Tel. Worth 1576 


島寶易 株式 會社 

Shima Trading Co. Ltd, 

150 Broadway 
Telephone Rector 1484 


Paul に M. Thomas 

Advertising Counsel 
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互 おがま 會化 巧 巧 貿易 巧 ホ 貪 商： 

巧理巧 

窗睁 巧 ち 
Takantine Corpor&Uon 

120 B の adw も お H Ifork C ’ か Tel. Rector 7884 
General Office &Fac わけ 208 Rawson St .，しし C 巧 ) f , ん Y. Tcl. StillwBl) 7718 


送 野物產 株式 會社 
Asano Bussan Company 

Room 801-805 
165 Broadway 
Tc し Co け ! andt 8047-80 お 


大倉 組紐 育ま 值 
Okura & Co., 

30 Church が.， 

Te し Cortland 2292-93-94 


ご 井 物を 巧 式會社 

忘， 田 巧を 

がま 會お を ホ 巧 巧 

互を 巧 事會化 

紐 育ま 店 

が 育ま 店 

お 育 支 巧 

M れ sub わ hi Shoji Kaisha 

Mitsui & Co., 

Takata & Co., 

Iw お & Co., 

(MitsuWshi Co., Ltd.) 

65 技 roadway 

Tel. Bowling Green 7520 

150 む oadway, Hew York City 

Te し わ 加 r1 の 1 

Woolworth Buildm も 

Tel. Whitehall 60 が 

120 Broad way 

Tel. Rector 2560-2564 




lint iC Wa 1140 


巧 わで ぶな 巧な ttJ が i を が i なげ 巧 


SATliR 日 AY ， M が け， 192 日 


日本 綿花 巧 ま會化 お 育 支店 

お pan Cotton Tra ぶ ng Co., Ltd" 
Cotton D が t 


T •し Bowling 


Beaver か ., 
rean 


2990 


Silk Dept, 

25 Mgdt«on Ave., 
T#!. M 狼ん 8q. m% 


[! 米を ホ 株 まを 胜 
' お 育 支店 
NICHi-8EI KIIT0 KABUSHIKI KMSHA ' 

(NiCH レ BEI KIITO CO., LTD.) 

373 が H Jivenu も 

Tcl. Mad. S も 7592-5 


神 戶鈴木 商‘ 店 
紐 育ち 巧 

Suzuki & Co., Lt ん （ Kobe) 

220 Broadway, I 

Xei. Cu け おな it 1149 -吕 0--5V 目 2-53 ■ 


月 本 生 ホ 巧 式會化 
化育 支店 
Karimura Arai & む ., & が nts 

44 旺 2 わ d かけ 

Tel. Ashland 532 日 


巧を 名會お 
短 育 支店 

巧が a & Co., 
443 Fourth Aw., 
むし む ! edonia 7830 ぷ 


江 商 株 ま會社 紐 靑ま巧 
Gosho Corporation, 
Silk Importers, 

334 Fourth Av も 
Tel. Mad. Sq. 488® 

G 的 ho Co., Inc.. 
Cotton Exporters 
60 Beaver か ., 

T « し Bowling Gt*e*n 8S06-06 


大お朗 H 新閉就 
榻扭 巧ず 
OSAKA ASA 出 

ftoom 308 World むリ ding 
Tel. Lehman が郎 


大お 毎日 二 巧 京 日日 

• 上 巧 虎を 

Osaka M お nichi, 
407 Tribune Building 
Tel. Beekman 4259 



がち 巧 報 

歡變 ，、一 普通 選擧 

巧 じヒン デンべ 片ヒ 、西 じ 田 
中 萬 でも わるょいが、 四十 餘 
年 も 若 馴れ じ 軍服を 脫抢て i 化 
腰 ど り、 遂に 政 A 曾 總减ピ む 
つた 田 中繁一 おは、 豫定 のかく 
を 勒お樂 部 ど 中正 化樂 部を 政 友 
をに 合问 せしめ、 おら じを 電は 
I 曲 小 巧の 政 友本黨 切崩說 ど、 中 

橋 德ぶ郎 をの 本 謀 脫戲說 を 傅 わ 

てなる。 な 巧のを 氣を 刷新せ し 

め. 0 どい ふを ホに がての 政 鶏 合 

时 である。 らじ 、山中 巧の 手腕 

は 化に をのが 特 のみ 度戰 法を 遺 

咸ゴ くを ザ した ものである わ、 


ある 每じ をの 偉力を おして 審毒 
を 度 ぼしつ、 ある 國家 ホ義 的な 
毒 巧 巧 使用の 制限を 提唱せ ざる 
を特 ない。 米齒 じがけ る 大陸が 
巧 ホを をが 化な くして け 本の 軍 
備滞 巧を 諫吿 し、 カブ フォ 方ユ 
ア妍の 正義なる べき 白人が、 お 
なくして り 本人を 虐バ 、支那の 
利權 じ垂诞 しつ i ある お 劇が 排 
i 円 お 想を 鼓吹し、 日本の 野、 むを 


約の 履 巧は 飽をも グァ八 サイ ユ 
條 約を 进礎 V - し 且つ 國陈 聯盟 ご 
共 じ 動く ものである； を循 どし 
國際聯 お力ま ゲ ァグ サイ ユ條約 
の範 固を 脫す るか 離 的が 降條約 
I じ：； S な 数の 化必を 示し、 獨逸ま 
I 方轉境 問題に 就て は飽迄 も- 

波 蘭を 保護し ゲァ .乃 サイ 
鳥唱 して シン ガポ ー ^ 軍潘巧 設ユ條 約を 基礎 ごしない 一切の 調 
嫂を 編 ゎつ； あるが 如き、 いづ 訂は これを 巧くべく、^ グ 地方 
れも >一れ 政治的 毒 亮斯の 恐る ベ ょらの 撤兵け 觸逸 にして ド ー ズ 
き靠靖 である。 案の 契が を！ 巧糜 巧ず る據 をは 
即 よの 度 用を 闕孫的 じ 撲滅し 八 巧 頃を なて 斷 巧す るの 意志を 
帝 裹の寶 を國隙 的に 制限 せん 示し、 ケ この 橄 をは 近く 濯 
とずる 現代 じがて、 何故 斯の 如ず べき 聯合 醫 大使 會遽の 縣議じ 
き有据^:^る政治的毒或斯の使用 一巧し、 若し會議じして獨逸ゎ 
を摸滅 ずるの 策を 提唱ず る 正義 武装 解 餘の條 項を 履 巧しつ^ あ 


の ± は 。いので あらぅ か _ 


日 乂戰爭 の 

ま 諭痛擊 


前 U 本協會 々旗 正論 

前 H 本協會 々頭 リン ザ ー •ラ 

ッ七瓜 巧は 一昨 夕ぺ エン 巧理店 

I 二 お 辭立ピ いふな-温い 内閣の 辄で備 された り 本 協會善 記ゥォ ー 

; の 下での 述 動は、 柯等か 巧 刷新 デン 氏の 十よ 年勸給 祝賀 寒 じて 

の 慮を お生ま 口。 『巧が 英國』 一 煤の 演說を 試み、 ホ國 々內じ 

を 暖镑ィ る贊明 U る 加 藤 高 明 子 流が されつ； ある 恐 円 論け 比 立 

は、 恐ら/、 英闽 じがけ る アスク 賓 群島 駐屯の 軍人、 東 巧を 地に 

キス、。 ィド •デ ョーデ 巧 化のを る 米ん 宣敎 帥の 掛日反 威、 ま 

: 聯立 内销の 末路から、 现化 守黨那 じがけ る H 米の 利權 がが らし 

の觸ホ 現の 徑 あを おを じ 悟 得しめ たもので あるぶ いふ 立 旗から 

て & るも^ ピ信 やる か、 黒装束 U ホ锁 ずの あ b 得べ からざる 理 

の 田 中ち の活 雜が顯 をと なれば 由 どして 左の 十四 條を舉 げた 

なる 村、 热變 の お述は U 本を 繫拘ほ 當が比 齋藤總 領事、 化 木 正 

ひつ i あるものど觀測ず^¢>もが をま店長、 星 9 銀支店を、 東巧 

巧 ホる。 友 ま 巧 長 等 も お 席した 

普選 ザ か、 技 族 院改ぞ も 曲 も ご】 両國の いづれ か r をの 

•よら こ 逆 巡した こど じ 蘭ん て、 領 i を讽 望し ない 限 b 戰 ずを 通 


< 


I ' ボ るべき 政 變の邱 は 恐らく おお 

-齡狸 じを の 端を をず るで あらぅ 

が、 旣 じ上卽 の二大 問題 解 巧で 

，誰 患 內閒の 恵を をを しじ W 上、 

一を 逃 巧 巧の 一乂道 おで ある どこ 

; ろの 現内閣 あ 解は 國 おどして 寧 
一ろ 歡迎 ずる 巧で ある。 がの か 


じて 柯 物を も 得る i は 巧 ホの。 

ごこ 乂闽は 日よ の 一大 顧を 

で わる。 故 じこの ホ 場を 失 ふ 

は 日本の 產震ど 海 速と をして 自 

滅せ しむる。 

【一二】 日本は 米國棉 化の I 大 

溝 買國で ホる のみならず、 極東 


じして 普 逃 じ 化る 政 巧の 刷新を じがけ る 智識 言語 習慣の お 

^斷巧し^い限り、 これを些細^:> 近は祕巧じ對するホ圈な販資の 

か 撰の 異動 じ 卸を 遵む i は 出 ホ 仲 か 者と なつて ゐ る。 

； i い。 この 恵 ホょ b して 我等は (四】 戰爭の 壌を ァン ァ じが 

田 中ち の 策 ± 的 活動が、 近い 將 ける H 本の 舊位语 は 削を をれ る 

ホに 普 姐 選 擧を斷 巧す る 導火線 即ち お 蒙は 支那 乃 ま P シァの も 

どなる じ 至らん こどを 祈つ て 止の どなら、 貿易 も 他國じ 浓らて 

ま，；；； b い。 驚 はれる。 - 

—— け 五】 をの 圃 穂、 人口、 自が 

毒 瓦斯 禁止 提唱 の當源 等よ ろして 是は ホ圃じ 


アメリカ のず お 化 引 測 限會幾 到を 敵與 する i は 出 ホ 0 。 

たお セォドア •バ ー トン 巧は、 で ハ】 日本は 英國 よらが をの 

乂 がが クー タッ デ 氏の 訓 々を 基 援助を 受けない 限ち 徵爭は 出 ホ 

礎 どして、 蠢斯化 用禁基 案ない。 併し 英國 は柬瞬 よらを の 

を 遇 出した。 毒ち 斯 の害靑 がい 資を融 をを 受けなければ なら 0 

かじ 恐るべき ものである かは、 一一と】 日本 政府 及び 極を じ活 

歐洲 乂戰の 經驗が 明白 じ疆 明す 離 ザる 民間 企業家は 米國よ b 賴 

巧で あつて、 戰繳 よりを がし 澈 資金の 離 逝を 巧、 ホ國 じがけ 

た 海が 斯 は、 戰脚 員を 傷け るの る H 本のが 的 信用は 英凰じ 次ぐ 

みなら や、 附近に 居住す るを 若の みならず、 日本は ホ だ 曾て 憤 

巧 女の 非 戰圃員 じ も及ぽ し、 人 務の賊 巧を 息ら や、 最 をのを 僮 

增 上に 由々 しい 問題を おおしつ は戰 巧め お 合 ど雖漬 務支拂 をを 

つ あつた こごは 化 巧 罔 知の 事實 約して ゐ る。 

であつ て、 巧 化 巧學が 生んだ 巧 【八】 両 固の 遠隔なる 距 がは 

お诺 物の 使用を 國隊 的じ禁 化が くせ ハ H 本じ對 して 戰爭を 不可 

せんどす る こごは、 我等の 巧手 能たら しめて ゐ る。 邮も 純國防 

を をげ て徽迎 する 所で ホる。 の 立强よ b 編が された 日本の 艦 

巧し 乍ら 我等は、 蒂巧 巧の 化隊は 到底 ホ 國の沿 巧を 巧せ する 

用 脚す る 技術的 制限を 巧 ふよ i は 化 ホない ので ある。 

b も、 現が 國際仪 扇の 間に 潜が t 义】 六千嗤 のが 巧に 插 をを 

し、 ホ 和 のげ 化に がて すら こど お达む をは 問題外で ある。 更ら 


じ 若し H 本が 百 巧の 軍隊を 太平 

ホ 岸 じ 上陸せ しめた ど假 をす る 

彼等は 巧處 じ進擊 し、 何人 
じ摇 をを 求む るか。 

〔十】 宣傅家 5 言に 反し 日本 
は斷 じて フキ リツ ピン 寐 鳥を ホ 
めて 屠らな。 盖し H 本の 境界線 
を 數な啡 の おの 彼方 じ 延長す 
i は 却て 危險の 巧 ごが 軍豫算 
を增 ずるの みなら 中、 义國が 
キ リツ ビンを 開 巧す る， とは 日本 
じごら てよ らおを で る。 現 化 
H 本は 乳牛 じ 旣を與 わないで 其 
乳め みを 得て ゐ るので ある 
〔十一〕：！ 一本は S 千哩を 隔て 
ね ホノ处 八を 欲する ど 頻 9 じ喝 
導され てゐ るが、 り 本 ごして は 
現 化の 儘の ホが 遙 かじ お 利な の 
である 〇盖し 日本 じして 若し 布 
を V 獲るなら ばを 塞と 防備 制度 
をち し离懼 なお 軍 演習 じ從 事し 
な けれげ なら S 。 挪も H みはが 
巧 的に も 布 哇を户 レ ゴラン 
する' 至は 出 ホ， y いので ある 
( 十二】 いづれ の 國家じ もま 
懼 なる 國あ 主義が ある。 大陸 海 
軍 論者が H 本を 悔 辱しても 別 じ 
國際 的な 敵は 出 巧ね。 政治家は 
別 じ 投票 じ關係 しない。 黃色新 
聞は 別 じこれ じ 化ら て讀 ちや廣 
吿 まを 销 しない 
〔十ー ニ】 現 化 兩國じ 離る 問題 
は H 本人の 入 ホ 問題で ある。 併 
しこれは 入鞠闕 題で あつて、 何 
等 戰爭で 解かし 得らむ る もので 
なく、 時間 ど 相互の 議 ホに 依 
ての み 圓滿じ 巧决し 得られる 問 
題で ある 

【十四) 


ど 認めた る 潔を 始めて これに 
着手ず ベく 

の國際 聯盟 參 加は 
ラン， のがて 反 おし。 い 所で あ 
るが 獨遮 じして ゲ ァグ サィ ユ條 
約の 一切を 糜 巧せ ホして 聯盟に 
參 加し 國境 問題 等の なまじ 就て 
獨 逸の 篇 志を ま おする i じは 反 
對 でめる どい ふ 方 かで あつて、 
これを 嬰ず る じあ 內閣の 立瘦は 
フランスの 對獨 政策は 一切 ダア 


を 認めが じ駐 をの 巧 由な き* ピ認 
めた るな めを の 口實じ 巧し みが 
かじ 善を 策を 誰 せんが 爲 めじ 延 
期した もので あつて 化つ て両化 
ホょ b の 即刻 做を tf 悲視 されて 
ゐ るが、 一部 凰ち 蘆の 新聞 おは 
震 じ ストン ゼ术 マン 博 ± が 「括 
し 聯を軍 じして 千 化な ホ 立 ザの 
■一巧を じ ヶ瓜ン 及びが グ ょち 做 
兵し なかつ じなら ば ド I ズ 菜の 
反 おは 正當 である』 ミ 言明 むじ 
i を 巧び 特筆して 外相の 注ぶ を 
促して るる。 

萊京敞 近に 

火災 頻々 

熊 谷啡で 一千 ド 

ま 京 特電 十ー ニ H 發= 過 まサ四 

時陆じ 背ら 巧を 附近を 始めで 本 

が 化に 大火 頻 々たる もの あ々 
埼玉縣 熊み 晒に ては 二大 製が エ 
燒 、二 劇場 其 他 機 エ燒寒 約 一 千 
戸を 德 失し 二な 人の 女工は 出か 
の 隙 二階よ ら飛搔 > たるが 巧衞 
不明の 者は 燒巧 しじ ものら し 
約 四千ん は 路頭に 迷 ふ 有 樣モ今 


沖繩縣 恐慌 襲來' 

東京 特電 十 巧 U 潑 U 沖 繩縣下 
は 前 巧 ホ 間の 恐 隅繫ホ じて 總濟 
的 巧 動は おんで 停止し 官 をの 月 
給 も 沸へ ない が 態なる 爲 め大藏 
堪 ょらは 文書 謀 長 靑木得 一二 氏を 
調 あのな め 派遣した。 

禁酒法 ご 新條絲 

東京 特電 十一 二日 發：= ホ 國の禁 
酒を じ關聯 して H ホ おじ 新條約 
の 締結を 目下を 渉 中で ある ご。 

東京 十一 二日を：：：： H 米の 禁酒 條 
約は 殆んど 終了し 近く 調 即の運 
び ご なるべくけ 本 漁船は 来國官 
憲の搜 索を 許 ザず ると 化 ハに 一定 
の 酒類を 瞄 載して 灌灣じ 入港し 

得る i ごな つて & る！ a ,、 ヒブツ 
ビンが 島の みは 除外例 ごする 當 
である。 

橫綱 栃木 山隱退 

まま 特電 卞一 二日 懲 U 横綱 栃木 

山は 巧を ょら 隱退 する こと ぇ な 

つた。 

日 あな 使舘 昇格 

東京 特電 十一 一 一 H を；： = r ; 本 及び 

支那を 化 おは」' ハ 巧 J ら 大使館 


混淹 わろ 歐洲の 平和 〔中】 

ブタン スの小 聯合 國敕策 . 

貴 擔が增 して 漸く 化 並み-^ 亂る 


ライ 


ン 撤兵 ミ闡家 {女 泰策 


日まで お 明した 部 巧者は I ホ、 

クー 婆 掘彭劈 ： _ ち クフ、 を— 一 常、】—：—.;-''- ミ — J . - ^ 

グ サイ ユ條 約の 履 巧し 歸 しも^^^^と 昇格し——— 澤— 巧が 

を 賞 巧し ミミ 5 さ雙 け。"? ザ； 御け バご襄 律 任命され た 


提議に 應 やる どい ふので ある。 

六 巧 一日から 

米佛 新交涉 

戰時 負債 間 題で 

パブ 1 十四 H 發 U フランス 外 

務當 扇れ 談 じがれば 乂佛 の戰が 
負債 决濟 問題に 就ての 下を 渉は 
カイ ml 藏 相と ヘリ ブク 大使と 


I 巧 圓を 救濟費 ごして 御 F 賜を つ 
たが、 淺草區 旧 中和 にも お 火 ぁ 
ちて ir 白戶繞 あし， 巧者 一人、 重 


新 渡戶傅 ± 繼續 

傷ち 六 人を 生じ、 囊じ大 かの 襲遣隨 十の 圓隙 聯盟 事務 か 長繼撤 

ふ 所 ごな つた H 黨垂 でも 四卜 五の ホは 閒 溝で 承認した 0 
戶 、吉原 附近で 孕て 戶繞失 ホた ' 


る 


が 化 轉超ホ 晒では 一一な 口が 烏 
ちじ 歸 しぶ 都 高 簿賣糸 學校モ 今 一 
朝燒 失した。 


.聖上ょり 御視電 

ベ グブン 十二： n 戀 U ヒン ザン 
ベ 八ヒ大統領は本〇質素^^れ 


濛测が 漁船 賣却 

シド ニ ー 十一 二日を；：：；； 湊测聯 巧 

船舶 巧 じて は 四千 五な 重 豊顺型 

の氣船 十二 隻 、憤 格 甘 五 巧 四千 

五な 磅を拂 下げた が、 右の 中と 

隻は日 本人に 賣 却した。 

西 化 利橫斷 故障 

東京 十一 二日 發 U 東 京大 扱 朝日 
一 新聞社が 飛 一打 機二臺 をな て 策 京 
ン ドン 橫斷飛 巧を 斷一 打す る i 
-觸し 巧 モス々 ゥ化理 大使 
のを 電じ 化れば 勞 農政が は 東 

^^ づ長 づをを ブ ‘t. 一 3— 目 '.*" を 菜 南 1 ミ しる、 L 一を、 らス ，ク— り 巧 一 了ます 巧す 

H の外警 招！ で 祝辭を述 懸念を ミ 5 けれ.！ 消 量け •，卜^^ 詩 巧 

ぶる じ 止 ミミが、 チ こは— 軍の 部下 じは 現在 露 軍^^*^^^ 目 新 
ス ロゲ アキ ア 政府は 國民 ょらの 間 巧 じ掛し 中立の 態 巧を 巧つ ft り P 
ヒン デン.； ヒ將 軍！.： 對バ& てゐる 若が ぞいから 狼將 軍 も 結 

祝電を 一 切ぉ化 したる 報道 局 張 將軍じ 化を のず 備を 一巧す 重 わ て 歧 f み 1 ! 


張 作霖の 軍隊 

化 京へ 動 

化を 十四 H 發 U 奉 天 ょらの 報 
で 秘めて 憾肅 なる 大統領 就な 道 じ 化れば 張 作霖將 軍の 軍 像は 
式に 臨席して 獨逸巧 か 國の憲 目下 化 京に 出潑 せんどし つ i あ 
法遵 をを 宣誓した 力、 瑞 典、- る もの i かく 現 巧 化 京を 守備す 
T 巧國 里の 外 H 本皇お 陛下ょ る满 玉祥將 軍と 張將 軍との 邮が 
-の御 祝電 あら。 ホ國 化理大 兎角 圓滿 を义 くので 第二の 內谢 
使は ホ國 大統領を 化を し 明 後を 惹起ず るので は あるまい かと 

懸念され てゐる けれで も 消总盛 
は媽お 軍の 部下 じは 現 巧 兩縣軍 


獨 遊現狀 


1 


波 蘭 問題 ゲ ァグ サィ ュ 
條約じ 化れば 波 蘭は 蕾に 祭ま權 
を闽 俊した のみならず、 波 蘭は 
海路 化 用權を 得て ダン ジブ グ巧 
を 獲得し、 をの 爲 めじ 獨 遮の 國 
境 線に 大變 動を 生じて、 東プ八 
シアの み 離 ごなら、 ダン ジッグ 
は國際 聯盟 監督の 下に 自由港 ご 
なつた。 然る じ ダン ジッグは 由 
來獨逸 殖民 じ關係 深く、 現ぶ と 
て も 人口の 九 割 四み は獨 逸人 じ 
占められて ゐ るので 本る が、 が 
蘭は なじ 特殊の 權 利を 獲得し 外 
を、 關視 、を 述ぞ お權を 有し 港 
の 巧 蚁も波 蘭 貿易 及び 海運の 爲 
めじが 個の 磯 關じ屬 して ゐらの 
である 0 ' 

シンシア 上部 シレ シァ 
は 幾多の 政 お 的 變遷を 經て遂 じ 
人口 投票の 四 割を 占む る 波 蘭が 

國際 聯盟の がかを 得て 夕數獨 遮 

人の 居 化しつ i ある 開が 地の 八 

割、 ホ 開拓の 鑛を地 九 割 五み を 

獲得す るに 至つ たが、 をに も胳 

ホの 危險 せが ある。 

ブタン ス 

フランスが 獨 遮を 恐怖し つ 
わる 所 0 は、 

〔一】 濁 逸 ご 近搂 せる 爲 め。 
〔一一】 フランスは 曾て 獨 逸ょ 
ち 二圓じ 直ら 侵略され たを を 
常に 記憶して ゐる〇 
【一二】 フラン ブの出 產孩が 非 
常に 减 かしつ： をる 事實。 
【西】 これに 反して 獨 逸の 出 
產 率は 培 加し つ I ある。 

どい ふ 四 点じ 歸す ベく、 これに 
依.^^フラ ン ス が常じをの何物ょ 


が 當地じ 達した。 


る だら ぅご 云つ てゐ る* 


の 間に 非を 式 じ 進行 中で わるが 
日米 兩 國は斷 じて 戰 I 目下の 豫定じ 化れば 搂數 日中 じ 


爭を 欲しない。 盖し をれ は ホ 實 

巧 的で あち、 不利 湿で あ b 、 不 

可能で あるから である。 

陸軍 縮少に 

佛 國ほ對 

グが撒 兵は 八月 

バリ！ 十四日を =： バンク グ 五 

內閣 はお 外 負債み 濟 (別項 電叛 

參 照) の 外重耍 なる 

外を 政策 じ 就て ホを 式 じ 

あ 表した 所 じ 化る ど ワシントン 

の 第二 軍備 縮 か 會議じ 就て はお 

を閒 題の 討議は おじ 巧、 陸 お 縮 

少 は歐洲 大陸を 網羅ず る 國際聯 

盟ど關 係 深く 從 つて フランスは 

國際聯 猫を 通じての みこれ じ應 

ずるの ホ 針を 樹立し、 相互 平 あ 

保陈條 約の 締結に 就て は フラン 

K じ 阿 等な 斟 のな 志な けれ で 條 


は 大体に 宜る討 譲を 礎を 確立し 
て ホる 六月 一日 頃よ-り 正式の 談 
おじ 着手すべく ホ 固の 輿論が 蟹 


ザンニ 少佐 飛ぶ 

東を 十 を U 太平が 巧斷飛 
I 巧の 爲め 目下 滯京 中で ある アグ 
ー ゼン チンの 世 ホ ー周 飛 巧 家 ボン 
二 少佐は 愈々 巧る ホ 四日 じ霞ケ 


支那の 統 一 を 

前を 使說 

併し 前途は 遼遽 

フシ ント •ン十 I 二日 發 =：： 前 駐支 浦を 出發 して アラス々 經 由の 上 

獨 賠償金の 差 廻し じ 就て 恵 外 じる 使 どして 四 年に 直 b 巧勸 L 近 ホ 國じ飛 巧ず， へ < 、海軍省では 

强 '硬 U 反對 をな しつ > ，ある i は <獨 逸 大使 どして を' 巧すべき ジ 千島 附近 じ驅逐 艦を 派遣して 警 

當 扇の 意外 W する 所で ゐ るが 之 ヤコブ •シ ユグ マン 睡± は 今朝 戒じ從 事す る 准で あ 

等の 提議に 願す る 眞巧も 近 < が ク ー リッ デ 大統領 ご 協議、 巧 H 大阪十 巧 ： 0 發= ダン ニ 少佐は 

然 ずべ く談巧 地は 當然ヮ シン トは 國務 長官と 會 見ず る篱 でめる 今朝 當化 ょら 霞 グ浦じ 飛 巧 せん 

ンを 第一 核 補 地と する が佛闽 政が、 巧 ± は 支那 S 統一は 時 商のと する 膝 機妻轉 覆した る爲め 

巧 どして は 寧ろ バリ ー を ホ 留し間 題で あるが 巧 望で ある ど 臂頭時 出 攫を 延期した 

つつ あるら しい。 して 左の か < 語 つた。 

ケルン 撤 をを あ 巧の 支那は を 州の 都督が 當 

哥を一 iiyLS 恩 が 化を 政府の 歲 をなる べき ’ 

猎遵 d 寇薇 ちを s 己 s ® じ 手 酸さず ァの英 國樣ラ ゴゲス キィを わ 

聯合 圃の誠 慮を 疑 ふ 化 京欧府 の權威 もな って 徹底 お 露 貸 惟關孫 委員 會 にて 述べた 

ベ 心ブン 十四日を == ケ^ン 及 し，；；？ いが 最 あの 支那 統一 會講所 じ 化れば 政府は 近く 西 伯 利 じ 


西 化 利鐵道 新設 

り y ドン 十 I こ H を；：：： 勞農一 


び ググの 喘 合國黨 備隊の 撒を 間 

題に 關 する 聯合 國 大使 會 諸が 本 

日よ ち 開會 すべき ものを 一時 延 

期した るに 掛し獨 逸外 務當 はこ 
れ聯 凰が 獨 逸の 武裝 解除の 事實一 


國 家を 泰の 保障を 第一 

位 ごしつ i ぁる； の 正義 性を 認 

めなければ ならぬ。 先づ この 國 

家を 泰の 保障 じ關聯 する 休戰條 

約 0 ホの お 移を 記述す るに、 獨 

逸を 大敗せ しめたる フ ォシ ユ元 

帥は フランスの 國 家を 泰 ご歐洲 

の 平和を 確が する の 道は 獨 逸の 

國境 線は ラィン 河畔を なて すご 

ま 張し フランスの 安泰は この 外 

なし ご 斷 じたる が、 フランスは 

ラィン 河畔との 中間 地の 併を を 

ホむ る じ ホらず してを じ 緩衝 化 

帶を 設けて 平 かの 維持を 保証す 

る どい ふじをつ た。 第二は フラ 
ンスが 万一 濁 逸ょ 6 侵略され た 
る 場を 英米は 直 もじ フランスを 
援助す る ごい ふ條 約の 締結 問題 
で、 第ー ニは 牢 永久 的な ライン ラ 
ン ドの 占領、 第 四は ライン ラン 


ドの 

武裝 解除 條約 違 なを 0 

て戰 闘巧爲 VJ 見做す べしと 云 ふ 
じぁる。 第五は 聯 を國監 皆の 下 
じ獨 逸のを 武装を 解除す る ミで 
ある。 第 六 じ フォッシュ 元帥の 

意見 VJ して 第ー ニ々 び 第 四 項は を 

する じ 期頤の 問題で あ 6 、 第五 

はを の 結裝が 頗る 不明瞭で ある 

ど 励 じて ゐ るが、 英米の が 降は 
ン 'スの 最も ホ 黨 するな であ 
る けれで も ホ闕が これを 巧絕し 
遂に 今日 じ まつて むる のは 人の 
知る 所で ある。 繁と 、フランス 
は 巧く のか < じして ラィン 緩衝 
地帶じ 破れ、 他の ホ 法 も 聯合 國 
の® 絕 する 巧 どなる じ 及んで 遂 
じ 他 じを の 方法を ホめ ざるを 得 
ざる i どなつ た。 第 八に をの 第 
- 着手 どし で フランスの 

人力 動員 の 不足を 滿ふ 
ためじ 黒人 電隊 の擴 張を 斷 巧す 
るる ごな つた。 第 化は おらに 他 
の ホ 法 どして 所謂 小 聯を闕 政策 
なる ものを 生み、 獨逸 U 東の 小 
聯を 厨が フランスを 中必 どして 
軍事 委貫其 他の 形式を 藉 もて 禮 
雑なる 同盟 觸 孫を 結ぶ じ まつた 
ので ある。 第 十、 小 聯を圖 の 政 
策は 獨 逸み 包 勘を 意 ホし 勢力 差 
異を 或る 点まで 伸長せ しめたの 
でぁるが、 而 かも 小 聪を國 の 連 
帶 をの ものは 巧して 堅固なる も 
のではな<、 寧ろ フ ラ ン ス の負 
擔を增 す 点 ぞく 特に 波 蘭と グ ー 
マニアの 獨 逸に おする 闕係 のみ 
ならず - 

對露關 係は ぉ ほ 解 術た 

る將 ホの 不 をを 增 して ゐる 。鑽 
十一、 この フラン マの 負 擔が如 
斯じ增 し 旦っ小 聯を國 の 連絡の 
あ 隙が は 遂に フランス をして 第 
あ國膝 聯盟 理事 會じ國 隙 强制仲 
裁條 約の 提唱 ごな つたので ある 
が、 本條 約は 英厨 ながの 到底 批 
准し 能は ざる 所で ある。 簽 十二 
はこれ 等の 情勢を ホんだ フラン 
ス 輿論の 變 化で あつて、 フラン 
スの 輿論は 今や 巧び フォッシュ 
元帥の 巧 案じ 逆轉し ラィン ラン 
ド ょらの 撒を は、 何物 か强 ぃが 

證を 得ない 限らい かなる フラン 
スの 政府 ご雖徹 をを 敢て爲 し 得 

ない が慶 ごな つてなる。 
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海の 巧 ミ 外 

♦戰時 中 千 二百 万磅を 無名で 

政府 じ 献上した 者が 現お國 首相 

である ご が 明した。 日本には 霞 

災の節 巧な 巧圓 どか 寄附と 麗々 

しくを 表し、 まだに 拂 込まない 

著が ウ 3 して ゐる祖 だ。 


會 邮 ^ 
人扣ぉ 
本.^ 如 
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育 細 £ 
6 W 

化 川 如 
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化 誇- 飢 


會が 
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峭 r 則 
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はお 巧 督軍廢 化の 程度 じ 進が の ホモ 哩じ垂 々ごする ホ 開の 地 

しま 那の 統一を 實 現すべき 機を 閒拓 してが 鐵 道を 巧設 すべ 

運は 日 ど 共に 渡 厚と なつて ゐ機 道の 制度は アメリカ 式 どし 機 

るが、 急速なる 統一は 到底 望械 類の 解 入は 英國 じこれ を 仰ぐ 

まれ ^:> 、 < でぁらぅ云 々 。 であらう ど聲 明した 



來福丸 遭難者 遺族へ 

募集 金額 を かを 論 やず 

締切 潮 日 儀々 今日 

ず取証^^紙上でを表致します 

五月 十み H 紐 育 新報 社 
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NIPPON TAILORING CO* 

3 帥 W. 58 ili お . 

TeL Goiumlnis 4173 



UP TO DATE S けけ 
Custom 

Taik>r 


?1 W. 44 ih St, fi. Y. Ci お 
Tei. lancleri) お 2546 


KERR & MAYOR 

1023 Third Ave . ， 
8 ei. 目 0 左 8 パ is. Telephone Regent 2909 


各 向 人 本日 

巧專 靴型 小 


を 小き 商ぶ ィ 、き 廣ぶ 小き 巧 



Motoi fsuchxva d.m.D. 
116 St. お 巧 hen が . 

Sostan Mass . 

TeL む ckb が 103 お 


YUKIO N 化排 MU 民ん M. G. 

314 Wes! 3 11 を Street 
Tei. Monumeni 0279 


Mi な .Blanche Fi がが 

1264 Lex:. Av も Cor* 85 也 iSt. 


授敎語 興人婦 



KANZO OGURI m.d. 

214 High St. Brooklyn 
Tel. む mberland 1080 


K 。 iw お mot:o, M. D. 

114 W. 70 th St, 

TeL Trafa! が t* 03 弓 2 


SiYoi ( 0 化 BiO . 

104 W. が ndSt. 
Tei. Riyerside が 26 


NAfUTRA 助 舶邮 . 

45 - 47 巳 20 th な . 

Tel. Caledonia 3755 


T. KASAi 卜 

M な rch 瓦 nt 

Tailor 

が r 

TIMES BUjLOiNG 
Room 304 i 

NEW YORK I 


Phone 
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JAPAN ART STUDIO | 

624 liX! 目が 削が E, も Y. I 

巧し PU な 4538 


Koike Studio 

が 7 お h A 化 
Cor. おかが . 

Tel. Caledonia 6394 


Nippon Dry Goods Co. 

1261 Sroatiway, C けんむ r. 31 sf St. 
Telephone Penn. 5950 
Boom B 951 


Imolo Bros , Inc . 

(Formerly M が ufuichi 在 Co.) 
け Easi 17 th 化 fU . 

Te し な uyvesa リ t お 巧 


Dr. T. C ‘ Takami 

178 む 巧 berland を . むな oki が 
Tei. Cumberland 2311 


E. E. Yosh も M.D ， 

3 が W. 71 st St, 

Tel, F.mii 如け お 30 -が巧 


Dr . G . 比 M が ti 打 

DENTIST 
743 L が in が on il 化 . む r. が 化な . 
Phone Regent 2457 


DR. H •ん GARDNER 

DENTIST 

6 郎 Madison む e. Bd 郎 - 81 si S わ . 
TeL お geat 7186 



f 弓 專節識 鏡 眼に 张脈檢 

F. I. FREDERICS CO. 

聲 科藤學 大度 比输右 
口 8 E. 目が h St. お w む rk 

1144 3 rd Ave.. b お . が扣 ぷ加 お s. 


New York Aut:o School 

228 Sec 加 d むも， む！ ■. 14 th Sf. 
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，あ锭 なす お融 :セ敎 卑 
も擧 弗は 弗す ン 撰運修 
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SATSUMA COMPANY 

2518 B'way City Tel. Riverside 8822 

御衙 間 可大郊 間が ホ 
呼會隆 仕勉か 十お內 
お 乞 摩 候强も 弗時特 


KOSHIBA 

STUDIO 

舘 眞寫柴 小 

6 S 1 F 巧 化む e .， 

Tel. PUza の 12 

S け nch Studio 

Wo た ! min ん r かけ r}. 

わ evidence R. I, 



PHELPS & 刷 RY 

3 Maiden Lane N 。 Y. 

ェ細 冶觀銀 念に 幷お 剛卷 

類 石賓匠 意新最 


ん し CEASA も M.D. 

109 Easi が fh Sireei 

お 1 わ rk & L が ingfon む 目 S 
Tei. Unox が 巧 

壽喉瞩 鼻な 鱗 

間 時を 診 
午ぶ 至帖十 前午自 
時 八 至 時 六 後午自 


號 


四ち 千 


爭 


雜 柔巧 M 飘 け 賭 ± 〕 


曰 


十月 五キ 四十 化大 〔.二) 


日本 
洋服 巧 


時 田 信み 郎 
松 本が 


お 五十ー ニ T 目 

ニニ ご 一 

伊藤 
洋服 巧 

? ラ 7 さ-二 


丸山洋 臟顧會 


東を 市 あ ノ內ピ かデソ グニ蹈 ニニ 〇區 

雜前丸 山 洋服 商會 


化粧品 御寶 

五味 商會 

W E .1 ゴ h 苗 こ N - Y . C 思 

TeL 宴 vesan 二？ 45 


11 曰 本 火 が f 

4 ごで st 5 置 St. N. Y. 呈 y 


船具を 巧 おお 船 御用達 

遠 藤 小刀 商會 


這す 苦を さ N . Y . C さ 
Tei . ま 一 害 all 1 置 ー ム 


税關 事務 取扱 

W 星 AM L . BA ま & Co , 

ざ〇ヨ 12 房 ご Broatl ま y - 呈 y - 

Phone : Bowling G 養 n 9 夏 • 91 苗 
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稅關 事務 

を 巧を 地 並に 圣世 
をの 儀 出入 モ 法に 
觸 する 一切の 御 諮 
閲じ應 じ、 谋道滨 
船 貨物 運賃ぶ お 帆 
お 稅關手 鮮書等 進 
呈 す、 ま 要 都ボじ 
化理 巧を ちし 誠夕 
敏速 御用 命じ 應や 

お險 取扱 . 


♦幫籍 ♦雜誌 令 新聞 
縱覚 室を 隅 
執務 午前 义 時ょ b 午后 お 時 迄 

紐 育 曰 本人 會 

西 五十と T 目 二 五〇番 
お 話す ァ •クグ 八 一丸 0— 化 I 

化 留背年 理想の 雜ホ 

弓 本人 靑年會 

《辛 进 ず St - MGiarks ミ妄 4 


大紹脊 肖 本人 

基督 敎靑 年會瓦 


が f 夏を 


レ 巧 fc う 食户巧 


が 城を 木 晒 H 午を 八 時 
が 誌 旨 ± 谁：11 午を 八 時 
をを、 巧 普 室、 娛樂 まの 設備 あち 
ボ货 を歡迎 す、 を 館を 利用せ t 
彼 郁 川侯義 一 

n 本人 基督 敎 修道 會 

. 102 一， V. 1 授コ ータ N. Y. 0 ぞ 

叫61 - sslling^dn 空9の 


曰 本人 5 敎會 1 

牧師 W 島 未 i I 
幹事 化川淸 一 i 

たち 夏奋 至. E . 空 ミ ch Inst . 一 

だ 3 去. 1 吉 si . Tel . Clarkson 1 置 1 一 
巧拜說 敎日馆 H 午後八時^ 
祈 禱倉水 雁 H 午を 八 時； 
战键會 火が H 午を 岳 
♦裔 宿を 

位を ち お 比亞を 数を 下 时を十 
五を 學を會 社員 旅 巧を じあ 適 
設膊 圓黨雜 誌お谢 及を 槐嫉 輿- 
を 簡易を を あら 

おを 喊棠 周旋、 旅を 案 巧、 を惦 
事業 調を、 な 化ガ 事相 お翰旋 
等 间胞諸 巧の ホを を 敵迎ず 


巳 

n 

立 

n 机 

一品 

.ほ N む 
3 


.り 扣化本 

な 常： 人 
e 5 ぶ 

» E む- 

贈が I - 督 
お 
;會 


お W E . 墨 h SI N . Y . 呈 y . 
S . Piaza 芭 41 
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V H お：：！ 

聖書が 究出サ 
共 锁待夕 A 時半 
禮拜說 お $ が 
▽王熙 U 
講演を 又はぶ 
詔を 夕八味 

海 お 節、 旅 巧者 
ま 内部、 人事 相 
談 部、 調を 部‘ 巧 
業 罔を 部、 英語 
搜縫お 授® 諸 課 
を 設け 會 員、 非 
曾 負" 巧 k 計る 


齒巧臀 

上な 茎 

診療 略 間 
'自 午後 二 時 
を 午後 八惦 


带 

索 

科 

=； 水；^ び電 氣お療 u 
ホる 九 巧せ 日ょ を擴 
張の 目的に て 一時 夏 
期 休業 仕 お 
尙ほ巧 開の 節は 新進 
の 設備を 化て 治療 じ 
應じ 申し 候 

紐 育瑞典 フィ ジオ シラ 

ピ ー 學院を 業 
紐 肯メデ カ グジ ム及マ 
ツサ ー ジ撼會 正會員 

を認 西が 幸 男 



稽古は と 十五 

化、 一二 四 週間 

じ おくべき 結 

お あ bo 每日 

朝义 時よ ら夕 

九 時を 自應共 

十二 年の 經驗 

あら 0 


I— m ■ ' ' 夕 

自 ホ 前ん 巧を 才み みお 巧； 占 

寶 石を 4 屢游 \ み み 刹^ 
クオ— んザ へな シンが が 巧 刻 引 
いし ブ f ド：/ ミん トンが 評を 刻 列 

が* d 化合 矮杀 がを 勁 V 
潭ぶ ぶを.- が属 ふ® みず 

縣績絲 巧瓜乂 

1 巧-ザ ゲ 7ザ4ド ち 八 ニニ 1 


U I 


K が 

A M がが 

，寬 J 

a 巧 出 


解 揉 療治 

西 ホを マッサー ジ 
i U 本式が がが 腹 

神經嫌 リウ マチス 
巧 身を ぅづき； 屑 
腰痛み 筋 違 ひ 
'其 化 諸 お 揉 療治の 御 
需 めじ 應 じ御谁 話み 
繁 御が 庭 又は ホブグ 
にお 張 親切 じ 治 撰 申 
上ます^ 前約のを は 
自宅 じても 施術いた 
しまず 0 

ISI 津輕 東洋 

西を 九 下目 車 ほ 番地 

電話 ス 々イラ ア九 五八 ホ 


診察 時間 

午前 几を 一 十 巧 
午後 六 時— 八 時 

パ^ 小栗幹ご一 
絲 育が フラ 7 I 病镜 
祭 五 おお 廃戳務 
武ボ コン バラン ド 
病綻 勤務 


診察 時閒 

午後 零時 半 =1~一 時半 
午後 六 時 = 化 持 
を か醫寧 ± 

バ^ 巖本鹽 一 

を 倫 比亞大 學ぷび 
グザ ラン 病院 勤務 
日 濯は 前約 願 上 お 


每 H 曜及 ±曜 午後 
巧 間は 前約の 事 

カイロ ブラ クタ 1 

橫矢重 孝 


日本 玩具 
雜 貨卸賣 

を 良 貿易 廓會 


: ^ ブル 1 ム 


Dn 夕 Shish 己夕 Db.w. 

夏 W. i St. ジ I . で die を 夏 2 

纖 S 額齡 也 ハ 戶良二 

自 午が 九 時 ま 十二時 
自 午を 一時 ま 五 時 


笠が 洋服 店 


U 本、 支那 寶玉製 美 
術 品、 婦人 用 首 錦 其 
他 裝飾品 

高等 美術 お修 縫、 

首 飾 品、 ストリング 
日本 服 戴 磯 


窝眞 *>^^3 


第五 巧 

尝 i お 


日本 陶破器 

雜貨 類卸賣 


井元 

フラ ザ^ス 


日本 

ドラ イク ^ — ブ 

商會 


メ ー シ！ は 化育 最大の デ パ ー トメ ント 巧庙 であ 
もます。 新らしい昇を巧ど ユ ス カ ン タ1は廣澗 
な店內じがけるを樣のわ貝物じ巧宜と僚快どを 
巧へ てゐ ます 

他店で 二 巧す る ものなら ば メーシ 4では- 
巧 八十 八 他 或は をれ 0 下で 買へ る ミを どぅ 
ぞ御 記憶で さい 

日本へ 御荫 物を 御 送 もじな ちたい 節 又は 御 買物 
-レ 際して 御用の 煤 合は パ ー ッナ グ ショッピング 
ビュ ー ロ ー を お尋ね 下さい、 親切に 巧 便を を 計 
らます 


都を じょ- 當 みの 間 

診察 

午後と 時！ 化 時 
H 曜は 前約 願 t お 

け t ま お焼彌 



午後 一二 時ょ ちみ 時 
H 躍は 前約 相 願 侯 


ドク ト八 

窩 見豊彦 


戀科醫 

► 診察 時間 A 
お 日 (H 曜を 除く } 
午前 义時 1 十二 
時、 午後 一時 I 
水曜 午前 丸 時 1 
午後 一時 


齒科 B 

U 新 ま 無痛 治療 H 
夕 年の 經驗 をな て 
日本人 諸 おは 特に 
了 寧 懇切に 施術ず 

U マ— チン 



正直 ご 親が どを 旨 どし 確實 
信用 ある 悔口 g を 精選し 

特別 廉價 で販賣 致します 


クォ グチム 、エグ デン 四 割引 

揉 也 よんて 一一 一詞 引 

指輪 鎖 貴お麗 をじ寶 おお 一巧 

パ ミグ トン 時；： jJJ 、 户ヮ； ドィ 

リノ ィブ 時計、 を穗漬 時計 

クォ！ 夕！ マン 萬年笨 

エ パシャ ー プ紛筆 

棘 銀器 ホに 銀器 一巧 

御歸 朝の 御 ± 產】 切 

時 討の 修簿は 保険 付 じて 確實 

にお 川 自身が をし ます 

お 育 巧 西 四十 二 T 目 巧と を 

四 四 一二 号 室 (五 巧 £ 六 街 間) 

. お 川岸 蘭會 

電話 ペンシ^ パ n ァと 11111 化 

で hikaw ぞ ICishi 0? 47 W .42 互 巧. 




.書籍 一切 取次 

米國 出版の 翼 緒は 化て お 別 倒 引 

じて 涩 速に 取み ぎ 旅 巧を のが 兜 

參考 資料の 萬 籍蔥集 等は が じ 御 

便を な 計ら ひ 致 巧 〔幡 顿】 

至 itoshi 压 を 夕 
1 芝 ！ las 基 口 St こ TeL Beekman 芝 28 


成功の 秘談 


目 

M 託 
tt h 

狀蜘 

l_fll 8 

. i — t 

旣 


ホ圃ぶ 英語を おす 事 

は 成功の 裝 一義です 

本校には H 本 乂敎授 

じ 慣れた 專巧 婦人 お 

師あ 6 懇 巧じ會 謡を 

信义 社を 語を お 巧し 

ます。 U 曜週 H み じ 

午前 九 時ょ b 午後 十 

時まで 開校し ー レ 
スンと 十她づ i 。 今 

H 底ん じ來校 あれ。 


y 

L ^ 

〇 Y 

〇 化 


〇 が 
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A 





y 本人 部 

瀬 氏 驚 任 
懇切 敎巧 
夕 と時關 
校 勞働余 
暇 勉學の 
便 あり 卒 
業 証霉授 
お 就職口 
無料 间旋 


現像 _ 紫 光堂 


寫： 


眞 


五 索 


燒付 一 取次店 

東京 商會 

西 六十 五 了 目 

一四 〇 


弓 


伸 


が激 おした。 

目 銀 貸 お •し 减少 

H 銀の 民間 貸 おしは 益々 城々 
して 一 惊义千 S 巧 万 山 ごな つた 
而 して 金融み 緩漫で n 1 术 '翌日 
物は 一錢 五を ょ b 1 践 S 旌を唱 
へて ゐる〇 

廊 おは 每 巧激减 

郵便が をは 每巧激 がしつ I を 
るた め 大藏省 及び 遞信 省では 利 
子を 引上げず じ獎卿 方法を 採る 
ベ <考 巧 中で ある。 

を 社債 相瘍 騰貴 

を 諫緩漫 じて を 煩 社債の 相攘 
騰貴し 第せ 二回 闕庫 債券 利迴 5 
は 六 ホ 四 厘 ごな つた。 

製糸 資金の あを 

本年度 製糸 資金は 巧 週 中じ决 
定 ずる 簿 であるが 二 億 叫 見當じ 
てを 低利 率は 二 錫 S 厘な らん か 
ご 云 はれて ゐ る。 

油 旧開發 案解决 

化 磯太の 石み 义び油 旧 開潑會 
社 案 解み し 化 辰會侧 及び 新會社 
侧双ホ 共 じ 資本金】 千万 四 宛を 
臟巧 する {さなつ た。 

砂糖 U 暴落 狀態 

鋼せ あび 綿糸 布 おじ 巿况 軟弱 
譲 謀は 驗發 、巧 おは 下がし、 腮 
巧 類は 强 持を、 砂糖は 暴落し 難 
產を嘴 へられて ゐね 精糖 協を も 
化 刺戟を 受けて 促進され る模穩 
である；； ：= な 上 十四 H 發 


電氣 仕事 一巧 

下羽電 氣蘭會 

!202 1 wroad way 

TeL Endic 置 養 さ 


0巧.巧 巧 ZJW RJ 巧 CY>V 
呈養妻 Clf 黃 

岩 7 呈 h Aye . Hear た nd Si . 

ぎ Murray 呈一 2 呈 Ruom 70 S 

• ぃ^ ホな 謙 次 

巧、 氷 > を、 午を 二 時よ ち 六 時 
迄、 其 化は 前約に 願 ひます 


J が 鑛九廊 

器 Lex 忌 ton US . N ’ Y . 芸 

巧 et ‘其 th &2 ゴ h Sts 
覃 至 a を s 呈ぶ .を 18 -7 云 9 


JOIao 里 OOC さ M P 

3 去 est 94 す sf さみ 
Tel . 笠 まを が お 1^3 & Sch ち ler 1 是 B 8 

兴 み，！^ み 宇 前 丸轉！ 午後 I 時 
^1^1^午後六時1字後化時 
U 躍 午前 化 時— 午後 0 時 

ドク ト 八み 莱乘吉 


义國は 世界の 

金融 中 ふ 

昨年度ち を お 勘を 
米国 商務省は 昨年度の ホ两お 
か 貿易 じ 曲す る 第一 一一の 報吿 書を 
まる 十一 IIH をを したが、 昨年度 
の骑外 投資な は 十な 巧 じ 達して 
級 計 九十な 巧 ごなら 

投資 國 どして 化然 世が 第 
i 位を 巧つ てゐ る。 今 村の 贸易 

調 巧は 巧 お、 をが 塊、 乂人 旅を 

^ のぞ 拂 等所郎 「イン ダ キジ プ作 
I トンー ド」 をを ちす るな 外外閣 
: ょりの 衝 類を 輸入 じは 四で 巧 巧 

_ 外人の 乂闕銀 巧 預金 二 板 一千 ホ 

だ 万 巧、 おはの な國 をを 一一 r 偏 巧 

米 人の か閱傅 道ぶ び 側 人的 喜が 

ぶ 千 五 巧ガ弗 等を も 計上して ゐ 

る。 是 等み バランスを 除く 對外 

物を 贷附额 は 五十 九な よ 千 巧 弗 

じして 巧な 省の 報 吿は么 じ おし 

r 從 ホの 則 的 活動は 今や 米闕の 

颈昭を 潮の 立瑞 をを も擧 固たら 

'しむる じ 至りし i は イン ゲ キジ 

ブ八巧 か 昨年 巧は 渝 おの 二割 二 

ホな ちし じ對 し、 千 八 だ 九十-! ハ 

年ぶ び 千 九な 十四 年が 僅かに 八 

- ホで あつた ミに 徵 する も 明白で 

'ある」 ごちつ てゐ る。 此贸易 計 

なの 第一 部類で ある 

物 口 抓の 驗 出ん じ 就て 見る 

じ 酒 おを 輸入を 差 引き お 超 九 億 

と 千万 弗で ある。 第二の イン ゲ 

キ ジブ V 巧は 六な 一 千阳 巧で 巧 

じして が述 貸と 千 六だ义 巧、 外 

A 旅を のぶ 挪 1 億 ホ 等 総則よ お 

九で ガ 弗の 收 入に 掛し义 人 旅を 

の對外 図支挪 六な 弛、 外人の ホ 

固 巧： Z がける おな ょらの 利潤 一 

僚 五卞巧 弗、 述貸收 入 ホ 千 八な 

巧 ホ、 が 化 移は をを 等を をして 

十】 值よ千 八 巧' 刀 巧に 逢すべく 

差 引 米强の 入超は 一二 億 八 千 八な 

冗 巧 じ 上る 勘を である。 第 S 補 

類の 資本を 幷 じな 附の 異動に 就 

てなる に 乂网の お 外 個ん 貸附搔 

額は と 億 化 f お， け 力 弗で あるが 

'之 じ 巧し 外人が 通貨 嚴を 期に 米 

闕货 おを 化瞥 して 之を 米 闕じ逆 

渝 おした がが 五 千ぶ 弗、 

取引 上 のた めを 潰 あび 巧 

まを 米 人に 賣 b 込みた る もの 一 

億 一千 九が 巧 巧-外人 のむ 價衔 

を 額 四千ぶな 巧 弗、 英國 政府の 

戰 時な 憤ぶ 拂 二で 一二な 巧 ホ 等の 

を 取 勘定を 通算す る ご 差 引 五 憶 

八 千 一が 巧 弗の 輸出超過 となつ 

てなる。 络 四に 金塊を 動 ホ 面を 

-見 るに 其輸义 超過額は 二 値 五 千 

; 八な 巧 弗；；？ ■る じな し、 银 塊は 厳 

^ 出超 過 一二で 六 巧で 弗を 示 t てゐ 

る〇フ ーグァ ー 巧は を 等の 統計 

を 絵が して 「之を 要する じ 十 年 

曲と 今り のが 態は お 本 的に 其な 

; 招を 異にして ゐ る。 即も十 年 前 

米 國の隙 洲じ對 する をが は 頗る 

巨額で あつたが、 現 化米國 巧は 

'國巧 取引の 中必 どなら 米 閱旨身 

が 直接 閣 係の ないか 引 も 巧を な 

て巧裤 しつ i ある おなで ある」 

£ おんで ゐ る。 

_ 

_ 東京 巧 懷說を 

^藏相 否認 

一 過 H のが 巧 タイ ムス 巧-か 當地 

: じがて を <« 巧 巿巧納 五 千万 阳 


の豁 集を 見る じ 至るべく、 モ八 
ボン 巧 含が 之を 引受け 且つ 日本 
政が はを 輸解 装の ホ 望が あるの 
でお留 政府が を 本位 制を が 被し 
た 際ち 巧資を どして 乂閣 聯邦 お 
備銀巧 よら 二 僚 巧、 モグ ガン 巧 
會 よち： お 弗の 翩迪 契約を した 
ど 同 棟の あまじ 巧て 爲替 資金を 
ホ國侧 よら H 本 政が じ娜通 する 
であらぅ ご 報じた i は 前号の 本 
紙で 旣報 L たおで あるが、 をの 
報道 じ掛し 大藏大 ぉが 口 雄 幸た 
は 非を 式 じ 化 風評を 打が し、 日 
本 政府は 巧 化が 育乃 ま U ン ドン 
巿 操で 某 巧 マる i は离 利を 要ポ 
される 懸念が あるので を 裳の な 
志。 きのみなら や、 現 化 巧を 巿 
のな 輿 事 莱じ外 憤の 融通を 受け 
るか をらない ど 述べた る 後、 近 
きお 來じ 或は 隙を 見て 外 償を ホ 
める かも 知れない が、 をれ はな 

外が 務官が 調を した 後なら では 

割ら U いど 销 明した 旨 去る 十ー ニ 

りかの 喘を 通信は 報じ： ゐ る。 


と 巧 開 懼卞る 

太平 弹會議 

ホる と 日 ょら 十五 H じ 貫 

ちて 巧 陡ホノ 八グじ 開催ず る 化 

太 ホ 洋食 諮には 巧國ょ b 紳脱博 

十；、 鶴 見 脯輔氏 等 出席すべく 討 

議華 項は 左の 如し 

一、 奈敎 とを 巧 問題 

一、 國席通 巧と 產樂 問題 

一、 あ K 問題 . 

〔ィ】 正 當利權 を あする を國は 

該問題 じ 對し柯 を ホむ る や 

〔口】 讲斥玫 策は 亞當 だら や 

門-】 公平 直つ ぶ 證的解 巧は 該 

問題」 與 へらる： やを や 

一、 乂柿腳 係 問題 

【ィ】 如何なるを 礎 じて 異人 補 

は 協調して 勞慟 しつ i あろ や 

〔日】 斯る 協調の 實 質は か柯な 

るら のなら や 

〔 - 】 異な b たる 人 柿は 如 阿な 

るぶ 法を 採るべき や 

〔二】 岡乂柿 及び 異人 柿 じ 就て 

我等は 的を 知れる や 

〔ホ】 雜婚じ 就て 巧を 知れる や 

〔へ】 太み 巧 諸 踢の人 碑の 信賴 

協調は か 巧 じして 獲 達する や 

〔卜】 何な じ 現 化 太平げ 軍 じは 

人が 僻を の 誤解 あ b や 

〔チ〕 支那 じ 於け る排 あを 及び 

排外運動は 人 柿 的なら や 如何 

一、 お靑 問題 

〔ィ〕 お 育は 固 降 及び 園內 協調 

上 太 ホ 洋諸頤 じがて 有意義 じ 

効 お あち や 

〔 n 〕 國 降ぶ 韶ど 正義に 斟し學 

校は 何を な L 得る か 

〔-】 學 生は 國際的 じ 訓練す ベ 

き必を あらや 

〔こ】 货図 おは 太ず 炸諸國 はじ 

就て 學び たる i あらや 否や 

勤 支 お超し 

入超 y 緩和 

か 巧 省發巧 お宮を 

四 巧輸お 一隻 ハモ 备 

ガ阳 じして 入 腥九千 方 旧；：* るが 

筋 じ 入超 期を 經過 しお 入 威少は 

願まで ある。 就中 巧ま餘 出は 四 

モ 六： 白' 方 叫に して 出超 二 千 巧. 刀 

川、 巧替 は强諷 じして 八日 掛米 

四十 一巧 半 及び 對英 一志 八片十 

六み の 九で ある。 目下 橫溃 生糸 




輸出 おは 問 崖侧ご 生糸 化 引の 改 
善 協 諮 中 じして 貿易が は 一般 じ 
思惑 化 引减少 整理 じ銳 窓し つ 
あ. 00 

金融市場 ミを 換券十 

一 惊二千 六が 巧 E :、 發ゎ 余力 五 
千： 一 がで 川、 民間 貨出二 德二千 
巧 川、 コ り ホー錢 一二' 姐で ゐ 
る。 お娜界 け引錄 き緩蹈 じして 
商 巧 一般に 不 おなる も 財 巧の 化 
をは 巧な じ 向 ひつ i ある。 本年 
巧 生糸 資金 路定 利率 二 施 下げの 
豫 お。 事業 針を 資本は 一億 八 百 
巧 2： じして 拂込資 をは 六 千 方 田 
日銀 物 惜指數 じ ニ ホみ* 八 六 0 証 
券巿 場は 穏健に して 漸騰ホ 調。 
八日 鐘が 新 巧は が 十六の サ 媛で 
ホる。 

産業 市場 買 ま 生糸 

輸出は 約 一二 万 S 巧 倭、 生 產を制 
限 しれが 傻格巧 八十と 阳な るが 
大日 本 裳ホ會 調査 じょる 本年度 
を證掃 立數豫 想は と 巧 九十 方 枚 
じて 前年に 比し 化 瓦 万 四千 枚の 
增加 である。 四 g の 綿糸 出來髙 
は 廿万丑 モ五巧 掘 じて 空前の 增 
產 、輸 巧 二で 一 一千 五な 優なる が 
八 U 綿糸は 二な 九十 一山 四十 錢 
の 軟調、 締巧 輸出は よ 千 二な 万 
碼 である。 米 聴 b じて 八 U 先物 
四十 一 w 廿ろ獨 。新茶は 前年と 

蓉ぼ 鬧樣の ぉホ榮 へなる が冀斯 

输 、小麥 粉、 肥料、 破 糖 等共问 

販寶义 はを 産制 限 協を 進 巧 中。 

一二 巧を 嵐 手形を 検高 六十よ 億 六 

千万 W 、 111 巧 ホ 垂國な 銜窩五 億 

五平な 巧阳 。趾外 船 近 おお 船激 

增！ 南が 方面 も亦漸 お、 太ホ洋 

木村述 貧は 八 弗 置 十 仙を 唱 へて 

ゐる〇 


义鹽の 貿易 尚 

四月 賴 減少 

併し 化然 どして お 超 

去る 十 己 H かを W て 商務省 . 

ゎ發荣 された を じょれば 本年 凹 

月 度の 米 國お外 貿易は 輸出 四 億 I 

弗 じて S 月 度に 比し 約 五 モミな 

で 弗の 滅少を 示した が、 化 中棉一 

化の 輸出 减少は 一二 千と： 内方 弗 じ 

建した。 輸入 綴 額は S 億 四千 九 

巧 万 孤で 前 巧 度に 比し 一二 千 六 巧 

■ 力 弗滅少 でぁるが、 右は を 業を 

稍 停頓し 巧 巧 輸入が が々 した 結 

巧なる も、 而も 輸岀 超過は 一年 

前の 二 千 一一 音で 弗 じ 勘して 五 千 I 

巧 - 力 弗 W なつて ゐ る。 之を 過 ま 

十ヶ 巧の 総計 じ 就て なる じ 前年 

同期の 化 六 億 六 千 化な 万 典は 四 

十一 億と モ巧万 巧 ごなら、 輸入 

は 前年度の 廿化僞 と 千よ な 巧 巧 I 

が 化 一徳と 千 四 巧 方 巧 どなつ て 

ゐ る。 而 して 金塊 輸出は 四月 二 

千 巧 六十 巧 弗 三 二 巧は！ 一千 五 旨 

十で 鬼 ) 、 輸入 八な 八十で 巧 (一二 

月は とだ 化 万 弗) •十ヶ 巧の 緩 針 

は 輪 出 二 億 二 千 八 • 肖 方 弗 (前年 

同期は 九な 万 弗)、 敏乂 一億 一千 

八 巧 万 巧 ( 前年 间 期は S 億 五 千 

巧 巧) 銀塊の 四 巧 輸入は 四百 九 

十で 巧 じして 輸 巧は 九な 化 巧 弗 

である ° 

〔本社 東京 特電 r— 

兌換券 發 巧續减 

最近の 日銀 帳 巧 じょれば 巧 お 

券を 巧 高は 績 がして 十億 八モ化 

な 方 川 どなち、 翌 H 物は 九廬增 

へ じて定期預をど n — 4 ^ 口， ン 



Japanese Tea Room 
1802 M Strsd, H ，亂 
Tel Franklin 1577 


YOUNG CHINA 

3140 Broadway 

4 Blocks な邮が 

125th B'way Subway 

Duey Pasigfs 

HE 抓 U おが 

459 お 加 わも 

Bei. 27 化- 2 が h が S, 

City Hal ! Tea Gaden 

170 Nassau St. Gty 

Nejct to the Tribune Bidg 
し oo し ミ n Manager 

Beem Nom Low 

474-6th Ave. 

Bet. 28th-29th St. 

S 巧 ■のが 
別 日 化 理御巧 
じ 本を を嗜を 
歡入霸 提好蠻 

迎諸 ホ！ 拱 葦 
し 君 ザ し 適し 
ま は ま、 す 薑 
ず 特^ する 樣 

曰 ぞ 

歡 す 彭那 

醫瑞寶 

妻 撥^ 

紙不す 頭の 出 
上 變べ食 御 載 巧 

御 ゎく 席 使の 哥 
案 引 娱の巧 方 理^ 
內立間 御 じに 人条 
申 願 巧 用 備は蘆 履} 
上度キ じへ 晝蓮圈 
慎な 相 應夜飯 
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一思 腐油揚 

煎餅 製造 卸、 小賣 
H 本を 料 品 一切 

田 中 

祭 |二 街 八 百 八十 五番 
電話 プラザ 五 二 一八 

極上の 魚類 

季節の 新鮮の 魚貝類が 澤化 揃つ 

て 居ち ますから 御賞踩 下さい。 

ァビぶ 口 魚 店 

82 Bayard st_ Tel. Franklin を 基 


新 鱗を か 一切 

日本人 向きの 生魚 澤山取 b 揃 へ 

時别廉 憤で 大勉强 致します . 

サダ オナ魚 店 

」o»eoh り avo ジ a 

技 4 V/. 泛装 St. 

Tel. Columbus 91 援 


礁 まし い 最期に 

泣く 留守を の 人々 


ホ 福 丸 乘組員 遺族 訪間記 


ヵナダ 沖で 痛ましい を 期を 遂 
げ 本紙が 本 H を W て 窗附を 募 
集を 締切る 遭難 船 ホ 福 化の 留 
ずを を ザる 人々 じ 就て 本社 東 

を特 信は 左の 如く 巧へ た。 


个 


个 


^ 海員を 止めたい 

i ホ關 船長が 口癖に 

i 井 賊をお 巧の 賓 をを 瞄縣お 高 

I ホ 挪巧だ 問が 嵩 蒲を に赏化 井關 

I 藤 馬 氏 方を なへ ばか 一二 日 午前 二 

一時 どい ふじ ホだ寢 もやらず、 家 

人は 瑟 ひの 顔を 並べて 弔問客の 

應接じ 化が しかった。 藤 馬 氏は 

語る ........ 『弟は を 媛 縣弓削 巧 船 

學校 をを 業な 巧 船じ乘 って ゐま 

すが、 來福 化じ乘 ったのは 昨年 

の 八 巧 頃で 今度の 樣な變 事を 豫 

紙して ゐ たもの か 「今一が 海で 

が 貴 ホ 巧を 巧ち 上げ じい」 ご 口 

擠の樣 じ 云つ てゐ ました。 つい 

二 llln 前 紐 育から S 月せ 六 H 付 

の 手紙が 參 b ましたが をれ が絕 

筆 ごならました。 其 中 じ 僧が モ 

八 巧 W の 獨逸敷 ピァノ か 一二 巧 倍 

位の 顯微銳 か、 巧き。 方を 小學 

校に お 贈したい からぶ 恵 嚮を質 

して 吳れと 書いて あ b ました か 

らサ ー日 化は 學 おじ 巧って 其 恵 

見を 質し じあ、 サ の 位^ 蓄電池 

が 欲しい どい ふので 巧 慾の 勘な 

いのを 笑 ひ 乍ら 今 H でも 弟に. 知 

らして やらぅ ご 思 つて ゐた處 で 

す』 ど。 千 鶴 子 夫人 ごの 間 じは 

今年 ホ お S 小が 子 ごい ふ 可愛い 

猫ら の 女を が ある。 

病む 小 供が む 配 

中が 機關 長の 手紙 

を賀縣 彥狠町 四を 町の 中が 機 

關長留 ず 宅を 訪 へぶ 夫人 嘉壽モ 

ご 一 お〕 は 二 女 まさ子 0 1) を あや 

し 乍ら 姑き を (と 0) ど 共に 電報 

を か 手じ才 n 聲 ，虫が 知ら 

して か 昨 巧は 柯時 じな く 小 供が 

泣いて でぅ しても 腐つ かず 一時 

が 巧 っても 二 時が 鳴 つても 卜り 

リ ごもせ や、 今朝 巧が 巧け ると 

一二 巧廿ホ 日が 育 差 立の 手紙が 着 

いて 『化育 港 じ 這 入っ たが 手 お 

が 着いて ゐ むいので 小 供で も 病 

気では ないか ご 案じて ゐ る。 こ 

.れ から ボストンを 經て パンフ^ 

I グへ 巧く の だ」 ど懿 めて ゐ らま 

I して 今の 先 迄 巧 ご 手 巧の i でを 

一色と 話 じ 耽っ て ゐた處 へ 化 電報 

j です ィ」 無 必の小 おを 颊やも 

一 乍ら 泣き崩れた。 中せ 氏は 意 根 

I 和本 町中が おみ 郎 巧の 次男 ヤ鳥 

一巧 商船 學 校の 出身、 W 前は バン 

-ク I バ ー 化に 乘 つて ゐ たが ホ 福 

一 かじ 乘 ったの が二閒 H でか 年 八 

i 巧 歸省後 今迄 引 給いて 乘 って ゐ 

I た。 を 族は ま 人 拾 装 一一 一八)、 前 

記 夫人 嘉鼓子 (二 五)、 長女す が 

子 (ごご、 二 女 まさず (二) の 四 人 

游 L である。 

二度目の 遭難 事 

平が 一等 機 瞄 ± 

一等 機關出 平野 政 お 氏 (ー ニニ 

は 一二を 縣夕 裝が锁 巧ず 野 松么巧 


氏み 巧で 妻 ょし子 ご 一 お) どの 間 
じ ご み 子 (二) あろ、 巧 父せ ど 妻 
子は 目下 山 田 巿常盤 町 字 上ノ町 
じむる。 鳥 羽 巧齡學 校を 出で- 
等機蝴 十一 どして 固 際 お船會 社の 
巧 福 化に 乘 組み 昨夏歸 省した 後 
又 船に 乗つ たが、 媛 あのが 息と 
して 一昨 U 獨 逸からの 手紙が ホ 
たので ま必 して ゐわ處 へ 化 悲報 
が ホた。 歐洲戰 乱 中は 淸圃乂 じ 
乘 おみ 乘 船は 獨逸 潜航 膀じ擊 沈 
された が 非 戰劇員 どして 救助 さ 
れ たろ が ある。 

直ぐ 寫眞を 送れ 

藤 お運轉 十： の絕筆 

一等 速轉 十’ 藤 煤乂吉 巧 (一 一充) 

は 廣島お 尾ノ逍 巧ん 保 町 藤 お 房 

吉 巧の 一ん 息子で 廿四歲 のを 巧 

縣大崎 鳥 商船 學 校を 卒業し と 年 

前 励隐藏 船に 勸め二 年 前から ホ 

福 化に 粟 紐んだ。 家族は 寶父房 

妄六 八 ) 、 巧みつ 子 ( 六 五)、 妻す 

へモ (II 二)、 長女 かつ子 二 こ 

長男 武 てこ、 二 女 ふじ子 (ごごの 

ろ 名で ある。 ま 女は 溢れる 涙を 

巧へ 乍ら 語る … . 1 『か H お前に 

^ン ブググ からず 紙が 參り まし 

てが 年の 四ち 頃で ない と 歸れな 

い。 を 人 や 小 化の 敎育 じを 意し 

て吳れ ........ ごを つて ホた のが 最 

後の 便らと ならました。 をれ じ 

ホ 供の 顔が をた < なつた から 直 

r 寫眞を 送れ ご 書いて ありまし 

じので まご 都を 四ん の 葛 眞を俄 

かじ 撮つ て やつ ご 十日 前 じ 送つ 

たので あを ます』 ど。 因み じ 藤 

巧運轉 主は 五 年 前 圃際演 船の 紐 

育 化が 巧 度洋で 坐礁した 際 じ も 

消息 不明を 傅 へられね mZ かぁつ 

たとい ふ 0 - 


結婚を しわ 許リ 

不幸な 一二 木 運 轉± 

二等 速 轉± の吉木 宗四郎 氏は 

明治 化 I 年 福 島 縣鄰山 市 じ 生れ 

縣立ま 橫中學 卒業後 郡 山 小學校 

じ. ー ヶ年敎 鞭を 執つ ねが、 大正 

よ 年 十一 巧 巧 船學校 航海 科 じ 入 

をし 十 年 十一ち 卒業後 直 じ 巧 福 

化 運 轉± どして 乘 紐んだ もので 

最 をが 思の 仲で ぁつた 鈴 木 梅 子 

夫人と 結婚した 許ら だ。 夫人は 

女學校 卒業後 挪 山幼雅 園の おせ 

となろ 宗四郎 氏の 成 巧を 待つ て 

ゐた 。氏は 男性的。 快活な 人で 

繪 書に 秀で クラス 會 や集會 じは 

巧 商 も 巧 形で あつた さぅ だ。 實 

兄には 木彫 家 ごして 有名な 一二 木 

宗策 巧、 度應醫 巧大學 巧敎授 一二 

木 ま 一二郎 氏 等が ある。 

兄は 米國じ 在留 

無電 ± 鞠 渡 あ 雄 氏 

無線 笔信お 十 極 渡 正 雄 氏は 明 

治サ义 年金 澤じ をれ たが、 米國 

じ おを して 歸 期を 日本 無線 藍 信 

技卡 .のをが をを け 昨 夏國際 漁船 

食胜じ 入を 今 H じ 及んだ。 巧栋 

めて 溫 順で 眞 面目な 勉强 家で あ 

つじ どい ふ。 策 京 府下 中 目 黒 じ 

留守宅を 訪 へば 巧が 夫人た け 


化で あったが 、夫人の 實娜 であ 
t 木が 武 一巧 夫人は 『正 雄 ごん 
はまっ てち おのぃ i 勝氣な 方で 
した、 兩 親を 失ひ义 I 人の 兄 さ 
んも今 ホ國じ ゐられ まず。 戦前 
岸本滨 船に 在ました 時 じ も 磯太 
の 沖で 乘 船が 化沒 して ホ 船 じ 助 
けられた i がム います』 ど おを 
をんだ。' 

天 野さん が 

趣味の 講談 

獨演會 開 惟み 定 

巧 畦は か 論 加州、 举盛頓 州ょ 
6 化は 晚を坡 を 講談 巧 脚を 試み 
轉 じて 奥 殿、 鹽 湖、 デン バ ー か 
ら シカゴを 巡遊して 前週 着 紐な 
ホ 更に ポストン、 毕巧 等を 展訪 
した 趣 ホの 講談 大あ天 野雜彥 3 
んは 目下 日本 俱樂 部に 滯な 中で 
あるが、 天 野さん は茗溪 高等 師 
範 出身の 敎育 細から 出た 一 鬼才 
である。 お 伽嚇の 方では 键 山ん 
乂留島 邦 產君等 じみぐ 先輩で あ 
るが、 雜談み 方では 化 細 川敢み 
氏の 蟲を 摩する 技倾を 有し 居 b 
雅俗を 巧衷 し' 硬軟を 調 かして 別 
家を お-、 てゐ る。 西部 地 ホ 
では 非常な 巧詳を 隙し 天 巧さん 
の 講談は 寧ろ 通俗 敎 育の 上乘な 
ちので ある ご 激稱 されて ゐ る。 
天 巧さん は 巧 週々 末 出帆の 長 船 

マジ エス ブィ ツク 号で 渡英す る 

が、 紐 育 滯が中 左記の S ヶ 所で 

得意の 講談を 在留 間胞じ 聞かせ 
て吳れ るを ど；： > つた。 

おな 敎會 U 今夕 八 時から 入 

攘隨意 

H 本な 樂 部；；：；： 巧る 十 化 日 (火 
耀) 午後 八 時ょ 

ら 同化 樂部會 員 

.のた め 「名人 仲 

藏 五段 目の 型」 

を 演ずる 當 

宿屋 組合 U よ懼 本社 後援の 

獨演會 は 巧 週 木 

曜 日{廿 一日} 巧 

五十と 了 目 ホ 人 

あ 督敎靑 年貪舘 

じて 午後 八 持よ 

ら 開演 

入 瘍料一 弗 均！ 


の 様な 圆い聲 、堂に入つ た ホ 人 

の舞ム ロ' 技巧は タイ ムス や トタビ 

ユーン 記 巧 等の 激貨を 博して ゐ 
る 0 當梭の ィンタ* — ミッション 
じは 山 口 一二と 助 氏が 謝辞を 述べ 
環 夫人が 日米 兩國の 固 歌を 獨唔 
しわ。 尙ほ當 巧の 綴收 入は 昨今 
精算 中で ぁるが、 槪冀約 ニモ 弗 
じて 純收 入は 夕を 千巧內 外で ぁ 
らぅ ごの# -U である 0 ‘ 

婦人 記者 お樂 部で 

小島 八重 子演唱 

前週 當 化の ラ デォで お得 意の 

「マダム •バタフライ .J を ブロ！ 

ド キャ プト したが 州 同胞が 生ん 
だソグ ラノの 小島 八重 子攘 はま 
る H 曜 リ をるな ブロ ー •トゥ エ！ 
テンプ^ じ 於て 日本 着を で溃唱 
して 喝采を 蹲した が、' ホる ホ 三 

口は ホブ瓜 •ゥ ォグ ドロフ* アス 

ト リアで 催される 新設の が育婦 
人 記者 俱樂 部の 基を 募集 午餐 會 
で演昏 する さう である。 

運動界 


出洛 ずべ く、 明 B 曜午 をは 同地 
じて 競技 後 トラ グアス 島の な 育 
運 數俱樂 部 じて k 記の 顏觸れ ど 
巧び 試を ふ绪。 

>.、 ン. • ' . •yvysr'..; 

ア ロング 君 負傷 

スぺ 1 インの デ 1 ゲ イス. を 撰 
手で々 年ち 日本の 强敵 ど 見られ 

てゐる マニ 王エ术 •ア ロ. ンゾ君 

は ペン 州 アレン •タゥン-の 會社 
で 勸務中 誤つ て 商 所 ょら 墜落し 
背骨を 巧ら ユキ マホ 線で 鼓斷の 
結果 フキ ラ ダグ フォアの 病院で 
治療を 受ける J どなつ たが.、 氏 
の 負傷は ス ベー イン 組 にぶらて 
大影攀 を 及ぼす で わらぅ と 云は 
れてゐ る。 

ダブス 氏 新 事業-日本ん 閱じ 
顏を 知られて 在る 同氏は 令 回ス 
トラ ット フォー ド 製菓 會就じ 入 
社し、 特に 日本 八 夏 壌 や 船舶 ホ 
面 じを 懼で 上等 子を 供給す 
る； どなち 明 後 巧 隣 日から 活動 
する さう である。 - 


藝術味 溢れた 

鑛唱の 夕べ' 

聽衆 無慮 一す を 名 

旣 報の 如く 日本人 美な 敎會ま 

偃の 同會 館な 築 まを 及び ホ 福 化 

遭難 遺族 弔 感義命 募集の ための 

ご 一浦 環 夫人 演唱會 はまる 十一 二日 

巧ェォリァン* ホ！式じ於て開 


おされた が、 千を 名の 

日 ホ人聽 衆は 堂に 溢る} 

の 盛 巧を 星した。 第一 部ボ へ！ 

ムの ミミの 歌は 日本 着を の ミミ 

运 して 別 樣の威 じを をみ フラン 

濁 逸の 小 巧は 孰れ も 喝采を 

憐 し、 第二 部では 環さん が 一ニ ホ 

線で 「働 進 帳」 から 越後 獅子を 演 

奏し、 S ホ 線の 糸が 切れても 口 

ご 一味 線で をはす ごい ふ輕妙 さ、 

アン n 1 グ じは 化 一二 間 堂を 演增 

し 最後に お得 意の 「お 蝶 失 人」 を 

喝 .つて 大喝 巧を 博し、 可愛い 

岡 島 氏 か 壊から 贈られた 花 巧の 

お々 を 抱きつ i おさん. 一流の 愛 

搔ぶ 'ら を 見せた。 

圓熟 期の 頂点 じ 達した か 


夏 瘍所番 附發表 

東京 大相撲 夏 襟 巧 新 番附は 左 
の 如く 東西 入れ 替 つた。 

東 '西 

新舊 新舊 

S 能 S 葉 II 惦木 板木 

横綱 巧が 西が 横綱 常 化 常 化 
大關お 光太 ホ 大願 大里大 里 
關脇 お葉 能 化 關脇常 3 打が 山 
小結 淸 瀬が 水 小結 福 柳 福 柳 
前頭 射 水淸瀬 前頭 山 錦 常 お 
同 小川 朝 響 同 ぉ 嶽山錦 
同 一二 あ 大蛇 同 外 濱鶴濱 
同 錦洋 一二 杉 岡 化 山 大巧 
同 淸水 小川 同 ■綾 鬼 常 島 
岡 朝 響 若 太 巧 光風 白を 
同 大蛇 琴 浦 同 常 島恼錦 
同 矢 答 阿久. 同 常嶽 綾錦 

同 眞巧 東關岡 白 お出 嶽 

同 若 太 眞砂同 檐 嶽外濱 

同 琴 浦 錦洋同 鶴 濱綾あ 

岡 東關 矢善閒 植離若 常 

阅 阿 义一濱 同 儀 峰檐嶽 

同 一 潰 藤 川 同 若 常 あ 風 
罔 池 田 淸水同 大巧 常嶽 

同 き 野 ま 巧 同 太郞 東雲 

同 紅葉 紅葉 同 綾錦ち 風 

yY. '!■}) -- <)€) 

淸水撰 手 等 競技 

我が •テ ー ダィス 盃撰手 淸水善 

造、 福 田雅之 助、 巧 旧武一 (但 

しお 瘍ホ 定) 'は 本 H ウ主 'スト チ 

エスタ； •ビグ トモ ア俱樂 部に 

てチグ デン、 9 チヤ 1 ド、' ゲオ 

ツエ グ 、キング 氏 等と 複 試を じ 



露穀模 

▼社を ダンス A 
▼表 谣体骚 A 
紳± 、.淑女、 が 子 
供さん ホ じげ 寧 じ 
敎巧 致し 升。 ヤ 前， 
十 時ょ ち 午後 于一 
的を (H 曜を验 く) 

シャリフ •ダ y シ 

ング 師銘學 校を 叢 

上 お 冬. マ 


御 下宿 鴨ホ义 

47 す 夏ち 瓦 Place 

置. Is 芯 ndAve.off E.42 至 St. 

Tel. M 号 葦 吉這贾 


伊豫 屋？ 心 

西嶋 岩ホ郎 

を 四十 义 T 目 一 去 五 

ア ハ.- — トメ ントぶ 2 

電講 プラザ 六 一 お 迸 
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〇 ^ 

SSmSS 4 

MHm ^ 


亀 

話 




國ホホ 1 ム 


クス 


y がピ A/ 隙 


コミックオペラ 

ミカ K 

每 巧；：：：： 八 時 一二 十を 

ブ テネ！ u 水曜 巧び 生 巧 

午後 一一 時化み 

4 喜 賽 S 是摹 

44th S 产 W 象 t of 巧 追 ay 


天戰 先生 趣陳 講談 

時日 U 五 巧せ 一日 ( 木曜) 午後 八 時 

瘍巧 ZI 义人 基督 敎靑 ザ會 々舘 ' 

( 西ぶ 十よ 了 目、 第 八 およ b 西 ) 

. 旅は 道連れ • 太 閣記瓢 軍配 * 

. 震災 美談 一握の 飯 • 


演題： 


入瘍 料：：：： 壹弗 均一 

お國 じがけ る 趣 ホ 講談の 大家 故挪 川風を 氏 及びが 藤 痴勉巧 

W 共 じ 巧 ホに 盛名を る 天 野潍を 先生が 渡欧のを み 西 8 方 

を經て ホが せられた' るを 巧 磯 ごし、 化生の 趣 ホ 横溢 ザる 新 

講談を 巧留 同胞 諸君の 淸聽じ 供し ますから 奮つ て 御舊ぁ 

ら，^^;を瑚望します \ 

ち 催 紐 育 宿屋 組 A 

後援 紐 育 新報 浊 
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點 如 


會席御 料理 

ホに ずき 變 
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>7 ■化 A W 

U ’W ijS 訓 
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5E が W が 

化な 齡 « 

Y W W 


御 料理 

芳の家 

壽 司、 媛 蒲 燒每日 有りまず 今 



緩 蒲 燒壽司 御 仕 化し 

日 巧 巧 H 巧閒も 御用 命じが じ 巧 

會廢御 料理 

窩等御 下 お 

兒 玉ぶ 一 


N t 

A ^ 

W ' 比 

P ぶ 


Li 

A 

s 

AH 


に 


i 

p 

T 


理懲的 御旅 舘 

御を 棟に 誠 窓を 巧て 盡 します 



日鑛 


d 4 

M 洁 

H 飾： 

が 加. 一 
^ 2 06 
^ tf IW 

a ^ W 
一 W 


み 


9 


御旅館 河 添 一 


御手 輕御 料理 並 じすき 燒 

新ら しいが 巧を 择び 精々 勉强 致します 


支那 I ifs? 

料理 替 

巧 藤 茶園で 永年 御 愛顧を をけ 
V た蔡 文で 御座います 

ん 



H ネじ 住み、 H 本 語 
側 を 話し、 を樣 の御增 
巧に 適する 御 巧理を 調進 致ず 
了 度玉ン f ェ- ! タ アの卡 でず 


化？ S 
5 S 

W- * 


寸 

一 

ぶ 


御辨當 ホび じ 
御 家庭 支 巧し 
御 下宿 

後藤 

壽 司、 媛蒲燒 
每 H おちます 


▼一一 一徳 U 淸 潔、 親切、 お 樂^ 

勢 州 儀 館 ま— 

ま 巧が 勢 事を 久 巧榮巧 

技 5 E . 5 ま h wtset 
ジ ー. Reg 呈二 298 


電話 レ*^ シン トン' 四 八 五 あ 

爱旧 旅館 

■ 東 十五 T 目 二 巧を 


西 六十 五 T 目な 四十 六番 

一力 旅館 大橋 

笔話 エン デコ ブト 八 六 1 〇 


御 下宿 

自曲亭 

累ジ nds St . Br 岂妄 n , 〇. 
Ifel . 兰皇 e 7ち5 


中が 理髮巧 

中 棘萬諫 
31 ま. 臺 S 三. y ' 宴 

妄 . Columbus A ま. & Gent をす rk West 

日本 理髮 館淸 

新 ま洗髮 の設髓 あらる 速 T 海を 

旨と し 精々 勉强 致します 
西 四十 一二 T 目な を 地 I 二 呂ホ或 室 

ツブ フロア (黄々 あ* J 四十 STB 巧) 


尋れ人 

巧 城 寺巧武 おお お內藤 巿太郞 

朝鮮人を 秉斗 

鹿を 鳴 鶴 化淸宮 お八 鸣鐵 太郎 

を 知 早 川を 衛か歌 山 引 ± 純 
沖 繩玉城 利 德- 
を 川 縣人多 田 巧 一二 孤を 巧 某 
をのを じを かを 度き 溝を 么 

巧 巧 本人 若く はか 人ょり 現 

化 巧 御 通知 願 上 お 

紐 育 帝國總 領事館 

1 置 B 置 W ミす W Ifork 百す 


宮川 事務 巧 

持續的 奮圆の 同胞に 的確なる 職 

業を 周旋し ます。 

た ち ミ se で gle 育呈 这 

一登 宝. 4 ま h St . N . Y . C . 

Tel . Bry 苦 t 77 芭 苦ち 


0 

米 

. it - こ 

替， 

庵 一 


電話 プライア ント 

八 〇 と 九！ 八 八と 一二 
日喔 反び 巧 間は 

ケロッグ 00 四 旧 

親踞 特長 

紐 育ボ西 四十 巧 T 目 
ニニ ー 1 1 八を 

，(.二階) 

支店 

14? Claremont Ave . BuHal 夕 N . 产 
ジ I .田を を 一 さ 8 至 

ま 巧 f . F . Kuato - 


^烹孤 u 御旅館 

生. 


佐 野ぶ 弟 


お 肯巧醒 八十 八 T 目 云-百 十己番 
r け 品- スカイ ラ，.. と \ ニニ 



ぶみ 娘 W 
^ 仙 極'^ 


磯 


會庸 御料 壤 

東洋 纔 



れ S J レ _ 

化 M J 琴 

J れ M 齡 • 


鄉 料理 严 卽 

太 簾 

壽 司、 蒲 偽、 雑が、 巧鲍 、かきめ し 


I 一一. 一 證油籍 gISSI 纔望 白米 
目ネ米 is 食料 贏 

野 田 普 池 巧 ホ會お 度が 一手 資揃巧 

- 日本 食料品 蘭會 


S 

，2 ; 
B 苗 

.1 9 み 
r 5 0 

如の 

3 

K 


み 


が 


日本 食料品、 日用品 
並 じ 新刊 書籍 類 一が 

巧禍 兄弟 商會 

を 巧 お 巧 巧 荷 最近 巧 おじて ち » 
比 お巧读 々御用み の 程 ホ 巧 上 候 


0 

Y— 5 

に Y 

W 4 W 


日本食 お品頰 ぶび 雜貨類 卸小資 

桑 山商會 

巧 巧 香 籍雜誌 ル 聞 物 日用品 各 香 


S ? ザた熬 


cS 

G 

〇 

か 

〇 

T W 

加 W 崎 5 


端 做 

閒 机.！ 


口 


巧 話 


六 


日本を 巧 お、 雜货 
萬 結、 お 誌、 新曲 

.ラフ アがグ 1 


五 五 
货グ- 


東京 商會 

自 巧の 便 あ b 


最新 或 ホ 曆建 

便利、 淸洒 、が 遇 懇切、 お 巧 化廉、 
を 着船ち 之 お 都度 波 t 琪じお 張 
シアト^ お 第 六 巧 一二 〇 六を 
ェ ヌビ^ — ホテル 


電話 


ン兰化 五 二 


藤 ザ 旅館 ミ 巧 

4 廣客 ay 呂 ard Ave こ 
Seattle , wash. 

a 本が 藻 船 切な 御 申 兹じ應 じ 
萬 事 御 巧を じ 御 化 扱 ひ 申 上 候 

を 港 小 U ホタ火 

▼日本 御料 a (別間 ぁ •ゥ) 

桑 港々 リボグ >1 ア巧ム ハ ーニ 
電話々 ネ ー 1 八 一み 

口 - ~ サン ゼ ルス 地 ホの 御 
観光には 巖 善み 御 便宜を 計ら 升 


产 


ホ テ 八 


羅お巧 じ 於け る 间胞經 營中最 
新式 鳥 等 ホブグ であらまず 

羅府を 一巧 一二 九 半 
琶ま 「ゲア y ダ ィネと 六五义 
電話-/ タツ々 is 八 ホ ーニ 

貸 自動車 (牧野) 

羅府を 所御觀 ホには 最も 穂 通し 
た ドラィバ ー が 潮 案 丙を 上ます 


ホス トン 案 巧 

貸 自動 お 業 河 西 
諸を 跡、 大學 校、 エ鶏其 他 一 おの 
紹介を び 通 辯 もします 
ジニ岩 是さご 空 


ぎ〇ヨ 30 
70 す tavia St. 


がス* f- ン市 

富 i 旅館 大浦末 松 

妄 W 夏 e 常 巧 Sh Bust ミ Mm. 
ぎ！ h£ay 奇 70 



け 

曠 

說 




四 




新年 度に 入った 理事 會で 

紐 育 H 本人 會 役員の 改選 

が 福 丸沈沒 事件の 建議-^ おる 

四 巧 中旬を 期總を じめ もちし 會 長の 巧を 受諾せ ず どせ 


大 

正 

四 

ご 一 

<r 

五 

巧 

十 

六 

曰 


曜 

—i 

-■» L - 

' f 



てな 进 された 巧 事に 胶 b て 開か 

るべき 新年 废窠 一回の 理事 曾は 

まる 十二 U 午を 六 時半 料亭 都 じ 

於て な 集され たが 當 巧の 出席者 

は 地 ま 大島高 田を 信 東 

日 思淸化 (宗) 淸水 (善】 山 

田 杳西お 巧 化 山 小 野 

ま 村 竹 中吉田 (正) 亩田 (を) 

田中鸭 井を 西 (巧) ま 口 

川を 岡 島が 化 柳 巧属葺 

上 出 小阪滿 口を ホ銷巧 

水 おの 一二 十二 巧を 後地 ま 會長潑 

長 席に着き 開 會を宣 し 指名 お 呼 

ご 共 じ新舊 理事の 紹介を 試み か 

で 直 じ 新年 巧 役 貴の 選擧じ 入る 

一 旨を 吿げ 併せて 『過 ま ー ニ 年閒會 

j 長の 職に 巧ち て 大過 きを 得た 

I るは 哉 氏の 援助 じ 依る』 ごなし 

新年 巧には 新人 物を を 長に 選擧 

ザら れ巧 

事業 關 係の 都合と 再選 

j の舆 をは 固辭 する の 外な しご 聲 

巧し ま 井 理事は 指名 演說 をを し 

I て會 を 理擧じ 入らむ ご提 歲し大 

鳥 巧 事の 養が あらたる が 氷を 理 

事は を.^ て 後 巧 指名 溃說を 試み 

『化 ホを をを 窠 - 候補 ごす V き 


ば 現任 大島化 佐 氏を を 良 じ推游 

すべし』 ご 述べ 草 信、 巧 水 ( 善 ) 

兩 理事の 赞化 指を ぁ b 他に 指名 

なきた め 投票 じ 移 もたる が 開票 

委員 女 ホ、 鴨 ホぶ び ま 田 (正 ご 二 
巧 計算の おを 左の かく 當 選の 旨 
あ 表お會 長は 大島 供を 氏 じ 巧を 
した 

を 長 111 十一 黑大島 供 佐 
次点 十 1 票 地 ホ 延么助 
一票 田 島繁二 
; 票 鳥お豐 意 
みで 副 曾 おの 逃擧に 入ち 水 ハ 合 
巧 事は 起 もて 田 島 

現 副會長 及び 絮— 

を 員 長を、 香 西 (み} 理事は 柳 お 
理事を 指を しお 票の 結果 左の 如 

决 をした 

副會長 二十 八 票田 島繁二 

巧 十五 票 柏木 秀巧 

ホ 点水み 柳 お 草 信 

. 髙 田地 ま乂ホ 巧 

尖れょ b 會 がの 選擧じ 移ら 現 

任 高 巧會訝 滿媳- 致を なて 當選 

地ま會 長は 議長 席を 大島 新會長 

じ 譲ら 大島會 をは 就 巧の 挨楼を 

試み 『理事 諸君 及び 會員 諸氏の 


援助 じ 化 b j 侧年 ホけ は 最善の 
巧 力を 招すべし』 ご 述べ 地 ま 前 
を おじ おして 滿お 一 致随 謝の 巧 
誰を 了し 次で 角 田 普 記 長 ょら 食 
おの 報 吿がぁ 6 、 窩旧會 計の 會 
計 粮吿後 デコ レー シ 3 ン 、ディ 
の 化を じ關 しては 例年の 如 < 共 
濟委員 會じ附 巧して 擧巧 する こ 
どじみ し、 化遊會 開催の 件 じか 
ては 柿々 

討議の ホ千黑 對王累 

を 0 て 本年は を 巧を 見を はすべ 
しど ホした る； ご 東 理事の 提案 
じあき， 社會 委員を じ化喔 して 秋 
季 野遊爵 を催寸 じかした るが ホ 
福 化 化 巧に 關 する 建議案は 柳 原 
理事の 說 明、 川 島 理事の 贊成ぁ 
たる も 高 巧、 兩淸 水、 上 旧、 

ま 田を 理事の 意見 ぁらてを 務委 
員 會じ其 調査を 一巧す る J とな 
つた。 最後 じを 務 委員 會 の報吿 
ぁ b ホ 福 丸事 件 じ 閥す る 大体の 

報吿を 始め、 太 面が 巿じ 於け る 

邦人 抑留 送還 事件、 巧 ボストン 

豊田秀 ホ 氏の 巧 ほ 權試訴 奉件フ 

り リダ 州 じがけ る餘 化ず 能 外人 

十， 地 法の 伸、 が賀巧 ( 加州} ± 地 

事件の おみ、 支那 人の 試訴 事件 

等に 再 > 水な を務 委員 槪 要を 說 

明 巧 吿し尙 ほ 今期の 會計 撥査委 

員 どして 馬葺 悅郞、 H 原が 彦、 

鈴 木 益 I 二の S 氏 選 巧せられ 午後 

十一 時 散會。 


フロリダ 州で 

主 地 法 修正 

歸化 不能 外人 じは 
所ち 權を 巧へ ない 
が 日 風は 今や 南部 フ P リダ 州 

じ 及ぼし 本 月 上 巧 岡が の 下院 じ 

がて は 六十 八 祟の 大夕駭 で歸化 

不能 外 乂じ掛 L ては ± 化 巧 おめ 

權 利を 賦巧 せず どの 議案が 湿 過 

して 同 州の ± 地 法が 修正され た 

が 上院 も间 一の 態度を 執る であ 

あぅ ご 傅 へられて 居る 右に 就き 

同 如ウキ ン ドメ ヤ 1 化 卞こヲ レ 

ンジ 、ク U ■ — フを所 ホす る 鶴 貝 

ぶ 一二郎 巧は ホ 社して 語る 『柯じ 

せょ 吾々 は、 非常に 細かい を 意 

を拂 つて 排日 風の 吹かぬ 樣 じご 

豫 巧して 居た ので あるが 斯 かる 

惡 法の 成立を 見た のは 逍喊ザ あ 

る』 云々 


た 


來福丸 遭難者 遺族め 弔慰 

締切りに 臨 かで 義金 殺到 

み號發 表までに は 優 じ 兰干弗 


卿 

ぶ 

で 

巧 


第 

養 

干 

ち 

四 


二 

號 


威 際 衡船會 社 所感 滋 船が 福义 

沈 沒ご共 じを 滅の 不幸 じを へる 

船 貴 S 十八 巧 遺族 じ销 する お 慰 

をは 締切に 瞄 みて 殺到し 旣じ二 

千义刊 弗 じ乘ん どしつ： あるが 

本日 午を 締切ら ホ， 號發 をまで じ 

は 優 じ；： 一千 巧 じ 達すべき 見込 A 

である。 をの 外 別に 千 圓並じ 同 

おじを お 送 かせる み、 菜 岛敎會 

主 偶の S 浦 瑕 夫ん 獨哨食 義金 等 

をか算 ずれば が 留阳胞 ぶび 米 人 

篤を 家を を 甘て 巧く ごも 通計 約 

五平 五 ' n 弗を 超過ず べき か。 本 

社は が お 巧 胸の 深 停なる：！ 1 情を 

具体化せ る 巧 慰を 憎 達の 上み 號 

じを 後領收 のをを 發 表すべし。 

を M 巧 二 一十 叫 弗 お 十 仙 

紐肯 u 本人 お會扱 

(內 誇) ▲十 お 宛 紐ち 敎會 

俾逍が お ffl を 一 ▲お 弗 お 

淸水 おみ 郞 夫妻 乂贊順 治 

を 良 巧 牛 之 助挪旧 闕み郞 

お 鄉を意 山 本 S 邮と おお 

せを 夫妻 乂渡久 摩 喜 出 浦 

幸み 郎夫裴 田 中 甲 裴み郞 夫 

妻條 席を 雄が 小 化 太郞夫 

妻を 島 精 策 夫妻 riT 削亮 

岡が 德治松 永 四 邮鹽崎 お 

吉 As 弗 お 岡が 隆學白 

石 賴ホ山 本 お 太郞 111 好が 

巧 次 小手 川 新 ー ホ 乂隆乂 

前 田 蛋太郞 熊 2 ： か Ml 郞巧 

脇 潤- 前門 か 後島ぶ 勇み 

郎江戶 徳治小 巧 贊助國 

巧 巧 二を ハ 合 川 卯を 衛夫ま 

止 口村 髓み邮 が 井 里子 化 山 

政 巧 稻巧德 が 紙 木な： 一 

一 冗 山 歲志常 ▲二が 宛 お 山 

舜太郞 田 中が を吉岡 化か 


郎 夫妻 杉が 踞 おが 获原達 

化 中村眞 夫を 地 耕 ホ ホ 

旧 熊太郞 夫妻 重 旧 静をモ 

a ホ 儀 一二 郞 が 脚 明 窩橋由 

次 郞湯ノ 目泰亮 伊藤 もが 

今 井範子 西が ま 雄 中 巧 正 

勝ず 田 巧み 大津 精一 田 

巧を み郞河 巧時踞 を田浑 

'河が 吾郞ぉ 井篤郞 

互 r . 雲 e - ton , S 己 anne Yamito , 

▲一巧. 宛 飯 島鄉を 川上 喜 

四 郞加藤 勉巧部 貞ホ郞 
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星 巧 忠後旧 乂福一 ▲五十 

仙 宛 木澤利 一郎 植田巧 

鉛 木 彌と郞 化が 俊 夫 

金 巧 八十 八 弗 

一ニ ホ物產 株式 會社 

紐 育 支 巧 員 一同 

金 六十 五 弗 

が 育 雜貨商 化合 扱 

(内 譯) ▲十五 巧 系な 貿易 

商 旨 ▲十 弗 お 高木 ホみ 郞 
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力惠 A 一二 弗 前 田 一重 

▲一巧 お 中が こを 佐 藤 政 

お 山時隆 S 五 ドヮー ド、 

シユ ラィ バ！ ちか 佐が 田 

巧 鹿 造 お 本が 

を Id 十 弗 村 井實業 お勵會 
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回該察 時間を 巧、 水、 金 午後 二 
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壶 所有 權 

邦人の 前途 暗し 

乂网じ 於け る± 地所を 巧は 郝 

て ィブー ト •ラィト に準じてみ 

せらる {もで あつて 聯巧 政府は 

をれ じを 啜ず る こじけ 出 ホない 

ので あるか、 おし 妍ホ巧 ものが 

掛の惠 巧 力 至 聯邦 政府の 定めた 

& 恵 ホの 精神 皮び 明文に 違反し 

た ご 越 めら る-^ ならば 訴訟に 化 

b て お 解 ホの 途を發 見す るの 外 

はない。 がる じ從ホ 加州のを 定 

した i 地を ぶは 难盛 顿册じ わて 

制定した ± 化 をが まどして 『歸 

化 不能 外 \』 じ 尚して 差別 的 待 

遇を 巧 ふる 性質で あつたに 拘は 

らや H 本人 侧 から 提 をした 訴訟 

は 都て 失 败じ歸 して 仕舞つ たの 

である。 而 して 最近 誓 巧 大審院 

の 巧 巧 じ wb て 致命傷を 絮 つた 

加州 ぺ夕八 マの 伊賀 旧 コック リ 

1 作 事件の かきは 更らじ 一廢危 

がのを を d 本人 侧じ惹 をせ しめ 

たので ある 0 

伊な 旧。 る 間 胞は千 化' 百 二十 

-1 一年 二ち 一一 日加 州 ソノ マ 邸峭ホ 

媒巧所 じがて 巧 事 シーゥ で 瓜 巧 

-の じな 會 昭審官 から コック リ 

1 片氏ど お 謀 罪に をせられ 外人 

± 地 法に 照らして 罰金を 科せら 

^ たなを； 小 服 ごし、 加州 大藤院 

じ k : みした る も 却下せられ たる 

お裝： ガ數千 弗の 投資 事業を 放 

棄 して 細 朝して 化 舞つ た。 有罪 

'の 理由は が賀 田を が 加州 じ 生ま 

れ ホ國ホ 民なる 自身の モ 化の 

爲 め-—‘ コック リ ー ^ 氏ょ b 尘化 

を 買つ た i が 外人 主 靴 法の 法颖 

を 潜ら わ どした ど 云 ふじ あるけ 

れ お、 孽 貴が 賀旧 氏は 子孫の 爲 

めじき患の永乂的；：>討畫を樹て 

たる じ 過ぎ；： > が つたので ある。 

華府 大審院め 巧 巧は 主 化の 所ち 

一 於 黛せられ たる 外人 か 子女の 爲 

めじ 計る ご 稱しホ T 年 者の 名義 

を惡 用した ど 云 ふ 点じ あるが、 

觀れ しせょ H 本人の 訴 哉は 十 中 

の 八 化 敗訴 じ 終つ てゐ るのは 

を ど 諮 ふべき であらぅ。 

加州、 惟盛頓 州、 ォレゴン 等 

じ 於け る 所銷排 =的± 地 法は 旣 

じ デラ ゥ王ア にも 制を せられ 运 

b 今や 巧が フ 》 リダ 州に も 反ん 

でゐ る。 フ n ブダ 州の 下院に 於 

一て は 则恵法 修正 巧遙 案の 形 まじ 

化 b て 『歸化 不能 外人」 の ± 化 巧 

ちを 谋ず べし どなし 目下 间卵上 

院じ 送られて ゐ るが 恐ら <將 ホ 

巧 人の ± 地所 ちは 阻 難 ごなる ご 

觀测 される。 がの かく ボッ リボ 

どを 州 ホに 『錄化 不能の 外 

中 金て：^ 接 別 的 立 巧を 制定して 

往 くご ずれば 邦人の 前途は 甚だ 

暗：：. ごがせ ざるを 得ない。 乍 併 

化 大勢を か 巧 じして 肌 止す る 

がが ホ やう か、 窗 人は 化ら じ 手 

を 拱いて 活動の 範 岡を 狹 めら る 

るに 甘ん やべき かおた 巧両 巧が 


して 是れが お 巧を 誰すべき 乎。 

.過 まに めける 歸化權 獲得 問題 
の經错 、差別 的 待遇な 法の 除斥 
ホ 張 等の 歷 あに 顧みる じ 夕較化 
おが 人の 要求 ご 云は む ょらは 寧 
ろ 指 海 者の 提唱 じ 冒從蕾 同した 
ので ある。 即ち 夕數 の间胞 自身 
が 風馬牛の 態度 f わつ て 墓 も 弟 
支を 戚 じ。 いとするならば 歸化 
權 問題 じせよ ± 地を 問題に せよ 


打が て t 垣く 方が ょいな ど i 云 
ふ 恵 見の 撞頗 する のは 一應 無理 
なら 0 な 心ん らぅ。 しかし 是は 
邦人の 通 癖 どして 重要な 問題を 
組織的 じ將化 持久 的に 解かせん 
ど 針蕾ぜ ざら しじ 基く 影響で あ 
るから、 巧 かを ホ 面 どが 合せて 
化 本 S ホ かど 磯を の掛巧 どを 案 
出す るのは 刻 ドの 急務 £ 謂 はね 
去む るまい 〇 


布 唾の 防備 增設に 

大統領 U ほ對 だん 


國隙 平和 振興の 意志に 反ず から 


ワシントン 十九； n 發 ：：：： 乂國の 

布 畦 近海 大溃習 後布哇 の 防備が 

頗 る 不完全で あ る S を嚴處す る 

じぶんで お 力なる 上下 両お 觀戰 

議 旨を 姑め どして 陸海 軍が 巧に 

がても 化の 酱 

防備 完 をを？ 違を 

0 て 太 牢洋の デブラ グタ ー たら 

しむべし ィ ーの 聲离く 殊に 下院 海 

軍 委員を バ トラ！ をの 如き 次 巧 

議會じ 提出ず べき 海軍 豫算の 計 

上を をまず るに まつた 爲め扫 本 

の 輿論は 巧び 惡化 しつ-" ある 旨 

報せられ てなる が、 大統領 クー 

ジデ 巧は 1 の 軍備 權張 宣傳じ 

向つ て 非常 じ 遺 域の 意を 表 巧し 

方 一 斯る對 畫が實 現された 裝を 

は强硬 じな 掛 する であら ぅご 期 

待され てむ る。 即 もク！ リッ デ 

氏の ホ かが 軍備を 縮 少して 世界 

平和の 確保 じ貢缺 せんごす る じ 

あるは 逆 まに がける 氏の 言動に 

化ら 搜 々を 明され ね 所で もつ て 

從っ てこの 際 軍 編 會議の 効力を 

外 じし 聲を大 じして 布を の- 

軍備 擴張 を說く ミは を 

の 政策に 一致し ない； が 明白で 


グも 統領 時化 じ 巧 はれた 休戰條 
約 締結り を 動員 日 どして 戰圖の 
準備に 從 事す るふに 對 しても、 
ク！ リツ デ 大統領は 過日 反勒の 
意を 表明し 休戰 締結 H はを 世界 
に ホ かを 促進す る 意が じがて 記 
念ずべき であるが 斷 じて 戰圖の 

を備 等に 巧 力すべき 日に ホらず 

ご聲 巧した るが 如き 偶々 ク ー リ 

ツデ 氏の ホ かを 切 尊し つ J ある 

i を 示した もので ゐつ てこれ 等 

の 事情よ b して 大統 破は 布哇の 

防備 擴張じ も反凿 する であらう 

ご 期待され てゐ る。 

布哇の 防備 •こ 


わが 輿論 


ある。 ク ー リツ デ 氏のを 縮と 造 


艦競爭 回避な 策は 庇に 乂跑の 仰 

巧 延長 問題に 就ても 現れて ゐる 

即ち ホ 國のお 軍部 內 じて は巧國 

の大備 仰角 じ 比較して 稍 劣る も 

の あるを 發見 しこれが 延長を 計 

らん ごし 英國 政府は これを なて 

ヮシントン 條 約に 違反す るら の 

である ど 抗議した 膝、 米國 政が 

は 日本 欧府ど 協議の 上 仰角 延長 

が 敢て條 約の 違反に. ホらざる i 

を あ 見し たれで この 際强 いて 巧 

る巧爲 じぶ ぶのは お 軍 競 爭を巧 

を するどい ふ立媳 から 自主的 じ 

仰角の 延長を 禁止し、 巧ら じ 昨 

年 ホ ー部 海軍 渡 張 論を じ 依 9 て 

米圃が 軍の 不充賓 ご H 本の 補助 

腊 建造を 口 貧 wi る 

海軍 宣傳 じ對 しても 大 

統領が 斷乎 として これを 斥け、 

遂に 大統領を して 日本は ヮン ン 

トン 陈 約を 遵守し ホ國は 何等 騷 

ぐ じ 及ば やどい ふ聲明 書のを を 

じな つた 事實 は、 いづれ も大統 

領の 平和に 勒 する 意志を を 表し 

たもので をつ て、 最近'- 1 デン 


义题の 態度 非難 

を 京 特電 十八： n 發リ H 本の 輿 

論は 最近 ホ哇 近海 じ 於け る大演 

喔の 結果 布 畦の 防備 お設 が米國 

お 府部內 じ 有力で ある ふじ 就て 

頗る 憤慨し つ、 ある もの i かく 

政府 當 局は r 斯る i は ホ 國の巧 

政權巧 じ屬す J ど 苦しい 辯 解を 

試みて ゐ るが、 布哇 のが 備增設 

は 数 < ごも ホ 國政 晒が ヮ シン ト 

ン條 約に 對 する 不信の 態度を 示 

した もの どして 政府 部內 じても 

秘かに 非難の 聲を规 すを も歡く 

ない。 即ち 本 問題 じ對 する を 紙 

の 論調は 左の 如し。 

大阪毎 H 新聞：；： r 若し 布 畦巧滿 

のち 巧が が 功を 博 するならば ヮ 

シン トン 條 的は 恐らく I サの巧 

屑 どなるべく、 大統領 W ヶ n ッ 

グ圃務 長官は 艦隊の 豪渊 巧を 差 

止めん ごしつ i をる もの i 如け 

れ どこれ ホ望鈔 なき 話 じて、 意 

かの 成功を 博した るホ國 は々 や 

不正 義ど 誤信の 時化に 向 はん ど 

しつ i あ 6、 米國が この 際 謙遜 

する； が 凰 際 平 かじ 貢献す る i 

は 疑 ひを をれ ず。 

巧を 巧知 新聞 U 米國が 巧挂近 

おじ 大演習を 巧つ た 動機は 實じ 

眞珠灣 のの 備概 張に あつた 眞相 

を搔 をした ものである。 日本は 

太平 巧の 永 义 なる ホ かを 望む 者 

であるが 巧る 陰謀に 乘 せられる 

J は斷 じて 出來 ない。 特に 义國 

艦隊の 療洲 訪問の かき 日本人が 

疑 盛せ ざるを 巧ない 所で ある。 

中外が おお 報 = 米 固の 軍備 糖 










張 論 おは 陆 めて ホ 数。 るを 子に 
攸 b てが はれ 結局 失 化すべき i 
は 姑を おれない 所で あるが、 吾 
人は 义越 じ斯 る野必 なき もを 切 
望ず る ご 共に この 際豫洲 訪問 反 
び嬰塞お設等を中止す ベ き^を 
普む。 

おを 乂か 新聞 U 米齒 じして 若 
し 巧る 擧じ 出で る ならげ 日本 も I 

ホ これ じ掛應 し、 〇 シア 皮び 療 
洲の 防備 增設を 招く じ 至る は必 
然 じして、 ワシントン 會議 のな 
集 者た るホ國 はがる 煽動を 斥く 
るの 標本を 示すべき である 。由 
ホ濛洲 じは 療洲の 防 糖が 徹底す. 
るを 米 閥 艦隊を して 日本の 侵略 
を 防 化すべき である ど 主張す る 
をを < 、今 网の湊 洲が間 もホ國 
が 進んで この 意の がず る 所を 示 
す もの ど 了解して るるが、 大統 
領クー ブツデ 氏を 始め 思慮 ある 
ホ國 人は 巧る 療洲訪 巧 を 中止せ 
しわべき である。 


靑 島の 線績 

罷業 巧發 


ま 京 特電 十八 H 發 u - 旦解巧 
を 報せられ じ靑島 3 お績 罷業 
TJ 巧發 した。 

火 H 本が 績 靑島エ 傷の 罷業は 
かなりの. 前から 計畫 され わ もの 
i 如く 四 巧 十一 日頃を 職工 四千 
人 (四千 五な 人の 定員なる も 目 
すの 就業 者は S 千と 八な 人) の 

連判 狀を一 職 H が 運び ぉ 

さんと. する を發 見した 會社侧 は 
じは かじ 狼 おしはじめ 譬 をの 手 
を 藉らて 家を 搜 索を 巧つ たが- 罷 

業 計畫の 秘密 書類々 び 共産 ま 養 

の 書類 等を 發見 押收 しま 謀 者 ニー 

名を 譬察じ 引致 取調べ 化’. 〇 がち 

邪 政府では 未だ 罷業 じ 着 まし 居 

らむ 者を 檢束 ずるは 穩當を 欠き 

且つ これが 爲め 問題を 惡 化して 

はならぬ ごの 見解から 首謀者を 

釋 なして 再びを 前 通ら 複職 かし 

め 圓滿に 解 ホせ しめ やぅ どした 

然る じ 

首謀者 等は をめ 後 共產ま 

義 じせ ハ 鳴す る 四方め な 立 小擧校 

(まごして 山 東鐵道 四方 工場の 

職工を 敎 育ず るが 學 校) 校長 孫 

某 及び 敎師李 あご 共 じ 着々 計畫 

を 進め 不穩 激烈なる 义 句を 認め 

じ宣簿 ピラ 及び 十一 栖條 よちが 

る 職工 待遇の な 善の 要 ホ 等を 騰 

寫 版に L て 整へ 置き 大日 ネが績 

エ攘內 あび エ虜 附近の 電 せじ 貼 

6 つけ、 をく の內外 縮ぶ び 日 支 

热の 出勤 職工へ も 配布し 又 同時 

じ H ネが績 にも これを 配附 した 

其 要は 

一。 エ會 をを 式に 承認し エ會 

をを 渉國 体马認 むる ミ。 

二。 休 職工の 賃銀を 一日 じ 十 

伽づ i 値上げず る J 。 

1110 請負 工賃を 基礎 ごし 二割 

击 をの 値上。 

巧。 が M 勤務の 飯 化 (一二 化) を 

四月から 二倍 じせよ。 

五。 給料 精算の 締切 後一 一週 閒 

遲延 する 支拂を 短縮せ よ。 

六。 無 屑缺勤 者の 二割 引きを 

お 消すべし。 

と。 を 傷を をけ たる 塔を はェ 

賃を 支給し 直 無が じて 醫 奕を 

施療す る i 。 


0外 じ 寧ろ 獨逸ど 結んで 歐 細の 

平 かま 泰を 保証せ しめ、 英卸產 

業の 顧客で ある 獨 逸の 泣 置を 巧 

復 せしめる 政策-」 傾 {ま夕 ぐ； 目 

然諸 外を 問題に 就て 意見の 突 

を 巧し つ； あるが 爲 めで ゐユて 

後任み 相 W しては バー クンへ- ツ 

卿の 聲が 高い。 


時間： し 


八。 宿舍 料を を 除せ J 
化。 食事時 間 化を を 
延長せ ょ。 

十。 今後ぶ 那人 職工を 駡赏す 
る i を 得ず 0 

十一。 若し 職工が H 瘍規 をに 
違反した る谋 をけ エ會 の间な 
を 得て をみ する io 
十二。 會 社が 磯ェよ 6 罰金を 
取つ た 傷を はこれ を ェ會の 補 
辩敎育 費 じ 充てる i 。 

十ー ニ。 今後 化 表を を 解雇せ ざ 


べき ミは 疑を をれ ない 所で ある 
が、 このぉじ就てピき隣み好意^ 
ある 協力 じ俟 つの 外は むいので 
ある 舌々。 


英國 外相が 

離職 風說 


逊攤 政策 じ關聯 
りン ドン 十八 日發 u 黄國 外相 
チヤ ムバ I レン 氏は； 近く 內閣の 
椅子を 辭 職すべし ごの 風 說專ら 
であるが、 氏が 外相を 辭 する 重 
なる 理由 ごして 過 まに がける 願 
係から 氏の 凿フ ランスを 策は 常 
じ 協調 的で あるじ 反し 現 保 {江 黑 
內閣の 夕數は フランスごを 協し 
V 歐洲の ホ かを 確保す るピ いふ 


田 中 新 總裁ご 


移民 問題 


大統領を 賞揚 

を 京 十八 日爱： n をぶ 會 新. 敷 暴 
旧中義 一男は 紐 育々 イゴ 々苗 
者に ぶの 如 <聲 明した 0' 


び 


政ぶ 會の 外を 方針は ホ鹽が 
支那 ごせ ハ じ . 

經濟 的 じ 提携し 國家 めを 
族を 計らん どす る 者 じて 瓜^の 
經濟的 生命は こを 両國 ごの' d 携 


じ賴ら ざるを 得 や。 移民 問お 


I じ 


£ 


第 S 巧國 同盟 

追な y 要求 

英國 政府が ホ唱で 
日ン ドン 十八 日 發 ：；^ 勞働黨 機 
關 新聞へ ラ^ド 紙べ^ リン 特電 
じ 化れば 最を英 國&府 は 聯合 國 
當 おじを 渉の 上 n シア 勞農 政府 
じ對し 第二 一巧 國 同盟の 撲滅と 本 
部を モス カウょ b 追 巧すべし と 
の 要 ホ逆牒 をを すべく 協力を ホ 
めた る もの i 如くへ ラ^ド 紙特 
派 員は これを 0 て 世界は 結 扇 一 
大 階級 徵 の突發 ごなる じ まるる 
を豫 言し 且つ 英國の 巧 動は 他國 
の內 政じ對 する 于渉 である VJ ま 
張して ゐ る。 


ルル 撤兵を 

獨 外が 要求 


これが 化ての 條件 
イ少 リン 十八 H を U 獨逸 外相 
ストン ゼグ マン 博 ± は 今朝の 議 
會 じがて 濁 遮の 外を 方針を 聲明 
したる がを の 一節 じて 極力 聯を 
國の對 獨壓迫 政策の 不法なる 5 
を 非難し、 聯合 國が獨 遮を 壓お 
すれば 柯 物を も 獲得し 得る S 思 
惟す るは 誤らで をる と斷 じポ！ 
ランドの 國境 問題-」 就ての 聯を 
國 提議 じ對 して 獨 逸は ポ ー ラン 
ド じ 巧 等 領主 的 巧必を 有しない 
が 獨逸國 民は この 國境 問題の 巧 
整理に 街す るを 當は斷 じて 捨て 
中 ど 力 說し國 際 聯盟の 參 加も聯 
合國が グ^ 及び ヶ^ン ょら 撤兵 
しない 限ら 絕望 である ご 結んだ 
が ド！ ズ 案じの る 賠償 巧 濟じ就 

て獨 逸は これを 遵奉す るの 外な 
しご 聲 明した'。 


混淹 たる 觀 測の 平和 亨】 

大吳帝 國が國 巧 上の 廢機 


歐洲の 安泰は フランス、、」 の 親を 


英國 外務省が 發 L た 訓令 


就て 我等け 米 國に凿 し單じ 

の 名 馨の爲 めじ ホ國の 有す ふ 水 

乂 的なる 巧權の 犧牲を ホむ 扛 

のじ 非らず、- 然れ巧 ホ國 は！^ 等 

巧を上 の 目的を外 らさ な い 

じがて 我等の 希望を 容れ る要祕 

巧の 存 巧を 確信す る もので 4 で 

て、 米國 の间靖 をる 態度は 卷产卡 
ず や 日本に 巧 反響を 呼ぶ じちん 

を 確信す る。 藝寺 はこの 狼 酷 

際 的 紛擾を 惹起 せんどず るが か 

き 言動 じは 斷 じて 反勒 する'^ の 

じて 日米 両國の お 巧 じ 就 てん 巧 

等は 誤らを 正す じを ならざる も 

のじて この 点じ 就て 

ホ國 識 をの 協調を 切 蔑す 

る ものである。 この. 点じ 關し大 

統領 ク ー リツ デ 氏 其： 他の ち 識者 

が 移 ほ 問題ょ b を じた 日本化 不 

かなる 印象を 打 巧さん どしつ i 

をる 努力は 旣じ 日本に 好 反變を 

輿へ 將來の H ホ關 係が 善良なる 

ホ 面じ展 回す るは 巧 等の 確信す 

る 所で ある。 日本は 今や 思想 的 

じ も 頗る 不 をなる 狀植 にある ど 

共 じ經濟 的には ホ國の 資本 じ 化 

ちて 開 巧を 要すべき 資源は を々 

あら ご 信 やる もの じて、 日本の 

前途 じは がは 幾多の 西 難を 化 や 


が卞 あの 軍 ぉ 

改革案す み 

陸 お 軍 省を 統一 
P ! マ 十八 日 發 u 伊太利 首相 
ムソブ ニ 氏は 陸海 巧 省を を 併し 
て 固 巧を 充實 ずべき 軍制な を 案 
を提 おしこの 爲め 海軍大臣 レゲ 
エグ 氏は 辭職 する じ 至つ たが、 
今朝の 議會 じがて レ ゲユ^ 氏は 
右な ぎ 案は 陵 軍が お 軍を 支配す 
る じ 等しい ものである どい ふ 立 
壌から 極力 これを ホ 難した けれ 
でも ムソブ ニ 氏は 伊太利の 國巧 
は 陸軍 じあら と 程 明し 遂に 百 六 
十 禀對サ 八 票の 大差を 0 てな 革 
案を 可み した。 


秩父宮 御 ぉ發期 

ま 京 特電 十八 日發 == 秩父 宮殿 

- で じは 本目廿 四日 出 雲 艦 じ御搭 
索 巧濱ぉ 帆、 香港 じがて 郵船 會 

'愈の 箱 崎 化に 御 移乘御 渡英の 答 

'て 新任 羅馬 巧を 使武署 小路を 

が 巧御随 がを 圧ず る なつ わ 

が、 英 國み府 では 巧を 駐在 領事 

デ； ピッド ジン 氏を 秩父 宮殿 下 御 

案 內役じ 任命した。 


山 崎 次郞巧 任命 

塞み 特電 十八 日發 == 山 崎次郞 

氏は 露國 大使館 参事官に 任命 さ 

れ た。 尙ほ送 事 官德川 家 正 氏は 

支那 大使館 じあ 巧 せんと。 


大 英帝國 の利權 

歐渊の 形勢は 巧の かく 暗檐た 
る もの 夕 く、 をつ て英國 の窗途 
も 頗る 不安で あるが、 この 際英 
國 のを 泰 をい かにして 維持す ベ 
きかを 究む るの 前、 先づな 下の 
原理を 知る 必要が ある。 

〔 I 】 巧 化の 所謂 孤立 政策な 
る ものは 到底 適應し 得る もので 
はない。 义 も ホ國の 如き 富强 U 
る國家 じは 欺の 如き 巧 能 巧は あ 
るか も かれない が、 を國 はこれ 
ご 事情を 異 じし 今日の 狀態 をな 
てし 尙岛つ 孤立す る i は 危險で 
ある。 即ち 地理 並びに 航空の 關 
係ょ 6 する も 孤立 政策は 巧學的 
ではない のでみ る。 

ごこ 而し 乍ら これを 轉換的 
じ大英 帝國が f の 領± ご 輿論に 
巧 反して 化ての 實 任を 引受ける 
J も斷 じて 不可で あら、 英本 ± 
どを 自治領 ごの 協贊を 得ない 限 
ら 責任 あるを 約を 化國ど 結ぶ i 
はぉ 巧 0。 

〔一二】 若し 我等 じして 德括的 
なを 泰 保障を 締結 せんご 欲する 
らば、 先づ 其の 確實 性を をを 
しなければ ら 口。 即ち 英國と 
しては 常に 不安を 伴 ふ查般 的な 
廣い意 ホの 據 をじ從 ふょ b も最 
も確實 なも而 して 制限され た踪 
定を履巧するの得策^:^るミを信 
中る。 故に これを 巧 ふ 上 じ 於て 
巧 等は 單 なる 可能性を を 礎 ごせ 
や、 常に 事實 をを 確 ごして 直接 
簡易 じ 巧 ふ i を 政策の 耍締 ごし 
なけれ ぶなら ぬ。 

國防 基礎 然 らば ぉぁ國 

の國 防を 礎は 柯ん であるか。 
【一】 自治領の 防衞。 

ごこ 英國本 ± ご宫治 頭との 
海上を 通 維持。 ， 

【一二〕 英本 止の 防衛。 

るの 中 第一 及第 二 項は 圣般的 じ 
認められた 所で あ b 且つ 現 巧 何 
等 直接的 威 脅を 受けて ゐな いが 
第 S あじまら ては ホだ充 を-し 認 
めら れてゐ ない V 同時に、 現 巧 
直 もじ 愼 重なる 考量を 要する 大 
問題で ある。 

本 上 防衛 巧國 まの 巧 

衛じ 就て 必要なる ものは 左の 諸 
点で あ 

〔一〕 阿 閣じ掛 しても を 海峡 
乃 ま 化 おの 港 灣を扼 し 或は 占領 
せしめて はなら ね。 

〔二】 これ 等の 港灣の いづれ 
かを 掌握す る フランス、 ベ グダ 
1、 和 蘭、 獨遮 及び 了が ごの 敵 
對巧爲 は 能 ふる 限 b 回避し なけ 
れ ばなら ね。 

〔一二】 フランス 巧自べ グダ！ 
じ 敵 おする 窠 二一 國 をして 是 等の. 
諸 巧を 侵略し が 峽 地の 所 屬じ變 
更を 及ぼし、 巧は フランス 及び 

バグ， ザ' — 國 i を 侵し 英國じ 街し 

がを的侵略を敢てせしむる5は 

出 ホ so - 

〔巧】 を じこれ 等の 厨 巧を 完 
ふす るた めじ 英國は フランス 及 


びべ 八ゲー ご 協定し これ 等の 固 
± を 敵軍の 手じ歸 せしめざる MJ 
をを 耍 ごする。 

英歐關 係 歐洲 ごち 本 ± 

のま 泰 じは 巧の 如きな お 的賊係 
を 有ず る ものごして 巧 等は 左の 
かきを 治的條 伴を 必要 ごする。 

【一】 欧洲は 化 づ自邑 の 位置 
を自覺 しなければ ならの。 千 九 
な 十四 年、 獨逸 じして 若しち 圃 
が フ ラ ン ス じ加擔する占を知つ 
て なたならば 裝 して 化 ホ 大戦 じ 
從 事した かは 極めて 深い 疑問で 
ある。 若し 現な 獨逸 じして フラ 
ンスの 領± じ 手を 染めん か英國 
はを ちじ フラン- スを 援助すべき 
ミを 保証す るなら ば、 獨 逸は 恐 
らく フラン K の領 + 侵入を かて 
しないで あらう 〇 

〔一一】 これ じ 依ち フランス も 
恐らく フラン マの 國 家を 泰 がか 
何 じ 英國の 夫れ じ 直接的 閥 係を 
をす るかを 知る じ 至るべく、- 
の 結果 現在の すま ょら ホれ た 
ランスの 政策は 自滅し ラィン- 
ン ドの 撤を もま 外 ホ 爲じ進 巧し 
獨逸 S 東の 軍 裝の意 ホで 後援し 
つ 5 ある 小 聯を國 政策 も 漸巧放 
案し、 お 政を 改革し 轉時負 償の 
巧 濟じ從 事し 得る の 日が ホる で 
をら う 〇 

で 二】 歐洲の 小 國も錯 局 彼等 
は 隣 部 ご 平 かを 守らざる 巧ら ざ 
る i を 理解し、 不 をなる 第二の 
款洲混 親に 對 する 期が を も 放棄 
する であらう 0 

『四】 斯 のかき 平 かの 堅果は 
漸 みを の銘圃 を渡大 すると 同時 
じ、 お 巧獨逸 もを の 中に 參 加せ 
しめて ホ かの お 障を 樹立す るを 
は 避け 滑べ からざる もので ゐる 

〔五】 現 巧歐洲 のを 氣を 0 て 
するならば 平か條 約の 改訂は 到 
底 意想外の； であるが、 若し お 
來獨佛 の 感情が 緩 かして 獨遙も 
國際 聯盟 員 ごなら 評議員の 椅す 
を 占める じ 至るならば、 結局 歐 
洲を國 と 協定のと シレ シア 及び 
ポ！ ランド 國境 問題 等に をを さ 
れ たる 危險を 除去す る 意 ホに が 
て條 約の 改訂を 施し 得る 可能性 
を 認め 得る ので ある。 

で ハ】 而し 乍ら 我等 じして 
ランスを 靜 めない 限ら 欧洲 との 
を唱は 到底ず 可能で あち、 若 f 
巧 等 じして フラン マを 靜 めん VJ 
欲する ならげ を 鉄 洲を化 表しで 
フランスご 語 b 得る の權 能を 得 
なければ なら 0。 即ち 英帝國 の 
國巧 上の 利權は 巧の 如 < じしで 
歐 測の 平和を 索 じ關巧 深く、 邸 
洲の 平和 じ稱 する 溝 一のを 漂け 
英國ご フランスの 新ら しい 蹄 4 一 
關 係の 締强 じを する i を 知らむ 
ければ ならぬ。 (完) 


海の 內ミ外 


.♦が 育 じ 口， ヵグ •ポリ テけ 
クス ごい ふ ものが あるな だ 。 " 
ど i 陰口は 云 ふ 可ら 中、 をん ゎ 
ものは 明るみに 出すべし ゥ 







The Japanese Christian In が . ， Inc. 

328- ： J30 E. 57th St.Ni^w York 
Phone ： Plaza が 52 

會 — 秦替 墓 ' 人え a— 焉 M 

業 案え 社、 會藥满 


F. Muiray H ぶ Co, Inc, 

Es お Wished 18 が 
お 〇沉 が 4 - がも 23 Roadway 
Plume Bowling む een がが 4931 


Koike Studio 

が 7 加 むら 
Cof. がれな . 

Te し Caledonia 6394 


TOYO TSUGARU 

Sae 打む fic Japanese Masseur. 
74 W. 89th Street, 

Phone. Schuyler 9387 



UP TO MTE STY け 
Custom 

Tailor 


?1 巧 . 44 な Sf. 1 Y. e 的 
た L 相 d が bHi 2548 



KOSHIBA 

STUDIO 

舘眞 寫柴小 

&61 Fifth わ e., 

Tel. Plaza 3212 


Branch Studio 
Westminst が Si 化 et. 
れ ovidence もし 


NAiUTRAOl 舶邮. 

45-47 E. 20 比 St. 

Tel. Caledonia 3755 


T . KASA ! I 

Marchant 

Tailor 

が 

TIMES BUiLQING 
む am 304 . 

HEW YORK 


Phone 
Bryant 33 け 


Y . げ〇 

巧 3 Eesi お rd Sf. 
Car- Lexington る 巧,， 


NIPPON TAILORING CO ： 

300 W. 58th St. 

Tel. feiiumbus が 73 


Miss. Blanche Fisher 

1264 Lex:. Ave. Cor. が th iSt. 


W 


ろ 


Smsum CodPANY 

2518 Broadway, N. Y Ci げ Cof. 9 わ b か 


Dn T. C, Takam; 

176 Cumberland St. Breokiyn 
Tei. Cumb お and 2311 


El* E. Yoshii, MJD. 

3 が W. 71sf Si. 
Tei.Eadiu 她お 3M723 


Dr . G •比 Mai"tin 

DENTIST 

743 Ujti 咕 (m わ もむ r. 59ih Si. 
Phone おがが 2457 


DR . 比ん GARDNER 

DENTIST 

658 Madison む も Bet. が - SI si お s- 
Tei. Regent 7186 


JAPAN ART STUDIO 

624 LHIGfIT 如が E. !U. 

TEL PUZA 4538 


車 動自貸 



SATSUMA COMPANY 

2518 B’way C け y Te し卑 verside が 22 

御 商 間 ザ大郊 閱別甫 
蹲 - 會墙 化 触 - 外 斗ぶ — 齒 … 
お 乞 摩 淚强も 弗時楷 


New York Au わ School 
228 む CQfld むも， 0 が . 14 化 お . 



Nippon D び Goods Co. 

1261 Broadway, City, む r. 31st SI 
Telephone Penn. 58 郎 
Room が 51 


imoto Bros , Inc. 

(Formerly Maruhachi & Co.) 
17 East r/th St. N.Y. 
Tel. Shi パ esant が 59 



KERR & MAYOR 

1023 Third Aye. 

お I が & が お s. Telephone おが nt 2909 


妻 向 人 本日 

巧專 靴型 小 


足 小き 窩 . 运 小き 廣 •运 小き 狹 



んし CEASAR ， M.D. 

巧 9 East 87th Street 
Seii お fk 在 Lexin 客 fon わが 
Tei. L がが お 73 

P 考喉晒 鼻 巧 I 

間 時 察 診 
午 正 至 時 十 前午自 
時 八 至 時 ホ 後 午 旨 ’ 



S.Yokoya,O.G. 

1Q4 WJ2nd な . 

YUKIO NIS 谢 MUR ん M. G. 

314 West lllih Streei 

Te!, がぶ nii 讯 e が 02 巧 

Motoi fsisch 巧 泣 D.M.D ， 
116 81. Siephen St. 

お stem 齡 ss ， 

に Iwamol: 。， M. D, 

114 W. 70th St. 

Tel. Trafaig が 0352 

KANZO OGURI m.d. 
214 Hi が Si. Srcoklyn 

Te し む imber お nd 1 日 8 日 

讀で 巧 ^ 5^ i 

巧 專節調 鏡 眼に ホ眼檢 

F. 1. FREDERICS CO. 

醫巧化 學大强 比儉古 

136 E. 59ih St. New York 

り 44 3rd Ave., bet. が 化 - が th な s. 

Tel. Riverside がが 

A 巧每 

J 閱 H 

橫こ 墓？ 

奚 5 I ; を 

重； S? 

强 . 1 メ學瑞 お湯 え窠 ff 

西卜 麗 81 ^ 揉 

候な の ぉ じ 廿雲證 
巧 富； 業 言 て 節 て 白氣治 
垂 5 ご ； 治は 一ょ を 德 

夕員ミ J じ it 夏擴 1! な ^ 

Tei. む 日 kbay 103 が 

診 , 齒 
至自 1 it が 

各 忌 基 

K ; 塞 トド蠢 i 轰診 

薄 ' レク 意？ 1 察 
前 ン亞饒 ミ ハ 時時 
約 病 大帶て 時半 も气 
願院學 み ^ II i! 1 i 
上聲 } 及 ^ 化 二 

娱務び 時時 
― ^ 半 

が 

蕾 溝！ ■^な富 診 
ュン 養？ 杂 六九 蓋 

おバ病 7 ^ 時時 霞 
院ラ院 1 - 餘 i 1 間 
勸ン 勤が を: 八十 
務 ド餘院 二! 時時 


'■ V Slslte- 

PHELPS & PERRY 

3 Maiden Lane N. Y* 

ェ細 冶鑛銀 金に 幷巧剛 金 

類 お寶匠 意新最 












んど ご: 


谎ミ 


の ち 干 


を 


妻を 縱 貧 獄 


C 日瞩 水） 




二月 五 年の 十化大 〔二） 


マ H 確 H 
聖書 硏究 正午 
共 鄕會夕 屯 時半 I 
禮巧說 を $が一 
▽上银 H 
萬 巧 食 又はを 
話 食 々八が 


審 宿が、 旅が ま 
案内が、 人事 相 
談 部、 調査 部’ 磯 
業罔旋 剖、 吳詔 
搜縫敎 授® 諸 誤 
を 設け 食 負、 ホ 
會 員® 巧を 計る 


稅關 事務 

東洋が 地が じを 化 
がの お 巧 乂ホ法 じ 
關 する 一な の 御 諮 
閒じ應 じ、 巧 道 お 
船 貨物 迷 賃及ぉ 帆 
を 稅閱手 績善等 進 
呈 す、 重要 都市に 
化理 巧を をし 誠夕 
敏速 御用 命じ 應や 

巧餘 取扱 


寫眞* 


窠五街 

四 ご 一と 


-,■^1 て 

一 i - 


巧 巧說か H 瞄 U 午を 八を 
が おを 木 巧 日 午を 八 時 
が 詔 食主话 H 午後 八 時 
をを、 苗巧垄 、娛樂 をの 設備 ぁ b 
ホ賓 をが 迎 す、 會 おを 利用せ t 
牧巧川 侯義一 

り 本人 基督 敎 修道 會 


102 W . 1 投 rd 泌 ご ？ Y . City 


ITel . sornin 培 ide 8193 


日本人 § 敎會 


牧師 川 嵩 未么進 
幹事 化 川淸一 
たち 11 男 e S . E . を ミ ch & 1 ミ t . 

治 3 W . 養 写 TdClark 薑 童 1 
巧 巧說敎 日醒 H 午後 八 時 
祈禱 を おお H 午 巧 八 時 
裁縫 會乂巧 日 午後 二 時 
♦が 宿を 

位最を お比亞 お数を 下町を 十 
五み 學を會 化 員 旅 巧を じ 最適 
設跑圓 書 雜誌新 巧ぶ を 捶娛袭 
具 簡易を を わら 

课宜截 震 周旋、 旅ぎ ま 巧、 を袍 
事 菜 調査、 其化ガ 事相 获 尚を 
等柯胞 諸兄の ホを を 歓迎す 


♦馨籍 ♦雜誌 ♦新 閒 ■ 
お覺 をを 開 
執務 午前 义 時よ h 午后 五 時を 

雜脊 日本人 會 

西 五十と 了 目 二 置 0 を 
電話 チア クグ八 一九 0 — 化 一 


巧 留靑年 理想の 瞄体 

H 本人 靑 .年會 

巧 W . 苦を St. Tcl. ClaIn 12 乏 


大紐育 目 本人 


基督 敎靑 年會 

ち 2 E. 黄 th S こ . Y. 呈 y. 

ジ ー . PIS S41 


|酵 揉攘治 

西洋式 マッサ.- ジ 

H 本式 按摩 按腹 

神經痛 リウ マチス 
巧 身 B •目ぅ づき 肩 
腰痛み’. 筋 違 ひ 
其 化 諸 お 揉 療治の 御 
需 めじ 應じ御 带話夕 
第 御を 庭 义はホ テ 瓜 
じ 出張 親切 じ 治 源 申 
上ます。 前約の ホは 
自 ちじても 施術いた 
しまず。 

I 肯 I 津輕 東洋 

西を 化 T 目ぞ四 番地 
電話 ス 々イラ アを 一八 ホ 


丸 出 洋服 藏會 


東を 市 化 ノ巧ビ か デジ グニ體 ニニ 〇屬 

龍 脯丸山 洋服 商會 


化が n § 卸賣 

. 五味 商會 

W E. 17ih 沒こ严 产因立 

Tei - 養 養 ant 37 受 


0 巧 • 巧 巧玄 JI 巧 C 巧 CYA 

是養芸 ち i 

養 書 ご e. K 這 二ぎ d St. 

Tel. Murray 笠 il 2791 す om 7 苦 

ぃ^ 古な 謙 次 

月、 水、 金、 午後 二 時 ょら 六 時 
を、 其 化は 前 お-し 願 ひまず 

パ t 村 瀬化廊 

8B Lexi 量 n Ave .尹 Y ■宴 

京 t. お lh&27 さ芭 S 
ぎ 夏 を son ぎを 18-? 器 8 


詳論 nrJi 一- >每 巧 十 H を 巧 
雜誌 1 部 十 仙 
414 で st 苦 th St. N. y. 呈 y 


船具 食 おお 渡船 御用達 

.遠 藤 小刀 商會 

這す oailway H. Y . 呈 y 
ジ kWh を 雲妄ご 


税關 事務 取扱 

き EAM L J ミ E 护宮 -- 

さ〇ヨ 12 芭 ご Broa を さ呈 y. 
Phone: Bowiin 巧 Green 91 篇 -思ゴ 


H 本 お 具 
雜 貨卸賣 

を 庭 實易商 含 


笠 ザ 洋服 巧 


日本 

洋服 巧 


時 旧 信次郎 
化 本が 


を 五十ー ニ 了 目 

ニニ ミ 

を 

J ^- l - 

洋服 巧 

?ラ^ さ ミ 


婦 

人 

英 

語 

敎 

授 


稽古は よ 十五 

伽、 一一 一四 週間 

じ 驚くべき 結 

おあら。 每 H 

朝义阳 よら 夕 

九 時 迄 H 確な 

十二 年の 經驗 

あら 0 


目す 萌 みが •を ホを A お 巧 

を夕そ 4一 屢與 \ みみぉ^ 

クオ！ んザ 向. ぶ ル./ ン がが 巧 刻 引 
'ィしツ—ド. ハミ ルトンが評 を 刻 列 

が贫か 念矮矣 がを 劾刮 
谭 ぶぶ 击‘が 鲁ふク 刻え贫 
爲 ネ^ i ^; sc -务 がを 锭 \ A 割^^ 

耀媒 嫌の 瓜乂 

<巧8 リゲ T ♦イ •卜ち 八 ニニ 


都を じぅ 當 みの 間 

診察 

午後と 時— 化 時 
9 曜は 前約 願上娱 

パ^ 吉お 悅彌 


診察 

午後 一一 一時ょ b 六 持 
日曜は 蔚約相 願 お 


ドク ト庐 

高見 豊彥 


齒科醫 

マ 験 察 時間 A 
每日 (目 曜を除 <) 
午前 化 時 I 十二 
時、 午後) 時 I 
水曜 午前 义時 1 
午後 一時 


齒科醫 

= 新 ま 無痛 治療 = 
夕 年の 經 験を なて 
H 本人 諸君は 特に 
了 寧 懇切に 施術す 

バ^マ —— チン 
* 


W 常 

0 い： IS 
0 ゎ山帖 

^ むむな 

R S なお 

D 織 ii 


齒科醫 

多年の 經驗を 化て 
最新 ま科學 手術 じ 
堪能 じて 信用 篤し 
：：：： 施術 蛛化廉 = 
日本人 諸君には 特 
じ T 寧 懇切 じ治缴 

化ち 掛を認 

バ r ブル 1 ム 


0 ご夕 Shish 己 夕 Db . w . 

夏 W. 7 害 St. Tel. En&c を皇 2 

’ 識館飄 巧 戶良二 

自 午前 九 時 ま 十二時 
自 午を 一時を 五 時 


日本， ま 那寶玉 製 美 
術 品、 婦人 用 首 飾 其 
他 装飾品 

闕 島：！： W な 

高等 美術品 後 獲、 

を 飾 品、 ストリング 
日本 服 裁縫 


書籍 一が 取次 

ホ國 出版の 書籍は 化て 特別 割引 
じて 迅速に 化かぎ 旅 巧を のが 兜 
參考赏 巧の 書 賴窠集 等は 特に 御 
便 お 取 計ら ひを 巧 〔幡 '梅】 
至ぎ shi 左 芭夕 
妄 Nassau St.- T な 三 eekri 養ち お 

，成功の 秘訣 

乂阐式 英語を 話す 事 
は 成功の 第一義です 
本校には H 本人 敎授 
じ 慣れた 專任 婦人 あ 
姉 ぁら 懇切 じ 會話通 
信义 ft を 語を 敎授し 
ます。 H 確 週 H 巧 じ 
午前 九 時よ b 午後 十 
時まで 瞄 ほし ー レツ 
スンと 十細づ io - 令 
H 底 もじ 巧 校 あわ。 


6 

OM L 

iu s 

‘1 船 


cp 

•s 

u 


が 

a 

£ 


目 動审修 
緩 皮ん 運 
轉を 教授 

ライみ ン 
スが 誰す 
ご 一 十 お 巧 
運轉 ホは 
二十 五 巧 
晝 及巧學 
兩巧 ホら 


日本 陶 機器 

雜貨 類卸賣 


ホ 元 

ブラ ザ ー ス 


日本 

ドラ イク ^ — ブ 

蘭會 


を 

を 


♦- 


が 


メ ー シ ー はが 脊 最大の デバ ー トメ ント 商店で あ 
らます。 新ら しいを 降 機 ごユス 々レ ター は廣澗 
な巧內 じがけ る 巧 様の わ 買物 じ 便を と憾快 どを 
巧へ てゐ ます . 

他店で 二 巧す る ものなら ば メーシ 1では- 
巧 八十 八 仙 或は をれ な 下で 買へ るを をで ぅ 
ぞ御 記憶 下さい/ 

H 本へ 御 荷物を 御 送ら じな b たい 節 又は 御 買物 
に 際して 御用の 壊を は パ！ ソナグ ショッピング 
ビユ！ U — を お尋ね 下さい、 親切 じ 御 便宜を 針 




JOICIO 里 H OOCRl 、 M. 0. 

二 一空を 94 tnsl . Ne さ ジ rk 
ジー. 舌る rs 互 こ 573 & ジ臺 er 10 蓋 

兴ク なわ 午前 九 時 1 午を- 時 
養 碧午璧 ハ？ 午後 化 時 

^腿 午銷化時 1 午を四時 
ド タトン ノみ 栗乘吉 


正直 W 親切 VJ を 旨 どし 確實 

信用 ある 商品を 精選し 

特別 廉 憤で 販 {買 致します 

ゥォグ サム、 エ术 デン 四 割引 

其 他は 化て .一二 割引 

指輪 鎖 貴を 簇 おじ 寶お類 一切 

戶 ミグ トン 時 討、 ーヮ 1 ドィ 

9 ノィスが 計、 を稱霞 時計 

ゥ ォ ！ 夕 ^ ~ マン 萬 年 筆 
エバン ャ ，フ鉛 拳 

純銀 器 ホに 銀器 一巧 

御歸 朝の 御 ±產 一切 

時計の 修搂 は化險 が じて 確暂 

じ 石 川 旨 身が 致します 

が 育 ホ 西 四 トニ 了 目 四と 燕 

四四ーニ号室(五街ご六街間^ 

巧 川岸 商會 

電話 ペン シ八バ 三アと S 二ん 

Ushikaw ぞ Kishi 〔〇. 47W . さ ti S 


み 


け 

L a- 

〇 Y 

〇 化 

H 化 

£ 

S n 

0 

〇 が 

互 

U ^ 

A ^ 



H 本人 部 
71 廣 
獵氏擔 任 
懇切 お授 
夕と 時 開 
校 勞働余 
暇 勉學の 
犀 あ b 卒 
藥証審 '授 
輿 就職口 

無 巧罔旋 


寫 


眞 


現像 紫 光堂 


燒付 


ruIttp 

n^Aur 


五 來 


取次 巧 

東京 商を 

西 六十 五 T 目 

一四 〇 


競ず の 態で S 義は千 化 田 石油 じ 
投資の 窜 でぁる ど。 

を 斯輪投 賣掀止 

綿糸の 賣 巧き 不振の ため 綿布 
製産输 ぉの 方が 取らず 結績會 化 
の 手 持 お 加し 新記録を 作っ てゐ 
る。 又 毛 斯输結 績會祉 は 冀斯输 
の 製 產を半 おして 投げ 賣 b 巧 止 
を巧議 した。 

絲績界 危機 迫る 

製 產過剩 ど 手 持 巧締慘 をで 結 
績界の 危機が 迫って ホた。 尙ほ 
製な の 値段は を拔狀 態で ぁる。 

春 蘭の 掃 立豫想 

春 藤 掃立豫 想は 昨年 ょら ニ ホ 
と' 庇 ホの お 加な らん。 

東京 巧 場の 物價 

鉛は 下 巧し、 錫 及び 亞餘 は軟 
調で をる。 

四 巧 ホ 倉 库在貨 

四 巧 未を 國巧 一倉 庫を 荷 高は 
前 巧ょ ち 二 千 四 巧 方田增 加して 
六 億 一二 千 八 巧巧阳 どなった。 

永樂 銀巧拂 ぉず 

永 樂銀巧 じて は 一部の 拂 出し 
を關 始し閒 ちほ 中の 11.1 店は 円本 
晝巧銀 巧 じて 讓ら 受け 巧 員の 一 
報も拂 用す る i と。 つた。 

今が 銀が を 引渡 

今が 銀行は 一二 井 銀行に 引渡す 
I じ决定 した ご 傅 へらる。 

= な 上 十 Au 發 


電氣 仕事】 切 

下羽電 氣菌會 

巧 ropdway 

Tel . Endi 客 二 養 70 


; トー ー年 お 現 ホ 

^ 國債總 額 

四十 八 傲 几 千を 巧 w 
巧 巧の 闽 巧は 大正 十ー ニ 年度 末 
:の S 月 新規 じあ 巧せ る もの 及び 
借 狩が わじょ る增 加を を综 する 
ど 阿月 中 じがて 二位の のみ 憤を 
增 加して ゐ る。 めが は 一二 月 未 じ 
まって 间 年度を 巧殘 額の 霞 お 善 

，なを 值一稳 二 千で W を 預金 部 引 

まけの ドに 餐 巧した のど、 |二 巧 

-一日に 

償還 期の 剧 ホした-五 ホ 利 

固成な 巧を 巧 五 千万 田、 岡 猪 八 

巧 一千 五-百々 W 、 同 第 十 一圓 一 

千と：， け 力 川 等を 針 八 千 余で 川の 

巧な に巧當 ずるた め 二 巧 ボじ發 

巧 L むぶ ホ 利网庫 憤を 巧 ホ 回 八 

モ數 巧で 阳 (二ち 中 じ 拂込濟 の 

ものよ， り 六十 一二 巧 二で W ) 中 ホ 

拂达 みで あったよ 中数', け 力 山が 

-を部拂达濟みと^:^つたのどお勘 

般理が 他 じ 要す も ± 地 化を とし 

てを けした もの 等で ある。 化 ホ 

S 巧 中 じ 巧 還した 岡 馈额は 

=單 位千阳 

一、 借替 償還せ る もの 

お ホ 利頤憤 r を 号」 

四 化、 乂乂六 

間 第 八 固 - 五、 000 

問 第 十一 回 一ち を 一と 

一 計 八 二 、 -V 二 一一 1 

^ 二" 貫入 憤 還 (減 潰を をで) にょ 

る-^ の 

一、 お 五 ホ* 巧 号 五 ホ、 恃別五 

ホ ニ ー八、 二 化 〇 . 

. -1、 外闕償 一六 ホ 巧 付 ホ貨を 

墳 •四 ホが 滿貨 等) 

よ、 二と 0 

一二、 かがへの 担が 用國償 あび 

蘆 炎 喪失を 倩 九 五 〇 

計 四ち 五一 0 

を 計 一億 二で 化が サニ ーニ 巧 田で 

差 引と 千 四 冗订巧 W を 同月 中 じ 

巧 加して ゐる 。がくして 

十ー ニ 巧 末 H の 國債现 化 

髙は= お 位 千 W 

右は S 月末 左は 二月 末 現が 

: '內 か齒憤 四、 一ニ ニ 九、 セ S 五 

四、 二 五 四、 五六 八 

臨時 閣券 五 ミ ご：、 二八 0 

M 上 

米 お 証券' 一二 八、 0 化 兰 

W 上 

計 凹、 义 〇 1 、 一 〇 乂 

叫 X 1 九、 さ 面 

右 表の 如くの 十八 憾乂千 四な 八 

十ぶ 山に 連して & る。 

關稅收 入が 

一億 圓 突破 

巧國掛 外な 易の おおじ 伴って 

年々 輸出 人 額は 著し <お 加す る 

が 特に 乂戰終 おが 前ぶ びが 後 

じ 於て 輸入は 巨额じ 上ら、 就中 

大蘆 火炎の 後を 巧け たが 年は 最 

高 記 錄の輸 人を ホし か 四 惊五千 

を 巧 川の 物資を お 外から 输 入し 

ゎ。 巧くの如き奠大；^お乂じお 

して 風が 財 化 上の 收乂 どして か 

何 稍の 徐入稅 が徵收 されて ゐる 

.かじが て 調べて なやぅ 先づ 

昨 ザの 慌入 税额を 姑る どの 一億 

: 1 平 凹',：: ガ W で 輸入額の 西步六 

.'庇 じを つてむ る。 尤も 昨年は 輸 

^ 乂 ぉ胞朔 じ が て 諸柿 の 輸入 なじ 

おし 慌乂稅 がを 除され て ゐた挪 


係 上 饭入額 じ 割す る 巧 おの 割を 
は 比 巧 化 低率で あつたが、 本年 
ド乂 bl 二月までの 累計では 輸入 
額は 昨年の 阳 期ど乂 差な きも 徐 
乂稅這 器し < 巧 加し 從 つてが 割 
を も 島 率 こなる 謀で ゐる 。最近 
較 年中を 通じてがん 桃の 最夕额 
を乐 したのは 大正 十一' 年で、 十 
二 年は 橫泌 じがけ る 八月を が不 
明で あるた め 適確な 駭 字は 得難 
きも 恐らく 十一 年と 大差は なか 
らぅ。 これな 外が 税 及び 諸收入 
を 加へ る ど 最近の 關巧收 入は 一 
條阳 から】 億 二-一二 千 巧 山 じ 逢し 
固 庫 化 政 上のを 要ぶ 化 位を 占め 
てゐる MJ 々がる 0 

國 稅の體 系で 

五 案 y 審議 

我 制 調査 食大 藤を 侧 幹事 會に 

於て は國 巧の 髓 系を か 何に すべ 

きかに 就て 目下 專ら 調窗 ホ 案を 

急いで ゐ るが、 先年の 財 极調杳 

曾 及び 稅お 調査 お 食 露 談會じ 於 
てよ 張せられ たもの ど 現を 財務 

及び 稅擦當 局 間 じ 論せられ つ： 

をる ものは 

第一 案 一般 所得 巧を 資本 税ど 

し、 之に 一般が 產 巧を 創設し I 

て國 稅の體 系を 形造る 

第二 案 一般 所得 稅 をぶ 本 ごし 

戶が的 財 產稅を 創設す る 

第 S ま -般 所得 稅を 基本 ごし 

特別 所得 稅を 起す 

第 四 案 一般 所得 稅を 基本 どし 

現な の 如く 收益稅 邸ち 地粗營 

策秘 を； 5 てと を 浦 ふ 

第五 案 一般 所得 稅を 基本 ごし 

資本が 子み び闡 お、 を 崖稅を 

創設す る 

等が あら、 む 礫 的 巧得挪 も資產 

其 他から 生 中る 所得に 對 しては 

無機 的 所得 即も 勤勞 にょつ てを 

やる 所得 じ 巧す るょ らも 特別に 

課稅 ずる 必要 あらとす る 第 S 案 

ら相當 お 力で める。 又 純理 論 か 

ら 云つ て鑽 一 案の 財產稅 創設を 

化て 嚴 も適當 なら ごする 議論が 

大藏 ちじを 力で 趣旨に めて 殆ん 

でなおを；；？ ■きを 様で あるが、 之 

が實巧 じ 就て は 資本家め 猛 恐な 

设對を 見るべく 無事 じ議 會を骚 

過すべく らちへ や、 万一 證會す 

を あご V る 時は 稅 制を 般 W 整理 

じ大 影響を ホす ので 政府 どして 

は 政治 上から 化 点を 考慮す る必 

要が あち、 第二 第ー ニ まに 就ても 

化當 異論が ある。 第 四 案は 現わ 

通 b で 根本的 改正を 巧 はんごす 

る 今り、 採用し 難し ごま 張す る 

者 あるを 始めと してを 案 共じ賛 

巧兩論 あら、 就れ も 研 宛' じがず 

る もので ゐ るから 大藏を 幹事を 

じて はを まの 刺靠 得失 及び 實わ 

上の 難易 等を 巧サ研 先の 上摄も 

適當 なまを 採用し、 ぶを な威稅 

の賴 巧を あ 成せし めん モ針 であ 

る どい ふり 

> 合 國に新 通牒 

米國 政府は 過般 ホフ ランス、 

ィ タリー 其 化の 聯を閱 じ おする 

戰時 巧附の 决濟じ 就て 巧 お 中で 

あつたが、 まる 十六 H がを W て 

是 等の なが 阐に 掛ムて 正式に' 逆 

牒を おし 米國 政府は を齒當 おが 

近く 右のを 涉に應 中ろ もの ご認 

わる 巧 通吿 した。 一方 フランス 

めが 當 おも 巧く 豫算案 八 上 おご 


共に 右を がの 决濟じ 就て 何等か 
の禪 明を 巧みた る上委 肖を 任命 
し 一巧のを 渉は 夕か ワシントン 
で 巧 はれる 帯で、 米 瞬大藏 省は 
を涉 委員 V 一して 次官 デュ ウ H 1 
巧を 巧 かした。 

贊澤 ぉ課稅 改正. 

-が國 綴が 串 箱を を 
臀澤 なをの 輸入 我 じ 脚す る改 
正な 律 溝 四十 号 中 左の 如くな 正 
された 旨を 表された。 

別表 輸入 稅を 第が 二号 項 中の 
「が あを 除く」 を 「猛 茶が 及び 
お 蹄 おを 陈<」 じ 改む〇 间第九 
十四 号の 巧を 左の 如く 改 わ、 
み 化 學試驗 用 ' A イド •バウ ダ 
! W みの 皮 まみ 目 巧齒才 甲殻類 
製品 「別号 じ揭 げざる もの」、 
间第义 十五 号の 項 中 r 巧 香 性 
の もの」 の 下 じ 「大 をを 池、 ほ 
皮 独、 挂葉她 、シトラ ネラ油 

スパイ リ她 ，レモン グラス 独 
シ ダー 池、 流動 蘇を 香、 ジン 

デヤ 1、 ヤ グラス 曲、 タイム 
她 、ユ， 々ブプ タス 她、 0 — 
ズ マリ J 油、 ベ X 油、 カナン 
ダ 油、 ラゲ キン ダー 油、 ゼラ 

三ュ —ム 池、 パグ マロ ザ I 油 
チ グレン 地、 バッチ ュ 9! 油 
了を 姐、 アジ ヨ ー ワン 独 、 U 

— ックッ ド 油、 を綠 独ぶ H 本 

樂局方 所を の 白檀 独を 除く」 

を 加 ふ。 

第订化 四、 窠巧化 五、 第な か 

'ホ 及び 第 巧 巧と 号の 項を 削る 

第二 百サ九 号の 巧の 項 中 「人 

造 香 巧」 の 下 じ 「リナ リ ー グ 

ア七テ 1 卜 、ベン ジグ T 七ブ 

卜 I ア ミ 产 ブ リ シ レ 卜 " 

イオ ノ ^ — ン > 夕- — ピ ネオ！ グ 

ぷ び ベン ジグ ア八コ ー がを 

除 <」 を 加 ふ 0 

同 第二 巧 九十 九 号の 巧 中 「四 

十 ネロ クラ ム」 を 「十と モ 日ク 

ラと じ 「糸數 一二 十」 を 「糸數 四 

十」 じな わ 0 

间第 云な 一号の 項 中 「毛 お 製 

の もの あび 毛 綿 絹 製の もの」 

の 下 じ 「絹のを 量の 巧みの 五 

を おへざる ものを 除く」 を 加 

ふ。 同 第 tir 白 四十と 巧の 項 中 

「手袋」 ので じ 「譲 謗 製の もの 

を 除 <」 を 加 ふ 0 

同 第一 二な 五十 五 号の 巧 中 「護 

謗 製み ものを 餘 く」 を r 護 誤 製 

の もの 及び 支那 靴を 除く」 じ 

なむ 0 


本社 東京 特電 〔 SI 義 


高 旧の 整 观遲る 

高 旧 商會の 整理 巧らざる ため 

ゥエ スナング^^ゥス 會社では同 

社 製品の 販賣 権を 巧 收し 、支店 

を設けて底接販賣のをを採る？ 

ごな つた 0 

株式取引所 休會 

が 朝 兜时じ 火災を 9 わるた め 

巧 式な 引 所は 本日 化會 した。 

製糸 資金 利决定 

製糸 資金 利率は 二錢四 姐ょ ち 

二錢 六が じみ 定 した。 

生命 保險 ，、一 遊資 

A かが 儉資巧 おがと 憾八 千万 

のじて 目星し い 投資：：！ を 漁つ て 

むる り 

お 油 事業で 競爭 

'一二 井 ど 一二 進は お她事 おじが て 
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H ネホ鐵 食料 爲論 Mszg 藝 

野 田を 油 巧 ホ ♦化 東が 一手 賣揃店 

目 本 食料品 蘭 食 


日本 食料品、 日 巧 品 
並 じ 新 巧 書籍 類 一切 

巧 禍 兄弟 商會 

を おお i 衙最 を 巧 船 じて 9 着 
化 お間篇 々巧 用命の 巧 ホ 西 上 « 


类陳 じして 淸潔 

蕃證樓 

午 蘭 十 時よ を, ち 
午前 六 時まで 民 f 


御旅 舘 河 綾 


【 

一 

【 

- 

- 


るで 一は おに 海運 楽 者の 間 じ 認め 
ら れホ闕 では 一九 一' 八 年 じ 早く 
も バラ 稽み 禁止法 案が 議 をに 提 
出 をれ 下院を 通過した けれで も 
上院の 否かず る處 どなつ て 法律 
どなる じ まらな かつた が、 商務 
卿フ ー ゲァ ー 氏は 來福化 沈を の 
原因 じ 鑑み 巧び バラ 積み 禁止を 
ま 制を の 必要を ま 張し 次期 議會 
じは 必や 之が 通過に 努める ご 云 
つて ゐる〇 


マク ドナ 瓜 ド 女 あ- 

講鎭 會盛况 

本紙 旣 報の 如 < まる 十五 日 午 
後 八 時ょ bH 本人 美な 敎會じ 於 
て ホ ー リ ー 俱樂 がま 催の 下に マ 
ク ドナ^ド 女 あの 講演が ぁつた 
同 ホ あは 廿余年 前日 本 じ 渡ら 東 
をに て 女子 あ 督敎靑 年會を 組織 
し 賴巧其 指導 じ講 力す る i 夕年 
化 會敎化 事業 じを 力を 注ぎ、 み 
で 囚人 及び 不良少年の 敎化塞 業 
じ盡 をされ ねので をる。々 をは 
端 腸な ロネ 語に： 「おが 渡 H せ 
る當 時の 日本 婦人は 良妻 賢 巧、 
引 茲ま義 でぁつ たが 現今の 婦人 
‘は 勘な く 共 東京 じ 於て は 其 鞠の 
婦人は 郷をあ も、 今や 個性を 發 
攝 せる 婦人が 敎育 界じ實 業が じ 
將た勞 働 界じ其 他ち ゆる 方面 じ 
巧 動し つ i ぁら」 ごて 新 社會の 
建設は 男女の 協力 じ 待たざる 可 
ら ざるを 說 き、 更にの 人 及び 不 
良々 年の 敎化奉 業 じ 言及し 「男 
子の 犯罪 原因が ぞく 婦人 じ關係 
'ぁるを、 女 あが 東京 少年審判所 
ょら 引 化ら お 護せ る 不良み 年の 
犯罪 原因は ぞく 家庭の 破壤ょ b 
巧る ものなる ミ、 特に 日本の 家 
庭 じ 於て 男 半なる がな じごて を 
ゆる 我爐を 許されて 育てられた 

見 量の タィが 化 罪が 爲 をな すじ 

まる ミ 」 等を 述べた。 尚 ほ 

女史は 日本 現今の 赴會 事業なる 

ものが をく 救 治 的 なれで、 將巧 

は 是非共 热出 巧社會 事業の 必要 

なる を. ぞお损 し、 最後に 新 お 脅 

の あ 本は 物質 じ 非 やして 精神 じ 

巧ら、 巧 社會の 建設 じは 人格の 

養成、 基督 敎の愛 ど 正義 じ緻ひ 

たる 人格 着の 必要を 力說 して 講 

演を 終つ たが、 當 おの 出席者は 

巧 数十 名 じ 上 b 非常の 盛 巧で あ 

つた D 


ン ビア 大學の 卒業証書を 僞 造し 
て 一枚 千 阳で寶 巧し つ i ぁる 
が發覺 して 吿發 された が、 本人 
はコ n ン ビア 大學 総長 バ トラ ー 
搏± ど 親を あら、 証書は 総長 か 
ら貨 ひを けた もので ホして 瘡造 
ではない ど 云 ひ 張つ て ゐるさ 
でを る 0 


卓上が 話 

天狗さん のぶ 體 

昔 牛ち 化が 劍 術を 敎 った 殺 お 

大僧正は 給で 兒るど 緋の衣 じの 
劇 扇を 驚づ かみ じしね ホ 面の 天 
狗 でぁるが、 現 化の 舉 者の 研究 
では 天狗の が 化は 認められ や 結 
局 天狗の 正體は 似ても 似っ か 3 
r むさ i び」 ど稱 する-栗鼠 じ 似た 
小 動物 ご おつね。 「むさと び」 は 
手 ど 足の 間じ髓 幅の 樣な 膜が ぁ 
つて 梢から 梢へ どが メ ー ト瓜近 
< も おぶ 其ち 橫は話 じ 聞 < 鳥 天 
狗の飛 巧 じを つくを だ ごい ふ； 
でを る 0 


n り ン ビア 大學の 

僞誌 書を 賢ろ 男 

岡 山巿の 者で 當化 n n ン ビア 

大 をを 卒業 (？) しね ど宮稱 する 

高 橋 正 胤なる 男は 鄕里 じ歸 省し 

て靑 年の功 名必を 迷は し、 n り 


御 下宿 鴨 井久 

47 ぞ口 ちま； 一 ち 《 

ご et 1 st -2 nd uve - Dff E . ち 互 SI . 

feh MurrayHiH 29 基 


が 豫屋？ ぁ 

西 鳴 岩 次 郡. 

東 段 十九 T 目 一. み 五 

て バ i トメ ント G 2 

_%讀 プラザ 六 I とお 


M 


お 

6 

V , 

が 

化 


電 


^ — I ム 


お f 四 里 


話 11 四 四 八 < 

國ホ ホ〜 ム 

レノックス 

Y が だ 、 A / 隣ッ 


天 野 先生 趣味 講談 

時日 U 五 巧廿 一日 (木曜) 午後 八 時 

蕩 所：：； ホ 人 基督；^ R 年會 々舘 

(西 五十 お T 目、 第 八 街ょ > 西) 

寅 基— 旅は 道連れ •太 閣記瓢 軍配 • 

潰 題— 震災 美談 j 遞の飯 • 

.入瘍 料！：： 壹弗均 一 

故國 じがけ る 趣味 講談の 犬 あ 故 細 州 風を 氏ぶ び 伊藤 お 遊 巧 

ご 共 じ 巧 あじ 盛名 ぁる/ fK 野が 意 先生が 渡欧のを み 西部 地 ホ 

を 經て來 紐せ. られ ねる を 好機 ごし、 先生の 趣 ホ 横溢せ る 新 

講談を な留 同胞 諸を の淸 漉に 供し ますから 奮つ て 御 ホ會ぁ 

らん i をが 望し ます 

主催 紐 育 宿屋 組合 

後援 紐 育 新報 社 


..最新式 六 解 建 

巧 利、 淸涵 、待遇 懇切、 宿 巧 低廉、 
發 着船 有 之 お 都度 波 化 壌 じ岀張 

シァト^ ホ 游六巧 一二 〇丄 ハを 
エヌビ ^ — ホテル 
電話 メ ー ンー ーー 化を 二 


藤#^ 旅館 ま庙 

た 3 Maynard A . ve : 
Seattle , wash . 


日本 巧 窺 船 切な 御 申 遂に 應じ 
萬 事 御 便宜 じ 御 取扱 ひ 申 上 お 

'桑 港 ホテ卢 

▼日本 御料 巧 (別閒 あ. 9) 

を 巧 カタ ホ 瓜 こ ア巧ム ハ. 一二 

電話々 ネ ー. 1 八 ー ホ 


口！ サン ゼ ルス 地方の 御 
觀 ホには 最善の 御 便宜を 計ら 巧 

\ グ \ 

ホ テ 八 

羅府巧 じがけ る 同胞 經營 中最 
新式 高等 ホブグ でを^ ます 
蘿廊東 一 街 一二 九 半 . 

をを葦「 ゲ アン ダ イキと 六 五 丸 
電話 L タツ カ丄二 全 S 1 

貸 自動車 (が 野) 

羅府 名所 御觀ホ じは 最も 精通し 
た ドラ ィ バ ー が 御案巧申上ます 


ホス トン 案 巧 

貸 自動車 業； 何 西 
諸 古跡、 大學 校、 工場 其 他 一艘の 
紹か畏 び 遜 辯 もします ぎ〇ヨ 30 
をす ck . 呈ゴ基 70 Batavia 度. 


ボストン 市 

富 ± 旅 舘大浦 末 松 

145 Worcester S こ 0S す n 君 ass . 
TeL . Back - B さ 8770 


づ" 

R が/ 
a NV 

的 S.I 

P 


華' 盛頓 
日本 料埋 

ホ じ 御旅 舘 


紐 育 旅館 田 中 奥 巧が 

東 四十 T 目 二 四 二を 
Tel . Caledon 立 没 74 


極上の 魚類 

季節の 新鮮の 魚貝類：^ 澤山 揃つ 

て 居らます から 御 賞 ホ 下さい。 

ァピ セ. 口 魚 巧 

吉す yard St , Tel . Franklin を呈 


新鮮 魚介 一切 

日本人 向きのを 魚 澤山取 b 揃へ 

特則廉 憤で 大勉强 致します 

サヴオ ナ魚店 

JOSO 々一一り a.vona 

224 ■ w . 2 s ; t . 

Tel . oolcsbum 2 援 



5 蟲 

w かが 

3 E に^ 

AH 

s 

A 


T 


理お的 御旅 舘 

おを ぶ-」 誠意を のて 盡 します 

0 

御手 輕御 料理 並 じ ネき廣 

新ら しいせ 巧を 揮び 精々 勉强 をし よす 




S 麵 


な 


南 


お 態 茶園で 永年 御 愛顧を ずけ 
r た蔡 文で 御座います 



H 本に 化み、 日本語 
巧 を 話し、 皆樣 の御嗜 
好に 適する 御 巧理を 調進 致 ホ 

了 度 エレ* ぶ ー タア のでです 


化が 
5 S 

^ * 
7 U 
ot 〇 
3 C 


ず 

一 

ぷ 


御 巧 當ホジ じ 
御 家庭 支出し ' 
御 下宿 

後藤 

壽哥 ，緩 蒲 廃 
每 H 有， ます 


▼一一 養’ ぃ淸 潔、 親切、 氣樂 A 

勢 州 館 館 ま 熊 野 

ま 巧 か 勢 事を 义聞榮 作 
な 0 巧 • 寞を Str 惡 t 
ジー • Regent だ芸 


電話 レキ シン 


ン巧乂 五 お 


琴？ ぶ譯 


山 わ 

^け扣 r 
G じ M I 
S み || 

T W T M 

M が .s 

H wf J 
か 一 S 
a N 


巧 魔ぶ 園 

司 理人蘆 蓮 
お 勤の ホ じは 晝叙 
の 御 便利 じ 備へ巧 
防き 席の 御用に 應 
や V く 候 K 柯卒相 
不變わ 引 立願ち 凶 
紙上 御 案 內申上 候 


，な .化 

I 瞧放 i 


t W 化 

X h 

げ £3 ぉ w 

m が- s . 
s 8 


支那 御 料理 

彭瑞樓 

日本人 諸君を 
歡迎 致します 


A 

^ T m 

CIJ 如 

W B-g 机 

N W IW h 

§ 溫 

Y 


が 巧を 精選し 皆樣 
の 御 嗜巧じ 適する 
巧 巧を 提供し ます 

般娜新 中華 

H 本人 諸君は 時 
別 じ歡迎 します 


宮 巧八曠 搜太郎 
か 歌 山 引 ± 純- 


尋れ人 

巧が 寺 巧 武始群 お內藤 ボ太郞 
朝鮮人 安秉斗 
鹿 巧嗔 鶴义淸 
愛知 早 川良衔 
沖鋪玉 城利德 

を 川 縣人夕 田 和 S 郎 長男 某 

右のを じ 通な 致 巧き 塔 有 之 

候 間 本人 若く はな 人 よら 現 

化 巧 お 述か願 上 お 

紐 育 帝國總 領事 舘 

1贾 で oad ミニ e * York 百で 


あ丄ハ 十五 T 目な glr 六を 

一力 旅 儀ナぷ 

遐證 エンデ 3 ッ ト^ス j 〇 

御 下宿 _ 

自も亭 ； . 

基を nds St . Brooklyn , N . 一 ' 
ジ ニ ri 喜 e 之 75 


中 村 理髮巧 1 

中が 萬藏 
ご 毛 • 6害 St . N . Y . 呈 y 
す t . Colu ョ bus live . & Central Park West 


日本 理髮 館淸 

新 ま洗髮 の設满 ぁち 迅速 T 巧を 
替 とし 精々 賴强 致します- 
西 四十 一二 了 目 巧を 地 S 百 六 巧 室 

タップ フロア (第ぶ 街と 四十 IllT 昔ち) 


宮川 事務所^ 

持績的 奮圃の 阔胞じ 的確な 一〇 職 
まを 罔旋 します。 

たち まま 田 gl " 育 ミ さ 

養 W /4 宙 h St . N . Y . r 

ぎ ミき 二呈芸 98 ,, 一 


0 

米 

. 二. こ 

替 

一を 

一^ 


を詣 プラィ T ン -f 

八 〇 と 九-- 八 4 VS 
U 曜 及び 巧 間は I 

ヶロッグ 001 凹 四 

新 I 加 特長 

お 育 ホ 西 四十 巧 T 目 
: I 二 I 1 八を 
二階) 

支 巧 

三 7 己 ar 呈 ont As . Bu 子 0 , N . y . 
ぎ Bidwell 三呈 z 
ま 任 寺 s . F . K . ジ す 


六月 號雜誌 

講談 俱樂部 一 、 〇〇 
义 藝お樂 部 、 八 C 

キング 、置 C 

講談 雜誌 、.四 C . 
ポケット 、四 〔一 

か 桐 兄弟 商舍 


露敎變 

マ 社を グン ス A 
マ 表.. 精 体操 ◄一 
紳ち激 女、 お‘ 了 
供さん ホ じげ 寧」 
敎授 をし 丹。 午前 
十诗 より 午後* 4™ 一 
時を 目 疆を餘 <) 

シ* ブフ •ダ シ分 

ンダ 舖範學 校を 策 
上 杉夕、 



马 て'- 音 化み 公 地ょ、 
「 パぶ 淸觀 なる 室 

松が 好か 

養 Lexin 蓄 Ave - Tel , sad - ぎだ 21 


煎餅 卸、 小賣 
を 腐 油揚 

日本食 料晶 一切 

Su ミ ise 否 ce oake 0? 

ま 5 Ifhird Ave ._ 

ぎ Plaza 5218 


授蒲 燒講词 御な 出し 

H 姬巧 n が 間 も 脚 用命に なじ ホ 

會厭御 料理. 

烏 等 御 下宿 
な 串ぶ 一 


削烹 並に 御旅 舘 

^ ^ を 野ぶ 弟 

お 脊ホ西 八十 八 T 目 S が 十 I 二番 
電話 —— スカイ ラ 1 と 八 ニニ 


U 本ぶ かな、 雑貨 
身な、 がを、 巧 聞 

東京商會 

貸片 1 ム、 自 巧の 便 あ b 


大 

E 


四 

年 

お 

巧 
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水 

權 

曰 


鉛 

奶 

を 

郎 

織 
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干 

百 
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一二 

號 


ニー 


原 旧 紐 敗 化 

懐 試な 庭球 戰に 

お 報の かく ゥェスト チェ スタ 

) •ビ^ト モァ 庭球 俱樂部 n I 
-卜 じがけ る 巧持趨 試合 庭球 戰は 
i 先 遇 ±曜 ょ bu 强 H じ ぉつて 孽 
巧され じが、 淸 水き 造 岩を 始め 
原出武 一、 福 ffl 雅之 助兩撰 手ら 
出 煤した。 乂人撰 手は リ チヤ ー 
ドを 始め ヮ シュバ 1 ン 、キング 
其 化 度び カナダの クロ ッカー、 

西が 才の ジュ ー •ァ日 ンゾ等 近 

ホに なき 顔觸れ でぁつ た。 巧 田 

はブチヤ1ドをパ—トナ* ~~ ごし 

て 第一 日 じは スタ デ 八、 少 I 卜 

マン 組を 第二 固戰じ 於て 六 111 

六 1 S 。 第 S 回戦では ァ 〇ンゾ 

カ ー クラン ド 紐を 六^ — 二、 ホ^ ^ 

四で 敗つ て 

准 優勝 戰じ乂 った。 淸水 

福 旧 組は 第二 旧 戦に 於て ナィ モ 

ン ド、 マツ カラ フキー 組を 六 1 

二、 六— 酒 じて。 第二 一巧 戰 では 

メジ ョ I 、 スタ プク トン 組を 四 

) 六、 九 1 と、 六 1 四で 股つ て 

准を 勝 戦に 進んだ が、 淸水福 旧 

組はヮシュバ1ン、 キング組ご 

激戦の ホと！ 五、 八 1 六 じて 敗 

れ 。.原 田リ チヤー ド 紐は クロ ッ 

カ ー 、ホ^ — グ 組を ホ ー ニ、 と一 

五で 磐して 巧田リ ナヤ ー ド紐對 

シュバ 1 ン 、キング 組の 優勝 

み戰 どなつ た〇ヮ シュバー ン組 

は 第ー セットを 六 1 四 じて 败つ 

たが、 巧 旧 組 猛襲して 六— 一二で 

第ニ セットを をつ た。 を 一ニ セッ 

•は サーゲ ィス 勝 もじて 

四對四 ど^ bL も 驚 九 ダ 

. ム じ於て搔旧側は サ ！ゲ ィ ス 

に 敗れ 遂に 六 I 四に てブ シュバ 

ン 紐の 優勝 じ歸 しむ， 巧 日ょ 

び 9 チヤ ー ドが 始終 モット 攻勢 

におで じる をを 練な ヮ シュバ 

ンょ バック •コ ー ト ょ^ 么 を受 

け 流し キングの ォバ ー •ネ 

かがを 奏して お出 紐の お 化と な 

つ た 。 尙ほ富リ午後は ッ ラ バ ー 

ス 島の 紐 育 連 勸俱樂 郁の コ ー ト 

じ 臨み 巧曲リ ナヤー ド 紐は キン 

グ 、ゴー 『ン組 ごか 模範な 試を 

、 9 ナャ I が 巧 


1 プの 新旧は 日本 無双 ど】 時謠 
はれ 小 野、 荒な 帥の 渡邊 等ピッ 
チン グ •スタッフは 腕 揃 ひで あ 
る。 化 外 じ 補欠 手を はな、 内海 
兄 及び 桐 おがを る {ホは る 答 
であるが 、捕手 ごして は 他の 追 
隨を 許さ： 2 おに ホ 川 投手が 捕手 
VJ して おへ 孰れ もスピ I ド •ボ 
!< を 出す ので 盗 壁は 大抵の 相 
手では 絕掛じ 不可能 どされ てゐ 
る。 同 軍は 化淸ご 南淸じ 一回 宛 
滿洲じ 一二 四 回は 遠征し、 是等强 
チー ムご戰 つてと 制 0 上の 勝 巧 
を 占め 昨年の 如き 東を の 五大 學 
を雍ぎ 倒した 强チ ー ム であるか 
ら當地 じがても 必ず 化當の 成績 
を擧げ るで あらぅ。 尚 ほ 一巧が 
巧 巧での 九® の 試合に 於け る ま 
打、 失策、 得点 ご 敵軍の をれ を 
示サば 左の 如し 

を 失 得 を 失 得 
打 策 点 巧 策 お 

大お四 〇 1 ブ軍义 一二 


大每五 S 一二 

大每 十ー ニち 

大每五 二 一 

ホ 每六四 六 
乂每六 一二 〇 

大每乂 一一 一四 

大每 と二义 


化 五 セ ー ーニ 

支 軍 二と 〇 

ヮ をと 一 ご 一 

巧大 とと 四 
サ とよ 〇 1 

ブ軍 トニ I と 

朝 H 乂二ご 一 


六11二でがら 

旧の 單 試を 戰で y 4'( 二 じ。 ブ 

チヤ' — ドの 駭 もどな つ V 0 


近 < ホ 紐の. 

.犬 毎 野球 園 

を 港を 經 もし 東 郁へ 

旣 巧の 如く 巧 畦 じ 於て 轉 戦中 

でる つた 大阪 を H 新閒社 野球 瞄 

はまる 十 曲 日を 港 じ 上陸し、 十 

六 H は 同地の 邦人 チー ム 大巧 巧 

ま鹽ご 試合して 四 お 五で 惜败し 

た 〇 1 おな まる 十八 H 轰 巧を 出 

をした が ノ—プ ダム、 シカゴ 

大を等 ど 競技のと-今月 ホ こは 巧 

姑すべく 乂每 野球 剧 = ' ィン •ァ 

プ ぶび 出身校を 示ず ど 

投手 U 小 巧 (巧 大) 、井川 (岡 志 

化】， 渡邊 (明大}、 が 男 巧を 

捕手 U な (度 大) 、井川 

一 堅 U 渡邊 、小が。 二 堅 

み；： キャプテン 慶大}。 一二 壁： r 

みが お (熙西 高)。 遊 お u 桐 巧 

(度大 一、 內おま 神 口 高 巧〕、 

外が U 营井 (度 大) 、を 巧 (同} 

二 神 (立 お)、 川 越 (巧-が) 

じして ィン シユ —卜 のが 川、 力 


斯 くの 如く 大巧 軍は ま 打 五十 五 

失策 ホ ーー!、 得点 化 六。 相手 チー 

ムは 巧げ 六十と、 失策 サ四 、将 

点か 五で ある。 尙ほ當 化 じての 

大每 野球 劇の スヶ デュ^は 旣報 

の 如ぐ 紐 育 ジャィアント VI 練 巧 

試合を するな 外械育 運動 惧樂部 

紐 育 大學等 £ 試合し、 首都 ヮシ 

シ トンでは 黒人 大學ご 競技す る 

か藥を じょつ ては セ ミ •プロの 

チ— ムご ニー 戰 する 巧なら ど。 

新銳を 誇る 

I ずが I 進水 

我々 海軍 獨夕 J 殼計 

我が 海軍では 最近 太ホ洋 vJsJilg ; 

斷 する じ 足る 超 驾級大 潜水 避を 

建を して 時節柄 ホ國 海軍の 神經 

を權 まして ゐ るが、 をれ^ ~ も增 

して 彼等を 必配 させて ゐ るのは 

新造 航空が 黯 ホ 城で ある。 赤 城 

は 大正 九 年 十二 巧 六 y エを语 し 

てな ホ 六 年 ぶら で 建造され たも 

ので、 巧が 海軍 航空 あ 上に 一新 

紀元を 齋ら すべき 重大 使命を 帶 

び お據お だけ じ 建造 計 塞には ホ 

だ ザで ない 苦 必が拂 はれ、 進水 

後は 海ぞ航み^!1^係 の 權威 をを部 

之に 集注して 磯裝 工事 じ 着手す 

る尝 で、 大正 十六 年匆 々磯 裝完 

了の 上 豫後氷 道主を 沖 等で を稱 
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最大、 善 お、 を 快走の まがが 巧 船 


夏瘍グ I ム向 

夏燒ダ t ム向 玩具 類を 禪ゥォ t キン. グヶ 

—ン等 取 揃へ 居ます 日本人 諸君 じは 時 じ 

勉强 致します から 是非 御 一 變を願 ひまず 

あ 输乂元 

リ — ダ ^ — エンド ソン 巧會 


野呂 精吉) ▲五が 無名を 
▲一 弗 巧が 噓太郞 
金 十 弗 堤を 一 

金 おが 宛 

中 西 (都 扱か 追加) が田充 
を 二 一 弗 龜 井貞義 

金 二 巧 宛 

福 旧 雅么助 脇 田を 

小計 一二 百 ザ 五 弗廿お 他. 
累計 ミ 千 一音 〇 九 弗を® 

別に 一千 圓 
訂正 前 號お育 敎會取 极を化 
が 俊 夫 氏 五十 仙ごゐ b しは 一 
弗の 誤ら。 松林 好か 氏 扱大坪 
正 人 氏 二 弗 ご あらたる は I 巧 
の 誤ら じ 付 訂正し ます。 

右 締が後 到着のを を 更らじ 追 
加 どして 國際氣 船 會社じ 送附せ 
る 金額 氏名は 左の かし。 

を 十六 弗 

修道 會扱遐 加 
(內 譯) ▲十 巧 山 巧 久五郞 
A 二 弗 山 內俊高 A 1 弗 宛 
植 時を 堀川 秀楠 お武繁 
がが 

ホ亟 婦人 俱樂部 

アメ プ为ン ，オリぶ ンゾ 师 

人 巧 樂部會 員は 來る 二十と U ぞ 

を r 聘 クレンコ！ ブじ 於け るケ 

〜 A シ ー •李 夫人 キ懼 S 午餐 會じ 

招待せられ たるが 同日 午前 十一 

時 ( U ホ 節 お 時間} ペン 停車場よ 

ら オィ スタ アベ ィ 行の 列を じ 巧 

乘 ジャマィカ じて 乘替 ヘシー ク 

リツ フ じて 下 革ず る 順序で ある 

婦人 會 員の 野 遊 

紐 肯リ本 締人會 じて はみ 週ち 

曜 (二十 立自) 午前 十一 時よ b ィ 

ン グッド 山 口’ I 二 么助氏 夫人 ホ じ 

巧 遊 會を懼 ずべ く 萬-雨天の 際 

は H 本 お樂部 じて 午後 二 時半よ 

ら例會を開く ベ しど 云 ふ 0 

♦東 夹人茶 筵 住ぶ 銀な 紐 育 支 

店長 ま義 一巧 夫人は 巧る 二十 二 

(金 隙 午を 一一 一時よ bu 本俱樂 

部 じて 茶 逸を 催す 由。 

♦西 巖巧前 駐米 商務 i 旨、 二 巧 

二十 I 二日 歸朝後 退官、 目下 東京 

ボ外 代々 乂西原 千 番地 じ卜 ちの 

もじて 遠からず 實業 巧に 活動す 

る J となる であらぅ VJ 傳 へらる 

♦化 殿を 雄 氏 歸戟囊 に 東京 稅 

巧 監瞥巧 事務官 じ榮轉 東を 巧勸 

を 命せられ た當地 財務官 事務所 

の閒 氏は 昨が 出帆の アク キタ ニ 

ァ號 じて 歐洲 經由歸 朝。 

•大橋 ホを 氏 印刷業、 まる 十 

.1 H 着が ホ テ 八、 ベン じ 投宿 中 

なる が 巧 H の 中に 渡歐。 

岡 崎 お 巧 日本 生命 保 隐會化 

社員、 數日前 着が 暫 らく 滯 化。 

♦旧 化 仲 之 助 巧 夕年ニ ユーへ 

ゲン じて 夏 诲經營 の 同 巧は 化 度 

東京に 於て 機械工 煤 設薛の 目的 

を 0 て 去る 十五 H 當地出 發歸朝 

•並 人を 輔氏會 お 重役 及び 同 

か 旧 正 雄の 兩 氏は 教日前 渡英の 


をが 着 紐。 

参 山 旧 ホ郞氏 文部省 i 臣史 、ま 
る 十二 H 歐洲 よら 歸锁 の途 着が 
•顏國 年 巧 炭 磯 業、 及び 同 尾 
家盡 治の 兩 巧は 渡齋 のをみ 去る 
十二 H 着 紐。 


ン シン 


な 人の 美人が 皆 横の 御 相手を 
します、 H 本人 諸君は 特じ歡 
迎 しまず からを 人 御 誘 ひを せ 
御 ホ據を 願います。 

何時でも 個人 敎授 致します。 

:ミ PPYi:ss 

苦 rd and 芸 th Sis ■防 C 吃 U ヨ bus Ave ‘ 

ブ I さ h ミ e columbuw 这爱 


求職 巧靜 ぃぃぃ キトし 

て 日本 A 家庭 じ 働きた し、 前日 
本人 家庭 じ 二 年間 就微。 

呈 苗. 夏 写呈 E . ? 害 St . 夏 室 ieid 置 0 


家具 附アパ 1 トメ ン 

上 二 室 及 雲、 電麗 

來る 十五 s よら. 十 巧】 日まで 廉 
價 じて 貸し 度し。 

K . Gishi , 这 8 E . 是 rd Si . ：2 nd F 一备 r 
Tel . 呈 inelande こ 苦 0 


s ま 及び 場 殿 ホ 五 巧 
ムハ賣 び 薦化五 弗 

場所は 武市 ナツ ソ ー コ^ — 卜 、委 
細は 左へ 御 御 照 貪を 乞 ふ。 

0 J . La 呈夕 1 历 7 Goird 苗， Br 音 ごち 
Tel . ヴ ； lie 82 岩 


室 

一時 前に 御請し あらむ し。 
す ul 量 量 里 7W.138nhSt. 

Apt- 1 TeL Audubon S80 


一巡 お躁 及八踞 、一 
人 又は 二人に 適ず、 
市廳へ 十み タィ ムス スタ エャ！ 
へ 甘 おか-電話 ホン バラン ド呈 二一 
養 宝 嘗 S 二吕董 口 黒 曠梅子 


裁縫 所關業 

皆 樣の巧 服クリ ー ユング、 プン 

スは 最新式の ホフマン 器械で 僅 

か 十五み 間の 內じ 美麗 じを < 出 

ホます。 裁縫は 如柯 なる 御 注文 

も 吁喀じ 早 < 致します 其 他 ユカ 

夕のお ホを も あ h ます 义 絹物 一 

切 洗濯 も 致します。 

坂 ホ 裁縫 所 

128 W. 雲 St. 


音樂敎授 ，：：パ；；：；？ 

獨 唱歌 授業 巧 ーケ巧 六乘 .(一 驾迴 

西 六十 五 了 目 東京 商會 階上 

菊迦 歷お郞 


isisssss ^ 

— 

間 

の 

購 

十 


が 宵 生命が 験會社 

ご 一木を 吉 


を 


保險 


Z0 W YO を Lii こ ミミ -anoe 〇〇 

ひ一 chwmb 巧 rs 扣 t こ 

zew YorkC 冷 y . 

巧 了 on 夕巧 1-ankHn 4 爸 0 

I5?coll»38:e Bi'anch 
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び 
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か 
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遭難者 遺族 弔慰金を 

本 おょり 國際お 船へ 

在留 同胞が 美しき 同情の 溢れ 

肅呈 貴社 益々 御盛昌 をが 贊お陳 お 去月 二王 H 貴社 巧^^^ 
ホ 福化篷 f 共 じ 加を 太沖哀 てを 滅 《不幸に 瞭巧 甘る 航薑 
十八を 御 遺族 じ 蜀し本 化に 於て 巧 慰を 裳 集 致しが 儀は 當時お 口 
頭 キ進あ 候み 第 じ 御座 候 處化留 同胞の 岡 情 翁な ごして 化 鬼 まら 
別 おお 中小 切手のを b 畏社 神戶御 本店を 姐 じて 御 進 族 諸氏に 街 
巧附相 巧は し 候 事と 相は 候 就て は 左記の 事 巧を 貴社々 長が 方 幸 
巧郎氏 並じ當 鼠を 位 じ 御 巧 達 被が 下樣 時に 御 留意 有 么度化 機を 
こ 申 恭戾飄 も 

! 1 、 ^ 福 化 船員 御な 族 諸氏 じ 勒し书 慰を 御を 附じ先 も 遺族の 
多少、 を 活 の御實 お力ま 貴社の 規定 じ 基き 別を じ 御を W 巧 
巧 汲 巧 慰 巧 等を 御酌を の 上 最もを ホと 信 ホら る t 方法 じが 
お 慰 金の 裳 集に 赌 こたる 化 留閒胞 の 誠意を 遺 減な く 貫徹 

相ぶ お 候 率 

二、 弔慰を 御 お 巧の おお 受領者の 氏名を 額 等は 神 戶御本 巧ょ 

b 卸 通 かを 乞 ひ 申 度 御 遺族の 怠 志 じを き 本紙を 通じてを 表 

を おても を 敷惕事 . 

右 晋貴怠 お閒巧 おし U 信菁御 阻容じ おし 度爲 後日 か 信 か 化 御 

座 お拜具 

ホ 正 十四 年 五弓 マ 化 n - 

が 育 新報 お 水谷涉 一二 

励隱 なが 巧 式 會社出 お 所長 

河が 常 八 殿. 


j 前 お 書信の 如く 去る ±陋 日を 

10 て 締めが'-, たる 巧禮化 遭難者 

I 遺族は 慰を は 昨 十九 H 國陈窺 船 

一會 おじを 附を 了した るが 同社 出 

張 所長 河 巧 常 八 巧は 巧留 同胞の 

美しき 时 情じ對 して 深謝の 意を 

表し 居り 右 ホ 催の 實巧 者た る 本 

を じがても 巧し < 滿适 のまら じ 

堪 わざ- 3 み 第で ホる。 左に 統一が' 

じ 際して 接 手せ る 弔慰を 並 じ 累- 

計を 發 表して 擱筆 せわ。 

を； な' 一十ー ニ 弗 か 五 仙 

日义 巧庵吉 田を 隆氏お 

內譯】 A 十 巧吉旧 ま隆夫 

ま ▲わ 巧が 巧を 巧 ま 

▲六 巧 ブ フト： セ. ラ ツチ. ィ 

ン H 本人 一 间五巧 宛渡邊 

正藏 夫妻 東貞一 K 山 旧 

黒 川 藤 人 巧滿誇 子 田賀繁 

太げ . ■ 

去 hi で ジミ Inn, き ite Plain, 三. 一时 

▲ S 弗 宛 犬が 順 一 お 重 雄 

龜ホ正 太 邮旧中 一 石 ホ 典 

具 技 小島 述永熊 巧 あ 底 

がが をが 員 某に A 二 巧 宛 

M 池 藤龜井 源み 二宮 夫人 

を お ぷ亭新 お淸吉 小川 進 

ル 田 新 吉滕旧 神が 子 之み 

矢 巧 义乂勇 川 本ぶ ホ郎 y 

巧 田 ま 巧 お 井 夫妻 おが 

ヶィ ▲ I おお 淺旧 延み郞 

マブ14<が タア ムス、 コ フ 

レ！ 向ザ耍 助''' 招 福 農を 

お' 揀忠雄 Y 綱 巧 山 田 一二 藏 

ミス、 ス 々レ！ が 山 德み郞 

'佐々 木み が T ホが か 上 

R 眞谢 b 間 巧ち 岛木白 

巧を G 渡 邊吉旧 寓治お 

お 旗ず ホ淸鶴 化隨意 後藤 

お向か 小 一二郎 お 術滕旧 

巧 治燦江 夫妻 も 屋福旧 

西 旧 ホー S 小 林 K 祝み 

を 旧 藤本 お八 井川 化 

木戸 旧浊 旧を 加が 貞一 

M 火 石ち がを. 中が 帝吉 

巧 本が 捕み ぶ峭巧 久ホ郞 

松が 阁藏’ 、一二が ぶ 松 凌 太 

が 引 フ八 — フ レー ト 5-^ ず 佐 

見 S 巧 旧 M 巧が お徳 太郎 

を 山 方を 福 おおか r 上 


園. 野 崎眞巿 粟旧宮 永ず 

田 巧 太郞获 お々 靑志村 ザ 

ホ 仲 勘よ 橋 本 菊 一. 淸水 

逸平 神 近 山 田 正 次郞武 

永 竹 內义ホ 上 ffl 金 ホ 

を 本を を 前 田 重ち 东良直 

藏 K 增 田' 4 巧 巧 長 なお 

.淺 おリ i 高 橋 T 帥 玉 水 

上 嘉ま早 島山 旦歪 口中 

が 德巧郞 菊 川 常 直 漆 間 鶴 

あず 田 敏巧山 本 龍 蟹 矢 

吹 隅藏互 rs . M . 夕雪6 

▲五十 仙 宛 K 宮本 T 梶原 

瀬戶 小山 松 ま 五 郞小田 

城戶新 助 大宮臺 化 治 G 脇 I 

本 お 嗚憲巧 木 村ぶ 一 宮 

.本 I 雄が 上 松 尾 勘が 郞 

Y 化 本 小 塚 ま 一二郎 ル 鷹を 

川口 西が 勇 水 井 彌次郞 

小 巧 K 淸水 無名氏 本 田 

無名氏 T 長を 川 今 給黎一 

を 鈴 木 岸 東 江 波 末 巧 

Y 大ず大 塚 金が 太郞お 

ザ 之 助 梅 本 房き 夕 田幸吉 

A 二十 五 仙 無名氏 

金111 十 弗 

鴨 かみ 氏 扱 

0内 譯) ▲五 弗 宛 鴨井义 

をを 川 治巧郞 ▲二 弗 あ 無 

あ 氏 湯 川 義重長 瀬菁十 

ま 出 久み郞 お ホ 幸么助 

▲ー ホ 宛 犀 崎 權之助 山林 

をみ 郞 が 上 障 七， ホ 源ぶ 助 

が山恒 お郞肯 出ぶ 太郞荒 

川 千 化 松 お出 义五邮 巧 池 

甚右エ 門 福 島 3 室 口 

を 一十 弗 

ベィ 3 1 ン加滕 巧 店 

(內 譯) 化 滕营巧 天 巧 

白木が 岡 中 巧 

を 卜乂弗 

後藤 昇 氏 扱 

(内 譯) ▲五 弗 宛 後 膝み 

な 岡' 正を A 一二 巧 佐 嗦靜が 

A •一 弗 お 大巧 四 郎が滿 巧 

一 A ■孤 宛 染あ巧 松 浦 

ジ） _ _ 

を 卜六弗 

U 本人 會扱 I 

-巧 巧) ▲十 化 -商 橋徳魄 


巧 滿納络 道 株を 食 化 
な 育 事務所 
South Manchuria R. R. む.， 
111 Broadway 
Tel. R 扣 tor 1547 


ミ 


り 本 新聞 雑誌 厲吿一 胶か投 
35 Six 扣 Avenu も New York じか 
Telephone Spring 8 の 7 


こかが み 質 化 ^ 巧 ホ巧夕 7W 一! 巧 心 

巧理店 

裔 を商會 
Takamine- Corpor&tUm 
120 Broa おが， お w Kork C け ) f Tel. お 加 r 7884 
General Office & Factory 203 Rawson S ししし CiM. Y. Tel. 挑 ilwell パ 18 


浅 野 物產株 ま會出 

Asano Bu が a 打 Company 

Room 80 1 -80 百 
165 Broadway 
Tel. CortUncit 80 が - 10 が 


大倉摇 紐 胥ミ活 
Okura & Co., 

30 Church SU» 

Te し Cortlandt 2292 - がぷ 4 


二 井 物を 株式 會社 

裔田 巧を 

巧 式會お 岩 ホ 商店 

兰菱 商事 會化 

が 育ま 巧 

が 育 支店 

' 化育 支 巧 

M れ sub わ hi Shoji Kaisha 

Mitsui & Co" 

Takata & Co., 

Iwai & Co., 

(Mitsubishi Co., Ltd.) | 

65 Broadway 

Tei. Bowling Gwen 7520 

150 8r 的 dwajr, New York C か 

Tel. お ctor 1 の 1 

Wootwoi •化 Buildin:, 

Tel. Whitehall 60 々 

(20 Broadway 1 

Te し Rector 2560-2564 ! 


杞 E 巧 l_l ザノ 、巧 

The お !) anew jlss 日 cia む 刖， 
250 W 的け 7 化な . ， わ パ ork 
Tel. Circle 81 加 


巧 式會社 

山中 巧會 紐 育ま リ 
Yamanaka & Co" 

680 のむ h Ave^ 
Tel. Circle 4014 




島 貿易 株式 會社 

5hima TVading Co, いん 

150 Broadway 
Telephone Rector 1 ぷ 4 


Paul K. M. Thomas 

Advertising Counsel 

2023 Tribune む i 地 ng 154 お ssau お. 
Td. お ek 曲 8n 6978 


棟 ま 曾 社 赤 尾商會 
AKAWO 友 CO., Ltd. 
295 Fifth ivenu も New む rk 
Tei. Gaiedonia 9758-53 


觀 .け . k 1144 


ぶな} m が 巧を 巧 im で 巧 


SATU 即が 1 M が 23, け 2 日 


日本 縮 巧 株ま會 化が 育 支店 

Japan Cotton Trading Co., L わ U 
Cotton Dept. 

60 Beaver 8t., 

.T •し Bowling Qreen 2990 

Silk De が. 

巧 Ma が ion Ave" 

TW. M ■ん ftq. tMM 


曰 米 述糸株 ま會社 
紐 育ま 店 
N1CHI-8EI KI1T0 K&BUSHIKi が ほ Hi 
(NICHI-BEI KlITO CO っ LTD.) 
373 が H む enu ら 

Tel. Mad. Sq. 7 目 92 ぶ 


神 戶鈴木 巧 巧 
紐 育 支店 

Suzuki & Co., Ltd. (Kobe) 
220 Broadway, 

Tel. Cortlandt U49- 50-51-52-53 


日本 生糸 巧 ま售社 

お育まな 

Morimu なわ ai & Go., A&；nts 
44 E. 23rd か ., 

Tel. Ashiand 5320 


おを 名會社 
紐 育ち 店 
Hara & Co., 

443 Fourth Aw., 

Te(. Caledonia 7830-35 


な 巧 巧 ま會强 紐 脊ま巧 
Gosho Corporation, 
Silk Importers, 

334 Pourth Av も 
T • し Ma ん S み 4886 

Goebo Co., Inc., 
Cotton Exporters 
的 己 eavgr St., 

TeK Bowling Gredn 8806-06 


大お朝 H 新聞社 
福 ffl 巿ホ 
OSAKA UAH! 

ftoom 308 World む ilding 
Tei. む ekman がが 


大阪ち 日 二ち 京 口 H 
上 おおを 
Osaka Mainichi, 
407 TVUmne BmWmg 
Tel. Beekman 4259 




ぉ 1 巧 巧； 常 

巧哇の 排日 

海軍 演笞 みお 動 

化 巧； 也 彼に 於け る乂闕 おボ大 

頗留 のお朵 'お 骨。 る 布を 巧 梢 

增設 む戟ピ 。つたを に 就て、 わ 

れ 等け 旣 にがく 本欄 じがて をの 

非；^ る ゆ b んを 力說 しれが、 ヮ 

シン トンょ b の 報道し 化る ご、 

大化 锁クー リッ デ 氏 も 流石に を 

の 非。 る こどを 認め、 ワ シン ト 

ン 軍縮 會 諮を お 集した 岡を こし 

て、 太 ホが 四 侧國條 みの 絲盛國 

ごして、 斯る防 瞄か設 はや かの 

宵 ■志 じな するどい ふ立废 から、 

斯る赏 傅を がくが しめる 態度 じ 

戊んで ゐ るを は、 ホ かを 巧を す 

る U 乂両 國の識 ちじと ちて、 眞 

'じ 島に しい 福音で あると 云は な 

，ければ なら この 布哇 防備ち 

，設 の宣傳 は、 ひつき やぅ 陸が 巧 

演習 後の ち 中 巧 事で あな、 宜つ 

一を の 軍事的 反動を 喚を した もの 

一 ご 觀 弦すべき である わ、 が 巧 じ 

i 龄 b て 生じ じ 社會的 反響に 就て 

r われ 等の 看 巡し 能は ざるが H 的 

- 言論が ホる。 

; 今 巧の おおじが て、 幾 ホの 上 

下が 院絶 負々 び 巧 間 記 巧 勘が 觀 

戦し、 人拂雜 お、 就中 H 本人が 

夕 がを 占める 布 唾 S 化 じ 巧を 染 

め，^ならば、 をこじ日本ムじ對 

ずる 陆 .めて 快く。 いぉ 象を 受け 

るて あらぅ ごい ふこ どは、 われ 

等の がかに 豫 期して ゐた どころ 

であるが、 お然 この 巧を で 第一 

じが 人の 漁 楽魄削 奪、 U 系米國 

人將 ホの 政治的 活動 阻止、 乂乂 

陸视化 禁止 等 どい ふ 間 題が 惹起 

されて なるな である。 漁業 權削 

載の 理 山は、 餘化 不能の 外人 漁 

夫を して 眞珠 軍港を 白 由 じ 出入 

せしめる のは 軍事の 機を を 守る 

上* しがて 危除 である どい ふので 

あつて、 をの 理由は 顿 めて 薄弱 

である。 巧 人 漁船は 敢て 軍港で 

漁 まじ 從事 ずるの 必要 も G く、 

これが 出入を 钱 化する のは 當然 

でもる が、 これを 理由 どして 漁 

業 椎の總 てを 削 奪す る こごは、 

大夕 蚊の U 本ん じ對 する 經濟的 

巧んで ある 0 

ホを じ 於て 出生し k 日本ん 兒 

童は、 いふまでら^^く米國の巿 

民で ある。 がる じ 彼等は U 本人 

のな 曾に 育 も、：！： 本人 學 校に 通 

I 學 して 日本の 國 体、 風化、 習慣 

I 々びぶを に 養 化されて ゐる〇 な 

じ 彼等は 义國八 じして ホ國 人で 

。いどい ふのは、 をく のが H 論 

- おがま 度ず る 所で あら， 斯る巧 

■にが 自由に 加州に 移 化する のは 

一 第二 3 U 本人 威智を おく どは、 

加州 排 U 論 おのち 張す る 所で あ 

る。 を 巧の 移民 巧が ホ 座 媳で發 

給した 出生 郎を 認めない くい ふ 

率ち、 蔑を じこれ 等 H 本人の 市 

は摧巧 化を 停止 せんとす る述動 

の わは れつ i ある 事货 、現 化 僅 


かに 千 二が 五十人の 投票 權をぉ 
i るり 系が おの 將ホじ 就て、 を 
の 政治的 勢 乃を 恐怖し、 布 巧の 
を 負 政治 訟を ふら 迴 3 人々 が、 
々巧の 觀勒瞄 旨 巾に 夕 いごい ム 
ここは、 度ら じ 甚だしい 専制 か 
をを ま张 する こ 等しい もので み 
つて、 事情の な雜 した か哇 のん 
輔觸 巧を 單じ 一二 四日 間の 滯化中 
じ 得た 智識を を 礎 こして、 兎角 
S 證論 をが みられる こどは、 H 
本人の 迷惑は 左り 乍ら、 恐ら 


由で ある。 併し乍ら をの 半面 じ 
於て 年々 呂 がの 敎育餐 を おじ， 
あおの 移に 齒ど云 はれる 指の ホ 
凰が、 渺 K る 太が 巧 上の が 島に 
生がず る 日本人を 善い 意 ホに 同 
化し 得 や， 壓迫 的な な 法に 攸 b 
て 漸く 米 國に從 はしめ ると いふ 
こごは、 ホ國の 屈辱 t を b、 ホ 
國 々民の 化で わら、 文明 化進國 
の 面目を 傷け る 巧 爲 である。 わ 
れ 等は さやぅな 文明の 逆轉 が、 
ぶ 督を幽 である ホ 國じ到 ホず る 


也 ある ホ國 人の 斷 じて おし 得な I どは 信じ 得ない ご 同時に、 H ホ 


い 所で ある ミ 確信す る。 

布 巧を 加州と 合併せ しめ、 或 

ひは 布 畦を を 貫 政治の 下 じ 統治 

して、 H 本人の 政治的 發展を 化 

止するごし^^ぃどは、 米國如自 


賊 巧の 照. ホ じ ミら て、 巧 哇ぶ留 
自 本人の 問題は、 これが 解かの 
バ a メタ！ となる に 至るべき こ 
ごを 期待し、 識者の 攻究を 望ん 
で 化 まの。 


支那の 邦人 妨績 事業 U 

結局を 滅の 外な 


-し 


上海よ リ靑 島の 罷業 頻々 


上が 化 二：：： 發 夕刊 ポマトが 特電 本人 磯 業エ媛 まは 今朗當 

地 じて 纔會 を銷 催した 結 お、 ち 那の勞 働狀態 じして な 善され な 

、< 限な ま 邪に がける H 本の 磯 業エ瘍 はこれ をを 部 閉鎖し 日本 じ 

引 揚げる のかな しど 巧講 した。 エ魔 まが 斯る巧 議を敢 てす る じ 

まつた 埋 由は 最を 上が あび 靑 島の H 本人 機業 エ檐じ 就 働す る 支 

那人勞 働を の 紛擾が お b ない 結を であつ て、 靑 島が 績エ瘍 の 支 

那勞働 おは 梟 巧の 罷 H 騷ぎ じおんで 要求のを 部を 貫徹した るに 

も 勾 > っす、 尙ほ紛 媛を 繼績 しつ： ある 有樣- して、 囊に罷 H 異動 

を 生じた 上がに ては をの 後 じ 至る も 職工の 怠業 ご 暴 巧は 每日頻 

頻 として 突發し 現じ まる 乂 曜日の かき 日本人の エ據監 管は 暴 巧 

職工に 發 砲して 即を 一名、 負傷を 义名 をを じたる が 如きを の 一 

网 にて 紛 憂は 今を ごても 繼 綾すべき 形勢で ある。 而 してを 機業 

工場の 中支が 乂 及び 英國乂 經營エ 複め勞 働が 態 及び 賃銀は 日本 

人經營 みエ煌 i 毫も 異ら ない にも拘らず、 罷エ 及び 暴 巧が 日本 

人工 磐の み じ 限られて & るのは 徽エの 排日 的觀 念と 目 本人 監督 

者に 逊 ずる 反 威の 結果で ある £稱 せられて ゐ — 


化 極 探險の 

飛行 壯擧 

二 機 じみ 乘 して 

キング ス灣 (スピッッ バ 1 ゲ 

ン) 廿一日 發 u 飛 巧 機 じ 化ら 化 

極 探 隙を 計畫 中で あつた アマン 

ゼン 氏の-巧は 頃 U ホょ b 出發^ 

を 準備中で わつ たが 遂に 本 U 午 

後 あ 時 十五み (が 育 時間で 午を 

零時 十五を) 一二 人 宛 二 機に 巧乘 

して 當 地を 出發 しれ。 一 磯は ま 

催ち であ b 语極發 見 家で ある ア 

マン ゼン 氏で】 機は 一巧 中の 唯 

一の ホ 画人で ある 探 隙み リンコ 

グン •よグ スゥ ォ 1 ズ氏 である 

が、 二 機は 當 化ょ b 化 極までの 

が 巧 約 八 百 哩を一 おじ 八 時間で 

お 巧ず ベ < 約 千 •五ち 六十 哩の飛 

わじ 耐へ 得る ダ ソリンを 橫 載し 

たる か 約 ーヶ月み の 食糧、 武器 

彈藥等 ホ 千 ホ さお 度を 携帶 して 

ゐ るが 無線電信の 装 潰な く 万一 

途中 じて か 隙を 生じた 旗を 手を 

の废所 じても 約 四' 白嗤の 遠距離 

じある ので 助かる 機 貪は 千 じ 一 

の 御を であると 云 はれて ゐ る。 

飛 巧 磯で 化 瞄採除 ごい ふ壯を 


じ 及んだ ア マシ ゼン 大佐は 

諾 威生れ の 探 隙 家で あ 

踩發ぶ 家 ごして 化を 的聲 名を 博 

した 人で、 化 極 探險じ 就て は從 

ホ お 政 其 化の 理由で 農々 失敗し 

たじ も 巧ら ホ 五十二 歲の 同氏は 

毫も この 困難に 屈せず、 昨年 十 

巧 故鄕で 破産した もの i 直 もじ 

米國じ ホつ て 化械探 厳の 資 を 調 

達に 從 事した 結果 偶々 米 人採險 

家で ある H グゥ ォ ー ズ氏 £ 巧 鳴 

し 遂に 同氏 か 十 巧 弗を 調達して 

自ら この 壯擧 じ壑 加した もので 

ある。 氏は 

方 一 墜落した 瘍 をど雖 

徒 ホして が據 地に 引 揚げ 得る 

いふ 確信で 現じ 飛 巧 磯の 中には 

スキ ー 其 他を 携帶し 今回の 化擧 

じ 化 b 約 百万 方 哩のホ 開化を 探 

査 しを じ 飛け 機 格納庫を 設け 

下 調査に 成功 するならば 英國か 

らり A 乃至々 リ フォグ ニアの 飛 

巧は 最も 短距離で 實 巧し 得る と 

云つ てゐ る。 この 大お巧 計畫は 

ホ國 人の 參 加で 自が 义國の 興が 

を 惹き當 化 じても 有力を 約 八 人 

が お起して 飛 巧を が 政 的 じ も 後 

援 しつ i あるが、 この 外が 太が 


獨逸等 にても 飛 巧 機の 化 械探險 

が 盛ん じ 針 墓され てゐ る。 

一宮 房 次郎氏 

チタで 吿發 

モス カウよ b の歸を 
東京 特電 廿 1 1 H を；：：：： 勞農 ロシ 
ア大化 コッブ 氏 就 巧の ホ U 本朝 
巧の お 愛 威 情は 頗る 良好 じて コ 
ツプ氏 も 言論 じ毁 しては 巧め て 
愼 重；， よる 態度を 維持し つ t ある 
が、 本： n チタ よら 達した 飛報 じ 
化れ ぶ 震 じ モス カウ じ 於て わが 
お 藤 代理 大化 よら 重耍書 類を 委 
巧され じ 前を 謠院 議員 一宮 房 次 
郎 氏が 繁支國 境に めて 勞農 官憲 
のた めじ 逮捕され、 _ 委 巧 書類を 
巧收 された 上 お 一週 跑じ 一旦ら 故 
なく 抑留され たを がが 然し、 或 
は凿 。シアの 輿論 じ】 大變 化を 
生ずる かも 知れない ど 云 はれて 
ゐ るが、 一宮 氏は H 露國を 巧な 
後 ご 雖勞農 官憲の 日本人に 掛す 
る 待遇は 二 年 前ど柯 等の 變 化な 

しご 詔つ て ゐる〇 

英國 政府が 

佛國に 回答 

を 泰偉障 間 題で 
； リー サ ー 1H 錢 u 曇に フラン 
ス な 府は 歐洲の 相互 夕泰 保障に 
關聯 した フランスの 立 塔を 英國 
践府 じ通碟 し更ら じこれ を獨逸 
政府 じを 附 したが、 右 じ毁 する 
回答 書は 今朝 英閣 外務省よ をフ 
ンヌ當 姑に キ 波し 目下 審議 中 
じして 巧を は喊密 どされ てゐる 
が、 英國は 大体 じがて フランス 
案よ らも 獨逸 山-原案 じ 賛成の 態 
度を 示し これ じ離聯 しれ 一二 四の 
質闡を 試みる ど 共じ獨 填の 合併 
に 就て フラン マは 聯盛 おめ 十九 
條 で反凿 する も英 國は餐 がし 且 

つ 小 聯を國 の 隣 係で フランスが 

獨領 におを した 腐を 英國は 中立 

すべし どの 態 巧を 諷 示した。 即 

ち英國 政府は 斯る镇 を フランス 

の 巧 動は 侵略的 どは 認めない け 

れ ごも 英國が これに 後援ず る こ 

ご は 巧 待して 欲しくな いど 云 ふ 

ので ある 0 


風 服す る G らげア 7 リカ 其 他に 

がける フランスの 难民 政治は を 

の權 威を 失 ふじ まるべし ご 辯 明 

して ゐ么〇 


モロッコ 戰で 

佛內 閣危し 

社 會ま義 黨が舊 起 

バタ I サー日 發 zz 靈じユ リオ 

1 內閣を 明 渡した フランスの 社 

會ま 義黨は パン 八ゲ王 巧閣わ 

れを繼 承 0 巧 巧 等 社會ま 義黨內 

閣の 政策を 踏襲し y いのは 最初 

の 申を じ 違反 するとて 不ホ 滿々 

たる ものを く 今回の モロ ッ 3 が 

轨を をを 的口賓 ごして 現内閣の 

據を擊 じ 移ら 現モ n ッコ 遠征 軍 

司 かを リユ ブ） 將軍の 巧 動は 巧 

閣の 命み ど 責任 じ 歸し將 軍の 單 

濁 巧 動を 許さ r るを、 戰巧 をを 

をして 事 實の眞 相を 國民じ 知悉 

せしめ 且つ モ P ッ コ 派遣軍へ 文 

官を 派遣して 政治せ しい 

無 條件平 か 等を 要求し おしこれ 

を容れ ないならば 内閣を 巧 渡す 

べしと 强 硬に ま 張し 近 < が變を 

を やる 形勢 じて 共 產黨其 他の 急 

進 波 も 社 會黨を 後援して ゐ るの 

でを の 勢力 も 侮 b おきものが 夕 

いが、 パンク ダュ 首相は 若し 今 

回の モロジ n 紛擾 じ フランス' が 


日露 戰爭を 一 

副 島 化豫言 

日 ホは 戰爭 しないと 
東を 廿一 日を；：：： 今夏 シヵゴ 大 
學 じて 開 おすべき 國際か 巧 協議 
會じ 招聘を 受けて 『H 本の 現狀 
じ 就て』、 『H 本の 朝鮮、 支那 度 
シ 'ベリア 政策』 没び 『日米 S 關 
係』 等 S 政策に 輔聯 して 講演す 
る-- 〇ご 。つた 貴族 院議 負 副 島 道 
正 伯は、 目 本と n シアの 新 協定. 

關聯し 0 シアは 割 底 これを 媛 
巧す るの 意志。 くを 條 巧は 結局 
化の 反古 紙に 過ぎ やと 颜 じ、 
ま那の 共産化は 風 難 でんる が 日 
本の 朝鮮 統治は 朝鮮 ホ 化の 機會 
を 早め 日本 じ 於け る 共を あ 想の 
普及 も 園が 的危險 でぁつ てこれ 
を 保護す る ものは をを 維持を ホ 
るの みど斷 じ米國 のまが じ おす 

る 經濟的 活動は 日 ホ 間 じ 紛擾を 

惹起し 得る 可能性は ぁるが 戰爭 

は斷 じて な < 寧ろ 縣 ホの 戰爭は 

滝 蒙 じ 於て が權 相反す る H 本 ど 

。シア どの 間 じ 巧發し 支那は を 

の 際掛ま H 1 倘 條間题 W 關 係ょ 
もして ロシアに を 方す る^」 あら 
ぅど 豫 言し、 世界の 平 かは 日英 
ホの 隔意な き 協力 じ换 つの 外な 
しご 聲 巧した。 

對米 負債 ご， 

ムソ リー ー巧 

特惠 的な 解 巧® 望 
ロー マホ 日發 =： が 太 巧 首が ム 
ッ リニ 氏は ホ國 かが ょら ホぶ' ま， 
じ發 せられた 戰 時を 镇の あ谗ピ 
關 職し 本日の 上院に で 政府の 位 
置を 說明 しが 太 巧は 顧に 英义に 
おする 負債 一千 億？ ラ (をの 中 
米 國は廿 一億 S 千 八 巧 五十 四 巧 
二 千 八 巧で 十ー ニ 弗) を 承認し お 
巧 長期 じ 直らて ま 拂すも 巧必で 
ぁるが 大戰じ 於て 二百 方 人の 將 
卒 を犧牲 ごした 伊太利は 國富じ 
がても フランス じ 劣る， て 甚だし 
伊太 巧は この おじ 就 ホ 榜惠的 

な 巧濟を 要請し 得る 特疆 をち す 

ると 聲 明して 喝采を 博した 〇尙 

ほ 本 問題 じ 就て エ ポ 々饋 は、 

負債 巧濟じ 就て 米國の 態度が 

頗る 緩和 的で ぁるの け將 ホの 
戰爭じ 就て 歎 刹の 同 おご 友證 

ごを ホめ つ、 あるからで、 將 

來の 戰爭は 大陸 勒 大陸で なく 

恐らく アジア 大陸 W アングロ 

す クソン 民族で あらう。 

ご 論じて ゐ る。 


巧女书 - ナタ姬 ご ォット！ 皇子の 
歸闕許 巧を 巧 請した るが 如き お 
b じ 帝政 即刻な 巧は しごす る 
も 永久 的な 述勸 のぶ 礎が 築かれ 

つ i わるのは 事實 である。 而し 

て 火— テ 作 内閣は 本 H の 議會信 

巧投窠 じて 二け 十四 票 掛百サ 九. 

票で 大勝を 博した るが、 外務 大 

臣 スト レゼ 八 マン 博 古は 世を 裁 

判 所 じ 圏して ポー ランド 政 巧が 

獨 波經濟 協定-し 違反し つ i ある 

事 寶を擧 げて審 巧を 求めた。 獨 

逸が 世界 裁 巧 所に 斯る 事件を 提 

出した のけ 之が 最初で ある。 


外債は 偷敦發 が 

東京 特電 化 一 H 發 U 東京 巿の 
外懷 一億 圓は 今秋 頃 偷敦で 成立 
か S 太藏當 局では 觀 測して ゐる 

水電保 險官營 案. 

東京 特電 セー 9發= 宗 秩寮激 

裁 倉 富 勇 |二 郞 巧は 事務 取扱 新政 

策 財源 どして 氷 力 電氣ご 保險業 

の官營 案の 調 蜜を 開始した。 

海軍 航空 本部 案 

東京 特電 サ日發 u お 軍が 空 本 

部 新設 案じは 赞间 者を く あく 實 

巧 せんど。 

德川賴 倫 侯 逝 < 

東京 特電 十九 H 發 U 貴族 院議 

員 德川賴 倫 侯は 昨が 發 病し 今曉 

遂に 葉 去した。 

註。 侯 U 舊化歌 山 藩 まじて 明 

治 五 年 德川慶 頼の 子 ごして 生 

れ 、德川 達 孝 伯のを じ當 ちを 

化 巧 承の 養子 S なつた 人。 を 

を 音 樂じ趣 ホ 深く 先年 パィプ 
ォ ガン 化 入れの 爲ぶ 渡歐、 
旨 邸 巧に 音樂 堂を 設け か 蘭の 
阻が 的た 口を 手 ' グ f を 
を 往年 日本 じ 招を したの も 侯 
の 化 事で あつた。 

軍人 總督觸 更改 

ロンドン 廿日を；；；！ エ .デ プト反 
ペレス チンの 英國 統治 じ 就て な 
策の 一大 變 をが 緣想 されて ゐる 
邸ち 英國 政府は 今回 前を の 軍人 
德營 ァ；！ > ンビ ー が 軍 じ 巧 ふるに 
文官の ジ 3 1 ジ • 0 ィド 卿を 巧 
かし 後者の 文官 總營 である サム 
エ弁卿 じ 化 ふる じ プラン マ！ 元 
帥を 任が した 一事で あつて 前者 
はず 和 的 巧 政を 意 ホし 後者は ± 
す 古が 黒幕 ごなら メソポタミア 
の あ 勢が 不穩 ごな つて ゐ るから 
でを る 0 


趣 ホ 


oyster way ^ 

島 わ 女 

まる 十五 日ち 亞 婦人 俱樂部 ま 
催の 下 じ、 な^! ズゲ エ^ 大統 
領の 邸宅を 訪問すべく •正午 過 
ぎ 九十 六 T 目の マグ ナス 女を を 
集る を 一二 十八 名、 半ば 神胞婦 
人で な 半が ホ 婦人 VJ 支那 婦人。 
をれ 名刺を 胸 じ 下げて】 臺 
め大 バスに 乘 せられて お發 した 
のが 午後 二 時で あつた。 

五十 化 T 目の 橋を 渡つ て日ン 
グアイラ ン ドに 入つ た 頃 がら、 
のん びら して 四 邊の風 漂が 人々 
の氣 をを や はらげ る。 

紐 育の 媒ご塵 どを をはき おし 
て、 化の 新鮮な 空 氣を思 ふさ ま 
巧クて 巧きたい ご、 だれか r さ 
さやいて ゐる のが 嬉しく 耳じ乂 
る 0 

降 b はせ S かど 氣づか はれた 
空から H ホが 射して 靑 葉を 葉が 
一巧 じ 輝 やく 夕 藤が 滿 開で、 犬 
の 巧 ごは 云へ 其 名 じ 似ても 似つ 
かね 白、 或は 淡が 色の 大 幹の 巧 
が樹 々の 間 じ 見へ かくれる さま 
は 春た け i:? •は V 一 云へ やう。 

ー アラ 牛が ゐ て； ょ」。 「馬の 子 
がを る わ」 £ 車中け さはめ く。 
靑藥 若葉 ォイ スタ ベイに 見へ 
かくる 白帆 か 帆の 嬉しき 日な 
ぼうごして 大 氣の禪 じと け 法 
みさうな 氣 持で 幾 十 マイ グ かを 
走ら 續 けた 頃、 と あるを 會のあ 
る 岡の ムも ごじ わ i つた 時、 是 
から サ 々モア ヒ八 じか まず 
ご， マグ ナス 女 化のを 意が ある 
巧岡をのぼらつめた蕩所じ八1 
ぶ/ 己 ^^’卜或ぶをった。 かなり 
大きな、 く すんだ 色の 二階建で 
垣の 無い 廣い 庭園が 四 ホを かこ 
んで をの わらじ 明るい 感じが す 


四 あ 日 前歐渊 から 歸を さがた 
ホ 己ん は、 まだ 旅の 疲れの 殘つ 
てなる であらう と 思 はれる をで 
人 一人 氣持 よく 握手して 下さ 


獨噢 兩國で 

帝制 派 活躍 

獨逸 憲法 も 修正 か 

ベ グリン サ目發 ヒン デンべ 

グヒ將 軍の 大統領 就任を 機會ご 

しべ グリンと プ ダべ ストに 露骨 

なる 帝制 俊 巧 運動 起ち 先 づ燭逸 

じてぶ內相シ！ ン氏ょら獨逸共 

か國の 憲法 修正 じ 就て 議會 じ是 

を 慾 憑し 舊帝國 なの 復活を ホめ 

たるが 如きを の顯 著なる ものに 

て、 ィン ボブ 1 じて は ホ 1 ジ 1 執 

化官を 終身 執政官 じ 化 命す る 外 

聯合 國 におして 舊 あお 利；.. 匈才 


亟爾 T 化 表 派遣 

ゼ ホダ アせ日 獲 = アグ ゼン チ 
ン政廊 は 千 九な が 年 おが 國膝聯 

盟ど觸 係を 絕 つて ゐ たが 今回 ジ 

9 アン •エン シソ 巧を 當地じ 

永久 的 じ 駐在せ しめて 聯盟の 事 

業を 監視せ しめる をと なつた が 

これは 職盟國 ょ々 非常なる 注目 

を惹き 或は ホ 國歐府 も 間 樣の代 

表を 派遣す るので は あるまい か 

W 云 はれて ゐる けれ 共 軍器 化 引 

會議 化表バ 1-^ ン 氏は 斯る ミは 

到底 實現 不可能で ある ご稱 して 

ゐる〇 

伊人 飛 巧 家 着陸 

ラング ー ン廿： 0發= : 伊太利よ 

も 日本、 あらに 瀑洲じ 飛 巧す ベ 

き ピネド 中を は々 夕 六 時 ビ弁マ 

の マ ー グ ィ じ到着した〇' 


見たところ 六十 歲 前後 £ も 思 
はれる ホ 亡 人は、 やせ あの 脊の 
高い 方で、 極めてし つを な ィン 
グランド 風の 黒服を 着けて 物靜 
かじ、 いかにも 慈 巧 ど 云 ふ あた 
たかい 感じの する 人で あつれ 0 
グ！ ズグ ユグト 巧の 最も 愛好 
した ご 云 ふ、 叉 同 巧の 巧みの 裝 

鋪 である ご 云 ふ 應接室 じ 通され 

た。 騰接室 じ 入る ど 第一 じ 見ら 
のはを 獸の頭 や、 毛ぶ みぞい-と 
で、 一見して^ 氏が 如何に- ン 
チン グの 好きな 人で あつたか f 
度懷 される。 をれ は舊ア フタ ホ 
の 大獵の 時の 獲物 だ ご 夫人の 說 
巧が をつ た。 又 其の 室 じは 明治. 
天皇から 巧領 した ど 云 ふつる ぎ 
や、 义東 鄕太將 から 贈られた 刀 
鍊 や、 S たばか 9 の 美事な 緋威 
どし のょ ろ ひ 人 あなで も あつた 
「大將 から 人形を 贈る ご 云 ふ 
ので でんな 可愛らしい 人形 かと 
思つ たらこん な' いかつい 物で 二 

度 ビック リ した」 と 云 ふ 樣な笑 

話 も 聞かされる。 

叉 入口の すぐを ば じは 生物 大 

の少 氏の 油繪 がさながら 化け 

人の 樣じ見 ゎて、！ 寸 重い 氣持 


じなる 〇 それから ライブラリ！ 

じ もま 内され て、 H 本へ 訪問の 
時の 窝眞 U ぞ 見せられた b して 
夫人は 巧 彼 ご 細 t した 說 明を 惜 
まれない。 

梟を じ 基 庭で 眞 盛らの 藤の 下 
で ホ 人 ど お-し 皆の {為 奥を 搬 る。 
小形の や 火 形の や 一二 人 五 人皆自 
信の をら さうな 顔つきで、 バチ 
チリ ご. 一せ いじ キヤ メラが 
向く。 でな わが ほんもの i ァ ー 
チ ストです か？ とだれ かご 粥み 
つた 6 して 仲々 盛んで ぁる。 

淋し さうな 未 己乂 を' を じ 今 
け 同家から 一二 和は なれた 岡 
中腹 じある^ 氏の 墓に まう でる 
二 巧 四方 ばからの 鐵巧 一にめ ぐら 
された 五 巧 ばからの 石碑は 一一 一大 
統領の 一人に くつ 指される が 巧 
の 墓 ごしでは 意外を 云 ひを いお 
じしつを だと 思 はれた。 

化 木 夫人 £ マ ー ゲ ー 夫人 ごじ 
ょつ て 花を 慕 前にを でへ る。 化 
巧で も 亦 キヤ メラ 係らは ぎやく 
あ 線を 苦 じしながら をから 左 か 
ら泣 急がし い。 小 油 夫人の グラ 
フ イクは 中々 自信が を b さう だ 
ご、 だれかぐ さぇ や 

かたはらの 小さき 墓 名 なぞ 
見入る 化の 岡の 邊じ 鳥の 鳴け 
る も 0 

歸途リ ー ホ 人 邸で お あを おさ 
れる ごを ふので、 バスは 迷子 じ 
なつれ らして やう やくの 思 ひで 
同家の 客 ごなる。 わ 腹が ペコ ぺ 
コで 頭痛のを きた 人 も ぁる。 巧 
じあ も 其 一人で ぁつた。 サン 
ゥィ チ や、 巧 木 ホん 御持參 のな 
ひもう け！ 3 おすし の ぁつた、 とけ 
巧 ょら 嬉しく、 皆 意外の 御馳 ホ 
じ 柏木 夫人 じ 感謝し じち、 リ ー 
夫、‘ り の き < - ぐ、.'’. 一を ホ 辰 b 
厚 < お禮 をのべ て祠 家を おる V 
々度は 巧 巧 長者 ごを ふ、 ベ 1* 
氏の 邸宅を 巧せ て 賞 ふ V く お 
邊の 同家 じ 巧 < ご， ー ホに 海。 
のぞんだ 同家は まるで 城の 樣 L 
高所 じを びわて ゐ る。 海には = 
ットや ランチが 浮んで ゐて b い 
がを 極めた もの' .0 あ ふ。 同家 ホ 
人の 案内で 樂郵 の樣な 庭を 見る 
中で を 子に なつた 乂も ぁると か 
煤 臭ぃ 紐 育の 人と なつむ のが 
巧の 九 時、 一同 ほつ と したと を 
ふ 顔つきで 一日の 樂 しい 小 旅 巧 
は、 つ t がな く 終つ わ。 
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海の 內 ごか 

♦副 島 伯 ごい ふ 男が、 將 ホの 

露戰 爭を静 じて 東洋の 巧產思 
想を 保護す る ものは、 治を 維持 
法 あるの みご稱 してむ る。 こん 
な 頭で U 本の 外を 政策を 國際的 
じ 論 中る の だから 遺を 切れ 田。 

▼モロッコの 反 勘で バン グゲ 

エ內閣 が 危機 じ 面して ゐ る。 巧 
色 人種の 反抗 ごい ふ i が 又も 問 
題視 される であらぅ。 

♦トリ ピユ- — ン祗の 力 •— 夕— 
フィ^ド 君が 巧 畦の 日本人 問題 
じ 就て を 日 輿 太を 飛ばして ゐる 
でぅせ軍艦での曰 ^旅巧だ。 本| 
化への 手前に でも 巧ん どか 書か 一 
なきやな るまい。 讀者 こを い i 
面の 皮。 

♦シカゴ 駐 化の 帝 固 領事が 撲 
られ た。 眞逆 をを 維持を の應用 
とはれ くまいが、 ウツ カリ 領事 
樣じ も；：： ♦れ ない 世の中 だ。 
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Y. ITO 

133 Eesf 53 rd St. 
Cor. Lexington i 化 ,, 



UP fO DATE S けけ 
Custom 
Tailor 


71 W. 44 th St . 1 Y. City 
Tel.Vami が bi け 25 が 


Dr. G •比 Martin 

DENTIST 

W 3 L な ingion む e. Car. 59 化 St. 
Phone Regent 2457 


DR* 吐ん GARDNER 

DENTIST 

65 S Madison Ave. お t. 60 - 6 1 st Sts. 
Te し おが n 量 7186 


NAiUTRAOtNG 挑 . 

45-47 E. 20 比み . 

Tel. Caledonia 9755 


NIPPON TAILORING CO. 



30 日 

W. 5 が h 化 
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j Wppo 打 D び Goods Co. 

I 1261 む oadway, (lity, Cor. おおな . 

Telephone Penn. 目 9 目 0 

! む 日 m 5951 


!m が 0 か 目 s;, ! 邮 . 

(Formeriy Maruhachi & Co.) 
17 Easn 巧 h 化！ U. 
Te!, Stuyyesant 巧が 


S 期 sum CodPANY 

2518 Broadway. N. Y Ci げ む！ ". 夕 わ h か 
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Dr* T • じ Takami 1 にに Yosh も M.D. 

1 な む 阳 beiiand St. む 如 k 如 j お目 W 7 ミ別お 
T ei. Cumberland 231 1 | TeI.EndicaH 353 Q -6729 


ん L.CEASAR ， MD. 

1 的 East 87 化 Street 
Bel. Park & Uxingt 帥む s 
な I. Lenox 8873 

誇瞧晒 鼻ち I 

間 時 察 診 
午 正 至 時 十 前 午 居 
時 八 至 時ろ 後 午 i 


Koike Studio 

437 51 h Ave, 

Cor. 39 化 お . 

Te し Caiedonia 6394 


Mi が .B ね Mhe Fisher 

i 1264 Lex, Av も Cor, 8 な h St- 


授敎語 英人婦 



S.Yol ( 日が , 日 . G. 

104 W. の nd が . 

Tel. Riverside 5626 

YUKIO NISHIMURA, M, G. 

314 West 111 th Street 

Tel. 巧 刪 巧 fi が 0279 

Motoi jfsichiya 口 .m’d. 
116 がが epfien St 

Bosin Ms が . 

に Jwamol: 。， M. D. 

114 W. 70 th St. 

Tei. Trafalg ■が 0352 

KANZO OGURi m.d. 

214 H 帥 St. Brooklyn 

Tei. Oumbeiiand 1 QS 0 
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西 £ J 髮 9 しを 開山 的 かび 該 
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男貪ミ 言 管霊 雙！ 音 攘 
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前 ン亞 懿军ハ 時時 
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願院學 ず ^ 1 UI i 1 
，上 勤ぶ 王董 九 二 
慎 おび 時時 
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に 1 . FREDERICS CO. 

巧 巧 化 學大亞 比倫 ホ 
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A が每 

J 阳 H 

橫 こを f 

も Pli 

重ク S 挈 

孝 5 

診 ►齒 

至 s 績 こヒ稗 

S がお醫 
な i? 塞 

武 脊 王;- 午 午 一 A 
か 第が 後 前 診 

コぶフ パ、 塔 
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ぉラ院 1 餘 1 1 問 i 
勸 ン勤お單^八十 
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Enlarging 


堂 光 紫 


140 W. 6 か h St. 
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P 阻 PS を PE 郎 Y 

3 Maiden Lane N. Y. 
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ブオ ーんザ < な シンが が 巧 刻 引 
尸し バ ミルトンが 評 を 刻 列 

が S 化、 合矮莫 がを 刻^ 
潭ぶ恭 f 衍鲁 ふ ク 巧ぇ贫 
爲ネ すみが を-がを を刮引 
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他、 一二 四 遇 間 

じ お < べき 結 

巧 あら。 每 H 

朝乂 時よ b 夕 

九げ を H 欄 共 

十一 一年の 紹驗 

みら 0 
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な 巧內じ 於け る 皆様の わ 貫 物に 巧を s 檢快 どを 
巧へ てゐ ます 

化 巧で 二 弗す る ものなら ばメ ー シ ー では I 
巧 八十 八 仙 或は をれ な 下で 巧へ る •とを でぅ 
'ぞ御 記憶 下さい 

日本へ 御 荷物を 御 送らに な b たい 節义 はがな 物 
に 際して 御用の 巧を は パ ー ソナ グン！ > 'ッ ビング 
ビュ！ nl を お 詩ね 下さい、 親切に 御 巧を を 計 
らます 
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H 隨 午前 九 時 1 午を 四時 
ドクト^ 小 楽乘ま 


書籍 一切 取次 

ホ齒ぉ 版の 當摇は 化て 特別 剧引 

じて 迅速 じ权 ホぎ 旅 巧ち のが 兜 

を考資 巧の 書籍を 集 等は 恃じ御 

便な 取 計らむ をサ 【觸 询】 
左ぎ shi 左 を ぞ 
154 Nassau ぎ TeL す ekm き 芝 28 
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米圃 式ち 語を 話す 拳 

は 成功の 第-菜です 

本校 じは 日本人 敎授 

じ 僧れ た# 巧 婦人 お 

郁 ぁ 6 懇切 じ 會詔逆 

信 文化を 語を 敎踐し 
ます。 自曜過 H 共に 
午前 九 時よ 6 午後 十 
時まで 關 校し ー レ 
スンと 十化づ i 。 今 
U 商 もじ ホ 校 あれ。 


軍氣化 お】 切 

下羽電 氣簡會 

2102 一巧 roadway 
Tel . En をを 含 70 


を 我のを かを あなし 一般に 崖 
みェ 策が 誰改 策を 溝 じて ゐる 

ご 一、 欄 人 巧荣經 をが 季節 巧 働 者 

使役の 煤を じ 巧 じ 農袭が 働 法 

を 臨時 法み ごして 制を し、 中 

を 0 上の 農 おが 單じ勞 力を 化 

役しても 雇傭 契の じ觸 せざる 
限ち 法律 的 立場を 確認され な 

來の如 < 農村 巧 お 階級の る稱 

をな て 政治的 腿 迫を 受< る J 

なから Lb 

本社 東京 特電 rgim 

中 巧の 寶易 

五月 中旬の 貿易は 入超 減少 一 
千万 W を ホした。 左 S 如し 
=單 位 千 旧 

横 お 輸出 一 五、 二よ 〇 
徐乂 一四、 と 九と 
'神戶 輸出. ニニ、 六 00 
輸入 二八、 四 四み 
大阪 輸出 ニニ、 一四 S 
輸入 一二、 二 六 〇 
名を馆 炼お ！ 、 四 00 
輪 入 一、 己と 二 
巧 巧 輸出 八 0 1 
輸入 一二、 八 四 五 
四 H 市輸岀 二 九 六 
輸入 一、 一一 一を 一 

淸氷輸 お 

輸入 ニニ' 五 
長 赔輸巧 と 0 八 
輸入 二、 二 一二 〇 
画 館 輸出 四ゴー 
輸入 二 一八 
小 檢輸岀 四 八 
輸入 一 凹と 
若松 輸出 八 G わ 
喊乂 八 一二と 
下の 關 輸出 1 八 
輸入 一 五 

日銀 巧 利 下豫想 

日銀の 第二 回 利 下 說を力 筋で 

豫 想され てゐ るが 六と ET 頃なら 

ん とい ふ。 尙ほ 日銀のを 巧 余力 

は-億 六 百で 阳に增 加し 义貸お 

し巧收 は-段を を吿 げたが、 通 

貨收 縮を 繼 繰して ゐる ためを 検 

をを 巧 高は 十億よ 千万 旧に 戚少 

した。 短資は 弱 保を じて 翌日 物 

は 一馈二 厘ょ b 1 錢二一 厘を 哨へ 

て ゐる〇 

高が 商 貪 販賣權 

ゥェス チン ダー ゥス 赴では 嵩 

巧 が會の 整理 遲れ たる わめ 同社 

製品の 販質權 を回收 したが、 裔 

旧の 整 现が设 つて 新會 社が お ホ 

れば 巧び 高 旧 じ 販賃權 を 賣る當 

であると ゥ 

五月 初頭 殘を义 

農務 局の 發を 'し ょれぶ ち H 1 

日の 媛が ホ 見 巧 高は 二 千 化 巧 ホ 

十四で と 千 石に て 昨年 よら】 ホ 

二她 ホの 增加 である ど。 

上 ホ ー日を 


ま 那關稅 會議の 後に 

重要む が 政大 整理 

列國 管理 說も 巧び お るら •しい 
な ミホ 固が なを 公森 太 郡氏談 


: なは 長年ち ま 邪 じ 勘 擦して ゐ 
- るので々 し歐 米のを 氣じ なれて 
なたら よから うどい ふ 巧な 課で 
歐乂 漫遊の 計* を樹 て、 をに 化 

が 育に ホた ので あるから 特別に 

を 巧を 巧び て ホた のでは ない。 

乍 併ち 孤 じめ ける 别 固の 時 別 

關稅會 謙は 姓，、 も 年内 

- じは 開 惟の 速び じむる であらう 

から、 今 巧い 披遊中 之に 必裝な 

調 巧 まがみ しで も 岀冻れ ばょ い 

ど ホ 望して & る。 支 邪の 關稅二 

ホ 五烟引 b 閒駐 ■; お ホ よら セ ホ 

五頗 じ】 はお じ 咕が顿 わ 谦じ於 

て 巧を してむ るので あるが、 佛 

朗两 のを フラン 問題の 解 ホが 的 

一緒で あつた S 々に 今 H を 巧 巧 ぉ 

一な を 削 船ず る i が 巧 ホな かつた 

1 ので ある。 巧る じ 玻お问 問題が 

解 巧して 佛荫 西の 要求 も 貫微さ 

れ たので、 巧い やじ 會講は 開催 

される 段 取 b じな つて ゐ るから 

基 中 化 お 後 じは 夕み寶 現す る だ 

らう ど 吾々 は豫 巧して ゐ る。 巧 

て 特別 細 規を證 じ 於て はか 巧な 

る問题 がま 題 ご。 るで あらう か 

ごい ふ 广 

關稅改 ホ 問題 其 ものは 

旣じ踢 視率引 止 ごい ふ 火 綱が 赚 

定 して ゐ るので ある りら、 诲ろ 

化 お 率 よら A 中る 收 入を か 何 ；； i 

る ホ 面 じ 化 用す ベき かどい ふ 問 

題が またるな 谦 事-項 どなる ので 

あ么 。巧る；.！ 化み じ 巧て はを 闽 

のが 蒂腳 係が 大じ 设雜 して ゐる 

ので 巧々 おつた なをが 化る から 

かれない。 無 担が 借 疑の 整理を 

ホ 張す る 巧 も ある だら うし、 吏 

邪の 地のを 源 隅を をよ 張ず. る お 

も ある だら う L 、 义夕が 風 ほの 

义化 向上を 關る ために 使用し じ 

いどい ふ 萬 巧 も 現 はれる かも 知 

れな いが、 巧 じ 巧 關稅增 率から 

化ず る巧收 入は 大体 S 千万 阳位 

ごな 算 されて ゐ るから、 總 つた 

仕 率を する にけ をら にホ额 であ 

る。 無 化 化 

借獻 整理 に巧當 する ご 

しても が お 額が 五な 乃 ま 六な 位 

現が するど 云 はれて なる からぶ 

を輕 巧ず るには でう しても‘ パな 

巧 至と なの 巧 威 憤を 必要 ごする 

からが 利子 だけで も 被く 安 < 見 

巧つ て w す' 力 ES をを ずる 3 であ 

つて、 新 賊化化 入を A てして は 

化 利子 じ も おら；：；* いので ある。 

巧 じ ー ホを 進めて ちへ てを る ど 

一体ぶ 邪の 网巧騰 理を跡 巧す る 

じは 先づ W 投携 巧を 巧は なけれ 

ば；；？ >ら^ いので あるが、 を H じ 

はを 邪は 大だ 源を がする 剧 であ 

るから 化づ 一般が 制の な 面を が 

巧すべし i いふ 拔 V 盧 をが 現は 

て 所 銷 支那が 政の- 别团 ぞ禪說 

が 頸を がげ U いどら 限らない。 

: さうな つて ホる ご 一 阻の 貼な を 

猎巧 する じ ホイ 

中央政府 

の ぷ絳が 確を 

して ゐ U けれ じなら。 いから お 

巧は かお 間强卜 もち 巧し。 けい 


ばなら^:^い ど い ふをじなる可お 
せ も あろ ごい ふ 浮で 表面は 關税 
食 流で あるけれ でも、 化を お 討 
燕す る 巧 題の 範掛 は协 めて 廚化 
じ 吐る 恐れ か あり、 從 つてな 結 
巧が 巧爵じ 及ばす 影懲は 頗る 垂 
大 である。 巧 固は モ那 i おを な 
脚 係を ちして るるから 脚 稅引上 
よ-' =' 巧け る 巧番は 則蝴に ホして 
奥 火で あるし、 柿々 の 名 肖 じが 
ける 悄 欲の 持 がら 多 < 其 他 一般 
の 經濟的 瓶 係が ホ おじを 接で 複 
雜 して ゐ るから、 ホを べき 關热 
特別 お講 にがては 鼓 もまを なる 

熙 係閱ピ して 巧 劇すべき である 

ど思椎 して ゐ る。 

日 支 親善 ごい ム i は U 

本の 動かす 可らざる 画是 である 

から、 な ホの 如/、 巧に 口に 親善 
欄 巧を 呼を する のみで 事實 

じ 於て 威 情 的 じ も あお 的 じも將 

ゎ 經を的 じ も 巧 じ 一を 離を して 

H そ兩 図は 二 じして 實は 一、 を 

離し 能は ざる 網 係を 恃繳 する 巧 

じし K けれぶなら 卜* いご 思 ふ。 

金 法問趙 ，、一 

支那の 財政 

を フラン 問 趣に 稱 ずるな 支佛 

随を化 モ^ブ—^ 伯 どか 巧 総長 

化瑞 瞬. 巧 ごの 間にを 巧され たを 

义は四 H 十二 口調 印され じが、 

おが 义貨 をと 千 置け wlr 力 四千 

四', り サーニ お八 化で ある。 發 表さ 

れ たを 义は 左み 如 < 「佛國 政 お 

は一义 0 i 年の 赔お ホ拂 かを 佛 

支を をお莱 のた め 使用す ベ < 支 

邪に 返 透ず。 娜踩 政府は 一九二 

四 年 十二 巧； 口より 起算し 廿と 

问に みつて 償 巧ず る 玉-をみ ず。 

ち 那歧府 は 前記 

胳償殘 額 は 一九 〇 五 年 

の隐 をに よら あ 信爲替 率で 計算 

し 一、 おがす ベ < 、么 よらを じた 

爲 を 化 お 利益は を 部 米貨を 弗に 

巧' 算 して 一九二 四 年 十二 骨 1 り 

よ 6 一九二と 年 迄 中 佛銀巧 じ 年 

利 五 ホのを 憤に 書な へ廿己 年間 

にな 巧す。 中佛銀 巧は 佛闽 政府 

の ホ 親を 得て 支那 政が ご 前記の 

を 憤は まがお 巧な 化 おど 佛齒政 

が 化 あ 削に がて、 毎年 其 都度 お 

を さるべき 化 件に よ b 邸 支を 育 

又は 慈き お 莱に化 用 するとを 約 

す。 中徘銀 わは 年 赃支挪 利 f 中 

一年の 最 々额サ 巧 巧を 化 目的の 

ため 別 じが 留 すべく、 此 額は 化 

五ス ホを 巧 加し 巧。 右を 憤は 支 

邪 政府 未 桃 憤 巧の ホ濟 没び が 巧 

じ 巧す る 償 格に 化が す るら のど 

し、 巧は 殘が あらぶ 化を 憤は 支 

那 かが じがし 化收 入は 馈支お 育 

又け あま 事 龙じ化 用す ベ < 、贷 

附 ながが たる 

償 遠 償 券 は臨定 じよ b I 

i 巧迎& 化を 化现人 どす。 中佛お 

'りの 資 ホを W て 中佛が 巧よ 6 管 

理八ム 化に 引渡す べきぶ モ 方法よ 

b ホやブ -利丫 じて 中视 がわを 巧 

i を 化 敢解ぷ 能の ド にれ おを める 


を 裳よ b ホゃ& 化ての 利 巧みよ 
ら憤 還すべし。 一九ニ ニ 年 ムハ巧 
サ四 日、 屯り 五 リ、 间化 と口兩 
园 間に 化替 はした を 文は 本 協を 
じ 記 破 さ； i ざる 化ての 化 巧に 离 
(、一九二 111 年 I 頁 八 H を ホの 
独 励 ホが 適用な がを 一を する 巧 
力を 有す」 ごい ふじ ある。 佛支 
晒のを フラン 閒邀 解み じ 隅して 
倫 致 タィム おは 「ミ搬 のか 政 
闲 簾を 救ふ途 d 細稅引 k のかな 
<么 じよつ て 支 邪は 化づ 無担保 
の 潰 巧を 整 巧す る 必要が ある。 
ホるべき 細稅巧 溢が 难骗頓 じが 
て考應 された 範圃じ 限らる ぇ' な 
らば 寧ろ 閲储せ 《 方 がよ い」 ご 
の 怠 化の 化 巧 通信 貸の 報道を 褐 
げて & る。 之 じ 對しジ ョ < ダン 
巧 十； は 四 巧 十八 U の 同紙 上 じ 

反對 意見 を游 書した が 

其 要領は 左の 如し 0 「所謂 不動 憤 
務は西 巧 借な 其 他の 不生産的 債 
務を 含んで ゐ るが、 關稅ニ ホ 五 
厘 引 上 じよつ て此 碑の 僮 おを 整 
理 する i は孽 がを 讚に 於て 認め 
られ なかつ た。 今 化 举府會 憩の 
决 をを 覆へ す i は 外 國义び ミが 
のた め眞の 利益では ない。 又 憤 
あを 整理した ごて 今日の 如きま^ 

那の狀 態では 單じ 一時的の 織 緒 
じ 止まら、 總て外 憤 借乂じ 奔走 
しなければ なら の； じ 立 も 到る 
であらぅ。 ぶ那 のが 软的 政治的 

回 巧の 前途は 透 遠で あるが、 支 

那 じがけ る 英國商 ま會議 所の 提 

議 した 如く 棚 稅會議 を 渡 張-して 

化際廣 くそ 那の 財政を 部 じ： 白： る 

改造 幷じ 中央 及び 地方の が政關 

係の整理令圖る；はがなな治の 

巧な のた め 唯一み をで ある 〇」 • 

赤 露の 政策が 

右傾に 轉麵 

いよ"'.,^ 實際 化する 

最近 数 週間に 勞 農政 おがを 方 

面 S 個人を 本に 勒 して 採 n る經 

濟お 策の 跡を 綜合 すれば 單じ巧 

業 ホ 巧の みならず 個人 資本の 産 

ち經 を、 小規模の 屋巧 工業 及び 

農業のを ホ 面じ宜 b て 普遍的 じ 

右傾 的 實際孜 巧に 向 ひ 一大 改善 

を 遂げつ i ある S が 看 おされる 

新 巧 菜 政策は 右 諸政 策 中め 代表 

的の もの ビ して 非常 じ瞄 明な 印 

をを與へ つ4あるが、 エ叢及び 

農業 方面 じがけ る 個 A 資本 じ對 

しては 

一、 巧高闕 お経 濟會議 は 個人 資 

本の H 萊經營 じ 巧 口を 開な す 

るた め 新法 まを 作ぶ し 之を 立 

を 機 端に 迴附 した。 該法 案じ 

よれば 個人 資本の エ萊 じして 

動力を 化 用す る ものは 勞働者 

が あの 下、 動力を 化 用せ ざる 

ものは 勞働洛 二： 白 名 0 F を 化 

役して 絕營 を閲始 する じ 際し 

屑 出を CcM * な 外 化 ホの 如く 特 

別の 許可を をせ ず、 使役 勞慟 

巧 数が 右規 をを 超過 中る 巧を 

じ 於ての みを 菜 利權の 許可を 

要する J どした 

二、 現な お 民が 需お物 おの 一二 割 

を 小が 模 尾內エ 巧の 製品 よら 

化 給され てゐる 宵が じ 鑑み 政 

がは 屋内' 丄 裳が をのた め 巧 料 

及び 資本の 化が じ按 かを 輿へ 

一般 じがを 巧の 必要 あ もどし 

化づ度 巧の 巧 巧 引 ド、 化 給 緩 

かの ため 巧 村の 般冶 法に 巧し 
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媛 & び 運 
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ス 保証す 
ご 一十 お张 
運轉 ホは 
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兩巧 をら 


口1サンゼ ル ス 地方の御 
觀ホ じは 最善の 御 便宫を 計ら 升' 

ィ 1 グ少 

ホテ少 

羅府巧 じがけ る 间胞經 營中最 
新式 离等ホ テグで あ b ます 
羅が東 一巧 二 一义半 
旨を ま r ゲ アン ダ ィネと 六 五 化 

電 毒'’ タツ ヵ丄 IX さ 二 

貸 自動 幸 (牧野) 

羅府 名所 御觀 ホには 最も 穂 通し 
た ドライバ ー が 鞠 案 巧 申 上まず 
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業 証書 扱 
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無料 罔旋 



舞踏 敎授 

►社を ダンス ▲ 

▼表情 体操 A 

紳 女、 淑女、 お 子 

供さん ホに 巧喀じ 

敎授 致し 井。 午前 

十 時 ょら 午を 十 1 

時を ( H 曜を 除く) 

シャリフ •タン ン 

ング 師範 學 校を 業 

上衫 タマ 


御 下宿 鴨 井久 

ち Pro 葛 ci Place 

bet . Is で 2 nd A さ ■ 〇巧 m ■た nd 其 

Tel . ま ミ ray H 吉這基 


美陳 じして 淸潔 

g 轟南樓 

午前 十 時よ ち 項ち 
午前ろ 時まで 爵巧 


巧廳 茶園 

司 巧 人 蘆 蓮' 
巧 勤の ホには 晝飯 
の衝 便利 じ 備へ极 
間會 席の 御用 じ應 
やべ く お 間 巧卒相 
不變お 引 立願 度な 
紙上 御 案 •內申 上 族 


どぅも ぁの 官を じは ぁの ホの 醉 
ッ拂 がを 祖 化々 傳 つて ゐる やぅ 
だ (望遠 纔 を) ♦大每 野球 削が 巧 
く 來る樣 だが 加州の 日本人 テ ー 
ムじ二 敗して ゐるお 手隙を 見る 
ご々々 怪しい。 併し 紐 育 ぢや勝 
敗は 別 ごして ゥン ど 奪圆し 好球 
あ も 一大 聲援を 輿 ふべ しだ (巧 
球モ) ♦新報す が 常 じを 共の た 
めじ 盛して ゐる ミを 威 謝する。 
特に 今回の ホ 福 丸 遭難 遺族 弔慰 
をが 111 千 巧を 超過した のは 新報 
社を 信賴 する 巧留 民の 眞 情を 雄 
辯 じ 物語る もの どして 巧々 舊船 
員は 深く 威 謝ず { MT ホ) 


最新式 六解途 

便利、 淸納 、待遇 懸 拙、 お 巧 化廉、 
を 着船 有 之 おが 巧 波 化 鶏 じ お 張 
シァト^ か 筑六街 一二 〇六恶 
エヌビ 1 ホテル 
電話 >1 ン ーニ 化 お 二 

藤 ザ 旅館 烫店 

423 Maynas A - ve : 

のを ttle - Wasli • 


日本 巧 お 姑 切符 御 申込に 應じ 
萬 事御馆 をに 御 お 巧 ひ 申 上 お 

を游 パ ホ* K ル 

▼ U 本 御料 巧 (別間 あ •り) 

を 港々 リ ホ^ ニア おみ 一二 
電話 カネ！- 八 一六 


電、； ごと 一四 五 
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國ホホ I ム 

レノックス 
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華盛頓 

わざ； 

日本 料埋 

並 じ 御旅 舘 


支那 御 料理 

彭瑞權 

日本人 諸君を 
歎迎 致し 主す 


n ミツ クオ •ヘラ 

，も 4^ 

每巧 U 八 時！ こ 十 巧 
マテ ネ Ih 水随 及び ±懼 
ぞ後二 時化を 

を さ尝蚕 T 夏ぎ 

44 を 从产 West of 巧 way 


紐臂 旅鑛署 奥巧郞 

東闽十 T 碁二陛 一一 蕾 

Tef . Caledonia 器 74 


伊豫 屋御 下宿 

西 嶋を次 郡 

東 四十 九 T 目 一六 お 

て ハ*— トメ ント C 2 

電話 プラザ 六-ぶち 


御 下宿 淸潔 もる ま 

松が 好か 

1 夏 Lex 量呈 かさ- Tel - Mad . S 夕芭 21 


極上の 魚類 

季節の 新鮮の 魚貝類 お 深化 揃つ 

て 房ら まずから 御賞睐 下さい。 

ァピ ホロ 款巧 

苦す 量 St , Tel . で a 量 n を 基 


新鮮 魚 か 一切 

日本人 おきの ホ 魚 澤山取 b 揃へ 

時 別 廉櫃で 大勉强 致します 

サヴオ ナ魚店 

Joseph wavcmp 

技 4 \v. St. 

’rel. Colu 目 bus 。 ■一 技 


ボストン ホ 

富 ± 旅 舘大浦 末を 
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ぎす ck 妻 67 さ 


煎餅 卸、 小賣 
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日本 食料品 一切 

ucsrls 巧 IRice f ak 巧 f ? 
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理想的 御旅 舘 

御 客樣じ 誠意を 巧て 審 しまず 

朝 目 

御手 轉御 料理 並に すき 燒 

新ら しいせ 巧を 揮び 精々 勉强 致します 


ち 那 ^ 

料理 ISt 

巿廳ぶ 園で 永年 御 愛顧を ずけ 
,1 たお 义で 御座います 



H 本に 住み、 H 本 語 
朝 を 話し、 皆 傑の 御嗜 
好； 適する 额巧理 を 調進を 升 

1 度义ン ぶ！ タグの す-です 
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御巧當 ホび じ 
御 家庭 ま おし 
御 下宿 

後藤 

壽 司、 緩蒲燒 

毎： n 肯 らます 


►ご磊 H 淸 潔、 親 吗氣樂 A 

勢 卿 纔 $馨 

ま 任 伊勢 事を 义聞榮 が 
225 苗.. 志を St ミ et 
す 1_ Regent だ 99 

« 誘ンキ シン トン 四 八-五ぶ 

爱旧 旅館 

東卡五 T 目 i 一巧を 
西み 十五 了 目白の 十六 番 

一方 旅簾大 橋. 

電話 エンデコット 八 六 一 0 


御 下宿 

自曲亭 

畏 S 呈 ds St . す ミ ご 云 <三- 
Tel . Triangle 7475 


中が 理變巧 

中が 萬 巧 
ゴ W . 雲 St . 二. 晏 
BeEIS 言 £さ 置 量 壬を 


が 巧を 精選し 皆樣 
の 御 嗜巧じ 適する 
巧 巧を 提供し ます 

$麵 新 中華 ^ 

U 本人 諸君は 特/ 

別 じ 歓迎し えず 


尋れ入 - 

茨城 寺 巧 武始群 お 巧 嵌 ホず K 
朝鮮人を 秉夺 み 

覺鳴鶴讓 

変 知 早 川 良衛が 敬^ ± 純一 
沖繩 玉が 利德 > e ミ £. 

を 川 縣人ホ 田 和 一一 f 長^^と 

をの 者に 籌^を 儀 S 

候 間 本 入 f を 八 ょら 現 

化 巧 御を 知脉 上せ 

細 育.％ 駐總 領事 舘 

一を/置 堇 N ミ ！ fork 呈 y 


日本 埋髮 館淸 

新式 洗を の 設備 をら 巧を T ホを 
旨 艺 U 精々 導 致しまず 
西 四十 K . て 目な 番地 S 巧 六 誤 室 

ザ ツ，' > 'ロア (第み 街 W 四十 三 デ 目ち】 

‘ I 當川 事務所 

持續め 奮圃の 同胞に 的確なる 職 
業を 周旋し ます。 

たち ミ se で gle 品 ミ5 

I 岂 W . 呈 h St . N . y . C . 

Tel . ザち nt 778? 芸 ち 


目 I 

米 

」 ミ 

替 

膚 - 支 巧 


忠話 プラィア ント 
八 〇 と 九 1 八 八よ 一二 
H 確 及び 巧 間は 

ヶロッグ 00 四 四 

妍 捧持 長 

慕 巧 力 お ヴ IJ 
化育 ホ 西 四十 四 T 目 
•二 T 1 1 八番 
(二階) 


呈百 ariont A 去 . さま 1〇 , N. Y. 
ぎ呈ミ I 二さ呈 
ま 巧 ま S. F. KU 己 0 , 



媛 蒲 燒議巧 御 化かし 

日屬巧 H 巧 晒 も® 用 かじ 化じサ 

會腹 御が 理 

烏 等 御 下 お 

巧ぶ ぶ 一 




H 化 


で パ I 


IPI 御旅 纔 河 添 


に 


6 0 
W urn 

9 
3 


割烹 跑に 渺旅舘 

生稱 



を 野 兄弟 

お 育 ホ 西 八十 八 下目 n V りち 一審 


お前 




''々イラ 1 と 八 ニニ 


わ 

寄 

巧 

\ 1 / 

水 


會席御 料理 

良 奪官 


御料 埋 


仕 巧し 
が じ 下が 


太 巧 


打 化^ 


な n 

P 加 

aw 

J れ 


-I 

■ I お 


d 

8 

8 


I も 


s 


-7 


Sb * ， 化 8 

B w s 

E 比 が 

N g -I f 

ぶ w J L 
'ti の N 

3 

K 


B 本を 错 品， 日用品 
並に が 化替籍 媒一扔 

巧炯 兄弟 商會 

を巧ぉ*^^'^巧语巧じ て巧巧 
仕お栖 巧々 巧 巧みの 棒 ホ媒上 


cS 

c 

0 

u 

K 1 


託 か 

he 
t k 


に 


0 

Y 

w 

e 

N 


B 本 食が 品頰及 一八 觀貨類 卸小資 

S プラザち 殼 桑み 商會 
お 刊害籍 雑誌 ル 間 か 日用品 各 香 


ezS 9 

G 化か 巧 
〇 h 巧 6 

.5? 诚 柳 

扣 W ’ Y ゎ 

T ? 品 

が お 了 

Til T 


あ 詔 


H 本を 巧な， お 巧 
萬 揺、 雜 誌、 一巧 巧 

: 五五义 一 東京 商會 

货グ I ム 、自 巧の 便ゐ b 


霉 司、 蒲燒 、蒲絲 、巧赖 、かきめ し 


醬池潑 iss 謂 擁上襄 

‘ 、 . ： を 巧 ，‘’ ， 一 '^ 


日本 ホ麟 I 食 降口间 I 切 取 滿へぉ a ; . i | 
ぉ 广至 ホ u 口恃津 なを i を || 

垄出落 巧 式を 赴 巧 部；， 質 揃 巧 

料 品賴會 


乂 

uJ 


四 

キ 

を' 

巧 

甘 

二 一 


UU 



上 

曜 

UU. 




を 

贼 

巧 

な 


I 

お 

獄 


第 

- 

千 

百 

の 


四 

號 


目 本の 開 國じ緣 も 深を 

リスを 使 表彰式 

松 平 大使の 臨席 ごや 巧の 象徵 


一二 


「松」 の樹 におの 詩を おじ r 

がの 常 磐は H 本のを 徵 

化 ごこし へじ灌 きね 

を 命の 詩の 中 じ 

密かれ た 「ホ」 は 息 ホす 

ホ 等と 平 か 

松 ホの なの 譯義が 

誠なら ば 永遠の 华巧 

- をれ は あ； たの 化身で ある 

化 年 シブー •カレ t デの 校長 

でゐ つじ ジョン •エツ チ •フ キン 

; レィ 陋卡が 第と 卞ん 巧の チャ ァ 

ータ ー •デ ！ じ岀 席せ るな 米 大使 

! 松ず 恆雄 氏に 呈 したち 詩の 睛譯 

は 頭 記の か < 松 平さん ど 日米の 

i ホ 和 どを 結び付けた ものである 

I が、 晚 をの 氣 ので やかな 単 巧 サ 

I H の翊は 確かに 「かか」 のを 徵甚 

I す-' 格で あつた。 元ホ间 おの 剣 立 

がを U はを 年 五 巧と U どなって 

一ゐ るので あるが、 松 平さん め 都 

をで 特に 約 二 遇 邸み 延期し、 同 

!時じカ ンーデの最もな力；；<>創立 

i 者で あら 明治維新の 歷 をに 深い 

I 關 係を 持つ てゐる タゥン センド 

U リス 氏の 额牌陈 幕 まを 執 巧し 

j じので ム る。 午前 十 時から々 I 

j キ 色の お 眼 じ 似た 制服 姿の 學生 

1 千を ぶが 湖の 横に 本校の 大 講堂 

i じ 繰 b 出す 頃には、 正面の 誘墙 

I じあい グ レブ 席には 雞班 記者が 

一控 へで ゐ る。 化 平 ごんが メツブ 

校お^ 化 おにて 化 憩室 じ 入らん 

どす る 廊下の 兩侧 じは 學生 がを 

一く で 


る 


库 寧の 敬 樵を をして む 

S が をれ ぐ 設けの 

^ じ？ 頃 T .- •ォグ ダンの 

莊 巧を たつい r 蒼を ま 間 

じ H をが ご星條 が ど f ホげ，， ，學 

ホを 先頭に 黒の ガゥンを が パ 2 

校是敎 巧を 始め 故八ブ n あのず 

が 化 ハ 他が お ホさん の 一巧を おも 

つ ^ 講墙じ 上る。 滿 場が 辭前じ 

なる のを 見 波した メッブ 校長が 

フブー •ヵレ） デ 創立の 蓉 あを 

一說き 乍ら タゥン 七ンド • リス 

にの 德を がし 直つ 松ず 大使 歡迎 

の 巧を 述べ 大 化を お々 したお 別 

項の が說か あち、 みじフ キン レ 

イ陣 七は リスを 使に よらて 巧 

表された 米 固が H 本 開國當 時に 


がける を 脚 正大む 態度を 闡明 f 

「日本は 國民的 象 徵を天 じ 採つ 

て 太陽を 本し、 ホ國は 銀河の 思 

に 閒投的 象徴を 採つ てゐ るが を 

くは 化 シム ボ かじ 基いて 双互に 

盟 契を 敦 ふせん i を留 .主 

ざるを 得ない。 日は 星の 後を 繼 

ぎ 星は 又 H の 後を 享 ける、 吾 A 

は 孰れ も 不信義で あら 得ない、 

不を ホで あ b 得ない、 又 ホ 人道 

であら 将 ない」 ご 結んだ。 最が 

じ 同校の おぶ を 化 表して 紐育她 

上院 講負エ 八 スバー グ 氏が 道徳 

巧 訓練の 必要を 說 き、 成橫 優等 

の學生 十数を じ對 ずる 褒辞、 徽 

章み 授 おを 發 表し 校歌 r 朦 紫」 を 

を哨 して 直 じ タゥン センド •パ 

タス 中學 校に がける パリス 銅牌 

除幕 ま 填に おつた。 がず さんの 

一巧は 兵ま捧 銃の 間を 縫つ て ほ 

庭から アム スタ アダム 衔じ 出で 

同校 正面の 人口 左 壁 じ 刻まれた 

銷牌じ 面して 起な すれば、 校長 

々サン ザ 博 古 簡單じ ま 辞を 述べ 

大使 もま 巧を きした 後日 米兩閣 

旗の 紐を 曳< ご溫乎 たる 童顔の 

リス 氏の 葵が 現 はれる。 活動 

寫眞 班が 化かし さぅ じ ク^-'' 

千を の お 衆が 拍手す る。 まが 終 

つて 後 大使の 一巧は 午蓉 の發應 

をず け 午後 二 時ザブ 八— ク 9 ン 

じ 於け る パリス 氏の 墓 雌に 蠢詣 

した 0 

大使の 展墓 

閑寂な 碑の 下に 

眠る 偉人を 巧 ふ 

午後 二 時半 先を どして 大島日 

本人を々 長、 高見 ドク トグ 、兩 

新聞 化 代表を をせ じ 自動車 じみ 

いで 首 瞧巧務 曹記官 ，角 田 H 會 

ザな 技の 一行が 武 おの グブ ー ン 

ゥブ ドを 化に 乂巧 一巧を 待ち 受 

ける；； 時間、 化 平さん は齋藤 

級賴事 夫妻、！； リス 中を 校を で 

- 7 氏の がが 者た る々 サン ザ 

博 十'， 古立 お 軍 藩 皆 段 ど 共 じ 到 

を おじ ホ を才— シアン •アベ 三 

ューじ 近い 小 丘の 中央 じある 墓 

畔じ驅 つた。 一巧が 脱帽 默禱裡 

じ乂化 自ら ブース を 亡き人の 墓 

前に をげ、】 问閑 おな 碑の 下に 


赃れる 棒 人を 弔した。 俾义の 結 
句には 「り 本のぶ 人」 ご 書いて 
ぁつた 0 

重 お 領事が 

麟巧 令ろ 

索漢悠 々と 立ち まる 
シヵゴ 郎 巧の 垂お 領事 ど 香 記 
生 某氏に 細 聯し從 ホ どても 本社 
じ禪 々な 投書が 舞 ひ 込んで ゐた 
が、 巧巿 よらの 特報 じよれ じ 去 
る 十九 U 正午 頃 じけ 名 不詳の j 
日本人が 領事 舘を 訪問し 何 かの 
云ひ掛 ちから 口論の ホ 重 化 領事 
を 散々 じ駿巧 ™ ^ フ ラ ッ ク® ァ ィ 
を 負は して 悠然 ど 立 も 去つ た。 
急に 應 じて ホ 診した 大山 醫師が 
應急 キ當を 施した が、 些 したる 
傷で もない £ いふ。 一 冗 巧 同 領事 
舘ご 化留民 ごの 間は 兎角 阳滿を 
义 いてる るので、 殿ら れた 領事 
じ 余ら 同情がない さぅ であるが 
銳れ じしても 近頃 苦々 しい 沙汰 
である ° 

. 

大審院 じて 

が賀旧 敗訴 

をの 理由は 頗る 谢單 
ホ 闕でお 生した 自 かの 小 巧 じ 
± 地を 所有せ しめる ごい ふ 加 卿 

± 化 法の 桌を かいた 樣な 意味 か 

ら 、を 衆 國大審 おの 閔題 どなつ 

てゐ たが 賀 旧事 かは 遂にが 人 側 

の 敗訴と なつた。 判 巧の 要旨に 

よれば 「が 寶 田は 米 顧 生れの 小 

供の 名 儀で コック リル 氏を して 

主 地を 買は しめを は呂 かが 出し 

てゐ たので ある。 郞ら實 隱は伊 

贊 旧ろ 加が リ 本人 i 地を で 不動 

產の 取得を 禁 せられて ゐ るので 

コック リグを して 自 かの 代を じ 

± 地を 取得 監理せ しめたの でを 

つて、 要する 米國 おを の 小 供 ご 

ホ 入を 利用し ね もめで 加 卿 ± 地 

法 第义條 3 化定じ 違反した ので 

あるが、 加州 王 地 法 錢化條 がを 

衆國 憲法 補則 第 十四 條じ 違な し 

てゐ ない； は 明かで ある。 巧理 

由は を衆國 憲法 補則 第 十四 條は 

絕お的 じ 平等 無差別を おを して 

ゐ るので はなく、 州 法 じがて 歸 

化 不能 外人と 然ら ざる 者 どの 間 

じ 差別を 設< る i を 禁じて はゐ 

ない。 故 じ 加州に 於て a 本人が 

農地に 關 ずる 權 利の 享有を 禁じ 

られ てゐる 0 上ち 第九條 は不當 

の規 をでは ない。 みに 第 九條は 

日米 條 約に 違反し ない、 何 VJ な 

れば 該條約 中には 憲法 補則に 違 

反して 定められた 规 法を 日本人 

じ 適用せ ざる をを 巧 証す る條項 

な < 、又 第 九條は 補則 違反で な 

い 故 じ條約 違反 じらなら ぬ」 ど 

いふので ある 0 

‘ 極東 犬會 より 

日本が 脫退 

納巧撰 手が 省かれて 

マ-こ フ十 九：：： 發電じ J れば目 

下 同 ホで 進 渉 中の 極東 撰 手權大 

會 競技 中の 日本 トラック 撰手納 

口 德重君 (中距離) じフ ァゥ 八が 

あつた ごて 預選 よら 省かれた る 

じ掛 し、 納夕撰 手は 比 立 賓人侧 

じ 却て ファウ^が あつた どま 張 

したる も審 判官が 之を 認めない 

ねめ】 大紛 媛を 生じ、 日本 撰 手 

一 闷は么 じ 棺慨し 遂に-巧の 競' 


技ょ b 脫退 する じ 至つ た。 今 H 
迄の ポィントは 比 立賓と 十二な 
一二み の 一、 H 本な 六十 九 お 一三み 
.の 一で 庭禄 シング^は 日本 慶勝 
したる も 野球は 四 對蕃で 比立賓 
が 日本を 敗つ た。 が ほ 大會に 出 
海中の H 本 撰 手け 左の 如し 
♦トラック リを 一二三 一 お、 小 向 八' 
郞 、田 お 祐 之、 一二 宅 正 之、 納 
口德 重、 植崎正 雄、 が 重秀巧 
桑田が 芳 '小川 良 己、 後藤を 
一二郎、 岸 源左衞 巧、 ホ 旧隆治 
永を 書 一、 喜夕繁 太が、 草 藻 
井街 謙、 S 木 益 雄、 網 卞宗一 
前 川 博、 杉 本淸禍 、福 井 巧 雄 
♦フィ ド U 織 田 幹 雄、 岡 本 
幕 作、 平 岡 進、 染矢高 ± 、中 
澤ホ 太が、 獲が 正 一、 巧な 常 
藏 、南部 あ 平、 沖旧劳 夫、 藤' 
田康 巧、 岡 本己么 巧、 溝川 未 
ま、 齋 藤よ 郞 、尾 崎 剛毅、 化 
ま 耕作、 岩が 勝 治、 h 田 精 ~ 
.齋辰 雄、 小が 武夫， 小山 瀑一 
♦推薦者：：：；： 短距離； r ： 岡 健み、 旧 
中 周 司、 竹內 一。 中距離：；：；： 繩 
旧尙 巧。 長距離 = 旧 巧 菊 之 助 
高橋淸 二。 八！ ド 今里牒 
太郎 、堤 正を、 ま 田 俊秀。 跳 
羅： = お 脚を 喜 生。 五禪 = 渡邊 
武壽 。を 計 五十 兰名 


テコ レー 1 シヨ ン王ア 1 

記念 法要 

候 年 の 遞 -^テ3 ン^シヨン 
デ； を 期し 記を 法要 左の 逆 
ら相營 み 岐閒夕 数 御 誘 ひを 
甘 御參間 被が' 下 度 右 御案內 
申 上 お 化 

j 、 五月 サ 化：：！ {金曜} 午後 
八 時半 ょら 

修道 會 じがて あお 說を 
二、 五 巧 化 H 午前 十一 時ょ 

曼 マウント •オリべ ブト 

H 本ん 共词 墓地 じ 於て 

花供養 法要 

紐 育：！： 本人 貧 


美馨 例會' 

二十よ H じ開傕 

美 謠會の 本 巧 例會は 巧る 廿よ 

日 ( 木曜 U ) 午後 六 時から 聰發を 

共 じしと 時 ょら ホぎ の 如き 蕾 組 

で開懼 する 笠で あるが、 最近 大 

水さん の 門下に 弟子 入した 曲 細 

ず 本の 二 氏は 長足の 進 ホを 示し 

た ごを つて 泪 あ、 化 葉 狩じブ .ず 

を 戴め る ミに なつた どい ふ。 

加 茂 シテ齋 藤 ブキ橋 本 

敦盛 シテ鉛 木 ヮキ 地 ま 

巧 衣 シチ水 關ヮさ ザ 本 

な 葉 狩 シブ 井上 ヮキ 巧 畑 

外た 濁が お簿 

♦天 巧 維を 先生 

の 趣 ホの 講談は 

遺が じ 一家を 成 

して ゐ る。 眼氣 

を 躍ず を 先生の 

說敎 ょらは 遙か 

じ 有益で あらます ( 信者 ) ♦ I 度 

ある ミは 二度な しごい ふが 一寸 

サい 巧を 吸 ふご 怠ぐ ち 長して 的 

る。 澄の 眞 砂は 盡 きても 成を 根 

牲ご 慾の 皮は 盡 きの もの ど 見へ 

る ( 五右衛門) ♦禁 水は ヮ シン ト 

ン から 直ぐ 取 6 脊 せられる さ 等 

ど 威張ら 散らして ズブ醉 ひじな 

る 化かな お 役人 樣が 一 ' 人殖 へた . 
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—ン ，を 化 揃へ 居ょ す 日本人 諸君には 特に 
勉强 致します から 是非 御 一 覺を願 ひます 

な 輸入 元 

リ f ダ^ __ エンド ソン 商會 


第二次 巧 禍巧國 訪問 團員 募集 

ち： 巧 II 組 育 十ち 二日 ベン 惇単據 - 
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り i ずから 遥非 見本 御 一 鹽を願 ひます。 
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夏瘍 向新 荷 到着 
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是非 御用 命 被 下 度 願 上 候 
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T'elephcme Stuy ミ sant 菱饥 9 
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同擠 'こ耐 を' こは 
友邦 關 係の 模子 

化肯シ ティ、 カレ-- ジ じがて 
お 巧せ る 第と 十八 回 創を 記を 式 
じ 臨席せ る挑义 大使 松が ほ 雄ぶ 

は i の 露を 試み 別 巧を!，、 看 

所載の か < タウン セ V 、； い 

ス 氏の 铜牌除 慕を 則;^ ぉ^ 

卞お グリ 1 ンゥ ツー’ じがけ る 同 

氏 r け？ がぉ们 i 關 

I ~ 化 巧 十六 U H ホな 約發 辞の 

一が 下旧泌 じが- 9 スを 使の 遺跡 

を 訪れた 驻 H - K 巧 バンク n フト 

巧が 蚁 千の ルを 巧 量に 化ら て 歎 

迎 された 拳 實ご 自身が カレ ー ジ 

じがて 懲 篤なる 微迎を 受けつ、" 

ある 事 巧と とお 照して 孰れ も 好 

がを を 得た るを 悅ぶど 述べ' 一 9 

スを化 ホ 巧の 當時 じあ b ては 日 

本は 闽を 擧げ て紛亂 、お 沛の精 

勢に そ おせられ 政が 及び 國民は 


お的义 明の げ帖に W b て 却が と 
流 化 VJ を 伴は。 かつじ ど 云 j 1 
大率 巧の 記錄 せられむ 日を 學ぃ 
だので わる。 予は化 叙學が 今や 
失绍 ごなら む^をを むる。 予は 
平 利を 巧 あする 瞬 民 ど 幸福な 樂 
义 地が 戰 ずの 惨害' し 階る を 目 摩 
せ。 ょ， 〇 は 寧ろ 都ての 條 約を 破 
b 薬て/* 、 日本が 孤立の 舊 態に 
なわれ るのを 視 たいど 思 ふ』〜」 
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大使は がら じ パ ブス 氏が か柯 
じ 日米 兩阐親 巧のを 礎を 築きた 
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ホ 任を 悅ば ざら し當 巧者は 皆 氏 
の 留任を 個 願す るに 至つ たど 語 
bu 本の 國難じ 苦み つ、 >ぁ> し 
巧 タゥン センド、 パリス 氏の か 
き 先見の 巧 あち、 寬愚 じして 间 
情に 富める 偉人 じ 依 b て 米圃を 

化 ホせ るの 事 賞は 吾人の なく 感 

鈴す ろ 所で あつて、 をし ホ國が 

n 本 じ おして 树精じ 乏しき 忍耐 
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じご するならば 兩 國の關 係は 巧 

の 如く 幸福で あら 得な かつた で 


國際纔 船ょり 本社へ 來信 
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激船 出張所 じ 傅 達せし じ 戰し间 社よ を 左の 如き ホ 信が あつた。 

巧 塔赞社 益々 御 隆吕ノ 段奉大 賀候陳 ち 豫ブ 貴社 ュめブ 御を 黨 

中 ノホ福 見 遭難者 遺族 弔慰を 合計 
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貴社 發巧 小切手 

村 かが 凹 氏 か 顔收濟 

鈴 木 商 お 走 おを 


を參千 . A 五が 九 おかがを 仙 

を 立が 弗 

別 こを をで 廣 

化 二領收 仕が 

をを な 'r 直 二當方 ョリ 弊社 神戶ネ 店 二 送附仕 リ裔附 をを 位ノ御 

ホ 怠 二が ヒ當該 遺族 二 適宜 か 配 化 討 ヒ可帝 候 閒乍禪 御 了を 爲被 

下 度化尙 弊社-- が 夕該を 負み おノ 怡况- 詳細' 調査 ノ 上を 日 貴社 

へ 御 報 吿可中 上 候 

本 遭難 事件 おお 0 ホ 貴社-卒先 シ テを ホ面ノ 報道 ヲ詳ニ セラン 

岛ッお _| 弔慰を 募集 ノ擧二 御着 手械 が候樂 ホ ニ當地 在留 巧 化を 

位ノ御 同情-誠 二 感謝 三本 堪を二 講ンデ 貴社 及 同胞を 位 二厚ク 

御 樹中ヒ が 敬具 

大正 卜四年 五月 十九 H 


111 世紀の お繼續 L ホれ る 傳統的 

孤立 政策を 一擲す るの 必要を 認 

め 中 ご 信じつ i あらし も、 外 入 

の 用 ひた 砲禪の 燃を じ 驚かされ 

て關函 ど鎖踐 ごの 巧 点を をこ圈 

家の •大 危機に を まつて 巧た の 

ご 新 ホの か 巧 家は 最も 困難なる 

時局 じが 化した。 
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がる じ-リマを 使は 化 間じ處 

する じ i おじ 闷 情の 態度 ど 穏健な 

るを 見 ごを 化て した。 か 何 じ 其 

H 本じ掛 する 間 情が 深から しか 

おた 如何に 其ぶ 班が がから しか 

はを のがが お 逝譯を じらし ヒゥ 

i ス ヶン 氏が 阳武ホ お 巧の 爲 めじ 

殺 巧 •ぃれた 際 じがけ t にの が斷 

'じ 巧して かる ^ •か 出 ホる。 跌羅 

じが 网の代 おおは 江戶を おじ 强 

硬じ抗 溢を がんた 巧 不安 ご愼倾 

どの 巧め じ 挟を 拂 つて 化 戶 をな 

つたが-リスを 化は 彼等 ごむ 勘 

を おじす るを 化み 何等 武装す る 

し..- 江戶 席が のが 遽 じほせ 

て 濁ら 巧 地 じが まつた。 歐羅じ 

を 図の 化 表 ホ 中 ドリ 木 お 懲の帥 

を 起-,' わごの 端 論 .い 咕 ましく 

つた 巧', リスを 化の 円が じ 斯う 

巧い 一'」 わつ た f 千は お ホの おを 

の ぺージ が 来 A の-地み にぶが 


あらう ど 結む だ < 


來福丸 義金 追加 

前 號締が 後 ホ 福化義 を 左の 如 

追加 中み をず けた C で 本社は 

直 もじ 闕 際な 船に 送を を 了 —た 

を 十五 弗が 元 ブラ デ ー マ ー同 

を 二 巧が 狩 常 松 

を 計 金 十 わ 弗 


.日本 俱樂部 役員 

が 育 H 本 お樂部 じて は 最あ開 

催せる を 巧總曾 じがて 本年度 理 

事を な 逃せる が 雜れも 再選し み 

で 役員ぶ びを 委員を 指名し 左の 

如 < 化ました。 

を 興 曾を 齋お憐 

巧 お 巧 木を 巧 

刺を' を 旧 島繁二 

幹 事 上野 福 一一一 郞 

辞 計 東 お I 

副 幹事 德 山な 二 

副を 計 前ホ乂 

參率委 旨を々 長が 木を 茂 

委員 田 島 上が 東 

■ H 町 地 ホ あ 野 

を 政を 貝を H 爲がを 

委：な 德川削 水 山 

棋册 小が 旧 

入 脊掘杳 をな をが 田 祀ム郎 


巧闊蜗 掉今ホ 兼 
村が 山 

雄 脚を 民 長 .商 旧を 雄 
を 貫 凹 中 水を 奥 
巧 佐 藤 淸水福 田 
ゲ ー ム 委員長 上田 鍵 司 
委贸東 濱路菊 地 
本 旧ず ホ 佐 お 一正を) 
圃嘗ま 員 長 鈴 木 益 一二 
委員み 保 旧 神 戸 
ホ 上 i 

i 1• > — 1-!:(. — I TI. 

商船の 船賃 割引 

大阪 商船 會社 じて は 五月 十五 
日ょ b 幽 化ぶ 家族 同伴を じ おず 
る 船賃の 刺 引を 實 行し 居る が 右 
じ 化い ば'. 等 か 道 十 人 U 上の 闡 
かじは 一割 五み、 十五 人な 上 じ 
さ 一割、 二十 人な 上 じさ 一割 五 
泳を 割引ず ベく 一等 か 道を 族 同 
伴 者は 四ん 0 上 一割、 六 人 0 上 
じは 一 御 五 かを 割引し、 一二 等片 
道谢 かは 二十 五 乂凶上 一割 、 S 
十五 人 0 上 一割 五み、 四十 五 人 
化 上 二割、 五十人の 上 二割 五を 
を 割引す る 事 じな つて 居る が 同 
社 船を 係の 語る を じあれば を 割 
引は み 港 線の み じ 適用す る もの 
にて、 ロス アン ゼ八ス 線は を ま 
れ 夏ら 中 V 、。 


♦美な 敎會の 巧 遊會美 2 敎會 

エポ ！ス 靑年會 じて は 明日 曜日 

ダイク マン 對 岸の インタ ー ステ 

—卜、 バークじ藤狩なを懼ゴ笠 

じて 午前 十一 時类 0 敎會 おを 辨 

當 はを 自携帶 、多 數阅胞 の问巧 

を歡迦 r ど。 

♦鈴 木 ぁみ 氏を 都巧大 醫巧敎 

巧 醫學搏 ± 、及び 间大學 臀學睹 

± 前 旧 和 一二郎の が 巧は 數日前 U 

本 よら 着 紐 國米ホ ー ムじ 澀留中 

なる が來 ，': 八 H 渡 歐の豫 を。 

♦ -H 肥 韋司巧 醫學搏 ± を澤醫 

巧 大學敎 巧、 去る 十一 二日 着が。 


H 憾說お 


♦ H 本人 美の 敎窝 

『女 5 弟子』 


川 島 牧師 




錢 1.2 會計 報を 

五月 十一 二日 ユォ リァン、 ホ ー 术 

じ 於て 開きょ したる S 浦嚴 女を 

慈善 お 唱會の 節は 皆々 樣の 篤き 

御 同情 ど 御 援助と じ浓 らまして 

豫 期に 勝る 好結果を 得、 淘 ィ」 じ 

あ 難く 御禮申 上まず。 

ホ 算報吿 

A 收乂の 謀 

巧 仙 

入場券 總 贊上髙 15 豐 •受 

寄附を 皇’ま 

プログラム 廣吿巧 三 0 .呂 

寫眞 賣上髙 . ま‘ 呂 

お 額 ろ完二 ‘1 五 

A 支出の 部 

ユォ リァン ホ 借 巧 一室. 00 

H 白 巧 間 紙 廣吿化 一室 ’10 

通信 あプ 。グゥ ム 印刷 费 一を •责 

諸雜お 五た 0 

一二 滞 環 女を へ謝禮 営 0 •呂 

總額 r 這ろ 一八 

差 引 純益を 三 四 八 •を 

裝 W な 好々 館ぶ をへ さ呈 ，化 セ 

ホ 福 乂拥職 者逛族 さち 呂 


♦巧 巧 おお 道ち 
『懸かの 萊柴」 副 島 牧師 
♦が 育 U 本人を 會 
『信仰ごを活問題』 ぶ ^ . 

淸水 牧師 


人員 募集 

夏瘍 働き 十 名 
右 ま 急募 集ホ遵 者は 二十 六日 
(か 曜) 午前 十 時 ょら 正午 十二 
時を 姑 育 新報 社 じがて 御 面 誤 
致します 

太 西洋 巿 

か商會 


移 轉髮吿 

舊 住を 西 六 五 T 目 S 八 お 
新 住宅 西ち 五 了 目 二化番 
電話 トラ ファ かガー ぶぶ 是 

松風 巧 嵩 橋 


家具附 ア パ ー ト メ ー 

重讀 トニ 害 及 お 室、 電燈 

ホる ホ 巧 一日ょ b 十 巧 一日まで 
廉價 じて 貸し 度し。 

K . Oishi , 238 E . 呈一一给. 2 ndFI 言 r 
ぎ Rhinelanile こ 雲 

室 及び 湯殿 サ を 巧 
六 室 巧び 湯殿 化 五 弗 
處 所は 武ボ ナツ ソ ーコー ト 、委 
細は 左へ 御 御照會 をた ふ。 

G . A . LaF き 1 87 ロミ 邑 rd 芭， Br 夏 k 言 
Te こ ria を e 82 岩 


貸 室 中央を 園 じあき 風 通 

しがき 表の 大部屋、 敎養 ぁる 米 
人家 庭。 

置 量 ot , 24 运 .芝 th Street 


ド クタ 1 义はデ，^^' 

ノ スト じ 適當 
なる互室ァ バ ートメ ン ト貸し度 
し。 二が 五十 弗 
三. 夏 さ Si . ゴ|'. Tr 己 aigar 3911 


綺麗 じ 装飾した る 室 

設備をき バ — ク じ 

近く 閑 辭の區 域、 一週 十 弗な 上 

Nw . 苦 thSi . Te 三 互 臺二911 


サブ、 じ 便な き 

集 達淸 '潔 。室、 一人 或は 

二人に 適す。 一遇 お 弗。 

芸至 . 10呈 si . 言 M 

呈〇ま kailemy 岂 居 


貸宰 


一が 前 じ 御 話し あらたし。 

Paul K 星 ima _ 基？ 宅-養 nh 資. 

さ 产 1 す L Hudiibon 76 尝 


裁 纖所關 業 

皆 棲の 洋服 クリ^ ― ニンク、 フレ 

スは 最新式の ホフマン 器械で 僅 

か 十五を 間の 內じ 美麗 じを <ぉ 

ホます。 裁縫は 如 巧なる 御 注文 

も 巧 峰 じ 早く 致しまず 巧 他 ユカ 

夕 のお來 をもゐ b ます 义 絹物 一 

切 洗濯 も 致します 0 

が ホ 裁縫 所 

1岩 W . 雲 St . 


き呂 


へ お 慰 金 どして 

'一二 術 女史ょ b 岡 遺 

; 族へ-も 慰を だ して 

\ 合計 六 巧と 十 お 呢化脚 際 狼 船 

會社糾 巧ち 巧 じ 巧して 送を 致 

しました ご 

U 本人 美 必敎脅 
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巧 川巧險 事を 所 

. S が awa, Insurance Broker, 
303 のれ h A マん， 

Fel. か* nklin が 〇 も e が • 193 


巧 田 商事 域 ま會社 總宵ま 巧 
Uchida Trading Co., Ltd. 
291 Broadw が， 

Tel. Worth 1576 


島貿寡 株式 會社 

Shima Tfra ぷ ng Co. Ltd. 

tSO Broadway 
Telephone Rector 


Paul に M. Thomas 

Advertising Counsel 

2G23 む ibune む ii が ng 154 お 巧 ぉな. 
Tel. む ekman 6978 


2 巧 巧 ま會胜 お を資易 株を 會化 
化禪店 

巧な 巧を 

Takamine Corporation 

120 Broadway, Ne パ 机 k W! Tel. お 加! ■巧 84 
Gen が alOf むな & Factory 208 RawsonS ししし CityiN. 、. Te し SHIIweil パけ 


を 巧物產 巧ま會 お 

Asano Bussan し orapany 

I Room 801-805 
165 Broadway 
Tc し Cortlandit 80 が •めの 


大倉销 が 育ま 巧 
Okura & Co., 

30 Church お 一 
Te し Cortland 2292-93-94 


ミが 物を なま 會社 

あ 田巧會 

なま 會班 岩 ホ 巧 巧 

己 表 商事 會お 

組 育ま 店 

化育 支店 

な 育 支 巧 ' ^ 

M れ subishi Shoji Kaisha 

Mitsui & Co., 

65 Broadway 

Tei Bowling Green 7520 

Takata & Co., 

1 如 む Qadway, New York C け y 

Tel. Rector 1 の 1 

IwEii & Co パ 

1 Woolworth Buildn も 

1 Tel. Wh れみ all 6U0 

、均 昨べ b お hi Co, Ltd.) 

Te し な が 4 

、 


日本 締巧巧 まる 苗; か 育ま 巧 

Japan Cotton Tra が ng Co., Lt ん 
Cotton Dept* 

60 Beive 尸 8t., 

T •し Bowling か mr 2990 

お 化 Dept. 

25 M 槪 dIton Av«.. 

T •し Mad. ftq. MM 


日米 生糸 株 ま會お 
紐 育 支店 
N 脚 - 化 i KIIT 0 K&eUSHlKI がぶ HA 

(NCH レ BEl KIITO CO., LTD.) 

373 が H Avenue, 

TeL Mad. Sq, 7592-5 


巧戶お 木靖店 

紐 育 支 巧 1 

Suzuki & Co., Lt ん （ Kobe )、 

220 Broadway, ' 

Tel. Cortlandt 1149-50 ぶ 1-52 


目 本を 糸が を會な 
お育まぶ 

Morimura Arai & C 日 ., A?ents 

44 K. 23rd St, 

Tel. Ashland 5320 


巧 合 名會化 
綻 宵ち 巧 
Hara & Co., 

4 が Fourth Ave., 

Te し Caiedoma 7830 ぷ 


江 巧 巧 ま會社 紐 育ま 店 
Gosho Corporaiion, 
Silk Importers, 

3a4 f»oui'th Ave. 

T«l. Mad. Set. が W 

Gosho Co., Inc., 
Cottoiy Exporters 
か a か v«r か.， 

Tel. Bowling な re«n 8806-00 


大胶執 H 新朗肢 
腐 巧 巧ず 
0 な KA ASAH) 

Room 308 World Gilding 

Tcl. わ elonan がが 


大巧 毎 ロニ 巧な g 巧 

上 巧 ホ 
Osaka I M おが chi, 
407 Tribune Building 
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この 虛僞を 見ょ 

乂幽大 雜院の 邦人 疫米國 軍人 

增旧 氏に 苗す る剌 ホは、 あま 6 

じ備單 である どみ じあ まむ に虛 

僞でわる。 即もバトラ）巧事の 

刊 ホに 化れ だ、 乂闕の 戰時歸 化 

修止 法。 る ものは、 米阁 陸が 軍 

じ 服務ず る 『か图 人』 をを をす 

るら ので あるが、 歸化 法の あ 礎 

でかる ごころ 3 『絲 化. 小 能」 か 

人を もこれ じを々 してむ たかで 

ぅか。 或 ひは この 時權を U 本ん 

じみ ぼした どい ふこ ごが 明白に 

一を； れてゐ むい^ おじ 歸化不 龍 

の 外人で ある 日本ん じ、 この 修 

; 正歸化 法の 特典を 及ぼす のは 非 

化で わる ごい ふので をる。 

； パト ラトが 事の 判 巧なる もの 

^ は、 を 律の 宇 句し 拘 巧し、 立法 

の 精神 ピ 立法 當 時の 環境を をが 

無視した どころ の、 安惜 一一ち 

K 言 式言静 である。 ホ國‘ か歐讲 

大贼 じを 加した 當 時、 いかじ 苦 

むして 黨 ちじ 努力した か。 强频 

.徴兵を を 設けて 黃白ピ 人 禪の瞧 

じく、 一人 わ b 共 ぞくの ず隊 

-を をな せんがち めじ、 巧んで 條 

がを 無既 する の强制 的徵兵 じな 

事した こごは、 巧 人 周知の 事實 

である 

このな じ氣の 付い じ 乂國當 局 

は、 こ 打を の 脯か輕 人を ー ホに 

;してち營じ^^せしめて、 をた 

; の實嘗 をな も V を ；. ど 共 じ、 聲 

一を 大 じして 戰時歸 化 法の 時 典を 

誤 歌し、 幾 十万の 外人を ホ國軍 

隊じ巢 をした ので ある。 故 じこ 

の 持み な 環境の 下に 立を された 

法のお神を、 かゃぅ^^恵ホじが 

て强 いて 法文の みの 解释じ ホめ 

とは、 を曹を どして 化づべ 

き 巧ち である どみ じ、 か 《 る 制 

巧を 下す じ 至つ たこ どは、 ホ國 

の 国 陈的託 欺巧爲 である ご 評さ 

れて も、 ホ國 じは 阿 等反駭 ずべ 

巧 もは ない 營で をる。 タフト 

大審院を が、 この 巧 巧じ掛 して 

化 まじ 異講 をがん だ 一事は、 恐 

らくを にもら ど 信ずる。 

素人 外 巧の 繫害 

米 図を 府は勒 歐貸辩 金ち 拂の 

圓收に 就て、 綱 係を 轉じ をれ ぞ 

れ姐牒 を 獲し、 適當 なる 機會 一し 

於る 解 おのを 涉を 促進した が、 

この 問題に 脱聯 し、 目下 歐渊じ 

一滯化 中で をる 前 檢樂總 長 ゥキブ 

I す ー シャム 氏 や、 前巧搁 大使 ゼ 

I ラ A ド 氏の 個人め 巧屛 じを いた 

演 おは、 いたく ク ー リツ デ大が 

がの 戚 巧を 寒した もの i かく、 

あお 外を じ 卞與し K いん々 の輯 

をな 言を は攻 巧のを 弦 すら 所で 

あると 語 も、 大み化 巧の 問題と 

-た •つてなる 樣モ である。 

巧々 は 現代 义 明の み莱 制度を 

I 信ずる ど おじ、 外 巧け あらやし 

。が條 件で 外夕官 じ 一任すべし 


では 第二の" 1 ズゲ エグト 等と 

持 離されて ゐる 後藤 新 半 氏が、 

ベ 八 リン 新閒 記ち どの 食を じが 

て、 日米 問題に 言々 し、 加州は 

H 本人の 開が した i 地で あ も、 

日本の殖技地ごして最も適當^:^ 

ものである。 なじ 移民 問題は 日 

本^ 巧活巧 題で あつて、 日本は 

將ホ この間 趙 3 爲 めじ 米國 ど- 

戰を 巧. レる かも 知れ S 等 ど 豪語 


し、 この 誤つ たを 解が、 後藤 子 
の位歷 じか 照され て萊 々しく ホ 
國が聞 紙 じが 報され てむ るのを 
見て、 所謂 素人 外を >2 弊害と レ 
ふこ ごじ 就-て 痛 威せ ざろ を 得 ざ 
る もの か 多い。 

後膀 子の おを は脫 線と 聞いて 
ゐ るが、 斯る意 ホの 痛快が はこ 
れ を國內 的に 止め 掛 外的 じは 愼 
をな らんを を 望まざる を 巧ね。 


麵鸭を 地に 直り 

激震. ミ 大火 V 」 海 嘯 

豊岡城 崎 國澤町 U 大^で を滅 
し 城 綺の溫 をが 忽ちを 泉 化ず 

せ 音 朝 十一 時 十ー タ 

ま 京 特電 サお H を U 兵庫縣 廳の發 をに 化れば 山陰 化で 覆 癸ん 

死傷を 中が 然した るかは 死を 一巧と 十 人人、 貴 傷者 

百が 二人、 倒 壞家属 千： 一. りか 凹戶 、燒失 家 是干六 

.百と 1 一戶 、損害 窩は 一億 S 千‘ 力圓 なじ し' を f 

上陛卜 じは 兵 庫縣へ 一二 万 五千圓 、巧 嶺府へ 二 千 五な 圓 そを 濟資 

を こして 御 ド 賜 化成つ た 0 —.D 

ま 京 特電せ 四 H 發 U 昨日 午前 十一 時 十 か、 駒 西^方^^ 芦 

ら。 山陰 地力 3 被窜は 最も 甚大 じして 震源地は H 本 巧*"!. M 

達縣 反び S 愛海 岸 & ひた 忘 募 線で' ゎ ミ^^ 

化な 巧 町、 城 崎が じは 火災を 生じて を绅が おじ 巧 b ^ 者の 火 i 

?1今曉 一 時 じ 至 ''。 漸 く 鎭乂 し じ ら が 寞家屋 ち ー モー^^じ 達7^死 

卽き 一.— 名 S び 後ち 《死傷 S 备 名に び- い^ 

國演 町ら 亦！！ じ 頻し生 S の 被^^*:^— ぃ 杉^^ 

品. がろ て じして 冷，？ を ミ まっ ふ.- 二* 等の £ ナ—け 

卜 'り トン ネ八 、水道、 タンク、 鐵橋邊 な 心 心く 崩教 して 惨 狀を極 

め 救搂剧 单は繁 み. 露を 乘 甘て 巧 おじ 急 巧！。 外、^ 隊?^ が 

軍艦 t 出動して あ 助に S し 化 傷を も 夕终 . il 見送に Vf 

車の 蓮 博 も 今曉じ 至ら 漸く 壽し たるが、 杏が、 を 都、 袖 戸 

舞 鶴を には 些し たる 被舊 もなぃ が但 馬が 岸の 一二 峭 がは 遂に お曠 

の爲 めじを 滅 した。 I 

が 產類審 約 一億 圓 

を 京の 激震 時計 ゎがを 止- 

が 11 K 特電 窠ホ臂 了 鑛山抗 失 も 蓋？ なっな 

後 = 山陰 地方の 大襄災 じ 照し 當 

化：-達しな巧道じ化れば今〇ょ 

で 9 巧者は 五な 入、 負傷者は モ 

人に 逢し 

一千のを 族は 路頭 •レ 迷 ふ 


と 見られて ゐ るが、 激震 3 をを 

はな 年の 隅 巧 大震災の 當 時と 毫 

も異ら や、 大阪の 新聞紙は 今ょ 

ら 一週 巧 前 池の おが 突が 巧んで 

巧んだ も^ら これは 地震の 前 化 

_ - Ml C iss !.3 1 でゎる ど豫言して ゐた相でを、 
j の棱 狀を呈 しがを の 潰 害は と 千 I.'., ほ 昨が 十一 時 四十を、 をを 化 

一 • f U I 1 Al も' AiO を 3 f 二 VA 1 ^ f 、 ‘ .： I • LI Vi . Li -* j ，さ f .AJ 


で圓 ょら】 億 巧 圓を當 ご 云け 1 义 

てゐ るが、 罹災民は 荒 あたる 挽 

跡 じ 巧が ごし 化鄉 軍人 围 4 をを 

を 救護に 從事 しつ、 をん ゎ、 人 

口 一巧の 豊岡 町のを みの 巧は 烏 

ちじ 歸し 化は が 嘟じ巧 流さむ た 

もの、、 如く、 が綺溫 あ。 ては が 

巧 五な 人の あ 客 あち、 いづれ も 

讓蓉零 愛を 約醫人 

よ 邪 巧したら しく、 豊岡 町の 小 

學生と 十 人は 當 時を 縣の 修學娘 

わじ あちし 留守 じ' 一を はを 滅し 


〇敦長 あ t 、 が 針の かは おと. 

しお 把 も 時節柄 罔 章 狼 狼した が 

些 したる 損害は ない。 

繁災區 域は 

せお 平哩 

夕數の 軍 鑑化動 

を 巧れ 電サ 五日 發り 今回の 麓 

ぶ も e あるか 馬 地方 じ 對し佐 化 

お電 およ も 驅逐艦 ホを、 舞 鶴よ 

ら夕數 の 艦船は あ 類、 食糧、 


四十. 五 かじ 吾 b 二 时 の强疫 い b 
たる も些 しねる 抵醬 なく、 罹ぶ 
にの お 節は お狀 す"' からざる も 
のぞく 大阪 、なが、 神 口 等 じは 
微震 あらた & が、 實驗 者の 語る 
所 じ 化れば 當 時の 激震は 化年關 
束 大震災 じ 優る 共 あらざる 稍 度 
じて 大火は 特にを 化の 摧窜 を潭 
大した もの i かく、 城瞄 温を 地 
附近 じて 當 巧は 不 おか バラック 
を 维設中 じて 日本 ホ 十字 隊も活 
數を 開始した るが、 

震災地は 約 廿五华 モ哩じ 
及ぶべく 軍隊は を 化 じ お 動して 
警戒し 罹災ち に績 々大阪 巿じ避 
難 中 じて 東京 お 長 中 村是を 氏は 
義 を 募集を 開始し 太阪巧 ょらの 
歡助隊 は 今夕 同地を 出を する 尝 
でぁるが 、飲用水 わ 欠乏は 最^ 
隙で ある ど. で 営 威は を 巧^^ 
の條 鐘を をぎ 鐵道 @ 損害は わ 巧 
万圓 ごを 稽られ て か. る。 

お 領事 おを を h 二十 互 〇 午前 
子 後 翊島脚 町を 中必 ご，) で 化 震 
.り、 たもが 二十四日 じは 鐵道も 
請 あ、 救護 ホ 段'* 1# 々進 おし 最 
一を 巧 等の 懸 ななし。 災害は まご 
して 豐岡町 (戶數 二 千餘) 城 崎. 可 
(戶歐 とな) 义見澄 (戶數 おち) じ 
て豐岡 反び が 始は一 阿れ も 乂災の 
あめ 大部を 燒失 たるが 死傷は 
二十 四 H まで 巧 明!％ •ろを 八 百で 
ぁる。 一 

生 野 銀山で 一 . 

鑛夫 生雜め 

福 知 山 聯藤お 動 

東京 別電サ 發け本 口但お 
地 オー 销に宜 b て大 激震 ゎ ら、 

豊 岡、 が 瞬 おお、 福 か、 ん襄濱 

等の 被害 甚大に して 大敝 ホの 篱 

巧師 お. ib ろ 蜜の 诞巧 磯は 現據 

じ 派 遺され 豐岡 町/を 距る 化お哪 
の 福 知 山 聯隊は 出動 . L 氣鶴 軍港 

ょらは 軍濫春 日、 «遂 黯數隻 も 

急がした るが、 被 おは 頗る 甚大 

る模樣 じて 生巧敏 山ち 大 被害 

を 受け 夕數の 鎖 ホは 生 埋め ご ^ 

b 、 蘆屋壁 道には- 别 革が 百 化生 

しつ i ある もの i かく 乂阪 、巧 

都、 神戶 、をを 崖 等；，；； 墙废あ b 

れるも些したる損當^:^く、 人必 

掏々 たる ものが あら。 

米 闘 赤 十 ザが 

救勒 願合ぞ 

長を 派が 阿 おのか 議 

グ シン トンサ S 扫密 U 米國赤 
十字 社 總裁デ ョーン •'パ'— トン'' 
ぺ ー ン 氏は 日本 赤 十 ぞ社じ 街'. し 

左の かき 海 電を發 しね。 

乂 震災の 報を 巧 じして 爲 情の 

まな じ堪 へず。 救助のを 法を 

示された し。 一 

ワシントン サ五 日發 u なネ赤 

十字 社は ホ國 ホ 十を 社の 深厚な 

-る 同情 じ 對し了 重なる 謝電 をを 

一る どみ じ 今回の 震ぶ は 極めて 地 

方 的で あるから 外國 よちの 援助 

は必ぉなし^^-固答した。 

ン バス 廿一こ 日發 ：：：； 目下 當 


哩の化 点 レ あ 9、 元 京按巧 の 城 
互で 搜岡 川の 西 巧 じ 位し、 柳 打 
李のを を 化 ごして 近時は がかへ 
も 輸出され 雅成 親王の 抑 墓の か 
大 おお 雄 S 妻の 萊ら ある。 約-一一 
唯の 附近 じ圓 山川の お 巧を 望め 
ば 山の ザ 腹に 乂* > る石窟 の 見り 
るの が 友武洞 C ホる。 

崎 •はを 都を 距る i 九十 
化哩 、ち 名な 溫巧 地で 圓 山川の 
西で、 ホ H 獄の 麓-,: あら、 津居 
山 渚を 南 じ距る 一里、 お 山の 勝 
を 兼ねて々 る。 空 氣淸朗 .、山陰 
第一 5 湿ぶ 地で、 温泉 寺、 ま 山 
を國裝 のが 化が ある 0 

大阪府 廳が 


ザ， 


損 審發表 

大阪ホ 五日 跋 U 大阪府 魔 か 調 
査潑 表に 依れは 十： 曜 けの 震災に 
依る 度 岡、 禱 、湊巧 等の 即死 
者は 二百と t 八 名、 負傷を ぶ 巧 
サ六 名、 倒蠻 家屋 二 千 S 百廿巧 
夕 じして をの 巧容 左の 如し。 

豊岡町 U 人口 九 千 一一一 百 化 お 人 
民家 二 千 巧 六十 巧、 巧を 四十 八 
人、 負傷き 貢 人、 倒壊 家屋と 

十ち j 

城 崎‘ 町 狂ん 口 S モ百廿 六ん、 
民家 六ち 五十と が、 巧き 吉人 
負傷者 二れ A '、 倒壊を 履 六 さ 五 
十二 軒。 

湊町 U 巧 辜 手 人、 負傷を 廿 
六 人、 燒 失み 屋： 白と 十二 軒、 倒 
壊 家屋 Hr 白 七十 四 軒。 

尙ほ をは 今日までの 確 實な調 
査で 現に 舞’ 稱 ょ-- 波 遣され 化が 
巧 人の 陸戦 除は 消 巧 夫 ど 共に 巧 
体を 發掘中 じ も あら 今後 これ 臂 
の 數ホも 自然 增 加すべく、 附巧 
じは バク .一-'; V . 娃奠 する 外. 藉底 


試訴 は、 前者は 合 ホ 的で あ 
して 勝訴した W . V 者は 败訴 しれ 

- - ■- 1• 1111 ■ 画 . . ■ こ ■ ■ ! ■ .f ’ 

福 旧 大將を 

一二 度 化擊ず 

今 巧は 福 岡 じて 
まま 特軍サ 四 H を U 震災 當時 
の關東 贊備軍 司み 官 たらし 退役 
陸軍 大將福 田 雅太郞 お 巧は 大杉 
を-ホの 化み をを ド •一度.： 2 短 
统 じて 化擊 された るも果 さず、 
巧ら じ 爆 製彈を 郵送され しも 去 
關 じて 爆 發し旣 じこれ 等の 犯人 
は 悉< 逮捕され たが、 將 軍は 昨 
H 福 岡の 一巧 理巧 じて 飲を 中！ 二 
度 自瀑漢 じ 襲は れ短統 じて 化擊 
されし が 幸運に も彈は 命中せ ず 
化 人は どさくさ じあ^て 逃亡し 
じる も 福 闽鲁察 著 じて は 主義を 
の 巧 動 どして 略 目星を 附け 目下 
嚴探 中で ある。 

楼太斌 田に. 

財界は 失望 

田 中 氏 赴 巧 も 遅る 
巧 京 ホ 五日 發 U 駐 露を 權大化 
田 中娜ま 氏の 赴任 期 遷延に 就て 
風評され てゐる 巧に 化れば 一般 
財 巧 じて は禪 太の 油田 酷 拓じ就 
ては 寧ろ 失望の 氣ホタ < おつて 
靈じ 民間 じて 協を し 政 おょら 補. 

巧を を 支出す る J どなつ た 独 田 
の 開 巧 じも禪 々故障を 生じつ i 

ある 爲め である ご 云 はれて ゐ 
ぶ ほ 才^ 1 姐 旧よ ちの 生產 高は 
一日 約 モガ ランピ 註せられ てゐ 
るから 五 年をまで 一-辯 二 巧を ま 

沸ふの要^:*しご云はれてゐる。 


を 地方を 哉の 決意を 黃つ たが、 

患 政 會も大 藏をも 之に 反 巧 じて 

政 馬の 危機を じ 巧す ご 巧 測 みれ 

て ゐる〇 

中ぶな 革新 合同 

束 ま 特電 什 五 H お：：：： を 友會を 
同じ 反勒 して 居残つ た 中正、 革 
新俱樂部のを间巧ら兰十名ぶ^^ 
つじ。 I - r 、- 


奉 天お藥 库爆發 

. 化を ホ 置 日發 u 昨 巧ザ笨 天の 
じは パ-ザ-. V 》 娃奠卞 .る.^^ 唯'..^ お 奕が だ奠を 撰を してを を あ 
を をれ た‘ 斟； ." I ;!* おおは 負傷 章^！; ，巧襄 しあ 幫离約 S な 人を 生じ 


、 ， . . ^ •ミ、 こ 、 i - 4 く / ，-, V • M 1( . . 1, , I ■ , . ' 

をの 恶 陵は 弓。 あてを ず、 を 華 字 隙 等を 滿 栽し V 現 瘦じ急 

災 ちは 附近の 神社、 巧閱 一/ 攀巧 一巧した が、 


等じ 一 旦牧^^みし k 

近縣 主ら 陸海の 巧 戒磯搁 

を 利用し 衣類、 を 構 夕^ 厳を 中 

でを るが、 を 崖墜 をは 崩 媒し列 


冊憾 おぃ； P 睛 


海軍省 じ 速し ゎを 報じが 

れば今 H まで じ發 見され た 死 ホ 

は 一二 百 入、 を 傷を 千 人に 達し 豐 

脚よ b 達した 報道に 化れば 其 後 

屯 唯 日の 午後 乂時 十五 かこ 化 時 


充滿 のをで ホち 

墓 旧事 借 

遂 


^ r - 

1 詩 

支那 鑽％ は；#. 

.义ン トン 廿五 也を ド 鶴 素 



大駭ホ 補 缺選藻 心 

を 京 特電 廿お日 お =:4<^ 第 
區の巧 缺逃擧 は 憲政 會 の； 紫を 
新九郎 たが 當谨 した。- I ' 

一-趣 ホ厶 . 

~ — — . - tv . 

ロシア 薪寃 

' 讀書子 

を 命 後の n シア じ關 して 書か 
れた 書物で、 。ンァ0 外の 諸齒 
で發 巧され たもの i 數は 、をれ 
を バラ じしたら 恐らく 廣大 


戒 壌し 死傷者 約 一一 r 百 人を 生じね 
が 巧 因は す 明で ある。 

日露 嫌を を 願 ぉ 

/节 和ゲ ご。 せぶ. 一 づ读リ H 本本 政府 
茲 . f バロた かぶ； € .术雜 結 レれ 
. I なを か-.. お 瓦！® を 疑が 截盟 本が じ 
，ぃ J 琴し あぶ 遍错が 古が ド— 


ブ、； ^ A トシ：： P ま 巧雙 で！ 霉 •為：： •へ- - .! 中 皆. i ; 4,4 1 

國 雲じ繫 しな もが 本馨譯 r ッ 妹^|%集'に反對 

秀ホ 巧の 歸化權 削 奪 じ腳も A す ; 東京 将電廿 五 り發リ 大藏 省で 
審 院の馨 巧は バ K ラ ー 陪席 $ .は 今後の 外債 募集に 絕對 じ反掛 

じ 依 > 歸化 不能を 貴吿 されを じ ■ I . 

邦人 側の 敗訴に 端した。' ホ 

院を タフト 氏は を编满 なが 费し 

正ボじお藥をおん|韻、 

はす 九 宵 十 S 年 じん 陵し 千盞 

サ 三年 じ 甚らが 巧の 沿岸 巡 pi 心 
_ 心 勘 務し踩 測大戰 中^ 山 
た 人で、 す兀む 准！ 金. ザ 糸 チみ 

七 タトが' 屯て お 式に 邊" 歸化敲 

を 擦 待し 化る も 其 後 こ* 翁は お- 

を 的で ある ミを 理由 ど レー 输 化!^ 

を 削を された もので あつて み 化 

みは モ化百 十八 ザの 歸 化な なを 

: E 本人 極を ホ 有ず る や 巧を、 

更らじ 千 九 百 十九 年と 巧 十 化 日 

の 歸化現 巧 法 じ 照し 合法的で あ 

る や 否や S いふじ あつたか、 户 

トラ！ 巧 事は これ じ おしを が 正 

歸化 法は 從 ホの 歸化 法を 基磁ど 

し歸化 不能 外人のを を 力ま-. の 

特典を U 本人 じ 及ぼす をを 些巧 

して ゐ ないどい ふじ もる 〇衔ほ 


化で 開催中で あるを ホ 長老 派宣 

が師大 曾は 本日の 總貧 じて 巧 馬 

地ず の 震災に 掛し 深厚なる 同 巧 

を 披^^^;^^^^.^ Is の 支 r 商人 ミ 固ょ ぶ 

今回の 震災地で 最も 被 董を受 I 妻子 巧を 權 及び ホ圃じ 出生— わ 

けたと 铺 わられる I ま那人 系米闕 市民が ま那 Jb ま 

豊岡 はを 柿を 距る车 一二 ‘ I 


すべく 東京 巧 地下 傑 道 外 憤も認 
巧せ C だら ぅと。 

加 藤 貴 藤 院議 員 

ま 京 特電 ホ 五 U お = 加 藤 照 腹 
一巧は 貴族院 諮 員 ごな つね。'’ 

一^ 之 進 逝去 

巧马！ 1 一 誇み 霉 一, 塞霉電 S 虎 ノ巧事 

もを を據 もがを が。 化 人 楚波大 助の 夕前 衆議 

が. 说證賃 難 波 作 之 進 氏は 遂 一^ お 巧 

をた。 

化 京 政府 ご絕緣 

東 ま 特笔廿 五日 發 n 廣 巧の 國 

民黨は 寧ろ 表 回 £ 結ばん ごて 化 

をを 府ど絕 緣の戰 明を なした。 

秩父 宮殿 下ぉ潑 

東京 特電 廿五 日を U 秩父 宮殿 

下 じは 本日 軍艦 出 雲 じ 御 搭乘の 

上# 須贺 御出發 、攝政 宮殿 下 じ 

は 橫演を 御 見送 b 遊ばされ わ 


東 化 大會ご 旧 中 

室み 特電 サ五 U 發 U 田 中 政 友 

總裁 はを 化 大會で 地 粗 どを 業稅 



ロシアの 圃 ± を すら 埋る释 わ 
びね r しい 數 量に 上つ てゐ やう 
所が をれ 等の お 成で 大夕數 はを 
國 をを して。 シ でへの 眞 の理縣 
の賊を 開かせな かつた ばから か 
却つ て 目隱 しの 役に立つ たので 
あつた。 今 H 日を の圃 をが 深化 
しやう どして ゐ るみに、 巧國民 
の 大夕數 がめ おごして 彼 國じ對 
する 偏見 ご 無理解と から 脫 却し 
ないで ゐる のけが かも 目 隱 しを 
がく 絕 巧の 機 貧を あ へられた に 
も 巧ら 中、 をれ を肯じ 一ないで 旅 
じ 上る やうな ものである。 顚を 
の危 隙は 其處 じある。 .咳 略宣傳 
じ ゆがめられぬ 0 シア、 眞 じあ 
るがま i の甘 シ^^ ダ研兜せ ん W 
'ずるん のじめ に、 こ： じ。 さい 
手引を つ < つてみ々。 

新 ロシア 固 家の 稱な 組織を 研 
ぶず るには、 をのが 幹た る ソゲ 
イエ プト 憲法 じ 化る が 巧 利で あ 
C - て、 曰 シア お 書 ホは 「ソ ゲイ 

ェ：ッ ト社會 ま 義お亂 '固 聯盟 並 じ 
口 V ア社會 ま 義聯が ソゲ イユッ 
t 共 か 國のッ ダイ ェー I ット 憲法」 

呑 ミ - L を L - s を *8 i 

ソ I ゲイ エツ トス カヤ n ンス チイ 

ツ I {チヤ) どい ふのを 推したい 
$ は」 九 二 妈年ホ モス々 ク國 
立ぶ 版 所— の最巧 版で、 1 ニニ 
ぉと 巧 赖 をの シ ゲイ*' ット 聯盟 

(タシア、 ウクライナ、 力 

す X 、 白 ロシア) の 賭 巧條お (所 
謂 巧 憲法) と、】 九 一八 年 制を 
v'.'l' され、 其を 修正 補足 さかれ ロシ 
了 社 會ま義 みか 酉の 建 註を 文が 
巧め られ 、.を 半 為な 巧を 講話 ホ 

じょつ て 無學な 百姓 3 でに も理 

解され る やう 解說が 施されて ゐ 
る。 本書 じょつ て ロシアの 國家 

組織が 理辭 される と 巧に、 無產 

階級の 濁 裁、 勞 働の 義務、 化會 

聯帶の 法理を 經絳 ごして プ 《 ン 
タリアを 律文 化のを 面を 窮 ふを 

が 出 ホる。 101 二 頁から 成ら、 
を廣は 四十 五コぺ イクで ある。 
英譯の n シア 巧 か 國憲を じは 
をて ホ 誌 r ネ ー シ ヨン」 じ附錄 ど 

して 揭 げられ、 後间 化から 單巧 

本 ごして 出された 「ブ ダイ 

卜 * 51 シアの 憲法」 が あ b 、 佛义 

では ラダ ブイの 间 名の 本が あ 

獨义 では々-- グ •ッ ヒア グト。 

「現代 諸國の 憲法」 中じ收 めら， け 


たもの が寸 る。 

巧 化の-シァが 最も 苦必 して 

ゐる もの > s 新 經濟組 淀の 建設に 

ょるを 命 六 基礎工事の 完ぶ であ 
る だけ じ 經濟 普のを 巧は 化 ゆ 
る 出版部 巧 中最髙 化を 示しで ゐ 
る。 わけて 最も 權威 ぁる 硏兜資 
巧と して 推したい のは、 チィ モ 
フ >1! フを 巧の 新 ま 「ソ ゲィ 玉 
ット聯 お經濟 地誌」 (エコ ノミ ー 
チェス カヤ •ゲづ ダラ ヒア •エス 

五 ス •_*! こ (第二 版； 二 巧 年 
モス ゥ國立 お 版 所き 打) でぁ 
る。 同書は を 五 章 四十 一一 節から 
j がら，； ロシァを 主のを 通 運輸、 

霉、 H 、 熟、*^^^?, ヴ 、そ 良. 

努 働を 斗ら ゆる 經濟部 巧 じ 精密 
な 研究 卜 遂げ、 附錄約 四十 葉の 
甚だ おみ 深ぃ 解圖 じょつ て讀を 
む 理解を 助けてむ る。 其 外を 固 
經濟の 鉛 本山た る 人民 經濟 最高 
委員 會編篡 の 「塞 屈ん 民 經濟」 

( ナロ！ ド ノエ •パジ アィ ウヌト 
ブォ •ロッツ ィ )( 繼續 刊行) 經濟 
通の ァ レキ サンド n 7 ま 「を ま 

の 復興」 (クオ タタ タノ ゥレ ー ニ 
ぶ •フロム ィツ シレ^ ン ノス チ 心 

(一九二 四年國 なお 版搔 巧) ボゴ 
レ ボフ敎 採％ 経濟猿 輿」 ク エコ 
ノ ミ**— チ ユタ イエ •ドウ オスロ チ 

デ ー ニ •ェ )( 一 九 一二】 一年べ 卜 。ダ 
ラダ ド發 巧) 等が ある。 又* ゴ 
ダ •フ 3 ド。 フ S 「常 欄な 革の 理 
論 ど 實 I ご ア^ホ ジ アナ しフ 
ォ ー 少コ )( 一 化 二 巧 年 モス カク 

あ 巧) 等の 是非 巧 固 じ も かさ 

るべき 本で ぁる。 乂權 威ん も英 

書 じは 「英 國巧倾 委員の 訪嗦お 

吿」 / リポ！ 卜 •オダ •ゼ •フブ チ 

ツシユ •レ！ ボア •ザレ ゲ 1 ぶ 3 

ン*ツ！,ロ ンア)( ~ 九二〇が、 

二 四を ジン ドン) 〇巧 卖- 驚画經 

濟 協會發 行の r 露國 經濟」 t 於' シ 

ン •エコノミスト】 ( 1 號 — 卡 

號>.' « ン ドン)， 及び ゼネ ゲア段 

際勞働 届を 巧の 塞 國產莱 、が 政 一 

巧 働を 方面の 誠査 資料が ぁら、 

此極佛 書では 露圃 派遣の パリ ー 

が 行 化を の P シァ じ顆 ずる 巧吿 

き二乂 一二 二 年 バリ 1) が ぁる。 

又、 ベ^リンを 巧の 猫 逸書で ゴ 

! ヒ ドシュ ミツ 「勞農 あ 國の產 

柔管 巧」 も あ 名で ある。 
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海の 巧 ごが 

♦化 震から 化 事、 あらに お啸 
ど 一二 拍子 揃つ て 今 巧は 山陰 地 ホ 
じ 毀 ホした。 あを 變 じて 冷泉に 
なつた とい ふから 氣の 毒な 限ち 
だ。 內憂 外を を々 到る ごは、 こ 

♦兜漢 鄭波大 助の 父 作 之 進 氏 
大 助のを を 追 ふて 化を した。 ± 
じ 還っ て 罪障は お滅。 

♦千 葉 おで 鼻から 柿の ずを 出 
した モ 梅が あ b '、 今度 化 腺から 
稻の 芽を 生やした 子供が 飛 おし 
こ 巧 だ。 こんな i よち 喉 がらず 
の 出る 話を き i たい。 

♦桑 港へ 上陸した 巧を 府會議 
員の 一人が、 西 巧の 道路は 雜ょ 

外 じ 履物がない ので H 本 Jb 
進 ホし たんだ ど 語つ てゐ る。 こ 
の 男け： 限 あの 外に 腦ホ增 がない 
から ボ袭 で渡义 しれの だら ぅ。 

令がんでも まは 貴方の 妻 ど、 
ホ 留ぢや 珍ら しい 白 殺を をけ た 
女が ある。 をい 文句が これで 生 
波つ じごい ふらの。 I 
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114 W . 70th St . お 

Tel . Tea お! が！* 〇ぉ 2 ’ 


High な . BrflflW が 
Tel. む mil む ! and IS が 


TOYO TSUGARU 

Scien むむ e Japanese Masseur. 

74 W . 89 比 みが が， 

Phone. Schjnyler 9387 


SiYokoy も！) ■じ 

104 W. が ndSt. 
Tel. Riverside が 26 


M が ":^ 1 jiiiiya D.M.D. 
リ 8 をぶ ephen が . 

む sfftv 抽 ass. 

Te し むが ; y 10 お 9 



刊專 節調纔 腺に 並 腺が 

に L FREDEIUCS CO. 

腎稱賦 をぶ An み 勺. 声 

パー 4 ター； ' 、品な 別 . H 削け k 
11 け 3 r(H 化 . 姑 . 8 が i よ ,’ I. S!- 


NABa TRADING GO ; 

45-47 E . 20 tb St . 

Te し Caledonia が 55 


YUiCIO NISHIMU 民ん M. G. 

314 如 お llHh Street 
Tel. M 日 nument 0279 


KOSK 化 A 
STUDIO 

I 舘眞 寫柴小 

! bb 1 hfth わ e" 

[ Tel. Plaza 3212 

I Branch Studio 

I Westminster Street, 

1 ♦ .. ， 

りか 诚 mce R •し 


おお ke Stueio 

が？ 日む . Ave, 

Cor. 规 h も . 

了* し Cale^cma 63 ) 斗 



S^sc/m Cowmw 

2518 Broadway, N. Y CUyCor. 9 わ hSt 




DR . B し C-QW 

34 化 お. TSr . お d Avenue — 

59 が Si . む し Lexington む e •一 
125 化 St . Cor . わ rk Avenue 

ii ;; , 。 ■，ん Ma け it > 

DENTIST 
.Tw け ふ 相 も e . Cor . 59 th U . 
Phone Regent 2457 

DR ， 吐ん GARDNER 

DENTIST - — ’i 

658 Madis 扣 む もむ t . が- S!st Sts , 
むし F!egent 7188 

んし ceasar , mdV 

109 East 87 th お 巧 et 

Bet . Park & Lexington かが 

Tftj ipnnx 8^73 

〜 Dr * T •じ Takami 
176 む mberiamt な Brooklyn 
Tel . Cumberland 2311 

>‘ 

E ：. E ：. Yo ふ も M . D . 

3 が W . 71 が 化 

Tel . Ehdipott お 30 •が 29 



’レ お p 若の 鑽 

ル 霉切君 程 信 學驗な 
認 じ じ 簾 用 手を— 磐 
• 治は n 篤 術の 留^ 

ム 療恃 U し；—- 一 

こ； 了 H 多 li 
*ク 寧 本年 新 
マ 懲 人の 式^ 

1 切諸經 無ち 巧 

1 じ 若 驗痛イ を 1" 
チ 施は をを 機 

J 術 待な お® 

ン ず じて II 

'水 每 

午 曜時午 日 ▼ がを 
を '前 百診陶 

が 案 壽 科. 

お 學 S 醫 
11 二^ 

壽猴晒 鼻: e 繫 

間 時を 診 
を 电至時 十 前 午 目 
時 八 ま 時み をを 6. 

■ f ； 

高 i 

見 主 

豊 

彥 

目 午 まみ 
曜後 

舊 S 察' 

約よ' 

巧！） 

願 六： 

ち 持/ 

トド H きも 都 

，レク お 午 白ろ ►を 
はを じ 

吉 前よ 疲 i 
居 約 時る！ 當 
g 願 I か 
g 上 丸 の 

彌ぉ時 間 



削 E げ S & 巧邮 Y 

3 Maiden Lane N . Y . 

ェ細 治鍛银 をに 幷石剛 金 
類 お賓區 怠新最 


帕 〇化 Bros , Ins . 
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Uni 巧 なれ 化が け峭 

123 Esist 86 城; ち t •: 

- が。 ド — 


H マ 時 午 ま 信: 佩 巧 誇は 米 
直ン 主が す 文ぶ 售校 成國 
，もよ;' ち 化 。社々 が, に 巧 式 
た 十 絹 時 H を 潑 ぉはの 巧 
巧 仙 ぷよ確 蘇ぶ J 尊ち も滨語 
校 つ'： しい 遇 を 黛: が 本を-- を m* 
あし 一 お H 敎 'を續 人. 殘が 眠 

れ。； レ 嘴 ホ がぶ ; がが です’" ホ 
9 今 ツ ，寸 にし みが， 搂 ，す - 學 ' こ . ，- 


成 

巧 

の 
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Miss . Blanche Fistier 

に 64 Lex. Ave . Cor . が 比 St . 


授敎語 英人婦 

よ H 時ら 毎 ンす年 語 日 お 
b 曜 にが 14 と 。の お 本き 
四日 て 化 朝 十一 経 巧 人 ホ 
時は も 時 丸 五 ン驗 じへ 圃 
を一 宜を 時仙ッ をはの 嫌 
___ 時し か] よ ス巧ホ お 人 


RT STUDIO 

824 LEXiGfiTOK iVE . N . Y . 

TEL Pli な 45 巧 
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本 飾 等 M 袋 品 本 
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ン ,1 デト 飾 製 
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UP 怕 DATE STYLE 
^stom 
Tailor 

71 W . WthSt . N . Y.Cib 
Tel . 如 1 わ池巧 2546 
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Y . ITO 

133 Ees け Srd が . 
Cor. Lexington む も， 


記 洋 
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FtflPPOK TAILORING CO . 
ミ 00 w. が 化が . 

た 却 ， Columbus 4173 


化 時 
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T. KASAI 

March み nt 

ザ 
洋 
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bailor . 
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TIMES BOILOING 
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HEW TOBK 


Phene 
む 声け 3 け 


KOpAK 

Developing 
Priiilhig 
Ejilafgi 打径 

童!^ 

140 W . 65 む 1 St . 



i 腳揉攘 治 

西洋式 マッサー ジ 

H 本式 按 が 按腹 

辄經痛 リウ マチス 

打を 骨ぅ イき屑 
腰痛み 筋 違 ひ 
巧 化 諸 お揉媒 あの 御 
需 めじ 應じ 御甫誕 ホ 
第 御 あ 庭义は ホブ少 
: V 出張 親 巧 じ 治療 申 
上ます。 前約の ホは 
自 を じても 施術いた 
しまず。 

I 育 姉 津輕塞 

西を 化て 目 丰四番 拙 
追 話スカ ' T ラア 九！！ 穴 セ 


診察 時間 

.午前 九 時 1 十 時 
午後- •ハ 呀1ん 巧 

い f 小 栗 幹 三 

紐 育 市 フク 7 — 病院 

窠五巧 病院 勸ぁ 

武市ゴ y バラン ド 

病院 勤務 


診察 時間.. 

午後 蕃がぞ U 二 時半 
午後よ 時 U 九 時 
渡 知 醫學止 

パ i 本谨一 

古 倫 比 亜 乂 學 あび 
グザ ランが 院 勤務 
日曜は 前め 顔 上 お 


毎 H 曜及 王曜 午後 

巧 おけ 前約の 事 

カイロ プ ラク々 1 

‘横矢 重 孝 


- ぉ巧醫 

，主な 基 

崎 間 

1 目 午後 二 時 
一 'ま 午後 八 時 


U 本な 巧 ‘ 

が 貨卸資 I Dr . R . Shi を 己 夕 Db . S . 

I 再 W . 7 ぎ 芭. ぎ 置 isii 宴？ 

なな 幫思砖 を I 1 韻 職ぶ ハ 戶良二 

白 午前た 巧 十二時 
二 I 呂午 1 巧 五が 


〇 巧. 巧 円 ZJH JFU 巧 CYA 

呈 I 呈呈 AC ちで 

夏 7 芸こ ve . Hear を是 資. 

TeL Murray 呈 2791 ぎ〇ヨ 7 居 

け^ 古谷謙み 

巧、 水， を、 午後 一一 時 よら 六 時 
を， 其 化は 前約に 顚 ひます 


•ぃ t が 瀬九廊 

.ち Uxi 量 nAve . N . Y . 妄 
Be 产呈 h 4 27 ず Sts 
ジー •至 a を 三ぎ さ 18-78 さ 

JOICl'cm さ M . D . 

二 1 we " と n St . Ne 三 ork 
す I .至 まを を お 73 す h ち 一巧 ，10 お 6 

H 權 午前 九 時.- 午が 四時 

ドクト^ 小 果乘ま 


雜 揉雜療 

：= 水 及び 電氣 治療：：：： 
來る九 巧 か 日 主ら 猜 
張の 目的 じて 一時 夏 
期 ホ 業 吐 操 
尙任巧 開の 節は 新進 
の 設滿を 0 て 治療 じ 
應じ 中し 惕 
化育 瑞典 ツィ ジオ シラ 
ピ ー 學院 卒業 - 

粧育メ デ カグ ジム 及，- か 
ツサ！ ジ協會 正會員 

该認西 材幸累 



正直 ど 親切 ど しを 實 
信用 ある 商品を 精選し 

特 が 廉懼 で販賣 致します 


ゥォグ サム、 ェ八 デン 四替引 

を 化 ま て 一二 替 

指輪 鎖 貴を 愚 並 じ寶石 類】 切 

ミ 八 トン 時 討、 パヮ 1 ドィ 

.リノ ィス 時計、 を 禪羁時 許 

ゥゾ— 夕 1 マン 萬 年 筆 

エバ シ ヤ—ス 

純銀 器 ホに 銀器 一切 
御缔锅 め 御 ± 產】 切 
時計の 修键は 化險付 じて 確實 
じ 石化 自身が 致します 
が 育 巧 西 四十 二 了 目 四と 番 

四 四 己み 室 (五 街と 六 巧 間) 

お 川岸 商會 

電話 ペン ンがバ ニアと S 二 九 
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.稅關 事 驚 、. 

ま 洋を地 ホ じを 化 
ホの お出 入 方法に 
お する 一切の 
巧じ應 じ、 巧 進 窺 
船貨橡 運 貸ぶ 化か 
を 枕 お 手繪善 等を 
里す、 を 要が おじ 
化理 巧を をし 誠 » 

お驗 取扱 一 


♦當籍 ♦お 誌 ♦が 巧 I 
が覺 室を 销. 
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紐替 日本人 會 
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姑 拜說を H 化 H 午が 八路 
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.扫 話を ± 班 日 午後 八 巧 
堂， 固を ま、 娛樂 室の 設楠ぁ h ' 

^ をが 迎 す、 を 結を 利用せ i 
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♦が 宿を 

位廣 をな 比を 巧みを 下町を 十 
五み 學生 をな 員が 巧を じ 最適 
設瞄圓 善 お 誌 巧 巧 及を 禪娛窠 
具 おみを を あら 

使を 试業 周旋、 旅客 ま 巧* を 種 
事 お 調を、 其 他方 事相 巧 幹 挺 
等间胞 諸兄の ホを を 歓迎す 
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寶為ぞ 4 屢满 V . みみお^ 
クオー ムザ へを \：\ がが 巧 刻 引 
いし 7, ド •ハミん 卜^が 評を が 列 
が-^ 化合 矮扛： がを 到 引 
町 V ぶぶ f 巧屬ぶ み 刻 主ず. 
矣^"ぞ ネ み がを- が を' \み到 引 
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ト クント 巧 巧で あ 

ス 々レ タ— よ廣 gs 

一^に 使 宜ご渝 も だと 


メ！ シ ー はお 育 最大の ゲパ 
'、ます。 新ら しい 昇降 磯 ご 
化內じ 於け るを なの わ 巧 
、てゐ ます 

也 巧で！ 一 弗ず る ものなら メ f シ ー でょ j 
巧 八十 八 仙を は をれ のす 迅 w . グ るを をごぅ 
ぞ御 記憶 下さい \ \ 

日本へ 御 荷のを 御 送ら じ、：* ゎ i - いをか 巧 質を 

に巧 して從用のおをけバ シ 3 ッ ピ ン グ 
ビユ J 甘 1 を お肆ね 下，、 切に 倒 唯を を 計 
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丸 巧を 期して 

關 稅會議 

一 を閔の 態度を 觀測 
支那 技府の 曲が 會谦準 髓處は 
曲 巧を 誰 じ おし 左の 细き乂 期を 
を 早した ど 
一、 本年 九月 上旬 巧會 
ill 、 期 巧を 盛は 举 が 軍縮 會潑後 
が年延 巧され たか、 之を 世 ホ 
一肢の 生活 巧を ご關 おが どの 

遞巧率 ごじ 照らして 僅か じ 二 

ホ お 煙を 巧して と ホ五旌 とす 

る だけでは 甚だ 不をホ だから 

外を 阐じ 劃し 一割 ニ ホ 五' 烦を 
引上げる； を 提議す 
ご 一、 課稅 後一 おな 巧 じを 輕廬お 

稅を一 枠 じ 做 廢すぞ .と 

曲、 課巧收 入の 巧途 はみ ダ 度 整 

巧 W 外 文化 事業 じ 使用す る ミ 

五、 加稅 後は を 部を が 政 部の 支 

おじ歸する； 

但し かを 削で 異 溝が あらぅ か 

一 ら 外人の 巧 巧食辨 、税務 司を 

一を をち す i 

な 上の 辨 法は 外 巧、 財政 巧 部 及 

_ び 巧務處 でみ をされ たもの と 巧 

: へられて ゐ るが、 と ホ 五 厘 じ お 

，足 出 巧ず 一割 ニ ホ 五 厘稅を 

關係國 じ 提議す る-^ が 仮 

- み事實 とな つても 勿論 巧 國で問 

題 どし ないで あらぅ ど 期待され 

I てゐ る。 同 會議は 支が 政府の 關 

-稅 二步五 おち 敏啤に 之が 巧途制 

-限 じ厢卞 .。おなる 關 稅會實 C た 

まら 中して おち 図 隙會議 のを 質 

-を 巧べ る もの ご 思 はれる から 列 

固は お 支 新政 策 樹立に 腐必 し、 

殊に 直隸お をを 後 英米 兩 固では 

何 ごか 勒ま 外を の モ向轉 巧を 巧 

つてを 國の 立琪を おおに 導かん 

ど 焦慮せ る 際で あるから、 增徵 

.關稅 のをを 幷じ 舊惜獄 整理 問曜 

じ關嚇 して 或は 父 復み岡 管理 論 

の 蒸し返しを 見る や も 彻られ や 

化 点 だけを 考慮しても 巧るべき 

踢稅食 誰 じがて 如 巧なる ホ かで 

之に おする かは 支那 じ對し 利害 

離 係の 最も 深い 我國 としては 梟 

も愼 まなる 硏究を 要する。 巧國 

は舊 借款 整 观閒題 じ なても 英米 

をして 共词を 理論を 持 出ず を 化 

なから しわる 賴 肖で 硏宪 中で あ 

なバ 、ホるべき 關秘食 諸は 化 意 

化から 勘 U からず 重 親， されて ゐ 

る。 顆稅 特別 會讓 のな 集を 待 も 

巧れ てむ た 支那 政が は 念 フラン 

問題 解み ど 巧が じ- 

^ 閣 及びが 國駐 巧の ま 

邪を 化を 通じてを 巧が 固 賊稅倚 

誰の 開 僻を 嬰 ホした が、 を闽と 

も ホ だ佛朗 西が 華府條 約を が お 

して ゐ 。いめで 正. 巧 一: 回答して 

ゐ ない。 を 齒駐化 戈 邪を 化から 

を郎化 露の お稅 お講じ 凿 する 態 

度と L 1 本 國软府 に巧吿 して ホ. I 

たお ゴ 左の お L ' 

芙巧 rrr 前驻 ぶを 化 ジョか グン 巧 


をソ ラン 問題は おみ. 支 
那〇內 乱が 止まない の 寅 
じち 雜の關 催を 延期す，*^ 

口 本 U + ザ £ 2： 閒 時化の 所がを 巧 
借款の 整 巧を 要求して々》 が 
ま那 はを おの 不確 巧み 巧 加ぶ 理 
案じ 影蠻 をぶ ぼす MJ を おれ V - 
未だ 何等の 意ぷを 表示して ゐ 
ない 


攻變を 導 <■ 

地租 營業稅 

别項 特電。 如く 田 中が ぶ會お 
裁の 地租 巧に 熙 する 聲 明は 將ホ 
の ほ變を 招く 導火線と 觀 おされ 
てゐ るが、 稅制 調を 幹事 會じ於 
了 も 大体ぶ の おき S なのを 兌が 
巧 はれて ゐ る。 // 
一、 地 巧 管 業 親は 之を 化々 じ.^ 
謀し、 之に 化るべき 親 稅を劇 
設 すべし どす る もの 
二，、 地 班 餐業秘 の 化ホ委 議は實 

れ战 難で ある から 國稅 ごして 

とを が 混す る ミ どし、 ぶ あを 

所得 稅が他 適當な もの じ 

改 がすべし どす る もの 

一二、 芬巧 法の 下 じがて 輕臧を 加 

へんどす る も 0 

等で わる。 をの 中 

第 一條 の 委譲 論は 巧が 地 


一、 收乂 どの — i か 

二、 あを 闕 巧-;. 體兵 向が-. 

ご ~ 、を あのを み 

等に 就て を ホ 面ょ ち 調を を わ ふ 
必要が ぁるので、 之： 5 ホを じ關 
しては 今後 数回の 調 巧を 要する 
一读樣 でぁる。 が ほ稅制 整理の 大 
街'^ 决を する じ 就て が 税お官 お 
の 意 をを 考じ 供すな 必要が あ 
るので •を 园概 務監嘗 局長 會議 
じ 之を ぶ 間す る； ご i - t つて ゐる 
力ら 大藏ぶ ごして 最後のを をを 
是 るのは を^ 巧を 會議 のを 申 
ま 提出 後 ご 見 じれて むる。 

繁 縮を 眞向じ 

巧 年度 豫算 

政府が 編が の ザ 針 
大藏 省は 明年度 緣算紹 がす 針 
，レが て 目下 調杳 ホで ぁる. パ？、 で 
巧 上が 頃な， ご」 之' に關 する 具体が 
意嚮を 巧を しを 省に 通牒す る i 

ごな つて ゐ る。 大 ホの 方針と し 

ては 緊急 己む を 得ざる もの i 外 

は 緊縮 方 かじ 基き 成るべく 親 親 

要 ホを 差を へる どい ふじ ある 
十四 年度 財政 計畫表 じょ だば 明 . I 

年度め 歳入 窥巧 \ 一 


豫 定額は ぶ十ぉ 億 心 もを 

十 ミ 万 S 千を 田嗎 なつて ゐ るが 
粗營冀 我は 國稅 として 最も か！^ 於 巾 じ 也，^, 聲業 費は ぶ茲 

多く、 を.^\ こ 集た经 ご旷 己 卜を安一 を 二 . Ti 、-> 、 巧讀、を --..斜臣 . etKti 


夕< 、ならに 其か陷 どす る碱 1., 

改正を 加へ る ごしても 被 本 的が： 

正を 施す ホ 法な く 次 渡を しで 


，れ てぶな い ■度 豫黨総 

.肩が を 際じ媒 f 影；； が 額 ょら 一ら 

. を I : お 加す るた.^^:/ 論で あるで 

をのを 竿を 巧す るて な 不可 溃づ一 證ホ 声の 新 热事嚴 甲 ご 去旣じ 

nls 地凉 浸遷帯 處鶴巧 > 建 聲秦敎 育 

降て f ぐ。 占を 化 ぷへ奪 蓬 護 こ聲義 凹、 

其 化 ぉとして がを 涼？ を I 苗審揖 な 隙に 蒙 繁银於 蘇 四 

所得 稅を き國— 葦參ぶ お胁ぁ ち、- 扛勢 翁.- 窒 

圖る 上に おも 適當 な 痛聲- ，藥一 ^ 始めを 蛋 -哄夕 j 舍實施 

する ミが 夕當な 整理 ホな であ パ) みを - 


ごい ふじをる り 

第二 條 は をれ じ 巧して ぶ 

し 地® 營業稅 を 委譲す る ごせば-" 

億 1二 千で 阳の収 人 不足を 生じ 

依ら じぶ 化棍 どして 助を 淹 X は 

巧 別 所得 巧を 創設しても 一 憶 一二 

千 巧 田の 收乂を 得る をは 督巧两 

難で あるから、 結 巧瑰粗 營業稅 

の 半額を 譲 ごぃ ふが おき 不体裁 

極まる 整理 どなら、 若し 义强い 

て 財産 親 巧 化の 巧 親 じょち て 一 

億 S 千 巧 W の收乂 を提ム どせば 

國民負 粗の 過重は 免れなぃ。 が 

じを 譲 論は 理想論で あるけれ 共 

今回の か < 歲乂 じ巧减 からし 

むる i を 前提 ごず み 整理 じめ て 

は 實巧曲 難で あるから、 地釉營 

業稅 は國稅 ごして が 階し 其 形を 

現 巧を の 如き 收益稅 ょら 特別 巧 

得 稅ぶ化 適當な ものに なむべし 

どす る 恵 見が 巧 はれた。 之は 幹 

窜會 じがても 致 も 巧 力に ま張ク 

れてゐ るな 見で あるが、 併し 巧 

しがを 化へ る どせば 如柯 なる も 

のじすな かじ 就て 實巧 上阳 難な 

みが 夕 いど 見られて ゐ る。 


読 


耍 とす#^ が 事！^ 辜 卷備當 

ぶ ぞい かふを 窗の夕 想を が 額が 

多額 じ 上る ミは 明か ドが る。. を 

新な 要求の 財源 ど 了て 户 

一み 十 S 年度ょ b 新た \ 生ずべ 

き 刹を を - 

- 『十ぶ 11-^ にがて お 貧 じが 上 

し 得べ 壬 暂—ス のか 然增化 

ミを 償金.‘ - 

等で ぁる。 右の 中 十 云 年 だの 

剩余 金は 約 一 債 一 孝す か 

を 生 ホる 見込なる も、 一-之は まご 

して 十四 お兩 年が の龜加 豫算助 

.源 ど 十五 年度 のがの 歲入 不足 補 

類が 源 じ 充當す V : きで ある。 を 

債を じ 就て は 一億 巧を 豫定 計上 

して あるけれ ども 之を 增額 ずる 

じは 經濟 お携の 消化 能力 其化特 

別發巧 を 力 等を もがせ r 考慮す 

る 必要が あら、 仮ら じ 十 S 年度 

の 剰余を ぶびを 債を じが-新規 

事萊 費の が 源に 充當 L 得る 余力 

が ある ごしても 之は 一時 限りの 

化 源で 恒乂 のゴ はな < 、恒义 歲 

出の 拟源 どして は 普进歲 入の 增 

加じ俟 たねば ならの 。がが 十の 

年度な 入 じ おしては 旣じ出 ホが 

る だけ 嚴に 見賴 つて ゐ るから、 

巧に 十五 年度 歳！ 入 じが' てを 額の 

自然巧收を見賴る^は闲難な狀 

態 じある。 巧 b じを 省の 親规 

要求 額 が夕 額に 上つ たど 

あ' 诏 rj る收 に 掛し其 化 巧を 脚る i がぶ 當 である どい ふじ 下ても 之に 掛 して 務 おお 育裝國 

じ 制 _ ぶを 加へ る； ^ある。 な卜のかく地輒營業稅を|康な化额お加二千方阳、 健康が 

傅い.. 味 お え 械出 の 大部 f か柯 じする かじ 對 ずる 幹事 間の； 險法 實施搜 四が 巧 山 0外 じ夕が 

か：： 一 お： 巧 お U ので わ：'.^ 弔ぶ i な 巧は 乂化斯 くの かきもので ゐ I を 認める i は 到な 曲 難で ある ど 

か 率引卜 じがて 単 楠して & る 一ぶ 力、 が 事會 はお じ么 をみ 化 化 1 なられて ゐ る。 而 して 化が おが 

4-. 映 n 佛図 ど： 一一の か-場 じある i する じは I 殖酱じ 就て は 十五 年 巧を 計上 さ 


わて むる お、 么じ對 しては 狠本 
約に 計 塞を 樹て 直す 必要 か ある 
ので 十 置 年度 豫算じ 改めて 之を 
計上す る J どなつ た。 が ほぶ 額 
じ 就て 巧 お省侧 では 從 ホのを 算 
一千よ 巧 巧 □： ょ b おじ あおを 要 
巧ん てゐ るが、 大藏當 局 どして 
は 右の 査を をな すじ 當 b 實 情を 

杳 する 必要が あるので 五ち 中 
サ頃ま 計宫を 派遣して 實化 調を 
京 巧は しめる iv なつた。 

負債 支拂じ 

米 政 か' 乂 

旣 報の 如く* じ英 
國を炼 く 街歐巧 .‘" 就て 
關 係を 國 じを. ^ 憤^. 濟の 
ホを じ 就ての かた？- -a したが。 

フ .う ンスは 白. 豫 \ ; を Sn - H 中. 
であるた め 其' 化 度 W 明で をを 
われで も 近 H 中 L . 社': 渉に' 從事 
ザ卢 く、- べグゲ ー 蚁府は 第一！ 
を涉 よ满 手す ベ i '-- お 勢な もし， 
これ 叉 巧 蘭が 巧げ 辞職した ので 
目下 巧き 悔みのを である。 而し 
て 負 償に 對し ホ慰玫 巧の 態度は 
非常 じ强 硬で 獨 を應資 をのに 用 
等は I 切 之を 拒 おず^ 、且つ 
&國の 立攘じ 就て はみ. の ホ 
をを 採らつ'' i ホ'' ろが、 心-場を 
じ 於て みを^ 1 は 巧に 一‘ 决さ 
れ たち 願に なずな 主 ザ も！ h をな. 

ホ 法 じ 及ぶ かも 钟 'を いご。 


本社 豪 奈特亀 品 Sill 


;‘！ ，.，第 S 條 のな をは 現が 地 抓 

等のま一がにて マ ッケ1條約に~を業稅はをき化祝でぁ.^?から今 


よ b 關稅 引と ご间 時.- をを が 

の お處を 要求 tr る 

米國-|-哪が猶を親を做焰し晚巧 


を ら 么 を晦化 し ら 父 は が をた 

へる 必 基は；-* く、 唯 巧 欠点に お 

して 改訂を 加へ 適當じ 之が 輕減 


新茶 一番 船ぉ蜗 

バルダは を 荷滅ク じて 底强、 
精 茶は 帖 々なる ら殘遠 物は 强調 
新 茹輸お 一香 船ぺ八 もピ 7 ク号 
は ホ 视目二 千 S 百 六十 义個 積み 
达ん で淸水 港を 發丄 た。 

居留地 賓ぶ援 頭. 

資を かさで 內地暂 易 商 漸み减 

少し、 居留 化資 為： 攫 頭して 

來 こ。 

東京 巿物僧 特報 

巧げ 物 一掃され 巧を、 銅 

がは ジリ ま、 目先な 潑 ともい ふ 

洋紙は 化荷殖 へ弱氣 配、 電氣漸 

は 下押し、 プライ 本物は 强 調、 

化 料は 硬化。 

食— 船の 整理 

到睽 漁船 整理*^ ゎめ 大 藏省預 

したが 觸每 .二锻 一げ え 利ず を 引で 

げ」 0 

ま 旧 銀行 わ整旌 

安田 銀 巧は み國夕 巧の 整 巧 許 

畫を樹 て差赏 b 丸' ヶ ，所 だけ 廢ぶ 

する MJW なつね。.. 

金融 緩 漫ご銀 巧 

金 離 缓漫- ご 二 一一 一流 銀け y を 離 

の 極 じ 達しを 岡 或は 買收 のま 渉 

頻 ちじ 巧 はれて ゐ る。 


，書籍 一切 取次 

ホ y 版の 書籍 也 化て 巧 別 割引 

にて 透が じがみぎ 旅 巧を の 研究 

參考資 がの 書籍 寬 等は 時 じ 御 

巧な 取 計ら ひを 巧， 〔赚 拘)' 

. Hi す shi 里 a す、 

1 芝 Na 若 一一 芭 Tel . Beek 夏 n 84 お 




電氣化 樂\ ，切 

下羽错 氣簡會 

3〇2 1 すぶ dway 

- Tel . 置万置10270 



Kawasoye Hotel 

139 West 123rd Street. 
TjI. Morningside 7154 



340 W. 5 か！ ! み . 


Telephone: 
Columbus 8882 



i (:f 月 • 氷) 司き わ 

I 



I Toyo Kwan 

I 41 巳 19 比み , 

Bet. B' 悄 jf 基が h iWe. 
Tel. な irvesanf が 38 



TAIYO 


148 West 65 比ん 
Tel. Endicoit 286 


K が a が ri Bro's 

224 に 閒比 St. 
New York City 
むし Regent 34 が - 3 が 1 


S.KUWAYAMAGO. 

114 E. 59 比 St. 
New York City, 


mom 

35 East 2 お h がけ ef 
T«l. Madison Sq. 7548 


き 


Japan 

Provision Go. 

86 Lexin が on Ave. 
Tei.Mad.Sdi が 18-7849 


Tlie To ! (が Co. 

1 が W. 巧 化な . 

お w York むか 
Tet. Tra お igar. お 59 




Duey Pa 打 g > さ 

RE な 11 邮顯 
が 9 Si 加 H 化 . 

Bet. 27th-28 化な s. 

す 彭蠢 

雲 i 觀输 

端が 

I 樓理 


二 ‘ I 

U け Hall Tea Gaden ょ | B が mNomLow 


170 NassaO St . じか 
Ne が to the Tribune 泛 idg 
Loo Lin Manager 

紙不ず 巧の 巧 
上 變べ會 御 勤 巿 
御 ぉく お 便の 司 1^' 
ま 引 煩の 利 方理廳 
內立間 御 じぶ 人 《 

申 願 巧 風猎 はぶ 慰 
上 お キ . に々 晝蓮 度 * 
おな 相 應巧飯 


一 474 ぶ 比 Ave. 
Bet. ZSth- 29 th St. 


午 午 巧 支 美 
前前 巧那ホ 
六十 0 じ 
時時 PP じ 

4 言 南 S 

開 潔 

店 懐 







一 


CH3 


號 北 


脚ち 千 一 第 


资 なで 盈 な jum 脚を 奶 m 巧 [ 日曜 水 j 


り セ廿巧 お ホ 四十 比乂 


御旅館 河 添 


生 稻 を おぶ 弟 


が 育 ホ 西 八十 八 了 昼 一音 十三 蕃 
あ禹 スタ イラ 1 ヒ八 ニニ 


會滕 御料 壤 

良 ^ 容 
勇辯键 


鄉辨狸 ホ ド 下 ^ 

ゴ B 

壽 司、 蒲燒 、蒲 鉢、 化 翰， かきめ し 


日本 食料品、 日 巧 お 
並 じ 新刊 書籍 額 一巧 

片桐兄 §會 

を 巧 おち 新 おみ 巧 巧 船 一一て 一 
化-お 間な々 巧 用命の 程 帝 巧 上 g 1 


日本食が 晶 類ぶ び 雜貨類 卸小資 

g. フ ラダ 為 氣桑 山藤會 

巧 刊ま籍 雑誌 小間物 日用品を* 



媛 蒲燒壽 IjS 御 仕出 i し. I 


日 赌巧日 巧 巧 も 脚 用 かじ ホ じ 巧 . 

會龐御 料理 

烏 等 御 下が 

な 玉ぶ 一 


酱油龍 議 | 遥 上白 ホ I 

日本 米鐵 食料品 4ss/i 觀 

巧 田 お 油 巧 ホ 食 お 某が 一手 賣揃店 

日本食 料 痛商會 


日本を おお、 お貨 
當籍 、雑誌、 新聞 

巧話ム ハラが 7 心 パ 東京 廟會 

贷グ！ム、 自かの巧ぁゎ 





弯 . i 




乂毎 野が 團 


勝 一敗 


ネ ハヨ 1 に 巧 敗 
が のか； を湛じ 上陸 後 M 化 
:い-^の*人^球脚大か及び蝶府 
i い^!^' 聲」 惜敗 t た 大吸每 
了 巧を*^ 薪け 去る 十八 日 

i -. -^£¥6 - 省ち したお、 逍 

矿 。'の 態でぁった？ が：： けいは 

一り ぶよ ス‘ シブ コ黄着 

- c 執 レ ストック •ヤ！ ， 

Mi 貧 

受けて よ テ— •コリ'/ ス おもと 

巧見{た。 9 -= 7 午お十時がで才 
レ々 ゴを资 して 午後 一一が 十ぶ か 

サウス" ベンドに 到 省ノ — ，ル 
ダム 乂琪 校庭で おじ 練 巧 じ從事 
L 午後 匹ぶ ょら 小が 投す繫 じな 

もて ゲーム ぶ 開始し 接 戲實じ 十 

.回 じ 巧び 遂に 二缉 I の クロ — ス 

ゲ！ ム でみ 每 軍は 奇勝を 博した 

が、. ホ 日 小 ザち の 巧を ぶ 

らど茲 

巧 楠ぶ 君の がが かな 試を ぶら は 

化を わ赏歲 をず..^ だ。 當 H 1 巧 

は 巧を. こな h お 割 十 時廿み 後の 

:測車 じて 

:中 甄谦 ホ學 がの 最强 チ ， _ 

ムど云 はれる 才 '一 3 f 大學 じを 

'き S 千の お 衆を 前にが 田を 投手 

として 游戰し 大巧 軍' の々 け 十 巧 

: 才^ヨ ー 大學侧 のま 巧し 王 二なら 

: しも 遂に 十一 對 十で 增 敗した が 

奮 ホ、 柄 巧 巧 君は 一二 蟲 がを 飛ば 

'して觀衆を驚かし^^ 塞日 n 。 

I ン ブス ホでは プレス ビ タブ' アン 

派の 乂 會が あるので 旅館 4 滿員 

:ご あつて 宿 治が 出 ホない ので 唐 

; じ デトロィト 巿に をき デ トロィ 

j 卜 を 掛 ヮシントン をん 試を 4 > 見 

i 物した が、 か 化 H 、 迄 同 巧 じ 滞在 

j 化 一円 ク ブ| プラン' ド 巧 じ 恐き 

一た.，. 上來巧 二日を 0 て 愈々 當地 

一-じ 到 者す る终 である 〇巧ほ 一が 

I み H 本の 

野 球界 じち 名な ろ 撰 手の 

みの ミ ごて 斯 あじ 名を 走せ マな 

るが、 巧實ホ 常は を あ 記者 ど 何 

等變 もな < 勤勉に をを 運ばせ 錶 

密は 一遇 間 一二 回し かなす じ 逆 

ぎない。 今度の 旅 巧 中 も 野球 0 

かち 地 調を の おおを】 遇 巧を 替 

で 本を へ 通信す る； どなつ てゐ 

る。 を 撰 手の みを あび 出身校を 

列記ず る ど 

担當課 出身校 

支那 課 腰 ネよ將 を 應大學 

速 勘 課 小 野 投手 间 

聯絡が 內が 一二 墨间 

同 波 邊を手 明治 大单 

巧托 新田 投手 慶應 大學 

お 巧 部を 捕手 祥 

運動 課 井川 一 壁 同志 社 

聯絡が 营ザ 外野 鹿 應大學 

支那 課 川 越左资 京都 商業 

運動 課高须 外野 巧 應大學 

聯絡 部 內お遊 擊神戶 高 商 

ホを 桐 おお 撃ち お 大學 

ホを 二 神 外野 立 敎大學 

あの 中 聯絡 郁 どい ふのは 大阪 お 

日 W 東を 日々 の 巧 稿を の 他の 聯 

絡を 圆る 大巧の 特別 部 巧、 桐 巧 

二 神の お 君は 入社 後 間もなく 部 

巧は 未定で ある。 而 して 焉 がの 

翌 H である！ 11 H に-行は 首都 ワ 

シン トン， じを き、 四 H は アメブ 


カン •すー ダめ 巧 球な じが' て 同 
地の 一 

黑认種 大華 どして かられ 
てるる ーワ I ド 大學ご 試を、 六 
リじ細貧しよ日けプ ツ クブ ン 
のブシ * イツ ク巧球 囲 ど 競技、 
十 H 及び 十一:；:: はが 育 大學ど 二 
固 じちら ' L 試を したる 後が ち 運 
巧 巧樂部 • il も 試合す る； じな つ 
て ゐる〇 かほ ノ I テが •ダム 大 
を ごのが みじめけ る大每 軍の ク 
イン ニン グ i ランは 十回 白瞥井 
四球に 生き、 腰 本の 犧牲 巧で 一一 
壁に 進み、 f 左翼 廣 球を 左翦 
をが 失策し つ、 ぁる 阳 - i 皆 ホ 1. 1 
壁ょ ゎ-を 本 里！， i 殺到して 貴を 
I' ょ 一点を 擧げ 化。 化 H の 大每巧 

の 好を け 

中を 巧 お、 ホ 资廣須 、二 量 斬 
巧 轰管ザ ご 墨 腰 本、 一 

遍 ホ W、 捕手が、 巧手 小 野 

T ノ ’1 テグ •ダムは 0 子— •シ术 

ゲアー をパツ テリ ー 交した 投手 

がで るつ た〇 イン ニング じ 

よる 

祷点东 りぶ し 

S を 〇。】 

四 だ 諸 

六 0 失策 N 大每二 6 ノ！ ブン 

ダム ニ。 ご 一 お：： =大 がて。 ノ 

- テグ •ダム ーニ 0 四球 Ur4 

— 一 、 み 野 I 。 


鮮人 領事を 

密僞ど 抗議 

布 座を 留の鮮 人が 

去る 廿二 H 發ホ ノググ 電報 r j タィ ムス 

ょれば 同化 巧留 のがが 人は 圧く ‘‘； 

布哇駐 巧のを 國 総領事館 內じ勤 

務を 命せられ た 朝鮮人 副領事 揚 

在！： 巧の 巧 巧は 鮮 人間の 不穏み 

モを 密偵 せんとす る巧爲 である 

どの 理由で 抗議 中の 處 、同地な 

ぶ 総領事 代理 

吉旧 領事は i を 否定 

して 楊 氏は 從ホ 極まの 事情を 硏 

兜 中で あつたが、 今回 夏 じ歐ホ 

'事愤 研究の 意 ホで 海外 在勤を 命 

やられ 暫時 滯 化の 上米 乂嗟 じを' 

/ ので ある ご發 表した 。諸般。 

事が じ 通じね 人の 話 じょる ど 楊 

氏の； がぶ は 半ば 遊學 的で あつて 

巧哇 でけ 刈に を務を 見ず、 殊に 

朝が 乂關陈 0 事務には 携 はらの 

模樣 でぁる。 暢义は 曾て 奉 天 巧 

住 中は 同地 方 在留-だ 鮮人 のね 

め夕 大の盡 力を した。' ピン 

滞 潮間の 錢道 沿線 一面 坡 、葦が 

巧 横道 河 子、 おが、 お 河 其 化 

じがけ るが 人 小作人は 先年 

資金 欠乏 のた め 稻の植 

付が 出 ホずに 困難した ミが をる 

か、 其 隙 楊 氏は 某 有力 資本家を 

說き 付けて 化 利 資金を 融 あせし 

むる ど 共 じ 同化 方に 出張して 何 

吳れ どな <盡 力した ので 無事 じ 

植付^ 了し ホ 年の 如 < 收穫 しね 

ので 呵 つた。 巧 < の 如 < 操 氏は 

解 人 かため 非常に 盡 力した ので 

同化々 一般 鮮 人は 深く 同氏を 德 

ごして ゐる さう i 一 〇 


軍 渡 出 雲に 御 權乘お 成 b 、 香灌 
じて 郵船を 化の 留 崎 丸に 御移乘 
遊ばされ と：：： 十四 ； n ロンドン じ 
巧 到 若の 巧を である。 ホを 御 出 
を 後の 殿下は 巧 初を 滞に 成らせ 
られ 親しくを 島の 祗物 人情を 御 
視察 遊ばさる！ f じ 御 巧を じな 
< 'たが、 俄かの 牺 沙汰 じが 善し 
た 伊巧援 皆を 始めを 島の 官民は 
を 独の 準備に 〇 下 ホた を 極めて 
ゐ る。 を潑 じがけ る 殿下の 御旅 
程は 先 づを隆 に 御よ 陸相 成 6 台 
化 よらを 中、 を 巧を 經：髙 雄 港 
に 出み させられ 同 渚よ ち 巧 度 軍 
艦に なされて 一路を 巧を 御 航海 
留拾化 じ 卻傅乘 にだる をで ある 
が、 男性 おの 御 運® をに 巧 く さ 
らる i 殿 f じは 著 化を 御 視察な 
たき 御 ホ留が あるので 夕 みを 
化 南 ホ 桃園 よら 東方 じ 巧なる ザ 
板 山の 審 地を 踏が せられ-御 都 
合 じよち ては まじ 台 中 化 ホ 海拔. 
と 八 千 尺の 霧 社に 倾 登山、 親し 
ホ蕃の 年活幷 じを 地 じがけ る 
官憲の 困が な 統治 3 實 際を 御視 
を 遊ばされる 當で をる。 

ズゥ 會野遊 

ゴ 'ゥ^^^ 會じ ては ホる 化 一日 
H 略 H じ 野 遊會を 侮す— どなら 
同日 午前 十 時リパ ー ナィ ド、 化 
十 お 一 j 目よ ら乘を 自動 孽 じを 乘 

ぶ發 タラン 1 ス •プレン ホ 面 じ 

を* 舊 U るが、 成る ベ < 夕數间 

胞の 透を 徹迎 する 由。 會 裳は 

自動車 葛' 辨當 化み 他 じて 一人 

弗と 十五が、 ホ參が 者は 豫め 

ビグ V ング內 笠 ザ 巧 

じ ホ ぉ， リベ < 、又 雨天の 際は 午 

い^ こじが て 茶話 會 

を 婚す蠻 なち ど f 


五十が 大 。覆 棒； 

まる 日曜 H はな ホ じない ぶ 暴 

風雨で を 地に 損 蕾を < 降雪した 

地方 も あるが、 當 が 蹤 近では 小 

指から 五十 仙 銀貨 大の驻 が 降つ 

て 人々 を 驚かしね。 


まを だ よら 【こ 


秋 父 宮様が 

臺灣御 視察 

. お 巧 C ン ドン 御着 

別 巧 本神特 おの 如 <秩 父を 殿 

下には まる 廿 四日を をを 御 出を 


♦神 子 鳥 梧郎 君 H 本 電報 通 

化 力ら 極東 オブン ピック 大會 

，派せられ、 四月 廿八目 エン 

マ- ス •ォブ •カナダ 号で マニラ 

へ'.. け出發 、ホ 月 中巧歸 をの 豫 

をで' ノ る。 

♦ K . ザ 摸 君 兄が 東が 舞踊 紹 

か旁歐 ホを 巡業して 四月 中旬 歸 

京した。 を 大の囑 目を なて 彼等 

がぶ 朝を 待つ てゐた 吾が 舞踊 巧 

は其碳 到ぶ 妙技 じを すべ < 巧ん 

ど引ッ 張ら 厭の 有樣 であるから 

歸着 後殆ん ダ席溫 まるの 邊 なく 

多忙を 播 めて ゐ る。 因み じ 石 井 
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何時でも 個人 敎按 致します。 
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二等 六； 六 巧。 

化育'^ rj . ご 坂 辟 由 日本け W 物 化— 3 二 固 


船 星 
を 巧 
r - を 
坂 御 
本 呼 
を 巧 
小し 
荷 下 
斬 さ 
主い 








側ゎ i ミ 太 

賊平 

W 置 イ那羊 

〇 A 巧 遙迄呵 

K n ^ の 

R . 巧 M 十 十目 致 

-d .. 3 , J . 


d 

a 

M 


白 


四 


短 


W ^ 邮随閒 が 

W 店 ♦♦路 


晚を波 お 二 週 一回 出帆 

マ生ム プレス 加 あ 太 (黃 美き 頓) 

六 巧 十一 H 

▲で ム プレス 茨巧亞 三 一ろ 呂 顺) 

ホ巧廿 五目 

▼エム グレスを 太 利 ご玄る 岩峨】 

b 巧 九日 

▲ェム プレス 亞細巧 (一一 T 呂 〇頓) 

と月サ ーー ー日 

一等、 二等、 一一 一等ぶ び ド 等を 設備 

嵩大 、善袭 、漫 快走の 策が 航行 船 


LL - 

が.^. =.：. 
會 if 績 I 

-提气 I 

J ， 巧- 


みら 
あら V 
一等 r 





►H 等 ，■ 
►御が 導，- 


/ 卜八 出帆 

乂 六月 十六 日 
乂 六月 廿 八日 

一 j ^^|五巧 

ばりす かろん ごん 化に 一 五 五 巧 
化 五が 巧を 乂 かを おが 室 i 
一が 割引が 谊切 巧资巧 ' S •を 陵 

アン ピ术ス 化 帆 

かな 厂化 六 巧 化 H 
•主 •ぶ i 化 ん巧十 日 
▼一窜 巧を ち レら た 塞か J 化 五が 

■ '''ぶ 化 じちて 一 『ホ 巧 ホ 
吉 ； v ., 日を 巧 i じら 乂ホ哇 んおホ お 他 ま 兜 半 
y £§ 府行ホ 蒂 巧な 弦 宝を 巧 入御 辟 鹿 かリ候 
マ 紐巧媒 パナ 、 S わ 日本 支那！ 物が 巧- 圃 



30i け 巧 



THE JAPANESE TIMES 
35 Sixth Ave., New York C け y 
Telephone, Spring 8277. 

Published Semi-Weekly by 
JAPANESE TIMES CO. 

S. Midzutan し Proprietor and 
Publisher 

Subscription Rates: &c. a copy. 
$5.00 per year, postage included 

Entered as second class mat- 
hr Mar か 24, 1917, Post Office 
at New York, N. Y., under the 
Act of March 3, 1879. 


妻 お 建築を が 巧 
Iwahiko Tsumami 柏 a 

Room 1607 No. iOl Park Ave. 

Te し Vand が bilt 3436 

瀬 川巧險 事務所 

H. Segawa, Insurance Broker, 
303 のれた Ave ， 

Tel. Fanklin が 00, e が . 193 

巧 旧が 事 株 ま會社 雜育 支店 
Uchida Tradhig Co-, Lt ん 
291 Broadway, 

Tel. Worth 1576 

島賓易 株式 會 慰： 

Shima Trading Co. Ltd. 

150 Broadway 

Telephone Rector 1484 

IC. M. Thomas 

Advertising Counsel 

2023 む ibune む Hding 154 ttassau Si. 
Tel. おみ man M78 

株式 會社 赤 尾靖會 
AKAWO 皮 CO., Ltd. 

295 Fifth Avenue, New York 

Tel. Caledonia 9758-59 

久 巧が 華 棟 ま會社 

Kuhira む iding む . 

3Q ChtKch な . 

Tel. むけ land が 60 

S 共 巧 ま會趙 輿 東 貴 あ 株式 貧 社 
化理巧 

商 巧 蘭を 

Takamine Corporation 

120 Broadw 巧 ， Kew む rk City Tel. Rector 7884 

Gen が ai Office 左 Fac わ ry208 llmon St , しし C か , ti. Y. Tel. Stillwell 7718 

残 野 物產株 ま會社 

Asa 打 0 Bussan Company 

Room 801-805 

165 Broadway 
了 e し Cortlandt 8047 -80 が 

大倉紐 紐 育 支店 
Okura & Co., 

30 Church St^ 

Te し Cortlandt 2292-93-94 

紐 育 目 本人 會 

T お <lapan が e む 如 ci が 日 n, 

2 如 West 57 化 お . ， わパ 日 A 

Te し Circle 81S0 

巧 滿渊幾 道 株ま會 お： 

短 育 事務所 

Sou 化 Manchuria R • ん む.， 

111 Broadway 

Tel. Rector 1547 

s 井 物を 巧 ま會社 
紐ち 支店 

Mitsui & Co., 

65 Broadway 

Tel. Bowling Green 7520 

高 田が を 
短 育ま 巧 

Tak£ita ぶ で 化， 

150 8r 的 dway, New York 

Tel. お dor 1621 

株 ま會胜 岩 ホ 巧 巧 
紐 育ま 店 

Iwai & Co., 

Woolworth Building, 

Tel. Whitehall 60 が 

呈裹谢 事會社 
Mitsubishi Sho が Kaisha 

(Mitsubishi Co ， Ltd.) 

じり Broadway 

Tel. Rector おが - 2664 

株 ま會社 

山中 荫會 紐 育 支 巧 
\anianaka & Co" 

680 Fifth Av *， 

Te し Circle 4014 

曰 本 綿 巧 株 まを おが 育 支店 

•Fapan Cotton Trading Co., Ltd" 
Cotton Dept. 

60 Beaver か ., 

下 •し Bowling QrMn 2900 

ぶ 化 Dept. 

26 Miidlton Ave., 

TW， M 隹ん ftq. tM 

H 米 生糸 株 ま會お 
紐 育 支店 

NICHI-BEI KIIT0 KABli が IKI KAiSHA 

(NICHI-BEI のげ〇 CO.,LTD.) 

373 が H Avenue, 

Tel. Mad. Sq, 7592 ぶ 

神 戶が木 巧 巧 
紐 育 支 化 

Suzuki & Co., Ltd. (Kobe) 

220 Broadway. 

Tel. Cortlandt 1149-50 ぶ 1-52-53 

呂本 生糸 株を 會お 
铅 育ま 店 - 

M 日 rimura Hrai 基 Go., Agents 

44 E. 23rd St., 

み 1. Ashland 5320 

巧を 名を お： 

紐 育 支 巧 

H が a 足 C わ.， 

443 Fourth Ave., 

Tel, む ledonia 7830 ぶ 

江靖璋 ま會社 絲脊ま 巧 
Gosho Corporation, 

Silk importers, 

334 Peurth Ave. 

Tel. Mad. Sq. 4886 

Gosho Co., Inc., 

Cotton Exporters 

60 Beav«r 6t., 

Tel. Bowlins Gr6«n 8806-06 


Japanese-American News Service 

日米 電報 通信社 

お圃の 政治 界、 實業巧 及 財 おの 
事項を 进速宜 つ 確 奋じ巧 道ず 
毎日 入ち ーヶ月 巧を 五十 弗 

Toicyo Advertising Agency 

H 本 新巧雜 誌巧吿 一般 取 巧 
35 ぶが h Avenue, New Yoi'k City 
Tekphone Spring 8277 


大胶朗 H 新朗お 
福 田巿ホ 
OSAKA ASAHI 

Room 30B World Gilding 
M むか man が 6 日 


大巧 毎日 二 巧 京 H a 

上 巧お董 

Osaka M お nichi, 
407 Tribune Building 
T«]. Beekmsn 4259 


が 

g — 

R 

w 




を 

郝 


郁！ 准， 商，— 带’ 

普選 後の 新政 策 

ホ 期 強を を迪 過した 普 迪選舉 

法案 も、 愈々 を 布を をる にぶん 

で、 口 本のめ 界 にも 巧ら しいが 

化が 到來 した。 政 友 おど 革新 お 

樂 がの 合问 、このを 间じ巧 おす 

るみずに 依- て お 織され た 巧 政 

おの お 立、 政 友 本黨ど 政ぶ 會合 

同の 可 化 性ょ も 期待され る現內 

隅の' を 解 等、 數わ ホれば をれ 等 

の 動 播も不 まも、' これお 時化に 

あすべき 旣が政 黨の苦 脚 じ 外な 

ら ね。 . 

普通 選舉は 果して あい 中じ實 

施される で ホら ぅか 0' これは 元 

ょ b 時間の 問 趣では あるが、 舊 

故黨の 新時代へ 展间 せん とする 

政を 的 苦 問は、 必ら やや あい 中 

.じ 斯る巧 能せ を 政 變の裡 じ實現 

すべき こ VJ を 期待し 得る。 おし 

て おぶならば、 國 民は 今ょ b 普 

選實施 後に 於け る 政荡の 理想的 

一政 網 どい ふを じがて な < ちわ だ 

けれ だ。 ら ない。 

醬进實 施 後の 政綱 どして、 最 

ら必耍 G こごは、 化 ホの 政界の 

腐 化を 革ぶ し、 立 惠化譲 政治 ど 

地 ホ 自お欧 をのを がを 期さな け 

れ ば。 ら《 。資本よ をの 餘 弊で 

ある 濁と 的 巧 動を 調 かし、 自由 

絕濟組巧のか^44なるを達を期ず 

」 ごもを の 一''. でる らぅ。 階級 

閒 のが 害 衝突、 商' 丄をど 農業の 

巧 诺を調 かし 0 てまを 政策の 確 

なを 期ず る； は、 巧ら じ 急務 

云は.：：：* ければ ならぬ。 

J むを 政を 制度 じ 就て 見る U 

らば、 貨族院 の 組織を 改革して 

をの 權 限を 縮 少し、 元を 化び じ 

張を おの 踢務卞 渉の 慣習を を潑 

して 內觸 の權 限を 伸長し、 陸が 

軍大 おの 文ち 採 巧 等は 差 當らの 

事業で ある。 あら じ 婦人のを 政 

權 、锁 鮮度 基 潜の 自治 參政權 が 

巧 等は、 新 時化 じ順賊 すべき 政 

一策 £ して、 國 民の 要望す る 所で 

i ある。 現な U 本の 政治 組織 ど、 

新たに 實 施されん どす る 普 逆 選 

; おの お懲 が、 あ. して 巧の 如き 政 

をめ 刷新を がて なし 得る か。 を 

は义從 ホの 黃白 選を 解を 一層な 

才ぶ しめる か。 これを 解 巧す る 

の. 备じ現 化の 政治を じ ホら 

やして-' •れ をが ふ闕比 じある 

どは、 巧を が' な 6 留意すべき 

点で あると 信ずる。 

自由 何處 にを ろ 

C — : 米 囲で 万年 大統領 候補者 どし 

4 1! て 知られて & るクキ リア 


が吿 避され たるに 韵 し、 米閣の 
ち 力 る法藝 家は 言論の 自由を 
が證 する 爲 めじ 自主的に 辯 譲 古 

して 法廷-.! これを 渾ふど 傅 わ 
られて ゐる〇 

人間は ブラィアン 氏の 云 ふが 
かく 絕 おに 神の 蔚 をした もので 
あるか。 ダ t ク キンの ま 張ず る 
やう じ 猿から 進化した もので あ 
るか。 これは 學說じ 化つ てが 節 


する の 外は ない。 がし 乍ら 一個 
の學說 をを 摔じ化 b て 禁止す る 
ごい ふな 動 思想が、 か I る 形 じ 
がて 現 はれた； は、 現 化 人の 眞 
こ I 巧 面と ザる £ ころで あつて、 
布哇じ 化ける U 本 語學校 閉鎖 法 
制定の かき、 この 反動思想の 表 
現じ か G ら ね。 我等 U 聲を大 じ 
して 言論の 自由 ご學 間の 自由を 
叫ば：：；* ければ ならね。 


太平 弹 防備を 目標に 

英國の 新造 艦計畫 

十 年 計畫で 巡洋艦を 大據張 

P ン ドン サ八 H を‘ h を齒お 軍部 巧に ては 將ホ 印度洋 度び 太ず 

が 上の 戰 雲を 豫 期し スユズ なをの 貿易 年額 九 億万 弗の 通商 航路 

を 保護ず る 栽 ホ じがて 将じ 巡洋黯 隊の擴 張を 計畫 中-しして 本年 

度豫 算は單 じと' 扫巧 弗の 巧 度 じがて 新造 盤 じ 着手すべき も 海軍 

W こては 向 ふ 十 年 じ 直 b 常に お 力 U る 五十二 隻の 巡洋艦を 維持 

し 得ら 豫算を 計上 中 じして 現が どして は旣じ 本年 巧 豫算が 昨年 

度よ と 辛 一二ち 五十 方 ホを 超過し 一二 億 二百 方 巧 じ 達しつ i ある 

恣 なれば 割を 輿論は 斯る攒 張を 許ク r らん も 今後が 守黨 内閣の 

長 巧 居 ぉらを 豫 想し 着 實じ而 して 漸進的 じが 軍擴 張を 獸巧 する 

じ 至るべく 現 巧の 巡洋絕 四十 一' 隻 中には 旣 じち 巧に 近づきつ i 

ある ものを きを 理由 どし 特に H 本 及び ホ國の 巡洋艦 嫁 編成に 注 

目を 擲 ひつ i あ b 。 これ 等 海軍 曠張 論者は 將 ホの 戰 ずが 必らず 

。遺 漠 化る 大巧を 戦場 どす るに 至る を 期が する £ 共に、 聲を大 

じして 英國 のが 軍豫算 はを 豫算 のと ホで あるじ おし H 本の お 軍 

錢算が 一割 五 ホに 相當 して ゐる i を力說 して ゐる〇 

1 

債務 お濟に 

態度 强硬 

ホ 國も府 が 巧 意 

ヮシントン か 八 H 發 ；= 义勵玫 

府の對 歐貸附 巧濟じ おする 態度 

は 頗る 强 硬に してで 拂率 のかき 

もを の國の 事情に 應じ 場合に 化 

ちて はおち しもの をが 用す る じ 

まるべく 同時にみ 濟じ掛 してを 

角 優 ホ 不既の 態度に 出で つ 4 あ 

國 をに 對 しては 今を を然 民間 

貸惭じ 反對し U いけれ で も 慣例 

じ 依 b て 貸 附の巧 否 じ關聯 •轰 

附 まよち 國務省 じ 照 3 した 〜 f 

をは 不實 おの 意た も 明 すらの 手 

段を 講ず ミを るブみ 府當局 

よ 目下 こた」 轨 てち 量 中の 意を 

巧ら すじ まら-挺め フランス、 

ベ グ ジ 7 A 、 ィ タ ，""大使館は 

巧 かじ 周 草 狼狠の 妾で ある。 尙 

i 紐 育 巡 選出 下院議員 フキ ッシ 


メキシコの 

赤化 陰謀 

近く 巧 ぉ' 突發か 

ヮシントン 什ん 口發 = 最ぷ國 

あ 省 じ 達しつ^ わる 容 あの 情 巧 

を綜 をす る じ メキ ンコ新 大統領 

カレスを は 近 {メキシコ 赤化を 

命の 戴 事 じを 西せ ざるを 得 ざ- 

形黎 じして を > の氣 運は H ど 共 

こ熟しつ^ぁるもの5 如く煽動 

の 中 > じ- >：* 勿 諭 0 シァ 第一 一一 巧國同 

ぶの 艰 ぁ-旨 じして メキシコ 共產 

萬を ど 連絡し 勞 働ち 及 農 そを 巧 

って 一團 どすべく 駐 墨ホ國 大使 

シエ フキ 火 ド 氏が ユー 八大學 ょ 

b の 名擧搏 ±號 贈 おを 理由 どし 

て歸 米の 途じ 就きつ i ぁる 裏面 

じは 諸般の 消息 じ關 し國務 長官 

じ報吿 する の 要務を 帶 びて ゐ- 

ど 了解され てゐ る。 即ち カレ 

大統領は 先 次の 選擧 じがて 勞働 

を 及 小が 者の 後援を 博し 遂じ大 


巧 じ ホ 國官泰 L 柯等關 係 K き 米 

國 市を が 地 画 政府 じ 圏し 直接 閒 

側键 is 

い!^ 下の 体刑に 處す どの 

-ぶ お與存 されて ゐる i を 指摘 

-私 一し 迪般聲 王 なつた 米 人 銀 巧を 

I ン ニンク •フライ アン 巧^, ^ . • t rr / • ; > 
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ャ ー 氏は マツ キン レ ー 大統領 括 統領の 精子 じ 就い ねので あるが 
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香觀勒 おちで ホら、 的を 的 

-ヮ キンの 進化 給み' 『を 巧け るめ 

學說』 でぁる；； •パのを 患を 動か 

ろ々、 ブ i い 萬の 絶掛敎 巧禁化 

I でて 遂 が^しめ X である。 

ニン ー 媒の 新法 律 じ 巧 

一一 \ の V イス ク I グ敎師 
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ォト ！• 々— ン 巧が バン 八ゲエ 

1 首攀を 前に；.， の 心^ 會 

で ホ 固の 對歐 貸が じ 言 hO こる 

事 實を擧 げこのを 俾 にがし かり 

如き 人物は 吿を すべさで $ る ご 

大統領 じ提 諮し 旦 つかが 議會に 

は 斯る事 化に 脚聯 したる 遙 案を 

提出す る篱 である。 


實際 政治に 就て 両 派の 政策は 

を ホす、 殊に 農作 地 均一 運硕は 

渐み ホを 的 ごな 9 最近 おお 助產 

のか 收 等を がて しつ i ぁるじ 徵 

し カレス 巧の 位最は 極めて 拓難 

である ご {巧 甘れ てるる 0 

政 友 合同で 

遞巧 辞職 說 

次官を 巧 官も辭 職 

まま 特電 廿化 H 發 . U 普選 實施 

ぶをぶ^ 革巧及び中正俱樂部の 

を W ぶ 立で 犬養毅 巧は 趣 相辭喊 

を 申 巧で 遞信孜 務み宫 古島 I 雄 


巧 も 之 じ 确じ遞 信 參お官 植巧悅 

巧郎 氏は 參巧官 は 止める が雜員 

は 止め n ご 云つ てゐ る。 

油田 事件に . 

敕府側 勝訴 

大統領の 越權 沙汰 

n ス ァン ゼ八 スサ 八日 發 ：：= 當 
地 聯邦 裁啊巧 じて 抗爭 中で あつ 
む 化 米 合 衆 固 政府 載 ドへ ニ ー 氏 
經營の 石油 會 社に 對 ずる 加が エ 
少 クマ •ヒ 八の お 軍 重油 發掘權 
租借 おび 眞珠灣 が 軍 池 稱じ關 す 
る 契約 權 破棄の 裁が じ關し マコ 
— ミッ ク刊 事は 判み を 下し ドへ 
二！ 氏が 當 時の 巧務 長官で あつ 
だフォ I グ 氏に 十万 弗を 贈贿し 
て 油田を 釉 借した が爲 はを 共の 
道德じ 違反した 巧爲 であら、 な 
1 デン ダ 大統領が 海軍 油 旧の 
1 ス權 を單獨 じて 海軍省 ょら 
内務省に 移した i は 越權の 沙汰 
である ご 述べ-切の 契約を 破棄 

するど ホに 政 巧は ドへ ニ ー 氏 じ 
對し 眞珠灣 じがて 旣じ 建築に 着 

手した 油糟の 費用を 支拂 ふべき 

である ど 實吿 したが、 被 吿侧は 

このが ホを 不服 どし 化づ桑 港の 

を訴院 じ上吿 したる 上更 らじ大 

審院じ 事件を 爭ふ べし ごま 張し 

て ゐる〇 

國際 法廷に 

米國 參加說 

上院 ど のぞ 協 巧る' 

ブ シン トン 廿八 U 發 ：：：！ 氷屬の 
國際 裁判所 參加じ 關聯し 大統瑞 
ク - — リブ 戸 氏は ヒユ ー ズ巧顶 案 
ど ミ 持し 國際 聯盟の 規約に 巧 等 
が 飛ず る 所*:* しとの 條件 化に て 
錢 施を 縷 逸しつ^ ある K おし 外 

父 委員長 ポ ラ！ 氏* 裁 お 巧を し 

L お 載に 國絕 Jb を 離せ じ 

の 中ん ば ホ ぉは 參 加の 要な し， 义 

± 張 しつ； あつたが 國務 長宮グ 

y ッグを の 就任 ご ホに ボラ！ 巧 

こ國務 省の 願 係は 接近の 度を 增 

し 最近 ク！ リッ デ 氏と ボラ— 巧 
W 屢 々本 間 題に 就て 裕議 したる 
が 巧が ホのを 協 おを を かしね も 

の； 如 < を 一二 個 巧な 巧には 义國 

ら 正式に 參 加の 見达 にして 參加 

概 件に 對 して 英闡じ A 巧 等 異な 

W く 日 佛両國 も 結 盾贊同 せんご 

モロッコ 戰を 二； 

信 巧げ 票に 

ろ フラン it 議會 

パ 91^ 八日 發 n を牺 パンが， 

グユを 今朝の 議會 じがて 初み 

0 ッコ戰 じ 就ての 眞 相を 發 

《し 今：！！ までの フラ ス 派遣軍 

ル 傷者は 戰死四 巧 入 1 る 傷 千 百 

た 達する 旨を 述べみ お 派に 對 

し 政府は 對モ n ッ コ^を 最も 遺 

する が フランスの 陆威 ご 名 

をの 爲 めじ 戰 ふの 外む しご 言明 

し左黨 み反掛 派は モ 'ローッ n 政策 

r 信任投票 じ 巧す る 王を 同意し 

K 。 巧ほモ •ッコ 遠な じ 就て 同 

なの 利害 頌 係を 有する ブ ランス 

こスぺ ィン は 軍事的 じが 间 動作 

どなう t どなつ た ° 一 

勞 梟欧府 がが 議 

.モスカ ゥ廿 八日を：；；； に勞農 

。シ r 政 巧は 目下 東支靖 ぶじ 勤 


務 しつ i ある 二. 内 人の 0 シア 人 

をな 化激 派み 子 ご 見做し 解雇 t 

たる ド對 し問鐵 道の 支那ん 管理 
をはを の 命み を 打 おした のでが 
農 大使 ヵラ', ン 氏は 化 京 政府 じ 
教し斯 る 巧 動は なま 鹽 道の 管理 
協定 じ I 凑 するど 抗議した。 

軍艦 四隻を 派遣 

東京 §化 化 日 發=靑 島 お樹 
の 同盟 蠢は漸 み 暴動 化して ホ 
たので ち 艦二隻 、驅逐 艦 一 一隻 急 
巧 中で みる。 

東京み. と U 發 ：= 靑 島の 日本が 
績エ 煤に 巧す る 支が 人 罷業 者の 
暴 巧は 益. マ 不穏 どな b を 那警を 
の餐備ち个充巧でぁる；を理由 
ミして 极胞は 旅 順 口ょ h 驅逐艦 
一 一隻 及び 營官隊 の 出動を み じた 

中 巧 I 中將が 社長 

東京 お电廿 と日發 U 舞 鶴 軍 巧 
司か官 中ち 重み 中將 は化幡 太々 
视會 社々！ 一 £ なつた。 

上院議員 選擧期 

東 ま特を ホよ 日 發=夕 額納祗 
議員め 選擧が H は 化 巧 十日、 學 

± 院議 員 化 丸 巧サ H ど 巧を しだ 

須旧識信氏逝ま ^ 

東 ま 特電 & と 日潑 U 前 H ぶ郵 
船 脅 社 副 社 {須田 利 信 氏は ぶで 
病 巧した 。 I 

東宮^ 姬娠 四ち 

東京 特 廿と H 發 u 東宮け 
下 じは 姐 お 四ヶ丹 じて 磐 瀬頤沖 
宮内省 御讯掛 b を 仰 がられた 一一 

見 筵 金は 出ピわ 

まま 特電 ホよ 日發 == 關面 
は 同情に 堪へ 口が 見 お金ぶ# 
ねと 保険 協會 々頭を が 謙 ぶ 
云つ て ゐる〇 一 I 

ザンニ 少佐 斷念 

東京 ホよ H 發 IZ ： 去る 十四 ロス 

酸 太 ホ 洋橫斷 飛行の 化を 

就かん どした る アグ ゼン チを 
世界一周 飛 巧 家 デン ニ少を 
時 不幸に も 出 發の際 飛 巧 機：^ 縣 
覆した る爲め 大破 損を 生じ ホ C 
九 巧まで 飛 巧 體續を 中 吐す ， If 

ごな つた。 ザンニ 少佐は 巧 ぶ 

月 サと日 アム ステ 瓜 ダムを 把窝 

日本に 飛來 したる もを 期の み 

‘ 太平洋 巧斷が 不可能 どなち 冬 

じ まつた ので ある。 


探險家 救助 協議， 

ワシントン ホと H 發 u 海军巧 

官ゥ キ^バ ー 巧は 囊じ飛 巧 ^： It 

て化赖 探勝 じお發 t 今 尙ほ泻 

不明で ある 諾 威人 アマン ゼンぶ 

び米人五 瓜 ス ゥォーズ巧の磊 

捜索 じ 關聯し 近 < 化械が 隙を 

事すべき ホ 人 マクミラン 巧 蒲 

ど 今朝 協議し 諾威 政府ょ b の 公 

ま 照會を 待ちた る 上， 或は 菌 

海軍の大飛巧船を化極じお！^^ 

るか も 知れない ど 云 ふ。 

大使 會議 ミ獨逸 

りン ドン サと 日發 ；= 聯を契 

使會 議は獨 逸が ダ アグ サィ 禄 

約を 無視し 武を 解除 條 項の 一部 

をな 巧して 否ない； じ關し ¥ 

委員を して 調査せ しめつ i あつ 

ねが、 英佛委賃の間じィ解-^^ 

立した ので 巧く 大使 會議の S 


にがて 傑 約ず 賊 巧の なを 個條畜 

どして 當 巧に 送附 すべ < 聯を圖 
の ケ^ンぶ び グ^ 撤兵に 重大；：* 
る 影響 あらんと をはる。 

震災 死傷 數を表 

東京 ザと U 發 u 巧 お 化 ホの 大 
震災 死傷者 數じ 閥し 其 後 大阪府 
廳じ 達した 報道を 踪 合ず るじ即 
巧者は 二百 四十 五名 負傷者 四 旨 
八十 二者、 崩壊 乃至 燒失 家屋は 
一二で 五な 十六 軒で わる。 

稷島 火山が 活動 

東京 廿よ ：1:發= 東京 H 日 新聞 
じ 達した 報道 じ 化れば 鹿 兒島縣 
の 樓島乂 山は 昨今 大 鳴動して 溶 
おを 喷 おし 附近の 民家は 危險一 
ホなら や 目下 中島 ホ 商に 避難 中 
でを ると。 

後藤 子聲巧 否認 

ヮシントン せと 日發 ：=： ホ國駐 
ぜ H 本 大使館は 今 執 紐 育を 新聞 
るべ グ V ン時電 どして 報じられ 
た 後藤 子の 日米 戰爭 論-し 戰 して 
『後藤 子が 獨 逸の 新聞紙 じ 於て 
斯 のかき 言論を 敢 てしたる かは 
頗る 疑 間 ごする 点を く、 後藤 モ 
の 意を なる ものは 日本を おは 元 
ょら 國畏の 意志 どは を然 相反し 
たもので ある』 どて 幣お 外相の 
議會 演說ど 新な 全權 大使 松华ほ 
雄 巧の 力說 したる 点を 擧げ 、現 
下 H 米両國 じは 何等 汾爭を 惹起 
すべき 問題は ない V - 述べね 0 

S お 產黨員 死刑 

ソフ キア ホと 日發 ：；；： 囊じ當 地 
の 寺院 じ 磯彈を 破裂せ しめ 約 二 
な餘 人を 即巧 せしめた 共 產黨を 
命 事件の 張本人 S 名は 今朝 八 時 
舊 猶太 入 墓地 じ 於て 巧决の 如く 
巧 1二 万 入の る 衆の 前で 絞罪を 執 
巧され たが 他の 主謀を である 二 
名の 城 入 も 近く 巧 刑を 執 巧され 
る 善で ある。 

舊露 一帝寶 玉展覽 

モス々 ゥ 什と 日發 = 勞農 ロン 
ア當 局は 今朝-列 强 外を 官を招 侍 
の 上 先般 巧屢 々おかへ 密賣を 傅 
わられた 镇格約 一億 弗の 舊 露帝 
保 藏の寶 玉を 展覽 せしめ 海外を 
賣說 の虛僞 である MJ を 立証し ね 
が、 これ 等の 寶 玉は 永义 じこれ 
を 巧が しを 制 時化の 賛澤 を國民 
じ見せる至となつ てゐる〇 

獨西 新條絲 批准 

べグブ ンサと 日發： ；：；： 獨逸 ど ス 
ペキン ごの 間にが 立した 新 通商 
條 約は ス ペキン あの 輸入を 寬大 
どした 爲め右 あの 有力者は 激烈 

じ 反對し スト レゼ 八 マン 薄 ± は 

巧し 該條 約の 批准を 巧 否した 壌 

をは 辭職 する £聲 明して ゐ ねが 

本日^ 議會で 投票の 結果 大夕 

數 じて^み した。 


トロ ブキ 1 復活 

モスカ クサと 日發 U 政治的 じ 

亡 か 中で ぁつた 前 陸軍 執 巧 ま 員 

長 レオン •トロッキ 1 氏は モス 

カウ 歸 着を 內閣 じ化活 せんと 巧 

待され たがせ ハ產 黨證會 はこれ じ 

反 掛し遂 じ 氏は 最高 經濟 委員ぶ 

び 醬外經 濟利權 租借 調査 委員 畏 

じ 任命され 重 じ n シアの 電化 ど 

おか 租借に 就て をの 手 腺を あ ふ 

? ご なつた 0 


越 ホ 

_ 

日本と 基督 

讀書ぞ 

一体：：： 本 じがけ るが ま 丹 宗門 
の 歴史は、 單 に化界 まが あの 一 
部 ターしての 巧が ばかち ではな 
い。 事は 有利には 發展 しな かつ 
じ けれども、 巧 西 文明の 相 倉し 
相 巧つ た、 波 欄 曲がは 日本 义明 
史の 見方から して 一巧 趣が 深い 
西洋の バド レ やィ八 マンね ちが 
單じ 熱烈な 傅敎 者で あつたの み 
ならず、 眞 じグネ サンス 文明の 
理解 者で あつて、 をれ を もみじ 
H 本に 持つ て來て くれたならば 
また 日本のを 憲 にも 少し 化界じ 
掛 する 智識が ぁつて、 伴天連た 
もの 傳お 事業を 少く ごも あぇ ひ 
ど < 曲解せ や、 をれ を寬 をす る 
ど 间時 じ、 泰西の 文明 あ 潮を 正 
し < 受け入れる； が 出 巧たなら 

ば ど 云 ふるけ 今 じな つて 是 

れは 所を あご じ戾ら のを 想で あ 
るが、 この 空想 をれ 自身が 我々 
じある 生活力を 巧 b るので ある 
H 本に 於て は從ホ この 方面の 
爾究は 甚だ 稀 有た るを 樣で をつ 
た。 一ニ ニの 織譯書 ( H 本 西敎お 
H 本 聖人 鮮血 遺書 等) の 化 じは 
顯 著な 獨創 的の 著作 ごては なか 
つた。 巧洋 にがては パ ドン、 ィ 
グ マン 達の 書翰 集 や、 をれ を戚 
VJ して 編輯した 歷を書 (バ み卜 

ブィ、 グスマン、 ソブエ 王シヤ 
グ オフ、 パジェス -'-'後期 の も 
のでは マグナ 等) はいろ- ^ ホ 
ら 、之 じ攸 つて 巧々 は 今 H まで 
日本 じがて 知られて ゐ なかつ た 
ぞ數の 事賓を 知ら 得た が、 をれ 
はシャ ゲィ A ^ じ 始まら、 天草 
骚 動の 前後で 終り、 ある 者は 僅 
かじ シドッチの 挿話を 入れて ゐ 
る。 をムて 再びを 政 五 年の 條約 
あたらから 後の； が傳 へられて 
ゐ る。 即ち 島 巧の 就から 浦 上が 
事が じ 至る 間の 宗門 宗徒の 詳し 
い 消息は 外國 じは 傅は つて ゐな 
かつた。 

獨 b 外 國じ傅 はらな かつた の 
みならず、 日 奉の 學を じがても 
この間の 歷 あじは 手が 下されな 
かつれ ので ある。 しかして 昨今 
渡米され た 姉昭博 ± の 新著 ゴ實 
じこの 缺陷 を充る 巧の 重要なる 
研究で ある 0 

化 書の ま 礎は S つの ま 要なる 
が 巧から 出 巧て ゐ る。 

一。 契 利 斯督記 (博 ± の 呼ば 
る i が 名じ從 へば 化條 安房 守を 
傳改 記) の 解說。 

二。 ャッ 毅莱善 (同じ <寬 を 
沒收敎 書) の 詳錄及 お說。 

111。 お 捕預書 及び 宗門 ま 親類 
書 (化 類は 元 長 崎の 奉行所 じぁ 
b をに 縣廳じ 引繼ぎ 現在は 長 時 
の圖菁 館の 所藏 である ど 云 ふ」 
を S 化 じ附錄 ご して 迫害の 必 
理ど いふ 一 論文が 添へ て ある。 

西 ホの バド レ、 ィグ マン 達の 
書翰、 また をれ を おじした 日本 
傅 おを じがて は 無論 ぞくの 誤ら 

が あら、 また 爲 じする 誇張 も あ 

る。 然し 彼等は をの 傳習 的の 叙 

述法じ 化ち、 個人、 をのが 代、 

をの 時化の 社會 相を 必理的 じ 機 

敏 する ミを 忘れな かつた から、 

信 長 じしても、 を 吉 じしても、 


日 衣っ；- える よらは 一 お 人 巧 
的に 現されて ゐ る。 をれ と 同時 
に、 を もな き臘 おじ 就ても (無 
論 お 徒た るが なじ) 我等は をの 
思想、 をの 必 持を をの 服装 ど 同 
じく 詳しく 知る ミが 出 ホる。 巧 
請 迫害 及び 潜伏の 時化の、 しか 
も 辛うじて 散逸を をれ たる 文書 
から、 をれ ご 同じ 精細を ホめ る 
ミは 不可能で ぁる。 信徒の 敎義 
じ掛 する 智識は 薄弱 ごなら、. 
はぐ デジ エネ レー ト せられた 天 
ま おで あ.^、 た r をの 信仰の 熱 
のみが 病的 じ 昂進した。 をれ さ 
へ も 殊更に 隱 されれ。 がし 博 ± 
のが 巧の 整理 じよつ て、 をの 時 
化の情勢を知るのを得た2じ巧 
しては、 巧 等け' 博 ± じ 威 謝しな 
< て はなら 0。 巧 ± の 言は る- 
やう じ、- 町人の 姓名 ごても た 
だ をれ だけの ものでは ない。， 
の 意志、 をの 感情、 をの 苦悲、 
またを の 法悅の —— 人生の 戯曲 
的 運動の 極点に 達せる —— 一々 
の ものに 輿 へられた 名稱 であ- 
乾燥な 役所の 人名簿は 片 々た- 
現 化の 作家の 千 枚の 饒 をよ らも 
遙じ强 < 巧々 の 必 胸を 巧つ。 

西敎が 日本に 停 仰 だけを 傅へ 
て當 時の 獲雞た 6 し 泰西の 文物 
を 入れな かつた のは、 向 ふが 惡 
かつた が、 こちらが 惡 かつた か 
みら のが、 さきに も 言つ わ樣じ 
この 東西 思想の 枯會は H 本の 文 
明、 H 本の 國巧 性の 批評に もな 
も、 巧々 は從來 この ホ 面の 研を 
の餘 まちに 閑却され てゐ ねこ ど 
を殘 念じ 思 ふので ある。 就て は 
今を をのた めじ 左記の 五の ャ 
テ バリ ー じ 直つ て 事業の おらん 
i が あ 望じ堪 へ妇。 

1 〇 上記の ヮリこ ャニ師 のま 
書を 始め 二 一二 十册の 重要 文書 
殊に マヵォぶ び 日本に 於て 巧 
巧され たもの、 察しを 作る i 
二。 巧 化の 根 お 的の 文書 (殊 

じ 八 ィス •フロ エシュの 巧 通 

じ 近き！！ I 翰の かき 重要な もの 
である) を撰擇 し、 之を 叢書 
ごして 刊 巧し 並 じを の譯 本を 
作る ミ〇 

二 一。 基督 及び 亞細亞 (リス ボ 
ンの圖 書 館に あら) がま 刊巧 
本なら ば 之を 刊巧 する；。 

四。 をの 時化 じがて 日本の 宗 
敎 おじ 巧應 する 西 巧を (例へ 
ば 人 どして は デュ ヶ* デ •レグ 
マ、 テォ トニ ォの かき、 事柄 
としては ァ火 ヵラの 學府 のか 
き) の硏 巧。 

五。 島巧亂 0 後 (即も 姉 お 博 
± の硏 巧の 街を ご せられた- 
時代) の 天ま敎 をの 文書 刊巧 

，海の 巧 ご. 外 

♦化 喊探隙 飛行家 ァマン ゼン 
氏 一巧が 巧衛 不明 じな b 、 飛 巧 
船で 搜索 しやう か、 しまい かど 
每白小旧原會議、 ィ ャ ^ ャ御苦 
勞 千万で 御座る か、 若し 墜落し 
てむ たら 凍死して 忍る だら う。 

♦靑 島の 罷 H 騷 ぎじ 軍艦 ど 巡 
杳の 出動と ホた。 をれ よら もを 
那 人を 奴諫扱 じする 日本人 監替 
ちの 罷免が 第一 だ。 

♦極ま 運動界の 巧を 黃 みて 波 
つたわが 運 勤 撰 手、 フ ァゥ グ閒 
題から 固 歌を 歌つ て 退 煤の 上大 
般 しわ。 をぃ 型の 芝居。 
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正直 W 親切と を 旨 どし 確實 
信 頂 ある 商品を 精選し 

がが 廉價 で販 I 買 致します 

ゥォグ サム、 エ火 デン 四 割引 

其 化は 凡て 一二 割引 

'お 翰 鎖 貴を 屬ホじ 寶巧類 一切 

如 ミ 八 トン 脾 計、 バフ 1 ドィ 

リノ ィス 時計、 を 種 置 時計 

ゥォ ー タ } マン 萬年肇 

エバ シャ； プ豁筆 

純銀 器 ホに 銀器 一切 

御歸 朝の 御 ±產 一切 

持 計の 修 鐘は 巧 隙 付 じて 確實 

じ 石 川 自身が 致します 

お 育 ホ 西 西 十一 1 T 目 四と を 

四 四 一一 一号 室 (五 街 ど 六 巧 間) 

お 川岸 廊會 

電話 ペンシ^バニァと |二1 一九 
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I H 本式 巧が 按腹 

神經痛 リゥ マチス 

打 身 骨ぅ づき 屑 
腰痛み な 違 ひ 
其 化 諸 お樣姨 治の 御 
濡 めじ 應じ御 電話 夾 
第 御 あ 庭义は ホブ少 
じ 出張 親切 じ 治療 申 
上まず。 前約の 方は 
自 まじても 施術いた 
します。 

I 旨 g 津輕 東洋 

西を 化 T 目 車 四 番地 
電詰 スカイ ラアを 一八 
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稅關 事務 

東洋を 地 おじを 世 
ホの 按 出入 ホ 法 じ 
骗 する 一切の 御 諮 
問に 應 じ、 巧道激 
が 貨物 運 貸 あお 化 
を 巧 顆キ績 裏 等 進 
呈 す、 重要 都 巧 じ 
化 巧 店を 巧し 誠赏 
あ 速 御用 命じ おす 

巧 唆 取扱 
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メ^ — シ ^ — は 紐 育 最大の ダバ ー トメ ント 商店で あ 
らます。 新ら しい 昇を 機 W 玉 ス 々ンタ ー は廣澗 
な店內 じめ ける 皆様の お 買物に 使 宜£渝 快と を 
巧へ てゐ ます 

化ち で 二 巧す る ものなら ばメ ーシ！ では 一 
巧 八十 八 仙 或は をれ み 下で 買へ る i を どぅ 
ぞ御 記憶 下さい 

日本へ 御 荷物を 御 送ら じな b ねい 節 又は 御 買物 
-レ 際して 御用の 废 合は パ ー ソナ八 ショッピング 
ビユ 1111 を お尋ね 下さい、 親切 じ 御 便を を 計 
らます 
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若き 米 國臀入 
日本人への 飞 
語敎 巧には ース 
年の 媒驗 みな 

ず 0 ー レブ' 八 

ンと 十五 仙 1 
お 日朝 化 ■一ょ 
ちが 化 時を 阿 
膊 一しても をし 
U 曜日は 一 阿 
よ b 四時 吿 


成功の 秘訣 

米國を 英語を 話す ザ 
i はお 巧の 第一義で 1 
本校 じは H 本人を 化 
じ 惜れた 專巧婦 黄 
師 ぁり 懇巧 じ會靈 
信で 社を 語を 敎 避し 
ます。 H ® 過 肖 斗广 
午前 九 時ょ b 午を 卞 
時まで 關校 しこ ーッ 
スンと 十舶づ す 
目 直 もじ 來校 をた 
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I ' 勢 外 貴 易の 膨脹 こ 

^ ^ の 新 海運 政策 

ミこ も 地方 的な 利 權めお 炎. 

今 龍 BSJ 靜 >1! じ—— して 藉 

铺 巧を 制な じは 哉 食の 反 街强く I よを おん-し 


左り ご 下を 化 民間 經をじ も 異論 
ゎ b て ホ だ 何等 政策の か 定を見 

ちじ まらず、 殊に 産業 王 

フオ 1 ド tK ジ- 巧の 船 

なを 所ち 巧 f 收說 を唱 ふるじま 

b てと >院 巧 じても が 是非 じが 

て _ s 問題を 惹 巧し、 ダラ ー スー 

.派ぶ 化ち 力な 海運を をは フォー 

;卜 氏 にお 杭して 貿收 運動に 從事 

'しつ i ある。 フォ ー ド 氏が 船舶 

院 ょちが 集の な 船を 譲ら 受けて 

I 之を 沿岸 貿易 じ從 事せ しめんと 

ずる； は 事 質なる が 如く、 问時 

I じ 船舶 院は 不化敢 所な 漁船 二な 

;隻 お增駭 八十 一巧よ でな 化 巧を 

.近く 媒 資じ附 する 帯で あるが、 

之に 關聯 して 乂闽 中西部の 賞 業 

を 協 宵は 义國の 錢道糾 織を 維持 

:: して ゐ るのは 中西部を 中必 どす 

一る 農が 蹟言 すれ VU 米國の 徵道收 

又の 中 必は中 西が の農產 物で あ 

- つて 之に ょる 收乂 ご實業 じょつ 

-て 經濟が 樹立され てゐ るので あ 

，る ど 聲明 しわ。 同時に 船舶 おが 

I 所有 窥 術を 動か __ J てゐ るた めじ 

政 おの 蒙む る 損失は 每ザ 

S 千ぷ 弗に 速して ゐる 

か.， ご' て 这 h - 拂 つて 了へ ごよ 張 

し 世人の 注目を 惹 いて ゐ るが、 

米 船は まどして 米國製 おの お 外 

お 送 じ從事 L つ {あろて 旣じ政 

府 々船舶を ホ ペン ー ト して ょら 

おか 貴 易な 約 二倍 ごな. 〇 廿五億 

から 五十 億 弗に 達しが ほ 每年增 

-加 しつ t ある。 化を ば 南米 どの 

資 易の 如きを < 政が 所 だの 船舶 

じょつ て 或る 巧 巧 迄のを 速を 完 

ホし、 棱日技 間 S 事莱 ごな すじ 

颇る 得策で ゎる/^ は 巧知の 事實 

なる に拘ら ず中両 部の 實業 をは 

民間の 述輸 業者 ど 協 問した 方が 

自サ 等の 利益 じなる £ 思考し を 

つ 义お對 の 自由 賓易ホ 萬の 確立 

を欲；てむる：^5、 斯る耍ボは却 

つて か 威 どの 競ず を 施ん じし 彼 

等の 利益を 勘な < する もので あ 

る。 何故 なれば 米阐 のま 叢 巧は 

まだ 宵 春 期で あ ヴて充 をな 發達 

を遂げるじはホだ^ 

保護 獎勵 する MJ が 必要 

であ' つて、 今 H 中西部 八ヶ 州が 

外 図に 輸出す るを 產 品は 約 十億 

弗で 國 内に 勒 しても 小麥 お他國 

技の 中必を 化を 殆んで 供給 L て 

なるお 巧で 是 等の 述贷は 錢道會 

社 純益の 中、 むを なして ゐる 。然 

る じ 中 西が の 寶ぶ家 や 政治家は 

巧る 立場 じある を じょる 自己の 

巧 益じ對 して 自覺 して 巧た ので 

鐵 道の 國 おを 斷 行して 運 貸を 低 

廉 ならしい る ど. おじ、 稅 をの 負 

化を 巫く する 船舶の ォ ベンー シ 

ヨンを 谐 化して は閒义 はか 圓舶 

じ攸賴 せ-*^ どい ふので あるが、 

巧る ホ かの 潑 化は がかに 於け る 

米闡 商品 巿棋の 勢力を 消幡 的に 

する ものであるから ホ网を 体と 

しては 採るべき 性 巧の 政 巧では 

,ぶ<、 诲ろ义闽のホ業がぉをを 


:賽苗 業者を 刺を る i 

•^7 い^ぇで あ & どぃ ふ議說 
々，ィ 1 れ て〜 ぃ 3 うでわる か銳 
れ じして％ 舶 政策 i 义齒 巧热證 
會の 大巧 題'- 一なら、 例の ジョ ー 
ンス まご 共に 化爭の 具に 供サら 
れ るで^ら うぶる はれて かる 0.' 一 

自 巧め 凛 ご 

金輸 解禁 期 

國燃 貸な のす 衡 

英國 のをが 绍：巧 じょ もて 園酱 

的をの自お甫澳扩没弓^锅 a , t 

お 親を 始め VJ し、 る睽卜 がみ ぃ玄 i 
國じ 傲っ て金輸 解禁を 巧は A '., 
する 趨勢 じある。 一方 巧國 のを 

輸 解禁 間 題は ミうな るで あらう 

かとい ふ J は 巧が かを 經 濟上最 

も挪 巧な 間 題で あるが、 之 じ 就 

てが 務當 局ね る 濱口藏 相け 英國 

のを 輸 解禁 說が 巧へ された 當 U 

U 本のを 輸 解禁は 

賓易外 の 受取 勘を をな. て 

資易 上の か濟を カバー する i が 

出 ホた 後で ある 旨を 聲 明す る處 

が あった。 即も溶 口藏か S 意嚮 

どして は國際 貸借 上 受取 勘を が 

生じた 時で。 い VJ .、. 巧國 の金輸 

解禁は 巧 ホない どい ふ ぇ じなる 

ので ある。 然る じを じ 疑問を ホ 

ゃる〜は財界好巧時化を陈いて 

を 諭 お 禁止 2 前、 哪も をみ 目 あ 

お瞎 であつ たど 云 はれた 時の 巧 

國の國 藤 貸借. はでう であつ たか 

ごい ふじ 何時も ま拂 勘定で あつ 

た。 巧 威のを は國際 貸借 上ま挪 

勘を であ'：' じ 時で も 常 じ 自も巿 _ 

摸で あつたな じ、 澄 口藏相 巧を 

輸 解禁の 時期は 國際 貸借 上を 取 

勘定の 場を じがての み 巧 ひ 得べ 

きもので もる ごは 云 はれない 譯 

である。 ホ もを 輸出 禁止 前 W & 

後 どは 圈瞭 經濟上 乃至 固 内經濟 

上 異 常 變化 を ホし て ゐ る の で 

あ b 、 殊にを 條解蔡 ど 云っ じ樣 

な 事柄は 潑口藏 相の ホ 留す るが 

如く 國廣 

貸借 上 鞍；^ < 共を 化 勘を 

の 時 じ 巧 ふろが を もを をな i に 

相違ない けれ-ミ も、 然 らば 巧齒 

今後の 國媛 貸借は 柯時 じな' った 

ら ず 取 勘を の 時化 じなる か VJ い 

ふじ、 ず H の 經が狀 態から して 

巧 人と 雖も 殆ん で見當 のが かな 

い 位 遠き 將 ホの ミの 巧に 思 はれ 

る。 巧し さう だ ごず るピ 攒口藏 

巧の ホ 望す る巧閔 のを 厳 解禁は 

二 年後 か 一二 年後 か 全 < が 測され 

ない； であつ て、 斯< ては 恐ら 

ぐ 國際經 濟ボ镇 じがて 巧 固の み 

金 輸出 禁化國 どして 單 b 殘 され 

るで あらう。 をれ で巧國 のを 輸 

解错 はお 口藏 相の 言の 如 < 國廣 

貸借 上 受取 勘を じな つた 場を じ 

がて 始めて 巧 はれる ものである 

ぶは 何人 ど雖も 信じ。 い處 であ 

つて、 現に 虔災 なが 對米 爲替相 

海が 四十 六と 弗を £： へた 時に 於 

て 一度は 解禁を 企圖 した 巧で あ 


をが、 其 時で もみして 巧 闽の网 
昭巧 借は を 取 勘を ではな かつた 
ので ゐ io 。 なつて 助 おのち 力 者 
は 素 よら 

大藏省 巧 じがても 煤口藏 
相の 言の かき 旗を を 待つ のは 所 
郡 百年 巧淸を 待つ 襟な もので あ 
るから、 要は 國際 貸惜が 或る 巧 
ぶを 回 俊す ピを をを 能 解禁を 
化 ふべ しとの 息是に 一致- H しゐ 
る樣 であ &。 然 らば 如何なるを 
&じ 么を歸 巧すべき かとい ふに 
ピ こどは 頗る デリ ヶ — ■•な 巧 題 
ム ぁるが、 我國 でら 渡々 解禁ぶ 
戲巧 すると なれば 英麗の 例 じ树' 
ひ-を 期間を 措いて 行 ふべき で 
ゐ る。 即 も英國 は八ヶ 月の 期間 
を 措いで 發 表した ので あるが、 
我留 ごても 歡 くも 六ヶ巧 W 上の 
期蹈を 措いて がふべき であつ て 
即時 斷巧 とい ふが， がきが 潰口藏 
がの 言の 如く 國陈 貸借が 受取 勘 
を ごなら、 爲替 相場が 猪んで バ 
ブィに 接近した 時に 巧 ふべき もめ 
で J るが がに 經濟が 態が 化 程度 
じ 達 t 宝ぶ I を じ 巧 はん ど すれ 
ば S ぅ も聲巧 時よ ち 

解蔡膊 \ 迄の 金利を 差 引い 
ね 時の 相攘じ 達した 據合 じがて 
巧 ふ 一' ろ ものみ ある。 例へ ば 本 
年六巧^^レ解禁ぞ聲明し本年十 

二 巧 まよら 解 家を がふと すれば 

化 間六ヶ g のを 利を ホ淆 よらを 

引いた 時、 郎も聲 巧 時 よら 解禁 

時 迄の 六ヶ 丹のを 利？ 互 ホと 化 

定 して 之を 平惯 よら 差 引いた 旧 

弗 巧 十六と 独 じ 爲替枯 鶏が 達し 

じ 時 じがて 始めて 解 銭の 聲 巧を 

なすべき ものである 。けれで も 

これから 我 國の越 際 的 信用 もを 

除し なければ ならね ので あるか 

らを 中し も 金利 上からの 計算 通 

らじ歡 なく も 四 弗 四十 六と 他 ど 

いふ 譯じ 巧かず ■或は-- 一れ よら 

な 下 四 弗 四十 四 五 仙 じ 於ても 行 

はるべき ものである 。をし 四 巧 

四十 お六她 一4 於て 解禁を 巧 ひ 得 

る ごせば 今日は 四十 二仙ム ロで を 

ち、 我闕 の金輸 解禁の 時期 も决 

して 遠い— ではない 樣じ思 はれ 

るので ある 0 

を 債 整理 ミ 

新 減 倩 基金 

が 藤 内聞は 過般の が 政 整理 じ 

際して 先づ經 蜜の 整理 節約を 斷 

巧す る ご 共 じを 償の 整理を 巧 ひ 

新規 冀債 額じ對 して 之を 緊縮す 

るを が 財政の 基礎た る あ 本義な 

ち どし、 十四 年 巧に がける 裳 債 

豫定雜 は 一 般會計 二 億乂于 八な 

余 万 叫 じ 特別 會計 のをを 加へ た 

を 計 S 億 ホ 千 余 巧 田な ちしが 

大削减 を 加へ て 一般 會計 

T 値 W 、 特別 會計五 千万 W 、 を 

計 一億 王 千 巧 W じ滅 額ず る MJ ご 

なつた。 乍 併を 憤の 整理を 巧 ふ 

じ當 つては 

1 、 新規募債額の緊縮を圆る； 

二、 旣發を 債じ掛 して 償還 ホ 法 

を 講ずる MJ 

の兩 方面の 實巧 じよつ てよ <其 

實を孽げるミが出ホるが、 十お 

年度 じ 於ても 新が 接 演豫を 額は 

i 般 特別 兩食 計を をせ て 十四 年 

度同檢 一億 五 千 力 山 じな つて ゐ 

るに 掛 し、 若し 從 ホの 惯例か 如 

< お 憤ぶ をは 前々 年 巧 末 現 化の 


岡み お 額の 巧を の 百 十六 I 相當 
する ホ 額を 計上す る i r すれに 
巧 お 僚 五で 巧の^ 潰して 
僅かに 約 五 千' 力 凹し か 乾 I 還し 得 
ざる； こなを、 每年閱 巧は 一億 
山 巧 累巧ム 之が ため 巧 i 肋を の 
を 礎は 薄 P なる 結 あ、- 陷 るの 
で 大藏當 局は I , 
第二次 を® 一 打 ふべ 
く計基し、 前回の募一^哉縮じお 
して 今回は 减潰 基を，^ す おする 
方が じて 目下を が實 ijj 秦 法に 颗 
し 調を 中で ある。 之*^ 巧 方法 

どして は j 

1、 鐵 道を 債 = 現行！/ では 嫁 潰 

基金の 計算 じを ま liit てゐ な" 

を 贼僮基 おの 計 加へ- 

こと _ 

二、 威 僮ず を算を 率を^ をの 巧 

十六 0 上に、' る 巧を を 

儘で お ホる 

ご 一、 英國 等の か'-- f 翻 余を の 

一部を な. て减償 寒縷じ 充當す 一 

る 

等禪 々の 方法が をる ヴれ ども 減！；. 
債 某の 增 額に 就て は 蔚源闡 題ぶ r 
相關聯 して ゐ るので 心-, 之 じ對レ 
ては 若し 斯 くめ 如 <强 源 じ余摆 
が あるならば 寧ろ をれ をな て熬 
規 .裳 償を 威 額ず べし ごの 意見*^ 
あるが、 扱黨ホ 面では 强硬 なを 
過 霜 もみる 粮摄 である。 

大がミ 第二 外債.； 

大同 電 f 社め 第二 巧. 外 積 千 
五 巧 万 弗は 凝が 副社長ち 旧あ郞 
巧渡ホの際蓉ば^を涉を了ら 
更に 當 地の テ。 ン •/— ド會祖 
化を ミラ ー 氏 渡 日して 目 IV 抵當 
其 化 法律上の 願 係に 就て 調疫し 
つ-- ぁるが、 大同 電力では 故 二 
回 寡 債 常時の 條 がでは 巧て H , 銀 

利 下等の 事實 ょら 內償慕 集を を 

巧 f する 有橫 なので 可る 的條 が 

をを 利に 導くべく 巧 力し つ i あ 

る。 從 つて 同社の 外債 契約は 双 

ホの 條 がが 巧 もを ふを 當み 延期 

する 模樣 であるが、 大藏常 巧 も 

今後 か 債 中止を 聲明 しで ゐる關 

係 も あるから 多み を 渉は 成を し 

まいど 觀 察されて ゐ る。 '' 

諾威 新を 債 成立 

メー八 ゥユー を 府じ對 する！ 二 

千 一二 巧で 弗の 新を 償が 過日 當地 

でが 立した が、 近く か. 蘭を 府あ 

び フランス 政府への を 額な を 債 

が 成立ず る どい ふので 巧 今の 當 

化を 債巿 爆は 頗る 活氣 を帶 びて 

ゐる〇 


本社 東京 特電 _ 「謎. 鑛 


資金 西 流 ご 金利 

’關西 地震の 影響で 東京の 資金 

西 流 コ ！ が マネ I は大 阪巿壤 

じ 追随 直 じて 翌日 物 一 綴 一二が ょ 

ら四 厘を 唱 へて ゐ る。 

郵船 會社 配當减 

郵船 會祖配 當滅少 じ 就て 大巧 

まの 說 解を 求めた。 

■各 銀れ 半季 成績 

を おがの 上 半季 成績は 一割 見 

當の收 •人 喊でキ ふじて お當 維持 

の狀 態で ある。 

林 巧 堂 島 理事長 

化 巧 藤氏け 大阪堂 烏 乂穀お 引 

所 理事を 就任を 承諾した。 

上せ 八 H 發 
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New York City 


Ka な giri Bro’s 

224 E. 5 か h Sl 
N ew York City 
Tel. Regeni 34B0-34B1 



街 六 第 
ご 目 了 四十 ® 
禪目 T 五十 巧 


327 W, 56ih Sf. 
Coiumbus (M お 

くぷ 一寸 一 


庵 桂 米 日 


YOUNG CHINA 

3140 Broadway 

4 Slocks South of 
125th B'way Subway 


Suey Pang-s 

RESTiUR&NT 
459 Sixth Ave. 

Bet. 2 む h-28 化 おん 


City Hal! Tea Gaden 

170 Nassau St. C れ y 
Ne が to 比 e Tribune Bldg 
Loo Lin Manager 


区 eem Nom Low 

474-6th Ave. 

Bet. 28th-29th St. 


妃宮東 


Toyo Kwan 

41 に 1 か h み . 

む t. 8’w が & 4 化む e. 
Tei. な uy 巧 sanf がが 


DARUMA 

巧 1— お h iUe. 
Tel. む yant 3859 


J 或 p る 打 ese 4e る Room 

1802 摄 SireeU. W. 

T 呂 !， Franklin ib77 



ろ UYEtrnO 

お East 29 化 Street 
Tel. Madison Sq. 7548 



TAIYO 

1 が West お 化な . 

Tel, Endicoit 2 が 6 


The To か oGOi 

1 が W. 妨化 St. 

N 州 Kork City 
Tel. Trafaigar 655S 


ASAHI 瞧 N 

163 E • が thSt. 
Tel. Plaza 6399 


YOSHINO-YA 

70 Greenwich St 
New York 

Te し Sowling-Green 10259 


Kawasoye Hotel 

巧 9 West 123rd Street. 
Tel. Morningside 7154 

御 

旅 

雜 

河 

添 



oMvyaKo^ 

340 W . が 比 St. 

Telephone: 
Columbus 8882 


( 巧 目 • 水) 司赛ぉ 



お宮 萊の 舶懷御 




CH3 


號 み 


四百 千 


第 


贷 bf 3雌な巧 がを @im をる 


C 日曜 ± ) 


円 十 S 月 お 年 四十 正大 


日本 食料品、 日用品 
ホに 新刊 書籍 類 一切 

巧 桐 兄弟 廟會 

を 巧 お 巧 巧 衛巧近 巧 船 じて 巧 着 - 
仕侯閣 巧々 巧 用を の 特牽巧 上 候 


日本食 巧 品 お及び 雜貨類 却小資 
純 プラザた f 歎 桑 山蘭會 
巧刊 書籍 雜誌 小間物 日用品 各種 


會席御 料理 

ホ じず さ 燒 



御巧當 並び じ 
御 家庭 支出し 
御 下宿 

後藤 

壽 司、 媛蒲燒 

每 H 有らます 


電話 ブラィアント 
八 〇 と 九！ 八 八と 一二 
H 跑 及び 巧 間は 

ヶロッグ 00 四 四 

断 持 長 

穀お力 たで JA 
が 育 ホ 西 四十 四 T 目 
ニニ 1 1 1 八を 
(二階) 

支 巧 

147 己 are ョ呈こ V こ呈 alo . N . Y . 

Tel . 田！ jwe 一二 さ 8 玉 

主任 Hrs . F . Kua ざ 


支那 I § 

■料理を 焉 

巧廳あ 園で 永年 御 愛 巧を 巧け 
,L たお 文で 御座います 


h 〇 

A が？ 

NX 

MW r 

G :i 

N な邮 

SI 

‘化 日本に 住み、 日本語 
巧 を 話し、 皆樣 の御嗜 
好に 適する 御 稱理を 調進 致 升 

了 度 エン* 工^ タア のでです 



美辣 じして 淸潔 

S 晶南樓 

午前 十 時よ を谓ち 
午前 六 時まで 瞬な 


市 魔 茶園 

司 理人蘆 蓮 
お 勤の ホ じは 晝飯 
の 御 便利 じ 賴へ巧 
間會 席の 御用に 應 
ずべ く 候 間 巧卒相 
不變わ 引 立願 度な 
紙上 御 ま 內申上 候 


支那 御 料理 

彭瑞樓 

日本人 諸君を 
歓迎 致し よす 


が斜を 精選し 皆樣 
の 御 嗜巧じ 適する 
料理を 提供し ます 

做 《 新 中華 

. H 本人 諸 幫は狩 
別 じ獻迎 しまず 


御着 帶 式は 九月と ろ 

•いまは 御 四 個 巧 目、 こ拜診 

榮 をる 御用 掛磐瀬 巧 ± 


會席 御料 埋 

東泮館 


御料 埋銳 .fk 

太 お 

藝司每 H あらます 


ぶ 抓 醬油韶 纔陆 上白 ホ 

. ; H 本 米 11 食料品 論 Mis 

巧 田を 池 巧を 會お巧 巧 一手 資揃庙 

曰 本 食料品商 會 



►一一 一银 =淸 お、 親切、 氣樂 A 

勢 州 館 館 ま熊呀 

ま 巧が 勢 事を 义閱榮 作 

.225 ちまを Str ま t 
ジ I. Regen こ 299 

電話 レキシントン 四 八 五 五 

岩 旧旅舘 

ま 十五 了 目 二百を 
西 六十 五 T 目呂 四十 六番 

一力 旅館 大橋 

電を H ンデ ゴット 八 六 1 〇 


御 下宿 

自曲亭 

基 Sands Si Br 岂享 _ N- Y. 
ぎブ置 le 7475 

中が 埋髮巧 

中が 萬藏 
31 W J 置 St. N. ごさ 
巧 己. Columbus Ave •わ centra;ark West 

日本 哩髮 舘淸 

新 ま 洗髮の 設備 あち 迅を T 海を 
旨 ごし 精々 勉强 致します 
西 四十 11IT 目： 自を地 I 二ち 六 巧 室 

タップ フロア (第-ー ハを ミ 凹 十ー ニ T 目ち) 


宮川 事務所 

持續的 奮圖の 同胞 じ 的確なる 職 
業を 周旋し ます。 

たち 呈 se tag 一 e 吉ミ 5 
I 岂 W. ま th St. N. y. C. 

ぎ Bi 二呈 9芸8 


尋れ人 

巧 城 寺 巧 武お群 お內藤 巧太郞 

朝鮮人を 秉み 宮城 大宮喜 化 あ 

鹿兒曠 鶴化淸 をが 八 嘴 錫太郎 

瘦か早 川を 衛 和歌 山 引 ± 純一 

沖繩 玉が 利德 お川鹽 み幸 追 

東京 襟 旧 精一 大阪ま 田を 太郞 

を 川 縣人多 旧 巧 一二郎 長男 某 

右の おじ 通知 致 巧き 儀ち 之 

巧 間 本人 おくは 知人 ょら 巧 

化 巧 御を 知 願 上 お 

紐 育を 國總 領事 舘 

165 Broailw さ fi ミ！ fork C さ 


華盛頓 

わさ 一 

日本 料埋 

あじ 御旅 舘 


1 別項 本社 巧を 特 おの 報ずる 如 

! く 東宮が な 子女で 殿下 じは を 出 

I 度 < も 御 化 お遊ばされ、 本年 S 

巧な ホは 一明のを 巧 出御を 御：！^ 

」 を せと U ら巧 U 午前 午後 二回の 

、御 散策 等 充か抑 破 生じ 努められ 

; てむ をが、 を內 おは 豫 ての 巧を 

- せじを つて 東大 截學部 締人科 部 

; 長 醫學巧 卡裝綱 雄) 氏を 正 まじ 

i 御巧掛 じほ 命し じ。 が 殿 ドには 

:今巧 は 芽出度 も 御 化 おわ 四 刪ち 

一目 ど 巧 診す る 3 口 巧醫 寮から を お 

，された が、 御着 帶 式は 夕か化 巧 

頃の 御 おご 拜閒 する。 

I 了め 御 出産を の お 手 

一當顺 がを 拜 聞す るに、 先例 じょ 

れ ぶ御懷 がご 间がじ 一切の 烈し 

i い 御 述動殊 じ テニス 等は 御廢化 

I じな つて 唯 輕い御 散 ホを 遍ばさ 

I れる をで ぁるが、 あ々 五 個 月 目 

I にわぶ も 遊ばす と 始めて 產婆か 

I ら薄 巧の 醫 帥、 看護婦に 到る を 

i 御 選を ほか じなる。 從 巧は 産婆 

i どして 岩 時 なほ子、 离橋ど < 子 

1 の 巧 女 おが 擇 ばれて 営 中 じ 巧 さ 

一れ 畏くも 皇后. 打の 御用を 承つ た 

i が、 看護婦は 都合 旧人で 赤 十 社 

I から 人格 技術 等の 慶れた 人を 選 

I 定 した。 巧くて をれ 巧用掛 

1 の 人々 が巧定 するど、 五 個 巧 目 

I じで々 でい ふ 「いわた 帶 J 即も御 

i 巧附巧 まごい ふ 御路を 催され 極 

く 御 近親の 力々 をが されて' 

わ! ^ぴ の 御内を が ぁる。 

を藥は をれ ょ b 二週間 じ 一度 宛 

御殿 じ k もて 拜診 中し 上げ、 又 

看 諸婦は 御と 個 月 目から 始めて 

I わか 近く 巧ら 御 食事の MJ から 一力 

I 端の お 化 巧を 中し 止げ る。 を々 

I 芽 出 巧く 御 儿個月 じ なられる ご 

I 御 誕生に 就ての 御用 掛は 女を が 

ら 否誰締 、醫師 、'を 灌巧 化を 部 

をれ 部 崖が ままら、 同時 じ 

を 早 御 出を にな つても 化 御 H じ 

達すれば 御* む おがない ので 始め 

て 御巧帶 まを 賢所 大 前に 舉げさ 

I せられて わ 雷び の 御巧吿 まが 巧 

はれ、 廣く關 巧者を お 巧し じな 

つて 施大 G お 就 ひの がが 張られ 

るので ある 0 

御 臨 巧 じ なる ご御附 添へ 

のま 澳は隔 U 巧 替じ當 をして 巧 

敎 する MJ どなち 十 丑 H を じ 御 出 

まの ホ 巧を 整 へられる ので ある 

が、 を灌 はま J らを 部の 御用 お 

は 巧 殿に 詰め切つ て 御 出を を 御 

待 七 申し上げる。 化を ある 御用 


掛じ 任命され た 磐 瀬 博 ± は 明治 

廿一こ 年に 東大 醫 科を 卒莱 後せ 校 

じ 助手 ご U ら 、な 岡山醫 專の敎 

巧に 聘 せられた が後义 東大 臀科 

じ歸 つて 巧 敎授ご U つた。 其 後 

獨逸 じ留學 して 專む 婦人 巧の 巧 

究じ 努め、 巧 十四 年 じ 醫學隙 ± 

ごな って 目下 東大 醫學部 附屬摘 

院の瑜 人 巧 長 どして 巧が の 

一權 威で ぁる。 小石 川 御 

殿 町の 自邸には しんす 夫人 なか 

太 郎君 二 10)、 玉な さん (1 ニニ) 

を f さん 二') 巧が あら 阳満で 

ぁる。 磐 瀬 陳± が 愈々 東宮が 殿 

下拜 診の ためを 然 御用 掛を 命せ 

られ るのは 妃殿下の 御を 態が 進 

んで 御四峭 丹に 滿 つる 頃 である 

どは 豫て 聞いて ゐた處 であるが 

愈々 御 巧 命じな つたから、 巧に 

駭回拜 診を 中し 上げる ミに なつ 

た。 而 して 別に 經驗 ある 專巧狩 

を も 博 十から 指を して 始終 妃殿 

下に 御附添 ひさせる を じなら、 

- 婦人 群 專 巧の 看護婦 もホ兩 一二を 

選ばれて 手 落の い' とを 期す る 

J じなつ てゐる。 

領事 駿 巧の 

化 人は 狂人 

ホ哇 生れの 邦人 

囊じ シヵゴ 駐ぜ領 李を 松 氏を 

駿打 しね 巧 人の あつた； はお 

報した 處 であるが、 其 後间地 

の 一変 讀者 よち 事 賞の 眞 相で 

をる どい ふ 訂正 的な 意 ホで を 

せられた 通信 じよれば 犯人は 

あ 頃 流が の 精神病 患者で ある 

MJ が 判明した。 右 通信の 大要 

じ 曰 < ……： 

布 唾 生れの 河 本 某なる を 

去る 十九 日當ホ 領事 舘 にお， 頭し 

てを 松 領事 じ 面會し ホ國よ 6 U 

本人を 部を 領事の 權 限に よも 送 

還せ よど か、 其 他 補々 常識 じて 

お斷 の出來 。い 質問を したので 

重が 領事は 同人の 精神 じ 異狀を 

來 して ゐる 至を 直 威して よい 加 

が じあ しらつ て ゐた處 、同 入は 

自 みの 戒 望が 入れられない のじ 

懲 激した もの か 事務所の 書物を 

取ら 上げる が 否や 領事 目が けて 

投げつ けた。 巧惡 しく 善 記 生 連 

中は 莖 食に 出た 留守中では あち 

領事 も 相手が 巧 人の i おか 何と 

も 取ら 押さへ 様な かもしが、 幸 

ひ ステノ グラフ ア！ である 一 米 

お 人が 殘 b 居ら 異なの 物音 じ 驚 


綾 蒲 燒壽司 御 化 出し 

乱 巧 祭 口が 閒も 御用 命じが じ 巧 

會庸御 料理 

窩等御 下宿 

を 玉ぶ 一 


H 本を 巧 品、 雑貨 
當籍 、おを、 が 聞 

な 話 r が^， バ 東京 商會 

貸 八 I ム 、良 妖の废 あ b 


nuM tt iu 

御 料理 

芳の家 

壽 司、 緩 蒲 燒每日 ありまず 


理想的 御旅 舘 

御を 樣じ 誠意を のて 遜し ます 

朝日 舘 

御ず 輕御 料理 並に すき 燒 

新ら しいが 巧を 擇び 精々 勉强 致します 


最新 巧 六府建 

便利、 淸洒 、が 湛懇 か、 がか ほ廉、 

を嘗 船を 么憤邵 废波化 摸 じ 出張 

. シアト^ お 第 六 巧 ご一〇 六番 
rj ヌピ 1 ホテル 
電話 メ ー ン S 九 五 二 


藤 ホ 旅館 ま 巧 

42S Maynard Ave: 
Seattle • Was 尸 


H 本 巧 潔 船 切符 御 申 达じ應 じ 
萬 拳 御 巧を じ 御 取扱 ひ 申 上 侯 

桑潑 パ ホ テ。 

► H 本 御 料理 (別間 あ' 9) 

ホ 港 カリ ホ^ ニア 街み 一二 
電話 カネ ー I 八 一六 


口 1 サン ゼ ルス 化 ホの 御 

觀 ホには 最善の 御 便宜を 計ら 巧 


•イ ■ 


•グ \ 

ホ テ 


火 


羅府巧 じがけ る 同胞 經營 中最 

新式 离等 ホブ 八で あらます 

羅 がま 一 街 一二 九 ザ 
8 ち 「ゲ アン ダ ィキと 六 五 九 

軍责 タツ カー 111 八 六 ニー 

貸 自動車 (ぁ 野). 

羅府 名所 御觀ホ じは 最も 精通し 
た ドライバ ー が 锁案內 申 上ます 


ボス^. ン市 

富 ± 旅 舘大浦 末 松 

145 Wq 養 ster St. Boston 菁$产 
Teul- 星 苦 岩 


いてを 速 

彎簇 著に 義 したので 數 

名の 灣官赚 せ 化けて が 人を 取ち 
がさえ じので 事 かは 重大と なら 
や。 重 松 領事は 右 眼 上部を 殿 打 
されし も 大山 醫師の 治療 じよら 
を 快は を 二 S 日中ら し/、、 一方 
巧 乂も蠻 察の 手を 經て當 おが 病 
おじ 入院し 目で 養生 中で あるが 
當ホ領 お舘は 最近がん じ 緣があ 
る ご 好へ て 四 巧 中旬から 取が つ 
むが 人の 巧 人 云 名は 孰れら をの 
陽氣 の加滅 らしい。 

がが 庭球 戰じ 

巧 尾 君お瘍 

恩 出 若 進境を 示し 
福 旧 君 遂に 败 化す I 

口 本 デ ！ ダイス •カップ 撰ず 

じして 日本の ためじ 氣を 吐い ね 

相 尾 誠 一郎 君は 昨年は 遂に 化て 
の 競技よ 6 退き 靜 養して ゐ たが 
愈々 今年は 俊活 し、 本 H よら 擧 

巧 せらる t 武巿 ブラス •キング 
庭球 爭霸戰 じ 出場ず る ミ どなつ 
た。 化 尾 君は 先年 同 庭球 戰じ於 

て武 市の' アン ダ ー ソン 化 おを 連 

日 じ-日- らて猶 し、 撰 手權を 獲得 

して 撰モ 銀盃 じは 熊み 一彌、 リ 
チャ！ ド 兩君等 ごみ じ 巧 居 君 3 

名が 刻み 込まれて ゐる 。翌年は 

俊 勝戰- して コロンビアの ラング 

君に お 抗し 二日 じ 直 b て 激戰の 

ホ 遂に ラング 君を して 名を 成さ 

しめたので あつた。 化 尾 若の 

活は ホ闕庭 球界に がて 

多大の 典 ホを U て迎 へられ 间哲 

の鲜 やかで 堅實な 競技ぶ らが往 

年の をれ の 如くで ある ごすれば 

化拓 君が 撰 手 銀盃に 第二 おを 染 

むる をは 疑な き處 であらぅ ど 期 

をされ てゐる 〇尙ほ ロング •アイ 

ンド •キ ユ！ •ダ！ デン じ 巧け 

るク キン ス •ポ 0 — 庭球 爭霸戰 

は 去る 水曜 H 准 優勝戦に 進み 本 

: n 優勝 ホ 戰を巧 ふ i どなつ わが 

新進の 恩 旧貞一 君は 成績 頗る 良 

巧 じて 准 變媵戰 に 進んだ。 同 庭 

球戰 じは 淸水 善遐 君も參 加し 優 

勝者の 望みを 囑 されて ゐ たが、 

第 四回戰 じがて 紐 育の PI ゼン 

ボム 君との 試を 中 六 1 四 じて 鑽 

セットを 收め たる 時 手を じな 

障を 起して 

棄權 する の 己むな きじ 至 

つたが、 同 君は 水曜 B よ b 擧が 

されつ i ある 新 城 西 州 ォレン デ 

の 巧 待 庭球 戰 でも 棄權 して 了つ 

た。 恩 田 君の 崇 一を の 功名は 祭 

四回戰じがけるオーク ン イ君を 

磐した i であるか、 才— クレイ 

君は 同 庭球 戰驚 セの シ！ ダット 

フレヤ I でゐ b 口） 力が •ラン 

キング じ' 巧當の 地位を 赢ち 得て 

ゐるプ レャ— なる も 恩 旧を の 堅 

貧に 敵す る 能は や 六— 四、 六 J 

二の ストン i 卜 •セットで 獲れ 

た。 第五 回戦 じがて は 前 H 淸水 

君が棄權した 《1ゼ ンボ ム君ご 

勒抗 したが、 これ 又 六 1 二、 丄ハ 

—四 じて 恩 旧 君の 

勝ちとなら 巧くて 恩 田 君 

は ドナ グド ソン 君 ご 優 滕戰じ 這 

入る 資格を 巧 ふ； ごな つた ° 1 

ホ まる 水 雁 日よ を 榮巧 中の ォレ 

ンジ 庭球 戰 じは チ 八 デン、， チ 

ャ ード兩 おを 始め 福 田 雅么助 君 


カナダの ラィト •クロ ツカ I 等 

參 加し 國陈め 色彩 濃厚なる が、 
禍旧 君は 第一 目に バン ダ！ ゲキ 
ンダー君を九1と、 六10じて 

敗ら二：：：目じはリ チ ^ ドじ掛 

抗 しじが 六 1 二、 六 1 二 じて 遂 
じ 敗 化した。 

後藤さん が. 

風 旨 敷 洗濯. 

H 米 戰爭說 を 否を 
「後藤の 大風呂敷」 で 知られて 
ゐる蠻 爵後滕 新 平 閣下が 獨逸新 
聞 記 まィ」 の 會見談 じ 於て 日 ホの 
移 ほ 問題 じ 論 反し、' 躲ホ化 問題 
のために H 本は ホ题 ど 戰ふ 秋が 
ホる だら ぅご 豫言 したる じ斟し 
華が の 巧が 大使 緒では 別 巧の 如 
巧を 書を 發 まじ 化んだ が、 當 
の蠻爵 閣下 も 遺が じ 失言の 反懲 
が 意外 じ 國隙的 どなつ た i めか 
化 八 H の 聯を涩 信 特電 じょれば 
本 間 題 じ 就て 蠻爵は r 予は斯 る 
i を 述べた 覺 えらな < 且つ H 米 
戰爭 が歡民 問題で 惹起ず る 等 VJ 
考 へた MJ もない」 ど 訂正し、 御 
苔勞 にも 風呂 おを 洗濯した。 

ブロンクスで 

暮蒲眞 盛り 

千姿万態 のが 今 
ブ 。ン クマを 園 內紐育 植物 舘 

の 富 蒲は 昨今が 眞 盛らで あるが 
茲四お 日 おは あを 其絕 おであら 

ぅど 云 はれて ゐ る。 キ 姿で 態の 
言葉 通ら じ 目 f おき 誇つ てゐる 
富 蒲は 化を 千 補ど稱 せられて ゐ 
るが、 其 柿は 日本を まど ネるア 
ジア 禪 ご フランス ぶび 巧 威の も 
のかが アメリカ じ藥 しい 顏 をし 
て 呼吸して ゐ るので をる。 是等 

のさ まぐ-な 色彩を 持つ 醬 蒲は 

窠一溫 室の 東南に おき 乱れて ゐ 

るが， 是 等の 化は 過去 五を じ 置 

る 栽培 者の 巧の 結晶で ある ごる 

はれて ゐる〇 


とい ふ ホが ぞい (巧學 を) 命大每 

^ 球閱の ホが も 近 かいて ホた が 

Ar 度 こを はしつ から 應授 しませ 

ぅ (フアン) ♦U 本で 生れた 或る 

み 供が 女 巧で ぁつたの でぶ 旨 登 

错 したら S ヶ巧 目に 男 ど 料 明し 

巧び 巧籍修 冗を 願 ひ 出た。 矢 張 

とも 巧ホ据 ひの 類 だ (神 樣) ♦近 

巧 會祖員 や 視察 員 相手 じ 美人 案 

巧 業 どい ふ 妙な ものが 紐 育 じ 出 
巧た のを 知つ てゐ ます か (探偵) 


一ー コ ミツ クオ 

ミカ 


ラ 


每 が u 八 時 一二 十を 
マテ ネ ）u 水曜 及び i 腰 
. 午後 二 時化を 

をを 尝蓄 T 惠章 

44：th S 产 West of 巧 way 


- 日光 ィン」 が 

禁酒 違反で 閉鎖 

紐 育 郊外の 一！ モン •オン •一 

ソン じて 邦人が 經營 しつ t あ 

る 日 化 ィンは 酒類を を賣 した 廉 

で 例の パ ド ロックに 逢 ひ、 化 の 

禁酒法 違 だの 採理店 どか ハ じを 暫 

ら < 閉鎖され る ミ どなつ た。 

天 野 獨演會 决算. 

が 育 宿屋 紐を のま 確 じ j らま 

るサ ー日 夜米乂 基督 敎靑 年會舘 

じがけ る 天 野潍彥 巧の 獨演會 総 

收入 はを 旅館、 料亭、 お應 等の 

切符 賣 上げ 高な 六十 弗 じ 達--、 た 

が、 この 中ょ. 〇 天 野 巧への 謝禮 

1 弁 化が 他 雜费な 十五 弗 化 仙 

を 差 引いた 殘 お® 十四 弗と 十 仙 

はな 育 H 本人 會社會 部 じ 脊附し 

たどい ふ。 



♦春 じな つて 空 

が 明るくなる f 

第一 じ 飛び おす 

のは 例の 變 態を 

精神病を、 第二 

はゴ マの；^ ィで 

あるが 一 匹の ^ィは 昨今 漸く 化 

金を おした ので 償權 者は 今更ら 

相談よ ち^^'---*、 さても うるさい 

話さ (さつきを) ♦不幸なる 者よ 

めの 名は 女よ とい ふ 2 もを るが 

紐 育ぢや 弱き まよ 巧は 巧で ある 


書籍 一が 取次 

ホ國 出版の 書籍は 化て 特別 割引 
じて 迅速に 取 かぎ 旅行者の 研 兜 
愚考 資料の 書籍 寬集 等は 特に 御 
'便を 取 計ら ひ致サ 〔噓询 一 
里 UosW 五 をぞ 
妄 Nassau で こ Tel . Beek 夏 n 芝 だ 


電氣け 樂】 切 

下羽電 氣簡會 

2 浸 一巧 road W ち 

TeU 互 isH 養 70 



自動車 修 
媛を び 運 
轉 を掛授 

ライセン 
ス保諫 す 
一一 一十 巧 弗 
運轉 ホは 
二十 お 弗 
晝 及が 學 
兩巧あ も 


か 

L 心 
〇 Y 

〇 N- 

H 化 

洗- 

_0 Sf 


T 


A 





H 本人 都 
^ y I 廣 
觸巧擔 ほ 
懲 巧敎授 
タヒが 開 
校勞 働を 
暇 勉學の 
便 あ 卒 
業 証書 授 

與 就職口 

無 巧 周旋 



舞踏 敎援 

▼社を ダンス A 

▼表储 体操 A 

紳± 、淑女、 お 子 

供さん 方 じげ 峰 じ 

敎授 致し 丹。 午前 

十 時 ょら 午後 十； 

時 迄 C 自權 を陈 く) 

シ ヤブフ ♦ダン シ 

ング 師銳學 校卒お 

上 お タマ 


，印 一て-一す 住み 必地 ょき 

禱 「餐淸 潔なる 室 

おが 好か 

1 岩 Ux 量 onAve - TeL Mad . ぶ. 2921 


— "i 

A わ 

M パ 

-J が 

〇 化 

K K 

I 6 

りが 


電 " 1 レムと 一四 五 

話 1 ご 四 四乂八 

國米ホ ー ム 

レノックス 

だ、 A / 隣ブ 


割烹 並に 御旅 舘 

^ 0 佐戰 兄弟 

が 育巿西 八十 八 T 目 iir 白 十ー ニ 巧 
あ韶 —— スカイ ラ！ と 八 ニニ 


紐. 育 旅 舘署か 次が 

東 四十 T 目 二 四 二番 

ぎ畜 をき ia 迈 7A 


伊豫 屋御 下宿 
幽嶋 を次那 

お 巧 十九 了 目 一六 お 

アバ 1 トメ ント C 2 

電話 プ タザ 六！ とお 


御 下宿 樵ホ乂 

47 で osp 呈 Place 

hef. Is でぎ d iWe. 呈 E. 42nd St. 

Tei.MurrayHtll 這 置 


煎餅 卸ぶ 賣 
を 腐 油揚 

日本 食料品 一切 

Sunrise Rice oako 0P 

ち 5 章 d , Ave こ 

だ 一. PUza 5218 

.極上の 魚類 

季節の 觀鮮 0 魚貝類が 澤山 揃つ 

て 居ち ますから 御 賞味 下さい。 

ァピセ ロ 儀 巧 

ちす で瓦 St- Tel Franklin を 6Q 

新鮮 魚 か 一切 

日本 < 向きの 生魚 澤山取 b 揃へ 

特別 慕 憤で 大勉强 致します 

サヴォ ナ魚店 

.lownjph り pvonp 

224 W. 61 其で. 

IT 色. OCIUmbum 2 な 


». READER & so お 

IMPORTERS 

TOY も DOL しも FiWfl お ， AND 
SEASONABLE NOVELTIES 
132-134 PiRK ROW 
BET. PEARL AND DUANE STREET 

PHONE WORTH 132 も 60 が 


帷 

說 

教 


w 


號 六 


四 百 干黨を 


巧 わで 油な; p 贫なぶ 巧を © ttft で 巧 


け 懼±〕 


日 十 兰巧五 年 四十 正大 


[ 四〕 





夏瘍 グ^ ^ ム巧 

夏場 ゲ ー ム向 玩具 即も 東が、 歐测唐 輸入 
を禪 小物 雜貨 類み じゥォ ー キング、 ヶー 
ンは 最近 流 巧め ものが 揃へ 日本人 顧を を 
歎迎 いたします 0 
底 諭乂元 

リ • ^夕 ^ ^ エンド ソンス 苟^ 


夏場 向新 荷 到着 

格安 品續 々到着 化り 候閒 
是非 御用 命 被 下 度 願 上 候 

化 八 商會な ザ元ブ タザ I ス 

17 East 17 を 兴 znw Y ミ k Qty 
"Telephone Stuyve を nt 巧 959 


平 旧 篤 次瓣氏 

西遊 談 

去月な 巧 巧が 化 ホを 旅 巧 中 
であつ じ 一二 井 物を 乂闽 支店 監 
管なず 田 篤み 郎 をは 加を 太が 
らぉ 固 中 巧 部 地方を 視 おして 

頃 H 歸 がし じが 往訪の 記ち じ 

おして だ 中 左の かき 度 話を 試 

みた。 

米國 西部 の 貴氣は 一口 

i 言 ふ ど 不を氣 だ。 巧 ど 云つ て 

も 西部 沿岸 化 ホの 巧 質は 東洋 相 

手で あるから 日本 や 支那が 今日 

のかく 不赏 をで ある 間は 致氣の 

引 立つ 薄がない。 中西部の 農業 

地は 昨年な ホ 可成 b 經濟狀 態が 

ょくな つて 居る だら うご 思つ て 

諸 巧で 聞ぃて 見た が 矢 張ら 事實 

は 想 傑な 外に 不读 おでな 化も餘 

ら歸 かつては 居 じい やうで ある 

西部 地方 人 ± の お H 感情の 傾向 

を も 夕少注 怠して 調査して 見た 

が乂 ホは 最近 大いに 好轉 して お 

る やうに 見. 口る。 好轉 VJ を ふた 

巧で か論從 巧の 排日 派が 急 じ 

.親日 的 に；： > つたら する 

やうな ことは ない が排 U 的 感情 

が 大じ緩 かされ 大体の 空 氣が餘 

I 梓を 巧 じな つて ホて ちる ご 云 ふ 

一 程' 巧 f ある。 をが シャト グじ到 

着ず る ご 直ぐ 新聞記者 力 訪問し 

て ホた から 何 ふを ふ 人 か 聞いて 


見る ご 例の^ 1 .スト 系の 新聞 記 
を だ ど 云 ふから ザを 會 見して 見 
たが 菊 日を の 轿巧じ 出た 記事を 
見 も ご々 しも U 本 じ 巧して 惡い 
當 ホを したと 云 ふやうな 形跡は 
なかつ わ。 彼等 も 大いに 自重し 
て 畳る やうで あるから H 本人の 
方で も 相手が が：！ 3 派 だからと 云 
つても 無暗 じ 毛 嫌 ひして はょ く 
ないど おは 思つ じ。 をれ からら 
一っ 氣が 付いた 事は 最近 ホ國 
人が： n 本 及び H 本 入 ご 云 ふ もの 
に 巧して をら 眞が目 U る 態度を 

。って 

深い 注意 を拂 ふやう じ 

なつ じこ どで、 これは 巧 部 も 西 
部も異 ちは ない ので ある。 化の 
おじ 就いても 日本人 じ大じ 自重 
蠻 がする ど 同時 じ 巧も自 をを を 

下す る やうな 熊 度を 取つ ては な 

ら ないど 思 ふので ある 彼の 日本 
人 巧 事從業 員の 上陸 問題は をが 
西部 じ おる 間じ滿 足な 解 决を吿 

げ沙港 じがても 桑 港 じ 於ても を 

れ W ホ 何等 問題の 起つ た 話しを 

聞かなぃ が 之は 徹頭徹尾 解釋上 

の 問題で あるから 勞慟省 及び 移 

民當居 者の 態を 如何 じ 化つ てを 

の 解释は 何う でも 變 化し 得る の 

で わる。 故に 日本側 ごして は 今 

をを くまでら を 明 正大の 態度を 

化つ て 移民 官じ 疑いの 意志を 起 

させる やうな こどは 斷 じて しな 

いやう じ攀 巧し なければ ならな 

いど 思 ふ 云 々0 


日會 新年 度 

を秦員 指名 

が脊 日本人 人會 新年 度を 委員 

は 左の か < 指名み をせ る 旨發表 

された が 商務を 員 會は旣 に まる 

一 •一十 乂円あ 午 銀 巧 俱樂部 じがて 

第一 回を 閲 催し 闷業 組合 お 他 じ 

關 する 意見を 巧換 した る 由® 

を お 委員 食委 旨を 田 島繁二 

委封 巧義一 岡 島 敎治織 

出寬 水を 渉 S が 本ぶ 藏 

上 旧 健 司を 井關 治 

おお 委員 會 委員長 地 モ延之 

巧 委員 藤田龜 太が n 置 

巧を 上野 福 S 郎小 池正彪 

鈴 木 益 111 屋葺 悅郞山 下を 

隆 

祖脊 委員 曾を 員 お 山 本 健を 

委員 お 本を を 菊 池 ホ お衛 

香 曲 次 郞淸水 善を ま戶良 

二 か 中 健 吾吉の 正 之 

巧 慟委な 會委質 お ルを 涉 三一 

を 員を 永淸藏 ルが あ之輔 

巧 村 溝 雄 織 旧 常 戶旧貞 み 

郞山出 乂置郞 を 田 巧隆 

共 能を： 貝を 委員を 尾 葺悅郞 

を 巧 川 島 ホ 么進熊 野 傅 平 

„ 架' 煤 善を 小 お 辟 ill 淸水ま 

-- ホ郞柳 原資を 巧 がをお 郎 

j 圃 巧を 肖を を 員を 鈴 水 益 二 一 

; 委具ボ 川が 式 お 本音 彥 

1 がぶ 達 化 ホが 巧 道 

i 商務 委員 會委员 技 化 人を 巧 

委呂兒 玉 嘉四郎 巧 信 巧 治 

ホ 西 龍 雄 片お萬 雄 鴨井义 

旧 中 信媒獅 口骗么 

を 貸ぶ おを 員 曾を 目 お 安 ホ 


(を區 じサゲ コム ミチィを 選 

をし 運動す る 事) 

を 簿編篆 特別委 員會 委員長 

香 西 龍 雄 委員 巧 桐義雄 

鴨 井久 岡島敎 治を 田宗隆 

旧 中 信藏山 旧み 五郎 


太伞洋 曾議ご 

米 人 出席者 

當巿 マテ ジン お 一一 1 四ム番 じが 

けるィンステチユ1卜 牙ブ 尸 

シフ ホック レレ ■ ~~ シ ョンから 

米 人 側を 化 表しで 今夏 布 哇じ於 

ける 化 太 ホ 洋會議 じ 化 席す る 人 

員は 總計 二十 一名 ごか 定しボ 俄 

を 大學敎 巧 パ.- ク巧 ± を 始め ク 

—ク大 學敎巧 ブラック スブ ー 

隱 4-!、 ユニオン 神學校 フン ミン 

グ敎授 、華 盛頓 如大學 ゴーゥ 五 

ン敎授 、ペン 州勞働 局長 ミ！々 

ア に、 ジョン ス ホプキン ヌ大 

學を 巧ゥキ n — ビィ博 十、 户ア 

ゲ アド 大學 ゥキ^ ソン 睹± 、窜 

港 商業 會諮巧 副 宵 頭 リンチ 氏 其 

他 基督 敎靑 年會 、締乂 參政潮 等 

の 化 おを も參 加す る 笠で あるが 

委員長 じは 乂 タン フオー ド乂學 

緩を ゥネ, バア 氏を 推し 顧問 じ 

はバ アナ アド バラック 氏、 ア八 

バ ジョンソン 巧、 日 < — ウ ぶ 瓜 

が ± 、モット 陳十； 、フ キン レ 

推 b 等十數 るを 包 擁して 居る 


し ホ 圃墙を 超へ てを 乂國 する 加 
を 太 人、 墨 巧す 人 乃 まちが 人を 
發 見せる 煤を は 可 化 速 かじ 送還 
あかじ 晰 せざる ベから ずと 論じ 
保轉 をを 提化 せしめて な 留を許 
すの 制度を 圣廢 せよ と 說き间 時 
に 外人を 叙 法を 制定して 化 健の 
某 礎を 向上せ しいる じ 資し、 巧 
人、 白痴、 常を 巧を 縣逐 する じ 
ホ ざが ば 米 人 社會の スタン ダア 
ドを 向上す るに 由な しどて 優を 
を 見地 よら 劣等 移民、 勞慟 者の 
乂國を 阻止す べしと 株 論した。 

花供養 ご 其 道順 

が 育 U 本人 會じ ては 旣 報の 如 
く 本 H 午前 十一 時 よら マゥント 
ォリ V ット 日本人み 同 墓 化 じが 
て 化 供養 法要を 執行す る 善なる 
が 道順は 從本 一二 十四 下目の ク" 

スタ ウンを 取ち フエ プ 1 じて 口 
ング アィ ランドに 向 ひ 居た るを 
今年は 一二 十四 了の フ S VI が閉 
鎖され たので 地下線 じて グラン 

ド セント ラグよ らク キン スボロ 
巧 じ 乗ら ジヤクソン じて 下車 
夫れ よも 右手 一 T の處 よち グ 1 
セラン、 センタ ー 巧の 電車に 乘 
るを 便 ィ」 す ど。 

丸 山 洋服 巧 電話 

本 お旣報 六月 一日 よら 西 四十 

ハ 了 目 六十と 番地 じ 移轉藝 業す 

き 化 山が 服商會 電話は ブラィ 

アン トと〇 と九番 なら ど。 

來福丸 義金 電送 

励 際 お 船會社 紐ち 出張所 じて 

は 五 巧 二十 一日を-し 巧手した ホ 

福乂 遭難者 遺族 弔慰を を翌 二十 

二：：： 横濱 正を ちぶ^ 手 -^^經 て 神 

戶 本社へ 電送した るが 其 總額壹 

萬 四千 六 •向 或が 九圓 八が 四錢じ 

上つ た。 


规治 (第 r 帖) を 負 菊地ボ 

を 衔< 策 一岳) ま 山 正と (第 巧 

お】 を 出ぶ 隆 (巧み 帖) が' お 

善迪蟲 扇) 齋が么 糞 堅 

山 出 ル五邱 (第 k が' 平旧朦 

み 郎^" コ ホ ー ァ ィ ラ ン ド ) 


外人の 登 錄ホ張 ど 

移民法 勵巧 

が留か 人じ斟 して 最も 嚴 をな 

るか 締を要 ホすべき 位哲 じある 

は 『那惡 の 巧』 ホが をで あるが 

最 あィユ 1 ヴ 五-ー ブク 委員の 特 

別を 貫と して 搜棵移 お 法の 腳行 

をち をせ る 岡が 规が 所々 を才八 

ソン 判事ず は 入閣が にじ 樹 して 

瞄格 の 檢を を ^:!>す を 要す と ホ张 一 


♦お 巧敎 修道 食 
『僞善 者』 副 島 牧師 
♦が 育 H 本人 お會 
『信仰と 生活 問題』 巧 二 

淸水 牧師 


人員 募集 

夏 お働き 十 名 
獨身 者な び 夫婦 者 
あまを 募集 希 盛者は が 育 新報 
社 水を 氏 じ 御 面談 願 ひます。 
太 西洋 ボ 

か商會 


ダンシング 

巧 人の 美人が 皆 横の 御 相ず を 
します、 日本人 諸君は 特に 歓 
迎 しまず から 友人 御 誘 ひを せ 
御 巧 媛を 願いまず。 

柯時 でも 個人 敎授 致します。 

= nim £ lrp 口 £ 

芝 rd and 芝 th Sts. & 夏 ョ bus Ave. 
ヴ宫 h 呈 e CGlibuM 这 爱 


M 淸潔 じして 高尙 なる 
家庭 いント 低廉 午前 
中 又は 午を ホ 時 過ぎ 御來談 あれ 
宝 rs. Naganu ヨ a, ゴ W. 萬 th St. 

さ こ 4 B. F 吉 h n 夏 r Fr 田 nt 


裁 禱所關 業 

洋服、 絹物、 ゥ！ 八 類は ドラィ 

クタ！ ニン グ 、プレスみ び染更 

，化 立て 盧し 一切 まく 英魔じ 
致しまず。 戴 縫は 如何なる 御 注 
文 も 巧嗜じ 早く 致しまず 其他ユ 
カタの お來を もを わます。 

坂 ホ 裁縫 所 

128WJShst.N.y.c. 


♦実な あを 員 慰が 送別 會 美な 

敎會 じて はまる 二十と R 午後 八 

時ょ ら會員 ま 川 二 郞-氏 慰 勞ご前 

幹事 山畴務 巧の 送別を 兼ね 祈禱 

會を稠 きたる が 多數會 員の 出席 

あら 盛 况裡じ 散會。 

で ポ 靑年待 藤 狩 去る 二 

十四 H 雨天の ため 延 則した ュポ 

1 ス靑 年會厳 狩は 巧 S 十一 日 午 

前 十一 時 お 0 敎會 じを 集 ダィク 

ン ょら 對岸新 城 西 ホ 面に 出發 

巧 倉 商店 新 雷 話 番號當 巧 猪 

五 お ニニ 五を 舘 生糸 南片食 商店 

新 電話は ァシュランド 四 五 匹 六 

反び 化 ニニ 义番 じ變 あ。 

ホ 島 知 健 氏 二 一井を 名 會社地 

所 課長、 同社 員 鹿島贞 房を は 明 

H お 發阳巧 加を 太號 じて 歸 朝。 

♦寶旧 通 之 氏滯紐 中の 國ほ新 

間 特派員、 夫人 巧 伴來巧 一二 日出 

帆の 化 船 じて 歐洲 經お歸 朝。 

♦柴垣な 氏 一二 井 物產シ ャトグ 

出張所を、 去る か 一二 H 着 紐ホブ 

八、 マゼス チック じ 投宿。 

參姉齒 準 平氏 副領事、 昨が々 

巧 じて 出藥 一両 H 中に 歸 紐め 笠 

♦旧 房 秀么巧 氏 摹轉總 瞥巧專 

賣， 府お務 を、 夫人 同が 二十よ 日 

出帆の 便船 じて 歐洲 經も歸 朝。 

•蜜 田げ 巧 氏が が 育 總巧奉 館 

書記 生 どして まる 廿 四日 日本よ 

ら着巧 0 


► H 本人 お U 巧を 

『狸 ホ定』 


移 轉廣吿 

弊店 儀 今回 建物 改築の ため 移 
轉 致し 來る六 巧 I 日ょ を 左記 
じがて 營業化 b 化 隙 一 曆勉强 
致 可 申 候に 付舊じ 惜し 御 引 立 
の 程 伏して 奉 願 上 煩 
西 四十 六 T 目 六十と を 

丸 山 洋服 商會 


カツ S テリ ヤ 

設備 完 をの アミ ユ！ ズメ ントバ 

ク カフ 五 テ タヤ 貸し 度し、 何 

時 じても 開業し 得。 

又 卓子、 愤 子、 食器 •一切 轉 業の 

爲め 至急 讓 度し 御 一 覽を乞 ふ。 

笠 rs‘ M. ぎョ呈 e 吉 

Drea 重 and Park C 墨 eria 

Nsrk, N. J. 


求人 經驗 ある 皿 洗を ホむ 

月給 五十 巧、 を事邮 、外泊、 希 

遵 をは 左へ。 

ぞ呂 les Hspiial, w 吉ジ邑 nd lUe 


«裝 飾 綺麗の 明るき 室 

設備 完 を、 地下線 じ 

近し 日本 紳± に 貸し 度し 午後 六 

時 過ぎ 御 巧 訪を么 ふ。 

是.80呈を忘-52去.一呈11苗 


貸家 


S まあび 湯殿 什 五 巧 

六 室 及び 湯殿 化 お 弗 

頰 所は 武巿 ナツ ソ ー コ I 卜 、委 

細は 左へ 御 御 照 食を た ふ。 

G. S. L 妾 ra. 1 87 G 占 ird St, 830 至 n 

Tel. ブ iangle 82 岂 
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貸 室 


一時 前 じ 御 話し あらた L- 
す已呈 aiis 产普 7 W. 138nh St. 

を t. 1 ジ 1. Audubon 7 基 0 


5 哥 一過 五 ぉ 及 藻‘、' 一 
貨良 A 又は 一 一た 適す、 

巿應へ 十を タィム ススク A ヤ ー 
へ廿 五み お 話 ホン バラン ド 室 ーヴー 

妄 舌を 苗. Bro 量。 黒 崎 梅 子 


音 樂敎授 アキ オリン 

獨唱献 巧莱巧 ーヶ月 六张 (一週 一 質 

西 六 卜五了 目 東を 商會 階上 
菊 池 盛太郎 


.夏瘍 向新 荷 到着 

特に ゲ I ム闻 陶器 雜譜類 澤山取 揃 居， 
候 間倍舊 御用 命 願 上 候 

森材 K ラ ザ ー ス 


so 交 I 2 C 巧户巧 ros ; すご 
资 West だ忘 S 产， 
zew YWk を y 
Telephone Gra 吕 ercy 3 ま 0 


夏瘍 向^」 新 荷 着 

陶磁 黑雜貨 を 種卽着 精々 勉强御 便宜を 計 
ります から 是非 見本 御 一 覺を願 ひます。 

修 S 残 木 桃 ホ 組 

養 EJ 量 St. こ. Tel. ぎ y 養 皇 8 置 置 ム 


复場向 = 新 荷 到着 U 

精々 烛强 巧れ 候 間 御託 文 被 下 度 顆上候 

太洋 貿易 株式 會社 

TTe 产資 uyvesa 呂 一: 382 W 
S 1 『ifth Avenue ;, ZOW York Qty 

ohicago Branch ぉ7 W . s》dison St ., Chicago , 111. 


川箇 牧師-巧 


日本 歐洲巧 

乘船 切符 並 じ 大陸 橫斷鐵 道 切符 

諸外圃 送ち 小馈 物は 化が じ 御 化 

計ら ひ 申ます 

日本 郵船 會社 

並 じを 漁 幸 漁船 會社 

代理店 片桐 兄弟 蘭會 

紐 育巿東 五十 九 T 目 ニニ 四を 

電話りー ジミ トた ミ 四 A - 


0 0 ^ 關 夏場 グ I ム 向き 

り 本 獨逸谊 輸入 玩具 小物 雜貨 類、 
玉屋を 種ゲ ー ふ 向き 格安 恰好の 物 
澤山取 揃へ 日 木 人 顧客は 梟-^ 確實 
げ 峰に 取扱 申ます。 

子 ド 心 でン ドシ厶 メル 
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シ グ ク ラ ニ ン グ鹿皮バ ン ッ ボ ケ ブ ト 
ア V ハカ 自二 十二 弗 至 一二 十八 弗 

シグ クス ケ术 トン ラィニング 

バア ムビ ー チ 旨 二十 至阳 •十 お 弗 

シ八 クス ケグ トン ラィニング 

鹿皮 バン ッ ボケ ブトを ソッチ ポケット 
御客樣 切地 化 立 旨 S 十 弗 至 S 十八 弗 

H 本人 部化理 坂 口 峰次廊 
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ホノ か、 •樓演 おろ 長 巧 •上海‘ 季灌 ，馬 あ 装わ 

西 化 利亟化 (二气 浸 〇賴) 六 巧 九日 

(羅廊 な 帆 並 巧を 0) 
太が 义三 二、 客 〇喷) 六月 サ S 口 
灭洋丸 (き、 呂〇 晒) と 巧と U 

コレァ 化 (言、 0 登 顺) お 月 サーロ 
(羅巧 化 脚 A ち 十 屯 日】 
春洋乂 三 二、 000 咽) 八ち® 口 


往航 墨西哥 、おを、 智利諸 港 巧 
なが * ノグ 、橫演 神 戶巧司 香港 林 
- せな ホを み 湿 一画 j 

i 溝 巧 1 切 巧 磨 臺券路 入御 幹旋を 4 お 



シャト 八 出帆 午前 十一 

▼フ レシ デント ジエ .フ アツ ン 

六月 A 

▼プレジデント グラント 

六ち IH 

▼プレジデント マディ ソン 

と 巧 - 

▼プレジデント ジヤクソン 

と 巧 十 i 


> / •ピ ■- JJ , U i — 

船室 寅く 巧 お 
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ホ 巧 か 四日 
と 巧 十一 二日 
八 巧 と 日 
八月 かと 日 


け 本 巧 船客 運賃 新 率 
一等 橫お一 化 五 巧牌戶 二 〇 五 巧 
一一 一等 洋を 五十と 巧 化 食 五十 立 巧 

歐渊 H 本 間 客船. (お 月 二回) 
输を よら 一等が 五 お、 二等と 十 
磅 、.跑 巧 塞よ b - 等 九十と 磅 
二等 六十 六磅。 
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御 巧 荷び を ほ 靈 
遠 業 爲並ま 巧 貨 
お 務替送 夕: f 五 
な 御 取を 1 J 十 

く 巧 組 S 巧 圓 

御 利 取 1 育 0 

暴 接ち 瞧 お煮 

下 巧 用 、な だ 年 
度 仕 巧 外 六 
お 误を国 巧 1 み 

一 — 

を 巧 

塞を せます 貴 5 s 
一 § — . 

麗？ 證 震: 

惊 島を 本 ミ^ 

無 S 纔 が- 

が 巧 巧 為 巧 0 千千 

議强巧 億 

i 巧圓 曲 圓 

でが 化 弊 円 ! 

御 型員舖 ii W i 
用 、方は 

命 新の 《in 货 
じ 柄 御 年 御！^ 

ゥ 應 のが ■i が W 
こ じ 洋服 化 巧 + : 
フオ ま 服を 弓 文;!^; 
フ 1 す 、誠 本け ホ f i 
p ' 。 外搜ぉ 町！ 

,) 力 をし 樂當み 

J 1 のて 部 岸 か； 
才' な 居 食 ち （ 7 ) 
がふ 文ち 員へ、 化 

麗； 空 妻 律 1 
店 ド r ゎ、 服！ 

巧 る 

太 

養護！ 

感 ち 

市 H J 

雙 易ィ ㈱ 

巧 巧グ溢 
ボま 1 化 
ス ブ器 

卜 ち 巧 

V 社 黄 

画— 一 _ - 

巧 本 SIS 般 § 

IS ^ II 

A 化 、 

,1 一 が 毙 P 

舊！ 萎！ 1 

1 || 
がな？^ 

が 憂 可 5 
な磊 達 ！ i 
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ま 巧 建築 事務所 
i\v 江れ iko Tsumanuma 
xvoom 1607 No . 101 Park Ave, 

Tel. Vanderbilt 8436 

觸川保 隙 事を 所 

比 Segawa, Insurance Broker, 
303 fifth Ave., 

Tel. Franklin が 00 , な t . 193 

內 ffl 商事 株式 會社 紐 育ま 店 
Uchida Tra 加 ag Co., Ltd. 

の 1 Broadwav, 

Tel. Worth 1576 

島賓易 株式 會社 

Shima Trading し o. Ltd. 

150 Broadway 

Telephone Rector 1484 

Paul に M. Thomas 

Advertising Counsel 

2023 Tribune む Hding 巧 4 Nassau St. 

Tel. 6 が k 讯 an 6978 

株 ま會社 赤 尾蘭會 
AKAWO & C 0 .， 鼠 

295 Fifth Avenue, New York 

Tel. Caidoni パ ? 58-59 

1 

japanese-American News Service 

日 ホ 電報 邁信社 i 

な 國の政 おを、 實采界 及 財 あの 
事項を 进速旦 つ 確 巧に 我 道す 
每 H 入を ーヶ巧 巧を 五十 弗 

Tokyo Ad けけ ising Agency 

H 本 あが 雜お 廣吿一 おお 巧 

35 Six 比 Avenue, New York City 

Telephone Spring 8277 

_ 久 原が お 株を を 帝!： 

Kuhu Trading Co. 

30 Church Si. 

Tel. Cortlind が BO 

S 共 株式 會社 巧 巧資易 株式: 倉 社 
化理巧 

商が 萌會 

Takamine Corporation 

120 Broadw が， お w む rl (む ty むし お ctor 7884 

General Office 4 Factory 208 む wson 化， しし C か , N, Y, Tel. Stillwell 7718 

淺 野物產 株式 食 社 
Asano Bu さ s 泣 11 Gomp 泣 ny 

Roopi 801-805 

165 B か adway 

Tc し Co け landt 80 が - 8052 

大食 組紐 育 支店 
Okura & Co., 

30 Church St^ 

Tel. Cortlandt 2 が 2 - 93-94 

結 宵 R 本人 會 

The お pane な む s 日む ation, 

250 W が t 抓 h S し Hew む rk 

Tel. Circle 8190 

. 巧 滿洲巧 道 株 ま 食 巧； 

な 育 事な 所 

South Manchuria R. もむ.， 

111 Broadway 

Teh Rector 巧が 

云 井 物を 株 ま會社 
な 育ま 巧 

Mitsui & Co., 

65 Broadway 

Te!. Bowling Green 7520 

高 田 商 食 
短 育 支店 

Tak が a & Co., 

150 Sro お wa ん New York City 

Tel. お dor け 21 

がまを 社 若 ホ 巧 店 

紐 育 支 巧 

Iwai & Co., 

Woolworth Building, 

Tel. Whitehall が 40 

= 塞が 事會社 

M な subishi Shoji Kaisha 

(Mitsubishi Co 巧 Ltd.) 

120 Broadway 

Teh な ec か)： 2560-2564 

巧 ま會化 

山中 商會 紐 育 支 巧 
Yamanaka & Co.. 

680 Fifth Av ち 

Tel. Circle 4014 

曰 本 綿花 株 まを なが 育ま 店 
Japan Cotton Tra ぶ ng Co., Ltd., 
Cotton De が， 

的 Beaver か ., 

了 ■し BovvHno QpMn 2900 

Silk Dept. 

25 M ■ が Mn Av,., 

TW- M •ん Sq. MM 

H 米を 糸 株 ま會社 
紐 育 支 巧 

NICHI-8EI KIIT0 KABUSHIKI KMSHA 
(NICHI-BEI KJITO CO" LTD.) 
373 4TH Avenu ら 

Tel. Mad. Sq, 7592 ぷ 

'神 口 お 木が 店 
な 育 支店 

Suzuki & Co., Lt ん （ Kobe) 
220 Broadway, 

Tel. Co け landt 1149 - 50 - 5 レ 52-53 

日 本 生糸 株式 會お 
が 育ま 店 

Morimu なむ ai & Go., Agen わ 

44 E. 23 rd St. 

むし Ashland お 20 

巧を 名會 お： 

紐 育 支 巧 
■ Kara & Co., 

4 が Fourth Av も， 

TeL Caledonia 7830-35 

江 巧 巧ま會 制： お 脊ま巧 
Gosho Corporation, 

Silk Importers, 

$34 f»ourth Ave. 

Tol. Ma ん 8 q. 48 が 

Gosho Co., Inc., 

Cotton Exporters 

60 Beaver St., 

Te!. Bo も Hno Qreon 8806.06 

乂お 朝日 新聞な 乂お每 日 : 二 巧を H 日 

福 旧 巧 平 上 巧が を 

。 。5 ミけ V:"' . . Osaka Mainichi, 

Room 308 World Building 術 む 化 隱 B 山她叩 i 

Tel. Lehman が郎 む !. Beekmw 4259 
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- 紐肯 新報 

一大 每 野球 閣來ろ 

^ 乂蚁 朝り ど 巧お峭 しつ； H 本 

じがけ る 耕聞界 3 み 力を 二 かし 

て 其-を 把 おしてなる ご稱 せら 

る i 大阪每 U 巧閒 S か 化 記者 じ 

化ら て 組織され じ 野球 脚は ホ 畦 

を おり 出 L にお 半が 沿を ぶび 中 

西が じ轉戰 して ±氣 益々 化 盛 

一巧 十 お 名 昨 U を W て 名が した 

吾人は-けの 志を 化 どし 巧手を 

おげ て 歓迎の 总を ぶせ レ ど 欲す 

るボ である。 

香 人は 茲 にを 巧 出を 迎 へ、 次 

で 明を 大 をを 迎 へた 當わ にも 論 

ぷした通も巧性的ゲ1 ム で同時 

じブー ムゥ ォーク のが 値が 最も 

善 （を 露す るみは がが 競技で あ 

一る から 單じ 野球 道の 他流試合を 

'目的 どす るの みで も 义國を 一遊 

j する ミは ホ 常の 利益で あら ねげ 

~ 。ら 《。 而も々 化 記を どして 見 

i 巧を 獨 むる のが 機 禽をも 作ら、 

i 巧ら じ 巧 球を 迪 じて ホ网人 どを 

，歓 理解し 巧る ど 云 ふ 事 質は 看脫 

: がして はならぬ 巧 個の 尘產 であ 

: らぅ。 みに 乂每 が， 球 脚は お ホ 輿 

i 論を 喚起し 若く は 輿論を 背景 こ 

_ すな 轨酣界 の 中 整ん 物 わらむ ご 

: する 抱を ご舆氣 とを がする 少化 
: 記者に 化 b て 組織され、 ホ 野球 
間の 父 ご 仰がれつ-- ゎる 奥が す 

染 巧め 如きが 閒 巧の 岛盛じ wb 

て 指 海せられ てゐ るので ある 

ら 今み の义國 遠征は 勝敗の 數如 

柯じ拘 はらず 頗るが な 義；^ るべ 

きを 信じて 疑は ない。 吾人は 野 

球 團諸健 巧が 幸 じ自お 自愛 其最 

善を 遊して 化かを 完 ふせられむ 

2 を 遵^で： 一一まざる 次第で ある 

女王々' 冠の 悲を 

免 化の エリザベス、 乃 まグキ 

クト リア W 頌 せられて ゐ る羅靖 

巧亞の 女王 マリアの 趣味 淺 から 

ぬ 所謂 『女王の 人を 觀』 が クォ 

—グド 紙に 诬 載され つ 5 ある： 

女王 マリアは 王位の 巧 荷を 力說 

して 到底 肆巧 一巧の ものでは な 

い。 治 凰 ホ 天下の 理想を 實 現せ 

むが 爲 めじは 都ての 『巧』 を 犠牲 

じ 化する の蜡 悟が む < て はなら 

のど 瞒 がして ぶ ホどン ニンと を 

比較 論奸 しあ 巧は 假み 幾多の 逝 

失を がて したる じ もせょ ぶ齒々 

ほを をす るの ま 情 にがては レ こ 

ン聲ご 阿りの 類では むい ご斷じ 

帝 逊攤證 じ 化の かき 躲を 化いた 

乍 併 マ プア 女モは 十と 歲 じして 

羅馬尼 王 じ 嫁した 自 かのを を 城 

みて ホの やぅに 嗟 嘴した。' 曰 < 

『まは 十と なじして 殆んで 未知 

の 人に 嫁し、 一切 何等 知る 所の 

ない 國じ 送られた。 是れは おか 

のょ いものでは；；* かつた； を吿 

白す る。 何 ど U れば園 おは プリ 

ン七ス やクキ ー ンは 人間で ある 

i を なれて ゐ る。 随て 彼み 速は 

何事を も ふ 巧て 馆らね 比 4;>ら の 

どち へられ、 過失が あつて はな 


らぬ ごち へられ 恰も、 む臟 、一朗 腦 ~ 
蛾 惟の 持までは むい ごを へられ 
じ。 妾は 十との 削 齢で 淡い 髮の 
毛を 誠け せ銷 をの 眼 和— 喊 つては 
皮が の ダァク む 树民ど おつた 國 
語を 用 ゆる 齒： ごじ おし k 』 ど 
是れは メリ ー 女主が 书 適の 悲哀 
をむ 確に 物語つ た散义 訝で ある 
女王 u - あら じ 進いで 汾 怠の 境 じ 
入つ た 化を のかき 威 想を 吐 落し 


てゐ るが 後半の 『自己』 を アツ 
す アトせ む £ する 女王の 类 文が 
おして 克く壬 迸のを 詩が 與 へた 
印象を 讀 者から 取戾し 得る や 巧 
やは 甚だ 疑問で ある。 人生の 幸 
福は 皇帝たら 女王た b 宰相た る 
じあらず して 『眞の 人』 たるに 
化る じ 顧みて 吾人は 深厚なる 同 
精を バ カンの 女王に 捧げざる 
を 得. い。 


を 移民 排斥 法を 一に •して 

亟細亟 移民を 排巧 


ソ シン トン ー H あ：：；：： 卜院移 巧閒趙 委員 おじして 現わ 排 H 移は 
を まの 發 まを である ア於バ ー ト •デ ヨン ッン 氏の 聲明 する 所に 
化れば、 下院 移は 委員 會じ ては 巧 期 議會じ 目下 執行 中で あるち 
那人絶 お 排斥 法、 が お 人 排斥 法 及び H 本 移 K の 排斥 法 等を 打つ 
て一乂 どし 今 お 『歸化 不能の か圆人 じして ホ 國じ居 化を 目的 ど 
する 若 S 入 米を 絶掛じ 禁止す』 ごい ふを 义を まごし を アジア 移 
はの 排 巧を 怠 ホす る 新 おお 法案を 提出した る 上、 別個の 排斥 移 
は 法み 巧蚁 よらを ずる 二重の 手績 、錯雜 等を おくの 手段を おる 
じ まるべき 形努 にして、 特に 支那 人 移に が 巧を の 如き モ八巧 八 
十二 年 W ホ、 隨 盧じ變 をし 得る 牲 質を 帶 びて ゐ るので、 移民 局 
侧 にても これ 等の 移- ii 化 おじ 故障を 惹起す る 摸を も 多く、 自然 
隨お 侈に じ卞 おしつ； ある 當局 はこの 新 巧を を 歓迎し つ： ある 
も、 大統锁 ぶび 國お 省は = 本を 民 排斥に 反 おした 關係も あるの 
で おして この 新を かじ 對 して 如 巧なる 態废じ 及ぶ かは 疑 間で あ 

るけれ.，''一ら、 旣じ上院をお委邑をは拂リあごしてを評ある；； ィ 

クム •ゲ 3 ン ソン 巧が 新たに 椅子ぶ もめて ぶえ 細 舞 化、 雜會の 

通過には 些 しじる 财難も U かるべ < 、を 旨 曾侧 では これに 脚聯 

し排巧 法は 單じ 円本 人の みを 目 機 ごせす、 從 つて 乂强が 日本人 

をな なく 侮辱した どい ふ 非難を この 新法 律 じ 化ら てごま かすな 

向で あるら しい 0 

- 〜 .in ( 1 . 

狱鑛 罷業に 呼應 して 

學生團 の 暴 巧 沙汰 

上海 罷業 首謀の お 罪に 憤槪 して 

靑島 罷業 も 死傷者 頻々 

上 お 二： n 發： =昨 日 上 お 目 おきの 南京 街 じて 蔡 巧を 演じ 巧 傷を 

サ ニ あを 生じた ま那 人の 排外 學生剧 は 今朝 义 もや 一大 示威運動 

朽 列を 試み 杂巧じ 及んだ おお 四 人の 學を •か 銃 おされた が-そ 二 

千 人の 學生ど 永ザ棉 化工 壌 よら 解 履され た 支那 人 職工は 日本人 

巡査を 捕 b て 校 橋よ 6 が濱に 投じ わる 巧め 巡査は 化むな く發砲 

して 即死 者 一人、 負傷者】 んを 生じた 巧 巧 外人 巡 羅隊の 應援で 

漸< 學生閒 は 退散した が、 今回の 騒動で 學校 はを 部 休 较し厦 動 

ま V 覺 しい 曰 ンア 人が 逮捕された 

象 巧 一日 發 =: 上 およら 達した 特報 じ 化れば 上海 外人 居留地は 

外人 巡絕 除が 武裝 酱戒の 上、 米 固の 縣兵 おも 要所を 物々 しく 聲 

が 中 じして、 第一の 篆巧は デ^ メント •ストア ー ㈱ 近 じが 

て演 せられ 學生瞄 は 逆け 中の 自 働を、 貨車 等を 手當ち 次第 じ 破 

搜 したので、 支那 人游 5 官隊 出動した るも單 じを 砲を 發 がする の 

み じて 玻 巧は 鎭滕 せず、 遂に 消防 除の 出動 ごなら 學生圈 じ 水を 

がが して 擊遥 せんごし たる も 却つ て おおされ 危 隙に おもつ i あ 

る 際、 外 乂咎官 底 軍隊が 出動し お 砲して 漸< 退散せ しめたので 

あるが， 上海 巿當 局は 凡ゆる 非常手段 じ訴 b て 秩序を 維持す ベ 

しとを 布した るが、 巿 巧の 支那 人 巧 巧は 想 怖が 態じ陷 b 大部み 

巧戶を 閉鎖して 難を 避けつ 5 ある 有様で あを 

まま 特を I H を U 靑 島の 邦人 

機 萊ェ旗 駆 業者の お 巧は りご 

みに 激烈 ごなら 遂に 巧が 砲艦 

二を 皮 驅逐艦 二隻の 出動 どな 

つたが、 今夕の お 勘には 支が 


遇 出が 事 よら 化る 
聯合 裁判 じて 審理の 結 

おお 罪を 實吿 さる、 に まつた の 

で 罷エ者 侧の激 巧-方 ならず 特 

じ 化が よ b . 緋 外的 色彩の 濃厚な 

擧生閣 はこれ を機會 どして 一大 

示威 速 動に ぶび ネタ 突然 上 お 商 

業の 中必 地で ある 南京 街 じ 殺到 

し黎 巧に 及んだ 爲 め發官 隊は武 

装して 止 わなく か 二 發を發 砲し 
これが 悉く 命中して 學生 側じ即 
化 六 人、 負傷 八 人、 重傷者 八 人 
を 生ずる じ 及んで 形勢 益々 不穏 
ごな > 上が 巧谢當 時に 組織され 
た 上が 外人 巡 羅隊は 十二 巧の 裝 
甲 自動 巧ぶ び 輕砲隊 を 巧 動 甘し 
めて 蠻戒 し蠻 官隊ど 協力の 上 外 
人运留 化の 

要所 警戒に 従事し 首謀 
をご覺 しき 學生約 五十人を 檢擧 
したる がか 人 巡 羅隊は 特に 暴動 
のま 要地で ある H 本人 工場 附近 
を徹 お蠻戒 中で あるが、 繫巧後 
の 大雨 じて 巧 列は 解散した けれ 
でも 一般 お 人の 不 をは 一方なら 
ず。 警祭當 局は この 暴行め 裏面 
じ 過激派の 赤化 運動が 潜み 特> レ 
南 ホ 派で ある 國ほ黨 ^ 排外 人 運 
動が 輿つ て 力 あ bvj おして ゐる 
-ン ドン ー日 發=; 上海 よら 達 
しじ 報道に 化れば 同地 じ 戒嚴み 
が發 巧され 學生鹽 の 示威 も 漸< 
鎭靜 ずな 傾 おで ある ど。 

.プ シン トン j U 後；；；； 上がな な 
總 領事 カンニング； ム 巧よ-^ 固 
務省じ 達した を電じ 化れば 外人 
酱官隊 が學生 脚の 暴 巧に 對し發 

砲した のは 万 止む を 得ざる 巧勸 

でゐ つて 共を 黨 員は 頗る 過激な 

る 實傅义 を 散揣し 支那の 現狀は 

日英 佛 ホの ホ 國 主義 的 政策 じ禍 

巧 を發 して ゐ ると 稱し 人民を 擬 

動して ゐるご 0 




日 シア 側は H 本は こいじ 化ら て 

疆じ 締結され む日發 協を ょ. 〇 削 

除され れ滿 蒙じ對 する 日本の み 

力を 認 むべき 千 九が 十 年の 储約 

巧 承認の 具 どな L ゐる もの ど 認 

めて ゐ るが、 C シアが 巧 支 錫 道 

化讓 のむ め 出兵した ごい ふ 報道 

は 堅く 否認して ゐ る。 化 ほ 支那 

の辟繁 大使を 戴が 氏は 化を 政府 

及び 張 氏 じ對し 白色 ロシア 人を 

支那が が 護す る ミは 到底 ホ 巧 能 

である 旨 電報を 巧て 力說 しわ。 

安達 謙 藤氏が 

遞信 大臣に 

賴邸木 氏を 務み官 じ 
ま 京 特電 一’ 曰 發：： U 旣電の 如.. 
遞信 大臣 义！！^ 毅 氏の 辭意 堅く 加 

朦 首相は 緊急 閣議を 開催、 一! 一派 

領袖 ど 協議の 上 巧の 辭 意を 容れ 

後 ほ遞相 どして 憲政 會總務 じし 

て 加 藤 首相の 蒼 謀 總を格 ごして 

を 評を るを 達 謙藏巧 これを 繼承 

卞る Jyt なら、 今朝ぶ のか さ 巧 

命を 巧ろ じ まつた。 

昼 位 動-二等 安達 謙藏 

巧遞信 大巧 

遞信 大臣 

罢窗戲 一等 犬養毅 

化 願を 官 、特に 賜 前官 禮 お' 
動 四 等 賴母木 おを 

巧 遞信省 政務次官 

動 四 等 パ- ホ 島 一雄 

依願を 官 一 

而 して 义養毅 氏は を 島 一雄 氏を 


巧が が 出動して 街 突し 遂に 職 

ェ侧に 即死 ま 一二 人、 を 傷を 数 


十 名を 出した る 外、 を 謀 者が 

餘 人は 逮捕された。 衍ほ上 お 

の 排外的 學生騷 動も惡 化しを 

市の ぶ那お 人は 同盟罷業した 

上海ぶ お 化 一日 發 U 髮じ當 地 

H 本人 絲績ェ おじて 罷業 暴 巧を 

がて したる 首謀を 較 人は、 を國 


支那 ご ロシア 

外交 危 、し 

鐵道間 題で 

モス カウ i 發 =： 囊じ勞 農 

シァの 東 ま徵道 管理人が 約 二な 

人の 反 過激派 使役 人の 解雇を 命 

みした るに 對し 

露を 共同 管理 經餐 調印 

者の 一人で ぁる ま S をの 張作霖 

將 軍が をの 命 ホを 化 消した ぇは 

獨ら滿 蒙の みなら 中 モス カウ じ 

於け る勞農 政府を 激昂せ しむる 

一方ならず、 ロン ア侧は 張 作 

霖 氏に 對し戲 道 使役 人の 性 名 表 

搪 出を ホめ たるに 對 し、 張 氏は 

露 支 國境ポ グランツ ナヤ じ 派遣 

すべき 軍隊 輸送 列車 四な 輔の廻 

附を ホめ つ i ぁる 有が じて、- 両 

者の 關 係は U ど 共 じ 緊張し 特に 

張作霖 氏が 南滿鐵 道會社 じ對し 

て勞農 使節 カラ パン 氏の 抗議を 

無視し 恃别 線路の 布設を 許可し 

た i 等 じ 照し 張 氏 今回の 巧 動の 

裏面 じは 化 ホ どの 關係 上、 日本 

の 援助が 潛 化して ゐ るので はな 

いかど 疑 はれて ゐ ぶが、 

口， ア巧 はこの 際 張 巧 

の 命み じ 服す るのは 勞農〇 シア 

の國 威を 傷け 直つ 反 過激派 ロシ 

ア 人を 鐵 道に 使役す るのは 滿蒙 

じ對 する n シアの 巧 權を危 < す 

る ものごして 最も 强 硬なる が 



罷 H 驟务が 

奉 天へ 飛火 

東京 特電 二 H 發 U 上 おの 罷榮 
騒ぎ ど 學生阐 の 示威運動 はぶ 
殿み の. 蠻ボだ 稱敲轉 を 
が 瞄ほ證 がを 嬰ず る 点を く、 
煽勵 罪の 嫌疑で" シァ 人 一二る 
の 驗舉を 見る じ 至ら、 騷 動の 
冀 面に 巧 產黨の 魔手が 潜んで 
なる ミ確實 ごな つた。 尙ほ駆 
業 熱は 上が、 靑島 のみ じ 止ら 
中を 地 じ 飛火す る模樣 らし < 
旣じ奉 天 じ も 一部の 同 酷罷ェ 
が 開始され た。 


同伴して ま 邪を 漫遊し 南北 融か 

ご H まの 親善に 就て 努力すべく 

寺 巧 度び 山 本內閣 時化の 大藏乂 

臣た b し 勝 旧 ま 計 巧は 田 中総魏 

の勸誘 じて 政ぶ 會じ 乂黨 した 0 

尙ほ辭 職を 傳 わられね 遞 信當參 
巧 植巧悅 み郎氏 (政ぶ) は辭 職を 

思 化つ た。 

誌。 を 達謙藏 氏は 熊 本 縣第四 

區 選出の 憲政 會魔務 じして 元 

治 元年 熊 本巿じ 生れ、 朝鮮 じ 

锁鮮 時報 化ぶ び 巧が 新 巧 社を 

創立し、 S 浦 觀樹將 軍の 朝鮮 

王女 殺害事件 じ聯座 じて 入獄 

しれ ミ も ある。 衆議院議員 じ 

當 選す る MU 化 回、 大腰 巧閱時 

巧に 外務省 參政官 ごな つた か 

常 じ 巧 じあつ て 活動し、 遙政 

會の參 謀 役 じして 智謀の 人と 

して 知らる。 化 年當 地を 訪ふ 

れ i も ある 0 


洲 大物 參加當 時 ゥキグ ソン 大統 
領 のパ脑 どして 八 個 年に 互 6 副 
大統铜 のを 職を 果 した < ンデア 
ナ則 W 身の 政治家 ト ー f ス •ラ 
ィレ I •マー シア^ 巧は 約 一週 
間 前 當地じ 到着し 故 邪ょ b 必臟 
病を 併な する じ まち ホ チ グ • 
キラ I •、じて 靜 養、 侍 磯は を 態 
か 方に おひつ、 あら ご稱 して ゐ 
たが、 今朝 マ 氏は ベッドに 坐 b 
てず 素装讀 しつ i あつた！ 一書を 
讀 みつ i あつた 際、 昏然 こして 
眼る が 如 < 逝ました。 

か マ I シア 片 氏け ィン* テ アナ 
州 じ 生ゎた が、 實 はを 粹 のゲア 
f ニアが の 古いを 庭の 人で あつ 
て、 モ乂 H 五十 四 年 一一 一月 十 TOn 

—ス •’ン チェ スタ 1 じ 生れ 

中西部 じで 敎 育を 受けた る 後 千 
八 百と 十 法曹界の 人 どなら 
千 化な 八 年の 選 擧じ獨 立 民ま黨 
を 標榜して 共 か 藻の 地盤で ある 

ンデア で 州に 知事の 倚子を 爭 
つて 共和 漠 大統領 タフト 氏の 當 
選と 同時に 大夕數 をな て當 選、 
千 化な 十 r 年、 有名なる バグ チ 
モ ア1の居ま黨大曾じ副大統領 
ごして 推薦され、 等しく 前 知事 

であつ た ウす八 ソン 氏 £ 立 ハには 
ま黨の 王通枯 化を 生んだ ので あ 
つた。 


國語學 校 案は 

違憲と 判夾 




聖書を 手に 

前 副大統領 


ォレゴン 州 敗訴す 

7 シン トン】 日發 ：：：： オレゴン 

州じては囊じ八歲^5上十六歲0 

すの お 童は る 立ず おじの み通學 

- 得る もの じて お立學 校、 外 厨 
語 敎授學 校 等に ぉ學 ずるを 得ず 
いふ 一 補の 排巧 的を 質を 帶び 
た敎 育法を 制定し をの 背後 じク 
ク^!^ブクス* クテン の運動あら 
しは を然の 秘密で ぁるが、 她の 
法廷は これを 違憲と 倒 ホした の 
で 州 官憲は おらに これを 大審院 
じ 持 出し 抗爭 中の 夕 ころ、 本日 
マ クン ィノ 少ド制 事に 化ら を 童 
は 州の 所な 物 じ ホ'-^ ず どい ふ. と 
を 有力なる 巧 由 ご L て斯の 如き 
强 制的敎 育を は ホ 励の 憲法に 違 
反する ご！： みした 0 ? 

註。 本 間 題の がみは 巧 畦の 巧 
人學校 かじ も 影響を 大 ならん 

舞 鶴耍避 司令官 

東京 特電 一曰發 U 古川 中 おは 
舞 鶴耍渚 司か官 となつ じ。 

支那 政府に 照會 

東 ま 特電】 H 發 U 政 おはを 澤 
を 巧を で 邪 大使 じほ 命す る じ 就 

て 支 邪 政 巧の 意向を ホめ てむ る 

巧 旧 巧保釋 ぉ獄. 

東京 特電 f U を；：！ 加 藤 首相 暗 

殺 ホを 事件 じ骗聯 して 化監 中で 

ぁつた 黑龍會 の 巧 旧 良 ホ 巧は 巧 

釋 出獄を 許されむ。 

アスク 井 ス叙獻 

ロンドン ー H を；：：： 英国 自由 黛 

の 上院 爆理 じして 整 じァ！ グ* 

オゲ •オック スフ オー ドの 稱號 

を貨ひ 上院 じ乂 つた 前 首相 アス 

ク キス 氏は 今同最 鳥の 叙劍 ごも 

い ふ ベ きダ ー タ ー醜章を賞っ た 


一れ で 排日 法を ごまかず 


霖將軍 參謀室 じ 於て 張將 すの 第 

一軍 參課總 を 李 お 軍は 第 サ八旅 

脚 長張將 おご 阿片 問題 じ 就て 激 

論 しずお 軍は 張ょ b が 殺されん 

ごしむ ので 窓ょ b 飛 降 b 遂じ慘 

巧した。 

ロレ ア對英 示威 

リポ ー H を：：：：： 勞農 ロシア 政府 

は 今 g を 則して 英國 艦隊が 黒 お 

方面に ホ航 する ぇに 關聯 しロシ 
ア國 民は これを なて 對露 示威 運 

動ご認める旨を聲明したが、 お 

し英國 艦隊が 黒海 じ 現れたなら 

ば クロン スタ プト地 ホ じ 戒嚴か 

を發 ホす るら しい。 


I ffi ホ I 

東方の 佛敎 

長 悟子 

近時 佛教 S 研究が 漸く 世が 的 

じな つて ホて、 世界の 諸學 者が 

硏 免の 手を 着けて ゐ るので ある 

が、 これは 巧して】 がの 好奇 必 

じ驅ら れてゐ るので はない から 

必ず 硏究の 成績が 擧 げらるべき 

ものである。 をれ で 佛敎が 何等 

かの 意義を U て、 今後の 世 巧の 

新 文化 じ 向つ て 要素を 供給す る 

ものである ミが 疑 はれない。 賓 

は學者 VJ 云 はれる をで なく お、 
佛敎を T 解し やぅ ど 巧め てゐる 
者が 大いに 加は つたので あるが 
これは 寧ろ 世界的の 傾向で あつ 
て、 巧國の現巧じも見らる5^ 

である。 吾等は この 事實を 等閑 

じ 看過して はならない。 この 瞭 

我 國じ傅 ホして 一千 S な餘 年の 
長い 藤 おを をず る佛敎 が、 如何 

なる ものである かど 云 ふ ミを、 
總を的 じ、 立 ホ 的じ觀 察したい 
これは 昔 等の 必然の 要求で ある 
これ じ掛 して 適當の 使を が 化せ 
られ ねばならぬ 0 
西洋の 學 者は、 鄉敎を 南ホ佛 
敎 、化 ホ娜敎 ごか も、 巧 度® ホ 
の 佛敎ど 支那 地方の 佛敎 ごを み 
つて ゐ る。 これは 元 ょら 理由の 
ある； で、 地理 的 じを つたので 
あるが、 歷あ的 じ も、 敎義的 じ 
もを つべき ものである。 しかし 
て 支那 化 方の 佛敎中 じ、 巧國の 
佛 敎が收 めら れてゐ るので ある 
これが また 理由の ない るで ない 
巧國の 佛敎は 所謂 一二 國傳統 で、 
印度、 支那、 日本の 傳統が 動か 
す 巧らざる もの ごな つて ゐ るが 
をの 實 はを 部 支那 譯の大 藏經じ 
化つ てゐる ものである 。をれ で 
當が化 ホ 佛敎ど 云 ふ 中 じ、 支那 
朗鮮み 娜敎が あ 6、 巧國 の佛敎 
が 同文、 间義の ものである ごせ 
ら れてゐ るので をる。 然し 今日 
じ 至つ て、 巧國の 佛敎は 大じ異 
つて ゐ る。 巧國の 佛敎の 一千 三 I 
巧餘 年の 長い 歷史 は、 决 して 無 
意義の 延長では ない。 實 礙か觀 
から も、 內容 から も 著 火なる 變 
遷發 達が 見ら る i のでを る。 を 
れで巧 ホ佛敎 、化 方鄉 おご 云 ふ 
じ對 し、 巧 方 佛敎ど 云 ふ ものが 
巧 立して ゐるご 云は ねは なら 口 

旣 じがれば 挪敎の 研 巧が、 漸< 

化 巧 的 じな クて來 てなる 際に、 

この 1 事實を顯揚する^は、 巧 

等が 大じ輿 ホを 悟れる/ -0 でな け 

れ ばなら ぬ 0 

我 國の歷 史的 文化が、 佛敎じ 


負 ふ 所が ぞい ごい ふ； は、 今 H 
何人も 了解して & る 所で あるが 
我等は をの-面 じ 佛敎が 大じ發 
速して ゐる ミを 了解せ ねばなら 
so 佛敎 は哲學 であら、 宗敎で 
ある。 巧廣の 佛敎の 理論 ホ 面を 
見れば、 平安が 化な ホ、 南都の 
諸大 寺の =1 論、 法相、 華 嚴の研 
兜、 比敏 山、 高野山の 天臺 眞言 
の巧究 等が 梅め て 盛んで あつて 
是 等の 硏究 じは 獨剧の 意見を を 
表した 者 も 少< ない。 巧 國じ哲 
學 がない ごか、 あ 想がない なで 
どい ふ 者は 是 等の 硏 兜を 知らな 
いので あらぅ。 是 等の 研究を じ 
獨 創の 蔥 見を 發 をした 者の あつ 
た i じ 思 ひ 至らない ので あらぅ 
確か じ巧國 の哲學 、巧國 の 思想 
ごして 發鶴 ずべき ものが をる MJ 
をからね ばなら 打。 然し 巧國佛 
敎 の實隊 方面を 見れば、 更に 偉 
大な ものが ある。 を 良 時化、 ホ 
を 時化から、 鎌 倉 時化 じ 入つ て 
着々 ごして 魄敎 の實際 方面が 展 
蘭して ゐ る。 を こじ 藝 術が 興ら 
文 學が舆 ち、 產 業が 興ら、 燦然 
たる 文化の 藤史が 飾られて ゐる 
ので ある。 

巧 國の歷 おの 偉人 ど 云は るべ 
き 者が、 續 々と して 佛敎 おじ 出 
たもので 彼等は 鳥 僧 智識の あを 
なて 著 はれ、 我國 段を 化を して 
太 じ 發憤巧 方した ものである。 
この 点から 巧 國の佛 敎の發 達は 
をく 巧國 民の 祖先の 精神的 事業 
の 成立で あると 云は ねば ^ら《 

我 國じ佛 敎が傳 巧して 巧來、 
我國 はの ゐる 若は 僧 VJ か、 巧 ご 
か 云 ふ 名を なて、 ー ホを 擧げて 
滿 身の 熱 化を 眞理の 探究に 捧げ 

た 者が 幾人 か ある。 明 お時化の 
敎 育は、' 歴お上 じ 見 ゆる 彼等の 
巧 動じ 對 して 何等の 敬意を 拂は 

なかつたのではなからぅか。 
等は 今 H 巧閱 の娜敎 のを 達を 硏 

究 する じ當ら 、を r ろじ 感慨の 
情に 堪 へない ので ある。 

海の 巧 ミ 外 ‘ 

♦り 本人 排斥、 支那 人 排斥 ご 
一々 かで を 立てる の も、 くずぐ 
つたい W あつて 今度は を アジア 
移民 排斥を が ホ 國誰會 じ 提出 さ 
れる 形勢、 これでち 色 人 補の 結 
をを 怖がる 白人が 夕 いごい ふか 
ら 、い t 氣な もの。 

♦ナポリから 乂國 した ホ圃を 
船 ロ ー ャグ •メ^ — 八の 乘 をは 化 
二人 あつたが 、蔭 摩 守を きめ 込 
ん だを 航 をが 化 八 人 も ぁつたの 
で 驚くまい i が、 伊太を の 密航 
まは デ プラグ ター 海峡で 上陸せ 
しめ、 二人の ホ 人 密航者 だけを 
連れて 餘 つれ。 

♦犬 養 木 堂が 遂じ辭 磯、 宫傑 
細の 勝 旧 ま 計が 政る 會じ 入會し 
た。 田 中 政ぶ 總裁 ゎ将 意の 戰術 
が漸 々明かに なつて 巧る。 

♦州の 監獄 じ 入れられ るの 嫌 
だ ミい ふので、 ホ 巧 監で自 をの 
ベッドに 火を 化つ て 自殺した 亭 
ま 殺しの 女が ある。 この 游 さじ 
左 9 S は不粹 U 女。 

♦下町の 實莱 家から か i つて 
ホる 電話 じ 限つ て、 名を 呼 巧し 
乍ら 女を 検手 殿が 呼ばれた 相手 
を待たせる；じをつてゐる0 円 
本の ぉ 役所 風が、 町人 共 じ 飛ん 
だ 巧で 染ん だもの さ。 
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ん L.CEASAR,M.D. 

108 Ead が ill street 

お I お rk & Lexin お刖 むが 
Tei. Lenox 8 が 3 

g 猴曠 鼻す! 

間 時 察 診 
午 正 ま 時 十 前午自 
時 八 至 時 六 後午自 




おき 米 図婦入 
口 本人への 奥 
語敎授 じは 多 
年の 經驗を 有 

■^〇 1 ン ダス 

ンと 十五 化 
每日朝 化 時ょ 
ちが 化 時を 何 
時 じても 宜し 
H 曜日は 一 が 
よ b 四 持を 


を 本 陶碟器 
雜貨 類卸賣 


ホ 元 

ブラ ザ ー ス 


衰 -い鄉 


第五 巧 

四 ご 一と 


成功の 秘談 

ホ國ま 英語を 話す 寧 
は 成功の 祭 一義です 
本校には H 本人 敎授' 
じ 慣れたを 任 婦人 お 
輒 をら 懇领じ 會話盛 
信义 社を 誇を 敎巧ム 
ょす。 H 躍 週 H 共に 
午前 化 時 ミ ^ 午後 十 
時まで 開ぶ し ー レ 
スンと 十恤づ io 今 
0 島 もに ホ 校 あれ。 


お . 
■SJ LL 

扣 S 

- T 3- h 
te ^ 

•柳？ 5 
nn 1 


▽ H 喔 H 
を 書硏巧 正午 
が； 心 共勵會 夕* 巧 半 
育： 集 禮巧說 をが 巧 
一を ▽王帮 ^ 

謀 巧會义 はお 
話 食 夕 八 巧 


曰 


本； 

人 
基 一 
替 i 社 

を： _ 


'會 


業 I 


あ 宿が、 旅 巧者 
牽內 部、 人事 巧 
談 部、 調賓 部’ 巧 
業 巧を 部、 英語 
钱链敎 授® 諸 課 
を 設けを 員、 ホ 
曾 員 S 巧を 計 


巧 巧說を H 谁曰 午後 八 時 ； 
が お 食 木 お 日 午を 八 時 、 
な 話 食 ±« 日 午後 八 時 一 
をを、 巧當 ま、 娛樂 まの 設辉あ b 
ホ賓 をが 迎 す、 を 淀を 利用せ I 一 
な 闻副島 信を 

a 本人 基督 敎 修道 會 I 

102 W . 1 授 rd mt , N . Y . 0 ミ ^ 
叫61. 客ミ111己培乏6 》1黄 

曰 本人 S 敎會 I 

枚師 川 島 ホ 之 進 一 
幹事 化 川淸一 

た ちを ぉ 3. E . 香 urch & _ ミ t . || 

1 養 W . 1 夏 罕 Tel . Clarks ミ 童 1 I : 
巧 巧說を 日谁 日. 午を 八が 丫 
祈 禱貧水 巧 日 午を 八 時 
な 辖會乂 班 日 午を 二が. 

♦寄宿を 一 
位置を お 化 里を 数み 下町を 十一' 
おか學生き社員旅巧をじを適|^ 
設满 国書 雑誌 お 巧 及を 郁娛裳 I 
を衛 易を を あら j 
巧を 巧 業 周旋、 旅客 お內 、を賴 一 
事業 調査、 其 化 巧 事相 庚幹旋 I 
等 同胞を 巧の ホ舍を 歓迎ず ： 


S 日本人# け I 


巧 誌 一 


4 三で st 5 笠 h 資 . N . Y . 百 ty 




船具 食 巧 おお 船 御用 ま 

遠 藤 小刀 商會 

ち Br をを ミ N ‘ ' f •百 夕 

Tel . W 置 ehail 妄ご 

稅關 事務 取扱 

mi L .置 ま & 〇戸， 

ぞ Q ヨ 1262 11 B 夏を さ呈 y - 
Phone : BawlingG 「臺 8 夏 — 8137 ‘ 


巧 

c 5 


VJ i— 

則 削 
^ 4 - 

U 刚 -^1 
H 1 巧即 

比 耐も扣 

y わ 2 S 巧 

い • «J ■ .H 

巧 - iw 1 

r E 6 

ん i 刪 

-=5 化 


稅關 事務 

巧 洋を地 あじを 化 
おの 席 出入 方法 じ 
辭 する 一 切の 巧 謀 
間じ應 じ、 巧 道 窺 
船 貨物 連 賃及巧 化 
表 巧 陳手績 書 等 進 
星す、 ま 要 都巿じ 
化理 店を ちし 誠 寅 

敏速 御用 かじ 應や 

な驗 取扱 


♦書籍 ♦雜誌 ♦新閒 
■縱覺 まを 開 
執務 午前 九 時ょ b 午后 五 持を 

紐 育 日本人 會 

西 五十と 了 目 二 お 〇 を 
亀 話す アクグ 八 一九 〇 — 化 




化 留靑年 理想の 阐体 

日本人 靑年會 

《 〇 害 Si . ぎ CISki 妄 A 


大お育 目 本人 

基督 敎靑 年會 

】42 で 基 さ St . N . Y . 暑. 

ジ ー‘ 至ミ 8141 


米國の 輸入 實易呈 

產 業の 自給 期 過ぐ 

基本 産業に 外國 原が なが 巧 加 
銷鐵 製造 産業が そのが 適例 


二回に 見ら て 左 じ 速 載せん ど 

する ものは 「力 1 レント •ヒス 

トブ I - 六 巧ろ じて ゲネ セン 

卜 •クキ 火 n ッ クス 巧の 執筆 
じ 成る 論义 の抄碟 である。 

个 个 

アメリヵの 風 膝 的 位 K が增進 

する じ 件れ て アメリカの 國家 的^ 

生命 じ！ 大變 化を 及ばした もの 

は、 化 ホ農莱 あびを 業 方面 じ 於 

て 何を 

國 みら 化 給を 仰 r 必 

要。 く 所 記 自給 濁 立の 時化 じあ 

つた ものが、 歐 洲大戰 後よ らし 

てせ (經濟 的 必要 ど 国を 的繁 巧を 

維持す るた めじ 外國 おの 輸入が 

非常 じを 要む もの ごな つて 來た 

i である。 其 結 おとして 自給 獨 

ホ 固 どしての アメブ カは 数千 蚊 

巧の 巧 働 者を 使役す るた めじ 之 

が 巧 巧を 外网よ b め 檢乂じ 頼ち 

I 部の 基本的を 業 も 其 巧 料を か 

國じ仰がざるを得.：；^いミじなつ 

た。 ホ國が おちの 外 國賓あ 課で 

は此 点じ 觸聯 してを 米の 製を 莱' 

ちじ 勒 し、 ぶ生產 おじ 勒 して 外 

國 よらの 原料 おが でれ お 必要で 

あるかに がて 巧を 化を をし ぃ) が 

其大 がかを 綜を する じ 基本的 巧 

巧の 或るら のは 之を 乂厨內 じ ホ 

め 解る も 

献 製々 お の 或る ものは 

絕掛じ 外 威 巧が なが 必要で あら 

- 成る ものは をが 外國よ b のが 給 

を 仰 r の必 まなし W が 答した 者 

もれる。 或る 製を おは 巧 料 おど 

おを 方法 じがて 外 威のを れじ從 

.ふの 外 リ< 、これ くん ば 製造 

し 能は さるもの も わら お 時 じ夕 

固 よらの お 給を 仰がざる 限ち を 

な 製を. 心 可能の もの も ぁる。 內 

か 通 巧 村の 統計 課ち ダナ 氏に 化 

ふなら じ 千 化 巧 化 四 年度の 輸入 

おおは 化 五 億と 平 五' 円 巧 巧に 達 

して ゐ るが、 么を 歐洲乂 戦後に 

巧け る 巨が の 巧 加 ど 化が じ 於け 

る 化 ゆる お 巧な を所藏 I 、 且つ 

年々 簇 々檢お 超過を ホして ゐる 

アメブ カ も时ほ 

地が 上の 隅々 から お 巧 

おの 慌入繼 組を 必 おごして & る 

ので ある。 一 冗 ホ お 人は を 人の 檢 

おした もの じ 對し遮 ホを して 之 

を支挪 はしめ る道码 どなつ てむ 

るが、 巧々 は度贸 あごい ふ も 

のじ 言 楽を 及ぼず 巧を いは 檢出 

を 指して ゐ & 巧を がぶ い。 我等 

はおして 化 化ホ增 化の が 計を が 

るが 化 どず るが、 M かじ 檢 入の 

增加 どい ふ もの じ對 して 兎巧脑 

巧な 故 じを 抱 < ものである。 巧 

.等は ち あ 差 额を裤 々ごして 論 や 

るが、 搞 人の 超過なる もの d ア 

メリ々 が 巧 樵 闕でム b 我等け 物 

おじよ 6 てが- 贷附 を乂濟 しつ-- 

ある ものを 捉 .小し てんる i を お 

却して ゐ る。. 例を 千 几-，：： か： 一 

年 巧 じ 就て 求む るに 外闽の 化を 

巧を は 

對ホ輸 お. じょり.. ..物な 


巧 ま 述貨を U て 化 一衛 一千 二 ， C 
五十 四 义乂モ 弗を 得て ゐる 。此 
支拂 額の 大部み はを じ 外 固のを 
産萊を 乃至 粥を 業者を して 勞 が 
ぶ 沸、 業務 壯 か、 工場 曠張 等に 
資ィ る處大 なる のみならず 化 等 
をして 我等ょ ら尙 ほを なのか 巧 
を 鱗 入せ しめて 取引を 維持せ L 
いる 点じを 献 する 處义大 な もの 
が ある。 我等は 化づ なじ 經濟 乃. 
至阁除玫局じ、 まつて無顿着^:> 

利 ごのな 立 煤 じある もの どして 

輸入 贸 易の 跡を 擒 討す るに、 千 

化 巧 か 二 年 巧の 輸入品 中 じて S 
割 一二 步お贴 (惜 格乂億 弗) は乂國 
激 船が 之を 取 おつて ゐ る。 义國 

涼 船の 入港が 頻繁 じなる とい ふ 

ふは 即ち 

义國 海運の 震 じ 最も 

重要。 な 礎で もつ て 同時 じ 造船 

修繪 業に 於け る 米 國の錫 鐵產莱 

じ も おを 的な 銷 係を 持つ ので あ 

る。 或 じ カナダ 乃至 メキシコの 

港灣 及び 國巧 線ょり 鐵路 じて 輸 

入され る處の 取引は 設備と 建設 

の 必要を 益々 ち 加す る もので あ 

つて、 千乂 が： ^11 年 じ カナダは 

化ぶ 巧の T じ 化 憶 二 千 五 白 巧 弗 

メキシコは 一 億 一二 千 化が 八十 五 

巧 二 平 ホの 槪 品を 我等に 送つ て 

ゐ る。 アメ 9 々の產 業が か 巧 じ 

檐 乂じ賴 る-との ぞい かを 雄 辯に 

物 崩 るら のは. 废 々 r 宮給獨 立」 的 

な 產業ご 目され つ I ある アメブ 

夕^ 銅 錫 事萊じ 就て をる i が お 

ホる。 化產 装は を 化 どして めサ 

种揚 r 別れ 取引先は 

六十 余國ど uc ' てゐる 

が、 其 中で も亞 鉛が、 滿俺 、ゲ 

ア ナジ アム、 白额 のかく を然供 

給を 外网じ 仰ぐ か、 國內 生を 種 

の顿 めて 歡な いものが ある。 か 

にを 米國の 额掷數 をを 業なる も 

のは或る 一 部^!を然外國ょらの 

輸入 じ 頼る かを は G いか も 知れ 

ない が、 を おを ホ £ しては を 巧 

化 能力の 下に 繼綻 的な 作用を 維 

持す る 上に がて か闕の 供給を 仰 

がざる を 巧ない ので ある。 之は 

W すの 興 ホ ある 報を にがて おお 

する ； が 出 ホる 「昨年 十一 

巧 S 化 魁 輸入は 十 巧の & 巧と な 

と 十五 顺じ 對し廿 一巧 九 千 六が 

よ 十义嚼 じして 十一, ヶ 巧の 輸入 

はむ 八十 六 巧 一千 阳な 八十 頗に 

速し、 ゲア ナジ アムは 十月の 化 

で 五十. 顺が r 力 六 千 五' もよ 十 

と颇 ごなら、 十】 ケ 月の 援 計は 

か iir 力 六 千 六な 化ぶ 嗯 卵ち 千义 

巧： irs 年に 比して 二 御 ニ ホの 巧 

加で もも 0」 


資 をはを 本 化 制 凹 お 後 万一 英货 
化 谋じ變 動を 生じた 说 をに のみ 
化 用す るを 目的 VJ して ゐる だけ 
じ差當 b 英國は 之 じ 手を 染める 
必を G きのみなら 中、 今日の 巧 
画の 貿易が 態ど爲 ザり 相場は 颇る 
單 固なる ため 右の 貧を 離 通を を 
ける i は 化 づ絕對 じない どは 一 
股 財 ホの 批評で あるが、 去る 一 
H かを なて 聯邦 準滿 局では 資を 
融 逝の 巧容 じがて を あする 處が 
あつた。 之 じよれば 馳 通の 契約 
は 向 ふ ニケ 年に 直る もので あつ 
て 惟 あは 二 億 ホ ご 制限され、 巧 
率 も お 育 聯邦 窄備银 巧の 現 巧を 
巧よ ち ー ホの 高率を 課する； ど 
し最® 率を 四 ホ、 最高 率を 六 ホ 
と 制定され 英蘭 銀け 保証の 下 じ 
聯邦 準備 銀 巧は バゥンド 手形の 
巧 割引 じ 得 事し 得べ く、 場合 じ 
よらて 右 資金を 利用して 聯邦 準 
備级 巧が 外 園 じがて パゥンド 相 
鶏の 買が をな し 得る か 巧 蘭 級 巧 
に 化ら てを を 厳 出し 得る i ごな 
つて ゐ る。 斯の 如き 英米 銀 巧 間 
の 固い 結を は 世を 貿易 振興を 促 

進す る 上 じがて 貫が する 處夕大 

なる もの あらん も 一般が 界 では 
言 じて ゐるご 0 


よら 發 おされた 「ラ デォ 及び 巧： 

部 かな じして 無線電話 器ぶ ぴ其 

部 かなと 認 むべき ものは 輸入 稚 

率 表 お 五 九 じよ b 從懼 二割を 課 

す。 但し 別号に 持褐 L じる 電池 

のかき は當該 項目 じよる (穂を 

表 五 四と 蓄電池 從憤 二割、 乾電 

地な 斤 毎 じ 十 S 田 八十 嫂、 其 他 

二 剌五 ホ) 電池 部を お (電氣 力 

1 ボンを 除く) は 税率 お 五 四 八 

じよ 6 化 僧 二割、 其 化は 二割 五 

ホを 課する」 ¢0 

新國库 債券 潑巧 

助 お 官事 お 所 着を 電 
政府は 鹽僮 整理 基を 特別 會計 
法 第 五條 じよら 第せ 四 回 五步利 
か 國庫 債券 S 千 四な 四十 巧阳を 
六月 一日 發巧 じみを した。 發巧 
價格 九十 一 W 五十 媛、 償還 期限 
大正 ホ 五 年 S 巧 一日 迄、 利迴 b 
ホ ホ ーニ 厘 余 じ 日本 銀 巧 じて 之を 
引を <。 


本郝 東京 特電 〔 m 歸難 


下 巧の 寶易 

=單 を 千 W 

お 巧す 旬のを 滯 貿易 左の 如し 


り シア 農村 ご 

資本の 自曲 

を 露 共 產黨で 討議 

目下 莫斯巧 じて 開催中のを 露 

共產 黨會議 にて は 農が 資本家 じ 

街し 徹底的 じ 新經濟 策を 斷 巧ず 

る 問題が 論 譲され てなる。 化議 

まは 八 イコ フ 巧の 提案せ る もの 

であるが、 最近 同氏が を 所の 演 
說で 述べて ゐるお < 農村 資本家 
じ挥お 階級の 名を 冠して 巧を 的 

じ壓 迫す るの 制度 ょら 解放し 農 

業の 發 達を 促進 せんごす るら の 

である。 八 イコ フ巧 曰く：： 「農 

が 小ブ グジ 3 ア職 度の 實 巧す る 

今日 農 お 個人 間の 經營的 優勝 劣 

敗は 避け 難き 自然で ある。 ソゲ 

エ ー ト 政府は 化現 象を 巧 政 的 じ 

嚴垂じ 取締る か、 自由 發 達を 許 

すかの 岐路に 立つ てゐ る。 農が 

資本家を 巧 あ 的に 歷 おする 政策 

は 時代錯誤 だ。 政が が國 家經濟 

機翩の 中樞を 掌を して ゐ るな 上 

農が ブ八 ジョ アの發 達は 恐る ベ 

きで ない。 都會の 個人 商工業者 

じ對 する ご同樸 、農が 資本を の 

農業 巧 働 者 雇 入れ あび 主 地の 併 

を辄借 じょる 農業 經營を 法律 巧 

じが 謡ム义 彼等 じ も購賣 組を の 

利用を 許可せ ねばならぬ」 ご。 

化 八 イコ フ まじ 於け る 新 農業 政 

策は 新經濟 政策な ホの ソゲ ユ 

卜 農業を 策 じ 新たな 時化を 劃し 

たもの だと 云 はれて ゐ る。 而し 

化 政策は 形式的 じは 明か じ 右傾 

的 傾向を 禾 した ものであるが 

之は を 國現 なの 農が 經濟 生活の 

實 情を 政 巧： a , を認し 之を 法律 的 

じ 整 巧 せんどす る ものである W 

いふり 


對 英爲替 資金 

離 通の 巧容 

利率は ー ホの 烏牵 

整に 金本位制を 阿 化し じ お 画 

の 爲巧資 かごして 乂閒聯 巧ホ瞄 

が 巧よ b ! 一松 巧' モ^ ボン 巧會 

ょら 1 ぉ巧を触姐すも5ピ^:^っ 

たの け化 がした おでんる が、 右 


ラ デォの 輸出 ど 

日本の 輸入 稅率 

お 來米闕 ょらり 本に 厳が する 

ラデォ 反び 附戚 品の 激增 じが ひ 

當 業を よわ 拟務官 事務所へ お 率 

じ關す 〇 照會頻 b なる ねめ 大藏 

省へ 軍 照の 結 おまち かと H 巧の 

如き 返 おが あつた 旨 井川 事お官 


橫濱 


神戶 


大阪 


名 古 崖 


円 司 


四 りが 


淸氷 


を 崎 


画 館 


小 樽 


巧が 


下の 關 


敦賀 


輸出 

輸入 

霞 

翰 入 

輸ぉ 

輸入 

輸ぉ 

輸乂. 

輸出 

輸入 

輸出 

輸入 

輸出 

輸入 

輸出 

輸入 

輸出 

輸入 

輸出 

臘入 

檢出 

輸入 

輸出 

輸入 

輸お 

輸入 


一八、 九义 一二 

二 一、 化 一八 

一一〇、 一ニ ニ ー 五 

二 五、 .A 二 0 

一二、 四 化と 

ち S 八 一 

一、 四 00 
1、 と ご 一六 

八と 二 

二、 六 化 四 

二 0111 

三、 〇义六 

よ I 〇 
二、 六 九 二 

二尧 

四 ホ ニ 

五 〇 

二八 

と 五 

八 六 

一、 一二と 化 

と义一 

八 八 

一 五 


一 五 


最近の 目 銀 帳尻 

最近の H 銀 帳な じょれば を換 

券 發巧高 十一 億 八 千 四な 冗 凹、 

貸出し 二 億 四千 S 巧 方阳 、限外 

發巧五 巧よ 十四 巧 五 千 田 じして 

翌日 物は 一 錢と煙 ょら 八 厘を 唱 

へて ゐる〇 

橫濱 生糸 輸お高 

五 巧 中の 橫濱巧 生糸 輸 おは S 

巧 〇 百德で 今年に 入らての 最高 

記錄 でぁる。 

高 旧の 整理 停頓 

离 田商會 整理の ための 新會社 

案は 不成立に 了 b たる 旨 正式 じ 

發 表された。 

萊株 配當增 加ず 

東 株の お當は S ホ 六 厘 あしの 

一割 四步 と巧定 した。 

藤 山 巧蘭洋 視察 

藤 か 蕾 太 氏は と 巧 二日を 四ヶ 

目の 錄を じて 南洋を 化を 巧 脚し 

が 外 かを じを 力を 注ぐ と。 

= な 上 一 H 發 


每 H 耀お ±罐 午後 
巧 間は 前約の 拳 

カイロ プラ クタ 1 

橫矢重 孝 


日本 
洋服 巧 


時 旧 信 ホが 
& 本 一保 


を あ 十一 li 了 目 
兰二一 

が 

洋服 店 

t ぉ夕 傭を ハ-ミ 


丸 山 叢顧會 


日本、 支那 寶玉製 美. 
術 お、 婦 ，八 用 首 飾 其 
他 装錄品 

闕島訂 •；：； が 

葛 等 襄瓣品 修鑄ぅ 
首 飾 轟、 スト プング 
日本 服 裁縫 


目す あんがを すな- <お が \ 占 

寶ぶそ <4 屬與 \ .みみ 刮^ 

クオー ムザ向 •た シン ホが 巧 か 引 
尸し ッ！ f .' n ミん トンが 訂 を對列 

が- icr か 合壊漠 がろ 刻刮 
壊ぶ がを‘ 巧属 ぶ® すず 
冶ネ 半み がを が 筆 VV 割引 

雜が 嫌の 泉乂 

> 巧—* ゲ ►'夕 4 ドち 八 ニニ 


都を じミ當 みの 間 

診察 

午後と 時 I 化 時 

H 曜は 前約 願 上 お 

パ时ま お悅彌 


診察 

午後 一二 時 よら ホ 時 
日曜は 前約 巧 願ち 


ドク トグ 

高見 豊參 


齒科醫 

▼彰察 時間 A 
每日 (扫曜 を 除く} 
午前 か 時 十 十二 
時、 午後 一時 1 
水曜 午前 九 時 1 
午後 一時 

潑科醫 

U 新 ま 無痛 治療= 
夕 年の 經驗を 巧て 
日本人 諸君は 時に 
了 寧 懇切に 施獨す 

パ： マ— チン 


U が 7 
R が 品 
A M が 貼 


U 


が 

で yi 

〇 J W 防 

が 質 J 


T 1 


が 


S 揉 療治 

巧 洋式 マッサ ー ジ 
H 本式 按摩 按脫 

神經 痛ブゥ マチス 

が 身 骨ぅ づき 屑 
腰痛み あ 違 ひ 
其 化 諸お涂 療治の 御 
需 めじ 應じ御 電話 巧 
裝御あ 庭 又は ホブ少 
じ 出張 親切 じ 治姨申 
上まず。 前約の ホは 
自宅 じても 施術いた 
します。 

I 育 I 津輕 東洋 

西を 化 T 国 革 四を 地 




診察が 間 

午 蘭九賊 1 十 時 
午後 六 時！ 八 時 

バ^ 小 栗 幹 ご 一 

糾 育が フ ラツ！ 病爲 
第五 巧 病院 勸務 

載 お 3 ン バラン ド 

病 探 勤務 


診察 時間 

午後 零時 半 =二 時半 
午後 六 時 == 化 時 
愛知 醫學 ± 

バ i 本 違 一 

を渝比 趣大學 をび 
グザ ラン お院 勤務 
日曜は 前約 顔 上 候 


齒辞醫 

止な 基 

診療 時間 
旨 午後 二 時 
至 午後 八 時 


i 報 揉 治療 

U 水 及び お 氣 治療 U 
來る化 巧 ホ 日よ を 擴 
張の 目的 じて】 時 夏 
期 休業 仕 お 
お ほ 再開の 節は 新進 
の 設備を なて 治療 じ 
應じ 申し 候 
が 育瑞典 フィ ジオ シラ 
ピ！ 學院 卒業 

が肯メ デカグ ジムを マ 
ツサ ー ジ踪會 あ會員 

を認 西が 幸 巧 


U 本 お 具 
雜 貨卸賣 


を 良 貿易商 會 


笠 ホ 洋酿巧 


化 お 品 



が商會 

E .17 th 写， N . y.cHy 
ちぎ ミ san 二 745 


メ ーシー はが 育 最大の デ パ！ トメ ント巧 巧で あ 
らます。 巧ら しい 昇降機と 卫ス 々レ タ！ は廣澗 
な巧內 じがけ る 皆 棟の わ 買物 じ 巧を £ 橋 快と を 
巧へ てゐ ます 

化 店で 二 おする ものなら ばメ - シー では 一 
巧 八十 八 化 或は をれ な 下で 貝へ る i を どぅ 
ぞ御 記憶 下さい 

日本へ 御 荷物を 御 送ろ じな > たい 節 又は 巧 質 物 
じ 際して 御用の お 合は パ ー ソナ グン ョッ ビング 
ビュ ー ロ ー を お尋ね 下さい、 親切に 御 便宜を 計 
らま イ 


0 巧 •巧 巧 ZJW FIJ 巧 CY 户 

里 I 夏 P 置 C さで 

基 二重 As . fr 42 nd St . 

ぎ Murr さ 量 2791 す〇ョ さ 5 

パ^ ホな謙次 

巧、 水， を、 午を 二 時 よら 六 時 
を、 其 化は 前め じ 願 ひます - 


J 村觀蠢 

萬 L さ 量〇。 |1ま. N . T . G さ 
巧 et . i &27 th S 1 S . 
Tel . 至 adi 岂 n ゴ .さ 18 -7 芝 8 


JOIao 至- 00 C 巧 一, M . D . 

171 West 94 す 笠 . New さ rk 
Tel . Riv 巧 side ち 73 & Sc 夏 安養 66 

兴 みなが 午前 九 お 一 午後 1 時 

H 曜午餅 九 時！ 午後 四時 

.ドク トグ小 栗 乘吉' 


ブル 1 ム 


or . 夕 whishido , D . D . S . 

夏 虫. 79 th 芭. ジ 1. Endis なち 42 

蠢 I 醒巧戶 良 二 

自午的 九 時 ま 十二時 
自 午を 一が ま 五 時 


正を 一玄 親切 どを 旨 どし 確實 
信が をる 商晶を 穂選し - 

特前廉 憤で 贩賣 致します 

タォ， ' サム、 エグ デン 邸 割引 

其：^ は 化て ゴー 割引 

指驗鎖 貴を 蔑 並 じ 寶お巧 一切 

バーグ トン 時計、、 J ヮ斗 ド -, 

リ户 ィス 時計、 を 補 里 巧 計 

ゥォ ー タ！ マン 萬年夕 

エバ グャ ー プ 鉛筆 I 

純銀な 並に 銀器 一切、 

御 — の 御 ± を ) 切 j 
時韩 の修縷 はが 險 付が て確實 

じで 川 自身が 致し ま 於 

化育 ホ 西 四十 二 了ず 四と 番 

化 四 己 号 室 ( 五 街 vH ハ 巧 間 ) 

る 川 3HS 會 

電話 ペン シ八 バこァ ぶ I ニニ -^ 

で Mkaw ぞ Ki を 0P を W. 42nd 



だ〕 


號 と 


脚百モ 


化 和 3 な 口贫訓 を 俯 勝 巧 


e 日曜 ル） 


口 S 巧 六 ザ 四十 正大 


# 


ぱ恩 旧貞一 君で ある。 第 S 回戰 
じ 於け る 扣尾撰 手 逊恩山 君の 會 
戳 は記錄 じな へは 軍扇は 化 尾 撰 
手に 擧 ぐべき 當 だが、 おおは 六 

;二、六1二のス ト ン — 卜 ♦セツ 

卜 じて 恩 出を はみ 定 的な 勝利を 
傑した。 兩 君の 戰 法は おんどべ 
—ス •ラィン 戰 であつ たが 恩 旧 
君の 堅實じ 反し 相を おの 失策 續 
出が よなる 敗因を 化つ たので あ 
つた。 尙ほ 先週 ホ 終らを 吿 げた 
ク キン ス •ゼロ I 庭球 戦の 准 優 
勝戰 じがて 恩 旧 君は ドナ 八ドソ 
ンじ 巧抗し 第ー セットを 六 1111 
じて 偈 たる も 第二 第ー ニ セットを 
六— S 、 六 II 二で 敗れた。 

六 巧 一日から 

人口 調 登 

紐 育 州 着手 

組 育 州の 人口 調を は 愈々 六月 
i H を 巧て 一齊 .し 開始す る MJ ど 
なら、 と 千 六が をの 特務 官 はを 
州の 住民 一千一 巧 万人を 巧る 十 
五 U 迄 じ戶別 訪問の 上人 稱の區 
別な く 調査に 從 事す る當 である 
が、 時務 官 には クンデ ンシ アグ 
を 輿へ て ある どい ふ。 調査員の 
質問 単項は 八ヶ顕 語で 巧 刷して 
ゐ るが、 乂体 左の 如き もめで あ 
る どい ふり 

一、 本人の け 名 

二、 家長の 姓る 

一二、 ち 化の 町名 ご蒂号 

凹、 家長 运の願 係 

五、 皮膺 のを 乃 ま人禪 

六、 男女 別 

と、 年齡 . 

八、 國籍 

九、 ホ圍內 のち 化年啟 

十、 ボ民わ 外 國人か 

十一、 おし 歸化 外人の 旗を は歸 

•化 時 口 ど 旗 所の 明示 

十二、 商 W ： お 引、 化 傭 者 か 被 化 

谣 者の 關係 

十ー ニ、 養を 院若 くは 薇が 院じ乂 

院 しねろ あらや、 若し あら ば 

埼日を 明 1 でせ よ 


津旧 義塾に 

一巧 弗 寄附 

カー ネザ ー が S よ h 

銀 巧 家 フランク •ゲ ァン ダ— 

けップ 夫人を 委員長 どす る 巧が 

を 巧 撰 基を 篆集莲 動， レ ぉ 

今 ぉ夫乂 郡み 區楚 を廣佑 t 始め 

ごして 

を义 各地の 堇校じ ぉ 

ける ぶ 金 募集 演藝會 開催 等の 外 

口， ラ •スぺ 火 マン •ロック フエ 

ラー が 念 基金よ 9 1 方 弗の 裔晰 

をを けたが、 更に 今 巧は々！ ネ 

,* 國際平 ぁ財凿 よら 一万 弗の 

帘附が ぁつた。 同が 闡化表 パス 

ヶグ 氏は H 曜日 コスモポリタン 

供 樂部じ 於て 小切手を ダ ァン ダ 

19 ップホ 人 じ 手渡し そ 人は 

义國の 極東 あ 海に がける 海軍 

大演習が 漸< あ 了した 今 口 じ 

當ら 、が 田 義塾 じ掛 する 此平 

巧 的 示威は H 米兩 國の國 巧に 

夕大の 影響を おへる-^ を 確信 

ど 述べた。 今日 迄の 箭册を 総額 

は 十五 ガ六千 弗に をして ゐ るが 

を 員は 近い 中 じ 必ず 

五十 巧 弗 を 突破せ しめ 


る ど ぁつて、 目下を 方面 じ 運動 
中で る。 津旧 義證巧 巧ぶ を 慕 集 
委員 曾は 鄉鐵で ダ ー リ！ 氏を 會 
長 どし グアンタ — リツ フ 夫人が 
委員長 ごな つて ゐ るみ ジヨー デ 
ク — V ッデ夾 人が 專化杳 記 ごし 
て 八方 じ 傲を 飛ばし、 ゼラ 八 ド 
スウ ォプ 氏が 會軒 どなつ てゐる 
が 委員 中 じは 卜' — マス •ラ モシ 
卜 、ヘン リ — •タフト、 ノ^ — マン 

ず ー ゲ ィス、 ドン！ ク 夫人ぶ 他 
がを、 政 あ、 社を おの 有力な 入 
達を 網羅して ゐ る。 

巧 外 同胞 U 

巧廿 万人 弱 

欧洲は 一二 千 八な 四 名 
去る 五月 廿と日 付を 巧て 巧が 
外務省' は 海 かな 留目 本人の 緩 勘 
定 をを 表した。 をれ じょる ご 外 
國 じな 留 する 同胞は 緩數ち 十九 
巧 四千 八が 八十 一名で ぁるが、 
之は H みに がける ーヶ 年の 人口 
增加數 じ 逝を ずして 到底 人口 過 
剰を 調節す る i は 望み 難い。 化 
中巧モ 移民は 册四巧 五 千と 巧 六 
十四 人、 ホず はサ 四で 八 千 八な 
十よ 人で 化 中 ホ 本 ± ぶび 屬領諸 
鹏即も ホ 畦、 比立賓 、グァム 等 
をを せる ごを 計サ六 万一 一千と 巧 
八十 五名で ぁる。 支那は 廿二万 
四千と 巧 五十一 一 一名に して 化中滿 
洲は 十と 巧义千 四な 八十 四 名で 
其 殘らが 支那を ± じ 居住して ゐ 
る。 第 S 番目の 多數は 南米で 五 
巧 五 千 iir 円 化 S 名、 歐洲は 一二 千 
八が 四 名 じ 過ぎない。 

伊豫 屋の 仕出し 

夕年紐 育の 巧が 料理 界じ 名を 
知られて ゐる 伊豫 崖の 击 人® 島 
を 次が 若は お ホの 下宿を 駆め 六 
巧 一 H から 得意の 御手 輕巧理 ど 

家庭 向き 仕出しを 專巧 ごする さ 

うで あるが、 纔 所は 東 四十 九 了 

目' 一六 お番 、電話は プラザ 六. 一 

と 五番で あると。 


姑 尾、 み 野 諸君ぶ び 其 他の 邦人 
スター を 一 樣じ戳 誘して 紐 育が 
人 撰 手 カップを 爭ふ樣 じして 戴 
きたい 0 巧ぐ もスポ 1 ツ マンの 

精神を 重んずる まは 相手の 强弱 
じよつ て 態 巧を 巧す る吿 はない 
ご 確信す るを じ 放で 提言す る：： 
フアンの 所を 如 巧？ (フアン) 


心 ^ 

R 加 S 

S 端 I 

P 別'; 


ホ 年 H 本人 諸君の 御 
凉 負を 蒙つ てゐる 

齡講 逸仙樓 

です、 巧を 綾々 御 ホ 
.巧の 持を 願 ひえす 


書籍 一切 取次 

ホ國 出版 0 書籍は 化て 特別 剧お 
じて 强速じ 取 ホぎ 旅 巧者の 研究 
參考 資料の 書籍 冤 集 等は 巧 じ 街 
便宜 取 計ら ひ 致 巧 r 幡陶】 
左ぎ を 至え か、 

1置す養さ马-1を夏で曼コ芸8 
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自動 隶修 
鑽 をび 運 
轉 を敎授 

ラィ 立ン 
ス保 

ご 一十 近 粟 
運轉 ホは 
二十ぶ 弗 

兩 科ぶ々 


最新式 六 瞬 建 

化 利、 淸洒 、待遇 懇切、 伯 巧 低廉、 
を 着船 有么榜 都度 波 ム攘じ 出張 
シ ァト 八が 渴六壁 ゴ〇 六番 
エス ビ—巧 テル 
笔話メ ー ンーゴ 九 五 二 

藤 ホ 旅館ぶな 

化 23 客 aynaid Avf 

weattln w " sh . 

日本 打漠船 切符 御 申 这じ應 じ I 
. M •御 使を じ 御 取 圾ひ申 上 お 一一 

i ホ テ 

> 日本 御料 巧 (奶陆 あ. り) 

を 港 カリ ホ少 ニア 街 丄ハー 

電話. カネ！ 一 八 ームハ 


y ミサ ンゼ ルス 地方の 御 

巧 ホには 最善の 御领 をを 計ら 升 

ィ 1 グ火 
ホ； テ 八 

f おじ 於け るが 胞經 營中最 

高等 ホブ' グでゐ らます 

雜府 'ま 一巧 一二 克半 

長ず 「ダ アン ダ ィキ. YK お* 
雷を L タ ツカ！ iij 八 六 一一 

動 車 (牧野) 

羅府夕 廝御觀 ホ じは 最^ 構 通し 

た ド ニイ パ ー が 御 案內み 上ます 


: トン. 案 巧 

一 貸 自動車 業 r 何 西 

諸 心 跡、 大學 校、 エ壤其 池 一般の 

及び 通 辯 もしまず/一 R 呈 m ち 
がす ck-B さ 77 呈 70 を avia St. 


卓 上 お 話 

♦高 知 縣高旧 巧 灘石财 石本彌 

太 郞の妻 庄モが 家出した ので ホ 

から 高 か署へ 出した 搜索 願が 振 

つて ゐる 「妻 事は 元 看守 旧 

が义記 ごを 會を なし、' 爲 め广！ 

家に 捲 ± 重 ホみ 風波を 釀 さしめ 

ホを ど噴雖 口論を なし、 就中 人 

のが まじて 争 四海 波 ど。 b し ミ 

あを たれで 薬 石 巧な く 今に 其關 

孫を 絕 たず おじ 付、 小を 今回 こ 

を 本 當じ立 腺 致し 妻の 頭 髮を诚 -I 

ら たるた め、 妻は 家出の 隐 手が 

じて 颊か ぶらん て 立 も おでた る 

を。 らし ピぞ (原文の 極) 

♦夕々 一 や 田を 111 

圍ら でも あなた 

じ 出 會ひ傘 借ち 

たのが 緣 のはし 

どい ふ 都々 逸 通 

ろじ 傘を 借 6 た 

リ パ； サィドの 米 締人ど 盤な じ ~ 

なつ •しゐ る館禪 製造 大學の 寧を j 

さん ミ！. 其 後は 如 巧です か (遽 

々生) ♦庭球の 季節が ホて 巧が 

•テ.— ダィス 盃撰 ずの みならず 今 

年は 巧 尾、 恩 田兩巧 等も頻 ら^ 

巧； 躍して ゐ るのは 渝か だ。 をみ 

品 報 社は 今年 も 邦人 庭 巧す 巧 ぉ 

を ま 偶す る ご 信 やる が々 是 

非 ごも 淸 ル、 福 田、 おで，、 思 旧 

I „ 
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愛の 魚類 

季節の 新ぜの 魚貝類が 澤山 揃つ 

て 屠ら まイ から 御 賞 ホ 下さい。 

ァピセ ロ 魚 巧 

82 す韋為 Tel . Franklin 4 吉〇 


新 鱗 魚 か 一切 

日本人 向 さの 生魚 深山 取 b 揃へ 

持別廉 憤で 大勉强 致します 

サヴオ ナ魚店 

J ! o$ph wavo 3» 

だ 4 w . tV | 至 wt . 

Tel. 201 umhus 9123 
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壽 司、 綾 蒲 燒每日 有ります 



媛 蒲 燒壽司 御 仕 化し. 

U 唯を 日が 巧 も 御用 命じ！！ じ 升 

會龐御 料理 

窩等御 下宿 
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化 S 
- 1 ? a 

に I 


4A 3 

S 3 •品 


理想的 御旅 舘 

御 客 樣じ誠 歳を 0 て盡 します 



0 難 


御手 輕御 料理 並 じすき 燒 

あらしい 村 巧を 擇び 精々 勉强 致します 


S 麵 


だ 南 


巿應 あ圃で 永年 御が おを をけ 
r た 祭文で 御座いまず 



卽 
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^ け 在み、 日本語 
を 話し’ さ樣 の御營 
巧 じ 適する 御が 理を詢 進を 巧 
了？ レ f タアの \ です 


別 • 
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の 鄉 

N 喘灿 

S 4 2 

f ' T し 
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美陳 じして 淸絮 

S 品溝縷 

午前 十 時よ 卜？ ご 
午觀六 時まで 賴店 


YOUNG CHINA 

3140 Broadway 

4 Blocks む ufh が 

125 th B'way Subw が 

3 uev Pang，s 

RES な郎 4 が 

4巧 お 加 わも 

Bet . 27 化- 2 が h Sfs . 

City Hall Tea Gaden 

170 N が sau St . じか 

Next to 比 e Tribune Bldg 
し oo Lin Manager 

別 日理那 雲幕賓 

じ 本 去!^ を嗜を 
歓入研 提巧精 
迎諸 tfa 供に 選 
し 君 ザ し 適し 
まは^ ま ず 皆 
す 時^す る樣 

歓 f 彭蠢 

補瑞8 

1 棲 S 

祗不ず 閒のお 
上 變ぺ食 御 勘 巧 

案 引 おの 利 方理赔 
巧 立 間 御 じじ 人を 
串 願 巧 用 備は蘆 厨/^ 
上を キ じへ 晝 ぶ*®/ 

お 凶か滤 巧が ^ 


尋れ人 

をが 寺 門 武始群 揚內朦 巿太郎 

朝鮮人ず 秉斗宮 巧 大宮喜 化 治 

鹿 兒鸠鶴 乂淸宮 巧八嗔 鐵太郎 

愛知 早 川良衛 .が 歌 山 引 ±純- 

沖繩玉 城巧德 巧川鹽 み幸 進 

東を 膝 巧 辟 一 大阪ま 巧を 太郞 

を 川 縣乂ホ 旧 か 云が 長男 某 

右のを じ 通知 致 度き 儀 有 之 

候 巧 本人 おくは 知人 よら 現 

巧 巧 お 通知 願 上 お 

紐 育 帝國總 領事 舘 

1 宗 Broail ミ y Newlfork 呈 y 


なお 
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御巧當 並び じ 
御 家庭 ま 巧し 
御 下宿 

.後藤 

壽 司、 媛蒲燒 

每 H 育を ます 


►一二 お U 淸 潔、 親切、 氣樂 ▲ 
勢 州 纔舘ま 熊 野 

ま 巧 伊勢 事を 义間榮 作 

お 5 巧. 漠 を Str ま t 

Tel . Regent な 99 


電話 レキシントン s 四 八 五を 

蓉西旅 潜 

巧 十五 T 目 二. 目を 


西 六十 五 T 目な 四十 六番 
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壽司 毎： n あちます 
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み W 点 I 巧 養 装 ホ yfu な - ? ザ/ 
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巨 か； i 観 

N が M !： 
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苦 r 
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日本 食料品、 日用品 
並 じ 新刊 書籍 類 一巧 

巧 桐 兄弟 商會 

を 巧 おを 新 巧を あ 巧 おじて jR 着 
化 較帷續 々巧 用を の 程 笨巧上 侯 
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瞪に 

0 H 

»ln 1 


み-わ 

he 

かみ 

Yi 5 OT 

A r 


w 


日本を が おおぶ び雜貨 類が 小資 
S プラザた 珠心桑 山商會 
巧刊蕃 籍雜誌 小間物 日用品 各種 


な 


9 

化か 巧 
、む 6 
f r 

mV Ln 3 


H 本 おがな、 雜巧 
巧 結、 お 誌、 新聞 


咖 ill ! 巧 話 r ハラむ ァ气 W 東京 商會 

T 1 W 貸 八— ム- -自 かの 使 あ b 



東部の 强 敵を 煎に 

大每 野球 團が寄 紐 


シ ガン 火學に 一点の 差で 惜敗 


旣報 のか < をて ょら シカゴを 

中 & どして を 地 じ轉徵 中で あつ 

た大 阪每： n 巧 规社巧 球 脚 一朽は 

i 化幡 H 早朝 奥が 不踞 氏、 木を 監 

一瞥、 上 原 紐な 持 お 貸 等 じ 率 ひら 

一れ て來 化し 料 營牛璃 に 旅の 塵を 

I 洗つ た。 一巧は 化 報した 試な 0 

.外 じ 五 巧 か 化り 强敵 

I ミレ カ シ乂學 と 二 阿の 

一 お戰を 試みた が 就れ も 一二 おの 

I 差で 惜收 した。 第一 巧較は 小が 

I 森の 窮 一線 バツ タリ ー じて 八 巧 

I 迄一對 一の タイ •ダ ー ム であつ 

! れ： ^, 二死後 j 擧二おを得られ遂 

j じ 一二 稱 一一で 敗れた がをだ 歎は 大 

巧 お-ミ シ ダン 六。 た 策は 大 を 

一、 ミシ ダン ーー どい ふが 成績を 

示した。 第二 巧戰は 新田、 森の 

バツ タブ ー で 化网目 じは 一二 對 一二 

の タイ •スコア どな b 延良 十ー ニ 

回 風 じなんで を じ 貴重なる 一点 

を敞 じがえ 四對 ir . どい ふ 降で い 

差で 惜敗した が、 巧 巧は 依然 大 

毎 おが おつて 十本、 ミ シボン 大 

一華 九 本。 失策 乂 毎 一二、 ミシガン 

- ; J アでを つな 0 ' ' ■イ 

は 着が 〇 

當目 ず键 

ib が 育 ジヤ 

イアン ト街 ゾかツ クリンの 試を 

をを 物し 巧は プ曰 1 ドゥ ユ ー の 

見物 じあき、 よ 口 午前は 休息し 

午後は ヤン キー ス對 ヮシントン 

のな をを 見物、 午後 五 時 五十み 

の 則 車で 首都 ヮシントンに 出を 

四 H 午後 十二げ 四十み 一巧は 白 

おおじ 大統領 ク I リツ デ 巧を 訪 

問して 敬盧 をぶ した 後、 大化官 

邸で あおのが 應を 受ける 外 同化 

黒人 大學ご 試を し 六 H 巧び が 育 

の 人 なら、 と U ( ：： ：幡 ) は 化 年 

プグツ クリン 對 ボストンの サ五 

巧颗 になず を 働め 比 ハ 後 碑々 した 

ン オン • カ ドア ^ をな 手 ごする 

プ グツク 9 ンのセ ミ •プロ 强チ 

—ムの ブッシュ ウ キック 巧 巧 則 


ご競技？ べく、 八りはリ本お樂 

部 及びり 本ん 會ホ 催の 歡迦會 じ 

臨み 十、 十一の 兩日 午後は ぶ 部 

大學 中の 强チ ー ム ごして 早大、 

明大 等を 大敗せ しめた 

紐 育大學 ご 二 巧の 競技 

を 試み ネ ー グ •イ 1 スタ！ ン •力 

レ！ デの 第一線 役 手 どして ホ ー 

リ1> クロツスの力— 口片ど共 

に 駆 はれて & るタ ー ベの 速球 ど 

魔球に おすべく 十四 H はが 育 迷 

動俱樂 部、 十と 日は々 レ ー デ •ボ 

イン トのセ ミ •プロ野球 閣ど競 

技す る i じな つて ゐ る。 因みに 

一巧の 巧 名は 左の 如し 

投手 班：：；： 小 巧 一一一 千鹰 、渡邊 大陸 

巧田恭 一、 井川 完 

捕手 巧 U おを 雄、 か川完 

內巧班 = :渡邊 大陸、 井川 完 、小 

巧 一一 一千 磨、 腰本壽 、內 お寬、 

桐巧眞 二、 みがな 一 '- a • 

外 巧 班 = 管 神を. を 

項- 站！ 走 項才自 

胶西君 振 ふ 

巧 尾 撰 手を 六！ 二 

六！ 二に てを 落す 

武巧 テラス •キング 庭球 戰は 

お 報の 如く まる ±鴨：3 ょら 同俱 

樂部 十數の クレイ • nl 卜じ於 

一、 開始され たが 參加戰 ± 摇數實 

じ 巧 か 八 名に 達した。 加奈陀 デ 

1 ゲ イス •カツ フ撰手 ライト を 

び クロ ッ 々 I は 第一 窠ニシ I デ 

ツト 、現 撰 手 コロンビアの ラン 

ダけ 煤 一二、 前 撰 手 化 尾 誠 一郎 君 

は 第 旧ンー デット 、之に 化の 四 

をの シ^ — デツト* フンャーを加 

へ八夕 •か 骨子 ごな つて 早朝 ょら 

ホ 盖を切 b 互 じ鑑を 削つ たがを 

員の 翰 旋ど巧 じ 翌日 曜り終 H 幷 

じ巧鹏 U 午後の 巧 巧の おお 火曜 

H 朝 じは 巧 四 巧 戰じ入 6 たる 者 

十八 夕を殘 すじ まつた。 斯る激 

賊の 中に 最大の 功名を なしむ を 


六 年 四十 正大 
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大每 野球 團米國 遠征 

歡迎 記念 講演 會 

本社は 大胺巧 日 新が 即球谢 の 米 两茲征 を 歓迎し 記を が 盃を窗 
贈 するど 巧 じ 一巧の ホ 國所戚 を腊く 目的を U て 左記の 逆ら 記 
を 講演 曾を 閒き ますから 一 艦 同胞 諸 おのが つてが 參 を ぁらむ 
ことを ホ 巧いた します。 

時 日 六月 九 H {火 赌} 午を 八げ 
お 所 お 五十よ T 肖 一一 三 一〇 紐 育 U 本人 敎會 
乂旗 御自も 
大正 十四 年 六月 I 11 H 

紐 育 新報 赴 


列 國の參 加を 仰いで 居る 

鄕 立ち 玉/ 手記 念 博覽會 


明治 九 年： テ ニ； 

愧覺 巧を 開いて 始めて n 本の 國 

をを 米 齒じ紹 かしれ フキ づデ八 

フ キヤ 市では 明大 正 十五 i を 則 

し 米励獨 立な 五十 年の 記を が覺 

をを 關く計 帯を 樹 て-" おれ 旣じ 

約 二 年 前 じは フ ー バ ー 巧 お 卿を 

推して お 裁 ごしを 前の 大規模な 

あ 陶槐覚 會を銷 く運勒 なで も あ 

ク じが 巧 巧該述 動は 一頓 挫を ホ 

たした 糕子 であつ たけれ 巧 現 市 

長 ヶン デリック 氏 就 巧な 巧 巧び 

計 まを 變巧し 市 ょら 二な 五十 萬 

ホ わ ま おじみし 本年 一一 一巧 二 山 

聯邦 上下 両院の 協賛を 經 たる 後 

大統領 は 一二 巧 4 - 九日を 

なて 正式' しプ 。クラ メーシ ヨン 

をを したが 题務 おを 通じて 五月 

二十り お 駐米の 列 國大を 化 じ 宛 

て 吊 式に 巧 踐の參 加を 懲邀し 巧 

つたので ある。 をに 就き 商務 書 

記 宫首朦 ま 人は 語る 『旣じ 正 ま 


^,ゴ§勸誘が あつたをでずから 
を 國も夕 ぶす る J であら ませぅ 

一一"'* 階」 會は單 なる 國產陳 

歹じ J ず 新が ぶこ 眞 遮せ 、？，. 

る 餅 產顿の 將來の 塞を こ資 ザん 

どず る 目的を もを むで 居る をで 

あらまず。 陳判 節の 如き も 或 穂 

の ものは パー マネン トじ設 藍ず 

る 方針で ある さぅ です。』 一ぶ々 

博® 會に賊 する 詳細の 

プラン 其 他 じ 就て は 裳府じ 於け 

る 博 覺會協 貧 會じ嚴 をを 要す •へ 

きも 右は 整 じ サン デ五ゴ 蹲覽會 

の中必 人物た b し コラ ァ氏 等が 

準備を 員 ごして 活動し 居ら 南 ホ 

ホ 画からは 軍艦を 特派して 獨立 

打 五十 年 視贊の 患を おするなら 

むど傳 へられ 居ら、 亦 桑 港 U 本 

人 商 おを 議 巧を 通じ 时 地の 商品 

陳列 所ら 出品ず る 計蠢が ある ど 

云 ふ。 紐 育 U 本人を 荫お 委員 會 

じ 於ても おじ 實 際を 熙會中 であ 

る どの MJ である 0 


キックに 於け る ラツト ボア 大學 

の 卒業 まじ 臨み 一 煤の が 說を試 

むべ く间大 學總長 デマン スト 博 


よ個國 化ぶ VJ 

太平洋 禽議 

と 巧； Hih 隅 惟 ~± は 明 お 初年 0 巧が 人學 生の お 

今夏 巧 性 じがて 開かる、 化 太 身 校た る關係 k 持に 今 巧 大使の 

ホが 會 惑は 過去 數脚巧 はれた 會 I ホ 端を 懇請 だるみ 第で ぁる 

こ‘. C . W t じ國際 的に 息義 ある 

もの どして 嘱円 さる t 山 じ义韵 

では 『义 がげ の ホ化溃 巧』 の お 

あを 附 して 盾る 巧で 遂如國 は 加 

を 太、 H 本、 ぶ 邪、 を渊 、新 西 

蘭、 比 禅な ホ じ 米 闕で六 巧 一一 一十 _ 

日に を 化ぶ 委：} はの お 見 曾が ぁら 

翌と巧 一日 よら 『自 瞬よ b 觀た 

る 太华げ 問題 中の 最大 お 点』 を 

を 代を よら 發 ぶし 約 二 迎間じ 直 

ちて 討潑 せらる ベ <移に 問 趣に 

脚して は ( 一 ) が 巧 化 策の 可 巧 

お 席 巧 研究 (二) 本閒趙 しおし 

て 公平 且つぶ 紋的解 巧を 爲 すの 

ホが 如何 父 人 棘問尴 じがら ては 

二) 太平げ 沿岸 諸 國の乂 補 的 

信赖ご 協調 じ關 する 研究 ご 一) 

巧な じ 現が の 太 ホげ 沿 巧 じは 人 

邱的 偏見 ど 誤解 ごを 生じたり や 

，等を 討 難す るを： である ど。 


夕發を 巧 巧 十號を 

.大使に 授與 

ペン 师ラ フエ、 エッ ト大學 じ 

ては ホる 八 U 艰 巧のを 棠 ぶじ 於 

て粧ホ 大使が 斗 お 雄に にお r , 么 

恐 法學帷 b のを 位を 巧が す’"' と 

どなら 大使は 闷 H 电 みを 化よ 6 

巧 地 L: 府 巧のを であるが 越，^^ 

; 十 一二： n 斬她 巧が ュ .で ド^: 


天が 痘流 巧の 昨今 

種痘は 必要 

が 週 費 府ホ面 じて は 巧 五六 十 

の 天然 始 患者を 出し ベン シ片ダ 

ッ ニア、 才户ィ ヲ其他 數州じ も 

賴 出の 傾 おが あるの み U らや紐 

育巿ブ 。ン クス 方面に も 二 S の 

ヶ ー K が あるので 巧 衛生 巧 長は 

天が 搞 流行 豫防費 ごして 八 萬 弗 

を 要 ホし 足 b パ ァグ おの 衔を厨 

が 附戚巧 お 反び 圃語學 校 等では 

旣 じ柿渔 ホ 攀 者の 爲 めじ 禪 推の 

用蔥を 巧し 居る がが 育 H 本人 會 

じて は 乂島禽 長円 身 化 問題に 對 

してな 息す る 巧 わら 高見 ドク 

八、 小' 紫 ドクトル 等の 意見を 徴 

しつ I あらと 云 ふ 右 じ 就き 巌ぶ 

ドクト^は 語る 『柿粮 の 絕對を 

を あ 効 則 間は 一年です が 約 五 年 

位は 巧 かど 云 はれて 居ます 故 じ 

お 年 目 位 じ 柿搗を 施して 睛 くの 

が夕 をで あらませ ぅ 巡 班は を 後 

ザ おは if は 邱痘せ やが 後に が 

て 怖 情す る 0 ごすが、 七 ィラ 

の 一 SSS 沒任 ある 偽師じ W 瓶 

ご j い 棟に 注恵 する 

中 奢のを 生し わ? 巧に 天が 

おを 施して 搜 らふの がよ-パ 心- 规 


ほお 本、 み柴兩 ドクト^は 布學 
者ょ b 前な て 通知 ぁれぶ 化際特 
じ 一 ん じか； 巧 程度 じて 桃趙の 
巧を讲る ベ しごの；でぁる0 

久米 夫人の 茶 筵 

今秋 歸 朝すべき お 合 名 曾 社が 
育ぶ 店 長久 米 父藏氏 夫人は 例年 
のかく 夏期 中 新が 西 畑 じ 避 萬の 
豫定 でぁるが 去る 一 H 午後 H 本 
惧樂部 じがて 留 がの あ 造を 開い 
た。 當 日は 殘滕總 頒事ホ 入、 マ 
グ ナス 女 あ 巧 子、 フラ r 夫人を 
おめ H 乂締 人の 出席 おお 十を 名 
午後 五 時 絡 况裡に 散會。 

•y 會 委員長 會證辄 育 日本人 
を 今撕の 委員長 貪 溝は ホる 冗 H 
午後ち 時よ ら開谣 の當。 

♦阿部 大尉 轉巧 誓府大 化館附 
陸軍 補佐官 阿部 菊 一氏は 今回 ホ 
兵 巧 よら 脱を 兵科 じ轉 科せる 由 


議纔會 

六月 六日 午後 八 時半 
辯 ホ Dr . Hunterburg 
題 "jewis G ミ 害 己 一呈 夏 ivilizail . on : 
が 言 パン タ ー パ！ グ 氏は 猶 
太 人 どを 督敎徙 ごの 間 
の 親を を溫 むる 爲め著 
.書 ご 講演 どを なて 盡力 
せられ 居る 人なら。 敎 
會间盟 の お 巧を 微て日 

ン ドン よら 渡米 せらる 

諸兄 細の 御 巧 會を留 む。 

紐 育 肖 本人 敎會 

巧 0 で St 57 thst ' 


参が 本を 夫 巧 ユニォン 神學校 

じ 於て 硏學 中の 靑 出を 院敎 採、 

まる 一二 十' 日 午後 八 時 r 靑年マ 

八 n の 話』 なる 題 下 じ おな 敎會 

じがて 講 おを 試みた が 本 巧 化 円 

出 蜗の巧 船 じて 渡歐 聖地 バレス 

タィンを 經て歸 朝のを。 

♦赤 星鐵お 氏實業 家、 化お偷 

敦ょ b ホが ホ テグ^ ビグ トモ ア 

じ 投宿 中で あるが 十 一二 H 出帆の 

便船 じて 渡英の も。 

♦大み 光明 氏-右 同上。 

♦柳 悅么氏 化育 總 領事館 書記 

生、 夫人 備 子み 息 陣巧巧 迎の爲 

め 五月 下 甸ぉ桑 近日 歸 がの 當。 

•福 本 福 一氏 紐 育 H 本人 會嘗 

記、 大が 野球 闡と おじ 昨 H 歸紐 

♦上 おお 重を 大阪每 円が 巧特 

派 員、 间 七。 


人員 募集 

夏 族 働き 十を 

濁 身を 及び 夫婦 者 

右 ま 愈 募集 ホ 袋 者は が 育 新報 

社 水 谷 氏 じ 御 面談 願 ひます。 

太 西が ホ 

が商會 


移 轉廣吿 

弊 巧 儀今圓 建物な 築の 巧 ホみ 
轉 致し ホる 六月-： n ょらぶ か J 
じがて 餐萊 化ら 化 際 一 廢勉骚 I 
を 可 申 おじ 付舊じ 倍し 御 引 立 一 
の释 伏して 奉 願 上 候 ’ 

巧 旧 十六 T 目 六十と を 

丸 山 洋服 商會 


裁纖所 開業‘ 

巧服、 絹物、 ゥ1グ類はドラィ 
クター ユング、 ブレス 及び 染巧 
へ 、 仕立て直し 一 切をく菜麗じ 
致します。 裁縫は 如柯 なる 御 注 
文も叮 寧！'- TV . を L ます 某他ユ 
» ク の 出 ホを も あ h ます。 

お 井 裁縫が 

1 這 W . 岩 さ stJ . Y . 产 


W 1 二 室 及び 湯殿 サ 
六 室ぷび 湯殿 化 五 ザ I 
壌 所は 武巧 ナツ ソ ー コ ー ト ，委 
細は ち S ‘銜御 照 會を乞 ふ。. 

G . A . La 呈夕 167 C 旨 cord si - Brook 吾 
Tel . TViangie 82 岩 


淸潔 じして 高尙 なる 

集 W 1 家度 ご - 化廉午前 

中 又は 午を ホ 時 過ぎ 御巧談 あれ 
Mrs . Naganu 置， 31 w .65 thst . 

享 . 14 B . Fifth FI 呈 r Fr 呈 t 


貸 室 


專用 出入：：！ ある 室 貸し 度し 。 H 
本人を 庭。 ヴ ー ズオ！ ス五化 四 
二番 E .N •じ 電話 あらたし。 


室 


一脾 前に 御 話し あらたし。 
Pa 己 Ki 直 ー ヨ a ，岩？ 定 . 138 古 h St . 

吾 t . 1 Tel . Audub 旨 7 雲 


一過 五 巧 巧 八 巧、 一 
人 又は 二人 じ 適す、 
巿廳へ 十を タィム ススク ユヤ！ 
へせ おみ 電話 カン バラン ド 呈三一 

妄王 gh St , Broo 至 n 黒 崎 梅 子 ' 


音樂 敎授； ォ リン 

獨增歌 授業料 ーヶ月 《萝 一 型 迴 
西 六十 五 了 目を を巧會 階上 
菊 池 盛太郞 


ン シン 


巧 人の 美人が 皆 樣の御 化モを 

します、 日本人 諸君は 特じ歡 

迎 します からぶ 人 御 誘 ひを せ 

御 ホ纔を 願います。 

何時でも 個人 敎授 致します。 

63 rd antj をを Sts . & Coil ! 量 US A さ， 

ジ I ち hone C 己 umbuM 苦 基 
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裹瘍 向新 荷 到着 
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ヮナメ . — 力 「の特 を 

り本人のわ買物には株別热貫，^睛をお 
巧で 御 おわを 巧 電話が はぉ モ 紙み 络お 
訪問して 御 巧を を 針 斗 初み でのむ 方に 
掛 しては 特に 注 息を- ま、/' から わ 
立 おら 願 ひ 巧、 巧內胞 達な 勿論 9 备ぶ 
化を 化 宛の わ 荷物を をは 當モ でを し 巧 

ジ 3 ン ブナ メ .1 力、 
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高尙 。スタ ィ 作の 泮服 

u 御友 達 巧が 御な しの 樣な U 

皆 巧が 御 巧みの 新 スタィグ •正しい 裔 巧。 
服裝 •をの 御 巧 恥を 當 おは 調製を しまず。 
一度 御 巧 店な さつて 羅紗 地 •統柄 •巧を 巧 
送 下さい。 御不 旗の 際は 返を 致します。 

ウオ — 力 よンド 

フロリ ネ 洋服 店 




ち E . 1 害 si .' ly . ぎ 宴養呈 t 畫 5-8-7 


夏 儀 向 U 新 荷 到着い 

粘々 勉强 可：！ 候 間 文 被 下 度 願 上 候 
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: 上海 罷エご 暴動 

一 今 间上曲 & び靑 島の 円本 人が 

j 按エ がに 就 動す る 支那 人 職工の 

I お 勘 ご 首謀 あじ 對 する 內外聯 な 

一な 利 所の ち那利 巧が 動機 ごな 9 

一て、 遂に 學化 脚の 承 成 溶 動 ごな 

|,0しのみ；^^らや、 駆萊はを化じ 

I 飛火して 列 强の對 ま 貿易け 停頓 

^のをご^6' 幾夕の罷エをど、 

がおか 闽 人の 閒じ巧 傷 おが 頻々 

'ど裴ぉしっ《ホる；は、 眞じが 

しむ •へき 出來 事で あな。 

H 本人 お 械ェ踞 S 罷業に 柳す 


る是ホは、 これををホ^;?'4巧斷 
じ訴 ふるの 外な く、 H 本人 歷督 
.か 支那-^ 職工を 巧 化しつ 、> あつ 
じ； け U 今に 否で あ b 、 罷エを 
が 飯 じこれ 等の 巧 慟條件 じ 就て 
は：：： 本 資本ぶ を 成 服せ しむる に 
まつじ じ も お.」 ら 中、 斯る 暴が 
にぶんだ ょは、 罷エ侧 は 確かに 
不當 である。 

學化 銷莊む 峰 基 じは、 時節柄 
日 シァ 共を 爲の 陰謀 あ 6 ど 傅 b . 
られ てなる 。われ 等 もを のす 能 
巧を 信 乎る 巧で あるけれ ども、 

を 5 ザ 面 じがて おき ま 巧 人 わ、 

いかじ 支 ‘化 じ おする 刈强 の强應 

政策 じな 城を 抱きつ； 本る かを 


窮知 する こご-い 出 ホる。 學化幽 
が從ホ どても 固內 問題、 即ち 段 
巧閣 成立を におし 無關& であら 
乍ら、 勒か 問題に 就て、 巧當化 
底 深い 示威運動 じ 反び つ t ある 
. JV 一け、 偶々 政治の 事實者 とし 
ての 彼等の なぜを 認めし めんと 
する 勢 じ 外 U ら の。 彼等の お 巧 
ぶ敲 動は、 今 目の 場を、 支那 じ 
どり ては 寒 - J を あれ 何等 盛の な 
い 化 事で ある 如、 今 巧の 騷 媛の 
菓 面に 新ら しい 閣を ま義 への 潮 
流が、 恐ろしい 袭 風を 呼ばん ど 
しつ.-! ある 傾向は、 列强の 最も 
膜 重に 考 霞すべき おでは ある ま 

いか。 


エを 導火線 どし 列强の 勢力を 支 
弧ょ 6驅 をす る； を 目的 ごして 
在る ； はず はれない 事實 である 
而 して 化 京 政府 にても 時局 重大 
なる ため 臨が 閣議を 開 惟の 上、 

不 化が 列强 外を 劇 じ對し 上がに 
外圃軍 除が 上陸して 支那 人を 巧 
傷せ しめた 不法に 就て 抗議した 
る 上、 二 名の 最高を 員を 上 おじ 
派遣し 别强 化を どの 間を 調訂す 
る當 であ 右が、 列强 外を 翔は ま 
那政 がの 抗議は 一方に 偏した も 
ので あつて 取 上 パる じ 足らの ど 
いふ 態 巧を 示して ゐ る。 

.飽を 乱暴な 

學生 團决議 

义個條 に 直 6 て 
上 お郎化 乂國總 領事 カン >1 ン 
グ： ，ム 巧は 刻々 國務 省に 對 して 
時局の 推を を報吿 し、 お 孝省侧 
でも 免 化な 上の 艦隊 增 派を 考量 


中で ぁるが、 をを 刚が 去る 四 H 
をな てみ 證 した 申を せは 實じ左 
の 如く 過激な ものでぁる。 

〔一】 巡 灣隊は 衝迄も 追繫威 
脅すべし。 

〔二】 を々 群を なしを 所じ佛 

装を 働くべし。 

【一二】 巧を 磯 關じ對 し 能 ふる 
限ら 妨害すべし。 

〔旧】 郵信 ぶび 電信の 配達を 
邪魔すべし。 

〔五】 學坐幽 の 行動 じな おず 
る もの i 財産を 破 媛すべし。 

で ハ〕 産業 反び 商業に 使用す 
べき 食が お及び 巧 おお 等の 運搬 
に 巧 蓄を加 ふべ し。 
t と】 化を 臨 域に あきて 亂お 

至' し。 

【八】 外人 銀行 じ掛 して ホ 貝 

同盟を 履行すべし。 

【化】 上海のを 學 巧じ識 しが 

校を 働 誘すべし。 
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上海は 恰 かも 戰時狀 態の 如く 

軍艦 龍 田が 陸戰 隊^ 搭載 急航 

H 本人 S 名英人 一名 义 婦人 一人 殺され 一人は 傷く 

ホ おの 學 生が 公使 舘じ 殺到し U 本留學 生引揚 準備 

南京 武昌漢 口に 心 飛火 

東京 特電 五 H 潑‘ hb がの 机 巧 おは 宛然を 戰狀態 じして、 日 ホ 伊の 隆戰陵 i 降し お 國巡评 艦 もを 

渚ょ ち 急がの 卜； 陸戰 除を 上陸せ しむべ < 、軍滕 龍 旧は 陷戰 隊を滿 栽して あ 世 ほよ b 急派 中なる が 

今 H までえ 邪 人 裝徒侧 の-死傷 ちは 巧 餘名じ 達し、 な留 外人 じて H 本人は 吉 あ、 奥國人 一名は 暴徒 

の爲 め-しお をされ、 一 义國締 人は お 巧 さいて 巧 傷を 蒙 6 むる 後 病院 じて 巧 亡し、 自蠻團 の 米人齒 
驛 がは 背後よ b 銳 化を をけ てむ 傷した るが、'々 巧の 排外ん 運動は をの 粮底 頗る 深 < 貿易 上に も 一 

乂酌雞 畫啤ス 。ら をが 郷 され、' 駆 樂か 衞被 おを 若？ S し，.. 满带 、泼リ にも 巧熙淮 ぶ 、 J 

同盟 駆 H 等 巧 はれ、 H 本 じ留を 中の 支那 人 學ホも 引 揚げを 準備中な るが’ 化 京よ ろの 蹤電 に攸れ 

-ば數 方の 學 化は が朝ボ ー ィ •スヵゥトを 化 助 ど—' を々 化 巧 城 內を巧 列し、 『が國 のを 敎排 巧』 『日 

本人 ぷび 巧國 人を 皆殺し' いすべし』 ど 不穏。 る大 峨於觀 しつ i か國即 おじ 殺到 せんどし むる も、 

が 太 利 及び 日本の 誰衞 軍隊が びじ 魏官隊 退散を 命じむ るが、 學 ホ 閱は微 をを 她じ 飛ば！ 日本 及び 

英 固の 巧 お 非 貝、 お U 巧 人 ごのお 引 中止、 上が 外人 靴 巧の 責 巧者 處 罰を 要 ホし、 外を 部 じ 化 表を 

を 遺して 强 '踏 政 ホを ホめ てむ るが、 を學 校は' このため いづれ も 閉校し、 半旗を 揭げ て學生 擲の殆 

難 者を お ふ 等、 形勢は 円に U じ不巧 ごな つてむ る。 

I ; 曠人も 决死隊 を 組織 も 

隅 側の 巧 傷を は 即死 サ ー人、 負 

傷者み 十餘人 じして 义人お 伽は 

自 磐！！ 團 ごして 蠻 '戒 中背 後 

よを 化 鶴され 乘 馬は 即死し 氏は 

負傷した る 外、 一人の 米 人は 銃 

器携 巧の 廉で 支那 人 軍隊に 逮捕 

された る もホ國 総領事 ヵン ニン 

グ 'スム 巧の 强 硬なる 抗講 で释が 

される 等、 幾 夕の圃 際的閒 題を 

验 起しを の 混 雄は 名狀 すべ/ 

ぁらや。 學生蝴 の蔡行 煽動け 廣 

をの 國お黨 幹部を 逆 じて 巧 はれ 

旣じ ir 白人の 宜搏隊 でぁる 南京 

大學 々生は 上海 じ 到着して 排外 

熱を 城ら、 全 支那 學 生の 瘡 起を 

ホむ る ごせ ハ じ 一時 立 消 わごな つ 

た排 基督 敎 運動 もが 活 して 外資 

排巧 ごみに 異端 まあを 葬れと 怒 

號 しつ、 ホる が、 學生團 の 運動 

藝 どして！！ シア 共產黨 幹部 よら 

奠 額な 黃 白が 手に入 つれのは を 

がの が 密 らしく 現じ 化 京の 

中 じは、 宣巧费 を 

賞は なかつ た爲 めじ ホ威述 動じ 

參加 しな かつじと 語つ たも S も 

ある 化で、 今回の 速 動は 上海 罷 


列强 U 經濟 的に 壓 迫し 

絕交狀 態に 人ろ か 

東京 特電 六 a 獲 U 上がの 藥 動は 巧 强の聯 を 出を どな b 漸く 鎭 

靜の氣 がで あるが、 今後が 盟 罷業 じして 树 は繼績 するならば 則 

强は 支雕じ おし 經濟 的に 壓 迫し 遂に 絶を 狀 おじ 陷る •へき 形勢で 

あるが •上が 居留地の みの 支那 人蠻官 、電信 會 化の 傭 支那 人 等 

は间盟 罷業を み 巧し 壊 東 地方の S 錫 道を 業 員 も 亦 罷業し 列車の 

運 物は 中 化の 妾で める が、 日本の 赤色 團 はま 那罷 菜蝴の 聲援大 

會を隙 催して y 支勞働 階級の 提携を 宣 傅した。 

日本が を 那に嚴 重を 抗議 

。ン ドン 五日 發 英 輕の當 局は ぞ那の 現狀に 深く 憂慮し 则强 

. W 協が の 下に 赎晚 的が 策 じぶ ぶ 形勢 e あるが、 駐英 U 本を 權乂 

化が 權巧 巧は 今朝 外麥 省を 訪問し 密談 数 刻 じぶ びじる が、 デ：— 

リ！ •テレグラフ 紙の 報ずる 巧 じ 化れば お 支 邪 問題に 就ての 英 

ホ巧渉は總て ヮ ン ン'*^ グ を中必ごして巧はれつ 5 あるも锡を 
化ら ては 英圃じ 移る 摩に して、 近く 瓦 大列强 は協间 して 對支遇 
牒を 蟹す‘ る じ. をる ベ'^ I て ザ'!' づ }-?' ぶ. ネタ ブレス 紙の 殺 やる 妖 
じ 化れば U 本 政が は 部を 支那 政府に 對 して 上 おの 暴動に 關敞レ 
おしま 那蚁 がの 權 力が これを 防滕し 能は ざる 傷を 日本は をめ 陸 
海軍 力を 舉げて 秩序の^ 持 じ 巧 力ず べし V 表面 好 息を 裝 ひし； 威 
をが 述 蝶を 發 したら ム^、 英國勞 働 おを は 首相 ボグ ドウ キン 氏 
におし 卜 '海の 勞慟 ザ！^ 巧國の 蒂隊を 派遣す るに ま 6 しはす 當 
である どて 即刻 撤兵を 要 ホした。 


つて、 支那 政が の 如き も H 本の . I 

所謂' 化 亞細亞 思想 ど n ンァ の赏 

傳じ 化ら 今回の 黎 動を 機 會 とし 

て 列强の 勢力を 輕减 せんとす る 

の 怠 志が まつて 明白で あると 云 

つて ゐる〇 

お裝 解除に 

獨遂 回答 

平和 巧 降を 要 ホ か 
ベ 瓜 ブンぶ U 發 U 聯合 國 大使 
會 議はゲ アグす ィユ條 約に 化る 
獨 逸の 武裝 解除 履 巧に 就て 長文 
の 通牒を 發し獨 逸が 府は 明日 ヒ 
ン デン ベ^ヒ 大統領を 中 必じ內 
閱 々議 を開谣 して これが 回答 書 
を 起草すべく、 聯合 國は をの 通 
牒 じがて、 

【一】 參謀 本部の 廢 止’。 

ごご 彈藥 工場の 廢 止。 

【ミ】 現 狂の 蠻を到 度の 陸軍 
組織を を然 文官 到 度 じ 變更。 
等の 5 個 條じ宜 b 耍 ホし たるが 
政府は 參謀 本部は をが しおらず 

ど 巧を すべく、 疎 じ 蠻察到 度の 

改善は 巧狀じ 照し 到底 不可能で 


婦人 も 决死隊 を 組織した 

罷 H 總數十 お 万人 

ホを 政府から 上海 領事 閣じ 抗議 

給水 も斷 絶して 巧 中は 瞻黑 


別 巧 本 化 東京 特電の 報ずる 如 

上 おじが ける 日本 綻緖 エ媒を 

中必 ごして をつ たま 那乂 職工の 

M 熙駆エ は 學を圓 S ホ 威嚴巧 ど 

ub 、 を S ' 波紋は 

查を那 じ 及ばん ごしつ i 

ある 形势 であるが、 去る 五 口を 

朝 i でに 接を しだ 本社 特電 及び 

聯を述 信 社、 巧 化 义圃を 新閒社 

の 報道を お 合する じ、 上が 巿は 

昨今 做 乎た る戚 おかの 下 じ 施政 

され、 聯合 軍 陸 戰隊が 上陸 幾 偶 

しつ i あるか、 化 留外國 人ょ b 

成る 自巧閣 は武裝 せる 醫官陈 ど 

協力の 上、 裝甲自 勘 ホ、 機蹤砲 

陈 等を 組織して 幾が し、 要所 じ 

你 袋を おして 臨が 越 塚を 築 < 等 

宛然 戰 巧の 狀 おじして、 乂國は 

騎兵が を 派 遺して 證 が、 が太剌 

軍隊は U 本人 化 樂部じ 陣を張 b 

近く 上陸ず べき 日ち 両國 の陸戰 


が化留 民を 保護ず ベく、 夜® は 

一切の 燈乂を 消して 支那 人の 巧 

ホを 巧を 許さない £ いふち 横で 

ある。 而 して-ホ 

能 H 者 側では 絕エ の範廚 

を單 じな 績エ煤 じ 化め や、 益々 

渡大 せしめる 見を じして を 外人 

が 巧 社の 如き ノース •チャィナ 

デーリ1のみは辛くもを刊を繼 

緒して ゐ るが 他の 新聞 祖じ就 働 

する 支那 人 磯 H は 悉< 駆 業し、 

電氣エ お、 水力 電氣等 じ^ 影響 

し 潘エあ 總數は 十五 万人 ど 註せ 

ら れてゐ るが、 給水 ホ 面 じ まら 

ては 從業旨 雖エの 結 あは 外人 居 

留 地ょ らも 寧ろ 支那 人は 家に 不 

徑を巧 ゆる も 一 方なら ず、 外人 

側のを 粉 おお もを を じ お 布され 

つ i あるち 巧 じて、 英米 締人協 

を じて は 自幾脚 幹部の 懇請を を 

れ敕 をを 國 婦人に 飛ばし、 看 譲 


がを をして 援較 S 千 人の 陸戦隊 I お 咳の 外 自動が がを もが 織して 


をる MJ を吿 げる尝 じして、 聯合 I もこの 際兩 者の ま おが】 をした 
図は あら じ 第二の 軍が 檢査を 要 i ど稱 する のは ブブ デン 氏が 英國 
求した るが、 政府は 瘦じ 欧洲の j の 立诺を 誤解 


し 


相を ホ かが 隨じ 就て 英國 じ提講 
した 細 係 も あるので、 この 除獨 
逸の 武裝 解除 じ關聯 しを の 提議 
じ 就ての 談 がを ホ 留 すべ--、 同 
がに ヶ グン、 ググ 等の 聯を 固を 
除の 撤兵を ホめ る 帯で ある。 

保障 條 約に 

意見 合は ず 

•英國 ご フランス 

ロンドン 五 H 發 ：= フランスの 

外巧ブ リアン 巧は 昨日 パリ I じ 
がて 歐洲 相互の 平 化 保障 條約じ 

關聯 して 英國 W フランスは 根本 

的 じ 了解し 近く 両國の 間に 一褲 


たもので あると 
稱 して ゐ る。 尙 ^お國 外務省は 
目下 ゼ ネゲア じ^ 煤 中で ある 軍 
單 化締會 證は夺 化が 的 じ 催す 
べき 軍備 縮々 を洛の 前提で ある 
ど 認め 巧 図 化を ォンス n 1 卿に 
蟹し をの 旨 訓^を 發し 軍器 取締 
のが 條約 中に ドーの 文句を 挿入 
する なら、 を か 旨 食 講じみ 
幾 文を 提出し 化が、 夕み 可み さ 
ある 模横 でんる。 

ザン 少佐 斷念 

東京 特電 心い 發 N まる お 巧 十 

四日 大阪 ホよ b 太平が 巧 斷の壯 

擧に出 でん ごした 際 飛 巧 磯顚覆 

の 災怔を 見 じア分 ゼン チンの 化 


の 軍事的 協定を 見る じ まるで あ界 一周 飛 守‘ をザン ニ々 佐は 愈々 


らぅと 語つ たこ ごは 當 おの 頗る 
奇怪 ごする 所で ぁつて 英國 かお 
省は 非を 式 じこれ を 否定し 両國 
のま 張は 根本的 じ 相違して ゐる 
から 協定は 全然 絕望 じして 濁 遮 
じ 對し兩 國が單 じ 近い お 巧に 談 
がを 進める どい ふ 程度の 回容を 
發 する こごは 可能で あるけれ で 


飛行機 績を斷 念した _ 


N 


有旧總 領事 新任 

東京 特電 四 H 發 U 廣澤 スぺ 

ン を使辭 職して 吉旧總 領事を 化 

じ內 をし 前 化 京を 化舘附 一等 ホ 

記官お 旧八郎 氏は 天津 纔 領事 i 
ほを された。 


治安維持法の 解釋 【三 

國體 とは 何人が 主 權者か 

私有 財產 制を の 否認 も お 来な 


聯 した。 ンア 共產黨 員の 煽動に 
就て 黯 々証 おが 巧收 され、 上海 
官憲は ま 邪 共 產黨の 領袖 お 化の 

家を を搜 索して 書類を 押 收中じ 


カラハン 氏が 

煽動 否認 

ホ國 政府を 嘲笑 _ 

化 京 五 U を u 支那 駐化勞 農 使 j \ して P ンァ 政府ょ も 補助金を ま 

ザつ i あら ど傳 わられる 國民大 

を 一は ホ國 軍隊が 警戒 中で ぁる。 

ホ 京み 巧鹽が 

一 支那に 齒 答；- 

化ぷお 日を：：：：： 化を 駐 巧の 列强 

外を^ は 上が 外人 警官の 装 徒 お 

箸に 挪 する 化を 政府の 抗議に 點 

し 今朝 擦 同 回答を 發し 殺害の. .貴 

巧は 寧を 鶏 徒 側 じあ b ど斷 じ、 

支那 政府 じ 巧つ て 反省を 求めた 

が 同 H 支那な がは 外を 鹽じ 第二 

通 蝶を 發し 上海 外人 當 局の 化 b 
つ i ゐる巧 動は 甚だ 危險 なる 結 

をを 生む じ 至るべく この 瞭罷エ 

者に 對 して 發跑 する i は斷 じて 

中止 あらたし ど 要 ホした。 

上 深 五日 搂リ 今日の 上がは 比 

較 的に 平穩 なれで 外人の かおは 

巧 ほ危險 じして H ま 楠 化工 谋附 

あじ 裝徒 襲裝 した るら H 本ん 監 

替發 礎して これを 斥けた 位の も 

のじ 過ぎ。 かつ ii 。 化 留荷方 外 

人の 觀 測に 化れば 則强が 共閒し 

て斷乎 だる 賴極的 政策 じ 出た な 

い 限ち お 動の 鎭 腿は 不可能で あ 


節 カラ' ィン 巧は 今回の 上海 暴動 

は勞農 政府の 煽動 じ 化る どの ホ 

難を 堅く 否認し 上海の 黎動 はを 

然 產業狀 態の 不 まょら 生じたず 

議 であると 斷 をした る 後 本 間 題 

じ 就て 巧て ホ國 をを 笑し、 

ホ 素ょ ち アメリカは 支那の 轰 

人ご稱 して ゐ るが、 今回の 如 

き 族を こを 米 國が眞 じ 支那へ 

の 友證を 示す ため、 列强 との 

協同 出兵の かき 拒絕 すべきで 

をる じ も拘ら 中、 列强 W 共同 

出を じぶん だのは アメ 9 々が 
本 問題 じ 就て 賞 任の 一端を 自 

ら 引受けた ものである。 

ご 述べた。 .： 

上が‘ 五， H 發= 今回の 漠 動じ 關 

聯し上 お駐粗 C シア 總 領事 オス 

ラ ニン 巧は 支が が 產黨員 じ 運動 

豐を提 化した もの 'ぇ かく 本人は 

右の 事 質を 堅 < 否認して ゐ るけ 

れ でも 列强 外を 阐は をの 形贼あ 

ら と 稱し 監視 中で ゐ る。 

ワシントン 五 H を U 上 诞駐化 

總锁事 カンニング パム 氏 よら 速 

したを おじ 化れば 上が 據 動じ 隙 


愈々 化 巧 十二 U ょら 實 施され 
る i ど。 つねを を維恃 をの 運用 
か 巧は 國找 一般に 危惧の 念を 0 
て迎 へられて ゐる 所で あるが、 
要は 之が 運用 じ當 るべき 对法 一良 
及び 譬を ちじ 於て 法の 趣が を充 
みに 理解せ しむる じ ホち ごな し 
最化 司法 省、 お あ 省の 孫官 協議 
調 寃の上 「治を 維持 法釋譚 j な 
;；> る もの {編成を 見た。 をのを 
條畿 解の 查 文は 左の 施ら である 

第 一條。 國 かを 變 をし 义は駐 
ちが 產 制度を 否認す る i を 目 
的と して 結社を 紐 織し、 又ぶ 
事情を 知らて 么じ 加入し じる 
ちは 十 年 0 下の 懲役 义は 禁颁 
じ處 す。 前項の ホ遂 罪は 之を 
罰す。 本條の 犯罪は 闕 化を 變 
革し、 又はな を則產 制度を を 
認 する； を 目的と して 結社を 
組織した る 者、 情を 知らて 之 
じ 加入した るを、 及 叙 上實巧 
じ 着手した る もを 遂に 終らた 
る もの どす 0 


1 1 】 ち體 〔ィ】 本 條の化 
罪の 主体は 自然人た るな 上、 巧 
國人 たると 外题 人た るを 區别せ 
中、 を 人を をまざる は宮由 刑を 
科した るを 0 て 明瞭なら。 法人 

をを ま 中とは、 法人は 本條 犯罪 

のま 体た る ミを 得 やどの 意 じて 

(法人 も ホ 結社なる をな て) をの 
目的が 本條 じ該當 する にがては 

をの 構 お 員は 本 惟の 罪に 該當す 

〔0】 本條の 罪は 所謂 必要 的 お 

化の 一 極 じして 夕數め ま 体 ある 

ミを 必要と す。 しかして 法律は 

をの 夕數ま 化 中に 付 結社を 組織 

したる ち £ 之 じ 加入した る 者 ご 

を區別 せら。 結社を 組織した る 

者 どは 事實 上提 社 組織の 巧爲じ 

參 加し たるまを 云 ひ、 加入した 

る 者 どは 巧を じを の 結社の 構成 

員 V 」 な 6 たる 者を 云 ふ。 

ごこ 化 意 了】 本條 第一 


項 前段 お ft 組織の 罪は 目的 罪な 
るを なて 化 意の 外に 一定の 動機 
を 其のが 立 要件と なす。 即も結 
社 組織の け爲 じせ 認識を をす る 
のみ； ら ず、 國 体を 變 をし 又は 

有 財產觀 度を 否認す 

る J の 目 術が 結社 組織の 動機た 
ら ざる； 5* ら ず。 然して 動機 どは 
をの 巧爲 者が ホ 望し じる ものな 
ら ざる 可らざる が おじ 本 罪の 成 
立 じ 就て はが 爲 者に 於て 國 かを 
變ぞし 又は 栽を が產 制度を 否認 
i る i の ホ 望 ある ミを 必要 ピす 
る ミは 文理 解釋上 疑な しと 云は 
ざる 可らず。 义 後段 か 情 加入 ど 
はお 社の 目的が 國 体を 變 '革し 义 
はを ちが 產 制度を 否認す る もの 
なる i を 知りて 之に 加入す る 巧 
爲を云 ふ。 耐し 其 目的を 認識 
しながら 加入す る* は 

當然 結社 ミ' 質 ょら 其 

の 共同 目的を 支持す るを を 前提 
ごする ものなる を おて 本 條の吕 
的を をず る i 明かな ち。 故に 本 
條揭 示の 目的の 實 現を 希望せ ず 
して 結社 じ 加入す る もは 其のを 
質上認 むる こど 能は ざるな 6。 
(口〕 國体 ごは 巧 人が ま權者 £ 
なる か 5 間 題な を。 我 帝 國は論 
ずる までら なく 万世一系の 天皇 
の 統治 せらる i 

君ち 國體 なち。 國 体は 

履を にぶく 國 おの 確信に 依らて 
定まる もの じして 成典 じ のらて 
定まる もの じあら 中、 をの 成典 
じ國 体に 觸 する 规定 あるは 唯 ま 
權 者が 目ら 旣定 の國 体を 宣言せ 
るに 過ぎざる なら。 巧帝國 憲法 
築 一條は 乂 H 本 帝 國は巧 化 一系 

の 天皇 之を 統治す る 貸を 定め、 

第四條 じは 天皇は 國の 元首 じし 

て 統お權 の總攪 をなる i を 明か 

じせり。 化つ て 天皇に ホざる を 

天皇に 淵源せ すして 

統治 權の 一部を 保有す 


る i なし。 本隧じ 所謂 固体の I 
革とは 斯の 如き 國 民の 確信 ぁ- 
國 体の 本質 じ變 巧を 加 ふるの I 
じして、 君ま國 体を 變 じて ホ 心 
圃体 、若く は ソゲ ィエ ット組 ii 
ご爲 すが 如き-巧の 權 力を 無？ 
して 國 をのが なを 認めざる が.^ 
き、 之を 要するに 統治 權の總 S 
をた る 天皇の 絕對 おじ 變更の ~ 
彩を る ものは 國 ホの 變 をなら' 
ず。 然して 慕 動を 耍 か宝サ ざ- 
な じ 巧て 刑を 鑽と 十八 傑 じを‘ 
る內 謝罪の 豫備 、巧く は 陰謀_ 
異 るなら。 〔ハ) なな 助を 制ム 
とはなん がが 產じ醫 して 宜 由： 
ち 配す る ミを 認 むる 

制權 度を る ひ 所ちを- 

必 とする 觀を t * ら 。宮由 じ 支 j 
するどは を 人が をの 欲する 所 
從ひ 他人を 巧け て 財を を あみ- 
る MJ を 得る の 謂なら。 巧して； 
の 制度は 國お あちの 体 則 ごし 
をの 存 なの 必要を 前提と なす- 
の じして、 從 つて 吾人 社會 生； 
の 根基を 爲す もの VJ 謂 ひ 得る _ 
bo 本條じ 所謂な ながを 姻度 
否認 と は總 ゆる 助産の な 食を： 
本 的に 認めざる 煤を は 勿論、 
を 助産-制度 のが 巧を 危殆なら 
むる が 如きが をの おがを 否認 
る 場を を もを 有す。 なれで も 
道國を 論、 又は ± 化國を 論と 
ふが かき 個々 じ 指摘 甘ら れた 

一部 財產 の 共ち 論は 
を财を 制度の 破 本 的 否認 ど 見 
2能はざるを0て、 本條じ巧 
なを 財産 制度の 否認 じぁらず 
然れ ども お産ま 義的お 想實巧 
一階 棟 ごして 云を 論 中る もの 
る 時は が b ど 解す。 柯 となれ 
をの ま 張の 背後 じを じが 產を 
若く はなち 批產 制度を 危殆な 
しむる ミを 目の どす ど 認定し 
ら るべき 一切の 生產 手段の お 
を 否認の 希 蟹を 藏 する も 唯む 
ばなら。 之を 要する じを ちが 
制度の 巧認 ごは 不可 巧の 觀余 
るな ちがを 制废を 否認す と敦 
べき 質の 巧 題 じして 致の 問 猫 
非ざる な ら。 
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橫矢重 孝 


日本、 まが 寶玉製 美 
術 お、 婦人 用 首 節 其 
他 装飾 お 

岡 島 が 

高等 美術品 條縷、 

首 飾 品、 ストリング 

日本 服 裁縫 


笠 ホ 洋服 巧 
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自ネを 如 ザを すを A お 巧ぶ 

費ぶ そ 4 屢媒 \ぺ \户 が^ 
クオー んザ へを シンが が 巧刻刮 
尸し ブ 》 ド： N ミん トンが 評 を劍列 

が 薄 化、 念場莫 がろ 刻刮 
壊ぶ みを‘ が焉ふ ク 刻す 貧 
為ネぞ みがを が 葦 v\ 刻 引 

‘雜 $ 嫌 田旅乂 

t 巧—* yy ず'. ち 八 ニニ 
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メーシ）はが育最大のデパ ート メ ン トが店でぁ 
もます。 巧らしい昇降機ど エ ス 々 i ターは廣澗 
な庙 のじめ ける 皆樣の おお 物 じ 便宜 £渝 快 どを 
巧へ てゐ ます 

他巧で二巧するものならばメ！シ《では - 
巧 八十 八 仙を は をれ な 下で 買へ る S を どぅ 
'ど 御 記憶 下さい 

曰 本へ 御 荷物を 御 送ち じな b たい 節 又は 巧 買物 
に際して御用の煤合はバ ーッナグ ン 9 ッビ ング 
ビュ Inl を お尋ね 下さい、 親切に 御 便宜を 討 

*0 
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此寬一 

U 伤 h 巧 
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麵腳 揉 療治 

西洋式 マッサー ジ 
H 本式 按摩 お腹 

神經痛 リゥ マチス 
巧身昏 ぅづき 肩 I 

腰 髓ろお 違 ひ 
其 化 諸 お 操 療治の 御 
鶏め じ 應じ御 笔話次 
滨 御を 庭 又は ホブ火 
じ 出張 親切 じを お 申 
上まず。 前約の ホは 
自 まじても 施術いた 
しまず。 

|脊| 津輕 東洋 

面を 九 了 目 革 四 番地 


齒科醫 木 下义市 

ゴ 0 V / .ニニ hwl . 

ジ I .里 弓！/ ment 黄 57 


化 巧な 卸 賞 

五味 蘭會 

W E . 17 さで.， N . Y . C さ 

ぎぎ y 夏 呈こ7 舌 



正直 ど 親切 ミを 嵩 どし 確實 
信用 ある 商品を 穂 選し- 

麟 別廉懼 で販寶 致します 


クオ 方 サム、 H 八 デン 四鄕 

其嗤ょ 屯で 一二 蟹 引 

指 翰 鎖 貴を 屬 おじ 資巧類 一切 

八 S グ トン 悅 計、^ ワ 1 ドィ 

リノ ィス 時計、 を穗棍 時計 

クオー タ i マン 萬 年 筆 

王 バン ヤ 1 プ鉛樂 

純銀 器が じ银器 一切 

御 歸觀の 御尘產 一切 

時計の 修緯は 保驗付 じて 確實 

にお 川 自身が 致します 

が 脊ボ西 四十 二 T 目 四と を 

四 四 S 号 至 (五 巧 ご 六 街 間) 

る 州 岸商會 

電話 ペン》 八 バこア と 云二义 

khilcaw ぞ巧 》hi 0O. 47W. 42=d 芭. 


る 


成 巧の 秘說 

米涵式 英語を 謡す 事 
は あ 巧の 第一義です 
本校には H 本人 敎授 
じ 慣れた 專ほ 婦人を 
師 あら 懇切 じ 會話通 
信义 社を 語を 敎 巧し 
ょす。 H 曜遇リ 共 じ 
午前 化 時 よら 午後 十 
時まで 開校し ー レツ 
スンと 十他づ io 今 
りおち じ 巧 校 あれ。 
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0 巧 •巧 巧 ZJI IFC 巧 CY 户 
基 養 夏 写 夏 

芭二畫 As. f た を Si. 
Tei. ぎ rr さ Hill 2731 ぎ 号 7 苦 


ク 

グ 


ホ 谷 謙 次 


巧、 水、 金、 午後 二 時 よら 六 時 

迄* 其 他は 前約に 願 ひます 


ク 

A 


村 瀬九廊 

ま Lex 量 on Ave . N . Y . City 
ぞ t . 某を か 27 す 穿. 
ジ ー. 安 を son ぶ-を 18 1 784 化 


JO 巧 1C 巧 W OOC 夏， M. 0. 

1 ご累二 4 すで •を 三夏 
Tel. 呈ミ ide 苗 73 & Schuy 玄 104 空 

兴ク なみ 午前 九 時— 午後 一時 
囊裹 午き ハ 構！ 午後 化 時 
日幡 午前 乂 時！ 午を 四時 

ドクト^ 小 棠乘吉 


or. 夕 shisl^ む夕 Db.w. 

夏 W. 7善 篇. ぎで di 臺 ちた 

纖婦 難^ 巧 戶良二 


韓 Ifl 


ま 十二時 
ま 五が 


米國の 輸入 實 易？】 

國際的 孤立 U 痴夢 

經濟 上み 理由は 何より-^ 雄 辯 
束洋 この 戰爭 も出來 ない 


二回 じなら て 左じ述 載せん ど 
す るものは「力1レ ント*ヒ ス 

卜 VI」 六月 巧 じて ゲキ セン 

卜 •ゥキ 八 n ックヌ 巧の 執を 

! におる 論文の か 謀で ある。 

i 个 个 

1 ちじ 朔 鉛を まの 中で 最もを を 

:な 亞轿が 製を じ 至つ ては、 殆ん 

; どな 凡てを 輸入に 賴 るの 外な し 
i ど 巧す るら 差 支は ない。 

亞鉛產 業 に 要する かが 

は 今や 巧 限で あら、 お 千の 巧 働 

を：^,么じょりて生計しつ ^んる 

，が、 で 义 .む廿 S 年度の 慌乂 はと 

巧踢 でを つて 職 前 じ 比し 阿剧义 

ホの 巧 加で ある。 之を 政府の 人 

，口調 存に 巧て 化る じ米國 內の亞 

鉛が 殺を 工法は 化 五 じ t てが 慟 

千订廿 二人、 投資 额は 一二 千 

_ 四が 化 二で 五モ六 十六 ホ じを し 

-てゐ る。 おじ 化 細 錫を ぶ どかく 

i 可らざる 脚 保を がする もの じ自 

'動が、 度 具' 大ホ 機械 お、 金物 

: 類、 建築が 巧 其 他の 数十を おげ 

一将る が、 自動車を をに のみ 例祀 

を ホい る も ァ八ミ ナム は闽巧 の 

; 生產 のみで U くか圃 ょらの 供給 

:を 必要 ごする 外、 車内の クッシ 

'ヨンに 用 ゆる 

: 羊毛 類を 始め ごして を 

を 钢鉛其 仙には 是非共 输入 おか 

-を州 ひなければ ならの。 現 だ 米 

固 內の自 勘 お 製を エ媒は 千 九な 

，屯 十四 個 じして 職工 六 一力 九 千 巧 

I 十九 人を 化 役し、 一年の 生を お 

は 四 お八 巧 I 万 六 千 五な 化 一一 弗 

ょら 漸み巧 加の 傾向を 示して ゐ 

る。 巧に 農 劇 用の 肥料に まらて 

は 輸入は 颇 る巨额 じを し 千义巧 

か S 年 巧は.， り 八十ぶ 万よ モ 八な 

六十 六 觸即ら 前年度ょ もも 四 割 

ニ ホの 巧が である。 而 して ホ 人 

^ が 非常にを 用す る 陶器 類 康萊の 

ぶ 礎 どもい ふべき 高嶺 i 其 他は 

支册 等ょりの 输入 じ械ら 、卞乂 

.む 廿四 年度の 輸入は 一 こが 十八 巧 

化 千 八' 日 四十 六 巧即ら 前年 巧ょ 

6 もを じ 於て 一二 巧 四千 二 だよ 十 

一巧の 巧 加を ボ して ゐ る。 其 他 

' ~般 じ 使用され： ゐる ジャー 

特製 硝子 樂 品の 包紙 等 

も 大部み は外國 ょらの 供給を 仰 

ぎつ i あら、 護 誤を 巧に まつて 

はを が 外 闽じ賴 るの 外な きち 襟 

である。 眼を 踰 して 憐棠を 業に 

就て おおす る じこれ 又外國 のが 

給 じ 俟つ處 頗る あく、 現じ 日本 

ょ.^ 驗乂 する ホ 糸の 如き 米國じ 

到 巧して からを ホ 面の 製 化かが 

- どなつ てなる。 千 九', り廿 ご一 年 巧 

の 生糸 儉乂 巧は S 撼化 千な 义十 

-四巧 二 千 おじして 前年 ほ ょらと 

步巧 加し、 問 年度を 輸乂额 の 一 

'稱 一ニ ホ じ 速して ゐぶ のみなら や 

翌年を のが 义 は 一:む 巧 お 巧 じあ 

加した どい ふな 横で ある。 巧に 

; 米 國の毛 お 物を 萊巧 料な の四荆 

一 乃 ま 五が は 外 画の 化 給を 仰ぎつ 

つ あるが、 棉化じ ま b ては を 化 

'自給 獨 立のを じあ るら の i 尙は 

でも 巧 か：-'! を 巧 じがて 


旣製 木綿の 檢 入は 駐内 

霜 要の ためじ 四千 九 •，けの 十四で 
一二 千 巧 じ 達し、 前年 巧よ b も 四 
ホ ホ 巧し の お 入を 敢て する じ 至 
つた。 之を 米 閣の染 業に 就て 見 
る も 夕< のが 巧 や藥を 等は 世界 
を 威よ 6 臟乂 しつ t ある もの じ 
て、 我等の 化 ffl する 石驗 のが 巧 
である 藥 油は 巧 印 巧 よら 輸入 さ 
れ 、スポンジは カリビアン がよ 
b ホり、 誰 誤 化 州な はプ ラジ 八 
义は スマトラより、 齒殺モ 及び 

ブラ ッシ 類は 械 東よ b、 婦人の 

巧 用す るを ほ 類は 遠隔の 地よ を 

ンカチ）フに化用するリ子ン 

揺は 変縣 、カナダ、 ベ 八 •辛 1、 

か 蘭 等よ も 輸入され る々 更じブ 

ラジ^よ b の谢郑 はを はす もが 

U、 ぶは 裙柬 よら、 n 、 アは溫 
帶化ホ よらが々 購入 3 れ 電信 電 

話 線に 使用ず る 十二 類の 必要品 

も ぞくは 外國よ 6 の 輸入 じ 頼つ 

てむ るので ある。 (緒、 ア八 ミニ 

ュ ー ム が 他) 眼を 轉 じて 义 人の 

を 巧ず る 

運動 方面 じ 就て 見る も 

護 謀は フット •ボ じか 要な 

もので わら、 庭球 ラヶットの ダ 

ット は：！ 一本よ ら愉 入され、 ポロ 

の木蜡 は. 印度 よらぶ 化數 ふる じ 

暇ない おじ 深い 關 係を ちし、 巧 

動を 眞の フキが ムじ 必要なる 椿 

腦は口 本ぶ び 支が から、 楠 巧は 

智利 及び 濁 逸の 供給を 仰いで ゐ 

る。 斯 のか < 我等の 使用し つ i 

ある 日用 おどぶ 巧 業 お外國 よら 

の 紙 入に 賴る 處は喊 めて をい の 

である。 米 鹽おあ 省の デュラン 

卜氏 はで 化 巧廿凹 年度 調 查の貿 

易 細ぶ 中 じがて 「過 ま 十 ヶ年じ 

がる 掛外 貿易の お 達 じ 就て を も 

願を なる は衞 帶化义 よら： 5 ホ 産 

邸ち が 掘、 珊鄂 ■ n 、 ァ 、バナ 

ナが 他の あ實 お、 譲 謀 及び 生糸 

等の 輸入 激增 であるが、 これ 即 

も 米 人のを 活 標準の 昂上ご おに 

我等 じ 到底 生產し 能は ざる 關係 

上よ b して 

麟買 力を あ 進 dfJ しむる 

じ まつた 所 U である」 ご 述べて 

ゐ る。 义閱の 所謂 國際的 孤立を 

唱道す る 化 徒 等 も 化 串 賞は 到 巧 

否認す る i は出來 ない。 乂闕お 

が 闽巧聯 猫じ參 加不參 加を お 祟 

したと-杏 どじ おらず、 巧々 は 日 

用 おの 鹏 買に 就て 殺な く 共 世界 

的滚 族め： 員た るべ/、 投票した 

ので ある。 即も 我等は 政治的に 

誠 解の 出 ホない 固 家から おじ H 

用 おを 赂 入して 生活 媛 準を 高め 

つ 一 あるので る。 若し 我等 じし 

て 帶じ國 巧 0 内の 巧 巧な じの み 

賴 るげ 化が ホるならば、 をれ は 

米网 みの 老お巧 女 じどつ て 大き 

なお 刺で ある。 化 栽睐よ b する 

も闽 際の 孤ホ游 をの々 脚 地は H 

口 巧 加す る 臨ん じよち 漸 巧崩壞 

しつ i ある もの じして、 来げ の 

生産 おが 我等の H おじか 柯じ必 

嬰な もので あるかを 誌 解ず るな 

らば、 が 孰れの 一國ど 


戰爭狀 態 じ 暗る 2 は 巧 

をの 日 おお ど較 巧な の 供が をが 
の 彼 力ょ b 杜絶 さむる もの ど覺 
梧し なけれ じな'- :〇〇 氷人を し 
て 巧に 化 お 的 固 比たら しめん ど 
欲する じは、 先 づ此嚴 乎た る 事 
寅を 充を 認識せ しめなければ な 
ら U い 0 


英國新 離稅ミ 

縮赖類 輸出 

對英 輸出の 約 五 劇 
巧 國の大 藏尙稱 チヤ ー チ 八 巧 
1. がを 本な 制 回 お案じ 就て 獄算委 
員を で說剛 しね おじ ょれば 新 財 
源を 得る 目の ど贊 巧の 化 及び 國 
産が 誰の 意味で 天然 紹 、人造 絹 
巧 じ勒し 

輸入 稅 を觀 するど 岡 時 じ 
マッヶナ 關 秘法を 較巧 （ 宮動単 
楽器、 時計、 活蕾 フィ グム等 じ 
もと 巧 一日から 輸入 稅を 課する 
を どなる 譯で をる。 マツ ケナ稅 
をの お 巧は 巧國 じごら ては 何等 
の 痛を を 威 じない ご 同時 じん 絹 
じ 就ても 同 横で あるが， 天 絹 じ 
對 する 課 我は 相當の 影響を あぽ 
す もの ど 思 はれる。 か 論 巧國か 
ら英國 じ 輸出され る 組 類は を輸 
出 紐 類の S ホ 五 煙 泣で あるから 

巧が 渝お貿 あ 上 じは 直を 重大な 

結果' を 齋らす ものとは 考 へられ 

ない が、 單じ 絹織物の 立 傷から 

云へ ば 総 輸ぉ絕 揺 物め 二割 ニ ホ 

を 占めて ゐる處 から 相當 考慮す 

べきで ある ど 同時に、 馬 部 的 じ 

云へ ば 巧 二を、 當十雑 等を 製造 

する 紐 截物會 社の 受ける 打擊は 

欺な くないと 思 はれる。 併し！ 

面から ち へれば 關稅を 課した お 

おは 必ずしも 輸入を 抑微 する ご 

は 限ら 中、 殊に 

羽二重© 如き 特殊の もの 

じ おしては 憎 格の 騰貴は 延 いて 

需要の 威 退を がふ ものである ご 

斷定 する は當ら や、 實際 或る 稍 

おの 数量を はおんで 大 なる 影響 

を 認めない ので ある。 唯 之を 穂 

極 的の な 場から をれば 鞍な く 共 

今後 撤 巧の あ 進を 圖る上 じがて 

不利益を 蒙む る ミは 明白な事 實 

である。 然 らば 現 化 どれ おの 絹 

類が 英國じ 向つ て 輸出され てゐ 

るか、 統計の 示す 處じ從 つて 記 

述 L て 見る ご 昨年 中の 絹 類総輸 

出 高は 約 一二 千巧阳 であつ て、 化 

中 菊 二重の 輸出は 躲 一位で 一千 

とな 九十 余 巧阳じ 上ら、 之 じ 巧 

で お± 紐 ぶび ポンジ ー とな 九十 

ホ 巧 W で 巧者を せて 旣じ 一一 千 五 

巧 八十 六 巧を 阳じ 達し、 其 他は 

僅々 四な 十を 巧 山に 過ぎ や此中 

生糸は 屑 ホを をせ て 二： 円を 巧 山 

絹 製品が 巧 十と 方阳 、鶴 子 及び 

縮 細が のを 計が 約 ぉ ガ阳で 前 二 

巧 じ 比し 頗る 遜色がある 。更に 

化 ホ お。 る ものに 就て 逊ま數 年 

間の 情勢を 見る と 大正 十二 年は 

震 火災の ため 適確な 输 計を 欠い 

てゐ るから 論外 どして、 み 他の 

年 じがて は泪 二重の 輸出は 大正 

と 年が 

廬 多額 ミ 千 二な な 0 

上じ逮し、 乂正化年：^^么じ巧ぎ 

昨年の をれ は 前記 兩 年を 除いた 

々夕额 である。 尤も 其數 貴に 於 

ては な掛に 大正 二 年、 八 年 及び 

十 年を 除いた 最少を 示して ゐる 


みに ポンジ I 及びな 十が じ 就て 
見る じ、 之け. 最巧檢 出さる ir 
まつた もの こ 大正 十 年 じ 二な 条 
万 川の 輸出を 見た ものが 其が 巧 
加して 巧を は 約と 诗巧 田の 嗦出 
を 示し、 な 織物 中 巧 二を じか ハで 
重要な 位 おを 占めて ゐ る。 統細 
の 輸出け 大正と 八 化 年を 除けば 
殆ん でなる べき ものな く'、 堪化 
間 昨年の 紙 出が 前 ー ニヶ 年に 巧ぐ 
夕 巧を 示して ゐる けれども ホ だ 
遠く をれ じぶ ばない 有様で ぁ- 
を ホは 大正 六と 年が 鼓 も ぶく 其 
後 もが ほ 相當の 輸出を 持たが、 
大正 十 年に 激巧 しわる もちび あ 
加を 示し 今 R に 至つ てなる けれ 
でら 大じ巧 待すべき 程で 二な' 
巧 國對英 輸出の 五 割に 相當 して 
ゐる〇 


勞農 P シア 政府-か 

新 極東 銀 巧設ぶ 

露國政 巧は 豫て稀 東銀朽 設立 
の 希望 ぁ も、 浦 潮 じ 本店を 設置 
し 支店を 神戶じ 最<計 靈 中の 處 
途中 或る 事情の ねめ じ 頓挫し 形 
勢觀错 のをで ぁつたが、 露题の 
新經濟 政策が 提唱 さる i じ從 
霜々 露感ど 極東 熟 中日み ごの^ 
濟 的を 渉が 密接の 度 お 加へ て/ 4 
ので 巧び 化 磁東銀 巧設廣 説；^ 籍 
頭し かけた 處へ 後藤 子 寶が満 蒸 
視察の 際 隅々 此 .問題 じ黎」 露 固 
代表から 盧 をを ホ めら 心た. が、 
後藤ず は 化 計 畫じま 協 秒/成で ゐ 
つて 自み ごしても 出 ホ 貧る 跟ら 
其 出現に 盡力 する 旨を もした の 
で淺剧 侧も大 じ乘氣 とな クて早 
速 賞 巧 運動 じどら か I ん 、我が 
外務省が に大藏 省め 內 意を 探つ 
てがた。 右 じ 願し 大藏省 ごして 

は 別に 化 計晝じ 特殊の お對 意見 

が あるでは なく、 をは 蘇 巧 ごし 

て其內 をが 充實 してな を 0 上 ま 

店 設廣を 許可しても 差まない 意 

嚮 らしい。 


本社 東京 特電 f 部 鶴 


生糸 輸お 激增ず 

五ち 未 迄 一年間のを 余 織 おは 

五十六 巧 一二 千 描に てこれ をの 最 

高記錄 たる 大正 十一 年ょり 化で 

一千 搁激 ちし わ。 

不景氣 愈々 深 離 

肥 巧は 暴 P し觀 がは 軟弱、 大 

阪 でも 物價纔 落しす 景氣は あ々 

深 酷 どなつ て ホた。 . 、 

五月 中の， 輸お乂 

五 巧 中の 輸巧 入は 輸お 一億と 

千 四十 六で 四千 四、 輸入 二 億 四 

百 六十と 巧 一二 千 叫で ぁる。 

東 瓦斯 買 收焚涉 

東を 巿は遷 じ ポ會が 承認を 典 

へず ども 八 巧で 阳の社 償を 發巧 

すべし どを 表した 巧 京 巧 巧 巧ぶ 

會 社を 秘密 禪 じ買收 のを 渉を 進 

めて ゐるど 0 

東を 瓦斯 新社懷 

東を あ斯を 社け 巧會が 承認せ 

ず ども 八が 巧 田の 社 價を發 巧す 

る ごを 表した。 

S 萎が 水 電計畫 

: 二を は 北朝鮮 じ 水力 電氣の 新 

即藍 をして ゐ る。 

橫濱 取引 巧配當 

横- 棋 取引所は ニ ホ 減の 乂ホお 

どかを した 。 上 四 U 發臀 
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巿廳を 園で 永年 御 変 顧を ずけ 
—L たを 文で 御座います 



H 本に 化み、 日本語 
を 話し、 を樣 の御嗜 


巧 じ 適する 御が 理を 調進を 巧 
I j 度ユン M ! タァ のず でず 


巧 廳を園 

哥理人 蘆 蓮 
出勤の ホには 晝飯 
の 御 « が じ備へ 巧 
閲會 席の 御用に 應 
ず V く お 間 树卒相 
ず 變お引 立願を 0 
紙上 御 案れ 申 上 候 
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レム 


わ 一四 五 
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m 2 H 本人 諸君を 
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P 賴 
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村 巧を 精選し 皆樣 
の 御 嗜好 じ 適する 
卧 埋を遥 拱し ます 

g 新 中華 

日本人 議 君は 特 

別 じ歡迦 します 


> k ^ I MUC 


媛 蒲 燒壽司 御 化 出し _一_ 
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會席御 料理 I 

嵩 等 御 下宿 一 

な 玉ぶ - 1 


御料 灌 
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御を 庭 ま 巧し 
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巧 F 六五五九 
ち <1 


東京 商會 

自 巧の 巧 あ b 




東部に 於け ろ 大每撰 手の 個人 成績 


曜 

B 


巧 日 午後 一二 時 がみから 

大每 野球 團初 試合 

ブルックリンの 半 職業 野球 閣ご 


ぶ 

I 


を 

m 


第 


旣帮 s ' 如く まる 乂懼 H 早轴當 

地に 到着し わ 大阪巧 H が 間社舒 

j 球 脚は な U 午後 ブ八ッ クリン 凿 

ジャイアントの 

野踩 見物 招が をを け 曾 

て U 本へ 赴いた 名 一 蟹ず ヶン I 

哲の紹 かで ジャイアントの スタ 

-提 手す る やら、 記念の 署名 

を 賞 ふやら、 述 動を 通じての 親 

一善ぶ b を逍戚 なくを がした。 十 

二回 戰じ 互る 接戦を を 物して 引 

揚げね がが 巧は み 〇 む葡を ごゎ 

翌 水曜 U は 午を 二 時ょ b 紐育ャ 

ンキ ー スの 招待を ずけ 一巧 十と 

乂補手 側の グランド •スタンド 

で 見物、 をで も 曰 本 遠征で わ馴 

染の ホイト 投手 ど概談 t たが 间 

の ャン* 1 ス 投手が ホイトち 

でを つたこ ども 面ら い。 が H 二 

I を 巧を 飛ばした 本 壁 巧 王べ ー ブ 

グッス の 英をじ 接した 撰 手 一巧 

は 頗る お 足の ホで、 九 回目の 薬 

ヤンキ1'スのシヤンクが 

本 壁が を 飛を て 同 ぉ 

どなら 第 十回 戰じ乂 つた 際は 旣 

じ 五 時化み、 一行は 其が 六 時化 

みの 列車で 首都 ブ シン トン じ 赴 

• JVJ なつて ゐ るので 號れも 化 

ザ ダ ー ムを 見逃す をを 惜 みつ i 

ペン 停 率 おじを いた。 一斤は お 

1 育 滯化中 じ 紐 育 ジャイアント ど 

練 巧 試合を 擧村 する i じ 內定し 

てゐ たが、 時日の 變 おでち 人を 

は旣じ 西部 遠征に あくふと なつ 

たので 己むな < 中 おした けれ 巧 

! 紐 育乂舉 どの 二敕 はを 日 側から 

一一 云へ ぶを て 當化 じ 遠 化した 巧稻 

田 及び 明を 大學の 

巧 ひ 合戰ぁ も、 是非共 

I 勝つ て 巧 ひたい どは フアンの 熱 

j 望す る おで ぁる。 西部 大學 の强 

チー ム じして 從ホ 東部 大學よ 

も 强い才 31 大學ど 二 凹に 甘' 

ぁのが 戰 をを へたず 際、 みに 

を 力に 於て 常 じ 大巧： おが 媛 勢 

をるな 等よ らして ホる 水木 兩 

白の 才八ョ ー が 球 巧で を 巧 さ 

，。兩 带の 試を はを も 巧 ホを な 

i へられて ゐ る。 大 を 軍は 化 

な 試 かを 前にして 明 H 午後 

一二が ホみ よ b 往年の お 巧 キカ ド 

ア ー を 第一 投手 どず る ブ^ック 


リン •七 ミ •プ ' U 野球 削の 强若プ 

ッ シュゥ キック ど當 地で 最初の 

試を を 巧 ふ J - VJ なつて ゐ るが 

試合 擦へ の 道順は ジャ 

マイず 衔 VJ エ 八バ* —ッ •レ**- ン 

停車場 どの 中間 じを ずる ザ クス 

夕 1*^1 ク で、 シ テ*— •ホ 1 八 

から なれげ ジャマイカ 巧の サブ 

で A 八バ！ ッ •ン ー ン迄 約册を 

鳥 架鐵道 ならげ ブ八ッ クリン 橋 

から 工作 バ I ッ •ン ー ン 迄約册 

五 か、 四十 二 了 目から なれ 悚ビ 

1 •ア ー 八 •テ ー じ乘 も々 ナ八衙 

で ジャマイカ 巧に 乘ら诚 への 七 

エ^;バ！ッ* ン，ンへ、 ロンダ 

アイ ランド 鐵道 ならば ダ 八ック 

ンの フラット ビッ シユ街 よら 

才^ ^ ム衙で 降ら ジャ マイ々 衔 

じ步 いてを 觀 へ、 ペン 停苹靖 か 

ら ならば 一時 後に 乘ち プ^ック 

リンの マノ I •スブ^ ― シ ヨンで 

絳 革し ジャマイカ 街 巧の 電 幸で 

を圈へ達すを^がぉホる。 

黑人 大學に 


举 氏は 九十 余 度 じ 

機 暴の 炎 帝 

コ子 1 の 濱へ鮑 
.の 樣じ寢 る 巧 段 

諾 威の ァマ シ ゼンが 化 賴へ消 
へたのを 腑 '贩 した 炎 帝 陛下は 嚇 
爲 どして 激怒した か f ぅだか 六 
巧 一 々一通のを を 通牒を も 
おさ 中 じ 連 H 經 上ら じ 寒暖計を 
推し 上げて 仕舞つ た。 一日は 最 
裔八十八度、 二〇は九十一度、 
一二 H は 九十 二度、 四 H は 化 十五 
度/」 いふ レコー ド 破らよ b 橫紙 
破ち の 酷烈な 熱氣を 放つ た。 右 
は氣 象を のを 巧 記録でぁって 往 
來は 最髙が 二度 0 上 ごなら、 日 
が 病 じ繫れ たを も數 名、 氣絕し 
たを は 数十を £ いふ 魔ぎ、 これ 
では ホな 立 十万の が 育 人は 貸借 
閥 係の きで 化の 車に 乘 せられて 
化 舞ふ危 隙が わるので ィ ー ブト 
サィド、 武巿 方面の 巧を は P ネ 
の濱じ 推しを せる あの 音を 聽 
き 乍ら 砂を 枕 どして 館の 樣じ眠 
る者廿 万を ど 註せられ、 中央を 
園な 化の 草原に が 錢を吸 ひ 乍ら 
辛うじて 一醒の 夢を 貪る 市 ほ も 


大每 快勝 


十對 S 点の 差で 

ッ シン トン 特電 四 H 發 ；：：： ニー 日 

深更 紐 育ょ ち 首 郡に 到着した 大 

おお H 野球 翻-巧は リ ー •-ク 

スじ 投宿した。 I 巧は 本：：！ 午を 

零時 四十 分 大每特 潰 員 河 上淸氏 

の 巧 萬 じて ホヮィト •户 ウス じ 

大統領 ク — 9 ッデ 巧を 訪問し 會 

談約 化み の 後、 ァメ 9 タン •" 

グの 野球 撰 じがて 黑人蛛 ょを 成 

る ホヮー •卜 大學軍 ご會戰 したわ 

約 二 千 五 巧 人の 觀 客は 化 酷暑 じ 

U 本ょ b の 珍を を歎迎 した。 大 

巧 軍は ホ づ渡邊 、森の バッブ 

1 じて 會戰し 小 野 巧手が 途中ょ 

た 化つ たが、 大每 軍の 當ら 頗る 

ょく 遂に 十 巧 S の 大差で 美事 じ 

一往 年 明大の 败 化を な蠻 した。 渡 

邊の どられ たを 巧は 四 本で 得点 

二、 小 巧の ま 巧 一二、 爲点 一で ぁ 

つたが、 大每 巧のを 巧は 十二 本 

失策 四、 黒人 軍の 安げ 四 本、 失 

巧 ホで ぁつた。 一巧は 明朝 首都 

のを 所を お ホし、 午後は 化ず 大 

化よ 惟の あ 話 曾に 招待され 尘腿 

H 午前が 巧 ホ じ 餘る绪 でぁる。 


I デット •プ ンヤ I は 皆。 枕を 
ホべ て 討死し、 第四シ ー デット 
ブンヤ ー たる 柏を 撰 手は 说じ祭 
一二 回戰 じて 恩 旧ち のた めじ 化 化 
する 等 同 庭球 戰 はを 巧 じな き番 
巧は せを 化つ た。 柏 尾 撰 手を 敗 
つて 镑四シ ーダッ + の 栋を 奪つ 
れ恩旧 君け 第 四 巧戰じ 於て ウイ 
八 ソン 君に 凿抗し 六 1 四、 四！ 
六、 ホ I 四 じて 溝 お 回戰じ 入つ 
たけれ お请風 競は や、 第 お回戰 

では ブ八 テンの 弟子 スブウ アン 
君の ためじ 六） 一二、 六 — S じて 
慘 敗し、 現 撰 手 ラング 君は キイ 
ナス トン おじ 六 I 1 、 六！ 二 じ 
てこれ 父慘肢 、第】 シ ー ダット 
プンヤ 1 たる カナダの デ 1 ゲ .イ 
ス盃撰 手 ライト 君は 遺が じ奪戰 
劈め たけれ ども 111— ホ、 ホ 
と 一 五 じて ウェイン ステン 君の 
前に 籍れ 、ライト 君の 同僚 クロ 
ブヵ ー 君 も 亦 ベアー ちの ため 脆 
くもち一 一、 六— 二で 媛れ た。 

'卓上が 話 
H 本では 昨今 腑病 撲滅 運動が 
盛んだ が甲府 がで も 結核 豫巧デ 
1 じは 盛んな 宣 博を やつた 慧時 
巧 列 中 じ ヒヨ ツ トコ 面を かぶつ 


大每 野球 團ホ國 遠征 

歡迎 記念 講演 會 

期日り 六 巧 杳 【火曜】 午後 八 時半 

場 巧 = 紐 育 日本人 敎會 にて 

東 五十よ 了间 S がご 一十 潑 

目下 滯 が 中で ある 大阪每 H 巧 聞 社 野球 閣員を 裕 待し、 右の 
期 U ご瘍 紙に 於て、 翻 負 一巧の 當化滯 在中に 於け る 最初 じ 
して 恐らく 梟 後の 講演 會を 開催し、 一巧の 興媒 める 米國所 
威を 聽<を ご 致しました。 當 H 本社は 一巧 じ掛し 銀製 大型 
記を盃を贈呈する5どをしました。 纔巧じ制限もぁらます 

から 一般な 留お 諸ち はを 刻 迄 じ 必らザ 奮つ て 御參會 あらん 

i を 希望 致します。 

主 偃 紐 育 新報 社 


コ ミツ クオ；、 ラ^ 

、く 

每 が U 八 巧 一一 一十み 
マ ブネ 1= 水幡 及び ±踞 
午 校 二 時册み 

を さ S 養 二 香 ミ， 

をを S 产 of 巧 way 


書籍 f 切 取次 

ホ國 出版の ち籍は 化て 時 別辩引 

じで 迅速 じみ ホぎ 旅 巧者の が 兜 
參考 資料の 鲁籍黃 集 等は 特に お 
便を お即 ぶ-ひ 致 升 〔嘘 梅〕 

要 Shi 里 a す， 

妄 N ぶを 己 芭.， Te 一す ek ョ an 8 基 


電 化 奉 一切 

心.；；/ 下羽電 氣蘭會 


wow ^ 历 roadways 

Tel - Endicotil 岩？ 0 



自動 輩臀 
錢 をび 建 
祕 を^ 

ライセン 

ス保說 ず 
ご 一十 お 弗 
運觀 ホは 
二十 お 巧 

晝ぁぉ 母 

兩巧 あら 


駿 千に 上つ た。 化 お 部 一圓の 源 

暑 じ拘ら ずバッ フヮ 0 1 巿は僅 

かじ 举 氏と 十二 度、 噓 ではない 

かど 華髓 頓の氣 象をから 電報で 

照會 したら 「ユリー 湖から 吹い 

て ホる 凉 風で 正じ斯 くの 通 b 」 

ど 報を じ 及んだ とは 羡 ましい。 

おは 太 巧巧巿 の最离 八十 度は 化 

づ六巧 ホの 氣 おごい ふべ く、 が 

育 人は 化 處正じ 大旱の 雲 愛を 望 

むと いふ 文字 通ち 大谨 雨の 襲來 

で 橫瀑な 炎 ホの 鼻せ を 座いて や 

たい もの ご 大恩 ある 太陽を 兜 

祖 する 么も人 巧の 淺ま しさ 

巧 じせよ、 御 同 樣化際 一層 お康 

じ 注意して 賤 冷へ、 胃騰 加答兒 

等 じ 化され 〇樣 御用 必* 


れ數十 名の 一隊が ぁった。 をは 

通 巧のを 寧を 擾す どい ふので 中 

止を 命じられ たが、 をれ じして 

も 結核 豫 巧に ヒヨ ッ トコ 面を か 

ぶる 選を を 訊いて 見る ど.：。；， •ど 

ヨト、 n ツチへ 傅染 しては いけ 

ないか，' っで も あち 义 ヒヨ ツ トコ 

の 口は 大槪 曲つ てゐ る、 斯ぅし 

て 置けば 人ど對 連して 病菌を を 

ける ミが 殺ない どい ふの ださぅ 

な 


4:3 rd W 产 

& 6 を Ave. 


至 pptm 香 

來る 水曜 H よら. 

大貫春 子 镶ぉ演 

晝が巧 五十 仙 = 巧 間 一 弗 


L H 

〇 Y 

〇 化 

ぶ- 

C 心 
S 巧一 

t ■お 

U ^ 
A 6 



日本人 挪 
リ！ 廣 
ii 
盤が お 巧 
夕と— 
校 勞働お 
暇 勉擧を 

便 あ もを 
業 敲辜採 
お 就職口 
無 料簡 お 



舞 磯敎授 

▼社を ダンス ▲ 

マ表睛 体操 在 
紳 十、 淑女、 お 半 
供々 ん方 じ巧喀 W 
敎授 致し ホ。 午 新 
十 時ょ ち 午後 十- 
時 迄 (山權 を 除く) 

シャリフ •タン， 

ング 師範 學校卒 が 
上が 夕づ 


御手 輕 御が 理 U 家庭 化 おし 

御 下宿が 豫 I ® 

吞 art 夏 百 t « ム 

1 贾曼 4 雲 马 1史.ミな8二5 


住みム地ょき淸潔^=^るま _ 

御 下宿 松 ホげ ホ 


番をせ 續 出の 

武巧 庭瑜驟 

武巿 庭球 戦か 本日 准 優勝戦を 

擧 巧し 巧 日 午を 優勝 ホ戰じ 入ら 

優勝 戰終 T 後は テグ デン 勒メト 

。ポリ タン •クレィ •コ ■ — 卜撰手 

ド クタ ー •キングの 模範が を じ 

て大瞄 圆を吿 げる當 である 。准 

優勝 戰じ磯 b たるは キィ ナスト 

ン 、ウェイン ステン、* ヘア 1 巧 

びス リグ アンの® 名 じて 第五 回 

戰を生 巧して 麽 勝者の 巧みを 囑 

せられた 第一、 第二、 第 S のシ 


ゎ壽司 . 

炎暑の 棚ろ 皆々 樣 愈々 御淸媵 

の 御 事と ぜ じます。 驟亭儀 も お 

蔭樣 じて 益々 隆昼じ 趣きち 難く 

おじ. ます。 就き ま L ては 今回 一 

曆勉强 致しを H わ!！ ザ 司を 椿 

ら へまして 舊樣の 御 食膳 じ 供す 

るの みならず、 が 料 新撰の 夏季 

おき 御 巧 理の外 室 巧 も 淸凉じ 致 

して あちまず から 何卒 御 ホ來の 

程を 願まず 

太陽 

苗 六十 五 了 目！ 四 八 


1 置 Lexin 營 nJve . . 

Tei . Mad . ぎち 21 


尋卜人 

をが 寺巧$ 雜お內 藤 巿み郞 

朝鮮ん を秉斗 宮城. 大宮 喜が お 

お 兒鳩鶴 乂淸嘗 お八 鳩 准ホ郞 

愛知 早 川 良 衛か歌 山 引 ± が 

沖繩玉 诚が德 石 川 鹽を击 を 

巧 あ 膝 旧 精一 大阪ま 困な-! 郎 

香 川 縣人夕 a 化 一二郎を 巧 某 

右の 者に 述知致 巧き 蘇 巧み 

お陆 本人を くは 知人 よら 巧 

住所 おを 知 願 上 候 

紐 育 帝 閱總領 i 

1 置 B 吕 a 呈 ay . H 呈 ^ rk で 


華盛曠 

わざく 

日本 料蠻 

ホ じ 御旅 舘 


理想的 御旅 舘 - 

御客様に 誠意を を莖 します 


0 儀 


御手 輕 御料 巧 並に マき 燒 

潮ら しいが 料を 揮び 精々^ 强 致します 


藥陳 じして 淸潔 

S 品南樓 

午前 十 時よ ち 菊ち 
午前 六 時まで 爵巧 


最新式 六危建 

语 利、 淸洒 、待遇 懇 巧、 宿 巧 低廉、 
を 替 船ち 之 お 都 巧 波 化 攘じ 出張 
ツァ ト^ボ 溝 六 巧 1110 ホ番 
エヌ ピ^ — ホテル 
電請 メ！ ン 1二 九 あ 二 

藤 ホ 旅館 支 巧 

423 Maynard Ave : 
Seattle •马 asli ■ 

日本 お 镇船切 巧 御 申込に 應じ 
萬 事 御 巧を じ 御 取 あ ひ 申 上ち 

を 港 パ ホブ戶 

►日本 御 巧 巧 •(別間 あ‘ 9) 

桑 巧 タブ ホ ご ーア街 ムハー ーー 
電話 カネ！ 一八 H ハ 

口— サン ゼ ルタ 地 ホの 御 
觀 ホには 致 善の 御 巧宜を 計ら 升 

\ -1 グ\ 

ホテ少 

羅府巧 じが、 ける 罔 胞經營 中最 
新ぶ 高等 ボブ グ であ b ます 
羅巧東 一 お 一二 丸 半 

區ま 「ゲ アンダィ キお ハ五义 
電話 L タツ々！ 一一 一八 六 一二 

貸 自動 奉 (な 野) 

羅府 名所 御觀ホ じは 最も 精通し 
た ドラィバ ー が 御 案內申 上ます 

ボストン 案 巧 

賀 自動 革 業衙西 

諸を 跡、 大學絳 、て 緩 其 他 一般の 
紹介 及び 疆辯 もします ぎ 画 30 
Ter B 苦 害 二 7 基 70 Ba 壹 a St . 

ボストン 巿 

富 壬 旅舘大 浦末极 

1 を Wq 養 一 ち St . Bos 享 Mass . 
Tel . す 寡 童 11778 


紐 實滚鑛 田 中 奥次郞 

東 四十 了 目 二 四 二番 

TeL Ga 蚕 onia 夏 4 


御 下宿 鴨井乂 
4 ご J を 立夏 
をぞぎ ご e . 己一 E . ちを 田. 
ヴ I . MWra 一書 岩 5 g 

煎 餅 卸、 小賣 
を 腐油揚 
日本食 料ぶ 一切 
Sunrise Rice C を e C ? 

篇二 hird A さ’ 

を’ Pla 这芭 18 


極上の 蠢. 

季節の 新鮮の 魚貝類が 澤山 辟つ 

て曼 らます から 御嘗踩 下さい 0 

ァピぶ 口 魚 巧 

ち Bayard st _ Tel . F 呈 klin を 呈 

新鱗籍 か一瑚 

日本人 向きの 生魚 澤 山な 6 揃へ 

i 持 別 廉璃で 大勉强 致し ま f 

サヴォ ナな媒 

」oso 巧 h り avonet 

泛 4 W . 養 t 军 

T：eL 0 色 ミ nhg 芭 お 




ん 


Ttie Mitsubishi Bank, l\t 

拉 QIUTAB し E BLDG. 

1 如 Bnjadw が， New York 

Telephone Rector 9488-85 


THE M ! 巧 叫 BANK, け 0. 

NEW YO 政 AGKNCV 
Room No. 1012, 

61 Broadw が， N. じ. 
Tel. Bowling Green 3440 


9. REA 日 ER & SONS 

IMPORTERS 
TO け， DDL は， F が郎も ANO 
SEASONABLE NOVELTIES 
132-1 が PARK 80W —— 
BET. PEilRL AND DUANE STREET 

PHONE WORTH 1 吕 22-60 が 


Tile Ban 


I 


削 , Ud. 


Room 抓 8 

Bennensoa Invee む ng Bldg., 
165 Broadway, N. Y. 

下 el. CGrtkndt 了が 2-3 も 34 


WALKER & FLOiiiO 

CUSTOM TAILORS 

20 DEY ST" NEW YORK 
Near Church St. 

tel. CORTLANDT 7 ち 67 


'が Air 化 rica が 巧が 

Oriental Mail Line 

: Opersl^'fbr : ■"' こ イク ., 

Unite 过 Staties Shippi 打を Board 

by A け ! 打な ai 'Or 巧 打み . Mans を ng り p 巧 ator ん . 

L C Smith 呂 1 お， Seattle ご r - 徽 t 


32 Broadway New York City. 
Phone. Hanover 7394 

巧 まを 俄巿 

112 West Adlams S れが t, と H に AGO , 比し 

善が ひ 計 お 官便般 萬 他 其轉顿 道鐵績 


NADEL & 訓圓 EL 

TOYS, NOVELTIES 欄 

如 U 化が が 

aajiMifliLso 


THE FUJIMOTO 
SECURITIES CO., INC. 

120 B'way N. Y. (Ji か 
R が tor 2416-3339 


Tile Sumitomo Bank, Ltd, 

NEW YORK AGENCY 
149 お roadway 
Tel. Hanover 7444-7445 


The YokoAama 
Sp が g 化 化 L 村 

Equilble 81 お N. Y 
Phae Hector 25 郎 


TaiyoTra(iingOo.,lnc. 

Inaporte が 皮 .Exporters 
101 KHUi Ave. ， N. Y 
Tel. Stuyv が iuU が 2:5-5 

327 W. Madison 如！: が t, 
Chicogo、 Illinois. 



MORIMURA 邮 化 . ， Inc. 

53 - がぶ 了 W. ‘2 か (1 St.. 
New York むか 
Tel. Gramacy 3 が 0 




(XS ぶ . Line 

犬 版 商 船 會社 

Room 603 Cunard Bidg., 

25 Bmadwa も お w York Ci わ. 

Tel. Bowling Green 的の 


お 本を 一 な 巧 
がを 巧を 本を 六 千を 曲 
お ぶを 五 千 六が お胜 

I 織 ご 一井 銀 巧な 帛ま巧 

本 お 東 巧 ホ 日本 巧 掠 巧 河 町 一 
支な 小 辟 日本 惊乂 のみ® きがな 
をを 屋 京都 大巧 西 (大 防) 

神 戸 巧 島 下 M 巧 司 若が 
お 岡 長帖上 おお 巧孟買 


か 围爲替 、郷里 送を、 化 送金、 信用 狀巧化 
一が お 巧ま務 粉々 御 便利 じ 取揖可 申ち 

5 二 蒙 艱巧餐 ま 巧 

本ち 店 東を 本な； > 大巧、 神戶 、巧 都 
巧な 化 名 古 崖， 小裕 、上が、 がを 


夏瘍グ I ^ 向 

夏場 ゲーム 向な 具即も おげ、 歐洲な 輸入 
を輔 小物 雜貨類 殊に ゥォーー キング、 ヶ— 
ンは 最近 流 巧み ものな 揃へ 日本人 顧客を 
歡迎 いた じます。 

直輸入 元 

. リ ー ダ1 H ン ド ソ ン ス 荀會 


解蝴を 期が 貨 五十 圓 U よが 息 年 六み 

龍 赋臺灣 銀 巧が 帛 出張所 

▼鄕里 送を 及び ホ 送を (無手 較 巧)、 外国 I 
ち 替貴贸 、荷 爲锋 取組な ホ、 信用 巧を 
行 ま 一投お 巧を お 御® 利に 取 巧 巧化误 I 
▼巧 ほ臂 細は 脅— なく 御— 被 下 度を- 


巧 r 邦貨 五十 圆お上 一六 ヶ 巧な-^ 
ネ 巧を 巧 L 利息 =年 六を」 ー ニヶ 年 0 內 
預金 巧 「邦貨 五十 圓 0 上- 

，巧な L ち 閒じ巧 H ホ ー 錢二馆 

(化 シ皇千 圓な下 ノ溢卸 巧を-お 刹 底〕 

鑛濱 正金 銀 巧 g ま處' 

も ザ 送金は 都て 無手 數巧 じて パ 
巧模 演^^' を 由を を ホが ホ ホ 


を 長男を 住友を 左銜門 
本 巧大阪 化演五 T 目 I 
が 育史ち 紳育ブ 0 1 ドゥ ユィ巧 四十 九番- 

離 化ぶ 銀な I 

巧を、橫が、を右尾、巧都、巧戶 一 
日ネ^^ 尾ノ道、廣島、吳、柳ホ、下/縣 
化ま巧^ 巧司、小倉、若松、愧夕、久留米等 ^ 

本圖 預金、 が 里 送を 等は 保め 
て 御 便利る 速に 御 化 巧 可 申 候 
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'一般 か 憤 証を ノ資 買、 引を、 募 お 一 
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ば ホ 國流巧 ス タィ の 化しい 服装の 整容が 巧 
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し 巧 ニリ 

▼ プ レジ •テント ジャクソン 
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▼船室 廣く理 あ ij じ 完備す ▲ 
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墨 西 哥* が繁 、智 利な 港 巧/ 

ホ ノ ，、横 演神 inX ： 司み/港 巧 
茜を 基み 巧 一国 
◊を 潘 巧— が货路 まを 賭ん 御 幹を Y 候 


雜貨 陶碰お 
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あら ぞな化 六 巧 十六 H 
あらび や 化 六 巧晋八 H 
▼一等 橫演完 票- f - Li -. 

化し ばり r 丸 るん ごん もは 一 五 お 弗 
▼ご 奪 日本 •れ 直に 弗を 室 大髮襄 族 室 多 巧 
▼御 希望に 巧り I 等 制 則が 復切 巧發お ザな 候 
ロス アン セが ス 出帆 

かなだ 化 ホ 巧请 H 
ぱ なま 义 八ち 十一 H 

►一等 巧沒ま にらみ 霍 丸一 違 作た ド 
其 化は ん乂 t 一六 巧 半 

▼ !11 笠 H 本 打 主にら 义巧巧 丸 お 化评化 巧 半 
►沙灌 羅巧巧 i 切 巧 庭 おを 靡 入御 粋な 化 リ^ 
▼糾脊 線 X ナ マが 由 H 本 支那 巧に 切 化 月-由 
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シアトル 出帆 (出 化 r 前 十 時} 

横漬义 六 巧 ^=臂 
加賀化 と 巧 十一 二日 
伊豫 义 八月と 日 
靜岡化 八 巧 ホと 日 
U 本 巧 船を 運賃が 率 
一等 橫演 一九 五 巧 神 白 二 〇 五 巧 
S 等 洋食 五十と 巧が をぶ 十五 张 

歐洲 H 本閒 客船 每巧 二回) 
淪敦 よら 一等な 五磅 、二等と 十 
磅 、巧 巧 塞よ b 1 等 4 十と お 
二等ろ 十ろ 瞒。 


が 星 
を 野 
はを 
お 御 
本 巧 
を お 
小し 
荷 下 
物 さ 
はい 


四 

\ f 

大 

正 

- ■ 

四 

年 

■ー ハ 

巧 

六 

白 


邦人に 至大の 影嚮 をる 

支那人試訴判决 


が 民 權は あつて^ 本關 から 迎 
妻は 不可 化し 商人 家族は 白 由 


ボストン 地方が お 搜出秀 化 氏 
のかに 傕 無が お决 はぶ 畦が お 
间胞 じは か 當の影 巧 ぁるべき 

も おが 化 巧 同胞 じは 樂實上 影 

雄す る 所は ないど 認められて 

居る が、 あど 间 時に 華 府大審 

院 から 判み を y された 巧 支那 

人の 二 巧 决は一 肢的じ 至大の 
お蠻が ぁる。 左 じ 五月 二十 五 

日付を 0 て マ クン ィノ 瓜 ド 判 

事のを じ 化 b 發 まされた 巧み 

文の 巧槪を 説明 紹介せ わ。 

个 个 

で 九が 一一 十四 年と 巧 十一 日を 

'港に 入港 だる プレジデント、 リ 

ンカ ー ン號に 巧を して 歸义 した 


る 蹄 入に せょ ホ 困 巧技 £ 結婚せ 
るな 上は 合法のに 歸化 しじる 巧 
民ど認 むる J を 得」： ど あつた わ 
巧 u '3 あは 新 結 巧 法 = 所離ヶ ー 
ブ八法 == の 明文 『か 何なる 婦人 
じせょ 本 法 前を 後 乂國ホ 民 ご 結 
婿す るを お < は 本 法制ぶ 後ホ閣 
じ卽 化せる 者を 央 どす る 婦人は 
單じ 結婚 じ 化ら て歸 化ホ投 であ 
る ご 認められぬ 乍 併 若し 該 婦人 
が歸 化し 得る 外人で ある ならげ 
歸化 法の 法規に 從 ひて 讯民 たる 
ぶを 得-へ L 』 と あ b 加 ふる じ 現 

巧が K 法 第 十一 一 一條の 明文 第一 二條 
及び 第 四條の 明文に 酷ら すも訴 

願 人中の 支那 婦人に 乂國を 許可 


が 诗； 二 旧 食 ホ おの の ± のが 篇 寄稿を 滿 載し、 巧 旧 
大每野 啄團歎 迎 柳 作 巧の サィ ブ氏 編篆 『ものが 
儘蠢 化身 巧を なて 紐 織せ た b 』 紹介、 小 細 養 氏の 磯 節 
が 育三 日 曾 ホ 隙ろ 下 じ ホる 十 俗 謠奥譯 のか U ホ辭 係じ對 する 
1 日 (木 曠) 日^ 俱樂部 こてた が 日本 歡關の 論調を 英譯紹 かせる 

I ). ). I y I *1 t f fvti. — •一 

野球 谢歡迎 晚餐會 を 開 <篱 であ 


る 


るが 夕数慶 お 脚 係を の 出席を ホ 
摩する もじて 中 込 者は 日本 俱樂 
部 事務所 內间會 幹事 < 宛 述吿を 
- たしと 0 


もの も ある。 記を の解說 じがれ 
ば 東を 基轉敎 女子 靑年會 ま 幹 河 
合 道 子女 あが 專ら奇 稿 鬼 集の 巧 
じ當 つたので あると 云 ふ 0 

確說を 


一^曰 本人 美な お會 
『題 未を』 

I ♦基 辟 敎朦道 筒 

『題 未定』 


懼 

鬥 


四 人の ま 撕系ホ 人 リ米國 おを じする 理山 なし。 を 誠に 願して は 


大每 野球 閒一 巧の 

歡 迎晚餐 會决定 

大每 野球 脚 I 巧の ためが 育 
本人 會 及び y 本 お 樂部赖 をの 歡 
迎晚馨 は 愈々 ホる 九ち 火曜) ♦が 胃 本人 敎會 
午後 ホが ょ b 開催 (會費 二 弗 五 『信仰 ご 生活 問題 一 其 一二 
十 仙) に巧定 、晚餐 後一 巧は 別 
巧 巧 報 本社 ホ 催の 記念 講お會 じ 
(來會旨も)願庵する^^ごなった 

紐 育敎會 講演 會 

當巿東 五十よ 了 肖 一二 百 一二 十番 


川岛 牧師 


副 島牧师 


淸水 牧師 


御 禮廣吿 


§ 


第 

壹 

干 

百 

四 

十 

八 

號 


化 b てが 民 樵を 巧す る. = は 孰れ 

もと 月 一日 巧 移民法 實施 前本國 

じ 於て 正を じ 支那 婦人 ど 結 巧し 

夫 ま相携 b て 上陸せ むごした の 

であるが を 港 移 ほ 局長は 『支那 

系 ホ 人の 夫で ある 四 人 丈け は 勿 

一 論 上陸 自由で あるが 支那 人の 妻 

四 人は 齡化 不能 外人で あるが が 

じ 入 闕の資 化ない』 ど 云 ふ郛由 

で 移は おじ 留廣 した。 是 れが該 

試 訴事赏 の 化 本で ある。 其 結 お 

j 支那 系 ホ 人 側から 移は 巧を ジョ 

ン 、テ！、 ネ ー グ^ 氏を 化 手 お 

'て 聯巧哉 判 所に 出訴した る じ 

地方 规制巧 にがては 『ホ 民の 妻』 

としては 入 威を 許可す る もを 移 

I 民法の 明文 じ準據 せる 杳 証を 有 

一せ ざるが なに 入國を 許可し 得 や 

と 判決し、 を訴院 はお ホを 下さ 

I やして 此 疑義を を府 大審院 じ 質 

I す 形まで 移管した ものである 

A A A 

勞慟 卿は 化 問題に 孙し 『假を 

I 义 那系乂 人の おお 權を 確認し 正 

I 式の 結婚を 肯定 するとしても モ 

化： 白 二十の 年 移は を 第 十 ご 一條 じ 

皮ら 歸化 不能の 外人 じるな を 0 

て 上 降を 許 巧せ 中 j ご ホ 張した 

が 大審院 も 亦 化 乂合ホ 剧のボ 民 


本人が 入國の資格4;^き0上化ら 

じ 旅券 杳証 をを する も 入 國を要 

請す るの 權剌 なきは 移民法 第二 

條の 明文に 化ら て 明白で ある 

な 上が 举府 大審院の が 巧 要頒で 

るる 0 

A A A 

支那 系 米 人の 本國 から 妻を 迎 

ふる J はな 上の 如く 不可能 ど 巧 

をされ じだ 是れ は繼て H 本人 系 

乂んじ も 適用 せらるべく 隨て日 

系 巧 及が 歸 朝の 上 妻を 迎 へて ホ 

る自 もを 奪 はれる を ごなる であ 

らぅ。 但（ 间胞締 入が 濁 身で 渡 

米し H あ 民法 第 S 傭 第ニ ホは 溝 

六 項の 下 じ ==れ ごすれば 米 閥が 

巧 中 結婚は 岀巧 やぅ。 乍 併 化 米 

期限の 滿 了、 入國 資格の 變お等 

の理 かで 永住は 不可能 ご 認めら 

れ る。 堆府 大審院の 判み 第二は 

支那 巧 人：；；：： 非 ホは ：= の 事ぶ び ホ 

下 年 家族の A 陸 拒否 事が の試訴 

であるが、 此 事が も 昨年 セ 巧 十 

1 U を 港 じ乂懲 せる プ レジ デン 

卜 、リンカ ー ン號 じ愧乘 せる 船 

をから 潑 生し、 支那 商人 自身 等 

は 曾て 正 當に乂 國 せる 者で 巧 入 

國の 資格 ある もぶ 妻子は 入國の 

資格な しご 云 ふ 勞働省 側の 意見 


- 支が 系 も 人 == ご紀婚 ザる じせ！ が 聯邦 地方 裁が 所で 首を され お 


よま 等は 締 化す 能の 箱め じ巿技 

た， を 得 や 且つ 千义な 二十 二 

年 义巧 二十 二 H ' w 前は 『如何な 


訴の 結裝繁 一め 事件 ご 同じ <ぉ 

訴院 から 大審院 じ 質疑を 管され 

たもの ご ある 0 


同胞の じ 為、 魂を 招いて 

目會が 記念 法要と 花供養 


本紙 旣報 が 脊 u 本人 會 

ではテコ ン—シ3ン* デ1 を ォ 

プサ ー ブ する 爲め 共濟棘 委員 じ 

一巧して じき 间胞の 招魂 記を 法要 

I ご 化化费 ごを 巧 村した。 お 巧 二 

^ 十九 目の 化は 八が かもを 督お修 

お會 しがて 追ホ說 あを を 惟した 

が ホを 者 五十 餘 あ、 大な 新會長 

司會の 下に 副 島 牧師の 祈 お、 聖 

書朗敲 じがき 大 堀、 巧 氷， 川 島の 

一二 牧師の’ が必な 追弔 說 おが ぁつ 

た 孰れ もを おの 異 おじ 各自の 運 

命を 軸 化すべく 徵 つた 亡き 问胞 

の 志を 做び つ i 吾人の 黃 件® < 

且 乂 なら ご 說きホ じ タツ ピン 

グ女 おご 山 口云么 か 氏 V 」 の魄話 

が あ 6 式を 了る とみに 陶本 S 义 

夫人より がが された あ 巧のを 應 


1 裡 じみ 勝を おして 新舊 のを 殖を 

:溫め 十-時 巧散會 

蜜 S 十日 は ザ 朝 H 會擧 

を 所から マゥント ォブ ベット じ 

がける 共閒慕 化に 人を 娘して 墓 

巧を 淸め H ホの 小闕 旗を 樹て i 

化 化 養を 巧 ひ 午前 十一 時 I 二十み 

问填 地-じ 緣化 める M 胞數十 名 ホ 

お、 大掘 牧師の 巧外說 おじかい 

で淸 水、 川島両 牧師の 随 話が ぁ 

らサ 後一 時 頃': 岡 家路に 巧いた 

が當 H は 高見 ドク ト ホ 寒み 礫 

々息】 问を 始め 山 口、 淵 上、 中 

巧、 がが、 鴨 井を 家族、 新 見 ホ 

亡 人 及びみ 息、 故山 ドぶ： 太郎氏 

友人、 修道 恃ホ脊 部から お 巧、 

山 内の 二 巧ず 旧龜 な： に、 を武繁 

氏が 化ぶ 蚊の 參なボ が あつた。 


お 山 下垂 太 郎君 儀 紐 育生 命 保 

馨 Hf 敎 fl 最ぷ 善馨社 i ん一 ま— 氏の 働め 
f ミミ ニ 千 巧の 保 隙 じ 加入 致 
£ お^ パ frf ら^!! ち 居ら 候 華を 病魔 《冒す 處 ごな 

|!!て^八時半か^,ッ『|!^^* ら二丽曼上ら拂—むさず居 
す タノ 日马力 たるを S 木を ま 氏の 化祀慮 じよ 

sss い s 禱 ごが 後 じ—. 人 死後 ホ納額 を 

.多 P て酣 P. 圆 

をる どを ムロ 

敏 じして 親が U る 御巧爲 じを 入 


靑葉會 春季 大會. - 1 同感 謝の 意を 表した. 

が 球 家を なつて 組織され てち 於て 御 禮申上 お 
る 靑葉會 は今シ ー ズンじ 入らし 五月 一作 十 化 日 


，紙上 じ 


0 ホ、 會員數 は I 二十 四 名 じ 達し 
たみで あるが 例 じ 傲ち 蕾 季大會 
は 一 等 裳 どして 銀盃、 二等賞 
は獅 時計、 一二、 四、 立 等 じは を 

れ^^-^ ゴ 八フボ ー 八を 提供ず る 

こご、 し 試を は 明 H 曜日 及び 巧 I 

週日 曜日の 兩 H じ 直ら マッシュ 

产 I 、 ク アンコ"ー ト ランド、.. •へ 

ラムの |ニ コー スじ 於て 巧 ふ豫を I 

であると 云 ふから をめ て 盛が を I 
呈ずる至であらぅ〇 


友 A 野 呂淸吉 

一二 木を 吉殿 


移 轉廣吿 

弊 巧 儀 今 旧 建物な 築の ため 移 

轉 致し 來る六 巧 一 H ょ b 左韶 

がて 營業 仕な 此際 一層 勉强 

致 可 申 候 r . 付舊じ 倍し 御 引 立 

の稱 化して 奉 願 上 候 
西 四十 六 T 目 六十よ 番 

丸 山 洋服 商會 


長を 川 氏 送別 會 日本 郵船す 

巧 貸 長 巧 川 喜 一 郎巧 今回 大阪支 

店 じ 榮轉本 巧下甸 頃ぉ發 赴任 じ 

かき 巧る 月曜日 日本 愼樂部 じが 

て 送別 曾を 催す 由が ほ 间巧後 巧 

どして 武田末 吉氏前 過 着が 

小 柴が雄 氏 結婚 橫濱 正を 銀 

巧が 育ま 店 貴ル柴 が 雄 氏は 本日 

午後 匹 時 美の あ會じ 於て 高木た 

モ攘 ご 雜燭の 典を 擧げ 午後よ 讀 けいい；；。 J 。 

- 細は 左へ 御 御 照 貪を 乞 ふ。 


求職 海濱 又は アップ ステ 

の 夏 瘍慟き ホ 摩、. レフで ン 

ンス あらま 細は 左記-へ 御 照會あ 

れ。 〔姓を 巧 社】 


貸家 


S 室 及び 湯殿 サ五巧 

ホ 室 及び 湯殿 化 お 弗 

委 


G . 产 La で tra - 1 67 n 呈 cord S 产 B 三 oWyn 

ぎ 量 曼置〇 


時 i 6 H 本 偈樂部 じがて 披露の 

宴を 催す 箸。 

一二 浦 か 八 郞氏义 部 省 巧 外 研 ， - 

お 員、 こ 十な 佛國 ょら 着紹約 貸室續 '又 叫 レー 户 

二週間 滯 化の t 歸 朝。 付 アバ ー トメ ント ー人 又は 夫婦 

大本 利 一巧 义 部ち 化 外 研 兜 者】 週 十 弗 二人 なれぶ 一 週サ弗 

員、 二十 九日 着が ホ 巧 六日 渡英 Hanson , 養 St. Nicholas UveJ 置 r 145 th Si 

鸦崎 民ず 氏 岡 上。 I 公を 

•得 旧 お 巧を 田 化 善 社員、 ホ 

化 日 兽化 巧る 化 八 H 渡 歐の豫 定專用 出入口 ある ま 貸し 度し。 日 

本人を 庭。 ワ ー ズオー ス五九 四 


雜誌緒 か 

雜誌巧 日の 世界 

巧 巧雜誌 『明日の 化界』 六 巧 

號はリ 本 紹介の 目的を 0 て 編 解 

せられを 頭 じは 竹 越 S 叉 巧の H 

本歷 おじ 剛 する 解說を 揭げ 0 下 

店 晌わ雄 氏の 『白 本み お 外 政策』 一遇 丘を 及、 距、 

を始め姉崎階ち 元出博ち ぉ 貸間 .：^譜二5い適す 

川豊唐 巧、 齋朦 総領 窜 、ァキ スボ廳 へ卜み タィ ムス スク ユャー 

リングが 古、 パ I リ！、 11、 ゥへ化 五 かお 話 ヵン バラン ド呈 一！ 1一 

ワイ 八ズ 氏、 大 内を 衔氏等 知を 1 ミ 宝を St . Broo ごち お 崎 格子 


二番 E ろ •じ 電話 あらたし。 

貸 室 

が 前に 獅 諸し あらむ し。 

Paul ご 互 ima _ 岩 7 ま. こぎ h St . 

Apt . 1 ジ ー. Audubon 7 苦 0 


■裁縫 所 開業 

が服、絕物、ゥ f ^ i ^類はドラっ 
クプ— ユング、 プレス & び 叢 
へ、 仕立てを し-切を < 美嚴」 
をし ます。 裁 緒は 如 巧なる 御 江 
义も吁 蹲 じ 早く 致します 巧 化 i 
カタの 出 ホを も あ b まず。 

坂 ホ 裁縫が 

128 W . 雲 St . N . U ' 


音樂敎 授^た 

獨哨歌 授業料 ーヶ月 巧 弗 (一週 商 一 
西 六十 五： J 目 某 京が 食 惟 上 
翁 池 盛ホ郎 


ン シン 


巧 人の 美人が 皆糕の 御かず た 
します， 日本人 諸君は 特に お 
迦 しまず から A 人 御 誘 ひ 合が 
御 ホ 操を 願います。 

何時でも 個人 敎巧 致します 0 

<ぶ毒 麵 ！ Hi . 

巧 3 rd and 芝 ih Sts . & 写 己 mbiis jwe _ 

ジ ー さ h 呈 e tkliumbuw 篇漂 


^ ■♦■ミ e ♦ 窗 一 

■ 

間 


純脊ホ 命が 險 曾が 

一二 木定 'ち 


老 


の 

が 

十 

ミ 

咕 

L 

前 

午 

エ 

が 

の 

蒂 

用 

御 

急 

至 


保險 


S . IVUKI 

Mew York ごを すを】* コ* 〇〇 

ご Chamb ミな r 

2 ew Yo をな す. 

Pho ミ . F を nk 古已霉 
田 JC をぎ を历 3 口を 


雪 


夏場 向新 荷 到着 

特に ダ ー ム向陶 離 雜黑類 澤か取 揃 居^ 

候 間倍舊 御用 命 願 上 候 / 

. . 

森が K ラ个 1 ス 

SORIMiz 巧^な 3か、 す P 

没ち なを 23 rd St - 

寒 w ジ rk City 

Tele 巧す 30 〇 『か 3 ミ cy w》so 



場 向^」. 

陶 破器雜 裳を 種 取 揃へ 巧 候 迅速を 旨 
ごして 精々 勉强化 候 間 御 巧 命 願 上 候 

I 試 践木桃 ホ 組 

1 S ご黃 St . N 一. Tel . 宴 養呈 1 8 雲を 

复磬向 = 新ぉ 到着い 

棉 々勉强 巧 化 候 問 御 評 义被下 度 願 上 候 


太洋 貿易 株式 會社 


叫な一 - Stuyvesant W 82 W 
101 Fiftli . Ave 扫 U 夕 zow York : City 

〇一一万萬〇 Branch 827" w . Madison St ., ohicago , ゴー. 



夏場 向新 荷 到着 

恪 を蟲續 々到着 化り 候 間' 

是非 御用 命 被 下 度 願 上 候 

义八 巧會な ザ元ブ タザ ー ス 

藻 17 Eas こ 7 th St , New YWk City 

Telephone Stuyv 震 amt 99 这 



第 ミ 巧 禍巧國 訪問 團員 募集 

お發期 U 


— 紐 育 十 丹 云 日 ペン 停率據 

I 沙潘十 巧 九日 郵船、 加寶化 

—往化 一一 r 白と 十五 弗 


團 .一-費^ - 蓋. 二が 弗， 

(萬 車は 一等で あ 船は 二等) 

本 倒の まを、 規 を、 旅程 及び 申込書 等 じがき 委しき 事 

は 何卒 直を 弊 廊會じ 御 聞きを せ 願 ひまず 

が 育 巿東お 十九 T 目 ニニ 闽 

主催を 巧 桐 兄弟 蘭會 


電話 リ—ジ 五 、 V 


S 四 八 0 

二 亩八一 

0 二 一二 五 


H- 
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大肢朝 H 新规社 
稽困巿 ホ 

mu mHi 

Room 308 World Gilding 
お I. わ ekman がが 


大較每 日 二 巧 京 H B 
上 巧 虎重 
Osaka Mainichi, 
407 Tribvne Building 
Tc し 换 冰 打 が 59 


一" ノ — 、 一 *…… 

ま 巧 建築 事務所 
Iwahiko Tsumanuma 

Room 1607 No. iOl Park Ave. 

Tel. Vande か ilt 3436 - 

' 三 論 州 巧險 事が 巧 f 

H. Segawa, Insurance Broker. 

303 のれ h Ave., 

Tel. Franklin が 00, な t. 193 

巧 巧 商事 株を 曾 社 撫育 支店 
llchida Tra が ng Co., Ltd. 

の 1 Broadw が， 

Tel. Worth 1576 

島賓易 株式 食 社 

Sh;nm Tra ぷ n 客 Co. Ltd, 

150 Broadway 

Telephone R がれ r 1484 

Paul IC. M. Thomas 

AdvertUiag Counsel 

2023 Tribune Building 154 Nassau Si. 

Tel. Beekman 6978 

株式 會社 ホ 尾商會 
AKAWO & CO .， I が . 

2 お Fifth わ enu も New l[ork 

Tel. Caledonia 9 巧 8 刷 

i 

i . ， 

’久巧 商事 株 ま 曾が 

Xuhara Trading Co. 

30 Church SI 

Tel. Cortland が 50 

S 共 悚式會 社 輿 東 貴 為 株を 會社 
化理巧 

裔 が衙會 

Takamine Corporation 

120 Broadwa も New York City Tel. お ctor 7884 

General Office & Factory 208 Rawson な •，しし City, N. Y. Tel. Stillwell 7718 

淺 野物產 株式 倉 社 

Asa 打 0 Bu が an Company 

Room 801-805 

165 Broadway 

Teh Coi • け an か 80 が - 80 な 

大倉 おお 育ま 店 
Okura & Co .， 

30 Church が " 

Te し CortJandt 2292-93-94 

お 育 日本人 會 

The お pan が 目 む sociatumi 

250 背が け训 St. ， New む rk 

Tel. Circle 8190 

巧 滿洲傑 道 株 ま 翁 巧： 

お 育 睾お巧 

South Manchuria R •[{• む.， 

111 か Mdway 

Te し Rector 15 が 

S 巧みを 株式 會社 
紐 宵 支店 

Mitsui & Co., 

65 Broadway 

Tel- Bowling Green 7520 

裔 ffl 贿會 
艇脊支 巧 

Takata & Co" 

150 む 的 dwajfi flew YorkCiiy 

Te し R が tor 1621’ 

株式 會お 岩 ホが 巧 

お 育 支店 

Iwai & Co., 

Wool worth Building 

Tel. Wh れ ehall 6040 

S 菜 商事 會社 

M れ sub お hi Shoji Kaisha 

(Mitsubishi Co., Ltd.) 

じ 0 Broadway 

Te し Kector 2 が 0-2564 

がを を 放： 

山中 巧會 紐 育ま 巧 
Yamanaka & Co., 

680 F が th Ave., 

Tel. Circle 4014 

a 本 締化巧 ま會放 化ち 支庙 

Japan Cotton Trading Co" Ltd., 
Cotton Dept, 

60 Beaver か ,, 

Te し Bowling Qreen 2990 

Silk 

2S MadUon Ave.* 

TW. MW. か !， MBi 

H 米 生糸 株式 會社 
紐 育ま 店 
filCHI- 3EI KIIT0 KA 刖が IKI KAISHi 
が ! CHI-BEI のけ〇 CO., LTD.) 

373 が H Avenue, 

Tel. Mad. Sq, 7592 ぷ 

神戶鉛 木谢ぶ 
お育ち 店 

Suzuki & Co ； Lt ん （ Kobe) 
220 Broadway, 

Tel. Cortland U49-50-5 レ 52-53 

H 本 生糸 巧 まを 化 
紐 育ま 巧 

Morimu 口む ai & Co., Agen わ 

44 B. 23rd St., 

Te し Ashland 5320 

おを 名を お： 

紐 育 支 巧 

Hara & Co., 

443 Fourth Are., 

T も Cale お 相 7830-35 

江 お 株を 食 社 紐 脊ま店 
Gosho Corporation, 

が 化 importers, 

334 Fourth Ave. 

Tel. ’Mad. S み 4886 

Gosho Co., Inc., 

Cotton Exporters 

60 Beav が が. 》 

T •し Bowling Qreen 8806-0® 


VO しけ , No . りが 


忽 お ぶ 雌な tt たが 奶 康 巧 


WEUNESO が . Jll 化 Id .けけ 







つ 俯 辟され るので わる か、 ホ剧 
政府は 何が なじ 巧 同胞の 歸 化を 
お 巧して む 人の 輪 化を 歡迎 する 
政策 V . 踏 態.-* るので あるか。 お 
し歐 洲を义 人は 勿訟 都ての 义人 
が 白人 礙 越の 觀 をを をが 化 6 ま 
ら のまで も 彼等のを ぶを ホ戲し 
彼等の 信仰を" 化 巧して を 即冗大 
じ 移は の® 化を が斷 する じ まる 
ならばが 斥、 迫を、 憐霉 等の 不を 


理な 差别的 待遇を 自發的 じ撤廢 

せね 主なら のを どなる であら 
ホ 人が 將巧 じがて 巧問胞 移民を 

遇する の途 をな むる 時機を 見 お 

すでん らぅ か 如何 U 大統領 じ 借 

間しても 即答な 出 ホまい U は 別 

問趙 どして 吾 八は 飽迄 順應 性と 
间化力 どを 具体化せ しめて 彼等 

を 猛省せ しめ やう こずる 覺 悟が 
な < て は 2 0 


南支 力 面 もす 安 ごな リ 

砲艦 二隻ぉ 急派ず 

上海へは 驅逐艦 四 隻を更 じ增派 
南滿 にも 罷 H が攒大 ずるら し 

東京 特電 八：：： 發 U 上海の 蔡 動は 列 强の强 硬 政策 採用で 稍鎭靜 

に歸し 事件は 今後 かを 問題 じ 移る お 勢で あるが 駆 業は 益々 擴大 

してを の 數サ五 万人 ど 註せ^れ 電話 父換 手の か、 外人 家庭を を 

人 も 駆莱を ホれ ずる じ ま b 學生 勘は 資金 募集を 迷 動し ち 那乂富 

繁ぶ巧 人 階が ょ b 威を 的に 支 おせしめつ； あらてを の 前途 もを 

あに 樂觀 出が や、 第一 一一 戰豚 司令官 永 野 修身 少 おは 驅逐艦 四隻を 

ネ いて 棺を 要潘ょ b 上海に 急がし 米國 陸截隊 三' 白人 も マ こ ラ 

b 到着し だるが、 南を、 泼 口、 武昌ホ おじが ける H 英貨 排斥 運 

動 も漸み 猛烈 ど。 b つ i あるた めを 留民 をが 護ず る 必要 上 南を 

へ 砲艦 勢 田、 鎭 口へ 砲艦 摩 田を 派遣し ねる が、 南 ミホ 面の 影響 

ど 東 支 錫道〇 シア 派遣 員 等の 煽動で 南滿地 ホの 勞働者 も ホる 十 

あ U を 期して 大駆ェ を計靈 中で ホる。 がは 上が 瀑 動の ため 製粉 

輸出 盛ん どな b 製が 待 社は 僧 格ど數 量で 調節を 開始し ね。 


々後の 閒 題は 

外交 會議に 

列 强も化 あを 派遣 

上がよ 口潑 U 上海の 藤 動じ 脚 

碱 して 重ねて 聯合 図 かを 幽 にが 

議を 提出した ち那 政府は、 かを 

總 をみ 官お化 二 あの 文 武官を 上 

が じ 派 遊し； ホ 學生閣 の 裝巧鎭 

腿に 巧 力 するど 共 じ 上が 郎 化か 

を蜘 どを がし 事 化の 解 决に從 事 

する 當 じして、 = 英义挪 伊が 他 

の刻强 巧を 閒 もを々 大使 舘 一等 

曹記官 よ b がるを 員衙 をが 織し 


當 地に 急派して 目下 事情を 聽取 

中で ぁるが、 をを 蹈は 持久 戰を 

覺 悟して を' 方が の 應援を 求める 

かには 别じ 過激なず 段 じ も 出で 

中、 が 人會社 及を 庭 就 働 者 じし 

て 罷業 じ 寒 加し ない 者は をの 家 

族を 威 脅して 參加 せしめつ i ぁ 

るが、 一般 外人 じ 載して は 外を 

閣の 巧巿ど 陸戰隊 の上胜 じて 伽 

人的 じは 亂瀑 にも 巧 でを. 殘る 

問題は 罷ェ であるが、 この 解か 

も いづれ 時閒の 力が 圆滿 じこれ 

を進锁 せしめる であらう ど 云は 

れてゐ る。 


日露の 勢力を 背景に 

支那に 內乱 突發か 

獨 玉祥將 軍が 秘かに 戰 闘の 準備 

張め 天津 巧 もこれ が爲め 

上海 八日 發 U 當 地の 外を 宫 おこて 專ら 風評され て ゐる巧 じ 化 

る ご 最近 廣東ボ 面に がて 湖南 省の 督軍 V - 故 孫 逸 仙 氏の ま 義を信 

をす る 図 お黨が 戦端を 開き 目下 间化 附近の 河川 じて 砲艦 五六 隻 

が别强 監視の 裡じ 砲火を を b つ i ぁるが、 これは 將 ホの 支那 內 

谢を凝 導すべき 窠ー ホで ぁつて、 囊じ化 京 城內の 守備を 張作霖 

お 巧に 一巧した お 玉辭將 軍が 國民 黛の 後援を 國 内的 じ 受けつ i 

ぁる I はか 論、 お 外的には 勞農 P シアの 媛 かを 受け、 最近 數輛 

の 自動 貨車で 0 シアから 武器を 購入 b た 事實も ぁら、 特に 最近 

おか 霖 氏が おを 天潍じ 進めて 大 軍を 動かしつ. > ぁる； は、 兩將 

軍 かお 面は 平 ぁを 装 ひつ^ ぁる もの i あく 戰乂 の禪に 勢力を 爭 

ふ 前途で をる 泛見 做され、 この 內 卸は 結局 張 將軍じ 味方す る 日 

本 ど ロシアの 戰ず ごなる であら ぅどお 測して ゐ る。 

巧 じ 化 6 て 巧 せら かた H 本の 掛 

支 威を 說を 堅く 否認した るが、 

外務 當局 は 上がの 擧生 

阁 お動じ 就ても 最も 愼 重なる 献 

巧を 執ら、 嫉 巧の 是非は 別 どし 

てこれ が鎭 腿の 方を じ 就て は 列 

强 どの 協調 範阁じ 止まら.、 この 


對支威 脅を 

外相 否認 

をぶ 學化 等騷ぐ 

巧を 八 H お：： Z 外務 大 おお 頰富 

雨が 巧は、 おじ n ン ドンの-新 


られ江 木 巧 巧は 赏勃扇 おな 事務 
敕 扱を かせられた。 

墨國が 大使 巧 命 

メキシコ 巿八 H 發 u メキ シ I 

政が は 新な H を槐 大使 ごして 前 
產業义 貿易 次官で あつた シェ - 
キ ノ 巧を 巧 命し 今 遇 中に 赴任す 
る當 である 0 


嘴の 巧 ミ 外 

♦首都 ヮシントン で この 閒の 
暑さに、 サイド ゥォ！ クの 上で 
H 光を 剌 用して フライ ド •よ ッ 
グの 料理を 試驗じ やつでら 化を 
ご幾秒かで黄事じ出來じ。 而し 
進んで を V る 巧の 勇 氣のゐ るを 
はなが つた どい ふ 話。 

♦支那の ストライキ 感 ぎじ 連 
れて廣 までは 例の パ チ---- V い 
ふ 煙 乂嗔嚷 が 始まつ た。 支那を 
巳 ぼす ちは 即ち 支那 人。 

♦巧 おの ぁる 學 校を 師 、眼鏡 
を かける 樣な 人間は 意を 薄弱で 
ぁる ど 生徒を 化 飛ばし、 生徒が 

、れ では 攝化 宮檢は 意を 薄弱で 
すか £ 反問し ね 2 が、 例の 不敬 
'罪 じひつ か i らんと して 問題に 
なつて むる。 云 ふ 奴 も 云 ふな だ 
が、 これを 不敬罪 おむすびつけ 
る 文部省の 頸のを さ。 


九 011 一年 じは アマン ゼンは 正立 
じゴ ー ア號の 船長 ごな つて 化铅 
圈を巧 進し マグネチック •ポ！ 
グ 即ち 破 極の 位置は 化 絳と十 巧 
五 か、. 西經乂 十六 度 四十 九 か、 
カナタの 尖端 ブー ジア 半を じあ 
る i をを 表し 岡 時 じこの 難航 湿 
の 結 お轉洲 から 化 氷 がをお 過| 
てべ！ ブング 海峡 じ 出る かの 棠 
名なる 「化 巧 水道。 を發 見して、 
これが ためじ 今 H 乂國の 

捕 織 業者 'は 冀大 なる 屏 

惠を讓 つて ゐ るので ある。 斯 ぐ 
の 如く 彼の 探 隙は みして 繫お滞 
河、 血 氣の奧 ではな かつた。 徹 
頭 徹尾硏 巧 巧 態度を 央 はず 熱 怯 
を をんで 冷 靜を脫 せなかつ た。 
用意 周 割なる 彼は 確信な き ； け 
斷 じて 巧 ふ 人では なかつ た。 る 
必を靈 を 南 化 極 じ 捧げむ 彼は 激 
じ 妻を をめ る 暇 さへ ホめ なか C 
た。 一九 〇 丑年 じ 彼が 先輩 VJ 伽 
ぐ かのを 採險を ナン セン 博 ± の 
援助の 下に 苗 械簡內 深 < 進乂| 

一二 年の 間を 備的 硏究ド 

費した 彼は 一九 一 〇 年の 春い t 
いょ 十二 名の 同志 ど 九十 六の エ 
ス キ モー义ごを隨 へ て南極じな 
進した。 彼等は 船を 拾て、 かじ 
，實じ 八な 六 牛. 兰哩の 水の 换路、 
標鳥 一巧 六モ 灰の 嗟 蛾た る 大山 
脈を 踏み 越へ 霉下 六十 巧の 極お 
ど戰ひ 絕へ强 なき 获 風雪 ご 濃を 
じ惱 まされ 乍ら も 遂に 化 巧の g 
軸お絳 九十 度の 極 おじ 

諾威國 旗を 豐 ちの 

は】 九】' 一年 十二 骨 十四日 でん 
ろた。 南极を 見を たるを 强 をな 
いてな ほ 彼は おを する 人では わ 
かつた。 彼、 A あじ 化 極の 未閒の 
秘密を 探らん ためじ】 义 一八た 
祖國を 後 じした が 水の ためじで 
1 ド おを 破 描して 吾が シ アトが 
に 引返した のは 巧 昨年のを で. < 
つた。 をして 今 巧の 飛行 巧險夕 
なつた ので ある 0 


ごこ 列 强のお 巧陸戰 陵を 速 
かじ 撤兵せ しむべし。 

ご 二】 巧に 檢擧 された る勞働 
脚領 釉を释 ぶすべし。 

〔四】 支が 人を が 殺した るか 
人 巡査を 殺人罪 ごして を もじを 
問すべし。 

〔五】 殺害され たる 者のを 族 
じ掛し 列强は 聯合して 損害を 黯 
償せ しいべ し。 

で ハ】 比 英爾國 政が じ對 しお 
同じ 謝罪せ しむべし。 

〔と】 上が 巿の 英國官 をを を 
もじ 罷免すべし。 

〔八】 外人 租 あじ 居 化する 戈 

那 人が 聞を 發刊せ しむべし。 

〔化〕 圓際 裁が 所を を然支 省^ 
戴 制 所 どすべし。 ： 
【十】 頌事 裁が 制度を 廢 止-！。 

上がに 礎 泊す る U お 軍 鑑を永 去' 
的 じ 追が すべし。 

等の 十 個 條じ旦 る耍ホ 書を 提 山3 
したる が、 化 京の 支那 人 

銀 巧 家 を 網羅す る 支那^ 
行 協爵も 學生蝴 幹部 こ 協議の 結 
お： n 英貨が 斥じ掛 しお 極 的に^ 
化 する 2 ど U ら 、この 運動は 去 

支那 じ 及ぼすべき 形勢で あるが 
閒 題の 獨 玉鮮將 軍は ステ） 卜 is 
ン トを發 してを 州の 都督に 對じ 
この 隊對外 問題に 就て は 强搜も 

る 態度を R て當れ ど激獅 し、. 乂 
那の圃 氏 軍は このむ めじ 犧牲厂 
なる じを ならず ど彈刚 した ね 
更らじ 一磨を 地 S 緋外 熱を 煽動 
すべく、 張 作霖牌 軍は 近 <學 生 
幽じ 對し娱 巧を 懼 しむべし ど 擲 
吿 する 答で あるが、 學ホ 潮では 
前 首相 わ b し 顔 氏を 委員ち じ 巧 
命して 問題の 婚みじ 巧 力す るを 
ごな つた。 - 

國務 長官が 

閒題 y 調査 

閥 我 會議は 本年 ホ 
ヮシントン 八 目 凌！：；； 國務 にな 
ヶけ ッグ 巧は 本日 お 軍 省 じ對し 
目下 支那 あおじ 礎 泊 中で ある 郝 
强 めが 軍 力 調査を ホ 蟹す る W 共 
じ 支那 駐 巧の 外を 官じ對 し情攀 
報吿 ぉ命じ わ。 尙 ほ大統 颁クー 

リッ デ 巧は 今 阿の - M 海敲 動じ 關 

聯し 近く 支那 じ內 乱が 突 後して 

日本は 張 作 霖を搂 助し 《 シアは 

媽玉祥 を 臟拨し 結局 H 繁両國 の 

戰ず じなる であらぅ ごい ふ說に 

對し〇 シアの 支那 ホ 化 陰謀は 駿 

める が： n 本が 〇 シアを 敵 じして 

張 作 霖を援 巧す る ミは 信じ 得な 

いごの 見解を 抱きつ i ある もの 

巧 如く、 米國 政府と しては ヮシ 

ン トン 條約じ 巧る ま 邪の 關稅な 

正 會議ば 內亂裝 動 等の 關 なお 柯 

じ 拘らや 依然 本年 ホ じは 上海に 

て會議 をな 集すべく 、英米 政府 

は猜廊 的な 經濟 管理 政策を ま お 

する 當 である。 


平和 保障 じ." 

英佛 協定 

獨 逸が. 赖盛參 加 

ゼネ ゲァ八 U 發 u 國際聯 邸 巧 

事會じ 出席ず べき 鳥國 外相 チ ャ> 

'ムバ ！ レン 巧 及が 佛國 W 化ブ 

アン 氏は 會議じ 先立ちて 像て よ 

9 の閒 題で るつ ホ 歐洲の 枯互ホ 

かが 陪じ銳 て 協 溢の が おが 方鑛 


ホの 上を にお 足なる 解 ホを 見る 
じ まつた 窟を おおした。 即ち 今 
巧の 協を は 大体 じがて フランス 
のま 張を なれ 獨 逸な 西の 國境線 
は 現狀を 維持し 万一 獨 逸が フラ 
ンス ぶびべ^ ダ ー じ對 して 侵略 
的巧爲 じぶん だ 煤を 英 固は 圣を 
力を おげ て両國 をの 鐵 すべき' 左 
をの 柬 し、 間 題の 波 蘭、 チち コ 
ス ロゲ アキ ア 方面に 掛 する 獨逸 

の 東方 國境線 じ 就て 英 固は 全が 
關係しない^じなら、 獨逸の國 
陈 聯盟 怠 加を 許容ず る ミと なら 
條 約の 媳 巧に 就て は國際 聯盟が 
これを 監禪 してい バれの 國が侵 
略 的で あるかを 一: 斷 する じ 至る 
ベく、 關係 國は獨 逸、 フランス 
ベ 八* キー 々びみ 國 じして 近く 濁 
逸歡府 じ對し 正式 じ 通牒を あし 
て談 おを 開始す る じ まるべ <、 
東方 閱境 線の 平 かが 膝は フラン 
スが中 & ごなら 波 蘭、 チェ 3 ス 
ロゲ ア キアの 間 じ 締結され る當 
で ホる = 

ぶ 巧 一日 じ 

對ホ大 示威 

移民法に 抗議 

東を 八 H 潑 u 太华巧 文化 協會 
かま 催 どなり 大巧 社、 黒 龍 倉 其 
他のを 化 反動的 脚 体が 巧 呼應し 


て來 ると 巧 1 H を 巧し が H 移民 
なの 制定 じ關 する】 みが 威 運動 
をを 國的じ おす 計 まに て 目下 當 
厨 ご 相談 中で あるが 还 勘の 目 巧 
は 排ホ滅 を 煽動す る じ 非らず、 
寧ろ 新 移に ホに おする U 本阐民 
の 反感を ホ國 々はじ 披 遮し をの 
反省を ポ むる じあら とは ま 催 者 
側の ま 張す る 所で あるが、 义化 
が兜會 では 同時 じ バンフ レット 
を發刊 して 巧を 民法 じ 毀す る 朝 
野 名 ± の 批評を 揭載 しあら じこ 
れ を英义 じ踰譯 して ホ國 上下 兩 
院議 員を 始め ごしが 新聞社 じ 配 
布す ベ < 目 下準備 中で ホる。 巧 
ほ當日 は 移民が じ 憤慨し ホ國大 
化 舘邸前 じがて 削 腺した る 無を 
の 志 古を 陸軍 墓地 じ 訪れ 盛大な 
る 追 巧會を 催す 豫定 でぁつ て、 
墓標は 旣じ 頭山滿 翁の 拳で 成ら 
嗚呼 忠担烈 壬の 墓 ど記雜 されて 
ゐる〇 

徵お令 改正 調査 

東京 特電 乂曰發 u 貧富の 不を 
平を 無くす る 爲め徵 兵を を 化 本 
的に 改正し 一を 志願 制を 廢 化し 
年限 規 縮を 陸軍で 調查 中で ある 

侧お宗 秩寮總 裁 

東京 特電 八 り發= 贊勸 巧潑裁 
化石 政 敬 巧は 祭 获寮總 裁に 任せ 


時 

局 

の 

人 


氷の 王國じ 巧衛 みらぬ 

探 險家ア マシ ゼン 巧 

五十 S ザめ 生涯を 嘗險に 
ホ 西 水道を 發 見した 恩人 


アマン ゼン 化睡じ 飛ぶ。 £ い 
ふ 化かな 飛電に 接して 0 巧旣じ 
一二 週閒 、杳 どして をの 消息を 絕 
つた 化 穂採險 隊の爲 めじ、 ノグ 
ゥ ユ ー政府は目下お船二隻ど飛 
巧 機を 派して をの 巧 銜搜索 じ 着 
手ず るを どなつ た。 

秘密の 暗冀は 彼等を 渡ぅて 今 
や' 世 巧の 脈 ば 一濟じ ノース •ポ 
•-グ じ 集注され、 この 摩 太.！ .る 

を 探險家 を 生んだ ノグ 

ゥエ ー ではを ひたる も 若き も、 
男 も 女 も 一が じ必を 込めた 腑願 
を 捧げて 彼が 無事 と 成功を 念じ 
ホ涯の 五十一' 一一 年を を < 探 隙の た 
めじ 捧げ 篮 した アマン ゼンの 尊 
とき 雄志を 禮讚 ずる 彼が 景仰 者 
は 溢る i 涙 どみ じ 化 服に なつて 
彼のを 否を 氣邊 つて ゐ る。 斯く 
の 如 X を 世が を 感激 ど 化 痛の 中 

じ 陷れた 劇的 人物 アマン ゼン W 

は 如何なる 人で あらぅ か。 彼は 

一八と 二 年、 今ょ b 五十ー ニ 年 前 

のよ 巧 十み 日 かの 十 世が 頃じ歐 

洲 西が 岸を 侵掠した' 

義贼圃 の 一: 慕を 祖ホ 

ど L て.、 ノー グク ユー の 化 海岸 怒 

療^ P を 喷むポ ー デ VJ いふ 一 寒 

が. じ哪 々の 聲をゐ げたので ある 

胁 親は 岐 を巧師 たらし めんがた 
めじ 首都の クリス チア ニア か醫 
1% 校に 獲つ たが、 若き 渾身 じ祖 

化の た 俠的熟 血を 受け 繼 いだ 彼 

は 大人しく 醫 術を 學ぶ 人では な 

かつた。 蒋 じなる ど 化 氷が の 冷 

めね い 湖が 岸を 洗う 化 ノ^ ウろ 


1 の お 一面の 物 漢い流 かが 絕 ゎ 
間 も 無 < 漂 ひ、 この度の 出發お 
であつ たス ヒブ^*— ケン 島 の あ 
なた、 暗い 

水ず 線を 畫 して 寂寥た 

る 化 協 ホの 輝く のが 每 化の やぅ 
じ墮觀 される。 朝な 夕な 靈氣 溢 
る； 化 美の 大自然に 抱かれて 少 
年 アマン ゼンの 必 深く 尊 ごき 超 
人的 精神は 芽 ば ゎ、 彼の 胸中 じ 
いつしか 化 極、 南 被を 征服 せん 
どす る猛 志が 幸福 じ 育まれて 往 
つた。 醫學 校を 退いた 彼は おも 
じス 々シデ ネ ビア 海兵 鹽じ态 額 
して 稍な く 少尉 じ 任命され たが 
臨々 たるが 軍 ±官 たるぇ は 彼の 
意 患では な < 1 八 九と 年 彼が 廿 
五の 春、 白巧義 南極 探險 陵が 組 
織され た 時 じ 彼の 

極地 探究 じ ぉする 熱牠 
ご 彼の 航が術 ど 自然 科 學じ關 ず 
る 智禪が 認められた I 等運轉 七- 
ぶ して 參加 ずる i を 許され、 二 
をの 間 南 破 圈內の 荒海に 苦難の 
限らを 嘗めた が これ じょつ て 彼 
け 探險家 どしての 臂 ごき 經驗を 
獲得し、 す跋 の 信念を 抱く； じ 
なつた。 一九 0 1 年 至ら ゴ ー ア 
號を化 立て 氷に 閑され たる グリ 
1 ン ランドの 秘密を 採つ て 地理 
學上じ 偉大なる 貢献を なし だが 
政府は 彼の 巧を 輸 らぅて 船長を 

狀 を下附 した。 化 間では 彼の 屑 

當の 「キャプテン」 をな 軍 大佐と 

誤信して ゐ るが をれ は 脚 違で、 

彼は 化 腰の 船長な ので ある。 一 


際 日本が 單獨 じて ま 那じ高 雌 的 
な 態な じぶ ぶ ^ は 支那 人の 排 円 
お 念を 益々 仰を せしめ、 政府の 
方針で ある U 支 協力 政策を 根底. 

よら 破竣 する； ごなる ので、 ま 
じ 軍艦 龍 旧に 陸戰隊 S 巧 人の 急 
派を 命じた る も、 が 後上 海 J ら 
の 報道は I 举 動の 一時 鎭 靜を馈 わ 
たので おを 命み を 打消しね なで 
あつて、 これ 等の 政策は 政府が 
いかじ ま那 ゆは 意を 重んじつ { 
あるかを 雄 辯 じ 物語る もので あ 
る。 而 して 目下 日本 じ留學 中で 
ホる ま 那人學 ホ 閣は本 曰 外務省 
を 訪問して H 本の 

對 支な 策 じ S して 左 

の 如き 要求 馨を 提出した。 即も 
【一】 日本は 靑島 及び 上海 駐 
在の 現任 操 術 事 及び 領事を が 
迭せ しむべし。 

ごこ 上 お 日本人 髓 化工 族 旨 
を處 罰ず べし。 

ご 一一】 日本は 上が 動 亂の爲 め 
じ 死傷した る 支那 人に 對 して 
損害を 賠償ず べし。 

【四】 上 おの 稱 がは これを ま 
那 じ還附 ずべ し。 
r 五】 治 外法 權の 撤廢じ 就て. 

日本は 贊间 すべし。 

等の 立 側條じ 互ら、 か務當 巧は 
第一よ ら氣四 項は 

悉^ 拒絕 したる も 第五 

項は 巧 則と して 赞成 である 旨を 
言明し、. をら に ま 那人勞 働 者の 
入 國間 題に 就ても 言及す る 巧を 
ら たるが、 リ 本の 新聞紙の ぞく 
は： n 本留學 生の 排 U 思想 宣傅じ 
憤慨し 政府は がる 學 をを 支が じ 
送還すべし ご 論じて ゐる〇 

煽動 中 如は 

外貨 排巧 

支那 銀朽 家應援 

上が 八日 獲：：：；： 上海の 罷業は 漸 

巧 下 化 ごなる 傾' 向で るるが、 巧 

人 楠 化工 瘍に就 働す る お 千 人の 

職 エゴ 罷エ脚 幹部の 威を を 受け 

罷エ する じ まつた。 而し 一般が 

罷 H 中止に 傾きつ i あるのは 事 

實ご あつて、 をれ じは 韓 部の 

巧 託が をなる 巧 因と なつ 

てなる もの^ 如く 比較的 穩 健を 

標榜す る 勞働領 釉は微 を 飛ばし 

て 今回の 藻 勘 巣 面に 支那 人 共産 

な 賞が P シァ よら 直接 金錢 上の 

援助を 受けつ i ある 事實 を擧げ 

現じ 學 生が-人 擊 殺された 瘍合 

ロシァ 共 產黨は 五で 弗の 淚 をを 

提供して ゐる 拳實を 指摘し、 巧 

る 煽 勘 じ 乗つ て 暴行 じ 及ぶ の不 

可なる ミを 擧げ てゐ るが、 事件 

がかを 國の手 じ 移 b つ； ある I 

も罷エ 馴の必 狸に 多大の 影響を 

巧 わつ i ある もの ^如< 、外人 

じ對 する 顺 人的を 害 も 出 ホ 得る 

限ら 避ける 方針を 採 ゎ、 今後 對 

か 的 じは 目 本义び 英國の 物貨が 

斥に 力を をぎ、 他の か 人工 鶏に 

就 働す る 者は な喊 する 绪でゐ る 

が、 化 京 政が が 學生幽 の 請願を 

をれ て 

二 千 人 の 軍隊を 上海 じ 派 

遣した ； は 特に 興がを なて 觀ら 

れてゐ る。 而 して 學ホ脚 化 表は 

化 京 政 舟の 化 まに 對 し、 

【一〕 列 强め戒 厥冷を 速 かじ' 

撤廢 せし むべ L 。 % 



移民の 價値 

順 應性ご 關化力 

大 統锁ク I リッ デ 氏は ネ月八 

り 國格卿 グロ ッグに の 出身地で 

ある 坚ポ ー ^ 市 じ 於て 郎 々れた 

諾戚 系が K のん 瞬け 年 記を なじ 

臨 わ L 諾戚 系乂 人の 巧 織を 激稱 

せるな ホ' ん满 説を がんた。 大が 

橄今 ホの 旅 わは 一面 政 お 的 動機 

じ 出で 同化 方を 風靡す るの 槪あ 

るを 進 お 巧 か媒ん 勢力を 抑制し 

て ホるべき 總選舉 までにぶ が 派 

共 かおの 地盤を 叫 化せむ ごする 

^がまを^:•目的であるとも巧 

ら れてゐ る。 化が 測は 盖し 當ら 

ず ど雖磁 からざる ものでは あじ 

ぅ。 乍 併 大統領の お 說を單 にあ 

一治 的盧義 から 批おゼ ず おを 他の 

I アング^ からち 紫して か 搬電要 

- であら 且つ 興 ホが ある。 

_ 大統領は 諾威系 移 K の 一鹽が 

一 义固獨 立 後半 世紀を 經 わる 輿 

ホ 帆船に 其 速 命を 巧して 化ホ义 

; 陸の 人 ごた* つ わの ホ 本 越の 人口 

-じ 比較して 驚： くべき 夕 おの 移民 

を 送 b . 冊； P お 全部が 乂网ホ 民に 

-歸 化せる 事赏 を舉げ 『ゾ カンジ 

ネゲ キア 諸が じ 化 6 て あおされ 

わ化歐 移民. なか b せ ば ミネソタ 

州な 今り あるを 巧な かつた であ 

ら ど陳 ベた C 大統颁 は をら 

に 移 技の が 化に 論 放して 顺應巧 

ど阴化 力く の 必要を 說 き、 ホ ー 

部の 人 七が 『ホ 風は 假 かお 人 碑 

の 集 陋を驅 らて么 を メ^テン ク 

ポット じが 解せ しめむ ご 試む る 

ども 果して 克 く鍛鍊 せられた る 

國 に 的 統一を 符 べきず』 を疑ク 

たけれ み 事賓は 化を 的 じ 都ての 

人禪 のみ 通せる 遺 傅 ど 普遍せ る 

; 牲齊 どが ホ 越のを 离 ド* る 理想を 

維持す るに 足る ホけ お 力で ある 

i をな 融 した ど 言明して ゐる C 

其化乂 統領の お 說中諾 威 系 移 氏 

のな 敵に おして 稍 誠 継に がする 

ながないでも；^ いけれ お、 米國 

じがけ る 移 K の 傾がを 巧 重す る 

ど 云 ふ 一脈の 思潮は が 説の 前後 

を】 貫して 流れて ゐ る。 

化 峽の移 K が槪 して 巧敢 でを 

ら 、勸勉 であ 6、 义 温かで あ b 

同時に ホ 梅 强< 海に 陸に 化當の 

成 緒を がしつ i あるは 吾人 も 推 

貨 じみなら ざる 所で あるが、 彼 

等が 一 化が 閒に i 子ソタ じがて 

巧が せる ご 我间胞 がご 一十 年閒に 

々ブ フオ少 ニア じがて' 货獻 せる 

ど銳れ であらぅ か、 彼等のを ず- 

る 順 應巧ど 同化 力 どじ 比 鞍して 

巧 W 胞移 K の 性 ど 力 どは 就れ で 

あるかを 賊 みる 时じ 吾人は 强ち 

化が だるの 必 をはない ご 云ふ自 

信を 持つ てゐ る。 彼等の 謗ら ど 

する 本 闽の朦 を 化 等の 巧な どす 

る おを と巧膊 あ、 敎養 どを 比較 

して ホ 何等 遜を あら どは 考 へら 

れ ぬ。 巧 らば 我 同胞 移 K の夕蚊 

は 何が が じ排巧 ごれ 迫 おされ 赴 
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置かを 生を な 員 旅行を じを 適 一 
設髓國 畜雜誌 巧聞ぷ を巧娛 輿^ 
具 簡易を を あら 

巧を 城 叢 周旋、 旅を ま 巧、 を 補- 
事莱詞 を' 其 化 巧 事 巧 淀 狩 お „ 
等閒胞 諸兄の ホを を 歡迎ず ^ 
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ブ I. Murr さ皇 2791 ぎ〇ョ 7 是 

•ぃ J 古な 謙 次 

月、 水 •を、 午を 二 時よ b 六 時 
を、 其 化は 前約に 願 ひます 


評論 ^ 每巧十 U をけ 

靈 1 部 十 仙 
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遠 藤 小刀 商會 
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禱科醫 

▼該察 時間 A 
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時、 午後 一時！ 
氷 確 午前 九砖！ 
午後 一時 


齒科醫 

=： 新 ま 無痛 治療け 
多年の 經驗 をな て 
H 本人 諸 巧は 特に 
了 寧 懇切に 施術す 

卜^マ チン 


齒科醫 

夕 年の 經驗を 0 て 
最新式 巧學 手術に 
堪能 じて 信用 篤し 

= 施術 料 低廉"‘ 
日本人 諸 若 じは 時 
じ了醫 懇切 じ 治療 

な 育 州を 認 
•ぃ t ブル 1 ム 


診. 祭 時間 

午莉 化が！ 十岭 
午後 六 時— 八 時 

パ 村 ホ 栗 幹 ご 一 
M 育 ホフ ラタ！ お院 
第 お 街が 院數 お 
武ボ 3 y バラン ド 
巧 お 鎖 お 


診察 時間 

午後 零赔半 = 二 時半 
'午後 六 時‘ -= 化 時 
を か醫學 ± 

パ- 巖本違 一 

を淪比 强大學 及び 
グデ ラン 病院 勤務 
H 濯は 前約 願 上 お 


u 本 一ち 那寶玉 製 美 
術 品 心 嫌 入用 首締巧 
他 裝馈品 

岡寶 S 

裔 等を 術 品 條緯、 

首 飾 お、 ストリング 
日本 腺兢縫 


夏着 

自化五 弗 まと 十五 弗 
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紙 || 

a 1 ^ 
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I 腰痛み 筋 違 ひ 
1 が 化 諸 おお 類 治の 御 
.蒂 めじ 應じ御 带詔次 
第 御 あ 庭 义はホ テ 瓜 
じ 出張 親切 じ 治療 申 
上ます。 前約の 方は 
午を ご 一時 ょら 自宅に 
て 施術いた します。 

I 帛獅津 輕柬洋 

西 巧と 十九 T 旨 量 八 
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日本 
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巧き 米 図 婦人 
目 本人への お 
'語 お 巧 じは 夕 
年の 經驗を あ 

す 〇 . ーン ブス 

ンと 十五 他 
お H 朝 九 時ょ 
り 巧 九 时を何 
時 じても 宜し 
り 曜日は 一時 
よ b 四時を 


日本 

ドラィ グ ^ — ブ 

. 藏會 


寫眞小 池 


第五 巧 

凹ミ扛 


前途 心細い 

鋼 鐵產業 

巧 巧 お 傑 鋪率泼 の 統一を 励る 
目め じて 獲 •し 製掛钢 調杳食 じが 
て 作 巧せ る 答申 案は 旣じ主 巧ち 
じ 提出され 近くが なをの 巧定を 
見 るら のど 思 はれる が、 么ど銷 
聯 して 現 化 巧 图じ備 入され る 倒 
^鎮及び錢頻が如何おじ上るか其 
大势 をが 計 じょつ て 調べて をる 

じ 越 級の 檢乂 はか 年が 

最多 额で赛 なは 實じ一 

千と なと 十五 万 二す 抵じ 速して 

ゐ る。 么を 前年 じ 比する ご-二 巧 

八十 六ガ 巧を の增 加で ぶ 他の 年 

じ 比して A をし <お 加し： ゐる 

が、 殊に 大正 二 年 U 比ず れぱ約 

四 億じ递 せんどす るを 隨 で歐洲 

大賊 S ホ 錫 鑛のお 入は おおし 大 

化 十 年 化が. 个 巧の おお 前年に 比 

しが 少した のを 除いては 逐年 巧 

加の 趟势を 辿つ てなる。 尤もを 

巧 にがては 大化八 年が 最夕 額で 

を 近-し 至ち 若しく が 少して & る 

が、 之は 巧 後を 船 おを 始め 其 他 

の爭 おが 沈を したお お 相 煤 か 下 

をした i めで ある。 今が 計を 示 

せ ば 左 いかし 

：：：： ホは 数度 (單位 千 潜) 

左は をが {單 位 千阳) 
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をな ものである。 おじ 輸入 方面 
は 別 どし''’- 巧 國の製 倒 おは 八幡 
毀 数 所を 始めぶ しを 巧 社共が 馈 
ながの ものけ 巧んで。 く、 化 値 
じして おけば 巧 菜の 前を は 誠 じ 
必 細い 巧 第で ある。 そこで 化 巧 
面を 赔 隅して 年々 二 憶 wu 上の 
賴入 品を 外聞 じ 仰ぎつ i ある 錫 
類を 巧 ホ 巧る 限ら 內谢 製品で 供 
输 ずる MJ は 

國策上 保め て 必要で ある 
ミは 巧ん 乂異 がの ない 處 で、 高 
橘 削 農 かお ま 張した 製 錢大を 阿 
は加朦 首相を おめ 閣條 の說 解を 
得て ゐる L、 岡 時に 民間を 社 も 
么じ赞 同して むる から 孰れ 實現 
せらる i もの ご 思 はれる が、 さ 
て 巧 國のホ 要なる 製搜製 溺會社 
が 如 Mi? る狀態 じある かを 調べ 
て 見る ど 思 ひ 半は じ 過 r る もの 
が ある。 巧 巧製搜 かよを 就の 昨 
年 ド ザ 期に がける 成 鶴を 見る じ 

か® 曾 社は 大當 戲銷 所の みで あ 

る けれども 利益ら しき 利益を 擧 

げて むる ものは 殆んど U く、 拂 

を 質 本を じ對 する 利益の 割を は 

孰れ も 被め て 秒な くお當 したを 

化は n ネ製锁 所 ど大阪 お数 巧の 

みで ある。 而 かも 大 阪製邀 所の 

配當は 優先株 じ 割す る もの じて 

實 際の 

利益率は 年 一一 柔じ 過ぎ ゃ 

化み を 社 も H 本 製 錫 所の 八 ホと 

姐を 除けば ぞく も 一ニ ホ、 砂な き 

は ー ホ* しも 達せ や 就れ も 前期ょ 

6 は 非 おの 不成績で をる。 を じ 

ホ 諸を 社の 資 まど 負廣 のまなる 

あ 目を 比軟 するど 拂込 資本を は 

牺當 巨額に 上る も摇 立を は 梅め 


巧稅を 鼓を ずる； U く 資本 おし 凹 巧 巧は 之 よら 八 千 九が お 


刺子 じ勒 する 課 稅は現 巧 所， 妈お 
法 じな 正を 加へ 第二 柿 所得を 中 
の預を 利ず、 を 社 憤の 利子 及び 
巧 ま 配 常を に對 する 祝 率を 現け 
親 率を 引上げる ど M 時 じ、- ホ 
じ 於て は 

現が 法 では 何等の 課稅を 
巧クてゐ；：*い貸をの利^ じ销し 
て も 新 じ 適 當な課 祝 ホ 法を 講じ 
てな 粗の 均衡を 圆ら 、を 屋じ對 
してげ 營業稅 法の 改正を がひ貨 
家業を 一個の 營巧 ごして 課税す 
べし どの 兩 傑の 意見が ある。 右 
の 中 あ连稅 及び 資本 利 モ稅を 新 
設せ ずして 所将稅 ご營藥 祗の改 
正 じよら が 目的を 適が せんとず 
る 說じ掛 しては 極めて 微溫 的で 
あるとの 非難が 多い が、 么じ對 
する 幹事 貪の 意嚮 どして は 大体 
じ 於て 新 親を あす £ は窗巧 上 西 
難で も あ b、 徒ら じ稅 法を 複雜 
じず る i は 税制 整理の 趣旨に も 
反する 課で 現わ 巧 法の 改正 じよ 
ちを 化のを 正を 期す る、 とさへ 出 
來れげ 必中し も 新稅を 設ける 必 
要な しどす る 議論が ぞい 樣 であ 
る。 みに 間接 圃稱 の搭理 じが ひ 
内國 奢侈 我の 新設に 就ても 袖々 
調 巧を 進めつ} あるが、 大体 大 
藏省當 局 どして は 
1、 賛澤 お腳稅 ごの 關係 
二、 間 お阔巧 S 根本的 整理 

S 、 社會 政策 等の 兒 地よ らネ巧 

を 侈稅を 新設 

せんごす る恵嚮 らしい。 

奢侈 稅課奠 管して は 

一、 製造して 卸賣 業者 じ賣 渡す' 

'際を 產者じ 謀 親す る ホ 法 


て數 なくして 社外 憤務 (社 償惜 一二、 御資 業者よ ら小資 業者 じ賣 


入を 支 沸 手が) は 可なら 夕<、 

么じ對 する お稱 製晶賣 掛金を 取 

手が 等の 潰 確は 甚だ 叙な < 其 内 

容は 孰れの おから 見ても す 良で 

あるり 

新設され る 

巧國聲 澤稅. 

稅制 整巧審 爺で 考究 

乂藏 省の 稅制 整理 調杳 幹事 會 

は 引 線き 備催 中で あるが あ接國 

稅の おお、 間接 秘の 整麵其 他を 

親の 改麽 等に 就て 稅務 監瞥 局長 

會議の 歳 見を も參考 ごし 硝々 審 

叢 中で ある 度お國 枕の 体系 問題 

じ韵 する 稅務 を傳 局長 會議の 意 

見 どして は 一‘ 般 所得 おを なて. 

基本 稅孚 る； じ树 '等の 

異論な く、 之に おする 補 お稅じ 

就て は财 ま稅說 、特別 所得 お說 

收 益巧說 をが々 議論が あつたが 

大体 亡が ては 幹# をの 蓝 など 同 

糕現巧 地 机、 營業巧 じ おして 修 

正を 加へ 收益 我を 化て 補を 稅ご 

すべし ごの 潑 論が 夕 かつた ので 

幹事 曾では 愈々 财を稅 等の かき 

巧 巧を 起さず、 現 巧 制 巧を 基調 

とし 之 じ 向つ てな 正を 加へ る 方 

かで よごして 巧搏稅 、地 孤、- を 

莱稅 等の 改化 じがて 審講を 巧つ 

たが、 化 ほ 之 じ關聯 して 巧 お 瞬 

おの 整理に 巧ても を 見のを おを 

類は 昨年 じ 比しち しくが 4：* く 塊 一巧つ じがは である。 現 巧な 巧闽 


巧に 進んで 燃 幾 化かの 錫 類の ホ 

要な るら のじ 巧て 其檢 入の 情况 

を おる じ數盧 にがては 昨年が 最 

夕 がで 大正 十二 年 じ 比し 約 六 巧 

八十 巧擔 のち 加を 乐し てなる。 

尤も 十二 年の 

輸入 量は 前年 じを 激減 

して ゐ るから 單じ 之れ のみ ごの 

比較では 巧 加の お 巧が が 然しな 

いが、 大正 九 年 及び 十一 年の 如 

き ホ 額の 絞 入を をた 年に 比して 

も 尚は 化 當の巧 加を 示して ゐる 

がして 大正 十 年は 锁缀の おかご 

巧な 大戦な 巧の 化 少額を 巧し 戰 

削 ど 大差 G きも、 を 額に 就て 兒 

れば 大正 九 年が 鼓 夕额で 二 億 八 

千 一二'， りを 巧 山 じ 上 b 昨年の 二 億 

八 千 一二 だを 万 W じ 比しが ほと モ 

四な を 巧 川 のぞ 额を银 入して ゐ 

るが、 お 化の 年に 化ても 大正 八 

年が 九 年に 次ぐ 夕額 でが 年は 前 

二 年を 除いた 最夕額 じて 大正 一一 

年に 比し ご一 ほお 上のを 额じ途 し 

，て & る。 今 其 巧を をを る ど 昨年 

は 巧 ど 云 つても 

^ ^1^^‘ぉ がぉ多じしてみで 

塊、 錠、 條 及び 竿が、 レー グ、 

プィ ャ 。 ッドを：^*みまじるもの 

であるが、 大正 十二 年 じは が お 


巧び 錠が 第一位 じある。 の 上の 

かくを 柿み じ 年 じよつ て 巧 減は 

あるけれ ども 大势 から 云へ ば锁 

板、 塊、 錠、 條 及び 巧 類 ワイヤ 

:日ッ ド 等が 巧 加の 超み の 最も 顯 


稅の义 点は み 揉 ょらを やる 所得 

及び 資本 利子に 勒 する 課 おが 巧 

はれて ゐ i:* い 点じ あつて、 之 じ 

就て は 大体 【一】 が摇 お、 〔二】 資 

本が 子 巧を 新設すべし どす る說 


渡ず が前ぞ じ課稅 する ホ 法 

二 一、 販賣の 際小賣 業者 じ 課稅す 

る 方な 

等 じして 孰れの 煤 合に も 賛澤お 

ち ホ 人じ轉 嫁され る i じなる。 

をの 中小 賣の 際讓税 する i か 奢 

侈のを 憤 格を 捕捉す る i が 出 ホ 

て 理想的 方法 ど 見られて ゐ るが 

併！- 徵稱 上の およら すれば 寧ろ 

製造 課稅が 便利で ある ごされ て 

ゐ る。 賛澤 稅の設 をに 就て 實巧 

卜： 最も 西 難と する 点は 賛澤 品の 

雜圃 及び 必需 おど 贊澤 おどの 標 

準を か柯じ 定める やの 問題で あ 

るが、 么じ對 しては 

一、 賓 巧な 關 おとの 均衡 上 をれ 

ど 巧 裸 類の 巧 地 製品を 賛澤ど 

見微す 

二、 實 用の お 度を 超へ たものは 

化て 賛澤品 ど 見徵す 

とい ふが 如き 意見が 巧 はれて ゐ 

る。 孰れ じしても 

贊澤晶 の 範圍を 巧を する 

J は 實巧上 困難で あるから、 化 

りじ 裳 渾稅を 新設 するどしても 

親 織物、 貴を 廬製 おぶ 他 高貴な 

贊澤 品等の 如き 明か じ實 用の 程 

度を 超へ たもの i み じ 限定され 

る模橫 である。 

シアトル 巧で 

寶易 業太會 

華 府發を じよれば 商務省 通 巧 

おは 對 U 貿易 中 U 本よ b の 生糸 

輸入は 四 巧 末から 非な な 巧况を 

みして ゐる 旨を おじて ゐる 。一二 

巧 巧乂 勘の 生糸 憾乂 一巧 义千视 

偕 格 一千 六. ru 十五 ガ 巧で あるじ 


ぞく 巧が も 二 千 S 巧よ 十一' 万- 术 

千 弗 じを して ゐ るが、 巧 替の强 

調ピ おじ H 本の 巧 煤は 底力の あ 

る强 ホを 呼んで むる ご。 今み 港 

のを 糸 輸入が 態を 見る じ间 港が 

か 何に 重要な 輸入港で あるかを 

知る じ 足るべく、 同化 港務 謀の 

をを じょれば 一二 巧 度の 輸入 お 量 

で 八 千 ur 白 六十 乂抽 、僧 格 一 
千 四 巧 化 十二 巧 四千 巧で 他の 諸 
港からの 輸 んは懂 々六な 化 棚 じ 
過ぎなぃ。 斯く沙 港は 對柬 が貿 
易の 中必 たる 臂を 擧げ てむ るが 
來るサ 四日から 開かれる 貿る大 
會は繪 お 港 どして おた 工業 地 ど 
して 大發展 をなず ものごして 旣 
じを ホの 製造 工業を 及び 資本 幽 
は績 々入 込んで ゐ るが、 を大會 
じは 一二が、 東歲 、大 商、 郵船 等 
も參 加して ゐる ご。 

【本社 柬京 特電】 

巧 年度 减償 基金 

巧 年 谱减償 基を お 千 巧 四十 二 
巧阳中 じは 义貨債 償還 五 巧 方 弗 
を 含 i や、 减 債を おを お通り 巧 
をの 百 十六を 償還ず る 樣銀巧 側 
でホ绍してゐるが大藏省で^^之 
じ 貧が らし-い。 

東京の 物價 特報 

破 紙は 大阪 昂騰に 件れ 東京 上 
おき、 一銷 がは. 攸然不 おじて 弱 持 
合、 銳 力は ネ國安 じて 又 低を、 
麥 類は 天 核 不順 じて 益々 强 調、 
縮 ホ 類は 不變 、支 挪締は 産地 高 
VJ 爲 巧を ごで 上進 ホ 調、 絹糸 結 
績は 高是込 じて をが き、 肥お频 
はが お 貸 手を へ じが 確から 持 合 
つて ゐる〇 

卸賣 相場 賴 下落 

日銀 調查 にょれげ 五月 中の 東 
を卸賣 五十六 稱の物 懼は前 巧ょ 

一 步一鹿 方 化 落した。 

高 旧 ご 船荷証券 

高 田 商會の 船荷 証续 問題は 十 

おお 行 だけ 保証が 面のを 額じ拘 

ら乎實 僧 そ拂じ 態度を 巧し ねの 

で 一道の ホ 明が 見へ て ホた。 

今年の 麥が豫 想 

農が 省の 發お じょれば 今年の 

麥作 收權を あは 千 八が 五十 四方 

と 千 二 r 白 かお じて 前年の 實牧高 

レ 比し 大麥四 ホ五旌 、裸麥 二割 

一步五 煙、 小 をん ホ 八 厘ち 加の 

見込で ある。 

一爾 船ち 巧 仮 差 巧 

船荷証券 問題に 就て 香港 上 お 

銀 巧は 大阪 商船 神 戸ち 店を 化 差 

巧へ した。 

住友 信 巧 許可！ 

化ぶ 信 巧會社 設立 認可され 古 口 

田眞 一氏 社長 どなる 堂。 

電氣銅 上進の 葵 

爲替个 利で 電氣 綱は 上進のを 

である。 U0 上 八 H 發 



舞踏 敎授 

▼社を ダンス ▲ 

►表情 体操 A 

紳 出、 淑女、 わモ 

供さん 方 じ 叮喀じ 

敎巧 致し 巧。 午前 

十 時 ょら 午後' 十一 

がを ( U 躍を 除 <) 

シャリフ ■ダン ン 

ング 師範 學巧 ホを 

上 杉 タマ 






かみ 
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がけ 
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ホが 


3 个齊 人時を ネ後弁 おが 言 


巧 ぷミ巧 4 •が 

義ネ 筆み がを. が 半 

gyr 


ミ— > ゲ； 交一 II 


メ ー シ ー はな 育 最大の デ パ） トメ ント 商店で あ 
らます。 新ら しい 昇が 機と ユス 々レタ I は廣渦 
な店內 じめ ける 皆 棟の お 買物 じ 便宜 ど慷 かどを 
巧へ てゐ ます 

■化 庙でニ ホす る ものなら ばメ！ シ ー では 一 
巧 八十 乂他 或は をれ 0 下で 買へ る J を どぅ 
ぞ御 記憶 下さい 

日よ へ 御 荷物を 御 送ら じな ちれい 節 又は 巧な 物 
-」 際して 御用の 诺 合は パ I ッナ グン ョッ ピン グ 
ビュ 101 を わ 詩ね 下さい、 親切 じ 御が をを 計 
らます 
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171 ま si 94す st.Ne 三 ork 
ぎ 笠 ミ sitie 3573 & Sc 置 ler 1 云 萬 

みク をが 午前 丸 時— 午後 一時 

囊袭 お後畜 i 堯時 

y 體 午前 九 時 1 午を 四時 

ド タト"- 小 粟乘ま 
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133 W. 7 芸 纪. Tel. 穿 distt 3 芝 2 

扉 龍飄巧 戶良二 

自 午前 九 時 ま 十二時 
自 午後 一時 至 五 時 
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I 離 揉 治療 

: r： 水 あび 電氣 治療： = 
ホる 化 巧 サロよ を攒 
張の 目的に て 一時 夏 
期 体 震 比 お 
お ほ 再開の 節は 新進 
の 設備を な. てを 療じ 
應じ 申し 候 
紐 育瑞典 フィ ジオン ラ 
ピー學 挽卒叢 
紐 巧 メ デ々 グジ ム及マ 
ツサ！ ジ驗會 正會員 

を 露 西が 幸 男 



正を ど 親切 ごを 旨 どし 確實 
信 巧 ある 贿 おを 精選し 
特別 辕價 で贩賣 致します 

クオ グチム 、エグ デン 四 割引 

其 化は 化て 一二 割引 

お 輪 鎖 貴を 旌並じ 赏巧頻 一切 

ミグ トン 時 削、 人ヮ 5 ドィ 

リノ ィス 時計、 を禪霞 時計 

ゥオ 1 夕！ マン i お 年 拳 

エバン ャ！ プ鈴拳 

純銀 お ホに 銀器 一巧 

御歸 朝の 御 ±產 一切 

時計の 修簿 は保險 が じて 確 貸 
じ 巧州宮 身が 致します 
が 育 巧 西 四十 二 T 目 四と を 

四 四 己 号窜 (お 街 ど 六 街 間) 

巧 川岸 商會 

電話 ベン ン^バ ニァと 二 一二 九 

Ishikawa-Kishi 0? ち 去. 42nd si. 


成功の 秘談 
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乂國式 英語を 話す 事- 
は 成功の 第一義です 
本校には 日本人 お授 
じ惜れ た專ほ 婦人 お 
姉 をら 懇切 じ 會話通 
信 文 社を 語を 敎授し 
ます。 H 曜過 H 共 じ 
午前 化 時ょ b 午を 十 
時まで 開校し ーンー 
スンと 十 她づ； 0 今 
U 晚 ちじ ホ 校 あれ。 



327 W. が 化 お . 
Columbus 04 お 

くぷ '寸 一 


庵 植ボ日 


‘ H.KOKUMAI 

! の - 64 W.124ih Street 


New York Aui:o Schoo! 

228 おな md ive., E)or. Hth な . 



Beem Nom Low 

47 ん か!！ Ave. 

Bet. 28th-29th St. 


Suey Pa 打 g，s 

BESTAUB ミ HT 
が 9 扣 化む も 
む !. 27th-28ih な S. 


City Hall Tea Gad< 

170 N が sau St . じか 
Next を o 化 e Tribune Bid 
Loo Li 凸 Manager 


Kawasoye Hotel 
1 が W な H23nl 化 如 
Tel. Horningside if た ‘ 


SUYEHIHO 

お East 29 化 Street 
Tel. Madison Sq. 75 が 


Toyo te 

41 に 19 比 St. 

Bet. 8'way & が h わ 8. 
Tel. なが vesanf が 如 


AS 嫌 KWAN 

1 がに 5 かが t. 
Tel. Plaza 6399 




YOSH 隱 -YA 

70 Greenwich St 
New York 

た i. B3w!ing-8reen 10259 


DARUMA 

巧 1 〜 か li i 化 . 
TcL む yant がが 



銜六第 
ご 目了拽 十 ® 
頭目 了 五十 巧 



が M 分 ^ 

3 が W. 58th St. 

Telephone: 
Columbus 8882 

( 强 H • 水） 司壽ぉ 


だ 3 〜ミ 九十 四百 千 一 第 © お を 潰を imti を 君を _潭量巧 がを C 日曜 水） n 十月 六キ 四十 正 



御 お 當ホ びじ 
御 家庭 支出し 
御 下宿 

，.後藤 

ク壽 司、 媛蒲繞 

每 H をら ます 


Ml 覆 = :淸聲 親 吗氣樂 ▲ 

勢 卿^ 錐 絕ま勇 

ま巧 伊^}^事 哲义聞榮作 
に 2^ E. 器を Street 
一一 Teije^nt W289 


電齊 t ネシン トン 隅 八 お 五 

爱 巧旅鑑 

ホ 十五 T 目 二： 白盏 

^ 

西ち十 ^| 1 '^目な四十六香 

ー ホ 聽館大 橋 


軍廣 ユン' 


'八 六 1 〇 


御 下 宿^ 

旨が 亭 

萬 f を 田' さ k 量， N.Y. 

ヴ Uria 穿 7 ち 5 


中 柯埋髮 巧 

一中が 萬/' 藏 
31 左が 置 S 三. Y . 暑 

す t . 呈1|ョ芒>产 4, C 呈を Pa を 去な 一 


日本 理 髮給淸 

薪 ま 洗を の W 構 あち 迅速ぶ# を 
旨 どし 楠々； 一| 强 致します \ 

西 四十 一一 一王 昏番些 一 育 六' 霎 

T ソプ フロア 豕ホ街 ミ 凹 十ご于 曰ち) 

.宮 川爭務 所- 

持 績的绘 厨の t 胞じ 的確なる 變 
巣を 周旋し ま； 

J 芸ち e まを こ g きさ 

客モ . 4写 S 二. Y . C . 

ジ I . 3 r 重 7787 9 吉 8 


お話イ クィ アン h 
八 〇 で 九！ 八 八と ご I 
H 曜 ぶ"」 巧 間は 
ヶ ロ- グ〇〇 四 四 

驅睐長 

姑 育々 西 四十 四 T 目 
一 , 二 11 一八を 
y: 三階 ) 
支な , 

1 さ Glar 呈岂 t す B 己 falo-N.Y. 
を . 田 tl ま I 1 140 至 

ま 任 Mr 二. 香す 

, _ 


支那 £ US ? 
料理；；； 1 

巧廳 茶園で 永牟 御を 巧を をけ 
r た 接 文で 御座います 
も 

M わ M 
b 8 
載 7 

M Jr -JET 

を， 巧-な 

G s -w 

於 な 化 

店 脚 K - 
れり -S 

乳 H 本に 巧み、 日本語 
巧 を 話し、 皆様の 御嗜 
好 じ 適する 御 巧理を 調進 致 升 
^ 度 エン H ! タア のでです 



很バー ンムと 一四 五 

話- 四 四 八 八 

闊米ホ ー ム 

レノックス 

Y がピ、 A/ 隣リ 


自動車 媛 
澄を び 運 
轉 を敎搜 

ライセ^ 

ス 保証す 
ご 一十 置 巧 
運轉 丈が 
二十 五苑 
晝及巧 寧 
兩巧ぁ 斗 


美 ホ じして 淸潔 

般娜 轟南樓 

午前 十 時よ ら哥ち 
午前 六 時まで 撰 r. 


ザ廳 茶園 

司 巧 乂盧蓮 
お 勤の ホ じは 畫飯 
の 御 巧が じ赌 へが 
閱貪 席の 御用に 應 
ず V く 候 間 巧ネ化 
不變お 引 立願 度な 
巧 上 御 案 內申上 お 


支那 御 料理 

彭瑞撥 

H 本人 諸君を 
歡迎 致し i す 


A 

酌 W f が 
讯 い 
C 叫 S 
( m む S- 

G & k ，* 

N 。 -In 

の辦為 

O . 1 


が 巧を 精選し を樣 
の 御嗜巧 じ 適する 
料理を 提供し ます 

贼娜新 中華 

H 本人 器を は特 
別 じ徵迎 します 


A 


m 


n 

邮 s な 

S 化 y 

T 避 J 

篇 お-! 

W3 ^ 


永年 H 本人 諸君の 御 
摄 負を 裝 つてる る 

匿仙樓 

です、 何卒 纔 々御 ホ 
巧の 程を 願 ひます 


L ^ 

〇 Y 
〇 N- 

H も 

茂 

〇 的 

评 •顧 

U ^ 
A- 



H 本人が 

パリ-— が 

瀬巧瘡 W 
懇切 敎 § 
夕と 時輯 
校勞働 < 
暇 勉學严 
硬 ゐちネ 
業 証書 壊 
お 就職口 
無料 間 挺 


御が 纔 河 添 


口！ サン ゼ ルス 地 その 鞠 

觀 光には 最善の 御 便宜を 許ら 升 

ー ィ—グ \ 

ホ テ 火 

み 選を ホ じがけ る 同胞 經營 中最 

新を 高等 ホ テ 八で あ b ます 

I を府東 一 街 一二 九 半 

/ 量 琶 f グ アン ダ ィネと 六 五 九 

/ 霜 請 U ツカ 11 至 ハミ 

貸 旨 動 幸 (牧野) 

羅 b を 所御觀 巧には 農 も 精通し 

た ドライ パ！ が 御 ま內申 上ます 


ホスト ン案內 

- 貸 宫動車 業 河 西 
諸 お 聲大學 校、 工場 化裙 一般の 
絕か 4 び 通 辯 もします Rig 

Tel さ 77 基 ‘ ？0 Baiavia 資 . 


授蒲燒 壽司御 仕 おし 

日 巧 巧 日 巧閒も 御用 命じ 巧 じ 巧 

會雁 御料 埋 

窩等御 下宿 

兒 玉ぶ 一 



剖烹 並' レ 御皎秘 


生稻 佐/旨 i 

お 育 巧 西 八十 八 T 目 一一 r 白 十一 llr i_ 
あ 諮 —— スカイ ラ 1 と 八 ニニ ー 


會席御 料理 

東泮银 


理想的 御旅 舘 

御客様 じ 誠 恵ぶ 0 て篮 します 

朝 目. 館； 

御手 輕御 料理 並に すき 燒 ' 

おらし いが 巧を 擇び 精々 迹强 致します 


ぉ壽司 

炎暑の 柳を 皆々 松を々 銜淸賤 
の御事 1 |!} 掉じます。 弊亭儀もゎ 
蔭 様に 卜 益々 隆昌に 赴きち 難 < 
ぞ じます。 就き ま L ては 今 巧 一 

層勉强 がし 每 H わ I 毒 司' を 擦 
ら へま Lj て 皆様の 御を 膳 じ 拱す 
るの みならず、 が お 新撰の 夏峯 
向き 御 料理の 外室內 も淸凉 にを 
して あちまず から 何卒 御 ホ 巧の 
おを 願ます 

太 • 暢 

西 六十ぶ h お！！. JL み，： 

ぶみ 必 地ょ き淸 潔なる 室 / 

御 下宿 あ 林が， か 

1 岩 L 里 臺ミ Ave. ■ 、、古 ；.. 

ブ I. Mad. ざ 占 21 



御手 輕御 料理 U 家庭れ おし 

御 下宿 伊濤屋 

Apartit で 2 、 

1 吉で たを ihst. 一 : el.Pla/a B 175 


紐脊旅 簾？ ぉ巧郎 


東 四十 了 目 二 四 一一 蚕 
.ぎ Galed 呈 ia 是 74 


御 下宿 赠 井久 
三 養 量 ミ S 
量. 1 st -2 nd Av 夕呈三 2 nd St . 

TeL 互 ursyH 吉這苦 


煎餅 卸、 小賣 
を 腐 油揚 

日本食 料晶 一切 
Sunrise Rice Cake CO， 

8 黄 さ ird Avr 

Tel. Plaza 5218 


尋れた ，一 極上の 魚類 

茨城 寺 巧武お 群！^ 巧 藤 巿太郞 一季 節の 巧 おの 魚貝類が 澤山 揃つ 

宮か 大宮喜 化ぶ 一一て 居らまず からが 賞 ホ ー^さい。 

r マ をし 妻* まこに 一 ► 〇 ■ • t\ ^ ^ I 

アヒみ 口 魚ち 


朝鮮人 ま秉ホ 

お兒鳴 鶴尤淸 

愛知 旱 川を 銜 

沖 細 玉が 巧德 

東京 添 田 精一 


'畜 巧八曠 錢太郎 一. 


^ 歌 山 引 ±純 r 

: •巧 川鹽 み幸 お 

夫阪ま 田を 太迦 


を 川 縣人夕 田租 一二 郞 長男 某 

るのを じあ/み 致 度き 儀有么 

お 間 本人 若ぐ は 知人 よら 現 

住所 梅 通 却 願 上 候 


岩 Ba 書 S 1, Tel , で anklin を呈 


新鮮 魚介 一切 

j 召 本人 向きの 生 あ 澤山取 b 揃へ 

一 特別 廉 憤で 大勉强 致します 

サヴォ ナ魚店 

紐营 帝國總 領事 舘 ； 224 。 み bst'st か 

1 或 B 吕芭ま y す 三 ork 呈 y : J 


ジ 1 . crolushs £ 技 




ぶ 

m 

於 

Tj 

‘ 14 
Tel. 

VIYO I 

3 West 的 化 S! j 

Endicoit 2815 

巧 

巧 

を 

H 

1 占 

ち 

ま 

す 

太 

鄕 

料 

m 

ホ 仕 i 
じ 中 

下 巧 j 

插し ！ 

1 

i 

1 

1 

i 

m 

i 

i 
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打妃論 


る 呵 

P お 

fa 

J れ 


''帥 巧 
ft 4^ 

が も 

か S 

も 

さ 

が M 
tn 
な 


イ i 

S 

B h c w 

t i 8 

."再 

が ui Y 卿 

,2 s 

が 2 

K 


替油懿 gISSi 蘇 望 白米 I 
み ネホ li 食料品 & 離 4 魏 

巧 田杳油 株ま會 な 巧 巧 一手 資揃巧 

日本 食料品 廚會 




W お 

k L 
N ^ 


日本食 巧な • L □巧 お 
並 じ 新刊 書籍 類 一切 

片桐 兄弟 商會 

食 巧晶§ がちを 巧が じて 巧餐 
かお 間な々 巧 用み の 程 本 頭上 R 


csS 

G 

^ 化 か 

M h C 

pi 

Hu M ^ 

V 巧 IN 

0 \^ 


日本 食料品 巧ぶ び 雜货類 卸小資 
訓 プラザた 一鼓 桑 山商會 
新刊 害籍 雑誌 小間物 日用品 各替 




故 


VV 


5 


加 W 


9 

5 

5 

6 

が 

g 

巧 


巧 話 


リ 本を かな、 雅货 
离籍 、雜 誌、 巧谢 

'む" 趴 •パ 東京 商會 

貨^— ム 、自 なの 便を b 


I 


■ 43 rd W 产 
& 6 を A<e. 


互 pi 呈 ME 

大貫春 子 攘化演 

其 他 補々 あを ます 
聲興巧 五十 他 == 巧 間 一 


報 


書籍 一切 取次 

米 固 出版の 寡籍は 化て 持 別 割引 
じて 进 速に 取次ぎ 旅 巧者の 巧を 
を考 資料の 書籍 落 集 等は 特に 御 
促を お計ら ひ 致 升 【幡 物) 
至ぎ shi 左 a ぞ 
1 芝 flassau Si こ Tei- B ま k§ 古 842 & 


最新 巧，： ハ お 建 

便利、 淸洒 、待遇 懇切、 お 巧化廉 
を 着が 有 之 お 都 巧 波と 煤 じ 出張 

シァ トグホ 第 六 街 so 六番 
エヌビ 1 ホテル 
. .電話 メ ；ン S 九孟二 


一#: 旅 能 まな 

S3 客 aiynard Ave: 
Seattle. Wash • 


日本 行歲船 切符 御 申込 じ應じ 
萬 事 御 便を じ 御 取扱 ひ ホ上馆 

桑 渚 小 パ ホーア *^ 

ザ 日本 巧 料理 (別 巧 ぁ .9) 

を潘 カリ ホ 火 ニア 街ムハ ーニ 

笔請 カホ j f 八 ー ホ 


電氣化 事】 切 

下羽電 氣簡會 

MOM 1 巧 roadway 
Tei. Endii 10270 


ホ过 トン 市 

| 1 苗± 旅 舘大浦 末 松 
を Worcester St. Boston sass. 

が 一 . B 苦 k-B な B 770 


•へ 

プ 


: スマ デ < 

ボ. 

/シク 

一' 


フ 


を 


キキ スン ダ- 


グ 


計 


打数 

得点 


I 二 遊 二 中 左 I 右 捕な 

壁# 壁醉： 異疆裂 ホモ 
/ \ rl \ ^ \ / ^/|\/ \ /I 

一二 

四 五： 立 五一 一 一四 S 四 四よ 
1 〇 1 0 ニニ 〇 二八 


二 高 柄 お 皆 小 內腰お 井波 

合 

が 須ぶ出 井 巧 お 本川邊 

中 左 遊 一二 右 M ニニ 補 お 一 
嚷異 お投冀 二璧璧 ずず 里 

/ ' ✓(\r\ /IV /—v /C /(\-rx/E\/(\/lv 

二 

四 四 三 四 一二 四 ニニ 四-二 凹 

1 0 mooo i 〇〇 一四 


をれ ニニ ーー ニニ ニニ 四 ニニ-一 0000100 と 

ニ ニ 

刺殺 ニニ 五 I 五六 〇 六 0 と 四 01110 二 四 二 〇 1 〇 八 四 

補殺 ニニ S000010 八 00 四 ーニ〇 ! 四. 〇〇 1.0 S 

高等科 じ 進み、 卒 萊を大 每じ乂 
化した 人で 學生 時化から 關西野 
球 巧のを 撰 手ど驅 はれた もの だ 
が、 間 若のを 弟ぇ 現じ 遊 擊のサ 
ブ ごして 一 巧に 加つ て ゐる〇 

デ ゲィ ス盃に 

支那が 棄權 

H 本は 准 優勝 戟 じて 

結局 西 班 才ど戰 はん 

ホ國 庭球 協 食のを 表に ょれば 

風 際 デ ゲィ ス盃戰 の アメブ カ' ン 

プ！ ンの 第二 圆較で H 本に 對抗 

すな； どなつてゐねま那は則リ 

をに 义國 遠征 不可能の 理由の 下 

じ H 本 じ棄權 して 巧た 旨を 傅へ 

じ。 之で 日本は 戰 はやして 旣じ 

上半 部の お 優勝. 戰じ 入ら、 准 優 

滕戰は 八 巧 十 S、 十四、 十五の 

一二 日間に 酉ら バ八チ モアで 舉巧 

される i どなつ たが、々 の處日 

本 じお抗 する ものは 夕みァ ロ. ン 

ブ をま將 どす る 西班才 であらぅ 

V V 

西班牙は 化 巧 前 じ 簾！ 回戰で 

先づな 揚と戰 はねだ ならの。 化 

試を は パ バナで ホ 巧 か 八、 廿化 

及び 一二 十の 間 じちら 擧巧さ 

れァ n ンゾ 兄弟は ホ 巧 廿日 頃當 

地を をし フン ッカ ー は 西 班才を 

立つ て 间地じ おひ、 マ 三 ユエグ 

ア n ンソ ぶび フン ツカ ー が 第一 

戰線じ 立つ てみ 馬の パリス、 ザ 

1 ゲァス 、パネット ご 雌雄を 巧 

ずる 竿： だが 先づ 西がず の 勝利と 

見て 差 まなかるべく、 を こで 西 

班ず は 第二 回戰で 墨® 哥ご戰 は 

ねばなら のが、 これ 义 非常の 番 

なは せがない 限ら 西班牙の 勝ち 

ごなら 結局を 獲 勝 戰じ乂 つて 日 

本 じ斟抗 する I ごなる 段 取らで 

あるり 

V V 

口 本 街 西班牙のを 婚费 斗す こ 

づ ?齊本 る 試を で 


大毎 00000 〇 1 二 1 U 四 
白人 〇ーニ 1 1 1 1 1 OXU 八 

二骚 打：；：： ラキ ごご、 マク ボィ、 

ミラ — 、 スポ成 デン グ 、ベ プロ 

スキ。， 一一 一壺 打 U 新 出、 森。 犧牲 

打 U ラキ 。盗 壁：；：：； ク エキス、 高 

瑣 。四球 U ヮー ホップ (一二)、 が 

川 (一)。 ご療 U ヮ， ホップ (四) 

井川 (こ 

職業 幽を敵 じ ’ 

大每 軍敗戰 

八掛 四ぶ の 大差で 

旣 報の 如 < ヮシントン じがて 

大統領 クー リッ デ 巧を 郎問後 黒 

人大 學を慘 敗せ しめた 大政を R 

新閒社 野球 翻は 去る 日赌 U 午後 

举氏义 十六 巧の 酷暑を 化して プ 

i 不ッ クリンの ホ 職業が 球 脚 どし 

'て 紐 育 附をじ 柳を をな r 聞へ る 

.S ッ' シュク キック 野球 刚 とを 戰 

した。 大每 巧は 新旧、 おの バブ 

テリ！ で 開始し 後 ザ じ 至らて ホ 

川 之 じ 化ら しも 敵 取の 猛れじ 逢 

ひて 武運 拙な く八對 四の 大差で 

一肢 化しむ。 ブッシュ ゥ キック 野 

I 球 削の 第一 打まで ある ラキ 君は 

i 米 瞬 出生の 支那 人で あるが、 二 

I 壁 打 二 本を おして 氣を 吐き 最初 

I ょ 6 大每 巧を 腿 迫 お ホ じて 攻め 

1 立てる ピ み じヮ！ ホップ 投手の 

I ァンダ^ — ^ ンド投 巧は 歡 なか 

:ら ホ大每 軍を 惯 まし、 漸くみ 回 

0 後 じ 敵が みを ず L た 隙に 乘じ 

た 新田、 森は 一二 獲 打を が ばした 

る も 顏势を 機 回す る 能は ず 段 違 

ひの 技倆で 敗戰 した。 觀 をは 無 

應六千 名 じ 達した が、 敵軍では 

中 壁 ステ！ ンが 新旧 ぷ び 桐 原の 

難球を 好 捕した i ご大毎 軍では 

遊を おお 君の 鮮やかな 巧ず 巧投 

が 特に 蜗 巧され た。 當 日の スコ 

ァ はを 巧の かくで あるが、 阿围 

は 今 明 巧 日に おらて 午後 四時 か 

らが 巧大學 どなを する i になつ 

てゐ る。 巧み じ當 a の 入 巧 切符 

はり 本人を 事務所 じがて 尚蝴 

つ； あるが 本社 じ もがが し、 

巧 海 撰 手が 

一盲蠢 復就^ 巧 

招に 投宿 中で ある 

新閒社 巧球鹽 一二 歯 ホの 

(兄：： は な巧游 さで 

弱を 送んで ゐ^狀 、を じ 富胳^ 

一 ごな り截 輒の齡 鞠を 仰いだ が お 

巧に 巧 明ぶ/^ MJ どなら、 ま 

版り 旬. 師の轨 乃で 巧を 口 

下 白人 院 おじ 入院 中で あるが が 

過け なるお 巧で ある。 内 おを は 

神夕め 神雜巧 菜から 踞 西を 防み 


田、 福 旧 S 撰 ホの 誰れ が 巧 試を 1 怠が じ 子女 S 看譜 
じ 遇 6 複試 をを 舉 巧す るかは 巧; 婚 細の 瘍 をに めける ィ」 巧 樣協謀 


水 ま おの 方寸 じて ホ 知 じ. 席す る 
併し 巧 旧 撰 手が 急先錄 どなつ て 
單 試合を 催ず i は 殆んど 確定 ど 
兒て誤 b なかるべく、 巧 田勒ア 
U ン ゾの單 試合が 其 孰れ じ 勝 ホ 
がゎる かは 速斷 はお ホない が、 
原 旧が ア n ンゾを 敗 b 得る ポシ 
ビリテ ー は充 かじ ある ど 思 はれ 
る。 巧 田が ア 。ンゾ を 敗ち フレ 
ッヵ ー を 鑑せば 日本は ニポ イン 
卜を 得る 譚 だが、 第二 單 試合 じ 
福 旧 撰 手が 出る か 淸水ホ 將が出 
るか r 問題で あるけれ ども、. 恐 
く 福 田 撰 手が 單試 をを ホら 淸 
水 ま おは 複 試合に 姻る だら ぅと 
思 はれる 0 

V V 

盖 し化谊 試を 戰は H 西戳 のを 

水搔ご ••ょる かも 知れ «。 万】 第 

U の單 試を じ一滕 一敗の 成績 

ごな つた 蹲 合、 複 試を 戰の 勝敗 
は兩 軍の 古氣じ 多大の 關巧 ある 
はか 論、 第一 11H の兩單 試合に 原 
出 或は 福 旧が ー ポイントを 化め 
る じよつ て 日本の 勝 巧を 持 も 
ホす i じなる からで ある。 斯く 
て 口 本は 巧び 濛渊 を ご アメリヵ 
ン •ゾー ンの慶 勝 戰を擧 行し 化 
優勝 國は歐 洲ブ！ ンの慑 勝國ご 
會戲 したを ホ 國じ挑 戰し圃 際 庭 

球界の 親を 爭ふ 段蚁ら どなる。 

V V 

巧る 二十 ：1:(±赌 日) クュ スト 

サイ* 卜 庭球 供樂部 n ! 卜じ 於け 

七ント •ジ ョ！ ン 寺院 基金 裳 

集の 模綻 なを じは チグ デン、 ブ 

チヤ！ ドを 始め 原 旧、 ゥ キタ ア 

ムス、 ヮ シュバ— ン 、キング、 

マ セ！义びべ ア^等がお場する 

i じ 巧を した。 チグ デン、- リチ 

ャ ー ドは 今年 一勝 一敗の 成績 じ 

て 今み の 會戰は 夕大の 乂氣を 0 

て迎 へられて ゐ る。. 之 じ 加 ふる 

じ 巧が お 旧 撰 手の 驚 闘ぶ ちを 駐 

ん ごする 庭球 フアン じどら ては 

絕 好の 機會ピ いふべ く义瘍 切な 

は 一' 弗 五十 他、 ブ〇 1 ドゥエ！ 

巧 サ番の 庭球 協會 又は パ ー ク衔 

巧！ 番のバ 1々1 氏が 資挪 いて 

ゐ るり 


S 


巧 巧 ンゾ ぶび こ ツカ-が 先 

I 錄 ごなる でを らぅが、 フ レツ々 

1 なア 0 ンゾの 言に 從 へ‘ ば從巧 

アロンゾの 片贼 であつた デ •ゴ 

マ？ の 次位 じある 撰 手 ごい ふ、 と 

グ i ミした る强敵 ごも 思 はれない 

さすれ だ 7 ンゾ ー人舞台 だが 

ア日ン ゾがぉ 單試ぞ V'. がち 複試 

、を 或け フレ ツカ I の兩單 試を 中 

の ~ つを 勝たねば 日本を 獲す i 

は 巧 ホの が、 日本化 表は おして 

單巧 をでは アロンゾ じ 励が 立た 

ので あらぅ か。 

V V 

日本化 衣の 試を の 人 逃は み說 

ホ だ决ぞ されて 居ら ホ 巧 水、 を 


始めて 認めた 

女房の 權利 

夫が 不巧 跡の 場を 

我 園の 臨時 法制 審議 會は 親族 

法 中の 改正案 じ 就て 目下 審議 中 

でぁるが、 從速 繁姆轉 わむ 

於 で も 夫の 傷を は然ら ずと 

なつて ゐ たが、 委員 會 では 之を 

男子じも及ぼすをどなつたので 

なじず 出度 も 女房の 權 利が 疵張 

される 譯で ホる。 今 H 迄 じ 巧を 

したな お條 項は 

第 十ー ニ 項 U 妻の 能力 ご 

夫婦 財產制 

現 巧 法では 殆んど 凡ゆる 場を じ 

妻は ホの 同意を おする i どなつ 

てゐ るが、 新法は 婚姻 關 係に ま 

隊 をを せざる 限らき の 能力の 範 

園を 赎張 する ものである。 又 夫 

婦の财 產じ關 しても 現 巧 法では 

ホは 妻の 贴を 管理、 化 用、 收益 

幷に果 賞の 處 みを なし 得る 

なつて ゐ るが、 新法は 是 等财產 

上の 妻の 能力を も 渡 張す るぶ 

窠四項 = 協講 離婚の 同 


離婚 も 父 巧 あれば 父 思、 父 巧む 
き 旗を 祖父を あれば 祖父 巧の 同 
恵を 要し •若し 其 同意を 得ざる 
巧を じは 家事 審が所 じ 於て 巧定 
する ミ ごし、 が婚 じよる 小 化の 
看護 者を 不適 當ご認 むる 擦を 家 
事審巧 所は 適當な 看護 者を ホ定 
する 至 

.第 十五 項 z = 離婚の お 巧 
幷じモ 女の 看護 

現行法 じよれば 妻に 不貞の 行爲 
あらたる 時は 離婚の 原因 どなる 
も、 夫の 不貞は 刑罰 じ附 せられ 
ざる 限らは 離婚の 原因 ごならず 
泰じ對 しを ゎに 苛酷なる をな て 
現行法 じ 規定せ る 巧 因の 外 

一、 妻に 不貞の 巧 爲 あらたる 時 

二、 ホじ菩 しきす 巧 跡 あ 6 し 時 
S 、 其 他 婚删顯 保を 繼戀し 難き 

事情の 生じた る 時 
の 一二 原因を 加へ る ご 

第 十六 項り 離婚 じよる 
扶養義務 

離婚の 锡を 配偶者の 一方が ホ活 

じ 困窮す る 場を じがて は、 柏手 

ホは 之を 扶養す る 義務を 有する 
/と ごな す 0 

靑葉會 の 春 期 

ゴ； 競披 

巧 紐巧胞 中の 杖 球 熱必家 じよ 
ちて 紐 織され る靑 葉會の ンデ 
がゴ フ競技大會は豫をの如く 
去る 日曜 U 午前 六 時より マシ ユ 
•リンク じて 開催され たが、 

參加者 化 名 余 じ 達し 頗る 盛贺を 

呈 した 〇ア フタ i ヌ 1 ン •ラ クン 

ドげ 化 十五 度と いふ 炎熱を も 厥 

はず ゲ アンコ— ト ランド •リン 
クじ 於て 一打 はれね が、 繁 S 回戰 

は 巧る H 曜 H 早朝 ペラム •： リン 

クで 競技し を 計 子 ブト •スコア 

の最 優等 者に 銀盃を 贈呈す る當 

である。 一二 回戰を 通じて 優秀 

の 成績を 擧げを 等 入賞の 機 曾を 

有する 戰十 氏名 及び 巧 スコアは 

左の 通ち. 
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♦大每 野球 働對 

が 育大學 試を 巧 

定滕 H 、 場所 幷 

じ ダウンタウン 

よちの 道順を 敎 

へて 下さい 〇旧 

をを を 化 表し 例 じよつ て 蓋 欄を 

拜 惜します (地方 ファン) ♦大每 

掛紐 育大舉 野球 戦は 農々 報じた 

か < 今 明の 兩日 じ： おら 午後 四が 

よ 6 ユニゲ ァ シブ.— 衔ど巧 八十 

一 了 目の 同校 運動 攘で擧 巧され 

ます。 電車なら ばな 五十六 了 目 

よら ユ ニグ アシ テ— 街 巧の もの 

じ、 サブなら ば ゼロ！ ム街巧 じ 

乘らバ1ン サィド衙で降舉すれ 

ぶ裔ぐ 判らまず (漆ち) 
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▼エム グレス 暴 太 利 (二 五る 含嗯) 

と 巧 义日 

▲エム ブレス 亞細亞 01 T 客 〇嚼) 

と！：： サーニ 日 
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八 巧 六 H 
一等、 二等、 一一 一等ぶ び 下等を 設備 
最大、 善藥 、最 かまの 巧げ 航巧船 
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巧 人に 至大の 影響 巧ろ 


ぞ那人 試 訴判决 け 


お 民權は あつて-^ 本國 から 迎 
妻は 不 お化し 商人 家族は おお 


ブ， 

てけ 


'ぶ 人ま卡 入国を 件— 關し 

を ホ-^- e い； 業は がが 

人 入歐秘 がが 解 W 『卽化 不能 外 


じ おな 一が 酌ち 巧 4 るの み 
である 哮 - E がして 居た みは 一 
谢 .‘. i て 日米 條約第 一條の 明文 
i / 白を ホ 貫目、 哥育ミ も：，；，； .をえ 一 こたと ホ 移民は 妻す S 雖ら 出入 
川 f 二が 冀 琴 陸は 白みで ある ご 磬し稱 ベく 

巧お^」 で树哗 は す 
を蠢 I 入國 せむ*」 4』 ミ广 よで 何 箸 脅かさる、 所 ごく 同 

r タブ 


舉 .証し おらに 千 八 巧 八十 年 十 

月と 日を 0 て 効力を 發 生が る ホ 

ま 通が 化が 條約銘 十 一條 『支那 

廣 おじして を師 、學 生、 商人 お 

くは 化 ホ 梅 遊の 爲め 乂國 じを く 

者 及び 其滚 巧、 現に ホ 趣に 化留 

する 支那 人 巧 働を は 彼等め 自あ 

患 志 じ 巧き て米國 - L お 入の 權み 

をず 巧し ホ 圃ポお 及 ひを 惠轉々 

おのを 有する ど 巧 等の 權が 、特 

典、 を 除 等を もまくべし』 ど あ 

る 明文に 化ら 义國居 化ま那 商人 

の 妻子は 従 巧の お决例 じを ふ も 

千 化な 二十 旧年と 月 現 巧 移 ほを 

制を 的 じがても 自 もじ 出 乂國し 

搏 ベく、 該 米を 條 約の 廢棄 せら 

れ ざる 限ら 僞 がする 歷 を、 一般 

的 化ぶ を 願 みれば 吾 W 聯巧 講會 

が訴賊 人を 米闽 ょら 除 巧す る 怠 

志 あ 6 しどは 認め 稱 ベから やど 

論斷 した。 

A A A 

マが 事は ホ 或る 恵悚じ 於て 訴 

願 人 U 支那 商人の 妻子 H 自身に 

をが 巧 巧 巧を 營む爲 めじ 乂國じ 

ホつ たおでは ない； は 事 賞で あ 

る：^*、 姜子は條約の明父にあら 

當が 乂國し 得べき 階が の 支那 巧 

人に 必要なる 入國條 件と して 同 

じく 入 國の自 も あら ィ」 解释 ずる 

をま當 ごすべく 該條 約の 明文は 

移 ほ 法制を の當時 吾お聯 巧證會 

としては 認知して 盾ない 吿 はな 

かつた ので ある 岛つ 移民法 第五 

條の刺 常 移は、 ホ剧當 移民 云々 

の 明文 術 詔は 條 おの 下 じ享巧 L 

居る 訴願人の 權 利を 敗る じ充を 

どは 考 へら U ぬ。 要するに 彼等 

は 非 移 おで あつて 二十 お 年 前 じ 

本 法廷 じがて 解 巧 適用せ るか < 

當が乂 厨し 巧る をと 認 むべき で 

あるく 論 結した。'. 

A 公 - A 

該 支那が 人妻 子の 自 山み 威が 

みはま どして 千 八け 八ぃ 年に 締 

おせられ たる 米 ザを 商が 海條約 

を 楠 ごして 巧 はれた もので あつ 

て條約 h _6 かじ 出人闕 t 得べき 

が 人が 妻* をげ がせ 或は W 伴す 

るふは か 要な 行爲 ごして 何等の 

制限を 加 へらる V きで ない とは 

ヘンリィ、 ダブ リユ—、 タフト 

氏が 乂審 おじ 捉出 したな 見 書に 

もが 明 （た 所 f ある。 化ら ば 化 

事件は 移して 0 て 円 ホ條約 じの 

ら自 もじ 出入し 愧 るが 人 じは 勿 

論 適用され ねばなら。 ごち へら 

れる即 も 現 巧 移：； i を 第三 條第六 

巧し 化る 旅を 査証を ちす るが 人 

は 妻ず を 本 厨ょ b ゆがせ ホは 間 

一が して 入國し 巧る と 云 ふの がを 

: がの 結論で あらう。 ならばな ホ 

j 旨み 自身の みは 入 國を 許され U 

一： から 妻子は お 比法棠 11 一條 第二 巧 


龍の Sj 官襄 るが、 5 沒常 
了の なをな て本閣 じ^ 端間滿 
なで i を ふかみが 巧ね ど が 証 
は 出 ホない から 其琪 をには 適當 

な 化 あ 者を して 今回の が 法例 じ 

準じ 抗證 をせ ねばならぬ 〇差當 

ら 外務省へ 該 おかの 要旨を 打電 

して 商 A 妻子 渡 ホの 際は 旅券 じ 

『を 民法 叢 二 一條 第み 項 J じ 化る と 

の 査粧を ホ國摄 領事から 賞へ る 

稼を 渉して 街くべき であつ て 化 

点は 紐 育 日會を 務委貢 じがても 

硏 巧の 上 注意す べきは 注意して 

霞く がよ い。 


充實 をな し齡術 趣が を 加 ふるを 
(吉) 特別 隅 覺藥即 も 研究 蕾齋 
の 数を 巧し を邮の 化宜を お大す 
るを (四】 新 閒閒覺 室を 大規模 
ごする i (五) 書庫 攒 をのを を 
監ボじ 特別の 注 窓を 加 ふ i こど 
(六) 銜 生の 設備を ぶを じする 
i (お) 中庭 尾 上 庭を 設け 無線 
電信 電話を 幡付 くる； (八) 記 
を 室を 特設して 大學の 歷を虔 火 
お及び 復興 じ關 ずる 記を の 陳列 
をな す i (化) 館 前 じ大嗔 水中 
庭に 小 嘴 水を 設けて おおを 添 ゆ 
る ご 共 じ 巧 火の 樓じ 資する こど 
(十) 其 他 圆嘗舘 管理 巧 政の 內 
部 組織 等を 完成す るを 


紐 育 H 本人 會 

委員長 會議 

を 部 じ 直る 巧を せ 

が 育：：：： 本人 貪み 期 第一 回の 委 

員長會 議は大 島を 長 之を な 集し 

去る 五 U 午後 六 W ょら 巧 亭都じ 

がて 開 おせられ たるが 當 夜は 大 

島、 执 木、 旧 島の ぉ副會 長、 高 

田 曾 針、 地 ホ (助 務) 鉛 木 (圖 書) 

屋葺襄 望 水を 勞慟) を耍名 

簿 編篆) まか (曾 質 募集) 度び 巧 

田 蕾 記 長の 十-な 出席 晚餐 後大 

島 曾 巧は 一 擦の 喉楼を 述べて を 

がの 協力を 動を あ舆 し、 旧 島 (を 

お) 铅木 (商務) 其 他 ょら 報吿を 

兼ねて 鞠々 意見を 披繼 する 所 あ 

豫算 編制の が じ關 する 鉛木圖 

普 委員長の 提案、 勞慟 をせ ハ濟じ 

剛 する 施設、 會員慕 集の 方策 會 

を 粮理の 提麗等 あら 大体の 巧を 

せを 了し 散會 せろ は 午後 九 時半 


よ b 着糾ホ テグ、 ペン じ 投宿の 

雲。 


巧 巧審籍 おか— 

加州 ホ 作 ミ 取引 

桑 港 じめ ける 加州 中央を 莱組 
を ホ 瀬 太 巧 氏 著 『加州 ホ 作 ホに 
加州 ホ 取引 方法』 は 太ず 洋 貿易 
株 ま 會な調 杳部じ 依 b て 出版 さ 
れた 1 小册 すで ぁるが 加州 農業 
をの 重要 產物 ごして 年額 約 八な 
萬 弗を 擧 ぐる じ 至つ て 居ち 其 一 
削 五を 乃至 二割が が留 邦人の ず 
じ 依らて 產 せられつ、 加州 ホ 作 
の おを、 作が、 英町 統計、 鴻類 
他 脚 ホ V 」 の比软 、生を 費、 日本 
輸 お、 化 引 モ法其 他 一般的 じ說 
明を 加へ た 好 著で ホる。 定憤一 


_ 屋易榜 まを をで ある- 

貸家 だ Ms 狼 ホな g 

傷所は武巿ナッソ）ゴ^ — 葵 
顧は 左へ 御 御 照 爵を包 ふ。 
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綺麗な 表 おきの 部 崖 

日當ち 宜し、 ユレべ 
! 夕？ 哦 アバ ー トメ ント 、プラ 

イべ <•— - トフ アミ ク^—- 0 
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幽な 萬圖の 宵贿ご 

圖書館 復興 

姉 崎 蹲 ± 意見 

舊臘 一二 十 H ジョ .ン 、デ ー、 り 

ッ クフ H ラァ巧 ょら 無線電信を 

なて ホ大滋 長を 化 博 ± じ 宛 1 帝 

大惭 旌圆普 おお 輿の 爲め 凹が 萬 

圆 S 寄附を 申出で た 主は 當時詳 

報して おいた が 帝 犬 側 じがても 

日 氏の 篤志を 奪 雷し 悅ん でを 納 

のをを おおし 爾後 圖巧 飯を 姉 崎 

正 治 巧 十： ホ ど （てが 興 計 藍の 巧 

じ 當らつ i あつたが 前週 巧歴 H 

ホが した 愧 わは n 巧を 訪問して 

親しく 巧大の 謝を を おする ど お 

じ 計を の大 をを 吿げ 、去る H 聯 

H 帮府 、ボストンを 經て 布哇じ 

めける 太 準が 脚 係な おじ 出席す 

る 笠で あるを 圖普館 化 お 計を じ 

脚し 一小册 すを 述 じて 獲ぶ した 

巧 出の な 見は かの かくで ある。 

二 ) 一般に 雖 を 巧 中を 勘し 防 

火設 船、 述お採 ホ 底び 暖が装 巧 

一巧 嚮化 山の 施設を ぶを しする こ' 
ど (一二 一 化閱覺 ちの 娘 大强楠 一 


♦日 會巧 事例 會紐育 日本人 會 
妒刘會 はが 委員 會の 都合に 化 

1 こ j も，'、 ぐ 追ぃ ご' い趣 .巧を'. i ： 巧は 桑 港 バタ 9 — 街 sill 
同日 午後 六 時半よ ち 巧に お 巧 ゾ ‘.^む^ けこを fc ;.' っ， 乏 

催す る旨乂 島貪援 よら 通牒を 發 

したる 由 0 

参 美な 敎會 野外 禮拜 日本人 美 
な敎會 では 巧る 十四日 午後 二 時 
から ィン ゥッドを 園 山 口 I 二么巧 
氏 邸 園 じて 野外 禮拜を 巧 ひ 終つ 
て 近郊 じ淸 遊す る當。 

•大每 野球 樹嚇を 歓迎 巧る 十 
二日 午礙み 時よ b 修道 會 体育 部 
あびろ お 一 K 靑年會 聯をホ 催の 

下じ大 がが 球 M の 歡迎會 を 催す 

笠で をる と。 

•美な 敎會 幹事 巧を 過去 一年 

間 幹 寧 どして 巧 動せ る 化 川淸一 

氏辭 巧、 後任 どして 靑山學 おお 

身の の 中略 二 氏 幹事 ごな つじ。 

•千 お 四郞氏 結婚 ベィ ョンボ 

が 留 で 葉四郞 氏は 本 U (水曜 H } 

や 後 二 時 同 ホン フォ ー ムド 敎會 

堂 じ が て 鈴 木よ ね子攘 f お獨 の 

典を 擧 ぐる も。 - 

♦天 野 潍を氏 五月 二十 一二 目 渡 

歐 せる 趣 ホ 講 巧を、 二十 八り 倫 

敦じ 着せる 旨 人 信。 

•小が 十二 造 巧 大陸 横 斷自働 

单旅 巧を 了へ たる 大阪 時事 紐靑 

特お 員、 前週 ±曜9 歸 紐。 

♦お 健 二 氏 S 井 物を 株式 會社 

倫敦 支店 員、 渡英のを 着が 

♦高 お 知 道を 福 岡 縣乂ホ 旧 巧 

一二 井 礦業 所 醫院醫 學± 、去る 六 

H 渡英。 

參瀬藤 象 二 氏 東大 助敎 扱、 明 

十 I りべ レン ダ 9 ア號 じて 歐浏 I 


-過五 お 及八佛 、、一 
5^05. 人 又は 二 A に 適す、 
巧 廳へ十 を タィム マスク エヤ！ 
へ廿 五を 電詰 カン バラン ド 蓋 さ 一 
妄 舌を Si , Broo 妄 n 黒 崎 梅 子. 

蠢魏授 アキ オリン 

獨增歌 巧 業 巧 ーヶ月 《邦 (一週 一柯) 
西ち 十五 了 目 東京 商會 階上 
菊 地 盛太耶 
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夏瘍向 景品 ご •して 巧 評の 

日本製 かに 罐詰 

多が 最 優等 品、 こして ホ 人間 じ 知られた る 

藝者巧 精々 御 巧 命を を ふ 

輸み冗 野 崎蘭會 

ZON .4 巧 I WROW 受 C . 

を 巧 as 二 7 th street、 City 

phone Wtcyvesa . n 1; 008 巧 
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ヮナメ I 力！ の 特色 

H 本人の わ 買物 じは 特別 掛 員を 最 きが 

おで 御榮 巧を サ 電話 又は わ 手紙 次第 お 

訪問して 御 便を を 計ら 初めての お 巧 じ 

掛 t ては 特に 注 怠を します から 是非 わ 

立 游ら願 ひ 巧、 ボ內 配達は か 論 目 本 其 

他を 化 宛の わ 荷物を 送は 當卞 でを し 巧 
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裁 雜所闢 業 

が販 、絹物、 ク！ グ 類は ドラィ 
クリ ー ニン グ 、ブレス 及び 染更 
、仕立て直し！ 切を < 美麗に 
致します。 裁縫は 如 巧なる 御 注 
文 も 巧喀じ 早/'、 致します 其他ユ 
カタの 出 巧を もめ hit 。 

坂 ホ 裁縫 所 
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ダンシング 

巧 人の 巧 人が 皆な の 御 巧ず を 
します、 日本人 諸 若は 特じ歡 
迎 します からを 人 御 誘 ひを せ 
御 ホ 場を 願います。 

何時でも 欄ん 敎授 致します。 
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紳主お 立 商 俯な 臟裝 

U 新型、 地 柄が 嫂 山 ぁ-外 U 

正しい 离尙な ホ國ス タィを お 壁の 力は 何 
卒 弊店へ お越し 下さい。 I 
弊 鋪は過 ま 十 年間 當地 な^の 日本 f 紳 
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接 ご 弃銀巧 かも 巧 
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最近は 日本 山嶽 巡 b をを 述し 
た 名文を である。 巧 巧の 酒を 
じして I 度け を 巧 自殺 說もあ 
つた 位で ある。 


海の 巧 ご 外 

♦賭博 罪で 巧决 をを けた 翌日 
巧 費で 渡米して 問題を 惹起した 
東京 巿會绪 員 一巧が、 あしぃ 顔 
で當 化じ納 つて ゐ る。 一つ タマ 
二！ •ホ ー 八で も 訪問して つや 
をつ けて ホる かょりら ぅ。 

♦まがの 暴動は を 化 じ 飛 化し 
て、 日本 ど英國 品の 排斥が 盛ん 
じな つた。 民意 どい ふ ものは を 
艦で 左右す る； は 出 ホ 田。 

♦テ- 1 シーの 進化論 敎授 裁が 
じ 辯 護の 爲め 法曹を のを ± が 績 
績ど 出て 巧た。 一層 ブ 甘 ンクス 
'の 動顿 園で 猿を を 証人に お 巧し 
て 賞 ふ ホが 早道 だ。 

♦猿 ご 云へ ば 進化論 じあ 割の 
大將 である ブラィアン 隅す の顏 
は 進化論の ホき た 証 お だ。 

♦當 化附 巧の ゴ； グフ * 个ンク 
じもぞ み/ \排ぶ 風が 吹い， て 入 
燒を斷 る 向きが をい ご 云 ふ 話。 
± 掘ら もこれ で面俩 じな ク た。 


巧爲 〔 ！ 〕. 本條の お雜の 
實 巧々 爲 倒 かの 變を 若广 はな 
ち財產 制度のを 諮の' 替 行' を 煽動 
する i なら。 煽動》 一：^ 情に 訴 
へ 自由な も 意志 じ 特殊 心 刺饿を 
輿 ふるを 云 ふ。 なじ 軍に 流ボ义 
は 宣傳ご 云 ふが 如く 巧る 事項を 
を 衆に 懼播 する じ逊 ぎざる 巧 庵 
のらのは これを をを せざる な- 
つ 一一 場 勁の 方を じ 制限な し。 
なじ 言語に 依る ご 文書 じ 化る ど 
を 問は や A 然れご スが手 ホは 不 
を 又は 多教 たる i そ 要す。 化 じ 
松 やし も 現じ 不を 又はを 數 一^ じ 
對し么 をな すを を 要せ や。 特定 
の 一人に 對 して 么 をな したる 魔 
をと 雄、 不定 义は夕 数人 じ彭蠻 
を 輿 ふ V き 情 巧 じあら、 をつ 本 
んじ 巧て 之を 露識 する じ 於て は 
即ら 煽動と 云 ふこ ゴを 得べき な 

'。ご 二】 本 條の化 罪は お 上の 
目的を 巧て 獲を 普くは 否認 其の 
もの t 寶巧を 煽動す る じ 依ち て 
成立す。 即ち 變を 苦く はを 諮の 
實 行の 煽動を 本 ホなら ごす。 な 
じ本燦 じがけ る 煽動 巧 窩き閱 じ 
めて 國体 又が なをが を 制度の 否 
認を擧示す る^ を要す れで も、 
實巧の 手毁方 ホを 指示す る； を 
要せざる な b 。 【四】 塌 動は と 
を敎 竣ご歸 がず るぶ-を 要し、 敎 
唆 罪は 常に 榜 をん じ おする ミを 
要し、 叉實 巧者が 敎唆 じぶ b て 
實巧の ホ 意を なしを つ 巧 じ實巧 
したる 虜を じがて 成立す ると 雄 
煽 載 罪は 前述した る恃 をん じ對 
する をを 要せ 中。 又 巧手 そが 煽 
動じょ b て寶 行の ホ 患を なした 
る i をを せ XV 。 况んや 相手方が 
現じ 實巧 をな したる ミを 要せ ざ 
るなら。 〔直】 煽動は 通常 敎唆 

〔めける が 如-- 相手せ をして 實 
巧の 意志を 巧 志せし め 恩べき 場 
を じだすべし ご 離 旣じ實 巧 中の 
者に 掛し 其の 實 巧を 繼續 せし む 
るの 巧 爲もホ 煽動た る こごを 得 
へし 0 

巧と 年な 下の 懲役 又は 禁鋪 
じ處 す。 


る； は、 ょ b お換 であら；； > けれ 
じ。 らむ ぃ' 

巧々 はな ホ 支が し 於け る列强 
どの 殺ずに 於て、 を 巧 アメブ カ 
を 眼の が こし てんた が、 支那の 
巧 强戰じ 填ら 恐るべき ものけ 英 
闽〇 ある。 その 經濟的 巧 權み深 
みに がて、 をの 支 服に 親しみ ツ 
つ ある 期間に 化て •アメリカは 
到 化 英齒の 敵で な < 、讲ん や 日 


本？ 敵では ない。 巧る が おじ 英 
図は 一旦 重大；：* 事件の 突發 しじ 
谋 合は 巧 巧 巧を 導く じ 利を 0 て 
する 態度 じ 出で、： n ネを釣 ゎ" 
本を 誘惑し つ； をつ た。 巧々 は 
今 凹の 恶動懲 生の 篡に英 固の 罪 
も 太 半 あら、 支那 人が 巧紋じ H 
本ピ英 齒を排 巧す るかの 意義を 
巧め。 ければ。 ら ね。 を こじ 純 
眞な 绡支蚁 巧が 生れる。 


重慶じ 暴動が 勃發し 

邦人 旅館 破 壞强奪 

軍艦 由な の ホ 計 長が 重傷を 蒙る 

外人への 食繼 供給を 斷つ 

ま 京 特電 十一 H 發 u 四川 省垂處 もを 地の 排 H 熱に 刺戟され て 
遂に 装 動 化ず るに まち、 一二 巧餘 名の 盛 漢は昨 H 突然 邦人 旅館を 
裝擊 して 旅客の 金品を 强奪 する のみな'^ ず、 瓶 子 窓、 器物 等の 
を 部を 破竣 したが 偶々 現場に あらし 軍艦 由を のま 計 長は 學 生の 

爲 めじ 歐 巧され てを 治 一二 週間を 要ず る電 傷を 蒙る じ ま b 新國際 

闡 趣を 惹起す る お 勢で あるが、 地 ホの 支那 人 J 9 战る 外を 後援 

會 は外國 人に ぉして 食糧 一切を 供給せ ず V . の 决谦を 通過し 形勢 

は危 焕じ頻 しつ i あら。 張 家 巧に ホる 瑪玉 祥將 軍は 今回の 學を 

示威 迷 動に 贊 鹿を おし 運動の 繼績 を激勵 した ど 傅 わられて ゐる 

支那を 地に. 

暴 巧頻々 

. 上 おの 勸 船が 立往生 

浙 江の 英轉 領事 殿が 


ホを の罷 H 义が 

上海 + 一日 發 U 目下 當地 

じ 捉泊中 でんる 英國療 船 廿隻、 

U 本 嵌 船二隻 はお W お盟 の罷エ 

じて 立 化を みを どなり、 河川が 

おにな 事し つ t ある 支那 人 お 船 

曾 社の 定期れ 路 も. 杜絕の 姿 じし 

て、 H 英貨 排斥 ど罷 エは兹 動じ 

參 加した ホ 人に も 度 ぼしつ i ム 

る もの i 如けれ で、- 方 じは ぃ 

巧 人工 媒其 化の 罷エ は避賴 して 

ゐ るが、 化の 外人 じ 載して は 役 

破す るを も 多い 檢子 である。 學 

生 射 おの 図 際 裁 おは 今尙 ほ繼績 

中 じして 巧 巧には を數 日を 要す 

ベく、 今朝 浙江 省ょ b 避難し ホ 

つた 巧 人の 談 •し 化れば 同化の 英 

國 領事 及び 普 記を はお 徒の 装擊 

を 受けて 散々 駿 打され た W 。 

化 京 十一 日を =本：！2 化 京 

がみ じて 學 まの 示威運動 巧 はれ 

H 英貨 拱 巧、 H 英ん 虐殺 等の 不 

穏^:^る宣巧ビラを撒き、 銀巧、 

お 巧 等を 歷訪 して 目 巧 人 ごのお 

引 禁止-外 國貨 常の 使用 中 化 等 

を 擲吿し 人力が ホ じ おしては 斷 

じて 外圃 んを乘 せる 勿れ ど實傳 

しつ i あるが、 化 京の 経 间盟罷 

H はおな 失敗 じ 終る のみ U ら中 

か 図 貨幣の 使用禁止 運動は 却て 

支那 入の お 機 家 じ 窓外の 利益を 

與 わて ゐ るが、 ボ 內の學 校は 總 

て か 巧 中で をる。 

香 遮 十 一 H 獲 u 义人フ ラ 

ンク •クランプトン 夫妻 •オグ 

デン 夫妻は まる 化 U 廣 東の 戰ず 

阮 域よ 6 避難す るた め米國 々巧 


を驟 した ランチ じ乘 じて 航巧中 

湖南 省 軍隊の 爲め機 願 砲 じて 化 

擊 され クランプトン 夫人は 負傷 

したる 力、 ホ 威 陸戰踩 はを もじ 

上陸 L てな 留 ほを 保護し 米國緩 

領事は 嚴惠 なる が議 書を 軍 司み 

部 じを すじ 共に 戲線掠 域 內の旅 

巧を 禁止し 英佛乂 軍艦 も 嚴重じ 

監視 中で ぁる。 

東 十一 日發 =；： 廣東巿 を 

占領した 湖南 省 軍は あく 孫 逸 化 

邢の圍 お 黨- 軍隊 じ 包 園 されん ご 

し ホ 衔戰を 避ける わめ 湖南 軍を 

誘 出せん どしつ i ゐれ Vi 湖南 軍 

はを 易 じ 励 か 中を < 總を擊 じ 移 

る 形勢 じして、 她頭 よらの I 軍. 

は 廣巧鐵 道に 沿 ひて 湖南 軍を 衝 

かんどして ゐ るが、 廣東 諸學校 

の學 生は 悉； 共産 窝 化し か人敎 

姉の 生命 危 しど 傳 わらる。 

福 州 十 1 H を；；：； 當 地に 德 

同盟 漲 エみ布 かれて 一齊じ 休業 

し ホ 中は 表面ず 穏 でぁるけれ 共 

頗る 緊張して ゐ る。 

廣東 十一：!! 發 u 米 國砲艦 

バンバン ダ 號は廣 東 基督 敎學校 

宛のを お爲 ランチを 護送 中 突然 

陸上 よら 施. 擊 され 應 砲し じる が 

御 南 島には ホ國 陸戰隊 上陸し、 

廣東附 あじ 派遣され た巧强 軍艦 

は總計十隻£^:?った。 

上海 .十一 曰 發；： = 本り 當地 

じて 約 二 万人よ 6 成る 支那 人國 

民大會 開催され 曰 英物貨 排斥を 

决議し 條約地 じがけ る 則 强の特 

權撤礙 を巧議 しこの 爲 めに 查ま 

總 同盟 罷エ をも辭 せざる 勢 じて 

を 化 よらの 罷エ 資金は 磯々 到達 

しお 玉辭將 軍は とな 五十 磅を酱 

附 して 漲 ェを殺 卿した。 阳は張 

作 霖窠二 おは 天を よら 二 千の 軍 

除を 引 卒し 秩序 維持の むめ々 朗 


.佩‘！— 甫 —！ 端 ，带 

i 辩 支那 政策 

刷新の 時期 米る 

しが、 をな 等 じが パる 口 本人 

I 热煤エ お，' > ょ 那ん絕 菜は、 卜：が 

-學化 脚の 本 威 おけ ご。 ら、 外人 

_ 巧宫 隊の货 砲で 即死 者 数十 人を 

库 やる-一一 戊んで、 を ま 抓を ホの 

口 お物貨 排斥 ts 巧ら じ 一般 か 固 

I 人の 物 巧、 をを が 斥 ごな ら、 重 

度 じがて はが 人 旅 おのを 徒棠を 

事件を 生じ、 廣 巧に てけ 雲 南 省 

軍 ど お 孫 逸 化 おの 戰 脚で 别强巧 I 

礙の 出厕を 見る じ ま b 、 天が に 

居を 移して 化 巧 酱備の 常事 的を 

点を 掌 おし じ お 一二 省の 張 作霖お 

ザが'- 千 みぞを 上 おに 進め、 

一張 家 巧 W 媽玉 骼將带 じ陰然 たる 

^武力的示威にぶぶ等、 现化のぞ 

'那は 眞じ內 を 外患を々 まるの 化 

態 どな b 、 天下は 麻の かく 斯れ 

て ミ。 

學化 脚の 装 巧ぶ 威': 就て け、 

をの 當 かの 本欄 じ 於て お 摘した 

かく、 新進が 想絮 の 勢力が 背 愚 

- ごい* ら 、ま’ 抓のを 源を をし ク： 

つ あ 4 列 强のホ 固ま 義的 經濟慑 

略 か 策を 化 化せん どす る述 動で 

もる ど 越 D べきで をつ て、 i 部 

人 ± の唱 みずる ホく ま 巧に ソヒ 

^エー 制 ほを 施 ごん S ずる 巧 謂 ホ 

化の 陰謀で ある i 颇や るのは、 

械 めて 一部 的 じ 理も であつ て、 

，學 ホ蝴 也' 機巧ず る ものは なき 牌 

: ホは いざ 知ら や、 现化 じがて は 

:斯る 動機 （ぶいて ゐる もの どは 

- 信じ かられ。 い。 

上 お S 杂動 、南を 方が の排が 

;熬 、旗 おの 內热 等は、 大局の 上 

1 から おを して 極めて 一少 部を じ 

: 過ぎ；：* いが、 お 玉 お VJ 張 作霖の 

晩 合 ごを の戰 翻み 可能 巧は、 影 

一攀 秘めて 甚大で ある。 この 閒趙 

一 じ脚聯 して U おの お 巧を 嫉む I 

_ 部の アングロ •サクソンは 族は 

世界的 宣 巧の 中必地 である 日ン 

- ドンを 化據 どして、 おの 背後 じ 

-« シア をら、：：！ 本は 張 作 霖をま 

一 持し つ i あるから、 この 兩 者の 

i 戰巧 はお 局 日 あの 戰 ずを 惹起す 

; る であらぅ 巧と、 稱 めて 化が じ 

; 宜 巧を 試みて むる 巧モ であるり 

1 れ でも、 を々 じる 义 明の 先進 國 

I が、 斯る 瞄單な 理由で 巧 火を を 

一 ゆるが かき i は斷 じて 信じ 得べ 

.からさる 所でみ る。 

_ 致 近接 手した 巧 報じ 化れば、 

^ お 巧 おお ザは おじ 上海を 化 脚 

一の 巧 動を 是設 し、 特に お 巧の か 

I き 武力 じ おふみ 不沾 なか 國の干 

涉を 斥けなければ なら 《 とが 動 

しつ^ あるが、 を 生 脚の 思想 的 

j 運動に 向つ てこれ まの 政略家が 

物 巧的述 助を がかせ しめる こど 

は、 喊 めて 危険で ゐ る。 同時に 

支那に おして 摄も甫 要な 位 おじ 

ある U 本： ii 、 この 除を 狼な 巧闕 

のかを じ-化 從 して、 所謂 巧 ま 列 

おの 協調 こい ふ ものを 本位 ごす 




當 化に 剧 巷す る當 である。 

4=^^ 原 十一 日 あ= ち 邪 外ず 
部は 巧强 外を 幽じ 盛牒 をを し 上 
お蔡 動の 寅 巧は ホ か 的なる 學生 
團 め 示威を 誤解した 外人 譬宫除 
じあら ご 圓容し 則 强は須 らく 裴 
動 化の 降戰 隊を撤 をせ しめ 自警 
勘 等を 解 敵し 戒嚴 みを 撤廢 し逮 
捕 中の 支 邪 人を 释 放すべき であ 
- VJ ま 張し な.。 

偏敦 十日を U かお 义官マ 

クニ！ 八 巧は 證會の 質問 じ對し 
日英 斌米伊 等の ま那 じ利灌 深き 
國 家は をく 化 京 政府に 對し國 巧 
か 秩序 維持 ごみ 人のを 命が 產ま 
をのが 證じ 就て 强 硬なる 醬吿を 
巧 同じて 矮 ずる 意 あるを 洩らす 
ご 共じ黎 動じ 對 f る 上海の 别强 
ホを 劇の 巧 動は 正當 の巧爲 であ 
-ご述 V 口 。 

リカ 十： n 發 U モス カクょ 
もの 玻道じ 化れば 第 ミ ィンタ ー 
ナシ 3 ナレ 幹部 d 化を を 圓の農 
民、 勞慟 者玫び 軍隊 じ 飛 徵し支 
が 玫びモ 。ッ コ其瞄 の外國 軍隊 
撤 をを 要求し ま 服-し 勒 しては 現 
巧の 排外運動 5.>繼 綾し ソゲ イエ 

卜 共和 國の 建設を 敎擲 したが 


ジュゲ ノァ 氏の 談じ 曰く、 

ま 那勞働 者は 今や 世 巧を 命の 
最も 重要なる か 子 ごなら、 上 
がには 尙ほ 血の 雨を 降らさな 
'くて はなら 口。 今圓 上海の 裳 
動は エ f プト 、印度 ぷ びジャ 
バじ 好個の 標本を 示した もの 
であつて 、力が々 ッタが 上が 
じ 答 わ 力 in が靑 島に 相應呼 
する 時期は ffi 付きつ i ある。 
思 ふじ モ日ッ コ の戰爭 、上海 
の動亂 、英國 の 失業 問題、 ブ 

グ ボブ ァの出 ホ 事、 フランス 

の 財政危機は 資本 ま義國 家の 

崩壞を 意味す るので ある 云々 

十日 签 u 今朝の 國際 
裁 おじ 於て 争 巧 の 暴動に 闕 職し 
たみを 黨の 煽動 宣傅 書類の 夕數. 
が証據 として 提 おされた が、 支 
那八 病院の 係 醫も證 人 ごして お 
をし 北を-政府 がか 人警宫 隊は學 
をを 背を よら 化擊 した £ いふ抗 
講 を妾然 否定し 貸 傷を の 彈尤は 
悉く 前身 部に. 命中して ゐるご 証 
言し じが、 今 朗べグ •*! 人工 複 
じ 就 働し つ i ある 义那 人を 働 着 
は罷ェ 支那ん 勞働 者の ためじ 襲 
撃され 一人は 即死し 數人 はを 傷 

しち 


のち 那暴 寅が 

目 本人 商店 ぉ襲擊 i 

英國 義勇 隊發 砲し 八 名 即死ず.. 

東京 特電 十二り 發：= 漢ロホ 面の 排外 瀑 動は その後 益々 をみ 势 
を 培し 熱 化せる ま那 群集は 遂に 昨 早 却がん 經餐の 商 巧を 襲 繫_ し 
て手當 b み 第に 器物を 破攘 したる 上 ぁ數の 店員み 袋駿 きとし を 
の亂を 狼籍は 言語に 絕 し、 勢を 得た る 暴徒は 要ら じ譽戒 線を 癸 
破—'. で 巧國の 武器 工廠を 襲擊 したが、 英人 義勇 隊 もこのを 教だ 
敵すべく もめらず 消が ボン ブ じて 寐 集を 退散せ しめんと ずれを 
巧の 雨を おびて 窮 继じ陷 b 遂に 止むな く 驟關 銃を 發 がする じ 至 
ら 、を那 A 暴徒の 八 人。 邸 巧し 重轉 傷者 數 人を 生じ、 ーホ英 ち^ 
おを を襲擊 した 暴徒 六 人 も 削 巧した が、 が 集は 最か倭 儒に 集を 
して あ 势不穩 U る ためお 國 官憲は 直ち じ義奧 除を 組織し 遂じ虛 
化の 慘 事を 見る じ 至つ じ もので、 外人 陸 戰隊は 暴 載の 報 と共に 
直 もじ 上陸し 外人 粗が を醬戒 中で ぁるが 形 势は觸 る 不穏で ぁ i 
化 京 十二 日發 =: 安東 縣よ b 達 L む 報道に 化れば 鴨摄 江の 河 上 
じて 鹽 のを 輸入 者を 警戒 中で あつじ 支那 人巡羅 船は 突然 日本 藝 
ち 除より 發 砲され 即死 者ぶ 人を 化 じて 排 H の氣 運が 頗る 濃厚に 

U つて ゐる ピ 0 


保障 條 約に 

ホ 國卞與 

併し 承認は しまい 

ロンドン 十 j H 發 ；=： 英國 外を 

省 筋 よら 洩れた 確報 じ 化れば 去 

る 二月 化目附 をな て獨獲 扱府よ 

'英國 政が じ 致した 歐洲 のず か 

保証に 關 する 提議の 一項に 於て 

-れ 等の 協約 魔 巧 監視 國 ごして 

アメリカ じ柯 等の' お 貝 任を 課する 

所な く道德 的の 意 ホよ b これを 

課すべし どの 條逼 ある もの.- 如 

•フランス 政 麻は るの 條約 露視 

を國際 聯盟 じ I 巧サん とする 計 

畫を 妨害す る 意 ホ じ 於て 獨 逸よ 

ら 提出され たものと 解釋 されて 

ゐ るが、 歐洲關 孫 巧 强は歐 測の 

ホ かじ 對 する 米國の 協力は 元よ 

ら ホ 堅す る 所で あるが、 を ホの 

關な よらして 米國 政府は あらく 

これを 承諾 I - ^ な い で あらぅ ご 

ふ豫 想が 一致して ゐ る。 

ブ シン トン 十一 日 誘；：：：： 右の 報 

道に 渐し國 お 省に てけ 斯る 事實 

のが 巧は 毫も 關 知せ やど 巧を し 

たのん ならず、 この 際 ホ 园がラ 


ィン 警備 間 題 等じ關 職した 斯る 

責任を 引受ける ミは 到底 絕 蟹で 

あると 溝して ゐ る。 

職驢の 前に 

豫 備會議 

濁 逸 側の 新 ま 張 

べ少 リン 十二 日發 =： 獨 逸化府 

は 囊じ英 雜兩國 ょ b 提出され た 

ホ かお 障條 約の 締結 ど 共に 國瞭 

聯强 への 送 加を 懲纔 された る じ 

對 し麗恣 聯盟 じ 參加卞 るの 前 化 

づ歐洲 巧 强は豫 備倉議 を 開催し 

てず か 保障 條 約の 締結 じ關 ずる 

論爭 点を 除 まし、 武装解除、 ヶ 

グン 地方の 馨備 軍撤を 等を 論强 

しこれ 等の 餘爭 点を 豫め解 ホし 

ない 限 b 職 强の參 加は 勿論の こ 

ご 平 か 保障 條 約の 締結に 着手す 

るみは 無意義で ある ごの 見解を 

抱 きゐる もの t かく ー ホの 輿論 

は先づ 聯盟に 參 加した る 後 これ 

を 正すべし と 稱 して ゐ るが、 政 

称 部內の 空氣は 勘く ホ ヶ^ンぶ 

びググ 地方の 撤兵を 赖盟參 加の 

條件 どす るら しい。 

日 1 マ 十二 日 發； ：； ：：ム ソリ ニ嘗 


かは 新 ホ かが 降條み じ關擲 しが 
太 利の 利 權はブ ンナ！ 國 境線閒 
題を 除き 秘めて 薄い ミを 巧 もと 
して 本 問題の 巧衝じ 就て は 梅め 
てを ホ而 して 自由な 位置 じある 
ので、 ホるべき 會議 にがては 日 
本 ご おじが 太 巧は 會議の お 背を 
巧すべき 有力な 位置 じを るら の 
ご觀 察されて なる。 

勞資 爭議じ ’ 

軍隊が 出動 

勞 働を 侧 死傷 輩出 

； リフ アブ クス 十一 日 發= ::こ 

ユ I ゥォタ 1 フォ ー ドの 英人經 
舊鐵エ 谋の勞 働を は先殷 ホ罷エ 
中で あつたが 遂に 暴動 化する じ 
及 A でエ壌 監視の 警官隊 ミ 入獄 
れて格 圆し遂 じ 勞働者 側 じ 邸 巧 
者 一ん、 負傷者が 餘 人を 生ずる 
じ 至つ たので あ 勢 頗る 不穩 どな 
ら勞働 者 側は 武装して 工場を 占 
領 せんごす るに 至つ たので 化 ホ 
官憲は 軍 陵の 出動を ホめ 遂に 五 
讶 人の 軍隊が 出動して 目下 ェ傷 
册 あを 警戒 中-しして 恰 から 戒嚴 
を 下の かき 狀 態で あるが、 爭圃 


おおの 巧 ほは 約乂肖 人の おェが 
大禽を 偶した る 上を々 武装し ェ 
棋 4.* 占領 せんご 押し寄せた 結 巧 
である どり 


旧 中 都吉巧 赴任 

ま 京 特電 十一 日發 U 新任な 露 
大使 田 中 都 吾 氏の あ 巧は 化權太 
池 田 開が 問題 じ 就て 延引し つ、 
あら一. も 漸< これが 解かを 見る 
じ 至 b しを なて ホる サ U 頃 匙 巧 
の途じ 就き 日露 細目 會議じ 臨 わ 
竿 3 で ホる。 


副 島 道 正 化渡义 

ま 京 特電 十一 日發 U まが 日報 
社 ま、 貴族院 議員 副 島 道 正 伯は 
本 H 機濱 出帆の 天 巧 化 便で 渡米 
した 〇 

大町桂 巧 巧 逝 < 

東京 特電 十一 日を U 文 學± た 
町巧衛 氏は 腦あ 血で 逝ました。 
註。 大町 氏は 桂 巧と 號し耽 治 
二 年 一日 化 四日 高 知 巧 じ 生れ 
東を 巧 大國义 科 出身の 明を 時 
巧 じがけ る义豪 じして、 關巧 
の 山水、 學ホ訓 等の 著述 ぞく 


治を 維持 法の 解釋 ごご 

秋 有財產 否認 協議み 有罪. 

.一人 じ對 する 爆 動 も 煽動 ごなる 


第二 條 。拥條 第一 項の 目的を 
のて を 目的た る 事項の 賓巧じ 
閥し 協 蒲を 爲 したる 者は と 年 
坟 下の 懲役 父は 禁麵 じ處 す。 
本條の 犯罪は 國 体を 變 革し 叉 
はなち 財產 制度を 否認す る 目 
的を 3 -て其 目的と する 變を若 
くは 否認の 寶 巧に 觀 して 協議 
をな した A ものな ち 其の ホ遂 
を 罰せず。. 

主 體本幡 化 罪の ま 体は 第 
一條 じ 就て 說 明した る 巧と 異ら 
ざるを 巧て 省略す。 但し 本條協 
議の罪 も 亦 所謂 必要 的 共 化の 一 
賴じしで夕數のま体ぁる^を必 
要と する は 注意を 要すべき なで 

ぁる。 

一本條 協議の 罪は 目的 
罪；；*るをおて故意の外じ 一 定の 
動機を 其の お 立 要件と す。 即ち 
協議 じ 就き 認識を がする のみな 
ら ず、 國 体を 變 革し 又はな 有 財 
產制度を否認す る；み目的が陈 
議を爲 すの 動 磯たら ざるべ から 
ず (動機の 巧者なる か-し 就て は 
旣 じと を說 明した るを なて 之を 
省略すべし) 

行爲 〔一】 本條 犯罪の 實 

巧々 爲 ごは 國 体の 變を 若く はな 

有財產 制度の 否認の 實 巧に 閥し 

て 協議を 爲す i なち。 ごこ 協 

議 ごは 二人な 上の 者が 特 をの 題 

おの 下に 意見のを 換を なす； を 

云 ふ。 或 一人が 本條の 目的を な 

て 其め 實 巧に 關し 意見を 述べた 

る じ おし、 相手方が 柯等 么じ對 

して 明示 又は 默 示の 意思表示を 

。さ r る殘 合は 本 かじ 所謂 協議 

た ホざる もの どす。 協 藩の ホを 

じ 制限な きを 3 て 集を して 協議 

をな す ど 文 普に 化 b 協議を なす 

ど 或は 其 他の ホを に 化ら て 協議 

をな すごを 問は ず、 义 相手方の 

數 のを 少を 問は ざるなら。 然れ 


共協議 の か 手ホ 特をす る 2シ 
要す。 相手方の 不特定なる 瘍公 
にがては 窠云條 じ該當 する 壌 公 
U 之 めるべし ど 雖も本 條に該 度 
せず。 實わ爲 じ 願し 論議を な f 
たる-とを 云 ふ。 かずし も 意見の 
1 致をおる^^^を要せず〇 巧んや 
一-をの か議 をな したる i を要廿 
ざるなら。 义巧能 巧 ある 實 巧を 
の ものに 就て 論議 すれば 足 も、 
必ホ しも 其の 手段み 法 じ 就て 且 
体 的 事項に 互な 論議す る？' を 巧 
せざる な b 。 ご 二】 協議は 撼勵 
又は 敎陵 V 」 いふが 如く 化 火のを 
思の 自由に 影響を を ぼす' とを が 
せず。 故 じ 協議を をけ たるを 直 
の 協議 ど 關係 なく 旣じ實 巧の ホ 
意を なし ゐ じる 蕉合じ も 即も協 
議の 相ず ホ ごなる ミを 得べ し。 
尙ほ本 傑は 協議の 具体的に 發ホ 
したる 事實 につき 前 條£ 競を す 
る瘍 をの 巧すべき は 勿論な b ど 
す。 

一^よ 年 0 下の 懲役 叉は 禁鋪 
じ處 す。 

第 S 條 。第- 條第 一項の 目的 
をな て 其の 目的た る 事項の 實 
巧を 煽動した る 者は と 他年な 
下の 懲役 又は 禁 麵じ處 す。 本 
條の化 罪は 國 体を 變 革し 又は 
お 有助產 制度を 否認す る 目的 
を 0 て 其の 目的 ごする 變を若 
くは 否認の 實 巧を 煽動した， 
ものなら。 其の ホを， U 罰せ や 

主 體 '第一 條じ說 明した る 
所 じ 岡 じ。 

乳ぶ思 本條の罪は目的：：^る 
を 巧て 煽動なる 巧爲 じつき 故意 

の 外 じ 一を の 動機を 其の 成立 條 

件 ごす。 即ち 煽 勘 じつき 認認を 

ちす るの みなら や、 國 化を 變革 

し 又はを 有か產 制度を 否認す る 

S の 目的が 煩 動を なすの 勤 機な 

ら ざる 可らず。 
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願 1 み 
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號十 おを 干 


隸 まが 育 縱 


C 日曜 上〕 


日 兰卜巧 ホ 年 四十 正大 〔二〕 


巧 巧說敎 HUH 午後 八 時 i 
がが 會木 確り 午を 八 持 1 
が 話 お ±« 日 午を 乂時 . 
をを、 坦 薄ま、 娛樂 まみ 設棉ぁ b 
ホち をが 迎 す、 倉 おを 利用 ゼ ti 
な 巧 副 島 信 遣 I 

. U 本人 基替敎 修谨會 I 

Isw . 屋をで， N . Y . 2 ty ^ 

ITel . 客 ミ nin 塔 ide X ごな | 

日本人 S 敎會； 

牧師 川 島 ホ 之 進 I 
幹事-化 川 巧】 一' 
Ja ち nese Nt . E - 尝 urch & ーミ产 - 
な 3 W . 1 是 si . す 一. olarksan 1 置 1 : 

搪拜說 を 日が 日 午後 八 時 1 
が 構 貪 水 ® H 午を 八 時^ 
我链 會义租 H 午を 二 時 
♦を 宿を 

泣 霞を が 比 亞を數 み 下町を 十 
五み 學 生を 社員 旅行を じを 適： 
設媒巧 書 雑誌 新閉 反を 硝撰輿 一 
を 簡易を を あら I 
巧を 话お 周旋* 旅客 ま 巧、 を賴 
事 装 調査、 其 他方 事相が 辩お 
等 间胞を 巧の ホを を 觀迎す 


稅關 事務 

東洋を 地 ホに 垂世 
をの お出 乂方ホ じ 
骗 する 一切の 御 諮 
問に 應 じ、 巧道歲 
船 貨物 運賃 及 ぉ 化 
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y 確 午前 化 時 i 午後 四時 
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日本、 ま 那寶玉 製 美 
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岡島訂 

高等 荣 術な 修键、 
を締 品、 スト 9 ング 
日本 服 裁縫 


日本 

洋服 巧 


時 旧 信み 郞 
化 本が 
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U 本人への お 
語敎授 じは 夕 
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す 0 ー レ ブス 
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お H 朝 九 時ょ 
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S 揉 療治 

西が ま マッサー ジ 
a 本式が がが 腹 

神經痛 リウ マチス 

巧 身 哥 ぅづき 育 
腰痛み 筋 違 ひ 
其 他 諸 お 揉 療治の 御 
需 めじ 應じ 御. 带話夕 
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じ 出張 親切 じ 治媒申 
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本校には H 本人 敎巧 
じ 慣れたを 巧 婦人 お 
靜 あら 盤 切じ會 話を 
信义 社を 語を 敎授し 
ます。 y 擢週 y 共に 
ぞ前化 時 ょら 午を 十 
時まで 開 ほし ー レ； 
スンと 十仙づ .. AO 今 
"u 盧 もじ 农陵 あれ。 


日本 
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萬 ネ^^み韓を病 夕刻 ^5:7 
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メ ー シ ー は 姐 育 最大の ゲバ ー トメ ント巧 巧で あ 
もます。 新らしい昇降機ご 王 ス 々 ン ターは糜潤 
^;;^店內じめける皆樣のわ買物じ化宜£慌かピを 
巧へ てゐ ます 

他店で 二 巧す る ものなら ばメ ー シ ー では 一 
弗 八十 八视 或は をれ なでで 買へ る J を， ミぅ 
ぞ御 記憶 下さい 

日本へ 御 荷物を 御 送 b じな もたい 節 叉は 御 巧 物 
に 際して 御用の 法 合は パ I ソナ グン 3 ッ ピン グ 
ビュ}。1をゎ尋むてさぃ、 親がじ御巧をを訂 
らま イ 
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動 I 揉 治療 

=： 水 及び 電氣 治療 = 
巧る 九 巧せ 日よ ち 撥 
振の 目的 じて 一時 爱 
期 か 業 化 候 
巧 ほ 巧 開の 簡は 新進 
の設髓 をな て 治療 じ' 
應じ 申し 候 
が 育瑞典 フィ ジオン ラ 
ビ； 學 窺を 冀 

お肯メ デカグ ジムぶ マ' 

ツナー ジ協會 正會員 

を 譲 西が 幸 男 


財界の 黃金 時化で 

慾の 皮が 厚 < む •ろ 


アメリカみ 繁榮ご 巧 護 臟我閒 題 


推 じ 中西部 化 ホを おわした 大 
がが ク I リッ デ 氏は 親しく 化 ホ 
人 おごを » し、 現 政が の 経 巧 政 
巧が た 等の 地方 人民よ b がぶ を 
化て なへ られつ i ある i を 確信 

す 石 ど 述べて ホ國 財が の 

黃 金が 化 である ご裝歌 

して ゐ るが、 現み 府 としては か 

論 其を を 時化の 繼績を 目 操 どす 

る お 策の 施 巧に 就て 共 か 黨節部 

巧に 幾多の 異論が 巧 出しつ： あ 

る S もが ちで あ る 。 一 部 の が化 

巧が 部 中には 化繁 巧を な 一-最高 

巧 幾 脚 我がが らしむ るら ので あ 

る ごい ふ 窓 おを 抱く を ホく、 從 

つて 此榮を じ 多少たら 巧を 威を 

受けた 媒を么 を 救 巧す る じは 化 

誰眺稅 をを 商む るの 外。 しご 解 

朽 し、 巧 < 制限され た 観涛の F 

じ 化を は 昨今 巧 巧 烏 率が あるじ 

も 拘らや 綱 錫、 槐業 製造 お 等の 

え 國ボお 侵入に 向つ て 新 課 巧を 

巧 力 運動し つ i ある。 乍 併 典 か 

なの 全般的 立 旗から ぉる ど 彼等 

の大を おは •面 髙率關 祝の 維持 

を 房 巧し つ t ある もの 之を 

かを 問 風化 寺る どい ふ-とじ 向つ 

てけ 出' 一: 巧る 限 b 

凹 避ず るが 向を 持ち 高 

率 維持 S ' ためじけ 投曾お 化な 其 

化を 立 化して ゐ るが、 左ち どて 

化閒 題を ホるべき 千 化が 化 六 年 

の 兩院哉 員な 選の 政治 問 趣 じ 引 

き 人れ るを はず 利で ある V をて 

むる。 尤もを じ 述べ 忆 一部の 共 

かを 員は をし はお 熟が 閒お 問題 

を 政爭の 其に 化するならば 國氏 

の 前で 抗 にな 雌雄を W かじせ し 

める ど稱 してむ るが、- 部 じは 

關 稅閒閱 のな 巧 化は 素 よら 高率 

撕 おめ お 則 化 もの-— 反對 しつ} 

ある おか 媒； な も 鈔；： *< ない。 基 

巧" お 商 剛巧教 の 不平 論ち は勒歐 

洲 枯じ獨 逸のを 棠 じちが な貸附 

をな しつ t ある 银が 泉、 投資家 

なおを 巧 じ 激烈な 反跑を 抱いて 

_ゐ る。 化 巧 附反對 論者の いふ 處 

じ從 ふと ホ 國の街 歐貨附 は 

生產經 費の 化 廉な巧 逸 

の 製造 エ莱を 益々 發 あせし めて 

米网 への 撤出 ごホ閱 品-し 街す る 

族ず をせ ずの みなら や、 を 等の 

勒 歐貸附 をは おじ 峽洲 よも 南ァ 

メリ々 に 再 貸 削され 結 巧 おホポ 

おじ 掛 する 米 困の 位 技を 巧 おす 

る ぇ じ る ど い ふ の で あ る 。 が 

るに 一ぶ のがが は アメリヵの 繁 

をは 單じ 關稅 じの み賴る もので 

は。 く 現 巧瞄稅 をは 之 じかを し 

たもので あつて、 化繁 をを 繼賴 

''するものはもつごなを^:>政巧の 

施 巧で あら。 くて は-:' ■ら « と 主 

娘ず る。 之が 一例 どして おぐ ベ 

'ぅ ものは 瞄稅じ 巧 巧の 瞄 係を 巧 

し子ゐ じい 自動 か ホを じ 就て 兒 

る £ がお來 る。 邸*^ 化產 をは 占 

が 者の じい 米® の ホ おを 巧た す 

- ながで 動いて ゐ たもので ある^?* 

之 もがを の 時 H の禪 じは 巧 じさ 

_ るべき もので あつて、 巧 巧 合 米 

固の 巧 おは 單 じホ康 のが 錢を燥 

b おへす に 巡ぎ ないから 巧莱巧 


よグ J •っし てら 

海外 輸出 じ 眼を 注ぎ 之 
じ對 する 政府の 投 巧を ホ 留 する 
巧 じなる が、 自動車 取引は がの 
巧 外た るを 問は 中 第 I の 要素は 
よき 迫 化の 完成 どい ふ； じ歸す 
るので 自お之 じすを 染め じ けれ 
ピなら4;?> い〇現じラ ブ ン ，ア メ 5 
力の 如きよ き 道路の 普及が 漸次 
あを 巧す ど 共に、 米國の 資本ら 
化 ホ 面 じ 動きつ i ある。 是 等の 
化か 戲內 じがけ る經濟 政策の 論 
戰が 果して お邊 じを 巷/、 かは 疑 
巧で あるが、 大統領 ク ー リッ デ 

氏は 濁 逸よ b の 輸入に おして 時 

じ 別侧の 脚稅を 課する 必要なし 

どの 見解を 抱き、 ホ國 0 虚業を 

傷け ない 限ら 現 巧 率の 繼總を 希 

留 しつ t ある 换巧 である。 

高 田の 破綻 ご 

商人の 信用 

漸く お 引 じ 影響' 

高 旧 荫會の 破綻に 關聯 し輔々 

の 問題が をつ て 0 巧 海外 じがけ 

る 巧 阔資あ 商ぶ び 銀 わ 等の 信 巧 

は 著し < 傷 けられる じ 至つ た 0 

が 理由は 島 田が をけ 我國谣 おの 

貿 おがで あつて、 お 外に 於て 巧 

に 余る お學な 

化理權 を 獲得 （て ゐる稍 

でな 商 田 愼藏氏 個 A 經營の 時化 

W ホ數十 年に 瓦る をき 歷 おを 有 

し、 內地 販路の おに がても 相當 

麽 越なる 地步を 占めつ i あつた 

みお 突然 破綻した のみなら 中 

内部の 事情が が 明す る じ 化つ て 

益々 醜が を曝繁 しつ i ある ミ ど 

商 出の 跋綻じ 端を をし 今や 正に 

法廷の 問題 どならん どしつ i あ 

る 銀 巧の 船荷な 渡しが 証の がで 

ある。 化が 話 問題の 經銘 は旣じ 

何人も 知る 逆ち お 巧が 息 旧の 罪 

欺 的 手段 じか： ら 現ぜ 問題 ごな 

つてゐる巧：：^巨額の保証を敢て 

したので あるが、 巧る 内部の 宰 

恼 5 詳細は が 外へは よく かれず 

唯 彼等は 其 おを 及び 現 化の. 紛お 

を 徽か的 G 電 おや 通信 じよつ て 

かるの みで、 り 本の 商人は いふ 

を も 銀 巧 も 亦 お 人 同 巧 ぉ 媛 

目のを 菜を 巧 ふ もの ど速斷 する 

じ まつた i ご、 をに 高 旧 柄會破 

綻 あお 巧が 政が の發 ました 聲明 

じより 將 ホロ 本め 府は朋 々の 會 

社荫店 等の 破綻は 例へ をれ が H 

本のを ぶ 

賓易上 か 阿に 重要。 地位 

を 占いる もので ゐ つても ホして 

從巧 のか < 救濟 する もので ない 

のを知つた^。 ーホ化ホどても 

多くの 煤を 政府は 一を 社 一巧 巧 

の救濟 をれ つた どは 云 ひ 難いが 

乂 殿 内閣 當的當 糸 おを の ためお 

濟を 巧つ た i である ごか、 大正 

九 年 巧 水の 彼な がと 十四が 巧 じ 

脚 係ず る 虎 深く 延 いて 横. 液經濟 

ホを 化に-日：' ゥ惡 影蠻を 及ぼす を 

巧れ てと が 救が をな したのを お 

憶して ゐる 外人は、 が 力 U 貿易 

が じ 一朝 m ある 時は U 本 政 巧は 

陆端ぃ A 化进卞 がまを の 立 撰から 


爲が 之が 救 濟を巧 ふ もの ご 育 信 
してむ た。 がる じな 田に 熙 して 
はを巧化事^き9み^;^らホおじ 
前 大藏か 官が當 時の 大臣の 命じ 
ょち 認可 指み を發 して ゐる 低利 
を 金 すら 供給 ぜ ざるを をて、 を 
ホ 彼等が 澄が 信じて ゐた口 本 政 
府の救 巧なる ものに 疑惑を 生じ 
じ おへを あがの 聲 明を 新 間で 知 
つたので わる 0 3 上の 

諸 理由から 商人 又はき" 
の營 を 其ら のに 熙 し】 巧の 不を 
を戚 じて ホた 處へ更 じ 政府の 救 
濟も 今後 劈み 難し ご すれば、 日 
本の 贸あ 巧は 例へ をれ が-流の 
もので あつても 一度 嗟跌 すれば 
高 田と 同 一 迷 命じ 陷 るので ある 
からを A じて 之 ご 取引を 巧 ふ i 
だ 危險 である ごな し、 最近 恃じ 
蜜戒を 加へ るれ め 一一 弄、 ご 養の 
かきを 除いては 相當 著名な 貴 易 
巧 もが 外 じ 於け る 活動に 非常な 
不便を 威 じ 始めた どい ふ 0 




支那 動乱 ミ 

米 國賓易 

ホ だ 影響 巧 はれ 中 
支那の 數 就に 離職して ホ國政 
お 筋よ b 洩れた 報道 じよれば 今 
日を の 暴動は 單じ h おどい ふ 一 

地方 じ 化 まら、 直つ 現在 餘 おし 

つ i ある ものは 旣じ 化义を 受け 

たもので あるから 甄 乱の 貿易 上 

じ 及ぼず 影響は 未だ お然 せざる 

も、 巧し 上海の 動乱が を 地に 波 

及して 巧 巧の 賴猜 らま 邪 巧 地 じ 

輪 送し 能は ざる 壌を じは 由々 し 

い 影響を をけ るで もらぅ が、 然 

らざ "限 b 些 したる 影響な かる 

ベ/、 現じ 先み 動乱の 擦の 如き 却 

て 輸出の 增 加を ホした i も ある 

ので 樂觀的 態度を 持して なる。 

而 して 一部の 策 ± はでが 人の 日 

英兩固 民に 韵 する 反感を 考量し 

化 際米圃 大統領が 上お繁 動を 調 

訂 するならば ま那 人の 米 人 じ 街 

す るん 氣を增 し て ホ 威の をち 貿 

易は 一層 增進 する であらぅ ど 云 

つて ゐる けれ 共、 政府は 支那 じ 

掛 する H みの 經濟的 立 操は ホ國 

の 到底 動かす 能は ざる もので あ 

ち、 化ら じ 調 許 じよら て ホ圃の 

人 氣を睹 しても U 巧兩國 ごの 對 

支鏡爭じ勝つ^は出ホない玄云 

クてゐ る 0 

靡た 利 磯 ミ 

‘實業 家 提案 

- 政府 も 遂に 承認 

ま 京 特電 卜 一 U 凌：：：： 孜巧當 局' 

ご 實藥あ 間 じがて 豫 t が衝 中で 

あつた 化碟太 剌權會 社は 左の 條 

かじて 寶業 家は を府の 提案を 承 

諾 した。 

一、 禪义 石油 會 社は 資本を 一千 

巧 叫 どし 一巧の 額 巧 五十 叫 

1 、 石炭は 化權太 企業が 式 曾 社 

ごし 資本を 一千 方 W 、 I 株の 

額面 五十 W 

一、 をを 人は 實 巧を 員の 指 命じ 

一任す 

上 巧の 寶易 

=帶 化千阳 

東京 特電 十一 日を H 六 巧 上旬 

のを 巧 貿易は 左の 通ら 

棋渡輪 出 二 〇、 四と 五 

輸入 一八、 四と 六 


四 H ボ 


淸 


神 戸徐出 
輸入 

太 阪儉出 
檢入 

を 古 雇 輸出 
髓入 

門 巧 輸出 
輸入 
輸出 
輸入 
水 輸出 
輸入 
瞄 輸出 
輸入 
館 敵 出 
輸ス 
楷 輸出 
輸入 
松 輸ぉ 
輸入 

下の 關髓お 
輸入 

敦賀 輸出 
輸入 


を 


画 


卜 


巧 


ニニ、 およ 八 
一二 九、 六 八 一二 
H ハ、 二八 八 
八、 〇 1 0 
1、 と 二 五 
云' お八 四 
九と 五 

二、 とお ご 一 
二 一二 八 
二、 四】 四 

八畫 

AOA 
と乂化 
一、 お ニニ 

と 
一正み 
二と と 
一九 八 
四 〇 二 
五 五 0 
六 二 

一ー ニニ 

九 


新大藏 証券 

應募 大超遞 

ホ 國大藏 長官 メ。 ン 巧が 去る 
十一 日付を なて 裳 おし じ處 じょ 
る vH ハ 巧 十五 日が 發巧 、ーヶ 年 
期限の 短期 新 大藏强 券 一億 ニモ 
五 巧. 刀 弗け 發表當 日な じ 應慕締 
切ら どなつ たが、 超過額は 四 億 
ホ 千 九が 万 ホ じ 達ず る 盛 况を呈 
した。 而 して 册グ 年を 巧 限と す 
るべ 八’ キ ー 政府を 镇五千 方 弗、 
巧す と ホは 額面 化 十八 雜 、巧 遇 
h よ ホ 五 通で 今 巧 H 中には 市場 
じ賣 出しを 弦る じ 至るべく これ 
义應慕 超過の 見込で ぁる。 巧 ほ 
東京な 興ボ 債は ホ 人 側 どを 渉な 

く夕 を。 ン * トンで 成立を をる 豫 

をで ホる ご。 

萊漁仮 差 押 姑 ホ 

囊じ 本* 特電の 報じた 如'〜 香 

港 上海 銀 巧 神 口 支店では 同地を 
が 氣船會 社 巧を 船舶 及び 建物 等 

じ對 して 仮 差が への 處を 手續を 

採る じ 至 b ビ！ •卫^ 問題 關係 

者 間 じ. 大 衝動を おへた が、 を 

は 同化 外國氣 船會祖 がビー •エ 

グ巧持 銀 巧じ對 してを 要求 お 額 

がを 當 ならばを 部 賠償の 資じ任 

ずる ご聲 明す るに 至つ たので、 

巧 國お船 會昨中 比软的 態度の 曖 

がな 東洋 親船に おして 右の 如き 

高應 手段を 採る じ まつた もの ど 

見られて ゐる 。斯 のかき 結果は 

ビ！ •ユ八 問題の 解かが 抄 々し 

き 進 わを 見ぬ にがては 早 晚横潰 

にも 生ずる でぁらぅ が、 巧洋療 

船では 他の 衡船會 社と も 協議の 

トー 之が 對 策を 譲 や 6 笠で もつ て 

ビ ー •ュ八 問題 じ 就き 現 巧の 如 

く 横 潰、 神巧廚 化に 於て 別々 じ 

巧 動せ るた め夕少 の碰髓 をを 

たからで あらう ご释 明した 0 



鑛 踏敎授 

▼化を ダンス ▲ 

▼ま 精 ホ 操 

紳± 、淑女、 ぉモ 

巧さん 方に 叮嘻じ 

お 巧 致し 巧。 午前 

十 時ょ b 午後 十一 

時を ( U 唯を 除く) 

シャリフ •ダン シ 

ング 師範 舉校 卒襄 

トー 杉 タマ 




I Bee 風 Nom Lov 

474-6th Ave, 
Bet. 2Sth-29th St. 


YOUNG CHINA 

3140 区 road way 

4 Blocks South of 
125 化 8'way Subway 


Suey Pang，s 

RESTiURANT 
459 お 加わ e. 

Bei. 2? 化 -2 が h S わ . 


City Hall Tea Gade 打 

170 Na が au St. City 
Nejct to the Tribune 泛 Idg 
Loo Lin Manager 


327 W. 56fh St. 

CaKfi が 的 的 32 

く ぶ 一寸 一 


1 卜庵桂 米 H 




TAITO 

1 が W が t 巧 化 
Tel. Emiico む J18 



Toyo Kwan 

41 E. 19th み . 

お t B’w が & が h Ave. 
Tel. な u)rv が ant がが 


並 化 





«MlyaJCo» 

340 W . が 比 St. 

Telephone: 
Columbus 8882 


( 觸 《 • 水) 司 寒 お 


The Tok が Go. 

1 が W. 巧 化な . 
Mew む rk City 
Te し Trafalg が 6559 



お 六 第 
ご 目 T 四十 巧 
战目了 五十 四 


ASAHI KWAN 

163 E. 56thSt. 
Tel. Plaza 6399 


I Jaru 打 ese lea. Room 
I 1802 W Street, N. W. 

-i Te し FrankHfi 1577 



35 East 29th なけ el 
Tel. Madi 扣 n Sq . なが 


Kawasoye Hotel 

1 お Wes りの rd Street. 
Tei. Morningside 7154 


鄉 

旅 

銀 

河 

添 


DARUMA 

7 が一 か h Uve. 
Tei. む剛 i 3859 


YOSHINO-YA 

70 Greenwich St 
New Yoi*k 
Te しむ w!ing - む een 19 巧 9 


〔二 1 


號 十で 百 千 


第 


2 [ お 3 雌な 細 ク 奶厳巧 


[ 日曜と） 


円兰十 巧六キ 四十 化 乂 


実が じして 淸潔 

敝韻 晶蘭樓 

午前 十 時よ ち： 3® 占 
午前み 時まで 旨/ 


ミ 那王旨 
巧 理を焉 

巧廳 茶園で 永年 御あ顆 をず け 
た 祭文で 御座います 

Mlil 

A ぉ？！ 

N W 曲 j 
GS 

N 化 邮 _l 

9 础 w .! 

K - 相 i 

u 本に なみ、 y 本 語 
视 を 話し、 背 様の 御嗜 
好に 適する 御が 理を 調進を 升 
了受ユ ン*エ；タァのずでず 



が 廳お簡 

词埋人 蘆 蓮 
お 勤の 方には 塞 飯 
0 御 便利 じ 備へ巧 
巧 會 おの 御用に 應 
やべ く赎閱 何卒 巧 
不變 おお 立願 度な 
紙上 御 ま 巧 中上较 


支那 御 料理 

彭瑞樓 

y 本人 諸君を 
歓迎 致します 


が 巧を 精選し 皆樣 
の 御 嗜好 じ 適する 
巧理を 提供し ます 

敝« 新 中華 

H 本人 諸君は 時 

別にが 迎 しまず 

■. 


巧巧當 ホび じ 
御を 庭 支 巧し 
御 下宿 


後 


壽 司、 媛蒲燒 
が： n ちら 主ず 


-話 フラィ アン ト 

八〇お ふ 八と 一二 

:幡义 び 化 間は 
ヶロッグ QO 四 四 

ils 特長 

が 育巿巧 四十 四 T 目 
M 1_1 一 乂番 
(二階) 
店 

芭 aremont AveB 呈 alo J . 产 
田を elM さぞ. 

化 互 r こ.！ 蔓夕 


I 

9. 


極上の 魚類 

季節の 新鮮の お 貝類が 瀑山衞 つ 

て 居ち まずから 御賞昧 下さい。 

K ピぶ口 魚 巧 

ち 置 ard 其 Tel . で anklin を芸 


新鮮 儀 か 一切 

日本 •八 向きの 生魚 鴻 かお b 揃へ 

時別廉 憤で 大勉强 をし ます 

, サヴォ ナ魚店 

一 』 os « p 口 savonp 
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期待 ご n む對ジ U 戰に 

大每軍 二戰二 敗ず 

十二 對 五、 四對 零の 段 違 ひで 


旣 報の 如く 紐 育 大學お 大毎門 
球 脚の 焼 おはが 育 大學卒 楽 まの 
祝 質を 兼ねて 十り、 十一り の兩 
U じ 直 b 乂型日 章诚の 織々 ご 織 
りつ ？ あるキ 3 1 巧 球 塔 じ 

がて 開鹏 3 れた が、 奴；：： 3 の觀 

衆 中には 齋滕操 領事を 始め どし 

巧 外人 約 S 千を ど註サ 巳れ た。 

第一 回戰 

怪腕 投手 じ 織 弄 

され 大每 軍慘敗 

大每 二种中 塔、 髙須 左翼、 

桐 お 遊 お、 新旧 一二 壁、 管 井を 翼 

腰 本 二 墨、 な 一 蟹、 井川 捕手 

小が 投手、 渡邊 投手 {代】 

紐脊 スタン レ— 遊裝 、.ス チ 

ュワ ー ト遊裝 、ィングラム ーニ 

題、 ゥォ グタ！ ス】 题 、デ！ 

ゲィ 义左 讚、 ブ ンコ产 ンを冀 

フランシス ーー 靈 、クラスナ I 

中堅、 スタ ー ク 中堅 (代 一、 ダ 

リブ フェン 捕手、 タ ー ぺ巧ず 

第一 树戰に 必勝を 湖した 兩 雷は 

共 じ 第一 織の 投ホ である タ ー ベ 

ど 小 を S し 

大 が 先な 劈 顕窩巧 左翼 

じを 打、 桐 おを 巧し 新旧のを 巧 

は左骑 、中を をは/、 化；^ なる 本 

蟲打ご.：^ら 一 お与点を谋して乂 

每 お 先 づ氣を 化く。 一一 凹目 お 一 

壁 手、 左费 、中堅を 化く S 壁げ 

じ 出で か 野の 二 壁 越を 打 じて ホ 

還、 二 神 四球を 利し 高須 の遊裝 

ゴロを スす ユワ— 卜 失策して 一 

死滿星 ごな つた •い、 桐 巧 一二 壁 じ 

凡打して 併殺 さる。 二 一回 目 新田 

中を を 打し 菅 が、 腰 本の 比 打 じ 

生還。 第 六 回目 じを 井二 壁 越の 

巧 打 じ おでた る も 腰 本の 化 巧で 

併殺され 大每 軍の 得み は 総計 五 

点と。 ちし も、 窠 S 回目 U 後ょ 

夕） ベの 腕は 緊張して ス 日— 

ボ— 八、 ス ビート •ホ^ — 作の 連を 


じ大每 軍の 

巧擊 力は をな が じ 込ま 

れて一 ま 巧を 典へ たる じ 過ぎな 

かつた じな しがち 軍は 一巧 目に 

一な、 二 巧 目に リンコ グンが を 

のち 策 じ ホき、 フランシス 四球 

を巧しクラ K ナー犧牲打して壁 

進、 グ 9 ツフ よン巧 巧を 利して 

滿强 どな b 、 ト ー ぺ二强 じ 女 打 

して 二 点を 舉げ スタン レー 四球 

イングラムの 二骗ん 巧は 腰 本 動 

かざる ためにを 巧 ど て 二 点 

をがし、 ゥォグターの犧牌巧じ 

スタン レー 生還して 一を 五な を 

巧し 默游舉 がる。 巧 四 回目 ト ー 

ベを がして 一み で 加へ、 第と 回 

じ デー ゲイ マニ 嚷巧 し、 フラン 

シスの 四 巧 スタ— ク のを 打 ご 柄 

巧の 過失で 二 点を おぐ。 第 八 回 

1 目に 渡 邊投キ 小 巧ピ化 ちし‘ 

I 1 ベ、 スタン レ！ 安が し、 ザ— 

ー ゲイ マ 四 巧に おで t 滿盤 ごたら 

: リ ン r - 少 ン の平ん^:> 

I 女 巧を 营井 凡失し 

j て 1 1 1 堪打 とな b てな 計 十二な を 

I 巧し、 最 巧の 期 がをお 樂じ裹 切 

一つた が、 巧に お 終 G 典义 一: 肖.」 


は 腰 本、 お、 井川は ト ー ぺの投 
じじ 十一 球で をく 一二 振して 十二 
お 五の 大差で 慘 化した。 イン ニ 
ングじ j る 得点 其 他 左の 如し 
大毎 一二 一 1 000000 五 
が 育. 一 五 U 一 001 ニー IX i 二 
二 盤 打！：：； デ ー ゲづス 。一二 强巧 
な、 リンコ グン。 本 盛 だ：：：： 新 ffl 
犧牲巧 U クラスナ I 、 ゥ ォグタ 
1 ス 、リンコ ルン、 小 巧。 併殺 
=: 大每 一、 紐 育二。 殘蟹 =大 お 
ご 一、 紐 育と。 四球 リト ー ベニ、 

小 巧と、 波邊 一。 一二 振 = 卜—ぺ 
と、 小 野 五。 を 巧 U 小 野 一 0( と 
イン ニン グ) 、渡邊 一ニ ニ イン こ 

ング )0 逸球 = ::グ ，ッ フエ. ン 、ホ 

川。 失策 U 大每 一二 (桐 お、 腹 本， 

お)、 が 巧 二 (スタン レ 1)。 巧敦 

= 大每 I ニニ、 械育云 一。 剌殺 = 

大每二 四、 が 育二と。 補殺 U 大 

每 I 1 、 組 育ニ ニ。 試を 時間 二 

時間。 審剌 官^ ゲイ カン、 ム ー 

レ！ 0 

第二 回戰 

20 y — ヒツ 

トゲ ー 厶を 免る 

越へ て 十一 US 第二 回 戰は約 

二 千 名の 觀 をを 前 じ 午後 巧 時ょ 

擧巧 、化 日が 肯 軍は 昨 H のバ 

ブ テ 9 i を コ ！ ビ ン 、 ボ キ ド に 

なめし のみ じて 他に 柯 等の 變化 

なから しら 大お 軍は 

新旧 投手 じが 川 S 手 

ごし ホ 巧 一二 壁じ迴 b 、 腰 本 二 壁 

手 退きて 內 おを 配し 陣 をを なめ 

て對 戦した るが/ 31 ビジの 腕 

は 第一線 投モ である ト ー。 へ. ょ b 

も遙 かじ 優ら 萬 八® 目 二 巧 後を 

は 一個のを なを^ 許さず、 第一 

巧 1 死後 桐 おのか 走克く S 墨に 

達した る も 高須化 巧して 化み、 

第よ 凹目 おの 猛 がは 確か じミ题 

巧と 思 ひき や クラスナ） 中堅 背 

進して ホ 事に 么を おみ、 第 八 回 

目 內 海に 化る ピンチ •ヒ ツター 

渡 邊は避 お、 ミ 壁 間にを 巧し 績 

二 神 も 巧 野を 打 じを きたが 离 

須凡 巧して 遂に 蕃 敗を 喫し じる 

じな' し、 が 育 軍は 篤 S 凹目 コ！ 


ビン 桐 原の 失策に をき ス チユワ 

. — じフオ 1 ス され、 イング ラ 

ムを巧 しウ オ^夕 1 スは スナユ 

ワ ー トを 一二 壁 じフオ ー ス したる 

も デ ー グ ィスのを 巧 巧 

ホづ 一点を 擧 げち 六 

回目 デ ！ ダイス 巧び を 巧し リン 

n グンの バントを 巧 田 二 壁に 投 

じたる も 時 匪く フランシス もバ 

ン ドに 生きて 滿壁 どなち、 スタ 

1 クの 投手 凡打で ゲ ー ダイス 本 

壁 じ 巧し ボキド S 振し じる も投 

手 コ1 ビンの タイムリ 1 •ヒツ 

卜で 二者を を、 スチ ユワ ー ト更 

じを 巧して スタ！ ク 生き 一擧 一二 

点を 收 め、 と 八 巧 回は 新旧に 織 

贵 され 遂に 四對 審のス コ！ アで 

キ /、 もノー •ヒット •ゲ ー .ム をを 

1_た。 ス n J ァは左の通ち 

紐 お 0U 1 00 一二 0 OX 四 

乂每 0000000000 


U フランシス* リン コ^ン 0 併 

殺 U 大每 一、 が 育 一。 殘蟹 = 大 
每 五、 が 育 八。 四球 =コ| ビン 
S 、 新旧 一。 一二 おり 新旧 五、 コ 
1 ビン ーこ〇 打數 =: 大 每二义 、が 
育二 一二。 剌 殺：：；： 大每二 四、 紐 育 
二と。 補 お U 乂每 一四、 が 育】 
S 。 失策 U 大を二 (桐 お)、 化育 

フランシス)^ 

ま 打 =: 大巧 二、 が 育 1 〇。 審お 

官 =; ー ダネ カン、 フキ ッブ シモ 

ン 。が rau 1 時間 四十を。 

フアンの 聲斯 待した 紐 
育大學 ごの 野球 戰じ 二戰二 敗し 
た 大巧 軍は 明大の 弔戰じ 返ら 討 
もじ 逢つ たどい ふ もの i 明大は 
ト ー ベの 魔球 じ憐 まされ 繁 一回 
戰 じを 打 一本で 審 敗、 今度の 二 
回戰じ n ! ビンの ま 打 僅か じ 二 
本で 審敗も 巧 かの 因緣 らしい ♦ 
明大を ょらは 勿論 バランスの ご 
れたチ 1 ム では あるが レグラ） 
の 一 强ずが^いろは第 - のかお 
巧が 一一 一範の 入院は 第二の 巧擊で 
ぁる ♦蝶 本 二 墨が ホの ノ U ィ足 
で戰 つて & るのは 氣の 毒の 威に 
おへ 《 ♦左利きの 巧手が 一入 も 
ゐ ないこくは 日本なら ばを じ 巧 
此米齒 では 無 狸な 話、 森の 一 蟹 
じ まつて はお じ 無 狸な 註文 だ ♦ 
ぁれ だけ 打つ て氣を 化いた ト ー 
ぺの 球を S 闽な 後に 少しも 打て 

なかっ じのは 柯 なか？ 之を 解み 

する 黒い 眼の ァド ダ ァィザ ー が 

チ ー ムじゐ ない J も かおで をら 

ぅ ♦チ ー ム垂体 どして は 劣る が 

個人の 攻守 力は 確か じ 優秀で ぁ 

る、 けれ でら 野球は 顺 人の 力で 

動かす5 は出巧ね命煤がの不勘 

れ ご 旅の 疲れは 遠 ホ チ ー ム の 、 J 
ンデ •キャップ である S は 勿論 

でぁる、 併し 大每 軍の 殷 因は 何 

ん ご； 友 つても 練 巧 どい ふ 化 本を 

島れ てゐる i じ' ある。 

乂每 野球 鹽は 

十六 日 ぉ發 

滯紐 中で ぁる 大每 野球 脚は 明 

H 午な ょり ト ラゲ ァース 島. (ぺ 

ラム 灣の 近傍) じて 先般 ホ 東部 

大學チ ！ ムを屢 々擊 破した 紐 育 

ァ スン テック 俱樂部 ごの】 戰を 

名殘を ごして ホる 十六 扫當 地を 

おをし、カ ン 1デ*ポ ィ ン トのザ^ 

職業 幽ご競 挺し-十と 日は マチ 

チユ ー， セット 她サ レム. の 半 職業 

劇ご城奶お、 十义日ゲァーモント 

大學ど 試を し、 サ ー H バッファ 

1 の ザ 磯業跑 どの 試合 じて を 

部 遠征を 終ら、 ナィ ァ ダラ 瀑布 

をを 物 後 大化磁 遺 じて シァ トグ 

じを き ヮシントン 州 立 大學其 化 

ど 競な したる 後 加 脚 ロス アン ゼ 

グタ じあき 同化 H 本人 選 拔軍其 

化と 試を し、 更にを 港を 中必ミ 

しては 内外野 球剧 ど 競技の 上 六 

巧 下 巧の コン ア乂 じ便乘 、布哇 

よらは 目下 同地 じ 遠征 中で ある 

明治 大舉 野球 團ど共 じ歸视 する 

當 である。 


を 無視した 野 壁な 法律は ない ご 
て專 ホの 科 華を はお 巧して おも 
'✓ヵ ゴの 少年 フランク 殺しの 化 
人 辯 護 ± で 有名な ダ 氏を 始 
め ごし、 前國務 長官 じして 故ゥ 
ィ少 ソン 大統領 W 法律 組合を 組 
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四十 餘ぶ ど撞 手化談 し' ド 0! 午後 

六巧ザ ！柄大ををじ着い；；^**4デ 
ザ ー ト n"! K じ. 入れ も 頃け 本 お 
f 部' もを 柏木 秀茂 巧を ちて 歓迎 

かおを 陳べ 一巧 遠征の 目的 ご 使 
命 VJ じ 言及し で H 本. 將 巧の 實力 
涵 をを 説き、^ 日本人 曾々 長 

次 島 化を 巧は 野球 幽ど固 民 外を 

子 脚 巧を 薄 じて I 巧の 独 劇を 

がつ た' 〇 M じく ホ 人 側を 巧を し 

てな 勝 絶 領事は H 本人が 必ホ { 

t ブイ ムウ オ ー クじ 拙なら ざる 

一二の 例を 引證 して 野球 脚 組織 

のを 素が 小 巧を 拾.’ - i 大巧を 满 

る じがら とおび ホ资侧 をが ま， 

て 上 巧 大巧 時 派 負、 おが おが 普 

の蒋 がが あら 夾れ ょちを 撇 手の 

自己紹介を 巧 ひた？ > 後 白み 巧樂 

部剧 向ち 旧な 繁二 氏盃 を擧げ て* 

一间ど おじ 一巧の 萬歲を ミ 增し 

て散會 した。 . 

A A A 

午を 八 時 ザ ー同は 一二 井 ホに 日本 

綿 化ょ' ら提 化せる 自 働を じを 乘 

してが 巧：！！ 本 レを 曾に めける み 

社 ま 催の 歓迎 記を 巧 お會に 出席 

した。'.' ぶ 刻本 か々 ホ 登壇 一朽觀 

迎の 趣ぶ を 述べて 巧 白 あ 自愛を I 

祝ら 煤て 単備 しをりる 記念 大銀 i 


投手 お 旧恭： 氏最あ H 本 じ 於け 
A 巧が おの 進 ホに 關 んて說 呪す 
V 所が あ > 窠二 ■に 遊ち お 原 あ 二. 
、氏 お演 してれ 牟中 化せる% K 慶 
應 焼な 化活の 經路 を述； 立 f. 野球 
がの 薬が をを 明か じし 第二 じ ホ 
お 腰 本壽巧 日本 じが かる 職業 野 知' 

巧削の歓迎せらむざる巧0^?.^_ 

きて：：： 本ん がめ 蠻 『を をん 
こて 『巧』 を轉ん ホる， 蘇*:!%! 的 
お 風に 支配せ. られさ 毛が b ご陳 
V 、 中堅 二 神が §祭 鷄お說 が 
あつてから 左翼 鳥須 1 雄 氏は 移 

に 問題 ょら 説' きおして 日 ホ關係 

を 切論し を 後 じ 監督 水を 龍藏氏 

'は 大每 巧-巧 脚糾 織の 沿革を 客敏 

して 煤 ザの 抱を を 披歴し 水み 本 

社々 ホの 閉會 の辭 をな て 講溃會 

を閒ぢ た， 當 夜の 聽 衆は 約と 十 名 

新が® 州 方面の 熟むな 野球な も 

あおして 頗る 盛 况を呈 しむ。 

* A A- A 

''今 ザ ホが した 大を 野球 脚 撰ず 

中 十 人' け 慶應義塾 お 身 者た る關 

係 らんら がを 二 一 旧會ま 催の 晚餐 

會を まる 十一 日 午後と 時から U 

み 化 樂部じ 於て 開催し ゎ當 巧は 

正を のを お 氏 司會の 下に 元を 村 

ザが 固翁不 巧‘ § 爲め 一ニ ホ 物を お 

締 なや § が 郞氏二 一 旧 會を巧 表 

して 歡迎 の辭を 述べ、 おが 總監 

瞥 、有志 撰 手の 謝辭 、所感 等が 

あら 散 會じ先 もて 慶應 校歌を を 

唱か氣 霜々 裡じ 胸襟を 開いて 歡 

談 した。 


の 為め 山 本患裝 にな 任じみ をし 
まる 十一り 午後 八が ょらを 质氏 
の歡迎 もを おねを B 貝の 相談 @ が I 

即 きたる か夕數 出席を 布り 输况 
禪じ 散を。 

♦をが ホん 巧まん 口が 宿 义郞氏 
夫人 梅 尾よ か请 後め 日な も 面な 
んらずフラヮ11^.じて療養中 
でゐ つたが 遂に まる 十-:：: 午を 
五 脚 永眠した。 

♦松 ホ 武雄巧 帝 岡 かおが 隙 巧 
ま 曾 かな ホ 研を 員、 去る- i- 1 け 

f 學の ため！； ァト フォ ー ド じが' 

る自働 革が 險を 社に 赴き 約 六 
ヶ H 滯 がの 窜。 

• I 二 糞 お 之 化 巧 京都が 圃大學 
助 あ 巧、 去る 六 H 渡 歐の途 着 紐 
•丹 下 正 おた 乂贿 ホ大を 巧、 
去る 八日 着 紐 ホ テが、 ニユ！ 卜 

ンじ おを 本年 末 頃 渡漠の 紫を。 

春 小 池を 吉巧 東を 巧叔饰 、ま 
る 十一り 着が 約 一 を 渡英 
•ぁ藤耕藏氏 ホ^争高等師 
範 學校敎 巧、. 知 一. 日' 看が 營ムく 
滯 化の 上讓。 

沙萊特 


'副な 化師 


属 


特許 お 願の 

料金と 手續 

近 ホが か 者 じして 特許 局に お 

しな 巧海蹟 特許 出願 請求を の 他 

の 手 線を じす：’ のがみ 第 じ增加 

てがるが こわは 特許 出願 法規 

一 艦が 外 まに 嫌 ほして をら な 

いためで わら ふから を 表して 貸 

ぃたぃ ミ 特許 巧から 左の 注意が 

着した。 がかを に必 裝ぃょ 特許法 

叢に 

{一巧 闕內 じな 巧を も お 巧を 

も 巧せ 《巧は 巧 國巧じ 巧所义 

け 盾 所を ちす る 巧理人 じょる 

じ 非 ざれば 恃許 局じ觸 する お 

颇請ホ その他の 手 級を なし 又 

は 恃許拖 らし < は 特許に 願す 

る權 がを ま 張す る 事は できの 

ごこ 特許 巧 じ おしてな す 巧 願 

請ボ其 化の 手， おは 法々 所定の 

特 怖の 海 合の 外當 おを 0 てな 

すべき こどは I かを じ 一 述を 

作 b 化 巧 HU 居が 萬 巧 人 お 名 

掠 印の こど 

(II 1 ) 化： 冊は り 本 語' をな て 認め 

ねばならぬ 又を 伟狀國 籍證明 

街 等外 顧 語の ものは 譯 文を お 

附 せねば なら <3 

(四！ 出額 抖 をはを 一件 じが 特 

な 十 圓貪用 新案 五 圓总应 二 脚 

的 操と 勘で 柯れら 巧が ゼか收 

入 印 おを 用 ひねば なら 《 

J 0 ン ピア 卒 菜の 

邦人 學 ホ 十一 人 

今则左 椅比扣 大を卒 おが 人學 


生は 十一を でぁるが 乂學院 を 業 

の 博 ± はお ホ ザ 稻田乂 學で敎 鞭 

を 執らぅ ど 云 ふを 大 出身の 淺見 

登郞巧 ごを 倫 比 西化學 室に 勤務 

.でる 井上 正 長の 二 巧で ぁつた。 

締 人は S 名で 山 口 云 之 助' 氏み 嫂 

义モご 同 高 岡を 補に 嫁. した 愛子 

夫人 並に 布哇 から 留擧じ 來た田 

中 ホ 智惠機 どの 一二 人で ある 脚 

化學位 稱號は 左の かくで ある ゴ 


ドク •夕 —ォブ 

フネ ロソフ キ 

マスタ アォブ 

ア ■ — ブ 

巧 中淸一 

西 本 美 外 治 


サ ■ 


タ アオプ 

.エンス 


パ 乎 エラ ア 

オ ソア' — ツ 

バ チェラ アオブ 

サイ 五ンス 


發 見登郞 

井 止 お 長 

上 出雅孝 

た 科重藏 

中島 クク 

朝 辞 高 巧を 巧 

近 滕巧造 

高 岡を 子 夫人 

山 口 义子攘 

旧 中 黄智惠 


日 會 公務 委員 會 

が 育 U 本人を 巧 委貴會 じて は 

ホる 水赌 H 。 — ャ！ K お 樂部じ 

がて 田を、 水 谷、 化 本、 张 、を 

井のを を 員ぶ び 巧 旧 蓄記長 等 出 

席、 今年度の 施設 下相談、 ホ 福 

乂事件 調査 等に 關 するな 雑報 吿 

等が あつて 散會 した。 


參 修道 曾 新 牧師 及び 醉 事ぶ 瞥 

を 修道を じて は 川 侯が 師縣朝 後 

が じ 化 帥 ごして 副を 信 迫 氏を. 迎 

へたる がを 巧 幹事 か：； 武繁 戊辭巧 


を米寶 易大會 

本 巧 二十四日から 常 地で 開ら 
かれる 今年のを 米 第 十二 画 貿易 
大會 は® 的に 巧 はれ 太平洋 じ 

巧ィ るが 國 からら 化 表が 巧沙す 

る MJVJ'' なづて 居る が！ rS4 からは 

一ニ ホを をの 瞬 琢磨 巧 ±w セー 术 

フレ j ザー 巧會の フン — ず ） 氏 

等が ホ 席の 尝で 第一 H 午後は ま 
ごし矿 賓易ど 信 巧じ關 する が じ 
就て フ 'レ ー ザ ー 氏は 『ホ 巧 ある 

事實』 ど 趨し父 劇 巧は 『0 义貿 

あじ 就て』 ご 題す る. 席說 4* 試む 

るを になつ てち るが、 ジャパン 

アド ダア！ タィ ザ！ のフ レシ ャ 

1 巧は ホた 『曝 吿』 ご 題して 日 

本を キ題ご L て 所見を 述べ 當巧 

はお まじ 一， 致 協同を 視 する 意 ホ 

の晚餐 會がォ リム ビック、 ホ テ 

^ で 開ら かれる が 化の ラゥンド 

ブー ブ八會 をで を國 化を を紹か 

し 八 時 一二 十み がら 夫々 の 部門 即 

もを 融 及び 銀 巧 業、 資 あを、 ま 

配 人、 貿易の 諸事 巧 等に 關 する 

協講事 巧の 饒理が 始まる ので 第 

二日から 之 じの つて 色々 の 討議 

巧兜：？,巧はれる由である衍ほ桑 

港 日本人 商業 會畿 所からは 東を 

あ 船の ホが 隆 氏、 渡邊 書記長が 

出席す るるに 內 をして 居る。 

(六月 八日) 

— H I 唯說お 

♦H 本人 美 0 敎會 

野外 禮拜 

ホ 巧 十 kh 午後 二恃 

ダイク マン 山 口 巧 庭園 じ 於て 

川 島 牧師 


♦ぶ 辟を 修湛台 
『赌 ホを』 

♦糾 育： = 本人 お 食 
『信仰 ご 生活 間 題.！ お 岡 

淸 水が 師 

hh - 

妻 震氣 の虔藥 

石 効な < 一 昨 十 I 日 午後 
五 時 フラヮ I 病院に 於て 
i 致 候 間 化 段 生前 辱知 
諸君 じ 誰 吿化候 化 
追て 葬送の 儀は 十一 二日 I 
そ 後 二 時 ブラウン 葬儀 
‘ .お (鍛一 お ホ 十八 T 目 
ご乂 下目の 間) に 於て 
執行、 日本人 會黨 地に 
C 埋葬 可 仕 候 
■ ち 巧 十一 二日 

夫 ま 村 直 太が， j 
長 ホ- 写を 
次女''/ 博ず 
親戚 ん谎春 道.： 

夕 巧 田 坂 
ぶ 伊勢 旧 小川 
人材 鑛 •ま ホ 



新着 書籍 

日 下部 四 郎太蓄 

'異國 行脚 

日 下部 四 郞太ま 

二人 巧 脚 

前 旧 曙 山 著 

糸の 亂れ 

佐 藤 紅綠著 

紅.. fe. 

本 困 美禪舊 

御洒落 狂女 


篇 


巧 化 

二 •八 0*一 

ご 一 ♦五 0 

二 •二 〇 

こ it 己け 

二 •五 〇 


観 富 2 共著 


誠. 


一 ろ〇 


0 0 0 0 0 

『自 なじ 餘れ J 


.富 ± 

羽太 銳治著 

避祗 S 產兒 制限 法 

一 •わ 0 

ミス クィ アン 著 

キ！ ツ ー ィ、 V タリ ツシユ 

I •五 〇 

が 桐 兄弟 商會 

東 五十 化 下目 ニニ 巧 

電話 リ； ゼン ト ーニ 四乂〇 


W S を あび 湯殿 ホ お 巧 

六 室 及び 湯殿 化 巧 弗 

壌 所は 武市 ナツ ソ 131 卜 、委 

觸は 左へ 御 御 照 禽を若 ふ。 

G. 尸 La 享夕 1 8 ご oncord St Jr 含 klyn 

Te 二 ingle 苦 夏 


! 週 お 霜 及八乘 、一 
jpsmS. 人 又は 二人に 遮ず、 

ホ廳へ 十み タィム ススク エヤ！ 

べ廿 五を 電敲 ヵン バぇ ンド呈 1111 

臺宝 gh S 二 r 复 k ミ 黒 崎梅モ 


ダン 心ング 

巧 人の お 人が 皆が の御扣 ずを 
します、 目 本人 諸 巧は 特じ歡 
迎 します か .友人 御 誘 ひを せ 
御 巧據を 願い •ぶす。 

何時でも 個人 お 巧 致します。 

ごま PPYS0 ご P 口 I お 

苦 rd and 芸 h Sis. & Co'umbus 賢夕 
ジ I ち hone Colu ョ buM 芭這 






音 樂敎據 アキ オブン 

獨 巧 欺巧萊 巧ーヶ H 《典 {一週 商} 
巧み 十： 立 了 円か 巧が 食 階上 
\ 菊 池 磕太郞 


裁縫 矿闢 業； 

洋服、 絹物、 ゥーが 類は ドラん 

クタ— 三ング 、ブレス & び染あ 

へ、， 化 立て直し 一切を < 类麗 
致し も 中。 裁餘 は如间 なる 御 化 
文もk'喀に早くをし-^^す其他 
カタの 出 ホを も あわます。 

，: .巧 ホ 裁縫 所 
128W. 呈 hSt. N.Y.C. 




紐靑 化み が 險會社 

一二 木を 吉 


養 

老 


保險 


S. tyllK- 

N0W み 〇 を ごを Insurance Co 
..51 Cha 吕 berswtt 
2。ミ Yorkcify 

一】 ho ミ. 『raav- さ 4 さ ご 
巧 XCJhaTUJ^ む 3nch 


7 li^l■♦B♦gv麵♦B♦■♦■ ♦ 


孤 荷 到着：； 

特に ダ ー ム向 陶器 麗類澤 姐 取 揃 居 か.‘- 
候 間倍舊 御用 命 顧で 候.、 


'夏瘍 向： 




森が グラ .ザ-^ k .‘. 

i ' 

M02MC 受な 3产、 i ミ. 
没 West な 已 Sr 
zew W ミ矿 こす 

ジ 雷す 知を 臺ミ ny W 资〇 





陶破麗 雜貨を 種み 減へ 巧候述 速を 旨 
ごし.‘ マ 椅を識 .域‘ せ 候 間 御用 命 願 上 候'' 


難 


遽木桃 ホ 組 


養 


で 一害 S: Y. ぎ 宴 vesant 苦 苦— 6ム 


复瘍祠 U 新 荷劑葺 

蹄々 勉强可 化 淚間御 註文 被 下 度 願 上 候 

太 弹賛易 株式 會社 

TTeL Stuyvesant W 泛 W 

101 Fif を A7enu 夕 New Y ミ k Cky 

ohicago 历 ranch W2I7 w‘ sa&s 香 St., ohic 接タゴ ー- 


夏瘍向 景品 ミして 巧 評の 

日本製 かに 罐詰 

をが 最 優等 品 ごして ホ 人間に 知られた る 

藝者巧 柄々 御 巧 命を 乞 ふ 

輸み冗 野 崎廟會 

ZON 户 ごな 巧 OWINC . 

を 巧 ast ーゴーー W す eet, Chy 

Phone wtcvveKant 。。8。 


夏場 向新 荷 到着 

格安 晶續 々到着 仕り 候 間 
是非 御用 命 被 下 度 願 上 候 

化乂商會な 一 15 ^ 、tv ーブ "ipN 1 . ス 

17 Ea を 17 を 兴 zew Y ミ护 CUy 

T^elelphone Stuyvesant 99 望 


日本 歐洲わ 

乘船 切符 並 じ 大陸 橫斷鐵 道 切符 

諸外國 送ち 小荷物は 便が じ 御 化 

計ら ひ 中ます 

日本 郵船 會弛 

並に 各嶺車 漁船 會社 

化 理店片 桐 兄弟 商會 

紐 育 ホ 東 五十 丸 T 目 ニニ 四需 


電話り-- ジェン. 
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M00I. MCMOM01 00., Inc. 
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故围 のをを 界、 實 業を 及が 巧の 
事項を 迅ま 且つ 確 寅に 巧 道す 
每日乂 を ーヶ月 巧を 五十 巧 

Tokyo A か easing A が ncy 

口 本 新聞 雜誌 廣吿一 胶が圾 
35 IShcth Avenue, New York C け y 
Telephone Spring 说 77 
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妻 巧 建築を が 所 
Iwahiko Tsumanuma 

Room 1607 No. lOl Park Ave. 
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I 新 船舶な 築 

ホ闽 じがけ る 船舶が 巧 閒趙な 
る ものは、 戰げ 中に 異なの 環 城 
じ余婚 。くされて を 化 U 膨脹を 
ホした r りじ、 戰 後'^ 處 おじ 就 
ては、 歷 K 大統領を 述 じての 乂 

問醒 どじつ てゐ る。 をれ け、 必 

ら すしら 異 あの 膨脈後 じ 來る緊 

締 ごい ふ當 面の 問趙 のみでは。 

く戰 後米闽 のがみ 贸あ發 おご t 

ふ もの じ 就て がい 關 係を ちして 

ゐ & どみ じ、 國 有の 形る にがて 

をれ たものを、 いかじして お 制 

の經 をに 一巧ず るか ごい ふ 巧が 

ある 問蹈 をら 背景 ごして ゐ る。 

摄巧當 化の 一 夕刊 新聞 おじ 現 

れた 諷杳じ 地れ ご、 巧 だの ホ國 
船扣 おは 單な るか 略が のが 化帶 


であつ て、 夫處じ 何等 確 凹た る 
敌巧 も。 いのみなら や、 船舶 お 
に 化る あ乂 、歐 酒が お 等の 開 巧 
じる ものは、 年々 數 偏の 宮 をを 
njb 生やる 担 もの 補 巧、 八な 
餘隻の 立 化か 船 じ おする 經费じ 
餐 されて ゐる 化で ある。 がして 
これ 等の 政略が は、 自己の 位蹟 
の 安を を 期' する ためじ、 聲を大 
にして 外 凰 お 速の 威を を說 き、 
ホ 罔 船舶 補助の 必耍 を力說 して 
むる 相で ある。 

この 觀 をが 柴 して 事 賞のを 般 

を 物語る ものである かは、 暫く 

疑問 どす る'®、 ホるべき ホ國證 

食し 於て： みび が 速 巧 S 發 度が 巧 

題 ど。 ら 、曲ら 乍ら も 現内閣の 

方針 じ 稍 お 近した 轨 船舶 法の 實 
施を 見る に 至る のは 疑を をれ 能 

はない 巧で ホる。 冊して この. 轿 
船邮 法に 晚ら て、 ホ國が 後展す 


る 早道は 怒らく 南米 及び 東洋が 
路 である i VJ 信 中る。 

お 乂ホ面 じ おする 米國 船舶の 
を展 は、 一部に 非 巧の 毁 もない 
ではない が、 大体に 於て 質 明な 
る 政策で わ b 、 東 巧 化路じ 街ず 
る發逮 も、 最あ ダラ ー 激船會 社 
の活罐 のかき、 眞じ顯 著 U る も 
のぶく、 米 固の 稱 ァジァ 資 易が 
發達 ずる じがつ て、 膨脹を ホす 
ょ 化を 見る ょ b ら瞭 かで ある。 
この 太ず がが 速戰ご いふ 嵐を 前 
じして、 わが 國の游 運を を 見る 
じ、 就中、 化义 航路に 於て は 著 
しく 劣勢で ぁら •漠 船會 社を 同 
も遲 々として 進まざる i は 遺 城 
じ堪 わない 現象で める。 われ 等 
は 巧 國の當 姑 者が、 このな じ留 
意し ない 限り 將ホ 太平 巧が 連戰 

のぉ化者たる ベ き^を營吿せざ 

るを 得ない。 


支那の 暴動は 漸次 惡 化して 

九 江の 暴徒 日英 領事館を 破壞’ 

臺灣銀 巧の 支店は 放火 燒 失し 御眞 影は 漸く 移送ず 

漢 口の 暴徒^ 日英 領事 舘を 襲擊し 水を が 巧 主慘殺 

英國 に國を 斷絕か 宣言 

東京 特電 十 お：：： 發 h 江 阳あ化 化 じ 去る 十二 一日 突が 媛 動が 突發 しち 力ご學 をょ b ある 暴徒は U 本 

みび 英喊が 事 館を 梨银 してぶ を じこれ を 彼 瘦し藻 機 銀 巧の ち 店 も ホ 放 化の 爲 めを 烧 して 形を は 益 

な 不穏 どな b 側 事 滞 內じ女 巧され た 御 R 影は 驅逐源 藤 じ 移しが 人 巧 子は 領事 お內じ 避難し ねる が 

測 化 巧漢口 じが パる お 化 も U 英領 拳 箱を 襲 繫し英 瞬 領事 箱は 放. 火され たが 幸 ひじして 消し止め わ 

る も U 巧な 船 曾 祖は巧 化の ため-しを 燒し 水み 巧 巧の お ま 水な 國巧 氏は 重傷を 蒙 b てを じ 巧 じし 店 

員 一名の 诊殺 死體が 維の 中から 發 見され 領事館 員 二人 も 負傷を ずけ た。 

化 京特お 十五： 3 發 U 本 H 當化 にお 巧され し排 日英 示威 添 勘の 參加 者は 五 方 人に 達し 嚴 初は 日英 

貨 排斥を 目據 ごした が、 化な、 澳口事 仲 等 じ 刺戟され て 排斥運動の 中* は專ら 英闕じ 集注され 圃 

民巧證 U お 巧國を 斷絕を 宣言す る 等 不穏を 秘めたち 巧 ビラを 擺 布した るが、 巧留 外人に 掛 しては 

欧米人の 帖别 なく 薦聲 をが び 甘て 威を L てゐ る。 而 して 帝國 政府は 本日 漢 口、 九 江 あび 四川 省 重 

がの 娘 勘 事件 じ觸聯 しま 那 が 府に嚴 重なる 抗誰 蠻吿を おする やぅを 澤巧 まを 巧 じ 訓電を をした.。 

上 お转電 十五 U あ U 當 地の 支那 勞働 總閒 盤の 調奄じ 化れば 十二 日 現在の 罷エ 總數は H 英を 結績 

エ 巧、 商 巧 等 巧 十五 侧所 じて 十五 巧 六 千 人、 ち 那人側 H 谤會社 十一 個所 じて 二 巧み 千 人 じ 達す。 

暴動の 眞の 目的け 

支那の 解放に ちる 

紐 育 タイ ムス 特派員の 觀測 

徹底的な 支那の 統一が 策 


を 戊 ぼす ど觀 測され てゐ る。 

支那 政府が 

對英 抗議 

おを 政府 赤化 か 

化 京 十 巧 H を H ま那 かを がは 
化を 駐ぜ英 越を 使じ對 して 漢口 
事件の 重大 るぶ を說 きて 英官 
憲の 不法を 詰 b 將ホ巧 傷者の 爲 
め 賠償を を耍 請すべし ご 通吿す 
る ど 共 じを 地英國 領事 じ訓 かし 
今を 斯る 事件を 巧 後せ ざらん 様 
姓 意を 留 むと 巧議 した。 

化 京 十六 日を U 駐ま英 國を化 
は 今朝 ま那化 おじ 長文の 回答 書 
を 發し漢 口 事 伸は 支 邪 瀑民じ お 
する 自衛 上と むを 得ざる ま 段を 
執つ たもので あると 吿げ 1 H 本 
人が お 集に 慘 殺された 事 賞を 擧 
け 却て 巖 おの 取締を 要請した。 

"ン ドン 十五り 發 U 巧 化 京 外 
國を信 おち 鹽は化 京 政府が 漢口 
事が じ關 職し 吳輕 じ巧議 した ミ 
は 巧を 府の 弱味を 遺 城な く發揮 

した もので あつて、 中央政府が 
急進派の 腰 おを 受け 反英 的 態度 

•し 及んだ ものである 玄 見做して 

ゐ るが、 婿 玉祥將 軍は 支那 新聞 

じがて 英國は 海軍 力 あれで 隆軍 

力なく 方 一 對奠宣 戰の造 合は 進 

んで犧 を たるべし ど 述べて ゐる 

領事 團曾議 で 

聯合 軍 警備 

漢口讓 動の が 報 
(ホ 府 大使 舘 をを〕 漢 口にが 

ける 形勢は これまで 大体ず 穏で 

もつ たが まる 十一 曰の 夕刻、 巧 

人祖 巧 € 支那 人 街の 境界 附近に 

於て 支那 人 群集が 英 A 租界の 巧 
度ん 巡査 じ 投石せ る S が 動機 ご 


世人は 化 ま 政 巧 化 おご 外 巧 脚 
化 まの 調 許を 渉を 注目 中で ある 
が、 ホ國代 まの 語る 所に 化れ ぱ 
上 お 巧 巧る は 巧 働を 側に 勒 して 
步 も讓ホしな い ； が 調訂尖敗 
の 索 因 ごな b つ i ある もの i か 
乂歐化 表は 罷エ 者侧 じを 少の 
讓ホ をが てし. い 限らを 段は 西 
難で ある ど 提唱し 日本 代表 もこ 
れ じ贊间 しつ i われで 英國 化を 
が 巧 强じ反 逊し巧 底な まの 見込 
付かず、 お 船 會社就 働 人は を 部 
罷エ して 萬 船は 立 巧 ホし 銀け も 
閉鎖 中で ある わ、 ま 巧 人の 排外 

熱は 昨今 英圃じ 集注され つ i あ 
0 

化 巧 十五 0發：= 學生圈 の計晝 
しわ 一日の 辕间强 罷エは 募 巧を 
恐れて 中止 ごな つたが、 H 巧 人 
の會 ft 度 H 鶏、 家庭 等の 罷エは 
近く 實現 すべ < 支那 新聞は これ 
等 日英 人の 巧 名を を おして 罷エ 
を 煽動 巾で ある^ 

香港 十五 日發 U 香港の お 員 同 
盟は g 曜： n ょら 罷エ すろ 旨巧畿 
したが、 六月 サ 日を 勘し 總閒盤 
罷ェを 巧 ふごい ふ 計 畫は國 お 巧 
よ b 罷ェ 資金が 到達し ない 限ら 
實 現され い 様子で ある。 

上海 市街で 


上が 十ぶ 0货= を (が 育 タィ 

ムス 巧 上 お 特派 旨卜 1 マス • ，、 

ラー ド 氏) の 巧 測す る 所 じ 化れ 

ば 上海の お 勘が 

導火線 ど ub て 支那の 耕 

外 おはを 支那に 漲 ら、 上がの 泌 

巧 沙汰は 一時 小康のを であるが 

これ 前途の 暴風 兩の豫 威 ど認む 

べき もので あつて、 今 阅の滚 動 

は 新進 あ 想み が 首謀くな ち 索 西 

のを おじ 觸れた 急進派が をの 計 

をを 樹て たもの だけに 化 おも 盧 

外 じ 固く、 彼等の プ 。グラムを 

見る じ 左の 如 L 。 

〔~】 支那の 解放 どい ふ i に 

巧て 舊ホ欧 治が の 抱きつ i ある 

疑惑 一掃に 巧 力ず る. と。' 


ごこ 先づ軍 脚を 說 化して ま 

がの 解放に 共间戰 線を 樹立せ し 

め 巧 一の 蕉 合は なお 十 巧 人の 軍 

势を 動かして 外敵に 當 る。 

〔一二】 化 巧 政 おを 動かして 治 

外法 權 制度を 撒廢 せしめる かが 

ら やん ば 現 & 府を 倒して 急進派 

內閣を 組織す る。 

〔四】 宗主 權獨 立の 輿論を 喚 

起し これに 化ら て 堅ち なる 政府 

を樹* し 支那の 國势巧 彼を 實現 

ずる 0 

諸列强 の當 厨が 展も 留意 

を耍 する おはこの プログラム じ 

勒す るを 理性と 輿論の 叙 必な背 

I 景 をち する i ごで もつ て、 斯る 

I 手段 じがて 支那の なをを 針畫し 


つ i ある 急進 黨 幹部は 先づ これ 

をを 地方の 裝 動に 就て をの 一 揣 

を 示す と共に 支那に 輔係ゐ る 巧 

强 の巧權 をを 割せ しめん ど 欲し 

化 當じ成 巧を 收 めつ i ある もの 

力 か <お じ フランス、 ィ タリ 1 

ぶび H 本の 如きを々 み 離 的 巧 動 

じ 出で i 利 權の街 突を 避け、 ホ 

人に おしては 細必の 注意を 拂つ 

て 蒸 巧を 避ける が、 支那 じ 莫大 

な巧權 をち する 英國 をを めて 排 

斥の 中必 をを じ 集注し つ： ある 

譯 であるが、. 支那の 巧 人 も 今回 

の 排外 骚 動じ 化 9 相當の 

痛手を 蒙つ てゐる もの i 

强い 輿論に 反 對もぉ ホず、 寧ろ 

をの プログラムの 遂行を 早めて 

能 ふる 限 b 短時間の 內 じこれ が 

解 巧を 欲する 意向が 明白で あつ 

て、 ホるべき 瞄税會 講じ 於ても 

治 外を 確の 撤廢は 支那 欧府 よら 

强 硬に ま 張 さるべく 、これに 掛 

ずる 米國の 向背は 今後 米 國の對 

を及對 アクア 貿易 じ 至大な 瞄巧 


をのが をを 巧收 する 等 稍 共産 ま 
窮化しわ化巧じ出でつ 5ぁるこ 
どを 指摘して 义んの 财を權 巧 敬 
ご 押收が 巧に 巧す を 賠償 寅務の 
礙 巧を ホむ ベ < 本 問題 じ 關聯し 
目下 餘 米中の 巧 墨 大使 け 辭贼卞 
る 形勢で ぁるが 國巧省 側の ま 張 
は 頗る 强硬 じして 巧 一の 煤を ぶ 
民 閒の對 墨 借 疑を 巧 止す る 意向 
であるら しいり 

臺灣 お蓮潘 激震 

東 ま 特電 卞五 H を= :臺灣 巧 蓮 
港 Jb 達した 報道 じ 化れば まる 
日遥 y 早朝 0 ホ间港 一帶じ 一旦 b 


約と 十回に 速績 せる 激震 あ b 夕 
蚊の 家屋は 崩壊した が 巧 傷を じ 
至ち ては 未だ お 然しない。 

田 中 大使 出潑期 

ま 京 特電 十五 日發 == 田中駐 露 
太 使は ホる 化 H 出發赴 巧の 望で 
ある。 

山嶽 探險隊 渡米 

ま 京 特電 十五 日 あ U 山嶽 會 ど 
毎日の ま 催 じて カナ デ アジ •口 
ツモ ー 探晚睽 組織され 横 有な か 
五名は 十九 日 商船の バ 91 化で 
渡米ず る； どなつ た。 


小 幡± ザ 古 大使 一 

東京 特電 十五 H を= 小 幡酉吉 
氏は ± 耳古乂 化-」 親任され む。 

機 お 新 市街 火災 

東京 特巧 十五 目を U 耀太 一の 
新 ボ街巧 千 烏が じ乂 おあゎを 巿 
燒 失' し 富 + 製紙 H 場を 滅 した 

過剩 人口 解决策 

ま 京 特電 十五 日を U 通 剰 人口 
解 巧 策の 一 どして 化 海道を 開放 
し 一二 百 巧ん の 農は を 移 化さす 巧 
雜ホ かを 審證 中で ある。 


英人擊 殺 

調 許 協議 お流れ 

上 お 十六 H 發 u 上が 巧廳 にが 

働 中で ぁる 爽人 電氣 技師 マツ 
ン •チ ー 氏は 昨夕 十 時化を、 メ 
— •グン カン 藤 ど宜慟 車で 巿巧 

を 疾ま中 突然 苦力 服を の 支那ん 

裝漢よ 八 名より 化擊 され マッキ 
ンデ ー 巧は 即 巧し 負傷した ダン 
々ン 嬉はキ ふじて a が じ 逃 込ん 




.驅逐 艦四隻 增 派； 

日本の 輿論は 英國を 非難； 

東を 十六 U 發 U 永巧假 身々 おの 懇請 じ 化ら 海軍省は 叟 らじ驅 

逐艦四 隻を上 おじ 急派した るが 外務 當诏は モ那の 排外 熱が 日 巧 

貨 排斥を まどし 一般 巧 人 排斥 じ 及ばん としつ i ぁる J じ 滿く驚 

きつ i ぁる もの I 如く、 政府は 巧澤を 化に 强硬 抗議を 訓電し、 

H 章 旗 揉 剛說じ 就ても 調査を 命じた るが、 を 京の 學生倒 体 

化る 對支 問題 協議 會は政 麻よ ら禁 とされ、 一般 輿論は 今回 騷疲 

の罪を英國官憲じ歸し 日本が こ の際英國ご陈調する^ は將ホ葬 

のを 邸を 日牟じ 引受ける えになる どい ふ 立場から 對支自 まみ-父 

を 庵 力ま 張して ゐ る。 


なつて 租界 內の暴 巧は 漸次 激烈 

なつた みで’ 豫 て列强 領事 團 

會議の 打を せじ 從 つて H 英米 佛 
の 陸戦隊 及び 義勇 除か お 勸し英 

露佛粗 巧の 防備に 當ら たる も凑 

行は 容易に 鎭靜 せず、 夕數の 商 

店は 要擊 さる： じ 至つ たので 英 

國 領事の 要 蕭じ依 b 支那 巧 除が 

出動した 結 おが 半 渐< 暴動は 鎭 

靜じ歸 したが、 日本 粗を は 無事 

でぁつ たけれ でも 英國租 を 內の 

邦人 商店 じして 破 媛され たる も 

のは 八 おじ 達し 邦人 中の 負傷を 

數名 (をの 中 一人は 負傷 後 じ 死 

巴) を 出した るが、 いづれ も租 

あ 內を通 巧 中 じ 襲 蟹を 受けたち 

でを る。 

上海 罷業の 

調訂 失敗 

英國の 態度 頑 硬 

上 お 十六 日發 U 上 おみ 排外的 

總 同盟 罷ェは 今や 一二 週間 目じ乂 


お夕 維持 法の 解釋 ごこ】 

喧擾の 繼續も 暴 巧と 認か 

をれ だけで-^ 十 個が な 下の 懲役 


第 四 傑。 第 一條 第一 項の 目的 
をな て 騒擾、 凑が其 化生 命 身 
，體 又はが 產じ 寒を 加 ふべき 化 
罪を 煽動した る 者は 十 年な 下 
の 懲役 义は禁 銅 じを す。 

本 條の化 罪は 國 体を 獲を しお 
ち 助を 制度を 否認す るの 目的 
を W て 騷擾暴 巧 其 他生 命身體 
又は 財產じ 害を 加 ふべき 化 罪 
を 煽動した る 者な 6。 がの ホ 
遂は 罰せ や 


だが、 この 事件の ためじ 目下 准 

巧 中で をる 罷エ 調訂 協議 も お 流 

れ どなら 英國お 府は强 硬 手段た 
及ぶ らしい。 . 一 

化 京 十五 江を U 洒南省 開封ぶ 

暴徒は 同地の ヵソリック 敎會を 

襲撃し 伊太利 人 僧正を 殺害した 

どの 報道が ある。 

廣東陷 落し 

湖南 兵 虐殺 

香港 十六 U 發 U 廣 東を 中必 ご 

して 雌雄を 爭 ひつ i あつた 湖南 

省軍掛 國民黨 (舊 お义 派) 雲 あ 省 

軍は 遂に 湖南 省 軍 大敗して 廣東 

を 手渡す じ 至ら 湖南 省の 殘兵約 

と 内 人は 廣東巧 民よ 6 虐殺され 

つ、 あつたが ，英米 降 戦隊の 干 

がで 處 おは 中止され た。 


米敕 府警を 

ワシントン 十六 日發 ：：：： 乂國致 

府は 近くを 式に メキシコ 政府に 

おし 间國 政府が 無斷 じて 义人巧 


ち體 5 條 じがて 說 明し 
たる 所 £ 同じ。 

视ぶ思 本條の 罪は 目的なる 
を 0 て 煽動なる 巧爲 じつき 故窩 
の 外 じ 一を の 動機を をの 成立 條 
仲と す。 即も化 罪の 煽動 じつき 
認識を をす るの みなら や 固 ホを 
變 革し 义 はなち 助產 制度を 否認 
する S の 目的が 煽動を。 ずの 動 
磯たら ざる 巧ら 中。 

巧 爲 〔一】 本條 犯罪の 實 
I 巧々 爲は 犯罪の 煽 勘なら。 規定 
が國 体の 變を 若く はお お 財產制 
度の 否認の 實巧 其の もの、 煽動 
を 本体 ごな すじ 比し、 をく をむ 
趣旨を 異にす。 故 じ 前 條の满 動 
は 第 一條 第一 項の 巧を の 變革义 
はを 認 をの ものを 揭示 する i を 
要するに 反し、 本條の 煽動は 斯 
る揭 示を 要せ や、 刑罰 法々 じ 示 
された る 時殊の 犯罪 事實 をの も 
'のを 巧 示す るを を 要するな も。 
斯の 如く 本條の 煽動 者は 窠 一條 
第一 巧の 目的 於 化て 化 罪け 爲を 
煽動 すれば 足る がかに、 煽動せ 
られ たる 犯罪 じして 第一 條资一 
項 所定の 目的の 遂行 じつき 事實 
上 可能性を 巧 するど 否とは 之を 
問は ざるなら。 これ 前 條の外 じ 
本條の 規定を 要する 所な ならく 
す。 但し 具体 巧-し 獲 生した る 事 

實 じつき 前條 ど本條 ごが 競を す 

る 場を のがず る こごは 勿論な り 

とす。 ご 一】 本條じ 於け る 騒擾 

暴 巧は， おやし も 刑を じがけ る騷 

擾罪 (第な ホ條) 巖巧罪 (第二 百 

八條) £ 同意義に 解すべき じあ 

ら ず。 即も騷 擾は敢 て蔡巧 脅迫 

ょる 2 を 要せ 中。 集會 又は 夕 
數 運動の 塔を こど 更じ喧 擾し譬 

察官 から 退去を かせら る I も 之 

を實 やず して 嗔擾 を繼續 する が 

かき 媛を (治 夕證察 法 第 十二 條 

第一' 一十 六 傑) じても 巧な bo 又 

暴行は 物じ逊 する 場を を も 含有 
すべし。 が 他生 か身體 又はが を 
じ 番を加 ふべき 化 罪 どは これ 等 


の 法 益に 直接 害 惡を加 ふべき 化 
罪を 意 ホし、 所謂 刑法 化 (自が 
化) じ當 るべき もの ご 解す。 從 
つて 所謂 巧 政 化 (禁 劇化) じ當る 
べき ものは 間接に 是 等のを 益を 
害する i ある も 本條じ 所謂 害を 
加 ふべき 犯罪に 非ざる なら。 

十 年 0 下の 懲役 叉は 禁麵 
じ處 ず。 刑 則を 十 年な 下 どなず 
が 故に 例へ ぱ本 巧は 煽動 じあき 
て義巧 罪を 犯し じる 者なる 場を 
じがて 尙 ほ該實 巧を の蔚 刑は 懲 
役 一年を 超 ゆべ からざる じ拘ら 
や、 煽 勘 者は 卵 も 懲役 十 年 0 下 
の 刑に 該當 する は 基し く 權衝を 
失する 威 あ b と雖 、本條 は 不定 
又は 夕數 人に 對 する 煽動 巧爲な 
るが なじを の 結果は 實わ 者幾柯 
じ 至るべき かを 豫 測す 可らざる 
ものなる をな て、 本條 煽動 者を 
實巧 をに 逊 する 法定 削ょ ち もま 
刑じ處 する もぷ當 じあら すごい 
ふ、 とを 得べ し。 實隙 適用に 潔し 
ては 實巧 者の 刑 ど 調 かを 取る ベ 
きをな て必 やし も 不權衝 なをと 
難ず 可らず。 ！！ 

第 五條。 第 一條 第一 項 及第 S 
巧の 罪を 化さし むる をを 目的 
ミして を 扉を の 化の お産 下 巧 
益を 供 輿し 又は 其の 申込 若く 
は 約 巧を なした るち は 五 年な 
下の 懲役 又は 禁麵 じを す。 情 
を 知らて 拱 輿を 受け 又は 其 要 
ホ 若は 約 巧を なした るを も 亦 
同じ。 本 條の化 罪は 本 條褐記 
の 特殊の 目的を なて 金品 其 他 
のが 産 上の 利益を 巧 輿し 又は 
をの 申込 ぞくは 約束を 爲 した 
る者及情を知らて供輿^^をけ 
又はを の 要 ホ 若く は 約ぶ を爲 
したる をなら ホ遂 罪は 罰せず 

犯意 本條 前段 利を の供舆 
をの 申込 及 約 巧の 罪は 目的 罪な 
るを なて 故意の かじ 一を の 動機 
をを の 成立 要件 £ なす。 即も是 
等の 巧爲 じつき 認識を 有ず るの 
みなら や、 第】 條第 一項 及第 一二 
條の 罪を 化さし むる をの 目的が 
是 等の 巧爲 をな す郵 磯たら ざる 
可らず。 後段 情を 知らて とはを 
品 其 他の 利益 供 典 者 (申込ち、 
約束を) 本條揭 記の 持ちの 目的 

ある； をからての 意味 じ 解す ベ 

きらの ごず。 然 らば 當該供 典を 

をく るを は 相手方 じが v ^' 特 をの 
目的の巧巧するミを知るがは例 
へ 自己 じを の 目的を がせざる じ 

於ても ホ 本條じ 依らて 處 罰せら 


る はじまるべし。 

巧 爲ぉ條 i の實 巧々 爲 
はを 品 其 化の が 產 上の 利益め ま 

授 申込 及 約 ホ ごす。 巧 爲自體 じ 

つき 別 じ 疑 <5 -存せ ざれば 說 明を 

省略すべし。 

® 五 年 S 下の 懲役 又は 禁鋪 

じ處 す。 


溝 ホ 條夕前 五條の 罪を 化した 

る 巧 自首した る 時は 其の 刑み 

减輕 又は 是 除す。 刑法 纔 則广 
於て は 自首 者 じ 街して は刑シ 
が輕し 得る のみ (刑法 四十 一 
條) 本條 にがては 常 じ 必ずが 
軽し 又はを 除すべき ち どな— 
0 てを をの 案 説を ホ 然じ防 中 
し且 自己の 巧爲の 罪を 費る# 
じ掛 して 充を觉 おの 途を開 
たる もの VJ す。 之 じ 化ら て 里 
ら搜査 の 便宜を 得ん ど する A 
のなら VJ 解す るを ホら ど せげ 
立法の 本旨を 誤解す る 者な-^ 
第と 傑。 本 法は 巧ん を 開は A 
本を 施行 瞬 域外に 於て 罪を g 
しむる 者に 亦 之を 適用す。 

本條 じがて 本 法の 人 及谤所 i 
願す る 効力を をめ たを。 【一】 レ 
法は H 本人た る ご 外國入 わる' 
又 無 國籍人 じる どを 問は や、 小 
法 じ 違反す るを は 之を 處 罰す， 
なせ ら。 ご 一】 本 法は 內加 
及び 其 化の 帝踐領 ± 及び ぉ屬邮 
(租惜 化、 を 巧 統治 地) 並 じ 外 i 
じがて 本な の 罪を 犯した る 者 •- 
之を 適用す るを ごな せり。 本 i 
じ 於て r 本を 施行の 區 域外」 と^ 
しじる は內地 £ 法 域を 異じす- 
朝鮮、 臺灣 等の 犯罪に 凿 して J 
本を を 適用す るを を 明か じし 一 
る もの じして、 化の 法規の 用 抑 
たる 「帝國 かを なす 時は 朝鮮、 
臺灣 等は ホ國 外と いふを 得 ず- 
の 疑 ぁら、 從 つて 是 等の 法 域‘ 
異にする 地域に めて なされた， 
化 罪に 對 しては 或は 本 法を 適 E 
し 難し どの 見解な きを 保し 難. 
を W てこの 疑を 明瞭なら しめ . 
る もの U ち。 〔一二】 內 化 じが_ 
本 法の 罪を 化した るを は 朝鮮" 
他の 化 域 じ 於て 之を 處 罰する 一 
を 得べ く 某 逆 法 第 十一 一 一條 ご 
燒 をは 本 法 じぶつて 之を あ斷- 
(同 法 等 十四 條) 。一: 四】 朝鮮 
他の 地域に 於て 本を の 罪を 化 
たる 者を 其の 地域 じめ て處罰 
る じは 他の 持 別の 規定を 要す 
く、 即ち 锁鮮其 化の 地域 じ 本 
を 施 巧す る 旨の 規定を まつて 
を U す i を 得べ し。 此 埃を じ 
ては 前項 (一二} じ揭 げたる 如く 
化碟 太を 除く 化の 地域 相 瓦の 
じがて 巧 通を じょ b ちじ 處罰 
得る の 結 あを 生ずべ し。 (を 
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卜 r じ 日 M 堪最夕 

かクお T 本 U お 新年 

ィ育 寧 人 驚 じ 式の 
フ州 懇諸 t て 巧 經采ホ 
ル驾 が 君® 信學驗 集ま 

• 治は 巧篤满 な ® 

ム 療恃 II しじて 

こ； T a 《 'll 
寧 本年 新 ^ 

マ 懇 入の 式 ^ 

, 切諸經 無 ^ 

1 じ 君驗痛 本吁 . 
チ 施は を 治 障を 
術 持な 療 ® 

ン すじて II 

水 每 

午 曜時午 日 ▼ ^ 

後 、前 百診陶 
一 午 午 九み 察 お L 
時 前後 時 f 時 ホす 
九 一！ X 間 ^ 
時時 十 ¥ ▲ ® 

I 1 二 -L 

養 喉 晒 鼻耳驗 

間 時察彰 
午 正 至 時 十 前午自 
時 八 至 時 六 後午自 

が卜 

椅ク 
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豊 . 

彥 

口 午 蹲 
お 後が 

S 言 察 

約よ 
巧 b 
願 六 
展時 

トド y 辜^ 郡 
か夕曜 午^を 
こ! は 後 じ 

吉 前よ 渡 " 
居 約 時ち を當 
お 願 1 を 

墙上乂 の 

彌ぉ時 間 



巧 專節調 鏡 眼に ホ眼檢 

F. I. FREDERICS CO. 

醫巧眼 學大® 比倫を 
136 E. 59th St. Jew York 

1144 3rd む も， be {. が 化 - 67 化 Sis. 
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Developing 
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£< 巧 1 泣 fgmg 

堂 光 紫 

140 W. 6 呂 th SL 



PH 扎巧 & PE 郎 Y 

3 Maiden Lane N. Y. 
ェ 細を 鍛艱 をに 幷お剛 金 

類 あ寶匠 意新最 


號一 1 おち 干 一 第 


雜 



育 總 


C 扫礎 水） 


日 セ 十月 六 年 四十 正大 〔二） 




▽ H 管 一 

聖書 巧 兜 正す 
共 脚會夕 七が ザ 
確 巧 說敎^ 巧 
▽生 唯 U 
系 お 會义は 茶； 
話會 夕 八 ザ 

を 宿が、 旅 巧ち 一 
を 内部、 人事 枯一 
談部 > 調査が， 搏 一 
棠 罔を 部、 巧 語 一 
热縫敎 授® 諸 課 I 
を 設けを 員、 ホ I 
會 員® 巧を 計る 


秘關 事務 

東洋を 地 ホ じを 世 
をの おお 入 方法 じ 
關 する 一切の 御を 
巧じ應 じ、 が 道を 
船 貨物 運賃 あ 出帆 
表 稅熙手 績書等 お 
呈 す、 重要 都市に 
化 a 巧を ちし 誠 寅 
敏速 抑 用命に 應や 

保驗 取扱 


日本人 3 敎會 I 

牧姉 川 島 末么進 
幹事 旧中魄 
たち ミ se 至. E . 空 iirch > Insi . 

だ 3 w . 1 岩 Si ぎ CISki 一芸 1 
巧 拜說を 日が a 午を八時^ 
祈禱會 水！！ 日 午を 八 時： 
裁縫 會乂 1IH 午後 二 時 一 
♦寄宿 舍 

な 展をあ 比亞を 数み 下町を 十 
五み 學 生を 社員 旅 巧を じ 最適；‘ 
設糖圃 書 雑誌 新 巧ぶ を 鴻煥樂 一 
具 館 易を を あ-^ ; 
巧を 斌莱 周旋、 旅を ま內 、を 辖~ 
事 乘調查 、其 化 方 事相 お韓 お；' 
等 同胞 諸兄の ホ 含を 歇迎す ^ 


♦蓄籍 ♦雜誌 ♦栽 巧 
縱覺 まを 開 
執務 午前 九 時ょ b 午后 五 持を 

紐 育 曰 本人 會 

西 五十と T 目 二 五 0 を 
電話 ナア クグ八 一义〇 — 化 一 


巧 留靑年 理想の 脚 か 

日 ホ < 靑年會 

S W . 芸さ SI Id Clarkson 12 乏 


大操育 H 本人 


基督 敎靑 年會 

芝 2 E . 呈 h 苗. N . y . 呈 y . 

ぎ是こ ミ 


詳訟 1 毎 巧 十り を 巧 

iE 马 - s 1 部 十 仙 

A14 で st 呈 h St. N. y .曰 ty 


巧 巧說を u 谣 H 午後 八 時 ； 
が 恪を木 お H 午を 八 時 ； 
な 話ち ±^ H 午後 八 時 一 
をを、 固ま 室、 肤樂 まめ 設備 あ b 
ホ賓 を歡迎 す、 を 無を ホ 用せ t ; 
牧巧副 島信进 

H 本人 基督 敎 修道 會 

_ 102 W. 123rd St, N.Y. City ^ 
Tel. sornhigsid《 》 一黄 


自す 巧ん 巧 史ネ欲 < ち 巧ぶ 

を 乃 そ 4 屢 期' \ み み 刹 5 ■ 

クオー んザ へみ ル シンが が 巧劍引 
尸し 7— ド：/ ミルトンが 計. を 刻 列 

が- 化' 念矮袁 がろ 劲引 
霞ぶ みを‘ 巧属 ふク 劉ぇ贫 
爲 々す がちが 筆 夕割引 

雕赠獻 の泉乂 

gss * ゲ ち 八 ニニ 



メーシ ー は紐脊 最大の デバ ー トメ ント巧 店で あ 
らます。 新ら しい 昇降機 ご エス々 ンタ J は腐澗 
な 店内 じがけ る 皆 樣のわ 買物 じ 巧 宫£檢 快と を 
巧へ てゐ ます 

化巧で二巧するらのならばメ1シーでは - 
弗 八十 八 仙を は をれ なでで 買へ る £ を でぅ 
ぞ御 記憶 下さい 

日よ へ 御 荷物を 御 送ら じな もたい 節 义は御 買物 
に 際して 御用の 煤を は パー ソナグ ショッピング 
ビユ1"1をわ尋ね下さい、 親がじ御化をを計 
• Cv ます 


丸山洋 臟顯會 


シカゴ 

羊畏ち 

ゾ . — » K — 11 

ホ . ― ..■ ダ -— 
坂 口 峰 次 郡 


H 本 お 具 
雜 貨卸賣 


奈良 貿易商 會 


日本. 

'ドライ グ^ — . ツ 



日本 陶磯器 
雜貨類 卸 費. 


井元 . 

ブラザ^ — ス 


寫眞小 池 


窠置巧 

凹 111 と 


掘 具を 巧 品 お 船 御用 ま 

遠 藤 小刀 頭 會 

這す ミを ち N . Y . 百す 

Tel . Whi 室 己一 妄乙 


稅關 事務 取扱 

运 IEAM L . BANE & 宫 .， 

ざ 〇ョ 1262 11 す 苦を さ呈 Jf - 
さ 弓ち すち 一 ちぞま n 9 二 6* ち 


0 本、 支那 寶玉製 美 
術 品* 婦人 用 首鋪其 
他 袋 靴 お 

高等 美術品 修 縫、 
首 飾 品、 ストリング 
日本 服 威 縫 - 


日本 
洋服 巧 


時 旧 信み 郞 
化 本 保 


束を 十ー ニ 了 目 

ニニ ーニ 

が 藤 
洋服 店 

f フ？ 笑 ニニ 


東京 南 丸 ノ巧ピ わ デゾ グニ踏 ニニ 〇 屬 

雜補乂 山 洋服 商會 


體揉 療治 

西洋式 マ" サージ 

a 本式な 巧が 腺 

神經痛 リウ マチス 
打み み 目ぅ づき 请 
腰赌 みな 違 ひ 
其 化 諸 お 揉 療治の 御 
需 めじ 應じ御 電話み 
第 御 あ 庭义は ホブ术 
じ 出張 親切 じ 治療 申 
上ます。 前約の ホは 
午を 一二が ょら 自をじ 
て 施術いた します。 

I 育 I 津輕 東洋 

西 だと 十九 T 目ぶ ま 
電話 ワズ オー スを骂 


診察 時間‘ 

午前 几 時 1 十 時 
午後 六が-- 八 時 

バ^ 小 栗 幹 ご 一 

お 育 お フラツ •一 巧を 
第五 巧 病院 勤務 

武ホ ゴ ン バラン ド 

病院 鐵餘 


診察 時間 

午後 蕃 時半： =二 時半 
午を 六 時 u 化 時 
を 知醫學 ± 

バ^ 巖本谨 一 

古 倫 比 亞大學 及び 
グザ ラン お 院勸務 
日擢は 前め 願 上 候 


動 鞭 揉 治療 

u 化 あび 電氣 治療 u 
ホる 化 巧 ホ 日 ょら 獲 
張の 目的 じて 一時 篡 
期 化 業 比 候 
尙ほ再 蘭の 節は 新進 
の 設備を 巧て お療じ 
應じ 申し 候 
紐 育瑞典 フイ ジオン ラ 
ピ ー 學院 卒袭 

紐肯メ デカグ ジムぶ マ 
ツチ！ ジ協禽 正鲁員 

を認 西が 幸 男 


化が 品卸賛 

五が 商會 

W E . 1 ゴ h Si . N . Y .百 ty 

Tel . S 妄 vesant 37 を 


笠 ザ 洋服 巧 


おき 米國婦 入. 
日本人への 英 
語敎授 じは 多 
年の 經驗を 有 
す。 一- ンッス 

ンと 十五 仙 
每： □巧 九 時ょ 
b 巧 九 時を 何 
時 じても 宜し 
U 曜日は 一時 
よ b 旧時 迄 


成功の 秘訣 


お 


託 


■■ ， ミ -- 

一 細 

In 0 ^ 

fnH- 

越 

巧 3 
，が 2 


ホ國ま 英語を 話す 事 
は 成功の 第一義です 
本校には U 本人 敎潑 
じ 憤れね 專任 婦人 敎 
姉 あ^ 懇切 じ 會話通 
信 文 社を 語を 敎授し 
ます。 扫曜週 H 共 じ 
午前 九 時ょ b 午後' 十 
時まで 開校し 一- < 一 
スンと 十他づ io 今 
H 督 もじず 校 あれ。 


0 巧， 巧巧艺 JI 巧 CRCY 户 

呈 IR 0 P 夏 C ちで 

岩 7 呈 h Ave •を ar た nd si . 

TeL M ミ r さ 量ゴ 91 ぎ i 7 夏 

•ぃ^ ホぷ謙次 

巧、 水、 金、 午後 二 時よ b 六 時 
を、 其 他は 前約に 願 ひます 


ク 

グ 


が 瀬九廊 

86 Lex 夏を n live J - Y . Cify 
巧 里. 篇 th & 27 す 寡 
ジ ー. 玄 a を S 呈ぎ 4 ごご 78 さ 


」0 巧 10 左 H OOCRl 、 M ， 0. 

1 ご 去を 呈 n St . Nsi 三 ork 
ぎ Riversi を给 73 & ジ是を養ま 

兴ク をが 午前 九轉 1 午後 一時 

髮襄 午奠時 1 午後 化 持 

y 曜 午前 九 時！ 午後 四時 
ド タト レノ 小 栗乘吉 


or. 夕 Mhish 己 夕 D. D. ’s. 

こ W W. 7 害' St. ぎ Endi 害 塞 2 

触 前 5 六 戶良一 一 


認 


自午的 九 時 
自 すを 一時 


ま 十二時 
ま 五 時 


o__w ' 8 一 

=5 な啤 

•si— 1G ro 

、 Re; 

QQ ID 

UJ 9 

i ■が； 

—w ~ 


諭 龍 




每 H 赠及 主曜 午後 
お閒は 前約め 事 

カイロ フラ クタ！ 

橫矢重 孝 


齒巧醫 木 下义市 

ゴ〇 W . ご IthSt . ‘ 
Tel . Mi ョ ent 8 器 7 


.Lr 



籌 ® 


正直 ご 親切 ごを 旨と し確實 
信用 ある 商な を 精選し 
特別 廉價 で販賣 致します 

クォ グすム 、エ火 デン 四 割引 

其 化 ぶんて ‘ 一二 窜弓 

指輪 鑽 貴を 屬 あじ 賛石お 一切 

ー ミグ トン 時 討、'^ ヮ r ドィ 

リノ ィス 時計、 を稱置 時計 

ゥォ 夕！ マン 萬 年 筆 

エバン ブ^ — フ 鉛筆 

純銀 器が じ 銀器】 切 

御歸 朝の 御 ± 產】 切 

時計の 修 鐘は 巧險付 じて 確實 

じ 巧 川 自身が 致します 

紐 育 巿西闽 十二 了 目 四と 番 

四 四 S 号 室 (五 巧と 六 巧 間) 

お 川岸 廊會 

電話 ペン シ八バ ニアと 己 一一 化 

Isll^awfKishi 0 O . 47三ぎ|1 芭 


一 苦 ク ー 


-な 


深味に 辟つ て 巧、 

關稅 率な ぶの 論爭 

輪 岀國の U 木に 影響は 祐火 


大統領 ク ー リブが 巧が 這胺観 
物 采者大 角の お 上で 巧說 をが み 
た 巧、 誤俏 々隅 巧 間 題 じ 巧れ た 
心を 勘 機 ごして 政界を 始め お 造 
H まがが 化 一松 

農 商業界 じ 一の 波紋を 

巧へ てむ る。 元 ホ 米國の 哄稅巧 
題は 巧々 找 ずの なじ 化せられ じ 

£があ，0、現巧のフォードネ！ 

マッカ ムバ ー 踢 秘法な あ問腫 も 

ホ化视 じる 政 巧の 渦中 じ 巧 かれ 

てゐ るので 落ちに 解 ホせ U いで 

あらう ご化测 されて ゐ るが、 下 

院谣 良ォッ フイ^ ド 氏-. 氏 ホ) は 

「現 巧 關巧巧 フォー ド 子— •マッ 

カム バ— まは ホ妈 ちを お ホ ホ 曾 

の 商 率で あつて、 弼 技を 巧 じを 

威を 巧 ふるもの である」 ご 云 ひ 

尙ほ 「大 統頗 のな 說じ ょればを 

府は巧 巧瞄巧 おを 維持す る决必 

5 模檢 であるが、 民ま黨 は悅ん 

で 其 挑 我に 應や るで あらう」 と 

語ら、 資 っじ 、 

喧嗦 なら 買は ゃばなる 

まいど 云つ た 息 ホの i を 述べて 

ゐ る。 ォツ フイ グド 氏は 更らじ 

巧 黛 (民 ま蕉) は關親 問題が 選 お 

戰の中 必巧題 ごな つた 每じ 大勝 

を 巧 L てゐ るが、 お L 織物業 者 

の h 張す るかく 又 おか 黨選擧 を 

負を バ トラ ー 氏が 基 香き して ゐ 

る 如，‘、 巧む 腳お 率の 巧 度 化 上げ 

が 具 ホの 政策 ごして 化 おはれる 

; じむれば、 巧蔥 はみ 期の 上下 

巧 おじ 絕對 多数を 確 巧す るに ま 

る ものである ど斷定 ずる じ隱蹲 

しむい 者で をる。 郎も巧 黨は一 

，八 八 四 年ぶ び； 八义二 年の 兩闽 

じち b 大 が 锁クリ ー ゲラン ド 氏 

ご おじ 

關稅 引下 お 策 じょつ て 

大勝した が、 タフト 氏 共和) の 

が 因 も關稅 引す 奴 策の 销明 じょ 

る ものである (化し 實 際には 引 

上げを 巧つ てゐる 0) - 九 一二 年 

ゥイ 八 ソン 氏が 大統 颁じ當 選し 

たの も ホ 供 巧 問 趣に ょるが、 ゥ 

巧 就任の 次年 じは 彼の アン ダー 

ゥッド 哪稅 をを 制を し一义 ニニ 

年 巧を 繼滅 した。 がるに 共が 黨 

は 同年 現 巧 フォー ドネ ー •マッ 

カム バ ー 腳巧 巧を 制定し 乂國み 

歷お ホ だを て 妊ざる 高 關稅を 

を 課した のみなら や、 近 ホ化离 

ホを おじ 引-^ げんどす る 窓 化を 

明か じして むる が、 之は によ 黨 

の勝因ど^^^るの外じは巧等のが 

益な く 

國民 生活 のを 成を 招 巧 

する ものである。 今 阿の 鹏稅引 

上述 巧は ホ 闽滿巧 芽 巧のを 留す 

る もので あつ r-、 ホ 國襯物 菜 お 

点會 々巧''' トラー 巧の 如 さ 「乂 

もじ 饭物 策は 期秘 をのが 讓^> け 

-れぶ 外 苗ょ b 流入す るを 化む 巧 

おごの 廣爭 じが 倒さる ベ < 、勞 

お 引 'T げ にょる もが ほ 直つ 自滅 

-の述 かじ 立 も 至る であらう 一 £ 

一 云 ひ、 同氏の 乂じ をる おか 媒理 

I 擧を固 長 パト ラー 氏は 「か 固に 

; 巧 をして 居 巧を 收 めて ゐ るが 巧 

I 業 おは 現が 脚 稅を引 ドげ、 か齒 


おおの ホ 闽巧巧 じ 巧 到す るを じ 
ょつ て 化 上の が 益を， 倚ょぅ ど 試 
みて はなら；^ い」 ご幾吿 して ゐ 
る。 而 して 賊稅 問題に 對 する 一 
お 農 楽 家 特に 

棉花 業者 の 態 巧を 見る 
じ、 彼等は 圃 内の 製造 策 省 じの 
みがる MJ のす おじして 又 不可能 
たるに 氣 づき 矢 張ら 關稅を 引下 
げ て外阅 製品の ホ 國巿谋 流入を 
多 く.^ y 巧く して 外网 おを ま 者 
の 米 酉 巧 おが 購買力を お大 せし 
める i が 彼等の 利益で ある ごい 
ふ お論じ 到 蓮し 巧々 の憐會 じが 
て 化な 嚮が をに 3 れて& る。 乍 

併米拽 では 巧 ど 云つ'., も 製を エ 

莱 をのを 力が 威大 であるの と、 

之 ご 結 化する おか 黨本 巧の 根本 

總濟 めぶが 國內產 業の 稱械的 巧 

譜 にある ので 當が 

輸入 製品を 制限す るむ 

め 關お率 引上げに お 力すべく、 

化って 今回の 賴稅 問題 も ホ 過 ま 

じ 於け るが 如くを ずの 具 ごなる 

充 みの 素因を 有して ゐる 。同時 

じ H 本 どし てら 輸出 网の一 どし 

て化當 化成 b 巧き をを 患す る必 

要が ゎる。 

五 巧の 賓易 

輸入 激減 

紐 脊荫お 書記官を 表 

五 巧 輸出 一億よ 千方阳 

じて 入超 S 千 四な 巧阳 どなら 輸 

入は 激滅 した。 對支輸 おけ 四千 

と 巧 巧 山 じて 巧据二 千と な 万 W 

なる が、 上 お 罷棠も 目下 特にが 

H 货ど 化すべき 模様な く 綿糸 及 

び 砂糖の 化物 買 付 註文 ぼっ { 

乂巧 あら。 爲 1^1 は 氣配稍 軟弱に 

て對义 四十 一 弗 四を の 一、 對英 

一志 乂か八 巧の 一二。 鮮銀 及びを 

銀に 就て は釉 々の增 ある も 孰れ 

も 大藏省 監督の 下 じ 旣じ器 ぼ 整 

理を終 b、 神戶鉛 木が 巧 も亦柯 

等 困難 U 狀 態を 認めず。 

金融 巿瘍 なを 巧 券 十 

一億 五 千 六が 方 W、 發巧 余カ ニ 

モニ 阿万 W、 貸 出 二 億 一千' 力 W 

n 1 グ U ホ ー 錢四旌 なる が、 を 

細は 化 糸 貸金 あびが ホみ 濟 資金 

ごのた め 相を 繁 がの 見这 じて を 

刺引締 る。 計 塞 資本 一億 二 千 二 

巧 巧 山、 撕込 資本 八 千 八が 巧阳 

H お物惜 お数： 一六 一二、 と 五。 証 

券巿 煤は 攸然强 調。 八 U 鐘が 新. 

巧な サ 山。 山陰 地方の 震災は】 

股财巧じがを影嚮^^し。 

lii 糸 市!!^ 五 巧 中の 生糸 

輸出は 約 ーニ_ 力と モ五巧 倭、 八 H 

化が S タニ 千 四む 側 じて 淸算先 

限 だ 九十と W 四十 お。 五月 綿糸 

岀ホ 高せ 巧 一二 千 S 巧视 じて 輸出 

二方 八で よな の， 八 H 綿糸 吉が 

八 W 化 巡。 綿布 お出と 千 六な' 万 

概 。米 小 絲らて 八日 化物 四十 一一 

wra 十八 儲。 数 お 駿谋物 引締も 

毛 巧 給は 不 ホ、 製が お 丈、 肥 巧 

聪ら 、が 糖は 未だ (不明) 械化化 

架せ 中。 五 巧を 凶手が を 槐廚六 

十五 おん 千 方 山、 四 巧 末を 闕化 


巧な 六撼ー ニモ 八が 巧 山で ぁる。 
海 速は 煤 巧 ご 近 お 二搞の 配船が 
少した が、 それだけ 近が おはち 
船して 速 貸は 軟調。 太平が 木が 
引を 徵 G く 大巧よ ホ 五十 仙 W 當 

である 0 


が 障が 多い 

减債 基金 策 

お 加は 實 現すまい 
本年 四 巧 末 現ぜに 於け る巧齒 
の 図 債 お 額は 四十 化馈 一二 百 余 巧 
旧で ぁるが、 本年 废 新規 慕憤豫 
を 額は 一般 爵 計の 一億 阳 、鐵道 
公債 四千 巧 W 、 朝が 事業を 債 一 
千 巧 山、 を 計 一 憶 五 千万 阳 じて 
么じ逊 する 敏憤あ 金 計上 額は 四 
千 八 百 余 万 山で ぁるから、 本年 
巧 末には 差 引き 約 一億 二 千万 田 
释ち 加して 

國漬鑛 額 な 五十 億 山を 

突破す る i じなる。 がる じ 十四 
年度の が 政 計 蚕 じよれば 新規 慕 
償は 單じ 本年度の み じ 化 まら や 
十を 年度な 降 じ 巧ても 一般 會計 
巧び 特別 會 計を 通じて 約 一億 五 
千 方 旧を 發 巧ず る豫定 でぁるか 
ら 、巧ら じ滅債 基金を 毎年 五 千 
巧 W 針 上す る ごしても 闕 債は 每 
年 一億 山の 增 加を 巧し 十 年後に 
至れば 國僮 総額は 實じ 六十 億阳 

の 居 額に 達ず ベく 其巧拂 のみで 

も 約 一二 億 阳を要 可る J どなる 0 

我闡の 豫算を 十五 億のと すれば 

殆 A で豫算 総額の め 二割は 趣 倡 

刺拂 ひじ 振 .6 向けねば ならの 窮 

化 じ おる ので、. 斯くては 音 じ 巧 

歐肿 政を を 威す るの みなら 中延 

いては 闕際的 信用を 失 曝すべく 

國策上 最も 重大な 閒題 ごして 大 

藏 省では 愼垂じ 調査を 巧 ふ ミ ご 

なつて ゐ る。 大藏當 局の 意嚮と 

しては 大体 從 ホの 

を 償 支 辨囊？ 成る 

ベく 普通が 源 ま 巧 じ 引 直して 一 

層 新規 慕 債 額の 繫 縮を 圖るど 共 

一方 じ 於て は 旣發を 債の 調 

査を巧 ひ 是非共 明年度よ も 適當 

。ホ 巧を 0 て赎債 基金の あ 加を 

實巧 せんどす る じぁる。 乍 併 之 

じ 興し： は 政 麻 部內じ 於て すら 

おし 减债 基を を お 額す るが 源が 

ぁれば 寧々 をれ をな て 新規 慕 債 

の 緊縮を U ず i が 得策で ぁる ご 

のな 與論 も ぁら、 宜っ 明年度 豫 

算編 あじ 當らを 省-* ら要 ホす ベ 

き 新規事業 裳は 相當 巨額に 上る 

見込で ぁるが、 を 省 當局中 じは 

新规要 ホを 認めないで 採漬 ぶを 

をち 加す るが 如きは 圃策 上よ b . 

兒て 巧して 首肯 出 ホない ど强硬 

じ反對 する 者 も おな< ないから 

化ら じ 大藏當 巧 じがて 賊債 まを 

ちがを 針晝 しても 直 じ 明年度よ 

ら實 現す る ミは 極めて 困難で ぁ 

る ど 見られて ゐる〇 

農 產獎擲 ご 

船舶 補が 法 

マ クナレ ー 氏 提ま' 

閒 題のを 衆闕 船舶 補助 まは 米 

网が 船の 發 あを がする 巧 力の 上 

じがが じ. よつ て 準備中で ぁる ど 

をあさむた：？^、 ォ ン ゴ ン州選お 

上院 證員 マクナ i 1 氏は 船舶 院 

持 別を 員 食は 親 案の 起草 中で あ 

ら义媒 巧ぶ は 必要なる が 巧の 蔥 

集 じ從ホ 中で ある ど聲 明した 


おは マ クナレ ー 巧は 「西部の 輸 

出龙 をは 米 船を 補助す る I 、 じよ 

つて 米 風が 船隊を 救濟 せんとす 

る 新 巧 力に おして 大巧 巧が ある 

計を 中の 法拌ま 巧を の； つは 農 

産物め 輸出 及び 農場 使用 品の 輸 

入に 時 別い* 運賃 率を 親定 せんく 

ずる もので ゐ るから 新法 案は 大. 

農萊諸 州の 後援を 得る 見込で あ 

る。 溝 會闢會 前を 國を 通じて 大 
じ 船舶 補助 じ おする 啓發 運動を 
試み 船舶 補助 じよっ ての 乂國商 
船の 發 達が 如何 じ 化ての ほ 衆を 
稗 益す & かを 指示ず る計盡 であ 
るが、 常に 化 運動に 岡 情を 示し 
てゐる 大統領 ク ー リッ デ 氏の 注 
意を 喚 趣すべく、 一 郞の上 院議 
員は 大統領は 敎書 にがて 船舶 補 
助 法案の 通過を ホ 張す るで あら 
ご豫 期して ゐ る」 ご 語つ た。 
巧 ほ マ 巧は 船舶 補 巧を 案を 中必 
ごしての 論戦な 駆 税法 修正 計畫 
とおに 次期 議會の 興 か ある 間 題 
である ごを 想して ゐる ど。 

砂 慷關稅 の 

引下け 反對 

ク •- リッ デ 氏聲剛 
ホ國 のが 糖願視 改正に 就て 一 
部 じ 引下 論が 頗る 有力で あつた 
が、 大統領 ク； リブ デ 氏は 關稱 
調査 委賃 貧よ ちの 賛否 兩 樣の敏 
吿を 審議した 結果 現 化の 糖懼は 
戰 前よ らも® 泣の 狀態 じあ. り、 
れ凶上 顆稅を 引下げる i はが 
糖 大根の 生産 盤を 廿 他より 閨十 
仙 方に 騰貴せ しめ 農 段を してを 
產過剩 5 小を 耕作に 走らし むべ 
< 、且つ 大藏 省は 倾糖觸 親 じよ 
る歲乂 一億 S 千 五 巧で 巧を お 要 
S ずる 替力說 したが、 従 來糖秘 
引下げで 最も 活勤 しつ i をつ た 

のは 第ー ニ黨の ラフ オン ツト 氏で 

あつね 0 


本社 東京 特電 f SSI 飾. 


爲替逆 調 こ 財界 

輸お脾 期の 爲替逆 調は 一般 助 
界じ不 をを 趙 させ 十一 巧 頃 じな 

らば 化 八 弗を 巧 現の 恐れ あら、 

を輸 解禁 急 眉の 聲 一部 じ援 頭し 

て 巧た。 

鐵板 輸入 稅化减 

鐵板輸 A 稅じ 願し 朝鮮、 を灣 

雜 太、 南洋 じも內 地 同 樣化减 執 

巧する^じ閣議で决をした。 

期 米 相場は 續騰 

期 ホは 潑騰 して 四十 一二 凹 四十 

五 錢を唱 へ 正 米 相 壌は 天井 知ら 

ずの 姿で ある。 白 ホ 相 巧は 普通 

一一 一等 四十 八阳 八十 錢 、二等 ホ 五 

十の 八十 媛、 中米は- w ー ホムロ 

近く 賞與 せんか。 

五 お ホ 倉庫を 高 

五 巧 末を 國 倉庫 巧 荷 高は 二 千 

化 十 S 巧 六 千 個、 價格六 億 二 千 

よ 十と-力 义千山 じて 前 巧ょ ろ 千 

と 阿 巧 叫の 贼ホ である。 

日銀 利下げ 時期 

日が の 第二 回 利下げは と 月頃 

ならん ご 銀行家 侧 では 觀 測して 

ゐる =0 上 十五 H 發 


を お化举 一切 

下羽電 氣簡會 

N 0251 巧 roadway 


Tel . す dicol 二泛 70 




庵 桂 米 曰 



mum 


35 Ea お 巧 ホ なけ d 
Tel. Madison \ '548 


Ka な giri Bro’s 

224 E . 的 比 St 
New York City 
TeL おかが 3480 - がが 


S.KUWAYAMAG0. 

114 E. 59 比 St. 
New York City 


327 W ， 58 化 お . 
Columbus S が 2 

く ぷ 一寸 一 


Suey Pang's 

RE な AURANT 
4 巧 お 加む e. 

Bet. -27{h-28th Sts. 


City Hail Tea Gaden 

170 Nassau St. City 
Nes:t わ 比 e Tribune Bldg 
Loo Lin Manager 


Beem Nom Low 

474-6th Ave. 

Bet. 28 油 - 29 比 St. 


Teyc Kwan 

41 E. 19th St. 

む t. B'way る 4 化む e. 
Tel. な uyv 巧 ani が 98 



TAFVO 

M8 Wesi 65th St, 

Tel. Endic が 2 り 目 



み 六 第 
立 目で® 十四 
助 目 T 五十 四 


J な P る 打 ese 了 C 瓦 Fioom 

1802 M お r が U. W ， 

Tel. Franklin 157? 



oMiy^o, 

340 W. 5 な h な . 

Telephone: 
Columbus 8882 


( 哦 B • 水) 司 寄 わ 


i TlieTo か oGo. 

I 140 W . 的 化 化 
I New York City 
I Tel. Trafalgar 6559 


DARUMA 

781-6th Ave. 
む L む ] rant 3858 


AS&HI KWAN 

163 E* 邑か hSt. 
TeLPlassa 6399 


YO が INO-YA 

70 Greenwich St 
New York 

Te しむ wling-G 巧 en Ifl 巧 9 


New York Auto School 
223 む 加 nd む e., Cor. Hih St. 



Kawasoye Hotel 

! 咒 ff が t1 巧 rii 棘 e が . 

Tel, Morningside 7154 


御 

旅 

縮 

河 

添 


[HI 號 一十 j 百 千 一 第 巧 みぞ 夕な P ななを 巧で ®im が C 日曜 水） 日と 十月 六キ 四十 正大 


力 I - 又 主 

ダ 〇 ヴ四四 

特 一長 


ち 話 プラィ マン 

八 〇と义 I 八 八と 一二 
H 曜 ぶび 巧 間 一 

ヶロッグ 〇 ヴ四四 

巧 寧 ご 
君 巧す 
赛お力 

お 育 ボ西四 ゴ四了 目 
一二 下 111 八を 

つ 一階) 

支店 

147 Glar 呈 〇里 As . B 量ゴ， N . y . 
ぎ B 立 ま I 二さ呈 

ま 任 M 「こ. K . 妄夕 


歧蒲燒 壽巧御 化 化し 

d 恨な H 巧閒も 御用 命じ® じ 升 

#説講 理 i 

な / 


日本 食料品、 H 巧 品 
並に 新刊 書籍 類 一切 

片桐 兄弟 商會^ 

を お 品ち あ 荷を 近 便船 じて ilR 着 一 
仕 お間篇 々巧 用を の 程 牽巧上 侯 I 


日本食が お 煩 义び雜 を 類が 小 貪 
訓 プラザ た 謠心桑 山 商； •會 
お刊 書籍 雜誌 小間物 日用品 各種 


御辨當 並び じ 
御 家庭 ま ぉし 
御 下宿 

後 0 

壽 3、 緩蒲燒 
毎： n おちます 


マ ご 蚕 = 淸 潔、 親切、 氣樂 ▲ 

勢 州 館 館 ま 薄 

ま 巧 伊勢 事 お 久願榮 作 

225 E . まを Street 
ジ I .赛 n 二 這 

軍 話 レキシントン 四 八 五 置 

i 措 巧 旅館 

一' 巧 十五 T 目 二巧番 


あ 六十 お T 目が 四十み を 

一力 旅館 大嬌’ 

電話 ュンデ 3 ット八 六 1 〇 


御 下宿 

白由亭 

是教コ を S 1- Bro をち， N . Y . 

Tel . Triangle 7475 

中 村 狸髮巧 

.中が 萬满 
3 i W - B 置 S 三. Y . 百 ty 
呈 .呈宣 bus Ave . 告 entral Park ま st 

山本理 髮館淸 

新を 洗髮 の設髓 をら 进速了 ホを 

肯 ごし 精々 勉强 がしまず 
お K 十一 IIT 目な 燕 观兰呂 六 巧 室 

タップ フロア (第六^ J 闽十 一二 Ta ち) 

.宮川 事務所 

持續巧 奮歸の 同胞 ii 酌 確なる 職 

業を 周旋し ます 0 

Ja ち nese で iige ち 
皇车 .ま th SI . N . . C . 

ぎ 8 i 二呈臺 


支那 iss 

巧理 幻* 

ホ廳 茶園で 永年 御を 顧を 巧け 
,L たを 文で 御座います 


Z r y 
的が 

編 

〇 化 e 

辟 J 

叱 H 本に 化み、 日本語 
巧- を 話し、 皆樣 の抑嗜 
巧に 適する 御 巧理を 調進 致 ホ 
T 度 エン Ml タアの 下で ず 



美 ホ じして 淸潔 

S 贏南樓 

午髓十 時よ ち 遺 基 
午前 六 時まで^/ 


巧廳 茶園 

司 理人廬 蓮 
出勤の 力 じは 晝叛 
の 御 梗利じ 備へ夜 
間會 席の 御用 じ應 
ずべ く棋間 何卒 相 
す變わ 引立頗 度な 
祇上御 ま 巧 申 上 候 


支那 御 料理 

彭瑞樓 

U 本人 諸替を 
歡迎 致します 


會庸御 料理 

東洋 館 


御 料理 伊 

3 B i 

锋诗每 H あ もよ す 一 


9 

I 4 


P が 


8 

勒 
g . 
n nH 

.w s 
6 

L d 

3 

8 u 
8 • 
お 


豐油諸 fisssi ? 您上 白米 
日本 义 1$ 食料品 齡 S 

巧 田 巧： S 巧を 會お 巧が】 手 資揃巧 

日本 食料品商 會 


會席御 料理 

ホに ずを 燒 



煎 餅 卸、 小賣 
を 腐 沾揚 
日本 食料品 一切 

Suni-ise Rice Cake CO. 

ま 二 量 Ave こ 

Tei . PI 苦 a 巧 一ぶ 




極上の 辕類 

季節の 新鮮の 魚貝類が 澤山 揃つ 

て 屠ろ まずから 御 賞味 下さい® 

ァピぶ 口 魚 巧 

82 Bayard S 1, Tel •で ankiin 4 さ 0 

新 鱗爲か 一切 

】 本人 おきの 生魚 深山 か' り 揃へ 

W 别廉 憤で 大勉强 をし ます 

サゲす ナ魚店 

JIOWO 巧 h wavorlp 

技 4 " W . £ ^ st * 

Tel. Columbus 9123 


VJ 

3 

w 

が 

巧 


村 巧を 精選し 尊 巧 
の 御 嗜がじ 返ず る 
料理を 提洪 します 

£ 娜觀 中華 

g 本 入 常 君は 特 
別に 歡迎し 



華盛曠 

わざ； 

日本 料埋 

あじ 御旅 舘 


割 慕 並に 御旅 舘. _ 
.ま 稻 .を 野ぶ 弟 I 

が 育 巧 西 八十 八 T 目 iir 白 十一 二番- 
あ 話 —— スタ イラ I と 八 ニニ 


H 本を 巧 品、 雑貨 

當お 、おを、 巧閉 

常 話 か ラが ァ 如， バ 東京 廟會 

巧 火— ム 、自 巧の 废あ b 


御 料理 

.芳の 家 

壽 司、 緩 蒲 燒每日 有りまず 
理想的 御旅 舘 

御 客樣じ 誠意を 巧て 莖 します 

朝曰舘 

御手 輕御 料理 並 じすき 燒 

新ら しいが 巧を 揮び 精々 勉强 致します 


紐 育 旅 鑛帛夕 i 

東 四十 T 目 二 四二發 
ジ ー. Caledonia 《ゴ 4 


御 下宿 黯ホ乂 

47 P 3 SP 其 t Place 
星. Issndjwe .星 E . さ ndSt 
Tel . M 号 ay H 岩 这 58 


宮 動孽修 
鐘を び遙 
轉を敎 機 

ライ セシ 

ス 保証す 
ご 一十 五 邦 
運轉 ホは 
二十 五が 
晝ぷ 巧學 
兩巧 あり 


目 本人 郁 
一 9 . — 廣 

瀬 氏擔巧 
盤が 敎授 
夕と 時 開 
役勞 働を 
暇 勉擧の 
使 あちを 
業 証書が 
お 就 織 口 
無料 周旋 


ぉ壽 司- 

炎慧 の蝴ら 皆々 横を々 御淸勝 
の 御 事 と を じまず。 弊亭儀 i お 
蔭樣 じて 益々 隆昌 じ おきち 難く 
なじます。. 就きましては 今回 一 

層勉强 致し 毎： a わ fit 司を 一 か 
ら へまして 皆 樣の御 食 騰じ樓 マ 
るの みならず、 が 巧 新撰の 夏ぞ 
向き 御 料理の 外 ま 內も淸 凉じ设 
心て あらます から 何卒 御 ホ 巧の 
程を 願ます ！ 

太- 陽 

西-ー ハ 十五 T 目 一四 A 

住み 必 地ょ き淸 潔なる ま 

御 下宿 松林’ 好ぶ 

1 是 Lex 忌 ton Ave . 

ジ I; Mad . ぎ 岩 21 1 


御手 輕御 料理 H 家庭 仕出ん 

御 下宿 伊豫 屋； 

一一ち ri ヨ呈 t U ム 

1 京で si 羣 h si . ぎ Plaza 8175 


尋 .れ人 一 

巧 城 寺 巧 武姑群 お 內藤巿 ふ. 郎 

朝鮮人 安秉を 宮城 大宮 喜た 治 

庞ぉ咱 鶴化淸 宮城 乂曠 鐵ムが 

愛知 早 川を 衛か歌 山 引 ± お 一 

沖繩 玉が 巧德 石 川 鹽谷丰 造 

巧 京條田 精一 大阪ち 田を ぶ郎 

を 川 縣人夕 旧 和 一二郎を 巧を 

右のを じ 通知を 度き 路有之 

淚陆 本-八 若く は 知人ょ ん京- 

住巧捆 通知 願 上 お 一 

紐 育 帝國總 領事 舘 

123 a 晝 す# Y 至呈一 



シャトル 市 

NP 旅舘 

W 0 夕 6を Ave - wo . weatt ! 夕 wash * 

停 苹鶏前 あ 東ご于 左側 《階 建 

日本 巧 船 切な 取扱が 戶場 送迎 

藤 ホ 旅館 支 巧 

42S Maynard Ave., 
Seattle , wash ’ 


日本 巧激船 切符 御 申 达じ應 じ 
萬 事 御 便を じ 御 取扱 ひ 申上误 

を 巧-^ け ホテ少 

►目 ネ御巧 巧 (別間 あ- 9〕 

を 港 タリ ホが ニア 巧ムハ ーニ 

電話 カネ） I 八 一六 


口！ サン ゼ ルス 地方の 御 
觀 .ホには 最善の 御 便宜を 計ら 升 

イ*— * ク が 

ホ テ 火 

羅府巿 じがけ る 同胞 經營 中最 
新式 高等 ホ テグで あ b ます 

羅府東 一巧 一一 充キ 

•着ち r ゥ アン ダ ィキと 六 五 丸 

電話 r タツ カー ご 一八 六 一二 

貸 自動 革 (牧野) 

羅麻 名所 御觀ホ じは 最も 精通し 
ね ドラィバ； が 御 案內申 上ます 

ボストン 案 巧 

貨 自動車 業 河 西 
諸古觀 、大學 俊、 エ援其 化 一 おの 
紹介 及び 通 辯 もします ぎ 〇ョ岂 
Tel B 岩 k . 置ゴ芸 70 Ba ぎ ia St . 

ボ K トン 市 

富 i 旅 舘大浦 末 松 

1を W 夏沒 ter St . Bos す n Mass . 

ジ L Back : B ち 苦ち 


書籍 一切 取次. 

米国 お 版の 壽籍は 化て 特別 割引 
じて 进速じ 取次ぎ 旅 巧 港の 研究. 

參考資 巧の 書籍 道 集 等は 特に 御 
便を 取 計ら ひ 致 升 〔幡 物】 
Hitoshi : a す、 

154 Nass さ St こ TeL 巧 ま k 3 ミ！ 1428 


舞踏 敎授 

►あを ダンス ▲ 

▼表情 体操 A 
紳± 、淑女、 ゎモ 
おさん 方 じ 巧 寧 じ 
敎 お致し 巧。 午前 
十 時 ょら 午後 十一 
時 迄 (： n 曜を 除く) 

シャ 9 フ •ダン シ 

ング郝 範學校 卒業 

上 お タマ 



腐敗し 易い 

不良 牛 掌 

I 巧 中を 所 じ 散見 

が 育 共和 裳が 報が の ー ァロル 
ド •ァ ー ォン 巧は ホ 長 選 舉戰が 
を あして ホた 昨今 だけ じ 巧 接 一 
ラィン 巧の 

穴 探し しを 試みて ゐ るが 

過般 マン パッ タン、 ブロンクス 

ブグ ックブ y のを 所よ b 約な 六 

十ー ニ礙の 牛乳を 買 ホめ て 之を 二 

個所の 細菌 研究所 じ送附 し審杳 

の 結ち、 驚くべき 不 を 牛乳が 化 

腐れ 易い 夏 じを がど販 資されて 

ゐ たお 實が削 巧し 將 じめ 治 問題 

化されん どして ゐ る。 右 報吿じ 

よればな 六十 一二 應中 四十 膳を は 

衛ホ局 規定の 牛乳 標準の 最化率 

よ b 少し 上位 じある 稍 度で 

巧 リー ニは 標をな 下で あ b 

而も 衛を法 おじ 違なず る 巧爲じ 

及んで ゐる ものが 二 巧と 十六が 

一 も あつた さぅ で、 現じ ィラン 

ホ 長の 近隣から 買 ホめ たものに 

不 を 牛乳を 發 見した ど稱 して ゐ 

る。 尙ほ 同氏は 牛乳 問題 ど巿長 

選 擧の關 孫は 别 ごして、 斯る不 

を 牛を がを が販賣 されて ゐ るの 

は 大都會 でを るが 育の 化辱 であ 

る ど衞生 局の 嚴 重*:* 取 婦を要 ホ 

して ゐる〇 


庭球 戰 愈々 

佳境に 入る 

福 田は 第 四 巧戳じ 

恩 田 五 闽戰じ 進む 

先過尘 曜日ょ b 叟巧 中の メト 

ロポ ブタン •クレ^ — コ！ 卜 •チヤ 

ンピ オン シップ 戰 G 巧® じ 比島 

人 バンドの ため 十康 際迄擔 がれ 

危< 投げ出されん どす る 處を踏 

ん 張ち 辛 ふじて 股 戦の 施 辱を 免 

れ たかの 觀が ぁつた 福 旧 撰ず は 

第一 一回戦 ょらが くフオ ー ムじ乂 

を 巧帷 H 午後は ステ ー ィンカム 

プを 六— 四、 六 111 一で 化 6 绩い 

て窠 一二 回戦では ュ ィンス マン 六 

— 二‘ 六 1 二で 獲して 第 四回戰 

I じ 入ち キイ ナス トン ご會戰 する 

1 こと I なつた が、 福 旧 撰 手 ご ホ 

> し 同 庭球 巧 じがて U 本人の ため 

一氣を 吐いて 占る をは 恩 田 君で ぁ 

; る。 恩 山は 旣じ 第五 回戦 じ 入つ 

一た が •孰れ も ストン —h •セット 

I の 連勝 じて 巧随日 午後は ナン ネ 

1 スを 六— 二、 六— 四。 續 いて ジ 

ー ョーン を 六 10、 六 1 二 じて 敗 

1 らチグ デン、 リ チヤー ド、 アロ 

I ンゾ 等の 世 巧 的 巧ず ど 共 じ 准 優 

j 勝戰 前の 八 人中 じ 加は つて ゐる 

i 恩 旧の 今度の 敵手は まだみ をし 

ちら 中、 恩 旧の コア々！ では シ 

; テツ ト グン ヤ！ たる ブ シュバ 

! ンが月鴨〇午後じ至らて漸く 

一ぶ 换し 第一 阿 戰でゥ キングの た 

j めが J ミれ も】 六 I 1 四、 

と一： ふ-し r ヮ シュバ ー ンは 第二 

闊戰 に乂卜 がぃて おご 一回 戰迄切 

b 拔け ねが、 第 S 间戰 ，は ヮシ 

ユー） ン义び ホ ナダの ラ イト ど 

の お 戦 ごな b 此 なをの が 利 まは 

第 巧 回 巧で 0! 力 八 撰 手た る デ 

モットと を 巧し がるを 巧 お回戰 

で 恩 田ど鮮 先を 巧べ る 順が であ 

るか、 恩 出の 試な は 恐ら <本リ 

午を 擧巧 さる J じ おるべく ぶワ 


シュバ！ ンど ラィト ごの 孰れな 
るに 拘らや 恩 田は 自熏 一を を 要 
する。 福田逊 辛 ィナ ストンの 試 
をに 巧し 福 旧の 勝利 じ歸 すれば 
福 旧は 祭 五凹戰 でチグ デンに 菊 
おする 順序 どなる が、 第五 回戰 
を 進めば 福 出は シ ー ダット ブレ 
ャー たる 面目を が 持した 譯 でぁ 
る。 巧くて ンー テツ トフ ンャ 1 

たる チ 八 デン、 リナ^ ド 、 T 

ロン ゾ等 •か 直 じ 編を 削る i どな 
b 间庭珠 戰は漸 < 佳 おじ 入った 
が、 巧 試を 戰は 本日 ょら 擧巧さ 
るべ く 1 昨年 ヮ シュバ！ ン 、ァ 
ンダ ー ソン 紐を 磐して 優勝した 
福 旧、 柏 尾 組は 昨年は 庭球せ ざ 
b しも 本年は 巧び 參 加して 優勝 
お盃を爭ふ；ど^;>つじ。 

邦語 學 校が 

訴說 y 提起 

患 法と 條約 違反 理由 

去る 十ぶ 口發ホ ノググ 發電じ 

ょれば 同 他の H 本人 學 校は 整に 

縣當 巧が 發 布した 日本語 學校制 

限 かじ 對し 約が 四十 六の 日本人 

學 校は 聯 をして 試訴を 提起 中な 

b しも、 化 股 ホ縣當 厨は を 法み 


拳闘 料金 一巧 弗 

を 病のを 巧 ある 世を 重量を 闊 

撰 手 ジャック •デム プシ 1 君 

は ホし い 化 嫁 岡 伴で 巧 太剌の 

首都 ゥ キンに あるが、 一晚の 

模範が を 巧 どして を 一巧 巧 化 

を 請 ホに 义 んだ處 、をれ は圾 

太 巧 共が 闕 大統領 閣下の 年俸 

ょも も 多い ので 興 巧 ま 侧も思 

ま 巧 首と ある。 獨 逸では 興 巧 

人が 化挪で デム プシ ' 1 じ 試合 

を化賴 したので 怒 6 出した の 

は佛頗 巧の 巧巧師 r 奴等は 俺 

達に 一た だつ て 賠償金 も 沸は 

ない のじ 一 かの 拳圆 家には 先 

拂を しやが る 」 ど 化鹽太 

踏んで ゐる VJ か。 巧 處をも 間 

題の 男：；：：：。 ン ドン' 十五 けを 


の 强制執 巧を かじ 然ら ざる 限ち 

飯訴 校の 一時 閉鎖を 命み したの 

_ で 試訴校 側では 今 巧 愈々 法廷 じ 

_ がて 巧 哇縣 知事、 縣檢事 緩畏及 

び 縣教脊 課長を 相ず おちが くの 

かき 法 伴の 制を は ホ 凰の 憲法 じ 

違反 するど 同時 じ U ホ 通商 條約 

じ 違な する ごい ふ立壤 から 强制 

執 わ々 の 一が 中止を 申請 するど 

共 じ 最後を 之を 巧 ふ i となつ た 

が、 オン ゴン 州學 校み の 關係も 

あ もて 巧人侧 じち 望で ある ど 云 

はれて ゐる〇 


番巧 せの 多い 

靑葉會 競技 

優 滕盃は 花 ffl 君 じ 

旣 報の 如く 靑葉會 春 期 ンザ 

か ゴかフ 乂 競技 會は 去る H 曜を 

胡 ペラム •ベ 1 •パ 1 •ゴ 八フ •リ 

ンク じが、 ける 第一 二回 戰を 0 て 終 

7 した。 前後 S 凹の 焼 技を 遙じ 

てが々 の番 なは せを 生じを つ規 

則 違な の ペナ グテ ー 等續 出して 

悲菁 を々 到る のを 樣でゐ つ， 力 

お 扇 一等 灣の银 あはた 也の 化 田 

君の 手 Li 歸 し、* 墓 一等の 地 

位を 化 侍し. てりた 化が 撰 手は 一二 

を じを 巧# れた 。當 日は 松 野 

化 田の 化 じな 効な を遍 

爭雜戰 がが せられる； ご 


を 期されて ゐ たが、 松 野は スタ 
1 卜を 誤つ た {めじを 般を 通じ 
て 平常の 如く 振は や 前ぞ九 ホー 
が じじが て 化 旧の 四十 二に 對し 
四十 六 W なら、 後半 じ 於て 兩ち 
共 じ 五 おを 出した ので 遂に 一等 
の 機 會を失 つれの みなら や 二等 
賞を 比 軟的健 實じプ レー した 岡 
が君じを取される； ごなつ た〇 
I 二等賞は 化 野、 な ハ戶兩 君が 對点 
ごな つたが、 が 巧は 一二 回を 計グ 
ロス ニ 巧； 立 十九を なて グ〇ス の 
V スト •スコアを おした ので、 時 

じ 石 川岸 巧會窗 贈の 銀製 万年筆 
を贈與 された が、 自ら 一人 賞 ま 
義を 主張し S 等 賞を 辞退して な ハ 
戶 君に 讓 b 準な じよつ て 四 等が 
旧、 五 等 沼垣兩 君が をれ ぐ 賞' 
品を 巧與 さむた。 尙ほ中 山、 ホ 
川兩 君は 前回の 失敗を 回復 せん 
もの ご 

大 奮闘を 試み 前を は ご 

ス八 十五、 後者は 八十 九 ごむら' 
當 りじ 於け るべ スト 及び 七 コン 
ド •ベスト •スコアを 出した けれ 
共 遂に 入賞す るふは 岀ホ なかつ 
た。 ん賞 者の スコア 左の 如し 

ペラム S 巧 
グロス. ネット 

一巧 化 田 化 一ニ ニー ーニ 
二等 岡が 一 0 五 二 一二 五 
一一 一等 松 野 九 六 一二 二八 

同 ち戶 九 一二 一二 八 

四 等 松 旧 九 一ー ニニ 九 

五 等稻垣 九九 二巧一 

H 支人嚇 をで 

排斥 法反對 

おを 隔てた 支那では 目下 上海 

漢口其 化 到る 處 じがて 自本 人は 

支那 人 募 徒から 襲擊 されて ゐる 

が、 晚香坡 よらの 發電 じよる ど 

兩ー ニケ 巧 前から 傳 へられて ゐた 

ヵナダの お 洋入排 巧 運動は ホ國 

のをれ じ 傑つ て 曰 ま 人の 乂國を 

拒絕 する を 律を 制定 せんどす る 

蓮 動を 開始 せんどす る 形勢で あ 

ると. 知つ た同巿 在留 H ま 人は 聯 

を 會議を 催し 一致 闡 結して 之 じ 

掛抗 する 運動を 起さん どす る じ 

ホした。 彼等は を 排斥を 律の 制 

定 を牽满 する ためじ 兩國 人間 か 

らち 額の 臟 金を なす 手舊 である 

ども 憐 へられて ゐ るが、 右 運動 

資金は な 前 東洋人が ダナ ダで 集 

めた MJ のない 招ち 額の もので あ 

る ごい ふ。 先年々 ナダ 政府が 支 

那 人が 斥 法を 制を せんどして 講 

會じ右 法 まがおる なつた ど 

聞いた 支那 人は 直 じ 五 巧 巧を を 

めて 之が 凿抗 策を 講じた S か あ 

るが、 一年 半 前 化 資金は 来 だ ~ 

ガ五千 巧稍殘 つて ゐ るみで 之を 

も 加へ て 新 連動の 資に 宛てられ 

るべ く、 是 等は 巧 斥す おを 員會 

へ 手渡し される もので をる d 傅 

へられて ゐる〇 

名 殘の競 巧 卜;^ 

大霎 快勝 

對 運動 俱樂 部戰じ 

旣報 のかく 大阪 毎日 野球 團對 

紐 育 運動 俱樂 部の 野球 競技は 日 

曜日 午後よ b トラ グア ー ス 島の 

巧 ほ 樂部违 動 場 じがて お 巧され 

の 五 千 名の 觀 衆を 前に 戰 つたが 

當 地に がける 最後の 競技で も あ 

b 大お軍 頗る 緊張し 渡邊 、井川 

のバッ テリ ー でち 戰 、巧 四 回目 


投手 渡邊の おかな 本 壁 打で 一擧 
ミ もを 收 めて 氣を 化き 一二、. 五、 
六 回 じを 一点、 と 回目 更に S 点 
を 得を 計义ぶ どなつ た。 運動 俱 
樂 部は 投手 S 名を 化へ て 二回 目 
じ 一一 お、 四 回目 じ 一点を 收 めた 
る も 渡邊の 怪腕 じ 織 弄されて 手 
も 足 も 出ず、 九 回目 新田が 投手 
磐じ进 つや アンネ サンダ ー 本 輩 
巧を 飛ばして 一擧 一一 一点を 收 めた 
る も 新 巧 克く引 緊らて 得点を 得 
させ 中、 を じ 丸 お 六 点で 大每軍 
は 大勝した。 ィン ユング じょる 
得点 左の かし 

大每 =00 ニニ ー 1 ーニ〇〇 九 

紐 育 uolloloooos 六 

を 巧 U 大每 一 〇、 お 育と。 失 
策 == 乂每 四、 が 育 一。 投捕 U 
被邊 、新旧 及び 井川、 フェレ 
グ 、.ドラ ッナ、 ゲ アグ ス 及び 
タネ— 

化 里 博 ± の 麻ず が 

赤が 藝坡ご 情死 

東京 特電 十五 目發 U 醫學博 ± 
化里柴 S が 氏の 耐 子で をる S ホ 
物 產會邮 眞化里 俊太郎 氏は 日 ホ 
で ホ 坂 盛 霞 夏 子 VJ 情死を 舒クた 
が 巧は 巧に ⑩れホ 女は 巧 じした 
音 樂 巧 


大貫春 子 壌が 

日本で 潑嗜 

日本人を 父 K 、 愛蘭 人を 巧 ど 
L たシ ァト 八^ 出身の 聲樂 家大 
貫 春 子さん はす ン •力。 1 歌劇 

鹽を 退いて か、 歐洲 じを き、 歸 

ホ 後は キース 呼 クォ ー •トビ 瓜 じ 
加 けら 先週な ヒッポ ド 〇ム座 
で演增 して 非 ip な 人氣を 呼んで 
ゐ たが、 今回 人 フン デリック 
チェ スター ト I 巧が 歐ホ 人の 聲 
樂 あを 網 綴した 歌劇 團を紐 織し 

日本、 まが， せ 立賓其 他を 洋の 

を 都市を 巡業す ろ ミ ごなら、 ス 

タ ー どしての 招龄を 受けね ので 

豫 てから 憧 がれ-た 円本への 観光 
旁々 之じ參 加す る、 とと 3 つれ。 

春モ さんは 聲 量に 於て 一 ごが 環 さ 

んじ 優つ てむ るし、 錠 台を 退い 

てから 練 おしたお 礙で 技巧 も 洗 

練され r お 蝶 夫人、 巧 堂に入つ た 

ものと 評され てんる。 

宮樣 達の^で 

藤 原 江 巧演唱 

囊じ伊 ょ ^ 當地經 あの 上 

歸 朝した 鮮樂家 藤 お義江 氏は 大 

阪を會 がで 藥 一回 演唱會 を 催し 

たる 後を じ 東京 帝 固ホブ 八で 第 

二回 獲 唱會を 開いた が、 音樂愛 

巧 家 德川賴 真 氏は 去ち 十四日 巿 

外大 がの 自邸に 藤 原 氏の か 巧 朝 

中の 佛んグ ァィ ォリ ニ ストで ゐ 

るビ リゥ スキ） 氏、 白ぜ 義人 m 

ン ダン 氏' 伊太利. のブプ ラノで 

わる プラ プチ-一 夫人 等を 招いて 

音樂の 夕べを 趣し わるに 演奏を 

が 孰れ も 得盧の 妙な だ 人々 をぅ 

つ wb と醉 はせ た。 基が は久還 

宮朝融 王 及びが 殿下 _ 久 逆 侯爵 

を 始め 並邊お 夫人、 のず 伯 夫人 

ま 藤 幸ぶ、 幸 旧 延モ南 女を、 本 

野子廚 一大 倉 喜よ 郎氏 等に 苦き 

々流音 をを 旧丞 子、 竹 岡 鶴 化 

を 川み P 子等の 諸 壊が 出席した 

る 外.^ ぜ義 大使、 夫人ぶ びみ 媛 

波 蘭！^ ム 使、 亞爾が T を 化、 伊太 

利 及び フランス/ 代理大使 等 約 五 

十 あの 來 貧が あつな どい ふ。 
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キ—^^/卜巧のグィト ン巧は 『巧 
にの 大 を』 なる 趙 ドに ラブ トゲ 
T の歷史 を槪說 して 其 州 立乂學 
むる 赏を 擧げ つ、 あるを 祝した 
當日は ラ ットガ ァ卒楽 生の あ 年 
長を で ペン 州ア .ム ブラ ア じが 化 
のか 師 マン デイ 氏 も 出席した が 
本年 九十 己 おと 十三 年 前 じ 
柯遵を 兵 業した 人で ある ピ云ふ 


松 平 ホ. たの 歸華 

前週を 曜日 巧 紐ぶ ±幡 別項 巧 

報の かく ニウ ブラン \ ，ウ キック 
じめ ける ラト ダーナ 准の ホ！，！； 式 
じ 臨席 名 擧法學 博 ± め 璋 だを 授 
巧され たお 平 大使は 隨 巧の フ L 
デリック、 モーァ 巧 ど' 共':..; 巧 曜 
午後 S 時 二 一十 五を ベン 發 おにて 
歸帶。 

高 桑 市郞巧 消息. 

化 お 道 小樽巿 ょら 歐ホ 運動 競 
技巧 視察 並に 靑年 体育 獎廟 機關 
施設の 調査を 囑 巧せられ 五月で 
旬 沙港じ 着爾巧 中西部を 經て目 
下 ホが もに 滞が 中の 高 桑 ボ郎氏 
は 本 巧 二十 一二 H 頃 ホ' 姑の 堂。 

吉 が 夫人の 葬儀 

が 城 西 州 キン ズ パ— グ まが 直 
太郞 た 夫人 梅 尾 子の 葬儀は 去る 
十 ご 百 午後 二が ザ 簾 r 街 ブラウ 

ン 葬儀社 じがて 擧 巧され たが 淸 

水 收師司 會の下 じ ホ 嫌 人の 讚荣 

歌獨喝 、祝禱 、聖書 朗讀 並じ說 

敎を 0 て 靜肅裡 じ吿别 のまを 終 

遺骸は マウント オリ ベット 日 

本ん 共 阳黨地 じ 埋葬した。 會葬 

か 友 I 二十 餘 名。 

美な 敎會 淸遊會 

本紙 旣 報が 育 日本人 美な 敎會 
淸遊會 はまる 十四日 午後 二 時ょ 
ィン ウッド 山 口 一一 一之助 氏園內 

じて 擧巧 されね が當 日は 參會を 

と 十 餘名じ 上つ た。 午後 二 一時 川 

鳥 牧師の 巧 か 說敎が あら 了つ て 

運動 會を 開き 晚餐後 猶ほ签 狩な 

であち I 间 歡を蒂 して 散會 しじ 

野 崎 商 會蟹罐 詰 

當巿を 十と T 目 四十 五を 地 野 

崎商會 は蟹罐 詰の 輸入 じ 於て は 

S 井、 鉛 木 等 じみぐ 取引を なし 

つ i あるが 间商會 恥 扱の 蠻者印 

は夕年 米人當 業者 間 じ 認められ 

おる 優等 品なる 由 じて 本年は 夏 

瘍 巧き 款品 ごして 巧 ホ 面に 販路 

を擴 張し つ i あら 交。 

ホー 91 供樂部 役員 ホー リ 

供樂部 じて は 囊じ闊 際 學を會 

じ會 合の 結 お 新 じ 役員を 選を 

るに 决し會 長 じ 寺 崎 榮一郞 氏 

推し 會計じ 山 口 一一 一之助 氏 書記 

をが 願 治 氏を 撰擧し 外に 委員 

名を 設けた が语ら じあ々 曾 員 

集を 試， じる 笠で ある VJ。 

祭 二 旋ビク ニック が 育 口 本 

會 第二 隔ホ 催の ピクじ ツクを 

4-1 :0{^:::暇)蘭崔をを化はな 


八十 一 了 目 ホ盛顿 橋畔、 目的地 
はス プレイン ブ ツ デ、 往巧自 働 I 

お 貸と 十五 仙ぶ び辩 當自辨 、歸 
還 自由い 勘 じて 他 辟ょ b の參抑 
を も歡迎 するど。 

善 千が 中子 夫人 滞が 中の 千 補 
兵太郎 が 夫人、 本 H 出帆の ロシ 
ャムボ ー 號 じて 姆佛乂 月 中旬 窜 
紐の 上齡 朝の 豫定。 

♦小 林雅 一氏 渡歐 中の 內外編 
物 會社專 巧化締 役、 前週を 曜 


U 

•卜 


ホが まる 十四日 ク 9 t プラン 
じ 赴き 今週々 末歸 がの 乾。 

•小 畑薰 ぉ氏總 領事 舘赐 巧、 
あ 日出 發旺を 馬 經由歸 朝の 由。 
参龜 井真 載 氏 高 旧 商會紐 育ま 
巧 員、 夫人 同伴 去る 十四日 お發 
西 巧 二十 己 H 藥潘 出帆の おが 化 
便に て歸 朝。 


妻^^!1^震送の際は 

御 多用 V お々 御 會葬被 成 
下 候 段 itpjg く 御 厚 禮申上 
候 混 雜中& 尊名 伺 视も計 
ら 難く 乍 器が 0 紙上 御 お 
楼申陳 度 如が ぶ 御座 候 
六 A 十よ H 

夫 まが 直太郎 
長女 度. モ 
次女 階す 
親戚 八橋 春 道 
ぶ-^ 繳化 


巧を 省を 許 加が を認 

產婆 & 按摩 術 

ず 野秀子 
鑛炙 マッサし ジ 術の 出張 治療 
め 御 求め じ廬 じまず。 

電話 キヤで） ドラ 八 か三寬 

西. な 十 I 二 了 目 一二 •甘 十二 密 


.洋食 庵賣度 

四ヶ 年繼纔 をき 收入 あを ホ 

婦の御方じは！^^|も適當す今後こ 

侧 年の 內 じは が 地下 鐵 道の ステ 

1 シ ヨン 開通すべく 有 黨め瘍 所 

長リ ー スの 特權 あろ、 キー 人 健康 

の 都を 上 見项ら にて 街 相談 致し 

ます 午前 或^が 化 時 御ホ談 あれ 

去 ES さ 童 RE を呈 ANT, 岩 4 W. 14害 S1. 

Be こ mste^da ョ Avn & Si.Nichoia こさ 


三二 ま 及び 湯殿 ホ お 巧 

S 讀臺 及び® 化 五' 弗 

媛 所は 武巿 チッソ ー n 1 卜 、委 

細は 左へ 御 御 照 貧を 乞 ふ。 

G . A . 吾 里を ミ Con 邑互 Sf . Bro 口 害 

ぎブ 5 る e 夏 0 


A ■♦■♦■♦■♦■♦ ■♦■♦■ が 

J ■- 

間 

の 

時 


純肯 生命 保 險會社 

一二 木を 吉 

機保險 


ork: ドなの ITlscrwHoe 00 

a 片〇江 ambffirmwt: 

zffiw "Yorlccity. 

巧 110 日 . e . 巧 rankH 口 4 塞 0 

因》 oh» 口の e 历 r-anoh 


i ■♦■♦■♦華 ♦麵 ♦ 


♦紳 i 向帶 •革、 白 お 


♦金銀 製を 具附 各種 


晚を 波を 二 週 一 0 おか 

▼エム グレス 療太利 0 宝ろ 舍 順) 

と 巧 义日 

▲エム ブレス 亞細亞 ご 一一ぶ 畳 顺) 

と 巧サ ーニ 日 

▼エム プンス 加を 太 (-另 •室 〇嚼 ') 

八月 六 R 

▲ゴム ザ；^ ス露 西な 0 二ろ 夏 唯) 

八月 二十 H 

一等、 二等、 一二 等 戊び 下等を 設備 

最大、 善美、 最快 ホのを 巧 航巧船 


リナ メ ー カ I の特を 

H 本人の わ 買物 じは 特 .別掛 員を 置き 無 

巧で 御を 巧を ホ 電話 又は お 手紙 次第 御 

訪問して 御 便を を 計 b 初めての わ ホ じ 

おしては 特に 注意が しまず から 是非 わ 

なおち 願 ひ 升、 ホ內 配達は 勿論 日本化 

化を 化 宛の わ 荷物 後送は 當 ホで 致し 巧 

じ 3 ン ワナ メ^ — カ ー 




裁 纖所闢 業 

が 服、 絹物、 ゥーが 類は ド-て 
クタ 1 ニン グ 、プレス 及び 聲更 
へ、 仕立て直し 一切を く 黄躁じ 
致します。 裁縫は 如 巧なる 綱 注 
文 も 叮嚷じ 早く 致しまず 其佩ユ 
カタの 出 ホを もを b まず。 

坂 ホ 裁縫ぶ 

128 宝 J 置 St. N.U. 一 


! 週 五 巧 及 八 弗、 一 
人 又は 二人に 適す、 
巧廳 へ 十みタ ィムススクエャ？ 
へ廿五 かお 話々 ン バラン ド呈 ーコー 
1 芝是 h 夕 Br 邑互 コ 黑崎梅 芋 


1 音 樂敎授 


ピアノ* ゲ 


獨 唱歌 授業料 ーヶ月 六 お 二 週 一国 
西 六十 お 丫 a 東京が 會 階上 

菊 池 磕太郞 


夏瘍 向が 荷 到着 

特に ダ ー ム向 陶黑雜 黑類澤 山取瑜 居り 
候 間 倍 舊鄉巧 命^ I 候 ’ 

森 村 アラ ザ I ス 

ヴ ioRlMC 巧 A . wros ., Inc . 

进 West だ rd ぎ 
zew さみ 貧 y 

" Te 矿 phone Gra 3 ercy 3850 


夏場 间今 

陶破黑 雜貨を 種 お 揃へ 居候 述 建を 旨 
ごして 精々 勉强化 候 間 御用 命 願 上 候 

II 壊ネ桃 ホ 組 

1 是 i . 1 置 si . N y . 呈 .ぎ y 養皇量 里-? 


夏 傷 闕 NM 新 稍 到着 H 
精々 魅强可 仕梅頤 御託 义被 下. 度 願 上 候 





賛易 株式 會社 


TfeL wtllyvesant W 82 W 
1101 IFif を Ajsremie ，艺 ew Y ミ矿 Qty 

ohicago Bra 扫 di w ホ' w. Madison St. (hie 畏 0, 呂. 


，夏場 向新 荷 到着 

格安 品續 々到眷 化り 候 間 
若 非 御 巧 命 被て お 願 上 候 

化 八 商會改 ホ 元 ブタデ I ス 

17 East 17 を St, 2ew\wkc ぞ 
Trnlejphonestuyv 漢 ant 送 叟 





つう 


か 畦が 生 日系が 民の 

大陸 轉航 問題が 何 


迁ホノ < 、よ b 逮サる 

巧 報 こ あれぶ をし 巧を の 統お問 
题日 16 なをが 題 及び 画 防 巧 題 等 
。，司！ 究の肖 的で 渡 布した 乂 
I 夕 斬が 下院 嫌良蝴 一巧 だ间 地方 

广 U がて 日系 ホ 民の 化 表ど會 見し 

たお 上で 一巧 中の 講貴 クラム プ 

トン 氏は 『ずは ホ 閔講會 の 一員 

として 巧 若 H 本人を 祖先 どず る 

乂网巿 民 じ 深を なる 巧 味を 持 も 

i をう して 諸君の 米 國巿民 どして 

の 巧 利を 充み 承認す ベ <盡 力す 

るで あらう。 我等の 共通の 政府 

じ おする 諸-,, のを 誠は 子の むょ 

ら了 がする 巧で あら 感謝す と 所 

である。 お ホ 諸君が ホ頤 のた め 

じ ホ 輝 ある 役 劑を勸 める であら 

うこ どを 信 中る ものである 予は 

るの かき おを を 持つ て 乂闡本 ± 

じ歸 ると いふ こどを 諸君 じ 知つ 

て货 ひたい』 ご 云 ふ 意 化を 述べ 

わど傳 へられて 居る が 他面 太平 

洋 沿岸 殊に 加州 じ 於け る 拱 日 

圈 ホは 化く よで H 系巿民 

の 米 大陸 入 固を 疾視し、 轰港移 


西が 排日 一派 •こ勞 働ぞリ 態度 

- する 述 動を 試む る i ごな'.'.. 畳 

る 〇元來 布 唾ょ h ホ 大陸-; 轉が _ 
し ホる U 系巿民 乃至 一が おげ 人 

系 市区に おして 巧 < 差別 的 待遇 

を 巧す 根本の 理 もは 『歸 化し 得 

ざる 外人』 がが にの 化 面を 被 b 
て 『巧 ホ 証を 濫用す る 危險』 を 

防 化せむ £ す ろじ あるべき も 未 

だ 曾て 其 

惡例 を 開きた る事實 さへ 
なき じ勞働 省が 加州が H 派の 愧 

IS どなら 巿 民の 當然亨 有す •へ 
權 利を 巧 束し ぷ自 もじ 干渉す 
は 頗る 奇怪 千 萬ご滿 ふべ く H 系 

巧は を 同化せ しめ 彼等を 利 導し 

て 善 お忠實 なる 米 人 どしての ぶ 

を ^ 果ク しめねば t： •.ら の 赏局者 

が 自己の 資 任を 自覺ヴ ずして 更 

ら じが H の 風潮を 窓化サ しめむ 

ごする 其 憑 や 及ぶべからざる も 

ぶが ある 千 九 巧 二十 四 年 ムハ丹 未 

自現 巧が 畦 衛生 局の 統計 じ 化れ 

ば 口 本人 摄數 十二 萬 五 千 四十 八 

人中 U をボ 民は 六 萬 六 千 六 百 四 

十 人 (五 刹 S を) 邦人 五 お八 千 


民 巧の 如き 去 库政廳 よらを 給 i セな 二十 又 (覇 とを ごな 

•つて 居る から 將來间 島 じがても 


せる 出生 証-おして すら 該出ホ 

おの 所を 者が をして 本人なら や 

否やの 疑義を 狹 むで り 系巿 民の 

乂國じ 煩 裝を與 へつ^ ぁら。 右 

じ おし、 ファ ■ — リントン か事自 

身 ぉ府に 出張して 布 巧を 廳の立 

巧を 明か じした るが 巧 唾の 議會 

からは おら じ 五 人の 巧 あ 陳情 委 

員を 今を 继を開 會前じ お 府じ特 

派 （て 巧を 人 あお 这權 確認 じ關 


力 且つ 忠良なる ホ ほは 日系米人 

である。 故 じ 彼等を 巧 導して 內 

はが 哇 統一の 治績を をげ 外は 日 

米 親善の 換子 V、 して 双を の 利益 

を 福を ち 進す る 方面 じ 劃策す る 

£ は 先見の明 ある 米國 政治家の 

なさねば なら 柏 義務で あらう 孰 

れ じせよ 此間 題の 發 おはな 基の 

注意を 要する ご H 會 理事の 一人 

は說 つた。 


新 城 西 州 立大學 から 

名 譽學化 y 獲た 松 平 大使 

綠 いろ 濃き 學 園に 協調を 商蜡 


前 過 巧 耀日 ペン 州 ラ フエ エッ 

卜大 をから あ 擧を學 博 ± の榮位 

を 獲て 前站 H 大化 サィラス、 ゥ 

ッブ氏 ど 共 じ 日米 親を を 力說し 

た 駐米 大使 松 半 巧 雄 氏 遇 未明 

治辆年 じがけ 4 U 本の 敎育 制度 

樹立 じ 由緒 淡き がが® 州 立大擧 

ラッ トダァ からを 奪を 學愧卜 の 

學 泣を 按 巧され た。 大使は を賴 

報府ょ b 顧問 モーァ 氏 ご 共じ徽 

がして が 脊 の乂ビ なら 十 午 

前こゥ ブランズ ゥ キック じがけ 

る ラット ボアを の 第が 五十 乂回 

の卒菜 式じ顆 おした。 巧 報は 米 

闕獨 ホな 前 キング ス 、カン ー ジ 

(現ち 倫比亞 大學) ご 並び 稱 せら 


れ たクキ —ンス 、カレ— ジの後 


身で あつて、 明治 初年には 幕に 

勝を 房 巧の 令息 小 六 巧、 が 育 初 

化の 總 領事 當 山鐵么 か 氏、 お倉 

をみ 息 其 化 知ち の ± がを 雪の 苦 

を 嘗めた 學 をで わる のみでな < 

明治 S 年 日本を 府が米 励の か 育 

制な じ模 L て國 おを 育 制 巧を 樹 

立せ むごせ ろじ 隙し 同带 のダゲ 

キッド、 マ I レ I を 巧の 怠 見を 

徴 したる 後、 氏を 巧 京に 巧聘し 

て网 にを 巧 制 巧を 布いた ご 云 ふ 

淺 から 3 因緣を 巧して おる。 お 

じ マに ホ じ 人は 乂 十^ 藤の 商齡 

じ 速し 今 お ほニウ ブランズ ウキ 


ック じな むで 大挪 牧師 其 他を 數 

邦人の 知己を ちして おる。 

A A A 

卒業式は 午前 十 時 四十 五み ク 

キ 1 ンス 、ビ少 デン グ 前から 贿 

知事 シ八 ザァ 氏、 德長化 巧フ。 

レンスを、 松 平 大使 等を 先頭に 

リヴ ォリ 館への 行列 じ 始まら 學 

位- 稱號の 巧 與はフ n レンス 氏 

じ 化ら て 巧 はれた がをは 昨 夏 0 

ホ 缺員ど •■つて 砖じ總 長の 後 巧 

どして ベン 州な 大學總 お ジョン 

でム 、トー マス 巧を 推薦せ る 旨 

を 午を を《 前總長 デマン スト 巧 

は 過 ま 十九 年 就 巧 （昨年 六 巧辭 

巧した = じ 於て 報吿 し、' デ ザ ー 

トコ I スじ 入れる 頃 松 平 大使は 

を嚴の 如き 巧手に 迎 へられて 起 

も 明治 初年の H 本が 軍備、 が あ 

敎 育、 經濟の 完成を 謀らむ が爲 

めじ 模範を 賴ホ 先進 諸 頤じ採 b 

たる 實 情を 說 明し、 第一 あ 育 制 

度を 米 劇 じ 株ら マ ー レ^ — 氏の 渡 

H じ 促つ てを 太の 化 益を 得巧敎 

巧を じ 陸離た る ホ 彩を 放 もたる 

はま 洋 後進 國じ おする 米 固の 义 

化 的寅献 である ど 述べ 進む で H 

米ぶ 巧の 歴 をの 事 實じ論 & して 

二大雄 巧の 協調は® 巧が か 維持 

の卜： よら 化て 日米が 互の 巧 格で 

ある ど 結んだ。 が ほプン { ンフ 


♦ 



棚 面 巧 局な 
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妻 巧 建築 妻が 所 
Iwahiko Tsumanuma 

Room 1607 No. lOl Park Ave. 
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瀬 川 保険 事が 巧 

H. Sega 胖 a. Insurance Broker, 
303 のれ h Ave., 

Tel. Franklin が 1)0, e か. 193 

巧 旧 靖事株 ま會社 紐 育 支店 
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291 Broadway, 

Tel. Worth 1576 
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150 Broadway 
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Paul IC. M, Thomas 
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Japanese-American News Service 
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165 Broadway 
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Okura & Co., 
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紐 育 日本人 會 

The Japan が e む sociaiicn, 

250 West 57ih Si., New York 
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巧 滿渊雜 遺 株 まを 巧 
紐 育 事 蘇 所 

South Manchuria R. R. Co., 
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65 Broadway 
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120 Broadway 
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がま 會お 

山中が 會 組 育 支 巧 
Yamanaka & Co., 

680 Fifth Ave^ 

Tel. Circle 4014 

0 本 綿を 巧 まを 化が 育ま 店 
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NICHI- 姐 KltTO KABUSHIKi KWSHA 

が ! CH レ BE! KUTO CO 。 LTD.) 

3 巧が H Avenue, 

TeL Mad. Sq, 7592 ぷ 

神 戶鈴木 商店 
紐靑 支店 

Suzuki & Co., Ltd, (Kobe) 
220 Broadway, 

Tel. Co け ! a 打 か U が - 50-51-52-53 ' 

曰 本 生糸 株 ま替社 

紐 育 支な ‘ 

Morimura む ai & む ., Ageitis 

44 E. 23rd St -， 

TeL わ hland 5320 

巧を 名會か 
紐 育 支 巧 

Hara & Go., 

4 が Fourth Ave., 

' Tel, Caledonia 7 的 日ぶ 

江 商 株 ま會社 紐 育 支店 
Gosho Corporation, 

Silk Importer も 

334 Peui* か 、、も， 

To し Ma ん 8q. 4886 

Go8ho Co., me., 

Cotton 技が orte わ 

60 B«svm 化, 

Tel. Bowling Qreen 8806-06 
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福 田 巧 や 上 巧 あを 

0SAU ASAHI Osaka Mainichi, 

Room 308 World む iWi 巧 1 が了 恥 化口 打 e Building 

tel. む ek 历 an が郎 j で儿 B^ekman 去 三 巧 
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巧 hr 夕 巧が！ が 巧を 巧 im で 巧 


S 淵 日が， 化 NE 20, 1925 


支那 政 巧の 不夕定 ，こ 

W 軍 雄の 暗闘.. 

張 か 霖の岂 上の 牆 、韻 玉祥 
次 お， U 內亂の 段取り 


♦支那は 今や 排外 人 熱で を 地 
の裝動 どなつ てゐ るが、 媽玉祥 
が 左傾 派 じか ホして ゐるじ 反し 
張 作 霖は飽 迄 も 秩序 維 巧を 標榜 
して 上が じ 軍隊を 派し、 天津の 
英國總 領事館を 警備す る 等、 を 
角 お賊上 b で 平素 對か的 じ 評 利 
の惡い 不利な 位语の 回復 じ 努力 
し、 現じ 典國の 保ず 黨は 張の 巧 
をを 賞 讚し つ 一 あるが、 底 じは 
底 あらで、 張が この 大動 亂じ自 
若と して ゐ るのは 理由が をる。 

♦古へから兩雄並び立ねねご 
云 はれて ゐ る。 暫 銀を 捕へ て 背 
後から 吳佩 をを 街いた 渥が 圓民 
軍纔帥 どして 傲然 ご 化 京の 周菌 
じ 構へ てゐ る， とは、 山海 願の 一 
戦で お 嫌を 啡き 潰した 奉 天軍の 
頭 梁た る 張 じは 堪 へられ U い 眼 
のよ の 瘤で あるじ 相違ない 。を 

こじ この 兩 雄が 段 執政を 守 b な 

がら、 しつくら ご 巧 巧のを はね 

迸 由が ある 譯 である 2 ' 

♦滤玉 祥の考 へでは 旣じ直 謙 

じび、 天下は 元 動 段 臟瑞じ 化つ 

て 著々 と 善後 處 置が 進められて 

ゐ る。 自 をは 殊 動じょ つて 張を 

口を 本陣 どして ぶ 漢鐵道 沿線を 

手中 じ收 め、 化 京の 治ま 維持に 

任ずる は當 然の權 巧で あら、 義 

おでを る。 奉 天を して 山 東方 面 

のをを じ 巧せ しめて かて 苦情を 

J 玄は 口の もを の 所 0 であると い 

ふじ ある 0 

♦張 作霖 じして なれば 今や 直 

錢 派は をく 潰滅し、 京 浦 錫 道 沿 


線は 自己の 手中 じ歸 しれ。 この 
は 更 じ 完を じ 化京を守護 せ ん 
ごする じは 奉 天軍を してを 必し 
て 駐巧出 ホる やぅ じ 設備せ ねば 
ならぬ。 をれ じは 通 州、 苗苑、 
化苑 じある 國お 軍を 撤退せ しめ 
現じ 民家 じある 化を の 奉 天軍 じ 
兵酱を 輿へ ねばならの とま 張ず 
るの も决 して 無謀では あるまい 
ごい ふ i じなる 0 
♦擴は 目下 張を 口に 鎭 座して 
通 州， 化苑 、南 苑の國 お 軍じ采 
配を あつて ゐ るが、 あ 時 奉 天の 
張が 勢 じ 乗じて 段 執政 じまで 腰 
お 的 態度を なら、 政治 じ 人事 じ 
をの 意を 擅 まじす ぶの が あるの 
で內必 頗る 不輸 快を 戚 じ、 機會 
ある ご どじ これを 牽制して ゐる 
彼は 化を を 擁する ミが 挪も 勢を 
天下 じ 示す 根幹で ホる£ の解釋 
から、 奉 天軍が 化 京 警備 じ 入つ 
* て ホても 兵營 を讓ら や、 地方 じ 
於て は勞農 》 シァ V - 暗默の 提携 
を 試み、 鞍から ざる 兵器を 蒙古 
ホ 面から 輸入して ゐる 。「軍人 
は 政治 じ 輿る 巧ら や」 ご ホ 張し 
ながら 彼は 實 力の 充實じ 熱中し 
てゐ たので ある。 過般は 山ま督 
辯 任命の 經緯で 張の ためじ 威壓 
された のを 深 <倾 みとして むる 
のは 事實 であつ て、 これ じ酬ゆ 

る 手段を 武器 どを 員 ミの 充實じ 

よつ て講 せんら のど 畫 策して ゐ 
たので ある 0 

♦この お 勢を 見て ごつ た 張は 

早く も 軍を を 天 ホから ホ 州 じ 目 


一二 黨の展 補 ごして 慘敗 しねる ゥ 
キス コン シン 州 選出 上院議員。 

イ―卜 •マリオン •ラフ オ レット 

氏は 巧 おの 喘息に 肺 あを 併 避し 
過般が 當地 じ靜養 中で ぁつたが 
本日 午後 一時 サ ーみ、、 む 瞬麻雖 
の爲 めじ 逝去した。 氏のを 態は 
今朝 八 時ょ も激變 して 危篤 狀お 
じあつ たが、 侍醫 の 語る 所 じ 化 
れば 喘息は 過 ま 十 年に 互る 持病 
じして 先み 大統領 戰じ 出馬 前 じ 
も 一時 ま 態で あつた にも拘らず 
病 狼を かしてを 化 じ遊說 した； 
が 死期を をめ たもの ど 云 はれて 
ゐ る。 逝 まの 報 ごみに ホ 統領 ク 
1 リッ デ 巧を 始め 巧の 岡 僚、 を 
敵 等は 巧せ ずして 弔 悼の 意を 表 
しか 人の 政治的 生涯 ごを の 人格 
を 賞揚した が、 遺 駭は鄉 里の ゥ 
キス コン シン じがて 埋葬すべく 

享年と 十歲 、ホ圖 の對歐 參戰當 
時と 時間の 雄 辯を 振つ て 反對し 
遂に ウキ^ ソン 氏を して 臨時 議 
會 をな 集せ しめたを は 有名な 話 
である 0 


南滿新 社債 發巧 

東京 特電 十八 U 發 US 滿鐵道 
會 社は ホる サ日の 療會じ 於て 社 
債 一億 巧圓 募集の 承認を ホむ ベ 
く ー ホ 政が じ. ては 旣じ誌 解を 得 
てゐ るので 有利の 時 磯を 見て 一 
千万 圓 又は 二 千で 圓宛發 巧す る 
計畫 である。 


列 頤議會 同盟 會 

まま 特を 十八 H を：：：： 十月 一日 
雜 おじ 於て 開催 さるべき 列國議 
會 同盟 曾 幾には 患 歧會ょ bl 一名 
政 友會ょ bll 名、 か 友 本黨ょ b 
一一 名參加 する i じ决定 した^ 

高 旧祖員 新計畫 

東京 将電 十八 H 發 == 高 田商會 
の 社員ち 志を 化て な 巧 圓の巧 ま 
會 社を 設 ホし 高 田の 事 まを 繼承 
せんごの 巧畫 はち 鹽 となろ 實現 I 

せんか ど 云 ふ。 

築 瓣は五 年計畫 

東 ま 特電 十八 日 發：= 東を 築 渚 
は 明年 ょら 五ヶ 年 計 畫の下 じ 政 
府 補助 五六な 巧圓を 加へ 總額千 
九 巧 巧圓 をのて 開始 さる-^ を じ 
近 < 巧 をの 善で をる。 

化 里 傅 ± ごを 職 

東京 特電 十八 曰發 =： 男 霸化里 
柴 S が 博 ± はみ 息の 情死 ホ遂事 
件で 慶大 學 長を 辭し 一切のを 磯 
及 男爵を 辭退 する であらぅ ご。 
お ほこれを 聞いた 慶應大 學醫科 
大學 生は 乂會を 開いて 醫學搏 ± 
化里學 長に 留任 勸吿 の巧議 をし 

こ 0 


山 お 巧の 露國巧 

東京 特電 十八 日を U 山 巧禮藏 
氏は ホる サ 日出 發 滿鮮經 由日シ 


普選 即巧 のちめ じを は 旣ぶ政 誤 
じちを 自の牌 巧を 整 ふる 暇な き 
を 城み どして 巧が のかき 野合 政 
をを なて. 一阳を 糊を する むでは 
がを 化勞 自身の 未路を おくすを 
のみ。 らや圓 にの 迷惑 國が の權 

'.、'りこ 巧 b 難き もの-か あら〜 
化々 け ホを：； fir •を 里 の 

善 お® じせよ、 を 育の 化み 約な 

革 じせ J 、 經濟撕 綿の 磯 貪 均等 


主義 賓現 じせょ、 情實缓 緣を經 
ピ L 因習 曾を を絳 とする 旣巧政 
篆の盲 巧を を' 總裁史 をの 程を 
^ けが 利 じ 又を 理 的に 解 巧し 得 
&幾 はない。 是 等は 都て 新 じ 生 
节出づ べき 意義 ぁる 政治 削 体の 
巧 動じ 待 じねば ならね。 故に 吾 
人は 加藤內 閣じ逊 して 普 摧の即 
巧 じ 化る 政局の 打開を 今よ b 必 
巧け 置 < 樣切攀 甘ざる を 得 U い 


渦卷 くち 那動亂 


英國の 態度 U 强硬 

關 税會議 には 穂 極 的な 政策の 主張 

を 地 じて 突 人の 殺害 頻々 

東京 特電 十八： n 發： =囊 じ 上 おを 務局島 巧 人 マッ ヶンジー 氏 反 
び ダンカン 旌 がま 化 人 裝漢じ 襲は れマブ ヶンジ ー 氏は 即死し ダ 
ン カン 機は 傷き たる 事が を 手始め じ 支那を 地の お 人 襲擊は 頻出 

の令梭 じして 電處 にがては 税 離を 旨で あこ 巧 人 二ち が 學生闡 の 

ために 殺害され、 彼等は H 英んど 見れば 不穩の 斤 動を 採 6、 化 

巧には お 人 殺害の 宣傳 ビラが を然揭 示され、 上海の 罷エ團 幹部 

じて は-^ 海蔡 動じ 死傷せ し 支那ん ミ 同数の 外 厨 人を 巧 傷せ しめ 

て 報な すべし との 撰 語を 發 表して 不穏を 梅め、 今朝 t ’ 上海 市の 

英人 巡を ボーグ キンは 戚 漢の爲 めじ 包 園され て 重傷を 蒙ら 淑巧 

の狀態 にん-るが、 これ 等を 地の 崇 動じ 鑑み 英國 な 府は關 稅會議 

閒徳の 曉け將 ホ この 輔 事件の 巧を を 防止ず るな が じれて 巧 等 か 

の 蹟谅的 形 まじ 攸ら これを ま 張裙乂 する 患 向ら しけれで、 該閒 

題の 範閣 を斯る ホ® と 渡げ ては 巧 巧の 支 邪 财政猿 巧 もこの 機會 

を ホず る 恐れが ゐ るので、 日本 ごして は飽を もを の範國 を縮少 

してが 政 問題 じみみ これを 局がん. これが 爲观 'じ 躲ぶ巧 る' 方針な 

る もの、、 如く、 上海 い '罷エ も 旣じ半 個 巧に 垂 々ごしま 那侧 漸く 

疲れ 不貸 间盟は 今週の 中に 辭 巧ず るお游 である。 

學尘 ^露骨 に 赤化し 

共產黨 聯隊を 組織 

張が 霖將 軍は 共產黨 員を 撥擧. 


P ン ドン 十八 a 發 u 靈に學 生 

剧 の勒英 かを 斷絕 宣言 じ 基 書き 

した 張 あ 口の お 玉祥將 軍の 許 じ 

を 支那ょ ら學 生が 績 々軍隊を を 

願し 近く これ 等の 學 生ょ b み產 

黨瑞隊 を 紐 織す る じ まる 形勢な 

るが、 奉 天の 張 作霖將 軍は 支那 

まま 權の獨 立には 巧 則 ど L てこ 

れ じを 同し 現じ 上 お罷ェ 鹽に資 

をを を附 しつ； あれで、 お產黨 

員の 化 締を嚴 を どし 學生 閒の裝 

巧 沙汰 じは 反掛 じして を 天府に 


亡は 一切の 示威 蓮 動を 禁止し、 

外人 經 營の學 おは 閉鎖し 支那ん 

學校 じほ 軍隊を 派して 警戒す る 

か、 化を 城內 外の 譬 巧を 巌 じし 

て 一切の 暴行を 許さず、 天津の 

日英 總 領事館を 巧 簾し 上 满じ兵 

を 派して 秩序の 維持 じ 努めつ； 

ぁるが、 旣 じを 港、 漢口 、天津 

等に て逮 補され た 支那 人み 產黨 

はを もじ 死刑 じ處 したる 外、 外' 

人 暴 巧を の 首を 晒して 將 巧を 戒 

めて ゐる〇 


ボク^— 巧聲明 ずらぐ 

支那 ミ戰爭 U だ 5 

治 外法 權の 撒廢 にも 賛成 だ ご 


ッ シン トン 十と H 發： ：；： 上院 外 

をを 貴を ボラ I 氏は 化 支 米 人 

ょもの 毎 閒じ對 しま 那政 扇に 

關聯 して 左の 如く 聲 明した。 

『をは 米國が この 竊ち那 政が 

乃至ち 那 国民 ど 巧 等紛爭 すべき 

a 由を 認めず、 支那の 現が は 元 

* ら巧大 ならん も 何等 义國が 時 

みのけ 颗を 採ら、 な 策を 變 おし 

ぶ ひは 他 别强ご 共に をの 渦を じ 

化 やる 必娶 を歲め や。 米 國は支 

那じ おしては 巧を ホ 國ま義 的 巧 


也を 抱 < も のじ ホらざる ごみに 

查乂圃 ほが 支那の 利 權を充 を 尊 

敬ず べき ミを 要望し つ i あるを 

確信す る もの じして、 余 個人と 

しては 一刻 もを < 支那 じ がける 

列 强の治 外法 權を 撒廢し 支那の 

獨立宗 ま權を 保安すべき i を ホ 

望した 止ま 0』 云々。 巧 ほ 氏の 

聲 明が 現下 ホ 国の 巧ち 政策 じぷ 

ぼす 影響は 甚大で あ b 、 化つ て 

乂國 政府は なぞ 米國 人の 生命と 

财を どを 巧 護す るの 外 别强ご 巧. 


ァ じなく； ごなつ た〇 

大倉巧 蒙古 入り 

東京 特 を 十八 H を zr 絮古 水田 
開を を 目的 ごする 大倉 巧の 一巧 
は 本日 化 京 化を 張 家 口を 経て 十 
日間の 豫定 じて 叢 古ゴビ 砂潭じ 
入る をで ある。 


矢 島 精子 逝去ず 

ま 京 特電 十八 H 發： N 八十 餘歲 
の离齡 じぁ 6 乍ら 日本 矯風 會々 
をと して 酱脚 しが 年 華 巧 會議の 
際 渡米して 歸ホ 後一 柄 巧 じ 親しみ 
つ-- ぁつた 矢 島 お 子 乃自は 昨朝 
遂に 逝ました が、 危篤の 趣天賊 
じ 達する や 特旨を 巧て お 五位 じ 
叙せられ た。 

海の 內ミ外 

♦巧 國のお 外 投資 總 額は 十四 
億万 圓 、义國 の 逆 ま 一年に 直る 
投資 額 じ 劣る。 これな や 戰ずも 
お 巧ない を。 

♦化 里 巧- H 、 踊 子の 情死 沙汰 

で 賞つ て ホャ-^ の 爵位 も辭し 

一切のを 職から 退く ご 云 ふ。 を 

學 對民學 腕み 合 ひ Q 昨今、 この 
攝師を 失つ て 赤 巧の 得意は、 想 
ふべき で ホる 0 

♦情夫 殺しの 十と 歲のホ 女、 
ドロ シー •バ I キ シスは 謀殺 化 
で訴 b られ 、一等を 殺で を 罪 ご 
巧定 した。 女なら では 世の 明け 
の 國 は乂國 のみ ぢ やない。 


がけて 集注し、 しかも 子息 學良 1 

を 遣は してを 營 の讓ら 渡しを を 
つたので ある。 張の この 巧 動が 
是か非かは 別問題と して 景 化の 
遺ら 口には 段 執政 も 頗るが 易し 
てゐ るら しく、 曾ては 孫 文巧胜 j 

中、 段 孫 長の！ 一! 角 同盟 あら ど 傅 
へられた 段 張の 間柄は 其 だ 面白 
< ない 形 じな つて ホた 模様で ホ 
るが、 さて 張に 迫られた 狼は 稍 
機先を 制せられた 具を で ど b 政' 

や 通 州と 化苑 ごを 引渡す 意思を- 

厌 かした ご 云 はれる。 しかし 渡 
が 云 万の 手兵を 駐屯せ しめる ど 
いふ 南 蒲 こを 張の 垂延 おく 能は 
ざる 肝腎な 傷 所で あるから 碼張 
の 兵舊爭 奪は 今の ま i では 納る 
まい。 

♦支那 現が の 政局け 實力 ある 
者の 掌握に 歸 す。 段 藏瑞の 如き 
人格者は 一時的 じ窜閲 共が 國栗 
の脊 くらべを する 燒合 じこを 重 
寶 がられる が、 一摇 、巧な つて 
群を がけば それの 前には 何等の 
價値 なき 一老 爺 じ 過 《 。されば 
こを 張 作霖は 機運に 乘 じて 段 じ 
化つ て 化 京を 乗ら 取る 野望を 抱 
き、 眼の 上の 瘤た る 狼 玉 祥を化 
を b じ擧 げやぅ ご 腐 屯して ゐる 
ので ある。 媽が 秘かに ロシアご 

握ず し、 お义 死後の 國 お煮 ど 相 
通じ 隱 忍して 實力 建設 じ 褒廚し 
つ i わるの もな なきでは ない。 

♦今 速 かじ 張顆戰 ふべ しご 斷 
ずるは 早計 じ 適 r るが、 早晚柯 
等 かの お 態 じがて 街 突は 免れな 
い 運命 じある。 しかも か i る瞭 
じ 張が をの 股 化の 居、 于ゆ淺 を 
日本に 派して 何事 かを なさし め 
ん どす るが かきは I ' 部から を 眼 
鏡を なて 見られる. とは 當な であ 
る。 盖 しがくして 交 服のを 巧 ま 
定は废 がごして 前途 尙ほ遙 遠で 
ある 0 


じ 支那の 渦中に 投 やる はこれ 
を阳 避す るで あらぅ ど 一部の か 
をは 認め ホ 常に これを® 巧 視し 
て ゐる〇 

英國 政府は 

積極的 

共同で 卞涉卞 る 
.りン ドン 十八 y 發 r ；： 英凰 下院 
じて は 今夕 お 支 問題 じ鶴聯 しじ 
野黨の 質問が 討證 され 首相 及 外 
相 これ じ 答 辯し 異常の 毁 張を 巧 
したる か、 

勞働黨 側は 上海 じ 於け 
る お 人工 燒狀 態の 巧蠻 的な 奉實 
が 今 巧の 動亂を 惹起す る じ まつ 
た 所 0 であり、 特に 上 潰 粗 おの 
英人 巡査が 勞働 者の 示威 蓮 動じ 
發 砲した 事 實は飽 を もす 正で あ 
るから を 府は須 らく 資巧 者を 巧 
還して 嚴 重に 處 罰すべき である 
£ 論じ。 ィド •デ！ n — デ 氏も英 
固の 施政 じ 就て 非難 するどみ じ 
今後 政府の 施政を 柯じ化 もては 
支那の がか 運動は 遂じ排 お 運動 
じ 止る のでは ないか ど 質 間し マ 
ク ドナ 八 ド 氏 も 今回の 暴動が 支 
服の 產業立 國ど國 をへの 旨覺じ 
ある 点を 論じた が* これ 等の 質 
閲じ對 して 外 柏は 政府の 意見 ど 
しては 支那 じ 在留す る英 人の 

生命が 產 のが 護を 第】 

の 目的 どし エ 撰が 態の 稍 不を全 
なる るは これを 認める が 今回の 
暴動の 眞 因は 寧ろ 支那 國 おが 現 
化 京が 府を 崩壊せ しめん ど企畫 
した ミ じ 動 磯を 發 して ゐ ろと 述 
ベ こ S 際 事件み 眞 化が がが マる 
まで 議會 の審 巧は これを 延期す 
るの 必耍 な。 なを 力說し 且つ 英 
國 政府ん 本邸 趣に 就で が 離け で‘' 

單獨巧 動に 出で ず， 碰迄 もお府 

協約の 締盛阀 ご おけ 励 作を 採る 

べき か 意を 示す £ おじ 、巧る ベ 

き 關稅會 溝 じがて 巧る 問題を 巧 

び 惹起せ しめざる な穂械 のな 政 

策を 採る か >む であると 述べた。 

動亂の 上海 じ 

新 暴動 突發 

上が 十义 《發= : 聯合 國凿 支那 

委 負の 罷エ調 訂會議 は 支が 側の. 

要 あ强硬 じして 遂に 巧 裂し、 上 

海は 巧び 暗黒 どなら 船舶 罷エは 

益々 磁大し 舊這留 地ま那 避を 九 

十 人は 隊を 組んで H 英貨 瓶賣店 

の 窓を 破壊し 日本人 綿 化工 瘦じ 

巧び 放 か 騒ぎ 超、 り、 約 五 万人ょ 

ら がる 國民 大會は U 本 及び 英國 

じ實 戰布吿 をホ議 した。 

を 地情况 

福 建 省に も 飛火' 

上 お 十八 H 發 U 英人带 害 事 仲 

で罷エ 解決の 會議は 前途 益々 不 

を どな b しも 支那 人 銀 巧は 近く 

南 店の 見； 込 じしで 軍隊は 依然 居 

留 化を 譬戒中 であるが、 九 江の 

暴動は 鎭靜し 班 a ホの ず 通 も彼活 

したれ ど 福 建 省め 福 州 及び 虞 巧 

にはが 外 熱 飛火し 不穏。 れどホ 

だを 巧を 見る じ まら や。 

峽西 省學生 暴行 

西 安 あ 十八 日を == 本 H 陕西省 

ち 長 邸を 附 あじて 學 をが 概 球を 

競技 中 誤つ て 邸宅 じ 飛び込んだ 


瞭學 生のと 寶護 軍隊が 街 突し 學 
化 側は 軍 隙が 五十人の IK ゴを學 
殺した ど宜 巧した ので 敝 十の 學 
生が 省 長 邸を 裝蟹 せん としたら 
も 省 長の 謝罪で 鎭靜 したが、 こ 
の爲め 却って 學を剧 の 装 巧 沙汰 
を 見る じ 至る 模が である。 

鹰 束は を然 赤化 

廣巧 十八 日 蟹；：；；： 廣ま 省の お 員 
をま运 する 排お總 柯盟罷 エはホ 
月せ お H をな て實巧 期 じ 入る ベ 
< 雲 南 軍 ど 協力して 廣 まを 完全 
じ 占が しじ 動 ほ黨辟 部は を ホの 
省を 制を 廢 してと 人の 委員 制 巧 
ごし 都督の 徵稅制 巧を なめ 脂搏 
じ 化る 歳入は 廢 止して 赌博瘍 を 
閉鎖 L ソビユ ー 制度を 採用すな 
ろごな つた。 - 

學生團 外を 决議 1 

化 京 十八 日發 u 當 化の 學校 
表は 化 あ 校 お 化 校の 大差 じて 止 
おの 暴動を 理由 ごし 英國 どかを 
關 巧を 斷 絶すべし ご巧議 した 飞 
外、 英固殖 ぉ 地の 獨 な 運動 援助 
を 申を せた。 一 

外 巧團が 巧警吿 .； 

化 京 十八 日發 U 化 京駐巧 外を 
圏は 上海、 丸な、 漢 口ぶ びま慶 
等 じがけ る 外人 殺害を 理由 ど ホ 
て 支 别を化 じ' ある 外人の 生淪助 
產は 危機 じ 瀬し 化を 拽府 じ-^ て 
何等かの 手段を 谋 じない 限- 4 训 
强 どの 國 をを 傷け るで あら ぅづ 
の 長 义じ宜 ら警吿 書を 外を 陶 一^ 
が 太 巧る 化 ヵグチ 氏の 手を 經で 
化を 政府に 送附 した。 j. 

蕉府 に排舞 運動 I . 

蕉府 十と 日發 u 當 化に も排ザ 
人 運動 突發 する じ 至つ ねが 丞だ 
暴 巧を 兒 るに 至らず。 一一 
，:‘ 託ぅ 蕉が 巧が は 牛. 巧、.‘ 得 it 巧 
'商 西 五十 哪の條 約 港で ぁ も-。 

在歐學 生團宣 傅^: _ 

ブラ ブセグ 十と 日發 ：= 當 端の 
支那 人學 生協 餘は實 言 書を 發し 
今回の 排外運動は 單に支 搬勞働 
者を 養 食し つ i ある アン グ日ナ 
クソン 民族 及び H 本人の が 巧で 
ベが ゲ！ 人 じは 何等の 危隙 なし 
ご發 表しね。 

ベ グリン 十と： 0を= ま 那鹽巧 

黨は當 地に 新聞 局を 設けて 支那 

じ關 する 英米 筋 則 獨遮國 皮こ對 

する 誤 おを 正す を どな b 今回の 

获 動は H 米英 資本家の 排斥で が 

る ど 主張した。 尙ほ當 地の ち那 
人 料理店は 學生鹽 の 希望を 容れ 

て 日本人の 顧客は 一が 謝絕 する 

J どなつ た。 

モヌ ヵゥ 十と 日 發 u 當地 のま 

那 人は 今朝 大會を 催して 上海の 

嫉巧じ 抗議し H 英 大使 舘じ 示威 

運動を 試みん としたる も ホ 色 護 

衛兵の 爲め 退散を 命せられ た。 

共產黨 資金 寄 脚 

リザ 十と 日發 ；= 赤 塞勞働 おを 

じ 支那を 命 資金 ごして' をら とお 

モ磅 、化か おを 黨員 救助 協會は 

上 おのま 那 乂罷エ 資金と して S 

千磅 をを 照し ね。 ___ 

議會の 闘 ± ' 

ラ 巧 逝く 

プンン トン 十八 日發 U ホ爾議 

會の岡 ± じして 進 ホ 派 政を を標 

怯し 先み 大統領選 擧じ 始めて 第 



她 肖‘ が お 

— I . 1 1•. 


j 普選の 即巧 

i 加藤內 脚に 巧む 

が齡い 別が す" り， 誰 お ミ 派の 惰 
擧 法を 制を し、 骨が き。 が も'^ 
を 巧院 々のな 止 じが 巧した W 巧 

恰も 化の 首を 奪つ む 桃 太 郞の樣 

i じ 自ぶ自 をじ忙 はしかつ たが 政 

I ぷ 宵のを が 中： ル 併を ど 共に 聯泣 

內閣 どしての 述 かけ 患化掛 政ぶ 

の 晩み 合 ひを 出 拱せ しめじ 結果 
姑 梧し いを いど。 つて ホた。 

加 ふる じ 政ぶ 巧總城 山中 巧け 就 

ほ まじが て 加 藤を 相の 抱 おする 

政策 ご 間 一の 政策を 維持す ご 興 

'明し；^ H . がら、 政ぶ 待を 化 大會じ 

; がて は化來 盗化會 側が 明ら じな 

一 對をま 巧して ゐた他 机を 讓 論を 

! 扳ら 凝して 動 も マれ ぶ 内部から 

I 化 朦內闡 をが なせん ごする 巧、 む 

-の滿 々たるを 暗示し つ i ホ 6、 

1 庭に 吾人が 指 楠した 逝り 患な を 

一と かぶ 本媒 ごの 提携を 促進ず る 

'お 運を さへ 砸 酸し 蓝れ まじき 情 

一势 にお 面して ホ わ。 

吾ん は 腐 独し 麽朽 した 旣 ぶな 

一黨の 離を 集散に おしては 何等の 

'巧 巧 も 舆ホも かつて 居ら 打。 夕 

年ち 節 ごやら 淸節 どやら を 守ら 

; つ； あつた ご 傅 へられる 犬 養の 

卒ゐて おた を おお 樂 部の 如き も 

; をは 乂養 のな澳 であ/ ■'てを 黛で 

I は；：* かつた。 彼等が ホ ホ 化 語し 

^ たなに 政が のはを 化を 理想 どし 

一政 治の お 生 一新を 實巧 ザむ £ す 

-る r * らばを 通逃擧 をの 施 がをお 

.つてを 坤 一擲の 化舉 じ出づ べき 

當 である じ おはらず 黨首 たる 犬 

; 養 はを 乏ど 類齡 どを 合併の 遁辭 

j じが 用し 且つ 夕數 のフォ 0 ファ 

:— ブが兩 宿らに 乂廣の 軒を 讓つ 

! て货 ひたいら しい ど 云 ふ サモシ 

j ィ丫 見の 持まで あつた； を吿白 

一して ゐ る。 鼠色の 中正 巧樂 部は 

一 說< ょで もな < ながの 寄生 蟲齒 

一 化で ホ り、 革新、 中正を 巧を し 

I した 政ぶ を ど雖词 ちか 抱く じ 過 

|ぎ《 。唯 看 おが 化 じ 比して 聊か 

I 古く 且つ 大で ゐス W 云 ふ ホけ の 

一な 戲 である。 惠 政を も 亦 改進 慈 

j 巧 解抖 をみ を 源平 藤 橘に 宵せ て 

i 巧 草の 化^ まじ-^ 巧植 した 狡 

1 解 U な黨 である。 

一 要する じ 現 化の 旣が政 驚を し 

I てを 微 、暗 陶’迎 な、 提携を 反 

I 覆せ しめてむ ては 患 化が 終の 类 

I を おす i は覺ホ G い。 即も閣 民 

I の爲 めの、 國 K に 化れ る あ 治は 

一' 逆 まれ" いので あるから 吾人は 

_ 一を めても の 罪 ごしに 加が 內閲が 

I 内部の 織綠調 訂；； * ど 因循姑息な 

I 政權晒 か ホをから 邮 めて 若し 聯 

一 立 一一が の 政を 政見が 一を し。 い 

ならぶ 是 を機會 じみ 則 諸を をが 

散し 證 恵を 榜榜 して おつた 彼等 

な 初の 目的が 巧に 途 せられた 今 

U 、 普選を が 巧して 大化 維新の 

愛 鐘を 聽 いて 見るべき である。 
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寄宿が、 旅 巧 ま 
ま內 部、 人事 巧， 
談 が、 調 をが •货 一 
菜 间旋な > 巧 話 j 
战 縫を 授* 諸 課 i 
を 設けを 員、 ホ I 
會 貸® 頸を 計る ！ 


許說 m み 巧 十 U 裝巧 

SE 苗^ 一部 十 他 

A 14 で S 一芸 th S こ. If . 呈 


船具を 巧 おお 船 御用達 

.遠 藤 小 巧 商會 

這 Br 运をさ N J . 呈 y 
Tel . 姜 一 雲 all 1 芝 こ 


親關 事務 取扱 

Willi L . 夏 NE & 容.， 

ぞ宣 1262 11 B 吕 a を さ呈 y . 

Ph 實 ： Bowling Gi 9138 -9 呈 


巧 群說が u 巧 u 午が 乂時 一 
祈 おな 木 お n 午を 八 時 i 
な 話を 生 お H 午を 八 時 一 
をを、 圈洪を 、娛樂 をのを 媒 もら 
ホ あを 狱迎 す、 g なをが がせ t 一 
お® 副 岛 な 逛 ^ 

り 本人 基嘗敎 修道 會！ 

102 W •養 rd 華 N . Y . City : 

Tel . 客 omi 口 お ide 笠 9 W 

曰 本人 S 敎會 I 

な 姉 川な ホ么進 ； 
粹渠 旧 中が 一 
を ち nese S . E . Church & In た- 
だ 3 夕 養 St . ぎ 吾を 呂 這 1 一' 
巧 拜說を 日泌日 午後 八 時 
祈腐會 水が H 午 お八 時； 
な 縫 會乂银 H 午を 二げ i 

♦寄宿を I , 

化匯 らお 比 亞を駭 を 下町を 十 I 

五 か 举を會 社員 旅 巧な じ 最適 I . 

設痛齒 聲雜法 新 胡ぶ を 祁娛輿 I 

を 蘭み をを あら 

巧を 城棠 周旋、 旅客 まわ、 を 裸^ 

事 莱調查 、其 他方 事 巧が 餘お 
等 闊胞謠 巧の ホを を 微迎す 


♦善籍 ♦器 誌 ♦新閉 
縱覚 室孩開 
執務 午前 九 時よ h 午后 五 持を 

.紐 育 日本人 會 

西 五十と 了 目 二 お 〇 を 
お 話ナア クグ八 一九 0| 化- 


が 留 靑年理 をの 倒 化 

Hi 寿 年會 


wwvsshMt . 


Vcl GU 品 son 1244 


大紐脊 日本人 


基督 敎靑 年會 

342 E . 岩 th 田. N . Y . 妄. 
ぎ PI ミ 8 妄 


診察 時間 

午前 义が！十時 
午後 六 時— 八 時 

パ^ 小 莱幹ご 一 

が 育ボフ ラワ！ 病院 
お 置 巧 病院 勤務 

武が コン バラン ド 

あ院 勤務 


診察 時簡 

午後 零時 半 =二 倚 半 
午後 六 時；：：：： 九 時 
愛知 醫學 ± 

パ.： 巖本谨 一 

古渝化 亞大學 及び 
グダ ラン 病院 勤務 
日曜は 前約 願上娱 

獅 I 揉 治療 

=： 水 及び 電氣 治療 = 
ホる 九 巧 か 日よ ち曠 
張の 目的 じて】 時 夏 
期 体 業 比 お 
尙ほ 再開の 節は 新進 
の 設備を 巧て 治療 じ 
應じ 中し 候’ 

紐 育瑞典 フイ ジオ シラ 
ビ I 學晚 ホ裴 

紐 肯メプ カ グジ ム及マ 
ツサー ジ驗會 正會負 

公認 西が 幸 男 . 


J € 

W 化’ 2 
& なが W 

苦 

瓜が SI 

U が h $ 

巧黑柳 

T 帮 I 

〇 JWW 
パ kv も 

^ f 8 n 
p •山 的 i 
T 州 p 

械 


鱗 揉 療治 

西が ま マッサー ジ 
U 本式 おが お腹 

神經痛 リク マチス 

巧 身 骨ぅ づき 肩 
腰 滿み節 違 ひ 
其 化 諸お樣 療治の 御 
龍め じ 應じ御 带話夕 
第 御 あ 庭 又は ホブ术 
じ 出張 親切 じ 治 巧 中 
上ます。 前約の 力は 
午後 一一 一時ょ ら自 をに 
て 施術いた します。 

I 肖 i 津輕 東洋 

西 巧と 十义 T 目 五袁 

電話 ヌゴォ ！ ス ぶか 巧 二 


おき ホ 國脯人 
H 本人への 英 
I 語敎巧 じは ホ 
I 年の 經驗を 有 

j す。)' レヴ ス 

1 ンと 十五 仙 
一每 U 朗义 時ょ 
i 6 がか 時を 巧 
I 時 じても 宜し 
H 腿 日は 一時 
よ b 四時を 


日本 

ドライ グ！ ブ 

:商會 


H ぶ陶碟 器. _ 
嫌貨 類卸賣 


井元 I 

ブラ ザ--! ス 


都を じミ當 みの 間 

診察 

午を と 時 1 化 時 
y 曜は請 約 願上极 

け 財ち お悅彌 



午後 一二 時 よら 六 時 
H 禮は 前約 相 願 お 


ドク トグ 

烏 見豊彥 


齒 科醫. 

▼該察 時間 ▲ 
每ち H 曜を 除く) 
午前 义時 I 十二 
時、 午後 一時！ 
水曜 午前 丸 時— 
午後 一時 


戀科馨 

== 新式 無痛 治療り 
夕 年の 經驗 をな て 
日本人 諸君は 特に. 
T 寧 懇切に 施術す 
。マ！ チン 


每 H 曜及 ±曜 午後 
旋蹈は 前約の 事 

カイロ ブラ クタ*— 

橫矢重 孝 


H 本、 ま 那寶お 製 美 
術 お、 嫌 人 用 替飾其 
化 装締お 

岡島訂 •：； が 

高等 菜 術お修 縫' 

首 飾 品、 ストリング 
日本 服 哉 縫 


笠 ホ 泮服巧 


日本 
洋服 巧 


時 田 信が 郞 
を 本 巧 


東 五十ー ニ 了 目 


ミミ 


が 藤 
洋搬巧 

t フ 綿な こ ミ 


.丸 山洋 臟釀會 


桌 を ホ 丸 ノ巧ビ か デ ジグ ニ疆 ニニ 〇屬 

雑 就 丸 山 洋服 商會 


. H 本 お 具 

雑貨 卸賣 


お 良 貿易商 會 


成功の 秘談 


ft ’ 

み 

H h 

的 か 

00 

;i l け 

醫 

■巧 2 


ホ國式 英語を 話ず 事 
は 成功の 祭 一義です 
本校には H 本人 お 扱 
じ 惯れた 専任 婦人を 
師 あな 懇巧じ 會設通 
信 交 社を 語を 敎授し 
i す。 H 躍 週 H 巧 じ 
午前 化 時ょ 6 午を 十 
時まで 開校し ー レ- 
ス ンと 十她づ 50 今 
u を もじ ホ 段 あれ。 


寫眞*— 


窠お巧 

凹 一二と 


I- 

輪 



r 


S 加 

ミ 

7 B 

8 


自す莉 人 巧を ホ 获< 巧が \る 

寶名ぞ 4 屢游 ' \ みみお^ 

クオ— ムザ ふ •无 シンが が 巧 刻 引 
; し ツ—ド •ハミん トンが 評 を 刻 列 

が- Srr 化' 念镇袁 がみ 刻刮 
啓ぶ 森 そが 窜ふク 刻え济 
矣ネ 半み がを-が 筆 在 割引 

雜 作. 嫌の 藤乂 

霄巧 1 リダ. • ： 


接 一 
を 

が 


ぐ 

豕 一 


タ ー シー は紐肯 最大の ザ パ ー トメ ント 商店で あ 
らます。 巧ら しい 昇降機 ど エス々 レタ ー は廣澗 
な 巧 巧 じめ ける 皆 棟の わ 買物 じ 便宜と 渝 快と を 
巧へ てゐ ます 

化巧で二巧するもの4;^らばメーシーでは 1 
巧 八十 八 仙を は をれ の 下で 買へ る ミを でぅ 
ゲ御 記憶 下さい 

日本へ 御 荷物を 御を ちじな b たい 節 又は 銜 巧： 物 
-レ 隙して 御用の 废 をは パ ー ソナ グン ョッ ビング 
ビー Itjl を お尋ね 下さい、 親切に 御 便な を舒 
K ソミす 


D 巧 •巧 巧 ZJ - FC 巧 CY 户 

呈養芸 ち 養 

岩 7 呈こ ve . 11 ミニぎ d St . 

Tel . Mu ミ y 量 2?91 Rim 7 苦 

•ぃ t ホ 谷 謙 次 

月、 水， 金、 午後 一一 巧よ b 六 時 
を、 ぶ 化は 前 巧じ齋 ひます 


t が 瀬九廊 

86 Le 己 占な on H ミ- N . 产 G さ 

呈 . 2 票 & 2 ゴ |1 sts - 
1己-|43を薑ぶ-を18-7苦9 


JO 巧 10 里 OGU 巧？， M . P 

二 1 West 害 st.New さ rk 
Tel . Riv ミ 穿篇 73 的を h ミ 穿 養 巧 

な 巧 午前 九 時 i 午後-時 

髮碧 午奠 時； 午後 化が 

H 曜 午前 化 時，- 午を 旧時 

ドクト^ 小 架乘ま 


I L M 

£ rl 

化 "5 ‘训 

り 3 む 

M が 35 な 
化れ 忱 
U おがな 


鶴科 醫 

を 年の 經驗 をのて 
最新式 科學 手術に 
堪能 じて 信用 篤し 
= 疵術 巧化廉 U 
枉 本人 諸君 じは 特 
じ T 寧 懇切 じを 療 
化ち 州を 懿 
パ t ブル-- ム 


01 •• 1 R . Shis 艺 d 夕 O . PS . 

夏 W . 7 害 St . ぎで dist 二 842 
殻 齒巧巧 か ハ戶良 二 


自 午前 九 時 
肖 午後 一が 


を 十二時 
至 お 時 


齒巧醫 木 下义巧 

W 10 W . ご ミ St - 
Tel . 互 onument 是ご 


化 巧 品卸寶 

五味 商會 

W E . 1 ゴ hSt こ N - Y - 百 ぷ 

Tel . 著 vesan 二 745 



を 直 W 親が どを 實 どし 礎實 
信 巧 ある 顧 品を 精選し 
魄 別廉價 で販賣 致します _ 


クオ グ サム、 エ八 デン 四觀别 

其 化 で I 二^^ 

お 輪 鑛貨を 屬並じ 寶石頻 一が 

ミ グ ト ン時計、 パ フ，ド イ 

リノ イス 時計、 を禪廣 時計 

ゥォ ーター マン 萬 年 筆 

ユ パシヤ ー プ 鉛筆 

純銀 器が U おお； 巧 

御餘 朝の 御 ± 産】 切 

時 針の 修 鐘は 保険 付 じて 確實 

じ 巧 川 旨 身が 致します 

が 育 巧 西 四十 二 了 目 四と を 

の 四 一一 一号 寒 (五 街 ど 六 巧 間) 

お 川岸 蘭會 

電話 ペンシ^バニアと 二 一二 九 

で Wkaiw ぞ巧 ishi 〇〇 •ち 右. さ nd St . 






-1 ュル問 越の 是非て】 

道德と 制度と 習 憤の ホ 場‘ 

複雜 した 率 情の 跡を 顧みて 


巧 閣外 國 ち 易 おのを 錢 

たる 宿 田 巧 巧の 破綻 じよつ て 幾 
も 0 友を な 問題を が おじ 潇 らし 
た*^ はちが の紀 おで あるけれ 共 
就中 巧 巧が 巧、 お 船な 社 及び 巧 

物を 取 保； 趾 がけの 間 じご 一巧 隅 係 

の 巧 問 跑を惹 きをし で & る 所謂 

总 田が おの ビ A ^ が莊 問題 

はが 莱 道徳上、 が 法 h が じ 巧 巧 

巧 k よ b 乂じ考 畳すべき 幾多の 

をを 問題を 提 化して ゐる 。最近 

の 報道を 綜を する じ 船荷証券 所 

ち お 巧た るを 泌 お 銀 巧は お 船 

食 社の 一部 じ數 して 化 差 押への 

おみを 採つ てゐ るが、 な 侃を 社 

侧 にがては ホ だが 証 お 巧に おし 

て ホが 上の 手 結を 採つ てなない 

棟で める から、 夕か嵌 船 曾 化 化 

ごして はが 祂銀巧 侧 と 共に W 滿 

なる 

解み おを 終 化サん もの 

どず 巧を 繼紹 して ゐ るので あら 

ぅ。 保証 銀行 側の お 巧は お 二 銀 

巧を 除き 大 ホが 謡が の 性質を 二 

柿 じを 類して、 【一】 S 化 部 化 面 

じ お 額の おがな きものは 其官憤 

じ おする を 任を 貴 化し、 【二 一の 

が 記が 面 じを がの お 化 ある もの 

は 其が 面 だけに お L て 寅 巧を を 

ふべ しどい ふ ミ じ ホを した 趣き 

であるから 、第-一が 巧の み最な 

迄 單獨巧 勘を 採ち 巧る や 巧や頗 

るな 問で ある。 おしが 誦 銀巧侧 

の 態 巧が 前記の 如しと すれぶ、 

【一】 の 帥 涵じ戚 する ビ 1* H 八 

保 お問蹈 はが 証 銀 わの 巧 任な 化 

じよつ て 解かされる 誘で あるが 

ごこの 巧 おじ 戚 する ものは 巧 証 

而を がご インボイス 

推を 金額る 閒じ大 な 

ろを 額が ある 限ち が 解かは 械め 

て闲緒であるどを-^=^ければなら 

«。 巧 ご なれげ ビ ー •エグ 所 お 

がは 當 巧の 權利 ごして 赏慨乃 ま 

ボ がのを 巧を 激が會 加じポ レる 

おし、 涼 船を 社は 辑 あじ 或は 絶 

勒 じがを 細の お酱 なれに 巧 やる 

が 如き もは ないから であ 6。 な 

にがて 頗る 搜雜 せる 法げ 上の 解 

释 問題を ホ 中る 譯 で、 巧し 高 田 

巧 曾が が 巧 じ おしな 想を W て殊 

をら じ イン ボイ マ 額面よ b 小が 

の 保証 中祕 をな した b ど すれば 

を こじは 刑樂 上の 嫌疑を 生やる 

i じなる が、 ぶ 点ぶ 轉ら < 別間 

題 ごする もぶ お张を じたる 被を 

、はが 船 曾 おあびが 証 銀 わの 鈍れ 

.に歸 なを S 可；，.-. 

觀 判み 例に おっの 外な 

きも、 な 船 曾 社の 立 巧 よら 見れ 

じ其賺 みは 述を 巧で あるから 船 

が 証券の ま 体 じ 貴 巧を 有イ るが 

ぶを がに おして 何を のな 巧な き 

じ 反し、 が 物を 化が 部の 怖 質は 

船が 疆 をを 所持せ ざる ぞじ掛 L 

て 荷物を 引渡した 巧 爲の結 あじ 

巧し 黄 任を な ふ i をぷ 味す る も 

ので あるから、 實 化み がごが 証 

を额 ごの 閒じ差 巧を ホ じじ 媒合 

はが 施が 巧の 逊央 ごして な然其 

巧に 巧 中べき である ど ホ 張す る 

'ので あるが、 化 証が 巧 侧が飽 迄 


も 保組狀 面を 额ま酱 をよ 巧す る 
どせば を こには 进德上 及び 法 禅 
上の 問題を ホ やる のみなら や、 

巧 巧 巧 上の 閒题 ごして はが 証狀 
义而の お まを- 定し をが のがが 
ある ものは 採用せ ざる ホ 針を 採 
V しご い ふほ^:^ホ張をホじて 
ホる 譯 である。 — 1 

今年度 ぉ 超 

十億 巧 弗 

义國 の對外 貿易 

まる 十六：：！ を 表された ホ阅巧 
務 をの 調を じょれば 本年 六 巧を 
なて 終る 過 ま I ヶ 年の 與外 貿易 

撤 出超 過のを 賴 額は 約 十億 巧に 

をすべく 、之を 前年 巧閒 期に 比 

較 して おお お 化は 約 S 億 巧と 註 

せられて むる。 邵も媒 出 ホ 面 じ 

がける 巧 加は 六 億 四千な 巧 巧 じ 

して 叛ん は 二 億 六 千 六な 巧 巧 じ 

達した が、 本年 四 巧の 巧 ホ國の 

械 出入は 稍々 不振の 傾向を 示し 

つ i あるじ 巧らず 此數 字を 生ん 

だもので あつて 五月の 協 入は 昨 

年 同期の S 瓶 二'. け 力 弗、 本年 四 

巧の S 億 阿 千 八 白 巧 弗に 對 して 

一一 一億 二 千 八 おで 她じ滅 少した。 

而 して 五月の 檢 出は 昨年 同期の 

一二 億 一二 千 五な 万 弗、 本年 四 巧め 

一二 億乂千 八な ガ弗 じ掛 して S 億 

と 千 巧 巧に がかして ゐる けれ 巧 

過去 十； ヶ月の 輸出 擦 計は 昨年 

同 則の 凹 十 僚 四百 巧 巧じ斟 して 

四十 五 億 四千 万 巧を 示して ゐる 

が、 么を過 まの 輸出入ず 巧 じ 照 

して 見 横る じ 本年度 輸出は 昨年 

同期の 四十 一一 一億 千が 巧 弗 じ勒し 

て 四十 九 億 五 千 二な 方 弗、 輸入 

の 化 五 億 四千 四な 巧 巧は 化乂億 

二 千 弗 じ 達すべく、. お 月のを 塊 

翰 出は 英國 がを 本な 駒を 回， 彼し 

たじ も拘ら やお 超 僅か じ 二が 万 

弗で 昨年 十一 巧な ホの 化 額を 示 

して 千 ご r , け 化と 巧と モ弗 (四 巧 

は 二 千が 六十 万ー ニ 千 弗、 昨年 五 

巧は 五十 九 力 一二 千 巧) 輸入は 千 

が 四十 巧 四千 弗 (の 片は乂 巧 八 

十六 巧九モ ホ、 昨年 お 巧は^ 千 

ち力 弗) お 塊 輸入は 一一 音 化す 力 

巧、 輸出は 六' 白 五十一 二で 五^ 弗 

を 示して むる が、 本年 五 3： で」 の 

を 輸出は 昨年 W 蝴か 一一 一億 八 了れ 

九十 巧 五で 五な 化 十で ホの^ 超 

なる じ掛し 一億 千 二な 化 屯 一力 四 

千 ホ 巧 九十 一が 5 輸旧お 過ごな 

つて ゐ る。 


した 〇 まを 條 化は 
一、 巧 還 期限 廿 五ヶ 年 
一、 利率 年よ 步 
一、 化 化を U お 第一み 力を 電 
所 三 巧 基、 柯 第二 跋電所 四' 万 
お、 串が 獲 屯所 ホ 千 基、 面 勝 
巧を を 所七モ IT 白ぶ、 賤巧潑 
锥 所-巧 四千と なを、 が 他窠 
一闽间 社外 巧の あ 保 じ 充當せ 
ざるを 地の 變搂お 所、 大阪府 
S 外 おを 送 お 線 約 十 哩其化 
一、 化 巧 方法 義じ 巧が 電力が 
が ラン ブ ー •トラスト 商會ご 
締結せ る才 I ブン •モ八 ダ I 
デの 力 法 じょらず、 第一 回 外 

債 向 様ク日 ッスド •モ术 ダ— 
デの方を.しょる； 

、憤 還 方法 大问 電力は 最钢 
の十ヶ 年間は お ザヶ 年毎に 十 
五 方 弗 宛 合計 千 二な 万 巧を ボ 
機に 於て 買 入 憤 還じ當 てる i 
、大岡 電力は 期限 到 巧を 同社 
の 都合 じょら 巧 時 じても 全部 
又は 一部の 償還を なし 得る； 
本契約は ゲ〇ン •リ ー ド 商 食が 
が 育を 融ホ 锡の狀 態に 鑑み 大同 
社債を 賣 おす 際 締 おする 答で を 
が、 手 化を 領收の 壊を じ 出ず 
臨時 社 漬勞は H 本 じがて 發巧碧 
名す る 2 どなつ てゐ るから 同社 
ょら 代表者の 渡 ホを 見る i はな 
ど。 た 同 軍 力は を 外債 手 おじ 
ょって ホ 年 sg 一 H 期限 到 巧の 

內債千 二な 五 巧 田幷じ 一時 借 入 

を 二 r 白 万の のま 拂じ 巧て、 残額 

約 千 五 巧 巧 W はを を 發電巧 一巧 

四千 四な 墓の 建設 其化營 棠上必 

要な 送带線 建設 豐 じ 充てる 針晝 


で わる どい ふ' 


大间 電氣の 

第二 回 外 倩 

千 五 苗 巧 ホを 契約 

乂问 電力を お 第二 闽外债 千 五 

巧-力 弗の 游 集に 就て は 過 股 副 社 

長 巧 旧み 郎巧波 ホの 際に グロン 

ブ I ド @ など 像 巧ず 涉を なし、 

巧で 同社 Jb 化ぶ 者 ミラ-- 巧 渡 

H して 大 M お 力の 似を 化 態 じか 

愼巧 調を 中で ぁつたが、 おお 調 

杳 も容ぽ 終了し ヴード 巧を も 其 

引ずを 承が したので 去 巧十义 U 

帝閒ボ テグ じがて ミラ— 氏 £乂 

间 社を 福 巧 桃 か 氏 どの 閒じ千 五 

が 乃 巧の 外巧假 契約の 調印を 了 


具体化した 

滿洲 新鐵道 

將 ホは 滿鐵 競爭線 

昨年 吳 佩を どのを 戰 0 ホ 東 云 

省當’ 厨は 锁 道が 軍爭 ぶび 財政 上 

重大な醜係をおする；を痛威し 

東 一二 省の 鹽道 敷設 じ 就て 槐 々劃 

策した お 联二大 ま 要 線ね る 開 海 

奉が 二 線の 敷設 計畫が 著しく 具 

化 化して 巧た が、 み じ滿鐵 の 併 

巧 線 ごして 將 ホ競爭 線た るべき 

をが 線の 敷設が み 体 化して 巧 お 

の 日本 官民を 驚かして むる。 東 

一二ち 官憲が が 事ヒの 見地ょ b 建 

設を 計畫 して ゐた奉 天ょ b 化 走 

して 海 龍 城 じ 到る 

秦が鐵 道 == 約 1 r 白哩は 最近 其實 

測 及び 用地の 買收を 了し 奉 天 

の 化 あ 巧 外の 八 王 寺 じを お鹽 

道 建設 事務所を 設け 撼理じ 果 

銳 を、 授裕に 當維駿 、技師 長 

じ 陳樹堂 氏 等を を 巧 かして エ 

宰に 着手すべく、 が料瞧 入に 

就て U お 米 商 等 じを 渉を 關始 

する じ 至つ たと 傅 へられて ゐ 

る 0 H 费は 山岳 熏疆の 化 ホと 

てが 一 千 巧 ホを 要する 枉达で 

ぁるが、 とが 完成 すれぶ 同 線 

はを 天、 吉林鐵 道の 一部た る， 

閱係上 當然吉 がを 延を さるべ 

< 且っ W 線は を 天 じがて 支那 

の 國ち锁 道 どして 目 ド 張作霖 

巧の 勢力 絕 岡み にぁる 巧を 線 

ご 聯絡し、 あじ 南 走して 谢海 

濟 の胡遗 なに 出で が 錫の 併 巧 

線 どして 將巧 おも 战 るべき 强 

敵 ど U るべき 可 お 性を おする 

錫 道で ある。 

閒が数 道：；：；； 滿 殺の 隅厢驛 よらが 


龍が に 到る 巧 ホ 云吨で 今や 幅 
一义 おの 輕 媛を お設 すべ < 年 
內じ完 がの 豫 をで 將じ 工事に 
卷ホ せんくして ゐ るが、 開 腐 
一 狂の 大產 地を 横 勘す る もみで 
滿 錫な？ 養 線 ごして 巧 人間 じ 其 
速成を 微迎 されて ゐ る。 

對外 投資 額 

卜四億 巧圓. 

ま 京 特電 十八 日發 U 日本め お 
外投賓 額は 約 十四 億 田 ぁ b る 巧 
譯は歐 米諸國 証を 投資と 千で 叫 
勒露债 券 一一 億 九 千で 阳、 滿洲投 
資巧 千' 万 W 、 南洋 投資 四千で 口 
おで 投資は 借欽を 加算して 六 億 
五 千万 山 等なる が、 是 等の 利子 
は 化 千 五な 巧 阳で約 セ ホ じ當つ 
て ゐる〇 

明年度 豫算 方針 

が 育が 務官 事務所 着 
大正 十 置 年 巧豫算 編が 方針は 
賴議 はめて 大体 左記の 如くみ 定 
した 0 

一、 大正 十五 年度 歲巧椒 算は前 
年度 间犠 緊縮 方舒じ 基いて 之 
を 編成す る； 

二、 緊急 己む を 得ざる もの： 外 
新が 要 ホは I 切 認めざる >と 

一二* ホ 學敎員 俸給 蝴庫 負を 增加 
サ巧 山は 綴ての 要 あじ 優先 計 
ら ひの i 

四、 實質上 大正 十® 年度 整理の 
復活に 歸す るが 如き 要求は 一 
切 認めざる i 

〔本社 柬巧 特電】 

が界 整理 ミ减配 

おが 整理の 目的 じて 大藏 省は 
を國銀 巧に 配當戚 を擲吿 して ゐ 
るが、 U おも 銘を示 すれめ 一_ 步 

戚の 一一 割 一 步配當 ごする らし 

尙 はり 銀を を 巧を 逝 じ 1 を 地の 

銀 巧じ减 配を 勸吿 ずる 蟹。 

酒類 專賣 說撞頭 

財政 整理の 結 あ 贼稅補 塡策ど 

して 酒類 專寶 の議が 一部の 間に 

摄 頭して 來 た。 

五月 末 春 醜豫想 

農が 省の 調查 じょれば 五 巧 未 

早據 地方のを 藤豫 想は 白 彌义巧 

十八 巧 五 千 四な 五十 貫目、. 黃蘭 

みな 四十 四 万 五 千 化が 化 十 貫目 

で 前年ょ b 黃藏 にがてと 步九厘 

の 增挪を 見た が、 白藏 にがて 一 

ホ 五 鹿の 賊少 でぁる。 

茶 業 組合 新計畫 

茶 業 組を じて は 年額 十 方の の 

補助を 下附を 政が じ 請願し 巧し 

之が なれら るれば あ 業 組を では 

別に 化 ガ阳の 特別ち 出を なし ホ 

國宣傅 盤 じ 化 用す る じみした 

一ニ ホ 物 建 ご入絕 

一二 井 物を 會社 じて は 人造絹糸 

製造の 計畫進 巧し 巧 月始め 資本 

を 二 千万 阳の巧 會祖を 設立す る 

模 捻なる が 武が貞 一郎 巧 社長に 

沙 巧が 聖 一郎 巧專務 取締役 とな 

るべ しど 0 

日 ホ 信 巧 減資 說 

» ホ 信巧會 社は 一で 巧 山じ喊 

資せん；：；：： な 上 十八 日を 


電氣化 串】 切 

下羽電 氣簡會 

M 021 wroadway 
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十 


巧 千 一 第 


を 如 蓋な ]: r 沒巧拘 を 骄撕ぞ 巧 


C 日曜 ±：) 


曰 十二月 六 年 四 十 \ 亞大 


美 ホ じして 淸潔 

S 赢南樓 

午前 十 時よ ら渴 S 

午前 六 時まで 敲巧 


旧の 太なる クレ デット であら、 
巧 年の メト "ボ ブタン •ラン キ 
ング じは 

數 段を 進み 得る ミら ぅ 
お 試を 戰は 水曜日よ b 嬰 行中な 
るが， 前 撰手權 把持 者 姑 居 福 田 
紐は ーー ト マン、 ホ ー 八 組 じ 一 
!六、 六—四、 八1六じて敗れ 
原 田 キング 組 も 亦 第 S 回 戰で脆 
< も 敗れた。 巧 試を 優勝 戰は明 
日 午後 二 時 ザよ b チ 八 デン、 リ 
チヤ ー ド どの 間 じ 巧 はれ、 續い 
て複 試合 媛 勝 戰を擧 巧す る £ じ 
なつて & る 0 

化 極 探 見 家 

一巧 歸還 

壯圖 空しく 終る 

まる 五月せ 一日、 1 H 口の 飛 巧， 

機に 乘 じて 化 極を 探 隙すべく ブ ー 

ビッ ッバ ー ゲン 島 キング ス灣を j 
おを した 諾 威の 探險家 ァマン ゼ 
ン 及びぶ 人探儉 家エ少 スゥ ォ！ 
ズの 一村は 爾巧杳 どして ーヶ巧 
後の 今日 じ まるを 

巧衛 不明 ミっ S で 

諾威政 おは あく 激船 巧び 飛行機 
じて 一巧のを をを 探索 ベく 歡 
巧隊派遣の藥備じ忙殺されっ{ 
あつたが、 圖ら 中ら I ヶ月 後の 

今日；：；； 六 巧 十六 日 午前： =ノ ー ス 

邮 5 化 東島附 巧の 海上 じ 燃 油の 

絕 へた 斌巧機 じ搭乘 して 漂流し 

っ； あったのを 諾 威の 漁船が 發 

見し、 直に I 行を 救助して 六月 

十八 H 午を 出豁 地点で ある キン 

グス 灣じ歸 還した。 ァマン ピン 

氏の 語る 處 じよれば 約 S 嚼の食 

権 おを 搭載して 五月 サ ー日 午後 

五 時に キング ス灣を 出 殺した 一 

巧は、 お發 後一 時間 じして 澄 霧 

じ 襲 はれた ので 約 一二 千な 米 巧の 

上空を 飛翔し 午後 十 時 濃霧が 漸 

晴れた 際は 機が 余ら じ 西 進し 

逆ぎ た i を發 見—- て 針路を 轉じ 

たもの i 翌廿二 H 

午前 一時 じ 至って 搭載 

ボソ 9 ンの大 ザを 費し じのを 猿. 

見した ので 着陸 せんとし たる も 

適當な 場所が なく、 試驗 的に 着 

水した 卫ズ廿 四 号は 忽ち か 結し 

て 用を なさない どい ふ有犧 であ 

つた。 一巧が 着陸した 處は化 極 

を おる 約 百 お 十 嗯の化 点で あつ 

たけれ ども、 をれ らしい 影を 認 

めない ので 愈々 歸 還を ホ必 して 

先づ- をの 飛 一打 機は 巧 給て る覺 

悟で 他の 一台の 機体 修辖じ 全員 

がを 力を をいだ が；^ 結して ゐる 

ので 働きが どれず、 其 間 じ 一巧 

のを 糧は 漸次が 少 する 一方で わ 

るから、 一日の 食糧は-一人 一一 i 酉 

グラム ど 制限し 必死の 巧 力を 證 

しれ 結果 六月 十四日 じ 至 b 始め 

て 飛 巧 機の 

試運轉 

事じ歸 還す る i が お 巧た の；、 あ 

る ご。 一巧は 今回の 胃 横で 勇穷 

巧 巧し あじ H をな めて 探 隙の 化 

圖を 巧す ベ < あじ 準備 じごち か 

かつた さう であるが、 一行は ア 

マン ゼン、 ェグ スウ オミ ズ兩氏 

の 外 飛 巧 ± ごして ラ ー ゼン (諾 


を 港の 新實例 

ホン 巧乂圆 

去る 四月 未： a 沙お 入港の 郵船 
伊豫 义で鬧 化 荒 川壽氏 妻君サ 7 
ノが 二人の 小 供を 同 巧し わ 中の 
一人は 乂國 出生を であるから 間 
題は なかつ たが、 妻 君が ホ 聞で 
懐 おし 歸朝中 じ なれたみ ホ U 生 
後 漸く 十ー ヶ巧の 嬰 お U は 例の 
移投 局の 鬼の 叔父さんから r 歸 
化 不能 か 人」 の 卵で あるから 上 
陸罷 もな ちぬ どを ひ 渡された。 
荒 川 巧の 妻 君は 昨年 一二 巧 ホ じ 日 
本に 歸 つて 歸鄕後 ニヶ 巧 半で 閒 
題の みみ 富貴 子が 生れた が、 今 
巧 日本を 出を する 際 一し 右 富貴 子 
の 登 誠を 米轉 総領事 じ ホめ たら 
岡 総領事館では 豫て厨 お省から 
の訓 みが あク て、 日本 上陸 後 五 
ヶ巧 な內じ 一時 歸朗 中の 巧が 產 
んだ小 供の 渡米 じは 杳 証は 要し 
な％ 2 じな つ： ゐる ごい ふので 
富貴 子は ホ國巿 おが 樣の 取扱を 
受けた 譯 であるから 上睦 を拒絕 
される のは 意外で ある ど て 華が 
勞働省 じ中吿 中で あつたが-今 
回 勞慟省 侧も聞 務省侧 の 意見を 
をれ て 前記 富貴す の 入閣を 許 巧 
L 本 丹 八日 かで 兩 省から 「無條 
がで 入國せ L め 爾後 本が ど 同 棟 
の ものは 差 支な く入國 せし むべ 
し」 どの 指を が あつた さぅ ド。 

本 壁 巧 王に. 

渡 目 y 勸誘 

保証金は 約 云で k 
本 壁 巧 王べ ー ブ •ル マ/け 久 
しい' 巧氣 がを 快し ない _，’ も あら 
ず ヤン キミ ス の 運 勒瞻じ 其英を 
を 現は し 本 壁が 一二 本な 飛ばして 
相變 らずフ こ义满 を 煽っ て 

& るが、 郝州ナ ，ー ノゼ •ヘラ 作 ド 

紙の 運動 記を ジ ヤツ タ •クラ ー 

ム 氏は 目下 H 本を 冲 'を 轉戰 中で 

ある 朝日 野球 潮ん 一が 箱で、 今年 

の 巧球シ ー ズン が/^ る どみ じ 一二 

巧 阳の 保証を を 藤む から 巧稻旧 


書籍 一切 敬 次 

ホ國ぁ 版の 書籍は 化て 特別 割引 

じて 理 速に 取次ぎ 旅 巧を のが 究 

參考 資料の 書籍 黃集 巧は 特に 御 

便を 取 計ら ひ 致 巧 〔幡 询】 

HUoshi H を， 

妄 Nas 吉 U 芭.， Tel . す k ョ 当ち だ 




舞 鐵敎授 

▼社を ダンス ▲' 

▼表怕 体操 A 
紳 ち^女、 ぉ子 

巧 さ i ホ じ 叮峰マ じ 

教授 ¥ ホ 。午前 
抓 十 時 V 一ら 午を 十一' 
'時 迄ろ 曜を驗 く) 

シ ヤんフ •ダン ン 

ング I 範學 校を 業 

、一 上が タマ 

自動車 修 
獲を び 運 
轉 を敎授 

ライセン 
ス保疆 す 
一二 十里赌 
運轉 丈は 
二十 お 弗 
晝 及が 寧 
兩巧ぁ b 

日本ん 部 

バリ！ 廣 

f I 瀬 巧擔巧 
懇 が敎授 
夕と 時閱 
が 勞働余 
暇 您學の 
便 あ J ぞ 
業 証 齊@ 
お 就職口 
無料 周旋 


レャ トル ホ 

NP 旅舘 

W 06-6 を Ave ‘ W ? Meat ユタ' wash . 
停を 場 前 通 おご 一 了 お 側 ホ 階 建 
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基金 募集 庭球 戰じ 

原巧單 試合に 化瘍 

日义庭 球界の 化 形が 揃 ふて 
本日 午後！ 一時ょり 愈々 開始 


セン‘ 卜 •ジョ^ — ン ホ祐 基を 裳 
集の 庭球 大 就を な 愈々 本 U 曰ン 
グ •アイ ランドの ゥェスト •サイ 
ド 庭球 俱樂 部の スタ ザ ァム じが 
て舉巧さる1;と^^つた^、 出 
場 撰 手 お H 米 庭球 おの 花形 揃 ひ 

で 淸水善 造、 原山武 一、 チ 作 デ 

j ン 、リ チヤ I ド、 ゥキ リア ムス 

ンタ 1、 ワ シュバ！ ン 、マ セ 

1!。 キングぶ び ベアー の 十 名、 

I 加 之 試を のを 組は 比類な き 好 お 

|組の^なれば庭球フ ァ ン の化を 
溺 かすに 充み でぁらぅ。 就中 巧 
田、 マ セ ー の單 試を、 チ 作 グン 

リ チャ！ ドの 單 試を、 チ^ テン 

9 チャード 組 勒ゥキ 9 ア ムス、 

ヮ シュバ ー ン 組の 複 試を 戰は本 

日の 最大 

j 呼 物 どされ、 之が ため 肖 

j 下 おが 中の が 育 庭球 お 藥部撰 手 

j 權戰も 本 口は 試を を 巧を するど 

I いふ お據 、庭球 協を の發 まする 

一一 處 じょる ど 本日の 入 襟 切 巧は 五 

; 枚 十 枚と 柬 になつ r 資れて わく 

i W いふ 恐ろしい 前读氣 である。 

i 淸水撰ホは囊に ク キ ン ス ボ ロ ） 

:の 試合です を 傷めて 静養 中の 處 

: 漸く 儘え たので 德 試な 戰じ原 巧 

^撰ずご紐んでマセ；、 べアー糾 

V し對 おする i どなつ たが、 ベア 

II は化シ ー ズン では 近年に ない 

i 巧 巧を へで 現に 本 月始め 擧巧さ 

I わた 武ホ 庭球 戰で はお 礙勝戰 じ 

i 於て ヵナダの デ ゲイ ス盃 撰手ク 

i ロ ツカ 1 を 

段 違 ひの スュ ー ァで繫 し I 

I まる H 櫃 日の 紐 巧 庭球 お 樂部撰 

:手戰 では チグ デン ご戰ひ 庭球 王 

j をして 八— ホ どい ふ デュ ー スダ 

i } ムを 化ら しめた 释の 腕前で お 

ら 難き 戦 ± である。 昨年 本社 ま 

惟が 人 庭球 戲の 模節款 をで わ馴 

染みの ド クタ ー •キンクを ヮシ 

ュバ ー ン VJ の單 試を も ヮシュ パ 

1 ン のを 練 •しして 冷 靜な態 巧 ど 

キングのを 繫 ぶら は 一巧 じ 値す 

る。 巧 旧が 華 試を の 敵手た る マ 

セ ー は 仲々 標 巧の 戦 ± でを つて 

; は 武巧じ 於け る インドア 試を じ 

一' て 庭球で チグ ゲンを 敗つ た記錄 

一を 有し、 昨年の 

I を 米 撰 手權戰 では 福 旧を 

I 六 1 四、 六！ 0、 -1 ハ ー 1 じて 敗 

I ち 第 四 回 戰でブ チャー ドの 前に 

一鶴れ た码 であって 本 U の 試を も 

j まめし 緊振 する； であらぅ と 思 

はれる。 前乂闽 撰手ゥ キリ ァム 

ス はが 年歐洲 f が 化の 來を b 振は 

一な かつた が、 今年は シー ズン始 

一め じナ片 デンを 五 セットを 檔ま 

一し 大 じ粗活 ぶら を 示した る も 先 

i 週を 祕 ロボ 巿 じがけ る 一一 帝 お 抗 

_一 戰 では、 J ンター のた め一败 化に 

- 塗れ 本 U は 其 巧專微 でんる 。チ 

_> ，テン 逊リ チャ ー ドの 窜 なをは 
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れ るからで ある。 而も 相手の ウ i 

ーキ ，ア ムス、 7 シュバ I ン 組は 
前 デ グイ ス盃 チ^ — ムで 日本が チ 
ヤン ンデ •ラウンド じ 入つ た 時 
熊 谷、 淸水組 じ掛抗 して ホ國の 

勝 巧を 齋 らした 古强 者で ある。 

入谋 切符は I 巧 五十 他、 庭球 協 

會 又は パ！ ク 巧円〇 一番の パ ー 

カ ー 氏が 賛挪 いて ゐ るが、 ウエ 

スト •サイド 庭谏お 樂部コ ー ト 

でも ホめ る、 とが 出 ホる。 即ら本 

n の潘 お及び 試を 時間に あの 如 

くで ある 

▽午後 二时 

キンク 對ワ シュバ 1 ン 

(第一 n 1 卜) 



(お S コー ト) 

▽午後 兰巧 

チグ デン 對リ チャ！.' ド 

(煤 ニコ ー ト) 

マ 午後 ra 時 

ゥキリアムス對户 ンタ^ — 

(第一 n 1 卜) 

原由 お マ セ 1 

(第ー ニコ ー ト) 

マ 午を 五 時 

ナグ デン 對 f ヮ シュバ 1 ン 

\ ^ リ チャ！ ド 等 ゥ キタ アム ス 

(第 ニコ ート) . 

. .. /〜>..,/ •.ご〜-. 

最 菩を竭 して 

恩 巧 君 敗る 

メトロ. ポリ タン •クレイ •コ - — 

卜 •チャンピオン シップ 戰の第 

五回戰 にがて 加を 陀デ ゲイ ス盃 

撰 手 ジャック •ライト VJ 對 時し 

たが 進の 戰十 恩巧貞 一を は 去る 

水曜日 午後の 試を じ 六— 四、 よ 

1 五の スコアで 遂に 敗れた。 恩 

旧が 第五 圓戰を 勝ち 續 けた 戰の 

跡を 見れ ぶ 化 頃メッ キリ 腺を 麽 

き 上げた 恩 旧の 太で 先き が 群が 

る 思 ± を 切 b 沸つ た ミは 明白な. 

ま 因では あるけれ み、 遠因は 恩 

旧の コア タ ー じ戚 して ゐた ドク 

夕 • — 參 キンクみ 

棄權 した i である どもろ‘ 

ひ 巧る。 恩 田 勘 ライトの 會戰じ 

は をれ だけ 恩 山 じ' \ ン デが 付せ 

られ てゐた C ライトは 國際庭 巧 

巧 谋禪を 馳せ姻 つた 戰卡 'だけに 

サ ，ビスに 於て、 ネット じがて 

ォ ー バ ー ヘッド じ 於て 恩 田 じ 比 

すむ ば 一日のを が ある。 化け 前 

U ヮシュ パ！ ンを 渡し、 髮 じは! 

度 巧 王ナこ アンと 會戰 して 十四 

1 十-一の が 殺を 作ち 上げた 腕前 

であるから 、化 ライト ど戰 つた 

恩 田が 例へ 败戰 した どは 云へ 幾 

ー セットを-ー ハ ー 旧、 鑽ニ セット 

をと 一 五を 嫂ぎ 付けた 技倆は 恩 
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在外 同胞に 利害 深い 

徵兵 令改ぶ 案內を 


徵兵みのな正じ就ては陸軍省 にも & ぶ陆めて巧化搜雜^^もの 
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は 大正 十-年末 來 軍務 巧 ホを 課 
を まごず る 調査 委員を 設け、 巧 
來 審査 研 巧を 重ねて 巧た もので 
おに 本瞄特 常の おじた かく 一年 

志願を の廢 止、 が營 年限 短縮 等 

の 調を も おった のでい ょ-^ 徵 
兵み 改正 委眞を 設けて 軍部 內の 
息 見を まどめ、 みで 陸が 軍、 文 

部、 内部、 外務、 司法の 六 省を 

潑で 之を 審 幾し、 是非 巧 謙會じ 

提出の 意向で ある どい ふ、 今回 

改正 せむ ごする 要旨 か、 

『時化の 進 速 どお會 事情の 變遷 

じ 鑑み ホ 図 お ホの 魄 勢に 適應せ 

しいる を ホ 眼 どし』 この 際 おひ 

巧って 現 巧 制 巧 じ乂な 正を 加へ 

ん ごする ものである、 從つ てこ 

の 改正案が 議 をを 通過す るまで 

じは 幾 夕の雜 駒に 遭遇すべく 特 

じ お 部 內の盧 見を 纏む る じを い 

てな 巧なる 遙 論が 豫 期されて ち 

る、 徵兵 がの 改正 ごいへ ば 軍備 

整理の - 部 じ 過ぎ のらの、 か < 

もょ つ W ちへ る 向もゐ るが、 年 

々お 六十 萬の 化 下の 頭上 じ 直接 

巧 大む鹏 係を をし、 かつをの 影 

蠻 するど ころ --- 

軍部 の 外、 做 化 省の わ 政 


であるから、 實際じ わいて 師幽 
廢止じ も 劣ら A 重大問題で 軍部 
じ おいては 今後の 經過じ 對し異 
常の 緊張を 示して 居る がを の 論 
講の 中む どなるべく 豫 想され る 
諸 点を 舉ぐ n ばみ の 通りで あと 

徽兵 適齡現 巧々 のこ ナ 

寒を 0 て 適齢 どす る i は 稍遲き 
じ 失ず る 威が ある、 之を を卒の 
敎育 上がら 見れば 今少し 年み の 
ホが を 利で あるから 滿十义 歳を 
なて する が適當 である どの 議論 
が 部' 巧で も 可な りが 力で ある 併 
し ー ホ じは 今 曰の 統則 男子は 

滿 二十 一二 歲 をな て發 育の 頂ぶ ど 

して 居る かも 滿 十九 歳では 不を 

格の 後 じ 身 體が發 達する 者 も あ 

る 謬-.- 適 齡は肢 然現巧 法 通らが 
適當 である どい ふ 議論ら ある 要 
する に搜學 上、 統計 上 並-を 育 

卜： のぶ 方面から 專門的 じ 恐ら < 

は 最後まで 論ず せらる/' こごで 

あらぅ 

巧營 年限 議論の 中必は 

巧 ご 云 つても 現役が 舊 期を 幾何 

じする かごい ふこ どで ある、 下 

± を 服役 十と 年 四 ヶ月 中 現役 一二 

箇年 (實 際は 二 年で 歸 化する こ 


ど— な-. てち る々} ご 巧け I のな 正に 伴ひ戶 まの 義務が ーダ少 
の おを には 今 おも 手を 觸れの 巳 緩 かさる i こご i なる であ 个つ 

在外 巧 人么は 緩に 心す 
を 避を をな 加し、 嚴 じを 


であるが 唯 だ 現役 中の 化營 年限 _ 
を 幾何 じする かは な 正々 じがて 
新たに 明示 さる i ので 之に も 一 
年 八 ヶ巧說 一年 六 ヶ月 說等 あつ 
て 今後 畿 論の 焦点 ご 觀られ て 
居る、 なほ 化 問題は 一 般 青み 年 
訓練 ご 密接な 關 係が あつて 带事 
訓練を 終でした 者. し對 しで 过が 
營を 限を 短縮され る こど じ.；》 ぶ 


^ ばかが 目なる を 外 邦人ぶ 發 I 
ム阻番 ずる こど じなる ので 如 一 
ぶる 程度に 規定す ‘ へき かが 重 - 
閒遞で 表 


地方 兵事 滞 役所の 廢止 一/裁縫 所 開業 
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內務 省を 許 加州を 斑 一 

產婆及 骇摩術 I 

ホ 巧を モ 
鍊炙 マッチ ー ジ 術の お張稱 1? 
の 御 ホめ じ應 じます。 

電話 キヤ 七 1 ド ラグを ち 
西 百 十 ご于 目 一一 吾 十二 一巧 

~ . i^r 


關 係ら あろの 专 、最大限の だを； を 然變； をされ ねばな ふぬ 巧 第で 
年限を 規定すべき 改正み の 本文 j める が 郡役所 廢化後 巧^ 系統を 
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に 於て は甚 しく 之を 短縮す る こ 
ごは 不利で ある ごい， ふこ ごじは 
一致して 居る 

訝 則改ぶ 現 巧の 罰則は 

甚だ 不備で 幾 ホの 徵兵 忌避が 巧 
妙 じ 巧 はれて 居る のと 忌避を じ 
おする 刑の 量を が適當 でない も 
のも少 くじい 例へ ば 普選を の 罰 
則 中 選 擧權被 選 擧權を 喪失す る 
刑罰が がを されて 居る が、 國民 
S 大 義務の 一た る徵 兵を 息 避し 
たを じ對 しては 匆論選 被 兩權の 
巧 使を 喪失せ しむる 様 じする が 
ま當 である どい ふ 議論 も ある 程 
で、 徵 兵み じ 閥す る 罰則 中 この 
際な 化す-へ きおが 少 からのみ 第 
でみ る 

民法 關係 徴兵 じ 關し戶 

まごして 負 ふべき 義務を 如何な 

る 稍 度と なすべき やどい ふこ ど 

もな 正さるべき ま 要の おで 民法 


費 府大博 ミ 

日會 の縣旋 

明年 袖 夏ょ らま 府 じがて 米國 

濁 立な あ 十 年が な大 愧覽會 開催 

の 件に 觸 しては 本紙 旣 報の 如 < 

でぁるが が 育 H 本人 會 にがては 

夙 じ 巧 お 委員 會を通 こて 大巧 覺 

會の 情報を 凳 集して おじ 結 お 今 

週 月曜 村 博覺會 化を をの； 人た 

る エッチ、 イー 、•キム ブ术 氏の ホ 

が ぁら、 荫務 委賛會 特別委 買を 

信 竹を、 を 西 龍 雄の 二 氏 巧田審 

記を 帶 M ホブ 八、 ペンに めて 會 

見の 上 口 本侧の コン セッション 

じ關し 稍々 を涉 する 所 あら 更ら 

じ 化 木 委員 おど 打を せた が 結局 

n 本 h 貪 ょら 左の かき 逆 赚を一 

股會 员じ發 し--- あ 望を の會 をを 

備イ こと、 なつた 巧：；： は 二十 四 

日 ( 水 晒) お 所は 口 本人 會 事務 

所で ある。 

明年 巧 フイ クデ八 フイ ャホじ 

がて 米励獨 ホが 念 大巧 覽曾開 

催す る 事 一」 化ぶ 居候 じがいて 

は 巡 股 ホ本會 商務を 員 會に於 

て 巧 鹽會お 事 者に 熙 曾し 諸般 

の お 報 党 集 致 居が あ 间随覺 を 

じ デ ャパニ ！ ス 、ゲイ レッチ 

( 日本が： . 附設み 溢 巧し お b 其 

コン セッションを 常 地が 留實 

I 業 家 じ巧附 すべきを じ 内巧涉 

相 進み 候 白 本人 宵-しめては 瞄 

，接が 覺會」 送 加すべき 息 向は 

一無么 慎へ でもな ホ か i る诞を 

I じ 化 地方に 於て は 內輪規 ザは 

げし < 、不が 盛の 巧 約を おび 

お倒れ ごな りし 例 砂から ず 誠 

に逍 がの ホ じが 之が 就て は來 

六 巧 二十 四 H ( 水 職り) 本爵 

じがて 巧 党を 當審者 どを がの 

媽末報 吿巧相 惟し 候瞄同 コン 

七プン ヨン 猶巧 抑を 巧の 方は 


迄 御 ホ ホ 被 あ 下 巧を 御 案 巧 申 

上 候 化 


H 會 本が 度の 

第二 埋事會 

紐 育 日本人 會 本年度 第二 理事 

會は 去る 十六 H 午後 六 時 ザ 料亭 

都 じがて 開催、 岀席巧 事 二十 餘 

名 晚餐後 大島會 を 議長 席に着き 

角 田 書記長の 指名 お 巧 じみいで 

-般會 な 報吿を 試みた る 後 高 旧 

會計 よら 貪 計の 報吿 あら 豫算じ 

閥して はが お 委旨會 の 報 吿を待 

もて 次回の 禪事會 じ 提出すべし 

ど 述べ 夫れ よ b 委眞會 の 報吿じ 

入ら 勞琐 巧務を 員會よ b 隻府火 

博覺 會じ關 ずる 報吿あ b 第二 じ 

鈴 木 圖書委 貴を よ b 詳細 じ 直れ 

る 圖菩報 吿を巧 ひ 異議なく 承認 

と 巧し 巧に 出 島を 務 委員長 よら 

最近 大審院 じめ ける 對 支那 入 巧 

みに 關 する 事 仲に 就 マ-報 吿 する 

所 あらお ほ 邀田秀 ホ 巧試訴 事件 

の顚 末巧吿 W 外 最近 開かれた る 

公務 委員 曾の お 題 どなつ た七氣 

扳肅 問題 じ關 する 報吿あ b 水を 

を 員は 不正 乂固 同胞 送還 事件 並 

に ホ 福 九 遭難 調 想 事 かじ 就て を 

務委 負を の 報吿を 補せ た。 右 

ホ福义 事件 じ 蘭 ’ 柳 巧、 鈴 木、 

{ 六 戶 、其 化を 巧 事の 意見 續 出し 

たるが 結府 を務委 封を の 報吿を 

ホ認 する じ 決し お 葺巧濟 委旨長 

よ b 墓地 整理 じ 細す る 重要なる 

報吿の 一部 中黨帖 使用方法 ぶび 

巧ぶ 巧な. 化の お吿ホ もて 承認 他 

はみ 间じ譲 もて 午後 十一 時散會 


啓 氏は ア^ ゼン チン 大使 舘战武 

官 として 不 9 を おを 接さの 一 魅 

巧す る 黄で ある 0' 


三州會 夏季 例 貪 

昨十义 U 午後 六 時半 ょら 東 十 

I 化 T 目 東が おじが て S 烛 會例會 

を 兼ね 第ち 銀 巧 支配人 林を A 氏 

歡迎會 を 開きた るが 頗る 盛會で 

あつた 0 


大使 舘 武官な 巧 

7 グン トンな が 大使 舘附 武官 

がが々 佐 ' 麻 巧 氏、 が 軍 大尉 お 岡 

おが 氏、 陛带 砲兵 大尉 磯 旧 S 郞 

に 等は 太げ 义化 じて 渡米し 過：：： 


ひ 地 ホのを 事々 務 取扱 法が を 服、 絹物、 ゥーグ 類は ドラ 

ホブ 1 ニン グ 、フ レス 巧び 染苗 

k 、 化 立て直し 一切を < 美麗ぃ 


か闲 じず るか VJ いふ こづは まだ 
巧を あじを 决 まつて 居ない 陸軍 
では 滞 役所 廢化後 府縣ま 廳を設 
けらる '- 塔を VI 巧ら ざ 場合 ご 
な 慮して 二 案を 作 巧ムて 居る 
/、 年 志願 中等 學 校な 上 
じ靑 A 本 訓練 實 施の 結を これ 等 
ホ 楽 ザ广對 しが 營が 限を が 縮す 
る こど ミな も從 つて； 年 志願兵 
制を ががん W 張 ご なる もの 、、 j 
ホ 豫備將 巧 養成の 必要 依然た る 


音 樂敎授 


、ビ 


ゲ 

ン 


キォ 

獨 唱歌 踐 棠をケ 521 
西 六十 五丫目 夕穿巧 お 階 - 

巧池、を 太卜 


がします。 裁縫は 如 巧なる 御げ 
乂も 町嗜に 早く 致します 其 化 一、 
そ / 夕の出 巧を もを b ます。 

I. 坂 ホ 裁縫が 
. 128W. 呈 hsu.Y.r 


も 


の 力 るるので 某 志願を.^ 對し 
『豫備 幹部が 補晝 とし 心 特別 


敎 育を 施す 爲か 在營日 敷 費 謂の 
負擔 等を 如が じが 定す べきが が 
問題 ごな つて 相る、 尙ほ 帥儀爭 
校 卒業 者に 對し C は 先般 赖 令 ，^ 
0 て 五ケ 丹绞歸 かせし むる こィ」 
ミした が々 画のを 正にむ いては 
歸 化で なく 明かぶ がな 營 期を 五 
個 巧 ご 規定ず る >ぶ じなる であ 


♦巧 巧 榮太郞 氏 一二 井物產 株式 

會 社會訂 係、 病氣 のた め 去る 十 

五日 出發 I 時 歸锁。 

♦ 瀬 道 衆 二 氏 東京を 大 あ授、 

十一 11H ベレン ダリア 號 じて 歐浏 

も 着が。 

•111 か 高 陽 氏 一二 井家 親族、 ウ 

i ンナ大學へ 乂學のためまる十 

五日 レラ ィアン ス號 じて 渡歐。 

♦ 高 阪か道 氏醫學 ± ベ グリン 

大 學留學 のた め 十五 日 渡獨。 

♦ 齋お 隙を 總 韻事、 夫人 閒伴 

今週々 初 デ ラウエ ヤ！ 、ウォ 1 

タ ー ガップ 地方 じ 避暑 次週 輪な 

の豫 を。 

♦ が 茂 乂氏第 巧 銀行 支配人、 

敷 日 前歐洲 よろ 歸 朝の 途 着が。 

♦細 江 逸記 氏大阪 高等 商業 學 

校敎 巧、 去る 十五 H 歐洲よ b 暮 

♦泉 二 新 熊を 司法を 巧 刑 局長 

十五 H 着 紐 ホブ^、 ペン じ 投宿 

中なる が 本日 渡歐の 皆。 

♦ 池 出 菊 あ 巧 ホ 大學± 會院會 

貴、 去る 十六 日獨 逸よ ら歸 朝の 

を 着 組 ホブ ^ 、 ペン じ 投宿 中。 

♦が 野 錢太郞 巧 滿洲驛 科大擧 

あ 巧、 英國 よら 着が ホ 巧が 旬歸 

巧の 像を 。 - 

♦ 願 本質： 氏 H 本 お力會 社員 

去る 十と 日 渡歐。 

參化山 挪み郞 氏が 秋 W ホフ " 

リダ 地方 じ 赴きつ-"^ あらし お眞 



♦日本ん 美の お會 
『科學 VJ 宗敎 j 

m 

科學 ご神學 どの 五大' を灌 
川底が 姉 

♦基督教 ぉあ會 

『題 未を 』 . 副 島牧廊 
♦ が 育 H 本人 敎を \ 

『信仰 どを 活間 題』 ぜ五 

淸水 


巧 員乂用 


雜貨巧 じ經驗 おる 者 じして 相 

當巧 語の 出 ホ 得る 者 至急 雇 ひ 

度し。 委細は 御 衝談の 上 

桑 山 商店 

東 五十 化 T 目 一一 四 


洋食 蜜 買 度 


四 ヶ年繼 續し宜 き收入 あら 夫 

婦の御 方には 最も 適當す 今後 二 

個 年の 內 じは 新地 下鹽 道の ステ 

! シ ヨン 開通すべく 有 摩の 襟 所 

をリ ー ス の特權 あら、 ま 人 健康 

の 都を^ 見切らに て 御 相談 致し 

ます ぞ前 或はが 化路 御巧談 あれ 

至 EST0V 里 吉 STA 夏 ANT. 岩 4 V/. 1 吉 th St. 

す t. Am を r をヨ Ave & St . 宝 cholas As 


mill 室 及び 湯殿 ホ 五 弗 

六 室ぶ び 湯殿 化 五 弗 

複 所は 武お ナツ ソ ーコー ト 、委 

細は 左へ 御 御 照 貪を 乞 ふ。 

G. 产 La で tra - 1 67 0 弓 gfd St, Br 吾 klyn 

Tel. ブ 互 ngie 是晋 


同日 午 巧 M 一時を に 本を 驴が所 一若 巧した が间 巧の 性 軍 乂閒嫩 み i 楽 あ、 前週々 末： 一が。 


' 綺麗， 淸 潔なる グ！ 

達 ム靈 のご卜 じて 

貨し 度し 五 時 過ぎ 御 ホ 談を乞 ふ 

Mrs. D Jag 皇 U 青， 享 14 巧 

31 主 . ま th St. ジ P fl 呂二 ront. 


一週 五 巧 及 八 巧、 一 

人 又は 二人 じ 適す、 

巧 廳へ十 か タィム ススク エヤ — 

へ廿 五み 带話 カン バラン ド 呈一五 

184 喜 St. Brsf お 略梅モ 


午 


が 育生み が險會 ホ 

ちみを 吉 

險 


を 



Mew York Li をす suranceCo 

ご Chambers Sr 
zew Y 弓 kCi な. 

巧 hone . 巧 ranklin を妄 
田 Jcoha 日 gewwanoh 




a お"？ 


夏瘍 向新 荷瑚着 


巧に ダ i ム向陶 


i 類 澤山取 揃 居， 


候 間倍舊 御用 命 範尤候 

メ ■を' 


I 、 


森 城ブう ザ〜 ス 


if を妄 IMS A を ミ - 
1". W5 ;w 法 t N ザ d St. 

zew Y ミ k Dty 

ぎ ephon e 033 ミ。 y 


Inc. 


w 资〇 


复瘍- 同 各 

翻 破 黑雜貨 を 霞 寒输へ 居候 迅速を? け 
して 精々 勉昭 .化 候 間 御 巧 命 願 上 候 

残 木 桃 ホ 組 

ジー Stuyvesant 8595 .三 


，、一 



一思す 1 思 h 苗 - こ - 


复 傷、 向 U 霸馨 

が々 勉跟巧 仕 候 間 御 郭义被 ド お 願 上 候 



太洋 貿易 株式 會社 


^ TTeL wtuyvesa 口 こ 8 だ 
が 101 Fifth -Aven ミ ， zew Y ミ k CUy 

を icago Branch 327 W. Madison Sr ohicago ，ジ ー . 


夏場 向新 荷 到着. 

格 まな 續 々'到着 仕り 候 間 
是非が 用命 彼 下 度 願 上 候 

ん八 巧會な ホ 元 ' ’ 、 フタ ザ 1 ス 

17 巧 ast 17 を St, zew ジ rk City 
Telef>h き ewtuyv 震 ant 9959 


第二次 

ぉ發 期^ 

團 費^ 


巧 加巧國 訪問 團員 募集 


騰 


十月 一二 日 
十月 九日 


ベン 停を 谣 

郵船、 加赞化 


一一 育と 十五 巧 
二‘ 肖 ホ 


.が 化 

道 

(を 単は 一等で 激 船は 二等) 

本剧 のま 意、 がた、 旅碍 をび 申込書 等に 就きを しき 事 
は巧キ おお 弊が をに 御閒 きをせ 願 ひまず 

が 育 ホ お 五十 九 了 目 ニニ！： 

ま豐有 巧禍 兄弟 蘭會 


電話 リ ー ジェン. 


一二 四 八 0 
一二 四 八 一 
Q 二三 五 







乂巧 商事 株式を 社 

Xuhtra Trading Co. 

扣 Chu 巧 h St. 

Tsl. む rtitnd が 50 

S 共 株 ま 曾 社 輿 東 寶ぁ株 ホ會社 
化理店 

离巧 巧を 

Takandne Corporation 

120 Broadw 化 わ パ ork Ci お むし Rector’? 884 

General Office & Factory 208 Rawson Sf •，しし Ci わ， ん Tf. Te し规 ilwe リバ 18 

残 巧 物產株 ま會社 
Asano Bu が an Company 

Room 801 ぶ 05 

165 Broadway 

Tel. Cortlandlt 8047 ぶ 052 

大 倉が 短 育 支店 
Okura & Co,, 

30 Church St^ 

む !. CorUan か の 92-93-94 

紐 育 日本人 會 

The お iiane が む 如む ation, 

250 West 57th Si, Hew York 

Tel. Cimle 8190 

お！ 巧洲巧 道が ま 食 化 
紐 育 事が 所， 

South Manchuria H . も！ ) も， 

川 わ 日 a か ay 

Tel. Rector 巧が 

S 井砍產 株式 會社 
紐 育ま 店 
施 teisi & Co., 

6 日 Broadway 

Tel. Bowling Gr が n 7520. 

葛 田荫會 
姐 育 支店 

Takata & Co-, 

150 わ oadway, New York City 

Tel. お c お r 1 の 1 

株 ま 曾が 爱井蘭 店 

が 育 支な 

Iwjii & Co" 

Wool worth Building 
むし Wh れ ehaU 6040 

S 凄が 事會祖 
MUsub わ hi 訊〇 が 技 aisha 

ひ ! お uh お hi Co., Ltd.) 

(20 Broadway 

Te し ながれで 2560-2564 

巧 ま會社 

lU 中商會 雜 育ま 巧 
Yamanaka & Co" 

680 F が 比 Avci 

Tel. Circle 4014 

曰 本 锦巧株 ま會な 化育 支店 
Japan Cotton Trading Co., Ltd^ 

Cotton Dept, 

60 Beaver か.， 

T •し Bowling QrMn 2M0 

Silk Dept. 

25 M* か aon Ave., 

TW. MM. Sq, UH 

日米 生糸 株 ま會な 
紐 育ま 巧 

NICHI-BEt KIITO KABUSKIKi KAISHA 

(WCHI ぶな KHTO C(X ， LTD.) 

373 が H む 加 u も 

Tel. Ma ん Sq, 75 のぶ 

神戶お 木’ 商庙 - 

が 育 支 お 

Suzuki & Co., Ltd. (Kobe) 

220 Broadway, j 

i Tel. Co パ landt 1149 ぶ 0-5 レ 52-53 ^ 

H 本を 糸 株ぶ 會な 
短 育ま 店 ‘ 

HoHmura わお & む., おけ わ 

44 広 な rd St,, 

Tel. Ashiand 5 の 0 

おを 名會 班： 

紐 育 支 巧 

Hara & C 〇リ 

443 Fourth Atc" 

Te). Caledonia 7830-35 

江 巧 株 ま會社 紐 お 支店 
' Go 純 〇 Corpora が on, 1 

Silk Importers, 

334 Peurth Ave. 

Tol. ^1« ん 8 み 4886 

な oeho Co., InCw 

Cotton Exporters 

J 60 Beavtr St., 

Te!. Bowling りけ ，口 8806-0$ 


な 画の 政を ホ、 實 まがを 財 ホの 
事項を 迅速 宜つ 確か こ 巧 道す 
每 H 入を ーヶ月 巧を 五十 巧 

Tokyo Advertising Agency 

u 本 巧 巧 巧 誌 巧 吿一ぉ 取扱 
お Six 比 Avenue New York Ci け 
Telephone Spring 8277 


大お 朝日 新 巧な 
お 田甫平 
OSAKA ASAHt 

Room 308 World Gilding 
Tel. わ ekman がが 


大巧 每 0 二 巧 巧 曰 曰 

上 巧 虎重 

Osaka Mainichi, 
407 Tribune Building 
Tel. Beekman 42 が 


趣 

ホ 




VO しけ， No. り 53 


なみを ぶな ji なが 巧を 巧 imw! 


WE0NE 別が， 化 化 24, 1925 


部は 化 ゆる 手段に おへて 巧 巧の 

巧 開を 威 脅して ゐ る。 

外相 ミを 支英人 

化京サ ニ日 發 ：：：： 巧國か 相 ナャ 
パー レン 氏が 巧ま英 入の がが 
がを 化 護 じ關し 議會で 力說し K 
ミは 巧 人侧の 最も お足ビ する 所 
であるが、 外相が 外人 紹營 のエ 
場狀 おじ 就て々 回の 蔡 動の M 
であると 述べた をに 就て はぶ 巧 
の 批評が ぞい。 卵 も 今回 袭 動を 
發 ホした 日本人 エ谋じ 就て 巧る 
他 化 外人 H 場 ご 嘴 じく 支那 人 
勞 働を じ おしては 嚴も 考量 ある 
巧 動を 採らつ i ホつ たもので エ 
瘍狀 態の 如き ま那 人工 機ょ ら遙 
かじ 優つ て ゐるど 云 ふので ある 

日露 協定に 

新 委員 巧 命 

ま 京 特電 サ ーニ H 發 u 日 塞兩國 
の利權 細目 路定巧 渉 會議の i 

ごして 仪 がは サボ ンン 石油 利稚 

會社巧 表と して 社長 巾 里 重み 十 

腕、 化 襟 太 興業 會社 K 表と しで 
奥が 正 雄 巧、 右 顧問 VJ して 前な 

蘭を 化 じして 3 ツフ H 氏 ど 會が 

した 川上 俊彦 氏蓄 ご 巧を した 巧 

下旬 新任 駐 露を 權大化 旧 中 领止口 

巧と 相 前後して 入酱の 堂で をる 


外な しごい ふので わる _ 


厶ソ ' 


氏と 


新鐵血敕策^ 


t . 

今期 畿 をで 通 適 
り ー マ亞 二日 發 ufr じ 自由 孤 

の) 時 的 革命で 稍動搖 した ム 
リ三 首相の ファ ヌ シモ 政策は 興 

後曹 化の 政治的 權 力が 闽 おする 
じ をんで 漸み醬 かじ 復し ホる， ベ 
き議會 じて はがを 結が の 取締， 

’這 論が 歸：？ 蒙.々 制敌 華、， 警 

の 致を 的 意見 じ對 ずる 罷 をの 目 
由 其 化の 錫 血な 策を 播榜 しね 諮 
案を を 過せ しめて ファス シモ 巧 
閣の絕 對牲を 國內じ 示し 別に 委 
員を 設けて 憲法の 條 正を 實 現ず 
る じ まるべく、 ムソリ - r 氏の 游 
ファス シモ 政府は 單 なる 政府 じ 
非ら や、 政体で ある ごい ふ 媛 語 
を實 奥す る蠻 である。 

獨逸 巧閣に 

政變來 るか 

新 太 統領の 試練 

ベ グブン 甘 一二 H 發 = 濁 逸新大 

統領 ヒン デンべ 瓜 ヒ將軍 ば大統 
領當選 後 始めての 政治的 試練に 
直面すべく をの 時期 じ 至らて は 

議會の 議事 上 おど 關係 深き も 恐 

らくと 八 目の 中で あらぅ と 云は 

れてゐ る。 即ちを の 動 磯は グ ー 

ブグ內 閣に掛 する 國民黨 側の 不 

滿 であつ て 選 擧當時 標榜し つ； 

あつた 帝制 復活への 第ー ホで あ 

る舊獨 逸ホ國 旗の な活も 容易 じ 

實 現され や、 目下が 蘭 じむ 命中 

で ホる ヵィゼ^ 陛下の 一時 歸獨 

も ' t ン デンべ グヒ の 反掛で 

中止, J な り、 農作物の 輸入 保譜 

關稅^ .貫 巧の 模 巧。 < 、更ら じ 

目下 懸案と なつて ゐる對 聯合 國 

どの ホ か 巧 障條 約に 就ても をれ 

等の 寅 任が 國民黨 の 頭上 じ ホる 

をは 不利で ホる ごい ふ 立 襟から 

少 1 ブ八首 化の 施政に 反 戚を抱 

きお 合 じ 依らて は 閣員よ b 脫退 

せんごの 意を ある もの i かく こ 

れが 調な は 大統領の 幡じ俟 つの 


ラ 巧 逝去で 

第 S 驚崩攘 

巧 巧の 键 みはなし 
ヮ シン-^ ン廿 二日 發 ：：：： 米 固 上 
院議 員 じして 第 S な 黨の 領袖で 
あつじ ラフォレット 氏の 後繼者 
じ 就て はク ィス コン シン 州 知事 
ブ レー ン 氏が 沈 默を守 b つ i あ 
も 上 じ 最あブ レー ン 氏の 施を は 
フォレット 氏の 夫れ じ 相反す 
おも ぞく 從 つて 同氏の 逝去で 
ィス コン シン 州のを 扇 じ 異動 
を生ずる^:<>らピブ ぃ1 ン氏もま 
外にがず 的な 人物を 巧 命す る 意 
向 も ゐる樣 子で 一方 じは ラフ ォ 
レット ホ 亡 人の 上院 入ら も 連 勘 
されて ゐ るが、 華府 の欧界 じが 
ては ラ 氏の 逝 まじ 化 b 先 次大統 
領 戰じ懷 敗した 第 S 黨の 組織 運 
動 も 先 づ中絕 の 外な く 副大統領 
お 補たり しを 友の ゥ キラ ー 氏 じ 
は 領袖 ごしての 手麟 もな < 、加 
巧の デ ヨンソン 氏 じし . L 起つな 
らば これが 後繼 者た b 得る かも 
知れない が この 可能性け 乏しい 
と觀療 され 結局 第 S 黨 の 再興は 
學み i ：* しど 觀 測され てゐ る。 

.訪歐 飛行 ぉ發期 

: .東京 特電 廿二 H 發 ：=： 大販朝 日 
新聞社 ま 催の 訪歐飛 巧は と 巧 甘 

丘 日 福脚縣 太刀 洗ょ b お發す 
をに 巧定 した。 

落 浦の 岸壁 竣成 

東京 特電 サ ニ：？ 發 U 芝 浦 日の 

お闲じ 一二 千嗯級 船舶が 摸 かけ 
得る 岸壁が お ホ じが、 闽 ほを 千 

二 巧 坪と 棟の 大 倉庫 も 近く 完が 

される 壁で ゐ る。 

化里學 長は 留任 

東京 特電 化 一 H を = 化 里 博 + 

は學 生め 熱 致なる 懇請に 動かさ 

れ 慶大 學 長を 慶應 病院を の辭表 

を撤 固した。 尙ほ同 學ホ團 5 留 

巧 鐵吿書 じは 化 書で 署名した 者 

も あると 云 ふり 


稅關長 一部 更迭 

東京 特電 サ ー 日發= が 倉 熊 一一' 

郞氏は神口稅關長ご なち兼お秀 

文 氏け 度 瞄稅關 長に 任命され、 
神 口 稅關長 古 旧を 德 氏は 狼 願を 

官 どなつ て 東洋 莫斯 論み 專務化 

締と つた。 

ジヨ フエ 巧 重態 

パリ ー 廿二 日發 u 歐洲 大戰の 

勇 十 ごして 雷名を 轟かした 元帥 

ジョフ H 蔣 軍は 過般 風邪 じ 罹 b 

目下 靜養 中で ぁるが 非常に 重態 

なる もの、 > かく 本年と 十二 歲の 

高髓 だけに 知己の 人み は胳 軍の 

容態を 袍憂 して ゐ る。 

ラッド 巧 逝去ず 

パが チ モア！ 廿二 日を u ノ 

ス •ダコタ 州 選出と 院議 員 H 

ク キン •ラッド 氏は 今朝 十時サ 

を、 臀臟 おじて 逝去した。 氏は 

往年 一時 米 國の政 ホを 風靡 せん 

とした ノン •パー チザン •リ — グ 

よら 選出され 議會 にがては 農民 

隅のを 力 るん 物と して 潜圆し 

故 ラフォレット 氏 ど 共 じ 急進 政 

治を 操榜 した 入物で ある。 


聖 デニス 

を 力. しや 

當 地のと 十二 了 目と リゲア す 
ィド •ドゥ ィゲじ タツ •テォを 持 
も、 ロス アン ゼ八 スのス ツデォ 

じは、 二 SA の 目 本人を 門下生 
じ 持つ てなる ごい ふ セント •デ 
ニス 壊を 中む ピ ずる デニ y 3 — 
ン瓣 踊阐が 近く 曰 本 じ 赴く； じ 
なつた 相で ある 0 

デニスは アメリカの， 人、 古典 
舞踊 じ 於て ダンカン じ 比肩す る 
舞姬 でを る。 二人ながら ア メリ 
々が 生んだ ごい ふ i は、 この 固 
の もつ 大きな 誇らで ある。 化 上 
バゲ n ヮ 達の 舞踊を、 古典 舞踊 
と 呼ぶ 者が をる が、 をれ はァ々 
デ ま ツクど 巧んだ 方が ま當 では 
なから ぅか。 向 ふでは ダンカン 
派、 デュマ 派の 踊 b をを 廬 (舞踊 
ど 呼んで ゐ るが、 これは フ リツ 
チ 巧 ばからで な < スコツト 氏な 
ゲ J もさ. •っで ある 0 

ダンカンは をの 道を 遠 < •ネリ 
シアの 昔 じ £ つた 〇 をして ゲニ 
スは をれ を 東洋の 印度に 採つ た 
ので ある。 デニスは ょく 東洋を 
巧 兜して 東が の 踊を やる 前 じ 先 

づ 東洋を の ものを 硏究 したので 
ある。 親しく 巧 度の 人 じを 6、 
をの 藝 術、 宗敎國 ほ 性を 巧め、 

巧 巧の 魂を つわん だので ぁつた 
をして 深長な 硏究の 後、 巧め て 
をの 印度 舞踊を をけ じした ので 
をる 0 

かく、 デ-ー スは藝 術 表現の メデ 
ャム を， 印度の 舞 蛹 じごつ たの 

でぁつ て、 彼女の 踊らは 勿論 創 

造 的の ものでは ない。 模 做の も 

ので ある。 だが 彼女の 踊ち は單 

なる 模做 9 をれ じ 終つ てゐ ない 
創を ど 巧 ぶ i も 毫も 差ち のない 
ものである。 化 俗の 踊ら 手が も 

しこれを なすならば、 それは 皮 

相な 模做じ 止る かも かれの。 併 

し 偉大な デニス じ 依つ て 踊られ 

る 時 じは、 をれ は 立派な 翔 造 ど 

なる。 ごい ふのは、 輔らの 核 身 

じ 前記の 硏 巧が あるからで をる 

內必 じまで 食 ひ 入つ た 研究が ぁ 

るからで ホる。 この 核必 こを 彼 

女の 舞踊の 偉大 さを なす もので 

をる ご 

驚くべき この 硏究 じょつ て ホ 

み 出された 印度の 舞踊が、 初め 

て發 表された のは 一九 〇 六 年 紐 

育 じがて r あつた。 同時に をれ 

は义 デニスの 舞踊 壇への デビ 
1 であつ ね。 それが 直 もじ 舞踊 

界の認 むる 所 ど。 つむのは 吉ム 

まで もない。 をして 二 年後の 一 
化 〇 八 年、 海を 越へ て ロン 
の スカラ座 じを をした。 演目は 

「コブラ •ダンス」 「香 精の 踊」 及 

び 「ノ —ブ •ダンス」 等で あつだ 

デこス はこれ じ 依つ て 確 實じ化 

界 第一流の 舞 人 ごして 立つ たの 

である 〇 

かくして デニスのを 典 舞 蛹 じ 

がける 名聲は あがつ た。 こ i じ 

をれ が 何 じ 因る ものである かど 

云へ ば、 をれ は即 も、 巧 洋の趣 

ホ、 をが の 魂を な ホの 泰西 舞踊 

じ 加 ホした、 巧、 融け 込ませた 

なじ ある。 

デ こ スの舞 蹄は 又 東が 的の も 


ので ある。 從 つて 义象徵 的で ぁ 
b 且つを 敎的 である。 ど 云 ふの 
は 東が の 踊 6 は ダリ シアの 踊ち 
ど ホんで を もを 徴的 旦宗を 的の 
ものであるから である。 デニス 

自身 も 「自 みの 踊らは 半ば ま敎 
である。 をは をれ をま敎 どして 
踊る」 ど 一友つ てゐ る。 

デ 三 K はまが の 踊らを ィンタ 
1 プ レットす る じ 印度の をれ の 
み じ 止まらな かつた。 生 ゲプト 
め 蛹を もやつ た。 をして 尙ほ驚 
V ベき S じは 日本の 踊 ゎじまで 
手を つけた。 一九二 一一 年に 花魁 
や 侍の 出て くる 日本の 踊らを 發 
をして ゐ る。 をれ も バゲ ロワの 
弟子 達の やる 樣な 「道が 寺」 或は 
かつ ぼれ JS 猿眞 似では なぃ。 

リ！ を自 みで ち 案し あを 
自 をで つけた 獨 創の ものである 

彼女は での 舞 袖 じがても さぅ 
でを るが、 結 摹裝置 がらを 裳の 
考案、 筋 書の 製 出から をの 淸お 
まで、 一切を 自を 一人の 腕で や 
つての ける ので ある。 だから 彼 
女の 演ずる ものは、 みな 完をじ 
まご まつて をら、 しつく b とし 
てを こじ 少しの ちぐはぐ もない 
ので ある。 

梟 あの 大物では 「巧 明けの 獵 
鳥」 ごい ふアメ リ カン •ィン テ 
アンの 踊で ある。 中 じ 「わしの 
踊」 なでが 蔬み这 まれて ゐて素 
晴し いもので ある。 类 男の シヨ 
ンの热 する をを のを や 「わし 
の 蛹 I 。 ど 見た ぐけ でも わく わ 
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赤 c 化-一 

社：^ ■一 加 
飾の か 一 


霉 


，〜 ずる 〇 テツ ド •シ 3 * ―ンカ こ 

の 横な アメリカン •イシ デ アン 

の 蛹を 上演す るのは、 を こじ 據 

9 巧が あるので あつて、 シヨ 1 

ンが此 頃し き b じ やつて ゐるイ 

ンダ アン •ダンスの 研究から 生 

れお たので をる。 

ンヨ！ ンは イン デ アン •ダン 
スの懼 値を 力 說硏究 して、 を こ 
じ将ホ 樹立 さるべき アメリカン 
バン ー の禪 子を 探る ので わる。 
をして 得た のが この 「巧 明けの 
帶鳥 _ でを る。 

最近では 是非 ごも アメリカン 
バレ 1 が この アメリカン •イン 
デ アンの 舞踊の 上 じな てらる ベ 
きを 確信せ るかく、 懸命の 研究 

を 積んで ゐる〇 

觀の內 ご 外 

▼ま那 の 排外運動 も 案外 じが 

强 く、 北京. 校府 が罷エ 資金に 十 

巧 弗を ま 出した どい ふ 風評 も あ 

る。 を 法的な 罷エじ 政 巧が 援助 

すろ； はお ホない どい ふ國 孫を 

法がない から 化 ホがない。 

▼テ ニシ ー 卿ゲー トン 巿の進 

化 論 裁 巧で デ ー トン 巿の巧 人、 
これは 一大 廣吿 だと 大喜び、 栽 

巧 巧 も お 築し 高聲 放送 器を 備 b 

て 傍 聽者じ 便利を 討る 相な。 余 

b 圖じ 乗つ て疆ぐ と辕 を じ 笑は 

れ ますょ。 

♦松ず 大使 ご 名を つて 豪遊を 

する男がニ ユ1ヨーク市じある 

相 だ a なんかは 珍ら しい 話で 
ない。 例の な 燈の家 じ 巧く ど 
本の モ爵 や、 伯爵 おが ゥ 3 / 
ごして ゐ るから。 

♦バリー の 支那 人を を' 内 人が 

を 使を 裝 巧して I ニケー をに お’*」 

しあげた。 をの 勇 氣ご巧 質 じは 

一寸 威 ふずる。 
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紐 肯新巧 
ラフ オ レツ ト巧 

ホ闽じ 於け る 進 ホ 波 か 治の 領 

釉 どして、 逝去 四十 年に 直る 政 

治 的 生涯を 完 ふした ラフ ォ レッ 

卜 氏は、 遂に 過去の 人 ご U つた 

晚 年の 氏 か、 をの 政治的 失脚を 一 

確かにな 講し U がら も、 放て 第一 

一二 まの 乂統谢 お 補 ごして、 化み 

選 おじ 出晦 した’) どは、 氏の 運 

命 か 政を 的 じ も， 本能 的 じ も、 

をの' 死期の 到る を覺 悟した 上の 

疫巧 であつ じど 見る こ £ が 出 ホ- 

る 。かやう 盧ホ ょち 解 巧して 

脚 ± ボブ ブど巧 だれた 彼のを 偕 

は、 米 喊あ上 じ燦ビ L て 輝く こ 

VJ は 巧 等の 信じて 疑は ない 所 

である 0 

旣 じ進步 がの 劇 十-である ラ 氏 

を 失 ひ、 おらに ラッドに を 化 お 

じ 送つ た ホ 画の 披界 じがて、 こ 

れ 等先熙 をの 扱 巧を 繼ホ ずべき 

人物け'極めて少^;*く、 上おじめ 

で 所謂 蚊 逆を 組に 戚 する 進 ホ 系 

がの おを みは、 僅か じ 二 入を 殘 

すに 過ぎ 51。 元ょ b 進 ホ 派の も 

脚は' 先が 大 就領戰 じがけ る 保 

寸 的が 巧が 明示した 所で ゎつ て 

み 拱 潍會は 恐らく ク） リッ デ 氏 

の 忠の極 じ 動く であらう^、 巧 

得 おお 稅 、最 島關稅 のな を、 地 

田閒题 望の 渦 まきは、. 巧 年 巧の 

兩院歲 貴な 選に 脚 係ず る こど 巧 

’ ボラ ー 氏 等を 圃む 穏健な 自 

由を 義 をの 劈が、 株 端な 反 勘を 

策に 反 おし、 民 ま 驚に 漁夫の が 

を 巧す る 機 會の巧 お 性を 示す こ 

は 勿論、 ホ 脚した マグ ナス* 

デ ョンソン ー派の 急進派が 巧び 

をの 地盤を 巧が する じ まる かも 

かれ 3。 がる 場合 じがて、 米國 

のか 治の 傾 おが》」 ん 方® じ變 

つて 行 C かごい ム こどは、 眞じ 

典 ホ ある 問題 どして 考究に 化す 

るが、 而 かも ラフォレット 氏の 

化き 政治的 扱彈を 投じ 得る をを 

をの 巧 現は、 n ! ズゲ で^ 卜 0 

を じ。ー ズゲ エグト なき かく、 

これを 盛む こごは 到底 不可能で 

ある ど 信ずる。 

日 支 人 就 巧閒题 

ホ國 じが おする H まんの 大部 

をは 就れ も H 常のを 巧に おはれ 

てゐ るな でも あらう がを が 相 親 

みか 扶 けて 化かう ど 云 ふスピ 

ブトを 示し 合つ た. とがない 〇是 

れ はを だ逍槪 なぶで ある。 H 本 

支那 も 所 li 间文閒 補の 民族で 

隣 おしつ/' ある 國 柄で あるじ お 

，はら 中外 圃じ 出稼ぎして ゐる両 

齒 人は 冷々 淡々 巧 豆 じみ 通の 利 

害じ關 して 智識を 夕换 しやう ご 

もせねば 、ホぶ 劍じ自 か 途の將 

ホを ち 游 してを U いご 云 ふのは 

単ろ； を 現を ミ 訝 ふべき である 

殊に 义國 じが b ては を 『同 か』 

の 人で ある。 東洋人が 斥 問題 じ 

I せよ、 移民 問題 じせよ、 歸化問 

I 强 じせよ 始んど 问じ述 命の 下に 


抵 かれて ゐ るので ある。 おし H 

本 どま 化 ごが 巧が じがけ る ま 人 

を ごして 東洋 文明の 梢粹を 維持 

し、 柬ホ 氏族の 長所を を摧 しや 

V する じら ば獨ら 支が 本 図の 
隣を をは H 支の 政治的、 經濟的 
協調を 實現 する ホ 面に 力を 盛す 
じ 化 まらで 出 稼 先き の 地 ホ 就中 
米 固に がける 闹固 人の 親を を 謀 
ってが巧解を進める^は必要^=* 


W 式 P 

S ご S r 

a ごが -f 

i h M 加 

g S む 'w ^ ^ c p ■ . 

I w ご I S 3 17’ 品 

か iTt ごご ごけ 

i E p’i 三 s 1 N 3’ 

ご ly 式 s ご 貫か 

w 叫 I Is yd で；^ 
h 也' 二 わご 品 JM 
h p 品 I が 

別 加 E r け 
巧 SWA 

化 事 じ 相違ない 〇吳越 も 間 ホと 
云 ふ ぞ那の 古證も あるが 今や 日 
ま両國 おは 吳 越の 關 おじ あるの 
では y いので あるから 同 かの 證 
をを ふずべ く 何等かの 施設を 試 
わべき では；；？ •い 乎。 化盧 ホ じが 
て 宮人は 先 づ差當 ら組育 じがけ 
る H ま 人の 爲 めじ 適當 なる 社を 
槐關 の劍設 を提增 せむ ど 欲する 
者で ある。 


である 張 作霖お 巧の 留守を 機 貪 

ごして お 蒙の ホ 化 陰謀が 稍 具 か 

义 せ ん どしつ i ある もの i 如く 

張將 軍は お 天' じ 引返す 形勢 も あ 

が 巧く あ b ては 化 京の 守備は 
赤化 的。 お 玉祥お 巧の 手 じを る 
關 係もゐ るので ち 量 中なる もの 
のか < 、巧 一巧 蒙 赤化の 旗を は 
H 本 ごして は特 巧の 手段を 採る 
じ 至る 形勢に して、 英米 兩國は 
目下 非 公 まじ n ン ドンで ち那間 
題を 討議 中で あるけれ でも 柯等 
確定した 政策の 實 現を 見る じ ま 
つてむ；； > い。 


聖上 御を 態 御 不例 

御 記憶力 减 退し步 巧に 御 巧 難 

巧を か i 1 U 。 が肯 夕刊 ポスト 紙 特電】 U 本： n を 内省 J らる 表さ 
れ じる 所に めれば 目下 お 山 御用邸に 御靜養 中で ある 聖上 陛下 
最 をみ 御を おは 祕 めて 悲お ずべき もの 多く 今後 巧び 國 おじ お 携 
ら化 がる J は 到な 旧 難ら し < 脈膊も 頗る 御 不順 じて 時 じ 御 足 痛 
を おし 毎：！！ 午後み 脚 用 邸内 散 ホ も 自然 御沙汰 化み どな b 、 御 持 
巧で ある 腦病も 激變は 巧して ゐな いが、 御 記憶力は 漸巧採 退し 
御 發言じ も 御 不自由を 威せられ てゐる やう 巧 承す る。 


渦卷く 支那 動亂 


廣東總 領事が 抗議 

化 海 病院を 計が 殺され 大金 强奪 

南京 敞近 でも 邦人 殺さる 

りン ドン 廿ニ ロ 被；：；： 八 1 タ ー 姐 信 社廣来 昭電じ 化れば 同地 じ 

て K 本ん が經營 しつ 一 ある 化が 巧 院贫計 中黒 某 (？) は 今朝 粗' 界 

地附を じて を那人 藤漢の 爲め擊 殺され 極の 中 じを つれを 子 約 お 

千 巧を 强 奪され たので 同地 駐化 日本 總 領事は 廣を 官憲に 對 しで 

"が 巧 じ 巧 溢し をつ 赔 巧を めミ挪 をが レた，*-'. ち： シトラ 来-*. 二-を 

1 ス特 .電は 右の 事件に 瞒礙し H 本 政 麻は 支那に 宵戰 を布吿 した 

ど愧 わたが、 英蝴 外務を はを の 報道を 否認して ゐ る。 

上 お drill り發= 南京 附近の 蕉 がよ b 逢した 巧 道 じ 化れば 同地 

製鹽曾 化の り 本人は 支那 人 ま 力の 爲 めじ 殺害され 化の H 本人は 

統器携 滞の 藤で 支那ん 巡を の爲 めじ 吿發 された と。 


支 巧留學 生が 殺到' 


し 


口、 


リ 


ノ 1.1 公使館 占領 

無理 無體じ 連判 狀へ 署名さず 


パリ ー 化 二日 發 U 本日 午後 四 

時ょ b 五 時 じ 互 b 約 百 人の 支那 

人留學 生は バリ I 駐巧 支那を 使 

おを 巧み じ裝擊 してを 室を 荒迴 

箱 員を 一室 じげ 籠め 門外 じを 

人を お潰し 電話線を 占領して 蠻 

官 への 通報を 巧 止しつ i を化錢 

訓 巧を 取 園み たも 上上 おの 裝動 

じ關聯 した 四 通の 速 お 狀を巧 付 

け 無理 無體こ 調印を 命じた が、 

を 化の 署 をした 書類は、 を使自 

身が 上 おの 排外 人 運動に 勒し同 

精し つ t ある/ - U を 宣言し、 英國 

の 新聞紙 じ餐吿 書を 發 して 支が 

じ掛 ずる 英國の 經濟的 帝威 ま義 

をが しめ、 段 臨時 執政 じ 書面を 

をして フランク じ 巧 おする 支那 

人は 支那の 逊外宣 戰じ準 礎 あれ 

るを を 報じ、 最後 じ フランス 毁 n 

を當 局に おし 學ホ 閒は棵 めて ホ 

か 的 じを 化 おを 訪 間した るに 過 

ぎざる MJ を通吿 せしめた もので 

あるが、 フランスの 戀を侧 はを 

化舘 側の 懇願を 容れ やが ちじ 化 

人を 處剰 する J ごな b 遂にを 謀 

者ど吳 しき 廿四歲 の 靑年ホ 生を 


逮 補し 近く 家宅侵入罪で 處 罰す 

る； S なつた。 

バリ-- 廿 SB 發 U 支那 學 生の 

を 使 舘襲擊 じ關聯 しまが を 化は 

正 まの 吿發を 拒み 學を 側の 辯譜 

± はる 化 館内の 治 外法 權をま 張 

しつ i あれ ど. フランス 官憲は 固 

廢を法 等 巧 家の 意見に 徵 しを 使 

お 瞬 域には 化の 外 國人も お化し 

つ i をる 關炼も あら 事 かを ぶ 巧 

すれば 今後 學生團 の 左傾 的宣傅 

がを 化 おを 利用す る じ 至る 可能 

性の が 巧す る 占 VJ フランス 宫憲 

は 目下 外人 共產黨 員を 嚴重じ 取 

締らつ i をる 剛係上 この 際 左傾 

的 ま 那人學 生は 一網 打盡 的じ逮 

捕 送還ず る ホ かで あると。 

滿蒙不 ち 

張作霖 引返す か 

ロンドン サー ニ日を；：；：： 信賴 すべ 

き 巧 報 ごして テン グラフ 紙 外を 

記を の 報道す る 所に 化れば 英國 

政府は 本 リー ー時間 じ 甘 16 支那 巧 

題 じ 就て 隅 誰を 催した か、 現じ 

反 過激派を 榜榜し 天津に 出張 中 


各地 情況 


上海 戒嚴 令發巧 

上海せ 一二 H 發リ 約と 千 人の 東 
一一 一省 軍隊を なて 上 お巿を 警戒 中 
である 張 學良お 軍は 支那 乂居化 
化一帶 じを 6 て戒嚴 々を發 布す 
るに 至つ たが、 を 荫巧及 銀 巧は 
か 五日 頃 巧 開の 見込で あるけれ 
ども 船舶 罷エ は廣 東と 連絡し 飽 

を も繼績 ずる 模樣 である。 

米貨 排 巧を 飛徽 

廣まサ ーニ：1:發=:日 巧貨 排斥を 

標榜し つ i ある 國氏黨 はおらに 
米貨 排斥を も ホ 張す る じ まらを 

化 じ微を 飛ばしむ が、 外人 粗 巧 

は英佛 砲艦が 譬備 して 堅 攘を築 

きを 儘 品の 充賓に 努力し 外人の 
廣東乂 もは 杜絕 し讀 々避 錐 中で 

あるが 罷エ 首謀者は 祖 あの 入口 
にホ番 して ま 抓 人 苦力の 就 働を 

藝戒 中で ある。. 

香 避の 輸ぉ 取婦 

香港 サ 1 1 H 發 r :;: 香港のを 憲は 

巧 U ホ 常 布 吿を發 して 電信、 書 

面め 横视 、燃 巧、. を ホ、. を 绳 

酒類、 を 銀塊、 銀 巧手 あを の輸 

出 取締を かじ；；： るが、 當地 のが 

外 運動け 漸次 猛烈 どな 6 て罷エ 
續 出—- 叢 お 戲道ゴ 運轉を 中止す 
るに まら 外人 經營の クラブ、 旅 

縮、 家庭 等に 就 勘す る 支那 人は 

をに 罷エし 外人 經營 慈善 病院 

の 支那 人醫娜 、看護婦 等は 化 あ 

の 患を をを の懂 ごして 罷業し 

夕數 のま 那 人は 續 々廣東 ホ 面 じ 

移動 中で ある。 

廣ぉ 租界の 罷 H 

廣東ホ ニ H ぉ：：：：： 當 化の 欧洲 粗 

界 じ就勸 中で をる 支那 人は 今锁 

义 時を 0 て 一齊じ 罷エし 英國隆 

戰隊は 目下 製かエ 壌を 運 轉し媛 

合 じょ b ては 電カ エ 壌を もま 配 

する じ まるべく、 を潘 ごの 電信 

は 通用 中で ある。 尙ほ廣 巧 省 長 

は 一般 商人に 對 して 罷エ 資金の 

寄附を 懲憩 ずる ごみ じ英國 領事 

じ對し 州當扇 ごして は國 民の 意 

志に 反して 罷エを 制し 能は ない 

が 外人の 生命 財産は 充 みが 護す 

る ご 言明した 0 

上海 學生團 威 脅 

上 ぉ廿二 H 發 U 髮に營 業ち 開 

を巧議 した 上海の ま那人 商業 會 

議巧當 局は 學を 脚に 威を されて 

右の 巧議を 取消す る じ 至 b 、 罷 

エ調 訂じ從 事し つ i あつた 一 支 

那人 はを 生 脚のを 叩き じを つて 

河 中 じ おせられ たが、 英乂自 響 

國の 機關銃 陵の 一貨 である モ 1 

レムなる をは 背後 よら 裝徒じ 盤 

擊 されて 重傷を 蒙り 巧 働 組を か 
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よ H 時ち 每ンす 年 語 日 お 
b 曜 じが U と 。の敎 本き 
四 n て 九 朝 十一 經お人 ホ 
時は も 時义五 レ驗 じへ 國 
迄 一宜を 時化 プ をはの 締 
時し 巧よ 夕 'を 多英乂 



が W , が 化な. も乂 
Te!, Bryanf 川 78 


Y . げ〇 

133 Eesi 53rd Si 
Cor. Uiin が 帥 ま 》 e.| 


プ電 

ラ 

ダ 詰 


A 

2 店 


泮か 
服 藤 


NlPPim が L 0 抽船肌 


3 邮 W; 58ih 化 
Tei. Columbus 4173 


を 


お 

化 時 

十 

旧 

二 

本 信 

一 了 

が 

S 目 

か郎 


i 


桌 


笠 

巧^ 

洋 

臟 
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KASAI 

Marchant 
\ ailor 
が 

TiM な BUILO 鹏 
fioom 如 4 
NEW YORK 


Phong 
むがが おけ 


號 三 


干 


を 


雜 m 


窝 


规 


し 日曜 水） 


円 四 サ巧六 年 四十ぶ 大 


じ〕 


託 論 3 -^が巧十 H を行 
一部 十 他 

A 14 で st i 芭 . N . ごさ 


. ゴ日 'VT 


nN I n. / MHM. 


船具を わ おお 船 巧 用達 

遠 藤 小刀 商會 


這す 夏 {ー ミ y N - 产 毎 ly 

TeL 丢 一 害 all 1 芝 ー ム 


親關 事務 取扱 

WILLIAM L . BANE & 香.， 

ざ田ヨ 1 篇 2 11 Broadway , C 孕 
さミ 巧ぎ wiing 吾 さ 913 ご 9137 


じ ！ i 
n 巧 d 
I か 巧 
• 3 1 

。挑 術 


巧 加 
6 

もむ 

4— g 


4a d 

H が 

y ^ 

a IS 年糾 

ぴ WM to 

む 巧 & 

M .11 
に 


視關 事務 

巧 洋を地 おじを 世 
をの お出 入 方法 じ 
顆 する 一切の 御 諮 
閒じ應 じ、 巧 道 蘇 
船 賞 物を 貧 及 お 化 
ま 祝 熙ま績 書 等 進 
呈 す、 重要 都ボじ 
化理 店を ちし 誠 » 
敏速 猶 用命 じ應や 

保 厳 取扱 


♦蕾籍 ♦雜誌 ♦新甜 
縱覺 まを 開 
執務を 前 九 時よ b 午后 冗 時を 

紐脊目 本人 會 

西 五十， と 了 目 二 五〇番 
常話ナ アクグ 八一义 0— み 一 


巧を 菁年 理想の 圓体 

日す 靑年替 

8 辛芸 thSl ぎ Clarh 呈妄 4 


乂紐音 a 本人 

基督教 靑年會 1 益 

岩！！ E. 5置 S1. N. y.. 呈. 

ぎ ミ 苗 8 三 1 


が 偽を 木 巧 曰 午. お八が 
が 話 食 ±曲》 午み 八 時 
を 堂、 固 S ま、 娛樂 をみ 孜備ぁ > 
ホ あを が迎 す、 貪 街を お 用せ i 
な 巧 副な 信な 

. U 本人を 督敎 修道 會 

102 W . 123 rd St , N . Y . City 
ITel . sornin 常 ide 》 一黄 

目 本人 s 敎會 

な 姉 W な ホ 之 進 
幹事 旧 中 階 二 

Ja ち ミ se 至. E . 呈 ミを & ; sl . 

夏 壬. 1 吉 SI . ジ I . Clark 咨こ玄 1 
が 巧 おを 日 班 日 午後 八 時 
が 碌食 乂谣日 午を 八 時 
或综倉 乂懼リ 午を 二 時 
♦が 宿 舍’ 

位 清を が比亞 お数を 下がを 十 
おみを を會 社員 旅 巧を じ 最適 
設 講圈馨 雑誌 斩巧 及を 鴻娛舆 
揉 簡易を を あら 

巧を 哦を 巧を > 旅ぎ ま內 、を 巧 
事. 業調鱼 、其 化で 事相 获鲜旋 
等间胞 諸兄の ホを を 敎迎す 


巧 


お 

I 脊 I 集 
白-を 一 

I 本 


じ 

n 

n Y 

，立 

柏 N が 

5 a 

ri s ^ 

e 5 ；,r 基 i 

6 K u 一 

良 

6 马 

札 


▽ H 强 H 
垄書巧 兜 正午 
共 卿を タセ 巧キ 
禮拜說 お $ 巧 
▽虫强 H 
まが 會 又はを I 
蔚會 々八 か 一 


あ 宿が、 旅行者 
案 巧 部、 人事 相 
說部 > 調备部 •巧 

棠巧旋 部、 英語 

裁縫 敎授 * 諸 課 

を 設け 會員 、ホ 

會 員*® た 計る 




「す 帮ん 巧を す 後み 巧が S 

みお 勺 
巧 刻 引 
を 刻 別 
み 刹 引 
み 刻 主ず 
夕^^ 


寶ぶそ 4 屢游 ' V み 

クオー ムザ 冷. を シンが が 
: ，し ブ- .ド •ハミん トンが 訂 

が 香 化念矮 黄が 
霞ぶ がを‘ 巧 ふ 
篇ネ すみが を. •が 率 

靡 作 練の 獻乂 


ち 巧— タグで ♦ィ ♦卜ち 八 一 



メ 1 シ ー は 紐 育 暴 大のデ パ ー トメ ント巧 巧で あ 
b ます。 新ら しい 马 みが 機 どユス 々ンタ I は廣澗 
^:^巧內じがける皆樣の わ貧物じ便宜ご慨快とを 
巧へ てゐ ます 

化 巧で ニ ホす るら のなら ば メーシ 1では- 
巧 八十 八 他 或は をれ 化' 下で 買へ る i をで ぅ 
ぞ御 記憶 下さい 

日本へ 御 荷物を 御を 6 じな b わい 節 又は 御買顿 
-」 際して 御用の 琪 をは. ハ I ソナ グン ョッ ピン グ 
ビュ！ 曰.- を お 詩ね 下さい、 親切 じ 御 巧を を 計 
ら -tH W ' 


H 




都合に ミ當 をの 間 

1 診察 

午後と 時 1 义時 
H 躍は 前約 願 上 お 

け ^ ま お 撒彌 


診蔡 

午後 一二 時ょ 6 六 時 
日 躍は 前 お 相願娱 


トク トグ 

鳥 見 農彥 


鶴科 醫 

▼診察 時 閒^ 
每日 (日曜を 除く) 
午前 九 時 1 十二 
時、 午後 一時！ 
水曜 午前 丸 時！ 
午後 一時 


簡科醫 

N 新 ま 無痛 お療 = 
多年の 經験 おおて 
u 本人 諸君は 時 じ 
了寧懇 巧に 施術す 

パ^マ— チン 


I 解 揉 療治 

i 西洋 ま マッサ ー ジ 
: n 本式 按摩が 腹 

神經痛 リウ マチス 

げ身 骨ぅ づき iH 
腰痛み 筋 違 ひ 
其 他 諸 お揀療 推の 御 
.需 めじ 應 じが 带話义 
簽御あ 庭义は ホブ户 
じ おお 親切 じ 治療 申 
上ます。 前約の 方は 
午を 一二 時ょ b 旨を じ 
て 施術いた しまず。 

I 肖 I 蕾輕 東洋 

西な と 十 化 T 目ぶ ま 

笔話ワ •スオ ー ス竟 ほ 二 


診察 時間 

午詢 九が！ 十 時 
午を 六 時！ 八 膝 

バ'^ 小栗幹ご一 

敍育ボ フラプ —おお 
第五 巧 病院 勤務 
まか 3 ン バラン ー 
病院 戴務 


診察 時間 

夕を 零時 半 = 二 時半 

午を 六 時 == 丸 時 
愛知 醫學 ± 

パ？ 巖本谨 一 

を儉比 齒大學 及び 
グダ ラン 病院 勤務 
日 躍は 前約 願 上 憤 


每 H 曜及 主曜 午後 
巧 韻は 前約の 事 

々イロ ブラ クター 

橫お重 孝 


目 本、 丈が 寶 玉製类 
術 品、 婦人 用 首 飾 其 
他 裝飾お 

阀島訂 •；：； け 

鳥 等 美術品 修簿、 
當飾 品、 スト リシ グ 

日本 服 裁縫 


0 巧. 巧 内 ZJI 『 C 巧 CYA 

呈 占 QP 吉 C さ 巧 

岩 7 呈こ夕 すち 42を S 1. 

ぎ Miy H 苦 2 呈 す〇ョ 夏' 

it ホな 謙 次 

月、 水、 金、 午後 二 時よ b 六が 
迄、 其 他は 前約に 願 ひます 


’い^ が瀬九廊 

ま Lejtin 嘗。 芒 ホ. N . Y •芸 

置. 呈 h &2? th 穿 
ぎ Madi 基 n ざを 1ご78 さ 

JOKIC 里 W OOC さ M . ご. 

171 责 st 芝 tn 田.す己 ミ k 
Tel . 宙 ミ 置 こ 573 & す 置 ler 1 云 ま 

診察 競 懿： t 轉 1 

H 曜 午前 九 時！ 午を 四時 

ドク トレ ノ小 菜乘吉 


园 lil 

化 cM J 

of 化 化 化 

D 蝴細邮 

3 5 2 


齒科醫 

を 年の 経験を 化て 
最新 ホ科學 手術 じ 
堪能 じて 信用 篤し 

= 施術が 低廉 =： 
日本人 諸君には 特 
じ 了寧潑 切に 治療 
が 育 州を 認 
バ t ブル 1 ム 


D , 1 R . w 至 shido , P P S . 

E W . 臺夕 Tel . mndi 害ち 吉 

織 路科醫 巧 戶な二 


宮 午前 化 時 
自 午後 一 が 


を 十二時 
ホ お 時 


G 

M - 

『お 

fyi 柄 巧 
を S 2 

U ho 

M 川 I 
が 1 M 

卜—け 

S M 邮 

別 WL 

〇 ^ 

I 

K 

U 

Y 


お 導 ..建 

U 氷ぶ び笔氣 潜療リ 
巧る 化 巧せ H よを 漉 
糜の 目的 じて 一時 音 
期が 業 比 お 
稱ほ 巧賦の 節は 新 准 
の設髓 をな て 治療に 
應じ 申し 候. 

紐 育 瑞典フ ィジ オシ > 
ビ！ 學 院卒裘 

お育メ デえ グジ ムあ 
ツナー ジ .慮 會正會 員 

を 認西村 幸 男 


齒科醫 木 下义市 

wlow.lllih 苗. 

Tel.lvlonuAenH 苗 7 


化が お卸賣 

五味 簡會 

W E .1 ゴ hSi , N . Y . C さ 

ぎ 宴 i 己ち さ 


道德 制度 習慣 上より 觀た 〔中】 

高 旧 商 脅の 船荷証券 問題 

原則. こして 化 証 銀 巧の 實巧 


化 証狀面 じを が 〇 明記 

ある もの じ 巧し 化を が ど インポ 
イス 巧 格 ごのを は 巧して 何人の 
'なな じ絲 すべき かの 問題を 巧げ 
的 じが 巧 せんと すれば、 個々 の 

: 保証 巧 じか 其 文面 字句を 精を し 

一み （てが 站巧 任が 明記を 额じ限 

I 定 せらるべき もの るか、 又は 

一が 明記を がは お實 上の 効力を 巧 

せざる ものなる かを お斷 しなけ 

れ ばなら ない ので 楠 巧 的に 訟節 

する ろは 頗る 危除 である。 乍 併 

之を 巧 則め 力 至徳あ 上の 問題 ご 

して 一般の、 緩が 的 じ 化を ずる 

時に ホ 理は你 めて 明胳 である。 

一 兀ホ述 送 おを U 船が 就を ど 引 巧 

へに •が 物を が ホに 引 波す べきら 

ので あるから、 巧み 巧手 ホが 眞 

の巧ホたる^が叫略であるおを 

ど雖 む をれ が 

蘇が 証^を 提 化せざる 

お 合は 荷物 引渡しの 要請 じ應や 

る 萬 お， U ない。 がる じ 事 宵は 運 

を 及び 郵 化 等の 都を じょつ て必 

要た 巧の 到着が 巧て 船荷の 割 着 

ょ b も述れ るょ が 化々 あるみ で 

巧 まけ 機敏の 活動を が 要 ごする 

巧 巧に 善處 する ためを 巧 どして 

必要た# の 到着を が も 能は ざる 

巧を じ、 巧 則 ごして はビ ー •ゴ 

火 所せ が 巧の、 例 かごして 他の 

取引 级 巧の 基 萬が 証を 船を 社 じ 

提供して 船が の 前 波し をを 請す 

るので をる。 化诲合 じがけ る 荷 

ま S 背約 及び 

保証 銀行 の 保証の 巧を 

は 巧 則 ど L て、 【一】 縣來 ぶず 船 

が 帥を を船會 おじ 引渡すべき mJ 

【二】 巧し 船が 前渡しの 結联 何等 

かん 街番お 生した る 煤 合は 其實 

じ任やるぇ、 の二点じがずるの 

であるから 巧よ が筑巧 を 負 化し 

能は ざる 巧を じぶ 黃巧 がを 部が 

証が むに 轉 課さるべき； は 一点 

め 疑 ふ 余地が；：^ い。 但し 廚旧巧 

巧の 煤を じがて は、 〔 I 】 高 田 巧 

をの 當お まは ビ— • H グが旣 に 

ネ ゴシュー ト級 巧の 支店 乃至 化 

理店じ 到着した i を 承知し 乍ら 

巧 じ 第 S 者 銀 巧に 未だ 到 葛 ザ ざ 

る^を吿げてが巧証をあ巧せし 

めた る事實 化き やの 疑問が が 巧 

し、 ごこ 高 出が 會の當 事を はィ 

ン ボイス 隅 格を ホ 知して ゐ 乍ら 

が 趣な 巧に おしなな じ 少額の 愼 

格を 吿 げたる， となき やの 疑問 が- 

が する。 斯 かる 

俯 ま 側 グ跋 ぶじ 基 < 巧 

巧ょ b 獲 生し わ お 奢に おしてを 

巧； 帥が 巧の 巧 巧は 延 たさるべき 

ものな b やを やの 化が 問題を 生 

中る 2 わら ど 雄ら、 而 かも 船 あ 

券は 一 桃の あ 値 証を じして 自由 

じ贸 買し 巧る- のなる W と、 船 

巧莊夕 所を 化 巧の 跑 かは お驳じ 

之を 化 誰せ ざ& ベから やど すれ 

ぶ 巧 巧の 賺 する 處 自ら 明かなら 

_ ど いふ ぺき である。 化 点じ！！ し 

てが 紐の 

某 銀行家は な 歎して み 

のかく 論じて ゐる 「ビー •ェ 

工^ 所ち をの 權 利は 絕 おにが 誰 


すべき もので あち、 迷を を 者 じ 
は斯 かる 巧 巧の 巧 おを 及ぼす ベ 
きもので。 いどす む ばが 証 お 巧 
が 巧ら しくぶ 巧 害を を 巧すべき 
である。 が 証 どい ふ ものは 調印 
才る 巧を じは 出 ホる だけ 愼をじ 
審滋 すべきで あるが、 一旦 調印 
したな 上は 文句を 云は やじが 黃 
巧を を 巧すべき もので をる。 院 
帖 たる 文 草に 巧が して 法が 上 其 
黃 任の 幾を かお をれ などす るが 
かき は 信用を を 命 ど 乎る お 巧 
の 採るべき 態度では ホるまい ご 
思 ふ。 巧 じ 今度の 如 < おおを 舞 
台 VJ する 國隨貧 易 巧に 起つ た 事 
化で、 當の 相手が 外- 闕食社 をら 

をむ 船會 社で あるの 上 おは 一 屠 

其 飯を な/、 する ので ある 〇」 

一ニ ホ 信 巧 ご 

外資 輸入 

が計畫 おく 實施 

一二 井信 巧诗 社では 創立な ホ 外 

資输 入の 施設 ごして 外國 部を 設 

賴 し、 が 年 S 井 銀 巧 ど 共同 保証 

じょ 6 て英 國のサ ミュ^から 王 

子 お紙會 社の 短期 資金 五十 巧磅 

調達 じ 便な を 巧へ た； が あるが 

最近 愈々 巧 ホを 飄巿場 VJ 巧闕め 

をれ どを を 巧なら むる じめ 

永久 的 施な ごして 一一 ー ザ 信 

巧獨 巧の 勒 をで 化 づ乂國 の某會 

社 どの 間 じ 第一 回 數ち万 巧の ク 

レ ダット 限度を 設 をし 爲 を 柏 旗 

の 危險を 除まして 逐み 短期 外資 

の輸乂を巧ふ^どなつたが、 哈 

ホは 漸 時化 クン ダット 限度を 馈 

張す る 意嚮で ある ど傳 へられ 從 

つて 爲替银 がご も 直接 取引す る 

2 ごな つた。 現 化 米國の ボラン 

テー 商會 等と 一ニ ホ 信 巧の 如き 巧 

國 一流の 會 社が 短期 資を (六ヶ 

片持 度) を 僧 入れる ごすれば 五 

ホ 見當の 利率で あるが、 我國最 

近のを 飄ボ 場は 幾 か 緩 かした も 

の 主 ハ ヶ月 位の 稱 々長期 漸の投 

資 であれば と ホ 五一 煙持當 じは 運 

用 出 ホる ので 短期 外資を 输 入す 

れぱ が 間の 

ホ靖は 利得す る ミが 出夕 

る。 唯 資み化 あせ 爲替枯 族 ど 憤. 

還 爲替化 3^ どの 變 動を 如何 じす 

べき かどい ふ 問題で あるが、 么 

が掛萊 どして は 他の 爲替 銀け ご 

の 閒じ悔 還が 限を の 間を チ玉ン 

デ •ォ ーバ I 即も 現賛先 買の 卞 

法を おじて おけば をが 爲魯 化洛 

殺聊の危險から逃れる^が出巧 

る。 夕論 現物 ょら 化物の 爲替が 

場が をく 開いて ゐれば 其 開きを 

を 込まなければ ならない が、 反 

おじ 最近の 如く 先物が 高く 逆 お 

ごな つて ゐれ ばが 間ち じ 利得を 

生やる。 み 化 チェン デ •才 —バ 

—の 巧诗读 買ず 撕巧 はお じ お 込 

主な けれぶ ならない けれで も 之 

ょ i 々額で ある。 從 ホは ク レゲッ 

卜設 をの 慣例 どして H 銀 じを 憤 

を 巧 巧して 之を 粗 化 じ 英米 ホ谋 

じめ て短朔 

借入金 を。 し、 期 化は 相 

當 切替へ を わつ て 巧乂ボ 巧で 瞄 


巧 又は 巧 化へ 取が せて 使用す る 
>-0 は 廚< 巧 はれて ゐ たか、 今回 
は 信 托會化 自身が 永久 施 誤 どす 
る 目的で 巧 巧 相な 搂 動の 危 験を 

除去し 短视 外資を 利用して 內地 
ホ 法を 濡 ふす 方法は 始めての 試 

みで ある。 化 上 チェン デ •ォー 
バ ーの厢 錐を いふち が あるか、' 
數が巧 巧の ナ エンデ •ォ ーバ I 
ならば 內化爲 替巿镇 で 巧を 出來 
るし、 上が 爲替が 場の ク〇 ブス 
ビジネスを 利用 すれば 數千巧 弗 
の チェンチ •オ ー バーは 容易で 
ホる VJO 


富 主 縮 禁輸. 

が 脊 商務 書記官を 表 
がエ あは 窝±絕 檢査不 を 格 品 
輸お 禁止の 意向なる もみ 取隸困 
難 じて 實巧ホ 不可能な るが、 日 
本 輸出 絕间業 組を 聯合 會 じて 

一、 を 組を 員は 輸 おの 目的を な 
て 不合格 品を 联引 する i 能は 
ぎる J 

二、 すを あおは 十二 碟半 じ切鐵 
し 之に 掛し 織物 消 费稅を 納め 
しむる i を規 をし ホる と 巧廿 
一 H ょち 賞 巧す る 善 

商エ省は其結おじょ-^^おじ考慮 
する 豫定 である。 尙ほ 本年 商工 
省 訓を裝 二ち 及び 第一 二号 じょら 

輸お 絹織物 檢杳 あ定を 改正し 

1 、 なが 記入 その 變あ 

二、 なが 二な 八み の S な 下の 生 

お 織物 及び 十ー ニみ 半な 下の 漂 

白 富 ± 絹を 不を格 ごし 

三、 S なお 下の 物の 廢化 等を 規 

定し 

と 月 I 日よ ち 之を 施け する J ど 

なつた。 


地 粗 委譲は 

實現 不可能 

政府の 腹が をる 

明年度 淡算の 編成に 關 しては 

目下 所管を 省に 於て をれ <^腹 

案 作が 中で あるが、 政が の 大体 

ホ 針が 决定 しない 限ら 消極 積極 

の 巧 度 不明なる ため 新規 要ポじ 

勒 ずる 兒込 立たず、 從 つてを だ 

確を 案 作製 じ 着手す るの 域に 達 

して ゐ ない。 化 事は 濱口藏 相の 

巧氣を 化を 待ちて あく 閣畿じ 上 

お L 、 藏 相から 旣を歲 出 ど歲乂 

巧 加を 積ら ごを 比較 說 巧の 上 

豫算 面の 彈力幫 を 明か 

にした 後 協議 巧を する 順序で あ 

る。 而 して 文部省 所管の 小學敎 

具 俸給 閣庫 負を 巧 加の がは 前 薄 

會 終了後 間 もな < 加 藤 段 理の敲 

解を 憐て 政府 重要 政策の】 部と 

してみ をし、 其 額 も 大体 二 千万 

山 ごして 之が 財源を 旨 然巧收 じ 

ホむべき 意嚮で あるが、 本 事項 

の內を と共にを 省の 豫算ホ かも 

昨年 ご 反 おじ 稍々 賴 極ま 義じ傾 

いた 事實 あろ、 之を 集赎 する 時 

比 相當ち 巧のを 奠お 逊を來 ずべ 

<豫 想され てゐ る。】 方 大藏省 

の稅 制盤现 委員 會もホ 巧 蘭 側の 

わ 政 調 查を員 食 も 成るべく をく 

結論を 得て 

來 年度の 實 現を？ ミ 

め 巧 力を 中を せて ゐ るが、 前を 

にめ ては 巧 則 どして 化 際が 稅は 

不可能 ごすを も 增稅を 目的 ごす 

る 改正は 政治 巧 じ 見て 不得策 ど 

されて 居ら、 此方 面から 新が 源 


を 巧る をけ 殆ん ど豫 期さた てゐ 
むい。 义 後を 即も巧 政 調査 食の 
白 據も經 整の 節約 じあを みで 
いから、 其 おおじが てを かなら 
ごも 豫算 縮が 後も隨 時化 おを 巧 
ふ i ごし 兩 まを がに 審な 編成を 
進 レる 方針を 採つ てゐ る。 但し 
'小學 お 員を 給 餐の誕 庸を担 あ 額 
は 争 實上化 ホ 負を の輯 威で あつ 
て、 化 上化祖 及び 營巧稅 の委護 
等を なす ミは 城 稅の窠 を どなら 
實際 政治 どしても 中み 政 巧に 於 
て 他 じ 適當な 

新が 源 の發 をされ ない 限 
ら化方 偏 あの ホ 難を をれ 中、 是 
等は 後日の 懸案 どして を やし も 
現 化 緊急の 事項 中 じけ 数 へられ 
てゐ たいから 巧 角稅騎 整理を 員 
會が 地租ぶ び 營業稅 の 地方 委譜 
じ 就て 調査 討究ず るは 巧 どす る 
も來 年度の 嘗 現は 素ょ ゎ 希望を 
懸け 難く、 叉 政府 どしても 斯る 
意思を 有 ザざる ぶは 明白 f である 
ど 解せられ てゐ る。 

門 本 社 味 京 特電. ド 

市瘍 諸物價 特報’ 

鉛 及び 巧 鉛は 落 かが 態、 錫は 
弱 持を、 電氣 錫は 爲替關 係で 义 
上進、 級 糸巧績 昂騰し 甫 谱は活 
氣 がいて なる。 セメント 及び 巧 
は 需要 增 加して 强持 をを 星し、 
タィ^は 弱 持を、 塗料. 類 ベント 
は 値上げ 出 巧ず 大体 じが' てず 獲 
硝 f 類は 財界の 影響を 受けて 狼 
はや、 支那 白 締は氣 酷不變 じて 
强氣 おを 維持し、 護 謀は 持を な 
る も 漸く T 巧し、 製 撥は 外國麥 
安と 內地麥 の 增收豫 想で 繁 落後 
氣迷狀 態で ある。 東を 綺 糖は 甘 
巧 田 八十 錢 、を 蜜 現物 十 乂凹四 
十錢 、大阪 精糖は 廿 凹田 六十 錢 

を 蜜 現物 十义旧 化五錢 でぁる。 

最近の 日銀 帳が 

製糸 資金 需を朔 でを 融 界は强 

硬を 呈し 最近の 日銀 帳 巧は 發巧 

高 十二 億 二 千 九な 十五 巧と 千 田 

限 巧 發わ五 千 十五で 四千 山、 貸 

お 高 二 億と 千 二 旨 五十 四で 凹で 

るる 0 

六 巧 中旬の 賓 易. 

六 巧 中 甸の資 易は 橫濱其 他 十 

一港み 輸お六 千 六な 十と 万阳、 

輸入と 千® 巧 化 八 巧 四千の じ： 

入超 八百サ ー方 四千 m である 0 

敷 船 ミー ニ 萎を 協 

截船會 赴か 二 一 菱銀巧 どを 藤が 

お ホた ので 香潘 上が 銀 巧に 支拂 

を 完了して 高 旧 商 會賴荷 証券 間 

題は 解み L た。 

日本 お 油 新 社 僮- 

- H 本 お池會 社々 憤よ 巧 巧 w、 
利率よ ホ、 賣出懼 格 化 十八， 阳五 

十錢 、期限 六ヶ 年、 一二 井 及び 第 

一 銀 巧 じて 引ずけ あく 懸 行に 巧 

をした。 

無電の 創立 總會 

H 本 無線電信 會 社は 昨 U 創立 

総 貪を 開き お 式 募集 其 他を 决定 

した 〇 . 

諸會 社の 配當率 

滿鐵の 測猛は 一一 一千 四な 巧 叫に 

て配當 一割の 鐘が は 一二 割 八 ホ、 

を 间巧賴 は二剌 、久原 鑛菓は 六 

ホ、 を 島 取引所は 一 制と ホ ごを 

巧定 した。 

==w 上廿 四日 發 
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Toyo Kwan 

41 に 1 か hSt. 
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Kawasoye Hotel 
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1 が W. 6 な h St. 
New York City 
Tel. Trafalgar 6559 



Beem Nom Low 

474 - 6 出 Ave, 

Bet. 2 SUi- 艺 9 を b St, 



PPPi 


. 巧 /," 'I 琴 ,' 


だ） 
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疫 おを 3 卿 巧を 巧を 厮谢祕 


[ 日曜 水） 
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東洋 儀 



な 邮化制 I 醬油辭 gss 齡 鴻秘 上白 米 

. ‘3 日 案 li 食料品 論 

巧 旧 巧 油 抹ホ食 化 巧が 一手 巧 揃 巧 

目 本 食料品商 旨 
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-崎氏 どを 相手取つ て訴 へた。 を 
'こで 神 崎 氏は】 切を 辯 護 ± じ賴 
んで廣 いた あを まは 巧 時の 間 じ 
やら 化じ轉 じて 仕舞い、 結 扇 神 
崎 巧 一人が 被吿 ごた つた おお 自 
みのから ぬ 間 じ 裁判が 進 巧して 
同氏は 敗訴の 運命 じ 逢 ひ 昨今で 
は 非常の 宮境じ 暗つ わ。 を 事件 
じ掛 しては が 育 日本人 會 じがて 
も 一瞥の 力を 添へ る i ごな b 曰 
下 事件の 眞 相を 取調 中で をる が 
神 崎 氏は 米 人達に 欺かれた みで 
はな L かど 疑は る i 節か夕 L と 
、，ふ i である 0 


電氣化 お】 切 

下 羽 電氣蘭 貪 

N 0 皆 JsrbAdwpy 

Tel . Endic 呈 10270 


宋 洋書 一般 展覽 

こユ ーヮ； ク おのを 共 圖書館 
では 今週 ょら 東洋の 古 毒を 一般 
の 展覽じ 供して ゐ るが、 福 建 省 
のを 名な を 化 お 物 や 日本を 化の 
石工 類の 外に H 本の 繪喬 では 廣 
重の ものが 夕< をみ め、 江 口な 
貴 中から 約 十二が 宛 ど 其 他は 東 
海道 五十 S 巧 等で ある。 

運— 動— を 

淸水原 旧 組 敗る 

化 週 ±曜 日 フォレスト •ヒグ 

の ゥェスト •サィド 庭球 棋樂部 
じ 巧け る セント •ジョ ー ン ホ院 
ぶを 慕 集 庭球 試を じ 出場した 淸 
水 善 造、 お旧武 一の 兩撰 手は ベ 
ァ I 、 マ セ ー 組との 複 試を 戰じ 
激 g の ホ ニ對ー セット じて 敗れ 
原 旧 お マ セ ー の單 試を は 一ち ブ 
卜掛 じて 無 勝敗 引を けと なつた 
が、 觀ホ約 あ 千を 展覽 試を どし 
ては 稀 仔の 盛 現を 呈 した。 

海軍 端艇 組 優勝 

過去 數年 じ： 日' らポキ プシ！ の 
端艇 競 潜 優勝を であ クた 華盛頓 

巧 立大學 ばよ 年 も 必勝を 豫 期さ 

れて ゐだ處 •サー 1 H の 競 潜では 

意外に も 海軍 兵學 校の ため 僅々 

の 差で 敗られ じが 過去 十 年 ホの. 

大競 潜で あつね VJ いふ。 


令 婦人 諸君ち と 

邊 鄙で ずが チゥ 

ス •ビ！ チ じ も 

巧て 大祖 撫子を 
唉 かしてす さい 

を國 婦人が 見， ゆ 

るの じ 日本 婦人 方が 殆ん どを え 

られ ぬのは 何だか 肩身が 娘 C て 

なち ません(サク ス ど}キな人)1 



書籍 一切 取次 

ホ 固 お 版の 貧籍が 凡て 特別 勸引 

じて を 速 じが 次ぎ 旅 巧者の 研究 

を考 資料の 書籍を 集 等は 婿に 卿 

巧を お計ら ひ 致 巧- 〔幡 物】 

去す shii Ha す， 

1 空すな さ St ., Te 一. を ekin 苦 28 



露敎 撥. 

▼化を ダンス A ' 

►を 橘 体操 A 
紳± 、淑女、 ぉモ 
化さん 方に 叮嚷じ I 
哪敎 巧を し 巧。 午前 
十 時ょ も 午後 十二 
巧を (日曜を 除 <) 

シヤ タフを ダン シ 

J ング神 簡學校 卒業 
上杉タ マ 


自動車 お 
媛を び 運 
轉 を敎提 

ライ ぷン 

ス 保証す 
ご 一十 五が 
運 轉ホぉ 
二十 五 ホ 
晝 及が 李 
兩科 をが 

1 JL 

日本人 黯 

パ？ 演 

淘巧邊 化 
懇切 敎か 
夕よ 時调 
校 勞鐵余 
暇 勉學〇 
一 废ゐら 中 
黨謡書 没 
與就键 口 
錄 巧周廢 


住みむ 地よ き I 柄 潔なる 室 

一^で FiJPI 松林が 合 

,1 是 一男 一 互呈 I 一 e . 

/ 是量 .ざ ご 一 



シャトル 巿 

NP 旅 縮 

W 06 I を 一一 Ave . WO . weatti 夕 wash ’ 

停を 诲前通 敢へ一 于お侧 《階 建 
H 本 巧 船な 符化 扱波戶 場送迦 
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會席御 料理 

並 じず 為一 携 



四 四 
第 十 十 
ホ 仰 五 



御手 輕 御が 避 b 家庭 化 おし 

鐵 下宿が 豫屋 

言 ari 舅 nt で 2 

复量含 Mt.i Te-.pias 8175 


コニン 1、 ス (累 競 ^こ 訴雖し 大勝 


夏 媛最媛 等ゲ！ .ム 『f 


.ス なは 最近 二が 屋- 訴認じ 見事な 


勝利を 得て 益々 確 寺小拔 のま 口 f 每た t 寧 かの 相手 ホは 

第ー ケ タ ツキし-ダ ー ビよ日 社 

第 こべ/ 1 ス韦— ル 社 

一部を をみ 器 所ち 諸君 じ 


巧れも特許浸害奉件じて巧^ 

示す _ 

(前を) 化 巧の 器械は あ 巧を U て 化 こ競爭 r る じが 技巧 

を 承す パき 機每 な，、 競 も 者 只 一時の 興が 得る のみな 

る じ おを (碰口 巧 之 か)/ の 特許 器 (コニン ふス) じ 於て お 

めて 競技者の 大 なる 扶 巧に よちぶ 當 じを 能 じよ もて 

する 鶴 か 器な を ど爲 かる ものを 得たら。 一一 中を) な上别 

記した る理 おじよ 寺 明白 じ お吿の 得た る狩詳 はち 巧 じ 

し て 被受 ベ J A ボ ，’ グ 會社) の 器械(5?^社 の特許品 ) 

.は 巧を の特 穿を 侵 者 甘る もの U ら 

器械は をすな & され 今や 廿六 年式の 製 遮に 日を 追れ 盾れ り 

r _ こ 1 ス 後明 幷じ 製造を 

極 口， 門. 之 か 

ち s‘cond Ave ., Coll 這す 重， New さを Te 呈 II き 二 雲 ミ 2727 


目 本な 潔 船 切な 御 申込に 應じ 
萬 事 御 便を じ 御 取扱 ひ 申 上が 

を 港*^ 化 ホテ少 

►目 本 御 料理 (別間 あ. ゥ〕 

-を巧 タタ ホ 瓜 ニア 巧- K 1 一一 
電話 カネ—- 八 三 ハ 


口！ サン ゼ ルス 地方の 御 
お ホには 最善の 御 巧を を 計 6 ホ 

^ グ八 

ホテ少 

羅府巧 じめ ける 同胞 經營 中最 
新式 高等 ホブグ であ b まず 

羅府東 一 街 一二 义半 
旨を ま 1、 ゲ アンダィ キセ六 五 丸 
^ 話 L タブ々 八 ホ ーニ 

貸 自動 軍 (彼 巧) 

羅巧 名所 御 観光には 最^ 穗 通し 
た ドライバ！ が 御 ま 內申上 主す 


ボストン 案 巧 

貸 自動 革 業 河 西 
諸を 擲 、大學 辕*エ 攘其槛 一 殻の 
紹介を び 遠 辯 もします す〇ョ 30 
Tel Back - Ba 二？ 基 S Batavia Si . 


狀 
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御 下宿 髓ホ乂 

'.47 で 旨ち 己 plas 
を--^ 苦 を Ave . oft E . さ =d Sf . 
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Sunrise Rice Cake Co . 
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極 玉の 魚類 
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鄕 料理 

芳の家 

壽 司、 綾 蒲 燒每日 有りまず 


な 煎 


ち那 

巧理 

巿廳 茶園で 永を 御 愛顧を 受け 
P . た 蔡义で 御座います 


化 



日本に 住み、 扫本語 
巧 を 話し、 皆樣 の御嗜 
婷じ 適する 御 巧 巧を 調進を 升 
了 度 エン H i タ アめ卜 です 


I wg 

G ご I 

細み I g 

私-も M 

祀 1 1 

H W ご 

わ 1 M 

a N 


あ 魔 茶園‘ 

巧 理人廬 蓮 
出勤の 方 _ じは 晝飯 
の 御 便が じ備 へが 
間會 帝の 御用 じ壓 
や V {お閱 何卒 巧 
不變お 引 立願を な 
紙上 御 案 巧 中上娱 


郎 M 
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巧 加 


寸 
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御巧當 ホび じ 
御 家庭 ま 出し 
御 下宿 

後藤 

壽 司、 媛蒲燒 
每 H ち もます 
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日本人 諸君を 
歡迎 致します 
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が 料を 精選し 皆樣 
の 御 嗜巧じ 適する 
料理を 提供し ます 

賊謂 新 中華 

H 本人 諸君は 傅 
别 に歡迎 します 


ムが 

R -is お 

心 I 伽！ ■ 

V お 


永年 U 本人 諸君の 御 
攝 負を 蒙つ てゐる 

散 I 逸仙樓 

です、 何卒 緩々 御 ホ 
巧の 碍を願 ひます 


目 本埋 髮館淸 

新を 洗髮 の設髓 あを 班 ま 了单を 
旨 どし 靖 々勉强 をし ます 
西 四十 ST 目な 番地 二 一巧 六 お 室 

タップ フ〇ア (第み を S 四十 II 1 T 目を) 


宮川 事務所 

持績的 奮圖の 同胞に 的確なる 職 
業を 周旋し ます。 

.1 ち ミ 男 e tags ilg ミち 
一畳 w. ま ih St. N. 产 C . 

Tel . ザ it 778? 3适8 


尋れ人 

巧が 寺 門武始 群馬內 が ボ 太郞 
朝鮮人 ま 乗み 宮城 大宮藝 巧 治 
鹿を 鸣鶴 化淸 宮城 八鸠 錢太郎 
愛知 早 川を 衛 和歌 山 引 主 純一 
^玉城利德 お 川 盛 谷 幸 造 

東を 徳 ffl 精一 - 

香 川 縣人夕 旧 巧 S 郎 長男 某 

をのを じ 迪か致 度き 儀を 之. 

候 間 本人 若く はな 人 ょら 現 

化所銜 通知 願 卜：候 

紐 育 帝國總 領事 舘 
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富 ± 旅 舘大浦 末 松 
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ぎ贯 C 宴 y 8 三 G 


日本 食料品、 日 巧 お 
並に 新刊 書籍 類 一切 

片桐 兄弟 商會 ^ 

な 巧 品が 巧が 最 あほ 船 じて* 着 
仕 お 問な々 巧 巧みの 巧 本 巧 上 侯 


日本を が お 頰义び 雜貨類 卸小資 

SJ ザ 為 就 桑 山商會 ； 

巧刊害 籍雜證 小間物 日用品 各 巧 I 


緩 蒲 燒壽司 御 仕 化し 

日 罹を H 巧 間 も 巧 用 かじ ホ じ 巧 

會應御 料理 

か 问等御 下宿 

お 玉ぶ 一 


御旅館 神‘ 添 


U 本义 巧な、 お货 
專错 、绪 法、 新聞 

目か"^^ァ^，バ 東京商會 

貨グ ー ム 、自 がの 巧 あ b 


美陳 じして 淸潔 

S 晶南樓 

午燕个 時 主 b - ち 
午 蕭六疑 畫で關 巧 


割烹 並に 御旅 舘 

尘稻 佐 is ぶ 弟 

が 肯巧西 八十 八 T 目 一二な 十一 一一を 
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十との 少女の 晚で 

’英國 海峡を 征服- 

ホ 人エ ダ ！ ル 縷が壯 瞬に 首途ず 

從來の 婦人 水泳 家は 皆 失敗 


眞 夏の 遊 かが 節が ホて おへ 海 
へど 都 塵を 厭ム 人々 の 足が 繁く 

なつた 昨今、 が 育が 生んだ 本年 

十と 歲の 

女流 水泳 家と して、 才 

リン ピ ック遊 か 巧の スタ I どし 

て 知られて ゐるダ I トリ ユ！ ド 

ぶ ダ！^ 鱗は、 愈々 巧曠 りの 便 

船で な 化を 巧が し不： n お 团が峽 

の横斷 水み を 巧 ふを ごな つた。 

これよ ち 囊き雜 はを 習の 惠 ホで 


サウス li フェリ— の バタリー か 


ら サン デー •フックを 一隻の 端 

艇 を雜滿 ごし モ ー タ 1 * ボ ー ト 


巧 等で あるが、 特に テラ ボス チ 
氏の 横斷 時間は 十六 時間 化 S を 

どい ふ 短時間で 從 ホの 記 錄をあ 
< 1 觀 したので ある。 斯 くの 如 
< 巧子侧 の横斷 は化來 ごても 成 
巧を 博し 唯殘 され じ 問題は 巧ん 
が テラ ボス チの 記録を 破る かご 
いふじ あるが、 嫌 人の 橫斷 じき 
ら ては H ダー か釀の あの 男性的 


を 先 菊 どして と 時間 ど 十 一 みお 

巧の 短げ 荫で 化ぎ、 婦人 ごして 

のが 峽橫励 第一ん をた る 確信を 

階した。 巧 子 侧は別 どして 婦入 

の あ國が 峽橫斷 水み はお ホ どて 

も屢 々演じられた ものであるが 

誰 一人と して 成 巧 じ 近い 範圍じ 

を 踏み 化 まつた 巧ゴ なく、 十二 

時間 W 上 お 上に 踏み止ま つた 者 

は 佛蘭西 女流 水泳 あの 十四 時間 

化 五を、 T ホ 系 ホ 婦人の 十四 時 

間 化を で 孰れ も 横斷の 目的を あ 

たさず じを 伍して ゐ る。 一方 巧 

す 水泳 家^ 橫斷 けで ぅで あるか 

i いふに 今は 國際擲 盛の 

日本化 表 ごして 阳サ會 

諮 じ 活躍して & を 外務省 參事宫 

がが 暖太邮 君の 如き 今 こを ビ ー 

少 樽が i したち 樞の 持まで ある 

もみ 5 を ホ 時化は 柔道 四 段、 水 

府 流の 逢ん どして 化 年大阪 お 日 

ホ 摧の十 狸 競泳 じ 第一 着を 占め 

た 猛者 だけ じ、 一二 等 書記官と し 

て巧國 大使館 じな 巧した 隣を か 

じ橫斷 水泳を をし 確信を 持つ て 

ゐた 者で あるが、 頑货な 外務 當 

局は 外を官 ごして 輕 ホで るる ど 

水を 注いだ ので 遂に 中止の 己む 

なきに まつた。 最 をの 本社 特電 

は滿 洲化留 のが 人 長距離 水泳を 

が 巧 < 渡英の 上 之を 决 一灯ず る 窜 

でを る ど 巧 じて ゐ るが 

橫斷 遊泳 じ 手を 染めた 

第 1 人ち はお 人の ジョンソン 氏 

で、 千 八肯と 十二 年 八 H 廿四 H 

お 人 環視の 禪じ ザンブ ご 許 らお 

峽 じがび 込んだら の i 僅か 六十 

五み じして 落伍した 。みいで 同 

じ-^ 英人 であ も マシ ユース •ゥ 

エッ ブ巧 •わ 之を 决 巧した けれみ 

巧 一回 目は が 上 じ 止まる ミ 六 時 

間 ご 四十 化み、 十 S 狸 半の お 上 

で 落伍した もの t 千 八 巧と 十 置 

年 八 巧サ 四日から 化 五目に 見ら 

ド ー ヴァ から 觸國 の々 レ ー ブを 

を廿 一時間 ご 四十 立 かで 菜 事 じ 

みぎを じ轿 記録を 化 巧 じ 幾した 

ものである。 巧 ホゥ エップ 氏の 

記錄を 巧らん ものと 每年 橫斷遊 

みの 化圈を 試みる を國の 猛者は 

多い が、 其 中で 成 巧し むのは 

•僅か 四 人 である。 顺巧 

からを へば 奥 人の バ ー ダスを 筆 


な 引 痛つ た 肉体の 力に 俟つ 外は 
ない。 斯 くして 英國の 男す じ - A 
つて 始めで 橫斷 された 英 威潜峽 
は、 恐らく アメブ カの 婦人 じょ 

つて 始 をて 橫觀 される 日は 極め 

て 近い 將 ホの i であらぅ 0 


年々 殖 へる 

癌の 豫巧法 


白 バン 肉類を 排斥 

英闽 刀圭 界 のを 頭 じして 化を 

お 數の胃 腹 病專巧 家で ある サ I 

ア—バ ナノー •エグ •バ ート博± 

の發 表する 處 じょれば 人類の 脅 

威た る痛禪 殊に 食道， 胃 牆の癌 

は 年々 敏增 する 傾向で あるが、 

五が 巧の 巧 人は 現じ 癌 じ 罹つ て 

ゐる おあび 豫 巧を せねば 必ず 痛 

のた めじ 命を 奪 はれる 人々 であ 

b 、 化 米を 衆國 じは 1 千万の 癌 

關係 者が ぁつて 此數 はを あじ 千 

五 巧 巧 乃 ま ニモ 巧に 達する であ 

らぅと。 バート厲±の說じょれ 

ば 癌は 臀學 まが 從來考 へて ゐた 

穏じ 「細菌」 の 作用ではなくて 其 

結 源は 寧ろを ベた 物質から 人間 

のか 內じ 巧へ る 毒素 じあら、 即 

ち 巧 物の 病氣 であるから 之を 体 

內 じ堆稽 せしめ n 樣注 窓す ると 

共 じが 化 器め 系統を 保護す る ミ 

が 第一 要 かで ある。 をれ じは 小 

をのみ の パン、 ホ 濃、 巧 巧を ま 

どして 用 ひ、 肉は 垂然を 巧 じ 拱 

しては ならむ。 み じは 消化器 系 

統の 健康を 巧つ ためじち 廢 物質 

の 排泄を を活 ならしめ ねばなら 

ず、 をして 白 パン 化 舟を 麼 する 

がょ い。 勿論 園 民の 食物 じ おす 

る 幾 世紀 聞の 習慣を なめる-と、 

巧 日 適度の 運動を 維持す る ミは 

困難な 巧 題で あらう けれで も 常 

じむ 播 けて々 しづ { 實巧 ずれば 

瘤を 恐れる か 巧は ない。 


助 じ ホ 人へ ンリ ー •サ 9 バン、 

ナヤ ー グ ，•ト ー 及び 亞 勘が 了 

人の 七 バス ナ T ン •ブラ ボス チ 


偕 金を しても 

銀座 衡立嘗 

が ホ 大巧が 盡力か 

銀座 おらの 區劃 整理は 巧 側は 

其 權で西 侧が幅 十 間 程 削 b とら 

れる當 で 目下 委員 貪 じょつ て 協 

議 されて ゐ るが、 一ぶ 化 お 座 通 

ら のを 商店から あるを 新 蹄を 會 

では 早く も 本建築の 具体 まじ か 

をく 松 平駐义 大使 じ攸賴 して 米 

闕 建築 曾 化に をる 禪の 援助を 求 

いべ < を 渉す る ミと なつた。 從 

ホが 座が まを 第一の 巿街 でぁつ 

たお 面 上から も 亦 巧 ホ 郡 随一の 

を觀 地が をが たうと いふので 耀 

话じ なつて ゐ るが、 をれ じは を 

巧 诉が圳 々じ逮 をせ やじ 聯を逮 


築と してが 町內じ 大ビ八 デン グ 
を總 め、 巧 橋から 新橋 じ 圏る 銀 
座 通らの 兩 側の 高さ 四 階 乃至 五 
階 揃 ひの 大 建築が 十六 個 立 も 並 
ぶど傳 へられて ゐ るが、 之が 完 
成の 曉は 確か じ 新巿街 中での 美 
觀 たるべく 操 H 豐は歡 な < ども 
四千 方 巧 か i る どい ふ。 巧 かる 
莫大な 資金 じ 就て は 京 新 聯合 會 
の 建築 組を を 作つ て 孰れから か 
借 入れる 外な <輔 々苦必 の 結果 
廿 年間で 償還 するとい ふ條 かじ 
て 米國の 建築 會 社中で 之を 請負 
つて 建築す る 者を ホめ る i じな 
つた。 之が 起工の 時期 じ 就て は 
意見が 兩派 じみれ て 一方 じ 本 建 
築を 急 C 者 も あるが、 他方には 
現狀 維持を 唱 へる 者 も あるけれ 
ども 借 入れの 資金で も 極つ たら 
一致す る だら うご。 


同胞 對ホ人 

.訴設 の 勝敗 

極 口 氏は 勝訴し 
神 崎 巧は 欺かる 

吾 同 脱 對ホ 人の 訴惑 中で 
最近 同胞 側に 有利 ど G つた 事件 
は々ンーデ* ポィントな住の發 
明 家で 數樹 の等資 特許 權を 持つ 
て ゐる碰 口 門 之 か 氏の 「コ三 レ 


ス- 問題で ある。 右 n こ レ 1 


スは 氏の 發明品 中 最も 著名に も 

ので 先年 ホ 「をの 競爭」 どして を 

ゆる 方面に 需要が 喚起され た i 

めに ケン タブ キー •タ ービ 3 會 

社から 同社の 專賣 特許 權 侵害 訴 

認を提 趣した が、 先方は 極 口 巧 

の 成功を 嫉視せ る じ 基いた 無理 

な 申立で あつね ので 此程 聯邦 化 

方 裁稱所 (紐 育 州 東部 法廷) 判事 

クキ！ クス 巧の 法廷 じがて 審理 

の 結を 挪口 氏の 大勝 じ歸 した。 

然るに 又 一方では 八 1 ス •ラダ 

ォ ゥキブ なる 猶太 人が 碰口 巧の 

ゲー ム意拉 を劑窃 して 「野球 ダ 

) ム」 なる ものを 製造 販賣 した 

るじ掛 し、' 随口氏 ホょ ら穩 かじ 

を 渉して 右は 自 みの 專 1®! 特託權 

を侵菩 した ものである ど 通牒し 

たけれ でも 巧 じ も容れ なかつ じ 

結 あ 碰口氏 ょら 出訴し、 最近 岡 

じく タキ ー クスが 事の 法廷に が 

て碰口 氏の 勝訴 どなつ た。 おつ 

野球ゲー ム け夕大の損害を賠償 

せねば なら ロ ホ 壌 じを る ご。 

新 城西ィ 1 スト •ォこ 

デ 化 ホ じ 巧 化する i 十數年 テイ 


1ラ ァ若くはべ一々リーの經 


營若 VJ して 正直 一徹のを 評 ある 

神惊 喜四郞 氏は 千义 巧せ 二 年中 

豫てリ ー スを なせる パン 遠の 敷 

化幷じ 建物を 家 まが 擅 ま i じ鐵 

道會 社に 鏡ち 渡し じのを 不當ど 

して 當時 あまを 相手取 もて 出訴 

し 五 巧 弗の 損害を 赌憤 させた が 

穂て 同じ年の 或る 冬の H 神 崎べ 

1 ヵリー のがを 通 b 掛つた 一人 

のホ婦 A が 七 ラ ー の 伏 扉 か 巧 か 

じ 頸いて 倒れた 事實が あつた。 

當時 婦人は 怪我を した 樣子 もな 

く 二 一二の 人々 じ扶 けられて 立 も 

去つ た。 がる じ 神岭氏 夫人が 翌 

朝 セラ ー 化 扉の 一方が 燃ぢ 上げ 

ら れてゐ るのを 發 見した。 之は 

誰か r お 息に 撼ぢ 上げた ものら 

しい 形跡で わつ たど 云 はれて ゐ 

るが、 爾後 巧 も G く 件の 締んは 

肋を をが つた どやら でを まと 神 
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Tel. Qramacy が 50 


，か Airier にが I 巧- 
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— .Qp. ぷ ifed ■ わ r. ろ -.':’- 
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32 Broadway New York むか. 
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112 We が Adams み re が， と扣 CAGO, !L し 

參がひ 計 おを 便 般萬他 其 巧が 道鐵雜 


O.S.K. Line 

关 贩 商船 會社 

Room 603 Cunard Bldg., 

25 Braadwaji, お w York G け y. 
let. む wiing む een 的の 
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The Mitsubishi 目 ank, L 扣， 

EQUITABLE BLDG. 

120 Broadway, New York 
Telephone Rector 9483-85 


THE MITSUI BANK, け 0 

NEW YORK AGENCY 
Room No. 101 2, 

61 Broadw が， N. Y •じ 

Tel. Bowling Greeu 344 り 


H. READER & が NS 

IMPORTERS 

TOYS, DOL は， FM 邮 S, 川 日 
SEASONABLE NO 化け lES 
132-134 PARK ROW 
BET. PEARL AN 日 叫 AtlE STREET 

phone worth 1322 •说が 


WALKER & FLORID 

CUSTOM TAILORS 

20 UEY ST., NEW YORK 
New Ghurch St. 

T 巨し. CORTLANDT 76 反 7 


社 會船郵 屯 H 

~ 店 支 育 紐 


Q - 10 Bridge St. New York ごけ y 
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_ ク へ^/'-.〜/ 一 — ，一、 — — 、 

店 支ルト ヤシ 

Colman Building Seattle. Wash. 
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I BROADWAY 

I OPPOSITE 

ST ぶ AUL’S CHAPEL 
AT VESEY STREET 


社 會式株 船 薇洋東 

T. K. K. 

NEW YORK OFFICE： 

Room 801-805, 165 Broadway 

PHONE. CORTLANDT 8047 

San を，； ranc お cO Office: 551 Mgirket. St. 

化 お 港 桑 


口父 化 血 ^1* 


HCANADUNPACIFIG 

NEW YORK OFFICE 

344 Madison Avenue 
Telephone Mu ぴ ay 战 U 4000 

♦ 間 H 十 迄 本日 ♦ 
♦ 閲日 四十 を那支 ♦ 
路航 短悬の 洋ぞ太 

"II ‘ I ' ' — 


JotinWanamaker, New York 

(lor. i)th St. and Broadway 

Guide'a O 地が 
and Shopping Service 

Mrs. Etii 比 Humphrey 

Stieciftl Japaue が Goide 


5Lrf? 

就 


が 百 干 養 第 


边 わで ぶな 巧な化 がを 巧 im で 巧 


け曜水 j 日 四十 二月 六 ザの r 正大 


( 四〕 


巧 r 巧貨 お十圃 W 上 一六 ヶ 巧な 上 
本店 J を 巧 L 利息 = 年 六を J 1 ニヶ 年 0 內 
預全 ぷ f 巧貨 お 十 圓 3 H 

，通 ま L ち圓 じが a 步一錢 二 巧 

(化：： >資 千な な下ノ あな 巧を ハ おがを) 

構濱 正金銀行 紐 育 支店 

鄉里送 おは 都て 無手 數 かじて 當 
巧 橫後本 巧が もを を 方 化 扱 申 お 


巧を 男爵 住ぶ ま 左衛門 
本 巧 大度 化泻五 T 目 
姑 育ま 巧が 育ブ C 1 ク 


日本 內 
化 ま 巧 


ィ '^6^21十义を 

I 賊 巧ぶ. 銀 巧 

巧を、 横 •賴 、名 古 崖、 京都、 管 
を ノ 道、 廣 島、 吳 、柳 井、 下 N 閒 / 
巧 司、 ホ 倉、 若松、 巧夕 、乂留 ホ 等 / 
本 固 おを、 がを 送を 等は 保め 
て 御 便利 迅速に 御な 巧 可 申ち . 


藤本 證券 會社 I 

^ 1 役.；：： 懼 謡を ノ資買 、引を、 募 お 
を融、 化二 之ュ 關ス ^ 1 切ノ業ぉ 

IS 藤ぞミ 1 力— 銀 巧 

紐 育 お 張 所. 


雜巧 陶な器 

ドライ ダ！ ツ卸質 


\y/ t ライク I クを* 类 

@ 太 洋寶易 株式 會社 


支ち ボ锻 ホ、 ボス 


: J ^ を 巧 邦貨 五十 圓な上 利息 年 六を 

鱗 職 臺灣銀 巧— お 張 所 

▼鄉里 送金 及びを 送を (無手 較 巧】、 外 困 
爲替賣 買、 巧爲替 取組 取 立、 信用 狀を 
巧 等 一般 銀行 莱 巧が 馆利 じな 巧 巧 仕 侯 
►巧 ほ 詳細は 御 遠 あな； 御 巧を 被 下 度 お 


陶破 器、 雑貨、 ラ 


卸賣 


ンプ及 ランプを 

森が ブ タザー ス 


シャト 八お奶 午前 十一 時 

マフ レジ デント ジヤクソン 

と 巧 十四 ： n 

▼フ レシ デント マツ キン レ— 

と 巧 里 ハ H 

▼ブンジ ゲント ジ玉フ r ソン 

八月 と 日 

▼プレジデント グラン-^ 

八 巧 十乂 H 
▼太平洋が 路の最 快速 氣船 ▲ 
▼船室 廣く 理想的 じ 完備す ▲ 
▼ベッド 巧 用 コット じ 非ず ▲ 

御 ホ 望に 化ら 日本を を 誠 ふ- 

代理店 桑 山 蘭 巧 ミこ s _ 


ン アト 八 出帆 
あらげ ま义 よ 月 置 日 
ぱ b す 化 と 巧 十九 日 

►一律 横演 一九 五 巧 

化し ばりず 化る ム でん 化は 一 五 五 巧 
▼一二 等 日本 巧 五 五 巧ぎ ま 大な逛 莱族奎 i 
▼御を 望に なり 一等 割引を 復切巧 没 巧 巧 致 お 
口. ス アン ゼ火ス 出帆 

ばな ま 化 八 丹 十一 日 
はわい 化 乂巧十 ホ H 
▼一等 横 沒_ ま にらみ $ み 一九 五 巧 

が 化 はんて 一ー ホ 巧 半 
▼一二 等 0 本せ 丈 じら 化 ホ 哇か虽 巧并化 一充 弗 ホ 
マみ 雑 巧 巧 巧 iijfW 切 哲挺奎 券 購入 御料 淀 化り お 
▼が 育 線 パナマ 悼 由 日本ち が11?5!1 巧 お 巧 一面 


資本を 一 な 卸 
拂 & 巧 資本を 六 千ち 旧 
巧 立を 五 千 六 拾ち 固 

S 献 S ホ 銀行 な帛 支店 

本 巧を 巧巿 日本 橋 隔駿河 町- 
ち 化 小 お 日本 棍义 の內定 ち 巧 巧 
名古屋 京都 大度 西 (大堅 
神 戶谋島 下 關巧巧 若が 
お 岡を 麟上お あおを 员 


外 國爲替 、鄕 を 送を、 化 送を、 信用 狀其化 
一肢 が一れ 業務 精々 御 巧 利 じ 取が 巧 申 あ 

基 三菱 銀 巧— 支店 

本ぞ店 巧 京-本を > 大阪 、神 口、 京が 
巧 巧 地 名 古 屋> ホ 梅、 上 お、 おお 


夏瘍グ ー ム向 

夏瘍ゲ I ム おな 具郎ち 泉げ、 歐洲 直輸入 
を 桃 小物 雜貨 類み じ クォー キング、 グ— 
ンは最 あ 流 巧み もの 取 揃へ 日本人 おを を 
獻迎 いたします。 

を 叛乂元 

リ 1 ダ ！ エンド ソンス 商會 


紳主向 S 高尙な 服装 

= 新型、 地 摘が 澤山 ぁ-外 U 

正しい 高 巧な 米國 スタィグを わ 盛の ホは 柯 
を 弊店へ お越し 下さい。 

弊舖は 過去 十 年間 當 地な 化の H 本ん 純 ± ホ 
の お 引 立を 篆る 信用 ある 店で 御座いまず。 

ウす 力 ぶント 

フロ リオ 洋眼巧 



本 


'ドラ 
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ホ ノル、 ■橫濱 •# 戶 ■長 巧 ■上 巧 ■香港； 馬 尼な 行 

乂洋化 (ニニ、 賽 〇顯) と 巧と 目 
コレア 化三气 公〇〇 曝) 七月 サ 1 H 
(羅 府化视 A 巧 十 お 日) 

巻 洋乂三 二、 夏 〇曠) み 巧 四 目 
西 比が 亞义 01 气含〇 晒) 八ち 十八 日 

(羅が 化 化 八月 十四日) 

太が 义〇 一二、 〇呈 晒) 九月 一日 


化航 墨西哥 、秘 露、 智利 諸潘巧 
復が ホノ 八、 橫濱神 戶巧司 香港け 
を復 共を み逛 一国 

クる灌 巧 あまな 巧 庭 室券薛 入が 幹旌か 4 ち. 


观 香が 每二週 一回 出帆 

▼エム グレス 濛太利 0 五ろ 呂 嗯) 

一 と 巧 九日 

▲エス プレス 盛 細 亞〇二 •呂〇 晒) 

ー セ月サ ーニ 日 

►エ ブンス 加を 太 (吴美 き嗯) 

一 _ 八月 六日 

▲で I ムプ ンス 恣西亞 (一一 T 000 砸) 

八月 二十 H 

一蓄 、二等、 一二 等ぷび 下等 ぞ設贿 

最大、 善美、 最 快走のを 巧が 巧 船 


mm 


が i 
u w 帥' 
化 化 w - 


SI 


& 剛邮 
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s 9 1 八 
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夏場 グ^ ^ ム 向き 

ルー： n 本獨逸 直輸入 玩具 小物 雜貨 類、 
玉屋を 種ゲ ー ム おき 格安 恰 巧の 物 
澤山取 揃へ 日本人 顧客は 最 確 實 
げ .峰に か 扱 中まず 0 

子^ ド 瓜 エンド シ厶ゾ ル 


巧 具 入用 

夕少巧 語® 巧 るら のじして 
巧 資じ經 験が あむ ば 最も 宜丄 I 
委 棚は 御 面 おの 上 

を 山 商店^ 

東ぶ 十 化 T 眉 一一 四 一 


巧 おちを 許 加州へ ム認 

產婆接 摩 術 

. .ホ 巧を 子 
鑛炙 マッサ ー ジ 做の 出張 治療 
の 御 求め じ應 じます。 

電話 キヤみ-， ド ラグを 一を 

西' 目 十一 ニ マ 昼 育 tl 番 


夏 瘍向薪 荷 到着 

特に ダ r ム向 陶器 雞黑類 澤地取 揃 居 W 
候 間 ^ 御 用命 頓上候 

-森巧 i ノラ ザ I ス 





留〇巧 IMCIRAL wros ; ~ 百 ご 
没 West だ rd 护 
I zew ジを ごす 

Te を hon 。 G 33 ち cy も S 


V 置瘍 巧 

输破黑 派貨を 種み 揃へ 居候 迅速を 旨 
ごして 禪 々勉强 d 候 間 御用 命 願 上 候 

懿麗木 桃 ホ 組 

.養 tl 置か ニー- ぎ 暑 is 洁の を 



诲哥 U 新 荷 到着： 


靖す勉 强巧仕 喉 間 御託 义被下 度 願 上 候 

s»/ 

太萍 貿易 株式 會社 



TTeL St だ yvesan こ資 W 

101 IFiRh 衫 ぶ* 夕 ZOW iT ミ k City 

Ch 穿 s と Bsnch 授 f W . S0dison St , ohicago , ni . 


夏 路向薪 荷 到着. 

格安 蟲 類々 到 看 仕り 候 間 
是非 御用 命 被 下 度 願 上 候 

4<馨 な 井元 ブタデ 1 ス 

j 17 East 17 th St , zew York City 
IT 么か phone Stuy ' v 曼 a ま 9959 


リナ メ . — 力^ — の特 を 

U 本人の わ 買物には 特別 掛 員を おき 無 

がで 御 樂巧致 巧堪話 又は わ 手紙 次第 御 

訪問して 御 便を を 計 6 初めての わ 方に 

對 しては 特にな なをし まずから 是非 わ 

ぶ あら 願 ひ 巧、 ホ 巧 配達は 勿論 日本が 

他が 地 おの わが 物搂 送は 當 方で をし 巧 

ジ ヨシ ブナ メ^ — 力 ！ 


第二 區戰遊 盛が 

が 育 a 本人 會 第二. 胁野 遊食は 
旣報 のか < 去る U 幡 ヤンカ アマ 
郊外の 畏 勝地 ス ブレィン 、リツ 
デ じがて 開かれた。 午前 十一が 
巧 八十 一 了 目蒂盛 頓巧畔 じを を 
した 同胞 二十 餘人數 名のを 女 も 
赔 々どして 是じ加 はら 大脚司 か 
官の作 戰計塞 じ 化 ひ乘を 大自慟 
車に 化乗ブ 。ンク ，ホ 面を を 回 
して 目的地の 遮に 下がした 一巧 
は 渡綠の 反を 攀ぢて 正午 スプン 
•ン 、リツ デ じ 達した ので 展舆 
頗る 住き スぺ ースじ 陣取 b なが 
ら 午餐を は 輪 おげ、 ドン キ ー ブ 
ィ ルの おじ 無 邪氣な 輿を 添へ 巧 
風 敝下じ 生ずる 所 じ 撮影、' 摘 花 
なで 思 ひ-^ じ 野 遊の 歎を 満た 
して 午後 四 か 頃 自由に 歸をじ 就 
-た〇 


商務 委員 費府巧 

明年 置ち 裳が じ 開かるべき 米 
题獨な 巧 五十 年 記念 大 蹲の 情報 
報吿は 本日 午後 二一 時 ょら 日 會事 
務所じ 巧て 一打は る^ 當 でもる が 
右 じ 關し草 信 巧 治、 香 西 龍 雄の 
二 廚務委 貴は 巧 曜 午前 變府じ 出 
張し 大博 敷地を 實際じ 踏査し 事 
お 局 ホ 巧 アブ ラ パムを と 會 見し 
て拂 々打合せを 了し ホた る も。 


山 崎 公使の 寄 紐 

を 任 秘露辟 劉を 權を化 山崎馨 

一巧は 夫人々 息闽伴 前週々 ホ 着 

統ホ テグ、 プラザに 投宿した が 

明日 出帆の 便船 じ-お 下 あ 任の 

途じ 就く 由が ほネ タみ 時キ から 

日本 お樂部 有志 發を S 歓迎 會が 

開かる i 络。 

勝 山 巧の 南ホ談 

去る 一二 月よ 日 出航の 便船 じて 

南米 視察に 赴きた るが 澤 紐の 勝 

山が ホ 氏は 数日 前歸 がしむ るを 

なて 南 ホ協會 じて は 巧る 一一 十六 

日 (を 暇 U ) 午後 六時キ ょも 西 六 

十五 T 肖 太陽 じがて 歡迦を 兼ね 

視察 談を聽 く 由。 因じ會 費は 二 

弗 巧く 一般の ホ 會をホ 望す ど。 

-會 細則 修正 委員 會紐育 日本 

人會 細則 修正 (會費 委員 會は明 

二十 五日 午後 六 時 ょら 料亭 都に 

がて 開腥 する ま。 

_ 千 葉四郞 氏 新婚 披露 ベィ ョ 

ン千葉 四 郎氏夫 まは 新婚 披露の 

爲 め明廿 五日が 亭河添 じ 知己 數 

十 名を 巧 待して 晚餐會 を 開‘ く 由 

■本 房 助 十 巧 前葉 子 舖水月 堂 

經餐 者、 腎臓病の 巧め ノ ー フォ 

.ク巿 病院に て 本 巧廿円 死去。 

-两財 信 一巧 化 紐硏學 中の ド 

-フト マン、 本 H お 發西巧 歸朝 

♦池內 本 氏橫濱 高等 工業 學校 

敎按 、喊洲 ょら 綺 朝の 途次 來が 

奠 化 敎會 に滯 ft 中。 

-髙橋 ー ホ 氏 農林 巧ず、 同上 

♦淺見 義化氏 文部ぶ 化 外 研究 

員、 同上。 


質な 應を欄 


(問) 不 ぶ入國 巧の 家庭 勞慟 
巧がホ人 <おじが闽 へ 旅巧せし 
おを 巧 歸乂巧 巧 得々 や 否や 正當 
入圈 まと 云へ 共 入 固ぶ 不正 乂國 
者 ご同樣 家® 6：; 働に が 事ず る賓 
の 外 國へ旅 巧で る 撰を の 巧 渡米 
は 前者 (不 ぶス國 者) ど 岡 一の 結 
おを ホす じ 非らず や 么等巧 \ 八國 
巧來得る者；；*れば其の手總及び 
& 得御敎 、下さぃ。 (好 旅 巧 か) 
(答) 御 巧 C 第一で ある 『夕 
正入爾 者』 は 巧け 移民法の 明文 
じ 依ら 巧 渡米の 腺 上陸を 拒絶せ 
られ まずから 普通の 場合 どして 
は 巧 入 國の绍 は あなょ せん 但し 
其 人が 二十 年 もな 前の 入國 ちで 
あつた VJ 化を したならば 勞 働ぎ 
へ 巧 乂弼許 巧を 一 おお 願して 許 
可 証を 得られな いど ド 限ら ませ 
ん == 勿論 十 中の 八义 はがな し == 
第二の 正 當入國 者は 言 ひが へれ 
ば 旅券の 巧 持を でず からか 國前 
じ 巧乂國 許可証を 勞働 ちかる 賞 
って廣く譯で上陸の瞭面倒ぉぁ 
ちません 此手續 は 紐 育 H 本人 曾 
じ 照合 すれば ¥ 然します。 


S ま 及び 湯殿 サお巧 
S パ タム ハ賣び 湯殿 聖巧 

瘍 所は 武ボ ナツ ソ^ ~ コ ！ 卜 、委 
細は 左へ 御 御 照 食を 乞 ふ。 

C . A . La 害夕 1 互 Concord 夕 Br 呈ごち 
ぎす g 昔 岩 50 


綺麗、 淸潔なる八！ 
低廉ミ ン ト に て 
貸し 度し 五 時 過ぎ 御 巧 談を么 ふ 
3 rs . D . N ぶ 草 量产 A 石 t . 14 巧 

ゴ W . 苦を Si . ゴロ ニ 0 ミす 瓦. 


一遇 五 弗 巧 八 弗、 一 
人 又は 二人に 適す、 
巿廳へ 十 か タィム スマ ク H ヤ .！ 
へ廿 五を 電話 ホン バラン ド呈 S 

ミ 宝を St , Brooklyn 黑崎 おす 


音 樂敎授 アキ オ y ' ーン 

獨 唱歌 授業料 一' ヶ月 《麗 {一週 员) 

西 六十 五 了 目 東京 商會 階上 

菊 池 盛太卽 


裁縫 所 開業 

巧 服、 絹物、 ゥー八 類は ドラィ 

クリー ニン グ 、プレス 及び 染更 

へ 、 仕立て直し 一 切をくお羅に 

をし ます。 裁縫は 如何なる 御 注 

文 も 叮喀に 早く 致しまず 其池ユ 

カタの 出 ホ 合 も あ h ます。 

玻ホ 裁縫 所 

128 ち •羣 h Si N . s ' 
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の 

晴 


紐 育生 命 保 隙會社 


養 

を 


一二 木 定ま 

保險 


S . MIK - 

y e\v YOKtc ILif e Insurasoe Co 

の 1 chamber's 扣 t- . 

New ITork city. 

phone. FrankHn4 ミ Q 

E 》 01rla 日 ge 历 ran を 


伯 画 ♦醒 


紛がピ ろ 支那 3 時局 ミ 

若ぃ總 領事の 氣焰 

切に 同文同種 善隣 互 惠を獲 葱 


支那 町 じ r 德營 云々 
の 長 义がお bffi され 本 固の 拱 外 
叙聘じ U 英に おする 反 座が 長 潮 
じ 逢せ る 昨今、 ホ 闕崇拜 の古偷 

比 亞化单 巧 年 支那 人中には 支那 

料理 巧のを おを 啡 いて 慷慨 激越 

の 證論も 上 ドされ 華 谣顿會 諮 0 

ホが 巧 協 か 提携の 順路に 入った 

目 支 人の 關 巧を かな く- > て お 化 

せし わるは 誰 人 も歡迎 せざる 所 

であるが な あ 萬の 支册 時が 情報 

ど 伯が ホ お 支那 巧 理巧勒 邦 A ボ 

ィ n ットの 報を 齋 らして 總斌事 

館を 訪問した 本社 記を じ對 しが 

i 欄の 靑年紳 北ら しい 元 おな 總領 

拳 張祥麟 氏は 頌る 舆哄 aij っ 謙讓 

の 態 巧で 應酬 した。 巧 氏は 開口 

■一番 『萬 里を 隔 た 紐 育では 何 

を 事 赏の巧 化を 捕捉ず るが おじ 

乏しい のです かち 輕 々じが 扇を 

お 斷 して 適確 じ 之を 論讓 する こ 

ごも 不可能です』 ど 前提し 記者 

が英齒 講會じ 於て を ホした ボ八 

ドゥ キン 内閣の 對ぞ 

政策 一關 する 所見 如何 

を 質した る' じ 『從ホ 支那に めて 

! 何事 か發生 すれば 列强は 奇貨 措 

j くべ しごな して 吾 政府々 び國找 

一を 破 迫し おじ 巧妙なる 口 實を設 

j けて 何事を か 格 取し 若く はが 化 

- せむ どが みた i は 貴下 等の 熟知 

^ せらる、 所でせ 3。 英闕 政が が 

: 上が 其 他の 地方で 惹起した 二 一二 

: の 事ち をが 據 どして 嚴 酷なる 要 

I ホを 支那 共 か 政府 じ 提出せ む VJ 

! する のは あだ 予の 遣喊 どす るぶ 

i です。 ホく は 岡 义同佛 善隣の 證 

をを せらる‘、 貴國 ほは 愼 をに 同 

が的蝴 解を 0 て 化 時局 じ 善 あせ 

I られむ ミを 切 じ懲恕 しまず』 ど 

I 答へ た。 記者は 本社 おを 特電が 

1 U 本は お 国の な 塔 ど 異なら ホる 

_ べき 支那 關 おを 鑽じ 於て 時局を 

.說 題ごィ るの 怠 志な きのみなら 

_ ず該 側巧會 諮の 円 的が たが 巧 政 

1 のを 新に 巧る を 信 こ 問題を 擴大 

一せ ざら レ どす る 方 かで ある ど 報 

一 じた ど吿 げたる じ おし 

は 至み 滿 足；^ 調子 

で 『予は 巧く あらむ i を 期待し 

たいので す 過 まじ 化て H 本が ク 

j リ でー ト した 支那の 圃及的 反 威 

i を-滞して 瓦惠 a 演の巧 神に 基 

き兩國 がか 扶 けて 巧げ の 平 かを 

維持す るが 巧め じ 猿 進す るのは 

今 H •か絕 好の 機會 であ- C ' ます。 

化に 予は 日本が 自ホ的 じ 巧 動し 

て 支那 時 巧の 鎭蹄 平定に 貢献せ 

られわ こどを 冀 ふみ 第です』 ど 

論じ 記を が ホ 伯が-し がける ま那 

學 生の 反 H 的 巧 甄 を首岛 ずる や 

-が肯 じがて 之と 相似た る おり 言 

'助を 生やる がかき きを 观 せら 

-沪 たし ど陳 ベた る じ 街して はげ 

一 <『 予の 最善を 巧して 斯 かる. 小 

祥 事を ホせ ざるが おを 巧盧 する 

i 巧へ であ b ます』 ご 答へ たが 爱 

らじ請 題は 举盛顿 を 邊 、じ 里 平 

和 巧 證じ移 bH 支腳 係のを 善 ホ 

一 じ 在が 

■ 日 ま 人 のぶを y を ふす 

. おるべき 機 脚の 測 設問 蹈じ 


も 言及した がを 盛 頓會潑 の當時 
顧が 釣、 施 紫ぶ 兩 氏の： 卜 じを 動 
した 張祥麟 氏は M 倚级を 通じて 
協定せ る 化 個阅慷 約を 佛國が 言 
を 左右に 巧して ホ だ 批准を 巧う 
ざるを 難 じ 歐洲巧 瞬が 支那 にお 
して 舊式 かを を 弄する 不信義の 
罪を 嗚 らした r 化糾 H 支 人の 夕 
をち 進 問題に 關 しては 時局の 平 
定 後適當 の 時 磯を 視 てが まじ 盡 
巧すべし ィ J 云 ふじ 一致した が 張 
巧は な 年 日本に 留學 する の槐曾 
を 逸した のは 遺が であつ たと て 
日 まの 誠惠 をる 協調の 必要を 反 

覆し 氣焰當 るべ からざる ものが 

あつた 0 


米國 監獄 晚會 

午餐 會關偃 

联 二階 + 等の 演說 

ホ 固 監獄 協會 では 倫敦 じがけ 

る國際 監獄 會議じ 日本の 化 表 ど 

して 出席の ため 街が 中の 司を 省 

巧 刑 お 長を 二 新 熊が ± ぶび 東京 

刑務所々 長 岡部壽 氏を ホ賓 どし 

てまる 二十 二日 ホ テグ、 ペン じ 

於 午餐 會を 開催した るが シン 

シン 典獄。 I ズ巧 、監獄 協會々 

頭モ！ ァ博 ± 、同 副 會頭ジ 3 ン 

ソン 氏 等を 數の巧 席 者が あつた 

最近 日本 じ 於け るか 年 魏巧所 撥 

成 法の 起を を ごして 巧 巧の 權威 

ど稱 ザら る >泉 二が ± は 席上 

旗の 谓說を 試み 約 十 己年 前 巧 f 

が义國 監獄を 視察した 當時じ 比 

して 異常の 進 ホを なせる を 適し 

米國 監獄 行政の 理想は 推稱 する 

じせるべき も 因 人 じ 封ず る 個々 

の 事象に 化ら ては H 本は 一頭 化 

を拔 いて 居る ど說 き、 監獄 裕會 

幹事 ィ 1、 ア 1^、 カツ ス 氏は 

『千 八な 九十 年な ホホ驟 のお會 

なを 論を、 監獄れ 政 當局者 等は 

をに 口 じか 何に して 囚人の な 俊 

遷 善を 實 現すべき かを 力說 した 

がを 州の 挪廳は 化 問題 •比 救 的 

冷淡で めつな 爲め 理想に 巧 おす 

るを 得。 かつじ 然るに H 本は 僅 

々八ケ 年の が H 巧を 0 て 吾人な 

上の が 巧を なせを は贊 ずべき で 

ある 一 ど 答へ じ。 


H 系を まの 渡 日に 

查 証は 必要 

ホ 国に 出生して 日本の 國絕を 

化搏 しない 巧 童を 兩 親が 日本 じ 

連れ 輪る 際 じは 阅務 省から 旅 巧 

'の發 給を とひ 而 して 其 旅券 じは 

渡航 地た る U 本のが ホ 領事館 か 

ら査粧 をして 廣 いて 質は ねば 普 

通の 解释 じな へばを 斑 童は ホ 人 

であろ •か 故 じ 無 宵 おの 旅券を H 

本の 官 患に 提出した のでは 第 

トー 陸が 出 ホない をで ある。 併し 

事實 問題 どして は 上陸は 許 巧 さ 

れて 居る 檢 であるけれ 共 H 本の 

米闕總 領事館 じがて 登鐵を 拒絶 

するど 云ふ阳 難がある。 かに 締 

巧の 際 H 系 ホ 図が 氏を 同伴す る 

なをには おれ やじ 領巧 ぉのぶ： 亂 

を搜： 'て植 くが！ >3 る ょ けぶ 對 

じ必 巧.. しある と 云 ふ。 



久巧 商事が まを お 
む hart む iding む . 

お 即 uixh St. 

TsI. むけ lind 巧 SO 

吉共巧 ま會班 巧 巧資あ 巧ま會 が - 
化 a 巧 

あなが 食 

Takamine Corporation 

120 Broadway, New York Cily Tel. お ctor 7884 

Gen が al Office & Faciory 208 Rawson S ししし CHy , も Y, Te し Stiilwe け 口 18 

1 淺野 顿產揀 を會社 

Asano Bu が 泣 打 Company 

Room 801 ぶ 05 

165 Broadway 
了 ©し Cortlandt 8047-8052 

大倉 組紐 育ま 店 
Okura & Co., 

30 Church St^ 

Tel. Cortlandt 2292-93-94 

が 育 日本人 會 
The おが use A な ociaticn, 
250 Wesi m\\ St., New Tork 

Te し Circle 8190 

巧 お 洲雜道 株 ま鲁な 
殺 育 事を 巧 

South Manchuria R. R. Co., 

276 Riverside Drive 

Tei. Rivefside が 63 

ミ 井 物を 株る 會社 
か 育 支店 

Mitsui & Co., 

が Broadw 巧 

Tel. Bowling Green 7520 

裔 旧梅會 
短 育ち 店 

Takata & Co., 

150 む oadway, Kew む rIcCity 

Tel. R 扣わ r 1621 

株 ま會社 岩 井 商店 

紐 宵す お 

Iw お & Co., 

Wool worth BiUldiiigr, 

Tel. Whitehall 6040 

兰寨荫 事會社 

M れ subishi Shoji Kaisha 

(Mitsub お hi Co., Ltd.) 

じ 0 Broadway 

Tel. Rector 2 が U-2664 

がを 會社 
山中 商會 紐 育ち 店 

Y 泣说江 nak 汪 & Co ,， 
680 のむ h Avcw 

Tel. Circle 4014 


- な 國の政 洽界、 寅 菜を を 財 おの 
事項を 迅速を つ 確 寅に 巧 道ず 
每 H 乂巧 ーヶ月 巧を 五十 巧 

Tokyo Advertising Agen け 

H 本 新聞 巧を 廣吿 一が 化 扱 
35 Six 比 Avenu も New York Chy 
Telephone S{3ring 8277 
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日本 綿 巧 巧ま會 化な 育支庙 

Japan Cotton Trading Co., Ltd， 

Cotton De が， 

60 Beaver か., 

T«l. Bowling Qr^en 2990 

が 化 Dept. 

26 MiidUon Ave., 

T«l. Mad. tq. Mf 


I ! 米 生糸 株 ま 曾 社 
紐 脊支巧 
H[CHt-3EI KIIT0 KABtl が IKI K&ISHA 

(NK：H し BE1 の げ〇 CO.，LTD.) 

3 巧が H Avenue, 

Tel. Mad. Sq, 7S92 ぶ 


神 戶鈴木 商店 
紐ち 支 お 

Suzuki & Co., Ltd. (Kobe) 

220 Broad way. 

Tel. Cortland U がぷ〇 -51-52-53 


日本 生糸 巧式會 St 
が 育 支店 

Morimura む 3! 在む ., Agents 
44 E. 23rd St.， 

むし A か land 5320 


巧を 名會 な 
綻育 ミ. 店 
订 ara & Co., 
443 Fourth A ▼も， 
Te!, Caledonia 7830 - お 


江 商 巧 まを 社 雜脊 支店 
Gosho Corporation, 
Silk importers, 

334 Aurth Ave. 

To し Mad, SCI. 4886 
な osho Co., Inc., 
Cotton Exporters 
说 Beav«r St., 

Tel. Bow リ no Q け 8806-06 


大巧 巧 H 新 班 社 
巧 巧 市ず 
OSAKA 1SAHI 

Room 308 World む iiding 
Tei. わ ekmin がが 


乂胶每 日 二* 京け 目 

上 巧 お直： 

Osaka M お nichi, 
407 Tribune Building 
T«l. Beekmsa が 的 
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巧 わを ぷ巧お m た 巧を 巧 ミな化巧 


SATURO が， 化 化 27, け 25 


講 しじ。 

煽動 學 生を 追が 

バリ ー サ五 U あ：：：： 髮じ 支那 & 
化舘 を襲擊 したる 支那 人 f を 
擧じ對 する フランス 玫 がの 態 巧 
は嚴 重を 極め 今锁 共を 黨領那 を 
某の 外 化 人が 捻舉 され あく 本 卸 
じ 送還すべく 他のと 人 ^!今夕- 
作 •ネ ー 國境じ 追放され た。 

支那 軍隊が 發砲 

廣巧廿 五 U 發リ 今朝 數千 人た 
垂 々ごする 學 生、 巧 慟者度 軍 保 
は 一大 示威 蓮 動を 惟して 外人 租 
ホ 化た る 沙苗じ 押 寄 甘 英乂旅 お 
前に 到 b し 際 突然 支が 巧 除が を 
砲した ので 巧彿 陸戦隊は 直 もじ 
機關砲 じて 應戰 約サ かじ 見 h - が 
集は 漸く 退散した るが フ タシ'- 
人が 人 バク五 アーは 即死し 巧ん 
陸戰 隊員 S 人は 貧 傷した 。一を' 

各地の 外貨 排 ぶ. 

上が か 四 H 發 U を 地 よら 運ず 
る靖 報を おを する じ 円 英貨 拱 巧 
は H ど 共に 增 加し 海 お 島の 英键 
領事を 保護す るた め 驅逐鑑 二を 

お 動し 南を の 排貨は 至 稲^ 穂褲 

じ 巧 はれ、 漢 n の 巧貨排 巧は 両 

日中に 開始すべく、 蕉巧常 お 動 

は 稍鎭靜 した けれども 巧 A はお 

動 中の：：： 英 軍艦 こ對す るを 儘の 
供給を 巧 絶して & る。 j 

上海 戒嚴 令が 堂 

上海 廿 巧 日發 U 東 S 省 Ssf 嫁と 

モを卒 ひて ぉ 動した 張 學舟お 軍 

は 今朝ち 耶人 街に 戒嚴 發し 

て集會 を嚴禁 し、 宵傳 パソフ ン 
ット 類の 散 撒を 禁 ぉしを 啤飞き 

武器 彈藥 等の 巧收 、電信 心び 郵 

便の 檢閱を 命じた が、 張 彩 軍は 

戒嚴み 發布ご 共 じが かむ. 友 地に 

お發 しだ ご傳 ，口ら る 0 

寧 波に 暴動 起を 

上海 サ 四日 發 ：= 浙江 省のを 郡 

寧 波に 暴動 起ら 稅關 事務所 破攘 

された るが、 を那 巡査は 暴動を 

拱手 傍觀 しつ i あるので 一 一隻の 

ホ 國驅逐 艦が 當地 よら 派遣され 

商人 連は H 英貨 排斥を 條件 ごし 

て 漸く 同地の 商店を 再開す るを 

となつ たが、 勞 農。 シアの 化理 

人は 日 英貨が 斥の 實 情を 諷査し 

これが 化 用品を 濁 逸よ b 嚇 入ず 

ベく 活動 中で ある。 

外を 團が巧 巧涉 

化を 廿 四日を U 囊じ 上海 絕エ 

調訂じ 失敗し じる 職を 闕 かを 書 一 
記官 圈は當 地に 歸 着を 更らじ 化 

京 政府 代表 ご 協議を 繼續 する 舊 I 

であるが、 香 渚 ご 上海の 船が 從 

業員罷 エは廣 東巧留 外人の 生命 

を 威 脅ず ベく 觀測 されて ゐ る。 

巧 ほ 化 京は 目下 小康のを である 

が 來る册 日を 期して を闕 的罷エ 

じ 出で る 善で ある。 

香 避の 銀 巧 閉鑛 

電潘廿 四日 發 u 約 百 巧 磅の支 

拂をあ 了した 當 地の 支那 銀行は 

媳て 閉鎖し 閉鎖 期間 中の ま沸猶 

豫を 協定した るか、 化 四の 取引 

組を はこの 爲め敕 がの が 政 援助 

を 請願 中 じして-巧 巧の 罷エ は漸 

み郝エ •斌縫 師 等に もぶ ぼして 

ゐ るが 化留 外人は 自蠻蝴 どお陈 

ごが 協力して 餐戒 中で ある。 

日本は 協調 一方 

复を i : 因 曰を：：；！ ホ 由 乾 巧 畳を 


j . 郞 巧は 今朝の 閣證じ 於て 支那 問 1 

題を 說 明し 口 本 どして 化の 煤 採' 

べき 途は 别强ど 協調す るの 外 

なし ピ 述べた。 

’マこ ラに も 飛火 

マニラが 巧 日發 ；：= 上がの 共產 
黨 はホ領 t リッ ビン 群島 じ も 巧 
み 熱を 鼓吹す ベ < 、マニラの 同 
志 じ 巧し 來る化 口を 期して 罷エ 
せょ と激勵 した 0 

能エ 資金 ご宣傅 

W ン ドン サ四日 發 =：； デー リ 1 
メ ■-グ お 上海 特亀じ 化れば 罷エ 
者は 昨 H を 地ょ ら據 をした 資金 
のを 配を 受けた が、 をれ じば 日 
シァ 共を 黨の 宣傳 書が 添附され 
巧 等は ま 孤の 罷エじ 同情 蟹援 
を惜 'ます、 諸君が 資本を の壓 
おじ 勒巧 しつ i ある 犧牲 はみ 
してを じあら や、 を 化 界の勞 
働を は 起 もて 諸君と 巧 じ 資本 
家ご戰 ふで あらう。 

ご 實 傅して ゐ る。 


務 長ち 及び 両院 化 表 ごを 見、 が 
太利大 化は 伊太利の 國 方が 許す 
範圃 巧に 於て 进速じ 負 憤を 决濟 
する S 意を ある こどを 吿げ 、ホ 
る 化 曜日よ b 正式 談 巧に 移る こ 
ど i なつた が、 が乂利 側では 恐 
らく 十ヶ 年の ち 沸 延期を ホめ を 
れ W をは 英國ど 同 樣の條 が じて 
ま拂じ 従事す る 意向ら しく、 を 
債 額の 藏 額を ホめ る やぅな i は 
いらし い 0 

駐獨义 大使 着任 

ベ グリン サホ H 發 =： 新 駐獨米 

國 大使 ジャコブ •シュ 1 术 マン 

博 ± は 今朗當 化に 到着し 獨逸政 
府化表 あび ホ國 大使館 員の 出迎 


をず けた_ 


川 崎が 航路 獨み 

東京 特をホ 五日 發 = 川が な 船 
食 社に ては 烏 蘇 里 錫湛會 社と ‘： n 
本、 支那、 歐羅 B な 巧を 部 聯絡 
航路 獨 占を 契約した。— 

人 巧 白骨を 發見 

ま 京 特電 か 五 H 發：： Z 震災 圓化 
工事中を が 一一 お 梅 化 下ょ 6 人 巧 
白骨が をを 夕れ た。 

東 巧の 南洋 潑展 

東京 特電 サ五 H 發 U まげが 殖 
では' 前年 ホが 蘭 政府と 誠 解を 得 
てぶ る スマトラ ホ 面 じ 投資 新 施 
設を なすべし ミ。 


わが 海軍の 

造 艦計畫 

豫算 一億 ホ 千 八な 巧圓 
東京 特電 サぶ 口發 U 東京 時事 
新報の 所 報じ 化れば 海軍 堪 じて 
は豫算 一億 六モ 八な 万圓を 計上 
して 十六 隻の 補助 艦建逛 を計畫 
中で あるが、 るは ワシントン 會 
議の 精神を 遵奉し 英米の 補助 艦 
建を じ凿抗 すべく 計畫 された も 
ので あるけれ ども 此際英 ホの 如 
く 新規 礦張 じな 事す る i は國庫 
が これを 詳 さない 關係も あるの 
で 今回の 造 艦計畫 はを お 老巧 艦 
のを 替じ 過ぎず、 明年度を 算と 
しては 先づ千 化な 化 一年 度じ完 
成を 期し 左の 十四 隻 のを 替 建造 
豫算を 提出ず るので ある。 

I 巧 順 級 巡が 艦 U 巧 お (四 一 
〇〇 卿) 築 摩 (四 化 五 〇峨) ホ 
口 (巧 化 五 〇顺) 矢 剣 (巧 义五 

〇 順) 

千 五が 顺級 驅逐艦 U 海風 ( 

一 五 0 顺) 山風 ( 一 1 五 0 順) 

楼 (五 00 顿) 税 (六 〇〇 嗎) 
右の 外に 千 五良 顺 型の 潜水艦 

ホ 隻をも 建造す ベ < 巡 巧 廳四隻 

の 建 邀费は 一億 圓 、驅逐 艦四隻 

じ ニモ ニ 巧方圓 、潜水艦 六隻は 

ご 一 乎 ホ 百 巧圓 である。 

陸海 軍 革命 

巧 內閣は 遂に 解職 

- ンだ •ン サム ハ鬥 験；：：；： ダ U こ 力 

じ駐 巧せ る ゲリ シア 睾隊は 遂に 

反 巧を 織して パン ゴ〇 ス將 軍を 

推して 官廳を 占領し ぞ命 宣言を 

を 巧す ると 共 じ 前が 相 パドジ 

ラ コス 提督を 司み官 どす る •辛 

シア 艦隊 もこれ じ應 呼して 起ち 

を 首相 ミ テヤラ n ポ. ロス 氏じ辭 

職を 强 要しみ 閣は遂 じあ 解した 

戰時 負債で 

米が 新 交渉 

則 米 大使が を權 

ワン ン トン か ホ： n 發 =; 伊太利 

大使 マグ チノ 氏、 大使館を 事宫 

おび 商務官 等は ムソ 9 ユ 首相ょ 

ら凿ホ 戰牌負 價か濟 を 良 じ 任命 

され、 本 H ホ 國侧の 委員長で ぁ 

る タロンた 底 良 霞、 ケ ロブ グ国 


英國に 政 變來の 化 

失業者 救濟ご 保護 關稅案 等で 

C y ドン 廿五日 發 ：：：；： 英國 政界 じがて 專ら觀 測され つ^ある 巧 
化れば ボー火 ドゥ キン 內閣 成立 ホを の闕 内を 業 政策は 巧 巧 
消極的で ある 爲 めじ 失業者は 漸 みあ 加の 傾向を を じ い資易 も 亦 
不 あを 極めつ、、 ある 爲め產 業界 も自が 不景氣 どな-* = 'つ i あるに 
反し、 濁 逸の 產業 政策は 國內 ょら 英國 製品は 顆逐 されつ i ある 
のみなら や、 米 人 資本家が 一部 お 人工 煤を 化 借して をの 資業能 
率が 一躍した 5 等が 原因 ごなら、 保ず 黨 有力者は この 際 產業救 
濟の意 ホ じて 最高 關稅 政策を 採用すべき である S ま 張し、 先 期 
總選 擧當時 保守 黨は 關稅 政策を 歧綱 ミして 大敗— を じ 政 權を勞 
働 黨じ讓 つたが、 當時ど 現 巧とは をの 事情を 異にする ご 力說し 
居 b 、 巧ず 黨磯關 新聞 ポスト 紙 も 保護 醜棵 論を 揭 ぐるに 至つ た 
爲 め、 一部 政界 じは 今秋を 期して 議會を 解散し 總選擧 を 執 巧し 
てこれ を お 意に 間 ふで ホら ぅごの 說が 有力で ある。 

英國 政府 クー 

ち 二章搞 

舅 MPT 裔 

が 障 條約通 適確 賓 
ロンドン か 五日 發 ：= 外相 ナヤ 
ムバ -1 ンン 氏は 今朗の 下院 じ歐 
洲の やかが 障條 約を 上 おして 盛 
贊を ホめ たるが、 外相は 右條約 

の 一節に フラン' スがボ 1 ラシド 
其他鑽 S 國の爲 めじ 獨遮園 i じ 
侵入し 得る 特權を 保 巧す るかの 
如く 解释 され 屠る も 巧る. とは 誤 
解 じして 該條 約の 背景 じは 國隙 
聯盟の 監視し つ-"^ ある i を 明白 
とし、 をら じ窠 二軍 縮會 議じ關 
聯 しては、' 

巧 國欧府 が これ じ參 加す る i 
は 勿論で あるが、 これを 召集 
する ものは 第一が プ シン トン 
會議 をな 集した る米國 をま當 
とし、 英國は 何時たち 巧 これ 
じ應 ずる。 

W 聲 巧、 陸軍 縮少じ 就て は、 

これが 先 か 問題と しては 實じ 
このが 互が 障條 約を 必要 ごす 
るが、 を ホ英ホ 両國は 旣じ必 
要なる 陸 縮を 斷 巧して ゐ るが 
故に これを 巧を する ものは 第 

三一 國を 至當 ごする。 

とて 暗 じ フランスの 巧 集を 諷示 
し、 獨 逸の 國際 聯盟 參 加を 慾 憩 
したる 後、 歐 洲の不 をを まら 軍 

縮を 實 現ずる 前提は 即七 保障 條 

約で ある ど 述べた が、 これに 對 

し 勞働黨 反び 自由 黨 、就中 前者 

は極力反數的である；を理由ご 

して 反凿 して ゐる けれで. も 結局 

夕數で 可 巧は 明白と なつた。 

ルル 地方ょり 

撤お y 聲巧 

フランス 內陋 の英斷 

パリー 廿四 日發 ：：：：； フランス 內 

销 はを 朗閣 證の捂 ちを 相 パン グ 
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ゲエー ぶび 外相 プリ ァン 氏の 說 

明を 聽 取した る 後、 フランスは 

前 首相 ユブ ォ！ 氏が n ン ドン 會 

議で 誓約した る 如く ド ー ズま履 

巧 一年 後の-八 巧 十五 H をに 八 八 

地方 ょら 蠻備隊 を 撒 兵せ しめる 

i を 承認し これを 中外 じ聲 明し 

たるが、 撒を け 茲數遇 間の 理じ 

開始され 結局 ヶがン 地 ホょ らも 

撒を す ぺ< 、み閣 今回の 處 置は 

が瞻條 約の 履行に 點 する 一大 お 

斷 であると 見られて ゐる〇 

海の 巧 ィ品 

♦ぞ那 じ 隣接と いふ 關 係で、 
騒 敷が あれば 化 ご 金 ごを 機 おご 
しわ 上に 列强 から 痛く もない 腹 
を 採られる 円本' 今回の 騒動 じ 
列强 と 協調の 外な しと 云つ て 
ゐ る。 協調 遂にな 調 か。 

♦墨國 大統領々 V ス將 軍、 國 
務卿ヶ 0 ッグ 氏 じち 砲を 一 お 放 
つたので 國務 省の 對墨 替吿 ごや 
らも 何處 かじ 消 わた。 ヶロッグ 
君は 入れ 眼 だとい ふから 存外に 
晩み も 利か 归 ど 見 わる。 

♦をれ じしても ちが 敌府 が、 
列强じ 堂々 と條約 改正を あつた 
態度は 見上げた もの。 H 本 も 治 

外法 權の 苦い 經驗は ある。 近 < 
は± 巧 古 がら、 嵩 ホれ 支那を 除 

外す るの 要柯處 じあち や。 

♦現 政 友 會總栽 旧中義 一男の 
夫人は、 滿 習の 際 じ 見初めた 戀 

女房 ど ある。 道埋 でを 巧 クラブ 
ごの かけを も 早 かつた。 

♦が 育の がん 靑年 間にら、 共 

産 主義の 信奉者が H ど 共 じちし 

たと 云 ふ 話。 いづれ も 領袖を な 

て 抱を どして & る だけ じ 罪は な 

い。 必 おは 御 無用。 

♦フィ スヶ將 幕が 又も H 米戰 

爭 論を 乃^ 户. — ス •マ ボジ^ — ン 

でを をして ゐる〇 
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解.，— 靑 新報 

ま那の 提議 

愼重 考量を ホむ 

ぶ鄰じ 於け る 排外 述 動は、 は 

論の 脚 おがを 外 じ 摩く、 支那 か 

巧の 乂义 物で ある 張 作寐將 軍が 

頗る 自重 的な 態度を ごつ てゐる 

i ミが 原因 どな b 、 所謂 外貨 排 

斥は を 化の 廉 動と 化 おもて 四な 

餘 州を あ 靡す るの 勢を 示す じ 至 

つた。 巧々 は 贼じ過 ま二圆 じ： 旦 

6、 これを の 巧 遭 じ おする 所論 

を披髓 したが、 なじは 支那 政府 I 

のが 提幾 ごし^ 傅 わられる 所の 

巧 外 化が 改訂 問題に 就て 所見を 

述べる。 

今 巧の お 劇が、 單じ 支那 人の 

排外 货を 目的 どせ ず、 巧 じ 巧ん 

やま 邪ょ b 『外 固 人』 を 追放せ 

んど する じ 非らざる こどは、 撮 

勘 じ關聯 した 諸 報 逍じ徴 する も 

明白で あつて、 猩 にも 述べむ る 

がかく、 お 勘の 巧 か 線で ある 國 

お 凝ん 背後 じソ ビユ！ の 勢力が 

あら、 巧 力の ま 服 お産 黨 員が、 

-で那 の ホ 化を 葵み つ i ある 事實 

は 化み 難いが、 これは がに 一部 

の讲 をで あつて、 を 化の 闕民か 

この 聲じ 刺战 されて 排か述 動じ 

從掌 しつ 一 ある 所な は、 支 服かボ 

ホ 摧巧獨 立 どま 郷じ 巧す るか 國 

の 雌 おょら 脫 出サん ごする 述動 

じ 外 i :* ら 0。 

も ホ 支那は 東が ゆ バグ ヵン 半 

を VJ 云 はれて ゐろ がか < 、をの 

政治 ご 經濟糾 織の 化 底 じは、 富 

强 なる 列強の 黑 いずが 巧 じこれ 

を 操つ て ゐる〇 をれ は 逆 まに が 

ける 支那 轉 にの 自覺 。き 閣ほ生 

巧が 列 强のホ 國ま義 的 巧 公を ほ 

しい ま i じせし めた 所 0 であつ 

て、 常 じ 岡 文 岡 補を 口 じする わ 

がホ齒 も、 列强の 侵略を 制する 

i じ 侵略を のて し、 不幸 じして ま 

I がご 興 巧な 國家的 提携の 寅を 擧 

一げ 得な かつた こ W は事貨 である 

一 H 木 じは H 本 どして、 當 時の 環 

一 境 じ 照し 斯 るが 動じ 出で る こど 

は、 自衛 上 止む を 得な かつた と 

いふ 幾を の 理由は 潜 巧して ゐる 

けれで も’ 支那 閣 にの 立 傷から 

觀を する ならげ、 をの 動機の 純 

不純は が 問題で あつて、 巧國も 

U 本ら、 米 固 も フラン マ も 等し 

く 支那を； 鹽を せんどす る 悪鬼で 

あるじ相違^:>い0 

治 外が 權制 巧、 が 事 お 巧 制 巧 

の 施 わは 云は や もがな、 上海の 

外人 a 借地を 圓 じ、 『义 度び 支 

那人 入る 巧ら や」 この 立 化を 揭 

げられ たるが かき、 偶々 過去に 

巧け る 支那の 掛か 條が がいかに 

巧衡を ホし ね もので ホる かを 窺 

かずる じ 巧るべく、 加 如の 排= 

地 じがて 『H 本人 入る 可ら す』 

の 立 化に 憤慨した H 本人、 明治 

が 化の おかが 權制巧 じ 切 樹扼膊 

した 日本人は、 この 画家め、 人 

柿め 侮辱に おする 支那 人の 必持 


は、 M 人ょ 6 も克 くこれ を 巧を 

ずべき であらぅ 0 

支那め がが、 をの 國 みの 不あ 
巧 ご榮 化を 顧る 所 く、 今 巧の 
裝勒 に關聯 して これ ミの ずを 不 
等なる 化 約 i 持 遇の 改訂を ホむ 
ると 共に、 宗ま 樵の 獨 立を ま 張 
しつ、 ホる こどは、 列 强の愼 重 
■る 考茲を 要する 点で あつて、 
わが 外務 當 W の戟 明した ご 傅 わ 


らる^如く、 過まじがける不ホ 
衡；^ る 掛支版 迫を なれ、 今更 じ 
最近の 旋 動を 巧 由 どして、 この 
耍 求を 無下に 斥ける こどは、 決 
して ま那じ S ずる 永遠の 政策で 
は^;:»い。 列强當巧はこの陈須ら 
襟 巧ゎ大 じして、 今 间の寡 動 
ど掛支 ワシントン 條 約を 全然 別 
問題 どして、 支那の 獨 立を 披巧 
すべきで ある。 


渦卷く 支那 動 亂 I 

上海 米 人 協 會み議 

攀 府の當 局に 强题 政策を 勸を 

上が か ホ 日 お：：：；： 當 地の 巧 カホ 人を 網羅ず る だま 米國人 協會は 
醉部替 錐の 結 お ワシントンの 國巧 省に 巧廉 文を 電送し’ 現な ま 
那の お動じ 化る 外人の 生命 か批產 、取引 上の 喪失 じ おす &を責 
巧は 支那 政府 じある もの じて、 ワシントン 協約に 依 6 ホ かじし 

て 且つ 適當 なる 徑路じ 化る 條 約な 許は 兎も角、 現が おま條 約の 

殿 巧を 强耍 する は 最も 必須 條 かじして 米國 政府け 此の際 ソ ビエ 

1 かがの な 傳ど現 ドの 政 巧 弱 おじ 浓ら て突發 したと 凳 しい 排外 

の 動 親に 對し 支那が 府じ通 吿を發 して 非 法 U るが 動の 撲滅を 要 

ボ すべきで ある ご 述べて ゐ る。 

支那の 携議は 絕對に 拒絕 . 

外務省 當 周は 馬ち 東風の 態度 

ま 京 特電 サホ H 潑； 支那 政 巧の お 外 傭 約な 訂 提議 じ おし 豫て 

よら 挪が おあび おお ホ 面の 利 權巧化 じ 就て 支那 政府 よら 提議を 

をけ つ、 > あつたかが 當お はお 巧 東風の 態度に して、 今 旧の 提議 

は耍 する じ 列 强を相 ホ じ 强腰じ 出で i 對外條 約 破 藥をホ 張し 國 

民の 歡迎 を隧 しつ t ある 麗東 自治 政府に 凿 巧し 人氣 'お 吸 集ず る 

案じ 外なら 中 ご觀測 レゐる もの i かく 『ワシントン 會證は 現じ 

支那の 要求す る 諸 点じ 觸れ 一刻も早く 圓滿 なる 解 巧を ホ 壁す る 

もの じて ホ國政 称は 支那の 宗ホ 權獨 なじ 就て は衷也 よら 同情す 

る もの なれで、 この間 精は 逝 ま 数 週間 じぶ る 支那 國 内の 非 法的 

巧爲じ おする 憤邀を 左を すべき じあらず、 H 本は 巧 强ど飽 迄 も 

協調し ま 那鹽巧 じを 法的 じ 居 おする 國 民のを 命が 產を化 護す ベ 

くこの 点じが て：： 一本は 列 强を使 劇ぶ び 烦事國 ご協力す る 答で あ 

る』 ど 述べて ゐ る。 . 

重慶の 領事 襲擊說 • 

梧 州の 邦人 稅關吏 も 殺害 さる 

上海 サ四 H 發 U 當化じ 達した 非を をの 巧 道に 化れば 囊じ 暴徒 

の 裝柴を 受けた 四川 お塞處 S H 本領 事ぶ び 化の H 本領 事は 苦力 

の蒸漢 J も盤擊 され、 H 本領 事は ま那官 邀じ掛 して 嚴重 なるお 

諮を 提出して 謝罪を ホめ、 おしこれ を禱 座す る燒合 H 本. 极府は 

强 硬なる 行動 じおづ べし ご 醬吿 した もの 5 かく、 廣 東の 西方 約 

な 五十 哑の 地点 语州じ 於ても 日本ん お賊を 一名が 殺 寒され 二 名 

は 患 傷を 蒙つ じど 報じて ゐ る。 

支那 政府 も 希望に 應だ 

國際 會議を 提唱ず 

條約じ 依る 外 國のお 權縮少 要 ホ 


化を か 五 H 發： = ま那政 巧は 今 

朝列强 外を 菌じ對 し 長文 じ 直る 

述蝶 書を 發 して 舊條め S 改訂を 

ホめ、 更らじ 刻下の 問題を をを 

すべき 蜗 際を 諸の 即刻が 集は ま 

那政 がの 要 ホに-致 するど 述べ. 

じが、 を府は 右の 通牒 雲に 於て 

上お获 動じ 化 6 檢擧 された る 支 

那 人の 释 ぶを ホめ、 旦つ 上が じ 

がける 蹄を 裁が 所の お 決 棄却 ご 

謝罪の 傅 達を ま 張し 駆 業 職工の 

從 職どェ おが おのな 善 及び 上 お 

ホ 政 厨 じ 支那 人のを 加を 要求す 


る ど 同が じ 支那 人の 言論 ど 集合 

の 自由を ホめ 上海 ホ 政局 書記 

I ゥ主 氏の 漲を 等を 列擧 して 上 

お 裳 動の 動機は 是 等の 諸 点を 解 

みせざる 巧らず と力說 し、 更ら 

じ永义 的なる ホ かがくして はま 

那 じがけ る外國 人の 恃尴 を撒廢 

して 巧 等の 條約じ 改許寸 る； は 

絶對じ 必要で ある ど 述べ、 過去 

じがて 締結され たこれ 等の 條約 

は當然支那の園ぉが斯る；をま 

張ず る 能は ざ > しど 巧 じ、 當時 

ど 現 化の ぶ 那の狀 おが 一變 して 


なる2が蟲大の理由でぁると述 

ベて & る 0 


各地 情が 


廣東省 長が 回答， 

香 巧 化 六日 あ U 廣東省 良は 沙 
面の 波數 じ脚聯 して 英國 領事の 
抗議に 輿し 却て 抗議し 當時 支那 
人の 巧 列は 平が 的 態度を なて し 
つ i あらし じ 巧らず が 岸の 英國 
巡査 ご 軍隊が 突が 發砲 I 佛國稱 
巧々 菊 國あ鑑 もを 砲して 支那 人 
側 じ 巧 傷を 巧數 名を 生じた のは 
をく か 人 側の 豫て よら 計 畫 され 
た 陰謀で もる ご 述べれ。 尙ほぞ 
那 軍隊は 目で 沙 面の 對 岸に 集注 
し 未だ 發 施せ ざれ ご お 勢は 頗る 
不穩 である。 

化 京 化 六 U 發 ：：：： 巧 支 フランス 
を 化は 廣東裝 動に がて フランス 
乂の郎 巧した る ； じ 就て が讓し 
將巧損 寒 賠償を 要 ホず るの 權利 
をが 留 する W あ牒 した。 

廣 東の 邦人 則揚 

香港 か 六り 發 U 廣 東の 排外 暴 
動は お 勢す 穩 なる 同 化ぜ 留外國 
人は あ<沙 面を 引 揚げて 外國軍 
避に 避難した るが、 今朝 入港の 
を 船 じて 約' 白 五十人の H 本人 締 
ホず が當 地に 避難した。 

日本軍 廣東ぉ 動 

廣巧廿 六 〇發：；：？ .昨 H 當地 外人 
租が沙 面の 驳 動じ 對 しを 巧の お 
國官 恵が 印度を の 一 除を 派遣し 
H 本 降戟隊 も今钥 上陸した が、 

昨 H お 動の 隙 支那 軍 稼が 覆面の 

a シァ お 校よ b 指攤 されつ； あ 

つた； は 事 貫で をの 數 一二 千 人 じ 
反ぶべく 外ん 側は 傅、 巧、 ホ、 

葡の 水兵 及び 自營閣 が掛戰 して 

領事 韶侧 まで 退却し をよ 6 1 齊 

が擊を 試みた る もの じて、 この 

爲め沙 面の 電線は 切斷 されて 眞 

の 闇 どなち 婦人な 他の 非 戰圆貴 
はか 國砲 媛に 避難の 外衡船 じて 

續 々香港に 退 ま 中で ある。 

濕船悉 < 立往生 

上 お廿六 H 渡：；：；： 當 地の 外人 租 

巧は 東 S 省 軍隊が 包圍 して 蠻戒 

し 一切の 示威運動 も 禁じて ゐる 

のでず 穏 でを るが、 學 生、 勞動 

あ 商人 鹽 体は 目下 巧 店の 巧 開に 

就て 協議を 繼 "照 中に してを# 廿 

八日 頃を なて 巧關 すべき も、 船 

舶 方面の 罷エは 最も 徹底的 じ 巧 

はれを お 船は 悉ぐ 立往生して 貨 

物の 陸揚げら なす 能は 中。 

滿蒙 ホ 化は 確實 

ロンドン サ 五日 發 rzH 刊ブレ 

グラフ 紙は 農に 報じた る。 シァ 

の滿蒙 赤化 陰謀 (前號 の 本紙 じ 

て 巧 報) は 窓々 確實 じして 媽玉 

祥じ對 杭す る 張作霖 氏は 天津‘ 

ら勸く 能は ず、 遂に 急 電を上 お 

じ發 し張學 をが 突か 姿を 隱 した 

のはを く 奉 天に 急 巧して 時局を 

が收 する ためで ある ど。 

米國 軍艦を 要請 

7 シン トンサ 五 H を：： r 支那’ 

ら國務 省 じ 達しつ i ある 報道は 

を ま 邪の お勢惡 化を 傅 b てゐる 

が盧 巧の 領事 ゥユ バー 氏は 间地 

官憲の 化 頼を 受け 巧 化の 形勢が 

漸か惡 化した る 上 支那 官 レ 外 

人の 生命 财產を 保 莊し得 やと 言 

明した ので ホ國 軍艦の 派遣を 巧 


iiMMlM 
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爸 2 E . 違ず St . N . y . City . 

ブ L Pla 哀 8141 


s 揉 療治 

西 巧を マッサ！ ジ 
日本式 按踏 お腹 

神が 痛 リウ マチス 
が 身 骨ぅ づき 屑 
腰痛み 筋 違 ひ 
ぶ 化 諸 お 操 療治の 御 
需 めに 應じ御 電話 か 
第 御 あ 庭 又は ホブ火 
にお 張 親切 じ 洽療申 
上ます。 前約の ホは 
午を 一一 一時 ょら 自宅 じ 
て 施術いた しまず。 

I ち I 津輕 東洋 

西 巧と 十九 了 目 ま 一八 
電話 ヮ •ス ォ—ス ぶを 一一 


診察 時間 

午前 九 時！ 十 時 
午後 ホ 時； 八 時 

バ^ 小莱幹ご一 

紐 育市フ テス i 病院 
第五 巧 病院 勤 お 
武ボ n y バラン •• 
おお 勤務 


診察 時間 

午後 零畔半 U 二 時半 
午後 ホ 時 u 化 時 
愛知 醫學 ，て 

バ^ 巖本谨 一 

を 倫 比 亞大學 及び 
グデ ラン 病院 勤務 
日曜は 前約 顔上淚 


笠 ホ 洋服 巧 


日本 阁雜 器- 
雜貨 類卸責 


井元 一 • 

ブラ ザ^ — ス 


寫眞 7 也 


第五 お 

凹 ご 一 ふ 


都を じミ當 かの 間 

診察 

午後よ 時！ 化 時 
H 隨は 前約 願 上 あ 

け t 吉お 焼彌 


診察 

午後 一一 一時よ ち 六 時 
日曜は 前約 柏 願 お 


ドク トグ 

窩 見豊彦 


齒科醫 

▼診察 時閒 A 
每 H (日曜を 餘 く} 
午前 丸 時 1 十一 一 
時、 午後 一時！ 
水曜 午前 九 時！ 
午後 一時 


齒科馨 

= 新 ま 無痛を 巧 H 
多年の 經 験を なて 
H 本人 諸君は 特に 
了寧潑 切に 施術す 

バ^ マ ー チ ン 


R ななな 

Q 化 化か 

4 9 5 
3 5 2 


齒科馨 

夕 年の 經驗を なて 
最新式 巧學 手術に 
堪能 じて 信用 篤し 
U 施術 料化廉 U 
日本人 諸君には 時 
じ 了 寧 懇切に 治療 
化育 州を 認 
バ t ブル 1 ム 


Dr . R .. whishido , D . D . W . 

夏 去. 7 善坦. Tel . Endi 害蹇 2 

isi 船が ハ 戶良二 


自 午前 九 時 
自 午を 一時 


ま 十二時 
ま 五 時 


il 揉 治療， 

U 氷ぶ び電氣 治療 = 
ホる 九 巧 ホ H よら 鑛 
張の 目的 じて 一時 夏 
期 沐業化 候 
尙ほ巧 開の 節は 新進 
の 設髓を 巧て お療じ 
應じ 中し 候 
が 育瑞典 フィ ジオン ラ 
ビ 學院 卒業 

が育メ デ々 グ ジムぶ マ 
ツナ ー ジ踪會 正會員 

を認 西が 幸 男 


毎 H 曜及 ±曜 午後 
が 騒は 請 約の 寧 

々イロ プラ タタ！ 

橫义重 孝 


日本、 支那 寶玉製 美 
術 お、 婦人 用 首 飾 其 
他 裝筛お 

岡 島 ni ; が 

离等 美術品 修簿、 

首 飾 品、 スト f ' ング 

日本 服 裁縫 



麵 



正 底 ど 親切 ごを 旨 どし 確か 

信用 ある 巧 品を 精選し 

特別 廉便 で贩賓 致します 

ゥオ グチム 、エ术 デン 四 割？； 

其 他は 化て 11.1 勘！； 

指輪 鎖 貴を 廢 おじ 寶巧類 こ 

ー ミグ トン 時評、 パブ'! ド’ 

リノ ィス 時 討、 を禪廣 時計 

クオ！ 夕！ マン 萬 年 拳 

エバン ャ 1 プ銳筆 

純銀 器 並 じ 銀器 一切 

御歸 朝の 御 ±產 一切 

時 針の 修簿は 保 隙 付 じて 確 貸 

じ 石 川 旨 身が 致します 

，お 育 ホ 西 四十 二 了 目 四と を 

四 四 S 号 室 (五 街 ど 六 街 間) 

お 川岸 商會 

電話 ペン、 シ^バニ テ お 二ーニ 九 

Ish を aw ザ Rjs ミ 〇〇 •ミ 去. 42 宝で. 


輝 

人 一 

興： 

語 I 
昏 一 
授_ 


おき 米 越 婦人 
H 本人への 英 
語敎授 じは 夕 
年の 經驗を お 

ず 〇 ーンブ 
ンお 十五 仙 
毎：！！ 觸九 時ょ 

もが 九 時 迄 何 

膀 じても 宜し 

U 曜 H は 一時 

ょ b 四時 迄 


r 


か 


每ネ 群ん がを ネを弁 お 巧 S 


if 

仰 


〇 


今 

巧 


地 寶為そ 4 屢游 みみが： 


tab 

尚け 

ぶ？ 5 


クオ— ん ザ-^ •来 ル シン 吩が 巧 刻 引 

し 7: ド •ハミん トンが 評 を 刻 列 

が* d 化、 念感 夷が を刻刮 
霞ぶ みそが 属ふク 刻ぇ济 
義ネ ずみ がを‘ がを V \ 刻 引 

邮が絲 助瓜乂 


電巧— •'ゲ T ザ < ドち 八 ニニ 


蘇 

驚 

え J 

:,； .り 


K 


> . — シ ー は 紐育最大 のデパ ートメ ン ト巧店でぁ 
ちます。 新ら しい 昇降機 ごユス 々レ ター は廣澗 
。店内 じがけ る 皆様の お 買物に 便宜 £愤 快 どを 
巧へ てゐ ます 

化 巧で 二 弗す るら のなら ばメ ーシ！ では！ 
巧八十八牠或はをれなすで買 へ る^-^をでぅ 
ノぞ御 記憶 下さい 

はよ へ 御 荷物を 御 送ら じな b たい 節 义は御 買物 
に 際して 御用の 煤を は パ I ソナグ ショッピング 
ビュ — n 1 を お尋ね 下さい、 親切に 御 巧を を 計 
ら 


0 巧 •巧 巧 ZJ - 巧 C 巧 GY .\ 

呈吉ち 夏 CT ま 

岩 7 Fi 重/一 ve •志ち 42 nd 芭’ 

TeL 至 urray 宝 一一 23 す 〇ョ 7 夏 

•ぃ t ホな 謙 次 

巧、 水、 を、 ホを 二 時 よら 六 時 
を、 其 化は 前約-し 願 ひます 


J が 瀬九廊 

ミ Le 巴 n 嘗。 it ま- N - Y . G さ 
呈 .留 th &2 ゴ h Sts 
Tel . sa 宙薑 ざ-黄 18’ m 9 


Jose 左 I OOCR 产 M . 0- 

二 1 W を芸 n St J ミ さ rk 
Tel . 苗 V ミ s 穿 3573 & ジ h ち ler 1 皂ま 
午前 九按！ 午後 I 時 

囊碧 午後 六 時— 午後 化 時 

H 曜ネ前 九 時 1 午後 四時 

*ト タト レノ 小 栗乘吉 


齒お醫 木 下义市 

W10W . ニニ hsi . 

ヴー. Mi > nu ヨミ t 夏 7 


化粧品 卸寶 

五味 商會 

W E ■ごす St こ N . y ■百ぶ 

ぎぎ yyesanf 3745 


成功の 秘談 


6 

LnM't 

む S 

が 化 

h 前 


米 國式吳 語を 話ず 事 

はぶ 巧の 窠一 寒です 
本校には H 本 入敎授 
じ 偕れ れ專任 婦人な 

師 あむ 懇切 じ 會話通 
信 文 社を 語を 敎授し 
.ます。 日曜 遇 H 巧 I 
午前 九 時ょ b 牟を十 
'時まで 駆 较しー レブ 
スンと 十 他づ、 ふ〇 今 
H 直ちに ホ 校 あれ。 


道德 制度 習慣 上ょ 4 觀ゎ 〔下〕 

高 旧商會 。船荷証券 問題 

保証 制 おのな 蕾に 關卞る 怠 見 


保証 銀 巧が 化ら じ 荷物 

前渡しの 全む ほを なかする どし 
て も 巧 ほ 其を 额は 時の 巿惟 、ィ 
ン ボィ マ 巧が 又は 谷を 偕 あの 銳 
れじ從 ふべき ものなる かの 疑 間 

を 生ずる。 現じ 商 旧 かを のぶを 

じ 於ても 船 巧を 如何なる 巧を じ 

よつ て 見 巧るべき かの 問題で 爲 

替銀 巧と 保証 お 巧 どの 間にな 見 

; のか 違を ホた して ゐ るが、 巧し 

愚を を 巧 まの な 見 一致せ ず どす 

れば これ 义お 局は 試訴 じよつ て 

巧が みみを ホ レる の 外 ホを はな 

い。 ビ ー •玉グ 巧令躲 わは お 船 

曾 化 及びが 証が 巧に おし 化 おを 

巧々 强巧 る 立 煤になる V 」 雖も 

乍 併 巧し を 巧を 额の支 拂を受 く 

る もの' ごすれば、 何等の 損 寒は 

ホ じない 譯 であるから ボ 惟どィ 

ン ボィス 惟 格との 間にを だ しき 

ま お ぁ ち、 而も なげ 的 解 决じ俟 

たずを 事 巧の 協議 じよつ て 解決 

し 巧る もの ど すれば 結局 

爲嘗 金額 ミミぇ 

どは 夕数專 巧みの 觀測 する 處で 

をる。 鈍れに せよ 巧 かる 問題を 

惹 をして 巧 阅の巧 菜が じ汾 がを 

繼 おしつ^ ある i は 劑じ逍 巧の 

極で あるが、 がら ば 如： £ じして 

將ホ撕 かる 不祥事の 巧發 せざる 

ミを お 証すべき かの 問題が 識を 

の考 をに 上らな •け H ばなら 《。 

を 殺の 間 猫 どして は 第一を 通ぶ 

び 截巧事 おの 衞巧 敏活を 阔 ちて 

ビ ー •ュグ 巧 化 必を文 蕾の 到着 

おが 物よ ら遲 若す るが 如き i な 

きを 期し、 がまが 化 引 銀行の 保 

，証 じよつ て お 物を を おる 如き 機 

食を 勸 少なら しむる ； じある が 

■ wf じ 

飛行 郵便 の 如き 化が が 

發達 をぶ しても、 ー ホ じがて 荷 

物の 述送も 亦を ぜの進 ホを 遂げ 

つ； あるが ためお お 的に 文# の 

遇を を W 化する をはす 可能で あ 

る。 なじ 銀 巧の 巧 証 じよつ て靖 

物 前渡しの 巧 巧の 必要は 化が ど 

してが 化ず る譯 でんる か、 之に 

勒し從 巧の 如 < 紫：：^ る 商 沼惯に 

巧巧すこミ；：^<がを义び银朽條 

なじ！ をのが 則を 巧設 しなて 危 

險 のを 生を 防止ず ベ [どの 講論 

ホ大 にち をすべき 点で ある。 义 

々网滿 S 曾な 側 じがて は、 【：】 

化莊 が 面 じ 一を のを 额記戦 ある 

ものは 採用せ や、 【二】 ビ ー •工作 

ネ ゴシュー ト銀 巧の 知の が 巧 巧 

証を 採用せ ず どの 二 巧を 適用す 

べし ど 論じて ゐ るが、 么 はな 船 

會 社の 危険を 巧の する じ 巧 も 塔 

货 方 かで あるが、 而も 【一】 の 

巧を じは 實れ おめ てが 易なる も 

ご；】 の 巧 合は ち 巧 甚だ 阐 錐で ゐ 

る 〇一々 

儀が 先闕 じぶ おを U て 

おを し銳れ のが 巧がず がを 削 引 

したる やの 事 宵を 誠を ずる かか 

I きは 時 V . をを じよつ ては ぶが じ 

^堪 へざる のみなら ホ 時 U も 亦 之 

_ を なさ r る が ある。 一 兀ホ化 証 

お 巧の 巧 まじ おする 战 係は 顆を 

たる 荷 まの 利益 义 びが がを 樹 る', 

.ミに ホる からみ ホ 級は 出 ホ 得る 


贴 b 備單 を活 なる i を 巧 巧 どす 
るが 故 じ、 顧を の 祭 急 的 必をじ 
應 中る ために 巧して 自 巧が 手 あ 
剌引 おけなる や 否やを 確 レる 暇 
なき 巧を のがす る £ は义 己む を 
得む い。 乍 併が る お 合 じがて は 
巧を の 信用 狀 お及びが 趣が おじ 
勤す る 一巧の 注意を 拂 ふべき ホ 
針を 確立ず る ミが 化 要で ある。 
米國 じがても 又 巧んで 问樣の 

商 習慣が が 化ん、 ぉ 巧 

のが 就义は 保証を の 提供 じよつ 
てビー •ユ八 提化前 じ 特定の 荷 
物を を 化る 方途が 能 かれて おも 
殊にを 糸の 如く 特別 ッン ー ンじ 

よつ て 进速じ 腺 送され、 而も 其 

を 商が ち 額 じ 連す る もの じあら 

ては おも 頻繁 じ 此方 法が 實巧さ 

れつ i ゎるが、 此お合 徵道會 社 

は 荷 ホに 凿し ィンポ ィス 懼 格の 

な％ の 保証を 提 化を 要 ホし、 若 

しお 巧の 保証 じよる 時は 二 巧％ 

のを 额が 証を 要求して ゐ るが、 

お巧侧 どして は 荷 まが 自巧 じ對 

して 巧 証 か 額に 相當 する クンダ 

ットを 有ず る、 义はビ ー •エ术 

が自 巧の ホ じある ミを 確め ざる 

間は 容易 じが 保証 じ應 がざる ゎ 

めを くの 場を 荷 まは 保証を 會社 

の 手を 經て ボンド 提供の 方法を 

採らつ i ある。 H 本の 如く 

保証 會齡め 如き 特 碑の 

システムが ホ だを 逢せ ざる 闽じ 

あらては 荷 まは まとして 取引 銀 

巧の 協力に 化賴 ずる 外 じ 採る ベ 

き 方 巧かない ので あるから、 從 

つて 化堪 をに がける 銀行の 巧 任 

は 愈々 重大なら ど 云は なければ 

ならぬ。 郞 ちが 政策 をら に堅寶 

じ 過 ぐれば 商 化 引の 凹 滞な 進 巧 

を 化 巧し 义巧漫 じあ ぐれば 危隙 

が 出す る。 鳥 旧が 會の 場を じが 

ては 巧 証 銀 巧が 事大思想 じ祖は 

れ てぶ おおを 過信し、 信用 化 態 

の 巧 おじ おする キ ー ンな 注意 精 

吿を怠 b 不用意の 間 じ 異大の 信 

用を 渡 張した ち VJ の 識らを をれ 

る1は巧ホ^:*ぃのでぁる0 


化憐太 島の 

お 炭利權 

企業 組を 外の が 化 

本社 おを 特電は H 歲兩閣 の 細 

目 協定 曾 溝 じ 關し實 業家侧 代表 

の 巧を を 見る じ 至つ た 旨 傅へ た 

が、 化樓 太の 巧が が 權じ掛 して 

は乘 を 贊 をみ 巧で W (資本を 一 

千万 川) 利率と ホを 當の豫 をを 

なて を 業 組を を 組織す る 夕> とな 

つた。 差當 つての 問題は アグ モ 

才外四 化の 

始末を どぅす るかで ある 

が、 アグ ネォ 外 四‘ 杭 ごは どんな 

炭化で あるかと いふじ 

アグ ネォ N 鼓が ぶ 人クッ ネッォ 

フ 巧の 經を であつ たが、 巧 軍 

政黑設 おお ホ 上 誠 一、 末み 虎 

ぶ 郎巧氏 加入して I 二人の 共 問 

經をご ub 採掘に 從事 しつ i 

あつた。 投を 額は と 十万 川 ど 

•难 すれで も 敌が當 局は 化 巧 w 

VJ お 巧 b 、 义 ぶが 息 通は 十 方 


W 見當 どち 巧つ てゐ るが、 大 
阪 のが 田 化が 黑黯 である ご 云 
はわて ゐる〇 

エ 9 クソン = 1 名を ホロビン ク 

ヮ 炭化 ごも ゆばれ あ 義人は を 
人工 9 クソン 氏で ホ ーニ 井 物を 
化 員 孩巧嘉 S 氏の 經 皆なる も 

質は 上が フレンチ •ミツ ショ 
ンの 投資 事 震で あると 云 はれ 
投資 額は 六十で 叫 ご 稱す るが 
め府當 おは 化 巧 凹と 見橫 つて 
ゐろ 〇.' 

ナィ ナィ = 名義人は 露人 ジリン 
スキー 巧 (目下 巧衞ホ 明} で 日 
露實 業が ま會 社が 管理 權を所 
をし 旦つ副 委ほ權 を もちして 
ゐ る。 投資 額 十一 巧の ど 巧す 
れで事 質は 二 巧 阳見當 ご 目 さ 
れてゐ る。 

ペトロスキ ー:=; を 義人は 露 人べ 
卜 P マキ ー 巧で S 菱鑛 荣の從 
業 員を 避 溢 巧の 經 管と 云 はれ 
.てなる ホ だ 事業に 着手せ ず。' 
ク リシ リニ n フ= 名義人は 露 人 
クリン タ三 n フ氏 でが 木 商大 
村 ホ 之 助 氏の 經營ど おさる。 
目下 試掘 中で あるが 投資 額は 
ニモ w 巧 當ご某 消息通は 評 催 
して ゐる〇 

をの 中で 化雜太 軍の 鑛務蓄 じが 
て 企業 級 X 口の 掌 業 ど 同 檢る然 ご 

認められれ ものは アグ ネォを 坑 

のみで 化は 默詳 どい ふ 形で ぁつ 

たが、 冀斯科 じがけ る 細目 臨を 

に 移る 前に 是络諸 炭坑が 

新 會批の 組織 中に 網羅 さ 

れ るか どうか、 政晴は 組を じ對 

し綱羅 方を 勸吿 する 處 あつたが 

組を じ 加入した とて 果して 是等 

巧が 利權が 細目 協を じがて どう 

决 する でを らう かごい ふむ 配が 

あら、 加入 條 が じ 就ても 面白く 

あつて ゐ ない。 即 'も 問題は 國際 

的の 相手を 有する だけ じ 複雜で 

あるか、 を こ 迄 進む 前に 巧 輪 的 

じ 打つ て 一 化と する か 否か じ 面 

倒が ぁつて 政府は 一時 無 傑 か 加 

入を をし、 奠斯稱 の細岂 協定の 

結果を 俟七 最善の策を 講じて は 

如 巧 どち 吿 したが、 企業 紐を は 

素 ょらを 炭 お經營 者は 甚だ 喜ぱ 

ずを 渉け き惱み どなつ てゐ る。 

巧つ て！ 化 どなし 得ず とすれば 

勢 ひを 個に 勞農 政府に 雅薦 する 

; になる かも 知れ むが、 么じ就 

て 最初 政府は 

各 別に 推薦 するど すれば 

お 炭化を のみで 五名 U 上の 代表 

を 莫斯稱 じ をらねば ならの i を 

恐れ 內輪间 志の 揉め事を 必 配し 

たので あつた。 而 して 政府が 個 

入經營 ちじ 對 して 巧 意を 問 ひた 

る じ 井上 巧 I 派 ご 巧 お 氏の みは 

推薦を ホ 留 して 自ら 化 表 ごなら 

莫巧巧 じあ かう どを 取 6 進んだ 

外、 n を實業 じぁつ ては 名義人 

か ジリン スネ^ である からを 

別に 欧 巧から 推薦され や 共利權 

喪失の 褒ひ はない ご 巧 主した。 

化の 佐 野、 木が 兩 巧の 內窓も 答 

ぼ 口露實 業ど间 ほらし <化 々推 

礁 をを くる ども 莫斯巧 迄 出掛け 

る勇氣 はなから うど 見られて ゐ 

る〇巧 地の利 權 問題 もさう であ 

るが、 更に お あ 刹權じ 就ての 奠 

斯 巧の 細 肖 協定は 地域 閒 題、 輸 

人 穂、 人蝴稅 、船稅 、勞働 問題 

其化數 々の 問題で 一 盾 骨の 巧れ 

る 2 で わらう り 


支那 動乱 ご 

賛 易の 影響 ••： 

本が 第一 面 所 巧の 姑 < 支那を 
地の 裝勘 蜂起、 罷棠避 纔の狀 お 
は 單じ風 際的關 係を 麗 化せし め 
て 泣る のみなら 中 經濟的 じ 益々 
惡傾 おを 巧 長し つ、〜 をら。 右 じ’' 

就て 本社は 最近 貿易、 海運 及び 
を融 方面 じ肯 b 當 地を ま 店 出張 
所に 達した 情報を 聽 なした るか 
之を 綜 なする じ 大体， 

上海 方面は 小康を 待て 商取引. 

を 持績し 居る MJ 
廣東 方面の あお 急轉 して 巧 取 
引は を 然村絕 レ 屠る i 
じ 一致して ゐる もの、、 か < 、廣 
東 生糸 £關 係 ある 日本 生糸には 
六巧廿 一二 日が を 0 てな 引は を然 
停頓せ りごの 乂電が ゐら、 U 本 
綿を にも 同様 お 荷は 留 みなし 爾 
今當か 電報は を 獲 じ架電 すべし 
と 要請して 來 たさぅ であるが、 
上がの 取引は 異が なし、 但し 蹟 
おは 面倒な らん も 知れず ご'' 入電 
が あつた ご 搏 へられて 居ら、 橫 
濱 正を ま 店へは 電信 爲替は 都て 
香港 宛 じする 横 注意が わら、 別 
じ 詳報は ない が 廣東お 張 所は 聞 
鎖同樣 ならん どのを でを る ° S 
井物產 へは 虜東 のか 引は 杜絕し 
脚 係 家族は 巧 一の 危瞭を 憂 ひて 
香港に 引上げた。 權口 、上海は 
な 障な きも 香港 じ 一艘 的 スト ラ 
ィキ わ惹 おした ごの 飛報 か あ** 

ご 一 萎、 お ホ、 鈴 木、 大倉其 化 じ 
は巧電 なき も 商 化 引は 恐らく 遲 
滯 のかな かるべし ご 觀 測され つ 
つ あら。 お 船 會社侧 じは 直接 當 
地との 崇業關 係な きれめ 特じ乂 
電 なき も米國 線は 頻らじ 一 硬の 

宣 傅を 試み 「目 本船 じて 支那 じ 

物資を 輸送す るは 危險 であるが 

米國船はををである」 なで 5 吹 

聽 して お 人 荷 まど 曰 本船 ごの 契 

約を 破毀せ しめた 向きな ども あ 

を、' 火事泥 的な 商賣を 目論を つ 

つ あら のをで ある 0 


本社 お 京 特電 品饋 1.; 


漓船ゎ 社 倩 

二 千万 田發巧 か定 

大阪が 船に ては 社 潰 二 千万 阳 

發巧 あび 高 旧巧會 みビー •エグ 

支拂 ホを 化定 したが、 社 償は 六 

巧 五十 万阳 を借替 どし 殘 額を 部 

は 船舶 建造 じ充當 する 當。 

東京 勞銀稍 下落 

東京が 業會議 巧の 調査 じょれ 

ば 五 巧 中の 東を 勞銳 四十 八 碑は 

前 巧 ょら 騰貴 四魄 、下落 十四 褲 

持 合 化 巧で 平 •均ー ホ ホの 下落で 

ある ごり 

'太平洋 航路 協定 

义幽 ダラ ー 漁船 會社 じて は题 

船、 巧 船、 東洋 窺 船 ど 太平 巧が 

路 協定を 希望し 航路 日数を 延長 

して 競爭を 避け 同盟 組織の 意嚮 

を 巧して & る ど 0 

三菱 造船所 整理 

長 崎 S 袭 造船所に ては 簾 四 回 

の大 整理を 巧 ひ 職工 一千 人を 解 

雇した。 

綿糸 ホ 輸出 增加 

支那 藤 動の むめ 滿洲 向き 綿糸 

ボ 輸出は 五六 割の 增 加を 見た。 

=0 上サ五 H 後 



庵 桂 米 曰 


H.KOiOjMAI 

62-B4 W. 12 が h なけ e! 


レ W 巧 1 aria 

お 00 Broadway 
お 1 巧 比が . 
Near Subway Station 



巧六窠 
ご 目下 四十 四 
胡 目 T お 十四 


DARUMA 

781 - 货 h わ e. 
Tel. わ ； fant 扣 59 


Y0SHIN0-YA 

70 Greenwich St 
New York 

Tel. Bowling-G け en 10259 


327 W . が 化 Sf. 
Columbus 04 お 

く ぶ 一寸 • 


AUTO SCHOOL 

72 谷 Lexhi 昏 f:on Ave. N. Y. C れ y 



. 4 遣 學 車動自 

無 あ 業 便 暇 校 夕 懇瀬パ 曰 

禱雜 f を攀義 お 穀を 丰ま 


旋 


fulfill 


廣部 


New Yoir'k’ Auto School 
228 む 加 ！ id ゎも， Cor. 14 化 St. 



兩馨二 蓮 S ス ラ 轉錢自 
稗ぶ 十轉 十保ィ を & 動 

め 巧 立 胃 义ぶ 曲 < 去 な- び丰 

ら學 弗は 弗 で お- 授運修 


なが Kwan 

41 E. 1 が h み . 

お L 8'* がを 4 化む も 
Tei. お U パ esani 87SB 


K が agiri 己 ro’s 

224 E. 59th St. 
New Yoirk CUy 
Te!. むが nt 3480 • お 81 


S.KUWAYAMACO.i 

114 E. 59th St. 

New York City 


Japanese Tea Room 
1802 抽 Sir 帥 N. が， 

Tgi, Franklin 1577 



ろ inra 政） ； 


35 East 29th なけ d 
Tel. Madison Sq . 巧が 


The To か 0 な . 

140 W • 化 化な . 
New む rk む ty 
Te し Tra わ ! gar ¢559 


Kawasoye Hotel 

.1 お Wes り 23ni Street. 
Tei. MorniRgsi お 7154 


御 

旅 

舘 

河 

添 



340 W. 5 か h St. 

Telephone: 
Columbus がの 


( 巧 日 • 水) 司專わ 


YOUNG CHINA 

3140 Broadway 

4 8 お cks Sou 化 of 

12^h Subway 

alley Pang’s 

が STA 削 / 1 が 

453 お xth る 巧 . 

* Bej. 27 も -2 お b なん 

Cit:y HaH Tea Gaden 

170 Na が au St. CUy 

Nejct わ the Tribune 8 ミな 

Loo Lin M るな な g ち r 

Seem Nom Low 

が 4 - 谷地 Ave. 

B が . 2 か h-29 陆 St 

別 日 薑蠢！ g 穀 

じ本罢 を嗜を 
歡入 w 提巧精 
迎諸 供に 選 
し 君 ザし 適し 
. まは - ま す 皆 
す 特^す る樣 

• 3 ぞ 

彭那 

H 瑞 g 

1 縷理 

一 ’.-'-'- ■ ■ .' ，画 ，- -- 

紙ボす 間の お 
上 暖べ會 御 勤 甫 

街 J ゎく おおの 詞 1 
ま お 极の利 方 翊聽 
內立閒 御に じ 入 茶 
ホ 願 巧用備 は窟鬧 
上 凌を じへ 基蓮图 
慑な巧 應巧飯 

午 午 巧 支 美 
前前 理那ホ 
六十 口に 
時時 P0 し 

妻 4 南 S 

輯 潔 

店 懐 


W KONG NAM 

了 f 2 目 日 W. 11MhSt.!iMr9ihbe.‘t 
ザ 適 州〇阳 Uni 化 rsiiif 7034 

ユす 

ン るを 曰 


ゴ御話 本 
! 巧 しじ 
夕理 、住 
ァを 皆み 
の 調 棟 ’ 
す 進の 日 
で 致 御 本 

-i' ゴ L 幽お 



市 
纔 
茶 料 ■支 

れ^ 理那 

蔡か 

文 年 ； fr 
でを*- レ 

御 愛 

座お ^ 

いを 口 ^ 

まま 


だ〕 


號の 十五ち 千 一 第 


巧 bp Sap ななが で ぶ imc 巧 


[ 日曜： fc) 


FI と廿 巧み キ 四十 正大 


電な プラィ アン ト ■ 

八 〇 と 九！ 八 八と 一二 
H 曜及ぴ 夜間は 

ヶ ロブ グ 00 四 四 

妍 特長 ' 

一福 お々 13 
が 育巿西 四十 四 T 目 
一二 下 一一 八を 
(二階) 

支 巧 

妄 clarei こ孟 . B 己 falo , N . Y . 
ぎ亞 till さ 8 M 
ま 巧 Mrs . F . K : S 己 0 , 


带、 1 ごと 一四-五 
話- 四 四 八 八 

國 米み 1 ム 

レノ ツクブ 

Y が、 じ ，乂、 ノ隣リ 


永年 H 本人 諸君の 御 
嶺 負を 蒙つ てゐる 

P 逸仙樓 

です、 何卒 績 々御 ホ 
ホの 程を 願 ひます‘ 


•極上の 魚類 

季節の 新鮮の 魚貝類が 澤山 揃つ 

て 居ち ますから 御 賞 ホ 下さい。 . 

ァピセ ロ 魚 巧 

82 す晝 St , Tel . Fran 呈 n を 岩 


新 鱗 魚介 一切 

目 本人 向きの 生 あ 巧 山 お 6 揃へ 

特別 廉 憤で 大勉强 致します 

サゲォ ナ魚巧 

JOSOP 3 wa . vo 百 か 

224 W . Gls St . 

TeK Coluniln ち 91 授 


.尋れ 人 

^ま巧武お 豬お內藤巧太離 
朝が 人を 秉斗宮 巧 大宮當 化を 
鹿 培 鸠鶴义 淸宮が 八鸡鐵 太が 
愛知 ザ 川 良 帘如歌 山 引 止 純 I 
鄉繩玉 城利德 石 川 逢 谷 幸 進 
東 巧 炼出砖 一 

を 川 縣人ホ 旧 和 一こ郞 長男ぶ 

をの 者に 通 か 致 巧き 巧ち 之 

巧 满ネ人 若 < は 知人ょ な 現 

ほ 巧 御 通知 願 上 巧 

' 紐 育 廉國總 領事 お 

. 185 8 roa を ay New Ifork 呈 y 


會お御 料理 

並 じず さ堯 



中が 理髮巧 

中 转萬藏 
. 31 W . 寅 ミ St . N . Y . 呈 y 

巧 定/呈 ibus ミ 严 & C 呈 t をす rk W 男 一 

日本 埋 髮館淸 

新 ま 洗髪の 設備を を 迅速 了が を 
旨 ごし 精々 勉强 致します - 
西 旧 十一 IIT 目な 番地 一一 一呂 六 巧 室 

- ジブ フロア (第み 街*」 四十 lllT 目ち) 

宮川 事務所 

持績的 奮歸の 同胞に 巧 確なる 職 
莱 护羯旋 します。 

たちまち tagl 《 Ag ミミ 
養 W . 含を St . N _ Y . C . 

Tel . 3 ii 778? 9空8 


御料. 理 

芳の家 

壽 司、 媛 蒲 燒每日 有りまず 


御巧當 おびじ 
御 家庭 支出し 
御 下宿 

後藤 

壽 司、 綾蒲燒 

每曰 有^まず 


御 下 お 

自お亭 

结ジご ds Sf . B 夏享， N . Y . 
覃ブ 曼曹之 75 


住み ふ 地ょ き淸 潔なる お 

御 P4 侣松奠 か 

養 L ミ 量呈 Ave - 
す 一. 夏. sq - 迄 21 . I 


御手 經御 料理 U 家庭 什 品 P . 

御 下宿 伊豫 屢 

- - 

A ち d ョ呈 t で 2 

1 京で siihst . TeLpia 2 aB 17 l 、？ 

- i 


會賺御 料理 

東洋 鑛 


H 本 食料品、 円 巧 お _ 

並 じ 新刊 書籍 類 一切 

. _ 

お 桐 兄弟 商會 i 

- 

■を 巧 おを 巧 巧 巧を 巧 船 じて 巧* 

仕 お間篇 々巧 用命の お 舉« 上 候 


日本食が お 類ぶ び 雜を類 卸小資 

S プラザ た 謗 桑 山蘭會 

巧刊 書籍 雑誌 小間物 日用品を 香 


華 盛 顧 

さ ミ 

目 本 料理 

あじ 御旅 雜 


電氣化 事】 切 

下羽電 氣廚會 

2 泛 TBroadway 

を. 夏 istt 養 70 

書籍 一切 取次 

米 固 出版の 書籍は 化て 巧 則 御. 引 
じて 迅速 じ 取み ぎ 旅 巧者の 研究 
參考 資料の 書籍 鬼 集 等は 特にが 
使を な 計ら ひ 致 升. 【幡 巧】 
击ぎ shi 正を 夕 
1 芝 Nassau Si こ Tel - す ek 夏 n 養 8 





舞踏 敎授 

▼脯巧 ダン KA 
▼表情 か 描..！ 
紳± 、淑女、 が 子 
化さん 方 じげ 誇 じ 
敎巧 致し 巧。 午前 
十 時ょ も 午後 十一 
時を ( U 魔を 换 < ) 

シャリフ •ダ％ シ 

ング 師範 學 按率黨 

上が タマ 



段 蒲 燒壽司 御 仕出し 


HW 巧 日が 巧 も 御用 命じが じ 巧 -一 

會席御 料理 ！ 

离等御 下宿 j 

兒 玉ぶ】 i 



瓣 料理ち で 化 


化 お 


乂 


毒 词 毎：！！ あ もまず 


化 抓 

^ お g 如 

d L ^ 

J れが M 
み 


豐油懿 glsi 齋ぉ 上白 米 

巧 田 巧 油 巧 まを 化 東が 一手 資揃巧 

日本 食料品商 會 


U 本を 巧な、 お貨 
を 括、 おを、 巧 曲 

ぁ話 か"；^ ァ气 W 東京 商會 

贷术 1 ム 、自 なの 使 あ b 


▼ S 德 U 淸 潔、 親切、 氣樂 ▲ 

勢 州 縮 館 ま 熊が 

まほ 伊勢 事を 义 邸 をが 

225 E . 累 th Street 

ジ l - Regentw 芭 9 

電話 ンキ シン トン 闽八五 近 

若 旧 旅館 

巧 十五 目 二な 番 


西 六十 五 T 目な 四十 六番 

一力 旅館 大橋 

電話 ュンプ コット 八 六 一 〇 


ンヤ トル 市 

NP 敵 館 

。系 ホ ！； h . As . so . Meat ユ历、 Wash . 

停を 巧 前を おご 一 了ち 側々 階盐 
H 本 巧 船 切符が 披波口 場 送 抑 


藤 ザ 旅館 支な 

二 3 saynard -Ave こ 
W 6 a - ttl 6. \ yash :’ 


日本 巧を がが 巧 御 申 这じ應 じ 
萬 事 御 巧を じ 御 取扱 ひ 申 上 お 

榮潘 -T 川 ホ テ 火 

▼目 本 御料 巧 (別 巧 ぁら〕 

，を 巧 カリ ホ^ ニア 街-ー ハ ーニ 
電話々 ネ ー ー八 ームハ 


口 1 サン ゼ ルス 地方の 御 
觀ホ じは 最 まの 御 巧を を 計ら 巧 

ィ ^ グル. 

ホ テ 火 

缀巧 おじが ける 间胞經 營中最 
新を 高等 ホ テ. であらまず 

羅廢案 一 街 一二 九 半 
亟話 「が アンダィ. キと 六五义 
安 ツカ 丄 二八 六 S 

貸 自動 率 (牧野) 

羅廓名 熙御觀 光じ过 穀も微 通し 
た ラィ バ ー が 御 窠巧申 上まず 


がス 


トン 案 巧 

貸 営 動 ま お 河 西 
諸ち 跡、 大學 校、 H 媛ぶ 恼一投 の 
紹 かを び通麟 もしまず ぎ。 ョ 30 
一己 Back - 置ゴ呂 S 累 via Si . 


ボス h ンお 

富 壬 旅舘夫 浦ボ松 

‘妄去 ミ 豆 蔓 St . すを Mas . 
ジ ー. B 岩 k - Bay 呈〇 


の 彭斷の 結果 精神病 者 ど 鑑定 さ 
れべ グビユ ー 病 おじ 送られた。 

卓上 夜話 

世乂年 目の 手紙 

一八 八 八 年の 消印の ある 郵便 
物が 化 八 年 目 じ 本人の 手に入っ 
た、 をれ は 華 盛頓州 タコマの 煙 
草 お ま 人で 當 時は 諾 威の 化 部 漁 
がで 船乘 をして ゐた 十八 歲の靑 
年に 巧兩 親が 送った 一枚の 寫眞 
で當 人が 巧 ホ V ノス •アィ レス 
じ 巧け て 出帆 後間 もな < ォス '口 
あ榜の 漁村へ 宛て i 出された も 
ので、 本人の 後を 追って 南米を 
化を 廻 b 了 巧を 經て 巧び 諾 威へ 
返へ された が、 旣じ差 出し 人は 
化化じゐ^:?>いのでがのををじ事 
情を 瞒き 宛名の 本人が ホ 國じゐ 
る ど 判明し、 化稻 漸く 本人の 手 
じ乂 b 册八年 前の 兩親じ 接する 
i が 出 來た〇 

♦ u 會 のを 院で 
は 第二 ど 第 六 S 
が 一番 活動して 
居 b 窠 一と 第ー ニ 
が 其が で、 簾の 
五、 とのを 區は 
未だ 巧ぶ 始めない 樣だ 精々 御勉 
强 下さい (熱必 家) ♦日本 惧樂部 
の宴會 おじ 必中 出る のは- 「近 巧 
の 食事は 段々 氣口 g もを も 化で メ 
シ 遠の メシ だ、 いくら 巧 碑の 兒 
をを じする どは 云へ 余ら ヒド過 

ぎる」. どい ふ晰 巧 ごかな 良 

せねば い i ぎを 招いた 持に® か 
しからぅ (一會 員) み產 めよ 而し 
て 地じ滿 ちよで 饿 鬼せ ハを 粗製 濫 
造す る 占 だけは 人間 並 じむ 得て 
忍ても、 •さて 育 兜の 考へも 立た 
ホ 燒は營 養-不良で 屋內 はォ シメ 
の 臭 氣£ 南京虫、 油虫の 死骸が 

ゴ- 口*'''-,..-^;. 敎育保 験は 素よ を 

自身の 保險 さへ. 掛けない とい ふ 

のが ある、 をれ で 天で 國家 もを 

つた もの ぢ やない ホ づ自を 

で悔ゐ なめる i さ (慷慨 無 腺 生} 

♦或る 白人の 客が 某 H 本 雜貨巧 

へ ホて 化 梅 子は 見た 處 もよ. 

し 値段 も 手頃 だが 腰を 掛ける £ 

不輸快 だ ........ ご 云つ たら 黃 色い 

顔の ほ 員が ヘィ をれ は當巧 

輸入の 特製 應接 椅子で 厶 いまし 

て わを 樣が 巧して 長居を しない 

樣じェ 風を 凝らした ものです 

'は 人を をつ じ嚇 (實見 ホ) 
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コニン} ス (兎の 變訴談 じ大聲 

夏 旗最 優等 ダ ー ム 『コニン ー ス』 は 最あ二 かの 訴露じ 見ぶな 

勝 巧を 得て 益々 確固 不拔の ± をを 得た b 。 事件む 相手 ホは 

- 第ー ケン タツ キ^ — .夕. — ビ^ ~ 會社 

第ニ ベ' ~ ぇ ボ ー ル會社 一. 

何れも 特許 侵 善 奉 件 じて がみ 書の 一部 ホを 本 器 所 時 諸ぶ じ 

示す' 

(前 蓉) を 巧の 器械は 技巧を 0 て 他ご綻 ずす る じ 其技づ 

を 示すべき 满會 なく 競技を 只 一時の あ 味を 得る のみち 

る じ原吿 (極 口 巧 之 か) の 持 許 器 (コ ニーン ー ス) じ 於て ： f 

めて 競技者の 大 なるお 巧 じよら 正 當じ旦 才能 じよ b - 一 

する 競技 器な ろ ど 信 やる ものを 得た-^。. (中蓉 )0 上 巧 

記した を 理由 じよち 明白に お吿の 得ね'^ 特許は ち 効い' 

して 被吿 (ベ ー スポ ー 瓜會 社) の 器械 (巧會 社の 特許 品 

は-原 吿の恃 評を 侵害せ る ものなら 

器が は 毎年な 良され 今や サ六 年式の 製造に H を 追れ 巧れ b 

コこレ ー ス發 明幷じ 製造者 . - 

權口門 之 

篇 Second A ま.， College す妄 Ne 三 ork , ジ • Rushing 3蓋 ミ 2 2? 


男 やもめよりも. 

後家の 多い 大紐 育. 

j 人の 男 じ對し 女が S 人の 割を 
離婚は か五歲 頃から が 多い 


米國 じがけ る 人口問題 じ 就て 
の專 巧を であち、 が 育 巧の 統計 
哥じ巧 子を もめて ゐるジ > "七フ 

々ャグ アジ ョー 氏は 最 をの ホ國 
人口 調 巧を 考究した 姑 お、 大 が 
育巿 じは 

男 やもめ よち も さ 

んが 多く、 巧 劇を は 一二 じ おする 

一で ある ごい ふ 巧 味 ある 統計を 

をを して 獨 身を のをを 强 か.‘ りし 

めて ゐ る。 即も 人口に 對 する 後 

家の 剧合じ 於て を 米 ホ 巧の】 剰 

ー ホ ーが に 載して が 育の それは 

一割 ー ホ 置 旌 でを 米 番付の 横綱 

ごな つて ゐ るが、 巧 やもめのを 

米 人口 割を 助 ホ 八. 贿じ對 しが 巧 

は S 步八 厘で 前頭 おじ 坐っ てゐ 

る。 之には 男の 巧 雄が 女の をれ 

ょち も ぞい どい ふ 外に 男の 結婚 

年辭が 女に 比 鞍して 遙 かじ 晚年 

であら、 妻の 巧 じ 率ょ b も 夫の 

方が 夕 いのが 最 火の. 原因で ある 

さぅ だ。 巧 じ 人口 調杳 じがて 面 

白い のはが 育 巧の 妻帶 男子が 巧 

十四 巧 一二 千 六 巧 四十 S 人で ある 

じ對 して 

結婚の 女は な 十一 万 五 

千 六が と 十 人 どい ふ 数で 1 r 力 八 

下人 S 妻帶興 子逝劍 をを じて ゐ 

るを であるが 、之は 妻子を 國じ 

殘 してなる 外闽 人のを い 証が で 

あって 外國 人の みでは 六 巧 お 千 

人の 妻帶 男子の 逝剩が あるじ 反 

し、 ホ闽 生れの 兩親じ 就て 見 

£ 結 婿した みの 方が 四 巧 化 九 人 

のぞ 数を おして ゐ るが、 之は 兩 

親の 人 柿 相違が 生んだ 結 おに 外 

ならない。 雜 婿では 旣播 婦人 甘 

と-力 八で 六な 五十人 じ勒し 巧す 

はか 巧 力 一千ー ニ 巧 化ん、 純外國 

人では お モの廿 一巧と 千 巧 十二 

人に 對 して 女は 十八 巧 八 千と 巧 

化 四 人に 過ぎない。 义 ら化视 の 

調查 じがて 最も 困難な のは 

離婚 後の S の 巧衔で 

或る 者は 巧婚 して ゐ るし、 をる 

をは 其 巧で 獨 身の 方 じ 遇されて 

なる 煤を も あるし、 殊に 離婚の 

ホで たはぶ 十四 歳 位を は 男ょ b 

も ぞく、 をれ な 上は 女の 方が が 

ない とい ふ 結 あら あつて 之 じは 

遺が の 統計 學者も 迷って ゐ るが 

紐 巧 ホの が 婚年齡 中で おの ぞい 

のは 化 お 歳な 上 化 四 お 0 下の 一 

千 四な 四十 九 人、 化 五な 0 上 四 

十四な の 下の 一で 九十と 人、 女 

では： b 五 族ょ b 化 四 歲の二 千 二 

巧と 十义乂 、册 お戚ょ b 四十 四 

歲の二 千 二け 六十 お 人、 四十 亞 

おょら 五十 巧 おの 一千 二百 四十 

六 人 どい ふ 傾す で、 でぅ やら 

ホぶ 歲 頃から 册 1 111 裏 

じ 到る 問が 巧 女を 通じて 蟲も雜 

合しぶ い年齡 であるら しい。 併 

しが 巧 も 離婚率は 巧が 四千 一二な' 

云 人、 女が 六 千と.， りよ 十五 人で 

シカゴの 舆ホ千 六 巧 乂 人， み 八 

千 乂巧化 八 人には 遙 かじ 劣 b を 

港 や ホ潘よ らもで 化で わる。 尙 

ほが 育 ザ やもめと 巧义千 人中に 


凹 力 お 千 人 即ち 五 割と ホ、 後家 
さんか 云 万 S 千 人中で 十二 万 八 
千 人即も お剌五 ホは 外人 だ ご。 

♦トラ モンド 家に 

輝く 家系 

秩父宮 の 御用 掛 

目下 睐洲じ お 巧 巧 中で ある 巧 
が おき プリンス、 秩父巧 殿下は 
ホ片十 y が 後 じり ン ドンへ 御上 
隆の豫 をで あるが、 御 滯英中 殿 
下の 御用 掛 どなつ む ドラモンド 

將 軍の 家柄は 綠裕 蘭で も 極めて 

古い 名が の 一 ♦で 始んで 

英國史 ご 終始して ゐるど 

云って よい。 將 軍の 父は ゼ！ ム 

ス •ロ パ. ^ •ドラモンド ご 云つ I 

て お 軍の 提督で、 祖父は ドラ モ 

ンド 家の 宗豕 たる 第 八 世 スト ラ 

ト ラン 子爵で あつた。 現 巧の 宗 

家は 第 十五 化 ペグ トお兼 第 十一 

化 スト ラト ラン 子爵た るゥキ ブ 

アム •ー ンン 1 •ドラモンド 巧で 

ある。 蘇が 蘭では 巧が 年 前 迄は 

を 地に 裘 族が 骚 居して クラン ど 

稱へ 其數約 一二 なじ 達した が、 を 

クラン おじ 姓を 间 ふし 例へ ば マ 

ク ドナ 八 ド ごか、 マコ — ン^ — ど I 

か、 モン" どか 名乘 つて ゐ たも 

ので ドラモンド も 其 二. しある。 

傳說 じよる ど 始祖た る 人は^ ン 

ダリー の 貴族で あったが、 恰お 

巧齒 はゥキ 5 アム 王が 挪國 のノ 

が マンから 渡つ て ホて サク ジン 

人を 征服した 時で、 サク ジンの 

王族 殘黨は ぞく 

蘇 格 蘭 じ 逃れた が、 •卜家 

の始化 モ—リ .スは トロ モンド ご 

いふ 船 じ サク ッン 王の エド ボ 1 

ア スタングを 乗せて 蘇 格 閱じホ 

た。 ド 家の 屢を中 じ 一貫して ゐ 

るふは 化々 皇室 じ 忠誠を 盡 して 

ゐ るを である。 裂 巧の 英题 皇室 

は 蘇が 蘭の 王を である お 其 始祖 

である ジョン •スチ ユワ- (力 

リック 伯) の 夫人は ドラモンド 

族の 女 アナベラで あつた。 义マ 

1 ボン ット •アナベラ (ずの ど 同 

ぶ 異人) の 二々 は をれ お 

蘭の 二王に 嫁して ゐる 程で をる 

から、 其當 時よ‘ ゥド 家が 名 巧で 

あるよ 尙ほ巧 五 攝淸谁 じ 比すべ 

きものが あつじ VJ 云へ る。 ドを 

が 始めて 爵位を 典 へられた のは 

一四 八 八 年で、 同家が 化々 

皇室に 忠誠を 盡ぉ 例は 

先祖の ゼ ー ムスが 蘇 格 蘭め 歷あ 

で 最も 名高い 皇后の メリ ー •ス 

ナュブ ー ドを 援 けて 英國 ど戰つ 

たを で 其後禪 々の 巧 巧が ある。 

蘇格魄 はなが 少數 乍ら 征服を ね 

るち 國じ 侵入して 幾 夕の戰 勝を 

窥 らした 負けじ魂の ホき た 験を 

は、 巧い 荣 男の 偕 王ボニ ー •チ 

ャリ ー の 時化に 最も ホし くお渾 

された もの だが、 ドを は 化 偕 王 

じ 化へ て 忠勤を 擢ん でた。 恰度 

巧が 胺史 でが 池 氏が 誰な 親王を 

を じて た 巧 ご戰 つたなな もの だ 


が、 ドを の歴 おの 方が 一層 化々 
しかつた。 ドを は 中途 ぺ八卜 伯 
ど スト ラト ラン子 解の 二 家 じみ 
れ わが、 現 巧では-ホの 系統が 
絕 えたので スト ラト ラン 家 かす 
爵ど 化爵の 

兩 家を 兼ねる i じな つて 
ゐ る。 現ド將 軍の 毋に當 る 人は 
海軍 提寶サ ー •ジョ ー デ • H リオ 
ットの 女で あるが、 エリオット 

家 も 亦蘇恪 蘭のを 巧で 宗家は ミ 
ント ー お爵 家で ある。 將 軍が 若 
い时 ミント！ おの々 ナダ 総督 時 
化に 副官を 勸 めた i も歷 おを 辿 
つて 見れば よくが る ^ で、 駐 H 
英國大 彼 チャ ー グス •ユ リオ ッ 
卜卿も 恐らく 化 一家で あると 思 
はれる が、 して 見れば ド將 軍が 
御用 掛を拜 命した 驟係も 誌 解に 
難く は あるまい 0 

が 竹 キネ マ ー巧 ご 

.映 議界 消息 

お 竹 ネネ マの 人氣 役者 中の 白 
巧ど稱 せらる 動 俳優 諸 口 十 
义 おど ス ッデオ 支配人の 六車條 
君 どは 羅 がから シヵゴ、 ナィ ャ 
ガ ラを 經て 去る 廿 一二 H 共 じ 紐 育 
の 人と なつた。 諸 口 君は 今日 、 J 
—ブ术 じ 向けて 岀帆 する フラン 
ス々 で 渡 佛し十 巧 迄に 歸朝 する 
計盡 であら、 ホ 車 君は 紐 育よ ち 

引き 退して ホ リゥ ッド じな き间 

化 ホの 巧 視察を 濟 ませて 桑 港 ホ 

面から 歸朝 する 段 取ち であるが 

最近の 日 ネ映審 を じ 就て 兩 君は 

を々 語る 「化かは 專屬の 巧 

ホ 佛優お 他を 合せて 四百 余 名を 

化 巧し 巧ら 都て 化 竹 自身の プ日 

タ クシ ヨンを 上場して ゐ ます。 

H 本の 映嘉 をで ホ 國じ學 ぶべき 

は卷 氣の應 用で あらます、 巧み 

H 本では ホ だ 化 おは 遺 城 乍ら 企 

及し 得られない 處も あちます が 

專念 努力して 是非 米國じ 負けな 

い樣 じな をたい i ホ 望して 及る 

ので あらます。 從ホ映 壽の卦 切 

を 前には 東を 府は 蠻視廳 じがて 

他の 地 ホでは を府 縣の當 局を が 

別々 じ攒閱 する J じな つて ゐま 

L たが、 愈々 ま 年の 議 食で 豫算 

が 通過した 結果 將 ホは 內 務省馨 

巧 巧で 全 國的じ 撥閱を 統一す る 

MJ どならました。 例の 所謂 巧 辯 

も 数年 前 じ 比して は ズット 進 ホ 

しまして 衛 潔に 說 明を する 傾 お 

ごなら ましね が、 ゐれは 日本の 

映 書が ではを 要な 機關 であるか 

ら 今後 も 映壽ど 共じ發 達する i 

ご 信じます。 巧 國の映 轟が 巧く 

巧く は 我々 の 理想 も實 現されて 

外 國の巿 驚 じ歡迎 される 時化が 

到 ホす る樣じ 期待して ゐる譯 で 

あらまず」 云々。 

濱 崎な 喜が 潑狂 

鹿を 島 縣大島 郡の 潜が を 喜 ど 

呼ぶ 本年 化 一歲の 同胞は お前 プ 

グッ クブン 靑年會 じを 宿した i 

が ぁ b 、 昨今は 巧 化 五 了 目の 某 

日本人 宅に 下宿 中で ぁったが 春 

じ 入つ てから 例の 如 <氣 が 妙に 

なな、 曰プ クフ エラ！ から 手紙 

が 巧る 當だ ごか ヵ ー ネ .ダは 自を 

のぶ 人で あるな ど i 口 まる かご 

思 ふ' ど 時 じは 皿 小が を 壌す 等の 

乱 おを する けれ 共 巡査が 巧れ に 

妙に 靜 まる ごい ふ 風で 下宿 ま 

ほご-^ 巧 巧して ゐ たが、 截帥 
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WALKER & FLO 則 0 

CUSTOM TAILORS 

20 DEY ST., NEW YORK 
Near Church St. 

TEL. CORTLAND 了 7667 


ん 

The Miisubislii Bank, Ltd. 

EQUITABLE BLDG. 

120 Broadway, New York 
Telephone Rector 9483-85 


THE MITSUI BANK, LTD. 

NEW YORK AGENCY 
Room No, 101 2, 

61 Broadway, N. Y. じ . 
Tel. Bowling Green 3440 


Ttie Bank ol Taiwan, Ltd. 

Room 308 

Bennenson Inviting Bid 呂 •， 
JL65 B の adway, N. Y, 
Tel. Cortlandt 7 が 2-33-34 


巧 行巧鄕 
はま 替里 
詳一賣 送 
細 お 買 金 
はお" 及 
御 巧 荷 fa 
遠 裴爲ホ 
歷務巧 送 
な 御 化 金 
< 巧 組 品 
御 辛 II 化 P 


巧に 立 


襄ぁ信 S 

下 可用 ' 
度 化狀か 
おおを 固 


^;按 


會巧 

あま 預ネ 
^ を 厨 

灣賣 

銀 養 
巧季 

« 1 

お煮 

襄羣 

所 寡 


M0 圓 醒 邮 OSiilnc. 

53 - がぷ 7 W. ‘2 か d S し 
New York じか 
Tel. Gramacy が 目 0 




"American'' ; r ' ぶ ' 
Oriental Mail Lih 己 こ 

■ ピ — •: V.-- ■‘ ' , r waled _fdr . . ご 一 ’..--' 

United S お t 的ぶ Wp が n を Board 

by^diiiiral. Oriental lanej Managii^ Opera *.； -► - 
甲^ - , ム 。袖が 化 巧 お.， Seattle - 


32 Broadway New York C け y. 
Phone. Hanover 7394 

巧を 古俄巿 

112 Wed Adams み！ •が t， CHICAGO* I しし 


社 會式株 船 薇洋東 

■[^K . に 

NEW YORK OFFICE ： 

Room 801-805, 16S Broadway 
PHONE. CORTLANDT 8047 

San Krane お CO Office: 551 M が ket か 

帆 お 港 桑 

おが； ホ廣 路 おお 北 


@钟 ひ 計 取を 便 般萬他 其蒋巧 道锁參 


〇ぶ ぶ . じ ne 

大敝 商船 會社 

む 邮 ] 卽 3 む nard Bldg., 

25 わ oadway, flew む rk む わ， 

Tel. Bowling むが n 63 お 


號 四十ぶ 百 千 量 第 


扭 もで ぶな ; JJ ななぶ 巧を なけ 爾で巧 


( 日曜 ±) 日と 十二月 六 年 四十 正大 


〔四 ) 


臺蠢 蠢 i 雜賣穀 

頂を i 班 知 〔驟耗 錢 一房 

(粗 シ曹モ 凹 お下ノ 逝な 巧を ハ おが 息) 

横濱 正金銀行 S ま 巧 

郷里 送金は 都て 無手 數 おじて 當 
が 食後 ネ 巧が 山 送を モ化扱 申 お 


あ 長 男爵 住友 吉左衛 巧 
ネ巧 大政 化演五 T 目. 

が 育 そ 店' 紐育ブ 0 I ドウ ユィが 四十 化番 

鱗 巧ぶ 銀 わ 

ド 4( 巧 京、 橫濱 、を 古 崖、 巧 都、 財卢 
日本 巧^ち ノ 道、 廣 島、 吳 、柳 井、 下ゾ哄 
地ま店^ 巧巧、小倉、ぉ松、博夕、乂留米ず 
本 固 巧を、 が 里 送金 等は 柱め 
て 御 巧 利 迅速 じ 御が 巧す 申 お 


藤本 證券 會お 

. 1 殺 か 借 証を ノ費 買、 引を、 募 お 
▲金融、？ 之二關 J - 切 ノ莱巧 

體 賦 藤本 ミ マ？ 力— 銀 巧 

紐 育 お 張が 


雜貨 陶 なお 

ドライ ダ！ ゾ卸贊 

太洋賛 易！ 會社 

支 巧 巿巧 古、 ポストン 


夏瘍グ I ム向 

夏燒 ゲーム 向な 具 即ち をげ、 歐洲 直輸入 
を 硬 小物 雜貨類 殊に ゥォ ー キング、 ヶ 1 
ンは 最近 流 巧み もの 化 揃へ 日本人 顧を を 
歎迎 いたしまず。 

直輸入 元 

リ* ~~ 夕 1— エンド ソンス 會 


日本 紳± 巧みの 洋服 

= 御が 义は當 巧 へ = 

弊 舖は夕 年當地 日本 お 樂が會 員、 銀 わ、 會 
社員 ホの 御 召 服を 誠 製して 居らまず。 

新型、 新柄の 洋服、 外套の 注文 仕 立は 廉懼 
で 御用 命じ 應 じます。 

ウ t 力 i ムント 

フロ リオ 洋服 巧 


資本を- 僞脚 
巧 込 巧 寅 本を 六 千み 困 
巧 立 金 五 千 六 拾 巧 曲 

U 一二 井 銀 一な ち 支 巧 

本 おお 京 巧 日本 橋 赔駿河 町 一 
支店 小 格 日本 橋 化の 巧宽 京； おが 
名 古 崖を 郁 大阪西 (大ち 
が 戶巧島 下關巧 司ち 松 
巧 岡を 2 上 おが 敦を買 


外 國巧替 、鄕里 送を、 化 送を、 信用が 巧 化 
一 股が 巧 ま お 巧々 巧 巧 利に 取圾巧 申ち 

本 ま 店 ま 京 本を、 大 お、 神戶 、京® 
所な 化 名 古 崖， ル お、 上が、 倫 あ 


H 本陶 黯雜貨 
ドラィ グーブ 卸販費 

S 巧 ホ 桃 ホ 組 

MOOI . MOMONOI 00., Inc . 

105 田-一 害 St . N . Y . ジー. wtuyvesa 扫 t ま 苦-8-7 


陶破 器、 雑貨、 ラ 
ンプ及 


卸賣 


ランプが 

森村ブ タザ ー ス 
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夏場 グ 向き 

U 本 獨逸盧 輸入 玩具 小物 雜貨 類、 
玉屋を 種 ゲーム 向き 恪ま恰 巧の 物 
澤山取 揃へ： 0 本人 顧客は 最も 確實 
げ 峰に 取扱 中まず 0 

子 — ド 心 エンド、 ン厶 メル 


ホ/か、 •换濱 •一; 戶 •長 巧 •上 巧 < 香港， 馬を 巧 お 

コレァ 丸 三 0、 含 〇曠】 毛 巧サ 

(羅府 ぉ 孤よ ぶ 十 ホ 目) 

春 洋お三 二、 0 登 順) 乂另 四日 
西 比 利亞兄 (二气 000 觸) 八ち 十八 日 

(罹 麻 出帆 八 巧 十四 目) 

太が 化 三 2 夏 哦) 化 巧 一日 
天洋乂 (ニニ、 0 呂顿) 义巧 十五 日 


往航 墨西哥 、お 塞、 智利諸 港 巧 
夜が ホノ^、 横濱神 戸門 司 香潘巧 
をを 共を々 圏 一 国 

◊桑 巧せ あを 切 巧廈窒 ホ 旗 入 抑 餘旌仕 S お 


シャト 八 お 化 午前 十一 時 
►プレ •ン ゲント ジヤクソン 

と 月 十四 H 

▼フ レシ デント マツキシン1 

セ 巧 廿六 U 

▼'プレジデント ジ で フ アツ ン 

: 八月 と 白 

V プレジデント グラント 

八 巧 十九 H 
▼太 や 巧 航路の 最 快を 患 船 ▲ 

▼船室 廣く 理想的 じ 完備す ▲ 

▼ベッド 使用 コット じ ホず A 

御 ホ 祟 じ 依ち 日本食を 誠 ふ 

.代理店 桑 山 蘭 店 ミ ご S , 


シア ト八お 帆 

丈 每ず化 と 弓 十九 H 
を ふち か义 と巧屏 九日 
▼一等 馈资】 丸お萊 

化し ばりず 丸 るん ごん おは 一 狂五叛 

▼ち 等 目 本 巧 五お贿 客室 大な造 お 族 室— 

▼鄉 希望に 巧り I 等 巧 則せ 獲が 巧發お 可を お 

ロス アン ゼ瓜 ス出奶 

ぱ なま 化 八 巧 十一 n 
はわい 义 八月 十み U 
▼一等 役を まじらみ 巧を 丸一 化 五 巧 

其 他 はんて 一-々 巧 ホ 

▼一二 等 日本が まじら 丸 布 哇丸重 弗ぶ 化 一 亢巧キ 

▼ を灌羅巧巧^切巧瘍塞をが入御幹庞仕リぉ 
▼が脊 線 パナマが 由 日本ち が 巧 度 物 船 月 一曲 


日 

夺 

部 

踪 

舟 

會 

■じ 

が 


紐 

育 

支 

ち 

t / 


た 

9 一 


シ W 

せ 

ャ wa 


W n 
二 


ル . 

ま； 

店 


シアトル 化 帆 (ホ 化 午前 十 時」 

加賀化 と 月 ま 百- 
伊豫 义 八ち. と 日 
が 陶化 八月 サと日 
橫濱化 九ち 十 を 
U 本 巧 船を 運賃 お 率 
一等 橫濱 一九 五 巧 神 戶二〇 五 巧 
一二 等 洋食 五十と 弗 和を 五十 五 お 

歐洲 日本間 客船 (毎月 二回) 
输敦 ょも 一等 百五磅 、二等と 十 
磅 、馬す 塞ょ b 1 等 九十と 巧 
二等 六十み 磅。 

が 育 化 化芭を 馬紹宙 日本 巧 巧 物が 一 巧 二码 


船 星 
を 巧 
は を 
が 御 
本 呼 
を 出 
■ A し 

が 下 
称さ 
はい 


米 國獨ぶ 巧 五十 年 記念 

費 府大憐 臨見會 とを 留 同胞 

衞賛會 社を 組織 卞る 運動 閒始 


お 育 U 本人を 巧 巧 ま；： なをに 於 
て 協 薄の お ま 明年 六月 一 H よち 
十二月 1 H を 巧 かで 開催され る 
米固獨 立な 五十 年 記を 大巧 寬倚 

の 巧 報を 調査して を 會員ぷ び 一 

肢 同胞に 其 大要を 報吿 する じ ま 

べし どは 本社の 夙 じ 報道して 

をいた 所で あるが 該報吿 貪は ま 

る 二十 四 H 午後 S 時から H 會事 

お 所に 開かれた。 出席者は が 本 

(郵船) お 村 vll 憂】 井上 妄都エ 

巧) をが (森が) 鈴 木 (を 陶) 長澤 

( H 本 ドラィ グ I ズ〕 諸氏の か 化 

川、 畑、 巧 藤、 小 巧、 出 浦、 小 

股、 を 井、 山 口、 藤 お、 お 膝、 

片 お、 綱 口、 化 ホ、 が 巧の 十 凹 

を U を侧 からはを 信 竹 治、 を 西 

龍 雄の 二 委員ぶ び 巧 旧 蒂記お 臨 

席を 信 氏 まごして 說 明の 巧じ當 

b 摄か大 博 n ンセブ シヨ ンま巧 

T ブラ ム氏 代理 •キム ブグ巧 ど 

のを 涉呵末 よら 今 遇 月 雁 敷地の 

實地踏 をを 巧す どが じを 巧 アブ 

ラ^ム 氏じ會 見せる 事情を 述べ 

數 氏の 赞 問ぶ びを 西 委員の 說明 

補足が あら、 が 育 H 本人 會は先 

づ 一般 间胞並 じ會員 中に ィン テ 

レスト ある 人々 にお ムが意 的に 

餘旋 の勞を 執れる じ 外なら やと 

のま 意を 明か じし、 コン 七ッシ 

ヨン 獲得 じは 關 係せ や 唯 间胞中 

のち 志 者を して 一致 劇 結せ しめ 

巧ん 間 じ 無益のを 機 ご競爭 をを 

せ ざら む よ をホ留 する 立 鴻じ巧 

り ど 云 ふ 点を お示し 大 博の プラ 

ン 、出 おお 則嘗 等を も 提示した 

A A A 

夫れ よ b あを の 協 谦會じ 入る 

S ど ub を 闲氏 を座長 じ 推し た 

後 協 誰の 巧 巧を 料亭 都 じを し 

扫 、お 賭、 河が、 小 巧、 出 浦 

山 崎 公使の 

秘露闕 話 

り 秘親蒂 化 進 論 

先頃の 外務省 巧 政 整理 じ 

が ひ 夕數の 老巧 ど お 巧 ごが 歸ひ 

落されて 大巧を が 巧 はれた おお 

新進を 用の 巧戶が 開放され た譯 

であるが 前 布 畦 總領樂 たらし 山 

崎馨 一氏は 巧 じを 權を 使に 巧せ 

られが 巧 辟 御を かがられて 赴 巧 

のを 巧が 脊を 訪問した ので ある 

山 崎を 化は 明を 十五 年生れ で 明 

を S 十八 年 東京 髙お 專攻 部を ホ 

策し 翌年 外を 官ぶ 領事 官 補が お 

にを 格して 直に 領事 官補 ど ；；？ b 

-澳 〇 を お b 出しに 明治の 十一 年 

水野總 領事 時化に が 巧に 轉こ翌 

年 巧 俄 古 颁率じ 巧 進し 明を 脚 十 

五 年に 大使 官 S 等 常 記を つ 

て 偷毁じ 赴 巧し 大戲當 がは 摄領 

事 どして 巧 動し 巧 ホ 上が、 ホノ 

方、 じ轉 じたので あるが 資性 豁 

速々 しも 

吏 ’1^ 舍帶 びない 爲 めじ 多 

- 救の 友人 も あら 頗る ポピ ユラ ア 

な 人で ある。 記を は 山 崎を 化が 

巧 地 じ お 發の當 H ホブグ 、ブラ 

デ じが 問して 久舰を かしながら 

を 化の 秘お 閑話を 敝 いた。 談は 


先づ 外^の 移民 諷を爵 のがが ~ と ちへ る』 云々 


巧 化 二 己 氏 出席 巧々 熟談せ る お 
お 大巧 お 貧を 社 創な のか、 資本 
調 連の 件 等を 醒談し 結 周を 西 氏 
に 創立 化 織を 一巧す る； じ决を 

して 敗會 しじ。 岡 大瞄の 泣 招は 

を府ブ 0— ドゥ*— 街の 南端 デ 
ラゥ 五 ャ徽道 線路 こお 軍 鎭ず府 

ごの 中間 じ 化ら 總巧數 一 萬餘坤 

《己 十六 巧よ 千 五な 化 十 平方 映) 
所謂 日本 村の コン セッションは 
ブ nl ド 巧 中央 貫 通路の 西部 じ 
述設 する を定 であるが 目下は 盛 
んじ埋 立 H 事 じ舊手 L お b 化の 
を 館 建物 も 漸く 其 臨 劃を をめ て 

谨 かじ 一が みの あ 礎 工事を 開始 

L たる じ 逆ぎ ざる も豫 定時 H ま 

で じは 排設を おる 皆で 豐府の 負 

擔 巧は 最少 限度を 五 白 萬 弗と 決 

遙 しあ h 州政府の 補 肋 等を 合算 

すれば 柏 當巨巧 じ 上る 見 注で あ 

る ご 云 ふ。 お 品 規則 其 他は 追て 

詳報す 所 あるべし。 

山崎秘 露を 使 

歡迎 晚餐會 

日本 巧樂部 じ開腥 

ネ紙旣 報 お 巧が 露駐 剤を 使 山 

崎帮 一氏は 家族 同伴 一昨 正午 出 

帆の 彼 瓶 じて じを 馬經も 任地 里 

馬に お發 しれが まる 一一 十四 H 午 

後と 時日 本拱樂 部を を發 をの あ 

迎晚餐 曾を 岡 俱樂部 じ 開いた。 

當 おは 齋 藤總頒 事、 姉齒 副領事 

古立 海軍 監督 長、 首 藤 商務 書記 

官を 始め 星 巧、 巧 木、 田 島、 上 

巧、 巧、 鉛 木、 山 本、 橋ネ 、皆 

川、 地 ホ、 お 本、 上田、 山の、 

堀 越、 西が、 水を 巧 他の 諸氏 お 

席 デ ザー トコー スじ 入れる 頃 巧 

木 正を 女 巧 長 ホ 人 側を 化 表して 

歡迎 の辭を 述べ 化 年 山 崎を 使が 

から おつ じが r 年々 六と 十 萬の 

人口を お殖 しつ/, ある U 本人が 

が 外 じぶ 棚！：；！ を ホ わるのは 勿論 

當 おの 次第で あるけれ ホ 所謂 國 

力の 伸展を 標榜 づる ど别 國じ逊 

して 侵 客 的異圖 なきやの 躺疑ふ 

を 抱かし むる のみで あるが 故 じ 

唯 菌技側 人 どしての 經濟 的發展 

をお外のあ恰^^じホわY きで 

あらぅ』 とはを 化の 對 移民を ぶ 

意見の】 節で ある。 を 使は 更ら 

r お 蒸 淡に 入 b 『が 露は 地理 的 

にも 將た歷 を 的 じ も 化の 巧 米 諸 

凰ょりは 一曆日 本 ど 巧 巧し 且つ 

親密で あつて、 現 巧 日本 I 

の 移民は 伯 測 阳巧じ 次ぎ 約 一を 

を算し 物を ごして はが お、 挪緋 

楠 化を 第一 どし 煙を、 小を、 橄 I 

攪 、で 脯其他 藥用樹 、染料の 裁 

巧ら 盛んに 巧は れ银 、颁も 巧 化 

應じ採 堀され る。 国民の 八み は 

ィンカ 印度 入の す おで 二み は 西 

班す あお 人で あるが、 化が 乂戰 

中は 可也 日が 貿易 も お 巧され た 

ので あつた。 乍 併が 後 化 巧 的す 

景 氣の餘 化を ずけ て 目す 甚だ 不 

おでを るが、 が 巧 じがて H 本人 

の計盈 、を 手し 巧べき 歌 業の 調 

をは 化 陈巧も 緊切で あらう と 信 

中る に wb 自己の 坡 普を 跑 さう 


領拳舘 補 どして 紐 巧な 任を 時み 

逸話を がかして が 堂を 笑 倒せし 

め、 右に おする 山 崎を 化の 答が 

•かぁつた 後一 间 座談 じ 巧を 添へ 
午後 九が ザ 酷 况禪じ 散會。 

郵船の な復 切符 

H 本戳 船を 社歐洲 航路を 船は 

餘が じ® 6 昨年 ホ ょらが よ利ネ 
—プ 八ス常 港を 關始し 盾れ るか 
今 旧 吏ら に デブラ ァター じ もな 

粧共帘 巧す る 事 VJ なつた ご 云 ふ 
お 间社沙 港が 路は 一等 二等の 區 

別を 巧 じ廢止 t ホ 港橫潑 間の 
等 運賃は な义 十五 弗； るが 往俊 

旅客に 對し S 巧 五十一 巧 じて 往 

な 切 巧を 發わ ずる 事 どなつ たど 
云 ふ。 


海電 料金の 値 下 

■お 育 日本間の 海底電信 料を は 
現な： 語 I 巧 八 化で あるが と 巧 
1 U よな 無電と 同一 i 料を として 
普通】 語 八十と 化じ植 下す る 由 
發 表した。 但し 紐 育 マニラ 間の 
お電 巧は 現 化の 化 十二 仙を 日本 
同 横 八十と 化に 引き下げ、 デフ 
ワ！ ドン！ 卜の巧 巧 金は 四十 兰 
仙 二み ノー どす る ことなったり 


骗越商 會新本 巧 

堀 越商會 東京 本 巧は 最あ 之を 

横 演じ 移ず； じ决 をし 同市 山 下 

町 二百 二番 化 じ 於け るな 建築 竣 

成匆 々同 ホに 開業せ る 旨 當地ま 

巧に 入信が ぁつた。 尙ほ 同商會 

神夕 支店は 横演本 おじ 合併され 

たる 由。 - 


小が 雅 一氏 歡迎會 内外 編物 

會お 常務取締役 ルが 雅 一氏 歐米 

視察の 途か 寄が せる を 機 ごし 森 

が 兄弟 商會 巧び 五一 會關 係舊ぶ 

十 數名發 起の 下に 來 週水嗎 H 午 

な 六 時 ザょ 6 日本 お樂 部に 於て 

歓迎 會を 催ず 當。 

化 山 夫人 慶事 化 山が 服商會 

ま 兄 山 お 吾 巧 夫人 ホ じ 慶事 ぁ b 

まる 二十 一日 女子 おを 文 子 ど 命 

名した が 邸 半 おじ 健强。 

♦化 木を 茂 氏橫濱 正金 ま 巧 長 

夏期 中 例年の 如く 斑 育 州 ラィ ホ 

ブン デン 巧 S 十二 番地に 卜居電 

話は ラィ 五 四 I 番。 

最上 政 一二 氏 お 朝 報 政 お 外 巧 

部長、 歐渊 視察を 了へ 歸 朝の 途 

次 最あホ 紐 ボブ 八、 ニゥ トン じ 

投 なを。 

お 本 一郞を S 井 物 虚倫敦 支 

店員、 昨サ 六日 渡英。 

•長 岡 ザ 太郞氏 まを 帝 乂敎授 

及び 同 綾が 直ぶ 兩氏 はまる 十 化 

日 ォ リム ピック 號 じて 渡英。 

♦池 野 成 一郎 氏 東京が 大敎授 

まる 廿四 H クリ ー グランド 號じ 

て 波 歐。. 

♦大賀 一郎 氏滿鐵 社員、 サ四 

日 着が 轉 らく 滯 がの 上 ホる 十月 

頃 波 英の豫 を。 

參石 おを 氏 九州が 大醫學 部を 

授 、か glH 着 紐 ホる 化 B 頃渡獨 

♦なを 巧 順太郞 巧醫師 、數日 

前 U 本 ょら 着糾册 日波 獨。 

♦高を 巧が 氏 化 お 道 小 樽巿應 

巧、 當化經 も 去る 廿 五日 波歐。 

♦桐 原 一 郞か氏 文部ち 巧外硏 

甫 '貫、 化® 日稳 が 修道 會 々おじ 

滞 お 中なる が义巧 初旬 渡歐。 

♦本 井 巧 巧 本 か 巧 食 支配人、 

まるせ 四 H 出帆の クリー グラン 

ド號 にて 渡歐。 


♦松 平 恒雄氏 駐米 大化 、夫人 
み 礫柯伴 ペン 州シ 31 ニイを 焼 
てな 巧 月曜 ホが 翌日 歸 お。 


新刊紹介 

日本 觀 光の 案 巧 

H 本 郵船 會逊 じて は裝帖 優美 

なら 『ポケット ガイド ッ—ジ 
ャ パン』 を發 巧した が 右は を お 
文 じて 百 一二 十餘 頁ょ 6 お b 內を 

は イントロダクション、 イン フ 

才 I メー •シ ョン、 勝景 地ま內 、鐵 
道 案內等 じみれ、 イン ト〇 ダク 
シ ョンの 部 じは 日本 國 ± 案內を 
まご r > インフォ 1 メ！ シ ョン 
の 部には 旅券、 我關 、外 國大を 
使缩 、アミ ユズ メント 、運 勘、 シ 
ョジ ピン グ並じ ホを 製產 工業 等 
を收め 勝景 地 案内には 日本を 地 
の遊覽 地を 悉 く-^ ^ た 最後の 鐵道 
案內 じは 切符、 旅館 案內等 精が 
じ說 明を 加へ て ある 巧を 數十個 
の カブトを 挿み 狀錄 ごして はを 
驛 間の 截道 運賃 表が ある。 

1 u 1 曜—說 あ一 

- 日本人 美の 敎會 
『巧學 ぶ 宗敎』 

ごご 

川 島 牧師 

♦ま 醫敎 胺道會 
『題を 定』 副 島 牧師 
♦が 育 円 本人 敎會 
『信仰と 生活 問題』 【を】 

淸水 牧師 


譜吿 


魔 晦縣日 置 鄰日廣 が 
字 山 田な 八を 地 
■本 房 巧 + 
■明治 十乂年 八月 生 

同人 儀 腎臟病 じて ヴ アジ ニア 州 

. — フオ - ク 、フロ テス タント 

病院 じ 於て 二週間を 養生 中 不幸 

(て 藥お敎 な < 遂に 六月 ホ 日 

午後 六 時 十を 死 ま 化 候 就て はみ 

巧廿 1110 華盛頓 じがて み 葬 じが 

し 遺骨は 親元 じ 送附可 仕樣 取 計 

ひ 候 間 生前ぶ 人 諸君 じ此 旨議吿 

化 候 おしげ 儀に 就て 御 聞を の 筋 

有 之 横は r Sr. S. Akag 二吉 Firstst. 

さ uts ヨ〇呈 ， va. じ 御 照 會被下 度 化 殺 

及 御 化賴お 敬具 

ホ 巧 サー日 

が 旧 由 松 

ぶ ホ 木 貞次郎 

一二 滞株藏 

人中 野.' 幸 巧 

•位川 榮么進 


家具 附 こ— 

九ち 辆旬迄 貸し 度し。 

faka, 苦 〇定. 1 苗す St, 

Tel- Mi 忌 S 穿 7 養 


メント 


一二 蜜 あび 瀑殿か 置 弗 

夕臺 及び 湯殿が 五 弗 

場所は 巧 お ナツ ソ I コ ー ト 、委 

細は 左へ 御 御 照 會を乞 ふ。 

c ‘ A . LaFetra - 1 苦 coid St , Brooklyn 

ジ ニコ 置 e 房 夏 


ニー 


貸 室 

大室十 巧、 自 巧が 出 ホます 

小 宝 直 弗、 シング^の 方に 

適します 

東京 商會 階上 


卜 






-週五 巧 及 八 巧、 一 

PiymE 人义は一一人じ適す、 

市髓へ 十み タィム ススク エャ！ 

へ か 五 かお 話々 ン バラン ド呈 ーコー 

1 置 至を Stjroo 至。 黒 畴梅モ 


戴纖所 開業 

巧 服、 絹物、 ゥーグ 類は ドす 

クリ— ニン ダ、 プレス & びを 

へ、 化 立て直し 一切を < おを 
致します。 裁縫は 如 巧なる 思 
文 も叮喀 じを < 致しょ す 其 型 
力 义のお ホを も あ h まず。 j 

坂 ホ 裁縫 雨 

I 128W. 呈 hStJ. 是 


ピアノ _ 
アキ オ 


音 樂敎授 

獨哨歌 授萊巧 ーヶ月 ホ 弗 (一遇 一 質 
西 ホ 十五 了 目柬 を巧會 階上 
が 地 盛 太が 


内務省を 許 加州を 認 _ 

產婆及 按摩 版： 

ホ 野秀ず 
敏炙マ 义サ1ジ術の出張一柏旅 
の 御 ホめ じ應 じます 。 ： j 
電話 キヤ セ！ ドラ 八呈を 
西な 十二 一 下き 一 百 十-一 晋 






紐 育 ホ かが 險會社 

一一 一木を 吉 


を 


保險 


2 ew Yorlc ごを Insurance 00 
か】 ohambermst : 
zew Yorkcrty . 
Phone . 『 ranki ざ 4 塞 0 

扫 Jcrthp 曰 ge 历 rp 曰 . ch 


た ♦■♦■♦■♦■♦■♦■♦が 


夏 傷 向新 荷 到着 

特に ゲ， f ム向廊 礁雜黑 類 澤山取 揃居リ i 
候 間倍舊 御用 命 願 上 候 一 

森が ブラ ザ I ス / 

iMORIlvICRA Kros., す C . だ 

一 资 wgt だ rd wt., -If 

I フー ew YWk City I 
叶 elefjh 。 曼 ora 3 ミ cy w 累〇 

复壌 向-^」 

陶破黑 雜貨を 極- 艰 揃へ お 候 迅速を 貧 
ご， して 精々 勉强 化候閒 御用 命 願-も 候 

木 桃 ホ 組 

1 ぶ E - 1 害 S 1 |N y . ジ Lstuyini るを t 


鱗賊 


夏瘍 ， 1 向 新 稍 到着ん 
精々 勉强が 化 候 間 喻託义 被 下 度 賊上候 

I _ 

^洋 sk 易 株式 會社 



TTdL Stuyv 连 ant W 82 3 
12 巧 if を Xve 百 ue, NOWYOrkciiy 

ohicaRO BranC 己 27 Madison 萬こ C ち n 畏夕 w 戸 


夏壤 向新 荷 到着 

格を 品續 々到着 仕り 候閒 
是非 御用 命 被 下 度 願 上 候 

丸 八 商會な ホ 元 ブラず I ス 

1 T 円 ast 17を S グを W ジを Qty 

"Telephone stcy ミ sant 9959 


目 本 歐洲巧 

乘船切 翁 並 じ 大陸 橫觀鐵 道 切符 

諸 外國送 b 小荷物は 化が じ 御 化 

訝ら ひ ホます 

日本 郵船 會社 

並に 各 漁 車 漁船 會社 

化 理店巧 桐 兄弟 蘭會 

な育巿 十九 了 目 ニニ 四番 


電話 リー ジェ- 
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I 地 農ィ】 亞米利 加 

千 九む 六 年 四月を 巧 K がける 

i 大裳お W ホ 『化 態』 は 亞义利 加 

-んじ 放らて お むられ てゐ た。 勿 

I 論 か 州な 面には 巧々 傲ぶ がない 

1 でもな がつ たけれ お 化 界乂戰 を 

: 化を 怖い 物‘ 巧ム ベ' き 物を 知ら 

U い 巧 じ 自惚れ 出した 亞米利 加 

人の 眼中 『地 霞』 な f はむかつ 

たで あらぅ。 がるに 本年に 入つ 

てから 二 巧 か 八 口に： 紐 育、 新 

城 西方 面に も微 藍が^ I 才- 

ヨ、 ケン タツ キ— 、ィン デ アナ 
ィブ ノィせ 州に 於て^ 四月 二十 

ホ：：： じ 弱 巧を 械 じ、 見 近 モン タ 

ナ 、ヮ 3 ミン グ 巧の 面 化 部に 强 

:歲が ぁ b 引きが き 巧 腿り 午前 南 

- 加の サンタ •バア バラ 地 ホ じを 

年 稀 地 護 か 突 あして 人畜の 死 

I 傷、 財產の おお 砂から ぶる もの 

1 が ぁつた。 流 巧 傲" 片不 がの 地 ホ 

利 加 人 も 此天謡 じを つで 聊州や 

ら怖 ろしい 物畏 るべき 故の もる 

ミを ちへ 始めた。 が 育？'^ リビユ 

1 ン紙 のかき も 地震は Hy の 名 

一物に 限つ たもので けない 3 がが 

; つ たど 云 ふな ホを 吿 白し^ でゐも 

1 巧 加の 地虔が 若し ロサ y ジエ 

•グス じ 隣を しじ。 ングピ チ 袖 

^田じでもなつたごすれピあ加の 

猎 岸は 一裙の 火の おご 化し 戰懷 

ホべき お禍 じを おはれた かも 知 

;れ ない。 盖し 今み の 霞災は 不幸 

中の 幸で をる。 地 ホ 利 加 人が 今 

をな 降頻 々ごして 報 せらる i 化 

髮じ對 して 眞颊 じ考 へる； にな 

れぱ 第一 彼等が あ ホ 動もすれば 

等閑 じ附 して ゐる國 民 的 巧 省の 

; 機會を 促進し 第二 彼等の 科を 的 

好奇 也を 挑を して 地震 硏 兜の 上 

じ 何等か 賞獻 ずる 所 あらむ どず 

る 努力を 喚び をす 利益が ある。 

化 意が じ 於て 地虔は 亞义利 加ん 

じ 採 9 ては 巧 伽の 内增鄉 であ b 

刺戟が である。 


ある。 ぼん太が 鹿 島 氏 じ 嫁して 
な ホ穂辆 不遇の 半生を 述じ てみ 
也 身を を 人 ご 子女 どの 巧め じ捧 
げ貞 己の 巧 遇 好轉じ 街して 幾夕 
の 誘惑 幾 友の 提言が あつ わのを 
斥けを 人 ど 愛 兒ど共 じ從お £ し 
て 化路の 隙を 攀だ たど 云 ふ おは 
し < もホ淚 C ましい 膝を をな て 
終始した 2 は 替じ當 化の 輕雖む 
頼締 をして 愧 巧せ L むる の槪ゐ 


るの みなら 中 純 直つ 眞 なるべき 
『眞 との 一典 型 どして 永く 後世 
の龜鑑 どず べきでは ない ず。 社 
會 を欺瞄 して 物質的が 巧を 誇る 
かかき 大實業 おの 死 や 空名を 追 
ム 政治家の 巧 や、 醉を夢 巧す る 
一部 遊 おの 死を 惜 むの 理由を 發 
見し 得ざる 吾人は 薄 停のを 人で 
あち 『眞 人』 であ モ 名妓 ぼん太の 
化を 悼まざる を 巧ない。 


渦 卷く支 瓣動亂 


廣東省 外人 租界の 暴動に 

支那 政ぶ 謝罪 要求 


廣東化 U 發： r : 廣東省 外人 租巧沙 面の 黨 動じ 關聯し 支那 政府の 
か 巧 部 化 表は 本 U 午後 一一 一時 左の 要求を 携わて ホ巿— た。 


】 


C こ】 
で 二】 
(四】 
【五】 


英齒 ぶび フランス 纔 領事は 今 凹の 露 動じ 麵 職して 引責 
の 上ち 那 政府ぶ び 國民じ 謝罪し 商 もじを 替せ しむべし 
目す 廣巧 じ旋沿 中で あるか 國 軍艦 十四 隻の 退去。 
沙面租 をは これを 支那 じ 還附せ しむべし。 

お動じ 依る 支那 人即 巧者に 對し 損害を 賠償せ しむ。 _ 

刘强 が軍當 局は 支那 政府 及國 おじ 謝罪す る もの どす。 

化を 廿九 H を U 化 京は 案 かホ穩 じして 外人は 目下 冷靜じ 事が 

の 圓滿解 巧 じ 願し 考究 中で あるが、 最も 喜ぶべき 化 おは 本 問題 

じ關 しかを 閣の凿 支が 街の ホ 調が 毫も 亂れ てゐ ない I であつ て 

支那 か府の 舊條約 改訂ぶ び 毕か會 溝に 於ても この 共同一致は 最 

も 期待され る 巧で あるが、 支那の 條約 改訂に 就て は ヮシントン 

會渚 協を 図が 進んで 論 譲すべき は 勿論で あるけれ ども、 右 協定 

後の 支那は 巧び 巧能狀 態とな b 嗟 軍 力は 增大 しを 省 都督は 支那 

の統- よら もを ろ 今 U めかき 親 世を 判-用す るの 威 深く、 特じジ 

ビエー を 府の戚 化が 漸次 具 か 化しつ i ある 現狀 どして、 巧强が 

無條俾 じち 那の要 ホを 容れる 横な' とはない ど觀測 さる。 


支那を 使が 國務 長官 訪闕 

對支 動亂の 調訂じ 就て 提議ず 


名披 ばん 太の 死 

一 化 鹿を 巧兵衛 巧の 来 亡 人る つ 

子が 巧を 內幸 町の 肖赂 病院で 脫 

; 股 炎の 爲 めに 體 いたど 云 ふ 端的 

一の 杂實は 特に 社 おの 化总を おく 

-じ化ら；；；<'いであらぅ。 乍併袭つ 

:ずホ 亡ん の 閱滕ご 性む ごを 記憶 

する U ら じ、 なじ 四十 化 歳を】 

i 期 どして 啟 つて 化 舞つ た 純 あな 

こおの あ 化に おして 一械 のがな 

|きを得；：^いど共じお惜の惟ど诗 

j 敬のを ごを 巧 起せざる を 巧まい 

一る つず ホ 己 人が 巧 橘の 雛が ぽん 

I 乂 どして 黑 はれた が U は 倦 かじ 

I 五 盛 船 じ 注して 居ら： 3。 然る じ 

I も拘 U らず 一二 十が を鮮 た々 H に 

化 b て も攸が ぼん 义 ごしての 盛 

名を 趙 ょじし つ、 あつたのは】 

を ど 調 ふべき である。 鹿な 大蒂 

ど ぼん太との 間 じぶ 立した 純眞 

の 戀は傕 かじ 明治 戀 巧を のぺ一 

ジじ特 巧乂幫 せらるべき 似 化が 


タ シン トン 廿ん 日發 ：；；： 支那を 

使 施黎基 氏は 今朝 國務 長官 ヶ n 

ブグ 氏を 訪閱し 曇 じ 支那 政府ょ 

ち 諸 别强じ 致せる 猎議 (前號 本 

巧 所 報) を 正式 じを 附 したる 後 

現下の 支那 政局 じ關聯 して 禪々 

懇談を をした が、 をの 內をじ ま 

ら ては 不明で ぁるけれ でも 施 巧 

はこの 際 

支那の 動 亂じ酣 し 支那 國 には 

米國 ぶび 乂闕 民じ對 して 何等 

のを 威を がし 居ら 中、 故に 米 

國 は列强 どみ 離 的 態 巧を U て 

支那 じ掛 された し。 

ど提 諸し ねる じ凿 して、 國務長 

宮ヶ "ジグ 氏は、 

I 應御 ホで ぁるが、 米 闕欧府 

け 列 强ご共 じ 掛支條 巧 締盟 國 

たる 關係 じみら。 從 つて 支那 

じがけ るか 人の 生命 財を の 巧 

証 じ おしては 飽をも 則 强ご協 

調す る 方針で ある。 

ィ- 巧み じ 逃げた るを W て、 施を 

化け 第二 策 どして、 

ならば 米 固化 巧は ワシントン 


協を の 首盟國 でぁる 關係も ぁ 

るから、 支那 關税を 正 决議第 

五條ぶ び 追加 巧議 第二 條じ準 

じて 委員 會を 召集し、 速 かじ 

ま 那の平 かじ 就て 旨 ま 的 じ 御 

盡力ぁ b たし。 

と 述べ、 國お 長官は 一應 この 提 

議を考 霞すべし ど 吿 げたる 後、 

おき 將 ホに 再び 會見 する ミ V - な 

つね。 因 じ 支那 側の 提議した 對 

ま協約第五條ど追加巧講：^左の 

4^ きもので をる 0 

祭 五。 締盟 國は關 視じ關 ずる 

i 切の 事項 じ 就き 事實上 均等 

なる が 遇 ど機會 どを 保 佑す。 

第二。 支那は 同國じ 於け る 治 

か法權 ぶび 司法 運用の 調を 及 

巧 吿じ當 る委賛 會の設 潰决議 

を 了承した るに 因 b 前記 委員 

會の 委員 ごして 出席す るの 權 

利を 有する I 名の 化 表を 巧 命 

ず。 尤も 支那 國は該 委員 會の 

獅吿 のを 部 又は 一部を 受諾し 

又は 拒絕 する の 旨 由を をす る 

もの どす 0 


盛細亞 ホ 化 宣傳で 

英 露の 外交 危 ふ、 し 

閣議で 最後の 態度を 决ず ろか 


ロンドン 化り 獲 U 巧ず 黨巧閒 

ぶ 立の' ホ 兎巧圃 がを かきつ t あ 


つれを 圓 f 游農 n ンァ どの 外を 

顆係 はを 巧 じ 至 b C シア 第ー ニ 万 


固 阿 盟の亞 が 亞 ホぶ 宣 傑が お 骨 
ど る じぶんで 頗る 贤娘 してむ 

るり 切 ロシア々 

英領 印度 を 始め どし で 

化が、 王 ジプト 等 巧 剧£ の關係 
深き 國 家の ホ 化を 陰謀し 特に 梟 
近 支那に 起つ た動亂 がが 英を目 
標ごしてゐ る；はァ ジ ァ じ巧け 
る英 励の 國 威を 著しく 傷け た 巧 
爲 でぁるとの 意見が 閣僚の 間 じ 
有力 ごな り 特にが 度 大臣 バーク 
ン ヘッド、 內務 大臣 デ ヨンソン 
ヒ ブグス 、换事 總長ド 1 グラス 
ホッグ 卿 等は この 際 英國は 《 シ 


有名 無實な 外を 駒 係を 
繼續 する 必要な く 寧ろ 新る 關係 
は斷 絶すべき であるとの 意見を 
抱き、 一般の 輿論 も 支那の 排外 
運動が 漸次 露骨 ごな 6 極東の 貿 
易 利權じ 影響を及ぼしつ i ある 
現が に 顧みて 漸か對 露 硬 論に 傾 
きつ； あるが、 勞働黨 、自由 黨 
及び 一部 製造 家の 間 じぶ を 治 及 
經濟的 理由ょ b して 斯る 武斷が 
をに 反凿 しつ； あるけれ .£ も、 
第 S 方國 同盟の 活躍が 顯著 どな 
るに なつて、 國 論は 数く 共 今：：！ 
の 如き 微温 的な 英露 かを 關 係の 
刷 あを 嬰 ホず る じ まるは 必然 こ 
して 近く 本 問題を 正式に 閣議 じ 
上程す る模樣 である。 


各地 情况 


駐支 ホ 公使 入京 

東京 特電 册日發 U 新任な 支 ホ 
國を使 マッ キュンー 氏は 本日 巧 
演じ 上陸、 み務省 化を ぶ 米國大 
使 館員の ぉ迦を まなず え宗 、ホ 

國 ホテ术 じて バンク 日フト 大使‘ 

の 晚餐會 に 列席、 明 H は 德川家 

達を の 午餐 會じ 臨み 更ら じ幣源 

外相 ホ 催の 晚餐會 じ 招待 さるべ 

< 常 原 外相とは 時節柄 街 支 時局 

じ 就て 懇談す る 望で ぁるが、 新 

聞 記者 闡の對 支 問題 じ麗 する 質 

問じ對 しては 何事 も 語らす。 

關稅 會議ミ 議題 

東京 特電 化 U 發 U 對ま關 稅會 

議 じめ ては 華 府條約 範圍な 外の 

問題 も 上程され る绪 でぁる。 

支那 商議 排英貸 

上 お 化日發 U 上海 支那 人 商業 

會講 所に ては 本日 國產獎 勵鹽ホ 

を 組織す るを を决議 しねる が、 

右は 排 英貨 運動の 第一 步 じして 

媽玉祥 お 軍の 使者は 席上 これを 

激厕 しだる じ斟 しを 人 組は ほ對 

する も 夕數を 制し 将ず遂 じこの 

可み を 見る じ 至つ た。 

重慶の 邦人 退去 

上が 化 日 發"= 福 建 省の 英國領 

事は 支那 軍隊の 保護を ホ わる じ 

至つ たが 電慶 方面の 騷 媛は をの 

後鎭靜 する じ まらず、 時 じを 留 

目 本人 じ勒 する 反感 激烈 るれ 

め 遂に H 本人 一间は 昨が 半 S 隻 

の療船 じ便乘 して 同地を 退ます 

るに まつた が、 暴徒は 擦 軍人に 

指揮され てゐる ど。 

駐獨 公使を 威 脅 


ベ グリン 册曰發 u 獨逸 在留の 

支那 人 學を圈 は 突が を 使 館 じを 

使を 訪問した る 上、 獨逸 開化 留 

學生 監督は 日本 どめ お 的 關孫深 


く 殊にを 巧な ホ臾佛 外を 宫ご厚 
くを 際ん ま那齒 -山 の 利 巧 を 傷く 
る 恵 味 じ 於て 濁 逸 ょら 武器 禪藥 
及 化 飲を 巧 等を 試みつ i ある i 
を 理由 ごして 獨 逸ょ b 退去 ホ か 
やべ しど 要 ホし これ！^ 化 弛ゴし 
てを 化の 命を 貸 ふ 旨 署を調 准せ 
しめた， とが 發覺 した。 

暴行 學生連 追放 


ふじ 

策 命 


ブラ ッセ グス化 H 發 ：；；： 整 じ 

リー 支那を 化舘を 搜擊し 支那を 
使を 强 おした 廉でパ 91 锋 
引致され ベ グ •キ ー 闕境じ 追 
かを 受けた ま那人 蒙け 學 生よ 二 
名は ベ^ダ ー 官憲 ょら 乂國と 巧 
結され たので フランス 官憲は 化 
いなく 一巧を マ 八 セィ ユじ 護送 

し 同地ょ b 本國へ 送還の 手 薇を 
採る もどな つた。 1 


廣 東の 外人 退 ま 一 I 

を 港 化日發 =； 英佛總 領事 1 
般 在留 か國人 じ聲 吿を發 し* I の 
際英佛 人を 除く 外人は 豫 巧が' の 
意 ホ じて 速 かじ 廣 東ょ 6 退去せ 
ょち 蠻 I 吿 する と 间 時 じ 過般み 動 
亂じ 於け る 外人 自灣團 員の 勞を 
夕 ごする 旨 述べた。 - 


化 京の 化 表 任命」 

化 京册日 を：：：： 支那 政が は 8^ 乱 
問題の 調 訂に關 聯し化 京 外ぶ 簡 
ど巧衝 する 化 表 ごして 前 外 お 緩 
長 顏惠慶 、王 正廷氏 及び 海軍 提 
督を 任命した るが 談 がは 今 遇 中 
じ 開始され る篱 e ある。 一 

回々 敎 徒が 團辉； 

化 京 ホ 化 H 縫 u 去る 木曜 化 
京の 示威 行列を 指揮した 回み _敎 
徒鹽 かは 印度ぶ 化 じあく 化 美 者 
數 名を 派遣し この 際を 化 おみ 同 
敎 徒は 一致 闡 おして 共同の 懿英 
國を 葬るべし ピの運 颤じ着 革す 
ベく 巧議し 口。 が ほ當化 じで 宫 
憲が微 巧 中で あつた 露國 共產黨 
員 S 名は 漢口 じて 本 H よら 一二 B 
じ 直らて 催すべき 示威 連動 じを 
加す る爲め 出を した。 

硫酸を 役げ か < 

上が ホ 九 H 發 N 當 地の 暴な 围 
は最 あじ 至 6 て 投石の 外 じ碰酸 
を 通 巧 中の 電単じ お付け 夕數支 
那人乘 を ぉ 傷け つ t あるが、 電 

車は 化然晝 間の み 運轉中 じして 

工場、 船舶 化 働 員は 今 尙ほ盟 ホ 

中 なれで 商店の 化 引は 開始され 

夕數勞 動を は 復業を ホ 望す るが 

罷エ 資金の 供給 斷絕ど 幹部の 威 

脅で 止 b ;:* く盟化 中で ある。 

香潑株 取即巧 開 

香港 ホ 化 H 發 =；： 當 地の 支那 人 

銀行 協 會は本 H 協議の お あ 明日 

よら 銀 巧巧閒 をみ 韻し 株 ま 吸引 

巧は お 巧 一 H よら 巧 隅すべく、 

夕駭の 支那 人 苦力は 昨な 譬を傑 

じ醬備 されつ^ 獨逸 漁船の 巧 楊 

げ じを 事した。 

勞働總 同盟 决議 


髮 . 


お 國勞働 滋會化 表の 事實 調ぅ' ゴ 
要 ホした。 為 

和 蘭 こ 能て 一 資金 

へ ー グか 化： = あ U か 関 政府は 
目下 支那の 動乱 犧牲勞 働 者救濟 
を 名義 ごしを の 實駆ェ じを 命資 
をの 黨 集に 從事 しつ-^ ある をを 
認め 今後 岡國內 じて 一切 巧る 窗 
附の寡 集を 禁 化した。 


失業 問題で 

不信任投票 

勞働 黨ホ議 破らる 
-化 日を = 英國じ 於け 


ン 


失業者が 巧 廿お巧 人に 達した 
事實は 近く 政 變を惹 をす る 化 候 
である W 1 部を 界 では 觀 測され 
つ i あるが、' 勞 働る ま 領マク ド 
ナグド 巧は 今朝 下院 じ 於て 失業 
者 救 濟じ關 する み議を 提出し 政 
府の信 巧を 問 はんごし じる も •百 
四十 S 票掛と 十ー ニ 票の 差を 巧て 
决議は 上 お前 じ一徽 された が 政 
府侧は 何等 確固たる お 策を 示さ 
ず、 單じ 胳來の 問題で ある ごい 
ふ 答 辯に 止つ てゐ る。 


J 中 大使 等ぉ發 

特電 化 H 發 U 新任な 塞大 
"小 都を 巧は 夫人 及び 參事官 
山 瞄が郞 、-等 蒂記官 消 句秀一 
二等 萬 記宫按 々木 お宮、 一 ま 通 
譯官當 川 船 夫、 外を 官補加 瀬 俊 
一巧 等 及びな お 一巧を 间 がし 今 
朝す イべ ブア經 由で な 巧した。 


化 岡 巧の 新發 見. 

東京 特電 化 日 發 ；=： 巧 化 舉硏お 
所の ェ學古 化 岡元吉 氏は 砂金よ 
ら電氣 をが じ 依ら 製鐵ホ 法を 完 
成した。 


赤松 氏は 總 領事 

東京 特電 化 U 發： = 通商 局 第一 一一 
課を ホ 松祐之 氏は ブラ ジグ 國チ 
ン バオ n 総領事 じ 巧 命され た。 


海の 內ミ外 


♦廣 東の 暴動で 别强は 逆 じち 
那 から 抗議を なつた。 泣 面に 臨 
ごは 正 じこの、 と、 乂簡强 者じ斷 
じて 生る 可らず。 

♦米國 の 現內閣 は殆ん でビリ 
オダ ッ內閣 であるが だ。 H 本の 內 


閣员 のが ま 調べは、 アレ 巧 偶人 
の內 情を 知 b たがつ てゐ るまで 
も 解らない が、 現み 閣 じは か當 
の當 豪が ぁる 笠 だ。 

♦當劇 T ナャ プリン 夫人、 本 
年 ごつ て 十と 歲 は、 チャ プ 9 ン 
流の 敎 育で 芽出度 < 男モ をを 
娩 した。 但し 家 晒の 檢な 足を し 
てゐ るかは 化證の 限らで ない。 

♦米 國人じ もを ろ---- 地震 苦 
が 解つ て 巧た。 をの お 隆で國 民 
がゎが 國 民の 樣じ神 經遇敏 じな 
つて ホる ご、 り ホ戰爭 もを 外 起 
ら ないど も 限ら 3。 天よ b 舆わ 
られ たこの 國 ± じ惠 ぁれ。 

♦東を 巿 會ゆバ クチ 證 員、 が 
育の 貧民窟は が充造 b だと 驚い 
た 相 だ。 仍し 日本の 貧民よ b 巧 
語 もよ < 嚷 苦る S 感必 した かで 
ぅかは、 聞きを こなつ た。 

♦歐渊 の戰敗 貧乏 固、 お 太 利 
じ國際 大學が 設立され て、 米國 
からまを な學 者が 講演す る。 富 
有な ホ國 、化 界の獲 ほを 集めて 
ゐ るホ國 じ、 國 擦大學 設立の 計 

畫 はなさ 相 だ。 燈臺下 暗し の證 

じ 洩れ や。 


護憲 巧閣の 將來ク • 

巧 野 黨無氣 力で 政變 もな さ 相 

田中義 一男が 

西 園 寺參詣 

ま 京 特電 化 H 發 u 政 友、 憲政 


ロンドン 化乂 H 潑 ：= 奕 闽の勞 

働 組を 畿會じ 逢した 支那 勞働總 

同盟の 飛微は 支那に 激道巧 働 組 

をが 成立し これを 一 脚 ごした 勞 

働總 同盟は 今や 巧 强の經 濟的帝 

國ま義 ど爭圃 しつ i ぁる 事實を 

述べ、 資本 階級が この 革命運動 

を單じ 排外 入 運動で ある ミ欺瞄 

しつ i ある 事實 を擧げ てを 世界 

じ 忌る 勞慟 階級の 援助を ホ 望し 


両 派の 協調 難は 益々 露骨 ごな 
ら 、梟 近 出 中 かぶ 會纔 裁の 亩 
園 寺を 蔚 間は 最後み 惹 の準髓 
■巧 爲 ご をら れてゐ るが、 若し 
摇調 じして 决 裂す るが 如きを 
あら ば， 豫算ま 協議が 導か 線 
でゐ らぅで 云 はれて ゐる〇 
畿 會闲會 を々 政 友會總 裁更を 
閣僚 一部 異動、 政ぞ中 一二 派を 岡 
等が 巧 はれて をを は異樣 の氣じ 
包まれな 。殊に 新政 ま會 のをれ 
た i は 政府、 を黨 おじ 反 凿黨じ 
おして 夕大の 衝動を 與へ 、巧み 
本黨總 裁の ち 星 惑星 招待 どなら 
後藤 子會見 ごなら、 蒸し 渡しの. 

欧 本を 同 論ぶ 生み、 甚だしき は 

憲本 提携 說 まで 飛び出し 
たが 巧れ も 政を の 重必を 動かす 
の 力なくな 局 ほ 漸く 小康を 保つ 
じ 至つ た。 其の 重なる 理由は B 
中 巧が お 馬じ廣 して 最初 じ 目論 
んだあ 本を を 周の！ 大お黨 樹立 
討晝が 失敗し， 更にな を 策 ± 連 
の 企てた S 派を 同が 巧 期の 目的 
を逮する^がおホず、 やつご百 
四十 名 足らずの 黨 員を 得た じ 過 
ぎぬ からで ある。 故 じ 政ぶ 會 と 
しては 從巧第 ir 黨 であつ たもの 

が 第二 黨じ なつた r けで 一黨 J 

く 天下の 大勢を 制する 力なく， 

政 變じ應 やる 

準備が 出 ホ-なか つた。 を 

こで を 權じ飢 わた 本黨 ■ w の 間 じ 

玫 本を 間を 巧は しめ やぅ ごする 

第一 二者の 運動 も あつたが、 夕數 

陣笠 速は あ も 角 政本両 派の 幹部 

は 自己の 地位 其 化の 威 情 問題 か 
らを易 じを 手す る i が 出 ホず、 

化の 問題 も 差し 當 つては 物 じな 

ら さう もない。 政ぶ 會內の 大勢 

は 暫< 形勢の 推移を 見やう ご 云 

ふ； じな わ、 中 じは 巧るべき を 

の 幾 會をも 段 患 雨 派の 力で 巧し 


通して 繁 五十 一議 會後如 藤 首相 
ご 田中總 裁との 間 じ圓滿 なる 

政權 の 授受を ホ 壁して ゐ 
る 向 も ある。 ー ホ 政ぶ 會 もな 四 
十を の 難 員を 擁する 丈け では 單 
獨內顆 もホヶ 敷、 殊に 下手を ま 
ごつ けば 內閣は 巧 解し 化 年の み 
じめ な 化 巧 生活に 入らねば なら 
ぬので、 政 友會じ 巧を 持た ホ 巧 
ごしても 政權 じか ぢち 付いて を 
の 間に 黨 勢の 礙 張を や 6 他日 じ 
備 へやう ど あつて 協調 义 協調で 
進んで ゐ る。 之に 載して 反對黨 
たる 政 ま本黨 はか 何にも 無力で 
國 論を 喚起す る ホけ の元氣 がな 
から 突發 事件で も 趣らぬ 限ら 
今の ま {を 情が 續く であらう。 
政 巧は 化の 

形勢' じ 肩を わろ し 巧 政 調 
査や稅 制 整理を やる 樣 じを ひふ 
らして ゐ るが、 新 看板は ぞく 天 
ぶら で 徒ら じ聲 のみ 大きく して 
實は柯 程の 期 诗をも かける； が 
出 巧の。 國民負 擔の輕 减も化 粗 
移 讓も化 間 体 さへ ごまかせば ほ 
憲兩 派は 巧 ごか 巧を をつ けたい 
ご 云 ふ 底意で、 加 藤 首 巧の 如き 
は をん なな 策 間 題 ょらけ 貴族院 
ホ 面の 御機嫌を 損は ね ホが 政 扇 
を圓滿 じ運轉 する i が 出 ホる ご 
云 ふので、 が 冒 Kill 爵 互選 規則 
も 現 化の ま iw し 近く 閣讓の 承 
認を 求めん とし、 あれ 巧 騒いで 
ゐた 政友會 出身 

閣價 さへ 之 じ 旨 化せん ご 
する 形勢 じある。 こんなち 巧で 
豫算 編成 期 じ 進む ので あらう が 
豫算 編成 じ 際して は 第五 十議貪 
からの 懸案た る 文政、 鐵 道兩豫 
算の 後始末を 初め 棵制 整理 等で 
面倒な 問題が 織 出すべき は豫想 

じ難くないけれ共、 巧黨の態度 

が 前述の かくじして 變化 なき 限 

b 或は 聯立 內閣の 力で 來 るべき 

をの 議會 を乘ら 切る やうな i じ 

なち はせ 0 かご 觀てゐ るを もを 


る。 而 しこれを 問題のを ぶ會の 
みの 立 傷 じ 就て 觀 察する じ、 協 
調を 破ら 內閣を 倒す じは をれ 巧 
當 有力なる 理 もと 事情が ホら、 
國民も 亦 之を 首肯す る もので な 
ければ なら 《 から 今 惠政會 の 巧 
動を 豫斷し をれ じを いて 策動す 
るは 巧して よい ミでは ない 〇即 
ち 政を 會は 

中央 集 權の積 興を 媛め て 
地 ホ 自治の な 善を 計らん がた め 
地租 並 じ營業 我の 地方 移 護を 提 
唱 して ゐ るが、- 一れ は 大体 論 ご 
しての ま 張で あつて これを 明年 
よ b 直に 實巧 する や 否やの 具体 
論では ない。 勿論 震災の かき 非 
常の 事變 が突發 して ゐ なかつ た 
ならこの 問題 も 旣じ實 巧 上の 間 
題 ごして 取扱 はれて ゐ るので あ 
るが、 今 9 は 射 故 經濟の 建て直 
しの 時期 呼 あるから 單じ化 粗 移 
讓 のみを がみして 足れら ごする 
; はお ホない。 又 巧る 别個的 問 
題を なて 憲政 會ご 衝突し 內 隅を 
を 解す るが 如きは ホして 策の 得 
たもので はない。 今日は 

國家 重大の 秋で あつて 庶 
政を 一新して 外を じ 聞す る國策 
を 如何 じ 樹立す るかを を 察せね 
ばなら の 時機で あるから、 この 
大 眼目を が じして 傾々 の 間 題で 
爭 ひを 起す がかき i はお 來るだ 
け 之を 避けねば ならの。 义黨派 
願 おじめても をの 離を 集散は 辟 
時洛 なじよ つて 己む を 得ない と 
しても 本黨の 如き 民を どを 渉が 
な < を のま 張 じがて を 致しない 
ものと 握手 せんごす るのは 所謂 
對 憲化會 感情よ ろ發 足した 

鹏策 であるから 本黨 わな 
ぶ會の 巧閱じ 降らざる 限らを 同 
なんかに 目を 觸れや 政ぶ 會 はを 
友 會の本 巧を 發 揮し をの 陆懼謀 
や 術数を 弄せ や 眞直じ 大道を 活 
ホす るの ホは ない。 若しを ぶ會 
の ホめ る 態度を 巧げ る ものが あ 
れば をの 時は 飽を もを の 巧審者 
ご戰 つて 邁進す るの 一を あるの 
みで、 田中總 哉の 意も盖 しこ-^ 
じある ご 信す る 0 
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^ATSUm 妨 MP 護 

2518 Broadway, N. Y Chyc ： or. 9 わ h か 


Dr ， T* C. Tjakami 

176 む mb が and 化 む 卵 りが 
Tel. Cumimdand 2311 


E.E ： .YosIiii，MjX 
お 5 W. 7 わ t 化 
TeUmiicoH お茲 -SZSS 


Dr.G •比 Martin 

DENTIST 
743 Lexingt 加わ e • む r. 日 3 化な . 
Phone Regenf 2 が 7 


PR. H •ん GARDNER 

DENTIST 

B 58 Madison Ave. Set. 郎 - 61 s パ ts. 
TeL fiegeaf ? 巧 8 


K. ミ wa 故 of : み M. D. 

114 W ， 70 化 St 
Tel. Ti°afa!g が 0352 


214 High Si Srookiyn 
TeL Dirnii 脚 land 1080 


TOYO TSUGARU 

Scientific Japanese Masseur. 

538 W. 179th Street, 

Phon も Wa ム worth 5942 


YUKIO NISHIMURA, M, G, 

314 West 1 1 lih Street 
Tel. 巧！ ) mi 帘が t ( 12?9 


JAPAN ART STUDiU 

624 は XI 帥 TON が E. N. Y. 

TEL Pli な 4538 


T. KASAI 

Marchant 

Tailor 

が 

T 冊 ES BUILDIfiG 
Ro 日 m 如 4 
NEW YORK 


Phone 
む 巧 nt おけ 


NIPPON TAIL 邮 I 脱 COi 

300 Wt 巧れ お . 

Tei. む I 帥 ibus が 巧 


Y . ITO 

巧 3 Ees け 3 ni St. 
Cor. Uxiii が G な jive., 



II? TO iWTE STYli 
Custom 
Tailor 


が W. が thSl fi.Y. 
TeL お y 即！ 7078 


NSR る 巧自〇 ! 舰郎 . 
45-47 E. 20 也 St. 

Tei. む iedonia が 目 5 


M は s . Blanche Fisiier 

1264 Lex. Ave. Cor. 85 比 St. 


授敎語 英人婦 


Imofo Bros , inc . 

(Formerly 姑 amhaehi るむ.） 
け EasU 7 fh 託ん イ . 
TeL お ii パ扫 sant お 巧 


N^pon Dry Goods Go, 

1281 わ oad 刖 y, G 恥む r. お si お . 

Teiepho が Pfnn. 5^0 

Room 5951 


KOSHIBA 

STUDIO 

舘眞 寫柴小 

861 Filth Ave., 

Tel. Plaza 3212 

Branch Studio 

W ぉ imifisf だ S おが i, 
Provid 帥が R . し 


KERR & MAYOR 

1023 Third Ave* 

Bel がる SI な s. Telephone Regent 巧〇另 


会 お 人 本日 

門專 靴型 小 

お 小き 高 . 足 小き 廣 .足 小き 狹 



んし CEASAR,M.D ， 

巧 9 Easi が Ih 如 細 
吕 お . お rk 基 L が ifigf 帥む が 

Tel. U 邮 X 8 S 73 

幫喉鹏 鼻す 馨 

間 時 察 診 
午 正 ま 時 十 前午自 
時 八 ま 時 六 後 午 旨 



P 弓 曹節調 鏡 眼に ホ眼換 

に I. FREDERICS CO. 

醫巧化 學大亞 比倫を 
巧 目 E. 59 化 お .！ lew Kork 

りが 3 rd Ave. ， bet. が 化ぶ th お s. 



Chica 資 〇 Tailoring し o. 

Order Department 

64 W. 124th St. 

Tei. Harlem 7145 
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衙 5t . 一 



PHEIfS も PERRY 

3 Maiden Lane N. Y ， 

X 細维鑛 簾を じ幷荀 轟;) 金 

霜ち 賢に 意 新 最 ^ 


號瓦 十五 白 干 -を m m 喬納 C 日 喔 水） 白 一巧よ ぞ 四十 正大 〔二） 


巧 論 m 巧 月 十日 》 巧 
- 0t 

ミ曼 5ミ S 二. ごさ 


お 具を 巧 おお 船 巧 用を 

遠 藤 小刀 商會 

だぞ oa を さ N. y- 呈 y 

Tel. き 量 all 妄こ 


親縣 事務 か 扱 

き EAM L. BANE & G0._ 

ざ〇ヨ 1282 11 Broadw さ妄 . 
phi B ミ ling Gre 呈 9138 - 9 二 7 


似 y 1 

の 巧 9 

J ■! 刮 

知 桃-^ 柳 

出 側 

K b nw 

げ 邮ぶ 相 
a b 4 W 

ぴ； EM 耐 
b m M 
触 <1 ^ 
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.稅關 事務 

ま 洋を地 並 じを 世 
巧の 货 出入 方法 じ 
關 する 一切の 御 諮 
巧に 應 じ、' « 遺 お 
船 貨物 速 貧ぶ 出 化 
表な 顆手磁 善 等 進 
星す、 ま 要 都市に 
化 巧 巧を をし 誠 * 
お 速！！ 用命 じ應や 

煤 厳 取扱 


♦ 蓄籍 ♦ 巧 誌 ♦お 巧 
縱寛 まを 開 
執務 午前 义 時ょ b 午后 五 持を 

紐 育 目 本人 會 

西 五十と T 目 二 五 〇 を 
電誇サ アクグ 八 一义〇 — 化 一 


巧 巧 說お日 度 日 午後 八 持 
がな 食 木 W 曰 午後 八 時 
'白を 會生度 日 午後 八 時 - 
を ま、 ■香 ま、 巧 染まの 設巧 あら 
そ 寅を が迎 す、 をが をが 用せ i 
か货副 唐な 谊； 

•日本人 基督 敬 修道 會一 

一泛 W. 123rdst‘z. Y.0 ミ „ 
T*el* Morning な ide 》 19 が 

日本人 S 敎會 

牧帥 川を ホ么進 
が 事 旧 中搏二 
たち ミ se M. E. Chiiixh Inst. 

岩 3 罕 含 田 . Tel. CI ミ ki 1 置 一 
禮巧說あ 日班^ 午後 八 時 
が烏會 水* 日 午を 八 時 
裁 镜會乂 巧 日 午後 二 時 
♦寄宿を 

位 愛を あ 比亞を 数み 下町を 十 
をを 學 生を 社員 旅行 客 じを 適 
設駕 酉書雜 誌が 班 及を 插娛楽 
其 簡易を を あら. 

巧を 巧 業 周が、 旅ぎ 案 巧、 を 極 
里で 菜謝查 、其 他方 事相 获幹旋 
弯 同胞 諸兄の 巧を をが 迎す 


巧留 靑年理 おの 圈体 

日 ホん 靑年會 

8 W. 9 量 苗 . ヴ I . 白 arks 呈 12 を 


大 な 育 日本人 

基督 敎靑 年會 

芝 2 E. 5 置 Si N. y. C さ . 

ジ ー Plaza 8141 


が 

I’ . 夕 

ん加 

W 〇 
h Y 

W S 施 ； E 
お N が 1 ,, 

. 2 比 S i 本 


举 
菁 I 

I ! „ 


を 專巧究 正午 
共 勵會々 * 睹 キ ^ 
禮巧說 な $ 巧 

v±*a 

ま 巧を 又は 茶 
話を 夕八か 

寄宿が、 旅け 者 
ま內舒 、人事 巧 
謀が、 調 食® •巧 
菜 罔を 部、 英語 
裁縫を 授 。諸 誤 
を 設けを 員、 ホ 
會員 "巧を 計る 


寫 眞 *— > 减3 


第五 巧 I 

の ご 一と 


目す 巧を 巧 & ホみ A 巧 巧 S 

を 為ぞ 4 屬满 みが^ 

クオ i ん ザん. 弟 ル シン ホが 巧劍引 
^ しブ，ドバミ -^トンが評 て を 巧 列 

が -^ 化、 を感卖 がろ 刻 引 
避ぶ みそが を ふ \® ぇ贫 
茜 ネ^^ ふ 轉を轉 ぶみ 引 

雜が 嫌の 泉乂 

> 巧*！！ ダ T ♦ * f ち 八 ニニ 




メ， _シー はお 育 最大の デバ ー トメ ント巧 巧で あ 
b ます。 新ら しい 昇降 磯 ご H ス 々 ：：ー ター は巧爛 
な 巧 内 じがけ る 皆 樣のお 貫 物 じ 便を と 愉快 どを 
巧へ てゐ ます 

他 巧で 二 巧す る ものなら に メーシ ー で は - 
お 八十 八 仙 或は をれ な 下で 買へ る i を どぅ 
ぞ御 記憶 下さい 

H 本へ 御 巧 物を 御 送ら じな b たい 節 又は 抑な 物 
に 際して 御用のを 合は パ ー ソナ八 ショッピング 
ビユ ー n 1 を お哥わ 下さい、 親切に 御 使を を 計 


/ます 


都を じ.； 當 みの 閱 

診察 

午後と 時！ 九 時 
H 曜は 前約 願上惧 

バ ^ 吉居焼觸 


診察 

午を 一二 時 ょら 六 時 

日曜は 前約な 願 接 


ドク トグ 

窩 見豊彥 


齒科醫 

► 彰察 時間 A 
お 日 ( 日曜を 除 <) 
午 ® 九 時！ 十二 
時、 午後 一 . 時 } 
咏曜 午前 义 時！ 
午後) 時 


齒科 S 

: r 新 ま 無痛 お 痛：：：：： 
夕 年の 經驗を U て 
H 本人 諸君は 待 じ 
了 寧 懲切じ 施術ず 

卜？ マ チン 


顯解揉 療治 

西が ま マ" す ー ジ 

星 式 按摩 按腹 

神經痛 >ゥ マナス 

巧身腎 ぅづき 焉 
暧帘み 筋 違 ひ 
其 化 諸 お 揉 療治の 御 
需 めじ 應じ御 電話 夕 
窠 御が 庭 又は ホブ少 
にお 張 親切 じ 治療 申 
上ます。" 印 約の 方は 
午を ご 一時ょ ら自 ちじ 
て 施術い 化しまず。 

韻 胃 i 津輕 東洋 

西 巧と 十九 了 目 重み 
電話 フゴオ ースを 四 一一 


診察 時間 

午詢九 時！ 十 時 
午後 六 時！ 八 時 

パ t 小 栗 幹 三 

が 育巧フ ラツ！ 病院 
第五 お 病院 勤務 

武ボ コン バラン ド 

病院 勤務 


診察 時間 

午後 零時 半 =二 時 ザ 
午を 六 時：： r 丸 時 

愛知 醫學 ± 

バ； 本 谨1'_ 

を 倫 比 亞大學 るび 
グデ ラン 病院 勤務 
日曜は 前約 願 上 候 


.i 報 揉 治療 

.リ水 及び 電氣 治療：：：： 
ホる 九 巧が 日よ ち縣 
張の 目的 じて) 時 夏 
期 か 業た 娱 
筒 ほ 巧 開の 節は 新進 
の設 術を なて 治療 じ 
應じ 申し 候 
紐 育瑞典 フィ ジオ ツラ 
ピ ー學院卒業 
が育メ デ々 八 ジム 及 マ 
ブ チ—— ジ踪會 あ會員 

を認 西が 幸 舅 


日本、 ま 那寶玉 製 美 
術 お、 婦人 用 首 飾 其 
他を 输品 

阀島引 i が 

高等 美術品 修 鑄、 

首 離 品、 スト プング 
0 本 服 裁縫 


笠 ホ 洋服 巧 


日本 
洋服 巧 


• 時 a 信 次が 
松 本が 


なお 十 云 了 目 

ニニ ーニ 

が 藤 
洋服 庙 

f フ f な こ 一二 


丸山洋 臟顯會 


桌京巧 丸ノ巧 どか デ ジグ ニ階 ニニ 〇厦 

雑 煎 丸 山 洋服 商會 


H 本 玩具 
雜 貨频賣 


祭 良 貿易商 會 


若き ホ 因 婦人 
日本人への 巧 
語を 授 じは 夕 
年の 経験を 有 

す 0 ー ンツ乂 

ン 'セ 十五 化 
每日朝 丸 時ょ 
ら巧化 時を 巧 
時 じても をし 
a 曜日は 一時 
よ b 四時 迄 


曰 本 - 

ドラ 4 ダ^ブ 

' 蘭會 


日本 陶雜器 
雜貨類 卸賣， 

i 


ホ 元 - ^ 

" フラ ザ ！，... ス 


CR • 巧 巧 ZJ 》 巧 G 巧 UY 户 

置 古 inc さ 巧 

苦 7 呈こ さ . を ミた を St. 

. Tel. き ミニ ill 2 妄 ぎ〇ヨ 7 苦 

•ぃ t 古な 謙 次 

月， 水、 金、 午を 二 時 ムら六 時 

迄、 巧 化は 前約に 願 ひます 




村 瀬化廊 

86 一 さ 一 是 す。 A ま . N- Y •妄 

呈 . 26 th& 2 ?th 穿 

ジ |- ミを爸 = ざ - さ18 ‘ ？8さ 


JOIaoH OOCR 1、 M. 0 . 

二 1 Wes 二 4 す篇 . す 三 弓 k 
Te 三 imside 35 な & お h を ミ 1 云 ま 

於み をが 午前 丸 持 r 午後-持 
謬雾 午後 六 時 1 午後 九游 
自耀 午前 九 時！ 午を 四時 

ドクト^ 小 栗乘ま 


簡科醫 

年の 經驗 をな て 
新 巧科學 手術 じ 
能 じて 信用 篤し 
U 施術 巧 低廉 U 
本ん 諸君 じは 巧 
了 寧 懇切 じ 治療 

紐 育 州を 認 

r ブル 1 ム 


on 夕 whish 己夕 D.D.W. 

二 3 W. 7 害 苗 . TeL 置 istt 3 芝 2 

11 刖觀 巧 戶良二 


自午荫 九 時 
自 午を-時 


ち 十二時 
ま 五 時 


C - 6 
0 .强 

も おむ _ 
VX- 9 - 

ぐ k e 一 

k 巧 •げ 一 
〇 K 3 ; 


每 H 曜及 ±曜 午後 
が 間は 前約の 事 

カイロ プラ クタ 1 

橫矢重 孝 


齒お醫 木 下义市 

311} 辛 ご 1th 資 . 

ぎ Moriu 養 nt 黄 57 


、化が 品卽賣 

五味 商會 

二 . 17 ihsM.Y. 呈 y 

Tel. Stuyvesan こ 7 を 


lit— 

正直 ご 親切 どを 旨 ごし お實 
信用 ある 商品を 精選し 

踪别廉 憤で 販賣 致します 

ゥォ k チム 、エ八 デン 四 割引 

を 化 ま t て 一二 釣 引 

指輪 鎖 貴を 屬並じ 寶お類 一切 

i グ トン 時 討、 ーヮ； ドィ 

タノ ィス 時計、 を稱廣 時計 

クォ1夕！マ ン萬年筆 

エバ シャ！ ブ 鉛筆 

純銀 器 並に 銀器！ 切 

御歸 朝の 御 ±產 一切 

時計の 修 鐘は 保險付 じて 確實 

じ 石 川 自身が 致します 

紐 育 ホ 西 四十 二 了 目 四と を 

四の 立 号を ( 五 街 ご 六 お 間 ) 

右川 岸 蘭 倉 

屯 話べ r ン术バ 三ァと 一二 一京， 

Isbukaw 夕巧 ishi 0 ? A 7 W. た I 


成功の 秘 1 訳 


舶 L 
化 S 

一滅 

II 

.器 

nn 1 
y 


米國式 英語を 話す 事 
は 成 巧の 第一義です 
本校には H 本人 敎摄 
じ 慣れた 專任 婦人を 
節 あら 懇切 じ 會話通 
信 文 社を 語を 敎授し 
ます。 日曜 週 H ぶじ 
午前 化 時ょ 卜 ，午ぶ 十 
時まで 開校し 一心 ッ 
スンと 十辄づ io 今 
は 直ち じ 巧 校 あ 心、。 


投資 こしての 株 ご 債券 t 一】 

何故 株券が 優ろ か 


フ 


井ッ レ ャー敎授の述べ る說 


巧々 が 平を 生活から のが 著を 
な 巧に 巧ち 込んで 置く の も 惜し 
いし、 さ b どて 之を 巧 かじ 投資 
する ごい ふ 巧を じは でぅ しても 

! 巧々 の 眼は 

株 V 一 償 券 VJ じ 注 かれる 

現じを 化では 腺 本 ビグ プロ！々 

1 お 巧の かく； 祉 券を 化を 設立し 

I 舊 化は まょら カリ ツォグ ニア 州 

^ 方面の 村胞社 巧に 投資 热を 姑つ 

てゐ るが、 さて 投資の 寅陈 から 

見て 巧 ご 巧 巧の 孰れ •か 巧 利で ぁ 

るかと いふ*-'/ か最化 米國 の經濟 
を 者 巧で 問題 どなつ てゐ る。 エ 

1 八大 ホの お 治經濟 畢を授 ごし 

て 巧を なア ー ゥ キング •フキ ツ 

シヤー 巧の かき も 其 一人で ある 

が、 を じは 間 氏の 說ど ボ！ 火 •卜 

ム リン ジン 巧 どの 甫 棟の 說をお 

かずる i どす る。 フネ ツシヤ j 

; 巧は 從ホ 株ょ b も 潰を がを をな 

一投贵 物で ある ご 云 はれ、 化つて 

'をな 及び 趣 券の 立法 も么 じを じ 

I てゐ たので あるが、 千乂百 十二 

年 じを がされた 「物 惟 お 貴 悼' 化 

_ じか 阿 じして 投資すべき か： J と 

.いふ 册子中 じがて フキ ツシヤ ー 

が 投は幾 夕の學 者 速 ど お ド 化 

傳統 的な 思想は 獸 つて 

ゐるど お 摘して & る 一人で ある 

最近 じ 於て ロバ ー ト •ボ バロ キ 

氏は 「巧 まな 資」 の 著述し 於て 

或は シヨ 1、 ス カツ ダ ！、 ステ 

ゲン ス、 クラ？ク巧等の學者や 

が經 家ら 岡 巧の お 論を を 表して 

在る。 是 等の 中で も 最お化 結論 

じ 就て 最も 明か U 息 見を あを し 

てゐ るのは エド ダ ー ■ 乂 ，、ス 氏 

の 著 r 畏 期投寶 どしての 普 池 巧」 

と、 經濟雜 な 上數间 じぶつて を 

ぶ さ K た ケネス • ゲ アン •スト ラ 


ム巧 のな おで あつて、 是 等の 筆 
おはが 計を ぶ 礎 どして を 憤 類は 
巧反^^巧をじ比較し聲を太じし 
て 叫ぶ 巧の ものでは なく 物 憤の 
腺を 時化には 極めて 欺瞄 的で あ 
6、 父 物 僧 下を の 巧を 株券 ょら 
も麽 越で ある ごい ふを はおめ て 
轉 ないどい ふので ある。 化兩氏 
の 息 見は 勘 i ；* ■くど も 古い お 想 じ 
惯れた 

投資、 心理 じ 爆裂 彈を投 
げた-し 等し < 、之に おする 反駭 
A 滞稽 ごな b 殆ん で反駭 の中必 
- 点じ 觸れ てりない ど お (フキ ッ 

ンャー 氏) は考 へて ゐ る。 之を 

巧 化戰巧 時化に ホ めるならば 戰 

却 終結 後の 物價 下を 時化 じがて 

株券 ど债 券の 利 廻らは 殆んど 同 

じ お 度 じあつ たが、 モ八 百义十 

六 年の 物 憤 煤 貴 時化 じがて 株券 

のが 遇 b はを 債 おの 四 倍と いふ 

實 際を 示して ゐ る。 を こで 問題 

を 一寸 逆戾 らして 抑々 を 債 ごは 

巧んで あるか、 株を どは 如 巧な 

る ものである かとい ふじを 債は 

其 所ち まが 利子を 吸 集し 期限 滿 

了 後 元を 償還を 受ける もので あ 

つて、 化ら じを 慎 期限 化 年、 利 

子を 五 ホ ど すれば 化を 債 巧を ま 

は册年 じ. 一千' 弗 どい ふ もの i 外 

每年 五十 巧 どい ふ 旣定收 入が る 

る譯 である。 然る じ 

普通株 券 ミ ものは を 

債 や 祉懷等 どい ふが 限な 内の 責 

務が巧 されても、 巧 時 迄 も 之を 

巧ち し 得る S が お 巧る めで ある 

なじを じ一會 社の おを 一巧 株 所 

ちす る S じ なれば、 其 乂は會 社 

のな 債 償還 後は 會 化の 巧 得 及び 

資本 じ對 する 巧を の 一を 闽收し 

得る 利權を 挺つ てゐ るので をる 


が、 を债 巧ち まが 採 券 所有 まよ 
b も-ホ 有 巧な 位廣 じある 所な 
は會化 じ おする クレ ー ムの度 先 
権を 持つ てゐる i である。 即も 
一を 化が 担を した ホを 巧 まは 第 
一 じを 憤 巧 子の 支拂義 あが ある 
のみなら や、 万一 會 社が 破產し 
たおを 株 ま 側は 其を 部を 失 ふ、 と 
じなら なければ なられ。 

債券 所有を は？ 旗を 

じ 巧て 利子の ま拂ご ホを の 償還 
は 愚かから 保証され てゐ るを で 
ぁる お、 株券 巧ち 君は 營業其 も 
のじ 向つ て 利と 不剌 益の 罚檢を 
かてして ゐる譯 である。 巧 かる 
事情 じある にも拘らず 巧 券が 社 
債 やを 憤よ らも まを であら 巧 利 
であると いふ 理由は 何處 じある 
か、 フキ ッ シャ ^ — 氏は 之 じ 就て 
みの 如き 意見を をを して ゐ る .... 
「第一 じ 巧 まは 營業 上の 損失 じ 
街す る 冒 磁を覺 悟し なければ な 
ら ないど 同時に、 を 業 上よ b を 
やる 巧 益を 摘み. 得る 機會を 持つ 
てゐ る。 依を じ沒じ V グ電 話會 
祖乃ま フォー ド 自動車 會 社の 社 
債を 持 つれ 人が ある して、 是 
等會 社の 營裝收 入が 如何 じ激お 
しても 其 余 恵 じ 浴す る i はお 來 
ない が、 之 じ 反して がまの 利益 
はち 進して 巧る。 斯 かる 著名な 

會 社の 成功 L た 壌 合は をれ であ 

るが、 化な じ 此歸會 社が . 

營業 損失の 場を ど雖も 

を ホの 趨勢 じよれば か 論を 期 じ 

直つ てゐる もめ、〜、 損失 回復の 

機會 其ら のに 於て 巧 まの 方が ョ 

9 ホ 利な 位置 じを る。 なじが て 

かを 債 投資家は 所謂 旣定收 入の 

ためじ 离價な ものを 支拂 つて ゐ 

る じ 反し ，' 巧 まは 恰 かも" タリ 

1 じ 手を 染めて ゐる樣 な もので 

あるけれ ミち 事實 じめ てが まの 

支 沸つ てゐる もの 姑 算盤 上の 機 

會 がを く 而も 惯は 低廉で ある。 

巧謂窝繁化 が常じを懐でぁる ^ 

は 傅 統的じ 優先 權の あるを 債が 

离價 である 結 巧 じ 外なら 3 0」 


生糸 輸出に . 

一 去禍音 

糸條 がを み 器潑明 

巧闽 生糸の 大巧 怠 化で ある 米 

网 から 年々 儀 出生 糸 S デニ） 

( 線 巧) じ 就て 頻 々ご 苦情が 舞 込 

んで ホる ので、 之が 解み のじめ 

生糸 試驗 所を 始めみ 製糸 棠 ちは 

乂哟 から 诚 々のな 齢 器を 買收し 

て 苦、 む 打を ねて & るが、 徒ら じ 

'時間 ごを と 巧 力を をす 許ら で 成 

が 上 じは 大した 効 おか U いので 

一當 扇は 柔、 A ら巧 道め 

I 巧究 家は 懸か ど S て 化 

I 苦 お 解み じ 巧 力 中の 巧俩 商工 省 

_ 納 楽が 联所技 帥 棚 橋 巧 S 巧は 今 

; 回を ご 巧 巧 どが 力を 巧 少化巧 じ 

節約が 出 ホ、 而 かもぶ 嶺が 秘め 

てな 好な 糸 條巧自 勘 お 示 器の 酱 

明 じ 成 巧した。 此 おがは 化 ホの 

- セリ， - ブ レ ] ンの如 < 巧 所を 夕 

くも 領せ 0 ふ ご 肉眼 じょる がち 

をのぐ i ぶび 巧 力を が 約す る 上 

_ じ 於て W 莱を 間の 一大 福 昔で あ 

一る 許 6 でな く！ 機に が 十本 (千 

' 斤 ) 一でメート八をかける；が 

出 ホる。 をして 屯 動力 じょ 6 她 

轉 し十メ ー トグ 巧に 糸の 强 弱、 

が 巧、 太い 細い の レコ ） ドを み 


し レ。！ ド じ 現 はれた I かの 表 

じょつ て间巧 じあ 付を が 斷 する 

ミが 出 巧る ので ある。 之 じ 就て 

棚 橋 氏は r 糸 斑の 試驗お 改良 じ 

就て は 多年’ 

考案 中 であつ たが、 昨年 

の 十 《漸< 化 機械を 思 ひがいて 

まる おち 一 H じ 完成した 許ち で 

がは 夕少 不便の 点が あるので な 

善す る考 へで ある。 從 ホの 機 避 

ではを 人 駭の勞 力を 使つ て 肉眼 

で やる 仕事で あるから 見落しが 

あつたち して 仲々 正確に 調べる 

i は幽 巧で あつ わか、 化 機械で 

は！ 巧メ ー トグを 十 立 かで 正確 

じ檢査 する i が 出 巧る。 今を は 

巧に 繰 ホ 上 じがの な < なる 機械 

に 就て 硏 兜して 昇たい ご考 へて 

ゐ る」 ど甜 つてむ る。 

關稅 會議ご 

政府の 對策 

みんか 源に もが 當 

支那 脚お會 證の對 巧に 就て 巧 

が 外務省では 亞細亞 なが 中必ど 

a つて 若々 研究を 結け つ} ゐる 

が、 おに 近く 準備 委：貝 哲を設 挺 

してを 种の 防 蹈 じな b て 巧闽の 

態 巧を 決を する 笠で ある。 を じ 

おする 巧 風み みかは、 冻 るべき 


顯稅 i の 精神は 如柯 なる 問題 

じ 就ても 必や やま 那 のま 權 あび 

獨 ホを 保 善すべき ミを 誓つ てゐ 

る苹 府會議 九ヶ圃 陈お條 巧の 精 

神 じ 違反ず べき ものでは ない。 

增徵關 おの 雨を じ 就て は 専ら 外 

債の 整理 じ 之を 巧て しむべ <、 

巧らざる 限り 支那を して 永久 じ 

借欽 ょらが け 出づる 余地を 典へ 

ざる 結果 じ陷 るので あるから 巧 ' 

爵は 之を 機 ごして 外 憤の 猿 巧を 

なさし わる I ホ 支 邪 政府み 义の 

財源 ごして 么 を充當 せし むる ホ 

針ら しい。 乍 併髓雙 の橫弊 ある 

支那 政府を 充を じ證督 する の 要 

あるは 明かな i であるが、 を 蔑 

の 結果 延いては 支那 肋 政 共同 管 

埋 論の 蒸 返 L を 見る や も 知れぬ 

ので、 化 点は ま那 のま 權ど獨 立 

どを 臂 '重す る巧國 どして 絶を じ 

讲巧 する 處 である。 

新豫算 計上 

燃料 調查局 

燃 巧が あじ 巧て は米國 でら 問 

題 ご；；^ ら 現じ 石油 調査 局の 設立 

をを る じ まつた が、 巧闊じ 於て 

ら燃巧 調 獲 機 幽の設 招 じ 就て は 

燃が 政策の 確立を 則す る 必耍上 

當 局は 四 五 前よ b 之が 經餐 をを 


求した る も {あじ 巧 致 上の がが で 
♦/ 現を るる じ まらな かつた。 巧 
る じが 巧 閑 題は 最あ 益々 を大ど 
なつて ホた ので 巧 年め 豫 巧には 
是 ホ 計上す ベ < ち 慮 中で をる が 
該弼杳 機 關は年 十万 EH ニヶ 年繼 
績 事業 どなる もので、 之が 設置 
の 理由は 

一、 巧國お 油の 埋藏量 じ 就て は 
未だ 曾つ て 確 實な數 字な きを 

二、 おおの 埋藏量 調査は 明治 四 
十四 年 推定 計算を 試み 八十と 
億 九 千 二百 万顺 ごな つて ゐる 
が、 極めて 不確實 の もの じて 
其 後 巧 等の 調査 じき i 

等で あ b 、 其調查 内容は 

一、 採掘 不能の 量 

ィ 、經濟 的 じ 採掘 小 能の もの 
口、 あ 術 的に 不能の もの 
、一、 地方の 事情 じょ b 不能の 
もの じ區 則し 精杳 する ’ 

二、 實際 上が 掘 巧 能の 量 

等で あるが、 更に 鑛區の 形狀整 
理 必要 個所 等を も調瓷 する 計畫 

である £0 

H 英を目 指ず 

共產驚 陰謀. 

支が 動乱の 一觀察 
.上海 じがけ る 暴動は 過般の ス 
トラ ィキ じあ 因を 發 するどい ふ 
も、 其實は 國民黨 中の 共産 派が 
自己の よ 張を 貫徹して 張作霖 0 
下 罵 聞の お 躍を 阻 化せん ごの 魂 
膽 から 學生團 ど 呼應 して 事を 起 
したのは 明かな 事實で 共産 派 頭 
目 中の 實行派 ど 目 さる i 陳獨秀 
李お曹 、を 大訓 、紹 力子の 諸氏 
は 早く も 上が じ 集まら 學生 連を 
指揮して ゐる ご。 彼等の ホ 張は 
お 文の 衣鉢を 繼 いで 不ホ 等條約 
の 撤廢を 目標 どして ゐ るが、 實 

際 問題と しては 條 約の 牲質 上な 

廢 不可能な もの も あるので 最近 

は 旗印. を 改めて 

一、 關稅自 ま權の 獲得 

二、 外人 企業家の 驅逐 

わ 一一 題目 ごし ' 今 脚の 騒擾 も 化 

二目 的 貫徹の 步峭戰 ごして 試み 

たじ 過ぎない。 されば 彼等の ま 

要な 對手 國は關 稅じ關 係を る英 

國 と、 企業を のぞい 日本 (現 巧 

上が 附近の 日本を 業 資本は 二 億 

凹 余) の兩國 じある ので 彼等が 

英を 特に 攻擊 する の も 右の 理 

由からで ある。 然る じ 彼等の が 

動が 余 もじ 非 文明 的なる ため 其 

目的が 達せられ 口許 もで なく 諸 

外 國じ對 しては 「支那の 前を 暗 

黑 ；：？ら」 どの 威を 深く せしめた 

ので 治ま 維持 じ 就て は 巧て 支那 

じ 不利益を 齋 らした。 

絹織物 驗査 規定 ご 

商工 省 訓令を 布 

ム ハ巧廿 九日 午前 紐 育 商務 書記 

官 事務所 着電 じょれば 輸出 絹 織 

物 换査規 を じ關し 商工 省 訓み第 

あ 号を の： ( 六 巧 廿化目 化) 輸出 

を 格 おじ おする か 付 巧 章の 押を 

は 本年 十二月 末： n を 之を あ蓉し 

驚る；ご ^:;?> つ た。 

最近の 0 銀 帳が 

東京 特電 六な サ九 H 發 =： を換 

券 發巧鳥 十 S 億 四千 八 巧 六十 一二 

巧 四千 川、 制限 外發巧 一億 六 千 

丸が 六十 一二 ' カ ニ 千 山、 貸 出 高 一二 

億 六 千と だ 化 四 巧 五 千 山で 二月 

な ホのを 鳥 記録を 示した。 


號ぶ 十五な 千 一 第 巧な I 说 巧を 巧を ® im が . C 日曜 水） 日 一巧み 年 四十 正大 


地 響の 音物 凄く 

加州の 富豪 町 崩壊 

柔 離農 乂な 來の激 農に 襲 はれて 

四ち 名の 在留 同胞は 恙なし 

羅巧 H 乂社か 化 U お 本社 巧蓝 今 朗六時 四十 二 かか 州の 富 
絮町 じして 巧 部- <± の 避寒地 ごして ち 名な サンタ •バー バラを 
中 必£ し 数 凹に 思る 激楚 あら、 大損ぎ を棠ら たる メ ー ン巧じ 沿 
ひし n ノン、 ぺ ゲド 街 方面 じは 約 四' 只 名の 同胞な 留しゐ むる も 
家屋 等の 財産 じ 損が】 を篆 b たる か 人 かじは 何等の 不幸な く、 メ 
1 ン巧じ 沿える が 名な ア ー リング トン •ホテ^ 及び 新築 匆 々の 
四 階層 サン •マ^コ •ビグ ゲング 等は 厢壞し 巧者 十二 名 どを 數の 
巧衞 不明 者を ホ やる じ 至つ た。 罹災 化は 嚴 重に 蠻漓 されて 何人 
も 通 巧を 許され や、 がか も 成 殿み 下の 狀 おじして 本社は 震災の 
報 ど 共 じ盧じ 特派員を 巧 場 じ 派遣し たれで 電信 電話線 じ お隔を 
くを だ M 等の 詳報 じ 接せ や。 


モンタナから 

連 續强震 

被 お 約； 一； 千 方 弗 

まる 幡 U 0 ホな 部 地方 じは 

を 化よ b 装 風兩繫 ホが 傅 へられ 

モンタナ 州を 中必 ごする S 州は 

^-^爾けよらーニ日問じぶちて連績 

的 じ 激震 あ b 

鐵道 線路 の 破壊、 人畜 

の 被審約 五十 万 巧 相 度と. 傅 へら 

- れつ i あつた 片腿 H の 午前、 加 

I 州 サンタ •バ I バラ よらの 邢報 

1 は 同化 方が な 年のを 港 大震災 0 

一巧の 激 霞じ裝 はれ だ ご 傅へ た。 

i 巧 视ど踞 巧の 深い ゥォ ー グ衔の 

j 驚きは 一方なら や、 巧 地 株を お 

一め ごして 加州 巧は あく 一時 下を 

I しじる もぶ 後 じを b 損害の 巧 度 

一が化ボ的じ化つ てゐ ^;?主.か剌が 

したので を 離が も 漸< 愁眉を 開 

I いた。 サンタ •バ .1 バラは 南 加 

j 州 地 ホでは バヤ デナ ど 共 じか 世 1读 

j 町 どして かられ、 東部 人 ± から 

は 避寒地 ごして 旅客の お 繁く時 

節が 時節 だけに 東部. 化 ホよ b の 

旅ぎ は徵 なかつ たが、 岡 化で を 

名な ァー リン' ダト. ン •ホ テ 火の 

崩攘で 著を 人 ± の 巧 鳴を も 殺な 

くな' いらし い？ 今日を じが おし 

た 死者は 別項 特電の' か^ 

十二を で .をる が、 貸 傷 

を 及び 巧输 不明を は 持 日の 推移' 

ごがに 化 當の數 に 達する を达で 

める。 人を の 損 雀が 比 職 的 勘ぶ 

かった. の rt お 一風め 化 震が ホ 時 

四十 妈 み、 が 二 閒の强 震は をれ 

-よ b 十 笠 かを じ 襲 ホした i めで 

あるが、 が 後 微震は 述緻 し卞を 

立 時化 二み、 六 時 四十 六み ぶび 

:と時 十一； みじか 前と 同じ お 巧の 

|が裳あらたるも些したるお窜^:<' 

;< 、錫 筋 コンク リ ー トの述 築 物 

一は 疫 糖を 止めて ゐる けれども コ 

I ンクブ ー ト 及びが あのが 築 物は 

|あ< 厮圾 したお 惊 である。 罹 巧 

- 者の 語る 處 じよる ご當 W ホブグ 

vh じあっ たを はなおの 搖れ 方が 

倫 かも 

賦波 荒^」 が 上を ホるな 

船じ乘 った、 む 持で、 孰れ も絕い 

' て戶外におび出して閒も^:^く壁 

どい ム戲 はあく 崩 巧し 地 嚮の音 

一が 熙 々と閒 ゆる じ 及び 藥必 化で 

"あつた 人々 ら 始めて 地 装で ある 

! ある i を 円 巧して 右 巧 左 往じ逃 

I げ猶 はら、 中には 正 じ 崩‘ 坡 せん 

どす る 家法 じ 避 巧 せんどす るを 

も あつたが、 此顆 y - の 中で 坂 


混 雜を顿 めた のは メーン 街で あ 
つた どい ふ。 柯を朝 まだき の激 
霞 どて 住には 孰れ も 着の み 着の 

礎で 飛び出し たが、 地震の 恐怖 

が 漸く 鎭 まると 共 じ俄让 立の 夕 

外 レスト ラントで 朝食を どる ご 

いふ 余裕ぶ b をを したる も 一時 

は 仲々 の游雜 であっ た。 强震裴 

ホと 同時に サンタ •バ ，バラの 

電信 電話線は 切斷 され、 水源地 

の 東 堤は 旗 曝して 一時 あ險 なら 

しも 巡邏 中の 寶備隊 が 之を 閉鎖 

したので おなきを 得た。 化 震に 

は附 きもの ど 云 はれて ゐる 乂爭 

も充斯 線の 巧 鄭ど會 社 側の 用意 

周到な ちし k め 僅か じ ーヶ所 じ 

發乂 せんどし たる も 之を がし 化 

め 遂に - 

一の 火事 'を も發 生し な 

かった のは 勿怪の 幸 ひで ある 

當 時間 地 監獄の 壁が 崩壊した の 

じ 紛れて 約廿 名の 囚徒は 逃 じし 

たが、 震 おぶ 同時 じ 瑕雜お 域は 

直に 特別 巡杳 が譬備 しためで 掠 

を 其 他の 不正 巧爲は 至って 獻な 

< 、同地を 中必玄 する 震災 齢 域 

は 南方 巧 哩の ロス アン ゼ '< ス巿 

にも 相 蓄殻蠻 したる も 巧 等の 被 

害な く、 化 も 約な 唯な じぶんで 

みる けれども これ 义 微震に 化 ま 

った。 罹ぶ 地には 赤十字 隊が商 

にお 張して 天幕を 張 b 、 市長は 

な 輿 計 查を發 表して 酿を 中で あ 

るが、 損害 お 度は S 千万 弗よ 

五 モ巧弗 ご 云 はれて ゐ る。' 


斷の 際は 牛乳、 チョ。 レ ^ 等 

で 腹を 養 ふべ く 菜を 勝つ か、 お 

を 勝つ かは 颇る巧 ホを 化て 見ら 

れてゐ る。 

天狗 俱樂 部の 

杖隸 競技 會 

一等賞は 柳 瀬 君 じ 
邦人 ゴグフ 天狗 連の 組織す る 
天狗 惧樂 部の 夏期 ーンデ か ゴ少 
フ大競 ほ 曾は 去る U 曜 H 曰ング 
アィ ランドの ナ リス ベリ！ •ゴ 
术フ •リンクで 午前 午後の 二回 
じ宜 つて 擧巧 された。 巧惡 しく 
降雨 のれめ 一同 濡れ鼠の か < な 
つて 奮励した が、 風雨 じが げら 
れたぇめか新記錄をがる< いふ 
隨 なを もな く 結局を 巧の プレィ 
—柳瀬 君が 午前 九 四、 午後 化 
九で 一等 S な-^ 金時計を 授 おさ 
む 奪 一二 等は 一二 上、 西野兩 君が 
ネット I と义で 同点 どな ク た。 
午前の ラゥンド ではを 見 君が ネ 
ット八 お、 寺 本 おが 八 六で リ） 
ドして ゐ たが、 午後に なつて 二 
乂 ごも フォ！ ムか 崩れて ホ 化の 
で 惜敗した。 入賞者の スコアは 
左の通り グロス ネット 

-等柳 瀬 一を 二 一 とと 
二等 三 上 ニニと 一わ义 
同 西 野 ニニ 义 一と 化 

死んだ 者 五十で 

加州 サンタ •バ ー バラに 桑 港 

廣災 3 味の 大激 叢が 襲 ホした の 

で乂人 もを ろ'-^ 神經を 尖ち し 

てゐ るが、 過 まか 年に 旦ら 世界 

を闕を 襲つ た 大地震 じは 必中 火 

災 がわち 「大」 £ いふ 字を 付け 

得る ものは 約 十八 回 じ 及び、 其 

損 寒 額は 程度な く 巧を は 約 五十 

巧 乂 ど 註せられ てゐ る。 化 中で 

一番で かい 奴は 巧ん と 云 つても 

一昨年の 關東 大震災で 巧 若が 十 

义万二 千 人、 負傷 港が 十 方 二 千 

人、 燒失 家屋が 五十八 巧 軒 じ 達 

した 〇 をれ 0 下の もので 目星し 

いものは 千 化ち 六 年の 桑 港 震災 

で 死者 四百 五十二 人、 燒失 家屋. 

サ六巧 お 千が、 損害 一二 憶 お 千 方 

巧。 千 化な 八 年 タラ ブリアの 震 

災の 死者と 巧 六 モ四巧 八十！ 二人 

負傷者 化 巧 五 千 五 田 人、. 路頭に 

迷 ふ 者 巧 十 巧 人 等で ぁる。 


も ある。 之が 新ク日 トン •アク 
エ ダクトで、 他の 水 道路と 閒樣 
ホ おのむ めじを 辭 されて S る。. 
紐育ホの境お線をぉると コ ー ト 

ラント •マナ-—、 ブン .コン 參ホー 
ムゥ ッ ド、 をれ から ダンク ッデ 
ィ 1¢ いぶ 小さな 部を を 通じて 
ョンカ I の 化 ホ じを 姻 しまる。 
平規^:^巧道ではあるがをを越ぇ 
て 左に ピ ークヒ 八の 爵蒼 たる 森 
が 見え 隱れ する のど、 おじ 近い 
割を じ まつて 閑靜 であるの とで 
斯ぅした 道樂 者に 愛 賞され てゐ 
る。 谷間の 小さな 流れは チビ ッ 
卜 •ブグ ックで 下は ゲ アンコ！ 
ト ランドの 湖水。 流れ じ 添 ふて 
雨敝 何な 巧 ごい ふ 止 地は 今度 ゥ 

エス トチ エスタ！ 孤の 手 じょつ 

てな 派な パ I クゥ ユ！ じなる さ 
うな。 自然の 儘を 眺めて おくの 
は 今の 中 ど 思 ふ。 長 程 約 一二 嗯、 
朝を く か 又は 夕方の 散 ホ じは 挑 
ひ 向き だ。 




電氣化 掌】 切 

下羽電 氣蘭會 

20 ご 1 B を adway 

ぎ 置 ico 宙 '養 711 


書籍 一切 取次 

ホ 固 お 版の 書籍は 化て 特疆引 
にて 巧 速に おみぎ 旅 巧者の 研究 
愚考 資料の 書籍 寃集 等は 特に 御 
使を 化 計ら ひ 致 巧 【幡 巧】- 
立ぎ shi 左を 夕 
妄 Nassau St ., Tel . Beek 夏！！ 坦 28 



舞踏 敎授 

►化を ダンス ，▲ 
►ま 精 ホ 操 I 
紳± 、淑女、 わ子 

ぶぶ おさん 方に 巧 寧 じ 
- W 敎授 致し 巧。 す 前 
.1 十 時ょ-^ 午後 牛 一' 
時迄ハ〇曜を^^-) 

シャリフ •ダ^ シ 

ング 師範 學校キ 業 

上 お クマ 


西が 節 君が 

吳海 峽横斷 

巧 食して 準髓 最中 

本年 十と 歳の ホ 國撤人 遊泳 家 

ダ' — トリ ユ！ ド •エタ！ グ攘か 

英國が 峽橫斷 のた め當 化を おお 

したを はぶ 紙の 旣 報した 處 であ 

るが、 巧 図のを 距離 遊泳を どし 

て行あ；^西が節君も日本乂最初 

の 海峡 機 斷の壯 をに おづ ベく お 

じ英國 じある が、 まる 廿义 H 發 

の ロンドン 電報に よれぶ 西 お 君 

は陸卜 •畏 距離 撰 手 ごして 化を 第 

-ど稱 せられ 過般 當地じ も來た 

フ キン ランド 人パゲ 3 •ス少 -、、 

君の 卜；！ ， 1 ニン グ 化を 採用して 

ラキ •ブレッド ま義を 採ら、 を 

れじ U 本流の 稱 進が 现で英 おを 

を ム外每 日 六 時間 宛 遊 •かしてが 

巧 中で あるが、 西が 君は エダー 
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25 わ oadway, お wYork City, 
j Tel. Bowling むが n 目 3 が 


^ 綱を 期 邦貨 五十 圓 3 上 利息 年 六々 

誦灣銀 巧 替 出張所 

►撒 里を を 及び 化 送を (無 ホな 巧) > か 西 
巧を 賣 買、 が 巧替 取組 収 立、 信用 巧を 
巧 ま一肢 をけ 棠を御 巧 巧に 取が 巧 化ち 
▼巧 ほ 詳細は 御 遠慮なく 御 闲を玻 下 度 接 


、£ 巧 r 邦貨 五十 围な上 1 六ヶ 巧ぶ 上 
本店 f を 巧 L 利息 = 年 六を」 S ク 年な 內 

預を j を扣 r 邦貨 五十 圓 Rt*? こ e 
C 通 お！^ 巧賴 じが 日 ホ】 錢二煩 

(唯 シ巧モ 画な 下 ノ逆か 預をハ おお 底) 

橫濱 ぶ 金銀な 紐 育ま 巧 

郷里 送金は 都て 無手 數 おじて 當 
行巧渔 本店 經由 送を 方 软圾申 お 


化を 巧 巧 住ぶ を お 巧 巧 
巧 大扱化潰五了目 

W 育ち 店 が 育ブ 0 — ドク ユィな 四十 九を 

懿 なぶ 銀 巧 

巧 京、 漠 お、 を古属 、京都、 巧戶 
尾ゾ 道、 廣 島、 お、 柳 井、 下/お 
巧 司、 か 倉、 おが、 巧夕 、久留 米 等 
本 固 巧を、 觀お 送を 等は おめ 
て 御が 利を をに 御 化 扱 可 申 巧 



藤本 證券 會な I 

’ 一 おか 浩 趣を ノ資 買、 引を、 裳 お 
▲を 融、 並二么 - 品： 一切 ノ 業を 

S 藤本 ビル 7? 力-銀な 

.紐 育 化 張 所' 


雜貨 隅な お 

ライ グ ー ブ卸賣 


\ A «7 卜 う ィ ク 1 ク纪勇 

@ 太洋寶 易！ 會社 


ま 巧. ボ 我を、 ボストン 


H - 本 
ドラ ィ 


陶 

グ . 


麗 雜貨 
-ブ 卸販賣 


能| 巧 木 桃 ホ 組 

\一 含？ VIOMONOI Co こ inc- 
105 E •一き St N . Y . ジ1. で uy くま 香 t かぎ 受 


. 

が骆 、雜貨 ，ラ 卸賣 
プ没 ラン フ笠 

すグう グ^ス 


資本を- 億 旧 
巧 & 巧 資本を 六 千 萬 曲 
巧 立を 五 千 ホが 巧 旧 

S 賦 S ザ 銀な— 支店 I 

本が 巧京巿 日本 梅. 院駿巧 巧 一 
まな 小が 日本 橋 义の巧 (ホち 巧な 
ぶを 屋巧巧 大巧 西ス 技〕 

神 戶巧息 下 挪巧巧 若松 
お 岡を 怡 上海 お 巧を 巧 


外 固ち 替 、鄉 巧を を、 ホ 送を、 信用が 其 化 
一 胶が巧 業務 梢々 巧 化が じ 化 圾巧申 侯 

SS 菱銀朽 ぶ 育 ミ 巧 

本 ま 巧 巧ま宋 巧、 大 お、 神 巧， がが 
所が 地 名を 屋> 小榜 、上が、 倫が 


夏 壌 グ^ ^ ム向 

夏 谋ダ ー ム向お 具 削 も おが、 歐洲駐 輸入 
を 碑 小物 雜貨類 殊に クォ ー キング、 ヶ— 
ンは 最近 流 巧め もの お 揃へ U 本人 顧客を 
歓迎いた します。 

直輸入 元 

リ V ダ 1 エンド ソンス 商會 


高 儀な スタィ^の 洋服 

U 御友 謹 方が 御召しの 様な U 

皆 樣が御 巧みの 新 スタィグ •正しい 髙 巧な 
服裝 •をの 御 お 服を 當 巧は 蘭 製を します。 
一度 御 ホな なさつ て 濯が 地 •縮 柄 •型を 巧 
費 下々 い。 御 不滿の 際は 退 金 致します。 

ウオ — 力 — よンド 

7 D 9 才洋眼 店 


ホノ か、 法沒 '一! 戶 '長ち 上 巧を 缉 あちな わ 

コレア 化 (云、 〇呈 哦】 と 巧 か 

(羅巧 化 化-^ 月 十 - V 日】 
春洋丸 (ニニ、 0 § 巧】 八月 四日 
西 比 巧亞化 ( IKrooo 順) 八月 十八 日 

(羅巧 化 化 八月 十四日) 
太洋丸 (ニニ、 岩 0 巧) 九月 一日 
灭洋化 (ニニ、 0 吾嚼) 义巧 十五 日 


往化 

復航 


墨西哥 、秘 露、 智利 諸灌巧 
ホノグ 、橫濱 神 戶巧司 香港 巧 
(なほ 共を ホ 週) 面) 

々を 巧 巧 iSW 巧 巧 寢窒赛 巧 入 捆鲜巧 化 < 巧 


0 シ ヤトグ 出帆 午前 十一 時 
鐵 ►プレジデント ジヤクソン 


と 月 十四 H 

マツ キン レ！ 

と 巧廿六 H 

ジェフ ア ソン 

八 巧 と 日 
グ ラ' ント 

八月 十な 
►太ず 洋が 路の最 快速 潔 船 ▲ 
▼船室 廣 く 理想的に 完備す ▲ 
►ベッド 巧 柏 コットに ホ や- 
御 ホ 留じ 化ち 日本を を 調 ふ 

磐 代理店 桑 山 蘭 巧 114三芸爲 


が ▼フ レシ テン 

符 . 

城 ▼プ レジ ザント 

^ I ►プ レジ ザント 

0 

を 

取 

IT 

き 打 

か 

钟 


T 

♦金製 斗ィフ 鉛筆 類^ E :: 

♦金剛 も 白金 胸 飾 類 W リ^ 

一 D 〇。 

♦金銀^. 烟草 人を 種^ WS 

♦美麗もピン時計鎖 

I — 


晚を波 每二遇 一回 お 帆 

▲エム プレス 亞細亞 (一一 T 客 〇喷) 

と 月 ホ ーニ 日 

マエ ムプ レヌ 加を 太 (吴 •室 〇顿) 

八 巧 六日 

▲で ム プレスを 西亞ご 二ろ〇〇 卿) 

八月 二十 H 

▼エム グレス 濛太利 (I 互る 呂顺) 

, 九 巧 二 一日 

一等、 二を、 一二 等 皮び 下等を 設備 

最大、 き 策、 最快 ホの あげが 巧 船 


{ W 

! シ も 

こ 

i ル . I 

; 支^ 

.唐- 


シアトル 出帆 (出帆 午前 十 時； 

加賀化 と 巧 十一 二日 
伊を 化 八ち と H 
靜脚化 八月 サと日 
橫濱化 九ち 十八 H 
: n 本 巧 船を 運賃 新 率 
一等 橫濱 一九 五 巧 神 戶二〇 五 巧 
S 等 洋食 五十と 巧 かを 五十 五 巧 

歐洲白本間客船 (每巧二回^ 
淪致 ょら 一等 百五磅 、二等と 十 
據 、馬 耳 塞ょ み 一等 化 十と 磅 
二等 六十 六磅。 I 

化育 か 执ち袭 馬經お H 本わ货 物妃— 巧二间 


船 星 
を 巧 
は を 
坂 御 
本 呼 
を 出 
小し 
荷 下 
斬 さ 
はい 


ン アト グ 出帆 

ぱらす 化 お 巧 十を 
あ ふら か乂 と 巧 化 目 
▼一等 横演 一九 お 巧 

腔し ばりず 丸 るん ごんみ は 一 五を 弗 
▼一二 等 日本が おお 部を 室 乂化を 家族 室 i 
▼御を 資に 巧り I 等 割かを 巧が 巧 资巧可 致 侯 
口 又 アンが 八ヌ 出帆 

。主な ま 化 ん巧十 1 H 
はわい 化 八 巧 十み H 

▼一等 橡演を じら 丸、 お哇丸 一 化 五 巧 

$ ミ . が 他て 化て 一】 みが お 
▼ミ 等 日本 巧 まこ、、 知が 哇化基 邦 お 他 完邦半 

▼だ議4:が||,^巧^^すぉ 

y 化：： rr なバナ マが か H 本ち 片】 闽 


扎 


D 

N 

A 


8 

. S -7 
巧 化 W 


細 r-u 

& 匿 P:i 

L S お 一 g. 

化が — 1 
A W. 


d な 




夏場 グ I ム 向き 

U 本 獨逸谊 輸入 玩具 小物 雜貨 類、 
玉屢 各穗ゲ ー ム 向き 格を 怜 好の 物 
澤山取揃 へ ^本人顧客は最^礎實 
げ嘻じ 取 被 中 i ず 0 


f 4 -> . 


.ド 心 一 4 ン ドシ厶 メル 



-週五 巧 及八报 - 1 
人 又は 二人 じ 補！-"、 
ボ をへ 十を タィム ススク エヤ！ 

- 五み 電話 カン バランぶ ち コー 

1 ち 量 St . 83 童。 黒崎學 


营 樂敎授 P バ 

獨唱蛾 巧 業 お I ヶ H 六 弗 二塑質 
' ぷハ 十五 了 目 東京 巧を 階上 
菊 池 盛 太 暇 


裁縫 所闢業 

巧服、 絹物、 ゥーグ類戍ドラィ 
ク 9, ニン グ 、プレス 及び 染更 
へ、 た 立て直し 一切る く 美麗 じ 
致します。 裁 繰は 如柯 なる 御を 
义 も叮喀 じを く 致します 其他ュ 
カタの 出 ホを も あ h ます。 

坂 ホ 裁縫 所 

12 B さ. 里 さ St . 产 Y . C . 


.，夏場 尉 新 荷 到着 

睐 一^ ダ！ ム向 陶器 雜麗類 澤山取 揃 居り 
候 閣倍舊 御用* $ 願 山 候 

森 か K ぅザ1ス 

MOR 12 CRA 巧 ros ., line . 

S 3 wst だ rd ぎ 
zew York ご ty 
T をを onn Gram ミ cy w 窠〇 


复場 巧^」 

陶破黑 雜貨を 種 取 揃へ 居候 迅速を 旨 

ご 乙て 聯 々勉强 仕 候 間 御用 命 願 上 候 

驗残木 桃 ザ 組 

養 E - 1 置 田 . N Y . 呈 .ぎ yvit 雷 置ム 



以^が U 新 荷 到着 H 
精々 勉強 巧 吐 候閒衙 註文 被 下 度 願 上 候 

太 洋賛易 株式 會社 



t_€l wtuyvesa 百こ資 W 
101 Fif 甚 A . ミ nu ジ ZOW Y ミ k City 

Chicago Rran 星 327 w . Madis 3 on 空.， 0 hie 器 0 , 1 一一- 


夏場 面 


新 荷 到着 


格を 品續 々新‘ 翁 化り 候 間 

是非 御用 命 被 下が' 願 上 候 

义八商 食な 4^ 元ブ タザ I ス 

ご 巧 ast 17 を S ヴを W ジを City 
TeHephone Stiuyv 法 ant 塞 送. 


四 

N ― / 

大 

化 

十 

匹 

年 

よ 

巧 

- 

B 


水 

嘴 

0 



を 
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第 

賽 

干 

百 

- L 

ゴ 


* L 

Tf— 

號 


布 哇お立 州 巧 題 ど 

賛否 兩說 

邦人 排斥は 不可 
ホ库 縣を單 じ，， 卜， 

ごして 侍 遇せず が 立せ を 1 州 じ 

昇格せ しい V しどの 證餘は ホが 

じがても 巧 はれる 檢 になつ たが 

是れ じは 賛否 兩說が ぁつて 賛が 

側は 布を の 面 結 人口は 兎も角 太 

平 洋上 じを 要なる 經濟的 軍事的 

地位を 占む る布哇 をな は 一時 も 

が < 之を】 州 どして 待遇し 卵と 

.レての 權 能を をせ しむる を至當 

どす VJ ホ 張して 居る。 是れ じは 

夕 數巧哇 出身者の 赞 成が ぁるが 

ホノ 八、 ホの す ンフオ I ド、 ビ 

I、 ド1於判事の如きは姑脊夕 

j ィ ムス 通信員 スミス 巧との 會見 

-じ 際しを 力な 反 お 論を 鳴へ をつ 

i 布 桂 じがて は 円本 人が 斥を なす 

を悅ば やどて 大要み の 様な 所見 

を陳 ベて 盾る。 即ち ( 1 ) 布 畦 

の 州み 格は 繼て U 本人を 知事 じ 

載く 時化を 實現 する かも かれな 

い。 かじ 化な 予は 

大統領 の 巧 命じ 化る 制 巧 

の 継 線を 希望す る (二】 布哇縣 

會 議員 じ 適用すべき おを ぷび收 

入 上の 被選舉 資格を 定めむ とま 

張ず る (I 二) 布哇の 大多數 人口 

は H 本人で ぁるが 子は 加州 地方 

じめ ける 日本 \ 乃 ま 東洋人 巧 斥 

煽動 じ 共嗚し 巧ない ご 云 ふの が 

ド^ ■■ ^ 中 事の 意見で をる。 岡 巧 

事は おら じ 自說を あ 巧して 現 巧 

の縣會 では 布 畦 政府の 滿 足なる 

運用は 留まれない。 大 がかの 藻 

員は 政が じ掛 する 正當な 巧が さ 

へ 持つ て 居ら 0。 化が 弊を 矯巧 

づる じは 被選擧 資格を 髙 いる 

が窠 一で ぁる 日本人 系が おは 敢 

て H 本：. 憧憬して はおらの 彼等 

はホ人<間榜じずかじを巧し布 

I 畦の ちめ じ も 巧が せんどし つ 

ぁる。 予の 加州 地方の 排り 言動 

じ共昭 せざる 理 ホは を じなる ご 

訟 じた。 ド 巧 事の 掛立反 お 

盧 見の 第一 ど 第一 一一 ごは ネ盾 する 

点が ぁつて 甚だ 不徹 化で ゐ b 矢 

張ら 人陶的 偏み の餘奥 あるを を 

れな いが 兎も角が 畦縣 州な 巧 題 

は 漸< 中央 かおに 接- 賴 する であ 

らう ご 觀測ク れて语 る 0 


做) を委負 長、 大鸣會 長、 高 田 

會 計、 を 井、 上 旧、 鴨 井、 山 旧 

滿 口の 諸を 員ぶ び 巧 旧 萬 記 長の 

十四 あ、 巧 田 帯 記を よ 6 委負會 

設胺め 巧 もを 說 明し、 放 案 提出 

をた b し 山 田 氏は 自己 及び-部 

を 巧のを 費 巧 加 じ 貧 化する 意見 

を 陳述した る 後 高 田を 計は 本會 

會 計の 現 狀を說 明 （財源 充填の 

必要を 論 こ 夫れ よら 一々 をを 員 

の 息 見を を換 した 右 •かお 巧 化 際 

を 费をお 額す るを 避け 個人のを 

附を 測聪し 本年 巧に 限りて 之を 

試験的 じ 採用ず るを 可 ごず べし 

VJ の 恵 見 じ I をした。 尙ほ滿 口 

鴨 ホ、 山 旧 巧 他の 諸氏よ b 會豐 

瞄 明が お 巧 等じ關 する 注意 あ 
たるが を 寄附 問題は 東大なる 問 

題で あるので 準備 委員 若干 あを 

擧 ぐる i ピ しと 月 (例年は 夏季 

化 貧) 理事 例 會じ提 まする is 

な b 午後 十 時半 散會 した。 


り 貪 細則 修正 

委員 會關催 

會 費は 增 額せ やじ 

偶人の 宙贿を 提議 

去る 四 巧 開催の 級 育 H 本人 會 

定期 總曾じ 於て 捉 巧され た會费 

增巧 問題は 棄大； ：* る關 係が ぁる 

から 巧を 削愼あ 協議を まの るを 

至當 どす どの 理 もに 化ら 當時巧 

案を 修正して 細則 第二 條 修正 時 

がを 員を なる ものを 設睛 し硏究 

一の 上 之を 理事な じ削遙 する ご 

な つ じ ：^^幹部 じが'て も特じ委員 

み人理 じな 息を 挪ひ狂 お W 胞社 

食の 答 宿 じる 村 井 保 固 巧 {あ譽 

會 貴) を 煩は してを 貴 担に 推し 

が 方面を 網羅した 委員 十八 名を 

指名した を委貸 曾は； おが 備的 

じ 幹部に 於て 熟 おの k 去る 廿五 

日 午後と 时よ 6 がみが じ 削 惟し 

たが 化 席 者は がかを： 网 おを 始め 

旧な (公務). 化 木 〔が 格) 地 ま 

( W 格) お當 (共 濟： 、.水み (巧 


津 旧塾復 巧の 爲め 

巧び 園遊會 開催 

を 田 女 塾 俊 おのち めを 力を 傾 

倘 してを 方面 じ 運動を 試みつ 

ある ゲ ワンダ リップ 夫人は 本 巧 

二十 五日 (± 曜) を 巧し 午後 S 

時ょ もと 時 迄 ジヤクソン パ ィツ 

じがて 園 遊會を 開催す るの 計畫 

を樹 てが 人 側の 後援を ホめ て 居 

るが 昨年 六月 ダ ワンダ リップ ホ 

人 自邸を 開放して 第一 回 園遊會 

を おせる 営 時好 評を 博した 柔道 

お 道の 試を を 今回の プ n グラム 

じ 加 へん ごホ舉 L 居 b 本日 午後 

匹 時 ザよ b コスモポリタン 惧樂 

部に て 茶 違を おしを 準備 じ關す 

る 協議を 遂 ぐる 由で ある 0 


費府 大巧 ご 日 會 

紐 育 H ぶ 乂會 商務 部に 於て 鬼 

集せ る 义國獨 立な 五十 年 記を 大 

博覽會 出な じ 閥す る 情報 印刷物 

はを 港 A び羅府 H 本人 巧 業會講 

所、 沙港嘗 装 供 樂部其 化 ま 要地 

方の H 會じ傳 をした る もで ある 

が ジャハ ニ— ス 、ゲキ レッチの 

權利 獲得 運動は 旣 報の 如く U 本 

人 曾の 手を 離れ 任が が 志 間に 於 

てな 誰の 上目 下 協赞き ft 組織の 

道程 じが b 。 右 じ 願して を權を 

委ほ ゼられ たるを 西 龍 雄 氏は 旣 

じ 前週 ± 曜日 巧 覺會化 表 ゲムブ 

少氏 <」會 見 依 契約 どら 云 ふべき 

n ン セッション 中 請 書じ署 ぶし 

たるが 今 遇 木曜 H 頃 じは 酱府大 

巧 幹部ょ b の 允可を ずくる 速 ご 

なるべし ご 云 ふ。 

勝 山氏歡 迎晚餐 

旣 報の 如 < 南米 視察を 了へ て 

此程縣 がした る野澤 組の 勝 山 邦 

化 氏 歡迎會 はまる を 職 H 午後よ 

時ょ b 西 六十 五 了 目な 巧 十八番 

太陽 じがて" 佑され たが 西せ 龜太 

郞 巧の 開 會の辭 を W て晚餐 のを 

に 着き デ ザ ー - ^ n — スじ 入れる 

頃 勝 山 氏な も t 委細に 互る 南米 

談 ありか 氣諾 々の禪 じ 散を しじ 

るは 十一が 頃で あつた。 當 巧の 

出席を は 星が-鈴 木、 田 中、 松 

巧、 巧 田、 上野、 が、 山 巧、 上 

旧、 口田、 が 田、 髙 橋、 川 烏、 

をが、 杳 巧、 大 西、 大野、 木が 

中 野、 両 W の 二十 氏で あつた。 

國語學 校 ネ業生 

本年 巧 じがて 國お學 校を ホ 裳 

し C M 胞 おは 欺く も駭お 2 


上 じ 達する 窜 であるが 上 町 ホ 面 
のをを 擧げれ ば 第な 十五 國語學 

校の ジュニア — 户ィ スク^ — 八を 

優等で を 業した 角 田 柳 作 氏み 礫 
當ナ '子 (十 旧を) を 始め、 ダィク 
マンでは 山 口 一一 一之助 巧 か 猿靜子 

(十 S 歲) 御木 光正を み 攘喜义 を 

(十四 歳】 菊 川 巧み 礫ス ブラ (十 

四歲) マ、 ロ ネックでは ドク 
八 古 ハ 合 謙み をみ 息 健 反が 最 優等 
で 賞を ごして 五 弗を 貨を授 巧 さ 
れ たど 云 ふ。 

雜誌 旭光を 發巧 

靈じ 本紙を 通じて 報道し 置け 
美 0 敎會 機關雜 誌を 巧の 計 普 
はが 巧 着々 進が したる がが 政 的 
關 係を をお獨 立せ しめ 新 じ 化 ホ 
化を 組織し 巧 巧雜誌 『化 ホ』 を 
八月よ b 發 巧す ベ < 目下 準 樵 中 
である。 編輯 ホ 任は 牧師 川睡未 
之 進 皮發わ 人は 化川淸 一巧！ 
當る害 0 


ダア本 間へ イワ ー ド商會 重役 
まる +陥目 レ ー ククツ ドを 經て 

西 巧 九 目 晚を坡 出帆の 療洲號 じ 

て 1 時歸锅 十月 歸 ホの 豫 を。 


玉 ポース 靑年會 野 遊 五 ポー 
ス 靑年會 じて は 巧る たち 四日 獨 
立 巧を 期し ミツ チュル 飛 わ谋に 
飛 巧 機 線 習 お覽を 兼ね 巧 遊會を 
催す 由で あるが 同日 ペン 停車 媛 
內 U ングア {ランド 待合室 じ 集 
合 午前 十 時發車 じて 岡 地 じ 向 ふ 
を定 でを る £0 

柏 庭 誠！ 郞氏 送別 會 S ホ顿 

を 紐 育ま 巧 生糸 部 社員 巧 尾 誠 一 

郞 氏は 里昂 出張所 じ轉 任を 命が 

られ とけ 十八 H 巧 帆の バリ ス號 

じて 出發 のよ じみを せる が 前週 

水曜 H おお々 貴 有志の 送別 脅を 

日本 俱樂部 じ 開催 ホ 旧 化 織 役、 
が 藤を 糸 部 ホな 外 I 二十を を ぉ 席 
頗る 盛會 であつ わ。 

♦巧亭 太陽 新電說 當巿両 六十 

五 了 目な 四 十八番 巧亭 太陽 (が 

上 柳 一巧 經營； 電話は を換 局の 

都合に 放ら 今圓チ K ヶ、 J ナ ニ八 

六 番じ變 をした。 

♦波 邊が巧 農林 省 兼 山 か認長 

數曰が着紐ホテ^;/ コモドアに 

投お 中なる： & 近々 渡 隙の 豫定。 

參化 が 親 信 巧. 鈴 木 商 巧 員 倫 

致夕 店へ 赴 巧の 途か前 遇 着が。 

參を W 淸 一二郎 巧 福 岡縣口 畑實 

萊 家、 まる 廿 四日 モン タニア 號 

じて 歐洲 よら 着が。 

♦鈴 木 春 巧 東京 電力 お 帥、 ま 

る 化 六：！： 着 紐 ホ テ 八、 ビ作 トモ 

—ァ- しお おな々 渡 厥の 常。 

♦具 鳴が き 皮 鉛 木 巧 巧 員、 前 

週歸 朝の 途じ 就く。 

♦中が ホ郞巧 一二 井物產 生糸 部 

員、 まる 廿八日 歸辆。 

♦ホ 井 泰太郎 氏神 戶直等 商業 

學校敎 巧、： 六日 歐洲 よも 着 紐 

法 亢德益 巧 新 高 製糖が ま會 

社 技師、 まる 化 日 歐洲よ b 着 紐 

おを 彌 巧 巧歸朝 中の 茂 木 桃 

ザ 組 化 員、 と 月 四日 橫漠 出帆の 

でム プレス、 で シャ號 じて 歸ホ 

のを 定。 

•本 間 おみ 郞氏 ラング フエ グ 


夏 傷 働 一二 人 入用 

ホ 望の 向は 紐 育 新報 社 水 ハ 合 氏 

ご 面談 あらたし 

太 西が 巿が 喬语 


る 

& 求む 


吿 


\ を 商業 又は 經濟學 

^を讀 むみ 專巧敎 育を ま 

け 商業の 賞 地 經驗を 有ず る：！ 一英 

兩國 語に' 堪能なる 日本人を 巧 お 

陳列 巧に 雇 入れむ し 高給を 拂ふ 

希望を け. ま 急 H 英兩 文の 自筆 履 

歷蕃 を提ぉ をれ 
桑淮 

日本人 商業 會議所 

J さぎ 吉 e 毎 amti 巧 of を m ヨミ ce 
芝 9 3 ち ketSh Man でき cisp 


内務省 是許 加州 公認 

產婆及 媛 摩 術 

ホ 巧秀モ 
巧 產额炙 マッサ ー ジ 術め 出張 

治療の 御 ホめ じ應 じまず。 

電話 キヤ 七— ド ラグを 冗 化 

西な 十一 11 T 目 s ' 百 十二を 


家具 附が む し 

度し 携 所は 西 百 四十 一. T 目 六 巧 

番 、リバ サイド、 ドライヴが 近に 

て 地下線 じあし、 委 がは 左 じ 
Na 爸 ka , 式 0 W . 1 呈 h 芭， 

Tel . siin を de 7 夏 


一二 ま 及び 湯殿 ホ 五 巧 

夕 S 及び 震 化 五 弗 

壌 所は 武 ボナ ッソ！ コ！ 卜 、委 

細は 左へ 御 御 照 貪を 乞 ふ。 

G . 产 で ぎ a , 1 67 Go 呂 ord St , Br 呈享 
Tel . ブ 立直 e 吉晋 


貸 室 綺麗なる 大 、中 室を 

を、 專 巧稱莖 、ゲ アン ブト サ- 

ビ K 、 朝食 附〇 

没 West 75th St; 宴 


貸 室 淸 潔な 便利の よき 旗 

所 一人 乃至 二人 向きの 室 あ 6 常 

話は プラザ 1H ハと 一を 

SJOko-a-sws.111thsf.npt.31 


« 打ら 静かな コ。 ン ビア 大 

M 學 じあき 良 まが 人紳 

+ じ 貸 度し 一週 六 弗。 

1 夏 Glareit Ave . 章 15. 4 th で呂 一- 

巧 至. 置 erside Orive & す oad ミ y 

N ま r . 至 erna ゴ〇ミ I ミ 云 e 夏 rancTs ジ ョ产 
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紐 育生 命 保 險會赴 
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保險 
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ヮナメ ！ 力 I の特を 

H 本人の わ 貢物には 特別 掛 員を 置き 無 

巧で 御 お 巧を ホ 電話 义 はわ 手紙み 祭 お 

巧 問して 御 便を を 針 b みめての わ 方に 

おしては 恃じ注 息 致します から 是非 わ 

立 あら 願 ひ 升、 ホ 内が 達は 勿論 H 本 其 

他を 化 おの わ 荷物が 送は 當 方で をし 巧 

じ 3 
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H. Seerawa, Insurance Broker, 
303 Fifth Ave,, 
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Uchida Trading Co., Ltd. 
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Tel. Worth 1576 
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Shima Trading Co- L.td, 
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巧式會 化 ホ 尾商會 
AKAWO & C0.. Ltd. 

295 Fifth Avenu も お tf む rk 
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巧 巧 洲お道 巧 まを お 
紐 育 事 巧 所 

South Manchuria R. ん む.， 

270 Riverside Drive 

Te し Riverside が 巧 

ミ 井 物を 株式 會社 
紐ち で 巧 

Mitsui & Co., 

65 Broadway 

Tel. Bowlin 巧 Gwen 7520 

高 困商會 
が 育 支店 

Takata & Co" 

150 Broadway, New York むか 

Tel. Recior 1 の！ 

巧 式會胜 岩 ザが 巧 

な 育ま 店 

Iwai & Co., 
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Tel. Whitehall 6040 

兰菱 商事 會社 

M れ sub わ hi Shoj ミ Kaisha 

け !; tsubishi Co., Ltd.) 

120 Broadway 

Tel. Rector 2560-2564 

巧る 食 社 

山中が 會 紐 育ち 化 
Yamanaka & Co 巧 

680 のれた Ave， 

Tel. Circle 4014 

日 ネ綿巧 巧ま會 お お育ま 店 
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25 Madison Ave.. 

T •し MW. 抑 WM 
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44 E. 23rd S し 

Tel. む KUnd 5329 

巧を 名 貪 か 
紐 育 支店 

Hara & Co., 

4 が Fourth Ave.. 

Tel, Caledonia 7830-35 

江 商 巧 ま會社 紐脊 支店 
Gosho Corporation, 

Silk Importers, 

334 Poupth Ave. 

T •し Mad. 8q. 48 が 

Gosho Co.， Inc., 

CoUon Exporters 
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が 肯 新報 

愛國の 逆用 

I 資本む 理の 弱点 

1 乂 S か界の 一乂問 越で あつた 

j 她 山な 煤の 中 むん 物 ど 云 はれて 

; むる、 化 アメリヵン 石视曾 社々 

を エドフ ー ド •ドへ 二- — 氏の、 

:池出 不正 リ I ス ぶび 贈贿 事件な 

一る ものは、 目下を ホ 國政巧 どの 

I 閒じ 法廷の 閱題ど つ C & る。 

をの ドへ ニー 氏が、 過般 紐育夕 

ィム K 化 記 おを 盛と て、 油田 サ 

1 スの 「眞 化』 を 物語つ じ 節’ 

問 趙の賭 船 十 巧 弗 じ 就て、 一青 葉 

を おらした 苦 あけ 別 どして、 リ 

1 ィの 契約に 『驚 < 可 きを 國 J ’ 

の お 神を あがして むる。 即ち 氏 

:の言じ化ふ^:^らじ、 

，モ 化-: 2 廿 一年、 义半化 上 が 

ける U 米の 戦 蜜渡晤 どなり、 

一 當が アジア 艦隊 司々 長官で あ 

一 つた グリー ゲ K 提皆 はお 軍 省 

- じこの 旨を 報吿 しじので 遂に 

を 高 海軍 將官 會證 どたら、 こ 

5乂 賴じ備 ふる 爲め米 齒は眞 

珠 磯に 化巧坡 乂 の あ 軍を 油 お 

一 給 タンクを 装薛 する を ごな b 

日 ビンジ ン捉督 はを を 訪れて 

この 國家的 危機を 傅へ、 茲に 

シンクレア 1 巧池會 社の エグ 

- ク •ヒ .グス 油 出 葵 的ぶ び化ア 

メリ ヵンで 油を おの 眞珠 潰エ 

: 樂與約 ど U つむ もので あつて 

:當时 自かピ しては これを を闕 

的の 鼓 鳥巧爲 どして 秘密に こ 

^ れを 契約し、 遂に 今り じ まつ 

; たもので あつて、 おし 斯 るを 

一 巧が なかつ た ならげ、 契約ず 

- る 笠は。 いので ある。 

ど 巧して ゐ る。 

； り ビンソン 提督が ドへ 二 1 氏 

j の 所謂 愛齒 也に 訴へ たど 云 ふ 時 

I は、 千义な 二十 一年 十二月で ぁ 

.つて 恰 かも H 英佛 ホが のを 則强 

i は 第一み 軍牠 縮少會 證をヮ シン 

I トン じて 討 誰し、 主力 階 隊の化 

ホは 齡 限され、 太 かげの 個歐條 

約を おんで H お 同 幽の廢 薬を 中 

- 外に 宣言した 秋で ある。 ドへ こ 

1 巧ん 巧 國* むが、 當时 大統領- 

-— ゲング 巧ぶ び 巧が の中必 人物 
I でめる ヒ 'ユ ー ズ國 務投官 じ、 事 

:拽 3 巧 机を 正す 暇は かつた も 

一の ど 見へ るが、 をれ U あじ 巧、 

;ヴ シン トン 化 巧け 千 化. む ホ ニ ザ 

il 1 巧 六 H じ 誠 即され、 ドへ 三 1 

氏の 所 調を U を 戰举廊 どしての 

油 出 戊 巧 巧 機 工事の 巧 おが、 お 

I 軍 あから 内務を のず じを つて 調 

I 印され たのは、 千 化な 化 二 年の 

一 阿 巧 ど 十二 巧で ある。 

1 胺お G る 事 巧の 跡を をつ てけ 

I くい* ら ぶ、 千 化が 化 年が 後ょ b 

I して 列 强のお 艦 族 巧が 激烈 どな 

b つ； わつ たのは 事 巧で あるけ 

れ でも、 プ シン トン 會靡巧 集の 

を 中に ホ國 政府が 斯 るれ 爲 じぶ 

んだ i は 到底 信じ 得られな いも 

ので あら、 ドへ- 1 1 に •か 自己の 


不正を おはん が 巧め に、 今 おら 
ど て： n 本を 引合 どし 愛國 
を 理由と する じ ま > ては、 をの 
鹏劣 U る、 む埋じ 向つ て、 ぶが た 
ら ざる 4^ 得 口。 

併し乍ら 斯の 如き 『巧 國棉神 
のを 用 J は、 現 化 貴 本家ん 迪ち 
巧で あつて、 がる 資本が ふ 巧は 
過 まじが て 闕家凿 防寒 S ず 翻を 
おおし、 階 化對階 おのが 惡必巧 


を 挑を する に まつた もので あつ 
て、 斯 る峭夕 y る必じ 馴れ だ資 
本を じ韵 して、 文明 促進の 利器 
である 池 お宮' 源の 開拓を 一巧ず 
る -U は、 ホ國 のた めじ も、 世界 
人類^た めじら 極めて 不幸なる 
; と 云は a パれば なら . a 。 を 正 
。る 乂圍の 輿論は、 か 5 る 資本 
家の が 化を 駆逐ず べき もので あ 
る i を 言ず るり 


對支國 際 新 會議 

關稅 會議を 名義に 

治 外を 權ル 撒廢を 义國が 首晤卞 

國務 長官より 公使へ 訓電 


本紙 前號所 報の 如く 駐ホ 支那 

を 化施藥 を 氏は 過般 國務 挺官ヶ 

ロッグ 巧を 訪問、 ミ那 政が の勒 

列强 通牒を を附 すると 共に ヮシ 

ン トン 條 約に 化る 關稱 引上げ あ 

び 支那 永遠の 牛が を 期し 

宗主 權 獨 立を 確がず べき I 

おか 法權 制度の 撒廢 等に 關聯し 

米题 政府が 萄ぞ國 際 會畿お 集の 

議 をを 逸しれ るが、 米跑 政府は 

これに 對 し- 應考蠢 ずべき 旨を 

傳建 するどみ じ ロンドン じがて 

は 國務堪 化袭パ ー ネンス 氏を し 

て か 相 チヤ ムバ！ レン 氏を 訪問 

せしめ、 曰 本 じがて は 別 巧 本社 

特電の 傅 ふる 如く お 任な ま乂國 

を 化 デ 3' — ン •マ クム レ！ 巧を 

おな 外 かご 會 見せしめ たる 上、 

本 間 題に 就て H 英政 がの 懇談を 

繼綴 中で ゐ つたが、 グ 。ツグ 巧 

は 重ねて まる 水曜日 施を 使ご會 

見 懇談の お ぁ、 愈々 近く ホ圈敕 

がが これ 等の 問題に 就て 支那 關 

係の 列强ど 共に 

一堂に 會 して 支那の 希望 

を資 現せし め间 時に 支那に 强固 

なる 中央政府の 確立を 則す る 目 

的を 進むべき； をを をす る じ 至 

つた- 挪 も瞒稅 改革は ヮ シン ト 

ン會 謙の 結 あどして 列 强が稱 ま 

九 側國條 約の 批准を お 了した る 

洛 を、 支那 政府は I 部の 關稅を 

二を 五炬 ょらと み 五 厘まで 引 上 

げ 得る ごみ じ问條 約の 阳加 决證 

巧 五條は 關 巧禽議 後ー ニヶ 月 & 巧 

におら じ巧强 は特别 委員を 巧 命 

の 上 巧' れ 外國領 掌裁剩 制度の 撤 

麽哪 もを 外 巧權制 巧の 廢 化を 議 

する-と ご つて ゐ るので あるか 

關视巧 強は 7 ランス 政府が そ 邪 

政府 ごのを フラン 問題 紛巧 じて 

批准を 决 わする じ まらざる 極 今 

H じ 到り、 第 五條の 特別委 員' 待 

廉： T 支那 か 府の ホ學じ wb 

載 1 が を延期ずる；ごな 

って遂し今：：：に及^^だの である 

が、 偶々 k おじ 端を を L たが 殺 

ェ琪涨 H の 巧 巧 戰は漸 ホ 政治的 


衡 なる 舊 蟹ま條 約の 改訂、 治が 
法權制 巧撤廢 の聲を 高い る じ ま 
ら 、遂に ま那 ながの 巧 强じ對 す 
る 要 ホ ど。 つたので あるが、 义 

國 政が どして はこの 際 治 外法 權 

制度 撤廢 はま 那现 での 政局い か 

んじ 巧ら す 原則としては 挪 刻に 

貴れ ずべき ものである £ の 巧 意 

を 固 <_ i 遂に この 提議 V - なつた 

次第で あつて、 ホ國 政府 どして 

は 過 まじ 於ても i 耳 古、 パレス 

チン、 モ n ッ n 等の 治 外法 權撤 

廢に 卒先して 贊同 しわ 關係も あ 

9、 從 つて 支那の みを 餘が 離ず 

るの 理由な しどの ま 張が 蚊府部 

內に 有力 どなつ たもので あるが 

このま 張は ぶず しも 支那の 

费狀力 斯る巧 動じ 出づべ 

き 巧 機で ある ミ稱 する もので な 

いご 云 ふ 点は 明白 どし で ゐる樣 

子で ある。 乂國 政府は この 方針 

を 基礎 どして マ クム；^-- 氏に 訓 

電を發 し 氏が 不 H 赴 巧 ど 同時 じ 

化を 外を 團ご正 まのを がに をる 

ベく、 支那 政府 もこれ を 機會ど 

してを 省督 軍を 化 京 じな 集し 外 

國化表 S 巧 衙の上 支那 か 統一を 

計らん ごする 底意で あつて、 ヮ 

シン トン 條約 がを 會議の 基礎 こ 

なる は 勿論で あるけれ ども. プ 

シン トン 條 約の 非 締盟 國 にして 

支那 じ 利 確を ちす る ものは 正 ま 

じを 員た る 資格は が 典され ない 

けれで もを 譲の 參 加は ホ國 ょら 

勸誘 する じ まるべく、 デン マ！ 

ク、 スぺ* — キン、 ぺ方？、 スウ 

キ デン 等は 旣じ參 加を 承諾して' 

ゐ る。 巧 じを 那 ご 

條絲國 の 熙 係を 荷ず る も 

のはべ グ ，キ 1、 ブラジ^、、 デン 

マ 1 ク 、フランス、 英國 、ィタ 

リ ー、 り 本、 メキシコ、 和 蘭、 

ペグ 1 .ポグ トガグ 、り シア、 

スぺ 1 キン、 ス ウネ デン、 スキ 

ス 及び 米齒等 じして、 獨逸 及び 

巧 太 利は ま那 の歐洲 大戰參 加で 

i 治 外法 權は 自滅して ゐ るが、 ホ 

るべき 國 際會議 にめ て 非 締盟 國 

のを 加で 問題 どなる のは、 ま那 

米國 どは 關係 のな 

い 勞農〇 シアを 府化表 どのが 街 

であらぅ ど 注目され て ゐる〇 


色 おが 渡が ごならて 排外 人軌化 1 じ關 係な <、 

ごな' 〇 支那 まま 權の獨 立は が闽 

家 ま おを 生の 进朽 ごな つて 不ホ 


英國 政府は 

會 議巧對 

時期が 早 說强し 

。ン ドン ニ日を；：：： ワシントン 
ょ b の號 巧は クー リッ デ 化閣の 
か 策 じぶ き 米 劇 か 近 < お ま 越 孫 
會議 をな 集して 支那に いける 治 
外法 懼の撒 廢を討 錐 する じを る 
であらぅ と帮 じて ゐ るが、 巧齒 
般の 輿論は この 際 

左傾が 政治を 標榜し 且つ 
恶 力に 訴 へて 賞徹を 期せん どす 
る まが 國民黨 の耍ホ じ觸る i が 
如き 譲 ホは お 圓の國 威を 維持す 
る 上 じがても 手を 染める 能は 中 
どの ホ 張が お 力で わつ て、 英國 
政府 どして は從ホ どても ま 邪を 
おじ 割し 今 凹の 動规じ 願す る- 
が の黃 巧が 滿 足すべき 解み を吿 
げ をつ 支那の 排外運動 じして 終 
結し ない 限 h 治 外法 權撤廢 等の 
討議に 斷 じて 着手せ ず どの 意志 
を 明白 どして ゐる がら、 巧る 提 
講じは 應 せまい ど 云 ふ說が 有力 
であつ て、 U 刊ブ レグ ラフ 紙 外 
を 記を の 如き、 英國じ 比較して 
比 轉的利 權淺き 
第ー ニ國 ss 接した ミ 
を 巧 由 ごし 今回の 動 就を も满止 
し 得ない 女那 政府 じ 货し讓 ホを 
敢てす ろ,と t ^時期尙早でぁ る ご 
述べ、 H 刊 エキスプレス 紙は 當 
局の 言 巧ィ」 して、 

.現 巧の 支が 故府 。る ものは 有 


悶に對 しを、 むょ bw 情す る もの 
であるが 、ロシアの お 支 化 巧は. 
ち那の 内政 問題 じ卞涉 する の 意^ 
をは 就 じて 、支 邪 現下の 化 I 
亂 はこれ 列强 のがで あるが 〇 シー 
ア のこれ じ おすら W 悄ピ 干渉は 
則 側の 問随 である ど 喝破し ロシ 
ア はち 邪の 濁な 權確 化を 期す る 
ものである ど 述べむ。 

國巧 斷絕に 


保守 驚 傾' 


n シア 陰謀に 憤慨 

ロンドン ニ日 巧 U 外相 チヤ ム 
バー レン 巧 囊じ英 网議會 じが 
て 巧が 支那 問題に 言及し 『驚 一二 
國の 煽動 云々』 ご 述べた のは お 
じ 勞農〇 シアを 指した もので わ 
る〜 をを 認 するどみ じ、 バーク 
ン ヘッド 氏の 演說 なる ものは 現 
內閣の協賛を經た ものである？ 
を 言明した るが、 0 シア 外相 チ 
チで リン 氏が この 溃說を 目ず を 
じ 巧 露 外を 斷絕を 意が する じを 
しい £ 非難した 一事は 保守 窝一 
般の 寧ろ 歓迎す る 所で あつて、 
現内閣は 0 シア じ 對し育 戰は布 
吿 しないが 恐らく 外を 關 係を 斷 
絕し 現じ 染鹽 じ駐 化する n シア 
の 外 巧 官に歸 図を 命々 する 玉 を 
るで をら ぅと 〇 

英國の 反 勤に 

..國 務省釋 巧 I 

ワシントン ニ：：： 發ん 米國 巧®; 
ま 國隙會 簾 召集に 關聯 しお 醫が 


外務 當局 時期 尙 早と 觀測 

併し 單獨巧 動は 斷 じて 執らぬ I 

東京 特電 二白潑 U 昨夜 外相 官邸に 於が る 晚餐會 じ 臨みた ぶ艰 

任 巧 ま 米 國を化 マック ムレ ー 氏は 帶原 外相と 對ま間 題じ鹏 懇 

談 する 所ゐ b たるが、 支那の 現狀嗦 定の爲 めじ d 單獨巧 動 d 菊 

をな きを 認め 日本は 勿論を 國 共同 協調の ホ かを 維持す るを ド 怠 

見が 一致し じ 趣で あるが、 ホ 齒の提 講じ 化る 支那の 治 外法 權制 

巧撤廢 問題 じ關 する 國瞭 會證の 召集 じ 閥し 巧が 外務 當 局で けげ 

期尙 早で あるとの 觀 測が 一致して ゐる 模様で あつて、 英挪 ピ 同 

樣 先づ當 面の 閒 題を 解 巧し U い 限らを の 他の 國際的 討議 じな 應 

じない 方 かで ある。 : 


名無實 であら、 従つ てを じ 確 

固 じる 欧府が 樹立され 條約港 

の 秩序が 回煥 され K い 限ら 則 

'强 が亨 おする 現な の 利 權を應 

棄し 得る もので なく、 英國は 

ま 那じ强 固なる 政 おを 樹立ず 

，へく 米國 ご協力 す^じを なら 

ざる ものであるが、 英國 政府 

は 暴力 力ま 裴國の 威 脅 じ凿し 

讓ホ する がかき 協力を 放てす 

る， とは 出 ホの。 

ご 述べて ゐ るが、 おか 法 確の 撤 

悠は英 國の資 み利權 にも 關係深 

く從 つて ホ阐の 提議が 說解 おじ 

運す る じは 碑々 波爛曲 巧を ホず 

べき 模様で ある。 

ホ 露 爆 動說じ 

外相 辯 明 

岡 情と 干渉は 別侧 

モス カウ ニ日 潑 ：：=； 勞農甘 シア 

外相 チチ卫 リン 氏は 最近 夷 園の 

與論が 對ち勸 亂じ關 職し これは 

ロシアの 陰謀に 化る ものである 

ど チヤ ムバ 1 レン か 化が 畿會で 

聲 明し 巧ら じ 巧 巧 大居バ ー クン 

ヘッド 氏の お說 VJ なち たるに 對 

し ロシアは 支那が 别强の 經濟的 

腿 およ b 逃れん ど すら 運動と 苦 


極力た 掛 しつ i あるる は 劇務 省 

側で も敢て 驚かず、 隅 題の 省 違 

は耍 ずる-し 現が 斯る禽 議をぷ 集 

するも！？ > 時期じ適し'て ゐ る や否 

やど 云 ふ 時間の 間 題で あつて、 

米闕 政府 どして はブ シン トン 燥 

約の 關巧も あら 現 化 支那の が 態 

奈巧 をち 量せ や會 蘇の 召集 じ贊 

同して ゐ るので あると 釋明 しね 

る 後、 斯る會 幾の 巧樂 はちし 英 

國其 化の 别强 じして 反對 するな 

らば 到底が 立す る ものでは な 

が鈔く 共乂國 が斯る 提謠を 試み 

む i は 支那の 時 巧 收がじ 巧つ て 

力が あるで あらぅ ど稱 してむ， 

佛國 議會ご 

一 一條 約 批准 

ブ リアン 氏勸吿 

パリ 1 二日 發 = フ ラ' ンスの 外 

相 プリ アン 巧は 議會 議事 上お委 

員會 ぶび 外 巧を 員 會じ掛 し 往年 

フ シン トン 條約 じて 協定され フ 

ランスの み 批准 ホ 了の 狀態 じあ 

る 掛支九 個 國條約 友び 支那 顆税 

引上條 約の 即刻 批准を 働 吿し議 

會 じして これを 批准 するならば 

翩稅 會證は 直ち じな 集され る 箸 

であると 述べた。 


硬 炭 エホが 

罷業み 巧 か 

十 個條の 要求 提出 
スクラントン ニ：：： 疑：：：：： 米旣硬 
炭エ如 合は ホる 十 巧ょ b が 効 ご 
;^るべ き巧契約じ熙し資本家侧 
じ 對し從 ホの 日給よ 十五 仙 ょら 
巧即も 一割 方の 値上 其 化勞働 
化 態の 改善を 始め ごし 勞働 化合 
權 のを 認 、ォ ゲァー •タィムの 
給お增 加、 ま 拂顺の 基礎を 二 千 
二百 四十 お 巧に を 止 巧他數 項に 
をる 要 ホ 書を 提出し 資本家 側が 
炬 絶した 場を 十五 巧 八 千 人の エ 
夫は 直ち じ絕エ すべき 旨を 吿げ 
ホる 化 H ょら 太 巧げ 巿で 勞資化 
表の 協證會 を開傕 する £ どなつ 
じが、 現な のが 態では 圓満 なる 
解 巧を 期し 難 < あみ クー リッ デ 
大統領は これを 調訂 する じ まる 
であらぅ ごる はれて ゐ るが、 エ 
ホ 組合お ^ I イマ 氏は 資本家 側 
•かを ホの 契約 不履 巧を 理由 ごし 
て、 をの 調 訂じ應 せぬ ど 巧して 
公る 0 ’ 


廣 東に ホを 政府 

廣を二 H 發 ：！：； 廣 策に 新政 府樹 
なされ 州 知 奉を 始め どして 外を 
總 長、 化れ 渡を 等は いづれ もま 


橄 共を 黑 の； 助 目 ょらが b 本 りお 
佛領宰 を 除く 列强總 領事を 招待 
して 接 妊 曾を 催した。 尙は雲 南 
ザ ごの 巧 贼說も 傅 へられて ゐる 
けれ でら 化 巧 政府の 巧な 府じ對 
ずる 態 巧が 明白 どなつ じ 上で か 
行す るら しい 0 

動亂 新巧涉 着手 

化 京 二 H を： = 則强 外を 画は 上 
おの 惡勤 事件 じ關 する 對ま 巧衝 
委員 ごして が 太 利を 化 セ^チ 伯 
度び 乂國 化理を 使メャ ー 氏を 任 
命し じがを 渉の 內容は 上海 寡 動 
華 化の 解み のみ じ 限を され あを 
裁 巧の 應ぉ 乃至 上 お巿政 改ぞ等 
は 觸保列 強化を と 別個 じが 街す 
べき 問題で ある ごい ふ立琪 から 
これじ觸れない^^どなつ た。 

香港の 銀行 巧關 

香港 二 H を：：；： 當 地の 支那 人 新 
銀 巧は 旣じ巧 開し 酱式銀 朽は政 
府の協 貧を 得た る 上 外 國銀巧 ょ 
ら ホが 万 巧の 融通を 受けて 巧 開 
した. か、 當地 じは 最早 新 罷エの 
發 生を をず、 電鐵 もな 巧し 外人 
自誉圈 はおを W 協力して 靖 揚げ 
にな 事して ゐ るが 廣東ホ 面よ わ 
の 野菜 お 給は 化 絶して ゐ る。 

東 化 一 帶大旱 魅 

まま特電二 0發=東化化ホ ー 


帶大旱 魁 じて 磐手縣 下は 八が 巧 
ホ、 靑お縣 下は 千 二 巧 町 ホ じ 甘！ 
一滿の 水な く、 殊に おが おじ 
を 数 H 間 じ 降が なけれ ピ义 化は 
李滅 のをれ ぁ 6。 

海の 內 V 一外 

♦支 邪 問題で 氣 ホの 恶 い巧默 
つて ゐ たお 國 が、 到頭 假 面を 脫 
いで 支那の 巧め じ 國瞭會 議をホ 
唱 ずる 相 だ。 = 本や英 固が いぢ 
めら れてゐ る 最中は 知らの 顔を 
して、 鸣 巧が 濟む頃 じマァ ---- 
ど 仲 じ 這 入ら、 仲裁 酒 じぁ b つ 
ごい ふさ もしい V む 0 

♦ と 巧 一 H の 排日 移民法 記を 
大會 も、 サンタ •バー バラの 化 
震に 同情を 表して これを 中止し 
た 相 だ。 どい ふょ b は 巧 動感業 

家じ對 して 固 氏が 賢く じつた 
いつた ホが 巧ぃ。 

♦加州の 数 霞で 地 裏保换 おさ 
んの 廣吿が あつて ゐる 。曰く 
ユ - — •ィンク ランドから サンタ 
バ ー バラへ、 今度は 何處じ ホる 

か だと さ。 

♦ 油 崖の ドへ こ 一 君が、 例の 
疑獄の 內輪 話を タイ ムス じげ 明 
けれが、 フオ ー が 內務長 宫じ珍 
品を 贈つ た i だけは 默 つて ゐる 
水臭 いぢ やない か。 


補助 艦 制限 新會議 

寒む ずべ 為」 我が 國の國 防現狀 


本紙 既報の 如く 英國 外相 チャ 
ムバ ー レン 氏が 過般み かお 障條 
約の 下院 上 おじ 隙して 第二 軍縮 
じ 言ぶ した i じ 化ら ホ 闕大統 '領 
の 提證じ 依って、 第二 軍備 縮 か 
曾 譲が ヮン ン トン じ 開かれん ご 
する 暗が 專ら巧 へられる が、 若 
し 岡會議 がな 集され る にがては 
貪 幾 要目は まどして 補助 鑑の带 
限に 脚す 事 巧で あらぅ ど 見られ 
てむ る。 往年の フン ン トン 爵議 
では 單じ ま力濫 底び が 空 巧 艦 だ 
けの 制限 協定で 補助 艦の 制限 じ 
就て は 巧 等の 制限を も 加へ なか 
ったので、 其 後を 國は自 が 補助 
艦 あび 航空 南 力の 整備 充實じ ま 
力を 注ぐ ご 1 K ム狀 態で、 を國ご 
も 補助艦艇 充賓 の競爭 をす るの 
形 まを 測 致す る じ まつた。 今 試 
み じ 大正 十の 年 一 巧の 調査 じ 彼 
るを 闕補化 艦 勢力の 比 鞍を 示し 
て诗 ると* 

米國 はを 府 贏の 際’ 補 

助 水上 艦艇 も 潛水艦 も 共 じ 主義' 
ごして ま 力黯ど 同な 巧、 乂 、 = 
の 比率 五— お一 一二で なければ な 

ら ねと ま 娘して ゐ じが、 大正 十 

一一 一年 十二月 十 H の 諮會じ 於て は 

補助 艦踞張 計畫の 一揣ご 認めら 

れる 一万 顺級 巡洋艦 八隻 、及び 

揚子江 方面の 蠻廊 用袍艦 六隻建 

をの 協贊 ぉ得て 盛ん じ輔助 艦の 

建造に 努めて ゐ る。 現ぜ 補助 艦 

ごして は、 

巡が 艦 十六 隻 、縣逐 艦 二な 八 

十八 隻 、潜水艦け 八十 隻 

である 。み じ 

英國は 補助 艦 建造は 窠二 

の 手段 ごし、 先づ 航空隊の 增設 

擴張じ 力を 注ぎ、 今尙ほ 大媳張 

を 巧 ひつ、 あるが、 をの 航を巧 

巧實の 目のは 佛國 がを 軍の み 力 


を 凌 . 駕 ザん どす るので あるが、 
まだ 佛國航 を 軍勢 力 じ 技ばざる 
^ 遠き狀態にあら。 をこで最あ 
はまた 大規模の 航空 軍擴 張討畫 
案を 樹て i なる。 補助 艦は 現在 
巡 ホ篮凹 十九を、 廳逐 慮な 八 
十六 隻 、潜水 渡 六十 あ隻 
である。 而 して 

侧國は ホ 國じ負 や 補 巧 艦 
の 充實じ 力を をぎ、 大正 十二 年 
じ 第一 期許畫 ごして 八千嗯 級の 
巡が 避 一一 一隻、 驅逐濫 十八 隻 、潜 
水艦廿 一隻の 建造を 始め、 更に 
大正 十 S 年度 じは 第二 計畫 どし 
て 一方 嗯 級の 巡洋艦 六隻 、驅逐 
艦 化九隻 •潜水艦 化 化隻の 建造 
計畫を 錐會じ 姪ました が、. 譲會 
じがて 巡洋艦 一 一隻、 驅逐 艦六隻 
潜水艦 二隻 、都を 十®!^ け協贊 
を 憤て 目下が 造 中で ある。 現な 
の哺巧 常ょ、 

巡洋艦 十隻 、驅逐 艦 I 二十 八隻 
潛水髓 四十 S 隻 
である。 棘 風の 航を 軍勢 力なる 
ものは 世界一 先年^ 八 地方 
を占橄 したの も 化 巧 巧 力 じ 化つ 
たもので ある 0 

伊國 もまた を 威の 競ずに 
源れ ず 補胁艦 充實じ 力を入れ、 
目下 一万 顺 級の 巡 巧 艦二隻 、驅 
逐 溢十隻 、潜水艦 四隻の 建造 中 
セ あるが、 この 外 啟じ畿 會の協 
贊を經 て 居ら 建造 豫定 中なる も 
のけ 巡が 艦 S 隻 、驅 .逐艦 十六 隻 
潜水 猫 十六 隻 であって、 現 巧の 
補助 髓 は、 

巡洋艦 十四 隻、 驅逐騰 五十 四 
隻 、潜水 鑑 四十 一一 一隻 

である。 な 上を 勘の 情勢に おし 

巧國の 海軍は 如何と 云 ふじ、 

日本は ワシントン 會議な 

ホ條 約の 精神を 璋 重して、 何等 


を 

畫 


勢擴 張を 圖ら や、 寧ろ 旣を針 

I を颊 縮して ゐ るち 樣 である。 
即も藥 府會議 を 時化の 進 ホに 伴 
ふて 艦 型 等の 改造を 必 をと した 
ので、 太 隙 内閣 當時ホ 案した 巧 
謂乂八 艦隊 計畫 じ附屬 して ゐた 
補助 艦充 實討畫 をを々 變 おして 
巡洋艦の 總嗯 数は 却て 八 千 八 巧 
五十 嗯 、潜 氷證 では 約 一巧 S 千 
頓 、特務 渡 も 同じ < 1 巧 四千 五 
百嗯减 少し、 をみ の 上では 約 S 
巧 八 千 喃を减 少して ゐる 。をの 
上 大霞災 おじが あ 緊縮の ため、 
をの 完 巧を ーヶ年 延期す るの 止 
むな きじ 至つ た i は國防 A 頗る 
遺 城 ごしなければ ならの。 現 巧 

建造 中 じ 係る ものは、 輕 
巡が 艦 五 千 五な 嗯 級の 神 通、 那 
巧、 阿武 殴の S 隻 、よ モ嚼 級の 
加 古、 古鷹、 ぶを、 靑 葉の 四 隻 
一巧 順 級那智 、妙 高の 二隻 、を 
計 化 隻ホ万 五 千 巧ろ 十嗯 で、 こ 
の 外 起工の ものでは 一巧 砸 級の 
足 巧、 羽 黒の 二隻が あるの みで 
ある。 尙ほ 航空 兵力 じ 就て 見る 
も、 H 本は 列國じ 比して 最も 劣 
つて おら、 時 じ 巧 國の地 巧 上 か 
らい つても、 またを 屋の 構造 か 
ら言 つても、 航を 軍を 擊じ掛 し 
ては 最も 危險 巧を もつ てゐ るの 
で、 有力なる 防嚮 がを 隊が なけ 
れば 卸底闕 防を 完了し 得ない の 
であるから 海軍は 數年 前から 

航空隊 S 備じ势 力して 
ゐ るが、 巧を が 政 上の 關 巧から 
巧 貪を 期せられ ない のは 逍 城で 
ある。 現 巧の 補助 鑑 は、 

巡洋艦 十八 隻 、駆逐艦と 十と 

隻 潜水艦 四十 四隻 
である。 前述の か < 華 府會證 後 
を 國が補 肋 艦に ま 力を 注ぎ 競爭 
を 化め ない 今 H じめ ては、 あじ 
軍備 縮 少會證 じ 化つ て 之を 抑制 
せしめざる 限ら、 巧國 じがても 
大 じ考墮 ずべき 巧がなくて はな 
ら Q 〇 
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蛮 ま硏巧 正午 
共 顿食タ セ 睁キ； 
诏巧說 が 巧 1 
▽iH 
巧 巧を 义は莱 
話を ク八ホ 

を 宿が、 旋巧巧 一 
ま 巧 部、 人事な I 
幾 部’ 課を が •巧： 
裘间な 部、 を 語 
溃键を 楼* 諸讓 
を 設けを 員、 非 j 
會員づ 曲を 計る I 


稅臟 事務 

巧 巧を 地 並に 全 世 
巧の お出 入 ホ 法に 
械 ずる 一切の 稱諮 
問じ應 じ、 巧 道な 
船 貨物 運賃. 及 ぉ 帆 
を 巧 お 手緣酱 等を 
呈 す、 重要 都巿じ 
化 巧 巧を がし 誠 g 
敏速 御用 命じ おや 

な険 取扱 


巧 巧說な UWU 午を 八 時 一 
祈な を木馆 H 午を 八 時 
' h 話を ± 曲 〇 午 巧 八 時 一 
をを、 茵萬盖 、娛樂 をみ おお ホ b 
ホ賓 をが なす、 食 おを 利用 だ t : 

牧巧副 岛信道 j 
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102 夕 、.養 呈 St . N . Y- City 
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热键 會乂巧 H 午を 二 時 一 
♦を おを 

位 廣をお 比な を おみ 下町 左 十 I 
五み 學 生を 社員が 巧ぎ じを 適 一 
鼓 晒围聲 维が斩 胡を を橘娛 輿' 
を賴易 食堂 あら ！ 
巧を 截黨 周旋、 旅ぎ 案内* 

事莱 謝を、 其； 他 ザ 寧が 获韓旋 j 
ま 间化諸 巧 のぞを をが 迎す I 
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ジ I . Mu ミ y Hill 2 呈ぎ 03 養 

•ぃ- ホ 谷 謙 次 

巧* 水、 を、 午後 二 時よ b 六 時 
を、 其 化は 前約 に 願 ひます 
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お務 午前 九 時ょ b 午后 五が を 

紐 育 目 本人 會 

西 五十と T 目 二 五 〇 を 
奄話 チア クグ 八-九 〇 — 化~ 
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日本 _ 一 

ドライ グしブ 



日本 陶雜器 
雜貨類 卸賣/ 

ホ 元 

ブラ ザ！ ス 


都を じょ* 當 かの 間 

養 察 

午後と 時 1 九 時 
: n 曜は 前約 願 上 お 

け： ま お焼彌 


診察 

午を 云 時ょ 6 六 お 
目壓は 前約 裙願お 


ドク トか 

烏 見豊彥 


顔 解 揉 療治 

西が ホ マ。 チ I ジ 
U 本式 おがが 瞄 

神經痛 リウ マナス 

巧み 骨ぅ づき 肩 
腰痛み 筋 違 ひ 
其 化 諸 祀樣嫉 治の 御 
需 めじ 應じ闽 電話 夾 
第 御 家庭 义は ホテ术 
じ 出張 親切 じ 治療 申 
上ます。 前約の 方は 
午を 一二 時ょ b 自 をに 
て 施術いた しまず。 

I を I 津 輕お洋 

苗な と 十九 了 目 童 八 
電話 ツズ オー スを豈 


診察 時間 

午前 乂時 1 十が 
午後 六が 一 八 時 

バ^ 小栗幹ご一 

が 育 ホフ ラ 7'— お院 
窮五 おお 院 勤務 

ぶ ホ コン バラン ド 

お院 勤務 


診察 時閒 

午後 攀 時半 二 時ザ 
午後 六 時= 化 時 
愛知 醫學 ± 

バ 巖本遮 一 

を餘比 亞大學 ぷ び 
グザ ラン 病 腐 勤務 
H 曜は諮 綺廳上 お 


i 報 揉 治療 

: = 水 及び 電氣 治療 U 
ホる 化 巧が 日よ ら纔 
張の 目的に て 一時 夏 
期 化 お 化 候 
尙ほ巧 開の 節は 新進 
の 設備を なて 治療に 
應じ 申し 极 
斜 育瑞與 ブィ ジオン ラ 
ピ！ 學窺 卒業 

お肯メ デ々 が ジム 及 マ 
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クオー ん ザみ. 江 ル シンが が 巧 刻 引 
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メ t シー はが 育 最大の デバ ー トメ ント巧 店で を 
b ょず。 巧ら しい 昇隆巧 ご 王ス 々レ タ！ は廣爛 
U 巧 内 じがけ るを 巧の わ 貫 物に 化を ど渝 かどを 
巧へ てゐ ます 

化 巧で 二 巧す るら のなら ばメ ーシ ー では 1 
巧 八十 八 仙 或は をれ 化 下で 買へ る i をで ぅ 
ど 御 記憶 下？ い 

日本へ 御 荷物を 御を ちじな b たい 節 又は 助 貫 物 
に 際して 御用の 填を は. ハ ー ソナ グン ョッ ピン ダ 
ビュ ー ロー をわ肆 わ下ク い、 親切 じ 御 便せ を 計 
•〇 ます 
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時、 午後 一時一 
水曜 午前 九 時 1 
午を 一時 


齒科醫 

：=： 新 ま 無痛 治療 H 
夕 年の 經驗 を， 3 て 
H 本人 諸君は 榜じ 
了 寧 懇切に 施術す 

卜^マ — チン 


鐘科醫 

ホ 年の 經驗 をな て 
最新を 巧學 手術 じ 
おおじて 信用 篤し 
= 旋 術が 低廉；：：：： 
日本人 諸君には 特 
じ 了 寧 懇切 じ 治療 

お 育 州を 認 

: rr ブル--- ム 


Dr . 夕 whish 己夕 D . D . 15. 

夏 W . 臺 田. Tel . 置 isH ち 42 
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正直 ど 親切 ごを 旨 どし 確實 

信用 ある 睐 品を 精選し 

特別 廉懼 で販賣 致します 

クオ グ ザム、 エ八 デン 阻 割引 

罐式化 Uj 一二^ lm * 

指輪 鎖 貴を 屬並じ 寶石類 一巧 

ミ 八 トン 時計、 户ヮ 1 ドィ 

リノ ィマが 計、 を禪瘡 時計 

ゥォ ー タ I マン 萬年笨 

エバン ャ ー プ鉛筆 

純銀 お 並に 銀器 一切 

御歸 朝の 御 ±產 一切 

時計の 修键 はが 險 が じて 確實 

じ 石 川 自身が 致します 

が 育巿西 四十 二 T 目 四と 番 

四 四 S 号を (五 巧と 六 街 間) 

巧 川岸 商會 

電謡 ペン シ八バ ニァと 二 一二 九 

Ishilcaw ぞ巧 ishi OP 4? さ. た nd St . 
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米 画 式 英語を 話す 事 
は 成功の 第 一 義 です 
本校には り 本人 お 巧 
じ 僧れ た專巧 婦ん敎 
師ぁ 6 懇切 じ 會話通 
信 文 社を 語を 敎授し 
ょす。 H 耀週 H ぶじ 
午前 化 時ょ b 午を 十 
時まで 開 故し ー レ- 
ス ンと十 姻づ to 今 
H 直ち じ ホ 校 あれ。 
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投資 ミしての 株 ご 償 券 ごこ 

何故 株券が 優ろ か 

フ井 ッレヤ I 敎授の 述べろ 說 


「乍 併 之は 巧に 巧のを 端に 過ぎ 
の」 ど 円 如して フキ ッシ ャーか 
巧は： あじ 凹 < r 所 記 泡が 巧 化の 

巧 合は 別 どして、 がまの 配當な 

る ものは 近 化の 飢 合を ちがす & 

ん 々の 

保守的な 巧 策 ぉ 巧. し 端 

を あし、 姑め て 巧を。 態 巧を 採； 

らお ホ 繼紛的 じ-をの 配當を U 

し 得る どい ふ 見込みが 巧が しだ 

上 じ 於け るが ザ 的 U をが じ 限を 

されて むる 〇之 はがぶ 人が がを 

0外 じ 幾 M かのを を貯 へて ゐる 

かか <が 巧の あるら のを あじを 

ぶ 巧 張の 資をじ 流人す る もので 

あつて、 化ら じ I 年の お 當を五 _ 

巧と すれば 化の お 巧は が 年藥萊 

をを じ 親ら 込 よれる ので ある。 

或る 乂を 社の 重 巧は を棠 上の 利. 

巧の 五 鞠を 事業 資金 じ 繰 b 込 レ 

J はを 化を を展 せしめる 原理で 

あるど述べ てゐる！^*、 株ま ご し 

て も 一を の 配 當が巧 証され® じ 

化の 利得が 爭業資 をに 投 せられ 

る i は遙 かじ 利益で ある。 のみ 

なら 中を る お 合 じがて は將 ホの 

事業 發展を 見 这んで ぉ 

をを が やる おなら ある 位で ある 

みぎ じ おぐべき お S の ポィント 

は是 をを 裳 上 よらの 利得を 巧投 

資する i は即も 利が 利を 生む 所 

化で ホる ご おじ、 級む のが 菩じ 

比較し 條 めて 迅速な i であつ て 

之よ 6 を やる 利益は 不幸な 出 巧 

歌やそ配の失巧等か^^い限ら株 

ド-の 手 じを ち こを すれ、 か 償の 

所 も おじは 一 义の余 あを 及ぽさ 

G い。 间 が じを 莱の 前を が 極め 

て 明確 どなる ならぶ 自が 配當も 

巧加する諾であつて， 依らじ五 

巧の 株まで も 忍耐 するならば 一 

ホ-を 通じて 幾 化かの 利益を 生や 

る i ご。 る。 故に 株 まが 馈巧じ 

抱く 綺滋 どい ふらのは、 ぶ會社 

の營策 方む が 質 明で ある 化 b 事 

實にがて固を的な收入ご ^:*る。 

然 阿の ポイントは 

物 價騰贵 の 時節 圳 ちが 

のが 化が 巧 おした 煤を 償 券 所有 

まはザ利の偕化を化巧クれる^ 


であつ て 佑 券 所がを の おを 的。 
化乂！：！巧化ものに：|:巧八踐化を 
及 じさ。 いが、 g 際の 嘘 吳力ど 
い ふ おで t ! 化 め .'. L ホをを 。收乂 
ど。 る。 一例を 舉 C れじ五 ホ 利 
付が 逸 公憤の 如き をれ であつ て 
额 面で が おのを 憤は' 五十 馬克の 
巧ず シ 生いので もる が、 おちの 
悄 化が 置 十 巧ら 接を したおを 化 
ぶ 十 巧を は柯 巧の 購貨力 ぉも お 
がし U いので ある。 人 或は 巧 か 
る 現み は 米 防のを 偵み じ 適用 さ 
れ やど 思 化する かも 知れない が 
事 育は 然ら や、 とを 現 化の 巧 賭 

買 力に 就て 觀 察する じ 戰 前のを 

れじ 比して 己み の 二、 千 九な サ 

年 じ 比して は 正 じ 二を の 一 じ 相 

當 して ゐ る。 がるに 歷 を じょれ 

ばモ 八な 化 十六 年の 巧騰買 力は 

千 九な 化 年の 一二 倍、 現 巧の 二倍 

じ巧當 する 

膳 買 力を を 揮して ゐる 

ので あるから 巧の ぶ 礎は ホして 

強固で ある ご 巧す る ミは お ホな 

い。 故に 物 偕 騰貴の 鶏を 即ち 弗 

の 購買力 賊 おの 際、 債券 所有者 

が 頻らじ 物 價のお 貴を 非難す る 

のは 盖し實 際 上の 一 冗 巧 收入じ 損 

失を 及 ほして 來 るからで ある。 

同時 じ 物. 惟 騰貴の 結 おごして 巧 

を所有まじ 利得をお へ る ； じ な 

るので ある。 換言すれば 债券巧 

巧者 3 所謂 固ま 收 入なる ものは 

我等の 巧の 墓 礎が 强固 でない 限 

b 迷 想で あ b 係 蹄 どなる もので 

あつて、 我等の 贼時 中に 於け る 

ィンフレ！ シ ヨンは を かも 竭を 

を 潰 所 おを が 馬克の お 落 じょつ 

て 損失した 如く ホ國 のを 人 や 

をみ 機關 等 じ も 措 失を 

及ぼして ゐ る。 化兩 をの 損失 上 

にがけ る 比較は 單 にお 度の 化 違 

であつ て、 米 威の 憤な 所有者は 

長蝴じ おる 物惜 騰貴め 結果と し 

て 督陪値 化の ミみ の 二を 失つ ね 

じ 反 L 獨 遮のを 潰 所ち 者は 化 割 

化 步を搜 失した ので あ ら、 化複 

雜：^狀ぉのぉぉ逆ま數年じ：日一：ら 

約 四十 憾 弗の 僮 券が 動搖を ホし 


の 巧を じ徵 して〜 明白で ある。. 
化な 味 じ 巧て 世人は 頻 b じ 物 惟 
巧な を 口 じし 乍ら 巧の デプレ シ 
エ ー シ 3 ンを自 をし な .い よはを 
だ危験 U 現を であつ て、 化物 憤 
波 巧の 影 蠻は音 じ 憤を 巧を 者の 
收 入に 及ぼす のみなら 中 巧 券 所 
有 者の 收乂じ もぶ ぼす 煤 合が 多 
い。 一例を 擧 ぐれば 戰時 中の 物 
惜 騰貴が 代 じを 食 化は 屢々 

特別 配當 を 巧 ひ 株 ホの 

利得が 增 進す るに 反して 債を 所 
有を がを 巧 難 じ 襲 はれた るが 如 
きおを である。 络 五は ユ ドガ 1 
スミス 及び スト ラム 氏の 力說し 
つ i ある 株券 所ち 者が 營業 上の 
营隐じ際しての遺>繰6政巧の 
可能性で あつて、 化 b じ 1 巧 弗 
の 貯金なら ば 之を 千 弗宛異 つた 
食 化に 投資 するどせば 甲 3 會社 
よ b をけ た 損失は こ 5 會化 よち 
受けた 利得で 補 ひ 得る 譯 である 
が、 弗の 波動よ ち 影響を 受ける 
值 をの お 響は 一 殺 的で あち、 化 
つて 株を 所ち をの かき 遣ら 繰ら 
を 策を 採る i は 出 巧ない。 尤も 
巧 購買力 よら 生やる 影響が 株券 
じ 巧 < 偉 券 じ 厚い ごい ふ理 おは 
毫もない けれども、 撰 擇がホ さ 
れた諸 巧 じな 資する ミが 債を 投 

資よ 6 ら危險 の 稍 巧が 稀薄で あ 

る どい ふぇは 云 ひ 得る であらぅ 

チは 是 等の 意 ホよ らして 

株券 投資が 債を 投資ょ 

らも 巧 故 優る かごい ふ 左の 五 個 

條を 摩げ て 化 稿を 結ぶ； ごする 

【 一 】 株錄 所ち 者は 利得、 損失 

の 場を じ も 充を耐 へ 得る 立 鶏 

じある 

【二〕 近 化の 配當 政策は 極めて 

强 固な 基礎に 置かれて ゐる 

写 ご 巧 まの 利得の 1 部は 之を 

おじ 事業 資を •として 投資し 得 

るから がが 更に 利を 生む i ど 

なる 

〔四】 弗の 波 勘は 債を 所 おを じ 

影馨 する けれで も、 巧を 所を 

者は 化 影 灣を遣 b 繰ち ずる 2 

力 出 ホる 

〔五】 化の 遣ら 繰らは 株勞 巧ち 

をの 收入 じ對 ずる 波動を 統一 

し 巧る が、 債券 所ち 者 じは を 

れが 出來〇 

】 言を « て蔽 ふなら ば 倩 券收乂 

の 所謂 まを ご あ礎强 固は を b じ 

高搜な ものを 支挪 つて ゐる どい 


た ごは 米 威 統計 臨會 キング 幡± ふので ある 〇」 —— 化 項 お 下 


本年ぶ 巧 度 

諸 株酷當 

利す 支拂ひ 総額 

を 地ジョ 1 ナ八 •才 .ソ •コム マ 

—ス紙 巧が じょむ ば 本年と H 巧 

じが' ける 當 化を お、 諸を 化の 巧 

がを ぶび 巧 券 利子で 拂 鳥は 

新 一-記 錄を ホみ、 昨が 问期 

の 四な お' 力 巧 じ勒し w 猶 S 千と 

だ义十 カホ •しを すべく、 巧 ホの 

みの 配當も 昨年 问 ffl の 一な と 巧 

よ 十 お ホ じ 巧し 一 僚-千が 五十 

一二 巧 兜に 及ぶ 見込みで ある。 を 

股を 迪 じて 配當削 増しの 跡 巧 乃 

ま 化 活か 夕 おを もめつ i ある も 

，の S かく、 昨年に 比較して 一般 

を おぶ び 化 引が の榮 をを 赔 ホし 

てゐ るが、 が當 巧は 数 迫、 をを 

僅 勘 化 五 円 ホ 神 じして 愤巧利 


子ち 沸は が 年と 巧の 一 一億 义千二 

-み 化 巧 巧 じ おし S 億 一 一千一 一巧と 

十で 巧 じ 達し 政府を 债义が 方が 

班债巧 他は 昨年の 二 億 八 千な 八 

十で 巧 ょら 一躍 一二 憶 一千な 廿巧 

巧 ごな b 新 お 社債 お 巧 巧 加の 跡 

を 物語つ てゐ るが、 お 宵 お 憤の 

利子ち 沸は 二百 お 十万 ホで 償遥 

は 一一 一千 だか 巧 巧 と なつて ゐ る。 

ぶ 巧 度 の 巧 配 當义び 利子 

支 拂内譯 は 左の かし 

〔ィ】 をを 社の 配 常 商 

=單 泣す 巧 

ホ 莱化化 五八、 乂一五 

級 迫會社 so 、 五一 〇 

ホ 巧電錫 一 0、 义 〇〇 

がが 信 巧 一网 、八と 五 

なな 1 I 五、 二 00 

か 年 一 〇 よ、 よ 五 0 

〔&】 を會邮 利子 だ挪 


斑ぶ 負 社 


五八、 11100 


お 業み 化 - 〇 立、 八 〇〇 

お 巧 進鐵 凹と、 一 0.0 

政府を 債 化、 000 

紐 育巿債 二、 五 〇〇 

を 計 一ニ ニニ 、- VOO 

昨年 二 化 二、 一二 〇〇 

本年 一月な 降を 産業 會社 おの 株 

配當 高を 巧擧 すれば 左の 如し 

=單 位 千 巧 

一巧 を> 四 一 五 二ち 置、 10 Q 

S 巧 さ、 八 ま 四 巧 ■を、 化 苦 

五巧完 、さ 0 六月 置、 窒〇 

郎 もと 月 迄の 據對は S 億 四千と 

が 五十 巧 お 千 弗に して 昨年 间期 

は S お 一二 千 五が で 弗 弱、 一昨年 

间 則は S 億 二で 巧 弗 弱で あるが 

機 道 皮び ホ 巧 軍機 等の 巧 配當額 

は 一昨年の 一 一億 二 千 五な 巧巧强 

昨年の 二 お S 千と が 丹 ホ 强じ對 

し 今年は 二 億 五 千 六十 一巧 二 千 

化を ホして 在る。 


本が の 入超は 

一一 一億 圓 程度 

ホ 巧 下 巧け 出超 
東京 特を 二日を = 六月 下句の 
横濱外 十二 港の 對 外資 易は 輸出 
五 千が 化 六方 乂千 W 、 徐 入 四千 
六十 巧 万と 千 W じして お 超】 千 
セ 十二 巧 一千 田の 記錄を 示した 
前半期 入超を 計は 四 憶と 千 二な 
四十 五 巧 四千 山で ぁるが、 下半 
期に 入ら 新を ホホ迴 b は 十と 八 
巧 倭の 見を み じて 一二 億 五六 千 巧 
阳め輸 おを を、 巧 ふる じ 綿糸 布 
輸お增 加 其 化 じて 下半期， の' 輸入 
高を 豫想 すれげ お 扇 本年の 入超 
は 一二 億 叫 お 度なら んご觀 測され 
てゐ る。 而 して 太歲 省の 調杳發 
表 じよれば 六 丹 中の 對外 貿易は 
輸出-億 八 千な 六十 S 万一 千 山 
輸入は 二 億な と 十一 万 旧 じて 入 
お 額は 一一 千と 巧 九 千の なる が、 
一巧 化 降の 入超 一： 5 五 億】 千 八ち 
五十 四 巧 四千 阳 である。 因み じ 
昨年 六 弓の 入超な 一 こ 千 巧 四十 二 
方 一一 千 四で あつね。 

舊 社員 中む じ 

新會社 設立 

高 田 廚會の 善後策. 
高 旧 商會の 整理 新 貪 社が ゥエ 
ス チン グ 、ー ゥス 麻 代理 權閔 題で 
意見の 一致を 見やして 不成立-し 
終つ わ ； は 本 お 特電の 旣 巧した 
噴で あるが、 鳥 旧商會 員は 基 だ 
之を 遺恼 ごし 同商會 理事 杉野义 
六郞 巧を 中 公 ご t て 有志 一同の 
名義で 社員を 中’ 必ど する 巧會社 
設立の 計 畫を樹 てた。 

設立 趣旨 间商會 はを 年 

海 外資 易 じな 事して 相を 信 巧を 

博して 居 ら、 今回 不幸 じして 新 

會 社の 設立を 見 ざ もしも 之が た 

め 高 ffl 商會の 名が み然 消滅す る 

ミは) は 巧が 資易 上から 遣撼ご 

する 處 であら、 他面 化 儘 商會を 

解散す るは 債權 者じ對 しても 申 

譯 のない 處 であるから 、々をの 

祖 員々 相圖 つてが 會 社を 設 ホし 

利益の I 部は 舊が 會の债 務巧濟 

に 充てる ご' ん ふじ あるが、 新 會 

社の 株式 募集は 現 巧の 巧會 員は 

勿論 債 權者じ も 趣意書を 配附し 

て ホ 留じ應 やる どい ふ。 表面の 

巧 由は をの 如くで あるが 從 ホの 

高 田 商 會の乘 務は目 下 ゥユス チ 

ング戶 ゥス 社 化 理人ぺ — 力-- 氏 

豁督の 下に 繼續 されて 居ら、 义 

おが 氏 どォス ボーン 氏の 間には 

化 ホよ 6 特 巧の 

密接 關 係. •か ぁ ミで 才 

スボ！ ン巧 は歸 ホに 際し 新會社 

禮 立に 掛 しては 相 當の使 宜を輿 

へるな 思を 表 ホしたら しいが、 

あの 理由で 若し 新會祉 •か 成 ホす 

る ど すれば 實權 はべ一々— 巧の 

手に 擢られ る S とならぅ。 尙ほ 

資本金が 化 細目の 点は 今後 じ 慮 

ずる ものであるが、 舊巧會 のを 

產ピ拜 られる ストックの 千 四-日 

巧阳 あび 其 化の 資産は を 然債權 

者に よ， 〇て處 みせら るべき もの 

であら、 新 曾 社 設立 ごは を < 化 

離 係で ある 0 

化 引 所 加入 新記録 

が 育 株式 化 引 所の 席 引渡 巧は 

頗る 高 借ご閉 いたが、 今 巧は 十 

二' カ ニ 千 弗 どい ふげ 化で ある。 
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日本 ホ 鱗 食料品 觀 54 謗 

が 田 咨油巧 ホ 會 化ち 巧 一手 資输巧 

目 本 食料品商を 


:n 木 食が 品、 H 巧が 

並に 新刊 萬な 句窃 一切 

■片桐 兄弟 商會 

, を 巧 おが 巧が お 近 巧 船 じて 巧 巧 
化 おお 巧々 巧 用命の 巧を 巧 上 候 


U 本を 巧な、 錐 巧 
苗 招、 雜を 、巧 巧 

S 東京 廟會 

が 八 1 ム 、自 巧の 使 あ b 


加州 激 裳の 結果から 

震災 保 險が大 流行 

ウ^ — ルウ オ ー スが 北な 力ず 化乂 

次 V」 の大 叢は よ 月 十五 日？ 


加州の な 家 巧 サンタ •バー パ 
ラ じ ホ 曾 巧の 激震が あつて 郎死 
者 十 名を 生じ M ホの 巿 & はな 巧 

を 債 二 千万 巧の 裳 おじ 着手した 

が、 ニユ 1 •ィングランドから モ 
ンタナ 、更に 今 凹の 激 蔑が あち 

紐 育巿ら S 四 ヶ月前 

项. を 威 じた 實例も ある 

ので 化 界を觀 の 中* むを 誇る ゥォ 

1 八 おの 速 中は 素よ > を ぉ國は 

巧 かに 地震 ごい ふ 言萊に 街して 

神經過敏 ^ むら、 巧學巧けお6 

じ 太 西が-: 巧 特にが 巧巿 のかき 化 

唐の 關 保より して 到底 激震は な 

いご 盛んに 人、 むの 緩 かじ 巧め て 

むる けれで も、 昨今の ほな 天暖 

不順では 巧 時化 霞や鹏 風が 襲 ホ 

する かも 知れむ と あつて 震裝巧 

験 加入を がおか じ敏 おし、 現じ 

化を 第 I の 大ビ於 グン ダを W て 

誇る當地の摩天閣ゥ1^1 ゥ ォ！ 

スは 五が' 刀 弗の 震災が 險じ加 人 

し、 約 I 巧 六 千ん の 巧 ホが 働い 

てゐ るエク キタ ブ^ •ビか デン 

グも 震災 化 隙に 二.， り 万 弗、 賊お 

化檢じ 

四 巧 巧 巧 加 人し K、 を 

地から お 報 又は 郵便で 當 化の 大 

巧 檢會社 じ 加入 や 間を せが 頻々 

で 化 ホ 面では 少しも 手を 染めて 

ゐ なかつ たニユ ー •ォリ アン か 

らも 中 込みが あら ボストン、 バ 

少 チモ 1 ア 、ボ 1 ト ランド、 ン 

アト^から も 中 込み か 殺 おしつ 

つ わち、 中西部 化 ホでは ソ ー ト 

レ J キボ かつての 大ビ八 •え ング 

ごる はれる々— ンス •ビ於 デン 

ダが 化 六 刀 巧の お險じ 加入 した 

相で ある。 串 込みの 禪 類は 前記 

の 如き 事務所 用 雄 築 物の 外を 巧. 

を 社、 劇镇其 化を ゆる ものを 網 

羅 して ゐ るが、 化險會 即侧 では 

何しろ 震災 保險 はまつ て 經驗の 

淺い 事業では あ b、 競ず 的 態度 

じ 化で る MJ は營莱 上の 自滅を ホ 

すごい ふな 谋 から 巧 策を の 

協議 會を閒 ぉし 利率 其 化 

の 細 巧を 一を した もの じし やぅ 

ご 協. 滋中 であるが、 利率の 巧 度 

は 比較的 化裝が 殺ない ご 云 はれ 

てむ る 柬部ご 阳部化 方は み 刪の 

もの V」 し 巧 巧に 割して 六 ホから 

と ホ i いふ 化當 じな つてむ る 巧 

ず C ある。 火中げ 沿 巧 じが パる 

昨年度の 化險 加乂额 けみ かで 巧 

で今时 サンタ •バ ー バラの 描 害 

約 巧 ホ ごして ならに々 額で 

ある どは 斯萊 巧の 巧つ て ゐる處 

であるが 、サンタ •パー パラの 

譲災 によるが 險汽 社の だ拂 高は 

巧 S パ 冗 巧 じ 速ず るを 込みで あ 

ム 。さて 化 虔が斯 巧に 米ん 卜神 

經 過敏たら しめてむ る 昨々、 ホ 

ると 巧 十五： n. 頃 じ 化 おの 时 おか 

じ 乂ぶ災 が 起る.、」 いふ 甚だ W て 

氣 ホの 恶 いを 巧 •かがぶ 利から 巧 

へら^て 巧た。 

豫 .一音ぶ は ファ こ ザの 斤 

田を に 自と濁 巧の 地 & 扣ど脫 み 

^ を ひな 年の 幽 東大ぶ 災ら 一巧 前 


じ豫 言した I 
回の サンタ • 
を 言した ラ フ 
デ 氏で ある。 


I は 云は 中ら がな 今 
パー バラの 激震を 

アェグ •ベン ダン 

ベン ダン デ 氏は 今 


j ょ 4 二 迦随前 じ 地震の 襲 ホを 豫 
知し 六月 十と H にはを 二 U 化內 
じ 楠 おど 中央アジア じ 地震 裝巧 
を 説いて 適 中し、 前々 遇の H 腿 
日には ベ 氏の 所有す る 二な 四十 
吹の 地震計 じ 約 二 時間 じ 旦ら九 
でキ 〇メ！ 卜^ 地 ホに 激震を 感 
じ此搖 b 返しは 必中 化耀 H から 
水幡 H じ 起る ご豫 言した が、 九 

千キ ロメ！ 卜^は と 千 五が 吨で 

其 時 口 も E に サンタ •バ— パラ 
の 激震 ど つて 現 はれた。 ベ 巧 

は 此經驗 ょら ホる も g 十五 りか 

.ら 十六 日に： 丹つ て 

大淺 I 辰の 蔡 巧を 豫言 （其 

中、 むは 恐らく 中央アジア ホ 面で 

は あるまい かご 云つ てゐ るが、 

面白い のは 化 化み 的 地震 專巧家 

であるべ 氏は 書は 大工さん ごし 

て簿 筒を 製作し、 がは 化 地 霞 計 

を 前にして 徹が でも 研 兜す る ご 

いふ 珍ら しい 人物で 別じ學 巧が 

あるので はない が、 な 巧の 化屬 

學者 等の 說 じは j 切 あ 巧 東風で 

地震の 巧 因が 邮巧 のとら である 

どか、 化 唐の 龜裂 である ごか ご 

いふ 學說を 否を し 地震の お 旧は 

單一 である VJ 云つ てなる 。ベ 氏 

の 說は河 處じ化 おする もので あ 

るか、 或はべ 氏の 地震計から ご 

つた 計算 等が 一巧を 表されて ゐ 

ない けれで も、 ベ 巧が 地震に 對 

して 恐るべき 威 か 力の ある s は 

事實 であつ て 從ホ化 界の學 若は 

ベ 氏の 豫 言を 英迦じ L たもので 

あるが、 今 H では 寧ろ 重寶 がら 

れ てなる さ *コ で^ 5 る 0 


震災 同情で 

示威 ゎ 流れ‘ 

ホ 穩なセ 月' 一 H 

太ず 洋父化 協 食が ホ 催 どな b 

本 月 一 H 哪も米 國の排 H をち 法 

通過の 鼠 辱り を 則して 全日 本 じ 

: U- ら勒米 示威 逢 動を 催す 評靈の 

ある i は旣 報した 處 であるが、 

束京巿 では 例の 大巧 社が 一二 四 側 

所で お 說會を 催した けれで も聽 

衆 僅かに 二け 人、 をれ も 姑ん •ご 

问 数のを 官 が鬻戒 したので ホ穩 

に 終つ じ。 太ず 泮义化 協を の 速 

動ゴ加 W サンタ •バ ー バラの 震 

災じ间 おしてみ 威 速 勘を 中止し 

たのみ か 巧て 加州 知 おじ 姑麵の 

带 報を 度した。 轿閒 巧ら 一部を 

除き 無 蝴必の 態 巧を 採つ てゐる 

が、 地 路前大 化， ぃ 

米闽 人は 排 n 問 趣を 巧く あ 兜 

する おの 時間 や 輿 ホ も W く 一 

がが：：： 家の が 動： し 釣 b 込まれ 

て 化ぶ 巧 ごな つじので もる か 

ら 、此 巧り 水 人は ぶ不 をを 叫 

ぶを はかを でゐる けれで も 米 

闕- しおし 敵 お 的む 爲 •し 及ぶ の 

は 巧て 閒 越を 想 化せし める。 

么 脾 巧は 巧す るに ななく ぶ 


耐 して ホ 國人じ 問題の 眞 化を 

踐發 する の 外は ない 
ど 就っ たげ 本社 東京 特電は 傅へ 

てゐ 〇〇 ' 

上海で 怯へ る 

同胞 二 万人 

東洋 第-の 貿易港 
中维 技國ム おど 聞く こ 如 巧 じ 
も外國 らし い氣 がする もの} 其 

膏 聯絡 船で 神戶 から 二畫 巧、 長 

略から タッ じ一豐 巧で 達する ッ 
向 ふが 巧 じ 過ぎない の だ。 遺 
が 中部 支那の 晒 喉 光を 巧へ た 

東 ft 一 の大 貿易港 だけに 
黃滞 江から 赃 めた 巿 巧の ぶ模は 
雄大 ものである。 同時 じ 一巧 
上陸して 眼 色 毛色の 變 った サ數 
ヶ國の 人 蛛が雜 が どして 營むあ 
裏のを 巧狀 態に 梭 する 時、 誰で 
も 首肯し 得る とは 「コスモ ポリ 
タンみ 都」 どい ふ 威で ある。 此 
大 貿易港ら をへは 操 州の 一 領域 
じ 過ぎな かっじが、 例の 阿ホ戰 
ずの 翌年 英支 ft 約 じょって 關潘 
され、 何時の間にやら 治 外な 權 
の 居留地 ごな つたので ある。 現 
化の 如く 名 にがては を 那の锁 主 
じ化違ない：？；’ 舊縣城ご 

釉巧外 ど呼ぶ町^5外はぉ 

統治 權が巧 はれね 一綱の 獨立都 

巧で、 よが 政は 所謂 エ 部局 (ミユ 

ニシ^ 产 •.カゥン シ 八) ど 稱ず る 

宫廳の 手に 委ねられ 事實 とが 同 
视 をは 英 人、 フランス 粗 界は佛 

人が 權 力を 挺つ てゐる どい ふ 世 

巧に 余 b 例の ない 制度 VJ 組織の 

巧 はれて ゐる 都で ある。 支那の 

靑年 をは 化 不を理 な 行政 組織 ど 

エ部 巧ち 憲の 態度 じ 憤慨し っ i 

あるょ は ± 化では 誰でも かつて 

ゐる 。今回の 暴動で 兎角の 非難 

をを けじエ 部局 所管の 巡槐 房は 

H 本で 云 ひば 差し詰め 

警視 廳ミ て 年額-白 乂 

十方兩 ごい ふ 大豫算 を 擁し 乍ら 

一切 治 定の實 じ 巧 じて 狂る が、 

化轮 部は 悉く 英 人で 巡 捕の 殆ん 

ど 凡ては 巧度乂 どま 那人 であら 

中で も 巧 巧 巡 捕は 上が 名物の 一 

じ數 へられて ゐ る。 單じ 巧政權 

許ら でな く 司法 權 ごても 似たら 

雜 つたち どを へたら 間違ない。 

斯ぅした 中に 巧け る H 本人の 勢 

力は 如柯 どい ふじ、 をれ は 可な 

ら根强 いもので あつて 人口〜」 し 

て もが 留外乂 中の 

第一 化 を 占め 領事 舘の台 

帳 じお錄 された を だけで 二. 力 じ 

あい 數し 達し、 をして 一般的 じ 

云へ ば 特別の 階級を 除く のかは 

居留 おの 質が ょい。 大正 十二 年 

度の 統計 じょる W を 社 的 巧 貫の 

二 千 九が 一二 人が 筆® でかぎ が あ 

庭處 人の 一千 八 人、 藝姆妓 酌婦 

が 五が 二人 ど 記されて あるのに- 

徵しザ 面の 刑 息を 窺 ひ 得る では 

ないか。 是 等の 间胞 をが 手 どす 

る H 本 巧 人は ホン キユ ー を中必 

じ 吳妝路 、ャ ー ジユホ 等に 軒を 

並べ 凹 州路の 郊外 じは 住宅地が 

ある 等此お 域は 宛然た る. 

目 本 街 を 呈し巧 ゆる 社を 

機那 やお 肖槐 腳が備 つてむ る。 

今 ほの 灾巧 事が で 巧 動した 巧 人 

萬 巧 隊も化 y 本人 街の U 本お樂 

部 じ 本部が ある。 萬 黄 嫁と 云へ 


ば 昨秋 S 蘇 浙戰當 時に 於で も 市 
巧の 灣備じ 巧 じたを 國 義勇 像 中 
日本 A は觀然 どして 頭角を 現は 
し、 殊に 巧 かの 役を 承は るが 顔 
化の 如き々 年 義勇 隊の活 踏は 內 
外人から 嘗揚の 的 どなつ たもの 
である 0 

慈善 拳 一一 大巧 成 

當地 伊太利 人 病院 基を 裳 集の 
慈善 攀關は 木曜 H 巧 ポ〇巧 球場 
で孽 巧され 觀ホ六 万を じ 達し 大 
成 巧を 博した。 バフ ァ n I の 新 
進 スラット リーは シエー ドに 倒 
され、 黑人ゥ キ^スは ゥエ ナ！ 
ドを 一二 巧 目に 葬 b 最後の グ レブ 
對ゥォ ー ヵ I の 中 量撰キ 權爭霸 
戰は 十五 巧 じちる 数 戰でグ レブ 
が 八 回 勝 越し 中 量 撰 手權は 依然 
同人の* もの ごむ ク た。 

西 夫人ょ リ近信 

々春 歸朝 せる 西が 務官夫 人智 
惠 ずさんから 最近 紐 育 日本 婦人 
會の 知己へ おせた 書信の 一節 じ 
曰く 「震災 後の 東京 も 余 お 復興 
致し 一 化が西げまじ^:^らし樣じ 
御座 候。 先 U 新築 開業の 化尾吳 

服 店な どは ァメブ ヵの デバー ト 
ント •ストアを つく. C， こ 庚 0 

松 お 法、 一二 越 等 も 皆 岡 巧 じて 買 
物 も 樂じ出 ホ 申 候。 洋装の ホ も 
相 當殖へ 居らな 住宅は 巿外 じて 
浪人 ホ活 には 怜度 宜しく 文化 ま 
やら じ 出來居 b、 龍 子は 十 H 

前布哇 ょを 歸郎致 候。 呂昇 引退 
興 巧 どのを にて 巧 日 一 -P 窒ら巧 

意 S 「巧 崎が」 を傾聽 化ら お處 一二 
菱銀 巧の 山 口 夫人、 S ホの 日 塔 
夫人に 突が お 目じ懸 b 皆々 御 地 
の 事な で 彼び おで 申 お。 皆々 構 
じを し < 御 申し 聞け 下され 度 願 

上睽 I 云々。 


卓上 巧 話 

日章旗の 意義 

巧國の 日章旗を 船の 記号 ごを 

めた のはを 政 元年の ミで、 巧國 

の闕旗 どを めら れ たの tf 明治 S 

年の 十月！ 二 y でぁるが、 其 意義 

どして 傅 へられて ゐろ處 じよる 

ご 斯ぅ 書いて ゐる 

1、 白色は 平 かの 神 じ 象ら ホ 色 

は 忠誠の 國 おじ 擬 す。 即も丹 

誠內じ 凝らて 靜寧 外部を 包む 

二、 巧國 U 万世一系の 皇室を 戴 

き、 易化渝 るふな きは 太陽の 

然るが 如く じして 宜つ 阳滿無 

稱な るを 現は せら 

一二、 巧 瞬は を來 日出 歐ど 稱し闕 

ホ 八 絶 じがき 巧 威光の 盛んな 

る i 正 じ 化 日の 東天 じ 昇る が 

如き じ 比す 

四、 我が 皇祖 天照大神は H の 神 

と 中し 御坤德 天地 じ 輝き渡り 

給 ひしを なて 兽祖の 御 德じ因 

めら 

♦巧 厚 だるまの 

白 幸、 人に 就て 糾 

育 夕刊 ゥォ ー 少 

ド 紙 じひで <啤 巧 

めた 記事が おて 

ゐ るが、 あの 別 

媛は 實際愛 撼者だ {顧を) ♦雙府 

の 巧 質 會じ口 本 巧を 建設す こご 

いふ 話 だが、 岡 じ やるなら み 派 

な H 本 村を 建て-- 賞 ひたい。 紐 

育 製の H 本 村は 時節が 威 ふし ま 

せんぞ (純 U 本人) ♦今 巧-' ノ三シ 

— 州で 進化論の 巧 巧が ある さう 



です が、 化が 育の 化留 日本人 か 
らも 顔の みならず 猿の 人眞 似を 
したがる 人間が をい やぅです か 
ら I つ 証人 じ 出して やちます が 
な (ゴリラ 生) ♦が 育 新報 ま 催み 
庭球 大會じ 先輩 後輩のを 日本 入 
を 網羅ず る i は 大贊が だ。 今度 
ま 侮す る 節は 毎年 恩 田、 奥 野 巧 

君の 顔を せでは® 白くない から 

化 点を 明白 じして 下さい (巧 球 

子) ♦めし 盧の懊 所 じ おむつの 
干して ある ミ、 お驗 のない-と、 
タォ^の ホ羹 色で あるろ は祕育 
の 時 色です な (が ホ お) ♦が 槪無 
限 まよ 白人 じせよ 黒人 じせよ 义 
東洋ん じせよ ドシ 生む で 
巧 < のが 天地の 常道 ィャ サ神馈 
の 御 命令で ある、 嬉や保 險の巧 

題ぢ やない 巧を 愚圖 い 

ふの だ (ほ 族發展 を) ♦粥腹 じ 米 
を ふ 虫を またみ み どい ふ 川柳が 
あらまず 、パブ 當 世では ドナ ダ 
じ當 ては まる 巧で せぅ か敎 へで 
頂戴 (無學 巧) ； 


レヤ トル 巧 

NP 旅館 

W0 夕を h A さ • So. W さを 夕 Wash. 
停 おお 前 通を ご IT 巧 侧六階 建 
H 本 巧 船 切符が 扱が 戸 場 送迎 


電氣化 率 一切- 一 

下羽電 氣簡會 

S2 一廣 roadway 
TeL 置 一 夏 二 1027 巧 


書籍 一が 取次 

义國ぉ 版の 書 観は 江て 特別 剧が 
じて 迅速に 取次ぎ 旅 巧者の 额究 
參考資 巧の 鬻籍跑 集 等は 特に 御 
使を お 針ら ひを 巧 〔幡 掏】 一 

里 itoshi 互 を ぞ 

154 で a0i お-. 『か 三 ま kman 芝 お 


藤 井 旅館 まな 


428 sayrl 資 d .Ave: 
Seattle. Wash • 


瞧 會席御 料理 

麵齡 j ぉにず さ燒 
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H 本 巧 激船切 狩御毕 みに 應じ 
萬 事鞠渾 宵に 韵驭坡 ひ 申 上 お 

桑 港 パ ホ テ 八 

▼ a 本 巧 料理 (別間 あ. 9) 

を 潘 カリ ホ 瓜- 1 ア巧丄 ハニー 
電話 カネ—- 八 一六 


口 i サン ゼ ルス 地 ホの 御 
觀 ホには 最善め 御 使 宜を計 6 巧 

ィ 1 グ \ 

ホ テ 火 

羅府巧 じ 於け る 间胞經 營中最 
新式 嵩 等 ボテ^で をら まず 

羅腊喪 一 街 二 一九 半 
音蒂 つク アンダィ キお六 五 九 
!产 タブ カ！ 一二 八 六 ニー 

貸 自動車 (蛟 野) 

羅赔 名所 御 観 ホには 最も 精通し 
た ドライバ ー が 御 案內申 上ます 



鑛鱗敎 綾 

►社を ダンス A 
►表情 体操 年 
紳 女、 淑女、 わす 
化さん ザ じす 畴じ 
敎巧 致し 升。 午前 
十 瞬ょ ち 午後 十一 
帖を (H 曜を 除ぐ) 

シヤ 9 フ 》 ダン ン 

ング 師範 學 校を 築 

上杉夕 一 す 



宮 動卓修 
鑄を が 運 
轉 をを 授 

ライ/七 ン 
ス Fi 証す 

-ご 一4 •お 巧 

運轉 ホは 

/一 十五 乘 

'盡 ぶが 學 

兩巧ぁ 6 


ボストン 案内 

貸 自動 孽業河 茜 
諸奋 跡" 大擧 俊？ H 鶏 其 触！ 殺の 
絕介 るび 遠 辯 もします}! 畳 m 3G 
ジ ー Bacsa 二 7 基 70 す妥 ia st- 

ボストン 巧 
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支那 I 
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ぁ糜を 園で 永年 御を 巧を まけ 
r た蔡 文で 御座います 
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jg むが 

Ln nu 

A お？ 

N が 却 
8 s 
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w H 本に 住み、 日本語 
巧 を 話し、 皆樣 の御嗜 
好 じ 適する 御が 理を 調進 致 升 

下を エン ゴ— タアの ドです 
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懇切 f 
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暇 磐を 

，化を 幸 

校 裳靈採 

お 就 I 口 

無料 冉旋 


化み み 地ょ き 滴 潔なる 室 
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豆腐 油揚 
H 本 食 巧ぶ 一切 

リ unme Rice Cake Co. 


885 Th 置 Ave こ 

Tei . Plaza S 21 B 


極上の 魚類 

季節の 新鮮の 魚貝類’^ 深山が つ 

て爱 らます から 鄉賞 睐下づ い。 

ァピ * 口 魚ぶ 

苦す 量 St - Tel •で anklin ぶ 0 

新 鱗 魚介 一切. 

目 本人 向きのを 魚 滯山お b 揃へ 

時が 廉 .惟で 大勉强 致します 

サヴホ ナ魚巧 

」oselph wavonal 

豎 w. (ご 山 t St. 

、reK ooklsbum 。 ご w 
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ひ 線 イ ih て 諸 
ま々 1M1 ゐ若 
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光 ！^ 御 

別 11 碁 

fe す新魏 il 

迎諸 ch 供に 遵 
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まは^ ます 皆 
す 時^す る樣 

堂 ぞ 

勢す 彭那 

S S が！ 袍 1 

tf 瑞攪 

毒樓理 

: ■— — ; 

紙不や 間の 出 
よ變ブ .貪 御 勤 お 

9 ぉく 席 巧の 司 里 
ま 引 おの 利 ホ f 巧 fe 
巧 立 間 御 じじえ 矣 
申 願 巧用備 はを ra 
上度卒 じへ 晝蠢園 
候 化 相 應巧敌 

午 午 巧 支 美 
前前 埋那ホ 
六十 F * じ 
時時 巧 巧し 

畫 f 南 S 

屢樓 


s お 
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rr s 

I 

w 加 
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寸 
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御辨嘗 並びに 
御 家庭 ま 出し 
御 下宿 

後藤 

壽 司、 媛蒲燒 
每： n ちらます 


►ご 覆 =淸 潔， 親切、 氣樂 ▲ 

勢 側 纔舘ま 熊 巧 

ま 任が 勢 事を 义間 をが 
‘I 瓷 E. 装を ぎを 
す； 赛 n 二 星 

電話 レキシントン 四 八 五 五 

岩 旧 蘇 解 

、 束 十五 T 目 二ぶ を 


西 六十 五 T 目な 四十 ホ恶 

一力 旅館 大橋 

電謡 ユン ー アコ ット 人し、 j 〇 


御 下宿 

自曲亭 

置ジ nds St •す ook 是 三. 

SJri 臺 e 之 75 


尋れ人 

を 城 寺 門武始 おお 巧 藤 巧乂郞 
朝が 人を 乗み ちが 大を臺 化 治 
鹿兒峨 鶴义淸 をが 八鸠 錫ぶ 郞 
愛知を 川 良 銜靜岡 惟' あを 之 助 
沖繩玉 诚利徳 石川鹽 ハな 幸 造 
東を 犧旧 精一 熊ぶ 島 村 唯 紫 

鹿を なぶが ホ 

奇川縣 人 ホ 旧 か S 郞長巧 某 

をの まじ 述 知を あき 路巧么 

快 間 本人を/、 は 知ん よ 6 を 

化 巧 猫 通 か 願 上 巧 

一 紐 育 帝幽總 領事館 

一巧 8夏 臺 す* Y ミ k 置 


中 村 哩髮巧 

中が 萬藏 
31 W . S 置 S 三. Y . 呈 y 
す t . G 己 U ョ bus Ave . & C ミす al で襄 West 


H 本埋髮 鑛淸' 

巧 ま 洗髮の 設備 あら 迪を T 单を 
旨 ごし 精々 勉强 致します 
西 四十 云 T 目な 番地 一一 一巧 六 巧 室 

ダツブ フロア ( 第 六を ミ 四十 一二 下： H 角 ) 


宮川 事務所 

持 績的舊 闘の 间 腿に 的確なる 碟 
業を 罔旋 します 0 

た吉 n 否 e で gl" 品 呈互 

養 W. 4 宙 h St. N. Y. C. 
ぎゴ重 7 呈 9 忍 8 


白 
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ヶ日 ツグ 00 四 四 

親切が^! 
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1 M 下 二八を 
三階) 

まな 
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ヴ I .岂ま 111 さ芸 
ま 巧 ミ S. F. K. ジ to. 
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牛 稻 を 野 兄弟 

が 脊ホ西 八十 八 T 目 S だ 十一 二を 
あな — スカイ ラ 1 と 八 ニニ 


H.REA 0 E 8 &S 0 化 

IMPORTERS 

TOYS, DDL は， FMOiiS, AND 
な US 日 MBli NOVELTliS 
132-134 PM ROW 
BET. PEARL AND DUANE S'REET 

PHONE WORTH 1322 ■ か) が 


ん 

Tile M け subistii 扣化 I LM. 

EQUITABLE BLOG. 

120 Broadway, New York 
■Telephone Rector 9 斗 83-85 


THE MITSUI BANU 印 .* 

NEW YORK A(;KN(J\’ i 
Roohq No. 1012, i 

61 B の adw が， N. Y. じ . 1 

Tel. Bowling Green 3440 ! 


THE Fll 届 的 0 
SECURITIES GO., INC. 

120 B’way N. Y. City 
Rector 241G-3339 


The Sii 扣 • け omo %wlc,Li(i. 

NEW YORK AGKNOY 
: U9 Broadway 
Tel. Ha 打 ov が 7444-7445 


The Yokolianri 
s 犯 cie Bank, ltd 

£ が なお 姑 Bi お . N. Y. 

Phone 8 fcc»m 2550 


Ttie 貼 nko リ蝴 ran ， Ltd. 

I Room 30 を . 

|\|$enneiison Investing ^g., 
も 165 Bro れ dway, N. 


WALKER & FLORID 

CUSTOM TAILORS 

20 DEY ST-, NEW YORK 

Near Church St. 

TEL- CORTLANDT 7667 


社 會式株 船 纔洋東 

T. K . に 


NEW YO わ K OFFICE ： 

Room 801-805, 165 Broadway 

PHONE. CORTLANDT 804.7 

San Kranci か 0 0 が ce: 郎 1 Market み 

帆 出 遮 桑 

巧 お 乂 _5 な 新米 北 


Ta • け oT な din が 〇 . ， ! 邮 1 

Importer 。 み ExpoH が 8 
1(11 ドけ か A 、， だ . ， N. Y 
Tp し Wtiiyveeant がが-目 

327 W. Madison St; 巧 et, 
Chieoejo， Illinois. 


MORIMUHA 誦 S. ， lnc. 
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-ii 百 干 富を 


迈 わで ぶな 口な なぶ 巧を olitt 化 巧 


け曜 ±) 


H 四月と ホ迎 i- . 化乂 〔阳〕 


夏瘍グ I ム 向 

夏場ゲ]ム向な具哪も東洋、 歐洲直撼乂 
を輔 小物 雜貨類 殊に ゥォ ー キング、 ヶ ！ 
ンは 最近 流 巧み ものな 揃へ 口 本人 顧客を 
獻迎 いたします ° 

直輸入 元 

リ^ — ダ ！ ぶンド ソンス 商ん 智 


神^を 期 ぉせぶ 十圓 W 上 利息 年 ホみ 

一 賦臺灣 銀を 育 巧 張 所 

▼鄕 を 送金 及びが 送を (無手が 巧)， 外 西 
.层 替賣 買、 荷 毎を 取組な 立、 信^を 
巧 等 一 肢お巧 藥孩碑 巧 利 じな 巧 巧 化 f . 
▼巧は 詳細は 巧涅 慮な < 御 間を 巧 下 度 お 




ネ巧 f を夕 かを 
預金 j を Dr 巧貨 五十 曲な J 
盡ま 一巧 圓じ巧 H ホー錢 


岳 


(化 y を 千 凹な 下 ノを化 巧を" な 利 在〕 

橫濱 正金 銀 巧が 哨る巧 

鄉里 送金は 邵て 無手 數 おじて 當 
巧な 演 本巧經 ホを を 方 お 巧 申 お 


な 長 g 爵化 ぶま 左衛門 
本 巧ゴを 化 巧 瓦 T 目 
紐 育ち 店 が育ブ 0 ! ドウ V , ィ巧 四十 九を 

. II 巧 な 鱗 巧 

《巧 京、 横 液、 名 古 崖、 京都、 脚 巧' 
日本 內^皂 ノ 道、 廣 島、 吳 、柳并 、で ゾ熙 ： 
地 支な ^ 巧 司、 小 倉、 巧 松、 がを、 久留米 等 
本國預 を、 撒 里 送を 等は 保め 
て 御 巧 利 迅速に 御 化 投巧申 巧 


藤本 證券 會が ^ 

一 おも 傾 証を ノ費 買、 引を、 莫集 
▲を 顧、 堂 さ 一 踞スこ 切 ノ業路 

I 賊藤ぞ ミ，？ 銀 巧 

紐 育 お 張が 一 


夏瘍旬 = 新 稍 到着ぃ 

粘々 勉强可 化 候 間 御託 义被 下ぶ 願 上 候 

太 洋賛易 株式 會社 



Trel . Stuy ミ sa 百 t W 82 W 
101 IFi で h 户ミ 3 ミ ， zew Y ミ It oit 》 

Chicago 堅 anch 327 w. IVTadison St ., ohicag 夕 111 - 


夏 壤 向新 荷 到着 

格安 品續 々到を 化り 候 間 
是非 御用 命 被 下 お 願. 上 候. 

乂八 商會改 ホ元ブ タザ ー ス 

17 巧 ast 17 を St , zew Y 弓 Gty 
Teleph 旨 ewtujr - v ミ a ま 菱 59 



S 本を 
拂込巧 巧 本を 


ち 


を 曲 
千ち 脚 


拾 


立 を 五 千 六 拾ち 旧 

城 職 ご弃銀 巧— 支店 

本 お 東を 市日 本 おお お 巧 町 一 
支 巧小惭 〇 本 橋 义 の 巧® 妄巧巧 
名 古 おを 郁 大巧 西 (ホち 
神 戶廣島 下脚 巧 司 巧 化 
お 岡を お 上 おおを 孟頁 


か 國爲替 、鄕を 送を、 ホ 送を、 信用が 巧 化 
一 胺银巧 業務 棉 々御 巧が じ 取 巧 可 申 お 

龍 減 一二 糞 銀 巧 姑 育ま 巧 

本 支店 巧 巧 ぉな* 大阪 、神 戸、 京都 
巧 化が 名 古 崖 •小が、 上 お、 おお 


最新 スタ ィ八 陳列 \ 

り-度 御來 巧を れ= 

弊舖 はぃ 米紳 t ホ 御 お 用の 上等 服を 誠 製を 

しまず 0 

-弊舖 で 御 ホめ の 洋服、 外 蒼を 御着 用な され 
ばホ國流巧 ス タ ィ の 正し い 聰装の繫をがお 
^ ます 〇 

ウオ — 力 — ふンド 

フロリ ネ が服废 


ホ/*、' 橫窗 '神戶 'ち 巧. 上 お-香 巧' 馬を 巧 K 

コレア 化 ' H 一一 0 , 0 含 嘲) た 3 け 一 H 
(羅が ぉも A ぶ 十 セ a ) 

春 洋化三 一一、 呂〇 晒) 八月 四 H 
困 比が 强乂 010、 畳 〇顺) 八ち 十八 H 

(擢 巧ぉ视 八ち 十四 

龙が义 三 二、 呂 〇颇) 九月 一巧 
天 巧 化 olIrgQ 嗯) 乂巧心 あ 口 


化航 墨西哥 、が 盡 、智れ 諸潘巧 
復化 ホノ^、 橫演神 戸 巧 司を 港 巧 
(巧を 共を ホ 巧 1 困一 

◊を 港 巧— 切 巧寝窒 ホ 席 入御 辩 を 任 S ち 


雑貨 陶 なお 

ドライ グ ー プ卸質 


\y/ トミ- ' T ク 1 ご ¢ 1 夕 

變太 洋資營 式會が 


支ち ボ がを、 ポストン 


陶破 器、 雜貨 、ラ 
ンプ及 ランプを 


卸賣 


蘇 巧 ブ タザ I ス 


シアトル 出狮 (お 帆 午前 十 時、 

がを 化 八 巧と 日 
挣脚化 八ち サ 日 
窝濱化 化 只 十八 日 
加賀义 十ち、 义日 
U 本 巧 船 ぞ運笃 みを 
一等 橫 •於 一九 五 巧 醉戶二 〇 五 巧 
ご 一等 洋食 五 t 巧 和食 五十 五 巧 

獻洲が本閒客船 香ち画^ 

なおょち 一等 百五磅 、二等と 十— 
巧、 お 巧 塞ょ b 1 等 化 十と 磅 
二 寧 六十 六 巧。 

巧<|^^ぉ芭をぁ經由日本巧货物化—8二 阳 


船 星 
を 巧 
はを 
巧 御 
本 呼 
を 出 
小し 
銜下 
顿さ 
はい 


ン 


八 出帆 


ば b す 化 と 巧 十九 H 
あ ふち か 化 八月 五 H 
一等 巧窗 一九 五张 ； 
化し ばり ザ か るん ごん 丸は 一 五 五 巧 
一二 等 日本 巧 五 五 巧を ま乂化 進を 巧 室 i 
御を 基 じあり 一等 到が 巧な 切 巧货巧 巧を お 

。 ス ア ン ゼ ス お化 

ぱ なま 义 八 巧 十一 H 
はわい 化 八月 114 •り 

一等 巧を 主にら か 巧哇か 一九 五 巧 

化 化 はんて 一ー ホが ホ 
一二 等 日本 朽 i じら 化 巧を 化 おが 其化充 が キ 
沙巧羅 おが 巧 隐窒ホ 巧 入御 辟 鹿な リお 
- 训巧紛 パ* マ阳 由り 本ち 邪 巧な 物 化 巧-虹 



U 本蜘 詣雜貨 

ドラィ グ ー ブ卸販 脅 

誠 喊茂木 桃が 組 

M001 . MOSONOI 00 ., ごち. 

105 E-1 ま h St. N.Y- ジー •資写 vesant ま洁 •玄 


信 遊ず ベを 理 ものない 

日米 驟爭 U 架を 說 

最 化に 於け る 松 ザ 大使の 所論 


左は 雜誌 プリンタ ァス 、ィン 
- ク举府 時 お 具ジエ 1 ムス、 ツ 
j ^ゥ 氏が 頃 者 駐米 乂化化 平な 

j 雄を を 訪問して お 取した 日米 

ー ホ 戰訟の 一節で もる。 

■ H 本 ど ホ國ィ ーの 間に 於け る武 

; 力の 街 お 抑 も H 米 戰爭は 吾人の 
一が 像 外. .L ある。 其 可能性を 云 

: 巧す るのは 單純 じを 巧 的で を然 

j か 恵す る じ 足らざる 說 である。 

j 予 はか 何なる 事 おがを 化する じ 

一せ よ ホ か 巧なる 問題 じを 着す る 

1 じせよ 日米 兩國 の關 係がず 和な 

i 巧 涉じ化 b て 解决し 得ない など 

どは 憶測す るを さへ も 必要が む 

いご 思がず る。 H 本の 將ホポ む 

る 所の ものは 經濟 的產楽 的發展 

である。 猶ほ化 要 ホを おたさむ 

ご i る 日本と しては 夫れ のかの 

事ち を 綜合して 武力を 用 ひん ご 

の あおを 後 抱す る 主を 不可能 ど 

して 居る。 吾人は 米 國ど干 ぶを 

巧 ゆるの 愚と 不利 どを 痛 威し つ 

つ あ 6。 故 じ兩國 々技は 一部 巧 

を 論を 《 唱導す る 根を なき 架空 

I の 息 見を をを 腦禪よ b 除き まる 

_ べきで ある 

一 A A A . 

i H 本のを が ど 固は ごは を 業の 

一 後 おご 毕 かの 維持との 爲 めじを 

一力を 慣 倒して 居る。 吾人の 經销 

'する 所は デモ' クラシ ィの 時化を 

一出現せんどするに化る。 是れ：$ 

j 教内 政策 じがても 將た對 外關係 

: じがても 间一 である。 民 ホ々 義 

^の具体化はか救ので配め人物に 

攸 bt 履行され た 不あ證 な 機能 

たる MJ が 腹 おした。 郎も 函除閒 

題の 創造 及び 解み におして 夕太 

の黃 任を 帶 ぶべき 夕數 民衆の 怠 

見 ど随情 ごじな 映す る 化 お 的 磯 

能 ごな つたので わる。 故 じ 日米 

兩齒 おの 理想ぶ 大を どを を 塵す 

るなら ば H 米 戦ず を說 くの 想 劣 

なる かは 問は や L て 隙が たるを 

知るべき であらぅ。 乂威じ 於て 

戰爭を 語る 人々 は H 本が が密裡 

じ 何等か 戰爭の 帶備を U しつ^ 

あるので は U いかど 云 ふ 点を 怖 

れる じぶ いて 居る。：：： 本 じがて 

も 少數の 人々 は ホ ホ阅が 戰爭を 

强 ゆるに まらむ ろを 憂 ひて 居る 

鼓 近 太华洋 じ乂团 艦隊の 大お習 

が 巧 わされた を 時 一 小が をの 吾 

:が 新聞紙は お U 本のを 威を な 言 

: しじ けれ 共 事實ご L ては 夕 救の 

固 民は 化 掌 おれ 主義を のま 張 じ 

: 巧を 鹿す の遵 がな かつた。 

公 A A 

日本が 秘密 禪じ戦 巧を 計靈し 

つ、あらごの無益；^が疑は、 円 

本が おが 顿 を 窺の おお 忠資 じが 

巧の 結々 を锁 がせる のみなら や 

巧 軍 巧を まがよ 6 撤退せ L め 山 

東を 支 孤に 還附- 且つ 巧 支 政策 

をを 明 じし t 窠次ホ 干渉 を 

高唱 しな r 華が 協 巧の 棉神じ 準 

; がせる 齒巧的 巧 動を が > 進む で 

1 はる 圃 どのが 約を 締結； て强巧 

一 速よりの 撤兵を 速 かにし がらに 

一摄 を 四ケ帥 脚の 麽山 を锁 巧し じ 

: るに 巧みて 其 無稽 るを 班め ね 

; ば；；？. るまい。 米 巧の 政府 度ブ化 

:ホ ぶら 义义齒 け 化の 别网じ おす 


る ど 問な、 事を H 本ど摊 ゆるの 
盧圖 なきを を 反を 戟 明し 言 ふに 
足ら；；？- いみ数の米闽々ほど米凰 
巧 削 どを 除いては 都て 銷を 日米 
間にを まむ； をホ错 'する ものは 
ない。 化 面 日本の 政府、 政治家 
及び 夕 数の 國ほも 常じ阳 -の盧 
居を 繰返して ま 娘して 居る。 巧 
らば 日 木 削 巧は 日米 人を 除いた 
誰 人と W 閲じ 抱を すべきで ある 
か。 畢结 H ホ戰 ずは 痴人の 惡夢 
に 過ぎの ご 云 ふが 論じ 連ず る。 


小林雜 一巧 

麵迎 晩餐 會 

目下 ホ 固 視察 中の 內外 編物 會 

お 常務 お締役 小が 雅 一氏 舊 ぶよ 

濯の 歓迎 晚餐會 はまる 一 U 午後 

と 時日 本お樂 部に 開かれた おを 

刻 食卓 じ 着き デ ダ！ トコ ー スじ 

入れる 頃司會 者の 歓迎 齡 じみぎ 

森が 兄 巧 巧 會ま配 乂地ま 延之助 

巧は 起 もて 小 林を が紐當 がの 追 

憶談を 試み 更らじ 話 巧を 轉 じて 

ま おの 進化 ど 商業の ほ ホ 化が 巧 

働 者の 化 入を 加、 就 働 時間の が 

縮に ぶく 能率のを 進 並 じ 薄利 夕 

貴 主義の 實巧 じだる を說 きて 小 

林 巧の 硏 巧を あ 望し 茂 木 桃 ホ 紐 

の 获お達 化 氏は 五一 會を化 表し 

てな 年會員 どして 盡力 せる 小 林 

氏の が 巧を 祝し 嚴をじ 小 林 氏は 

歐米规 察 0 威 想を 述べて が 紐 諸 

友の 健闘を 祈ち 午 巧 十 時 撤宴後 

別室に 於て が々 な是 のを 換等ぁ 

ち 堀况禪 じ散會 せる は 午後 十一 

か當 巧の 出席を は 森が 冗を 商會 

側 よら 地 ま、 中 山、 を 永、 佐 藤 

田 中、 ± 口 本、 お 本、 前 波、 武間 

五一 會 側よ b 柳 瀬、 获 原、 菊 地 

平 ホ、 岸、 石 川、 川 岡、 渡邊、 

大 塚、 ち戶 、山 根、 お 見、 矢 部 

化 藤の 諸氏ぶ び 風 間 ( 111 薬) 小を 

(鈴 木) お 崎 (一二 滞 巧を) 乂山 '吉 

の、 水を の 二十 义 巧であった。 


條友 敗れて 

原 旧 益 振 ふ^ 

淸水 善を、 巧 巧 裁 一、 福田雅 

么朗 のり 本デゲ キス 盃撰 手を が 

が 巧 紫して 输赢 をず つた 0 ング 

アィ ランド、 グレン コ 1 ブ にめ 

ける ナツ ソ！ カウン ブィ 俱樂部 

招待 庭球 戰は木 確 日 午後には 愈 

々お 優勝 戰に 進みた るが、 淸水 

福 出の 兩撰 手は 疾 くじ 惨敗し 巧 

田 晒ホ獨 b 踏み止ま つて H 本人 

の爲 めじ 氣を 化いて 居る、 准 優 

勝 おはを 曝 日 午後 二 時 ザょ 6 下 

ザ 部に 於て 巧 旧 お チ^ ゲン、 上 

ザ 部 にがては チヤン. ドう I 巧ナ 

エ ー ビン か 

優勝 戰 じ 入る を 格を ず ひ 

媛 勝 職は 本 H 午 巧を わの 迷び ご 

なつた：^一お媛滕戰じ進み巧た勝 

心戰 さの 豁 哄网戰 じがけ る ドク 

タ ー、 キングと のがな， U 盖 しが 

田が 同 巧 庭 巧 中蟲も お々 しい 逍 

がな < お脫 をを 撕 したがを であ 

つた、 キングけ メトロ ボブ タン 

ランキングの 第二 位 巧 ホで 當 H 

の キングは：：： おの 腕の 巧へ を 見 


せて な 裳 じみぐ にな 巧を なつて I 班ち、 おな！ 二十 H 出發西 巧歸巧 

巧 田 じ 巧 薄して ホた が 巧 旧は 焦 

らや 五勞ニ ゲーム じて リ ー ドし 

大。る マ ）ジ ンをなつて第 ー セ 

ットは 原 田の 有に 歸 する 

形勢で あつたが キング も 
仲々 譜らず お 田の 虛に乘 こて 一二 
ゲーム を 連勝し 立斟 五く：；* らゲ 
—ムは 紙が 上に も 緊張 ホを 加へ 
た。 然れ でら 原 田の 强烈な ドラ 
ィゲご 正確 *：* るげ 巧 じ 敵し 難く 
遂に キングは と 一 五 じて 敗れ 第 
一ー セットに 入つ たが 第ニ セット 
じ 入らても 兩撰 手み 氣 をは 一致 
して 四掛四 ダー ムど云 ふ 白滅戳 
をが じたる も 巧 田の 錢先銳 どく 
結局 六— 巧 じて ストンー トセ ッ 

じて 巧 旧は キングを 豬 した。 

な 試を 戰 じがて は 巧 田淸水 組は 
ラング 及び •"ァ 組じ對 巧して 祭 
ー セットは-二 對 一四 ご 云ふ當 
日の 最もを い ダ ー ムを 演じて 敗 
戰 （たが 第二、 第 S セットは セ 
お 五 じて 勝 も 祭 一二 回戰じ 進んだ 
複 試を 優勝 戰も 本日 午後 擧巧せ 
らる 事に なつて 相る。 




社會 委員 會 が 育り 本人 社會 
委員 會はホ 過 月曜 正午 錫 道お樂 
部 じがて 開 會の心 日 山 本 委員長ょ 

を 表。 

が 山 順 氏を 轉從來 チ 五ビ！ 

チで！ ズじ卜 居せ る 米國诚 巧を 

巧應 巧が 山 順 巧は 今回 華 巧 一二 十 

と 下目 二 五と 八番 ( N - w 王 じ 移 

轉 せる 由。 

♦薄 田 お 雄巧餘 朝 中の な商棵 

ホ 會社紐 育を 巧 員、 夫人げ よ 同 

伴 二十 六 H 天げ か 便じて 着を 化 

お骑 が。 

♦加 藤 义雄邮 . H 蓮宗ホ 大學講 

師 、曰を な 報 ホ 筆、 逊 まご 一年間 

牛が 大學 じめ て 研鑽 經 典の 搬譯 

を 了へ ホ 巧 頃が 育經由 歸锅。 

恩 旧 か 子女 お 大阪朝 H 新聞 


•進が 誠 一氏 遞信省 書記 宫、 

去 巧 ホ 八 H 着が 西な ホ 十一 了 目 
六な 番地 じ滯巧 中なる が ホる 九 
巧 渡欧の 豫 を。 

♦渡 あ 純を 氏 文部 おが 外硏兜 
員、 まるホと日着化ィンタ1ナ 

シ 3 ナル、 パ ウス じ 投宿 0 

•が 岡 朗巧鈴 木 おな 霞、 まる 
サ九 H 倫敦 ょら 當地 ぞ庙化 勤の 
巧め ホが。 

•巧 野憲 一を H 本 電力 技師、 一 
廿 ホ：！！ ア クィタ ニア 號 じて 隙洲 賈室 


ア 


家具 附 义 月 か 巧 迄 巧 レ 

度，— お 巧は 西な 四十 一 T 目丄巧 
番 、リバ サィド、 ドラィヴ 附 でに 
て 地下線 じ おし、 委 がは 左：‘ 
Nasaka , 岂 0 Wb5th St , 

Tel . 言 rn 真 s 互 e 70 だ 


貸 室 

一時 前に 御 話し あ h 


たし 0 

PauUi 查ョ a , 普？ 至. 138th St ’ 
Apt . 1 . ジこ uduban 76 普 


ょら 歸 朝の 逾次着 紐 B 本 俱樂部 
に 投宿。 

♦两濟 氏て 子 製® 株式 會 社員 
去る ホ 八日 着 紐 ホる 十一 日 渡佛 
の 笛。 

H 曜說敎 

♦日本人 美な 敎會 
『科學 どなを』 

で 二】 

巧學 ご神學 ごの 第五の ず議 
川 島 牧師 

♦基督 お 修道 會 
『題 ホを』 副 島 牧師 
♦が 育 H 本人 敎會 
『進 ホ的磬 示』 

淸 水が 師 


夏瘍働 一一 一人 入用 

ホ 留の おは 化育 新報 社 水 谷 巧 

ご 面談 あらむ し 

お 西が 巧が 商 巧 


家具 附 如 iu、 卜 i 

麗じ 装飾し あら、 族 所は 上町ブ 
I ドウ 五 I 御 希望の 方は 左へ 
ジ I ち hone 呈_ーミ$ 2127 


家具 附 


一二、 四 塞 アバ ー 

r , /' 至 L 捷し ■ S 擢 ntHrv 

だ 4 W . 宏 Ih St ‘ 吾一 一一 re S 是 .ミ an . 


費府大 博參加 

希望者に 傲ず 

モ 化が 二十 六 年 六 巧 一 H ょ b を府 じ開谣 せらるべき ホ國 

獨 立が 五十 年 記念 お國大 陣覽會 じがけ る H 本人 コン セッ シ 

ョン 獲得の がは 當初紐 育 日本人 會 じて 一般 情報を 寃集 L 閒 

會巧務 委員 會 の 鲜旋じ W らち 志實業 家の 協議 曾を 開く じ ま 

b たるが を 協議 會ょ b I 切のを 渉を ド 名に 委囑 せられ 爾巧 

大踐覽 會當事 者と 會見熟 藻の 未完を じ 該コツ セッン ョンを 

獲得した る じが をら じ報吿 會を關 きたる 結果 便宜 k 都て 下 

名の 權利貴 任を 0 て 之が 事業 計 塞經營 み衝じ 當らを 種の コ 

ン 七ッシ ョン ホ 错 巧は 下名を. 申出 づ るを じホ定 致、 割當其 

他の 方法 等を 下 あじ 於て 適 當じ按 巧處理 ス る J ど 相 成 候 就 

ては まを 事業 進が の 必要ち 之候閒 コン セッション 御 希舆の 

諸 巧は 速 かじ 下名を 御 申出 相が お 右 御 報 吿旁化 段 廣吿惕 化 

で 化が 二十 お 年 わ 月 lllu 

ホ闕獨 ホな 五十が 記を 萬 國大博 覽會- 

円本 部 コン セツ シヨ ナア 

香 西 龍 雄 

紐 育 ホを 巧 二十 五 T 目八番 

コン セツ シヨ ン穗頰 

輿 業物 .賣巧 喫ぶ 巧 

煎 餅屋 植木 崖 お 魚屋 

レスト ラント ソフト ドリ シク 

U 本 飯 搔其他 > 


綺麗に 装飾した 幕 

J イクラ スア户 If 

メント ，地下、 高架線 じ 便 喪 

瘍 所】 週 六 弗 

5 と W. 1 呈 h 苗. Inquiresupt. i 


¥哥 一 墨囊八 弗、， 一 

を 乂义は 一一 入に 適す、 
ボ麼へ 十み タィム マスク エヤ ー 
へ廿 五み 電話 カン バラン ド妄 '五 

ミ 量 St Ji 至。 黑お梅 子 


實室 綺麗 る大 •中 まあ 

h 一.、 專巧 浴室、 ゲア ：：^ ツ トサ！ 

ビス、 朗 食附。 

•岩 West 呈 h St . 呈< 


音樂敎 授 -パお 

獨 唱歌 巧 策 巧 ーヶ月 《弗 (一遇 一口) 
西 六十 五 了 0 東京 巧 貪 階上 
菊 池 盛 太 II 
內 おおを 許 加州を 認 • 

產婆及 按摩 術 戸 

ホ 巧 巧' 子 

助 產叛巧 マッサ ー ジ 如の 出張 
治療の 御 ホめ じ應 じます いし」 
電話 キヤ セ 1 •、ラ 作を 一一 尧 

西 巧 十一 IIT 戸ろ 巧 十二を 


貸 室 淸潔；^使利のょき鶏 

巧 一人 乃至 二人 向きの 室め ら電 
話は プラザ ニ 六と 一番 

s' 妄 0-こ 岩 w.lisf. 享 .3 一 


か寻 打を 靜 かな n 。 ン ビア 大 

5 吏 WI 費 近き 良 室 邦人 紳 

丄 丄じ貨 度し 一遇 六 巧。 

一 苦 Glarin こ ve . 妄 . 15. 4 th 呈 

巧 et. 互 ミ side Orl さ 於 Broati 壬 さ 
sea こ nternatio ミ I 正 有さ 护 Grand 一二 〇ゴ产 


化 妻 nr ;? 巧 丸十 一 了 目 サゲで 
— 停車 農の 前 側 じで 
綺麗 じ装綺 せる 大 なる 室、 湯殿 
の 隣ら 電燈 電話 あら 室 化 低廉を 
細は 巧 時 じても 左記へ。 〔寺 一 
Sr 产 ブ2, OT 73 ち. 191至 St - 呈 . S 
Tel . ち adirih 吉ち 


I 裁 磯 所辭業 

巧 f; ぶ pi 

へ、 化 立 ち 切を く 美麗 じ 
致します。 戴 磯は 如 巧なる 御 注 
をを 巧 寧 じ 早く 致しまず 其他ユ 
? 々判 如か 合！ b まず。 

歌が 裁縫 巧 

一ち 去 •基を S 三. Y . C . 


快— を，^ も ミ 分ぶ 


A 香を 命踩 験會啟 

、、ご 一木 定吉 


三ノ- 

を 


保險 


S •皇 I ろ 

zm ろ Yorlc Li を Insurance 〇〇 
W 1 ollpmbers 的 t . - 
Meg Yorf city * 

巧 hone . Fran 置 ざ 4 罢〇 
内} whan ち Bran を 


♦ミミ！ ■る ♦ 


夏瘍 向新 荷 到着 

持こゲ I ム河 陶器 雜黑類 澤山取 揃 居^ 
候 間倍舊 御用 命 願 上 候 

森が グラザ ！ ス 

somMC 巧户 巧ミ で wnp 

器 W を だ rd Sr 
i Mew ジ rk C す 
互 eljhon 。 Gra 3 ミ cy 3850 




柯 


各 


VJ 


陶破黑 雜貨を 種 お 揃へ お候迅 をを 旨 
して 精々 勉强 せ候閒 御用 命 願 上 候 

懿躁木 桃 ザ 組 

■言 U 害 S こ 一. ジー. ぎ y 養 草 t 置 夏ム 


第一 录巧炯 母國訪 間團員 募集 

uuiff . —— 組 育 十月 一二 曰 ペン 停串鴻 

ホ 奪 巧 —— 沙巧十 巧 化 日 郵船、 加賀义 

團 費り S 譯 i 

(潔 車は 一等で 魚 船は 二等) 

本 劇の ま 意、 規定、 旅 お及び 中达書 等に 就 ミ 委しき 事 

は 何卒 お 接 弊 荫會じ 御 間き 合せ 願 ひま 寸 

が 育巿萊 五十 九 T 目 ニニ 四 

主 惟 者 片禍 兄弟 商會 

一二 四乂〇 

お 話リ！ ジェン ト 云の 八 一 

〇 二 一二 五 
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大巧 额曰新 巧 It 
お 巧 市ず 
DS 化 A iSAHt 

Room 308 World む ilding 
Tel. Beekmin 48 郎 ’ 


乂胶お 日 二 お 京 口 H 
上 巧が を 
Osaka M お nichi, 
407 TV 化 une Building 
Tel. Beekman 4259 
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C 去 巧ぶ 


でべ I ふ 


し 
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棄巧遮 築 事務所 
Iwahiko Tsumanuma 

Room 1607 No. 101 Park Ave. 

Tel. Vanclei*bi 化 3 が 6 

瀬 川が 檢拳お 所 

H. Segawa, Insurance Broker, 
303 F け th Ave., 

Te し Franklin 4900, ext. 193 

內巧荫 事 株式 會社 紐 育ま 店 
Uchida Tra が ng Co., Lt も 
291 Broadway, 

Tel. Worth 1576 

島 貿易 株式 會社 

Shima Tra ぶ ng Co. Ltd. 

150 Broadway 

Telephone 民が tor 1484 

Paul に M. Thomas 

Advertising Counsel 

2023 Tribune む ilding 154lia な auSt. 

Tel. お ekman 6978 

株 ま會社 赤 尾商會 
AKAWO 企 CO. ， Ltd. 

2 お Fifth わ enu も New York 

Tei. Caledonia 9758-53 

久巧 お審 巧ま會 鼠： 

Kuhiu hading む 1 

30 Church な . 

Tel. むぶ ind 4550 

S 其 株 ま會社 輿 東賣易 株式 曾 社 
代理店 

裔蜂巧 食 

Takmmine Corporation 

120 Broadwa も fiew む rk C 則 Te!. Rechir 7884 

6en な ai OHice 在 Factory 2 日 8 8awson S ししし City, N. Y. Tel. S 川 iwell 口け 

浅 野 職產株 ま會社 
Asano Bussan Company 

Room 801-805 

185 か oadw が 

Te し Co け ! andt 8047-80 な 

大倉紐 紐 育ま 店 
Okura & Co .， 

36 Church St^ 

Tel. Cortlan か 22 お - 93-94 

紐 育 H 本人 會 

The お pane が Association., 

2 巧 West 57 化 お . ， お w York 

Tet. Circle 8190 

おお 洲鐵道 株 まを な 
短 育 事務所 

South Manchuria R. R . むり 

270 Riverside Drive 

Tel. Riverside が 63 

云 井 物を 株式 曾 社 
が 育ま 巧 

Mitsui & Co 。 

65 Broadway 

Tel. Bowlinjr Green 7520 

裔旧 商を 
短 育 支店 

Takata & Co" 

150 む oadway. New York City 

Tel. liecior け 21 

巧式會 が； 岩 ホ 商 巧 

が 育支庙 

Iw お & Co., 

Woolworth Buildin も 

Tel. Whitehall 60 が 

互菱 商事 會赴 
Mitsubishi 紳 oji Kaisha 

(M け subishi Co" Ltd.) 

120 Broadway 

Te し Rector 2 が U- な 64 

巧 式會社 

山中 宿 i 會 組 育ち 店 
Yamanaka & Co" 

680 のむ h Ave** 

Tel. Circle が 14 

日本 綿花 株 ま會社 化ち 支店 
Japan Cotton Trading Co., Ltd 。 
Cotton Dept. 

60 Beav が か.， 

Ts!. Bowiing QrMn 巧 dO 

Silk Dept. 

25 Maditon Ave., 

T ♦ し Mil ん 8 み W9S 

り 米述糸 株式 會 社 ’ 

紐 巧 支店 

NICHI-8Et K11T0 K&eUSH!KI KWSHA 

(NKIKl ぶな 氏 : ミ 了 O CO. ， LTD.) 

373 4TH Avenue, 

Tel. Ma ん Sq, 7592 ぶ 

神 お 鈴 木 商 お 
紐 肯支お 

Suzuki & Co., Ltd. (Kobe) 
220 Broadway, 

Tel. Co け landt 1149-50 ぶ 1-52 ぶ 3 

日 本 生糸 株 ま會な 
化育 支店 

- Morimura‘1 前ぶ む ., Agents 

44 E. 23rd St., 

Tel. Ashland 5320 

おを 名會な 
紐 育 支 巧 

Hara & Co., 

. 4 が fourth Ave., 

Tel, Caledonia 7830- お 

江 蘭 株式 會社 紐 育 支 巧 
Gosho Corporation, 

Silk importers, 

334 Fourth Ave. 

Tel. Ma ん Sq. 4886 

Gosho Co" Inc .， 

Cotton Exporter* 

60 Beaver 81*, _ 

Tel. Bowling ur««n 5506-06 


說 

苑 



V0 しけ， 化 1 け 7 


化 h ? ぷ ap なが 巧を 化 im た 0 


WE 日 化 SOAY ， JULY もけ 2 日 



♦ 




を鎭 をせ しわる を 欲せ 中 ミ那じ 
於て 鼓 も 俊み である： 捣 おを 稱助 
して 自 をの 利益 ぉ擁 誰す るを 欲 
する であらぅ 〇而 して H 本は ボ 
i, シ 王ゲキ ストの ち 抓 時 厨じ對 
する 干 巧の 態 巧を U て 口 あ戰ず 
當崎 のか < 侵略の 異圆 あら ど認 
めホ巧にを乂視^^てゐる』 ど報 
じたが をれ はクー リツ デ 大統領 
から！： 國會 諮の 閒 惟を 絡 憩して 
ゐるど 傅へ られつ i ある 隙 特に 
多大の 輿 ホを 惹 ゐてゐ る。 タィ 

ス 特派員の 說く がかくん ば 若 
し 刻固會 雄を 開催した 谋をじ H 
本が か柯 なる 態度を 執る かを 豫 
め 想像ず る ミが 出 ホる。 

該時派 良は 曰く 『銳れ の國じ 
せよ 其 政治的、 經濟的 巧 學を達 
成せん が爲 めじ ま 那を利 戌す ベ 

試みるならば 必中 日本 ご 衝突 


武裝 的化據 化を 傾 後して 巧び 彼 
等を して 化據 化を 逮設 せしめ ざ 
るべ しごの ホな を 明に した。 

日本の お 二に 鼓 ふる 所は 經濟 
的な 萬から 生じて ゐ る。 が洲ど 
朝鮮 ごは U お 戰ザ後 二十 年來鮮 
發 された けれ 共 H 本の 人口を 顺 
蘭 じの 收 してむな い。 H 本は 人 
口の 激增じ 化 b て 飢饿じ 迫 まら 
れを かがら ざれば 隣國 のが 園 じ 
擴 太され ねばなら 《。 日本の 輸 
おの S み 一は 支 巧を 願を どして' 
ゐる 。日本の お 外資 易の が 軸は 
載 支 貿易で ぁつて な 焼濟を 巧は 
支那との 自由 じして 規則正しき 
を換じ 倚らねば ならの。 故に U 
本は 外 國の爲 めじ 日 支 貿易を 嚇 
かさる；； じ 街して は充を 抗議 
ずべき 理由を ちして ゐる夕 問題 
の 核必は 日本が 巧して 支那 じが 


じ化r^崩れて化民u狼巧したが 
些 したる 被を もない らしい。 

■鳥 お 地方に 强驚 

ま 京 特電 六： n を U 今 隣 一一 時廿 
かお 阿 化 化かの 帖 巧に： 見 b なな 
地力 じ 強震 ぁ ら、 黒 化、 じぶ 两 
町を も强， ，'人を 数軒 倒壊し、 ホ 
子 停車 旗 前の ±化 じ龜 なを 生じ 
た。 义 島化縣 松な 巧 じても 展化 
巧 墜落 巧 度の 强爱が ぁつたか 孰 
れも 幸に 巧 傷まを 出さ。 かつた 

貝 島 炭 巧の 罷業 

ま 京 特電 六 H 發： ：：： 貝 島 炭化の 
‘枕夫 一巧 五モ 名は 增 給を 要 ホし 
てを れられ 々同盟罷業し 形势不 
穩 である。 


せざるを得ない。 化 勢を 看破して 特殊の 利権 關 係を 有する や 否 


た ホ 慕は H 本の 城績 H 鶏に 發し 

た 支那 職工の 巧 外 運動の 蕉 点を 

排英 化せし レべ く 努力した。 併 

し 日 今の 注目し つ i ある 耍 なは 

亦 露の が 巧お感 運動では な く- ^ 

て支撕 じが パる ホ 露の 勢力 權張 

でぁる。 日本の 政策は 英 ホ々 び 

他の 條約题 の 支那 じかて ちずる 

利益 ご 衝突せ ざるを なて が 本義 

どして ゐ も。 H 本の 第一 じ 慮 ふ 

る 巧は 自己のを をで ある。 H 本 


やで あるが 日本と 米齒は 曾て 此 
問題を 諭證 して 米 趣は 保留 かき 
で 之を 認め、 後年 亦 巧な の 契約 
で 化 特殊 利 權を認 むる i を 取消 
した。 おれ V」 も 事 實上是 等の が 
灌け巧 化ず るので ある。 而も H 
本は ぞ那時 巧が 收に 隅して 列國 
ご谣 調の 必要を 認む ベく 他面 列 
國は假 か 如何なる 政策を ち 持す 
る ごも 其 賞 現は H 本の 協力を 巧 

やして は 不可能で ある』 ご 喝破 


は義歐 及び 濁 逸の 支那 じがけ る！ した。 

ホ國 提議の 魂 膽說 . 

新 駐支 义國を 使は 急遽 化を へ- 

ま 京 特電と U 發 U 支那の 治 外法 權撤 廢會济 說じ翩 聯し义 國：& 
現下の お滩 たる 事情を かを し 乍ら 巧る 提 講じ 巧で わのは 今後 列 

强の與 支 かを じ 指導 的 地位を 占めん とする 宣傳じ 過ぎ 《 ど 外を 

界 では 專ら觀 測され てゐ る。 

上 おが 電 と： a お：：：： 耕 化な ぶ 米 國を使 マ クム レー氏は H 本ょ 
當 地に 尘 陸、 巧が 官 はの 歡迎を まけた か 現' 下の 支那 政局 じ關 が 

しては 柯を聲 明せ ず。 巧 巧 人は 共 じを 化の 歡迎會 席上に てを 扱 

が 何等かの 發 言を 試むべし ご 期を しつ i あらし もを 化は 化を を 

化 篤ょり 何事 か 重大なる 急電じ おしね もの i 如く 急に 上 お 滞な 

の豫 定を變 をし 昨夕 米 國驅逐 濫じ搭 兼して 急遽 天津に をき 同地 

J 9 特 削を わ 列車に て 化を じな 巧す るを ごな 6、 內 外人は 共に 

失望して & るが、 米國 政府 かち 那 統一に 關聯 しを 省 聯を會 簾を 

提唱し じどい ふ 說は探 威を なて 迎 へられて & る。 


义國 水兵が 

暴徒 y 擊殺 

ヮシントン ホ H 發 =； 上が 駐巧 

總 領事 カンニング 户ム 氏ょ ら國 

お 省に 達した を笔じ 依れば 米國 

陸 戰隊の 一んで を も 水兵 デジ ッ 

クは 昨朝 譬備中 ー エ谣じ 支那 人 

苦力の 藥 劇が 裝擊 して 吿發 され 

た 首領の 引渡を 藥 ホし 自驚 閣員 

の 武器を 奪つ て裝 叩き じ 逢は せ 

ん どした ので 遂に デジ ックは 寡 

巧 闡じ發 砲し をの 一人を 擊 殺す 

る じ まつれが 近く 泌を戯 判じ 廻 

附 して 審理す る筑 であると。 尙 

ほ廣東 地方 じ お 動 中で あつた ホ 

國驅逐 艦は 夕 歎の 宣敎師 避難を 

をを 港 じ 上 降せ しめたが、 旗 東 

巧 留のリ 本人 も 綾々 香港 じ 避難 

中で ある ご。 


日本 勞 働に 勸を 

東京 特電 六 口を == アム マ ブ作 
ダム 第ニ ィンタ 1 ナシ ヨナ 火は 

H 本 勞働幽 ホ じ 加入を 勸吿 して 
ホた が 之れ が實 現せに を 歐鴻働 
幽かの 大幽 結の 先顆 たらん ご。 

必中 事件の 審議 

束 京 特電 六日 發= 赤が 邀 まど 
情 巧 未遂した 化 里 俊 太郞の 懲罰 
審議 會を 十一 日宗秩 寮に て 開く 
i と.：： •つたが 斯る事 伸は 例の 白 
蓮 女を 事件な ホ 始めて r ある。 

ュゴ 公使を 兼 巧 

東京 特電 六日 發=羅 お 尼る 使 
武者 小路を 共 巧は ュ ゴス ラビア 
を 使を 兼任す る i どなつ た。 


へ イスの 宣言 y 想趟 して . 

紐育 へ ラ 火 ド • ッ リ ビ ュ ！ ン 紙社說 

ホ阅 々燥 省が 對ま條 約 國ど共 
じ關稅 問題の みならず、 治 外法 


モロッコ 戰じ 

佛闡 軍慘敗 

司 か宫： おを 發お j 

パリ ー 六： n 後：：：： モ りッコ 革命 

戰じ 於て 鄉國の 右翼 戳 線は 一昨 

U 柴 破され 夕數の 死傷を を 出し 

たるら 佛 軍は 述裝し t 地盤を 固 

なしつ i あれで タザ 方 おの 締人 


子供 等 じ 立 退を かずる じ まら 形 

勢 頗る 不利なる f . め 今朝 閣議の 

結 あ 戲お乂 閱當が 近来 及び ラィ 

ンホ 画の 司み 官で あった グ キラ 

マ 1將軍を司を官に化命したる 

も將 軍" U これを が 絡した ので 現 

じ ラィン 發備軍 じある 十一 二-帥 勵 

長ノ！ リン 蹤 軍を モ n ッ n 遠征 
総司令官 じな 命して 勢力 挽 周 じ 

努力すべく 現 總瞥ブ ユーブ ー お 

軍は 等ら 平 か 提蔑じ 就て かを 巧 

じを 躍す る； ど U つた。 

反 過激派 薪 聯盟 

ゼ子 ゲァ六 H 發 == 當地じ 本部 

をが し 册云國 の 化を ょ b 成る 第 

一二' 乃 図 同盟 撲滅 則 成 聯盟は 本 U 

國際 聯盟に 請願 普を 提出し この 

際を 圃 政府が 共 W して n シァ 共 

產 るに 對抗 しを の 勢力を 驅逐す 

る S 策を 建畿 しぶが、 閒 聯盟の 

會 巧は ゼネダ アの法 禅み コン ラ 

I デ 氏で あ 


f る _ 


名ホ屋 激震 

地面が 龍 裂した 

ま 京 特電 主日を U 今陪 一時 五 

十 か、 愛知 縣あ 古尾 市 I 帶 じ； 旦 

ら て激虔 あら、 化が じ龜 裂を ホ 


權の 撤廢に 就て 論議を 提唔 した 

どい ふ 報道は、 を 巧 ごても 最も 
困難な 東方 かを を 刺戟し、 夫處 
じ赫 らしい、 而し槐 めて 不確賓 
な 問題を 提供した ご 云 ふを が 出 
ホる。 殊に 化 京 外を 圃が 、上海 
動亂 ょも 生じた 當 面の 問題 ど、 

其 化 治 外法 權 S かき 永义的 政策 
のか 離 討讓じ 就て 苦慮し つ i あ 
る 時、 突如-の 提歲は 表面上 極 
めて 衛單 明瞭では あるが、 事實 
は决 して さぅ では；； > い ° 

ヮシントン 協定が、 關 稅增收 
とを 外法 權撤 廢じ觸 れてゐ るの 
は事實 であるけれ ども、 これを 
同！ の ホ 脚 おじ 愚いた ものでは 
なく、 後者に 就て は化づ 委員 會 
を 設けて 事實の 調査を 窠 一とし 
この おじ 就ての 急速 性じ對 して 
は 極めて 愼 重なる 態度を 0 てし 
でゐ る。 更らじ ボラ！ 氏は 備人 
どして お 外法 權の 邸刻撤 廢じ贊 
同し、 瓦つ 支那の 米 人 商 棠會議 
所は 經濟 的に 支那 國 民を 蠢 食せ 
ん どす るを 國ま 義の鹽 ホで ある 
ご 呼んで ゐ るが、 斯の 如き もの 
が ヮシントン 會 諮の 精神で わる 
ど 信 中る をは 出 ホね。 更らじ 千 
义巧廿 一年、 支那 じ柯 等が： 外 運 
動の ない 當時 ど、 今 H 支那 人が 
猛烈 じこれ を 要まず る狀 態は 巧 
して 间 一の もので なく、 國務長 
官は ±ぜ をの 治 外法 權撒廢 を 先 
例 じして ゐるど 傅 へられて ぶ 
が、 この 化 例は々 回の 場を ぶ 事 

情をお じ し て ゐ る J をを認 ム な 

ければ ならの。 

ボラ ー 氏， おび 支那 人 煽動を の 

立瘍じ 就て、 この 際 我等は 無條 
件で 网 情の 意を 披繼 ずる i はお 
巧ない。 今日の 上がを 泥 ± の 上 

じ 築いた ものは 外國 A の 力で あ 

ち、 治 外法 權じ 依らて 築かれた 

上がは、 管 じ 支那に がける 最も 

おしい 都で あるの みなら や、 支 

那人甩 化 地の 奈亂 ょら 逃れん ご 

する 支那 人の 避難 地 ごして 知ら 

れてゐ る。 こか 化 じ 居 化する 大 

夕數のま那人じ參极權の^^い，と 

は事實 であるけれ-々」 も、 をれ は 

外國 人の 支配 どが 誰の 下 じある 

ごい ふ 理由に 外なら ね。 これが 

治 外法 權制废 の實倘 であつ て、 

耽の 姑き 制 巧は 巧晚變 おされな 


くて はならない ものであるが 
即刻に 變 おする ど 云 ふ； は 到底 

化 ホる ものでは ない。 

併し乍ら をの 半面 じ 於て、 ヶ 
り ッグ 國務 長官の 外を 的 位 磨な 

る ものは、 恰 かもへ ィス 國務長 

官 時代の 微妙な 外を 的 理論を 暗 

示せし むる じ充 をで ある。 即ち 

英國 政府は 關稅 會議 が、 諸問題 

の 解 巧 じ 就て あらゆる 機 會を巧 

ふるもの ご 見做して ゐ るが、 而 

かも 英麗 の對ま 利權は 極めて 廣 

化な もので， のら、 今回の 煽動 も 

お轉 々民 じ對 しては 直接的で あ 

る ごい ふ觀係 上、 巧强の 政策を 

ぶ 離して 問題 じあ 面する； は 出 

ホの。 故 じ 我等が こ} じ 治 外法 

權朗題 じ 就て 敢て 干渉す るに ま 

つたと いふ i は、 西 歷千丸 百年 

國務 長官へ ィマ 巧の 凿支 巧戶閉 

あ、 機會 均等 ホ義 提唱が ゎれ 等 

を 緊張せ しめね 如く、 わが 外を 

化 表 巧を して 本 問題の 岐路を 明 

白ね らしめ る 聲を科 ばし むる 
まる かも 知れの。 これを 要する 

じ 米國の 對支國 際會議 提唱は、 
極東 問題に 就て 新ら しい、 而し 

て 興 ホを る 反 應を惹 をす る じ 巧 

るで をら ぅご 言ず る。 


東洋人 兜來 

上 ぉじて 茅 原 華 山 
僕は 上海に 產れ てから まだ 
ケ 月に も をらない 嬰 巧で ある" 
從 つて' 所謂 r 支那 通」 でない もは 

言 ふまで もない が、 僕 か 城府を 

設 パず、 胸襟を 披 いて 自由に 語 

る もの だから、 支那の 靑 年で 平 

氣 でが 日本に おず る 感情を 吿白 

する 者が ある。 

傑は 支那 人の お H 威 情 即ち デ 

ャポフ ホ ビアの 頗る 深聰 なる を 

獲 見した。 盖し少 くど も 曰淸戰 

ずの 後、 H 本 政が、 りが 人の ま 

那に 割す る 態度が 之を 養が した 

もので、 巧して 一日の なじ 非ず 

其 も ホす る 所 遠き を 知る もので 

ホる。 

义國じ 遊んで、 米 人が H 本人 

を 排斥 せんごす る决 意の 堅き じ 

驚いた 僕は、 囊じ 朝鮮 じ 遊んで 


婦人 小党まで H 本を 呪 化する に 

儀いた。 靈篱じ 遊んで、々 の 値 i て 化まない もので ホる 


では H 本人は 到底 異桃 をが 治す 
る 能は ざるを 發 をした 侯は、 巧 
じ 支那に ホて 支那 人の f ャポフ 
ホ ビアの 深が むる を發 見した の 
で わる 〇 

せて 比 立 巧 人と 叫 船した ミが 
ある。 彼 曰く 「H 本闕 旗の 下に 
ホ 息す る J ら は、 寧ろ 米 國の統 
おじ 甘ん ずるに 若かない。 U 本 
國 がの 影が させぶ、 直 じ 寺巧大 
將が 兵を 率ゐて ホる」' .J。 支那 
入 も 言つ てゐ る。 寧ろ 白人の が 
隸 ごな るら、 誓つ て：：： 本人の 奴 
蘇たら すご。 

曾てが 巧 人 ご 巧つ た。 彼 曰く 
'巧々 はおめ 亞細站 人た る 日本 
國 おの 勃 輿を 喜んだ。 をして 曰 
本の 後援を 得て、 白人の 載が ょ 

脫 せんごし たが、 後 H 本人の 
他の 東洋人 じ與 する 態 巧を 見て 

化 事を 思 止つ た」 WO 

唯 これ だけの せ 巧を 擧げて も 
僕は H 本人 じ 深く 宜 己を 反省せ 
しむる じ 足る とお ふの だが、 H 
本人に 缺 かして ゐる ものは この 
自己 お 省で ある。 米 固で 排 口の 
起ろ や、 H 本の 新聞紙が をに 盛 
やる ものは 米國 を惡、 H 本を を 
である 0 

目 本人が み ぜ共榮 ずべき 化の 
東が 人を 輕 侮し、 を 易に 鐵拳シ 
加へ、 ステッキを 加へ、 遂じ耐 
事 も 上海 語で 「無 沒法子 想」 どぃ 
ふ 宿命 ま 義フユ タブ ズムじ 支 脚 
さる 固 ょら ニ チで 才ど蕭 み 
シア 人の 比で U い〇 支那- < 
をして 「をがん 塊 ホ 西」 VJ 叫ば— 
め、 「事實 J の 何物 も 彼等を 動か 
さない VJ いふ にも拘らず、 威標 
のた め 日本人 じ 反抗せ しむる 广 
至つ たのは、 抑々 巧 事を 語る i 
ので あらぅ 0 

臺灣は 福 建 廣東禪 が ぞいが、 
支那 民族の ゐる處 である。 或； Is 
じな 化する 巡査は せ ホの 潔癖 弔 
一眼 一眼 勿 要 紫」 どい. ふ 態度 •， 
おられないで 淸潔法 施 巧のを 市 
村民の 便所 じず 渉し、 が 民 其 巧 
じ堪 へず 遂に 大擧 して 巡査を が 
して 了つ た。 總督 がで 化 人を 格 
擧 せんどし たが、 一二 千の が 民 か 
下手人を 物色す る； は 艱難 でん 
るの みならず、 一一 一千 人を 嫌疑ぶ 
どして 逮捕しても 收 をすべき 防 
獄 がない ので、 犯罪の 事 實が丈 
る にも拘らず、 其 儘に なつ てん 
る。 由 ホ r 東が 的 無政府 ま義者 
たる 支那 K 族 r 無爲而 お」 むべ、 
じ も 巧ら や、 窜舘の 隅を 楊 技 V 
•ブ き、 世が じがて 忍 辱の § 
化 どもい ふべき K 族を して、 一 
ゆび、 相 喚んで 睡 起せし むる 一 
まる。 

U 本人み マゾ サ加减 御 話し 一 
ならない ではない か。 

支那 人中 じ盜 癖が わる ごい、 
が績玉 谋 でい へば- ン クミ タ' 
ヵダア をを つて これを 巧 制す- 
き もので、 ホして 之を 嬌 正し A 
ぅごして はなら 30 
支那は 族 巧 じ 從ふミ 巧が 水 J 
治めた 如く じして、 なて 經轿 I 
策の 圓滿進 巧を 翻るべき もの 一 

ある C 

メ ■ — デ ー も刻 々 近づ き つ * 
る。 励 恥 記を U ホ 巧 づきつ > 
る。 日本人なら 其經濟 事業を 一 
がず る やうな ミの なきを 切望. 


亦が のか < 「協 誠」 ろ 非 干渉を 
に 立て 飽 つて 自ら 支那^ おおを 
救出 マべき お 协め化 ホを 占めな 
ども 試み。 かつた。 元 巧 支那の 
問 越に がて U 本が 親 S 眼を 怖れ 
た^狐禪の跋盾ををゅるのはが 
自 術の 道に 背き 自 まのを をを 空 
< する ものである。. 巧 西： 曲の 熊 
や 地米 利 加の 媒ど挤 關せ中 こも 
を 明 正大な 立 盛からで 那 の 時局 


對支國 際 新會議 


袖 ，_ ^ 带 

極東の 忠犬 

义 脚は 傍 お 無人 

U 本 ご 云 ふお乂 はを てま 那ご 

巧す る 巧 おの 爲 めじ お 西 亞の熊 

を 驅逐し ホ化裝 大戦に 陈 しては 

巧 逸の 狼を おを したが おを 利の 

ホ麵 ご佛顆 西の 巧 狐 ご 而 して 亞 

米 利 加の な燒ピ ー; がして は 只を 

，支此 ど 日本 自身 ゾ のが 益を 侵窜 

せられ ざら む i じが， むしつ、〜 協 

調の が 巧を 維持して ホた。 な 上 

は 砕 束 ィソ ブプ物 巧の 骨 f であ I 
るが、 致 巧に 紙' 死 《がおか デス 

ぺ レートじ^^つて巧、 狐は夕論 

自 かの 忠乂を さへ がる-傷 ける 

ど 云 ふれを 巧を がが しじ 爲 めじ 

亞ホ利 加の 猛 おがが 速 お 班を 敞 

けて -r 化巧义 W の お パ 巧 權撒廢 

じ 脚す る. 列國を 玻を找 いては か 

- 利』 ど提證 しむの でんる。 がる 

^ じ 支那 じがて H 本を 除け じ 最も 

化を の 脱 係 じ 化る 巧： in がは が 米 

利 加の 提戚 をが 嘲！ つ； 頻 もじ 

忠た 'VJ な 線 どを 化喊 し」 か 蹲た 

; しめむ どし、 监に中 媛的宣 傅に 

I 巧め てゐ る‘ 倫敦デ ー " I ブレ 

_ グラフは 本 巧 六 HS 化： 站- レが て 

1 ■陆 巧のを 威 J ご 題し 一が な义利 

加を み 摩しな から 化の 化 的 術た 

るま那 のげ 谅を巧 へやに 解から 

: 棒を 突き出さん ビ する 151^ 利 加 

:の提 憩は 兜を U 本 ごの 街 お'-」 斑 

ら ずに 外 ；：>ら ぬ ど解释 して ゐる 

U 本の 立 およら 言へ ば是い 巧な 

の 引き倒を & ぶで ぉ &。 I おする 列 S 鬻 的な S じ剌 

第二 華 お 會哉酣 催の 望みの 網 ~ 戟 され じ 化 あで あつて、 この 精 

のがれ おつた 昨今 亞乂利 加の 當 

局 おは 敵る 焦慮して ゐ る。 ヶり 

ジグ 國務 卿は 巧 謂ち 人の 冷水で 

巧を 怠が わ V する がおか ある。 

就 巧 0 乐餘ら じ無爲 無能で ゎつ 

一て は ドな 索餐 の 識を 巧れ むいの 

一で 凌に け 隣邦 墨 巧 巧を 威嚇した 

が 巧て 莖闡 じがけ る 反 义随储 を 

! がつ て 一 お 乂莖脚 係の 圓 巧を 破 

.つで 化 舞つ たじ も懲 b ず 「支那 

，今 ホの 時 巧は 列闽 がま 邪の 耍ボ 

1' を聽 かな かつじ 始め じ 腿した も 

ので あ も jj 力の かく おみを の 機 

細 紙な でに 太 破を 叩かせつ t 新 

一巧な 支を 化 マ クム ンィ 氏を 巧蝴 

I して 殺 お。 親义 政策を 报ゎ 恐し 

一 却て あ 佛=;: 化 列 励 問の 辟 調を を 

一 く， しま 邪を お W 時 巧 じ も 惡が經 

-を ぶば ごんと しつ ぇ わるの 

i 本の 扳も迷 短に 城ず るな である 

一 ち 那の問 趣に 哪 しては 化 ホを 

一ぶ どして 慟 いじ 円本 じ 化を 巧た 

: せて 儿個阀 化 約の 秘 神を 巧 あす 

j る ど おじ 狐に せよ、 牠 じせよ 將 

一た 巧 じせよ 自か獨 6 巧い なじな 

i らむ どす るが 如き 化 劣な 外交を 

一巧せ 乎 愧< まで 協調の 上 じ 立つ 

:て時 巧に 善 おすべき が當 がで ぁ 

; る。 がるに お 米が 加は 不か樓 巧 

若 無人の 風を 装 ひぶ 郝现 下の 巧 

相を 轉視 した 提满を 突きが け檢 

ごした。 而もが 陡爪 なの n 本は 


じな言せねば；；！>らの。 染佛米あ 
等から ま那ご U 本の 挪係 お-離間 
中傷 せらる t がかき は危换 であ 
る。 ホ 支那 自身 か 円本の 誠盧を 
巧 解せ すして 近攻 速を の六稻 一二 
略を 用ひ亞 ホ剌嘟 じ宫從 するな 
からむ ろを 盛まざる を将 打 「病 
が忠 义を獄 つて 驚 5 が どなる』 
などは イソ ツプの オリ ジナ グじ 
もない 巧 肉な 標題では ない 乎。 


誠意に 依リ决 ずろ 

外務 當周對 を 會議に 就て 言明 


束 京 特電 六 H を U 外お當 おは 

今 觸乂國 の 對支國 際舒誰 提唱 

じ蝴し 『 H 本は ホ だ 何等を 式 

の捉幾 じを しないが』 ピ腎が 

して 左の な 見を 化ら した 0 

『過去 数年 じ 互つ て 討議され つ 

つ あっに 支那のを ま權獨 立-し 關 

聯 した か闕隙 汽議 •し 就て、 帝函 

は女那 人が 崇高 U る愛國 ふじ 剌 

戦され これを 求めつ^ あるじ 掛 

しぞ巧 及び 棉 神み じ 衷> むょ b 同 

精の 唐を 披艇 ずる ものであるが 

我等は ま 邪の 一巧 じがて お出さ 

れつ i をる 排外運動の 暴動 沙汰 

じ對 しては 斷乎 どして これを 就 

禪せ ざを を 梅ず。 お 外法 權 制度 

のが 化の 如き 眞じ 悲し わべき i 

であつ て、 巧 等は 一日 も 巧く 斯 

る 制を の撒廢 をホ留 ずる もので 

ある。 ワシントン 會證は 支が じ 


神は が 盟國を 常に 巧 象せ しめつ 

《ある ものであるが、 會證 W 後 

雜盟 固は 二阅 じな 一ら この 制 巧 撒 

據の 調査を 員 派遣を 提唱した る 

もま 孤 政が 巧 要請 じ wb 今 りの 

お 典 を ホした がが である。 而か 

.英露 外交 斷絕近 

香 盤で 逮輔 された 露國お 產黨員 

兩國 外相の 鼻息み に 荒し ^ 


も 今やち 那 はお 滩 たる 狀 態に 陷 
つて & るので あるから、 この 際 
列强は 巧ら く 協力 U てま 耶の秩 
をを 凹な せしめた る 上、 極東 じ 
於て 最も 重大なる 問題で あるを 
外を 權制 巧撤廢 S 準備 じ 若手す 

べきで あつて 巧し 乂國ょ b の 報 

道の 如 < ホ國 政が が 誠必誠 恵を 

なて この 火事 業に 當る ミを 提畿 

した もので ホる どす るむ らば、 

我等は 養んで この 提議 じ應 やる 

ものである』 云々。 が ほ 駐日 支' 

那 化理大 化は 今朝 外務 當 おど 約 

二 時間 •し 直ら 本 間 題に 就て 討議 

したが、 東を お 聞は 本會議 

じな 對 して、 

お 東會講 なる ものは 斷 じす ホ 

國の 支配を 受 くべき じ 新ら や 

同時 じ 我等は 巧る 權 利を 米國 

じ 巧 ふる 可らず。 巧 等の 稱す 

る 顧 か 協力 どは 斷 じて 他國の 

自主的 巧 動じ 盲從 する； を 意 

ホせ や。 帝國 政が はこの 際 お 

ホ 両國が ヮシントン 會議 じが 

てま 那の爲 めじ 化ち し 如 < 

今回は 支那の 境め 英米 じ反掛 

すべきで ある 0 

と 述べた 0 ， 


，し 


ロンドンと H 發 r :: を 港ょ ら逮 

したが 道に 化れば 闲 地の 巧風官 

龙は 。シアの 巧 她曾社 派遣 員 ご 

巧する r ズ サ？なるおを逮捕し 

逊 股の 止が ぶ 動が。 シア 共を 黨 

S 洛 怯む 隅 係の ある i を 立 謡す 

るになる 义ぉ をが 收 しじる こ凿 

し ロシアの 外を 轨け官 チ チ エブ 

ン 氏は 右の 欠 萬は 僞を 义蔚 であ 

る ご 稱し英 國ち廉 け 速が じドズ 

ナーを巧放すべ きのみ^^らや追 

て 描を 贈 巧を 要求ず る じ まる 旨 

巧國化 おじ 巧 蝶した が、 チヤ ム 

バー レン 外 かは ぶの 事 化は 帶に 

英國 政府が U シアの 陰謀を 確郎 

ずるに 足る 證 彼の 一部 じ 過ぎす 

どなし 今朝の 證 巧に がける 質問 

じ おし 淀國 け か 期を 見て これ 等 

の 陰謀を 滕 をすべく 過般 化 京 じ 

て 化 節々 ラ パン 巧の 述ぺ じが 能 


のみで も。 シアの 對支 陰謀を ぶ 

證卞 るに 足る ど 述べた が、 巧 固 

政府は 最近 C シアが 支那 及び モ 

り ツコの 革命を が 動し つ i ある 

; じ 對し目 フランス か 府ご非 

を まじを の對 策を 雄究中 じして 

あく 巧を 晩 巧の 就 絶を 聲明 すべ 

く、 或 ひは フラン X どみ 问動化 

を 採ぶ じ 至る や も 知れざる 形勢 

で ホる 0 

支那は 遂に 

日本 支祗 

英國 新聞紙 觀測 

倫软 五り 發 U 愚を H 本から 歸 

着した 倫敦 タイ ムス' 特派員は 掛 

支 時 巧のを 話 文を 岡 紙じ發 巧し 

『ち那 じ 於て 特殊の 利を 關 係を 

がする り 本は 會 幾に 化 b て時扁 


對支國 際 會議ミ 輿論 


F. Murray H ぶ Co* Inc. 

Est 她 ished 巧が 
お 〇讯 が 4-6 巧； 29 Broadw が 
Phone Bowling Green がが - 4 お 1 


抓な. 則 anche Fish が 

1264 Le ん Ave. Con S5th St. 


授敎語 英人婦 


KERR & MAYOR 

1023 Third Ave. 

8el 郎る 81 な s. Telephone おが nt 2903 


表 向 人 本日 

P 弓專 靴型 4 j 、 


足 小き 离 . お 小き 廣 .を 小き 巧 



^ 圍 … III ^ 

: MTSum CbfiP 婦 

2518 Broadway, N. Y. Chy Cor.94thSt 


T. KASAI I 

Marchant 
T ailor j 

が 

TIMES BUILDING 
む Qm 304 
NEW IfO が 

Phone 
Bryant 33 け 


Y. ITO 

巧 3E 日 st お rd 化 
Gor. lexiflgicR る 巧 ., 


NIPPON TAIIMNG 即. 

3 郎 W. がれな， 

Tel. Columbus 4173 


N がけ RADI 脱郎. 

45-47 E. 20th St. 

Td む ! edonia が 55 


ImoiG Bros , ! nc . 

(For 曲 erly お aruhachi 在む.） 
17 EasU7ih St. も ？. 
Tel. Stuyvesant が 巧 


Nippon Dry Gooils Co* 

1261 む aadw が， Si か， む f, 31 おお . 
leiephone お an. 59 郎 
Room 5351 


Dr. T •じ Takami 
176 む mb が and St. Brooklyn 
Tei. Cumberland 2311 


E. E* Yosh も IWLD. 

345 W. 71st SI. 

Tei. Endicoti お 30-S723 


Dr. G. H。 Maitin 

DENTIST 
743 bxin か m ii 化 . む L 诚 h 化 
Phone Reg が t 2457 


DR •比ん GARDNER 

DENTiST 

13E.81siSt. るが. お 
Tel. Hegeni 7186 


K. Iwamoto, M. D. 

114 W. 70 浊 St. 

Tel. Trafalgar 0352 


Al/VI 、 ムリ \JKa\JS\l M.D- 

214 High な . Brooklyn 
Tfii. む mbeHami け 8fl 


TOYO TSUGARU 

Sde 打が ; fic Japanese Masseur. 
538 W. 179th み reet, 

Phone. Wadsworth 5942 


YUiaO N!S 战 MUKA ， M. G. 

314 Wesl ilUh な red 
Tel. 巧 剛 抑 etit 0278 


Si Mo 的， 0101 

104 W.S2(ui お . 
TeL お vefsWe が 巧 


JAPAN ART STUDIO 

624 は XiSNTflN A 化 • N. Y. 

TEL ?U な 4538 



Chicago 1 ailorio 資 Co. 

Order Department 
64 W. 124th St. 
TeLHaHem 7145 

- 夕 ー ホ ー ツ … 夕 

瓣次峰 口 巧 


東 
ぶ 
ボ 

を * a 丸 

を 青く - 
內 

ク L か 那 巧 mi sTif は 

山 y Custom 
洋； Tai ! が 

服？ 

胃 再が 恥が 扣 お . ！ i.L 
慧 g Tel. Bryant 7079 



KODAK 

Developing 
Pri 打 ！: ijig 

En ! 沒 fgi 打 g 

堂 光 紫 

140 W.65tli St. 


PHELPS & PE 郎 Y 

3 Maiden Lane N. Y- 

ェ 細淮鍛 銀を 广幷 巧剛金 

類 石賓匠 意新最 


KOSHIBA 

STUDIO 

舘眞 寫柴小 

661 Fifili Uve .， 

Tel. Plaza の 12 

Branch Studio 
Wesiminst が Sireei, 

わ ovidence ん I. 


A.L.CEASAR ， M.D. 

巧 3 Eas パ ? th 排 ■ が！ 

M わ fk を し 6 xingi 日 n わ的 
Tei. imt お ? 3 - 

?! 喉觸 鼻巧繫 

間 時察彰 
午 正 至 時 十 前午宫 
時 八 至 時 六 後午自 



飾 鏡 眼 


巧 窜節調 鏡嚴じ ホ眼驗 

に ！. FREDERICS CO. 

醫巧眼 學大亞 比倫 古 

U8 L 59 化 お . お 押む rk 

1144 3rdSve., bet. 66ih-67th Sis. 



ぶ 巧說な HUH 午後 八 時 
祈隐を 木！！ 目 午後 八 時 
が 話を ±1! H 午後 八 時 
をを、 巧 善 ま、 お樂 まのを お ぁ > 
ホ賓 をが 迎 す、 g なをが 用せ t 
化が 副を 信 お 

U 本人 墓臀敎 诊道會 

102 W . 123 rd 安， N . Y . 0 ミ 
叫也- 客 ミ ningside 81 赛 


日本人 琴 W 教會 

か邮 川な ホ么 進‘ 
幹事. 旧 中 博 二 
た ち ミ se 3. E . 呈 urch jl Inst . 

ち 3 W . 皇 St . Tel . C 是 son 1 呈 
话拜說 あ 日 化は 午を 八 時 
が 惊旨乂 唯 H 午後 八 時 
裁縫 會 火！？ U 午後 二 時 
♦寄宿を 

位置を お 比 亞を数 か 下町を 十 
五み 學 生を 社員 旅 巧を じ 最適； 

設楠画 書 お 法 巧 巧ぶ を 補娛舆 
具隨 易を を ホら 

便を 靖 .案 周旋、 旅を 案み、 を 巧 
事莱諷 を、 ぶ化ガ 事相が 幹を 
ま间胞 諸兄の ホを わ 敎迎す 


じ 

n 

ikM 

•m Y 

二の 

.5 如が 

‘* 化 s 


* 1 

か 

C 的 

化 F " 

a 巧 _ 

S . ? 

^ 8 

2 

J 3 
e 
h 
T 


門 


マ H 曜 H 
聖書 巧究 正午： 
ホ斌 を 夕よ 巧キ 
強 巧說お $ が 
▽ ± 晒 H 
ま淸 を 又はを 
話を 夕 八 巧 

奇 宿が* 旅け ま 
ま內 が、 人事 巧 
誤が、 詢査 巧‘* 
業巧旋 部、 英語 
裁 綠敎授 ® 諸 お 
を 設けを 貸、 ホ 
會 員® 梗を 計る 


稅觸 事務 

東洋を 化 ホに 查化 
界の徐 出入 ホな じ 
熙 する 一切の 辟 謀 
巧に 應 じ、 巧 道 お 
船 貨物 運賃ぶ 出帆 
表 稅ぉキ 緩 書 等を 
呈 す、 ま 要 都 ホ じ 
化 巧庙を W し 誠 有 
お 速 御用が じ おや 

保 験 取扱 


0 巧. 巧 巧 ZJ 1 巧一; 巧 GYA 

呈吉 QPR ち さ R 

岩 7 呈こ さ.' f r 42己 St . 

- Tel . Murr さ 書ゴ 91 H 邑ヨ夏 

•ぃ t ホ 谷 謙 次 

巧、 水， を、 午後 二时よ b 六 時 
を、 其 化は 前のに 願 ひまず 


水 


が 瀬化廊 

8 S Lexington Ave . N . Y . C さ 
墨. 其す & ごす 穿 
ジ 1. 至 a を S ミぶ-を 二. 7 皂 9 


が 論 nr お 月 十 H を 巧 
雜誌 1 が 十 袖 
>14 でた 5 害 芭. N . y . 呈 


お 具を 巧 おお 船 御用 ま 

遠 藤 小 リ商會 


這す 夏を さ N . Y . 百 ty 
Tel . き 一 妄兰 1 芝 1-2 


稅關 事務 取扱 

运邑 AM L. iE & Co., 

さ a ヨニ吉 11 B 含を さ呈 y . 
さ0ミ；&0呈ちでまコ9二8.91ゴ 


♦書籍 ♦雑誌 ♦巧が 
縱 覚まを 閒 
執務 午前 九 時よ b 午后 五 持を 

紐 育 日本人 會 

西 五十と T 目 二 豆 〇番 
電話 チア クグ八 I 九 0—化- 


化留 靑年理 巧の 齒体 

日本人 靑年會 

8 W . 養 Si ' ぎ Glarki 妄 A 


大紐育 目 本人 

基督 敎靑 年會 

ち N E . 岩 さ St . N . y . 呈 y . 

ぎ ミ za S 41 


おき 乂國 婦人 
日本人への 英 
語を 授 じは ず 
年の 巧驗 をを 

す 0 ーン ブス 

ンと 十五 仙 
毎 H 锁九 時ょ 
ら化九 時を 何 
時 じても をし 
U 幡 H は 一 時 
よ b 巧が 迄 


6 す あ，： かを ネを弁 お 巧 S 

貧ぶ そ 4 屢典 \ぺ \ 户 が^ 

クオ— んザ向 •す ル シンが 計 巧 刻 引 
: ，しッ I ド •ハミん トンが 評 を 刻 列 

が ミ 化 念谭袁 がを 勃刮 
霞ぶ みを‘ が驾 ふ ク巧 すず 
義す半 ふが をが 筆を 刻 引 

耀$絲 の瓜乂 

.1 •> 巧—* ゲ ►•ト ホ 八 ニニ 

も 



笠 ザ 洋服 巧 


日本 
洋服 巧 


時 旧 信み が 
松 本 巧 


ホ 五十 兰了目 

二 一三 一 

が 藤 
洋服 店 

作 ラ 铺八さ ご 一 


H 牟な具 

雜 貨卸賣 


を 良貿 爱商會 


" E 5 

S 

r _ B — 

OU 

V 


成功の 秘訣 

乂國ま 英語を 話す お 
.1 はお 巧の 窠 一義です 
洗-本校 じは H 本人 敎授 
じ 慣れた 巧 巧 蹄 人 お 
^師ぁ 6 懇切 じ 會話お 
な信义 社を 語を 敎授！ 
ます。 日 躍 週 H 共に 
夕前化 時ょ b 午後 十 
時まで 開 枝し ー レー 
スンと 十仙づ io 今 
H 直 もじ ホ 校 あれ。 



ドラ^：* クー ~ゾ- 

蘭會 


日本 陶独器 
雜貨 類卸賣 


ホ 元 

ブラ ザ ！ ス 


メーシ ー はが 育 最大の ゲバ ー トメ ント巧 巧で あ ； 
b ます。 巧ら しい 昇降機 ど エス カン ター は廣潤 I 
な 巧 巧 じがけ る 皆 樣のお 買物に 巧を ど 憾か ミを i . 
巧へ てむ ます 一 
化 巧で 二 巧す る ものなら ば メーシ ー では- I 
巧 八十 八 仙 或は をれ 0 下で 買へ る MJ を どぅ - 
ぞ御 記憶 下さい 一 
日本へ 御 荷物を 御を を じな b わい 節 又は 御 買物 
に 際して 御用の おを は パ 1 ソナグ ショッピング 
ビュ In 1 を お譯わ 下さい、 親切に 御 巧を を 計 
らます 


夺 


都を じ i 當 かの 躁 

診察 

■午後と 時— 九 時 

H 曜は 前約 願 上 涙 

け： 吉お 俄彌 



午後 一二 時ょ ち 六 巧 
日！！ は 前約な 願 お 


ドク ト八 

窩 見當彥 


齒科醫 

▼診察 時間 A 
每日 ( H 躍を 除く) 
午前 化 時よ b 
午後 五 時 ザ 
水曜 午前 九 時— 
午後 一が 


.齒 8 

：= 巧を 無痛 治療 N 
多年の 經驗を 化て 
H 本人 諸君は 特に 
T 寧懸 切に 施術ず 

パ t マ — チン 


|郷 揉 療治 

西洋式 マッサー ジ 
H 本式が 摩 按腹 

神經痛 9 ゥ マチス 
打み をぅ づき， 肩 
腰痛み お 違 ひ 
其 化 諸 お操矯 治の 御 
需 めじ 應じ御 電話 夕 
第 碑 滚庭义 は ホブ瓜 
に 出張 親切 じ 治攘申 
上ます。 が 約の ホは 
午後 一二 時 ょら 自宅に 
て 施術いた しまず。 

|脊| 津輕 東洋 

西 だと 十九 了 肖ぶ ま 
電話 スズ オ！ スを骂 


診察 時間 

午韵义 時一十が 
午後 六 時！ 八 時 

バ^ 小榮幹三 

が 育 ボフラ 7 — 病院 
お； 立 巧 おお 勤務 
をボ 3 y バラン ド 
おお 勤を 


診察 時間 

午後 零時 半 n 二 時半 
午を 六 時 u 化 時 

愛知 醫學 ± 

パ： 巖本谨 一 

古渝比 亞大學 ぶび 
グザラ S 病院 勤務 
H 曜は 前約 願 上 候 


鷄 揉 治療 

u 水 あび' 電氣 治療 = 
ホる 化 巧せ H よら 蹟 
張め 目的 じて 一時 夏 
期 ホ 業 出 接 
巧 ほ 巧 館の 節は 新進 
の設 漉を 巧て 治療 じ 
應じ 申し 候 
お 肯瑞典 フィ ジオ シーフ 
ビー學 廃 卒業 

が肯メ デ々 グジ ム及マ 
ツサ！ ジ餘會 正 貪 員 

公認 西が 幸 男 


毎 U 曜及 ±曜 午後 
が 間は 前め の 事 

カイロ フラ クタ！ 

橫矢重 孝 


日本、 支那 寶玉製 美 
術 お、 婦人 用を 飾 其 
化 装飾品 

岡島訂 ；：； が 

高等 美術品 修 鑄、 

首 飾 品、 スト ブ ング 

日本 服 裁縫 



立直 ど 親切 どを 嵩と し確寶 

信用 ある 簡 轟を 精選し I 

特別 廉懼 で贩賣 致しまず ^ 

クオ グチム 、エ八 デン 賴截引 一 

て 

指輪 鎖 貴を 廣化じ 寶巧類 一切 

户 ，、グ トン 時計、 パヮ ！ ドィ 

リノ ィス 時計、 を禪置 時計 

ゥオ！ 夕— マン 萬 年を 

ユ バン ャ 1 プ鉛拳 

純銀 器が にお 器. 一切 

御歸 朝の 御 ± 產】 助 

時計の 修 鐘は 化險付 じて 確實 

じ 石 川 自身が をし ます 

が 巧ボ西 四十 二 了 目 四よ 番 

の 四 S 号 室 (五 街と 六 街 間) 

お 川岸 蘭會 

電話べ ンシ 八. パ 三 アお二 一二 九 

Ish ぞ aw ぞ巧 ishi OP 47 去. た nd で. 
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投資 ミしての 株 こ 償 券 写 こ' 

額の 「大」 > 一 「をを」 

ふ' こころ 次を で その 俊 巧が 判る 


を 

干 

ち 

.あ 

十 

セ 
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W 上 フキ ッシャ ー 巧の 說は巧 
する じ 巧 巧は お 巧 じある ごい ふ 
結を であるが、 化 中間を 辿つ た 

說を 吐く ポ ー 八 •ト ミグ ソン 氏 

の說 をが かずる。 ポ 氏は 述べて 

曰 < 「抑々 化 巧と 巧を の 巧 違と 

いふ ものは 

根本的で ぁるから 此化 

逢に 就て な 貪を は 細必の 注な を 

必巧 どず る。 第一に 構 券 所有ち 

はぶ 會か 糾を の 巧權を 

でぁつ て、 化 投資を は 元が 共に 

お ホ 返還を を おした 貨を であ b 

がを を 化が ごしても 巧し ホ 利 孰 

れかの支拂わが巧し^^かった谋 

を、 合法的 じ 么^巧 濟を强 要し 

得る ので ある。 之 じ 反して 株式 

所ち をはみ 曾れ な b 化を ならの 

心— トナ ー でぁゎ、 其 巧は 自を 

の ものであるから 會 社が 镇券所 

一有 まじ おしてを 業 利得から 元利 

を支拂 はない 限ら 巧の 配當 をを 

，まける 巧 利は ないど 同時 じ、 其 

: 保な も 谊巧支 沸な 外の 殘を とい 

-ふ i じなる。 更に 巧 券の 利子 ど 

- いふ ものは 一を した もので 

I 償遷 期限が 到 ホ するど 

共に 投資した を お 面を ず 取 

る i どなつ てゐ る。 化な じ 就て 

後 化 巧は 常 じ 一を の 配當シ 又け 

得る ものであるが、 理な - ij じが 

てを 通 巧の 所得 ど 之 w 負 おは 無 

制限で あるから I おか じ W 普通 

巧のは 赏 がが 迎さ . i る 巧^ とな 

つてね る。 わ ホ 人間は 欲^ 深い 

もので ゐ ち、 淀つ て斯 た 株 

券の 持 まは 將 ホの 幸 顆^ 夢み て 

ゐ るが、 而も 役資 上ょ. マを ける 

利 ながこれ 0外 じ もがかして ゐ 

る i を 化々 じして おな する 煤を 

が ある。 普 姐 巧 ホ i :* よものは 前 

述の如 < 其が 引み パし r ナ！ で 

あり、 從て 儲かる 煤^は あじ 巧 

损 かしむ 巧な-: は 之 引受ける 

巧 任が ある。 而も 

一般 取引 ぶは 不幸に し 

てを 萊上損 火を が^おを が 壊々 

ぜ巧してゐ右。 從|^し普逆巧じ 

お資する人じおザ10第 一 の疑問 

は、 が 巧し わなを _の ザ 能 性は 若 

し 巧を （たおを じ 比較して 平衡 

した 恩 あを おへ，‘ か？ 換言 すれ 

ぶ此 巧を なける とじ 充 かな 营隙 

であるか どぅか‘ J いふ 問題で 之 

は 勿論 投資 あの お ft 化 態 じょる 

_ ものであるが、 經お ある 投資が 

は莊券 上の 利 沿 じ 就て は 充か承 

かして ゐ るか f -- おし 居大 V 收乂 

ど 利 巧を 拍 まん ごする 巧は 普通 

株 じ、 元を の 女を ご 固ました 收 

入を なする おむ は 憤 券 じ 手を 染 

'めて ゐる 。巧に 二 千万 弗の 食 社 

か ある ど 化を してが 中み.，：： 方 巧 

‘をお ホ 利 付 巧 一 扣化社 巧 ごし 追 

加慶先 巧よ ホ 利 付 四が 巧 弗、 普 

を 株を 一千 力 巧 ごず るむ らば 資 

本 じ勒し 

- 一年 九步 のを 巧^ わつ 

たどして が 八十 巧 巧 中で 化ガが 

は 刖愤の 利子 どして 化 づぶ拂 を 

要し、 廿 八で 巧は 俊 ホ 巧の が當 

どなる からな か I 1 ' 万张 はが 通 株 


のお當 ごなる が、 巧 役は 恐らく 
四十 二' 力 巧を 過剰を どして 繰 込 
むから 株 まの 配當は 八十 方巧即 
ふ 八 ホ ごい ふ剧 をになる 譯 であ 
る。 巧に お 菊 年の 利得が 一剧五 
ホ L 1 相を した ど すれば 社債 利子 
の 一二 十. 刀 巧、 渡え 株の サ乂万 巧 
を 除き 巧を 二な 四十 二' 刀 弗から 
八十 二で 孤を 巡 刹を じ 繰 込んで 
も お 通 视の配 當は一 御 六 ホ どい 
ふぅまい 儲 パ じなる ので ある。 
とじ 反して 不致 装が 繫 ホして 利 I 

得が 巧 木の ー ホ 五 煙と なるなら 
ばキ ふじて 化 万 ホの 社債が 子は 

ち 桃 巧る けれども、 優先株の 配； 

當 をな 前年の 過剩 をから 繰达む 

ど-; て も 普通株の 配當は 一文 も 

な^ごい ふ i じなる。 郞も余 b 

多 广のチ ヤンスを どら 得ない 揖 

の資を 所有者は 須ら < 償 券に な 

窝せ ょどい ふ i じなる 〇」 

十 ゴー 年度の 

國庫現 計 

增收 一億 S 平 巧 

ま H 六日 大藏 省め を 表した 大 

正 十 ill 年度 四 巧 ホ H 現 巧の 固 庫 

現， 計を 見る ど 粗稅收 入が 八 億 一二 

でか 乂巧お 千 内、 印紙 收 入が 九 

千 ir 円 四十 八 万 乂千扣 、官業ぶ 

び官 おがを 收入一 一億 二 千 巧 余 巧 

山で、 其 化の ものを を するど 經 

常が 十一 億 六 千 四な 十】 万み 川 

臨時 部 六 億 S で 八 巧と 十义 方® 

五 千 山、 を 計 十八 億二冉 九十 巧 

阳じ 達し 前年度 同期 現 計に 比す 

れ ば釉稅 のみで 一億 二 千な サ六 

方 六 平 余 山 

增收 して ゐ るのを 始めと 

し 經常歲 入に 於て 一億 六 千 六な 

四十が w を 巧 加し •臨時 部で S 

千 八が 八十 义方 w をが じ 差 引 一 

億 一一す よ： なお 十一 巧を W のち 加 

をみ して & る。 十ー ニ 年度の 圓庫 

締切け と 巧で あつて 確實 U 十一 一一 

年 巧の 自が 增收を 知る i はお ホ 

ない が、 化 我の み じ 就て 四 弓 ホ 

口 現な の 國庫現 計 ど 同年 巧の 實 

巧が 算と儘 六 千 余で 山 £ を 比較 

L て 見る ご旣に 本年度の 租稅化 

入が 六 千と な 八十 六 巧と 千 田の 

增收を ホして ゐ る。 四月 ホの 國 

巧 現 計 じがて は 地租 第 四 期を の 

ホ 化 入を 始め 關稅其 他 未 化 入の 

ものが 相 當に夕 く、 租稅 のみで 

もとち 未 U の 締切 迄 じ おして 幾 

何の 實收を 見る かおが しないけ 

れ でも、 依ち じ 五月の 降と 丹 迄 

十二 年 巧締が (九月) ど 同 横の 收 

入が ある ど すれば 八な 巧 口を く 

の收乂 .かもる 詳 であるが、 旣じ 

脚 巧 収入み かき S 月末 迄に 一億 

S でと 八' 力 のの 

實收 を 示して ゐ るから 旧 

月 ホの 現 則に ホ お 入の 期 お收入 

が 約 二 千万 叫 化く あ 6、 地 化 其 

他の ホ 収入が と H をに 化ら に 二 

で 巧 W 入る ど すれぶ 兩を をを 針 

して 一二 千ガ 山の 收 入を 兒る 壁で 

あるから、 十 S 年 巧の 稱巧 はを 

算じ 比して 替じ 一思 川 W 上の 自 

が增 にを 見る ミは 確暂 でんる で 


されて ゐ る。 而 して 十一 一一 年を 歳 
出 不要 额は 四千 巧 3： じ 逢ず ベ < 
從 つて 祖 巧收乂 ご 化 不要 額の み 
を 見て 间 年度の 新が じ 生やる 刹 
余 金を 党 出 するど 實 じ】 億 四 五 
千万 W お 上に 上ら 空前の 多額を 
算 する。 乍 併 巧して これ だけの 
新規 刹を をを 得る やを やは 稱稅 
の 外の お乂實 如何 じょる ので 
ぁるが、 專資收 入は 相 當增收 の 
見込で ぁ b を萊其 他で 夕少 减収 
の外.：；^きものもぁら、 是等を差 
引しても 跑 庫收乂 じは 大 なる 巧 
减を ホすまい ど 観測して ゐる者 
が 多い。 


償 務み濟 じ 

佛藏が 渡米 

をの 後 じを 債 成立 
フランスの 大藏 大臣々 キヨ！ 
氏は 先 お 就 巧 0 ホが を 整理に 着 
手し 稅 制な 革を 斷行 する 外豫算 
案の 計上に 關聯 して 頃日 紙 常を 
わ 巧 巧 案を 議會に 提出す る等頗 
る 活動 中で ぁるが、 對英义 負債 
巧濟じ 巧ても を 末の 內閱 がを 巧 
陵 巧な 態度を 採 ブてゐ るた め彿 
貨相 煤に 影密 する 處 多く、 殊に 
內閣が 最近 八 八 撤兵 斷 巧を 聲明 
する じ まちした め 濁 逸の 掛聯を 

國 賠償金 ま拂 にも 稍々 曙光を 認 

むる じ まらした め フランスは 凿 

ホ 負 潰の 巧濟じ 就て あくを 渉委 

員を ワン ン トン じ 派 進すべし ご 

聲 巧した。 委員 度 どして は藏相 

自身が 渡米して 米 威 委員と 巧衝 

しゎる 上 之が 解み じ 努力す ベ < 

右を 渉 じして 阳滿 なる 辭 みを 見 

る じ まら ば フランスは 直 じホ國 

ホ漢に 於て 約 二 億 巧のを 債 募集 

じ 着手す る豫定 でぁるが、 從ホ 

どても 農々 フランスのを 債 募集 

說はぁ b たる A 巧乂 負債 未决濟 

じ 累られ て ホ围巿 煤は 乘氣 せず 

をに 今 固のを 渉 ごな つたみ 第で 

ある 0 


印度 じ對 枕し 

日本茶 宣傳 

ホ闕じ 二： 白を 巧 山 

化 乂巧場 じ 於け る H 本線 あの 

不振は 歐渊大 戟が巧 因 どなつ て 

化 巧 的 大が豐 触た る英 露の ホ 壌 

を 失つ た 巧 巧 あ、 錫 蘭 茶、 瓜 畦 

ぶが 米 威 巿據じ 侵入し わ 結果で 

ぁるが、 更に 巧 度は 昨年より 五 

ヶが間 二百 巧 山 ま 出の 計 畫でホ 

國巿瘍 開化、： 3 本 茶 驅逐宣 傅を 

開始した る じ 最近 其 効 おが 着々 

ぶ 現は れ將 'じ H 本 茶 じどつ て 一 

大 危機を 來 せる もの ど 見 ちれて 

ゐ る。 過 殺 渡 口した 米闕を 業ち 

け 巧の 如き H 本 茶の 不振を 固 俊 

する じは 唯が 巧 あじ 勒抗 する 日 

本 茶宣傅 ぁるの み どして 靜陶お 

菜 組合に 對 しみ 關 負を じよる 宣 

巧を 提 ましたる じ、 间 組を でも 

其 ま 旨じ耸 成しぶ 業 組を 中央を 

ご 協潇を 進めた 卜 •最巧 じ 到 b 組 

を當 業者の 自力を なて 每年化 巧 

W をち 出 するど 共に、 別に 政 麻 

よら 十 巧 山み 補助を ずけ 五ヶ 年 

閒 総額 1 r 甘 巧 川を 支出して 日本 

茶實 巧を 巧 ひなて 販路を 凹 俊せ 

ん ごする 計を を 樹立した。 が ほ 

具が 的を 傅 まは ま 巧 中 巧 開催し 

たお 食に 於て 盛 幾した をで、 明 

を 一巧 一り を 則して 宣 巧を 開始 

すろ J どなつ た 0 


貿易 振興 策を 

商工 省 立案 

見越 給 乂も談 止 か 
巧 圓經濟 をの 回な は 貿易の お 
輿を 中必 どして 考厳 する じ 非 ざ 
れば 期待— 雜く 今や 證 急の 巧け 
I 層 濃 障 ごな つて ホ； じので、 巧 
エ省 じて はが 出 巧 相を 始め ホ 巧 
當扇 じよつ て 特じ資 易の 振興 じ 
留意すべく 申を は f ご 共に 巧 政 
調査 會 にも 貿易 事務 渡 お 整備に 
顏 する 意見を 提 ホした が、 更に 
巧 年 巧豫算 編成に 際して はお じ 
立法され た 資易紐 合法 及び 輸ぉ 
工業 組を 法に 比して-層 直を 的 
な 施設を 企圖 e んど する ホ 針で 
所管 商務 局は 旨 下 立 まじ 就て 調 
杳 考究 中で ある。 其 ホ 法は 未だ 
具体化して ろない けれども 一禪 
の輸又 制限を を 制定して 輸出品 
お稱 あび 生活 必需 おを 除く 化の 
輸入な じ 街し 輸入 巧壓 方を、 例 
へば 關 おぉ 上の 如き 信用が 發巧 
の おき 义は需 をな 上のを 越 輸入 
をな さしめ 《樣 品目 每じ 輸入 見 
込數 量を 發 表する 等め 施設を 巧 
ひ、 なて おく 實 施を 見ん どず る 
組を 法 じよる 遇 需をま 若く は不 
當廉賓 の 協定 防止 ご 相俟って 經 
濟 的を がに 賓易 勘定^ 順調に 誘 
導 せんごす る 案 もち 慮され てゐ 
る。 右は 目下 大藏堪 の 所管 巧 政 
じ屬 する 處夕 きも 近く 巧投 調査 
會 じがて 商工 省へ 編. < しじき 意 
嚮をま 張す る 違で あつて、 兩省 
の聯を 協議を 見る i じなる であ 
らぅ 0 

生糸 輸ぉ 高激增 

一ニ ホ物產 支店 入電 

昨年と 月 一日よ b 本年 六 巧 化 

H 迄 じ 輸出した ホ 糸 S を 数量は 

四十 巧 五 千な 五十 優で 前年 即も 

千 义目廿 云 年と 巧 一 U よ 6 化 四 

年 六 H 化 日 迄を 數量サ 八 巧 五 千 

二百 五十吉 倭 じ 比し ra 割 ニホ强 

の增 如で をる。 


本社 東京 特電 品 S 鱗〕 


大阪 商船の 活躍 

大阪 商船 會 社に ては 本年 十！ 

H よら 來年 二月を じ 新造船 一一 一隻 

を 竣成せ しめぶ 巧 化、 まじら 义 

ごを せで 五隻を 南米 航路 じ充當 

すべく 其 化 南 ミ 南が 航路 じ大 

改善を 施す 計晝 じて 赴 債 S 千 巧 

w . v 發巧ィ ベく 準備に 着手した 

海軍省 損害 支辨 

おす 省 •しては 举府 會議の 協を 

じよら 八々 艦隊 建造 中止の ため 

當時 海軍省と 契約して ゐた遣 船 

會お侧 じ對し 損害賠償 をを ぞ辨 

すべく 目で 用盧 中で ある。 

最近の 日銀 帳 巧 

巧 おを 發巧高 十ー ニ 億 五 百 四十 

巧 八 千 W 、 限外 發巧 一億 二 千 六 

巧 四十 巧 六 千万 田、 貸岀 S 億 一一 

千 二百 二 巧 九 千の、 n 14. 翌 H 

物 一 銭と 厘よ > 1 錢化頗 を唱へ 

-てゐ る 0 

權太 興業 新 社債 

碟太 興業 窝社 じて は 社 憤 一 千 

巧 山を 發 巧す るに 巧を し 資出僧 

裕义 十八 旧 五十 鶴、 利率 年よ ホ 

五が-ー ニケ 年踞駐 、期限 四十 年 

随時 償還す ベ <勸 おが 引ずく る 

MJ ど， y . つた。 UW トー 六目發 
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DARUMA 
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Japanese Tea Roam 
1802 M 如が t, N. W. 

Tei. Franklin 1577 



oMiyAKo, 
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New Yoi"k Auto School 
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號よ 十五 巧 千 


第 


攻 もを 3 な; P 贫驅を 厮脂巧 


C 曰幡 水） 


円 八月- b ザ 巧！ 十 正大 


御巧當 並び じ 
御を 庭 ま おし 
御 下宿 

後藤 

壽 司、 據蒲燒 
每 けちらます 


ミ那 r 旨 
巧理 i；；! ist 

巧廳 茶園で 永年 御を 巧を 巧け 
ut た 蔡义で 御座いまず 



S 师 M 

K ^ b 

化 U 本に 化み、 H ネ爵 
化 を 話し、 皆樣 の御嗜 
好に 適ず る 御 巧理を 調進 致 升 
了 度 ユン* ぶ！ タァの 下で ず 


尋れ人 

茨城 寺 巧 武始が 踞內滕 かお 郞 
朝鮮人 安秉ホ 宮城 大を善 化 治 
鹿ぉ喃 鶴化淸 宮城 八唤 錫太郎 
愛知 早 川良衛 靜岡银 '放を 之 助 
沖繩 玉が 利德 お川鹽 み幸 逛 
おお 炼田結 一 熊 本な が 唯 紫 
鹿 お 島 ぉを 次、 

を 川 縣人ホ 旧 和 S 邮を巧 某 

右の ちじ 述知 致' 巧き 路お么 

お閱 本人を く は 知人ょ 6 現 

化 巧 御 通知 願 上 核 

紐 育を 機總 領事 舘 

185 す S を a こ ミ ' fork C •立 


會雕 御料 埋 

勇 詞儀 


御轉理 

壽司 毎： n あちます 


會席御 料理 

ホ じず さ燒 



▼一二 德 u 淸 あ、 親切、 お 樂^ 

勢 側 無 舘ま能 野 

ホ 巧 伊勢 事を 夕間榮 作 

援 5 E . 器を Street 

ジ L regent 巧芸 

r »/ 

お 話 レキ iv . ン トン 巧 八 五 五 

器 巧旅舘 

巧 十五 T 目 二 巧を 


西 六十 五 TInr 白 四十 六番 

一力 旅館 大禄 

電詰 ホン テ コット 八 六 j 〇 


御 下宿 

自お寧 

巧 Mands 資' 巧 r 岩 klyn , N J . 

Te 二 ri 呈包こ 475 . 


.中が 埋髮巧 

中が 萬が 
ゴザ 雲 St . N > 呈一 
呈 .呈宣 bu こ ye - 4 Central グ； を 

日み 理髮 館淸— 

新式 洗髮 の！^ るち 迅ぞ f ，_ 
實 ごし 精々 勉強を します# を 

西 旧 十一 IIT 目 地 I 二な 六 巧 争 

タップ フ 0 ァ (第み が/巧^ ミ T 目ち) 

宮川 事務 , 

持績 的齡閱 の同跑 じの 縮なる 城 
業を 闽旋 します。 

ち ミミ 篇で曹 育 ミミ 
養 W . 舍す St . N . Y . G . 

_ Tel Bi こ 78? ミ 苦 


殷蒲燒 壽司御 化かし 

日 巧な H 巧 間 も 御用 かじ ホ じ 巧 

會席御 料理 

简等御 下宿 

な 玉ぶ 一 


御旅 縮 河 添 


御 料理 

芳の家 

壽巧 、燃 蒲 燒每円 有ります 


華盛曠 

. が， さ！ 

.日本 料埋 

ホ じ 御旅 縮 


削 煮 並に 御旅 舘 I 
ホ稻 佐が 兄弟 I 

が 育 ホ 西 八十 八 T 目 云な 十一 一一を 
あ 話 —— スカイ ラ I とん ニニ I 


レャ トル 巿 

NP 旅館 

W 0 夕 iSth Ave. WO . Meat ユタ wash * 

停車 谣前通 おへ 二 了ぶ 侧六階 建 
H 本 巧 船 切な 取扱 波 巧 場 送迎 

藤 ザ 旅館 ま 巧 

た 3 客ち nard A . ve : 
Seattle .パ づ ash • 

日本 巧を 船 切な 御中 込じ應 じ' 

萬 事 御 巧 宜じ御 取扱 ひ 申 上ち 

を 港 小川 ホテ卢 

▼目 本 お 巧 巧 (别巧 ぁ. 9) 

を 港 ヵリ ホ^ 三ア巧 六-二 
電話々 ネ 1 I 八 一六 

口！ サン ゼ ルス 地方の 御 
お 化には 最善の 御 便宜を 計 6 巧 

ホ テ 火 

羅を巧 じがけ る 同胞 經營 中最 
新を 高等 ホブグ でぁ b ます 

雜府東 1 巧 一二 九 ザ 

昆 S 「グ アン ダ ィキと ムハ五 九 

更話 L タツ々 丄 二八 六 一二 

貸 自動 軍 (牧野) 

羅 おを 所御觀 ホには 最も 精通し 
た ドライバ！ が 御 案內申 上ます 


ボストン 案內 

貸 自勸革 業 河 西 
諸を 跡、 大學 校、 ェ攘其 他 一般の 
紹か 及び 蓮 辯 もします 
ジ 三3£ ミ 7 基 


R 夏ヨ 30 
岂す hvia st - 


が ストン 巿 

富 ± 旅 舘大浦 末 松 

145 董夏 ster SI . Boston Mass . 

ジー-す ou a ミ骂 70 


自動 革倏 
簿 巧び な 
轉を敎 お 

ライセン 

ス 保証す 
ご 一十 五 弗 

運轉 丈は 

二十 お ホ 

畫义 巧を 

兩科あ i 


紐脊 旅館？ み— 

東 四十 了 目 二 四 二 燕 
Tei . Ga 星呈 ia 8374 


御 下宿 樵ザ乂 

47 Prospe 瓦 Place 
bet.lssnd Uve . 己；. 42 nd st - 
Tei . 苗ミ呈 軍 I 2 黄 8 

煎餅 卸、 小賣 
を 腐 油 操 
日 木 食料品 一切 

Sunrise Rice Cake C ? 

8 苦ゴ ird live こ 

ミ. PI 苦 a 话兰 

.極上の 魚類 

季節の 新鮮の 魚貝類 お 巧 山 揃つ 

て 居ち ますから 御賞踩 下さい。 

■ァピ ぶ 口 魚 巧 

82 置 ard 資， Tel •で ank ミを 芸 

新鮮 魚 か 一切 

お 本 八 向きのを 魚 巧 化 化 b 揃へ 

特別 廉语で 大勉强 致します 

サヴオ ナ魚巧 

Jose 巧 h wavos 巧 

j 224 づ、 • 2 其 St. 

若一. C 乙 umbir ム苦援 



な 顔の 持よ で、 こもら こを 支那 
人 ご 間違へ る 位 C んザ紳 古 半學生 
風の 男で ぁつた。 嗎 

♦夏の 中は で 宿 
蹲 夾は寂 びれ て 

.八*— トメ ン • 

一擠 がが を 盛 ださ 
ノ だ、 余を 圖じ 
乘るご ピンチ さ 
れ るょ (化 紐 •十教 年生) ♦副 島が 
爵 ごやら は 日露 戰 爭を錄 想して 
日米 觀爭 を鐵 想し ない ご 仰し や 
る さ > っ なが、 ド ッチ も豫 想は 
ソ ー じ やない か： ：…： 繰 起で もな 
い (非戟 論 お) ♦綠陰 じ 輝の 聲を 
聞き 乍ら 讀書じ 親み 倦めば みの 
がき 湖水に 浸つ て 一二 伏の 暑を お 
か 哉 ( ダ エヶ） ション 

子) ♦米 國の獨 ホを も 近年は ッ 
ラナ ク なつて 其氣 かか 起ら な 
い、 眞 逆に 亡國の 化では ぁる ま 
いが 威服した ものでは ない (必 
配 山人) 

電氣化 率】 切 

. 下羽電 氣簡會 

• 20W1 IBroadway 
Teundisti 10270 

書籍 一切 取次 

ホ 國 出版の 冀賴は 化て 特則 割引 
して 进 速に おがぎ 旅 巧者の 研 兜 
咨考 資料の 書籍を 集 等は 特に 銜 
ザ肯化 計ら ひを 巧 〔幡 物】 

击 itoshi 至 を ぞ 
妄 Nassau si-, TeL Seek 夏 n 8 ち 8 



舞 麟敎授 

ザ 社を ダンス ▲ 

► 表情 体操 - 4 
沖 . t 、 瑕 欠、 おず 
化さん 方 じ巧蜡 ，に 
敎授 致し 巧。 午前 
十 時ょ ゎ 午後 十一 
がを (U 曜を 除く ) 

シャリフ ■ダン ン 

ング 師範 學校 卒業 

上 杉 タマ 



日本人 普 

-リ i 

瀬 氏擔な 

懇切 敎換 

夕と 時 開 

校 勞働杂 

暇 勉學み 

® あら ホ 

業 証書 巧 

_ お 就職口 

無 巧 間 挺 


化み、 む 地ょ き淸潔 U る ま 

御 下宿 松が 巧 か 


1 是 Ux 量 ミ A さ. 

香 Mad . ぶ. 2821 


御ず 轉御 料理 = 家庭 化 出し 

御 下 お 伊豫 屋 

A ちユ夏 式 で2 

1 置で Si48thst. Tel.plaza S175 


世は 十ぶ 世紀に 逆轉し 

物識 V 一. 馬鹿が 喧雌 

愈閒廷 さ， れた 進化論のを 非 裁判 


: 聽じ テ-ー シ ー 州の 進化論 敎巧 
:攘化 法 じ 違反して が へられた ジ 
31 ン •ズコ t プス 氏に 掛 ずる 
i な 刺 じ、 州 當局侧 からは 例の ブ 

ラィアン 菊が おおし 

被吿側 じは 米 國の巧 S 

ち 除 負 や 自由 ホ義 ちが 學 閒の自 

をのた めじ 應援 すべく、 ちを な 

シヵゴの 刑事 裁が 辯 諮 ± ドり！ 

氏を 始め 前國お 投官 コ^ ビ ー 氏 

等繩 々たる 法稱 ぶの あ ± がズラ 

VW ホんで 猿 ど 人 問の 關 係を 明 

かじす る ； どなつ た。 今迄 合 衆 

I 固の 地圖 上から を然 無視され て 

i ゐたテ ニシー 州の デ！ トン ホは 

; 一雜 して 夕物ホ どなら、 裁 削 

一を 巧裝 して 傍聴 おを 夕數吸 集す 

i ベく 城が 巧 巧 じは 島 哉 器を 備へ 

'かけて 法廷 かじ 約' 五 千 人を 收を 

^ し 得る 廣煤じ 臨 か スタンドを 設 

I けて 傍 船させる な 外 ホ テグのを 

- 築は 巧ら なち 阿 化 商 楽を 諮 所は 

之を かの 廣吿じ 利用すべく 输ん 

じ 煽動 中で、 問題の ス コ ー プス 

一氏 じは を 速 活動な 眞烏 社からの 

五十' 力 鬼の 

出演料 を提 巧ず る どい ふ 一 

一 騒ぎ、 進化論が 飛んだ ホ おじを 

; 儲けを をんで むる のは 遺が ァメ 

リヵを どい ふの 外は ない が、 被 

i 吿 側は 之を 州の 高等 法院 から】 

一躍 聯巧 なが 所 じ 持 出さん ど 試み 

I 化 巧みは 今 明 H 中に 下される 當 

一で める。 何しろ 今阳 進化論を 學 

校で 敎へ ては むら 《 ごい ム なが 

が 科學の 最も 進 ホした 米 閣内に 

あるのは 一み 觀 たるを かは のが 

をれ がを 闽の 言論 巧を 骚 がして 

i ゐ るの だから 無線電話で 十と 世 

: がの 基瞥 教化 帥の 說 をを 聞く の 

i 威が ある。 化 問題に 就て スタン 

1 フォ！ ド大を 名帮 総長の ジョグ 

ダン 陳± は 過 H 明確な 批評を 下 

I して 曰く 「テ ニシ ー 脚の 進化論 

I 問題は 智識 じ 反抗す る 無智の 瀑 

; 動と いふべ く、 ス n — プ ス敎授 

:巧 難の 論 巧は ぷ言莱 遣 ひから 輔' 

^ 神を で 六 巧 六十 一二 年 じ ガリン ォ 

々が 韩 

I 龜轉 一鼓を 哨 へた 時に 非難 

攻 がされた ごを 巧问樣 で、 若し 

も 化 問趟が 十と 化が じ おつた ど 

いふなら ば 鬼に 巧、 今は 科を 巧 

が おおの 壌な した 巧 泌を傅 へん 

: がた めじ；： むむ してむ るのは あ督 

敎 のちを 齡 b て お 端を 流しつ i 

あるが 巧 的 無 巧を 械が ゼん がた 

めじ 必嬰 である。 が 巧 内の 所 詔 

フア クンダ 1 メン タリ ストが 巧 

つ','」 キリストの フ アウン ダ 1 メ 

. ン タ 八 をみらず、 あがのあ帮^;?^ 

耕 人物を 追 ひ 山し お 巧の 糾 織を 

危 くして むる。 脚は ずがの がを 

左ん 間にが 見せ しむべく 煤した 

I 巧を 上に がける 進化の 寂 化は 一 

をの 巧 則 じがつ て 整が たる 錢化 _ 

一 するとい ふぶ か t もつ て、 自が 

I の 化ての 鉛 化は 化して 偶が やな 

'紛れで むはれ るら ので G く 進化 

i は 自が化 一 もの でんら 

! 自然を 妈解 する ミは 人類 

らな拍 。萬‘ がで わる。 されば 問 


跑 U 進化論を をへ る i の 可否で 
U くて 址 ハぶ 質は 學ほ のぞ 配を が 
巧 あじ 委 すか 或は 無智の 寒 徒に 
をず かどい ふ i である。 目下の 
洒迷速 動は ダ！ ゥ キン や^ ック 
ス レー 時化 じ おへた 梯じ繼 て 跡 
おもな {がへ るで あらう. か、 同 
時に 巧のを 督 おは 碑々 の 獨斷論 
を締ひ 落して み續 する であらう 
ど 信 やる」 云 々0 

庭瑜界 消息 

H 本の デ ゲィ ス盃戰 も 愈々 巧 
巧に 迫つ て ホた ので 淸水 ま將を 
姑め 巧 旧 及び 福 田の S 化を 撰 ホ 

は豫 おじ 忙 がしく、 先週 グレン 

コ ー ブの 試を を 終る や 直 じ プロ 

ビデ ンスじ 赴き まる 月曠日 ょら 

擧巧 中の。— ド •ァィ ランド 庭 

珠 撰ず 權戰じ 出場して ゐ る。 現 

撰 手權化 持を チグ デン も 撰手權 

撫 誰の ため 出携 中なる が、 淸氷 

撰 手は 第一 口に ィス テスを 六 1 

〇、 六— 0。 原 旧 撰 手は ォダ デ 

ンを 六— 二、 六 1 二。 福 お 撰 手 

は ヮトソンを と— 立、 四— ホ、 

と） おじて 繫し 孰れ も 第二® 戦 

じ 進んだ が、 第二 旧 戦 じがて は 

淸 水は ダナ じ、 巧 旧は 夕^へ 午 

マァ じ、 福 旧は バッグ スじ おお 

する i ごな つた 〇ユユ 1 •ィング 

ランド 複 試を 撰 手權は 昨年は チ 

グ デン： =: チェ— ピン 組が 獲得し 

てゐ るが、 今年 も 多 か應戰 ずる 

i ご；：； b るべ く淸 水、 お 田 組が 參 

加す る だら うど 思 はれる。 

V V 

アメリカン •ゾ I — ン •テ ゲイ ス 

盃戰 s ' 巧が b である® 班才 おな 

馬の 庭球 試を は 去る 四日ょ b 

バナ じがて 擧 巧され じが、 第一 

H の單 試を じ マ 三 ユユグ •ァ〇 

ン ゾはバ ネットを、® 班 才のフ 

レッ々 1 は パ スを 耕れ も 股 

つた。 翌五 H の復 試合 戰 では ァ 

ロン ゾ兄 弟は バリ 1 ス 巧び チェ 

! コン 組を 磐して 巧 挪才は あ々 

窠 二回 戰に 進み 墨 西哥ご 試を す 

る i ごな つれが、 墨 巧哥を 敗れ 

ば 西 巧才は 愈々 准 媛 勝戰で H 本 

じ勒抗 する 锥 である。 

V V 

旣報 のかく グレン n 1 ブじ於 

ける ナブ ソ' — •カウンツ リ' — 0 

樂部 招待 庭球 戰じ出 巧 中で あつ 

ゎ硝 水、 巧 旧の 兩撰 手は 梅 試を 

准 踐勝戦 じ 於て ナグ グン、 ゥェ 

ィナ 組を 二對ー セットで 化つ て 

度 勝戰じ 入ら ジョンソン、 ホ ー 

; 八が じ 對抗し 策 一、 巧 ニ セット 

を 六 1 二、 六 1 四に て 收め第 S 

セットを 五— 二で リー ドして ゐ 

た •かがに 盛 b 返され 一二 對二 じて 

遂じ惦 化した。 が ほ 巧が を戰じ 

於て 准 俊 勝戰で チ^ グン じ對抗 

した 巧 出 邸ず^ 六— 〇、 六一一二 

六 1.:? じて 惨 化した 。 I 

引美 人學 化*、 一 

支那 人驅落 

兩 親が 呆れ 架て る 

プ於ッ クリンの 柬 九十 八丫日 

六が と 十 雷に 化む 9 クン ド •力 


こ 夕作ビ ど 呼ぶ 伊太利 系 米國婦 
人は バ ー ナ I ド •カレ ー チの 雜 T 
生で ぁるが、 戀じ風 境 や 人 碑の 
差別な しで 柯 時の 間-しか タング 
フエ キ •シュン どい ふ 西が ±： 五 
了 目 五な 一. 帶じ 住む 巧い ま那人 
の廣吿 業ボゴ いぇ 仲 じな b 、 遂 
に 去る 円曜 H シラ キュー スじ驅 
をして 翌 口 同化の 巿廳で おお 鑑 
化を をけ たが、 別 じ 結婚式は 擧 
げ U かつた。 がる じ 化 婿 殿から 
お 親に 宛て 突お笔 報で 

化 達は 底ぐ 貴地 じを らまず、 
a ランダは 貴地の お 曾で 結婚 
式を ホ 袋して ゐ ます 
ど 通 かして 巧た ので 遣が の兩親 
も 口 ぁんぐ b の 体と 英字 紙 W 面 
白ぐ ♦き 立て i ゐる〇 

朝 香 宮樣が 

今秋 御歸朝 

東 久通宮 樣はホ 春 
東京 特電と U お = 往年 パリ ー 
附 あにて 自動車 轉 覆の ためを 
傷せられ た 轴香宮 鴻彦圭 殿 F 
允す 女王 ど 御閲伴 じて 來る 
十一月 バリ！ 御 おお、 米國を 
經 由して 御歸 朝の 趣で ぁる。 

个 个 

お 樣の凿 術 ........ 畏くも 柬 宮殿 

下がを 物 學じ御 造詣の 深いを や 

潑宮が 量 諸の 天才で ぁらせられ 

る i は 一般 國 はの 洩れ 承は る處 

でを るが、 を 横の 藝 術に 就て は 

從ホ どても 宮巧 當の乂 問題で ぁ 

つて 一木 宮相や 仙 おを お 寮撼裁 

の大 内山乂 b で 一 曆化機 會を作 

ら 巧が 代じ處 すべ < 努力され て 

ゐ る。 バリ ー じ 御遊 學 中の 東乂 

遇を 稔彦王 じは 挪國 陸軍 大學で 

軍事を 御 研鑽の 傍ら 藝 術の 都で 

が盡 をお嗜 しなみ にな b 、 ！ が 

年 御 卒業後 も 斯道み 大家を 師防 

ご して 熱必じ 御硏兜 遊ばされ 今 

では 天晴れの 洋議家 どして 御 暇 

の 節は 常に カン パス じ 親しんで 

ゐら せられる ど 承は る。 殿で じ 

は 巧を 御 歸國の 際は 巧 研究の 參 

を おどみ じ 御持歸 b の 上 r が壽 

雇」 を 御開き じなる 御 意嚮 も ぁ 

るら し < 、宮內 省 も宮樣 の藝術 

どして 卒先して 其 機 會を御 持ち 

して ゐる〇 

東 巧の 魯敏遜 ホお叟 

巧 中 鶴吉翁 

双子 山で 大 化生 

柬洋の 窗敏遜 ホ染叟 ご 惡 はれ 

た 田 中 鶴を 翁は 刚治廿 四 お 年頃 

から 化 年頃の 観氣滿 々たる 靑年 

の 血を 沸かした もので ぁつた。 

殊じ宜 山の 米网じ 憧憬 ゼる靑 年 

中には ホ ホの の 中 氏を 夢想して 

巧 險 的に 波 米した 者も教 多く ぁ 

つた。 其 W 中 鶴吉翁 も帘る 年波 一 

じは 敵し 難く を 港 双子 山の 山旌 

でず 歸の客 ど U つた。 翁は 嘉永 

五が 四 y 江戶 にを まれ 慶應二 年 

僅か じ 十四な を 0 て H 本を 出で 

淺洲通 ひの 柳 十一 二番 どい ふ 帆船 

じ乘 つて 問國に 波ら、 みいで 布 

化に 上陸し 菊慶應 一二 年 十ち 袭港 

に 上陸した が、 渡米 故を 者 どし 

ては 担 巧 鼎 氏 ごみに 横綱 格で を 

る。 翁は 明治 十六 年 じ 餘朗し 小 

をが むで 製鹽 事業 じな 樂 したが 

化 敗し 明治^ 年 巧び ホ 大陸の 人 

と Gb 神々 の お 震を 針 塞し じが 

巧年はォ ヒ ュ I ム劇機のポータ 


I としてが 働を 繼總 した。 巧 巧 
は 慢牲宵 癌で あつたので 巧 開 手 
術を をくべく お備中 急性 肺炎を 
併を した i めで ある。 か 福澤翁 
がが 事 新報 じ 「山中 鶴 ま 翁 出を 
說」 を 速 載し 更に 單巧本 ごして 
刊 けされた のが 東洋の 巧 敏遜巧 
栗 おこして 知らる.- じ 至つ た 所 
なで ある。 為が あ 族 じ おし 「俺 
の 死を 廣吿 する じは 及ば 3、 皆 
じ 迷惑を おけない 樣 死体は か莽 
じ附 して ッキ ンピ J クの 頂上 か 
ら せがを 吹き飛ばせ」 £ 遺言し 
たどい ふのは 氣の 面目を 躍如た 
ら めて ゐ る。 

-貫 一と 護 

當 地で 試哄 した 

松 竹 キネ マの プロ ダ クシ 3 ン 

を携 へて 巧が しじ 問 社の スッデ 
才 •マネ ジャー 六車條 氏は 本が 
旣 おの 如く 最近 聖が 地方を 經て 
歸 朝のを じ 上つ わが、 出 發前當 
お 面 凹 十六 了 目が 化番舘 にがけ 

ィド •フネ 瓜ム •ストン— チ 

の-室で 石 川 白鳥 氏が 脚色 
しわ 「貫 一ど滿 な」 六 卷を試 映し 
た。 當 化は 首 藤 商務 書記官、 挪 
齒 、.井上 巧 副領事、 高 岡 官補其 
総領事館 ㈱ 係 十 余 名で ぁつたが 
なをの' 戚 がから 離れて 賞 一ご滿 
枝 どが 宮を殘 して 荒 足 ど 共じ遂 
じ H 本を まる ごい ふので 大閣圓 
どなる 筋で ある。 乍 併 映 盡の專 
巧 的 お 術け 矢 張ら ホ蝴横 做の 範 
圏を 脫せ や、 恵氣 ど 戀愛 どを ホ 
命 どした 題 かとして は概 客を ス 
リ八 する がかき ク ラィ マツ クス 
がない ので 失望を 禁じ 得な かつ 
た。 俳 俊の モ） シ 3 ンはス 日一 
で あるか、 之は 活 辯を 化 用す る 
願 係で あらう ど祖 はれる。 佛優 

の お 巧は 諸 口十义 をの 貫 一、 五 

巧 化 子の 滿な W 外 表情ら しい ま 

情を 示した 若が ゐ U い。 之では 

前を ホ だ 遼遠で あらう (一記 者) 

靑葉會 巧 次 競技 

少化ゴ グフな ょら 成る 當 化の 

靑葉會 じて は I が 夕お戶 ドク ト 

グ 邸で 委員 協 譲の 結を ホる 十二 

目 ( H 曜日) 午前 五 時化をから ぺ 

! ラムの リンクで 巧み 競技 會を 

摧 す； どなつ たが、 化合 一切は 

ま戶氏 ょら 替員化 一二 名 じを々 端 

書で 通 かする S うで ある。 

讀 者の コラム 

支那 人輕 蔑の 弊 

一な 留ほ投 • 

去る：： 一幡り の 化の； であつ た 

同 巧と 八 あお 巧ない 旅 巧 服を で 

なか お 了 目の 支那 料理店へ 這 入 

つねら、 一隅の 巧ず じあつ た 二 

あの n 本人が 大きな 肆で 「君、 

化 奴等は 支那 人 か 知ら？」 ど 怒 

嘛 つてむ た。 巧 輩 等は 不幸 じし 

て U 本人で あつたが、 第一 支那 

人 ご 見て 「化 奴等 ど {輕 蔑し 

た 言葉は 化際愼 んで貨 ひたい も 

の だ。 殊に ま 邢人巧 學生中 じは 

日本語の がる 者 もを いし、 支那 

では 日本人 拂巧等 どい ふ 嚮もあ 

る 昨今を b 赏 めた 話では ない。 

化 苦情は 巧々 がま 那 人と 見られ 

たのを 不げ ごした からでな < て 

巧 下等な 言葉 ご 瑞 所がを 辨 への 

; を不 かどした からだ。 見かけ 

た處化 二人は 國惚 舘邊じ 下宿す 

るを 養不 なか 過をから しいを 9 
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〔四 ) 


IA0S0B 

辟 ft がこ馆 

(化シ 巧千挡 抖てノ 通か預 を^ お 利 A 〕 

撥濱 正金 銀 巧 《 支店 

鄕里 送金は 郝て 無手 おおじて 當 
巧巧濱 本店 解 由を を 方 化 扱申懷 


おを 男爵 住友 吉左衛 門 
本 巧大阪 化濱五 T 目 
短 育 支店 が育ブ 0 1 ドゥ ユィな 四十 九番' 

辕 巧ぶ 銀な！ 

. 一巧ち 横 潰、 名を 崖、 京都、 神 戸 - 
け^ 尾ノ 道、 廣 島、 吳 、柳 井、 了械 
化ち巧^ £:司ぶ倉、若松、博を乂留乂を -- 
本國預 を、 鄕里 送を 等は おめ 一 
て 御 便利 通 速に 御 化 扱 可 申 巧 ' 


藤本 證 .券 會お一 

一 粮ゎ憤 証券 ノ賣 買、 引受、 慕を I 
▲を融 、が 二 之 二 關スこ 切 ノ棠務 I 

餘賦 藤本 ビル ブロ-力— 銀 巧 一 

紐 育 お 張が 


紳主向 1 商尙 な服裝 

U 新型、 地 柄が 澤山ぁ 6:^zz 

正しい 窝尙な ホ國ス タィ 八を わ 摩の ホは 巧 
卒弊庙 へ お越し 下さい。 

弊舖は 過去 十 年間 當 地な 巧の H 本ん 紳 た> 
の お 引 立を 蒙る 信用 ある 巧で 御座い'‘ i。 
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ム グレス 凌 太 利 0 去ろ 夏 晒) 

化 巧 - 

一等、 二等、 一二 等 度び 下等を 監 
最大、 善美、 最 快走の 巧げ 航行 


ホノ か、. 淺濱 '神戶 '長 巧 > 'お ■香港 ■あ 尼は 行 

コレア 丸 (一一 气〇ミ 嗤) と 巧 化 la 
(猫 お 巧 帆 4 月 十 セ 日) 
巧が 丸 ご 一一 rso 觸) 八月 四日 
a 比が な义 (言、 呂 〇頓) 八月 十八 U 

(羅府 化 帆 八月 十四日) 

A が义三 一一、 000 竭】 九月 一日 
< 洋乂 (ニニ、 0 客 晒) 化な 十五 日 


化が 墨西哥 、秘繁 、智对 諸 港 巧 

なが ホノ^、 横 舊挪戶 巧 司 香港 巧 
'をな 共を 六 週一圆 t 

◊を灌 巧 MW 切 巧お窒 ホ 購入 御 狩 巧 ft j ち 


シア t ル 出帆 (お奶 午前 十 時) 

伊を 化 .八月 と H 
餘岡か 八月 サと日 
橫濱乂 九ち 十八 日 
加賀化 十月 九日 
U 本 巧 船を 運賃 新 率 
一等 橫演 一九 五 巧 神 ロニ 〇 おお 
一一 一等 洋食を 十と 巧 化を 五 十 五 兜 

歐渊 目本閒 客船 (每さ 画) _ 

输 致ょ b 1 等 岳 五 挽、 二等と 十 
磅 、お 巧 寒ょ b 1 等 化 十よ 巧- 
二等 六十 六 巧。 

化 宵 化 化 む を 馬 結を H 本 巧な 物 船！ 月 二闽 


船 星 
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雜貨 陶破器 
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0 ドラ イク！. ンを資 

太洋賛 易！ 會社 


支 巧 ホ 俄ち、 ボストン 


掏 磁器、 雜貨 、ラ 
ンプ 々ランプを 


卸賣 


森村グ タザ ー ス 


ヮナメ ー カ ー の 特を • 

U 本人の わ 買物には 特別 巧 員を 昭 きお 
巧で 御 おみを 巧堪話 又は わ 手紙み おお 
訪問して が 化を を 引り 巧め ての お ホ こ 
對 しては 特に 注 息をし ますから 是 がわ 
みあら 願 ひ 升、 ボ 内が 速は 勿 萬 H みが 
化を 化 おの わが 物を 送は 當 力で をし 巧 

し 3 ン ゾナメ — 力 1 


夏瘍グ ー ム向 

哀撰ダ I ムぉ加 具 卵 ^ 東が、 歐洲 ぉ赖入 
を 柿 小物 雜貨類 殊に クォ — キング、 ヶ， 
ンは 最近 流 巧み もの お 揃へ 日本人 顧を を 
歡迦 いたしまず。 

直輸入 元 

リ 1 ダ I エンド ソンス 巧會 


ン アト 八 お 帆 

ぱ b す 化 と 巧 十な 
あ ふち か 化 八 巧 五 H 
▼一等 想 ま 一九 置 巧 

化し. U リイみ るん ごん かは 一 五 五 巧 

▼ 111 等 H 本が 五 五 ホぎ 室乂か 逆を 族 ま 多 巧 

▼御る 基に おり 一等 割 則せ な 切 巧资巧 词巧疾 

ロス アン ゼグス 出帆 

ぱ なょ 化 八 巧 十一 日 
はわい 化 八 巧 二十 ： n 
▼一等 横沒丈 じら 化 巧を か 一九 五 巧 

ぶ 化 はんて V 1 ホ巧キ 

▼一二 等 日本 巧 まじら 化 ホを 丸 おがぶ 化 竞婚半 

▼み 港 お 巧が あ审 切が 格 ま 巧 巧 入御が 施 化り あ 
►が 巧絲 パ-*' マ阴由 H 本ぶ がが 度 物 化ち 一岡 
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內務當 を 許 加州を 說 

產婆 & 按摩 術 

ザ 巧秀子 
助を 鐵ボ； マッサ ー ジ 術の 出張 
治療の 御 ホめ じ應 じます。 
電話 ち ャ セードラ 作 を一克此 

西 百- illT 目 iir 白 十二を 


音 樂敎授 


ビア ノ ，ダ 
アキ オリン 

獨哨が 授震巧 ーヶ月 六 巧 (一 逊 一回) 
西 六十 五 了 目 東京 巧 曾 階上 
菊 池 摇太邮 


裁縫 所關業 1 

洋服、 絹物、 ゥ！ グ攝は •トラィ 
クリ I ニン ダ、 プレスり び染が 

へ、 仕立て直し 一切を < お歷に 
致します。 裁 磯は 如柯 なる 脚 化 
文 も 叮喀じ 早く 致します 其他ュ 
カタの 出 ホを も あ b ます。 

坂 井 裁縫 所 

夏 吉 .呈 hst . N ' u . - 


紐 育 化 命が 隙を 化 
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夏瘍 向新 荷 到着 

特 じ ダ I ム 向陶器雜譜類澤山取揃居リ 
候 間倍舊 御用 命 願 上 候 
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陶破器 雜貨を 種 あ 揃へ 居候 迅速を 旨 
ごして 精々 勉强 化. 候 間 御用 命 願 上 候 
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夏場 . 新 荷 到着 ZZ 

精々 勉强巧 仕 候 間 御託 义被下 度 願 上 候 

太洋 貿易 株式 會社 
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夏場 向新 荷 到着 


格安 品續 々到着 化 9 候 間 
是非 御用 命 被 下 度 願 上 候 

丸 八 商會な ホ 元 ブタデ ー ス 

17 East 17 を St , zew Y ミ k City 
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を 西 龍 雄 氏 ご 

費 府大博 

政 萬を あして 計を 
本紙 旣報 7 ? デ 八 
キャ •し 於 パる ホ問獨 ホ 巧ぶ 十 年 

記念 お 励 大巧を 巧は 明 ザ 六月】 

日ょ -^ 十二 巧 一 H を调 おせら 
ベ < 出な部ホ巧 ベ ー ヵ ァ 氏は化 

じ峡 洲遊說 のをに 上つ ただ、 紐 

育 日本人 行では 當か右 巧 報を 鬼 

I おし 化な 規定、 巧 覺曾败 地 器 固 

一等 シを 巧、 羅 がの U 本人 商 楽を 

I 游所巧 他に も頒附 した。 おして 

二 面 U 本 お 速設じ 就て はを 利 的 

一巧 質を 巧べ る 脚な 上單 にがおが 

; 人の 巧 宜を 謀ろ 患 化の 情裙 々吿 

™ を— 化め たので を報吿 食に 出席 

-せ るが 志を 一瞄 ごした 協議を は 

1 をが 口 本人を の 手を 離れて ぶな 

一し じが 巧々 熟 請の 結采 が 育 円本 

人 お篇が 紐を を どし r . 術た が覺 

會通 ごして 知られて 粗ろ 香 西 龍 

雄 氏 じを 渉 其 他のを 權を 委任し 

更らじ 再 協議め 上 資本を 巧 等の 

欄 係 上 結局 香 西 氏を 煩は して 同 

巧倘 人の 權巧 責任 ごして H 本部 

のを コン セッションを 獲诗 した 

巧る じ 

費府 大巧 側では ジャ 

二！ ス 、コン 七ッシ 3 ンじ教 し 

て 最低 一 萬 弗の 誌 被 金を 要求し 

且つ H 本 村 建設 保証を どして 二 

萬 五 千 弗の ボンド 化 巧を ま 張せ 

るに 化ら 香 西' 氏は 大巧 侧 ご巧衝 

を 雷ね え ホの 要 あじなつ 契約 

ををおした ：？,间氏はを業立固論 

の 唱導ち であつ たが 巧を 前 田 正 

名 巧の 秘書 役 ミして 五 二 會中か 

本部の 書記長 ごして 活動せ るの 

外 千 九が 年 じ おじが ける 萬國大 

巧贊會 を 振ち 出し じ 千 义な四 年 

聖路易 大巧 覽會當 時は 星 一氏、 

乂塚卯 一二が 氏 ま f 渡が 獎獅 お樂 

がを 組織して 渡米し- 爾をポ ー ト 

ラント、 み 港、 ジェ— ムス タウ 

等め 大巧 覚會 じ參 加し な 摘 引 

巧/、 巧 ど 共に 憐蹲會 通 どして 巧 

人間に をが あ 6。 今次の コン セ 


^ U 本茶裝 組を 

のを 錯大み 窺ち お 巧、 前 紐育驻 

が 巧 お宮 西巖 氏、 樞密 顧問 官ホ 

山ぶ 信 巧 (前が 凳會 々- 頭) 等じ發 

信して 日本側の 意嚮を 確め つ i 

ホる 山なる か 同氏の キ張じ 化れ 

ば 明治 化 年 乂勘獨 立： 白 年 記を 大 

帷寬會 •か 始めて H 本 おを 米國巧 

おじ 紹 かせる おを じ 鑑み 曰本侧 

ぶ お 品 (コン 七ッシ ョン どは を 

涉な きも) 勸诱 にも 盡 力すべく 

當 面の H 本 村 建設に ㈱ してら 現 

化の 規模は 間口な と 十五 趴 奥行 

五： 円 映 V 」 化を しある も お ホ 得る 

限ら 規 おを 大 にして をを 绍 者の 

滿 おを 謀る ちで あるが 氏は 自己 

の最 まを おしてを ずに# 绍 おの 

巧 涉に應 やる 肯を聲 明した。 

巧佛 大使ょり 

領事 舘 着電 

モ日ブ 沿 障攀戒 

本 月 ー ハ U 午 帥 十一 時江佛 大使 

石がず 爵ょ b が育總 領事館 じが 

て佛 両兩闕 にがて 協を せる モ U 

n 沿 お當が 方策 じ餅聯 して 左 

の 如き ホお^ あつた 

佛脚か 巧は W 班す 化が ど 協 


麗 S 上 llIH 附を な て 大要 ホの ~ 校 ワシントン 巧 クン ャ モント 街 

巧、 武巿 では お 五十 校 お S 了 目 
巧な 五十 校 サック マン 街。 


迪吿 をむ し ホれ b 。 遇 巧 利 加 

化 部 及 西部の 洒 W 及 西厨領 が 

かが おにして 阳雜二 ほ 化絳二 

十と 巧の 間にある 左記の 沿が 

じがて は 兩闡带 艦は 瞬 隙 化の 

規左じ 唯據し I オ ー フン ポ ー 

卜」 W かの r モ 。ッ ゴ 」 沿 巧 

じ' ぶづく 船舶 父は 「モ 。ッ 
じ带 器が 祐 おを 輸入 せんごす 

る 船舶 じ 街し か 當の巧 も ある 

ごきは 監視 臨晦 を， パ ふこ ご あ 

るべ し 

をのが をは 軍器が 需 おのみ 

なら 中 「ォー プンポ ー ト I 凶 

かの 港鮮じ 向て 嫌疑 ある】 が 

の 貨物に 及ぶ ものと す 
一、；— ォ ー プン 'ポ ー ト」 又は 国 

際を 通路の 沿岸 區六禪 の お 
二、 乂 化げ 沿岸 香 ミ呈 をを ミ 

S をの お 上 六 海里の 二 おを 結 

びか < る撫 のを 

一二、 地中 お 沿岸を pe を こ res 

ミ！ ' ca こ 吾ち II 苗 ミ (ブト ゥ アン 

の 化】 の 一一 点を 結びつく る 線 

の 巧 

尙 {Gape S ミる 舍 こを を どの 間 

の 沿岸 ホ 海里の 海上の がお禁 

止せら る 


卜 D. ント jc ： ■に 

俱樂部 創立 

多年 加 奈太卜 n ント市 ホ 面 じ 

を 共 圏 か 紐 織の 議 あらし も其實 

現を 兒 るに まらな かつね が 今み 

渐 < 巧 機運 熟し 卜 U ント巧 及 巧 

附近 化 住の 日本人を おを 綱羅せ 

る H 本人 供樂 部が 創立され る i 

どなら ま月廿 H 、 ィ ィバ！ クじ擧 

巧せ る ピクニックを 動機 < して 

創々： 總會を 開きを に规則 起草 委 

員の 立案せ る 規則を 可决 採用し 

總お 委員の 選 擧を巧 ひたる じを 

ホ、 平 井、 江 班、 川 化、 小が、 

淸 水、 濱 口、 橫 化、 を 田、 お 岡 

ザず、 溝 崎、 お 藤、 靑 柳、 尾 本 

ずがの 十六 氏 常 選し ねみ で ま 巧 

か 八日 第一 回お務 を 貴會を 開き 

役員を 互選せ る おお 會 おじ 生 方 

繁 一二が 巧、 幹事 じな 頭 勘 一二 巧、 

會針じ 平 井六郞 氏、 監查 役に w 

化 基 好、 お 旧好 雄の ご巧當 選し 

供 樂部パ ゥス 設 粗の 化は 一般 H 

本人ょ ち 寄附を 募集して 之じ充 

當 する じみし お樂 部の 機 願た る 

を 部長 じ 左の 諸氏を 指名し わ 

おを 部長 小 林 德太郞 

楚發が 長 を 藤 敬 一が 

運動 部長 中 村 忠義 

お濟 部長 梶岡 寅】 


夏期 英語 講習 會 

紐 育を 留 外人の 爲 めじと 巧 六 

日 よら 八月 十二 日まで 巧 敎育局 

監督の 下 じ 夏が 英語 講習 會 (無 

巧) がぶ 記のを 校舍 内で 每遇巧 

火、 水の ご 一 曜日 午後 八 時よ b 十 

時まで 開かる、 をで みるから 梟 

蒂 々々で 进 おの® をが 用す るが 

よい。 マン ッ タンでは 第 六十 

二 校 ヘプ タアど ノゥ フォ ■ — ク巧 

角、 第二 十五 校 お 五 了 目 第一と 

第二 街の 間、 第 111 十二 校 お 三 一十 

五 T 目 第 丸巧斯 近、 第 と 校 東 

巧 十二':- 目 第二 巧 W 巧、 第と 十 

お 巧と 十五 T 目窮 S 巧 附近、 络 

.，り 一二 校 曲な 十 几 T 目 マ デ ソン 街 

巧、 ブ n ン クスでは 躬 六十-お 

クロ トン パー ク 附近、 第 四 トニ 


日 會社會 委員 會 

が 巧 日本人 向 社曾委 貸は 本年 
巧 じ 於け るを 一巧 會 合を まる 巧 
幡 H 午後 鉛 道 お樂部 じて 開催 山 
本を 员 お、 巧 田 善 記 長、 巧 本、 
鄉 地、 を 西、 竹 中、 ち 出のを を 
貴 出席が々 協 强の上 左の 咎 巧を 
决 ました 

一、 かお 曾 じ 化は るべき 閔 遊食 
义は 述動會 式の ものを が 巧す 
るに 就き 適當 なるお 所の が 無 
を 探を ホる 事。 

1、 好 時槐を 播び會 買の 太 懇親 
會を觸 催ず る 事。 

一、 來春頃 演藝會 を おす 事。 

一、 隨時 講演 會 お開きて 同胞の 
啓發じ 資する 事。 


.彰察 時間 變ち 齒科醫 ボア ド 
ナア 氏は 今网東 六十 一 T 目 十九 
番 じを 轉し 同時 じ 診察 時間を 午 
前 九 時 ょら 午後 五 時半 迅 (水曜 
を 比 午前 九 時 ょら 午後 後 J 時) 
じ變更 した 尙ほ 電話は 從前通 b 
リ ー ジェン トと _ 八 六なら ご。 
•小が 雅！ 氏滯紐 中の 内外 編 
物會社 常務取締役、 本日 ぉ 後西 

巧 二十 ホ 日 ホ 巧 出帆の マツ キン 

レィ 號 じて 歸 朝。 巧 ほ 昨 巧は 五 

一會 々おじて 氏の 爲 めじ 送別 會 

を 開いた 0 

♦渡 邊武良 氏 H 本檀腦 株式 會 

社專 稼な 締 役、 前週 ホ 紐 ホ テグ 
コモ ドアに 投宿 十五 日出 帆の モ 
レ タニア 號 じて 渡歐の 當。 

•藍 ぉ實氏 文部省な 外 硏免賞 

夫人 同伴 歐洲- •ら歸 朝の 途 まる 

一ー ロ嘗 紐。 

■劍持 確麼巧 東を 帝 國ホブ 瓜 

社員、 がェ省 海外 練習 まどして 

11 H 暮 紐： n 本お樂 部に 滞留 中。 


参 大± 井 源を 文部省 だかが 兜 
員、 まる 二日 歐洲ょ b 着が ホる 
十 I 二日 シャト < 出帆の 加 贊化巧 
じて 餘 朝。 

■酒 か 巧 雄 巧 東京 專資局 技師 

まる su ベレン ダ V ア號 にて 歐 

洲 ょら 着が ホ テ 八、 コモ ドア； 

投柄 中。 

♦中 川 善 么肋氏 ま 化大學 化を 
巧、 111 H 歐洲ょ 6 眷 が 巧る 十一 一一 
U 沙港お 帆の 加赞化 じて 歸 朝。 
♦ザ 尾 義雄氏 秋 出 礫 山 專巧學 
校敎授 、文部省れ 外 研 兜 員、 ま 
る 四日 歐洲 よら 若糾 ホる 十五 日 
が 豫化化 じて 卽 朝の 豫定。 


M 化 立直し 

閑散が を 利用し 鑄 ひ 仕 立直し 其 
化 ブレス 等进 速叮喀 に勉强 致し 
まずから 何を 御用 命を 願 ひます 

日本 洋服 店 

西 五十八 T 目 一二 百を 

電話 コ日ム バス 四 一室 


家具 附が も 

度 - L 塔 巧は 西な 四十 一 T 目 六な 
番 、リバ サイド、 ドライヴ 晰 近に 
て 地下線 じあし、 委細は 左に 
ミ 沒 ka , 苦 0 W . 12呈 St , 

ぎ 至 ornin を de 7 云 3 


貸 室 


淸 潔な 便利の よき 場 

巧 一人 乃至 二人 向きの 室 あら 電 
話は プラザ 11 六と 一番 

s ' lfoko - こ 35 里. ご 二 hSf •吉 U 1 


貸 室 


外側に 面した 綺麗に 
裝 飾され た H 當 b ょ 
き 大きな を、-, グラ 1 ゲエ * 卜 * 

フ アミ ブ <— 0 

笠 2 W . 137 th St . 音 52 , 


-週お 弗 及 八 ホ、' 一 

flaw . 人 又は 二人 じ 適す、 

が 廳へ斗 み タィム マスク エヤ， 

へサ五 ザ带話 カン バラン ド 宝 ー ミ 

1 芝量夕 Bro 量。 黒 崎 梅す 


費府大 博參加 

希望者に^ 傲ず 


千 化な 二十 六.！ JH ハ 巧 一目ょ ち 費府に 開催 せらるべき 米國 

濁 立な-五十 年 記を 萬國大 博覺會 じがけ る H 本人 3 ン セッ シ 

ョン 獲得の 仲は 當が紐 育 H 本人 會 じて 一 股 情報を を 集し 同 

會巧務 委員 會 S 静旋じ 化ら が 志宫業 家の 協議 會を 開く じ ま 

b たるが 右 擦議會 ょら 一切のを 渉を 下名に 委囑 せられ 巧 ホ 

大 搏覽會 常事 者 ど會見 熟議の 末完 查じ該 コン セッン ョンを 

獲得した る じ 付 更らじ 報 吿會を 開きた る 結果 便宜 七 都て 下 

名の 權利 責任を 0 て 之が 事業-引 靈控營 の衝じ 當らを 挿の コ 

ン セッ シ 3 ン希销 者は 下を 迄 申 おつる をに ホを 致、 割當其 

化の 方法 等を 下名 じがて 適當に ^ を 理ィる i ご 相 成 候 就 

ては 至急 事業 進 搜の必 おち 之 候 地 コン セッション 御 希留の 

諸氏は 速 かじ 下名を 御中 出 巧 成 巧を 御 お 吿旁化 段 廣吿候 化 

千 化 巧 二十 五 年 わ 月 lllu 一 

ホ國獨 立な お 十が 記な 萬 國大傅 覚會' 

日本 部 コン セツ シヨ ナア 

香 西 龍 雄 

■ が 育 市 東 百 二十 五 T 旨八番 

コン セツ シヨ ン 種類 

風 ハ 業物 賣巧 喫茶店 

煎 餅屋 植木屋 .金魚屋 

レスト ラント ソフトドリンク 

諸 ダ-- ム U 本 飯 犀 其 他 




i — 

•- i 

バ 

i — 

R 

w 



S 

0 

孤 

を 


间 

を 

h 

巧 


Q 

N 

irJ 

<-1-■ 

化 


■が‘ ！ が！！ 抓’ 報 

■ .1 --> I >••1 lit ij * 1111 • I ■1 

當の總 動員 

义 闽な染 の美擧 

^ 耽ず u ® する じ 巧 本み の 懐 

中を 肥ずに 逝ぎ 3。 巧 等は 資本 

あの 巧 益^ち めに 自じ S 生命を 

傑閲 どす る i は出來 UL 」 これ 

は峡 . W 大戦 當的 ょらを を 軟閣の 

齒- 心が 等し < 痛 威した 體 驗でム 

b 、 戰巧 お々 どして 流れつ I あ 

る 階が も 巧の 自覺じ おする 巧 鐘 

でぁつ た。 H 巧戰 巧が 化、 を隊 

じ 砂利を 增 はして を ホを 愧しレ 

ご お ふ大倉 某の かき、 正 じこの 

戦ず 化を^ も b 、 がが 巧 巧を W 

蚊 的に まがして むる アメリカ も 

歐洲乂 盼の戰 S がな である- 

この 戰牌 化を 喊 である アメリ 

力 じ、 歐 洲乂戰 じを 加した 當巧 

戰阳 をぶ 局なる ものが 設け 

て、 當 -5- 一れ が おお ごして 敏胁 

を提 つた バ！ ナ ー ド •バラック 

氏は、 戰げ 中の 入力 動員、 抑'^ 

徴兵々 執わビ おじ、 这 の 殺か呂 

を も斷朽 して 所謂 戰 化が おの 帶 

-出 をの 山すべき である VJ 云ふ議 

論を 化き、 學巧も 化 治を も、 巧 

働を も 期せ 乎して このぶ 論じ 協 

一 質し、 遂 -レ 1 デン グ 大統領は 

をのお^一の ；馈にがて '-’_お巧賊 

ずの おを、 刪 人 乃を 化を に勒し 

一文の す. 化 U が 巧を おへ ざらん 

やぅ 方法を 满 やべき である』 ご 

述べた をが ある。 

閒< 所に 化れば バラック 氏は 

をの 目的を 赏徹 ずる 爲 めじ、 近 

く デ 3, ンス •ホプキンス 大學 

内に設立すべきぺ ーデ喊稱觸係 

學 おじ 掛 し、 サ五万 巧の 資 をを 

.提 巧して 約 ー ニヶ 年に 互ら、 戦ず 

; 誘 後の 經濟的 巧 動力、 戰時中 じ 

於け るを の 勘 員 等を ち 究 せしめ 

一一 方に 化て U 戰時 不正 剌 得の 途 

I を 閒锁し 宜つ戰 ず 誘 おの 機 貪を 

I が少 せしめ、 なて 化が 半 かの ぶ 

礎たら しめん どす る 針 藍を 發お 

I ずる じ まつた 

: が ホ この 桃の 旨 論は、 赌 々巧 

_ じれ レ 所でん b 、 戰怕中 じめ て 

も 化が どして、 をを が 巧 制 巧、 

戰が利 瞬が 別 課 お 巧の ガ巧 じ攸 

もて 幾 かかの 个お利 巧を 抑制 

しじ もの 5、 ホ 正 利 巧を の の 

« 化 本に 觸 る； じ-巧らず、 をつ 

これに おする 立な も、 あ 雄した 

經濟 ホを を あ 礎 どす るた めじ 適 

お。 立泼が かつた ので あ ， 

ぺ ー ジ國 降を 校な 局の この 遥乂 

計蓝 じは、 巧して 幾柯の 盛ぶ 

を 巧す かは 一兀ょ b 豫测 する こ 

は 困が であるが、 こむ じ 化ら て 

劇が 對閒 をの 職ず が 帯， じ 入 かの 

上 じがての み U ら ず、 方 人のを 

おすべ' き 物質 上に でれ 巧の 玻巧 

をぶ ぼし、 をつ をの ー ホ じがけ 

るを のす ホ 巧 かいかなる 風を 的 

化 食 的が 戳を あぽす じ まる か、 

化 化 われ 等の が 侮な 外の 率 宵を 

提哄 するどみ じ、 巧ら すれば 劍 


ご 力 どじ 訴 .へて 瞬 防 的 解み を 欲 

する ゲン ゴィス ト ー派 じ t 、 巧 

似の 敎訓を 罪る i に まる， とは 想 

化ず るに 難 い。 

今；！： の 調を U 、 載 時 中 じがけ 
物質 力 S 動 おた ホ ごして ゐる 
だけに、 I 面に 化て 『ホるべき 
戰巧じ おする 単備』 •こ 云ム 不祥 
なる 聯想を 生ま。 いどは 限ら U 


いけれ ども、 ザ 面 じがて 戦ず じ 壊して 化 まの- 


化る 資本家が 不正 G る剌 巧で 懷 
中を 肥ず ならば、 をれ はなの 社 
會 化を 怠 ホし、 當の自 おじなる 
ごい ふ 普 鐘を 資本 あに 掛 して 鳴 
らす もの ど 云は なければ なら 0 
わり 等は 斯る 學究が ひどら 米國 
^ み；；； 6 ら 中、 わが 國 にも & ぼし 
バラック 巧の 如き 特志 U 萬 豪が 
をの 爲 めじ 起つ じ まらん i を ホ 


换 巧は ッア ー ^ 時化の 支那 征服 

の 巧* むを. をを し 節を 中外に 垂れ 

て 居る に 過ぎ « ご 辯 幾し ヮ シン 

ン化 約は 列强の 資本家 的 野 也 
を险 化せん どす るを おじ 過ぎの 
ど斷 じて だ那 瞬；； i の覺 陥を 舉げ 
て 义那峨 お' ん 列強を 非難した る 
が、 これに 對 しで プリ アン 外相 
は コナン 巧の ま 巧は ぶる ぶじが 
て.- れを 認め 得な が 今次の 

條約 批准で ち那國 はの 

熱望し つ i もる}^ であつ て、 外 
國机を設廣の如き|^><那人自身が 


對支國 際 新會議 


日英に 完 をな 了解 

.治 外法 權撒廢 は 動亂鎭 をの 後 

ン乂 口を =：； フランス 上 j でんる けれで も、 列强 外を 幽の 


おが 與ち九 個國條 もを 化 准した 

るは 义闡 の提 咽ず る 幾 ま 輕際會 

歳の 槐述 をを 易なら しめる もの 

である ど 當地人 ± け觀 測して ゐ 

るが、 米國 かお^らの 化を 招待 

は 今後の 閒 越で あち 英瞬政 麻 ど 

してら を 爺 S 結 架が 確かに ホ 効 


搜 々ま ジノ ゲ ユ フ 巧 お獨盤 ハを 
黨耕 巧委封 を 巧みす じ當 b て 
支那の 革命を： お 紙し^ シアは こ 
れに胳 りて アジア じ^ける 英闕 
の 熟 力を 一が する ご 化 一-じを 歐洲 
を か キに戰 ふを 辭せホ ご 述べ 支 
抓 そ 面に 今後 績々 赏懼化 お及び 
武器 彈藥 等を 供給 卞るガ 針で も 
る； を 明ら どし 特に 紫 だの ホ 化 
じ 努力す べきを お聲 明し ま那が 
命_し街する化節カラ -氏の手 
腕を 敎 賞して 獨逸 おを お 員の 協 
力を ボ めた。 


•る 井 駐佛大 化が 化の 出迎を 受け 
ら れた秩 父を 殿下 じは パ 9 1 乂 
化 舘邸じ 御 滞が 中。 ちし か、 今 
朔 ロンドン じ 御を 為、 巧闕 官民 
及び 化が 技の 歡迎 をを けられ ド 
ラモンド 胳：か 邸に こ till 年 御 巧 
學の 第一 巧を 過され たが、 新聞 
記 あ 閒を御 引見 じ 化が つた 際、 
日英 间盟は 形式 上 破棄され た 
けれ をの 精神は 深 < u 本 
固 氏の 脚 底じ泌 みて ゐ る。 
とか 才 御 述べ じ* > つた。 


英國太 使が 磐鑛 外が 訪問 

し P 海廣 東. 重 慶動亂 に 協力 舉請 

ま京特電十：〇^^一::::な日お國大使卫 ブォ ッ ト巧±は速3:じ直> 
常 おか 相を 訪問—. で 重要なる 密議を 遂 パて むじが、 會 見の 巧を 
じ 就て は 阿 等 おが P ない けれどち 英國 側では 卜： 海、 廣 東-重 慶 
等に 突を した 辕 勘は これを 總捉的 じ 外を 問題 ごして ま那 政府,'」 
巧衝 する の ホ 策に-て 日本側 じ もを の 協力を 懇談し つ t あ ももみ 
の 如く、' 幣お外 佑み 本 問題を 繫急關 議じ上 おする が、 恐らく.： 阳 

極 的 方策に おづる でもら ぅご 一部では 觀 測して ゐ る。 I 

- 


支那 船員の 罷業. 

ま 京 特電 义り發 = 巧 船 其 他を 
國お船 乗組の 支那 人 船員 罷業 下 
船の お 欺 邦人 船 旨は 之れ が 補充 
ごして 乘船卞 る ま夕數 あわ 益々 
增 加の 傾向で ある。 


朝鮮 海峽 を橫斷 

東京 特電 乂 U 發 U 昨年が 势機 
ぶびを 巧 閒の接 化 じ 成 巧し じ お 
田が には 一二 十 H 九州から を 山 迄 
朝鮮が 峽を五 U 閒 じて 巧 劇 か 巧 
の 巧で あるか、 巧を 上の 見地ょ 
らして 非 巧 じ注盧 されて ゐ る。 

神 戶高蘭 長 更迭 

東京 特電 八 H を u 神 戸高 お 水 
島 激化 校長 隱 退して るを 0 て 田 
お愼を 氏が 後 巧と なつた。 

海軍の 外 油 買 溜 

ま 京 特電 八日 發= 巧が 海軍で 
は國巧 上の 見地 J ウか國 地の 買 
滿 めを なす 方針に て從 つて 德山 
燃 巧 所を 沸 下げる 棟の £ は絕勒 
じない ごり 


'ご 一部では 觀 測して ゐ る- 

國務 長嘗が 大統領と 協議 


唐 見 •かを 致し。 いために 回答が 

述延 して ゐる どい ふあ說 をぶ を 

し、 凿 おかを 斷絕說 じ 就では お 
ホの 自由 巧 動を 化が したる -H 
現 化 間 誰の 間 題 どなつ てゐ ない 

ど蒋 辯して 凿ま閒 題 じ 載ず る英 

闕 のな 谣を明 も ごした るが、 デ 


で ホる とい ふを 込が 立つならば 

これに 應 中る お 勢で あるけれ ど 

も、 化を 政府 じして を 地 じちる 

排外、 特に 排英速 動を 鎭贩せ や _ 
且つ 北を 政が が 今 凹の 動 亂じ凿 I 

ずる お 巧 ど あ 麻 どしての 位 招と- 

自 盤し 貿易 利權 をが 幾し-:: > い 限 

、お 画 政府は 他を も 斯る會 韻 

はがが が 早で ある ど いんな 废か 

らお 掛 すべく、 外相 チャ ムバ i 

ン 巧は 今朗の 雜會賀 閒じ掛 L 

獨 ホ® asifi 國 がち 邪 じがけ るを か 

法權制 巧を 撒廢 しわのは 事實で 

ある パれ でも 英圃 政府には ホ だ 

をの 帶惦 なし ど 答 辯し、 目下 上 

お 動が 0 眞相 調査に 從事 する 列 

强の 代表は 條め國 のみ じて りシ 

アを 除外して ゐる おは 勞慟黨 よ 

銳く 非難され たが、 目一^ 化 京 

外を 脚が 支那を がの 要ボじ おし 

闽答韶 を 起草 中で ある S は事賓 


1 リ ー •ブレダ ラフが 外を 記者 

の 通信 じがれ は、 

乂國 政府は 對支關 係 列 强ど非 

をを じを 渉の 結 お、 治 外法 確 

辭巧撤 廢曾讓 は 支那の 動觀が 
終結す るまでは 吊を じこれ を 

お 集し i ：*- い J じ 巧した。. 

とが じ、 動热突 懸當時 U 英稠閣 

の 間に 完を 解を 得た をに 就 

てな して 曰く 『當 時英國 政府ょ 

b 蟲も重 嬰；；* る 飛電を 日本 政府 

じ おし 動乱 お 策に 關聯 して 提請 

したる に蜀 し、 H 本 政府は 即刻 

の 提議 じ應 じじる i は舊 同盟 

國 ごしての 友 證を完 を じ 發禪し 

じ もので あつて、 而か もこの 提 

證 が英闕 じを 證 ある 第ー ニ國 ごの 

ぶ 泣を 傷け ないで 成立した？- は 

特攀じ 化ず る』 云々 ィ」 述べて ゐ 

るが、 窠ご 一圃 どは ホ國を 指した 

ものである。 


俄が じ 暑中休暇を 巧 切り 歸 華..： 

ブ シン トン 化： n な lu 黃中化 暇を 得て 聖ポ 地方に 靜養 中ぶ 
もつ た國務 長官*:^ 〔 I ッグ 氏？： 一 國務當 局ょ b の 急 電じ梭 して 俄か 
じ间 地を 引 楊げ た 上 東部に 向けて 出發 、目下 大統領 クーリ け 
デ 巧が 化 養 中 でん 去 7 フン ブス コットの 臨時 白 巧 館に 大統領を 

訪問した る 上 巧曜 & ヮシントンに 歸巧 すべく、 待 見の 巧を は 
不明で あるが 恐らく 酉 ま 幽際曾 諮の 提唱に 觸 職した もので あ 
ぅど 觀測 されて ゐ\ る 一 

重 廢の辦 國人續 々別 摸け 

ま 京 特電 化：：！ 發んユ おょらの 報道 じ 化れば 重度の 排外 熱は 巧 

び 不穏 どなつ た爲 め；^ 地を 留 邦人 お 化の 外驛 人は 續 々引 操げ ( 
つ あ b 。 尙は 上がが^^て 义人 水を がまが 苦力 S 架 徒を 殺 寒し わ 

事が^、 支那 人の 题 ル^ 人 反感を 增 しつ i 表る どを^。 

これを 蛮 請 利用し つ I ' をる もの 
で わる どてが 事 的 手 映で： S る壓 

追な しど 斷 じ。 シアの \\ :資 輸入 


曰英佛 の對露 協定 

日本の 對支自 か 手腕を 承認 說 

'パリ ー 化 H 被：：：： ユ ニグ ア ー サ作姐 信 社の 探閒 する 巧 じ 依れば 

最近 H お佛の 化を はま 那間题 じ關聯 した。 シア お 策に 就て 重要 

なる 軍事 協を をを る じ 至 b しもの ぇ かく 英國は そ 那及即 巧の 革 

み どが 英述 動の 襄面 じ勞農 U シアの M 政 及 武器 彈藥拱 給の 確証 

を谁ら 、フランス 當巧も モロッコを 命の 黒幕 じ 曰 シアが 潛 化し 

旦ツ ぜ もの 掛佛 態度 一を な もこの 賊係 である ど 云 ふな 旗から。 

シアの 單か描 動を この 値； J ： 放 巧ず & らば 將 ホを 色 A 柿斟 白色 

乂随の 巧 脚を おお i ると いふ 禪 もじょ ら义 励には 相談な < 日本 

じ 掛支自 お 手 瞬を おへて' 力-。 シア 色 戰ふ煤 合は 日本 じ 财政ぷ 

びが 爭 上の 後梭を おへる ど吉 ふじ わるら しい。 

佛國 下院 條約 批准 

お 譲 黨領柳 ミ 外相 押 間 答の ホ 

對支國 f 溢 K ： おの) 陈酱ご 

見放されて ゐた フランスの 對ま 

關稅 なを おび おえ 化 禍國化 もは. 

外袖ブ 'リアン 氏の 媛浓で 去る と 

日す 院じ上 巧、 

満堂 一致で- れを巧 ホ 

し不 H 上院の 批准 も確貿 である 


ど 見られて ゐ るが、 批准に 先な 

ちか ハ 產黨院 巧總理 マ' 1 セ^ •コ 

チン 氏は フ ランヌを 含む 列強の 

勒 すか 策を 梅 力 非難し ま 巧 のぞ 

命は 化 お 的 危機を 满 かんどし つ 

つ あら ご 巧 巧して。 シア 共を 巧 

のを 命 城 動 說を堅 < 巧 殻し 勞農 


經濟祖 借を 實例 どし V / 支が じ 

がて 外頤賛 本の 活體が 心 P を 得 

ない おを 释 明し、 且つ 動乱 

じ 街ず る フランスの 段’ 策に 飽迄 
も 冷 靜な现 智に訴 ベる みがを 繼 
禱 すると 言明した。 '一 

英國 政府 2 \ 

な對 y 期樓 

國務省 當局語 パ 

ブ シン トン 特電 义： n 發： ：：： \ •鹽 

輕 務尝當 おは 昨今 一部 英國 

聞 紙が 米 闡の掛 ち國際 禽議を 

じ 脚聯し 支那ぶ 遂に 日本 じ ま 

されて 米 図 i の剌權 衝突を ホ 

であらぅ ご 述べて ゐる 至は 『華 

禱を 知らね 者の 祀 憂』 ど 一笑 一一 


對支國 際 會議ご 輿論 


實腾 的な 支那 解 獻の途 へ 

タイ ムス 祇社說 


ニユ！ 


共 產黨化 おの 

釋敕で 抗議， 

日 シア ょら 支那へ 

モス タブ 化： It 發 ：：；：； 勞農 。シア 

外 姑 チ チュリン 氏は K 瀑 ま那大 
化に お 請 書を を 照し 目下 香港 じ 
がて まが 勵亂 煽動の 廉で 抑留 ご 
れ 混を 裁 巧で 審理 中で ある n シ 
ァ巧浊 業ち 代理人 ジノ ゲマ •ド 
ツサ！ の 巧 放を ホめ 姬を裁 巧の 
審理は 淺义條 約 違な であるから 

支那 政が は 速 〇 じ ド ツサー を逮 

捕した 黃 巧者を 處罰 だょ ご 要請 

した。 尙は 今朝の ブラ ウタ 紙は 

社說 にて 驻佛 英闽大 化が 英佛協 

同じて 黒が 及び バ八 チック お、 

陸上では •か 1 ランド、 チェ コス 

ロゲ アキ 尸、 ラト ダア 、八！ マ 

ニア 及ェ - トニアよ ら對 度野鑛 


附 したる を、 ぶを 提議した わ爲 はお 固の 自殺的 

今 闽の提 諮じ掛 し英國 のな 逊くけ 動を 意 かする と 論じた。 

は 巧 等の 期待して ゐる 所で あ i \ とぉ八リ發=:今朝ドッす一の 


つて、 H 本 政府は 义國 政府の 

位 廣を完 をに 了解し 會證巧 集 

の檐 をは 直ちに 參加 するど 信 

卡るじ 足る 理由が ある。 

と 述べ、 提畿じ 勤す る乂國 政府 

の 位 おじ 就て は、 

閒 題は 時 巧の 可否 じある が、 

米國 政府は 敢て曾 諮の お 集を 

ま 巧す るので はなく、 ヮ シン 

トン 條 めの 締盟 國 におし 條約 

の 履行 じ 就て 提議を したる じ 

あぎ だ。 

ど 語つ てゐ 私。 

革命 基 歌 

ベ グリン 九日 發 h 第 S 巧闽同 


を 裁が •して® 條じ 直る 罪颇の 

か \ 一 一條け 就 娛不充 かご 鑑定した 

み \ ドツザ^ — は。 シア 賓易委 貫 

ょ， 資し ニ タブ！^ (約 一巧 

二 年 \ 弗) の ボンドを 祕んで 一時 

が繫 マで ある。 


を 宮様 


ろ 


泉 御を 着 

日英の 友證 御力說 

り ンドグ 八日 錢 u 囊じ 郵船を 

社の お 船 答 崎 化 じて マ 瓜 セ 


じ 御上 陸、 爾 滞在中で ある 柬久 

おを 嚴下 及が 近く 經乂御 歸朗の 

朝 香 宮殿す-で 始め 佛围 故府 化を 


支那の 治 外法 權撤廬 が、 を じ 1 

支那を 風靡し つ i ある 排外 思想 
を速か に鎭靜せしめ得る5は事 
質で あるが、 而 かも 本 問題の 影 
響に 就て はお 本 的に 考究を 巧す 
る。 尤も 假 b じ 斯る會 講が開 礎 
された V 」 しても、 現じ 列 强か四 
十三 都 ホ じを b てが 有しつ-" あ 
る 治 外法 權 制度の 即刻 撤廢 をが 
證 する 譯 ではない。 盖し斯 る 制 
度の 廢 とじ 向つ て 最も 必要な も 
のは、 支那に がける 外人の 生か 
及びが 產じ 蟹す る保證 、支那を 
姪の 完全なる わ 政で ある。 がる 
じ 現 巧の 支那 じは、 巧る r とを 保 
部ず る じを る 政府が が 化して ゐ 
なぃ。 

.を那 は 逝去 じがて 數年じ 直る 
巧亂 じ惱ん でむる。 おじ 支那 商 

A 等 も、 をの 商法 どして はを 地 
の 督軍や 軍 隅の 巧 ひつ i ある 威 

脅ず 段の 採用 i なつて ゐ るが、 
往年の 7 シン トン 會議 が、 特削 

委曼會 を 設置して ー ニケ 巧 U 內じ 

治 外法 權の f を 討議す る ょを 

决議 したる じ掛 し、 ぞ那 政府が 

の 調査を ーケ 年後に 延期す る 

やぅ 要請し じのは、 注目 じ 化す 

<：<? 事 あで をつ て、 支那の 國 精は 

到底がる討議を敢てする^が出 

ホな かつた ので あるが、 而 かも 

をのを の國 情は 化 然婚滩 たる 
のが ホい り 

故 じ 支那の 政局を が收 すると 
じがての 最もを 道は、 關稅 改正 
會議 のな 集で ある。 現 巧の 化 京 
政府なる ものは、 朗政 貧弱で ホ 
る爲 めじ 恰 かも 道化 役を の 如き 

ものである。 關巧 引上げょ b 生 

ずる 歲 入は 中央政府 をして、 地 

方督 軍を 抑制す るに をる 軍' 力を 
養成せ しめ 得る ど 化 ハ じ、 現な が 
改 難の 爲 めじ 不穏 か 子の 一部 じ 

數 へ られ\-*ゐる官をや敎員等の 

給料を も支拂 得べ く、 旦つ斯 る 

歲入も 途中で 立が へる 樣 なをは 

く、 確實じ 中央政府 こ 手渡す 

ホ 法 ご 保 記 ごを 必耍 ごする。 お 

ら やん ば關税 の增化 もち 那じ柯 

等の 餘惠 を與 へない のでを る。 

隅稅 のち 收 ど、 治外法権 制 巧 

の 撒 魔は、， 化 ハ-し 支耶 をして 强固 

ホる國を；^^らしめる道を暗示す 

る ものである。 邸 も 列强が 徹底 


I ク • 

的な 期間 巧 じ 治 外な 權 制度の 撒 

廢 をを 約し •關稅 增收の 道を 開 

は、 支那 固 おの 感情を 鎭め 
る ご 同時 じ、 このを 約を 實 施す 
る 上 じ廢も 意義 ある 成果たら 得 
るで あらぅ 0 

傳統 政策へ 

バ八チ モア •ナン 紙社說 
戈那國 技の 國 家な 輿 運動 じ掛 
して、 列强は 支那の 秩序 巧な を 
理由 どして これを 拒んで ゐ る。 
ゎが 乂國 政府が、 をの 巧 統的政 
策 じ 基く、 ぞ那政 おの 獨 立じ對 
しこれが 先 稗 じる i を禱 鶴し つ 
つ ぁるが なな.、 英國 政府が 今 巧 
の提麗 じな 對し てゐ るからで あ 
ると 傳 へられて ゐ るか、 ヮ シン 
ン奴 がが この 反對を 無視し 巧 
強の 態 巧 じ 巧 等 拘束され ないで 
これを 實 現せし むる の 傾向を 示 
しつ i あるは、 巧 等のを どす る 
所で ある。 

ま 孤の 濁 立を 期す る爲 めじ、 
我等が 支那に 何等かの 譲 ホを 放 
てし なければ ならの どい ふ 問題 
じ 辟 面した 場を、 我等は 過 まに 
於け る ご 同じく、 進んで これ 
應 ずべき でぁる。 盖し巧 等が 單 
じ 巧 國 ピ の 厳 見に 迎合す る爲め 
じ斯る 政策を 拾て^ 顧みない ど 
云 ふ ふは、 我等に おして 柯 等の 
利益を 巧へ ない ので ある 


說苑 


木 乃が の 倭. 

十二 階 樓ま人 
淺 草の 靑年佛 敎傅導 食堂で、 
今度 r 鬼 體の木 乃が」 をを 開す る 
どい ふ 最近 日本から ホた 新聞 記 
事を 讀ん だので、 おは 今から 二 
十 年 お前、 英 國を騷 がせた 大英 
博物 おの 木 乃が の 怪談に 就て 書 
' 、< て 見やぅ と 思 ふ。 

をれ は、 西暦 紀元前 千 六な ザ 
頃 テ ー V の 某 寺院の 化 職を 兼て 
ゐた某 王化の 木 乃が の 話で ぁる 
が、 この 木 乃が をが 巧つ た 人々 

は いづれ も 患 もを 裴 つた。 先 づ 

木 乃が 發掘 じ携 つた 人のう も、 

D 氏は 發掘 後數 日を 經 たる 日、 

何な なしに 獵 がを 手に すると、 

をれ が自 なじを 砲して をの 瞄を 


化つ た。 又 某 ごい ふ & をの 年 
じ 破を をして 巧を 巧 じくして 巧 
まし、 お々 氏 も M じ.！^ じ ピスト 
八で を たれて 巧んだ。 殊に 木 乃 
がの 所が ホた る W 氏^ 木 乃が を 
持つ て ヵイ n 巧まで^ る ど、 巧 
守 中 奥 大の財 ホを たで じどい ふ 
報吿 をず なった が、 I 央圃 へ歸っ 
て 間もなく 巧んだ 01 
英 歐へ歸 るな 氏は、 實巧 

の 某氏 夫ん の 許に お 巧 伊を 送つ 
たが、 夫人の 家 じ-! i 其 巧 お々 の 
不幸 かを つた。 ぁ卜椅 、ホ- < は 

バ ッヵト 巧の お 名を お眞師 をょ 

んで木 乃が の蒋 眞^ どつ て 賞つ 

たが、 お 日のを {為^ 師は 顔色を 

變 へて やつて ホ 恐ろしい 事 

寅を 報吿 した。 si れも鞠 极じ手 

を觸れ わを はな 批 のじ、 寫眞じ 

うつ i た 木 乃が^ 顔は、 太き 
眼を むいて、 物 4' ごい 形相を し 

た 生きて ゐる人 皆 顔で あなど' ミ 

ふので ある。 を がをおな く 其の 

寫眞師 は 頓死し じ。 

夫人は 氣ホ •か惡 くな つたので 
兄の W 氏と 相談して 大巧 博物館 
へ 木 乃が を 寄附した が、 をれ を 
迷んだ 人夫の 一人け 次の. 週に 巧 
ら 1 A の 男は 不慮の 災難 じ 
罹つ た。 博物 蒲で も 巧眞を 撮ら 
せ やう どし じが、 巧ず y - みに や 
つて ホた. 為眞師 は、 ホ 線の エを 
が惡 くて、 がの H じ 出 商す、 とど 
した。 所がを の歸 b がけ じ寫眞 
師は 馬車を 降らる 巧 子に 親指を 
がまれ てくだき、 助ず が 家じ歸 
る ど、 子供の 一人が、 ガうス 窓 
じ 頭を 打ちつ け- 大 怪我を した 
かやうな 緣お S 惡い出 巧 事が 
重つ たので、 世間の 人は 木 乃 か 
を 見た r けで も 祟らが ある ど增 
する やう じな つた。 で、 時のを 
巧 アスク キス 氏は、 ん 々の 迷信 
を 破る がた めじ、 宜 をで をの 木 
力が を 見-し 巧く と 云 ひ おした が 
閣僚 達 比 をん なをを すれば きつ 
と內 閣が宠 解す るから ど 言つ て 
稀 力反對 しじので、 さすがの 彼 
も 思 ひ 化つ た。 若し 見 じ 巧つ た 
ら 、今一 S の オック スフ オ！ ド 伯 
じは なれな かつた かも 知れね。 

就中、 氣 ホ か惡 かつ わのは、 
博物館の 看 ザ 連で をる。 ごう- 
う 或る：：：！ 相談して、 水 乃が を柯 
處 かへ しまつて くれる か、 さ 
なく ば辭 職す る ご 申出 わので、 

醉 部は 擒首錢 蔑の 結果、 がかに 
照 物を こしら へて 巧の 中へ 入れ 
本物を 地下 塞 じし まう i どした 
巧して をの 後は 巢 6 の 話 も絕へ 
てし まつた 0 

幾年が の 後、 ァメ 9 力の 某*! 
デブ ト學 をが 脾 物なる をを 見 付 
けたので、 幹部の 人は 己む を 得 
ず 本物を 見せて やつた。 卞る S 
をの ア メタ カ乂 は、 こん 占を 
して 踪< 位なら 賣 つて くれと 言 
ひ おした ので、 相談の 結果 先方 
の 言 ひ 化で 誰つ た a アメブ ヵ 人 
け 喜んで 涼 船 じ賴み 法んだ が、 
をれ が 彼の 巧を な タイ タニ' ック 
でごう 木 乃が は衡船 もろ お 
太 西が の 藻屑 £ なつた。 タ イタ 
ユックの 化んだ の も 或は 木 乃 か 
の 撰 b かも 知れない。 

日本の 木 巧が じは こんな 怪談 
は U いやう であるが、 近頃 化 間 
では 褚談が はやるから、‘ 一寸 お 
慰みまで じ 書いた。 
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巧 洋を地 化 じを 化 
をの 掠 出入 方法に 
隅す る 一切の 街 諮 
巧に 應 じ、 巧 道な 
船 货物速 貸々 出 化 
衆秘お ホが 寶等進 
星す、 重要 都巿じ 
化 巧 巧を ちし 誠 « 
敏速 御用 かじ 應や 

保 験 取扱 


♦書籍 ♦雜誌 ♦新 就 
縱覺 まを 閲 
執務 午が 九 時ょ b 午ち 五が を 

紐靑日 本人 會 

西 五十と 了 目 二 五〇番 
あお チア クグ八 I 九 0 — 九- 
が 留 靑年理 あの 劇 体 

H 本人 靑年會 

一宝. 臺 St . ブ 三重 i さ > 
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麗得 貪乂お U 午な 二 時： 
♦が おを I 
位 蘆を 淪 比な を數か 下町を 十 j 
芭か學 生を 社員 旅 巧を じ 最適 J 
聲解菌 葺雜誌 おが 及を 輔娛輿 1 
5^^隨易ををぁら 1 
巧を 贿を 周旋、 旅ぎ まみ、 を 煤： 
睾莱 調を、 其 他 ガ事柏 巧 稱旋； 一 
等 村 沿を 兄の 巧を を 歡迎す 一 
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U 本 陶谣器 
雑貨 類卸賣 


ザ 元 

フラザ ー ス 


おき 米 西渝ム 
日本人へ のみ 
說敎 巧には ホ 
年の 鮮驗 をが 

す 〇 ー レヴ ス 

ンと 十五 邮 
お H 朝 丸 時ょ 
ら巧化 時を 巧 
时 じても をし 
U 幡 n は 一時 
よ b 四時を 


日本 


ドラィ グ^ — ブ 


商會 


成 巧の 秘訣 


お - . 

j— t 

化 s 

• Is- 
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aMDMB 

II 

備 8 

• w 2 


.米 國式巧 語を 謡す 事 
は 成功の 第一義です 
本校には H 本人 敎授 
じ 慣れた 專巧婦 A を 
嘟ぁ b 懇巧じ 會話通 
信 文 社を 語を を 巧し 
ょす。 日 躍 週 H 共 一 
•午前 化 時ょ b 午後 十 
.畔 まで 開校し ー レツ 
スンと 十牠づ io ネ 
H 直 もじ 來校 あれ- 


す 

H 本な 具 
雑貨 御賣 


を良貿 袁商會 


富 源 が ある MJ ピ氣 候* 水 
力、 雜 山、 森が 等の 調 おが ごれ 
てなる i で產 をが ー ホ じの み 偏 
せ や 一 S を 業が 不お裝 でも 化の 
産 策で 之を 補 ふ ご いふが 態 じを 
龄途 したからで 一地 方が 不景氣 
でも 仙は 巧赏氣 であるが じな つ 
た。 一 乂二四 年の 棉花 產撕は 五 
憶 六十 巧 ホで 米 國を產 額のと を 
の 一 じを つて ゐ る。 化が 南部 じ 
は鐵 はち 望で ないど 云 はれて ゐ 
たが、 を 近の 調査 じょる ご ホ 常 
じ 巧ぶ 城で 米闡製 錫が の 巧 料は 
殆んど 南部から 產 おされ、 な 車 
自動 革 用の が 料は 素 ょら 南部 じ 
は產 業-こい ふを 業は 何でも ある 
が 態で 益々 發谨 しを 業 ホの 中必， 
ごなる の も 遠き 將 ホの i では あ 
るまい り 

大同 電力の 

第二次 外 倩 

千 S 巧 五十 万 弗 成 ホ；' 
.大岡 電力 會 化の 第二み 外谋干 
己冉 五十 巧 弗が 旣じ 契約 終 J し 
時 則を 兒て米 网市壌 じ 賣單ぇ 
は 本紙の 旣敬 しじ 處 であ <六，、 
愈々 まる 九日を U て デ 曰' ニ ザ 
! ド商會 、ボラン テ I 巧會 "'一-一 

リス •フ ォ） ブス 商會 、ボン ブ 

ラィト 商會 等が 引受が 曲 ごな b 
第一 担保 化 千 S をぶ + 万を 償 
還 期限 千九岛 五十 年、 が 率 年 六 
ホす 雁、 賣出懼 格 八十み 龍；、 巧 
迴 b と步 とが 五毛で ボ衡 L ; 賣ぉ 
を 開始した。 

濛洲 政府の/甲 

新 外 倩處杳 

二 億 巧を 英ホ がを 担 
.ホ闕 艦隊 山濛 洲自； 伯領 訪問 ど 

おじ ホ题 資本家が 5^ 中で ある 

i は旣 報した 處 でんる が、 自治 

颁段府 は 今回 一億 一： す 巧 破のを 

橫 償還を 機會 ごして 木 阔ボ踞 じ 

外 償を 慕 集す もの 去 奪を 英國 を 

府じ 洩らし、 巧 威み 裔も 么じ內 

諾を 巧へ たので 先椒 巧モグ ボン 

商會 どお談 中で あな じが、 をく 

當地 じがて】 億 乱-、，" ン ドン じ 

於て 一億 兜を 計 二黨 巧のを 債を 

發が する； どなら！ 下 巧 か 一巧 

をを 渉 中で あるが/が 况 の如柯 

じよ' ら ては 今後 自巧領 の 產業貿 

易 貸 峭も成 ホす る 一 じあら う。 


最近の 日銀 帳が 

を姆券 發巧甚 +1 一億 一 一千ー ニ 巧 

ち 千 W 、 制限 外 お 巧 四千 一二 国 二 

乃 五 千 川、 貸 ぉ 二 億と 千 だと 十 

化 巧 n 千のに しで n 1 八潛 U 物 

は I 俊 四语ょ b _ 錢五屈 お 毛を 

哨 へて むる 0 一 

願 稅剩矣 金充當 

大藏 省に ては W 稅 整理 じょら 

約 S で 巧阳增 がのを 込みで 之を 

W て 營業稱 、徽物 親の 輕 お 义は 

疆化 じ充 つる 巧で ある。 

日銀 第 一 一回 利 下 

日銀の 第二 凹 利下げは 于蘭盐 

過ぎ 頃 U らん ごの 說が髙 い。 

鮮銀 支店 畏交迭 

乂化 山が 蘇 巧は 朝鮮が わ大阪 

支化提 どなら 藤を ぶ 一氏は 大述 

ち 巧畏じ 倉當钩 に：；！ 神戶ち 化ち 

ごな つた 。 上 九り 發 


窗な じょ >當 をの 閒 

診察 

午後と 時！ 九 時 
H 曜は前 巧 願 上 お 

け^ま お焼彌 



午後 一二 時 よら 六 時 
日曜は 前約 相 願 巧 


ドク ト八 

烏 見豊彥 


齒利醫 

▼診察 時間 A 
每日 ( H 曜を 除く} 
午前 义時 よ-ち 
午 德五時 ザ 
氷罐 午前 九が 一 
午後 一时 


鐵科馨 

U 额式無 揃ぉ燦 = 
多年の 經驗 をな て 
り^本人諸おは特じ 
て窜 懇切に 施術す 

トバマ — チン 


Dr . 夕 whish む夕 D . P S . 

133 W . 7害 St . ジ ー. 星 ist 二ち 2 

ilS 制 .S 出 ハ 戶良二 

宮 午が 九 時 革. 十二時 
自 午を 一が ま 五 時 


則 l!i 

沁 がみ f 

L 也 h の 

巧 篇 W 

了 叩ぶ 

9 苗 W 

化 做 L 
〇 .む Si 
T 州 5 化 

-8 

S 


B 揉 療治 

西 巧 式 マッサ I ジ 

U 本式 巧が— 按瞄 

神經搞 ブ ゥ マチス 

打 身 骨ぅ づき 一 お 
腰 啸み筑 違 ひ 
が 化諸掩 が 療治の 御 
蒂 めに おじ 御带 詔み 
第 御 家庭 义はホ テグ 
に 出 娘 親切 じ 治 旗 中 
上ます。 前約の 方は 
午後 一二が ょも 自 をに 
て 施術いた しまず。 

I ち i 津輕 東洋 

巧が と 十九 T 扫 ぶま 

電話 ブ乂 オース 五を 一一 


診察 時閒 

午前 化が！十時 
午後 六げ一 八 時 

パ^ ホ栗難三 

化育が フラプ ー お院 
菊 五 街 病院 勤な 

武ボ コンパ ランド 

病な 勤を 


診察 時間 

午を 零 崎 ザ U — 二 時半 
午後 六 時：：：： 化 持 
愛知 醫學 ± 

バ r 巖本谨 一 

を儉比 亞大學 ぶび 
グダ ラン 病院 勤務 
日 躍は 前約 願 上 候 


i 親 揉治纔 

：= 氷 及び 電氣 婚療 n 
來る乂 巧 か H よら 憑 
張 ゆ 目的 じて 一時 夏 
期 化 棠比お 
銜ほ 再開の 節は 新進 _ 
の 設滿を 0 て 治療に 
應じ をし 候 . 

紐 育瑞典 フィ ジオン ラ 

ビ！ 學院 卒業 

が 肯メデ カが ジム 及 マ 
ツサ ー ジ感曾 お 爵員 

を 認西衬 幸 男 


侮 《曜ぶ± 腿 午後 
が關は 前約の 事 

カイロ フラ タタ 1 

橫矢重 孝 


日本、 支那 寶 玉製芙 
術 お、 婦人 用 首 飾 其 
他 裝締お 

岡島訂 r ァが 

高等 お 術お修 澄、 

首 飾 品、 ストリング 
H 本 服 裁縫 


葬 洋服 巧 


日本 
洋服 巧 


時阳 信が 郎 
化 本が 


巧 五十 一 一 1 T 目 

ニニ ニー 

が 藤 
洋服 巧 


ぶ凉ホ 丸；- 內ピか デン グー ー階 ニニ 0 塵 

總賴丸 山 洋服 屬會 


本社 裳泰辖 電展髓 


觀 

が 

な- 

WN 
§1 
な I 

编 


自す帮 人 かを ホみ みお 巧 

を夕そ少屢み一み みが^^ 

クオ ザん •す ル シンが が 巧 刻 引 
し 7 J ド.； ミん トンが 計 を劍列 
が齊 化' 念 恩 黄が ろ刹刮 
霞ぶ ぶ 在‘ が属 ふみ 刻 立を 
鴻ネず ふが も‘ が 筆 夕 割引 

麵始 嫌の 瓜乂 

>巧|* ゲ r ドち 八 ニニ 


ぶ 


d 


メ） シー はが 育 致 火の •み パ！ トメ ントが 化で あ 
らます。 巧ら しいみ 降槐ど エス々 ンター は嗔澗 
な 化 内 じがけ るを 巧の わ 貫 物 じ化宜 S 渝 かどを 
巧へ て ゐま卞 

化巧で二巧するらの.；：^らばメーシ1では- 
巧 八十 八 仙 或は をれ W 下で 買へ る i を どぅ 
ぞ御 記憶 下さい 

扫 本へ 御が 物を お送ら じ。 b たい 節 又は 御 質 物 
に 隙して 御用の 法を は パ ー ソナ八 ショ ッ ビング 
ビュー"—をゎ詞ゎ下クぃ、 规切じ御化ぉを計 

»0 


0 巧 ■巧 巧 ZJ - 巧 C 巧 CYi \ 

呈 I 夏ち ち TO 巧 

这7 呈 h 4さ. N 置 r た 互 St . 

ぎ 法 urr さ 書 2791 ぎ om 7 苦 

ぃ t 古な 謙 次 

巧、 水、 を、 午後 二 時よ b 六が 
迄、 み 化は 前約-— 願 ひまず 


t 村 瀬九廊 

萬 Lexington Ave . N , Y . 呈 y 
す t . 12 害 & 2 ゴ h Mis 
1己.. Ma を i ぶ. 贪二 - s ち 


JOIKIOH - OOC 巧 一, M . D . 

二1 至を 臺 St . す 三 ork 
Tel . Riversiii こご 3 4 .ジ置 ー ミ 養 萬 

.兴ク な巧 午前 九 時！ 午後 一 時 
妻 舅 午後 六 時！ 午 お 化 時 

U 曜 午前 九 時 1 午 お 四時 

ドク ト "ノか 莱乘ま 


齒科醫 木 下义市 

W 1 古 W.lllth Si . 

Tel . Ms ョ ま 二 里 7 


仏が お卸資 

五味 商會 

W E . 17 す芭こ N . Y . 呈 y 

Tei . S 是 vesant 3745 



正直 ど 親切 どを 旨 w し確實 
信用 ある 巧な を捣 選し 

特別 廉 俄で 販賣 致します 

ゥォグ サム、 エ瓜 デン 四辩引 

舆 ぉょ L て 一二 割引 

指輪 鎖 其を 齋並 じ寶石 類】 切 

パ、、、 グ トン 時計、 パプ — ドィ 

リノ ィマげ 針、 を補廣 時計 

ゥォ 1 夕 1 マン お 年 拳 

王バ シャ！ プ豁筆 

純が お 並に 銀器 一切 

御歸 朝の 御 ± ま 一切 

時 則の 修縷 はが 險付 じて 確實 

じ 石 川 自身が 致します 

が 育ボ西 四十 IIT 目 四と を 

凹 四 己 号を (五 街と 六 巧 間) 

巧 川岸 商會 

電 .誌 ペン シ八バ こァお I ニニ 九 

Iwfikpw ザ 巧 ishi 120. 47 w -42 nd で- 


大 

化 

十 

四 

ホ 

屯 

月 




投資 ミしての 株 ご 償 券 品】 

安を む 双方 投資 策. 

俊 劣は お廚を 源の 大小に 關係 


4-! 

曜 

曰 


规 


裔 


新 

ま 


带 

- 

干 

百 

お 


八 

就 


「巧に 處 みな 巧を 巧は 媛を じを 
沒ょ b も遙 かにみ 巧 わを. > W L 
ふ 渚 論 にがては なじ 適當 U 回答 
を おへる ふは 出 ホ U い〇 フキ ツ 
シャ ー お 巧 も 述べて むる 如 < 

株券 所有 おの 位 おは 損 

巧の 规 n にも 立脚 I て ゐるも S 

であつ て、 化 化な おも 的る のは 

^ 多くの 人が 利 巧の みに 眼を なぎ 
-お义 の 巧を じ 就て をな を 柳は。 

いごい ふろで ある。 なに 小 資本 

を 持つ 後家？ ん がわ & ど 化を し 

て、 ぶし ホ ご 人^ 五 ホ 利が の 媛 

秀 い* 巧 巧に 投寶 する G らば 元を 

の 安を は 素 ょらを 側の 阿 定利モ 

收入 にょ b て么 をを 孔搜 中に 繰 

入れる ミが 化 ホる どが 時に、 筒 

巧で 巧 失を 招いた ごしても 斯る 

おを は 株 巧 じ 比し おめ て鈔 ない 

ので ある。 化 夫人の 立 煤から な 

れば巧 お 株券 投資は 長 巧な 利益 

を 生む じ 相違ない が、 斯 る肖險 

じ耐へ 得る 資本かない から 

: 自然 償 券 L ずを 染めた 

譯 でる つて、 刺 得の 大小 どい ふ 

なから いふなら ば 居额の 利益を 

巧むか つたろは不幸じ相違；；<.い 

けれで も 掌ち は细 M どもな し 難 

い。 普から をはを を 化む どい ふ 

耳萊も あるが、 巧實じ 於て をの 

ゐる おは a リ經巧 的た b 得る も 

ので ある。 低廉 U を 期 株を は摇 

濟ご いふ 点から 見ても 遙 かじ 利 

益は あるが、 而 かも 斯 くの 如き 

はを 本の 豐 なな 人 じょ b ての み 

始 わて なし？ 付る^ である。 をれ 

V 柯 時じナ ヤンスを どつ て其懊 

中を 益々 肥や一 巧る の も 實本あ 

つての 儲けで あつて、 巧し 予が 

一を の パ 給 t 家族を 巧 助す る 巧 

なをが するど M 時 广夕少 の胖み 

を 巧 用し なる ものである どず る 

ならば、 其貯 をを 

斯 ろ罔輸 の。 巧に 投資 

してが 族 S お ホを をす はな J は 

出來；；* い か らなが安垂むもの じ 

活用す ろごい ふ i ' 。 る。 斯 く 

云へ ぶ どて か L て 巧を か 投資の 

卜 ，に不 が 益で ある どい ふ i を 息 

ホす る もので U く、 株券 投資が 

度 秀で ある どい ふみ じ 就ても 帥 

邱な說 は ある。 株よ は 疑 ひらな 

く 其 お 社の お 巧 じょる 余 あにが 

する i が ホ ホる もので あら、 巧 

ィ ン フ レ J シ 3 ンミの煤を么を 

化誰する？；$,おホる。 換言すれ 

ば 巧 まは が 人 自身が おがを ぶじ 

從率 してなる 巧；： •■もので あつて 

毎 装が 繫 がすれば お 所 おも 增加 

する ので ある。 乍が 化 貴み が 其 

黄虚 のを 部を がげ て 株を におを 

する ごい ふ i はかして 合理的で 

は。 い。 普 姐 人の が 游は化 イタ 

をな ものに 投 巧すべき でんら、 

「巧を」 ド' いふ 2 は 

ホ乂 的な も 5 で みら G 

ければ U ら 化。 故 じ 巧な のをを 

が 巧 加した る 後が めて 巧堪 にが 

ける 巧 的と 利迴 b み ホい ものに 

ずを み， じべき であつ て、 化 b じ 

成る 人が 資出化 化儿卜 が、 ぶ ホ 

利が 社な を 二 神 瓶 求めた どして 


おが 姻ら 4五ホ ぶ .川 ご 4^*6 お じ 

ぉぉ ffi 化 九十が、 と ホ 利かみ 巧 

券： i ： 株を 求めた どして：^ 利姻も 

は 六 ホ 六 姐、 を 般を姐 じて 六步 

强の平 わ ど；^ る。' 即 も 化 人け 確 

ち。 社 巧の 村 ホで みるくが じな 

巧 巧は おし 向 社のを おが 態が な 
巧 でんる た* らば、 K を も あし ホ 

慨 もが 騰 して 自化 利益を お 進す 
る。 间 時に 此种の 投資は を理的 
とつ 凹を 的な がすの 收 人で なを 
礎を 築いて ゐ るから 利 巧を 巧す 
る 城を はか 論 

方 一 損失 しね 際 じ も 敗 

て 狼 紙ず る 必要がない だけの 単 

俯が 繼 つて & る。 かじ 一般 投資 

象 ごして は 其 孰れに も 偏せ や窜 

ろ巧ろをが用する；が得巧であ 

つて、 憤 券は 株勞 程に 其 所を 者 

を惱 ます 巧 巧は 巧い けれで も而 

かも 巧よ b なやる が 得の おおは 

厚い。 一例を 孽 ぐれ ぱ囊 じ破產 

した シカゴ •''、八 ゥォ！ キ •聖ボ 

—八 絲道會 社の 巧 巧を 其は ない 

でか 化が 社 償に 投資した 人は 基 

だ 機を t あるが、 ザが ベ グ笔話 

會化 のせ 憤を ホめ たるに 反して 

こが 巧额 のをを 间會 社の 普通株 

じ 投資した £ すれば 乙の 巧 動は 

3 リ 賢明 でんる。 故に 最善の 方 

なは なまね る ど 共 じ 債券が ち 者 

たる i である」 云々。 〔完】 

淸酒麥 酒 砂糖 

專 賣調查 

' 大藤當 局が 若手 

乂藏 おは 税制 整理 じ細聯 して 

專贷制 巧の な 善ぶ び 新た じ專賣 

品と ずべき な 目 じ掛 して 具 化み 

調 巧を 進めつ i ある. か、 專質お 

じ 適 常む もの どして 扫 T 調査 中 

のらのは 似概 、酒、 巧 酒、 マッ 

チ、 茶 等で ある。 大藏省 調 巧み 

結果 r よる ど 茶ぶ び マッ チは 碑 

邮の 点で が妈品 £ しては 不適 當 

で 寧ろ 規 がの 儘 

民營 こする ホ だが 费 まに 

おしても 利益 あら、 結局 右の 中 

巧 論 上專黃 おどして 最も 適當で 

ある ど 妊ら れて むる ものは 酉、 

が 酒、 炒概め S お 袖で ぁる。 之 

じ掛 して 

1 、 實巧 おして 可能。 b や 

二、 巧し 官營ピ ずる 時は 幾柯の 

資金を 必巧 どす るか 

S 、 を資 をじ充 つべき が 源の な 

出力を 如何 

四、 是 をを 專賣 おじ 認定す る时 

幾； i ： のが 益を 擧げ符 るか 

等の 諸 点じが て 調を 硏究 する； 

どな 0 て & る お、 义化 じがて 之 

じがす を 大藏當 局^ 意嚮は 漁 要 

ホの かし 

淸酒 排論 上み 資お どして 

を も 適を；；？ る も實巧 上よ ら省究 

す ^ ば I 、 敵を 化が か敞 して 統 

-が中 じ倘雜 でみ る 二、 腐败し 

あ <貯 がに 脚 難で ある 一二、 酸を 一 

枯則 •か大 かじ 化て 夕季ど 限らい 

てムる W 、 お 收 - s -^ る じ 巨 搁の資 j 

をを 巧す る お、 化 化は 閒 からの j 


な勒が 多い ........ まの a おじて 之 

を官を ごする ふじ 困 巧な 事 巧が 
ある。 ーモ 収入 上の 關係 よも 見 
て も 化 b じを 巧の 資 をを 投じて 
之を 官をど するど も、 巧して 現 
がの 语稅收 入 一位 义で六 百ガ川 
(十の 年 巧豫算 )0 上 じ 多くの 益 
をを 收め 得る かは 甚だ 疑 閒 であ 
つて、 今 口では 酒を 海 貴 おごす 
る 主は 化 づ簡巧 阳錐 である ごさ 
れてゐ る 0 

一、 製造 會 社が 比較 
的 少数で 而も 集中して ゐる 二、 
機械 製を で官營 どす る じは 適當 
でぁる 111、 會 社の 買 收餐も 約 二 
己 億 W あれぶ 出 ホる ......： どい ふ 

諸 点よ， CN 之を 官營 ごする をは 比 
較的實 巧 巧 能で ある ど 見られて 
ゐる〇 

宮營に 就て は 現 巧を 
製糖 會 虹が 相當の 利益を 收 めて 
ゐ るので 之を 官營 どす るには 買 
收费 ごして 約 六 億 山を 要ず る 見 
みで あるが、 おしか 財源 さへ あ 
れば實 巧 上がら 見ても 比軟 的を 
易で あるから 今日 S をでは 專 .賣 
はお 望 どされ てゐ る。 大藏 省の 
專贊制 巧に おする 調奄は 專資も 
實質上 1 稱の 消豐 稅で稅 制繫理 
じ 伴 ふて 當然 調疫 をめ 要と する 
もので あら、 歲乂關 なじ 於で も 

巧し 親 制 整理の 結果が 收を來 す 

場を じがて は 巧び 財政 整理を 斷 

巧せ ざ & 限 b 、 歲み 不足 補塡の 

方法 ご I ては 專賣 事業を 媳 張し 

て專賣 益金の 增收 じ俟つ 外に 途 

はない どの 趣旨に おでた もので 

あるから、 先 づ大藏 省 じがて を 

ち 案を 作成し 稅制 整理 じ關 する 

調杳 が濟ん だを 之を 穂 制 調杳曾 

じ附茹 して 其 体 的 かまを 巧る 绪 

であるり 

産業の 中 也が 

南部へ 移動 

米國最 巧の 新 傾向 

過 ま 六十 年間 米闕 南部 諸 州の 

產業 巧は をく 他 州 どの 競 爭の中 

必 地で あつたが、 遂じ棉 化を ま 

ごする 農業と エ莱 にがて 勝利を 

得る 能け ざ り しも 他の 虚業の 發 

達でエ業の中必地ど£?らつ^あ 

る。 化 六十 年間に 賊爭は 幾 巧 か 

好 教氣ご 不致氣 を 導いた けれ 共 

遂に 經濟 組織け 確立 さる i じ 至 

つたが、 之が 確 ホを じは 夕數資 

本家の 新陳代謝を をむ。 も ホ 南 

部 諸 州の 產 業け 

棉花 を 中 也 どして ゐ たの 

で 綿糸 製造業を は 一 じ 棉花 扣収 

權如 柯じ賴 b 、 をれ じが 機械の 

發连 じがれ て 競 巧 激甚なら しれ 

め 資本 あじ 一を の 方 かを 與へざ 

らしのみ；^らすエ業的經濟紐織 

がぶ 定し なかつ じ。 然る じ 最近 

棉花が 媒 のかの エ おと 農業が お 

连し 今を^ 如く 單じ掘 花の みで 

南部の 經濟 がが 支配され^ ょい 操 

じ U ら 、是 等を 業 巧の な 產は最 

巧 棉花の 約 六 巧 じを して ゐ る。 

巧 部 十六 州は 昨年の 米閣 農産物 

及び 家 萬の 化 八％ を產 出す る狀 

おで みら、 機 道は 是 等のを 業を 

中瓜ピ して 化 本 資本の 投資を 得 

てを 巧を 通は 急速な を 連を 遂げ 

つ i ある。 が' ためじ 經濟 ホは 非 

常。 獲 化を 巧して むる か 化 お 逢 

は自 がの 
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New York C な y 
Tel. おが nt 348Q-34K1 - 一一 
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Tel. Sus が e わ nna 2Sf6 


Toyo Kwan 

41 ち IS •吨 Si 
B ei. B‘way る が r わ e, 

Tel. Stuyyef^nt 8798 


The Tokyo Oo. 

140 W. 扣化 お . 
New む rk City 
Tei. Trafalgar 6553 


SilOlWAYAMA 郎 . 

114 E. が かみ . 
New York City 



oMiy&Ko, 

340 W . が 比 St. 

Telephone: 
Columbus 8882 


Japanese TTe 泣 lioom 

18 の 巧 な r が U. W. 

Tel. Franklin 1577 


WISTARIA 

の郎 わ oadw が 
at 巧 Mh な . 

Near Subway Station 

! 巧で がそ 愚を 
! のす 51 冥 年 

i 巧、 挫 ; 化を y 
'! を 巧な^ 蒙 本 
; 賊卒； つ 全 

が 仙ミ囊 

i 夕が J i ょを •るの 

1 光 醉 

YOUNG CHINA 

3140 Broadway 

4 お Qcks South d 

125ih B'way Subway 

Duey Pang's 

RESTAURANT 

459 を 加む も 
お t 27 指 -2 お li お S. 

City Hall Tea Gaden 

170 Nassau St. むか 

Nsjct ゎ the Tribune Bldg 
し oo し in Manager 

Beem Nom Low 

474-6th Ave. 

Bet. 28tb-29 比 St. 

幫 S ne>M 

別 u 理 御料 

じ 本を にを 嗜 を 
槪人 巧 1 提が構 
迎諸 供に 選 
しお ザ し 適し 

掌が 漂 

U を 

歓 す 彭瓣 

1 薑碑 淺 ^ 
&君端 料 

し 1 縷理 

紙ず や 陆の出 
上 變ぺ會 御 勤 が 

御 ゎく 席 疲の司 i 担 
案 引 おの 利 方巧廳 

苗 墓- 間 嚮搞を — 

上 度 ホ じへ 畫 .蓮が i 
慎な 相 應巧飯 

午 午 巧支英 
前前 油那み 
ホ 十け じ 
時時 巧 巧 し 

- 4 音韻 S — 一 

題樓 


日本食 料 お、 H 巧 お 
並し 新刊 害籍類 一切 

片懒 兄弟 商會 

ながな 抵满巧 巧 化 便船 じて 巧* 
，化 較閒 な々 御用 命の お 本が 上 侯 


御料 理錄鼓 

太 巧 

養 词每日 ありぇす 


打抓嘛 || 雙油辭 縫 讀 極上 白米 

a WIT 案 II 食料品 &穀 gg 

が 田 进浊巧 ホ 會お 巧が 一手資 搁 巧、’ 

目 本 食料 晶糜會 



會お 御料 雖 

勇群镇 


円本 食が おお 及び 雜貨頰 卸小資 

I .ノラ ザ 会 熟 桑 山商會 

が. 巧 蕃籍雜 誌 小锁物 口 用品を 香 


U 本を 巧な、 化货 
畜 な、 雑を、 新聞 

な話气が"^^，バ 東を商會 

^ 貨グ ー ム 、自 巧の 废 あわ 


茜 六十 五 了 目な® 十六 蕃 

一力 旅館 大橋 

軍 話よ ンデ 3 ット八 ホ ー 〇 

擲 下宿 

自曲亭 

苦 Sands S 产 B 養 k 言- N . Y - 
ぎブ ー 臺 e 7475 


中が 埋髮巧 

中が 萬藏 
ゴ W •君 th St . N . y . 覃べ 
呈 . Coiumbus Ave . & G さす al Park W 泛 i 


目 本埋 髮舘淸 

巧を 洗髮の 設備 あら 巧 速 T 事を 
旨 ごし 精々 勉强 致します 
西 四十 111 T 目 だを 地 一二 目 六 お ま 

タップ フロア r 第み 街 i 四十 tllT 目ち) 


宮川 事務所 

持績的 瘡圃の 同胞 じ 的確なる 磯 
業を 闽旋 します。 . 

た ち n 另 二ぶ I " 品 ミち 
一呂 去. おす SI . N . y . G . 

ぎ 3 il 778? 9 空 8 


目 

お 

桂 

一を 

琴 


電話 プラィア ント 
八 〇と乂 1 八 八と S 
H 幡 & びが 間は 
ケロッグ 00 四 四 

妍 tw 持 長 

截巧 力* 

が 脊巿西 四十 四 T 目 
一二 下 一一 八を 
三階) 


支 巧 

147 百 ar 呈 ont Ave . B 己 falo , N . Y . 
ぎ 田を elM 皇 M 
ま 任 五 rs . F . K . ジ す 
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電、 ？ レムと 一四 瓦 
話- ム四 四乂八 

國ホホ I ム 

レノックス 

Y が’ じ ’ A / 隣リ 


尋れ人 

巧 城 寺 巧 武始が お 內滕ぉ <耶一 
朝鮮人 巧秉み 宮城 大お 惡化酱 
鹿 弦鸠鹤 义淸宮 お八 鸠 傑し 郎 
愛知を 川 良 衛靜岡 笛' 厮 をん 助 
沖繩 玉が 剌德 お 川 鹽みホ 造 
巧 京礙旧 精一 熊 本茵が 
石 川 江 藤を 吉 愛知 一二 摇 
鹿 斑 島 貞 なみ 

を 川 縣人多 田 か 一二郎を 巧 某 

ちのを じ述 かを 废き 儀ち 么 

痕陆 本人 巧く は 知人 よら 現 

化巧袍 通知 願 上 お 

紐 育 帝闕 總 領事 严 

1 置で S を 3 す* さ rk 百で 


里^ ^ i 會席御 料理 

g 屬 i 


並に ずさ冀 



窠？ 悄 

街け 一目 
ご诚 


Nn 

111 

H 

S 


W が 

n Y む 

が W 皆 

r e ^ 
G N ^ 

> 加 


〇 


御 料理 

芳の家 

壽 司、 媛 蒲燒每 R お 9 ます _ 



G { が 胶蒲燒 壽巧御 化かし 

化齡巧 j 日 唯な 日 巧拙 も狗巧 かじが じ 巧 

側纖 i I 會龐御 料理 

刮^^| •蔚等 御 下な 

T - な 玉ぶ 一 


支 那 I 

料理；；； 一巧 

ホ廳あ 園で 永を 御を 强を をけ 
-し たを 文で 御 逆い ます 



H 本に 住 A 、 日本語 
を 話し、 巧 様の が嗜 
好に 適する 御 料理を 調進を 巧 

- J 度 エン* ゴ^ — タァの ドです 


な 


^ W 1 寸 

5 $ 


ん •帥 

W m 
7 U 

2 "S 

3 C 


ぷ 


御巧當 ホび じ 
御 家庭 支出し 
御 下宿 

後藤 

壽 司、； 提蒲燒 
每 H 島ち ます 


▼111德=淸 お、 親切、 氣樂 ▲ 

勢 州 館 篇ま熊 野 

ま 巧が 勢 事 お 义巧 を 作 

授 5 E ■器を Street 

Tel . R な ミニ 芭 9 


電話 ンキ シン トン 四 八击五 

若 旧 旅館 

東 十五 了 目 1 1: 白を 


^ 化 M 

X UU 7 
パ e 
e ^ 
y 巧が 
0 1 

2 d £ 
s 6 〇 

w w M 
KIT 


御旅 舘 河 添 


削がぶ 並に 御旅 舘 

ご 1 


® 佐 野な 弟 

紐 脊ホ西 八十 八 T 肖 S な 十 I 二を 


あ 語- 


.ス クイ ラ 1 おん ニニ 


わ 

0 

司 

\)/ 

水 

H 

庵 


華盛頓 

わざ.； 

目 本料埋 

を じ 御旅 舘 


已. ^トバ 市 

NP 旅舘 

W 06- 穿 h Ave - wo . wea 吉夕 Wash . 

停車 煤 前述 おへ 二 T 化侧 《階 建 
H 本 巧 船が 巧 化 巧 泌戶場 送迎 

藤 弗 旅館 支店 

4 沒 say 日 ミみ A さ： 
weattie. Wash • 

日本 巧 激船切 巧 御中 込に 應じ 
萬 事 御 便を じ 御 取扱 ひ 中 トー 侯 

を 巧 ホ テ 火 

▼日本が 巧 巧 (別間 ぁ •り) 

みを々 リホ瓜 三 ア街ム ハ ー ニ 
電話 カネ！ 一八 一六 

口 i サン ゼ ルス 地 ホの 御 
巧 巧には 设 善の 御 便宜を 計ら 升 


グが 


ホ テ 火 

羅巧 ぉじが ける 岡胞經 營中最 
新 ま 廣等ホ テグで あ b ます 
羅 がま 一 街 一二 化 半 
ES 「ダ アン ダ ィキと 六 お 九 
電 堅， タツ カ丄 一至 ハ 1,1 

貸 宮動車 (お 野) 

羅が 名所 御觀 光には を も 構迪し 
U ドライバ！ が 御 案內中 上ます 


ボストン 案 巧 

貸を 動 率 業 河 西 
諸を 跡、 大學 校、 H 傷 巧 化 一般の 
紹介 及び 通 辯 もします 
ジ三 ac 喜 二 7 基 


Roo ヨ 30 
70 Batavia St. 


ボストン ホ 

富 ± 旅館 大浦末 松 

1 ち妄養 ster St. Boston Mass. 
TeL Back 查 8770 


紐 育旅鑑 B キぁ み郎 

お 四十 T 目 二 四二需 

妄 Ga 夏 onia 芭 74 


御 下宿 鴨ホ乂 

47 で ospect Place 

bei.lst • ぎ d live. 瓦 i M2nd Si 

Tel’ M ミ ray Hill 2958 


煎 餅 卸、 小賣 
を 腐油揚 
円本 食料品 一切' 

ZMJin ご S 6 I ^ lco 广 akc 广〇 • 

萬 二 hird Ave._ 

Tel. Plaza 5218 


極上の 魚類 

季節の 新が の 魚貝類 お 巧 山 揃つ 

て賽 らまず から 街賞陳 下さい。 

ァピ 々口 魚 店 

芭 すぶ rd St- Tei. でぎ 己 in を 岩 

新鮮 魚 か 一切 

H 本人 向きの 生魚 巧 山 取 b 揃 へ 

時 别廉圾 で 大勉强 致します 

サゲォ ナ魚店 

iosoph wavo ヴ a 

援 4 w . 61 st St . 

ジー " oolllsbus 2 技 


乂 

h 

十 

四 

年 

屯 

巧 


鱗の 應化 巧が 巧ら した 

矢 島 刀自の 戀愛話 

死 也 i で 秘めむ 破婚 .こ戀 のを 就 


円 


h 

帶 

曰 


「死んだ 矢む 化す一 け W 十歲山 
時化 じが めら れじ錢 巧が あつて 
罪のイを化んだ；かある；.」 ど 
は 巧んだ 刀自の 轉の 甥で もり、 
丰素 仲が 巧-〜 むい ど 博 へられて 

ゐゎ 著述家 

徳當蘆 化 氏ん 述べた 言 

葉で ある。 當時来 京 特電 ごして 

.米國 じら 衞單じ 巧 へられた が、 

最近が ホした 本社 おを 特 悟に 口 

く 六月 十六 U の 午後 東 巧 お 

外で 川 化 平な 村の 盛 化 氏を 訪れ 

る だ 巧は ホ だ 矢 岛乃自 逝 ま si 

を 柯じも 知ら U いで ゐた 「ィャ 

- もぅ 知らして 巧 てらむ きまず ま 

I いし、 葬 巧に も剧 します まいが 

I 年 じは 不 おはない ごして'^ 併し 

-巧 しい i をし ました」 ど 訪る巧 

の必 はみ 鉛 じ ら 3 が 豁じ游 

かれて りくの が あち-''-- ど 請め 

た。 をして 邀化 氏の 炭に なれた 

^ 柿々 の 化 出が 懐かし さぅ じ 能 6 

:結 けられた 0 『大お 十-年 十ち 下 

一句の をで しじが、 化み 夫 細は 

; 十年一^^り でが巧のがを 

哉い K のが 姑が ご らました。 

其がの；、 旣にぶじゐた叔ゅは 

「到頭 ホた ね」 とずを 打つ て大悅 

びで な 速を 歓が I て吳れ ました 


む 

扭 

を 

S 

巧 

巧 

が 

巧 

で 

m 


第 

一 

千 

:円 

K 


八 

號 


か、 をれ は をれ にら 勝 t , 兹 つた 
人の 悅 びでした。 さう して 當が 
おが 當 いて & た叔 巧の 姉が 崎 順 
子愧 のが 巧を 賞 ひじ ホ じんだら 
うどい ふので す。 處 がな 共の 珍 
らしい 巧 閒の目 的は 大變な 違 ひ 
なんでず。 巧 も かも ぶちまけて 
了は だければ 刺ら 扫 2 です が、 
叔巧 をして 叔母の 尊い 化 事の 上 
じ眞 じを 必 して 確つ からど 御く 
をの 出 來る瞭 じ、 云は r を 化を 
を <僞ら のない 明る，： おで 送る 

i の 出 ホる 檢じ さう した 必 

からの 要ボに 雕られ てが つたの 
でした 0 

が 巧には。 お S 化 命と 

はを り •し 懸け離れた 二つの 秘密 

が あつたの です。 一つは 一二 巧 目 

の 妻 どして 嫁いだ が 家で、 ホ 人 

の 大酒 ど 虐待が 巧 肉で 幼い 娘を 

抱へ て ホ A を 的 まつた が、 ぷ娘 
はぶ 人の 後 今 巧は なお じを 人に 
棄 てらむ たとい ふ 1。 々一つは 

がみを 逃む て 上な 後 四十の 身を 

らで戀 愛 事 仲を おし 女な を 儲け 

たが、 化を 流 f おひで 巧て たお 

娘が 或る 化 帥に 嫁いて から 不萬 

をして ホ 家を 追 ひ 出さ n 今は 巧 

んで & ない ごい ふ；... …： r 叔ず 

さん 如 死： 2 前 じ 一切の 秘密を 自 


なしなければ なら 《」 ど 化は 云 
つたので した。 「遂に ホた」 ど 手 
を 打つ て悅 A だが 巧の、 む* しは お 
して どう 嚮 いむで せう か、 寂し 
さう まなざしの 中で 「さう し 
た 秘密を かつて 下さつ む； を 威 
謝しまず、 併し 化の； はお 自身 
で適當 に處理 します から」 ご 
キブ •'ノリ 云 ひ 放たれを 
れき b 別； i て締 b ましたが、 斯 
< も人關 的で 而 かも 女性的な が 
巧 の 過失 (？) が あからさま じさ 
れ る； じ よ つ て で んな じ叔巧が 
立派になら乂きいんじ^^り得る 
かを 考へ ては 度々 胸を 跳ら せて 
むた のです が、 ッヒぞ が 巧は 栽 
の必 持を 理解して 吳れ なかつ た 
らしい。 今 巧の 死を 機じ叔 巧が 
巧 かの 處理 をして ゐ るか どうか 
お レは 大 なる 期が じ 外なら ねの 
です。 由 ホ叔巧 ごな ごが 化 敵の 
仲の 樣化 間に 傳 へら かて ゐ るが 
をれ はらの {見方 どい ふ もので 
混には 却つ て 

敕 巧の 如 がょく おも 叔 

巧を 考へ ては 常に 眞劍 じなら ざ 
るを 得な かつた。 をれ は 却つ て 
眞じ 仲が よく 巧 解し なつて ゐた 
ァィ ロニ ー ではなから うか。 ど 
うか さう ちへ て督 ひたい もので 
す ........ 0』 叔 巧/、 ど' 蘆 化 巧の 思 

出は轉--^盤きゃ、 愛する：^^敌じ 

がみが むが 故に 愛せ 中 じは ゐら 

れ ないど 云つ た 機 雜な必 持を お 

者の 前に 僞 もな < 語 つた。 


獨立 しやぅ ごしても イリノイぶ 
び ミ シザン 雨州符 じて 梁して-之 
を許可するか否や^5甚だなはし 
いから、 化暂 現は が 育 ホの ステ 
1 卜- じなる のど 巧に 

頗る 困難で ぁら ミ。 加 

州を 南 化に 別 もて 二掛 じする ご 
か、 华 端顿贿 のを 部 ど アイダホ 
州の 化 部を を兩 州から 切 6 離し 
て イム パイ ヤ贿 をが る ごかの 議 
論 さへ 數が is ょち 問題 どなつ て 
ゐ るに も拘ら 中、 ホ だ 物 じなら 
ぬな ょ b 見ても ツカ ゴ ど デ トロ 

イト 兩 ホの 獨 立は 尙更ら 丽倒じ 
違 ひ。 い。 

中 村 ご 名乘る 

誰欺漢 徘徊 

i 地 會社も 御用 也 


一時が 人 化會じ V 徘徊した；-々 ラ じか わきます から、 お 時 新 
記 欺 藻のを が絕 へた ミ 友 はれて 古しく 張ら 替 へ！ る ど 一一 一霞で 乂 
ゐる 昨今 ェ ス •中 村 ど 巧す る怪 1 抵 平 熱に おしま ず。 

しい 巧が 徘徊して 被害 も歡 なく 


一二 


擺な宮 がが 一 

演習 台覽 

古 巧 十 お H 舉巧 

本 化 おを 巧ぶ の 傅 ふる おじよ 

れば攝 政を 殿で じは 明 十二 U 午 

前义 時が 艦を 巧を 御巧濫 ごして 

横 淸御潑 、巧 一二 顆逐 除み 風、 灘 

風、 唐 風、 夕風の 巧 艦 供を の 下 

じ 一路 化 出 烏 じ 向は せられ 十闽 

一 H 午前 化が 江 旧島稱 御入灌 、同 

I 十 時が 軍を 學校 卒業式に 巧 臨 襟 

I 午後 二 巧な 旧 島 潑御解 鏡 豐後水 

I 逍じ 向は ゼられ 、十雨 日 お化灣 

; 外御迪 過の 際は 特に 同 潜を お據 

I として 訓練 中の 聯を窓 除 戰巧演 

一巧を を 乾 遊ぶ される を ごな つて 

j ゐ る。 巧 一、 巧 二の 兩 艦隊は と 

I 巧 化 H おが 辩 におを、 十 U の 第 

一が 水戰隊 繫樂述 動よ ちが おを 

開始して 惭み 化ぶ 戰隊、 輕巡戰 

が、 よ力戰 降の 訓練に 移 b 十 お 

: n 御 巧 お 御 通過の 厳は 第一 お隊 

j | お 避 山城 WF 六十を おのを 鑑 y 

-腕 晚化迦 の. た 蛇の 跡を おつて 化 

1 1 とする 第二 齡隊巧 十を 逆の み 液 

どの 問に 日本が々 戰物か u の壯 

烈 なが おが 巧を がむ ベ/'、 巧に 

人つ て御訂 艦が ぶく 水道 外 じ 苗 

下す る 巧は 本み 婚山诚 、を剛 よ 

b ぶを 欺い くな 彈が おじ 御が 趣 

を 添へ ホを おで ホる、' 

• - • • • — I : - P I art. f I I 

’淸 水ち 將が 

脆く る 敗る 

H 本獨 ずは 顔色な し 

巧 報み かく プ 。ビグ ンス のァ 

ダワム パント 巧樂部 コ^ ^ じめ 

ける リ ー ド •アイ ランド 旌巧戰 

じ化媒 中の が 水撰モ はまる 水鹏 

H 輿 一二 间殺 にがて ホ 於 マンの た 


め 脆く^ 八 1 六、 ニー 六、 ホー 

四 じて 化れ た 0 ホグ マンは スタ 

ンフォ ー ド大 學化學 かの 靑ザじ 

して 加州 ランキングの 第 四 位を 

占め、 化 巧 ホ擧 巧され た 费府じ 

於け るインタ！《 タレジエ1卜 

撰ず 權戰 には 前 撰ず でぁる 雙府 

の ブネ ッシャ I を 准 變勝戰 じが 

て 六，— S 、 六 1 S 、 六、 丄ハ 

)1 1 じて 敗らた る も 優勝 戰じ於 

ては 加 掛大學 の チヤン ドラー の 

ため 六 1 四、 六； 一二、 一! 六、 

六 1111 じて 敗 化した 戰± で ホ だ 

氷 ホ 線 下の 弱年で をる。 當 H は 

釉ホ雨 おなじて 空 あ 巫く n — 卜 

の コンデ イシ ヨンは グラウンド 

スト ロ I ク を得篇 ごする 淸 がま 

將じ とちて は 

不利な ボ ー 八は a ! バウ 

ンド でぁつ たのが 敗因の 一じ數 

へられて & る。 淸水 まが どが じ 

同 庭球 戰 にぉ' 場した 福田搜 手は 

第二 日 目 じが 巧の バッグ ス のた 

スト レ 卜 ♦セット で 化 化し 

唯 瞄旧潤 手が 第一 二回 锁じボ スト 

ンの ホイ 瓜 ライトを 六 1 四、 丄ハ 

にて 榮 がして 第 四！！： 戰じ乂 

つたが これ 义エ！ グ乂 をの ざ 

將ジョ ーンス のた め 無 慘じも 六 

1 四、 六 1 四の ヌ トン 1 卜 •七 

ット じて 敗 化し U 本代 表 デ ダイ 

，屯照ずはを<カンーデ* ボー 

イスの 前 じ 

啡 頭し た。 加么複 試を 戰 

じがで も 日本 撰 手の おけざる MJ 

夥しく 淸 水、 福 旧 化は 加州の チ 

ヤン ドラ ー、 ストウ 糾 じと _ .五 

ホ 11 二 じて 收れ巧 旧 及び 費が の 

フキ ツシヤ ー 化义 M じ チヤン ド 

ラ ー、 ストウ 組じ义 1 と' と— 

五 じて 嵌 おされた。 巧くて 巧 女 

化を 戰 じがて 沾水 巧手が マ 。 9 


1 夫人 ど 組み 辛 ふじて 一縷の 驾 

みを 囑 されて ゐ お 巧で ある 

同 庭球 戰は明 U を じ 終結を 見 

當 であるが ホ 過 H 耀 H よらは ボ 

ストン ホ ロング ウッド •コ 1 

じ 於て 單椎 試を 戰 あら、 セン 

瓜 イス じ 於ても 米國 クレイ* 

. — ^ 撰 手權戰 あら、 十八 日 ( i 曜 

H ) よを は武ボ にがて メト ーー ポ 

V タン •グラス e コ ！ 卜 撰ず 權戰 

あら、 间 時に 十と H よ b は 巧 米 

大學チ ー ム戰が 開始され、 機い 

て 濛洲掛 々ナダの デ ゲイ ス盃戰 

西が 才勒墨 西 哥の岡 第二 巧戰、 
ホ 巧 じ 入れば 吳國 女流 撰 手の 米 
閱 遠征 どウ キット マン 賞 盃爭奪 

戰黨 をを へ 今季 庭球 巧は 漸くを 

めい r ホた 0 


郎が 下柳听 共同 彼 所の がへ 搞を 
おへて 用を 速し： ゐ ると 柯 かに 
朦 いたが は 一散に 驅け 出した。 
マッな 便所は お 綱 一 ' i 引つ 張られ 
て わ 巧を ズ^-^ .ど S 四 町 もま 
る" 便所の 窓 か 斗 首を さし 出し 
たが ホ 「ドゥ J --^」 ど 力ん 
で やつ ご 町 かれ モ 停を、 臭い 乘 
A 馬 ホが 走つ て 本た ど 呀內は 一 
しきら 大騷 ぎだ つれ。 

御が かで イか 

解藥 熱に 里を 

感冒 等から を 源して 忡 々解熱 
じないで ホ 常に 配の 際、 出ぞ 
賞才 。シ おで わ々 し鹽を 少しく 
义 せ、 うでん 粉を 加へ てで ろじ 
して 之を 紙上 じめ べ兩 足の ± 踏 
すずへ 張ち ます。 熟の 离化 によ 
で 二 惦間乃 ま fll 時間 泣で カラ 


..夏場 向 ランプを 賣 

下 羽 電氣簡 巧 

2102 一历 roadway 

互. En を = t 三 147. 


ない 模橫 である。 被害者の 語る 

處 じょれば 中が 某なる を 五た ~ 

五六 寸 、面長で 風采の 小ず 麗じ I 

巧で あるが、 お 巧 化 U グラント 

セント ラが 停 お 場で 一巧 人 じを 
つた 際自 かは ダト。 イトの フオ 

—ド 自動車 會 なじ 就 働して ゐ る-ホ 國化 版の 雲籍 はんて 特^ 割引 
をで 商用を 滞び てが 育 じ ホた 處 でて 班' 速に 取次ぎ 旅 巧者 化 


書籍 一切 取次 


* 一 1 、 7 ^ 1 J •、 

二 火 者：：： 

お 州 y 要求 

シ ♦ゴご デトロイト 

紐 巧の 如きを 數の 入口を をす 
る 都を は 一 巿で歷 じスブ ートれ 

る 資格が もる から 獨 立の ステ ー 

卜じ 一 R も 早くなる のが 利益 だ 

ごい ふ おから 數年 前よ ち 獨立述 

動を 起した けれで も ホだ實 現の 

域に 達しない か、 最近 イリノイ 

州 シカゴと.'、 シボン 卿 デ トロイ 

卜の兩 巧 も 

之に 眞似 てを々 所 顔の 

ステ ー ッ から 獨 立し、 其 巧 だけ 

で別個のブ ブ1ッじ^:>らたいご 

運 勘 t てなる。 兩巿獨 立の 理由 

は 州に 姐して むる ど 人口の 刹を 

じ 誰 員 選 お数が がぃ* ぃから、 常 

じ 巿は个 が 益を 蒙る どい ふじ あ 

る。 現 化のを 州 選を 法は どぅし 

て も 化 ホからの 逃 出 者を を く-- i 

て郝 巧の 逃 舉入じ 薄い きらいが 

々るので あるが、 兩 巧が 如何 じ 


旅を がが 巧を 紛失した からぶ 葫 I 

へて 欲しい 目下 ホ テ 瓜 • 

モド アじ 宿泊 中で ホる と 吿げ 一. 

のでが 人 も 氣の毒 じあ ひ 翌朝， サ 
務 所で 金ず を 貸 おした が、. 北 俊 
中 村ぶ からは 何等の、 

消息が。 ぃので 補々 逊ぺ 
た 藥ホブ グじ骄 る 宿 治者の 7 名 
々ない 許ら でな く、 フォ 自 
動 お 曾 社 か. らも ホ か ぃ 就愣 

人は ゐ ないど 巧 答が あつ^ 心ので 

始めて 詐欺 帥の 化 業と.^/^ た。 

をして 被 誓 者の ぶ 人中；^ で ニニ 

化 手 じか i つた 者が ぁ/く' 化へ 

は 恐らく 問 1 人で ぁるで し'. い- 

一方 昨今 或る ± 地 會；^ の廣吿 巧 

どを 乘を 婦人が アバ、 广ー トメ ン、 -5 

を 訪問し 四が 弗の 地、 か ラブ キ ■! S 

. — •ナンバ^で 驭 れ るど稱 して S ; 
姓名を 聽 取し、 それとも 間もな^む 

く ± 地が 當 つた ど稱し 巧を ごし A 咐 

て 十 弗、 主 化 化 四 卡幾乘 のず 取ん W 

をず 渡し 無理に 怪しい + 地を 賣>- ^ 

ら つける 白-人が ホぶ さぅ だから i W 削 

畔節柄 家庭を 持 な 人は 用 必ずる 

がよ からう 。 I 


參考賓 巧の 譜籍擺 集 等は 縣に濟 

便 宵 取 計ら ひ 致 升 (幡 梅) 

至ぎ shi で 資 a , 

夏 Na おち Si ., Tel . す ek ヨ an 84 留 



鱗 踏敎授 

▼がを ダンス ▲ 

►を倘 体操 A 
紳 出、 淑女、 おず 
化さん 方じ叮 崎， じ 
おが 致し 巧。 午前 
十帖 ょら 午を 十一 
時を (り曜 を 除く) 

シャリフ •ダン シ 

ング 師範 學 校を 業 
上 杉 タマ 


卓 上を 話 

高い 手/ 觀の谭 

ぶ 操 躁觸の 5! 誓。 赔 憤は U 本で 

こを 珍ら しい/色ので あるが、 ホ 

闕 では 普逝签 飯事で ある もの i 

今度は 一寸^ 色の 違つ た 訴訟が 

をる。 それは 去る 义 日を 港の 雜 

が 所に 提起され た ビート リス • 

タチ デン ド ブ罐と 呼ぶ タィ ビス 

卜 が間巿 のす ンボ ー ン どい ふ驛 

者じ對 する 十万 弗の 貞操 跋讓訴 

認 で、 被吿は 巧吿ご 戀じ陷 つじ 

陈じ與 'へた 手紙は 讀ん だら 底ぐ 

返を しろ ど 用必巧 < お たが、 巧 

吿は ヨリ 用必 深く 出て 五十 幾 通， 

かの 手が をを く 寫眞じ 撮影して 

一々 返送し、 をれ が 今 おの 証 魁 

物化じリった< いふ。 

奧い乘 合 馬車 

廣島巧 船 入 町の 巧 ホ 化成 义- 



自動 ザ修 
鐘を び 運 
轉 を敎授 

ライセン 
ス保 記す 
ご 一十 お 弗 
迷轉 ホは 

二十 お 弗 

畫 及お學 

兩科 あら 

H 本人 部 
71 廣 
瀬 氏擔巧 

恣切敎 巧 

夕と 時 開 

校勞 働を 

暇 勉學の 

巧 あら 卒 

震 誰 書 巧 

お 就職口 

邮科閱 お 


化み也地ょき淸潔；；>る室 

松林が か 


1 云 Le 互 gt ミ Ave - 

ジ 1. Mad . ぶ. 迄 21 


御手 轉 御が 规： = 家庭 仕岀し 

御 下宿が 豫屋 

をち す ミ i C ム 

一芸 Ea 二呈 hSt . 覃 Piaza B 175 
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WAUER & FLORIO 
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挪巧港 桑 

巧航ホ 南 な 航米化 


社 會船郵 本日 

巧 支 育 紐 

8 • 10 Bridge St. New York む わ 

Telephone 良 owHo 召 Green 2262 

— 一、/./'^^ 一〜 へ -、 、 

店 そ ル ト ヤシ 

Colman Building Seat が e. Wash. 


谎八 十が. 


干壹第 


なわで ぶ な巧 ななぶ 巧た OUtttWi 


[り曜 む’ 


扫 


!- 巧ん • 叶 四 r 化 大 


〔闽 ) 


シア ト八 出帆 
•主ら すん と 月 
あ ふら か 化 八 巧 
▼一等 谋沒 一九 五 巧 

化し だ 4 す 化 ろんごん 化は 
▼兰等 日本 巧 五 五 巧. ぞま乂 な遼お 族を 一 
▼御を 望に 化り 一等 割引 化な 切な 鼓 行 可を 核 

ロス アン ゼ术ス 出 化 

•はな ま 化 八 巧 十一 一円 
はわい 乂 八ち 二ち 

►一律 馈离 まじら 化 巧 巧み : 

其 化 はんて 1. 1 六 巧 半 
▼一二 等 曰 本が よじら か 巧を 丸を 巧 巧 化で 巧 半 
►沙港 括 かな 切巧疫 ちを 巧 入御 锐を 化り 供 
▼がを 線" 十 マが ホ H みちが むな 巧が 月 晒 


十 化 目 
击 H 

ミを 

害を 

が I 

--ーー〔 

二 t" 

化 五 带 


W 本を 一 巧 曲 i 
巧込濟 資本を ホ 千み 曲 一 
巧 立を お 千 ホが 《跑| 

S 脱 一一 弄 銀行 S 支店 i 

本 巧 まを ホ H 本 橋 お 嗦河町 I 1 
支店 小 梅 H 本 橋 义の巧 (来ち 巧 お _ 
名古洁 京都 乂 が 西 (大巧) 

神戶 凍を 下脚 巧 司を が 
お 岡を 巧 上海 おを 左 頁 I 


ッ’ 圃爲替 、鄕を 送金、 お 送を、 信用が 巧 化^ 
I 暇 おが 粟格错 々が 巧が じ 化 巧 呵申巧 1 

S 一一 囊銀巧 紐 育ま 巧 

本モ巧 京 京 栗 巧、 大阪 、神戶 、京都 
所な 化 を 古 お* 小が、 上が、 梅な 


^ ^ i か貨 五十 圓お上 利息 年 六 か 

I 献臺灣 銀 巧— お 張 所 

▼鄕里 送を 及び、 化 送を (無手 巧 巧】、 外面 
巧替賣 買、 を 取 おな 化、 信用 狀を 
巧 等 一 お f げ莱務 抑 巧 巧 じ お 巧 巧 化 お 
〔ほ 詳拂 的- 


▼巧 ほ I 


i 御谋 慮。 く 御 巧を 巧 下を ぶ 


競 


え ISSi 相變 

j,‘，a 「或貨 お十圓 なと 
t 通知 Hd 屬 じが H 歩) 幼 


六ケ 巧な 七 
ごーケ 年な 巧 


い巧圓 じが H 歩 一 錢二馆 

I、 化シ 璧モ隨 な 下ノ おな 巧を ハ お 利 底) 

橫渡 正金 銀 巧 S 支 巧 

鄕 里を をは 都て 無手 數巧 じて 當 
巧資お 本店 經ホ 送金 方 化 圾申候 


おを 男爵を まま ぉ衛門 
巧 大阪化 淸ぉ了 目 

紐 育ま 店 お 育ブ 0 1 ドク ユィな 四十 九を 

ir 化な 銀 巧 

をを、 橫濱 、名を 崖、 巧 都、 神 口 
属ノ 道、 廣 島、 お、 柳 井、 下ゾ视 
巧 司、 小 倉、 お 松、 が夕 、久 留义巧 
本函 頂を、 鄉 を 送を 等は 巧め 
て 巧® 巧 a 速に 御 化 极可申 お 


日本 內 
化 そ 店 


夏 壤グ！ ム向 

夏 媛ゲ！ .{向 お 具即も 東が、 歐洲 直輸入 
ぞ禪 小；！^ 貨類殊 じ ゥォー キング、 ヶー 
ンは最 'ぶ 流 巧み もの 取 揃へ 日本人 顧を を 
歡迎い k します。 

直倫乂 元. 

け ， — 夕 ^ — エン-^ ソンス 商^ E 


日 牟紳尘 巧みの 洋服 

ぉ 御 注文は 當 店へ = 

弊 舗は 多年 當化 日本 俱樂部 貪 員、 銀 わ、 會 
社員 ホの 抑な 服を 調贊 して 居らます。 

あ 型 三が 柄の が 服、 外 蒼の 注文 仕 立は 廉谓 
ご 御 じ應 じます -0 

ウオ — 力 — 4 ンド 

フロ リオが 服な 


藤本 證券 會か 

心】 お h 階 証券 ゾ寶 買、 引を、 募 お 
イ鱼 離、 替 之-品 こ 一切 > 業 巧 

浦 脱 藤本 ビ ミ。- 力-銀な 

紐 育 出張所 


雜貨 陶巧器 

グ ー ッ卸封 


am / 卜 C イク 1 -v 

® 太洋寶 易！ 會お 


支 巧 ホ 化 古、 ボストン 


n 本陶 黑雜貨 
ドラィ グ I ツ韵販 .寶 

器 巧 木 桃 ホ 組 

MOGL MOMONOI Co ." Inc . 
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お、 馬 耳 塞よ > 1 等 九十と 巧 
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太平洋の ク ロ ス ロ 1 ド 

布睡に 於り ろ會議 


ウ キル バア 幡止辯 明乂じ 努め 
澤柳帷 i 鶴 見 氏 等 熟 辯を 掏 ふ 


太平洋 上 の 十 ザ 街 ど 巧 

せらる i ホ哇咕 ホノ^、 ボ じが 
てと 巧： 日ょ b 閒 かれた インス 

プチ ユ — ^ ヲブバ シフ キック 

レ 、 1 ン 3 ン の所部太平が間蹈 

曾 濃は ホ 助、 加 余 太、 谋洲、 H 

本、 支 孤、 朝が、 布哇 、が 西 蘭 

非が が 等の 化 おお 数十 夕に ら 

て 研 兜 的に 進が さむつ、、 あるが 

問 越は 本が^ をて 報 導せ るが 如 

<宗 なお 巧、 あが 經お 、政治、 

人口 及び 人 W のの 部門 じを おさ 

れ第 - H じは スタム フォ ード大 

學總を レイ、 ライマン、 ゥネ 术 

バァ 巧 ± の 盧を發 まが あつた。 

ゥ战 ± は 米熙化 お 一！ 十 お 名の 首 

K どして 自 包の 巧 說を發 表 （た 

ので あるが 今み を 諮の 焦 おた る 

がかき 巧 ある 人口ぶ び乂妳 問題 

じ觸 わて 『支那 人 及び 日本人の 

太や洋 沿岸 じがて 提供した 移民 

閒 題は 巧 原げ どを 發 < か 太 西洋 

沿岸 じがけ る 移民の 巧 因 影嚮ど 

お似して ちる。 化 ホ 常 じ 相異し 

たみは 是 等ち がを 段の がする 展 

お 的 背景が 米 人の 特じ銳 をに 威 

じて 居る 人贿 問題を 齋 らした 一 

事で ある。 

人 穂 混合 じ 巧す る 本能 

的 恐怖は 現 化の 情勢を 詳 じする 

人々 の 都て じ 化 b で 敲 どされ て 

居 もを である。 人 補の おを じ凿 

ずる 現 化 米 人の 態 巧は 彼我 人碰 

の 媛 劣を かたん どす る忠 識じ酱 

したので は U くして 狙 合 ょらを 

やる が 柿兒の 不幸 不剌 及びず か 

から 藤ろ る、 化 角的不 巧を 化 憂 

一す る ド ある。 民 ホ々 をは おおの 

-な 志を 0 て 組織せ」 かは に 化 b 

_ て 慕 ホの ぶ 調 ごする て ふ 巧 解は 

-米齒 々ほ閒 に 本能 的 じを 達した 

思想で ある。 ホ 固 政治 あのな 面 

一す るを も W 難な 1 問題は 彼等：^ 

内政 じ 忙殺 せられて 對外隅 係に 

j をず る 適 當の考 盛 ど 巧 解を 缺き 

_ おか 問題に 巧 ホを 巧せ ざるな じ 

:が ずる。 乍併予 U 乂劇 民を 体 ど 

て.' は 一 股に を 正を 重んずる 風 

i が あら 太ず 洋關 係の 諸 困に 巧 威 

一を 持つ て 居る ご 確信す る。 太平 

げじ 面する 吾 A の挪 ては 巧學ど 

を 育の 領巧 じめ て 双を の 巧 解を 

遂げ 巧ねば U ら か 位を を 占めて 

居る。 巧 學ごお 育 V 一の 現じ 貢献 

しつ i もる 勢力は 孜治上 じ 

.風 隊關 係に ホ 定的偈 化 

をを はしつ、 あるので あるから 

吾人 U 巧 學ど敎 育 ごの 力に 巧ら 

てが 互の 街 突を を 防し 巧る であ 

らぅ。 吾人 ホ闽 々おは 亞細亞 人 

の 進 傅 ど おを の 背摄 ごを 3 リ菩 

< 巧 解を せわ ばなら や 亞細亞 の 

指‘ 海の 人 十-も 义大民 ま々 義の靑 

を乂國 のな 媒を 3 ブ善 < 巧 解し 

て 風 路的改 論の 越 おど 將巧ム ホ 

が 上 じぶ がず‘ へき 大進 ホの あを 

むる ぶを ゴを昏 人に 敎 ゆべき で j 

ある」 


闽を 許さのと あつて は强； ご 
ての 自辑必 を 俄く る こど 巧 だし 

く 剧あ默 して おる 事. か あ ホな 
化の な ホ じがて 曰 本は 米 威の 新 

移 W 法に 夕 大の不 おを 覺 ゆる も 

ん P あるかを ホむ る 米闽は 々な 

ら 中が ホを 自ら 改 わる だら ぅど 

必 得ん 4 

日本人は をへ て 居る 
勿論 H 本齒に 中に も秘 端な 反動 

的 思想 じ とら はれて 居る もの あ 

れど自 山 お 想を 抱 < もの 着々 
の數を加 へ つ t あるから日米間 

の歷か 的ぶ おはこの 不祥事 あら 

どい へで も 必や傷 けらる、 事は 

あるまい。 カナダ 湊洲 じても H 

本 移民を 巧 斥 •- ^ てち るは 好まし 

くない けれども をの 規定は ホ圃 

巧 じを だしくな いからを じば 單 

じ 不滿； ：> 意志 だけを 表明して 廣 

く』 ど 述べた がま 那 代表 顧 氏は 

排斥 問題 じふれ やして 喊 米列國 

のぞ 那 K 化けろ 跋盾 跳梁 じ おし 

て 訴へ钥 おん 化 おけ 又 日本の 钥 

鮮 統治 じ 願し 不平を 述 V ヒ y ッ 

ビン 化を コン ラツ •卜 、ベ こテズ 

辨謹 ± は ジョン ス法じ 

聲明ピ る ヒリ こン獨 

をを 义國か ホだ實 巧せ ざるを 責 

め是 れじ對 し、 タフト ホ 統領 時 

化の 比 峰を 員ゥ ィリヤ ム 巧は 比 

峭 氏が 自治し 巧る まで じ 政治的 

訓練 じ 長 じて ホれば 义歐は 何時 

じても 約の 如く ヒリ ブ ピン じ獨 

ホを 巧、 る だら ぅどを へた 〇が 

ほ 吾が 化を の 一人 鶴を 祕輔氏 も 

曾て n n ンビ 卞大學 じがて 講演 

せる もの ピ 大体 间 I 骨卡の 意見 

を 述べて H 本 •い 紳卡 協約を 墨守 

せる 國瞭的 信義 ごぶ 證 ごを 明か 

じし 米 人が 『H 本人は 旣じ 自己 

を 排巧ゼ る 移は 巧を 忘れ 化』 ど 

考 へるならば 夫れ は H 本ん の必 

理じ 無智なる 解释 である ど 喝破 

し： 化 化り 本^を 育が 館を ホ 劇 じ 

採つ じ 事實を 擧げて ホ國の 不信 

を 難 じ：：： 本のず おは 日本 國 民が 

泰西 别齒は ご间 .一の ホ 脚 地 じ 潰 

かる、 もの £ してが 遇される か 

夫 ども 單に東 巧 的 活動の 猎 毒に 

驅逐 せらる、. かじ がら ど おんだ 


H 本 巧 兜を H 的に 

米 人觀光 

蜡物舘 や 俱樂部 

を 訪問 後闕 遊を 

クラレンス、 ゲキ 

—、'J ゥ で 氏を ホ 事 ごする 『睹 

化 化 脚」 ども 稱 ずべき リコ ンシ 

で ンシ ヨン、 ッ リップスで d 

まどして が 育 じ 巧 化する 外人の 

化 巧、 おお、 文化 等を 研を し且 

つ 双な じ 親睦を 謀る 趣盧 じぶ い 

てが 育 じがり るを 方 巧を 視察ず 


刚 をが 城して W る。 化か ば 

おんだ か、 り 本 化ぶ の^ 印度 硏兜 じは 時々 即 巧が 训 化-し 


をが 巧 柳 巧 十： い 『u 本 どして は 一 集を して 印度人と 謠 論を 關は リ- 

一 巧闽 にがつて 撫制 化に 移 氏の 入-つ i 化 獨な述 動、 め あ 焼 濟化態 

网を 許せ ど. 嬰 ホす るので U i;., い I 巧を 硏兜 t 、 が 乂人硏 なにけ 猶 

; が 入 柿 的' 队 がを。 t U 本人の 人； 义帅 巧の、 寺に 巧を おぶ し t 祐 1 


根 义は說 をを 乞 ひて 意 おを をみ 
するど 云 ふ 稼 じが 育 ホ 巧を 巡遊 
しズ巧 お述助 本部の が 問、 貧民 
窟 ブレッド ラィン 巧 至 黒人 町視 
豁 などを もす る 方 巧が ある さぅ 
だが 最近は H 本が 巧の 目的を な 
1 ホる 十八 H (± 幡】 午茄 じは 
メト 。ポリ タン 傅 物 能を おて 津 
田 义學階 ± の 日本 品に 關 する 說 

明を 聴かし 輕い 午餐を リ 本巧樂 

部で 

試食 し 午後 一 时半ラ 
セ 方、 バ 1 グン 氏の 『化が の經 

濟力 ど 日本との 經濟 的勵 係』 な 

る谦 がを 聽き同 n 午な 一二 時半ょ 
りは 昭躲ホ 瞬に 化ら 印度人 ダス 
ヵプタ 巧を 幹事 ごする 9 — ダ、 
ヲブ 、ネ ー ボア ー ス (善隣 同盟 
を) 及び 東西 協會キ 催の 圃遊會 
が武 巧の 植物園に 開かる-- 園 遊 
會じ 臨場し の H 本を 園 じて 
紐 育り 本人 會 書記長々 旧 柳 作 氏 
の 『日本人の 自然 好を』 せび 植 
物 園長 ゲー ガア憐 ± の 『化を 園 
に 承され た 日本人の 敎莫』 なる 
講溃が あらお もて 间胞 婦人の り 
本 量 諮 茶菓の レフ レブ ンユ メン 
じ H 本 趣 ホ じ漫ら つ、 ザ 日の 
淸 遊を 試む る計畫 である ど 云 ふ 
右參加 希络の 同胞は 勿論 歡迎せ 

ら るべ く電ザ 賃自 巧、 午餐と 十 

五 仙 園 遊會袭 二十 五 仙を 負擔す 

れば一 わじ 加 はるをが 出 ホる。 


せる 幹が、 お 書 部、 陶器 雜貨输 
入が、 會計 訊、 稅關 な、 クレイ 
ム部等 事な 部を-括し， 階上 じ 
移すべ くな盤に眷手中でぁる。 


な 村 兄弟 商 會巧巧 

設備 變 更に 着手 

紐 育 じがけ る 陶磁器 雜貨 輸入 

巧の 宜學 にして 朱 國ち數 の卸賣 

叢を じる 森材 兄弟 お會 じて は 今 

を 0 ホ專門 家を 招聘して 能率 增 

進の 對 策を 講究 中で あつむが 最 

近 じ ま h 先づ 店内 設備 變 をの お 

喪を 認め 階 y を 部を を然 を本垂 

じ充當 し從巧 階上 階下 ご じ 散 化 


日會 理事 會關催 

紐靑 円本 人を 理事を はと 八兩 
月じ宜 b 悬中 化： 曾の 化 例を 破 6 
本 巧は を禪 を 要報吿 、提案 ある 
爲め ホる 十四り： 午後 六 時 ザ 例月 
のかく 開 惟す & 一 じか 定 せる 旨 通 
牒を をした 。ぐ 


眼說を 


マが 育 H 本人 敎會 
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淸 ルが 師 


雑 化ぶ 直し 

觀 わを 利 巧し 辕ひ化 ホ 直し 巧 
が レス 等を 速叮 i すし 勉强 致し 
ま， から 闲卒 御用 命を 願 ひます 

で 本 洋服 店 
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，申 一週 五 巧 及 八 巧、 一 
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1 乏是 h StJrooklyn 黑お梅 子 
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立 岩 ka , 雲 W . ご 置 St , 
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•美な 敎 會讚舉 禮拜當 南西が 

八 下目 一二な 二- rf 二番 H 本人 美な 

敎を じて は 明 B 頼 日 午後 八 時よ 

ら波 旧夫 人 指導 毎 下に 讚美 禮巧 
を 執 巧す V <當 ^のプ n グラム 
は メンデ 火ソ ー ぶめ 『盛夏が 半 

の 夢』 の 奏樂に 次 y 貪 衆の 讚 策 
歌を唱、 聖書詩篇|?四十篇朗讀 
田 頭が 師の 祗禱川 敌師の 『讚 
美 歌に 就きて』 の i が ぁ bn 
ィャ ア數番 、波 田夫 少 一の ピアノ 
獨奏等 だ ぁる 箸。 一 
•小賣 巧 組を 會を ホ"/^ 十二 日 
午後 六 時 よら 料亭 河 添が めて 頗 
時會 をを 催す 吿 。一 ^ 

最上 政 S 氏 滞が 中の^ 朝辕 
政を 外々 父 部長、 化 程 辛が^ 經て 
西巧歸 朝。 _ 

が 井が 固 氏 おが 宛 苗 あ 
談 没、 夫人 同伴 マゥント 
じ 避暑 化 巧 初旬 歸 紐の 豫定ん 
♦堀 經夫氏 東 化 大學巧 おを、 I — . . 

去る 六日 歐洲 よら 着 紐 ホろ ち I 話は プラザ ーー 六と 一 遷 
目 お 化の コン r 化 便じて 细 節- S . YOko - a _235 w .111~ hsf . Apt .31 
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お 
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巧 員 入用 二 客 至急 雇 心 

入れ 度し 希壤 者は 左記へ 郝照會 

KoKozaiCompa 写 2564 Broac 一重 y 
s. 苦 verside 3514 


明年 六 巧 一目より 費 

和に 開催 だら るべ を 


謹 蕾 國大博 唯党會 

コン セッション 御 希望み 諸氏は 大ま急 

御中 込 相ぶ が 候 - 


1、 下を は當 袖が 育り 本人 會が 綺旋 したる 趣旨に 從ひ廣 
く 一 股を 米 同胞 及 日本 內 化の 希望ち じ 平^ 加入の 機 

を 輿へ 後日の 不平な からしむ る 方 かを 執ら 语候じ 付 

乂 至急な 人員 及 巧 夕をホ かを 度 候 一 

一、 W 覽會 との 契の、 條件 等は 追て 御 相 誤 可 仕 お 

日本 部 コンと ツ シヨ ナア 

香 西 龍 雄 

W 巧. 一お を で. N.Y.C^ 

コン セツ シヨ ン稻頓 

輿 業物 賣お 喫茶店 寫眞屋 

煎 餅屋 植木屋 を 魚 屠 


夏 擦 向新 荷 到着 

特 じ ダ ー ム 向陶器雜黑類澤山取揃居リ 

候 間倍舊 御用 命 願 上 候 

森 村 K ぅ ザ— ス 

や 

客〇 巧 IMC 巧. \ 巧 ros., inp 
泛 We を だ rd St .、 
z 巧 w York: ご ty 
TTelephone dram ミ cy W850 


レストラン 

諸 ダ 1 ム 


ソフトドリンク 

. U 木 飯 犀 比 ハ 他 


复場向 \」 

陶破黑 雜貨を 種 か 揃 < 居候 迅速を 旨 
•こして 猜 々魅 强仕候 間 御用 命 願 上 候 

籍 茂 木 桃 ザ 組 

105 E. 1 宙 h S 三 Y. Tel. ぎ y 養呈二 置 置- 7 


第二次 巧 桐巧國 訪問 團員募 集 


お發期 U 


—が宵 十 巧 一二 日 ペン 停車場 

I 沙渚十 巧 九日 郵船、 加賀化 

なお iir 目と 十五 弗 


ffl K —— 巧を 一二 白ち 

^ 5 — ザ 道 二が 弗 

で お 車は 一等で な 船は 二等) 

本剧 のま 意、 おを、 旅 おあび 申込書 等に 就き 委しき 事 

は巧卒 おお 弊が 貪に 御 聞きを せ 願 ひます 

扣育市 東 五十 九 了 目 ニニ 四 

ぁ片桐 兄弟 蘭會 

一一 二 品 八 〇 

\ 電話 リ！ ジェン ト ーニ 凹 八 一 

一 〇 二 ーニ化 


一一 則 U 新 荷 到着 U 
精々 勉强巧 彼 脚 御 非义被 下ぶ 願 上 候 


戀 


賛易 株式 會社 


T^elvtu^lvesa 百 1 : 332 W 
S 1 IFif を Aes 夕之 OW Y ミ k C：ity 

ohicago Branch ち V* sadison St • ，を icago. 111 . 

夏 瘍向觀 荷 到着 

格 まお續 々到 驚 化り 候閒 
是非 御用 命 被 下ぶ 願 上 候 

化 八 巧會な ホ 兀ブぅ ザ— ス 



H 本 縮 化 巧 ま 倉 化 化育 支店 

Japan Cotton Trading Co., Ltd., 
Cotton Dept, 


60 

T •し Bowlino 


Beaver St., 

Qr6«n 2990 


Silk De が . 

25 Madlion Av •リ 

T« し M 象ん Sq, S6W 


H ホ 生糸 巧 まを 社 
化育 支/ち 
N 1 CHI- 3 EI KIIT 0 K&BUSHIKI KMSH 4 

(NICH レ BEI KHTO CO., LTD.) 

373 が H Avemi も 

Tel. Mad. Sq, 759 が 


神 戸 鈴 木 商店 
紐 巧 支 お 


1 Suzuki & Co., Ltd, (Kobe) 
1 220 Broad、、: け， 

' re し tortlan か 1.149 ••己 0-51-52-53 


H 本 生糸 巧 式會社 
が 育 支店 

Hod 所 ura む ai & む., A が n わ 
44 技. が rd St*, 

Te し Ashtand 5320 


巧を 名會ぉ 
紐 脊ちお 
Hara & Co" 

443 Fourth Ave., 

Te し Caiedoma 7830-35 


江 商 巧を 會 社 . 統脊 支/占 
Gosho Corporation, 
Silk Importers, 

334 Fourth Ave. 

Ta し Mad. Sq. 48M 
Gosho Co., Inc., 
Cotton Exporters 

60 Boav>r 8t" 

Tel. か wiino か e が 8806*06 


乂お巧 円 巧 巧が 
福巧巿 ホ 
OSAKA AS&Ht 

R 叫 m 308 World む i!ding 
Tei. Beekman が郎 


大欧每 が 二な mH H 
上 巧 虎 巧 
Osaka Miiinichi, 
407 Tribune Building 
Tel. Beekman 4 站 9 
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對支國 際新轉 . 

成功、 した 中間 外交 I 


I : :; り. 小利を 頻りに 力說 L 、 政府の 
卸'‘— ホ；‘.-^ — 'ち'' 腰 も 幾々 巧れ て 化が たる 監視 

卜 ，と馨 り 1 义 rnr 歧 巧に 化 も おがで あ 
T 夕舅ジ か I 狀 態ので ある 英聚の 

その 幽際的 影 蠻闕累 、おして S までをの 瞬 
巧國 巧跑數 か歧權 k 巧る や 否げ なお 巧を 繼 おする かは 到を 親 
や、 せ 化 マクドナ^ド 氏は、 直 知し 帖 U い 所で あるが、 しかも 
もい 化 ホ W 海し つ、、 もつ た 政策 今や 米阅 政府の 半唱に 依ら、 喊 
の一揣 ごして、 巧 農。 シアを 承 東 政 厨に 重大。 を瞄 係を & ぼず 

級し、 なじ 固 逆 化活を 見る じ 至べき お 支 國隊村 谦の關 惟を おる i ある； を 指摘せ ざるを 得 W 。 
つむ けれで も、 第 S ィンタ ー ナ 
ナ 八の 實傳 U を巧靜 獅爲妓 
府の則 持 ど-をず る じ まらず 
をに ジュゲ ノフ 巧の 僞善串 仲に 
瑞を おし、 巧慟 拱， H 閒 U 鬼 解し 
てが 守黨 内閣の 出 おど リ つた 
ベラ^ 故 策を 標松 ずら 巧频黨 
して 旣 - I ホを 〇 シア どの 巧衝 
に. 斯る曲 難を を じたので あるか 
ら 、がず 截巧觸 どの 圖滿 U 瞬 巧 
が 到底 期待し 能は ざる こごは、 

容勒 にお 像し 得らろ i 点で あ 

けれで も、 巧を S が 態が 舊に彼 

して仇がの間悄に^;*るご いふこ 
は、 化が のか 巧 じ 及ぼず 彭響 

齡 か；； 〇ら す、 遂に 今 H に まつて 

ゐ 

支那に 排外 お勒 •か 突發 する の 

削、 張 作 雜對顆 玉お將 軍の 反目 

おが 供は 6、 これに 脚聯 して 

ン ドンょ b の お 道は、 ホ 落け 媽 

公 校の し U 本が お 作 おを お 持 • 

て 遂に H 盛 戰ずわ 巧を を 見る じ 

至る ホみ らぅ ピ巧完 UO 現じ：：： 

本 じら 昨今 シカゴで 諸が 中で あ 

る 副 島 伯の 细 <、 H 义戦爭 ょ 

= 溝戰 ザを 豫言 L て ゐる人 も 

.がが して ゐ るので あるから、 英 

闽乂が 巧る 親综 をす るのは 巧て 

奇径 ではない けれども、 巧國の 

な 傅は 即も巧 あの 不 をを 强 いて 

陰蔽し、 與論の 方向を 轉 がして 

れを H 本 ど n シアの 閒じ 及ば 

さんどし たらので ある ど 解释す 

るを が 巧 ホる。 がるに 今 凹の ま 

那 動乱に 挪聯 し、 ま 服 おを 黨艮 

の 排巧實 傅の 背後 じ 第一 一ー ィンタ 

1 ナシ ヨナ 八の 魔手 力 あら、 を 

S 制 巧 的なる アジア ホ 化の 陰謀 

は、 支が Jb 一， は 印 巧、' ぺ瓜シ 

エジプト 等 じ お ぼ じ、 アジ 

ア -し织 ずる お圃 の' 曲目 ご 國戚を 

俱 くる じぶんで、 

あせられ &::: ぶ喊 ずの ち 傅は、 

遂じ英 あかを 励 絶 S 實傅 となつ 

たのが 


じ まらん ごし、 ま 抓の 惦 厨に 就 
て 列强ピ みに 密 おなる 隅 係を ち 
ずる 勞農〇 シアの が 化か、 あ大 
列 强の神 經を惱 ましつ i ぁる お 
じ當 b て、 题 際を；；？ のな 物で ぁ 
る 典 圏 ど n シアの 眺係 がが のか 
きもので わる どす る U らば、 を 
の挪 係の ぃ姉趨 は 單じ巧 滋雨 國の 
も U ら ず、 わが 國じま 大の關 係 


巧齒 はち 那問趙 じ 就て は 單« 巧 
動に 及んで 巧 固の な 策を 是 どす 
る 凶を を 指 海ず べきで ぁる ごい 
ふ 單濁巧 勘を 否 殻し 义國 はがる 
政策には 閒 じて おおし U いご 云 
ふなを を 明 h ごする じ 至つ たか 
米國 け’ ヘィ マ闕務 長宫の 對ま宣 
旨を 外を ぶ 礎 どして 支 孤の 門戸 
駱 あ磯贫 均等を 標榜し、 ネ巧 
の 励 激を巧 由 ど卞る 一國の 特殊 
なが 勸ゃ耍 ホに もな 對 し、 米 圃 
は鄉を もま 那 のが 護 者で ぁると 
いふ 

露骨なる 態 巧 じ ぉでぇ 

ゐ るが、 をの ザ 面 じがて 支 巧 政 

府じ 劉して は 化留外 A の 生命が 

產が誰 の 條施^:> & 言質 をホ め 
れが實 わを 乂阅の 支那に 對 する 

同棺 のぶ 礎 ごする 怠 向で あるか 

列强 ごのを なを 換じ攸 b て 現 化 
支那の がか 速 動が 繼緻 する 限 b 
; 雜の辭 催に 就ての 短 則 延期は 


ど 確信す る もの じて、 支 邪の が 

舆述 勘け 鼓 近に まゥ てを の祕な 

じ逮し 支那 じ 約阻憾 巧を 巧寶し 

たる 奥闕 はを の 貿易 利權 をが 證 

ずる 蔥 かに 化て 

單獨 行動 じ 及ぶ も 時局 
を 拾收卞 るの 態 巧を みし 巧く し 
て 巧 巧の ワシントン 韵を條 約 も 
一 化の なを 紙 化せん ごする じ ま 
つた 隙、 ホ國 政府の 提讓は 稍 ま 


榮らしめ二人の婦-:^傅海帥も資 
傷した ので， 灿 '曲の 巧既 領事 ts お 
ちじ 政が S 謝罪 £ 裝巧を 十 5 お 
罰、 おお 赔ぶ おの 支 沸 等を を 請 
した J 

食權 供給を 斷絕 

化 巧 十 S U 發 U 州頗よ b の 報 
道に 旅れば 间 地の 日英 人 じ雇備 
されつ i ある 史邪 人は をく 同 班 
能ェに 及びし のみなら 中外 人に 


那の人 也を 緩 かし 動亂ら 漸が鎭 I おする 食權 おの 供給を 嚴 禁ずる 
まずる じ まるが 勢 じして、 列强じ まり、 巧に 替軍 巧の 內 計は 巧 
ど 米 圓も府 どの 了解は 即 も列强 中の 秩 巧を 維持す る 能は ず柯時 

が 支が じ對 して ヮシントン 條 約を むじ 及ぶ や も 知れ U い 不安な 

の 履 巧 誠 恵を 示した もので ホる あ 勢に 陋 つて ゐ ると。 

から 今後 ま 邪 政府 ごしても 條約 I 米國の 弗で 支拂 
を嚴 守し 外人 S 生命 财產 をが 譲 


總 動員 局の 新設 

東京 特電 十 S U お U 國 化を 目 
的 ごして 陸軍 内に 軍 奉 及びを 紫 
國 K 總 動員 巧が 新設され た。 

中央 官衙 建築 案 

東京 特電 十 S 日 糖 = 內觸 じて 
は 外務を、 外 八 あおじ 會 計檢査 
院 、懲視 厳， 巧 政 哉 巧 所 等 中央 
宫衙の 本建築、 をェ叟 一億 お干 
巧圓 どし 十 年 計晝 にて 明年 よら 
開始すべく/其 化- 般俊 興計畫 
も 促進 方を 協 講中で ある。 


する の黃 化を 重ん やる じ まつた 
もので あつて、 ホ 國か府 が 前 巧 
列强じ 街して 關稅曾 諸の 巧 集 ど 
おじ 治 外法 權の 撤廢に 就て 提議 
したる は 事 賞で をる が、 をれ け 


日本の 轉旋で 英米 も 結局を 協 1 

東京 特電 十ー ニ H 酱 U 乂齒 々務 省は 近く 脚锻 せらるべき 支が 齡 
お 會播を 觸稅自 ま 權を敲 める を 備會證 に、 諸 制 巧 調査 會を ま那 
み 治 外法 權撤麽 を 備食請 じな めて ヮシントン 會難 協定の 範國の 

上に 旗 火 せんごす る 意向を 示 卞じま 6、 英國 はこれ に掛 して 絶 

對しなおし支邪の現狀を0てずれば到底が ！る；は承認おホず 

i むを 持 やん ば 英國は 麗獨巧 脚に ぶば A どが 巧り、 佛國 も英國 

ご 同じ < 保留 的 態 巧を 持して むる か、 H 本 どして は 則 强の巧 諮 
極柬 政策し 贊成お ホず、 な ホの 對支自 お 化 策の々 場を 固執して 
をの サ閒 だが り、 支が の化當 る 輿 ホを ち 霞して をの 賓與 促進 

じ 巧 力ず べき も、 一應 支那を 府に勒 して この 際餘 b 突飛なる 要 

ホと' 巡け るな じ徵吿 し、 一力 幣 かか 相は み國大 化ユリ ォット 搬 

及び 米 國乂化 パンク P フト 氏ど數 みに 直らて 會 見の 上、 列强の 

路力蚁 策の 途を閒 く ふじ 巧 力した おお、 上が 動 却 じ 就て は英國 

の 譲 ホを ホめ てこれ が 解か 策 ど 一切の 貴 巧 け 目下 進 城 中' でんる 

络 一二 をの 調査 食に) なし、 假 6 じ 玻徒擊 殺に 關聯し 上 お 工務 部 

のお人にをの罪ぁ6し煤をはをの役んを辭職サしむる5どなら 

乂齒 じみして はこの 際 治 外法 權 み 撤廢 ま张 には 『相當 の 時期』 を 

則 ィる巧 巧に 諮 ホせ一 めて 漸く 閒滿 なる 解 ホを 見る に まるべき 

裝ぷ にて、 この 際 刹 强が與 ま 政策に 就て ホ 調を 斯寸 ならば ホを 

シァのを 力が 漸义支 服を 風靡し’ 朝鮮は 元 ょら 巧 度の 赤化を 

ちがす々 じを 4 と^ 與搜 をして 一の 讓ホ をが てせ しむる に 至つ 

た 巧な でぁる ど觀 測され てゐ る。 尙ほ口 本 か 中間 外を は 今 固の 

對支 間趙じ 就ての 日本の 外を 的 勝利で ぁる ど 一 殺 外を 巧は 見做 

して ゐる 横な である ど 巧 るら る。 

愈々 關 稅會議 召集 

大統領 ご國務 長官 協議の 結果 

聖ポ ー 八 地 ホ じ 避 碁 中で ぁつて は 化 際 問題の 

た國 おを 官ヶ〇 ッグ 氏が 急 おじ 治 外法 權 撒臟じ 就て は 

接してマサチューセット挪のス ぉ國の帖潮がを說を排してこれ 

ムプ スコツトの 臨 的む 聖 館に j を决 巧ず るの 措 志で をつ たけれ 


認 る も、 大体 にがては 今秋 單に 米鹽政 麻の 希駕 ど位廣 とを 
を おて 會講を お 集ず る 意向で あ 示した もので あつて、 

る。 尙 は® に フランス 下院を 述 敢て 即刻 撤廢を ま 張— 
過した ワシントン 條 約は t 院で たる じ ホらず ど 巧し、 會 畿は输 
批准を 終了し な 十日な ド じは 迄 も ワン ン トン 食 諸の 條 約を お 
ワシントン じ 正式に 批准を 巧検瑶 ごして 巧 巧す るの 意を 示しで 
すべく、 斯 く— て 對ま憔 約は 始ゐ るが、 ガ I 支那の 動乱が々 給 

めて 化 普 U 履 巧 力を 錢 をすべく 繼績 ずるを になれば 對 おを 諮を 

これを 機會 どして 米闕政 麻は 史 巧を する の機會 なき も、 巧る 巧 

式 じ 貪談お 集を を巧强 じを 渉す を H 英米 政 巧は をる 手段 じ 於で 

, これを 鎭 腿し 飽をも 會懇を 召 お 


る绪 である 0 

英國は 遂に 


大統領 ク！ タブ デ 氏を 訪問し 婆 

ま國 際を 雜 じがて 協證中 である 

をは 前號の 本紙 じ 特報し だ 所で 

あるが、 ヶ 0 ツグ 氏は 國 務ホ官 

ク リユ 1 氏の もらした を 化 

赃巧 大使 の 報吿磬 等を 

ぶが こ现れ てむ る英蕊 一參ち どして 二目 じ 一見る 協議の 結 
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のが 狀で わる。 

がく 所 じがれば 外 か ナヤ ム 

1 レンには， ロシア じ 巧す る 巧 

國將 ホの 巧 動は、 む 巧 どして 

れを保 巧 するど 稱 して & るか' 

これは 掛ま風 際 角 がの 幻 集 ど 則 

一を 时じ く- i て、 巧 闡か府 が 支 化 

動乱.-,: 掛 する。 シアみ を 歲の巧 

雜 じ脚挪 した 証左を 描ぶ し、 

ン アめ顿 おじ おず るが 力の 仲を 

'を刖 化する のぶ ど認 むべ きて あ 

I らうが、 一 古、 英闕 々内の 貿易 

利瞄 巧ぶ にして、 0 シア じ 多大 

の 脚 巧を をす るを ぶび 巧" シア 

一を 巧 所 もちの 一 脚は、 凰 巧斷絕 


裝 、愈々 ソン ン トン 協約に 則 

對ま轉 際を 緒を お 集 じみし ヶロ 

ッグ 氏は なのかき 蠻明蓄 をを 表 

した 口 

我等は 大統領 ど 共に 支 •抓 お 化 

の 外を 閒题 じ細聯 して 協雜中 

であつ たがぶ 那隅 題の 協 靡け 

政 巧 上-し 眺 係が < 本 政が はヮ 

シン トン 條 約の 締盟 轉が 支耶 

じ 勘ず る 巧 格を おす ご おじ ま 

那 U が留 外人の 化み がを を 化 

降して 條 約の お 巧を おすが ま 

張ず る. とじ 巧 -.た。 

ど 述べて ゐ ろが、 別 巧 本社 特巧 

も巧是 て & る 如/'. ホ 齒歧府 とし 


ども'- の闹お S 意を 疎隔が 畑： 强 

の おまけ 策じ對 ずる 協調を 锐ず 

をは 乂闕も 府の円 的 どす る ワン 

ン トン 白 諮の 精神を 貫徹し を那 

のま ホ權獨 立を 確立ず る 上に 於 

て 非常-し 不利で ぁる ど 云 ふ 立 旗 

からこの なじ 就て 讓 ホし 遂に 治 

外が 權制 巧の 哪刻撤 廢は思 止る 

が 『化 當の 時期」 じがけ る 撒廢を 

脚 待し 離 稅會證 の 召集を ま ピ 

治 か 法權の 撤廢を 副と して これ 

を 協 諮す るが、 瞄稅 待謠の 進が 

じ 伴つ てこれ 等の 法制な 孽も自 

が討講される；ど豫測されてゐ 

る。 即ち 义國 政が の 粘 神は 

举府條 約 の實 施を 循と 

して ゐる だけ じ條 約の 範齒な 外 

のけ 軌じ 就て は斷 じて 反對 ずべ 

く 特に 巧轉 のかく 先般 ホみ がの 

な 見を 化 おした ご 思 はれる 一部 

與 盛が この 際國 をの 體面 上に も 

斯る會 ぶのを 加は お ホ やど 劇 じ 


する の默 契が が 立して & る模烧 

である 0 

單獨 を涉を 

支那 側 拒絶 

外を 委員 會か議 

化を 十二 1 U 壌：：：： 支那 政 麻 内 曲 
外を 調査 委員 會は 協畿 の お裝み 
1 おの 動亂じ 關聯し 英踐改 おは 累一 


ロンドン 十三 一日を U テー リ 
メ 紙 化-一巧 特派員の 確聞す 
所に 浓 ると ロシアみ 產黨 はま 那 
の罷ェ 資金 ごして 盛ん じ ホ國の 
巧を 使用し つ-^ あるが これ 等の 


巧 巧 


惡 


張 援助 か 

-ン ドン 十一 二 H 發 =；：： 英國の 朝 
巧け 支那 閱 題に 脚聯 した 大統領 
ど國お 長官の 會 見に 就.，' 非常 
注目 中で あるが、 ネ a まで 政が 
どして はが 薄を 式の 通糜 におし 
て ゐ：： > い換 協で あるが、 ぶ 邪 

/IV ¢ 1 - n ffr TJ - J . l-- i - J- u . — ;J SI 

ら逢 しつぇ ある 外を を あの 情報 獨に てち 那 政府に 巧 渉を 欲ず を j 

じ 依れば ま那の 動乱が 永乂的 じ肯の 提議 あらし もこれ を 斷が祖 
鎭靜 ずる 模樣 もな/、 若し 脚 稅會絕 しち 那政胞 は 刹强政 がをお 作 
議が巧 集され るなら ぶ條約 巧の てこの 解か じ當 るち 迪 吿を路 ij 
みはを の 期間 中 だけは ホ穩 どなたが、 上 お 動 亂の資 化 調査 倚に 
る あ 勢 じ わるら しく、 治 外法 權 委員む 一人で あつじ フラン， を 

の 撒膺じ 就て は彼然 ごして 强 固化は これを 辭し H みを 化が ま 旨 

な 政府が 樹 なされない 限ら 絕遵に 巧 かさ わじ。 が ほ 親け 駐义ホ 

でを る ごの 態を を 持し、 ぞ邢 關國を 化' マ クム レー 氏^ ホる 卞が 

係 筋は を 天の 張 巧霖將 軍の みは 日 段 臨时轨 政に 信任 狀を捧 里ず 

の 政府を 徳 立す るに 足る 人物る 窜 である 

ごして 巧 巧すべき が 勢で あるけ 

れ ども 政が としては をの 態度の 

言明を 避けて ゐ る。 

米國 政府の 


良ん y 疑 ふ 

木 下 化 雀 

- をした なにを 也 じ 黄め 
られて 巧ら 販られ 4：? いご か、 人 
をを は。 ンァ じがけ る 米ん 利權を 殺してから 良必 の巧責 じ错へ 
漁らの 暧 中から 出たら ので あるず、 遂に 自首して 出 じご かいふ 

擊殺 支那 人册名 j ; が、 ょく 新聞紙な で じ 巧て ゐ 

ン - Hllu を == 外相 チャる のを 見る ど、 人間 じは 良必が 
ムパ ー i ン 氏は 今朝 下院の 質 岡 ある 如く 思 はれる が、 またを々 
じ對し 過般 蹈裝 ボの沙 あじめ けの 場合を 比べて 葛へ ると、 一 か 
を 動じて だ 邪 人の 巧 傷者の 正 良、 むなる をは 必らゃ 何時も 働 
維なる 数は 巧 然し だが 死者 化いて & るを か 否ち を 疑は 
人、 貸 傷を^ 十 人の 巧 度 じして しくな つて ホる 
隻夕侧 の 巧者は 一人 (無 入) i を 見渡ず と、 自 をけ 柯の 
曇 者は ルかん 四ち 邮人 一考 化 事を もせず じ、 化 入の 作つ た 
ある〜」。- - を 物を を ひ、 他人の 織つ じ着顿 

勞 働— 長 建議 i て、 他— i 曼 

シン トン 十 發 U 义國勞 
勸紐合 長 グリー ン をは 本日 大統 


領ク ー リツ •チ 氏 じ 書面， 5 .'寄せて 
對定 國際會 遙の辭 懼じ掛 する ホ 
國勞慟 おを の 意を を 吐露し 產業 
上の 正義の ためじ 支那 國 はを 救 
ふ 道は ワシントン 盛 約を 速 かじ 
實 施し 治 外を 權 制度 等を 撒廢す 
る じあら ご 論じた。 


を 地情况 


决意 固、 し 


湖南 省 外人ぶ 退 

化 京 十二 一 H 發 I !：： 湖南 省 3 諸鑛 

山に 熙 保ん る 外人 技師 箇 .十 入 

は 今夕 神 地ょ b 當 地に 縣 難した 

が 技 柳 等の 談話に のれげ 湖 お 省 

の 諸 鑛山勞 働を 二 千 人け 先 過を 

« て 利盟罷 H じ々 び 巧 八に 掛ず 

- 食糧‘ 給水 等が 化絕 したので 

攒 々引 楊 中で わる ご。 

蠢閣 が離藥 供給 


積極 政策 じ 箸 手 

ワシントン 十 云 円發 =： 大統領 

對そ 問題に 就て 協 諸し 急遽 歸 

堆 した 闕務 長官 ヶ 0 ツグ 巧は 目 

下 ぜ外特 じ H まな 巧の 太を 化に 

蜀 して ■ - 

重要；！ 電を發 し ホ 園 政 K ぉ. Ei を— なる 言 化っ 

がの 本 問題 じ對 する 叢 囊 is — 東 蓋 信 社の 

請 かし たが、 別項 本社 東を 特電 け 2 

の 巧を る S 米の 外を 的 了解 十最 。パ 藥 を；^^ お ；；； f 

じ 就て は 警霸を 避；^ つ ；ぁ すへ 4 送 船は 旣 ラ " ォ 

をを も 國務省 側で 班ら した トツ クを 出發し ミ _r 

說 明に 化れ け 妾那將 ホの 篇ど廣 東の 軍隊 暴 f 

いふ 立 煤 ょら 見て 治 外法 權 制度 化を 十一 一一 白を U 廣 おょら 逢し 

の 撒 麼は爾 /'、 重大に ホらざる もた 報篮に 化れば ホる 化 円 廣を巧 

細稅制 巧を なをして 國庵歲 入を を おる 五十 雌のを 府 じがて 廣東 

おし 確 阔たム が 政を 基礎 V する 政府 力 軍隊が お 人を 敎師 脚に お 

玫府 9 樹立ぶ 刻下の 急務で ある 巧し 颊銃 じス ー宜 お 帥 じ 雷俱を 


で， 巧-こも 思は ホず 氣でゐ る 人 
がを る。 おを 拂 ふて、 食物 や 着 
物 や 家屋を 買 ふたので あるから 
じれから も とがめられ はせ のが 
劇が ホ活の 一員 どして、 働ける 
身 體を持 もながら、 巧の 慟 きも 
せ ゃ、 總て 同僚に 化 奉を 背負は 
せて、 自 みは 知らぬ顔 でを つて 
むる るは、 一体 正しい ろで あら 
ぅか。 若しも 正しい； でない ご 
ずれば、 をれ をホ氣 P させて ゐ 
るな 必 なる もの ほ r 頗る 慟 きの 
鈍い もの ご 云は なければ なら S 
お ほ 一層 良む の 働きの 鈍 さを 
威 じさせる ものは、 燒俸 じあつ 
て 富を 得た 人の 態度で あ も。 暇 
みば 畜 繁じ當 つに とか、 償 券の 


勞 資會議 はみ 裂 

アト ラン チック 巿十云 H 發 
當地じ 於て 開懼 中で あつた 石が 
業を の勞 働が 態 改善、 日給 割增 
要 ホ 等に 關聯 した 勞資會 幾は 遂 
盧 見の 一致を 見る じ まらず 勞 

働 側の 化表グ ー ィス 氏は 軟炭 業が ま； ホ、 て ホ ミ ごか 云 ふ ミ， 一 
寞會じ出ぉを表面の理かどし ！！^:^い'てげ:;：巧りり 
て概 退し。 ン ドン よらの 電報は 
奕 ホ あが 勞働 者の お间罷 エ說を 
專 へつ i あるが グ ー ィス 氏は 
れじ 就て 何事 も 語ら や。 この 狀 
おが 繼„风 ずれぶ 結局 大統領 ク！ 

ッデ 巧の 干渉 的 調 訂を見 
まるで わらぅ ど。. 


當 人は 喜び、 他人 ゴ羡 むだけ で 
良、 いが 苛める ご 云 ふが かきを は 


少しもな いら しいが、 常 載で 巧 
たを は 働か 中に 得れを である 故 
盗んだ を も同搭 である C た r 一- 
個人から 取つ わので なく、 社贫 
から 取つ じどを ふじ 過ぎの。 榜 
って ゐだ 地所 3 値段が よって、 
急にぶをじ：：^つた人も之ご岡巧 
で、 巧 じ 正しい 人で あるならば 
自 みの 働きの 結 瑕で ないど いふ 
て 赏が社 食に 返却すべき である 
が ほち へて 見る ど、 之に 類す る 
ものは 化 じいく らも ある •か、 で 
の废 なじ も良必 じ々 しも 責めら 
れ ない。 

物を 盗んだ 後には 良 >む が黃め 
るが、 富 截が當 った 後 じは 良必 

が 黄め U いのけ、 一はを 顯 した 

ら 罰せられる 怖れが あら' 化け 

ホし もを の ふ 配わない からで わ 

る。 今 H の 社 會の制 巧では、 不 

正の ミが 必ホ 罰せられる ごは 限 

ら や、 劇 か牛活 をす る もの どし 

ては、 明かに 不正で あると 思は 

れる巧 崩で も、 從 ホの 沼 慣で許 

され、 少しも 罰せられね ものが 

ある。 働か やじ 富を 得る ど 云 ふ 

i は、 如 巧に 考 へても 正しい i 
どは 思 はれね が、 卞法次 祭で、 
巧は 罰せられ、 歳は 罰せられず 
じ濟 む。 良 & が どが める のは、 

た r 顔れ じ. ら 罰せられる 怖れの 
ある 樣じ 不正な、 とを した 後 だけ 
であつ て、 を然巧 ふても 罰せら 
れ るを のない 樣な 不正の， となら 
ば、 幾らしても 良 ふは 巧して 之 
を ど おめ 2。 な ふなる ものは、 
つま b 罰を 恐れる 也の が 態を 指 
ず もので あつて、 詩せられ « ど 
定 つた W 上は、 如何 じ 事柄 自身 
は 不正で あつても 之-し 對 して 良 
必は 少しも 干渉し ない •働かず 
1 じを ふごい ふるは、 化の 動物の 
團 かでは かして 許されの ミで、 
實孫 じがても かしてな いが、 ん 
陆わ團 体 だけは 別物で、 歷 を 的 
特殊を 達の 結 巧 S して、 ホ氣で 
巧 はれて むる。 併し をれ が 正し 

< ない， -0 は、 人 おの 阐体 でも、 
他の 動物の 間 かで も變 ちは ない 
，普で ある'。 慟 かずじ 得 じ 富を、 
平氣 でず 取る*-^ を 許して ゐる樣 
U を 必 ならば、 誠に 高の 知れた 
良必 であつ て、 をん な 良 必じ賴 心 
つて ゐ たのでは、 大した ホ活な 
善 も 巧 はれぬ であらう。 




中間 外を の 説 

十二 階樓 
♦日本が、 斟支閱 題 じ 

i 就て は中閒 外を じが 巧し、 英米 
を 誌 解せ しめた i は、 U 本 外を 


憲 

棒 


♦ r 巧が お國」 の 加 藤 首相^、 

几 股大阪 'の 憲政 大 貧で、 ち 恥 問 


先般 大阪 'の 憲政 大 貧で、 

題 じ 就て 英题 はり 本の 故 策^ 巧 
み'」 認め、 信頼して なる。 户得 
なのを を 示して & るが、 ぶし 今 
度の 會議が 失敗 すれば、 巧义邊 
から ヶチ をつ けられる の 寺 化 
を 見る よら も 明白 だ 。 I 
♦英米 ごい ふ县那 から、 ボン 


露ち 大 飛行 成功 

化 章 音を；：；：： 髮じ游 女 間の の 勝利で ぁる どい ふ 報道々 達し 
葦 連 給 開な を 目的 どして モス 了ゐ る。 中 巧 か？ は換 零れ 

ヵゥを 出 後し ミ 六— 飛 巧 機^^^い バ^;^ 叫'。 HI ご f 叩かれ、 「 I むょ」 位の 
は 途中す 幸に して 一二 機は 飛-巧を バ^ すれ ^^ Hr 1 i で ニ タブ ど 裳 ふのは、 す 供 

卜 化する じ まらし も 化の 一二 機け 巧て をの 日-— の 風み を し 
今朝 化 京 至を！，： を S を 現は ぃぉを さを 鼻毛は がくが、 色 
外を 公 陸 疑 部 化 表. 謠富 男には 知れ S じを を 浪費を 
の 大歡迎 をを けたが、 このが 腐る ホ郞巧 外を だ。 ‘ 

が 何に 化 b おく 恣支 航を會 社が ♦今が今まで、 お 越の お あじ 

設立され 貿易の ち 進 じ 巧 力す る乘 つて 東が の 番犬で ぁつた 證ヶ 

堂で ある。 棚の 外を としては、 多 か 毛色 も 

I 異 つて ゐ るが、 自 ホ、 獨創 のな 

在外邦人 送金額 い 外 巧は 化が たる もの。 擊で 

東を 特電 十一 IIH 懸 u 大藏 省の 支那の 顔は 撫でる が、 右手は 池 


謂杳じ 化れば 化 外が 人 及び 移 K 

を 計 五十 四 巧 人の ーケ年 化网送 

を 高は 五 千二冉 巧圓じ 速して ゐ 


斷を 見て 嚴れど 命み さるれば， 
殿るな 格 巧は、 見られた ざま 

ぢ や。 い 0 


言で ニ タリ ど 笑 ふのは、 す 供 

のす る i だ。 これで 英米から 信 

賴 された など t 自 陵れ るのは 見 

つ ごもない 〇を むよ らも モット 
化 底から 支那 じを 巧し、' 支那 じ 

謝罪すべきな あら ばを々 S 謝罪 

し、 を ホすべき 点は を 求して、 
腹の 底からの り ミ 親き を實 現す 

べき おやない か 
♦中間 外 巧で あおから 鳥 毛を 

おかれて ゐる ご、 願 維 鈎 あたら 

から ズ ドン ど國際 的が 鐵跑 をを 

ふ i け 請 合つ て 超 C 
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なお 內じ めける 皆 棟の わな 物に 化を S 瑜快 とを 
'巧へ てゐ ます 

化巧で二巧するらの^;^4ばィ |シーでは I 
巧 八十 八 仙を は をれ W 下で 買へ る i を どぅ 
ぞ御 記憶 下さい 

〇夺 へ 御荷物を御をらじな^たい節叉は御巧物 
-」 i ^ して 御用の 媒 合は パ ー ソナ八 ショッピング 
ビュー f U 1 を わ站ゎ 下さい、 耕 巧に 御 巧 せを 計 
ま ♦ 


關稅 會議を 中、 心に W 

外 阀借欽 總额六 億ぶ 千ぷ元 


一 近 < 支那に 削 かるべき 枯別喊 
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: 'も 巧、 一般 風化は ホ 常し を 淡。 
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:お银 、がが、 を铁 にを おを 生せ 
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諸 外 閲な上 じ 日本に どって 巧 親 

すべきら ので あつて、 おを 直 じ 
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宜らが 如： 1： じ巧收 をを 速 用す ベ 

きかの 案 W 頻 々どし てを 方面 か 

ら 起つ て來 じが、 未だが 化せ ざ 

る 離 烏を が < 許ら 巧を じ 計算せ 

んピ する けを りじで W に 氣の毒 

である。 义那： か 巧を 威 じたの 

も當 がで、 媛 稅な巧 エフ •玉— • 


アグ ンン にら 么ご M じふを 昨が 
八月 S 「十九 化が 戊び 化 ハ 3 後」 沾 
にがて 論じて & る。 アグ レン 氏 
のな 化 じょる ど 巧が を戚 (お 一 
をぶ； 一 じがて 巧し ニ ホ ザの 脚 加 
巧か迪 過す る ごしても、 其附加 
稅义び 化 應 川な はかが^ 化め 巧 
じは 少しも 兒 出さけ' や 化 じ 非常 
ホ 巧を 巧び て & る。 唯 巧 じを 
必ずべき をは 貿 あの 総体 じ 著し 
い 影 懲を巧 ふる 何等の 危險 なく 
を裕 が々 の 中に 安を じ ニ ホ 半の 
ホを 烏め がる どい ふので あを。 
ア には 契 図を 化を して 総 巧な 司 
に 巧 かさい、 ち那 の經濟 とじ 大 
巧ぶ を枯 つてむ る 人で ある だ W 
じ、 と那じ W 情を をす る 一面に 

がて 增徵の 處を應 用に 就： は 論 

講を 避け、 殊に 同 食議じ 於て H 

本が 一番 利益ず るふを げし ごせ 

ない 傾きが ある。 化が 「を 体提 

議を漠 普す る ものは 麓を の禁化 

問題で あつて、 これな 外 じ 夕< 

の 論 護と 明快な 化考を 盤すべき 

閒題 はない。 附加稅 ぶび 其應用 

じ 關し て の み 特 じ 大^::〇 る間題を 

を 闕じ栽 起しつ、、 あるのは 聊か 


を 如何にす るか 等 じがて 目下が 
巧 じ带滿 中で わる ど。 

稅率改 ぶで 

大藏 省調查 

化 量稅を 主、、 一卞 

化府は 一般 鹏稅 率な お 法律案 
を课證 なじ 提出す る じか 定 した 
めで、 大藏 省は 過般を 巧に 第一 
回剛 税調 巧を 員 曾 幹事 會を 開き 
具体的 調査に 着手す る ミ どなつ 
た。 隅 磯 率な 正じ關 する 乂藏省 
當 巧の 

調を 方 か は太條 左の 通 

ちで あるり 

一、 熙稅 率な 正 調査は 稅制 整理 
の 調 杳ど併 巧して 之を 巧 ふ i 
一、 今回の 關稅 率な 正に 就では 
第 お 十 溃食じ 提出す るた め •し 
昨年 調杳 したおき 單 U る 暫定 
的の 一 部な 正 案では な < 、を 
般じ宜 る 化 本の 改正を 0 て 目 
の ごず るぇ 

一、 現 巧 法は 課稅み 法と して 從 
量税 ごが 憤琼を 併用して ゐる 
も、 今 凹の 改正に 於て はおる 
ベ： 化 壞稅に 引き直ず 方針を 
採る i 

哪も 從僧稅 は化秘 能力 じ應 じて 
課摄し 巧る も、 寶際 じがて 輸入 


奇異 5 感 U きを 得ない」 ご 云つ I 品の 託 做は 烟 難なる のみなら や 


てなる のじ 徵し签 ぼ岡窝 議じ掛 

する み 國のお 巧を 推し 得る ので 

ある。 ぶる 指 純理から 云へ ばァ 

氏の いふ 通りで あるが、 H 本を 

始めを 國 ども 借 欤に對 し 一义の 

利彿 さへ 裳へ ない ものが 化を 五' 

億よ 千 方 元 ある。 ホ 面 上の 理も 

は 獲々 の蹈 化に 伴 ふ！！ ホ ザの ち 

徵 であ つても、 墓 面のを 大目 的 

は 巧 ご 云 つても 外 憤の 整埋 じあ 

る。 化つ てを じは 馈を稅 ご刚稅 

貪 藩じ蝴 する 議論は 他り じ讓る 

i どし、 基 面の 問題を 数字 的に 

解剖して をたい .！.； お ホが 實際 

的で ある ご お ふ。 を 議が 蒂府曾 

講後今 リを二 年 ザ も 延引した の 

は难 が約雜 ■お才 るを 國の批 お 

がわは む U かつた I めで、 を こ 

にはを フラン まどい ふ 一 大難 綱 

が あつたから である。 


西 原 階蛛は 

政府 肩替 

み 期の 雜@ じ 提案 

日本 お 来 銀 巧の 巧 券 後 わじょ 

6 先が 支那-: 巧 かけた 所詣西 •原 

借妓の な W は、 ぶ那现 化の 财 

政が 態を « てして は 何 帖お憤 還 

をを る や 計ら 難き のみなら や 巧 

拂 さへ 化が 不能 ごを るべき がな 

なので、 典が か 化 の 憤權銀 巧で 

な 先年 巧 特にが 年 ホ かが じ おし 

て 之が 

救濟法 じ 就て 种 々陳惊 し 

て & る。 元が 化 化欤は 常時の 政 

がの 働め じょ 6 政が 化驰 の' 下に 

おお 憤 巧を をが一 たので あるか 

一ら 坡 がが 巧 巧を 钓 ふて 解 化すべ 

きで あち、 化 悄妖を 局 巧 b して 

がすを 支拂ひ 名が ぉに 化が の 巧 

巧 ごされ たし ごな 烈にホ 娘す る 

一ので 過般 ホ大澈 巧で も 西が 偕欽 

一の お 内的 整 巧 方 ホに がて 柿々 硏 

一巧した が、 化 おお M 借な によ；.. 

巧が、 がが、 台が の 巧 梅を 何時 

.を もめ 巧して 的 < 巧 じけ かない 


事情を 認め 之 •か 救 濟策ど L ては 

結局 谦會め 協賛を 經て 政が が賓 

巧を なり 巧 業 憤 巧 所がを 對興銀 

が 銀、 を おの 關 係を 巧 業 債券 巧 

有 おお 政が の瞄保 じ肩替 る 

の 外は あるまい どされ 次期 巧爵 

じけ を」 腳 ずる 捉 案を なす ご ホ 

るで わらぅ ご。 がして 

對 外的 解み 策と しては 支 

孤脚稅 お議銷 催を 機 どし、 幽稅 

巧收を 化-化に 化ら 支那を して 挪 

稅巧收 を おて 之を 支佛 はし レる 

外 別に 適切な 方 ホを 第 中る 模條 

である。 面 巧 借な の 政が 肩替 b 

間 趣は 化 ホ ごても 废 々論議され 

計 塞され た處 でもる が、 斯くて 

は經裤 借欤を 政治 侣欲 ごし お 外 

的に 而 むから 口眺 なを 化 やる ご 

してを じ 中止され たので あつて 

,政巧がを々お狩らする^に巧せ 

じみ 期ぶ 曾では 必ゃ戚 論が 襯ぉ 

する ものごし てを 方 おで 非 おじ 

注目して & る。 罔み じ 大藏ぷ は 

西 巧 悄款の 元利 ども 化が のな 化 

じがず か义 けが 乎の みを 補給す 

るか、 而 して 谦 會に提 おのが ぶ 


ー ホ じ 於て は 不正 巧 爲が巧 はれ 

易い かおを なして ゐ る。 么じ對 

し從穀 課稅じ 於て は祖稅 能力に 

比例して 課稅 I '* "る i は围 難で あ 

ごい ふ夕 点は あるが、 おし お 

目を 細別 L て 課 我ず る 時は をの 

か 点を 補 ひ、 あじ 不正 巧 爲を防 

止し 徴税 上 極めて 便利の 点が あ 

るので 今回の な 正 じ 於て は 成る 

ベで が抱稅 じな める 方 かで ある 

けれ. V」 ら 

貴を 屬類 S き蹇質 

上 從惜截 を 巧 ごする もの だ ある 

か ら悉く從點稅じ引き直すミ は 

的 難で ある。' あ 一し 

、現わ 焼 率は 物 個 低廉の 時化 

じ設 をした もの でんる から 化 

際 適 當な稅 率に なめる ミ-化 

つて 大化 •しがて 税率を 引き 上 

げる 結果 ごな るら 原料 お A 他 

內化 產萊 S が 誰獎腳 上め 要な 

お 目に おしては 稅率 引き下げ 

の 方針を 採る i 

、な あの お裝 どして 關稅收 入 

は巧加する； あ る も特に化人 

ホ義 の' 下に 稅 率の 化 正を 巧は 

.2 こど 


巫細蓝 大陸で 

人絹5^*戰 . 

りち 米がず ふらしい 

人を 絹糸 H 裳に 街し 聞 <處 じ 

ょれば 歐渊 、义剧 、阿弗利加 ご一 

大隆 のん 糾じ 綱— ては 蹲く 之を 

巧き 站細亞 ts 將に 乂阅製 人が 浸 

人漸 巧の 傾向 あ b 、 中 じ もち 邪 

の 如き 天 巧 絹糸の 產 地で あるじ 

も 巧ら 中 人絹の が 場に 轉 化しつ 

つ ^ ら 、 を の 

需要 量は 日ぶ は 僅少で 

ある ごは 云へ 生糸が 閒 'しけ 齡な 

からぬ 動 搖を惹 おして ゐる 。印 

はら 亦 人 紐 ぶび：！ 製 = g をの 集し 

つ.^ あ 6、 千 乂时サ 叫 年の みの 

渝 入な 八十 五ガが 巧に 巧し 綿糸 

人 級を 綠 布の 餘 人は モ 五が 巧媽 


じ 及んで むる。 英風 最大の 人 親 
工業 宵 社は 巧 巧 人の 嗜巧じ 鑑み 
を 買 じーエ 這を 述設 中で あるが 
同 エは雑 糸を 製造せ や 單じ輪 入 
して製おごするものである< い 
ム 。而 して H 本は A 組の 侵 思け を 
重視 （エぶ あぶび 政が の 注意を 
喚を して ゐ るが、 化 恐る t おは 
A ’ 煤が ホ糸巿 媒じ與 ふ^ 脅威に 
あるので ある。 而 かも 人絹は 歐 
ホ じが' わる 

天；^| 絹 化 用 ホを 國 •し 確固 
たる 化 ホを 占いる に 至つ た 許 b 
でな く乂 H 本人 自身の 間 じ も 愛 
用 さろ i じ まつて むる が、 H 本 
のん 紐製產 額は 目下の 處 僅少で 
あるけれ どもな 輸入額は 最あ數 
年閒じ 一大 躍進を 示して ゐ る。 

從 つて 化 趨勢は 年々 あ々 著し < 
なる であらぅ から 勢 ひ 其 生虛額 
ち 巧な すべ < 、遂に 亞娜亞 じて 
は H 英米 S 國 のん 紐がず' 觀戰を 
演 やる じ まるで あらぅ。 

マンガン 鑛じ 

ホ 露 新 契絲： 

'ィ 9 マン 會祉 が獲暢 
n ! カ ナスに がける チ アッ ー 
少の マンダン 鑛山 利權は 露國政 
がご 米國、 > リマン 會化 代を どの 
間 じ 調 巧を 路 つむ。 右利雜 II .瓜 
な囊じお閣ンナ* ゴ リド^^^ぶ 
の 間 じ 結ばれね 鑛 山巧權 な 興じ 
二 大雌權 契約で 内を 左の 如し 
1 、 期限 廿年 

二、 最初の 四ヶ 年間は 設備 用 機 
械 おの 輸入 蔬 をを 除ず 
一二、 露國 政府は 自固 用と して 千 
五な 顺の鑛 物を をむ 拙 域を 殘 
し、 お ほか 要の 傷合會 社よ b 
鑛 物を 實襄買 化る 權 利を 有す 

四、 禽 社は 暴 新式の 設備を なし 

之 じ 巧が 方 弗を 投資ず 

五、 選鑛 機を 新設し 憐诫 的じ鑛 

石を 違搬し 鑛物產 地よ ら黑 が 

ポチ 港を の 狹軌激 道を 廣軌じ 

改修し 錢道 ちの 管理 じ 移す 

〔本社 東を 特電】 1 

生糸 輸 おの 薇增 

昨年と け 一日よ b 々年 六ち 化 

日に 到る ー ヶ年八 生糸 綠 おは 神 

戶五巧 八 千 六な ホ卡化 俸、 橫濱 

化 四 万 八 千 •む 四十 四 懐； 4 て 前年 

度よ b 十 S で 一千 五な 儀み お 加 

を 示し お 外 貿易 開始 W ホの 最髙 

說錄 である。 而 してを ホ 輸出は 

今後 巧び 横 渚 一港に する ^ じ當 

局の 怠を 一を して ゐ るが、 生 ホ 

精. 艮换 をは 明年 二ち 橫濱 生糸 换 

あ 所な エを 强制膏 巧の 方が でぁ 

ると いふり 

下 半季 出超 豫想 

木が 類 あび 鐵 がの 輸入 戚少を 

見越して 下半を は 出超 お 千万 5： 

释度 ならん ど大藏 當：？ は觀 測し 

て ゐる〇 

.上旬 賛易 はお 超 

橫お外 十一 一港み のと 巧 t 巧貿 

易は 輸出 六で 四 •む 四十 S 万一 千 

阳 、輸入 六 千 二' 門 化十义 みお 千 

田に r 出超 巧 四十 一一 一巧 六で w を 

示した 0 

東を 卸値 稍 騰貴 

日銀 誠杳 じよれば お 巧 卸賣五 

十六 禪は 騰貴け 四、 下落 化 二、 

持を 十佛 にて ホ 均 二' 姐 六 まの お 

貴で ある。 十一 二：：：： を 
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YOUNG CHINA 

3140 Broadway 
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Suey Pang^s 

脱な 繼 が 
马閒お xth む e. 

Bei. 27 も - 2 お fi お s. 
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New York Auto School 
228 Second 4ve., Cor. 14ih Sf. 



巧 巧十轉 十巧ィ をを 動 
あが 五 ホ 五 証 セ 敎び車 
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Kawasoye Hotel 

け 9 Wes り 23nl Street. 
Tei. Morningside 7154 

御 

旅 

舘 

、 — ^ 

河 
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TAIYO 

148 W なバ 5 化 &, 

Tei. Susquehanna 2816 
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Toyo Kwan 

41 も 1 が h St . 

Bet. B'way る 4 化 iUe. 
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eMVyajCo , 

340 W . が 比 St . 
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The Tokyo Go. 

MO W. 8 加な . 
New York C け K 
Tei. Trafalgar 6559 


DARUMA : 

781-8 化 Ave. | 
Tel. 8ryani 3859 | 


YOSHINO-YA 

70 Greenwich St 
New York 

Tel. BowH 巧 - むが n Ifl 巧 9 


號 九 


な 巧 千 


を 


が批 盈な tmti を 巧を 奶谢 でる 


け曠 水） 


円 お 十 巧と 年 四十 化 大 


御巧當 ホび じ 
御 家庭 ま ぉし 
御 下 お 

後 藤 

壽 司、 媛蒲繞 
每 y おらます 


支那 C 


靖 


料理 f 

ボ媳あ 聞で 永年 御 あ 巧'^ まけ 
U た 祭义で 御座います 



W H 本に 住み、 ち 本 語 
巧 を 話し、 皆樣 の御增 
なじ 適する 御 巧理を 調進 致 ホ 

了 度 ユレぶ，— タア の'^ でず 


襄昧 じして 淸潔 

歸 晶南樓 

午前 十 時よ ち渴ち 
午前み 時まで 良； 


巧 廳裝衛 

詞理 A 廬蓮 
お 勤の ホ じは 晝飯 
の 御 巧 利じ備 へが 
閱爵肅 の 御用に 應 
や V く淚間 巧ネお 
ず變 おお 立願 度な 
巧 上 御案內 申上淚 




支那 御 料理 

彭瑞樓 

U 本ん 諸君を 
徵迎 致しまず 

材料を 精選し 皆樣 
の 御 嗜好 じ 遮ず る 
料理を 提烘 します 

S 新 中華 

H 本人 諸君は 锅 
別に 歡迎 します 


華 盛 顧 

わさ； 

日本料理 

を じ 御旅 舘 


媛 蒲 燒壽司 御 化 化し 

日 巧 巧 日が 閒 もが 用命 じ ホ じ 巧 

會雁御 料理 

诗等御 下な 

兒 玉ぶ 一 


►ご 垣 U 巧 お、 親 吗氣樂 ▲ 

勢 側 舘舘ま 熊 巧 
ま 任が 勢 奉を み 間榮が 
增 K ■ま th Str ま t 

- Tel. Regent 3299 

_ 

電話 レ A ンン トン 四 八 五 五 

旅館 

- 十五 T 目 二な 番 
西 六十 五！ - V が 四十 六 お 

一力 派 館大橋 

電 讀玉ン デ- ット八 六】 0 


御 下宿 

自忠亭 

58 ジ寡 S ^ BS 口 享， N . y . 
孕 fr 星 e 7 S 

中が 埋變 巧‘ 

中 お與藏 
31 W . 置す S 三.，. 暑 バ 
す t - Golu ョ bus Ave . & Gentni 云 rk 去を 


日本 埋髮 館淸 

新式 洗髪の 設備 あち 巧 速 了が を 
ち どし 精々 勉强 致します 
西 四十 一二 了 自な番 化 云 円 ホ お 室 

T ソプ フロア 八 第-! ハを ミの 十一 一一 Ty 巧】 一 


宮 W 事務所 

持績的 豁圃の 间胞じ 的確 U る 職 
震を 罔旋 します。 

」 さ anese で菩 Ag ミミ 
一呂 WM 雲 St. N. 产 ( 

ぎ 3 it 7 呈芸苦 


レャ トル 巿 

NP 旅舘 

W 0 夕で h Ave.wp wea , ttl 夕 W ミ h . 

停を 瑞前 通を ご 一 了 巧 側 六 階 建 
U 本 巧 船 切符 取扱が 口 場 送迎 

藤 井 旅館 支 巧 

4資 Maynard Ave : 
Seattle . づ、 a . sh ’ 


H 本 巧を が 切 巧 御中 込に おじ 
萬 事 御 巧を じ 御 取扱 ひ 中 上 候 

を港 小パ ホ テ 

▼ U 本狗 料理 (別間 あ- 9) 

を 港 カリ ホ^ ニア 巧 六 一二 
證お 々ネ I I 八 一六 


口 1 サン ゼ ルス 地 ホの 御 
お 化には 最善の 御® 宜を 計ら 巧 

ィ —グ少 
ホ テ 火 

羅お ホに がける 同胞 經餐 中最 
新式 高等 ホ テ 於で あ b ます 

羅府東 一 街 一二 义ザ 
霞ち r ヴ アン ダ ィキと 六 お 九 
I 昂 / タツ カ！ 一二 八 ホーニ 

貸 自動 幸 (ぉ 野) 

羅が 名所 御觀ホ じは 寮 も 精通し 
た ドラィバ！ が 觀案內 寧 上ます 


ボストン 案 巧 

貸 自動車 業 河 西 

諸を 跡、 大學 校、 工場 巧 化 一 殺の 
緖 介を び龜辯 もし i すす om 30 
Tel す ck 吉 77 蓄 70 Batavia St . 


ボストン ホ 

富 ± 旅 舘大浦 末 松 

一 舍姜養 der St . ぎな ミ 置 ass . 
TeUack •置. 安 さ • 
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す 本 A 都 

一 71 廣 

瀬 氏擔ほ 

懇切 敎授 

動 夕と 時 開 

校 勞働余 

暇 勉學の 

巧 あらを 

袭謡當 巧 

與 就職口 

無が 岡 挺 


化み ホ 地よ き淸？ U る ま 

.化 林が か 

1 夏 L 男臺〇 こさ. 

Te 一 Mad . ざ 2 ミ 


御玉 瞬 御料 巧み 庭 仕出し 

御 下宿 /$ 豫屋 

一ー ミみ ミ 夏 

1宗 一 ast 臺 AI T ‘ Plaza 笠？ 5 
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永年 U 本人 諸君の 御 
攝 負を 蒙つ てゐる 

§ 遊仙樓 

です、 巧卒 緒々 御 ホ 
ホの おを 願 ひます 


尋 .れ 入 

巧 城 寺 巧 武がお 馬內藤 巧太郞 
巧がん を 秉斗宮 が 火を 喜 化を 
鹿を 嚷鶴 乂淸宮 巧八鸠 殺太郎 
を 知を 川 良 衛靜晒 あ 原を 之 助 
沖繩 玉が 利德 お川鹽 み幸 追 
東京 猿 出精 一 熊 本島が 唯 紫 
巧 川 江 藤政吉 巧知 一二 出 お 
鹿 お 島 真な か 

香 川 縣人ホ 旧 か 一二郎を 巧ぶ 

ホのを じ 通知 致な きを も么 

が 間 本人 お < は 知人ょ 6 現 

化 巧 粗迪知 願上磅 

紐 育 巧國總 領事 舘 

1 置 ミ吉 {一 ま y す 三 ork 呈 y 


織脊 旅館 田 中 奥み 報 

東 四十 T 目 二 四 二番 
TeL Ga 星 onia 設 74 


御 下宿 嘘ホ乂 

47 Prosp 奋 t 芸 ce 

bet. ご吉 nd Ave. 〇式 E. ^ndsi 

TelfrayHili 這 送 


.煎餅 卸、 小賣 
を 腐油揚 
日本 食料品 一切 

wcnl ご S 巧 IRice 广 ak 巧 0 0 . 

養 Third Avr 

TeL Plaza 5218 


極上の 魚類 

季節の 新鮮の お 貝穗お 深山 揃つ 

て 居ち ますから 御賞陳 下さい。 

ァピぶ 口 魚 店 

82 Bayard Si Tel . で anklin を ま 

新鮮 魚 か 一切 

日本人 巧き の 生魚 澤山取 b 揃へ 

特別 廉 憤で 大勉强 致します 

サヴォ ナ魚店 

」 oweI>ll wavollal 

技一 £を St . 

Tel . colibus ちち' 


つじ 流 巧です u (十と 化が 人) ♦ 
廊下 トン ビど いふ 言葉 も あるが 
近頃は 敎會 トン ビご いふの が乂 
流 巧で、 柯 でも 信を らしい 顔ノ 

きで お 厮騰の 坡中じ 巧 波を 送' 

て チヤ ブス ィじ あらつ くの だ」 
さ (進化論者) ♦アバ ー トメ ン r 
のぱ も---^ が 化 暑い のじ 盛ん ゴ 
ず、 勞慟 者の ため •し 恐ろしい お 
をしてをつた嬌風食どやらい 
ものは どうな つじので すか】 う 
伺 ひます (船員) ♦自稱 U ぶ勞勘 
黨 総理 連け 目下を 化の 夏 壌 じだ 
躍 中です からが 育ら さぞ 凉 し.、 
でせ う (執 巧 委員 i ♦支那 問題 一 『 
は 到頭 米歐も ぁお （たが、' 新が 
の 記が じょる ごべ 片 リンの H 本 
入は ナヤ プ スィ 屋 から 排斥 さ jb 
て ゐる梭 だ。 當 化で もま 服-^ 矿 
めし 屋じ通 ふ 人達は 充をじ 言 勘 
を 懐んで 彼等から 逆じ排 巧を が 
ふ 樣な巧 動は お 互 じ 避けれ ふ も 
の だ 一親 善を) ■ ' , 


夏 塔 向 ランプを 賣 y . 

下 羽 電氣蘭 お 

2021 IBroadwj 安 
ジ I .量 星 一 0 一/:" 

書籍 一據 取^ 

ホ國 出版の 黨籍 はんて 特听 割引 
じて 巧 速に おみぎ 旅が^ 研究 
參考赏 巧の 書籍 遙喔 等け 特に 御 
巧 宵 化 計ら ひ致サ 梅】 

互 i す sW 里 たぞ| 

1 芝 Nassau Si . ー ジー . B 里す ||一 芝 28 


削ぶ 並に 御旅 舘 

生稻 を^ぶ 弟 

が 肯ポ西 八十 八 T 目 云が 十 S 巧 
お韶 —— スカイ ラ 1 とん ニニ 
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日本 庭 料 為、 巧 用品 
旅に 新刊 畫觀韻 一 ：3' 

巧 欄 兄弟 廠會 

ななお 括 新が 毋を 巧が じて 巧* 
かお 曲货 々お 用命の お ネ巧上 候 


日本食 料脉頰 みび 雜貨類 卸小資 


巧 


プラザ 


六 V 八 


お：.： 1 八-一を 桑 山商會 

巧 巧 當籍雜 誌 小閒物 H 巧 お 各® 


U よなか お、 が貨 
お 招、 雜 法、 巧 巧 

巧 詔 か ラむ ァがバ 東を 商會 

巧 <!- 1、 自 巧の 化 あ 6 


御 料理. 

芳の家 

壽 司、 綾 蒲燒每 口が ります 


一 勞働者 じ 化け こんで 

H 本の 軍備 Y 密偵した 話 山 

i るで 夢の や •了な 拂 U 家め 宣傅 


排 U 下； パ ー ストの 纖餐 ずる 紐 
ち アメリヵン 紙 はげ 今の H 權 
号 1 ホワ^ — ド •ビ ー •ず* — チス 

ど 呼ぶ 自巧ぉ 劇 軍事 探偵が 一 
巧 働 者に 化け こんで H 本の 軍 

脯 をな つた？ どい ム麥 のがな 

謀 班を 褐職 L てゐ るか、 其 一 

節 じ 曰く 

おは H 本を 闽 阿れの 化に 

於 1 も H 本が 械 めて が密じ 、而 

かも 確 實じ侵 思の 針 蕾 じだ おさ 

れ てなる i をを 師 した。 化绪は 

「一朗 事 ゎるが」 ごい ふぶ ホの 言 

粟を 摄語 どして ゐ る。 す 乂巧サ 

ご 一年 化 H の 大霞災 にょる 損 寒は 

か 論 軍 牌を して 一時 顿陛 せしめ 

たけれ でも、 化 巧 常 局は 倍舊の 

巧 力を 化て 之が" 化舊を 急ぎ 十八 

ヶ巧 後の 今 H は 急速 U 叫 俊ぶ ち 

を 示して むる。 n 本の ザ 備揽張 

じ 就て は 操々 ザ-しし たが、 なは 

少し 許 b のち 那巧ご U 本 おの 智 

識を愧 b じ單 みが. 凹 際を 調査す 

ベく 巧 ふした。 

.眉毛 を 細/、 刺り 額を あつ 

て自を 乍ら がつ からする はな 支 

那 人が 勘 者し 化け、' 而 からか 型 

のな 眞 器を 忍ばげ てな は 最も 恐 

ろしい 冒險 をが けした。 が带逍 

舶 所に 巧 つても 其 か 柯處へ 巧つ 

I て も 化は るが まの 贼翻 源を 見、 

_ 驚異に 化する 潜水 濫 或は 保め て 

; を 巧ごぅ-,’ 武装 さゎ 四十 潘を一 

^時間で走るどいふ巡巧おも見ゎ 

が、 をれ 等は 皆を 视燃 巧まで ホ 

I 國の 巡げ お 又は 驅逐絕 を 一擧じ 

I おひ 化く とい ふ* を 聞した。 お 

I は夕 数の 勞働者 S 中 じがれ こん 

I で 最新式 巡が 燈 中の 

: 由 良に 乘 b をを じ 内部の 

一 椿 造を 調査す るを が お ホた 。お 


は 米ん 中で 化 鼓 新式 軍艦に 乘つ 
た最かの人閒で 4 るど斷言ずる 
巧 山を 持つ てゐ る。 私は ホ 良 艦 
か 化 巧 最大の 發射 水雷を 搭載し 
てゐる i を發兒 したが 此水 をは 
な 徑二一 灰、 を サ廿一 W あつて 踩 
洲大戰 中 化 用され じらの ょ b 遙 
かじ 大型で 阿 物を も化沒 せし む 
るを が巧來 る。 をの 軍艦 じ賴す 
る 智識から 米 人 じ 知らせて 面白 
いご 思 ふのは、 も 良 艦が 海上 じ 
をべ る 化ての 軍鑑 中を 心げ 速な 
轉装巡が絕であるといふ^であ 
。巧 艦は 加 滕中將 の 率 ゆる 日 
本 第二 艦隊に 短して ゐ るが、 柯 
鑑陈 はを 剛を 旗牆 どして 輕 をげ 

購名 化、 問 良 良、 飛 巧® お比额 

(？) 及び 中が 上に 飛 巧 機を 搭載 

する 速を 船 若 當も同 艦隊に 屬し 

てなる。 由を 艦は と 個の 六が ブ 

V 1 チ • 0 ! グン グ電氣 をみ ホ 

砲を ちし、' 巧 四 巧は 前部に、 一二 

巧は 上部 じ 

裝置 さた 此ホ尙 ほ 一二 侧 

の 煙幕 砲が 据 へが けられて ゐる 
が、 是 等の 砲 中 六 個は 日本 工場 

の名を現^^した真输板-か張^か 

けられて あら、 をして 第一 甲板 

の兩側じはボゥ ツ ツ ァ1が巧機 

が擊 砲を ちして ゐ る。 私は 篮べ 

を 部を 詳細 じ調當 する 機 會を得 

たが、 機 觸莖は 固く 巧 ざ i され 

て 何人の 出入を も 禁じて あつた 

ので 内部を 窺 ふ i が 出 ホ。 かつ 

た。 岡 燈の兵 装 中 最も 驚異 じ 値 

する ものは 水雷 發が 裝麗 であつ 

て、 同 おは 凹 個の 露 ぉ 複式 水 蕾 

發か 管を ちし 化 中二 個は プ タツ 

デに、 化 の 二 側は 燈の 中央部 じ 

孰れ もメ ー ン •デッキ じ 綴いて 

ゐ る。 而 かも をれ を 委細に お檢 

した 結果 二 個は プ C ペラ！ 式、 


ォレゴンで 

排日 暴動 

邦人 就 働 員 追放 

ォレゴン. 掛 トレ 1 ド +111 日を 

電 じょれ ぶ 岡 地の 义 A 經營が 木 

H 戚 がり 本人 毋慟 あを 庵 傭した 

i じ 就て む 人勞働 者の 憤慨 ー ホ 

なら や 化 巧 ごても. 腿々 紛 媛を 惹 

加暂力 おの 俊 式で 

邦人 男女が 結婚 

U 本人が ヵソ 9 ック むの 儀を 

で 白-^ の 女.' 一 お化し じ 例は あ 

るが、 頃 U シヵゴで 日本人の 

巧 女が々 ソ 9 ック敎 の 倦まで 

お 嘘した ごい ふ 珍ら しい 話が 

ぁ- < •。巧 邮け问 ぉじ 十四 五 年 

も 街が ― 一て むる 人で がシ カコ 

な化領 巧、 み ザ 巧 乂化お 一を 

W 記官 桑む ま 計 氏 氏の み 化で 

:轨脯 JU 化 化 マ y エ さん。 セン 

卜 •： 、力乂 お會 でり 本じ廿 

i ザ も 巧 道して むた ストー ク 

牧 帥が 巧 式した さぅ だ。 

をず る あ 巧に；： 一^つ たが、 エ培侧 

一では 偶を も U 本人 巧が 者 S 解職 

I をが 粗し ェ塊 じは 巧 人を 派 追し 

1 て嚴 あじ 巧戒 しで-に 陥へ つ S 

.もつ た。 巧る じ 約 四なん 2 巧 勘 


他は ゥォ ァヘッド 式で 

隔壁 じ進岀 する 化 掛けで 
わる。 化 外 由 良 艦な S 顺の探 照 
燈 、無带 コンパス ホ 向 測定器、 
が 離 測を 器 巧 鼓 巧 まの 装 招が 施 
され てん b 、 乘組 員の 体格 も捣 
逃さむ て 五 尺 W 下の 巧は なく 巧 
が乂 一; 水兵と 比較して 柯 等の 遜 
色は；； •■い。 かじ 我は 秘密 じ神戶 
じ 訪れて 造船所の じは 潜水 鑑あ 
ら 、エ媳 お 煙を 上げて 大巧 動 
中のを 致を 扱 影した が、 闲ほ神 
片で 巧顿 能力の 浮 クン ー ンも撮 
影す る i が 出 ホた。 化か おはを 
化が じが 化 化 軍港を 誠 H るべ く 
橫濱 から 

漁 車 ででの 搬 に 巧き、 を 
こで 游 ザを 乘 b 換へ巧 ほ も 旅を 
緖 けて H 的に 進んだ。 そしてな 
でも 义 化は 勞慟を じ 化けて 船 腺 
に 示された 艦 名 じょ b 、 糜 々大 
が おじ 出動した 優を U 旗艦を 見 
出ィ i . かお ホた ので ある。 = 本 
の 海ず 化 お 地、 巧 磯の 中必 地は 
孰れら 平時 じが てらを 力を 擧げ 
て® 勘して ゐ るを は 树等疑 ふ 余 
化の ない 處モ わら、 政府 當 局が 
秘ん巧 棚の 隱 おを 試みて & る J 
も举窗 である。 おの 調杳 した 範 
圆 では、；：： 本は 目す が 巧 機に 向 
つて 全 方を 漠げて ゐて旣 じ 或は 

近き 

^來じ 世が 最大の が巧國 

ご；：* るで あらぅ。 が ホ H 本の 航 

を 軍は 奥佛 のを 線 家 じょつ て訓 

練され てゐ るが、 是 等の 外國敎 
師 {お 巧 も 機械 も) は 巧 額と 巧 五 
十 巧を まがされ てゐる S を 巧 じ 

した。 U 本人は 少 々飛 巧 法'*' 學 

ぶピ ホ盧氣 じな つて 勝す じ 飛び 

たが b お 帥を 侮蔑す る 癖が ある 

さぅ で、 現に 或る 外閱入 敎師は 

「こ ん；；<>風だから自々の生徒數 

名は 慘 巧した が、 化の 生徒は を 

れな ホ熱必 じな つて 礙秀な 飛 巧 

あじなつ た 」 ど 云つ た ふが 

あ.- 0° - 


おぶ び 家族 連は 巧 上で を 留を催 

し 化 際 直 按ず 段に 部 へても 日本 

ん勞働 ホを 驅逐 すべし と 巧 諸し 

一二 首謀者が ホ國 旗を 先頭に を 

自 棍棒を 武器 ごして えづ 日本人 

勞働 者の 家族に 立ち’ 退きを i 

し、 自動 貨単 じあが 道具 一切を 

積 込ました h 州の 境 お 線 じ 降 単 

せしめて 追ぶ した。 が 際 日本人 

けを 然 抵抗し なかつ たから 負傷 

者を 生じな かつ わが、 エ旗香 人 

ど 暴 巧 圃は 殿ら を ひを 始めた の 

でを々 の 負傷 あを を じたので 郡 

馨 部は 首謀者 ど覺 しい ダー マ ー 

バック 度び コ八バ ー の 一二 名を 吿 

發 し， おじ 装巧刚 の 置 十 名を 檢 

巧す る^どリつてゐるィ」0 

迫害 さ： t む 

邦人 廿乂名 

ポが じかけ 化發 

才 'レ ゴン州 トンー ドの 间胞巧 

働ち な， 退强 盤に 敞聯し 村 卵コー 

ゲァ リブょ b 速した 報道に ょれ 

げ化 初にな 退を かせられ たが 人 

はかの あで、 就む も 自邮巧 中で 

十一 二日 夕刻 M 地に 卸を し 典 へら 

れた强 道 切 巧で ポ！ ト ランド 巧 

じ 向けて おお L たが、 翌十 Hu 

のがには がに 凹を の 巧 人が 卸 招 


し 親れ も ボ巿に 向つ た。 化 間 趣 

じ 就て トレ ー ド巿 では 膊節 柄與 

論は 触る 興 儀し、！ 部の 白人は 

H 本人を して 徳迄 もエ媒 じ就慟 

せし むべき である ごま 張す る 者 

あるり 


臺灣 朝鮮に 

大 暴風雨 

敕 部落は 流失 か 

ま 京 特電 十四 U を：：：： を 灣を化 

じ 大風 ご 堂が 磐 ホし 溺死者 五名 

巧衛 不明 一二を を おし、 流出 あ 法 

は 巧 九十 六 口 じ 及び、 浸水した 

旧 畑は とでと が廿】 町 ホに-日 .b 

農作物の 被害 一方なら や。 朝鮮 

地々 じ 巧ても 同 巧の 水害 あ b 慶 

尙南逍 の 被番は 最もを だしく 數 

ヶ 村は 浸水 或は 流失した らし < 

死傷ち じして 旣 じ判剛 した 者な 

五十を に 達した が、 H 鮮人約 二 

巧 人のを 危 も： 个 '明で ある。 

瓜は 日本で 

111111 1^ ずる 

加州 ソ "ンは 之から 

お！ が：：： さへ なく ば 年中 甘い 

メロンの 唤 ベら れる カリフ オ八 

こアが 慕し い ど 巧 詩人の ョ 


ネが 口を して 喷 はせ 深いが 象を 
殘 させた メ 。ンの 季節が ホた 0 
今 H 此頃 化染卡 度の 巧を 耶 いて 
見る ど 店頭は 化て メ〇ン に占颁 
されて なる 〇 キヤ ンタロ — ブ、 

;; ネ ジ ユ 1 、 ヵ サ バ 、 ゥ オ タ 1 
メ〇ン ご 云つ じな にを々 

特種な かを 持つ たノ "ン 
類が 今を 嘘 b ど ホ 镇ぉ娠 はして 
ゐ る。 けれ 共是 等は 皆 熟い 地方 
の ホで ア 'V ゾナ どか 南 加の 巧國 
ホ 巧 ごか 云つ た 方面の もみで 中 
加、 化' 加の メ 。ン 類は 之から 出 
始める ので あるから 眞 の 加州 メ 
日 ンを賞 ホず るのは これからで 
ある。 メ曰ン は ホ 國じ化 巧す る 
吾々 邦人は 何のち 難 ホな く お ホ 
だの 不 ホ だん ど 賛澤を 云つ て哈 
ベて むる が、 H 本では 非常 じ 高 
價な もので 化 邊で五 他 泣の キャ 
ンタ 曰— プが 、日本では 溫 をで 
苦、 むして 育てた ホの 勘な いらの 
•か 驚 < か •れ 一個！ 一巧から あ w も 
する。 をれ でも 仲々 手に入らな 
いさぅ だから さぅ 輕 々ど 賞 ホず 
る譯 にわかむ いが、 之は 一に 
j - K 候の 然 らしむ る i で 如 
巧 ども 致し方は； ょい。 其 点じ 於 
ては 加她等 ts 有難い. もので 柯處 
じ 巧く もメ "ンけ 出 巧る、 問題 
は 唯 遲いピ をい の 違 ひのみで ぁ 
る。 I 体 メ〇ン は柯時 頃から 加 
州で 栽培され る樣 じな つた かご 
いふじ 比較的 新ら しく ホ だ 化 年 
位に しか G ら ない が、；：： 本は 尙 
ほ I 屠から し； 米國 から 明治 四 
十四 年頃が の 農 商務 大臣 大浦兼 
武 氏が 持も歸 b 溫 室で 育てた の 
が 最初 だ £ 云 はれて ゐる 。尤も 
U 本メ 。ンの •元祖に 就て は 鞠々 
の說が ぁるが、！： でも 明治と 八 
年の 頃 宮内省の 內苑 頭を してむ 

じ 子爵 福 羽 逸人 氏が 英國 から 碑 

ずを 取ら 婿せ 同 邸の 

溫 室. で試驗 的に 栽培した 

のが 最初 だ ごも 云 はれて ゐ る。 

メ U ンの 原產 地け 葡萄 ど 同じく 

菜 人 ど 石 独の 產 地で 知られて ゐ 

る アグ メ ニアで 二 千年の 昔から 

出 球て ゐ る。 み 後 歐測じ 移植 さ 

れて 最巧羅 おじ 入ち 棘醫じ 行き 

同時に 地中が のを 岸 到る 處じ栽 

され， をれ から ドー バ I お峽 

を 越へ て お國じ 輸入され みいで 

ホ鹽に 渡つ たもの だ〜」。 

♦紐 育 タィ ムス 

の サン マ ア白單 

館からの 通信 か 

振つ て & る。 ホ 

國は义 邪の エグ 

夕 1 • フ ラ サ * — 

VJ なつて 關稅會 請な 化 支那の た 

めじ 親切に 謀つ て やる の だ VJ さ 

化白いエ グダ1* ブラダ1^2黃 

色い ま 那んの 入 踏を 絕 おじ 排斥 

し 乍ら 自 みで 支那に 飛び込んで 

朽 つて 誤 親巧氣 化ら ごは 勝手な 

もの さ (人紳 偏見 生) 本で 或 

る學 校の ホ 徒が 敎を 受ける 化を 

にみ 關を 申込んだ ごい ふ 新聞を 

讀ん だが、 アメリヵ じは 恩人を 

嚇 かして 柯巧巧 か フン だ ぐら’ 

W しじ 志 十： がゐ る。 人情 紙の 如 

<薄< 如を 暗 巧の 化界 ごな りじ 

けら、 噫々 (盲目 樓ま 人) ♦近 ホ 

妙な 日本人 速が モ ー タ ー •サィ 

ク八 ゃ自勘 ザを 突き 當 てた b す 

る^ がが育で流巧致します ^ W 
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Telephone R が tor 9483-85 


THE MITSUI BANK, mi 
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PHONE WORTH 1322-6038 
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WALKER & FLORID 

CUSTOM TAILORS 

20 DEY ST.， NEW YORK 
Near Church St, 

TEL. CORTLANDT 7667 


社 會式株 船 鑛洋東 

T. K. K. 


NEW YORK OFFICE ： 

Room 白 01-805, 165 Broadway 

PHONE. CORTLANDT 8047 

San ド ranci か o 0 が ce: 551 Market か 
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社 曹船郵 本 円 

お 支 育 紐 

Q - 10 Bridge St. New Y が k なか 

Telephone Bowling Green 2262 

、_- へ- 一へ-^ 

店 支 ルトャ 'シ 

Cotman Building Seattle. Wash. 


O.S.K. Line 

大飯 蘭 船 會 社 

Room 603 Gunard Bldg., 

25 わ oadway, New York むか . 

Tell む wling Green がの 
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號 九十が. 肯干营 第 


扭 b で ぷ ながな 巧を 巧で 攻 iift で 巧 


け! 曜水 1 


U 化 十 巧と々‘. 四十 正大 


け-しり 


外 闕爲替 送を、 ホ 送を、 信用が 其 化 
一 股が 巧 業^ 精々 が 化 利に 化 巧 可 申 候 

本ち 巧 本 巧、 大阪 、神戶 、ま 都 
所が 地， j：? 古 崖、 小が、 上が、 倫 巧 


齡 細ぶ 嘶が 貨 五十 圓な上 利息 年 六み 


S 臺一 


銀 f ホ 張 巧 

▼鄉 里を び ホを を (無手が 巧】、 か闕 
爲 一^^、 巧 巧を 化 組 化 立、 信用が あ 
巧莱拷 御が 利 じ 化が 巧 化 お 
卿 遠 厳な < 御 問を 被 下を 巧 


巧 巧 

▼巧 ほ詳 i 



邦貨 あ十圆 W 上'! 六ヶ巧 wk 
k を \ーイ； 广 利息^^^^^^^— 年 六を」 ミヶ 年 0 內 
^ なぶ 貨お 十圓 なし 
預建化 巧圓 じが H ホ ー 馈二晴 

(化 シま卞 曲 W 下 ノお卸 巧を'' 巧が を) 

裕縷亞 金銀 巧# ま 巧 

鄉お 送金は 郝て無 ホな 巧 じて 當 
行 猜お本 巧經由 送を 方 化 扱 申 お 


な-区 巧爵 化ぶ ま 左衛巧 

本. 化 大阪化 潑五了 目 

が 造ち 化が 巧ブ 《 1 ドゥエ L な 四十 丸 ホ 

•11 巧ぶ 銀行 

東を、 横 街、 をを 屋 、巧 都、 巧戶 
覃ノ 道、 廣 島、 吳 、柳 井、 下ノ腳 
i 司、 小 倉、 巧 化、 巧夕 、乂留 米 等 
おを、 鄕お をを 等は 极め 
御頤利 迅速に 御 取扱 可 申 お 



藤 お 證券 會を I 

, 惟 証を ノ賣 買、 引を'、 裳 集 
▲を 端、 ユ並こ 么關乂 片切ノ を お 

鎌賊 膝本ビ ち。— 力— 銀 巧 
紐 育 ぉ 張 所. 


雑 巧 陶破器 

•トク イダー ゾ御梵 


\^7 卜 う ィ ク ー ーィ 

@ 太泮 貿易が 式會社 


支 巧 が 化 右’ ボストン 


リナ メ ー カ ！ の み 一 

u 本人の' わ 貫 物には 特 が掛扫 を 霞き が 
料で 御 おみを 升 带話义 はんす 化々 筑御 
站 問して が 化を を 引り みめ」 の わ 方 じ 
おしては 特に 注 怠を しまず-" ら担 ホ わ 
立 游ら願 ひか、 ボ w が逮 はか 输 H 本み 
化を 化 宛の おが 物發 送は 當 ホで をし 巧 

-レ ヨン ワナメ ー カ 1 


夏 瘍グ！ ムお 

貫 煤 ゲーム 向 お 具哪も おが、 蛛洲駐 輸入 
を禪 小物 雜貨襟 巧に ゥォー キング、 ヶー 
ンは 最近 流 巧み もの 化 揃へ 口 本 八 頼を を 
歓迎いた し^す。 

底 嚇入元 

リ 1 ダ 1 エンド ソンス 商會 


♦紳 尘巧帶 中、 ら金 


♦を 銀製を 具附 各種 


米 闕浸禮 派の 义會で 

排目 法の 修正 决議 

黑 人の 不平等 待 巡な •化を 可决 


フ シン トン 州 シア ト八ホ よら 

のを' あに む ば 同化に 腑 惟中で 
ぁつた 技 曲 派の 化が 乂 をは 頑固 

源 ご 進 ホが S 街 突で 問を を 起し 

て 居つ たがで ぅやら 体 班す けは 

平 か 的 解決を 結んで 大 貪を 終了 

I したが 流 おじ 基督を 巧の 

集會 丈け じか 灌 する 所 

は 化 ホの 半 かどぶ がの 枯帅を 化 

界じ践 わる ど 云 ふこ ごじ あつて 

ホ 巧の が 後は 黑 人に おする 差が 

め 待遇を 撒廢 せよ ご 云 ふ ホ畿じ 
一よ つて おばれた 大食の 閒 をされ 

る 前 化 蔑 文 姐を 妾 貴から 化お忡 

: な々 巧 加入 お、 祭 洒ホ剛 巧、 排 

U が 民法 修正を S 化の ホ诚 をが 

が吿 せられる や 突か どして 加州 

からの 黒ん. 化 表 クロ！ フォ ー ド 

巧は 语 つて 谋 人に 對 する 

差別 待 逝を 撒廢し 修正 

ホ ホ 第 十四が 及び 十 五條の 勵巧 

を ホむ る 旨の ホ维 まを 提出した 

ク 日） フオ！ ド 巧の 化證 おじ 勒 


して 雜事法 上 k お 說を唱 へる も 
のもあつた：^,夕数じて該ホ述案 
を も 加 へらむ る こど じな つて 左 
のみ 證を述 過して 大 曾を おる こ 
どじな つた 

第； 白十夕 のな 動を 视 待し 
禁翔我 巧を 願を じ 取締る こご 
第二 活動 寫 眞の黃 少年 及 社 
會じ 及ぼす 影蠻に 就て 攀吿す 
第 S 法 かの 剛わ 特に 禁酒を 
の 蝴 巧を 則す 

第 四 化が かおは 基督の 精神 
であつ てを 题 間の 爭議は 化て 
ホ か 的に 處廣 ずべき ミを 則す 
第五 米國の 孤な 政策を 捨て 

て 化を の爲 めに を國ど 共同 あ 

策を 執る こと 

第六國 際忡戲 々が 加入を 勸 

吿 する こ VJ 

第と 排 u 移民法の ホ 正を 

摘して をの 修正を 期ず 

第 八 支那の 現狀に 同情し 列 

國の 干渉に 反韵 して そ 邢の爲 

めの 嘗 情調 奄を要 ホす 

をの 化で わつ た。 


I 巧 支 巧 次を 巧冲 謙る を ホ 人哨巧 
'U ホ發输 朝のを をなる が 去る 十 
一日 知己の 夫ん 十 蚊 名を が亭都 
じ 巧 待して 留別 午餐 食を 瞬いた 
が當 H は澤 ホ 夫人の々 辄も 出席 
趣が ある 歐洲視 嫁 談があ b 施 食 
であつ たり 

♦ちを-巧 化ぶ が 巧が 育 支 化 
度、 前週々 ホ鄉 ぉか 歌 山 縣湯淺 
な 化の 巧 常 逝 まの 急 准に 接し ホ 
人み 礫 间伴本 H 出 發西巧 I 時歸 
朝の 途じ 就く 苦。 

參提 を-巧み 燦鳥出 商を 紐 育 
支 お 長摧彥 一氏 令 礫は 六月 下旬 
ょ b お 氣の爲 め駄搞 中で あつね 
が 昨今 輕快じ おいわ も。 

参ぞ賀 一巧 巧 鈴 木 商巧糾 育ま 
巧 貸、 八月 頃歸 朝の 豫 を。 - 

巧 巧 おか 


經露歸 朝の 

旅を 注意 

恐ろしい 掏摸 劇. 

りを の國巧 巧按ど 巧に モス コ 

'ゥを 通過ず る H 本人の 旅 巧者は 

激增 したが 

T 懿國 通過の 旅 ゎ 者が 先 

-づ注 息を 巧す る おは 遣滿 なき 旅 

券の 準棉 である。 U 本よ b シべ 

リャ をが てョ ー 0 ッパじ 出る 者 

は モス n ゥ よらが 日 判 ザの 速 絡 

ある リガ お ホの 旅 巧 準備を する 

が 化 利で ある、 モス 3 ゥ よら ボ 

し ランドの 别 おは 一遇 一回で 乘 

あへ も ぉ 倒が ぉい、 ョ— 日ッパ 

よ >:= 本に 細る おな 露國よ 6 の 

化發地 かが マン チ プャー 驛 のず 

も マツ エフ x カヤと ウぅ ジオ ス 

トッ クの二 簡所ゐ るに 巧ぶ し 若 

し、^ 开 ピンを 經 W せんごす る 

をはが 外兹國 化を か' っ必 や， ッ 

エ フス カャ よら ホ 瞬の が 郎を巧 

けぬ ど 拐 境から チタまで 引 還し i 

黑龍縣 をを 遇し L ゥラ 

ジオ ストックを 經山 させられる i 

變 をには モス = ゥで化 當ホ緖 き' 

をを する、 みで 旅 巧 お 者 •か 懲戒 

を 要する 事バ頻 々たる 掏 巧の 被 

害 だ、 現が のな 齒 巧を 旅け する 

者 じ 通過 旅 巧の 乂郎 みは 多少 ご 

も掏模 の洗禮 をず けて 居る が 小 

じは 旅 巧を 部 旅行をまで 掏模れ 

をが 後に 判が 內 でを 付きを 中よ 

ら モス コウ 运引 きをし また 3 — 

ロプバ 'の 旅 巧を 斷 をし H 本へ 

弓遽寸 等の ぉ 劇ら ぁつ I 

た、 掏 おの 方 化は 非 おに 巧妙で 

上ぶ や 外 おは 勿論 チョ ッキの 巧 I 

くしに 入れて ある 物を 拔き化 j 

、あるひけ 統 巧。 刃物-.」 扣 bl 

化る 巧の 離れ 来を みる、 殊に 停 

ホ 媒附化 じは 外 國んか 旅り をを 

が 巧 じ 化 ふ 掏摸 瞄 がんるな だか 

ら 、が おが 殘 がする 外 い。 


靑葉 巧の よ 巧 

杖隸 競お會 

前 鳩ち が】 等 賞 

靑棄會 3 セ 巧 ゴ ルフト ー ナィ 

ント はまる U 顺 りザ朗 ペラ ムリ 

ンク じがて 巧 はれた が' 參加會 員 
S 十 名 じ 達し 颇る 盛况 であつ わ 

今时は 日本 俱樂鄉 のな 開ト ー ナ 

メント の 例 じ U らい ンデ キヤ 

ブブ のを 少 に： S つて A 組 B 紐 じ 

おがして を 二 一 あ 宛 じ なを 授巧 

する こご i したので 左の 六を が 

入賞した。 前 鳴 巧は グロス 八む 

じて グロス、 ネット 共じ當 りの 

最底 スコアを 作つ た。 巧を ぶび 

スコア ホの 如し。 

A 紐 グ 。ス ネット 

前. 鸠 八と とと 

が 巧 を 八 一 

松 山 化 111 八 一 

B が 

巧 山 义化 ■八 〇 

题’ 一空 ハ 八 0 

靑 山.， 一 0 六 1 八 一二 

副 島 化爵の 講演 

ホ 俄を 大學の お 聘じ應 じて 渡 

乂 しわ 貴族院 幾 員 副 峭道正 伯は 

去る と U 窠一 凹の 講淸を 試みり 

本 现下 曲面 ゼる ft 治經濟 々び 

社 食 問題を 統計に 化ら て 蹄 細に 

批 巧し 民 ホ々 義據 .幽の 傾かを 說 

いた •か來 る 二十：；： ょら 二十 五日 

をが ち 相 シヤト ークヮ じが パる 

ホ 劇敎會 同盟 ホ 催の 谋鴻 貧じ跑 

席し. 『お 時に がける 日米 脚 係の 

馬 開』：：* る 趣 ド ー-強 おすべく が 

は 印 巧ょ b の お 學生コ I ネリア 

ス 氏は 『亞細 おは 化が の 平 か S 

巧 威ず』 じ 就で お 辯を が ひが 廣 

おぶ 哲が カン I ジ總 をた b しエ 

ド モゾ巧 ± は 乂支關 係を 就麗 

する 筑 である VJ 云 ふ。 

•U 曾 理事 曾 延期 昨り 閒 惟の 

苦で あつたが 靑 H 本人 巧 押 率 巧 

は 都な じ 化 b 延期 どなつ た。 

♦巧 ル 火 人 午を 巧 H 本 郵船 紐 


英話活 法 

沙港 英語 學 校々 まを 巧 あ 一二郎 
氏の 著で ある。 ホ 器宣保 巧が を 
野 氏に 帯せ た 序文 中 じは 『外國 
語を 學 ぶに 最も 難溫を 威ず る 本 
が 人 じ 如何 じせば 最も ザ < 且つ 
鼓 善く 典 語に 通じさせ 得らる/' 
かを 熟知す る經驗 じぶ き 考をエ 
夫の 結晶 じぶつた ものが 本霄で 
ある J ご 述べ 义 小を 篤 ホ 巧は 『引 
照の 該博なる 俗語 等の 引用 縱橫 

自 ななる 眞に活 法ぶ 名に 背か 中 

化の 一 山 巧 文の 爽語 會話籍 、實 

用 英語 便覧な ど、 を然 類を 異に 

ずるの 巧 著で ある』 ど推稱 して 

居る。 定愼 ー ホ 义十 仙。. 

難 化 立直し 

閑散 かを 利用し 鑄 ひ 化な 直し 其 

他 プレス 等 迅速 叮 .喀 じ勉强 致し 

ますから 何卒 御用 命を 願 ひます 

日本 洋服 店 

西 お 十八 下 肖 一二 百番 

電語 n 日ム バス S 室 


巧 員 入用 一二 囊急谱 ひ 

入れ 巧し ホ 與 者は 左記へ 御照會 
KoK 夏 一 Com ちち， 2 置 4 す oad ミ y 
Tel. Riverside 3514 


み湛 英語 學 校々 ホ 
吉野正 S 郞著 

興 話活法 f 貞 

を 懼营弗 化が 仙 教稅が 仙 
著者が 本聲を 編 篆ゼる 所 0 は 靴 
を 隔て^ 痒き を搔 ，、ぶ 感 ある 英 
語會 話を 活用 せんごす る 諸子に 
六ヶ 巧の が 時日を 0 て 日常の 會 
話 差 そき きを 補 せんどす、 なじ 

スラング、 ィデ オム 及び ブロ フ 

ユン 語句を 入れて 其眞 意を 解ず 
る 横 警戒せ 6。 

S. yoshi 言， 1 芸 3 Am を rdam Av 夕 N. Y. 
c/o ぎ Oriental Te 二 ra 己 ng Go. 


を 新築の 一一 臺 アバ 

W 玉 \げ ー メント 震 

し。 一二を ごも あ 具 まを 綺麗 じ 装 
飾し あ bo 御 ホ 望の 方は 左へ。 

9 shei 呈 Ave. 互 . 4-1 
ヴ lephone 苗吉 ngs 2127 


家具 附 


ア人— トメ ン* 

九 巧 初旬を 貸し 
度’‘ 場所は 西な 四十 一 T 目 ホ 巧 
萊* リバ サィド、 ドラィヴ 附近； J 
て 地下線 じあし、 委細は 左 じ 
Nasaka, 蓄 至. ご 置 St. 

Tel. lyliingside 7 云 3 

家具 附 |二、 四室ァバ！ 

トメ ント貨 し 度し、 兰階目 四 E 

一週 十五 弗。 

ミ W. 云 Ihst- ~ 云 己 reS ち t. ぞ an- 


貸 室 淸 潔な 魄 利の よき 填 

所 一人 乃 ま 二人 向きの まあら 電 
話は プラザ ニ 六と 一番 

s'Mtlta,w35w.1isf-^u1 


i. 週 五 银及八 巧、 一 
^ 人 又は 二人に 適す、 

お 廳へ十 か タィム ススク エャ！ 

へ 山 五み 卷話 ヵン バラン ド 室 ー コー 

妄 壬を 芭 ，す 呂至 口 黑 時梅モ 


急 吿 

費 府大博 覽會目 本が 

ダー ム 類は 至急 じか 定め， 〇必耍 ち 之不化 敢其邱 類を 
玉 コロ ガシ 玉 コロ S 盛 兎 ノ競ま 

競馬 .肖 働 車 競走 スキ！ ボ ー ル 

風船 玉ゲ！ 厶 射的； 空 為替 ケ ー ン ラック 

ダル マゲ ー ム ヵバ ゼ スポット 輪投 

が掛 稱ゲ ー ム 其 他 類似 ノ モノ 

等 ごな す 計を じて 目 ド當巧 ド. 巧 涉中じ 換間此 際を 逸 甘 やを 

急 御 ホ 込 扣成巧 お 化 

乂閱禪 ホは 五十 年 記を 萬廣大 構覺會 

111 本部 コン セツ シヨ ナア 

香 西 龍 雄 

》 田 . 一島を 皆 . N. Y.C. 

コン セッ シヨ ン褲類 

興業 物 賣巧喚 茶店 寫眞屋 

煎餅 属 植木 崖 金魚屋 

レスト ラント ソフトドリンク 

諸 ダ I ム り 木 飯 犀 其 他 


い 水 赌器雜 .貨 

ドラィ グ ー ブ 卸販資 

S 巧 木 桃 ザ 組 

so ご. MoiMONOI 〇〇こ inc- 
105 巧-がを St. N. Y. Tel. 夕 uy ミ sa 口 t 夏5-8 ム 


I 破 器、 雑貨'、 ラ卸寶 
ープ及 ランプが 

森村ブ タザ ー ス 


高 衙なス タィ 言 洋服 

= 御 友達 方が 御召しの 様な り 

皆 巧が 御が みのが スタ ィ火 •正しい 离齒な 
服装 •をの 御 召 服を 當 巧は 調製 致し まを 
一巧 御 ホ 巧な さつて 羅妙地 •镜柄 •型を 巧 
轉ル 下さい。 御 不滿の 際は 返を 致します。 

■ブ * —II «1-■ よ ン^^ 

フロ リイ 洋服 巧 


晚 をが お 二 週 一回 出帆 
►エム プレス 加を 太 (吴 吴虽 網) 

八 巧 六 H 

▲マム グレス 義巧亞 三 一ろ岂 峨). 

八 巧 一十け 

▼エム r レス 涂太利 三ぶ る〇 瑶) 
t 义 月.. 一二 日 
▲ェム プレス 亞細亞 (一二 •§< 峨) 

九：！！ 十と 日 
一等、 二等、 一二を 反び 下 i 設備 
最大、 善 実、 最 快走め をが 航巧船 


ホノ か、 ■ 搜演 ' 賣 ■ 長ち 上海 W あ 尼 泣 わ 

き 巧 見 三 二、 夏 0 咽) 八月 四日 
西 比 利亞乂 S 气〇 00 觸) 八月 十八 H 

( 霜 お化舰 八月 十四日 ) 

太が 化 三 一一、 〇呈 竭) 化 巧 一 U 
乂巧化 三 二、 0 岩 顺) 义巧 十五 H 
コレア 化 (一一 气呂 〇嗯) 九月 か乂 H 

( 羅ホ化！ ^ 九月ホ五 =0 


化が 墨西哥 、秘繁 、任 利 諸 港 巧 
なが ホノ少 、横濱 t 口 巧 司 香港 巧 
みな 共を ち 週 一面 一 

クを灌巧^*1切巧疫笔を抽乂御幹旋任1ち 


シアトルぶ 抑、 お 帆 十 前 十 時； 


が豫乂 

靜岡化 

橫漬乂 

加賀乂 


八 丹 とり 
八 巧 化と R 
化 月 十八 H 
十 巧 化 日 


U 本 巧 船を 運賃が 率 
一等 横 媛 一九 お 巧 神 R. 二 〇 五 ホ 
一二 等 洋食 お 十と 巧 かを 五十 五 弗 

歐洲 U 本 脚 客船 (を 巧 一 商'、' 

淪 おょち 一等が 五 巧、 二等と 十 
磅 、游 巧を ょ > 1 等 丸十と お 
二等 六十 六砖。 

化育 化 化む を 馬が を U 本： いお 巧が— 月二树 


船 星 
客 野 
は を 
お 勸 
本 呼 
を 出 
小し 
巧 下 
物ぅ 
は：、 


ン アト か 出帆 
あ ふ b か 化 八 巧 五 H 
ろんで ん义 八 巧 十四 H 
▼一等な 窗 一九な 巧 

化し ばり ザみ るん ごん 化は 一 化 五 巧 
▼一二 等 日本け 五 立 巧 客室 大化造 荣族ま 多が 
►御を 望に 巧り-等 割かせな が 巧を 巧 W 致 校 

0 ス アン ゼ少ス 出 机 

ばな i 化 八片 十一 日 

はわい 义 召 二て 

▼一ず 巧强 まじらみ ホ 巧 か 一九 五 巧 

共 化 はんて 一一み 巧 半 
▼ミ 等 H 本 行 まじら 沾巧哇 も 男 巧 化 化' 亢巧半 
▼沙 巧涵が 巧— がな 疫 全浮媒 入御 轉旋化 4 巧 
▼が肯 線" 十、 的 由 H 本 安 抓； 打は 物 化 月 一 凹 


巧 お 巧を 許 加 W を認 

產婆 & 換摩術 

ホが 秀 子" 
助を 變 マッサ ー 術の 出張 
お 巧の 御 求め じ搬 '.ま ィ。 

带話 キヤ セー ご少を 二を I 

西 口 十一 11T 昼け 十二 香 _ 

裁 纖所觸 業 

巧 服、 絹が、 ゥー 八^は ドラ' 
クター ニ''. グ 、プレス & び染更 I 
へ、 仕立て直し-切 ホ C ホ麗じ 
をし ます。 裁縫は 如 叫 斗る 御な 
文ら 叮喀じ 早 < がし 主* 巧化ユ 
カタの おがを も わ b ま夕。 

坂 井 裁經所 

128W. 置 夏 N.U. 


音 樂敎授 パパ ぃ '，バ 

獨お歌 巧 楽 巧 ーヶ月 ホ 弗 (一週 一回) 
西 六十 五 目 巧 巧 巧 巧 階上 
が 池 嘘よ 邮 



を 


保險 


zew York ごを Insurance Co 
ご Chambers St : 
zew YorkQty . 

でブ〇日压， Fra3k : li3 4900 
巧 ： cohaswe 历 fpso 了 


■I 


が ■ ♦ II ♦■♦■♦■♦■ ♦ミ？ 


夏 傷 向新 荷 到着 

特に ダ！ ム何 陶器 雜誤類 澤山取 揃 居り 
候 間 倍® 用命 願 上 候 


'フラ ザ— ス 


S021VICRA IBros., inp 

器 West だ rd Sr 
2ew ジ rk ご ty 
TTe てを 〇ミ ora3 ミ cy w ま 0 




向-^」 

陶總 韻雜嘗 喜' 種が 揃へ お 候 迅速を 旨 
ごして 精々 错强 化假間 御用 命 願 上 候 

|| 茂 木 桃# 組 

1 吉 E . 1 呈 St . 二. ジ I .ぎ y 養 ant まま. 己 


「一心 JH"" U 新 荷 到着：！ 一. 

棉 々勉强 仕 候 間 御 註文 被 下 お 願. 上 候 



蓬 貿易 株式 會赴 


ぶ - Stuyvesarit W8 だ 
101 す enu 夕 zew York Cit:y 

Chicago Branch お " 7 "w. Madison St, Chic 孩 ご， I ご . 

夏 瘍向颖 荷 到着 

格を が續 々到 呑 化り 候閒 
是非 御用 命 被^ 度 願 上 候 

化 八 商 曾な 弗 元ブぅ ザ— ス 

17 1 円な t 17 を St, ZOW さ ！* k CUy 

• Teleohone Stuyvesant 爱叟 


兀 ，よ / ， N W ' 






妻 巧 建築 事 お 所 
Iwah み 0 Tsumanuma 
Room 16 の No. iOl Park Ave. 
Tel. Vanderbilt 3 が 6 


瀬 川が 隙 事務所 

H. Se ど aw な, Insurance Broker, 
303 Fifth Ave， 

Tel. Franklin 4900, な t. 193 


おお 蘭 事 株式 脅 社 紐 育 支店 
Uch^a Tra が ng Co., I,t ん 

291 Broadway, 

Tel. Worth 1576 


島資易 株式 食髓 

Stiima Trading Co. Ltd. 

150 Broadway 
Telephone 民 eeitor 1484 


Paul に M. Thomas 

AdvertUing Counsel 

2023 む ibtme む i 拙 巧 巧 4 Hassau 化 
Tel. B が kman 6378 


株 ま會赴 赤 居南會 
AKAWO & CO .， し 地 
295 Fifth Avenue, New Kork 
Tel. Caledonia 9758-59 


み 琼お睾 がま 會社 
む hau む ading む. 

30 Chu け！！ 化 
Tst. む dlsnd 4550 


S 共 株 ま: 替社 巧 東 寶易株 ま舒社 

代理 巧 

窝が商 食 
Takamine Corporation 

120 Broadw 巧， お w York Ci わ Tei. Rector 7884 
Gen が al 0 巧が 左 Factory 208 Rawson S ししし C か J. Y. むし S 村 Iweli パ 18 


淺野物 產株ま 貧 社 
Asano Bu が an Company 

Room 8 刖ぶ 05 
165 Broadway 
Te し Co け Un か 80 が -80 な 


大倉 組紐 育 支店 
Okura & Co., 

30 Church St^ 

Te し Co け! an か 2292 が- 34 


な 育 H 本人 會 
The お panese lUsoc ほ 奮 ion, 
250 Wes け 7 化 S しお W む rk 
Tei. Circle 8190 


巧 お 讲が逆 巧ぶ ち祗 
輔育事 お 所 
South Manchuria R. R. Co., 
270 Riverside Drive 
Tel. RiversWe が 63 


S 井銜秦 株式 會社 
紐 巧ち お 
Mitsui & Co .， 

が Broadway 
Tel. Bowling Green 7 の 0 


鳥 巧簡會 
短-食‘ 支废 
Taka な & Co., 

150 Sroadway, New York C み 
Tel. む ctor が 21 


株 ま會ぉ 岩 ホ 巧な 

一盛え 支度 — — 
Iwai & Co., 

Woolworth Building, 
Tel. 、Vh け eha!l 6040 


H 塞 商事 會祖 
MItsub お hi Shoji Kaisha 

(Mitsubinhi Co., ^ 

120 Broadway 
Tel, Rector 256 り -25 が 


巧 式會社 
山中 巧會 紐ち 支 巧 

、ぶ a の 射》 »1« な み ~0 〇 ^ 

6 如 巧む h Atc^ 
Tel. Circle 4014 


japanese-AmeriGaii News Service 

F! 米 電報 通 y が 

化國の 政治 界、 寅 震を 巧 助 巧の 
事項を 迅速 且つ 確度に お 道す 
每扫 入を ーヶ月 巧を 五十 巧 

Tokyo A か erfising Apncy 

り 本 新 巧が 敲巧吿 一が 化 扱 
35 Sixth Avenue, New York City 
r ぶづホ owi Snring ぶ 277 


円 本 綿花 株を 會 趣が 育 支店 

Japan Cotton Trading Co., Ltd., 
が . 


T ♦し 


Cotton Dept. 

aeavw- よ t" 
BowlInQ Qreen 

お Ik De が. 


2S M 狼 dhon Ave.f 
TW, MAd. Sq, S6M 


u 乂 生糸 株 ま 曾 社 
紐 育 支店 
NICHI-3EI KilTO KiBUSHIKI U\m 

_(N1CH1-BE1 のげ O CQ づ LTD.) 

373 が H Avenue, 

Tel. Mad. Sq， 7 百 92-5 


紳戸鈴 木 巧 店 
紐 脊ち店 

Suzuld & Co., いん （ Kobe) 

2 が B が nthvay, 

Ve\. CorfUmU U4y- がぶ 1-52 ぶ 3 


U 本 生糸 株 或禽故 
が 育 支店 

拍 orimura わ ai & む ., Agents 
44 技. 23rd St., 

Te し Ashland 5320 


原を 名 食 お 
紐 育 支 巧 
Hara & C む •• 
443 Fourth Ave.. 

Te し Caledonia 7830-35 


な 蘭 株式 會亂 辑肯 支店 
Gosho Corporation, 

Silk Importe な， 

334 P©urth Ave. 

Tel. Ma ん Sq. 48M 
Gosho Co., Inc., 
Cotton Exporters 

60 Ba&v ■尸 St, 

Tel. Bowling Qre«n 8806-06 


大巧 巧 u 新巧祖 
庵 田が 平 
QSIKH ASAHI 

Room ミ如 World Gilding 
Tel. Be か man がが 


乂阪每14二東巧リ H 
上な あお 
Osaka M お nichi, 
407 Tribune Building 
T«l. Beekman 4 が 9 


VI ) しけ， No . り 60 
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が 巧 新 報 

比島と 日本 

个ぉ をな.'- せょ 

を 化 比が 货總督 ウッド お 軍の 

:内给 おごし：，、 巧 へられた 一 節 じ 

「近き お ホに 化 おの 乂紛锐 が あ 

る がらが 昭じ乂 固が がの 前哨線 

ど；；^ るべき 推 所は 比が 賓 である 

ホ 米 図の 束げ じがけ るが 巧 上の 

が 權を泌 待せ しわる 化 娘 地 も 比 

伴货 でみ つて マニラは 最も 甫巧 

なな 趙に ある』 ごい ふの が-^ る 

ホ クッド 牌が は 比が 沒獨な 削 題 

は實際 上の み 論 f ^:〇く して 校を 

上み 娘 論し 外なら « ど 言明した 

ど 傅 へられ マニラ じめ ける ッ V 

ビユ ，，ン がは な 効-し ウッ •卜將 軍 

の應 巧を ホ 雜し たどが せて 報せ 

られ た。 替 人は ウッド 將 ず^ ホ 

越 じめ ける： 电勘ま 萬の 巨. 城で あ 

一る ご 信 や，、 き 継を の 巧みを を是 

ぐるけれお、 巧化わる地位を占 

: いる 比が 賓が督 が 『近き お ホに 

化が の 大汾 化が ある』 i 豫 言し 

たどは がかに 货辟 する i は 出々 

田。 乍 巧 おしが 带 •か 化 大紛亂 V - 

h て 巧げ をな 海 どす るかの 樣じ 

灰 かし 比が おが 削峭 線た る 役目 

を勸 わるが 所で ある どして 暗に 

U 米の 街 突を 豫 想せ しわる がか 

き 口吻を 弄した ピ ずれに' 个誰愼 

も 基し < 東洋の 平 か 維が をな 命 

と L ま 萬ぶ ずる H 本の 斷 じて 看 

泣し 距 け. さ， る 言 遙でゐ る ご 謂は 

む ば； ：〇 ら归。 ' 

比徘賓 島ん 總督 たる ウッド 將 

軍の 第一 化 おは 比 人の 安寧、 幸 

.賄、' 發展を 謀る-,: がず るは 勿說 

であつ て 触 幸の 比を 人を 驅 'ちて 

乂 人の 爲 めじぶ 殺 砲 除けたら し 

: むべき ではない。 巧 •し 比島 人は 

，自己の 獨 なをこを ホ 張し ホ强す 

一れ 恩怨 じき：：： 本を 敵 どす るな 志 

'-は。い のである からッ 9ビ 立 1 

^ 紙 •か ウッド お 巧の 態度を 攻攀 

- する 3 は當 がど觀 るべき である 

1 遮奥化巧半か；^口本のホ策、 

-巧勒 におして 所謂 脏 傷の ホ 人 就 

中 化が 瞬 ま 装 おが 日本の 戦な を 

-云 巧し、 一部の 央人 バィ ウォー 

タァ のかき を ど 共に 危險 U る戰 

i 乎な 妈を かてず るは 注ぶ じがす 

1 る。 夾闽 ご乂喊 ど’ かか 蝴せ 中し 

- て；：；：； 假 々巧れ や 誌 解は.；^ くど も 

UH 本のが がに 於け る n 衡的巧 

一 動を 视 M しやぅ ど 云 ふ 巧な 不を 

i おむ 巧が から 不が 巧な 雖 趣を 持 

j も 巧 < る であらぅ どは 一寸 あへ 

:姆られ^:^-い。 けれみ化かなをを 

一瞬。 支那 問 越を 中む どして をる 

I 巧 巧までの を滕 ど紛ぷ どの 發ホ 

I はちへ 沿ら れ巧 る. か 故 じ U 木は 

I 馈 も帮貨 。る おジッ ヨンを 尖は 

I ざる 说 非常の み 瓜と 努力 ごを W 

一て ホげ がかが 辟の 任じ おらむ ば 

ならの。 化 巧 火 賊じ疲 撒した 峡 

煤 じは 假 b じ 一部 かに 武力の 街 

突を 栽を する にせよ 濁 逸の 倒 力 

巧 化 じ 伴 ふ 俄、 が、 が 列 風の 苗 


巧が K までは 聊 小康を 化つ であ 
らぅ。 随 てま 化は 夕 事を 端と な 
b 列勘活 離の 中 •む 焦点た るべき 
は贻 であ 右 C おし 口 典乂補 等の 
指與的 列國が 些細 U 峨 惟に 激ゼ 
-む乂 け 巧 规眼的 射利ん あ 想に 
動かされ、 て 巧 街す るむ らばが 巧 
の おお 化 約ら 一 化の 廢 紙り るし 
了る であらう。 殊に 比 枠. 巧の か 
き U 本み 領 出に 巧が しじ 越領を 


管理す る 巧 化の ある 乂 凰は 軍人 
備讚 ま義」 のはれ る 傾向を 示す 
政治家を して 比 禅 賓を統 おせし 
むべき！^ は U い。 不祥なる H 米 
戰 ずを 豫 想せ しむる か 如き 輕卒 
な 言 幾が 傳 へられた U らば 速 か 
じ 化ハ眞 おを 化して 適當の 巧据を 
施し 自己が あおなる 平 かのち 持 
ちで ある； を 列國じ 理解せ しめ 
ねじなら の。 


對支國 際 新脅議 


對支 回答ぶ 义 成ろ 

併しな 府 側は 一二 國 協を 說巧定 

ま 京 特電 十六 n お：：：： H 英乂 政府 間に 骑ま巧 答の 瓦 文書 おじ 
化ら 必 をに おじて は 與支鹏 稅會敲 を ヮシントン 條 約の 鐘 園 お 上 
じ媳乂 する の盧 見が 一致した ど 傅え' ら る。. 

東を 十六 U 發 =： 幣巧 外相は 往訪の 記者に おし 巧闽 政府は 對 .ま 

國除 會講脚 催の 前に。 ン ドンに がて 錢備會 藻を 提唱した が帝國 

政が どして はが じを の 必要け 認め.；：？ ■いかがて 巧對 ない 旨を 聲 
明ず ると おじ， り 英米の 間」 ま 抓閒趟 じ關聯 して 密約が 成立し 

じどの 說 をを をし、 岡む に 滿蒙閒 題 等の 隅 係で り 本は 與歐ど 時 

じ 支那に 關聯 して 舊 H 英閒酪 ん觀活 を 意 ホず る 除定が 成立した 

どい ふ 風説を も 否を した。 

ス ソムプ スコット 十五 U 發 =： 大統領 ク 19 ッデ 氏は 囊じ東 巧 

ょ > おせられ たる 日英 ホの おそ 協約 說を斷 ず どして 否を し 、 S 

國化 おがぶ 那 問題 ド 就て な 見を 巧換 したのは 事實 であら、 をつ 

ち 服に 最も 巧權化 深い 図を どし で ホるべき 衍諸 じこの 一二 巧 強が 

畔巧じ おつのは 事 賞で あらぅ が、 义國政 おの 立 煤は 雄を もッシ 

ン トン 條 的の 範隨を 基礎 どして 會議を お 集寸る もので あ 6、 從 

つて 總 てみ 打を せけ ま那 をを む 勵巧八 ヶ國を 相ず. 乂 し、. 一轉乃 

を二齒 どの 特殊 協を はが 化を 許さず ど驛 巧した。 

米國 指導の 裏面には 

賓易野 ふが 潜む か 

. 賴 僚が 巧 觸 けた 露骨な 外を 敌策 

义風 政府の 斟ま國 際 巧 雜お集 米 牌 草 排斥：.： 號 ては 國お省 じ 普 

に 就て； 股 外を 界け これを W て 

乂國 がで 那の 歡必を ホめ て かを 

操縱 をた らん どず る 

骄む潑 露に かなら？ 

風評され てゐる J は旣じ 本社 特 

屯の 報じた 所で あるが、 こわを 

基 書す るになる 蒸 骨な 言論が 隅 

傑の】 人 こも 覺 しい 人の 口から 

まる 十五 目發 むの 當地 ジャ ー ナ 

八《ォゲ》コ ム マ 1ス 紙じ强表さ 

れてゐ る。 卵ち 岡 紙： 2 報じて 曰 

く 『當 地官が じて 觀測 されて ゐ 

る 所 じ 化る ご 泌滩 のま 那救濟 じ 

巧す る乂國 の提證 はお ホが 塑； ：* 

る 晚東市 おじ 鸦 する 乂國 貿易 侵 

入 ご をれ よ b 化ず る繁 をを 充を 


には 支那 人の かきが じ 稀なる も 
ので あると 云け なければ ならの 
これ 等の 地 山 ょら f て 今回の 頤 
巧を 盛 じ 耕ても 他 判 独が を 少な 
巧の 做 おが あつた じら おら ホ义 
風の おみに 化 b てまが の 受ける 
恩恵が お 進した 巧を はを の對米 
友證 也の お 蒸は 疑 もな く 米 威の 

賓易膨 腿 8 を實 巧す 

る じ 至る は 必然 じして、 お闕も 
H 本 もこれ 等の 必然 かを 知つ て 
むる から そ那 のが 態. かかが じ 回 
化しむ 煤を 化 ゆる 機を」 於て ま 
那 のる 話歡必 手段を 採 もじ 姐 違 
ない。 故 じホ國 どして はこの 際 
劇 じて 他列强 のじめ じ 嘉を不 
利たら しめる 巧な 位置 じ 抱ら れ 
や、 间 時に ま 邪 動乱 解かが 導を 
どして 受ける ち 利な 貿易 辆位最 
を 傷 < るが 如き 行動 じ 及ばざる 
み必を 嬰す る』 云々 ど。 

四 省 じ 音り 

支那 內乱 

四川 河 おも 危廠 

上 お 十六 日發 U 支那 じ 巧び 內 
亂突發 川 化 あら。 旣じ 四川 省の 
督 軍は 垂慶惭 近 じて 戲圆 し、 河 
南 省の 軍 嫁は 陕西 省の 

西南 府 じ進擊しつ：をる 
が、. I 方當化 にがては 天津の 張 
作 霖將軍 お浙江 省を 掌 挺し スゐ 
る 孫 博 寶じ對 して 江 蘇 省の ぶ 端 
を 占めつ i ある； じ 向つ て^ 戰 
的通吿 をを する じを ゎ、 化 京 一ょ 

の 主 陸軍 總を もな 將軍 じ對 ，心 
て 江 蘇 あな あじ 就て 最後 通赚す 
をす る 形勢 じして、 張 お 軍の 


39 一 < 17 -I - TUT * $7 y-t C - ご 履 卜 ろ； 堯づ ，： r 堯う C 叫 ち V 

進 一 おはの 亂の 色彩を 益々 濃厚 誘 巧の 調を ホれ 自身は 支那の 民 


精 も 巧て & るが 他の 貿易 じは 大 

獲 化を 生じて ゐ ない。 故に 支那 

お ホの ホ 傷 じがけ る米國 おの 消 

藝じ 就て け 無限の 可能性を 持つ 

て ゐる譯 であつ てり 本 乃至 巧 固 

も 常に この 点じ 巧を して ゐるだ 

H じ 今回 5 ホ 閱提講 に葫し U 英 

とのが 巧熙 係. か 頗る 緊張し じの 

もこれ 等賓 易の 可能 搜を 動機 ご 

ずる。 かじ 今 0 の 提議に 就ての 

米國 政府の 館 巧は 支那の 凿义ぶ 

證必を 向上せ しめる 上 じがて 最 

もか才 のない 巧 動で ホる ど 見做 

され、 愈々 食 諸の 結 巧 支那の 暗 

蜜が 一掃され て 支那が をれ よら 

受ける 恩恵が 深ければ 深いだ け 


に帖 ぶして ゐ る。 义國 がが 潟を じ 米 國に锅 す 


どなつ てこの お谢を 救が する； 

は义國 おの おぉ 械出 膨脹を なが 

ずる もので あつて、 經濟ピ いふ 

なをな 脚 ごして 觀 をす るに 化が 

の 化 乱： i 曲， ろ お ホの 乂网贸 3:^ に 

關巧 ずる 所 深く、 從ホピ て も 支 

がの 

外貨 消費は. を 袖、 煙草 

のかき の 轨み朽 巧が なみつ i あ 

る じも拘 はら 些 したる 波動 も 

まけ G いでが 加の が おを ぶし、 

今 凹の 勘 乱 じがても 支那 人の 巧 


感謝の念を ぉ 進ずる 所 

ので ぁつて これが 貿易 上に 及ぼ 

ず 影響は 械 めて 甚大で ゐる 。專 

抑：： 家の 說 明ず る 巧 じ 化れば 支那 

人は 山 ホ お 質 佳良の もの じ對し 

ては 無制限 r 買附 ける 風 おが ぁ 

ら、 化って！ 般 には 巧 語の 智識 

は陆 めて をい にも拘らず、 商標 

に對 3 る 巧 着必が 颇る强 いのみ 

。ら や、 自 國じ對 して 不利なる 

図が め ホを おの ホ お 间盟を 武器 

どして 賴 に 的 運動に 化 功した 國 


てゐ るが、 强格當 巧と しては 巧 
るぶ じ 言ぶ する の權 利を 與 えて 
ゐ U いど 巧して ゐ る。 

東京 特電 十と U 發 u 外務 當な 
側の 盧 向に 化れば 巧闕 政府は 支 
がの お 外法 愧撤廢 調 遊 S 摧證じ 
就て は M 時 わら 共 これに 應 やべ 
き模 はじて おじ 巧强 ごのお 间調 
をを 員 ど L て 化 京の 太 田 參事宫 
词巧 省の 一二を 参事官を 巧 命 f ベ 
く內 をして & る。 

n シドン 十六：！！ を u 外相 チヤ 
ムバー レン 氏は 今 朗日义 大使 ど 
外務省に がて 約 一時間 協講 した 
るが、 をの 巧を じ 至つ ては 不明 
であるけれ でも 上が 動乱の 貨巧 
調査 じある らし < 、裝鹽 政が は 
巧 化の 外を 官じ 化る 調査を 應し 
純然たる 司法官の 列强 調を 委旨 
會 組織を 提議した もので、 をを 
近い 將 ホに これが 實 現される も 
の ごが 測して ゐ る。 

佛國の 態度 じ 

國務 省釋巧 

時期は問題で^;* い ご 
ッンン トン 十六 日を：；：： 國務省 
當 厨は フラン マの が巧當 局が 對 
支 治 外を 權鞭廢 の 時 糊 巧 早を 聲 
明 (別項を 化 情巧參 照) したる じ 
對し 右は 頗るす 巧 解なる 解释 じ. 
して フン ン トン 條 約の 附 加み 議 
第 お 條はぞ がの 法制な をに 對す 
る 則 强を員 の 調査 賴吿を 明記し 
居ら、 判强が この 報吿を 採用す 
る i 否 ごは をの 自 おじ 一巧す る 
; ご なつて ゐ るは 巧 人 罔 知の 事 
寶で わつ て、 米 國あ府 はを 媒約 
の 効々 發 生を 磯會 どして これが 
履けを 滋 憑す.。 じ 遇ぎ や、 旦つ 


ならし 〇 る じ まら、 張 氏は 上 お 

かが 態が. 株め て 平 綾が るに も 巧 

はら 中續 々送 兵し つ i ある 目的 

は、 查 支が の鐵道 線路を 扼 すべ 

き k 海 漢口鐵 道を 掌中の もの £ 

する 野む じある らしく、 更らじ 

張 作霖將 軍が 

過激派 の 支那 人 共 產黨員 

じ對 して 煽動を 嚴禁し 上海 市の 

罷エ中化を命じた；は、 勞慟幹 

部の 激昂を 招き、 張將 軍け おく 

H 本 及び 英國 ょり 借欽 する ため 

U 英貨の 排斥運動 中止に 携 つて 

ゐる S 非難して ゐ る。 

八 締盟 國に 

米國 通牒 

會議の 態度 釋明 

ワシントン 十六 日 發 IT ：： 乂 厨々 

務省 じて は 今闻の 對支國 隙會議 

じ 關聯し 巧 强恃じ フランス 外務 

省が 疑惑を 抱きつ i ある 模樣が 

あるので 今朝 ワン ン トン 勒支條 

約の 締盛闽 である H お佛 が、 ベ 

少ジ アム、 か 蘭、 ポ八ト ダグ 及 

び 支 孤 政が じ掛 して 重要なる 通 

礫を 發し 今！！： の會議 提唱 じ おす 

るホ國 政府の 位曜を 明白 ごし 會 

誰の 目的が ワシントン 條 約の 履 

巧じ外^:^らざるなを指楠して誤 

解を 一掃し 列 强の協 貧を 求めた 

るが、 當局侧 では この 述碟じ 化 

ら近< 列强が 會議參 加を 承諾ず 

るに まるべき ミを 確信して ゐる 

阳ほ化 京よ b の 巧 道は マク 

を 化が 信な 狀ホ呈 じ 際し 乂圓 


みを 安を ザし いる 巧 巧で みるぶ I : 

釋 明し、 時期が お 說は閒 題で な 
ど 述べて ゐ る。 


まるべく 支那に 魄巧 ある 列强は 
一致 共间 して 斯る提 おじな おす 
べきで ホる ご 述べた。 

香 潘の能 H 下火 

香港 十五 n 裳；； = 當 化の 罷エけ 
漸ホ卞化ど なら學を隊は殴^:^く 
人を を おを してが 励を を 吿發し 
つ i ある 爲め罷 エの結 まも 崩れ 
てな 職ず る. 者 ぞ< 給 巧 も化戚 3 
がを つ 無 斷罷エ をは 所 罰されつ 
つ ある にも拘らず 俊 職を ホめ て 
ゐ るが、 囊じ當 地ょ ゎ廣 東に お 
きし 夕數の 勞频者 も 香港に 歸る 
S を 欲して むる けれで も廣東 ホ 
をが がが これを 巧 害しつ i あ b 
ど 傳 えらる。 

'婦人 會議 があ議 

ゥ キン 十五 H 發 U 目下 當化 じ 
開 惟中で ある 國際 婦人 議會は 急 
進 思想 じ屬 する 少數巧 子の 巧 護 
を 目的 W して ゐる だけ じ 政巧當 
扇は な 動 派の 惑 勘を 恐れ 集會を 
禁止した にも 拘らや ィンス バッ 
'ィで 秘密に 會を 中で あるが、 今 
锁は斟 支 問題に 就て 協 諸の 結果 
.大統領 ク ー 9 ッ尹 巧に 韻し 米闕 
首唱の 對ま圓 際會議 召集は ま那 
闕 民の 福 触を 增進 する 唯一の 手 
殺で ある ど 認め 米國 大統領の 奮 
圃 を希聲 ずる どい ふ ホ議を 上程 
し滿 旗異讓 なく 巧 か、 これを 電 
送し む。 

慶尙南 道の 被害 

東京 特電 十六 日 發=: 朝が 慶尙 
お 道の 大 洪水 被 寒 じ 就て は 目下 
調査 申じ屬 する が 化 巧す 明の 者 
は 約 六 千 人に 達して 被 蕾 も 頗る 
.甚大で ある V 。 

おを 十六 U 發 U 慶尙南 道 S か 
，普に 關！ '報知 新聞の 特電は 溺死 

着 ー ニモ 人と 報じた。 


隙を 化 じ 明朝 出 おし 太平が をが 

跡す る 答 でんる。 

米國 大使は 重態 

まま 特電 十六： a 發 U 轉井 巧に 
避 萬 中の 米 闕大化 バンク n フト 
巧は 幫潰蔡 じて 雷 態で わる ど。 
東京 十五 扫 薄：： Z 適般竭 支閣際 


政界の 雲 巧 為」 怪.し< 

政 憲巧派 か 裂の 兆 

東京 特電 十六 日發 U 政ぶ 會ピ 憲政 會の両 派は 今は おんど 協調 
の巧骸 を持續 する のみ じ 止 り、 政 友を ごして 本 威 構 上は 元ょ b 
黨巧上 もこれ 0 上の 協調 繼攒は 到底 不可能の ぶ 谨じ巧 詰ち、 旨 
黨の 閣僚を 加 藤み 閣 J ら脫 退せ しめて 反勒黨 ゆ々 旗 じがら、 是 
是非々 を爭 ふべ しどの 議論が 優勢 どなら， 面疆 寺を にも この 意 
ホを 具申し をの ホ かで 今後 進む i どなつ たら J 】 ぃ- 
巧 散な 夏の 政界 じふ さはし い 上の 宣傅じ 化': 一て ホ わ おが ある 

政 本を 同の 述勸が 一進一退 しつ 憲本両 派の々 壯讓員 中 じけ 幾ら 
つ あるは 化人间 知の 事實 であつ か 巧 ホを まねぶ お 跡 も あら 近、 


各地 情况 


一 米 人宣敎 師决議 

化 巧 十五 U 發 ；：：：： 支那に がける 
米 A 宣敎柳 約な と 十 名は か 諸 書 
を發 表して 囊じ t 院外を 委員長 
ボラ！ 氏が ま. 邪の 治 か法權 制度 

撤朦じ 就て 述べた 說に賛 息を 表 

明し 宣敎師 脚の 立 麓 i して 現 女 

册動節 じ 武力で 干评 する； はぷ 

瞥 おの 機 あホ義 しか 反しを 督を 

傳導を無意義た ら し め る S ど な 

し ボラ 壬 氏の 轉 明は はふを 緩 か 

ずる じ充 巧で をる ど 述べて ゐぷ 

娜豁局 ご 新會議 

尸リ 1 十 並：；； 潑 u フランスを 

あの 意見に 化れば 巧强が 現な 支 

那 のを 外法 權 制度 撤廢じ 就て 論 

議す るのは 時期尚早で あつて 支 

那政 厨は 化 づ圃內 の 秩巧維 巧を 

则强じ 示すべき である ごい ふ 意 

見 じ 一を して ゐ る。 

制度 繼續 をち 張 

日ン ドン 十五 H 發 ：：：； 义し < 支 

那じ駐 巧し 現じ 駐英 フランス 大 

化フ レリ ユ ー 氏は 今夕 大使 おの 

レセプション じて 掛ま 問題 じ 就 

て 淸說し 佛國は H 巧 兩鹽と 巧 じ 

ま 那の時 巧が 鎭靜 ずるまで 治 外 

巧權 の撒廢 じは 斷乎 ごして な 街 

する ホ 也で あると 述べ 二の 際 無 

•政 おが 態の 支那に 讓ホ ずるな 外 

のぉ支化巧じ言ぷした£を傅ぇールのホかが產を益々危<するじ 


川 崎の 聯絡 航路 

東 ま 特電 十六 日發 =： 川惕 親船 

の露國 聯絡 航路は ホる 九， 十 巧 

の颖穀 出姻ら 巧ょ b 定則 航路 就 

がのを ご ある。 

乾溜 麗を滕 入ず 

東京 特電 十六 H 發 U お 軍 省 じ 

ては おおょ ゥ巧 独を 巧 おする 乾 

溜 器を 英獨ょ b 購入した。 

佛國ご 對义負 償 

; リー 十.！ ハ 日發 I ；；： 佛國厳 相々 

コ ー 氏は 對乂貸 債巧濟 委員長 

ごして ヘン タ 1 •フランクリン 

ボィ 《 ン 巧を 巧 命した が 氏は を 

の諾 .否を 十 U な 内 じ 回答す ベ 
就けを 嬉摧 しつ； ある 巧 0 け 巧 

が談 巧じ掛 ずるを 權の 委任を 欲 

して ゐる爲 めで ある ご。 

炭坑 罷業に 干渉 

S シン トン 十六 H 發 U 大統祗 

グ ー リッ デ 氏は 今朝 勞働 長官 デ 

ダ キス 巧ど带 話で が- 坑罷エ 問題 

じ 就て 協 哉した 結果 デゲ キス 氏 

は 轉洲旅 巧を 中 化して 急遽 大統 

賴の 避暑 化 じがを したる が、 大 

統領は みみを 保護す る 恵が で罷 

H じ 干渉す るら しい。 

日伊 飛行家 ぉ發 

メ方ボ グン 十五： n お；；：： 口 本 伊 

太 利大飛 巧を をて 円下當 地じ滯 

化 中で ある 伊太利の フ ラッセ 

-'n •デ •ビテ ド 中佐は々 钥シ ドニ 

i じ 出を のちなら しも 機 關じ故 


削聯し て が巧か 相 ど 化 々 
食 見した KH 柬固大 化 バンク 日 
フト 氏は 徵恙 にて 目下 巧 井 巧の 
避 落地 別邸 じ引寵 中で ある W 、 
摘る 不明の 爲め ワシントンの 專 
巧 家から が おを を 療化餐 巧醫じ 
通 蝶し じど。 


て'、 政憲み 離を 傅 ふる 別項 惦電 

はこの 点じ 就ての 明白な 觀 測は 

巧つ てゐ ない が、 r ホ じがて は 

政 本を 同じ からんで 

憲本 提携 の說を 吐ぐ 者 
も あら、 政る ネ黨 を中必 ごして 
この 二 刪の 相 をれ ざる トピック 
が 提供され て 石る のじ 顧みても 
護憲 內關を 園る 昨今の H ネ 政界 
じな 雜な雲 巧き の ある； を 想像 
する-占が お ホる であらぅ。 惠本 
提携 說は 曇は をを 中 S 波 合同が 
が はれ 田 中 男の 下 じ 新政 ぷ會が 
を れんごず る 時、 惠 な 會も政 友 
本 窝も夕 大の衙 動を をけ 么じ對 
抗 せんがた め增へ 出され じので 
あるが、 當 時を ま本黨 をの 驚か 
某ち 力 者が 憲を會 ホ 街の 氣を引 
いたごの 風說で 其の 要 おは 次の 
樣な もので ゐ つた。 を 友 會け憲 
政會ど 協調を 續 けて ゐ るが、 第 
五十 議會 閉會 後は 高 橋 巧を 引退 
せしめ 义總 裁まで 取換へ て 後 引 
受けの 単備 をして ゐ る。 併 C 

後 繼巧閣 じ關 しては 憲 

政會年 巧の 議論が ある 尝 である 
即も憲 あ 會は夕 年 憲政の 常道と 
いふ i を 口 じし、 二 巧 八十 名の 
政ぶ 貪が 倒れた を じは 反 對黨た 
るな 餘 名の 憲政 會じ 政權の 推移 
を 見る がま 當 である ど ホ 張して 
ホれ 加 藤 内閣は 果して 巧 時まで 
續くか をら 3 けれで も、 この 內 
閣じ 閣員まで 送つ て 援助した 政 
ぶ會は 元ょ b なの 巧 罪を おじす 
V きものでは あるまい か。 憲を 
會は化 野 時化の ホ 張た る 憲政 常 
道 論じ 對 して 今 H はか 巧ち へて 
ゐ るか。 之に 韵 して 憲政を 側で 
は ぞく 答へ る； を 避けた どの i 
であるが、 持論た る 

憲政 常道 論じ 掛 しては 
故な く- i て變改 する の 必要な き 
巧 0 を 暗示した もの ど 察せられ 
る。 をょ b 右の 巧 街は 正式の 憲 
本を 渉 ごい ふが かきもの ではな 
僅 じ 人を かしての 腹の 探 b 
合 化 だつ たどの i である。 が 後 
の 問題は 別 じ 具体化す る 所は な 
かつた が、 を 友會 ご 憲政 會 との 
巧は 組 觸當お ほど 呼吸が 合は ず 
稍 も すれば 両者の 必 はが 第に 離 

れん どす る 一方、 政ぶ 本 黨侧じ 

がても 假 じな ホを と 合間す る じ 

しても を 巧に 巧 面を 瞒展 したい 

ご あつて 

憲本兩 派 共に 之を 政略 


お ホ じがても 運動を 繼 おする S 
言つ てゐ る。 がれで も兩 巧の 幹 
部は わしろ： か了附 しあょ b じ 
緣 遠き 議論 ど-^ てち を 傾ける 者 
さへ ない が、 •でれば ごて これを 
抑應 する 程の Jy でもない から 

不即不 谦の態 巧を 示し 
化 補の 運動を せがの おわに 放任 
して ゐる督 精で ある。 上述の か 
く憲本 提携は 今日はを く 一部を 
志の 運動 じして 殆んど 間 題 じな 
ら ず、 み 本を 巧 蓮 動じ 勒 比する 
譯に巧 かの が ik する じ 憲政 會 ご 
しては 政 本合词 のを 满 策に、 义 
本黨ど L ては _ 扱 友 會じ對 する 嫌 
がらせ ピ 見る' が至當 であらう 0 


棒 


猿 讚 判の 辯 

I 亞鳳モ 
，ブ -i il シー がの デ！ 卜 


ン 巧では、 が 今 猿を おが 演 せら 
れてゐ る。 - Jj の 猿芝居 じは 前國 
務 長官 ゃ法豐 をの 名物 巧が 大ま 
じ U つて 暑いた めで も あ 
らうが、 シアマ ー枚で) 辯論戰 
じ 入つ てゐる 可、 証人 辜には を 
地の 學を 連が 出廷 するとい ふの 
で、 ィャ パ* I 大驟 ぎ。 

♦元 ホフ，- ンダメ .ン タリ スト 
W モ） ダニ tl 卜の巧 ひなん かは 
日本の 基瞥敎 ホでは、 をれ こ- 
苔の 生え じが 酒で もる が、 基督 
敎 先進 越の ア| メ 9 力で、 而 かも 
廿化 がの 今ぶ じ 問題 どなる の で 
あるから、 肩 徊巧ご 共に 世界的 
デョ ー ク た* f を 失は の。 

♦この 藏 斧 じは 毎锁 フアン ダ 
メン タリス！- 派の 牧師が お廷 f 
て、 進化論 f 一信ず る おを 惡 魔で 
あるかみ 様た 痛駡 する ので、 

寸 問題 じた つた。 

♦これは 一江 本で もさう であ- 
か、 一 冗ホ妆 b どい ふ 動物は、 白 
己の 信仰 ム 々しで、 違った 者け 
異滿を 扱 起しれ がる 癖が ある。 
化つ て 思が f の 固らない 巧 女が、 
こんなが wt の 手で 洗 滴で もまけ 
やうなら 4、 れ こを 太變、 Vj うか 
t ると 氣が 觸れて ホる。 

♦ざう かしてな 波な クリス キ 
アンら しいぶ を 人 じ 見せ やう 
焦れば 焦る 稍、 をのず 厢加减 W 
猿の 人眞 ，供 どい ふ 感じを 深く ホ 
る もの じ。 斯う 考えて 巧る どイ 
ラィアン 巧 等が、 今一 をら こん-;: 
もで 骚ぐ 所を 見る ご、 入 閒のル 
祖は矢 張 猿ら しい， 
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稅觸 事務 

東 巧を 化 並 じを 世 
巧の 徐 出入 ホ 法 じ 
碟 する 一が の 御 諮 
問に 腹 じ、 « 道な 
船 貨物 迷賃及 出帆 
を お 顆手殺 基導摧 
呈 す、 ま 要都ボ じ 
化巧庙 をが し 誠ち 
敏速 御用 かじが や 

お驗 取扱 


♦書籍 ♦雜誌 ♦新 蘭 
縱覺 蜜を 閒 
執務 午前 义 時ょ b 午を おがを 

紐 育 日本人 會 

西 五十と 了 目 二 五 0 を 
を 話 チア ク八八 一九 0— 九- 

が 留静を 理想の 劇化 

是人 靑年會 

宙 ち. 臺 St Tcl . 亞3 を 旨 12玄 


大お 育： n 本人- 

基督 敎靑 年會 
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ぎ Plaza 8 呈 


綺巧說 か H 嫩 H 午後 八 時 I 
が 焰を木 唯 H 午後 八 時 
け 詔み 上が U 午後 八 時 
をを， お 舟ち、 娛樂 おのな 瞄 あら 
ポ窗 をが 迎 す、 巧 緒を 利が St 
蚊が 副な 信 道 

n 本ん 裳督敎 修道 會 

'一泛 W ' 1 だ rd Mt . N . Y . City 

Trd ' M ミ nin の side fV . 爱 

日本人 ぉ u 敎會 i 

改础 川な ホ么お 
S 田 中が 二 
宫当没 e N 1. E . さ ミ ch jL 一另一 

畜 W . 皇 S 1. Tel . Ciarks ミ 童 1 
巧拜 おお H 粥り 午を 八が 
が繪 旨水踞 H す 巧ん 時 
な辖會 化が U 午を 二怕 
♦游 おを 

を おも 衔 比な 是敎か ド 町を 十 
ぶか 學生貪 社員 旅け おじを 適 
乾 晒 圖黨雜 誌が 聞 及が 柿娛壤 
み廣 易を を あら 

巧 さ 風を 巧旋 、眼 ぞお內 、を硝 
崇莱 誠を、 巧 化 ザ 事相 淡 城 お 
善：！ 触 諸 巧の ホを を 歓迎す 
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▽ H 唯り 
お 書硏巧 正午 
ホ 蝴食夕 屯咕キ 
魄拜說 敌 $ 時 
1> 十： 巧 H 
巧が 食义 はを 
結な 夕 八が 

薪が 部、 旅 巧ち 
お 内が、 人事 相 
淡 報 •調裔 が •哦 
莱罔旋 部、 淀 巧 
钱 縫を 慑* 諸 課 
を 設けを 員、 ホ 
會 員"® を 計る 
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巧、 氷、 を •午後 二 巧ょ b 六 時 
を* 其 化 心 1 前約-し 願 ひます 

バ？ 村 瀬化郎 

86 一 をち bn ii き N . Y . Cify 

す t . 2 里 h 軒 2 ゴ h wts 

ぎち a を son ジ .を 18 - 78 さ 


許 論 C お 巧 十り を 巧 
雜誌 1 部十牠 
414 で st 芸 ih St . H . Y ’ 呈乂 


船具 4 はお おお 船 街 用 速 

遽藤 小刀 商會 

這 Broatl ミ y N J . C さ 
Tel . 至を hail 1 芝 こ 


税關 事務 取扱 

WILLIAM L . 呈ま & 客.， 

ざ Qm 12 苦 11 Bi を さ晏 
さ one ; Bowlin こ reen 9 夏- 9137 


日本 
洋服 巧 

時 出 信み 郞 ' 
松 本 化 


を 五十ー ニ 了 目 

ニ ミニ 

伊藤 

洋臟巧 

語 、」、 ニニ 


丸山泮 臟顧會 


おぶ がか/巧 ピか デジ グニ賴 ニニ 〇摇 

細 前 丸^ 萍服 商會 


窩眞卜 化 


第五 街 

凹 ご 一と 




目才 をみ ホ ホを A 巧 巧 \ 占 

をぶ そ今屢 ぶ \ .み \ '一お^ 

クオ— ん ザへ 无 シンが が 巧 刻 引 
尸し 7! ド： N ミん トンが 計 を劍列 

が-^ 化 念矮矣 がを 刻刮 
霞ぶ がを‘ 巧属 ふ® 主贫 
茜 ネネみ がを 带葦 VV 刻 引 

娜 が 絲の 蘇乂 


>巧| 


ろ 八 こ I 




メ ーシー はが 育を 乂の ザ.-' — トメ ントが 巧で あ 
らます。 新ら しい 昇降 磯 エス カレ 义— は瞒 淵' 
な 巧 おじが ける 皆な の わな 彻じ 使を W 喩快 どを 
巧へ てゐ ます 

化 巧で 二 弗す る ものな 亡-ば メー 'シ！ では- 
巧 八十 八 帥を は をれ 化すで 貫へ るを をで ぅ 
ど 御 記 職 下さい 

U 本へ 巧が 物を 御 送らに な々 たい 節义 はが 買物 
に 際して が 用の 煤 合は パ ー ッナ^ ショッピング 
ビュ In ! を わ苟わ 下さい-親切 じ 御 化を を 計 
らます 


- 郡を じょ。 當 みの 閒 

I ; 診察 

1 午を よが一 化 時 
I け曜げ 前約 願 上 お 

一け： 苦 お悅彌 



午を 一二 時ょ b 六 時 
H 曜は 前約 相 願が 


ドク ト八 

烏 見豊彥 


齒科醫 

= 新 ま 無痛 治療 = 
夕 年の 經餘 をな て 
n 本人 諸ち は将じ 
T 聲懲 切に 施術す 

U マ —— チン 


の 刪む 刪 

〇い 扔 

0 か 山 崎 1 

化 化 化 
D 邮师祂 

I 3 5 2 


齒科醫 

夕 年の 經驗 をな て 
最新式 巧學ず 術に 
堪能 じて 信用 篤し 
U 施術 巧化廉 U 
H 本人 諸を じは 恃 
じ了咎 懇切 じ 治療 

おち 州を 認 

パ r ブル 1 ム 


Dl -. R . Shishitlo , Db.w 

夏 生. 7 害 St . T 81. Endist こ 842 

il £ 額 恥 穴 戶良一 ‘ 

を 十二時 


旨す 前 化が 
• fmF を 1 S 


V た i ¥ 


臟揉 療治 

西 巧ぶ マ" サ I ジ 
U 本式 巧が お 化 

神經搞 リウ マチス 
がみ 骨ぅ づき 一 旧 
殿 痛み 筋 違 ひ 
其 化 諸 お樣嫁 治の 御 
谎 めじ 應じ 御を 詔 か 
紫 御 療庭义 は ホ テ 八 
にお 張 親切 じ 治 巧 中 
上ます。 前 巧の 方は 
午を ご 一時ょ ら自 をに 
て 施術いた しまず。 

I を I 津輕 東洋 

西が と 十九 T 目 量 八 
電話 7 ズオー ス竞呈 


診察 時閒 

午前 化 時！ 十 時 
午後 六 時-, 八 時 

パ t 小 栗 幹 三 

紐 育 ボフラ 7 i お院 
'第 丑 おお 院載お 

武ボ コン バラン ド 

が 協 勤務 


診 祭時瞄 

午を 零惦半 U 二 時半 
午後 六 時 = 化 時. 
愛知 諮 學± 

パ^ 巖本谨 一 

を渝比 亞乂學 & び 
グザ ラン 病院 勤務 
H 曜は韵 め 顔上賴 


II 攘 治療' 

U 水 及び 電氣 治療 U 
ホる 化 巧を H よち 擴 
張め 目的 じて 一巧 夏 
规化業 吐 お 
お ほ 再 觸の绩 は 新進 
の 設備を 巧て 洽療じ 
應じ 申し 慑 
紐 育瑞輿 フィ ジオン ラ 
ビ ー 學院 卒業 

が肯メ .デ* 八 ジムぶ マ 

プサー ジ隐會 正會員 
を-諮 西が 幸 男 


每： n 曜及 ± 曝 午後 
嫁 間は 說觀の 事 

力 -V ロプラ クタ 1 

橫夕重 孝 


齒お醫 木下义 市. 

ゴ〇 去. 111th si . 

ぎ M き ume 重 置 


日本、 支那 寶玉製 美 

術 お、 婦人 用 首 飾 其 

他 装飾 お 

岡 島 引 け 

高等 お 術 品 修緯、 

肯 飾な、 ス リング 

日本 服 お 縫 


笠 ザ 洋服 巧 


：! 一本な 具 
雜 貨卸資 

を 良 貿易商 會 


巧き 米 國餘人 
り 水 人への 英 
語敎授 じは ぞ 
年の 挪驗を お 

す 〇 ー レ ブス 

ン化 十五 仙 
お U 閒九 時ょ 
ら巧化 時を 柯 
时 じても をし 
U 幡 H は 一時 
ょ b 四時を 


日本 

'ドライ グ ^ — ブ 



日本 陶爐器 
雜貨 類卸資 


ホ 元 

ブラ ザ ！ ス 


JOIao 里- OOC 巧 I , M . 0. 

ご 1 をを 芸 n St.New Y ミ 
ジー. 至 yerside 3 夏 & ジ h 量 r 10488 

ク なが ケ前九 時 1 午を 一 時 

髮奚 S 畜 i 午 お 化 時 

H 限が. 前 九 時 1 午を 四時 

ド タトン ィ小 莱乘ま 


化 化な 卸資 

五味 商會 

W E .17 th 苗.， N . Y . 百な 

Tel . S 享 esan こ 745 


ぶ おど 親切 ご を肯 どし 確實 I 

信用 あるが おを 精選し 

特別 廉 憤で 贩賣 致します 

クオ 八ず ム 、エ八 デン 巧 割引 

度 化よ て 

指輪 鎖 貴を 廬並じ 寶石頻 一切 

パ 4 八 トン 時計、^ ヮ 1 ド， 

リノ ィス 時 討、 を鞠睛 時計 

ゥオ 1 夕！ マンみ ザ 拳 

ユ バン ャ ー プ紛黨 

视 銀器 ホに 銀器】 切 
御歸 軸の 御 產】 が 
時計の 修键 はが 險 かじて 確實 

じ 石 川 自身が 致します 

が 靑ボ西 四十 二 了 目 四と 番 

四 四 S 巧を (置 巧と 六 巧 巧) 

巧 川岸 商會 

屯 誌 ペン シ八バ ニアと S 一一 化 

Islhikaw ぞ巧 ishi OP 47 去. 42 nd 芭 


渡 巧の 秘談 

乂國式 英語を 話寸事 
は 成功の 幾 一義です 
本校には H 本人 敎授 
じ 懼れれ 薄 巧 蹄ん を 
師ぁ b 盤 切 じ 會話通 
信义 社を 語を を授し 
ます。 H 曜週 H 共 じ 
午前 九 時ょ b 午を 十 

時まで 閒 校し ー レツ 
スンと 十他づ i ° 今 
H 烏 もじ 巧が あれ。 
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一稅會 議^ 中、 心に 口 

外 闕偕欽 總额六 億ぶ 千‘ 刀 元 


を 

1 

千 

円 

六 

十 

號 


【.- こ 提出 さ H る 
を國 の借欽 

おおが 词ア グン ン 巧の いふが 
かく々 巧の 熙稅巧 幾の 純 巧の 目 

的は 饭を麽 止を 條 化に ニ ホ五贿 

の附加 巧な 施 じある。 食 遙の應 

用を 进や るのは 向 ザで あるが 今 

H を 段の 巧な、 巧に H 本のな 懲 

はお 徵の收 入に よつ て利拂 さへ 

されない 惜欽の 整理 じあら、 一 

般ど ホを を 等を 問題 じして ゐな 

いから 支那が 早 < もを 茹の钻 お 

にみ滅を成じたのは當然の^で 

をる。 乍併巧をの膽化ミいふ〜 

はぉが 會證 U がて ま抓侧 化を が 

言明して ゐ るので ホる から 常然 

の i ごして、 な 谦の應 川 ど 基 街 

をが 討す る 方. か實際 的で ある ど 

思 ふ。 

さてを 圃 がを 满じ持 も おすべ 

き 持て ホし 借な は隨 かあつて お 

して 孰 わが 枕ん 出クれ 、號れ が 

法 おされ、 就れ が 窝議の 結果 巧 

茲 される かは 今の おを く 不明で 

をら 义 人々 のな ホ じよ つても 異 

つて & る。 ホ.；：* る&化 おじ 就て 

巧た 確ぶ 的间 答では ない が、 を 

じは 大差ない ど 信ずる 額を あに 

;说 げて兒 やぅ。 お 字は ま 那ド术 

I じ坡 なして 衷ホ する 方-か 他 H 會 

幾に 際 L 参考 じ 化 利で あるから 

一を 部 巧 じした。 巧 巧 牵も惜 なの 

.巧赞 どが どに よつ て 異なる も 日 

一本のは 大お〇 ■九 乃 ま バアー で 

一 ある。 

: なじ 非常 じ闲 難な ふは をの 四 

が 政 部 借な 

一億と 千 巧' 元 

二 千 八 巧' 力一兀 

二す 一二が カー 兀 

I 二 千で 元 


お^ 千で 元 じ おする 利子 勘 足で 
あつて、 化 則算は 宵際ィ いふ ど 
が 方 化が 明白に 判 b 张 わる ° 1 
つ — -- の 巧饮に 就ての か*'^ 非な 
はがが 外の ホ 殺を 要して 尙は且 
つ 瞬 化な 点が あるから とを 止め 
を 利率の 平 巧 率を おして 今年 十 
二月 左のを 巧を 計算した。 特に 
十二 巧を ごした のは 熙稅特 が 會 
雜が 十り お 化 巧で 锅 かれる ど 
見た からで ある。 即も 左の 教字 
のかし 

W か巧热 利ず -を 五村 方 元 
を 述借獻 利子 一二 千 化が 巧 元 
合計 一惊 四千 四な 义元 
外阀惜 热じ對 して これを 刺 沸が 

一巧 もな 巧され ない 結果で ある 

とはを ひ 計算して 巧 子の 义额な 

のじは 叛 <。 

更に 巧 問題は 九ム ハミ タ オンス 

四 モス 元のを 超で ある。 支那の 

小 级巧じ も 關係ぁ b 、 外 國の级 

巧 及び 巧が 正を 銀 巧 等 も 加って 

& るので 巧溃 かか 儀 か 不明で あ 

るが、 だ 那财政 整 巧 委員 食の 言 

明 じょる ご 之は 必ず 關稅 爵議じ 

持 も お さるべき もので あち、 若 

し 之を 巧 巧 するどせば 瞬 内の 輿 

論が なまし < 苗が 値 款^ かき も 

が 辖碑じ U るか も 知れない どの 

i である 力ら 矢 張 も か 倩の 一部 

ごして 揭げ るを じしれ。 

ES 上で 細 稅诗遙 じ 於て 整理 さ 

るべき 外 償 ど 其が 子の 數 字を 得 

わので ある。 則 も 

外 憤 及び 利子を 引 

六 億 おす 四 だ 方 一 冗 


H 本 

巧 聞 

义齒 

贿齒 

巧 逸 

ら网 

が閔 

i & 

J 化 

を 計 


か で 元 

四千 六が ガ无 


を 通 部借欽 

ちすな 万 ホ 

四千 ガ元 

二で 六な 巧 元 

千 五が 巧 元 

千 六な 巧 元 

千 巧 元 


二が ガ元 

撼六千 八', り 巧 元 


合 計 

二 億 一一 一千 巧元强 

六 千 八 巧 巧 元强 

四千 九が 方元强 

四千 五一 白 巧元强 

-千 六が 巧元强 

一千 二十 巧が 强 

四千 六が カザ 强 

二け 方元强 

巧 億と 千 巧元强 


一二 化 元 

巧综ど 利子 計算 じ 化なる ため 万化 下 仙が じがる 小さな 敕ぞは 

せおした からみぶ めを 計が を 國借铁 の お 字と 一致 しないが、 

を； i はか 拾て よ 6 生じた ま 額で あ b 狂つ 人々 の 巧 ホ じよつ て 

一二 一一が 义の 差は ホず るから： 内 万 W 下を お' 確に 記載しても 其 効 

果 はがい。 必おビ 思 ふ 詳細 ぃム駭 ザは みぎのを 國惜欽 の 部に 入 

れ ておいた。 


移 巧 改築： お 新を 期して 

內地 移民法 ぉ 制定 

. 總額 八億圓 でか ケ がの 繼續 事業 


內務 巧社會 局は 内外 移は め 策 

の： をが 確立を 測し 海外を 栅 にに 

就て はな ホの 獎减 策を】 请彼充 

するど 典に、 内閒 移民 じ 就て は 

從 ホの 化な ま 萬を 一擲して 新た 

じ國み § 化 離 政策を 採る 方 お 

の T じ、 之を 十五 年 巧ょ ら實現 

せし むべ < をれ を胳を 進め 

つ ^ある^^はをじよ社巧おの化 

報した 處 であるが、 內化移 ほに 

熙 しては 巧 化を 怯 巧を 脚まして 

; 化 誰 政 巧の 

I 根本 力 か を 確 ホし、 化 

が进を 始め 内地を 化縣じ 於け る 


杳し是 等 道 府縣を 通じて ± 地の 

買 化义は W 巧の 方を、 移民の 監 

视乂 はが 誰 方を じ 就て おじ 大体 

のみ 針を 巧し 經费大 約 八 億 3： 余 

廿 グ年繼 紛率棠 ごして 豫算 をの 

がが も 終つ たので、 湯 淺ホ官 が 

化が 逍が贿 計證规 蘇ょ も 細る を 

待 もぷ诚 のかを をち る i ごむる 

であらぅ 。要する じ 內化移 お 法 

は 巧 家が なお 内地 移 化 適地を 指 

定 して 之を 巧 化し、 移 化 民 じ 巧 

して 一を の 化かの 下に 或る 碑の 

化 进を巧 へんどす ももので お 十 

幾 角に ホ 誰な よ b 提出され たけ 


入口稀が^化力で移化適地を調一れでら成立し4^かっゎ。 化が逍 


度 地 お 別處理 かおは 化 ホ 巧を 3 
て 化が 逍じ がける 移は に 驳も適 
した 把 おの 

耕牧 適地 を貫收 して を- 

に 巧技を 巧 致せん ごする じあつ 
たが、 買收上 地の お 定を化 ホに 
を 巧す ろは 种 々の 弊を をが ふを 
をれ ざる W 外を 额の地 ホ 償發巧 
が喊 家財 政 上に 一考を 要するに 
加へ、 該 まは 特に 移 おの 具が 的 
化 誰 ホな じ 就て 巧 等 おを する 處 
なか b しお 梁當 時を 府は 該案 じ 
同を： を 巧へ ず、 之に 化るべき 內 
化 巧は ホ まの 立 まを 見る の 段な 
らじ^::^つた ども駐られるのであ 
る。 本案は を 化 化の お 定買收 は 
國 あながと じ 當る外 財源は 萬. 一 
じ國有 化の 挑 下げ 及び 移 化 化の 
地租 をな て 之に 巧て、 が 足ら ざ 
る ものを を漬 にょらん とする じ 
ぁら、 を 民の 監理 保護に 就て は 
道良官 父は 府縣 知事 じ をれ 
適 當の權 限を 委巧 し、 化 海逍の 
國 あま 開 地 おか 法に 基く 從 巧め 
あ 化；： H じ掛 しても 

特別 規定 を 設けて が 護 
を 加へ る ど 共 じ、 化 お 道 闕有ホ 
開 地處み 法は 自然 廢 化され るで 
ぁらぅ。 勿論 本 法案は ホ だを 然 
ホ 定搞卜 * る も 本 法 じ 基く 具体 巧 

移民 計 塞 内を のちなる ものを 摘 

記 するど 左の 通ち 

移 化 地豫を 面積 

巧縣 (を 崎、 おず 等) 

約： 白 十 巧則步 

化 海道 約 六十 ガ胖ホ 

右の 中 内地には 大集幽 地 秒な 

く 耕地 どしても お 等。 るを 0 て 

先づ最 がは 化が 道に ま 力を 注^ 

外ん tC * まいご 

お 豫定地 じ 於け 

る 移民 收容 能力 

口数 五十 五 方 お 

，人ロ ニな と 十万 

ち數 六巧戶 

人口 册 一巧 

、コト f 口 お-! ハ 十一で 巧 

を ミ L 人口' 一二が 巧 

移 化 地質 收 方法 

豫を移 化 地中 駒 有 地を 除き あ 

縣 じは 公な 化 約 化 十 巧 町 ホ、 化 

海道には にち 化 約 かおで 町 ホ ぁ 

ち。 是等 ± 地 貫 化 費は 約 二 億 山 

をじ達する見込み^:〇るが其財源 

はま どして 國ち 化の 拂 ひすげ じ 

よる 至 

移 化ち 保護 規定 

一、 七 化の 附 おを 化 者 一戶當 

も (が 族 五名) が縣 にがては 

町 ホ、 化 お 道な 十 町 ホを 媛 準 

どし 一を のが 巧 期間 {五 年) じ 

巧を の 鮮壑事 菜に 成功した 者 

じな ± 地を 無償で をが する 

こ、 度 具 購入 餐 補助を 化者當 

がの 農具 購入 豐 どして 一戶當 

b 五十 山を 補 かする i 

一二、 化を が 設搜谢 助を 化 後 

定年 限 後 じがて 本 住宅 建設 資 

なじ 筑 して 一二な W0 内を 補助 

す る 

四、 移に 渡航 蟹 補助 移住者の 

入 化 じを するな 率な 船 貸を じ 

おして ザ额 補助' 

移 化 地の 諸 施設 

に 對卞る 補助 费 

移 化 地 じがけ るを 路、 灌概、 

排水が 窜 の 工事を、 街を 施設 等 

じ 相 赏夕撕 の 補助を おふる こご 


敎育お 業 じ お L ては お十戶 を V 

阿 巧 w 内外の 補 M をが る i 


府縣 

化が 道 


ゥ蘭貪 側が 

H 本に を 業 

新會 社を 葫殼卞 

義に 破綻した 离旧惭 をと 關係 

ある 米爵 ゥェス ナソグ バゥ ス電 

氣を 社に ては 社を' ぶ， ボ！ ンた 

もら 口 本 じ 赴き 离お陶 脅の 聽理 

じ從 事し つ！ あ h しも w 滿 なる 

解 ホ V - 見る じ まら ざ b しは 旣裙 

した 處 であるが' ゥ會 化に ては 

敷 ヶ月從 ホの 高 田商會 ごの 契約 

ょ 6 ホを 切らん-回 お 接 U 本じゥ 

エス チン グパ ツス •ィンタ 1 ナ 

シヨ ナグ 商耸を 組織し ダィ •卜 

ブ プ 氏を委員長じ、 ネ ス ボ I 
ン 氏が 社長、 副社長 じキ グバー 
ン 氏、 ず 配 八 ごして ベ！ カー 氏 
を 任命し をつ て岡會 おじ 就 働し 
た 日本人を 帥を 採用して 今後 日 
本で 商 接 化 引を する、 ととな つた 
巧まる十丑日せをなて キ ^ バ ー 
副社長. はを をした。 高 出お會 
ご 同時 K 特許 權贩資 の 交換を 契 
約した S 莖電 氣會社 ご 今回の 新 
會 社との 願 係に 就て はが ほ 解か 
を 見て ゐ ない 模樣で あるが、 新 
會 赴み 創ぶ 資本 おはな I 々巧で み 

る どい ふ。 

東を 電氣が 

外 倩 募集 說 

弓 受財薛 は沈飘 

が今當化ゥ ォ ー が おで曾ら增^ 
されて ゐる處 じょる W 霞に 火 則、 
電力の 第二次 外債 おず お閱 の！/ 
であつ じ ガラン テ！ 商會 では も 
固 おを 電氣 巧ま會 社ょ も 社 償 募 

集の 相談を 受け 巧 < 成立の 見を 

じしで 募集 額 二 千 方 巧、 六 ホが 

が ど 云 はれて ゐ るが、 商會锁 で 

は 化 風評を 默 殺して ゐ る。 

义國の お 超 十億 

ま 巧 化： a を 0 て 終る 本 锋巧ホ 

固の 销外 貿易 額は 昨年度の 輸お 

四十 一一 一億 おを じ對 して 四十 八 億 

五 千よ な 六十 お 巧 四千 一二 巧顶十 

四乘 、輸入 化 八 億 二 千 巧な 乃 弗 

余で 差 引出 超 十億 四千 二な 六十 

八で 千 四巧义 十と 弗で ある。 

— 〔冰 社 東を 特電】 

最近の 日銀 帳尻 

巧 換を發 行 高 十一 億 化すと 巧 

よ 十六 巧 一二 千阳 、限外 發む 一千 

八な と 十六 巧 二千阳 、貸 出离二 

億 ご 一千ー ニ 巧 九十 五 巧 六 千 3 じて 

n !^ 翌 H 物 一錢二 雁で 毛ょ 6 

一錢 s ' 旌 '五毛の 持を である。 

各府 縣春觀 相場 

を 府縣の 春 藏年巧 相 おはる 高 

白荫 十二 W 化五錢 、馬 宮黃蘭 十 

二 阳化悠 である ご。 

全 國の麥 が豫想 

農が 省調杳 じょれば 本年のを 

國を作 緑 おは 大麥 A 冉 四十 一 巧 

と 千 石、 小が おな 八十 巧 一一 一千 お 

裸を 六な 九十' 力の 千を じて 前年 

ょら 巧 九十 四 一力 一千を 团も一 街 

二 步のあ 加を 示しで ゐ る。 

支那 動乱ろ 海運 

支那 動乱の 打が-' て 日本 鄰船 

H 淸な船 等を 始め 巧が お 運が の 

損害 島は パス w じ 速すべし。 

上 十六 H を 
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日本 食料品、 H 巧 お 一一 
並 じ 新刊 書籍 短 一切 I 

巧 桐 〔？ 弟商會 一 

なお おなおが 最 i 巧 化 じて 巧 看 j 
化 技 間な々 街 巧 {の 括を 巧 上 « 


.會席 御 料理 

盛 じず さ燒 



會席 御料 埋- 

東洋 縮 


御 料理 I 赏 

ふ 曝 

壽巧每 B も y ょず 


日本食 おお お及び 雜貨類 卸小資 

g プラザ 毎教柔 3 商會 

巧 巧 香 籍雜誌 小 間 牺：： 巧 お 各種 


U 本を 巧な、 お貨 
酱 揺、 お 誌、 新曲： 

|か_，5" 如， パ お 泉廟會 

巧 ム 、自坎 の 巧 あ も 


御 料理 

芳 の、 家 

壽 司、 緩 蒲燒每 円が りまず 
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支那 
巧 巧 

ボ廠ぁ園で永年御を巧^^まけ 


た 祭文で 御座います 



U 本に 化み、 日本語 
巧 を 話し、 皆樣の I 
好 じ 適する 御 料理を 調進； 

了 度 エン •ぶ！ タァの F でず 
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藥陳 じして 淸潔 

S 轟南樓 

午前 十 時ょ ら渴も 

午前 六 時まで 良 「 

ホ廳 茶園，。' 

词理 A 谨蓮一 
出 截のホ じは 晝飯 
の 御 おが じ 赌へ巧 
巧會 席の 御用 じ應 
や V く淚閲 巧卒巧 
ず 變わ引 立願 巧が 
紙上 御 案內申 上演 一 


お 化 
の M W b 
W 4 が 

P 剛 ： S J 

AH X h 

s 7 
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7 U 

お 帥 


寸 

一 

ぷ 


御巧當 並びに 
御 家庭 支 おし 
御 下宿 
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壽 司、 媛蒲燒 
每 H 荷 もまず 


►ご 覆：：：：： 淸 潔、 親切、 氣樂 ▲ 

勢州鑛 館ま馨 

まなが 勢 事を 义間榮 が 
接 5 お. 祭 を S ご - eet 
Tel . R 品呈こ 298 

電話 レキシントン 四 八 丑 五 
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巧 十五 T 目 二 巧 あ 


西 六十 五 了 目が 四十み あ 

一力 旅館 乂橘 
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御 下宿 
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中が 理髮巧 

中が 萬藏 
31 去 . 置 ih St..:’ 置 
章 Goiu ョ bus Jve. & G さ Irai す rk West 

日本 哩髮 鎭淸 

新る 洗髮の 設備 ぁら 迅速 了 おを 
旨 ごし 精々 勉强 致します 

せ 巧を 賴 選し 皆錄 一 西 四十 一二 了 目 巧を 地 云な 六裝室 
の 御 嗜巧じ 適する- 
巧 巧を 提 おします 

S 新 中華 

U 本 入 諸 替は轉 
別に 歡迦 します. 


-ツプ フロア (巧 六街ゴ 四十 三 T 扫 角) 


、 n 
A ，ぶ 

I 常 

A 做祂 

T 8 巧.！ 

W 测 d 山 

グ 3 が 


永年 H 本人 諸君の 御 
窥 負を 蒙つ てゐる 

船娜 逸仙樓 

です、 巧を 綾々 御 巧 
ホの 精を 願 ひます 


; 宮 川 事務が 

が 緩 的 酱歸の 同胞 じが 雜 なな 職 
棠を 周旋し ます。 

Ja ち ミ se で署忘 ミ 公 

養 W . 4 雲 Si . N . y . C . 

Tei . Sryan 二 7 苦 i 8 


れ人 

群 棋內藤 ボ太耶 
宮巧 大宮着 巧を 
きが 八鸣 鐵太邮 
靜岡 おおを 之 助 
石川鹽 谷幸逛 
能 本島が 唯 紫 
を 知 一二 旧鍛 


尋 

巧 城 寺 巧武お 
朗 がんを 秉斗 
鹿话咱 鶴丸淸 
愛知 早 川良衛 
沖 細 玉が 利德 
東京 禄田衙 一 
石 川 江 藤め ち 
鹿强島 貞當み 

を 川 縣人多 旧 か 一二 孤 長 巧を 

をのを じ 通知を 巧き 儀 有 之 

お閱 本人 若 < はみ 人より 現 

化所衙 あか 頤上巧 

紐 育 帝閱總 領事 舘 

1 吉 Br 畳を さす 《 srk G さ 


一 貝 
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捶 
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ニニ 1 1 1 八を 
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支 巧' 
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授蒲 燒賣刮 御 化 出し 

日 巧を 日が 助 も 御用 命じな じ 巧 

會朦 御料 埋 

甚等御 下宿 

を 玉ぶ 一 


削熏 並に 御旅 舘 

生稻 佐骄ぶ 弟 

が 育巿西 八十 八 'r 目 一一 肯十 一二 あ 
ぶ 話 —— タカ イ とん ニニ 


勞働 者に 化け こんで 

日本の 軍備 y 密偵した 話 


下 


よるで 夢の やうな 排 H 家の 宣傅 


j 或ろ：：： 本人け 乂闽飛 巧み 
~ におし が 俸 一巧 お千祁 から 二' 刀 
I ホで 二 ー ニヶ 年の 敎巧中 込を 楼々 
^ 試みた ど閉 いて ゐ るが、 ニー ニの 

民 晒が 巧みが H 本 じ 職を 奉じて 

ゐ 6 外 一人 もが 要 ポじ應 じない 

さぅ である。 重を 飛 巧 場け 橫沒 

神 口、 お 巧の 間に あつて 化中最 

も大 なる ものは 嫌 倉 (追ッ お？) 

じあら-を こじは 飛け 機 繫留诲 

及び エ攜あ b 夕數の 飛行機が が 

をして ある。 巧 ほ 化 外に 械 めて 

出入 踞 銭の 乂 お 模な降 軍 飛巧谋 

が あるが、 私は 幸 ひじして 二 千 

がをお づ く； が お ホた。 H 本 じ 

めける 航を 軍は 化の 就れ の 軍備 

ょ b もょ くが 密が巧 たれて なる 

が、 私は 日本が が < の 如 < が巧- 

軍の が密 をが たぅ ごする 巧もピ 

して 彼 巧が 

；§ 空は 最も 軍 要 じ 軍 礎の 

一で あると いふを へを 抱いて ゐ 

る i を 知る i が 出 ホた。 彼等の 

お 巧 練 巧 やなな 事 裳は 巧 通个使 

の 化 货で行 はれて & るが、 指導 


のげ じ 赏る外 励が をは 化 事の 完 
了す るを は 捕虜 間惊 のが 遇を ず 
け おじ 嚴 格む 盜視が つけられる 
ごい ふ J である。 日本は ホ國を 
模 做して 昨年 東 巧、 神戶 間の 郵 
便 お 巧は 商業 上 軍事上 蛋耍 でぁ 
るとの 見地から 現 化に がても 繼 
殺されて ゐ る。 おは 屡々 口 本人 
は 飛 巧 じ 適し U いど 聞かされれ 
もの だ、 例へ 人が をん な i を 云 
つた £ しても かして 信用すべき 
でない。 適當じ 彼等を 訓練す る 
と 驚くべき 

優秀。 飛 ゎ？ な らおを 
惧れゃ 空中 じ慘死 すれば 天國じ 

巧き 得る と 彼等は 信じて むる。 

日本人は ホるべき (彼等'^ 準瞄 

しつ i をる) 戟爭じ 於て がを 雷 

は 勝 化を 巧す る 唯一の 武器で あ 

る ど 信じ、 が 空軍 じょつ て亞細 

亞 大陸 どのを 通を 巧證 するど 共 
じ 其 艦隊を 化讓 し、 陸軍の 巧 動 

を 援助し、 敵を 遮ら 敵の 重要な 

を 涩銘を 破 爆す るを を豫 期して 

ゐ るり 


米國の 運動界に • 

黑人黃 金 時化 出現？ 

幅 飛びの 世界的 記 錄も一 織 さる 

卑劣な 拳 園 王 デム プレ ー 


乂國 のスボ ー ッがじ 黒ん の黃 

をち た •がで ぅやら 輝 やき さぅな 

形勢 ど あつて 一 部め 偏狹 な愛鹽 

巧は 趣 慮して ゐ るが、 半面 じは 

スボ 1 ッじ 

人 穗國境 の 差別な しご 

の あ 論が 吐かれ、 而 かも 化 正論 

が 力强い 與論 ごならつ、 > あるの 

は賴蛛 しい。 先づ學 をの 蓮颤を 

じ 就て 見れば 巧 年 ペン 大 をのを 

牛！ 普 ホで ィンター •カンジ エ 1 

卜ずお 戦の 中 化 離徴手 確を 耀得 

した巧人ジ ヨ ン* テーラー君を 

始め VJI 、 五 年 前' グァ ー ド 

大 學の學 生で ぁつじ ネッド •ゴ 

1 デン おは 幅 飛び ホ 五 吹の 化を 

的記錄 をが 持し、 ジ^ •バ トラ 

1巧-^學な仲間で巧あな述動家 

であつ た。 幅 飛び じがけ るゴ ー 

ダンな の 記錄は 昨年 バリ I ォブ 

ン ピック 大 をで ジョ ー チ •タゥ 

ン乂學 のけ バ — •レ セント 火 

君が 片お恥 ホ 巧 ザを がんで 之を 

一 糊し、 幅が びの 世が 的 記錄は 

黒人の 手から 

白人の 手 じ 叫が された 

ど 思 ひき や、 今 巧は ミシ ダン 火 

をの 學化 である お 人 デ *、 J -卜， 

; ッバ ー ド お •かか お 眠 十 时を逊 

口の あ 枚 試な で 飛んで 巧び 巧な 

通は 黒人の 頭上 じがき、 が 化 加 

州 乂 をの ホ プ^ ~ ド •ドリ ユ ー 等 

雜 々たる 黒人 速 動 あの 出 おは 學 

生 述助巧 じ ホ 常な 糊 巧を 抱かれ 

てゐ る。 けれ Vi も 一巧の スポ） 

ブを 超越 L て嚴 人のを も 誇らと 

，るのは ジャツク •ジ 3 ン ソン 

わが 化がず をを 脚 攒ホ權 をウキ 

ノ ー ドに 讓 b 、 おじ 么がジ ヤツ 


ク •デム ブシ ー の 頭上に 輝いて 

な ホ 苦節 十 年、 化 円 桂冠ず 霸戰 

を 目論んで ゐる 黒人 拳圃を リ 

1 •ゥ キグス のがな であらぅ。 

クキ グスは 過去 一一 一年 じ 直ち 幾 巧 

どなく デム プシ！ じ挑戰 し、 觀 

じ 二 圓じ甘 一ら て 一二 千 弗の 

金を が 育の 拳圃委 

員 會じ腐 立て デム プシー を 倒す 

日の 巧る のを 待つ てゐ るが、 肝 

必の相 ホは 女 媛 ど 結婚したら 巧 

觀寫眞 俳 緩 どなつ て 鼻の 格 巧を 

正す 等と いふ 白が 臭い ホ 活じ逆 

轉 して ゐ るので、 遂にが 靑 脚の 

委員 宵ら 業を 表 やし 今後 デム プ 

シ ー どま 配乂カ ー ンはゥ キ八ス 

の 挑 戰じ應 じない 限らが 育が で 

拳 闕は罷 b ならの ど 殿 命し、 デ 

ム去シ ー が 歐洲よ b 歸ホ どみ じ 

今年 中 じ ゥキ八 スど戰 はな けれ 

ば攀 劇界よ ゎ 引退せ よどの 最後 

通 碟を發 する； ごな つて ゐ る。 

がる じ當の デム プシ！ は 一昨 H 

歐渊 よら 當地じ 上陸して 曰く.… 

「自 かけが 巧 白人の 手 じ 占めて 

ゐる 裡ず權 をむ ざ''---- ど 黒人の 

手 じ 波した くは ない。 故 じ 化 際 

白人の 間から 

最良の 者 を 出して 賴を 

爭 ふじめ じ 自をど ゥキ八 スの試 

をは ホ 年に 延 げし' 自 みはら 乂 

の 攫ず どし T 操も慶 なな 資格を 

席へ て ゐるゼ I ン •タネ 1 £4 

年 九月' 取 じ 試を したい」 ど 述べ 

て 「グム プシ） は ゥキ片 スの力 

をを 恐れて 逃げ 遇つ てなる」 ど 

いふ 從 巧の 巧 論を お 事に 桌 巧き 

して ゐ る。 が 巧の 举閒委 R 食が 

デ ム プ ジ ーの化が化.：：？逃げ言ぁ 


をで ぅお 扱 ふかは 颇る 疑問で あ 
るが、 タ ホー も 旣に二 巧が のが 
証を を 税んで 今年 中に デム ブシ 
—ど 試な し、 其 勝者が ゥ キ作ス 
ど獨 をず ふ巧發 表して むる 關係 
も あるから この 

白人 同志 の 巧 愚 撰 手 試 

合は 化 b じ她育 州が 許 巧し ない 
ご すれ ば ニ ユ ー ジ ャ シ ー 如あ た 
らで實 現す るから 知れない。 を 
れ じし ：-> も 化 デム ブシ ー 對ゥキ 
グス のを 時-巧 じ 就て ホ國 のが 力 
な 新聞紙が 悉< 黒人 ゥキ グスの 
ホ 張を 正當ご 認め、 スポ ー ブじ 
黑 白人 柿の が 別な しご 力んで ゐ 
るのは 當 がの i どは 云 ひ 乍ら 賴 
巧し い 威が する。 

純日本式で 

大 園遊會 

擧 デニス 攘の門 
.下 ゃ大貫 攘お演 

證 地米 人の お 力 家 よら 成る 東 
京が 山 義塾の 復興 資を 募集 委員 
曾は 囊じゲ ァン ダ！ リップ 氏 邸 
園で 園 遊 會を椎 して 夕大の 成功 
を 収めた が、 今 巧は ホる 

廿五日 を 期して 午を 房 

いら おけ じな ち當 地ジヤ クッン 
バィトの タブ！ ス ，力； デンで 

日 本を閣遊をを催す^は旣報し 

た處 であるが、 今 旧は 前回の 經 

驗じ 鑑み 會废 の銳 圏を 縮少 する 

だけ じ裝飾 上の U 本类 どを 興 ご 

のプ n グラム も 便宜よ く 集注 的 

する 當 であち、 例 じよつ てバザ 

! 巧 3 が 座 通ら じは^ ッピ姿 や 

日本 着 姿の ホん 男 ホ 及びを 留同 

備の 夫人 連が 貴 子と なつて 珍ら 

しい H 本 おや 飯 食 巧 等を 經營す 

る 外が 旧な 雪女を の 扇® 揮毫が 

あら、 空 やじは 飛 巧機數 台が 飛 

んで 景気を 添へ る； ごな つて ゐ 

る。 を h から 余興の ホ 面で 目下 

確定した ものは 第二の 一二 浦 環 夫 

人 ど 呼ばれて ゐる 

聲樂家 大貫挈 ミが 過 

般 ヒッポ ド" ム座 じお演 して 好 

評を 碟 したお 裳 お 侍參で 得意の 

わ 蝶 夫人が 化を 潰 昭卞る 外 近く 

ニヶ 年の 豫 をで 療洲、 H 本よ b 

巧 巧を 經て 歐洲じ 巧く 乂乂無 巧 

を セント •デニス 媛の 門下生.， 

お演 し、 义伊膝 道 郎君が 珍し、 

も 「巧の 四季」 を 踊ら 巧言 ブス 

じは 伊藤 道郎 、お 谷廳之 巧、 を i 

お 譜二巧 等が ぉお， 化 一 他 岡み 巧 

五が 夫ん のを 化の 外 じ 同 半 八で 

可愛い-" 一二 人の 姉げ が 日 i ま 威 

を 巧 ふ i じな つて ゐ る。 化 等の 

余興は 孰れ も 野外に 假费 舞を 

で演 せられる ので. ある W 

運動 の ホ 面では^ ホ 普 造 

原田武 一の 兩撰 手が をむ ホ 脚 

庭球 巧の 盗ち 連 ど模猫 試を をけ 

ひ、 を 道では 出口 五 かが 乃 下 生 

ど化じ型を見せる外，>で ンダー 

リップ 巧の わ 嫂さん， ゎの 嫂の 型 

を 見せる V 」 いふし、 劍沮 では 渡 

邊 大尉 ど 木 村 ー ニ 雄 巧 •を 一を 示す 

等忡 々御 踰を澤 山で あ' なが、. 當 

口 巧し も 雨天で あるむ 女 ば 同化 

の ヵゥン トリ ー 供樂が 内で 棠巧 

する i じな つてむ る。 一 

巧みに 閣遊曾 麓の！； 程は 溝 お 

巧 どサ五 T 目から う ソヤ ク^ 

ン • イト 巧の. ごを 第一;^ ~ 


する が邮 て 錫なら ば B な ホ 
で プリン 《•ブラ デで 乘替へ 
巧 所から とつ 目の 婷ホ 場で 降 
.がすむ ばい i 。 人谋 巧は 大人 
ニ ホ、 小人 ー ホで 入口で も賣 
る さぅ でんる。，/ 

日滚撰 手の 

小手調べ 

ロング ウッド 庭 
球 お 慶勝戦 じて 
'个 个 

ブ^ク ライ j 十六 H を 本 
デゲ イスを^ 將淸水 撰 手は 巧 
る八片 十ー ニ-十四、 十五 U じ 
ぜ 一 b バ^チを ア じがて 巧 けれ 
る デ ゲイ ふ 施 戰じお 田 撰 手は 
單試 をを 犯す i じみを した ど 
お表した I 而 して 第二 單 試を 
戰じ淸 ホ/みは 福 田 撰 手の 孰れ 
が 出る^は 發 表を 見を はせ て 
るる。 二 

'厂 个 

ブ瓜ク クイン 十と り發^= 巧し 
もがけ 中 巧 バ八チ モア W 加を 陀 
モント' タ ー グの ニケ 所 じがて 惟 
さかる デ ゲイ ス盃戰 の 准 媛滕戰 
じ R 本と 浸 版が 勝て •ば、 必然の 
結 あごして ぶ 本ぶ び 濛洲は 八 巧 
廿 U ょり ボ 5- トンの。 ン 'ダウ ッ 
ド 庭球 惧樂 姑の 歷を的 コート じ 
於て 相を るな 化ら であるが、 化 
ーケ巧 後心从 をを 待つ を もな く 
U 本 ご 媛 f / の 化 表 撰 ホは 本日 牛 
を ネット./ 隔て i 

巧接齡 する； も' なっち 

まる！： 嗯 百ょ b 擧け 中の ロング 
ウッド 巧ず 覇戰は 昨日の 第五 
回戰じ I 水、 お 旧、 バター ソン 
必びボ 、クスの 日本 辟に 湊洲の 

四 撰す は 孰れら 乂 トン！ 卜 •七 

ット '，て 勝利を 博し、 本 旧 午後 

淸化 H おは 湊測か バタ ー ソン ど 

巧 田 ニ ホ ー ク \ スど 上下 じ 別れて 

優唆祗じ這み^ 資格を爭ふ^ど 

な ' た。 U よ 撰 手が 现 歌を 奏す 

るか 乃 ま 濛鮮の 犠牲 どなる か將 

た义 一勝 一^ 敗の お 鏡 じて 化 試を 

、一 板 b 明け 雌雄を かする じ まる 

j へき か、 雜れの アン ググ ょら 是 

て も 興睐あ も惹陳 ある 

試 金 おじて なを も 直さ 中 

ホるべき 本舞台の 小手調べの 觀 

が あ 乂。 昨年 八 巧 パタ ー ソンと 

苦戰 /1' と一 五、 十 一 i 化、 六！ 

四で 敗れた 淸水撰 手が 雪辱戦 じ 1 

捷も 得る か、 原 田の 怪腕が ょ < 

療闽撰 手を 觸し微 るかは 試を の 

成據 じがつ 外は ない。 ' 

卓上が 話 


ブラィアン 翁. 

米 國の方 年 大統領 候補者で あ 

るウキ 9 アム ■ゼ ニン グ •プライ 

アソ蕩 、昨今は ブ こシ！ 州夕猿 

裁が で 器 造を b げたち 下げたち 

して ゐ るが、. 去る 水懼 U の 辯 論 


が濟 A だ 時のを ........ 被 吿辯講 ± 

中の 大立物 ドロ ー 巧の 辯 論 中は 
眠つ てゐ 乍ら、 ド 曰 1 氏の 處へ 
ホて 或る 知人から 贈られた ごい 
ふ 被の 账 刻を 恭 々し < 献上に 及 
ん だら、 ド 01 氏 も 「實は 拙者 
も 同じ 樣な 猿を 持つ てゐ ます か 

ら 近く 貴を じが 上し やぅ 」 

ど 云つ て アツ サリ ど 別れた さう 
だ。 モン キ ー •ビジネスの 意義 
は盖し 之で 一段 ど 重が を 加へ た 

VJ いふ もの 0 


夏琪巧 ランプを 寶 

下 羽 電氣簡 店 

N 0211 巧 roadway 
TeL Endi 呂 H tM 47 


.書籍 一切 取次 

ホ國ぉ 版の 書籍は 化て 特別 剧引 
じて 迅速 じ 取次ぎ 旅行 若の 巧を 
をち 赏 巧の 書籍 鬼 集 等は 特に 御 
便を 取 針ら ひ 致 升 〔祕 彻】 

H ぎを i 互 ミ タ 

妄 Hass さで .， TeL Beek ョ an 芝 お 



舞踏 敎授 

►社を ダンス A 

▼表情 体操 A 
紳 女、 淑女、 ぉモ 
化さん ホ じげ 嘴 じ 
な 巧 致-し 巧。 午前 
十が ょち 午後 十一 
的を (り體 を 除く) 

シャリフ ♦タン シ 

ング 師範 學校 卒業 

上杉タ マ 



自動を 較 

绘 をび 運 

轉 を敎摄 

ライセン 

ス 保証ず 

ご 一十 五 弗 

運轉 ホは^ 

二十 五 盛 j 

晝 底巧學 一 

兩 ああら 


y 

〇 Y 

〇 N- 

H 化 

祀 

〇 柳 

邦 加 

A 6 



日本人 豁 

パリ-— 廣一 

嫩巧擔 巧 
懇切 穀授 
夕と 時 開 
校勞 働を 
暇 勉學の 
巧 あち 卒 
葉 証書 授 
お 就職口 
無 巧 周を 


レヤ トル 

NP 旅 縮 

W 累 おを A さ • So . Seat 芭夕 Wa を. 
停車 谋前通 東へ 一 IT 巧 侧六階 建 
U 本 巧 船 切符 化 おが 巧 場 送迎 

藤 ホ 旅館 支 巧 

4 沒 Maynard As: 
Seattle. Wash. 


H 本 巧 お 船 切符 御中 込に 應じ 
萬 事 御 犀 宜じ御 おが ひ 申 k 候 

を 港-;^ け ホブ火 

► U 本 お 巧 巧 (別間 ぁ •ゥ) 

. を 港 カリ ホ 瓜 ニア 巧丄ハ ーニ 

電話々 ネ ー ー八 一六 

口 J サ ン ゼ ル ス 化ホの御 
お ホ じは 最善の 御 便 息を 計 b 巧 


グ が. 


ホ テ 火 

羅が巧 じがけ る 同胞 經營 中最 
新式 高等 ホブグ であ b ます 

.羅お 東 一巧 一二 义ぞ 

旨 虫を r ゥ アン ダ ィキと 六 五 九 
軍 話广タ ッ 々丄 二八 さ 一一 

貸 自動車 (が 野) 

羅あ 名所 御觀 ホには 最も 精通し 

む ド ラ ィ バ ーが御案巧申上ます 

ボストン 案內 

貸 旨 動 率 業 河 西 
を 古跡、 大學 校、 エ琪巧 化 一般の 
紹か 及び 遙辯 もします す 〇ョ岩 
Tei B 岩 k- 置 77 普 7Q 呈さ ia St. 

ボストン 巧 

富 ± 旅 舘大浦 ホ 松 

1 舍 wisier SL B 君 ton ま ass. 

ジ ー. Back-B ち B ご 0 
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I - 5 
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e お n 
了 巧 w 

e け 側 
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細 側 W 
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華盛顚 

わざく 

日本 料哩 

を じ 御旅 舘 


紐臂 旅館 E ホち ホが 

東 四十 了 目 二 四 二番 
Tel . を 星 ミ ia 苦 74 


御 下宿 鴨ザ乂 

47 Prosp 置 Place 

be 二 si ’2 nEiJuekf E . た nd St . 

Te 一‘ 至 ミ ray 量 2 苦 8 


なみが 地ょ き淸 潔なる 室 

御 下 {俯 松が 好か^ 


1 夏 Lex 量 ミ みさ. 

ジ ー-夏 d . S こ 921 


御手 輕 御料 拙 U 家庭 仕 取し 

御 下宿 伊豫 屋 

Asrhn さ t 打. 2 

1 贾 East 4雲 St . ぎ plazas 75 


煎 餅 锁 、ル賣 
を 腐 » 據 
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米 画 聯邦' 下院 麗員 十ー タじ對 レ 

て 幣席外 化から H 本 じ もな も あ 

る樣巧 待を 受けて 居た ので ある 

が 一巧は がを 運送船 チヤー モン 

卜號に 便 ホの 都を ヒ举府 が 軍 省 

じ 照 曾 中で あつた 處 愈々 本ち 八 

H 附を なて：： 一本 巧 間み 威の 旨 入 

電が あつたので まる 十ニ ロホノ 

作、 を 出帆し' 'マニラ じ 向 ひ ： g 

を U 本を 訪問して 钥 巧の 歡迎を 

受 くる 黃 である ご。 

の 化 巧 ± のを攀 

過ぶ が 年 陆ンン シナ I 夕大學 

助 お 巧 ごして あ 鞭を 収ら つ、 わ 

> し 山 化 凹郎巧 b は 今 巧 愈々 本 

お 投に针 進、 ホを 蝴よ bwk 學 

な 化を 技の おけ じ 就き 活则 する 

み乂齒 中に U 本人に して 純を 巧 


たるは 目下 数を じ 過ぎ 2。 

平 田 ホ 人の 慕延 

一ニ ホ 物産 巧 式 曾 社 取 保 役ず 旧 
篤み 郞氏 夫人は 去る 十て H 午後 
二 時よ な イング グ 、ウッド じが 
ける 自邸 じ：：： 米渝 人の 智 五十 
を 名を 巧が一 て あ莲を g 巧た が 
午 巧 六が 盛况 裡じ祗 曾し K 。 


I ♦日本人 美化を 會 

『ま おじ 速す る實 巧の 途』 

川 島 化 跡 

グ* スト (。ご 

丄 .シャ 八) ま 息 一を 雇 ひ 入れた 
ム ，御 希销の 方は 新報 化 内中 村へ 
が 巧 ひ 合せを とふ。 


巧 員乂お ーニ窒 急 雇 ひ 
入れ 度し ホ留 者は 左記へ 御照會 
Ko I 百 ai Go ョちさ 2 吉 4 Br 吉 II * ぶ 
ぎ iRiversid こ 514 


♦道 煤 脚き ベ） ィオンが 化 住 
のが 人は か 育 獎腳の 肖：？ の 下 じ 
完備 甘る 道 塔を 新築し V 十四日 
巧 盛んむ 逍谋 開きの 式蠢 しわ 
♦及 川ず お 巧 文部省が 外敎育 
視祭 W 兵 庫 お 明 石 女子 師 W 學校 
を授 、數 H 前歐洲 ょら 歸即 の途 
着が 巧る 化 - I U n レア 丸 巧て 
歸锅の 萬'。 

参 薄 井廉か 氏神 夕 高等 學 t 巧 
を授 まる 卜日渡 巧の 途着巧 
♦松 姪ず 治 巧み 務 技師' ホ 
歐洲ょ b 暮組廿 U 沙港經 由歸か 
♦遠 藤 中 節 氏を 郡を 國大學 化 
を 巧、 去る 十 H 英國 ょち 眷 紐。 

S 井 惠一瓦 京都 帝 國大學 助 引* 电 、ホ グバ！ トメ' ント 
敎 巧、 去る 十 j U 歐洲 よら 暮 'が!^! 賣 巧し 六 華 湯殿 


桂庵 賣度麵 I 

じ 族 L 王 鶏 度し 希望者 お 左へ 
R ミ a;mpioyment Age ミ y 
芸 Uex . Ave . ( Be 三 ミ-一 2 互) 


家眞附 


を 築の 一二 室ァパ 

I トメ ント 厚 度 
し。. ち 室 ごも 家具 完を 綺麗 じ 装 
飾し み b 。 御 希學の ホは 左へ。 

8 Sh 2 畐 n Ave . 吉 こ-一 
ヴ 喜を 皇是 S 21 27 


巧る 山 一日 細 朝の 豫 を。 

♦今 化 義和巧 鐵道お ± 木 技師 
まる 八 H 歐洲 ょら 着 W 。 . 
♦辰 垢謙 藏 氏み 務技师 、まる 
十五 円 英阔ょ b 着が。 

♦跑旧 お 雄 巧 お 鹽が外 硏巧員 

数 H が歐洲 ょら 着が 0 

♦一一 一田 村 r 邸 氏 义部省 化 外 研 

巧 員、 數： ：：前 歓洲ょ b 着 組。 

•乂野 節 氏 建築 技師、 歐渊ょ 

6 絲销の 遂常地 經も陌 巧。 

♦橘 木 軍-太 郎氏鐵 道 省 事務官 

まる 十二 H 歐洲ょ 6 着が。 

♦阿蘇 巧 巧 氏 4^ 木技郝 、數り 

前 歐洲よ b 着が。 

= 曜說お 


育：：：： 本人 敎會 

『あはざる 時に.！ 


淸水 牧師 


チ— ム ーー ヒ 卜 、パット ウォ. 

々！。 痕\^ 六十 五 ホ 便利の 媳巧 
震 十六 iy 目 四 二番 〔田が】 


聚其蹤 


アバ！ トメ ント 

义月 がかを 貸し 
度，， \喊 所は 畢 B 四十 一 T 目六巧 
を、。 バ サイ ゾ、 ドライヴ 附 あに 
て 地}. 線 じあし、 委細は おじ 
ミ这>, 星 W . ぷ置篇， 

ジ- .ぞ ni 量 ti こ 省 


貸家 


明るぶ ハ ま 湯殿 其 他 
の設備\兀を、 バーク 
じを し、 家具 附 ど 子 ファ ー ニ 
シュ VJ をリ 、家賃 心 好'。 

を 去を で h St . ジタ ー 


明るき風通らょき綺 
鹿；： 〇大 室、 ごん 义は 
二んに適當 電燈電話グャヮ？ 

を 通 巧 利、. 遇 六 巧。 \ 

呈 SS c . vai 置 吾； 吉 W .13 窒 ミを S 呈呈こ 



急 吿，^ 

贊府大 博 覽會日 おが‘ 

ダー ム類 はま 急 じか 定める 責お 么不お 

が巧禪 類を ： 

- 一 

玉 コロ ガシ 玉 ユロご I 涅 

兎ノ 競走 競馬 白^ 車 競走 

ス ボ^ — ル 風 術玉ゲ 1— ム 

射！ §窒 氣终 .ケ！ ン ラック 

ダル マゲ 1 ム .謂 ゲ I 厶 

ヵバ ゼ スポットが 掛輪投 

曲 ハ 他 類似 ノ モノ ー 

等 どなず 計 蕾 じて 目 ド當局 ふぶ 涉中じ お 

間 化 際を 逸せ 中を 急 御 申込 化成 度 お 化 

ホ齒獨 立な 五十 年 記を 萬 k 大憐 覺會 

り 本部 コン セッ' ブ ヨナ ア 

香 西歡雄 

W E •一な を stN . Y . C . 

コン セ乂 シヨ ン穗婿 \ 

輿 萊物賣 巧 喫ぶ 店 篇眞厘 

煎餅 度 植木 盧. 金魚屋 

レストを ント ソフト ド リンダ 


レス 

諸 ダ 1 ム 


フトド リンダ 

U 本 飯 犀 巧 他 


沙潘 巧語學 校々 ま 
吉巧正 一二郎 著 

英話活 法 


を 質 


を 憤费巧 化枪仙 郵税が 仙 
著者が 本 聲を縮 篡ゼる 所 0 は 靴 
を礙 て、 捧 きを 撥く ぶ撫 ある 英 
語會 話を 活用 せんごず る 諸子に 
六 ヶ月の 短 時 目を おて a 常の 會 
請差ぞ ききを 補 せんどす、 かじ 

スラング、 ィデ オムぶ び グロフ 

エン 語句を 入れて 其眞 益を 解ず 
る 撥 敬 宫戒せ b 。 

M . YOShi ミ- 1 至 3 Amstertiam Av で N Y . 

C 0 Jlie oin 立 二 笠 Trading 〇夕 


.貸. 室 

一時 前に 御 話し あ h たし。 

PauU 置 ima , 夏 7 W . 13雲 St 
を 二 . Tel Audubon 7 夏 口 


¥-5 コ 。ム ビヤ 大學じ 化 

集聋き 良を、？ 紳を 

貸 度し、 一週 六 弗。 

Kato , 1 養 Clar 臺 ont Ave . 

吾 二 5- 5 th Flo ミ Tel . ピミ 己 ngside 运 38 


貸 室 淸 潔な® 利の よき 錫 

所 一人 乃至 二人 おきの 蛮 あらお 
話は プラザ ニ 六と 一番 

S . さ kota - だ 巧 W.lllth 田 •吉 t .31 


i 遇 五 巧 及 八 巧、 一 
人 又は llA じ 適ず、 
巿廳 へ 十みタ ィムススクエ^ — 
へ かお かお 話々 ン バラン ド 呈ーコ ー 
1 芝 ミを Si . Br きを， 黑崎梅 子 


ピアノ， ダ 
アキ オタ ン 


音 樂敎授 

獨哨歌 巧 業 巧ーヶ H 《ホ (一週 一 阿) 

西 六十 五 了 目柬 京商窝 階上 J 

菊 池 盛も郞 


画 化 立 迄し 

S 散 時を 巧 用し 絳 U 化な 直し 其 
化 プレス 等 埋速叮 ザに 勉强 致し 
A すから 巧卒 御用み を 願 ひます 

日本が 服 お 

西 五十八 了 目 iir 百番 

電話 n W , バス 四 一室 


.裁縫 所關業 

W 服， 絹物、 ゥー心 類は ドラ 

— ニン グ 、プレス； a ； び染を 

、化な I 化し 一 化 安 < 美麗 
巧し ます。 雜 縫は 姑 阿なる 御 
大 も叮喀 にを く致丄 主ず 其 他 
《夕の お ホを も あ A ます。 

おか 新 縫 所 
128W . を hst . N . Y . C . 


1 - 

こ 

ホ 

ri 


:が 州が 認 

蠢術 


內務 省を 許 加州ぶ 細 

藩 婆 

ホ 野. 秀子 
贴產鋪 炙 マッサ .1 一^ 術の 出張 
治療の 御 求め じ應 じます。 

電話 キヤ セ ー ドラ 片を克 化 

巧な 十 云下旦 二 巧す 塞 


g a ♦■♦■♦ミ ■♦ミミぶ _ 


が 育 ホ 命 化 晚會社 

一一 一木を 吉 


老 


保險 


Nn さ York ごを Insura ミ -Jeoc 
oilpmber 曲 wt .' 

Meg Y 弓 Icoity . 

. Phon 夕巧 rankl ざ 4爱0 
巧 xchange Ur 旨を 


下 

び 

呼 

わ 

お 

巧 

盤 

-m 

化 

話 

電 

こ 

を 


.夏場 向新 荷 到着 

特に ダ ー ム向 陶器 雜麗類 澤山取 揃居リ 
候 間倍舊 御用 命 願 上 候 

森が K ぅ ザ— ス 

M 02 MC 巧 A . 罗〇产 ， Inp 

器 W 裘 t だ rd 资， 

2 ew ジ rk Cky 

Trelephone Oram ミ ち W 850 


复瘍向 若」 

陶破語 雑貨を 種 か 揃へ 居候 迅速を 旨 
ごして 精々 勉强仕 候 間 御用 命 願 上 候 

懿殘木 桃 ホ 組 

養 E . 1 呈 St . N Y . Te !. ぎ y 養 ant 夏 5- B -7 


第一 录片 桐巧國 訪問 團員 募集 


_ 紐 育 十 巧 一二 日 ペン 停車 婚 

r み 灌十巧 九日 郵船、 加賀九 


si 韓 i 


ぉ發期 U 

圈 費 = 

(ながは 一等で な 船は 二等) 

本剧 のま 意、 おを、 旅 巧 及び 申込書 等 じ 巧き 委しき 事 

は 柯卒烏 巧 弊 商 貪に 御閒 きをせ 願 ひます . 

紐 育巿柬 五十 九 了 目 ニニ 四 

ま 催 あが 禍 兄弟 廟會 


電話 リ！ ジェン. 


一一巧 さ 

一二 四 八- 

〇 二 ご 五 


妻 お 雄 築 事が 所 . 
Iwahiko Tsumanuma 

Room 1607 No. 101 Park Ave. 

Te し Vanderbilt 3 が 6 

瀬 川化險 事務所 

H. Se に awa, Insurance Rroker, 
303 のれ h Ave., 

Tel. Franklin 4900, ext. 193 

巧 ffl 商事 株式 會社 紐 宵 支 お 
TTchida Tra が ng Co., Ltd. 
291 Broadway, 

Tel. Worth 1576 

島 貿易 株式 貪 社 

Shima Tra ぷ打客 し 〇 , Ltd. 

150 Broadway 

Telephone Rector 1484 

Paul iC. M. ThomEis 

Advertising Counsel 

2023 む ibune Suiiding 154 わな au お， 

Te し Beekman が ? 8 

株を 會社 ホ 尾荫會 
AKAWO 友 CO. ， Ltd. 

2 巧 Fifth iUenue, Hew む rk 

Tel. Caledonia 9758-59 

Japanese-American News Service 

H 米 電報 通侣ホ i; 

な 聞の 化 治 巧、 實菜界 及が おの 
事項を 迅速 且つ 確度に 報道ず 
巧 円 入ち ーヶ月 巧を 五十 巧 

Tokyo Advertising Agency 

u 本 新 巧 雑誌 廣吿 一が 取 巧 

35 Sixth Avenue, New Yorik Ci け 
Telephone Spring 8277 

乂巧 商を 株 ま會社 

Xuhiri T け ding む . 

が Church SI. 

Til. む 加 ind 4560 

S 共 棟を 會祖 興 東賓易 株を 曾 社 
化理店 

裔 を ^ 食 

お出 觀 mine Corporation 

12D Broadwa も Hew む rk C け y Tel. Rector 7884 

Genwai がが ce & Factory 208 Rawson Sf. ， しし （1 けんん Y. Tel. が liwell 7718 

绿 野馈產 株式 會社 
Asano Bu が an Company 

Room 801 -SOS 

165 & が adw が 

Te し Cortkndt 8047-8052 

大倉親 紐 育 支 巧 
Okura & Co., 

30 Church St*, 

Te し CorUan か 2292-93-94 

が 育 り 本人 會 

The お pane が む socia む 〇 も 

250 Wesi S 了 ih 化， New む rk 

Tel. Circle が 90 

巧滿洲 錫道揀 まを 化 
紐 育 事 お 所 

South ManchuHa んん む.， 

270 Riversi む 日 rive 

Te し RiversWe が 83 

s か 物を 株式 會社 
が 育ま 巧 

Mitsui & Co., 

6 な Broadway 

Tel. Bowling Green 7520 

焉巧荫 食 
お育ま 巧 

Tak お a & Co., 

150 Sroadwa も fiew York C け y 

Tel. Rector け 21 

がまを 社 お 井が 店 

が 育 支 巧 

Iwai & Co., 

Woolworth Building, 

Tel. Whitehall 60 が 

三盡賴 事會社 
Mitsubishi Shoji 扳 lisha 

(M け subishi COw Ltd.) 

120 Broadway 

Tel. Rector 2560-2564 

巧 ホ會社 

山中が 曾 が 育ち 巧 
Yamanaka & Co, 

680 扔 fth Ave ， 

Tel. Circle 4014 

曰 本 綿花 お まを か 化育 支店 
む pan Cotton Tradhig Co., Ltd., 
Cotton De が . 

60 Beaver か.， 

下 《 し Bowling Qra«n 2990 

が 化 Dept. 

れ Mftdhon Ave., 

T » し Mil が， M9i 

H 米 生糸 株 ま 曾 社 
紐 育 支な 

NI0Hi-3EI K1IT0 K&BUSHIKI K&ISHA 

(NICHl-BEl KIITO CO., LTD.) 

373 が H iWenue, 

Tel. Mad. S ル 7592 ぶ 

神戶鉛 木が 巧 

おちち お 1 

Suzuki & Co., Ltd. (Kobe) { 

220 Broad j 
Te!. Cortlandt 11 が - 抑ぶ 1-52-53 

u 本 生糸 巧 まを お 
が 巧 支店 

M 日 rimura わ ai & む . 1 Agenis 

44 £. 23rd St., 

Te し Ashland 目 32 日 

巧を 名を 化 
が 育 そ 巧 

Ham & Co., 

443 Fourth Ave., 

1 T も Caledonia 7830- お 

江 賴株ま 曾 社 紐な 支店 
Gosho Corporation, 

Silk Impo け cr ん 

334 Pou け h Av も 

T«l. Ma ん 8 み 4686 

Gosho Co., Inc., 

Ooltoii Exporters 

60 百 eavir St け 

Te!. Bowling Qre«n 议 06.00 

大阪 巧け 斬 巧 お 大較 毎日 二 巧 巧り 扫 

結 田ボホ 上 巧 おお 

。 。ミが ". 1 A うが！ Osaka Mainichi, 

Room 308 World Building 407 Tribune Buil がが 

Te!. お elcm が 4 が C 趴 し Beekmin む 59 


VO し 15, No. り 61 


巧 虹？ ぷ沒 おなが がを 巧 imp 巧 


WEDNESDAY, JULY 22, け 2 日 



柳. 巧 げ 報 

义阁 婦人 こ 政治 

米幽：^人をめ聯ぉ^*、 逆般調 

なをぶ しじ 所 じ 於る ご、 千 化 口 

川 年の 大統做 戰ピ四 ザ 後の ホれ 

を 比較し ス 、化 一州は 化 票 巧 加 

の跡をおした^/ 十よ州はいづ 

れ もがみし、 テ ニシ— 州の 十二 

一九 八千儿 十九 恶 V 全 巧ん、 ァラ 

バ マ、 ア— ケン ソ^—、 フロ リタ 

■ナ * 


ラ 


つ i あつた フランス''^、 占領 後 
S 年 じして 漸く 撤兵を 軸 わする 
こご 5。 つじ。 獨 逸を をの 中必 
ども 云 ふべき これ 等 S 地方を 武 
力で 維 村す る こどが、 濁 逸の 生 
をを 巧し 雜濟 力を あ展 せしめ、 
脂 償を の 支 柳を が 易 W らしめ る 
理想 じ 相がず る ことは、 一二 威の 
董巧 ご雖 知る どこ々 である。 が 
かも ボアン カレ ー 内閣の 崩坡ど 


エリォ ー 內閒 のぶな ごい ふ师化 
3 力は、 この 武力 政 鬼を 一擲せ 
しいる じ まつじの である 0 

いかなる 弱小 齒 、いかなる 戲 
败闕 でら、 巧 力で 赃 おを 加ん る 
，との 絶 對じ不 W 能で ある こごは 
ググの 做を、 北 ザ 古の 解か 巧 か 
をく これを 立証した。 獨 b 义那 
のみが このが 化の 力から 除外 さ 
るべき で*! i :* い。 


- クィ ジグ ナ 、南 化 L 

_グ アジ 三ア 等、 就中 アラバマの 

かき 二 御と み 二 姐 六 毛 どい ふ 著 
しい 喊 票を 示して むる。-. 一れ じ 

なして 面白い 現象は、 ヮィ ォミ 

ング 及び テキ サブ 视の 如く、 蹄 

人の 知 率 化 補が 出が した 州の、 

お 人 投票が 著し < 巧 加して &る 

MJ であつ て、 昏 ちは 四 お 六を 八 

邮 、を おは 111 倒 五 かと. 化 一二 毛 ご 

いふが 化で ある。 

俳し 乍ら これを を 股の ょら 見 

て’ 昨年の 太が 領戰に 於け る歸 

A の投 喪は、 を 化の 五 御 化が 二 

毛 どい ふ 比率で あつて、 千 九な 

山 年 巧に 比铃 すれば、 巧が 緒 佳 

をでは あ么 けいど も、 國 民の 爲 

めじ、 國 K への かおを 標 巧ず る 

V モク ラシー の國 に、 この 投黑 

比 傘は ホして 樂觀を 許すべき も 

のでは；？ い。 ホ ホ ー國の 义观輯 

I 巧は をの 脯 人の おわるな 描の 高 

if V 化ら て 知らる ど稱 せられて 

ゐる 。このな じがて 漸く 普選 巧 


對支國 際新轉 議^ 


ホ國 指導を 光りで 

支那 人の 眼に 映ず る 起 議觀測 


を ホの 時化に 移つ たもの i 、 ホ 

一 だ 姑乂參 政を をる じ まらざる わ 

; か 闽の規 化は 文明 化 お 幽の誇 

:らを 傷け ろ もので あつて、 米 瞬 

;の 締乂參 化が、 げ 化の お 移と 典 

じ 進 ホし つ/'^ あるじ 對 比して 素 

巧に 推え；：？ ■いもので ある。 

併し乍ら 乂齒の K ホ 政 おは、 

巧して 米 人の 自惚れつ i あるが 

かくおを；；^>ものでは；：？<、 をを 

のが 鹏は 化 然 V して 酱 時化に を 

化された 輿ず ど、 化 守 的。 化 化 

-政黨 に 占められ てむ るか、 政 ホ 

い 刷が どい ふ 大問爐 も、 渝 人の 

參れ •かな 巧と おじ 實際的 勢力 ど 

: なつて 現れて 來る瑞 を、 巧を の 

理想への 泣を 閒 が！ 巧る も かと 

るべき であつ て、 化に 一ニ ニの 

赖んか 中を 逃 おし’ 幾を のか お 

や ド お 溢む をが する 米 网み化 お 

巧 じ、 將ホ输 人の 勢力が 仲 長す 

るのは 當が である。 比換 的が ザ 

I 的な 中 巧 部义び 南が 諸 州の 締人 

一投 喪が、 上記の 如 < 巧 退して ゐ 

i るに なし、 太 がげ 沿岸 及び お 部 

I 諸 州の 蹄 人投巧 が激 巧し つ i あ 

'る ことは、 峭 々をの 將 ホを 崎 示 

i する もので あつて、 締人 ご 政を 

; のない がな は、 巧 等の 巧 逆し 能 

I はざる がか ある 問 越 ご して、 ち 

一を ずべき であらう。 


上み か I u お h 英國 外相 チヤ 

バー レン 氏 どなが 义闕 大使 ホ 

トン 氏 & びが 確 巧 巧の 

上海 動亂 じ縣聯 した 日 

英义ち 哉の おお k が 動 勘の 黃巧 

じ熙 する 調を を 巧 化の かを 機 脚 

-純词化機關じ移す；に就て 

は大化 じがて ホを を 見る じ まつ 

たもの^ かく 支が 政府が これを 

ホ認 すれげ 的 もじ-一れ を 営 現せ 

るに まるが 势 でもる が、 一般 支 

那 人 な 細 必；：？- る 化 なを拂 つ て ヮ 

シン トン、 ロンドン かび 柬京じ 

於け る 時巧椎 移を 監視 中 じして 

- ドンょ 6 達する 秘 道のを < 

は英閣 外務省の 势 力が 漸 がワシ 

ン トン じ 侵入し ク ー リツ デ 氏 も 

最初の ぶ 志を 髓 して ホるべき 國 

際 贷謠の 協を も お稅な 巧を まど 

する ワシントン 傑 約の 狹 少なる 

鮮鬧內 じ 止る 形勢を 昭ホ しつ‘、 

あるが、 これを ま那人 側の 立場 

ょら 見れば 

關稅會 議はヮ ご トン 

慷約實 施の 上 じがて 當 がわ ふべ 

きもので あ > 、支那の ホむ る も 

のは 哪祝條 約の 基礎で ある 燒條 

約の 廢薬 修正で あつて 從 つてを 

わが 雖範陶 も 株め て廣 おじ 豆つ 

てむ る。 即も 

〔ィ】 み 人 租が權 還惭。 

〔り】 治 か 法權を 漸次 的じ廢 

藥せしむる速か^:^る巧力。 

〔パ〕 支那の 進 ホを 妨酱 する 

經濟稱 巧 權の廢 楽。 

(三】 脚稅 制を 自ま權 確ぶ。 

等は をの 中必ピ むる 要求な であ 

つて 諸别强 がま 那國 民の 要 あじ 


武力より 解が へ 

バリ ー やか 條 のがむ のが 悼 ど 

して、 が 强じ八 グ化 力を 占 棚し 


載ず る眞 がに 觸 いないで 空を 的 
な 曾歲じ お茶を 题 すを はま 那の 
が 局を 一诣 紛糾 立し むる じ 外な 
ら のど 觀測 L 、 义 が 淡泊なる 
韵歐 みを の惯 かを^ おんじて 歐洲 

に讓ホするろはぶが國技の失留 

を 招く 所で あ 6、 - この 除 米國政 

府ど L て U 卢， 

W 举弊 一な じ 及ぶ とも 支 

那ど销 等の 條 約を おんで 支那 時 

.的に 對 する 米 鼠のを 匿を 確がず 

べきで ある ごの 誰 乾 鳥く、 米國 

化 表 あの人 選に 就ても この 際國 

瞭 的： - i 戰剛 ある 人物. 可 ホめ 前國 

務 提官ヒ ユーズ にの 姑き は a 想 

のん 物で ぁる ごま 邢羊 '力を 問 じ 

お惕 されて ゐ る。 雨， P て 會議開 

摧 地に 就て は 化を： i 載して は 反 

戚を < 填ろ 上 おを 適甚 である ど 

見做し おし 會護お 集 恩が 支那で 

ぁつた 拔 むは 先例 じ徑 ちて 會講 

委：,技はま那よら選ぉ|\*べ く 

をを 巧 尊 巧 委員 も 支那 r b 選出 

される 當 でもる が、 がし この 計 

畫が化 巧 すれば 兎 も 巧 そ 敗の 擦 

をは 却て 會畿 を惡 化す & であら 

ぅと 則 待され てゐ る。 がして 本 

食 諮 じがて 列强が 

高 腿 的な 蠻 主。 て 支 

那に销 する i はま 邢人 \ パ 排外 觀 

をを 益々 お 進せ しめて 嫁 じ 目的 

をを ずる 能は ざる ど おにが 議範 

圃を赌 大して ま 那のホ 尊-レ 副は 

ないじら ば、 支那の が 外势 動は 

遂に 玻頂 なに 達し 結 《 外 姻の聯 

合 出を VJ なる じ まる 点よ k して 

も 頗る 巫乂 である ご 云 はれで ゐ 


る- 


外務省が 對支警 吿；； 

排外運動の 嚴 重な 取婦を 要求' 


をな 化 一日 巧 u 外烙 巧； i ： は 去 

ると 巧 十 H 、 ま 抓を： 5 におし 巧 

巧を 化を 述 じて 殿 あ；： ^ 巧麗 街を 

段 大總統 じを 附 した 事實シ がめ 

てを ぶし たかをの 禅吿 U がか も 

米网の おど 治 外法 權 

撇廢 挺議の あつじ 前後 

じして U 本は これ じ 化 b 义抓じ 

おする M 情 ど 太平げ 上に がける 

H 本の 位 おを 勝が ごして 指摘し 


てゐ る。 をの 鮮崔 萬の 一節 じが 

く 『 U 本は ま那が 現な 直面し 夕 

つ ある 歐家的 巧 難 どを の 要 ホ \ .立 

が 厚なる 闲 情を 披繼 する ものむ 

れ で、 不が 等む る條 約の 改訂に 

掛 する 支那の ホ留は 排外運動の 

繼撼 しつ i ある 限 b これが 賞 現 

の'抑難^^るミを信ホるものであ 

つて、 そ那が 徒ら じ 

技巧を 弄 して 列の 强協 


誠を 寒 i るは 支 孤の 爲 めじ 株る 

べき 遊に あらや。 支那は 化づ諸 

化かを がが して 固 内の 秩序を 回 

化し 外人のを が ど W 産 どを 化 誰 

のて 列强 をして ッ シン トン 
協約め 賊巧 をが 要せざる 可ら や 
本 をての 經驗に 鑑み 支那の 
現狀 じが 厚なる 间情 をち する も 
のにして、 ホホを4;^る條めの廢 
棄じ巧 力し わる 過 まを 追想し が 
て 支那 かがに これを 懲吿 する も 
ので ある』 云々。 

東京 特電 か 二 U 鞋 U ま 那關係 
列 强の销 ま 凹 答は 近くを 表さる 
べきが をの 巧 おは 巧 固の 勒支 巧 
吿 (別 巧參 照) ご 大体」 がて 囘- 
である 0 

上海 巧 政 ミ 

司法 獨立 

列强 外交 顚み裂 

上 お十义 H 發 U n ン ドン ょら 
達した 報道に 化れば 最近 英國か 
相を 中必 どす る 日英 ホ ー三 個國會 
議を 見る まつじ 祖 由は 最初 上 
おの 動乱 調を じ縣嚇 し調杳 委員 
でぁる 佛 、がか 蘭を 化 等は 上が 
の巿 政は 則强 外を 脚の 

管轄 區域晶 め 動亂突 

發の黃 巧者で ぁる 上 お 巧 政局 員 
の辭 職を ま 張し むる じ 凿しホ 政 
扇 側は ホ 人 顆閒辯 譲 ± マタ ー リ 
ング •フェン セン デン 氏の ま 張 
じて 上海は 元 巧諸條 約を 綜合し 
て 成立した 獨 ながけ 政權を おす 
る もので 支那 政府 乃 ま刻强 かを 
蝴は州 等 これを 動かす 權能 なし 
ど 巧 法 權の獨 立を 檐じ これを 拒 
絕し H 舆乂側 もこ^ 說じ贊 同し 

じ 結果 娜闕を 化は 委員た る ミを 

辭し 外を 樹 のか 裂を ホした もの 

でを つて、 栽 近の 一二 闕會畿 はこ 

の 上海 巿政獨 立を しこれを 

を 礎 どして 司法官が% 亂貴 任を 

調査して 條 約の 改訂 じな 事す る 

王 ごなら、 遂に 

上海 市政に 關 する 一切 

の 暗雲を 一掃し じ譯 である。 尙 

ほ當 化の 罷エは 一部の な 職を 見 

るに ま b 外人 側は 租界 內の壑 政 

權其 他の 改正 じ 就て 支 撕人側 ご 

協議を ホめ たる も、 支那 人 伽は 

飽迄も 原案を 固執して ゐ るので 

流會 ごな つたが、 典 同 靴 巧に 於 

ける 司法 權の 連用 改正のを のま 

旨は いづれ の 諸圖ど 雖反掛 ずる 

ものは^:^からぅ。 是等の二'問題 

じ おする 外を 脚の 態度が 極めて 

を 化の なじ 見へ るのは 

■支那 現 時 の お あ 的 趨勢 

を 鑑みた もので、 靈じ梁 啓 超 氏 

が 破ぶ 的 解かの 途 どして は 

一。 化が 內 じは 完 をなる 

のぶな 機關 あるべく 支那 人納 

稅あ はか 國人ど 同等の 選擧權 

を 持つべき である。 

二。 會雜 をを の廢 化。 

一二。 租が 内の エ嫉は 阔籍の 如 

阿 じ 論な く總 てま 那 政府の 勞 

エを みを 道 ザせ ねばならの。 

どの 意見を お表して な ホ、 一般 

智識 階級に もこの 論を ま 張卞る 

ly ぞくな つた 事實を 尊重して、 

がを 圓がぞ 一個の 聞 題 

をな 歳すべき S を 明か どした の 

である。 尤も 上が 単 件を れ自化 

は. 王が じ 巧て 當事者 間に 協诚解 


かの 途を 急ぐ ベ < 、化の 諸事 件 
も おを じ鐵 がされ、 地方の 風潮 
をく が じな する にわら ざれば こ 
の 化ぶ 問題の 討雜を 進める のは 
助難なる事精もあれけ、 列喊^^ 
がは 外を 瞄 をして 支那 政府 どを 
渉せ しむろ 刖提條 がごして は 

各地 動亂 の鎭 をを ホ聲 

して ゐる 模樣 である。 而 して 化 
京 じがけ るかを々 がが 銷始 さる 
れ ば则國 どして はま 那の實 際な 
狀 をが 據 どして、 これ じ 加 ふる 
じ 最近め 思想 的 進境を も 顧を し 
て、 現 崎 曲 もじ 列國ど 支那 どが 
事實 じがても 亦 思想 的に も飄化 
の 精神の 下に 友が 關 係を 總け得 
る 方法を 撰ばね ぶなら ねから、 
化づ 机が 巧の 司法 權及ぴ 巧 政が 
の 化 用 じ 就て 出 ホ 得る ホけ 支那 
人の 

參政權 を 憂し、 支那 

人 納稅者 だけの 別個の 委員 會を 

組織せ しめて 粗巧內 じがけ る ま 

那 A 閒の 諸問題を 處理 する 磯 願 

の 併設を 認許 する こご ど U るを 

氣の やぅで ある。 但し こわ もま 

那 政が 並 じ 她方民 必の緩 かされ 

たを じがて 徐ろに 随 情を 加へ ず 

純理 的に 巧 渉を なさ しむべく を 

國 政府は 非を 式 じを の 打を をな 

しつ ある どの MJ でを るから、. 

化 京の 外を々 渉は 相 當の時 りを 

要する ど 共 じ、 化 奮の 成果を 巧 

べし ど 期が されて なる。 

團匪贈 償金で 


科學 y 普及 

プンン トン か：！： 發 ZZ ； 大統領 グ 
リツ デ 氏は 支那 ょらの 閱硝事 

が 赔償殘 額 六 巧 十二 一巧よ 千 五ぶ 
あ 十二 弗を 乂藏 省ょ h ま那 じ. 謂 
附せ し め て お學 の 普ぶ る 
なら 大藏 長ち メ W ン巧 はこれ 
を 支那を 使 施 氏 じを 阳 したが、 
をの 資 をは 九ぶ の 支 抓 人ぶ び ホ 
人 お 名ょ 6 がる 委貴會 じて 卷理 
し 天津を 化據 として 目的の 貸徹 
じ 巧むべく 米 國が向 ふ 四十 年に 
宜ら 支那ょ b を 化るべき 賠償を 
割當 (利子み) は 二 千 凹な 四十 四 

巧と 白と 十八 弗 八十 一仙 じて 千 

化： な 八 年、 諸 好は-一れ を 千 S だ 

六十 五 力 五十 四な 儿 十二 弗み 十 

化 化 じ减额 しす 九 巧り 四 年 お 巧 

j H おら じこれ まの 殘额を ま 

那の义化事業じ充當ずる^を化 

畿 しれので もる。 


被害 甚大な 

朝鮮 水 塞 

を 城は を然 孤ぶ 

東京 特電 廿一 H 發 U 巧 城 地方 

の 氷 善は 被を 頗る 甚大 じて！： 明 

した 溺死者は S が 八十 八を’ 流 

失を 屋二千 ホが 戶じ 速し、 濁流 

じ 流され 乍ら 救 ひを 求 わる 者 終 

巧 悲鳴の 喚 宛然 地獄の かく、 漢 

江' 徽 橋は 獲を し、 スタン ダ！ ド 

巧 袖 タンク 燦 おして 築摧隊 潰し 

電信、 電話、 锁 道、 水道 悉く 斷 

絕 のが 巧なる が、 水は おがを 浸 

水し 京 城は を然 孤立の 狀態 でぁ 

る。 他の 地 ホの 修化亦 名が すべ 

からず 〇 u 惱 ホ稍减 水し つ i あ 

ち 0 

大阪別 軍 か 一日を = をが の 大 

お 水 じて 二な 名の 溺巧體 を 獲 妊 


したる ぶ 二千戶 のは 家は 巧に ホ 
失し 損诺 は約阳 中-力 剧じ 達すべ 
<救助隊は緻々化動中である。 

東を 別ぶ か- リ發 U 阵帘 ちじ 
速した 報 吿じ泌 れば水 か： じ 依る 
死傷 巧け 無数に てなが 6 化 ホ や 
との-^ であるが 巧 傷 巧は 乂化じ 
めて 二 千 人に 達 マべ ぐ签 山よ 9 
S 報道 じ 化る ど 洪水は 南が 鮮じ 
も ぶんで 從 がが 雨 出水 みら、 漢 
化 例は が 索よ らも 五十 扔じ 達ず 
る 巧 水に てを 山 奉 巧 閒の鐵 道は 
運轉 中止され た。 

東京 特電 か日發 U を 城 地方は 
二度目の 洪水 じ 襲 はれ 死傷者 一二 
なをを 出した。 

四川の 軍隊 

興 艦に 發礎 

上おサ ー日 發 =： お國跑 艦 テ！ 
八號 はか 人 避難を を滿 載した 二 
隻 の 滿 船を 護送し つ i ぁつた 際 
おが 阳 川の 支那 軍隊よ b 砲擊さ 
れ應戰 し か 一人の 死傷者 もな 
い £ 云 ふ 報道が 達した。 尙ほ共 
を黨 S 煽邮 嫌疑で 日で 混を 裁が 
で 審理 中の ドサ！ 事 伸に 銷聯し 
贈贿 せんどして 吿錢 され じ ゥシ 
ア 領事 フォー ブユナ トフ 氏は 一 
巧 弗の ボンド 度び 賊お 出廷が 証 
を r 力 弗を 履んで ゐ わが 今朝の 
審理に おを せ や 遂に ニガ 巧は 沒 

收 された。 

太平洋 沿岸 

陈備繼 張 か 

スワ ムプ スコツト 化：：：. 發 u 太 

ホ ホぶ 布 畦め 化 俯を 調査 中で あ 

つたと 院議 員へ一 八 氏は 今朝 大 

統領を 訪 間、 巧哇眞 珠灣の 防備 

す充 賞の 現が を 述べ 加州 沿岸の 
アラメダ じ 新 軍 巧を 設 おする 7 
の 必要を 力說 した。 

ルル 地方の 

繼續的 撤兵 

， 八 巧 十 お H 終了 

ベ 火 リン 化 H 發 ！；： 】 昨年】 巧 

技巧 獨 逸が かか 條約不 魔 巧を 廉 

どして 占領され 歐洲不 をの ホ 因 

こなつ てゐ たな 佛聯を 軍の 八 瓜 
化 ホ 撒 兵け 備國 政府の 言明と お 

た 其 後 着々 進 おし 獨逸ホ 段 ごの 

街 突を 避ける ため 早朝 これを 執 

巧され エ ジ七ン 、ミユ グへ少 
の 外 ダッセ グド〇 フが他 も ホる 

八 巧 十 あ 0 よで じは 撒を す- 
まるべく 今 巧 中の 撤を數 は 約 一一 

巧 S 千ん じ 達する 見茲 じして 徹 

兵 あ 了 ど おじ 獨逸 寶羅隊 が普戒 

する i どなら、 派 遺 軍 じ 附随し 

て出跟 中で ホつ た 文官 速は 悉く 

引 揚げを 終了した。 


外人 避暑を 狎寄 

ま 京 特電 ホ H 發： ：：： ま邮勘 乳で 
化ち 外人の り 本 避 费化じ ホる 者 
聪 たしく 天が 航路な では 滿 員の 
が 態で あ も'。 

遞信 省の 新計畫 

東京 特電 ホ U お U 遞信省 じて 
は アフブ 々をが 岸 じ 新が がを 開 
始 すべく 福 原 事務官を 調 奄力爲 
め 派遣した。 

桑 港 地方に 激震 

を 巧 十九 H 發 N 今朝 十一 時 十 
みか、 約 一を じ 直る 激震 あ b 南 
け サンノゼ 地方 じまで 及び 幸に 
して 些 したる 被害な かもし も 巧 
柄禮 拜說敎 最中の 'と£ て 巿投の 
お雜は 一方ならず、 叢 源 地は 化 
西 二 ば 卿の 太 年が であるら しい 


堀 巧 支那 參事官 

まま 特電 廿一 H を； = 掘 義貴氏 

は 支那 參事官 ごな 6、 徳川家 正 

氏は シド ニ ー 綜 領事 どなつ じ。 

靑木 巧辭巧 許 巧 

東京 特電 廿 H 發 ：：：： 常 木 信 ホ 巧 

は U 銀 監事 辭を 提出 中で ぁつた 

が 解 巧を 許 巧され た。 

臺灣大 學の總 長 

東京 特電 化 H 後： = 义學巧 ± お 

巧 姐 氏は 赛織大 學總控 どなつ た 


燕國 革命 失敗ず 

リス ボシ十 化 日發 u まる 四月 
の 陸が 軍を 命じ 類似し ね 革命が 
今朝 突發 しわが 流血の 慘 事を 見 
-ら ホして 濟ん だ。 反旗を 綱した 
ものは 軍艦 ゲアス n •ダ •ポ マ號 
でが g を 命の ためじ お 獄中の 海 
軍將 校が 瞄獄 して これを 指揮し 
たので あるが 寂ち じ 官軍の 爲め 
じ包圃 降伏した ので わる。 

獨 逸の 聯盟 參加 

ベ少 リン 十九 u 發 U な 视獨逸 
大 化： i 明日 ブ リアン 外相 ご會見 

して 歐洲ホ 和 保障 條 めじ 勤ず る 
獨 逸の 對挪® 審 をを 附 ずべ <英 

國 め 府は獨 逸じ對 してが 際條約 

の 成立 どみ じ闕際 聯盟のを 加を 

滋 憩し 獨 逸が これを 實巧 ずる 
まるならば ケ グン 地 ホの 郎時撤 

をを 覺 南して ゐる らしい。 


が 巧 


良 ム諭盖 讚んで 

中島 麥村 

何れの 時化で あつても、 が 時 

化に 化する 人々 がぶ 時化を 指し 

て、 「今：： n は 正 じ 理想の 時化で 
をる、 總 てのものが 欲 ましい 情 

態 じある、 化は 永 义 じ 巧く ある 
べきで ある」 ど 云 ふ 現化酿 敬の 
歌を 島唱 ずるら のは ホ だ 嘗てな 

い。 をれ はやが て 人間の 向と 性 

を 示す ものである ど 見て、 なは 

3 畳んで ゐ る。 をれ はなお、 經濟 

蘆 業、 思想の 柯れの ホ® じ 就い 

て も 同 機で あるが、 殊に 道德の 

方面-い 於て 左樣 である。 

水 下 孔雀 氏が 良必じ 就いて 疑 
を 抱かれる と 云 ふの も、 即ち 
の 一で あらぅ。 物質的 ホ 巧 じ 
み 偏して 發 達して ホた 現 化 じ 
いては 誠 じ良必 のが 化さへ も 
はれる おじ 現 化 人は 物質を ホ I め 
る i が 急で ある。 從 つて 其を 砸 
じは 道徳的の 缺 おを ホす のはを 
然の； でんら ぅ。 I 
「おを 足らて、 禮 節を 知ん」 
どは 二 千年 前の 聖 をの 言 楽で あ 
るが、 誠 じがの 內 をは 現 化 的の 

もので、 人間の 巧爲 の規输 I ごな 

る ものは 生物 學的 要が が： で 

社會的 道徳的 巧が は 其のみ じ ホ 

る ものである； を 示して なる も 

ので ある 。併しを の 「あで 足れ 

ち」 どす る 標单は 明 ホして；：* い 

が、 を 化 じ 於いては を 活お强 の 


内を が幡め V 嬰 純で あるので、 

事實 ご しては 社 會的道 お 的 おか 

が ホ 常に ま大視 されて ホた もの 

で わる 〇 

近 化 巧を はなが をな 礎 ど t て 
ゐ るので あるから、' 巧を が 人間 
の社會 問題、 道徳 問題に 觸れて 
ホる 時 じは、 常に 生物 的 要件を 
重要視す るを ごなる。 又】 而一 
は實牛 巧の 方面に 近 化 じがいて 
異 C ホの お 速を 遂げた 她を巧 策は 
人 陆の顿 質 欲を 限ら u < 剌戟し 
て ゐる〇 

斯くて 人閒 精神 ホ 巧 ごしての 
巧學 、賢 生 巧 どしての 巧 策は 人 
間 有を 化 ホ 始めての 經驗 である 
過 まの 何れの 時化 じがいても 現 
化 じ 比 終され る ものは ない。 現 
代人は 化め 全く 新ら しい 精神、 
並に 物質の 環境の 中 じ 住して、 
如柯じ する が 最も 適當 であ 
るかを 知らない。 過 まの 道德規 
範を現 化に 適 W する i はお ホ 中 
まら ごて 化の «帖 化に 適切む る 
新道 德も樹 ホされ ない。 從 つて 
比 鞍 的確 實 なる 巧 學の敎 ゆるを 
物的 要 かを 滿 さんどして、 產業 
じを i ら る、、 物質 欲 じを つて ゐ 
る、 ど 云 ふが 現 化 入の ホ 活の葵 
ではない か。 

入 間は 社會的 動物で ある。 を 
れは 本能の 方面ょ b 見てば か 6 
でな しじ' 人 聞 生存の 上がら。 
共が ごい ふ； がめ 要條 件で あ- 
を 巧 共が する 爲 めに 最も 適切な 
る 方法が 案出され ねばなら 0。 
を 業に 於いては 殊に 協力を 必要 
どず るので あるから、 是 等の 條 
件 網羅して 新道 德は 樹立され 
ねばならぬ。 

適 去の 道 德が遇 去の 辟 化の 必 
要お應 じて 出. ホた はじ、 過 まの 
を 哉が 過 まの 時化の 要 ホを 滿さ 
ん|!5|めじ生れた樣じ、 新らしい 
時!^ に化當 する 道徳、 宗 敎は必 
やを 設 される じ 相違ない。 をれ 
は 逸 去に ホめ や、 未 ホに 待たず 
現 巧 人 其乂じ 依らて 建設され る 
じ稅 違ない。 ぞくの 現代人の 良 
むの 巧 力に 化ら て。 


禱 

棒 


遺憾の 外交 

さ r なみ 堂 

♦チン タバ！ バラに 激 


ぶち かあつた かご おへ ば、 今度は 
卖 港に 地震が あつて、 大騷 ぎを 
肩 つれ。 紐 育で もげ 節 柄 この 大 
も 築 物が 崩壊す る やうな H が あ 
ク ては ど 斗ら じ、 叢が 保 險が流 
I 巧ず る 世の中 どなつ た。 

♦サンタ' パ-- バラに 激 霞が あ 
ると 松牢大 化が 國 おおを 訪問し 
て 慰問の 辭を 述べる。 山陰 じ 地 
震が あれば バンク 〇フト 大使が 
鞭 お 外相を 訪問ず る。 今日まで 
は 日本 じ 地震の 巧數が 多くて 义 
國 から 慰問 ばから を 巧け、 少々 
化し かつた が、 これでで うやら 
掛等 じな b かけた。 

♦併し 地 渡の 劉 等 慰問を 愤' 
らも、 巧 等は かを 上の お 等 脚な 
を 欲する。 現じ 今 巧 オレゴン 邮 
の 同胞 工夫な 退 要求の 如き、 お 
し 位 潰を 轉 じて 义 人が 斯る目 u 
を ふたら、 巧 圃ホブ 八の 湖 舞 か 
じ 「遺 被」 の 患を をした 日本の 化 
をを はでう 骚ぐ こど か。 巧で ド 
「逛 城」 も掛 等で 進つ て 吳れ。 


食敎瞥 を A 本け --— 葺 …が 

業 ホを お そ碟が 


The Japanese Christian Inst., inc. 

328 -HaO E. 57 th St*. New York 
Phone ： Plaza がの 


F. Mu ぴ ay Hill Co. Inc. 

Est な lished 18 が 
Room 814 -B 巧； 29 Roadway 
Phone Bowling むが n が 87 " 4 が！ 


Dr. G •比 Martin 

DENTIST 
743 Uxingion む e. G 即 • 巧 化な . 
Phone Regent 2457 



UP TO DATE STY け 

Cus 乃 祕 

Tailor. 夕 J 公 


67 W . が 比 St. fl.Y. 
Tei. む yant ? 0 ?S 


會 


な& お TRA 目が B 郎 . 
45-47 E* 20 th St. 

Tei. Caledonia 8755 


KERR & MAYOR 

1023 Third Ave. 

む パ 0 & 61 な s. Teiephone お が nt 2909 


b 向 人 本 B 

巧專 靴型 小 


足 ホき 高 . 足 ホき 廣 .足 小き 巧 



ろ 


SATSum LOdPAOfy 

2518 Broadway, N. Y Ci げむ r. 94 かみ 


Dr- T ‘ C. 3 a ゎ ami 

176 む fnbetiand な む邮 Idyn 
Tel. Cumb が お mi 23 り 


! 


反に ^oshii, WLD. 

345 W. 71 si お . 

Tel. End 心む 3ぉ |}- が 23 


D な .H. A* GARDNER 

DENTIST 

け E. 81 st お . il が . 35 
Te し むが ni 71 が 


水 每 
午曜 午 午 日 ▼ 

後 後 前 百. 診陶 


一 午五义 
時 前 的 時 


察 
時 

九 半よ を 間 
時 ら T A 


科 


んし CEASAR,M.D. 

103 EasU 7 fh Street 
Bef. f*ark & Lexin が 加わが 
Te し U 打 ox が 巧 

两喉觸 鼻な! 

間 時察該 
午 正 至 時 十 前午自 
が 八 至 時 六 後午自 


K. Iwamoto, M. D. 

IWW. 70 thSt. 

Tel. Tpa お Ig が 0352 


KANZO OGURIm d 

214 High St. Brooklyn 
Tei. Cumberland 1080 


YUKIO N 巧排 MURA, M. G, 
314 West ilHb S わ 細 
Tel. Menumenf 82?8 


JAPAN ART STUDIO 

624 け ) UGH 阳 N A 化 . H. Y. 

TEL PUU 4538 


T. KASAI I 

Marchant j 

Tailor . 1 

* i 

TIMES BUILDING ! 

む〇 の 304 
HEW YORK 

Phone 1 

む ) fant おけ i 


Y. iTO 

1 お Eesi 53 rd St. 
む r. Lexington Ave., 


NIPPON TAIL 邮 ING 郎 . 

300 W. 巧 化な . 

Tel. む Kimbus 4 け 3 



Chicago 了 ad 打 ring し 〇， 

Order Department 
64 W. 124 th St. 

Te!. Harlem 7145 


ー ダー オーツ ドー メ 

那み峰 口 巧 


細な . Bianche Fish が 

1264 Lex. Ave. Cor* 8 な h St* 

授敎語 英人婦 


imofo Bros , inc. 

(Formerly 巧 ariih が hi & 如.） 
ミ 7 17 化 SI KJ. 

Te!. お uyv が ani 的が 


Koike Studio 

W 別 h AvEi 
G er. お 化な . 

r •し Caled 加 お 6394 



巧專 節調饒 曝に 难腿換 

F. L FREDERICS CO. 

醫科賊 學大盛 比倫 右 
1 が E. 拙 h な . Hew York 

1144 3 rd 4 ve., お !. 6 が h- 87 th Sk 


Nippon Dry Goods Co. 

1 巧 1 む aadw が， G 恥 Cor.SIst S;. 
Telephone Penn. 53 が 
Room 5951 


II 


商 


ブ 


KODAK 

Developing 

Printing 

Enlarging 

查击絮 

140 W. が 比み . 



削 E げ S & PEfM 

3 Maiden Lane N. Y* 

ェ 細冶鍛 簾を じ 幷巧剛 を 

類ぶ 賽阮 慕新最 


KOSHIBA 

STUDIO 

舘眞 寫柴ル 

B 61 FHih Ave., 

Tel. Plaza のけ 

Branch Studio 
Westminster Street, 
Pnividence R. し 



▽ H 唯 H 
盤萬妍 巧史夕 

お 颗食タ セ 巧た 

廊巧說 を 一 

▽ ± が H I 

巧 巧を 又はを j 

話诗 夕 A 巧 1. 

を 宿 巧、 おけち i 

案内が、 人事 巧； 

淡が •諷 をが •俄；. 

を岡旋 が、 お 曲 j : 

な链を 巧* 諸煞一 一 

を 設け 貪 員* ホ' 

會旨の 巧を 計る ， 


确拜說 か 午 巧 八 時 ， 
がが を 木 化《 卜を 八が I 
パ おな t 曲り でを 八 時 . 
をを、 尚 巧を、 娛樂 をみ 設棉ム b 
ホな をが 迎 す、 を おを が 川 ザ 

牧巧副 总信道 _ 

；：： 本人 基督 敎 修道 曾 

一泛 W . 12 ザ d St . N . Y . 2 ty | 

Tel . sorningsidn 至 93 j 


日本人 5 敎會 I 

牧帥 川を 末么進 i 

幹事 田 中 巧 二 I ‘ 

たち nese 至で 覃 弓 ch & 1 ミ t . 

323 去 •養 si - Tel . sarks ミ ー置1 i 

巧 拜說を H 化 H 午 お八が； 

祝憾 食水泌 H 午 ホ 八 時. 

沒链會 化 お H 午を 二が： 

♦蒂 宿を 

な 置も衔 比な を 数 か 下がを 十； 

'立み を 生を 化 貴旅巧 ぞじ 最適 一 

設滿 围兽锥 速斩巧 皮を 碟娛幾 
を 筋 良を を あら 

渾を巧 裳 巧 お* 旅 あを 巧* を 巧： 

事を 满 を、 典 化 ザ 事相 おが お 
ま W 胞諸 巧の ホ舍 をが 迎す 


稅關 事務 

東洋を 地 おじを 世 
をのな 出入 方法に 
械 する 一切の 御 謀 
問 じ おじ、 巧 道な' 
船貨颇 递赁及 ぉが 
を 稅閱手 績普等 お 
呈 す、 重要 都 巧 じ 
巧理庙 をが し 誠 S 
おを 御用 命じ 應や 

お髓 取扱 


'評論 每月十 U 獲 巧 
巧な 1 が 十 仙 

ミで st 5呈 S 一. N . y . 呈 y 


- 船み を 巧 お 腔が 柯用速 

遠 藤 小で 商會 

沒 Br 豆を さ 开产呈 y 

Tel.w 呈 ehall 1 芝 こ 

稅關 事務 取扱 

き LLIAM L iE & 夏 ._ 


♦备賴 ♦雜誌 ♦新聞 
縱覺 室を 閒 
執務 午前 义 時よ b 午后 お 時な 

紐 育 目 本人 會 

西 五十と 了 目 二 五〇需 
電話 サア クグ八 一九 0— 化 一 


巧 留靑年 a あの 阐体 

日本人 靑年會 

田 W . 畫 S 1. ぎ Cla を on 呈 4 


大お奇 目 本人 

基督 敎靑 年會 

ち 2 E . 男 th St . N . Y . 呈 y . 

す 1 . plas mi 


-ィ. 

齒科馨 

：= 新 ま 無痛を 德= 
夕 年の 經驗を なて 
H 本人 諸 おは 持に 
了 寧 懇切に 施術す 

^ マ —— チン 


かぶかみ ノ巧ピ か デン グ ニ階 ニニ 〇區 

細 辟 丸山泮 服衙會 


H 本 巧 具 

'雜 貨卸資 

祭お貿 袁商會 


目す 巧知せ をホ疚 A お 巧 S 

を 為ぞ 4 屢が \ みみが ^ 

クオ— ん ザん •す ル シンが が 巧 到 引 

し 7 —ドバ ミん トンが 評を 刻 列 
がみ-; r 化' 念 感袁 がろ 到 ？ IT 
感 ぶみ 左‘ が属 ふ® ぇ贫 
矣 ネ^^み稳を‘が 夕刻 

味 的 嫌の 瓜乂 

> 巧—* ゲ すす 4 ド 夫 八 ニニ 

i — E - rt ' g - - - - — こ- 卜- - b ミ.,, 



都合 じょ。 當 かの 間 

診察 

午後と 時— 九 時 
H 躍は 前約 願上娱 

バ兰 0 お悅彌 


診察 

午後 S 時よ も 六 時 
H 昭 はが 約 相 願 候 


ドクトル 

烏 見豊彥 


Irl 

0 M 山帖 


B 




化 化 化 
D 羯 ii 


齒 科醬 . 

夕 年の 經驗 をな て 
最新を 巧學 手術に 
堪能 じて 信用 篤し 
= 施術 料 低廉 U 
日本人 諸君 じは 特 
じ T 寧 懇切に 治療 
が 育 州を 認 
パ： ブル 1 ム 


Dn 夕 whishid 夕 PD.W. 

夏 去. 78 さ St . Tei . 皇 SH ち 42 

態 S 觀 穴 戶な一 一 

自 午が 乂巧ま 十二 曲 
ち 午 ホ ー時 ま 五が 


，か 


I 暦 揉 療治 . 

一巧が 式 マッサ！ ご 
り 本式が がが 视 

神經搞 9 ゥ マす ス 
がみ 巧ぅ. づき 尚 
腰が み筑違 か. 

其 化 諸 おが 嫉 治の 御 
蒂 めじ 應じ御 宙誌灭 
络 御ぶ 庭义は ホテ^ 
( ev - じ 出張 親切 じ 治 お 中 
W む8 Ml 上ます。 前約のホ';^ 
.13 。 午を 一二 帕 ょら 自 ちじ 
て 施術いた しまず。 
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診察 時 問 一 

午前 义 時— 十り 
午後 六が一 八 時 

バ t 小 栗 幹 S 

紐 育おフ ラプー 病院 
第五 街 病院 勤務 
まボ コン バラン ド 
お-お 勤務 


診察 時間 

午後 •零時 半 U 二げ 半 
午後 六 時：：：： 九が 
愛知 醫學 ± 

パ-藤本 遮 一 

を偷比 亞大學 ぶび 
グザ ラン 病院 勸務 
：!： 礎は 前約 願 上 候 


獅報揉 治療 

: =： 氷 度び 谁氣 お攘 = 
巧る 化 巧 化：：！ 主ち 擴 
張の 吕的 じて】 時 裳 
期 か 叢 比 校 
尙ほ巧 開の 節は 新進 
の設 糖を なて 治療に 
應じ 申し 愼 
組 育瑞典 フィ ジオン ラ 
ピ！ 學な 卒業 
化肯 "" S デ 々 グ ジ ム 义 マ 
ブサ ー ジ協會 史會員 

を 認西衬 幸 男 


目 本、 ま 那資玉 製 美 
術 品、 婦人 用 首 飾 其 
化 裝飾お 

岡 島 t 引 i が 

烏 等 お 術 お 梭錢、 
首締 品、 ストリング 

日本 服趙糖 


笠 ホ 洋服 巧 


日本 
洋服 巧 


が 出 信み が 
松 本 化 


を 五十ー ニ r * 目 

ニニ ーニ 

が 藤 
洋服 巧 

-? ラ 歸么ハ i 


がき ホ闽脯 入： 
H 本人への 英 
前を 巧 じは を 
年の 稱驗を お 

す 0 ーン ブス 

ンと 十五 化 
お U が 九 時ょ 
ら化 化が を 何 
て もを し 
U 幡 U は一惊 
よ b 四が を 


日本 陶碟器 

雜貨 賴卸資 


井元 ： 

ブラ ザ ー ス 


寫 马 -- 、> 池 


第五 巧 

凹 一一 宅 


> — シ ー はが 育 最大の デ パ ー トメ ント巧 店で あ 
ろます。 新ら しい 昇陳機 W ニスカ レタ I は廣爛 
な巧內 じがけ る 皆 棟の わ玲 物に 巧を ど愤快 どを 
巧へ てゐ ます 

化 巧で 二 巧す る もの。 らば メーシ ー で は- 
お 八十 八侧 をは をれ W 下で 買へ るを をで ぅ 
だ 御 記憶 下さい 

日本へ 御 巧 物を 抑を b じな b たい 節 又は® 贸物 
-レ際して巧用の废合はバ 1ソナ八 シ 3 ッピ ング 
ビュ|"!をゎ譯ゎ下さぃ、 親けじ御巧もを計 
ちます 
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基 7 呈三 ve . す ちた nd St . 

Tel . 法 iy 書 2791 ぎ 〇ヨ？ 夏 

• い- ホな 謙 次 

巧、 水 > を、 午を 二 時ょ ら六悄 

迄、 其牠は 前約 •し 願 ひまず 


:村 瀬九廊 

86 L 置 一 量 n Ave . N . ブロ ty 
す t . i &2 呈 Sts 
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JOIClo 至 00 i 、 M . 0. 

1 ご 至を 呈 n St . Ne 三 ork 
Tel . 空 versi を 3573 ご 0 置を 養芸 

へク なが 午前 九 時！ 午後 一時 

舅 含畜- 午後 化 時 

H 随 午前 化 時 1 午後 四時 

ドク トンク 小 架乘吉 








橫矢重 孝 


齒巧醫 木 下义巿 

ゴ〇 ち. 111 さ資. 

ぎ 笠 { mient 京 57 


化が お郞贊 

五味 商會 

W E .17 す 資.， H . Y . C さ 

ジ ー . sttlyveit 3745 




おを ど 親切 ごを 旨 どし 確實 

信 巧 ある 商な を 穂 選し 

特別 廉 偕で 販資 をし ます 

ゥォグ サム、 ェ朱 デン 巧勸引 

其 他は 化て 一二 割引 

お 翰 鎖 貴を 屬化じ 寶お類 一切 

一; ミ 八 トン 時 討、^ 7! ドィ 

リノ ィス 瞬 計、 を補廣 時計 

ゥォ 1 夕 1 マンを 年 拳 

エバ シヤ ■— フ鉛拳 

视 銀器 並 じが 裝 一切 
御歸朔 の！： ± 'を 一切 

時 針の 修簿 はが 險付 じて 確實 

にお 川 自身が 致します 

が 育 ホ 西 四十 二 了 目 巧セ番 

の 四 一二 ちま (お 巧と 六稱 間】 

お 川岸 頗會 

带請 ペンシ^バニアと 一ニ ニ 九 

Ishikaw ぞ Kishi 〇〇 •ち W .42 nd SI 
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义閣ま 英語を 話す を 
はお 功の 第 1 まです 
本が じは U 本人 敎授 
じ谐れ た專任 煽ん を 
师ぁ 6 盤 切 じ 會詔通 
信义 社を 語を おおし 
ます。 H 懼週 H 共に 
午前 化 時ょ b 午を 十 
恃 まで 關议し ー レツ 
スンと 十化づ io 今 
U おちに ホが あれ。 


關稅會 議若中 必に间 

日本 借 欽二億 二 千 八 巧‘ 刀 元 


こ 二】 日本の 對支 

那貸附 巧な 

〔ィ〕 が 政が 借 欺 

西ぶ 惜 な援额 

i 僚 二 千 六'—:：: 力 元 

.(一が 四で 巧 川) 

内 萍 

黑龍 江、 ま林兩 省が お 借 欲 

二 千と.，：： 巧 元 ニニで 巧 川) 

を 戰借效 

一千 八 ‘ c 方 元 (二 千万 山) 

山 東ち 二が 道 抑な 

一千 八な 巧 元 

^ お洲、 裳お四城道前巧 

i 1 千 八 だぶ 元 

'ち 線 お 信 借な 

一千 八 打で 一兀 

I をが、 巧が 傑 道前贷 

- 化な A 元-: 一 下' 力 W ) 

0 上は 巧郎 西. 風惜欽 どして 化に 

な 傅 さる i もので 未だ j 文の 利 

拂さ へされな いらので ある 。 H 

ぶが お 枕を 进のニ ホザ增 徵に贊 

成した 基 面.」 は此 がの 借款を 整 

理 するどい ふ條 化が もる ご 云は 

れてゐ るが、 H 本 ごして は 化 巧 

機を な 逃がして は當か 之を 整 巧 

し 巧るな 込みは ない。 是等 のみ 

は巧萊 、朗 お、 台 俄の 一二 銀 巧 か 

らま どして そ 出され、 巧を 銀 巧 

S かは 預 ながから、 を戰 おな は 

人歲 省から 出て むる。 西. 腐堪效 

が H 本の 經濟 ホに 及ばす 細 係 じ 

就て は |ニ リの柬 京 H 々紙上 じ 小 

が 俊 一二郎 氏 •か 詳細 じ 記述され た 

が、 をれ は 巧め て 正 おで 權戚あ 

る ものである。 を じは 西 巧借铁 

じ觸 する が 内的 影 蠻は說 かや 化 

の 借叛に 巧ぶ； どした 0 

泰 ホを 巧 兵器 惜欽 第一 回 

一千 二け 壯 四方： 兀を 


'.で 一ニ パと 十！ 方 六て W ) 

M 第 i 面 

一で 一一む 一 ir 力お强 
(で SMll 十六 方 •五子 川) 
W 飛 わ 牌惜铁 
九十 二で 一兀を r - c 巧 川 余) 

一二 化 印刷 おお 欽 
二 •，り 万 元 余 

三な 化 五を 一一 千阳を 
一二 化 おを 政が 借 飲 
な 化 五 巧 元を (だ 五十 ガ 川) 
巧 巧を 刊 

二が 一二 十四で 元强 

rru 六十 方 山强) 
大を 糾大藏 証を 
が 化々 元を (が 11 十六 巧 山) 

興 菜 おわ 利す 

ご 音 M 十ニ タ兀 

ご二 阿 お 十と 万 旧) 

中 ぉ艇莱 二な 巧元强 

な 化 二な 八十 巧巧强 

が 政が 化な を 引 

一億 六で 六： 白 化 万一 兀 

(口〕 交通 铺化欽 

冗な を 漢掛道 惜な千 化 巧 元 

滿规四 沸 製 道 

i . 千 一う！： と 十 ガー兀 

おお 興 楽 渾视鐵 道 

五が 六十 八 万 元 

中り 實業お 信借欽 第一 回 

! 千 二な 廿巧元 . 

同 躲二凹 ニ パ 六十' 力 お 

古河を 词带信 借 飲 

二が. 立 十 巧 元 

柬亞 巧袭巧 お鐵道 一二な 巧 元 

S 井 京 殺鐵道 第-巧 

S な 四十 凹 巧 元 

同 窠二巧 四が 巧 元 

化 仙 なか' 力 元 

巧 述部 借 欽を計 

六 千 二な 化 二 巧 元 

H 本の 貸惭 媛む 


二 お 二 下 八な 六十 二 巧で 
即も 円本よ b 特別 剛稅留 能に 持 
も 出される 救 宇は 大約二 億 S モ 
一カ ー兀 である。 財政 借な の 换な率 
は大か U •化で あつて、 を 通常な 
の ホは： であるが、 化づ〇 •义 S 
をて 日本のを 二 盾 六す 巧 山が を 
面 額で、 をれ じ 本年 十二 巧を の 
利子を 加へ て 大を二 億 八 千万 W 
である。 乍 併 個々 の 借 歎の 巧 巧 
卜： を 人 意見の 相を も あら、 會碰 
じ提 おされる 数字は 斯 かる 想 耳 
の 相違 じよつ て 差额を 生やる。 
例 へげ 巧には 前項の 西' 原 惜夕の 
部 中 じ 二千ガ 川のを 通 銀 巧推效 
(預を 部 支出、 が敌部 借な) を 加 
へ 父 一般に 問 息 見の 者が 夕い樣 
であるが、 確聞ず る處 じよを ご 
口本當 厨の 窓 見では を迪が 打は 
支那の 純が じる 駐立お 巧ぶ お ぁ 
る £ は 云へ 一 側の 會 社に あぎな 
いから、 其 性質 上瞄 稅食戚 S 提 
出 事 巧 中 じ 加へ る； はて 當 であ 
る どめ 解釋 であるら しい けれみ 
之 も 愚見の 相違で あつて、 政府 
が 斯< 認めて むる 0 上な 脚への 
借效 でな < とも 借な のな 途が蚊 
治 上 じあ b 、 殊に 西 原 巧な の 如 
き 純然たる 政治的 性 留を帶 びた 
ものは 化 隙 加算す るを 整理 上の 
化 ど お 惟す る。 化しを こじは 國 

策'- •の 意義 もを まむ ホ遙艱 巧の 

かきぶ 礎の 固 きらの け 今 宣じ回 

化せな くご も 化 H 巧 か 考慮す ベ 

き ホ 法が ある どの賣 術から 除外 

す るら L く、 化つ て H 本當 局の 

見解 じ 基 けげ 前項の 計算 中 よら 

二千义 元を が じた 一 一億 六 千万の 

が 會議じ 持 も 出さる， ぺ きを 撕で 

ある。 H 本の ほ 間で/は ホ だ化硏 

兜が 少しも 進んで みや、 を使舘 

が 務官 、商務官 中に ー ニ のまは 

あるら しいが、 之 じて ホ だ 成案 

に なつて ゐ ない， けれ. ごも をれ 

は 前項の 數 字と 大を なき 範幽じ 

ある こど だけは 明言 t てい えど 

思 ふ。 


下半期 ぉ 超 

一億 台 乎 

外な ぜ裝 悄務甚 記官眷 

對外 質み 六月 中 S ぉ 

は 一な 八 千 方 して 入 お 二 千 

巧 W なる が、 上 ザ 則 楠 出額は 前 

年 同期に 比 L 綿摇愤 一二 剧 、生糸 

一一 制と か、 石が よ 削 六 ホ、 陶お 

器 二 剖よ か、 興 大小 五斜八 ホ、 

硝子 及び WU 一； お 一 剧五か あ 加し 

.那械 物、 巧 糸、 水を 物、 お 如， 

が 酒 等は 統れ もが ホし わが 援計 

.に 於て 一剌 二み？ 增加 でぁ ミ 

協 入は 棉化 おお 六 か、 羊を 四 削 

S か、 米 六が 四 か、 モ 織物 一二 制 

一み、 豆 お 二が 五み、 が お】 制 

ー ホ 等 をれ 巧 加し 細 强お御 

とか、 媒が頻 S 削 おみ、 木が 五 

: が、 小 あ. 二剌义 か、 毛糸 云 制、 

; お 炭 二が--々 を姚れ もが々 した 

i る も援則 じがて 二 かを 巧し 入超 

.を 計 お抬 二で 方 W 、 前年に 比し 

一は 四千 力 W # なる がす ザ则の 

出が なお！ な 乃 ま r 松ぶ 平义山 

とが 巧 せらる。 六 巧の 勒だ晚 出 

巧で i rc 万 w じして 出 腔 二 千 

llro 万 川なる が、 上 ザ 期の 出超 

-お 一二が 巧 山、 前年 M 期に 比し 

一で 六が' 力 w の增 加で あな。 巧 

裤は强 巧 じて 十四 H 封乂凹 十一 


ホ、 お英 一志 八 ホ® かの 一。 

金 離巿瘍 九 H の H 銀 帳 

巧は 巧 お 巧 巧 巧 高 十二 億 六 巧で 

山、 限み 發巧二 千と が 巧 W 、 貸 

出 商 二 値 八で 六闻万 W 、 コー グ 

H 步は 一機 一二が じして を 融は緩 

搜 でぁる 。六 H 中のを 業 計黃資 

本は 一億 五 千 直む 巧 W なる がと 

ザ 朔計六 齒八千 八： 円' 力 ra じして 

沸 込を 本一檐 一二 千と な 巧 川、 計 

とな 一二 千 二-内で 山、 前年 向 期に 

比しが をに 於て 一 值と千 一二な 巧 

川を 巧した る も 後者 じめ て 四千 

lll - c 方 山が 少した。 而 して 六ち 

中 H が 物が 巧 數は二 六 四 •一兰 二、 

誠を ホ おは 底 固く 儿 U 鐘が 巧 巧 

は： 白 か 一 W 五十 銭で もる。 

一^ it ： 巧 ホ 巧 中のを 糸 

お出は 一二 义五 千を じて を 配 おら 

九 H 淸算 化限冉 九十と 川と 十錢 

福が 產半 羽二重 化が 六 かか 化 六 

时物 パみ が 十六 叫か 錢 でぁる。 

六 巧 S 綿糸 ぉ ホ窩は ホ' 力 五 千 細 

み 出巧ガ 四千と なが、 巿 はを 

が じて 化 n 綿糸 111.,= サ lllw 六十 

縫、 六月 綿 ホ おぉ 乂モ 巧碟 。ホ 

は强 調に て 九 H 化物 四十 二 W お 

十 お。 一般が-‘ i が 况は六 巧ホ賴 

L てな 撥模 株な b しも 化 後巧敞 

ごならし も 八月な 後搂 化を がが 

せらる。 六月を 固 手 おを 巧と 十 


八 億 四す 六が 巧阳 、卜 •半期を 計 

S が 几 十雨 億 一千 巧 W じして 邮 

年間 期に 比し 巧 十五 億 八 千 二 円 

万 w を 巧 加 L た。 五 巧 ホを 段 倉 

躁 化が 裔六お 二子 巧 川。 傭船 お 

は歐洲 貼船渐 お、 南洋 季節 荷 動 

きじて 幾 かお 加， 近が 激增 、太 

ホ洋 木が 速 貸と 巧 五十 仙る 當で 

もる n 

本年 上半ず 

對 外貸附 

五 億 •五モ 打 五十で 巧 

义勘巧 おお 統計 課を ゴ ー グド 

スミろ 氏が 去る 十九 H 付を W て 

發 をした 本年と 巧 一 U 現が 氷國 

の 上半 則 お 外貨 附 鳥は 五 億 五 千 

巧 お 十九々 巧 じして、 昨年 闷期 

わ S 億と で， 化', りと 十 乃 巧に 比し 

.億よ 千な 八十 九 巧 化 千 ホの 增 

加を 示した るじ掛 し、 本が 岡 則 

の。 ン ドン 巧 巧 じ 於け る お 外 貸 

附は 一二 千 一二 巧 州】 万千と 诗磅即 

も 一な 六で 巧 あ U るが、 准の 中 

二 千 八が 十二を 一手 八な 條は英 

國宮治 做ぶ びが お 地に おする 貸 

出 レで を/ 0。 載が 中の お歐 政府 

貨峭 なか 億 弗を 除く 义留の お 外 

贷附内 おは 政が のが 証を 憤々 ナ 

ダぶ びニュ ，•ブ アウン ドラン 

ドの 十一 化 二で おけで、 拉典ア 


メ- "力 乂临モ が.， りガ 、歐讲 十六 
億. 一で おな 方、 アジア 旧 億 四千 
二 ご 方 化 等を 計 四十 一億 四千と 
な パ 巧に して 巧 策 貸附は ヵナダ 
巧 十四 億 二 千 巧、 が 典 アメリヵ 
麻 二 化 二す 五な 方、 铁洲凹 億 お 
一-巧、 アジア ニ 値 八で 巧 弗 等な 
S 五十ー ニな と 千 五な 巧 おじして 
おか 貸附お 糊は 九十 五倍 二 千 二 
だ 万 巧で ある。 而 して 英風 はを 
本位 制 巧な'： S 來掛 外貸批 じは 巧 
當の 制限を 附 する 必要 も あら、 
從 つて ホ 歯は 國 際を 離 界の賴 王 
じ 一躍した もので あつて、 紐 育 
は 純然たる 化 巧を 諫の中 必地ど 
なつむ。 

米 國の日 ま 

輸お 減少ず 

- 械東 課長の 視察 談 
米 國が務 省 槐東課 おエグ ドリ 
ツデ 巧は 過 まホヶ 巧に 直 b て 東 
が 諸 巧を 訪問し 义 品の 販路 悠張 
じがて 調査 中で あつたが、 まる 
十と U を郝 苹嘘頓 じ歸ら 视察談 
を 試みて 曰く 「米 おが 比々 賓及 
び跑 ホが 峰じ掛 ずる 販賣 法は 頗 
るが 評 じして 胳ホ 益々 巧埋 なる 
じ 反 （支那 及び 日本 じ對 する 輸 
出は 頗る 不振に して、 本年 一 一巧 
ま那慶 内の ホ 閥 企業家 じ對 する 
所得 稱免 除法の 制を を 見れ る じ 
も 拘ら中 何等 進境の 跡な < 、ま 
が 園内の 不統一な るが 態は ホ 人 
を t て 活躍の 逢を iiip されて ゐ 
る。 之を 東京の 復興 率 業に 就て 
見る じが 俊 興は 漸< 終了した が 
眞の鞭 輿 工事 じ 着手す るは 前途 
尙ほ 遼遠なる も 之は が 政 上の 踞 
係で わる。 おじ U ぶ 機業の 掛ま 
輸 おす おは 自然 乂棉檢 入を 藏少 

せしめた 所な であるが、 之を 要 

する じ H 本ぶ び 支が じ逊 する 輸 

おの 滅少は 比立賓 及び 馬 來路曠 

への 輸出 巧 加で 補つ てゐ る有樣 

である」 云々。 

大商對 香 上 事件 

高 田拘會 破綻のを 波と して 船 

荷 証券 問題 じ 離職し 香港 上海 銀 

行が 大吸 商船 神 口ち 巧の 化 差 押 

をした のは 旣 報の 如くで あるが 

今 十と；：： 大商 本社よ b 右# 件け 

剧滿じ 解决し 本日を S て 依 差 押 

を 解除した 一け 间社當 地 出張所 じ 

入電が あつじ。 


が 齡萊京 诗雪點 葬 


鮮銀總 裁の 更迭 

朝が 銀 巧 擦 野中 淸巧 ぶび 副 お 

截 鈴木禮 氏は 化 願を 職 ご な b 鈴 

木 島 ま 氏が 新 総裁 VJ なつた が 副 

総戳は 目下を 衡中 でぁる。 新 緩 

裁 鈴 木島吉 巧は 朝鮮 銀 巧の 整理 

が 付く をは 無配 當を聲 明した 

が 府非募 潰 方針 

なおは 强二 一年間を 償は 絕韵 

じ 裳 集せ ず) 億 お 千で W をは 玫 

がで こなす と 大藏當 局は 一ぶ つて 

& るり 

ぶ 巧を 國殘 存义 

と 巧 一 H 沖繩 W 外を 國の殘 が 

乂は 昨年 K 比し 二を 六' 姑の 巧 加 

である 0 

一流 銀行 配當率 

巧 京が 內の 一流が 巧は 减 配せ 

やり 街 及びぶ をは 一 削 ニ ホ お 思 

じ 巧を した。 u な 上 か 日を 



KONG NAM 

250 W. 1 巧 {h お . fiear Sth Ave. 
Phone University 7094 


S.KUWAYAMAC 0 . 

114 に が 比 St. 
New York City 


Katagiri Bro’s 

224 E. 59th St. 
New York City 
Tc!. お gent 3480-3481 



Suey Pangfs 

おなお B るが 
4 お Sixth ま 巧 . 

お i. 27 化 - 2 が h が s. 


City Hail Tea Gaden 

170 Nassau St . じか 
NeaLt れ 也 e Tribune Bldg 
し OQ t ! 巧 Manager 


Beam No 前 Low 

474-6 比 Ave. 

Bet. 28th-29th St. 


327 W . が 化 St. 
Columbus 0 が 2 

くぷ 一 ■ず 一 


H.KQKUMAi 

62-64 W. 124th Street 


庵 桂 米 目 


Toyo Kwan 

41 E ： .l%h^. 

む t. 8'way 4 4 化 わ e. 
Tei. Stu]r がな ni がが 



TAIYO 

! が Wesf お 比な， 

Tel. Susquehanna 2816 


The Tokyo Co. 

1 が w. 巧 化な . 

N 州 York City 
Tel. Trafalgar 6559 



巧 六 第 
ど 目 T 四十 巧 
軸吕了 五十 四 


YOUNG CHINA 

3140 色 roadway 

4 お Qcks Soiith of 
12 お hB’w が Sub が . 

料 ま まも CD 勃 " 

別 umSI 碁 

じ 本® を嗜を 
戲人ボ 町 提巧お 
迎諸 til 供に 遵 
し 君 ザし 適し 
まは まず 皆 
す 特^す る樣 



お East 29 化 Street 
Tel. Midison Sq. 75 が 


Kawasoye Hotel 
139 Wesi12 も d Street. 
Tel. Morningside 7154 


Japan 

Provision Go. 

が Lexington わ も 
Tel. Mad. Sq. 4&18-7849 

曰椎 

本 駕 

m ^ 油 

___ 田 值巧 其 木 
g § 段が 堪白 
ヴ油 もの 反 
. 水 巧 & 純を 
で ホ 縣正甲 
合 ■食 巧を 萬 
A 化^ > 货 巧 

持 — 
ロー 速が お 


科 I 雜譜 


手 巧 取 上 

商 豪 蝶 白 

备を I 薑ホ 


DARUMA 

781-6th Ave. 
Tel. むが nf 3859 


Japanese lea Room 


1 郎 2 巧 お 巧みん W. 
Tel. Franklin 1577 




©MyAjCo, 

340 W. 58 比 St. 

Telephone: 
Columbus 8882 


( 班 日 • 水) 司を わ 


口 本 じ 化み、 H 本 語 
を 話し、 皆樣 の御舊 


巧に 適する 御 巧理を 調進を 巧 

了 巧 エレ* ぶ— タアの ドです 


藤 i 館 支 巧 

た3 May 日 ard . Ave ., 
Seattle . Wash • 


ま那 I SI 

巧理幻 再- 

が 拖 茶園で 永年 御 愛顧を 受け 
ml た娱 文で 御座います 


H 本 食料品、 田 用 お 
並に 新刊 善籍類 一切 

片桐 兄弟 廚會 

なが おお 新 巧を 近 化 船 じて 巧 着 
化較 間な々 巧 用 みのおを 願 上 侯 


日本 食料品 媒义 び雜貨 類が 小 貪 

g プぅザ 為 就 桑 山 商會； 

新刊 蓄籍雜 誌 小轉物 日用品 各種 I 


类ホ にして 淸潔 

S 縣镇樓 

午前 十 時 よら！！ ^ ち 
宇 前 ホ 時まで 良な 


市 廳裝園 

巧 理人盧 蓮 
出勤の 方 じは 晝飯 
の 御 便利 じ 楠へ が 
聞會 席の 御用に 應 
中べ く 淚聞巧 ホ 相 
す 變お引 立願 度な 
お 上 御 案 巧 申 上 候 


支那 御 料理 

彭瑞樓 

リ 本人 諸君を 
歎迎 をし ます 


御巧當 ホび じ 
御 家庭 支出 ム 
御 下宿 

後藤 

壽 司、 媛蒲據 
每 けちらます 


電、— レムと】 四ぶ 
話 ィご四 四 八 八 

國 ^ ホ 1 ム 

レノックス 

Y ‘ w ピ、 A / 隣リ 


带詰 プライア ント 
八 〇 と 化！ 八 八と 吉 
H 曜 ぶびが 巧 は 

ヶ n ツグ 00 四の'' 

特長 

紐 脊甫西 四十 四了呂 
一二 T 1 1 八 蚕 

じ 階) 

支 短 

147 Clarem 弓 こ ve . B 己 falo - N . Y - 
Tei ' Bi {一 ま I 1 1 さ 童 
ま 巧 f . F . K .資す 


會席御 料理 

東洋 館 


御 料理 严戸紅 

SB 

壽词每 H あ も 主す 


U 本を がな、 雜货 

巧 席、 雑を、 巧 巧 j 

な バ 東京 廟會 j 

贷 八— ム 、むれの 化 あ b i 


會席御 料理 

並に ずき 燒 



►ご！ 诲 U 淸 潔、 親が、 氣樂 ▲ 

勢 州 館 舘ま熊 巧 
ま 任 伊勢 事佐久 間を 作 

技む 因. 器を Str ま t 

TeL Regenf な 芸 


御 下宿 

自曲亭 

晋ジ nds St . 8 r 邑ご yn , N . 二 
ぎブ置 le 7475 


中が 理髮巧 

中が 萬激 
ゴ W J 置 S 三. y . 呈 y 
量- Colu ョ bus Ave . & Gen す al す rk W ち t 

目本理 髮儀淸 

巧 式洗髮 の設購 あら 通 速 T がを 
旨 どし 猜 々勉强 致します 
西 四十 一二 了 目な を 地 一二： 白 六號室 

タツ ブ フロア (第 ホ 街 i 四十 ご 一: J 目ち、 


宮川 事務所 

持績的 醬圓の 同胞に 的確 る 礎 

業を 巧旋 します。 

お ち ミ se で 菁 忘田 ミ》 

一 夏 害 罕 N . y . C . 

Tei . 3 i 二 78 二适 8 


尋れ人 

巧が 寺 巧武始 が昭內 お 巿お郎 
朗鮮 人を 乗み 宮巧大 を 蓄化治 
鹿を 晦鹤义 滴ち 巧八鸣 搜太邱 
愛知が 川 良 術 靜岡笠 巧を 之 助 
沖繩玉 城利徳 石 川鹽が 幸を 
巧 巧條旧 綿】 熊 本を が 唯 紫 
巧 川 江 滕玫吉 巧知 S 出鍛 
鹿 お 島 其を ホ 

香 川 縣人ホ 出か S 郎長巧 某 
右のを じ 姐 かを おき 路ぉ之 
愼陆 本人 巧く はか 人 ょら 現 
化 巧 御 逝 知 願 上 巧 

紐 育-帝 國總 領華舘 

1 65 Bill ま y す* ご rk City 


.-3 が t お 
R-gu が 
、巧沾 y 

常 d パ 

W 3 W 

、 as 


永年 H 水乂讀 我の 御 
蟲 負を 蒙 ツでゐ る 

ぉ麵 遽倘樓 

です、 柯卒籍 々が ホ 
來の聘 を 願 ひま ネ 


煎 餅 卸、 ル賣 
を 鳩 油揚 
日本 食料品 一切 

ひ cnrls 巧 Rico Gako GP 
苦 二 互 rd Ave こ 
ぎ PI 苦 a 话 18 


彩 鮮をか 一切 

H 本人 巧き の 生魚 巧 山 取 6 揃へ 
特別 廉 潰で 大勉强 致します 

サヴオ ナ魚店 

』 os6PIl りか von か 

技 4 W . 61 た 注. 

'reL oolcmhus 91 投 


極上の 魚類 

季節の 巧 おの 魚貝類が 澤山 揃つ 

て 居らます から 御を ホ 下さい。 

アビ セ ロな 巧 

苦す yard St , ぎで anklin を芸 


授蒲燒 壽司御 化 出し. 

日！！ 巧 日 巧 問 もが 用命 じ 巧 じ 巧 

會龐御 料理 

烏 等 御 下宿 

兒 玉ぶ 一 


御旅 •館 河 添 


H 本が お 船 切 巧 御 申 茲じ應 じ 
萬 事 御 便宜。 御 取 巧 ひ 中 上ち 

を 港 -rw ホ テ 


- H 本 巧 料 巧 (別間 あち) 


爱 港々 

すろ 

すけ 


八 ニア 街 六 
カホ I 1 八 


六 


口！ サン 15 ^ ルス 她 ホの 御 
觀 光には 最 御 便宜を 計ら 升 

\ 1 グ k. 
ホテ少 

羅府ホ じ^ける 间胞經 醬中最 
新式 高等す グ であ b ます 
羅 府東焉 一二 九 ザ 

長 巧 ス； ダ ィキを ハ 五 九 
電爵 广夕歹 力！ 一二 八み 一二 

貸 自觀軍 (が 野) 

羅府 名所 御 お 光には 最も 精通し 

む ドラィ パトが 衙案 巧を 上まず 

ボス F ン案巧 

ぶ 自動 革 業が 西 

諸を 跡、 大魔 巧、 工場 其 化 一 殺の 

紹か 及び 通 加 もしまず ぎ 03 30 

Tel Bank - 置 f 皇 S 呈 さ ia Si . 


ポストン j 

富 舘大浦 末 松 

145 巧 芭| 男 ier St . す ston ま ass ‘ 
Tei . Bac^Bay ご？ 0 


削 慕 並に 御旅 舘 

#1 ® 化 野ぶ 弟 

が 育 ホ 西 八十 八 T 目 云な 十一 二を 
電話 —— ス 々イラ-- と 八 ニニ 


シャトル 市 

NPH 旅館 

W 06-6 を Ave . 由 P wea 置 夕 Wash . 

停牵 お前 迪 おご 一 了ぶ 侧六階 建 

曰 本 巧 船 切な 取扱が 巧 場 送迎 


紐脊 旅雜署 ぉみ郞 

東阳十 h 目 二 四 二を 

ジー. を d 弓 ia 吉之 


御 下宿、 咖井乂 
47 す ospect P 1 岩 一 
be 二 苦 nd A さ. GE . 台 互 St . 
ぎ M ミ呈重 一 度 一 


住み ふ 地ょ き淸 潔む る盡 

御 下宿 おぶ か 

1 是 Lex 置 on Ave . 

Tel . Mad . ざ 2 さ 一一 

m : ■ ' - - 国- 

御手 輕御 稱禪 U 家庭： し 

御 下宿 伊豫 盛 

吉 a ュ ment で 2 

ミで た 49 さ St . Tel . piazas ; 


お 詔 レキシントン 四ぶ 五 

岩 巧 旅 ： S 

巧 十五 T 目 二を 


西 六十 五 了 目け 四十み！ 1 

一力 旅館を 一 

お 誇 エンデ n ット 八丄； 


乂 

化 

十 

四 

年 

と 

巧 

サ 

11 

円 


水 

曜 

曰 


S 

m 

奶 

を 

n 


ぞ 

わ 

攻 


約 来 や 誌 解 も 反 ホに して - 

日本人 勞働 者の ぶ 退强要 

オレゴン 州 トレ ^ — ド 暴 巧 事件 眞が 


才 


レ ゴン州 トレ ー ドの ホ材エ 
媒こ化 役され てゐ じが 人 勞働者 
四十 余 あ (鮮人 化び 比を 资人巧 
干を をむ〕 の 立 退を 强 要した 白 
人 巧 働を 装 巧 事件に 就て は 時節 

柄 ォレゴン 州の 

州 官憲 嘉國谢 事と 按力 

目下 典 相を 調杳 中で ある。 當帖 

滚 徒は 無抵抗の 间 胞を貨 単に 稅 

达み 、鹏 よを 辿して 集めた 旅叟 

八十を ホを おへん くした る も 巧 

胞侧は 之を 巧 おした どの i であ 

るが、 加 如の 挪 H 巧 もがる 炭柴 

を ホ 難し 1 むる 0 ' 今 凹の お 巧 由 

ホを 訊ねる じ パ シフ イツ ク •.ス 

プ瓜 I ス曾 社では H 本ん 勞慟者 

をを ふべ < 本年 四 丹' 頃 支配人 ジ 

ヨンソン S はポ！ ト ランドの 投 


谷川 巧 巧を 訪ね H 本人 九十 をの ~雜 所で も 二る の 


二 一二 不ホ かすの 宜 傅が 

導火線 V 一む ミホ ぉ大會 
を 脚いた が、 が 摘メー •グ 1 S 
i どて 邮 近の 彈か おも 加つ て 端 
ん じメ！ 卜^を をげ 遂に 
巧 人は 多数 ホ题が 技々 び歸還 
を等.か無職め權なる今口 、 U 
本人ぶ 他 凡ての 外國 人を 履 入 
れんごす る替 社の 應 巧に 械力 
反對す 

ご巧證 しじの がが ー ト ランドの 
諸 巧 閒じ大 架を じ 報道され たら 
ので ぁるが、 會社侧 では 之は 一 
部み 窓 志で 恐'。 i じ 足らむ ごて 
喊力 巧認 'する V 」 同時にが 鄕带入 

閒 顧問 辯 護 ± ラウチ 巧を 派遣し 

て 事が を 調を せし むる 處が ホつ 

た。 其後ポ ー ト ランドの 商業 會 


裳 集を 攸賴 したが、 同 おでは 旣 

じバノ ニア 排 U が 件 も ぁつた i 

i だから 巧 岡よ】 巧を 通じて 时會 

化が 卿 者の 割 日 

感愤を 調を せしめた お ま 

極ず 穩 なので 去る 五月 十五 日ょ 

b 人員を をる じみし じ。 一方 會 

化侧で1^円本人のためキ ャ ン ブ 

の 巧 築に 若手した る じ、 附 あの 

円 入は H 本ん 勞慟 ちが 大擧 して 

移 化し ホな 彼 巧の ホ 巧のを をを 

をく するどみ 憂 ひを 抱いて むる 

ごの 昭が ぁつ わので、 を 赴侧は 

り 本人 雇 入れに 就て 巧 化 賞を を 

やを をみ にを 涉 しり 本人は 能率 

の 隅 係 - Ml 炬 人れ るので 巧して む 

人の 仕 拳を 奪 ふので は U いど 說 

窥の誌 解を 巧て むた。 然る 


を 


千 


六 


就 


一二 


き 


じ數 U 前岡會 社から 解雇され た 


化 表 者 を 派遣して 調を し 

六 巧サ六 H トン ー ド 商業 曾議所 

あび 實萊協 會は協 溝の 械 柴大會 

を 開いて 前闽 通過した 辨日巧 誰 

をを 部撤阐 する を ご なち、 バシ 

フィック •スプ^ 1 ス 製が 會社 

ま 配 人 ジョンソン 氏 どの 間 じ 左 

の 如き 敲 解が あ 立して 事 かは 一 

的 圆滿じ 解み した。 

I シフト 四轉の 場を は 口 

本人ち 十 おを 越えざる 範圍で 

慶入る5 J 、 鶏所はグリーン 

じ 制 化し 义外 國ム雇 入れに ょ 

6 て 現 巧の 白人 巧 働ち の 地位 

じ 影響を及ぼさ r る i 

がるに 今回の 如き 寨 勘の 突を し 

た 處を是 ると ホ だ 不ずか 子を あ 

をに 韶解 せしめな かつた ものら 

しい 0 


庭 


巧 巧 


際どい 處で 

原 巧 惜敗ず 


化 週 i 礎 H ボストンの ロング 

ゥッド 庭球 爭親微 でを 渊の バタ 

ソン じ掛抗 した 巧 出 撰 手は 大 

激 巧の ホ 惜し < も 五！ と、 と！ 

お、 一ニ ー ホ、 六 11 二、 ホー ーに 

て 敗れた。 これ ょら 化き を鹏日 

の 准 處勝戰 じがて 淸水ホ 將はパ 

夕 I ソンの ため 六 1111、 六 1 二 

六 10 の段途 ひじて 败 n 、 巧 旧 

は務 がの ホ ー クスを 八） 六、 一一 

1 六、 1 1 六、 化 1 と、 六 1 四 

じて 巧 破し あ々 U おのず 觀戰ご 

G つたが、 淸水ま おを 雌 迫して 

大勝 L た パター ジン も 巧 旧を 向 

ふじ 迴 しては 顿じ 

思惑 外れの 調ず じて 巧 

阳に をめ 立てられ、 第八ゲ ー ム 

じは バタ 1 ソンの サ— ビス じ) 

五 1 帖〇 ボィ ント じて が 出は 么 

をな らん どした る も バタ 1 ソン 

一は 辛 ふじて 唤 ひ.^ め •遂に-立 對 

; おど V もたる W 原拍 寅び 猛摧し 

て 簾 十ー ダ— ムの 户夕 1 ソンの 

I す 1 ビスを 敗 b 、 斯十 ニダ ー ム 

一に 勝つ て 第) セット をん 一 五に 

I て收 めた。 之に みを 巧た. 辟 山は 

; 第；. ー セ ブトに 入 b て 益々 おひ】 

I 梨 じして 五ゲ ー ムを巡 得し 五 載 

jo にて タ ー ドした 帖は厮 のは 索 

I よ bill でに 余る がが も大 あがに 


j 巧 せら ど豫戚 した るら 來の間 じ 

て パタ！ ソンは が 然戰 法を 急變 

し、 唯 藤ら にお 旧を 攻め立てた 

る戰 法を 媛め て 除々 じ 軟球を 巧 

てあしら ひ 班した ので、 巧 田の 

陣容は 崩れ 出して 

間 じと ゲ ー ムを奪 

はれ、 セ ー 五 じて 巧 出は 殆んど 

勝つ てゐた 第ニ セットを 奪 はれ 

て 了つ た。 诲 一ニ セット じ 入ち て 

巧 旧は 巧び 猛が ピ な も 六— 一二に 

て セットを 得た が、 第 四 セット 

を 施 b 返され 四 10 じて バタ ー 

ソンの リ ー ドす る處 どなつ たが 

巧 田は ジリ/、 どみ へて 四！ 一 

四 1111 ゲ^ — ムを满 ぎつ け、 


で 淸水撰 手は 第一 阅戰じ ニ イリ 
— を 六 ！ 一、 六 10 。第二 闽戰 
では タイ ネネを ホー】、 六 1 四 
じて。 お 旧 撰 ホは 舆一闽 戰じフ 
エイ ガ ー テンを ホ-— 一、 六— 二 
繪 いて 恩 出貞一 おを 六— 一二、 ムハ 
—ー ニ じて 敗ち、 福阳撰 手は 第一 

回戦 じ、、、 ニ スタ I を 六 I ご 一、 丄ハ 
1 ご I 。 ジェンキン スを六 1 〇、 

六 — 〇 じて 體し 孰れ も 第一 一一 闽戰 
じ 進ろ だ。 岡 庭球 戰は 昨年 废は 
療洲の バタ； ソン* か 撰す 權を獲 
得した る も 今年は 雜 幾せ 中 ブチ 
ドが 第ー シ！ デッドに なつて 
ゐ るが 淸 水、 お 田 兩楷手 共リチ 
ャ ー ドの おに 煤して ゐる i なれ 
ば 准 優勝 賊 前じリ チャー ド どず 
をはせ する i どなる であらぅ 0 

佛闕 こ西國 勝つ 

墨 西哥じ 於て 擧 け‘ 中で ぁつた 
墨 巧 哥凿兩 班す の 米 厨帶ダ ビス 
盃 第二 巧 戦は 巧 H の單 試を は 西 
班 ザは 二. ホ X ントを 収め、 二 U I 

目の お 試を じァ 。ンゾ 化 おは 墨^ 

西 巧 組を 幾して なに 愈々 西 班ず 
は准麼 勝に 入ち、 ホち 十一 一 1 H よ 
バ式チ モア じがて U 本 ど凿抗 
する？ どなつ じ。 一 方 歐測帶 じ 
がて は视國 はか 願 f の 暖勝戰 じ 
您 利を 博し、 歐洲 十六 ヶ閣 中の 
最强 越の 旗 織を « へして あく 渡 

ホ しん 巧 一二 日より フ ォ—ン スト 

グ じがて 米 國帶の 優勝 國ミ會 

戦し、 米 感じ^ 截の權 巧を 爭ふ 

i どなつ た。； j 

?}) / / .(/'//•/1<(///(. _ 

ジ 看の 萊部 遠征 

加 卵の 磯 疑を ホ國 第三 一な 庭球 

巽手ゥ ネリ r ム •ジ 3 ン ストン 

は 過 ホ 十較年 彼が 年中 わ 事た る 

東部 遠征の 途上 目下 イリ ノイス 

州 庭球 撰 手 權微じ お 洛中なる が 

柯 庭球 載 じは 庭球 王 チルデン も 

出場 中 なれば 今を 嚴 初の 兩 雄の 

會戰は 非 {ぁな 舆 がをおて 期待 さ 

れ L むる 〇ジ 3 ン ストンの パト 

ナー ねる ダブ フ キンは 化 力 じが 

て、 拔馬じ 於て が 年ょ らも 優つ 

てゐ るどジ 君を 推稱 して ゐ る。. 

化 庭球 戰終了 ご 共 じを 撰 手は 一 

齊じ柬 部 じ 直 巧し サと H よら シ 

! ブライト じがけ る 招 侍 庭球 戰 

じ 臨い 笛で ぁるが、 化 庭球 戰じ 

は H 本 及び 濛洲の 化を 撰 キも加 

はる 常 なれば， 今季を 初の 一大 曾 

戰を演 ホる-— まるべ ぐ、 斯くて 

庭球 巧の ち 星は 漸く 東部 じ 集中 

して 巧れ。 


延び^^じ^:^^ったのである。 徑 
路 あび 苔 陣地は チタ、 莫 巧巧閒 
に 於て 多々 變更 された が 

使用 機 は 東風' 初 風 S 二 

機で 出 後の 口は 東京を あして 大 
阪 練を 填 じ 着陸の 後 化 如 太刀 洗 
飛 巧 おじ 飛び 一泊の 上 菊 早朝 故 
風を をに 方里 征空 のをに 上る の 
である。 太リ犹 よ b 先き は異斯 

巧を じ カンスク、 オムスク、 力 

ザンの S ヶ 所を 臨時 着陸 場 ごし 
て あるが バ^ ピン、 チタ 間 千 一二 
巧 五十 基义 突は 底 巧す る 豫定で 
あら、 冀斯 巧よ b 先き は 间地じ 
て 研 兜の k 航路を み定 する i じ 
なつて ゐるど ° 

靴下 化り じ 

膝頭へ 肉筆 . 

今年の 流行 £ なる 
をホ剧 S 巧を 叢 著は 目下 シヵ 
ゴで大 貪を 確して ゐ るが、 大會 
の司會 をで ある グス •マ^ — ナ ー 
礫の 語る 處 によ ふご 今年の 流 巧 
は 婦人が 紐雜 下め 化ら じ 膝頗へ 
肉筆で 巧像講 やの 水、 草 化 類を 
揃く どい ふ 飛ん でらない 流 巧で 
ある さぅ だ。 化大曾 9 調奄 じな 
ふ ど 义國の 婦人^ 菜を 館へ 投や 
る 一口の 璧用爲 六な 巧 ホと い 
ふ 巧 額で あって、 昨年 中 じが 費 
しわ 騰脂 だけ r . も 千と な 八十 五 
万 箱に 達し、 ま 染め だけ じらと 
巧 巧 弗 どい， < わ をが 消えた さぅ 
である。 を 


が 育な もしる y 


よ I 

第 八 ダ ー ム .の自 みの サ ー ビス じ 

て 一二 十 ポィント •才 I グ ごなら 

たる も 遂に 四 菊四ゲ ー ムじ ずる 

機 曾を 失つ た。 第五 决勝 セット 

では 身 神み じ 疲れて 可惜 敗戰の 

おとなつ C けれみ、 巧 旧 S 妙技 

は逛 がな く おがされ 名哲 おじり 

本ゲ ビス 盗 撰 手 どしての 而目を 

維树 したので あつた 

淸 水主將 等ぉ攘 

メトロ ボブ タン •グ クス •ユ 1 

卜 庭球 撰 手 戟は武 ホ ベィ •リッ 

デの クレ セント •アスレチック 

巧樂郞 n 1 卜じ 於て 先週 ±限り 

ょち閒始中；：^るが、 淸水韦將0 

H 本 撰 手 一巧は ボストン よら 

卽組 巧々 巧 巧 U から n — 卜じ出 


訪歐飛 巧は 

廿 五日 决巧 

つ ロシア まて 

東巧大 贩兩朗 n 新閒 社の 映聲 

である 歐洲誠 閒大飛 巧は 其 後 お j 

備 幕々 どして 進 巧し 旣じ 太リ A 

盛 脚 間の 無着陸 試驗 飛が も 見 か 

じ 成 巧した が、 一方 化計畫 の 歡 

おご 共 じ 

鹽家 的' お 業で ある だに 

一 殺の 同情 ご聲 授けり ご 共 い昂' 

まる 許 b である。 が 化を 化 八が 

ける 離鲁搂 のが 楠 も 化 巧を 生な 

手配を 終っ たので、 愈々 と巧廿 

五 H 東京 お 發ご 巧を し 化 づ助斯 

巧を 飛む する をピ なつた。 が 巧 

の；； is までは 置 月 上 巧 おがの' がを 

であつ たが、 化 化じ當 つで ゐる 

ぶ网 どのを 涉等 のために 今 n 迄 


賠水 派の 壯觀 

今の 儘で な 五十を 後の 大が育 
は 水じ窮 すな だら ぅごの 見地 か 
ら其 準備ら て 水源地の 探究 じ 

着手し 旣 i / ダラゥ ユァ 河の 上流 

じ跟 をつ A てゐ， 此 河. はべ 

ン シグ. ぶ I ァ 、新が 西 巧び 紐 育 

の三烟 V 跨がつ てゐ るので】 巧 

のみの 於 ホ じなら 中 、巧した 操 

ん だのを ザ 巧に 漸 <111 州せ ハ 巧の 

調查 をが 出 巧た。 每 H ホ 氣で龍 

口を 銷北 巧ち してが みの 湯水を 

化 用し V . ゐ ると、 をん な必 配は 

無用 だ、’ っど 思 はれる 巧 磬稱な 

もの だ 誰も 知る 如く 今の 水源 

化は 全 マッキ グ山 だが、 中を の 

お 水 y を 巧る ど當を 水の 必 配は 

しな.' おょい ど 皆 思 ふ。 奥大な 

金 ど！： 閱 ど 勞力 どを 養して をつ 

たを で、 其规模 のを 大 なる じ 

はが じ 驚 < 0 殊じク 日 トン どヶ 
ン- '，コ の 二が 水據 自然の 化 形 

r 慮 用し、 んエ をな て ー ホを 瑕 

」 ためて 大きな 湖水を 造つ たの 

である。 勿論 最初から 湖水は あ 

つたが、 人の 力で をれ を 二な 反 

巧 上の 深さ じした ので ある。 草 

木は 化 じ 水を 巧つ の 理由から 网 

圍じ 綠滚樹 を植へ 込み、 加へ て 

ん 目を 樂 しまし むる 構 じして あ 一 

るが、 暇の 所は 特によ く 手ん れ 


を 立派な を 園 どなつ てゐ 
ゐ る。 兩ホ巧 聪の展 サは約 四み 
の一啡 .离サ ニ 巧 五十 尺、 上 じ 
は 人車 雨 道 あら、 一方に 淸淨な 
幾 億 石の 化を 满へ他 卞じ爵 をた 
る溪なの遊樂化を誘ぅ。 ォ1> 
ィ マトの 薄 巧 じして 瑕く のは 眞 
じ 惜しい； だ ご お ふ。 殊に 化 お 
なのは クロ トン 瑕の スビ 八ゥエ 
1 から 溢れ出す 余 かの 流水は を 
く 自然の 髓ど 異ならず、 余暇が 
あつたら 是非 I ぼ 見て おくべき 
もの だ。 兩方 おが 育 セント ラグ 
線で 巧く 出 ホ、 ヶン シコは - I 
レム 線で グァ 八、 > ラ 停車 あから 
五み 程の 處じ あら、 クロ トンは 
、ー ド ソン 線で クロ トン 停 単 場 か 
ら タキ シ 1 で 十を 間 稍で 達し 得 
る。 遐 上から 遙 かじを たる 湖水 
面を 眺め、 挪 つて 遠 < 我家の 湯 
殿 じ 想到し を こじ 柯等 かの 醜が 
が あるとは でう しても 思 はれ 3 
から 不思離 だ。 


.夏場 向 ランプを 賣 

下 羽 電氣簡 店 
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巧で 御 去み 致 巧 带話义 はわ 手が み 第 お 
が 問して 御 化 首を 别 b 巧め ての わ 方に 
おしては 特に 化盧 致します から 是非 わ 
ホぁち願ひ巧、 が內が逢は勿論り本ザ 
化を 化 宛の わが 物を 送は 當 ホで をし 巧 


ジー ゴン ワナ 


— 力 1 


川 £2 


邮. 夏廣グ ー ム巧 


i い S 亂阻 W 化 便 

; 皆 常 g 醒 1 

刷 W 廉端冊 

リ P 化 化け」 
ISW r 化祖 § 

、 E — II , UiJ 3 

nn s E p ^ 

も ws 化™ 


歓迎い じしよ ず。 

底. 輸入 元 

.ダ 1 エンド ソンス 商會 


づ. 


〇 


獻賊 7 

卵 rs 

Y S 7 

:? w 其 

M T "。 則 

加 S 品 
TO 芭 C 

S ひ」 

飄 S こ 


& 

on 

UUB 


紳壬向 立商尙 な服裝 

= 新型、 地 柄が 澤山ぁ 6外 U 

屯し い 梅 おな 米國ス タィ 八を お舉の ホは 何 
卒雌 ぉへ お越し 下さい。 

弊 細は 過 ま 十 年間 當 地な 化の H 本ん 紳± ホ 
の わが 立を 讓る 信用 ある 店で 御座います。 
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紐 背 日本人 會の财 政 ご 

事業 進展 ごの 關係 

を 員 巧 一な の 巧 附巧爲 を 縷恕ず 


千 九け 十 巧 年が 育 円本 人を 創 
立 3 降み 十】 年間の 化 結を 最も 
傑 正 じ批刊 する；：* らぶ雄 人 じせ 

よま だ 巧 想 的の 横 化に 巧し じご 

は 信せ ので ゐ らう。 亦 都ての 問 

越が 左な なみじ 理想的に 進设脚 

展し 巧る ごが ‘ 持す る i ホむ 自身 

|:^, お見である。 乍併がホ«降幾 

_搂 進の めつ たがを 円本 人を は 米 

一 留ま 部」 め パる 唯一の 化 お 的を 

左 ハ 隙 脚た る 職能を お 俾し 、且つ 

I 其 巧 力を おを し來 つじ； はを を 

j すべ < も。 い。 なに 强ゐて 言は 

むご すれば 化 お大戰 のが 况 時化 

I じ W かの 某 礎を 確 ホし 勘く ご 

一十 招 弗 前後の シン キ '- グ 、フ 

ン ドを かつてを < べきで あつた 

どが せられ やうけ いお 今 おら 過 

ホを 云爲 した 所で 寸巧 もない の 

であるから 現 化の 資を化 態に 準 

'おして お ホの 計 藍を 進む るの か 

1 はみ るまい 0 

"最近の 阳を月 巧で 會計商 

; 田を 雄 氏の 說明 する 所-: 化れば 

^ 現が 化悚 のがを は 一巧 お干 十一 

. 弗餘 ご U つて 居る が 右の 巧には 

; 曾 おぶな £ して お立て ^ をる 五 

丰 な 十 お巧餘 ごる ふ不を 巧 

一 質のを の も あら 切 b 詰めた 所は 

i 約 一 萬 巧を 超過し ない。 のみな 

I ら やを 簿の 上から 觀る ど曾曼 一一 

i かの 二は 貪 裳を 貧 化し 居 るら 一二 

1をみ*^はも巧の義おをあして居 

え A 實 巧から 岡 食の M 政 ご 事業 

進展との 關 係を あ 察 ずるならば 

i 發】 じ 未 拂會费 の 體理じ 化ら て 

一二で 弗な 上を 收納 する よが 必 を 

1 である ど 共 じ ー ホ 從ホ收 人の 一 

一部 ごして 計上され て 居た， 站明保 

一な 巧 約 八な 巧は 明年 废よ b 激减 

すべ < おんで 確を された る 事. 實 

であろ。 他 あ共濟 部の 事業は 一 

谓疵 银を餘 を。 < せらるべく を 

格 郁の 事 策 も 移 K 化娜 け、 外人 

な錄 法な 出な 他 ホが 上の 問題 

續 がの 傾向に 伴 ひて 黨 

的 かの 補助を ずけ つ、 ある ホ あ 

のがなのみじ厦賴する2は不可 

お で あ * 班 て 化當 の 财源を かを 

ごすべ < 、な 曾が-」 せよ 巧 働 部 

じせよ が あが じせよ 孰れ も现 が . 

S 上 じ 事 裳を 進度せ しいる 爲め 

じは 新が 源 ' いぃ A くて は 手 もを も 

化 G い。 が じがて ちる 凹 月の 定 

期 總をじ 提出され た 曾 费增額 ま 

をを 礎と してが 巧 化阁 氏を 委員 I 

長 ごしな 時 別 ま 員會が 組織され 

愼雷激 溢の お 裝待餐 のせ 額， ド 巧 

留し 本年 巧に 限 b 化 づが驗 的に 

每員刪 人の 巧な が 附ゎ爲 を煤滋 

しが々 ぶ】 口を 五 巧 ごして 巧盧 - 

十 弗な b 二 十 巧。 むの が 附を黨 I 

をし なて 事 震 進 巧し 資する M 源 

じらしい べし どの 想兒 が-致し 

ホ间の ffl 事なじ摧案される^^ピ 

なつた さう であるが、 現 化の 會 

計狀 おじ 厢み ホが 巧 巧が 巧 人の 

經巧视 係に おみて わは 概 なのが 

肝で ある ご 信 せらる、 にぶら 今 

巧 化 巧 i で じは 裳 集 述咖の ホぶ 

を まめて ■氣じ 之を がみる がよ 

いごは が 力：； * る 力が の 魚： おで わ 

るご阳 へられて 居る。 


な 上の 問 蹈に融 し 時が を 

肖な 巧は 記る f 東部 じが' ける 化 

を 的を が槐關 どして u 本人 倚の 

則 巧は 寧ろ 貧弱で ある。 暇 か 比 

本年 移 K 法に 關聯 した 支那 人の 

が訴 事件 じ おしてが 人の 利益 擁 

誰の ためじ お府 大審院に 辯 謹卜’ 

のを 房 書を 捉出 する 必要の あつ 

た 時で も 財政難の 理 もじ 化ら 他 

S ホ 面 ょら 支 おを とふた 例 も あ 

b 何か活 きた 化 事を おめ 據ご i 

る. こけき 詰まる のはが 源で ある 

而も 會計 はなじ 化 澄の 支出を 戒 

め愼 重な 方針を 執つ て 居る ので 

をる か 現な « 上 じ 緊縮す るが 

地は あるまい。 斯< 考察 マれば 

化 際が 源を 個人の 巧 意常附 じめ 

りて 幾み たら どら 培す ぶは 急務 

でぁらゎば；： ^ らの』 云々 


外人を 朗 かま 催の 

闆遊 會盛况 

本紙 旣巧 まる i 曜 H 善隣 同瞄 

會 、東 巧聯 阻、 9 コン シリで 

シヨ ンッ リップス' 等のを 幽かの 

ホ 惟 じ 係る 米 人の 研究 觀ホ 劇は 

午前 十 時 博物 缩 じがて を 出文學 

博 ±說 明の 下 じ 東げ お 術 口 g を玩 

賞し 化す 円本 お柴 部に 簡易なる 

午餐を 喫した が、 食 お ラッセ 瓜 

パ！ グン 氏 S 講溃 ぁら 午後 S 化 

武ホ恤 物 閣内 日本 ザァ ドンに 集 

を 瞬長ゲ ー ガァ 博- H の 東 導で 純 

円本まを圃のおをを嚷美^四時 

蒲 堂に 於け る 巧 巧口 本人 會 書記 

長 及び ゲ ー ザァ谋 + の講 淸を聽 

おした が 巧 旧 書記長の 日本人 ： i 

如何 じ 自然を 好を する の 情巧實 

じして 平 かじ 貫献 せんどす るの 

念 磯 巧なる かを 論せ るに おし 1二 

なの 贈 衆は 巧手を U て 化 ハ 嗚の意 

を おした。 尙ほ當 H は豁興 ごし 

て 岡 島 おお 郞巧 ミみ 壊の 無邪氣 

U 『鸠ポ ッボ』 が あら ぷ おの 響應 

もんつ て 一同 頗る 滿お 巧に 午 巧 

六時驳 食した。 


高峰 傅 ± 四 週 忌 

紐 育 化が 巧 人 社 曾の 醬宿ぃ り 

高峰 護を 惜壬逝 まな 巧 本 巧 本 

はがら 凹 遇 忌に 相 常す るので 

’愧女 ホ 己 人 二 か 息 其 他 お 親 でん 

人は 午前中 ウ .ツ ド。 1 ン 墓地に 

がける 帕 十一の 靈崖 じ參集 回向す 

帯で ある。 


♦ H 本 お樂郎 ぶの 委員 貪 円本 

化樂 部を 政を 員會 はちる 二十 H 

開 旨 巧樂部 家政 t のを 要 問題を 

協 謀せ， "か。 

滿川 一に 夫人 巖 事が 育生 か 

が 險會社 化 巧 人 瀬 W 1 氏 夫 A ホ 

じ 慶事 ぁ もまる 十六" な 子 お 生 

ド。 セィと 命名.— 母子共 じ 健が 

♦がぶ 寨化 巧歸巧 中の 聲樂ぶ 

八 巧が 巧 日本を 化哇を 港を 經て 

九月 中 じ ホ 紐 十月が々 波 哄の計 

霞で ある ご。 

♦席 巧 お 六 巧 文部省が か 研 化 

貸、 十 お：：： U ン ドン ょら 若が ホ* 

巧が か； E がのを。 

•描 水 蒂を巧 一二 か 物 ま會か S 

巧 支 化 負、 がみ 跑 ^ A 旅む 中の 

處邮逊 々末 細が。 


•义 根；^ 潔 巧 S ホ 物を をを が 

育 支 巧 生糸 部社爲 、夫人 问 かお 

あ 巧 巧の ち。 

♦ 若- 试が助 氏 細 朝 中の 巧 木 桃 
か 紐 社 貫、 本 n 歸她。 


沙葉塞 S 學巧 々ホ 
ま 巧 正 S 郎を 

興 話活法 


を 賣 


が 巧 お’ か 

巧 巧 投資の 乘 

が 巧 藤本 班 券が 式 曾 社の 本 

たる 滕本ビ 作 ブ。— カ ア銀巧 心 
は囊じ 本が 經濟學 の 泰斗 小川 軸 


を 借胥巧 化が 仙 赖稱が 仙 
著者が 本黨 を編篆 せる 巧. 0 は 桃 
を 橘て、 をき を 撤< の感 ある 巧 
語會 話を 活用 せんどず る 諸子に 
六 ヶ月の が 時日を なて 日常の 會 
誌 差 そな きを 補 せんごす 、化に 
スラング、 イデ オム 及び プロ 

エン 語 巧を 入れて 其眞 息を 解す 
る 段 聲戒せ ho 


太郞愧 b を聘 して 本年】 月ょ 本 

『投資の 袭 J ごもを つくべき 錯も ff 麵 み— をョ 罩：- 
0 お— 勇』 こ t へき P C 0 ぎ呈 ta 二 ea Tra 暑 Co , {144 すち 

ィン ゲ エス トメ ン トを發 巧し つ 
つを る： a , 最近 第 六號リ 六月 號 
じは 小川 憐 十の 『親 制 整理 じ 就 
て』 ご 題す る 論文を 始め 酸を 男 
等の 債券の おお 化 其 他が 益の 記 
事を 滿 載して 居る。 


貸 自働車 

か 中 御案內 

ピクニック 

と人乘 ら八シ リンダ！ 旅 一打 車 
時間 或は '* i H 

秘めて 化 廉れ御 費用 じて 御 便 
官を圖 b まず‘ 

K ‘き画 y 产 8 だ.雲 St 
ゴ L Clarkson 12 を 


ブ^ チ スト (。.こ 

，-シ ャ少) ま 急】 么雇ひ 入れた 
ふを 祟の 方は 新報 社 巧 中が へ 
御 巧 ひを せを 么 ふ。 


アバー トメ ント 

賣度 （六 至 湯殿 

スチ ムヒ ー ー ト 、ハツ トウ ォ*~* 

タ ー。^ 賃 六十 冗 邦 便剌の 場所 
單ハ丈 ハ 了 目些 一番 亩 巧〕 


離 化 立直し 

网散 時を 利 巧し 緩 ひ 化 立直し 其 

他 プレス ー-等 通速叮 峰に 勉强 致し 

ますから 何卒 脚 用命を 願 ひます 

.日本 洋服な 

-西 五十八 T 目 一二 巧番 

電話 コ日ム バス 四 一 ま 

洋食 店賣渡 ぞ年經 

營サる アバ 玉. トメ ント 、レスト 

ラント 都を 上' 大 ま急賣 渡し じし 

み 賃フリ ー 夫婦 者 じは ま お適當 

H . 正 asfii 量 0 , 一 18 W 夏 二三 さ 

ぎ E 是星 一 芸 ち 


家 口 霞 


ア ハ*— トメ ント 

化 巧 辆旬迄 貸し 
度，-- 農 一^ 西な 四十 一 T 目 六な 
を、 9 バ^イ ド、 ドライヴ 附近 じ 
て 地下線 一^を し、 委細は 左 じ 
Eika . 130 W . 125 thMt . 

Tel- 吾 を！をを 養 3 


貸 塞， 


明るき 風 通ち ょき 綺 
麗な大 室、】 ん 又は 
二人 じ强當 、電燈 電話 シャ 7 — 
を 通® 利/一過 六 弗。 

き SS C . ぎ呈す 628 卓. 13 害 St さ 法ョ晋 0 


便利の よき 壤 

所 一人 乃至 一^人 向きの 室 あら 電 
話は プ ラず ふ ハよ 一番 

SJ—a- 岩 5 ザ list. 写 - 31 


貸間 


一涵五 靡ぶ 八 巧、 一 
入スは 二人 じ 適す、 

ホ 廳へ十 か夕寸 ムス スク エャ 1 

へ か 五を 電話 かン バラン ド 呈三一 

1 芝 High St , 830 ぶ， 黑崎梅 子 



晕吿 / 

費府大 博覽會 円本：^ 

- .1 

ダ ー ム類 はま 急 じ 取 定める あずち 之すな 


敢巧魄 類を \ 

玉 コロ ガシ 玉 コロ! J こ 星 

鬼ノ 競走 競馬 自働車 競を 

スキ ー ボ ー ル 風船 玉 ゲ ー ム 

射的 垂 氣錄) ケ ー ン ブック 

イルマ ゲ 1 ム 稱グ 1 ム 

ヵバ ゼ スポットな 掛輪投 

其 他 類似 ノ モノ 

等 どなす 計 蚕 じて 目す 當局 V . ず 渉 中 じあ 

間 化隱を 逸せ 中 ま 急 御 申込 相-ぶ 度懷化 

ホ 國獨立 •百 五十 年 記を 萬阔 大路 覽會 

日本 部 コン セツ シヨ ナア 

看 巧音萄 

》 内 •一 だを stN . Y . C . 

コン セッ シヨ ン種頰 

輿 業物 賣巧 喫ぶ 店 寫眞屋 

煎饼屋 植木 崖 金魚屋 


レスト ラント ソ ブト K • 


ク 


諸 ダ-- ム. 


：= 木 飯 展化他 


Japan れ e-Am が ican News Semice 

日 ホ 電報 通た 社 

な 巧の あお 界、 な 菜 ホ 及が 巧の 
事項を 边速 互つ 確 宙じ巧 道す 
巧 日 入を ーヶ巧 巧を 五十 巧 

Tokyo Advertising A が ncy 

H 本 おが お 法 廣吿一 胶取投 
35 Sixth Avenue New York Ci け 
Telephone Spring 8277 


乂阪 朝り 巧讲か 
巧 巧 巧ず 
OSAKA A な HI 

Room 308 World Gilding 
Tel. む ekmaa がが 


大巧 毎日 二 巧な H H 
上 巧 あお 

Osaka Maiini か 
4U7 Tribune Building： 
Te!. Beckman 4269 


華が 速 築 事 媛 所 

1 Iwahiko Tsumanuma 

\ Room け 07 No. 101 Park Ave. 

； Tel. Vanderbilt 3436 

瀬 川が 險 事務 巧 

H, Sega、、. a. Insurance Broker, 
303 のれ h Ave^ 

Tel. Franklin 4900, な t. 巧3 

內巧荫 事 株式 會社 紐脊 支が ‘ 
Uchida TPra が ng Co., Lt«i. 
291 Broadway, 

む !. Worth 1576 

島資易 株式 會社 

Shima Trading Co. Ltd. 

150 Broadw が 

Telephone Rector 1484 

Paul K* M. Thonms 

Adverti お ng Counsel 

2023 Tribu がむ iiding 154 Nassau St. 

む 1. わ ekman 的 78 

株ま會 tfc 赤 尾蘭會 

AKA WO 免 CO. ， Ltd. 

295 Fifth む enu も ！ iew York 

Tel. Caledonia 9758-59 

i 乂 .原が 審 株式を 肋 

Kuhin む iding む . 

が Churcli 化 

hi. Cortland 4550 

S 共 株式 會お 輿 東寶易 株式 會社 
代理 巧 

窝 が商會 

Takmmlne Corporation 

120 Broadway, flew む rk (1 け y Tel. Rector 7884 

Ben が al Office & Facto け 208 Rawson St., L. i. (J けんん If. TeLStilhdi ??18 

浅 野物產 株を き 社 
Asano Busaan Company 

Room 801 ぶ 05 

165 Broadway 

Te し Co け Undt 8047-8052 

大倉紐 お 育 支店 

Oku な & Co., 

30 Church St" 

Te し CortUn か 2292-93-94 

が 育 u 本人 會 

The japane 扣 む sociation, 

250 West 57 化な . ， わ * Ifork 

Te!. Circle 8190 

； 巧 お 洲媒道 株 まを 巧； 

1 紐 育 事が 所 

1 South Mmhuria R. R. Co., 

270 (tiverside Drive 

i Te し Riversi む がの 

1 

S 井 職 産 獄ま會 社 
組 育 支店 

Mitsui & Co., 

が Broadway 

Te). Bowling Green 7520 

底 巧 商を 
.紐 育ち 巧 

Takata & Co., 

1 卽 む oadway, New む rk City 
TeI.Rcdor 1621 

ホま會 が： 岩 ホ 巧 巧 

お育ま 店 

Iwai & Co 。 

Woolworth Bu り din も 
てだし Whitehall 60 が 

S 塞 廣事會 社 
Mitsubishi Shoji K お sha 

(Mi わ ubishi Co^ Ltd.) 

じ 0 Broadway 

Te し Rector 2 目が - 2564 

妹を 會社 
山中 商會 糾育 支店 

Y 巧！ 《 汪 n な k 泣 & Co., 

が 0 の fth Av*w 

Te!. Circle 4014 

! 

H 本 綿 巧 巧 まを 苗: 巧 育ま 店 

i J 叫 an Cotton Trading Co., Ltd ， 
i Cotton Dept. 

60 Beaver か., 

T ♦し Bowling Qre«n 2990 

が ! k Dept. 

巧 M 義 dlfton Av«.» 

T#l. MW. 8q， MM 

H 米 生糸 株を 會社 
お t 靑 支が 

KICHi-8El KilTO け BUSHIKI KA は HA 

(NICHI-BEI KIITO CO, LTD.) 

373 が H Avenue, 

Tol. Mad. Sq, 7592-5 

神 戶餘木 巧が 
が 育ち 店 

Suzuki & Co., いん (Kobe) 
220 Broad’ ‘ぃ. j 

Tel. Cortlandf 1149-50 ぷ 1 ぶん 53 * 

H 本 生糸 巧 ま會化 
なち 支店 

MoHmura わ ai & Co., Agenh 

44 E. 2Srd 8 レ 

Tel. iUhlami 53 州 

巧を をを お 
紐 脊ま巧 

Hara & Co., 

4 が Fourth At®., 

i Tei, Caledonia 7830-35 

江 商’ 株式 會社 統肯 支店 
Gosho Corporation, 

Silk Impor お 化 

334 Pourth Ave. 

T •し Mad. 的. 4886 

む osho Co" Inc.. 

Cotton Exporters 

60 Beav«r St., 

Tel. Bowling か 8806.06 


睹 

简 



VO しけ， NO . りの 


なわ]? ぷ沒 口な 妨巧 i を 巧 im で 巧 


SAT11R0 が I 化バ 2 目， け 25 





はおげ 人の 社會的 地位が 乂 人ょ 

b 化い 巧め でも；：* く 東洋人が 米 

人ょ 6 劣つ む 索 巧の 持 ま f ある 

どを ふ 巧め でら i :* い。 勝ぶ じ 比 

較巧照 すれば 巧げ-^ ど乂人 どの 

間 じは 何等の 徑 おを 殻め おいけ 

れ化皮 焰ん化 違は 之を 如 M ごも 

する i が 出 ホぬ。 衬化阿 題 も 純 

がた る 人 帥 問 越に 細を ずる』 ど 

訟 おして & る。 人 柿の 媛 おを： を 


をして を祀 を找ひ U がら 言下 じ 一 
r 柬が人 どの お婚 J を職迎 しない - 
V - をふ随 お論じ 锻 しつ i ム るの 
は 曲 白い。 斯 る偏狹 なが 鸦じ立 
て谎 つてなる I 面 じ 『乂爾 第一 
お義』 のナシ ヨナ リス テックな 
网愧猫 娘を 倍で る おか 指導者 階 
級： J ぞい ど ずれば ぶ ホが 問 趣を 
適： 止に 巧 解し 按排せ す どす る"^ 
.は： Z 常れ て 道 法し S 威が ある。 


(二】 上 か 勘 亂の黃 ほじ 就て 
なま 那蚁お 化 おを をむ 討 法官 
.調杳 ま 員を が 織し を 固は をの 
報 吿し狀 がする。 

ピの二 巧は 確實 る もの} 如く 
あ 外法 權撒廢 調査 則に 就て はお 

ほを 圃 政が どの 韶 解を 必耍 どし 

てゐ るか 化の 力 面の 諸 閒題じ 就 

ては 過般の 萊を 及び P ン ドン じ 

がける 日英 ホ會灑 じて 巧定 して 

ゐ るから ま那 政府 じ 載す るか々 父 

通牒は 過般 まが 政の よ h 致し 列 

强が巧 脚よ b 無 回答 S 儘の 姿と 

; つて & る 支那の 提 譲に 對 1* る 

固答を兼ねて發する^ごなって 


ほ 上が 4 ‘觀 の黃ほ 調を は 司法官 

を 巧 命す るる じかを したが 制 事 

は H 爽佛乂 ょ b 選出ず べき もま 

那 人®: 畢は對 底る 正なる が 斷を 

下す 能は ざる； を 補 由と してが 

巧す る もとな つた。 

滿测 の睡徒 

米 人 殺害 

醫師も 拉致 さぶ 

化 京 か 四日 發 U - 八 ビン 附を 

の 松 化 江 じ 沿 ひし 吉林府 の 某 地 

なに 牧 煤を がする ホ 人 技師 モー 

ダン •バ •グマ ー 氏は まる 廿 H 頃 

滿洲の お 贼に襲 はれて 擊 殺され 

n ック フェラ ー お 院の眼 巧專巧 

^醫 ' J 1 ゲェ ー •ホヮ ー ド 巧は 醒 

化 のん 質 どなつ た！！ 口の 報道： a 達 

した。 即ち お 鎌 省 张タロ 巧な の 

乂國 領事の が吿じ めれば パグマ 

! 氏は ゆを を 同伴し ホフー ド 氏 

はか 息ゼー ムス 及び 張 家 口の ホ 

國巧 人ボ八 ドゥ キン ホ 妻ぶ びみ 

息ど吉 がが のか 場に 赴きし 際 突 

I がが 賊じ鑑 はれ パ^マー 巧は 繫 

殺され ホ ヮード 氏は 人 巧 ごな つ 

じが 化の わは 某 地に 潜 化し 無 

ホぃょ るを おた もの i 如く 奉 天な 

が總領 ホサム ェ片 •ジコ ビン 巧 

t ! おが 府ん督 軍に ホプ ー ド 氏の 

巧 化を を 求ず るれ め 出を しじ 0 

お 患され た バ^マ ー 氏は 曾て 化 

巧 かがの 鹽出串 おを 監督して ゐ 


たが 巧 年 前ょ b が喊 して 農園 及 
び牧 棋を經 をし つ i あつじ 人で 
ある 0 

註。 殺 巧され たパ少 マー 巧は 
付て 紐 お 州 プラッッ バ ー グじ 
あ b しま 那 通じして、 蹟 初は 
搜逍 技師 どして 支那に あき 米 
國 ホ 十す 隊に參 加して 西 比が 
亞 に滋征 、千 化が 廿 ザの ま那 
飢傲當 時 颇る籍 脚し 翌年な 支 
を 化クレ ー ン 氏じ随 巧して り 
シァを 經 もの 上歸 ホ、 巧び 支 
那 に 赴き 白色。 シァ 軍の が 助 
じ 化 事し. つ^あつ た 人で ある 
^ 人質 ごむつ じ ホ ヮード 氏 り 
ツ クフ 玉. ラ ー 氏 力层立 一 む 化 
京醫 巧大學 の 眼 巧學長 わらし 
乂 である。 

ホ國 政府が 

嚴 重を 抗議 

人質 釋 放を 嬰 ホ 

ヮシントン か 四：！！ 發：： ：：： ホ國政 
府 は' ィ八 ピン S 化總 領事 ソ n ビ 
ン 巧の 報吿じ 化ら 义人 バ^マ ー 
氏 わ 殺害々 び ホ ヮード 氏の 人質 
事一伴じ就て树は詳細^^るお吿を 
訓 をす る ご 共に な 支を 化 マ クム 
レ！ 氏 じ 訓令を 發 して 化を 政 麻 
じ驛 重む る抗 諮を 命令し 他方 ソ 
n ビン 氏を して 地ホ瞥 軍の 手 じ 
化 b - みヮ！ ド 氏の 释 放を 要 ホす 
ベ < 就かした か、 お 米 支那を 化 
施肇ぶ 氏は 國務當 を 訪問して 不 
取が ぶ 人 殺害 じ 就て 邀喊 のな を 
表明 L 政府は 損害 お 償 S 覺悼を 
る 旨と 言明した が、 今 凹み 殺人 
事件に 賴 職し 米 國 政府の 巧る ぺ 
き國燦 議に與 する 態度には 些 
したる 變化も おるまい ど 觀測さ 
れて么 る。 

一が 駿 部ょり 

一 密使が 渡米 

I フォ ー ド 巧 ど踪議 

^戶化 二 H 渡；：；；： 米 人 スゥ ンバ 

— マなる 巧は 今 巧支胀 財政 部々 

びを 通 部のを 化 どして サィ ベリ 

ァホ じて 渡 ホの 途巧 寄港した が 

を 使命は ホ 國自慟 車 王 フォー 

ド Jc 其 化の 米 A 資本家を 訪問し 

て 化* づフォ ー ド 氏を して 支那の 

產冀 お興じ 瞒 i る 調杳を ホめ た 

る 遊米國 資本の 輸入を 割 る どい 

ふ •しめる らしい 0 


農 お 政府が 飛徽 

ヮツン トン 廿四 H を = 廣東國 

民黨 A おけ 米 固勞働 組を 聯盟 じ 

飛傲ム ーし 支挪國 はの 救濟を 求め 

この 慶义 邪を 列强の 侵略ょ ら辭 

放す るみ 途 はすが 等なる 條 約を 

廬 案し ぷ關 親を 改訂す る じあち 

ご 述べ 斗閒の 動乱 も 要するに 支 

那 5 位を‘ が國際 的じ不 ホ 等で あ 

る どい なじ 歸 ずるら ので あ b 

若し この 現狀 じして 繼滅 する U 

らば 列 猫 I の 相互 反目は 遂に 本 や 

がに 巧が 的 戰巧少 生む じ まるで 

あらぅ ピ 述べた。 

露骨な ホ產 政治 

'を 潘か酉 日を U 廣巧 政府 $ ホ 

色 政 巧は 口 ど 化 ハ じ歲骨 どなら 遂 

じ财產 俄祐約 五十 巧 ホ、 支那 入 

の 經營す . f 唯一の 大 病院で ある 

廣巧踐 巧 六 ホの 雄 築 物を をく 政 


討議 範圍 けげ 確定 

近 < 化を 外を 閱 から 遮 牒 ずる 


米 凰の 搪喝 したる 對ず國 際を 

爺 S パ 集 じ 就て 去 ムか二 == の お 

を 撰 聯合 姐 信は かおな 巧 S 談ご 

して H 本は 旣じ来 國じ對 し贊が 

の 恵を 迪吿 した 貧 傅え たが、 お 

化の 關係列 强も乂 かじ 於て 會歲 

召集に 協贊の 恵を 表明-^ たので 

近く 化 京み 巧谢 ょら ま 邪 政府 じ 

會 患の 討 雜範趙 じがて 正式の 通 

碟を经 する； となつ てなる が、 

討 謠範脚 ごして 7 シン トン 政 巧 

の豫 測に 化れば 

〔一〕 化 づぶ那 の觸稅 な： 止會 

溃巧 集の 則 円 延延を 能 ふる 限 

ちの* し、 を 外法 權撤 贈の 誠 

査 期を 追つ てを める。 


むる 0 

日英 ホが 對支 警吿 

動亂 調査に 支那の 判事は 拂巧 


ロンドン：； rsH 錢： ：= 信賴 ずべ 

き 筋ょ > がれた 報道 じ 化れば 日 

巧 米 政 おは 近く 凿ま 國隙禽 蔑の 

が 集に 棚聯 して 支 邪か府 じ營吿 

茜を 發 する じ 至るべき 模樣 じし 

て 一二 鹽化 おはを々 本 越 政府の 訓 

柩 じぶ' き 輿ら し譬 吿幫を 起草し 

これを 對照 しじる-^ お问 攀吿嘗 

を 作製 寸 るに 至るべく 大体に が 

てを の 巧が U と 巧 十 U 附 をのて 

H 本 政府ょ 6 發 した 掛 义懸吿 書' 

ど おなら や。 化 づ三一 政府は ヮシ 

ン トン 協を じ 準して 支那の 關視 

化 正 及びを 外法 權撤厳 等 條約上 

の實務遂巧の お志あ る 

どし、 まがの 國家 的ち 建 じ掛し 

て列强 はを 2 愚 善を 盛して 協力 

ずべき をを 述べる ィふ ハに、 ま 邪 

歐 のの 秩 が！！ おを ホめ が 巧 外人 

のを か M をを が 誰し 旣を條 約の 

がが を 邸を し、 これ あら ずん ば 

フ シン トン 化 約の 破 巧も闽 難で 

ある どい ふな 姥を明 おどして ち 

那の 反省を ボ レる じ' 一致して & 

るが、 こ S 聯む 通牒. I フランス 

及び ィタ リ ー の 参 化して ゐ 。い 

，とは 外 巧 巧の 不 おを 巧き おじ ィ 

タリ ー 乂 化ん かき ナヤ ムバー ぃ 

ン外 化に 掛し 個人のに 抗雜 しか 

化-か 一二 幽が かみ 内 おを 述魄 した 

るも大 化は こいを 返却し いどい 

ふ 風説 も あら、 をは 支那 ドホ大 

の巧權 ある フランス のん はみ M 

巧吿 じを 加す る や も 知れ iv 。 が 


舊 地情况 


I 對支闕 際 新會議 


の 巧が みとむ b て 飄訂も 頗る 闲 
が；^ る もの、 かく 内閲 一部の 辭 
踊を をる じちる や も 知れざる あ 
がで も わ b 、 一 冗 お 格の バグ フォ 

ァ がけが み調訂 巧た して 出馬す 
る おがで あつたが 、首相 ボ^ド 
ゥ キン 巧は 皇帝 デ"' I デ 隣 下に 
誠を してが 巧問题 の 現狀を 述べ 
わ結裝 陛下 もが ザ 糖 張じ贊 意を 
あ 巧され たもの i 如く 遂に 大藏 
が も 腰を 巧つ てが を 侧の要 ホを 
なれる； ピ；；*^をし當らと千巧 
ホを 支出して 向 ふ 二 年に 妊 b と 
隹の 巡洋艦を 連 造す る じ まるべ 
く、 み閱の 危機 も 術 C これで 脫 
出した。 

綜合 官廳を 起工 

ま 京 特電 サ ーニ 日發 U み 務省綜 
合な糜は搜田巧外じ建築する^ 
ごな b 明年ょ 6 むエの 箸で ある 

支那 騷擾 こお 漏 

東 ま 特電 山 一ニ リ發= : 支那 擾乱 

めじめ お洋激 船め 天ず 化は 今回 

ホけ 上が 化ら £ する i どなつ た 
託。 & は 本 U 橫演 乂淺 、八 巧 

二 H を 港 着の 豫定 じな つて ゐ 

たも 5 であるが 當地ま 巧 じは 

何等 2 精 報じ 接して む い 

S 萎 造船所 更迭 

窒み 特電 か 一二 U 霞：：：： 斯波 をの 

が 巧 tM ! 一義を 船 本社 常 格 取締役 

ごむら、 阿部 政が が 巧は 一を 崎 盤 

船 巧を じ、 而 して 武 藤 松 次 巧は 

本 巧療務 誠を i なつた。 

が々 木 蒙を 當選 

ま 京 特電 化 一二 日 發 U 古島 一雄 

巧の 補 狱逃擧 は 激烈なる 歲爭の 

ホを々 木 裝を王 (中な) が當 選し 

じが 銳ず 者で あるが 藤痴 遊を ミ 

の お 派 運 勤 員は お 棒を なて 殿ら 

を ひを が じた。 

高 尾 巧遷羅 公使 

東京 特電 か 一二 U 發 U 高を 亨巧 

は 遥雜を 化に 巧 命され け。 

ホ價 奔騰 ご 外米 

東京 特電 ホ ーニ H 度；：：：： 米馈 はを 

奔懸の 行な るを U て 時事 新報 

は外义 輸入 t . 税 を繼續 せょ ど 論 

じて ゐ る。 

巧閣の 危機 迫る 

東京 持 電化 一二 U 發 =： 本 H 閣議 

を 閒き稅 制 整理 案を 閣僚 じ 内示 

しねが政を會大お^^ホだ滿を持 

して 放た や 内閣は 今や 噴乂 山上 

じある 形勢 じて 危機 愈々 をつ て 

ホむ。 •' 

米國 艦隊 濛渊着 

メグ ボ^ン か 發 U 米國艦 

隊は 今朔威 故を々 おを 腿し つ-- 

メ八 ボ片ン 、シド こ！ 等に 到着 

し官 にの 熱誠 いょる 歓迎を まけた 

が證會 け歡迎 の爲め 特に S 週間 

化會 し、 衔殺 罷エも 歓迎の 意が 

で 中 化されむ。 

モロッコ ご 平和 

バリ ー か 一ニ ロ潑 ：：；：： リッ フの領 

祂はフ ラ y ス ぶび スぺ ネンょ 

の ホ お 提議に 對し 若し 兩國が 

ッフ の獨な 宗ま權 ぉ認め 齒際聯 

盟 にこれ をが 記せし むる i を 承 

認 ずる U らば これを 基礎と ずる 

がかの 巧 衙じ應 ずべ しィ」 稱 して 

ゐる〇 


上海よ 


S K 生 

をじ後は思ひ^:^-がら抑無音じ 
ぅちすぎ 中 譯けあ b ません々 切 
じ 御 党 お下さい。 去 巧 (四 巧】 十 
H 鄕 おじ 於て 結婚、 岡 山 八 H 上 
お着 W ホを ちじ 敎擅じ 立 も 四 年 
生の 商業 實践 ぶび 一年生の 商業 
學を化 任す る； じ も 毎日 ノ 1 
の 製作 じ 追 はれて ホまム た， 

遠く 異鄕の 地に 一二を 間 思 ひ暮し 
た 懐し い 上がに 歸ら四 年 ホが 支 
那の 内地 調査 旅 巧 じ 出かけ、 こ 
れ から 漸< 時間 じ 餘がも 化 ホ、 

黃浦 江上に 夏の 巧の g を 賞で 熱 
岡 梨園の 裡じ觀 劇しつ i 叛き夏 
の 校を 更に 短く せん もの ど 待つ 
間もなく 五月 一二 十目、 化 ふべき 
南京 路 事件 突 疑して 形勢 一轉、 
がかを 誇つ た丄 おの 稍 あ 内の 戒 

嚴 みを 育して 醒徒巧 行し幫 院外 
出 禁止を 宣言して 旣じ二 遇 日、 

きじ 無事を 保つ と雖 もが 勢 日を 

追 ふて 惡化じ 傾き 武漢 おく 鎭江 

九 江 旣じ瀑 徒の 踩觸 する 巧 どな 

南京 靑島ホ 急を 傅へ 四が 餘 

州兵醒 も， 匪學 醒を踞 エが橫 溢し 

四 おの 民衆 一朝 じして 化して 贿 

ならざる はなく 排 がの 氣爵然 ご 

して 天に ゆずる じ まらて 巧 事 休 

せんごす 0 

グ ァグ サィ ユ食議 及び プ- 

ン會議 な ホ 漸く 支那の 國家的 

地位 向上の 氣述じ 向 ひ、 段 執 あ 

政府 化ら て 曲 b むら じ も 善後 會 

溝の あおを 吿げ 對佛金 フラン 問 

題 も 無事 解み して 近く 持が 關稅 

會證を 召集し ま那财 政の 上に 强 

凹なる ま 礎の 築かれん もの ご 期 

待され た 今 U 突如 ミして 篆動ホ 

お 動 過 ま 五み 年を 費して 漸く 築 

き 上げた 列 强の善 息 化して おど 

ならん どす。 を 人が 隣 巧の がめ 
じ 巧 事体 せんご 慨嘆す る 所 巧、 
。何な じ 愛國の 化に 燃 ゆ ご 
自ら 稱 する 學徒 工人 對外關 係に 
のみ 燃へ て 巧を のを 執 じ おして 
冷眼 他人の 如き ゃ、 理想 じ 憧れ 
る學 生の 國事じ 熟 中す る V む 事 香 
等 誠 ごする も 外を の 振は ざるは 
內 治の 整は ざる じぶ くを 彼等は 
知らざる か、 知らざる に ホ 中、 
知つ て 事の こ i じ おでざる 所 0 
は 柯ぞ。 

二。 國內 的には 國 をの 形 巧を 
なさず して 斟 外的に のみ 闕 家を 
裝 ふ、 化 巧 かを を 上 最も 難物た 
る 所 3 .なら 中 や 0 
云。 四 億の おを じ 若し 一貫し 
たる 民族性を 求 むれば 打算の 巧 
巧の 一事に 盡く 、支那の 义 化は 
又實 じこの 巧 巧を 某 調 どす る じ 
は あらざる かを 疑は しわ、 化す 
之を 憂 ひて 子女 ど 小人とは 欧し 
難し ど嚷く 巧な 0 

四。 お國の 態を 被め て强 硬 、 J 
H 本 ホ列國 協調 もま 義 じょつ ふ一 

事に 處 せんごず る もの i 如し 一一 
ち 邪の 愚 技 共掛英 經濟絕 をを 
榜す 對か賓 易の 四 巧の S な* 

巧 じょつ て 取扱 はれる もの*。/ 果 

して 絕 をは 何を 意が する や/ >知 

るか。 吾等は 巧 < の 如き こ P わ 

でしの 义巧じ 些か も 拘泥 ォ / る も 

のじ をら ざれ . W 支 邪の 態 巧 ホ 頑 

强 U ら ごせば をの 結 おは.^ 巧。 

五。 ち那 のち 識 U を も か 漸く-- 


問題を 限 局 せんど 焦 b 目的を 巧 

じ 街英の ーヶ所 じ おやせん ど 試 

みつ-^ ぁるが かし V / 羅も H 本を 

始め 列强 はを の 手 じ 載せられる 

朽事 情に 暗し ご 云 M 巧ら や。 

丄 "。事 化 支那の 知 地 じ 傅 滞し 
て 漢口九 江を ち お 巧 魄裝じ 事を 
起し 而 かも 事件のを 質の よ 6 惡 
化ず る ものは 何 じよる か、 之れ 
支那が か不 謎愼不 節操なる 記事 
じよるぇ明か^;.ら、 支那紙の进 
調を 見れば 彼等には 一 も 自制 自 
省の おな <而 かし 事件の 巧 おを 
巧へ や 針小棒大 か 筆を 弄して を 
彼等 じ 都を J を 記事の みを お 
載す。 支那 內 化！ にぁ b て 事情に 
暗き ぞ唯 支那が の 記事に よっ て 
敷く をの おおは 如何。 (例へ ば 
上が 南を 路事姆 じしても 漢口事 
化 じしても 事 端を 酸し たるま 那 
人. モッブの 巧 强 じは 一言 反 ば や 
して おも じ慘谁 云々 ど 鼓 張す) 
と。 支那の 拼 外、 利權巧 がの 
逆 動 己に 义 し、 普 人 么を敲 どす 

る も 近時 排金國 ま義反 資本 ホ義 

の截 高し 支那 じ 帝 國ホ義 なくち 

那じ 資本 ま義 なし 而 して 之 じな 
す どい ふは^ら 排外を 換言した 
るの み 之を 心て 直 じ 勞農化 ごい 
ふは 事 些か ホ I 一 斷の嫌 ぁむで 勞農 
ロシァの 炼^亦 おって 力 ゎるは 
疑を あれ ざを が 如し。 政治家 ど 
して 徹風徹 巧 失敗に あれるな 裤 
侧のあ 想的节 化ホ大 U ら たと せ 
ず。 ロシア/の 煽動 どな 氏の 独 化 
ご 何れが 紫れ るが 吾人 之を 比駿 
する じ 普た。 

八。 ま I 術の 言論 機 顆の不 節 極 
なる は 之 一を 己に 指摘せ ら。 政掛 
を 軍ん 家亦然 b 孫 傅芳、 底 
永祥 等が 一 罷業 資 をを 送っ て 暴が 
を 鼓舞」'-、 張 作 霜は をの 長子 能 
學良 をん てず を 千 おちを 携へ で 
と 海 じ^らしめ 媽玉祥 はお 國备 
戰は れ暮ん で 先頭 じ 立つ ベ 
し英軍 心る {じ をら やど 豪語す 
顧維錢 f 梁齊 超、 が 長 ほ 等宣章 
書を て 外を 團じ 詰問ず、 寸 
ベて， ムれ 民衆に おもねる もの- 



侵略の、 心理 

强山樓 
♦パ 9 — じ滯 がして A 

る お 凰の 舊 軍人 速が、 今废モ 
ッコ _湛 征の舰 軍に 志願 從 軍して 
飛ぶ を 一 細 織した。 をの 補 由け 
白人で 救 ふ ど 云 ふじ ぁる 相 だ。 

41-1 化を 体、 モロッコ じしん 
甫 フ 9 力 じしろ、 布哇 、サホ 

ァ、^ フキ リッ ピン、 エジプトを 

色 人禪 の領± じ 遠 虑食释 * 
ぶ/- 手を 延ばし 乍ら、 これを 6 
し 一の 負 擔ど稱 ずる 侵略 必 巧は、 
み 等 白人 蹄の 罪ぢ やない か。 

甲 ♦赤子ら 一二 歲位じ なれば ホム 
j もし やぅし、 を ベらず る。 い/ 
ら 無智。 ち 色 人 郁 だつ て 時化の 
推移に 反抗す るを は 出 ホ 《。 化 
等 かを の 侵略から 逃れ やぅ ど ホ 
るのは 當が だ。 

♦をの 解放の 巧 力を 巧 逆視— 
てを 勇が が をれ る どい ふの だ 如 
ら 、化は か 化が じな つて 巧を 化 
が發 明され てらわ 先き は 眞閒一 
いふ ホが 巧い。 

♦フキ リツ ピンの 獨立じ H 小 
の巧必 を云爲 する ホ网の 必理一 
の 飛 巧 家の &巧 である。 


府 のず じが 收 したる が 近 < を敎 
曾を も 政が のまが どして 勞 農政 
策を 採用す る じ まるべき あ 勢で 
ある ど 〇 

勞働 本部 閉饌令 

上が サ四 リを= 上がに な 屯 す- 
る を 天の 張 學良將 ザは 整に 勞働 
が 合の 罷エ滿 動は 秩 がを を亂す 
る ものごして 嚴 雷に 化締る べし 
どの 命み を 後し 勞慟黨 が 部 どが' 
目 中で あつたが 今 凹は あらに 巧 
吿を發 してを 勞働 組合の 事務 巧 
をを <閉 鎖した。 

非買同盟が 仰 長- 

ロンドン 化 illH 發 ：= か 化チブ 
ムバ） レンには 支那の 情勢に 脚 
し 述べて 曰 < 排外 问館罷 エは漸 
み 下 か £な> つ： あるは 事實 
れ どが 外貨 運動は 支那を 述时が 
學 生の 無料 旅 巧を 許可す る じ ま 
らし 爲 めを 地じ對 する 遊說 者を 
增 して 益々 伸を しつ i ある もの 
のかく 四川 省の 瞥 軍ず ひは 化留 
外人のを 命を 危險に 抱れ つ i あ 
るた め 婦人 等は 避難した ど ゎ 

關 稅會議 に反對 

化 京 ホ を u 碼玉鮮 お 巧は 
蒙古 じ 輸入され つ； ある 奥國貨 
物の 移動 禁 化を 命み したが あら 
じ 化を 政府 じ 興し ホるべき 離稚 
會議は 他 列 强じ依 9 ミ 邸め 關靖 
を 制を ずる も S で ホつ て 支那の 
自 ま關概 制を 權を 侵害す る i い 
ふ迎 由から めが は W るを 證じ參 
加す るかれ ご 打電した 0 

ホ 艦に 供給 絕呼 

廣お廿 一二り 媛：：：： 當 地じ岀 動ず 
である ホ 國驅逐 艦に 销 しま 那商 
人は 結 ホして 今後！ 切 ゆを 揽端 
化 給を 拒絶す る. と ごな ぶたが'*^- 
沙 おのが 留 外ん はな 船が 蒋 巧し 
ない ので 去ろ SU じ 泣 b 1 切' の 
食趟化 給を 絕 たむ て & る 0 

廣 東の 罷エ內 証 

廣東か IlIH 發 Z = 香港ょ b 續々 
入 込みつ i ある 罷エ 者の 爲め當 
地 じがけ る 支那ん 駆 H 者は 二 破 
にを 裂して み 力ず ひ ゴ な も 衝突 
絶え や、 歧炮は 遂に 卞 渉して 六 
人の 死者を じ' - i を 巧 民の が 

じ洒 L てが めて & る：；, 胡漢 おが 

軍は 罷ェ 者の ためお ホ 衝突 r / 避 

ける が柯等 かの ホ 級に 於て 調が 

しな：、 限む 罷ェけ 永 緩す るで あ 

らう i 述べて むる。 


陛下の 一聲で 

海軍 擴張 

英國 A 閒の 危機 まを 

口’ ン ドンけ 一二 日 發 u お國 政府 

は 今朝の 關諮 じて 補助艦艇め 膨 

脹計 畫じ鹏 職して 重要なる 討 爺 

を 遂げ じが 藏相 チャ！ チ^ 氏は 

が 軍 側の 要 ホす る 豫算ど 大が模 

な 擴張計 畫じ械 力な 對し 國藥が 

入の 關炼上 政が と しては 行政 盤 

巧に 着手して 節儉 政策に 従事し 

つ、 あるじ も拘 らや獨 らお 第め 

み 彼 張す るの 理を なし ごま 張ず 

る じ 巧し が軍當 局は 概張計 塞は 

旣 をの ものである とみ じ 特じネ 

み 支那 動 化の かき お 踏が 軍 こし 

て は をを る 補邮 艦 の 編成 を必 

要ビ する 理由を 述べり 米 両茵の 

現勢 力 ど比软 して 計盡 のあ碟 .を 

巧 絶し を 巧ポグ ドウ キン 氏は を 



制 ’ ‘ホ ii 前.’. 俄 

太平洋 問題 

H 暮 H て逍 をし 

巧 円ホノ 4, 、 にがて おもを 吿 

げた 所筑义 か 巧 問題 巧 述は举 に 

瞄お列 阻 化 おを •か 宜し 化 化 見を 

夕换 した」 過ぎ。 い。 勿論 實わ 

力を も ザる 協を が 発 おさむた 譯 

でも。 い。 乍が 該を ホの 牠 はに 

輿 ふる お 巧は 多 ホ あら も S ど旣 

めても 差 支は あるまい. ど考 へら 

むる か、 人 轉閒題 ご 移に 即閒ど 

はを し 溢 論の 能 おで 4 つた どが 

られ 巧る。 而も 乂晚化 おの 富 邦 

が 娘が どして 渡晤 む プ 。ゲ キン 

シア リズムの 色 おを 帶び 『ホ國 

第一 ま 載 j カホ 『白人 獨巧 まを J 

口'偏狹；：^がをになて鹿つてゐむ 

のけ をん み 逝 城 ごする 所で ある 

ホ 巧 商業' 巧泌 所のを 錫で あつ 

て 太 ホげ 削 題に 化當沪 理解を か 

するど 郡は いてむ た リンチ 氏が 

义威 のが 軍充趋 を樹證 したのは 

聊 不可 あ 依で あつむは な もの i 

米 人の お义 かげ 觀 はを じ 詰 むれ 

ば自 とみ 地 防を アッ ザ アトして 

ホ齒 S 威信 ごか ホ 人の 利益 ごが 

を 巧みる の 知 ー ホら 自も U 開放 

さゎた 雜 論ん 天地に 踏み出 才 i 

の出ホじい ；を藉つて&る。"*^ 

八の な 栽し 巧 （.へきは 實に化 も 

i あるので は；^:* いず。 米闕 のま 

怖 化を である スタン フォ ー .ド大 

ザ總 をの ゥキ八 パ ー 悄 千は 『ホ 

ハは 人 補の あを を悅 はす』 どの 

圳 由の 下に 『是れ はみ ずし も； 

へ 桃を 劣等-: どし 亦は j 人 柿 

;^疲 越。 b ど 信 中る じ 化る ので 

wi : ♦くして 雜贿 せる ず 孫が 化 曾 

で^ら、 側 人的 じ も 不幸の 一 お 地 

」 取々 る 5 をを ふる々 爲 めで わ 

な』 ど阳吕 したが、 是れは 前後 

懼着 あるを をれ ない 奇論 であ 

义 人が 雜婚を 悅ば乎 U 東が 人 

ごの 化を を 目的の U どを ふの が 

おし 加州の 法が をが 披ど しむ 梢 

よのお見で；；？><乂人夕數の與論 

で d る ど ずるならば ホれ は 人 柿 

ん巧柯 をれ に 優劣に 姑び がりが 

'こ 寸る化 課の 先天的 遽想ご 彼等 

目み がわ 卞る东 な々 を 诞統の 巧 

巧を 巧を して おず のか ィるま お 

お朽 、傅が の裤思 t 輕械 せんど 

ずるに おく 偏見 どじ 化 巧した 故 

おで。 <_ ：> て：^ であらぅ。 雜婚 

せる 午が 9 將 ホを 愛 ふる ど 云 ふ 

ら じあ かから 人 柿の 化を を悅 

げ むい ど 云 ふが が どは 出搜 たが 

遇つ て 居らむ ばなら 3。 おす 

じ 足れけ 徹底 ゼぬ歲 論で ゎ も 

化 S 乂隨化 おの 一人 ナ玉 スタ 

ロー ゥユ八 巧は 愧 九 ご 類似の ぶ 

見を 述べて 『東げ 人は 永义 じ-川 

化し 巧 ざ OK 族で ある。 敎 宵、 

义 化の 諸 おょ b すれぶ 彼等は 必 

やし も川化し巧ざ る は 族. で は 

いが お婚の 点に がて け 永久に 同 

化し 将 U い K 族で ある。. 氷人は 

ホ炸人 ごのが 贿を 巧ょ リ い。 を 
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ビー 學院 卒業 

が 肯メデ カ， グ ジムぶ 
ツサー ジ協會 正會員 

公認 西が 幸 男 


Ms 

j 西が ぶ マッナ 1 - 
- » 本式 彼 惟-が 脾 
神絕搞 リゥ マ戶ス 
打み がぅ づき 周 
腰痛み 巧 違 ひ 
が 化 諸 おが 巧 治の ザ 

の一蒂 めじ 應 じが 屯 話、 
u " ii 第 御が 庭 义はホ テ ぃ！_ 

-^ wwl じ おお 親切 じ 治規を 
_ む 8 M 上ます。 前約の 方け \ 

: 加が^ 午を ミ 時ょ b 自 まじ 
如 で 施術いた しまず。 ； 

.S 津輕 東洋 I 

'巧な お 十九 T 目ぶ 录 
'電話 ヮズォ I スま四 二 


•し 

W 測’ 2 

絶 |i 

把が み I 
U 化 h ? 
巧 細か— 

T 夕 


〇 巧 • 巧 円 2己 巧 C 巧 CYi\ 

妄 吉ち妄 C ち R 

基 7 で 重 J さ . N 笠 r た を si. 

TeL M 己 rr さ 量 2791 ぎ〇ョ 7 苦 

'バ- を 谷 謙 次 

巧、 氷 ♦を、 午後 二 瞬よ b 六が 

迄 > 其 他は 節約 r 願 ひまず 


A 


M * n 

I 8 

R -i け 

u わ" 2 
w -f 

o が-一 

o w む 

f 

A 

K 


.診察 時間 

午 解乂時 1 十が 
午後 ホ- S — 八 時 

バ t 小 栗 幹 S 

紐 脊おフ ラブ！ 病院 

第ぶ 術 病院 勤務 

武ホ ゴ ンパ ランド 

病院 勸務 


村瀬蠢 

ミ Lexin 町 0。 JWe. N. Y. C さ 
呈 . 呈 h& 27 th 穿 
lei ‘ 这 a を S ミ sq- を 18.7849 


JO 巧 1 C 里 OOC さ M •再 

1 ご wesin SWYOrk 
至 . 置 vers 穿 お ？ 3 & を huyi 马養ま 

<\\ なみ 午前 九 持！ 午後 一時 
U 耀 午前 九 時！， 午後 四時 

ドク トレ ノ小 榮乘吉 


ぶ 53 

S- I 7— 

な^ 

如 

5 

3 

Y 巧邮 
に 3 E 
に 一 W 


都を じ i 當 みの g 

診察 

午後と 時 1 九 A 
H 懼は 前約 願 上 i 

パ ^ 吉|店悅| 


診察 時 牌 

午後 零げ 半 U 二 時 ザ 
午後 六 時 u 乂時 

愛知 醫學 ± 

バかヴ 巖本谴 ‘ 一 

を 倫 比 强大學 ぶび 
グザ ラン お院 勤務 
H 曜は 前約 願 上 お 


齒种醫 

►診察 時間 ▲ . 
每日 ( H 曜を除 <} 
午前 九 時よ b 
午後 五 崎 ザ 
水 唯 午齡乂 時一 
午後 一時 


巧给 i 毎 巧 十 U を 巧 

雜な U 1 马 - S 1 軍 仙 

含 こ asl 5 置 St. N. y. 呈 y 


がみを 巧な 底が 巧 用 連 

遠 藤 小刀 商會 

這 Broa を ay N . Y . C さ 
TeL 至 一 害 兰妄ご 


秘側 事務 取扱 

运一巨 AM L. iE & 夏. _ 

Ri 1262 11 B 吕 a を ay . 呈 jr . 

Ph ミ 巧 Bo 至 忌 巧 een 8138-8137 


心 


M 

に 


稅 關導務 

を洋を 化を じを 化 
巧の 叛 出入 方法に 
鹏 する 一切の 御豁 
問に 應 じ、 巧 道を 
船 貨物 递賃及 お 化 
を稅細 手が 專等進 
きす、 重要 都市 じ 


y 1» 

がが 

. ^ 4 
3 0 7 

。剛ゎ 伽 

W I 

H : 一を^ 

y -1 か M 

a か' 邮 

U ^耐 1 化理庙 をが し 誠 育 


敏速 御用み じ應中 

が驗 取扱 


♦書 揺 ♦雜誌 ♦新聞 
縱黃 ぎを 閒 
執務 午前 义 時ょ b 午后 五 時を 

織 育 日本人 會. 

西 五十と 了 目 二 お 〇 器 
あ 話 ナアク 八 八 一义〇 — 化 


'が 留靑年 巧 巧の 脚 か 

是人 靑年會 

巧 W . 臺 苗. Tcl . clarki ごた 
大紐脊 日本人 

基督 敎靑 年會. 

342 E . 呈 h St . 甲 Y . 呈 y . 

M . PI ミ 8 三 1 


巧 巧說か HUH 午後 八 時 一 
娜 おな 木 池 H 午後ん 格 一 
パ 話 食 i 唯 H 午後 八 時 
を 巧、 巧 當 を、 娛樂ま 3 巧峭 A b 
ホな をが 迎 す、 を おを が 用 だ t 
化が 副 岛僖溢 

：= 木ん 基督 敎 修道 會 

102 W. 1 授 つ一 爭 N. Y.CHy 
Tel. Nioniingside 》 一爱 


日本人を 25 敎會 I 

牧帥 川 岛宋么 進 
幹事 旧 中 巧 二 

たち ミ se 至. E - 呈ミ ch & 1 ミ ー. 

基 W - 1 是 で . TeL Clark 咨 n 1 苦 1 
巧巧說 敎日课 U 午を 八が 
祈馈 巧水谁 U トホ八 時 
洩な會 火 逆り 午後 二が 
♦が お を 

位 思む 愉比亞 おおか ド 町を 十 
五サ學 生を 社員 旅 巧を じ 鼓 適 
設楠圈 善 雜誌斩 巧 反を 鴻娛幾 
鼠 簡爲 食を わら 

使を 械莱阁 腺 •旅客 おみ、 を 硝 
を 莱满 を、 其 化 ザ 事 巧 ホ辩お 
ち 阳化諸 巧の ホを を 致 逆す 


ikM 

^ Y 

n W で 

如款 

S 扛巧 

•n S W 
( h 化 w 

c w : 

e • e 


6 - 

a 

J 

e 

h 

T 


が 

00 

8 

2 


tL f 

お， が 

i 育 Vi 

H •を I 

本. 

人 

ぶ； 

鲜击 

學 $ 

旨 - J 


7 U 唯り 
裝書硏 免 正中 
共 倒 巧タ セ挣キ 
禮拜說 お $ が 
マた 稚 ：：： 

みな 巧 又はを 
話資 夕'<ゅ 

备 宿が、 旅 巧者 
案內 が、 ん 事相 
誤 部’ 調 巧が •巧 
装 罔 おが、 み谣 I 

な 縫を 巧® 諸 課 
を 設け 貪 旨、 ホ 
會員 《巧 計る 


巧 U 赠及 王曜 午後 
化閒は 前約の 事 

カイロ ブラ クタ 1 

橫矢重 孝 


苗 科 B 

' N 新 ま おなお 療 H 
夕 年の 經 填を なて 
S 本人 諸ち は 特に 
了 寧 盤 切に 施術す 

い：' マ— チン 


B なむな 

oJ 化 化 化 
> b h h 
D がが 別 

3 5 2 


蠻科醫 

多年の 經驗を 0 て 
最 がま 科學 手術に 
お 館 じて 信 巧 篤し 
=旌 術 巧化廉 = 
日本人 諸 巧には 特 
じ T 項 懇切 じを 叛 
紐ち 州を 認 
パ r ブル 1 ム 


H 本、 ち那贊 玉製类 
術 お、 婦人 用を 飾 其 
他 装飾 お 

闕島 5:wr ァ 5^ 

高等 ホ 術 お 修糧、 

首 飾 品、 スト 9 ング 

日本 服な 縫 


Dn 夕 shishkio , £>ら. S . 

夏 W. 7 害 si. Te 一 . す dicott ち 42 

ilS 穀 巧 戶良二 

自 午前 化が ホ 十二が 
自午巧 一時 ホぶ 蜗 


齒お醫 木 下义巿 

W10 左 . lllih ち . 

ヴ I . Moi 置 ま 57 


化 巧な 卸資 

五味 蘭會 

W E.17 す芭こ NU. 呈 y 

ブー • St ちま S 苦 t W745 


^本玩具 
驢 貨鈍鬟 


をな 實 易鹿會 


を 五十 云 r - 目 

1 二三一一 

伊藤 

泮服店 

なご 一一 一 


お 慕 おお？ 內ピか デ y グニ禮 ニニ 0 偉 

蜘贿丸 山 洋服 廢會 



正 おど 親切 ごを 皆と し確實 

信用 ある 商 おを 精選し 

特別 廉懼 で販資 致します 


ゥォ 八ず ム 、エ户 デン 闽勸引 

ぉょ 也て 一二 

: 指輪 鎖 貨を虑 並 じ寶巧 類】 切 

户ミ八 トン 時計、 户フ— ドィ 

リノ ィスげ 計、 を种鼠 時計 

クォ^ — 夕！ マン あ 年 拳 

玉 バシャ^ — フ 鉛を 

她 銀器 ホに 銀器 一切 

御 輪 锁の御 ± 産 一切 

時 針の 修撐 はが 險付 じて 確實 

にお 川 自身が 致します 

が 巧 ホ 西 四 古 二 T 目 四と 番 

四 四 一一 一号 単 (五 街 £ 六 巧 間) 

巧 川岸 商會 

屯韶 ペン ン八バ ニアと 1111 1 义 

Iswkpwel.Icishi 0 ? 47 W. さ =d St. 


巧き ホ 國締人 
U 本人. への 哭 
記敎巧 じは ホ 
年の 鮮' 驗をお 

す 0 ー レツ ス 

ンと 十五 抑 
おり 锁九 がょ 
らが 化が を 州 
時 じても をし 
U 幡 円は 一が 
よ 6 四時を’ 


H 本陶雜 器/ 
雜貨 類卸賣 


ザ 元 

ブラ ザ ー ス 


自そ 巧みが ホォを A お 的 

寶夕ぞ 4 屢碱 一み みお^ 

クオ— ん ザみ. 朵ル シンが が 巧 刻 引 
尸し 7 — ド-； ミん トンが 評 を對列 

が S 化、 念矮卖 がろ お刮 
霞ぶ みそが 属ふク 刻え贫 
冶ネ 辛み がを が 葦ぶ 刻 引 

城的磁 巧瓜乂 

電 巧— >ゲ^ ♦ィドろ 八 ニニ 


笠 ホ 洋服 巧 


日本 

洋搬巧 


が 旧 信み 郞 
化 本が 


成功の 秘訣 


けむ 
れ S 
♦1 h 

II 

巧 8 
■ S ： 2 

n 1 

u 
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はお 巧の 繁一 寒です 
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メ ー シ ー は 紐 育 最大の デバー トメ ント贿 化で あ 
もまず。 新ら しいみ が 機 £ 王ス 々レ ターは 嘴 淵 
。巧みに 化ける 皆 棟の わ 赏物じ 化を S 渝快 ごを 
巧へ てむ ます 

他 巧で 二 巧ず る もの。 らば メ ーシー では I 
巧 八十 八 伽を は それの 下で 貿 へる をを でぅ 
ぞ御 記憶-下さい ■ 

H 本へ. 御 荷物を お送ら じな > たい 節义 はな 買物 
に 隙して 御用の 巧 合は パ ー ソナ於 ショッピング 


關稅 會議お 中、^ に间 


お 乂佛獨 がら 諸闕 の借锐 


ご 二】 各國提 おの 
借 欽內を 

〔ィ〕 英闕 の 部 

ビ ツカ ー K を かお 巧 化な 

一千 六が で 元 (がかが) 

中 巧を 巧 儿郎巧 巧掛逍 

一千ー ニ 巧を 兀 K 父 述部) 

香港 上がが 巧 測廣掛 ぶ 

となぶ 十ガ元 (岡) 

マグ コニ I 無線 あ 信 

五 巧 凹 十万 元 {則极 が) 

ウイリアム •フロ ベス 

京 お 線 五',:: 巧 元 (巧 述部) 

中 巧公讨 

iir 円 四十で 尤^ S 欧 が) 

巧巧湘 城を 

一二 巧ぶ おぶ 义述が J 

マ 八 コニー 無ぶ S ぉわが 設 

i 一な五十スお^间) 

津細經 道 

一二 百. 力 元 { 间】 

ビ ツカ — K 借な 利ず 

巧： 一十 巧 元 (則 か 部) 

ァ ，ムスト 0 ング曾 社 

寡 元 (凹 

ホみ シン ジケ ー ト道 淸敦道 

'白 万 ホ (巧 姐 部) 

マ こ- 1 I 

巧 四十 义 元，' 化 政 部】 

ウィ y ァム •フ〇 ベ マホ 浦 線 

巧 四十で 元 {交通 部】 

中 英公巧 小 口お 欽 

‘ 円‘ 力 元 (財め、 を述一 

ジマ •テン ■マ デ ソン 

餓道借 お. 円サ巧 元： 巧 姐 部} 

其 化 小口 計 

四け 九十 巧 ホ (まじを 迪) 

合 討 六 千 八 パで 元 

これ U 外 おを ち 父は 不明な 借 

欽 、中央政府の 放め てむ むい 槽 

なが 約 二 千' 万 元： 5 上 ある。 を じ 

おげ たのけ ホ闕常 巧者 化 ホの 口 


物と、 お乂：$,睡々論じて&な借 
款 .こ、 巧が 巧 風が 持てを して ゐ 
る不蜡 巧の もの i 中から 比較的 
夕额の もので 整 巧 S 急を' なする 
もの 及び 性質の ょい ものを ない 
たので ある 0 

化 惟な の 系統から をて 大ホ巧 
凰の 對 支々 かが 热か される ので 
ある •か、 をれ は 巧 述部 惟欽 じみ 
輕抽 のらの が ぞい どい ふ 一事で 
ある。 蝴も 前記 六で 八 百で 元 中 
S 千 九 パ巧尤 はを 逝郞惜 なで あ 
つて 巧ら 3 1 1 で 义_，= 万 元が 財投 
部の 惜獻 であ 4 が、 惜珠の 口数 
から 乏 つても 遙 かじ 巧 通 措 欺の 
方が あい。. 近 化の 支那を 閒 がし 

じらのは S ： んど 云つ てら 巧國で 

あ b 、 が お 励の 方針が 數宇 的に 

斯く說 明され る ごい ふ 2 はなて 

他山の 巧 ごする じ おる ものでは 

あるまい か。 搂道共 管 案の 如き 

も 化 点から 出 あした もので あら 

う。 を こで 化を 池 じを きを 巧い 

てゐるぶ國が其權巧の夕くの整 

埋を 今； 一一の 關稅曾 幾に 委 r かど 

うかと いふ i か問题 どなつ て ホ 

る 0 H 本 ごして がた 外慶 ごして 

も 厨の 持 も 出すべき 數 字を 計算 

せじ 前項の 数字 どを ぼ 大差ない 

も W を 巧ろ じ途 ひない が、 夕闽 

の國ホ どい ふ； をち へれげ 咧へ 

會麗 のせ 質上槽 效の權 利を を 劇 

の共贊 じする もので ないどは を 

へ、 sk の數夕 ょらを 少减 じた 

數 字が 钻巧會 講じが てち 國の整 

理 すべ もの ど，；；；； であらう。 乍 

併戰 おの 英 國經濟 巧は H 本と 同 

檢ぶ邊 を 許さない 事情に あるか 

ら 、数字の ホが まん せられる i 

にな 6 姑ん.- こ 前項の 計算に 近い 

ものが 提出され る i じなる ど 信 

せられる。 

侧 々の 借款 じ 就ても 誠刚 をを 

する が ホ だ 調 杳ホ濟 の おむ あ b 


お 確を 期す る 七に 於て 法には ち 
お 卞る〇- 

〔こ 义闕の 剖 
大陸 商 巧が 巧 

一千 巧： 些か 化が) 
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湖廣お 逍惜欽 
とが 五十 方一兀 (を 述部) 
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四 白 五十 巧 元 (间) 

ボ火 ドゥ ィン •日 コモ ナブ 

二 一巧 巧 元 (巧】 

フ ゥラ ー 京漢線 

一二な 巧を t 问) 

シ ムス •カレ） 株 欽鐵道 

二が と 十 方 元 f 同) 

米带 電機を 司 卷信惜 み 
二な 巧 元 (同) 

乂网 々際を 巧 
巧 八十 万を ハが 政 部) 

製 錫 曾 社 京 お掛道 
‘内化 巧を (巧を 部). 

其 化 小口 計 

一二な か 巧一兀 (まじを 涩 部) 

を 計 四千 乂巧巧 元 
ホ 國も娘 國巧樣 財政 借 铁じ於 
ける 大口み 一千-力 元 二つを 除け 
ば 金額 じがても を 通 借 熟を まご 
して & る。 お 本のが 政 谱歇お 一 

億 六 千万 元で を 述借敛 が 六 千 二 

が 巧 元 でんる のじ 比 鞍して、 英 

乂兩國 が 中し なせた 樣じ實 際 時 

の 利權に 重きを 超いて & るの が 

明かで ある 0 

(二 佛國の 部 

興萊 がけ 浦 口 線 

一で 四な' カー 兀 ( M 政 部) 

興業 銀 巧. - 

一千 二な 五十で 元 (同) 

湖 廣激道 

とが 五十 巧 元 (が 披 部) 

む 、 挪 シン ジグ* — 卜 

六む 巧. 化 (を 通 部) 

繁盛が 巧 

巧 巧 元 (がを、 を述) 

其 他 小口 計 

四な 义元 (財 か、 巧 通) 


を 非‘ 四千 お •むガ 元 - 
佛阀 はけ 伞ど 同が W 政 借を が 
口數 ん。 金 無 もを くご 一千 巧 元で を 
通 惜款は 中' 五. 内ガ をに 過ぎ や。 

〇こ獨 逸の 邱 

獨亞が 巧 湖廣線 
よ； 白 五十 方 元 (巧 逆 郁) 

巧が 甜爲道 
乂 がぶ 元 一同) 

(ホ： 伊 も 其 他 

巧 お® な (伊) 

四ず みな 巧 元 (が 政 部) 

を 漢逆借 欲 (白 耳義) 

が ム十巧 元 (を 通 部) 

白佛； -ン ジゲ！ 卜 (白) 

お だ お 十 巧 元 (を 通 部) 

其 他快籍 不明ぶ び 小口 削 
五が 巧 元 

化を 巧 太 利惜钦 (四十 六方 元】 
といん のは 例の 羅欠 幹事が をな 
て 有を il * スコダ 借な のる であつ 
てがん 祝 じ 切ら 替 へられた ので 
ある い "、が 太 利は 今度の 脚稅會 
簾-し 定 ホ これを 持ち出す じ 違 ひ 
ない， 其が こを 輿論 巧び 羅父幹 
事を の 名を 繰 b 返し 西 お 惜欽& 
上に 紛糾ず ベ <、 H 本の 西原惜 
欽 V 钻蜀 して 好個の 角力 どい ふ 
ベ Vt 一で ある 0 

な 上は ぞ歐が 特別 曾 幾 じ 持ら 
出すべく 豫想 さる t 整 巧 額に 就 
て 述べた ので あるが、 最後に 難 
閒風 どして 殘 つて ゐ るのは ま 邪 
身の 厄 かな 內債 整理が 化お徵 
の 一 恩 窓 じ おず るか どぅか どい ふ 
が 題で ある。 今の 磨を 閱の 盧潑 
おを する じ ホ少の 恩惠は あるか 
かれない が、 僅々 二 千 五な 巧 
元の 巧收 をな て 外債 五 億の 整理 
じ 充て 尙ほ 共上內 償を 整理し 樣 

ごする^ は 無理で あつて、 如 巧 

じ 支？^. が 會講の 目的を 巧 那の歲 

入增^ にあ 6 ご 力說 した 處で增 

收を心 化途じ 就て 何等 おまされ 

てな^から、 力 的 下 じは 屈せな 

け气 ぶ。 ら U であらう。 即も內 

儀の る 恩 惠は输 めて 徵な いも 

ので おる VJ 惑て い io 


新勞働 轉權ご 

移民 問題 


n 本 化た ょ b 捉ぉ說 

明年 一巧 才 — K トラ リア じ 於 

て 时化巧 働 谋のホ 惟で 將ホ 太平 

巧を中必ごする耕ず：^^がつた谋 

なに 採るべき 视 係を 阅巧働 おの 

態 巧を が 化する ためを 働 會进を 

開懼 ずる； ご。 つた か、 化間理 

じ 巧て 巧 齒勞働 組を では 姚れも 

右の 計 藍は 

時な じ 適しを つ 巧 か 巧 働 

者 じ 利を 關 係の 深い 問 狸で ある 

ビ なし 巧ず をが げて參 加に 賛ぶ 

をを して & る。 巧 働が を ごして 

のみ 化 的 お 巧の か定 はが 巧が じ 

をした 上で あらぅ y 、 巧 風 ごし 

ては 當巧太 ホげ 閒趙と あ 巧 ^>踞 

係を がする 移 怯 巧 趣に 就て が 働 

ち侧よ b ずる 解か おで も提 ませ 

ねば 賊ザ 防との 問題を ぶす 


の必 をに あられつ t がは 化 緖じ 

もつ か G いち 據で あるから、 例 

ヘム 平げ 巧 働 角 畿の化 ま 選を が 

み 化 化 （て も をれ がた め 特に 総 

聯 をが 化 進され る ごは 巧ら れて 

ゐ G ぃ。 又 現な の 巧が 勞慟 紐な 

の赏 力は が 棟 的の 励 際 的 

活垂を 許さ r る もの か あ 

b 瓦つ 不读氣 の 際で も あるから 

旅 巧調途 等で 化 お 逃を じは 臨 調 

が あ 來ても 化 お 派 遏の實 化する 

をには 化當 の經絳 .か ある もの ご 

觀測ク れてゐ る。 化 問 越に 就て 

の 巧 ぷ社好 局では 化 お 派遣に お 

してが 械 的の 授巧 はお ホない が 

化して 之を 巧げ る 掠な、 とはし む 

'いど 云つ てなる 0 


海 単 當周ご 

新 石油 政策 

巧 かがが 巧 じて は圈防 上の 見 


地が 费 高は 約义 十で 顺 ( 一 嗯六 

お) でぶ 十 巧顺 はおに 外國 よら 

の喩 入に 仰ぎ、 錢 b 四十 巧峨は 

國 内のを 袖を おて する 狀 態なる 

も國 內產浊 商は 年々 

减退 しつ i あるので が 軍 

は 非常 r 憂慮し、 柯 ごか 年々 の 

喊 々率を 補填す るを を 溝 中る ご 

巧 かじ 產池 商の 增 加に 腐 公して 

なわ 矢先き 化碟 太の が權 獲得 じ 

よって 約 册ガ嗯 の 重 池を 得る i 

.こ：：* つた。 けむみ 串實上 化方哦 

の 市 独は 今 H の 試掘 實 情よ b 推 

して 曲潍 なるや も 引 6 難 ごい 

ふので、 おに 國內 じがて お 独の 

嗔も しさぅな 個所を 嚴 をに 調 ま 

する！-* J ど；； 這 般巧策 者 ども 力 

をを はせ て 秘密 禪じ調 巧 中の 處 

今 凹 化が 逍雅內 ぶび 南が 太才户 

じ 抑 旧を 發見 したので 固 下 薄 巧 

巧 帥を が 遣し 調 まさせて むる。 

乍 併 おおは 闕 巧に がける 試掘が 


は殆を $ 能 TSV 一思 けれ 1 了 透 燃 豁閒 し -，」 Is 下‘ t す^^も 者‘^ 

諷杳ち 兜 中な-*' しが、 化み：.： ま 

ち 漸く 化 ホの-が 械的 でんる が减 

ホを を 改めが 棘 まを にぶいて 化 

本 巧を 巧な する じ 巧し が じと •か 

宵け じを ホす る； ご；；^ つた。 現 


るから、 み 飢 な. こもぶ 牛 泮閒題 

ィ」 ホ じが： 問題の 硏 兜を 销 おす 

るら の ご 巧ら れ る。 巧頤巧 働が 

の现 がは 無 ホ か 谋糾械 問題， 無 

組摇勞 御を に 巧す るが 械述 動ず 


'してを 組な どもを 网総聯 な j が 巧 國內じ 於け る ーケ年 削の 巧 


して 試掘させる 方針を 採つ てむ 

るが、 が带 巧は 巧 池 じ ㈱ しては 

自給自足 のをを 

開化 る を モ ッ ト ー と し 

巧が 二回の 宵邮蹄 省を じす 告 

で収 がへ や 化が 道を おめ 巧 株 太 


を 巡、 束 化 化々 の 順 巧で 調を を 

進むべく 其 結ち 果して 闕內 e 如 

巧をる油旧を發を1幾柯のを油 

を 則 待し 得る かは ホ 明なる も 化 

海道、 台灣邊 じは 相當為 驾な视 

旧を 發 をし 得る ど $ 妊を である 

が、 徒 勞じ歸 する i は 巧々 ある 

去い ど當 局は 則 持して ゐ る。 

〔本社 東京 恃電】 

卸 質り 物價 特報 

電氣 観は 取引 活潑 じて 五十二 

W 五十 馈 、錄 力は 米國物 巧と 十 

五 お 巧 二 牧掛ぶ 十錢方 化を して 

かん 阳を哨 へ 盛を、 錫、 鉛は ホ 

國 物み 化物 共に 五十 錢 高、 摘 酸 

曹達は 賣巧 きょく 五阳モ 騰貴し 

支那な 綿は 益々 硬化し つ t ある 

が 產化 お滩が '原因で ある。 

海運 不振 ミ 郵船 

お 速巧不 おのた め 郵船 會 社は 

化を 計畫 である 一巧 あ 千 顺の船 

舶建造を中化ずる^どなつたが 

を 巧が 路も 一部 麽 化の 窓懲 であ 
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國の 學說を 壌へ したら ので 排 U 

じ對 巧して 學 問の 上で 排 米を や 

つて やらぅ ご大を 中で 一番 古い 

東大を 特に 博んだ のです」 ど 記 

る。 化 ま 論た は 肺 おが 球 韻のを 

巧 巧 的 か 額 幷じ乂 閥が どの 比 校 

研祀 ごい ふので 

肺炎は 化 巧 一巧 罹れば を 

疫じ卜 * る どを はれ C & たが、 實 

際は 二 巧ら S 巧-^ 罹る ので をれ 

を硏 兜し 始めた 處肺 あの 荫 株は 

''つでは な < て夕 較の谣 類を 後 

見され、 凝を 反 應も化 稱お應 も 

をれ ぐ 違 ふので A 葡 _卜 をを じ 


なつても B ぶじ 侵される ごい ふ 
事瞥： a * 明か じリ つた。 從 ホの 學 
說中權 成 S ゎつ じ ものは 米國の 
〇ック 7 エラ ー 硏兜 所の 發 見で 
间 所では 师炎贿 を 二 型に 割が み 
顔 L てむ たが、 今一: の發 見で た 
索に 閲硏兜 所 S を說は 破れ '.' T 
つた。 山中 氏の 

潑 見に 從 へば 一っの' がに 
ょつ て 版 精を 巧つ てを いても 牠 
の谣じ 浸されて ゐる 肺炎は 治 嫁 
出 ホ S 譯で あるが、 都合の い t 
i じは 孰れの 閣型も 化 瓦に 述锁 
が あるので を國 のを も ホ 救の 肺 
あ 巧 球が 株も總 めて を疫學 的に 
顆聯 せる 化 精をから 治療 じ應用 
すれば が おど 云 はれた 肺炎 も完 
を じを かする ので 之が 暴 もを 理 
的で あつて、 ホ國の 如く 一つの 
窝で 血储を 作つ て曆 く； は 他の 
茜の 

治療が 出 ホロから ぉ戯に 

等しい もの だ どい ふので ある .0 

「阿し ろ 化は 化硏が 設立され た 

時の 第一 回の 講ぉ 生で 賴巧间 所 

でが をを やつて むました が、 を 

度が 験に 殺しむ 鼠は S 巧 頭の 多 

數 でが 化に を や モ か モット も隨 

を 殺し 主した から、 硏 巧が でう 

ゃらぉ來上った^ ぃふのも鼠ゃ 

モ火 モット じ 負 ふ 處が夕 いので 

王と ちつた。 


が 高峰 巧尘 

四 遇 忌 法要 

本 巧 ホ ニ日は 化 高峰 蔑ま 槐七 

のか H じ 相 常した が、 歲巧 ホる 

るが かく 巧 逝 ま 後 旣じ四 週 年 

交な つた。 去年は 力 n ライン 夫 

A が踩洲 漫遊 中で わっ たので 格 

別の すアゲ キスを 巧は。 かつた^ 

が、 本年は 幸 ひ搏十 夫人 も 化 紐 

してむ るので 當 H 午前 化が から' 

東 化兰了 目の チャ ー チ •ォブ •セ 

ク レット アトで 鄭 をな サアゲ 

キスが ぁつた。 參會 者は 夫人を 

始め 陳 十み 翩讓巧 夫妻、 夕子を 

巧、 草 信 高峰 巧を ま お 人、 な 博 

+ が 蓄西愿 おが 氏、 U 本 巧樂部 

曾 長 巧 木を 茂 氏、 紐 育 H 本人 會 

化 表 巧 田 書記長に 外 数を でぁっ 

じ〇を 終って お 親の A 々のみ ゥ 

ッド 0 1 ン幕 化じ靈 おを 訪 ふた 

が、 時恰 かも 愧± 逝 まの 午前 十 

一時 ザ、】 同 堵前じ 追懐の 橘を 

新たに し 正午 默踪 低徊 去る じ 忍 

びで J る ゥッド ロ"ー ンを 出で トラー 

ゲァ ー f なのが 巧 運動 巧 樂部じ 

午餐 後 巧に 失ん の 橋ち を 訪ひ午 

後一 一一が をれ 巧ました。 

々円の 闡遊巧 

ブ ログ タム 

余興は 午 お 二 時から 

化 旧 おを 化 巧を なお おの 火阁 

游 會は旣 おの 如く 本 ぃ- 午 お二时 

主， 〇 ジャクソン •ー イト じて 開 

がすべく、 方 一が 犬の 巧は 叫 地 

い コム ミ ユニプ ー巧樂 部 じが' て 

巧巧ずる巧でぁる：^^、 確定した 

プ日 グラムは 左の 如し 

二帖 U 日本 グダ イスを 喔巧巧 

ホ 米ん 巧 ホの 模筛 がな 

二が 化み：：：：： 岡 島 夫人の 化 化 

一二 树 U が 旧が 巧 女を の 扇 面が 

追 

旧時 U が お 迫邮 氏の 舞 細。 脚 


島 S か 嫂の H 本量謠 。が 言 

ブス ヶ 。大賞 春モ镶 の演唱 

セント •デニス 門下 ホ 舞踊 

五 崎；：：： ホ あ 款び裝 剣 

がほ淸 水、 巧 田兩撰 手は 模舘試 

を 後な も •しお 巧 磯 じて ブか ック 

リンの' 卜） ナメン トじホ 場の た 

め出發 する 巧で ある。 

地驚學 者が 

大震豫 言 

がぶ 利 ファ エン ザ廿 S 日酱電 

じよる ど藝じ 本紙 上で 紹介した 

同地の 大工さん で 化 震學 を どし 

て 知られて ゐる バン ダンテ 巧は 

囊 じは 願 東の 大叢災 、近くは ャ 

ン タバ！ バラの 激震を 豫 言して 

お 乘じ適 中し 化 巧を 驚かした が 

今度は かぶ U か 化 六 U 即も今 明 

曰 中 じ アラスヵ ご 化 ホを 衆國じ 

巧る 化 H じは 再びり 本じ大 霞が 

襲 ホす るくな き 〔した 巧 傳 へむ。 

源氏物語の 

英譯書 成る 

寒を はヮ ー レ！ 氏 

源氏 顿巧英 巧 書の 第一を が 今 

度 ロンドンの ア 1 レン ガン ゥエ 

ン巧 巧から 獎賣 され だが、 を麵 

譯 者は 乂 巧 圓書舘 東洋 部に 勸務 

してむ る 篤を を アーサ ー •ヮ ー 

レ ー 氏で ある。 ヮ には 年 四十 じ 

過ぎない が、 十二 年 前から 支那 

H 本のを 典 研 兜を 志してから 寢 

をを 忘れて 獨力么 . V 繼賴 しおじ 

「 H 本の 能樂」 「雄 詩" と 十 編」 

巧の 大著がん b 、 今 巧の 「源氏 

物語」 第一 卷は 「葵」 をで あつ 

て 第 六卷で 終る 第で あるが、 ヮ 

氏は 化大が 楽を ち 成したら 第と 

を^ 「源氏 物 巧」 の 寒 おお 巧が 

ど 「化の 巧 紙」 ん莱巧 硝少納 を n 

の兩巧 巧のを 化 i 帕 K じ おして 

批 がを がみる 巧で ある。 右の 髓 

譯 が. 描 巧から おがに 巧 はれた； 


はか 論で 評 文の 文を 的 巧が も 見 
るべき ものが あるが、 ヮ 巧は】 
巧 も 東が 旅 わの 經驗 がぃ^ いだけ 
じ 驚 < べき だ。 尙 ほを 圖書 館で 
を 典の 硏兜 じ從 事し わが 人學ち 
'速に け內藤 湖南 膊± を 始め 皆ヮ 
巧の 化 話を をけ、 巧國巧 道の 專 
巧 あの 間には ヮ 氏の i はよ く か 
ら れてゐ る。 尙 はホ國 ではを を 
ア八 フレッド •ノッブ 普 巧から 
發 巧され る當 である。 

靑葉會 競 お 

を 員 かを 志を 加歡迎 
八 巧 中旬 ボア ドン •シテ ー じ 
於て を 米 パブリック •リンクが 
巧 あの 撰 手 爭衛戰 を 巧 ふ； どな 
つて ゐ るが、 ま 懼ち侧 の M 育 ミ 
ユニ シバ片 •ゴ A フ協 食に 巧て 
相當經 巷の 負扭 をす る i どなる 
ので 邦人げ 巧 家の 閣化靑 葉會じ 
を涉 する 處あ 6、 殺 U くこ もサ 
五名 W 上参郝 した 競技 會を 開き 
會费 一 巧 宛を 徵 がして ミ ユニシ 
バ八 •ゴ八 フ協會 じを 付して 吳 
れ i ば 一等 巧び 二等を 賞 者 じは 
同協會 から ゴ 八フ •クラブ ーネ 
巧を 賞ぃ iw して お 贈 するどい ふ 
ので、 明 日曜 U 午前 お 時 十五を 
から ゲ アンコ I ト ランド を圃 の 
リンクで 臨が 競技 會を開 惟ず る 
i ごな つ わ。 當 H は同會 々員 0 

外の パプ リック • 9 ンクが 球 家 

の お 場を も歡迎 する ホで、 化'^ 

ンデキ ャップは 當日焼 技 前 幹事 

が决 をす る當 である •か 化 山が 服 

巧會 、を ホが 服 化から も ニブカ 

アを 一足 宛を ネットの 最巧 おを 

じ 贈呈す る 旨 申し出でが あつた 

ごい ふり 


福 田ホづ 驚れ 

淸水も 敗る 

巧 旧 五 回 戰じ乂 る 

メト n 庭球 戰々 况 

巧 ホ ベィ •リツ デ じが' ける メ 

トロ ボリ タン •グラス •コ ■ — 卜庭 

球 撰 手 權戰じ 出 壌 中の H 本 撰 手 

は. 席 西を 残して 化は 悉く 敗戰し 

じ。 福 旧け 第一 二回 戰で ビン ゼン 

の ツィ スト •チ i ビスに 檔 まさ 

れて 六！ 二、 六！ S で慘败 し、 

淸 水は 第一 二回 興を 邱ら がけて 第 

四 回 戰じ這 入つ たが 木曜 H 午後 

ド クタ ■ — •キンクの じめ 六— 四 

五 1 と、 六— 四で こむ X 同 庭球 

徵 ょち 颗逐 された。 唯殘 るは お 

旧 だけで 巧 田は 第 四间戰 K バレ 

ドを 六 I 】 、 六 1 二 じて 败ら裝 

五 巧 锁じ入 6 て 金曜 H 午後 四時 

V ナヤ 1 ド ご 優勝 戰に 入る 資格 

をず つねが 本稿 締切 迄には 成績 

は 未詳で あつた。 淸水割 キング 

の 試合は キング 先 づ篤ー セット 

を 化め、 第ニ セッ トもリ ー ドし 

てむ たが 淸水 盛ら 返して と！ 五 

で 勝 も、 巧 勝 セッ トじ乂 ちて 淸 

，水は キングに 9 1 ドされ つ 5 も 

ジリ-^ ど 巧 b 崩して 進んだ が 

遂に 効を 奏しな かつた。 

な 桑巧廊 氏が 

破 構の 名譽 

水泳の 試驗 じを 格 

前 ル 楷商巧 水み 部の ホ將 及び 

nl チで あら、 大り本 化 脊協會 

段 じて 今网小 樽ホ囑 巧で 水泳 術 

硏 兜の ため シカゴを 巧ら 出し じ 

な 化に 滞が 巾で あつた 商を ホ郎 


- — ^― — — 

The M お 加 ishi 扣 化 LM . 

拉 QUOTABLE BLDG. 

じり Broadway， New York 
Telephone R が tor 9 が 3 ぶ S 


THE MITSUI BANK , LTD . 

— ■RIE :巧ぞ みみに 
' Room No. 1012, 

61 Kruadway, N. Y . じ 
下 el. Bowling Green 344() 


THE FUJIMOTO 
な 削 BITO 閒 .， ! W . 

12 り B’w が N. Y . むけ 
Rec わ r '2416-3339 


Tile Sumitomo Bank , Lid . 

NEW YORK A 。 技 N じ : Y 
149 Broadway 
Tel. Hanov げ 7444 -74 が 


r^ilT Y 芭 k を を も 

Specie 扣 化, L が 


Equitable 則 お • fU. 
Phone Rector 2550 


I r お BankWhiw が， Li ん 

〜 ぶ ooni り 8 

Renne ひ son Investing Bldg.. 
1 が Broadway, N. Y. 
Tel. Cortlandt 7 が 2 - お -34 


TaiyoT 巧 iiin が Oi , lnc , 

Impor い . が 免 权 xpo け 6 け 

U、1 fifth Ave., N. V. 
Tol. Stuyvosunt 3823-5 

327 W. Madison ながが , 
Chi a?。' 川 inoi 。 


H . 化 M ) ER & が 化 

側 PORTERS 
TO け， SQL は， な VOR もけ B 
なが 帥 ABLE NOVELTIES 
132-134 な RK ROW 
BET. PEARL AND 刖 が E STREET 

PHONE WORTH 1322-6038 


WALKER & FLOeiB 

CU が OM TAILORS 

20 DEY ST., NEW YORK 

Near Chmrch St. 

TEL COST し ANDT 7667 


O.S.K. Line 

大敝 商 船 會 社 

Room 603 む n 肌 ! Bldg., 

; 25 Broadway, New York City, 

i lel. Bowling むが n 的 お 


社 會船郵 本 H 

店ち 育 紐 

3-10 Bridge St. New York Ci わ 
Telephone Bowling Green 22S を 

へ,、 へ‘ '^'s 、 、 、〜 

店 支ルト ヤシ 

Coiman Building Seattle. Wash. 




MO 圓瞧 邮 化.， I 化. 

63 ぶ 6-5: か ’. ‘2 か d J'U. 
New York City 
Te し Gramacy 385 り 


社 會式株 船 薇洋東 

T . K . K . 


NEW YORK OFFICE ： 

Hoorn 801-80 邑 ， 165 Broadway 

PHONE. CORTLANDT 8047 

San ド rancUco Office : 郎 i Mark がみ 

帆 化 港を 

なお 米 南 巧が ホ 化 


巧 本を 一 億 お 
巧込濟 資本を み 千 巧 圓 
秘 立 を 五 千 六が お 0 

|« 一二 井 銀行— ま 巧 

本 か 束 京巿目 本が お 駿河町 一 
ち 巧 小が 日本 橋 丸の きお 巧 
名を 庵 巧 郁 大阪西 (大巧 
神 戶廣島 下脚 巧 司を 松 
な 岡を が 上 おおを を 頁 


か國爲 を、 鄕里 送を、 ホ 送を、 信用 化み 化 
一肢 がが 業務 精々 御 巧 利 じ 化 巧 巧 申 お 

本 そ 巧 を 京： 本 巧* 大 腰、 神戶 、巧 都 
巧 化が. 名を 崖， 小 梅、 上 お、 倫敦 


弘賴ん W ザ貨ぶ 4"^ なよ み 息 年 ホみ 


g 賊臺灣 銀行# 出張所 

►郷里 送を 及びを をを (がぞ を 巧}、 外圃 
爲 替質貿 、荷 持な 化 組 取ぞ辱 用が を 
け 等 一 股 銀け 藥務 御樓巧 じがが 巧 化 お 
▼树は詳細は御爐厳^:*く御間<^下度ぉ 


(定期 


本店 

おを 一述也 


、が貨五十圓'3吐ゴ八ヶ^^^^ 
/ 利息：：； rr :::： 年 六を」 ー ニヶ 年な 內 

i !' kf >^—1 > » ^ ♦ - il * ft —% • • 


.「巧 貨 五十 圓な * 

/ 巧 圓 じが H ホ ー 錢二お 

(化 シを千 凹な-下 ノ おな 巧を" 巧 利 A ) i 

機濱ぶ 金銀 巧. が 育る 巧 一 


鄉 あを 金は がて 無手 數巧 じて 當 
巧 巧演本 巧が も 送を ホ 化が 申 あ 


社長 男爵 住ぶ 吉左巧 巧 
本 巧 大度 化 濱五了 目 
が 育 支 おが 育ブ U 1 ドウ S 1 な 四十 化を 

|賊 巧な 銀 巧 

東を、 橫 あ、 をを 崖、 巧 郁、 神戶 
尾ノ 道、 廣 島、 吳 、柳 ホ 下ノ潮 
巧 司、 小 倉、 若松、 槐夕 、化 留ホ等 
み國預 を、 颊里 送を 等は 賴め 
て 御 使 利 迅速に 御 化が 可 申 お 



藤本 證券 會社 

’ 一 がか 借 証券 ノ賓 買、 引を’ 募 お 
▲を飄 、二が 二と 瞄ス グー 切 ノ業巧 

S 藤本 ビル 711 銀 巧 
巧 育 ぉ 張が 1 


雜貨 


陶破器 
ゾ ー グ卸質 


\JV トラ イク 1 •ン產 うを- 

@ 太洋賓 易げ ホ會社 


支 化 巾烘を ボス 


夏 瘍グ！ ム 向.. 

夏 藉ゲ I ム向お 具即も おげ、 歐洲お 輸入 
を满 小物 雜貨類 殊に ゥォ ー キング、 ヶー 
ンは最 を 流が みもの 化 揃へ 口 本人 顧を を 
歡迎 いたします。 

直輸入 元 

リ ^夕 エン ト ソンス 薛餘日 


日本 紳± がみの 洋服 

= 御 注文は 當 店 へ = 

弊舖は 多年 當化 日本 お 築が 貪 員、 おれ、 會 
社 貸方の 御 お 腿を 調製して 居ち ょず。 

新型、 栽 巧の 巧 服、 外 奪の 注文 仕 立は 廉が 

で 御用 命じ 應 じます。 

ウネ 力 ふント 

フリ リオが 服 巧 


シアトル か 帆、 出帆 午 お 十が、 


お 

橫 

加 

伊 


脚 化 
濱乂 
賀乂 
豫乂 


八 巧 化と 日 
九ち 十八 H 
十 巧 九日 
.十 巧 サ乂 H 


U 本 巧が を 運賃 巧 率 
一等 橫濱 一九 五 巧 神 ぉ 110 お 巧 
三一 等洋を 五十と 巧 かを 五十 五 弗 

歐满 U 本 牌 客船 (每巧 一画', 
输 おょゎ 一等な 五 巧、 二等と 十 
磅 、お 巧 塞ょ b 1 等 九十と 磅 
二等 六十 ホ 巧。 

が窝岀 か邑を 馬が 由 0 本む 致 蛹が！ 月二柯 


船较 
を 西 
はお 

坂 W 
本 側 
を 化 
小 C 
带卜 
物 I さ 
ぶい 


ン 


作 出帆 


十の H 

かち 日 


ろん でん 化 八ち 
あら ぞな义 八 巧 
▼一等 横窝 一九と 巧 

化し ばりす かろん 夕 丸は-丘 五 巧 
▼一二 等 日本 巧 ■五 五 巧ぎ 室 大巧を 菜が 室夕 巧 
▼御を 基に 巧り 一等 割かせ 巧が 巧妓巧 W を R 

a ス アン ゼ火ス 出帆 

ばな ま 化 八月 十， 〔 
はわい 义 八 巧手： 

▼一等 巧を ょじら 化 巧哇化 一光ぶ 巧 

化 化 はんて-一々 带半 
ご專 日本 巧 まじら か ホを み 巧 寡 化 化 おが キ 
▼ み巧堤ぉ；け3?^切巧ほまを席入化树か巧リぉ 
►■が 育 線 パナマ 悼 ホ U 本ち 物 お 8 1 晒 


ド 



9 

rk 

大 

化 

四 

か 

セ 

月 


篡 督敎國 を微臟 して 

平和の 維持を 提嗯 

おお 問題の 解 ホを 迫ろ 副 島 伯' 


LL 


社 


b 

巧 


14 J 

巧 

意 

干 

百 

六 


號 


4 


桃 育 州シャ トク ヮホ じが' ぃも 
米 固 基を お々 食聯 阻ま 雌の 『基 
を おょら 化た & 菌陈脚 係」 食 誰 

はを お 巧附 J 開會本 U をな て閉 

I をされ たが 猩じホ おも 大 をのが 
I 聘じ あじて ホ 米し わ 伯 巧 副廣道 
I 正を はまる 二十 S 口 該を證 に 出 

I おして 基督を 固に おする 云乂 喪 

求な るら のを 提唱し 第二が 縮 食 

講を東 まに 郎 きて-列 固の 武装を 

保巧じ制おするミ、 ぞ那の阿ホ 

問題を がみして 凹 低のを 化を 救 

ふ i おにを お 問題を と當じ 按排 

一して U 米の ぶ 交を 恢 化ず るを は 

平和維持の 化 本 萬で ある ど 論じ 

たが、 副 島 伯は 開口 乂闕 大使 ゥ 

ッズ 巧の 震災 當 巧に 於け る 活動 

をが 楊 L て米闕 々にの 時 趣 ど 仁 

俠 どを 謝し ホで 左の かき 得意の 

武装 制限 論を 試みた。 

A A A 

化界大 殺は 人が の歷 あじが け 

る 最後の 殺ず である どち へられ 

た。 而 して ホ 盛頓會 能は 华耶の 

福音で あると 考 へ， i' いた。 なる 

じ 化戰條 約： 締結され て 0 巧旣 

に 六 年 華盛顿 協約 •かお 立して か 

らおに S 年を 經 たがを 化 巧は 依 

一然ご I て 武装せ る キヤ ンブ どし 

又が な，.. 昭 雪は 天の； 巧に 淺を 

i する。 國お的 動員 ごか、 大が模 

_ の お 軍 演習 ごか 云 ふみ 威 巧 動 や 

i 國 隙間の が 視 、猫 疑 どか 其 他の 

一巧み にあ <别 威の 紛 ずは 常 じ 化 

巧の 孰む かの 部み じ おゆる 違が 

k。 い。 巧國巧 互の 殻 觀視讓 はが 

i 跑 情を を生ゼ しめ 化好咸 情は ホ 

化がず かの 最善な が 降 どなる ベ 

きがを 然 である。 武装 的ず 和な 

_V/J ど稱 ずを ものは あち 得べ から 

i ざる 時化 錯誤 じして 武装の 競ず 

一は 武知 衝突の 巧 曲を 奏する じか 

I ならぬ。 歷 をは 繰 返 すらので あ 

! る ご 言： 一れ て おる 涩ろ利 國が今 

リの狀 態 V- 繼績 するならば： をら 

じ 執らし き 川が 大徵 かを. 〇其械 

大 革命を 誘致して 現 化 文明は 終 

馬を 吿 ぐるに まろで あらぅ。 其 

時化 じリ つて 化 巧の 化 督を會 だ 

大避 疾呼して がか 協調を 唱 へて 

も 事 化 じ遲矣 である。 故— 諸を 

は 速 かに 带備の 制限を 說 くど 共 

じ 進む で 则國が 互の ぶ 裝的必 巧 

を， 冶き まらねば なら 拍。 

. A A A 

副を 伯は おら；* 排 n 移 sif が じ 

對—ホ 裸々 にが 不 化を 指摘し t 

曰 < 『予は 乂國 •^獨 b が をん 柿 

のみならず 、世界の 都ての 人 巧 

の 移民 ごして 入歯す るを 裳 遇す 

る權利 K 異節 をが わ 者では むい 

米 齒の觸 ずる 限 b にがては 移 怯 

間 題は 單 純む る闕み 問趙 であろ 

からおし 米閱 かが 色人邱 .を 除斥 

する が 瞬 じ 巧した ど 云 ふなら ば 

夫れ は 乂跑の おする ぶを。 自も 

である。 おし义十ザ後に乂國；^, 

白色 人が さへ も 巧. る 移 S {ごし 

てん 國 だしめ ないど 巧ぶ する；； 0 

らば 化 ホを じ 巧して 轨 "の 園 も 

抗进 を；： は 出 ホ。、。 を洲 

は少 蚊の 人口を がする 大風で あ 

るが もな 一! は 巧國よ bs 巧に を 


すら 悅ば じいので ある。 千 八が 
二十 年 W 降 米 防は 約 二一 でぶ 内を 

の外闕 人に 我して 入 巧た 許み し 

た 《 彼 巧の もる 部を は駕 まし か 
ら n 巧 お 知が K であつ た ==而 し 
てを のみす 萬 人は 過去 十五 年間 
じ乂歐 したので あつて 米 國が化 
急激；：：* る W 励 人の 入阁あ 加牵じ 
驚かされ 割 當移比 ホを 化つ たの 
は自 化の 成 わで ある。 化 割當移 
民法に：^ ゎて H 本 移民を 入國せ 
しむる ピ せじ 其數は 一年 傷 かじ 
问四 十六 人で ゎる。 がら ば假 b 

に H 本 移民 がら 人 移民 ど 競ず し 

てを 督を する じ 6 よ、 彼等は 彼 

绿 自身 群居 マる じせよ 义は米 人 

V- 间 化せざる じせよ 一億の 人口 

じ對 時して か 巧なる 害毒を 巧へ 

得 やぅ か、 が 年後 じがても 僅か 

じ 一 萬 四千 六 白人を 超過し ない 

大 おの 一滿 である。 

A A A 

織て： 個 年 六十 萬の 人口 增か 

を 見る H 本 ごして は 一一 年む 四十 

六 人の 移民を 米國に 送つ ゎごて 

人口問題 解决 の-助 どらなら な 

い。 がら ば 何故 じ U 本幽 氏け 排 

U 問題を 临し < お 扱 ふので ある 

か。 が Wi? れば 日本人は 威 情 的 

画 技で あつて 如何なる 侮择 にを 

しても 銳敏 な威受 性を 持つ て 居 

る。 就 小な 患 じ 典 へられむ 侮辱 

である W 咸中 i 時には 巧して ホ 

然 レら 得ない 踐 なで ある。 所謂 

米國 のが リを氏 法 じ 離しても 或 

るが をの 日本人な 巧 量され た 侮 

碌 である ど 信じが 四十 六 人の 移 

民 入 圍が米 國の政 お 的 經濟め 脅 

威で ある ごは 信 こない。 彼等は 

を ふ 米國は 强ゐて 日本の 巧夕を 

耗 放し 基督 敎ま 義を敎 .ゆる 爲め _ 

じ 過 ま 五十 年間 お 千^ 宣を 姉を 

棟 東に 送らながら H 本人が がを 

人 補で ある 理由の 下に 吾々 を排 

巧す る。 ホ 人の 正義、 を 半の 觀 

をは 抑々 何處 じある の だと。 是 

れ 予 の遣憾 どす る 事 質で あ 

所謂 学 常 頓會灌 のが お： が 俳り 法 

じ 化 b て 失 はれる のけ 大 なる 損 

害で ある。 a； 本の お 外 硬 論者は 

機乘 すべし‘、」 て彿义 熱を がら 

わごし .t ちる. かが 等は 無力で も 

るから何事もなし得^:*い であら 

けれ 共 おし ホ國が 差別 的 ホ 法 

を 修正す る U らば 化 反動 どして 

彼等は ホ闽を 正義 どるが ごの 巧 

手であるど疫めもぎるじ違ひ；^ 

いが 予は諸 パに 訴 へて 义國か 適 

正なる 国際の 搬 藻を H 本 じ' がさ 

れレ^を堪まざるを得^:^い』 ど 

國際激 船から 

謝狀が 到着 

味 福 化を をの 頌化 

本年 H 巧 か】：：： 加 糸义沖 じが 

て 化を した 菌 隙な 船會か 所お貨 

物 船 ホ 福乂遺 難船 負 逆 族に おす 

るが 慰みを 當が 同社 糾脊 出银所 

を 經て屯 送せ るは 旣 報の 如くで 

あるが 紳戶间 本社よ 6 六 巧 化 一 

日 かを W てぶ 5 謝が •か 到嘗 した 

誰を な 御 降：； I 本な が 陳巧ま 叫 

弓 一十一り 化ん 阳げノ ゲアス 


コ シア 沖に 於て 化沒 せる 社 船 
ホ 極 化 乘組确 難ち じ 削して は 
多大の 御 同 巧を 鹏 b 殊じ道 族 
の 爲めボ 慰を を 裳染ゼ られ奥 
大； る賊 出かを 脊 せられ 候 段 
本社は 岡ょ b 遺族 一间の 慰を 
く强激 ごけを 紙に 盗し 難き も 
のれ 之 お 追て 該を おは 適當の 
方法を をめ 迟族 じか 配 可 致が 
先は 脚 巧 志 難が 拜ま 御禮 ホと 
巧 如 化に 御座 お匆 々敬み 


禮拜 及び 魄餐式 

お 巧 H 本人 ぉな 敎 をでは 明 H 

赌 午後 八 時ょ ら婉拜 及び まの 晚 

餐 まを 擧 巧す る もで もる がグ 
グラムは 讚 実 歌を 二 0 八 番を增 

じ 始まり 祈 勝、 聖書 朗蘭 等を 終 

b て 川 島 牧師の 說敎が あ b ホで 
晚餐 まじ 移ら をら じ讚奠 歌を 唱 

祝禱を W て脚會 する 順序で あ 


每夕 新聞ち 惟 

'觀 光圍 渡米 

東を お 夕お閒 社 ま 催 觀ホ脚 渡 
ホのを わる もな 豫ても 半が 沿岸 
地方 じ 報せられ て 居む 所で ある 
がまる 二十； IU 當 化ち 洋激 船會 
お 出張所 接 手の 報道 じ 化れば 一 I 
巧は 间 お々 長 水 村 政み 郞 氏な 下 
十六ぶ で 本 月 十 一 H 漠淸 出帆の 
をが 化 じ® 乗 二-;- よ H 着 桑の 豫 
ま V. ‘閲 地を 振 b 出し じ 南 加州を 
經て東 郁を 巡遊し 八 巧 十四 H 羅 
府 出帆の 巧 比巧亞 化か ホは 化 巧 i 

日を 湛 出帆の 太げ 化に て歸辨 
ィる計 蕾なる も 一け の 巧 あは 左 
の 如し 0 

政ぶ 會化號 レ 木 か 政巧郎 
夫人 ィ子 
息 を 司 
息 湯 一一 
息 達； 二 

女 愛子 

堤 巧 k お 帥 高木 鉛 子 

が夕 記者 旧口憲 I 二 

橫濱ホ 會遙員 高木よ 郞 

地 ま が 旧 增お郎 

河 巧 を 純 

借 お 山 木大善 

元 星 製藥營 業が 長 大躁 I 

度 應をホ ぶ當 一郞 

が 本 キヨ子 

外 一名 


♦石 川 登 盛に 朝が 總督 巧普務 

局 保を 謀ち、 去る サ I 日 着 紐 巧 

巧 八リ 渡英の 窜。 

♦巧 衬德 太郞巧 貿易商、 まる 
': i = i り 歐洲ょ b 着が ホ け 一 日齡 
朝の 途じ就 < も。 

♦佐 おと 太郞氏 朝鮮 總督府 事 
務官 、サ ー日 着が ホ 月 八日 渡歐 

H 曜說敎 

♦が 育 H 本人 敎會 
『何を 見し や』 淸 水が 師 


み 港 英語 學 校々 ホ 
を 巧 正 S が 著 

吳話活 法 


發賣 


を 偕 青 巧 化が 他 挪稅が 他 
著を が 本# を 編纂せ る 巧 0 は 靴 
を 隔て、 をき を おくの 感 あるを 
語會 話を 巧 用 せんごす る 謗 子に 
六ヶ 巧の が 時日を 0 て 日常の 會 
話 差 ホな きを 補 せんごず、 なじ 
スラング、 ィデ オム 及び グロフ 

エン 語句を 入れて 其眞 意を 解す 
る懐警 がせ b 。 

S. ジ shino, 1693 Ams 重 am A 吉 . N' Y. 

0 0 写 空で I T 至ブ ading no- 044th 苗) 


洋食 巧賣渡 ぇ年經 

替せ るア.ハ！トメント、 レスト 

タント 都な 上 大ま急 封 渡し じ！- 
家賃 フリー 夫締着 じは 至 株 適を 

H. Hashimoto , 118 W 72 nd S 三 さ 
TeL す dicott 8 芝 5 


家具 附 


T 


費度^六宰骇殿 

スチ I ムヒ .ート 、^ツ トウ オ^— 

夕 I 。 家賃 六十 五 ホ懊 利の 煤 所 
西 六十 六 了 目 四 こを 【田が】 


家具 附 


ア ハ— トメ ント 

丸 巧が 旬 迄 貸し 
度 •し 壌所ょ J 西な 四十 一 了 目ち 巧 


番 、リバ サイド、 


ラ 


•ヴ槪 近 じ 


て 地下線に 近し、 委細は 左 じ 
flasaka , 洁 0 W . ご 呈 St 
ジ 1. 3 i 忌 si を 7 S 3 


貸 室 

一時 前 じ 御 話しを b たし。 

夏 iba 量， 夏 7 运 - ih st - 
Api . l . Tel Audubon 7 芸〇 


貸 室 淸 潔；^ 偶 利の よき 壌 

所 一人 乃 ま 二人 向きの 塞 あら 電 

話は プラザ ニ 六と 一豬 

SJOf- だ 5w..111thsi. 音 こ 1 


貸 自働車 

市中 御案內 

ピクニック 

と人乘 ら八シ 9 ンダド 旅け 車 
時間 或は 一 H 

極めて 低廉の 御费 用に て 御 便 

瓷を圆 らます 

严 き 夏 吉ぺ 产 8 去. 臺 si. 

Tei. Clarks ミ 12 を 



急 吿 

費 府大博 覽會円 本が 


ゲーム 類は まな じ 取 定め こ 必要 あ 之す 取 

か 其 柿 類を 

玉 コロ ガシ 玉 コロ S 思 

先ノ 競走 競馬 宮働車 競を 

ス 4ー ボ — バ 風船 玉 ゲ^ 4 

射的 奎氣鮮 ケ — ン ラック 

ダル マゲ i 厶 桃ゲ — 厶 

ヵバ ゼ スポットが 掛輪投 

其 他 類似 ノ モノ 

等 どなす 討畫 じて 目す 常 局 V を 涉中じ 候 

間 化路を 逸せず ホ 急 御 申 这相成 度 お 化 

.ホ 國蹤立 巧ぶ 十 年 記念 お 厨 大巧 覽會 

口 本部 コン セツ シヨ ナア 

香 西龍雜 

》 E . 1 だを StN . Y . C . 

コン セツ シヨ ン種頓 

興 裝物賣 巧 喫茶店 寫眞屋 

煎 餅屋 植木屋 を 魚屋 

レスト クント ソフトドリンク 

諸 ダ！ ム u 木 飯 犀 其 他 


i 週 お 巧 及 八 巧、 I 
人 又は 二 入 じ 適す、 
市廳 へ 十かタ ィムススクエ^ — 
へ か 五 巧 お 話々 ン バラン ド 呈ーコ ー 
1 芝 喜 St, Bily。 黒 崎 おず 


巧ぶ 直し 

閑 化けを 巧？ し 摇ひ化 化 直し 其 
化 •っ r ス 等/速 巧喀 じ勉强 致し 
ま夕ら 御用 かを 願 ひます 

日本 洋服 巧 

暫 十ん 了 目 ご 一巧 蕃 

.お n ロム バス 四 $ 一一 

碱綠所 開業 

げ贴， 糾呀ム ー _ グ 類は ドラィ 
クブ —- 1 ンソ- プレス 及び 染更 
へ、 なて を 一切 安 < 巧麗じ 
致し f 。 ^ は如柯 U るが 注 
交 もげず じす 致し 主ず 其化ユ 

ヵマみ 山 ホえ あ b ます。 

一， 狀ホ戴 縫 所 

一 128W . 量 hsu . y . c . 

巧が 省を 加 巧を 認 

庞鞭 反 按摩 術 

ホ 巧秀子 
明ぷがを ッ サ ー ジ 術 の 岀巧 
をな の黎 めじ 應 じます。 

お 話 1 ザ 七 1 ドラ 术查を 

巧' だち 于昼 一一む 十 二番 


ピアノ、 ゲ 
アキ オ ジン 


音 樂敎授 

獨 唱歌 巧 業を ヶ H 《弗 (一週 一迴 
西 六十 五 了 目 東 巧巧诗 階上 
が 池 拖太郞 


1 J! . 'It — 

w 田々 ♦ミミ 田 -^ 一 


|一. 


» 


紐 脊^ 命が 横會社 

ご 一木を ま 

J 保險 


/ York L,ife I 日 sura 日 ce Co 
51 ohpmtiersst こ 
乂 aw York City, 
pho ミ. FrankUn を 含 

巧 xchp 口の e »さ》 を 


■ 




夏場 向新 猜割着 

特 に ダ ー ム 向陶器雜增議淨山取揃居り 
候 間倍舊 御用 命 願 h 候； 

森 村 K ブザ 1 ス 

_ .. 

20 巧 5 CRA 巧 ros ., wnp 
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プク イアン 

政 も 刷新ぶ 逝く 

米齒 けがの 「コン モン ナ —J 

をのてから い、 ぶが 火が 谢が補 

どい ふ诗 巧の 持まで わるは ま 鶏^ 

の 領袖 ゥネ ブ アム •ジ で ニン ダ 

ゾラ イアン 巧は、 ブニシ t 州 デ 

! トンのを をに 卒去した。 獲に 

はお か 蘇の 反ぶ 班 どして 联 扱け 

れた 「人民の ぶ』 ラフ ォ ー レッ 

卜 巧を 化が に 送 ゎ々 ホ、 氏よ 裁 

の' X ぶな である ブライアン 氏 も 

む玉樓 中の 人と なつて、 乂閒の 

もがは 寂奠 たるら の^わる。 

鄕お ネブラスカ 州 じがて すら 

お ホ 巧の 所謂 ボッス た b 能は や 

居を フ 。リダ 州 じがず も、 化が 

じ る ブ レ 1 ン • デ モ ク ラ ツ ト で 

あち、 を ホが どして は谨 かに 四 

年ので 院畿 良な 巧を 送ら、 ゥキ 

作 ソン 內閣 にがては 厨務を 官ご 

して、 而 かも ルを 官た b 能は さ 

b し 化 人が’ 巧が 义び 西が の デ 

: モク ラン） を 化 おして、 氏ホ黨 

-の 政を を 左を し、 恐るべき 政を 

的 勢力を あがし つ、 あつた 所 U 

は、； にか A の 挫い 政治的、 を 

お 的 信を か 巧みを W るの 資格を 

具 楠し、 をの 隱熙が 『コン モン 

ナ ー』 じがる 筆の 力 ど、 が瑞玉 

のかき な 人の 雄 辯' が、 をれ 等の 

凡ゆる 條 かを - k ホ じ 示し 得た お 

巧で わろぅ 0 

氏 まな 乂統械 候補 ごして マッ 

キン ン斗 氏に 敗る {こと 二 0 夕 

卜氏じ 中 おのが を 獲^れし こ 

一 凹、 國務 長ち どして はが か 

も カリフ ォ八 ニヤ 讯の學 重 事 か 

の 突を をを る じ ま b 、 自ら 加州 

幾會じ 赴いて これ か 逆 過 防 化を 

針 b しもみ 化し、 乂闕 の お獨昔 

戦 じ 巧 おして 遂に 贼務 投官 のを 

贼を齡 する に まつた 氏の なを 的 

巧綻 は、 失 化の 一言を W てあし 

稱 るが、 而 からを の ザ 面に 於て 

氏が いかじ ホ かを 叙を しつ： あ 

つた かを 知る じ 化るべく、 がら 

にを 米 巧： 地 化め 制を に銳 ては 巧 

じあら て克く お關巧 力、 これを 

ぶ 化し K るが 如き、 今 阿の 進化 

I 进 じがても 化 人の 思想と をの 利 

謝じ對 する 批が はが どして、 巧 

-し くも；. 善 j ど 信 やる 目のに 巧し 

は、 柯 をの 雌を、 ホ雞 じ： g ず 

る こご く、 を捣 力を これ-し 染 

化して 较閒 しつ i あつた 氏のを 

涯 ょ、 ブデ 1 •口— 乂ブ で瓜卜 

I 氏の 巧猛 惟、 ラフ ォ ー レット 巧 

の閒 ぃ 的 粘 神に お 比して、 巧 等 

の 遜色を 見 中。 ボブ チカ^ •レ 

フォー マ ー どしての 故人の けが 

< は 後 化が 脚旌 おじ 燦 たる 一な を 

加わたら のど 云 ひ 巧る であら こ 

巧の か < 化 人の 借を の 力は、 

政治 •を お、 社會の 諸相に 就て 

到る ごころ じ 突が 的關巧 巧を 巧 

がし じだけ* レ、 一つの 巧 姐じ對 


ずろ なな 化に 乏しく、 「狹扳 j み 

非が を 巧け つ i もつ たこ ごは、 

わ わを も亦ネ 救の 义國識 ち ど 同 
がで あるが、 而 かもが のかき け 
おろ 故ん の 人間 ホを ホ 裸々 にお 
した もの どして、 わ；； 等は ホが 
。邪を。 く、 巧れ き淸廉 なる 
人 どしての ブライアン にを 見る 
どが 化 ホる。 

曾ては H 本 じら ホ 遊して u 本 


朗 巧の ±ピ 巧契踐 から や、 おら 
じ义國 .3 排 U 問 越に 就 瘡圆巧 
力した 化 人に おして-われ 等は 
あ、 むょ b を^ 死 悼まざる を 得 
k い。 巧に 况ん やを 銭み 治の 辨 
に中靖 されて おる 現 化 じがて、 
期の かき 神 想の 人、 信念の 人を 
失つ じィ J いふ こど をれ ぶ 身は、 


旣 じわれ 等の 損失 ごして ' r 故人 
の ホ 巧を お 慕せ ざるを 得^。 


信念の 人武 雷を 巧 

义蝴 政が の 一 惑が で 引. 戰 諭を^ 一 

デイト ン ニ十六ぃを^テネシー州^がける反進化論法.煤||の 
括め： J お 齢 ど 炎 叙を 顧みず 海關 中で あつた ゥイ 9 アム •ジタン 
ング •ブライアン 氏は り 確 n 午後の 時 S 十 かな 巧滯が 中の"！^ 
苗に 當 てられた る 親友 9 チャ ー ド • n ジャ アマ 巧の 邸を じ 於'^ 
午嘘中腮溢化に毀はれて何の苦悶も^:^<:牛かの裡じ忽爲どしv\ 
を 化した。 昨 出 幡 H 武 氏は、 ゥインチで スタ！ じあき おでの 體 

衆の 前に 义 つて 将 意の 雄 辯を が ひ、 おじを 陶 におつ て 反 進化論 

立法の 大速邮 を輔始 する 計 劑を樹 てつ i あつじので あるが、 巧 

の 巧 脚を ザめ た 招 因け ホ 十 お 歳のを 齢を 0 つて テネシ I の 炎 叙 

ご圃 ひつ、、 進化論な 巧に 翩 して 過激の 活動を なしを つ をら じ 
神 系を 巧した 結 架で ある ご 云 はれて おる。 武带 を 巧の 巧け 破め 
て靜じ挂つおがで、 巧巧ポーチ の椅子じ憩ひつ；あつね夫人ぅ 

へ もを れを氣 付か や自働 单連轉 手の マッヵ ア トネー が お 見して 

醫 姉を 呼びた るげ は旣じ 位臟の 活動が 停 化して ょ bs 四十を を 

經 過して 焊 た。 葬式は 武 化が 化 中の 親友に して 前 闕務省 官房長 

たらし ベン •デゲ イスに の翰旋 にがつて 执 巧され る舊 であるが 

をの 遺 おは 巧米戰 ずの 戰十 どして 举 府アー リントン 篡 化に 埋葬 

ずる 豫 をで ある。 


日 法 緩 かに 巧 力した けれども 竟 
じん 势を 制ず る こごは 出 ホな か 
つじ。 八シ タニア お 化 問 强じ隅 
し 乂統做 ゥィルソン どみ 策を 巧 
じし 絶掛 平和主義を 毁 明して み 
削を 去つ じが 

彼い 言論は 獨喬幽 側 

を 辯 遽づ么 ものな b VJ の 批評を 
おき W ホ 政 街 家 どしての 製留を 
大 じ央懂 しむ 觀を呈 した。 をれ 
な 後 も 化は 义 励が をの 惑星 ごし 
てが 閒雜 誌、 稱說 等の ホ 段に 化 


つて 一大 ホ 区 どして 見逃ず ベ か 
ら ざる 化 食 的 议び扱 治的姆 力を 
々 L て 居た が、 晚巧フ ヮンダ メ 
ン タリ K 卜 のを 化 鋒 どな b て热 
烈 U る 信を の 人 どしての 眞骨现 
を 示した ので ある。 彼 •かで 化が 
お 年 化が 潑 遊の 途じ上 bH 本に 
巧て は 化 ホ 陛下 じ 謁見を 腿は ゎ 
朝野の 歡迎を 受け 且つ 早稱 旧に 
.隻脚 伯を 訪 間して 瓦に 得意のを 
巧亩 をが つじのは お 名 が 詰 ミ 
して 傅 へられて 居る。 


問題の 稅制 整理 案 

護憲 內闕の 危機 茲に 端を 發ず 

東京 特電 か 八 U 發 u 化憲兩 派の 協調 决 なは 時機の 問題と 瓶ら 
れつ 一 ぁるが おし 化ぶ 會 出身の 閣僚 じして 解職 するどせば 化の 
形式は 化 年 殿 巧 内闡當 時に がける 板 垣 伯の 先例に 做 ひ 义書上 葵 
のず 域を 轨り辭 職の 理由を 中外 じ 置 明すべく が 部が 化、 宇垣 陸 
相 b がま 閒條辭 職せば 留任せ やとの 事で ぁる。 

本社を 京 特電は 加 藤 首相が 閱 
廉 じがて 本年度の 稅制 整理 妻を 
み 示した る も 政ぶ 派の 閣 憶は 例 
おかお ホの 盧 見を 發 表せず、‘ 巧 
閒ホ 製の 危機 もこ t じ 端を 發>-* 

るど鸿 えたが、 ぞの閱 題の 稅制 
整理 案の 内を は 左の 如き もの で- 

あ も。 _li 

國稅 の體系 


が自 トリ ゲユ ーン 紙が 『一一 岳 

大統領が 補が じ當搜 し、 十六 年 

巧に K つて 一 黨の指 巧者 どして 

の 實權を おつた 政治家は ホ國の 

政黨 おじ ホ だを の 例を を U い』 

ご 指摘した 如く ブライアンは 例 

み 大統領 じ當 選し 特な かつじに 

しても ホ 閣近化 政治 あに 恃 筆す 

べき 翻が であつ わ。 义ゥォ ー グ 

ド 紙が プライ アンの 死 泣 劇的の 

ものは 他 じを 見し 得ない ど 云つ 

たかく、 彼の ゲイ トンに がける 

進化論ぶ 啊じ觸 する 活動は 色々 

の 息が じがて 彼の 死を 一層 光彩 

あら 一 一め たもので ある 〇乂阔 の 

中 かか 巧 じ プライ アンの あが 一 

の 驚 巧の ホを 投げ かけた のは 一 

乂化六 ザのは ホ黨を 國大贫 じが 

て ネブラスカ 州 よら 送られた 一二 

十六な の 

靑 年代 表 か 彼のち おじ 

る r 銀 本 泣 制が 說 J を 試み、 一躍 

ホ 朝 をれ ふて 火 統領 慎 補に 舉げ 

られじ 巧の こどで ある。 斯ぅし 

た 劇的 背な じ 化 b て 一二 巧まで 民 

ホ黨 大統領 お 補に 當 選し ホ國政 

治 化に 類例 K き紀 錄を遞 した ゾ 

ライアンは 一八 六 0 年イ 9 ノイ 

ス如 じが' て 化げ をを 父 ごして 哪 

々の辑 を 描け じ〇イ プノ. イス 大 

學 及びが がわな 体帶 校を 卒 をし 

て 後 彼 U 1 的 問 卵に 於て 化げ お 

格じ化がし^::^^後ネ/ ラ ス ヵ抑 

ブン カー ンホじ お化し-一八 九 一 

年 化處 いらを を國 ド院雜 段に 逃 

出さ 四年閒 をの 巧 子を もめた 

がを の 閒が算 を 巧 巧に 别 してず 


腕を ホし 大じ將 ホを 期 巧され た 

一ん 化 六 年のは ホ 黨大會 は 貨幣 

制 巧 問題の 政綱で 二 派 じみ 裂し 

を 易に 娱補 をを 巧を し 得 W かつ 

たが】 巧プ 氏が なつて . 

銀 本 化 制 ぉ說を 試み •る 

や 衆 幾は 期せ やして I 々壯歧 治 

をの 上に 集 b を も 巧 も 同 黨大會 

の難關 を救濟 ずる こど' が 出 ホた 

僮 かじ 一 壌の 演說じ 化つ て大統 

領條 補の 榮 通を 獲得した こごは 

之 又义國 政治を の 奇蹟 的 ぉ ホ 事 

であるが 彼は 問 年の 政ずに 際し 

一巧 八 千 哪を旅 巧し 六が 巧な 上 

め 逃 舉演說 を 試み 化の 点じが て 

も 前 おの 記錄を 破つ て お 闕した 

をの 後一 九 〇〇 年々 び 一九 〇 八 

年 彼は 両ぉ民 ま薰ぉ 補じ當 選し 

じが 不幸 じして 何が も おか 黨の 

破る 所 ごな b 『ホを ある 敗 化 者』 

どして 永久に 白 畢舘じ 座す るの 

が會 がむ かつた。 一九二 一年に 

コンベンション じ 際し 彼は 自ら 

お础 たる こどを 辭し 終始 

故*^ 統領 ゥィ ごンを 

助けて 戰 つた。 ゥ 氏の 大統領 就 

化 ど 共 じ 彼は 國務卿 ごして 迎へ 

られた^^メキシ コ問題、 加州に 

がける 排 Hi 地 法 問題、 化が 的 

が備 撒應閒 題、 义國の 化が 大戰 

參 加閒尴 巧に 面し 彼のず か 論を 

议び巧 想 ま義者 どしての 面目を 

遇 城 を 巧した。 一九 ニニ 年 

加州の 排 u ± 地 法 制定に 際して 

は ブライアンは 國務卿 VJ して 自 

ら川邮 じ 出張し 知審 度び をの 化 

の排 U 政 お 家 ごが 街して 乂じ挑 


必要なる 經聲を 差 引いた 額を 所 
傳額 ごして 居る か 巧 お 除 率に お 
して 適當 なる 改正を U ず こど 

地 巧の 改化 

課稅 標準を 賃貸 悄憎格 じ 引 商す 
こご じ 就て はを 额の經 養 ご 長い 
u 丹を 耍し實 巧上幽 難なる を 3 
て、 今回は ま S して 田规地 粗の 
親 率を 引下げ 之れ が轉减 を圈る 


m 國稅 の繁は 地租 營業披 を 裳既义 E 

を委讓 して 化 本 的な 正を 加 へん を-葬 積み - J 

どず るめ 說もゐ つたが 調 杳の結 一； 〔一〕 課稅標 掌中に 貸 崖 業 劇場 

联両 祝を 讓は 一、 巧 化を ごして' 及裔雁 等を 新た じ 設定す る こど 

疆設 ずべき 例へ ばが 產巧 巧く は 〔二〕 建顿貸 貸借 懼格 及が 業 貴' 


特調 所得 稅 5 創設' ぃ實 巧が 難で 

ある ど 

11^ 雨 おを 譲の おちを やべき 
歲乂^足 1 慮ーニ千万圓の财源な 
出が® 難で ある どの 理 ホの 下に 
れを實 がせ ざ. る 事 じみ 定 しお 

局國 巧の 體系 どして は 現 巧 所得 

我を改を^て中樞と；：<.し、 之れ 

じ 配す る^ 地租 營裳稅 (勿論 改 

ぶを 加へ-る〕 を 補完 稅ど すら 外 

じ 資本 巧す (公債 社債の 利モ預 

金利 子、 貸を の 利子 株式 配當金 

等) を所祷 枕を 中に 挿入して 垂 

課し 0 て 負 瘡の鼓 正を 圖る こと 

但し 家屋 稅は 地方 稅 ごする こご 

直接 國稅 

所得 殺 巧 正嬰點 

〔一】 是稅 みを 八が 圓 ょら 一千 

圆じ引 上 パる こど 

で 一〕 稅 率のを 正、 現け 法では 

最低 八 パ圓じ おして： 白みの 〇、 

五 最高 四な 巧 園 0 上に 對 して 巧 

みの 一二 十六と かつて ゐ るかが 累 

進 率の 割を か冰所 巧に おしては 

重 < 、大所 得^ 掛 しては 輕 くな 

つて 培る ので、. 一 今 因 をれ じ 對し 

て適當 なる 改正 1- を 加へ 成 巧く 巧 

得 額 じ 比例し 4 る 累進 率 じあず 


等の かき 巧 形 標準を 化 際 成 巧く 


外す &ど共 じ絹媒 物の 課稅 率を 
現 巧 巧の 從傾 一稱 -^6 引 上い 毛 
織物 じ おしては 税率を 引-下げる 
こご 

不を H = 税 jJ 2 

國稚中 現 巧 かの ま i 改化を 加へ 
ざムもの ；中ま^:^るものを祟ぐ 
れぱ 一、 お換 がわ 券 發巧稅 二、 
トン 巧 一二、 取引所 捉 四、 御 糖 消 
費稅 等で ある 

々阿の 親 制 整理の 棘 果が收 どな 
& もの t 中 ま 要なる ものを 擧ぐ 
れば 

綿織物 消叟稱 の廢化 ニモ 五. 
巧圓 、資藥 印紙 稚の廢 化と 
な巧圓 、智视 巧の 廢止 一千 
巧圓 、地 紙の 輕拽約 二 千万 
圓 、が 化合 計 納六千 五六 巧 万 
圓 じして とれ じ對 し增收 とな 
る ものは 化粧 お稅 の 新設 約 
一千 五が 巧圓 、淸 ぶが 巧水稅 
新設 六 酉で 圓 、相 緒 親な 正 
の 結果 一千 万圓 、酒 稅の引 
上 一 千 置： 白で 圓 、巧 搏稱な 
正 $ 結を-約 一千 丑な 巧圓 
其 他を 补約六 千 五六 巧方圓 ごな 
b 大體巧 制潑理 の結裝 としては 
乂體ぉ 初の 方 か あ 9 歲入 上お减 
むき 本 どなつ て 居る。 

H 义 戰爭說 •こ 

英の 惡宣傳 

倫敦 二十 お口發 =0 ン ドン 日 
曜 タイ ムス 紙上に 戰爭研 兜 おな 
る おを で n 乂戰 ずを 豫 想し 『ぶ 
し 兩闕が 衝突せ る 渚 合に 奠國 は' 
采國の ホ 方 たるべし』 ど 頗る 露 


謀稅標が中ょ 〇除外し純收益稅をな惡實饱お瓣が た爽人：^, ぁる 
化する こご 彼の 說じ 從れば 英國が 正面から 
ちご 稅 率じ對 してな ぶを 加へ j - 大海 戰じ 臨むな な 必要は 當かあ 


^ 算定 方 巧じ對 し' 

^巧<之れを統 一 


ご 二】 所得 稅 

てな 正を 加へ 

する こご 

【四】 現 巧 缀二禪 巧 将稅を 個人 

所得 稅じ引 直し 貸本 利 年を 第二 

蹄 所得税 どして 課稅 ずる 方法を 

採る こど 

L 五】 控除 率の 修正 侧人 所得の 

計奠じ 就て は 所得の 禪 類じ攸 b 

一 株式 祀 常を；-^ 讚して は 其六掛 

二 俸給に おしては 一剧巧 至二刮 

をを 除した が 一二、 商工 所得 じ 就 

ては 收 入を 中よ ウ 之れ じを する 


擔の 均衡を 圖るこ く 

.ザ 相 續親改 ぶ . 

社會 政策の 見地 よら 現む 累進 寧 
を 引 ムげ增 收を圖 る こご 

> 鑛業稅 硬： ル 

現わ 法では 鑛际 おの 課 槐標樂 を 
鑛 おの® 積、 鑛產稅 じあら ては 
鑛 巧巧價 格を 0 て課槐 標準 ごし 
て 居る が、 今回 課稅德 準じ 割し 
て適當 なるな 正を なすこと 

通行 稅が續 

通 也 准 巧 論 上 よら をれば 惡稅 

なる ら實 が-^ の 見地’' りすれば 

徵收が 易 じして 納税ぶ が 大した 

苦痛な き 点よ b を稅ピ 姑るべき 

ら のじして 、殊に 收乂關 係より 

すれば 之れ じ 化るべき 一 千巧圃 

の 財源を 化 じ 巧る をを 講 やる こ 

どは 風 難に して 調を 硏 兜の 姑果 

幹事 貪で けこれ を 化 綾す る こど 

じかを した 

間接 國稅 

廢化 ずべき 稅白 

一、 線 織物 お眷稱 

二、 醫她稅 

ご 一、 賣藥 印紙税 

新設の 稅目 

一、 化が お稅 

二、 淸 巧 飲料水 穂 

を 正の 稅目 

洒稅 現が なでは 酒に おしては 

一巧に を 一一 主 一 一圓、 ビ！ グ ー 巧 

じが 十八 圓 どなつ て 居る が今网 

適 當じ異 税率を 引上げ 巧 收を歸 

る こど 

織物 消费稅 

現 巧を 中よ 6 綿織物 巧を 悅を除 


轉 ない-か 故 じ 現 化は 巡が 総を 
建造ず るよ らも 繼濟を まとす る 
が 要が ぁる。 が 戰を豫 想ず をと 
しても H 本を 假想敵 ご す るの 外 
は。 いが ホれ どて 寧ろ ホ 國が日 
本 ど 衝突す る 鶴 合の ホが 的確に 
あい。 英圖 どして は 米國が 日本 
ご戰 ずを 關始 してから 新 まの 巡 
巧 艦を 雄を する 方が 賢明で ぁる 
而 して お 時機の 到 ホす るまでは 
經濟 をまピ する に 限る ではない 
かど 狡 洽な英 人らしい 議論を 述 
7 て 夏る 〇 

飛 巧鷄中 松を 

加州に 移ず 

が 軍 長官が 聲明 
ナン チァ ゴ廿と 日 發 ：=： 肖下當 
地 じ 端 化 中で ゐる 海軍 長官 ゥキ 
片バー 氏は か期證 をの 條贊を 得 
た 上、 目 ドニュ I ジ寺 1 シ ー 州 

を 根據化 どして ちる 米國 海軍の 

乂 型 飛 巧 船 n ス ァン ゼグス 及び 

シ五 ナン ド 1 巧は これを サン ナ 

^ゴじ 巧し 當地じ 大が巧 煤を 建 

設 して 米 闕の飛 巧陳揽 張を 專ら 

'ぶ 平げ 沿 巧 じ 集を する 方針で ぁ 

るど帮 明した 0 

あ 炭 罷エで 

臨時 議會說 

非常手段 どして 

ヮシントン 廿と U 裳 = 大統領 

ク ー リッ デ 氏は 目で-打 憐 みのを 

どじつ て 居る 硕お產 菜の 勞寶紛 

ず じ 關聯し 若しを 涉 がみ 製して 

あ 夫 側が 豫 をの 如く 化 月を 則し 

てを 絕ェに 度ぶ U らば 一般 巧 叢 


巧 じ 度 ぼす 影響 巧大で わる ごい 

ふな 旗ょ b して 一應 は調訂 をが 

むべ しご も 巧 えられて 居る が 目 

で 苗 巧を をして 罷エの 彭嚮を 調 1 

奄中 であ A 大統領の 唐 滞 どして 

博 えられる 巧に 化れば 巧が を 業 

の 基礎を この 瞭 徹底的に 堅く せ 

しめる 窓 かじ 巧て 大統領は を ひ 

は 臨時 雜 脅を お 集して 固な の お 

まを 帶 びわ おが 駆 左誠訂 法案を 

提出す る じ まるべく をの 巧を じ 

まらて はす 明で あるが 恐らく 中 

央政 巧の お 炭 産ま 監督 制度を 設 

けて 今後の 紛 ずを 防止す る 力 針 

であるら しい 〇 

お ザ巧英 大使 說 

東京 特電 二十と U 發 U 駐巧大 
使が 權巧巧 後 巧 どして 前 外 化 松 
ホ 慶四郞 男 任命 せらる べしとの 
說巧 力で わる。 

渡航 移民 數增加 

東 ま 特電 二十と り潑= 本年 一 
月な 巧 お巧廿 五： a をが 外に 渡が 
せる 移 ほは 伯剌西爾 巧 S 千 六十 
一人を 筆頭 ごし 總計 四千 二十ん 
漸次 お 加の 傾向で ある。 

露 領耽巧 新 領事 

東京 特電 二十よ U 度 =1 磊を 

一氏は ^ バ "ブ ス ク駐な總領事 
レ、 鈴 木 愛之輔 巧は アレ キ ナン 
f ロブ スク 領事に 任 かせられた 


■ 一 ® 

詩人の な y 
畏 ぉ重隆 

をは 目下 こ i じ揭 げた 如き 標 
題め 下 じ、 ホ キット マンの 巧 的 
生活 じ 就て 長い 硏究を 書いて 居 
る。 之まで もが 國の醫 學者や 精 
神を せき 學 (サィコアナリシス) 
の學 徒の 間には、 ホネット マン 
を關牲 々懲 常習を どみ なし、 之 
じ 閥す る 著述 や硏発 論文を 發表 
— ^ て 居る 者が かなち あつた。 併 
しなが この 檢討文 執筆の 動機は 
それらの 义獻に 化つ て剩戟 され 
たものは なく、 實は 日本の 1 學 
者の 著書を 讀ん だ爲で ゎつ た。 

もぅ 四年稻 前の 話で あるが、 
をの 頃ニユ ー ョ 1 クに 居つ たお 
は、 ある 日を 本 崖の 書架 じげ 鬻 
の 間 じは さまつて ゐる 一册の H 
本文ぎ の 本を 發 見した、 か 風の 
を 本屢じ H 本の 本を 見る ミは が 
なら 诊 らしい こどで ある。 私は 
を 速 をれ を 手に とつて 見て、 ホ 
が 醫學博 ホ W 巧 一二郎 氏の 『獲 お 
性慾 ど 精神み が學 J である こご 
を 知つ た。 をして ぺ ー デを 繰つ 
て 見る ど、 ホ キット マンが 彼の 
若い 友人で ぁる 鐵道 おを の 軍 掌 

ピ ー タ r •ド ィ瓜ご 一 緖じ撤 つ 
てゐる 篇眞が 載せて あつて、 記 
事の 處じ はかう 書いて あつた。 
『彼の ホ 國靜人 ホ キット マン 
の 如き もを の I ん なら 〇ホキ 
ツト- マンは 可成 不雜 奔放なる 


なんじ 巧ち を 流せ 6」 

つまら 脚 巧-^ け ホ ネット マン 
はォ スカァ •ワイ^ド ご间 じく 
问巧のおど 『ただ^:^ら口巧を訂 
して』 巧を じ 耽つ てゐ たど 云は 
れ るので もる。 だが これは 牌卜 
の獨創 的が お 見で も柯 でもぃ* く 
削 じ も 言つ じ やうに 旣じ ホネッ 
ト マンは 蠻腊 性慾 者 と して 取扱 
つわ學 をに ドイッの' エド ブがド 
ベ 八 ツやイ ホリスの リウ ア - ~ ス 

なで 一}^ ふ 巧 あ。 人が ある。 i た 
彼を 精神 異常 まどみ なして ゐる 

人々 じ ロム ブロ ゾォや マックス 

が ダウ おゐる こどは、 ほどん 
ど 誰でも 知つ てゐ る。 尙 ドイッ 
の 病的 性慾 硏究の 泰斗' ィ ァシユ 
フエ 火 ド 巧 - H の 硏巧塞 じ d ホキ 
ット マンの な眞が 罹いて ある さ 
うだ 0 

ぺ於义 やブゲ ア—ス じは この 

間 題 じ 就ての 單巧 本の 著 善 さへ 
ある。 ベ 八ッの ものは 皆で 111 柿 
あるが、 さす： a , の 大巧 國 博物 お 
の圖 書が ずら、 をのう もの 一稱 
しか 藏飞て & ない ご 云 はれて ゐ 
る 位 だ がら、 無論な 易に 手に入 
ら ない 飞の だが、 リゲァ ー スの 
ものは をの 所 じ も 一部 ある。 も 
つど も、 これ も 司法官 や 醫學者 
じ 限つ/て 頒布すべき もの ど 斷ら 
書が-! て ある。 「が 太 利の 文截 
復 輿が 化』 の 大著で 日本 じ も 知 
られ てむ るジ 3 ウン •サイモン 
ズも 『化け 道徳の 研 巧』 の 中で 化 
問題に 觸 れてゐ る。 化 本は 非賣 
品で ある。 巧し サイモン ズの見 
方は 商 記の 兩醫學 者の をれ ごは 
大か 趣きを 異にして ゐ る。 

この サイモン ズはホ キジ トマ ン 
じな 漱 して ゐる 人で、 自を でも 
優れね 『ホ キット マンが 兜』 を 
をけ じして ゐ るが、 彼が ホキブ 
トマ ンじ變 態 巧 慾 まらし い トン 
—ッを 認めた ので、 をの 点じ 就 
て あ 接 ホ キット マン じ畜を 送つ 
て、 無 刀直乂 じを の 事 實の眞 否 
の 巧 明を 求めた こごは 巧 名な 話 
である 0 

どじな くべ グッや リク ア！ ブ 
なでは、 た ごへを の 硏究の 目標 
が 間違つ てゐ たにしても、 彼等 
の 巧を 態 戍は眞 面目で ぁつじ。 
をいだ け自巧 等の 論点を 徹底 さ 
せる ためじは 苦笑を 禁じ 得む い 
やうな こじつけを 平氣で やつて 
のけて ゐる所 A ある。 

だが 綱 巧 ± の携 をに 就て 云 ふ 
ど ホ キット マンの 年 活の硏 巧を 
をげ 且特 じこの 問題で 疑惑の 燒 

おどな つて & るかの 『カラ マス j 

の 詩篇を けじめ、 をの 化の 彼の 
旣 集に わいて 随所 じ 出 食 ム巧じ 
觸 する 叙述 じ 就て 解剖し 昭； 應し 
て、 眞の 實證的 資料を 發 をされ 
ね もの か 甚だ 疑問で ゎる。 をす 
る 所、 巧 ± は ドイッ あじ b のな 
學 をの 著書 じあつ たものを、 を 
のま i ず 入れて 引用され たもの 
ご 思 ふ。 若し さう だ ごする ど、 
か t る 無 寅 巧な 额ま的 知識が 鳥 
をな 巧 t の 名に 化つ て 堂々 ど 化 


性質の 巧に して、 一部の 批評 I 

をょ ちは、 をの 作詩に 現 はれ 一間に 發裝 され、 み定 的な】 奉惜 
たる 眞 率なる 人格の 力を 承諾 一の 如く 讀 おじを 乂れ られ- 

は 悲しむべき こご だ。 をへ て 見 
る ご、 寧 術 研究 ザの 巧 巧は 重い 
處が 之まで たれ も 愧± のをのう 
もの このな じ 就て 疑問を をした 
入の あつたのを 聞かない。 


せられて熟储的天才とょで驅 
歌せられ、 己れ もま わ 園は 詩 
人を 0 て 巧せ るが、 彼は ニユ 

ゥ ョーク じじ 化て 常じ间 巧の 

ぶ 人 ご 唯なら ぬを を訂 して、 


JAPAN ART STUDIO 

624 LMiGKTOlU 化. fU. 

巧し PUZ& 4538 


ur. T* C. I akami 
176 む mb が 加 d な， む SQklyn 
Td. Cu 巧 お Haml 2311 


E ぶ .Yosh^M-D. 

345 W. 71si お. 
W.£ndic が お 3S- が 29 


Dr. G •比 Martin 

DENTIST 
743 Lexingto なむ も。 が. 59ih SI. 
Phone Regent 2457 


DR. H. A. GARDNER 

D E N T i S T 
巧 tSIstSt. A が. お 
Tel. Regent 71 が 


K. Iwamoto, M. D. 

114 W. 70th St. 

Tel. 了 !* afa!g ■ が 0352 


KANZO OGURI m d 

214 High St, む oak! が 
Tei. む mb が land 188Q 


YUKiO NISHIMURA, M. G. 

314 Wes! ill お お re&i 
Tel. Monument 0278 


S.lf0lap,U.G. 

!04 ¥/ .お nd Si. 

Tei. お V な side 58 な 


Y . げ〇 

巧 3 Ee お 5 も ti Sf. 
む r， Uxingfen わ も， 


NIPPON T が L 邮瞧 即. 

3 前 W, 郎 化な. 

Tei. Columbus 4173 


腑だ .Bianche Fish が 

1264 Lejc. Av じ Cor. 8 目 ふ Si， 

授敎語 與人婦 


inisfo Bros , loo . 

(Ffifmeriy 挺 amh お hi を Co.) 
17 East 17 み St. N.Y. 

Tel. なが 化な n! が 58 


Nippon Dry G む も C 屯 . 
1281 8 巧 adwajf, Oiiy, 卽 rJIsfSt- 
Telephone お nn, 5 お 0 
む 細 5 撒 


Koike Studio 

ぶ 7 5 かわも 
む r. お抹 な. 

下さし 仁 aledo れ ia (5394 


KERR & MAYOR ! 

1023 Third Ave. 

Set. 80 & 81 な s. Telephone Re が ni 巧 09 


台 向 人 本日 

門專 靴型 小 


足 小き 高ぶ 小き 廣ぶ 小き 巧 



んし CEASAR,MD. 

擺 Ea お 87ih おけ d 
お i. わ rk & Lexin が 帥 む es 
す el. Lenox 8973 


壽喉晒 鼻 巧! 

間 時察教 
午 正 至 時 十 前午自 
時 A ま帖六 後午自 



P3 專節調 鏡 眼に ホ腺據 

F. 1. FREDERICS CO. 

醫 巧化學 大巧 比偷を 
136 E. 59ih St. Hew む rk_ 

り 44 3rd Aye., bet. 66th-B7ih Sts. 


T. KASAI 

Marchant 

Tailor 

如 

TIMES Bli ん 01 が 
Roam 304 
NEW YORK 

Phone 
Bryant おけ 


NaBaTRHOCO . 

が - 47 E. 20 比 St. 

Tei. Caledonia が 旨 5 


KODAK 

Developing 

Pricing 

Enlarging 

堂 光 紫 

14 白 W. が 化み. 



PH 化 PS を PE 郎 Y 

3 Maiden Lane N. Y. 

ェ細冶 鍛銳を じ 幷石那 I を 

類 お 餐睛黛 新 蠢 _ 


KOSIIiBA 

STUD の 

舘眞 寫柴小 

S61 Fif 化む e.i 
Tel. Plaza 3212 

Branch Siudio 
Wesiminst が な red, 

れ 0 vi お nee H •し 



Chic 话貧〇 Tailoring し o. 

Order Department 
64 W. 1 が ホ St. 

Tel. Hadem 7145 


— ダー オ ーツ ドー ■メ 

離 次 峰 口 巧 


琳 兰 


六ち 干 一軍 


隸 辦蒼规 


C 日曜 ル〕 


[] 九が 巧 - レキ 四十 亞大 〔二〕 


評謀1.; ^ぉ巧十りを巧 
一部 十 仙 

A 14 で st 5害 St . N . Y . 呈 


がみを 巧 おな 船 御用達 

遠 藤 小 巧 商會 


29 す 〇を 壬 ay N . 产 C さ 
Tel . 軍 一 室 all 1 置 こ 


稅臟 事務 取扱 

i.lAM L 夏 ま & 夏.， 

ぞロョ 12 泛 ご Broa {一玄 ご 置 y . 

Ph 宜 e : Bo 互 忌 Green 9136 ‘91 だ 


h 説 

- が 4 

剛^ 補 

W 1 な 側 

H 

げ^ 蝴如 

W 哉 I 

.m ""は 

M MS 

R 


稅關 事務 

巧 洋を地 ホ じを 化 
をの お出 入 方法に 
㈱ する 一切の 巧 諮 
巧に 應 じ、 货道激 
船 貨物 運 貸 あ 出帆 
ホ 秘銷キ 滅畜等 進 
ます、 重を 都巿 じ' 
化理 巧を がし 誠奇 
敏速 御用 命じ 應や 

お輸 取扱 


♦書籍 ♦雜誌 ♦巧が 
お覺 室を 閱 
執務 午前 九 時よ b 午后 五が を 

經育日 本人 會 

巧 . 五十と 了 目 ir 化 0 を 
電話す アク八 八一义 〇 — 化 ’ 


拥 幷說敎 HUH 午後 八 時 
邮 おを 木 限 日 午後 八 時 
む 話 含 i が H 午を 八 時 
をを、 阁胜 お、 娛樂酱 S を おも b 
ホ 巧を が迎 す、 巧 淀を 利用け i 
牧 巧 副を を进 

•リ 木ん 基督 敎 修道 會 

102 為. 屋瓦 St . N . Y . City 

叫 el . ivlornin 增 ide た 

日本人 ぉ &敎會 ij 

な 帥 川 岛ホ么 進 
# 事 旧 中 巧 二 

とち n 男 e M . で 空 ミ ch JUnst . 

夏 W . 1 吉 SI . Tel . 己 arks 呈重 1 
巧 拜說お 日 化り 午後 八 時 
が馈食 水が H 午を 八 時 
钱 銘 會 乂化〇 午き 一時 
♦海 宿 を 

化 置るな 比 巧を 致み 下町を 十 
五 か 學生會 社員 旅行を じを 適 
設楠圖 黨雜ホ I が谢 及を 摊娛棠 
を 節 為を 常 あ h 

巧を 俄を 周旋 •旅を 案 巧* を愧 
举莱 調を、 其化ガ 事相 お错旋 
等：！ 胞話 おの ホを を 歡迎す 


ぜ留靑 年 巧 想の 劇 体 

日を 靑年會 

8 W . 骂 hSt . ブ|. 日 arhon さ 4 
大化替 〇 本 A 

基督 敎靑 年會 1 款 

M 2 E . 基 ih St . W . y . 呈 y . | も 

妄 . Plaza 8141 -了 


じ 

打 

iks 

h Y 

二^ 
.1 N も 

んみ加 
h h ^ 
C nF 

ru : 

6 . e 

巧 K S 


▽ H 罐リ i 
聖專硏 兜 ぉや I 
が一な I ホ 軸を 夕* がキ 


育 

H 

本： 
入 
ぶ一 
瞥一 


ホ 


お-を 

- 

F i 

貪^ 藥 


禮巧說 を $ が 
▽お 巧 H 
ホ演 を 又はを 
話 貪 夕 八 ホ 

海が が > 旅行者 
ま 巧が、 ん 事相 
談 部、 满 をが’ 巧 
袭 周旋 部、 吳寵 
钱 縫を 採。 譲 課， 
を 設けを 貴、 ホ 
會 員" 保を 計る 


n 本、 ちが 寶玉製 美 
術 お、 婦人 用 首 飾 巧 
他 装飾 お 

岡 島 

高等 类術お 修錢、 

首 飾 品、 ストリング 

り 本 服戟縫 


都を じ t 聲 かの 聞 

診察 

午後と 時 1 九 時 
H 腿は 前 巧 願 上 候 

パ： 吉 が焼彌 


珍 察 

午後 一一 一時 よら 六 時 
H 權は 前約み 願扶 


ドク ト作 

烏 見豊彥 


齒 科醫. 

►診察 時間 A 
每日 ( U 礎を 除く) 
午前 义 時よ b 
午後 五が 半 
水 礎 午酌义 時！ 
午後 一時 


齒科醫 

= がま 無痛 治療 = 
夕 年の 經驗 をな て 
り 本人 諸ち は 特に 
了 寧 懇切に 施術す 

バ^マ —— チン 


M 


か W M.I 

0 A 門 

0 別叫帖 

B むむ 时 

of 化 化 化 

1 h b h 
D w 规谢 


齒科 B 

夕 年の 經驗 をな て 
最新式 科學 手術 じ 
堪能 じて 信用 篤し 
= 施術 巧化廉 H 
日本人 諸君 じは 持 
じ T 寧懇 がに 治 操 
お育撕 公認 
パ： ブル-- ム 


or. R . shishido , D . D . I 5. 

夏 辛 7 坦 h St . ぎ mndi 害 寞 2 

が ハ 戶良二 


自 ザが 化が 
肖 午を 一巧 


モす房 

ホ 五 時 


I 扉 揉 療治. 

1 西げ ホ マ， サ ー ジ 
U 本ぶ おがが 化 
神經搞 9 ゥ マチ K 
だ 身 骨ぅ づき 巧 
腰痛み 筋途ひ 
が 化 諸 おが 巧 治の 御 
蒂 めに 應じ御 宙話夾 
窮御滚 庭 义はホ テ 火 
じ 出張 親切に 治 お 中 
上ます。 前約の 力は 
TO . 加お 午を ミ 崎ょ b 旨を じ 
加 て 施術いた しまず。 

S -I ち 1 津輕 東洋 

西な よ 十义了 目 量 八 


J e 

品 

AMW 

苦み 

志 S 




〇 た W-W 

写 . 


>L PJ r . ご 




診察 時閒 

午前 儿 時！ 十が 
午後 六 時 i 八が 

け t 小 栗 幹 ご 一 

紐 育 ホフ ラ 7 — 病院 
第五 巧お院 勤務 

武が ゴ ンバ ランド 

病 饒勤縣 


診察 時 脚 . 

午後 零時 半= 二が キ 
午を 六 時： = 九 お 
愛知 醫學 ± 

バ-巖 本谨一 

を偷比 强大學 ぶび 
ザ ザ ラン 病院 勤務 
目 耀は龍 約 願 上 候 


i 報 揉 治療 

U 水ぶ びぉ氣 治療 ：= 
をる 九另を H よら 續 
張め 目的 じて 一時 夏 
期 化 襲 化 候 
巧 ほ 苗 開の 節は が 進 
の 設瞄を 巧て 治療 じ 
應 じを しお 
が 育瑞輿 フイ ジオン ラ 
ピ！ 學院 卒業 

が 育メ デカグ ジムぶ マ 
ツチ！ ジ協會 亞會員 

を 認西村 幸 巧 


お U 曜ぶ ±曜 午後 
が 聞は 前約の 事 

カイロ フラ クタ 1 

橫矢重 孝 


化 巧な 卸資 

五 ホ蘭會 

W E .17 すで', N . Y . 扫ヴ 

TeL Stuyvesant ゴち 


日本 
洋服 巧 


崎 旧 信巧郞 
松 本が 


東を 十 云 了 目 


一二 一二 


伊藤 

洋臟店 


? ラ端莫 i 


巧き 义圓蹄 人 
H 本 入への 英 
語敎 巧には ホ 
年の 稱驗を あ 
す 0 レヴ K 

ンと + 五 化 
每 U 巧 化が ょ 
もが 力 時 迄 何 
時 じても 宜し 
U 曜 H は 一時 
よ b 四 t を 


日本 

ドラ Nr - ク^— バ / 

蘭會 


H 本 陶碟器 
雜貨 類卸賛 


ブラザ^ — . ス 


為眞- - '池 


溝 お 街 

凹 一二と 


〇 巧. 巧 巧 z 』 i 巧 C 巧 CY > 

呈養呈 ちち R 

岩 7 呈 h Ave . fr 42互 St . 

TeL M ミ呈至 一 27 ごぎ om 養 

•ぃ t 古な 謙 次 

巧、 氷， を、 午後 二® ょら 六 時 

迄、 其祕は 前約に 願 ひまず 


t が 瀬九廊 

ま Lexin 暑 A ま. 尹 产 呈 y 
Bei . 其を &27 th Sis 
Tel. Ma 宙 son ざを 18 .78 さ 


JOIKICHI ooc さ M o. 

1 ご ミ st 芝す St . 穿 三 与 k 
T 生. Riv ミ s 穿结な & ジ置安 1 乏ま 

於ク をち 午前 九 時 1 午を I 時 
^^ 1 ^ 午後六時—す後九持 
U 腿 午前 九 時 I 午後 四時 

ドク トレ ィ小 楽乘ま 


齒巧醫 木 下义市 

ゴ〇 ち. 111 さ St - 

ジ L ま靈 ヨ ent ま 57 


笠が 洋服 巧 




丸出洋 臟顯會 




品 


も 巧 
• 〇 
な 7 
h W 
视刪 
W 如 
7 — T 


水ぶ みぶ -N 內ピか デン グニ體 ニニ 0 庭 

細 前 丸山泮 服商會 


u 本が 具 
雜 貨卸賛 


条良 貿易商 會 


成功の 秘談 


8 

^ t 
化ち 
おお 

磐 

II 

荀 ： 1 


ホ 國式英 扉を 話ず 擧 
は 成功の 築： 誇です 
本校には H 本人 お 巧 
じ 惟れ た 專巧婦 A 敎 
師ぁ b 懇切 じ 會お述 
信义 社を 語を 敎 巧し 

ます。 H 罐 週：：： 廿 ハに 

午前 化 時ょ b 午後 十 
時まで 開校し ー レー 
スンと 十 仙づ io 今 
H おもに 巧 校 あれ。 




y 


け， 自そ齊 みがを ホみ 弁 おが 

クオ— ムサん •ぶ ル シンが が 四 刻 引 
尸し 71 ド.； ミん トンが 評 を對列 

が 香 化' 念 矮卖 がを 刻 則 
潭ぶ ふそが を ふ寫 ぇ贫 
爲ネ辛 分が 生‘ がを 夕み引 

縣が絲 の蘇乂 


一 


な- 

95N 

軒 

- 8 


品 


>¢1 タグ 7 す 4 •卜ち 八 ニニ 




一 


C 

0 


ノ 

•1' i 


メ ー シー はが 育最 火の •テ パー トメ ント ホぶ であ 
b ます。 巧ら しい 昇が 巧 ご 玉ス 々レタ I は踢澗 
な 化 内 じが ' ける を 棟の わ 賞 物 じ懊を S 瑜快 どを 
巧へ てゐ ます 

化 おで 二 巧す るら の。 らば メー シ— では 一 
巧 八十 八 他を は をれ U ドで 買へ る i をで ぅ 
ぞ御 記憶 下さい 

日本へ 御が 物を が 送ら じな b たい 節 又は 脚 其 物 
際して 御用の 巧 合は バ ー ジナ^ シ 3 ッ ピン ダ 
ビュ 1 P 1 を わ譯ね 下さい、 耕 かじ 御 化 おを 計 
b - if . 


正を ど 親切* VJ を 旨 どし 確實 

信用 ある 商 おを 精選し 

特別 廉 僧で 販資 致します 

ゥォ八 ナム、 エ瓜 デン 四辩引 

其 化は 化て S 割引 

指輪 鎖 貴を 廬並 じ寶巧 類】 切 

ー ミグ トン 時計、 户ヮ 1 ド， 

リノ ィマげ 計、 を補截 時計 

ゥォ I 夕— マン 裝年筆 

ち バン ャ ー プ鉛筆 

純銀 お 並 じが 器 一な 

御歸 朝の 御 ± を 一切 

時計の 修簿 はが 檢 が じて 確 賞 

じ 巧 川 自身が 致します 

紐 育 巧 西 四 トニ T 目 四と 番 

の 四 一二 号ち (五 巧 ど 六 お 間) 

お 川岸 蹄會 

電話 ペン シ八バ こ アと云 二. 

Ish を aw ザグち す 0 O * 47 W •ちを 


關稅 會議お 中心に W 

、ご 出ろ 稅制改 化 案 


1 、ろ-'^ 

; 【四】 鞭现 e 可能性 

特別 熙 おな 读の おおじよ る 二 
ホ ザの おむ は t ： 本では： 一千ぶ C 
巧 元 ご 見 化ら れ てむ るが アン ダ 

ーー クッド 氏は 二 千义- ，り 万 元、 パ 

ドー 氏は 二で 八巧巧 一兀 、則 政 整 

碑を 员の ホお雜 氏は 二で 五け 力 

元ど别 鲜し是 等ん 平 巧を 採れげ 

二で とが ガ 元6。ら 先づ 二で 六 

巧で 元は 動か： 2 おで ある。 がら 

ぱ化俺 かむ 巧 化 じよつ てを 閣が 

巧 ホす る 五瓶に 近い 外 償を 盤理 
し， 的は を 力を W て內 憤の 殺 巧 

じ 充てる ふ .い お ホる かどぅ か、 

無利子の 外倘 ごして を 额を每 が 

元を かみに 繰 入れても 树ほ 且つ 

十と 年を おする。 前 巧の 計 其に 

よる 旧 おん 千义 元の 外 がをお ホ 

のが 子 どしても 每年二 千 S む 五 

十. 力 元を おし、 一 冗を じ 操 入る ベ 

きものは 傑々 一二' 白ぶ 十 巧 おを 遽 

す 的み どなら、 之で 元を ど 利子 

ごを 巧が すなじは 一 化が 化く を 

要すべ < か 例に おのみい 國 でも 

之では 承 かし U い。 巧 ホる 相談 

どして は 化づを 図の 外 憤 中 最も 

ホ 施货む ものに おして 幽 おを 謀 

の おお 生やる； ー ホ ザの 巧 收を充 

てる か、 おホ稅 のち 收を も繰乂 

れ外 巧の 利率を おホ拉 にして 二 一 

ヶ年 位の 巧 却 ごする かの 方法に 

よるよら外に力巧：^5。い。 五ホ 

巧徴 ごい ふ； け おな <共古 四 年 

後の 2 であつ て、 をれ をけ どう 

しても ニ ホ 五が 税でキ 抱せ なけ 

れば むらの ミ どなる。 


一体が がの 蝴陪巧 謀で け化づ 
ニ ホ おがを 特別を 诚で诀 をして 
一から 五 ホの 引上げを する ごい ふ 
i じ U つて ゐ るが、 期 U は-^ み 
巧を ほ W したる H ょ bw ク巧內 
にぶ T する H 的を なて 化るべく 
速 かじ 之を 進が ゼし〇 べし どゐ 
る S みで、 を フラン まの 如き 邪 
魔物が おび 出 L 昨今 漸< 郷勵邊 
をの 批准を 了した を 檢で化 上 何 
阳迄 延びる か a 相手が 支那 だけ 
にを <刊 心ない。' 而も 「右 諸 ま 
じ 化を する 藤を の 急速なる 廢化 
ぶび 他の 化が のが 巧 じ 就て 準備 
をなず：^,ため時別曾能じょ6睛 

じ必巧 G る 巧 あを 採るべし」 ど 

のがを が ぁるから 特別 會讓 が濟 

ん でから 關稅會 蔑が 開かむ るの 

でもる。 時別會 諸の 期 H は 本 化 

約實 施を ー ニヶ H なみじ 支那 じめ 

て 開く 尝で播 巧 ど 期日は 支那 政 

がが 指を する； じな つて ゐ るが 

調印が出ホ^:^け れば實施もぉホ 

ず、 墙を應 化と いふ； は 一部な 

ら兎も 巧を 部に 之を ホむ すると 

いふ'^ いい ふべ くして 巧 はれ ざ 

る； である。 疆 をは 今 U にがて 

はを 化 じ御據 する 督 軍、 ザ 阀の 

一 祁の化 ホ おでんつ て 條約上 か 

らは遠 反で ぁつても 今 H 迄の 成 

行き k を國は 今を じ 之を 如 河 共 

なし 得 や、 外國 領事の 化 事の 大 

がかは 簇 をょり 生やる 柿々 の卜 

ラブ グ である ごさへ をはれ てゐ 

る 巧の 難問 超で ある。 媛を の 急 

速な 廢 たどい ふ 準 瞄か出 ホない 

3 上顆稅诗講じ巧るどぃふ；は 


を 齒共么 を 承認す るで もらう か 
且つ お ホ 稅實现 どい ふ i は H ネ 
のかくな お 利 お魄係 ある 网 どし 
て おじ 實 施に 應じ 得る であらう 
か、 一般 じは 本年 開かるべき 特 
別會講 で-あを おど 二步お •姐 我と 
が おじ 宵 施される がか < 巧 へら 
れて & るが、 資際 じがて-ー ホ お 
が 稅 ご 雖も實 施を にはが ほか 裳 
年 巧を 要すべく、 巧に 械言 すれ 
ば 特別 會谣で おして 山 箱に 化稅 
まが 述 過す るかを かさへ 疑 明' で 
ある。 

ぉ府會 證蝴税 委員長 ァン ダ！ 
ゥッド 氏ぶ びち 那審 計院 賴開バ 
ドー 氏、 ま 邪が 政 整理を 員を 景 
節 氏 等の-立 ホ稅 、ニ ホが 焼の 計 
算を 見る ど ァン ダ— ゥクド 氏は 
ニ ホ 半 二 千 九 巧 方 元、 五 ホ增千 
と 阿で 一 冗、 バドー 巧は ニ ホ 半 二 
千 八な 万 元、 五 ホ 增千巧 元、 李 
巧は 二 步半二 千 お冉万 元、 五 ホ 
增千 二な' 力 一 冗 どなつ てむ るが 其 
計算 方法は 詳か でない。 之を 要 
する じ 一割 一一 步五旌 稅實施 後 ど 
雖も關 巧 収入め ち 加は 大約 四千 
方 元を 出で ない ので あら、 之を 
U て 不確實 外債 五 億 ど 內馈十 
億 四百ぶ 元 ごを 整理す るは 難事 
中の 難事で あらう。 

支那から をく る 俸給 じょつ て 

を活 して ゐる パドト 巧は 比峻的 

ぞ孤 じが ホした 整理 まを 發 表し 

てゐ るが、 巧 外債を 一割 ニ ホ 五 

頗巧嘗 施で 整理す る ごい ふそ ま 

でを をのた め 左に 同 案のを 子を 

摘出して 見やう。 

。、- '、 民 瞬 十二 年を 國 

ノ. 凄斯政 討論 曾 提出 

一、 根本 

憲法 じよつ て 中央 ごを 省 どみ 

瞄 係を 明か じし 政治 じよつ て 


中央 地 ふの 樵 力み 化 V ' なさし 
め 化 ホ坛官 をして 之を をな ゼ 
しわ，‘ か强 制すべし 
二、 渡埋 

繫 巧の 雜幽 けがめ 哉 所管 無扭 
がる びれ-化す 確 實の內 外債を 
部 V す、 を 述部 借欽 とは 吉へ 
事寶だ がて がか 部 引ずけ の も 
のは 整理 範剧 じ义 ゎる 鐵道惜 
な 么を 除かず 
ミ、. 力 法 

ィ .、整理 金額 お 五 億と 千义元 
一九ニ ニ か 十月が 政 部報吿 
じ 基き 元利を 計を 適當 なる 
ホ 法に てが 算 せら 
り、 ニ ホ 五 お巧徵 後の 醜巧劍 
余を 部を みて 整理を 債の 担 
がごし 當お 数年間が 子支拂 
資金の す 化は 盛稅剩 余を 0 
て 補 ふ 

-、 整理を 損 額 六 億 二で おな 
.万一 兀は 前記の 五 億と 千万 元 
ょ b を 儀 做 巧 ど 實際閒 庫を 
納額 どの 墓大 なる もの 及び 
债權 者が 衡面 通ち の 憤 還を 
豫 期し 巧らざる 厨 庫 証券 S 
乎 一二 巧 nJ 十で 元 じ 型し 相當 
のが 額を 巧 ひ 且つ 惭を 憤の 
發巧惜 格を 八と •五 どして 
算 かず、 尙ほ現 巧の 內憤中 
旣 じがち 者が 慣 還を 豫 則し 
て おない ものは 內償額 中ょ 
ち 省 客す 

二、 利率と ホ、 化ヶ 年間 据県 
はを 十二 年間 じ 償還、 四 年 
閱な剌子支拂じ不足^-^るを 
なて を 脚 間け 每年 千と な 万 
冗 乃 まよな サ五巧 元、 が 年 
\ 間を 計 四千 六な よ 十五 方 元 I 
を 盛税剩 余を ょ b 補を ずる 一 
: か 又は 內巧銀 巧よ b 借 入る 


巧爾然 了で 

楠 花 栽培 

お 乂企莱 化を が 

巧 米を 棠糾 なな 山が 趟藏 巧を 

巧が おじ W 下知 お資荣 家： 白 五十 

を么を 組を おどして 去る 乂正十 

年 設立 W ホ 南乂閒 あじ 就て 邮々 

剌策した：^,、 頻々たる内閒おを 

で 則 まもを おみ 敲 解を 糾る 能は 

や 沙汰 止み ど U つて & む處 今闷 

亞 巧が 了から 歸 開した M 化を 化 

おが 勤が 格を 巧が おも 氏の 苗 ホ 

じがけ る 佈化找 おのが 窜說に 基 

き、 緊急 巧 格 巧 お 會を附 いて 該 

化 方 じ佈化 栽 巧 耕地を 巧 化する 

ミに 協 強 可 化し ホ 務當局 共谅解 

の 上 其旨排 をが 湛員水 巧 補 氏に 

巧牒 した。 乂 化の 力 かは 常を の 

問 現が 南乂 じある 本が 移は 数 索 

族を 遇 おし.- 之が がかに 當 らし 

め 特に 移； Hu 送ら；；* いど。 

偷敦の 金 離 

がめ 化 六り 格：；：： 正貨の ホ 人に 

ょつ て糜 化された か融が 煤の が 

燈ど い ふろ が坡巧偷敦が媒じが 

ける ホ ーの おみ 乘 である。 まる .1 

木 お U じがけ るが 助が むの お 巧 

保が 巧 バ简进 中に •も 六十 六 力 巧 

みの 巧 化を ホして 一 僚 六 千 s'c 

方 巧 どな b 、 とを 巧が 巧 則に 比 

すれば 吉平 おむ 力が の 巧 加で あ 

る。 化 お ホ 通な。】 九-一 阳年巧 

じ 比し 千ム K 方祕 をの 巧 加で あ 

b 、 準備な は 一週 削 じ 比して. ，い 


巧 十を 巧 おの 增 加を 示し 一二 千 九 

巧 六で 巧磅 ど記錄 ごれ てゐ る！ a , 

使務 総額 じ 街す る 準備 比率は 前 

遇の が 丸％ 八 Jb . 册 I % 一二 じ お 

加して 公る。 一般的に 見て お 離 

ホ 場は 梅め てが 留 であら、 殊に 

が 脊ボ踞 じ 於て ォス トラ 9 ァの 

ためじ 嚴 集され た 居 額の 資 をは 

大部 か倫敦 じがて 使用され る あ 

勢で あるから 約と 千 五な 巧 弗の 

對乂 クンデ ットが 設定され る譯 

であるが 、之は お义 負債 か算の 

巧を の 千 五. り 巧 おじか 當す るか 

ら 例年 巧蝴 じがけ るを 諫遥 迫は 

今年度は を お 緩 かされる だら ぅ 

ど 化测ク れてゐ る。 

勞働者 銀 巧 

が 資本金を お 加 

ニク ザ 前 おめ てが 脊じ 設立 さ 

れた勞慟者銀巧^フ ユ ダ レ ！ シ 

. 3 ン •バンク：：：：； は菜務 のを 展に 

じ 伴れ て 資本を ぶび 描 立を 增加 

の必 巧に 迫られて ゐ たが、 あ々 

まる かと：：： 巧の 巧よ 摇會 席上 じ 

がて 助か グレィグー 氏 a 重巧會 

ぉ 化 表して 資本を を . C ぶ 十. 力 巧 

に 巧 加ず る 案を 提出した 〇 同が 

はお 十' カホの 巧 本を をな て 設立 

され もので ぶつて、 一を 資本 お 

を 一二 巧に 巧 かする； は 銀が ぶが 

にがては ホ じ おる 巧 象で わる。 

を じ關し 助か ブレィ ゲー 氏は； 机 

つて 口く 「ホ 谢巧銀 巧 S 策蹟か 

ら をて 午 间の贵 本を 化び 巧 ホー お 

の增級けながの^でぁる：^,， 化 

别 ぶは 巧 勘を 閒 じがて 大じ 敕迎 


されて むる。 新む じ 募集すべき 

五 千 巧に 掛 して 頭を 者、 勞慟化 

を あび 一般 勞 働を 中の 同情 寒よ 

6 の 中 込みは 巧に 一二 千 五： 白 巧に 

達して ゐ る。 故 じ 資本を 額が ザ 

巧の ちが じよつ て よらを ぐのを 

働を、 おを 及び 勞慟 考の陳 ホが 

當巧じ滿係！其營ぶ方針をち配 

して 巧 < を じなる。 當巧 設立の 

趣旨 じ 化 ひ 株券に おする 酌當は 

一割を がへ る ミは 化 ホ じいが、 

現今は 八 ホ 駐當の 配 當を辑 .って 

おも 且っが 巧は お 常 金額に 比較 

して 丘 额の椅 立を を 所 巧して ゐ 

る。 巧し 化賛本 おお 額 案が 株 ま 

おけの 賛成を 得れば 十 口 C . 一日を 

じ：：！ が 巧 券を みおず るず 巧 どな 

つてむ る」 

お 炭 業者 補助 案 

倫 敦化六 H お U 首相 ボ！ 片ド 

ゥ- イン 巧は 迦末化 暇を 廢 して 炭 

化 ストライキの 巧 策を 考究 中で 

あるが、 明 H 勞働 組を 侧 委員 ど 

の會見 じがて 投 巧は。； トラ イキ 

中 お 炭 策を じ 一定の 補 巧を をを 

化して を ホの 利益を 擁 誰し 、 R 

て ストライキに 對坑 .すべし どの 

案を 提示ず るで あらぅ ご 風評 さ 

れ 多大のを 目を おいて ゐ る。 

棉花 標準 新規を 

華が 化と 日を = 麗務 ぶま おの 

棉花 化 引 叢 者 化ぶ 會 幾は 本 H よ 

b 當化 じがて 開愧 ごれ た •か、 殆 

ん でを 乂國 じ. 丹る 化ての 細係團 

体 化 おは 出が して ゐ る。 曾議の 

ホ 題は 如何 じして 祐化巧 準を 設 


をすべき かの 間 題で ぁるが、 楠 
花が 引の 現狀じ 於て は 織 維 標準 

は單 におを ャ のみを 化 表して ゐ 

る じ拘ら ず寶隊 化引界 じがて は 

長サ 及び 質の 標準 じ おる； じ.^ 

つて ゐ るから、 從 つて 今回の 會 

議に 於て は よら 王 ラス チックな 

標準を 設 をして モット 賞 際 取引 

の 便を に 化する ホ 巧 なきや 巧 や 

を 考究す るを どな リてゐ る。 


本社 東を 特電 「點 I 韻 


東京 瓦斯 新 就 長 

東を あ斯會 社は 社長 後 巧 問題 

じて 內訂を 惹起して ゐ た： a 愈々 

渡邊勝 S 郞 氏を 社を じ、 お崎淸 

と 巧を 副社長-し 選擧 する iw な 

つて W 滿じ がかした。 

復建會 社 ミ 株式 

創立 わき 惱み どなれる 化 興 建 

築會趾 具体化し 化 H じは 巧 巧 募 

集に 着ず せんど。 

生糸 倉 库設ホ 案 

生糸 倉が 會祉 設立の 議巧 をし 

目下 具体案 硏巧 中で ある。 

霜 品 及 株式 巧瘍 

羽二重 一六、 ご 10 

銷細 ホ、 五 五 

綿糸 = 軟調 一二 一八、 五 〇 

ホ ホ = 小戾し 一九 一、 八 〇 

現物 ==巿 が 不良 

帮船 U I W 乂十錢 ま 

と 一、 〇〇 

鐘が U 十錢ぶ 二 四 八、^ 〇 

東 株 =： 五十が 巧 一二と、 二 〇 

かよ U を 


K お agiri Bro’s 

224 E. が th St. 
New York City 
Tel. fie が nt 3480 ぶが 


The Tokyo Co. 

140 W. 65th St. 
New む rk City 
Tel. Trafalgar 6559 


S.KUWAYAMAC 0 . 

114 に 59 比 St. 
New York C か 


_.32? W. が 化 巧 . 
Columbus 0 が 2 

くぷ 一 •寸一 


DARUMA 

巧 1 〜か h iUe. 
Tel. Bryant 3859 


Kaw&soye Hotel 

139W なり 23rd Sireei. 
Tel. な 0 川 ingside 7154 


Toyo Kwan 

41 に 19 比 St. 

Bet. B'way & 4ih Ave. 
む I. な 叫 巧 sani が 98 



TAIYO 

1 が West お 化な I 
Tel. Susquehanna 28 け 



ど a T 四十 四 
胡 目 了 お 十四 


IU 0 KUMA) 

62-64 W.124ihSirsBi 


庵 桂 ホ 目 



る 麵化〇 


お East 29th S わが t 
Tet. Madison Sq . 巧が 



oMvyaKo> 

340 W. 5 か h St. 

Telephone; 
Columbus 8882 


( 巧 目 • 水) 司を わ 


Japan 

Provision Co. 

86 Lwin が on わも 
Tel. M お . Sq. が 18-7843 


Beem Nom Low 

474- 6th Ave. 

B お . 28 比 - 29th St. 


YOUNG CHINA 

3 ミ 40 Broad way 
4 お Qcks む u 比 of 
巧 5 扣 8'way む bway 


Suey P な 5 ig，s 

fi 巧な yiuNJ 
倘 お ) dh わ も 
8et ぶ 泣 - 巧化 お s. 


City Hal! Tea Gaden 

170 Nassau St . むけ 
Ne がわ the Tribune Bldg 
し oo し in Manager 


4 J を p る 巧 ese 了 e る I?x>om 

1802 M Sireei S. W. 

Te し Franklin 1577 


號ご 十-六 百 千 一 第 贫 かを るな ; P ななを 3 を を 巧 C 曰 鴨 か） H 九廿巧^：：年巧十正大 


日 ま 巧 料 品、 日用 お 
並に 新刊 書籍 類 一切 

巧 桐 兄弟 商會 

をが おなお 巧 お 近 使 船 じて 巧 着 
化 故陆活 々巧 用命の 巧舉® 上 « 


日本食が な 煩ぶ び 雜貨頰 卸小資 

g ご； ち款桑 山商會 

巧 刊害籍 が 誌 小間物 日が お 各 香 


U 本を かな、 雅货 
當賴 •がを-新曲 

ぁ ハぅ； •バ 東京 商會 

贷 八— ム 、白 巧の 化 あ b 


御巧當 ホび じ 
御 家庭 ま 化し 
御 下宿 

後 藤 

壽 司， 媛蒲燒 
每 H おらまず 


會席 御料 巧 

ホ じず さ曉 


則 訓江南 

巧糜 茶園で 永を 御を 巧を まけ 
^ じ楚 文で 御座います 

A W 7 

N がみ 

'わ w 
G ■ 

N な扣 

§獅 刪 
J t h 

化 H 本 じ 化み、 日本語 
巧 を 話し、 皆樣 の御嗜 
巧に 適する 御 巧理を 調進 致 升' 

つ 度 エンぶ— タァの h でず 



御旅 舘河 添 


曾が 御料 環 

.C fe » I 

勇诗键 


御料 埋錄 知卽 

太 巧 

赛讨巧 曰 あらまず 


電、 

話- 


ふ疆 


蘭 米 ホ 1 ム 

レノックス 

- Y がピ > A / 隣リ 


電話 プ ラ-ィアン ト' 

八 丸！ 八 八よ S 
リ曜及^^巧閒は 

ヶロ ッーグ 00 四 凹 

特長 

が 育お岛 四十 四 T 目 
一二 下 一一 八を 
- 三階〕 

まな 一一 . 

147 田 ar 呈 ミ こ ve - B 己 fain , N . Y . 
Tel . 田を を ご S 互 
ま 巧 互 rs . F . こ 己〇, 


暖蒲燒 壽巧御 化 化し 1 

日 巧を 日 巧 おも 巧 用命に 巧 じ 巧 

會席 御料 埋 I 

烏 等 御 下な ！ 
な 玉ぶ - i 


觀ぶ 並に 御旅 舘 

か 稻 佐 野ぶ； 

が 育 巧 西 八十 八 T 肖 S 巧 十ー ニ 巧 
を 話 — 义 々イラ 1 とん 二一一 


醬油齡 §11；! 謂 望 白米：： 

日本 ホ g 食料品 醫 1 

巧 EE を 独 巧 ま々 お 東 巧 一 WJwni 巧 i 

口 本 食料品商 會 


▼ I 二德 U 淸 お、 親切、 氣樂 ▲ 

勢 州 鑛ぉま 熊 野 

ま 任 伊を 事佐义 邸を 作 

•225 E . 器 th Street 

\ ジ ー. R な呈 こだ 9 


■尋れ 人 

巧 城 寺巧武 おが 晦内滕 巧ぶ 郞 

朝鮮人 安乗 斗を 巧 大巧 苗 化を 

を 话嗔鶴 义淸宮 巧八鸣 錫太郞 
愛知を 川 良 衛靜脚 お' あを 之 助 

沖繩 玉が 利德 石 川鹽な 幸を 
巧 京 膝 田棉一 熊 本を が 唯 紫 
お 川 江 藤が 苦 長 巧 細な 謙 |二 
鹿 お島貞 巧み 愛知 S 旧鍛 
香 川 縣人多 旧 か 一二郎を 巧义 
をの まじ 姐 知を 度き おな 之 
候 間 本人 おくは 知人ょ 6 現 
化 巧 お 通知 願 上 お 

紐 育-巧 幽總 領事 舘 

1 苦 B 吕艺ま y す H ジ rk 百ぶ 


美陳 じして 淸潔 

S 爲蘭樓 

午前 十 時よ ち 痛 g 
午前 六 時まで 爵 J 


が廳 茶園 

司 巧 人 蘆 蓮 
お勤め 方には 晝飯 
の 御 巧が じ備 へが 
閒會 席の 御用に 應 
やべ く淚間 何卒 巧 
不變お 引 立願 度な 
紙上 御 ま 巧 中 上 候 


支那 御 料理 

彭瑞樓 

H 本人 詣 君を 
歎迎 致しまず 


一が 料を 精選し 皆樣 
め 御 嗜巧じ 適する 
巧 巧を 提供し ます 
ま 邪 ?! gl ; 

料理 勸中專 

n 本人 諸を は 待 
一別に 歡迎 します 


御 ド 宿 

自曲亭 

基 Sa ゴ を St . ず 〇董コ， h . Y . 

一二 e 三 rian 署 7475. 

— 中が 哩髮 巧. 

中が 萬藏 
31 W •毒 h 黄； N ’ Y . 呈 y 
Bei . Colu ヨ b ミみ ve . sen 量す rk West 


日本 题髮 縮淸 

新式 洗髮 の設購 あら 迅速 了を を 
旨 ごし 精々 轉强 致します 
西 四十 HIT 月 巧 番地 一二 白み 哉 室 

タツ プ フロア'- ( IH ハ 街 i 四十 一二 了 目角、 


宮川 攀務所 

持 績的舊 飼の お 胞じ的 緒。 る 厳 
業を 周旋し ま卡。 

Ja ち ミ se E ぶ le Ag ミ 公 
一宮 w .48 Mt ‘ N . y . C . 

Tei . 3 rya コニー 87 芸ま 


華盛曠 

わざ； 

日本料理 

_ ホに 御旅 雑 


A .謡 

»■■■* ■♦ミ CO 

民 おパ35 

T W け-！ 

彌 d パ 

V 3 S 


'永が U 本ん 諸君の 御 
蟲 蒙つ てゐる 

$美 逸仙樓 

です 何を 綾々 御 ホ 
ホの がを 麵 ひます 


煎 餅 雖 、小賣 
を 腐观揚 
日本 食料品 一切 
wlmrlso Rico を ko CO . 

夏 5 さ ird Ave ., 

Tel . Plaza 篇 18 


新 鱗 魚 か 1 切 

m 本 A 向きの 生魚 澤 3 化 b 揃へ 
時 別 廉愼で 大勉强 致た ます 
サヴオ ク魚店 

JOSOP 百り PVO 巧 

だ 4 W . 2た St . 

、 rel . oolcmbcm 这 3 


極上の 魚 顧 

季節の 巧 巧の なち 類が W 山 揃つ 

て 居らます から 御 賞 ホで さい。 

ァピセ ロ觀巧 

82 芒 書 St . ぎ Fra 量を 呈 


夏瘦向 ランプを 賣 

下 羽 電氣賴 巧 

20 S 巧 roadway 

TeL で dicoti 一一一ち 

レヤ トル 巿 

NPH 旅舘 

WG 6*6 t;h AV ? WO . Seattle , Waish . 

停 革 麓 前 通 東 ご 一 了ぶ 側 《階 建 
H 本 巧 船 切符 化 巧 波戶感 送迎 

日本 巧 親船 切符 御中 込に 應じ 
萬 事 御 便を じ 御 化 おひ 申 上 族 

を 港* け ホ テ*;^ 

▼ H ネ御 料理 (別閲 を.々) 

を 港 カリ ホ^ 二 r 街ムハ ーニ 
電話 カネ ー 1 八 ー ホ 

口 1 サン ゼ ルス 地 ホの 御 
觀ホ じは 最善め 御 使宜を 計ら 升 

\ •グ が. 

ホテ少 

羅がポ じがけ る 间胞經 營中最 
新式 离等ホ テグで あらます 
羅府ま 一 街 一二 九 半 
屋巧 「ダ アン ダ ィキと 六 五 化 
军 話 ー タツ々 丄 一一を ハ ーニ 

貸 自動 軍 (牧野) 

羅が 名所 御觀ホ じは 最も 椅 通し 
た ドラィバ ！. が 鄉案內 申 玉まず. 

ボストン 案 巧 

貸 自動車 業濟西 

諸 古跡、 大學 校、 エ 農が 化】 殺の 
紹か あび 通臂 もします す 言岂 
さ Ba を Ba 二 7 呈 70 Batavia St . 


ボストン 巿 

富. 壬 旅 舘大浦 末 松 

1 さ妄 rcesi ち資 .す 忠言 ま ass . 

T 里‘ B ち Ic 童 83 


紐 育 旅舘帛 

衆 妈十了 目 二 题二證 
Tel . C 己 edonia 夏 74 


御 下宿 鴨 井久 

ご P 吕 sped Place 

bel Is 吉 nd Ave . 0 三. ち nd Si 

ぎ Murray 正 吉这窝 


住み 必账 ょき 淸潔 むる 室 

御 下宿 松林 好か 

1 夏 L 置 in 晋こ ve - 
Tel . 互 a 产ぎ 爸ゴ 


御手 輕御 料理 U あ 庭 仕出し 

御 下宿が 豫屋 

ミ ariit S 

185 East 会 さ 資 . TeLPiaza 81 な 


電話 レキシントン 四 乂五五 

お 西 旅館 

東 十五 T 目 二な を 


西 六十 五 了 目な 四十 六番 

一力 旅館 大橋 

屯韶 エンデ n ツト 八丄ハ 1 〇 


册巧の 民衆に 送らい つ； 

訪歐二 飛行機 化發 

乂里 遠征の 首 遂に 就いた か 風 •こ 
策が の 一 一機 U 化々 木ヶ 原の 偉觀 

- 閑院 宮殿 下が 激勵の わ 言葉 

『東京 朝 H 發サお 日 特電】 


H 本 飛 巧が 未 曾を の化舉 であ 

る ま 京、 大 阪兩钟 n が 閒社ま 催 

の 欧洲が 問 飛け 機巧 風、 初 風 (渡 

邊 、河 巧兩 がわ 十 操縱} はを々 今 

朝 化擧の 第ー ホ じ 就いた。 此り 

朗ホ天 氣睹朗 、おがの 飛 巧 日 か 

どて 化 ホを ある 

空の 勇 - H の 巧を を规は 

んど 巧の 明 バ蝴' らね與 よら K 々 

木ヶ 巧に 集まる 垃 衆は 無慮 化 余 

方を 贊し たが、。— レン 阿が 报 

力の 强力機 でんる 初 化ど柬 あは 

I 朝日の ホち をず け 下. 关し < な綠 

'一な 沒を 渡げ てが 偉力を 示し、 を 

一には 官 はか 余ム りの 見なら 飛行 隱 

; が 舞 ひ 上つ て ホを をの 酪 おを 現 

i はした。 繼て遞 相 女 連謙藏 、陸 

一 相 宇 巧 一一が、 貴族院が を 徳川家 

- 速を、 衆議院 溢を 巧み 義一 、淸 

I 滿盎 吾ず、 後 赌辆ザ 子、 ホ晚お 

I 巧臨會 正副 會長 等を 駭 の巧賓 U 

一繳々 £ して 送 集し おむ く 隅 巧ち 

j 殿下、 乂 おを 殿下、 山 階を 殿下 

1 を 始め 奉ら 今阅の 訪歐飛 巧じ夕 

大の盡 力を 惜 まなかつ た 勞農大 

化 カップ 巧、 を駐 外を 官等 洩れ 

U く 集まる。 午前と 帖敎か 陸が 

I 軍々 樂隊 は劉曉 たるを ヶ巧 をが 

- 蒙、 一問 之 じかして 膝 茄の氣 填 

じ 谎ツ〇 

下が 專務 化づ朝 U 巧 聞 

社を 化 あして 今 阿の 化 擧じ勒 す 

る 國民的 應援を 深謝した る 後 飛 

巧の 經逊 ど將 巧の 抱 ft を 述べ、 

閑院巧 殿下には 重 巧を 報び た 旧 

I をの 巧 巧 ± じ 割して 激 卿の わ 言 

I 葉を 賜は b 、. を莲遞 相、 カップ 

勞農 大使、 德川 貴族 お 簾 長、 柏 

谷 衆 諸 お 議長、 帝 國蹤わ 協會々 

風 巧を 義朗 巧、 煙 軍が を 局長 安 

滿中 お、 口 本が 間協會 々長淸 流 

f 爵 、朝日 訪歐 飛む 後授會 々頭 

を 勝 お 平 子等を々 を もて 熱誠 尸ょ 

送別の 巧を 述べ、 加滕 首相 ど 解 

j 巧 外相 も 数 剛の祝 巧を 送 b たる 

じ 諷し、 渡 邊が巧 古は U パを 化 

おして 必死の 色を 屑 ザに 巧は し 

i 跋 激じ充 もた 答辞を 述 ぶ。 帝國 

I 飛 巧 陈曾刺 食 助長 岡中將 みを 戳 

i じて . 

巧エ じが 神 三；^ 衆ので 歳の 

;戰 は モス カゥの 巧を 化に 峨 する 

一の 慨あ b 、 をれ よら 五 千 人の 小 

を 生 i らぶ るを 哨 は ホ じ 、 

朝日 社 旗を お 6 乍ら 可愛. い、、 口 

で 山水 ご 壬 口 氏が、 旧村 化 藏巧作 

曲の ぶの 應投 歌を を した。 

- - 

一 巧け 巧け 巧 壬を ぶ < 

: みる 朝 H のがき や 

おおの ひごみ 今 仰ぐ 

- がの 没に 平 か ぁい 

二 

i 巧け 巧け 巧 - H なお 商く 

幾 巧の 蜜を 挪ひ つ-" 

1 お越えが 越え 山越えて 

巧たじ開く化巧巧 

i 吉 


夏 化廣き シベリア じ 

名 も 初 風 じ 東風よ 
神 あ 添え，」 やす*''-— ど 
ウラ グ越 ゆれば モス カウが 
四 

ぁ！ 睐洲の 新 天地 
始めて おた す 大使 命 
ごは の歷 をを 眼のぅ ちに 
名乘る H 東 健巧モ 

* 五 

天は 睹れた b いざさら ば 

もろ 聲 高/、 いや 商く 

凰の 誇 b ど 君が 名を 

部ひ悅 びた i ふべ し 

勇ましい 此應援 歌のを 唱 中に 四 

飛 ± はを々 念 入 b じが 巧 機を 厳 

をの 上 

午前 九 時 爆音 勇ましく 

滑まして スタ I 卜を 切れば 場内 

化. 力の 民衆は 天 じ も 響け、 地ら 

がけよ どガ 歲の截 聲を擧 ぐ。 四 

人の 空の 勇 ± は先づ 鮮やか じ旋 

迴飛 巧して 壌 内の 民衆 じ 空 よら 

別れを 吿げ 、化導 ご 驟 がらのを 

送 b 飛け 磯齡 をに 護ら れつ i 西 

ホ 當± の 山嶺を 目が けて 爆音 高 

< 飛び まつじ。 斯 くして と H 廿 

五 U 午前 九 時 方お征 空のを じ 上 

つた 兩 機は 二 時間の 後大阪 練兵 

蕉じ 着陸して 大阪 おおに 別れを 

吿げ 、巧に 九 脚 大刀 洗 飛行 瘍じ 

到ら 同化に 一治の 上翌 巧瑚 朝鮮 

海峡を 棋微 する 當で ぁる。 

赤 露 i で 

- 約 一カ キ ：一 义突 

巧を、 大阪兩 朝 a 新聞社が 铁 

洲 訪問 飛行の 計 畫を發 表して か 

ら旣 じザ歲 となる。 幸 ひに して 

針 畫がホ 曾 有の 國家 的媒聚 でぁ 

る處 からを 國 一般よ ら豫想 外の 

間 情と 製 俊を 巧け、 朝野ち まは 

ザ 速 後援 會を紐 織して お 力な 援 

巧を がへ 化 永义じ 記を すべき 劃 

期 的 大事 莱を か柯 にしても 立派 

じ 成就せ しめたい £ がふ 大願に 

同社 间 人； 必 H 巧肝膽 をが いた 

ので ぁるが 化 間が を 巧は いふじ 

ぶば や 外務、 陸海 軍幷じ 後藤 子 

等 民間が 力 家の 鲜旋盛 力の おお 

举備 漸く 進 砂 i 、 最初 豫 をした 

立 巧の あ發は 不可能 V 一なら しら 

最近 0 シアよ ち 陸と 勤務員 

入 越 許可 が ぁつたので 

化 後の 一二 木 化ぶ 官 、が 川 阿社囑 

巧 巧 ホは 去 巧 十五 n グ ピンを 

發 して モス カウに 向 ひ、 名倉阅 

社 貴 外 おあけ 十ん U 蝴 ^ ビン 

じ 釘を し 化 じ 谁備を 整へ 化 二 H 

间地出 お をれ-^ 部署に 就く J 

どなつ た。 义飛巧 じを ずる ボソ 

ブン はぶ 闕 シンジ ゲ^ ~ 卜 Jb 麟 

入し お閒 飛む 協 角の 好ぶ で 化に 

昨々 往離為 巧 地に おがしつ t ぁ 

たが、 シベリアの 献堪路 は 過般 

を 越が む隊 のぶ 邪が 閒 じある も 

のを 除いて U 大部み 削ん ホ 到で 

谁 みな 瞄もロ ー レン 四- rH お 力 ど 


いふ 强力 機に お t て適當 U もの 
や 否や 露 威を 患 も 明確な 調 
杳資 巧な きち 樣 であるから、 陸 
上 準 楠 員は 今後が 箸 陸豫を 地を 
視 をし 之に 適當の 設備を 施しれ 
る 後が じ お 轉投府 どが 細の 巧を I 

せを なす 等 之に 相當 のり子を 要 
する ので、 其 期閒を 計ら 飛 巧 機 
の 出發期 もと 目廿 五日 じ 巧 引し 
た譯 である。 なつて 飛行 徑路义 
び暮 陸地け 

條件踪 を の 結 お チタ、 

モスヵ ゥ閒じ ホ々 の 變更を 巧 ひ 
尙ほ 着陸 化の ホ 備は飛 巧技 術 じ 
ホぐ を 要。 も S であつ て 設備め 
欠点から思は2失敗を巧<;が 
をる ので 朝 H 新聞社では 此 '点じ 
細 必の注 盧を槐 ひ、 特に 化 空 局 
のが 意 じょつ て 飛 巧に 關 する 智 
識經驗 じ 富む が ザ、 中 山、 一二 木 
一二が 空 官め飯 遺 ごなら、 之 じ 同 
社員 中 山 蒙 語 じ 堪能なる S 名を 
加へ 宜 つちを 朝日 社爵 部長を 倉 
聞 一巧を して 閒 社の 化 お 者たら 
しめ 拳銘を 主宰せ しむる をに し 
^|^陸場ぶび準滿を員配匿を左の 
如くを め をれ 旣じ部 著 じ 着 
いた 日 

地名 距離を 備 委員 

東 京 

大 阪 四 五 〇 

太刀 洗 五一 一〇 

飯 旧 同社 貴 

平 壌 八 五 G 

新田 岡 社員 


ゆる お 所を ば鹽道 總路を 見捨て 
賴ら なき 空を クラス ノプィ ムス 
ク迄 飛ばなければ なら なくなつ 
たので ある 〇 がは モス カウょ KMI 

先き は 同地で 硏究の 卜：發 表す^ 
至 ごな つて ゐ る。 / 


意外 じひ ごい 

朝鮮 大洪み 

朝鮮 慶巧南 道 地 ホの 大 洪水 じ 

瞄 してけ 囊じ 来を 特電に ょ b て 

報道した 通 b である お、 去る 廿 

と 日 當化媛 領率舘 じ 達した を 報 

じょれば (ホ ニ日 迄 じ 巧 明せ る 

を) 該 洪水は 意外 じひ どく 浸水 

あ 產二巧 五千戶 、倒潰 家屋 一‘ 巧 

一二な 戶 .罹災者 総數 十四 巧 人に 

まして ゐ ると 0 


グ ビン 丸 OQ 

牛 木， 稻 お 兩社貴 

チ タ ー、 畫〇 

化 山 同社 員 


ウェク フネ 

ウ デン スタ 


►カン ゾ 


クラス ノ 

ャ it . ス オ 

ノグオ ニコ 

え， 丈 フス ク 


ク 


ク 八が ン 


クラス 


ク 


六 00 

早 川 岡 社囑託 

♦カ ザ ン 六 〇〇 

相ぁ间 社員 

モス カウ と 五 0 

名 倉、 黒の 兩 社員 

♦巧は 臨時ぶ 陸谣 

右徑 路の變 おは 嚴剧政 麻の エカ 

ブブン ブ乐ク 及び チェリ アヒン 

スクを 通過ず 可ら やどの 朋 化に 

を 化；：* くごれ たので あるが、 之 

•かいめ クグ ガンから ウラ 卢を越 


，大學 の 同窓が 

贊 川舘設 ホ / 

贊川豐 を 氏が 加州。 

ス アンジェ 少ス r あつたが 同氏 

を自 みの 歲庭じ お 請して 深切 じ 

歡が しじのは、 ォクシ デン タ > 

大學 のを 巧で 賀川氏 ど プリ ムス 

ン大を 時化の 同窓 力 P ザ^ス! ± 許ら である 一 

博 ± であつ た。 博 ± は 夫人め 兩 
親が 遺した 廿を 万が S が 產を持 
つて ゐ る： a , 「自か 連には 過を の 
がをだから 神 據のゎ 役に立ね せ 
たい。 をれ で 君の 貧民 救濟 事業 
じ 十 方弗提 おしやう」 VJ 語つ じ 
だが、 賀川 巧は 其 篤志は 嬉 
しい けれで もが 巧の 財虚 だから 
考へ てち 益に 使つ たもょ か 
らう ど 巧 退した。 爾後 力 P デ 八 
ス睹 ± は 熟考の 未" ス アンジェ 
グス 

巧 巧 じ賀 川'/ ゥス どい ふ，， 

のを 設立して 社會 奉仕 爭業じ 貢 一 
献 したら 貧 川 氏に おして ぶ错 
を 現は ず i どな も、 宵蔥 義に诞 
產を使ふ^じもなる どががし；し 
着々 計畫を 進め ボィ^ •パィ ， F 
じがけ る. ホ 人 長ち 敎 會の述 が！^ を. 

買收 し、 を國 人の ためじ 盡 う 
ごい ふので 日本人の 友人に^ 賴 
L て 人口 地理を 調査 L たお お猶 
太 Awlll 巧 藍 人が 一巧 五 A 、 墨 
西哥 人が ご 万、 黒人が 五 巧 
日本人が 二 千 五な、 米 人が 四千 
よ 他を 引 約 八-刀の 住民を お 擁し 

てゐる 事實が 判然した の^、 博 

± は該 建築を 譲ち 受けな 心 目下 

運 載 中で ある ごい ふ。 

哥 ►ど B . )c 

義金 園遊會 

旣 報の 如く 米 人が 政 家フラ > 

ク •グ アンダ^ — S ップ氏 夫 入 ， y 

委員長 ごする 當化ホ 人を 力 家み 

津田 義塾 巧 興 資金 募集 蓬 員を ま 

懼の H 本 巧 圃遊會 はまる かぶ 日 

午が 二 時ょ を ジャクソン •パ T 

ッじがて擧巧された。 巧惡し< 

當日は 朝 ホ ょら 降雨な を',- しため 

ま 倦者侧 では お々 しく 嚷締 さじ 

む 園遊會 場を 俄かに コ ミユニ 

テ I 惧樂部 巧の 小 顯鶏じ 移し 部' 

定 ょり 遲れて 午後の 時 開 貪、/ 

アン ダー リップ ホ 入 《おが ホ > 

し 後が 旧が 雪女 あの 扇 面 揮 琴 

岡 島 夫人の 生花、 驛島 一二を！^ の 

ホ重謠 、大 貫赛十 礫の 演 /一、 

お 五 〇 聖 デ-; 糜巧 ドを の 舞踊、， か 藤 

一二 木が 空 官道郎 巧の = 本 踊、 が言プ 事を 

一を 呵 ぶじ 姻 じて 孰れ も 化 評を 

構し ホ劍 道の が範 試を はおに 觀 


衆を 悅 ばした。 午後 六 時雨 も睹 
れ たので 俱樂 部が 庭で 福 旧君對 

ス ロック モ ^ン 若の 庭球 單試 

を あら 二割 ー セ ブトで 福 ffl 君 敗 
化して 徽會 、觀衆 無慮 千 人に 達 
した 0 

あ 西對あ 庭球 戰 

ホを 八 巧と 八 (を- H ) 兩 B ゥエ 
スト •サィド 庭球 俱樂部 n ! 卜 
じ 於け る 東西 庭球 戦 じは 巧が 原 
田、 f 萊兩撰 手始め 西 お 才かア 
。 ンゾ 等 じ も 目下 出 操 ホを 渉 中 
なる がぶ 他の 出 媛 撰 手け ジ 3 ン 
ストン、 V チヤ— ド窠繩 々の戰 


靑葉會 雨中 競技 

前を 所 巧を ホ パブ 9 ッ义 •リ 
ンク禪 手 爭霸戰 費用 負 あの 意' ホ 
じで 主； るか 六 H 靑策會 では 臨時 
が 球 體技會 を 催した。 當 日は 午 
前 六惊半 頃ょ を 降雨 頻ら なをし 
も 雨中で 夢中の 天狗 連廿 五を は 
濡れ鼠 ごな つて 瘡戰 し-結局 左 
の 二を が 優勝 ど 巧して ず お 巧 賞 
I 脚を み 補つ たどい ム。 

/ ホ 巧 を 一一 と 四 
山 本 一 〇 二 よ 四 


善籍 一切 取次 

ホ國法 版の 聲籍は 化て お 別 倒 引 
じての 速 じがみぎ 旅 狩 者の が 苑 
參考貴 巧の 書籍を 集 等は 轉じ擲 
使を 化 計ら ひ 致 升 【赌 掏】 

正 ぎ shi 至を 夕 

妄 Nassau St ., ' ブー. B ま kman ち だ 



五 00 ‘ 

巧 ホ 航を官 

*0 五 0 


Too 

中 山が 空官 

よ 〇〇 

あ 出 同社 員 

さ 10 


- 舞踏 敎授 

广 ，か ►社を ダンス A 

.11 ▼を 情を 操 A 
パ紳 十、 淑女、 おす 
化さん ホ じ 巧 寧 じ 
W を 巧 致し 巧。 午前 
十が ょらみ 後 十一 
ムげを ( U 願を 除く) 

シヤ タフ e ダン シ 

ンダ細 館學校 卒業 
上 杉 タマ 


旨 動車修 
澄を び 運 
轉 を敎授 

ラ X セン 
ス巧 記す 
ご 一十 お ホ 

速轉 ホは 

二十 五 弗 

畫 展が學 

兩科 あら 
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一般 自動 

ホが びじ 

フオ！ — 

懇切 敎授 

夕 とが 開 

校 勞働余 

pi 暇 魁を の 

學一陳 あら 卒 

柴 疆當授 

巧 就職口 

疵巧畑 お 


暑中 御見舞 申 上 候 


ホ 素の 御 お 悄じ酬 ゆる 爲め 一層 勉ぉ致 

お 閒化協 b ず 御 愛顧 御 引 立の 巧 ホ 王 板 


け 


义 .趣 

吉 .巧 


庵 


宗隆' ホ 


妻 



WALKER & FLORID 

CUSTOM TAILORS 

20 DEY ST., NEW YORK 
Near Church St. 

TEL. CORTLANDT 7667 


H. READER & が 化 

IMPORTERS 

巧な， 30LL も FAVORS, AND 
SE が ONABLE NOVELTIES 
132-134 PARK ROW 
BET. PEARL AND DUANE STR な T 

PHONE WORTH 1322-6038 


HCANADIAN PAGIFIG] 

NEW YORK OFFICE 

344 Madison Avenue 

Telephone. Murray Hill 4000 

♦關目 十 を 本日 令 
♦ 間 H 画 十 を那ま ♦ 

路 航短最 のが ザ乂 
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The Mi じ ubisiii 貼 化 . LM. 

EQUITABLE BLDG. 

120 Broadway, New Vork 
Telephone Rector 9483-85 


THE MITSUI BANK, LTD. 

new YORK A ( け ’' が 、 • 
R 佈 の No. 1012, 

61 Broadway, N'. Y. C 
Tel. Bowling Green 844u 


Tlie Sumitomo Bank, Ltd. 

NEW YORK AGENCY 
149 Broadw が 
Tel. Hanover 7444-7445 


Tile Yokoiiama 
Sp が お Bank’LM 

Equitable Bidg. N. Y. 
Phone Rector 2550 


The Banko け aiwan, Ltd. 

Room 308 

B か iiienson Inviting Bldg., 
165 Broadway. N. Y. 
Tel. Cortlandt 7 が 2-33-34 
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and Shopping Service 

Mrs. Edith Humphry I 

Special Japanese Guide | 
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Chi ago. Illinois 
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5 ： ^55-57 VV. 2Hra St.. 
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O.S.K. Line 

大敝 商船 會社 

floom 6Q3 Cunard Bldg., 

25 わ oadway, New York C け y. 

Tel. Bowling Green 巧 お 


社 會船郵 本日 

店 支 育 紐 

8*10 Bridge St. New York 。わ 
下 o}*phone Bowling Green 2262 

店 支ルト ヤシ 

Colman Building Seattle. Wash. 


I GEORGE W. WELSH’S が NS i 

I 巧 石 赏處を 買 

♦ ♦ ♦ ♦ 

美 金を 金 
魔 銀剛製 
な 製おナ 
ピ 烟白イ I 

ン 章金フ 
時 入胸銳 
計 各 飾 筆 
I 鎖 禪類類 

BROADWAY 

OPPOSITE 
ST.PAUL；S CHAPEL 
ATVESEY STREET 


夏犧グ ー ム巧 

息媒ゲ ー ム おな 具哪も おげ、 歐洲が 輸入 
を 桃 小物 雑貨 類 殊に ゥォー キング、 ヶ！ 
ンは 最近 流 巧み もの 取 揃へ H 本人 顧客を 
歡迎 いたします。 

直輸入 元 _ 

リ i 夕 . — ^ エンド ソンス 薛會 


ザ 间尙な スタィ^の 洋服 

= 御 友達 方が 御召しの 樣な U 

皆 揀が御 巧みの 新 スタィ^ •止しい 高尙な 
服装 •をの 御な 服を 當 巧は 調製が します。 
一巧 御來 '巧な さつて 羅が化 •搞巧 •型を 御 
覽 下さい。 御 不滿の 隙は 返を をし ます。 

ウオ — 力 — じ' ート 

フロリ ネが服 巧 


晚 をが お 二 週 1 が 帆 

A でム プレス 露西亞 I 一一 呈 00 晒) 

八 巧 二十 H 

▼エ 4 ィ レ* 霞 太 利！； 一式 ろ〇〇 嗯) 

九 巧 一二 日 

▲エ ムプ； ^ス 亞細亞 をて 0 夏 頗) 

I 化片卜 と H 

マエん プレス 加 巧 太 f 吴吴韋 喷) 

十 巧 一 H 

一等、 二等、 ご 一等： び 下等を 設聰 
最大、 善美、 最 かもの ま 巧が 巧 船 


寶 本- 
拂込濟 ^ 
巧 立 ~ 

巧 ま 1 
を祖- 
本 巧 
ま 巧 


を-お 瞄 
本を 六 千离瞄 
な 五 千 六が 巧 四 

ザ 銀行 か 育 支 巧 

族 巧 日本 橋 お 昭河町 一 
巧 H 本橋义 のみ (ホき 横 巧 
を 尾 京 部 乂 阪西 S 度 
口が 島 下脚 巧 司 巧ね 
岡を 陪 上が 偷 をを 買 


外 國爲替 _一^ ぞ 送を、 ホ 送を、 信用 狀ぶ化 
一肢 おが 業を 精々 御 化 利 じれ 扱 可 申 お 

雜齡 三義銀 巧が ち ミ 巧 

本ぞ巧 巧を よ 巧* 大巧、 神戶 、巧邵 

巧が 地/名 古 屋> ルが、 上が、 倫敦 


W ^ も^が 貨 五十 圓 口上 刺 息 年 六み 

2 紙 臺^銀 巧— お 張 所 

▼郷里 送 左ぶ び 並 送を (無手を 巧】、 み 西 
ち替® I な、 靖爲韓 取組 取な、 信 巧狀を 
巧 等 一 股が 巧 莱お巧 ffi 利 じ 化 披巧化 お 

▼巧は ザが ホ 御连度 卜/ StST を 被 下 度 お 



「巧貨 五十 圓 W 上 ゴハヶ レ少 
广が 息：= 年 六み J 1 ニヶ 年 0 巧 
巧貨 击十圆 0 上 - \ 
. L 巧齒 じが U ホー錢 一岳 \ 

(化シ 壁 卞扭な ドノ 述か 巧を" 無が 息) 

正金銀行が 育ま 巧 

歌を なをは 都て 無手 數料 じて 當 
i が 黄 横 本 巧が 由 送を 方な 巧 申 あ 


社長 男な 

本 

紐 育ち''/ 


住友 吉左衛 巧 
大お化 濱お了 旨 

紐育ブ " 1 ドク H 1 な 0 十九 番 


巧 


日本化 
地 ま 良 


巧ぶ 銀 

をを、 横 渚、 名を 屋 、巧 郡、 神戶 
尾ノ 道、 溪 島、 吳 、柳 井、 下ノ挪 
巧 司、 小 倉、 お 松、 博夕 、乂留 ホ 等 
本国 巧を、 鄕里 をを 等は 棵め 
て樹 價利进 速に 御 化 扱 可 申 候 


リナ メ ー カ I の特を 

Ur 入の わ 巧 物には 特 が 巧邑を 巧き 侦’ 
巧、 御榮 巧を 巧 お 話 父は わ 手 巧み 輿 お 
謗して 御 化な を 則り 巧め ての わ 力に 
射して ぱ特じ 化 息をしまず からを ホ わ 
A 酱 b 願 ひ 巧、 ホ內が 速は 勿論 ' H 本ぶ 
化を 化 宛の わ 荷物を 送は 當 ホで をし 巧 

ジ 3 ン ワ ナメ！ 力 i 


に 


舅 

洋 

薇 

磅 

棘に 
踐じ 

al\T 

ゴ 
會 

:广」 

祗 


5« 


W W 


お 

ホ 

航 

桑 路^ 
港 
お 
帆 

南 

ホ 

お 

お 


ホノ か、 ■橫濱 おろ 長^ •上海 •香 浅’ 馬 尼 泣 巧 

西 比 剌亞化 S 气 01^ 顯) 八 巧 十八 H 

化 おお 舰八リ 十四 目) 

太洋丸 (ニニ、 暑が) 九ち I 口 
天巧乂 (ニニ、 浸 〇曠) 九月 十五 日 
コレア 化 三 0、 言哦) 化 巧 九 H 
C 雜麻化 帆 九 巧 か 四 a ) 

をげ 乂 三 一吉 00 觸) 十月 十 


化が 墨西哥 、お 索、 智利諸 渚 巧 

なが ホノ^- 橫濱神 戶巧司 香港 巧 
揉な 共を ホ 週一留 

>. ivu を ご リ f ‘ま •.ミ、 ホを を 走 i を 


夢 本 證券 會 か； 

.一が り惜 証を ノ資 買、 引き' 裳を 
> を融、 -1 並ユ么 關スグ '切 ノ萊巧 

韻 脱 藤本 ビち 口— 力-銀行 

緋肯お 張 巧 j | 



雜货 陶破お 

ドぅ ィダ！ ブ卸貞 

太洋寶 易！ 會社 

支 お が 化 ホ ボストン 



本 


ラ 


陶 

グ . 


語 雑貨 
-ブ 卸販贊 


S 巧 木 桃 ホ 組 

MOGL MOMONOI Co ., Inc . 

)5 E •ー ミ h St . N . Y . Tel - 資 uyvesant 苦 黄. で？ 


陶破 器、 雜貨 、ラ 


卸賣 


ンプ义 ランプ 笠 

森村ブ タザ ー ス 


シアトル 化 抑： お 化 午前 十 時； 

静岡化 八月 化と 日 
漠濱义 化ち 十八 日 船 飯 
加賀丸 十月 九日 
伊豫 化 十 巧 ホ 九日 
U ネ巧 船を 迷 賃新率 
一等 橫演 一九 お 巧# ロニ 0 五 巧 
云 等 巧を 五十と 巧 か 食 五十 五 巧 

歐洲け本間客船 (每ち昂^ 

货 致ょ b 1 等な ぶ磅 、二等 セ 十が ぃ‘ 
贼 、お 巧を ょ b 1 等 化 十と 磅 
二等 六十 六 巧。 ， 

化育 巧 W 田ぶ 馬妈か H 本り 货巧 が一 片二两 


シア ト术お 帆 

ろん でん 化 八月 十四 H 
あら ぞな化 八巧廿 六日 
▼一等 描 淀 一丸 五 巧 

但し ばりす 丸 ろんごん みは 一 瓦 五が 
▼ 111 等：： 3 本が 五 五 巧ぎ 室 火な 逛荣族 ま夕巧 
►抑 あ 望に 依り 一律 剖 引が 巧 切 巧 践巧词 致 お 

P ス アン ゼ八ス 旧 化 

ば；： > ま 化 八 巧 十一； 日 
はわい 化 乂巧 二十 H 
▼一窜 巧を ま にら 化 ホ哇か 一九 五 巧 

化 化 はんて 一一々 巧 半 
▼一二 等 U 本が まじら 化布哇 化を 巧 其 化 ま 巧 牛 
▼沙巧 おが 打な ホ 切 巧 跨 ま ザ 賭 入御 鈴 巧 仕り お 
マが 巧 線 パナマ 巧 由 日本ち 抑が 曲 物が 巧 一圓 


を 田 
はを 
巧 巧 
本 呼 
を 巧 
小し 
荷 F 



玉 コロ ガシ 玉 コロ ご惠 

兎ノ 競走 競馬 宫働車 競を 

スキ ー ボ ！ ル 風船 玉ゲ ^ 

射的 蠢替 ケ ^ ~| ン ラック 

ダル マゲ — ム 柳ゲ — 厶 

ヵバ ゼ スポットが 掛輪投 

其 他 類似 ノ モノ 

等と なす 計 まじて 目す 當局ド 巧 涉中じ お 

間 化瞭を 逸せ やち 急 御 申 这が成 巧 候 化 

ホ國獨 立な' 五十 年 記念 お閣 大巧 覽會 

H 本部 コン セツ シヨ ナア 


香 西 龍 雄 


W E . 1 だを stN . Y ’ c . 

コン セツ シヨ ン禪赌 

輿 業 物資 巧 喫茶 巧 寫眞屋 

煎饼崖 植木 崖 を 魚屋 

レスト ラント ソフトドリンク 


諸 ダ I ム 


U 本飯馆 比， ハ 化 


喀 におを 巧の 化賴 じが 中る どめ 

- J どで あるむ 


副 葛 道ぶ 化來る 

前 苗 族 お雜： 巧、 前週 未 シャト 
— クワよ b ホ 紐 ホテ^、 ビグ ト 
モア じは 宿が るが 本：：： おお 巧 じ 
まら 数 U 滞が の 上 細が 八月 上句 
の 彼 船 じて 波 巧のを。 


沙 港ち お學巧 々ホ 
吉 巧ぶ 一二 郞を 

興 話 巧 法 


賓 


♦展 谷川 苗 一郞巧 日本 鄭侃會 
社 紐 育 支 巧 員、 乂阪 支巧轉 勤を 
命せ らい ま廿五 H 出を 西け 八 巧 
と U 沙港 出帆の 伊豫 化 じて 歸蘭 
♦直 おお 华氏 化が 道夕張 炭礦 
株 ま 曾 社 貫、 去る 二十 四 目ァク 
キタ ニァ 號 じて 細辆 のをみ ホ 紐 
參加賀 山學氏 规道省 工務 お 技 
師 、问 上。 

♦標 ぶち 氏 日淸 製粉な 巧 貪 化 
員、 去る 二十 凹り 着が H 本俱樂 
部 じ 投衍。 

♦鈴 木 勇 巧 - S ホ 物を 漢淺ま 店 
會計 係、 去る ホ ニ 出を 渡獨。 

参 中 村 德治巧 襄灣お 朽組育 出 
張 所員、 ホ ニ日 當地 出發歸 朝。 ， 
下 剛次郞 氏 中が 德治 氏の 後 i 
巧 どして あ H 前 着 純 勤務 中。 

おみ 祐 まを 闕瞭 通信 祉專務 
巧 事、 不り歐 測よ 6 ホ 化の 笛。 


を 惟當巧 化が 仙 雞拾仙 
著者が 本 萬を 編 猿せ る 扱は 靴 
を 隔て、 巧き を 搔 < 《戚 5 る お 
語會 話を 巧 用 せんどす る 一子に 
六 ヶ月の 短時日を がて ds の會 
話差ぞ なきを 補 せんどす、 なじ 

ス ランク、 ィザ オムぶ び > ロフ 

エン 語句を 入れて 其眞 想を ず 
る 樣驚戒 せ bo 

S . ジ shi コタ ー是 3 Amster を m Ave , Y . 

0 0 ぎ enia 二 置 ブ a ご另 を- (14 ち h - t ) 


貸 自働車 

巧 中 御 案 巧 


ピクニック 


と人乘 b 八シ 

一が 閒二弗 


勝 化 ホ 直し 

閑散 時を 利用し 错ひ 化な 倍し 其 
他 プレス 等迅 喀 に勉强 をし 
ますから 柯卒御 5 命を 願 ひます 

日本 洋服 巧 

西 丑 十-" 了 目 一二 巧 お 

電話 コ n ム バス 四 一星 


裁 鏡 i 業 

巧 服、 絹物、 ゥ！ 八 類は ドラィ 
クリ！ ニン グ 、ブレス おび 染更 

へ、 化 立て直し 一が をく ぉ麗じ 
致しまず。 裁縫は 如 M なる 御 注 
文 も 叮峰マ じ 早く 致します 其他ュ 
カタの お 巧を も あ。 まず。 

坂 ザ 銳縫所 

1 结 W . 雲 SU J ‘ G . 


ピアノ _ 
アキ オ 


音 樂敎授 

獨昭漱 巧 巧 おーケ H 六 ホ ニ遇一 回) 
西 六十 五 了 目 東を 商 曾 階 七 
が 池 拖太邮 


♦ ■♦■♦ミ 2 


がち 化か 化 險會社 

一二 木を ま 

鮮保險 

S . 呈 |ご 

New York Li を Insurance 〇〇 
51 ohamberw St : 

2eww 弓 kcity . 

里 lone . す ank ご n 4900 

田 xohsm 巧 e BrK 曰 oh 


IS ■♦■♦■♦■♦■♦■♦■おか 


ンダ K •廢わ 車 


K . 百 lilY 产 9 壬 J 室 St . 
を . C 夏 s 呈 ごを 


英語 敎授 ぶ. 鮮 

或は 捉間 個人的 じ 特別 敎 授^? 
寄 SS . Helen Bo に ョ_ ち运 .岩す St , 

Tel . Plaza 苦？ 0 . . V 


廣 吿 

八月 一日ょ ら册 一り をサ ラト 
ガ 、スプリングへ 巧 張 致ます 
御 通信は ホ 記' へ 願 ひます 

. 津輕 東が 

で 0 United St 免 es Hotel ぎ mn 4 苗 

ご ra 喜ぎ 夏 三. 


內務省 婚許加 城. を 如。- 

產婆 & 按摩 術 

ホ 巧を 子 

助 產鑛が マッサ I ジ 術の お 張 

治療の 御 ホめ じ應 じまず。 

電話 キヤ セー ドラ 片を冗 化 

西け 十一 11 T 目 一二な 十一 一番 


家具 附 义月 初旬 迄 貸し \ 

度 i 場所は® 巧 四十 一 T 目 六 巧 
を、 ブバ サィド、 ドラィヴ 晰 近」 
て 地下線 じ 巧し、 委細は 左 じ 
N 岩 其 a - 置 0 W . 125 th 夕 
ジ L 3 ミ ningsWe 70 泛 


貸 室 淸 潔；^ 便利の よき 場 

所 一人 乃至. 二人 向きの まあり 電 
話け プラザ 1 H ハと 一發 

s ' さ 置 a - S 5 去. 11 呈 坦 . M 3' 


I 週 五 ホ 及 八 巧、 一 

® を 人 又は llA じ 適ず、 

市 廳へ十 か タィ ムス スタ エヤ！ 

へ か 五 か 電話 カン バラン ド 0 ご玄 
1 ミ喜 St Jr 吾享 黒 崎 侮 子 


夏場 向新 荷 到着 

特に ゲ ー ム巧 陶器 雜譜類 澤山取 揃 居り 
候 間お舊 御用 命 願 上 候 

森 村 K ラ ザ I ス 

MO 巧 iMC 巧 A . iBros ., wnp 
5 W W 勇 t だ一-么 Sr 
之 ew ジ rk C ぞ 
Telejpho 曼 ora 呂ミ cy w 资〇 


复瘍向 若」 

陶媪黑 雜貨を 種 取 揃へ 居候 迅速を 旨 
ごして 精々 勉强化 候 間 御用 命 願 上 候 

巧み CEd 

會か 巧* 移ず* 

養 E . 1 里 h St . IU . ジ|. ぎ y 養 ant 苦 95 .置 


耸 似を ，，！圍® 

費 府大博 覽會口 本が 


ゲ ー ム類 はま 急 じ 取を め & 必要ち 之す 化 

政 其 神 顔を 





'句 N 新 お 到着 =. 


精々 勉郝巧 仕 候 間 御 註文 被 ド 度 願 上 候 



太洋 貿易 株式 會社 


TeL wtuyvesant : 382 W 
101 Rfth A / venu 夕 zew York City 

ohicago Branch 327^ w - JVIa 篇 son St , 香 icago . 111. 


夏瘍 向新 荷 到着 

格安 思續 々到を 化り 候 閒 
華 非 御用 命 被 下が 願 上 お 

化 八 巧 食な ホ 元 ブうサ ー ス 

17 East 17 を St , znwYorlc City 

TTelejpho 呂巧 wtuyv ミ ant : 菱 59 
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宗敎 と科學 どの 關係 


所訊モ ダ，- ニス トどフ ヮンダ メ ''.タリ スト どの 街 おは 端な 
< も タネ シィ州 じがて 小を 巧邮の 進化 讚を おへた 事醫が 州な 
の 點をじ 違な しし ご 云 ふ鼓刊 事件の がごな つて 現 はれた 爲め 
じ 一け 化 論の 沸瞒を お致し ゎが 該問題ら お 帥が ち 罪の 判 ホを 
そけ：史らにが訴づる^どなつて 一 熙落を吿げた檢でぁる。 乍 
併み じな おのみ 離を-お 定 しつ、 ぁる 二十 化が の 今 U じ 法徘を 
制を！ てまで ぶ 敎をプ "テク ト せねば U ら拍 とする 化 想の が 
など 其ぷ 動の 勃興 どじ 戰 ，して はを 乂 の 注を を 拂ム® 化が ぁら 
はせ <2 か。 仍て 本紙は まを ご巧學 どの 脚 巧を 問題 V - ゼ るを モ 
面のが嘗をををして數间連載する2ミした^ 

進化》」 創造 V 」 の 別 3, 

が 宵 H 本人 S 牧師 淸水 宗次郎 


最近 •テ ー トン じめ ける 裁が 事 

! 件を 中、 むごして 進化 說ビ お督敎 

I じ 脚す る 問题は 一柿の 波動を を 

I し， L 居 b まずが、 吳廣 では 化 棟 

問 趣け 旣じい クス レ 1、 スぺ 

ンサ1、 ソィスク、 バック术等 

j を 梢ずに 載 ひ 中 S 年" が じ 解 ホし 

I て 居る ので あちまず、 口 本では 

i 化 様な 閒 題は 起らず じ 濟まゼ 度 

^ ひど 鷄み ます。 

信仰の 變お點 

元來 なは 自も 思想を 巧み、 此 

れを话 びます、 如何なる あ 巧- 

が て も 巧 縛を 嫌 ふので あらま 

す、 おが 今 H 信仰生活 じ 無上の 

慌 快を 戚 こて 居る 理由は 化處じ 

眞の自 山を 見出し、 自由の 人た 

る 生活を 營 むじ まつた からで あ 

らまず、 靈 あち 處 じは 自由 ホら 

巧 销は自 めと 巧へ る ご あらます 

维靈 ど眞视 であるぶ 督の偕 どな 

ち 始めて 良 山を 化ひ游 たので あ 

らます かく 自由を を 重す るな は 

人の 生命 たるまを でさへ 抑 かけ 

られた 6、 强賣 される 事を 嫌 ひ 

主す。 を 敎は貨 つむら 巧 資され 

て自 をの もの どず る もので なく 

自も息 志の 意 謡め 撰擇 にょるべ 

きもの ご 信じ 岩 らます、 まし 

I て や 時化に 伴 ふて 不斷の 發達巧 

1 をが して 居る 巧 學の举 說を輕 ホ 

I じ 巧け 入れ じら、 化 呑み じした 

一ら、 無 かみ じ 速 謝する 事は 出 巧 

-ない ので をら をす、 巧 寧の 學說 

も宗 敎の敎 をら 民衆の 輿論 やが 

决例や 信仰 個條ん 脚を にょ b 1 

をせ しむる は 不可能で ある ど 信 

じます、 巧の 舞蕩 で 制限 ある 人 

間の 知識を なて お對 めに 巧 決す 

ベ <が6 じ 間 越は 大きず ぎる い- 

で あらます、 化 立瘍に 居るな は 

進化論に 勒 しても 髮に 基督 敎を 

自 みのもの どして ずけ 入れね 時 I 

の 協に 化ての グレ ジゥ グスみ 給' 

て 巧め て 冷静な 態 巧で 考へ度 ひ 

どが ひまず。 

進化論の 意義 

進化 ご 云 ふ 暑 糞は アン ビ’ キゥ 

アス あつて 時 じは 廣 をに 時に 

は 狭義に 化 用され て 居らます。 

機が や 脚み や 父 ぉ 術、. 化 律、 言 

語、 習 俄、 ま お 等の 進 ホ、 登復 

を 進化 ど哨 へらる、 事い も， 〇 ま- _ 

す、 無 諭化舆 をは 外的 じ 或 知識 

或は 能力 •か 加は つて 進化し わ も 

ので あつて 内的 じ自 なのらので 

は あらま だん、 がし 化處 ではが I 

黄に 即 も巧學 h 使用 さいて おる 

苗. ホに がての 進化 說 •し 就て 論ず 

るので わらます、 を こで-が 巧 

を 上に け無槐 、が陳 、おも 槐進 

化 S 帖 別が あ b よす 化は 單じ 


を機體 進化の み じ 就て 考へ度 ひ 

ど 思 ひます、 化 進化論 じ 化れば 

化ての 库物皆 一 補の 發点 にを 

幾な 苗 年を 經て 衞單 。體搁 ょ 

漸進的に 楠 物 ご 動物 と じ變 化し 

をに ホ 脊推 動物ょ b 脊推 動物 じ 

哺乳動物 ょらを 雜 なる 體制 ご 霉 

能 どを 備 へて 居る 度 底動顿 たる 

人間 じ 進化し わので ある ど 云 ふ 

而 して 斯の 如き 進化 化 用は 單じ 

內 的なる 自 が掏汰 (舊 說) ダィ 

ンク チビ チ！ (新 說) による W 

論じて W る。 化 學說を 構 化する 

研究 か 料と しては 動 植顿學 あび 

地質、 を 古學 等が 震なる もので 

がる。 地質を 上-掠 別せられ て揖 

る 四時 化に 現 はれて 居る 異巧族 

のを 生に 對 する 說明法 どして は 

補の 類似 說、 繼承說 、お 態說ま 

じ 化 6 異 が 族 間の ダ ャップを ミ 

へて 2^0 るので あちます。 

要する じ 進化論の 根 本義は 第 

一外 的 じ 何等の 助けな く ロハ 巧 的 

じ 生物が- 單細 動物ょ らお 雑な 

麗 官ご靈 能を おす るん 間にまで 

進化し 今 H じちつ たど 云 ふじ あ 

らます。 第二は 進化の 經 路に關 

しは 自然 狗 なか 用に よるので あ 

むます。 第 I 二、 がせが 及びが 兜 

の ±摹 としては 地質 學 上の 發見 

じょる 動植物の 化石 體 及びを 物 

の 比較 & びかが、 が 剖的硏 お：.； 

よるので をら まず。 

朝香兩 •这 殿下には 

天 洋御乘 船 

本 巧と H 本社 東京 特電 お 目下 

じ 坚に御 滞 化 中の 朝 香 営 殿下 同 

が 允す 殿で W お歸 朝の 瞭紐宵 御 

通過 じ 巧 をせ る 旨を 報じた が兩 

殿では 從者 共よ 人で 御乘 船は 十 

一巧 二十 四 H 桑 港 出帆の 天が 化 

ど 御内を あら 十一月 初旬 御來 が^ 

の御豫 をなる 由。 をに 就き 堯巧 

ょ b の 姐 信じ 依れば 殿下 御 一巧 

の 船 まは 普通の 一等を を當 てら 

れ特圳 の設髓 はな •"ぐる も 御 食 

膳 等に お L ては 激船會 おどして 

時に 注 盧を拂 ふ 丈け f ある ど 云 

ふ。 因 じ 先年 御歸 朝の 故が 見大 

宮殿で、 久通 宮兩殿 ドの 際は 特 

がの 設備が あつたが 今回け 之を 

器 せらる.. ので ある ど 巧 ホた I 

上が 巧の 新 事業 

過 ま 一 刪 年 ィンタ アナ シ ヨナ 

^ ウス H 本部 幹事 じらし 上 

出雅 ホ 巧は 本 月が 甸 職を 辭—最 

を 第 •五 街 二 10 九を 第ー ニ〇 祀强を 

じ^鱗巧、 通譯、 典訊謠が等の 

巧 事 菜を 開始した おで 『 H 义滿 

課 巧』 こ稱 しあ 話は' カレドニア 

と 八 化〇番 であるが を も お育叮 
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1 270 Riverside Drive 

Tel, Rimsi お がが 

s ホ 物を 株式 會社 
. 紐ち ま庙 

Mitsui & Co., 

65 Broadway 

Tel. Bowling* Green 7520 

高 巧 蘭を 
紐 育 支店 

Takata & Co., 

巧 0 む oad 明， New YorkCitjr 

Tei. お ctor 1 の 1 

株式 會な 措が 巧ぶ 

紐 育 幸 店 

Iwai & Co 。 

Woolworth Bui 地 お， 

む 1. Wh れ ehaH がが 

兰菱が 事會社 
MUsubishi Shoji Kaisha 

(Mi ゎ ub お hi Co., Ltd.) 

(20 Broadway 

Te し Rector 2500-2604 

, 巧を 食 社 

山中が 會 紐 育 支店 
Yamanaka & Co .， 

680 のれた Ave 。 

Tel. Circle 4014 j 

H 本 綿 化 巧 ま會な 化育 支店 

Japan Cotton Trading Co., Ltd^ 
Cotton De が， 

60 Beaver か.， 

下 •し Bowline Qrfton 2900 

Silk Dept 

2S Madiaon Ave.. 

T«l. M 隹ん 8q. tm 

り 米 生 無 •株を 會賦 
紐 育ま お 

N1 郎 ! -3EI K11T0 KAeUSHiKI K&ISIU 

(WCH! ぶ El KHTO CO., LTD. 、 
373 が H む enue, 

Tel. Mad. Sq, 7592-5 

神 戸 鉛 木 巧/お 
紐ち 支店 

Suzuki & Co., Ltd. (Kobe) 

220 Broad" け， | 

Te し Corthn か lUg- が - 日 : 1-52 ぶ 3 ' 

り 本を 糸 巧 ま會貼 
が 育ま 店 

Morimura む ai & む .， Agents 

44 £. 23rd St. 

Te し わ h land 5320 

巧を 名會お 
紐 育 支 巧 

Hara & Co., 

443 Fourth* Ave., 

W, Caiedonia 7830*35 

江廝巧 ま會社 姑 脊ま巧 
Gosho Corporation, 

Silk Importers, 

334 Fourth Aw. 

Tel. Ma ん Sq. 4886 

Gosho Co.. Inc., 

Cotton Exporters 

60 B が v*r か •, 

Tel. Bowling Qre>n 6806-06 

乂阪巧 日 新聞 化 大阪お H 二 東な HH 

巧 田巧キ 上 巧 あを 

OSAKA ISAHi Osaka Mainichi, 

む〇 扣 308 World む ilding が了 Tribune Building 

Tel . む ekman 4880 Te!. Beekman 4259 
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- .嘶 巧 巧 報 

_ 民ち 黨 の 將來？ 

; プライ T ン たの 逝去が、 反 ま 

森に 底ばず 政治的が 鹤 じがて は 

かリ b 米 域の 段が に 波が を ホん 

: C 居&株 子で わる。 ラフ ォ I レ 

ット 巧知 巧 かなに おする 脚 巧 ど 

異 Gb 、 プライ アン 氏は お 部 及 

び西涨 3 •テ モク ラン 1 の チヤン 

ビ オン ごして* セ クン 3 ナ リス 

ムを 巧ぶ し、 柬 がの ゲ モク ラシ 

I を 円す る じを 惦政お S 權化で 

あ ら、 がな 政治の 化ぶ であると 

見做しつ i わつ たこ どが、 民 ま 

巧 統一の 一大が 壁で ぁつた 事 賞 

は 過去の 腺を か證 明す ると ころ 

であつ て、 恃じ挥 人 ゥキグ ソン 

氏 逝去 後のは ま漠 け、 お 巧 問題 

ク •ク 术ッ クス •クラン 巧の 大 

な 綱 じ 就て、 をの 七 クシ ヨナ y 

ズムの 弊を を遊械 をが し、 

，遂に 千 九な 廿年 U 巧の 歧權ず 奪 

戟じ 敗れつ、 > あつた こどは、 化 

人の 記憶に 新ら しい 化 ホ 事で わ 

ら、 この ザ 面に プライ アン 氏の 

がが が、 械 めて 深い 总義 をかん 

で 居た ので ある 0 

先 則大統 锁戰じ 敗れ ド' 民ホ黨 

の化摧 をは、 この 弊害を 痛 盛し 

て：： ホ 撰の 独 かご 改 をを ま 眼 ご 

する 會 ホの： 31 集を ホ 键 しつ i あ 

つたが、 ブライアン 巧を 背後の 

が 力 どす る マ ヵグー ー派 ど、 東 

郁 諸 如を 勢力と する グ ー グス • 

ス i ブ氏 一派の 誠 かな 到を 不可 

能で ある ど 見られて 括た。 僅々 

化 余 かじ 直る 自由が の 雄 辯で 過 

ま 册を年 じ 直ら、 民ま黨 の】 大 

フア クタ— であつ たグ ライアン 

巧の 势 力は、 眞じ驚 嘴 じ 化する 

が、 この プライア ニ ズムの デモ 

クラシー がお邊 まで ほ ホ 黨の統 

一巧を 繼 がせし める かごい ふ 問 

狸は' 盖し乂 齒政巧 じごら てけ 

最も 巧 ホ あるか 化と して、 われ 

等の 注目を 要する。 


嘘棄 ずべ、 さ黨人 

击巧 一二 卞 】 H 本社 おを 特電は 

加滕巧 隅の おお 職を 報じた るが 

大命 巧 下して 結局 加藤內 閒の改 

なご；；； •ら盛 か 食が 單獨に 巧 隅を 

組織す る じを らい どの 說な しど 

博へ て 居る。 所謂 患 かのを 道 か 

ら論 やれば 夫れ け當 がの 歸 おで 

あらね ぶ， y , ら ぬ。 何 どなれに 政 

ぶ お 系の 閒愤が 漬口藏 化の 提出 

した 税制 整 狸 じ反對 せる 理 おは 

自己の 欧 おじ お U らむ どす るみ 

勝 U 必 掛から 削ら 出し じので. 

く、 實 際は 政袍 をぶ 化會 からが 

化し' . L 么を 田中總 なじが 上せむ 

ご 云 ふ 低級。 なで 本位の 巧必の 

あ恣じ 外。 ら G いからで もる。 

おし 陵ぶ 會がお 化 肖 ごの 協調を 

がつ てな お 謀の 立 煤に 戾ら うご 

する U らばが く內 隅から 巧 退し 

ホるべき ぶ 食 じがて 堂々 ど' 加胳 

巧觸 ど一贼 し满會 のが 敵を をつ 


て 絶 逃がの 上に 國 K の 信 巧銳ぃ 
に 化 b やを 問ぶべき ではない が 
がる じか はじして 狡洽 る 彼等 
窝人 U 隧が兩 相を 使喊 して 巧閣 
不 が-のな 巧を 加 藤 首相*」 嫁し 
巧び w 隅を 組織す るょ-を 得 ざら 
しめが M 隙に 乗じて 大命 降下の 
香がををはむど企て！ぉる° 斯 
の 如きは 眞じ帷 衆すべき 黨 八の 
、む理 である ごは 云へ、 化 等の 專 


を橫 装を 座械 する ょ國 民では 
到 お 化 表 的玫巧 だの^ 諮 政体 だ 
のを 夢想す る 宵 格は がい。 寧ろ 
一 膊 デス ポ テックな-がま 專制扱 
お S 下に 眼る か然ら ぶれば 勞慟 
おが 制の ボ八シ 早ゲホ ズムに 渴 
仰して 狗兒 のかく 彼を じ 鞭打た 
る i のを 樂 むべき ではせ いか。 
園 民か自 醋自覺 して 黨。 パを 征伐 
すべきは 化に 化 おで あぶ。 


駐目米 國を權 大使 


バンクロフト 巧 逝く，； 

遺猴 U 軍艦 多 摩が 加州へ 護を 
東ぶ 特進 甘 九 n 發 U 二週間な ホ輕 井澤 じ 載て 
十二支 應潰 嫌を 治療 中で あつた 粧 円米國 を- 
使エ ドガ ー •バンクロフト 巧の 容態は その後 I 

快の 趣で あつたが 昨夕 六 時 俄か じ激 變を來 し^ 

醫 池田愧 壬の 努力-^ 甲斐な く 遂じ大 化の 友人 づ 

ある ポンド 氏 夫妻に 見守られつ-^ 午後 九 時 四. 厂 

お 分に 逝去した。 遺 駭は乂 おおりょり 加州に 於 

て催ず ベ き加州と十^4:iが祭に參列ず ベ き軍艦シタ 

摩の 化發 期を 繰り上げて 八月 十日 頃 護送の 手 較^ 

中て ある 0 ^ 

じ 就て 大 化の 巧を 亥 也ょ ぅ|§ 

しい 者で ある。 ，- 

而 して 大使の 遺愁 は々 お ほ輕巧 

巧に 安 魔し 明 U は 明 お 天皇を！：^ 

ま 京 特電 化 日を UKU 米國大 ~ 化當 する をな て 明 後り 頃 東を ム 


逝ける 大 化に 

目 目を an 

巧 お ミ sir 


化 バンク P フト 巧の 客死 じ對し 

H 本の 朝 巧は いづれ も 弔意を 表 

剛 しを 新聞紙は 社說 じて 追悼の 

辭を 述べ、 を 宮廳は ザ 旗を 離え 

して 居る が、 總巧 大臣 加 藤 高 明 

子は 回く 

大使の 逝 まけ 我等の 驚愕を 禁 

じ衙 ざる もの' じして、 十简月 

前 赴任 0 ホ 氏は 誠意を なて 口 

ホ のぶお お 進 じ 巧 力し っ i あ 

らしは 罔 かの 事實 である。 岡 

氏の 發 病を 耳 じした 際 余は を 

のを 化の 速 かならん こごを 祈 

もつ i をつ たが、 今や 逝去の 

银を .耳 じして をは これを 巧 ふ 

の辭 なき じ 苦しむ。 大 化の 逝 

まは 實じ 米國 じと b ては 儀大 

なる を 僕、 H 本 じごら てけ 她 

眞な るぶ 人を 失いた る じ 等し 

いこ ごを 戚 やる。 

かお 乂 お幣族 違を 郎 巧は 曰く 

バンク。 フト 氏の 巧に 對 しみ 

は；！； んご述 ぶべき かじ 就て 苦 

しわ。 氏のを 態が 稍 轄快じ 赴 

きつ i あり ごは 昨：：： 接を した 

巧 道で をゥ 我等は 氏の 健康 回 

化が 巧い 將ホ にわる こどを 规 

持して 巧た ので ある。 巧の 滯 

巧は 械 めて 短期 乍ら 氏が 人に 

對 する じ拖 々てな' が、 而 して 

同情が くこの 明晰なる' 助臘ピ 

目的に おする 不锁の 巧 力 巧は 

巧 人 S 巧 おを 巧して 居た ので 

ある。 想 ふじ 氏み 日 ホ關 巧に 

おする 倍 善は 械 めて 深く、 巧 

等は やか 的なる 誌 解 ど いんみ 


# なる のみ a ら 乎實盧 わるぶ 人 
を 失へ る：：： 本の 爲 めじ も 打が ご 
謂 ふべき で わる。 なじ 予の なき 
同情を おする ど 共 じい 本に がけ 
る閣 はも 亦 搞惜の 情 じ 巧わざる 
を 確 情す る。 

ワ*— レン 

巧 巧命說 

時局 重大の 爲め 

ワシントン 特電 化 H 發 =： 駐日 
を權 大使 バンクロフト 氏 卒去は 
痛 <闽 巧 省を 驚かし、 米 國ホ唱 
の 新ま國 際を 谦の 召集を 前にし 
て大 化を 失 ひし こどは 义圃 政府 
の打擊でぁ>、 化つてをの後ほ 
者 じ 就ても 盧 かじ 早く 任命を 見 
るべき 模な でぁるが、 目下を 繼 
ちごして 所謂 素人 畑ょ b は前ワ 
キォ ミン 州 出身 下院 潇貴 フラン 
ク •モン ダグ 氏‘ シカゴの 法曹 

家 シラス •ストり ン氏等 物色 さ 

れつ i ある も、 國 務省侧 では 陆 
ま 政局の 關係 h 熟練した 外を 官 


の 巧 命を 欲する 色 厚く、 現闕務 

み官 ジョセフ •グ ，ユー 氏、 國 
な 補お官 パト ラ— •ラ キト 氏 等 
のけ 戟 もない が、 大統領 ごして 
は 化が 軍縮 會歲削 日本に 駐 がし 
て 外を 的に 活 脚し 歸巧後 紛糾し 
たメキシコな剧大化ごして克く 
時時を收がしじ チ ャ ー ^ ス • 

1 レン 氏の 巧 巧 命を 熟留 しつ i 
ある もの i 如く、 若し 氏に して 
承諾す る なれば 大統領は 直ち じ 
巧が ザる であらぅ ど 期が されて 
居る。 向 ほ國務 長官 ヶ n ッグ 氏 
け 左の 如き ステー トメ ント を發 
おしね。 

國 務あ當 '柏は 駐 H を權 大巧 3 

ドみ^— •ゴ^— •バンクロフト 

氏の 逝 まを をを する こ 空を 頗 
る遺滅 どす。 氏は 赴 巧な 巧 化 
本 3 朝 巧 ょらを 大 S 尊敬を 博 
しつ i あらし だけ じ 氏の 逝去 
は乂國 じど b て 一大 損失と 云 
はざる を 得ず、 巧ら じを 年の 
親を を 有ず る 余 どして 氏の 逝 
去は 哀悼の まらに 堪え ホ。’ 


移送ず ベ < 、化理 大使 ネゲキ と 一 

巧 も 今朝 着 京して 葬儀の 準備 ij 

着手した が、 勞農 n シァ 大使 夕 

を 始め どして 列强 太を 使舘 はい 

づれも 半旗を 揭 楊して 弔 息を 表ブ 

して 居る。 

ヮシントン 特 -電册 ：！：發= :當地 

駐 剑を權 大使 あず 恆雄 氏は、 一 

特に 『組自 新報』 を 通じて 左 一 

の 如き 弔辭を 述べた。 梅ほ大 |\ は 

化は 今朝 圃務 長宫 .グ n ッグ 氏 ~ か 

を 訪問して 弔 怠を をした。 

輕 井澤に がける バンク。 フト 

大使 逝 まの 悲報は 一大 震 悼を 于 

にがへ た。 大使は 化大國 おの 立 

派。 化 お VJ して 昨年々 末 じ 近く 

り 本に をき 爾ホ身 神を 傾倒して 

日米 兩國 間の 友 證的關 係を 促進 

せ しむべく 努力した 。太 化の 至 

誠と 信念のを 明 ごは 予の國 おじ 

のらて 特に 認識され 威 謝されて 

超な。 大使は 眞 正の 紳尘 でぁつ 

た。 脯 して 專が 首都 東京 じがて 

おも 敏活に 化大 おか 闡を化 表し 

た 人で ぁる。 大使の 化 任期 間は 

不幸に も烦 <- i て 終つ たけれ ホ 

其 日本人に 對 する 同情 的 理解は 

火 化 じ接觸 せる 者を して 不滅の 

巧情ご純正4:*る信賴どを抱かし 

いるに 至つ た〇誰 人も大 化の だ 

巧 中に U ホ両國 ぶを の關 係が 著 

敷强 めら れ たこと を 否認す プ ご) 

ごは 出 ホない。 巧の 如き 村 幹 あ 

b 巧 敬ず べき 外を をを 失つ たこ 

ごは なくを 巧せ ざるを 想。 い。 

大 化の 化は をに 化 國は掛 する 打 


稅 制整埋 案が 祟り 

加 藤 內閣總 鱗 職ず 

大命 加 藤 高 明に 巧 降下 說 高し 

ま 京 特電 化 一 9發= 昨日の 閣議 じがて 政友會 出身 司法大臣 
小川ず 吉 、商工 大巧 野阳 卯太郞 、農が 大巧 岡 腐が 補の 一二 閣僚は 
濱口藏 相の 税制 整理 案に 正面 ょら 反對を 表明し 形勢 突然 験惡じ 
なつた ので 加 藤を 相は 參內 して 攝政 宮殿 ド じ 委細を 奏上した が 
今朝 丸 時 じ 臨時 閣議を 瞒き辭 表を 纏め 加 藤み 閣は國 務遂わ 上 ま 
障を ホた したる 廉じ 依り 德辭 をを 奉呈した。 而 して 攝政 宮殿 下 
じは 時局を 珍を ぁらせられ 權太巧 齊は無 脚 延期を 仰 出さる if 
.共 じ政狀 御下問の 爲め乂 化 侍を 長を 澗殿锡 じ 御 差遣 ぁら 園を を 
訪問した るが 大命は 巧び 加 藤 高 明 子 じ 降下 さる だら うごの 說が 
高さら 總醉峨 どみ じ 政 友、 ぶ 本黨 化議卜 六十 一一 一名は 調 巧まで；-^ 
て 提携の ホ 調を 取ら 俄然 本筋に 入ら 兩派 幹部は 今が 懇親 會を閱 
く 事 どな もが 本を 同ぶ 立は 最早 や確實 どなつ じ。 


關稅 會議は 

上院 ご 支那 間 題 

ヮン ン トッホ 日 發 ：：；：： 國務 長官 

ログ 巧のを をす る 巧 じ 化れば 

- ランスの 對ま一 一條 約 批准を 換 

一は ホる 八. 同 五日 頃を 0 て 首都 ヮ 

.ン トン じて 巧 はるべく ネ n ま 

ホフ ランスの 批准を 待 もつ/ 1 あ 

C た巧强 な 巧の おお 書 も 间時じ 

を 巧され なじ 始めて 對支條 約は 

効かを 發揮 ずる じ まるべ <賊 親 

會議 はを を 十一 巧 おり 前後に 化 

京た 巧 集の 豫定 じして ホ 劇は 旣 

じ熙 支る® マ クム レ！ 皮 及び ス 

トロ-^ ~ ン 氏を 巧みし 英國 をを む 

列強の 全 確 もを くを 表を 見る じ 

まる 検 ほで ある。 

アキ ダ ホ州ボ ネス 册 H 發 u 上 

院 か を委員長 ボ I ラ 氏 は 對支 關 

捉 じ關聯 して 左の かく 聲 巧した 

をは 夕朔 議會 じがて ま 邪關稅 

を 上院の 遙 題じ附 ずべ < 、を 

の 理由は みして 热爭を 求む る 

じ ホら や 寧々 これが 將 ホの 紛 

ずを 防 もすべき 唯一の 道で あ 

ると 信 やる ものである。 化來 

别强 のぶが こ對 する 政策は 支 

那の 秋巧歡 持と 國家的 進 ホ ーを 

巧 害しつ 玉 あら。 なじ 别强じ 

して支邪の折狀態じな面レ！ 

このま 權を 尊を し、 ま 那人勞 

働を じ 正義を 巧へ、 政府の 歲 


入を 增加 せしめざる 限ち、 將' 
巧の な 洋は平 かを 熱を ずる 巧 
等の 最も 遺 減と する 現象を を 
むじ まるで あらぅ 云 々0 

巧 度 軍隊が 

廣東 にお 動 

おぶ 要 ホ も 化く 提出 

廣あ化 r 發； ：：： 當地沙 面の 暴動 

じ 關聯し 巧 威の 特削化 節は あ < 

到着し こ！ 二週間 W 門 じ 支耶じ 

凿 して お害赃 償を 嬰ボ する じ ま 

るべ < 间时じ 印度 J ら飛巧 船 一一 

隻度 化 巧 軍隊 も 當地じ 到着ず ベ 

く當 地の が 外 罷エは 依然 どして 

繼綴 L か 引 もな く 僅か じ：： 3 本ん 

の 生 ホ 取引が 巧 U れ て-わる のみ 

であるが 橫巧省 及 湖南 省の 浴 軍 

は ホを 軍隊 將 校の 巧 誤ぶ 6 を 憤 

慨 して 近く 革命すべき 形勢 じあ 

ら 。十二ん のまが 人罷 工員は 罷 

エ 資金 日 當を强 硬 じ 要 ホし わる 

爲め擊 殺された。 

巧 甘ぶ 票で 

海軍 案 巧み 

英國 下院の 論戰 

日ン ドン 化 リ發 ：；； ：：英 國の 補-助 

艦礙張 政策は 大藏省 ご 海軍省の 

衝突を 生じ 内閣 解職の 危機を 見 

たが こみな 首相の 調訂 にて 大藏 

省 側の 腰が 巧れ 政府案 どして 五 

千 八' 円 万磅の おお 豫算を 提出す 

る じ まわしが、 勞慟凿 の マクド 


ふ 分 ド 氏 父び 自巧 黛の 〇キド • 

31 ジ氏 等は 巧 力 礎 張 おじな 
おし ル 央闽か U 本ぶ び アメリカ ど 
脚ふの燃會なきのみ^:|>らや、 巧 
I- フランスを 假想敵 ど すれば を 
の 武器は 巧 おじ ホら 中—. て 飛 巧 
機で あると いふ 立 壌から 挑戰し 
て 化 際 巧 励が お 軍 膨脹を 片手 じ 
軍縮を 說くネ 盾を 指摘し 大藏大 
おがが 軍 大臣 S 辭 磯を お 止ら し 
の る爲め じ お千八が巧磅>^-犧牲 
.一した 不當を 非難 攻擊 しじる も 
ろの 甲斐な < 巧廿と 票の 大夕數 
をな て あおを 可み した。 

が 蘭人く 獨 逸人 ど 

が 互に 追放 

お 萬の 住民 動搖 

ベ 八 リン S 十一:! 一發 リシ レツ 
シヤ じがけ る 波 蘭人 V) 獨 逸人 ど 
•心中 义円 二十 年國氏 投票 じあら 
V 巧 瓦 じち 化しつ i ある 領± の 
所屬權 を選擇 せる 結最波 蘭領じ 
な 化せる 濁を 人が 其 居 化 化を 濁 
邸たら しむべ < 投票し、 獨遙領 
じ 屠 化せる 波 蘭人が 其 居 化 地を 
披蘭颁 たらし y ベく 投票し わ 事 
ホは 遂に 海す の 仲裁々 巧 所 じが 
て審懇 せられ 右の 巧 票を なせる 
者を 巧 互の 領± ょ 6 追 あする 權 
利け 對等 じを 巧す ると 判 巧され 
だが 爾巧波 蘭は シ レシ ャ 波蘭領 
の 獨遥人 じ 退 居を 命じ 强制 的に 
: 一巧の 獨ん を闕境 ょら 追放した 
ので 獨領の 波 蘭人 一巧 五 千も國 
裕よ 6 追放され 總數五 萬の 住 ほ 
が動搖 しぶに 家財を 荷つ て國境 
じ彷惶 する の慘 がを 星した。 


故ブ 巧の 陸軍 葬 

ヮシントン 册 H を：： Z 屢じ デー 
トンボ じて 逝ました ゥキ リアム 
がン こング •ゾラ ィアン 巧の 遺 

おは 今朝 當 化 じ到畜 、ユニォン 
停車 煤の 大統領 室 じを 廣 され 未 
む 人を 始めみ 弟 等の 遺族は ラフ 
ア でット •ホ テ 火 じ 投宿、 明日 
午を S 時 ょら ペン シグ ゲ ニア 敎 
會 じて 葬儀 じ附 すべく 遺 おは 旣 
じ 停車 壌ょ 6 を 送され ア ー リン 
グ トン 黨地じ 巧 葬ず ベく 葬儀は 
陸軍 葬 ごし 一 こ 大隊の 砲を は 儀が 
がごして 參 巧す るが 故 A の 平 ぁ 
ま 義を曾 重して 弔跑 はを 射しな 
いこと i なつて 居る。 

英國 こお 炭罷 H 

■ロンドン 化 日 發 U 圓滿 なる 解 
决を 見ない 限 6 明 H をな て擧巧 
すべき 英國石 炭坑 ホの 總间 醒罷 
エじ 觸聯し 首相 ボ！ が ドゥ キン 
氏は 双方の 化 表を 說 伏して 罷エ 
調訂を 努力し つ t ぁ b しも 双 ホ 
共に ま 張を 曲げ 中、 首相 ま 罹の 
勞賓 協調 會證 召集 も 中との 姿 £ 
な b 罷エの 調 訂は從 つて 絕駕視 
されて 居る が、 政府は 尙ほ 最後 
の お 力を 試み 一時的に でも 解が 
を 計る 笠で をる。 

爲賊の 要求 强硬 

奉 天 化 H 發 =： 囊じ米 人 バグ ザ 
1 氏を 殺害し ホヮ ー ドを を 人質 
とした 滿洲の 踞賊閱 d A 質 料 ど 
して 奠 たなを 額を あ國總 領事 じ 
'要 ホ 中で ある。 

佐 野學巧 自首ず 

東京 特電 化 U 發 U 共を 黨 事件 


じ縣聯 してち 那ど » 网 ご' 化げ 达 
み 十 ヶ月が 銅を を かれが k 佐 巧 
學 氏は 東京 换苹 おじ 自^した 0 

日銀 巧 利 下 期 

東京^^化 日 發：：：：：^が巧利下 
げは 政略 的 じ 利用 さ i 當か 延期 
らしい。 」1 

伊藤 久治 博收監 

まま 特電 化 U 發 A か 藤 欠を 博 
±は旅舘ごお巧し\|^福牌臀大の 
患 活を自 みの 掏院 引っ おって 
居た 廉 にて 化 盗 さに た。 

お 化 地^. 微震 

東京 特電 化 ぃが 太 利學者 
は 一二 十 HH 本附 じ强 震が ぁる 
ごを 言し， 居ん か 柬化惟 方 
じ 微震が をつ 心。/ 

化粧品% は 駄目 

東京 特電 化： P を U 反 掛总外 じ 
夕き爲め化粧お^新設せなぃ 
らしい。 ，/ 

故ち の絕 緣通吿 

まま 特電 册^發 U 政 友 會の憲 
政 會じ對 する 通 吿は明 H ' 頃 
ならん ど 云 はれ/し 居る。 


が屋炭 巧の 爆發 

まま 特電 化口發 U 福 岡 縣跑屋 
炭坑 爆發 不明 二十 四を、 
軍 傷者 十一ぶ を おした。 

さんご 獅 ハを 發見 
東京 特電 册日を U 化議 + 井上 
雅二 氏は お^で 二十 盧圆 の刷瑚 
峨を發 見し 心 ど おし 日本の 所有 
どすべ く蒂力中でぁる〇 


ご 一年の. 獨身店 活も戚 し < 

逝ける バンク ツ ロト 巧 
人種 間 題に 造詣の 深い 法曹 家 



輕 井澤 じがて 
不幸 じらを 死 
した 駐日 ホ國 
を權 大使 五 ド 
ダ 1 •バンク 

フト 氏は 昨年 八 巧 サと U 大統 
領ク ー リッ デ 巧から 大使 じ 巧 命 
される まで 表 だ营て 

外を 官の 椅子を 占めた こ 
ごのない 所謂 素人 外を 官 であら 
H 本胜任 後日 尙は淺 く 外を ちと 
しての ず 腺は 現さない 中に 他が 
したので あるから、 このな じ 就 
ての 評 僧は ホ 知 較じ鹽 する が、 
過般 米國の 主唱した 對支 國際會 
謠 のな 集 じ 就て 日英 米の 諮 解を 
得る おじ 就ての 努力は 恐らく 氏 

の 最後を 飾つ じ 事業で あると 云 

はれて 居る が、 法曹 家 ごしての 

氏のを 置は 夙 じ米國 朝野の ± ょ 

ら廣く 認められて 居た。 特に 氏 

は專 巧の 法律の かじ 人 桃 問題 じ 

就ての 逛詣 深く、 往年 シカゴ じ 

黒人 細 裳 動を 生じた 原、 ホ 人の 

黒人’ 六 人の 白人ょ b 巧る ん禪 

問題 調诲會 委員長 どして P 1 デ 

ンな 事の 巧 命を をけ ねる 際、 氏 

が この 複雜 した 人 桃 的ず 圖の 

解决に 向つ て發 揮した 冷 

靜 な理智 的巧斷 はおらに 巧の 聲 

偕を おすに まら、 排日 移民法の 

通過 じ 依らて 特に 複雜 した デ？ 

ケート な關係 じある 駐日大使の 


巧 授を帶 びた の も、 この 人 柿 問 
題に 對 する 巧の 理解 じ掛 して 大 
統領が 大いに 將 巧を 信靖し たも 
のど 云 はれて 居る。 氏の 祖先は 
千み な 四十 年、 ニユ ー •ィング 
ランド じ 上陸した 卜 1 マス • *f 
ン クロフト 家で あつて ち 名な ジ 
ヨ ，ジ •ヮシントンの 評 傅 家で 

ある 才— ロン •バンク 日 フト氏 

も 氏の 一巧で あら、 歷あ家 ごし 
て 現 化 ホ 國の學 巧 じ 重きを なす 

フロ-デブ ツク •バンクロフト 氏 

は 氏の み 弟で 現じな 巧の 際は- 
0*^- じ 同 巧し 愚-社 歸 ホし 
わ 斗り である。 この 名家の 一員 
である 故人は 千 八 巧 五十と 年 十 
一月 か： 3、 ィ リノ ー キ知 ダレス 
バ！グじ生れたが、 氏の祖父で 

ある 卜 1 マス •ブレア 1 巧は ィ 

リノー キ州 及び アキ ォヮ 抑の 草 
をけ であつ た 〇 0 鄕里 ゲレ スバ 
I グの 官立 學 校を 卒業した 巧は 
ノックス •カン^ — チ じ入學 、千 
八 巧と 十八 年 じ バチ玉 ラ ー •才 
ブ • Tt ツ VJ なら 二を 後 3 U ン 
ビア 大學の 法科を 卒業、 十二 年 
とい ふ 月： n は鄉 里で 法律 事務 じ 
携 つて 盾た が、 をの 後 アッ ナソ 

ン •卜ぺ 力 •サンタ フキ 鐵道會 

社の 顧問 辯 證± どな b 千 八な 力： 

十四 年の プ ー 八 マン 罷エ じは ホ 

國社 會窝の 領袖 ごして 聲明 ある 

テ ブス を 相手 ごして 奪 劇 


しての 結果 ユ ー ジン •デ フス 巧 
を 始め' ゴ心 .V ホ 闕脖挺 姑を 鈴 部 
を 六ヶ巧 間 入獄を せし わる じ ま 
らて をの 手 脚を 認められ、 千 八 
巧 九十 五 年では シカゴ •ゥ で ス 
夕 1 ン • ィ ン デ ア ナ 及 ひ シ カ コ 
ベ グト菌 道 省 社の 副社長 どなつ 
たが、 千 化な 四 年ろ 月 じは 巧び 
元の 辯 謹击業 じ複絲 して ス コ ッ 

卜 •バン タ ロフト •口！ ド •ス 

テフ 3 ン ，法律 紐を を 紐 織す る 
じ 至つ た。 巧の 如く じして 氏は 
鐵道 事業 じ關 係した 法 禅に 通曉 

し サィラス •マコ ー ミック 巧の 
ィンタ1ナンョナ少》 パ，ゲで 

スタ！ 商を の 顧 間 强譲古 どして 
電 きをな し、 前記 人 桃 問題に 造 
詣が浑 い 外、 シホゴ 及び ィリ ノ 
—キ 巧の' 

法關 上の 改善 じ も 幾夕の 
努力た 惜しまな かつた A 物で あ 
つた。 巧が ホ國 錫道ユ _1 ォン 罷 
エ じ關聯 して ィ リノ） キ州辯 誰 
± 曲 禽で朗 謡した 論义 はを の 後 
『千. 八な 化 十四 年の シカゴ 漲 エ』 
ど 題して 出嚴 され、 をの 他人 禪 
I 度び 法 棒 上の 著書 も 秒くな 
い。 氏は 千 化な 五 年 シカゴ 辯 塞 
-H 協會 々頭 ごならと 年には シカ 
ゴ法 暫棋樂 部の 會 を ご. 更 
b じィ リノー キ州辯 譲 ± 路會々 
頭’、 つた。 夫人は ボストン 巧 
の 巧 名な 就 會事楽 家で あ も マ ー 
グレ ット •ヒ^ソ^- 娛 であるか 
互年前ダー八 ス バ！グで逝去し 
晚 年の 氏は 淋しい 獨みホ 巧を 送 
つて おた。 (圖は 姓 巧の 途巧當 
化に 立が つた 際 じ 撮影し わ もの 
である) 
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間 時を 診 
午 正 至 時 十 前午自 
時 八 ま 時 六 後午自 


S . Y 0 が 丫島， D . C . N . D . 
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DR . H •ん GARDNER 

DENTIST 

19 E. 61st St. A が . 35 
Tel. Repd 718 し 


水---- 一每 
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後 前 百 診^ 
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後 
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丸づ 2 よ 
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DR . BLOOM 

34 化な . Cor. も d むが ue 
5Sth-Si. Cor. Lexington Ave. 
12 別 h な . む r. わ rk む enue 

> K じ H M 堪最ぞ 

かヴ が: T み U 能 避 ザ 

户嘉贵 義變； 巧 S 

ルを 切 君!^ 信學駿 
1 認 じじ 叢 巧手を 
I 治は 巧 篤 術の I 

ム. 療特 I しじて 




P 9 曹節調 鏡 眼に ホ版檢 

F . 1. FREDERICS CO 

醫巧眼 學大强 比倫を 


巧 目 E. 59 化な . H 削む rk 
1144 3rd む e., bet. がかぶ th なん 


就 四 十々 巧 干 一を f ^ ^ <^を _ し圆む 日 巧 八す 四十 化大 じ) 


西炸ぶ マ" サ！ ジー 

U 本式が 摩が 脇 
神經脯 リゥ マナー V - 
打み がぅ づき 爵 
腰 茄み筋 違 ひ；/ 
其 化 諸 おが おを の衡 
需 めに 應じ御 お 話 ぁ 
第 御 あ 庭 义はホ テ 方 一 
じ 出張 親切に を摄中 
上ます。 前約の 方は 
午後 一二が ょら 自 ちじ 
て嗤^一^ % た します。 

I ち 1 津輕 東洋 

西 巧と 十九 r 目ぶ ま 
亀 話 ブ .スオ ースを 四 一一 


診察 時間 

•午前 化 時！ 千が 
午を 六が一 八 時 

パ t 小 栗 幹 三 

が脊 ホフ ラ？！ 游院 
■窠 おお 病な 勤務 

武ボ コン バラン ド 

おお 勤を 


診察 時間 

'午後 零時 ザ ull 時半 
午後 六 時り 九 時 
愛知 醫學 ± 

本 違 一 

を输比 極大 學 ぶび 
グザ ラン 病院 勤務. 
日罐は 前約 顔 上 お. 


il 揉治攘 

U 氷 义び電 氣お療 n 
ホる 化 巧 ホ H よを 擴 
張の 目的 じて 一時 夏 
期 化 業 化隔 ' — ■ 

綺ほ巧 開の 節は 新進 
の 設赌を 0 て 治療に 
應じ 中し 候 
が 育瑞典 フィ ジオ シラ 
ピ ー學院 卒業 

が肯メ デ々 グ ジムぶ マ 
ソサー ジ協會 正會員 

公認 西が 幸 男 


鄰を じょ b 當 かの 間 

診察 ： 

午を と 巧-- 化诗 
U 曝は 前約 願上惧 

け r 吉お 悅彌 


診察 

午後 己 時よ b 六が 
日瞩は 前約 相 願 お 


ドク トク 

鳥 見呈參 


げ萬1 U ^ぉ月十|-1を巧 
槐誌 1 型.. 邮 
A 14 で st 58 th S こ. こさ 


船具を 巧 おお 船が 用を 

遠 藤 小刀 商會 

這 Broati 去ぶ N . Y . C さ 
Tel . 室 一 雲 alM 芝 1-2 


稅關 事務 取扱 
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phi : Bowr 吕 g G 養 n 9夏’9 二 7 


じ y 1 

JS ^ ^ 

• 如 4 

。剛 柳 

H 1 W W 

y .-i W 巧 

打； I 

U m 巧 

M .11 


稅關 事務 

巧 巧を 化 並 じを 化 
をの 傑出 入' 方法に 
熙卞る 一切の 御 諮 
閔じ應 じ、 巧 道 窺 
船 貨物 递賃ぶ 出帆 
を 巧 熙キ給 害 等 進 
呈 す、 重 巧 都市に 
化理 巧を がし 誠 « 
敏速 御用 命じ 應や 

お驗 取扱 


确拜 説かり 化 U 午 お八 時 
祈が 食木賴 a 午を 八 時 
'-：： 話 お 上 お H 午を 八 時 
をを、 闻當宰 、娛樂 をみ 設碟ゎ b 
ホ赏 をが 迎 す、 旨 館を が用ピ t 
牧師 副な 信 道 

：：： 本人 基督な 修道 會 

102 W . 1 授 rrl St . N . Y . C さ 

Trel . sor 己！！ 培 it ご.. 至 ま 


♦善 鶴 ♦雜誌 ♦新閉 
縱覺 まを 閒 
轨を 午前 九 時よ h 午后 五 時を 

紐 育 日本人 會 

西-五十と T 目 二 お. いを 
軍 話 チア ク八 八-九 〇—化- 


曰 本人 g " 敎會 - 

牧础 川な ホ么進 - 
幹事 •田 中 博 二 

たち n 男 a 互. E . 呈 ミを 4. Inst . 

ち 3 主. 1 岩 SI . ■‘ぎ Glai-kson 1 芸 1 
巧拜 おな H 化リ 午後 八 時 
が 隨 白水 巧 ： a 午 ホ 八 巧 
搪磁 倉乂谁 H 午を 二 時 
♦寄 おを 

位 教を输 比な を 数み ドが を 十 
五み 學 生を 社員 旅 巧を じ 最適 
設楠圈 誓 おおが 用 及を 蛹娛幾 
を衞 巧を 堂 あら 

'法を 喊榮阁 お、 旅を を內 、を 巧 
争 菜 誠を、 其 化々 事 巧 談轿旋 
ま間瞄 諸兄の ホを を 歓迎す 


が 留靑年 巧 巧の 閒化 

|ん 靑年會 

8 W . 睾 h St . ぎ 曰 arks ミ妄 A 


大 が 育 H 本 A 

基督 敎靑 年轉 

芝 2 E . 5 黃 St . N . y . ご ty . 
妄 PI 夏 8 之 一 
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食 業 


▽ H 唯 H 
蜜 書 巧な 正午 
共 蝴耸タ セゆキ 
禮巧說 を $ 巧 
V - H 唯り 
深 巧 食 又はを 
話 貧 夕 八が 

あ 宿が、 旅 巧者 
ま 内が、 人事 相 
誤が' 調查が •巧 
菜 罔を 部、 巧 巧 
钱 縫が 授® 諸 課 
を 設け 貪賣 、养 
貪 貴® 粟を 計る 


0 巧 •巧 巧 ZJ - 巧 C 巧 CY 户 

室 養ち § 呈 

装 7 呈三 ve . f r さ nd Si . 
Tel - 至 urray Hill ゴ 91 Roo ヨ 705 


ク 

ル 


古な 謙 ホ 


巧、 水， を、 午 お 二 時 よら 六 時 
を、 其 化は 前約-- 願 ひまず 



が 瀬化廊 ^ 

8 S Lex 暑 ton 裏. N . 一. Cify 
S 里. 2 笠 h & 27 th で ド 
Tel . sa を $呈 皆/4518 - 7849 
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一1^1^^午後六時1午後九持 
. U 騰午詢 化 時 1 宇 後 四時 

ド タト-小 架乘 ま. 


一 

1. 


健康 增進 
無藥 治療 
時間は 

前約 じて 

i 心 重 孝 


齒稗醫 


打 化 

- 

邮パ I = がま 無痛 治療： = 
" e ‘ータ 年の 經驗を 0 て 

リ 本人 諸 おは 特に 
寸寧懲 切 じ 施術ず 


H 


がが 

A も 

0 e 

ciE 地.！ 
C D P 

た；^ 

D W 


マ—— チン 


〔 

\ 

L 


夏谋巧 ランプを 賣 

下 羽 電氣穗 巧 

N 0 W 1 巧3 巧 dway 

Tel . で dicott 8147 


Dr •夕 whishid ぶ Db . w . 

夏ち. 7 窒 Si . Tel . 一 •を臺 こ 芝 2 

亂 S 額. 誠 襄良二 


自 午前 化 時 
向 午後 一 W 


ちす 一吩 
巧 五が 

\ 


'一一 


化 巧 お卸資 

五味 商會 

W E . 17 を資 .，尹 Y . C さ 

Tel . Stuy 養 an 二？ 45 




ろ 


h 

化 

巧 加 

9 !n 

wr 

T B 

■巧 


9 ネ薪人 巧を ネ欲 A お 巧グ & 

寶為貪 人屢媒 V みみお^ 
クオ— ん ザん •无 シン-^ 計 巧 刻 引 
''.しブ，ドバミ んトンが評 を 刻 列 
が-^ 化、 念場卖 がろ 到 則 
咳ぶ ふそが 每ふ喬 主^ 57 
ネす 瓜が をが 半ぶ 刻 引 


>巧| 


，ゲ T 


ちん 二 


r 


d 


メ^ — シ ー はが 育 最大の デ パ ー トメ ントが 化で あ 
らまず。 がらし いみが 機どユ K 々レ タ） は棋澗 
u 化內じ 化ける 皆 棟の わ 胃 物 じ 巧を s 瑜快 どを 
巧へ てゐ ます 

化 巧で ニ ホず る もの ij . らば メー シ！ では I 
巧 八十 八 仙 或は をれ 0 ドで 買へ る をを どぅ 
ぞ御 記憶 下さい 

日本へ 御 巧 物を 御 送ら じな b たい 節 又は 御 買物 
に 際して 御用の 盛 合は パ ー ソナ 八ン 3 ッ ピン グ 
ビュ 101 を わ詳わ 下さい、 親切に 御 化 宜を計 
ら えず 


齒科醫 木 下义市 

313 W . 二 Uh si . 

T 色. 苗 iment 8 苦 7 


關稅 會議を 中、^ に S 


疑は し い 


ド 


乂案 採用 說 


【ミ 媛理 ."可能性 

前 巧 じ 述べた もの •か パ ド ー 案 
の 骨子で ぁるが、 法 じな も檢討 
すべき i はお 理 すべきを 额お賠 

と 千万 元 ごい ふ 蚊 ホの 化 所で ぁ 

る。 バドー 氏は 唯 本稱巧 まの ぶ 

巧は 视巧 純収 人のを 部が 媛 化の 

じ 整徘を 憤の 元利 ま拂 じち てら 

る、- や： みや じ 巧る ど 云つ てゐる 

だけで が ザの 巧を じは 少しら 言 
及して むじい。 財政が が パ 巧 じ 

捉化！た赔のゎ外俄の不確實^:> 

もの {中' し 例の 雜义幹 おかの ス 

n ダ 借 歎 ゃ、 り 本の 巧 巧 惜欽等 

が 迫 入っ てむ るか. 否やけ を だ 疑 

問 ごせ. ければ ^>ら む。 巧し 是 

等が 加 巧 さ：； i て & ぃ ょいと すれば 

巧 溢 じがて を閔關 にみ け 前の が 

糾を 生じ、 從 つて 化 まの 化が た 

る數 ぞが颇 る瞬昧 む もの どなつ 

て 了 ふ 0 

乍 併 内外 憤 整理の 可能性 か ら 

るへ ば パ 巧の 化 元の 数字 じ 近い 


; じ ぃ* むじ タ ホの 利率 化： 卜を磯 
牲 にしても 差 まむ い譯 であるが 
みに 巧が 惜 巧には 化 ホが なおい 
位で り 本の おも 大体 化 あじある 
らしい。 义ら とおのを 憤に 對し 
て ニモ 五. 円 巧 川の 利子では 不足 
であるから 五 步巧徴 の 方 も 化 整 
理じ 加へ G ければ U ら ねが、 乍 
併 パ 氏の いふが 如く 盛稅剩 をを 
を迴 すごい ふ MJ け 今 H の媒を 支 
那 政府 VJ しては 小 巧 能；：*; であ 
ら •つウ 

ぶ 撕侧の おどい ふのは が 政 部 
.で 巧 化した もので をる が、 脚稅 
巧 兼と 特別 會敲を 混同して ちへ 

た 巧 傾きが あ b 、 一割 ニ ホ 五 

- 姐が 今にも 實巧出 ホる ものと し 

て 計算され てゐ る。 即もニ ホ 五 

贿稅幷 じ 一 剖 ニ ホ 五 屈 稅の收 入 
は 一檐九 千と 巧で 元で 之ょ らお 
關經賓 、內 外償賠 歎、 蘆を 及び 

常關 通過 稅を 引いて 約 旧 千 おが 

'力 元の 剰を を 生やる 0- 不確實 な 


のに 締納 ミければ 、こ 糞 內か 憤け を 部を 迪じバ 或 J 


- 


'姑み 收- 人の みでは 整 縄は 到を お 

み 得む い。 公 償の 巧す のかき も 

前述の 五 ホ 率に 化 下ず ると 共 じ 

一二 四十 グ年 位の 長撕 償還 ごし、 

其 化 b じ 外 淸を四 億と 千万 元に 

内 憤を 二 粒 限 巧 ごし、 手 化 b は 

パ 氏の 八と 五位、 おがと 值 のを 

憤を 潑 巧して 化 際を 部 おが 的 じ 

ぉ禪する^が必要でぁらぅ〇 を 

固 ミしても が 率を 引下げる； じ 


で 化 中 内債の 一部を 瞬 庫 券、 巧 

太 剌借戲 、中 佛銀巧 佛國の 庚 子 

賠 憤を 等で 約 五 千 巧 一 冗を 减じ得 

る も、 先づ六 倍の 新を 債を 發巧 

し 前記 四千 五が' 力 元を 基を どし 

て 手 お 化 化、 刺 率 ホ旌’ 期限 化 

ヶ年ど すれば 元利 憤 却 開始 當時 

基を の ホは 少しず 足ず る けれ 巧 

年 ど おじ 償 かの 額 もが 中る を 0 

て 均衡が どれ、. 且つ 一方 貿為額 

が あ 加 すれば‘ 巧 化のを 外債 整理 

もが 余を 化 


す 同 患は ない 竿： である。 柯 ごな 

れ ば現楚 利率は 到 庇 凹收を 望祖曼 お關收 入ょ 

み 難き 3' み U らや .'之 じょつ て やる。 

す 確 寅な 借 欺が 確實 巧を 帶 びる 化 まは 善後 爵證で 採用され な 


かつた が、 をを の 巧外價 S おサ 
には 西. 原 巧 飲の 一部 もを まれて 
ゐる ほで ホる けれで もス ユ が 借 
なは 除外した ご 云つ てゐ る。 新 
公憤を あ 巧 するどい ふ ふは 义那 
自身ら を 固 も 異論は ない 隨 であ 
るが、 結局 內巧 倩の 額が 幾何に 
。るか どい ふ ミ じ 化て か 輔納す 
るので ある。 前項 外 潰の 蚊 字は 
を 國の耍 ホを 入れた ものである 
から 會讓の 結果 外債を 整理すな 
ご U れば 動か 《 数 をで、 要は 會 
谣 の お 取 一部の 外債 整理に 止め 
るか 巧 かじょ つてみ 定す るが、 
巧し 一部 どなれに 會 簾は を國間 
じ ホ 常 G 異論を 生じを 國 個々 の 
利益ょ b して 或は お 立 も 得 3 か 
も 知れね 。を こで どぅしてもを 
閣を滿 足させる お 度 S もので な 
ければ 媽 まらのを 講を旧 巧 じし 
直つ 巧 憤を も 寫慮じ 入れる ど 優 
にと 億 じ 達する。 パ 氏の 案が 會 
溢の 阳滿ピ いふ i を考 へやして 
贴 政借换 の整埋 のみ じ 重きを お 
いたのは 逆が ま陆 でぁるが、 色 
眼纔を U て 霞るならば パ 氏 じは 
ドゥズ まを 巧 用す る 腹が あるの 
でぶ あるまい かご 思 はれる 〇バ 
氏が 六 父逆惜 疑の 整理 じ 言ぶ して j 
& ない のは 巧 故で あらぅ か。 

ホ 國がバ にの 案じ 反掛 i るの 

は當 おで、 を殖 部に 比 お 的 ぞく 

の 借款を おし r 、 ゐるホ 劇 ごしで 

は 致 方ら U い。 昔のを 通 部は い 

ざ 知ら 中々 日の 交通 部は な 脈の 

掩 じぁち、 到底 巧 通 部の 収入を 

R て 巧 通 惟效を 整理す る i は ホ 

可能で ある。 一九二 吉： 中と おの 
ホ國 おあ會 譲で 先づ么 にお おの 

巧證 をした が、 经 じを 想すべき 

は 昨年 化を で 開かれた 持 別を 員 

會議 でホ國 はか やし もバ 氏の 案 

じ反勒 しな かつた けれみ を涩部 


を 外人のを 理下 r . あけば 整强が 
化 来る ど 云 ひ-山し じ。 換卓 〔すれ 
ば搜 '道を 共 W お 円视 下じ蹈 くごい 
ム を じなる 化、 最 あでは 煙 親を 
整理して内读の整埋じ充て：5^^值 
一はニホおがでホると い ふ^を提 
唱 t てむ る。 とは： 3 本と して 最 
^ が 旌を藥 する おで、 が 萬 面に 
英米 煙草 曾 社の あを i わ 唐れ て 
はなら む。 一億； 冗の 煙 酒' 稅惜欽 
が 進 巧した ごか 或は 調印され た 
ごさへ 傳 へられて ゐる 裏面-しは 
化 問題が 潜んで ゐ るが、 ド ー ズ 
案を ま那じ 適用して は ごの 譲が 
今： a を 國間じ ホ じつ； あるは 是 
等の 蹈 題が 凝 b 固まつ たお あで 

を。。 

て ハ】 結 論 
巧 上 本稿 にがては 關税 會議ょ 
らは 寧ろ 縣稅 特別 會議を 主 どし 
て 記述した 威が ある。 之から 本 
食證 (第二を 潍ご 言が し U けれ 
な < にら S が、 紙面に 限 もが ある 
ぶ-^ 結論を 急がねば なら 《。 

11 關稅會 簾と 財政 整理に 閥して 
记禪 々案が あ も、 張 英ぉ氏 案の 
.如き 紹 かする 懼値 ある もの とお 
.，はれる が 之 もち 答す る。 審針院 

顧問 中 山 氏、 日本を 使舘員 中の 
財政 通 K る 岸 田 書記官、 が 稱官 

を 森の 諸氏は をれ 意見を お 

して ゐる さぅ であるが、 ホだ統 

一した： n 本案 どして い t のがな 

いのは甚だ殘念^^^をで時機は旣 

じ 到つ てゐ る。 化 際 = A の 具. ホ 

案を 作つ て 堂々 とを 議じ 臨む 必 

要はない であらぅ か。 U 本の 借 

敎、 ：：： 本の 潰 券を 蕭堪 ザる 2 だ 

みが 能では なく 日本人の 手 じ 成 

る 顯稅會 議案、 支那 財政 整理 案 

ごで もい ふべき 立派な ものが 欲 

しい。 t 完〕 


日本と 製鐵 

驟爭 脅威 說 否を 

ウイリアムス •タウン 蚁お學 

おじ 化ける ま 巧 化 化 H の 誰な は 

ウィスコンシン 大學化 質 學を巧 

ン イス 巧 止の 「闽際 脚な よち 見 

たる 錫鑛」 シカゴ 火學 政治を 敎 

授スヶ ミット 阳卜み 「陈洲 の 政 

治 問題」 ぶび ミシガン 乂學か 治 

巧敎巧 V 1 ダ* 帷 i - の 「幽 除の 

化 おの 問題」 等で あつむ^、 レ 

イス 巧 十け まごして n 本に 於け 

る 滋及ひ 巧が の 

鑛源 欠乏を ぉ搁 しを っ 

此 東げ じめ ける 鑛聰 かさは U 本 

が 國瞭戦 ザのを 威 f あ b 、 束 巧 

が將ホ かお 文明の 中 >む ご。 るべ 

しどの 說を化 本よ b ' 塘ず もので 

ある ど钻 論した。 邵も牌 - H は 論 

じて曰く 「锁の毀苗ビいふをが 

を 化义 明に か < 可らざる 要素で 

あるな 上、 將ホ柬 がが 文 叫の 中 

ふたるべし ごの 說は 到； はぶせ 一す 

る；は出ホ。いど同巧じリ本の 

おず 巧 威 說も一 蹄され る譯 であ 

る。 一大 ま 裳闽と U ら ざる 限ら 

一网は 到お乂 贼閒网 ど；；* るを は 

出來^:^い。 多くの闽隙問狸硏を 

家の おじよ； i げ戰時 中 じがけ る 

銷勘 ：2 を 檔問趣 W 上に おを であ 

る ど 云 はれて & る。 り 本が 戰ザ 

の 巧 成で ある どい ふ 巧な 說は巧 

弱ち 虐めの 宣 傅に 過 ざ卜ょ い。 錫 

鑛の 欠乏は U 本の 


最大 弱点 .でぁつ て H 本 

自身 も 之を 知悉して ゐ る。 旣じ 

日本が 化 点を ち覺 L てゐる 0 上 

日本が お ホ 大が模 'な戰 ずを 計畫 

するどい ふ J は 到底 信じられな 

い說 でぁる。 ホ閨 、お國 及び 少 

が 化 ホは 化 巧ゆ展 大製搜 加' 域で 

ぁつて、 是等 一二 國 のみの 製鉄 產 

额は 化が 緩を 額の 义剧を 占めて 

ゐ る。：：： 本は是 等 產紛國 の 供給 

をを け 中して は 到底 自立し 能は 

中、 就中 是 等のを る一踐 とを 戰 

する 洛 をを あ 像 すれば'- 唐 化 威 

を 深く する ので わる。 一大 製 嫂 

巧を 巧設 ずるに . tM ニヶの 條 件が 

ぁる。 一は豐窝^:^徽鑛、 二け數 

なな 巧 お‘ が、 一二は 進 ホせ る 製 数 

鼓 楠 八が がで ぁるが 地質 學的测 

おの おお よら 見て 义 ちがな 資本 

の必を 上よ b 見て 柬がじ ホ齒、 

i 英國妓 びググ 地方の 製 錫を を 媛 

する か 如き 

大製鐵 業 が 勃 典す ろ こ 

は 到底 想像し 得；： ^ いおで ぁ &。 

U 本は 支她 のな 源開發 によつ て 

毁 だな 石が の 化 給を まける； は 

出 ホる が、' 化の 二 点 即も機 幾 ど 

大 資本の おじ 於て 依が 义乏を 成 

せざる を 巧。 い。：：： 本 じ おする 

巧鑛化 給の 可能 地は ま 抓 ど 比な 

をで わつ てり 本が 近 ホ 比 立 鼓の 

额源 じ乖诞 しつ i わ b ごも 多 お 

の化測{るぉでホるが、 問地の 

鉛 埋藏额 は 約 四 備巧ど 測を され 

てゐ るけ れ共么 とて 化が の 巧 巧 


総額に 比すれば 極めて々 绳 であ 

る。 义 巧し 日本が 比を 賓 ょち 鐵 

鑛のお 給を 受ける どしても 4 H 

の U よ あび あが 諸 國の麽 をを 0 

てして は" 本が 一大 製 鐵麗の 中 

必 を雄設 する をは 甚だ 疑 間で あ 

る。 巧 ご a れ ばず 時日 本 じがけ 

る 鐵頻の 需要け 陳 めて 夕銜 であ 

るから、 U 本が 單に胳 巧 W 戦爭 

に斟 ずる 用意 ごして 左 構 U 大製 

嫂 業を 化ず ごい ふ ミは が 巧 上 到 

底な し 巧ざる 處 だからで ある 0 」 

靜合國 負 償 


問題の 巧 嫌 進展 


が ぉ廿乂 U あ；；！： ホ 掛霸時 負債 

を W 會は ホる 八月 六り 総 會を開 

〜 C てが 歐潰權 整理の ホを を 討議 

す ら と ご つ て ゐ ム お 、 右 じ 關 

して 乂藏 省當 局の 信す る處 じょ 

れぶ 今秋を じけ 敵 蘭. 曲、 が お 巧 

及び 白 ザを 諸國じ おする 債權整 

理の 協ぶ 成立し、 を 期の 議會化 

立 巧々 之を 始 出し V 、 協贊を ホむ 

る 速び ごリる であら •っ 夕」 傅 へら 

れて & る。 ら巧襄 化 あとのを 渉 

はを か 八 巧と H 义は 八：：： を 0 て 

期始ク "る 窜で卜 るが、 其 際け 

一 雑 技た る 大藏卿 主.。 ン巧を 始め 

委 はを 部が 出席す るで. あらぅ ど 

豫则 されて & る。 佛が白 一二 國の 

乂闕 じがす るを 憤 総額は と 十億 

おのち がに 速して & るが、 大ザ 

|1^戰巧费ぶび吼.後の化巧巧どし 

て 化 W されたら ので ゐる 。最近 


英 國お英 負債 諸國 ごの 間 じがけ 

る 巧涉の 進展は 乂圃 政府 當 局を _ 

して 大じ 樂觀說 > 抱かし むる が 
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解 巧し 持べ しピ 確信す るに まつ 

た。 む 里ょ b の 報道 じょれば 嫌 

國 政府は 對 ホを 渉の 終結す るな 

前に 對巧 負債 問題を 考黑 すべし 

どの i であるが、 化 点じ 關 する 

お 滞を 渉は 九 巧を なて 開 おさ. れ 

る でんら ぅど 豫撕 されて ゐる〇 

が 太 利 じがて は 最近 其 代表 をが 

大藏 省と 數 回のを 渉を 試みた 0 

來柯警 の 報道が 達して ゐな いが 

信ずべき 說 じよれば 同 勘 も亦英 

國ピ巧 巧を 開始して ゐる 模檢で 

ある。 而 して 白-巧' 義 のを 涉 委員 

は 八月 四 H 華 盛頓じ 到着す る豫 
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成功の 秘談 

ホ國ま 英語を 話ず 事 
_ は 成功の 第一義です 
本校 じは H 本人 お搂 
じ 惯れわ 巧ほ賺 入を 
师あ 6 懇切 じ 會話通 
信 文 社を 語を 敎授し 
ます。 H 礎週リ おじ 
午前 化 時ょ b 午め 十 
時まで 瞒 校し ー レツ 
スンと 十 袖づ so 今 
u なち じ ホ 校 あれ。 
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臺灣 、朝鮮 

兩巧 整理 案 

東京 特電よ H 册日 を：：：： 朝鮮 銀 

巧と を灣お 巧の 整理 案は 大藏省 

H 本 銀行 當咕 を閒じ 於て 頻 6 じ 

調査 硏绳 中の 處 漸く 具 化 案が ホ 
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るど树 がに 鮮 がの 配當 率を S か 

巧の 兰かィ」 し、 をが は 二を 贼の 

五み お當 ごし 整理 期間を 十ケ年 

じみを した。 
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クオ グ ザム、 义火 デン 四 劇 引 

ち 也ょ て I 一一^^ 

指輪 鎖 貴を 屬並じ 寶巧類 一切 
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プノ イマ 時計、 を禪置 時計 

クオ！ 夕 1 マン 舆 年^!* 
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视 銀器 並に 銀器 一切’ 

御 歸朔の 御 ±を一 切 

時計の 修錢 はが 險付 じて 確實 

じ •る 川 自身が 致します 
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U 本 巧 船が 巧 化 披波戶 場 送迎 

^ お 船が 符御 申込 じ おじ 
离事御 煩を じ 御が 巧 ひ 申 上 お 

§ 小 化 ホ テ 八 

► U 本 御が 巧 (が 間 ぁ. り〕 
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— サン ゼ ルス 地方の 御 
墨 じは 最善の 御 彼宜を 計ら 升 
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ホ テ 八 

維 お市 じがけ る 同胞 經舊 中最 
刷 式 高等 ホ チ 八で あらます 

羅 がを 一 街 一二 化 半 
盧吝 「ク アン ダ ィネと 六 五 九 
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貸 自動車 (な 野) 

羅矿 名所 御觀 ホには 最も 精通し 
じ 一 L フイ パ！ が 御 案內申 上ます 


円本、 ま 耶寶玉 製を 
術な、 嫌 人 用 首 飾せ 
他 お締お 

阀島バ 引 •：： パ 

鳥 等 お 術な 修 緯、. 
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化 クん方 じげ 嗜じ 
敎巧敦 し 巧。 午前 
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時を ( U 腿を 除 <) 

シャリフ •タン シ 

ング 饰範學 校卒萊 

上 杉 タマ 


美 ホ じして 淸お 
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が 廳装團 

巧 巧 人 蘆 蓮 
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東京 慷旧 精- 熊 本島が 唯 紫 
石 川な 滕政苔 長 巧 細み 嫌 一二 
鹿 おお 貞當み 変 知 一二 出鍛 
巧稻 旧大學 出身 中が 貸 二 
香 川 縣乂多 巧 か S 郎ち 巧义 
ぶの 者に 述 かを 巧き おな 之 
巧 巧 本人 おくは 知人 ょら 典 
化 巧 御 通知 願 上 お 

紐を 巧國總 領事 舘 
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u 本を なな、 が 巧 
堪 経、 がを、 新が 

を ま トラフ アがゲ 1 .1 ミ 」 

巧 話 六 五ぶ 九 - j , 
貨,！ ーム 、白 巧の 化. 


條 約の 發棘 地で 受けむ 

逝けろ 太 使の 巧 象 

ハリス 巧の 遺跡を 訪れた 感想 


轉 がが じて 不幸を 死した ホ闽 

k 陡 エド.々一- •エー •パンクロ 

フト 氏は 去る 阳バ 十六 口驅遂 
艦 夕風に 摆乘 して U 乂條 約の 

發祥 地、 が一 狂の 下 旧に - y ス 

氏の 逛 跡を 訪れぶ のかき 威 想 

文を ものした 。之は 恐らく 大 

化が 短 かい 滯巧 中の 最初 じし 

て 巧 後の U 本に おする 戚想义 

で わらぅ 0 

个 个 

ド W でず けた 傲 巧に 現 はれた 

深き 熟 誠 じは をく 敬服の 外*^ く 

日本 國 は巧眞 情の 流る t 血管を 

おじか 深く 探つ たど もい ふべき 

威 じだ 出ね。 下 旧の 明は 誠 じ 小 

クく鐵 道とは 離れ 水上のを 述も 

を b 化 利では ない ので、 定めし 

米 人の 訪問 等は 稀で ある ど 思は 

I れ る。 をれ だの じあの 席へ 下阳 

を 部の ち お 巧 女が おつむ のは 確 

かじ 昔し；；：： 本當届 巧の な 對を受 

け 乍ら 隱 なして 最後に 閒阀ど 迄 

化 b 速んだ タゥン センド •パ， 

ス 氏の 逛徳が 今ら 化ぶ 人の® じ 

-殘 る韶據 どら 見られた。 

中に もな が 寂 も、 むを 愁いた の 

一は あの 地 ホの 人々 が米國 におす 

-る巧 窓の ホし い 現は し ホで あつ 

i わ。 贺茂郡 お 駒 巧 氏が 揪迎 のが 

i じ 「鼓 か 化 地に 上隆 した アメ ブ 


力の 人々 はを 錢で資 買 巧 ホ 〇 が 
をを 殘 L て吳れ むが、 をれ は 今 
も おえない 親米の 情で ある。 其' 
ホ 締 ある i 化' へ 今回 ホ國大 化が 
ホ 臨され たのは H 米 間の 親 情 ど 
誌 解 どを おじ 强 < する 結 架 じな 
る」 ご 述べ、 巧に 邸 長は 提替ぺ 
グリ 化 約 第 一條の 文句を 引いて 
「今後 H 米 兩闕閒 ぶび 兩幽 に 閒 
じは 永久の 平 かと 誠 恵 ある 深き 
义情 どが 絕え や繼賴 すべし」 ど 
蘭み 上げ、 みで r 我等の 胸底 じ 
は H 米 間の ぶ 記 的 巧 精が 世界ず 
和の 娘 底 要 索で あるとの 信を を 

抱く」 と 述べた。 

みで 「ゥ エグ ヵム」 ど お をで 現 

はした ア ー チので で ー ホ 女から 

贈る 菜 魔 U 化 環を 手 じず る閒 H 

ホ兩國 巧を 手 じした 小學化 徒を 

前に 並べた 乂集幽 が 「巧 歲' —」 

を 島 < 叫ぶ 戟を 聞いた 义 人の 威 

助は か！ £ 許ち か 推し計られ るで 

あらぅ。 をれから下旧町や^|円い 

がを T じ 臨む 商 化 じある 社の が 

で 徵迎の 宴が 關 かれた が、 給仕 

をす る 人は を 明るき キ モノの 前 

おに H ホ兩國 旗の 模 なを 睛 いた 

少女 達で あつた。 を 席の 正面に 

は 小さな 舞台が 据 へられ、 な 背 

廣 じは 菜し い H 本の 景色が 描か 

れて わる 削で 化謠 ごなら ごが 食 


事の 濟 むを 錢ら 返へ された。 

を 物した 中で 鼓 も 興 ホの あつ 
たのは いふを も y く-玉 お 巧で を' 
こじは、 ィリ ，氏が 十 五ヶ 巧も滯 
化し 今でも 巧 じ 五 人の ホ 図 水ち 
の 菊が 祀ら れてゐ ホが、 化篡前 
の 花瓶には を 化が 堆高 < 施らム 
げられ 之 じ も 日米の 園 旗が 巧义 
して ある。 鹏て客 巧した 水兵の 
類 魂を 慰め 併せて 兩國平 かの 持 
雜を 祈る 挪 ぶのを b が 僧が のが 
れ じょつ てが はれた が、 之 じは 
忡 々の 威 巧を 厳かれ た。 巧し ホ 
國じ斯 機な 外人の 黨が殘 る どす 
れ ば、 ょしをれ が如柯 じ 著名の 
人で あつても H 本人が 乂國 水兵 
じ捧 ぐる 巧 ル 弔意を 表ず る 米ん 
が 一人 あるか 杳か 疑は しい。 

晚 食は 稀め て 渝げじ 過 されれ 
巧 中 引 城く H 本 あの 提灯行列は 
外ん V - し ’ L 生涯 唐れ 難ぃ 好 記憶 
どなつ で殘 ると 思 はれる。 

翌翊 ザく 么け豫 を： 3外 であつ 
じが パ ブス 巧の 舊 巧を ど 其 上の 
岡 じある お 蝴の巧 碑 どじ 最後の 
別れを おげ たがらが の 荷 志 六 人 
ご同數 《ち 女から 挟楼 された が 
之が な レ どつ て 最後の 印を ごな 
った。 旅 宿へ 歸る 途中 巧 上の 化 
處彼處 男な 學 をの 一阐が 路傍に 
整 則して 別れを 吿げ る、 腾く其 
眼 ど 炎 顔は なの 下 旧が 念の 最後 

の ホ々 を 飾る ど稱 してい io 昔 

の パリス 巧 もな おのが 遇を まけ 

たどは 思 はれね 位に 化は 深き 感 

謝のを じ 制 かされた が、 求國に 

掛 する 親 情 表示の 此 記憶が ホ 狸 

失 はれる 巧ち は あるまい。 


义乂使 逝去 .こ 

同胞 弔意， 

す臟 よち ら A がを 

な：：： 乂巧 として 昨秋 束を じを 

なした バンクロフト 氏の 逝 まは 

別 巧 巧 巧の 如くで わるが、 化 お 

阿胞 のを 化を おも 一 あじ 深 巧な 

巧な を おして ゐ る？ 目下 メ ー ン 

州キ ネォに 避 禁中の' 村が が圓 翁' 

は 本社よ なの 急- 带に葡 し' 

予は 吾々 のぶ 人で みる バンク 

ロフト 大 化の 逝去は 吾々 に 執 

b ての 大巧 乂 である ど 信 中る 

おで もる が、 をに 茨* む' よ 6 す 

の 弔を をを する 

巧を 打 おして ホ だ。 村 井 翁は 四 

十五が 削 大化ど 共に 紐 巧の 下宿 

じ猛 つて ゐた S 化 里を おした； 

の ある 人で、 が お 大使 送別の 午 

餐脊が 日本 ほ樂 部で 開々 むた W 

瓦に 奇遇を お b な ひ 「繼て 東京 

で 巧 巧-しやぅ」 ご 約して 別れた 

が追悼〇お 一 盾が^^るもの-かみ 

らぅ。 前り 本ん 巧々 お 地 ま延么 

助 巧は 

乂 化の 化 巧が おかつ たなめ じ 

化，； 抱な を實 現ずる の 機 舒^熟 

さ；； > かつた のは 誠に 逍 がです 

化は 大 化の ず赃 よりも 人 化の 

結な。 なを 散た しじい ビおふ 

ど 記ら、 現が 巧 U 本人 巧々 た大 

なが おには 左の 如< 祀る 

愚が のぶ 報で を 腿を 傅 へられ 

みで 漸次 轉 かじ 赴かれた どぃ 

ふ お 巧を 請んで 大 にぶを 强ふ 

してむ じの じ 突然 大使 お 逝 S 

部を を 聴いて 诲 ろ適當 S おが 

を呈 ずる じ 巧む みぶ です。 支 

那 問題の かき 弗 火 U 巧 胆の解 


かを 必要 どす る 際 じ バンク 日 

フト 氏の 如き 至誠の 紳± 、正 

義のホ 方を 失つ た ミは U 米兩 

國の ため 痛惜に 堪 へません 

横 潜 正を 銀行ち 巧を 巧 木 秀巧氏 

は 語る らく 

現下の H 米 留際棚 係 じ 顧みて 

パンク リフト 氏の 樣 U 眞面目 

で 八面が 瑞な 人格 的 大巧の U 

本 じぁる をは 磯を 縱 横の 手 腺 

的 人物を 驻 劉せ しむる ょ b は 

遙 かじ 醫明 でを つた。 不幸 じ 

して バ 巧は を齡 どは 云へ 巧 任 

僅か じ 數ケ月 じしで 忽然 長逝 

したのは 誠にを 惜の憾 じ 雄へ 

ない' 


賴巧子 舟 遊 

'が 育 H 本ん 雜貨お 紐を 及び 賴 

巧 f 講ホ 他の 巧 遊 會は化 報の 如 

く 八 巧 儿 H ( H 峨) ど 巧し 目下が 

郁準赌 中で あるが、 船內 余興 委 

具を 河 添 ホ 人を は 余興 音樂 等の 

ホ 面 じ 奔走し 居ち 當 H の 盛郝は 

豫想 w 上で あらぅ ご规 待され て 

ゐ る。 切符は 兩 新聞社を 始めが 

桐が 會 、を 山 商 お、 高木 お 旧 商 

會 、河 お旅舘 、横 渡 商が、 を 西 

巧 巧 等 じ もが 附 1 一れ てなる 由で 

あるから 參加ホ 巧者は か 過 中に 

中达 まる バく誰 人で も 火 歓迎す 

る ごい ふ。 曾 巧は 一巧、 約が ■五 

一十ん みの ホ當 どなん 前の 惰鳥ナ 

j ン ドゥ キ ッナ VJ は 河' 涨ホ 人を が 

晚 をが つて 船 内の 要求 じ鹏 ずる 

巧な ちと。 

加奈化 漁が 火 火 

英规 加が‘ 陀晚 香坡に 近き 漁が 

じして スキー ナ Mn じある ポ ー 

h •エツ シン トンは 化のを 地 ど 


して 有名な 場}— 省で あるが、 巧が 

U 本人 漁夫の if をから 發 火して 

H 本 町は を燒 漁が の S みの 一 

は 鳥を じ歸 しむ。 

賣國奴 逮捕 さる 

東京 特電 化 一 H 發 U 橫頌賀 軍 

需部 筆生 鉛 木 淸ホ郞 なる 化一歲 

の 靑年峡 機を 文書を 巧留 ホ人ジ 

ヨ八 ダン，；；？ > る 者む 資 渡さん とし 

を覺 して 逮捕され じ。 

お 京 別 屯 化 一日を = 寶國奴 拳 

件で 吿發 された 餘水淸 み 郞は藝 

妓巧 ひの 果てが 軍 あの 動員 計畫 

を！ 巧 阳で貴 ちんごし、 ジヨ ー 

ダンが 却て 之を 錢 〔視廳 じ 密吿し 

じので わる 0 


風を 歷 遊して ホた ので ある。 

♦一巧は じ 里の 化を 赏で倫 お 
の 巧を 巧した であらぅ が、 獨逸 
及び 了 ホ じがけ る 和が 制 巧の 實 
際、 選を 法の 得失、 固 ほの 自治 
的视解 巧の 巧き た 手本を 留 つて 
ホた ので ある。 一 冗 氣旺撫 到る 處 
で 珍談 逸話の が 料を 提供して ホ 
じさぅ だ 0. 

♦听 村を 一巧の 打寬 いだ 視察 
談は 勘な から や 輿 化が あつた。 
化歐 のか 國了 巧の 農が 發 達の 事 
實が 或る 巧 度を 日本に も 適用 さ 
れる どい ふ. -0 や、 獨 逸の 町村制 
が 非常に リベ タ片 じな つて ゐて 
H 本のを 條的 自治 制のを 及 t 得 
ざる 特徵 をな して ゐ る*-' ども 
傾聽 すべき もので あつた。 

み 普通 選 擧の豫 想 じ 就て は 化 
ホ'^ の玫 情. ゲ異 じして ゐる た- 

め か 諭 所說は 四ん 思 ひ {であ 
つたが、 郡 役 巧の 廢 化、 巧縣知 
事のを 選 問題に 對 しては 容ぼ窓 
見が 一致して ゐ るのを 發 見した 
H 本の 町が 長诗 どい ふのは 大正 
十 年 じ 創立され を 郡、' を 縣を經 
てを 國 的の もの どなつ てゐ るが 
願 民の 自治 化 想 善導、 適正な 自 
を 潮の 應 用に 與 つで 力 ある 團体 
であると 思 はれる。 

♦ま 人を の自 本の ぉ 化、 ホ國 
の 歐化論 も あら、 姉齒 副領事の 
ゼネゲ ァ所威 も ゎち、 一巧が パ 
ィランが 長の 招き じ應 じて ホ 長 
じ面會 した 价 「貴 國 S 地震は 细 
巧です」 ご 訊かれたら 「 H 米戰 
爭說は 新聞が 惡 いの だ」 どの 高 

說を聽 いて 引き取つ たどの 嚇も 
あを， 興 ホ 律々 ごして 惑き や 午 
後 十 時半 散 資した。 時 U はと 月 
廿化 U 、 戚 所は U 本俱樂 部、 ま 
客 十一 人。 【 r 記者】‘‘’ 


紐 育の 町な が 

师 村長 招宴 

♦紐 育には =1 人の 御-長が 忍る 

第 1 は 日本人が のが 長で H 本人 

脅の 會 長さん、 を 二は U 本人 町 

の呵 長で をれ は 日 ネ供樂 部の 會 

長さん-比' 二人 化 町が 長 ど 聯絡 

を 執る のが 官選の が 長さんで 緩 

領带 さん VJ なつて ゐ る* W 見る 人 

も あるか、 现 y の 町畏正 念の ミ 

巧 長 柏木 秀巧 わは 歐洲視 をを 了 

へて 歸 朝のを 巧 おおした W 人の 

町が お 一巧を： n 本化樂 部に 招待 

L て 歡迎の 小宴を 張つ た。 

♦一巧 成を 國 町が 長爵 から 派 

遣され た 人々 でを 巧縣 ホ 穂 か 長 

の 福 巧を 化 巧が 年を 者ピ あつて 

劇 長 格を がら、 一二を 縣 C あ 磐が を 

中 村 巧-脈 氏、 神が 川 縣茅ヶ 巧 

町 & がの 信 巧 ご 岡 山 縣巧壽 がを 

古 M が输銜 氏の 四 人で あるが、 
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中が---」 がて 波歐し 佛獨が 了の 巧 
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▼一二 等 H 本が まじら 丸化哇 かお 巧 其 化 ミ 巧 半 
▼ 沙巧羅が^;:^か符'轻窜绿晚入御稱ぉ化リぉ 
マが 椅線 "トマが も = 本 女が がな 物 化 月 一 凹 


ホノ か、' 横濱 ■神戶 'ち 巧 •上ち 香谋 'あを 巧朽 

西 比 利亞乂 01 气含 〇嚼) '八月 十八 H 

(摇府 化 帆 八月 十四日) 

太 阵乂三 二、 0 含姻】 化ち 一日 
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社長 巧 巧 化 友 ま 左銜巧 
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^ ^ ぶ 期が 貨 五十 勘な 上 利息 年 六み 

S 臺灣銀 巧— お 張 所 

►が 里 送を ぶび 化 送を (無す あお】" 外 巧 
な替資 買、 荷 爲替化 法 取 立、 每用 化を 
..い 等-おお 巧 棠お御 馆利じ 化が 巧 化ち 
/ ▼尙ほ 詳細は 御 遠 厳な く 御 巧を 被 下 度 お 


巧 


m 扣 

8 IL 

化.，‘ 

〇 n Ob r 

IK ,52 M お 

w 8 B g 
/I 6 R 
Y お 加 化 

G が M 

い §. 邮巧 

Is 


本 だ； 義 〔 I 5 S ± 飄 a 强 

頂が |冀認 耗 fit 錢二馆 

(化 ッ當千 凹‘ W 下ノ 逆な 預をハ おが 底) 

横濱 正金 銀 巧 紐 育ま 巧 

鄕 おを をは 郁て 無手 数 巧 じて 當 
巧 街潑本 巧絕も 送を 方 収巧申 お 


jj が敎 ，、- が聲 、'、一の 關 係一 

進化 > 一 創造 > 一の 別 E 

が 巧り 本、 S 化 邮淸水 宗次郞 

人間 ご 他動 物 


一 其處で 化の 姑 問 ごむる 点 U 如 
1：!： じして 無生物よ b ホ 物 生じ、 

: 巧的述 脚に よるの み じして-原始 

一年 物が 强 巧の 方向を 異にし じだ 

一け で 或 物は 楠 物 じ 或 巧は 動物 じ 

-ぶ b 得る かでん. 〇 ます、 外的に 

柯等 知め 肋け U く一 一て 间种 族が 
一 他の 柿 放じ搂 化し、 しかも 自が 
i 的に お 上進 化す， 0 て ふ 点は パイ 

オジェ ネシス 論で 滿 おする 事は 

出 ホない ので あ b ます、- 例を 

i 舉げ れば賴 がは 植物 學 上ぶ お 生 

_ 物で ある、 がる じ 今：：； じがても 

矢 張ら ア^ジ ー けア八 ジ^ — で 其 

範 齒を赵 しじ 何等が 跡 あるを 認 

.め U いので あらまず。 乂 おが 物 

^ がの イス リブ ジ愧 ± はお"'、 (化 

一大 巧 物 淀に 陳列し ある もの 一つ 

i だに 柿の 變 化を 說 明ず るら のな 

し) ご 語つ た。 形態を、 を 生物 

を、 化问 、逍 傅、 環境 等は 生物 

: 進化の 巧を 疵據 立つ ろが 巧で ぁ 

るか 何れの 点よ b 見て ら 人間 ど 

化ん 胁物 どの 間に 大差 あるを 詔 

めざるを 得。 いので あらます 0 

巧い 血緣 上の 脚 係 あ b ご 認めら 

れて 居る 猿 ど 人間 どの 間 じ も 架 

ずべ からざる お 離 ある 事は 否ぶ 

すべから ざる 事實 であ b まず 化 

をが お 法め を、 骨盤の おお' 消 

化 器の 構を、 ホ殖 時期の 制限 等 

i は 化 違のを なる もので あ b ま 

す。 猿 ご 人間 どの 連纖 W らどホ 

I 張せられ て 居る 一 兀始巧 ネアン ダ 

; ソ 1 グ マンぶ び；^ イ グ^バ 1 グ 

マン 及び ビ少 トタンに 關 しても 

をを 間に 說 は； ぶ （て 居らの の 

であらまず 。或 時是れ こを は實 

じ パイデ 火 バーク マンの 徵 であ 

>、 ネ r ンダ ジ—八 マンの 頸 蓋 

骨で わろ ど臂 をして 駐 たもの が 

硏 兜の 結果を < おの 題た あち ェ 

スキ モー の頭盖 をで ある 拳が お 

明して ザ 速 ダ ー ベー ジ銷に 捨て 

たど 云 ふ 事が あ b ます。 な後學 

巧は 滅 也に''、 ッ シング， ンクの 

探ボ じ巧必 して 相ん ••か 化が ごし 

て 失は" た述 錫は 其 ま i でる b 

まず。 

聖書の 創 世紀 

他山 まを のはに お 道に 天地 萬 

物の 測を じ 關 する 記事が なけれ 

ば 所 甜巧學 ピを敎 どの 街 突 或は 

ホ 盾 窜の閒 題を 栽を せし むる 巧 

な 事は ないど 信じまず、 がし 柴 

背には おじ 天地の 剣 盤を 敎 へて 

居らます。 創世記： をの 天地 創 

湛說 S 解特 如何が 巧を どな おど 

の閒爐 じ。 る ホ。 る 思 因で ある 

率 どが じまず 〇樂巧 はも ど--^ 

お 史^ も 科を の 敎科裤 でら あ 6 

ま 甘ん、 あを は人閒 のか 曾を 中 

ふ どして 現なる、 もので あら サ 

{ 卫ンス (知識) は 人の 所が 物 

であ. 〇 ます、 人 ホ だ 化 はれ 中 社 

曾を 成さ 5 ■る處 に 膝を や 巧學の 1 

あらよ ふ 吿はあ b ません、 柴皇 

は宗 おの 巧で ふる、 ん閒 救濟じ 

挪 ずる 神の 巧 ホで あ b ます。 化 

じを を 的に ホ ふべき おで わ b よ 

ず。 削 化 記は 典ぶ の-がで ある I 或け が斷 的に 解 巧す るが じが お 


W 上 他の 単： 游ピ 同じく 柴甚的 解 

释 をして 始めて が总 化を はる 事 

が 出 ホる & であらます。 何も 盤 

巧を W て 巧 學を批 がし、 巧學を 

なて 盤 哉の 似 化を まわる‘ 必 嬰は 

あ b ません、' を々 使 かど 舉 化の 
舘幽を おじして 居 6 ます。 蛮 書 

をな て 科 學の化 用 どし 巧學を U 
て宗を 化して 化れ を崇拜 する じ 
まる 稍 危險な 事は ないど 思 ひま 
す。 削 化 記には 三を じ 天地の 萬 

物は 神の 側を じよる ご敎 へて あ 
b ます、 而 して 其 ホ 貴を 詩のに 

豁 かれ おる 中に 繰返し 用 ひられ 

てぜる 創造 K る 言葉は 二ぞ 異な 

る 文 宇が 巧 ひられて あらます 哪 

も (バラ) ィ」 (アナ) である 〇 バラ 

は 二 一回 巧 化は ァサで あら i す即 

も 元 おじ 神 (天地を 劍逛り 給へ 

ら、； ご 神ち なる かを 水に 陸 じ 

生じて 動 < 諸々 の ホ 物を 其 おじ 

化 ひて 劍 をら、 ホ こ (神 其 像の 

如 < じんを 劍 をし 給へ' り、： b と) 

此 渚を じがけ る 剣逛は バラで あ 

〇 0 

る、 クリエ ー ト であつ てァ サメ 

1 ドでは あらません、 物質、 ホ 

物、 人間 創を の S 大ェ ボックを 

阮別づ る 爲に用 ひられた 文字： ^ 

^ ラで ありまず。 根本的 續遮も 

旣 がの かがを 用 ひて 造作 或は 形 

ぶせ らいた もの どを 劃が 臨が り 

られて 居る は實じ 神秘的 £ 云は 

ざるを 得ません。 而 して 劍湛せ 

ら れい‘' ものに 對 しては (きら：； 

........ を 生ずべ し) 或は (其 類に 

從 ひて 自ら …..… 發 生) 等の 言繁 

が 用 ひられん、 植物、 動物 及び 

凡てのを 物の 進化、 •發 達を 說明 

して：！ £ ります、 化 点よ b 見れば 

樂 書は 巧學書 ら ざれ ども‘ 今リ 

の 進化論 巧の 說<處 ご異ぃ ょる 處 

なきは 不思議で あ b ます (萬 物 

の 起源、 進化 系統の 經路 も巖巧 

じ無槐 物、 みに 巧 木 類、 虫類、 

魚類、 鳥類、 家畜 類が して 人類 

ご 云 ふ栋じ 偶然 じ も 進化の 系が 

を 失は ない ので あらます、 たぐ 

藥 書のを， 一進 化 說ピ化 本 的じ異 

る おは 巧學は (進化} を ま 張して 

化 まざれ ども 柴 書は (剣 逍} を敎 

ゆるので あ b ます 0 

創造^::ミ進化 

第一 其の 点を どお^ 巧を どは 

そ盾或は街おすべ きをでは；：^い 

ご 信じて 巧ら ます。 ま敎 ど巧學 

V . 衝突し 信仰 ど 知識と 兩 なせの 

ごおんは 乂 なる 過 もで あ b ます 

ホ 人格 的 範圍に 於て 巧 華は 威覺 

の 事 實の莊 明を 試み、 ま 敎は人 

格的範 園に がて 超感 のの 事 質を 

巧巧ゼ しめ 帅く人 どの 間 じん 格 j 

的關 係を 結ばし むる もので あら 

まず、 おじ 兩 をは 相を にを がの 

巧が を 異にして 居 b ます、 從 つ' 

て M 1 巧が をのて がする 事は 出 

ホよ だの。 永 爐じ進 ホ 難を すべ 

きへ 間の 知識を 給 お 的の おどし 

巧學の ウオ— キング プリン シブ 

术：：^る假を說を恰ら巧學的事實 

ご 誤認し 化 命に あきを 廣く •へき 

かを 信仰 侧 化の キ巧 .しなを し 


じ ホ i やが 突が 化 やる ので お 

まず 〇诗 

第二が 物の 進化 發坡 は： をを す 
る こど ス 雕事實 であ b まず、 が 
し 進化論 ダ W て 巧 物の 起' 源を 滿 
足 じ解釋 もた もの ど 巧る 事は お 
巧ません 0 一 化 じ 進化論の 全体が 
事赏 .•し 巧^ ご 見ても ォリジンの 
說明 じは 4^9 ませ 口 進化す る 何 
物 か 5 •なけ ば 進化の 巧 法は 意 
ホを化しま^^ん。 (無】は如何じ 
進化しても (が) に 成る 事は 出が 
ません、 自が渐 化ら ダィ；：^ クチ 
ゲチ ー 論 も 要する じを 源の 說明 
W 見る 事は 出 ホ 3 せぬ。 

巧 一ニ ホ 巧の 萬 敞は今 H 化を 維 
持し ま 持して 居る 巧則即 自然 
法 ごを く 異なる 働きが 化の な 源 
に 巧 はれ 創を の 實が現 はれた も 
の ご 信じます 一懊言 すれば 劍逛 
ど劍 をせられ たるを の 維持 ビは 
をた く 異なる 能力で ぁつて 化 共 
は 今 維持 法を 白然 法則と 知る 事 
が お ホまず が 剣を み即も 化れ ど 
を <異だ る 能 如の 働きは 今 見る 
こどの 出 ホない もので 相る ピ信 

こまず ° I 


原 支店長 留別 宴 

巧を 名 食 社 紐 育 支 化ち 义ホ义 
藏 氏は 本 月 中 巧 頃 夫人み 嫂 同が 

締轉 じかを せる 爲め ホる 五：：！ 问 
業ち 知己 を U 乂お樂 部に 招待 

して 留別 もを 雌すべく を 巧 ごし 

て 勝 旧 测么巧 氏 去月 中旬 着が。 

副 葛 婚—爵 お待會 

が 巧 H 本 拱杂が じでは ホる 六 

H 午を 六 時半 嫌が 中の 前 貴族院 

議員 副 島 道 あぶを 招待して 晚餐 

禽を 開き 席 b 同 巧の 講鴻 あ，， .當 


巧を が ホし 巧 待を 叮唆 ，じして 都 
て じ 火な 良を 施すべし ご。 
♦巧が 嫌 まに 郵船 曾 社が 巧を 
巧み 長、 が族糾 朝見 送の 招め ま 
る 二十 九 H 出を 巧れ 本 巧 中巧歸 
がのを。 

•み 旧 茂 氏 大阪巧 船が 育 出張 
所を、 夫人 同伴 一兩 U 中 タコマ 
ょら 歸巧の あ〇 

♦齋朦 愧氏總 領事、 夫人 問 伴 
をがじ旅巧中ならし：^^昨日歸が 
•息 柳 勝 治 氏 日淸ホ 命が 隙會 
社 秘書 役、 ホ 威 保 隙 事業の 視察 
を 了へ 本日 お 帆の 懊船 じて 渡軟 

H 曜說敎 

♦が 育 H 本人を 會 
『基瞥 者』 其 一 淸水 牧師 
♦日本人 美な 敎會 

『噫 ブラィアン 逝けら』 

. 川 島 牧師 

♦基督 敎 修道 食 
『賞驗 的 信仰』 副 島が 師 


京都 エ疫 支店長 

巧 郝エ巧 取締 带兼紐 育ちが 長 

たらしが 上 熊 一二郎 巧は 夫人み 息 

叫が 化 月 一 U を おお 帆め 太洋化 

て餘销 すべぐ 後 巧 £ して 同社 
取締役 削 西 党 r 郞巧 近日 着 紐の 

锥〇 


舟遊會 

が脊 日本人 雜貨巧 組合 賴 域す 
誰 ま 懼の舟 遊を を 左の 通ら 開媚 
します から 一般 间胞 諸君の 奮て 
御參加 あらむ ミを ホ駕 - i ます。 
巧 日 八月 化 H (日 聰) 

午前 化 時 西： 白册こ 了 ： m 
榜 橋解攪 

午前 化 時 ザ ダィク マン 

横 橋解纔 

煤 所 じ ± 遜 トー 流 サンセット 
を 園 

禽撰 一巧を 員 五が 人 

切符は 兩新閒 加、 を 西 
商 巧、 橫濱お 巧が 化を 
蝴か 等に あらます 
が 當御持 參随盧 ホ も 船 巧に 

二 巧' 五十人 前な の 設備 

餘興 福引 其 化 

A 月 1 H ま 催 者 


有ぶ 談話 會關催 

巧 山 卿が、 赤 木 お 道、 木 村 米 

太 郞諸巧 宵志潑 おの 下 じ 次週み 

鴨 uf 四 t ^) 午後 八 時から 曰 本人 

おな 敎會 がて 進化論 おを 敎間 

題の 談 おを^ 隅き が自の 意見を 

巧 巧イる 山。 


参 社-巧 かを 會 五一 會 では 明 

ーリ ぶ 例 夏期 かお 會をラ ィビ— 

チに 惟す わで あぶが 集を 時間は 

午前 十时舆 がは が 八十 一 T 目 ご 

樂こ f フス 板、 同所よ b 乘を自 

綱が じて 出を の計畫 である ご。 

化义塊 巧巧谦 お 會虽瞥 を 蕾 

の シニホ 巧の 事 菜 ごしつ！ あ 

せな 塊 巧 巧は 研鑽の 爲め本 H 

巧び 诞佛す ごな つたが まる 

二十 化 H 『隱 じる 一年』 の 題 下 

をな 敎曾 にがて 一檐の 溝淸を 

試みが おの 瘦 をを けつた。 

橫矢垂 を 々ィ U グラ クタ 

横 矢を を 氏 ば豫て よら コネ ク 

チ ヵット、 ナすユ 日バシ ィ學校 

ポスト、 ゲ ラが エ 卜科 じがて 

研を 中で あつむが 化 程 阿 校 よら 

ドクトル、 オブ 、ナチ ユ ロバ シ 

イの卒 を， 郎^を 領 せる お。 

♦巧亭 だるま-第 六 巧と が 八十 

•を 巧を だる ふけ 修錢 のちめ 化 

お 中の 處本 U 4 ち 巧び 閒浆 、が 


沙港 英語 學 校々 ホ 

ち 巧 正 一二郎 ま 

興 話活法 8 

を 懼唐弗 化 拾 他 郵稅拾 化 

著者が 本# を 編纂せ る 所 0 は 靴 

を睛 て、 痒き を搔 くぶ® ある 英 

語 曾 話を 活用 せんどす る 諸子に 

六ヶ巧 の 短時日を 巧て 日常の 會 

話 差ち なきを 補 せんどす、 なじ 

スラング、 ィデ オム 巧び プロ フ 

エン 語 巧を 入れて 其眞 意を 解ず 

る 樣蠻戒 せら。 

S . ジ Shis , 1 芸 3 Amsterdam Ave , N . Y . 

c 0 Orie 量 T 置 Trading Co , (144 th SI ) 


貸 自働車 

市中 御案內 

ピ クニ プク 

ン ダー 旅け 車 


と人乘 ら八シ 

一時間 二 弗 

K . 呈呈 NIY 产 8 至. S 8 th S 1. 

ジ ー. Clarks ミ 12 を 


職雜ブ ホ 少ム 

敎 育寫眞 、幫劇 比： 他 郁々 あむ。 

巧 ホ绍の ホは 左記へ 御照會 あれ 

(午前 十 時よ b 十二時を の 間) 

C . Kuroki , だ 8 E . 苦 rd St . 

ぎ Rhinelande こ 置 


英語 敎授 

或はが 間 個ん めじ 特別 敎 巧す。 

き SS . Helen Sola ョ- ち 去. 置 te 其 

Tel . Plaza 篇 70 


廣 を 

八 巧) H よら 册. H 迄サ ラト 
ダ、 ブプブ ングへ 出張 致まず 
御述 信は 左記へ 願 ひます 

津轉 東げ 

0 0 United States Hotel R 岩ヨ Aw 
wara 壹ぎ ing N . Y . 


家具 附 化 巧 初旬を 巧し 

巧し 锡 所は 巧け 阳 十一 下目ち 円 
雷、， バ サィド、 ドラィヴ 附近 

て 地下線に 近し、 委細は ち：」 

tisaka , 53 己 W . ご 5 th St - 
TeK 夏 orn 吾 色を 7 苦 3 


療お風 許 加州を 師 K 

座娑 & 換摩術 

ホ 巧を す 
麗幽が マッサ ー ジ 術の 出張 
瘍の御 ホめ じ應 じます。 

化 請 キヤ 七 1 ドラ 八を-冗 化 

四な 十 ご 1 T 目 二 ー パ 十 二番 


コりン ビヤ 大學 r な 

集驾 き奠 しきを、 某 柳 

i じ 貸し 度し。 一； 週 六 巧。 

188 Glaion こ ve , 享 . 15 5 th ご ミ 
Near Ge ミを Gra 至 二 0 重 


貸 室 

一時 前に 御 話 L ぁ b たし 0 

でミー._巧韋 ョ a - 普？ WL 38 thst . 
ミニ- ジ ー Audub 呈 7 空 8 


貸 室 淸 潔な 便利の よき^ 

巧 一人 乃至 二人 向きの 室 あら t 

話は プラザ ー ー六と 一番 

S . さ 星 こち w . lisi . 吉 U 1 


妻哥 一週 五爱八 ホ、 一, 

人 又は 二人に 適 义 
巿廳へ 十 か タイ ムス スクェ す 

へ サ五か 電話 カン バラン ドぶ 
ミ H 香 S 二 3 童。 黒 崎 梅 壬 


吉一 


音 樂敎授 H ’4/ 


酸化 立直し 

閑斯 時を 利 讯し錯 ひ 化 立直し 其 
化；/ レス f 速叮喀 に勉强 をし 
^*^^'から何卒御用命を願ひます 

R 本 洋服 店 

西ぶ 十八 T 目 一二 巧番 

谁話コ ロム バス 四 一ち 一一 


裁 織 所關業 

洋胁 、絹物、 ゥー八 類は ドラィ 
クリー ニン グ 、プレス 及び 染更 
へ、 化 立 -し 町し 一切を く 葉 魔 じ 
致しまず。 规 縫は 如 巧なる 御 注 
文 も ■く 致しまず 其他ユ ^ 

カタ J おがを も あ h ます。 

坂 井 裁縫 所 

一 128 W . 呈 hSU . U . 


獨 唱歌 巧 業 料ーヶ H 六 弗 (一遇 一岡} 

西み 十五 了 目 お 巧 巧食聲 I 

.が 池廊龙 k 項 お 火一^ ミ ミミ ■ Aw 


か ミ ■ぶ 

， 

閒 


け I 


紐^ ホみ が 險會化 

^ 一一 一木 定吉 

觀保險 

I S •夏 1 K 1 

Ne ミ Yorlc L 品 e Insurance 〇〇 
51 ohasbersst: 

Me ミ Yskcity ‘ 

一 phone. Fran 星 口 4900 

巧 Jco 了 ange がけ 》 口 011 


B 


夏壤 向新 荷 到着 

特 に ダ ー ム 向陶器雜黑類浮山取揃居り 

候 間倍舊 御用 命 願と 棘 - 

森 村 K フザ 1 ス 

MO 巧 SCIM . 巧 rof inp 
没ミ泛 t だ rd Sr 
z ミタを c ぞ 

Irelepho.e ora 3 ミ cy w 祭 0 


复場向 若」 


.陶破 黑雜貨 を 種 か 揃へ お 候 迅速を 旨 
ごし. て 精々 规强 仕； 御用 命 願 上 候 


懿巧ホ 桃 ホ 組 


養 E . 1 害 S 三 一. TB 1. ぎ yini 夏 5-6-7 


第二次 巧 桐 巧 國訪閒 蘭 員 募集 


=1 前 


十月 ご 一日 

十 巧 化 円 


ヘン 停单場 

邸 船、 加賀 化- 


0 


一二 だと 十 おか 

ir 円 弗 


出 避 期 = 

團費 == 

(激单 は 一等で な 船は 二等) 

本 削の ま 意、 規 を、 旅 お及び 中 込 書 等に 就き 委しき 事 

は 柯ネあ 接 弊 商 貪 じ御閒 きかせ 願 ひます 

糾育ホ 塞 十乂 T 目 ニニ 凹 

ち備を 巧禍 兄弟 廊會 

一二 四乂〇 

電話 U 1 ジェン ト ーー ー四 八 I 

〇 つ ミ 五 
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大巧 每日 二* なり 扫 
上 巧 お 患 

M 江むな [ い , 


407 Tribune twlding 

T « し Beekmgn 4259 


VO しけ， 加， りお 


⑩ tr ぶ 雌な 細を 处 im が i 


WEDNESDAY, All 削 ST 5 , け 巧 


一 化 乃 ま 一二 化 後の ホ菌 々区 じ 見 
るの 外は U いが、 お 酒 化 制を の 
化驅巧 ごして、 ホ圃 政府 ご國に 
が、 ホ 巧の 上に も、 巧 政の 上 じ 
"、化 ゆる ものを 後を どし、 を 
のが 曾に あぼず チ 巧め 巧 脚 じ 巧 
ぐ 耐えて、 す 跌の巧 力を 巧 まざ 
る 態 巧は 敬服す るの がは U い。 

巧 じ自劇 山を 巧を 坡 正し’ 自 
らこ H をな 徘 どして、 ホ 闡の官 


K がを の 目的を 達する 巧め じ藉 
圆巧 力す るのは 當が ど稱し 巧る 
が、 化 ホ どても 陆端 U 侧人 主義 
じを 化 ごれ、 闕 をの 訓練 じ 八 1 
ズ U 生活を 送つ たこの ホ國 じ、 
こ S を 米 禁酒 厕巧述 動は、 ホ 風 
ん み 國‘ん 的 生活への 轉憤 期の あ 
ら はれめ 一端 ごしても、 巧 ほ 直 
つ 文明の お ホに、 典 ホ ある 閒題 
を提 化して ゐるご 信 やる。 


太 命 u 加 藤 


純 憲政 會內閣 成立 

な 本を 同の 氣 運を 白眼 親して 

東京 特電 一二 U 發 U み 麻の 巧 制 整 巧 まじな 勒 したる 巧 法 大臣 小 
川 平 巧、 巧 工大 お 野が 翊よ郞 、農が 大が岡 瞄が輔 た 等の 政ぶ 系 
大なは辭ぶを提出し^^で猛でみ關苛めり陰謀じ眷手したのであ 
變巧 あし、 髓 校を 殿下の 帷太巧 啓 も 一時 御 延期 ごな 6、 殿下は 
化をを西閣寺を邸じ御姜遣ぁらて蚁惰を御下問ぁもし-^两をは 

を あに 即答せ やか 野み 大朽は 昨 H 巧び 園を を. 訪問の おお 憲歧會 

の獨な 内閒扣 織に 曲 n 乍で''" 承諾した のでた 命は 再び 加 藤底朗 

モに降'^4 > 、加胳 すは をち じ 内閣 お 織に 着手し 政 友系大 おの 後 

繼 として 哥か大 もじ 内跑 書記官が 江木窠 、廚 工大 巧には 前內務 

政 お ホ官化 岡 あ 温、 農が 民には 鐵 道を 務ホ官 巧を 稱爾 、內觸 

書記官を レ 緩 本靖を 等の がが をを るに 至ら、 をの 化 閣僚 か務大 

ぉおか 喜帝郞 、陸軍 大- 位ぞ祖 一が、 が軍大 '臣 が 部彪 、文部大臣 

岡 出を 华、 遞信大 た 安達 謙 iir 强道大 お 仙 石 貢、 內巧大 ぉお 棚 

禮が那 、大藏 大お演 U 雄 幸 等が 留任し 昨 H 离 中に 於て 親 巧 式を 

擧 巧し、 を < 新み 官 、蓉お 官等の 巧 命を 見る じ まるべ < 斯くて 
政ぶ ごが A 本黨 どのを 閲磯 蓮は 一層 お 進し つ i ある 裡じ縄 患を 

會内 願の がな を 見る じ まつた が- 演口雄 幸 氏は 依然た る 助 政々 

をの 繼續 を错 巧した。 


支那 時局の 推移 


上海 罷 H の 

ホ 化 失敗 

資金 V 一 中央政府 

上 お 一二 U 發 U 上がの 排外 罷エ 

； 一 今や 十 巡 間 目に 入 6 を 人 蹄 人 

巧の む 商が 他は 巧 はれて むる が 

g 綾 工場 及 船舶 罷 H は 化 然とし 

し繼 がし 羅エ侧 の 幹部は 〇 シァ 

巧が 紙 合 化 お レプスが 他 S 人の 

ホ 巧を 當 びを 地の 衙說會 にお 席 

して 駆エ を激腳 しつ！ ある も 今 

凹の 罷エ を機會 どし 支那の 無を 

做 級を 網 猪ず る 產楽大 を かの ホ 

化は 化しく モス々 ゥ 政府の 則 待 

ど 破 6、 駆エの 勢力が 巧 生义び 

阳人 等の 中間 階級 じ 移らつ i あ 

るを 遺が ピし 駆エの 前を じあく 

を 期が し 居ら 乎。 支那 人な 識を 

も ホ 化 陰謀を 觀 破して 自重し つ 

つ ゎ 6、 化つ て 罷エ資 を も漸み 

欠乏を を じ 勞慟を 侧.‘ 幹部 じを 

进 をな じ据り 沙 化も頻 W のをで 

あるが、 現が の 罷エ赞 をが 中 化 

かお & びが 外貨で 撫 ホの 刺を が 

せんごず る 支那 人が 裴貧谋 所ょ 

b 支出され つ i あ もが 跡は 明白 

e ある。 が ほ乂闽 k お 外を を 封 

長 ボラー に. かま 邪に めける 义人 

商 棠曾盛 所を 巧 闊ホ藥 をの 閒ホ 

である ご颇 じて ー ザは 痛 C が留 

乂 人の 反 成を 巧き、 乂人 巧を を 


議 がは 過去 じがて H ぶみ 對 まか 

一個 條要 あじ 反 勤し 山 東 省 還 脚 

を强 要し、’ ヮシントン 會證じ 化 

る 與ち條 約の 化 おご 賊稅 會議開 

懼 をは ホ 支 陸を の充實 ごい ふ 立 

煤から お斷 なく 蓮 動し 巧て が國 

務匡官 ヒユ！ ズ 巧の 威 情を 害し 

た 事 賞 等を 擊げて ボラ！ 皮の 言 

說に なおし、 を省督 ザの な引卞 

渉 じが 澡し たとは ホして 帝國ま 

義を恵 味 しないと いふ ホ 傷から 

ボラ 丰 氏の 所論は をの 化 嚴に對 

比し v | 轉卒槐 る 巧 為で ぁる ど ホ 

難 

' 巧び 


W しエ む， 

支 新' 

か 乱 蜂起 

一 中央の 九 省聯結 

化 京 互 H 發 u 最巧 中央 ま 邪 九 

省の 督 軍は 漢口 じが かじ 集を し 

て聯 結を ホ 潑し段 執政の 授 巧を 

申を せた が、 この 會 をけ 囊じ吳 

佩を 將 軍と 連を を 化 ハ じした 湖 化 

省の 蕭耀 お將 軍が 企畫 した もの 

らしく をの 關 孫から 山 巧ち じ 己 

命中で ぁる 吳 佩を 將 軍の 侮 巧が 

豫 想され、 支那に 巧び 内 勘の 突 

發が期 侍されて ゐ る。 卵ち 吳將 

おのか 塊ピ しては 髮 の； 戰じ慘 

化した のけ 彼 •玉 祥將 軍の 基が b 

じ 化る 所 支く、 今や 跟將 軍ど舉 

天 5 娘 化 巧 お 巧は 巧 目 S 閒柄じ 


あるから この 際 張 將軍ど 提携し 
て 化ク顆 玉が を 葬らん どす る じ 
わるも5}か<、 張か霖將軍ご • 

の默契 もが 立した もの ど 解 持 さ 
れ てなる。 がは 問題の 媽 ち 祥將 
ザは を 省の 瞥 巧に が微 して 今回 
の：； 族 巧 VJ 動 亂の黃 ほは 巧閣 にあ 
るか 他の か 脚ん じ對し 巧ら じ危 
害を 加 ふるはま 邪の 利益で い 
ご 論じて ゐ 右。 

列 强に對 し 

支那 警を 

. 速に 會議を 開け 

化 京 一一 1 U を：：：： お 支 列國食 簾の 
關 僻は 悠 々遲延 して 柯时賓 現す 
るか 解ら U いが 勢で あるが、 之 
じ 願し 支那 政咐は 勿論 當地駐 巧 
の 外 國化節 も 柯巧遺 减じ威 じて 
なる。 列 國會諮 遊 延の巧 因は 列 
國間 じがけ る 內を涉 の 延引 じが 
するめで あるが、 支那 側の 觀測 
じ 化れば 列 風は 時の 經過ど 巧に 
支那 人の 排外運動の 化の 手も漸 
み 消滅す るで あらぅ ごのを 想を 
抱き 故 盧じ會 議錦摧 を 延引せ し 
めつ y ' をら ど 云 ふので ある。 ま 
挪 外務省は 列國敕 府じ覺 書を 送 
b て 上海 架 動じ 關 する 列 國を議 
の 召集を 要 あして な 巧 二 週 蘭は 
空リし < 經 過した るに 未だを の 
豫を 時烟を もみを し 得ざる は 誠 
じ 遺 城で あるが、 おし 化の 列歐 

會議開 摧遲延 の おお ごして 支那 

の 形勢を-層 隙惡じ 導く が 如き 

を あら ばを け 化て 列 國の貴 任で 
I ある ど營吿 して & る。 

义國 上院 ミ 

國際 裁判所 

が 巧 一二 H 錢 n ' ィ ー デン グ大統 

領當時 上院に 提出され た 米國の 

國際 裁が 所 加入 案は をれ a ホ ーニ 

年間 巧-し 迷つ てゐる おなで あつ 

たが 最近 上院の 形勢は 大じ變 化 

し少 - — ’ デン グ • t ユ！ ズ 案じ お！ 

する 修正案を 提案して 原案の 運 

命を 暗黒に 導いた 共か黨 のぺッ 

パ！ 氏 もみの 議會 にがては 巧て 

自己の 修正 藥を 固執せ ず 政府 原 

案 どを のをず じがて 大体 一致し 

たる 新案を 提出ず べし ど聲 明す 

るに まっ f 。 上院 かを 委員 會が 

一九二 巧 年 巧 かし K るぺッ パ！ 

修正 まに 截 して 大統領 ク ー リッ 

デ 氏け 化ホ屢 々巧 勤を 聲 明して 

むた •か 上院 講員 V 雖ク ー リッ 尹 

氏の 國內 じ稱 する 聲 壁を 相當じ 

認めむ ばなら ホ、 岛つ おか 黨の 

所謂 正統派 譲 胃の 多くは 今回 開 

會 すべき 議 貪の 劈頭 じがて 本閒 

題で 义 統領 ど 衝突す る； は ホる 

ベき 上院な 選の 人 氣の上 じも惡 

影攀 ある お 之を 巧まず 且つが 政 

部 どの 協調 おを 發駐 する 必耍じ 

を^れ たので あらぅ。 . 

東を 電燈の 

米 倩 y 發表 

本社 まを 特 おじ 化 b て 豫報さ 

れて おわ 東京 電燈の ホ 憤は あ々 

が お立發 をされ グヮ ラン ティ、 

ッ ラストの 手に 化ら て賣り 出さ 

れ たが 總额二 千 四が 巧 弗 期限は 

千 九な 二十 八 年 八 巧 一日 資 お 懼 

格 九十 八 弗 八十と 仙 ザ 利 诞ら六 

み 四 厘で ある。 


バ巧 遺骸は 

多 摩が 護送 

八：：： に橫 濱巧蠻 

東京 特電 四 n 發 u 化 ホ 閥大化 

バンクロフト 巧 葬儀み 當日 オノ 

ラブ！ •ポ" 一 八べ ヤ ラ！ スは外 

相 お 放 喜重郞 巧、 巧國大 化サア 

チヤ— レス •去ブ オット 氏、 ら 

ザ義大 化 ボサム ビ ー ^ 氏、 伯 刺 

西 爾大化 デン 八ゲヮ 巧、 獨逸大 

使 ゾ^フ 氏 & び 乂闕總 領事 スブ 

ユヮ アト 氏の 六 氏 どみ をし、 梨 

本 宮殿で 及び W 妃殿 F け 兩牌下 

名 化と して 參列 せらるべく 太 化 

の 遺骸を 謹 送すべき 軍艦 夕 贈は 

八月 六日 横 演が撥 十六 U ホノ 

火 着 同一 一十 二 U お 桑 港 着の 豫を 

である 0 

ま 京 特電 11' 一日 發 U 義じ輕 # 巧 
の 新 渡部搏 十， 別 おにて 逝 ま一 た 
駐 H ホ 國を權 大化ユ ドボ ー •パ 
ンク 。フト 氏の 葬儀は 麻布 飯 倉 
の聖 アンド リユ I ンを禽 にがて 
デ ョン •マッキム 僧正 司 式の 下 
じ 執 巧の 帯な b しも 六 H に 延期 
され、 遺潑は 明日 嘗地じ 到着、 
敎會を じを 置し 葬儀 執 巧 後 商 も 
じ 特別 巧ず じて 巧濱じ 送ら、 加 
州と 十五 年を じ 臨む ベ' きお 盤を 
摩の 出發 期を 繰 上げて ホる 六日 
じ 橫濱を 出帆すべく 今朝 賴 化は 
ホ 越 大使館を 訪問、 皇室の 电意 
を 述べられた。 

註。' 輕巡 巧絕ぞ 摩は 大正 か 年 
二月 己 菱長赔 を 船 所 じて 進 
永せ る 『大 か J 『木を』 及び 『な 

應』 の 姉が 艦 じして 排水 屬お 

千 五巧顺 、速力 巧 S 節の が 式 

巡洋燈 にて ま跑十 S ミリ 掏よ 

巧、 八 ミリ 廣巧二 巧 ど 八發射 

管を 嬌 えて & る。 

スヮ ムブ スコット ニ日 發 ：；：： 乂 

統領 ク！ リッ デ 氏は 今朝 ブ シン 
トン じ 居 化ず る 故 バンクロフト 
大 彼の 令弟に 對し了 重。 るお辭 

を 述べて 大懊の 死を 悼んだ が、 
後 巧 火 使の 巧 命じ 孰て は 第】 歡 

の 人物を 物色 小で ある 0 

海軍省の 豫算額 

東京 特電 四 H ぉ： M 游軍 省の 豫 

算 要求 總 お： 2 二撼と 千で 圓 ，巧 

規 事業 費 じして 二 千 化な 万圓を 

針 上し がれる が、 今 午 巧ょ b 四 

千 九 巧-万 圓の增 加で ある。 而し 

て 化が じ 化用顆 建を 年額 八が 巧 

圓を要 ホの 舊 である。 

稅制整 巧 案 承認 

東京 特電 巧 R お：：：：： 端 立み 關巧 

解の 助 機と なつた 銳測 整理 巧 案 

は 本り の 閣議に 於て 正式に ま認 

された。 - 


東京の 小鬟 相場 

ま 京 特電 四：：： 媛：：！： 東を 商乗會 

畿 所の 調査に 化れば 八月 一 U 現 

ぜの小 資化搭 四十と 禪 はぶ g 十 

五日 ょら 下を 一一 禪 、騰貴み 補、 

持を 册化鞠 じして 平均 1 r 煙 ホの 

騰貴で あるが 昨年 同季じ 比すれ 

ば 六' 庙 ホの 騰貴を 示して ゐ る。 

上半 季棉化 消費 

ま 京 特電 四日 あ U 結 厳 聯を會 

の 調査に 攸れ ばを 國 四十 化會化 

の 上ザ季 棉花 消 聲總额 は 六 千 六 

团五巧 四千 I 二な と 十六 賞 目 じて 


前年 同 テょ 6 八な 八十 I 二方 六十 

貨目 の肯 加で わる。 

輸化 組合 ご 資金 

ま 京 特電 四 口 お U おエ をを の 
輸 おがを におし 大藏 省では 正 念 
ょ b 化が 貧を おかが 巧の 輔 逝を 
なさし むる 旌向 である。 

嫌 敕宮機 太 巧磬 

まま 特電 S 口發 U 攝政 宮殿 下 
じは 明 n 葉 山じ强 かせられ 聖上 
階下に 御 面會後 六り 權太 巧醫の 
旨 仰 出さる。 

海 峽橫斷 は 中止 

東を 特電 S 日發 U 錢 おの 襲 整を 
をけ おの 敏 巧の 朝鮮 お 峽橫斷 水 
泳は 中 も. する 5 どなつ た C 

大將に 進級 二 名 

ま 京 特電 ーニ：：：發= 陸相 宇垣 一 
ホ 巧び 营巧尙 一の 兩中將 は大將 
じ 進級した。 

兩巧 整理 案 承認 

ま 京 特電 一二：：； 發 ：= 朝鮮 銀 巧 及 
び臺灣錫巧^!大藏省の整理案を 

承認し 今季 配當は 無配 當ど しね 

森 巧 臺銀新 頭取 

東京 巧電 己 H 發臺灣 銀行 賴取 
中 川 ホ 十 郞氏辭 巧した ので 森廣 
造 氏が を' 巧に 內 をし 副頌 化は 當 
み 空席の 儘ならん ど 0 

•支那 政府が 訓電 

化 京 二日 發 支が 政 麻は 巧 外 
駐 化のを 固を 巧に 消し ま那 政府 
ぶび 超 氏を 目す る じが 外的 ごす 
るの 不可。 る 点じ 就ての 敲解ど 
上がが 乱の 第二 回 調奄じ 支那 政 
府 は！^ 蜀の立 摸 じある i を說明 

する 謙 電を發 した。' 

蜜 巧で 英人 殺害 

上 お 一. H 發 U 昨夕 六 時、 當地 
の英 & 蟹 輸出 會 社に 就 働し つ 
つ あを 义邪 人勞 働を ど英 人の 巧 
じ齡 1 の 聞 題！ ちず 論 あら。 
支册 はお 人】 名を 遂に 殺害 
した 爲め 化の 英乂 は發 砲して 
四 人を 擊 殺し 形勢 不穩こ つた 
爲 め.： 英 人は 軍艦に 避難し 英 
國陸 SM は 上陸して 居留地 及び 
エ虜 をを 馨備 中で ある。 

鸦人 領袖を 逍放 

'ァ L ランタ ニ日 發 u 目下 當地 
の 監獄 じて ァフ 9 力殖お 討聲の 
記 欺か 財 事件に 腳聯し 五 年の 苦 
役に 化 事し つ i ある 黒人 解 化 運 
動の 帖袖マ ー ヵス •ダ ー ダエ 1 
氏は 巧 領デャ マィ々 人じ戚 して 
ゐる柳 係 も あ b 出獄 ど 共 じ當局 
は 直り じデャ マィヵ じ 送還す る 

人 平 洋岸新 防備 

ヮシントン ニ：：： お u 鬟じ太 ホ 

洋岸 し-一大 飛 わ煤劍 設を發 おし 

たが 束 省の 計畫じ 化かぎ 陸軍省 

じ v -^ 要塞 防瞄の 充實を 期す る 

庭 洲太戰 の 經驗ょ b 巧た る 

十阳时 のち 施を サンペ ド 《 巧が 

化の耍 薬 化に 巧え る； どなら 旣 

じ齡 送に 着手し むが 巨砲 一巧の 

亟总は 一二 だ 凹 十顺じ 速し 若彈の 

長. 麗 であるな よ b して 陸上 巧 

備け >れ じ wb て 一 屠巧實 され 

る もめ ど 云 はれて & る。 


一 a ホ 

言葉の な y 

治郞八 

一時 米幽津 々滿 々を あ 靡した 

クロス •ヮ ーブ •パ スズ 八ら、 昨 

今は どうやら 下火 ごな つて ゐる 
と あひ^ や、 本年の が汽 新報 新 
年號で 初めて 發 をされ た U 本 語 
バッズ 八は、 今や H 本では 大流 
巧ビ あつて、 を大渐 聞は 親つ て 
これを 揭 けて & る。 

併し U 本人 じは、 替は 言葉の 
パ ッズ^が 旣じ存 がして ゐ たの 
である。 をれ は 賃族語 どもい ふ 
べき お 殿 樣言窠 である。 

「御 削け みうち じならし や b 
ます か？」 「殿は はま だ おすまつ 
てなら しやら ます」 これは 貴族 i 

語で をる。 ず 民 語に 織譯 すると 
「宿六は 自 を かい？.」 「よだ 寢て 
るの よ」 ど。 る。 「おみ 儀さん 
もう 持 田帶 かい」 とい ふの が 貴 
族では 「御み 蔽が 御み 大^くて 
ならし やらまず；：： H ごなる。 尤 
も 貴族 ご 一 おつても を鄕 出身 も あ 
れ ば、 大名 華族 も あら、 瓢巧じ 
よつ て 平 おに 露 位を 賜 ふたもの 
も ある 0 大名 窜 樵の 中には r 明 ダ 
ニ ダク ーー ー年 憲法 發布お ホス ンス 
ン どして スン 步 ずる 一入 も ある 
し 「賞 族で も苹 民で もョヵ タイ 
詩で も吟 じる バッテン」 ご 六十 
餘州 をれ-— 方言が ある。 新 貴 
族に 特别の 言葉の ない 則 接い ふ 
まで もない。 を こで こ义 では 堂 
上窄误 (でう がう くゎ ぞくでは. 

ない* ごうせ うく わ ぞくとい ふ) 
や 女官 (じよかん ではな L 、 じ 
よかん ごい ふ) の 言葉を 紹介し 
やう。 

出產が ある 「お 手が 遊ばした」 
巧に 巧 兒だピ 「御 美事な わ 手 巧' 

遊ばした」 ご 視辭 をのべ る 「巧 
や」 ごい ふの が 「わ 稚兒さ 主」 一 冗^ 

服 するど 「若 棟」 になら、 ホ 斑は _ 

勿論 「わ 姫樣」 だ.、 わ 巧 さま、 わ 
巧 さまは 獲らぬ が、 わ 父さんは 
「おなさ ま」 わ 巧さん は 「わ臺 さ 
ま」 お祖父さんは 「お 爺 さま」 お 
祖 巧さん は 「お 婆 さま」 ど 呼ぶ。 

但し 注意せ ねばならねのは を 
族の 中 じ も 階級が ぁつて 翩白だ 
とか、 五 攝をだ どか、 淸窄だ ミ 
かいふ。 淸窄 なでは をれ おで も 
。いが、 攝家 などは 朝廷 ど 同じ 
い 生活を した もの だ。 例へ ば疊 
の緣 じじても 雲間 緣を巧 ひさせ 
給 ふのは 聖上に 限ら、 掃 關ご雖 
を 下の ものは 高麗 緣 よら 用 ひ 得 
ない；じ^つてむて、 宮中では 
この 制 巧が 遵 ザされ、 關 白な 下 

大お 連の 詰 所は 高魔緣 じな つて 
ゐ たが、 旨 邸へ 歸れば 雲 閒緣を 

用 ひ 服装 も 用を も 上 巧 一 A ごを' 

く 獲ら 中、 歸邸 する こどを 「還 

御」 ご 云つ じ 程 だ。 今でも 惟 族 

中の 上流では 「殿 巧は 御 還 御遊 

.ばし ました か」 ごい ふ 言葉が 用 

ひられ、 九官鳥 までが 「御 還 御」 

玄 巧んで 小間使を 面を はせ てゐ 

る。 父の ミを 「わ猛 さま」 どい ふ 
のは 極上 流の i で、 普通を 族で 

はわ ブイ さま」 ごか 「お デイ さ 

ん」 とい ひ、 巧を 「わ タア さま」 

とか 「わ夕 T さん」 どい ふ。 

起 巧が 「わ ひなる」 巧瘍が 「む 

すまる」 だから 「おひな つてな 


らし や もます」 は 起きて &る i 
「おず まつて。 らし やる」 はわな 
み 中です の 意で ある 0 御飯を 「は 
ん」 ょたは 「お 盤」 どい ひ、 「民 
今 わ 船 さまは わ はんを 巧 上っ て 
ならし や. 〇 まず」 どい ふ。 副を 
物が r わ まは ゎ.： む 米が 「ぅ もま 
き」 脚 子が いし'''^」 乂 化 か 
らもん」 ずしが 「すら じ」 慾が 「ね 
もじ」 峭が r たも じ」 肴が r まな」 
酒が 「わっ こん』 化が が 「おかべ」 
だ。 英語 や 獨逸請 ばか b 巧って 
餘ら日 本 語を 巧は 0 H 本のが 民 
じこんな， との 6 かる 堂がない 0 
を こで ホ 稽な义 ピソ ー トが をる 
髙倉 す爵 のみ 姉で 舊女宫 の 筆 
頭 £ いはれ る 島 倉 典 倚が 避 罰 か 
なんかで鎌倉滞だ中の^だ 「燒 
おかべを 買つ て搜 ひわい」 ご 注 
文した。 语族 さまで も 巧し ろ 八 
十 歳の ち 年、 ホ 民が じ齒が 化け 
て燒 豆腐が をべ たいの だ。 ミ 察 
しのつ かぬ 宿 のん は 「わかべ」 の 
意 ホが 辭 せない P 飛んだ をを を 

潰 じた どい ふ。 

茶の間を 「臺 子の 間」 臺 所を 

「淸 .VJ こ々」 厕を 「わごぅ」 或は 
「不 浮」 下 巧を r ベい」 頭を 「わつ 
む り」 髮 やおを 「お < じ」 腹を 

「わみ なか」 足を 「おみ ゎし」 下耿 

でも r を 測」 衣服を r お 巧顿」 濡奸 

を 「おひょ」 滞を 「わ もじ 「長 持を 

「長さを」 ごい ふ。 をの 他 おべ た 

てた 限ら •い U いが、 を じち 「お 
手 簿篱の わ 抽斗」 ごか 「わ 十五の 

刺 合 じは わ 身た けがわ 高くて な 

らし やる」 とか、. 柯じ でも 年齢 

じさへ 「お 十 瓦」 といん 風に 「卸」 

の 字を つける ので ある。 ホ 民の 

妻 君が 夫の 友人を r ◊◊さん」 ご 

巧 字を 呼ぶ 傷を、 を 織 華族の 奧 

ホは ホの ぶ 人で も 「◊◊殿な」 ど 

巧ぶ の だ。 ホ もを 卿 巧 ± の會話 

は 子供 時化からの 習楷で 「遊ば 

す」 r 遊ばした」 とい ふ 語尾 も r ァ 
ス」 どか 「ァ シタ」 とか 流暢'」 省 

略されて ゐ る。 こわ 等は 立派な 

バッズ 八 だ！ 

'海の 巧 ミ 外 

♦豫 をの 如く 護憲み 閣が 倒れ 

て、 純 憲化會 み閣が 成立した。 
これからは 政 本のを 同で、 ホ 謙 
會は脾 欺、 普選 邸れ のが 化を 生 
む U らば、 熟柿を 相の 面目 もな 

つと いふ もの だ。 

♦政が 隱 退を 〔むを の爲 め】 ど 
舞 明して 巧に 隱居 しじ 堂の 义養 
本堂 翁、 陶 山の 補 缺選擧 じ當選 
し 熟慮 二 H の 上 巧び 化 證± ごむ 
った。 政巧隱 おは 「夕 年のを 留」 
であっ た 相 だが、 僅か 二 H で r 
ん ぐら 返つ て 下つ む 0 

♦組育じはげ^:^熟語がをれる 
所と 見えて、 を 度は ホ國 なま 特 

別を 化 マ クム レ 1 ごい ふの が お 
ホた。 特製を 化 ごぃ ふ 方が 早 解 
b かする 0 

♦獨逸 にん 間の 言葉を 充をじ 
解释 し、 逍絕觀 念の 發 逢した 义 
が 現れた。 J ァ ー トンの 人 猿 戴 刺 
の證人 どして 出した かつた。 

♦巧 國皇太 乎が 自も自 なじ 化 
巧を 旅け すらの が袭 しい ご前獨 
遊 皇太子 殿 ドが を痴 。前者は を 
おが 蝴の山 位の 人。 後者は 歐洲 
大戰じ 旨ら 出蜗 した 勇- H 。 今； を 
ら激 棚つ むご ころで、 助ける 神 
は あ 9 かじ もな し。 



蔡酒 法臟巧 

化顯 ホの 巧し み 

乂圃 のが 洁 巧が、 おして 成功 

して & るか、 失敗して ゐる かど 

いふ こごに 就いて、 义國 ち識を 

のみ 論は をの 可 巧が か 製し、 酒 

類に 隅随 した 諸 化 罪が が々 しわ 

のは ホ賓 であるけむ f も、 禁酒 

巧じ攸りて^^^ずる化が上の違反 

を、 就中、 禁巧刷 わじな 奉し つ 

つ ぁる 官 巧の 化 贿み 化の かわべ 

き 巧 爲の巧 加は、 こ} に 巧ら し 

い 犯罪を 化んで むる のみでは な 

く、 酒類の お檢乂 じ抑隨 した 禁 

谢 輸入の 激增 等は、 必ら ずし も 

禁お 派の ま おする がかき 福を を 

もじらして ゐ ない 0 

このが かげ じ 巧卞る 中央政府 

の 位 おは、 化の 腳わ になて 乂藏 

_ 同み 及び 化 方 官憲 等の 間に 踏雜 

U る鹏 巧を 化み、 をる 地方 じが 

て 消 類の 携 滞は 勿論、 贩資 、が 

I 酒を 目 身は 連な 者 どして 檢擧さ 

一れ るが、 ニユ— ョ—ク の 如く こ 

れ等庐 個ん めむ 自由に ts 寬乂な 

る地モ もが 化し、 現じ 過去 二 固 

じ 旦らて 惟され たを 州 知事の 禁 

酒 脚む 曾 蔑 も； E 等の ぶ裝を 生む 

じ 主らず。 冊 かも 禁泪 をを 9 も 

のがを ホのに、 巧は 地方 的に ポ 

リブ ック じ累 され、 やがては 一 

國の 法律 じ 對卞る 巧 氏の 耸 あご 

巧の 權威 をの ものが 地に 暖 つる 

がかき 風潮を 生む じ まつた こと 

は、 特に 义閣巧 識者のを が どず 

るた である 0 

今 巧 これ 等の 禁洒往 腳巧じ 就 

ての 凡ゆる 複雜 なる 關 係を 超越 

し' 陸を 畑 ょら 卿 わ ま 巧に 巧 命 

された アンド リユ） ス 巧は、 が 

來の 禁酒 卿 巧を を 化 本ょ 6 1 蹄 

して 前 円を 一が し、 大 々的 じ 中 

央 ぶび 地方 官 患の 諸 燃 脚 ご 合同 

して 酒類を が 入ぶ び販黃 の途を 

絶たん どず る 計盡を 公まず ると 

共 じ. 跌洲 大戰當 時、 を 方面の 

も識 おじと ふて、 所謂 ダラ I * 

ィァ ー マン 制 巧を 設け、 戰時產 

萊 のを 速に をして 殺 験を 基礎 ど 

し、 化が 触が の 廣ぃ巧 お 速勸を 

，兼む た 息 ホに 於て か 誠 あの 協力 

をポ わる じ まら、 當 地の 如ろ 現 

じ鄉 规王ゲ ー リ！ 氏を 委貨長 ど 

i す。 が 脚 化 S 化 立を 見る に 至る 

粮说で わる。 而 かも.. 力に がて 

.は、 ホるべき 證負 •し 娟捣 みを 制 

一 限した を植 ぶび ッィンの 製 おを 

i 巧び が W せんどす る搂酒 巧の 一 

; 部修 •止述 動が、 僻る 巧らざる 勢 

_ 力を： がし、 特じ勞 働 階が： 瞬 酒 

! 嘘を 許 w じ 傾きつ i ある 際、 中 

:央政 かがが 人が のん 物を して、 

-大 々的な 禁酒 ホ 卿 朽の則 藍を ホ 

てつ i もる. とは、 まこ ごに 巧 か 

のない 現象で ある。 

乂 凰の 銭 酒 ホが、 化 巧の 义明 

j を 促進す る 上 じがて どれ 巧の ぶ 

I がを がて する か。 これけ 恐らく 
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おかを 化 ホ じを 世 
がの 擦 化 入 ホな じ 


- 口 '^ 街說 一が 資 
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呈 す、 重要 都 ホ じ 
化埋 巧を がし 誠 S 
敏速 抑 用み じ應や 

お 翰 取扱 


午後 二时 


♦書 緒 ♦雜誌 ♦新 巧 
縱覺 塞を 開 
执を 午前 化 時より 午后 置 時を 

紐 背 日本人 會 

西： 五十と T 目 二ぶ 〇 を 

電話 サ アク^ 八-九 0— 化！ 


化 Hu 

♦が 宿を 

な 度 も 倫 比亞を 殺み ゲ .巧を 十 
お， み 學生含 社 貴 旅行を じを 適 
ジ赌 巧藝雜 誌が 聞 成を 诚娛輿 
みおみ をを わら 

巧で 锭莱閑 お > 旅客 案內 、を视 
築 お 就を、 が 化ぶ 事が 淡鲜旋 
ぶ 词跑諸 化の ホを を 献迎す 
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巧 慟食タ セが 中 i 
罐巧說 を；^ 巧^ 

▽ ± 唯 H 

まが 巧 又はを 
结き 夕 A 巧 

をが ぶ、 饭； パを： 
案內 が、 ん 事相 
談 部’ 調査が •减 1 
震 間を 部、 淀 能 
な縫敎 巧* 諸级 
を 設けを 員、 ホ I 
會 員* 巧を 計る； 
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9 そ莉 瓜が をす 狄み 巧が s 

貧 為を 4 屢與 V みみ 刹^ 

クオ— ん ザみ. 无ンン がが 四 •刻 引 
'ィし 7! ドバ ミルトンが 評 刻 列 
が會 化、 念谭卖 がを 勤刮 
潭 ぶふを 巧％ ふ 资え贫 
藻 ネす 冬が をが をぶ 刮引 

W 作 嫌の 泉乂 

> 巧— タグ •卜 ちみ ニニ 


齒科醫 

.マ 診察 時間 ▲ 
每日 ( H 曜を 除く】 
午前 化が よら 
午後 五 時 ザ 
水曜 午前 义時 1 
午後 一が 


齒科醫 

H 新 ま 無痛 治療 H 
を 年の 經漠を 0 て 
U 本人 諸ち は 持に 
で 寧 懇切に 施術ず 

バ^ マ —チ ン 


齒 科！！ 

夕 年の 經驗 をな て 
最新式 巧學 手術に 
堪能 じて 信用 篤し 
U 施術 料化廉 U 
日本人 諸 若には 持 
じ 了 寧 懇切に お據 
が 育 州を 認 
パ^フ ル1 ム 


笠 ザ 洋服 巧 


日本 

洋臟巧 


巧閲 信み 郞 
松，' 本が 


を' 五十二 一'; i 目 

ニニ ーニ 

伊藤 

羊 揉ち 

拜尾リ 

t フ T ホ； 一 


メ ー グーは 化育 最大の デバ！ トメ ント怖 巧で あ 
ちます。 巧ら しいみ 降槐 ご ユス カレ タ ，は 巧澗 
巧內 じがけ る 皆 棟の わ 買物 じ 化 立と 祐快 どを 
巧へ てむ ます 

化 巧で 二 弗す る もの。 らぶ メーシ ー て'. 二 
巧 八十 八 仙 或は をれ W ドで 巧へ る； をグぅ 
ゲ樹 記憶 下さい な 
日本へ お 荷物を 御 送ら じな b たい 節 又は 巧 買物 J 
-し 際して 御用の お 合は バ ー ソナ少 y 3 ッご ング f 
ビユ ー 曰 1 をわ拜 わ下ク い、 親切 じ 御 化 ユを討 
ります 一 


都合 じょ- 當 みの 間 

診察 

午後と 時 i 九 時 
H 曜は 前約 願上賴 

バ记口 お悅離 



午後 一一 一. 時 ょらみ 持 
H 耀一；^ぉ約相願娱 


ドク h 八 

鳥 見豊彥 


診察 時間 

午前 化 巧！ 十が 
午後， 六が— 八 時 

け t 小 栗韓三 

が 育 か •フ ラツ ー賄院 
溝 立 巧 病院 勤務 

■武 ホ コン バラン ド 

おお 勤路 


診察 時間 

午後 零時 ザ リニ 時 ザ 
午後 六 時 = 化 時 
愛知 醫學 ± 

パ i 本谨 一 

を渝比 亞大學 ぶび 
がず ラン 病院 勤務 
H 曜は 前の 願上俟 


藝鞭攘 治療 

r ：： 氷 及び 電氣 治療：：：：： 
ホる も 巧を 过 よも 續 
張の 目的 じて 一時 夏 
期 休莱化 族 
尙ほ巧 開の 節は 衙進 
の說備 をな て 治療 じ 
應じ 申し 候 

が 育瑞典 フィ ジオ シラ. 
ピ！ 學 廃を 業 

紐育メ デ々 が. ジムぶ マ 
ブサー ジ擦貧 正會員 

を認 西が 幸 巧 


健康 增進 
無 楽 治療 
時間は 

前約 じて 

ドク ト术 

橫矢重 孝 


桌ぶお i ノ內ピ か デジが 二攪 ニニ 〇 県 

I 能 丸も泮 服商會 
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婦 

人 

を 
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巧き 乂國脯 人 
U 本人への 巧 
語敎 没には 夕 
年の 雜驗を お 

す 0 ー レップ 

ンと 十五 化 
每 U 朝 九 時ょ 
ら化化 时を柯 
時 じても 宜し 
：!： 曜日は 一時 
よ b 四時 迄 


目 本 陶礁器 
雜貨 類卸賣 


井元 

ブラ ザ ー ス 
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第 立 街 

凹 ご 一と 
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. 一書 ち實養 
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Tel. Murray 書 2791 ぎ 〇ョ 養 

ぃ t もな 謙 次 

月 > 水， を、 牛 お 二 呪よ b 六が 
を * な 化は 前約に 願 ひまず 


-村 瀬九廊 

ミ L を 毒 き HS- N. Y . 呈 
8 el 26 さ & 27 th Sis 
呈 - 奇豪ミ 3 夕 4518 * 7 苦 9 


Jo 巧 10 左- OGC 巧 一, M. D. 

1 ご f t 34 す 度. す 三 ork 
TeL Riv ミ S 瓦 8 苗 73 & ジ置 一ち 養 漂 

兴ク なが 午前 九賊 I 午後-時 
裏裹 午後 六 時— 午後 九 時 
. H 曜 午前 九 時 1 午後 巧 時 

ドク トレ ノ 小 栗乘吉 


Dr •夕 whishidl 夕 D . D . 15, 

133 W . 7害 芭. Tel . 量薑 養 2 

{六 戶良二 

自午的 化かを 十二め 
自午ホ ーが モお巧 


じが 

圆 I 荒 

A M 化 5 


離 揉藏治 

一 西 巧ぶ マッサー ジ 
り 本ぶ お 眼が 脫 

神經祕 リウ マチス 

巧み 骨う バき 'W 
腰が み 筋 違 ひ 
其 化 諸が 操 旗 おの 御 


W 


J S - さも さ e ■ももを, C 看 
y 細 W 需 めに 應じ御 お 話が 
T 我电游 御み 庭 父は ホテ^ 

じ出跟 親切 じ 治热中 
上ます。 前約の ホは 
午を 一二 時よ b 自宅に 
て 施術いた しまず 0 

,1 け I 津輕 東洋 

巧' 甘と 十 丸 了 目 量 八 


〇 

化む 8 M 
P . 山 な.§ 

T 抑 P 

姑 


齒お醫 木 下义商 

W 1 C さ Jllth 苗. 

呈_ 互呈 i 王 85 ご 


.化® 品卸貞 

五味 蘭會 

W E .17 th 篇 •• N . Y . C さ 

ジ ー. St ち さ sani ゴ さ 

夏 煤 お ランプを 賣 

下 羽 電氣簡 巧 

N 02 1 iBroad way 

ジ I .置 ie 呈 0147 


あ 准 ど 親切 ごを 旨 ミし 確實 

信 W ある 巧 おを 精選し 

特讯廉 憤で 贩資 致します 

ブォ I 作 ナム、 エ户 デン 四 割引 

其 化は 化て 一二 割引 

お齡鎖 貴を 屬並じ 寶お類 一切 

グ トン 時 討、 パブ 1 ドィ 

ィブ 時計、 を 稀 載 時計 

. — 夕！ マンを 年 筆 

シャ ー プ 鉛筆 

純化 お 並に 銀器】 切 

御饋 朝の 御 ±產 一切 

時 割の 修辖 はが 險 かじて 確實 

じみ 川 自身が 致します 

泉 育 巿西四 t 1 了 目 四と 番 

恥 四 一一 言 お (五 巧 ご ホ お 聞) 

1 巧 川岸 蘭會 

屯兒 ペン シ术バ 三ァと I ニニ 化 

Ishikkw ミ ICishi 0? ち 去 bnd 苗. 


成 巧の 祕說 

ホ國式 英語を 話ず 事 
は 成功の 第一義です 
本校には H 本人 あ授 
じ 慣れた 專任 婦人 あ 
邮ぁ 6 盤 切 じ 會話組 
信义 社を 語を お 巧し 
ょす。 H 曜 遇り 共 じ 
州 w ' j 午前 化 時ょ b 午後 十 
ほ 1 I 時まで 銷 校し ー レツ 
i スンと 十仙づ io 今 
U 廣 もじ 巧の あれ。 



紐 巧 百貨 巧な 來 【こ 

サックス 巧 會由來 W 

新聞 配逮 から 百貨 化の 持ちへ 


米國 S 物質 义刚を 化ぶ する 濁 
特の もの t 中 じ、 最も 助を じし 
て 世界的の ものは 盖し デバー ト 

メント •ストアで わらぅ 0 けむ 

どら 化述稱 

•巧貨 巧 

も摄初か ら大き{^|' 

資本で 年いた 謂では ない。 今や 

プロ） ドゥエー ご 册の了 H 及び 

第 置 街の な朵齡 域で ある 四十 化 

了 目 じ 旗 大な巧 速を を 誇つ てな 

る サックスが をれ 膨 眼した 徑お 

のかき 小 貧 本 ご ナッ クス 氏の 侧 

ん 的海關 にょる 鹏 物ど稱 すべき 

であらぅ。 化が 巧の 創設を であ 

i アンド リユ 1 •サッ クスには 

平 八.， り 四十 八を ゲ ァジ ニァ 州 じ 

生れた が、 巧 化戰巧 後一を は擧 

つて ペン 化の ロック •へ ゲンに 

移 化した。 其 後 ペン 州の 出を を 

後 じして 首都 ヮシントン じ 赴い 

た當年 十四 おの ァンド 5 ュ ー は 

新郎 おを ホ ごして-五 年の 巧 力を 

しから 中、 遂に 十九 歲ピ いふ 千 

八な 六十と 年に 同が 第よ 巧 一二な 

八 番の五 階您の 一隅を 借りず け 

て 巧ず 巧 服 ごぶみ がの 小商賣 を 

始めた。 之が 現が の 大な貨 店の 

一で あ & サックス 巧會の 

皮切り である どは で ンド 

リ ュ ！な身も知ら；：；^>か つ た 

ご をれ W じ 苦 ふ-一し たも かで 朝 

から 晚を をの 技が から 配達 一巧 

巧 事で 端 一人で 其 おじ 當 つた ァ 

ンド リュ！ は、 巧 内で なをを な 

しつ i が ホの が 資繁呂 をが つれ 

甲斐 さしから 中して 问 巧の 1 1 r 円 

十六を じ 巧を 揽 張した。 千 八 巧 

と 十 S 年には 化を の イサ ドア も 

加は b 巧資は 二人で 切 b がけて 

ゐ たが、 化が なでが くむら ば 先 


k 半馴 入超 ご. 

贊易 消長 

:トザ則化超 ^ 偵わか 

ま 京 特電 二 一り 發 U 橫稱外 十一 一一 

港 かと 巧 > か^ 貿易は 輸 おと 

千 五',::: 化 十五 方 七 干 W 、 嚇人 

四千 四け-' 力ぶ 千 W じて 出超 

一二 千.- C ： 九十 四义 二で 川で ゐる 

尙ほ削 かおが I は强 調を 持 結す 

るなら A ど 巧 測 ごれ てゐ る。 

尙 はと 巧 中の がか 貿易は 输出 

二な 一千 九十-巧 一千 脚、 輸 

入 一億 六で 六 パ 九十 力 八 千 脚 

じて おお 四千け 乂十乂 巧圓、 

1 gw ホの 入超は を 引の 億と 

で 八 だ 九十 八 一力の す圓ど y . つ 

たが、 之 をげ 年 M が $ 入超 六 

億 八す 四 巧 八 千圓に 比すれば 

一一 僚 ' C 六' 力叫モ 脚の が々 を お 

した 0 

个 个 

本年 上 ザ 則に がける あ耍 船出 

入な のが 巧 情 巧を をる じ お出 じ 

巧て 削 年 W 期 レ 比し あ 巧を ホせ 


イが 功け がむ しごい ふ 確信を 得 
ためで で 八な と 十五 年には リッ 
チ モンド じ、 をれ よら おに ィン 
デ アナ ボリ X じ も ホを 延ばして 
サックス 巧 曾の 勢力を 

各地に 做 張した。 ぶ 中に 

他の 兄を である ジョセフ も 加は 
つたが、 一二 人の 兄 ホの 股は 等し 
< が 業の 中必 地で ある ニユ ー 3 
I クじ 注がれて ゐ た。 をに アン 
ド リユー は 化を 二人の 兄弟 じ 一 
巧して 紐 巧の 人 どじ b 、 ンマ 
—ス C 1 •サブ クス 曲會 を下ブ 

ロー ドゥエー じ 設けた のは 千 八 

パ义 十二 年の ミで あつた。 萌資 

的 筋は 勿論 お 服 類で あつたが、 

化瞄 巧から アンド リユー は 後年 

遂に 破産した もの t 當 時は な貨 

お-上 闕の 第一 人を ど 呼ばれた シ 

■ — ゲ瓜 •ク ー パ ー 商會の パィ 卞 

I である サム エグ •バッチ マン 

巧 ご 

簡賣道 じ盧 見が キッ パリ 

ど 合致 しれので なじ 「特殊 向き 

*^巧お」 を據巧するを濃にお事 

する i ど ub 、 アンド リユ I が 

出資して 先づ谋 巧を 當 時が 育で 

最も 繁 おな 第 六 巧 ど 十と T 目附 

近に ボ めむ ものであるが、 後年 

ゥキ作 ソン 巧閣 時化の ±ち を大 

化で あ b ' 當 時は 一 かの ± 化賣 

買棠 をで あつたへ ンリ ー •*; 

ゲン ソー 氏は 械カ ブロ ー ドゥ、 

!ご化四下目の へ ラ it /卜, ス コ 

エア ー のが 學 である I を說巧 し 

を じ サックス •ビグ デン グみ創 I 

設を 見る じ 至つ たのは 將じ卜 化 

な 二 おの 化 巧、 巧 おの 電糸 廣吿 

じは 眞 ホ じを で 「紐 育の 中 、どご 

描かれて あつた。 


万ー ニ 千 阳三剧 六 化} を 巧' したぅ 

を 始め どし、 綿織物 一 稳化千 九 

な 六十 四 巧よ 千 W で 前が の 一億 

五 千 一二な サ六巧 二 千 山に 比し W 

千 六ち 化 八 巧 五 千 3:( 一一 一 削 0 S ) 1 

の お 進を おせる は 鼓 もを しく 其 

化締稱 糸、 奠 大小 製 お、 陶化器 

おが、 梢 糖 業 等 孰 いもお 加し わ 

又が 退ける ものは 紹薇 物の 五平 

一二 巧 セ 十一 方 八 千 川で 前年 间期 

の おモ八 だと 十五ぶ A 千 W じ 比 

し-五. むの 力 5:(0 削と 一一)、 屑糸 

をび 眞 綿す だ十寬 '力 w で 前年の 

千 二が 四十 iir 力 四千 w じ 化し •円 

か 八 巧 四千 川 (一割 01 云を 械じ 

たるを ホ どして 水產 物、 機械 類 

豆が、 が 削、 鐵 、が 楠 等が 之に 

を まれて ゐ る。 輸 又に 就て 見る 

にを 裝お 中が 年上 化. 期 じ 比し 

當期 輸入 の增 進せ る も 

は 化 柿 中の 十四 おでが おせる も 

SU 十み 品、 おして 前 お 中 特に 

巧 進の 多 かつた のは 棉花の 六 値 

がと 巧 w で 前年 校 蛾の 一一 一億 八で 

四な 五卜义 一一で 3: じ 比し 二 億 千 


る ものは 器-^ 一 苗^」： §‘ 诚退 I 六" 辛 六 ミん ム (五 制 六 二) 

前ち のよ なる- のは： 糸の 一二 お 


111 千 四 巧 八十 叫 ス五千 川で 

前年 同期 の 二 僚 六 千 一二 

巧儿 十二 巧 W じ 比し 主千儿 十一 


ホ 毛の 八て 四 巧 六十 iir 为お千 W 

でが 年の お 千 八な 义十 巧と す W 

に 比し 二 千 立 だん 十二 巧 八 千 川 

(四が 一二と)、 毛械 物の 一二 千： 立な 

五ガー ー千 山で 帥 年の 二で 六け 六 


±1; 巧 一平 山に 比し 八'- け巧 十二 
巧で 川 {一二 制 M ハ)、 乂ぷ びが 
六 千 おなん 十九 方 六 千 川で 前年 
の 四千 二'。 巧 九で 川に 比し 二 千 
五な 五十八 万よ で 川 ご ハ 割 旧 四) 
をを む<.- 巧 加した が、 其 他 ま 
なる もの こして は 油 巧、 豆類、 
が概 等で わる。 

輸人减 退 を ホせ る もの 
じあ b ては 錫の 當則檢 乂五千 八 
巧 十一 万一 一千 w で 前年の 一億 一二 
干 六け 五十六 万 五 千 W じ 比しと 
モ 八な 余巧阳 (五 割と 凹)、 機械 
お 四千 ホな 四十 一巧 五 千 W で 前 
年のと 干 一一 巧 化 一二 巧 w じ 比し 二 
千 五な 几 十 余方阳 三 二割 お八〕、 
木が 四千 二な 四十 义 巧 四千 2： で 
前年の 八 千 五' む 五十 四 万み 千 w 
じ 比— 出御 一二 旌の嫉 退を おせる 
等 其 ホなる 一网 であるが、 要す 
もじ 撤乂じ 於け る滅 退は 輸出の 
が 退せ る もの じ 比しぶ 额の大 な 
る ものが 多い。 本年 上半期の 貿 
あは 給 出に わらて は 若干 重要 お 
の础年 同期 じ 比し 幾み が 退せ る 
も ホ 糸の お 超を 6、 输 織物 及 ひ 
綿 織 ホが 支那 じがけ る 愚 近の 動 
乱に おらず 前年に 比し 巧て 化當 
の お 超を 見た る 外 大化じ 於て 順 
調か增 進を 示した。 輸入は 一般 

豫抵 W 上の 入超 じあった がまな 

る 巧 因け 楠 巧、 羊毛' ホ 等 殊に 

f の 輪 又が 今期 締糸布 S 

輸お 好が のた 《殆を 

がーィ 年の 輸入 じ相當 する 夕額 

じ 上っ たからで、 是等 原料の 輸 

入は 向後-村 ほ繼 燃すべき A 勘 記 

船 入 じょつ て自が 減額を ホす ベ 

く、 が 化の 輸入品に 就て 見る も 

が お不 况の轉 回せざる 間は 當み 

如上の 趨勢を 逐ふ外 あるまい。 

上半 挪の 入超 五 億 一千 八な 巧 川 

と豫视 W 上の 入超 にがつた 後を 

享 けて 下半期の 外國貿 為は 輸か 

九 億 八 千で 山、 輸入 化 億 m 、 差 

引 八 千万 山 乃至 一億の の 巧 超で 

上下 兩 期を 通じて 本年の 貿易は 

四 憶 二で 巧阳の 入超に ある もの 

ごの 観測が 巧 はれて ゐる 。重を 

品目 別 じ 就て 見る に 輸入の 方で 

は 楠 化は 上半期に 於て 異狀め 敵 

入 高に 上つ たが、 f 半期 じがて 

も 勘な < とも 八 九十 巧 辕二億 五 

千 巧 川の 輸 人を 豫 想され、 羊ち' 

は 昨年 下期 じ 比し 一千 巧 w 減の 

モ五 . C パ 川見當 、毛織物は 止 期 

h し 眺稅是 越しの 

思惑 輸入 ど 鼓 あ 相場す 

落の ため 輸入 手を への 傾向 願 著 

でで 二 一二が 万 川見當 、、毛織 糸 

じか 年 同期ょ b 四な 方 w ち 加 見 

みみで 一二 千万 叫、 が 糖 も 前年 闲 

則ょ b 巧して あ 千で の、 小麥は 

こ n を 製が 筋 買 おへの じめ 前年 

一 h 蝴 よら も激 巧して S モ おな 巧 

W 、 外义 はを 耕 期間の 延 をが 問 

題。 る も か 义嗯云 千万 w を當の 

輸入は 避け 難く、 肥料 類は ホ 借 

ど 生糸 息 3 好影響で 四 わ 巧 川を 

增 して 二で 六な 力 川、 互 類は 昨 

年 ご 大差な く 二 千 六订ぶ W を 當 

機械が ぶび 殺 顔は 說れも 一剌滅 

で 前を 五平 方 w 、 後者 六 千' 刀 W 

(述 築が 巧を をむ)、 其 化 前年；^ 

期 ど乂差 きな 込みで ある 0 1 

力输 おは 綿糸の 五で 巧 W •綿布 

の 一 偏と 千 巧 川け 昨年 ご 火を：^ 

< 、化 糸は 


紐肯 在が ど ホ 固が を 庭 
ょりを t で 期 心 化な 買 進みが を 
下期の ： hi r 力 お 千を ょ b 城せ ざ 
るべ く 四 億 一千 川を 豫 想され、 

が 織物は 米 励 同調 乍ら 巧 國の瞄 
お 引 > .げで 六 千 巧 川 (昨年 下期 
の 六 千と 円 巧 川ょ b 約 一が が) 

ぶ 他 陶器、 冀 大小、 水產 物は 幾 
み 巧 加の が おでを 千 五が 巧 腐、 

が 糖で 二 亩方圓 、ぷ 九が 巧圆等 
孰れ も か 差な く お 計 九 億ん 千万 
圃を 計上され る。 要するに 本年 
で ザ 期は 貿易 上 特別の 現象 現は 
れや ホ 凡な おおじ 終るべく、 が 
を不况 のた め 摘して 事 紫媽張 か 
巧 類の 輸入 手 おへ ピ なる 傾向で 
あ り、 政 おの 國を獎 勵が實 現ず 
る ごしても ホ 年 k 期の 貿易 じ 現 
はれる 順序で あるから 自然 爲替 
の 闽復も 下期 じがて 期待は お ホ 
ないで あらぅ 0 

.紐 育 巧 生產增 か’ 

千 九な サ五 年废 のが 育 ホ じが 
ける 製を 能力に 就て 國勢 調査 村 
の發表 じょれば ホ 產緩額 お 十二 一 
お 四千 九 円よ 巧と 千 弗、 エ巧數 
二 万よ 千 四な 九十 一二 側、 就 働 人 
員 千 十と 万 六 千と'， り 五十人で モ 
化 巧 化 一が 巧 じ 比し 約 十億 弗の 
增 加で ゎって、 を國の 製造品 化 
產じ掛 する 刺を は 乂ホ八 厢に巧 
當 して ゐム が、 を 類の みで も 十 
五 億 二で 八が 化 六 巧 五 千 四 巧 弗 
じ 達した。 - 

〔本社 柬京 持電】 

ず 人 會郝を 買 お； 

化 方 幸み 耶 氏は 六な 巧圓 じて 
神 戸の 英ん 會化リ ー バ ー •ブラ 
ザ！ ス を貿收 しお 驗 業を 經營す 

るを どなつ た 口 

な變こ 金融市場 

巧を、 綿糸、 生糸 皆强 をみ じ 

てを 化き 居る も政變 あらてす ま 

去ら や、 され ど 月 ホ 資金は 相當 

繁 化を 梅め n ! ル 翌日 物は 一錢 

八が 五ち 乃至 二錢 じて 遇 巧ょ b 

お 六 煙の 厳 貴で ある。 =级 帳 席' 

じ i るを 懊券お 巧 高は 十二 億と _ 

千 •力 W じて 前週ょ b 八 千 方 巧 の 

增 加で ある。 

關お 州鹽旧 開放 

關東 州の 盛 W を 開放して 曹達 

灰の り 本 自給 巧を 針ら 從 來英國 

の バラモン ド窝 社が 日本の 曹達 

灰 巧 煤を 攪 化しつ >> あつたのを- 

防 化すべく を 兜 中で ある。 

綿布 輸出 义增加 

印度 及び 南が 方面 じ 綿布 輸 お， 

がちび お 加して ホた^ で お棉輸 

人 化を ど 相殺の 巧 則 も 近き じあ 

らん ど 0 

金澤 羽二重 休業 

を渾羽 二を 業者け 八 H お りょ 

ら甘ぶリ間同魄休棠ずる^じ大 

体 巧を した 0 

大日 本が V 一人 溺 

大 n 本巧績 がま 動を で 千 おな 

巧 山の 資本に て 人造絹糸 貪 社を 

設立の 笛で をる。 

ゆ 糖 取引 •所 認可 

をて 會員 組織 じょる 大 おゆ 糖 

取引所 設立の がは 乂阪ょ b 化 ま 

者 上京して が エ省常 局に 認巧陳 

悄酱 提出 中の 處愈 々認 巧され る 

'る ど U つじ。 上 SU あ 


に〕 


號お 十六 百 千 


第 


扭 如 盈 巧な 謝 巧を SlUn を 巧 


( 陥 瓜 1 
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政 變の娜 を 顧みて て〕 

巧 部から 毒殺 計畫 

ぶ 憲政 黨史を 巧した この 行爲 


今 巧の か 變は 可なら むいな 前 
から 糜ぶ されても つた もので、 
極言 すれば 聯立 内觸化 立の 當初 
よら 旣 じが 挪 されて むた 出 ホ 事 

である どらを ひ 巧る。 化つ てぶ 

間には 隨 かお 雜 せる いきさつ か 

あ ミ - 

表面に 巧 はれた I っく 

の 行動 むら 言動な b も 詳細 じ 其 

襄 面を 化 おして 見る ど 驚」 べき 

送 謀 深慮の 結聚 から 出て ゐるも 

のがを い。 化 獲の 徑路を 正面 か 

ら 政策 上の 問趙 どして 考察す る 

よ b も、 寧ろ 裏面に 迴 つて 一の 

巧を 戰の閒 題 ごして 觀测 した ホ 

か 余 お 面白く も あり 一 膚現實 に 

觸れる 2 が 出 ホる ので ある。 乍 

併 をれ じら 拘ら卡 巧 解か 即も横 

避内閒 5 岀 現は 巧が憲 がを 上に 

例が ッ いおを 速 じを 化され じ。 

內閒 総が 職は とけ 化 1 りじ ホ 巧 

され、 八 巧 一日 攝 化を よら 西 園 

寺を じ 御 化 御 派 道 ごむ b 挪 U 加 

藤 削 絕理乂 もじ 大命 巧 降下 どな 

ら 、新 加滕 内閣は 一り の 遲延ら 

K く 完成した。 けれ. ごら 之は お 

面に 現 はれた 事 械をお 巧 的に 是 

たので あつて 

實 質的に 之を 觀 察すれ ぶ 

今 废の奉 仲は 巧閣の 巧涅ご L て 

見る よら も 寧ろ 加 藤巧閣 のな 造 

どして 見る モか 適當 である。 歧 

友を 出身の S 大 をが 加 藤 內閣よ 

ちが 職し、 新たに 憲蚁會 員に 化； 

椅子を 削ら 當て >> 憲政 爵單獨 巧 

觸 じな 造した の だ ど 巧るべき で 

ある。 义お實 前後の 事情は さぅ 

た* るべき 必が 牲を瞄 へて むた し 

理論 上から 云 つても 將 じさぅ あ 

るべき でを つた 〇 をれ が當 がの 

猩路を 順諷じ 辿ら やして 前述の 

如き お 巧 じ展閒 して 巧つ た ミは 

を こじ ホ だ 患 极蓮用 上の 隙壺物 

が慟 いて ゐたご 云は なけ； i ばな 

ら U い。 患 政 運用 上の 

障害物 ごは 何で あつたか 

ミ 云へ ぶ、. それは 械 端な 黨 人の 

椎謀策 器で あつた。 元 ホを をは 

黨寶 であら 勢で あるから をが 巧 

なしで 迷 用 出 巧る ものでは ない 

が、 立 恵 政治は 勢力の 政治で あ 

る ご 词巧じ 逍巧ど 德義を 曾 雷せ 

ざれば 迷 W お 來《 技 治で ある。 

なに 巧 器に 階して 道观ど 徳義の 


化则をお巧する：^^如きは换治の 
勢 乃た るが 邮を 巧て 逛德 じる 他 
の 半面を を 怠れた 態废 であつ て 
立 患 化 治の 逆用を 抵當 すべき 資 
格がない どい ふ も 過言で U い。 
が も お 落に 熱 化した 者が おぶ 傳 
でもら、 岡黨か 最近 山中 乂將を 
迎 へ ておお ご ；：*しか則內閣を糾 
織 せんご 目論見つ i をる 

大勢 力 である をを 化 ふ 時 
再 人は 巧國 5 患 政 お 速の ために 
頗る 遺 城 じ 威せ ざるを 巧 じい 弟 
である。 然 らば 政ぶ 脅は 如何な 
る 巧 暑を 用 ひた かごい ふじ 吾人 

の 最も 逆 彼に 堪 へない 点は 彼等 

か 加 藤 内閣の 毒 おを 謀つ た 一 蒂 

である。 お 月 云 十り の閒證 じが 

て 政ぶ 會 出身の 大臣が 加 藤 内閲 

の 财政ク 策 じな 掛 をを 明した i 

1 般に续期されじ處でぁつ て 

秘めて 當然の お行きで あつた J 

政 虚兩黨 のみ 毅は 當然 避け 能ぶ 

ざる もので あつて 間 題は 單じ時 

期 どず 段の みで あつたが、 其 勤 

磯：？2财政問題じあらぅ、とも 一般 

じ豫 測され てゐ たおで ある。/ 而 

して 其绝 H の 臨時 閣簾 じが' て 加 

藤 首相が を 一二 大巧の 辞職を を ホ 

した ミは 政憲か 裂の 

結末 イ」 して これ 义 の 

主であつた。 巧し政ぶ貪巧み大 

ぉが 加聽 首相の 要 ホを なれて 閣 

外 じ まつたならば 政な じ ® 忌 

はしき 記 錄を殘 さやして 巧閣の 

なをが ぉ 巧、 而も 政ぶ 會化徐 ろ 

じ 其 陣容を 整へ 加 藤 内 糊め 反掛 

爲 どして 議會じ 於て 正々 を々 ご 

其勢力を爭ふ占がおホたみでゎ 

る。 巧し 加 膝 內觸が 讓會^ お 勢 

ホなる をを て 擦 辞職を 决口 すれ 

ば お 繼內閣 組織の 實權は 當然彼 

等の すじ 歸す ベく、 おん 义講會 

解散の 擧じ おづれ ば総澡 祟の お 

あ 彼等が 講 會じ絕 おを 數を 制し 

得る 機 貪は 巧して 絕 撫でない。 

然る じ 彼等は がかる 正當 のず 段 

じ 出づる 2 なく I こ 大巧 呀巧職 

拒絶 .一ょ つて 加滕 内閲の 

援 辞職を お揀 L 、 一擧 'レして 常 

權掌据 の 目的を 達せん どした の 

である。 彼等は 巧 かじ 加滕 内閣 

を 巧 部よ 611 巧 殺せん ぶした もの 

でゐ つて、 立憲 的な 萬の 採る ま 

じき 巧 動を なて したので ある。 


ホ輔化 遭難 報吿ご 

船長の 絕筆 

I 無電 お 千. はが 技 

一本 年 巧 巧 ホーり ボストン 

一巧 ょら 獨涩が おじ 向 バ布巧 中々 

i ナダ 沖を たがて ホを なの 大 W 化 

i じを ひ、 遂に 船員 化 八を ごみに 

j 魚腹 じ 葬られた 國 隙な 船 食 社 所 

; 威 船 ホ 福 凡 遭難の が 劇は 今尙ほ 

I がが：！ 胞 の記惊 じが じじる おで 

I ぁつて が 育 U 本人 巧 じ 近く 報吿 

一 萬を 巧す る 巧で ある ご 巧 へられ 

てむ るが、 瞬 巧 嵌 船 貪 社 神 戸本 

社じて^一まる六巧 「ホ福乂逛雜 

賊宋 巧」 むる 小册 すを 刊 わして 

船員 諸氏の あ 族 ど 共に'; 火 化 要 


を營ん だ。 を じょれ だ該事 かは 

畏くも 天赌じ 達し 御 巧が を 一二が 

圆御 下贼の 御沙汰 も あら、 船長 

ホ 細 愚た 巧が 凹 月 十み 日 ボ スト 

ンょ b 闲社 おな 化締 なじ 宛て 

熱誠を 披繼 ',' v 自己の ま 

張 ザる 乘 が H 問 趣.^ 搞 論した 絶 

筆の なしが 巧げ ら^て ある。 而 

かも 井關 船を のず^の ホ 段に お 

員反對 おのか 劣な 1? 巧 持を 瑕げ 

て 「化 股を 船 じがでを 教の 船員 

戊び 陸と ホ 巧の 一^でぶ 船長が 

じ 某 俄 隅を の 兩}^ ょ 6 巧 H 問错 

じ觸し 詰問 S 一む，； ぶ 言 巧らざる 

i ;* く 木 巧 今後 船み どしての 人格 

ど信用どををく巧ぉクれ巾巧」 

る々。 义 一，. 小 ホ こして は 今後が 


かる 事件に 遭遇す る も-力 難を 挪 
しお 蕾の 巧 力を 盡 して 船員の 指 
導-一勉む るの 覺 おじを 之 おも 巧 
る 化は 叩かる； 醫 。ょら 化淚を 
巧んで 退社の 己む a く、 义 船長 
ごして 渚路を 葬らる i 機 食の ホ 
る や も 計られず、 柯卒 前述の 事 
情 御 敲お被 成 下 巧く 詳細は 孰れ 
歸國 

一^ 眉 ■の 山 陳述 申 上ぐべく 
昭」 ど ある。 0 て 如： 1： にが 削 船 
長が ま 誠の 人で ぁったかを 想像 
し 得る で ゎらぅ。 巧 ほ 桑 港 新 化 
界 紙の 所 報じ ょれば 同船 乘組無 
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5 細ぶ 期が 貨 五十 脚な 上 利息 年 六み 

n 臺灣銀 巧 誓 お 張 所 

►鄕 おを を 及び おおを (おず 巧 科】" 外 困 
爲替質 買、 が 巧 巧 化 おお 立、 信用が を 
がま 一 胺が巧 巧が 御 巧 利に 化设 巧化展 
▼尙は 詳細は 御遠盧 御 問を あ 下 度 お 


敷 


J 畫麗 S 

ris 錯 一^, 


ホケ巧 R 上 
ごーケ 年な 內 


，が 閒じ巧 H ホ ー 錢二馆 1 

(化 シ尊卞 が wf ノ あか 巧を" 無 利を〕 

機濱ぶ 金銀 巧 馨ま巧 

鄕 里を をは 都て 無手 お 巧 じて 當 
巧を 渚 本ぶ 觀 山を ホ 方 か 巧中娱 


社長 巧虜 住友 吉を衛 巧 
本 巧 乂阪化 潰 五 T 目 . 

化育ぶ 化が 育ブ U 1 ドウ 3 —が 四十 九を 


口 本內一 


I 城 巧ち 銀行 

を 京 T 横 お、 をを 崖、 を 郡、 神戶 
尾ノ 道、 廣 島、 お、 柳 井、 下ノ觸 
I 支 化 I 巧 司、 小 倉、 巧が、 巧夕 、久留 ホ 等 
本 固 預金、 鄕あ 送を 等は おめ 
て 御 巧が 迅速に 御 取が 可 かが一 


藤本 證券 會が 

. 1 股^ 僧 証を ノ貨贸 、引を' 常を 
J 金融、 ニ ホ ニ 么脚ス グー 切 ノを巧 

餓航 藤本 ビル ブロ—？ 銀 巧 
.組 育 お 張 巧 


雜巧 陶碰お 
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陶破 器、 雑貨、 ラ 
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♦金 緣ヒ ツプケ I ス 

♦金緣 合が 囊 

♦金 級 時計 類 
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を 本を 
が 技が 資本 か 


一 お 脚 
六 千 巧 脚 


& ホを ぶ 千 六が 巧 脚 

修減 S ホ 銀 巧が 帛支巧 

木 店 お巧巿 日本 橋 區壊巧 町 一 
ち A か 巧 n 本 怯 义の广 かを】 拍巧 
名を お 巧が 乂阪 西スち 
■が 口廣島 y 脚 巧 司を 松 
お 岡長赔 上がが 巧' ぶち 


外 闽爲替 、鄉里 送を、 ホ 送を、 信用 化 其 他 
一 肢が巧 業な 柿々 御 化 利 じな 没 可 中保 

義雜 巧が ちまが 

本 支店 柬京本 巧 > 大阪 、神戶 、京挪 
巧が 化 名 古 お、 小が、 上が、 がを 


リナ メ ー カ ！ の特を 

u 本人の お 貫 物には 巧が 巧 邑を廣 きが 
巧で 御 弟 的 致 巧 お話义 はわ 手が ホを 抱 
が 問して 御 他を を 引 b かめての わ 力に 
對しては特じ化ながしょ{ から是非わ 
立游 b 願 ひ 巧、 か內 がをは 勿論 H 本 も 
化を 地 宛の わが 物を をは 當ボ でを し 巧 

じ ヨン ワナメ ー カ 1 


夏瘍グ ー ム向 

裳 お ゲーム おお 具即 もお洋 、歐測 お檢乂 
を 柿 小物 雜貨類 殊に ゥォー キング、 ヶー 
ンは 最近 流 巧 のらの 取 揃へ 円本 人 顧を を 
歡迎 いたします。 

を 瑜入元 
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の わ 引 立を 蒙る 信用 ある 巧で 御座います。 

ウオ 力 J ント 
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〇桑淺 巧沒 里が 巧寢臺 を 購入 御 轉凌巧 3 お 
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む资 
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船 
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育 
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シ W 
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ヤ抑 
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靜脚化 
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加賀义 
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八 巧 
化 巧 
十 巧 
十 巧 


ホと 円 
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一二 等 洋食 五十と おかを 五十 お 弗 


を 旧 
はを 
か 巧 
本 呼 
を 出 
小し 
荷 下 

こ 等と 十姗バ 


歡洲 H 本閒 客船 (お 巧 二回) 一 

偷敦 ょら 一等な 五 鶴、 

磅 、馬 巧 塞 ょら 一等 九十と 腐 
二等 六十 ホ砖。 — 

化育 化れ 巧 を 馬妈由 U 本 巧货 物が— 月二间 


貸 自働車 

巧 中 御 案内 

ピ クニ ヴク 

ン ダ！ 旅 わが 


と人乘 b 八シ 
一時間 二 弗 
K . 草呈 N 云. 3 去. 芸 th St . 
ジ ー . Clarkson 12 を 


內務省 猪 許 加州を 剖。 

產婆 & 按摩 術 

平野 秀早 

助 產敏タ マッサ ー ジ 術の お 張 
治療の 御 ホめ じ應 じます。 
電話 キヤ セ I ドラ^を 尧 

西' も 十 ST 旦二な 十一 一巧 

裁縫 所 開業 

洋服、 絹物、 ゥー八 類は ドラ 
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お 差す 客を 補 せんどす、 かに 

ん ラン •、ィー ア オム 及び ブロ フ 

ーン 語を 入れて 其 眞惹を 解す 
な據蠻 せ b 〇 
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鱗 残 木 擁井組 


養ご罢 S 1. N 一. ぎぎ yini を吉 


复 篡 .旬 北 省 荷 到着 U 

精々 勉强可 化 候 間 御託 义被ド お 願 上 候 


株式 會社 


太洋景 

TTeL Stuyves を t W 82 W 
101* FifthA . velns,^ewYorkcity 

ohicago 妨 ran 昏援 7 " w . 宴 dison 空.， ohicago ，ご i . 




宗敎 ごが 學 ごの 關係 


テイ トン 事件と 外人 ム魏 


L 


_ A 椅はフ ワンダ ソン タリス 
j 卜 S ま 張 ど モダア ニ ストの ホ 
i 張 どじ お （て 是非の がかを ド 

I したので は ^<隨 てが 學 どを 
j おどの 脚 係を が 說せ レと がみ 

たのでは；：^いがダイト ン じが 

一け る訴匙 事が を 中 也 ご ゼる二 

一 がの 迷 動に 關 しての 趣味 ある 

一 側面 化で わる。 (記を) 

ー デイトン 事件' か あの ほな 乂 問 

一一 題に なつた 巧 山を 考 へる こどは 

'! 米 圃を销 解す る 上から 丈け でも 

一 非常 じ 興 化 あ b 敎訓 である 事 ご 

I お ふ。 が、 この 問題 じ 伴 ふ攝を 

! 的、 なお 的、 經濟 的、 を敎 的、 

一 义化的 じちを はし ばら < として 

おは 么 じ連賊 した 玉ブで ン‘サ 

'-コ "デイ 即 vT 外 威人 必理 ごい 

ふ ものを 注意して 見る お 要が あ 

一る ご 思 ふ。 をれ はお 共が 第： じ 

i か國 人で わる。 從 つて かう いふ 

'問題を 觀祭 する 操 合 じ、 自然 じ 

一 必然に 『外人 > む 郡 J じ 左を せら 

i る I 事を をれ G いからで ある。 

I 其處じ 米國本 固ん 必理ど 違つ た 

一 お 察 も 出て ホて 面白い おもを る 

けれども、 ホ图 及ホ國 民を 本當 

じ 理解 するどい ふなから 言へ ば 

か 國人必 巧の 奴隸 じな つて 居て 

は覺 ホない ど 思 ふ。 

A A A 

j 一体に 米國じ 居ち か國人 はみ 

I 化が おず お 後の 降々 たる 國 勢に 

i 街して かお 上) 齊じ 驚嘆して 居 

る けれで も、 内必 では、 嫉妬の 

念 も手傳 ふで あらう が、 兎に 巧 

ホ 固じ逊 して 一' 禪青 ふに 言 はれ 

ぬな 威を 持つ て 居る やうで ある 

化つ て 態度 か自 から 批許 的で ゐ 

つて、 何か缺 山で も あれげ 大架 

を じ吹聽 する がきが ある ど 思 ふ 

グィ トン 事件の 電報が 軟羅 G 新 

i 賴の带 報' こなつ て おんで 巧く。 

之 じ 街 i る 侮蔑 的 G 評論が 出る 

一が かじ 巧 お 露を ちへ て觀 ると 物 

; 質的 じじ 兎に 巧 『が 想 上では ま 

だ乂國 は化目 だ』 どか 『自 みの 

: -祖國 でら ある 巧に 威 化 6 勉 はす 

面が 進化論を がおから 顆逐 せん 

1 どず る 頑迷 さは どう だ』 どか 如 

I 何 じら 化 矛盾 搞 着を 勝^誇つ た 

糕に 吹聽‘ 嘲弄して 的る。 ィゲ 

I イ 瓜、 ゥイ ッシ ャアの > む 桃が 見 

ib るな の 知つ て 居る 巧 人の お 聞 

^ 記者は 「ブ うイ卞 ンイゾ アン 

イム 东ツ ンビリ チイ イン, ン 

，グランド」 < 富つ て 化 雄の 笑を 

浮べて 居い。 しか！ かう した 嫉 

妬、 侮蔑、 嘲 巧の 態度では、 こ 

の 問 憩は 勿論での 問 越？ 眞理實 

化を 搁 むこ ビは出 ホ K いど 思 ふ 

A A A 

第二に 化 盛すべき 外國 人位 理 

の 特徴は、 大抵の 煤 合、 事件を 

が おする じ當 つて 9 ベラ リス' 卜 

巧く はグ 。グン ッ シゲ、 巧 ま ラ 

•チヵ^の 人の な 煤を おる が おが 

一 ある ごい ム 点で わる。 外齒 人は 

一 旨 じは 自由 ホ お、 進 ホ ま藏、 

急進 まを おで ある お 合 •か 多い。 

これは 米 巧に めける 外ん 必 巧の 

j 常態で わる 託 b では 一て お 


出門 一笑 人 

の も 今を 迪 じ、 齒ゆお 柄を 迪じ 
て知る顯著；：^率おぶぁる。 お乂 
人 神は 一柿に 比類の U い. 枯じ旨 
己の 人 种宗を 文化 じ おしては が 
ザ 的，；' 比 族ど稱 せらい て るが 
彼等じは本國がリい^ 乂抵外题 
化 ひで ある。 •だぅ しで 其れつ た 
化き の 外 風 じめ ては がに 巧國じ 
逊 しては 改革 派、 革命 派^ 先鋒 
どなら、 中 酸 V 一 じ b 、 後詰め ど 
なつて 居る こごは、 か <れ もな 
I き事實 である^ 

古 偷比亟 で 

ザ 川 巧講薇 

平和 思想を 蔚蜡 

が 育郎が が お宮 巧 理み藏 事務 

宫 ホ 川忠雄 氏は 昨年 同 襟 本年 も 

を偷比 亞大學 夏期 講演ぶ 化 頼を 

受け 前週 巧 曜日よ なを 歷を 五日 

巧每 午後 得 窓の 谋 おを 33^ みたが 

講 がの 內 をは 客 昨 夏ご间 P から 

しも 聽谋 者は 熟が なる H 本 巧 ま 

東げ 硏兜 あで ぁって 米 國お務 を 

事 お 所 目ら 參 加して 居た 41。 井 

川 氏は 日本 お ホの 運命は lilb て 

其を 業 ど 貿易 どじ 化り と^じ 巧 

じ 日米 隅炼に 言ぶ して 曰し 『目 

本の 凿か貿 あにめ ては 米國 P 他 

の列國を凌麗して居る。 化1{^=ば 

千 义：自 一十 四 年に 於て は 輸^の 

四 割は 對义資 易 額で ぁら 輸 たの 

二剌 とを も ホ 勒米資 易で ホる 化 

商 ま 的 巧 山の みよ b 考察しても 

U 米 戦ず を 夢 おず るは 愚劣で ぁ 

る』 VJ 論じ 且つ クキ リアム タタ 

ゥン じがけ る レィブ 睹古 の拖見 

を 政し 『 H 本は 假 .りじち 額の 韻 

錢を 製產し 得る どしても 巧し で 

戰爭の 脅威 どは なら。。 何ん！ こ 

なれば H 本の 人道的 理想は 其窗 

際 聯盟、 题瞭 法廷、 ぉお 條約 

じ销 する 態度に 徵し 指導 的 地： 

じ 達して 居る からで ぁる H 本^ 

戰ひ 得；：* いのでは ない。 化 巧' 起 

遠の ホ かを 維持す る 為め にを 力 

を 傾けつ： わるので ある』 ど 

米 大使 逝去 

弔電 ど謝狀 

前週 水曜 H 魄が 巧に 於て 客死 

したな り ホ國 大使 五 ドガ ァ 、五 

—、 バンク n フト 氏は 前年 夫人 

逝去 後獨 身’ 活の禪 じぁつ むの 

でが 巧 口 本人 會卜 はま 巧 S 十 U 

會 長大 島 化 佐 氏 よら 國務卿 ヶリ 

ダに を 經て湛 族の 人々 じ 深 偉な 

る ボ辭傅 達 方を 架 屯した。 をに 

對 I ヶ " グ氏 よりと ぉ 三十 一日 

付を W て 『な 電確收 右は 直にな 

パンク ロフトに 遺族 じ 移牒の 手 

線を 轨 つた 予な 此槐會 じがて 貴 

地が 留 U 本人 諸 巧の 《 班を 銘謝 

す』 どの 懇篤 G る 謝狀が H 本 A 

會に 触いた ご玄 ふ。 

巧 渡航 肴，、 一 

舊 旅券 處み 

外 格 本をから が W 巧總領 率が 

へ 施た 姐碟 じよる ど乂國 患 發 

給の 巧人闽 許可 班を 村た ね苗诞 


がを： 本に 輔 がする ホ闽 領事 
から 旅を 5 杳站 をず ける 除に 前 
回 化を じ 入 米した お 據 どして 舊 
旅券の 提 みを 必要 ご！^ る棋 をが 
あつたら 义ん ホの 隙 じ米齒 移は 
官じ おして 前の やぅな 立馳 をす 
るた めじ 酱 旅券を 持つ て ゐるホ 
が® 利な こご も あつた b する の 
で 今後 巧入闽 許可証を もじない 
乂本 i への 巧 渡が 者に 舊 旅券を 
一县 返納 させて 旅券 惭 のを 証印 
を 抹消した 上で 貸 巧しても 差 ま 
へ：：* く貨與 した 舊 旅券は 本人 上 
降の 燈米闽 移 技官の 方で お上げ 
之を 當該 ホ國 領事館に 间附 する 
やぅ じを がが 出が 上つ たど 云 ふ 
こごで をる ホら 巧 畦への 巧 渡 化 
者に ついては 化の 限 b ではむ い 

日 庭の 送別 試合 

H 本 庭球 俱嚷部 じて は 近々 歸 
餅すべき 會 員き 川權藏 及び 算輪 
が兩巧 のれを 防ん じする 爲め送 
が 卜 I ナメン トを擧 巧す る 事と 
なら 今 遇 + 一幡 H ょ b 二 白 十 S 了 
目の 间棋樂 報 コ ー ト にがて 開始 
する 事. こなつ じ 0 

雜誌 旭光の 發巧 

本お旣 報ち 巧 宗敎雜 誌 『化 ホ』 
は 本 巧 中句 初 號を發 巧の 計 書で 
あつたが 都合 じ 化 b 九月に 變更 

しむみ である。 尙ほ閲 誌は 类 0 

敎會 & 機 關雜誌 どせ 中 純然 獨立 

しわ ま敎雜 誌で 化 ホ 社を 巧 ごし 

編輯 ま 巧は 川 島 牧師、 丰 事は 化 

川淸】 氏 其 巧 じ當る V を ふ。' 

魚類 卸小賣 開業 

岡が、 白 川、 田 脚 一二 氏 共間經 

營 S 下に 今® 加洋 兄弟 商 曾の あ 

義 じて おか 類】 切の 卸小賣 業を 

東 五十八 下目 二 〇 五 落に 開き 每 

H 新が なる かがを を 化 よら 化- 〇 

寄せ 注文に 應じ 配達を もす る篱 

でを る‘ こ 電話は ブ） ジで ント四 

八 一と 番。 


♦小 松 巿ホ郞 氏 大阪麻 出身の 

同胞、 臟 充血の ため 去け 未阳四 

十八 下 円と 十 一番の 自 ちじ 巧て 

巧 ま、 葬儀は 本 巧 二日 執 巧ぶ 人 

前山、 ハ 合口、 小 倉、 西が、 岡 本 

下 か、 松 本、 树旧其 他の 諸氏 轉 

一 旋會葬し遺骸はゥ ード 。 ） ン 墓 

一地に 埋葬した。 

參山口 左 仲 巧- 醫學鴨 ± 、獨逸 

伯が 卸带 お研が 所 じて 硏兔 中な 

b し 巧には 近々 夫人 度び み 息 同 

伴 着が^ 第なる が歸朝 後は 大-阪 

じが'.」 病 巧學が 兜所設 なの 豫定 

♦今 化 源 凹郞氏 藥劑师 、まる 

二 n な 地 經お渡 巧。 

♦む 崎 富久氏 東を 巿 水道局 技 

帥、 おリ前 着が 八 U 渡歐の 笠。 

♦小が 八彌氏 '農が 事務官、 及 

び词岡 出を 生の 兩 氏は 教日前 着 

が ホる 十二 日の 便船 じて 渡英。 

♦お 脇 摩 お 氏 お 巧 省が 外硏究 

生、 歐渊ょ b 歸 朝のを 葛が。 

♦福 本 福 一巧 西部 地方 旅 わ 中 

のが 育 U 貪黃 記、 前週々 ホ 輪が 

♦如 本元 貞巧太 半 ホ 會巧お 席 

化を、 去る S 日 ホ 紐。 

轿巧 おか 

埃を 見物 (非 脅 ぉ) 

お 近渡峡 する が 人 旅客の 大部 

かは 其餐 用が 比牧 の 不廉 U るに 

係は も 中を k 必中 カイ 0 I を 見 

物す る 事は 歐乂人 旅を のな じ 驚 


嘴ず る 所で あるが 埃及觀 ホの 適 
當 なる を內書 無き じ不 化を 訴へ 
居れる を 補 はんが 爲め をはした 
のが 此の 巧ぶ 見物で ある。 本册 
子は 主と し-' U 卽 b 又は j 晚泊 
らの埃 及觀ホ 客の 爲 めのを 巧 記 
でもる が 内を はを 及 小 お、 人 碑 
宗敎 、風俗 其 他を 收め たる 好 術 
の 参考 蕾 である。 を わ 所 H 本郵 
船會 化。 


舟 ' 遊會 

が 育 H 本人 雜貨商 紐を 賴巧子 
誰 ま おの ホ 遊 脅を 左の 通ら 開催 
します から 一 腿 同胞 諸君の 奮て 
街を 加 あらむ ぇを 希學^ - 一まず。 
時日 八 巧 化 UI : 日赌) 

午前 化 時 西： 白 化 二 T 目 
横 橋解續 

午前 化 時 ザ タィクマン 

俊 橋解續 

燥 所 じ 4^ 遜 上流 サン セ ブト 
を 園 

會截 一项 定員 あだ 人 

项 符は兩 新聞社、 香 西 
.お 巧、 橫渡お 巧み 他を 
閱ホ等 じあら ます 
辨當御 持を 随意 尤も 船內じ 
二な お 十 人前 位の 設備 
力を ら^^^^ 

餘興 福引 其 化 

A 巧 一り ぶ懼者 


廣 を 

八月 一日 主ら 化 1 H を サ ラト 
ガ 、スプリングへ あ 張 致ます 
御述 信は 左記へ 願 ひます 

津輕 東が 

c/o Un 量 S 堅 es 疋 otel す〇ヨ 42 巧 
ジ星 ぶこち ing N . Y . 

離龍ツ ホ 火ム 

敎 育寫眞 、喜劇 阵他拂 々ぁむ。 

御 希绍の ホは 左記へ 御照會 ぁれ 

(午前 十 時ょ b 十二時を の 間') 

G . Kuroki , 望 E . 巧 rd St . 

Tei . 呈 inelander 95 芸 

蕾 勘— 九月初がを5^し 

度し 鶴 巧は 西な 四十 一 T 目 六な 

番 、リ パサィ ド、 ドラィヴ 附近 じ 

て 地下線 •しあし、 委細は 左 じ 

za 爸 ka , 苦 0 宝. 12 置夕 

Tel . si 忌 色を 70 泛 

貸 室 淸潔 G 便利の ょき 壌 

巧 一人 乃至 二人 向きの 室 ぁを 電 

話は プラザ ニ 六と 一番 

Uo 置 a . だ 5 W .11 二 hst . 吉こ 1 

一' 週 おお 及 八 弗、 一 

ん 又は 二人 じ 適ず、 

巿廳 へ十かタ ィムススクエャ， 

へ廿 五み 带話 カン バラン ド 呈ーコ ー 

妄是 hStJroo 書 黒 崎 梅す 

獨逸語 敎授靈 を 

れの 婦人 懇瑚叮 i ぞに 敎授 す。 

す ミ 度， 堂 7 W .1 之 fh St 

ミこ ちを 

英語 敎授 糾 ちが 神 

或はが 間 刪 人的 じ 特別 敎授 す。 

き SS . He ! ミ Bola ヨ‘ち W . 苦を 其 

Tel . ミ za 苦 70 

音樂敎 楼^ い’ ，バ 

獨哨 歌巧荣 巧ーヶ H 《が (一遇 一回) 

西 六十 五 了 肖 巧 巧が 曾 階上 

销池 摇乂邮 


妻 巧 建築 事が 所 

Iwahiko TTsumanum な 

Room 1607 No. lOl Park Ave. 

Tel. Vanderbilt 3 が 6 

瀬 川 巧 險事お 所 

H. Se 泛 a 、 va, insurance Broker, 
303 のむ 11 Ave^ 

Tel. Franklin 4900, な t. 193 

內困商 拳 蘇 ま會社 紐 育ま 店 
Uchida Tra が 巧 宮 Co., LW. 
291 Broadway, 

Tel. Worth 1576 

島資孩 株式 會祖 

Shima Trading Co. Ltd. 

150 Broadway 

Telephone Rector 1484 

Paul に M. Thomas 

Advertising Counsel 

2023 Tribune Building 巧 4 わな au St. 

Tel. お ekman 69 巧 

株式 會髓 ホ 尾商會 

AKAWO 免 CO., Lt ん 

2S5 Fifth わ 6 觀， お W York 

Tel. Caledonia 9758-59 

Jaiian が e-American News Service 

円乂 電報 逾信社 

妓國の 政治 お、 ち 菜を 及 財 ホの 
事項を 巧 速 且つ 確* にお 道ず 
每扫乂 巧 ーヶ巧 巧を 五十 弗 

Tokyo Advertising Agency 

H 本 巧 巧 雜を廣 吿一胶 化 あ 

35 ISbcth Avenue New York Ci け 
Telephone Spring 81277 

乂巧 商事 蛛を會 社 

Kuhari む ading む . 

30 Chu け h St. 

Til む rUind 4550 

. S 共 株式 會社 興 東 賓易獄 ま會社 
代理店 

高 瞭商食 

Takmmine Corporation 

120 Broadwafi お w Kork Citjf Tel. Recior 7884 

6 が e け i 邮 ice 4Fac わけ 208 Raws 日 n St., しし Ci わ , ん Y. Tei. 抓 HwiI 川 8 

淺齊 物產株 ま會社 

Asa 打 o Bussan Company 

Room 801 ぶ 05 

165 Broadway 

TcK Cortlandt 8047 ぶ 解 2 

大倉組 お 育 支店 
Okura & Co ， 

30 Church が " 

Tel. C 妨 Uan か 2292-93-94 

紐 育 H 本人 會 

The ■laijane が Assoc ほむ 〇も 

250 West 目 7 化が.， お パ ork 

Tel. Circle 8190 

巧 巧 渊钱道 株 ま會化 
紐 育 事を 所 

South Ma 叫 huria R. R. む.， 

270 Riverside Drive 
むし Riversi わ が 63 

云 井 物を 株式 會社 
化育 ま 巧 
地 わ 山 & Co., 

65 Broadway 

Tel. Bowlin}? Gwen 7520 

髙 巧 商を 
が 育ち 店 

Takata & Co., 

150 Sroatiway, New York City 

Tel. お ciar け 23 

株 ま會社 岩 井 ' 煤 巧 

短 育ま ® 

Iw お & Co., 

Woolworth Building* 

XeK Whitehall 60 が 

S 菱が 事會社 

M れ subishi Shoji Kaisha 

(MitAubUhi Co^ Ltd.) 

120 Broadway 

Tel. Rector お 60~2 目 64 

が 式會社 

山中 荫會 撫育 支店 ’ 
Yamanaka & Co., 

680 Fifth Ave-, 

Tel. Circle 4014 

B 本 綿花 巧 まを お 化育 支店 

Japan Cotton Trading Co., Ltd 。 

Cotton De が . 

60 Beaver St., 

T •し Bowling QrMn 2990 

お 比 De が 

2S Madison Avt., 

T«l. M 隹ん 8 q, MM 

n 米を 糸 株を 會社 
統育 支店 

N1CHI-3EI K1IT0 KABUSHtKI KAISHA 

(NICHI-BEI の rro CO., LTD,) 

373 4TH わ 巧化， 

Tel. Mad. Sq, 7 朗 2 ぶ 

神 戶お木 巧 巧 
化育 支 お 

Suzuki & Co.,. Llrt. (Kobe) 

' - • 220 Bro かし、 ay. 

Tel. Cortlandt 1149-50 ぶ 1-52-53 

H 本 生糸 巧を 會化 

が 育 支 巧 

WoHmura わ お & な ., Agents 

44 及 . 23rd St., 

Tel. iUhiand 5320 

巧を 名會お 
紐 育 支 巧 

Hara & Co ， 

443 Fourth Are., 

Tel, CaMonia 7830-35 

江 お 巧 まを 社 絲背 支店 
Gosho Corporation, 

Silk Importers, 

334 Fourth Ave. 

Tel. Ma ん Sq. 48M 

Gosho Co., fnc., 

Cottoa Exporters 

60 Beav ■ 尸 8 t«, 

T •し Bowling Green 6806-06 

大巧 巧 u 巧闲か 大巧 毎 ロニ* 巧り 日 

福 田 巧ず 上 巧 あ 雇 

OSiKi 1SAHI Osaka Mainichi, 

Room 308 World Gilding 407 ivibune Building 

Tel わ ekman が扣 Tel. Beekman 4259 
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靑年 支那 論 

D ら 覺醒卞 るで 

巧巧述 どして 曰され てなる ス 

タン レィ •-ィ 氏は あ刊 雜沾亞 

规 巧に . r 外人 じ おすな 支那の 動 

を」 ご 越す る 一 篇を裔 せて 靑年 

ぶ 批の自 あを 力說 してむ るが 义 

國の大 ホ じがて 硏 がしつ i あつ 

わ-: お門 年が ぞ那 •し绍 るじ陈 L て 

次- 3 か < 詔つ たど 一友 ふ 事 赏を傅 

へた。 曰く 『子は 過 ま 四 年陆か 

巧に 义督お 文明を 觀 擦した。 而 

してす のか 想は 巧 破され た。 基 

督敎义 明 る ものは I の 誤稱に 

遇ぎ。 い。 支那に がける 予 及び 

-予の 家族な お 义の列 勘は ニ ゥ* 

^7 スタメン トの 組織 をれ 社を の 

I ぶ 礎の 內じ化 强く織 b 这 むだと 

I 倍サ しめられ 巧し 支那が 强大ど 

_ だるなら 皆 問 じ 道を 執らね ぶ。 

ら « どち へて ゐ む。 然るに 今に 

をら て 子け 慕 西の 勢力の 基 磯は 

一ニ ゥ •テスタメントの 精 1 柳 ど 非 

1! 巧 じ. 距離 >2 ある 異つ たお 想に 化 

.て 烛設 されて ゐる をを 范 化し 

' ji 巧た。 ホれ は 物質 ま義で ホ’ 

'，闽 みまを であ b おして 軍 國キ義 

ある』 ぶ 彼れ ホロ <’『 齡. 

ま 邪が 强く 。るので なければ 

段 米け ホして 支那を 尊敬し むい 

ホで 那 のま 權 を® なせし めない 

確かで わる •予の 所謂 强 f 

ど 云 ふ 意 ホは 泰巧則 國の理 

るが かく 物質的の 發违 であ 

おらに 約言 すれぶ 武力で あ 

る V を々 が 軍事的に 强<;:* らね 

i ば^ 服 人は 太陽の 恩 惠を受 < ベ 

き 範\ 神 じがて 其適當 なる 地位を 

發見^る^は出ホの ご確信ず 

なに 子で 支那に 歸 つて 化 主義を 

傅播 ず^ き 使命を がする ご 威 じ 

てなる j \ ど。 

お ホ ま \ 都人は 言に 勇に してれ 

じ 怯；；* る說 弊-か あるから 一靑年 

の燕趙 が 顚的聲 明に 勒 しては ゥ 

ント刹 引を する 必要は あらぅ 亦 

化乂二 千ぶ なの 學 生を 化 表した 

ど稱 ずる 某 ^ 等が 魄お 卿グ 。ッ 

グ にじ おし つた 陳情 當 U ど 

を 誠む でも： か轉巧 U を躁 G 

:嫌はもるけれ^ハぶに巧腿じ一了 

字 ら 。 い 幾な ^\の 交那乂 ど雖斷 

_ えす 化 柿の 刺 被 ^ 觸れ夕 少のお 

- ちを 受けれ じ 牛 ホす 巧で あらぅ 

一が ザ晚一 ■自 を」 の^ 曾-'」 をを ずる 

:じ娃ひ^:^い。 支那^-轉が適ル。 

-な ホの 共 か剧ご 八 \ て 數パ年 ホ 

is 唆 巧を ながに 敞^ 作い るが 化が 

苗 香す る 頃には 巧 巧に 化 U 昇天 

-を路 つて 小が じぶん おむ ごず る 

i U 本な で： 2 を邮隨 化の あ 除じ额 

j する かも かれない が、 ホ 柯じ鈍 

i 威；；？ 支 抓 人 でら 内 巧の 覺禍 連聊 

城烈 じな つて 外が の 根 适じ巧 

ゆ i 义 けの 自信. か ホ じて ホれば 

お述 動の が诬 はな 焼ピ 挺い' 微風 

は賊 かど 化して お 天 勘 化の 巧 命 

とも。 b を-' し：： 齡 めた 4 み 服の 


巧 生と も ポツ シビリ ティは 

ホら ぅ ° 

乍 併 化 ホ ホ 國じ學 び、 佛蘭西 
じを び 父は 典闽 じ學ん だを け獨 
ち ィ 氏の おかした 靑年 だが 學 
をに 化 まら や 化々 ほかの 滚西文 
明む がに 啦す るの 弊わ才 る。. 隨 
つて 化一靑 年の な 動的を 想ぶ も 
のは 支那の お ホじ禍 する の危險 
は あらう けれみ 歐ホ巧 能、 お 西 


ふが の 夢から 触め て 自ら 賊お巧 
力す るの 外 义那を 救 ふの 對策 U 
きを お 見した 一事は 確かに 青年 
支那の 脈 膊の打 も 力を 語る もの 
で ゎって、 明治 時化 じ靑年 日本 
•か 外氣 じ觸れ てが も自 をを 忘れ 
なかつ たち 力なみ すじ 议 b て當 
發 された ご 厨 じ 巧 じ、 き 人は 本 
國に 於け るま那 人が 現實 じ目醋 
めて 化く i を 熱望す る。 


支那 時局の 推移 


對支條 約 批准 交換‘ 

東泮 モン ロ ー 主義の 成立 驅 歌 

ワシントン 六 U 撥： = 農に フランス 兩院の 對ま一 一條 約 批准 成立 
じ 化 b 始めて 化 約 効力 魔 巧の 時蜗じ 到達し K ワン ン トン 會畿協 
めの お ま乂ケ 國條約 批准 巧換 式け 愈々 今朝 鹽務 長官 室 じ 於て 執 

巧、 米 勘が 府を化 おした 齒 務お官 ケロッグ 巧の 外、 フランス 大 

化ダユ マナ ー 氏、 U 本 大化化 平が 雄 氏、 ィ タブ！ 大巧 デ •マル 

.チノ 氏、 英齒大 化 化 理チグ トン 參事宫 、支那を 使 施基肇 氏、 ポ 

作トゲ がを 化ゲ •ア 火テネ 氏、 ベ^* キー化 理大化 テ 瓜 モント 氏 

か 蘭 代理 公化グ アン •ゥ キック 博 ± 等 列席して 著を 調 巧し、 疫 

じ 對ま條 約は 實隙 k の 効力を 巧 生す る ミ ど だつ たが、 支那を 使 

施ぶな ステー トメ ント を發 をして 弱者 じ逊 ずる 強者の 武力 的 腿 

迫脾 たみ 過ぎ まつた〜 を静 じて 『本條 約は 實じ東 巧 モン P i ま 

義を刮 立した もので あつて、’ チョ！ ン •ヘイ マ 氏 じ 化ら て發ま 

さ 1 ヒュ ー ズ、 卜兩氏 じを 草され、 而— 'てグ n ツグ 氏に 惦 

らて賞 わ 期に 入つ た ホ 固の 偉大 G るかを 的 勝が である J W 廳歌 


した ■ 


列强の 足並み 乱ろ 

早 < も 對支國 隊大會 議を煎 


ロ ン ド ン 六 日發：= ニ ユ — ョ ， I 

ク •ゥォ ー グド 特派員の 確聞す 

る 所に 娘れば 列強の 纸ま 那奴府 

回を じ 關聯し フランスの 反對非 

常じ强硬^:^る爲め意外じ遲延す 

る形势 じあら。 哪ち 最初 日英え 

政府は 英 齒か府 のま 張を おれ 一二 

國 協商の 上 じて 巧 答 文を 起草し 

これを 化 京 外を 削 じ 巧 ホした 上 

支那 政府 じ 通達す る豫定 であつ 

たが， 化の 别强恃 じ 7 ランス 政 

府 はこれ じ 反對し 巧ん ど 原 まの 

形を 化め ない お 巧の 修正案を 提 

出した のでな じ巧檔 みを 生ずる 

じ 至 b しど、 ホ圈 政が はるの 巧 

答 書の 調子を 緩 かする 意 ホの 化 

留條 化 を 提出 しれる も U 巧 特に 

英國侧 の 態度 强 硬なる 爲め 、こ' 

れ ホむ 惱 みの 力を 强め たもので 

ん るが’ このため 化 巧 外 巧 削の 

ホ 調は 本國 政府の 懸 引で 鬼 巧 一 

致ぉ乂 くも 巧で ある ど。 而 して 

ソ ランスの 反织 はを の 巧を 上海 

動 亂の眞 化 調が じ柳聯 したおぶ 

撕國を 化 マンテ^ 氏の 委眞辭 退 

に 發しゐ る もの 1か< 、お 時 マ 

ンブ を 化は 上が 中が 巧涉 化を 

辭 化の 那 もどして、 

を 化 蝴はェ 部局の 權 利に おし 


また エ部 ：3 はを 化 脚の 地位 解 

释じ與 して 怠 見の 衝突を ホし 

てゐ る。 みを 懊はエ 部 時の 權 

がを なて 祕然 たも 巧 化の 性質 

どし、 をみ 稱 巧の 權 利げ 關巧 

國 上が 領事に 麗し、 即ち 言葉 

を换 へて 言へ ばを 國を 化に 屬 

し、 エ部 巧は 名義の みで 關巧 

國 のを 廚 .ょ b 繰縱 しち 酷され 

る もので、 唯實 際は 納稅 人に 

對し貴 件を 貧で ある どなす。 

佛を化 比 上海 共 岡® 界 にがけ 

るエ部 病の 最离權 利の がな に 

關 ずる 解释じ 就て 解 巧す る 

能は ず、/ 挪 ちを 渉を 進 巧す る 

じ 由なん。 

とい ふに あると 發 おしれが、 辭 

職の 動機と しては 腑闽侧 の 上 あ 

事件 調査を： 罔が 本 國で上 おじが 

ける 英 人み 發 砲が 不法で あると 

懲 ぶして 問題を 起した ので、 を 

化幽貪 難で 英闕 側^ 媒を化 じ 詰 

問した i からこの 歸 ぎが 运 つた 

ので、 化 本 的 じな 見の 化 違が ゐ 

ら， 威 情 問題 も 手 傅つ てゐ るか 

.ら委 旨 辭職後 も 挪國侧 がを 化圈 

ど 協調を 巧つ ミは 闲 難であった 

もが、 をし を 巧の 反對 ごむつ た 

ので あらう 0 


ホら 中して 支が にあ b ど斷 じて 

曰< 『列强：$*過去じがてミ那じ 
勒 しか 阿なる が 巧 じぶ びた る じ 
もせよ-一々 间の邮 なごち 那の現 
がは 何ず-則 强の雌 迫力 ま 干涉ぶ 
は 外閔の 文明 ご宗あ 等を 支那 人 
じ强 要. した 結裝 ではなく 、巧に 
んや これが 巧 任を 巧 固に 强ゅ 
るは 不巧も 亦 甚だ きも £ であ 
つて、 ずが ビ しては 支那 自身が 
をの狀態^<改善して外國じ巧衝 
する の 外： S 等 救 濟の途 なし。 一兀 
ホぞが じがを の中必 どなるべき 
め 府は單 .： しもを 無實 じして ま那 
治は を 省の 督 軍に 依ち 随お 
-配ク 反つ t あら。 故 じち 那 
は 黄那固 技^力 じ 化ら て 堅固な 
る 中央政府 \ て 樹立した る 曉に始 
めて ヮシントン 條約 乃至 條約國 
のち 邪 じ 摩ん つ！ ある ものを 賓 
現し 得べ < 、一 然ら ざる 限ら 絕望 
である』 ど 心べ て 列强の 政策を 
辯 護した。 

を 地 罷業の 

城 盤 崩ら 

一介 琼 省を 举府 大使 
-舘絕 由 領事館を 電 

上^^の 罷業は 實 をめ 欠乏 
資金 徴發 對 する 商人 側の 巧 お 
エ部 厨の 窜力化 給 中 化ぶ ま邪官 
憲の駆 ま 心-部 則 鎖 S おお お 勢 緩 
かしが 績瞒エ ぶび 海員を 除き 電 
車、 電話、 水道、 巧 字 新聞社 等 
の 就業 員は 犬 体な 業し 罷業 本部 
はと 巧廿よ _ B よら 八月 化 日を を 
頭 並 じ 倉庫^む 力の 巧 品 倉出しを 
許可せ るが^^;: 揚け 荷積み も事實 
おんどが 常！ 1 ?-= '巧は れつ i ある 

重慶 一^が ては 六月 ホな ホ 

と 月 中旬 お數 一近険 惡を械 めた 

る も 其のを 畫應 漸くず 穩じ歸 し 

邦ん 遭難者 も 働み 歸宅 しつ S あ 

ら '廣を 方が II お 依然 持久 的 おお 

狀態 じ あ る '^す^他 の を地 け 漸次 

ホ 穩じ询 ひつ' 一て ある。 

香灌官 蒙が 

支那 避封鑛 

。ン ドン 六 万 發 nv 1 リ！ • 

メ 紙杏雜 化 じ 化れば 香港 

の. 英國を 憲は支 歌' を 地め 排 英貨 

運動が 益々 数烈と 一なら 廣東其 化 

の 巧留巧 人に 润な一 支那 巧 人が 食 

糧 W 給を 巧 絶し ず i ある 對抗策 

として 支那 幽お 一^して おしか； 

る 運動を 揽 城す'^。 らば ミ那の 

を 港を お 鎖し， 逆 一 ji 支那 人を 食 

糧攻 めじず ベ く 1 引/ 矿 中なら こ。 

I .化 空 ハ H を UJal だ 滿洲巧 賊 の 

於 めん 質 ど. J ：* つた ザ人醫 師ホヮ 

トド 氏は 今尙ほ 生を しゐる ろは 

確實 にして、 化 京を がは 約 化 千 

^ 軍隊を 出動せ し' ザ 討伐 中で あ 

が 結 巧は 政府よ よ醒徒 5 まボ 

する 人質 巧を 提 拱して 釋放 クれ 

らしい。 . 


々、 


^フ オア 化釋明 

貴族院で 支那 動 就の 現狀 陳述 


ン ドン 六 H 發 ZZ バ八フ オア 


伯は 今朗の 貨族悦 じて 則 强の對 1 に獅 靴が 突を したぶ 巧は 列强じ 


支げ 策に 就て 碍 明し、 今 問 支那 


-硬 炭坑 夫の 

i 罷業 期 逆る 

1 九 巧 一日.！ に决巧 

一-アト ラン ブック ボ六 jr を；： u 頃 

cj ホょ b 巧惱 みの 狀 態ず ぁつた 

.4 國巧 がを 楽の 勞資協 一議は 

本家 側の お 巧 强硬じ 一 「到底 勞 

侧 のち 給 案 其 化を を-^! 能は 

遂に 化 裂が 態に 暗ら 心 爲め巧 


街が をの 巧が 委員は 急遽 總 巧を 
開 おの おおを を負爵 におし' て ホ 
る 九 巧 一日を 期し 十五 巧 お 千 人 
を 網羅す るな 菜 員の 罷エ命 かお 
を賦 巧す る 快 講を述 過し をを 員 
はを々 任地 じ歸ら なじ 巧 資協駒 
はを が絕望 どなつ たが、 一方 中 
央 政府の 干 涉說じ 街し 大統領は 
攸が樂 瓶の 態を 持し ペン シ少ゲ 
ァ ーー ァ州 知事 ピン ショット 巧^ 

一 應調訂 の 勞を轨 るに まるべし 
しど 巧を してむ るが 勞 働を 侧で 
は 巧 協調を 拒絕 する 意向ら しい 

お炭產 業に 

補が 金 ま お- 

. 巧 守 內閣の 危機 

n ン ドン 六日 發 U 巧 國の巧 お 
罷エ に關聯 しボ八 ドゥ キンを 相 
は 調訂策 ごして この 際 勞銀增 加 
を 承認す る ご 共に おが 業者に 掛 
しては 政府 ょら 向 ふ 九ヶ巧 に 互 
b 補助を 一千で 磅を 支出し この 
閒 政府の 手じ烙 b 產業 一般を 調 
査 して 適を の々 法を 謀ず るのを 
協 策を おし 遂に 駆 エは中 化され 
勞働者 側の 膝 巧じ歸 したる じ 反 
し、 一般化ず 黨が 力を はこの 政 
策は 結馬國 民み 增稅を 意がず る 
もの どして 首相の 巧 動を 非難し 
勞 働黨領 釉マク ドナ 八 ド 巧 も 首 

相の 巧 動は 勞 農の なり ど 非難し 

つく ぁちて、 石 お 巧 題は 英廣政 
がに 波紋を 生じ、 化ザ黨 内閣は 
危機 じ 飯して ゐ る。 

逝ける 大使 

假 葬儀 執 巧 

本葬 儀は 鄕 里で 

東 ま 特電 六：：： 致：：：：； 故 バン 久 
フト 大使の 假 葬儀は を朗聖 ァン 
ドリ^ 1 ス敎會 じて 擧 巧、 梨 本 
大な慰 下を び こが 殿下は 皇甚を 
化を して 御 臨席 ぁ b。 儀 まは 極 
めて 滿單 にけ はれ、 盤と 陛下を 
びじ お 化を 殿す ょら 賜は b し大 
化 環を 棺 の 左右 じ、 贈 お 外 化な 
下を 國大を 化棺 側 じ 沿いて 靈极 
はを 巧驛 •し 到暮 、特が 列車 じて 
橫濱 _i 靈 送し が 電儀化 兵の 手 じ 

て 軍膽夕 摩に 移乘 、なじ 最後の 

吿別シ^^し十化懲のお袍も悲し 

く數ガ のが 集に も 送 b れつ i 1 

路ホ國 じあいだ。 

ま 京 五 H 發リ 輕巧澤 じて を 巧 

した 乂國太 化 玉 ド ダ ー •バ》 ク 

ロフト 氏の 遺骇は 今朝 特別 列車 

にて 化發 、沿道 じは を 地 小學校 

ホ 徒 お 列して 弔を しを ボの续 察 

がな はを K じて 同道の 上、 h 野 

驛じ 到着、 お 化 外相， お 測 外 お 

次宦 、德川 貴族院 藩を、 か 上 お 

外務省 員 度び ホ國 大使 舘員等 出 

迎え 直 も. じを 内省 差遣の 自動 率 

じて 陸海 權化 兵を 先導に 數 方の 

群集の 默送 をず けつ i お 路盤 ァ 

ン ドリ ユ ー ス敎會 じを 最 、夕刻 

までは 米國 陸海 軍ち 棺侧 じな も 

巧 じ 入らて は 近衛 師翔兵 撒 巧し 

て 響 護し 明日 午前 十時假 葬儀を 

執が 後、 锁路 横潑じ 護送し、 造 

あは 軍艦 夕雕じ 移し 賊闘猶 数隻 

一^午後云がまで湛外じこれを護 

瓶す ベ < 、义國 大使が 附 おを 武 

をへ ー ン 中を 便乘の 上米 蝴じ赴 

く 堂で をる 0 

ンカ ゴ：立 日搂 r:: 故 バンク 


大化 のみが ア ン トイ-乎 ツト • 
ピア— ス 夫人は 大使の 遺 骇は鄉 
里イ リノ i 州ボレ スバ 1 グの溝 


化に 葬る 诗 ぉぉした- 


曲 ホ 


毒婦 禮讚 


黑瀬 氏神 戶巧長 

東京 特電よ 日發 ：= 山梨縣 知事 
黒渊な志巧は神戶ホ長たる^を 
ホ 巧した。 

痴呆症 療法 完成 

東 ま 特電と 日發 U 九大 稱神巧 
にて は 梅毒 性痴巧 祐剌戟 療法を 
完 おした。 

高 倉 巧 懲役 六 年 

東京 特電と 日發 U 結 善 銀 巧を 
潰した 大阪 米穀 取引所 理事長 高 
倉爲 S 氏は 懲役 六 年の 刑に 處せ 
られた 0 

擺改 殿下 御お潑 

東を 特電 六日 發= 攝孜 宮殿 下 
じは 本 H 幡 太に 向け 御 お 發ゐら 
せられた。 

政務官 ごが 究會 

ま 京 特電 六 U 發 U 政務官の 證 

衡を磯 どし 研究 會ど化 府頻ら じ 
接近して 巧 じ。 

地下 鐵道潰 募集 

まま 特電 六 H 發 = 東京 市 化 下 
鹽道 六十 一嗯 建設費 用 二 億 四千 
五： 白 方 圓を六 ホ 利 一二 十年蝴 限に 
て 募債の： iis 蕾 おがし ま務 省に め 
て 認可せば を 年 內じ實 地 測 霞 じ 
着手す べきち である。 

所澤 飛行 瘍 椿事 

東京 特電 六 H をり 巧 巧 じがけ 
る航 をべ ー ゼン トの 催し 中 陸軍 
飛行機が 繫留 風船に 衝突し 二 名 
郞巧 しあ 船は 乗組員を 乘 せじ 値 
かき 飛ばされた。 

十 巧に 海軍 演習 

おを 六 U 發リ おお 省當 局の る 
おした 所 じ 化れば ホる 十 g を 期 
して 東京 灣じ 海單 大演習 擧行さ 
るべ く 鉛 木 軍を 部長は ち 下を 畫 
中で ぁ シが參 加の 驢廢は 巧 餘隻 
じを し 最新の 戰 術を 應用 すべ < 
潜水 艦隊 及び 海軍 航を隊 の 活躍 
が 期が されて るる。 

ホ 艦餘濛 洲ぉ發 

メレ ィ ボ^ン 六日 發 U 濛渊 ホ航 
巧 ホ 官设の 熱誠なる 歡迎じ 忙殺 
されつ i あつた ホ 越 聯を經 がは 
今 朗約二 万人の お 集に 見送られ 
つ i 旗艦 シ アトが 號を 化導と し 
て當 化を 出發 し-ー ユ ー ジー ラン 
ド-- を、— ち 0 

It j な tu J/ 

林 駐英 大使 ぉ發 

バリ ー 六 =發= 現駐舆 大使 林 

權助 巧は 曇に マグ セィ ユ じ. 狭 父 

宮殿 下を おお 迎の上 ま 導の 重任 

を果 したので 豫 をの かく 賜暇 歸 

轴 すを J とな b を 朝 マ^セ ー ユ 

じ到甚 したが 歸削後 現職を 辭し 

じる となめ て秩父 宮殿 下の 御 補 

導 役 ごして 乂 月頃 巧び 英國 じ歸 

る 常で ある。 


朝日 二 機 チタへ 

チタ 五日を = 朝鮮 平 壊ょ ら^ 

グ ビンに 到着した る 朝日 新聞の 

訪踩磯 初 風と 東風の 二 機は 今朝 

當 化に 到着し 曰 シアを はの 盛大 

なる 歓迎を ずけ た。 


木 下 化 雀 

毒を の 化は 类 はし、 色 麗しき 
な 昔は 海 あち、 細 瑚巧じ も 似た 
る 山ぅ つ： iv , の类 しさは 小 兜の 口 
じ乂 らば、 をの 生命を 奪 ふ蒂あ 
らど いふ。 かくの 如く 类 はしき 
中 じ 毒を 施ら たるは、 あじ 獨ら 
植物界の みならん や。 人間 おじ 
毒婦 どい-ふ も S あ も。 をれ ちし 
き 人 じ 限れら。 こ t じ 註 すれば 
毒婦の 資跑の 第 一條 かは まづ类 
人、 佳人' 麗人た るを 要する U 
り。 醜婦 じして これ じ 類似す る 
もの あ bvj すれば、 をれ は 毒婦 
じあらず して 惡婦な bo 毒 こ i 
じ變 じて 惡 ごなる。 r 毒」 の 一語 

はむ 惟 5 主での 魅惑 的の ひ r 
をを み、 しかも 氣品あ b て、 ず 
つきら した 鮮やかな 美戚 あら。 
r 惡 J の 一語は 下 化 じして 品 お b 
姑々 してす 快の 威 じを をむ じあ 
らずや 。いかじ。 

引‘ 例 あえて ましとせ や。 遠き 
化 じの はれ ぼ、 玉藻の 前、 姐妃 
のわ巧 の 美女たら しはいは 中 も 
がな、 化 化に 宜 b ての 校 嵐 お 絹 
はいかに、 彼み は絕 世の 美女な 
らしを 一高 橋わ傳 また 美女の 部 
じ乂る|^し。 化并お梅また美妓 
ならし ご。 彼女 等は をの 美貌 じ 
加 ふる じを をの 毒が をな て せら 
化 人道 學者 すべて 彼女 等を ごも 
じ 天を 致かざる 化 敵の 如く 怯 毛 
を ふる. つて 罵ら お嫌いな さる や 
ぅな h '。 され •ミ、 われは をの 美 
しき 毒 ある 解語の 化の かき 美女 
じ 對し一 補の 懷 しみ ご 同情のを 
ィ」 曾 敬の 威を さへ 持つ ものな b 
玉藻の 的 じは 詩情を き' 高雅な 振 
舞を し、 殊にを の 最後を を須巧 
ヶ 巧の 石 ご 化して 空 ゆ < 雲の 下 
悠然 ィ< して 毒 氣を吐 < 巧な.，」、 

-こ V じ禪 かを さへ 帶 びたら ど 
ふべ しり 

姐 化の おがの 巧 動には 南 化 も 
の i 如き 東洋風の 陰惨な 化の 巧 
ひ 空 爛れし 淫ら さあ 6 VI 雖 も、 
なほ かつ 彼女の 頭腦の 明晰 じし 
て 銷敏な 6 しも 驚く じ堪 へたら 
をの 必膽の 沈勇、 正に 彼女を 巧 
ぐる アグ フス あらん やの 感 をり 

もし 彼女を して 戰國 時化に 生れ 
しめ、 一城の またら しめん か、 
彼女の 權謀 術策ょ < をを 用 ひ 智 
を 前ら て 美事 じ 國內を 平を し、 

組 妃女將 を 時化を 日本 歷を上 じ 
化め しならん を。 巧 風お絕 はわ 
れの 最も 同情す る 人。 ら 、彼女 
は巧憐 じして 激情 餘 ちじ 强か b 
し戀愛至上ま義者^-^、 彼女が 
化した る 罪は た r 彼女が 敎 養を 
帶 びる 機會 なきが ななち しぞ〇 
薄情；^ 功利 ホ 義の璃 鶴 じ 捧げし 
彼女の 身と 魂は をのを 慾の 炎に 
自らを 滅せ しなら、 一面 じが' て 
謂 はんか 彼女 もまた をの 戀人じ 
は貞締 ならしな bo 
高 橋 わ 傅は 同じ 毒婦 じても、 
や、 化 巧 じして 無智す ぎる 隨な 

ら 、其 巧 爲じ 小刀細工を きもを 

こじ 起因す るな らん。 されで 

彼女は 生活 意誕化 盛に してよ 

活動し 倦む 巧をから や、 旨ら を 

强く まかせ 巧く？ おがの 如きな 

ど、 巧 化 じがて 彼女に 敎脊を お 


へ ホ 國のヵ レッ デに でも 學 ばし 
めんか、 歸朝 後、 婦人 速 動の 第 
先 おとな b て大 じを 進を 化 御 
し、 巷 じ 出で i 本 威 運動を 巧 ひ 
へ ブポコ 化 誰 十 輩を 楷 おし、 女 
おの 權 威を 高揚し 巧綠を あげた 
るな らん。 化が わ 梅 じ 至^ては 
毒婦と いふ もや t 不當の 思 ひ ホ 
b 、 巧 ご なれば 彼女は 執 蝴じ化 
女を 苦しむ る 箱馬峯 まさへ がな' 
せ ざら せ ば、 生 巧た r のが 妓ど 
して 化を 終 b しならん ご 思へ ば 
な b 、 彼女は じ r 逆上し やず < 
短氣 じて、 かん 竊将 じて まじ^ 
己を 巧 持す る ミ强< 、屈 從的巧 
協を 嫌 ひたる までな b 。 : I 
だら しのない 化能类 人が 男^ 
扣具 どなつ て 過ごさん ょら も 
むしろ 寶く毒 ホを 持つ ぶ、 1 j / る 
かじ 爆 9 て 生き 巧斐 ある 當奇 b 
况 んや當 今の かくむ やみ ど 巧 じ 
誘 巧され 賣ら 飛ばされ たら、/ 見 
が てられ じ b 「弱き もの を 
の 他の 名は 女なら」 を か Si / ぶが 
聞の S 面に H 々示す 樣な 必樹い 
時 じあた b ては、 正に 一ん を 偉 
大 非凡 U る、 寒範巧 ホに 巧く 化 
のかき 毒婦 化 じ 出で i 、 ホを 甘 
く 見る 狡猎 なる 巧の 素を^ 切ら 
拂ふ もまた 社 貪 奉 化の-だかし 
温を 玉の かき 淑女 V . 雖 、带じ 一 
派の 毒 ホを 懷劍 のかく 必ず じを 
む 時は、 徒らに 化き 巧 性に 傷け 




ら る！ 至な く、 ょく 己れ 寺 守ら 
睐ぎ 自らの 精神 上の 魔シ / も 巧 も 
拂ひ 得て 眞じ 美しき 善へ か 成長 
を遂ぐる^必定なるを局ずる。 

f 

痛 II 雜婚不 巧^ 說 

歯々/ か A 
♦この 巧、 布^ おで 開 お 

された 太 ホ 洋會議 の で、 例 
じ 依 b 移民 間 題が 出た 炼 、米國 
の 化を は H 本 乃 ま 支^ 表の 人 
穗 差別 撤廢 ご、 國際 法の 改訂 
を 「理想」 だと 斥け、!^ 民 問題は 
生物 學の立 填から 冷靜じ お斷し 
なければ ならの £ 述ぶ た。 

♦この 生物 學說じ IV 乂國の 
化を 中 じ も 是非の 論^み 輪から 
飛 巧し、 到頭 話は*^ ならけ b 
じ なって 了った。*^ コロが、 加 
贿の 排日 家で も 比^的を おな 立 
場 じ もる ご 定評 さ!， マし ゐね チユ 
スタ ー •日 1 ユ 八!；^、 H 米 人 
の雜播 不可能 性 ど：/ ふな 擦から 
H 本人の 非 同化 論 1!^ 吐いた。 

!エグ君の_^法たるや- 
頗る 不 都を 極ま *<3^ ものである- 
おに：：！ 本から ま の 呼 常を 禁化 
され、 み化±着す必してゐ- 
おい同胞勞働者^^| 白婦人のお 
婚を嫌 ふ どころ わ f ■寧ろ これを 
喜ぶ 人のを いの.^ 知らない。 吏 
らじ加州や化化^^排日如ではを 
律で 日白 人の 結婚を 絕 おじ 禁止 
して ゐ るのを^ つて ゐても 知ら 
ない 顔で こん々 澡 論を 吐いて ゐ 
るので ある 0 

♦雜婚 の おがが 柴 して 「ホ 物 
學」 の 上から どん；； > 現象を ホむ 
かは、 確か^刊斷を下す；は出 
ホない が、.^ らし <日 白人の 
雜婚 論を 公^の 廉 上で 論 やる チ 
エスタ I * ^ 1 エ火 君は、 正 一 
この 統 育の 人祖 會を充 をに 親 
をして、： a な雜 婿の 眞 化を 兜む 
べきで ある、 


F. Murray Hill Co. Inc. 

Established 18 が 
Room 614-615; 29 む 的 dway 
Phone Bowling Green がが 4 が 3 


The Japanese Christian In&t., Inc. 

3 が - が 0 1;. 打 7th St. New York 
Phone: Plaza 6752 

食 — 敎替 玻 入ぶ — fT 曾 — 紐： 

棠李 をな 肯 集ぶ 


KERR & MAYOR 

1023 Third Kv ち . 

Bet . 關 & 61 な s. Telephone Regent 2909 


ミ 向 人 本日 

巧專 靴型 小 


足 小き 高. 运 小き 廣ぶ 小き か 



E.E.Yoshn,M.D. 

3 なお . 7!si お . 

Tel. Emiico け お 30 - が 巧 


Di% G, H, M がむ 打 

DENTIST 
743 し exingifln わ もな r. が 化 Si, 
Phone おが nt 245? 


DR. H •ん GARDNER 

DENTIST 
巧 E.81si 化 & が. お 
Regent 7 け 良 


に ミ wamoto, M, D- 

一一 っ r 车 ivrTUnrst. 

Tel. Trafalgar 0352 


KANZO OGURIm.d 

214 お gb Sf. Brooklyn 
お !. Ciiml) お and 1080 


S, YOKOY もり c. N.D. 

巧 4 が . が iidSi. 

Tei. お 巧 rsi お 日 628 
£Ia;-Time Gortiand 11149 


Y. ITO 

巧 3 Ees パ 3rd 化 
Sor. Uxington Ave., 


NIPPON TAILORING CO. 

306 W. 卽 化な . 

Tel, Coiumbus 4173 


Njppon.Dry 。〇 ods Co* 

1261 Broadway, C が : う 1 お 靴 " 

Telephone お na. 6359 

8 帥 所 巧ぉ 


んし CEASAR ， M.D. 

i03 Eas} が ih Street 
お パ ark & Lexingttm る ves 
leL Lenox が ? 3 

壽喉觸 鼻 耳 I 

頭: 解 祭彭 
す IE 至 時 十 前 午 旨 
時 八 至 時 六 後午自 


Di\ T • じ Takarni 
け 6 Oumberiand St. お ooki が 
Tei. Cumbertand 2311 


曰 午 
ぉド 曝 後 

朽巧ク 


ぶ ;: 

豐 
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ki~ 

約よ 
相 b 
願 六 
候 時 



T. KASAI 

Marchant 
1 ailor 
お 

TIMES BUILDING 
む 日 m 304 
NEW YORK 


Phone 
Bryant おけ 


N 臟 巧ま圆 G 別 . 

45-47 E：. 20th St. 

Wu Oaledania お 巧 


Mi が . Blanciie Fi な er 

1264 Lex, Av た Cor . が 比 St. 

授敎語 英人婦 


Ifflofo Bros, Inc. 

CFmraeriy お aruhachi & Co.) 
1? Easi 17th St. N. Y. 
TeK な 巧 vesanf 935$ 


Koike Studio 

W お h わ も 
Cor. お 化 お . 

T* し Caiedonia 6394 



巧 等 節 調 鏡 腺に 壶眼檢 

F. L FREDERICS CO. 

醫科賊 學大盛 比偷を 


1 が E. 础 h Si. お w む rk 
1144 3rd & 化， faei. 66ih-67ih Sts. 



し rucago fauo れ ng し o. 

Order Department 
64 W. 1 24 比 St. 

Tel. Harlem 7i45 


— ■ ダ ー ホ ー • ツド ー - 夕 

離み 峰 口 坂 


KODAK 

Developing 
Pnn む ng 

臣打 1 泣 !* 容 i 打径 


堂 光 紫 

140 W • 巧 5th St* 



PHELPS & PE 郎 Y 

3 Maiden Lane N. Y. 

ェ 綱洛鑛 銀を じ 幷巧熱 i 金 

類 お贊险 意耕最 


KOSHIBA 

STUDIO 

舘眞 寫柴小 

861 Fifth Ave., 

Tel. Plaza 3212 

Branch 加 が〇 
• 恥 siminsi が Street, 

れ evidence R. I. 


稅關 事務 

ま 巧を 地 並 じを 化 
界の おお 入 方法 じ 
骗 ずる 一切の 碑 諮 
間に 應 じ、 巧道藥 
船 貨物 速賃度 出帆 
を 稅關キ 據妻等 進 
星す、 重要 都巿じ 
化理 巧を おし 誠ち 
敏速 御用 かじ 應や 

煤驗 取扱 


マ H 巧り 
盤 書が 兜. 正午 
共 蝴食タ セが 半 
禮巧說 を；^ が 
ミ 嚷 H 
ぷ巧爵 又はを 
話 3 夕 八 巧 


各が が、 旅け 者 
案 巧が、 ん 事相 
談 が’ 調を 部 •谋 
裝巧旋 が、 巧活 I 
な 键敎授 ® 諸 課 一 I 
を 設けを 員、 ホ 
角 員® 巧を 計る 


♦書籍 ♦緒 誌 ♦新 W 
縱覺 まを 閒 
執務 午前 九 時よ h 午后 五 時を 

紐脊日 本人會 

西 五十と 了 目 二ぶ 〇 器 
を 話サア クグ八 I 九 0— 化 一 


化 留靑年 巧 おの 脚 化 

a ホん 靑年 會 

8 W . 呈 h St . ぎ Cla を呈皂 A 


大が育 日本人 . 

基督 敎靑 年會 

W 42 E . 岩 さ S 1. N . Y . ご ty . 

ぎ P を こ 141 


确幷說 か H 踞 H 午後 八 時 一 
腑扮食 木 粥 日 午を 八 時 I 
パ おな i が：：： 午を 八 時 
をを、 閒兹 を、 娛樂 まのを 楠ん ら 
ホ おを が迎 す、 巧 おを 利用が t 
化が 副 岛信お I 

u 本人 基層敎 修道 會 I 

102 W . i 2 蓋 St . N . Y.city 
Tel . Mornings 乙 e 81 這 


日本人ち w 教會^ 

故が 川な ホ么お 1 
幹事 巧 中 巧 二！ 
と ち ミ se 至-で 呈 urc 了 & Inst . 

ち 3 至. 皇 si . ブー. Clarks ミ 童 1 __ 
活拜 おを 日が U 午 巧 八が 
祈 禱貪水 お U トホ八 時. 
お链會 火！！ 日 午を 二が 
♦寄宿を 1 
位 廣も偷 比 巧を 數か 下町を 十：. 

五 か 學生會 社員 旅行を じあ 適 ； 
設購圈 書 錐 誌轿访 技を 柿娛お 
を 簡易を を あら 

巧を 巧 裳罔旋 、旅を を 巧、 を 巧 
事 菜 調査、 巧 化 巧 事相 藥 幹お^' 
ま：！ 胞諸 巧の ホを k 熟迎す 


〇夕巧 ENJI F - c 巧 CYA 

置 芸呈ち i 

507 呈 h We . fie ちた nd SK 
TeL Mu ミニ 苦 27 S 1 H ミヨ 7 黄 

•ぃ 7 巧 合 謙 次 

巧、 水、 を、 みお 二 時よ b 六 時 
左、 ぶ 他は ぶ 約に 願 ひまず 


J が 瀬九廊 

88 Le 星 ミ Ave . N . Y . 百 fy 
巧 瓦 i &27 th 芭 S . 
Tel - ミを 登ぶ-を 芝 8 


評論 ill / 毎ち 十 U お 巧 
雜誌 f 苗^ 一部 十： ^ 

堂 4 で st i St . N . 产 呈< 


船具 貪 巧 おお 船が 用達 

遠 藤 小刀 商會 

29 Br 豆 dway N - ごさ 
Tel . 至 一 重 兰妄乙 


稅瞒 事務 取扱 

WILLIAM L - BANE & 夏.， 

ぎ 〇ョ 12 岩 11 B 吕 atlw さ 星. 
さ0ミ；す左吾6養こ二6,913? 


都を ょ* 當をの 間 

診，' 察 

午を よ 時 1 九 時 

H 曜 ' i 前約 願 上演 

パ兰 n お悅彌 


齒賊醫 

ザ 診察 時間 ▲ 
毎日 ( H 曜を 除く) 
'午前 乂时よ b 
午後 五 時 牛’ 
水曜 午前 义 時！ 
午後 一時 _ 


'齒 科醫 

U 新 ま無贿 を療= 
夕 年の 經驗を 0 て 
日本人 諸 巧は 巧に 
了 寧 懇切に 施術す 

バ^マ — すン 


診察 時間 

午前 九 時— 十 時 
午後 六が一 八 時 

け J 小 栗 幹 一二 

紐 育 ホフ ラ 7 i 病院 
第： 立 巧 病院 勤務 

武ボ コン バラン ド 

病院 勤務 


診察 時間 

午後 零時 半 二 時半 

午後 六 時 ：=： 九 時 
愛知 醫學十 _ 

バ i 本遽一 

古偷比 亟大學 及び 
グザ ラン 病院 勤務 
H 醒は 前約 顧上娱 


健康ち 進 
無 築 治療 
時間は 

前約 じて 
ド ク ト 

橫お重 孝 


日本 
洋服 巧 


時 旧 信み 郞 
化 半が 


を 五十二 1 T 目 

ニニ ーニ 

伊藤 
洋服 庙 

部 ラ 綿 八 さ S 


日本 


ドラィ グ - ^ブ 


蘭會 





巧 


9 卞莉ル 巧 ホ ネ狹八 お 

霄石そ 屢游 \ .みを が^ 
クオー ん 々へ无 シンが が 巧 刻 引 
ツ —ドバ ミん トンが 訂を刻 列 
が ミ 化. 会矮莫 がを 刻 引 
潭 ぶぶ そが 属 ふ* 刻主贫 
為 ネ辛 ふ 轉 生‘ が 筆 夕刻勺 

録續 棘の 瓜乂 


n 


—巧 —* ゲ ろ 八 ニニ 


f 


一 


ク ，‘、 


逐 


メーシ I はがち 鼓乂の ザバ ー トメ ント商 化で あ 
b ます。 新ら しい 昇降機 ご ユス カレ タ ー は巧澗 
U 巧 内 じがけ る 皆 揉の わ 頁 物に 便を W 渝快 ごを 
巧へ てゐ ます 

化 巧で 二 巧す る ものから ば- メーシ ー では 一 
巧 八十 八 仙 或は をれ & F で 買へ る i をで ぅ 
ぞ御 記憶 下さい 

自 本へ 御 巧 物を 御 送ら じな b わい 節 义は御 貝 物 
に 際して 御用の 煤 合は パ ー ソナグ ショッピング 
ビユ1"1をわ譯わ下さい、 親切じ御化宵を則 
ら ま^|^ 


JOIClo 左 I ociu さ M . 0. 

二 1 West 香 n St.New ご rk 
苗-舌 versid こ 573 £Schuyler 1 芝 ま 

參を巧 午前 九轉 I 午後 1 時 

U 曜 午前 4 庐！ 午後 四時 

ドク トレ- ず 莱乘吉 


肥 

W r 

苗 i 
品 

□ JW-V 

常 
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I 解 揉 療治 

- 西げ ま マッサー ジ 
I H 本式が 峨按脏 

I 神經 搞ブク マチス 
がみ 骨ぅ づき： 时 
腰痛み 廚遥ひ 
其 化 諸 おお お 治の 御 
需 めに 應じ御 電話 义 
第 御 家庭 又は ボテ瓜 
じ 出張 親切 じ 治 巧 申 
上ます。 前 豹の ホは 
午を S 怕 ょら 自 をに 
て 施術いた します。 

I な I 津輕 東洋 

西な と十义 T 目ぶ 录 
電話 ツズ オー スを呈 


冀損讀 癌 

U 水 及び 電氣 治療 U 
ホる 九 巧が 目よ を媳 
張の 目的 じて 一時 夏 
期 化 棠比候 
尙ほ巧 開の 節は 新進 
の 設備を 巧て 治療 じ 
應じ 申し 淚 

I 絲育瑞 典 フィ ジオン ー r 
，ピ！ 學院 卒業 

- 紐肯メ ザカ^ ジム 及 ザ 
ー ツサー ジ驗倉 あ 倉 員 

，を- 認西村 幸 男 


齒お醫 木 下义巿 

W10 去. ニニ hsi ’ 

Tal M 呈 U ョ ent 费 57 


豐ザ 洋服 巧 


丸山洋 臟鹽會 



あおが 丸 ノ巧ピ か デン グ ニ階 11110 區 

If 則 丸 山 泮‘雕 蘭會^ 


U 本 玩具 
雜 貨卸賣 


を 良 貿易 簡會 


巧き 乂闡締 人 
H 本人への お 
記を 巧 じは 夕 
年の 紹驗 をち 

す 〇 1 レ ブス 

ンと 十五 W 
每 H 朔义 時ょ 
6 が 化 時 迄 何 
時 にても 唐し 
U 曜 U は一拇 
よ b 四時を 


成 巧の 秘訣 


6 

れ ， s 

直 ニ ミ ー h 

貼 か 
k 8 

結 別 
も 
f-i 


£ 


巧 8 

K 2 

1! -1 


ホ國式 英語を 詰 1- 事 
は 成 巧のを 一義です 
本校には H 本人 敎授 
じ 惜れた 專巧婦 .八を 
師ぁ b 懇切 じ 會詔通 
信义 社を 語を 敎授し 
ます。：：： 嗯週リ 共 じ 
午前 化 時よ b 午を 十 
時まで 關 校し ーン 
スンと 十仙づ i 。 ネ 
» 直ちに 巧 校 あれ。 


日本 陶雜 器，'.' 
雜貨類 卸 資，； 


ホ 元 

ブラ ザ ！ ス 


ぉ眞 J 池 


第 お 街 

凹 ご 1 と 



齒科醫 

夕 年の 經驗を 0 て 
最新式 巧學 手術ぐ 
堪能 じて 信用 篤と 
U 施術 料 低廉 =：i 
日本人 諸君には 林 
じ T 寧 懇切に 治な 
化育 州を 認 
。ブル.ー ム 


子 • R . whish 己 〇, D . D . S . 

だ W . 7 害 S 一. Tel . 置 icot 二 842 

鄉 S 制 S 巧 戶良二 

自 午前 九が ち 十二が 
■ mTF ら 一吉 £ S . 


化 巧な 卸 費 

五味 商會 

】 E . 17 th 資こ N , Y . 百で 

ジ I . Stuyvesant 37 ち 

夏 巧 向 こ プ蜜貫 

下 羽 電氣隨 店 

202 一田 roadway 

Tel . で die 呈 11147 



正を と 親切 どを 旨 どし 確實 

信用 ある 贿 品を 捣 選し 

時別廉 憤で 販資 致します 

ゥォ グチム 、エ八 デン 四 割引 

其 化は ルて 一二 御 引 

指輪 鎖 貴を 屬ホじ 寶お類 一切 

ミグ トン 時計、 人ヮ！ ドィ 

リノ ィマ 時計、 を蹄糧 時計 

ゥォ^ — 夕！ マン 巧 年を 

エバ シャ！ フ 鉛筆 

純銀 お 並に 銀器】 切 

御歸 朝の 御 ± 産) 切 

時計の 修键 はが 險 かじて 確 貸 

にお 川 自身が 致します 

が 巧ボ西 四十 二 了 目 四と 番 

四 凹 S 巧 ま (五 巧 ご 六 巧 間) 

お 川岸 商會 

带話 ペン シ八バ ニア 七 云二 九 

Ishikpw ぞ IKishi 0? 47 去. 42 nd St . 
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化 

十 

四 

キ 

八 

片 

八 

R 


十！ 
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巧 

六 

十 

六 
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紐 育： 白貨 巧を 來 〔二】 

巧 賣道お 触 交界へ 

サックス 願會の も來記 〔下】 


_ を々 紐 育に 某潍を 間め む アン 

卜 y ユ ！ •サツ クス ご ょ^ブ シン 

トンの 商貞 一切け とを ィサ ドア 
サッ クス 巧に； 诞ら 部^した が、 ィ 

サ ドアは で 九 巧 十： i 年 じ 六十 四 
族を 一期 ど L て お 如 化 の 人 ど。 

つた。 が 巧 北： 當 おい £ である…. 

アンド A ユ I は 

第 あ 街の 梅資に 眼を め 

ぶじへ ラ 八 ド， バ n エア ごは 別 

じみ 巧を 設巧 3 るふ ピ じら、. 當 

時 紐 巧で も だ夕な 第五 巧 ご 五十 

了 目の ホ テ 八- バツ キン パムを 

打 も邀す i ど，；* つた。 化 W ;— 目 

の 新 化を 絶夕 する 除ら 舉關 主ジ 

ム • nl ベ ’ V 卜の鮮 をした サ^ 

!ン かサソ クス •ヒ於 デンみ の 

ためじ 打 T ' 峨 されて 糾 育の 粹人 

から お}'' いた ものである。 現な _ 

第五 巧の お 雄 築、 而も をれ が 所 

郎グア ー ダ） ビ八卜 階 殺の 占め 

てゐ も-方面 じ 侵入した をに 就て 

は 可。 ら被雜 しむ n — マンスが 

あち。 をれ は サックスの 欲しむ 

化妨 じは せつて タマ ニ I •ホー 

八み ぷ おどして 巧 おみ 誇つ た V 

チ--. 1 V - •クロ プヵ ー 巧の 本陣 

で わる 

主 { 黑の 本部 か ぁって ホ 

4, •パブ キン、 J ム やべ 术グラ 

ア《 ゎ テ 八巧山偕化は館：：^く 

がが. か觀 つた りれ f も 化 怯ま 黨 

'本部 だけは 巧 涉の條 かが 甚だ 脚 

賭で あつたので サックス 侧 では 

遂に 息を ホして 巧ら しい 巧を 建 

を 一 'たものである。 乍併 を れ も 

後年-— 全ち 漸，- '川 おじ 解 ホした 

ので、 サブ クスでは 一旦 築いた 

壁を 破を しお 計 蕾迪 6 じ 工事を 

進めて ぶ r あみ 化 酷。 が サック 



ス •ビ片 ゲングを 茜る i ごじつ 
た 5 であるが、 化 工事中に もウ 

イン ト 1 の テ 3 レ 1 シ ョンた バ 

は 迫が に 息れ ないで 品物の 化 b 
じ 給を « てを 虛 U ウインドー を 
装飾し 人々 のせを 止めさせた 

廣常 術の 巧み さは 曲 質 人 
仲間 じがても 驚嘆の 的 ごな つて 
ゐ る。 化 第ぶ 巧ビ作 デン グの建 
築に 先き 立 も チック スはブ 日！ 
ドウ ユ—ご 化 四 了 目の ビグ ゲン 
クをユ ナイ ブブド •シ ダ！ •スト 
ァ じか ーヶ 年の リーマ 化 千 巧で 
ホで 貸 おする 2 どなつ たが、 窠 

お 街の リース はな 五ヶ 年の 期限 
で I 二 千 五が 巧 ホ ご 稱サら H てゐ 
る。 ブッ ク ス が銘五街ビ ^^デ ン 

ダに 手を 染めた どい ふ 二 年 目の 

千 九 巧 か 一二 年に •キンべ 八 •ブラ 

ザ 1 K ど マホ！ ジメン トは別 ど 

するな 岡談が 成立し、 現じ 化 一二 

了 目の ザ ンべ八 W ナツ クスが 會 

はおい 赚 下で つながれて ゐ る。 

おじ 面白い のは サックス 氏の 第 

五 巧を 裘 邸宅 お 域 侵 人 V 」 共に 

社を 巧 にを も ナッ クスの 

勢力を 侵入せ しめた； であつ た 

紐 育の スポ ー ッ界 でを 名な 故ァ 

ウダ スト •ベ 八 モント 巧 令息の 

の 巧い 妻 どして 社 巧界じ 知られ 

て &るモ 朱 ボン •ベ 八 モント 夫 

人を 间 巧の ショッピング •ビユ 

— 口！ の 一員 どして 入社せ しめ 

社を ホの 人々 ど サックスの 關係 

を 一層 壁 岡 どした ともおな 界で 

は 發：異 の 的と なつて ゐる 。巧く 

して 一 かの 新聞配達から 身を 起 

した 化 年 十义歲 のか 林 年は、 小 巧 

まから 一躍して サツ クス 王 瞬を 

形造つ たので ある •【化 項完】 ■ 


•米 露 賞 易が 

急に お 加 

旣 にがが 額突 破 

米國 じがけ る對 を 貿易を まど 

して 化 巧 ひつ} ある。 シア 機莱 

シンジ ゲ—卜 化 おフ— ゲン 氏が 

まる お：：： かを なて 公を した 處じ 

ょれに、 よが 六月を なて ある あ 

去 六ヶ巧 の 米 露 貿易は 急速 じ 進 

ホし 昨年 巧のを 贸巧 商を 旣じ巧 

破して 五 千 八な と 十 屯义乂 でと 

.む 化 六 巧に 速した。 右の 中ぶ 千 

二な 六十 ■々六 甘 四十 五 巧は 米 

圓 ょりの 雕入 がで、 躁巧 六な 十 

みで 丸で 义 十ー ホは。 シアょ b 

の輸人 高で ホる が、 腿 人中の 六 

剧 九み 八 姐は ホ 固が わの 倩 州 貸 

附化 引で 此 点じ 就ての 刷新 ぶら 

はを 目に 化すべ < 、化 引 先の よ 

なる ものは だの 如し 

r .7 ム トーグが引化を取扱 

二 化、 一二 九 六、 四 四 一二 弗 

を ロシア 機業 シンジ ケ^ — 卜 

I 一六、 四と 化、 お 00 邦 

"シアが を 化か 化 致 

二、 一一 面 九、 云 九の 弗 

アラ イド •アノ ，カン お 或 

お 五 四、 一二 化 化 弗 

尙は是 等の 驳お まを 檢お なは ホ 

に 南が 地 ホよ 6 の棉 化が でんつ 


一て ニュ ー •ォリ ァンが 他を 中必 

ごして 輪 出は 年 どみ じな 加し つ 

つ ぁるが、 ホ國銀 巧瞄の 信用 貸 

附巧加 ど 化 貿易 上の 進 ホは 近き 

將來じ 於て ホ 滋兩國 の 政治 上の 

問 越^ がても なかの 影響を 輿へ 

るで あらぅ ど 云 はれて ゐる〇 

對 支那 巧資 

九 億 五 千万 

絲績 業が 第一位. 

大阪府 巧棠 部の 調査した 支那 

じがけ る：：： 本の 經濟力 じ 就て を 

るに 巧 化 お 夕償權 総額は 九 億 五 

千ぶ w に 速して ゐ るか、 お内譯 

は實を 投資 四惦 w 、 敌府惜 を 二 

倍 五 千 •力 川、 お滿洲 機道關 係に 

ょる もの 一二 瞭川じ 大別され る。 

かじ 巧が 實お 家が 史那 じが パる 

企ぶ 中で 游 一位を おめ て ゐる城 

紋裝じ 就て なる じ經 敕巧サ ： 一 一刀 

織機 五で 八が をを 结す るが、 其 

內渾は 左の かし 

u るは 鐘 お、 左は 織機た 

と が 九 こ 二、 S と 六 

ちち m 

巧 お 二ー ニニ、 置 六 0 




五、 八 二 五 
化は 今 闷の刚 乱 W ホ 六月 ホを y 
本人 棚 係の： 柏を 兒が '額は が紋の 
ホを 械 じょる もの 約 六 巧 五 千な 
のが 定で 利益が 他 

直接 間接 の 損害が 护巧 
W 、 な 船 育 社 其 化工 埃 お 十で 川 
之に 一般 巧 巧 S 被 寒髙を 加算し 
て 約 二が 巧 W に 連す るが、 現狀 
の 儘で が 移す る もの ごせば 一り 
の お 害み 十 巧 S ： 宛を お 加す ベ < 
文 投資な がの みを 加 へれば 巧 支 
U 本人の おる 打を の お 巧は 莫大 
な ものが あらぅ。 罷業の ため 巧 
が おを 條出 貿易 S 巧 擊は六 巧 中 
上お幷 じを 江 筋 約 下 五が 万の ど 
して 具 二 料 方 凡を 一二な 巧 川見當 
なるべく、 今後の 消 おは I じ 支 
那經濟 作興 運動の 

推移 如何 じょる だ 綿 _ 

糸 布、 砂 お、 巧 油 等は か當 H 本 
おを 需要すべき 事情 も ある 0 よ 
巧な. 降は 上が 其 他 現 罷業 おくは 
騒動 地域 おけ 輸出 巧 額 一一 千あ冉 
阳ご 見て 巧擊四 刹の I 千 方 W 巧 
であらぅ が、 目下は 夏な 時で あ 
ら化 つて 仲秋の 手 常 期た る 八月 
一が 位 迄 じが 勢 か援か t - るなら 
ば、 打擊じ おする 回" 化 も 左 お 困 
難では なから う。 


ホが はお ホで 

新 保護 關觀 

米闕 斯業 者 行惱ゎ 
米國 のまが 械 出先で； 3 る 南米 
中义 等の 拉典 アメリヵを がは を 
近に 至 も ホ どして 米國 よら お 給 
をを けつ i ある 機 叢、 靴 額、 鄉一 

销等の 自國を 業を 媛堪 たらしむ 
る盧 ホで が 誰脚稅 化を 發 布す 
の條向 濃厚で あるが、 ホ 圃斯一 業 
をは 其 前途を 頗る感 慮しつ^ あ 
る もの i 如< まるぶ H 付の f ゾ 

ン トン 發ジ m 1 ナ 心， •オプ •/ ーン 
マ！ ス特带 は 之に 驟縣 してぶ の 
運動は 最近 キユ ー バ 政が は賈澤 
品 じ 一 剖、 が 化 じ 一二を の 新關稅 
法を お 巧した る じ 翁 钱さ扛 たお 
がぞく ア处 ゼン チン、 プ ジ八 
■等 も么じ 傾き ペグ ト 及び 

i 昏 


其 化 


合計 


と 四、 六 M 凹 

五 〇 四 

ニニ 〇、 五六 〇 


ホ國の 生糸 

消 薬 高增加 

この 現象 繼續か 

大正 十四 年 事業 年 巧 初た ると 

巧 一 W 現が みお 育 ホ 琪 生糸が 荷 

裔は四 力 四千 十六 银ど 報せられ， 

てゐ るが、 最近 四 グ年巧 じがけ 

る 化 荷 島は 乂正十 年度 二 巧 六 千 

八は 九十 五 倭、 同 十一 年度 二で 

五 千 八が 六十 五 後、 同 十二 年度 

二' 万 四千 八が 烟 ±11 倭、 间 十ー ニ 

年度 四での 千 十六 辕 にて 近年 稀 

にを る 巧 荷で ある。」 方 昨年 ヒ 

巧 一 りょら 本を 六 巧 まじ 到る を 

のホ顏 じがけ る 生糸 消 裳 高は 四 

十阳万 八が 五十八 懷じ 上ち 

前年 同期 じ 比し 十一 巧 

千よ： な 媛の お 加で 將に破 記錄的 

消費を 本した。 化つ て此 とち 一 

日 現 巧 W 化 お增は 昨年度の じが 

りる 米 厨 化 ホ ホ お幷じ 輸入 ホ 面 

巧况の ほ 映 ご 見られる だ、 殊じ_ 

H 本 糸め 消晏は 十二 年 巧 じ 於け 

る 化 五 巧よ 卞 五む かお 媛ょ b 1 

離 十 ガよ千 五な 四十 お 倭 增の化 

六 巧 五 千と 十 倭に お 加した。 巧 

くの 如き H 本 糸 S 消 餐增に 就て _ 

は 無論 前年 巧が 霞災の 影響から 

化給がであつた^ご 

，人絹 流行 の 後を 享 けて 

十ー ニ' 年 巧に 入ら ほ 動的のを 糸 消 

費增 加を 巧た； も 一原 因で ある 

が、 ぉに 米 固の 一般 景氣が 術み 

堅實 なが どなつ て 巧费を 刺戟せ 

る^ど、 りホ糸が爲替圃巧から 

甚だが 利む 地 ホを 占め 且つ 年度 

巧け 乂ホ 六が 內外 のか 法を 維持 

して 六 弗 お + 仙を 出で 中ぶ 巧 九 

十 他を 下らね 稍 巧に 上下して 乂 

媛 勤の なかつ た-^ がま！： である 

VJ 認 がられる。 巧は 現な 米 脚 お 

おじ 於け るが 季 ii 物 貞わ豫 想は 

な 好で 生糸、 紹 おお 共 じが 荷が 

である 点から 見て 糸 化 じ 激變の 

ない 限らが 費の 勢は が 退せ ない 

ど おられて むる 0 


チ 

ダ エネ ゼラの 如きが じ & 願を 
を發 布した。 右が 其 他ぶ 泣典ァ 
メブヵ 諸 邦 じ 及^す ベ A の 形勢 
であるが、 ホ 翻ぶ 么を 化て 差別 
的觀を じぶ くも かどは^ 释 して 
ゐな いけれ でも、 貿易 上の 巧擊 
の 稍 度に 於て 歐撕 よら 一 も 乂國の 
をれ は 一層 崖 丈で あらと 期待 さ 
れてゐ る- 


英蘭銀 巧が 

金^ 下け 

五 ホ ょら 四 ホ 五馆へ 
英蘭銀 わにでは 去る 六 U 化を 
0 て從 ホのを 利 五 步を四 ホ五虛 
に 引下げる 巧 お表した が、 をは 
頗る 突が のと どて W 巧を 驚かし 
てゐ る。 ゥ 3—^ 巧 ホ 面の 觀測 
じ よれげ 今 凹の 利下げは 旣 じ. ハ 
ゥン ド 相滤も 頗る 强固 た 
る じ 反し 貿易の 不振、 石 あ 

罷エ騷 ぎじよ る產 業界への 影響 
等を 救 濟寸る 盧陳に 據る處 夕< 
從 つて 英 晒のを 本位 制圓俊 3 ホ 

« ン ドン 融市 填と 密接な 闡係 

を 巧 も、 心？ じを 輸入の 激增 によ 

b 之が 輸 巧に 苦& しつ i ある 义 

國の資 を 福 比 鞍 的 お 利の 高い 口 

ン ドン ボ桌 へ旣じ 融通され てゐ 

る關 おもぶ るから、 ホ國 のを 利 

け化然 I ニ ホ五庙 率を 維持し これ 

0 上に 引上げる 横な； は あるよ 

いご 観測され てゐ る 〇乍併 今後 

パウンド 相場 P 移 勤 じよち てげ 

如何 じ變 化^ず るか も 知れな 

いとる はれ ェゐ る。 


本社 東亲 特電 fSS 鶴 一 


臺銀ふ 鮮銀减 資_ 

を灣銀 巧に る稱 資本 六 千 方 川 

を 四千 五' も 巧阳 じ彿这 資本 お 千 

一音で W 屯 二丰化 巧巧阳 じ、 义 

朝鮮 銀 巧 成を 稱 資本 八 千で 川を 

四千 万 W し拂込 資本 置 千で’ 山 ぉ 

1 1千五巧万川に戚資する£ じ决 

定 した。 

最近の 日銀 帳厉. 

■を あの U 銀 帳 冗に ょればを 換 

券を 巧窝は 十一 億 六 千 八な 巧 四 

千 阳じ喊 少し、 發巧 余力 八 •内 六 

十 义巧六 千 山を 生じた。 コ！ 八 

翌 U 物は 一越 五. 煙ょ b 同 六 煙を 

唱 へて & る。 

製茶 宣傅費 補助 

大 がちは 協 謎の 結 お ホ 國で毀 

ぷ宣博 補助を 十で W 支 ぉじ 巧吿 

した。 

= な 上 六日を 





327 W. 56 ih St. 
Columbus 84 お 
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TWi がが ni が 59 
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‘：席 
ず 御 
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ど 目 了 巧 十四 
巧 目 T 五十 四 


庵 桂 米 日 


Beem Nom Low 

474- Sth Ave- 
Bet. 2 沒も -29th St. 


Suey P る ！ ig s 

なな AURli が 
4 闊 おお h iive. 

お 2 端 - 28 th お s. 


City HaU Tea Gadbn 

170 Nassau St. じか 
Ne：Kt to the Tribune 呂 klg 
Loo Lin Manager 


New Yoric Auto School 

228 む cond む e., Cor. 14 i!i 化 

AUTO SCHOOL 

726, Lexington Ave. N. Y. City 

JAPAN ART STUDIO 
の 4 LEX ぶ flTON が El も Y. 

TEL PliZA 4538 

KAYO BROS. 

2 吕 5 E. が ill SL おが Ifork C ； け y 

Tel 8 e がが が 17 

校學 車動自 

り 首 高 , 1,, 他 術り 
飾 等 h がを な 本 
殿 おお 1 を J 締 ^ ホ、 

攀ス '呼 島 な 文通 

力け b 化 化生 新 槪 

:を r 配*) らを鮮 ぶな 

^ 達 御 苗 姐な 
ま 致 注せよ る . 

弟 し 文て b お. し 
® まじ 販每類 り ' 来 •打 

器す ょ賓 口を 胃 ザ J 

兩晝二 連 s ス ラ 轉獲自 
巧 巧十轉 十保ィ をな 動 
あが— 五 ホ 置 証 セ 敎び車 
ら學 弗は 弗す ン 授運修 

無 輿 柴便暇 校 夕懲フ 单一 
巧が 証 ホ勉勞 と切才 お般 
周 磯 書ち 學錢 時敎！ び自 
旋 LI 授 をの 余開授 ドに 動 

綠卜搭 チア 用寶 
リ i ュ！ 首 玉 
• ン 谭デト 締製 
グ オス 其 美 


Toyo Kwan 

41 に 19 t レな . 

f も ! rff w 巧 & か h Ave. 

Tel. Siuyvesani 8 巧 8 


The To か 0 Go. 

140 W . お 化 化 
New York City 
Tci. Trafaig が 6559 


fUOiOjMil! 

が M W. 124 ih Street 


YOUNG CHINA 

3140 S の adway 

4 お ocks Squ もが 

125 th B'way Subway 


別 H 理那霉 SS 

fei 棘畫囊 
m や歴 
毒 g 華 u 篡 


Japanese Tea Room 

1802 おな reeU, W. 

TeL Franklin 1577 


F. K. Maruyama 底 Co. 

67 W . が 化 St. _T ホ B び ant 7079 



mam 


お East 29 化 Sheet 
Tel. Madison Sq. 75 が 



式 皆 aKo ， 

340 W. 5 か h St. 

Telephone: 
Columbus 8882 


( 巧 日 ■ 水) 司 巧 お 


Kawasoye Hotel 

:巧 W だ M の W Sircet. 
Tel. Morningside 7154 


御 

旅 

縮 

%. — - ^ 

河 

添 


だ〕 


號 六 


六 巧で 一 第 


化 虹を 3 な 細を が tttt を 巧 


し 日曜 十 -) 


り 八 巧 ノ \ ホ 四十 止ス ; 


御巧當 おびじ 
御 家庭 支出し 
御 下宿 

後藤 

壽 司、 媛蒲燒 

每 H 旨 もまず 


带話 プラィア ント 
八0と九）八八おーニ 
H 曜 反び 巧 間は 
ヶり ツグ 00 四 四 

肿鹏 W 持 長 

顯お々 浸 4 13 
紐 育 巿西巧 十四 r 目 
一; ニ ー 1 1 八を 
二 一階) 

支 巧 

147 Glar 呈 ont Ave . B 己 falo , N . y . 
TeL B 丘 ま II 三是至 ，1 
まほ f . F . K . ジ す 


SI な 商 


ボ媳あ 園で^ 年 御を 巧を まけ 
,1 じ 業で 御座います 



n " -g I ’ 

パ 住み、 日本語 
巧 を ¥ 、を樣 の御墻 
好に 適する 御 巧理を 調進 致ず 

T 度 エレ 左 t タアの ドです 


美 ホ して 淸潔 

整駡樓 

午前 店よ b 周 基 

午 菊-ー ハ 時まで 齡な 


巧廳 茶園 

巧 理人蘆 蓮 
S 勤の ホ じは 畫お 
の鍵辨 巧に 備へ夜 
閱會 おの 御用に 應 
ず V . 〜お間 柯卒巧 
r 變 & 引 立願 巧な 
锅上御 ま 內中上 お 


支那 御 料理 

彭瑞樓 

H 本ん 藉 巧を 
歡迎魏 します 


御 下宿 

自笛亭 

58 Sands St - Br 夏享 ‘ N - 产 

ヴ ニ ri 臺 e 7475 

中が 理髮店 

中 材萬藏 
31 去. 器 ih Si . N . Y .置 y 
Bel - Golu ヨ bus Ave . & C 呈す al P ち k Wesl 

日本 埋髮 館淸 

新式 洗髮の 設備 あら 迅速 了 答を 
旨 ごし 精々 勉强 をし ます 
を 四十 一二 T 目な 番地 己 互 ハ窮室 

ダ ジブ フロア (第み 街 i 四十 一二 T 自 巧) 


いで 二人は 六十 S 了 目邊を 打つ 
た 時 ヒデ ィチが 帷 ずを 脱いて 頭 
を搔 いた。 探偵は 早速 化 人を 逮 
捕した が、 をは 未だ 手渡されて 
ゐ なかつ た。 

♦裁が の 結果 前 巧を でぁる 化 
人は 無罪 どなつ た。 實はヒ デイ 
チは 探偵の 話を おれて 無意識に 
頭を 搔 いたので ぁる。 併し 頭を 
搔 いた i で ヒデ イチは 八十 お 弗 
を 措した 樣な设 したな な 顔で 裁 
巧 所を 辞した。 をして 巧び 今度 
は 意識の ある 手で 頭を 搔 いた 0 


御手 牌 刷料禪 U 家庭 化 出し 

御下ぉ 伊豫 屋 

A 音 rt ヨ eni 0.2 

1 是ご St 3 thst . Tel . Piaza 6175 


會席 御料 埋 

東洋 館 



pu ’ gi 御料 狸 並に 下活 

化 W i 

太 巧 


壽词每 あ もま- 


營油懿 gissi 譜ぉ 上白 ホ； 

日本 米 鱗 食料品； 離 4 卽卽 

が 田 巧 油 巧 ま 食 化 ホ 部 一ず お 揃 巧 

日本 食料品商 會 


S 

， 

I 誤 I 

t V 8 

i 巧 如 55 


iw ミ < t 

がに Y ザ 

け 2 

a 

K 


を 

i ^ 

6 

AX Tf 


り 本 食料品、 日用 お 
並 じ 新刊 書籍 類 一切 


を- 


片概 兄弟 商會 

を 料 おなお 巧を あ 巧 船 じて 巧 着 
化 お間活 々巧 用命の 持 率 願 上 « 


抓 

A 託 わ 

感 IS 

Y 

顯 


k 
U 、 ひ 

に Y 

4 W 
1 ^ 
1 N 


日本食 料溫頰 及び 雜貨賊 卸小賣 


巧 


プラザ 


六 ま 


お；.：， さを 桑 山商會 

巧 刊審籍 嫌 誌 小輔物 U 用 お 各種 


U 本を かな、 雜货 
萬摇 、韻な、 巧 巧 

1 ろ， が 東京が 會 

巧 八— ム 、白な の 保 あ b 


▼一一 裹=淸 お、 親 吗氣樂 ▲ 

勢 州 縮 館 ま熊晋 

まほ-が 勢 樂を义 巧を 作 
援 5 E . 赛 h street 
TeL Regent だ 98 


電、 1 レムと】 四‘ 立 
話 1 ご 四 四 八 八 

國米ホ I ム 

レノックス 

Y、w ピ、 A / 隣。 


尋れ人 

巧が 寺 巧武始 が 相 巧 おお 太 孤 
宮 が 大お基 化を 
宮 巧八嗔 幽お郞 
靜脚 おお 金么助 


孰 お 人を 秉斗 
巧 巧 鳴 鶴化淸 
愛知 早 川ぉ衛 
沖 細 玉が 利德 
巧 京樣旧 精一 
石 川 江 赌政昔 
鹿を 島 贞當み 


石 川 鹽谷幸 造 
能 本 鳥が 唯 紫 
を 巧 細を 涨 一二 
山が 齋藤乂 S 郞 


早大 出み 中が 貫 二を 知 一二 出鍛 
香 川 縣人ホ 旧 か 一二 邮を 巧ぶ 
をのを じ 姐 かを 巧き おお 之 
お 巧 本人を くは 知人ょ 6 現 
化 巧 御 通知 願 上 お 

紐 青 巧國總 領事 舘 

165 Broadway New ジ rk 呈 一 


華盛頓 

わざく 

日本 棘哩 

おじ 御旅 舘 


舟 避會の 歌で ある 

V V 

夏 U れ で、 翅 るに をし コノ 
ド ソンの、 岸の 綠は アリヤ 
山の 上、 蘇の 茂ら じネ ー . 
コリ ヤ幫が 鳴く 3 ! 

今 U は义 遊び じ、 サンセット 

チヨイ-*'' - w — 

V V 

サンセット、 を 主 円々 ご アノ 

風淸 L 、 蝶々 が 舞 ふ アリヤ 
ホい化、肘を化じネ— 

コ ブ ト ご ろ ち ら や 3 . — 

雲が 飛ぶ フヮ ごな 雲が 

チヨイ --- 、 I 

V 夕 

白雲が •柯處 から ホた かアノ 
U 本から、 八 千啡は アリヤ ー 
風み 第、 吹かれ 吹かれて ネ！ 
コリ ヤ 紐育ョ ー、 柯時か ター 
n 本へ 歸る やら、 チヨイ*''/ 

V ▽ I 

歸る やら、 水 じ キラ'- ノ 
電燈 が、 ホは 滞べ るょ ア ヤ 
波靜 か、 聲を 限らに ネ ー 
コリ ヤ嗔 ひませ ぅヨ ー 
嬉 びの 御 禮は賴 母子 講 

チヨイ--^...-..^ 

卓上が 話 

失業者の 悲哀 

♦昨今 紐 巧 巿み外 じ 於 一て 家 
庭 奉を の 雇 口は、 余らを；^ くな 
いごい ふ 話が ある。 を こぞ 失業 
ちの 就職 じ 就て らいろ'. \ な悲 
喜劇が ある。 

♦これは が 育 サン 紙が 殺 道し 
た 事 賞 西 六十 了 目 一 か： 白 六十 
蕾 じ 盾 住する 日本人 アチ •ヒザ 
ィチなる 男が 頻 ちじ 锐職口 Qi 
を考へ 乍ら 或る 柱 庵^ 恥 巧を ホ 
いて ゐ たら、 一人の な 人が 馴々' 

しく 話しかけて 立派^ 化 事 口が 

ある ど 吿 げた。 をれ/じは ユニフ 

ォーム 化 ごして 八 ホ お 弗が を 要 

だ ど 勸め た。 

♦アナ •ヒ デイ/チは 巧し ろ 失 

職 中の i とて 早 5^ 銀 巧から 八十 

五 弗を 引き出し、。、 れを をん じ 

話したら、 ぶ 人は ぞれは 詐欺 だ 

と 一 友つ た。 / 

令 ヒデ ィチは 友人の 擲 めで 塔！！ 

察 じ 具申した のでえ コナ！ 探偵 

が 早速 出張し^ 一、 其 V ヒニ ッッ 

と 呼ぶ 巧に コ^ンバス •サー .ク 

グで 逢つ て 化ぶ || を 渡せ ……： 渡し 

て 了つ たら 雌す を脫 いで 頭を 搔 

くなら ば、 れを合 圖じ构 引ず 

る ど 命々 した。 

♦化が さに てゐる ご も 知らな 


秋 冬服 地 0 暴騰 

時下 殘 暑の 脚ら 愈 街 掩^の 段 奉 慶巧お 

议て當 巧 事 今回 夏朔 猫を 利用 致し 瓦つ 長年 

の 御 引 立に 報 ゆる 

おめ 常 巧 持 合は せ 

"ノ おじ 限ら 今 巧 さ 

二剌ホ 騰貴 じ も 

I ： らホ 左記の 特俄 

ぶ 化て 當巧中 御用 

W に應 中べ く核瞄 

門 卒化 好機を 逸せ 

^-御川命仰付被下 

ぶ 御 願 申 お 

御を 話 被 下 慎へ ば ホ 速賓參 上を 可 候 

背 廣服ミ 揃 及が， 奪 

五が 五 巧、 ホが 巧 ハ 拾 お ホ 均一 

丸^ 服 一が 會 



媛 蒲 燒壽司 御 化 化し 

H お 巧な 巧 閒も闽 用 かじが じ 升 I 

會席御 料理 

な 等 御 下宿 

な 玉ぶ 一 


削烹 並に 御旅 舘 

半 稻 を 野ぶ 弟 

が 育巿巧 八十 八 了 目 iir 白 十一 二を 
電話 —— スタ イラ-- と 八 ニニ 


宮川 事務所^ 

持續转 奮圓の 間胞じ 的確^る 職 

業を 周旋し ます〇- 

たち ミちで な 》 芯 ミミ 

養 W . 萬 ih SL N . Y . C . 

Tel . 3 ry 登 f 三 8? 9空8 


A ■ぶ 

-1 Xu 3 

R お パな 

A *1 舰 I - 

T B 巧 帖 

K T 

V 3 が 
I ? ^ 


永年 H 今人 君の 御 
蟲 負.^. 蒙つ グー ゐる 

置 俯樓 

です' 柯ホ銳 | r 御 ホ 
來の释 を 願 ひ， す 


煎 餅 卸^ 小賣 
を 腐 油 帝 
日本食 料な】 現 

wurl ご S 巧 H cc 广 が 巧 〇 <1戸 

票 章 三 ミこ 

ぎ Pla ご 岩 品 


新鮮を か一瑚 

H 本人 おきの 生を 澤山か h 揃へ 
持別廉 憤で 大勉强 を」 ます 
サヴォ -ノを 常 

」 osopl:l wavo a 

沒 4 W . 61 st St 
’ rel . oolu 3 bum 1 援 

極上の 魚類 

季節の 轿 がの 魚貝 お： at お 揃つ 

て 居 h . ますから 倒資 を’ さい 0 

ァピぉ 口 照 基 

苦 B •書 S 1- 這. で ここ 臺 



舞踏 敎授 

▼社を ダンス ▲ 

▼表情 体操 A 
紳± 、淑 み、 わ 子 
化さん そじ 巧 寧 じ 
敎授 致し 升。 午前 
十 時ょ ち 午後 十一 
時を ( H 曜を 除く) 

シャリフ •ダン ン 

ング 師範 學 校卒裝 

上 お タマ 


レ ヤト刀 

NP 旅館 

W ま. 6 を Ave . WO. W 里 己夕 wash . 

停車 媛 前 通 東へ 二 了ぶ 側 《階 建 
H 本 巧 船 切 巧 取扱が 戶場 送迎 

H 本 巧激が 切符 御中 这じ應 じ 
萬 事 御 巧を じ 御 取扱 ひ 申" H 娱 

を 港..^ 用 ホ テ 八 

► H 本 御料 巧 (別間 あら) 

を 溝ず タホ^ ニア 稱ムハ ーニ 

電請 カホー ー八 一ち 

巧 I サン ゼ ルス 地方の 御 
觀光 じは 嚴 善の 御 便宜を 計も邢 


グ火 


ホ テ 八 

羅がホ じ 於け る 同胞 經營中 梟 
新を 窩等ホ テ 八‘ であな まず 

羅府 棠一衔 一二 九 半 
官舌 「ク アン ダ ィネと 六 五 九 
^ 養广タ ブ 々丄 二八 さ 二 

貸 自動車 (牧野) 

細府 名所 御觀 ホには 最も 精通し 
た ドラィ，" 1 が 御 案內申 上ます 

ボストン 案 巧 

貸 自觀寧 業禪西 
諸亩 跡、 大學 校、 H 濤其極 一 殺の 
紹介を び 通 辯 もします ぎ OS 岩 
ジ三量 a 二 7 夏 7 Eavia St . 

お ストン 甫 

富 ± 旅 舘大浦 末 松 

一 45 W ミ cester St . B ミ ー呈 ま as 产 

ジ L Ba を 置 苦 7巧 


住み 必 地ょ き淸 潔なる 室 

御 下宿 松が 好か 

養 Lex 量 ミ Ave . 

ジ|. Mad . Sq . 這 21 


西 六十 五 了 目な 四十 六 お 

一力 旅館 大橋 

お 話 ユンゲ コット 八 六 1 〇 


お 話 レキシントン 四 八 五 五 

岩 旧旅舘 

お 十 お 了 目 二 •百雷 


御 下宿 鴨 井久 

4? 夏ち 己 Place 

be こを 2 nd Ave . off E - さ nd St . 

Tel . fray Hill 這 萬 


紐脊 旅舘署 ぉ次邱 

■束 四十 了 目 二 四 二 あ 

ジ|. Caledonia 苦 之 


政變の 跡を 顧みて？〕 . 

危 時化 U 逆轉 

御聪 明な 雜政 宮殿 下の 御處置 


1 第一み 加 藤 内閣は 政 患を 一二 派 
聯立み 閣ど稱 しゎけれ でも 其 本 
質は 矢 張ら 加 藤內閱 であつ て 

な苹一 一派 は 或る 嫩の閣 
員 割込みを 條件 として 之を 援助 
してゐたじ過ぎ^^かつむ。 而も 

化 一一 一派は 化 來敵黨 であつ たらの 

が】 時 的 事情の 下 じ 化 b じ吳越 

問 かを してむ たじ 過ぎな かつた 

から、 玫を二 派が が滕內 閣じ掛 

して 忠誠で あら 得な かつた i は 

當 がで をる。 化に 政 友會が 総裁 

の 巧を を 巧 ひ、 革新 供樂部 をを 

併し、 或はを 萊立劇 策を 唱道し 

て 只管 次 則 内閣 組織の 準備 巧爲 

を 整へ つ { あつた 2 は、 をれ 白 

身 幾多 批評を 巧く 余地は あつた 

じしても 本質的に 見て かして ホ 

難すべき 单 がでは ない。 巧 どな 

H ば 立憲 治下に 於け る 大ほ黨 は 

おじ 內閣 組織の 抱な ど 準備を が 

すべきら の だからで もる。 斯く 

して 

欧友會 'しぉ へら ゎた 唯 

一の ホ 策は 適當の 時期に 適當の 

逃 由 じよ b て 加 藤巧閱 よら 脫退 

し、 岀ホ 巧べ <ん ぶかぶ 本 黛 ど 

もを 同して 谣待じ 於け る 絕菌多 

數黨 ごして ホるべき を巧證 を じ 

绍 むを でもつ た。 政 ま 會が憲 段 

曾 内閣 ど絕緣 する 最巧時 則け 今 

寒潇衙 削が 後 じがけ る 総 哉 巧を 

ど 同が か 又はが 前後を 擇 ぶべき 

であつ じご 化 ふ。 政窟革 S 派の 

1 臨 調 的 巧 力 じよ b て 普 潘選擧 法 

^ 案が 諸 待を 通過した とい ふ もは 

- がら も展 さず 

I 護 霉二派 の玻 大使 命が 

I 完 T された もので あつて、 こむ 

共 じ 實は謹 憲內觸 がな の 意義 

i は 巧ぶ したら のど 見るべき であ 

る。 が じを 黨 ごも 其ぶ 質的 立場 

じ歸 b 、 お黨 '3 ホの 傅統 的ま義 

か 巧を 巧 撰して 大 じが 獨自の 面 

目を 發禪 しなければ。 ら なかつ 

た。 斯 かる 立藏^ ら是れ は政惠 

兩 がの 朋を热 が 政策が 化 本 よら 

; 曲 ぶれざる ものである i は 余 6 

i じ 明白 問題で ゎジ 。巧 年の 豫 

^ 算編お 巧に 旣じ化 点は 刚白 であ 

つたが、 政 友 旨は 遽 患の 大 精神 

を 健 巧ず る 趣 巧に 基き 一時 

一憲 政會 のの ホ 張を 容認 

I しで ゐ じので あつた。 なにを 選 

^ホ楽化立巧し化ける政患一 一派み 


み 製は 敢て 豫算 編ぶ の 閱諸閒 催 
を 待つ 必要は 疆も U かつた ので 
ある。 巧る じ 孜友會 がが 算 編成 
巧 進 加 腺 W 隅 反 おの 聲明潑 をを 
延期し、 お々 滋口藏 相の 财政整 
S おに 问 意し 難き かじかて 加滕 
巧 闡じ反 割す るが 如き 体 媒を裝 
ひしよ は、 み b じ 形 ま 辟 重の 嫌 
い あるの みならず 惠软の 本義に 
徹底せ ざる 小細工な b ご 評 甘 ざ 
るを 得ない。 若し をれ 化ぶ 禽出 
身の 一二 大臣が 化 藤 首相の 

辞職 勸常 じ應せ ゃ內部 

よ b 內趙 S 毒殺を をて わるが 如 

きは 之を 憲政の 本義に 照して 悴 

る S みなら や、 之を 巧 器の なよ 

b 見る も 其 愚策 賞に 笑 ふじおへ 

ざる ものが わる。 彼等は 加 藤 内 

閣の 総辞職 じよつ て 後 繼內閣 組 

織は 义 々ゲッ ド ロックに 陷り元 

を會 議開懼 ごなる じ 相違ない か 

ら其間 じ 化 本を 同を 實 現して 梟 

大夕鈴 魔 ごな ら、 自黨 S 大 先輩 

巧閣 巧を をして 旧 中 総裁を 推 藤 

せし むる か、 時の 事情 之を 許さ 

ざる 躁 をけ 政ま會 をを 礎 どす る 

超然内閣を 組織せ しめ、 あじ も 

巧 じ も 憲政を の 手 よら 政權を 

奪還す。 する i を 唯一 

の 円 的と して 廉郵 したので あつ 

た。 巧し 斯 かるな ぶ會の 思惑が 

適 中 すれば 我が 憲政 あは 父獲大 

じ逆轉 する 處 であつ たが、 年々 

じして 赞 明に 化します 攝 政宮嚴 

下け 克く化 間の 理義を 洞察され 

立 患 政治の 破 ig ' を ホ然じ 巧嚮な 

されし； は實 にを 難き 聖代の 度 

事で ある ど 串さねば ならない 0 

巧く をへ ば ごて 吾人は 徹 顕徹埋 

加 藤 内閣 じ 貧 成で ある どい ふの 

ではない。 要は 憲政の 本義 じ お 

き 普選を の 立案者た る 加 藤內觸 

をして 本 法に おる 第一 巧 総選擧 

をを 华じ實 巧せ しむれば 足る の 

である。 化 お 巧 憲政を が 

議 會多數 を 制すれば 內 

閣は繼續すべく、 巧し反蜀じな 

ぶ おがを 数を 制した 場を は 之 じ 

政権を 譲 興 すれば なじ 始めて 憲 

め 迷 用の ぶ 礎が 確立され るので 

わる。 化 恵 ホ じめ て 吾人は 政ぶ 

曾の 態度を 颇る 遺が とする ご 共 

じ、 攝政冉 殿での 御 啜 明 じ 愈々 

敬服せ ざるを 得ない ので ある。 

〔某 政 客跋〕 


止 嘘賣 質の ブ ー ムで 

巧 人が 飛 出ず 騷各 

口’ ツカ ヴュ ー から その 贼近 へ 


フロ' リダ 州の 止 孤 か 化 英附が 

ル 避を あ激 せど お . U 急に 巧 借が 

島 i ク たので 猫 もれよ も 幾何 か 

3 貯金を 動かして 

± 地 投機 じが 樂し 化々 

八.， り 巧 位の 巧 金で 幾 巧 どむ？、 止 

地を •打つ たら 貞 つた b してむ る 

問に 數 力が を 儲けた ごい ふ柴裙 

巧が が ひ 出した ので あ々 ブ—ム 


ら 昨今を じ 飢えむ 糾育ッ 兒を化 
眼 じさして 騒がして ゐ る。 ブ ー 
ムの阮 お 的 U が 因は が 育 市參事 
貪が 今阀 同地 じ ホ^ — ド •ゥ ォ！ 
ク を述設 ずる； どならち 額の 

豫算ま おを W をた 5 

が 抑々 の 動機で ある。 阿が さて 
機を 見る におな 止 地 賣買業 まの 
熱必 な覚傳 ぶら はお 事 じ 奏効し 
靑一 一歳の 小僧が 僅かな 資本 ど ラ 
ッキ 機 貧で 数万 弗を ものし 
た ごい ふ 風評が パ ッご擴 がつ じ 
ので 巧れ も {ど i 地の 賣買じ 
熱中し、 ナイ ド •ゥ ォー クは忽 
ら力 ■ — ゾ •マ！ ケット ごな つて 
をに 飢えた 人々 ご 其 金を 釣る ± 
地師 との 競らを ひで 偉観を 呈し 
たが、 中 じは 空 チェッキを なを 
して ト ドの 詰 b 數巧 弗を 儲けた 
人達が 荣 おした。 數ヶ H 前 或る 
ホ 人から 一 一巧 八 千 弗で 溢々 買つ 
た 止 地が 

一躍して 十 ミ 巧 弗 位に 

なつね 等は 寧ろ 額の 殺ない 方で 
現じ 或る ± 地 業者は 一 H の巧資 
高が 二が 夕 巧、 お剌 益が® < 唐 
稽 つて 五 割から 六 割に 達した ど 
吿 白して ゐる 〇プ！ ムはロ ッカ 

ウエ— ょら フア 1 ■ロブ々 ウエ 
— - へ、 おじ ロン ク •ビ — チから 
ホヮイト •プレ ） ン 方面 じ も 飛 

みし、 打ンク •ヒ^チの 如き 郵 

梗 局の ± 地 はと 年 前 四 巧 五 千 弗 

泣の 評慣 であつ たもの が、 去る 

五日 じは 一口に 四 回 も 持 まが 變 

つて 結 巧と ガ五千 弗で 落 もた ご 

いふ 話も傳 へられて ゐ る。 巧し 

ろブ！ ムは足 許から 鳥が 立つ 穩 

じ 生れた もの だけに 空 チェ ッキ 

で大 儲けして 

»ん がず 疑の 人が あるか 

ど 思へ ば、 巧 巧 ホを の おを を 瞬 

ぐ 間にして やられ 遂にが 人 じな 

つた 者ら ある。 が 育 王 地 業者 協 

をでは 余らの 投機 ぶら じ 驚き 空 

チェ ブキ じょる 獻 引の 眞巧其 化 

を 調杳の 上’ 商業 會議硕 と 職を 

L てを く' 个 正な 質 買 業者を 嚴重 

じ處 みずべ caT 頻 もじ 探杳中 

である。 柯 じしても サイド •ゥ 

ォーク でを々 が ど 相場して ゐる 

だけ じ 其ち 棟は クォ ー グ街 0 上 

の 奇 觀を呈 して ゐ るが、 巧 長 候 

補 選擧じ 頭を 惱 まして ゐる現 お 

長 ー イラン 巧の 運動員は が 固な 

く 化 地方 じ 出張し 「化 ブ！ ムを 

呼びを した 者は 實 じ、 J イ タンの 

力で ある」 ど 飛んだ 處で 宣傳し 

てゐる さぅ だ 0 

賴 巧子講 主催. 

舟 遊 會の歌 

〔調は 鴨綠江 節】 

が 育 日本人 雑貨商 組を 賴巧子 

溝 ホ 催の かお 會 はお 報の かく 愈 

明. 化 口 (日曜 H ) 擧 けせら るべ 

午前 化 時 西が 册二了 目 解 鶴、 同 

化 時 ザ ダイク マン お. 强解續 

は 巧 ま 6、 一げ は 怪しい-^ 地 貪 ソン 上流 ナン セット •パー クじ 

化 も 出かに 及んだ ので 迷惑を 蒙 赴き 午後 六 時 ザ 歸 着の 豫定 であ 


つた人もお^:^くなかつたが、 げ 

今は 漸く 塔货 U 會社 のみが 居殘 

つてが 媛ら 中 ± 地の 賣贸が 盛ん 

じ 行 はれ、 かじ 化閒 巧ました ブ 

ライアン 翁の 如き フ 。リダ 脚 じ' 

がけ ム fi 地 巧を の 一人で わつ た 

•-^ J 、 化フ り ，ダのブームが急じ 


るが、 本年は 紐 育 口 本ん 禽ま催 

のか 遊 曾は 中た どなつ たからを 

めし 夕 蚊の！：！ 胞が遂 加す るで ぁ 

らう ど 云 はれて ゐ る。 切なは 巧 

場で も 買へ る さう である けれみ 

ぶるべく 最あ も- で 買 ひ 求め 

て投 ひたい ご 化 話 人は 詔つ てゐ 


を化邮 近の" ジ カウ エ ー にもを 一た。 左は 鹏綠江 節の 調を とつ わ 
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辦 六 


六 百 干壹第 


扭 わで ぷ沫 P ななぶ 巧を ©な tt で 巧 


I ： リ罐 ±_ 


R 八 巧 八 年の 十化大 


〔四） 



ホノ か、. 樓沒神 戶’長 巧 •上游 ■香 速. 馬 おおわ 

西 比 利延丸 01 气甚〇 •顺) 八 巧 十八 扫 

(羅 おぉ 晚八巧 十四日} 

太 泮义三 二、 含 0 哦) 化 月 I 日 
天洋化 (き、 000 觸) 九 巧 十五 H 
コレァ 乂 (言、 〇呈 順) ■九 巧：^ 九 H 
(羅巧 化 帆 化 月 ホ 四日) 

黄が 丸 二 一二、 呂 〇嚼 } 十月 十一 IIH 


化が 墨西哥 、が 塞 >智 巧 諸 巧 巧- 
-が 化 ホノ^、 横 濱神口 巧 司 香港 巧 
をな 共を 六逊 一圃； 
◊を 港 巧— 切 巧寢窠 勞路 入御 辟 巧 化* 候 


r! 


資本を 一 お圓 
拂 & 濟資 木を 六 千ぁ閒 
巧 立な 五 千 六が 街 励 

信賊 一ニ ザ 銀 巧が を 支店 

本店 お 巧 ホ 日本 橋 おお 巧 町- 
支 お 小 お H 本 橋 化の 巧 (おを) が 巧 
名を 属京郁 乂阪巧 夫 巧) 神 口 
興 島 下脚 巧 司 若松 賄 岡を お 
上な がを を 貢 拠 水 


外 闕爲替 、鄕 を 送を、 化を を、 信用が 其 化 
一肢が 巧莱お 精々 御 巧が じ 化 扱 巧 申 お 

浦 « 兰菱 銀 巧— 支店 

一 

本 ま 店 束を 本 巧 •大 お、 神戶 、巧 郁 
巧 化 地 名 古 お •小が、 上が、 偷敦 i 


^ ^ を 期が 貨 五十 脚な 上 利息 年 六 か 

S 臺灣銀 巧— 出張所 

▼鄕里 送を ぶび 並 送を (無手 お 巧】、 外 画 
ち 替質 買、 巧爲祥 化が 取な、 お 用狀を 
が 等 一般が 巧 裳 務御巧 利 じか 巧 可 化 お 
▼巧 ほ 詳細は 御涅應 なく 御 巧を 被 下巧疾 

、臣 wr 巧 巧 お十圓 W 上 1 六ヶ 化 上 
本を 一を 巧 一巧 息=牟 六を」 ミグみ な內 
巧を i 日 「が貨 お 十圆な h- 

(通夕 一な 圓 じが H ホー 錢二 化/ 

(化シをモ凹；：5下ノ逆か巧を《が巧<^> 

橫濱 正金 銀 巧 S ま 巧 

鄉里 送金は 都て 無ず 較巧 じて 當 
行巧演 本店が も 送を ホな 扱 申 候 


邸 お巧爵 住友 ま お 街 巧 

本 巧大阪 化濱五 T 目 

化育 ま 巧 組育ブ U 1 ドウ ユ ー な 四十 九番 

鱗 巧 友 銀 巧 

日 ぉ 9( を ま、 横‘ 挺、 お古 屋 、京都、 神戶 
ん 是ノ 道、 廣 島、 吳 、柳 ホ、 下ノ關 
地 支店 {巧 司、 小 倉、 巧 松、 博を、 久留ホ 等 
本国 預金、 鄕巧 をを 等は 破め 
て 御® 利 迅速 じ 御 化 化 可 中 巧 


藤本 議券會 お I 

、一が む 巧 証券 ノ賣 買、 引受、 裳 集 
，を融 、二 並 二么關 X グーが ノ 業務 ： 

S 藤本 ビル 7 口-力 1 銀 巧； 

紐 育 お 張 所 I 


雜巧 陶破お I 

r - ノ ィダー ゾ 加：： •興 一 

太洋寶 易げ を會社 I 

义巧 ホ 把を ボストン 1 


り本觸 麗雜貨 

ドラィ グ ー ツ制 販齊 

鱗 赋巧木 桃 ホ 組 

MOOI. MOMOZO- 0 が" wnc. 

105 E-16 を St. N.Y. Tel. wtuyvesant 苦 95 .三 



脚 破 器、 雑貨、 ラ 


プ及 


卸資 


ランプ 笠 

森村ブ タザ ー ス 


，‘ザ k ぃ 


夏犧グ ー ム向 

'辖 おゲ！ ム向お 具 即も柬 ホ、 歐洲お 輸入 
を輔 小物 雜貨類 殊に クォー キング、 ヶー 
> は 最お流 巧み もの 化 揃へ 口 本人 顧を を 
觀迎 いわしょ す。 

I を 輸入 元 

リ 夕 エンド ソンス 再り 


お 本紳主 巧みの 洋服 

1 御 注文は 當 巧へ = 

弊 舗 b 夕年當 化 日本 お 樂部會 員、 銀 わ、 會 
祉量 巧の 御 巧 服を 調楚 して 居らます。 

颗迎- 熟' 邮の巧 服、 か 整 巧な 文化な ば廉酒 
で 御用み じ應 じます。 

ゥォ 力— ムント 

フロ 4 ネが服 巧 


シア ト八お 帆 

ろん でん 化 八 巧 十 SLH 
あら ぞな化 八 巧 か 六 . H 

▼一等 横沒 一丸 狂萊 

化し ば 4 ずみ ろんごん みは 一む おが 
▼一二 等 日本が 置お带 客室 乂块を 家族 室— 
▼挪 希望に 巧り I 等 割引 巧を がの 揉が が 致 お 
ロス アン ゼ八ス 出帆 

はわい 化 八月 二 4 .り 

▼一等 横资 まじら 丸が 哇化 】 おお 巧 

其 他 はんて)】 み 巧 半 
▼一二 等 a 本 巧 まじら 化ぶ 哇 丸た 弗 巧 化 完棘半 
▼ 沙难 穎が が $ がな 疫签 を煤乂 抑が 选か 4 ち 
►糾 巧絲 パナマが 由 H 本ち が 巧 泣 物が 巧-脚 



貸 室 


一が 前に 詔し あ > たし。 
で 己. Wajima , 岩 7 丢 .こ 苗 h ジ. 

享 1. ' Tel . dubon 7 雲 


獨遊！^|毅授 獨を生 

れの締 人懇げ 喀に敎 巧す。 

を II 養 417 ご 呈一一 St 
音. W ft 


音樂 霞ババ ぃ：バ 

獨哨歌 巧ぶ ごケ HK 弗 (一週 一回} 
西 六 - i •ぞ J 目柬 京巧會 階上 
菊 化 瞄太郎 


度 を 

八月 一" よ， 〇册 .一 H をサ ラト 
ゲ 、ス .r リングへ 出張 致ます 
御 姐信ぃ 左記へ 願 ひます 

津轉 おが 

C 0 unite-s 空 es Note 一ぎ om 4 篇 

Marafoga;PHngN.y. 

離？ づ ホ火ム 

敎 育寫眞 、ち 劇 其 他 柿々 ぁり。 
御 ホ 鹽のホ t 左記へ 御照會 あれ 
(午前 十 時 Ab 十二時を の 間) 
C. Kiki, 21 E. 量 St. ' 

Tel. 呈 inela 互 置芸〇 


か 港 英語 學巧 々ホ 

吉野正 一二郎を 

英話话 法 S 

定僧奪 弗 化 拾 仙 郵税が 仙 

著を が 本 普を 編 蒸せる 所 0 は 桃 
を 隔て 、をき を搔 くぶ 威 ある お 
語會 話を 巧 巧 せんどず る 諸子に 
六 ヶ月の お 時日を なて 日常の 曾 
話 差 支な きを 補 せんとす、 故に 

スラング、 ィザ オム 及び プヴフ 
エン 語 巧を 入れて 其眞 轟を 解す 
る 糕證戒 せ bo 
S- さ shi 写 1693 Amsterda ヨ Ave- N. Y. 

C 0 QrientaiTea Tradi 另 co-(144th St) 




紐肯ホ 命が 險會社 

一一 一木を 吉 

攒保險 


Z 2 V Yoi を Li:fe Insurance 00 
ご Chamb ち ssr 
Mew York Q な . 

巧 horl 历 •巧 ranldis 4900 
巧》 cha 日 宿 Branch 


■ 


M ■♦■♦■♦■♦■♦■♦ミ 


を 一次 巧 赋母國 訪問 團員 募集 


，往な. 一二が と 十 お 巧 
I 斤 道 ir 円 弗 


rr 秦巧 —— が 育 十月 吉日 ペン 停が 谣 
d を 典— 沙港十 巧 化 口 郵船、 加贺化 

團 費り 

(ながは 一等で お 船は 二等). 

本刚 のま 总 、がを、 旅 び 中 么書等 じがぅ 委しき 率 
は 何卒な 按 弊が 食 じ 御 聞き合せ 願 ひます - 
が 育ボ柬 五十 乂 T 目 ニニ 四 

ょ惟者 巧禍 兄弟 商會 

一二 四 人 C 0 

電話 リ ー ジェン ト ーニ 四 八- 
〇 二 ご r 五 


急 吿 

費府 大博覽 會目 本が 

ダー ム 類は 至 载に取 定める 必要 お 之ず 化 
が其视 類を 

玉 コロ ガシ 玉 コロ S 星 

兎ノ 競走 競馬 自働車 競を 

スキ ー ボ ー ル 風船 玉ゲ J ム 
射的 室氣缉 ケ ー ン ラック 
ダル マゲ ー ム 树ゲ！ 厶 

ヵバ ゼ スポットが 掛輪投 

其 他 類似 ノ モノ. 

等 どなす 計 藍 じて 目 一 下 常 局 ごを 涉中じ お 

間 化 隙を 逸せず 至急 御申达 化成 度 候 化 

ホ國獨 立. 白 五十 年 記念 ぁ閱大 階覽會 

円本 部 コン セッ シヨ ナア 

香 西 龍 雄 

W w . 125 を wt ’ N . Y . C . 

ン セッ シヨ ン種頰 

興業 物賣巧 喚を 店 寫眞屋 

煎 餅屋 植木屋 金魚屋 

レスト ラント ソフトドリンク 

諸 ダ I ム u 本 飯 尾ぶ 他 


n 


本誌 八 H 號じ はお 

が電か •まを 電燈 

大同 電力 あがを 川 

水電 等の 地圖， 資 

をを、 牧乂衷 ずの 

外ジエ ロメ •グリ 

—ン 氏の こ J 呈吉苗 

C 苦 号： が 描 載され 

て 夏ます。 


T 




內お 省を 許 加が を 心 

蕉婆 & 搂廊需 


ホ 野 


子 


肋產 城. ホ マッサ I ジ 側の 出张 
治 類の 御 ホめ じ應 じ， r。 

電敲 キヤ 七— ドュ 八を を 
西な 十一 IIT 目 一一 巧 十 二番 


裁鑛所 開業 

げ 服、 が 物、 ゥー 八频は ドラィ 
クリ — 三 ング 、プレブ 及び あ更 

へ、 化 立 t 直し 一切を くた 麗じ 
をし ます。 な 縫は 如！： なる 御 注 
文も叮 峰に ザく をし ょすが 他ユ 
カタの 出 來をも あ h ます。 

坂 井 鑛縫所 

128 W. 苦 thS 三. Y.C. 


复 辕向 N 新- 徊 到着 . 

柄々 勉强 候閒 御な 义被下 お 願 上 候 

人洋 貿易 株式 會社 

ゴ L Stuyvesant W8 だ 
一‘ 01 F1 置 ミ nu 夕之 ew York Ci す 

つ ブー •ミ 5 方 ミコっ 一沒 7 曼 Ivraflison 望： C 了 ica ミ. ご 一. 



本 

恥 

船 

會 

社 


店 - 

ち 

育 

.紐 

- 10 Bi 
r e!ephc 

'お 

olman 

•idge St. 
me Bowii 

支 ル 

Building 

Nev 

ing G 

V 

Sec 

V York C 

ireen 221 

-、 

ittle. Wa 


シアトル 出帆 (出帆 午前 十 時； 

靜岡乂 八 巧サち 
横濱乂 九 巧 十な 
加賀义 十 巧 九日 
伊を 化- 十 巧 ホな 


U 本 巧 船客 運賃 新ず 
一等 横 潰 一九 お 巧 神 ロニ 〇 置 巧 
云 等 巧を 五十よ 巧 かを 五十 置 巧 

歐洲 H 本閒 客船 (每写 商： 

を 致ょ ち 一等 百 五 横、 二等と 十 
お、 お县 塞ょ > 1 等 九十と 砖 
二等み 十六 磅。 

化育 化 化邑を 馬 おお H 本 巧货 物が一 巧 二 巧 


船 飯 
を 巧 
はを 
巧 御 
本 呼 
を 出 
づ一 3 
巧 下 
物 さ 
はい 


•福 岡を 氏 か務 ぉ記^、 去る 
五日：：： 本ょ b を 紐 近々 お 义視弦 
じ 赴く を。 

♦高 島 巧な 巧 一ニ ホ 物を 株式 會 
社 S 池 雌 業 所み 接、 數日前 着が 

ホ テ 八、 八— ズヴエ グトじ 投宿 

♦上 村 幸 一二 氏 か 旧 お 化 模造 眞 
珠お 員、 まる 四 HH 本ょ b 着排 
め六ヶ 巧锁 滞が の 蘇を。 

•中が 廣 ま氏ぞ 稻田大 學法學 
部敎授 、東を 市を 議員、 が豫乂 
便じて ホ 港 経 も 去る 六 U 薦紐 H 
本巧樂 部に 巧 宿。 

H 曜 ，說 を— 

♦糾 育リ 本人 敎會 
『ぶ督岩』 ^;其二〕 淸水歧師 
♦日本人 お W 敎會 

『グ — 瓜の 

「と 食の 黄を」 を讀ん で』 

川 島敕師 


御 禮廣吿 ■ 

ホ 小^ ^ 次廊目 

の 際は 深厚^る 御 岡 情を 賜ら 
を奠香 お等嚴 前に 御供へ 被 下 
候の みなら や惡み 遠路 軸會葬 
被 成 下 御 巧 志 雜を御 禮中述 が 
あ雜中 乍蓉儀 0 韻 上を 御 おが 
を 如 化 御座 候 \ 

大正 十四 年 八る 八り 

妻 イしー ラ •小 松 
3rs. を a Kiisu, 


農園 求人 銜城 巧州ァ 

ト ラン テック ホ 附近 撰 園 働き人 
を ホ わ 巧る V < 夫婦ぶ を 留む紐 
育 新報 社み 水み 氏へ 腊\^ ぁれ。 

レスト タン ー<-^ 良 

<資 ら这 むだ レスト ラ 'y 卜 夫婦 

を 亦は 獨身 者の. ハ ァトよ ァを求 

い瘍合 じがら ては 讓つ もょ し 

委細 面談。 〔姓名 化 社〕 


貸 室 閑靜 にして 高尙 なる 

禱鐵 、装飾 綺麗の 室、 日本人に 

貸し 度し、 部屋 丈と 食事が ごも 

ちます、 料埋は 「ホ I ムク ツキ 

ング」 でず 0 

T 舌重吉 CGTTA 萬 
47 N ミ疋 a ョ pshire 巧 reet. 

Long す ach, 巧 男 i End 

ジ ーち h 呈 e L 号 g Beach 二 49 


コりン ビャ 大學じ 近 

き襄 しき 室、 リ本紳 

七に 貸し 度し。 一週 六 弗。 

養 ciareint 貴 グ 育二 5 5th F て ミ 

Neal. G ミミ al Gits ジ mb 

貸 室 淸潔 G が 利の ょき 燒 

巧 一人 乃至 二人 向きの 室 あら 電 

話は ブラ ザ ニ 六と 一を 

ご0|<0で-だ5至.二呈單妄.ゴ 

I 逊五巧 及 八 巧、】 

人 又は 二 A じ 適す、 

ボ 酸へ 十か夕 ィム ススク エヤ， 

へ かお か带話 ヵン バラン ド呈 S 

1 芝 H 普 S 二 iklyn 黒 崎 梅ず 


P 


ぶ敎 ，、一 私を •、一の 離 係 


デイトン 事件と 外人 ム嗤阳 

が 巧 一笑 人 


H 本 G •，とで 网體 謀、 励粹論 r 
热必 。る乂 をが 巧な でが、 ぉ闽 

を批 がする 巧な じは を < 自も乂 

の自 山な 態度を ぼる こども 化 共 

一の ょく 見る 巧隐 である。 何故 じ 

1外 固 人は が 所が 化 じがて 自 かま 

:義 じが < かご 云 ふ 事は 义 一つ 面 

i らい 問 越で、 必中し も簡單 なを 

|案でか付<や：でもぃ*い！^,、 がか 

I し-つの ましい 巧 山は スピリ ッ 
ー トオゲ ヒストリ ィじ 威ず ずる 
I 挽 遇 じ 居らぬ が だ ど 言つ てょ い 

j 本闡 人、 こごに 其 小 堅を が づ< 

i る 所の ものは ホ も 夕< な 圓の幽 

鹿 的 梢 神に なんで 居る ど 化 ふ。 

さぅ して 今み の •ティ トン 事件 い：> 

i でも 一な からは 剧 稲ま裝 どな 由 

主義 ごのが 突 ども 解せられ る 点 

I が ある。 U 本 じ も 日本の 励 鶴 論 

一が めを 化ら じ乂國 にも 米 困の 齒 

一體 論が ぁる。 U 本の 闕體論 か 日 

I 本 じ 培る 外國人 じら 巧ら U い。 

i 頗る 非 科學的 のらの、 时 化遲れ 

i の もの どが はれる 巧に 米 國じ居 

ろ 円み 人 じは 米國ん の圆髓 論が 

! 巧な の 威 じを おへる。 しかも 巧 

^論上、 乃まお想上じ於て一一兎に 

-巧 この 國の乂 夕教の 問 じけ ブラ 

ィ ャンを 化を 者 VJ する 國體 ホ義 

がな か {化 強いら の だ どい ふ 

ミな 単實 である。 

A A A 

第 s の 外 図 人 必埋の 特徴は 前 

の 自山ホ 義ど連 側して、 あ 想 偏 

を こい ふ 事で ある。 外闡 人が 所 

が化を硏ぉす るぉをじはぁくは 

當物 じよる。 を ± の 言說じ 化る 

處が帶 物 どかを 論が 說ご稱 せら 

る、 ものは、 必中し も 巧 閣の實 


怡を 巧へ る ものでは。 い。 巧つ 
てこの 巧の 階が じ戚 ずる 人 速は 
ぞくは な 山 丰義ぞ 、が 人で ある 
瑞 な-かを い。 さク いふ 人の 常 ご 
し T、 いつも 其ち を や 論 謙は 時 
巧げ 流が がに 勒 ずるな 動、 反 お 
ご ある 煤 合が 夕 い。 思想 あや 著 
述みじ らて 化ぶ せらる 一 もの 
け か ^ て 如が 實 際の 其國 では 
ない。 なだから エマソン や ホイ 
ット マンを 靜ん だ米國 通、 雜誌 
ネイ ショ ンやン パプ リック じ 化 

る 义國通 か、 米 駐を見 あやまる 

の'® 其な である。 これは H 本 じ 

流 巧す る 雜誌や 著述 じ 化 b て H 

本を 通が るら の、 繰 返す 錯誤 ど 

阿 性質 同程度の ものである。 

A A A 

第 巧の 特 おは 所な 地じ關 する 

インス チチユ 1 ンョナ がの 智識 

も 巧 化 もまし いどい ふ 事で ある 

中迄 も く な共 は こ の 國 の ボ デ 

イ 、お .V ナイクの 外 じ もる。 巧 

ホのおつてホ^:^いのも無紐^^;? 

い. か、 制度の 固に 生活 じ おする 

力は 思想の をれ ょ b も遙 かじ 踊 

いのが 普通で ある。 こど じ實隙 

問題の 解釋じ « しては イ y スチ 

チ ユーシ .ョンの 中必 どして をへ 

るので U ければ、 柯 じらなら 3 

然る じか 人で もこ ごじ H 本人の 

米國を 化を する 煤を じこの 邊じ 

關 ずる 周到なら 準備が 缺け 勝^ 

である。 まだ-^ な 意し じき 事 

は 巧 山 あるが なは 少く ども 化 事 

件の ち 察 じ 常る 所の 人は 先ホ自 

ら 顧みて このが 國んの 也 埋の繫 

巧ょ ら辭脫 して か、 ら ねば 眞じ 

實 相を 得る こ VJ け覺 束ない ど 信 

する ものである 0 


H 露 間 趣で 花が 吹いた 

副縣化 歡迎晚 餐會の 一な 


前號所 報が 诗= 本ぉ柴 

部を むが 志 ま 催の 副 島 伯爵 歓迎 

晚餐 けは 去る 六 H 午後と 時お樂 

部 階上 S 大を をに 巧て 開かれた 

W おがは 化 年が 育で 東げ 經濟評 

論 おを 鮮營 L た 削 化 溝ぃ 助 本元 

お 氏、 城 際 姐 信 おがな 巧 事 お 永 

祕ま 氏ら 跑席 してを-. 煤の 满が 

をが レる つたので ぁ數の 

出席 お ぁ 6、 を 後 お 木禽お 歓迎 

のがを 述べて 先 づ副島 伯を 紹介 

し だ。 頃：：： 巧 肖 腺を を ひて 居 U 

がらが 記を あんじ 换 をを みや あ 

おした 副な 伯は 順げ ごして 渡米 

の a めを 刚 かじし、 が 俄を 乂學 

ょりが 滿 を化顿 せられた る經絳 

を 述べ 且つみ なのが 槪を示 一 伯 

の谋 がに 巧す る巧义 化を 者の 無 

巧 化なる が U な 傅 的述が どを じ 

おする 伯の 胺が がか 何；：* るな 響 

を赔递 おじ おへた るかを 說 W し 

た。 ホが 古 じがけ る 

圓卓會 議の成 ぉ 談がぁ 

'つてから 伯け おら じ 逆 わ e 巧 宿 

論た る H 奖米提 が 論じ 入 b 、 化 

巧乂 戦中 よら 英闽の n 本に 巧す 

.る 情橄 のをを が じむる 1'1二 の 巧 


賞、 H 莫 中傷 宜 傅の 思 取を 述べ 

义 倒の 對支 政策が. 白 年の 計を 樹 

てつ f ホる は 注目-し 惜 す-へし ど 

斷じ最 巧 U 露の 闽巧恢 "化に 對し 

伯が 十 年を 出で やして 日露 衝突 

の 怖れ あ b ど豫 貢せ るち じの ま 

張を 辯遙 した 〇谁は 『聚 越の 如 

き 信頼す るに 足らざる 剧 をと 提 

携す るは 英米の お H 反感を 助提 

して 東げ じがけ る 日本の 將 巧に 

禍 すろ のみなら や 赤化 蓮 郵の毒 

手 じ 罹る 危换 .か ある』 と說 いた 

其が 說の 是非は 智ら < 措き 故を 

が老伯 S 遇 風を がして 居る 副 島 

伯の 至誠を U て 一貫す る 憂が 的 

講 論は 滿 場を して 傾聽 W' しめた 

伯は 健康を 蒂し 居る 爲め 中座し 

た •わ 巧で お 永祐ま 氏は 會 なの 指 

名 じ 化 b 起 もて 國際 

通信事業 發 逢の 徑路を 

述べ 〇 ィタ ァの 通信網 ご 米獨嫌 

SU の お 信 猫 ごの 脚 孫を 說 明し 

て 海 お 巧 ま 無線の 巧を 引下が H 

本の お外迪 信を 巧 速せ しわる 所 

W を 論じた。 農 後に 助 本一兀 A 氏 

は副岛 化の U をが 提携 論を 蚁し 

て 氏の 树 論を ホ 張した。 氏 曰く 


i 一， を敕 の：：： み 米 人は お國の おが 
じ 無智で あ b ホ 化育 傅よ b も 反 
おな 傳じ乘 せられつ^ あるじ 過 
ぎ 3。 露 図の 固 策は 巧して 實む 
不可能；^みホま義を踏覆しては 
居らぬ』 どて H 本 S 國ぶ 資本 ホ 
萬 どの 類似点を 擧げ 、革命 後の 
ぷ圓 がか 何 じを をの 恢 化、 お 巧 
のな 善 じ 成 巧し つ、 あるかを 說 
き U 本 ご蕊國 どの 提携は 經濟的 
狎 'もに ぶきた る もので あつて 巧 
巧に 缺 しい 0 本が 溝 强ご据 ホし 
て 西 比 利 亞わ當 源 開を に 着眼す 
るは を然 である ど斷 こ、 西 比 利 
亞 出兵 當 時の 實 情を 叙して 大じ 
U 溝 問題を 嵩 調した。 お ほ散會 
前 お 永 巧は 巧び をって 巧が 露 都 
じ 於て ッ P スキ！ 等の か 巧當局 
を VJ 會巧 せる 際の 實站を 吿げ午 
後 十一 時 宴を 撒した。— 

原 合 名 招宴 

H 本俱樂 部に て 
おを 名會 社が 育ま 巧 長： をを 披 
露の ため 去る 五 H 午後と 时 U 本 
お樂が じがて 晚餐會 を 開いた が 
デ ザ アト、 コ ー スじ 入れる 頃义 
米ち 巧を お てが 巧 中の 謝辭を 
述べ 諧態 をを へつ t 後 巧 藤 山 ま 
化 長を 紹介し 藤 田 ま 店長の 挟が 

じ 巧ぎ 齋藤總 領事は 來賓を 化を 

して 送迎の がを きし 撒 宴 後 別室 

じて 歡談 時を 午後 十 時 盛 况禪じ 

敞诗 しじ 當 巧の 出席を はを ホが 

軍 監督 度、 お 野 H 銀 監督 役、 姉 

齒 副領事、 新 井領 一郎 氏 等 五十 

余 名 じ 達した。 

庭球 與 消息， 

日本人 大 會計畫 

H 本人 庭球 俱樂 部に ては 今回 

が 井 保 固 氏が 庭球 獎勵 の 意 ホで 

间棋樂 部に 對し 銀盃を 裔 贈した 

ので 间巧樂 部ホ懼 ごな b が 育 新 

報を 援の 下に ホ 月 中句を 期しが 

育 H 本 A 庭球 乂會擧 わの 計畫を 

樹て 着々 進が 中で あるが 詳細は 

み號 じがて 報道すべし ▲ H 本 及 

び！® がすの デ グイ ス盃准 優勝 戰 

は 愈々 ホ 週 じ をら 十 S 日よ b バ 

チ' モ！ ア にて み鉴を 切る 尝で 

あるが H 本 化を 撰 手は ホ 遇匆々 

间化じ 向 ひ猛が 巧す る 事 ご。 つ 

て 居る ▲お 西 庭球 戦は ゥ H スト 

サイド 庭球 お 樂がド 於. て 昨日よ 

らおむ 中心る が 本日の 試合で 致 

もん 氣を 呼んで おる のは ジョン 

ストン お V チヤ ー ドの 單 試合で 

ある。 が 年み ランキング みを 巧 

來 州州 側で 不 ホを 视 らし て 居た 

ジョン，； トン 及び 9 チヤ t ドの 

礙お 益が 愈々 を 巧 さわる からで 

あ &。 勝負は 五 セット、 乂塔料 

は 一 化 あ 十 仙、 蝴 なは グラゥン 

ド じて 賣 棚いて がる。 

•幹棄 會例會 靑業會 じて は 明 

钥五時 十五み よら ぺ タム ベイに 

がて が 球 巧み 例 曾を 開 < も。 

•岛 旧を 雄 氏 栽 井が 巧 紐 育 支 

化 お、 本 巧 下 か 若く は 化 月頃 歸 

朗の淺 をに て 八月 一 H よ b 巧 員 

山中 W 一一 一氏 ま 体と して 化 務を掌 

理 する ミ どじつ た。 

♦かお お 雄 氏 森 村 兄弟が 會 な 

防 部 化 員、 夫人 问 が 春 洋化巧 じ 

てを 港經 かまる 置 日嘗 が。 

♦内 山 お 太郞氏 大使館 二等 書 

記宮 、ムる 凹 H 南米よ ら絲 がの 

を 次 着 紐。 
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人種的 自覺 

征服 お 族 S 悲鳴 

も 巧を に ヶマ八 •バン ャか出 

巧して お ホに 巧也滿 々たる 列强 

の倭略を巧け、 印巧にボンデ1 

出 巧し、 モロッコの フランス 及 

び スぺー キンに 對 する 革 かご 反 

杭とは、 歐が じがて 武力の 精が 

を 誇る フランスの 而 H を備 け、 

をら じ 女 ws 排外が 勘 ど U る じ 

A ん で、 所謂 もを A 柿の 勃 巧に 

對 ず もらを 人 柿の 恐怖は， 遂に 

將ホ S 恐るべき 人柿戰 巧' 5 .夢が 

せし むる じ まら、 巧 ホ 巧々 は 化 

がの お 識者から こ S 人 柿 的 脚ず 

に對 する 淺吿乃 ま實视 みん た 言 

論を 嘘々 ザに ずる。 

現じ 削英國 首化〇 ィド •デ 

—デ 巧の かき、 袋に 能會 じがて 

日米 戳 ずの W 能 性を 論じ、 巧 瞬 

は 遂に 乂國じ 化 ホして これ •か 人 

邮概 ずを 诱發寸 る じ まち 所のを 

論じ、 巧ら じ ' J J スト 系の り 腿 

お 論文に めても が 色 人 柿の 勃が 

ごを か" 印剛 である U 本の 位 巧 ど 

.义 明を 論じて むる。 おらに 巧げ 

じても、 アジアは アジア 人の 

ジアたら しめょ どい ふ销 は力强 

巧 ばれ、 んぜ ホの" 化 巧は 印 巧 

の獨立 热を爲 め、 ぺ^ シ ア- 

デプト K 族の 化 服ち に勒 するな 

:杭 ど；：* を、 支那 にがては 故 孫 逸 

仙 氏の アジア 聯胜提 誰 ご Gb 、 

この お 想は 今 凹の ち那動 親の 化 

底 ど.：^ つて、 支那の 新ら しい 國 

技は、 あお、 ま敎 、學問 ■政治 

ルが 化を 叫んで & る。 H 本 じ も 

亦 この アジア 聯盟が 動が、 か U 

化 おの ある 力 どなつ て 現 はれ 

てゐ るのは、 巧々 の剧 かする 現 

象で をる。 

勞 度" シアの ホい 革命の 火 じ 

'覺 酷した 階級の む理 的盧識 が、 

虐げられた 民族の 民族的 自覺ど 

なら、 叟ら じこれ が 人 桃 的覺觸 

。つて ホる のは、 寧ろ 當おホ 

.''きものが ホた ピ稱 ずべき で 

あつて、 趴 化が 0 ホ、 これ 等の 

_ お 小。 る 村 巧 人 桃を 征服し、 こ 

れを W てぶ 人の む おご 自任' しつ 

:つ ぁつた 紙 一家が、 この 潮の 如き 

K 族 的な 媛の 勘に を かさいつ 

.ある ょ は、 あ ハに 自を肖 惜ど稱 す 

る 5外 はない。 ゥ斗 リアム スタ 

ンの 政治 學院に 巧て、 一佛网 

一許静 をは こむ じ 到 ィる化 邮网の 

な 巧を 猫し、 特に アン ダ。 サク 

ソン 皮 族の 過去に いける 火 策を 

お 摘して、 が ホ 父 刚のあ 礎を 巧 

がかき 不が G る 出 ホ 事を 防止 

する のをけ、 おぶ お 族の 文化を 

理解ず るの 外な し. こ斷 じたのは 

巧を S 巧し く搞成 f る ごころ で 

ある。 

お 化を 顧る じ、 過去に 於，- こ 

れ等列 强がも 色 人种じ おして 採 

つた 故ぶ は、 をの 齒 i のぶ 化を 

閒 化し、 安い 巧が でを の - H 民の 


げ 血を 校る どい ふ械 端。 る 宵 本 

•む 沸の 巧 あじ 外。 ら 。かつた。 

化 等の 殖 に 化 政策と いふ ものは 

をす るに i - k から 絞つ た 利 巧の 

部を 削いて、 彼等に 茶 西の 思 
想 ど おを ごかち を强請 ザる に 過 
ぎ。 かつた。：：！ 本の かきを の 固 
がの 文 叫を 冷て 中、 泰西の お 潮 
を 調 かし じ闽 家ら あるが、 をの 
夕< は， 彼等 白人 神の なすが 儘 


に虔 げられ てゐ たじ 適ぎ ぬ。 

けれ 巧 化 等は をの 索 西の 义明 
ど 来方 文明の 調和は、 將 ホの 化 
巧 的义 W である こどを 確信す る 
むので ある。 かじち 色ん 拂が武 
力を W て お 西 文明の 破壊 じ 若ず 
する がかき りを 巧 威 1 る 装両識 
者の 恐怖は、 畢 をず るに 殺人を 
か惡 夢に 等しい もの どして、 寧 
ろ これを 憐れむ もので わる 0 


.訪歐 の 初 風 東風 
疋ス カクに 近 _ 


ク S 


東京 特電 化 U 發 U 乂阪削 H 规閒 社の 訪歐 飛れ 燃 お 患、 ま風號 
は チタを 出發 して 一 磯は ィ^ク I ツク じを 着し 官 K の滅 誠な も 
傲迎ををり 1 機：一機脚に小故陪を生じてゥ 卫 ^ フネ、 ゥ ジ ン ス 
クじ葛 陸した る も。 シア 官蓝の 用な 間 到なる 準備に て 修繪を 終 
ら たれば 明ザ朗 じは ィグク ー ツク に到眷 する 錄定 にして、 この 
調子に、 て 巧くならば をを ホ 過 ホ 臓 H (十 お Hy おじは 首都 モスカ 
ウ し到暂 すべく、 モスカ ウ當局 & び。 シア 飛け 除會 じて は 日露 

の 文化 ご 孤 巧 接近の 盧 ホよ b して 兩 がが 搬の 訪問 意義を 垂要視 
し 凡ゆる 方 晒よ b 歎 迎—岛 つ 訪歐の 意義を を ふ 甘し めんと 準備 
巾で あウ 、歐讲 がわ 界 I らもな 肖され てゐ る。 


の 巧 播を豫 のす る 唯一の 卞途は 
ホ 固が 割义閒 越に おして キ 張し 
つ-- あるが かき 架 曲 協力の 新政 
策を 蹈製 する 外ない の そ ある。 
ちし 提國が 化の ホ國 のま 張を を 
認し單 にち 那に斟 しての みなら 
中を の 民族的 獨 立を 欲して むる 

回々 の國 i にも 问 
一の 政策を む ふなら ば 纏て おら 
んど ずる 化 巧 的 危機を 救 濟し且 
つ 化を 拂 つて 失墜 せんどし つ！ 
ある 異國の 束が じ おする 地 化を 
巧 化する おがる から 知れな 
い。 ゥキ スキ ー や 阿 ザを 輸 がす 
る 化ち にお 図は 耻娜亞 じ 割し 一 
磨 精神的 化 意を 用 ひ U ければ な 
ら 3。 がら ざれば 經濟的 及び 社 

會的 思想 山 化 本を おじしつ i あ 
る 英恣兩 脚 關戰け 到を ホ か 的 手 

殺 じめつて 解 化する よは 出 ホな 

いで あらう が、 をの お 裝英國 の 

お 巧じ掛 する 威信は 化 本 的に 破 

壊される であらう。 


參 おを 山逍笼 一 (篮 お) 
農が 次宫 小山 松が {患 巧) 
參巧官 商 田 お； 牛 (恶 耕} 
がエ 次官 刪 漸單之 お (患. 省) 
を巧官 野 W 轟 六 {患 耕) 
遞信ホ 官賴巧 乂巧吉 (患 巧) 
參巧官 川齡 克 (お 削) 
鐵道官 次 降が 元太郞 (憲 お) 
參お官 を 属慶隆 (憲 留) 
拘は 法制局 長官に 左の 巧 命が あ 
つた。 

外務 參事宫 山川 瑞夫 
巧を 制な 長官 


作 


酷 細 盛の 民族的 覺醒で 

英露戰 爭を豫 言ず 

東方の 义化现 解は 英闊の 義務 


ゥキ リアム スタ ゥン 政を 學院 

じ 出席 中で める 佛兢 曲の 國瞭 

政治 評論 社 ま 筆へ レ ー •ヮリ 

i 氏は 新閒 記を ごの 巧 見に 巧 

て 化處十 年間に 爽露閒 巧の 勃 

發 すべき 可能性 ある i を論斷 

しお 闕は亞 細 亞じ對 しじが ホ 

の 物慾の 態度を 格て-" 大じ棉 

神 的 力 面に 留 息せ ざろ 可ら や 

ど 論じ わが、 をの 大要は 左の 

かく セん る。 

モロ ブコ ょら モン ゴリ 

アじ 直る 眞大 なる 亞細亞 に 族の 

間 じ 勃 頭し つ i ある 園 民 ホ義の 

後 達は 到を 歐羅 じ 諸 國の殖 に 同 

はの がまで 之を 支配す るを はお 

ホない。 歐羅じ 諸 國の强 細亞に 

對 する 權 威は 化 ホ 大戰中 大じ失 

隨 した。 化來 西方 醒細亞 度び 化 

アフリカ じ 擅が しつ i ある 經濟 

的 及び 既會的 難問 题は從 ホの 物 

質的 懼 力を なて しては 巧して 解 

巧し 沿 U い間趙 である。 これは 

質 じを 大 G る 道徳的、 思想 的閒 

越で あつて、 若し 歐讲諸 闽が亞 

細站 及び 间 々敎化 じ掛し 道德上 

ホ 巧の 人が ごしての 權が をが 認 

する にあら ざれば 化 等は 到を 

過激ぶ 義 の 曲 細 姐 俊 略 

を 防止ず る 至は ホ' S ' 帷 である。 

歐 洲諸闽 が十义 化が 中 地 細 曲 & 

び 化 アフリカに 锅 して 採つ たみ 

剧 おがの 政 巧は W 地 じがけ る 人 

が 進化の 逍 おを 巧げ をに 今 U の 

狀おを廠化-''^ る おお ご つ じ み 

f あな。 今 U の 閒跑は 曲 細な 及 

び アフリカ にが パる に 族を 風 際 

削 保の 一;! 口と して 放め、 义化的 

巧 學の议 び總濟 のに 協力す ろと 


いふ 理想を 充み 理解して ゐる識 
をが 喊 羅じ乂 桃の 國じ 何人 ある 

かど 云ん 点に がする ので ある。 

U 本を 

鹽 際職盟 S 1 : ほに 參加 

せしめて なる' 至は かの 点じ 關し 

歐緒 じの どつ む 築一步 であつ て 

今や 霉 非 基督 敎义 明の 僧 値 

じ對 する 從ホ W 癖 見を ； 掃ず ゾ 

きげ 期 じがして ゐ るので ある。 

亞 細- 强 及び 化 ァフリヵ じがけ る 

近化述 動は をの 結 おはを じ 巧を 

の 根本み 目的は 敎肯 々なお ホ-」 

がする ので ある。 トグゴ 、支那 

ぶびが 巧に がける 民族 价運 動じ 

對 しても 吾々 は ホ どし で 之を 反 

白人 運動 又は 化 亞細亞 心 族運勸 

ごして 見ず、 姆 •ろ 

泰洒文 巧の 影響で を 因 

する 所の 民族 ま 義的あ 想が 發露 

である ど觀 察する ので ある 一。 が 

しながら 一:々 敎 徒の 間に マ； スタ 

ッパ •グ マグを おし、 が 巧に ダ 

ンジ ー を 生んだ 眞の 盧義じ 孰て 

は歐 が 人の 間に ホ だ 正當じ 理解 

されて ゐ U いので わる 〇 白. 八國 

み ど 亞細亞 どの 臟 係の 化 本は 巧 

じ 道徳 閒題 である。 一般 歐溯人 

就中 巧國 人が 槪 して 巧 方 文 巧の 

道徳的 ま 礎を 理解す る 能力を か 

いて ゐる i はを だす 可 解 i :* をク 

不祥 捣 まる i である。 现 .下の 最 

火 問題は 巧して 巧 方 文明の 粮隨 

と 西方 文明の 化 本が 

一致 協 乃 する か、 がら 

ずん ば 亞細亞 民族は を 西亞 過激 

ま 萬 ど 協力して 歐洲 文明を 破壞 

ネるや 巧 やじが する ので ある。 

而 して 亞細亞 にがけ る逊 激ホ義 


關稅 會議ご 

閣議 政策 

外貨 排斥を 論議 

東京 十一 日强 u 糾育ゥ L 
ド 紙 特派員の 採 聞す る 所 じ W れ， 

ば 今朝み 闢惑 じて 化府は 對ま關 

稅會讓 じ關聯 した 政策に 就て 協 

諮した 結裝先 づ列强 の對ぞ 貿易 

を 阻害し つ i ある 支 巧の y 英貨 

排斥の 撲滅を 嚴 重に 要 あしこれ 

を 關稅增 收討畿 の 第 一條 かどし 

宜っ對 ま 惜欽の 跡始末 じて 悲境 

じ陷ら つ！ ある 特殊 一二 銀け じ斟 

ずる 政府の 歡濟 じ閱す V 實 情を 

述べ 觸稅 增收の 一部を k おの 横 

濱 あを 銀 わに 巧 管し 惜效 支拂の 

が證を ホむ る； じ ホした。 

註。 右の 報道に 圏し クォ 

ド 紙は 附記して 曰く U 本が 斯 

么提 論を 敢 てす るに まら ばが 

巧の 脚 親 會講も 遂にを の 意義 

を 失する に 至る ベ < 前者の 外 

貨 排斥 撲滅の 如き 論議 すれば 

隙 限の リい 問題で あら、 巧者 

は， 獨な U 本のみ ならず 英 ホぶ 

化の 關 係を 益々 複雜 ならしい 

る 前提に して ホ閣 政府 ごして 

r ^到ぉこれじ應ずる，とは出ホ 

まいど 觀 測して なる。 


改務 ，こ 參與 

巧 命發表 

が 究會 ょり 四 名 

ま 京 特電 十 リ發= :純 憲政 會內 

關 のぶ 立 ど 共 じ 政務み 官 & び參 

おを じ 左の 如く 巧 命の 發お をを 

た (ぶは 患 政 貪、 中は 中 お惧樂 

部、 をはを 正 食、 新は 新任、 留 

は 留任) 

巧務 み官傻 お 一 ( 憲 新) 

參與官 鈴木畜 十， 彌 (中 就) 

外 お 巧 宫矢吹 ち S (を 巧} 

參與官 永が 柳太邮 (惠 留) 

大藏か 宫武内 作 ホ (憲 新) 

參巧官 一二 木武吉 (惠 留) 

陸ず か 官水巧 お (硏 轨) 

をが ち 雜 h 直亮 (研 轿) 

が 常み 官か卜 匡四郎 (硏 新) 

參ぁ官 が 東 一一郎 化 {硏 巧) 

司法 次官 本 田恒么 (患 新) 

參玻官 八 ホが 治 (患が) 

文部み 官鈴 お倉み 郎 (惠 留) 


巧し じので 加 質 及 天が 兩艦 もな 

をのち ごもる。 

兩営 殿下 御莽進 

まま 特電 十 H が；：：： じ お 御 滞が 
の お 乂通お 穂彥で 及びが 香ち 
鴻法 兩 殿下には 陸が 大をじ 御 
昇 お遊ばされた。 

ぶ 金の 滿鹽义 化 

を ま 特電 十：：！ 發 u 横 お 正を が 
巧 じて は 滿鹽支 巧を 巧び 開設す 
る ミ ど^つた。 


保障 條約 進涉ず 

"ン ドン 十 1 H 獲：：；； 歐洲の ホ 
かが 隘條 約じ瞄 する 濁 逸の 提議 
じ掛し 英魄は 巧く お 巧 巧 答を を 
-じ 至るべく これが 巧 合せの 
ため 外相 ゾリ アン 氏は 今 創當化 
じ 到' 葛し チヤ ムバ— レン 外相と 
密議 中で ぁるが 大体 じ 於て フラ 
ン スの圓 答を を 礎 どして これに 
字句の 修正を 加 ふるじまるべく 

吳國侧 じても 今後 條約上 9 絲ず 

じ 就ての 最後の 調 訂は國 際縣盟 

じ 一 ほす る 主に 協賛す るら しい 

ムア ー 遠征 苦戰 

モ〇ッ ti 十ー リ發 == ムアー 遠 

征み佛 軍 援助の 米 人 飛な 隊はモ 
ッコの キヤ サ プラン 々じ 到着 

して あく 實戰 じ從 事すべき が ド 

. — ズ ょ ら の 報道 じ れ ば 同 

化の 她軍 はが U の戰闕 じて 巧者 

八が をを 出し 磯 關袍八 巧を 摘 獲 

れ 飛い 機 六 盛は 射擊 されて 搔 

をし 二を は 拙 尚に；： * つたと 0 

溢を 中佐を 監禁 

東京 特電 十一 U 發 ：；= " ン ァ大 

使 館附が 官滥を 中を (髓 み繁雄 

氏 か？) 夕‘ 一を 歸 朝の 途次^ ベ 

アで 軍事 探偵の 嫌疑 ぉ受け 監 

禁 された ので 巧が 大泌 館では 勞 

農政が 外を が S をが 中で ぁる。 

光演 化 差 巧ら る 

まま 特電 十 一 U 强 = 大 み 光演 

伯は 爲 お 手が 十 巧圓の 支拂訴 

認 をず け 差 押の 處か をを けた 

昨年度 受取 勘を 

東 ま 特電 十一::: 按 海運 おは 

引鑽 きず 赏 ななる も 昨年度の 巧 

化 勘定は 一倍 餘圓 ゎる 見込な b 

無 產政黨 組織 

東京 特電 十 一 H 發 U 昨日 乂阪 

ボ じがて 円本 勞働波 ぉ 盟の外 

五蝴 体の 無 產政黨 紐 織 お 備會を 

開懼し 水が 社 もを 加して ホる 十 

目 四り を蝴し 東を じ 大會を 開催 

し 政 憩 組織の 爵明馨 を 出す 2 じ 


かを した。 


日伊 飛行家 消息 

/ ブスべー ン 十：！！ 發 uy が橫 

斷 飛れ 家 ピネド 中佐 P ック 、ィ 

ムトンょ 6 1 あじ lir 目と 十ぶ！" 

を 飛び 化クキ ，ン スラン ドの 夕 

クン スゲ キグに 到着した。 

陸軍省 豫算 要求 

東京 特電 十日を u 陸軍 豫算二 

億】 千. 刀圓 及び 新化裝 ホで 立が 

巧圓 を大藏 を じ廻附 した。 

飛行機 眷艦裝 覆 

東京 特電 十日を == 航 を 巧艦戚 

翔の 搭 化が 巧 機着腊 飛行 裝粗完 


支那 人排英 宣言.： 

ホ 京 特電 十：：： 發 u 化 京 英歐を 
化 能を 營 巧の 支册 傭人は 結束 罷 
業して 排英を 宣言した 0 

關稅 會議ご 日本 

ま 京 特電 十 H 發 =： ま那 關稅會 

练で H 本は 正を 銀 巧 上海 支店を 

縣稅收 入が 管 銀行 じ 刹 込む 事、 
弧稅 のお收 入で 惜欽ぞ 桃 等を 要 

氷す る 竿： である ど。 

九大 事件の 其 後 

東京 特電 十日 發 U 九大 醫學が 

率 件に 關聯 して 今 淵な 書、 獅が 
ご郞 、化 旧 正 雄の 一二 敎授は 化 願 
を官 ど：： •つじ。 

黑人會 議を警 苦 

ソ シン トン 九 U を；：：： 义國勞 働 
鬻 (お 產黨 みずの 闡 体) が ホる 十 
乃廿五 円を 视し シカゴ じ 谷 集す 
き 黒ん 會谦 じ 掛 し米歐 聯邦 勞 
勘 紐 合 長 ダリ ー ン には 黒ん のが 
な 員 じ 對し斯 る 會谦は 人 補顯爭 
を 煽動す るを 命の ず 段 e ある ご 
いふな 塔より 反 おし 旦つ 勞慟黨 
おな 少數 であるが をの 貴 傳の黨 
の大 るな を 舉げて 黒ん に營吿 
當を發 した。' 


宗敎學 校を 非難 

化 京 化 H 發 U 浙 化、 江 蘇、 湖 

化當 巧の ぶ 邪 人敎育 家は 宣言書 

V 凌を して 外人 宣敎 帥雜 營の學 
f 非難し、 これ 等の 奈敎學 校 
は 文那學 生じを 督敎 を强耍 しあ 
想 S - 自 あを 妨げつ i あるを を理 
もとして 輿論を 喚を し 今が まで 
じ 堂を 那じ 互る あ 督敎學 校の 撲 

滅が 期して ゐ る。 

第二 調査に 反對 

化 京 化 H 發 ：：：： 日英 义 政府が 巧 
らに 上が 動亂 W 黃巧 調窗を 外を 
脚 3 手 ょら 巧 法 一居の 手 じ 移さん 
どしつ i ある 對し 支那を 邊 
は 秘かに 餐 息を 表明し つ、 ある 
も； の 新聞紙は 極力 これ じ反凿 
しがの 如きは 磬じ 外を 阅の 調査 
が 上 お 工務 部の 巧 人 巧 巧ち お 罰 
を要^$— 'た 。 を不服 ど す る英國 

の 小刀 柳 H である ど ホ 雜反對 し 

てゐる t 

を 化 舘じ龍 了 か 

化京乂 U 發 u 巧 國を化 おの 化 

な 支那 人 及び 電氣エ 約 二が 名の 

罷エに 就きを 使が ょ 6外 巧が じ 

照會 しがを 部は 罷エを 措 揮し つ 

つを るず を 脚本 部 じ 懇談した る 

も柯 等の かを 葵せ 中、 學化團 じ 
ては 駆エ 貸を 化 給の 醜 係 上外國 

を 化 館が 化 じ 就 働し つ-^ ある 支 

那 人のを 錄を 開始した なよ b 見 

て 或は 近く 總向猫 駆ェを 見る じ 

をる から 知れ；：* い 0 


夜 山猿 倭. 

ぶ浪庵 

昔々、 下野の 風の 山 がじ、- 
き 獵ホゐ て、 H 々弓 豁を帶 び 一 
山じ乂つて^:^らはひをなす、- 
H また 山に 入 b 、 壺 をげ まで. 
獲物を 見や、 夕方 近くな つて^ 
向に 獲物を を や、 大き じだ 心！ 

て、 ぢれ た} めじが 入 b をし ゎ 
まだ 足を 入れた 覺え もない 
やう。 ところ じ、 途方に 暮れみ 
宫 身を 見 おした。 尤も 前々 か 
熊 や 鹿の 後を つけて は、 二 H 
一二 日 も 山で 暮 す、 をの 必 得が 
るから、 乾が など 腹の 滅ら打 
當はぁ •ち、 一巧を 明かして、 削' 
ご なれぶ 主た どうじで も 方角け 
つく ご おひ 返し、 をの 一巧を 峡 
す 旗 所を 探す、 H がを ちて か 
かう す 明らに、 山の 中腹と 覺- 
きおの すじ、 腰を か r めて 入 
はでの 涧 みを 見た。 

こ {こを 屈竟 ど、 中 じ 入る 心 
廣大な {八で、 柯 となく 暖かい、 
或は 温 おの 氣な V 」 の ぁる 巧 かも 
知れね が、 巧に しても 野宿に^ 
待つ て ホい S 場所、 0 ホは 巧 
山中のを 宿の T しし やう ご薑 
で、 腰の 山 渡を を ひ 了ら、 ホ ホ 
ホヤ どした 洞の 中 じ、 ゴロ 
橫 じな つてを 寢を する。 での み， 

い 眠つ たか、 忽然 VJ して 物の 嫩： 

きじ 目を さます、 響は 洞义 のぶ 
井の 封を 橘て た 上 じ 聞へ、 巧の' 

光 b 墓の 如く、 {八の 入口を 照 
てゐ る。 巧 物 か 上じゐ る， し 
ら少 からぬ 数を もつ て 上じゐ *<1 
出て 見やう か、 見まい か ご迷( 
たが、 自慢の 獵箭は 今朝 ょらょ 
だ 一度ら 用 ひや 箭简 じあら、 

れ さへ ぁれば とふ 强< なつて 
ッご 巧を 出る。 巧の をら じ四廬 

の樣子 あくを 明 ub 、 山 またん. 
は 眠る が 如く、 巧が むた 巧の 卜 

は 長さ 一線を 上に 畫 して、 大い^ 

& おを の 一端と^ 5 はる。 

物の 灣き はます / I . 大 をく； 
ち、 数十の 鼓を 一時 じ 鳴らす： 


か < 、どう- ごして 溪の向 ひ 一 

の 山 じこ だまず る、 おじ 手足を I 

かけて、 ひを かじを ひ 上 クて見 
ると、 獵 夫の 化を 巧ず もい' とか 
見ょ 洞 巧の k は、 思つ たか < の 
旗き が お、 縱巧 救な 千 ホに も ぁ 
るで あらう、 をの 主 に、 われ あ 
れ 夥しき 大 狼の 群集、 人は ごの 
大き ごで 人の 如 < じな。 て、 せ 
巧 子を しか ごを せて、 おごむ つ 
て！！ ひつ t ホみ 邮 6 つ； 動き、 
どうごう たらぇ たらく 一一^の手を 
あぐる が、 右の 巧を 踏み、 左の 
足を 踏み 嗚らす 時、 をの まを さ 
しか ざし、 下は さ 洞の 板 岩じ蠻 
きを 泣んで ごうとうたら ミたら 
ら何じ も 一ぶ はす 默 h こつくて、 

蛹 b の 瀑は限 ゎなく 動いて ゐる 
をれ を 見て なて 初めは 物 獲く 
弓化刖 U ん どの 沙 化に ホら 中、 逃 

げ おず 必も 失せて じ* i 兒てゐ る 

間 じ、 ホ 第 じ 巧 かれて 自づと 足 

を 踏み， を ふら、 次第に 身を 巧 

はし、 岩の 舞 暴の 端 じな つてと 

うじうたら-^ たら {彼等 じ勒し 

:て 彼等 ご 同じく 踊る、 をの 時 向 

: ふで も氣 がつ いたか、 速 中】 度 

じコ ッチを 見て、 一を じ齒 をむ 

き ホす、 笑つ たの かおつ たの か 

巧 ホじ齒 ばか b 白 <駭 しく 見へ 

じので、 飛ぶ ゃう じ I おを 降 b た 

が、 をつ ては かなは のど 思 ひ、 
巧の 中 じ 這 ひ 入つ で f 、 ちじ 箭を 

つがい、 息を 靜め てが つて 公る 

をれ 切 An : の 音 もな.、、 寂莫と 

なら 山中の 物凄 さ、 巧の 巧 b 
すれ、 钥の 日の ホ b ごなる 主で 

出 もなら 中、 勿論 寢ら やら やゐ 

た 聞の 艮さ はまた 格が、 さて 锁 

I' ごな つて おを る お をら 洞 义を出 

I で、 おを る おを る 昨 化の 舞臺を 

のぞいて をる、 舞臺 W 上 じ 生物 

なく、 をの 較が ばかりの 大 狼と 
覺 しきもの i 白骨が 撒い じ ゃ 
じな つて、 化れ 橫 はつて ゐ じ。 

ごい ふ 話が ある W 巧 i 面白い 
詔では ないか。 ナ -徐ら 面白く 
はない、 さう か實な 若い 時搜神 
記な でを 讀ん で、 われに も あん 
な もの W 出 巧 さうな もの ご、 考 
へたが の 作 b 話さ。 
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聊かが 留 同胞の 運® 熱を 皴 吹す 
一端 V してが をを 留 同胞の P 球ず 衛 戦を 舉 巧し-本年 も 例 じ 
W ら十 巧を 期して 潑 S 回 庭球^ 食を 擧巧 するな をで あちました 
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ました。 同 沿 T スン！ ツが ぶつて 參加 されん 1 を ホ 销を します 
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十月 八 年 四十 出大 〔二 J 


▽ H 巧 H 
举書妍 なぉ ャ 
ぶ 顿爵夕 よか ザ 
確 巧 おお $巧 
7 44唯り 
なが 贫义 はを 
话 3 夕 八 巧 

甫 ぶが、 お 一打 者； 

をみ 郁、 ん 事相 
談 部、 諷査が •谋 
裳巧婚 部、 を 語 
规縫敎 度。 諸 課 
を 設けを 胃* ホ 
曾 員" 巧と 計る 


都合 じょ， 當 かの 間 

盞察 

午 と 時 1 九 時 
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齒科醫 

ホ 年の 経験を なて 
最新式 巧學 手術 じ 
化 能 じて 一信 用 篤し 
= 施術 ぉ化廉 U 
日本人 諸君 じは 特 
じ 了 寧 盤 切に 治 族 

化育 州 公認 

パ^ブが 5 


r •夕 whishido , 1一 D . w . 

ご W ' 7 害 St . Tel . でぶ。 で 養 2 

出 ハ 戶な二 

自 午前 化か ま + 二が 

.rl 


健康 增進 
無 楽 治療 
巧 間は 'I 
前約 じて 

> トシ- : _ 

橫矢重 孝 I 


化が 品卸賛 

五が 商會 I 

W E ' im で', N . Y . 互な 

Tel . ぎ yvesan 二 745 


夏棠向 ランプを 資 

下 羽 電氣祿 店 I 

N 021 IBroadway 

Tel . す distt 0147 


巧 拜說か H が u 午後 八 時 
牺脖 食木战 a 午後 八 時 
パ 話 食 i 抵り 午を 八 時 
をを、 曲 おお、 が樂ま S 設槐ん b 
ホが をが 迎 す、 巧 おを 利用 et 
牧師 副 島 信 道 I 

Z ： 本人 墓嘗が 修道 會， 

1.02 VV . 12 ざ 一次. N . Y.cuy 一 

TTel . IVlornin ち ide 》 一爱 


H 本人 敎會一 

枚 帥 川な 宋么進 
辑 事 田 中 巧 二‘； 

た ち 舌ち 玉. {. 呈 urch & Insi . _ 
岩 3 生. 養 si . Tel . C 一 写 kss 童 1 
滴が 說敎日 化 ： n 午後 八が 
が 僚 貧ぶ IfH 午 ホ 八 時 
拽键會 火が U 午後 二げ； 
♦巧 宿舍 

化 置 もが 比亞を おを ド 巧を 十' 
五 か 學ま會 社員 旅 巧 おにを 適- 
設瞄菌 基锥法 巧が 及を 袖 娛舆， 
を おを をを あら 

巧ぶ 巧を 巧 化、 旅ぎ を 巧、 & W ; 
爭ぶ 調を、 お 化ぶ 事 巧お錢 旋^ 
まけ 粗 諸 化の ホを を 歓迎す 


郭誰 3 おお 十 U 被が 

が 誌 t 马 I 部+化 

ミで St i St . N ' Y . 写， 


船具 食 巧 おながが 用を 

遠 鱗 小 刃靖曾 


29 Sroadway N . Y . Ciy 
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税關 事務 取扱 

wjLLi L. iu Go., 

さ ロヨ 12 吉ゴ Broaiiw さ妄 
ま ミ 巧 Bawl 忌 Green 9 夏-三 37 


♦磬籍 告雜誌 寺が 閱 
縱變 ま及弼 
執務 午前 九 時よ h 午后ぶ 時を 

紐脊日 本人 會 

西 五十と T 目 二 五 Q 番 
屯 話 サアク 八 八 一' 九 〇-下 化 一 


化 留话年 巧 おの 側が 

日 ホん 靑年會 

巧 W . 顯 Si . 呈； 日 与 ki 12 M 


大 が 肯 H 本人 

基督 敎靑年 貧 

芝 2 E . 度 ih St . N . 产 呈 y . 

ジ L pi £ 8141 


Jo 巧 10 至 OOC さ M P 

171 安 si 葦 Si . NewY ミ k 
Tei . 至 ミ rside 35 な & ジ呈 ler 養虽 

みみな 巧 午前 九 取！ 午後 一 時 

養奚 午を ハで 午後 S 

H 曜 午前 九 時 i 午後 四時 

ドク トレ/ホ 楽乘吉 


診察 時間 

午韵乂 巧！ 十呜 
午後 六げ！ 八 巧 

パ^ 小栗幹三 

が 育 ホフ ラ 7 I 病 常 
第五 巧 掏 院勤踞 

武が コン バラン ド 

病院 勤 塔 1 
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午蒂乂 時よ & 
午が’ pfi 時 平 
水曜 午前 义時 1 



= 新 ま 無 滿治热 = 
を 年の 經驗 をな て 
H 本人 詣 をは 特に 
T 寧 盤 巧 じ 施術す 

: マ— チン 


獅報樣 治療 I 

U 水ぶ び 電氣治 お；：：： 
ホる 儿巧山 目よ ち權 
張の 目的 じて 一時 夏 
朔 化， 粟 比 お 
衍ほ毎 開の 節は 新進 
の 設備を 凶て 治療 じ 
應じ 中し 慑 1 
紐 IfE 瑞典 フィ ジオン ぅ j 
ピ！ 學 探を お I 
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腰 姑み 筋 違 ひ 
其 化 薪 お揉热 をの 紐 
蒂 めじ 應じ御 庵 話 
第 御 豕磨义 はボテ 
じ 出張 親切 じ 治热化 

上ます。 前約のホ^ 
午後 一一 一時ょ た 自を一 
て 施術いた しまず。 
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日本 

洋服な 


げ山 信み 郞 
松 本が 


を 五十 己 了 目 

ー ミー ーー 

伊藤 
洋服 巧 

作 ラ 信な ハニー ー 


来が ホ 丸 ノ巧ピ か デン グ ニ階 ニー 10- 接 
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戶しヮ ー F •ハミルトンが 評を 對列 
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凹 ご 一と 


メ ー シーは 紐を 裳 火の ザ パ！ トメ ント辆 店で あ . 
ちまず。 新ら しい 昇降機 ご玉ス 々レタ ー は廣澗 - 
な 化內じ 化ける 皆 樣のわ 買物に 彼を £渝 快 どを.！ 
與 へて ゐ ます 

他店で 二 弗ず るら の。 らば メ I シ！ では 一 
張 八十 八 仙 或は をれ 化 下で 寶 へる 2 をごぅ 
ぞ御 記憶 下さい 一 
H 本へ 御 荷物を 御 送ら じな ちたい 節 又は 御貿物 
に 傑して 御用の 琪 をは パ I ソナグ ショッピング 
ビユ ー 0 1 を お肆わ 下さい、 親 巧 じ 御 便宜を 計 
らます 



正直 ど 親切 どを 旨 どし 確實 

信用 ある 商 おを 蹄 選し 

時別廉 償で 贩賣 致します 


ブ オル サム、 エ瓜 デン 四 割引 

ぷ 他は 化て S 割引 

一む 輪 鎖 貴を 旌並じ 寶巧煩 一. 顿 

ミグ トン 時計、 フ —ドィ 

マノ ィス 時計、 を補睛 時計 

オ ータ！ マン 萬年攀 

ち バシャ^ — プ 鉛筆 

刚銀照 並 じ锻器 一巧 

御歸 朝の 御 ± を 一切 

.時計の 修簿は 化險付 じて 確實 

じ 巧 川 自身が 致します 

- がを ホ 西 四十 一子 目 四と 番 

一四 四 二 一巧 宰 (五 巧 ど 六 お 間〕 

.1 巧 川岸 商會 

ぶ 請 ベン ン八バ こアと S 二 九 

Islikaw ザ IKishi 0? ちぞ .た nd St . 


An 

s 

fl 

tm 


成 巧の 秘訣 

义阅式 英語を 話す 事 
，は 成功の 第一義です 
本校には リ 本人 敎按 
じ 惟れ た專巧 婦人を 
邮ぁ 6 懇切 じ 會詰逾 
信义 社を 語を を 巧し 
まず。 H 懼 週：：： 共に 
午前 化 時ょ b 午後 十 
恃 まで 閒揀し ー レツ 
スンと 十袖づ io 今 
H 直ちに ホ沒 われ。 


み 

h 

諭 

t 

麗 

が 8 

■ W 2 


错宵 •百貨 化 化來 【-こ 

十三 歲の 小僧 ん 

四十 六 年後に 商贊 道の 擲者 


i 第 立 巧の シ 3 ッ ビング •ゲス 
トブク トで姑 人を が 巧 紫く 化 ホ 
する 化 じ フランクリン •サキ モ 

ンズ巧 食かゐ る。^ 化け |二 年 第 

五 巧の 四 目 十四 巧に 巧が 食が 雄 

築され る 切を 

一 化阳了 @ な 化 じは 殆ん 

どか 化は。 < て 孰 いもだ 决の化 
を お 域で あ も、 サキ モン ズ巧 お 
一の お 地は 當巧糾 をが を ホの ッァ 

- ニア ごけば いた ウキ リアム •ア 

スタ ー 夾人 S 々化で もる 力。 リ 

—ン •ア スター 夫人が 巧した 才 

> ム •ゥキ 作 ソン も 人の 邸宅で 

，わつ じ。 サキ モン ズ氏 のぶ 人は 

化 巧 檢を危 んだも S であるが、 

固く 决 、むしむ 氏は ぶんの 忠吿を 

巧け て お 階が の サキ モン ズ •ビ 

グ デン グを途 築した。 么が 現が 

サネ モン ズ 下-陵の 先驅 であつた 

此 サキ モン ズ 氏は 千 八： 白 六十 六 

年 じ なれた ホが の她 育ッ兒 であ 

るか、 貧家の ずで ある フランク 

リンは 千" 八 巧と 十九 年當时 十ー ニ 

歲の 巧、 今の スター ン •ブラ ザ 

! ス陶 ちが 巧 六 街から dasT 目 

じ 移つ たので 一遇 閒の給 巧が 倦 

か 二 弗 五十 仙 どい ふ 

イ 朝の よ 牌 ザ か 

ら 巧の 十が なをは 普通の； で、 

_i .唯り 等は が 巧に 到る をキ ヤッ 

シヤ！ S 助手 どして 働いたら の 

でみ る。 十ー ニ 歳 じして 商：： 巧 道に 

入つ わので あるから か 論を 育 も 

ずけ てゐ 。いので、 巧 まじ 懇願 

しじ 結果が じ！ 週間 じ 二 巧の 吸 

を貨 つてが を 校じ迪 つた もので 

ある。 氏の 拘才は K 夕！ ンも执 

じ 認めた もの か 十六 歳の 頃し は 

お赖 がん 贸込良 となり、 か I 歲 

の 了 年に 速し むい 時には 旣じザ 

給 あモ贿 ごい ふが おでけ 破格の 

媛 遇 V - ずけ たらので わる。 千 凡 

酉 S 年を 乂夕 I ン •.ソ クダ — ス 

に 働いた 巧け 遂に 


獨ぶ 獨步を みぞ、 问 

惊 .5 フク！ シエ キムに ど 共じ貯 
を 十 巧 巧を 資本に 前記の 如 < 第 
お 巧 じが 戰を舉 ぐる じ まつた。 

サキ モン ズ •フ ラ— シエ キム 共 

M 巧 自の巧 語は 所謂 「第 お衔ブ 
ラィス」 の 弊を 打破して 鲍をも 
値恪 本位を 慑 巧した が、 化が 貞 
溢は 忽も 人氣じ 投じて 開店 匆々 
から 繫目ホ ミなら 陆 め' てが 期間 
じぶ 巧を 陳し たもので ある。 を 
こで ぶな 游 娘の： 端 ごして 紐を 
の 草み けが 化 じ r ヮッデ 八 農閣」 
ごして 么 高い 前記の 凹： 白 十四 番 

から 十六、 十八、 か 番じ媳 張し 

千九な十- 一年じ^^么を十二階層 
にな 築し 西 化 八 了 目の 二をから 

十六 番 を、 西 化と 下目の 五 あか 

ら义番 をに 延長し サキ モン 

ズ巧會 の 特長 どして は 別に 

一二 十二 軒 のが おを 設お 

しわが、 を然 サキ モン- ス巧會 ど 

か 離.- たが 巧で 經營 されて ゐる 

> とで わる 。共同 經營 をで あつた 

フ ラー シユ キム 氏は 千乂だ 十四 

年 じ 逝ました が、 千 化が 化 四 年 

じ ま b 之を 巧 式 紐 織に 改め 現 化 

では フランク ジン ■ずキ モン ズ 

氏を 社を じ、 を 总のア ー サーあ 

びジ ョ！ デ-女婿の P キド氏 等 

か 副 社を どなつ てなる。 獻洲乂 

徵の 際には 同が 食から 百サ おを 

の 巧 員が 從 軍した か、 而も 一人 

の 黙 巧者 も リ< 現が アメリカン 

レジ ヨンの 中に t 2 フランク リ 

サキ モン ズ 部隊 どい ふ 珍 もしい 

もの^ 出 ホて ゐる 位で ある。 斯 

くして スタ- — ン •ブラ ザ！ スの 

小僧から サキ モン ズ王國 の衡權 

ネ框 る」 まつた を 述敎育 も 受け 

てゐ ない 立志 傅 中の 人は 米阀お 

類協會 々頭で あら、 吳服 小賛巧 

協會 重役ぶ び 仲雜調 訂協會 のを 

なを 兼ねて ゐ る。 因みに 氏じゴ 

术フじ 化 能で をる ど。 


ロンドン 金 和 下げ ご 

世界 金 離 中ん 地の 爭奪戰 


本が 前 巧 所がの 如 < 巧瞒 がが 

が 今 W お 如 どして か 利 引下げを 

斷巧 する にを つた； u 巧 米が 巧 

じ セン セ！ シ 3 ン をがん だが、 

利 ドげ 事が どが 前を K 挪し 

米國 財界 の 觀测を 聞く 

に歐 拥大戰 0 ホ 化が を规市 煤の 

中必は 紐诗に をら、 お 外貨 附の 

如き 現じ 本年 じ 入 b て： S ホの も 

'の も ロンドン じ おしが 巧 U 敕巧 

がに 建して ゐ る。 而 して 數 近に 

到 b 射歐戰 時巧附 の化濟 におす 

る ホ風當 局み 態 巧 •か强 腰 どな b 

自然 胡 外を 軸ら 引締 つて ゐ るの 

で 之を おかす るぶ かにが て 掛か 

的に 巧つ た 4 ん でみ b 、 おじを 

等の 彩懲 じょる 図 隙 巧 巧 細 節の 

ぶ 巧を して 必 すしら 求 闕本化 ご 

せ や 幾み たら VJ も 大陸に 接 巧せ 

しめん ごする 對か 政策の 一端で 

あるが、 同時に ボ—片 ドウ イン 

み 間が 去る 六月 ピ W てを 本位 制 


を 回" 化した を W ホ 

爲替相 攜の强 ホ 維持は 

おを に 具 に 副 ひつ t ある も 

物 化み 動搖は 化が どして 繼賴し 

を 棠貴易 力 面ら 亦 ホ おどなる に 

ぶんで 國內 の财界 は不夕 ど。 ら 

ぉじ 石 か ストラィキ 問題の おな 

する 等 あらて、 最初 ょらを 本位 

制 化 じな おしつ 一 あつた 經濟 

學者ヶ ゴン 氏は 索ょ b I 般於 

おじ も 漸< 非難 ど. ホ 安の なを 增 

すじ まりした め、 化府 ごして 比 

際國 内的に も 利下げを 斷 巧せ ざ 

るを 得ざる 破目 じ陷 つて & たの 

である。 み じ 政が の播か 貨师化 

締は财 が ぉ 難の のどな りつ i も 

つた 、今 凹の 利 ド 政策は 卯 も 

契 巧の お W 

貸蹤 が 活 を 想 味ず る も 

ので あ， J て自 が" ン ドン ボ 巧の 

活ぉをぉすにまるべく、 化ホを 

細ボ 化の 爭轄戰 U 巧び 紐 巧 ピ。 


ドン S 閒じ 繰ら 返へ 卞悄 能を 
化 わ f あらぅ か、 乂婉财 巧は が 
は賛 本ぶ 出を 稱策 どず る ホ 情 も 
ムら を々 今後 どても ロンドン ど 
ホ 拱の 中 也を 爭 ふょ b は 诲ろ巧 
國 .こ 協 九して 國際金 輒に從 ホし 
を 本位 制 时化當 時の 聯巧 準備 お 
巧义び モ^ ボンが をのを クン ザ 
ット もが 國の ホ 留じ應 じて 支 巧 
すべし ご觀 測され てゐ る。 巧號 
お 巧 利 ドげ の站裝 どして が 育を 
巧は がて 蹈ず的 じ 利 T げ のをな 
く、 殊に 金本位制 回 從當时 

英米が 界 じは を 利に 辨 
て默 契が 立し 常 じ 其 差違 約 ー ホ 
を維持する； になつ てゐ 6し、 
をが の 高い。 ン ドンに 米 國の遊 
資は駭 から やを るので 米幽の 
を 利は 化が どして 現狀を 維持す 
るで A らぅ ご 云 はれて & る。 孰 
れ じしても 今 凹の。 ン ドン 利 ド 
げは英 齒の圃 際を 飄じ對 する お 
ホの 活動を 晴ホ する もの ご 云は 
U ければ ならの 0 、 

明年 募 償 額 ' 

一億 五 千 巧 

大正 十四 ザ 度の M 政 
大正 十四 年 巧じ改 をされ た 財 
政計畫 じょれば 明年 巧のを 債發 
巧豫を 額は i 般會 計に 於て 一億 

W 、 特別 食 則 じがて 朝鮮 事業 叟 

を 憤 一す 巧 W 、 搜 道を 償 四千 巧 

山、 合計 あ 千 巧 w じて 潑猫 一億 

五平 一力 川なる も 右 新規 發 むの 外 

じお替發巧ををするもの：^^云億 

五ず ホが 九十 一方 W あるから 明 

年 巧冀憤 

豫 定額 は 都合 五 億 六 巧 九 

十一 方 山 ごなる。 を 府 のを 債 政 

策 どして は 明年度 も 矢 張ら 十四 

年度 ど同樣 一、 募債 緊縮 二、 を 

慕が 切ら 一二、 旣 をを 債 S 整理を 

巧 はん ど る じある が、 新が 慕 

儀み 繫 縮に 就て は旣じ 十四 年 巧 

じがて 出 ホ 得る だけの 削 賊を巧 

つて ゐ るから、 明か 度豫算 編成 

じ當ら 公憤 ぉ 巧 事業 費じ勒 して 

おらに 整理 節約を 加へ ざる 限ち 

之を 减額 する ミは 到底 脚 難で、 

今後を 債 源に 振替へ るべき 適 

當 な巧财 源が 獲を されない 限 b 

新規 慕 债衡を 億 五 千 巧 川な 下 

に 減額ず る i は 殆んど 望まれな 

いど さむて ゐ る。 而 して 明年 巧 

もを を 巧から を觸 ける かは 目下 

調 お 中で あるが、 大藏 省の 息嚮 

ど （ては 

經濟界 の 整迎を 助がず る 

ためにが なく ども 十 お 年度を は 

をが. 3 を 裳を 打 切る S がま 當で 

ある どい ふじ あちて、 潜：：！ 藏相 

の 化 じは 夕 小一の 曲 難は あつても 

を お： 5 打 切 b は 明年度を 繰 けん 

ビ する じ わるから、 今 巧 經濟巧 

が 急 じが 轉 せざる 限ら 本年 废の 

ぶ 潰 方 おを 猶滅 ずる もの ど 見ら 

れてゐ る。 旣轻を 債の 整理に 酷 

しては が お 時期が 到 ホす る 都度 

おるべく 短 則を お 期 じ 憤を へる 

ぶかを 採る どみ じ、 一方 化 源の 

許す 鉛 勘ので 滅俟 基を 繰 乂额の 

お 加を 引 b 巧く は 菊 余を の-一部 

を W て 臨げ 惯還 をり ひ 威 償の 减 

が じ 巧 めん ごする じある。 巧が 

國债 はが々 お 加し まる 六月 未现 

化 にがては 

巧 外 憤 をを せて お 十億 w 


ぶく じを したが、 瑞 化の 财め計 
をを W て 進めば がが 發 巧】 協 お 
千 巧 川に おしのを がは 五平で 川 
じ 過ぎ S から 結け 每年 一億 川 宛 
を增 加す るふ どな ら、 其 利挪ひ 
だけ でら 二倍 五で 巧 wu 上で 經 
お歲 出の 二 剧五ホ W 上を 占め 
結果 ごな 6、 此儘 放任 すれは 國 

家财 政の ぶ 礎を 薄弱 じし 圈際的 

信 巧 を 失 酸ず る ものごして 大藏 

當 局は 巧が 邀 儀の 緊縮 ど 共じ旣 

發を 債に 對 しても 整理を 斷 巧す 

る 計 畫を樹 て、 が 債 方法に 關し 

具体的 じ 調杳 硏兜を巧 ふ ； に ぶ 
つて ゐら〇 


航ぞ 會祖が 

飛行船 借受 

資本を ぉ 千‘ 力 弗 

あ 名な 企業み ジョン •へ キス* 
、ーー モンド 巧は 今 巧 資本を 五 千 
巧 弗 じて 乂閱 航空 會 社を 剣設し 
米國を 都市け 素 ょら 太 西が 橫锁 
の 旅を ぶび 貨物 運搬を 取 お ふ 計 
畫を發 表した。！；！ モンド 氏は 
マサ チユ I セット 州 ス ブ ンプス 
コット じ 大統領 ク ー リッ デ 氏を 
訪問の 上 商 おお 官フ ーグア ー 氏 
ご 某 じ 之が 計靈じ 就て 懇談した 
が、 新會 面は 航空 速搬用 どして 
飛 巧 船を 使用す る 箸で 之が 試驗 
の 意味を 兼ね 目下 海軍 おが 保管 
中で ある 飛 巧 船。 ス アン ゼ术ス 
号を 惜ら ずけ て 差し 當ら シカゴ 
が 育 間の 飛 巧に 化 用し、 其 成績 
じょ b て 巧に 大巧 飛 巧 船の 建造 
を 目論見つ i ぁる。 旅賃 は一嗤 
一巧と して シカゴを と 十 おおを. 
徵 ずる 尝 でぁるが、 洗會 社は 夕 

を ゼネラ A •エレクト 9 ック會 
社のを 役 じ一 て ド ー ズ i !#9 が 案 

者 ごして 知られて 在る 才！ ゥエ 

ン* ヤング 氏を 支配人に 迎 へる 

善で ある。 

二 一億 弗の 減額 か 

乂國 豫算巧 長。 i ド & は ホ 年 
巧 豫算を 約 二 千万 弗 方削减 して 
化 億 八 千 乃 沸 ごし、 所得 焼】 切 

の 臧額約 ill 臆 弗の 見積書を 大統 

統領 じ 提出し 目下 審杳 中で ぁる 

が， 豫算中 じても 陸 お 軍は 陡 '軍 

の 航空 費 一 一千一 力 弗を 陈： 外は 悉 

く削賊 されて ゐる もの i 如く ク 

) リツ デ 巧 も 大体 じ 於て 化々 針 

じ賛 おらし いご。 


本 前 おを 特電 「5 籍関 


硫化 染料 巧荷增 

だ 抓 動 乳の じめ 硫化 染料な 靖 

激增 して ゐ るので 么が 消化 策 ど 

して 爲替 をを 巧 用し 米國ぶ ひが 

度じ愉 ぉが 算の 見込 立 もが 社は 

新 販路 閒 がに 盡力 中で ある。 

ぶ 巧の 卸 賣物價 

H 銀調杳 にょればと 巧- S - の 卸 

物 傾 五十六 柿は 騰貴 か S 、 下を 

か 四、 持を 化 袖 じて 前 巧 ょらず 

巧と が 八 毛 方の 低を でめる。 

巧 地 銅價新 高値 

ホ 銅 商の 影響を 受けて 内地 颁 

も 新 鳥 的を 示しけ 斤 五十 S 叫 五 

十 锐を唱 へて ゐ るので を 銅を 者 

はおを を斷巧 せん。 • 

郵船 會お 改革案 

郵船 食 社 故を をは 制度 組織を 

根本的に 體巧 緊縮す る 由で ある 

, H り W 上 十-日 授 




B 色 era No 風 Low 

474-6 扣 Ave ， 

Bet. 28th-29th St, 


美陳 じして 淸潔 

s 贏 商 撥 

午前 十 時よ ち ち 
午前 六 時まで 良/ 


乂 

化 

の 

ザ 

八 
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水 

曜 
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言葉の. 巧 違に 泣 < 

移民 局の. 金髮 美人 

遊々 英京から 邦人を 慕つ て 


m 

♦t 

硬 

I 

織 

を 

巧 

を 

k. 

巧 


が 民 制限の クォ タ制 巧の 殿を 
な 取締 6 ももの かは、 化が はる 
ばる 舆巧 。ン ドンから 化が 育に 
H ぶ 人を 慕つ てが 义 したが、 些 
したる 言葉の 巧き 違 ひから 移民 
局 じ抑档 されて むるな 髮のお 人 

が ある。 彼の 女は；- 八 ド レッド 

マクグ ォィ (化ぶ、 か 一二を V」 呼 

び、 が 比 制 化の やかましい 昨今 
ホ 厨 じ 一時 滞在 どい ふを 義 でが 

脊じ ホが したのは 先週の i 一、 と 

陸を には さした る 阻雜も 滞 

乂期關 置ヶ巧 ごい ふので あるが 

上陸 後の わ 化 化を 訊問され た 際 

ウェスト •エンド 街數 がを じ 化 

んで ゐる當 地^ 某 巧 人 大商巧 員 

旗波猛 (依 名) の アドレスを 擧げ 

闲 氏とは ロンドンの ンゲ I ス供 


樂 部で 知 r しじな つたと 中し ホて 
じ。 移 おなでは 化ず がちを の 巧 
つた：：： 本人、 片方は 妙齡 K な髮 
ホ 乂ど來 たので 妙 じ 氣を迴 はし 
たらの か、 念のため 巧 波 氏を 移 
はなじな 喚して 特別 锥杳委 む 會 
で 補々 £ 訊問した。 巧 波には マ 
クウ ォィ 媛 どは ロンドンの 下が 
での 知己 だ ど 中し 立てた ので 兩 
人の 陳述が 相違し、 且つ 旗 波 氏 
じは妻子もぁる；が啊がした^ 
め 移民 官の 眼は 怪しく ホら 出し 
遂に マクグ ォィ 媳は 上陸 5 資格 
なし じ 認めら むてを は 扇 じ 抑留 
の 身 どなり 目下 勞働 おを デ I ゲ 

イス 氏の 部 かを 中 請 中で ある. か 

巧し 上陸 个 W 能と なれば 规をじ 

j つ： 送還され るで あら；。 


第 

一 

千 

百 

六 

こ 4 -- 

と 

號 


一二 


恭しの 娘が 

化けの皮 

十六 歲の シン ゲレ 

ラ 實はホ ー おの 娘 

當地 41'化 楽 者 中での が' 力 長者 

ど ゆばれ 夫人と 離別 後 濁を ホ 巧 

を 送つ てゐた エド ヮード •プロ 

1 ニン グ巧 は義じ 養女 ごした 本 

年 九な の ド。 シ！ 媛には 

姉の 格 で 若い 娘を 欲しい 

どが 聞に 廣吿 L た處 、阿し ろ 巧 

ず： 2 が 巧を 者 ど あつて 四 ホ 八 ホ 

からが ひ达ん だ中达 をは 一 巧 五 

千 名に 達した が、 其 中から 擇ん 

だのは ロング •アィ ランドの ア 

ス ト 9 アじ 化む メリ— •グキ ゾ《 

ス パスと 呼ぶ 本年 十六 歲の 娘、 

ボ へ；、 ァ移 おの 補で 而も 兩 親は 

ジャ ニタ- — を一^ てゐ たど あつて 

話の 柿 W なら、 他の 一万 四千 九 

口 九十 乂乂 ごい ふ お 補を は 孰れ 

も メリ.- の 出世を 菜まざる おな 

く 量 就を 近 化 化した が 宵の シン 

'デ レラょ ど惡 はれた 。メリー は 

I 養父 どみ じ赏は 第五 巧で 買物、 

: 巧は あ燈 W るいを 巧® 庙で夕 食 

'，を 誌め、 廣 莊なブ こ ング氏 

.がを じがて 

^ 據な化巧ををつて 

^ なた： か、 口 さがむ いお 所の 人々 

の 口から メリ ー じは 视じ 婚約し 

わ 巧 •か ある i や、 十六 歲 ごは 眞 

ホ。 噓で實 は 化.； おで ある ごの 

'躲が 巧は b、 化 づ巧陆 記者の 活 

|動ビ4;<'つ て與論は メ リー みお化 

から 架て けプ n ! ニン グ 氏の お 

性 じた 疑 盛の 眼を 注ぐ じ 至つ た 

が、 がの 嫌 あ：？ でもが 節 辆打检 

‘ 、、措 nu いご あつて 調を を 脚 

I 始 しじ お 架敏巧 巧に 二 巧を 登錄 

ごれ た 卽錄は 明らに メリ ー がを 

がか-な であるの みむら 中 

み 巧 局の. S も 之を 立証 

t てむ るので ク キン， 挪檢 事は 

メリー は 楽ょ b 脚炼 おを がを パ 

喚して 化調づ が裝ィ 4 —UW か 

1 じ 本年 山 一ぶ の娘ピ ある-とがが 

1 明した る ど、 化の 化が r 巧へ 兼 

J 

巧 


巧 今 破鏡 S 嚷 じ： がいて ゐる さぅ 

だ。 年頃の 娘 だけに 一 時は 非常 

じヒ タブ 9 ! どなつ たが、 目で 

はブ nl ニン グ氏 のぶ 人の 邸を 

に一时 預けられて ゐる〇 「年を 僞 

つたのは プ n — ニン グ 氏の 巧圖 

じ-よる もので、 彼は 妾を 戀 して 

ゐた」 4;^で；も新聞記者じ語っ 

てゐ るか、 おく 活動 女優 じなる 

どかなら のどか 辱され てゐ る。 


南の ため グラウンドの コンデ ッ 

シ ヨン 駆く ホが のかき 成 緩を 孽 
げる i は 出 ホ。 かつじ さぅ であ 
るが、 一 幾赏は 唯一の 支那 人會 
員た る踞 ちが 獲得した。 二等 質 
は ホ 川、 ホ 司、 おがの 二 一若が 岡 
点 どな VJ たが、 ポ川 君は ダ" ス 

八 八 じて 當 H のべ マト •スコア 
を 化 6、 ス 'クラ ッチの 化 野 巧を 
ビ J 卜 L たので 今 お靑藥 會のス 
クラ ッチ どなつ た。 入賞 おの ス 
コア 及び 氏を ホの かし 
氏名 グロス ネット 

媽 一 0 一 
巧 川 八 八 
，ホ 巧 一 0 四 
を 井 一 〇 四 


と 九 
八 一 
八 一 
八 一 


邦語 學 校の . 

試訴ど 審理 

判み は來巧 中旬 

布 哇縣が H 本お學 おを 制 策 ご 

して 一を 童 じ 一 學期一 弗 宛を 課 

する 2 じ對 しては 布 畦が 留 M 胞 

は 孰れ も 之を ボ服ご L てを ホ閣 

化 ホ 裁が 所に 之が 實施方 一時 差 

化め を 中 請した る じ 街し、 战巧 

所は 化 ィン ジャンクションを 許 

巧した ので、 布巧縣 はを じ 之を 

を 港 第 九 おが 訴院じ 上訴した が 

右 栽 刊は今 巧 中旬 頃 桑 港 じがて 

巧 はるべく、 n 本語舉 おを 化を 

して ラィ トフ！ 卜辯護 十一 出廷し 

縣侧を 化 巧して フ アブ アー辯 護 

七； が お 席 辯 論を 剧 はす 帯で ぁる 

ごい ふ。 今 闽の辯 論け 化理 上の 

をぶ じ 銀 中され るので 一巧 間 乃 

ま 二が 間を 出で や—- て 終了す ベ 

< お訴お d 夕み化 巧 初 巧が ホを 

下ず 模ほ でぁるが、 调制 巧の 勝 

化は 今 = 逆 略し 得ざる-^ 或は 大 

薄院 左迴附 される で こしなる かも 

知れない と。 而 して 大審院 じ 到 

れば 無論 ネブラスカ 脚に がける 

か 闕お自 ホ お 巧の 制 A 例 又は 才 

ンゴン 州に 於け る敎巧 の 日 も 巧 

題 も 引例され、 が 語を 巧 侧の勝 

叫に 終る' べきは 明かで わるが、 

本 化は 大陸 同胞 じら 脚 係す ろ處 

がが いんです 大の 化ぶ を おいて 

ゐ るり 


日本 對西國 

准 優勝 戰は 

愈 明 H より 開始 

ぁ乂 の 興 化を W て迎 へられて 
なみ H 本ぶ び 西 班 ザの デビス 态 
准 優勝 觸け 愈々 明 H よゎ バルチ 
モァで 開始され る 2 どな つれ。 
淸水ま おおめ. 風 山、 福 田の 一二 损 
手は 今週 おめ よ 6 问地じ 割ら 西 
巧才 化を 撰 手 も亦ァ n ンゾ 兄弟 
ぶび フン ッヵー 等速 勝の 巧 職を 
挪 L て H 本を 屠らん との 盧氣込 

で マ こ ユエ瓜 •ァ りンゾ 及び フ 
レッ ヵー が單 試を を、 ァ 曰ンソ 

兄弟が 夕か 前例 じ徵 つて お 試を 

戰を擧 がする だら ぅど 見られて 

ゐ る。 U 本 側の 策 戰は巧 田 撰 ホ 

の單 試を のかは 未だを をされ て 

居らず、 淸水ま おが 第二 單 試合 

を 催す か 或は 福 W 撰 手が 之を 補 

ふか 頼 旧淸水 紐が お 試を 戳を擧 

むする かは ホ 確を なる も、 孰れ 

せよ U 本 お 西 班 ザの 試を は激 

戰を豫 想され 庭球 ファンの 化を 

湧かして ゐ る。 

日 庭の 送別 試合 

旣 おの 如く H 本 庭球 お樂 部の 

を 別 試を は 去る 王曜 H 午後 二 時 

よ b 二 な 十ー ニ 了呂の 同化 樂部 n 

—卜に 化で 偶され た. か、 翌 日曜 

H 午後には 上半 部では 山 口 誠 君 

が 准 優勝 戰じ 進み、 下半 部では 

か 桐を お巧會 の 化 おな 君 ご 正を 

銀 巧の 贊輪 保哲 どが 准 慶勝戰 じ 

這 入つ た。 黃 輪を はお 二® 戦で 

を 化 君を 六 1 四、 お 一 おじて 第 

一一 一回 戰で加 巧 君を 六！ 一， 六 i 

二-— て。 化 巧 君は 第一 一回 戰で永 

井 巧を 六 10、 六） 0 じて 巧 一二 

间戰で野崎おを六10、 六11二 

じて。 义山口 君は 第 S 阿 巧で ホ 

野 君を ち一 一二、 六 1 四 じて 孰れ 

も败ら 巧都エ 商の 内 山 一二郎を は 

ぶ 二回 戰で中 西 君を 六 1 1 、 六 

1111 じて 媛し 躲 一二 闽戰に 進んだ 

が、 雕媛 勝戰は ホる ぉ_罐リ 午後 

を 巧し 翌 H 踞日 優勝戦を 唯す を 

である ど 〇 


をは 高木 增旧巧 食 まの 島 木 ホみ 
郞 お、 副 司み が 河 添 旅舘の 御大 
田澤ぶ 公爵、 參謀 ごして， は 中 山 
が 球、 乂山 近さん、 巧 中が 巧 等 
を 古 濟々。 

♦四な 五十 巧を 奮 おして 借ら 
义れた 窺 船は ジェネ ラ 八 •プ ッ. 

トナ ムロツで 定 買は 六む 人を 收 を' 

出 ホる が ホが 切符の 賣巧が 思は 
し. ^ なかつ ねので、 も 化 二 p* 目- 

の 校 橋から 乘 b 込んだ 同胞 小 供 
達を をせ てな 册を 名、 午が 十が 
ダィク マンのを 頭から 馳せ 加つ 
たのが 約な 五十 媛數 S だに 
達しな かつた が お蔭で 非常に n 
ムフ ォテプ 瓜では わつ た。 

♦面白 わかしい 黒人 音 樂隊の 
ジャブで 孰れら を r ろ必 一4 浮か 
れ立 もつ i じ 遜を のぼる。 掏 
すべき 兩巧の 夏 貴を を 賞 づる人 

ダンス じがる 人、 チェッカ アじ 

凝る 人、 互じ义 潤を 叙す る 人、 
おひ''-^ じか 遊を 樂 みながら 午 
を 一時 じ 近き 頃 サンセットを 園 
じ 着く。 一同 自も巧 動を 執つ て 
パ ー クじ 遊び 午を 四帖歸 化の 途 
じ 着く。 

♦上み ご 商 風 どじ 逆 ひつ t が 
がする 紙 内では 福引、 舞踏が 大 
けづ みで ぁつれ が 午後 ホが 半 頃 
ぁ發化 点じ 歸 着、 一同 委員 諸君 
の勞を 謝して 無事 か 遊會を 終つ 
た。 賴を子 講ピ河 お 御大 ごの 腹 
を 痛めた 高は 恐ら < 1 二な 兜に 近 
からう VJ は 巧 外漢の 計算で ある 
さうな 0 


の J い 內じや 0 て 戴きたい 〇ゴ 
八 フ述は 昨今 宵る ど觸る ご化卜 
—ナ メント を發衷 される； を 巧 
つて ゐ る。 御 多用中で も 是非 御 
遊 力に 巧 か b 巧 （化して 御 願 ひ 
申 上 巧 (パンを の ダニ) 今 「打え 
の 巧」 どかい ふ 名文 集が 稱 陽の 
紙 懼を离 める ため 近く 出版の 增 
が ある ど閒 いたを わて 者、 魚懼 
のをい 昨今 r ぬれ」 の 値上げは 怪 
しからね ど 飯 M の おや だに 增つ 
て か-- つむ どい ム 話が ある (あ 
A かう の ほ) 



，舞踏 敎授 

广 ▼社 巧 ダンス ▲ 

|| ▼ま. 情 体操 41 
V 紳古 、淑女、 わず 
おさん ホ じ 巧 喀じ 
^敎 お致し 升。 午前 
'十 時 ょら 午後 十一 
時を (H 曜を 除く) 

シャリフ ■ダン シ 

ング 師範 學校 卒莱 

上 杉 タマ 
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•む 

巧が 
〇 わ H 

郎 

〇 化！' 

K L 
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魚類 一切 

御小賣 

新鮮なる 簿 類を 
生產 地よ ら毎扫 
がら 蘇せ て販賣 
iib 御注义 じよ- 
ら 配達 致します 

加泮ぉ 弟商會 


2 

D V- 

W g 8 
T : 3 

S がが 

T N な 

の 削 加 

A 削。- 

N 姐 化 
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り 本、 ま瓣寶 玉製英 
術 品、 婦人 用 首 飾 其 
他 裝赖品 

闕島訂 •： ：：が 

高 巧た 術 品修鐘 > 

首 飾 お、 スト y ンダ 
U 本 服 裁縫 


レ タトル 市 

NP 旅鑛. 

W 爱-害 Ave . SP wea 芭夕 Wash . 
停を 瘍刖通 東 ご IT お 側 六 階 建 
H 本 巧 册切巧 お 扱 波 巧 場 送迎 


H 本 巧窺腑 切符 御 ホ 込 じ おじ 
を 事 御 W 宜じ御 取扱 ひ 申 上 憤 

を® 小 W ホ テ 方 

► U 本 W 料理 (別間を. り) 

ぶ 港 パリ ホが-一. ア巧六 一二 
あ 話 カネー ー八 ー ホ 




口 1 A ンゼ ルス 地方の 御 
觀ホ じは が 善の 御 使宜を 計ら 丹 


0419 


/ 


，ク 
ホ テ 




緒 府ホト がける 同胞 經營 中最 
新式 商な ホテ^で あ b ます 

羅府木 一巧 一二 化 半 ‘ 



♦が 勢 物語 じ晝 
かれさぅな 優 さ 
巧が 戀じ捉 はれ 

て バス グ） ムに 

立て籠つ てゐる 
ごい ふので 貴紙 
の S 面が 料 じなる ご 思つ て稱探 

しれら ........ 何の 事 だ、 先生 一巧 

の 紐を 買つ て ホて バス グ I ムに 

泳がせて ゐ るの ださぅな (ホ 源 

巧 生) ♦噓 を聲 きお 媛 目を 書き 

巧 太を 溺 ばした 揚句の 果じ 講中 

大 迷惑の 蓄劇 をぶ 內を瘍 して 御 

覽じ 入れます (賣 名馬の 脚 生} ♦ 

例年 當地 H 本 クラブ ま 償 赏社後 

援 じて 巧 人 ゴグフ •ォ プン ，' •卜！ 

ナメン トを擧 巧され てが だのに 

本年は まだ 化ト ー ナメン ト擧村 

の發 をを 間 かの が 如何の 譯じや 

わ 伺 ひ 中 上 候。 クラ. ソ でか 談が 

纏まらな くば 是非 鼓 社が ま 催 じ 

ぃ^ つて 本 巧 来から 九 巧の 始めに 

かけて クリ^ンの コン テシ ヨン 
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□ Y 
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一般 自動 
車 並び じ 

H In— 

懇 が敎授 
夕と 時 開 
校 勞鶴余 
暇 魁 孕の 
搜 あ丰卒 
葉 証普授 
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THE M ! な 叫 BANK, LTD. 

NEW YORK A<；KN( V 
Room No. 1012, 

61 Broadway, N. V C' 

了 A し Bowling (ireen 344 り 

心 


T 貼 SiiRii 化阳 s 8anSpd.1 T •相 Yokoliama 

、 3}) 目 {| 化化か 1 扣 


NEW YORK AG 拉 NCY 
149 Broadway 
'V 片 1. Hanov が 7444-7445 


Equitable Bl お. も Y. 
Phone fi が tor 2 巧扫 


File 8ank of Taiwan, Ltd. 

Rooii5 — 巡を 

口 wiuenson inve^ing Khig.. 
化ら り roadway, N . Y . 

Tel. Cortlandt 7 が *2 - が -34 


MORiMUBA eBQS..Inc. 
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►一等 淺沒 一九 五 巧 
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-ス アン ゼ瓜 ス出奶 

は 心い 化 八 巧 二十 H 
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! ぉ (東京、 橫 お、 名を 崖、 京都、 拥戶 
尾 ノ 道、 廣 島、 吳 、柳 井、 下ノ關 
地ち 巧 I 巧 司、 小 倉、 若松、 巧夕 、久留 ホ 等 
本 固 預金、 滞を をを 專は 橘め 
て 御® 利 迅速 じ 御 お 扱 巧 申が 


藤本 證券 會お 

、一岐^ 巧 謡 券ノ資 買、 引ず •募を 
，を翩 、二が 二 之 關乂グ ー 切ゾ 業務 



雌 S 藤本 ビル， 口— 力— 銀 巧 

紐 育 お娠巧 


雜巧 陶權お 

•トク イダ ー ゾ卽賣 


® 卜-ゾ イク ー ツ狙控 

太 洋貿營 式會社 


文が が おを' ボストン 


瞄破 器、 雜貨 、ラ 


卸賣 


ンプ及 ランプ 笠 

森村ブ タザ ー ス 


リナ メ — み*" の 一 

U 本人の わな 物 Lji - i 特別 巧 旨を 睛き撫 
がで 御 お 内 致 巧 茫な父 はん 手が 次を お 
巧 問して 御 化を* i 一 お b めめ ての わ 方に 
おしては 特に 注を がしまず から 是非 わ 
化 おら 願 ひ 巧、^ 內配 速は か洽 H 本 巧 
他を 地 宛の わが^ 致 送は 當 そでを し 巧 

じ ヨン i ノナ メ. — 々1 


夏瘍グ ー ム向 


哀媛ゲ I ム向抗 
を魄 小物 雜貨猩 
ンは最 去 流 巧み 

歡迎 いたします 

直輸入 元 
リ， ー ダ 1 


み 拙 も おが、 歐洲 な檢乂 
かじ ウオ ー. キング、 グ — 
ての 化 揃へ 口 本人 顧を を 


でンド ソンスを 會 
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で 

の 
が 

八 

巧 


を敎 こが 學 ごの 關係 


天 塔 ま義の 宗教 か 科學か 

木が 米乂郞 
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水 

曜 

J 1 


S 

放 
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第 
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干 

百 


と 
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今り 义固 じを つて 居る 化 本 ま 
を ど 自由 ま 黄との 街 突は 喪 萬に 
巧す る 二つの 異 つぃ 見方から^ 
れ たらので あるのは 勿論の 事で 

あるが をの 異 つた 二つの 態度は 

やがて 彼等の 神ぶ 野、 人閒 •し掛 

してを <異 つた 化を をを む やぅ 
じな b 、 同 こくぶ 督おビ 離を が 
別個のを おの 威を 巧へ る。 おは 

1 今是巧 二つのを お 思想を 詳細 じ 

i 直 b て批 おする を 地を 持たのを 

では 單に 天を まを に 立つ フアン 

- ダメン タリス ムの 化つ て 巧る 所 

ぶ必巧 及びを の歷 をに 表れた 傾 

向：一 就いて 述べる 事に 化め る 0 

版本 ま おのを じ^ 足る おの 金 巧 

でが ごも 云 ふべき 所の ものは 聖 

禁の 無惑說 、キブ スト > s 處女降 

誕說 、キリストの 奇蹟、 十字架 

一の 賊 度び 肉体の 化活の 五つで ぁ 

る。 がしを の內 でも 聖 善の 無 謬 

說が 化ての 化 巧を 原して 居る。 

化の 說 はおを 的 じは をの 端を ユ 

ダャ おじ 起し をれ か 今：：： の やぅ 

な 忘 ホに 信じられる じ まつた の 

はキ ブス ト敎が 羅扼の 図を じ U 

つて W 後で あ b 近 化に まつて は 

:十六 化 化ち を なぞ じ 當 つて 片 1 

タ ーか羅 おおを の 敎權じ 化る じ 

聖 菩の權 がを 0 てした 時 じ巧與 

し 今 U じ まつた ので ある。' 

A A A 

化の 聖普無 謬說が 超越 的な 神 
の 巧な ホに アダムの 巧 罪 じを の 

思想 的な 根 おを おいて 盾る 爭は 

云 ふを もない。 即も乂 類は をの 

祖先の アダムが 罪を 化し レので 

ほじ 神の 罰を 巧け、 をれ なが 

らに 罪人で ある。 旣じ 堕落した 

人脚の 事 どて 再び 彼の 智 謡を 0 

てして は 神を 識る 事、 永生を 獲 

る 事は 出 ホ。 い。 唯一つ の 救 ひ 

け 化て S あ 巧の 源で ある 黑書じ 

i 化る のかは むい 辈蓄リ 神の 靈 

にょつ て蒂か C たもので 神を を 

巧 示ず る 唯】 の 書物で ある ど 云 

ふめで をる。 おし 樂當か 神の 啓 

ホ ど すれば をのみ じを ま i て 居 

つ-^ の 苔 物 もお對 の眞理 

をが 寸る孽 じあ ら、 一樣 なが 値 

をむ する 事に なろ のは 當が U 結 

論で ある。 所か畢 謀な 舊新 二卷 

ょら 成 b をの 内には 神 詔 あら 歷 

を あち 部 歌る b 傅 記 あら 一で 有 

-む 年になる ユダャ お 族の まを 义 

學の叢 萬で ある。 現 化の 藥 書の 

おを 的 研究の 結果に 化れば 現が 

の 盤ぶ の お 則が 時閒 を無规 した 

ものがん 6、 亦^つ-. _ ，の 書物 

が 問 一の 化 化を もずる-' の； な 

い 事ら 明か でんる。 

A A A 

がる じ フアン ダメン タリ スト 

は 梁. ぷの無 讓を信 やる がな じ 神 

韶に 過ぎ。 い、 天地 銷闢の 記事 

でもを 盛。 おお 的眞理 ど间じ < 

ただをれ^1巧い柴游の内にある 

ど 云 ふ 巧 山で、 お 對の眞 巧で あ 

ご 斑め る。 それ ど 同 かじ 如何 _ 

じ 確 脚 どした 巧を k の總驗 の 智 

識 でら、 をれ-か 普 巧 S 記 率ピホ 

盾す る 海み は、 巧 端 邪説 ごして 


術け る。 フアン ダメン タリ スト 
はを をが S テ" リストで ある、 
化 等け 自 みこを 神の 超越 的な 眞 
理の 所が 者--' あら ど 過信し、 己 
が 信仰を 他じ强 制し 之に 反する 
ものは 神の 敵 どして、 化れ を 迫 
害し 絶滅す る 事が 神の 榮 化を 輝 
すらの ど 信じて 疑は ない。 之は 
天 醫ホ装 じ 立つ ま 敎の必 がの 道 
けで ある。 然しを ぅした 天齊ホ 
義 のを 敎も側 人で 信じて 居る 燒 
合 じは をのが 會じ 巧へ る 害毒は 
比較的 少ない が 一度 地上の 權力 
ご おな L た搂 をを の お險巧 はを 

の 稲 力に 正比例ず る。. 元 ホ まを 

の 救 ひや 永を ご 云ふ觀 をは 人間 
の 深いを が 本能 ドが ざす もので 

あるから、 一巧 聖書が 人生み 救 

ど 永を を齊 示し 且つ 約束ず る絕 

載の 權威 であ b をの 眞 巧を 示す 

ものは 個ぶ じ ホす して 敎會 であ 

ら 或は 僧が 牧師で ある 場を、 巧 

じこうした 东敎 が政權 やを 權と 

掘ず L わ おを 幾を の社會 的罪惡 

が 化された 例は を 實に徵 L て 明 

かで ある。 


义米高 田兩巧 送別 

晚餐會 開 懼决定 

本 月下が 出を 歸 朝す ベぎ お 合 

名 紐 肯ま化 長义乂 夕藏氏 及び お 

井 荫會女 配人窩 旧を 雄 巧 送別 晚 

餐會を ホる 十四日 (を 幡一瞄 催す 

る^ どな った發か乂はが育：：：本 


人を 及び： n 本 惧樂部 行 志で ある 
右 化が ホ. 堪 巧は U 本人 曾 おくは 
化 樂部事 巧 所に 中 込まるべく 曾 
巧は •二 巧 お 十 仙 

♦お 永 祕を氏 滞が 中の 圃際通 
信 社 專格禪 事、 去る 八 H 出を 西 
わを 港經 みお 耕の 由 
•助 本元ぶ 氏 前 代議 ± 、も聰 

H 出發ゥ キリ アム スタ ゥン 聽講 

に 赴く 

•黛 あ 良 氏 原を 名會社 お昂支 
巧 お、 赴 巧のを み ホが 巧 週 巧々 
渡佛の 苦. 

参 中が 萬 ま氏滯 S 中の ザ稍阳 
大學お 巧、 ぉ晚 日出％ 今 遇 水 頃 
細が の豫定 

♦淸 瀬み 郞氏 橫潑 止を 銀 わが 
巧 支店 副ち 配 人、 夫人 問 伴 前 遇 
金曜 H 眷紐當 巧 中央を 園 巧 111111 
一二を に卜巧 

参 化が けを モ壊 H 本 ドラィ グ 
ッ ブが會 まかが 巧み 攘 、今夏 マ 
スタ ア •ヲブ •ァ ー ッの學 位を 獲 
まると 日出 發歸 朝の 途じ 就いた 
か歸朝 後は 横 濱フ五 リス 女學校 
文學 部を 巧た る •へし ご 
•若 化 麓 氏 桑 港 日 ホ 社 事務 部 
員、 ホ年废 『り ホ 化所鐵 j 巧 巧の 
要 巧を 帶び化 お 巧 紐 目下を ホが 
の 遊 說に化 事し つ、 から 約 二 週 
間滯 紐を ボストン、. 費 巧 等を 經 

て歸 をの 豫を 

♦旧 お 淸城巧 夕年お 軍 監督 巧 

に 勤務 中な b し 同氏は 巧 庁 四日 

當地出 獲 西 巧、 九 巧 一 U 太 巧 化 

化 じて 歸 朝のを： 

•出 中 貪 氏 右 旧 鹿 淸城巧 後 巧 

ごして 敎 日 前 着が 

♦が 藤 勝 治 巧 ホ 尾 商 會紐育 支 

ほ 長、 よる 日 赌口出 發歸朝 


(問) り 本の をげ じて は 本人 
のホ諾 せがる 事 かに おして 他 
人が 署么恰 印 (盗 W ) せる じ 
飽<を不服旦 つ 無効を中す 
事が お ホょ ザ か 0( 署ぁ擦 印 者 
即 t ， 盗用を におして 本人は 委 
巧した る ミら なく 宫己 じ對 し. 
權 巧の 抑制を せらるべき 事柄 
一切 U し) (が 育 新報 靈 勘き 
(を) 御譯の 仲は 日本の 刑法 
第 十と 章 第が 五十 化條 文妻僞 
造の 罪じ該 皆！ 本人の 承諾せ 
ざら し事實 明確なら ば 刑法 上 
の 犯罪を 構成 （ます 同時に 被 
害 本人は 右僞を 文書の 無 巧を 
申な つる i が 出 ホます。 か 論 
其 事 實が明 彼に々 詰され ねば 
な. 〇 ません 0 


貸家 


五 室 アツ ハ ！ トメ ン 
卜 、、ー ツト バス、 電 

燈 、ー ヶ巧ム 十 弗、 ジャ ニタ） 
へ熙爵 

S 6 で st S 3 rd St 呈呈 y . 

M 空 氣 流通 宵く 凉 しき 
侮 遮に て 水 棘、 紐 巧 

通勤の 便を し安懼 、來談 あれ 
The Toki 夕 on Boardwalk , 

So 量 Beach . S 互 en Island , N . Y . 


諸嚴其もの、樣な副 

_、 善 一島さん だ 第一に 露 面 


C— 


尺 魔 


, c 亞 人を 信用し ない 人 


で 親 英ホ義 の 色彩 亦 甚だ 濃脖な 

人で あつて 日み ホ 提携 論の ま 持 

をである A しか^露西亞んを輕 

際 的に 信用し。 いど 云 ふなら お 

ホ だつ て M 巧の 骆 だ。 诀 して 信 

用の ホ ホい ミは 天下 周知の 事實 

が證 明して iP る ▲而 して 副 島 さ 

ん：^^露讯亞を嫌ふのは共をホ義 

の踢 であるからで、 日本の 無智 

。勞働 者 逢が 彼等の 實傳 じ乘せ 

られ & のを 佈れて 居る。 蓋し 副 _ 

I , 島さん け忠實 。勘て 家で あるか 

ら特じ 兹曲亞 を 蛇蜗祕 する ので 

あらっ ▲明を 四 年 をれ の 副 島 さ 

んが U 恣非 提携 論を ホがず るの 

におして 文 义 二年生れ の 白 乾 翁 

風本元與 ご ん リ 露提携を鳥唱 

L て 御座る 的は® 黑い韵 照 だ ▲ 

:如 本さん は 『繁西 亞の國 がは 勘 

< ども 現な の事實 にがては H 本 

の 婉ぶど 大差が；：* い 一柿の 阔家 

寶本ホ 裝で國 ち 政 巧は 外 國賓あ 

を 除いた 化 外な お似た 点が ある 

のみ；^らず0:露の提携じ依らて 

H 本の 要 あする 農産物 其 他の-放 

がを 檢 入し、‘ ポー トマ ゥス 條約 

じぶ < 漁業 權を 確がず る； はけ 

下 焦 盾の 急がで ある。 赤化 宵 傅 

などは 條 約で 之れ を禁 遇して 酱 

パ ば ホれ 丈け を 効 じ 豫防か 出が 

る』 どま 張ず る A が 論 曾なら； み 

酷け 差 詰め 助 本さん じ扮 > さう 

だ. か 副 おさんら 今度 渡 巧して あ 

を 側 孫の あ' 化を 聽 いた 心ぶ は U 

凑 非描携 のぶ 見を 雛ず かも 知い I 


ない。 如何 じ 親 吳ホ義 じせょ 副 

島さん の 機 じ無條 がで 英國 信賴 

は 危險で 御座らぅ ▲ソコデ 露 西 

班の 巧 情に 關し不 は闕際 通信の 

お 永 前 まさん の齋ら 甘る か 巧が 

新 ホら あら 首肯 も 出 ホ.)。 お 永 

さんは お 貸 おボグ シゲ キキの リ 

—ダ アマ ど 蒙 都に 會 見して 興趣 
ある 問答を 遣つ たを じ 其 金 豹を 

おかずる 違がない から チマ ツピ 

リ 摘まんで 見る VJ 斯ぅ だ A 元 巧 

デス ポ テック；；* ザアの 虐政 じ 反 

抗 L て 起った 露 西なん 革命は > 

『勢』 である 一巧 革命の ホ 巧を 揮 

つじ モッブけ 悍馬の 如き 勢で 荒 

れ 巧—' たんだ 悼 おを 乘ら コナ シ 

損つ て 鞍から 振 b 落さむ たのが 

ケレン スキー である ▲彼れ はが 

おん ふ沸狀 態を 看 化す も； が ぉ 

巧な，) つたが レ ニンを 首領 ごし 

ぃな々 は 到底 モッ ゾか陆 端な 直 

巧む 動を 阻止す るの 力がない の 

を 承知して 居た か' ら 暫く 勢の 魅 

く 儘に 巧が たの だ ▲約 S 年巧モ 

ッブは 苑れ姻 はつた 結果 聊疲勞 

を 威 じて ザた 其み 時を 耶 つて レ 

ニ ン.ぃ例の^名^:>巧經濟か策を 

實 喜した ので ある。 吾々 の 巧 想， 

は 勿論 お產ま 義化會 主義に ある 

一朝-夕じし^是れを實隙 

化ず るの 不可能-: る i は をら じ 

明白ず ぎる 程 明白 じある ▲吾々 

は 賞瞭的 政治家で 御座る あ 米の 

なお 肯增 で兹西 亞の眞 化が 化界 

にがら 報せられ つ、 あるは なて 

の 外で わつ て 吾々 け ソン ナ游野 

呂 ではない VJ 頗る 巧妙に 露阳亞 

のな 巧を 説明した さう だ 


活動 ブそン 
寫眞一 > 动ノ乂 

敎 肯窝眞 、普 劇化 化 桃々 あら。 
御 ホ遵の ホは 左記へ 御 照 貪 あれ 

(午前 十 時よ b 十二時を の 間) 

C . Kiki , だ B E . 苦 rd St . 

Tel . Rhinelande こ 580 


農園 求人 


が 城 巧如ア 


ト ラン テック ホ附を 農園 働き人 

を ホむ がるべく 夫婦を を- 堪む組 

育 新報 社内 水が 氏へ 照會 あれ。 


ン 


スト タントを 

く賣ら 込む だ レスト ラント 夫婦 

者 ホは 獨身 者の パ アト ナアを ホ 

わ 塔を じ 娘 b ては 讓 つても ょし 

委細 面談。 〔姓名が 社】 
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貸 室 
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本誌 八け 號 じは 東 

巧電み •東京 電燈 

大同 電方及 宇治川 

.水 あ 等の 化圖 、資 

を お、 收 入を 等の 

外ジェ ロメ •グリ 

—ン 氏の = J 夏 舌 SE 

呈占 气が揭 載され 

て 居まず。 


閑靜 じして 高尙 な- 


瞬 域、 装飾 綺麗の お、 日本人に 

貸し 度し、 部 崖 丈 ご 4 民事 付 ご あ 

ります、 巧 巧は 「ホ ー ム クブキ 

ング」 です。 

T 舌 重吉岂 ゴ畜 

47 New Hampshire Street , 

L 呈 g Beach , Wes 二 nd 

ジ て吾呈 n Long す ach 1349 


貧 室 淸ぉ一:^^化利のょき填 

所； 人 乃至 二人 向きのを あら 带 

話は プラザ ニ 六と 一番 

s '( a - だ 5 生' 1 ご fhSt •吉 U 1 


¥05 一逊五 弗ぶ 八 巧、 一 
入 又は 二人 じ 適す、 
ボ廳へ 十 か タィム ススク エャ— 
へ か 五 巧 お 詔々 ン バラン ド 21 コー 
妄王 gh stjrookly 。 黑崎 梅す 


音 樂敎授 い： バ 

獨哨歌 巧 業を ケ H 《ホ (一遇 画} 
西 六十 五 了 H 東京が 禽 お 上 

銷她拖 太 W 


裁縫 所 開業 

巧 服， 稱 物、 ゥー八 類は ドぅィ 

クリ— ニン グ 、プレブ & び染更 

へ、 仕 立 V . 直し 一 切を < 奠麗じ 
をし ます。 裁縫は 如 巧。 る 御 注 
文 も 巧‘ 喀じ 早く 致します 其化ュ 
カタの 出 ホを も あ h ます。 

巧 井 裁縫が 

128 去. 畫 St . N ' こ. 


沙 潘萬學 が々 ホ 

をが" 一ー ニが 著 

英賊活 法 


を資 


內務 省を 許 加州を It 

產 婆* 按摩 術 

'平 巧秀よ 

肋 產鑛炙 マッサ！ ジ 術の 出張 
治療の 御 あめ じ應 じます。 

電話 キヤ セ 1 ドラ^み 冗 化 

西が 十 互 下目 I 二な 十 一番 


を 傑 巧 化が 抑 邸 稅が仙 

著者が 备 を編篡 せる 所 0 は 靴 
を 桶て 糸き を 搔< 々感 ある 英 
語 會話お 用 せんごず る 諸子に 
六ヶ巧 说時日 を 3 て 日常の 會 
話 差ぞを を 補 せんとす 、故に 

スラング ィデ オム 及び グロフ 

エン 館を 入む て其眞 意を 解す 

るが. 泌基ぜ bo 

s ' さ shii 1 芸 3 Amsterda ヨミ e . N . y . 
G 0 Grie-I Te 二 radi ミ C 产 (144 さ妄 



急 吿‘ 

費府大 博覽會 H 本が 


ダー ム 類は 至急 じ 化 寒る 必要み 么不取 
が 其 柿 類を 

玉 コロ ガシ .玉 コロ S 星 

兎ノ 競走 競馬 自慟寧 競走 
スキ ー ボ 1 ルが 船玉ゲ 1 ム 
射的 壺氣替 か 1 ! ノラ ツク 
ダル マ ダ ー ム 桃ゲ ー 厶 
ヵバ ゼ スポット 舒 掛輪投 

其 他 類似 ノ モノ 

等 どなず 計畫 じて 目下を 局 どを 涉中じ お 

間 化 隙を 逸せ やま 急® 込 相 成 度痕化 

米國獨 立な 五十 年 お 念 お闽大 博覽會 

日本 部 コン セツ シヨ ナア 


香 晒 龍 錐 


WE . 125 th wt . N . Y . C . 

ン セツ シヨ ン種颊 

興業 物賣ぉ 喚ぶ 店 寫眞屋 

煎 餅屋 植太居 金魚屋 


レストラン 

諸 ダ 1 ム 


ソフトドリンク 

. U 木 飯 雇 其 他 


高 尙なス 

U 御友 達 巧 


み 


弁 イ方泮 服 

御な. しの 樣 な：： 


皆 樣が御 好みの 迎ス タイ ホ •正しい 高椅な 
服裝 • を の 御な^岭當ぉは調製をします。 
一度 御 ホ 巧な さず 雜紗地 •搞お •おを 卸 
費 下さい。 御 不篮の 際は 返を 致します。 


ク 


力 




ょンド 
ロリオ 洋服 巧 


晚を 二 週 一回 出帆 
A で ムブ 露 两酷三 一 ろ を顿) 

I 八 巧 こ 十 H 

▼ユム .ゾ^， 療太利 (呈ろ 00 嚼) 

九月 ご 一日 

▲エム プマ亞 細亞ご 1 T 客 〇喷) 

九片卡 kH 

マエ ムプ 、ぺ加 お 太 (一一 六 •六き 觸) 

十 巧 一 U 


一等、 一 


春、 一二 等ぶ び 下等を 設備 


最大、 善芙 、最快 ホの 巧げ が 巧 船 


廣 を 

八巧 .一 日ょ-一::-^加 一一 :::迄サ ぅ 卜 
ダ、 スグ 9 ングへ お 張 致ます 
御 通信は 左記へ 願 ひます 

津輕 東洋 

C 0 United States すを ぎ om 425 
S 鸟蒼 a ぎ 一 运 N J . 



U 木觸 韻雜貨 

ドラィ ク^ — ツ 贺販约 

農を 木 桃 ホ 組 

MOOI . MOMONO - 00 J inc . 

105 肉-一 6 t;h St . N . Y . ジ ー . Stuyvesant 這 5.6 ム 



妻 巧 建築 争が 所 
Iwahiko Tsumanuma 

Room 1G07 No. 101 Park A が . 
Vand が but 3 が 6 

， レ熙 W ノ イリ 化 もし レ！ 

■ 瀬 川化换 事務所 

11. Sega 、 v£i, Insurance Broker, 
303 Fifth Ave., 

Tel. FankHn 4900, ext. 193 

內困 商事 株 ま會就 純 育ま 店 
Uchida Tra ぶ ng Co., Ltd. 
291 Broadway, 

Tel. Worth 15 が 

島賓易 株式 會 社 - 
Shima Trading し 〇 •ム td. 

150 Broadway 

Telephone Rector 1484 

Paul K. M- Thomas 

Adver む 8ing Counsel 

2023 Tribune Building 154 おな au St. 

Tel. Seek 阳 an 6978 

株 或會社 赤 尾商會 
AKAW0 友 CO. ， し 村 . 

2 お Fifth む enue, flew York 

Tei. Caledonia S7B8-59 

Japanese-American News Service ' 

り 乂 電報 迪 V ; 社 

化爾の ■ 化を 巧、 宵ぶ 巧 及 財界の 
事 巧を 迅速 瓦つ 碰 なに 報道ず 
が H 入ち ーヶ巧 巧を 五十 巧 

Tokyo Advertising Agency 

li 本 巧が がな 廣吿一 胶化投 

35 ぶ X 比 Avenue New York Ci け 
Telephone Sjjfing 8277 

久孩荫 巧 株式 食 社 

Kohiri む iding む . 

3Q Church SI 

Tel. Corliind 侃 0 

S 共 棟 ま 曾 社 興 東 賓易株 ま會社 
^ 代理店 

裔 巧商會 

T 江 塞 nine Corporation 

120 む oaiiway, New む rk む Te!. Rector 7884 

Genial Office & Facto び 2(18 Bawson SI, しし （ 1 けん！ i. Y. Tel.StiHwel! リ 18 

淺 巧顿產 株式 會社 
Asano Bu が an Company 

Room 801-805 

165 Broadway 

Tc し Cortlandt 80 が -8052 

大倉紐 お育ま 巧 

Okura & Co 巧 

30 Church St., 

Tel. Cortlandt の 92-93-94 

紐 育 H 本人 曾 

The お pane が む 如 ciati 帅 • 

25Q Wesi 57ih St.. New Ynrk 

Te し Circle 8190 

おお 洲 巧 道が まを it 
が 肯事お 巧 

South Manchuria R. R. Co.. 

270 Riversi む Qri け 

Te し RiversWe が 63 

s 井 物を 株式 會宠 1: 

な 育ち 巧 

Mitsui & Cu 。 

65 Broaaway 

Tel. Bowling Green 7520 

を 園 掠 領事が 
Consulate Gen が al of お pan 

165 6 け adway 

Tel. むが andl の 14 ' 

■ 巧 式會化 お ザ 商 化 

化育ず 也 、- 

Iwai & Co., 

• VVoohvorth Building, 

Tel- Whitehall 6040 

2 袭廚 事會虚 1 ： 

M れ subishi Shoji K お sha 

(Mi ゎ ubishi Co., Ltd.) 

120 Broadway 

Teh Rector 25 が - 2 目が 

がま 會社 

山中 簡曾 お t 育ち 店 
Yamanaka & Co" 

が 0 の fth Avfi.. 

Tel. Circle 4014 

曰 本 綿 化な ま 食 it お 育 支店 
Japan Cotton Trading Co., Ltd ， 
Co が on Dept* 

的 5eav が か.， 

T«f. Bowling Qrean 2990 
が 化 Dept. 

25 Maditon Aw" 

T « し M ■ ん か !. MM 

u 米 生糸 株式 會社 
紐 育ま 巧 

WCHI-SE! KIITO KABUSHIKI KMSHA 

(NICHI-BEI のげ〇 CO., し ID.) 

373 が H Avenue, 

Tel. Ma ん Sq, 7592 ぶ 

神 口を 木 商用 
化育ち 化 

Suzuki & Co., Ltd. (Kobe) 

220 Broadway, 

Te し Cortlandt 1U9-50 ぶ レ 52 ぶ 3 

日本 生糸 株 ま 貧 辟 
短 育 支店 

Mori 阳 ura む ai 在 む ., Agents 

44 広 23rd St, 

Tel. Ashland 5320 

おを 名會お 
紐 育 支店 

打が a & Co,, 

4 が Fourth Ave., 

Te!, Caledonia 783()- お 

江荫げ 式會趾 組 宵す お 
Gosho Corporaiion, 

SUk Importers, 

が 4 Powth Av*. 

T6 し Mad. Sq . がが 

Gosho Co., Inc., 

Cotton Exporters 

60 む av が かり 

Tel. Bow り no Q け tn B806-06 

乂 おが U 巧 聞が： 乂が掉 リニが 巧 11 り 

福 旧 巧 平 上 巧が 巧 

日 S け A な 4HI Osaka Kaini か i, 

800 ffl 308 World gilding 407 IVibunc Building 

Tel. Lehman がが T*l. Beek.n»n が 59 


VO しけ， N0J168 


巧 !! を ぶな jmttw を 巧 im た 巧 


SmiR 日が ， AUGUST け I 1925 



小康と 小ぶ 

內巧一 あを 巧ず 

近 K 俊 化を の 進 ホは 刮 H じ 化 

'ずろ もの かもる。 乍 化 人 一一の 巧 

_ 力 ご鮮力 こ k 人 种的じ 比較 硏兜 

- して 巧啤 のにと^ 斷榮を 下し 一 

一-ニニ 进ご クラシ ソ 7 ィ する 境 化 

i までは ホ だ 到を しない 亦 架して 

一斯 かる 跡 淀 かで される！’ ので あ 

るか も 疑問 どされ てゐ るが、 磬 

じか 巧 じ 化ける ぶかげ 棚 孫を 雖 

こ书 おした ナエ スタ ア •口！ ウ 

ェ片氏 はん 柿礙お 論を 獨 おして 

ら 哲人 柿と H 本人 どを を S 化 じ 

巧き ち那 人を 第一位 じ 挺.〜 U を 

を ど 文化 どの 投规を 比較して U 

; のがを. 化で ある ど 論じた。 ロ ー 

_ ゥェ八 氏の なをに おする 是非け 

_ 別閱趣 どして U 本ん がを 巧ホ康 

一に 安んじ 小 おじ 化ん やむ どす る 

一 傾 巧を がず どの 审巧 はな ホ H 本 

人の 化 遂げた 事 巧の 條大 性じ乏 

しいが して 耐义 巧に ましいた じ 

賊 みて. みちし 巧 U いご 巧へ るぶ 

が 遇が。^ らぶ當 でけ あるまい 

ず。 み じ 最近 化闕じ 化ける 如 巧 

の 化かから 觀て晋 人は 化 故を 深 

くせざる を 得ない。 

::; 本ん は獨 創ょ らも 模做じ 長 

じて ゐ るのは 一般の 批評で あつ 

て 日本人 宮身も 是を巧 定 してむ 

る 趣が ある。 化 模做第 i ホ義の 

おが S が 化は 雄大な 則 盡鳥 遠の 

现 おから 爐 からつ； ある 一の 巧 

因た るを 失は；； > い 。『ひどの あ 

をて ゎが 振 おせ』 ごは 好個のを 

訓で ゎるから 所謂 彼のを を 採つ 

て 巧が 短を 補 ふのは ま惦お 椿で 

あるが、 動もすれば 宜惚お 性を 

お 攫して 巧 化に 彼に 勝てら ごの 

誤 露 じ おみぶ ふのは 近眼 お 流の 

通弊で ぁる。 假 みばを 通 磯 脚の 

如き 一切 方 事範を 歐乂じ 執らね 

ば じら n 觀 じかし く 順調に 進む 

で ホる ご 『ま 巧. 巧 勘 もが 育の 

巧 扱と 大差は U い』， など； 放言 

一す る。 巧ぞ 知らん H 本が 化 ルぶ 

: しがん じて ゐる關 じ义國 の巧激 

_ はむ ゆるな 良 ご 進 ホ どを がして 

i ゐ ，•。池が 越 術の 巧 神な 眞 のか 

きも：：； 本は 機 近 漸< 純：：： 本 的の 

映 巧を が おじ 出ず じ' をつ じので 

あつて 大じ 化ハ將 ホを 贩销 されて 

& ろに おはらず 新進のを が 者を 

おて 巧 やる 者の 中 じは 乂阅の 巧 

動な 巧に 比して 聊 おる 所は 龙氣 

の應 用の みで ある リ で、、 ホ だ 目 

的の 化 岸 じ おかざる じ 先 もて 小 

康じ をん せむ どして むる。 

り 本は 化 巧 大戲の 機 食を 利用 

して ホ 常 じ 侃け たど 言 はれる け 

れ化乂 脚の 儲鮮ど 比が すれば 查 

が 巧 違の 巧 巧で ある。 がる じ 固 

を おけて お 巧 天と なつた おは 规 

面、 化を 哲 化は 调 落しぶ をが 人 

はが おして 氣息奄 々'巧が じ 捕 

のれが である。 巧賊 一寸 小が 明 

小 殺な でも すれ"」 おのを でも 卷 


つむは じ 化が して 小が V 」 樂 み、™ むては。 ら 0。 第-二には 巧ん の 

ル 化を 离< •化 W ある。 觀< の 如！ 能率を. わバ セント’ にお 揮せ しわ 

して U 化が のじ 锻 .おすべき 火 1 る爲 めに 棉 力を 化へ ねば。 らの 
ホ泼 かり 本人の ずに 化 > てぶ 化 j 第の 化ら に 自ら 裔， 括 おしても 
5 れる詳 は。 い C が 化の 川み 武 I 夕 くは 人 問 ホ 巧 あび 國際 ホ據の 


十で ぁる U 本人は 化 際 唯 我獨巧 

の 危險な 思想から 禪脫 して おお 

し、 內 をせ むは。 ら の。 第； じ 

は 小さき 自己 化 化を 腐め わじ。 

ら の。 第二に U 對 ずの か媒 どま 

酿 どを 誌 解して か戰 ：：= 瞬 際 的 じ 

も侧 人のに も U 兩糕の 準備を お 


認識— 化 b て 乂ど喊 どの 慨 がが 
を めら る-^ もので わる どを ふよ 
を考 へむ じ。 ら ぬ。 底 貢 すれば 
現 化り H 本人は 内に 省みて 自己 
のん 巧を 整調し、 小 旗に 囚 はれ 
小が じの する 陋習を 一 擲 すべき 
である 0 


支那 時局 わ 推移 


上海 邦人 エ瘍 復業 

過 ま 二週間に 豆り が衝の 結果 

上 お府お 十一 llu 經 H が 育 ィダ 三ング •ボス ト特が 負の 探聞ず 
る 巧-; 依れば 過 ま 二 遇瞄じ 一円' -6 矢 出總術 事は 支那 かを 部 化 あを 

通じて 上 かじ 化ける U 本 入が 撼エ壤 能 業の 解 巧 策 じ 就て 巧 街の 

お柴 漸く 圓滿 なる 解 ホ 点じ 建し 浙江 省假 あお 代表 & び 支が 人勞 

働排な K おを ど窝を L 剛 U 契約 费じ 調印す ぺ くこれ-し 化 6 お 方 

の义那入巧慟者は"化業；るじまる ベ く調訂條がに攸れば〇本侧 

は雖 莱巧閒 中の 給 お 支 柳は 化絕 t る も勞慟 組を は 巧く 化を 政府 

ょゎ お 布すべき 勞働 法の 制を ご おに これを 承認ず ベく、 生活費 

の 騰貴に おする. 勞が おがに 就て は 同 精を 0 てこれ を考 霞し 且つ 

漲エ首 棚の 駆を 等 も G さや、 エお 監督の 武器 携帶 ，非常時を 除 

く 外は これを 廢 化し 永が 棉化會 おの 如き 本年 お 巧の 工場 お動じ 

て 巧ました る 家族に お 慰 金 一巧 弗を 贈 典ず をを ど。 つたが、 = 

本 人工 婚の俊 業は 船舶 罷エ 等に も 影響す る 巧 甚大 じる ベ < 、從 

ホ勞慟 組合 韓鄉 ピ巧慟 者は 罷エ資 をの 給 輿に 就て 废 々暴 わ 沙汰 

じ 公び おし 能エを この 儘 放 ほす る。 らばが 勢は おらに 惡 化すべ 

き赖 向を 示して ゐ k ので ある 0 

天津 絲鶴 工場の 罷エ 暴動 

米 人を 配 人な 邦人 キ^ も 避難 

天津 特お 十一 二日 發 U 上がょ ら夕數 のが 動を 入达 みて をエ 盛に 

罷エ热 を傅播 して 形势 頗る 陪惡 ごなら ーエ 煤は 滨 徒の 爲 めじ 破 

楽され 乂勘人 支配人 バー トン ホ まを 始め どし 口 本人 廿人 d 辛 ふ 

じて 入 化ホブ 八に 避難し ル幡慶 造；；^ る 者は 重傷を 蒙つ たが、 ま 

她お隊 ぶび 普ち 隊 出動して 漠徒 幽じ發 砲し 数 K からざる 死傷者 

をを じた 趣で ある。 

關稅自 ま權 討議 說 

米國の 提議に 對し目 本は 禱踏 

東京 特電 十一 11 H 發 UH ホみ 府は目 下 ホるべき 支那 關截 禽議の 

討證事 巧に 關聯 して 慮 見を 巧換 中で あるが ホ國 政府 側に ては 支 

那の 固は 速 動じ 磯み てこの 際 討疆範 阁をブ シン トン 協定 制限 巧 

じ t め や 支那の 脚 税制を 宜ホ權 の 認容 じ 就ても 討議を 提唱し つ 

つ ある もの i かく、 外務 當厨 はるの 提 講じ 對し H 本は ま 那を救 

濟 する 爲 0 じ ホ 図との 協力を 惜 j ざる も 臟晚會 證はプ シン トン 

條 約の 範齒 なわに 化む るを W どす る 窗‘見 じ 傾きつ {あ 6。 日本 

のぞ 那に逊 ずる 特殊の 巧權は 時局を 被 雑たら しめて ゐ るが この 

点に 隅し 外務を 厨は 『别强 は 常に H 本の 掛を 政策の 動機を 猶疑 

しつ i あらな つて H 本 ごして けこの 際 自主的 政 巧を 提誰 する 能 

^や、 化わ；：？く列强の政策じ從ふの外なし』 ど言明したが、 翩 

巧 诗满の 討 誰磁凶 にがては 尙ほ患 見のを おじ 時日を 要する 見这 

である 0 

を赏 言すべし どの 盧 見は 支那 當 


プ シン トン 十 SU 錢 =: 支耶政 

おが ホるべき 關視 巧讓 にがて 腳 

稅の巧 ま 制を 樵を 要 米すべし ど 

の提 溝は 目下 

關 係列强 政府の 間 じ 討 

講中 じして 支那 政府は まだ 八ム式 

じこれ を提 みして むない けれど 

も 若し ホるべき 曾 講じて 列强の 

態 巧が ぶ那 におして すを 巧で あ 

る ど 認めた 煤を はが 化 約の 破萊 


おの 脫 じある らしく この 点じが 

て ホ國政 巧の 能 巧け 最もな 目 さ 

れてゐ るが、 支那 政府は 從巧ご 

て も借叛 整理 じ 着手せ ず、 憤務 

ち拂 をを つて ゐる 關係も ある の 

で歐洲 ぶび アジアの 列强は 巧る 

提泌じ 化 力な 對 する がみで ある 

•わ 他面 じ 於て 支那 政府は これが 

蹈議 舉備の 寡を 兼ね 


て闕内 W 找楷理 じを ホし 刖政 
を 通總巧 V ' がめ ごして 洒颁 & び 
贿を 施み：：！、 製鹽 施の W 化 ホ A 
び往を 松が をを を 肖 どし 豫な編 
巧、 中央ぶ び 地 ホ 秘制 なを 巧を 
が 誠 中な ス い、 义网俩 S ぉが ど 
して け細^自ホ權じも败のおを 
ま 服は 化 t かお 二を-五. 地 引上げの 
外、 ッシシ トン 條 約が をの 最な 

率で ある I 一割 二 か 五. 姐の 關稱引 

上げを嬰^$ずべく、 自ホ棚稅制 

を 愧の獲 巧は 

到底 pl ； 現 の 巧 能 性は な 

いもの/' みく 始が ヮシントン 條 

約の 範脚 ^ にがけ る 討ぶ じ 化ょ 

條約廢 化 他は 討誰ク いない 
模樣 であな。 尙 ほ獨遥 政府は を 
み自ま 的て ホるべき 關稅 會議じ 
參加 する! もらぅ ど。 

對支 述牒で 

列强 協議 

一 まま 特電 十四り 獲 U 外務 當局 
の 郁る 所に 依れば 支那の が 政 整 
即 'を 員 會け壬 前 司巧總 長、 顔 恵 
慶化等 Jb を b ホる 十 巧 十五 H 
おぞ W て 巧 集 マべき 關稅 會謠前 
に報吿 善を をを すべく 支那 
は'^ を も 不ホ衡 なる 條 約の 廢棄 
を^^張すべきが、 列强の勒支通 
践^を を 二 网じ直 b て發送 さる 
y く 了 下協議 中なる もの： 如ぐ 
をの 矿 なは 

】 则强が對ま按おの13_^お， 
が 明す る io 

.】 上 瓣動亂 の實任 調査を 
策 かじ 媛邀 する る。 

で一 こ 關稱會 諮の 開催。 

— I 治 外 巧 權撒廢 の 前提で 
司を 調査 委負 會谢繊 S 意 
ぶ ある；。 

等 銃て ホ留； を 表明す る ご 化 ハに 

外 め 生命 財産が 護 じ 就ても 馨 

吿イる 堂で あるが， 英 園は. これ 

等 逆 牒 字句を 械 めて 强 硬たら 

し4^^どするじ逊し乂闕測は緩 

か 的 巧を がち 日本は をの 中間 

じあ 了が をの 爲 めじ 列强の 述陳 

が 今 お ほ 延期して むる ど 觀測さ 

れ ゐ る。 

^條 約の 

佩み 近、 し 

I 英佛の 意見 合致 

。ンー 广ン十 ご j H 發 U フランス 

か相ブ y アン 巧 ど 奥 齒か相 チャ 

ムバ ー ^ ン氏 どの 踩洲ザ かが 略 

條 めに^ 聯 した 

非 或 式の 曾 見は 着々 ご 

して お 省 b つ i ある もの t かく 

をのみ i じ 至らて は 秘密に 附せ 

られて わる けれどら 有力 筋ょ 

洩れ じ^に 化る と 双方の 議ホ 

じて を 見^ 一致し 近く この 內 をを 

を 表すべく ス れょ h - お前 じ爛巧 

列强 どを 渉め 上を の 一切を 内示 

し 且つ 獨 逸を がの 巧 意を も 質し 

たる 上 始め エ 正式の 會議 をな 集 

しこれに 調 即する 檢樣 じして 先 

づ獨 逸の 『侵略的が 爲』 の 撰を は 

これを 直接的 ’ y 事實 上の 巧 動じ 

なつた 際 始めみ 認める iw する 

が、 巧る 場合 フ\ ランス 政府は 條 

の 文 上 じがて は W 隙 聯盟 及び お 

圃 政ぶ ご 隅 息な 一で 討 幾の 上掛巧 

を 採る ミ どなつ でゐ るか、 事 巧 

|じ於て フ ラ ン ス ^|がの 


牟。 つ 


•』り わ 重 をが 斑す る- 

どむ b これ じ： ら フランス のま 
が も 貫徹— 超喊 政府は このた じ 
讓 ホの 形で わる^、 ポー ランド 
巧び チユ コス ロ； ゥァ キアが 他の 
小 聯を阀 化 譲は 従 ホフ クン ス政 

府>^ 1 巧すべしどの雜論强硕む 

しも フランスは これを 鷄 ホし 
てを のが 略を 國際 擲瞄 じ】 巧し 
れ 广て獨 逸の 不安を 一締 する 
;じ確をしじもの1如く、 これ 
は フランス 侧の 一 大遽ホ ど 認め 
ら れてゐ る。 的 ほ 乂闡大 化 ホ r 
ン 氏が 佛國化 節の 槪迎 午餐ぶ 
び晚 •替 曾に 常」 出席して ゐるミ 
は 政 巧の 上よ らして 非常に 帝' 叟 
械 されて ゐる らしい。 

押收 が 產で 

米獨 新交涉 

総額 約 S 億另弗 

ヮン ン トン 十 I こ H 後；；：； 獨逸政 
麻は 今回 正式に ホ國 政府に 掛し 
駐米 大化マ 八 テザン 巧を 通じ 义 
書を 0 て 戰時中 じ ホ 厨 政府が 議 
會の恃 別 法規で が收 したお 產約 
S 億 巧 巧の 還附を 請求し をの 理 
も ご して ド I ズ 案及赔償會謙 じ 
化ら ホ 人の 掛獨耍 ホは 旣じ 巧定 
した もを 擧げ てゐ るが 义 固の お 
獨耍ポ どして ド ー ズ案會 講當時 
じ 提出され た兒 掠は 約 六 憶 巧 弗 
でを の 中二 億 五 千 巧 巧の ラ' キン 
瞥備酱 は 確を 化で ぁるが をの 化 
の 個人 赔 の ン タニァ 號 事件 
を わ) は 頗る-小 確定 じして 米 
獨 人赃 憤が 刊 のが 决はホ 
だ 纏ら や 局 要 ホ 額は 二 億 八 
千 巧 巧の 释 額され る 見込 
でぁつ て ホ 國か黨 / をの 保 謡 ど 
してが 收 がを を转理 中で ぁ も. 扛 
つ 難會の 特別法 おな くん \ ちが 
産を 自由に 處 かし 能は ざるが 磐 
じある VI 〇 

無化不 をで 

‘訪歐 機 着陸 

〔柬 京馴 U 社 詔 特電】 

クロス ノヤ 作 スネ づ i H 午前 

九 時 儀 h 訪歐 飛行機 挪 風、 隶愚 

兩號 はノゲ ニコラ 卫 フス クじ 

赴く 途中 ザス リンの 不足を 生じ 

遂に 正午 十二時を おて ァ シン ス 

クじ眷 腿した。 

註〇 クラス ノヤ 八 スォは カン 

スク よな 二が キ "米突、 ノゲ 

ホ ニコラエ フスコ •クラス ノ 

ャ 作スォ 間は とな キロ 米突で 

をる。 


福 岡 巧 巧の 償慨 

ま 京 特電 十阳 U 巧 ui 咖附 かに 
は 化 火 巧 化の 邪： わじが 槪し 上訴 
のか 诚 をした。 

お 濟化 命^ 紛據 

東京 特電 十四：：： 骚 U を W ああ 
濟化 命が 換巧 社の 中 村 ま 配ん な 
下で 卡餘 みは-化 善 神の な 城專務 
じ 反抗して 巧が 辭職 L がま 巧に 
亦攒 々參 加して 第二の 郵船 事件 
が發 生した。 

鮮 人を 無期懲役 

.東を 特電 十一 二日 媛 U1 蚕 橋の 
燃禪 事件は 控訴院で が 巧が 下ら 
をを 媛は 無期懲役、 秀志廣 ホは 
懲役 五 年の 言 渡 かぁった。， 

畏 崎に 虎 疫發生 

東 ま 特電 十一 二日 發 U 長腾じ n 
レラ 發 生し 又 上 おじ 巧ても 邦人 
一么 疑似 おじ 罹った。 

福 巧 博 ± 露國お 

東京 特電 十一 二日 發 U 觸田德 1 1 1 
巧+は 兹國學 ±院 二が 年を じ 愛 
列す る/- 0 ごな つた。 

滿鐵首 腦移轉 說 ■ 

東京 特電 十二 一日 發 U お 錫首腦 
部を 巧 巧 じ 移 轉の雑 ぁ り。 但し 
本社は 讼巧 大述に 照ぐ をで ある 

對露賓 易は 僅少 

ま 京 特電 十ー ニ H 發 = 對露 貿易 
は 引を ホけ で 輸出 荫談 はまっ て 
僅少で ある 0 

飛 巧 機 設計 募集 

まま 特電 十ー ニ H 發= 遞信省 じ 
ては 一等 お 千圓の 賞金で 口 本 ま 
號わ機 哉 討の 懸賞 募集を 發 表し 
'，だ。 — 


'去 

I お：！^ 


ク」 


大 


グ白根 山が 大 噴火 

ー グお京 十一 二り 度 u 盾 如の 白が 山 

が驳然 活動を 軸 始し溶 おは 利根 
川に 流这 みて 數モの おおを 燒殺 
しつ {ぁ b 、 附 をの 化 民は いづ 
れも 避難 中で をる。 

ま 京 十 發 U 巧 城よ もの 報 
道 じ 化れば 朝鮮の 降雨は 依然と 
して 繼賴し 特に 西 朝鮮の 被蒂が 
甚大で ある ど。 


.西佛 聯合 軍 

総攻擊 開始 

バリ， H 二日 後 U モ n ッ コ 遠 

征軍戰 線を 視を 中で ある ぺブ ー 

ン將 軍は ず = 政府 じ おして 今後 

の 方 釘に 關 しが 幾報吿 すべく リ 

ッフ 軍は 絕掛宗 ホ 權の獨 立を 掘 

じ フランスの ホ か 提畿を 拒絕し 

つ 一 あつたが ベ テー ン將 軍の 任 

命で 夕少模 棟が 變ら 秘かにが か 

條 化の 討議を ホ 望し つ； ある も 

の！ 如 < 1 ホ 今回 協定を 見る じ 

まつた フランス ど スぺ 1 キンの 

聯合 軍は n ック コス 河 じ 沿 ふて 

第一 回の 總攻擊 じ 着手し 近く S 

戰線じ 直つ て共间 動作を 採る i 

となつ た。 


贸 物の 出 巧 るん々 じ對 して 蜜 S 
如き かき 描 笑 ど、 ホ おぃ 槐睡 
必得 るが 人、 かけ 化な しの か 
がを 巧 ふじ 細身の スブ ツキ 
でさ i へて 巧ち かへ るが 速を 
々娘と 夫人は フランス お 曾 かの 
白粉の 瓶を が じぁ てんば か h じ 
愛し、 巧い をを を <惜 知ら ホに 
溶して 巧く。 誰も かを々 ご 乱へ' 
る。 誰も か 幸福 さう だ。 を 玉 て 
誰もが きらびやかな ホ V 高山 飾 
窓 じ 凿し牠 く； なき 慾留ん お 
を かも 獲て むくやう だ。 を ， fj 
ら思 へない 位 おて 列を っ r サ 

人々 は 刺 式だった。 

新式み 巧と 巧は 肩を こづ 
服く ばせ した。 ホへ たばか の 
口を が 歪んだ。 化 雀の やうで ホ 
嫂が を こじ あつた。 巧い 女 ば、 
若い 女の手を 強く 握っ じ。 
がれの 膛が 香を ぶった。 を 舌に 
ぁっだ ものは、 な だ、 白紛 
屑 墨 だ、 杳水 だ、 肌の 逐け 
搁 U ぶ 服の 觸の やうに ホれ 
った 飾 おだった。 

しなやかな 腰、 しつ か 
< じょい 腰、 浮々 ごした お I 
眼の す さましい 剌戲。 

蝴 ちながら やつて ホる のは 道 
化邮 だった。 が、 こ i じ も Ir メ 
リヵ 製品の 背 年が 飛が らし b 屏 
新 流 巧の 幅す をのせ て 踊ら I でが 
ら柯巧 ごい ム爲 烏の 仲間 じで っ 
てす ぎた。 爲 鳥の 如 <騷 々しい 

人 おの おは、 しかも またな： 5 後 

からを々 ど 幸福に， 眞 新しい 幅 

子 どす ばらしい 結 張らの 瓷で空 

高く さしの ばし、 さぐめ^ たつ 

て やつて 來た 。この いづ*‘ じ 敗 

殘者ど 呼べる 貧しい もの を 
伍を どい ふ 哀れな ものが ニー あ錢 
を 颁ど 去年、' もっ ど 去 ホ 赤い 

浑巍帽 を もった 带稽 なん が、 

封 ほどの 細 さで も 巧っ てんる か 

なは それを 見な かった。 かな 
街頭は、 不渝 巧な あれなず を 嫌 
惡 した。 が关 ご爛醉 ご、 胆飾 ご 
新式 流 巧の 人閱 のう ごめ 主蠢れ 
る 巧は ダィャモンドを 山 がん 
で， リット ホで 計ら 賣 b で. てし 
元氣 だった， ご 



ヒネド 中佐 飛 ふ 

ブリスべ 1 ン十 I 二 U お：：；； りが 
横 锁飛巧 家 ピネド 中 巧は イン こ 
スウ H 八よ b 一氣 じが セ 十五 哑 
を 飛んで 今朝 化クキ ー ン マラン 
ドの クック タランに 到着し む。 


をのち巧の 一 巧のか_~や 
きの 中に、 がけ 見つけた。 ゴ， 
ごう 見つけた 。もはや 巧を ピ手 
をの Vj ろぐ じがけ て 腐つ て、 

ん にも 殘 されて ゐ 。いか •ろし 
い 病 あの 巧の 旧 毛のは う----- 
椒 つて 巧 < をの 玻 中の 5：? とを の 
うめき 倒れた のを。 

巧 式の 人間け が 色を シ—ッ の 
やう じが <し た。 細腰の み械は 
尸ンヵ チで 服を かくし わ。 一な 烏 
でもは 靖卜 もが A だが じ ゎがい 

フ J 0 

乞を はずを をせ ゎ。 ずを みな 
いを のず を、 剛の やうに す- <=4 口 
せた。 

大都 台の ホる 一时 、を こで が 
つた ものは なんで あつたら う。 
化は 孽を しづか じ 開い じ。 をれ 
は寶 おでは なかつ た。 萊 しい々 
の やゎらかな 腰め 線で もなかつ 
た。 薰の 忘い 飾 窓 でら、 金貨の 
つょつ たが 布で もなかつ た。 お 
のが ひものは、 化を ゴず をが、 
もはや 跡形 も； く 格け て， うみ 
のした つむ 巧 乞を-つで あつた 

あ 化 的都會 のが やかな 化 舞の 
中で、 應 敗し。 がら、 巧へ てれ 
< 、この 我を につな が b ある、 
どけつ： もが ほ 化き てなる 人間 
完を じを 想を はぎ £ られ 一巧の 
腐肉 。 ほ、 ぉしき 萝鼠 
るを じ 銭を 么ふ 、しかも 最も 施 
實；^ 模様 —— 巧 化 的 大都肖 ご 咏 
ベる 大きく 巧 ；： t る、 美 廣燦爛 わ 
る模樣 の； くさ b よ。 皮肉な も 
模 簾よ。 


赚 の— 內 ミ 外 

♦上海の 罷エが 終結し たらで 
律に 飛 化、 ピ」 ぅせ 日は 永い。 祈 
ち 奮 翻 努力し でを がのを 業を 做 
をから 破壊す る さ。 

♦一稱 の 養女 巧の やぅな ホん 
富豪が 世間から 蝴 笑の 補 じな つ 
た。 义も H 本な や こんな 養女 d 
ホ 氣で而 かも ザ ラ じある。 こ > 
等は 長足の 進 ホぶ ち だ。 

♦激 船の マスコ ブトで をる， フ 
!ッ レダ I ピ いふ 戈が 裳れ て + 
騷 ぎ。 眞述 人間な や あるまい 十 


祕 が 


礙頭 小景 

るか > しや 

大都會 の 巧る 一時、 巧 巧から 

みの 衔巧 をの 巧 巧から をのみ、 

どこまでも をれ は-頼く 見 爭な店 

舖の飾 窓、 贊 巧、 白粉、 お 子、 

ネクタィ、 普 薇、 ドィツの 藥品 

麻雀、 ン ー スの 洋傘、 チョ 3 ン 

— 卜、 アィスクリ；ムサンず1 

水 品の 棟に 厚い 透明な お 稱子か 

ら 、化 ホの さわめ ぎじ 销 びる 上 

等な 揃の 香の 强 さ。 嵩 憎薰の ほ 

ご ばし をは 大道 じ充滿 する、 惡 

巧の 靡が を 香水に だまし 人間は 

悅ば しげに 生々 ご、 を こで 呼 巧 

し、 巧 ひさぐ めき 巧な でを る。 


がか ヵブ プ爭 覇戳 

本社を 援で九 巧 十二 日より 

本社は 千义巧 二十 二 年 d ホ、 聊か 巧留 同胞の 運 を 皴吹ォ 
る-端 V してが 肯巧お 同胞の 庭球ず 黙 戰を惡 巧し、 本年 も 例 L 
化 b 十 巧を 期して 第 S 回 庭球 大會 を舉 巧ず る 窓 志で あ b まし わ 
が、 今 阿 森が プラザ ー ス のが 井 化 固 氏が、 同じな が-よ b して U 
本 庭 巧 お 樂部じ 對し大 銀を を提 お クれる こ £ i な b ましたので 
同庭巧お樂部では本社庭が大食のま旨じ做ひ-; 】れをおく 一 脚 
化留 同胞の 庭球を 巧者を 觸遍 する ォー ブン •ト ーナ メント のが 
まを 採用す る こど-^ なら、 巧 供 樂部當 事を ど 本孤柯 入は 協 蒲の 
おお、 本社を 援の下 じ 左の 傑 件で 本年 おのが 井 ヵップ 單 試を 岳 
球大會 を開腥 し、 本社よ‘ g は 優勝者に 副賞を 贈を する こご 致| 
ました。 闷胞ァ スン！ ッだ 整つ て參加 されん i を ホ 巧 致し ま 4 

期日 义巧卡 一 1H {十； 幡 U) よち 

場所 日本 庭球 供樂部 n — K (西 二な 十 S 了 目 

入會金 一 弗 也 

申込 巧 お-育が 巧趾 

締切 化 巧 四日 (を 唯 U ) 

ち 催 日本 庭球 俱樂部 
後援 紐脊 新報 社 


The Japanese Chri が ian Inst 。， Inc. 

3 が - 3 孤 £ 57 th St. New York 
Phone ： Pla な 目 752 

ir ' l 替 I を是革 .与 奇聲 

業 事を 社 奇集谦 


F. Murray Hill Co. Inc. 

Established け 96 
Room 614 - 8 巧； 23 Roadway 
Phone Bowling Green がが - が 91 


Dr. T. C. Takami 
176 む拓 i)er!and お む qoW か 
Tei. む mbgriand のり 


E ： .E.YosWi ， MJ 3 , 

345 W. 71 si St. 
lei. Endicctt 3530-6729 


Dr . G •比 Ma け hi 

DENTIST 

743 Lexin が on iUe. む r. 59 th S 量 . 
Phone Regent 24 目 7 


D 民， H. A. GARDNER 

DENTIST 
18 E. 81 おが . Api . 巧 
Te し お gen! 71 が 


K. Iwamoto, M,D. 

114 W.7CUh St 
Tel. T fafalgar 0352 


KANZO OGURIm.d 

214 Hi がな . ゎ邮 Id が 
TeL CumberlanEi 1080 


TOYO TSUGARU 

Sdent ば ic Japanese Masseur. 

お 各 Wr 1 7 お h み 化 et, 

Phcm も Wadswo パ h 5942 


臟自 TR ま日腦 挑. 

45-47 E. 20 th St. 

す ei. (Jaiedonis お 巧 


KERR & MAYOR 

1023 Third Ave. 

お t.BO iSrSls. Tele か one おが お 29119 


を 向 人 本日 

P 3 專瑚: 型 小 


足 ルき 高 . 足 小き 廣 .足 小き 巧 



んし CEASA も M.D. 

10 B East 87 lh 封け お 
Bet. Park & Lexington Aves 
Tei. Im% が 巧 

两喉觸 鼻 巧! 

韻 時 察 診 
午ぶ 至 時 十 前 午 旨 
時 八 ま 時み 後午自 


DR. BLOOM 

34 化 St. Cor. お d む enue 
591 h St. Cor. Lexington Ave, 
125 化が . む r • む rk lUenue 


S. yOKOY も D.C. N.D. 

1 Q 4 W. お！ uiSt. 

Tel. Riverside 5626 
Bay-Time Coriiandt 114 ? 



巧 專節調 鑑臟じ 龍販檢 

F. 1 . FREDERICS CO. 

譜科跟 學大亞 比備を 

- 巧《ザ -- もげ1 (_.'._ 


1144 3 rd 4 ve.， bel が ! h • 的 th が s. 


T . KASAI 

Marchant 

Tailor 

が 

TIMES BUlLQiNG 
Room 3 日 4 
NEW YO が 

Phone 
Bryant おけ 


Y . げ〇 

133 Eed お rd お， 

Cor. L な in が cn る阳 •， 


則 PPONT 亂邮 瞧郎. 

3 (H) W. 卽 化が， 

Te し む ! umbiis が 73 



Chicago faiionng Co* 

Order Department 
64 W. 12 ^ 1 iSt- 
Tel. Harlem 7145 


—— な’ "— ホ " 一 • ツド ー く 

鄙 次 喀口壤 


触な . Blanche Fish が 

1264 Lex. Ave. Cor. 8 な h St, 

授敎語 英人婦 


MoBrosJno . 

(For 讯 el^Mantehi をむ.） 
1 ? Eas ベ も 化ん K. 
Tel. 8069 


Nippon Dry Goods Co* 

1281 むが d# 巧， 帥， む r. 31 がな . 
Telephone お rm. 59 郎 
Boeffl 5951 


Koike Studio 

4 が 5 化む も 
む r. おかお . 

Te し Caledonia 6394 


KODAK 

Developing 

Printing 

Enlarging 


堂 光 紫 

140 W . 65 th St . 


_ 早 、み - 


;驚 が 

PHELP 6 & PERRY 

3 Maiden Lane N. Y. 


ェ 細を 鑛 銀を じ 幷巧剛 金 

類 お實匠 意新最 


KOSHIBA 

STumo 

舘眞 寫柴小 

661 Fifth ive., 

Tel. Plaza 3212 

Branch Studio 
Westminster お reel, 

わ ovidence H. i. 


满八 


力ち 干 一 


载 寡を M 總 


C 日曜 ヒ） 


目 五十 巧 八 牛 四十 正大 （二〕 


▽ H 唾り 
蛮 書が 兜 正午 
典 勵食夕 A 巧ぞ 

赌巧說 な：^* 
V iwH 
藻な 含 又はぶ 
話を 夕八ゆ 




を 宿 部、 旅 巧ち 
案内 部、 人事 枯 
談 報、 調當 部’ 魄 11 

を 巧を 部、 を 巧！^ 

巧 键敎授 * 諸 謀 
を 設けを 貢、 ホ 
曾 員 0 巧を 計る 


お關 事務 

巧 巧を 化 おじを 世 
をの お出 入 方法 じ 
瞄 する 一切の 御 諮 
巧に 旗 じ、 級 道な 
船 貨物 運賃 及 ぉ 帆 
を 稅熙手 綠嘗等 進 
呈 す、 重要 都 巧 じ 
化理 巧を おし 誠ち 
敏速 御用 かじ 應や 

保驗 取扱 


怖 拜說な H 醒 U 午を 八 時 ， 
邮 おを 木 お H 午を 八 時 1 
な 食 が H 午を 八 時 一 
をを、 齒寶 室、 娛樂 をの 設惦ぁ b 
ホ沒 をが 迎 す、 肖 館を 利用せ i. 

化® 副 島 倍 道 I 

H 本人 墓督敎 修道 會' 

一泛 123 rd 泌 t . N . Y.CUy ^ 
叫61 . ssningside 玄赛 一 

日本人 ぉ U 敎會 

故が 川な ホ么進 

幹事 旧中陆 ニー！ 

たち ミち 至. E . 覃 urch & ーミー I 

だ 3 ま. 1 夏 St . Tel . ciarki 1 苦 1 
巧 巧 說お日 化 u 午後 八 時 
祝 爲貪乂 おけ 午を 八 時 
洩镜 會乂粥 U 午を 二げ I . 

♦海 おを f 

位 度を 淪比亞 を 数を 下がを 十； 
五か學生會化員旅巧をじを適 ，： 

設膊 圈兽雜誌新既及を柿娛舆^ 

を 簡易を を ぁ b 

巧を 馈袭 周旋、 旅客 ま 巧、 を 袖 f . 

事莱 調ぶ、 が 化々 拳 巧 おが お 一 f 

等 闷胞諸 巧の 來舍を 献迦す 一. 


0 巧. 巧 円 ZJ 》 FU 巧 CYA 

呈養 P 置；；！ ま 

置 7 でます e . f 42互 St . 

Tel . Murray 壬 II 2 苗ぎ 〇ョ 7 苦 

•ぃ t ホ お 謙 次 

巧 水， を、 午 お 二 時 よら 六 時 
を、 其 化は 前約-! 願 ひま 乎 


J が 繊九廊 

萬 l . exi 旨 ミ 言 e - N . Y . 百な 
す tl お th &27 さ 穿. 
Tel . 至 ad 音ぶ-を 18 -7 芝 8 


拌論1* U ，^ぉ巧十〇を巧 
が 誌 却^ 一部 十 仙 
A 1 こ ast 58 th St . N . y . C さ 


船具を 巧 おお 船 御用 連 

遂藤 小刀 商會 

占 B 吕 ad 至 ay N J . 呈 y 

呈 .量 eh 兰妄こ 

稅關擧 驚 取扱 

WILLIAM 广 妄ま & 夏.， 

ざ ロヨ 1262 1.1 Billw さ妄. 

す one : す 壬 I 忌 Grs こ 136 -91 ゴ 


♦黨籍 ♦が 誌 ♦新 巧 
縱覽 まを 開 
執務 午前 九 時よ h 午后 五 時を 

紐 育 日本人 會 

西 五十と 了 目 二 あ 0 を 
電話 チア クグ 八一义 0— 化. 一 


な 留靑年 理想の 瞄体 

日 ミ 靑年會 

《壬. 9 害 St. ぎ 田 arks 呈 1244 


大が育 日本人 

基督 敎靑 年會 

芝 2 E. 苦を 苗. H. Y. 呈 y. 
ぎ Pla な 8141 . 


都合で 當 巧の 間 

午 i と 時 i 九 時 

"曜 前約 願 上 お 

を お晚彌 


論 察 


午を ゴー 
日耀 


一時よ 6 六 時 
前約 巧 願 お 


ド タト グ 

椅 見豊彥 


齒科醫 

マ 診察 時間 ▲ 

每 H (目罐 を 除く) 
午前 义 時 よら 
午後 五が ザ 
化 礎 午前 义阳 1 
午後 一 時 


禱科醫 

N 巧^ 無 滿を療 U 
夕年か 經驗を 3 て 
H 本人 諸 巧は 特に 
す 単 恐 切に 施術す 

。マ —— チン 


額 I 揉療洽 

巧げ ま マ" サ ー ジ 
U 本式 •がが 樸脏 

神經贿 9 ゥマ ホス 
だみ 骨ぅ づき お 
腰が み 筋途ひ 
其 他 諸 祐が類 治 か 御 
蒂 めじ 應じ樹 お蒂夾 
第 御み 庭义は ホプ八 
に 出張 親切 じ 治^ 中 
上まず。 前約の キは 
午を 一二 阳ょ b 自 をに 
て 施術いた しま 乎 0 

I を i 津輕 東洋 

苗が お 十九 了吕を 八 
藍 話 フゾォ ー ス蒂网 -1 


診察 時 聞 

午前 九 時！ 下 時 

午後 六 時 J 八 時 

バ t 小 栗を 二 

が 育 ホフ ラ 7 L 热駱 
，お 五 お病經 勤務 

武お t ーン バラン ド 

病院 勤務 


診察 時閒 

午後を 時半 =1 時半 

午後 六時リ み 時 

を 知醫學 ± 

パ i 本 端 一 
を 偷比亞 大學和 ひ 
グデ ラン 病院^ 務 


H 本 お 具 
雜 貨卸賣 


奈良貿 憂商會 


JOICIO 立- OGUR 1、 M . 0. 

二 1 Wej 二 さ st.New Y=rk 
ぎ 立 ver 置 こ 57 放 & ジ置 ler 1 云呈 

ヘク^ 午前 义 時— 午後 一 時 
11^1||^午を六時—午後九が 
U 曜 午前 化^; 午を 四時 
ドク トレ/ 架乘ま 


齒科醫 

夕 年の 經驗 をな て 
な 親を 巧 擧ホ術 じ 
化 能 じで 信用 篤し 
U 施術が 化廉 = 
円本 人 諸 巧には 時 
じ T 谭 1 に治热 
お 育 州を 認 
パ r ブル 1 ム 


Dr . R .. whishido , 口 D . S . 

夏 W. 7 害 St. Tel. 置 ic ま】 842 

i 浦 S 巧 戶矣二 

自午的 九 時 ま 十三 時 
良 午を 一時 まを 時 


a 

荷 
J 〇 
L h 

。 が 

i 巧 

が 一 i’ 

細 姑 I 

巧が* 
N 4 

〇 

¥& 

K 

U 

Y 


麵 I 揉 治療 

u 氷ぶ び お 氣^療 U 
ホる 化 巧 か H 卜 I を擴 
振の 目的 じて】 一時 夏 
期 化 業 化 お 
お ほ 巧關の 節は 资進 
の 設備を 化て 治!^ じ 
應じ 中し 歧 i 
紐 育墙典 フィ ジょ I シラ 
ビ！ 學 おを 業 一一 

が肯メ デカグ ジムぶ マ 
ツサー ジ 溢會亞 員 

を認 西が 幸驴 


齒巧醫 木 下义带 

wlow - ご lihst. 

Tel. 夏 onu ヨ e 至 黄 57 


健康 お 進 
無藥 治療 i 
怕閒 は； 

前約 レて 

卜 i を 孝 



化 巧な 卸資 こつ_ 

五味 商 言； 


« E.17 ず st._N.uih V 

Tel. Stuyvesan こ 7 お 

夏诲向 ランプを 質 

. 下 羽 電氣荫 巧 

N021 巧 roadw 遵 

Tei. す dico 二 0147 j 


笠 ザ 洋服 巧 


日本 

泮服巧 


が 山 信み 郎 
松 本が 


を 五十ー ニ T 目 

二ー ニニ 

が 藤 
洋脈巧 


おき ホ 國赖ん 
り 本人への 英 
お敎授 じは 多 
年の 經驗 をち 

ず 0 I ンプス 

ンと 十五 W 
每 H 朝 九 時ょ 
ら巧化 時を 柯 
時 じても 宜し 
U 幡 H は 一時 
よ b 凹 時を 


0 本 

ドライ ダ^ — ブ 



類錦鬟 

ホ 元 

ブラ ザ 1- ス 


寫ぁ小 池 


第 お 巧 

凹 一二と 


賴 


ザ 巧 


-巧 


S そ莉ん がを す 橡< おが 

管夕ぞ 屢满 X みみが^ 

クオー ん ザみ. た シン 妳が 巧 刻 引 
尸し ヮ！ ド •ハミん トンが 評 を對列 

が**! r 化を 感莫 がを 刻 司 
谭ぶ みを* が焉 ふク巧 玉^ 5;^ 
茜ネ をみ 禮 をみ 筆》 \ 刻 引 

縣的赚 巧瓜乂 


電 巧— ザグ y < 


ち 八 t 




メーシ ーは紐 育 景大の デ パ ー トメ ント 胸ぶ であ 
らます。 新ら しい 昇が が W エス々 ンタ I は瞒澗 
な 巧 内 じがけ る 皆 棟の わ 買物 じ 巧を ど渝 快と を 
巧へ てゐ ます 

化 巧で 二 巧す る ものむ らば メ ー シ ーでは- 
弗 八十 八 仙 或は をれ U 下で 買へ る i を どぅ 
だ 御 記憶 下さい 

日本へ 御 荷物を 御 送ら じな b たい 節 又は 御 其 称 
に 際して 巧 用の 巧を は パ J ッナ グン ョッ ビング 
ビ ユ ！ C —を わ哥ね下さ い 、 親切じ街便をを計 
らます 


丸山洋 臟藏會 



来ぶ が 丸/ 內ビか デソグ ニ階 ニニ 0 區 

娜 前， 丸 山 洋服 禱會 



正な ど 親切 ごを などし 確實 

信用 ある おおを 蹄 選し 

特別 廉價 で販賣 致します 


I ゥォグ サム、 エ火 デン 四剌引 

其 化は ルて 一二 割引 

拆輪鎖 设お姐 並 じ贊巧 類】 切 
ー ミ 八 トン 時計、^ ヮー ドィ 

‘リ ノィス 时計 、を 禪睛 時計 

ゥォ ■ - • 夕！ マン. を 年を 

エバン ャ ー プ鉛拳 

純銀 お ホに 錐 器 一切 

御 歸朔の 御尘產 一切 

時計の 修键 はが 隙 付 じて 確實 

じ 巧川宫 身が 致します 
お 脊巧西 四十 二 了 目 凹お番 

四 四 二 一ち ま (五 街 ご 六 巧 間) 

巧 川岸 廊會 

電話 ペン ン少パ ニアと I ニニ 义 

Ishilcaw ぞ KidW (？ 4? 去. な nd Si 


成功の 秘談 


6 

け L 
化 S 
.hu h 

お 船 

ど 


t 

當 

92 8 
.陋口 

U 


乂國ま 英語を 話す 事 
はが 巧の 第一義です 
本校には H 本人 敎授 
じ 惟れ た專巧 婦人 敎 
师ぁ b 懲 のじ 會話通 
信义 社を 語を 敎授し 
ょす。 U 赌巡リ 共 じ 
午前 化 時ょ b 午後 十 
時まで 錦 校し ー レツ 
スンと 十仙づ io 今 
H 直ち じ ホ 校 あれ。 


紐诗 巧貨巧 巧來記 【四 J ; 

文擧 から 吳服類 商人へ 


h 


ブナ メ — 

紐を の 荫策的 進 步ごデ パ— 卜 
メント •ストアの お 速が 至大の 
视係：£*ある^は誰しも知る處で 
ぁるが、 化が 貨店壬 凰での 觀王 

でんら、 化 おか 

世界的に 知を ミる 

のは 盖しジ 3 ン •ヮナ メーカ I 

でんらぅ。 併し化ブナメ；力1 

王 闊 を 知らん どす る おは 見 非 共 

化 先化 ピ も い ふ ベ き 1 マ ！ チ ャ 

ント •プ ブンス -のア レキ サン 

夕 I •タネ I •ス チユブ ■ — 卜 巧を 

知ら；：；^ けれぶ むらぬ。 をれ け 今 

からが S 年 前觸口 十二 趴の 小が 

を純營 して ゐわ ものが 後年の ッ 

ナ>) カ ー •ストア どなつ たも 

のでを るが、 恐らく 諸 若は ブロ 

1ドゥふ一ど第九街のブナメー 

ヵー を 訪れる 時 あの 廣莊な ビグ 

ザン ダの 角 おじ 「前の H — •テ 

! •スチ ユブ 1 卜 商な」 ご 剔 まれ 

てなる のをを 見す るで あらぅ 0 

ス チユブ I 卜 巧は 千 八な と 十六 

年 じ 逝去した •か、 彼が が 生の 頃 

「ヒラ デグフ キアに 將來有 等な 

靑 年な 業 家が ある。 彼 こを は 後 

年 米 阅閒贊 道の 

第一人者 ごな つて 巧颤 

i るで もらぅ 〇 彼 どは ジョン •ヮ 

ナメー カ I である」 ど 語つ たも 

ので ある •か 巧 雄、 英雄を 知る の 

言 盤 じ 巧'；;: や义チ ユヮー ト巧巧 

して 化 年 此の 「將 ホみ 留な靑 年」 

ぶが を じ ヮナメ ーヵ ー 韦國 のぶ 

礎を 凹めた ので あつた。 話け 先 

づだ 一一 一年み 昔に 遇る ii K チユ 

ヮ ^ 氏 か化鄉 ァィ 八 ランド か 

ら が 巧！. ホた のは 千 八が か 二 年 

のちであつた。 ベ 八 フ ア ス トの 

ま 致を 校ぉ卒 ぶした 彼は 义學を 

志した & たので •波义 後は パ— 

术 町の 近く じある U1 ズ ゴ瓜卜 

巧の 學校 にを 鞭を 採つ てむ た。 

元 ホ‘ か 

蓄財の 道に 縣格。 彼は 

僅か y 月給の 中から おを して ゐ 

たが、 或るぶ 人が 小が 模 。吳服 

化を 削く じ 就て々 额リ 資本を 融 

姐した、 とか ある。 がるに が 貸を 

は 巧 質 上の 失敝を 防ぐ 巧の がで 

はな かつた ので 忽 もが 巧の 蓮 命 

じ 化 面した か、 自 かのを 本を 跑 

を も おひたい ど化必 した スチユ 

ヮ ー ト 氏は ぷじ なを 化して 自ら 

巧巧の盤邵じ當る^どなつた。 

當 指の 彼は ザ痴 .俺 かじ 十乂 おの 

がか、 が も. 小 岡した 化 機巧が 彼 

を I てが 火 tv 树 ぶみ じらしめ る 

溢 巧と r ょつ たので める。 が 裳 じ 

索 人の 彼 じごつ て 巧む 七の 懸引 

: けホ臘 巧の 巧 巧ょ らも 闲雑 であ 

つたが、 个脚必 じがんだ のは ァ 

ィ术 ランドの あなで ある 

リシ ネン の峨乂 であつ 

'ゎ。 當巧 彼は 化の 儉乂資 をには 

が蒂の 一二 千裝を 利用した ど おせ 

.ら れ、 M 巧 人の ピー ムス •オル 

-ク 王 分 戊を 邸 かして 二 千を の 激 

I 进 をを けた とも 云 はれて ゐ るが 

巧 も 巧 も 仕入れを 終つ た 彼は 千 

八な isl 二年义 H 二 U のがち デ ー 

'ブ― ■•アド ヴ T 夕 ィ ザ— じ 左の 


カ ー 百貨 化の 草 か： 


巧 吿を蜗 化した 

エ ー •テ^ — •スチ ユワ— 卜は今 
闽フ シン トン •ホ^ — ルの 巧侧 
プ a I ドゥ ュー ニな 八十 S 恶 
じ 新ら しい 吳化 化を 脚 莱し季 
節 おき お 服 類の 剑質乃 ま小賣 
をを します。 お 白は 巧 蘭 リン 

ネン 類、 フランス、 デン マ I 

ク物 一明 撰揮吟 かし 現を 買 入 
の おを 格安で 贩な 致します 
化備谭；：^^巧吿の利き目がリ ン ネ 
ン じあつ たか、 をれ 巧 新ら しい 
吳服城 じあつ たかは 巧 も 角、 り 
なら やして 

おは 繁昌し 間口 卞灰 

の 小 巧では 到 巧闽賣 仕切れず 千 

八な 化 六 年 じは ブ。— ドゥエ！ 

の 二が 六十 二番 じ移轉 し、 巧 じ 

ir 円 五十と 蚕に 移つ て K チュヮ 

—卜 のをは 澳く紐 育 巧 中の 評が 

ど；：^ つた。 千 八 巧 四十 八 年 じは 

此庙 でも 手が 足らの ィ J あつて 遂 

じ當 時では 人 のぶお 外 ど 云 はれ 

た チヤン パー 衔 VJ ブロー ドウ エ 

! じ マ！ ブ 八の スチュ 7 • 

ビグ デン グを逮 築して を こじ 巧 

を 移した。 プ"！ ドウ ェー ニな 

八十を のが 念す V き ビグ デン グ 

は 今でも 殘 つて ゐ る。 


と 巧の お 超 

四千 二 巧 巧 

商務 菩記官 着を 軍 

對外賓 易 じ ザ < も 輪 出 

期に 面し 棉花の 敵 入城 じたる じ 

なし 生糸、 綿糸 布慌 出な じて 出 

超じ蹟 じた。 爲 替义强 調。 と 巧 

中の 瞧 出は 二媳 一千 巧 S： にて 出 

超 四千 二な-力 W、 對支踰 出は 四 

千 二が 巧 W で 岀超一 一千と な 方 川 

十 U の 爲替か 瑞は掛 ホ 巧 十 I 弗 

四 かの 一、 稱英 一志 八 か 八 かの 

一二で もる 0 

を 一 融市樓 を 融は媛 かし 

政 おもまを したので U 銀 第二み 

利下げ 期待 さる。 十 丹の H 銀 帳 

巧は を換を 妓巧齒 十一 お S モ五 

'，り. 力 川、 お 巧を 九 四千な 巧 川、 

巧 出 二 盧二千 一二" 万 w、 n — 八 

一が ろ 化ぶ 毛で ある。 ん巧 中の 

を お 計 盈資を 一 お 一二 千 二け 方 川 

拂込 資本を と 千义阳 、証券 ボ姥 

は不錢 、十 n 鋪 がが 巧 订サと 川 

八十 錢 である。 

一 閒品ル 場 化 糸ぶ び 綿糸 

がの 输出化 施；. ょる も 一 股が おボ 

がけ 夏 化、 义 はな 化が 脚、 

中の 生ホ祕 出な iir 乃 S 千 俊、 十 

U 淸资化 限 二' ゎ 二 W 化践、 ''腳 化 

巧 ホが 二を 化 印 十六 W 六十 锭、 

と H 綿糸 出 ホ 茵化巧 ホが 細 じて 

絡 出 二方で 六 だ 拙、 十 H 綿糸 一二 

百 化 八 川十链 、綿布 輸出 商 八 千 

八 内で 视 、义 化物 gHHllw 五十 

化經 、と 巧 中 H が 物 惟 お数 二 六 

二王 二 六、 と 月を 闕 手が 义巧离 と 

十 僚と で 化が 巧 田、 六 巧 A を國 

倉が 化荷离 六な 四ち 巧 山、 傭 化 

巧は 歐渊 、化 米、 ぶ ホ ホ 巧 じか 

當化約 ある もホ蜡 化が 焼 近 < 近 

が お 船 巧 加ち 構へ、 太 牛げ 木が 


逃 貫は 九 化見當 である。 

兩 銀行 整哩 

大藏 省な 党發表 

を銷 、剌鮮 兩銀巧 整 观じ剛 し 
八片 十一り 大 藏巧發 おの 「ス 

テ ^ メント 要領 ごして 當化 

が がをおのを おは ホの 如し 與 
兩 巧は 戰 後が がの 反 勘 じよ も 
がな からざる 打 架を 絮も たるを 
なて 朝鮮が 巧に 就て は 大正 十一 
年 八月 輕迎 計を を おて 內 をの 改 
善を 圆 も、 义台鐵 銀が じ 就て は 
大正 十一 一年 政が 及び H がの 
拨助 じよ b 繫理計 常を 樹て其 回 
化を 鬧ら たるが、 大虔 ぶじ よら 
巧に 巧 業態に 不 .はの 影響を 受け 
之が 间 なじ 一 唐の 闽 難を 加 ふる 
じ ま 6 たるを 凶て 化 隙 徹底的 整 
翊を斷 巧す るの 裳 嬰なる を 認め 
巧 巧の あ 券 銀 巧に て 特殊の 地位 
じ 鑑み、 一方が まじ 於て 犠牲を 
拂 ふご 间 時に 政府々 び H 銀 じて 
も 其 許す 舘齒內 に 於て 出 ホ 得る 
限 もの 援助を がふる ミ ど L た。 
今 巧の 整理に よる 株 まの 負担は 
ホして 輕 からざる も 巧 まじ 於て 
も該 整理 計 畫の眞 じ 己む を 得 ざ 
る出づ る； を說 どし、 協力 一致 
其 完成を 期す るを 得 ば 今後 兩巧 

の 信 巧。 漸巧 厚き を 加へ 特殊 使 
命を をす るを 融機賊 どして 巧を 

の 機能を 發 がする じ 至る ぇ 盖し 

難き じ 非ざる べしる々。 

鐵道 事業 費 公債 

財巧官 事務所 着電 

搜道 事業 費充當 のた めの 國巧 

債券 五 か 利が (第 か 六 回) 一千 五 

が 万 山 本年 八 巧 か 五 U 發巧 、同 

U よら 化 巧 十日を 郵便 巧に 於て 

資出 しじみを した。 發巧懼 格 九 

十一 阳乂十 媛、 憤 還 期限 大正 廿 

六 年を， 巧 遇 b ホを は 六 •二％ で 

あるり 


米國 船舶の 

維持 發展策 

船主 協會が 建議， 

ホ國 船舶の 維持 あお 策 じ 就て 

は楚じバー シ ン グお軍：^,閥防上 

の 見地から 米船按 助の 必要を 提 

唱 して W ホ 巧 か 

みで 雨 L: 於で 權 々ど 論 譲 

されて むる か y 么じ瞄 し 船舶 院 

総城ォ コン ナ！ 氏は 化 見 どして 

米 船：^ か 園 船 じが 抗し搏 ない 

細 もは 乂 船員の 給料 幷 じホ活 

巧ほ离 きため でもる から、 么 

-い 救濟策 どして は 船員を 巧 儘 

がが のが 綿 役に 編入し、 彼等 

におして めが は 一人ず 巧ーヶ 

巧： b 弗を 船 ホに 巧附 して ホが 

述シ補 加すべき である。 がら 

ば 一 朔相 おの 際を 數が雌 K 軍 

人を 巧ら 右 ？ のみでな く、 圃 

家は あ 火 六', りで 弗を なて ホ 船 

を拨朋 するとが 出 ホる 

どのな 見を をを した。 之に 對し 

ー ホが がちでは ホだ硏 If じ蓄手 

しむい が、 最も 重大な 賊 係を お 

する おょら 近 < 愼蓝 な審證 をな 

す模檢 である。 がに 

民間 侧 じがけ る 义画船 ま 

協 食は ホ义 船が 持 巧 じ 就て 久し 

きじ お b 調査 研 兜の おお、 化 一 

項のを 义 のをぶ 萬を 巧 巧して プ 

シン トンを が じ 提出す る i じな 


つじが、 其內巧 S まなるな は大 
み 左の かし 

一、 船舶 院理敢 よ あぉ 一二を に贼 
じ 地方 的 乃を 黨派的 利害を 離 
れ てを 能の-斗を 任 かする ミ 

二、 巧 お 省 又な 海運 おを 耕 計し 

て エマ， — ゼン シ 1 •フ ，ート • 

n — ポン J シ ヨンの 管掌せ る 
官有 船 化を 部を 之に 監督せ し 
むる を I 

ご 一、 官哲 船舶の 拂 下げ じ 障 寒 ご 
なる ものは 米 船の 運用 費が 外 
圃船 ょち 高き； でを る。 化 阻 
雞じ 打を つ 手段 ごして 二 個の 
特別ず 島 貪を 組織す る 2 

四、 造搬 貸峭資 をを 荫務省 じ 移 
し貸册 をは 米國 造船所 じて ァ 
プグト ’ブド 巧 船を 建造す る 場 
をに：！ 年 巧 一ー ホを おえし めざ 
る 王/ 

五、 巧ち 船を 維持 發 達せし むる 
ためじ 左の 如き 間接 助長 策を 
講 やる i 

ィ 、お 負 法、 航海 及び 移 ほを 
ぶ 一部な 正 

日、/ 船舶の 修 穫じ對 する 課稅 
の撤廢 

V、 パナマ 通過 料の 輕贼 
ろ、 沿岸 貿易法を ヒ リツ ピン 
じ 延長す る i 

ホ、 御用 貨物、 軍隊の 输 送、 
宫 巧の 乗船 等を 民を 船 じて 
なさし わる i 

が 軍 豫備役 條令じ 從ひ廚 お 
，.卿 監督の 下 じ 練習船よ 集を 造 
を 一二 隻 をぶ 西 巧に、 ガ^フ 及 

び 湖水 じを 一隻を、 太平洋 じ 
二隻を 展き靑 年を して 練潛せ 
し レる i 

と 一 現 化ぶ び將ホ ども 僧 値な し 
^ 思は る I 繫 船を 解 悚 する MJ 
等で あつて 之を 要約ず る ど 

一/、 現 巧の 船舶 院满 巧は 一般に 

滿 おされて ゐ ない ミ 

二、 官有 船の 挪 下げを まくる 前' 

じ树等 かの 形 巧で 宫の 補助' を 

得ん どす る ミ 

一二、 繫 船の 處を 

化^ 繫 船の おを じ 就て は 米國陸 

おを & び 商務省の 

會表 者&ら がる 專門 委員 

食， い 整理 案を 作ち、 之 じ 基ぃて 

遇 剰 船舶を 處 みする J どなつ ね 

ので 船が 院 総裁 ォ コン ナ ー 氏は 

船舶 院 所有 船 四な 隻の 廢棄 案を 

^ ぶ L た。 一時 じ夕 數を處 みす 

j を じ® しては 神々 異論が あつ 

たが、 結 厨 差當ら 二な 隻 (八十 

一巧と でが 一二 十重を 顿) を廢棄 

し 残を のみは 徐 々に 廢棄 ずる i 

どなつ た。 - 




本胜 東京 特電 (gll: 


日銀 利下げ 頓捶 

空を おの 助長を 恐れて H 銀 利 

下げは 常か赏 現せまい。 

鐵道省 ミ 撫順炭 

掷道當 じて は撫赠 がの 購買 增 

をを 計 塞して ゐ る。 

鮮銀 减資案 承認- 

が 銀 經會は 大藏を 及び 日銀 當 

局 提案の 戚資 案を 承認した。 鈴 

木 鮮銀絕 被は 右 席上 じ 於て ホ 期 

配 當は五 步ど答 辯した。 

，森 巧 新臺鑛 頭取 

な康造 巧は あ々 を 潰银巧 頭が 

じがな しれ。 

上 十一 一 一口 あ 



327 W ， 5 が h SI 
Columbus 0 ミ お 

く ぶ 一寸ん ; r 


H.KOKUMAi 

の - 84 W,12 がけ ireet 


Beem Nom Low 

474-6th Ave. 

Bet. 28th-29th St. 


New York Auto Sc:hoo! 

228 おが nd むを • ，む r. t4 化な . 



ふ KU がが AMAGO. 

114 E . が 比 St. 
New York City 


乂 aliagin 巨 ro’! 

之な に 巧 山 St. 

New York C か 畜 
Tel. Regent が 80-3481 


Toyo Kw 帥 

41 b • 巧 th 死 

Bet. 8'way 基が h わ e. 
Tei. な u パ esa が が 38 



TAIYO 

H8 West 6 加 Si, 

Te!. む squehanna 28 け 



巧み 巧 
ど 目 了 四十 巧 
胡 目下ぶ t ■四 


JAPAN ART STUDIO 
624 L なぶ WON が E. ん Y. 

化し PUZA 4538 


円肯鳥 
本 飾 等 
服お类 
M 術 
縫； お 
； 修 

i 简 

グ 


，'他 術 円 

临！ 裝ぉ本 

^ nn 人那 
用寶 
を 玉 


チア 

ユ I 

x h 

ホス 


II 


KAYO BRO ん 

205 E. 58ih Si. New York City 
Tei お が nt 4817 


カリ b ft 取 生新 
{茶 おら も產鮮 
を ["涅 御が i 化な 
坑 致 注せよ る 
弟 し义 てら 魚 
蘭 ま じ 販每類 
製す よ資 日を 胃 


魚 





mmm 

お East 29th Street 
Til. S(). 巧 48 



八 i vaKo 、 

340 W. 5 か h み . 

Telephone: 
Columbus 8882 


(« 日 • 水) 词まお 


ThB wo p ぶ 

140 W. 65th St. 
Hew York C か 
Tel. Trafalgar S55B 


DARUMA 

巧 ! - 触 Aw. 
Tel. む 側！ 3859 


Japanese Tea Room 
1802 M な reeU. 供， 

Tel- Franklin 1577 






け '% T 


67 W. 4 な h St. 


柳 急 


篡 Co. 


だ ry なむ 


， A マ A 


Kawasoye Hotel 

诚 Wes り 23 け Sheet. 
Tel. Morningside 7154 


御 

旅 

舘 

河 

添 


〔ミ） 


號 八 


六 百 千 一 第 


(Bht ぷ贫 jmtt がを が tm 郎 


C 日曜 ±) 


日 五十 巧 八 年 四十 正大 


御巧當 ホびじ - 
御 家庭 支出し 一 
御 下宿 

後藤 

壽 司、 媛蒲燒 

宵： n 旨ら まず 


電 " _ r よ 1 巧 五 
話ィ レム 四 巧 八 八 

國^ ホ— ム 

ンノプ クス 

Y がピ ’A / 隣リ 


美陳 じして 淸 潔 - 

S 爲商樓 

午前 十 時よ ち 為ち 
午前ち 時まで 爵リ 


▼ご 覆 U 淸 お、 親切、 氣樂 ▲. 

勢 州 縮 館 ま 熊 巧 

ま 任 伊 巧 事を 乂 間を 作 

投 5 拉 . 58を Str ま t 

ジ ー. 巧 葛 nt 3298 


支那 

料理 


な萌 


市跑あ 園で 永年 御 変 顧を まぶ 
r- た 祭义で 御座いま 

M ゎ M 
T h 〇 
A が 7 

N 側-曲 

GK .I 

N な邮 

的漏咖 
11 1 

W H 本に 住み、 日本 睹 

巧 を 話し、 皆樣 の御喧 

巧 じ 適ず る 御 巧理を 調進を 升 

了 度 エンぶ 1 タ アの卜 でず 



自動 単 惨 
懂 及び 運 
轉を敎 巧 

ライセン 

スが 証す 
2 十 お ホ 
運轉 丈は 
二十 五 弗 
晝 及が 學 
兩巧 あら 


y 


L 


U , 

〇 Y 
〇 化 

ご 

€ ^ 





一般 自動 
ずがび じ 

フォー ド 

懇切 敎巧 
夕と 時關 
校 勞翻余 
暇 勉學の 
使 あち 卒 
業 証誉授 
巧 就職口 
無が 閑旋 
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間會 庵の 御用に 應 
や V く お 巧 巧卒相 
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紙上 御 案 巧 中 上 お 
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孰 ホ規髮 の設碟 み^ 适速了 ホむ 
歡迎 致します 一 旨 どし 精々 勉强 致しまず 

畜 四十 一二 下目が 番些 二. 円 六级を 

ンプ フロア (第 六 街と 四十 S 下 S 角； 


村 料を 精選し 皆 棟 
の 御 嗜巧じ 適する 
料理を 提供し ます 

S 新 中華 

: ::: 本人 諸君は 轉 
别 じ觀迎 します 
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が 1 です、' 何卒 線々 御 ホ 
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新 鱗 魚 か 一切 

H 本人 おきの 生魚 巧 山 か 6 揃へ 
時 別 廉慣で 乂勉强 致します 
了 ヴォナ 魚 店 
』 ose を aavoma 

224 づ . 61 st で - 
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極上の 魚類 

季節の 新 おのを 貝類 お 巧 山 揃つ 

て ちら 主す から 脚 賞 ホ 下さい。 

ァピ 口 魚 店 

82 Bayard St. II. で anklin 44 呈 


宮川 事務所 

辟續 巧餐圈 0 同胞に 的雜 なる 臟 
里 一を 周旋し ます。. 

たち nese でを e Age ミ》 

養 W . 4 妻 S こ. y . C . 

Te 三 it 77 苦 8 至 8 


带話 ゾラ ィアン ト 
八 〇 お 九！ 八 八. ぶ 一一 
り 曠 ぶびが 間は 

ケロッグ 〇〇 四 四 

講辨 特長 
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ぶ 巧縣人 細み 涨 111 
が縣入 裔朦久 云が 
姑 t 縣人 渡 邊庄藏 
孚 田 大を巧 身中が 貫 二 
ブ 石 川 

せの 者 じを かを 巧き 儀ち 之 
窝巧 本人 おくは か 人 ょら 現 
化 巧 巧 あか 願上误 

紐 育 巧國總 領事 舘 

165 で〇芭 ま y す 去 ご rk 百な 


巧る 旋泊 中で をる 掛陈 湯船の ポ 
! ト ランド 化は 「プ！ ブ レツ々 
!」 ご 巧ぶ がんでも ない 犬を マ 
スコツト どして ゐ たが、 去る み 
曜日 あのき さで 突な 狂 ひ 巧し 二 
人の 水夫は 囑 みつかれ ホ 數の水 
夫け 巧 中 じ 飛 ひ 遂んで 避難す る 
等の 大骚 ぎを 演じた が、 犬は 遂 
じ ペラ ー 銜の襟 察 署員 じ 捕 へら 
れ てが おず る； じな つた 處 、水 
夫 速は 過 ま 一一 一年ら 飼つ た マスコ 
ットだ ごて 抗證し 稱び船 じ 伴れ 
房つ た。 
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が 田 酱油巧 ま 食 化 ホが】 手 質 揃 巧 

日本 食料品商 會 


H 本を 巧 お、 雜貨 

窩 経、 おを、 巧团 ■ 

i か"；； ^ 趴 •バ 東京 廟會 I 

巧グ ー ム、 白 かの 巧 あ b 


華盛曠 

わざ ミ 

日本料理 

あじ 御旅 舘 


- いふ 日本人 恃 おの 必 持と 化に 
米 人 同樣の 娛樂を 持ち 得 ぃょい J 

のために 浪化 節、 辯 ±乂 巧 勘、 
手 踊、 をち ど 云つ わ 風の 處で娛 

樂を 得ん どす るた めで あるが- 
之は 松 街け 次第では か！！： £ もが 
巧 出 巧る 譯で化 項目の 比率は 米 
乂ーホ ニ通、 黑人ー ホ 六 鹿、 日 
本人の をれ は 實じ一 削 五 ホ ーニ 厘 
で 彼等の + 數倍じ 主つ て ゐるさ 
ぅで ある。 

火蓋を 巧つ た 

デビス 囊 

. H 本は 一勝 一敗 
臻洲は 1 i 戰二勝 

デビス 盃 戰アメ を々 ン •ゾ！ 
ン准 優勝 戰は 豫定 《如 <バ 於 チ 
モア じがて R 本が 四が 才 、モン 
リ 1 ^ じがて 凌 卵韵 カナダの 
を 撰 手が 去る 十 Inu 午後 第 I 戰 
の 火蕃を 切つ た。 巧 a 撰 手は 祭 
試を じ 西 班す の アレ ッカ！ を 
六— 二、 六！ 凹， 1 ハ io じて 敗 
-、 西國 のま 將ア f ンゾ は淸水 
ま將 をよ 一 五、 ホ!- OMll 丄ハ 
六丄 一一 じて 獲し 一. が 一敗の 引を 
けどなら、 濛洲 は カナダ 撰 
手を 一 氣呵成 的*」 雞 ぎ倒丄 た。 
複 試を 戰は 余： 曜 擧 が、 本 りお 
田碳 手は 第一 試を-—‘ ア 。ンプ じ 
對 おし、. 最後に 帘ザま 將が西 班 
才のフ レツず—' と 試合を 催す 順 
巧で ある。 


女骄球 闇が 

日本で 競な 

フアンを 愉 殺す るか 
ホ 國の婦 A 野 迷蝴を 日本に 招 
待し ねい 去は 日 幸に 於け る 野球 
フロ モ ー タミが 夕牟 の志留 でを 

つれが、 去る 十二な がの ヒラデ 

グ フキ ァ發卷 じょ い ば 愈々 を涉 

が 成立した もの ご 化へ， ペンが 

婦人 野球 巧の 撰 ま 惟を 挺つ てゐ 

るヒラ デグフ キア •ボビ —ス巧 

球鹽は ホる 十 j 口-一日から S 週 

間 じ 直ら 日本 の 节學校 チ ！ 么 ど 

競技の 契約が 成 し、 な 前ヮシ 

ン トン 野球 魁 省 細ず であ b 現じ 

ミホ ァポ リス^^ 鹽の 撰ず でを 

る vT デ！ •ァ 户 スミス 夫妻が 

監營 役で 渡な/去、 り 本が ファ 

ンを憐 殺す るで ごな つた。. ' 

了. 

ポ ー トラ ト化の 

愛犬'：^ 暴む 迴る 

目' トプ^-クリンの 第二 一号 横 


秋 冬服 地の 暴騰 

時下 殘 著の 糊ら 愈 お 淸祥の 段を 慶巧候 

巧て 當巧事 今回 夏期 節を 利用 致し 且つを 年 

の 御 引 立に 報 ゆる 

爲め當 巧 持 合は せ 

のな じ 限 b 今 おを 

の 二割々 騰貴 じ も 

拘ら中 左記の 巧 傾 

を 0 てを 巧 中 抑 用 

命じ 應や ベく 校 間 

何卒 此巧 機を 逸せ 

や 御用 命 仰 付 被 下 

度 御 願 申 候 

御 電話 被で 巧へ ばを 速 巧 貴參上 致す 煩 

背廣服 一二 術 あ 外を 

五が 五 弗、 六が 巧、-! ハが 五 弗 均一 

丸 山 洋服 商會 
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▼化を ダンス ▲ 
▼表 おか 操 A 
紳± 、淑女、 わ 子 
供さん 卞じ 叮嗜じ 
を 巧 致し 升。 午 期 _ 
十 時 ょら 午を 十一 
時を. ( H 腿を 除く > 

シャリフ •ダン ン 

ング が銘學 校ホ藥 
上 杉 タマ 


レヤ トル 巧 

NP 旅鑛 

W 含-ま h Ave . 化 P weattl 夕 Wash . 

停 革 場 前 お 萊ご一 了ち 侧ホ階 建 
目 本 巧 船 切な 取扱が 口 場 送迎 

日本け 窺 船 切符 御 申 这じ應 じ 
萬 事 御 巧を じ 御 取扱 ひ 申 上 お 

を 港 u 別 ホ テ 八 

► H ネ 御料 a (別間 あ' ゥ) 

を 港 タリ ホが ニア 街ムハ ーニ 

篮 話々 ネ ー 1 八 一み 

口！ サン ゼ ルス 地方の 御 
お ホには 鼓 善め 御 便を を 計 b ホ 

\ — グ作 

ホテ少 

緒が ホ じがけ る 间胞經 營中最 
新式 高等 ホ テ 八で あらます 
羅府東 一 街 一二 九 半 
S 香 「ゲ アン ダ ィネと 六 お 九 
話广 タツ々 丄 二八 六 S 

貸 自動 軍. (牧野) 

羅赔 名所 御觀ホ じは 梟 も 精通し 
た ドライバ！ が 御 ま 巧 申 上ます 


ホスト ン案內 

貸 自動 革 業 河 西 
諸を 跡、 大學 俊、 エ虜お 他 一般の 
紹 かなび 通 辯 もします R 畳ョ岂 
Tel B 岩 £ さ 77 芸 70 Ba 皇 a 苗. 


ボストン 市 

富 壬 旅 舘大浦 末 松 

1 ま Wo 養 st ミ Si . ぎ庄呈 Mass . 
Tei . す£ さ骂 S 


住み 必 地ょ き淸 潔なる 室 

御 了 松林 好か 

1 苦 Lex 量 on Ave . 

ジー .量. ぎ 2821 


西 六十 五 T 目な 四十 六番 

一力 旅館 大橘 

追 話 ユンゲ コット 八 六 1 〇 


お 話 レキシントン 四 乂五五 

器 巧 旅館 

東 十 お 了 目 二な を 


御 下宿 鴨 ザ 乂 

47 で aspect Place 

bet . Is でぎ d Ave . off E . な nd で. 

Tel . Mu ミ y 呈 I 這 58 

紐脊 旅錐單 巧みが 

東 妈十了 目 二 四 二番 

Tel . Ca 星 ミ ia 迈74 


遠い 日本から 紐 育へ 

不孝な 息子の 照會が 類々 

る 0 娘に 訊 わられて むる 上 巧徳藏 U ゆの 巧をから 
3 お 旧 良太邮 U 徵を不 手紙の ホ 巧が 靑年曾 鈴 事 等 


U 本を がれて 數十 年、 不圖怠 
つね 一巧 一一 巧の 逆 信が つい 度 雷 
つて 音信が ばつたら ご 絶へ わの 
で、 鄉 化では 死んだ ちと あ ひ 

隆 膳を ぉへ ミミ ミ 

だ 堂 S 息子が ぶら らど戾 り、 悲 

しみが 一轉 して 萬び じな つた 等 

は眞 じず 出废い 話で あるけれ 共 

其 間の 父兄の 必 施は 一方では。 

い。 昨今が 育 H 本人 會 では 斯ぅ 

した 不幸な 息す の ホ 巧 じ 就て 血 

の 出る 巧な 痛ましい 照 食が にお 

して ゐる〇 

香川縣 S 上除蠢 どぃ ふ 

巧は 化を 年 前 まの 腹し 一人の 小 

化を 殘 して 渡米し じが、 化の 紐 

育 附近 じ 化んで ゐ たとい ふ もが 

ぼん やら ごがつて ゐる外 じ 永い 

巧 U の 間 一 あの 巧 息 じ も 接せ 中 

化れ た 小 巧け 女で が 守 宅の 妻の 

巧 力 じ J つて 化 巧し、 今では 化 

龜ボ じ 嫁入して 抱 田德ず どじら 

一人の ゆ 親 どして t 巧は 知らぬ 

間 じ お 刷 父さん どなつ た。 是 ホ 


一巧で も ホ だ 見 a 父に 逢 ひたい 
どい ふ留 み。 

一二 重縣の 黒山 寞郞 た 

ふ 人 も 化の 巧 部じゐ るら しい •か 
郷里では 旣じ實 预が冗 じして ゐ 
るの じ 未だ 巧衛が がら S ど あつ 
て 巧 巧の 實兄黑 旧 司ょ b 搜索 2 
照 食。 かが 恒 みが ごい ふ 人 もが 
育附 化じゐ るのは 確實 らしい が 
「何 か 敷 年間 音信 じ 接せず」 どシ 
アト 八 じな 留す ろが 父さんから 
お會 。福 岡縣み 田中巿 ホら 實父 
田 中 松 かから 様子が がら 2 上 じ 
耍 件が ある ごが 信し 

徽 兵々 の 手續を 怠つ たの 

で鄕 化の 父兄は 非常に 迷惑し、 

「でぅ ぞ 巧衞」 を ご 願 はれて ゐる 

者 じな 前プ 八ック 9 ン靑 年會幹 

事 一二 凹锻 度び 鄉お 不明の か山秀 

夫 ごい ふ 人達が ある。 必當ら の 
人々 は 組肯日 會へ 一報す るか 本 

人 自身が な 鄕じ 通信し、 也 おし 

て ゐる父 化途を 慰める y よから 


化を 化； 吹- 

ハ*—— ヒ スト 

犧辭靜 化 子嚷 

昨年のホの；でもつた 化 

が K 巧 じある、 せつて はを 化 ご 

して 乂概 巧の 獨 逸の 難 脚を がり 

化け 今が はか 化の 椅 ずを 化 巧し 

て 現內閒 じを きをな す ストン ー 

I だ マン 愧北邸 じ、 一巧 盛大な 音 

I 架 曾が 他され た。 おがが かれた 

一巧は を剧の 

大公 使 及び ホん か 娘 ど 本 

琪の お舞わに ホつ 孰い も 皆じ閒 

えむ あ 苗樂家 どい ふ ぉやかな わ 

儀ケ のみでぁった。 巧が 驻獨乂 

化本夕 巧た 人 ど 乂が參 事官 夫人 

も ホが かれて が 席に 列な つた。 

おお 巧す じ 伴 ふて 今 巧は を閔の 

外夕官た人々礫；^?を々旨闕の音| 

樂をがかする；ど^ら、 が^ -- - 

てごう..^ お 鉢が 迴つ て：：： 本侧 I 

の帶 どな b 兩夫 人中の 孰れ か r 

柯 かやらねば.；；： vbn 谋を ごな つ 

た。 がが がょく 化 H 兩夫人 じが 

はれて 一人の 巧い 日本の か 礫が 

ホな はゼて & たが、' 而も 化は ピ 

アニス ト であつ た。 

此 々礫は W みに も ホ だ 

をいじ乳らではあるし、 こん-^;^ 

じが 逝の あ 家 揃 ひの 前で 何め 巧 

ぶ もな し-— は 鬼ても 禪 かれない 

から、 Vj う ぞ今 U は 許 L て 下さ 

い」 ど I 旦は斷 つたが、 をれ で 

は兩 夫人が 闲る しお 1 U ぶ侧 5 

砸辱じ もなる J だから 「では 思 

ひ 巧つ て 一か八かで やつて なま 

せう」 ど 勇 氣を禪 ひ 起して 鈍 盤 

の 前 じ 坐る る じ；；^ つたが、 誰れ 

ょ b もずに 汗を おつね 巧は 兩ホ 

人で あつた。 居並ら ぶ 人々 はう 

ら巧い 小さな 陆 巧の 一女 性の 藝 

術 じ 非常な 巧 ホを 持 も 旧 嘘を 巧 

んで傾 おした。 瓣て 巧い 

日本 娘 の小さ；：^手は辣盤 

の 上を W つた。 化は ベトー ダイ 


ンの 難曲、 み 嫂は 日 東 婦人の 蘆 

氣 を： K ょ！ ど 託 b 彈を 鮮やか じ 

譜面 もな しじ 約 半時 閒も禪 奏し 

たが、 滿場は碑へる如くじ歸聽 

しじので あつた。 纏て 曲は 終つ 

たが、 割る i 許ら の おず 蜗 巧は 

何岭 をも紋 いね。 ストン！ ゼマ 

ン 夫人を 始め 澤 山の 人は 我い を 

おれて 化々 罐の下 じ まら 「ブラ 

ホ—'' ->—」 を 速 ゆし 乍ら 握手 一 > 

た。 をして 異口同音 じ 「之が 當 

巧の 雌卷 だ」 ごを 賞め た I へら 

れ た。 化 のみ 嫂 姓は 膝 野を は靜 

江、 ホず 大を 附感の 出身で 早く 

i ら ピアノを 學び 

渡觀前 をは 阪神 沿線の 化 

まに 文化を 活を營 み、 が 邊のゎ 

蛾さん 方から 师の君 ど 仰がれて 

むた。 女史の 父君は 美男で 聞え 

た 外を 官で 大戳 間際を 獨 逸に 驻 

化して ゐ たが、 今は 實 業が じ 入 

つて むる。 女史は 自己の 巧 巧の 

本 煤が がか も 父君 じ 繰の 深い 國 

であるので 謀てから あこがれて 

ゐれ が、 ごう-^ 思 ひがつて 單 

み 遊を する み必を 固め ヤッ ト昨 

年 二 巧獨 逸に 藉 いれ 許ら なので 

ある。 女た は辭 こを もう 二 一十 じ 

蓮々 どして ゐ るが、 小が。 お 人 

なので 齡ょ b は ゥン V 」 巧く 巧 愛 

いお 娘さんに 見へ る。 女史は 

渡獨 後な 匆論 早速 專 巧の 

ピァノの 硏讚 じ沒 頭した が、 天 

な S 才は 見る*--^ 中 じ メキ-''-^ 

ど 上 巧して がくので わつ む。 虔 

が々 をは 巧 じ 進んでも う 一つ か 

の もの じ 化を つけて をれ じ 手を 

出しが めた が、 をむ は U 本 じ ホ 

だ專巧 あのない 睹 琴を 硏 がする 

MJ であつ た。 女 あは 早速 大 をを 

投じて 大きな 其樂 器を 買 ひ ホめ 

斯 迫の 大家で ある 化が 音 樂學校 

の マックス •ザー 八を 巧の 巧に 

入 b 今は が 唯一の が 藏弟乎 じな 

つて ゐ る。 か ホ巧幽 では 官 ホの 

k 野を 架を 校の 

管が 晚 じさへ も 化の^! 


プ がない どい ふち 樣 だが、 歐米 
では 化の 樂 器は 管粧菌 じは かく 
巧ら ざ ももの じな つて ゐる〇 を 
れじ 化の 樂 器は 妙に 婦人 じ 適す 
ると 見へ て 十 中の 八 化 迄は 女流 
彈 手で ォペラ。 どで も 紅一点を 
ょく 是 受ける。 ょい 處へ 眼を つ 
けた 女 あは 本 煤の 名 お授から ミ 
ッ シリ ご其蕴 奥を 窮め 伯林、 む 
里、 倫敦 等の 大都 食で 獨奏會 を 
おした 上、 穂： は H 本 最初の 女 
流 堅 琴 手 ごして 紋國じ 雜を締 つ 
て歸 朝す る U も 遠くは あるまい 
ごが はれる。 

々度 瓜獨 逸で 

マラソン 

四十 八 時間が 標準 
囊じホ 國を化 f は ダ y ス •マ 
ラ ソン ごい ム 莫迦-^.^ しい もの I 

が 流行して が 聞 紙を 眼は した も 
の だが、 今 巧は 濁 逸で キチー •チ 
レー ゾと 呼ぶ 娘さんが 四十 一一 一 
时 間ぶ つ續け じ噪 つたを の 力 じ 
憤慨し、 斯 くの かきは 巧 性の 化 

辱 だとい ふので 俳優 ホラ ッブど 
巧ぶ 巧は 四十 八が 間 不眠 不 化で 
嚷 つて 見せる ど 昨今は 每 H 十二 
時間 宛噪 つて ゐ るが、 近く 自動 
を 競走 瘍 のスポ 1 ッ •フン^ — ス 
を 偕 b まけを 衆の 前で 先 づ化時 

巧 は自 がの 脚本を 朗讀 して 八 人 

の ステノ グラフ ア！ スじ 速記せ 

しめ 其 後は 詩の 朗讀や 時事問題 

じ 就て 威 想を 述べ、 疲れを 体め 

るの じは 獨 逸の 國 歌を 演唱し 一 

時間に ー ニヶ 宛の 鷄 卵を をんで 元 

氣を養 ふさぅ だ。 化の ホラ ッブ 

寶 は歐洲 八ヶ國 語に 堪能な ので 

べグ V ンの 講演を 終る ど ホづが 

太 利を 手始め じ歐洲 み國を 歴訪 

、.が 國の 言葉で 辯 舌 マラソン 

を やつて 見せる ご 力んで ゐる と 

はべ グ 9 ン十二 H ' 發紐育 タイム 

ス 紙の 特電で ある。 


見榮を 張る 

同胞 生活費 

莫大な 巧 際费等 

最あ某 方面で 調を した 化留 H 

本人の ホ 活隻ど 米 國敌府 が發お 

した 米 人 及び 黒人 家庭 ごの 生活 

费の對 照 表 どを 比較して 見る ご 

こじ 颇 るが 白く をつ 我々 のず 

常 じな 善すべき 夕く のぶを 發を 

ずる。 一 あ 旧人のを 族を 標準 ご 

して 得ね 統剖 でぁる わ、 先つ 彼 

等 S ま 出 年額を 巧る じ 黒人は 一 

ヶ年 六が 十一 弗、 ホ么け 千四闻 

化 六 弗で 切ち 姻 はすに 型して H 

本 入は 千と 巧 化 十九 巧护耍 して 

ゐ る。 是 等の 中に て 最高 费 目は 

を 費で H 本人のを れは义 人の 六 

巧 化 ー ホ 八十 伽ょ ちは 約 十八 弗 

ぞ< 六な 五十 弛を ま 出して ゐる 

み じぶ 服を は 米 人は 二ち 五十 四 

弗 七十 仙で ぁるが 日本人は 一二： 白 

廿五 巧、 お 人は 唯な と 弗で 濟ま 

して ゐ る。 之は 化帶 ぶら が 劣つ 

てゐる i を 息 ホす るか、 敎育費 

は ホ 人の 八十 四 ホ じ 巧 LH 本人 

のなか 巧は 唯な お果じ 就て 見る 

外は 論 やる 余地がない。 娛樂を 

際裝は H 本人 生活 寶 中の 一一 一大 養 

目の 一で 實じ二 巧と 十五 弗を ま 

出して ゐ るが 么を乂 人の 十と 巧 

黒人の 化 弗 じ 比して 誌 解 じ 苦む 

おが 多い。 之は 義理が 濟 ょない 
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白 干猜巧 


巧!! で ぶ沫 p ななぶ 巧を 巧 im で 巧 


〔り 曜む 


日迅 十月 八 年 四十 大 


[ 四） 


ホノ と、 摇沒 '# 戶 'お 崎 ■上 深-香港 南 巧 巧 わ 

西 比 刹な 化 (二 0、 呂 〇顺) 八月 十八 H 
(羅が 化 帆 八月 十 巧 日) 
太 化： 乂 (ニニ、 呂 〇哦) 九月 IH 
大洋 見 (一三、 言 〇嚼) 乂巧 十五 H 
か (一己、 000 顺) 九月^ 九 H 
(羅な 巧 帆 化 fl ホの 日】 

戊 (ニー ー、0呂 嗯 一 十 巧 十一 二 H 


をが 


化が-を 西哥 、が 窓， 智利諸 港 お 
なが 1 * ノ^、 橫漠神 戸 巧 司を 港 巧 

_ 巧な 共を み 通 一圃 
’ Of ®! 语 む— が 巧 寝 專ホ晚 入御が 巧 化< ち 


シア-^ 一-ル 出帆 (ホ 帆 午前 十 時} 

が 脚 j 电 八 巧 化を 
琪を矿 化ち 十 な 
加な々 十 巧 丸 日 
伊豫 か 十 巧 化 九日 
4 本：：^ 船を 運賃 巧を 
一等 横 お 九 五 弗 神 戸 二 〇 お 巧 
一二 等が 食ぶ 十よ 巧 か 食 五十 お 弗 

歐洲り ホ 糊 客船 香ち 商い 

淪敦 上ち 等が ぶが、 二等と 十 
磅 、お 巧 巧よ b 1 等 化 十と 碎 
二等 六. 十 A 時。 

化肯 化讲ピ おお 扣化 U 本 わ K 化が— H 二问 


資本を 一 億 閒一 
拂这濟 資本を ち 千 あ 凹 1 
帖 立を 五 千 ホが お圃 j 

修航 一ニ ホ 銀 巧な 育 支店 

ぶ 化 柬京ボ H 本格 阮胺 巧が 一 
ち 巧 小 お 日本 橋 化の 巧 (ぉ 复巧巧 
名古屋 京都 火阪两 ミを 神戶 
廣島下 關巧司 おが お 岡を お 
上が お 致 孟頁聊 水 i 


外 厨爲替 、鄕お 送を、 並 送を、 信用が 巧 化 
一 肢装巧 業務が々 御 巧 利 じが 扱 巧 申 お 

娜賊 S 菱銀巧 f 支 庵 

本 ま 巧 東京： 本 巧 > 大映、 神 口、 京が 
巧な 地 名 古 弦，* ルが、 上 お、 おお 


棘^^を 期 邦貨 五十 閒 W 上が 息 年 ホみ 

£ 賊臺灣銀巧|ぉ張所 

▼擲里 送を 及び ホ 送を (無手な 巧) > '外 画 
巧替實 買、 荷 爲巧化 組 取 立、 每用狀 を 
巧 ま 一般が 巧 莱務御 巧 利 じ お 极巧仕 侯 
▼巧 ほ 詳細は 御湛嚴 なく 御 巧を 被 下 度 お 


、旨 W 「邦貨 五十 画の 上 1 六 ヶ月な ム 
本店 期 1^利息= 年 ホみ 」ー ニヶ 年な 內 
巧 金 ji リ r が 食 お十圓 化し' 

一通を 一 厂巧脚 じか 〇 ホー 錢二晴 

(化 ン當 千 蛙な- 卡ノ逆 おおを ハ お 利 底) 

機濱ぶ 金銀 巧ぉ 育ま 巧 

郷里 送金は 都て 無手 數巧 じて 當 
行 巧が 本 巧紋山 送を ホが 扱 申 吸 


社長 男爵 化ぶ まを 衛巧 

本 巧 大阪化 お 五 下目 

化育 支 化が 育ブ " 1 ドク S — が 旧 十九 恶 

鱗 航化友 銀 巧 

が一 東京、 橫 潰、 をを 居、 巧 挪 、神戶 
4 ^ お ノ滋 、腾 島、 吳 、柳 井、 下ノ刚 
化そ化^ 門司、小倉、を松、博夕、乂巧米巧 
本固預 を、 鄕お をを 等は 楠め 
て 御 便利 迅速に 御 か 巧 可 中が 


藤本 證券 會お ； 

一巧" & 郡を ノ資ち 引を、 裳 お 
A を融 、二 並 二么關 スグ； 巧 ノ楽採 

誰赋 藤本 ビル 7 口— 力— 銀 巧 ； 

紐 育 お 張 所 I 


雜巧 陶 おお 

ドぅ ィグ， — ッ细 .试 

太 洋賛易 株式 轉社 

支 お ホ 化 古‘ ボストン 



敎脊為 あ、 喜劇 化 柿々 あ b 。 
御 ホ留の ホは 左： 山へ 御 照を あれ 
(午前 十が よ h 十二時 迄の 間) 
C . Kuroki , だ 8 F ' 亞 rdSt . 

Tel . さ 一 nelan を 普 0 


內務 あを 許 加州を 認 

產 婆* 搂摩術 

平 巧を モ 

助産 城 ホ-ツサー ジ 術の 出張 
お 療の御 おめ じ 應じま 1。 

電話 > ‘ャ セ— ドラ 八空寬 
西 な 十ー ニ 了 目 一二な 十 二番 




巧語學 お々 ホ 
ち 巧 正 一一 一郎を 


部 話活法 

一を 巧 費 巧 山が 化 


を 費 

おが 营巧 化が 仙 掛稅が 仙 
著 ま •い 本 萬を 編 猿せ る 所 0 は 靴 
を 照て、 巧き を搔 くの 感 ある 英 
語な 話を 巧 用 せんどす る 諸子に 
六 t 巧の が 時日を なて 日常のを 
話さ ホな きを 補 せんごす、 故に 

ス iii グ 、ィデ オムぶ び プロ フ 

工^ 活 巧を 入れて 其異 唐を 解す 

る？ I 聲戒せ b 。 

S ご$己コ 产 一 虽 3 か msterda ヨ Ave , N ’ Y . 
ミぎ ミ tal Te 二 railing Co - こ 44 ミ St ) 


第二次 


巧 桐 母國哉 問團員 募集 


お發期 
劇 費 = 




i 贈 


十 巧 ご 1 H 
十 巧 九 H 


i 鞭 一一 育と 十が 弗 


.が 道 二が 弗 
(窺 单は 一等で ぶ贼は 二等) 

本 脚の ま 意、 規 を、 旅輯 あび や 込 審等じ 就き 委しき 率 


くン 停車 煤 
郵船、 加賀化 


は 巧 ホな 接 弊 巧 會じ御 聞きを 

紐脊ホ 来を 


;」 贼从 まず 

+九 目 二 lira 


ま惟 を片舊 兄弟 蘭會 

.1 111 四乂〇 
電話 リ ' I シ五 A 卜 |二 四 八 一 

I 〇 二 一二 五 


最新ぶ クィ 八 陳列 

= 1 赏御來 店 をれ = 

弊舖は U 米紳 || て ホ 御 得 用の 上等 服を 調製を 

し えず。 I 

蜡 舗で 御 ホめ め 洋服、 外 蒼を 御甚 用な され 
ばホ國 巧巧ス 'タィ 作の 正しい 服裝の 整を が 巧 
来ます。 一| 

与*^^ —1— 1 i ふ、 一^^ 

一ー フロ リオが 服 巧 


陶破 器、 雜貨 、ラ 


卸 質 


ンプ义 ランプを 

* 森村ブ タザ— ス 


、、アト 作：：：：： 帆 
あち だな 化 八片 六り 
ぁ^び や 化 九月 八 4 
▼一等^ 窗 一丸 五が 

I がし ばりず 丸. ろんごん 丸は 一 化 化が 
▼一二 等；： X 木が •五社が 客室 乂蚁を 装 族 室み が 
▼御を 沒 L をり 一 净剌 がが 巧が 符 巧が パ 致 侯 
. W ス アン ゼ八 ス出峽 

はむ い 化 八月 二十 H 

▼一等 I 城 巧ょ じら 化 巧哇化 一九な 邦 

I 化 他 じんて 一一 六 巧 半 
▼ 一二 本む 支 にら 丸が 哇丸氏 贿化 他-ぶ 贿お 
▼ 沙！ ^ 制； が 巧 摇華游 晚人如 約旋 なりお 
► 卽 叫 ! ：：； 獄 " 少マ 巧 山 H 本ち がむな 物が 巧 一 抑 

♦ 


糾育州 公認 
內務 おを 許 
東京 ホ大醫 科大學 
產樂化 巧 科 卒業 

違 婆が 本綠 



U 本陶黑 雜幫 

グ ー ツ词販 •む 


ラ 


餘喊巧 木 桃 ホ 組 

iviool. ピ〇咨〇:^^〇一 00., ご 1 C . 

105 E-1 死を St- N.Y. Tel . で cyvesant 夏 严で？ 


m 綺飯 U 口 當ら宜 き 外 
.側の 莖 貸し 度し、 プ 

ライべ I トフ アシ ブ 1 

612 W . 137 th St こ Apt 洁 




貸 室 . 

午後 八 時 過に 御 話しを b たし 

PauUi 查 夏， 夏 7 W . ご 害 St ’ 

Api . 1/ Tel Audub 呈 76 芸 


一週 五 巧义八 弗、 一 
人 又は 二人 じ 適す、 
化廳 へ -^かタ ィムマスクエ>< 

へ サ五か 電話 カンパ ランド 呈 三 一 
1 芝 舌 曹芭， Br 旨 互 ブ 黒 崎 梅 子 


貸 室 淸潔 便利の よき 壌 

所 一人 乃至 二人 向きの 室 あら 電 
話は ブラ ダニち と 一 お 
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n o United S 空 es 正 〇宝 ぎ〇ョ 4 结 
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卜ぅン .テック 巿附 巧废圓 働き人 
をポ レ ぶるべく 夫婦 巧を 留 むが 
肯巧報 i 内 水を 氏へ 照會 ぁれ。 

レスト タント 良 

i 貫ら 远む ピレス 六-ラント 夫婦 
者 ホは 獨 みおの バア トナ ア をが 
わ 場を じが b ては 讓 つてら ょし 
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裁縫 所 開業 

げ 服’ が 物、 ゥ 類は ドラィ 

ク 9— ニン グ 、ブレス 巧び 染あ 

、化 立 t 的し 1 切を < ホ麗じ 
致します。 戴 縫は 如 M なる 御な 

文 も 巧 蹲 じ ザく 致しょ ずが 化ユ 

夕のホ ホな も あ b ます。 
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宗敎 ごが 學 ごの 關が 


天啓 主義の 宗敎か 科擧か 【為】 

木が 义太郞 


j 近 化 じ 於け る 宗敎ど 科 學の街 

j 突は コ ぺ八ニ タス や ガリ レネの 

- 地動說 にが まる •か、 カトリック 

1 お會は 名を 宗敎に 借ち て ダブ レ 

I ォ やブ 火 1 ノ ーをがき殺したが 

1 をの 巧は 羅垢 敎會の 政治的 傑濟 

I 的權 力の ぶ 礎が 新しい 天 义學上 

1 の發 見から 勘搖 する のを 恐れた 

1 からで あつた。 プロブス タント 

~ は 偶人の 信仰、 良 必の灌 威から 

I 出 弦し わか 一度 獨 をのち 配 階級 

I のを おどな つて 忽 もじ 天 塔を 敎 

:獨 巧の 不 なをな、 排他的な 態 巧 

I を 示し、 アナバ プチ スト i 狠の 

一 ものを を 寒し 初め 農に 殺ず が 起 

，る や 幾での 無 革の 人命を 慘 殺ず 

i る 事を 是認した。 淸を 徒は 巧 本 

I 國で 信仰の 自由を 得られ じかつ 

i たので 米 閔じ移 化し 自由に 神を 

拜い 目ので ホた ので あつね が】 

巧 新が 蘭で め 權を捏 る ど 間 もな 

く 彼處じ 入つ て ホる クエ！ カ ー 

やバ プチ ストの 信者を 迫害し 殘 

一が な 刑を 化つ て 彼等の 侵入を 巧 

山した。 亦 ィン デ アンを 惡 鬼の 

巧者 ごして 化 施から おした の も 

ゥィ チ燒 殺した め も 彼等で あつ 

た。 幸 じ义阁 じは ペン、 ゼフア 

ジン、 フランクリンの やぅな 自 

山ホ義 者が あつたので、 卒先し 

て 信仰の 円 由を 憲 ホで 制を し 政 

おごを が どを か 離した。 

A A A 

然 i 巧 催から 離れた 天 巧ま義 

のぶおが がみを 確'」 おび 色んな 

人ぶ まを の 迷 動の 陪を をが てし 

た罪おは巧山ゐる。 化^^の人間 

は アダムの ず おで わるから 人間 

の： 非惡 U 巧 個人の 巧 巧 (實は 側 

人は を 化が ある まは；； > いが) で 

ム b ごし 化 罪人を 地獄 じ も あい 

瓷诚じ おじて 中 おで 神の 名を 讚 

类 t 少しも 人 牌 巧を 賊じ やぅ ど 

しな かつた の も フアン ダ メンタ 

リスト 速で あつた。 監獄の なを 

も 社を 本 化 も 火 抵はク エーヵ ー 

を ュニブ リアンの 自 もま 義 を-か 

- かめたら ので あこ。 をむ から お 

隸 解放の 述勵 がを つたが をの 魁 

をな しわ ものは ク エ ー カ ー の 人 

速、 をれ から ユニブ リアンに 巧 

リン コ^ン や ガリソンで 之 じ 

なおしね ものは 夕 くす 巧 ホ義を 

I 本す る C 速で、 彼 巧け 嘘ん じ聖 

萬のを 句を 引讯 t て、 ニグ。 は 

人脚で。* い规 である、 をして 神 

はこれ 尊の. お隸 をら 人 S 爲 めじ 

巧 じ创进 して 巧へ ぃもの だ ごな 

娘して プラン テー シ ヨンの 持 ホ 

の 化. 吕を やつた。 今：：： の K、 K 

K 、 が お 部で フアン ダメン タブ 

ストの 人な じょつ て 起.. つた ホら 

化 間間 知の 聲で ある。 か 刚じホ 

策 巧 かが ホて 巧 働 問 猫が 漸く 掠 

助して ホた-い 巧 脚飢 むの 化 動を 

も巧閒 化に がけた の も 的て ホ。 

る 刪ん ホ あの 倫坤 をな 创し 巧が 

のが 巧 制 巧を 神柴 化ず るに 巧め 

た义 をまぷ のを かで もつ む。 

A A ， A 

々 u 乂网 S おお 刚 体^ おく だ 

を 相の 化 欄 でんる おけ 非な であ 


る。 ストラィキの 媒をじ 於け る 
を 曾の 態度 でら、 Y MCA の や 
うな 半 お ザ 樂不得 要 棚：：* 脚 化が 
常 じ巧資 戦に 巧て 中な 地 帶をホ 
わ 事に 化々 たるみ も、 巧 道會化 
が 驚 < •へきが 力を 造 腐— をの 結 
おどして H 曜學校 ゆを 徒の 敎が 
じィ H マの 社を 正義の 巧 想を 採 
用す る 事を 禁じを の 記 巧で あつ 
た神學 校の 一敎授 をを 職せ しめ 
じの も、 か 何 じ 天 當ホ義 の宗敎 
か ホ 凰今 U の 宗 敎お を ち 配 （ て 
ぶる かがが も。 此 度の デ ー トン 

ぶめ ける ス n — プ事 かの 背後 じ 

じ. こうした 天啓 ま 義の祭 敎が無 

敎 育な 化 信の 民衆を 煽動して 巧 

學 思想の 普ぶ を阻蒂 せんどして 

居る ので あるが、 是 等の 化 本 ホ 

義 連動が 敕權を 挺る じ まつたら 

をの 害毒の ぶぶ 所 深遠で ある ど 

思 ふ。 なは 化 上天 啓 ま義じ 立つ 

ま敎の 思想 的ぶ 礎 度 をれ が巧學 

や 人逍速 動の 發 達を 害し、 莫大 

の 惨害を 人類 じ與 へた 事の お實 

を 摘記した が、 フアン ダ メンタ 

リスト じ 云は ずれば これらの 慘 

害 も 神のを ホの 爲じ 必要で あら 

彼等の 永生の 爲 めじ 例 か 多くの 

異端が 化 織の みに 苦しぃ も豫を 

であるから 化 方がない VJ 云 ふで 

あらう 0 

公 A A 

をして 根本 ま義 巧は 盛ん じ 進 

化 論は 唯 物ま義 であ b 神 ど靈魂 

ご 永を をを をし、 化の 信仰 じ 立 

つ 道德を 破壊す る. こ 操 言して 盛 

んじ 挑戦を 試みて 居る。 おのを 

へでは 巧し 進化論 や 唯 物よ 義が 

彼等の 信 中 7’ 神、 彼等の 靈 魂、 

彼等の 永生を 巧を し、 彼等の お 

德を 破壊ず るなら ば をれ らの進 

化 論 や 唯 物ま義 はま 协 人類 じど 

つて 結構；；* ■もので あら、 化 本 ま 

義 おのま 敎や 道德が 一 U も 早く 

破 操され る 事を 祝る ものである 

つど 明るい、 もつ て 変 ご眞训 

じ滿^ たがし いま 敎 、を L て 人 

類の 巧 生は フアン ダ メント の 神 

やお 德 •かが 壞 された 後 じ 生いて 

巧る もの P あらう。 で 一 5 


きを 巧 事：^ 炎 寒の 際に も拘 はら 
中 特に 繰を せ 出席 だるを 謝し- 
前 曾の 記 錄朗讀 をを 客して 底に 
會格 報吿じ 入な 

角 田 當記度 起 もて 詳細 じ 
會務 を報吿 し神胁 苗四郎 氏じ關 
ィる 仲を も併ゼ て報吿 し、 みで 
烏田會 計ょり 會計 報吿ぁ b 孰れ 
もを 認 したる が 高 田を 計歸 朝の 
爲め辭 巧ず る 3 H の 發おあ 氏、 自 
ら後 巧者 どして 巧 事 山 本 健 治 氏 
を 推薦し を 信 理事の 貧 成 あ b 、 

を 西 巧 事は を 信 巧 事を 推薦して 
を か 理事の 貧 成 あ b 投票の 結 お 
左の 如 < 巧を 


，贿 本を が 米阁を 


十五 祟 (當 選) 
四 票 
一票 
一票 


山 本 健 治 巧 
単 信せ お 巧 
居 葺悅郞 氏 
上田 键司氏 


夫れ ょらを 務委員 會 の報吿 -」 移 

巧 島 委員長 職 席の 爲め 氷な 委 
員 第一に 神 崎 巧の 事件に 閥し 書 
記 長の 說 明を 補せ し 第二に 支那 
巧 人妻 子 入 威 事件の 試訴 利かの 
影響が 岡 胞巧人 じあび 發慟省 じ 
がても 近く 

省 < で を おて 移： i ! 法 第一 二條 
第 六 項 じ該當 する をの 妻子の 入 
励を もを かどす る ミに 巧を しむ 
る 旨の 報 吿を爲 し 最後に 來福乂 

遭難 事件の 調杳報 吿當並 じ該事 

件じ勒 する 柳 お 理事の 窓 見 書を 

朗讀 してを おを 員 會のホ 張を 陳 

ベ 採 ホの 結を 調 杳報吿 書を あ認 

ずるに 巧し 柳 お 理事 どを 信、 崖 

葺 、淸 水、 {六 戸が 理事 ごの 間 じ 質 

閒應答 あ 6 み じ祉留 委員 會及巧 

我を 員會 の報吿 が あら、 福 本書 

記 よら 本 月 限 b 辭 巧の 中 出 じ お 

! 高 旧 貪 計 ど 同じ < 満場 感謝の 

なを 述べ 福 本 富 記の 换 がが あつ 

て 午が 十 時半 散會 しい。 


ホり 飛ばず 

卢寸 ，アム スタ ウン じがけ る 

政 お 招の 誰溃 はを々 佳 巧に 入 
ら つぶる が 去る 水 陥 化 ホを 衆 
國の 舞' 政策 論 雜に參 興した 頭 
本元ぶ？ は 持 怠のを 廣 苦を 採っ 
て 短刀-入 米 園の 勒 外め 巧が 基 
だす 徹が である どが かじ 化ら 飛 
ばした 曰く 『近時 ホ 國の巧 
外 政策 特， _ .棵柬 じ勒 する 政策け 
不徹底で' 一' るが、 化速攒 巧に ま 
しく 随て Hi 颗し 得ない 外を の爲 
めじ 化 巧が がからぬ 迷惑を 感じ 
て 居る。 ぶ も是 •^爲 めじ 惱ま 
された。 即^ 唐突なる 紳十 協約 
の處 化と 親 か 怯を の 制を は 其 好 
適例で ある。 斯 くの 如き 外を 的 
の災 .化は 巧-し 被害 越は の威悄 
を 緩和し 彼 W 巧 幸福を 增進 する 
2 を 考量ず るで； 5 である ごは 謂 
はれない。 円-^ のな 識者が 來國 
外々 ろし 對 して 妾 ご 不信 ごを 抱 
いて 居る のは i 療 ，であ も (化 巧 
は 現が 直面し つ i ある 义那巧 題 
の 解决に 願し-- 速；； t る 巧 動 ど 
H ホのを を；；？ る S 調を 要求して 
居る』 ど跑本 氏け 巧 支那 問題 じ 
關 して 英國の 態 巧 ダ 辯 鍵し 米國 
の 輿論が 支那の 實怕 じを 潤なる 
みを 指摘し だ。 

お 本来 人が 開業 

柬ま醫 巧尖學 巧が 姑ん 科 じ 永 
年が 勤し を警術 じて は斯 おの 好 
評を 巧し つ、 あつた ダ キク マン 
の ポスト 巧 化 八を W お本央 人は 
ホ 化 後も濡 をじ應 レて を婦を M 
運し つ； あつたが 巧が 脊卿銜 
を 局の 産婦な 驗 じかが してを 壤 

按慷術 等の 關業 をが だ T 附 され 
むので々 渡は 正式に 關浆 すな- 


- 0 . 




9 最 '化 H 本から 歸 つて 

ホた A 君が 政 お 巣 面 

C —— IG の 巧 息に 述じ 政る 本 

黨の 中谣を 人な ご ど密お リ關巧 


寸善 

巧 魔 


紐 脊日會 め 

理事 阀會 

會 計の 補 缺選舉 

を 委員 會の 報吿 

紐 育 H 本人 會现事 曾は が 

年と 八兩 月を 化 宵 ごする 巧 例 ご 

。つて 居た が 本年は 袖々 じ 事 巧 

がんる ので 去 y も 脚 腿の. 竿： でん 

つた。 がる-し 出席 巧を 數じ 連せ 

ざり （爲 め去巧 の 例會は 化む を 

お 中流 巧 i なつた か 本 y は 第二 

み愼 U 即 十一 日 午後と 听 巧を 

がに 化て 脚 惟し じ。 常 化は 乂な 

巧 お、 な 川を 卽を 始め 鈴 木、 居 

巧、 熊が、 小 野、 滿 口、 逆 化 

菊 化、 出 中、 化が、 香 化； 能淸 

ルぶ 柳 お、 鴨が、 ぶ 尸、 巧 中 

が个 、か 信、 古山 (な. 水が のを 1 のか』 どが 用を 3 财 源が おが 問 

哪が 出が、 乂 島が じぶ おがに を一题 でからに W 中火 將を擔 い 


を 持つ て 巧る B 氏からの 痛 だ ご 

マ 云 ふみに 依れぶ 醜 劣な 政を の 迷 

動け 宛然 淨 玻璃の 銭に 映る が 如 

< である ▲化づ 憲政 會の峨 を 聞 

けば 加 おを か 背後の 勢力た る 二 一 

菱主 國は旣 .に 六 •百で 圓な 上の 軍 

用を を支拂 つた。 是な上 如何に 

一二 薬で も 出ず^ 如何 かか 疑問 ど 

され t 巧る が、 しかし 一二 兹も加 

藤 內閒の 御谱で 何の かの ピ巧權 

じあら ついた から 算盤は バデヶ 

ヌ譯 はなから ぅ ▲ぶ樣 なれば 加 

腾内 脚を 持 綾せ しめて 組 選擧じ 

一戦させる 巧までは 弓き 摺られ 

て W ; であらぅ ど觀测 される。 

是じ权 して か 友本黨 はがみの 背 

後—' 路破ど 島が み •か 巧へ ては 居 

る！' の、 流 巧に 摇 b おの 本 傅 だ 

から W 用を は チビ リ A 元 田 

ぶは 描 貧. 化 ふが かく 中 橋、 山 本 

の： 一を A も 刪 人 どして は 化應持 

つてけ おる が到旋 一二 兹 S ホの 敵 

ではむ いからが 山を 化ぐ 娜 式の 

谢ぶ述 じぶ 顧を 峭の 態たら くで 

ある どは 梢 i ； •.い 雜兵 共だ卜 'ィ言 

へ ザ 用を が；：：* < て バ政戰 に 勝つ 

巧 も；； 0 し ▲鱗つ て 化ぶ 巧を 弧い 

て おる ご 速悠總 化の 逃げた の も 

おを w は 『速が じ 御 脚が あるら 


だ 靴 もは 長 脚の 戚產 化ど稱 せら 

る、 毛 利 家から 瓣 つ」 巧 用を が 

頂戴 出 ホ A 其 上 加 藤 内閣の 消樹 

主義が 當然齋 らし だ 対が 經濟巧 

の 不读氣 風を 明 化 t る 政 巧 == ー ニ 

井击國 を中必 どすな == 1 派から 

も 政ぶ 會の巧 謂 おかま 義な活 ど 

喝 ふる 香が じ 爵られ が 旧 か衙。 

どを 通ぃ 一て 軍用金の 献納を 中 出 

ゎ其の額一 瓦^^パ圓を下らやど傅 

へられて 居る A ソコデ 政ぶ 會は 

『病 雀 化を 晦 つて 飛 踢の翅 を 伸 

ばし 徹魚 雨を 保て 隙 剛 だ 唇を 濡 

す』 と 云 ふ 唐人の 嚷辭に 均しく 

讓憲 のを 看が を 叩を をして 陰險 

にも 加 藤 内閣 毒殺の 筋 書を 實\ い 

し 飽選擧 に 出逢は や內閱 屋敷を 

占領 む ど 試みた ▲誠に 細くな 

い f 見 ど 謂 ふべき でんる がか か 

友 ご あ 本 ごの 合鬧 如何 ピ案 中る 

じ政ぶ會では本幾の陣ぶ丈け：：* 

ら 引ぶ-ず パる が 辟 部は 引き 巧け 

ない。. 何 どない ば 次の が 閒に乂 

お. が 患-者が タゴ ぎて W 計を 惹き 

起す 憂が あるから ピ とふので あ 

る ▲孰れ. も蟲 のい、 速 中が 揃つ 

て 『國 おの 實化巧 じ 觸れ』 K ざ 

ど ホザィ 'て 御座る が斯 るを 權か 

治の 持 殺は 繼て國 ピあ數 のを 憤 

が 爆な ィ るが 機に 遭つ て t ジメ 

'なあ閲を遂げをであらっ：^,、 巧 

j 媳 なが 陆 iw に 速す る ご 怖ろ しい 

;に。る滋々ずどしてょれ危ぃ 

满ど はが r 是れピ 。ぶ 化 敲的政 

發を繼 すのは 威； S 巧 巧 むらを 


ご i なつた。 因 じが 育掛に 於て 
を壤 のを 狀を ずけ じ H 本ん は ホ 
人を のて 嗎矢 どす る。 


京都て I 廟 晚餐會 

京 邵エ巧 巧を 會 社が 育ま 巧を 
が 上 熊 S 郎 氏は 不 U 巧ぁ卽 削の 
途じ 就くべく 後 巧 どして 妍巧寬 
一郎 氏 着が じ 付 お 迭披恣 S 恵 ホ 
じて ホ ニ十日 知 凸數十 名を H 本 
慎 樂部じ 巧 待し 晚餐會 を 關< か 

春 井上 夫人 留 '別 茶 筵を 都エお 
が 育ち 巧を 井上 熊 一二郎 氏 夫人は 
ホる 二十 一日 午後 一一 一時 留別 ぷ遙 
を；：： 本 お樂部 じがて 催す 由 
•概楓 をの あ翅當 地の みす 大 
學 出身者よ b 成る 礫楓會 じて-は 
會員 でぁる 久米 义藏氏 夫人 送別 
の 意 ホで まる 十二 日 苦が' ド クタ 
I ちで 茶 違を 姫した。 

♦巧 川 雪 州 氏 渡 做 中の 活動 俳 
優、 夫人 同伴 レ ビャ ザ ン號— て 

歸ホ ホブが マジで ス テック じ投 

宿した が あく シユ ー バァ ト劇谣 
ど 契約して 舞 臺の人 どなる 由 
♦廣 瀬と 郞巧 結婚 山中 商 @ 社 
員廣 瀬と 郞 氏は ネ井 きぐよ 撰 ご 
婚約 繫ひ 本夕八 時よ b 而巧八 T 
目 S 巧 二十 一 二番 日本人 美 W 敎會 
じ 於て 川 島 化師巧 曾の 下に 聲獨 
の 典を 擧 ぐる 山 

♦大を 正 之 助 氏 朝鮮 總督 府專 
賣 局を 挪專賣 を 巧 長、 まる 八日 
歐洲 より 着が 

♦森 山乂氏 新聞記者 まる 化 U 
歐洲 よら 絲郎 の途 着が 
•化か 巧 ま 巧 文部省が 外が お 
員、 去る 八日 口' ン ドンよ b 寿 紐 
•峰 材幸 一一 一氏 柬京森 永 製棠巧 
お、 數 口前 暮が 

質疑 應答欄 


(隅) なは 余程 W がに 當米國 
じ ホち 中西部の 某大學 じ遊學 
し 卒業め 後 間もなく 歸朝 致し 
ましてぶ 事の 都合に て 他家へ 
をずに 人ら ました。 がして 數 
■年の が 巧び 波 米 致し ましたが 
ず 巧 おの 職策卜 がじ學 化を 要 
する 燃 食； _ 遭遇 だ ざり しが 今 
巧哗 位を む T - れば 都な をし き 

巧槐じ 化しました から 貴 化 じ 

■一書 V 里し 御 伺を 巧 儀は 即ち 

右の 學 位の 證 書面に 記 L ある 

姓 (名は 現今の ものに W じ) は 

化の 舊 巧に L て學 泣^ 所有者 

は 私で ある ど 云 ふ 事を 請 明す 

るには 如何なる ホ 續を採 b て 

唐し き やの なで あらます 貴紙 

のを 白を W て 御 回答 被 降 ば 幸 

甚 です (愛讀 お) 

(答) 中 两部某 大學に 詳細を 

掌いて 遣つ て 卒装證 普を おじ 

化 製して 贤ム かがら 中ん ばな 

•姓の み 第を 嫌 巧して 質へ ばょ 

いご 思 ひます 

U 尴說お 

♦が 巧 U 本人 敎會 

『お 粒 お』 (化 all 〕 淸水 牧師 

♦日本 A お W お會 

『柯ゲ 道の 爲じ 盛ざる ？ J 

W む化邮 

♦巧 隐あ修 巧 宵 

『趣 ホを』 副 島 牧師 


裁縫 見習 雇 度し 

戴 雛 見 網 婦人 雁 度し 御希彈 •の 

方は ぶへ 御 照 巧 あれ 

巧 ザ 縫み 
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タ ポグォ の錫逍 線路の 途 がいて i 
ゐる 化な で、 肺を 化さむ Kt め 
じ、 もの 淋しい 停車場の j 萃で 
巧んだ ので あつた 0 i 
この 偉大 U 人生の 敎； P 、 お 
が 家 ぉを して 死んだ と . L ふない 
謎は、 化が の 人々 が どこまでも 
不可解 ごしれ もので あつた 。あ 
の 老年で 四十 八 年 ど いん 氷い 巧 
H の 化 活を共 じした 妻 一^が て t 
放浪の 旅 この ぼつた いふ id 
洪水の やうに 彼の ホを を裝 つた 
戯曲が、 さう さした もの G 相 遠 
ない。 化が どい ふ 間、 あは 自か 
を掛繞 する をを な、 醫： リ 生活 
を 逃れて、 孤 獨の餘 生^ 眞實 ご 
神への な 察 じ 葛したい 了 問えて 

ゐ た。 この 巧から 湧 <强 い 力と 

實 生活の お 照とは、 彼を して 幾 

巧 ど く を' 虛な 言葉 ど| 脯 をの 化 
界である ャ ス ナ ャ《 ポ* f =^ ア ナか 

ら 、幽寂の® 界 への 還て を强い 
たので をる。 をれ々 ら-斌 年と な 
く 過ぎた。 けれどもを P この 魂 

の 深い 叫び じ從 つて ゆ 
ホな かつた。 千 八 百 化 
彼は 遂に これを 巧必 したら しく 
夫人 じ 次の やうな 手 狸を 書いて 
ゐ る。 しかし それは^ 頭 手渡さ 
ないで、 をのま^ごなつて了つ 
たので ゐ る。 - 


、とが 出 
干と 年、 


「自 巧の いふ ブリン 
は、 恰 かも あの ィン デ 


グプ八 こ 

ンがホ 


十 歳 じ 達する ご、 森林へ 隱 通す 
る やう じ、 をして 總 ての 年老い 
た宗敎 者が、 をの 餘带を 神 じさ 
さげね いやう じ、 梟う 了 十歲じ 
丰 がか i らう VJ して ゐて自 かは 
過去 じ 於ても 魂め 力ぶ 盡し てこ 
の 幽寂の 化 祭を ホめ て 好た。 自 
をはを れが完 をじ联 されない VJ 
な考 へて ゐる けれで も.、 自 かの 
生活 ご信條 S を必 のをを を 調 か 
の 化が じ 導きたい ので ある」 
けれ Vj も卜八 K トキは をれ を 
裝す i が おがな かつた。 をれ は 
かぐす る’ とじ のらて 生 ホる 誤解 
や、 妻の 非猜 等を 恐れて ゐ たか 
らでぁる。 翁はぁぉする；じ化 
つて 妻を 苦しめを よら も、 自を 
の 苦しみを 耐 おする 至. を 願つ て 


ゐ たので ある。 

りれ でも 卜^ス トキの 化な を 
つ^む 暗雲は、 歲 巧が 流る-" ど 
共に 濃く U つて 來 た。 彼の 妻は 
トグス トキ か 蹄 神 的 じは U ど お 
じ 彼女 か； 離 n て ゆく i を 悟つ 
た〇 をの 必 はやが て、 卜八 スト 
キの ドグマ ブックな 敬慕 巧で あ 
b 親ぶ である チユユ ホフ じ勒す 
る、 彼女の お 的な 化惡必 じうつ 
つて ゐ つむ。 み输お 嗦は絕 間た 
く おつ じ。 なんじ もから ない 卜 
作ス トキが をの 満中 のん W ；; •■る 
るが 屢 々繰 返 ごれ た。 チ 玉 エホ 
フの威 化を 深 < ずけ、 翁が 最も 
愛しつ！ あつたみ 娘 も、 何時の 
間 じか 渦中の 人 ごな つた。 かく 
して この 偉大な 著述家の 岡阐は 
陰謀、 虛 偏、 欺瞄 、秘密の ァト 

モス フ五ア 1 じつ！ まれ、 翁は 
これを 必 か^ 嫌つ た。 

彼等は ずの つけ やう もない 人 

達 だ —— 自 みが 巧を ホ ふを は 

化む を 得 G い 0 

かう した 象 庭のを ゃ必理 的む 

宗を 的な 動機 じ おいて、 卜术ス 
トキが 幽寂 山 化 巧 じ隱遁 したい 
£ いふ 思想は、 だん 固 ホ 

した もの じな つた。 

最後の 悲劇の 幕は、 千 化が + 

年の ろ 巧、 卜^ス トキが み壊ァ 

レキ チン ドラ • ^ ホフ ナィ J 一 紙 

じ、 メスチヤ）スコのチエエボ 

フの 邸を じ 幕して るる 時 じ 這つ 

た。 をれ は ヤス ナヤ •ポリ ヤナ 

の 卜八ス トキ 夫人から、 二通の 

巧氣 染みた： 電報が あつて、 夫 も 

が 過度の 神經 衰弱に 罹つ たど 
ふので ある .0 卜八ス トキは 急い 

で 家じ戾 つむ。 をれ から 五ケ 曰 

の 間 じ トグス トィが 受けた 耐 、み 

難い 精神的 悲劇は、 を じを のが 

命 巧な 家 おごな つじので ある 
トグス トキの 最後の 生涯 じか 
つたこの 出來 事は、 バ瓜ボ n , 
ダ 氏の 筆で 眞卒じ 描かれて ゐた 
彼は 最も 偏見の ない 立場 か f 
この 家庭の 戲 曲を 旨 攀 した 乂节 
ある ど 共 じ、 を こじ お 現す る R 
達から もつ ども 信賴 されて ゐ 4 
人で ある。 = マキ！ ゲ氏 序。 


ピ 呼び 年 齡けお 十二を、 奉 天 省 
の おが 縣ん 'でに 闽 元年 降ず のな 
編 i おじ 降 恥 游吐八 師長に 化 じ 
W 圓 おの 巧， を 化 凱の 帝制 速 動 
:」 モ おして I 等 子荫じ 封せられ 
ぶ ザ 巧、 をの 勢 成 か 階 じ乘じ 
てを の 股 化た る 率天將 が 段を 貴 
を挪 .遂 して お 天 S 磕ボお 带兼巡 
按化 どな ら、 间 年と 月に 奉天督 
巧 兼 省 巧に、 间と年 九月には 徐 
樹録こ 結んで 

南が 5 飾を ぉし 東 ご 香 巡 
閱 化に 任せられ、 八 年には 吉が 
督帘を 恩 送を 驅逐 し鮑貞 卿を 吉 
がに 轉 じ-新た にな 烈 おを 黑龍 
化 おじ 踞 へ、 巧 一二 おを 馬の 權を 
收 めた。 同 九 年の 夏 安お戰 じは 
底隸 おど 提携し を微 派を 推 倒し 
て 斬冀鹏 内閣を 擁護し、 張の 化 
表 ごして 壬 遇が を 入閣せ しめを 
じ 始め 了 一 かの 馬賊巧 上ち は 化 
巧歧巧 U 乘巧 し、 十 年の おち じ 

外 慕を 征討 問題が 起る や 
蒙踏經 ，貧 化に じて 激 河、 察哈爾 
殺 遠ん を 時别ゎ 政' 帖 域を 新ね じ 
をの 勢よ 圈巧 じ收め 張致惠 をを 
が爾 じぶ あ 純を 熱 河 じ都統 たら 
しめ 滿 經 略の 贊權 を掌揖 した 
然る じ ± 一年 奉 直 戰じ慘 敗した 
ので 官職 I ダ徳 奪され たる 後 中央 

を 府 ごの i 剛 巧を 脫離 しお S 省の 
職 お 自治^て 聲 明し 東 一二 省の 地盤 
を雜 して 寺 一一 省 おを 德 司み じな 
じ、 昨年 南方のを 孫 父 氏 ど 組 
んで吳 佩を か- 

驅逐ん ^ 一企畫 して 戰備じ 息 
b 。 く遂 じ^が 直戰 の巧關 どなつ 
て碼玉 祥將單 •か 化を にク I デタ 
—を をす じがんで 吳佩 をは 惨敗 
段 執政み 關めお あどな つたが 昨 
今 縣ち祥 とお 蘇 段々 の 間柄に 

ある も； 一時にを 回の 上海 動乱に 

は联序 維持の 爲め 現じ 一二 千の ず 

をぶ 上が じ 派して 别强の 巧 評を 

博して ゐ た。 由ホ將 軍は 親 H お 

どし で 英米 ょら 嫌 はれて ゐ たが 

今 圓\? 巧 物で 信用を 巧な し 支那 

改造 Ip ま 大の隅 係 ぁる 人物 ど 

して、 \ 同 將軍逝 まの 增が若 L 事 

實 であ yo 。 らば 政局に 及ぼす 彭 

響は 盖\ し甚 たなる ものが あらぅ 

上银 天津に 

屬 巧頻々 

> 日本人 H 場 復業 

上が 十 だ U 發 U 化般ホ 羅エ資 

金 欠乏の ため 罷エ 苦力の 暴行が 

所 じがせ 4 れ 支那 聲宫隊 は鎭壓 

じな 窜 しで ゐ るが、 今朝 一二 巧 人 

の梭橋 人夫 巧が 員掛を 本部に 殺 

到して 絕エ 常を の 化 給を 求めし 

も 馨宿隊 よ 1 尸 退散を 命せられ 佛 

圃靴巧 J りぶ 石した が 首領 六 人 

は 遂に 述 捕* \れ 、一-ホ 六 千 人の 

き 力は 大擧 して 支那 人 商業 會誰 

所を 襲擊 しぶを 具 類 等を 破 壌し 

て 暴 巧に 反ぶ 罷 H 資金と して 一 

人 割 四 弗を sks し 結局 十万 巧を 

手渡した が、 一一 本人が 綾 工場の 

羅 H 解 巧で 一^の 景氣は 稍 良が 

となら带力の^^す限ら今明日中 

じ 巧 開すべく が k 業を 侧 でも 近 

く 日本 游船會 社^ お 業を 渉に 及 

ぶ 常で ある。 

天津 十と H 發 い-. 天津を 地の が 

績 工場 罷業 ご 累巧 はを のを 頻お 

のを じて 今朝 一方 人の 職工 ご附 


あの 農夫は 大 おして エ 煤を 破-お 
せんどし 遂に 薄官 隊は錢 砲して 
巧 傷者 數 人を 生じ U 本 人工 煤の 
巧け た 打 擊も拓 ホで ある。 

艾那問 趣-ミ 

共產 驚議會 

ベルリンで 脚 惟 

べ片 リン 十と H 懲 U 勞農 n シ 
ァで 赤十字社 串 裳を 標 巧し 實は 
おを ホ 義の國 際的肯 傳に從 事し 
つく わる】 閱 化は 今 御當化 じて 
共を 黨證會 を お 集し ま 邮問题 に 
斟 する 非 干が ま 義を鼓 かしわる 
が 席上 支那 山 學年蝴 及び 勞 働が 
をょ b 致せる 祝带 を朗讀 したる 
後 お 說じ移 b ぶる 辯- HU まが こ 
を 『黃色 人 桃の ソビ 玉— 制度』 を 
化 表する 闕 家で ある ど 賞 拐した 
る 後、 

對ち間 題 非 干渉を 擦榜 する 本 
諸 曾は 改めて 諸君 じ 我等の 誠 
意を披歴して諸君の画難^^んる 
圆 爭じ對 する 應援の 意 あるを 
宣言す。 本議會 は黃白 無を 階 
級 者の 忡か磯 願 どして 黯圆を 
期待し、 解放され たるち 那の 
前途を 祝福す。 をみ 講 す。 

交の 巧議 文を ち 抓のを 閣が に' 電 
送した。 當日の お 席 者は 約 八な 
をに 達し 舊 上院 講 事を じて 催 ざ 
むむ が、 ホの 剧 かは 支那 問題が 
發生巧 ホを 化 にがて この ホ 干渉 
ホ 義を宣 傅ず る爲 めじ 摧 しむ 會 
をは 千 餘抖に 上つ たピ發 おして 
ゐ る。 尙ほ當 日の 講带 には 米 人 
二人の 演說も あら ホ 色氣 をに お 
もた 會 をで ホつ わ。 

關東關 西に 

大 暴風雨 C 

倒壞 S 家屋 多し 

まま 特電 十六 H 發 Mu 昨巧鹽 .東 
地方 じ 豪雨 あ b て 東 お 道 線、 磐 
越 線 其 ffit ! 不通 ごなら、 を 化の 
增水 甚だしく 埼玉縣 すじて が 攝 
梁の 流失 ィる ものを く 江の 島橫 
橋 も 流失し 箱 化 瞬 迸け 大破 竣を 
生じ 山崩れの ため 六 人は 慘 死し 
化六ヶ 所に 一旦 b て 橋 楽は 流失し 
たが、 この 騒ぎ-じを 摩 川の 中津 

じ殘 された 媛 野 セメント H 擦の 

工夫と 人け 漸< 飛む 燃で 救助 さ 

わたが、 關 東の 豪雨 じみいで 關 

西 地方に も 大風 あ 6、 更らじ 豪 

雨、 これ じみいで 乂巧水 ごな ち 

鐵道 線は す 通 どなら 倒壞 家屋 も 

頗る 夕數に 上つ てゐ る。 

訪歐 の兩機 

ク V タンへ 

(束を 朝り 社驗巧 お】 

ホる 十四 n 午前 九が ァ シン ス 

ク をを し 途中 敲風 兩の爲 めじ ァ 

ニ ジェス クに ずが 着陸した こわ 

が 化の 訪歐二 機は 瞄 難を 化して 

同日 岡 地を 出 おし 闽巧飛 巧 上の 

東 お號は 十五 日 午後 六 時 ノグ三 

コラ ゲスク じ 到着し を 部 飛け ± 

の お 風 號も約 一時間 遲れ て：！ 地 

に 刹 着した。 天候 良 巧 ならげ 明 

H 々火 ガン じ斟着 の窜 であ々 

モス ヵゥ 特電 十と 日 獲：：：：： お 巧 

钥 y の 訪欧 一一 機は 十六： 2 午 削 八 

が 十み じゾ ダス n ュ ダス クを發 

し 午後 二 時 四十を じカグ ボン じ 

到暮 しれ。 


失業者 四十 方 人 

ま 京 特電 十六 日發 U を 瞬失袭 
者 四十で 人 あら、 巧概 内相は 失 
浆救濟 の 一 ど I て 地力が 楽の 起 
偵を 許し 資 をを 補助す ご 云 ふ。 

之 かじめ おを W . 卜微 逛計靈 もを 
しく 進 巧して 巧た。 

感際 航空を 計畫 

ま 京 特電 十六 H 發 U 航空 屆じ 
てピ 五ケ 年 二 千 巧圓 の巧莱 どし 
て 東 巧、 大述 、大政、 上が 間の 
駒 際 航空を 封 蜜して 在る。 

刑事 局長‘ 2 休職 

まま 特電 十六 H 壌；：：： 司法 あ 刑 
事： 5 を 山 脚 苗么巧 巧は 休職 どな 
つた。 

ロレ アミ 綠閱令 

モスず ク 十六 日發 U モス クウ 
政府は 梟 近に ま b 。 シアの 繫外 
經濟巧 借 U 鹏聯 して 外國じ 誤つ 
ね 報道 •わ あるので これが 取締の 
爲 めじ 今後 經濟 ぶび 政 お h の對 
か 報道を 驗閱し 方 一 n シアの 剌 
權を 傷け た谣 をは 體刑 一一 一年 乃至 
死刑 じ處 する 旨孩布 しわ。 

勞働 組合 ご關稅 

ワシントン 十六 H 發 u ホ國勞 
働飢 をでは 昨今に ま b ニユ！ ィ 
ン グランド 地方の 機業 エ燒 が减 
給を 斷巧 しつ""' ある 割抗策 どし 
て か 期講會 じは 中央 諸が の 農は 
ど聯 なし 機業 お 唯一の 武器で あ 
る關銳 問題を 講 曾に てず ふ ろじ 
决し 之を 機業 資本を じが 戰 しね 

リフの 要求 過激 

マドリッド 十六り 發 ；：；；： スべ 1 
キン 政府が 今朝 發聚 した マブ！ 

メン '卜じ 化れば ス ベ！ キンは 
最巧 モ曰ッ n どのず か 締結 じ 細： 
しを 藤 的 態度で 解 巧を 欲した が 
モロッコ 側では リフ稍 族の 宗ま 
權 紹對獨 立の 外ス ベ！ キンに 掛 
して お 巧 機が 他の 武器 禪藥 を附 
ぶび 損害 賊慣の 現を ま掷を ホめ 

ベ I キン 侧 では 到底 斯る 提議 
じ應 やる 能は ず これを 拒 結した 
ホ 第で マドリッド じがけ る西佛 
の モロッコ 征討 じ 就ての 完 をな 
了解な じ 到達した と。 


ホ 國敕府 が决意 

フ シン トン 十ち H 發 u 米鹽政 
麻は 聯を國 の 貪 債 决濟じ 關し奥 
米條 約の 條 項は 必ら 中し も 先例 
ではな い ご い ふ 至 をみ意した ど 
尊 えらる。. 


姬げ 



h 

翁 

哀 

話 


V 

レ 

か 


ク 


【一】 最期まで 

西曆千 化な 十 年 十目 末り、 を 

世 巧の 人々 は、 驚くべき ニユ 

スじ 胸を ど r るかし じ。 をれ は 

伯爵 レォ •ニコラエ ゲチ •卜 八ス 

トキが、 ヤス ナヤ •ポク アナを 

深 あじ 家 おした ごい ふので あつ 

た。 をれ から 數日 なら やして- 

グス トキを 敬慕す る 人々 は、 彼 

の 死 じ 胸を うたれた。 な 浪のお 

あじの ぼつ じこの 老人は、 アス 


が 井 ヵップ 爭覇戰 

本祀 後援で 九 巧 十二 日ょり 

本 祖は千 化が 二十 二 年な 巧、 聊か 化留 同胞の 運動 熱を 鼓吹 A 
る】 端 V .. してが を巧强 同胞 S 庭球ず 覇戰 をを 巧し、 本年 も 例 一 
化ら 4 •巧を 期して 溝 一二 回 庭球 大 貧を 舉巧 する 慮 志で あらまし」 
が、 今 阿 おが ブラ ザ J ス のが 井巧固 氏が、 同じ 蟲陳ょ b し TI 
本 庭球 巧 樂部じ 蟹し よ 銀盃を 提供され る こご ら ょしたの 一 
同 庭 談お樂 部では ぶ！ d 庭球 大會 のま 旨 じ 做 ひ、 これを 嚷 く - _ 
な留 同胞の 庭球を 巧ぶ を 網羅す るォ ー プン •ト ー ナメン トの一 
式を 採用す る こご i ぶら、 岡 お 樂部當 事 者 ご 本が 巧 人は 協議 _ 
おお、 本 化を 援の 下と 左の 條 件で 本年度の が 巧 ヵップ 單 試を； 
球 大會を 開催し、 本； 屋 よもは 歷勝 をに 副賞を 贈呈す る こご 致 _ 

ました。 同胞 アス レム' ツが 奮つ て參加 されん i をホ學 をし ま- 

期 肖 

場所 


九ち 十二 目 (- H 罹： n ) よ b 
H 本 庭球 お樂 部コ！ 卜 (西 二が 十ー ニ T A 


乂會金 I 1 弗 化 

中を 所 お 1¢!： 巧 お 化 

締切 化 巧 四日 (か曜 U ) 

主-催 日本 庭球 俱樂部 
.後援 紐 育 新報 社 


かの 寒が、 ぶ 人、 使用人 等 r お 
をれ をを か 配し、 
をの 餘剩 かを 兹萬 率ぶ にむ 巧し 
やぅ ピ 志して ゐ たが、 化に 所 端 
法 萬が ぶ游 どを S 實 瞬が 械 めて 
不撤化 でんる •どを 自覚し、 故 
力ん のために 一 廢忘装 ある も 
のたら しめん どして、 このが に 
及んだ ものである。 

シェップ 氏 S 所 1:1 慈善の ぶを 


ど 賞 際の. 个撤底 どい ふ 言 薬は、 
巧 化の アメリカの 社 巧 じ おして 
は械 めて 巧 お。 威を 抱かし める 
が、 をい ょらら 巧々 はこれ を H 
本の 基滚 階級の 現狀 じて らし 反 
省 マる が、 お ホの 檀 念に 口' み囚 
•レれ、 が 巧の がが が 何を 社 曾 的 
にぶ 裝 .5 。 い； を嗔 せざる を 巧 
ぬ 0 n 本 じ おして 一人の ツエ ッ 
プ氏 はない のでん らう か。- 


支那 時局の 推移 


治 外法 權 はが 趙 ，こ ピず 

關稅自 ま權を 主張 

單 なろ 關が 討議 だけなら な對 

化 巧 巧 お 十と：：： 發： r ： ホるべき 支那の 腳稅會 雄 じ關擲 しち 邪の 
與論の 懸 化は 著しき もの あ b 。 政府 も 與論 じな 杭し 得やフ シン 

トン 化 約の が遙範 随渡大 にが きゐる ものぇ 如く 與論 も 若し 列强 

が史 邪の 願が 目 ま 健を 認め ぃょい らば 斯る 禽證じ 支那 政 あは 巧 

ぉずる 5 婴^?> し ど よおし全ぞ娜學生聯盟も常^:*る脚税會誰じ は 

なおい 巧を 化 溢して これが 宜傳じ 着 ホす る i ど U つれ か、 を 巧 

はサが 瞄泌？ 'おお お 米 义那を 化 化ぶ 肇_ 化に 訓奄を 蟹し 喊務 長官 
ヶ 。ッグ 氏ご會 見の 上、 ま那 政府は ホるべき 隅我會 誰、 治 外法 
權制 はの 做悠が 盛は 求め。 いけれ ども 關稅自 ま權の 採が を 求む 

ベく、 會證の 酷 催 期は 十一 巧 十 お n 巧を 巧 望 1 る旨傳 達し じる 

が、 上が 励谢の 司法 宫調 巧に 就ても 閣議 J これに 反對し 一部 閣 

り 貢は この 際ち 邢 はか！ るを 員 貧の 巧を をホ認 ずる 能は ざる 旨 中 

外に 宣 m すべし とま 張し、 他の-部は 寧ろ-列 强じ凿 し 通 殿を 發 

してをの不必耍^る^を指摘すべ'しどの諸論じをれ、 お 局本閒 

題の 採 かけ 外を を 員會じ 一任す る i どなつ たが、 一般 輿論 も 列 

强 外交 蝴か旣 に 今回の 動 亂寅巧 調査を 終了し ゎる じ拘 はらず が 

てこれ を 公ぶ せ やして， 司法官の 調を じ 一任した 動機を 不純で 

ある ど斷 じ、 巧閱 政府の 巧 動を 非難して ゐ る。 

列强の 態度が 不安 y 增ず 

上海 動亂の 引責が 先决の 問題 

化 巧 十六 日 發 U ま 恥 政局の 一 I 

股は おが 炭が 上には 些 したる 潑 

化 も。 いが 事實 じがて 喊 にの 不^ 

をは 一磨 甚だしく uh 巧， 訊國 

蓮 動を 梭榜 する 學 化ぶ び 勞働阐 

化の 潜勢力は 

その 勢 如を 仲 おし 排外 

觀 をは 硝も すれば を 化の 動亂じ 

就て 列强 どのぶ 協 解み じ 傾きつ 

つ あるち 那巧装 お 雜所じ 街す る 

な 成 ごな b て 益々 解み を 阳難だ 

らしめ、 假ら じ柯等 かの 手段 じ 

てが ホな じ 到達した としても々 

< も 闕氏運 勘の' 原則を 無視す る 

が 如き 化が は 却つ てが 等の 煽動 

ど闽 にの 小を を帅 良せ しめる の 

で 商人 速 もずを 搭 えつ i あるな 

檢 で、 今 叫 天が 地方に 生じむ 辕 

勵 におし 化 方 軍が 及び 赞官は 意 

外 じ强硕 U 手 巧で 鎭赃 にがを し 

つ、、 ゎち もの I 巧 -- ^ 政-; の现化 

が この 値聪紋 ず，-; ~ ょ らば 波 等 ザ 

隊 々び 巧宫 b 

讓民化 •し 益々 閔際關 係 

を不 巧に 陷 らしむべく 融 まけ 一 

巧必滿 しつ； あるが、 政な 不巧 

のを 乂 動機： i 别强の お 支 化 巧い* 

るら のがが 色 不鮮明 じて M 等徹 

をめ G 態ぶ じ 出で 中、 互つ 支耶 

に 化しい 即 に-印る が 池 V - がする 


英题 及び 歐测 のかを が 稍 も すれ 

ぶ ホ齒を も追從 せし むる の 風 あ 

るが 爲 めじして 國技 運動 熱は こ 

の 結果 益々 一般化す る 傾向 あら 

第二は 上が 動乱に 願聯 しね 列強 

外を 幽の 調査 報 吿は動 就の 貴 巧 

を 上海の 巧 人 H 務部じ 嫁し むる 

•- も拘 i ら 中、 

1M. M\J - f 1 一 

英國 政府の 强 硬。 る 反 

掛 あるた め これを を 表せ や、 更 

らじ 司法官の 第二 調査 委旨會 を 

設けんじしつ：ある主が、 國民 

の掛 外す 信用 熱を 商め つ！ あ b 

本 問題の 適 當な解 巧は 時 おを 拾 

收 する 上 じがて 最も 必要で みる 

と 化 測され てゐ る〇- 

張作媒 巧が 

死 じ風說 

化 おで 專ら 流布 

ま 京 特電 十よ 日發 = 柬 S 省の 

張 作霖將 軍が 逝ました どの 風 

評 寒ら 化を にて 流布 さる。 

曰 露 戰役前 •し 官憲の 慰撫 

で输 順し 騎兵】 營 のを どして 新 

民 巧、 鄭家 屯、 姚 巧を 地に 駐防 

し 巡 防 統帶官 から 奉 天 前が 巡 化 

隊 がが ど。 つじ ま 邪 政界の 大々 

物で もる 張 か 編 お 巧は 字を 雨 昔 



:關 化ぶ 能の 悲ぶ 

- 乂喊巧 脚總聯 おお ダブ ー ンに 

- は-昨今 ニユ ー ィンク ランド ザ 

:化 方の 機を がが、 が 給、 巧 働 時 

牌が 縮： ホ 王祕の 柏视锁 等の 

_キ 段に 訴えて、 所 前 巧聚不 おの 

-巧 論を 喚 化せん ごしつ t あるに 

一 おして、 これ 等が をを が、 がつ 

^ て米閣 機莱丄 おの 細 持 ど 巧が 扱 
_单 の 維れ は’ 最高が 誰關稅 じが 
るの 外。 しど 怒械 し、 遂に 化 年 

のマプ タム パ I 顆税 かの 制を を 

をる じ 至つ たこ ごを 擧 け、 機巧 

資本を じして この 隙 W をせ やん 

ば、 乂換勞 慟總腑 班は、 化誰剛 

祝に 化る 農業 不 おじ 不 がを 抱き 

；^ ^ある中巧化の農にど提愧し 

」 、み 則 嫌を じは 脚 税法を 扼じ 

化染 ずる ど塔吿 してむ る。 

乂网 機業 ホの 不振に 就て、 一 

がの 實装 脚は 早く もこれ を救濟 

、る じ U 、 おらに 脚稅 率を 引卜' 

〜 るの： しと 述 動し、 ホ 図の 

おを を W てが 张 細が ガ 能を 標榜 

1 るが が、 巧か琪 'の も 力 あじ 多 

いふは 間 かの 串實 である。 これ 

苛の 柳稅 論ち は、 機萊个 板の 巧 

旧と して、 外闕 製を おの 叛入激 

用、 が あにが パる 雷を 製を おの 

ち ホの 變 化、 お 部 地方の 機業 發 

な ょらを やる 規爭 の彭嚮 等を 舉 

口て ゐる やぅで ある^、® く お 

化よ 黨の 細稅 政策に 斟 して 、共 

W 藻が が幾關 おを なて 產莱樂 巧 

S ' 舞で ある ご每 年の か 治 季節に 

ま 巧し つ-" をつ じ-とは、 化づこ 

3 脚 我の が 諸を 最もを けつ"" あ 

& 磯 業產莱 のが 給に： S つて 裏切 

k れ たご稱 してら、 かて 差 支は 

K * い。 盖し現 化の 社會経 濟組總 

は、 か-- る 一方 じ 偏した 產棠化 

疆を 許さない ので ある 0 

米闡 のみ 巧議會 じがて、 この 

脚稅戰 が、 いかなる 极 をの 變化 

を おを する かは、 巧が S 巧い 問 

趣て ある ご 共 じ、 裝に 第ー ニ践黨 

組織 述 動じ 參 加して をの 则 がを 

おがられた 勞慟 總聯 館が、 脚 巧 

問 趣を 武器と して 一が の 資本を 

じ お化し、 巧び 戒 おお 治に 復歸 

しつ £ もる i も' 义网巧 慟迷動 

を 巧 兜す る 巧に ご b て、 好 刪の 

硏巧 問趙ご あらぅ。 

米陶當 をの 类擧 

自 かが； 化の 禪じ摧 巧した 化 

虛 は、 自 かか 十： じ 逆る ど 共に、 

これを 化の 中に 返附 ずるの が お 

義 である。 どい ふ凿 いた 條の下 

じ、 数け 巧 ホに 垂 々どす を自か 

のが 產か おじ 餅て、 化 人の 提ぷ 

を 仰いだ 當 化の 當をン ォボが 

シェップ 氏の が じは、 旣じ八 ■刀 

一一 千述 ピいム M 產か 配の 化 崩 か 

I 集つ てなる かで ある。 

i シ 王ップ 巧は， 旣に小 貸本を 

W て 巧 おじぶ ず 人々 をが 助す る 

じめ じ シェップ W 脚を 設け、 自 
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東 巧を 化 並に 全 化 
巧の お出 入 ホ 法に 
雌す る 一切の 御 諮 
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巧 川岸 廊會 

お 請 ペンシ^バニア 七 S 二 九 

で hikaw ぞ巧 ishi 0 P ち S 2 nd Si . 


成功の 祕訣 


h 

論 

削 一 

巧 




ホ國ホ 英語を 話^ 事 

は 成功の 第. 一義 {"ホ 
本 おじは H 本人 敎巧 
じ 惯れた 專巧綺 A 敎 
師ぁ 6 懇切 じ會 
信 文 社を 語を を 
ます。 H 瞩 週：：： 共に 
午前 化 時ょ b 午を 十 
時まで 閒 校し 一;^ ッ 
スンと 十仙づ ，.^0 今 
u 直 もじ 巧梭 あれ。 


^肯； 白貨 巧巧來 記， 〔里， 

間口 廿趴の 商 庙が單 みけ 

ツナ メ 1 力 1 巧貨 化物 請 〔王 


j 當時 のが 巧は、 をの 脚を お 域 
一が マン- ッ タンの お 端から 化 進 
-す るが 向で あつた 〇スチ ユッー 
卜巧も 千 八な 六 トニ 年 じ、 チャ 

ー ンバ！ 街から ブロ ー ドゥ エーご 

一 第 四 巧 S 儿了 目から 十 了 目に 速 

るア スタ*— •フレ^— ブの ラン 

/ テグ 農闡 敷地に 二がん 十五' 力 弗 

-を 投じて 

六 階層の 錫# ビこ ァン 

: グを述 築した。 化网 年後 ヮ ナノ 

—ヵ ー 氏：：；； 一 これを 買收 したが、 

この ビグ グン グのホ かは 六十の 

年繼 城した ものである 。お 骨ビ 

八 ゲングを 建築し わス には 化 巧 

ごして チヤン パ— 衔のマ ー フル 

ビル デン ダを 手ぶ さすに こわを 

卸 釣が としたが、 當 時の 一新 脚 

がは 「マ 氏がプ ロ1ドゥ ユ ーの 

: 下町 ご 上 町 じ 化を 設けた のは 實 

じ ホ 齒化引 巧のを も 誇ら どす ベ 

きがを 塔で ある」 ど詐 したが、 

が 念 塔は 鬼 も 巧、 當時十 下目が 

上 町で あつたの だから 簾く 〇ジ 

;ョー ン •ヮ ナメ！ 力^ — 巧が を 如 

たで 八な 化 八 ザ じスチ ユフ！ 卜 

_ 氏 はなじ 化 八な であつ た。 ヮナ 

メー 々— 巧ら ス巧こ 等しく 「閒 

口 化 吹の 小 巧」 を ヒラデ 八 フキ 

ア r 热營 してむ たが 

資本 僅少 のが 質 だけに 

> には 巧 巧は 某ょ b 化 入れから 

输 除、 化 送らの-がを 一人で 切 

ら ホけ した ものである 0 「常げ な 

の 手から 嚮が 離け た 2 はない £ 

一 K つても い i 巧 L どけ 晚 年^ 翁 

が 述懐で あるが、 この間 じか 化 

宵 おぶ け ホ 巧の 繫 をを 夢み つ i 

怖 迫の が訣を 採ら、 がを 必理の 

倾 向を 巧みに 巧 破し こ； じ 始め 

て ヒラー ア^フ キア じ-.- り货化 建設 

のぶをが いたので ある。 一方が 

巧の 化 界に觀 を 哨えじ X ナユヮ 

—卜 巧；：？ 遂にむ-も 樓 中の 人 ごな 

b 、 をの 巧 巧は 巧間經 をが であ 

るウキ プア ム •ブツ ベー 巧ご觸 

問 辯 誰 十へ ンリー •ヒ火 トン 氏 

が 純度す る ミに むつた S である 

_ が、 巧 もな く 

營業力 か に踩 ^茲 巧る 

街 突して スチユ 7 ! 卜晚 食は 解 

敗し、 で 八が お 十六 年じス 氏の 

支配人で あつた デン ニン グ R •か 

引き受け ザン ニン グ贿 おどして 一 


簡賣 道 に 機 おで ぁつむ 

かど 、 f ふこ どは、 ヒ A トン •ヒ 
ユーズ が 化の 破 淹やス チ ユワ！ 
卜 に後繼 おの 內卽等 どい ふ惡い 
がを S 一切^ 打 もがす ためじ、 
巧が 巧の ょつ 巧に 「前の スチユ 
ワ^ — ^ 商を」 ご 铜板じ 彫ち 込ん 
だ 一 事じ徴ずる^が出ホる。 ワ 
氏は をの 脚 化 ホで 述べた 演說の 
一節で 「これは 單 。る デバ ー ト 
メント •ストアで なぐ 化 ゆる 巧 
の緒陶 でもつ て、 スナ ユワ ー ト 
氏に ょらて. ボ された 模範的な 小 
賣 .がをおに 進化せ しめ、 を デ パ 

1 トメ ント をれ 自身 か完 をした 

化で ある」 ど 述べて ゐ る。 巧 < 

して 「閒 口廿 映」 から ホれ たワ 

氏の 商才は Hi 共に 伸を し： 巧 

おは 攒張 さむつ i ぁつね が、 怡 

かも 千 九が 六 年 じ まって 他の 大 

が 化か 

漸次 上 明 じ移轉 する 傾 

向を じつ i あつじので ワ氏も 

非 巧 じ 頸を 構 まし、 ワ巧 のを 总 

である トー マス 及び。 ド マン • 

ソ ナメ！ 々— 氏 、ロバ ー ト •才 I 

グ デン 巧 等 も 化 進 說をホ 張 した 

もの でんる が、 翁の スチ ユワ ー 

卜 商を に對 する 随 情の G が 着は 

巧 あじ r がえ や、 W 年 翁は か必し 

て 八 了 U から 义了け のゾロ ー ド 

ゥエ I *!' 十六 階曆 S ビ八 デン ダ 

を述 築し 舊ビ矿 ゲングとの 間は 

橋で 述絡 しこれを 「進 ホ 0 橋」 

とか あし、 顽 どして 舊 地を 立 も 

まら。 かつじ 〇ジ ョ—ン •ワナ 

メ •一 ヵー 翁は 一一 一年 前 

他界の 人 どな つれが、 

ワに：；.9々の巧關巧吿じ執筆し 

た 處化訓 は 今や 一 嘗ピぃ つて 刊 

りごれ てゐ る。 翁は が 育の 商が 

のがを 塔 どして ぁの 大述 築顿を 

践 したが、 八 了 円と プロ ー ドゥ 

エーじ 面し じ 舊スナ ユワ，ー ト* 

ビ术 デン グも 今年を さきから 改 

築され、 ホるべき 秋 じは 完成す 

る/ -0 じな つてむ る。 嘶く のかく 

じして 間口 化 吹の ヒ ラデ^ フキ 

アに 祐を發 した フ ナメ^ ~ 力 ^ — 王 

歐 は、 今や フ U I ドゥエ- — の 一一 

町を お領 ずる 一大 モニュ /— メン 

卜 ごして がいて & るので みる。 

明年 公 償を 


i る 限 b 剛年 巧の 巧 規裳憤 額を § 
政 針ぶ にが 定 

; け" " H したる 一 が 五 千 巧 川 
な ドじ扣 b 詰める， とは 阳難ど さ 
れて むる。 右一 億 五 千で 川の 發 
巧 A 巧 どして は 本年 巧と 阳ほ非 
公 裳 ホを じょ b て垂额 特別を 巧 
の 方 化を 採る か、 巧ん < は 一部 
は 時 別 おむ どして 殘 h I 部は 一 
般巧媒 じがて を 裁を がふべき か 
じがて は愼 をを 慮を 要すべき 点 
で、 大藏當 W は 肖 下 このぶ じ 就 
て 調を 栅究 中で ある。： 被 口藤 相 
は毋 か經濟 を 整理 促進の ためじ 
十五 年度ら ホを 棠ま義 を 持 襟し 
たいどの 脫 であつ たが、 最近に 
到 b 壯 源の 細な-^ 之が 實 巧は 到 
お 曲 難で ゎる i を 察み L が 政の 
整理は ホ だで-^ るが、 ほ 間經濟 
巧の 整理は 化當進 砂した 楼 であ 
るから 明年を は 或る お 巧の 

公募を 巧 っても をて 差 

支へ なし ごの a 吻を 洩らす 樣じ 
。った。 即も 本年 巧の 颗お發 巧 
を 潰 額は 一 儘' 五 千 方 W でを の 中 
六 千万 阳は 預金 部 之を 引き受け 
六千ガ W は 郵便 商賛 出し、 殘ら 
一二で 巧 W はを 育な 善、 農が 振 巧 
おを 特刷 會針資 をの 一部を 0 て 
引きを け、 を 部 特別 發巧 じょる 
とご；^ってゐるが、 預を部制巧 

改善の 結果 どして 預を部 資金の 

運用 じ 願して は 一々 運用 員事會 

の講を經る ？じ，：；？>つてゐるので 

從 ホの 如く 藏 相の 自山 裁量で を 

償 引受 财源 じを 當 する をが お ホ 
ない 狀 態に ある。 尙 ほ敎脊 改善 
農が お 細； 藻を おが 貧計資 を 中 じ 

も 今 巧を 憤 到ず 

が 源 じ充當 ずべき 余 かの 

資 をけ。 いので ゴ 結局 明年が じ 

於て 確 挡じ豫 をし 擬る 惜別 發巧 

どして け 僅かに 節 懊间眞 おしあ 

るのみ、 これどても六千巧のの 

舅 出しは 過 まの 經驗 じ徵 して 實 

巧 困難で あるから、 明年 巧は 本 

年巧间 化に ホを 茲ホ義 を 採る i 

は實现 曲雜で 或る お 度のを 慕を 

巧 ふ もの ご 見られて ゐ る。 

生活 原料 ぉ 

.關稅 引下け 

其 他は 引上げる 

ゎ ^ 國の 關视率 改正 じ 就て は 

目下 

調 を 員 おで 調 杳硏兜 中 

で、 今 H まで じ謠 ホした ものは 

約乂十 帥な H じ 上つ て 居る が、 

こいが 誰禽 にお 出された 鶴な、 


1、 水 製な じ销 しては 一 剤 
二、 が 他 (ザ} をを. 戚 、貴を 魔 
を 幾した るを 幽 ，段 お’ ザ设 
お、 眞 巧、 珊瑚、 を才义 tr へ 
ツカ I を 用 ！ Q k ものは 五 祭 
(乙) 其 化は g 锁 

となつ て 盾る W 、 現む 曲 稅制あ 
を 設定した 當峭 の經濟 をの 化 態 
ど、 今：：： のを は 著し < をの 
間の 

事情 を 異にし、-! ハ 巧 四十 
よ 号の 適用を まくべき 品目 中に 
は恃揭 する 必要 ある ものが 少< 
ない ので、 午 巧の 改正では 成る 
ベ < これを 細み して 適當 なる 我 
率を 設けん どす る じある。 が ほ 
今回の 巧 裝-改 おじ 勒 する 當 局の 
方 かどして は、 みして 收 乂ま義 
じ 依らん ごず ろ ものでは ない が 
現 巧稅率 じ 今 口に 比し 最も 物惜 
化廉の 時化 じ設 をせられ たもの 
で、 從つ / て 現 化の 經濟巧 じ適應 
すべきな 出を がへ る こご じ なれ 
ば 生 巧ぶ 廉 品、 お 巧 品等 •し 就い 
ては、 稱を 

弓 一 h げの 結を を 霞るべき 
も、 其 他 一般的には 自ら 稅 率が 
'引上げられる i じな を、 そむ-か _ 

爲め ホ-る 巧 度の 觸祗お 収は當 お 
豫 想し 得られる MJ である、 ある 
お邊 までをの 輸入が 抑 刷され る 
こご じなる から、 稅 率を 引上げ 
ただけ 關稅 .ん 增收が ある*」 はが 
はれない が、 大藏 あの 調 巧に 化 
れげ 、滿お 率な 正の 結果、 約 S 
千 方： 山の 增收 はゐ るち めどの 見 
这 みを 立て t むる が、 を 關稱率 
巧 化 じょる お 化の 化途じ 就て は 
巧々 議論の る おで、 大 藏當简 
は 融親收 入； も稅收 入の 一部で、 
關秘 率な を じ 依る- 

增敕 、は、 稅制 整理 じ 振 向 

ける i が 心 苗 田で あるとの 瘋 向を 

おし、 こ ホ 旁 考慮 じ 入れて 税制 

整现 案を 巧な しわので あるが、 

これに 對ご あぶ 會 側は 關稅 率な 

正に 化 A 增收 はを 省の 新が 要求 

のが 源ぶ する を. か 助 源 不足を 吿 

げる今 ぶ； ごして は適當 なるお K 

である' >1 の 說が巧 むて & る 擦で 

あるか」 一， 棍制 渡' 理效び 關稱率 

改正の^ 鹰 じ關踰 して、 飄稅の 

增收 をお仍 じすべき かじ 就て は 

今後 相 常 じな しい 問題 ごなる で 

あらぅ で 觀られ て 居る。 

一一: aiUr わ 寺 lid 「 R 本ぶ 報 一 

冲 1 灌す 1 巧 お；^ IPM 磕替热 玲」 

海上 保險料 値上- 

孟 おが 隙 協會は 突如 海卜 •化 除 

がを 引 h げたので 巧が 綿 業界は 

爲 めに 大巧 擊を讓 つて 居る。 

臺灣の 製糖 增產. 

を 嫂の 製 彼豫想 総計は 二 千 八 

巧 巧ピ 'n ^ じて 記錄破 b の增產 

^5 る 0 

海上が 險 受取 离 

十 ご 一年 巧が 上が 檢闕 際を 取 勘 

をは 約 ホが 方 W である。 

輸 お 組合 ミ 融資 

輪 お 紐を じ おする 融資 條 化は 

巧 紐 4 巧 振 出 下 おを 五み 利で 正 

を级行 じて 引 巧 パる こど 而 して 

をの 期限は 四 ヶ月 乃ち ホヶ 巧で 

ある W 0 

復興 建築 株を 募 

化 典な 築 巧 社に ては 九 巧 中 株 

ホを を游 せんど。 (十六：： 一を) 


巧を がげ たが、 デ 巧 も ホで 八 パ 

乂 十ニ ザに 逝 まし 千 八', り 九十-一 

年 じヒ八 トン • k ユ ー ズ巧巧 ご 

なつ わけれ でも 叫が 後を じ 破 お 

して-/ つむ。 この-お 約の 破 巧' 2 

ヮナメ ー ヵ I 戊に 巧 動の 機巧を 

典へ， 村 ザ 九り か 化 n ッに はを 

の I W をな 収 してを々 糾 巧の 商 

おに 巧 入す る i どなつ たが、 请 

巧の 巧閒 紙け 「この 巧 化は 紐 巧 

の 商 ま 度び ^^巧 おの 滕 おに 於 

ける 玻大な もので あつて、 が 巧 

だ」 どが してむ る。 ヮナ ノト々 

! 巧を 妍經 をボど f る この 人 巧 

巧は 同年 十 _ 巧 十一: U を U て阳 

装した が、 ワナメ ー カ ー に-かい 

かじ 


幾み を 葬ず 

ホ 募な 維 将ぉ雛 

明 ザ 巧 か 慕 馈み劍 じ 就て 旣報 

のか/‘ •がるべく 

新规 お 巧 锁の紫 縮を 脚ら 

ん ごする にある が、 今 U の處で 

はみ おの 撕化お 求が 兰撼凹 五 千 

力 W あるじ おし、 么 じが 當し得 

る 則 源：； 5 傕 かじ 四 おでで 川し か 

ない ので、 おを' しょ つては 他 じ 

がが源を巧る方化を端じ：：^けれ 

だ。 られど さへ 哨 へられ 了む る 

巧で わるから、 を 姐 船の 一が 

を W てを 倘辨 おぶ 聲 におり 向け 

ん ごする が 如き ふは 巧 お 留まれ 

中、 を 侣ま辨 ホを 巧 じ おして 節 

約 巧し くは 級 b 延べを 腳むせ ざ 


をのみ 滋 には 化な におい 時 円を 

要ず るの t 、 本年 中 じを の 具 化 

をを 认 をし、 み議會 劈頭に 一般 

關 税率な 化に 脚す る 法が 案を 提 

出ず る に な つ ；」 & る 。 今图の 

側稅改 おム針 ごして は、 成る ベ 

くな 化稅ょ b 從 なおを 引な ザ ど 

共 じ、 出 ホる 丈け お 目を 細かし 

て 適 か.，'。 る 課 桃を 巧 けんご する 

ので ある、 郎も わか 倒の 脚稅制 

巧は - 

一 課；^ ホを じ 依れる もので 

撫视 おじ 轨 いても、 一の 稅 をを 

をけ てこれ を 将棋し' 稅蒂 六が 

凹卡六 号まで じ禍 げざる 品扫は 

総て 六，：： 四千 お：： ソの诞 がを 受け 

る こごに。 つて おる、 をの 六 巧 

四十：.^ 皆は 
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器 巧 旅館 

柬 十ぶ 了 目 二が が 


御 下宿 鴨 井久 
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bet . lssndAve.off Ebndst . 

旱 Murray 呈 I 這 萬 


紐 脊旅舘 W 巾ぁ！ 

来 四十 了 目 二 四二聚 

Tel . Gal 至 onia 笠 74 


巧し じので、 十六 U 朝吉 旧ま陡 
氏 夫妻 及び 木 社の 吉山巧 同れ 現 
場 じ 化 張し、 化樂 部、 巧 察 方に 
て种 々非 かの 眞 化を 取調べて ホ 
たが 女 井の 舊 をん ジレット 氏 ホ 
妻 其 化ぶ 人の 盡力 でげ 十八 ロザ 
後一 一時 叫 十二 T 目對 おのみ 葬 盛 
じて 淸化化 帥 巧 まの y じ 葬 磯を 
轨 だした。 

地繁 はか 派 じ 

豫知 S 來る 

邦人は 手の 强見 

山陰の 巧 災 地を 視 擦した 中み 
氣象 おの 國 なお 帥が 神 戸 测胺所 
豐關 おお 所の 地廣計 じついて 微 
細； 調を を； パつ たお 架 

ぶ 恩 外に も 化を の 地震 學 
者を 驚 嘴せ しむる 邮 '震豫 知の ホ 
法 如 確乎たる 端緒が 媛 見され た 

- の大發 見の 動機は 同所 内の 化 
震 計は 柬 西、 南北 兩動出 ハ 今度の 
地震の ある 約-ー ヶ巧 前からの、 
± 地の 傾斜 (專巧 語で チが テン 
グーを 取つ けられ 自記 かじ 微妙 
な 偏 動を ら記錄 して ゐじ 。をし 
て每 H 同じ お 巧に 現 はれて むた 
この 記録は 養 災後ぴ つたら ど 停 
たして え じので、 湿度の 關 巧、 
潮の 變 化の 影響を うけてむ ぃょい 


き 上. げ ながらが ご おじ 巧し く 逃 
げられ 憤慨 一巧！ わがが 懈 先き 
じ ホわず、 默 々たる 闲 巧な 眞舘 
よが 一巧、 キャブ ブンが 一ぶ 釣 
つた 巧 外 じ 一二 か 問み 風に 搬 ぶら 
れ る。 

♦が ャ！ ド 巧の 沖を に 錠を 下 
して 居る 漁 術の 船 助が 灰色の 大 
飯を 引き上げ 蓝 わて 助力を ホめ 
て 居る ので 漁船の 艦に ボ—卜 を 
繫 いで 彼我の 船頌四 人で おれれ， 
ふ大 飯を 漁船の ザ 板 じ 漸く 雑ら 
付けむ。 を さ 約 六 W 、 口の 福 一一 
十が 位、 を 巧 一二な おを 前 巧の 解 
猛 な殘虐 性を 帶 びたち 口で 一同 
思は 中揀 が。 

♦午後 一が ラッヵ ゥユ！ の內 
がに 歸 つて 海中の 破洲じ 遊び 飯 
の 居の 淺 綱で ボ チヤ ブ' 午後 
二 時 持が b の 午餐 じ 舌皴を 巧つ 
て 後 愈々 小 綱 VJ 亞ホ據 の 漁獲が 
始まつ わ。" J かじ 近い 箭 かな 海面 
じ 垂れた 十一 本の 糸は 間 節む く 
上下して 辅 鱗ながら ホダ！ ど ラ 
フエ エツ トは忽 もじみ 梢 されら 

一同 歡聲を 揚げて 化慶し 午後 五 
時化 發 地点に 歸 b をが じを 配 さ 
れた十 幾尾づ つの 魚を 靈さ うじ 
を じな つた 魔法瓶 や 遊泳 服の お 
を 抱えながら 巧び 熱を しいが 巧 
の 人 どなつ たのは 化が のと 時 一 


とがを 巧され た、' __ 一の 新 事 賞を 一 间韓旋 者の 勞を謝 L て ダ； ドナ 


發見 L た 國當技 細な、 が も 詳細 
な 調奄を 遂げぎ ムの資 巧を 得締 
巧 後を じ 岡 田な もに お 吿し大 を 
成を 得て 農 岡 出張所 長の ； 

山 崎 技手； の T 解の 下 l | 
地震 卽氣象 紙の 巧 調を を 巧 ひ、 

こ I 十數 日間に 『但 おの 化 震 だ 
ついて』 ィ」 題 中 去 論文を を 成し 
て發 表する' と运 なつね。 歐な旧 技 
師の力 V 」。、 も 頗技ホ S 資料 提巧 

ごじょ つて、 とが 完成す む ば 今 

後 如 巧なる 大地震が おつた 壌を 

でも 地震計の/自記 針 じ 示された 

震聰地 VJ すん 化 表 じ 向つ て化丽 

が 傾いて ゐ .ん 記錄を 基本 どして 

計算 すれば 少 {も】 グ巧 前じ錄 

知し 得る- づ J が お ホ、 骗東 & 陰 

の 大震災 化 如き 悲慘 U る お 致を 

見やに 濟 み-) どが 出 ホる 糕 じな I 
った。 / 一、 常' 
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U 本、 支那 寶玉 製萊 
術 お、 締人用 首 節ぶ 
化 裝締お 
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3 コラ * fC 

鼠 巧た 滿お修 綾、 

を 飾な、 ストリング 
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一ー ー對‘ 一. 一の 成績に て 

原 西 淸水組 快勝ず 

ア：： ンゾを 破つ む 原 田の 奮戰振 

か自 から 强敵 滚洲 ご會戰 


一 化り かめ W みなおを 尴し銷 い 
て 墨讯哥 をが つて 牌 勝の 旗喊を 
I 離へ して 居た ア U ンブを ま將ど 
i ずる デゲ K 蓝聊晒 化す 化ぶ 獨ホ 

I は U 本 巧 ホの 邀 紫に 遭 ひ バ片ナ 

モアに 巧て 遂に 一二 お 二な じて 妝 

賊し网 際 庭球 戰巧禪 ょち 觸逐さ 

I れ た。 ぶ】 n の 巧 一戦 じがて 一 

^ 勝 一敗の 化 城を 殘 した 瞄 W 撰 手 

1 は 二 U 目 十四：：： のな 試を 戰 じが 

-て 必勝を 期して 巧 戦し お 旧淸水 

I 紐の H 本 化ぶ に 西 班す はア U ン 

I ゾ化 あを なつて 么 いに 當 つたが 

; 原 旧の 怪 脆は 前り に 劣ら 

i や 巧へ 熱球を 化が してぶ め 立て 

j 满 水の 補 巧 亦實化 之れ をち へて 

I 西班才 組を ベー スラ ィン じ 退け 

こ 進 一 お U 本 撰ず の テ！ ムゥ ォ 

; t ク けピッ タリを つて ホ 備攻势 

^共じ間が^きじ引替 へ 西化オ侧 

一は 化-つ ジョセ •アロンゾ よら 崩 

1 れ 始め、 類势 になを あせつ て 策 

j 戦に 馳 解を ホし マニ ユでグ •ア 

I ロン ゾは をの ni 卜ま でも カバ 

jl せんどして 失策 之れ にがれて 

I り西戰 のか 岐な ども 稱 3 べき 複 

一が を 戰も姑 巧」 ハ ー ニ、 六— 一二、 

|二）六、 八1 i 〇、 六1云じて 

iu 本 横 ホの 

; 勝利 ご なら 愛 じ H 本は 二 

一 お 一の 勝が をのつ て 最終 目の 第 

四戰八 幕は H 本の 第一ん 者瓶阳 

撰 ホ ど 西國 の曉將 マニ ユエ 火、 

_ アロンゾ ごの 閒じ かつてを さ H 

一た。 ア 。ンゾ は 化 巧 的じ廳 名を 

; 馳 せ、 n — 卜 の 化 ど 云 はれて 居 

る 巧で もつ て がれの 憬巧 にして 

スト U 1 クの 巧へは 淸水ま おの 

を 盛時 化 じがても が 之れ を 敗ら 

能は ざら し 巧の 大立 物で あるが 

巧 旧の なを ィ J 自信とは 己に 敵を 

を，： 0 の 摘 あ b お ー セットに 於て 

小ず 調べを 濟 ました 原 田 

は 第ニ セットよ b アロンゾの バ 

ッ クパン ドを 頻 b じ 突き ア日ン 

ゾが 掘れ か i る おを ネット じ 於 

j て 或は フォアを な 立て ア n ンゾ 

一を して 縦横 じ 走らし、 追 ひまぐ 

一つて 疲巧 せしめ 遂にぶ 困は 二— 

六、 六— 巧、 ホ 1 S 、 六 1 四 じ 

て ホを 的の 勝利を 博 ムニ 勘】 な 

^ じて. h 本のげ 捏を齋 したのは 實 

i じ 巧 W の 棒 かで あつた。 报 後の 

I 淸ル おフレ ッカー の 試を は吉— 

1 六、 六— 0、 六 I 一二、 六！ 四に 

I てフ レッ カ ー の 勝 ど。 b 終 巧 じ 

1 がて 口 本對西 班ず の雕麽 勝戰け 

I 一二 對 二の 化蹟 ，どが ミ お 

ib を おげ U 本獨 ず： むは まる：：： 

^ 幡ぃ化ザ销歸紐巧職：：：化巧洲化 

'お 撰 ホ ご アメリカン ソ ー ンの媛 

^ 勝 戰を懼 すべく ボ市じ 向け 出货 

した。 H 本 おを 洲の厲 勝 戰はブ 

I 户 クラィンの ロング ゥッド 庭球 

が樂部 コート じがて 明 二十 りょ 

ら出跑 りを 一二 U おにが も踞巧 さ 

む、 これが 渡 勝轉は 愈々 化 H 四 

j 五 及びん U ロング T イラン ドの 

I ウェスト サイド 庭球 化樂 がの ス 

ータデ アムに がて 峡洲 のが 巧佛闡 

i 西. こ 


一戰 をを へ 化る 巧 乂闕に 
化 徵卞る 順が であるが 媛 洲禪ホ 
は 巧班才 じ 比すれば、 猛省 揃 ひ 
じて り 本代 お 撰 ホの 巧戰 はおす 
る じ 錐 < ない。 遮 輿 巧が お 山 撰 
ホ ど 该洲の アン ダー ソンぶ び パ 
夕 I ソン ごの. 一騎打^は 刮 H じ 
化する 0 

婦人 撰 手 權遊抄 

米 閒締人 お 球 撰 ホ權戰 はまる 
巧 曜 H よゎ ゥユス 'トサ ィド 庭球 
化樂部 n 1 卜じ 於て 脚始 されつ 
つんる が 今年け 舆幽 女流 撰 手 マ 
ッ ケン、 フライ、 コリ ャ ー 諸攘 

の 外 ラィャン 壊も參 加し ゥキ片 

ス 嫂の 禪ホ權 を 奪 ぶんごす るを 

氣达 みを みし 異常の 活况を 星し 

て 居る、 准 優勝 戰 はを 鴨 口 優勝 

戰は 卜：醒 U 紫 巧の 篱な るが 入 煤 

巧は 准 媛 勝が 底 優勝 戲は二 弗 二 

十五 仙 巧 他は 一 弗 十 仙で ある。 

山 U 誠 君 優勝ず 

旣報 のか < u 本 庭球 お 樂 がの 

送別な を 優勝戦は 去る り 臓 U 午 

後 ニ パ 十三 了 目の 同 お 樂部コ ！ 

卜 じがて 山 口 誠 君 凿化化 化を ビ 

の 間に 巧 はれた がと 一 立、 六 1 

一二、 ニー 0( 薬權) じて 山 U 君の 

媛 勝に 歸 した。 山 口 君は 前 n 巧 

邵エ おの 内 旧 君を 准 優勝 戰 じて 

败ら松 巧を は口曜 H お金の 裳 輪 

君 ご 准礙勝 戰を懼 し-ニ セット じ 

直る 激戰 をむ したので 化 S 疲勞 

が 伴つ たのが 敗因の 一 V 一话 らぃ 

て 夏る。 

木幡 島から 

近づく が 機 

巧 盛りの ピ 中佐 

巧 巧 朝 U 新聞の 訪歐 飛行機が 

モス カゥに 近づきつ I あろ 際 肖 

本、 が 太が 橫斷お 巧 家 ピネド 中 

をは 木 確 島 じ 到着した とい ふ 飛 

おが あつた。 右 じ 就て 當 化が 太 

利 新聞記者は 化訪の 記者 じ 語つ 

て 曰く 

『柯 しろ 奥ホ佛 アグ ゼン チン ど 

化を 一週の 飛 巧 機が 相み ぃでを 

がのを へ 飛んで ホた 後 だ。 先年 

クエラ クン、 マジ エロ 兩 中尉が 

口！ マ 東を 間 速 絡 飛 わを 

か 巧 した イタ ヴ I たる も 

のが、 柯じ やぅな 航空路で はも. 

よつ と 面白く。 L 。 を こで が 人 

ホ 到の 南げ 巧の 征服を が 巧す る 

こど じ；；* ■つたの だか、 告 々は デ 

ピネド 中を ど 间乘の 機 脚 ± クム 

バネッサ 帶 おの 手腕 じ絕對 的な 

情 賴を昭 くこ どが 出 ホる。 お 巧 

H 本 政が はを 潜變 地の 細 係から 

岡を せ 閱桃剧 S 化 並に 二十 立 巧 

, w 南の が 巧の 娘け を どぅしても 

許 巧 しない、 をの 爲 めに 

ピ 中佐は M 島 附近の お 陸地に 的 

ら 、巧 化い を拇 なけれ じむ 灣を 

避けて ヒ リッ ピン よらむ 接に ミ 

那へ 入る 即垂 をな てた b などし 

た •か 海 ザ 巧の' 招 中が の 並 力で 淡 

水を 畜 陸地 どして 許される i じ 

なつた。 がく 呼： 中佐 じ威谢 する 


次 巧 だ、 デ •ピネド 中佐は 巧 盛 
b の 化と な、 ィ タリ I 飛が 本部 

ホ 技で フェラ リシ、 マジ エロ 兩 

巾 尉の 先が である、' 间中 化は 歐 
測 大戰當 時 アドリア ティ ック海 
じ獨 潜航艇が 

けな して 化 化の 女を を 脅 
かした 際、 巧迎 一二 叫が 水利、 ゲ 
リシ ャ 間を 飛 わして 兩國の 通信； 

じ迎 滞な から一 めた。 间乘の 力 
ム バ ネ ッ 9带ぉもを練4^磯脚十 
ごして だ 名 だ。 化 用 機は サポィ 
ャ •エス 十六が S お _軌 をで。 1 
レ ン の11が_九十巧力のモ1夕！ 
だ、 出裝 W ホ ー 凹の 失敗 もな く 
寒し い 破 おら 絮ら ホい ぅく 南 
がい r 飛んだ 今 巧の 飛 巧の 如き 
は航 をを 上 まだ 括ざる どころ で 
化が に 謗つ てい {たらぅ どが ふ 
嘗じ渝 快 だ』 

モルガン 氏の 

夫人 逝まず 

义闕 のな 蒙で：：： 本のが がに も 
爛 巧の ほい •セー •ビ 1 •モ グゲ 
ン巧ホ 人は 約 ニヶ 巧 前 ょら 昨今 
流 巧して 居る 瞄眠 おどい ふ奇疯 
じ 製 はれを 方面の 名醫じ 化つ て 
を 巧 中で あつた： &藥石 巧な く遂 
じ まる 十四り 逝 おしれので 十八 
口 午前 ロング アん ランドの ロカ 

ス じて 質素な 葬儀を 執 巧し、 ク 

ネ ー ンス じて 火葬に 附 したる 上 

コ寺 チカ ットが 八！ トフ ォ* — ド 

のモ瓜 ゲン 燕 邮じ现 葬ず る- ど 

なつた。 

邦人 海員が 

罷ェで 下船. 

来を 十と の 電報に 依れ ぱ 

ユング レス •オフ ■才！ ス 1 トタア 

号の：：： 本人 船 貴 二が 八十ん は 過 

般上 おじて を 掌の 改善、 H 本人 

醫 帥の 乘 船、 み 航海に ーヶ 巧の 

給料 贈與 等を 要 ホし、 會社 側で 

もこれ を おれた が これ じ 勢を 得 

て 右 契約の 一年 延長を ま 狼す る 

じ ま b 猿船當 局が 巧絕 しねので 

遂に 罷ェ してみ 船した ので 臨時 

じ 八十ん の = 本人が； E を 傭つ て 

漸く 出 晩した ご。 

自働单 奇禍で 

割 人 即死ず 

が 路で車 體轉覆 

當巿口 本人 靑 年曾员 でが 潟縣 

人の 安が 陵 ホ (四十 五一は が 育 卵 

カトナの ワカ バック、 カウント 

リ ー 供樂 部に 就 働 中で あつたが 

まる 十の H 促 十 時 頃 同 

供嫌一^部 の支配んム！アど 

旨 働 車 じ同乘 マウントキスコ 巧 

じ 近き が路を 馳走 中ム ー アが操 

縱ど 過ら し爲 めが 下の おなじ ホ 

带 なる 勢を 0 つて 自 ，働 幸を 街 突 

させた ので、 が 體が紛 がする ご 

岡 時に 巧の 右 侧じ乘 つて 盾つ た 

ま 井な がかに 撥ね飛ばさい 雜を 

の 中で 人事 不 おじ 陷 つた。 脑疋 

述 b をせ た自 働が じ 巧 けられ/' 

ウン トキ スコ が院じ 運ばれ 治療 

を 受け じが、 何 か 

頭盖 骨を 汾がぉ 爲め遂 

じ 知 覺を义 ひし ま、 > 盤轴 十五 '： Ti 

午前 四が じ 巧 ホした。 そがんん 

I アは不 おが じな 傷を をれ 巧 ザ 

を W 所 じ 化 或したり 米が 庵に 急 
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高 尙なス タィ 言 洋服 

H 御友 達 方が 御召しの 様な U 

费揀 .か 御 好みの 新ス タィ 火 •正しい 高尙な 
踞装 •をの 御 召 服を 當 おは 調製 致します。 
一度 御 ホ 店な さつて 羅 が 化 •編 柄 •型を 碑 
費 下さい。 御 不滿の 際は 返を 致します 0 

m ふン 

フロ リオ 洋服 店 


シアトル 化贼 、お 帆 午前 十 時、 
が岡乂 八 巧 かと 口 
橫潰乂 九月 十な が 飯 
加 お 化 十 巧 化 H 
が餘凡 十月 化な 
U 本 巧 船を 運賃がず- 
一等 横 演一化 五 お 神月 二 〇 五 巧 
一二 等が 食 五十と を か 食 五十 お 巧 

歐洲 U 本 間 客船 吞写昂 

お 致よ ち I 等な お贿 、二等と 十が 
が、 縣巧 塞よ 6 1 を 化 十と 梅 
二等 六十 六磅。 

地 育 化 化 田を 巧 巧 ホり 水 he 巧が一 H 二 阿 
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あら ぞな化 八 巧 か 六り 
わらび や义 九 巧 八す 
▼一等 搞濱 一九 お带 

化し ばりず 化 るん ごん 丸は r 九な が 
り ▼一一 一等 a 本が おお 巧を 室 火な 造 ぞ族遙 を 巧 
做； ▼御を 望に 巧 y 1 等 割が なお 圳巧然 が バ巧較 

心 。スァ ンゼ： 出帆 

一が 一 

お！ 


▼一等 馈资ぇ にら 化ホ哇 み】 九 化が 

化 化 U ん て) 一み 兜 半 
▼一一 一等 日本が まじら かぶ 嘘 化た 带化 他' バ贿半 
▼沙雑 綿が： パ— 巧な 庭 寒券贿 入御が 旌 けり 陕 
マ糾巧 線バ十 マが もり 木 屯 W がは 物が 巧 一强 




御禮廣吿 ^ 

な 犧化お U ング アィ ランドに 
於て 自働車 事故に をひ魄 傷を を 
ひ お 節は 早速 御 懇篤なる 御見舞 
I を 賜 はら 御げ 恵 奉 謝 t 候な 御蔭 
旣 じを 化 致し お 間乍禪 御を 神 被 
度な じ 御 お 换中陳 が尙ほ 引緻き 
專念截 取次ぎ 業に 化 事し 諸君の 
锅懼 巧； ド 謀 巧 中 候 問 農に 巧し 御 
を 顔の が願卜 '候 敬具 
大正 f 四が 八 巧 十四 =' 

片桐商 巧 氣附 

野が 盛太郞 


fnv ; 週 五 弗ぶ 八 弗 一 

人 又は 二人 じ 適す、 

巿廳 へ卜か タィム ススク エヤ！ 

へ か 五 か 電話 カン バラン ド 蓋 ー ゴー 

1 置 舌 尊 芭_ ず Qok ミ 黒 崎晦子 


貸 淸 潔な 便利の よき 場 

巧 一 人 乃 ま 二人 向きの おあら 電 

話は プラザ ニ 六ん 一番 

s ' ジ 星 こ 35 辛 一一 妄 篇 •言. 31 


晚香 波な 二 遇 一回 出帆 

▼エム グレタ 豫太利 0 五る 00 喷) 

义巧 一二 日 

▲エム プレス 亞娜亞 OIT 呂〇 順) 

し 4 卜 .•'一 g 

マエ ム ブレス 加を ぶ 0 其 •室 〇顺) 

卜月 一り 

▲五ム ブレス 藍 西亞三 T 邑〇 顺) 

十月 十 おり 

一等、 こ 等、 一二 等妓び 下等 客 設備 
最大、 善 お、 最快 ホの 巧げ 航巧躺 


裁縫 所 開業 

が 服， お 物、 ゥーが 類は ドラ 
クタ！ ニン グ 、プレス & び染あ 

、仕立て おし 一切を < 类麗じ 
致します。 戴 緒は 如 M むる 脚を 
义も叮 峰 じ 円+く 致しまず 其化ユ 
カタの 出 ホを も あ h ます。 

お 井 裁縫 所 

128 W . 置す st . N.U 
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紐脊ホ 命が 踰汽郎 
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P ざ 日 e . ザ‘ rankHn 4 き 0 -.電一 

x : co 了 わ 己 go の rw 日 oh 


リナ メーヵ ー の特を 

H 本人の わ 買物には 特别巧 旨を 暦き 無 

料で 御 お 巧 致 升 寬話父 けん 手紙み 第 御 

部 問して 御 化 宵を 計 b めかての わ ホ じ 

對 しては 特に 注意 致し ま-^ からを ホ わ 

なをら 願 ひ 升、 が內配 速は か 論 H 本 化 

他を 化 宛の わ 巧 物を 送は 常々 でが し 巧 

じ ヨン ツナ メ 1 々 1 


如^を 期が 貨 五十 齒な上 利 お 年 六 か 

$ 賊臺灣 銀行— 出張所 

►鄰お 送を ぶび 化を を (無手を 巧/外 巧 
爲替資 賞、 巧 巧な かも 取な、 局 用が 巧 
巧 等 一 殺 お 巧莱務 御が 利 じがが 巧 仕ち 
▼が& 詳細は 御を 慮な く 御 問を 被 下度疾 


、旨 W 「が貨 お十圓 W 上' 一六 ヶ 巧な 卜‘ 一 
本 お 一定 期 L 巧 息 年 六み」 ー ニヶ 年な 內- 

が 全を 口 r が貨 五十 劇な 上 - 1 
こ を け 脚 じ 付 H ホ ー儀 二相 ！ 

(化シ 急千隨 むて ノ邁な 巧を ハ 無利息)- 

橫濱ぶ 金銀 巧ぉ 育ま 巧^ 

鄕化 をを はがて 無手 數巧 じて 當 I 
巧 お 媒本巧 終み 送を ホ 化 圾申巧 „ 


社長 巧爵 住る 吉左衛 巧 

本 お 大醉 化が 五 下目 

紐 育ち お 紐育ブ n 1 ドゥ ユ ー が 四十 九 あ 

驗 住友 銀な 

ぉ,^ 《柬 京、 おお、 お古 崖、 を 都、 神戶 
f ホ ^ お \ 道、 礙 島、 吳 、柳 井、 下ノ瞄 
地ぞ巧^ 巧司、小倉、巧松、博夕、乂巧米巧 
よ國預 を、 鄉あ をを 等は 梅め 
て 御懊が 迅速 じ 御 化 巧 可 中 お 


藤 木 議券會 社 

一觀 〇化祂 か ノ貞 買、 引を’ 路を 
▲を融 、ニ ホ ニ 么剛ス グー 切 ノ楽務 

嫌航 藤本' ヒルミ— 力— 銀 巧 

紐 育が 張 巧 


雜巧 陶破お 

ダー ゾ邱質 


\ m 7/ 卜； イク—'. イぶ •契 

® 太が 質 易げ ま會社 


Afi か 化 ホ ボストン 




農園 求人 がが 阳州ア 

■ラン テック ポ附あ 農 巧 風き 人 
を ホむ 巧るべく 夫婦 おお 巧 わ 紐 
育 巧 報 社内 水み 氏へ 鹰曾 あれ。 


音 樂敎授 アキ ォ ブ ン 

獨增歌 巧 楽 巧ーケ n 六 弗 {一週 一 質 
西 六十 五 r け 来 巧が 诗 階上 

菊 池 驗乂郎 


資本を； お圓 
桃 込が 資本な ム ハ’ 千 离 圓 
巧 な を 五 千 六が 巧圆 

瓣 « 一一 弃銀 巧— ち 巧 

ぶ 化 東を 巿 U 本 橋 お 駿河町 一 
まち 小 巧 U 本 巧 义の巧 (かを) 巧 巧 
名を 馬 京 郁火阪 巧：、 阪 一神戶 
■墳島 下 挪巧巧 若松 お 岡長际 
上 おお 巧 盃貢则 水 


外 闽爲替 、鄕里 送を、 化 送を、 信用 巧 其 他 
一肢お 巧荣お 精々 御 便利 じ 化 圾可中 お 

器 一二 義銀 巧が 巧を 巧 

本ち 巧 来 ま 本 巧、 大阪 、が戶 、を邵 
巧 化 地 を 古 岸、 ルが、 上が、 淪を 


加 地方の 一元を である 海淺 銀と 
肋 氏は 宿疯 の* 臟 おを 患 ひて 幻 
たが 摘 勢 故 進して が 四 H 午後 1 一 
時 五十 か柬十 巧と 二と をの 自を 
じ 逝いた。 湯掩 氏は か 歌 山縣册 
赞挪龍 巧が の 人で 明治 二十 四ぶ 
鄕 おが 州を 排の 販路 渡 張を 目 化 

ごして 化 輩を 本 擧之進 氏 じがけ 
れて渡 ホした _ 當辆堂 本 巧の 化 
員 ごして 活動し 剛を 一二 十 年羅お 
の お ホ あるな を 看が して 當 地に^ 

移らが 邱の 事業 じ お 事した がが 

產鑛詰 株式 食 社を 劍 なして 縮の 
耀 詰を ホ 闕巧場 じ 化 給 L 、 現じ 
社長 ごして 社 迷の 隆昌を 招いた 
氏は ホ 公共事業 じ 熱 •むで あつ ゎ 
が 町 治 一二 十八 年羅お 協議 會 皮げ 
羅府日 本ん 會の創 ホを 提唱し 雜 
度 か 選ばれて 理事 お & び會 長ぶ 
なつた。 氏は 亦 南 加 和歌 山縣乂 
會 々長 どして 间縣ん の 父と 仰 ！ i 
れて两 じ。 日米 支社 ま 巧 どな ク 
て W ホ旣じ 二十 おを 年が 巧し わ 
享年 五十 三歲 (八 丹 お U 獲) 


裁縫 見習 雇 度 >し 

裁纔 見習 婦人 雇 度し 御 希 舆れ一 
ホは 左へ 御殿 會 あれ 

巧 ホ 裁縫 所 

128 W . 是 th ぎを 呈 y . 

懿ク ホ 八ム 

敎育な眞、 每’劇ん^他抑々ぁら0 
御ホ攀 の 方は 左記へ 御照會 あれ 
(午前 卜 巧よ b 十二時を の 間) 
C ' Kiki , 这 8 E . 夏 rd 芭. 


の リマ 號 じて 渡佛。 

ホ X 藏氏 原な 名 @ 社が 育 
ザ J 巧、 家族 お 伴 本 U 午後 化げ 
(始 節約が 間) 中央 停 お 踢お發 
ナ .ヤザ ラ、 ボ がを、 黄 おを 闕 
をが てを 港ょ b 化 巧 1 U お 帆 9 
太を じ 化 乗 歸钟。 

• i 賓一 ぉを 鈴 乂が巧 糾宵ま 
お 哥神口 本店 誌を 命せられ ホ 
る 一十 四 U 出資 西巧歸 朝の 笠。 
♦を 一氏 巧 術を、 波 歐の途 
去ろ 十五 U 着 紐。 

♦川 述ま 氏會化 員、 まる 十 
阿 ti : r 本ょ b 着糾。 

♦がみ 幸と 氏 佛威 じ お 日本 大 
使が へを，、 爲め數 U 前 波献。 

•她 藤恆ち 巧 ホる 化 五 円 オリ 
ムー ツク號 じて 倫敦 よら 當地臺 
灣叙行 副 支配人 ごして 着 化の 尝 


羅 


持 信 


湯淺 日會 長逝く 

南 加 中央 R 本人 曾々 長 ごして 
を 港 日米 羅府ま 化 ま 巧と して 巧 



公み 井 俊 夫 若 

自慟 お奇禍 の爲め まる 十 
儀 五日 午前 四 か マゥント 
キス コ お院 じ-死 ませら 
れ昨 十八 S 午後 こげ 新 城 
一 西 化 葬 場 じて 葬儀 轨わ致 
'し 憤 間 化 段 生前 辱知 諸君 
じ 離吿仕 お 化 . 

八 巧 十 丸り 

ま 人 一 M 
H 本ん 靑年會 


器、 雜貨 、ラ 


卸齊 


及 ランプを 

森村ブ タザ— ス 


♦ 


內務 巧を 許 加 她を詔 

產婆& 按摩 術 

平野 秀子 

贴產锁 炙 マッサー ジ 術の おが 
巧が-.:‘； 御 ホめ じ應 じまず。 

ムな キヤ セ ー ドテ片 望を 
脚 ’い 十一 ll ' r - 目 S 巧 十 二番 



：：： 本陶 器 


貨 


ライ グ 


ブ卸贩 


S 巧 木 桃 ホ 紐 

;ご2 M ごく つ ス r ご つ ご I ミ- 


峽轟界 から la ぉへ 

歸 つて 來た 雪洲君 

シュハ — ^ 氏の 支配で 今秋から 

懊太 利が 家の 近 化 劇 上演 


約 ニヶ 年間 米 固の ス クリン お 
を 去つ て 歐羅じ 諸 固で 活躍して 

ちむ 早 川络細 氏は 今巧當 化の 劇 

お 趣を ま シユー パー ト巧ご 契約 

成な し 今 巧の シーズ ンか萌 じが 

せの 剧 おじ 現 はれるべく 最近 巧 

び 紐 脊の人 ご つたこ ごは 前號 

本 お 所 報の 如くで あるが 氏は 円 
下 鶴 子 夫ん ご 共に ホブ^、 マジ 
エス チックに 滯 なし 巧ら 新 針 割 

の 準 瞄に沒 邸して 居る。 タク リ 

ン ょち 劇 擅 じ 巧 けれ レ どす るが 

必は鈴 程： S 前ょ 6 彼の 腦禪じ 叢 

かれた 所で あつて、 巧 じ 渡歐前 

ピ は、 彼 自身の 脚色を ひつ さげ 

て大 々のじ ステー デに 打つて出 

でん ごした ので あつた： J 5、 をれ 

は 試 おの 結 裝不巧 巧 じ おつて 本 

舞 墓へ 現 はれる までに まら；；^ か 

つた 化の 失 败は雪 測 じと つては 

精神的 じら 又が 政 的 じら 做な か 

ら のげ 裝を 巧へ たので あつたが 

彼は 歐洲 旅行 中 ご 雖も裕 止 重 ホ 

の 志堪を かしてぶ 粟し むかつた 

A A A 

臾轉 にがては 『サム ラィ 』 w 

题 する 一衛 物を 化 化んで 偏敦の 

人溝婚 セ、 ロンドン、 力 八 シア 

ム じがて 街 出した が、 化の け じ 

ri お國 皇ホ虽 后兩陛 すを がめ を 

数の 皇族々 の天覺 、冀覚 のホ榮 

じがした ので あつじ。 化の 一 幕 

物は 倫を t ホ 常な 人氣を 巧んだ 

の'-、 、その後を 化の 劇媒 じが' て 

数间狼 出して 大いに 槪迎 された 

お 化の 舞み じ 立つ て 巧 語 劇を 實 

祐ヴん 'こする 自信 ごみ > むは 之に 

化つ て 渡々 冀 圓にク わた 譯 であ 

。た シュ ー バ ー - 氏よ i 


-九 一一 三年 及び 四 年に 甘 《 て' 伯 
がで 白 お 的め 人氣を けんだ ' i つ 
の 問 趣 脚を 見て 大いに 威服し 么 
を 雪 洲じ圖 つて ホ 鼠の 刺 渔じ輸 
乂 せんとし じ。 雪洲 もを の 脚色 
を 一 請して乂いじ共嗚する点：^^ 
あるので、 霉 W ンユ ー \ — 卜 
ぶびを の版權 所を あが Mil 者 共同 
じて を n を 貸 巧す る こご、 な 6 
今一: の ホ义ど U つむので ある。 
化の 劇は ォー スト プアの 巧 名な 
る 劇化 滚 ベッチ ゥィ チ 氏の おか 

じなる 『ゼ 、ナィト レス、 キヤ 

セル』 ど题 する 一二 稳 物で あつて 

巧 所は ちがの 或踐際 港ら し < 時 

は 現 巧、 俳優は 僅か 女優 一人 男 

媛 二人に 過ぎない が、 戀を VJ 人 

ホに 關 する 深刻な 問題を 提供し 

て 居る 近代的 特長に 富んだ 問題 

劇で ある ご 云 ふ。 此の 演劇に 關 

し ザ 川蕾洲 自身の 談話を 聞 < じ 

左の かくで ある 

A A A 

『これは 巧る 十 巧 シユ！ バ ー 

卜の 劇場で 開 おする 豫 まじな つ 

て 居ろ から 目 F 準備に 化 殺され 

て 居ます。 巧 優は 旣じ 巧ぶ しま 

しわが 女 媛の 撰擇が 仲々 闽 難で 

ホ だ 決ぶ をし ません。 化の 劇 じ 

がける 女の キヤ ラ クター は 非常 

。お 人で チ 卞ア！ ミンクで 巧 巧 

を胜 ずる 驚 < べき 力を だして 居 

るが M 時し 純 異な 處 女で 無邪氣 

なご ころの ある まつて を雜 しじ 

夕 角め 惟 格の 持 ま t であるから 

バン ブ型 どか 或は 無 邪氣だ どか 

云 ふ 風に 巧に I をの 巧には まつ 

た 女 媛では 滿 せじを のキブ ラク 

ターをぶ與するこ ピ闽難ではな 


いかど おつて 巧 主す。 巧々 をの 
樹がじ 非 おの 苦 也を 拂 つて 居 ま 
すが 目下 醒强 中で ある 脚色が お 
成す るまで じは 適當 な々 俊を 决 
化し 練 巧に 化掛る 順序 じ U つて 
居ます。 化の 劇の 筋は 衞單 U も 
のであつて 且つ 米國 式の コンク 
少— ジョン：； i あを 譯 でもな く 一 
見 詰ら；： '■いやう，- りおが ゐ るが 然 
しを の 眞實の 特色は 刹那-'^ じ 

表現 さいすむ < 言語な b せ 格な 

ゎにが する ので あつて、 おし 化 

の 刹那-^ じ 表現され る 特色-か 

二賠 間の 間 緊張して 連續 される 

ど すれば、 劇を の ものと しては 

惯 かにぶ 巧で ある ど稱 すべき だ 

ど出‘^ひます〇 

A A A 
をし' て 化の 劇が 提供ず る 間 題 

ご 云 ふのは 戀 かを かごを ふ 人を 

觀の 問題で あつて 一英 威 細 ± が 

總‘ 'を犠 巧と （て 一人の 女を 戀 

ずるに 對 し、 一义那 人が をれ ど 

同糧 巧に 或 ホを 戀 する にもなら 

中を の戀 を橫牲 じして 菩 おじ 執 

着 するど 云 ふ 一つの 化な する 夕 

ィプの 戀 愛を 街 照 させて 居る の 

です。 巧て 斯 横にを の 刹那/ 
じを 点を 駐き 所謂 あ 化 的 巧を じ 

富んだ 深刻なる， 間 題 劇が おして 

米國の 一般を 衆 じょ <鑑 賞され 

るか 何う か 一大 姑 問で あぇ ど あ 

はがつ て 居ます 若 t これを 日本 

で 試む る どす いば 獨逸 でが 巧し 

たか； 必ず 歡迎 される ど あ ひま 

す。 がるに ぉ题の 一般 觀 をは 劇 

じ關 ずる あ 化 巧 深刻；^ る 鑑賞 眼 

を义 き、 劇の 筋を 逝蛋 しを わを 

アナ ラィ ズ してを て をれ' り. 偕 ： ig 

を 云々 するどを ふやうな 傾向が 

あ b ますから 化の 劇を 巧處 まで 

アフ ブンィ ぶ^ — 卜 ，- ^ て 吳れる 力 

お 自身 どして 火した 確信は あ 

-〇^まけ-ん。 而しがみは j っの蠻 

術 的 問題 ごして をの お 面 的が 否 

を 度外視し'- も 女い にを 力して 

見る 覺悼 であ b よて』 云々 


下町 セ クン ヨンには 特別 働 誘 
の 方な を 執る こど 
を おか 旗の 裳集委 貸は 滿息適 
當の 方法 じ 娘 b 商に 黨集じ 着 
ずず ろ こご 


勞働请 が 頭を 惱 まず 

問題の 巧 渡 ホ 出來沿 外人 


移民法 八 明文に 反して 渡 

米した 巧 韻 密入岡 外人 & びん 園 

後 滩义當 時の 資格が 搂 つたに も 

巧 はら ホ 無 姑の 爐お据 はつて お 

か 人'," 巧 渡米を ぉ 願しても 其 

許；5\証を勞働をから博る^は出 

ホ 月规を つて 用る-か、 千 九 

'，ぃ： 一 十 年の 統計 じ W れぶ阿 年 現 

かの 外人け で il 1',= 化 十二 曲を 人 

に 巧し 内 六 パの 十义巧 S 千 人は 

旣 じ米國 に： S 化しが 6、 亦が 二 

二 巧 T 千 人は； g 化の ぶちを お 

示：。，^ でもる から おな 純 外ん 

は' 五. ゎ S 十 化 抵人ご U b が 内約 

二 ' c 巧ん が 前記の 不ぉ入 脚を ホ 

にが 乂無赞 格 パで ある。 お 巧は 

俗 '..' 云 ふ 『 U 俊 巧』 で 昨-な @ 化 ど 

なつた で 化.， り 一十 凹 年が K 巧に 

化へ ピ ー巧 卽樹 すれば 化ぶ じ 巧 

渡乂の許ザ：：^を巧ろ^はお對じ 

堪 ま：； い 部類に 姑して 居る。 

此穗の 外人 中： g 化 SW 能 

性ん る.：！： 巧ん 帥と 雖不お 人贼が 

であつ ては ぃ伽 化する ； ら 出來； ：* 

い 併し 化 巧の 内 じは 旣に十 年 二 

年のに 年 巧 S 閒乂闊 じ^が し 

化 巧 か. レ， はかに ごもが され 萬な： 


U る 隣人 どして 抱應 じが 會的地 

位を むず る もの も 脚くない が斯 

ふ 云 ふ 外人 中には 英佛が 蘭 のを 

闕人 •かぶ 數 もる。 然るに 彼等は 

大概 义國 ' r . おがし i ' あを 成して 

居る ので あるが- 1 A 神國 を' が 

間して 巧び ホ國 の 人 どならぅ VJ 

試みれば 移； 巧の 明文 じ 祗觸し 

てぶ ハけ のを 速す る こど-か 出 ホ 中 

自を 自身すな 想に 歸國 すれば ホ 

闕じ殘 した 奉'^ を 彼等 のぶお ホ 

巧に なしても 祖 威へ 呼びが せる 

0外 再び-あ 脚 繁の染 を ぉ圈の 

天 邮じ餐 むこ ごは す W - 能 ごなる 

巧 力々 〇舉實 け 所がに 化が 

する の t 目下 巧府巧 働ぶ じ 化て 

も 一大 問題. こ.- て硏 おされ がら 

"ス バンドた に ホいで 移：；； i 總歷 

どむ つた パ* にも 彼 巧す 遇 外人 

のが おを 救濟 せわ どを をし つ、 

ある 山に て おが 唯一 のん 化く' し 

て 化 巧のを 部-し 巧出權 のが 典を 

賊與 する た 法を 祐 ぐべき かご 巧 

られ枯 るが、 なむは 却て が- ん 

制 化^ 懊巧 なのが 則を 邮视 ずな 

もので も < •.こて か 八.： る k 巧 論^ 

らもる か、 巧し 一般 3 •小 E 乂剧 


外 A じ おし 何等かの 便法を 講中 

る氣述 が據烦 した ど すれ だ歸化 

不能の 巧 人脚ち まが A H 本人 A 

M : のが 遇を 巧け 得らる！ 樣ど 

の 布 盛， V 抱いて 時る こどは 明白 

でぁるから 懇談 的、 ホを ま 的 ホ 

ぶじ 依らて 圓滿巧 利 じ 化 難問題 

を 解 ホす V く 適 當の巧 力を なず 

べし ごの 說 一部が 巧が 人 社を に 

巧は いて 巧た。 孰れに y ょ 化 難 

問題の 成 巧を 注視して 磯を の 割 

ぶを 雄 やる こどは 必耍 f ある ど 

某 巧な 通は 請つ て 居る。 

.級 わ：：： 本人を々 貫 

募集の 運動 

紐 巧：：： 本乂會 々員 現 化 數け約 

千； りを 筑し柬 却 一： 化留巧 人の 四 

剧がシ 包が しお ふ も 曾 貿を簿 を 

整禪ゼ け、 恐らく 千 人前 後に 化 

まらが がが 人の 約 一二 剧 どなる ベ 

し.' 豫 想せられ な b 太が が 沿岸 

地力に 於け る； 衍 W 胞 ど 时化方 

::: 巧々 員数め 比が じ 鞍 ぶれば 遙 

かじが が賴 ub ど 評し 衍べ きも 

が ほ 化 來円會 のず 張 じる をを 員 

ホ 義の徹 をを 朋 する 爲め本 巧が 

か 巧 員ぶ 化を：： な 會を閒 きじる 結 

お乂嬰 左の S 刪 條を誰 巧し 夫々 

剛 係み 而じ述 牒を發 た ご 云 ふ 

U 巧片 報に 巧貿茲 をの 趣な を- 

疑 おしてを 食： 2 の 挺 力を V 乙 ふ 


•久 ホな 旧兩氏 

: 送別 晩餐 會 

おを 名會 化が ちち 巧 長 义ホ义 
お 巧ぶ び お 井 巧 巧 紐 育ち か 長 島 
W 孝 雄を 歸 朝の 爲め まる 十四り 
巧 志 ま 催の 送別 會を H 本 お樂部 
じ開いた：$5當巧のぉ席者は新ホ 
橋ネ 、上が、 化 木、 巧、 化 ま、 
中 山、 一 小が、 齋 藤、 柿 肉、 もな 
星 巧、 W 島、 ホ 田、 ザ 上、 が 两 
巧 本、 角 田、 大 島、 淸水 (ま)、 
鴨 井-巧 戶 、山 本、 柳 巧、 皆 川 
上田、 化 本、 賭 虽龜) 藤 旧 (娜) 
星 野、 り 超、 石 見、 草 信、 內旧 
山 口' 戶 旧、 桑 山、 塚 旧、 佐 野 
外 二十み 名 ぉお、 デ ザ ■ — トコ i 
スじ 入れる 頃 巧 木 H 本俱 樂酿會 
長閒貧のがを述べ、 大島^本人^ 
會 々を 及び 困 島 1 二 井 まか 長送辭 
を呈 し、 ん 本、 鳥旧兩 氏の 答辭 
が あら 最後に 新 ホ 頼 I 郎 氏の 發 
聲 じて 萬歲ず 一一 唱し撒 {をを 別室 
じて 歡談 午を 十 時 散 貪。 



光圓 


每 

と 月 二十 五ず 本紙 所 報 東® お 
夕 新聞 加ホ懼 省-ホ 劇は 同社々 長 
木 村 政次郞 氏^ 圏 長 ごしを 計 十 
六 名 去る 十 j tlljj 十 お 西 郁より 着 
が ホ テ 八、 ペンに 投宿し じが 一 
巧は 當 U よらる^-面の 視察 觀 ぶ 
が 殺され 脚 員^み おず る もの 
も あらしが j 巧ずに。 橫 濱が會 

潍員 高木 太郎 巧、 一な 巧 郡の 地 ホ 
ごして 大が 町の も 力を たるが 田 
增 五郎 巧、 元 H 本 陶器 會 社員 河 

巧 忠純 &、 大善寺 化 職 山 本大善 

巧、 東を n 本 橋 陶橘町 第一 瞪為 

堂 ホ 福 井憲治 氏、 元 あ 製 藥會祖 

營を部 長大 塚 一に、 每夕記 お 山 

口憲 S 氏、 英語 敎師 高木 鉛 子女 

を 等ら 加は b 盾る が 明 二十 一円 
ペン 惇が複 お 錢お府 を 訪間後 桑 
港 經由九 巧 一 H 出帆の 太が 化 じ 

て 歸锁の 途に就 < 節。 

首 藤 か 上兩 氏への 

送別 夕餐會 開催 

不日 出 お歸销 すべき 商務 宦首 

膝を 人-並に 京鄰エ おがを 支 巧 長 

井上 館 =1 郎兩氏 S 爲め巧 木、 田 

島、 星が ご 一氏 おを の 下 じ 來る二 

十：：： (木 鴨} 午後 零時 ザ 銀 巧 お樂 

部 じがて 送が 午餐 會を おす も。 

♦をが 女人 氏 が 育な が お務書 

お官 、歸朝 命み に 巧し ホん 同伴 

一兩 U 小に お 發西巧 九 巧 一日を 

港 出帆の 太げ 化に て絲 朝の 巧。 

♦脚 松 か 明 氏 農 巧 巧を 練 巧 ま 

敎 U 前 リ 本よ b 着が。 

川 帖ぷ明 比 安 旧 生命が 險 を 

社员 、シヵゴ、 加が 义 地方 視搔 
を f へ 化 巧 着が。 

乂 み 化 之 助 氏 朝鮮 縷督府 事 

お官 '.化 程 歐洲よ b 着 紐 ホ テ 火 

ペンに 滯泊中 U るが 今 お 末 頃い邮 

轴の なに 就く 豫 を。 

♦巧 村 省き 氏义部 省が 外研呢 

肖 ハ、 去る と H n ン ドンよ b 畜が 

ホブ少 、ニユ ー トンに なが。 

♦族 おな 巧 滯紐中 & 巧を お自 

社 じ 化 そかを、 前 過-^ 赌 U 化 帆 


白 本 綿花 株 ま 會お短 育 支店 
-!apan Cotton fading Co., Ltd., 

Cotton りちが， 

60 Beaver か.， 

T •し Bowling Qroon 2990 

• お ! k Dept. 

巧 Madlaon Ave.. 

T« し M ■ん ♦ル MM 


u 米 生糸 株式を 社 
が 育ま 店 

NicHi- 化 I KiiTO mmm ka ほ ha 

(NICHI-BEI KIITO CO^ LTD.) 

373 が H Avenue, 

Tel. Mad. Sq, 7592 -扫 


神戶鈴 木荫お 
が 肯 支店 

Suzuki & Co., Ltd. (Kobe) 

220 Broad 、、 :i-V, 

Tel. Co け ! andt 11 が - 50-51 ぷ 2 ぷ 3 


u ぶ 生 糸 巧 まを 社 
化育 支 巧 

Morimura Arai 左む ., Agents 
44 E. 23rd SL, 

Te し Ashland 5320 


ほを 名會な 
組 育ぞ店 
Hara & Co., 

443 Fourth Av も， 

Te し む ledonia 7830-35 


江 巧げ 式會 81： 組な 支店 
Gosho Corporaiion, 
Silk importers, 

334 Pourth Av«. 

Tel. Mad. S み 48M 

む O8ho Co., Inc., 
Cotton Export をけ 
60 Beaver St., 

Tel. Bow り no Qretn 8806-00 


大お巧 H 新 朗惠卜 
福 巧ボ平 
osm iSAKI 

Room 308 World Gilding 
Tel. お ekman が BO 


大阪お 日 二 東ぶ H a 
上 おお 庚 

Osaka M お nichi, 
407 Tribune Building 
• Tel. Beekman 4 朗 9 


な 

u 



y-n 
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ホに 就て、 隣國 ごして 密校 。挪 
巧 わる：：： 本は-この 際 熟 おを を 
し。 いで ホら ぅか。 治 外を 樵ん 
撒廢 、幽 お自ま 梢の 確 ホに M 悄 
はずる •か、 球るべき 巧雜 けヮシ 
I I ン トン 撫 をの 節闽じ 止め、 これ 
乂闕 侧の强 いみな じ も 似を はず 等の 閒 趣け 化 わ機@ を W てむ ふ 
お： 5 はがむ る挪稅 巧ぶ の瞄 惟— べし どい ふ；：： 本のよ 狼は、' 个徹 
條か A どした 際、 支祁 ながは あおな 協調を 繼賴の 削 描 どして は 

かごして 脚 税制を の 自ホ權 討證姑 構で あるが、 か 5 る お 軸の 問 
をな 式 じ 求めた。 支那* かこれ を 


が ザ：，. .端； 带‘ 

實 なき 輸調 

H 木は々 離せよ 
列强 の 勒ま欧 瞬 巧 能は、 を 初 I 


题に のん 為 円して、 永 溢 的。 ま 
挪 の 國 K 的 述聊を 無視す る^は 
おして：：： 本に ピ -0 て 巧 策で ホら 
ぅか。 

赏も；：|>けむば誠々も^:> い化來 
の 巧' 剖 協調に、 り 本は むさむ ざ 
引 中ら れ てぶ 抓闽は のな 威を 巧 
ふの 必 をは。 い。 U 本は 正 じ 載 _ 
乎 どして、 新ら しい 化 策に 立脚 
■ W る ^ を.嬰ず る 0 


( 一 】 り英激 船を 膝 国 船は 香 

巧の 知き が网 港に 姑 泊し U い 限 
を泌 機に が 港し 将 る。 ご 三 入 
渚のを 激 船は 排巧劇 まを 聯盟 負 
の 檢阅を 巧 < る もの どす。 

ホ鹽 政府は 

.前途 y が 憂 

支那 お ホは 絕销 


米國 探險隊 追放 

ゥ^ダが 巧 後：：：：： ゴビ のが 撰を 
な换 中に 巧始帖 化の 珍ら しい 人 
背を 豁 見した ど傳 えられる 米 人 

ロィ》チヤフマ ン*アンドブユ1 

巧の 讓を科 學探險 隊じ對 し 蒙を 
(赤を) 政 おけ 探檢隊 ，か 裴亩 政府 
ごノ 契約に 違 おして： お樂 上に 疑 
ひ ある 人物を 從 おどしな つを 地 


支那 時局の 推移 


支那から 化 式 通牒 一 


嬰ボ する ぶじ 列强ど ぐれ 巧の 誌 

辭が あるか。 をれ は 姑 問で あ 
が、 蚁< お、 今时 のま 邢問趙 を 
渦中に おいた 上が 巧の 勸亂じ 就 

i 査^^！! い ''' 關稅皇 制 5 の 覆を. 

お 6,^ 巧.^ ど斷 ぶした るに 對し 化を 特おリ U 舞 U モ规 政府は ワシントン 會講牌 係諸搜 科な を 

。、卜 と喊 W ;、 ょ體 がを 維 ホす る 化を 通じ、 そ那 政府が ホる 千 月 か 六 U を おて 咖稅會 幾な 集の 意 

かぶ ホ こ 的て、 K 、 らこ IF も 宫の調 を ある 诗を蝴 をず る ごみ じ 閒题の 細 稅自ま 制を 權の 確^ じ 就て 

むを ホ 望し、 フランスを 使の 諷 をの 應 巧を 明白 どし 5 那化 ぉは 千を を 一年 一月 互の 太ず 

巧が 引退： ぃょら •米闡 も 昭じ竞 げ 义妳お 閒趙舆 十 お 巧 討 畿禽の 席 k じて ま 那は將 ホ 適 常なる 磯 

對 V ぶか こ H 本が 顔を どなつ 食 じがて 挪稅自 ま 制を 閒趙 を提 幾す るの 椎剌 をが おした ゥ が、 

てぶ 路調 可： 從 g しつ； あるを ま撕 化が はこの 目的を 貫徹ぶ る爲め 巧るべき 曾潘 じがて 盤 去に 

ぶで； る。 ぶり 支她に 誤した る關稅 制定^ 制限を 除まず べきず 段 ご ホ 法を 

即も 上が 勘 乱を 巧 巧 どず 

所 訊お义 政策に 就ての 别强の 協 

誠は、 喊めておおみの揃は^;^い 

協 誠で あ 6、 機を 見る じ歡 なま 

邪は、 この 協調 難を 巧みに 巧 用 

して 尚が 尊に 出で、 巧 もずれば 

ま 抓の 歡濟を ゎがもの 顏 じせん 

ずる； 脚の 巧必 をを i ち、 關 

稅自 まごい ふが 彈を 巧け たもの 

であつ て、 列强 が、 ま 那じ教 す 
る 政策に 就て 何等の 確信 U き 
どは、 過去 じがて 武力に 敗ら 獲 
得した 旣巧權 がに 巧す る 確信を 
も、 失つ たもので わる どるは な 

けむぶ た* ら 口。 旣じ龜 裂の 入つ 

たこの 判强换 調が、 今後 この 揣 

おすべ からざる 支那を か 手と し 

て、 巧 的まで 繼緒 する かも 疑は 

; ざるを 暢 むい。 

上が 聊铅 のた ほ調杳 のか 


ヮン ン トン か：；：： 發：： ：： 駐米 まがに てが 過激派の 政治 實视 じ從事 
を 化 施肇ぷ 氏は 今 朗闕あ 省を 訪 しつ 一 あるろ を理山 どして は險 
問、 擲巧曾 錐に 隅す る 文 普を をの 中止を 嚴 かし 一む を 追 化する 
刚 しだる 後轉格 展官ご 懇談した 'と ごな つた 
が、 ち那 政が の 挪稅自 ま 權の耍 ミこ 畫ィ d -3 く 
ホに 就て ホ國 か‘ 肘は 颇る 岡！？ し. を韋 縮ィ」 日本 
つ； ある も 列强の 反掛强 ければ 東京 特電 ホ H 發 U が一 r 取 縮-阿 
営 おの 刮 能 性な しど 觀 測し、 ま證じ おする U 本の ホ おは 補助 巡 
那侧 におし この 提證が 破れた 媒巧髓 の お— 五— 一二の 比率 来 維が 
をは ヮシントン 會遙の 職を したし 難く "i — ^ — との 比を ょ b 讓 
最裔 率の 從惜稅 とか 二が を ま 張 ホ 出 ホの ど 云 ふ。 

ー パ：： 脾 ’ is '% 日 漁、、 妾那 海員 

央 政府 じこれ を 節 巧す るの 能 東京 特電 廿 り 發 U 口 淸激船 化 
なく これ 亦實 現す る， とけ 出 ホ 用の 支那、 が 員の 巧間罷 菜は 圓 
いだら ぅこ 觀 測して ゐ る。 滿に 解み した 

k 牧師 奇 禍^^ 渡懇增 

脚 川 省 糞 陽に て まま 特電け H 媛 U 内地 不赏氣 
ン ドン サ：： n 發； ：：：： 四川 省 雲 陽で 移 ほの 渡が する 著增 加し 一巧 
-の お報じ 化れば 前 トロ' ント W ホ 四千 五 百 六十 二人 のぞ おに 
ッ フ大學 敎助モ ー ゥ 達して ゐる 


雜す るに まるべき ふを 朔樽 する』 ど 述べて ゐ 

ミ那化 表の 意見 もみ 裂 說 \ 

日本 政府は 外交 調 盤斷巧 主張 

化 一 がが お廿 H 發 U 支那 かおの 關稅宫 ま 刺を 權を ホに 關 職^ 脚 

稅角證 の 代表で ある 书ぶ廷 氏は 即刻 實巧を ホ 娘す るに 對 しが \惠 

慶 比は 寧ろ 漸進的 撒 搔を巧 どす る 窓 見に がきて 内乱を 生じつ y 

わるもの i かく、 化 京 化府は 化ち を 娘 河口の 媽‘ 玉祥將 軍の 許ぶ 

派し、 幽に 黛み 觸 稅曾戒 k 勒热の おかを 嬰 ホした るが、 日本 か 

府は 上海の 動 就 お 化の 詔 問題に 關聯し 司法官の 蹄を 誠杳 にはが 
てなおし いか、 斯 4 手段は が 巧を 益々 紛糾せ しむる ど 云 ふ ホ I . 
場から 外を 筋を して 諸問題の 即刻 解 巧を ま 張ず るじ斟 し、 英闕 I 
は 飽をも 司法官 調査を ホ跟 しつ i あるく 云 ふ。 一一 

顔役に 立った 日本 

英米 支那の 調訂 やらを 協 やら 


黨記 ち、 を觀 局を 拳を、 農 商 
務省鑛 山 W 長、 同み 官じ滕 ほ 
し 現じが 田 水力を 氣社 々長、 
n 本 鑛榮會 社々 巧、 秋 出 お 村 
取締役の 巧 じがり。 ！ 

公使 局長の 異動 

東京 特電 十八 日發 = お 滕巧巧 
には か 瞄を化 じ、 山 内四邮 氏は 
波賊 公使に、 が 久治郞 氏は 遊羅 
公 化 じ、 太 出爲亩 巧は' 阳 がすを 
化 じな か ホを し、 を 岡 ホ ー巧は 
山が 瑞夫 氏の 後 巧と して 條約局 
S に 巧 命され た。 

新 刑事 局長が 命 

東京 特電 十八： 3 を H 々お 健 か 
j 氏は 司法 备刑 S 局 控じ巧 命 せら 

.〇 フ」 〇 

V す 

臺 銀を 店を 閉鑛 

ま 京 お 電十乂 日發 == 辜 灣銀巧 

は 盤が 並 じ 化江兩 支店を 閱鶴ィ 

る i じ决定 した。 

張が 霖死 t だず 

上 お 十 化：：！ 發 を 天の 張作霖 

將軍 •か 巧 t しれ どの 風 說に销 し 
確かなる 筋は をの 拳實 無根で あ 
る もを 明白 ご 一 ^ じ ‘〇 


しい。 彼女は これ 0 上 _1* エ、 

ホフ ど 卜^ス トキ どが ぶ t 至' は 

遂に 彼女の ホに 掛 する 品 化を ち 

すぶ か b であると 恐れ ゴムる の 

でんる。 

な d チ ユスを あすん 一片 古た 卜 
瓜ス トキ VJ 彼のが じ、 、 ホ 
フの巧わ；を吿げた。 が呼】れ 
を 聞いた 時、 意が あち おな 微笑 
を 浮べた。 伯爵 夫人は - V のが 
かで もを の 座に 堪え 椅；： > いや 
な 風 じ 見えた。 彼女は いらい 
らし 乍ら 飛ぶ やう じか！^》 出た か 

-お ふご、 あぐ 歸つ 
なは 彼女の 健康を た .C ねね。 


7J。 


呼吸 も 


ク 


よ- 

ポ I 

エ グー 監瞥 夫妻 等 合を" 八 名は 本 巧 ヒ J を、 斗 4 S / ん B tn :^ 

六り 閒 地方に がける 靡徙 S 爲め i ぷ今役 香昇捣 
じ 勾引 ごた が ホ だ ホ 命じは 別 ま 京 特電 廿 U 搂 H 政府は 脚稅 
條 なき 模巧 である。 树ほ 震に 滿會 議關惟 前に 化 巧を 化 館を 大使 
洲じ 於て 補 管な つた 米へ； 舘 C し 巧巧乂 化を 曾 證じ參 巧せ 
—ド搏 十-は 依が 配 徒の 爲 めじ 拘 しわ も 窓 向で 才る 
禁 され 居 ムも目 F ' 阳 巧の 藥篇は 


ちちの 爲 めじ 包圍 されて ゐ るが 
官 兵は 鹏 徒の 搏± を 虐殺せ む i 
を 恐いて 徐 々じ藥 をを 突かむ と 
試みつ i あらと 云 ふ。 


ま 京 特電 化 口 發= : 外務 當 扇は 

本日 支那 政府ょ b 瞄税會 證の招 

唐を をけ たが 當 局の 盧見 どして 


N 

LT? 

し 
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I 胁巧剧 强が能 ふる 限らを の 犠牲は ホるべき 會蔑 じて を 邪の 關稅 

の お 巧を 縮みし、 而 かも 支が じ 自ま權 制定の 討證を 好ま U いけ 

^ おして U がい 强 だらん どす る 野れ ども 吏ら じ 他の 磯會 にがて こ 

一必の强をじか^^>らや。 從つて列 れが討證じは贊间するどの窟見 

:ぶ のかを ょどが のために 引き やらし くブ シン ト 'ン 政府 J ら討諸 

られ 、をの 協調が 危リ < なれば 単 巧 にがてを 要なる 巧 渉 じ 巧 

;; ，.るが、 支 抓の 勒列强 外を は 確て なる がを の 内が はがを どされ 

屍を ちし、 かくして ま邮は 恐ら てゐ る。 巧 息 通の 觀がじ 化れば 

别强ょ b 離む て" シア ご密巧 

。做 係を がぶ じ 相違 r * い。 この 

な 化ょ b して、 われ 導は 超に お 

ま 外を 脚の 銜役 どして を 協調 訂 

の 役に 山 ま b 、 協調の 精神 ある りン 

も 協調の 故 策 ==耐 してむ ま 的け おけを 港を 中 どして を 地 港 磯 

策：：：： の U いわが 外務 當 局の 淺見に 述商 しつ i ある U 巧淚 船が キ 

を 悲しま ざるを 巧ない。 即も U n ット のぶ 睐 じて 贿 端。 る 沿岸 

本は ヮシントン 協定を を 巧玉储 がが 法を が 巧す るに まら、 が廣 

ごして、 挪稅自 ま 制定 權其 化の 巧 巧 閔總が ホは 嚴巧 じが 議 中で 

I 問 趣に 就て、 判强じ 附か蓝 川し あるが、 み网 政府 どして はち 那 

たお 化、 お ホ 日本は 别 おに 引 や 問題が 複雜 G る 脚 保を ホみ つ 

ら1、 支那から孤なした强者の ぁる巧をでらぁらをも懷垂なる 

がぶ-. おがす るの H は ホ U いで お 巧 じ 出で i 鸭 舉を愼 しみ、 を 


爽國 政府は 斷乎 どして ヮン ント 

ン條約 銘園內 の 討議を ホむ る じ 

載し 米圈 政が は をれ なかの 閒題 

にも 手を 染めん どしつ： ある も 

の i 如く H 本 政府は をの 中 M じ 

あらて 仰趙 などな 6 岡 時 じぶ 弧 

政 巧を も 慰撫して 今次 會講 はヮ 

シン トン 協約の 施圈じ 止め、 巧 

らじ 機を をて 脚稅 自ま權 、治 外 

法 權撒朦 をの 會 溢を 開催せ しむ 

る やう 努力して ゐ る。 


日英 氣船ボ 井 コット 

香潑を 中む じ 沿岸 航海を 禁止 

ン化 n お U 最近 旗 巧 政 一政 脚 ど 隅 盧； ：* く討證 して 


あらぅ々。 

臨 調の 名け あつても 實 傑の。 

ぃ不がを^:^^協諷、 をれょら生ゃ 
るか お-し 突达い 支那の 突飛 a 要 


航海 巧の お 父 か 卸 着す るまで も 

府 どしての 巧 動を 避ける 换糕で 

あるが、 巧 一 この 問題に がて が 


致の 

巧 動じ 出づ ベく、 上 お 動 谢の調 

査じ 就ても 司か官 調杳じ 就て 支 

耶 政府が 猫 疑して これ じ 巧對し 

つ、、 ぁるは 英閣 政府の 最も 遣 城 

どす る 所で ぁつて、 英國 政が は 

この 司を 官 調査で 從 ホの 外を 官 

調査 じ 化る 一切の 黃任 をが 殺す 

るぶ ぶは なく 政府と しては 巧者 

の粮 吿を對 照して 最善の 解かを 

則らん ごず る 息 志に 外なら そ-一 ど 

稱 して ゐる 

ロンドン - 日 あ u 廣東 政ぶ 


南 ホに がける 

樵 化 栽培 案 

武朦山 治 巧の 計畫 


ホ產黨 事件 判决 

ま 京 特電 化 U 發 == お 產黨拳 か 
の踢利 意、 化巧學 等は 禁銅 十ケ 
1月、 ホ川巧はぉ罪ゅが.巧ム1 
I 巧 罪 者は を 部 控訴 するど 巧-^ 

i ゐる〇 


鮮 銀の 訴說 提起 

東京 特電 十 化円發 == 朗鮮銀 巧 
東京 特電 化】 日發： = 鐘淵紋 績は髙 田商禽 船が 訊勞 問題 ホ談調 
省-社々 を 武滕山 治 氏は 豫て 硏究 はざる おめ 訴 認^ 提 をず るぶ じ 
鱼 中で あつた 南 ホ じがけ る棉 みした。 

备餐の 暴が が 案を 作っ ず々 巧歷が お,」 每お 
南で 髓 はか 質莱棉 ど略閒 震敦繼 f 力〜」 藉相 

であ' るから 若し 日本 政府が 補助 東京 特電 i 化 y 發 U が 部が 相 
しつ I {ある 巧义 航路 線のを 航 連は 職を がし C 新 縣邮充 を 固執す 
賞を 简引 かば、 央國の 印度 じがべ く濱 口 藏 化の 械端 U る 緊縮 方 
ける 娜じ做 ひ巿場 相場を 顧 應ず針 どの 了解 お 難に て豫算 間議の 
ぶ 巧む^く 日本 も 苗 米 じがて 搞化 最大 難 脚な らん ど 観測 さる 

殺 常を なし 待： 随 って 同地 ホ 萊をだ 債を 保証 
のな 本 移 お將ホ G 位 嚴も擊 固 を^^，、 

な 手で が あら-っ— だて。 る 東京 特雷玉 暴 茲來取 も 

一 U M _ 來れ る大戚 ちか 倩が 策は ぉみ 緩 

带糸輸 おじ 一遞 かされ 愈々 まを 市外 僞 一億 ガ圃 

も 京 特電 廿 一 H 潑 U 馳 東大 霞を 巧證 する じ省畿 かを した。 

お實糸 輸出を 橫神 一一 潘ま義 ど热鑽 職工が 中毒 

すゾ しとの 說 一時ち 力であった をを ff コぇ 

^ が 霞 S がに が ひを 融 其 東鬟電 十九 SU 寓某賴 

他の 欄 係 上 化を 港ホ義 どす ベの 女工 一で 名は 淺蠻密 巧 物 

の ホ 針 確定」 新 農 尊 速 整 C 中毒し、 内 化 ハを は審蹇 

爾氏 ほ橫溶 一港 ホ義じ 某き 神 戸で ある 

じを 檢査 所設漬 の議を 認可せ 

ずど矿 明した。 


對 露利權 新を 涉 

モ .ス カウ 十九り 發 U 中 串； 中將 
をを 權 どし 前 波 蘭を 化 川上 俊 意 
I 巧を 顧問く する 化 帷太利 權會社 
の 化を は 目下。 シア 側の 化を ヨ 
ツフ H 巧 等 どを 渉 じ 着手し か 巧 
一を 負會は 目下 ロン アの 利權 政策 
じ 就て 考究 中で ある。 

ピネド 中佐. お着 

-ニラ 十 化日發 U 日が 橫驟飛 
巧を ピネド 中を は 湊洲の 飛 巧を 

終- C - ■今朝 マネ ドよ b ミン ダ ナオ 
島の ザン ボアン ダに 到着した が 
天候 不良の ため 目で 间她じ 化 養 
中で ある 0 


が哇ご 邦語 敎授 

ホノ^、 十 化 U 發 U 巧 畦縣敎 
育 巧 じて は縣 知事 ご 慮議の 結を 
今を 縣內の パィス ク ー グじ 日本 
辞 巧び 支那 語 課を 設けて 米 米 お 
生の 東 ホな 童じ敎 巧すべく 縣當 
局は これ* しおし 東 巧 人 敎師を 雇 

ふ權 能を 賦與 する ミ どなつ た- 


「妾は 發 熱して ゐ 
出來 い 位！」 

彼女は さぅ 云つ わ-^!、 巧び 

出て 巧つ た。 

「見 給へ。 あのい こ •••とし 

てゐ るのを」 ど、 彼 A 云つ た。 
朝、 を 園の 散 ホに おいた トグ 

ス トキは、 を こで チェ、 ボ 
いろ--^ 物語つ た。 壬ェ 、ホフ 

ご トグス トキ 失 人の 阳 I 巧が 冷や 

かで あるた めじ、 彼 th 時禁を 

の 姿と なつて ゐ ' io ので I もる 
昨 H も、 卜^スト ホは をの 近 

作 「偶發 の 事件」 を化爵 夫人 じ 

見せる 前、 をの 材料 A 1 人で あ 

る不渝 快な、 脊の 高い！ 、脈の あ 

つた 人妻 (をれ は 彼* 自 をの 

やぅ じ 思 ふからで もぶ を) を、 
小柄な •靑い 腺の ダ。) ドの 女 

變 へて 了つ た。 一 
お 巧 一日：：：： 卜^ス-^ ホ 伯爵 夫 

人 ご チェ、 ホフの 閒 Lj 、 卜八ス 

キの Q 記を 誰が 保 斗 r るか ど 

ぃふぇ じ 就て 敏 論が^ 

しを の y 記を 夾人も 
らば、 自 かじと つて 不 

所は これを 抹殺す るす 去ら 

ふので ある。 一 

と 月 十一!： au 1 巧 4.4! K ナャ 

じ 明かした。 を 朝 起. 

グス トキ 失 人が、 

ス ブリック じ 過ご 丄 

火ス トキが 最巧 中！ 

だめた-占、 化 女が を 園 

たを 等の 話を すじし わ 

とを 十二 H ;= バ プチ， 卜 派の 



動を採る媒をでら米風反びり本~ のを巧した沿岸航ぉ法じ依れ5^ 一 


藤 旧 組總務 理事 

東京 特電 十八 日發： =大 扱が 山 

誦 郵船 豁理案 組總ぉ 理事 溝 輔に逝 まし 後な 

東 ホ 特電 サ ー H 發 U 日本 郵船と して 前農銜 務ホ官 田中隆 一二 巧 

會 社^ 巧 案ご稱 する もの じ 化れ 新に 總務 理事と なつむ 

ば 內地じ 於て は 名 古 崖、 お 外に 贿考 。田 中隆 一二 氏は 秋 田縣第 

が' て 也 ま 買、 新嘉坡 ぶびが 育の 一隨 選出 化 友本黨 所邀潇 員、 

を支^^^を廢止し化米沙港線は大 元 治 元年 十一 巧 巧 田が じ 化る 

較が心 ど陈定 して 同 祉に化 巧す お 巧帝大 卒業後 農が 格 特許 局 

べしとの 說も ある。 審巧官 、同省 參 書、 S 院 


三】 日記で 論爭 

ヤス ナヤ •ポリ アナに て 

一九 一 〇 年 六月 廿 lllH 

化 建が ヤス ナャに 着いた のは 

巧の 十 時 か 十-時 頃で ぁつた 

駐 達の® ず 中に 起つ た 出 ホ 事を 

聞い むが、 なんでも 卜^ス トキ 

，伯 腐 ホ 人は、 チユ 、ホフが ホ 人 

を チヤ— トコ ゲ じな 待し。 かつ 

たを が、 彼女を ヒス テリ ヵグじ 

激怒 さしたら しい。 

ホち 廿と Hu 過去に 於て、 ほ 

とん ど搁 的な おに 敵な し 易い 容 

態に あつた 卜八ス トネ 夫人は 

チ ェ 、 ホ フ のホた5じ就て、 恐 

ろしく 嫉 がのを じ 燃へ てゐ るら 


巧 タリ お侣 である フ 玉八夕 1 が一 

ブ术ャ テン キの チェ、 ホフの 巧^ 

を 訪れ じので、 お々 はフ でグタ 

. — の 說敎に 卜作ス トキ 伯爵 夫人 

を 巧が したので、 私達は 巧 垢 車 

じ同乘した。 卜 ス トキ夫人は 

黑い糾 の 服装で あつたが、 をの 

途中で も 彼女の 眼には 絕へ ホが 

が 流れ、 をる からに あはれ であ 

つじ。 を （て チ 五、 ホフ！ a , 持 ま 

つた トルスト キの n 記の 原搞を 

化戾卞 やう じ 懇願し じ。 

「彼等は あの 日記を なしたら 
i ぢやあ h ません か。 まは を 
の 原が だけが 欲し いんです 。ま 
W 今までの H 記を 持つ てゐ をん 
ですからね。 ナ 玉、 ホフ じさう 
ちつて 下さい、 おしあの が 稿を 

返して <れ たら、 まど あのんの 
次 證觸係 も 復活 さし ませう し、 
をへ だつ て 今までで ほち ホても 

い i ん です。 さう 云ク てす ク 
ょ、 本 常に」 

と 彼女は 云つ じ。 それは 巧 故 

か 知らないが 、彼女は この 傅 言 

を おがかず じして ゐ ないやう に 

思つ てゐ るら しく、 繰返し 繰 返 

して 賴ん だ。 - 

が、 なは このす 幸な、 淚じ濡 

れた 婦人に おして、 必 から 同情 

せざる を 巧な かつた。 なは 馬車 

の 中 じ 過し じ、 一 細かい この‘ 印象 

を ー ホぉれる^は出巧なぃでぁ 

らう。： IT 不 人譯。 


ち。 若 

お するな 

I が^かな 顺 

ご 


てから、 
一搔 だぅ を 
たので、 
j 楚き てな 
飛 おし 


海の 內ご外 

♦ヶ マン ノ •パ シァ 大統領は 美 

人で ぁら、 巧 進 思想家の 妻ぶ 大 

統領み で 離婚した。 ホ 巧を 巧 お 

の 英雄 も、 跳 おらの 妻を 抑制す 

る i は 出 ホな かつた。 

♦巧んだ と あつた ゼネ ラが 
チヤン •ツォ I •リン こど 張 作 

霖 君は，- チャン ごを きて ゐも 
が 巧 明した。 例じ攸 b 支那 一流 

の 政治的 流言で ぁつた。 

♦補 巧 艦 計 藍で W 部 海相は 職 

を 賭して 贼 ふご 云 ふ。 さき 頃英 

國 でも 同じよ が あつて 海軍 側の 

勝利に なつた。 r 巧 英國」 首相 

なて いかんと なす。 


村 井-:; プ 爭覇戰 

本社 後援で 九 丹 十一. 一日ょり 

本社は 千 化 巧 二十 i 年な ホ、 聊かな 留 同胞の 運動 熱を 鼓吹す 
る j 端 V してが 肯を 同胞の 庭球ず 霸 戦を 擧 巧し、 本年 も 例' じ 
化ち 十月を 期して 呜 一^二 回 庭球 大會を 擧巧卞 る 恵 志で あらました 
が、 今 网游が プラザ t スの村 井 保 固 氏が、 闷じ意 ホょ らし- 

，大 がを を 提供され る こど i な b ましたので 

-疆 庭球 大會 のま 旨 じ 做 ひ、 これを 廣く 一般 

W 者を 網羅す るォ ー ブン •卜！ ナメン トの巧 

、なら、 同 お 樂部當 事 巧 ど 本社 同人は 協 諮の 

•じ 左の 條 件で 本年度の がが カップ 單 試を 庭 

5|社ょらは悠勝者じ副贊を贈呈す る こ と致し 

■ブ がを つてを 加 されん i を# 留 致します 

化 月 十一 1 H (も 曜 H ) よち 


本 庭球 惧樂 部に 掛 
同 庭球 俱樂 部では ぶ 

だ留 同胞の 庭球を が 

まを 採用す る こ 
結果、 本社 後援の K -| 

球大爵 を開灌 し、 
ました。 閒胞 アスレ 

期 a 
瘍所 


日本 庭球 巧樂部 コート (西 二 巧 十ー ニ T 目) 


入會金 ー ホ 化 

中を 所. 紐 育が が 社 
締切. 化 巧 四日 (を 唯 日) 

'主催 日本 庭球 俱樂部 
後援 紐 育 新報 社 




The Japanese ChH が ian ! 打 sL, Inc. 

3 が -; 巧 0 K..r)7th か .. New York 
Phone; Plaza が 52 

巧 — お #- 某 人 ホ „ 写.. 皆 部 

業 革を お を 集； 巧 


F. Murray H ぶ Co. Inc, 

Esiabtished 1 が 6 
Room 614-615; 29 Broad 諸 

P お。 だな vWing おが 巧 巧 ら 7"4 が 1 


N 能を TRA 0 I 舶即 ， I 

45-47 E. 20 比 St. 

TeLlialedGnia 9755 


Di*. G •比 Martin 

DENTIST 
7 が Lexingt 日 n 4 が . む r. 5 お h Si. 
Phone Regent 2457 


DR. H •ん GARDNER 

DENTIST 
13 E. 81st SI. るが. お 
Te し お geni 71 が 


K. Swamoto, M. D ， 

114 W. 70th St. 

Tel. Tfafa!g が 0352 


•、《、 パー V V 一、/ •、• なし 

214 High St. Br 如 kl が 
Tel. む imber! が d IB が 


I YUKiO N!S 排 MU 民 A， M. G. 

I 314 Wg が Iliih Street 

Te!. お mui 成 enf fl2?9 


Midori Maisumot：o 
お Post Ave.C か けがな） 
Tel. Washington Heights お 00 



IIP 巧 DSTE SniE 
Custom 
Tailor 


旨？ 稱 . が th な . も Y. 

Te!. Bryani 7979 



し nicago Tai ミ orisig し o. 

Order Department 
64 W. 124th St. 

Tel. Harlem 7145 


ダ ー ホ ー ッド ー- メ 

離 次 峰 口 坂 


Mi な Jia 邮相 Fish が 

i 1264 Le ん ks を . Cor. が 比 St. 


神が 0 お 的 ， Inc . 

(Fsrmerly 巧 mitmchi る Co ，） 
17 E 呂 sH?fh な . U. 
Tei. おが vesanf 89 お 


Nippon Dry Goods Co. 
1281 む oad 押 巧， Ci わ， む r.3bf Si. 
おおが ぶ ne お nn; 5850 
Room 5951 


KERR & MAYOR 

1023 Third Ave. 

む t. 60 & 61 な s. Telephone おが n! 2 郎 9 


きお 入 本日 

P3 專 靴型 小 


足 小き 裔 .足 小き 廣 .足 ホき か 



厂 う 

: SATsum Comp 績 

25 巧 Sroadway, N‘ Y Ci げ Cor. 9 わ h み 


Dr. T •じ Takami 
t76 CiiinbgHand な Brsoki が 
TeL Cumberland 2311 


E：.E*Yosh^M.D. 

3 が W. ?1 がな . 
TeLifldicoit お 3H-8729 


_ん し CEASA も M，D. 

103 East が 化 Street 
8 別 . Park を Lexingbn わ だ 
Tel. lenQX お 73 

壽喉晒 鼻 巧 ! 

間 時 察 診！ 

を JE 至 時 十 誠午自 
時 八 至 時 六 後午宮 



巧 薛節調 鑛跟じ 並腺檢 


FV I. 1!巧ちな1；式ミご3-00^^1二 

醫科跟 學大粧 比输を 
巧 S E. 53 比 お . お W む rk 

1144 3r{i わ e. ， tet. 66th-67th Sts. 


T. KASAI 

Marchant :， 
Tailor 

が 

TIMES 8UIL0ING 
む om 304 
NEW yORK 


Phone 
Bryani おけ 


Y . げ〇 

巧 3 Eesf 巧 rd Si. 
む r. Lexi 巧 hm A 巧.， 


NIPPON TAILORING GO. 

如 0 W..58th St. 

Te し む k*mb が 4 け 3 


Koike Studio 

巧 7 目 ih i 巧， 

-Qar. 39th SL 
下 f し Gaiedonia 6394 


KODAK 

一 D も vel 蹄 おを 
Prin わ ng 
Enlarging 


堂 光 紫 

14Q W •爸 5 比 Sfc- 


靡，-./ すぶ;..‘;，- •た-！ 

•。: よ . ■■: た， - A ぃ ' ■ が - ホ 

ミ、*-，-'..、- <〜ゾ 

, 立 *, - • も イ " 


PHEifS を PE 邮 Y 

3 MaWen Lane N. Y. 

ェ細 冶鑛穀 余に 幷巧娜 金 

類 お寶區 篇新最 


KOSHIBA 

STUDIO 

舘眞 寫柴小 

S が F け 化む e., 

Tel. Pla な 3212 

Branch Siudio 
Wesi 讯 inst が Sfreei, 

わ ovidence ん i. 


マ H 罹り 
樂 書が 菊 ぉ 午： 
ホ 觸食夕 A 巧 半 i 
猜巧說 お $咕 
▽上 曜 U 一 
藻 お 巧 又はを 一 
話奇 夕 八 巧 一 

冷が 部、 旅け ま 一 
を內 部、 ん 事相 
淡が， 調査 部 •疎 ■ 

裝阁旋 部、 英巧こ 

战縫敎 巧* 諸 課：' 

を 設け 含 貴、 ホ i 
を 貸" 祕を 計る 一 _ 


稅觸 事務 

東洋を 化 並に 全 化 
巧の 煤 出入 ホ 法に 
佛 する 一切の お 諮 
問じ應 じ、 巧 道な 
船 貨物 運賃 及 出帆 
表 巧 隅 手 緒 霄をぉ 
呈 す、 重要 郁 巧に 
化理庙 をが し 誠 寅 
敏速 御用 命じ 應や 

お驗 取扱 


が 巧說か Hifu 午後 八 時 ；_ 

がは を 木が H 午後 八路 ， 
む 詔 食 ±曲0 午後 八 時 ^ 
S を、 聞を お、 娛樂 をの 設巧 ホら 
々货 をが 迎 す、 良 おを 利用せ i ' 
かが 副な 但逛- 

u 本人 基督 敎 修道 會； _ 
一泛 VV .' 養 rd st ._ N . Y . sty 
Tel sorni 日 培 ide 至ち ； 


目 本人 s 敎會一 

友 如 川な ホぶ 進 ： 
# 事 巧 中 巧 1 1 i . 
たち ミ se 至- E . 香 urch & Inst . 

な 3 W . 1 是 St . TeLciarkilsI 
お 拜說あ U 巧 H 午を 八が 
祈 おち 水 唯り 午 ホ 八 時 • 
お链 貧火哩 H 午後 二が 一' 
♦诲 宿を 

位置ち お 比が を 数み 下 則ぶ 十' 
ぶか 學を貪 社員 旅 巧を じ 最適 i ; 
設赌樹 基雜を おが 反を 硝娛染 
を 髓爲を 堂 わら 一 
废 な鶴裘 周旋 •旅客 案內 、を S ! 一' 
事業 謁査 、其祕 ぶ 事相 誤拚 旋；" 
^ 等問胞 諸兄の ホ 含を 数迎す 


0 巧 •巧 巧 ZJ - 『 C 巧 CY 少 
呈 S 写 夏 3 呈 

岩 7 でき A さ. K 置 r た nd SL 
ぎ Mur 呈呈 I 2791 H 吕ヨ 7 是 

バ^ ホな謙次 

月、 水* を、 午を 二 化よ b 六时 
迄、 巧 化は がの-し 願 ひます 


J が 瀬化廊 

宗 L 否 忌 ion > ま. N . 产 C さ 
す 产 2 历 h & 2 ゴ h Sts 
16|.宙3吿薑ぶ.を18*7を9 


II 日本人 4 軒 I だ 

で ごで st 5害 SV N ' yby 


化み 食 巧な お 船 巧 川 達 

. 遠 藤 小の 商會 

だ Broa を ぶ N J . 百 ty 
ジー. Whi 室 all まこ 


稅關 事務 取扱 

さ LUAM L . 受ミ & C 0., 

ざ am 12 是 ご Broadw さ呈 y . 

ぶき三呈是63呈9138-8弓 


♦書籍を 雜誌 ♦新 巧 
縱費 まを 開 
執 巧 午前 九 時よ b 午后 五 時を 

紐 育： 日本人 會 

西 五十と T 目 二を 〇 を 
あ 話 サアク 八 八 一九 0— 化 


化留 寄年埋 想の 脚 化 

日本人 靑年倉 

《 W . ist ぎ 夏 rk 爸 n 1244 

大紐背 a 本人 

塞督敎 靑年會 

W 42 f ; 58 th 芭 .巧. ベ. 暑. 
Tel . Plaza 8141 


y 本 玩具 
雜貨郞 貸 


祭良實 赛商會 


齒科醫 

マ 診察 時間 ▲ 
每日 ( H 曜を除 <) 
午前 义時 よら 
.午後 五帕半 
水曜 午前 丸 時 1 
午後 一時 


齒科醫 

u 新 ま無搞 治療 U 
を 年の 經驗を W て 
U 本人 諸 巧は 時に 
T 寧懇 巧に 施術す 

バ^ マ 1チ ン 


診察 野 間 

午前 ^1^?十が 
午後-！ 時— 八 時 
バ^-^ 栗 幹 ご 一 

畔 育おフ - rl ワし 巧院 
.第ぶ 病院 勤務 

〔が 3 >1 バラン ド 

巧院 勤務 


診察 時 就 

午を 審 時半 

午後 六 
愛知 醫學十 1 


U 二 時半 
U 化が 


古 倫化亞 

グザ ランを 

H 躍は 前 


駿ホ違 一 

素ぶ び 

原 勤が 

願 上 候 


科學揉 < 

u 氷 及び 篮 

ホる 乂巧 441 

强の目 的 X 

期 化 業化篮 

祷ほ巧 開ぶ 
の 設備を なで 

應じ 申し 歷 
紐脊瑞 典フ个 
ピ ー 學 おを' 1 
が 育メデ カ： ンム义 マ 

ツサー ジ協 li 吊 倉 負 

を認 西：：^ 幸 男 


慕 

煮を 擦：：：： 

よを 擴 
一時 夏 

; 賞は 祝 進 
■を 療じ 

ジオ シラ 




が脊 卿を ザ- 

内務 堪を 
東 巧帝大 4 巧乂學 
産婆 お 羽 おを 業 

產婆 お本綠 


丸出泮 臟議會 


巧き 乂齒綺 人 
蕾 U 本人へ で央 

^ i 詔を 授 じは 多 
年の 純驗 をを 

す 0 ー レブ 1 

ンと 十冗邮 
お H 朝 丸 時よ 
b 化 化げ を 何 
時 じても をし 


人 
英 一 
語 
敎 
授 


U 曜日は ^ 
ょ b 四時を 


曰 本 

ドライ グ - — 



: n 本 陶雜お 
雜貨 類帥賣 


ホ 元 

ブラ ザ ー ス 


目す 薪ん がを ネ装 A おがぶ 

をぶ そ A 屢游 ' X みみ 刹^ 

クオ— んザ公 •す ル シンが が 巧刻刮 
尸し ワ— ド：/ ミん トンが 評 を對列 

が 香 か 合矮卖 がろ 刻 引 
霞ぶ み 在‘ 巧焉 ふク到 產贫 
矣 ネ^^* C - み 種を. •游^^^ ぶ 割^;^ 

<巧8> ダア すィ •卜ろ 八 ニニ 




都を じぅ 當 みの 魄 

診察 

午後と 時； 九 時 
H 礎は 前約 願 上 接 

バ ^ 吉ぉ悅彌 


診察. 

午後 一二 時 ょら 六 時 
H 耀は 前約 相 願 お 


ドク ト八 

椅 見豊彦 


R S が お 
け h h h 
Ci 4 ん 5 
ii 3 5 2 


驗科醫 

夕 年の 經驗 をな て 
最新式 巧學 手術 じ 
巧 能 じて 信用 篤し 
U 施術が 化廉 U 
口 本人 諸 巧には 特 
じ 了 寧 懇切 じ 治 あ 

お 肯 州を 認 
パり ブル！- ム 


D ご 巧 • Shishid 夕 D . P S . 

養 W . 臺 S 1. Tel . sdic 己 t お 42 

if 师體 巧 戶良二 

宮午 削九时 ホ 十二時 
自 午を 一時 モお時 


擺治 

件 式 マツ IV 1 ジ 


U が 

絶 篇 

S 1 

T 造 

〇 J が -W 

がを 

g 语 I 
1 お 


が學 
應用 
西げ 式 

U 本式 巧が 按腮 

神經痛 リグ マチス 
巧み 骨-!' づき 茵 
腰滿 み^ 違 ひ 
其化諸拖が^^^治の御 
:蒂 めじ 應よ おお 話夾 
第辑が 庭 は ホ テ 火 
に 出張 親 化 じ 治療 中 
上ます。 愈 約の 方は 


午を 一二 時丄 
て 施術いた 


自宅！ 

I しまず n 


I 玲獅津 東洋 


を 

西な と 十九 

電話 ワズ 4 


T 置 泉 

スを骂 


齒お醫 木す 义巿 

3 三 W . 11 ill 

ジー. 30 實ョ呈 一 黃 57 


化が な郞贊 ji 

五味 膊會 

W E . 1 含 一吉. 一. 呈 y 

ジ I .ぎ yves | i | ゴ吉 

.l; j . , , 

夏鶏拘 ランプを 餐 

下 羽電每 蘭 巧 

N 021 B ミ 圧 way 

Tel . —1110 吾 


堂が 洋服 巧 


日本 
洋服 巧 


時 山 信み 郞 
化 本が 


をる 寸 |二 了 目 


二 ー ミ 


伊藤 
洋服 巧 

t フ預八 さ ミ 


来を か 丸 ノ巧ビ か デン グニ睹 ニニ 〇區 

練 煎 丸山萍 服商會 



化 おど 親が どを 巧 どし 礁寶 
信用 ある おおを 棉選屯 

特別 廉 偕で 贩費 致します 

ゥォ作 ザム、 エ八 デン 陛簡引 

其 能は 化て 一一 一割 副 

指輪 鑛赏念 鱗 並に 賞 巧 類】 切 

バ ミ 八 ト ン 的計、 ^ プ 1 ド ィ 

9 ノィスが 計、 を柿昭 時計 

ゥォ^ — 夕 ） マンを 年 筆 

王 バシャ^ — フ鉛拳 

姊錄器 並に 銀器】 巧 
御 歸销の 卸 A 產 一 明 
時計の 修緯 はが 險 かじて 碰實 

じ お 川 自身が 致します 

が 育 ホ 西 四 トニ 了 目 四と を 

凹 四 S 号 お (五 巧 ど 六 巧 間) 

'お 川岸 蘭會 

ぶ 話 ペン シ八バ こ ァと云 二 九 

Ishikaw ザ ICishi 0? 47 去. 42 nd St . 


成 巧の 秘訣. 

乂屬式 英語を 話丰事 
3 一は 成功の 第一義ず す 
本校には H 本人 お 巧 
じ 慣れ ゎ營 巧婦 A お 
師あ 6 懇 助じ會 話を 
信 文 社を 語を お 段し 
ます。 U 隨週 H 共に 
午前 化 時ょ b 午を 十 
時まで 開 枝し 一ぃ " 
スンと 十仙づ >.^ 0 今 
H を 七に ホ 巧 あれ 0 


flfl 

S 

口 

SKU 

巧 8 
• W 2 
〇 1 
■ilBV 


なお**" 


を： 九 巧 

凹 ご 一ん 


メー シーは 削脊鼓 火の ザバー トメ ント陆 化で あ 
b - ます。 巧ら しいみ が 機 ど エス カン タ I はが 淵 
::^化内じめけるをはのわ買物じ化をと愉かどを 
巧へ てゐ ます 

化 巧で 二 巧ず る もの；：^ らピ ィーシ ー では 一 
巧 八十 八 仙 或は をれ W すで 買へ る ミを どぅ 
ぞ御記 協' 下さい 

H 本へ 御が 物を 御 送ら じ。 b たい 節 又は 脚 買物 
-レ 際して 御用の 巧 合は. ハー ツナ 八 ショッピング 
ビユ ー " 1 を お尋ね 下さい、 親切 じ 御 化な を 針 
らます 


JOK ; ち 左 w OOC 否， M . P 

二 1 W を芸 n 田.を王 Ifork 

ぎ 互 vmid こ 573 己 ch を ミ皇ま 
^ を 巧 午が 九 時— 午後 I 時 

養 舅 午を ハ 時-午 隻時 

U 礎 午前 化 時！ 午後 四時 
ドク ト’户 小 莱乘吉 


大 

E 

十 
q 

ホ 

八 

巧 

廿 

一一 

UM 


權 

曰 


觀 


蒼 



蘇 


巧 


紐肯 巧貨 巧な 來記 〔六 三 

船頭 生 巧から 廚業王 闕へ山 

メ 1 レ 1 商 會か榮 える まで 

船 ほ 一 妆 下は 地獄く 云 はれる-しむ 氏は あの 驚 ど 脚の 梢 じがく 

裙 S 光り か。 つかしく 


巧 

屯 

卜 

游 


一化船の ス キ ッ バ ー：$,、 化おでか 
名 じ デバ— トメ ント ，ストア— 
の 持 まじむ つた。 ど 云 ふ ど 頗る 

巧 異に 威ず るが、 

化 E . 了 nn のへ ラ术ド • 

ス n エア I じ •* ンべ •ブラ ザ 

! スミ 闲を 並べて、 をの 化大を 

誇る 口， ランド •パ ツ七キ •メ — 

シ I 氏は、 正し 一 かの 船乘 b か 

ら この 大巧 まどな つた 立志 傅 中 

-の 人物で ある。 ナンタヶット島 

のをみ けこ 云 はれ てんる メーシ 

I 1 あからこの.口！ランド君パ 

赃 々の 辨を舉 げた S は、 千 八： 白 

化 二 年の 八 巧廿八 U であつ じ。 

船が のモ はでぅ しても 船 頌の子 

まして や こめ 僻が じ まれた W — 

ランドち は、 ろく'^ 普通を 脊 

もを けないで f 化の-頃から 爐舱 

を姻す こどを おえられ、 十 立 お 

じして 化 じ捕躲 船じ乘 a んで怒 

接の 裡し日 を 送 b 、 化は ものす 

ごい 黑い空 じ もらち- i ご 輝く 

星に、 陸上 生活の なつかし さを 

をえ る 身 ご。 つた。 補 齡册じ 四 

年のを がを 莊 した"— ランド 君 

は 千 八が 四十 四 年、 短 かい 間の 

陸上 生活 じ 錢を覺 える 

十九 族の ホ 円 年 どなら 遂に ホ r 

ン雜 'こお 婚 した。 この お 赌が册 

邸から 拘人 化活に 人る ター ニン 

グ •ポ キントと むつた。 邸 も" 

— ランドな は 化嫁间 がで 捕 紙 船 

じ ホ 紐む 譯 じら W か 中、 えづ ポ 

ストンに 赴いて 働 < こど 《 つ 

たが こい」 U ホ、 事 火 化した ので 

化かつ てが おじみを 投じ やぅ ご 

化 也した か、 ボストンを 中 也 ど 

して 化 べき か、 梅すべき か r 

就て 非な じ 迷つ じ もので るる。 

遂に この か 峽は化 巧の ヘッド か 

ブ ー 火で をめ る こど t したが、 

化に ヘッドが 出る じぶ A で 化ず 

こど i なら、 マサ チユ） セツ 

如：：^ ア！ヒ 八 に小さい巧 

巧を を 巧す る こご つた。 

『"が 線の 生 巧，. どけ 彼の ホ 巧 

信條 であつ じ 丈け じ 

勤勉な 彼 ご 彼の 巧し ぃ 

妻は 忽ち じして 小が 游パ ゲア ー 

ヒ 八の 化 K から 信用され、 巧貨 

も繁 4 した けれども、 功 巧* むじ 

燃えた 化 のぶおを 滿足 y しわる 

こごは 出 ホす、 遂に あこ おれの 

三ユ ー ョーク じ 一家を 移した の 

は 下 八 パ-九十ん 年の こご。 同伴 

し‘ じ 巧は 妻 ご 妻の 兄 おで ある サ； 

ミ ユ—八 •ホ— トン どで、 化 づ 

十 凹 T り ど 第 六 街の 巧 じある 第 

六 街 二.， りの 巧に 化を 閒 いたので 

あつた。 この 衔巧 はも ホ あま b 

えんぎの い t お 所でた く、 化に I 

二が の 巧は がを をした ど 云 ふ 評 

巧の 谋所 であつ たお、 がの 猛巧 

は 1 向をん。^^.にはお割>むで化 

を 開い たんみ U ら中 をの 二 断 じ 

まどず 化 二人の H お 生' 活を 送つ 

たもので ある 〇 をの 驳メ ー シー 

にの 化 化つ たものは 所 部 フアン 

シー •グ t ブ でみ つたが、 ある 

〇、 少牟 時化の が 上 化 巧を 化 出 


る 


て 化ら や、 をの 绝 H 突然 化の 乂 

口に 巧 ホ U 星の お 標を极 げた も 

ので ある。 化を 訪 むる 人の 話題 

は自が これを キャプテン •メ！ 

シ ー( 氏は 巧ぬ まで 船が 生活が 

占 心れ 巧 中、 自ら キャ プブン ど 呼 

んで 居た) じこれ を 訊ねる ど、 
得な がご L て 少年 時化の 勇 化な 

補餘船 生活を 物語る ので もつ わ 

この 怖 校-. を 氏を 成功の 天 鼠に 
堪く のろしで わつ わ。 巧の 共同 

經營 おで ある ホー トンは をの 中 

にも ボストンが 忘れる こどが お 

ホない どい ふので- 應み 间經營 

の關 係を おも ボストン 巿じ ホ！ 

トン •ダブ トン 府 をを 創設した 

が、 メ ーシ！ 巧 食の 巧 策は どん 

ごんがず じ 成 巧の 域 じ おつて 居 

た。 この頃 ニユ ー ョ！ ク巿の 流 

巧の 中、 むは M んど云 つても 

化の む 里 じ 征服され つ 

つんつ むので メー シ^ — 巧 も M か 

新ら しいんの をがず 賴らで パリ 

」 をいた おお、 なじ 始めて 鴨 

す 部を 設ける 外、 バリ-- 特製み 

香水 やお 臉を賣 おしてが 流 巧の 

化驅者 どなつ じが 策は 忽心評 巧 

どな b 黨岭 のを 女優 01 ズ •ィ 

—ブン デ據か メーシ ー の 香水を 

変 用ず る じ 及んで 千 八な 六十 九 

年に U 十四 巧 目の えんぎの 惡い 

町角 S 化は 綿然 たる デバー トメ 

ント •ストア 1 ど。 つれが、 ス 

トァー の 中 じが 巧 店を 設けて お 

をの 便を に 供した をを 制 巧の 先 

驅者も 誰 あらう メ ！ シー 巧を の 

人で あつた。 


東の 渐政 おじ 就て ロシアは 賊る 
重 巧。 る 位 おに ある ご 共に、 い 
かなる おち 越 際 食 蒲 も" シアを 
度 外雕出 ホない 瓶 係ら あら、 一 
方。 シア 侧 でも 巧經濟 政ぶ を 施 
けし 卜 n ッキ ー 巧を お 外 租港椅 
じ据 ふ'';' ホ 國の歓 必を買 はん ど 
しつ〜 ある 巧實 もる るので 、 S 
に S 入 露は ホ 露が 巧ら し < 巧 近 
する 巧 能 性 ょら 見て 颇 るを 巧視 

されて 居る。 I. 


ぶ 向で ある。 しかし ま那 どして 
はこの 關稅 

增徽 額の 年額 一千 ぉ 百 力 

5 ： はま どして 内 憤の 整现 じあて 
殘る 一す 五が 巧 W をら つて 外 憤 

の輕现 じ充當 せん ミの ホ 袋を ち 

して 居る らしい から、 挪 稅を證 
じがて お乂の 發言權 をち する 巧 

齒が はたして 支那の 要ポを 誠む 
る や： を やは、 疑 間 ごする 巧で あ 
るが を じ 巧を の充當 おの 巧 度は 
列 厨 ご 協調の h : ホを され やぅ、 

いづれ じしても をの. 整理 方な ど 
しては、 内阔 償を 链巧ゼ しめこ 
の 內闽償 じょつ て 外債の 整理、 

ずな はも 巧が 勤を 借 鉄を の 他 列 
固の 債權 償還 じ 充てん どす る も 
ので あると り 

ベル ギ！ が 

負債み 濟 

期限は 六十 二が 

べ少ゲ ー 政府の お米資 倩决濟 
委員は 前週な 巧 ホ 國化表 どが 街 
の おお 米國 政府の 訓 々を 仰ぎ 一 
ホ大藏 技官 メ曰ン 氏は 大統領の 
協賛を 禄 たお あ 休 戰化約 締結 前 
の貸附 一億と 千 巧と 十八 巧 弗は 
み濟 すべく、 大戦な 後の 貨附二 
憶 四千 六け 巧 巧は 英國と 同じ < 

利子を 一二み お戚の 削を ごし 六十/現を 輸送 等に 負 ふ巧夕 


關稅 會議ミ 

借 歎の 整理 

; 二 省で 目下 協議 

今が 十月 甘 六 H 化 京 じがて 閒 

をの 關稅食 講に對 し、 ホ 國 どし 

ての 提溢 ずべき 案じつ いて 目す 

外務、 大藏 、巧エ の 一二 ぷで常 b 

帯 b 協談 しつ i あるが これと 间 

がに 大藏 ぶでは 村 じ <别 貪 幾 じ 

提 溝す‘？ きお ま借效 整理 方法に 

ついて 旣に 

大藏 案な t の ^ Ml 香聯 

を 巧し 提 をし 大 化の 整理 方針は 

内ぶ しむ 模は である。 元 ホ この 

掛支借 欽整观 卜ょる ものは ホ 6 觸 

桃 貪 端に 化て ホを さるべき 规税 

の 二み ぶ她お 僚に ょるを 额 I 二す 

巧 W を もつ て單 にわが 闽 のみな 

ら 中、 ヮシントン 條約 にょる 聯 

地化ヶ 励の 對 とお 歎を 楷理 せん 

ごす ム もので あるか、 一 ^ 力 もみ 

闕现 がの おちが 權额は 

▼面 お値歇 一俊 四千 巧 

送 戦 惦欽ゴ 千万 川 ▼利 拂惜 

啟二 一千ぶ 川 ▼棘 便 部を 愤 

二 千な W マ 化 六を 傲 兰 千万 

化 一千. 力 W ▼な 針 二 

お 六 千ぶ W 

でもつ て、 この ir 低 六 千ぶ 川の 

割 支が 欽猎理 方な どして 刷稅お 

徴が 一一 一千で E ： をが をがん ごする 


ーケが 0 内 じみ 濟 ずる こご {ぶ 

つた。 べ^ 早— をを む 負債み を 

協を 巧立喊 及びを の 一 冗 利を 計は 

f -N U )0 

A ソ i し ， 

白巧義 さ セ、 查 0 、 き 6 

巧 嵐 .一一、 I 呈 、丸 ま、 呂〇 

フ キン クン ド こ iq ハ查 、〇を 

匈 ザ 利 ’ i •をう i を 

リス アニァ ー 阿、 ぶ コニぶ 0 

波瞄 暨 香 を 、^ 0 

而 して U シア ぷぴ巧 太 科を 藤く 

を國 5 負 憤 元利は 六十 六. 傲 一一 宇 

五が 五十と 巧と 千 巧、 巧/, I ヵキ 

ョ ー 藏 相が 渡 ホの 上 協を ホべき 

フランスは の 十一 一億 千 五 \ す 五' 刀 

六 千 化な 四十 八 弗' ィ心 は 

か 一億 云 千 八 巧 お 十四す. 一千 八 

巧 五十二 弗で ある。 / 


ロ レア 通が 

赤色の 國へ 

時節柄 重滿 さる 

過 ま 数年 じ まら 米賴 おお 長 磨 

フ ー ゲア！ 氏の。 シマ 問題 顧 邸 

どして 巧罐 中で ぁつた 前 ィン' 足 

アナ 州 知事 グッド？ ッチ 巧を：^ 

め VJ し 化 年 0 シア 他 雜の際 .一 

ホ 十 {子 化ぶ ごして ロシ I ア 

に 赴き ホ 叢の 巧 巧に 就て 晴 ホ^ 飛 

離を がみた ゥキ リアム • ケ 

八に ぶび スタン フォ ー ド 乂^ す敎 

巧 ゴ^ダ！ 巧± 巧、 いづ 4 ^ プ 

! ゲア ー 氏 ど 密接；；. 棚 係‘^ も i 

るん々は、 今圓いづれも|^ 1 ン 

グラド u 閒 雌す べき。 シ を 十 

おの.， り 五十が なに 出席 ごい ふ あ 

義で 乂滨 する-こ」 t ななた が、 

一二 巧は 共に- 1 デン グ 統領の 

内み をず けて ロシアに いた 口 

シア 通で も ぁ b 旁々 A 请の乂 お 

に 就て*^、 單じ學 ± がが なをの 

みでは なく 软治 上に^ 軍-喪 i :* 化 

命を 帶 びつ i をる も P 5 如く、 

巧 じ お 近 一 

支 巧の 動乱 tb 生じた 恤 


余 塊 移動で 

おび ふ 超ず 

米國 のと 巧 貿易 

米 齒巧務 省が 發 ぶした 本年と 

巧の おが 貿易 表の 中を 塊の 移動 

じ 孰て 見る じ 一時 輸出超過 でぁ 

った ものが 一轉 して 入超 時化 じ 
逆戾 b する 傾向ん ら 。郎 もと 巧 

のを 輸入 総額は でか 巧 弗 じして 
輪ん 超過 高は 六な 巧 弗 じ 達して 
居る が 過 まの 記 おに 就て 見る じ 
金 儀 出の 最 巧は I 一巧の 六 千 八 巧 

五- 方 弗 じし ふ 一巧に' は 四千よ 

巧み 弗 ごなら 片け おら じ 千 111 
な々 弗に 賊 少し 五 巧 ょら 六 H じ 
ス r ては 僅々 數な万 ホの お 度 じ 
先って ゐ もが 一 巧 前後の 輸 おが 
斯る長 額に 達で たのは ド！ ズ案 
で じ 化る 獨 逸を 潰 一億 一千. カホの 

しん 巧 

の 輸入 增 加に まらて は フランス 
政府み 拂込 利子 六が 方 撮 等は を 
の 重なる 巧 因なる ベく、. V 巧 S 
輸お窩 はの な册义 おじして 輸入 
は 六 巧の 四な 四十 巧 弗、 昨年 間 
則の 平 八が 八十 巧 弗に 凿 して 約 
一千で 巧 じ 逢 （貧 あ 上の 入超 総 
額は 千 一一な 巧 巧で ある。 


'味 祖速展 M 通た 社资 j 

低 ホ 資金 融通 案 

生糸 及 綿糸の 渝お獎 觸の爲 め 

を 業が じ對し 低利 質を を諫 逝せ 

んピの 大藏あ 案は 漸ぶお 体 化 L 

て!^ たか 綿が 輸ぉ 方法 も 目下 審 

惑 中で みる ご 云 ふ。 

滿鐵償 ご 銀 巧 圏. 

滿鐵社 僮 S 千 五が 万 山の 內千 

五', りで S ： は 銀 巧 謝が 背 貧 込 ， i 事 

jio なつた。 

、消費 用 砂糖 在貨 

十五 H 現が の 消費 用 做 糖を 國 

が 貨は化 十一 一巧 ビコ 八に てが 年 

:^季^^六巧ビ n ^^の减少でぁ 

る。 (W 上た U 獲) 

最近の 日銀 帳沉 

最 おのり 銀 帳 おはを お 券を 巧 

島 十 一 な闽モ _，= 九十 乂ガも 千 川 

絕巧 をみ S で 血な 巧 一千 川、 貸 

出 緩 額： 一 お 凹 千 ホ' ru 五十 r カ ニ 

モ E ： である 亦 n 1 ル翌 U 物は 一 

錢 ぶ' 姐 お 毛 乃を 一 錢六贿 お まの 

聞を 化 ホして おる。 (十九：：：； を) 

ぶ 月を の 輸出入 

ム H 来を 本年の 輸 人は 械岀 

卜 I .腺 几で 丑が 廿八 万と で W 、 

輸入十六億と千四が廿お.力 ^ で 

阳 じして 巧牟 W 季 ょち 入 腔は 化 

じ 二 億 S ： の减 々を不 して 坦 る。 

綿織物 輸 お活况 

ホ 糸、 木綿 織物の 輸出け’ 近年 

じない 活 おを 呈し棉 化 輸入の 激 

おは 綿糸が 輸出の 前掩な b どて 

贸 巧の 抑途も 樂觀 されて 居る。 

_ 0 h 十よ H 發】 


Toy 扫 Kwan 

41 に 1 が h St. 

6ei. B’way & 4 化む e. 
Tel. お 巧 化 sani 87 が 



TAIYO 

1 が Wed 目 引 h 化 
Te し Susquehanna 2816 


廢桂米 日 


DARUMA 

781 •■ お h わ 6. 
Tel. む ] rani 3859 


Japan 

Provision Co. 

が Lexington む e. 
Tel. Mad. Sq. がけ-巧が 


: TtieTok が Go. 

140 W. 65 化な . 
New む rk City 
Tei. 1 け falgar 6559 


327 W . がれ Sh 
Columbus 0432 

く ぶ 一寸 一 


H.KOKU^A! 

82-64 W. 124ih Sfreei 


YOUNG CHINA 

314G Broadway 

4 Blacks SGuth が 
125th B'way Subway 


Suey Pang's 

RES な UlUW 
4 目 9 お 加む e. 

8e). 2?ih-28th な s. 


City Hall Tea Gaden 

170 Nsissau St. IT. 化 y 
Nesct to the Tribune Bldg 
Loo Lin Manager 


New York Auto School 
228 む coBd A 化.， Cor. 1 か h St. 




mum : 

お East 29 化 Street | 


Tei. Madison Sq. 75 が 


Kawasoye Hotel - 

139 W がり 23nl Streef. 

Tei. Morningside 7154 



oM • ツ aXo, 

340 W. が th な . 

Telephone: 
Columbus 8882 

( 巧 H • 水） 巧 巧 お 



街 六 第 
ご B ]‘ 四十 凹 
頭目 了 お 十四 


Beem Nom Low 

474-6 比 Ave. 

Bet. 28th-29th St. 


Jfsip な 打 ese 了 e な Itoom 
1892 巧 如が U . 化 
Tei. Franklin 1577 


KAYO BROS. 

205 E. 5 お h 化 Hew む rk 1% 
Tel む ge が 4817 


JAPAN ART STUDIO 

624 LEXiGfiTON A 巧 . N. Y. 

化し PliZA 4538 


會庵 御料 Si 

東泮縮 


御料 埋録卽 紅 

k & 
j SB 

i 满司每 u あ もます 


I 請 プラィア ント 
一-八 〇 と 九！ 八 八と 一二 
:一曜 及び 巧 間は 
ケロッグ 〇〇 四 四 

碟 •ィ持 艮 

顆 な々 -£.J —i 
が 育が 西 四十 四 r 目 
一一 i I 下 一一 八を 
三階〕 

S I , 

呈云 mon こ ve - 田 uffalo , N . y . 

W. す i8M 

まげ 一至 rs . F . K .ジす 


I 會席鄉 料理 

I ^ 

I おに； ず 苗」 燒 


を 抓 
巧理 


な 


巿媳あ 園で 永年 御を 一 すまけ 
r た 祭文で 御 i でます 



〇 U 本に 化み、 ホ 語 
な を 話し、 皆様^ 嗜 
巧 じ 適する 御 巧 理を調 i 影 巧 

了 度 ユンぶ！ タァ のぶし ず 
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巧 田 お 池 巧 ま 會社 東が 一を 資 揃を 

日本 食料品 蘭會 


U 本を がな、 雜貨 
萬賴 、が 法、 新曲 

i 六 五ぶ 九 東京 商會 

巧 ルー ム 、哲 なの 曲 あ b 


巧巧當 ホび じ 
御を 庭 支出し 
御 下な 

後藤 

壽 司、 緩滿烧 

每： n お b まず 
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1 ンム 


と 一 酒 お 


話ィ 11 J 四 四 ル 八. 

顯米ホ ^ ~ ム 

レノックス 

Y 、 w だ， A / 隣リ 


'長 巧 縣ん一 細み 嫌 己 
山お縣 人； 齋が久 S 郎 
を 川 淸一孤 厭 巧ち) 

早稻 田大學 身中が は 二 
タキ 巧 川 

右のを じ戒致 度き おぉ 之 
候閒 本ん おな 知人 ょら 現 
化 巧 お 逆 知 一一に 校 

紐 育！！ 總領拳 館 
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巧 廳を豈 

巧 埋ん蘆 成 
お 勤の ホ じは な 飯 
の 御 便利に 髓 、巧 
陆貪 がの 御 S 巧應 
や V く お ra 词サ相 
'个變 わが 立 歳^な 
紙上 御 案 巧 ぉム淚 

支那 御料 禅 

彭瑞縷 

U 本人 諸君を 一 
敕迎 致し^す 


材 巧を 精選し^ 

の 御 嗜好 じ 適 ^0 
料理を 提供し ま IP 

S 新 ま I 

り 本人 諸君 味 お 
別 じ獄迎 しま 车 


御 下宿 

自由 亭 
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中が 哩髮巧 

中が を藏 
31 去. 萬す St . N . Y . 呈- 
ず 一 C 己 umb ミ Ave . & C 呈 iral Park ち est 


日本 理髮 舘淸 

が式排 をの 設備 あら 迅速 T 摩を 
旨と？ 精々 勉強 致します 

西 四 ±11 T 目な を 地 一二な 六 誤 室 

タップ -N ロア (窠 -1 ハ 街ミ阳 十ー ニ 了 目ち) 


窝川 事務所 

持績的 ぁ鹽の 同胞 じが 確なる 職 
業を 巧 おします。 

'を呈 ese ジ晋を ミ 直 

妄 W . 呈 h St . N . Y . C ' 
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自動車 修 

嬉 巧び 運 

轉を敎 巧 

ライ 七ン 

ス保莊 ず 

一二 十 置 龍 

連轉 丈は 

二十 五 孤 

墓 及が 舉 

兩科 あ’ 
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媛 蒲燒壽 W 御 化 化し 一 

H 晒な 円が 間 も 御用 命じが じ 巧 I 

會席御 料理 

烏 等 御 下宿 

兒 玉ぶ 


御旅 舘 河 添 
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H ネ 食料品、 日用品 
並 K 新刊 書籍 類 一切 

片稠 兄弟 蘭會 

なが おが あがを あ 巧が じて 巧 お 
化肤間 巧々 巧 用 みのお ホ® 上 侯 


日本食が 品が 及び 雜貨類 卸小資 


巧 


プラザ 


六と 八 


气 .：i 八 二 六 九 桑 山商會 

巧 刊番籍 雑誌 小間物 H 巧 品各替 


►一一 磊化徊 お、 親切、 氣樂 ▲ 

勢 州纔舘 ま— 

ま 巧が 勢 事 佐 义閒榮 作 
援 5 E . おを Str 菜 t 
ジ ー . Regent だ 98 


実が じして 淸 遊- 

g 娜 晶南縷 

午前 十 時よ ら吕ち 
午前 六 時まで S な 


W ザ U 本ん 蔬 おの 御 
§ むシ 装って る ホ 

」 す 、两 卒續 々 -L 一，； 
W の 稱を願 ひま 互’ 

r — 


煎 餅 卸、 小賣 
を 腐 油 錫 
日本 食料品 一が 

WC 3 ご se Rice 广 ako Co •- 
黄 5 Third Ave こ 
lel . Plaza 5218 


賴 鮮魚 か 一が 

口 本 入 向きの 生魚 巧 山 お h 揃へ 
特別 廉 措で 大勉强 致しょ ゴ 
サヴォ ナ魚お 

JOSO 巧 一一り avoBa 一 

ち 4 W. Gist St. j 
叫 el. oclu 呂 bus 也 一援 

極上の 魚類 

季節の 巧が の 魚貝類 お 巧 山输つ 

て 居ち ますから 御資化 下さ か。 

アビ セ 日魚胜 

苦 Bayard で- Tel . で anklin た 历〇 


攀離曠 

お ざ，、 

日本 料埋 

化 ド 御旅 舘 


魚類 一が 
御小賣 

親 解なる 魚類を 
生産地 よら 毎：：！ 
化ら 奋 せて 贩賣 
化 b 御 注文 じよ 
ら配连 致しまず 

邮洋兄 ぉ商會 


U 本、 ま 邪 寶玉製 菜 
術 お > が 人 用 首 飾が 
化を 飾な 

宝 巧ア ー" r 夕 
チ ユデオ 

鳥 3 わ 術 お 修簿、 
首締 品、 ブト リング 
U 水 服な 磯 


削 漁 並に 御旅 舘 

^ ^ 佐 お 巧-弟 

が 脊ホ西 八十 八 T 目 iir 白 十 II 一巧 
お 話 —— スタ イラ 1 と 八 ニニ 



舞踏 敎授 

▼社 巧 ダンス ▲ 
▼表倘 体操 瓜 
紳± 、淑女、 わ 子 
化さん ホ じ 巧# •じ 
お 巧 致し 升。 午前 
十が ょら 午後 十一 
時 迄 (り 略を 除く). 

シャリフ •ダン ン 

ング 嘟雜學 校卒お 

.上 杉 タマ 


レ ヤトパ ホ 

. NP 旅 縮 

W0 でず h ^ve. W? W 度 attl 夕 wash. 

停革媒 前述 東 ご IT お 侧六階 建 
U 本 巧 船 切符 化 お 波 ド 場 送迎 

り 本巧滨 船が 符御ホ 込に 應じ 
滨事御 便宜に 御 取扱 ひ 中 上ち 

を 港-^ パ ホ テ：^ 

► U 本 御 料理 (別間 ぁ' り) 

を 港々 リホ八 ニア 巧ムハ ーニ 
電話 カネー ー八 こ ハ 

口 1 サン ゼ ルス 地方の 御 
觀 あじは を 善の 御 晒を を 計ち 巧 

イ 1 グ バ- 
ホ テ 八 

羅府ホ じがけ る 间胞經 營中最 
新を 高等 ホ テ 八で あ b ます 

羅府束 一 お 一二 九 半 
區靑 ーゲ アン ダ ィキと 六 五 义 
冒 話 L タ ツカ 丄 二八を 一一 

貸 自動 率 (が受 

羅が 名所 御觀 ちじは 最も 精通し 
た ドラィ パ； が 飼 案 巧 申 上ます 

ボストン 案 巧 

貸 CIS 車 業 河 西 

諸を 跡、 大 學校ゴ 壌ぶ 化】 殺の 
紹介 及び 通 辯 もします す 〇ヨち 
ジー Ba を B さゴ BD 70 Batavia St . 

ボス トンボ 

富 ± 燕 舘大浦 ホ 松 

145 Worcester 巧. す ston Mass’ 

ぎす ck ! 量 8づ巧 


住み ふ 地ょ き淸 編なる 室 

御 下宿 おか 好か 

皇 Lex 量 on 芒口. 

ブ I .量. ざ 2 岩 1 


西 六十-五 T mr-cir 十六 蚕 

一力 條館大 橋 

追 鼓 エン' ■テコ ッ r 八 六 1 〇 


屯 話 レキ シン ト •四 八 お 五 

若 旧旅舘 

巧 十五 T 目 二な を 


御 下宿 鴨ザ乂 

47 で ospeci Place 

bet . Is で 2 nd 4 s . 呈 E さ nd St . 

t 81. Murray 至 一這芸 


紐 脊旅錐 出 J おみ 郎 

東 四十 了 目 二 四 二 巧 

Tel . Cal 左 onia な 74 


年 ニ ユーョ ー ク でぶ つ述 したを 
居です。 また H 本で 舞を じ 立て 
ば やはり 前の 脚 係が あるので 秘 
巧 (化 岸から 化 踐は唤 はの か) か 
らで せう』 ど 却々 の變体 氣滿だ 
つた ど 0 


フ キ^ムの 輪 出が 

年 八ち 五十 方 巧 

を ホ國の 活動 お眞輸 出額は 本 
年 五 巧を 終' ゥど する 過去 ーヶ 年- 
間 じがて 乂巧お 十 巧 巧 じ 達し 么 
れを千 九： 白 十一 一一が の 二が サ 五で 
弗 じ 比する ご 眞に瞄 化の 威が ゎ 
る。 化 輸出 フ キ^ムのを さは 二 
億 方 趴で約 千 乂な十 S 年のと が 
じち 加して 居る 化み ホ：： > る 輸入 
厨を SR るに {吹 單 位) 

輸入 國 趴 
英圖 四千 方 
孤を 太 二 千 巧 
填 太 巧 同 
アグ ゼン チン 千累 

フランス 千 五十 巧 

：：： 本 六 舅 

メネン コ 同 

巧 まなる もの f 时ど一 K つても 英 
國が 第一、 H 本は 第と 位に 位し 
て 括る。 活 書の 耍 ホされ る樹類 
はま どして ドラマが 巧 一 であつ 
てぶ 他敎育 蕾が 之れ じみぎ 化は 
姑で 問題で ない。 
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一般 自動 

お 化び.； 

フオ！ ‘卜 

懇切を 巧 

夕と 時 開 

校 勞働余 
暇 勉學の 

彼 あら 卒 

楽 誦書授 

巧 就職口 

撫巧 周旋 


御手 轉 御が 理= 家庭 化 出し 

御 下宿 伊豫 屋 

ミ art ヨミ t で 2 

1 品で st 舍雲 .ジ |-ミ呂 置 75 


大使の 遺 嵌を 乘ピて 

^ 軍艦 多 摩が 桑 港へ 

今朝 第 十刚權 樵より 鄕里靈 送 

を 船 巧. 屯サ ぃ践= 桑 港 結谢樂 がの 公ぶ すろ 所 じ 依れば 駐 
U ホ詢乂 化な ゴ ド* カー •バンク" フト氏 W ぶ骸を ホせ た 牌 装 巡 
が艦ネがは去る十おリが化ホ ノ ル 、 じ^^し岡化じ I 泊、 =本 
ムホぉの姬大；：>る追悼巧わら。 十六〇午前神化皆出發し、 ホる 
が一 1H 午前 八 時、 一二 隹の 米阀お 水鑑じ 誰な されつ i 沖な に一應 
を ぉ、 ぶ およわぶ がが なお じ 移され、 軍濫夕 摩は 巧 十四 号踐橋 
に 入ら、 なじて ワシントン よら 出迎の 闕務お 化を、 米國 陸が 軍 
にお、 加州 あ々 潘が化 お、 U 本人 會化表 等 故 後の 吿 別を なした 
る 後、 般が はこれ 巧の 諸 化ぶ、 ホ 図 陸が 带愼 化を ぶび 特にを 艦 
夕 がよ b 八十を の お ホ 彼 化 兵 どして t 陸！、 十四 号 校 橋 よら マ 
二 I ケット 巧を 過ぎて 沿道 フ五リ ー じ 赴き、 特別 刹が-— 移乘 、商 
もじ 鄕お シカゴ じ裝 送す る こど i なつむ。 

ら閒 える •。ヤ ズじ 元氣を あし 巧 


i 


第 


號 


看病に 巧 < 

大使の めい 

道 おを を 港 じ 待つ 

故 バンク 0 フト大 化 重態の 報 

じ 巧して、 おおのた めじ 急遽 出 

_發 してを 港ょ ちブン カン 巧 じて 

本 じ 赴いた 化大 化の々 姪 カス 

^ リン •ピアー ス 嫂は 

一海 上に て パに 逝ち のが 

_ をを パ、 引き 紋き范 被は H 本を 

一 一洋 艦 東 熙じ乘 せられ 六 HU 本を 

-出踞 する をを 知つ て、 はや 看 

一 誰-— 赴く 必要 もじく、 范 誰の ホ 

一 も 9 ソ カン’ い 横 おじ 若く おは 道 

一が ごして おを の 後なる ためぶ 巧 

i じと 隨 して 道 嵌を がつ ためじ 縣 

知 聲ブア 

した。 をして 礫の. 祀る 巧に 主る 

,VJ 『妾は が 父 (バンク。 7 卜 氏) 

-の看 誰に 急いで 居た 外、 まの 友 

-人 がが 父の 側 じついて なる ので 

: がの 入 じら 會 ひたいと おつて ゐ 

; まし K、 けれで も 巧し を 磯が 日 

.本の 軍艦で 誰 送され て 赏化じ 巧 

j るの ならぶ 其のん も 

一 靈柩の 側じ附 ぃて？ 

I 帯です から 當地 C. 化 まるこ どに 

i しました』 ご 語つ てゐ たが、 布 

i 哇 じは 一人の 知己 も。 く、 が 父 

i さんの. 化は おおら じ 磯 わを 愁を 

; おすので 化哇 での 滯接も 俄かに 

一忠と b、 巧び 桑 港へ 斬ち 同地で 

I 逛 被の 眷 くのを 巧つ ふ どなつ た 

^ 婦人 水み 家 

橫斷ホ 敗 

^ 速力は 記錄 破り 

化 巧の がで！、 化 研つ たちが 僅 

- か：」 六 人どぃ 、ふ 巧 偶が 峽 を! の 

; 身で 化 切る •こ 玄ふ本 ザ I 

j 十 ^<歲 の 米越締 人^化 選 

'モガ t トプュ ） ド •エダ/ -V 踏 

: のが 峽横斷 け延蝴 じが 聲 巧ね 

j この 閒 じ ア片 ゼン チンん 户リソ 

ミ 媛を 一巧 横斷 をなん て乂 化し 

たが 愈々 去る 十八 h を 0 つて ホ 

巧す る こど i な b、 午前ん 喊 f 

i 二 か、 グリ！* でを み わを b お 

一眼 銳を かけな 陳は アラン ス侧の 

: グブズ •ネ 中ス師 から ざんぶ''」 

一斗ろ にが 込みが 閒 記ボ刚 の小粧 

^ ど トレ — グナ — の ホ I 卜 を 後に 

I ' み閒； i おかと 阳と いふ W 巧の 

1 ねさ 手を 础 b つ t お 酸、 一二 時閒 

1 がには 巧に A 啡の 沖を-しあつて 


らじ 途中 主ら-リジン 墟 がの 他 

フランス がび ユジ ブトの 水泳 ぷ 

が 道 伴れ じ 加は ったので 益々 勢 

を增し 

この# なれば お 巧疑ぃ A し 

ど 誰 しら 確信して ゐ た^ 海峡 ル 

中 お L 速した 際 降 霧が ぁって 天 

お一滋 しが b 俄か じ嚴れ てジャ 

ズ •バンドが 速 中が 先づ船 解で 

船 革 パ 逃：：？！ む 巧 度 ごな つた. い' 

ゴ ダ 磯の 元氣 は相變 らや怔 
おでめ つたら の t 激浪の 巧め じ 

ホ W のげ 水を がぶ つたの が 巧 因 

ごた つて 漸み 勢を 失 ひ 遂に 巧资 

をへ 時間 ど 四十 六 か、 目的地の 

ド！ ゲァ ー を距 る六峭 ザの お トー 

ン にのを 邸 じが 巧 f で 落 化し 午後 一二 時' 五十八を、 夕 

ッグし 引 A げられ たか、 失 化は 

した もの！ 

廉方の 点では な ホ 的 巧 女 

ルみ 家の をれ を 一锁し 幾を の 水 

み 巧 もを の 大勝な 遊泳 ぶら じは 

驚 巧の 聲を 放つ てゐ る。 磯のを 

伍 《原因は 溫 巧の 影響で なかつ 

た： レけ じ 元氣も 直ぐ 回復した が 

本 牛 中は 巧び 泳ぐ かは 疑問と さ 

れてゐ え。 がは 近く 邦人 巧が 節 

が も讓の 壯擧じ 就く 巧で ある 

!;,從ホ山 橫驟記錄時間は十ょ時 

阿な じがし である。 


ンじ 萬き アン ダ 1 ソンの 巧 点 六 
におし 巧 田の 

得点は と 点を 教へ 過失は 

.肋 旧の 二十 一二 じ おし アン ダ！ ソ 
ンは 二十 八な を 化り て 巧 山け 案 
事に 第ニ セットを 丄ハ 111 一で 收め 
じが 窮 S、 第 四 七 ットじ 至つ て 
は アン ダ ー ソン 漸や < 確實 どな^ 

ら 遂に 六 1 四、 一ニー 六-六 1111 
六 I 一 じて 巧 旧の 化戰 どなつ た 
第一 巧に めける 淸化 まがお パ^ 
1 ソンの 試合は 六 1 1 、 六 1 四 
六！ 二， の スト レ- — ト セット じ 

て淸 水よ 將の敝 化に 細した が、 
バタ— ソンの サーゲ ィス ど强烈 
なる ドラィ グ とは 淸水 まがに 取 
らて はを b じ’ - 

猛烈に 過ぎ ご， ソミ 

得 お 合計は 一一 一十 S じ おし 淸 水は 
十 おを 收め たる じ 過ぎ や 過失 じ 
がて ょ i バタ ー ソンの ネット 十八 
淸 水： b 化、 バター ソンの アゥト 
二十 化、 淸水 一一 一十、. ハタ^ ~ ソン 
の タブ グス ア八卜 

にて 試を じ耍 しじる 時間は 實ム 
四十 四み でんつ た。 おがを 戰心 
淸 水、 お 山 組に 對し 瀑洲 側は f 
か バター ソン、 ホ i クス 組 之 ！! i 
じ當 るべ くな お 口の 單 試合 戰 .ji 
於て は淸水 ホ將が アン ダー ツグ 
じ當ら 、.原 山 撰 手が パ！ 夕 

におが する 事 じな つて 担る 


マリン I .クを 適 


原 旧 ご淸水 

交々 敗ろ 

壤洲 ごの デ盃戰 

H 本に ホ あらす 

H 本 お 療洲の デビス 盃 戲アメ 

リ ホン ゾ ー ンの 優勝戦は 化 報の 

如/' まる 二十 U から プグ クラィ 

ンの n ング クッド 庭が お樂 部に 

がて 閒 おされた が 戳撼は H 本 じ 

巧 あらず 狼 一目の 單 試を じ淸水 

ま將化 づ败れ 日本の ホ！ プ であ 

つた 

原 比 も 第二 戰 じがて 瀑洲 

のち 將 アン ダ ー ソンの 爲め一 化 

地に 塗れ 斯くてり 本は を 1 U じ 

察 败し複 試を 戰及 最終 U の兩單 

就を にを 滕 をが しむい 化ら H 本 

の ホ 巧は 絶たれろ 述 かじ 遭遇し 

たが、 化； U の 贼緻ょ b 狎せば 

U 本の 勝算は 始んど 絶無に 近い 

ビ云ふ も 過ら でない。 巧 ffl 對ア 

ンダ 1 ソンの 試合は アン ダー ソ 

ンホ ー 四 じて 巧 ー セットを 收め 

たがを ニ セットに 入 b ては 巧 W 


一二 一一從ホ巧-^^乂か家の持つて居た速 化巧しでき戰し强球を利用して 
う-^ じ 绿户爱 が じ 破ら、 タグい アン タ ー ソンを アウト ホジ シヨ 


暴風を 化、 し 

訪歐機 飛 

柬ぉ朝 H 社 特電 

ノボ ニ n ラ 五スク の賴道 
じ 化れ だ アチンスク 出を 際は 
上天 氣 なら L 

ぎて ょら 

がる じ 天 お險惡 下な を 前 

方 じ 黒き お 雲 垂れ 下-*:^ たる 稱め 

己む を 得ず 雨雲の す^ 潜 ゎ 四十 

巧 ま 五十 メ ー トグの おを 親 わを 

試み 這 ふ 襟 じして 谦 巧を！! 織せ 

る も 二 機は 遂に 離れ 離わゴ なら 

東風ち はべ リコ ー スク レ 亦 初 風 

号は アンジェ 八 クじ衣 お着 隆天 

候の 恢 化する をが ちで ノ 1 ホ ニコ 

ラエ マクじ 着す るま^' なにを 危 

をが 不明 じて 阿部 大す焉 なの 

佛 語を なて. 邁み乂 じ 離し 

巧 パし も片 出を のち ごて 誰 人 じ 

も 嘶が 通 ホ 中 一^が 一ー グ .にて 聞き 

覺 えの 露語で 巧 巧を が じた。 义 

河 內飛巧 ± は是 憤. い|2 飛 巧 機の 

珍ら しさ じ 集 b 巧る 穴々 を相モ 

じ恣 U 會話巧 典を 便 A じ 嘶かけ 

て も 一向 耍領 をな や^ 典 中の 

『化を 谱-猿 J ど 云 ふ 孤 若 おして 

辛 じて ザ ソリンを 赏ム： 口 的を 速 

しだ : i 

歐 M 巴 訪閒飛 t 中 氣流最 

も 險惡な bw せられで る バイ カ 

作 降 近は 易ピ ，して 一^せる じ 却 

て化化ホにがて斯*<^倘雞じ遭遇 

せる はな 外 どす る 脈で ぁる。 因 

じ 目 下 柬^^ じ が け も瀑國飛 わ 機 

若巧难 Sg 委員の 一人は 一巧 バイ 

力 八を 越 ゆれは 大虫 ホで ぁる。 

乍 化 ウラ^山脈 じ止亞 細が. ょん 

ホる 氣ホ ピ隙羅 じぶ び アイス ラ 

ンド化 方よ b 巧る！； ji. 流 ご 相を 义 

して 化な 險惡な 瑞がも わるが 旣 

じ ウラルを 乘 b 切^ば 化楼非 

常-し 樂に i：* るご语 了な。 


勝山觀 船の 

海久 丸遁航 

性し からぬ 振舞 
神戶 どが 領晚を 坡閒の 貨物 輸 
送に 當 つて ゐる勝 田 衡船筒 社 所 
廬船 お乂化 (八 千 百 一二 十四 顺) は 
本ち 千ーリ 朝 巧 泌の際 魄香坡 の 
陕晦 なる 第一 水道 じがて 村 木を： 

滿敬 せる 二 逆の ホ お 船を お 引し 
て 心た 巧 人 所 巧 曳き船！； ッ スラ 
1 ん 激しく おおした 爲め 曳舶は 
瞬 <閒 じ 化 沒し舰 を ホッダ ー 巧 
は賊 勘の 瞄 頭部 じ蛋傷 をれ ひが 
15^ も 可な を 大きな 破 憤を 受け 
も 椿 おを お起した。 助 船の 措酱 
ム 約と 千 巧 ど 計上 さ U たが、 被 
み 者 伽は お 樣巧灌 官患じ 訴認を 
^ 起し 海义丸 差が への 爲め加 あ 
觀事 觀が厮 から 二ぶ の 檢杳を 
^ が 張せ しめ】 時 蓋 巧への 處み 
了な したお 薄 募に ま b 海み 
1 化は 城が 命み を 無視して 無 劇に 
淸 たは^/| じ 间 港を 出帆した。 娘つ て晚港 
f フ 當 厨は 邸 剔 ダ キク トリ ァ港 シエ 
リブ フじ 打带 しが 乂 化を 中途 差 
化め ホ訓 をした が 海义化 船長 
け官 恵に 對！ 、て晚 香 坡烏附 を。 

ィ ァ 水道にがて停船を約しな 
がら 停船せ 中を のま i 大巧 上へ 
が 巧し 去つ た。 岡 船 S 破損の お 
度は ホ詳 C ふれで 情報 じ 攸むば 可 
: C* ら震大 らしく 跋を 引きつ； 徐 
巧し つ； ある もの ど 想像され る 
梅ホは單じ船の街巧じ化まら-5- 
海乂 化は 抑 記 曳き船 ど 術 突し k 
勢で 贴 近の 晚を坡 水道 本 瞥じ奖 
き當て 之を 眞二 つじ 巧 9 船首は 
急轉 して おに 近所の 二重 水道管 一 
ご 衝突し 之を も 破 操した 爲め魄 
甫 のぶ 水 供給の 禮は殆 でを く 劇 

絕 して 巧 民は 目下 洒锅 に颜し L 

ゐる (晚香 坡發) 


.木が 廟 子が. 

唤含 捲く る 

八 年-前 施 巧を 人から 高峰 惟 J し 

へ 宛てた 添書を 力 じ 組 育に ホで 

一冗淺 草を 龍 館の 女優 木が 駒ず ホ 

人は 御 亭の駆 自化お 木が 秀屬化 

生 ど 天才な i 誤 はれた 生死ぶ ど 

を引 き 化ハし て 树時 の 間 じ や 紐 

育から がえ て 化 舞つ たと 盤つ じ 

ら沙 港から 加 お 太 化.* 乘 つて 最 

を 歸朝 L が おでの 集活お むてと 

は 棚に あげて 吹き も 吹いた. 9 米 

國鹽 術が を獨 b で 背な つて 化つ 

一、 おじ 據 じが 國 新聞 記 あを.^ じ 

卷 いて 化 まつた 曰く 『八 年 wb 

で歸 'つたので すが 初めから W 胞 

どのを 際は 巧で わ斷 してへ-へ 

ン〕 どし/ \ 米 固 人の 伸 邸へ 切 

ら 込んで 巧つ たのです。 かづ 舞 

踊で V- が n シアン バン 1 のなる 

^:^フォ^ — キン 氏が ニユ 1 til — ク 

だ 居た のでを 西 舞踊を を 蘇 兜 

(五 ヘン) を やらました。. す ボ 

r フッド •プ ン！！ ^ ウス：：： 本で 

云へ ば蠻術 家の 試演 巧 £ いつゎ 

巧で あ b まずが、 をれ じ 一一 滞 潔 

さんな ではせ い， Y 年 じ 一巧 か 

S 度です が (引きを！： 出* れた 

環さん は 迷惑) 化のは 一* 年ぶ 

つ 班した おも あちます b どこ 

で？). お +； 產 ごを へば ジす • 

コグ トン 巧の 作で ン ，ン (ご ど 

いふ 性格 劇を H 本へ 紹か k い 

と 思つ てゐ ます 。こゎは 巧ーグ 
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奪^ が 加橫蹄 
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呈を若 化 化义化 

す 化 船 

お丟を 

巧 巧 迷 • ， ’. ， 
か 神 信 十 十 九 八 
食 戶磊巧 巧 巧 月 
宝 : 二 S 

十 〇 ホ I 卜 十 化 
お 五 义化 八と 
弗 巧 H 曰 円 n 


シ 
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'卜 
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帆 

出 

执 

午 

间 IJ 
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は 物 得 M 、 を 本が はを 船 
いさ' ドし 出 ゆ 御を 旧 飯 


蚀 化ち 進 
無 藥お热 
時 問は 

前約 じて 

i 心 重 孝 


^ 細ぶ 則が 货 五十— 上 i 年 六み 

鱗 紙 臺灣銀 巧が 帛ぉ張 所 

▼鄕里 送を 及びが 送を (無手 胺 巧)" 外两 
巧替賣 買、 荷 爲巧お 級 化な、 信用が あ 
がま 一 股 お 巧 裳な 巧 巧 利に 化 扱 巧 化 巧 
▼衍は 詳細は 御 遠 厳な く 御 問を 被 下 度 お 


、旨 W 「邦貨 五十 圓 0 上 1 六 ヶ月 wh 
本店 f 定巧 L 利息 =牢 六を」 ミヶ 年な 巧 
がを j を 日 「巧 貨 '立 十圆な L . 

(ぶ 夕广酉 卸 じが H ホー錢 二が 

(化 シをモ 凹 W 下ノ 逆な 巧を" お 利息) 一 

撥濱 正金銀行 § ま 巧 i 

鄕 里を をは 郁て 無ず 數蛛 じて 當 一 
行 横 彼 本 庙稱山 送を 方 化 巧中极 i 


祖 長男 巧 化ぶ 吉左銜 巧 
本 巧大瞬 化が 五 T 目 
紐 育ま 店が 育ブ U 1 ドウ S 1 な 四十 九 あ 

II 巧 ぶ 銀な 

n:^ ち 一 東京、 横 お、 をを 屋 、巧 郡、 神戶 
4 おノ 道、 廣 島、 お、 柳 ホ、 下ノ脚 
地ち 巧 j 巧 司、 小 倉、 をが、 巧夕 、乂 お义等 
本 固 預金、 鄕巧 をを 等は 械め 
て 御 巧 巧 巧 速 じ 御 取扱 可 中 お 


巧 本を 一 億帖 
拂 込が 資本を み 千を 圓 
お ホ な 五平み 抢巧曲 

錐賊ご 一井 銀行が 育 支店 

本店 柬京市 H 本 橋 おお 巧 町 一 
まな 小が 日本 梅 义の內 (ぉ ま) 巧 巧 
名を 居 巧 抑 大阪西 芙阪； 巧戶 
姨島下 關巧奇 若松 お 岡を 賠 i 
上が 倫 おを 頁 潤 水 一 


外 國巧替 、鄕里 送を、 ホ 送を、 信用が 其 化 
一 肢级巧 業務 靖 々御 化 利 じ 取 巧 巧 中 校 

雜就 S 菱銀 巧が 育 支な 

本 支 巧 おを 本 巧 > 大阪 、が 戶 、巧が 
巧 化 化 を 古 崖、 小が、 上が、 倫を 


.シア ト 出帆 

ホ b ぞ； 凡 八 丹 化 六り. 
あらび や 化 九 巧 .八 4 
V 等巧演 一九 五が 

化し ばり 寸丸 るん ごん かは 一 五 五 ホ 
▼一等 n 本 わ お 化耶 客室 人 化を を 族 室夕か 
▼巧が 望に 巧り 一 等 判 則な をが なお 軒 W 致 校 
ロス アン ゼがス 出帆 


►一等 巧沒 主にら か 化 一 化 立 巧 

化 化は ルて 一一み 巧 ホ 
マ； 一律 H 本が を しら 化 ホを 丸-なが 化 化ち 巧 半 
を潘ぉかゎ^*^が巧格塞巧臘乂御がが化4候 
古が： 1：： 絲 t -K マ 巧 山：：：： 木 支が む S 物が 月 一 脚 


活動 ブそ ント 

寫眞一 > 讀ノ义 

敎 脊為眞 、菩 劇化 化贿 々あら。 

御 ホ 销の ホは 左記へ 御照會 あれ 

(午前 十 時よ b 十二時を の 間) 
C. Kiki, 这 8 E. 亞 rd St. 

Tel. Rhinelander 苦 ま 


♦ 



四 


大 

正 


四 

年 

八 

巧 


二 

曰 


社 


泉敎 ごがを，、 一の 關膝 


頭 迷 不靈を 萬 能ま義 思想 

が啦 端顿府 千 紫 萬紅樓 主人 


科 學ご巧 か ミ 關係じ 就 
ての 淸水 牧師 や 木が さんの 髙說 
を讀むだおどし一^ぶ巧史らじ巧 

も晚け 加へ る 点は 护 火な であを 

ます か、 巧 巧の 御勸^ .すから 

備單 じな 見を 陳 ベて 見や フど思 

ひます。 山が 巧 ホ どまを ごの 喧 

雄 ど 云 ひまし やぅ か 巧 寧み をを 

を 看が どず る 巧の 巧學が 巧， 巧 

學 迫番ビ でも 云 ひ 巧べき 事 貧は 

! をい 率 货 であつ たのです が歴あ 

1 は 繰り返へ す ど 云よ 錢じ 洩れす 
jr を あお 能 まを J の 貝殻の 內じ立 
I て 龍る 人々 が 現 化 思想の 源み で 

; ある 進化の 理法を 無視して 旣化 

おを の 生命を 維持がん が爲 めじ 

巧 帶す巧 信 論を 脚 執 （てち るの 

は 蓋し 時化 錯誤の 滞 椿な-例で 

ある ど 謂 ひ 得る でし やぅ。 ゲィ 

トン じがけ る 俗 稱猿强 巧の 經遇 

を 一瞥す る 中に 旣成宗 がの 爲め 

に 弔ず イき 言論が マ ザ {と视 

はいて W ます。 テ ニシィ 脚の 檢 

事總長 ステ ユフ アト 巧の ごごき 

『吾人は 法律を W つ’ 宗 おを 化 

護 だ ねげ；；；* ら拍 J ごま 張して 居 

ず 0 

がする 恕 しい 叫び f は あ 

ちま どんか。 神 ご 人 f の 間に 引 

かいて 起る： 化 線の 『信仰 J どを 

ふ ラインを 『巧が』 の 力で 繫ぎお 

め やう ど 云 ふ 巧 じな つては 巧凯 


であ‘ 〇 ます。 おの 確 倍ず る 所 じ 
誤 ら。 しど すれげ 何事 じせよ 活 
きた 人生 じを 能 まを を當 ては め 
棟 どす る おがは も ゆる 誤解、 街 
突、 紛 巧を 惹 おす るら ので あら 
ます。 政治 じがよ、 をを じせよ 
經濟 にせよ、 哲 帶じゼ よ、 をを 
じせよ 郁て が お 的の. 憤 値を 認む 
る V 云 ふ 思想に な 脚せ ねば 巧 斥 
あぎ、 が锋 、等恣 相 巧いで おる 
危險シ 誘致し ます。 アブ ソ リユ 
テズ A はフ ワンダ メン タブ ズム 
の 核む ではない f しやぅ か。 ホ j 
閒 こ'、 宗 敎にゼ よぶ 督 おを 能に 
ホれば 他敎排 巧、 他を 迫害 ごな 

つて 间 々おも 

も 神道 = 信仰 すれば 

神道 も宗敎 ど稱し 得る f しやぅ 

=ら 都て 基督 敎 0 外の 旣 ぶ宗敎 

を顆遂 甘ねば なら かお 論じ 到達 

ム ます。 ジン ナ不 を迎が アクセ 

.フ广 される 時化 じ逆轉 しては 夫 

れ) を 燒季の 化、 人間 萬 事閒の 

化の 中 VJ U るの 外は あ b ます ま 

い 游し旣 成を 敎の權 威 ^ ち 信望 

Kh が 地に 繫 もた < 化ぶ する；^ 

ら^!^は巧ら， き時代の人々を 

承服？ しめ 得る 新ら しい お敎が 

をまい て ホる オー ノンでは ない 

でし r つか。 亦 われ/、 が 形 ま 

を脯 。た 旣ぶ宗 敎を倩 仰し ない 

で獨貞 一個の 宗 をを 持 も 得ない 



一燒季 のかでは；：*; し 三が 敎の死 一' ご 云 こ， とを 誰 人 か 否定す る アウ 


ソリ 'テイを 有し ま 一 か。 化バ武 

范安 氏の か < 進化 心 學說 を谭な 

る膛測 どして 其 做值を 認め々 い 

ご 云 ふ 巧な 偏狹む 中； おじ 支 おさ 

れる宗 おは 禍 であ ムご 信じます 

间時じ 敬虔；：^ 信仰を 埋巧 詰めに 

して 化の 『信仰』 を 傷け む W 試む 

る i は 共が 共を の乂 乾から おて 
其您 やぶぶ ベから ざ 0 も C であ 
b 主ず 0 I 

科學 には 巧學 本領が ぁ 
らホ蕉 が あち、 ち敎 じは 宗敎の 
本が が あら 立 煤が あ h よしやぅ 
何を 苦む でを 敎 科が の領 をに 
切ゎ这 わので す 心、 自身の 
信仰が 崩む、 顧みて 曲' 化 じる も 
の あら ごせば 潔 ふ 旣 がホ敎 から 
離れ もがよ い r 自サ ぶ賴 呑みに 
した 聖馨 を絕對 無限の 傾飽あ b 
こする のけ 其 人 旨 集の 旨 由で あ 
つて 誰ん も 是を巧 I 渴す るの ライ 
卜 はない が、 一面 蛮 塞の 權威聖 
蓄み 神聖を 政治' か 音、 巧學の 

上 じ 强ゐん どす るの.^ 脫線 であ 

ら亂 装で あ b 無智で あらます。 

化 上の 姓 もじ 化ら ま一 で おは テ 

ニ シイの 州を が 法律 的が 椅 から 

正に 憲法違反 である どち； •るの 

みい よらず、 彼のな 法の 樂 後の 勢 

力で ある フブン タメ ンタ 可ズム 

の 思想は 現 化 社會の 思潮 一 情操 

並に 聰智じ ぉしてを 害 無 翁の 挑 

徵 f わる。！ 言に して 之 名が へ 

ば わい-^ を砖鹿 じしむな なで 

あつて デイトン 事が が 化 食 一から 

沿稽視 され じの も おに 巧の' で 

じあら す。 ぶ 臀敎を 悟 ホる 

ずる 人々 の 名 擧の爲 めじ 勵 でて 

おみし 樽ざる は 頒を不 霜な ホフ 

ダメン タリ ストの^で!/ あ 


フ 


る ご 盾 じます 0 


で 


日本の 經 濟の叛 興は 

勞 働. 者の 思想 改善が 問題 

を祁 ：丄 が 株式 食が 取締な 

河 西寬一 祕巧談 


壺 

干 

巧 

■V 


左？； 5 おが 糾 育が 巧 间胞ビ 深 

い 脚 係が あ b 刷毛 愉 入来に お 

事，. て：：： 义資易 ホに が献 しつ 

つ ある 京が 王 脚 重役 河西寬 一 

郎 巧の 談訪 である。 

个个个 

化が ホ 図から お 初に n 本へ 歸 

つじのは 明治 I 二十 八 年で お 巧 U 

器戰ずお的のこ ピであつた：^^を 

みおの 日本 ど 今 H の狀 態を 比較 

して 見る ごが 貪の 离般 がを 然错 

i がの 化 巧で みる どを ふの 外は な 

い。 をのの 横 渡には 化く お 距離 

の おがが 閒述て 人々 が诊 らし 

さぅ じ ホ C- て おじ こごを 記憶し 

て おる 大阪 はが 一路が ホ おに 狹 

ぐ 人力が' い 二を 並んで ホる こど 

け附雜 の やぅに おけれ たが、 今 

でけ 化 巧 道路の な修 はお かで な 

いにし ' も 打倒が がゾ— < ま 

る ど 云 ふが 巧で ある。 お 巧は 火 

遽災巧 ホ だぶ をに" 化 則され ない 

- けれで も、 鬼に 巧：：： 本は 外が か 

;ら 妊ても 内が から 見ても お 巧，：：； t 

一る 進ホ猎 おを 遂げた ど 云 ふこ ど 

: はかを し 難き 事 巧で ある。 然し 

•から、 喊 後の 經濟 的な 動 時化 

に 化して W ホ、 をの 阿 粗は が々 

I どして 進ま ざろ のみ むら 中 化 

i 年の 棚柬乂 おおを 掷て 1 ：$ ホ お 

の 狀眼じ 階つ てがる ご 云 ふこ ご 


は 祝に 巧 ふずべき 事態で ある 0 

經濟的 化 巧 ご 云 ふ 問題 じ 就きて 

は識を 'S 間に 拖んじ 論 謠硏を さ 

I れてぉ C けれども、 經濟的 不振 

のか 本巧闷 か、 社な 的、 お 想 的 

ぶび 威： Hiiti 巧 上の 問題 どを 巧な 

る關 係を！？： して 居る U 上 此の方 

面 よら 根^的な 善を 試む る じ 非 

ら ざれば るの 目的を 速す る こど 

は岀ホ じい f あらぅ。 

A A A . 

先づ 生を かを 嬰 條化 たる 勞慟 

のが 態を おちに 戳 後の が况 時化 

を 經て勞 働ぶ のが 想 的 お 化は 驚 

く Y きらの 心'. ある。 げ况 時化に 

際し ストライキ 等の 巧侧巧 謎が 

頻發 したので 巧慟 おは あ 資巧謎 

じ挪 ずろ ぶ 識を恤 かけられ たけ 


頭 本氏饒 巧‘、 一 

日本 宣傳說 

府 V7 リッ ク 、レす 
ァ社 堆府ま 扇人幡 日を 電 ご— て 
今週 水觸 口が 举 せる 前化議 
本元ぶ 氏ピ會 見せる 间社特 解 員 
は 『H 本の 政治 界並じ 財政 山に 
がて 重要なる 地位を 占む る. 部 
人 北は 米 预を州 及び 聯 巧が 御 化 
せる 勒日 本人 差別 的 持 遇の® 
をな 廢せ しむべく 組織的 運 f 
開始し つ、 もる ミが 躁 露し を 
ご 前提し 日米 關係 委員の 一を. 

ての 頸 本 氏が 渡米な ホな & 
上の 米 人ち 力 者を 訪問して 1 
的 意見を 徵し 得た ど 語つ たど 巧 
へて 居る。 右堆 磕頓特 信じ W い 
れば頭 本 氏は 鋼鐵壬 ゲリー 巧 ホ 
を 始め 前靜 H 大使。 I ランド- 

，ス 氏、 達 夫 ± 內閒 時化の 悅 
事總 長で ホ國側 じがけ る 日米 颇 
係 委員長た るジ ョージ 、ダブ V 
ユゥ ゥキ ッカ シャム 氏、 最ボ氷 

力 電氣の 

起值 じが かせる ザ1、 亡 
■乎ン ソン 商會 重役 ジョ セス、 
リーン 巧 等ど會 見し ねみ で是偉 
のを 力を 其 他の 间情的 態度は 搬 
てが 米 H 本人 じ 不利益なる 卿 法 i 


く 夏季 U 隙 集會を 兼ねた 淸遊會 
を カ レジ ポィント じがけ る碰口 
巧 么助氏 宅に がて 娘す ミ ごな つ 
たが 當 日は 午前 十帖 ょゎ 晴兩一 
拘 はら ホが むし、 川 島 牧師の：：： 
幡說敎 後 軒 外 速 動 ごして は潜艇 
野球、 水泳、 繩曳が ぁらを み 遊 
戯 どして は 固が、 將 が、 チ ユ- 
カ ー、 ピンポン 其 他の 競技が あ 
ら晝餐 、茶菓 等は 敎會 及び 械口 
氏 夫妻の 好意に 準備ず る 由で 一 
胺岡 胞の來 遊を 歡迎 ずる ど云ム 


♦おを の 庭 巧 試を 橫濱 正を 銀 
巧 庭球 撰手權 試を は 本： n ょち ホ 
1 ヮー ドビー チの 同 巧 お 樂部コ 
—卜 じがて 開始され 强玉 カップ 
を 巧ふ篱 である。 

参 乂滞啓 云 郞巧鈴 水 商な 員、 
肺炎に 化かされ 永らく 轉地據 養 
中な b しが 此程稱 快方に 赴きし 
爲めホ 月が 句 一應滯 紐の 上 愈々 
歸 朝す る豫 を。 

•菊 池 操に 歸朝掘 越 商 會員菊 

池 操 氏は まる 二十 U 午後 化 時 中 

央 停車場 發 西巧歸 朝。 

参 大塚浩 一氏 會 社員、 化 程" 
本よ b 甚 が ホ 巧 下句 墳を滯 化 0 
♦岡 山 義雄巧 文部 當が 外硏巧 

貞 、昨日 H 本 よら 着 紐。 


卜‘ _ '本 間 長 一巧 一二 か 物を 倉 計 係 

乃至 聯 S 雜 を改廢 する s 愛 驚 ss 赛兩 巧は ま 

迷を 巧る て ど卖 S 希學を 頭 一る 十香當 叢發歸 朝。 


戰前 じがて けり 給 一 圓-五 -r 錢泣 

t 上等の 職工が 得られた け H' づ 

{，今 H では 五六 劇を ま拂 はも 

れば所 請 上等 職工 ど 云 ふ ものは 

得らい むい 而も 问 じく 卜：黨 職丄一 
ど 云 ふ も 能率の -M から おれば 巧 

あは 到を 前を じぶ ば G いわで 5 

るが 化の 職工の 質の 下落は ま* 

して 勞衝 をの 思想 的變 化に 起阳 

し I w る ど おは が つ てお る 0 

A A A 

巧哮— 質の 劣れる 2 雪 使 雨官篡 安人 是び京 郝てお 紐 

役して ホ 產に從 事す る こごは 圃 

際 巧み 煤 削に がて 非 お U る デス 


本 氏は 繫 けて 居る。 頭 本 氏は 夕 
移民法々 おに 依を て 日本人に も 
化の 歐洲 を剧 々は ど 同じく 割當 
率を る 半 じ 適用 ゼじ H 本は 席 お 
する ので ある ど 語 b、 日本に が 
けるな 識 をは おじ 靑 年が 識ぞ階 
絞 U 化 差別 的が 遇じ對 して 懷燃 
措く 能は ざる 次第で あると 說き 

化哇 じがけ る 吾が 岡 胞じ斟 する 

待遇は を 人のを が滿 足す る 所で 

あるか、 加州 じがけ る 差別 的 待 

遇 A 化 じ 依らて H 本人の i 地所 

お 者を 禁ずる が 如き 規 をを 撒廢 
する に ホ ざれげ、 H 米兩题 民の 
好感 憎を 維持す るを は闲 難で あ 

一』 ど 難 じし。 

首 藤 ホ 上^ 巧 ’ 

.午餐 會盛况 

銀， いお 樂部 じ瞄權 

み 過 頃 出發： 一朝すべき 巧 お 普 


♦中 村 萬ち 巧滯紐 中のを 稻旧 

大 學敎授 、を ホが の 視察を 了へ 

本 H お 帆の マジ 五 ステ ブク號 じ 

て 渡英。 


ア トウ アン テー チで あるが、 

に 一般 物 巧の が 騰ご云 ふこ ごは 

ホ 盛 貧を 高く し、 をの 結 お 輸入 

を侧战 して 輸出 不振を ホた して 

W るので ある。 ホ おな 國 策と 云 

ひ' 丄朵 々國策 ご 云 ふ も 日本の 如 

き 姑 巧な のか 乏して 居る 跡では 

外树よ b 巧 巧の お給シ 仰ぎ 之に 

加工して 輸出す.. •外。 いが 物惜 

ど勞 がの 窩 いため 外闕 など 焼 巧 


れ でも、 ホ だ 做 ほ' たる 理解を 一 闲難じ おつて お るら のが 甚だを 


がする-」 まら 中. 所 前 猫 傲かず 

の 姑蜘に ホつ て 一知 ザ 船の 述制 

をして 盾る がが t ある。 义 巧；^ 

時化に 騰 なに 勝む しじ 巧 銀け 不 

况时化 だから ど 云 ふて 之を 引下 

げろ こどは 的 雛で ある。 み 巧 巧 

をい 本 銀け などの 調 巧に 於れば 

姑 巧の 巧が はがが 時化の をれ に 


いのでん も。 が じ 經濟的 化 典の 

化 本 問題は 勿論— ホず 段の 進 ホ 

化 善 も 必要 條 件で ぁるが、 物 做 

巧が の ドを ご游慟 おの 恐 想 的な 

善 ご 云 ふこ ごじ：！ チる ので. ゐる 

もつ ご站ら 詰めて 云へ ば 1 腫が 

刻。 る' 个巧 菊け 化を 經 過して 物 

瞄 、巧 慟 、化を のを 部門に 音つ 

ク 


比して ぶ少 下を して 居る けれど I て 化 本 的な をを がふ じあ L 

もこ H 等の 調 かは 帶に数 ザ 上の 一れ ピ H 本の 經濟 的问 おは 法だ闲 

お数で みつで、 勞慟 能を に哪卞 I 維の が榮 では ぃ击 いか.、. 化 測？ い 

るち みはを ら挪 はれて 居ない。；。 のでん る。 


阿 まほ 長が h 熊 ご一郞 氏の 送別 午 

. を 會は旣 報の 如く まる 二十日 正 

里 I 卜銀巧 供 樂部樓 上に 於て 開懼さ 

4 じが 出席を 一二 十を 名 化 木を 巧 

が外數 氏の 送別の 辭が ぁち 首 藤 

井卜 •二 巧を々 起^ても 巧 中の 厚 

證ぶ 謝し じ 首 藤が 務富 記官 は：！！ 

一本 レが ける 經濟界 の 近が じ 貢 及 

しみ 府 がわ 政财政 渡理の 一段を 

をみ げたる じ 顧みて 輸お 獎腳の 

ホ' 肾赖梅 的 方針を 執るべし ど 

窥细 だら る.- 事實 どして 明を 費 

おに 掛かる、 ホ威獨 立が 五十 年 

記を が覺 曾に. 參 加のを 嚮を お！ 

おむ 一一 一十-:^ 方圓巧 巧の 支出を む 

をむ < しつ、 ぁる；、 茶 萊糾な 

じ年雜 補助を をが せん i する ぶ 

渝 出が をを が 織せ しめて 化が の 

貸 出を さんどし つ {ある MJ 等 

を 述べ U ホ 質 あの 順調 じ 化 巧ず 

V き峭 光を 詔 わるな をみ 說 （た 


础：： 門 之 助にまで 

円 腦集會 ご淸遊 

U 本 A 奥な か會 じて 例年の 如 


广 質疑 應答欄 ~ 

(問) 小生 約 二十 ヶ年 前に 學 

生 被航の 旅券 じて 入國 せし あ 

なれ ど 唯今 じて は 家巧勞 働ち 

S 四ヶ 巧の 豫定 じて 输國化 b 
废き必 得 なれで 巧 渡航 お ホ 得 

る や 巧 やが を 示な し 被 下 巧く 
义觀ホ 削に 加は るじ必 喪の 胥 

格は 如：！： (峯村 ホ) 

(答】 假 かがみ 勞 働ち じても 
旅券が ぁれぶ 九； 5 て 巧 渡が は 
ホ ホます U ^ を 事 格 所 じ 化 
頼して 巧ん 國許ザ 社を 勞働省 

から賞ふ；が必要でぁりょず 

ホ 觀ホ蝴 じ 加は る 資格は 別に 

六圖 敷い 條件 はない 帯です 一 

定の 保証を をま帷 者に 納入し 

て 超けば ょいので す統脊 では 

本年の 巧 第二み か 桐 觀ホ劇 •か 

催？ れ i すを 細は 化 桐 巧會じ 

照會 すれば 規則 菩を 吳れ るで 

をぅ 0 


を 巧述信 

邦人 街 装飾 

軍艦が 航 で人氣 

加 則と 十 お 年 記を 然も 追つ て 

ホた ボ 内を 隔 では 鶴 ふで 巧頭驳 

飾の 意阮 •し 工夫を 凝らして 居る 

上 町 H 本人を では 過 U 閒- 催した 

澡港 U をを 脚參事 S 貝 @ のか 誰に 

ぶき 目下 意 於の 趣 巧を 

考案 中 だ^ 大體じ 巧て 巧 

をした 所 じ 化る ど 中央 じを 色の 

熊の 頸を 表し 兩 側を 巧：：： 旗の 摄 

黄 ホの S 色の 布で 引姻 はす ご 云 

ふ 趣向で をれ を お スト 巧は オク 

ブ ビア 巧から フキ ル モア） 巧 ま 

で兩侧 、まじ ラグ ナ 、グキ ヤナ！ 




觸破 器、 雜貨 、'ラリ ま _ 
ンプ及 クン プ がを 

森村ブ タザ ー ス ^ 


紳ホ 1:1 蹄尙 な服裝 

= 新逊 、地 搁- 澤山ぁ 6外 U 

正しい 高が；？ 乂國ス 々ィ 於を お學の 方は 巧 
を 弊店 (わ尴 し 下さい。 

弊 舖は適 ま 下 年間 當 池な 化の 日本ん 紳 + 方 
S お 引 ホを 象る 信用 かる 巧で 御座います。 

ウオ^' 力 — 4 ント 
7 口* ネげ服 巧 


ー ホル、' 播演 ，神 戸' ち 巧 •よ お ■杳 巧' あを 拉わ 

太 化 化 三 二、 〇呂 巧) 化 巧 一り 
ぶ 件 化 01 一一、 备〇 咽) 九月 十五 自 
ユ；- ァ化 (云 、夏 0 咽) 九 巧 川 九 H 
1- (羅 かお 帆 九月 ホ 四日】 

喜がみ. ニニ、 000 顿 一十 巧 十 SH 
壁； J 利が 义 (言、 夏 0 順) 十 H かと H 

_ (攝ホ お 帆 十 H サニ H;> 


化な 里西哥 、秘 あ， 智巧諸 渚む 
な： J み-ノ^、 橫濱 神戶巧 司を 港け 
(せな み# ホ 週 一画： 

< を 潘お激 お 切 巧 寝 ま ホ 薛 入御が 旋仕 S 接 


a ♦ I ■ 冷 


が 巧 生かが 餘巧社 

S 木ぶ ち 

« 保險 


znw York ごで ilnsuranceoo 

51 oharnberswt : 

New work city. 

巧 h 03 e . 巧 raskli 日 A 900 

MJCOhwsgre 巧！* waoh 



u 木陶 黑雜貨 

ドラィ ゲ ー ツ到販 

寇巧木 桃 ホ 組 

MOOI.-MCMONO- 00 .-inc. 

105 E-16th St. N.Y- ジー. wtuyv 惡 ant 雲 5-6.7 


裁縫 見習 雇 度 L . 

裁縫 見習 細人麗 巧し 御 ホ 塘み 
方は 左へ 御 照を あれ 

巧 井 裁縫が 

128 W. 苦を ぎ異呈 y. W 


內務 省を 許 加が を 殻 - 

產婆 & 按摩 術； 

ず 巧を ホ 

助を おが マッサー ジ 術の 化 張 
治療の御ホめに應じます。^ 

電話 キヤ 七— ドラ 八 化 I を 

西な 十一 ーデ 昼 一一な 十 一一 お 


音 樂敎城 パパ ぃ ，，バ 

獨悄歌 巧萊巧 一円 六が 二 週 一圓} 
西 六十 五 お 巧 巧 g 階上 
-池 胞太郞 


裁鱗^^開業 

巧服、 絹物、 ^r^類はドラィ 
クリー ニン グ ブレス & び染更 
、、化 立て直. •一一 切を < た麗じ 
をし ます。 规巧如 川なる 刺 注 
文 も 巧. 喀じ ザ. 致. しょ ず 其他ユ 
ヵタの 出 巧を あ h ます。 

一; 井 戴 縫 所 

お W. S5th St. N. Y.C. 


第二次 片 禍母彌 訪問 團貝 募集 

な 裘巧 —— 紐 育 十岛三 H ペン 停.；^ 煤 
沙港 十ぶ 化 日 節 船、 嫂乂 


US 蒜 ri 


團 費 = 

(窺が は 一 ijit： で お 船は 二 導 

化ぉ御ホ學をは巧入國^:^巧証を得るじ兰一十り間を要 
します から 此際 1 日 毛毋 ，'お 願す るの _一 要が あらます 
が 育 かお 五十 九 了 目-二 四 


ま 惟を 巧 桐み 弟商會 

一 

軍 話-： fi ジ至ン L 


I 二 四 八 0 
ご 亩八一 

0! ニニ 五 


ン 、ウェブ スタ 1 の 

機 町 通 らは サタ ー 巧どゲ 
— 街までの 間 ゲリ ー 銜 はか スト 
ご 間 樵 ォクテ ビヤ 街から お) 文 
字に フキ^ モア ー 街まで 弼侧を 
巧 化 化 宅の 賦が なく 化の 二色 旗 
の 水引 幕を なて 装飾し 破 巧 岡 旗 
と日本圃が.^が提びでポマ ト街 
丈け ラグ ナ街 ょら フキ か モア！ 

- まで 逍路 S 七を 電 なか •ン 

電おへ ど ぉやか！： 装飾す 
る 事 ごな つた 右に 要すな 費用は 
をが 巧の 間口に 化つ かのを 
减は ぁるが S を 巧の® 幕 だけ 
では： 軒 ホ 巧 ご蒂 位の ま 蓉で巧 
か だ 相 だ府ほ 化隙寶 でを じ 因 だ 

窓® リ等 はを 巧 化に て獨 
特の 意拉シ 凝らし 地 ふょ > の 巧 
桑を の 留意す る樣府 抑け る 乾で 
軍艦 夕 摩の 入潘 は】 層 人 氣をあ 
ほ b、 を 摩の 將卒 け义 巧と 日 ホ 
中を 巧 列す る 萬 でん-る。 



午な 八 時 過 じ 御 話しを b たし 

す 己. 呈 a 言 a, . 晋 7 W' こ 害 資. 

享 一 .ヴこ udubon 夏 8 


貸 度 フ 7 ア ，貸し 度し 場 

所は レキシントン 巧 ご 五十 乂 T 
目， 十八 択の巧 恥': レントが 好 
- — ス义は j が 的 たても ょし。 
左へ 御 照 おあれ。' . 
flat.onal Re 芸 ， 72 ミこ ngton Ave - 
Plioiie 吉 芭 1730 


i 週で 跪 及八躯 、一 
人 又け 二 A じ 適す、 
ボ廳 へ^か タィ， ススク エャ！ 
へ： 並みぶ 話 力 > バラン ド呈三 

1 置 宝 曹苗， Br 邑享 黒 崎 梅す 

八を 淸潔 だ 懊利 のょ き據 

所 ■人 乃 ホ ニ人 向きの 室 あら' 巧 
話：： プラザ ニ ちん 一巧 

s' Iff すご 5 专1 ご fh St. ぎ 31 

巧 員 入用 の ある 者に 

限る。 委細は 面談。 

藥 山が か 
- あ 五十 九 T 目な 十四 番 


曰 本 綿花 巧ま會 が: がを 支店 

Japan Cotton Trading Co., Ltd" 
Cotton Dept. 

60 Beaver か.， 

T ■し Bowling QrMn 2990 

Silk Deiit. 

25 Madison Ave., 

T«l. M ■ん »q. MM 


り 米 生糸 株 ま會社 
紐 育 支 化 
NICK!- 3 EI KIIT 0 lUBUSHIKi U\m 

がに H レ BE：: KUTO CO., LTD.) 

373 4 TH む enu も 

Tel. Mad. Sq, 7592 ぶ 


神 戶お木 商店 
紐 靑ち店 

Suzuld & Co-, し Id. (Kobe) 

220 Broai! 、、 ;;y, 

re し Co け landt 11 が - 目 0-51 ぷ 2-53 


口 本 生糸 巧 ま符を 
化育 ま 巧 

Morimura Arai 左 Co.i i が nis 
44 E. 23rd St., 

Tel. Ashland 5320 


巧を 名會化 
紐 育ち 巧 
Hara & Co., 

443 Fourth Aye.. 

Te し Caledonia 7830 ぶ 


ミ！: 商 株式 會社 組脊 支店 
Gosho Corpora む on, 
Silk Impor わ ra, 

334 F*®u け h Ave. 

Tel. Ma ん Sq. 4836 

た oeho Co., Inc., 
Cotton Exporters 
60 Beav«r 化 , 

下 。!. Bow り ns Qre«n 9806 -00 


乂瞬巧 H 新热お 
稻 ffl 巧ず 
OSAKA ASAH) 

む om 308 World gilding 

Tel. む ekman 4860 


乂お 毎日 二 東京 H H 

上 おお 重 

Osaka M が nichi, 
407 Tribune Building ： 
T«l. Beekman 4259 


VO しけ， fiP. 


巧 わで ぶな jutw 巧を 巧 imwi 


WEDNESDAY, AUGUST 26 . け 25 
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卿 — 的 .，’'^ 带- 

日露の 航巧摧 手 

。シアに を かが 突资 し、 ホ 色 

蚊府が 樹立 さむた U ホ、 を巧國 

をの 凹 曲を かき、 サィべ リア お 

をに wb てが'-^ じ惡 化した この 

固を も、 數 巧に ぶる 阳難 U を涉 

を總 K る 上、 漸く U を 協を ご U 

つた $ はな 化の こごで ある。 併 

し 乍ら 協を のぶ 立した 當 む 指摘 

したる がかく、 外を k じ 締結 さ 

れ じ文審 をして 忘を あら L める 

ものは、 をの 齒 にの お觸ょ b 生 

やる 化を の 重大 G ぶ 巧の 自 塔に 

わ もので わる。 

當源瞄 がの 上から 是 て、 口 本 

の 資本 . か n シアの 巧 巧 ぉに 巧 巧 

する こどもを の 一て ある。 我等 

i このを ホょ 6 して、 を 巧 閒業 

の 先 おお 巧、 乂阪が U 新聞社が 

ま耀 ごむり て， 訪喊の 飛行 槐二 

摹を波 追した ことに 餅て、 岡 社 

が從ホ S 訪 おがを 路を排 し、 サ 

キべ 9 アを橫 励して 驳都 モスカ 

ウを嚴 一の 材標 とした こどに 就 

て、 械め てがいを おを 威 乎る も 

ので ある。 即も兩 磯の モス カウ 

到を は 第一 じ 秘めて 幼稚む H 本 

がを 巧 ごして は、 盖 しを 削の 壯 

おでみ 〇、 第二 じ 来 ピ則强 飛 巧 

家の 何人も ホを 染め'^ かつた サ 

ィ ベリア 横斷じ 深い 息 義を餓 ず 

る もので あら どみ じ、 をら じ 厳 

も 意義 ある ものは、 この 化を の 

挺 手が もたらすべき 义 化の 巧 近 

ご、 を 3 化 架で ある。 

巧 等は おじ 米國 陸軍 飛 巧が の 

お ± か、 化 界 一岡の が舉を 終え 

て 米 國じ歸 つじが、 がわ 磯の お 

をが 今 巧 化 巧 文化の 調 かご 巧 近 

じ おもち 力なる 武器で あら、 且 

つ國家 お觸の 第一 手段で ある 貿 

易の 巧 進に！； 貝献 する こごの 偉大 

，るを 威 じじ ものであるが.、 わ 

一が 幽の實 情ょり 見て" シアは 巧 

I 等み 國み 生活 じを もぶ 義 ある 國 

を でんる-一 どを おる む 亂歐飛 

巧が S 洛都卸 着を ザ じして、 こ 

.れを 日豁 越を おじ 一巧が 元を 割 

i したら のどして、 巧 等は を邊、 

- 例み 両 飛が ± の 巧を 多 £ し 、宜 

一つ 朗 U 轨閒 のこの； ^ 說 が、 兩機 

の モス カウ 到篇じ 依らて、 をの 

巧 的の 大 ザを 柴 した ご稱 する も 

; れ て 過言では。 いご 信ずる。 

I 

- . 1 ■ < ! 画 — 画一 8 —II ■ ■. ! ■■ • • II I 

在留 W 胞ご化 健 

; がちが 巧 问胞の 平 巧年齡 なる 

1 ものを 十 年 力ま 十五 年 前 ど比換 

_ する じら ば 恐らく 豫 想の 上の 高 

: か W ご U つた ゐる であらぅ どは 一 

般じ 認められつ 、> あるが 質で を 

る。 随又 健が が 持 ど 云 ふ 問題 も 

を お 目に 考 へさせられ るみ 第で 

& るが、 がち じがけ るが お问胞 

の 少数で あるが 合に 族 巧 菊、 死 

I 己ぶ が おみ < なる 倾 おは U いか 

; 化かは 大じ なおを . をす る。 が 育 

本人 S 働が では おの 衡ホ « 


ご聯 結を 執 て 今秋から 同胞の 
保 御 巧 趣を 息を あらしむ ベ <硏 
兜 中で ある ご 云 ふが、 是れ はが 
提 糾合、 職 楽閣旋 化な 等の が 調 
を必を どず る 問趙で わる^め じ 
普む < を モ而の 宵 情に 順應 して 
问胞 のが 健 あ 想を 化 遇しを N , 巧 
際 的 施設を するがよい。 十 年 乃 
ま 十ち 年 削の 间胞 はがの 如き 閒 
趣 じは 頗る 冷淡で あつた けれが 


現な では シー リアス じ考 へねば 
.るまい ご驻ム 。愚を シア トグ 
が 化 太半洋 沿を 化々 ょ b の 巧 道 
•し 化れば ぶは 巧 吸 招 病を 者が 多 
敕に上 b 或は 他の 忌 わべき 狭が 
に槪 まさる 1巧 胞の 数が 殖えて 
化.'' のをを ひで.- むるな 子で わる 
奋 A は 『轉だ 3 抓の が』 の 必要を 
滿 威ず るか 故に" 阳 際が 健 問 趣を 
窩 調せ む-とを 遵 むので ある。 


訪歐の 初 風 東風 號 
モス カク ホに 入ろ 

巧 疆五千 八ち 哪を六 十二時 間 
モス カゥ 甘 發 H お 京 火阪朝 U 新聞 神の 訪 
歐飛巧 機 か風號 〔を 邊飛巧 i 、 條 原機關 -H 〕 あび 
東風 號 ( 河 內飛巧 ± 、 化 刪機關 ± 〕 の 二 機^、 本 

日 おぶ より 當地 にがぶ し勞農 政府々 び U ' んア飛 

巧 協 會の襯 誠なる 歡迎を 受けた。 サキ. ベリアの 

天候すな なりし むめ 飛れ 期 問は 非常に 紐 ' も^した 

が、 巧 おは 化に h 千 八な 哩 、飛が 時間は 六で 一 

時 脚、 n 本 飛 巧 ± .こして は 最初の 良 距離 飛が 記 

錄 であろ〇 .- 

モス カゥ 時 電サ四 H 發 u 訪歐斌 巧 機 初 風、 を 風號け 昨日 年後 

五 時化 か、 出迎 の" シア 飛わ楼 一二 臺ど 戰轉陣 おにて モスカ ク巿 

のよ さに 現れを 數 の。 シア 政府 化 お、 〇ツア 飛け 協會巧 ま、 困 

中 駐落大 化な すがお H 本人の 微呼禪 じ着蹈 したが、 。シア 佩で 

は班にーニ 0 前よらお衆の盛乂 ^ る歡迎じ着 |1+- しつ、>をらしも力 

ザ！ ン 地力の 天 お 小 良な b し爲め お發は 延^に 延期を 重ね 居た 

ので夕くの找衆は遺減ザら兩磯リ着陸時^を知らないぞが夕く 

巧巧ん 徽迎も腰を巧られね咸もある が、 こ一れよら蚊^じ直ら官 

比の 歡迎 會が關 催される 當 である。 

バリー サ 四日 發 U 東を 大敗 朝日 新聞の な歐 特派 買は お 機フラ 

ンス乂 b の 第一が を路 である レ • ブ 八ゲし ^ 空禽社 飛行 魔 じて 

兩機の着陸を準備中じして両機は夕を今週^^じは モ ス カ ゥ よち 

飛 巧し 巧ら じ n ン ドンに 向けて 出發 する をで ある。 

關稅 會議を 前に ムて パ. 

米 まを 員會が 生ろ 

來巧 バルチモア ー 赤じ會 合し 

關稅 案ゃ治 外法 權 等を 議 一 


支那が 府のぉ 集す る 巧 强の隅 

稅會 幾は 曲ら な b じ も ホる 十月 

甘 六 H j ら郎 催さる ぇお茲 であ 

る こ の 電一嬰な貪論をが に t て 

當 地に ては 衆人の 

支 巧迦 を綱羅 して 义巧 

十と：：：： ょらリ U になら バ^ チモ 

ア ^ かの チ ヨ ^ ンス •ホフ キン 

ス乂學 に 於て ま 抓のを 外 巧帷撤 

廢間 題、 - 列强の 關稅を 配、 支那 

の途 をぶ 巧 働 問题、 特削慷 おじ 

依るな ぉか 人 實敎師 問題、 借獄 

巧濟 のが 証が 化の 諸 問 趣に 规聯 

し乂ま 協力の 道を 削がす るを ホ 

にがてぶ 支 外を 剛 係を 負 曾が ま 

催と；；^ ら巧 述を懼 す； つて 

ゐ る。 ホ おを 侧の說 明に 化れば 

今间 の曾泌 はを が ホを 式 的の も 

ので あつて， をぷの 樹立 巧を 肖 


的 どせ ず、 を マて 討議の 範圆も 

硕 めて 自由で め り、 を ホ 面の 化 

をが ま 給す るが 料を ぶ 礎 ごし お 

議じ入 るら のぶ あら、 

形式 一 お の 講演 Jb も 

寧ろを 自の 自由 評講を 目的 どし 

報道 ど 意見を をが してを 巧の 化 

おする 街 支 巧 權ぶ增 進 ご ホ 支 凰 

巧の 增 進を 則る じある ど 述べ 一て 

むる が、 會議を 化が する 人々 心 *’ 

約な 甘 六 人の 名 ± を躺羅 しを の 

雷な るん 物は 左の かし 0 

ォ！ゴン * ヤング ^ゼホラ弁 

ぶ レクト ブック) ク キロ 1 ビ 

1( 削 支那 政府 顧問 ー パ！ クス 

タドマン (米 固を 督 ^ 柯盟會 

强 ) デョ 1 ン • クラ 寸ク (前 

大燕腺 倒 掌 ) チヤ ー ^ ス •ク 

レ ー ン ( 前 駐支を 化 ：_;_ H ドモ 


• - - Hi til ■ . ■ • • . — • 〜 

ンブ 巧ぃ ( デ 3 — ンス •ホ プー 

キン スお 巧 ) フォス ゲヴク 巧 1 

七 ' ( 化 帥 ) ホプキン， が 北 (ダ 
1 トマ ゥス ' K 學總 長 )' フン デ 
9 ック • ステ プンス (米 國勒 
支 惜跋脚 化 表) ゴ ー グド スミ 
ス ( 义岡 紐 糸協轉 々頭) トー 
マス ( 爽 乂赌 草を 社々 長) ゥ 
キリ アム • チ 五 二 1 ( 前义國 

撕 糸協會 々賊 ) . 

實業 家侧ご 

外務省 協議 

ま 京 特電 か 五口發 U 政府は 脚 
秘 を 爺 じの t 增收 をのて 惜欽整 
理に 巧つ るご提 嫌す る 意向なる 
が、 實 業あ侧 y お 支 貿易 お興じ 
々がなる 挺 謠を爲 すを ホ鷄し 居 
ら兩 をのな をに 化當 距離を り。 
か 巧 省は 近，、 實裴 家の 息 巧を 聽 
取して 對 策を 講究す る吿 である 

支那 政府の 

を權 顏觸れ 

權能じ 差別な し 

化 京 か 四 日發= ホるべき 支那 
關 稅會議 のを 權 ごして 现か 務總 
を 化瑞麟 、を 述總 長葉恭 綿、 稅 
お處會 辯蔡廷 幹、 が 政な 造 委員 
長 顏惠慶 々び 壬正涅 氏の 任命を 
見る じ まつた がを 權の權 能は 查 
然 均衡に て 委員長 制を 設け 中を 
全權 S 賓巧 巧爲 じする こど！ な 
った。 

註 u 化瑞麟 氏は 年齡 四十 六、 
浙江省 出身 じて 懊國を 巧ね りし 
外を 畑 のん 物、 葉恭辅 氏は 年 敵 
四十 111 、 廣を省 出身 じて 徐化昌 
總統の 知遇を 受け 民 励と 年賓菜 
專化 として 歐ホ じ滯 巧し 頗る 親 
ホ 的 色彩の 濃厚な 人 r 蔡姪幹 巧 

はお 軍 水雷 學 校が 身の 提督。 顏 

恵慶 氏は かお 總長ゃ 假總理 の 重 

巧を おした 經歷ゐ り。 壬 正廷巧 

は年齡 四十 一二、 浙江省 お 身で エ 

—グ 大學を 卒業し 唐紹 儀の 乾を 

であら、 バリ！ 講か巧 諮に て大 

いじ 巧 躍し： 汪大變 巧閣じ 入らて 

外を 總 長と なら 民國 十一 年 十二 

月 五 H じは 山 東 省 協を 後、： 化總 

理辭 職し 總理 化理 とな 6 、 更ら 

じ 露 支 協定を 巧衝 した々 壯 かを 

官で をる。 

日英 ホょ 1^/ 

共 罔 通牒 

壓迫 政策は々 後 

日ン ドン か 四 y 發： =; 廣ま 政府 

が 日 お 療船排 巧の 目的 じて 削を 

しじる 沿岸が お 法に 挪し 巧國外 

務當巧 薄 巧 あは 右は 巧 かじ 巧 支 

現わ 化 約に 違反ず る 巧爲 である 

ご 認めて ゐ るが この 際 この 法律 

，に對 して 特殊の 干渉 政策を 採る 

ミけ 差拴 えて 今後の 巧 動を 監視 

する -- に ホした るが、 先般 ホよ 

b H 英 ぶ 政府の 懸案 W ；：* つて ゐ 

た 勤 支那 政府の 回答 じ關嘟 して 

はを かこれ をみ 離し 邮面 的の 問 

題と 細 稅會絶 じ 就て は 別 様の 回 

答を 發す るを どなつ てむ た。 即 

も ( 一 】 上が 動 铅に掛 する 旧 答。 

ご 一】 支那 A 府じ おする 秩序 維持 

の酱吿 。で 一一】 觸稅會 諮 技び お 外 

化 權做廢 じ關聯 したる 回答 等で 

あるが、 今回 日英 米 政府は これ 

等の 回答を： おらに を義 あらしむ 

る爲め 一通の かを 文書 になめ 且 


つ 巧 東の 沿 巧 航が巧 じな でも々 
の 凹を 書 じがて 键吿 する-こく 
U つじ。 

廣柬 の拂貨 

米貨に 及ぶ. 

廣お 政府が 捕 雌 

リゲ アブー作 サ四 H 發 ； IriM 
の 4 ゲア プ—术 •お ストが- Hi ® 

特電 じ 化れば 髮に巧 沿岸 航お巧 
をを 布して U 英 お 船の ホ 盟 
を斷 巧ず るに まつた 廣 東® は 
上がが 留め 米 人 商人に お！ み航 
が 法は ホ 固 漁船に も 適用ず るな 
を通吿し今後米闕の物貨ド}て 
廣を •し輸 おせん どす る ものは 化 
づ これを 上がに 满揚 し间邮 よら 
り シア 乃至 ぞ那 漁船 じて 輸 おず 
べし ど 命を しを の埋 もどして 最 
近 ホ國商 撰を 利用した る 口恶貨 
物-の 廣東 輸入を 舉げ 今後 水 風 製 
品は 上海で 一 應檢閱 をを け わを 
始めて 輸出を 許 巧ず る こぶ - 1 な 
つち 

北を サ四 H 發 U 靈じ 四川 雀 雲 
陽に て 醒徒じ 捕 はれた 卜 "ソト 
ホの 大を敎 授モ！ ゥユグ 夫妻な 
下 五 婦人の 巧衞は 不明 じて， 政 
府は 極力 後 索 中で ある 。^ 

先 づ英佛 が ^ 

負 僮で 交渉. 

をれ から ホ觸 が巧衝 
日ン ドン か 四 H 發 U フランス 
藏化 カィ a — 氏は 愈々 英佛が 巧 ' 

夕 年め 懸案で ある フランん の對 
英戰时 負債に 就て チヤー チ心藏 
相 ど 協商すべく 今朝 甘ン ドリ じ I 

到 宿した るが 巧國 の一殷 輿み は 
ホ國お 0 耳義の 負債み 濟條 供' じ 
就て 稍不滿 U 觸係も ぁ b 從 (て 
冷靜 なる 態度を 保ち この 隙： 一巧 
の 感情を 排 し英國 はを ホす ，へき 
ものは 斷ホ ごして 要求す るの 路 
要；；？>るを說き居れるが英國侧で 
はか 濟 すべき 年額 も 度を 約 一千 
巧磅ご 見が b 城 額み 巧 巧を-千 
五な 巧磅 どして むる がフ ラ" ス 
側では 九な 万陈朽 巧の 慕 步ら臭 
はして ゐ るから を 巧には 稍 瞬 日 
を 要すべ：® 國侧 でら このが 巧 

が 對乂を 懷化濟 に ホ 常な 影擲が 

あるの f 頗る 旨 を して ゐる n 

獨 逸は 遂に 

破產 ずる か 

銀 巧ち 頭が 渡ぶ 

ベ 八 リン 廿四 H 發 == 目下 獨逸 

W 界 にて 富ら 評判 ごな づて么 る 

あ說 じがれば 近く 獨逸 銀一综 な 

じして S 巧の ち 頭で あるち々 著 

は 乂國じ 赴きて 獨 逸が がの 巧 狀 

ごを 業の 不 おを 米 國の 資本み じ 

陳述し この 隙查獨 逸の 重要^る 

產 業を お出して 米 國の巧 宵 ど 抑 

ぐに 至る ベ， をし 米 貧の 輸入が 

失敗す る らば 獨 逸の 產 業は 衰 

微 して 結局 國家的 じ破產 する の 

外な < 同時に ホる 九 巧を 支 

桃 ふべき ド I ズま赔 巧 もを ホの 

不 あじ 資金 ボ足 S 狀 態に みるを 

を 述べ おしこの 値に 化 任す るな 

らば 結局 ド ー ズ まもな を 障な 

る 主を 力說 する じ まるべ ぐ、 最 

あ スブン ネス 系滋 をの 事 曾ら あ 

るので この 風評は 財が じ媪 をき 

をを して ゐる〇 


聯盟 總會ご 代表 

ま 京 特電 かお U お =: お#: 圳佛 
を逮 ^^ む兩ゎ化、 永ホ瑞巧を化 
及び 化 旧道-氏は 儿 巧の 励瞭喘 
盟絕ゎ H 本代 あじ かを した。 

阿片 密輸入 曝露 

まま 特電 五日 發 ；= 神 戶の某 
大商 巧は 大 おおじ 阿 化 密輸入し 
ゐ た る J 啜滾し檢事ぉょ b 化調 
をを けたが 事件は 媽大 する 見达 
である 〇 


セ將軍 日本 歸化 

東 ま 特電 かお： =1 發 == セ メノフ 
將 軍は 日本 じ歸 化し 漠を資 あに 
從 事す ると 語つ む。 

政 本 合同 巧 惱む 

東ム巧 特電 化 四 H 發 U を、 本を 
同 運動 巧 燃の 氣勢 ぁら。 政ぶ 會 
侧じ ては 焦慮を 同を 希望し々 る 
も本黨 測の 幹部は 寧ろ 營戒的 態 
度を 執 b つ i あらて ホ々 巧 鴨み 
のをで ある。 

藥品 密輸入 發覺 

ま 京 特電 廿 四が 發 U 離 西方 お 
某會社 重役 政 黨員藥 測 師どお 巧 
して 歐 測ょ b 藥 姑を 洛 輸入した 
る 事件 强覺 し關稅 追徴金 八十 五 
巧 圓ま撕 出 ホ や 神 口稅願 ょら 給 
事局に 起訴す るに 至つ た。 

靑島鹽 輸入 問題 

まま 特電 か 一一 曰 發リ靑 島 盛の 
輸入 問題は 一二 菱を 指を 會 かどし 
支那 會社 S な 接 交渉を K さしめ ^ 

つ ^ あるが 順調に 進み あく 輸入 
をを るに 至るべし ど。 

太平洋 橫斷飛 巧 

サン フラン シぶ ' ぉ 發 h 
ホ 週を 曜日を 期して 當化 よち 巧 
哇お 島の マ. ゥィ 島に 一 氣橫斷 飛 
巧すべき 海軍 飛 巧 機 11 一毫の 中二 

磯よ シ アトが ど サンピ ド 〇 よち 
を々 當地じ 飛 巧し 一機は サンピ 
口 附近 じて 不時着陸の 上 今 明 
U 中 じ 到着、 海上 數隻の 軍艦に 
警備され つ 5 飛 巧す る尝。 

佛機太 西洋 横斷 

バリ — 廿 lllu 發 U バリ！、 が 
育 橫斷飛 巧の 試驗を 終っ ぶ佛國 
飛 巧が n 9 、 タラスコン 兩 中尉 
は 太 西 巧に 不時着 水す る も 差 支 
なき 程 废じ新 H 夫を 凝した 飛 巧 
機の 討畫 をを をし 近く 出發 する 

MJ ご。 つむ。 

名 古屋巿 じ强震 

巧を サ ーロ 發 U 昨が 深更 名 古 
崖 ホ ー帶じ 一旦ら て 强藍あ h. 住 ほ 

け 狼 巧 L たが 述築物 等の 損舊は 

至つ て鈔 みで ぁつれ。 

ファ ユンザ か； り發 u が 太 利 

のを 名なる 地震 學者 である ベン 

ダン デ 氏の 化虔 針は 昨 お 約 九 千 

五 巧 キロ 米突 地方 よら S 强 霞の 

ため 破壊され た。 


巧ごむつて & るをは、 を大なを「巧がじ打たれ 4 か 

の 近 化 的例證 である。 トグ スト 
キの 「贼ず ごず あ」 のナタ ー シア 
が、 あの 美しい 晴 やかな 彈をあ 
けて、 サロンで おやか じ 歌つ て 
ゐる時 じ も、 この 不幸 U どんを 
の女ソ 1 ニアは、 ベ テグ プ八グ 
の 暗い 通らの 基 や、 街燈の 蔭で 
「黃 色い 札」 を 持つ て さまよは ね 
ばなら なかつ た 0 
彼女が が 棒の 疑 嫌を 受けた 岭 
彼女は 「い 5 え、 なでけ あ 6 ま 
せん、 おは をれ を 知 b ません」 

ご 叫ぶ ねばならな かつた。 如何 
に 一家の 生計の ためごは 云へ、 

化の やうな ホ 命を わざむ ざミ犠 
牲 ごして 痛ましい 巧 辱に 引ずら 
れ 、巧 か 化かの 二つの 道し かな 
い 涙の 谷じ陷 b ながら、 本 ホの 
类 しい 必を失 はないで、' 人々 じ 
掛 する 深いを ご、 燃 ゆる やうな 
宗敎必 じ 生きて ゐる 彼女の むの 
あどけな さよ。 本當じ 彼女は 跌 
足 じな つても 乂じ 物を 與 へこを 
すれ、 物盜 みを する やうな ソー 
ニアでは なかつ た。 彼女の 罪の 
^:^ い；は証巧せられた。 然し繼 
巧の ためじ 追 出されて、 ペブ ^ 

プ少 ダの 街を あても。 < さまよ 
はねば ならな かつた 。’ 

が 劣な 敷 機で 結婚す る 化の ホ 
よ b も、 寧ろ 一家の 犧牲 ごな b 
賣春婦 までにな つだソ ー ニアが 
默 々ごして 普 痛の 運命を おへ 忍 
んで ゆく 姿 じ必を 動かした のは 

ラス コリ ニコで あつた。 彼は ソ 

! ニアが 賓を ごい ふ耻辱 じは ロハ 
機械的 じ 觸れて ゐるじ 過ぎない 
ので、 眞の賣 春は 一滴た b お 彼 
女の 淸い 必臟の 化を 化して ゐな 
いと ' いふを を 知つ た。 ん 殺しを 
しね ラブ ' コリ - 一 '-rr フが 罪の 吿白 
をし やうと する 動機が 起きた ど 
き、 彼のが るべき 方法は 二つ あ 
つた。 

一つは 巧を 必 じよつて 裁巧官 
の 所へ 化を 慕 ふ 虫の やうに 飛ん 
で 巧く か、 さもな くん ば自 かの 
生活 じ 新ら しい 不思 儀な ヒュー 
マニ テ！ の 泉を 蘇らせて ホる や 
うな ソ ー ニアの 限らない 憐调ど 


趣 か 


をん 底の 夕 U 

覆面 子 

蓮の 化が 泥 ± の 中から もな ほ 

をの 至純を 化つ て 潔よ く 巧 出た 

やうな ロシアの 一女 巧ソ ー ニア 

が、 驚くべき あ 率 ど純眞 どを 巧 

もながら：：：々 生活の 恐ろしい 犧 


\ 一 ゎった 0 

をして 賊那の 巧 間、 ij か をれ は 
彼が まだ 俄悔 する じ H ら ない 過 
巧 じがても、 化の 威 心は ソ ー -1 
アじ 化つ て雜ら され^の である 
彼を も ホ 眞じ自 みを 哨辭 し、 自 
みを 侮辱し ない 唯 二 友 VJ して 

ラス 3 リニ n フじ引 「けられる 
ので ある 0 _ 

ソ I ニアが ラス n ず ニコ フの 

胸の 中 じ 暗い 秘密が ^ つて & る 
，とを 看破す る や 巧 や 一が 女は 彼 
じ 自白を 薦める ぶ、 トス コリ ニ 
コフは 「俺は 風を 殺し じじ 過ぎ 
な いぢ やない か」 ご 一い ふ。 ソ 1 
ニアは 驚いて 「入 間の i を顽ピ 
ご おつし やる」 と 云つ た。 この 
言葉には 彼女が- ホ 巧 じ 興ず 
る 倫理的、 をを S3 態 巧が 現れ 
て ゐる〇 

即もジ ー三ア じじつて は 人間 
の 道徳的 法則は 深 . 、 み必 S 化 底 
じ賦 輿され てゐる ゎので あつて 
鐵 じて 化す、 との ホ ホ い > いもので 
ある どい ふ i は 堅/- 信じて ゐた 
もしが てこれ を化才 i が 反つ て 
自ら 自邑 の生输 、白邑 の 魂を 傷 

つける ； である くまへ てゐ たの 
である。 けれで も 化が まだ 自己 

の 罪惡を 認めない みで すら、 嘟 

のが 化を 否を して わる 內で すら 

ジー ニアは 彼 じどつ ては 「破ら 

れ たヒユ I マニ ブィのを 徵」 で 
ぁつた。 

觀の內 ミ 外 

♦ U 本の 飛が ± 初めて モス々 
ゥの人 どなる。 期 H 延長は 間 題 

ごならず、 日 葱の 巧中提 手は 巧 
巧 じない 上 出 ホ、 到を かを 官の 
化 事 ど 比較は 出 ホむ い。 

♦ 玉 おの！ ^. じ， をづり まが 握 ' 
手し ねので 英米の 資本 新聞が 嫌 
ホを あべで ゐ る。 こ のか ぢやホ 
るべき 願 稅會議 じがけ る 日本の 
立 魔 も 察する じ 難くない。 

♦日本 デゲ キスを 撰ず 濛洲じ 
慘 化。 若い 血が 相れ た强 おか。 

♦ お斷 b 。 連載 中の 卜翁 哀話 
は譯 者の 都を で 一二 旧 你载 。 ■ 
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村 井 カップ 爭覇戰 

本社 後援で 九月 十一 一日より 

本 趾は千 化 巧 二十 二 年な 來 、聊か 巧留 同胞の 運動 熱を 规 吹す 
る】 端 V' してが 肯だ留 同胞 S 庭球ず 覇 戦を 擧 巧し、 本が も 例に 
化 b 十 巧を 期して 窓 一一 一回 庭球 大 倉を 擧巧 卞る窟 志で あ b ました 
が、 今问 蘇が プラザ ー ス のが 井 巧 固 皮が、 同じな ホよ h し 
本 庭球 お樂 部に 對し大 銀盃を 提供され る こご； な b ましたので 
同 庭球 巧樂 部では 木 社 庭球 大會 のま 旨 じ 做 ひ、 これを 鴻く 一般 
化留 同胞の 庭球を 好 者を 網谣 する ォ ー プン •ト ー ナメン トのお 
まを 採 巧す る こど i なら、 同 惧樂が 當事若 ご本即 同人 ぱ惊 誰の 
おお、 ぶ 社を 援の下 じ 左の 條 件で 本年度の が 井 カップが 試合 庭 
球 大食を 銷摧 し、 本社よ 6 は 優勝者に 副賞を 贈呈す る-ご 致し 
ました。 ' 閒胞 アマ レ！ ツが 奮つ て參加 されん 2 を ホ 巧を します 

掷 0 九ち 十二 B ( も 懼 H) よ b 

がか ^ H 本 庭球 巧樂部 nl 卜 (西 二な 十ー ニ下县 

入會金 一が 化 

中を 所 が F 巧 ぉ 社 

締切 化 巧 四日 ( を權 日 - 

ち 催 日本 庭球 俱樂部 
後援 紐 育 新報 社 
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F. Mu び 3y Hill Co- i 打 c. 

Established 18 巧 
Room が 4-8 巧； 29 Roadway 
Phone Bowling Green がが 4991 


Mi が. Bbn け e Fisiier 

1264 Lex. Ave. Cor. が th St. 


授敎語 英人婦 


! mot 呂か 的 ， ! 邮. 

(Formerly なな uh が hi を な.） 
17 EasI 17th お . ！ U. 
Tei, な uyv が ani が 巧 


Nippon Dry Goods Go* 

1261 む aadw 巧， 即 y, む r, お si な , 
Telephone お nn , がが 
Room 5351 


Koike Studio 

が 7 5 化 むら 
Cur. お 化な . 

Tel. Caledonia が 94 


議け B 細 臟閒 . 

45-47 E. 20 化 St. 
Tei. む ledmiia 3755 


KOSHIBA 
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舘眞 寫柴小 
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E •に Yoshii, MJ). 

3 が W. 71sUi. 
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Phone Regent 2 が？ 


D 民 .H •ん GARDNER 
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巧 E.81 お Sf. Apt. 35 
Tel. おが nt 7186 


K. Iwamoto, M,D. 

114 W. 70 比 St. 

Tei. Tfafalg が 0352 


KAN 之 O OGURl M.D. 
214 High Si Brooklyn 
お I. む iTtbeiiand 1080 
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314 Wes! lliih お re お 
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Midori Matsumoto 
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话巧說 お： n お H 午後 八 時 
耐 惊會乂 す お八 時 
我 縫 曾 乂迅日 午を 二 時 
♦寄 宿舍 

泣 霞を 愉比亞 を數サ 下町を 十 
五か學 生を 社員 旅行 ぎじ 最適 
設滿圓 叠雜諾 が 聞 度を 補娛樂 
具 簡易を 選 あら 
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迄、 其 化は 前のに 醜 ひます 


^ 村瀬化廊 
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稅隙 事務 取扱 
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さ〇ヨ 12 苦 ゴ B 養 dway , G さ. 

Phone ; Bow 夏 b 室 9136-9137 


♦書瞎 ♦雜誌 ♦新 巧 
縱覽 室を 開 
執務 午前 九 時よ b ぞ后五 時を 

.紐 育 日本人 會 

西 五十と T 目 二 五 0 お 
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化 留靑夕 理想の 勘 か 

日本人 靑年 會 
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神經締 リゥ マチス 

I 打み 骨ぅ づき 屑 
'腰痛み 筋 違 ひ 
其 化 諮 お揀類 治の 御 
舘 めじ 應じ御 お 話 か 
第 御み 强义は ホブ火 
じ 出 巧 親切 じ 治療 申 
上ます。 前約の 巧は 
午を 一二が よら 自宅 じ 
て 施術いた します。 
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メーシ ー は 紐 育 最大の ゲバ ー トメ ント商 巧で あ 
らます。 がらし い 昇降機 W 王ス 々'レ タ ー は廣澗 
。巧 内 じがけ る 皆が の わ 買物 じ 化 宜£渝 かどを 
巧へ てゐ ます 

他巧で二巧するらのならばメーシ1では- 
巧八十八仙或はをれ^下で買 へ るミをでぅ 
ぞ御 記憶 下さい 

U 本へ 御 荷物を 御 送ら じなら たい 節 又は お 贸物 
-.1 際して 御用の 琪 合は パ I ジナ グン > "ッ ピン グ 
ビ ュ ？ B 1をゎ尋ゎ下さ い、 親切じ御巧をを許 
ら 主す 
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都を じ t 聲 かの 間 

診察 

午後 お 時？ お 時 
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け： ^ 這焼彌 
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午後 ill 特 よらみ 時 
日曜な 前約 接願膀 
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每日 ご權を 除く) 
午 骗九時 ょら‘ 
午み 五時华 
水曜； 午前 丸 時 i 
午 化 {一時 


嶺 科- 馨 

U 新み 無痛 治療 H 
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診察 時間 
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が 脊 ホフ ラブ！ 病院 
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午後 零帖半 一時 半 
午後 六 時 U 化 時 

愛 か醫學 ± 

パ： 巖本谨 一 

を输比 亞大學 及び 
グザ ラン 病院 勤務 
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u 氷 及び お氣 治療：；：：； 
ホる 乂巧 化扫 よら 擴 
張め 吕的 じて 一時 夏 
期が 叢 吐 お 
尙ほ 再開の 節は 新進 
の設 継を 巧て 治據じ 
應じ 中し 候 
紐 育瑞典 フィ ジオン ラ 
ピ！ 學院卒 震 

が育メ デカグ ジム 及 マ 
ツサ！ ジ協會 あ 貪 員 

を 認西衬 幸 巧 
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巧務 省を 許. 

東京 ホ 大醫 巧大學 
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御 歸勒の 御尘を 一が 
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內助の巧をな逃す^はぉホむい 

前述の かく メー シ） たが 船頭 生 

巧から 

、心機 一轉 してが 楽 じ 手 

を 染めた のは ナン タケ プト での' 

結赌 じあつ たが、 巧ら じ をれ る- 

; の岀ホ U いのは マ ー グレグ ト 

ゲッ ナェ 八 雄の 巧 力で ある。 ゲ 

ッチ H V 城は 眼が 惡 くむる 迄學 

校敎 帥を おめ た ごい ふ 努力 5 婦 

人だけじ、 メーシ？氏の事莱じ 

をて らぢつ ごして 居れ 中 第 六 お 

の 小 巧 巧 生® にも 礫は メ 氏の マ 

ネジ ャーであら、 秘 嘗官 で あ ち 

而 して メーシ ー 失 人の ぶ どして 

巧 力した もので あつた。 一例を 

巧げ る U らば メ ーシー 氏は をの 

頃から 小 供の な 具 じ 就て 非常 じ 

舆 ホを 抱き、 或る H 巧 愛らしい 

ト キン •ベ ッグを クネン ド！ の 

裝 飾に しやう ごしたら、 攘 はを 

ぶ 小猫 二 匹を M 處 からか 持つ て 

ホて これ じべ ビーの 着物を 巧へ 

この ベッドに 寝かした もので ゎ 

る。 このな 助 装 筛は忽 もん 氣を 

巧び 

乂の黑 山ぶ 築ぃた ごぃ 

ふ； も ある。 义 みる 時 メ ー シ— 

巧け バリ ー から 巧 巧ら しい 小鳥 

G _ k 具と 化ら 巧せ てこの ル 烏が 

もしい 戰 でさ えづる， とが 顧客の 

が 判 ごな つて ゐる中 じ、 どうし 

た 過 もで あつたか 巧 巧の 小鳥が 

さえ 中らない やう じな つた。 權 

は 二り 二晚 どい ふ ものは この 小 

なをへ ャ •ピン 巧で 關 々ご 細工 

して 巧び 贿 かす やう じした ごい 

ふ おも ある。 巧 巧 蘭 州が をんだ 

こ 5 がん 敎邮の 細かい 努力は 斯 

< の 如，、 にして メ ー シー 巧みが 

ザバー トメ ント ーし おすを 細必の 

注ぷピ，：：？つておはれ' ゲッチ エ 

八 城は メー シー 夫人 どみ じメ — 

シ ー 巧のを を 巧 じ 

影の 如ぐ つき 猶 つて ゐ 

た。 がる じ 當時メ ー シ ー 巧は 巧 

W 經營者 ごして アベ^ •ラフ ォ 

I ジ氏 及び U バート •ゲ アレン 

チン 巧と 巧談を 進めつ！ ゎつ た 

か、 メ I シー 氏は この パ 1 トナ 

) シップ スじ 是非共 ゲッ ナェ 瓜 

操を 加へ たいご ま 張し を こじ 柿 

柿 どぶ 論 もを つたが、 ダッ チェ 

がは をの 間に 機軟 .しも ラフ オ ー 

八ジ にご お婚し 問題を さつ ぱら 

ど 解かした どい ふ當時 どして は 

頗る おつた 逸 前 も あつじ。 パ— 

トナ ー 組織 ごな つた メ！ シ I 巧 

曾の 化 格は をの 結果 ごして n ご 

膨 .脈し 使用人 も 救な 人 じを ずる 

か餘 で、 メ ーシー にはを の. め 巧 

其の 服装を-をの ユ ニフォ ー ム 

どし 自 をら おじ 

服て 働きたい ごよ 

张 しじが、 をれ は ど.，- も フラン 

スの巧 族 巧で 非は まの だ ごい ふ 

か：：：： の 反 おも あつむので これを 

中 化した、 とら あつた。 併しな が 

ら をの 中 じ メーシ ー が 巧に も大 

陵 励が 化つ た： .. 1 ごい ふのは 健 


族 上の 埋山こ 商 按を莱 ねて パ 9 
— じあいた メ I シー 巧は 千 八 巧 
と 十と 年の |二 巧 遂にを 巧した、 と 
であつ て、 基 時 早く もメ ーシ— 
の 名 巧を なめ やぅと いふ 計盡も 
あつたけ むで ラフ ォージ 氏は 千 
八な と 十八 年 じ 巧 亡し、 巧ら じ 
元の ゲ ブナ エグ雜 であつ たを の 
ラフ ォー ジ夾人 ぷびゲ アレン チ 
ン 巧等枯 かいで 千 八 育と 十九 年 
じ 他 おず る じ 及んで メ ーシ！ の 
あ 稱變： をは 遂にを のま iw なつ 
たので ある。 がしが 巧 

.膨脹 期 じ 面した 巧を の 

ものが 倒れる やぅな； は。 くグ 

アレン チン 氏の 死去 前、 ゼ n ! 

ム •ゥ キラー 氏が 共同 経 摩 まど 

なつたので、 氏がメーシ！巧お 

の 中間 期を 引き 巧け る*- ごな つ 

ね。 當 巧の ニユ！ ョーク は眞じ 

過渡期の 時代で、 r ムス タグ ダ 

ム が一 I ユーョ ー ク じなる ど 共に 

レ クター から パ I ク への お六街 

髙架恐 道が 關 逆した のは 千 八が 

と 十八 年の ふで あち、 なつて 所 

謂 ショッピングの 中必は グラン 

ド 街から 十四 下目 じ 移らつ i ゐ 

る 際で あつたから、 を 商 庙の競 

まは 仲々 烈しく 巧 員は 薄給で 巧 

遲< を 働いた もので あつた。 

西 原 借欽は 

提出 だ 5 

關 稅會議 新方舒 

東京 特電 サ四 日發 h ホ 那の關 

稅自 ま權は 原則 ごして 認 むる 

も盧 ちじ これを 許さぬ 旨 日英 

政府の 間じ踪 をが 成立し ね模 

樣 である。 が ほ 西 巧 借 お 問題 

は 關稅會 縮に U 本から 提 おし 

ない ^ になつ たらしい。 

个 个 

西 原 借 欽の靈 じ 就て 

は 前号の 本が K も旣 我し じ處で 

あるが、 をの 後 接 手した 詳帮じ 

J る ど 西 巧 借な I 億 匹 千万 旧 中 

あ 巧 所がの 參戲 借な 二 千万 田、 

を 通 錫む 第二み 借 歎 一二 千万 叫を 

計 四千 方阳 ザ 差 引ぃ わ 民間 所ち 

の 一俊 w 及び 利 拂惜欽 一二 千 巧 w 

総計 一悠 一二 千で 阳 をあ府 が肩替 

ら をい* す； どし •肩 替ら じ俾ひ 

政府の な拋 どなるべき 利す は 明 

年巧豫算ょ6引上する； じ大か 

方針を をした。 西 巧 借 欽の整 

理じ まごして を 機、 朝鮮 度び H 

本が おがわの 腳係 銀が 救濟 のた 

めで あるか 

肩替 方法に 剛 しては 

一、 西 巧 借 欽一化 一二 千で 川を 一 

時に 周 巧ら する か 

二、 化 還 則 お 到が 巧じ顺 みお 替 

b を/いふべ きか 

をの 力 巧が あら、 が ほ 巧す の 打 

かじ 就ても 

一、 今 H をの. 小拂 利ず 約 五が 巧 

3； を むれず べき か 

二、 今後の 利子の みを を 化すべ 

きか 

巧の A 化が める が’ 讲れの 力 巧 

を 採るべき が じがて は 愼お審 施 


を-をす るので： を じ 調 杳硏究 した 
る 卜‘ 西 煤 借な 肩を 6 じ监 する 法 
かまを 巧を して 巧議 食に これを 
提出す る 5 じな つて， Q も。 而し 
て 西 描借欽 一億 S 千' 力 W のーヶ 
年間の 利子は 約乂 •，り 屯 十五 巧 w 
でもる が、 右の 外 今 U をの 

不拂 利子 を お 巧が 負 化 

する i じ なれば 明を 巧豫算 じか 
が 化粧の 輿 業 債券 屑替 ち-」 伴 ふ 
利 沸を どして 約！ 千 四 巧と 十を 
巧 5： を 計上 せられる 譯 である。 
政府は 大正 九 年 ごも 滿錢社 償 一 
億 二 千' 力 w を 肩な b しじ 實 例が 
ぁるが、 をの 法 禅 案が 議會 じ提 
出された 際、 みの 巧 巧若概 氏は 
貴族院 じ 於て 償 權者じ 何等の 化 
談 なくして 潰 お 者を 自由 じ變を 
する i は 不法で ある ど袍力 巧を 
した 事 貴が ゎるから、 化ら r 滿 
鐵 社債の 肩 妹 I りご 今回 巧 はんご 
する 興 お 債を の 肩 替らピ は內容 
にめ て 異るお あ bw する も、 法 
律 的 じ 考察す る 時は 同じく 

が府 保証の 民間 社債を 
政府が 肩轉 する 占 じがて 全然 
岡 一な 問題で あるから、 若し 西 
原 借 欽肩群 9 じ關 する 法俾 案が 
議會じ 提案され た 巧を は 相當や 
かまし い輯題 ごして 議論 ある も 

のど是 られて ゐる〇 

米國禱 入の 

生糸 巧 輸出 

力す ダが 最な位 

ホ 図から み輸 おされる 生糸の 

あ 農は 総乂數 量の： •二％ 巧 巧 

S もので を ホを b を 意され なか 

つた ものであるが、 昨春は 米國 

の 糸 况が不 あで あつたのと 

爲替關 係 の 影響 もめら 

まどして 歐洲へ 四 五六との 四ヶ 

巧 間 四千 倭ら 巧輸 おされ じので 

一時 一般の 注意を 惹 く 構に なつ 

た。 玻 近の ホ國巧 輸あ语 巧は 左 

のかく である ど。 先 づ瑜ん 高 ど 

巧 輸出 高 どの 割を を駐 るに 前者 

は歐 洲大戰 前は 輸入 高み ーバセ 

卜 にも 连せ ホ、 且つ 統計 も不 

完 をで 殆ん f いふじ がらない。 

漸< 輸入 高の r ハセ''- 卜巧巧 ど 

なつた のは 

大ぶ五 年 頃から^ ミで 

最も あかつ じ大あ 九年當 時で も 

陌ほニ パ セント じを しな かつた 

が、 昨年は 漸く ニ ハ セント 余 じ 

達した。 ホ じ 巧輸お 化は々 ナダ 

(クエ ベック、 オン タ ，才 地モ) 

で 巧け おんど 间数 曇の 生糸が 絕 

へ ホ 化 送られて ゐ る。 么じ亞 ぐ 

もんは 佛國 、か 太 利、 英國 、瑞 

西 巧 亡 ある： a ,、 之は 糸 巧 爲替等 

の ホ お關巧 ご、 時に お 質の 願 係 

ど _」 ょつ て 巧 愉巧數 量は 甚だ 个 

规 助で ゎる。 尙ほ大 冗と 年から 

三 四 年 問は 

日本へ も巧愉 出される 

どい ふ 珍 梨み を呈 して ゐ る。 之 

I を 米 闽が格 省 發 おの 敕字 じょつ 

て 見る じ 左の 如し n 單位お 巧 

右ょ ち 大正よ、 十一、 千 一. 一年 

白 耳を 

一二と 四、 一四 八 


が 太 利 


瑞 西 


英 國 


カナダ 

メキシコ 


ユ 1 


プ ラジ 作 


智利 


日 本 


四 〇、 四と と 
二 九、 二と 八 
ご 1 、 六 八 五 


と' 化 四 〇 

ミ、 さ 一 : 


四、 〇 1 四 
四、 と 一六 

一六 一、 を克 

一二、 比 五 九 
一ニ ニ、 四 二 六 

八 一、 二 六 一 


ニニよ 

义 、四と と 
よ 八 二 
一、 〇 】 一 
五'- 一よ 


1 J1 ニニ 〇 

一二よ、 ホよ 二 


郵船 支店が 正誤 

本 あまを 特電 中 「郵船 會社整 
理 ま」 ご 題す る 一項に が I 事實 
如何を 當地 郵船 ま 店ょ を 本社に 
宛て 照會 せる じサ 四日 同 本 化ょ 
b 右は を 然事實 無根なる じが 可 
巧廢 止、 航路 化 巧 等の 說を 否を 
すべき 返電 じ 接した る 旨 お 本 ま 
店長は 發 表した。 


本祖 東を 特電^ 本 電報 


.逆 信 社發」 


.中が の賀易 

.八月 中旬の 貿易は 巧び 逆 調 じ 
まち 入超 八 +よ 万 W を 示しれ が 
今 之を を潘 別にして 示せば 左の 

却し 

1 單位千 川 

横 お 輸出. 一ニ ニ、 0 六 二 

輸入 ，一 五、 OS 1 


神戶 輸出 

輸乂 

火蹈 輸出 

輸入 

名を 屋 輸出 

輪 入 

巧 司 輸出 

輸入 

輸ぉ 

輸入 

輸出 

輸入 

輸出 

輸入 

輸出 

輸入 

輸出 

輸入 

化 輸出 

輸入 

敦賀輸 お 

輸入 


四 H 巧 


淸氷 


を始 


函 節 


小 樽 


巧 


一九、 1' 四 八 

阻 五、 八 八 お 

一四、 击 八よ 

四、 〇 】 よ 

'一、' 四 六よ 

1、 乂六一 

一 、 M . 五 

一、 四 1 四 

二妈六 

去と 八 

四 四 〇 

一二 八 

一二 五ー ニ 

r 二 〇 八 

一四 

九九 

ニニと 

一一 六 

.五と 一一 

.四 

•五 〇 

一二 八 


挪喊巧 二と お、 二义八 

二、 0 - V よ、 九 五 四 

六义 、一二 一二 一 


印棉 保 險率引 上 

印巧棉 化の 本が 輸入が と-か 隙 

鼓 あの 煩 化 八 巧 巧 w じ 上 《たの 

で 海上が 隙 會社侧 では 化 巧 一 H 

ょら 保 隙 料を 二倍 どす るを お 表 

した t め 綿糸が 侧 から 猛烈な 反 

斟述 動が 起つ て 巧た。 . 

對支 綿糸が 廟况 

支那 内地の 化 產徵贼 せる ため 

お 支 綿糸 愉 出は 樂 觀模烧 である 

上 か 四 U 後 
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日本 食料品、 日用品 
並に が 利 書籍 額 一切 

巧 桐 兄弟 商會 

を 巧 おお 巧衙 最近 化 おじて 巧 着 
化接战 お々 御用を の 释军西 上 侯 


織！ ム影 

ホ i ム 

レ， ツクシ ス 

Y が HA / I す 
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^ U 本に 住み、 H 本 語 
扣 を 話し、 街樣の 御随白 
巧に 適する 御 巧理を 調進を 升 
了 度 エン •ぶ！ タァの K でず 
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巧グ ー ム、 自 巧の 巧 あ b 


Hi 覆 易 潔、 穀 、覆 藥^ 

勢 州 館. 寸^ 野 

ま 巧 ザ 勢 事を^^ 賊榮作 
225 E . .8 を ireet 
ジ .忌 21 こ尝 


市 廳を園 

. 司 巧 人 蘆 蓮 
お 戴の 方 じは 墓 飯 
の 御® 巧じ髓 へが 
閒爵庸 の 御用に 應 
中 V く惧間 河卒祐 
ず 變わ引 立願を な 
紙上 御 案み 中 上 候 


支那 御 料理 

彭瑞穫 

U 本人 諸君を 
.歡迎 致します 


が 巧を 鞠 選し 皆樣 
の 御 嗜巧じ 適する 
稱 理を提 巧し ます 

般《 新 や 華 

日本人 諸を は恃 
別に 歡迎 します 


御. 下宿 

自盛亭 

篇ジ nd $ StJr 含 k 章 N . Y - 
覃ブ暑 e 之？5 

中 村 埋髮巧 

中が 萬藏 
S W . ます St . In . 呈 一 
す； 己 U 重 US uve . 於 Ge 量す rk West 

日本 理 髮錐淸 

新 ま 洗髮の 設備 あち 迪速 T 海を 

旨 ごし 精々 勉强 致し 一まず 

西 巧 ±11 T 目' 百 番地 二 奇六巧 室 

ダツプ フロア (窠六 街 ミ妈す 一二 T 良 病) 


宮川 事務所 

持 績お奮 蘭の 同跑 じ約雍 なる 磯 
業を 周旋し ます。. 

たち ミ se でを 》 Ag ミ 互 
一言 车. i 芭. N . 产 C . 

ぎ 3 ri 二？ 苦 9 苦 W 


美味 じして 淸潔 

温 口 腑南樓 

午前 十 時よ b 為ち 
午前み 時まで 辭巧 


永年 H 本人 諸君の 御 
最 なを おつて ゐ 'る 

般訓 逸仙樓 

です、 巧卒績 々御 ホ 
來の 稱を顯 ひます 


華盛頓 

わざ； 

日本料理 

あじ 御旅 舘 


日 

を 

. 二 ll 

夕— 

奮 


力！ 户バ 4111 
U 曜 ぶびが 間は 

ヶ ロブ グ 00 四 四 

妍膊 轉長 

蘭 巧 力 "ajp 
な 育ポ西 四十 巧 下目 
一二 下 一一 八を 

(一岳) 

ま 巧 

147 百 ar 呈 ont AV 8. B 量 lo . N . Y . 
ぎ 空を 兰 二君 S 
ま 巧 Mrs . F . K . ジ ざ 


尋れ人 

長 野縣人 細を 謙 一二 
山 お縣人 齋 お 乂 11 兩 
ま川淸 一郎 (旅 巧者) 

旱巧旧 大學ぉ 身中が 貫- 
タキ 石 川 

右の ちじ 逾 かを 度き 煤 h 之 
候 巧 本人 若 < はか 人ょ リ現 
化所狗 通知 顚上お 

紐 育が 閱總巧 事 給 

185 Br 含を ぶ N ミ妄畳 y 


往み必 地ょ き淸 潔なる 室 

御て 宿 おか 好か 


1 苦 Lexington Ave . 
fel . Mad . ぎ这 21 


西 六十 お 了 目が 四十 六番 

一力 旅館 大橋 

軍 話 エン ザ コット 八 六】 0 


電說 レキシントン 四 八 五 五 

器 巧 旅舘' 

あ 十五 T 目 二が を 


御 下宿 曠 井久 

47 す ospe 瓦 Place 

bei .1 st -2 nd Ave . off £. さ nd Si . 

Tel . Murray Hill 苗 基 


紐 育旅舘 


田 中 おみ 巧 


を 四十 T 目 二 四 二 巧 

Tel . Caledonia 呈 4 


煎 餅 卸、 小賣 
を 腐 油 操 

日本 食料品 一切 
wunrise Rice oake CO ’ 
s 5 ThirdAve -- 
ジ L PUza 5218 


新 鱗 魚 か 一切 

日本人 向きのを 魚 深山 取 b 揃へ 

時別廉 糖で 大勉强 致します 

サゲォ ナ魚店 

』 ose 巧！！ wavonp 

•224 \ v . 01 を 空. 

TPel . C 01 u 3 b 扫巧 912 が 


極上の 魚類 

季節の 新 おの 魚貝類が 巧 山 揃つ 

て 居らます から 抑 賞 ホ 下さい。 

ァピセ ロ 魚 巧 

苦 Bayard 其 Tel . Frankli コを芸 



舞踏 敎授 

▼社 巧 ダンス ▲ 

▼表情が 操 A 
紳± 、淑女、 わず 
化さん 方に 叮峰じ 
敎巧 致し 升。 午前 
十 時 ょら 午後 十一 
時を ( H 曜を 除く) 

シャリフ •ダン ン 

ング 師範 學校 卒柴 

上衫 タマ 


レヤ トル t 

- NP 旅館 

W 0 夕で 一一 Av 夕 WO . weattl 夕 Wash . 

停を 複前通 柬ご一 了 巧 側 ホ 階 建 
H 本 お 船 切符 取扱 波 巧 場 送迎 

H 本 巧 お 船 切な 御 申 这じ應 じ 
萬 事 御 巧を じ 御 取扱 ひ 申 上 巧 

.を 港 小川 ホ テ 八 

▼ : n 本 御料 巧 (別間 あ- ウ) 

轰港 カブ ホ 火 ニア 街 ムハー ニ 

電話 カネー ー八 一六 


口 1 サン ゼ ルス 地 ホの 御 
觀 をには 嚴 善の 御 便宜を 計 b 巧 


*n - 


，ク瓜 

ホ テ 八 


羅がホ じがけ る 同胞 經營 中最 
新式 廣等ホ テ 八で あらます 

羅府東 一 街 一二 丸 半 

をを 音 I ゥ アン ダ ィネと 六 お 九 
譚广 タツ々 fs 八 六 S 

貸 自動車 (牧野) 

濡お 名所 衝觀 光には 最も 精通し 
た ドラィバ^が 御 案 巧 申 上ます 


ボス b ン案巧 

貸 自動車 業 河 西 
諸を 跡、 大學 校、 工場 其 化 一 殺の 
紹介を び 通 辯 もします R 呈ヨ岩 
ジ I すを Ba 二 養 70 Bata を 苗. 


ボストン 巧 

: 富. 工旅舘 大浦末 校 
145 W 夏 eder St . Boston 五 ass . 
す 1’ Back 重 30 


巧 礎 十九 發も 悲し < 

バ太 使の 遺骸 靈送 

出 光 艦長の 下將 あじ 守ら いて 

桑 姐 巧： 電北 一二：；： 潑 駐 ut 齒乂 化か エド ダ i バ 
ク U フト 巧の 逛骸靈 だの 件 巧を 帶 ひて ホ 桑した 巡げ 艦 先 摩は 豫 
をよ b 稍々 站れ てが：：； 午後 二 時、 前蜡 の 弔旗 も 悲しく 二 隻の义 
闽 驅逐瞄 に誰谢 されつ i 入港、 ショット 巧 藥どホ ーを の禮 砲を 
を お、 遺骸は 化が どして 夕腺艦 内の 特別を じを 超し、 翌 H 幡 U 
午前 八阳 化か、 夕慷 よら 十九 妓のボ 砲を 受けつ： お あ 艦を W 下 
わが 將卒 八十 名の 護衛を 受けつ t 第 十四が 橋 じて 乂阅 海軍 化を 
ォー 巧み 官 、を 港 要塞 司み 官非 他の ホ國 陸が 軍々 人、 加贿 及び 
を 港が 當 《、 おな 緩 領事が 他 H 本人 諸簡ホ 代表 等 棺侧じ 侍し 葬 
列は を 港醬官 がを 先頭 じ 軍 お 夕巧據 化を これに 次ぎ、 ホ 越 陸軍 
他を、 陸戰隊 、ホを を 一個 大隊 よら 成 b 、 ミブシ ョンが よら マ 
— ヶット 街を 過ぎ お路 内外人の 巧 送 b を 受けつ i フユ， 1 •ス 

ブ—ン ョン じ 到ら、 午後 十一 時化を 逍骸は 特別 列車 じて 鄉里シ 

ヵ ゴじ靈 送され たが、 東 巧 大化館 附が軍 武官へー ン 中佐の 外 前 

な H ホ 化館附 陸軍 武官で あつむ バ ー ネ ブト 太 佐、 力 八 ドゥエ 八 

総锁 事、 を 弟 フレデ 9 ツク •バンクロフト 階- H 、 な 人の 親友で 

あつた ァ ，フレッド •ヒグ マン 氏の 外、 巧 名の 陸軍 武官が 問乘 

. J ち 


大統領から 

陸 下へ 謝電 

ヮシントン サ ニ：：： 踩= 故 バン 

ク。 フト乂 被の 還 おを 港 到着を 

機と して 大統領 ク ー リブ デ 氏は 

ホ 固 政が ぶび 國 にを 化 おして 

喪 卜-赃 下 じ T をなる 謝 電を酱 し 

な义 使に 蒂 せじる H 本か府 及び 

勘 おの 罔 情は 卵ち 故人を 派遣し 

たる ホ 閥 政府 及び 國 はじ 對 する 

ぶ 誌の 發藻 ごして 威雜 のま もじ 

化へ む ど 述べむ。 


やさ か 丸の 

金塊 引 揚げ 

か 岡 技 帥 大手 巧 

歐 洲大戰 中® 逸 潜が 傍の ため 

じ骚 沈され た 族 船の お寶引 揚げ 

では 慾じ找 目の ない を 國の述 中 

はお じこれ じ 化 事して るるが、 

ホ國 サ^べ I デ 貪 社の 技師 ホ 岡 

ち 八 巧は 化 年 

地中海 で沈沒 しわ 日本 截 

船 貪 社 巧 屬船八 お 化のを 巧な 巧 

阳の引 揚げ じぶ 巧し、 をく 英佛 

が峽で 沈んだ 英國 漁船 五 ジグ ト 

号のを 塊 引 揚げに 着手す る i ど 

なつた。 この 作業の 巧 巧 如！！： は 

巧で 山の み 塊は 僮 かなもの だが 

お あがく 化ん ピ數 々のが 寶を探 

しお さぅ どす る 人間 の 驚くべき 

大きた 化 事の が 金石 どして 歐洲 

人は 驚異の 眼を 兒張 つてな 目し 

て & る 0 

ん界 tir の識 ぶからは 八が 

乂引揚 作 おは ボ巧躯 ごされ 船 化 

を發 見ず る さへ 困難 ごされ てゐ 

たが、' 巧’ 近 マ^セ ー ユじ 逢した 

U 本 潜水夫が 化 巧す るに まつた 

巧 報じょ る ど 船首は 垂が じか 晚 

にち き 込んで & じど 云は むて ゐ 

る。 八 か 化 遭難 當 巧の 願 末濟じ 

ょる VJ 千 九な 十五を 十二 巧と H 

リンドンを お 帆して 口 本へ 化が 

のを 中 同 十五 U 师 國マ片 七— ユ 

継转 、十八 H が 中 マ 八 夕が贼 を 

述過 しか 一：：: 正午 ダ ミッタ 燈ム u 

沖を 十 狸へ 

方向を 搂 おし 進化す。 こ 

のが 天 娱唯朗 微風 海上が かむ る 

も 波 あ b 、 时 じがが 獨逸 おが お 


の 魚雷を 受けた ので あつじ。 を 

して 一糸 乱れぬ 應 急の 救命み 法 

を 船長が 講じて ゐる 間に 午を 一二 

時廿四 か隙關 まから 水な をた て 

一、 八 お义は 沈を しわ。 恰巧 をれ 

から 十年一昔の 今 H 眼る 横な 地 

中 海の お 上 じ H 本の 舅敢な 潜水 

夫 作業員 等は ポ ー トサ ィドょ b 

よ 十 狸の 沖を 四十 一一 一尋の 

深海 一 I この 十 年の 恨みの 

むくろを巧し巧す丢じお劝した 

ので ある。 海の 底は 烁± を ゎで 

あつたので 仕 巧は 豫則 0 上 じ お 

易 じ 迅速 じ 巧 はれた ので あつた 

當時 八が 化が 横んで ゐた 荷物】 

巧 四百 嘴は まごして 造船 村輯の 

鐵 が ど 金塊で あつたが、 を 塊の 

ある 場所の 中甲板 迄は 册 A 尋を 

で 彼等の 作業は この 格納庫 じ 到 

る 通路を 開きを 庫は 爆發 して 遂 

じ 引 揚げ、 愚 初歐洲 の專巧 家が 

船 化のを 見さへ で 可能な ろ どま 

張し わ ミが 

現實化 したので 彼等は 驚 

嘆 ご 尊敬 ごを H 本 潜水夫 じ をげ 

てゐ る。 巧 巧 w じ 就て は 醜い 人 

間の 爭 ひの 柿が 旣じ席 かれて ゐ 

る どの； であるが、 大地の 中に 

落 もた をれ は 一粒の 胡麻 おじ も 

當ら ない。 大海の 底じ殘 された 

を 塊では あるが、 それが 首属ょ 

< 拾 ひ 上げられ たので 恐ろしい 

人間のを はお 底 深 < 今を 沈んだ 

古 ホの が 寶の 一つを も剩さ 3 棟 

じを 闕は搜 索を 開始す る ； であ 


强敵濛 測に 

曰 本 敗ろ 

原 田ち 人を 驚す 

みは 镶洲 對佛國 

U 本 及び 湊洲の デビス 盃戰ァ 

メリ ヵン ゾーン の 優勝 戰は 甘：：： 

の 第一 戰じ二 お 攀のお 緩 じて 濛 

洲軍後 勢を 不 しつぇ 化 一 B の複 

試を 戰じ 移つ たがが 出、 淸水組 

は 读洲の パタ— ソン、 ホ I クス 

組に 脆く も 六 — 一、 ホ丄 一、 义 

1 とじて 化い を洲は 一二 勝し を々 

來る义 巧 脚、 五ぶ ひと 日の 一二 -h 

閒 じ-叶り S ング アィ ランド、 フ 

才 1 ン スト ヒ がの ウェスト サィ 


ド 庭球 俱樂 部コ ー ト にがて 欧洲 
ゾ I ンの 優勝 國 

佛蘭西 ど ィンタ 1 ゾ I ン 

マッ チを 惟 ザ 段 取 b じ 入つ た。 
か 二 H の 致 終日 單 試を じでは 第 
一 試を じ 於て 福 出 横手 ご瀑 測の 
ホ） クス ィ」 の 接戦 どなつ' たが、 
福 山は 失策 観 出して 振は ざる £ 
基し くろ 一 i 、 六— S 、 六 10 
じて 惨敗した。 第二 試を じ 於け 
る 巧 旧 横手 お バター ソンの 試合 
は盖し U 濛 庭球 戦を 通じて 唯 
の：：： 本のた めじ 氣を 化いた 活劇 
でぁつ た〇原 阳掛 バタ！ ソンの 
ホを せは 今回が 二度目で 先 固" 
ング ウッド 賞 あ戰じ 於て は 一二 對 
ニ セットで 原 田の 敗 化 £ なつた 
が、 この' 

雪辱 戰 ごも 見るべき 今み 

のず をせ じて は 六] 二、 一二！ 六 
ホ1 1 、 よ一五にて長人を繫し 
終 扇 じ 於て 日本 對濛洲 の 優勝 戰 
け 四 割 一 おにて 終らを 吿 げたの 
でぁつ た〇而 して 原 田 义び福 巧 
撰 手は 去る 巧强 U ょを 開始 中の 
ブロック ラィンに がける 乂圃複 
試を 戰じ席 旧は ボストンの ビッ 
ウェ^ ど 組み、 福 田は お瞄ビ 
組んで 參 加した が 第一 巧 驟じ於 
て 福 旧 U 岩 崎 組は ノ I 卜 'ン u ブ 
ラ ウン 紐の ため 六— 二、 六 

六— 二 じて 取れ 巧 旧 == ビッ ドウ 

ェ八組 もホ娜 励の ラ •コス テ：；：：： 

ボロトラ 組に 六！ 四、 六！ ご 1、 

六— 二 じて 败戰 した。 


勝じ齡 しじ n 


締切：：： が 迫した 

材# 賞盃戰 

參加 多數の 見込 

日本 庭 琢惧樂 部 ホ 催 本 化 後援 

の 下に お 巧 甘ら るべき が ホ々 ッ 

プ戰は 一面 巧 報の 如く ホ 月 四日 

を 0 て申这 みを 婦 切る ととな つ 

てゐ るが、 庭球 愛好 まの 逸早く 

中 送む 者 多ぐ 締切ら 谁 には 昨年 

本社 ま 催の 大 貪の 時と 同 樣の多 

數じ 上るべし ど 期 後され 子ゐる 

おじ ホ 込みを をけ たる もの i 中 

の 第一 香 じを 玉 雄 君 ぁら、 此 

頃 庭球 熱 最も 胚盛心 •ちぶ 傳 へら 

れてゐ るを 灣銀 巧を 球 部からは 

ま川覺 S 君を おめ 兹 、下野、 ± 

等の 諸君が 巧って 度で、 住る 銀 

巧の 儀 一人者 山ぶ 澄 一 君、 掘 越 

が爵 ょらは 新進 A 深 届 お、 日本 

綿 化 ょらは 東 義雄君 ど 星 島 君と 

が 加は >、 一ニ ザ；^ らは中 巧ぶ 基 

ホ 旧 重 雄 君 等の か夕數 のを 如を 

見る に 至る ベ/甘 一二 菱 商事の 剛 

の 者 お 巧 勁ち^ 邊 、礁 本、 谷 

口、 風 間の 諸ぶ ど 其に 岀瘍 する 

ミ じな つて ゐ乂が 鈴 木 商 巧、 海 

带 ち、 緩 領事が； 高 田、 森が 新 

井、 正金、 都 船-内 田 商事が 化 

を方面の參加パ八|^恃されてる。 


正金 銀を 庭球 戰 

旣 報の 如く 橫 正を 銀が 員の 

を 玉 カップ 庭球 f ンデ付 播手權 

戰 はまる 廿 二、 の兩日 じな 

ホヮ！ ド ビ丄ア じ 於け る间巧 

化樂部 n 1 卜 に^された。 准 優 

勝戰じ入らた^^^は平野文二郎君 

與巧 輪が 巧ご^ 柴化雄 君 お 體田 

愼 おちで あつ^が 、平野 君善戰 

してな 翰 巧を 豐田 君は 小柴 

パを 敗つ て 半^、 豐田 君の み戰 

ごなら歡戰8|^^遂に戰田巧の麽 


物價 騰貴 U 

よ 割 五み 方 

乂國勞 働 省調查 

歐洲大 職 前 じ比換 して 米國の 
物 借は ごん {拍子に 上騰して 
ゐ るが、 去る 化 をな てホ國 
勞働 省が おを したお じょる S 歐 
讲大戰 がの 

ー ホけ 奥 巧 一巧よ 十五 化 
卵 もよ 割 五 か ホの 物 傾 騰貴を ホ 
して ゐる さぅ だ。 この ホ 國物借 
騰貴の 跡を 辿る じ 歐洲大 戰突發 
後 六ヶ巧 肖には 一二を ホ 騰貴し 爾 
巧颇る 堅實じ 騰貴 率を 維持し、 
千 九 _, H 廿 年の 絕頂期 じは モ 化育 
十 S 年 じ 比較して 十！' 割 六を ご 
いふ 高さを 示した ので 今度は 家 
庭ま婦 雄の ボィコット どなら、 
千 化が 廿 I 年の 十二月 じは 十 1二 
年に 比して 上騰 率， J と 割 四を ご一 
厘 ど。^ をの 後 六 割 六を S 鹿に 
下を しわ ものであるが、 本年 六 
月の 調 空では も 割 二み お 屈で 今 
巧の 調を じ 照す ご 物 惟は 巧び 騰 
貴 時化に 移つ て ゐる譯 である。 
家廣の 

主婦 達 じ' この 意陳 をょ く 
知らせる ためじ 勞働 省で 千 九な 
十兰 年め をれ じ 教し今 H の物槽 
騰货 率を 左の あじ 牧 めて 發 まし 
て ゐる〇 

食物 (置 刹 五を)、 あ 類 (と 割 六 
み〕、 家賃て ハ 割よ か 四 •趣)、 燃 
料 (と 割 六を よ 厘)、 家具 装飾 
品 お (十】 割 四み S 厘)、 其 他 
(十 割 二を よ 厘〕、 巧 巧 (よ 割 一二 
を 五 巧) 

而 して 千 化が 十四 年 ょら か 五 年 
じ まる 紐 育 かの 生活費 增遽 率は 

と 割 冗み 八 厘で、 十义都 ホでの 

第一位は デト n ィトの 八 割 四を 

五 厘で ある ど。 

同盟 能 H で 

旅客 大弱り 

■トロン コが 動かない 

當 化の グランド セント ラグ 及 

び ペン シグ ゴ ニァ 淳車袭 じがけ 

る 旅客の 卜〇ン n 類 取扱を 專巧 

どす る紐脊 運搬會 化 及び ゥェス 

ッ-ッ 運搬 會 社の 就® A 約 八 

巧 名は 今回 就 働 契約の 調印に 際 

して 1 U 八 時間 制を ま 張した る 

じ 對し會 社 測では こむ を 拒絕し 

たので 遂に 去る 巧罐 円の 巧 ザを 

なて 綴 同盟 罷エを 劇 巧す るに 至 

ら 、適 去 化 回 年ら 勤績 した どい 

ふ あ 職 巧を 罷エじ 加つ た。 困つ 

たの ぃ： '昨今の 暑さで 田舍じ 行か 

ぅどす る 者 や 旧をから ホた 旅を 

で、 トロン n の 巧 衛は巧 つても 

タ クシー でなくて は 蓮べ ホ大弱 

6 のみたら くで ある。 會社 側で 

は 閉店して ら罷エ 側の 要求 じ應 

じない と 稱 して ゐ るが、 近く ホ 

當 局が 仲裁 じ 入る あ 勢で ある。 

松 方 巧 ご 佛名壽 

東京 特電 什一 日を：！：： 前年 お ホ 

幸み 郞氏 外遊 中 佛蘭西 じがて 買 

化した る 名 蕾 四 巧な は あ々 近く 

日本 じ賴み 出ず i どなつ たが、 

棘 蘭® じがけ る 类祗脚 化ち 力 者 

はを 殘らを 惜む意 ホ じて 右賴出 

前が を 展覽會 を 開きた しどの ホ 

望を 通じ ホち たる じ、 松 ホ 氏は 


之を か號 L 自己 所を のぶ 盡 全部 
を貨 巧す る i どした。- 
て 

佳麗 碑 ポイントの 

淸遊 會盛况 

♦日本人 黄な を 曾で^ 昨 の 

嘉例に 從 つて 去る サ lljlu ロング 

ァイ ランド 佳麗 巧ポん ントじ 於 

ける 同を 會 のを 力 者 經口門 
巧を を 本陣 どして 円^ 集會 を^ 
ね 夏季 淸遊會 を 催し お。 當 りは 
暑から やをから 中 申！^ のない が 
天氣 であった 心で 巧を 者 約', りを 
じ 達し 頗る 强况を 呈^た。 

♦牛 前 十が 電単 たノ ユプ！ で 

おひ'--- じ魯 おしむ ji 巧は 晒 日 
氏の 新を 堂 どを 間と！！ 集つ て 川 
島 牧師の 說 敎を聽 >>1 正午 食 ぉ 
じ 横んだ 壽 巧の 山，^ し 牡丹餅 
の 丘を 縷 つてを 鼓 ち 食後は 
チェス、 圍裳其 他^ I ゲ！ ムじ巧 
中る 一隊 も あら、 迹 から 8 海 
潰 じ 野球を 樂む 一^も ある。 

♦高關領事官補^ l ^な本節あ君 
£ の 自稱へ •ボ 將踞け 天下の 奇観 
でを じ 王樣を 葉て^ 飛 奉 巧を 縱 
横 十文字 L ； 馳せさ I 乍ら を 易 じ 
詰めない とい ふ 白 心戰じ 耽る。 

數 名の ド デ ー K は レ t 中 じ 鬼神の 

如く (？) おを する I ボ^ ^を鬻 

いで 鳴る 腕を 撫 鎌 巧き 、 n 

ダッ クを擔 いで 興 _ 、化 川 君、 た 

くまし い 體賴で 脚 I を蹈む 水が 

君な ど 孰れ も猎 々 I を憲 中のを 

人物。 - 一 I 

♦補 口 氏 令息の. I 意 じょち 自 

動 車ぉ驅 つて 約 一 .1! 半ホッ イト 

ポイント、 ァがバ Aj フラッ シ-ン 

グ等長 島のを 巧を fi - 遊して をを 
納れ る。 か 適譬へ し。 午が 五 
時輕 い晚餐 の變應 I あち、 川 一島 
な 姉め 詢 々ゴ して 1 て厦 仰讓、 
中島さん の 巧學對 1$ 敎觀 なぞを 
傾聽 した 後 碰口氏 ~ 家の 歡 巧を 
謝し 河嚴 じか かれ でら 苗び 魁 育 
の 人 どなる (一記 || 一 

公 本 庭球 巧樂 
仗 か 庭球 大會は 
ホ 比 ハを H 本人 
網 緒して ホ々 
じ やつて 當ひ 
い。 を H 木 人 

である からか 論で！ ダイス ぷ撰 

手 も H 本んでも!？ な 上お瘍 をな 



から 願つ て督く 

も 我々 濁み 者 0- 

ブ では 都を が！！!^ 

を も 面白くな 

ど變態 性が を 

のめし 增ひク 

貧 成を はない I 


フ ア ン ー44>ど ぅ 

- 口は U 本-尸 ラ 

がめ し屋 の 會 

て、 敎會 と ホる 

ので 是非共 細が 

プを 設けたい が 

ち 濁 身を) ♦ム巧 


某所 前の 篤！ は 直ぐ 其 近硏じ 

大下宿莲を^ -た、 何がさで永 

<窮 がに 飽 ：!'; 某所の 惡玉 おは 

籠を 放たれ 心.： 鳥 同が 菊 ば」 き 

して 巧 も {一 引越す ので 个家 

の ひつ をら 閑^ 引換へ 化 ホは 滿 

員大 入らの が昌 がめ を 巧 

へを はょ かつ^が、 お 頃は 施ん 

じ 白 首を 引：：^ で 巧 所の 增 をが 

高くなる の 化 六 頗る 氣が氣 で 

な < 巧 今 巧^ 伞 家に 磯れ る菩玉 

ご 化 檢策運 狐 中だグ (スマー ト) 


御手 輕御 理 = を 庭 仕出し 

御 下が か豫屋 
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JAPAN ART STUDIO 
624 LEXiGHTON ME. N. 

なし 化む A 4538 


KAYO BRCW. 

205 E. 58 化 St. Sew む rk City 
Tei Re が nH 8 り 


號 


十 も 干 载 巧 


召 化で ぷ沫 pmL を 巧を 运 i かで 巧 


〔り 嘴 水 ：! 


日 六 


巧 八が の 十 正大 


[ 阻） 



ミ-). マ、.：. 


'ご I - 


かのを 明を なせち 巧 合 H ぶの 
専質 特許 t 巧 けん < せ ばか 何 
なる 手緩を 稱る ベを や (王 ム* 
ティ 生 ) I 

(答) 一、 あ 威 内に 化 巧 をら 
'ぉ 所を もを 心 者 バ帝國 内に 
住所 义 はお 所を ちす る 化巧乂 
じょる じ ホ e れば 特許 厨 じ 細 
する 出願 請^を の 化の 手 結き 
をな し 又はす か 瘤ら し < はか 
許じ關 ザる^ 巧を ま 張 マる 一 

ごは できぬ 

二、 特許 局；^ 掛 して G すお臟 
-丰績 きは 法を 机 


請求を の 化の 
を S 特權の 化 
てなず， へ 
通を 作ら 巧 盛 

記を 擦 印の 
一二、 書面は 丑 


をの か 書面を W 

ごは j が 每じ一 1 

丹 H 居所 差岀へ 

ど 

不語を 0 て 認め 


ねば むらね 又 Ip; 巧 狀國籍 証 W 
書 等外 固 語の'^ のは 譯 文を 游 
附 せねば なら^ 

四、 お 願 巧を！； を 一 おじが さ 


特許 十圓實 用： 
圓巧標 と 圓で一 

.ね 牧乂巧 紙を 


裁縫 見習 雇 度 •し 

城 縫 見習 締人雇 巧し 御 ホ 遵の 
ホは 左へ 御 照を あれ 

巧 井 裁縫 所 

128 W. 置 th S すを 呈 y. 


裁纖所 開業 

が 脈， 絹物、 ゥ — ^ 類は ドラィ 
クリー ニン グ、 プンス 及び 染更 
、、仕 立 一し 直し 一切 ま < 菜麗じ 
致します。 裁 链は如 阿なる 御を 
文 も巧喀 じを く 致します 巧他ュ 
カタの お ホを も あ h ます。 

お ザ 裁縫 所 
128 W . 雲 st . N . U . 


案お圆 意匠 一 
〔れも 消し 巧で 
ひねぶ ならみ 


I 髮 がで 家具？ わ S 室 アバ 1 
圏 盧-メ てま 急 破格の 

廉惟 じて 讓 度し^を 學 'じ 依らが 
具 丈け じ てらを-! 〔を 鶴】 
C.0 互 orimra B 養 £ 一 W. ぎ d St. 


5 & 大ホ ーー ボ ぁら 淸 潔- 

案 W ! 便利、 言あ辑 じが 

食事 も 調へ ます。.！^ 中小 一二郎】 
富 W. 是さ Si, Nes 
Te 二 立 falger 虽 78 


魚類 一切 
御小賣 

新鮮なる 魚類を 
生を 地ょ b 每日 
なら 窗せ て販賣 
化 6 御 注え じよ 
ら 配達 致します 

加洋化 ぉ商會 


活動 フそン I 一 

寫眞 ーノタ J ぶ 
敎育お W、 基 劇！ お； であな n 

御 ホ おの 力は ぶ 記へ 照會 あれ 

(午前 卜时ょ b 十一 一曹を の 間} 

口 Kiki, だ 8 E. 田 r を 

Tel. Rhinelander ち 夏 _ 


- It 

I 

- 〇 

i 6 

-ml 

む 


健康 巧 進 

無萊 おお- 

が 閒は 

-印 約に て 


H 本、 ま 赃寶玉 製 夷 
術 お、 婦人 巧を 飾が 
他を 締お 

一: 島 U ：: け 

高を 类姗お 修繪、 

首 飾 お、 る トリング 
日本 服 裁縫 



自動車 修 
緩な び 蓮 
轉を敎 巧 

ライセン 

ス巧 班す 
一二 十五 巧 
速轉 ホけ 
二十ぶ ホ 
晝 度促學 
兩 科. あ 6 


店員 入用 難 

限る。 委細は 面談。 

を 山 巧 お 
を 五十 九 了 目な 十® 番 


か 

LG 

化 Y : 

□ N 

C A 
S n 

〇 抑 

巧 .1 

U U 

A 6 



一般 自動 
ずがび じ 

フオ， _ 卜 

懇切 敎授 
夕 A 時 開 
校 巧 働 余 
暇 勉學の 
濟 あち 卒 
菜 証書 巧 
巧 就職口 
無 巧 周旋 


ミ ♦■♦■♦ミ た 


內お あを 許 加州を 憩 

產婆 & 按摩 術 

ホ 野み モ 

助 產銷炙 マッサ ー ジ 仰の 出 お 

治 嫉の御 求め じ應 じよす。 

带話 キヤ セー ドう 八を を 


が cr ^ みが 險 巧が 

水ぶ 吉 


を 


保險 


V York ごを Insurance Co 

51 0 了 psberw 的 t こ 

zew Yorltoity . 

Phone . Fra 日 k 穿を 号 

円 xchan 累历 ranc:h 


西 トニ f mill ゴト ー星 iUi ~¥ 一 ♦■♦■♦■♦ミ ■♦■た 


化 


•S 


む 




齡 W 加 1 

が ra が h I 

m t- ,e P 化 ■? 

M 脚 I 

^ ? ぶ ll 

邮 5 ^ M 

帥 a 


リすメ ー カ ー のね を 

H 本人の わ 買物には 特 がが 旨を おきが 

がで 御 お 巧を 升 電話 义 U わ ホ 紙み 第 お 

訪 巧して 御® をを 計 b かめての わ 方に 

纷 しては 特に 注意 致， L まイ から 迈非わ 

な 奇も願 ひ 巧、 ポ內が 巧は 勿論 H 本 W 

化を 地 巧の わが 物 巧を は當 々で 致し 巧 


•レ コン ワナメ 


力 


音 樂敎授 パパ；’， バ 
獨 おお お菜 巧 ケ H 六 孤 (一 当 質 
西 六十 五 了目柬 巧が i 上 
菊 池 お 太 W 


貿 

を 

威 

W 寶 

3 ^ お 

E 巧 

6 

- 3 ^ 

0 

E 

nu 


S 

IL 

E 


♦お 製 ナイフ 鉛筆 類 
♦金剛石 白金 胸 飾 類 
をを 銀製 烟萃 入を 種 
♦美麗な ピン 時計 鎖 
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日本 紳击 巧ろ の 洋服 

= 御が 文は 當 巧へ = 

弊 舖は夕 年當地 日本 俱樂 部會 員、 おわ、 會 
社員 ホの 御 巧 服を 調製して 居らまネ。- 
新型、 新柄の 泮 服、 み 奢の 注文れ 立は 簾蹈 


'御用 命じ 應 じます。 

ク ^ Vr — 々 - 


ン /レ 


フロ リォ 洋服 店... 


A 

〇 


脚 e § ♦♦太 

巧 抓：： 日 支す 

F TO 制 本 昧> ソ 

苗 憲| 

弧. 腸；！ 十 十 憂 

Y I i 品 愈 

W 心 " 1 閒間航 

W 3W ♦♦路 


晚を波 每二週 一回 お 帆 
▼エ 4 グ i K 瀑太利 ご 宝ろ 呂觸) 

九 巧 S 日 

▲エム プレブ 盛細亞 (一二ろ 夏 喷) 

九月 卜と 日' 

▼エム プレス 加 巧 太 (実 •蓋 0 嘶) 

仁 十 巧 一 H 
▲ 3 ム プレス 義西亞 (二 一ろ S 順) 

十月 十 置 U 

一等、 二等、 一二 等 おび 下等 客 設備 
最大、 善美、 最か 走の 東 Siig 巧 船 


一一 赛 

舅 

弹 

薇 

掠 

脅 
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加 8 


* ノル、' 樓濱 '神戶 'ちち 上海 ■を ザ お 足な わ 

乂洋化 (き、 呂 〇觸) み 巧 十 お 目 
コレァ 化 (二 0、 备 〇嚼) み 巧が 九 H 
(羅 おお 蜘- {月サ 四 a ) 

眷洋み 三 二、 000 順】 ：巧 十一 一 百 
函比 利强見 (一一 气 000 觸)— 巧が お H 

(羅祗ぉ帆 -}巧廿二8ぃ 

おが 化 三 二、 夏 〇觸} ! 一巧 十日 


如 

S 


墨西哥 、が繁 、智巧 祐灌巧 
ホノ^、 橫濱神 戶巧巧 香港 巧 
(巧な 共 ミ ハ 過 一回) 

◊を 渚が SW 切 巧 接 事 券薛入 禦旋ホ 《 お 


化が 

なが 


H 

本 

船 

會 

社 


紐 

育 

ち 

:お 


{ 


シ W 

e 

ヤ副 


レ 巧 
ノ i 

支 刷 


ご 


店 


シアトル 化 帆-ぉ 帆 午前 + 時； 

橫溃化 化ち 十を 
加贸义 十 巧 を 
が豫义 十 丹 ホ 典 
静脚化 十一月 十 皆 
U 本 巧 船を 運賃 新を 
1 等橫‘板 一 九五巧神ロニ〇^* 
一二 等 洋食 五十と 巧 か 食 五十で 帮 

獻测 U 本 間 客船 (每写 巧 

输 おょら 一等な 五 酷、 二等 $ 
磅 、お 巧 塞ょり 一等 化 十と 路 
二等 六十 六械。 II 一 

化育 お 化ち を 馬妈由 U 本 わ お 崎が 一 弓 一件. 


船獻 
を お 

なを 

|| 
す H 
U し 

聲ド 

赖ク 

は- 


シ 


作 出帆 


e 

.m 

L 

氏 

c/i 

♦ 

〇 


社 

會 

祇 

蘭 

贩 

大 


もけ 巧 
1 ^ が 

説 柳 
J t 

啡‘叫 
の 的 1 
G W む 
m む • 
i 巧 k 


あらび や 化 九な 一八 g 
.をら ば ま 化 .九 巧 一十 六 H 
▼一等 横演 一丸 お萊 . . ， 
化し ばりず かろん ごんみ 一一 五な が 
▼一二 等 日本が おぶ がぎ 室 大な蔡 族 室夕巧 
▼御 希望に おり 一等 割引 化を が 巧 送が 苗 巧 
ロス アン ピ术 ス出贼 


▼一等 橫沒ま にらみ 巧哇 丸一' 雲 弗 d ミ 
巧 他は も 一 お 巧 ホ 
►一二 等 日本が ミ じら 化 ボ姥み 基 か 化 地 ミ 煎 半 
▼み涕 おおむ f がな 終を お 媒 入御 ぉ旋 なりが 
►糾脊 が パト マ 巧 也 H 本 女 那が茲 K が リー 晒 








mm—-s 




Y 


Ts b c 如 

d | w 伽 J ； 
Cp / 1 ’， G 

节品 I 

議 will 
^ w 苦 B 


E 

w N 


が ； H 


臂 '本 を 
视込濟 w 巧ぶ を 
おせか 


一 原 脚 
ホで 离圃 
五 千 ホが 萬圃 


城 試 S ホ 銀 巧が 育 支 巧 

本店を を ホ 日本 橋が を 河 巧 一 
ま 巧小留 日本 巧 化の 巧 (おを〕 巧 巧 
名古曼 京都 ホ阪巧 夫を 神戶 
谈島 下脚 巧 司 若が 賄 岡を 麟 
上 おが 巧を ち 刺 水 


ん 


U k " 

w 乃 s 
B B で 

IS 貫 

化 3 だ 

s 

uu u -h 
M 的苗 

的 お 


か 國爲替 、鄉里 送金、 化 送金、 信 巧が 其 他 
一投级 一打 栗 巧 精々 御 巧 利 じ 取 あ 可 申ち 

ホち 店 東を 束 巧* 大巧、 神戶 、京都 
巧. 化 化 を 古 お > 小榜 、上 お、 おを 


邮 


: S J 二 


^ ^ 定期が 貨 五十 圓 W 上 利息 年 六み 


誰 10 S 臺灣銀 巧！ お 張 所 

d ^ d 心 

が 細 山 L 

8 ぷ 

B W 


II 

rt 


打 .！ 5 

地^ 

B 


▼鄕里 送金ぶ びを 送を (無手な 巧】、 外 画 
毎替賣 買、 巧爲替 おも 取 立、 信用 狀を 
行： ま 一 おを 巧 業務 巧® 巧 じかが 可 仕 お 
▼巧は 詳細は 御 遠慮なく 御 巧合玻 下度戾 


:卽 


町が 
8 I 

お みつ . 2 

〇活相 M 

k 豚齡加 

〇/^ おお 
Y / 破； ^ i 

8 而端 


霸 


期 


義 8 |昭| 毅〕 齊韶 


邦貨 五十 圓な上 ' 

/ 巧 圓じ巧 a ホー 錢 一岳 

(化 ツ笠卞 駐な下 ノ殖か 巧を^ 無利息) 

橫鑽 正金 銀な 化育 ま 巧 

鄕里 送を は 都て 無ず 數巧 じて 當 
巧 棋濱本 巧豁 由を を 力 お 扱 申 候 


も 
111 Y 
H C 
k N 

ぶ K 


5 

4 

4 

7 


的 敬 

A d 7 

邮 K 題が 
S R 則 -S 
け 〇 I W 
巧 Y が 
0/1 
S W 

ぉ肿 

T 


化 長 巧爵往 まま 左衛巧 
本 巧 大阪化 稱五了 目 
がちち おが 巧ブ n 1 ドウ 五 


比 


IJ 巧ぶ 銀行 

ド 9 ( 東京、 廣 お、 をを 崖、 京都、 神 口 
n 本內 ^尾ノ 道、 廣 島、 吳 、柳 ホ、 下ノ脚 
化ち 店 I 巧 司、 小 倉、 を 松、 博夕 、久巧 米 等 
本国 預金、 鄉ぉ 送を 等は 被め 
て 御 便利 迅速 じ 御 取扱 W 申 候 I 


版 じ 

U J 仿 W 

〇 nu Y ^ 
^ S N- 

ty y2 
F の 龍 M 
化 邮が蜘 

T W 5i — 


藤 木 證券 會社 

一岐 化 証を ノ賓 買、 引を. 募集 
イ 金融、 1 >1 么瞄ス グ：切 ノ業巧 

鱗賊 藤本' ヒルミ— 力— 銀 巧 

紐 育 お 張 巧 




ご . W 
W こ 

P 

X r 

K 、’ 


n 


2 

け 門——- 
〇 ^ .一 

卽节 J 

TIT 


% 

6 

む S 

S -w 

n n - 

.脂 m 
d 

mm 

氏 

の。' 


雜巧 


^ ま お 
が なぞ 

ダ ー ゾ 姉な 


\y/ 卜 ' ィ ク 1 • な-:、 

烫 おが 賛易 隻會社 


丈 巧 が 化を ボ 



U ■木觸 麗雜貨 
ドラィ グ ー ブ卸贩 巧 


曾 h 


一巧 


M00I . MOMONGi 00 こ isc - 

105 E - 16 を St . N . Y . T ' el . 终 ミミ sant 苦 黄-三 


C 


y 5 

In U 8 
かむ 3 

2 k 巧 

A a 
w ^ w 


w ^ w ^ 

M irb し 

5 N e 
日が T 

M 


觸破 器、 雜貨 、ラ 


プ 々ランプが 

森村ブ タザ 


卸幫 


，け 四十 化を 


巧 式を 木 桃 ホ 組 


ス 





太平洋の ザ 和から 觀た 

非 律 賓獨立 ご 日本 


マニラ 上 院議た^ 親 U 的 化 論 


夕刊 ゥォー グド紙 マニラ 恃が 
員 エド 7 1 ド、 プラィス、 ベ 作 
氏は お 巧 非 かな 獨立述 動の ち 魁 

で ゥッド 操督排 巧の 急先錄 たも 

ホが 货島 上院 講長 マニ ユ八 、ェ 

术 、ク 玉 ゾン にどを 見して 非 島 

獨立 問題を 論 幾した がべ 八 氏の 

報 逝 じ 化れば ク ェゾン 巧は 日本 

の 固 策が 世 お 平 かの 上 じある を 

信じを 幅の 信賴 をり 本じ捧 ぐる 

じを なら や。 がて ホを 巧 立 じ* 

し 日本のを 威を 故す る鋪 由は 寸 

蛮 も G いどが 巧した。 べ^ 氏が 

先づ 『を 下は ホ 島のを をな 獨立 

を 現 化を-^ じ 要 ホす るか』 ご 質 

問せ るじ掛 して ク 氏は 「か 論が 

ら』 ご 答へ たがみ じ 『化 米を 衆 

圃が 非が 賓が 島から 撤退しても 

太 ホが お ゐ^は 世 巧の ホ かじ 危 

險を 認めない か』 ど窝 問せ るに 

おして ク 氏は みぎの かく 答へ て 

居る。 

A A A 

お销 なき 非律賓 のま 權獨 立は 

太 华が其 他の ホ かお 村 じ 反て 好 

影 蠻を與 ふるで あらう。 吾が 非 

律賓 が巧少 である ご 云 ふ 理由 じ 

がらて か W なる モ面 ょら か 侵を 

を 期待す る。 では おち 得べ から 

ざ も 事柄で ゎる。 巧 （誰 人か^ 

ホ かおの 自 山が 化に 關 して 武力 

的 速 動の をら わ ふを 云爲 ずるが 

じは 僅かに 或る. 闡を晴 示す る 

でめら う。 夫れ は 滾西亞 又は ま 

那 をを 陳ぜ ず佛關 阳乂は 巧國を 

恵 化しない。 彼等は H 本を 指摘 

ずる。 故じ予 をして おし ホ 伴賓 

が躲 放されて 吾 巧 自身の 所が < 

G つた 時を 想像して 化して H 本 

'か 如 例 i :? ■る 態 巧を 執る で わらう 

かを ち 察 甘し いる。'.'.^ け、 予は 

言. 卜じ 『 U 本 か 敵 お 的れ 敢を吾 

I 人 じ 加 ふる-^；:* どは 裝想だ もな 

一す の お 要が い」 と 巧へ る 

A A A 

•第 一予 本を ホ 侵を 的鹽を 

_ でも /> ど 信 やる。；！ I 本は お 也 か 

ら围陈 の ホ かを をと しつ： ある 

もの ビ信 する。 日本は 監 らじ卞 

ぶを 執る i か 何等 利益を 输らさ 

中 化を 的 巧 蕾を 酸す のをから 巧 

いて 居る。 予の敲 解ず る 巧 じ 化 

いば H 本は 自己の 國 みのを 查を 

維持す る 巧に のみ 賊ふ t あらう 

ごちへ る。 併し 仅 b じ講 論の 爲 

めに、 お 人を して U 本が ホず か 

的の 防み でが 微 癖を がする もの 

ご 想が する にし てら、 ホが 揖は 

物の 數じ 入らの-ホ がの 如き 場 

を じは：：： 本は ホ喊 .こが 淵 ごを 巧 

-手と する のを 惧ど 平脯 V - が i :*/、 

: てけ お 咪ぬ化 率で ある。 而も リ 

一本の 威 巧を 硏兜 i た h 識 巧は 日 

I 本が ソン ナ野 學を寶 化‘ たの ど 云 

一 ふ i をみ あして おろ。 n 本の 本 

化'- が & どが 度 略み がに 依らて 

:閣跑 の 仲 巧を。 さわ どす る じが 

ゎど想をしてもか：|:*して斯か 

-ろ化 事が 仕遂げ 得る であら 3 モ 

A A A 

: す 九な 二十 s 年に がける u 本 

_ の 乂蔑災 を 忘れ、：：： 木の 化かす 

i る财 政め 巧ち を 裳 的、 祉お的 脚 

難を おれを じ U 本 5 かおみ が槪 


4 されつ、 ある お 外 問題 解 化の 
重荷を お n たどして 亦 化 島 巧 風 
を 强化巧 じ冠始 する 化 朱 共和 
國ご戰 ずす るを がせず どす る も 
H 本は 非か贊 を化據 どして みお 
は出來 《。 日本が 何時か ホ 居を 
打つごをゅる；は眞面目な人± 
じは 假を的 請 論 どしても をら じ 
不自 がで ある。 經濟的 見地から 
論じて 亦 U 本が 非が 賓の獨 なじ 
干渉す る i に 依ら’ 世界の 横 斥 
をず ける のを 甘受す る 巧 もは を 
然が 巧して 巧ら ね。 日本は 円本 

越 技の ちめ じ 非 律 賓の奪 器を を 

嚷 しない 而 して U 本人は 熱帶人 

柿では ない C 日本は 强細亞 大陸 
の巧戶 開放 ど 同 こく 非 释資が 島 

の巧夕 開放を 要 ホず るので ある 

0 上は ク 王ゾン 氏の H 本 巧で 

あるが、 最後 じ 氏は 列強の 殖ほ 

化 保有は 戰爭を 誘致 するど 斷じ 

ホ 固の 勒非 施政を 稱讚 すを と 共 

じ 非 島は 旣じ獨 立の 境 じ 達し ホ 

島人は 獨 立の 能力 も ある ど蹤言 

し 若し 米 國議會 が其獨 立を 巧認 

するならば 夫は 不道徳、 ホ 論 巧 

非人 道で あつて 歷 をは 孰れの 日 

か 正義の 措 巧を 記録す るを 避け 

難いで あらう ど 結んだ。 


曲 本願 寺 管長 

大な 尊由師 

十一 巧す かに ホが 

最 巧を 辄ホ而 ょ b の 通信に 化 

れば巧 本願 寺 管 長大な 诗も師 は 

化 米 じがけ る 郎敎狀 態 視察の 目 

巧を 0 てを々 渡 ホす る； とな b 

十月 十り 橫濱 出帆の 晚 香が 線で 

ム 'ブレス、 アウス トラ リア 號じ 

て 晚を坡 、沙 港滯 がを 一二 日間 ホ 

れ ょり 陸路 商 下して 加州 化々 を 

巡視し 十一 巧 下旬 ホが のをまで 

あろ ミを ふ 0 

一時 人闽 巧の 爲め 

省令 y 修正 

滯ホ期 延長ず 簡 

本 月 二十 二 H かを 化て ホ魄總 

領事 箱から 一時的 乂阐 巧の 滞米 

帖間 延長 出願 手 賴じ辭 する 注意 

をを ましたが をは おが 勞慟ぷ が 

と 巧： 一十 化：！！ 附 をな て 省々 第 四 

十と 號 第二. 巧を 修正した 要旨で 

あつて 從 ホは あ 式法 第一 一 一條 第二 

巧の 化を に 化 b て觀ホ 又は 事浆 

の爲 めに 一巧のに 入國せ るか 人 

か端乂 期間 延長を 出願す る 鶴を 

は 上陸 灌の 地方 移 K 局を 經て勞 

働 巧に ホ 請す る-とど G つて おた 

が 今後は 該 地方 移 K 局限 b じて 

媒 放し 轉る棟 ホ 薇を 衞化 じした 

みがで ある 〇而 L て 巧し 地方 移 

民な じ 化 滯米脚 閒延拉 を 許 旬 

ずち 理 山が。 い V ' 認めた 煤を け 

事件を 本を じ姻附 して 蛾 かを 仰 

ぐべ しど 化を されて 居る。 阳ほ 

i 时的入 風を どしての 滯乂蝴 間 

はを 体を 姐算 して ー ザ ど 尉 限-,、 

れ甩 るら 夫れ W 上 滞米を ホ 巧ず 

るを 如 出願 事 おはか 記と 陸地 ホ 

移に W を 終て 木 お S 化 W を 巧む 

ばな. し > ぬ とお 地 総が 驴お侧 では 

解 巧して がる。 もじ おしてが お 


日本人 食を 務每 員の 一人け 語る 
『省かの 巧 文け 外人の 一時的 滞 
乂 期間を 一年 V 限を L ある も 事 
實上 一巧 的が おご 云ふ窟 ホが 都 
て】 年 どか-年す V - かに 獨斷さ 
れ- へき ものでは. ない ので あるか 
ら 永久にが ホのを 志 おない ごす 
ゎ ば滯义 期間は ぶ 願 おら 巧 第二 
年。ら吉年^:^ 6 楚長して差まな 
ぃピ をへ る。 巧丄 一例の 勞働 省が 
吾々 の 解 释を是 塾す る や 否や 疑 
問 f ある』 云々 - 1 

R 露 領事 端 P 

八 個 一^みを 

:11繁に大使のを換がをっ1 な 
ホ 兩國は 互 じ領谱 おの 設栽據 所 
のを 衡中 である 一 傅 へられて 居 
たが 最を巧 ホ ご ' f 八 ヶ所じ 之を 
原く 事 じ巧定 し： 部 本 側は 滞 盛 ど 
ババ 0 — スク じ^ 領事館を 尼 港 

ベラ プ エンナ エン'^ スク、 ォデッ 

サ外 一二 個所 じ 領事^を 謗 霞し 浦 
结 じは 渡 邊理惠 氏* \ 'ィバ n ! ス 
ク じは 二 藏兵二 氏. |>總 領事と し 
其：^ 領事 も 夫々 み 選が ぉ 巧て 
居る が露國 側から 山寺へは 函館 
敦賀 、京が、 大 連、^ 巧 崎、 神 巧 
橫猶 、大阪 の 地に 領^ 兼 商務 宮 

を 置 < 事 ど。 つた 由 一-ある。 

日 會勞働 委賓會 

姑肯 H 本人 會勞働 娶員會 はみ 

週 巾測尴 の豫定 であるが (二 劈 

働を 職 裳 範國閒 題 (一一) ぶ 働を 保 

健 問題 {ごご 勞 働を お 蓄阻嘴 (巧) 

を 働を M 化 問題 等じ關 諸す 
る i ごな つて おる が該間 I で 願 
ずる 曾 貴の サゼッション 如齋迎 

ずる もで あるから 日 會 事務が じ 

おて 信 苔で 中 出で あらわし >で= 

每夕觀 光 團動靜 \ 

おを が 夕 巧 聞が ま懼 米画觀 

悼 員 中 木 村 政み 郎巧一 令息 I 、 

旧 增五邮 、山 本大 善、 政 富 一一 

外 一名は 二十 一 n ホ 發难府 j ダ搂 

で 西 巧 化さ H 羡港ホ 帆の ぶ 

凡 じて 歸郎 し、 大塚 一、 島 ホ 太 一 

郎の 二には 當を 滞米ず ベく、 一木 

村 脚 長な 下數 名は 义 月 十五 日邊 


港 ぉ帆ク 天げ 化に て歸 朝の 由。 

泉 觀光團 の 消息 

前 過 ホが した 沙 港の 泉 化 ホ 脚 
は 脚 長礙 八十 巧 氏 0 外 削 負は 五 
名で あるが 該幽 は大阪 商船 じて 
十二 日頃 沙渚 出を 巧 巧 ホテル、 

ア スタ アに 投宿 しれが 去る 二十 

五日 出發 した。 脚 員の 氏名は 左 
のかし 0 

京 郁な 具が 化 本 巧 あ 
同 礫 造を 巧 田 一ニ ホ 
大阪 株式 業 上 化 宇'' 
同 を 物 商 髙闹市 一二郎 
を 庫 石井亮 S 郞 

笠 ホ 洋服 巧擴張 

タィム スビ片 デン グ內を 井が 
服 巧では 業務を 擴張 I ク 91 - 
ング 部を 新設して •佛蘭 西 洗濯 
染物 一' 股クリ ー ニン グを化 扱 ふ 
わで あるり 


♦福 本 福 一氏 紐 育 U 本人 會書 
記、 本ち 限 b 日ぶ 人會を 辭し乂 
月 上旬よ b 111 菱銀巧 M 育ま 店 じ 
出 化する み。 

•山 旧馬輔 をと 巧 や 巧 着 京せ 
る 水 お 書み、 歸朝後 直 じ 日 ホ じ 
避暑 旅 巧 中の 旨 巧 信が ぁつた。 
♦井卜 '鶴 一二 郞氏 を 都 エ商株 ま 
會社 取締役、 ホ 人を 息 同伴 本 H 
午後 六 時 ザ (日 ホ 節約 時間) 中央 
停車 鶏ぉ發 西れ 太が 化 じて 一時 
歸 朝。 

'參川 崎 贞明氏 東京 安田を 命が 
檢會社 貸 ■數ヶ 巧 前 渡 ホを 地の 
保 厳 事 棠研學 中。 らし か 本 H 午 

前 十 時 お 帆の ベレン イプ ァ號じ 

て 渡 執。 . - 
雜島水 庄巧郎 を 新瀉が 木が、 

数：：： 前り 本よ b 着が。 

♦岸 ま 松 巧 實業家 まる 二十 

二 H か 息 同伴 テキサスより 籍が 

ホテ术 、ベン じ 投宿 中。 

•淸水 善逛氏 一一 一井 物 產會が 紐 

育 そ 店員、 去る 二十 四 H ボス. 

ンよ b 歸糾〇 


一 質疑 應答欄 一 

(間) 海外 じがけ る 同胞が 例 


で一 77。 賀川普 意 君の 『大が 


计善 

尺 魔 

〇 —— 0 


の 腹 ょら 化き. 出され I 

て』 ご 題す る) 文が I 

ある 新聞に 連載され て 居ね のず 

讀わだ ▲例 じ 化 b て 感傷的な も 

ので あるが 米國じ 日本人の 經を 

ィる一 英字新聞 さへ ない のを 貴 

樹 ごする £ 云 ふ 意 ホが 書て あ 巧 

-巧お 同感で わるが 賀川 君の お P 

じが：：；： 立法を 打破る 丈け の 宣^* 

じ 化 字 新聞を 巧 ひな どす るの 心 

巧閒の 本領、 使命、 職能に おする 一 

正常の 巧 解を 被く 嫌が わる ah 

本人が 經營 ずる 英学 新聞 じせょ 

『新聞 J はが 聞で あるべく して 單 

純：：^ ブロ パ ゲン ダの 道を であつ 

ては. ら ない。 ソン ナ1> のでは 

が閒 どけなら ない ご 云 ふなを 巧 

解せ わ ば ^ら《 ▲亦间 じな 川 君 

み-文中に 『組 巧 じは ヨリ 萬國 

的。 潮流の ある こどを 知つ た。 

化處み U 本人は おが あ 族 位 ある 

内で ザ か W 上が-: n 人 神 ど 結婚し 

て W る爲 めじ、 排日 法に 對 する 

幽に的 憤激 VJ 云 ふ； か 顿ご逆 じ 

c ：<> いのには 驚いて しまつた 

J 出 族 どしての ホ 巧」 を ま おする 

化に をれ 等の 人々 が 自己本位で 


を 闕ホ義 をまお してな の 說を蹲 

擊 せられる じは 恐れ入つ わ。 な 

も糾 育の 白人を 妻 じして 居る H 

本人の 巧— 萬 國ホ義 じな らたい 

其の 爲 めじ 戰は うがし 加州の U 

本人の 様 じ 白人 どの 結婚 權を拒 

をされ て 居る のをで うする か？ 

私が 是 等の 人々 の爲 めじ 憤激す 

る 化が 間違つ てゐる だら うか』 

ど 云 ふの が ある A 是れば 恐らく 

賓川 君が：：： 本お樂 部ち 志の 午餐 

曾に 臨いだ どきの 事實 をぶ 礎 ご 

しじ 威 想で あらう。 假らに 五 巧 

家族の ザ數な 上が 白人 禪 ど 結婚 

して W る どしても 彼等が む 婦人 

ど 結婚して 居 & 爲 めじ 拼 U な 法 

じおする國は的憤徵ど云ふ；*‘ 

頓ご 通じ。 いと 速锁 しじ 賀川君 

巧 轉卒ど 無智 ごに 驚かざる を 梅 

矿 いのは 獨 b 寸 善ず のみでは 

わらう A 賀川 君の が 育 间胞銳 ‘ 

をが 標的が 外れて 居る。 事實 一が 

聞 違つ て 居る。 贊川 君が 歸 朝し 

たを じも斯 かる 淺潍 なち 察を 化 

团间胞 の 間じ宣 傅され ては 迷惑 

モ おで わる。 此際ホ ー リ！ 化樂 

部 わじら を 通じて 貧 K 窟樂 者の 

猛省を 勸吿 して 町きたい。 


目 本 締化巧 まを 化 化育 支店 

Tjpan Cotton Tirading Co., Ltd., 

Cotton Dept. 

60 Beaver St., 

T •し Bowling Qra«n 2990 

Silk Dept. 

25 Ma が ton Av«., 

T •し Mad. Sq. MM 


H 米 生糸 株を 會社 
紐 巧 支店 一 
N ぶ HUBEI KllTO KABUSHIKI K& は H& 
(NICH レ BEI KIITO CO., LTD.) 
3?3 が H Avenue, 

Tel . Mad . Sq , 7592-5 


神戶鈴 木が； 占 
I 化育ち お 

I Suzuki & Co., Ltd. (Kobe) 

\ 220 Broad "; い-. 

‘ i ' el . Cortlandt U49 - 50 ぶ 1 - 52 ぶ 3 


H 本 生糸 株 ま會社 
が 育 支 お 

Morimu なむ ai & む .， Agen わ 
44 £. 23rd St*. 

M む bland 5 お 0 


がを 名會お 
紐 育 支 お 
Hara & Co., 
443 Fou け h Ave., 
Tel, Caledonia 7 お 0 - お 


び. 巧 巧 式會化 化 食 支 成— 
Gosho Corporation, 
SUk Importer も 
334 Polifth Av も 
Tel. ん Sq. が 86 

む osho Co" Inc.. 
Cotton Exporters 

60 Beav が St., 

T« し Bow り no Q け 《n 8806-0C 


乂阪 巧り 轿 巧が 
楠 巧 市 や 
OSAKA が师 
Room 巧 8 World gilding 
Tel. むか man 4 が 日 


大お毎 U 二 巧を リリ 
上 巧 虎を 

Osaka M が nichi, 
407 Tribune Budding 
Tel. Beekman 4259 
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曾 巧 募染‘ こお 脚 

が 巧：：： 本人を にが， パ W 降旣じ 

十二 遇 ザに 速した」 化 間む 留间 

胞 社け じ おして 現は いたる が/. 

は隐 いたる 巧が の 鮮少で なかつ 

じ 事 皆： i 誰 入 もを をがざる 巧で 

わらぅ。 勿論 乂闕柬 部に がける 

唯一め も 力；；？- るを 化槐離 ごし： 

懸挪し 巧べ か 6 し酶 能を 理想的 

にを， 拂 したと 瞒 讚す るのは 過 筵 

であ -0 けれ 共、 忘を ある 十二 年 

の お あ 的 巧 おは M 胞 社を をして 

n 本 入 巧の 將ホ じを 般のホ 挫を 

お'. しいる じ 足る 丈け の 偕 化が 

あ 6、 跑てお ホ 3 施設 か M ぉ 論 

ぶすべき め奖を もがせて 說融し 

得 6 みおで もる。' 

化が S が脊 H 本人 角々 真は 其 

'殺 約す 二け ど算 だら いてむ るが 

'殿 拚に曾 旨 あ衛の 整理を 斷 巧す 
化に 恐らく 千 人 巧を でが 留 同胞 

の-一一 かの 一强 をお械 して 居る で 

あらぅ。 をを 細な 常が の 一二む 餘^ 

人に 比すい ば 正に 一二 巧を 超過し 

.た 殺では もる が、 n 本人 食の 化 

- 命、 職能， 事を を おみ 现解 しな 

い爲 め：..： 倉： けたる.. へ / -- > て ホ だ 

:會民 と。 ら の 化留 同， 贴も あるか 

ら ：：：： 自家ん ま 眼 义は自 寒の 立谋 

一 かを おた る i を 巧を どせ ざる 閒 

化ら あるが U 會員 裳が の 速 動は 

巧み 繼緒的 じ 巧は ねば U ら no 

是 一が U 本人を を述 じて 化留 

閒 胞化衙 S 向上を 展を 謀る 爲め 

にらを をで あ 6 化 面 . U 本人 會自 

身ん 耐久 巧を をが 4：? らし 〇る爲 

めじ も 必要で ある。 最近の 精 報 

に W れば化 食 員 裳 集 運動 も 秋風 

1 が 巧に 人ら 夕 数が 胞の餘 がを 侍 

_ .つてが 織のに 眺始 せらる： 由で 

^ あるから、 か 當の効 おを 奏する 

i 機 食に を 肴した 誘で ある。 

; 而も U 本人 曾の 連用 じな 面し 

I て 鼓 もを 乂 。物 药的關 巧の あ 

S U 云 ふを もむ く 其 M 源 か 巧の 

即趙 でかる。 同資巧 巧辭化 十六 

號じ 巧て 巧： むの 摄 をした 巧 巧 あ 

る報吿 をぶ 礎 どして 硏 がすれば 

旬 巧ホ納 どして 則 ム されて むる 

二 千 余 巧を 整 规徴收 する のけ 產 

當 b 扩' を 巧では わる-かれし 北ハ濟 

一 率 菜に 逍 城-:; を 則し、 を お 率 

菜 じ 嬰 3 るを 用ぶ びが 食、 勞侧 

巧 お 一一一 部 じを ずる 施設の 裳 用 等 

をぶ 算 すいじが お 巧が のを 额ぷ 

脚、 曾酱 、部 明が 證が 、力まを 

|化、 巧をの利总めみの收乂じ^^^ 

賴 する，^ は無迎 である。 巧 じが 

て 盛に 特 がをお 曾を 設けて 财源 

! がちの 閒 狸が 愼蓝」 論雜 された 

姑 化な 装增额 はが 隙な せざる も 

贫民 の 個人的 お附を 仰いで 化 目 

のを 述 おず べし ごのな 見 か】 を 

し 近く 观樂 曾の 雜 謀を 經 たる 上 

化 A 萊を 谦 やる； ごな つて 居る 

i 山で わるが、 财椒化 K を敲 .るに 
一を b て 吾 入が が 叫に 曲 中る おは 


を-を 目 游浓じ 際して 少く とら 

昨年 おじ 於て H 本人 肖が 柯 をけ 

つ たかをが 留問 胞じ阅 知せ しい 

る をけ 急 お 中の 急務で ある 。ホ 

お 員の 侧 人的を 阳 を徐泌 ず ク J じ 

しても 化 巧 巧の 施設-」 韵 して 冷 

淡 無哪必 でもつ た-がの 人々 を 


ンゲ キン スす るに 足る 資料を 
~ 描 巧す るのは 忠實 U 方 巧と 罰は 
ねけ じらの。 化 想 ホから 吾人は 
u 本乂符 幹部 じ 對し豫 めを 等の 
が 備を輕 ふる； は 迷 動の が： をを 
み寸 る噢繫 率で ある ど勸吿 する 
ので あを。 


支那 時局の 推移 


關東 地方 一帶に 

豪雨 ご 洪水が 襲 ふ \ 

下 明區域 S 浸水 家屋 四方 餘戶 
橫濱 U を 市 浸水して 水道：^ 

東京 特電 かとり 發 U 昨：！： ょら 巧に ぶ ゎて 關柴地 ホに 大讓雨 あ 

ら、 巧 市内の 下町- 帖 域は 出ホ數 たじを して、 浸水 屋 の 

.力戶 に 及び 鐵道 、電車は 今种 妻す 通 V な b 本鄉菊 おの 崖 

は 崩れて 親子 慘 死し、 與か川 沿捧は 一里に 互 b 濁^ 漲ら 
小 學校ホ お 等を 關 放して 避難 おを 收を 1 居れる がを の^ 嫌は 

名狀 すべく も あらや、 箱 化 湯 本方而 じて は 二十 餘口流 ホ 心、 义 

山梨縣 下にて は 山規れ のた？ か 名の 巧 傷ち を 出し、 一富 十' 

山 銘ハか 中 W にて は 十ー タの慘 巧 巧 あ も、 横 街は を巿 浸水し 
水道 杜絶して 曲 掘を. 蛛 めて & る。 然 挪 西方 面は が穏 であ yo 

ホが わ 一 爆に 

電車 潛ろ 

慘檐 たる 東を 市 

東を が お： 六 H 發： ：：： 東京 ボは 

八 年ぶ > の大 洪水に 撰 はれを ホ 

の 一一 芬の 二は を 水して 慘巧 
を拖 めつ-- あ 6、 山の ず ホ おじ 
浸水し 帝闕 ホ テ 作の ホは 水 ご' 

な b 炊窜 煤の ホ 化は 浸水の 爲め 

却て 巧 化した ごい ふ奇觀 を呈し 

たが、 ホテルの 巧团 じは 恰 かも 

堅读 のかき ものを 築いて 浸水を 

防ぎつ-^ ゎ 6。 をを K 窺は 元ょ 

吉 原、 淺 草、 本 巧、 深 

W の 浸 か U 鼓-^ 激し： 数 吹 じ 

及び、 死傷 巧の 刺が した 巧は み 

G いか 夕數じ 達ず る 見込 じて、 

淺 草を 簡の 如きは 錢 水の 爲 めじ 

家が 道具を 巧 流されて 路頭 

じを ふ 者 多- 

年 曾 員 等 必死 どじら て救恤 にな 

ホして むる •い 化 氏。 途方 じ 幕い 

谨災當 巧の 慘狀 を概 じしめ、 巧 

巧规 道を ぉ 《 W し 電信 電話 

が不 姐く C ：? つた 地々 も軟 なから- 

中。；. おがけ 乘 をを 滿 腿して お 

を 巾 脱線して 赤が 贷 所の わ 

涂じ約 かが 巧が 込み 乘 をは キふ 

じて 窓から 避難し f 惨死を を か 

た 衆議院の が 下 も： 脉水 

ごな つて & る。 が'!? 雜恨 地方の 

水が：： も おだし/ 束 海道 線は 

線路が 狎 流されて 不迪 どな b 、 

南部 日本 にも 篆兩襲 ひつ i 

もる ものぇ かく、 大處災 後假設 

したを 地 S 麵も通 巧 旋檢 

の 化 態 じある 爲め化 郷軍 入刚が 

巧が 中に して、 明 U も 化 ほを 兩 
が 打 賴く模 巧で ある。 


東を が 巧 ：；= と H 發= 巧 巧度攒 
街の 乂 洪水に 化 b 化が r 迷 ふを 
け 約 八' 力 人に 達して むる か、 二 
u にがる を 雨は 昨が ザ じ まらて 
漸< 小兩 となら 跡 斤 かも ばつ ぼ 
つ 進が しつ： あるが、 束を ホは 
巧 信ぶ 詔糾お 巧のを 述巧 脚が 一 
與じ 停. しわ 巧め 全 < 孤 なか 姿 
にして を 化の 被番も 詳細に 知ら 
いてん。 いけれ ども 聚 '兩 の被韋 
は 化 H 本， 视じ 及び 邮 崩れは を 
所に 頻ぉ t 農が 物の 视靠 ぉ大な 

。の！ 如く 巧が ホみ の 化を は 
約', り 人に て 本鄉附 巧の 鹿 ドに て 
埋葬 さわ 中央 絲の 列ホ轉 覆して 
巧お數 名を ぉし 街樹轉 覆で 死者 
二 名を 生じ、 H 活劇 谣 のかき 觀 
客大恐 おの わめ 死傷 巧欧夕 をを 
じた。 

をを が電廿 .と H 發 u 富ぃ 山に 
山崩れ あらが 柄を 山中で あつた 
十一 人け 慘 巧し 目下 靖 山中の 千 
入は わ衛す 叫を 博 えられて ゐる 
が、 目下を 地 L ぃ tS 軍 除 出動して 
救 恤じ從 S •し 巧玉縣 すの 被害を 
だしく 乂阪 ぶび 神 口 等の 關西化 
方には 何等の 被 茜な し。 

英佛 兩國ィ J 

負 倩 新 協を 

外 巧 的に 解み 卞 

。ン ドン： b - VH 殺：：：：： 過般 ホが 
一一 惱 みの 狀 態に あつた 巧她 兩國閒 


の 戰时を 償ま挪 協定に 姑て は英 
國は旣 に 對乂戦 巧む 償决辨 をが 
したる になし 做闽 けこい ょ b 
掛义を 渉 じ 化 事す る 巧 G るを W 
て 双 ホ おじ 愼 お；：.. る 獲に 出で 

つ i あつじが、 遂こ チヤ ー チ 八 
氏 ご カィ ： n 1 氏は こいぉ 外を 化 
じ 解 巧す る i どな b 染幽は 向 ふ 
お 刪 年の ま挪 延期を 讓 ホ するど 
共に 向 ふ 六十 二 年に お ヶ年 
のま 挪额を 千 二な 五十 ガ 弗、 巧 
子 ニ ホ どみ 定 したが 问 巧に 英脚 
欧府は 今 お フラン マが 织乂を 償 
をか濟 する じ當 b 爽伽瞄 を 0 上 
の 支が々 び 利 半を 協を するなら 
ば 巧 図 も- れご问 はの 條 件を 求 
み 得る 權利 をが おする ミ どなつ 
た。 即も佛 歐化府 はこの 英佛協 

定を 武器 どして 勘 ホを 廣支拂 の 
條件らこ>3範固を脫し；：^ぃ下也 

であるら しい 0 


ヮシントン 廿 と日潑 ：= 米國が 

府 はお 佛 協を じ 就て 意見の 發を 
を 避けて ゐ るが 協定は 誠 おを 欠 
いだ もので あ b 單に 义國を 釣ら 
ん ごする 野必じ 外なら や こ解释 
して ゐ るが 政府の 方 かは 與佛巌 
定 のか 巧に 巧 はら や 巧 率 S ホ 五 
がを 維持し 其 化は ま挪 能力を 基 
礎 £ する 篱で ホる。 

廣東 封鎖を 要求， 

を 港 化 六日 發= 香 渚に 化留ず 


る巧闕 人は ぞ 恥官蓝 のが 英 人れ 
爲 にがお， L 今 朔が巧 W 大脊 を閒 
帷 ，しむ おお 本闊 3 咐じ おし ㈱ ' 柬 
威 K 政府の 其-岡 お 船が 斥 U 條約 
を 反の 巧 巧 るを のて 廣棠 及び 
阳 をの 灌鮮 をが がの 力 じて 封鎖 

し 旗を 化府じ 最後 逝 贼を發 して 

廣東渚 濟を自 も 潔 どして 再開し 

廣 おの 過 敵 派 駆逐ぶ び 英貨 排巧 

の 撤隨巧 求を か 爺した。 

低利資金を 離 通 

東京 特電 化 六 曰 疑 u 政府 诚九 
巧 一日ょ 6 實 施すべき 输巧飢 を 

输 出. 丄棠 組を に 對し年 おかの 祗 

利赏 をを む 金 及び 臺 銀- 離 遮 

さず ごを ふ 0 

目 獨條 約を 涉期 

東京 特電 化 ホ H 凑 N 日 獨姐巧 

條 約を 渉は 十一月 東を じ おて 锅 

始 ずる 巻で ある。 - 


ッ ピンが 島に 飛 わのを 中 お風烟 
のた め アンチ モンに 不時ち 

たがを のを 天侦依 巧す 良なる じ 

燃视 不足の ため 今-村 U 同化 ド ホ 

化 ホ 中 じて 燃 袖け マニラ かも 目 

輸送み である， 


阿が 委員 會 質疑 

ゼネゲ ァか六 H 發 = Z 國際 聯盟 

の！： 化 委員 肉に ては H 本 じがけ 

る 阿片 化 用 讀ん增 加、 モ^ヒネ 

お 化 禁劑の 製造 裔增 加に 關硫し 

て H 本 化 おじ 質疑ず ろ 所 あら、 
不 U 巧 答す る 壁で ある。 

日伊 飛行家 止る 

マニラ ホ 六 H 裳：：：：：：！： が 飛 巧 家 
ピネド 中を は囊 に濛洲 よら ヒリ 


趣 ホ 


をん 底の み 神 


訪獻飛 巧 機が もたらした 

目繫 のち 謀と 政治的 成果 


一ぶ 式に 參 加を 通牒 

關稅 自ぶ權 討議は 止むを得ず 

ま 京 特電 廿と H 銭 U 支那 趣 府の脚 お 舒證哲 筵に ぉし H 本け 卒 
先し'. 巧參 加す る もじ 魄議ご 它艰定 したる が、 關稅自 よ 幡間題 も 
7 シ^トン 曾滋 S 繼賴 問强 ^>れ ば谣趙 どして 討 藻す る £ は 差 ミ 
なし Vj 認めて ゐ る。 おは 窝讓 巧を ごして 左の 巧が が おを された 

\ 駐 ミを 權ぶ使 芳澤 謙ち 
外務省を 細 亞お段 木 村銳市 
ま 郝關稅 會議を 權被仰 付 

原則で U 列强 妥協 

化 京 外 巧 風が 近 < 支那に 巧 答 

i 支那：.： 掛 して 餘 b じ 党な であ 


ヮシントン 化 六 H 獲：；：：： 支が じ 

锁係 ぁる：：： 英米 佛 がの 支 抓 政府 

じ掛 する 回答 (上が 勸亂お 他に 

馳聯 した ぞ那 政府の 抗識 、脚稅 

會講 巧び ぶ 外法 權撤廢 等 じ 願す 

が鄕 巧人阐 、靑 I ' る 提議) お 就て は 

日英 ホ 政府が まどして こ 

れ をを 渉 中で ぁつたが、 何み；.： 

も 列强の 利善腳 係が 巧つ てゐた 

爲 めに 進が せ や、 をに 今 H に 及 

んで& る もぶ i 、 あく これを 化 

京 外 巧 脚ょ らま 那 政府 じを 削す 

る i ご：：； b つたが， 聞く 所に 化れ 

ぱ本 問題に. 就て 米 励の 立 煤は ち 

邪の お 外を 權撤廢 及び 脚 稅自ま 

權の 樹立 等じ對 しては 深瞎 なる 

叫悄 のぶを 表明し、 をつ 支那の 

不滿 どす る不を 率なる 條 約の 撤 

腹 等に おしても 支那 政府が 化ち 

外國 人の^ かが 産が 護 己 W 務を 

を ふずる^ら ぶが て異證 なしと 

の 態 巧に 及んで & るに おし、 

英孜府 ごして は剛 稅巧證 

が ブンン トン 協を なかの 点まで 

延 おされる i は 化 レを 铅中 どむ 

してむ るが 米 剧の提 雄を の もの 


k % 外ん の 生命が 產 保護に 就て 

ル尙ほ j 層曠嚴 G る 字句の 採用 

を _ 恼轨 しつ t あるが、 U 本け こ 

の 防に あ b て 炎 ホの 調 訂じ巧 力 

1 るど關 おじ 『關 稅自 よ權』 のを 

巧ず の ものく 採用に 就て 强く反 

對レ 、フランス 及び ィタ リ I は 

英歐 の 態 废は餘 ゎじ 頑强 であ b 

米 域の 態 巧は ま 那じ對 して 燃ら 
に见 おで ある どい ふな 旗から 寧 

ろり 木の 立場 じ 協賛の 盧をお 明 

しつ 下 あつた。 こい 等の 相違 も 


しっ 一つ ぁった。 

原晋 で 


ではを に 巧 I を お 

を發 をし じので 『腳 稱自ホ 確』 

なる を 句は 阿 答 書ょ 6 省き 同時 

じ 關巧目 まの 意義を をい 他の 字 

巧を 使用ず る、 ととな b 、 なじを 

協 点を 巧 見す るに 至 b 目下 これ 

等の 字 かを 修正 中 にしておく 

れを 化な 外を 脚に 訓電し 一通の 

外を 义带 どず ベく、 を圍 かおが 

これに 附随 L おらに 一圃の 立 旗 

を 明. 〇一 じすべき やを やじ 就て は 

ホ だを つて ゐ ない 模樣で ある。 

がは この 义 書は 上がの 勘 化 じは 

觸れぃ よいち かで あるら しい 


モス々 ゥ廿六 H 發 U 過 ま數側 
巧に' u . b 勞農 U シアの 外を 致 お 
じを しい 色彩を 發 揮して むる の 
け 盖し= 廉兩國 の 

友 誰的跑 S 增進 ビ稱 'す 
べきで あらぅ。 千乂 .む 二十 一二 年 
» ホ P シアの かを が歐渊 から ア 
ジア じを. いれて ゐ るのに 就て は 
柿々 如理ホ もんる が、 

【 一 】 歐洲 無を 階 絞 •い a シ .ア 
の 指導： i なく 傾 お ある；。 

ごこを いが おして 正 當な理 
由で ある や； を やは 削 V .' して、 西 
方 諸 邦 特に 澳國 が、 お 農 n シア 
の 漸進的 闽 なを 經 磯上の ボィ コ 
ット 乃を が 力に 訴えても 阻害せ 

ん どしつ i あら ごの 恐怖 0 

〔一二】 が 方 化 族、 特に 印摧ど 

ま 邪ぃ 瞬 家的覺 照。 

〔四】 地理 的 お 讓ど掠 東 巧 麓 

じ凿 する 經濟 的を 巧 お。 

i 等の 闕 係に 刺碟 され 

つ i あるな わ ホ- J 。 を (おを 夕 

ィ ムス 特派員) の 觀る所 じ 化る 
ど y 本 & 府は今 よら 約 一が な 前 

日本 じど b て餘ら 友情の U い 世 

巧 じがて ロシアが 懼値 あ. るぶ 人 

である どい ム をを 自覺 したは じ 

記を ける。 これは 勿論 ヮ シン ト 

ン會證 が 生んだ 雷火。 結果では 

ない が、 n シア 侧 よら 見れば 口 

繁の巧 渉 じ 就て U みが 拖 めて 冷 

淡で あつたのは、 H 本は 經濟ぶ 

び朋 か 上の 理由よ b して 义國 'に 

お 近す るの 傾向が あつた こど i 

日本を 

ホを 化 する i か H 本人の 

を圃必 から 到を 絶留 t ある ご認 

めぉって〇本の進まんどするも 

のに 對 して n シアは 械 めて 不信 

であつ た。 がるに 沛潮 じがけ る 


過去 四 年 じ 直る りネ 軍の 邦 屯は 
この ル さい 褐を A 柿が 父、 一期 サィ 
ベリァの 生活 狀 おじ 不適 當 であ 
る； を膛驗 したのを 活た 彼等は 
巧し U 本が でぅ しても 逆剩人 
. U のが 化 地を ホめ G ければ む 
ら 。いど すれば、 をれ は 巧が 
國± ではない。 间 時に 琢洲は 
巧 等に おし 極めて 無頓着で あ 
b 、 ホ妈は 孤ぶ して ゐ る。-' 

ど ホ 張ず るに まつた ので もる。 
これ 那も 現下 勞農 ロシァの 乂 立 

物 C ある スタ リン 氏が 數日 前日 

ネ 新聞 記を にお L 『余ら 亦 
アジ マ 人で ある』 ご 巧 ば 

しむる じ まら、 一 をら じ 昨日 摧さ 

れ た：：！ 本 訪跌飛 巧 ± 歡迎 宴の 席 

上 じて 飛む 協禽 のムク レグ ツチ 
氏を して、 

ちいが 化 じがて 彼等が で シァ 
人を 侮 奪ず る 際は 『この ァジ 
ァん』 なる 語を 巧て し •た。 巧 

等は 今り ァジァと 國± を 共に 

する MJ を 誇 b どす 0 
ご述 ぶる じ まらし めた もので あ 

るが、 この 席上 じがて 鼓 も 注目 

じ 化ず る ものは 外相 チ、 エリン 

氏が 『 U 本 飛 巧 ± の 飛 ホは 實じ 
化の 柬方 民族 じ おし ホむべき 道 

を- ボ したら のでを つて、 

五十 年 前义 明の 巧 遊國た 

らし： 3 本は、 今 旧の 飛が じ 娘 b 

て 最睛の 文化 ど 進 ホ どを 示した 

ものである。 日本は 旣じ乂 しき 

な 削 •しがて 外國の 勢力 銘圃 どす 

を ホな 條約じ 反 巧して 美事 じこ 

れを 斥けた。 これ ホ H 本が 東方 

は 族に 對し ホむべき 道を 指示し 

たもいで ある』 ど 述べた. 一節で 

あら、 U 祭のを 名 ± は 今回の 飛 

巧機訪 露に 就て 両國 のぶ 節 お 進 

.を 口を 陆 めて 讚 おした。 


覆而子 

或 n ジ ー 三 アの淚 ぐんた がを 
見て なる ご、 がは 一柿の 威 お > 

化 化 じ，^ たれて、 化 女の 前に 晚 
伏て を みぜに 梭吻 した。 をして 
J " 俺は お前 じ 頭を 下げる のでは 
なく、 人類の 苦痛の 前に 身を 捧 
げたの だ」 と 云 ふ。 

彼は ソ ー ニアの 必を巧 解して 
ゐ た〇ソ ー ニアは 彼 じどつ ては 
恰 かもを 人類の 苦痛を 一身に 体 
現して ゐ るを 験を の やう じ 思は 
れ た。 ジー ニアと 自 をも^ を 
犧巧 じした ので ある。 彼女は 愛 
の 名の 下に 法律を 破ら、 限 ホを 
蹈み 越えた ので ある。 然 L ソー 
ニアの 罪は をく 宜 己の 犧粧 であ 
つて、 お 恃じ翩 した もめでは な 
い。 彼み も 良必を 無益に 殺した 
どい ふ 点じが、 ては ラス。 y 二， コ 
フご 巧樣じ 罪人で わる A ラス n 

こ n フも亦 これを ょく 認てゐ 
る。 「吾々 は 典に ホを ごつ て 巧 
かう」 ごい ふ。 けれ ダ も 轉神的 
じは 遙 かじ ッ ー ニアは 高く 立つ 
てゐ た。 かくして 勘當 せられた 
謙譲 4:* ソ ー ニアの 威 化 じ、 彼は 
すべての 罪 惡を吿 おする 瞬間が 
巧た。 彼は 有害無益の 風を 殺し 
れ橫 b であつ たが、 きを も 亦 か 
かる 熟で あると いふ 宮覺が 彼の 
也を 麻萍 させる。 化の 殺した の 
は离利 貸の 産婆で ななくて、 彼 
自身で あつた。 彼ぶ 人を 殺ず-と 
じ J つて 永 乂じ自 ごを 殺した の 
であるどい ふ^^を痛切じ威じた 
彼の 吿 白を 聞いて ソ； ニアは、 
巧を 忘れた やう じ 矢庭に 彼の 前 
じ跪づ いた。 

ソ？ ニ アは無寧り*女であつた 
彼女は 化 罪じ關 して 世界的 U 論 
文 も 書かない つ，，：！。 をれ にも 拘 
ょらず、 ラス コリ 三 n フが自 か 

自身を 殺した どい ふ を 化 女は 

を 易 •し稱 つた。 ラス コリ ニコ フ 

が 彼女の 罪人で ある； を 認めた 
やう じ、 ソ I 三 アもホ 彼を 自を 
ど 同じ 罪人で ある ど 認めて 救 ひ 


のぶをが たので わる。 

「お、、、 なは 本 常に 幸 械だこ 

ど 柯 故て、 化は 今まで わむ 

たを 知ら。 かつた のか しら….」 

ど、 が 女け 叫んだ。 ソ！ ニァは 

ラス コブ ニ ゴフの 爲。 ‘ば 「シ 

べブァ まで も随 いてむ <」 どい 
ふので わる。 化み は 彼の 化した 
罪からの 唯一の 救 ひけ 化 ハ •し 巧し 
む どい ふ i にあつ.；- ので ホる。 
巧 痛、 巧 じ 化乂ご 巧し む どい ふ 
i じょつ て、 人々 は 目み の那を 
稱ふ どい ふの がソ ー ニァの ま義 


V * 


宛 


S 

W 


であつ た 〇 けれで も ラス コリ ニ 
n フ は；：：* ほ 彼の 罪惡は 普通の 化 

罪 どが 化が 異 つて ゐる i を 信じ 

て、 ソ ー -1 アが 犯罪 ごい ふ 言葉 
を 化 ふのを 嫌 ふので ホる。 

け む で も 飽を も誰遜 を の お 
じ ホき てむ るソ ー ニアは、 化 女 
じご つても、 化の 人々 じごつ て 
も 化 巧に がける 不幸な 罪人で あ 
る ラ K n リニ n フ じな つて、 祗 

b を 捧げざる を 巧な かつた。 彼 
女は 罪を 宣吿 する けれで も をれ 
は 慈 おでから げられ た育吿 文で 
ある。 涙じ充 もてなた ソ ー ニア 
の 眼は 急 じがいて ホた。 彼女は 
彼の 肩 じ 手を かけて 驚き 氣 ホで 
言つ む。 

四 ホへ 巧つ で 身を か r めて、 
あなたが罪を殺し^^すつて大 

化へ 接吻しなさい ませ。 をし 

てを 化 巧に 向つ て賴を さげて 
大き U 臀で 「なは 人を 殺 

しました」 ど おつし やい まし 
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海の ぉご 外 

♦ナユ I ィン ボムを 晒み、 煙 

草を 吹 ム^ム レット 劇が 英國で 
上 寅され た。 寧々 オムレツ ト廣 

ご稱 する じし かや。 

♦京都府 下に 社長から 小 化 じ 
至る まで 悉<强 の 工場が ある ご 
いふ 話。 併し ものが をへ ぬ 悲し 
さじは 製造 晶が髙 い 値で 賣れな 
いから 薄給 じ 甘んじ 歎々 どして 
働いて ゐ る。 巧 費ら でも すれば 
い i のじ。 

♦組 育を 中必 VJ して 例の まが 
人黨 戦が を 化で 演 せられて ゐる 
が、 咕嗦 どま 那人 はよ く^-^ 因 
緣が 深いら しい。 

♦組 育の 市長 戰 は' ィ ィラン お 
ウオ方 力^ — から^ ■ — スト 對 スミ 
スの親み唔嚷じなった。タマニ 
1 の 巧乱 は 哪 も共か 黨 が 漁夫 の 
利を しめる 所 W 。 


も 

11 

a 

P 


5 3 
1 6 

-肯 

。=1 細 

n 6 

U 6 

- B B 

15 

巧 
巧 



店 % 

2 ぶ 

& M か 


化 


S 品 


• U 
h 
S 




庭球 爭覇 期日 迫 


ろ 


本社 後援が ホ カップ 庭球 試合 

豫て よもを 吿中 でぁ b よしたか < 本社 後援、 紐 育 H 本 庭球 俱 
樂部ホ 催の 紐 育 H 本人 庭球 單 試を 『が 井 カップ』 爭顆戰 の 巧り 
は舰 々ご 迫つ て參 もました 。就て はを の 條俾で 一刻も早く 叫胞 
アス レーブの參加を希磬して山み圭せん。 

試合 期 目. 化 巧 十二 日より 

瘍巧 日本 庭球 俱樂 部コ ー ト {.西 二け 十ー ニ 下目) 

入會 金. 一 弗 化 
締剪期 かち 四日 (を瞧 り) 

申么所 純 巧が 银化 編輯な 

主催 日本 庭球 俱樂部 
•後援 紐 育 新報 社 
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Dr. G. H. Martin 

DENTIST 
7 が Lexi 巧 fjm む e. Cor . 巧 化 Sf. 
Pirn が むが nt 2457 


DR. H. A. GARDNER 

DENTIST 
19 E, が おな . il が •な 
Tel. おが d 7186 


Midori Maisumoto 
38 お st む 6. むお（る如巧） 
TeL Washingion Heights お 08 


Y. ITO 

3 お £est お rd お . 

む r. L が 巧が 帥 ま ve., 


NIPPON MOIW 即. 
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が - が も 20th み . 

Tel. む iedonia が 巧 
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間じ應 じ、 巧道激 
船 貨物 連 貸 度 出帆 
おな 顆モ紙 書 等 進. 
呈 す、 重要 都 ホに 
化理 巧を ちし 誠な 
敏速 御用 命じ 應や 

巧 驗取級 


♦霄摇 ♦雜誌 ♦新聞 
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潍育日 本入會 

咱丑 十と 了 目 二 立 〇 を 
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メ ー シ！ は 卽肯鼓 火の， テバ 1 トメ ント晚 店で あ 
ます。 蔚 らしい 昇陳機 ご卫ス 々レタ ー は巧澗 
でが 巧に がが る 皆 樣のわ 買物に 懊 をと 愉快 どを 
與 へて ゐ まず 

他店で 二萊す るら の。 らじメ I シ！ では 1 
弗 八十 八 抓 或は をれ おでで 質へ るを をごぅ 
一一 ど 御記惊 さい 

:1:\伞 へ 御お^^^脚送ら に な6 た い節义け 御貿物 
勝して 御 W で 巧を ぶ パ ー ソ ナ八シ 3 ッ ピン グ 

ビユ — U ! を 一；^ 哥む 下ぅ い、 親切 じ 御 化を を 計 
ら よす \ 



齒科醫 

▼彭察 時間 A 
毎 口 cu 隨を 除く， 一 
午前 九 的 よら 
午後 五 時 ザ 
水曠 午前 义時 1 
午後 一が 


繪科馨 

U 巧 式 無痛 治療 rz 
あ 年の 総 験を 0 て 
H 本人 諸ち は 特に 
了 寧 懇切に 拖 術す 

卜^マ — チン 
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米 國式吳 語を 話す 事 
は 成功の 驚 一義です 
本校には 9 本人 敎资 
じ 僧れ た霉巧 嬌ん敎 
觸 あら 懸切じ 會話通 
信 文社受 語を 敎帮し 
ます。： n 耀迦 ：：： 共に 
午 請 九 時よ， り 午後 卞 
時まで 關 校し ー レう 
スン お 十视づ i 。 ネ 
H 直 もに を绞 をれ， = 


£> 夕 巧 巧 之 J 1 IFC 巧 CYi\ 

呈養 芸ち皇 

岩？ 呈 h Ave . N まこ 2 nd St . 

Tal . Murray 量 2791 す om 7 寅 

パ-古な 謙 次 

巧、 水 > を、 午後 二 巧ょ 6 六が 
を* 其 化は 前約に 願 ひまず 

I ’い： が 瀬化廊 

86 Lexi 雪 n Ave . N . Y . G さ 
す t . 2 定 h & 27 th wts 
1と.寶をさコぶ-轰18 - 7849 


Jolao 江 I ooc さ M . D ， 

ニー Wesi を tn Si ぞ三 ork 
TeL ftivm 左 e 沒 s & Sch ち ler 1 云累 

が 午前 九 持— 午後 一時 
髮舅 午後 六 時— 午後 九 時 
り 礎 午 蘭 化 時 1 午を 四時 

ドク トみ小 莱乘吉 



术底ど 親切 VJ を 旨 ごし 確實 
信用 ある お 品を 捣 選し 
特別 廉 借で 販賓 致します 

ゥォ 八チム 、エ火 デン 四剌引 

巧 也 ま-^ て 一二 間引 

指輪 銷 貴を 廢並じ 寶お類 一切 

パ ミホ トン 時 割、^ ヮ 1 ドィ 

リノ ィス 時計、 を 柿 暦 時計 

ゥォ ータ . — マンを 年 筆 

ユ バシャ ー プ 鉛筆 

純銀 器が じ 銀器 一な 

御歸 朝の 御 ±產 一が 

時計の 修键 一一が 險付 じて 確實 

じ 巧 W 自身が 致します 

紐 巧ボ西 四十 二 T 目 四と 番 

凹の 一二ち を (五 巧 ご 六 巧 間) 

石 川岸 蘭會 

お 誌 ペン ン^バ ニアと 一ニ ニ 九 

Islukaw ぞ Kjtshi 0? 47 W •ち nd St - 


紐’ 育 巧 貸 巧 往來記 〔八 】 I 
最後に ストう ウス ー家へ 

■ メ 1 シ 1 商會 が榮 えろ まで 〔下】 


メーン ー 巧 脊の成 巧 じ 就て が 
-らじ 化 目を 要する のは、 をの 巧 
'妙；；*废吿術である。 前述の如< 
^诊 らしい 

.巧 頭裝 飾に をが なぉ ぉ 

-を みした メーシ I け、 あお 腐吿 

V 先驅 者で あつて メーシ ーの乂 

口に ホ おおを 用 ひたの： 2 宵 じ 千 

八_-リん十八年の？であら、 巧內 

に エレべー タ ー を巧摄 したのは 

-千 八な 八十 二 年 S ふで あつた。 

ク 9 スマス' 頃になる ど 階 ドの 大 

功 間は 忽ら 小な の 夢の 圃 とらい 

ふべき 扣 其で 埋まら、 當が小 化 

のプ パー トメ ント をを け 持つ ポ 

—ャー 娘の ちを したお 伽 劇 等が 

が じらいた ものである。 これは 

今り でけ 孰む の テ^ £ .メ ント 

ストアー でも 年中け 单 どなつ て 

ゐ る^、 をの 化熙 まは メーシ I 

商 曾で あつた。 をの 中に メーシ 

— の中閒 期で ぶ 巧を 陳 した ゼ日 

—ム •ホ キラー 巧が をの 利權を 

ウエプ スタ じ遽 b 渡した の 

^^千八呂八十わザのミであるが 

をれ ょ b 閒も く ウ王ブ 乂夕！ 

氏は をの 利 權のザ かを 

獨逸か ら漂 めして ホた 

ナサ ン义び ィシ ドア •スト ラウ 

ス氏 じな b 渡し、 魄年 をのを 部 

を A トラ ウス 巧に 讓も 渡した。' 

この スト ラウ. ス T ボがメ —シ— 

北風を 継承した i じ 就ても 巧 ホ 

がいが が ある。 ホ來 この スト ラ 

ウス 家の まんで をる ロザ ラブ • 

スト タウ 3 氏は 千 八 だ 四十ん 年 

の 獨婚を かで 幾 夕の志 十 ど 共 じ 

义國 じじ かした 人で あるが、 お 

が じ おいてから 紐 巧の. 人 どなら 

小 化楼む 陶器 巧を 阴萊， k てゐる 

中に お 化戰ず Vi なつた。 な膽な 

j にけ 封鎖を 破つ て 先 づを國 じあ 

きを ホのを 巧を约 る 外 棉花の 取 

I 引 じが かした ので、 これを 資本 

ごして 今 ほは 乂规拨 i ：* 

巧餐開 < 巧ら で 先 

づ をの 常時 キャプテン •メ 1 シ 

— 巧を 訪れ： 事 策の お 巧な； を 

談 じ、 贩路搬 化の 愚 ホから メ 1 

シ ー 嘛巧 のべ • ー スメント 昔 b を 

けを 巧が し：」 結裝 、をむ ょら 十 

阳 年 .' J L ふ ものは このべ—' スィ 

'ント じ おした ストラウス ーみ が 

ずがの お 留を还 しがに メ ーシー 

か 巧 まと； 4 つた 課で ある。 をの 

中に もみが 巧の r 上 町 ホ 装」 は 

な々 流け のを ごむつ たので、 を 

しす 九 r 年ソ 。'— ドウ M — ど 化 

四 T r : の-^ 地卜 n 收 する ミ ごじ 

ら 、おがむ お。 ミユー ジック • 

ホ— ご して 知られて ゐた コス 

ター •ビア 作 X の賊 化で あつた 

化 五 TH にら ホを 延ばした が、 

唯 W 凹 . r - H の 巧 だけけ 巧 ふ - V か 

出 ホ ホ 巧に 今でもを の 化 ごた つ 

て 么る〇 で 九が 二 年 r け 

鐵骨九 階 s ' ビこ ァン グ 

が述築 さむ、 僅々 二 1 U じして を 

がの 巧 おを 移轉 して 閲 ちしたら 

ので あるが、 がに 不お泌 なお ？ i 

下 八.-：：: と 十 年旣じ キヤ グ テン • 

メ ー シー 氏が 耕 メ—シ I 巧會の 


お 化 W なが 將 ホが 留 V が 莱お域 

である ふを 豫 3 して ゐ る； 事で 
ある。 邮も 巧は 當 時わ祕 さんの 
フ 0 — レンズに r この 邊を よく 

* む 巧て 昭く i だ。 今から 五十 年 

ら經 つなら ばが 脊 のが 質は 化 四 

下目 ご 四十； 1 T 目の 閒が 中必地 
じなる」 ど祐 つたぶ が ホ もので 
ある。 それから 时 曲が 經て巧 < 
中 じ スト ラゥ f 求には 悲劇が ぶ 
つた 〇をれ は イシ ドア •スト タ 
ゥス 巧 夫妻が で 化 灯 十二を あの 
タイ タユ ジク 号沈沒 事件で お 底 
の 藻屑 どなつ た*^ で、 遂に 千 九 I 

な 十の 年ナ サン •ストラウスを I 

のか 權】 切を イシ ドア •スト ラ！ 

ウス 氏の 

遺族 達が 引き 5 る； 

ごなら 遂じネ u じ 到つ てゐ る。 

巧 も 現が のメ ー シー商 旨は ゼス 

イシ ドア •ストラウス 氏を 社を 

ど • — ~ , 户* —シ- — •ストラウス 氏 

々一 揖祉 挺 、^— クア I 卜 •スト 

ラウマ 巧が 貪 計で 依然 スト ラウ 

ス I 家が 所ち して ゐ る。 斯 くし 

て-瓶 頭メ ー シー氏 じよら 創設 

された メー シーが 貪は、' 持 まこ 

を變れ 終始一貫した 巧を を 維持 

してな 五十 万方 灰の 舊 敷地は が 

年 十 巧 化 階 磨 ビ^ダ ング の巧設 

どじら、 ブ ロ ； ド ウ ユ ！ ごか賴 

下 巧に 異彩を 放つ て ゐる〇 

努力 次第で 

樵 業立國 

不可能で はない 

過般の 本社 おを 巧 带は摄 巧 本 

巧 おの 木綿 織物 舘 おの 激 おど 梅 

化 輸入の ち 加は 將ホ締 製品の 輸 

出 巧 踏を 盧 ホ するどて ホ 場は 活 

氣じ滿 もてなる 旨を 報じ じが、 

これに 伴つ て 將ホ贸 あ 上の バラ 

ン スを關 6、 輸入超過を 調節す 

るた めじ 綿 製な の 輸出を 掠徑ど 

するとい ふ 諸 論は を ホ 面で も考 

悬 されて むる 模樣 でもる。 これ 

じ腳聯 して 十一 一一 年度の が 態に 就 

ての 調を じょ n だ：：！： 單位 w 

輸人 棉花 化を 

六 0' 五、 二と 叫、 と 一二 凹 

倫 出 綿が 

I 二ぶ 凹、 化 一二と、 二八 一二 

內詳綿 ホ 'H 貨 

四 四 •五 四の、 六 二 九 

綿 化 工賃 

五 I 二、 一一! 一'、 五よ 九 

加工 貸 

六 丸、 〇二 五、 I 二 〇 - 

巧が 化 

一八 八 > り 四 •五、 よ -va 

綿糸 

; 〇 九、 六 一 0、 义ぶ二 

內詳綿 ホエ巧 

二 0、 二 一 〇、 と 二 〇 

’煩棉 化 

八义 、阳 〇〇、 二 一ニ ニ 

對た巧 偏 出 

111 六、 0 と 一-とお 〇 

巧條出 島-. 四 凹、 二八 七 倭を 

:巧 二" 九十 W ご 梢を 

右の 檢人棉 化 化をから 綿糸 化の 


お 巧が 及び 棉花 巧 お出が を 差 引 
けば お 巧 昨年 巧 じがて 巧 人が お 
授 しむぶ 棉化 ごなる 譯 であ' る。 
巧し こむ だけを 始 出に 於て お 加 
'ずる か 加工 實を 向上せ しめる {一 
がか ホれ， は 内地人の 着る 補 巧 だ 
けは 巧いて ホる 譯 で、 この 工夫 
が 綿を 立圃の 基礎 どなる の だが 
英國の 例を 見る ど 滿更ら 出 ホの 
化談 でも：^ い。 今 前の 統計に 準 
じ 一九二 四 年の 巧 固の 例を 見る 
WU 單位 山、 一 破を 十 川に 換算 
輸入 拙 化 化を 

1、二 一 五、 一二 五 1 、 を 一〇 
檢出 綿布 

一、 五ー ニ 凹、 丄ハ 1 Irlloo 
■內譯 綿糸 エ貸 

一九二、 五么 一二、 八 S 1 
綿布 工賃 . 
一ニ ニ〇、 四 九 八、 よ 五 二 
加工賃 

ぶ 化 六、 九み 四、 一四ち 
お 楠 化 

五一 四* 五 五 五* 四よ 一 
綿糸 

二と お、 九 二 五、 六 1110 
み 譯綿ホ エ賃 

ぶ 一 、 二 四 九、 四 八 六 
巧棉化 

一 一六、 ホよ 六、 I 四 四 
巧峨出 ' 

一八、 五 五 四、' 1 〇〇 
で 製 晶输ホ 高 じがて 遙 かじ 输又 
巧搞 化を を趋 適して ゐを 。因み 

にエ赁 はな 6 じ ： n 本 ど 同一 ど t 

加工 賞は 倍 どしての 上で ある〇 

をして 吳國 では 宮家 用 ごして^ 

地に 消叟 される お棉 化は の 儀* 

千 五な 五十六 义六千 1 r 白 五 W こ 

ふ 計算 じな つて ゐ るが、 我 圈 

じがて 夕 々の お 力を 桃へ ば賴業 

立搜を 見る； は 左 お 困難では あ 

るまい。 あらに H お ホ ーニ 國に就 

て 年-人 當 b の 楠 化消豐 高を を 

る ど米强 十一 liw 、 英國化 w 十 媛 

日本 阁川 サ錢 どい ふ 割を じなら 

米齒か あ賛澤 に 使つ て & るる 

どなつ てむ る。 


東を 蘭議ご 

.產業 貿易 策 

を 巧 怖 お會潍 所では 廊丄 省ょ 

ら諮閒 の あつた 

、巧が 產棠 政策 上义 階ご認 一み 

べき お 巧 

、輸入 おの 腿 迫を 絮ら つ-- を 

る 巧 か ホ 楽の 怖 類 

じ 踊し 過般 ホを 員 會 を明跑 して 

巧々 研 兜した おお、 巧 凌業贸 

易ぶ ‘ 

欠が ど 班 わべき お 巧 •1 觸 

ては 

1 、 根本的 S か 階 二、 を 業 

が營 よの か的ゴ ー、 販路 閒が 

^ みか 階 四、 税制 上の か隔 

五、 を輔 上の 义晚 六、 速輸 

を述 上の 火陷 と、 憤恪 上の 

かお 八、 政策 上の 乂お化 

をれ 上の 欠 お 

等 じかが しを い をの か陷ど 

放むべき 綱目を 舉 げこれ を 委員 

-良 たる 投倘义 を 氏が 縛め てが 案 

にらし むる； ピ し、 化ら に 輸入 

外 瞬 おの ^ 

迫を をら ク〜 ある 產柴 

の 种械じ 就て はを 巧を 中よ b 數 

十 お 目を 舉げ をが なじ 铁 てが 先 

を 巧 わじ おお、 左 試 化网扣 目を 


楠 出して 上記 産業 貿易 上 S 义陷 

ご認 わへ き慷巧 どが に大 阪じ關 

催され & を 閱贿莱 @谦 所 喘を 曾 

じ 東京 巧 蕭巧ま して 提巧 ずる 
£ ビじ つむ。 輸入な の爬 迫を 該 

らつ ^ ゎる 我がを ぶの 邮 類は 左 

のろし 

一、 娥が H 業 U ち 糸ぶ び 毛織物 

フエ-ル ト 巧び フエ 方卜 帽子 

二、 化 举エ龙 =: 常 速、 醋酸 おが 
が 酸醫谨 、硫酸 ァム モニ マ、 
グリス リン か藥 、染料、 雷ク 
n ! 膽 加里、 现化納 、鑛 油、 
人を 雜糸 、攒 

一二、 を 題ぶ ひ 機械工業：： Z 銳滅及 
び銳领 機械 お、 ポンプ、 自轉 
あ 巧 鎖、 無 綴 電話機、 樂 器、 
な眞機 及び 印 盡《 其他讯 お、 
莖晋機 針、 檢媪器 
四、 貪 料 お 工業 = 粉乳 及び 練を 
W ター 、鷄 卵、 離 詰 
五-雑；；；：： 木が、 齒 刷子、 製を、 
頸 脂 

狗二億 弗の 

對獨 错歎說 

义國 が界が 期な 

本紙 前ち 巧 報の 如く あ < 渡米 
すべき 獨逸銀 巧 お 頭の 化 新に 就 
てべ 八 リン 助を には 獨態產 策の 
: 危機が 迫ち、 巧の 訪义 はこれ 等 
諸產 業を 担 化 ど マる 米闕 の大規 
模な 投資を あむる にも b ごな し 
且つ 獨 逸の 資 ぶか 乏を このま i 
じ 放 巧す るなら ぱ 結荷獨 逸け 破 
產 する のみなら 中、' 現下 歐渊政 
局に 踞保 深き ドー ズ 案の 破棄を 
盧 がする どい ふ' 柿の 恐怖 說も 
傳 つてむ るが、 當化助 出かに ては 
この 報道は をち じ 悲観的で ある 
どぃ ふ 立 填から 强 いて 窜を雕 し 

て ゐぃょ L けれ でら、 獨遽 におし 
1 億 五 千万 乃を/一億 あ 千で 巧 巧 
度の 新 借教が ホーを 期待し つ-- ぁ 

るもの5如<、 同時じ囊に破を 

した ス ナン ネスが 醜の 整理' も ホ 

問 資本 幽侧で 引を りる 惹嚮 もゐ 

るら しい 玄 〇 


本祖 東京 特電 I 黑 i 


盛 信が 致」 


復興 事業 不進涉 

板 興 事業 个進涉 のた めが を不 

振 じて 八月 中め 雄 築が 巧は 大正 

と 年 じ 次ぐ のま 化で ホ 巧 指數二 

六 ー ポィント j を 示し 前年 同期の 

二 九と ポづン -卜じ 比し 一二 六 ボィ 

ントの 下落で をる。 

•最近の 日銀 帳 伉' 

をが 券 發巧高 十二 億よ 巧 六十 

ーガ 阪巧 ぉ 巧 一二 千 十六 巧 5： 

貨ぉな 二倍. ルモ乂 .円 八十 r 力 八 

千 川で ある。 

を國赌 かは 良 巧 

磨が 怒の 辟 おに ょれば 八り 十 

五 n 化かを 賦の稻 巧は 巧々 む 好 

にて ホ 年ょ." 五々 弱 巧 收の祖 込 

み. 卜 、あると。 

染料 輸入を 制限 

獨逸 W 外の 外國 染料 輸入に も 

制限を 加へ る 方 かで 隅 巧み おに 

がて を講 ホで ある。 

卸 質 相場 稍 騰貴 

商工 巧の 狡を にょ n はと 巧 中 

十 S 都か^ 卸-術 琪 五十六が は滕 

貴 比 八、 ド 落 ホ、 持を 八 柿 じて 

前 巧よ b ん姐 方の 騰贵 でんる。 
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電 、—ン 。と 一四 お 
話- ム四 四乂八 

國ホホ I ム 

レノックス 

Y が だ 、 A • ノ隣リ 


御 下宿 

，自 ぉ亭 

58 ジ nds St . ず ミ 害， NJ ’ 
ぎヴ ー 置 e 7475 


や 村 埋髮巧 

中 村 萬 競 
31 WJ 量 St . N ’ 产 百 二 

京 t . Coiu ヨ bus 一一 さ. & C 空を たす rk ちま t 


日本 埋髮 館淸 

巧 ま 洗髪の 設瞧 あら あ 速 了 単を 
爵 どし 精々 勉强 致します 

西 西 十一 11 T 目な あ 地 二言 六號室 

，ツブ フロア (巧 ホ 街 £ 四十 IIIT 白ち) 


宮川 事務所 

持續的 奮闘の 间胞じ 的確なる 磯 
業を 周旋し まず。 

J ち呈贾 e ta を Agscy 
一 呈辛吉 th 篇 .こ. G . 

Tel . 苦さ t 7787 8 虽 m 


宅 話グ ラィアン ト 
八 〇 と 九！ 八 八と 一二 
n 礎ぶ び 巧 間は 

ヶ P ツグ 〇〇 四 四 

新體 特長 

紐 育ボ西 四十 四 T 目 
ニニー ーー 八を 
(二階) 

支 巧 

呈田 are 置 nf Av こ U 章 0 , N . Y . 

ジー. 吉 を ell 1 さ 8 M 

ま 巧 srs . F . K . ジ to . 


実が じして 淸潔 

S 品 南 縷^ 

午前 十 時よ ち r 田ち 
午前 六が まで も 巧 


ホ廳 茶園 

詞 巧ん 蘆 蓮 
お 勤の ホ じは 晝が 
の 御 使 利に 摘へ 巧 
聞 貧 馈の御 巧 じ跑 
や V く お 間 罔を 一 
ず變 おお 立願 度み 
紙上 御 案 巧 中 上 か 

! - I 


支那 御料 補 I 

日本人 諸君を 
歓迎 致し 41 す 

I 


か 巧を 精選し か 揉 
の 御 嗜巧じ 逸 了る 
料理を 疆 供し V < す 

般丽 新！； 舉 

U 本人 諸；！；^*’ 待 
別に 歡迎— てす 


舞踏 敎授 

▼社を ダンス ▲ 

►お悄 体操 A 
柳 中、 淑女、 わ 子 
巧さん 方 じ 叮喀じ 
敎巧 致し ホ。 午前 
十 時ょ ち 午を 十一 
がを (= 職を 除く) 

シ ヤブフ •ダン シ 

ング 邮範學 校卒裳 
上衫 タマ 


尋れ人 

長 巧縣人 細み 雄 一二 
山形 縣入 齋藤久 S 耶 
き 川 淸一郞 (お 巧を) 

早 巧 旧 大學ぉ 身中 村 貫 一一 
タキ 巧 川 

をの まじぶ 知 致 巧き 巧を 么 
巧 間 本人 若く は 知人よ b 巧 
化 巧 粗 述か願 上 お 

紐 育 巧國總 領事 舘 

185 す〇芭 ま y す こ ork 呈 y 


C 蘭 


夕那 
巧 理 

ホ 啟あ閣 で 永年 御 巧 顧を 巧け 
た 絮义で 御座います 



H 本に 化み、 H 本 藍 
巧 を 話し、 皆樣 の脚齒 
巧じ適するお巧理を調進致？^^ 
了 度ぶ ン ぶ* ~~ タアの h です 一 


A 


打 

■S 


が ...，.； d 

反 お S な 


A 


W 


ぉ 做.！ 

綱 - S & 
3 扣 
N 


永年：-: 本ん 諸 おの^ 
愚れ シ 装つ てなん 

gs 綱縷 

です* 巧卒緻 々翼 
ホの 描を 願 ひま^ 


煎 餅 卸、 み賣 
を 腐油揣 
日本食 料 お 一切 

wunnwe Rice oake 广 C 

養ゴ ird Ave -, 

Tei . pl 苦 a 5218 


新 鱗资か 一が 

ロネ 人 向きのを 魚 巧 山 取 Hi へ 
巧別廉 潰で 大勉强 致しょ ホ 
サダ ホ ナ化借 

』 os 召 一一 护 <0 夏 

援4 W . 2 st ぶ t . 

T ^ el . 〔己 usbum 資お 


極上の 魚類 

季節の 新が の 魚貝類 おな 心 揃つ 

て 居 b ますから 御 嘗味下 _ .い。 

ア ピ セ ロ 

82 す yard Si ぎで anklin 含 0 




華盛曠 

わざく 

目 本 料理 

おじ 御旅 舘 


レヤ 


NP 旅館 


W 06-6 UI Aye . WO . weattl ク wash * 

停車 蕉前通 廉ご一 了 お 侧六階 建 
H 本 巧 船 切 狩が 扱 波戶場 送迎 

：： 本 巧激船 切符 御 申込に 應じ 
萬 事御梗 をに 御 か 扱 ひ 中丄お 

を 港 ホ テ 

▼ H ネ御 料理 (別間 あら) 

を 渚 カリ ホ^ 三 ア街六 一二 
常節 カネ！ 一八 ームハ 

口！ サン ゼ ルス 化 ホの 御 
觀 ホには 最善 S ' 御巧宜 を 計ら 巧 
>^1- : -■ 1 1 巧- 

ホ テ 八 

羅あホ じがけ る 同胞 經營中 梟 
新式 商 等 ホ テグで あ b まず 

羅府東 一 お 一二 九 ザ 

ーゲ アン ダ ィキと 六 五 九 

its 語-, タツ々.— ごを ハミ 

貸 自動 幸 (ぁ 野) 

羅府を 巧御觀 ぶじは 最も 精通し 
た ドラィ パ ！ が 獅案內 申 上まず 

ボストン 案 巧 

貸 自動車 業 河 西 

諸を 频 、大學 枝 ゴ場其 化 一 殺の 
紹か 及び 通 辯 もします ぎ §30 
ぎを ck 妾 77 呈 3 呈 avia 苗. 

ボストン ホ 

富 ± 旅 舘夫浦 末 松 

妄巧〇 養す r 芭. す shm 法 ass . 

一 " el . Back 宣 30 


住み 必 地ょ/ ru 淸 潔なる 室 

鄉 下宿 松林 巧 か 

1 夏 Lexin 包 on Ave . 

ジ|. 互 ad. sq- 這 21 


西み 十五 T 目が 四十 六番 

一力 旅館 大橋 

電詰 エンデコット 八 六 1 〇 


屯 話 レキシントン 四 八 五 五 

3 お® 旅館 

東 十ぶ T 目 二宜番 


御 下宿 髓ホ乂 

47 Prosp 再 t Place 

置. 1 st .2 nd Ave . off E . た nd St . 

Tel . 至 urrayH 二 I だ 里 

紐 脊旅舘 田 中み みが 

菜 四十 了 自二妈 二 燕 

TeL Caledonia 63 之 


鑛闕の 夢 も 今は 皆 

白 婦人？ 戀慕 流、 し 

信 州 上 旧藩 牛. の お 化 巧が ホ 蝴^ 
數奇な 運命の 人 「マツダ イラ」 


てむ たが、 をれ でも やつ どの 匹の 


- S お 葵のを b 巧 かしく 流れ も 
i 淸き德 川；' びぎ もじが いた 立葵 
i が ザ 化 一家のを の 巾 じて 搭信州 

^ 上 山 め 藩 ホ 化 牛 お槐氏 の 嘗弟あ 

惇 にがむ た 人 どの - 

戀慕 流しで 数？ 速 命 

じ 織 ザされ 身の 巧 命を かこ もつ 

つ 淋しく 黄な へ 旅立 もした のは 

今 わら 化 八 年 削 n 。 ラ ド 州 S デ 

ンバ— で 起つ じが 慘な 廓で あつ 

じ。 當時白 美人 どの 仲に 化れ わ 

淮化 おは フラン シ 、•マツ ダィ 

ラ ご稱し 口す メブ 1 ランド 地エ 

ド モンス トンに 居 化して むる が 

自 かの 父を 巧ら じ 知ら や、 自み 

の 化 •か 化 平な ので 駐米 大使が ホ 

恒 雄には も 縁の ある 入では ある 

まい かど 巧 . h 

米闕 大使 じ 宛て 「お 障」 

ごい ふ乂 いが 形 ご 小 ごい 角 巧の 

苗ち 一字の 印鑑 二つを 擦し 印 


環さん ご 

新才 




ラ 


一幕^のを 上演 

が 乂利化 ホを お！？ 旅 巧 中で ぁ 

つじ H 本が をんだ 化 ホ 的 プブマ 

ドナ S 浦 環 ホ 人は、 一昨 U 入港 

の 親船 ゲ ユキ ロ号で ナポ ブ から 

歸 つて ホた。 をれ ご閒 時に 環 さ 

んは 過ぶ 

十二 年 とい ふ 久しい 巧 H 

にがら 世が 的 樂增じ 異彩を なつ 

てむ た 「マダム •バタフラィ」 

の。 1 八 ごを 裳を 脫 いで、 この 

秋から 新ら しい I 樣 物の オペラ 

_ 浪丫 さん 1111 煤 名 ド^ 夕！ •ネ 

ブ •ゥエ ー ブス：：：： を上馈 の旨暖 

ぶして 樂 凛の 注目を 惹 いて ゐる 

オペラは！ 幕 物では をる^、"^ 

馈時閒 時間と 五を .：；；. 出場 

のまな 俳 媛 十闽 をで をれ じコ 

I ! ラスが 加は る i ごなら、 原語 

i も 巧が でぁる おが 诊 らしく 環 さ 

一ん の 伴实家 ごして U 本 じない た 

•ソ ランヶ ツチ 氏の が 曲 じ おる も 

ので 

:白 本の メ 。ダー を 巧 おじ 

加 ホしたら ので わる 「阿し 

^ 々姑め ての 上がです L 、 种 々な 

I 準瞄 もを るので 昨今は だ おごれ 

jw むょ すが、 玻 かは ホる 十一月 

^ から シヵゴで シ ー ズンを 銷< ; 

-じ 。つてなる シヵゴ •シゲ ィツ 

j ク •オペラで k がする i じ わ* つ 

; て& まずが、 ぶ 成した とは 是非 

立 ハ U 本人 方の 御 鑑貨を 仰ぎたい 

.ご おえて なます」 ご 夫 A U 語つ 

一て むる。 而 して ホる 十 一片に 上 

おおは rill 祂環献 劇刚」 を お 織 

i して 往 化を 巡满の 上、 紐诗 では 

I ホ 年の シー ズンじ 開く MJ ごじら 

I 目下 メト "ポ？ タン •オペラ 團 

I こを が 中 でんる。 あさんが 

- 蝶々 のの ぶ 裳を 脫 ぐごい 

一 ふ， とは 環 さ A 自身の ホ 巧 じ も 可 

'古 b ぶ兹 のない をみ ごい ふ i け- 


が をが 人して 巧 文で 左の 如き 乎 
巧を 送つ た 

おはこ t じ 二つの 即鑑 のな し 
を 封入いた しまし じ。 これは 
おの 父 松ホ忠 厚の もので、 父 
は 一千 八', り 八十と ザ n " ラ ド 
州 デン バ ー じて 巧 ましました 
お尋ねい たします が おど 今 巧 
ホ 巧した H 本の 化ホ大 化とは 
おしや 何 かの 緣つ r きでは な 
いでせ うか ク .なは かう した 血 
筋 關係じ 就て は 全が 判り ませ 
ん 


でを の 人は 巧 巧 府下 华 おが 字 蛇 
毙叫〇 八 子礙松 平忠正 巧の 一族 
であつ た； だ 巧 明し ね。 この 忠 
梓 氏は 舊信州 L 旧の 藩 ま 故 化 ホ 
忠賴 子の ぉで ぁ/' たが、 忠禮子 
のみ 弟は 一二 河國 巧羽雜 まを 繼い 
だ ± 井よ 爵で をのみ ぎは 挪も幼 
么欽み 郎ご稱 したが 八忠 厚を で 
ぁ^。 忠時 巧は 幼時 同じく 信 州 
巧 巧 那强崎 じ 巧 地が ぁつむ おが 
家を 繼 いだが、 礎 藩 後で 明治 五 
年： 田み 兄の 忠瞒 よご 巧に 兄 巧 揃 
つて 米國に 

舊學 したを の 後 忠禮中 
は餘蜗 しじ^、 あ 障 氏は 义図じ 
踏み 化 まつて 卽闕 し；： > かつた。 
をして 或る ホ 婦人 ど 結婚して 家 
庭を 持 も) 子を 擧げ たのが 今度 
問 ひを ザて ホた 當人 である。 忠 


なは エドモン ストンが 里檐 モは歸 朝巧寶 省 じ 入ら 式部 
ホは であ b 、 を 民 蜡を巧 持し I 宫を 奉じて ゐ たが、 な 厚 氏は ェ 
てゐ まず。 この、 とじ 就て 柯々 "を ，， f •こご.、 も。 S 重 Am * t こ. > 
御遞 知を 得 ま 1 れ ばちら 難い 


; で 御座います 

これを 受けた 米闕 大使 舘 ではで 

ぅじ も駐當 かつかず】 應 

外務省 へ ホを ホ じ 尋ね 

てを じ處 、一向 备ち ごころ のな 

い 話しな ので 外務 おで も當 惑し 


出 ホる が、 木赠 日の 紐 育 ゥォー 

ルド 紙は 社說で これを 左の やぅ 

じ 論じて ゐる 

H 本人 ププ •マドナで ゐる 一二 

浦 環 夫人に 巧々 は 非常。 好を 

，むを を られ る。 彼女は 蝶々 

夫人 ごして は 最ら適 當な人 ど 

して 生れ、 米國へ ホた 十一 年 

な 前から 今：！：： じ 到る を 溃唱し 

つ S あつたが •遂に 彼女は マ 

ダム ••"タフ ラィ じ 飽きが 巧 

て、 外の マダムに ■ t * らたい ど 

いふので わる が、 これは 

恐らく 誰 人 でら 同情す る處で 

あらう。 事實じ 於て ピン々！ 

トン や スズキは 常に 獲ら、 他 


無電で 英語 敎授 

猫 も 巧 子 も 無電の 化の 中 じな 

つた 昨今の U 本では どても ぶ 

物では 幅が きか ホモ ’山 位は か 

けねば どい ふ 豪奢 ぶら である 

が、 をの 無 おを 應 用して 學生 

達 じ 英語 敎授を 始める ごい ふ 

フ〇 クラム ヵまる 十九 H を {お 

山頂の 新設 放電 局から 發をさ 

れ たが、 この 奠語敎 巧は を 日 

U 課 どして 化 送され る さう で 

をる 〇 


のプブ マドナは ミ-'、 や トス カ 

をの ひ 得る のに、 年々 歲々、 

同じ 张 々さんを 嗔ふ どい ふを 

が 如 M につら いもので あるか 

をを する；. が出來 る。 をれ で 

誰かぐ 化 女の ためじ 化の 才べ 

ラを 作曲した 。我等は 彼れ が 

をれ を 完成す る じ 至る をぶ 留 

んでじ まね ° 


逝ける 大使 

葬儀 執行 

松 ゃ乂化 も參列 

去る 化 六：：： 付の シカゴ 發電じ 

よれぶ 銘じ带 范ぞ廢 にて を 港に 

恶 送した 駐 H 乂闽大 化 王 ド ダ！ 

バンク リフト 巧 ハ 进粮は 4 U / 


學を硏 先して をる 錫道會 社に 入 
ら 重要な 位 招を 占めて 鄉黨 から 
ホ < の學： みを かけられて ゐ じが 
をの 後 何の 巧 息 も；：？ く 明を ホ ニ 
年に コ 。ラ ド 州の デン バ ー で 巧 
ま L たので ある。 か 論わが 松毕 
大 化とは 何等の 測 孫 もない ず 幸 
な 人で あつた。 


— ス •ケ エスター ン 厚幸 場 じ 到 

着、 シェリダンを 塞の ホ兵簽 一一 

聯隊 ょら 

一 大隊 の 儀 化 兵を 派遣し 

軍 樂隊を 先 萬 どして 第 四 長を 敎 

會 じを 嚴 、翌？ I よ h 午後 一二 時 同 

敎會 じて 恤 めて 質素な 葬 犧を執 
巧し 遺骸は 鄉化 グレ スバ！ ダ じ 
埋葬のを でぁる。 デ ゲァ！ 巧 長 一 
は WH 布吿 書を 發し シヵゴが ホ 

んだ このを 法曹 家 じして 外を 家 

ねる 故人ん 巧蹟を 表彰す る ご/み 

にかみ、 廿と兩 H はを ホ じが 旗 

を 織へ して あ 意を 表明し 岛勺葬 

儀當 りの 午後 一二 時にはを あのを 

通 機關を 一 を 間 停 化して 獸禱す 

る 様が 吿 した。 葬儀 當曰姐 あび 

ホ當 おは 勿論 

歐 ピ ょらは 副大統領 ド 

1 ゾ 巧、 國お省 化を ラ T 卜 氏の 

み 日本 敌府 よらは 駐米を 權 大使 

お ホ 恒雄氏 夫妻が 參 刈し、 遺 骇 

到着の 探は 旧村 锁事 底び 重松官 

補が 停車 踏 じこれ をが 迎 へた。 


野良 - わ ひょ つくら 舞 ひ 
込んだ のでを A も鷄 おじ 费ふ氣 
とな も、 U 本む らば，、 ヶだ がを 
では マイク^^、 ご 巧を がっ たも 
ので ある。 この マイク 若 (雌雄 
を 知ら や) 頗こ 賢い 奴で を 人が 
每 U 午お晝 お'. 夢を 貪つ てゐる 
と ソファ！ じがて ち やれて ゐた 
が、 をる U マイク 君が を 思つ た 
もの かを 人の.。 力-'-- とを げた 
頭を 施め たも 《でみ る。 驚いた 
のはを 人、 一が は 化つ たもの 一 
マイクち のをが 漲め' こい ふ 

^ な 一 は 一 おじ 化まない 
でむる 中に、 を 人 もこれ じ 馴れ 
て 遂に マイ々 が 頭を 强 める ど 却 
つて 氣 持よ'. 晝 おか 出 ホる やう 


日本 进佔隊 成 巧 

シアトル ザ ホ H を：：：； 大阪每 m 
新聞社が ま懼 どなち 有を なる 
登山 あ 横 巧を 閣長 ごし 日本 山 
岳 會貨碱 名ょ b ある カナ デア 
ン* 。 - キ1登山隊の 1 巧は 
前人 ホ k の お 名 いょる アレべ 少 
夕 山^を 山に 成 巧し 歸 朝の 途 
ホ 常^ じ ホが つたが、 一が は 
去.-. をで M か U ょち か 一目 じ； 宜一 
ら 一； 一名の 瑞西 人を 案 W 役 ごし 
游が 一方 一で 八な と 十四 映の 
巧を 十六げ 間、 Tb は 十四 
符 間で 突破した ど。 


猫を のみで 

毛が 化へ る 

を 頭を の 大福 音 

若い 時化から あ 頭 じな つて 悲 

觀 して & る 人は この 話を おちつ 

いて 聞いて 戴きた：？。 ロング ァ 

ィラン ドの 柬エ 八ム！ — スト じ 

をの 昔 

藥齊 巧を 經を し、 今は 隱 

居 生活を 送つ てなる ルド。 フ* 

ァ於 サンス ご 巧ぶ 本年 六十 歳の 

を 人が ぁる。 このを 人は 化八歲 

の 頃から がが をげ て 台灣巧 まの 

やぅ じな つたので 職業 柄 わらと 

あらのる 毛 化 藥を化 用した もみ 

であるが M 巧の 効 栗 もない ので 

まの い* い 化め しさを 堪へ 忍びな 一 

がら 遂に 今 H じ 度んだ が、 五 年 


L なつた。 今から ニヶ 丹の 前の 

をで ゎる あんは 崖 お.」 上つ 

/ し 頗をじ ペンキを 塗. 〇 巧を 拭 ふ 
掠らで この 数 ザ どい ふ 間を 6 鞠 
つたを のない あ頌じ 手が 觸れる 
ぶァ 'ラす 思讓や ざら ど 手 
答への をる 堅い 毛が ぁるめ でを 
人 驚 < まいを ホ、 法' 根から 轉ぶ 

やぅに 降 b てぶ みの 室に 行き 

鏡 ホ 手 がが 細 じ 調べて 提 

る ピ正眞 正 凝 か 毛 髮が約 四を ば 

から、 而 から たれが 一本 やニネ 

でな く 数え 切れむ-い 巧 じ ホえ て 

ゐ ねので を A は マイク 大附神 ご 

崇め 舉な 、風め まのを は 家ん や 

ぷ人じ も 一明が 密 にして ゐ たが 

「秀 頭を 嚷 / A 類」、 の福营 じこ 

れを發 表！、 マィク 君 じ 頭を 班 

めて 質：' V .' なる 老人の 寫眞 がな 

育ゥォ ー? ド 紙の 常 1 面 じ揭載 

された ど、 ふみ 溝。 をして この 

T 八 サン パ 

老乂 のぃ ふ. とが ぁって ゐ 

る。 ほ 一一 「若— 俺が 巧 かったら 

必つご 獅 f を 飼' つて この マイ 

ク のず.， じ 化み むさ。 燃ら 一胆 

の 小 巧 苦 じ L て尙ほ 且つ 四を 

のをん」 のをを しゎ 俺の 秀姻じ 

生やでの だ、 况んや 獅子のを 

なら/六 时の 毛を ホ やすのは 朝 

飯；！^ 仕事 だ」 ご。 ぉの あ 頭 諸 

君 a 作 かがを 滞め てこの 巧 ああ 

ら 、翁ら く 山の 神のを を 利用せ 

よ/がら やん ば歸 図して 巧橋邊 

と ネコに 懇談せ よ。 


が ホ 賞盎戰 

.參加 者增ず 

締切は ホ 巧 四！； 


リ本 庭球 お樂 部ま傕 本社 後援 

前.>の化に巧ってから夏は養獲のががカ ッ プ巧騎戰^^旣報のか 

や 水泳-」 H を 段す のを 常 どし',. < ホ 月 四 U をな て 締切る え じな 

なた。 ろが 午から I ； 年 前 I つて ゐ るが、 關： ：：阳 ぶと がに W 


好 栽の 參 加を 中 法み 巧る 巧 多く 
巧を の 中 込みの 中 じは 昨年の 庭 
珠乂會 准 媛 勝戰じ 進み 恩 旧 おの 
ためじ 敗れた 巧が 西 州の 江略祕 
藏 おを 始め 松 本節 お 君、 鈴 木 商 
店の 中 村 勇吉智 、巧 巧 商事の ホ 
巧 愛造、. 版 新み が お 等 あ ら、 昨 
年の 歷 勝を 恩旧貞 .をら あく 申 
をみ ホるべし £ 期 揉 すれて ゐる 
り 本 庭球 お樂 部に ては 締切 後を 
じ ド 01 をけ ひ、 九月 九 U の 本 
紙上に がて おを する ミ おじ 參加 
戰± じ對 しそれ 通知 狀を岀 
ず 手 常にな つて & んど いふ。 

佛 國對濛 渊み戰 

.佛國 菊 潔が の デピス .盃 ィンタ 

I ゾ ー ン試 をけ 愈 j ホ 月 四 五ぶ 

び. V 口 じ. 旦 b ゥ H :ー トサ ィド 庭 
球お樂部にがて擧わされる^ ピ 
なら、 兩國撰 手は ホ 遇月應 H ボ 
ストンょ み 巧が 線 I むじ 入る 篱で 
ゎる。 巧 試を 入 お 巧は 通し切符 
五 弗 五十 化 、單 H 切符 二 邦 お 十 
仙で セ ブース 巧 得な パ トク 街 巧 
一 燕み ハ ー ヵ！ 直 又は ブ。！ ド 
ゥエ ー 巧 かおの^ 一圃 庭球 會で取 
披 ひ、 單 H 巧 巧心當 U ダラ ゥン 
ドで 賣擲く ミ じむつ てゐ る。 

支那の ホ I 柳 暴る 

支那の ぉ 名な 争 海賊で 「海賊 
女王」 と 巧 ばれ tj を麗 をは こ S 
お廣 束を 岀 帆し 心 一 ま 邪 あ. 漸じ乘 
をを で乘 船した^ 、窺 船が 沖を 
じ おてから 忽もお 一賊の 本性を 現 
ぶして 水夫 四 名を 殺害し 船を 占 
領 L て 乘努改 び 操 靖の助 寶を餐 
つた 後 支那 人の 脈 I 長、 ち 那 人な 

師二名、 ス タ ン .み ！ド石她會社 

のま 孤 人 社員 化 仙！ 五十 余 名を 人 
質 ごし、 人質 料丄 I .おで 弗のを 附 
を 要 ホした ご 化ち：：！ の 香港 懲電 
はが じて ゐる ° : 

獄中の 巧が から 

'愛妻 安 化 殺しの 化 人 どして 所 
謂 B ± 遜の 州 七... し 送られて ゐも 
ffl 曲寬 i は 目 ド f テネ モァ 藍 織に 
於て 服役し 至械娜 妙に 獄 則を ホ 
つてなる もで あるが、 化 程な 育 
の 某氏に 宛て f 柯か鄕 里からの 
曹 眉が あつたら 轉 をして 吳れ」 

V 」 螺氣 さぅな 决义の ホ 紙 ぉ释越 

した さぅ で、 を 氏ょ-^ は 巧 らお 

し 「過 まの 悲劇を をいて 男らし 

き覺 悟の 下 じ 大丈夫 じ y ■ら た' ま 

へ」 ど元氣 をつ りて やつた ご。 

♦純 育 日本人 ボ 

グセ 1 ゲ キキ こ 

變態巧 窓の 關徐 

じ 就て どい ふ： 諭 

文を 起草したら 

馈十 じなる、 とは 

請けを だ 一大 學 院生) ♦日本の 避 

擧 瞬から 電 おで 「普選 立候補す 

るか ヘン」 ご ホた ので 「當選 礎 

實 なら 出る」 ど返遍 したとは 礎 

實 0 上の 確 實な嘶 だ (石橋 叩 渡 

郎) ♦小 A 罪む し 巧を 抱いて 罪 

あら どは 古今のを 言で ム らます 

柄 じない タマな..、」 持つ て 嬉< て 

タマら中遂じはータマブ もな< 

をが ごは ヤ レ-^ (垢贼 大人) 



御手 輕 抑が 理 U 家を 化 巧し 
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JAPAN ART STUDIO 
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TEL PiiZA 4538 
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205 L が 化 化 Kew York City 
Tel. Regent 4817 


New York Auto School 

228 み舰 id ilve., Gor. 14 化 St. 
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魚類 一切 
御小賣 

新鮮なる 魚類を 
ホを 地ょ b 每日 
化ら がが て販賣 
化 b 倒を 义 じよ 
b お连 致します 

加泮兄 ぉ蘭會 


り 本、 ま 那寶玉 製 美 
術 お、 絲入お 曾締お 
他 装飾な 

一: 島！！： ュデが 

高專ホ 術品修 鐘、 

首 飾 品、 ストリング 
U 本 服な 後 


自動 孽修 
模 をび 運 
轉 を敎蜡 

ライ 七ン 

スが 誠す 
ご 一十 五 巧 
運轉 ホは 
二十 五 弗 
書 あが 學 

兩 ああり 


自慟幸 業を 修将 せょ 專巧 あじ 
化つ て述轉 化に 修錢を 懇切に 
.而 かもが 
時日 じて 
敎授 す。 
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就職口 餘 
旋す獨 立 
出 ホて ぞ 
大の 報酬 
を 得ら- 
本校は 創 
な 十を 年 
畫 化敎授 

H 曜は 午前 卜げよ b 十二時を 
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裁縫 見習 馬 度 •し 

裁縫 見習 締人雇 度し 御 蜜の 
方は 左へ 御 照 曾 をれ 

巧 井 裁縫 巧 

128 W . 量 h S すを 呈. 


裁 雛 所 開業 

が 服， 紐 物、 ゥ — ^ 類は ドノ. 
クタ 1 ニン グ 、プレス 及びが 更 j 

へ、 仕立て直し 一切を く おが じ 
をし ます。 裁縫は 如柯 なる t ホ 
义 も巧喀 じを <致 しまず 其； 
カタの 出 ホを も あ h ます。 

坂 井 裁縫が 

Isw . sthst .:. 



內巧 省を 許 加州を 認 

產婆 & 按摩 術 

ホ 巧を モ 
叫 產鑛炙 マッサー ジ 術の 出張 
治療の 御 ホめ に應 じまず。 
電話 キヤ セ ー ドラ^を 冗 化 

西な 十一 11 T 目 S 巧 十二を 


第二 か 巧 桐 巧 興 訪問 團員 募集 
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—ホ道 二け 踞 


(藏 幸は 一ず で氣 船は 二等) 
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弊舖で御かめのが服、 外霞を御暮巧^:^され 
に ホ 國流巧 タイ < の 化しい 服 巧の 整 あが お 
來 ま*-。 
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的^ぶ 蝴 邦貨' 五十 圓 w 上 利息を 六み 

S 臺灣銀 巧 S 出張所 

▼鄉を 送を 及び ホ 送を (無手を 巧】、 外聞 
巧替寶 真、 荷巧替 化み 取 ホ、 巧 用が 巧 
巧 等-巧が 巧 省 務御巧 巧 じ 取 没 可 化 お 
►巧は 詳細は 御を 蓝 な‘、 御 問を 玻 下を 戻 



本 主 定期 窥 I 脂 謂 幫 ： si 

預细 一油知® 憩 錦 T 錢二咕 

(祖シ 資千拽 W 下 ノ逆お 话をハ おが 念) 

機濱ぶ fi 銀 巧 S 支 巧 

鄉里 送^は 靴て 無 ホ數巧 じて 當 
巧 横 潰^ 巧奶も 送を 方 化が 中 候-一 


化 お 男爵 化ぶ をを 衛巧 
本 巧犬艇 化な お 了 目 I 
が 育 支 巧 紐宵ブ - 1 •トゥで 1 1 り 四十 連 

. IS 化を 銀れ 

ド 9 《琪 を， 橫 •後、 おを 屋 、を 都、 巧， 

^ 若 7 遺、 哦 島、 吳 、柳 井、？^/ い^ 
地を 店 I 巧 司、.^、 お 松、 溝 多、 欠 词み等 
本國預 が、 锁巧 をを 等は 
. で锅使 利を 速 じ 御 おが 可 中 も 


藤 ホ-證券 會が 


器 


般 S 蔡ノ賣 買、 註ろ 募集 
を娜、 -1 が 二 么關ス グ切ノ 業務 

藤本 ミ ブロ-で 銀 巧 

紐 育 お 張 巧 


颇破 器、 雜貨 、ラ 

ンブ及 ランプを 


卸賣 


森が ブ タザ〜 ス 
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觀業 銀れ 社債 券 

U 本 柳 楽が りトノ 特約 ニ ヨリ 擲 
萊 がけ 壯僮券 (割 あお ヲ附セ ザ 
瓜通稱 卿業大 券】 み间及 - W 後發 
巧みが 裳 中 込 弊 巧 二が テ そか 中 
慎 こか テ パ 精々 御用 命 願 上 お 
弊 化 化 扱み 二 限 リ巧 朽 ニブ廢 
先 裳入ノ n 卜 、化ぶ 次 间搂巧 
か 利姻リ 年と か 見 當ノ豫 を こ 
を 之が . 

右 九 巧 一 U ョ 9 開始 化 お 

大正 十の ザ 八ち 

橫濱 正金銀行 
紐 育 支店 


店員 入用 鍵が 讚 

限る。 委細は 面談。 

桑 山が 化 
を 五十 化 T 目な 十西番 


活勘 ブト ン k 
寫 眞ーノ 寺ノ疋 

敎 育な 眞 、青 劇化； 他禪 々あ 6 0 

御を 遵の 方は 左記へ 御照會 あれ 

(午前 十 時よ b 十二 时 をの 間) 

C . Kiki , だ 8 E . 83 rdst . 

Tel . 呈 inelande 二 置 


W 家具 附の吉 室 アバ ー 
トメ ント巧 急 破格の 
廉憤 じて 護 度し 御 ホ 绍じ 族ら 家 
具 丈け じ てらを し 〔を 鶴】 

S Mori ョ ra Bros E 3 W ' だ rd St . 


一二が 績の家 じて 六十 
集讀 五了曼 。，•トゥ 王 
ィ 附近 お 樂部义 け' 下が 屋じ 適當 
永き リ 1 K あら 家賃が 好。 左へ 
Lincoln ぎ are. Box 皇 ，窒 ion F. Manha 量 

室 

午後 八 時 過 じ 御請し を もたし 

PauL 置き a - 507 W , こ 8 th St . 

Ap 二. ジ~. Aud 量 76 基 


妻 コ 。ン ビヤ 大學附 あ 
表 向の 人を 及び ンン 
ン术 、八— ム装鋪 綺麗。 

穿 星-含 8 W . 11 5 th SI , 

ジ L Cnthed を吉三 


綺麗 じ获 飾され たな 
f う 一 > む 地ょ を 大きな 幸が 阿 
尙 C ちぶ 庭、 御る ち I - 依 b 朝餐 
を 調 ふ。 

fjt 壹 r . ::て' 去'.: 呈 St , 

r 過 五 巧 あ 八 ホ、 

人 又は 二人 じ 適す、 

ホ 廳へ+ か タィム マスク エヤ， 

へ 化 五み 屯 話 カンパ ランド 呈 一 

1 芝 壬 gh St , Broo 妄 n お 崎 梅 子 


貸 室 淸 潔。 愧 利の ょき 壤 i 

所 一人 乃至 二人 向きみ 室を ら電 

話は プラザ ー H ハム】 雷 

SJOkota - だ 5 运 . 1 ご fhS こ pU 1 


御 お 知て ず か？ 

眞 裳の 夕ぶ、 一風 酉 ぁびて 

さつ ばりし む、 ゆかたに 若替 をした 必 持. 

そい U 摩滅し ない、 新ら しい 活 ザの 

印刷物を-ず にしむ 峰の む 持ちで ず 

鮮明で、 美術的で、 げ 曝で、 出が 上りの 
迅速は、 本 神稱棠 印刷 部 S 巧 色です 

巧 刷け nn = 紐肯 新報へ 

带話ス プリ > グ八 二た たに 御 •報 

あれば ザ 速社喊 を 伺は せま 寸〇 


人觀の 移住 ご 

ま權 問題 

U — リ ー巧卡 所 沿 

過般 ホ ノル、 义ホ 巧哪巧 
討潍 ちじ ホ阅化 おの 一員 ごして 
參 加！- 親しくり 义兩國 をの 化 諸 
國化 おを み 移ピ潤 题じ眺 する ホ 
張を おいて 輔 つた シン シナ タ大 

學 政を 巧れ 巧。— リー博 ± は 今 

问同問 狸に 對 する 自 をの 患 見を 

發 をした。 をの 要領に 曰く 「太 

平げ の 政治問題を 攻 兜す るか 何 

たるち 进ご雖 も 移民 問題を 無視 

する-ごは 出 ホ。 い。 米 國内だ 

けでは 東げ がお閒 題を 旣 化の 終 

結 拳 件 ご 見做ず であらぅ が、 日 

本 巧 K は ホ だ 之を 終結した ど認 

め 中 ホ假み 政府 じがて 同 問題に 

隅す る 外を 的を 巧ん 槐 にあらず 

ご 思惟して ゐ ても幽 把は 巧 問題 

を 化 化の 事件 ごして は 巧して 認 

めて なない。 化界の 人口け 現 時 

益々 巧 加み ー モで國 除 的 巧觸の 

度合 

濃密 を 加 ふる じ 伴. いて 間 

斷 なき 人口のを 換が巧 はれる。 

I U ホ兩 困は 無論の こど 現で 進行 

; 中み 國際的 生活は 常に 移 化 S 問 

醒を 吾れ/ \ の 眼前に 齋す もの 

であるから、 か柯^:^る移は化を 

欄を，， 、て も、 をは おじ 一時め じ 

化問趙 をむ がふ 綿 縫 的 G る ホ 策 

じ過ぎ1^ぃ*_*のでわ：-。 日本のホ 

踐移 K なじ お ィる不 おは 國 をの 

あ與 毀損、 人 柿め 差圳 待遇 及び 

自山 まを 賜を すに 基 内せ る もの 

ご るへ をの 化 底に 橫 たはる 軍 一 

大事 質は、 或 固々 が 地球上の 當 

源 造な 地域を 化に 獨ム して 化 図 

の國 はを 巧まで も 

脅威す' 權 おが ぁる。' 

どい ふな ご わるが、 此 点じ 關し 

て：：： 本 化を の 高 柳 巧 中は 明白 じ 

が おがを ぶら しじ。 兎に角 人類 

が 化の 化 域へ 移 化せん ごする 自 

がの の權 利と 化 移 化を 制限 せん 

ごず る國療 の所甜 まま 權 どは 一 

を y ホ兩 巧け おたか 衝突ず るを 

をれ。 い ■を ホ か 化 人類 社會じ 

めて は 如何。 る 權利も おお 的の 

ので ■國の 權 利は 他 劇の 

描 利 ご-なを する ためじ 成 お 巧の 

拘お 制限を 巧 又け るら のでん る 個 

人の おお 财ホ帷 さへ もを 衆の 利 

蓄鹏係 じよ > 化當の 制限を うけ 

てるで いか」 る々 


注目ず ベ、 さ 

米支關 係. 

討議 巧 準備 進涉 

本 お前 跳 所 報所荆 ホた を 員を 

。るら-::: K と 巧 か 句 ょら 数み 隅 

惟した むを ザ餐巧 •か デゲ 五 U — 

'，、たお おぶ 立 '‘ 'たので もつ て* 

艇 樂お 所は が 巧が 阳：化 十二 r 问 

巧 二十 儿潘 館— が b ィー 、シ ー 

ヵー タァ 氏が 巧が 率 V 一 L て 辟を 

の 巧を 快 b つ 》 あるが、 なを 员 

巧を'" コン フエ レンス、 ヲン、 

アメリヵン、 レ、 — シヨ ンス * 

キス、 チ ヤィ ナ』 ど 稱し儿 巧 

十 LU よら 二十：！ 一まで ポ八 チモ 

-し 巧け るジ 3 ンス 、ホプキン 

、大巧？： に牌硝 せ.—： る' へ <旣 に 

を 力が—- がが 狀* ご投 した 所 じが 

いじ わ ゆる 米 支 巧 削 趙を对 雑 


寺る 巧で め 6、 を 討議 會お 論講 

ゼら るべき 問題 中支那 じがけ 
を 结閒趙 の 如きは 例の ゴー方 
イミ* に、 * — ニ イ氏等 1 ら提 
をゼ . r る； であらぅ ご傳 へらい 
て 居る。 から じ 一二 かの 無 热軍信 
利帷 問題 じ關 しても 必ず 一言。 
かるべ から 中く 云 ふ； になる は 
勿論、 た 那侧の 委員は 例の 誰 米 
的 態度で 日 典 佛攻裝 を 試みて 米 
國の掛 女與静 をな が U らしむ る 
がかき ル 策を 弄ず る やもぉれ や 
ホ 前 支が 政府 お 問ゥキ C I ビイ 
反前即 支を 化クレ ー ン 巧、 お ま 
借 獄刚の スティブン マ 氏 等親 ま 
肆日か 策の 支持 巧の 意見 じ對し 

ては ジ Z ネラ 作、 エレクト リブ 

クの ヤング 巧、 前 大審院 クラ T 
ク 氏、 が 育 タイ ムス 記者 フキ ン 
レィ 巧 八 かきを ずな 意見 も 出 や 

ぅし. 相 當販を かな 會議 である 

ど豫 おされて 届る。 會證の 形 ま 

力を は 布 唾に がける 太ず 巧會溢 

ど 似た もので を自 意見のを おお 

か ラウンド ブープ 八 及び 特巧會 

講をも 開く i ごな つて 居る が 日 

ネ人側 ごしても 特に 注 肖を 要す 

る 事 化 f ある。 


一時 入國 外人 

滯米期 問題 

本紙 前 號所報 一時的 入强 外人 

み 滞米 期 延長に 關 ずる 化 願手續 

を簡 あどせ る勞慟 省々 みに 就き 

當地 総領事 滿侧 のが 释 ごして お 

かせる が 右は 聊か 相違の お ぁ b 

どて 灿谢副 谢擧は 記る' 『一時的 

入题 外人の 滞米 則 問が を 化 どし 
て ー ザ ご W 限され て 居る のでは 

U い 唯： 年關 ょでの 端 ホ 期 延長 

出願は t 陸地 地方 移投局 おらに 

化て 許 巧の 相み を 錢し裤 る、 とど 

なら ホれ 0 上 巧び 滞义 期を 延長 

せわ ど お 願す る 蹲を は 該化ホ 移 

お 局ょ b を慟 おの 指を を 仰ぐ i 

ピ なる 譯 である』 云々 

：= を々 員 募集 

運動 開始 期 

が 巧 n 本人を々 員 祟集述 動じ 

關 しては 霞に 特別委 貿會じ 於て 

能 ホせ る々 釘に ぶき 着々 進が-の 

をで ぁるが 實際 上の 速 動は か 巧 

九月に 入るなら レと 觀 測され つ 

つもら 巧が 委員長の 諮る 所に 化 

いだべ ィォン 地 ホの 遊說を 始め 

食 社 銀 巧の 如きが ホの が績餘 6 

■は 好なら ざる ホ而 の遊說 じは 特 

じ 意を 用 ゆる i ごなる ベ < 其 化 

み齡 じを 员 、副を 員 等を 依頼し 

てが ゆ，- 集 巧を 巧 用し 會員茲 を 

の述 動を リィ 計 叢で ぁるく 云 ふ 

化締嚴 化と。 つた 

脫 f 密航 

午 W 脱 舶及ヴ 密航の 取締 6 を 

一 おゎ 効に する 巧め 遞情 ちから 

大要 左記を 巧の 通 b 妬 事 館に-地 

てお締 化 賴が ぁつた。 

、巧！ 脫 船が ぁる おもは 船 お 

を—' て 雌 船 あ氏夕 & び 本人を 

當該 船の が 買に がかした 職業 

がか 所夕 をが が颁 率が じ報吿 

せし わる 樂 

、お 貨屉 人を 斑中站 巧に も當 

なお： 2 をが かした 峨泼 がか 所 

おを 記入せ しわる 举 

、み 化を 防 化ず る爲み 船に を 

L て i 埼嚴 をに 船 巧を 捜索せ 


しめ おしを 化 者を 發 見した 塔 1§ 巧 巧 萬' 記ち、 太げ 化 じて 着 桑 


合は をが b を 港 地々 方 長を 义 
は 領事 舘じ 報吿 せし むる 事 
をが 乃 ま脫が おを ホ じたる 煤 
を 現 巧 移 お 法の 即 文に 從 へば お 
船 食 社 側は 甚 が 请酪な 制裁を を 
< る ； となつ て おる が、 化留同 
胞社 をの 問題 ご， しても 相 當考最 
を 要ず るので あつて 取締の 嚴軍 
どなつ たのは 巧が であらぅ C 

無線電話 局で 

日本 夜擧巧 

無線 お 話 局 W *8 * ま 催 
の 下に 來る化 月 八日：：： 本が を擧 
巧す る i ご G b 目下 ブ U グラム 
を ホ 製 中で あるが 同が は 午後 八 
時 一一 一十み 齋 お 總領率 ど 同 電話 扇 
員 どの 對韶が あ 6 次に 獨唱 、 R 
本訴 十 巧溃說 、ホに スプリング 
ユージ ックを 十 かを 0 て お 了 
する を定 であるが 度 所は， キン ブ 
is / プラデ—スを内であるど〇 
ダヴ キス 盃 S 撰 手 

慰勞 臟餐會 

本年度 阅際 庭球 デ ゲネス 盃爭 
覇戰 に出瘍 して 巧 化才を 繫し擾 
洲撰 手の 爲 めに 慘败 せる H 本 庭 
球 一二 撰ず 淸水善 造化、 お出 武一 
氏 ぷび福 旧 雅之助 氏の 爲 ホに 日 

本 巧 樂部ま 惟の 慰勞 晚餐會 がみ 

遇ち 曜曰 午後 六 時半から 惧樂部 
樓 上で 隅 惟？ れる もで あるが ホ 

めて 嘘况 を示寸 であらぅ。 

華 府議貴 會議へ 

本年 十月 一 H よら 请磕頓 じが 
て 開かるべき 萬 瞬 議員 會遙じ ホ 
席の ため 憲政 會 代議 十 島 木 益 太 

部 氏、 政 會本黨 ^^議± 中が 嘉壽 

氏は 本 巧 一一 十五 U 橫 おお 帆の 天 

が乂丸 じて 渡 ホの 途 しが h 政 友 

會 化 簾 b 化が 大輔氏 外 一二の 巧 

講ホも 化 巧. 卜甸 まで じは 東部に 

着す. へき 獄を であるが が お y 本 

人 @ では 一' がを 聘 -- て謠 がを 開 

催の リ盡- か ある ご 云 ふ。- 

元 旧 博 ±來 紐 期 

な 鹽 ぶを おがの ザ老 t 聖を會 

'化の 監瞥 たるな を 人 學總長 元 旧 

が 么進巧 i は 本り 十八 H よち 瑞 

典 ストック フオ 片ムじ 於け る 化 

を 基督 おな 聯瞄 乂會じ おおし 同 

大會終 r 後 お 励 經山來 月 初旬 巧 

紐、 三ゥ オリで ンスに 於け る も 

圓樂を 會火會 に 臨 A 羅お 方而を 

縱 て-^ 巧 初が 歸 朝の 常。 

'.化 風 嘉を巧 着 紐 

ジ で ネゲヮ じ 於け る輕 際勞饌 

汽殖じ 資本家 K おこして 出席せ 

みが 貨を家 松風 嘉を 氏は 去る 

み帷 ；；： 肴糾 ホテ^、' マジ M ステ 

ックじ 巧-柏 化 巧 おかおを 歸 朝。 

♦が 巧り 食が 風を 貴を 前號 本； 

が 巧 報が が U 本人 曾勞慟 委員を 

は 九ち 二：：： 午 巧 六 M 化-巧を が じ 

がて 照懼の 巧。 

♦巧 U お 贫化師 館 紐 荷 U 本ん 

ゎな お 曾 牧師 舘は あ々 今 固 ダィ 

ク マン、 ア ヵゲ，、 i 巧' ム六 化番- 

アバ アト メント 四ぶ ど ホを し 川 

なお 邮は近 新. 聞に 卜的 すべく 

川お邮 家族 もを てり 今よ h ホ糾 

する i ご。 るで あら > 。 

♦がが が附氏 メィ ツ州 地方に 

過 お 中の 森 村が 相談^、 儿お S 

り卽 組の 辣 革。 - 

♦石 ル おち 氏な がが 下火 化 お 


巧 日中 じ ホ 紐 九月 匈々 ホ 帆の 
が 船 じて 渡亞 のな を。 

巧 井絲晴 氏を 刖 員、 數日前 
着 料 十月 頃 渡 濁の 豫 を。 

•一日 勝 季氏會 社員、 及び 同 
顏 •替 一郎の 闽に はまる 二十日 
与す ょら 着が。 

♦ず 出 お 一二 氏 數日前 歐洲ょ 
b 着： 明 化 H 餘 朝のを。 

•首が 女人 氏 米國駐 がが 務書 
記官 、ホ 人間が まる 二十 五日 出 
發西を 巧 化 じて 歸 朝。 

♦飯 野？ 平た 歸朗 中の 森が 紐 
か婦 役-太げ 义 便に て畜を 二十 
と U ホ 巧 

參 大巧ぶ 巧 氏 H 本 陶器 株ホ會 
社員、 齊氏 同伴 じて ホが。 


广 質疑 應答欄 j 

(問) 羣ね 致します 米國じ 
を 法的 r 人國せ 打者' ぃ當 地の 
大學を^^し只今米人の パ ー 
トナ！ y こて 商業を 餐ん でち 
るので す, 若し 日本へ 一時的 
歸蔚 すを 一巧 人國 證明嘗 をず 
なるこ ご W を 然出ホ ま ドん か 
又 同人が ぶ 人の 小賣 巧び 卸 
賣 をして 居な 巧 人と 共同で 事 
業を 經營し J 居る ど すれば 一 
時日 本へ 歸 ご」 旅 わ 巧を どら 
乂厨じ 巧 入 卸が を 爲じ出 ホる 
でせ ぅか。 貴 新聞紙 じて 御 返 
答 願 ひます mm •Y •を) 

(答} 遺撼 ながら 巧 入 翻の 許 
ザ 証を をけ る ミは 出 ホ まけん 
現わ 移 技法々 おじは 寅 下の か 
き 人 じ 適用ず-.、 きユ トリが あ 
らま せん。 伍し 貴ず どして は 
一旦. 就 朝 L て 仕舞 ひ 日本' 歸 
，つた 後 移 K 法 第 S 條窠六 巧に 

; 識當 する 資格 邸 も 『通商 じ從 

一事す る お』 どして 正當の 旅を 

心^ 一外 お省から 貸 ひ 其を 疵を米 

爾^ 總 領事から 貴つ て 巧 渡 ホす 

'れば 文 巧は あらません 夫れ が 

一智 近い ホを です。 

"邸) I 化は 化國の 成る 會 おの 

ぉ憧 僅は か h が 巧 ― ^ て 居 b 

ます v 。 巧し 其會 が-か 破盧 しじ 

るが を •し 最初 該 社債を 引ずけ 

て 發巧ゼ し 銀 巧が 社債 所 あ 者 

じを 部 ホ拂ふ 可き を禪 h の責 

巧 あらやを や 御を 示を 願 ひま 

す。 〇淀講 を. 一 

(答) 御哥 ねの かき 檐 をけ 社 

債を 起し ゎ會化 ごして け淸算 

の 上 破産 巧の 規 をな 内 じ 於て 

充み黃 巧を 持たねば なら や 若 

し 右が 償が 巧保附 きで あれげ 

かが 物 化に 対する 第 一 抵當ど 

ずるなら 優 化 確が ホら ます か 

ら右 物件を 始 みした を离 をが 

懐 所ち 者 じ ホ拂ふ i . iub ま 

す。 しか一 叟义銀 巧は 恃じ支 

挪 をが 証せ の 版り" 先 2 て實 

際が 例は あ b ょけん，" 河 等 ま 

挪の責 巧を な ふ ものでは あ 6 

ません。 化に i ' 償ん 所 村 巧は 

巧に 起 憤を した 钓 社の 狀 態に 

注谋し 自ら 自 ■一一の 放賓 じ 忠實 

でむ'- ては U らねホ 第です。 

U 礎說お 


♦が 育！：； 本人 敎を 

『事 實 ごが 释』 

♦ u 本人 美 《 敎を 

『潔き 也 J 

♦ぶ 巧 お 隐巧爵 

『趙 ホを」 


巧 ル 牧師 


川む 牧師 


副 島 牧師 
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卸，！ み ：：； 1 皆.… 帶 

獎學金 問題 

考量の 價値 あり 

巧 人け せて 巧が が留间 胞後展 
の j 策 ごして 繫學を 制ほ蝴 立の 
必 嬰を 哨斟 したが 乂戰化 ぜじ乂 
ら ずして k 嚮お だが/' 寧ろ 不可 
お 巧 こして むた み 第で ある。 唯 
がが W 化 社會の おを がが 化 お 氏 
の剣立せる實ま獎蝴巧；：^るもの 
•し 依 b て較 み^お 女學 ホが 學 を 
の貨 おを をけ 就學 の® 巧を おつ 
つ あるのは 聊 なを 强 ふす るに 足 
る パれ 共 右寶裳 獎腳會 はり 本を 
小-どし ホ 瞬を 從ビ する 力 かで あ 
，もが 故 じ 獎學を 貸熙の 特典を を 
くる 者み 飽 園は 陆 巧に 廚限ク 
.てゐ る。 『をを がら レょ b は 化 
づ人お 化い』 どは 吾人の お 論で 
ゎつ てむ お 间胞の 經濟的 發展も 

を じ 詰 むれげ 『人』 の 駒 題で あ 

ら ねば。 らね〇 

め 巧に がける 資本を 巧 致 ごし 

勢力を ぶ 礎 ごして 乂阀の ホ 描に 

馳熙 する U 米な 易の 樂裳 並じ貿 

おの 機幽 じる が 速、 な雜 、が險 

，等 山 事 策に 化 事ず るを 腦的 化を 

おの 大部 かぶび 將ホ首 腦的化 お 

をた るべき 少壯 おおの 靑 年も大 

部 かけめ 頤ょ b 特派され てゐる 

ので あるり むみ、 が 育。 6 がが 

.も i ：* り、 を 响 カホ ボストンな b 

に轨學 しつ i あるか 円 年を を 用す 

るのは 人物 經濟の 上から 觀 、化 

方 的 綱 巧から 觀て亦 化して 等 脚 

視 ずべき ではない ど お ふ。 

現に 吾人の 識る化 b じがても 

米拽 にがけ る ビジ ホス ヵレ^ "" ジ 

ホは 大學 ホ莱朽 度のを 年に して 

一を S 職を 求 わるち は随か ある 

が 賓易鹏 係の 銀 巧 曾が 力 面の 巧 

を はなお に 關な さ れ い の で 皆 

失错の 色を 巧べ つ-' み 庭 巧慟の 

かき' 息を 勞働 のかき 方 おじ 雌伏 

し るので をる。 是れけ ホ ど 

して 銀 わ 脅 社の 本け 本社の 人物 

採用 ホ 針が 『 U 本々 位 J であるに 

を 因して ゐ る。 ど W 時に、 が i 

地 止 地 じがけ る 人物を を 用せ む 

どするイ ン ブ レ ス トが^:?'い爲め 

である。 換言すれば 若し 賓菜挪 

保のを 腦的化 巧者が 本 巧 本社 じ 

^献-背してが育じ獎學を制巧を設 

I け 化當人 負を 養 化し 旗 合に 化ら 

I て：：！ 就學 レ傍實 がの 見習を なさ 

しわる 制 巧を 巧 < ならぶ、 ソコ 

一にが 巧學 をに 對 する イン ブレス 

卜が 生じて ホる。 化 イン ブレス 

卜 がを じて ホれ ぶかな 靑 年を 用 

の 機巧 も 出 ホる。 階 b じ 彼窜の 

中 永く 勸 がする が おのない をが 

一 あつじ じせょ。 救 年のを じは ビ 

.ジ ネスの ツン イニングが 出 ホ、 

i 乂人 どの お 觸夕涉 出 ホて 濁 立 

自營 のがに 入る ポッ シビリ ブイ 

が ある。 

を じけ ホを 强 つてが が M 胞の 

-巧展 どか、 H 米贸 るの 利益 
云 ふ' がな 化 b の 巧 越から 離れて 


概て も.！：々 脚 難 ど デス アド ゲ 
ンブ ー ジを 村つ て ホて むる 學 
化の お ホを 大ぶ せしめ 歸钢後 社 
お K 人の おめ じ 巧 動し 得る 人物 
をが る 化 化 どして 一巧の 力を が 
幾に おふる i じ颇 7。 おを 義 では 
ぁるまい ず。 論を 或は 言は む 奥 
學を 制度を 設 くる. かかき。 I ザに 
部のを 化 r お 恩を 肖る に 過 ざ 
田 彼を 自身を ストラツ グル だし 
めて 自 がめ 滿汰 じなず るを 最善 
ど寸 ど。 がの 如きけ 巧の 半面を 


觀て 化の ザ 面を 概 ざる ま 張で あ 
る'。 優を な もを を、 ホ 腕 わる 人 
构も野 ホの 儘に 放辭 して 願ん ざ 
れば 遂には 後 ザ 世を 無意義 じ 了 
るん 不幸を 巧を せる 奉 例は 指を 
戚ィ るの 違 もじい 巧で ある。 現 
じ祸加 化 方では 每 年獎學 をを 善 
W して 所 就 第二 化を 敵 卿して る 
るでは じい か'。 き 人は 考 農の 惜 
^ 化が b ど 信 やる 獎學 を 問題を 巧 
唱 して 具 腿 巧の 注意を 喚起した 
いと 思 ふ。 


興佛 協を は 

第二 軍縮 



響ず 


ジレ 厶マじ 隅 了た 米幽の 外交 策 

佛轉が おげ た 外を 的爆彈 

今 间お佛 兩國の 間 じがなん ゎ一层 や* 4 じ おる 理 山が をい。 团も 


戦わを 儀の 協定に 關聯 し、 をの 

化が が晚 めて 寬を的 でんる； ど 

英励侧 がが < 譲 ホし な條化 & 1 

部に け、 今を 戦時 負債に 就て 

义佛 交渉 じ 若ず した 際 

をの' 巧濟條 化が 支柳额 及びを の 

利率 巧に がて 懷權巧 侧じ伤 利で 

あつた 踞 をは 英佛 協を 牵 も，* わ 

に幣 する 旨巧定 した i は、 おく 

共 フランス 化を が本國 じを して 

英佛 協を 率 (年利 一一 步 ) 3 下 じ 

(义風 利率は 二 ー ホぶ. 姐) じ ホ めん 

? ずるが 挺で ある ど 認められ、 

乂圃の 與論は 喊 めて 不評で ある 

ふは 旣報 しわ 巧で あるが' をの 

巧 今 的の 協を が 及ぼす 政治的 影 

響 じ 就て 义闕の お 巧々 をに を お 

なら 2 波が を 化 じて & る； がヮ 

シン トン 當巧 S 間 じがて 論 燕 さ 

れて & る模 巧で ある。 卿ん 米歐 

大統領 ク！ リッ デ 氏は 化 下歐讲 

半 和の ぶ 礎 ども 云 ふべき 

平和が 際に 就て は 非を 

まながら こむ が 成功 じ 向つ て 巧 

力し つ！ あつた； は 世人 閣 知の 

串實 じして 特に 驻 英ホ國 大使 ホ 

— トン 氏は これが ぶ 巧に 就て 暗 

中飛 躍し つ！ あつたが、， 歐洲が 

扇の 大な 物で ある 英魄両 國の戰 

時貸附 み濟閒 趣は この 平 かが 隣 

條約の化をじをお^:^る顆係をち 

する のみなら 中、 乂國の 勒跌戰 

時を 橫巧 濟も戰 後の 米齒外 巧に 

至大の 關係 をち しむる i ど、 他 

面 ホ國の 外を に 巫 おなる 基礎と 

なつて ゐる鑽 二 軍備 縮々 會議の 

お 集は 現 政府の が 本 的 政策で み 

而 かも これが 成功を がは 歐 

洲化 なの 平和 保障 じかくべ から 

ざる 齡 保を 持つ てゐ るので、 從 

つて 今回の 舆佛 協定が、 

第二 軍縮 じ是 す影懲 

は 頗る 重大で ある ど 云 ふので あ 

而 して 今回の 新 協を のを 力 

なる 巧 動力は 勿論 英佛 兩國 をの 

もの^親陡かまご^^って&るの 

は事實 であるが、 この 点じ 就て 

英滿の 間 じ ホるべき ず 縮 會雜じ 
就て をる 踊の 敲 解が がかし たど 


フラン ースが 補助 艦 挺 制限に 就で 

英風 のま 張じ祕 力な 割し 特に 潜 

が おの 制限に 就て お 関に おがし 

たろ と. 化： J 第一 次 軍縮 會 諮に 於 

けを 補の 艦艇の 制限を 徒 勞じ歸 

せしめた 所 おで あつて、 をの 後 

ど雖棘 画は この 態度を 輪て ず、 

現じ 大 I 规 機な 補 M 艦 糖の 純を じ 

着ず しぶる のみなら 中、 特に 

親を 軍備の 權 張は 炭 も 

霜 骨 vi なら 挪國 はこの 点じ 就て 

はが あがを 巧の 覇者た るの 觀あ 

ら C をつ て お 二軍 縮會 諮の 目的 

が こ-い 等の 航空 及び 補 巧 艦艇の 

馳 限ど击 H とする 0 上、 奥佛の 

關 係‘ 一 持に 會議を お 巧せ しむる 

を贩 is なる の 觀を呈 し、 米 厨が 

屢 々窠 二軍 縮會 藩の 巧 集を 毁明 

し 乍み 稱 易-しこれを 實現 する 能 

は ざ， し 所 おも 實 じを じあつ た 

ので ホーる。 故に 英画 政府が 今回 

の 負 僚. 巧濟じ 就て 米國 じがけ る 

般銷 論の 解驛 する 如く 『殆ん 

一/し 無條が で は 信じ得られ い 巧 

じ寬 容な條 化』 で 譲 ホした 墓 巧 

には 今後 これ 等の 重要なる 軍赌 

問題に 觀て侧 國け英 國のホ 張 じ 

化 ホの かき 

排英 的な 態度 じ 出 ミ 

いど 云ふ默 契が が 立した もの ど 

解す る i が 出 ホる。 特じプ リァ 

ン 外相が" ン ドン 協定の が 立 ど 

同時' じ獨 选じ對 する 保障 條 約の 

0 答 じがて フランスの 對獨態 巧 

が 著しく 媛 かし 外を 义 書の 速發 

を 中 化し 實 路上の 提携を 聲 明す 

るに まつた ミ 等は この 默 契の 成 

立を 裏書きす るら ので あると 解 

释 して & る。 化に 今 巧の 巧佛協 

定後 じ當が 着ず さるべき 乂佛の 

戰 時る 憤を がに 就て 米 固は 外を 

上 頗る 困難な 地な じ陷 つた ど觀 

測され てゐ る。 米國 政府は 從ホ 

とても お 外戰時 食附じ 就て は 利 

率 S ホ おがは これを お 通 的に 適 

用し をの 他の 諸條 ザは これを を 

國 の支拂 能力に 照 ム願機 應變的 

じかを すべし どの か \ 巧を 支持し 

先例は これを 問題 ごてない 旨を 


.化々 掷明 L 、 おに 

對 白耳義 を 债み濟 のか 

きお か絲 おした み國 どの ホ濟條 
件よ b は遙 かじ 党大で ホつ た 事 
赞- <0 ある。 がし 乍ら 巧し 米 瞬が 
こ^ 態度を® 强に 支持し' 佛國 
臾她 協定を がに 譜 ホを 要 ホず 
るなら だを 涉は 自然 か 裂ん 外な 
く、 を涉 がか 製ず るか、 或は 米 
鹽 S ま 張が 暇ら じ 貫徹す るなら 
ば 今 凹 S 舆佛 協定 もを 初の 條件 
の 如く 改訂の 外；：^ く、 斯 くして 
はが 巧の 歐讲ず かが 隐條約 あ 第 
二 审縮食 能 も 召を の 駕 みを も ふ 
譯 でぁつ て、 歐洲の 輿論は 观_ゼ 
やして 第二 带 縮不實 巧の 责伟を 
ホ 网宫身 じ 課ず るの 憂がない ど 
も 限らない 串悄 じあ 6。 而 かも 
これを 獅 つて 

米 國內政 めが 態に 顧る 
じ英佛 協を のかき 寬 をなる 條牲 
じて これを 解 巧す る i は 諮會の 
批准は 勿論、 輿論 絕對 じ反對 
でを るから 到 ほこれ じ應じ 能は 
ざる， とは 明白で ある。 即 もホ國 
のな 锡 よち 見るならば 今 圆の巧 
独 協定； S 純經濟 問題を 歐洲 一流 
の 政治的み を 的 じ 妥協 解かし 问 
時に 米 國じ趙 してこ^ 舊ま 外を 
を强を せん >」 ずる もので みら、 
純 歐洲の 立 傷より 觀れ ば、 歐渊 
じ 巧 ほし 歐洲 ごを 按 なる 隅 膝を 
おし 乍ら 常に ホ 國じ趣 從し世 巧 
政 巧-し 純然たる アン グ 。サク ソ 
ン阀 を形逛 つて ゐる爽 ホ 兩國に 
かお 的赌禪 をな •，.たらの ど 解 さ 


れて & る _ 


-の 一二 巧 外を 戰がホ 


るべき ホ 佛巧渉 じがて いかなる 
形と なつて 現れる かは、 第二 軍 

縮 じ腳係 深き 問題 どして H 本の 

留窗を 要する 点で あらう 0 



次期 選擧ミ 

共が 黨 

上院の 多 數囑璧 

醉府 一 H 整 U 千 九な 二十 わ 年 

じがけ る 下院議】 E 潑選舉 あじ 

院講員 ご 一十 あ 名の 選擧は 非常に 

重大視せ られつ i あら 一部の 悲 

觀 論ち。 共 か黨の 旗を 甚だ 面白 

からすと なず 者 あれ VJ 大 統银ク 

9 ッデ氏 じ 接 巧し 居る 正統派 

のち 力 者は 寧ろ 極揣 。る 樂觀論 

者で あつて、 おし 大統領 ク， 

ブデ 巧の 唱 海せ る自黨 のめ 綱を 

忠實に 具体化 寸 るなら ばを 米の 

輿論は 翁然 どして 共 か黨の 上に 

寃 まら ホるべし ど觀 測し つ： あ 

/ 一面 マサ チユー セット 州の 

かきは あ 巧 產萊不 あの 結 あごし 

て 大統領 ク ー リッ デ 氏のを 謀總 

長 ど 目 せらる {バット ラー 氏の 

巧 選は 巧 一に ホ黨 じして あ 力.：^ 

るゥォ 八シユ 巧を 陣頭に 推し 立 

つれば 意外の 苦 戰じ陷 るなら む 

との 說 あらて バ 氏の 巧 立候補 斷 

をを 傅 ふるもの さ へ あれ グ」 

紐 育 州 は 現 知事 ァ八フ レ 

ッド •スミス 氏が 民ま黨 ょち 候 

補を どして 打つ て 出で ざる 模様 

なる 爲め現 議員 ヮッブ ゥォ" 

巧の 巧 選は 確實 ならと 認められ 

居 6 な 他 西 化 部 化 ホは みか 黨內 

閣 出現 0 後 農作物の が 巧 じ轉じ 

たる 餘勢 ごして 現 化の 政情 共 か 

媒 じち 利なる が、 おし ク ー 

デ 氏の ま 巧た る 風 隙 法廷を 加、 


賊 おの 育 施、 わか 渡狎 .錫 道 食 
社の 自 おのを 树 、が 陵职 々備縱 
少 ぶび 外債の； 一; 收禪 •かみ 則 燕ち 
にがてみ 化 化す， 一 もみ ご 假を才 
れば おか 黛の 地般は 一層 费 固と 
なり 树等民 ま蘇侧 S 攻擊を 怖る 
るの 理由な しどけ 共和 截 .化 統派 
S 觀測 である。 がるに 明 ザが を 
の 選舉に 際しな 涨 せらるべき 一二 
十五を の h お 潘負中 

り 技ま黨 おみ 證賛は 

八 ィジ アナ、 ア ー カン サ ー 、フ 
打 リダ、 ジヨ— ジア、 化ガロ y 

ナ 、南 カロ リナな び アラバマの 

よ贿共 都て：； ま 腐の 地盤で ぁる 

から 幾る 二十 八 あの 共 か 黨お身 

議員が おしてを ホ當 逃し 得る や 

を やか 問題で ぁる。 化 内 紐 育 外 

十二 卵。 當挫確 督銘圍 じぁる も 

化は 競爭 激甚 じ！ て お 易 じ樂觀 

を 許さず ごは 民 キ黨侧 の 計算で 

ある 〇 就中 アリ ソナ 、ケン タツ 

ネ- — 、メリ！ ランド、 才^ 3、 

ゾリ ー の 如き 頗ム 疑は しき 地 
盤に. 屬 して ゐ るが、 氏 ま 慕の 結 I 
ホも統 I 的 人物の 出現せ ざる 爲 
め 穂 極 的 攻勢を がをおの 經 論な 
きもの i 如く 孰れ じせょ 二 大政 
黨の决 戰な千 九な 二十 八 年の 大 
統觸 選擧じ 至大の 影響 ぁる もの 
として 巧 目せられ つ 一 ある 0 

稷炭 々坑夫 

総同盟罷業 

九 巧 一:；；: じか 巧 

ヒラ ザグ フキ ア ー日 發 U 逝去 
數過閒 じを b を涉 中で あつた 义 
固 硬が々 お エホ 间盟ど 資本家 化 
表は エホ 侧の增 給】 劇斷 巧、 勞 
勸が應 のな 善菁じ 就て 巧ホ讓 ホ. 
せ や 遂に 化 裂し エホ 側では 最狐 
の豫 定め かく 九ち 一日を 0 て總 
同 酷 罷業を 块 巧すべく 準備す る 
一方、 第一 二み S あ 力な 調 訂に應 
ずるを おも ぁつたが 仲 戴は 奏功 
せず、 愈々 化 H の 午後 一一 一時の エ 
夫を 化时 間ょ b 雖業じ 着ず し 一 
日 午前は 八な 化 八の お 山 じ 巧 働 
しつ} ある 十' 五 巧 一二す 人の 工夫 
は 秩序 整が どして 駆 ェを巧 行し 

一方 大統領 クー リツ デ 氏は 


稅を 除を 協を--^ むに も拘 はら や 
り シア 侧は 一般 输入 稅の禪 化を 
求め 柱つ 瓦 患 待遇に 就ても 糊 遮 
のを ホを 斥け" シア 乂化 がの 治 
かな 權 々限の 瞄大を 求い る 等、 
を； が ホは 谢る不 な 巧なら の お 
く 自然' 兩図心 脚 係は 化 白が 態 ご 
なつて ゐ るが、" シアが がる 態 
巧に おでた のはを がを 旌延 せし 
めて 獨 逸の 踢際 聯盟 參加 をが 寒 
'する 政 巧から をした もの ど解释 
されて なる 0 


無 產政黨 を 組織 

東京 特電 か儿日 お：：：： 無 巧か黨 
は 穏健。 る 政綱に てぶ 数の 糾な 
を，';? > し 十 巧' 頃 成 ホ せんか ご。 

束 お橫濱 に虎疫 

東京 特電 化 化 H 潑 u おを ィ/ 横 
渡 じ コレラ 患者 一を 宛の 死亡を 
を 出した。 

■ 一® ホ， 


2 

千 化 巧 か S 年の 勞賓 啼議 を調訂 

しむ ジ 3 1 ン • ^ i モンド 巧 ど 

目下 何事い を密魏 中で ぁるか 罷 

エ の 爲め 臨時 議靜を 召集ず る 甲 

ぅな^は^*く、 巧しこの罷業が| 

本年 十二 巧の 議 を 關會 則まで 延 I 

長 すれば 歧府 はが 等 かの お 式に 

て 議會を 通じて 干が を 加える 方 

針で ある ど。 

保障 條狗で 

獨露な目ず 

經濟 交渉 も 延期 

べ术 リン ー H 發 u 歐洲の ホ か 

保障 條約じ 脚 欄し 近く 〇ン ドン 

じて 英佛獨 がら 等の 諸 代表は 協 

議 し-をら じこれ を 曰 ザ ー ンスじ 

移して あま 調 巧の 速び どなる ベ 

きが この間 じぁ b て勞農 P シア 

は 濁 逸が 华か 保障 條約圃 の 一員 

となるならば 自然 踐際 聯盟 じを 

加して" シアは 全然 孤立の が 態 

じ陷る ； を 巧 化するな ホ じて 獨 

露 經濟條 約の 改訂を ホめ 最初 獨 

逸の 專賣恃 許 確を" シア •か 認め 

る 化 憤 どし 一- 0 シアの 穀物 輸入 


'問題の 九大 

醫學 部を 禱 

まま 特電 化ーリ 矮 U 最近 敎巧 
の錄職 率が 化 巧 柿々 問 趣を 惹起 
しつ； ぁつじ 九州 帝 乂醫學 部 建 

物は 昨日 午後 出火 殆ん どを 燒の 
姿で ぁる。 損 塞は 一一 一巧 巧圓 でぁ 

るが が 因は 漏電 說 と あ 火 說ごぁ 

りて 當 風は 嚴重探 遮 中で をる。 

.廣 東施臺 から 

藏艇 に 亂射 

東京 お 電サ八 U 發 U 廣東附 巧 

モ旌礁 した 野が 曲 食 所感 藏 船を 
陽 乂救妨 の爲め = 本 水を 乘 組の 
S 井物產 激動 艇 はが 軍旗を 踢げ 
譬 笛を 鳴らして 進が せる じ 巧は 
ら やち 那赌臺 ょ b 亂 がされ 水を 
即死、 電 傷、 轉 傷を 名を 出し 
涼 勸艇け 己 わを 得す 陸岸 じ獅座 
沈を したが 化 構 事-: 驅逐離 縦は 
現 鶴-: 急がして を 員を あ 助した 

海軍の 二 機が 發 

'サンフランシスコ】 H 錢 =： 布 

哇橫斷 お 巧の ホ國 お眾乂 飛が 機 
一一 養の 小 二 臺は昨 H 午を 房 四 
.十二 かピあ 十 おを に' を 巧 灣を巧 
發し 同が 八 時 ra 十を 一機は 0 巧 
哩の 海上を 通過し 第二 機 も 同地 
なを 無事 通過した。— - - 

英人宣 敎師釋 放 

上海 ー ロ發；：= 靈じ 支那 人醒徒 
の爲 めじ 人 巧 どなつ た英 人宣敎 
師モ！ 八 夫妻み 化 六 名の 男女は 
靡 徒から 释 放された。 尙ほホ 人 
ホヮ ード醫 帥の 人質 身 巧 ごして 
ぞ那人 軍人を 宛てん ごした が醒 
徒 側は 飽をも おを を要ボ 中で ぁ 
る ごり 


をん 底の 夕 m 
覆面 子 


米 墨の 勞働憐 を. 

ッ シン トン ー： a 發 ==: メキシコ 

ょら 觀 々ピ乂 込みつ I ある 非 熟 

練勞慟 .者の 處 をに 画 職し 米画勞 

働 聯體長 グリ！ ン をは メキ ンコ 

の 產業勞 働 大がモ C ネぇ 氏と 避 
日 ホ 協議 中で もつ たが 遂に 圓滿 
なる 解決 じ 割 達し メキシコ 側は 
自發 的に これを 取締るべく 近く 
これを 玫府 案と して 立法ず る蠻 

でを る ミ。 

首席は 日 置 大使 

ま 京 特電 廿化 H 發 U ま 那關稅 

會歲 日本化 おを 權 委員には 前駐 

獨太化 H 潭益 氏が 首席 ごな ち 巧 

澤を 使， 木が 亞細亞 巧 長 も全權 

委員 ごして 列席し 橫演 正金 銀 巧 

取締役 小 田が 萬壽 之の 巧は 財政 

顧問 く。 るべ しど。 

小幡 大使 お發期 

東 ま 特電 什 九 H 發 U ル幡 出す 

を 大使 A 化 月 十 お 日 神 口を の 箱 

根 化 じて 赴任のを である。 


けれども、 ラス コリ ニ。 フは 

神に 見離されて 惡魔 じつ かれた 
人规 であつ た。 彼は これ だけ 内 
的 苦 闕の過 おを 經て ホた じら 拘 
はら や、 ッ ー ニアの 眞 面目な 態 
巧を 了解して 自己の 罪人で ある 
i を 威 じな かつた。 をれ に 巧し 
てソ ー ニアの 純潔； 信仰は 益々 
熱が 的に なつて、 敬虔の 也を 深 
めて 巧つ た 0 . 

か く- ^ て 彼女の 宗敎的 純を ど 
激情と じょつ て、 ソ ー三 T は 彼 
の 良必ど つて 巧つ た。 名 化し 
難い、 單 純な、 お'^ 强い 何物 か 
が 彼に 自白す る やう じと いふ 聲 
を 聞いて、 彼は 遂にの ホへ おて 
大地 じ 接吻して 自首した。、 

頑固^:^ラ K コ リ ニ コ フ の良必 
は シベリアの 盛獄 生活に 於ても 
自己の 犯罪を 威 じな かつた。 彼 
はじぐ すべての 人に ホ じ 得る 單 
なる 過失を 除いては 何等 持に 恐 
るべき 罪を 見 一 おさな かつた ので 

ある 〇を こで ラス コリ ニコ フの 

が恃は 他の 囚徒の うらみを 買 ひ 
終 じ危く 生命を さへ 失 はんごす 
る； さへ あつじ 。これにな して 
ソー ニアは 彼女の 簿 しい 岡 惜ど 
親切 ごじょ つて 囚人 達の 愛慕ず 
る 所と なつた。 「お前さんは 本 
當じ條 逢の 樓 しい 巧 親 だな」 ィー 
彼々 は 慈® の 如く、 あ 化 主の 如 
く 讚 えられる じ 至つ わ。 

一一ん は 病み 上りの 戎 □化 奉 場 
で 出逢つ た。 柯賴か 名が. 難い 
ある 力が 彼の 魂 じ 溶け込んで ホ 
たやう であつ た。 慕の 中に 絲ら 
れてゐ た ラザロの やう；； ♦彼に 眼 
ざめ の 瞬間が 到逮 して 「ホれ」 と 
いふ 聲を 聞いた 時、 彼け ず械足 
械を 巧げ 棄て t .、 宮ら S 足で 大 
化へ 立 も 病める 靈は自 もの 世界 
を步ぐ i が 出 ホる やうに なつた 
二人の 蒼白い 顏 じは 煤活の 曙光 


: i 莱 しく 挥 いて ホた。 彼等は 新 
しい 生 巧に がて 巧を 化 巧せ しか 
た。 をの 必が 他の 必 にどつ て ホ 
なの 限 い源礙 ごな つた。 二 
入の 幸福け 何 じ おへよう！ 二人 
G 距の k を 化 ふ 蛮は まつて 今や 
お 化の 光 b がが きがして ホた。 
-巧憐：；0 • 少タソ I ニ ア けド ス 
んィ H フス キ I の 役に 現れた 口 
む アの坂 も 優 わた 典 巧の-であ 
ろ。 宗お 的な 慨 よし L ホ、：！ 物 
> も 化されないで、 化の 巧祿の 
ホに も 巧ら かな 泉を 滿 へ、 超 自 
巧の 类の圆 ホ じ圃繞 せられて ゐ 
る やうな 萊 しさ！ をの 爲 めし 結 
焼す るよ b も 進んで 賣を 嫌に 成 
たソ ー ニアの 如き 善良な がしい 
ホの 典型が 柯處 じを おされ やう 
彼女の H 々の 傷まし い犧 巧から 

は 氷 遠の 菜の 生命が 阴 いて ホる 
ジー ニアは 實じ惡 じよつ て 善 じ 
到连 ザん とする 地上の 天が であ 
も。 彼女の 魂 じは 神性の 化 化は 

巧して 滅 して ゐ：； > い。 こ -) 魂の 

奥底 Lid 尙ほ をの かみの エデン 
の圃 じがけ る おしい 搖藍 喉を 關 

くよ が 出 ホる。 この 化 上の 天 化 

は 氷 おじよ つてを の 奥を 白く一 

て ゐる U を I- > てぺ テグ ブ グダの 

濃い 乳色の 朝の 露の 中から、 ラ 

ダ。 のな 巧 ど 人間の 魂の 永遠の 

贈 罪を をる ソー ニアの 哀願の 巧 

がん々 の 胸の 扉まで 攀き 渡る。 
が 中の 蓮 嘴とは この どん底の 化 

活 をして ゐる ソ^ — ニアの シン ホ 

グで ；! て 何で あらう。 


海の 內ご 外 . 

♦本範 打' 玉べ！ ブ • ^ ぇ 君け 

年 棒 お万徐 弗、 本 輩 巧 王 ごしで 

も記錄 破' りの 名 撰 手で ぁつた W 

を 高 < なつて ホ增が 岡-じ 上つ だ 

もの かを 度は 罰を 五平 弗で 無地 

惇 をを 哈 つた 〇 

♦組 育の 巿ぉ戰 も 白熱 化し 純 

の 典型を の もの i 如き ゥネ 
タ ー マン 氏 (おか 黨 おが 派) ど 
ォン 氏 (みか 黨獨 立派) がを く 捕 

をを しか じ i :* つた。 併し お蔭で 

フ アゥ テン •ペンの 廣吿は 無が 

で揭 載され た。 

♦過 ま 四 遇 巧 じ 置る 五十と 轴 
ホの 自動車 椿事 總數 一二 巧 か 八、 
をの 中で もが 育は 流 巧 化界第 
を 誇る だけに 五十二 仲を もめ V 
酱 一位を 謗つ てゐ る。 因に 本 一 
一巧の 巧の 機 殺 者 二 千 八 巧 と- 
ん 人、 支那の 戰爭よ b 慶 も。 


庭球 爭覇 期日 あろ 

本 お 後援が ホ カップ 庭球 試合 

豫てょもを吿中でぁらました如く本化を援、 が育〇本庭球一 
樂部ホ 催の が 育 H 本人 庭球 單試 4 『村 ホ カップ』 爭溺戰 の 期' 
は漸 々どを つて 參 らました。 就て は 左の 條 伸で 一 剔 もを く 巧； 
アスレ ー ツの參 加を 希 壁して 化ん ません。 

九月 十 こ 日ょり 

日本 庭球 お樂部 コ ー ト (西 二 阿 十 STS 

一 弗 化 
九月 四日 (を 階 H ) 

紐 巧が お 社 編輯 巧 

主催 日本 庭球 俱樂部 

後援 紐脊 新報 社 


試合 期日 
瘍 所 
入會金 

織 切 期 

申を 所 


The Japanese Chri が ian {nsL, Inc. 

3‘28 パな 0 E. 57 th St. New York 
Phone; Plaza が 52 

食耸替 遠 — 大 — 求 互 脅 IT 

業ず を 社 を 集 ■巧 


F. Murray H ぶ Co. ! 打 c. 

Established 1 お 8 
Room 814 ■■ が 5; 29 Bros おが 
Phone む Wing Green がが *4^1 


Y. ITO 

1 巧 Ee おが rd Si. 
Cor. Uxing { 加 る 巧.， 


NIPPON TAILORING CO. 

3 如 W. 58 かな . 

Tei. Coimnbus 4173 



Chicago Tailoring Co. 

Order Department 
64 W. 124th St. 

Tel. Harlem 7145 


夕 ー ホ ■ 一 • -ノ ドー 

郞み峰 口 坂 


y 


I 柴 

! I 

1 おがん J 

巧 育ノ 

內 

山 三 

洋ミ 
服竺 
商 5 
會屬 


丸 
山 

が TG B/STE STM ^ 

Custom m 
Tailor 巧 跨 



が W. が 化化 も y. 
Tel. Bryant 7079 


Mi な . Blanciie Fist ) が 

1264 Le:x. Ave. Cor. 85th St. 


授敎語 與人婦 



1261 8n)adway,G4)f,CQr.31^St. 
Telephone Penn. 5950 
floom 目 351 


1 讯が 8 SfDS , ! 郎 1 

(Formerly 巧が uhachi 左 - Co.) 
17EastWhSt;.Y. 
Tei. Siu バ esa が 9 お 9 


KERR & MAYOR 

1023 Third Ave. 

8et. がを 81 お s. l^eiephtme お geni 2309 


b 巧 人 本日 

專 靴型 小 


せ 小き 裔 . を 小き 廣 .を 小き 巧 



防 • 1 . C.HaKami 

176 む mb 目 r!ami St. お ookl か 
Te し Cu 柄 !) eHaml 23 り 


t.E ； YosRii,M.D- 

3 が W. 71si Sf. 

Tei. Endicoti お 30- が 2S 


~iJr. G ： H. 絲な rtinr 

D E N T J S T 
7 が Uxingtfln わ目 . む r. 59 化 お， 
Phone Regent 2 が 7 


DR, 巧， AJS^UNEIT 
DENTIST 
IS E. が St お . 細 .35 
Te し Regent 7186 




liAR を TRiilMG 帥 . 

が - が E, 20 比 St. 

Tei. む ledania が 55 


r vike Studio 

が 7 加わ も 
む r. 39 化 お . 

Te し Caledonia 6394 


% 


^ATsum 仍姻 w 

2518 Broadway, N‘ Y Chy む 【. 9 わ h み 


A.L.CEASAK が . D. 

巧 3 E が パむ h お red 
Bel, お rk を Lexin 棘 n む es 
Tei. Unox が 巧 


肖喉觸 鼻な I! 

間 時 察 診 
午 お至晦 十 前 午良 
時 八 至 時 六 後午自 


I 、 八 バム * 、？ i 村 •り 

214 おが SI. む ooki が 
Tei. Cumberland け が 


ホを 

脊 

お 


: r で 午 


塞 


も 前 診 
嫁 


六儿 

II た tA 


賊 


YUKIO N$S 排 MUR ん M. G. 

, 314 West 3 1 i ih Street 
Tei. Monument 0279 


に Iwamolio, M. D. 

114 W. 70th St.' 

^ el. Trafalgar 0352 


Midori Ma1:sumot:o 
おおが む e.Ci わ け か 巧） 
Tel. Washington Heights 日 3 が 


笠 

が 

洋 

服 

m 


T. KASAI 

Marcha が 
Tailor 

が 

TIMES SUILOING 
Room 304 
NEW YORK 


Phone 
Bryant おけ 


KODAK 

Developing 

Printing 

Enlarging 

蜜— 充索 

140 W.65th St. 




mm & PER が 

3 Maidie 打 Lane N. Y. 

ェ 細冶鑛 銀を じ ホ 柿 商 [を 

願ぶ 蠻眩意 新 梟 -; 


KOSHIBA 

STUDIO 

舘眞 為柴ル 

6 む r; け卜 、 ‘ で • 了 — 

Tel. Pla な 3212 

Branch Studio 
Westminster Streei, 

わ ovitience んし 



巧 專節調 鏡 眼に 並限檢 

F. I. FREDERICS CO. 

醫巧 赃學 大巧 比倫ち 
1 が E. 53 化 化 Hew York 

り 44 3ni わ e., bel. が ili-67 化 Sk 


術 三十 もな 卞 


巧 


m 辦 育 


納 


じ H 幡 水） 




巧 九 竿の t お 人 


- 

口' れ擢 H ' 

聖書 硏巧 E サ 
巧蝴巧 夕 屯 時半， 

赔拜說 を $ が 
マ 主 巧 H 
，森 巧を 又はを 
菌舒 夕 八ち 

ち おが、 斬 SI 

ま內韶 、人事 相 
进 1 ^、 飄を報 福 I 

堂が お 部、 巧 記^ 

谱链 おお 0 諸 課 
をな けを 負、 ホ 
を 員® 便を 計る 一； 


稅腳 事務 

東げ を 地が じを 化 
界の 輸出入 方法 じ 
贿 する 一切の 御 諮 
問に 應 じ、 货道お 
船 貨物 迷 貧ぶ お 化 
お 稅縣ホ 窥萬等 進 
呈 す、 审； 要 都 巧に 
化理 巧を がし 誠 g 
敏速 御用 命じ 應や 

お繪 取扱 


お 拜說敎 H 曲 1 H 午後 八 時 
がな 食木跑 H 午を 八 か 
だ 趣を 上騰： C 午後 八 時 
をを、 闻 をを、 娛举 おめ 鼓赃 も；， 
ホ 巧を 狀迎 す' を おを が 川 だ t 
牧领 一 則な 信 道 

U 本人を 督敎 修道を 

ご巧 W - 養 r -'.: 資 - N . Y - City 
叫’一^. 20 ruh 驾 ide 至 二 H 

y 本人 S 教會 

枚 袖 川 島 末 之 進 
幹窜 巧 中 隙 二 
Ja 吉 n 男 e を E . 空 ミ ch & - si . 一 

だ 3 去. 1 是 St . Tel . 百 ミ ks こ 置 一 1 

確が 說敍 U 话 U 午後 八が； 

がが 食 水 巧 H 午後 八 時 一 

が綠會 火が U 午を 二げ I 

♦ぁ 宿を t 

化 踪む淪 化が 适 吸を 下町 お 十 I 

击か 學を會 社！！ 巧 旅 巧 客に 最適 I : 

設楠 圖聲雜 誌货聞 及. を 柿 •娛 樂！ 

を瞄 易を 堂 あ 壬 i 

使を 峨棠 罔旋 、.おを 案み、 を閒 
拳 莱諷杳 、其 仙-々 事. 相 誤を 化 
等閲胞 諸兄の ホを を 歓迎す 


D 巧. 巧 巧 Z.H F - C 巧 CY > 

呈皇 P 養皇 

基？ F 雲 As . Near ち nd Si . 
Te !. 君 ミ呈 Hill ゴ ごす 〇ヨ 7 ま 


ク 

か 


ホな 謙 次 


部 論 m 每お十 U を 行 
雜誌 E 才** i 部 十 仙 

A 14 で 己 芸 th Si . N . y . 呈 


l : p 、 水，々、 午後 二 巧よ b 六げ 
を、 お 化は 前約-」 願 ひまず 




が 繼九廊 

ミ Lexi 量 n Ave . N . Y . 呈 

Bci . だ th &2 ゴ h 穿 
ご 一. 穿を son ぶ. を 18 ‘7 雲 


がみ &料 お腹 船が 化连 

遠麟 小刀 簡會 

苗す 夏 li ま y N . Y . city 
Tel . 至 一 重 all 1 芝 こ 


税腳 事務 取扱 

Mli L . 夏 萬 & Gq ., 

さ a ヨ 12 岩 ご B 吕 a を さ 宴. 

さ one : Bowling 言さ 9 養 占 3? 


♦幫籍 ♦雜誌 ♦颗规 
縱覺 まを 開 
執務 午前 九 時よ 6 午后 五 時を 

紐脊日 本人 會 

西 五十と 了 因 二 五 〇 巧 
准 話サア クグ八 一丸 0— 化 一 


化 留靑年 巧 おの 助か 

H ネん 靑年會 

9 夕皇 h 芭' ぎ Clarkson 12 直 


大紐腎 H 本人 

基督 敎靑 年會 

ミ 2 E . 呈 h St . N . y . 备 y . j 

Tel . Piaza ち 4 t ^ 


吃- 1 ♦ As 

日本 
洋服 巧 


S 阳 信み 郞 
化 本が 


を 五十ー ニ 了 目 

ニニ 己 

伊藤 

摔服巧 

t フ娜 なご S 


巧き 米 圃締人 
リ 本人への ぶ 
郎敎 校には ぶ 
年の が驗 をみ 

ず 0 1 レ ブス 

ンと 十五 邮 
お リ视九 柏ょ 
，りが 化 時を M 
'/ 時 じても なし 
、 U 職 U は 一時 
I よ b 四 巧を 


巧 本 

ドラィ グ ^ — ブ 

蘭會 


H 本 觸磯器 
雜貨類 鈍 賢 


トー •し 

ブラ ザ ー ス 


帮 をに ょ-當 みの 願 

診察 

す 後と 時！ 丸 時 
り踞は 前約 顏上娱 

け^ 吉が悅 蛹 


診察 

午後 一一 一時よ もち 時 

日曜は 前 巧 相 願 お 

ドク トが 

简 見豊彥 


齒科醫 

マ 診察 時 閲^ 
毎日 (日曜を 除く} 
午前 义が よら 
午後 五 時半 
水曜 午前 ホ 時 1 
午後 一時 


齒科馨 

u 新式 無痛 お療 U 
夕 年の 經驗 をな て 
H 本人 諸君は 特に 
了 寧 懇切に 綻鄉す 

パ t マ—— チン 

i 


H 本 玩具 

雜 貨卸寶 

余 良貿暴 商會 


成功の 秘談 

米随ま 英語を 話 f 串 
はが 巧の 第 一 義 です 
本が じな U 本人 敎授 
じ惯れ た專巧 稀ん お 
師ぁ かに 會話通 
信 文眺を 語を お 採し 
ます。、 け 踞週リ 巧 じ 
午前 心 時よ b 午後 十 
祕ま \ 校し ーンブ 
スシ .. y 千袖づ io 今 
H 直ち じ來校 あれ‘ 


お . 

れ S 
b 

臓 

111 t 

S 

■ s : 2 


篇眞* 


第 お 術 

阳 一二 七 


自す巧 九が をネ谈 みお _ .巧ぶ 


霄夕を 4 屬與 \ み 

クオ— ん ザへ す ル シン 妳が 
尸し 7 —ドバ ミん トンが 訂 

がみ d 化' 舍矮 輿が 
潭 ぶふを‘ が驾ふ 
苗ネ 辛み がを. が 筆 

雖建ぶ 日 

を^ 心 a 巧 


I , 


'ゲ T 



JPKJO 正！ 一 OOC 否- M . D . 

171 宝 est 岩す Mt . N ミ さ rk 
lei . ミミ 立 e 结 73 & す 置 ミー 岩芸 

な 巧 午前 丸 時！ 午後 一 時 
U 階 午前 化 時！ 午後 四時 

ド タトが 小 栗乘ま 


I e 驗科醫 

W ii 夕 年の 經驗を 0 て 
0 ゎ喻ゎ I 最新式 お學ホ 術に 
io 别 . J 蜡巧能 じて 信 巧 篤し 
U 施術 巧化蓝 U 
IE 日本 A 諸 おじは 特 
じ 了 寧 懇切 じ沧撰 
D M w 惟-- お 育 州を 認 

パ ^ ブル 1 ム 


〇ご R . whishid 夕 Db . s . 

1 だ W . 79 th si . , ジ I . End 皇こ芝 2 

穴 戶良二 

自 午前 化喊ホ 十二時 
白 午後 一が モお g 


Hr 

す 

應 5 = 


i 療治 


I 西が ホ マッサー ジ 

化 ；= 本ぶ がが お脫 
J が I 神經 脯プゥ マチス 
R おか I .一 がみ 骨， ス づき 的 
腰が みな 述ひ 

此側パ li が 化 諸が は 娘を の 御 
のか wi 帯め じ應じ 御が 詔み 
T W じ 一 第 御を お义は ホブ少 

り W . WI に 出张親 かじ 冶 破 中 
.K el • 1 . 、 〇 .'け ■づ ►、 


〇 


^ C \ ♦ ( l»V14 / I 

w む w 上ます。 前約の ぶは 
g 吃 午を 一二む ょら 自 まに 
舶 i て 施術いた しまず。 


電話 ブ ズ オ！ ス .を 四 二 


診察 時閒 

午を 等 時半 U 二 時半 
午を ろ 時 U 乂時 
愛 ぉ醫學 十. 

パ i 本遵一 

を输比 亞大學 及び 
八 ザ ラン 病院 勤務 
日曠は 前約 廳上お 


獅鞭 揉繪療 

U 水ぶ び電氣 治療 U 
ホる 九 巧 ホ 日よ ち礙 
張の 目的に て 一時 夏 
期が 棠化賴 
畴ほ巧 開の 節は 新進 
の 設備を なて 治療 じ 
應じ 中し 候 
純 育瑞典 フィ ジオ シラ 
ビ ー學院 卒業 

が 筒メデ カ. 八 ジムぶ マ 
ツサー ジ協會 お 貪 員 

を- 認西村 幸 男 


が 育が 公認 
內お省 免許 
東を 帝大醫 巧大學 
產藥 お辩科 卒業 

產婆 お本綠 


メ ー シ ー は 紐 育 敢大 のゲパ ー トメ ント巧 巧で，^. な 

らまず。 親ら しい 鄂降機 どユス カン タ は 嘴 弧 
な 巧內じ 於け る 皆 棟の お 買物 じ 化を ィ-渝 快 どを 
巧へ てゐ ます 一 
化 巧で ニ ホす る ものむ らば ィ ー シ ー では- 
兜 八十 八 仙 或は をれ なすで 買へ る ？ がごぅ 
ぞ御 記憶 下さい 

H 本へ 御が 物を 御 送ち にな b たい 節义は 御賓物 
-し 際して 御用の 煤 合は パ I ソナ グン ョ "ピン グ 
'ビュ ー 。 ！ をわ詳 わ下ク い、 親切に 御が なを 計 
kv ii . 


齒科醫 木 下义市 

W 10 w.lmh SL 
Tei . M 呈 ini 8557 


化辭 お卸資 

五味 靖會 

W E -17 th St -- N - y - 置 y 

TeL S 享 esan こ 745 

夏 煤 お ラン ブを货 

下 羽 電氣靖 店 

N 021 wroadway 

ぎ 置 isii 0 吾 



正な と 親切 どを 巧 どし 確臂 

•信用 ある 巧な を 精選し 

轉別廉 價で贩 質 致します 

ゥォ少 サム、 エ八 デン 四 御 引 

其 化 は 化て 一二 剧引 

'お 輪纖攻 おお 化じ赞 巧 類】 切 

ミ术 トン 時計、' ーヮ 1 ドィ 

リノ ィス 時計、 を禪蹈 時計 

ゥォ^ — 夕！ マンが 年 筆 

ユ バ シ ^ プの攀 

純が 器 ホに 銀器 一切 

御 歸闽の 御 ± 巧 一切 

時計の 修綠 はが 險付 じて 確實 

じ 巧 W 自身が 致します 

が 肯が西 四- H 一丫 目 四と 巧 

四阳 S 巧を (五 街 ど 六 巧閒〕 

お 川岸 商會 

お 請 ペン シ瓜バ ニア お S 二 九 

Iwllikaw ザ Kitshi 〔？ 47 辛ち 互 St . 




■西 


V . 


產業で マオ ー ド 評 傅て 二 


.苗 


產業 解な の 先 離を として 

が：： i 專 巧む 許 やお 明を 輕挪 すろ 
:现 論を 實際 仏ず ろ據障 火」 

化が のまを 书 'こし-'- 歐讲 のめ I ら ' ぃ 資本を 動かし、 新ら しい 
ス チン ネス 氏に 對抗； るぶ は乂 j かぶ じ 子を 染みた の e ある。" 
國« へ >ヴー •フ ォ！ ド 氏を 推 j 氏は 巧 加ん： H ' 能 性 どを いじ 峭随 

する 無 化の 生産 能力を 倩 じぃ か 

く フネ* — ド 氏' は 

む 動 車に 幾多の 可能性 

のがが して ゐ る； を 確信した の 
である。 而 から 兩 者は みに 近 化 
化 巧の 無限 的な が 费の 力を 信じ 
無 盛の 化 産 ど、 をれ じ 伴 ふ 迅速 

じして化廉^^るを通の發速かを 

の 消 盤 力じ斟 して 殆んで 信じら 

れ ない 码な 膨脹の 力を 認め、 を 

れ をスヶ li . どす る巧萊 の發展 

に 巧みし、 をのを おおじ がても 

普遍的な 巧琪 は、 普遍な か 配を 

基礎と する ぇを 認め 化ので あつ 

ね。 がら じこの 兩 者の 境遇は 單 

じか 撤 似して ゐる どい ふ 外に、 

よ b 印 あを をからし める どころ 

の お 照を 持つ てゐ る。 邸 も 口 巧 

の 活動的な 培 遇の 大部を はを 業 

取引 ホの： 兢 ずが 最もが しぃ 時化 

じ 過ごされ、 人々 も 商 叢は 戰爭 

な b ごい ふ 信條の 下に 厳 爭複视 

に豁關 しつ i A る 時化で あクた 

なじ この 媒爭 壤裡 の 人々 は 

を 協々 方 ピ いふ i を 知 

ら 中、 競爭に 勝たん ご 欲 ずれば 

化て を 統一 化して 义配 せざる 巧 

らホ どい ふ贼 をの-下 じ 動 令、 人 

を御ク やん ら 'か 倒される ど 

確信して ゐる人 速で ゐ つた。 斯 

かる. かなに この 取引 上の 競 巧 じ 

凿 する 神を 公共の 巧 權を曾 巧す 

るの 暇 なきだ 像で あつた 爲 めじ 

遂に 强會 をして 化 引を、. 大 組を 

じ對 i も化締 、州貿 あじ 對 する 

或る 制限 等の あ 布 ごな つたので 

ある。 併し乍ら 當 時の 社 貪に ど 

つて 最もを 火な i は斯 かる 法律 

をが 化した ごい ふ 外に、 み 力 ， 4 

化 巧の 化か VI 與論.^ 取引 じ 割ず 

る觀 念と 信條を 吏な し、 極端な 

競で ょ b 生やる 加 曾を 其の 利權 

同乂年 五 S 一二 八 六 

同 十 ザ ーー ニ八 四 六 一二 

M 十ー ザ ニニの 化 so 

M 十二 年 几 八 Q1 二、 ニニ 五 

问十 己年 八 〇 八 二、 五 四 化 

而 して 巧 図ん 紐の 今期 配 當一剧 

五 か、 化が 織の 一 御 二 かじ 徴し 

て も颇る 

前途 有璧 た* 事 萊で大 u 

本 おが も 人納の 製を を. 計 おし、 

义 一-ー リ でも 先年 奥 越の ク ー グタ 

^ ド 社 ご 提携して 人が 繫 造の 計 

をら ぁつたが、 提携 談は 不調 じ 

終 b 該引 をは 一巧 顿帷を 巧した 

けれ でら 摄巧更 じ义關 デュ ー 

ポンド •シ^ク 會 社の 跑携を 進 一 

めつ t あら ご 巧 へられる 等往方 

面 よら 化 目 クれ てなる。 人轨の 

製が-方 化け 描め て徽 奴な もので 

あつて 巧 術は 索より、 良 巧の 水 

を 把な にぶ 盤 どす るら 化で あ b 

をい じ 

溫度腳 係で 例へ i 案 


1 -^ じ 何人も 異诚を お.、 るを は。 
いで，； らぅ。 化 ホ 

自重 - iSl ■一 i フォー ドを W 

. C 知らいた 氏は、 今やが なる 自 

孤 ホを 莱の觀 巧で もる のみ 。- 4 
ず 巧 おが 述 、躺む 機 等に もず 
をが はして あ赏 共に 化ボ 的を お 

巧の 颗 おごな ら、 化 おお 一の W 

をモを 0 て 自化化 ハに 許 すん ご。 

つた。 從 ホな なご 云 \ ば "ック 

フ ェ ラ！を聯おした巧等の頸じ 

^リ 特じ现 化の 小 凰に じは =: 。 

ック フェラ ー の 聯想が フォ！ ド 

を晚 t ‘じ 呼びなず 時化 ごな つむ 

をに この フォー ド 巧を 託 傅す る 

じ當 つて、 巧 等の 巧 ホを ゆぶ の 

'は フォ I ドに.‘」 ロック フェラ 1 

氏 どの 比 鞍で わらなければ なら 

; 打。 兩 巧は をの 當藻 たる 境遇 じ 

- がて は问じ 道を 辿らつ： あるが 

が もを 菜 上の が 化に まつて は 

頗る おつた 点が 多ぃ。。 氏が ホ 

れ たのは 千 八け 册乂 年で あるか 

一ら 本年 ごつ て 八十 六な、 フ 氏は 

で 八 巧 六十 S 年で あるから 本年 

ど 0 て 

六十 一一^で ある。 前 若 

が 企を 上 幾夕の 經驗を 巧て なじ 

スタン ダ ー ド 石 地を 社 ごい ふ 化 

巧 的な 資本 網を 跟 つたのは で 八 

巧と 十 年で みつて、 後者が 立身 

出 化の 端緖 であつ たフォ ード自 

勘が を迂 .ぞ化 織した のは をれ か 

ら 六十 一ニ ザを 經たモ 化.， U 二 年の 

i である。 おして この 巧ち が 時 

化を 異に一 一た 化 衣 的を をが であ 

る， とを 铅を ずるの 嬰を 認める で 

あら’？。 兩 まは 宵に 巧ら L い產 

来の 可能性を 認めた ぶじ 於て お 

じ 時化の 先驅 をで あつた。 兩お 

はを々 をの 異 つたが 化 じが' ける 

巧 像 じ觸れ 、强い 確信を U て 新 


破 巧 S 不ホ さが 彼等れ 迎 解を 化 
進；、 一 お 社の 

利益 增進 • ^ ら ^ 

をん 哲社 5 -名與 でも U く、 且つ 
が 巧 じな 川 物で ち& どい ふ现も 

j に。 ら ない 巧ぅ しじ 化 角 ： g 

自瑶 G . 帖 化に 移： じので ある。 
而 して フォー •卜 にかず 業に 着手 
したの‘ U 實 じこの 黎 W 巧で あつ 
たを も 一を でんる。 この 激甚な 
銳ず的 化に ち义 のな をが した 日 
巧は、 な 勤 巧に をのを 化を 慈善 
家ビ して 過.'', し、 をが をの 大半 
を 社會を おみた めに 善 おしつ i 
あるに な— しス 、フ には 巧 等の 如 
き 無を 階 おから 是れば 驚 < べき 
ち 雜を覆 がして ゐる もの i 、 を 
の 慈善 巧 おは 秘めて 化が 的で ぁ 
る。 併し 申ら 雨を の ホみ つ i あ 
る 最後の 白 的 じは 尙ほ 幾を の 共 
通 点を 發化 する もので あつて、 
前を は重敕 のは 衆を 幸福たら し 
〇 る ためにを の 財 產を祉 曾 的 じ 
舊 がした どい ふなじが て お 好な 
結 巧を 生みつ i あるが、 フ巧は 
これにな して 宜 己の 創造した 

を 菜 取 弓の 紐 織を 膨脹 

せし むる ど 化 じ 幾む 巧の 段 衆に 
ょ h - ぉき 給が を與 へる； は即も 
旨 己の 勞慟に 幸福を 威 じ、 勞働 

を 巧して 社 おの 福 祂を增 す 巧 0 

であ 石と 確信し、 問 時に 最高の 

給敏 をず 挪 つて 最も 低廉な お 物 

を镇る^はをも確實な巧益を增 

すと：， ふ 信 版め 下に 動いて ゐる 

のでを る。 この フォ ー ド 氏 12 元 

ホ 殺 呪 家で ある。 皮が この あ 明 

i い、 ふ 武器を 利用して 制限の な 

い 巧， 樂 V .- 隅が しやぅ ごい ふ 思想 

一式 巧ろ 後年の ミで あつれ 。巧は 

過ぶ 十一 年 どい ふ ものは ホ 壌に 

出荷し 巧る に 足る 自動車の 完が 

にお 力した ものであるが 、猪 一 

の 難 測な 誰し も經驗 するど ころ 

の 資本 ご あ 明の お 成に おする 

專 卵： 的な 助言で あ つれ- 

こ 5 ためじ 氏は 數ぽ の專貸 特許 

權を得 E ので ある •か、 而 かも 今 

りのに が發明 家と いふ ものを 余 

b 雷視 して ゐ ない i は、 彼の 言 

巧 じ 就 てら 知る i が 出 ホる。 即 

も 巧は 游剛 ぶび 發明家 どい' ふ も 

のに 尚して 元 ホ臂用 的な、 而し 

て嚴 もが 礎 的 U 機械に おする 比 


^人納 需要 ご 

巧 地 生產高 

U 本 内地を の 人を 紐 糸が 檢乂 

おじ 巧抗し 巧る 檢じい ，，つ わのは 

昨 ザの ぶか 阅人 をが 糸け 化が 巧 

必の 来な なおの 袖 出に 化 巧して 

からでん るが， 昨が 十り 化郎織 

のを 立に ょつ て 退ら じ ー ホを 進 

め现 がに がける 

生廬 高は ホ 网人排 の。 

ホ ー千； 一.,= 箱-: 門せ 巧 入)、 化 描 

織の 八 ' C 乃： 虫 ■中 猫、 な 計 か 巧 

力ま 扑二巧 お ほじ 速した。 けれ 

共輸人 おけち ぶの かく 窠 年が 加 

のが 向で ある n 数み-は T が 巧、 

が 格け 千’ 山 巧 化 

蚊：： 山 巧 巧 .一 

大正 叫が ； 八： ；一 化 八 一 

问お年 四； 一 ; 网あ 1 

间 六が 二 こ 一 .;,^ 0 五| 

间と年 とと 一二 化 oi 

M 八が 屯 化 お乂八 I 


獨 巧の 諸 國で媛 おな 技術 も內地 

に輸 人して 同じ 巧 巧の が 纔を舉 

げ巧 るか どぅか？ 帝 國人銷 数年 

の 努力が 漸く 昨今に 至つ て 報 ひ 

らる i じ徵 しても 斯業は が ほが 

なすべき おを く 前途ち 绍ど はる 

八な か-''-^ の難杂 業で、 大 U 本 

ながの 人挪 製を 則 莲も ザを や 一 

年で な 成績を 擧げ るるは 到底 脚 

難で あらぅ とが おを は觀测 して 

むろ 〇 

本 祉束京 特電 i | g | 難 j 

爲 瞥逆轉 .ご 

當 局の 對 策. 

爲替 ぶ轉に 就て 大藏ぶ ごり 銀 

當 局は 協战ィ る废 あら、 必要 あ 

らば； 11 $ にても 正貨 現送を 斷が 

す/ > 粮检 もが、 今後.？ 棉化買 

かか M じよら 昨が 下が 期の 爲轉 

おを の 二の舞 ひを 馈 乎る 恐れ あ 

b 、 货な變 動じよ る W 巧の す 女 

を®; 化する ため 徹化的 & 策で あ 


ゆる 必 をかず は旣じ 久しい 時化 

に' け b 發を されて むる 處でわ も 
なつて あ 化の 機械が 速に 就ての 
閒 遇は、 こわを 如悄じ f ' て單純 

化 f . 旦つ 統一 化する かどい ふ 山 

じ もる ど解释 して & る。 今や 
ホを 越 じを 錄 されて & る 數けぷ 
の海舆 時許峨 なる もの i 中 r 、 
化 I て 木當に 親颗な もの か ある 
かどい ふ ； を 疑惑ず る I 人で あ 
る。 巧は 化づ をの 自勵車 ホ浆じ 
手を 染める じ當 つて、 自慟發 動 
器の セ 八 ダン 與賣權 じ おする 報 
おを の支拂 を柜絕 した。 には セ 
术 ダン 特製の がは 

I 運轉 不能 であると ホ歇 

: し、 これを， 施 左す る 新ら しい ザ 
體を数 造した ので ある！ 他の 自 
動 車 製を 會祉比 この セ 作 ダン 報 
償を をま挪 ひつ i あったに も拘 
ら ず、 フ 氏は 奠大 な訴認 装を も 
の ごもがず じが 訴 し、 化ぶ 裁が 
所では 幾度 どなく 敗訴した が最 
高 法 おで あるを を圓 大審院 じこ 
れを持 も お L 遂に 最後の 勝利を 
巧した ので あつた。 發明 、機械 
乃 ま 事業の 一巧に おし 巧は 化ん 
が斯く あるべき もの ど 認めて ゐ 
る ものを 輕視 して ゐ る。 氏の 事 
業 的 ホ涯を 通じて 一 賞した 强い 
線は 純然たる お 引の 自 もを 創造 
する ための 圃 ずで あつむと いふ 
; が お ホる。 巧-- 氏に 理逝 的な 
な 超を 與 へたならば、 氏は 恐ら 
/、 現な み 

專賣 特許 制 巧 等を 撤 .ぉ 
し、 M 瞬の 手から 取引 事業を 引 
き 離して こ ^ を 特殊な ホ 面に 對 
する み々 の 萬 巧 家 じ 一巧ず るで 
あらぅ。 故 じ フォ！ ド 氏の 訴惑 

戰 なる ものは 化 引の 理論に おす 

る最 ちが 力な 敎 育で あつて、 フ 

ォ ー ド 巧は 必ら ホし も 化ての 裁 

巧 じ 勝訴した どい ふ譯 でもない 

が、 巧は 常 じ氏獨 おの 事 策に 斟 

する 理論を 試鍊 する ためじな 廷 

の 人 ごな つて ゐ るので あつて、 

前述の 如く 彼は 普遍的 じを けを 

れら れてゐ るから をの 化て を 善 

どす る 人ではなくて、 错ろ 普通 

化 入が 稍ら すれば 不を理 、す自 

が、 を 常 謡で ある ど 認める 氏の 

あおじ 韵し 極めて 寶驗 的な 入 聞 

である 0 


るを 輸解 鶴徽巧 論が 巧 燃 L む。 

八月 下旬の 賓易 

八月 下句の 橫 潜み 十二 港を 輸 

お 入は 輸出と 千 だと 十 一 巧 八 千 

阳 、輸入 阿 千 S な 八十 化で お 千 

川 じて 出超 I 1 平と 良 八十 二 巧 一二 

千 w を 示して ゐ るが、 械化輸 人 

贼 みがが ホ 因で ある ど。 

蠢糸界 二 大發見 

L 旧 黨糸專 巧學校 じて はボ" 

絹から 生糸 おを 糸 及び 鹽 からを 

おじ 化 ホを 採る ミに 巧 巧し、 薇 

糸界の 革命的 二大 おを がぶ 化さ 

12 0 1 

.dM 

費府大 博に 參加 

U 本は ホ 年 六 巧 ょら 關帷ク む 

る费 府階覺 なにが お 十万 川を 女 

出して 參加 ずる じかした。 

高 橋 巧が 觀 入社 

巧が 激船 盤理 のた めを 田 ょら 

髙橋與氏ホな総だ配人 ご （ て 乂 

社す る じ ホした =0 卜 '化】 U を _ 
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62-64 W . 124th Street 


327 W . が 化 St . 
Columbus 日が 2 

< ぶ 一寸 一 


ity HaH Tea Gaden 

170 ’Na が au St. CHy 

to the Tribune 巧 1<1 各 


B 色 em No 併 Low 

47 4-6 化 Ave. 

Bet. 28th-29th St, 


庵 桂 米 日 


YOUNG CHINA 

3140 Broadway 
4 Blocks S 帥 そ h が 
125ih B'way Subway 


WISTARIA 
お flO Broadway 
お 125ih な， 
相が Subway Station 


來で 


料 支 


嶺永 


心す s を! え 年 

叫 花 如を H 

を 何なら 繁本 
願 卒？^ つ 人 
ひ 緻 て 諸 
ゐ 君- 



1 The Tokyo Co . 

I 140 W . 6 お h St . 
j Nevv む rk City 
! Tei . Trafalgar 6553 


Su 色 y Pang's 

お S な Ufi るが 
巧 8 お) lih わも 

ief . 27ih - 28th お s . 


丹 

皋 


支 


歡 A 彭那 
囊雪鶴 細 




ろ UYM0 . 


35 East 29ih Shed 
Tel . Madison な. 巧が 


K 汉 w&soye Hotel 

139 W がり 23 け SireM . 
Tel . Mornin が itie 7154 



cMiyaJCo , 

340 W . が 比 St. 

lelephone ; 
Columbus 88 の 


(：嗤 9 •氷） 司 寄 お 



Japanese Tea Room 

1802 M お r 巧 U ， W , 

Tei . Frankiin 1577 


DARUMA 

781 〜か h il け. 

Tel , むが nf 3853 

ぉ會 i 

に 席! 



广 二〕 


號吉 十よ 百 千 一 第 


ぷ わを 柳な な 妨で 厮脂巧 


(: 日曜 水） 


ロニ 巧 九キ巧 十 正大 


電 

話 
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御が 庭 支出し 
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每 H がらます 


▼ 一二 德 U 淸 潔、 親切、 氣樂 ▲ 
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ま tt が 歎 事を 久聞榮 作 
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美陳 じして 淸潔 I 

S 轟 南樓； 

午 蘭 十 時よ b 局ち I 一 
午前 六 時まで 齡な li 


女那 Is 

巧理 S 

巧廳 茶園で 永年 御 巧 顧を 巧： 
,L た 祭文で 御座います 


Mum . 

Awl 

r y .. 

G 少 II 

N お 扣- 
9 邮 M " 

K ^ b - 

w 白 本 じ 住み、 日本 舉 

巧 を 話し、 皆 棟の 御嗜 
巧 じ 適する 御 巧理を 調進を 巧 

1 度 エレぶ^ ~~ タアの ドで ず 



電話 グ ラィア ント 
八 〇 と 丸！ 八 八と 一二 
y 躍 巧び 巧轉は 
ヶ日ツ ダ 〇〇 四 四 

特長 

紐 育が 西 四十 四 下目 
ニニ！ 二八を 
(二階) 

を 店 ' ' 

1 さ Glar 呈ミ uve . B 己 fa 一三. 一. 

ジ L 田を e 一二ち 8 S 
ま 巧 ミ S . F . K . Sat 田，' 


巧廳 茶園 

司 理人薩 蓮 ： I 
出勤 か ホ じは 晝汇 
の 御 便利 じ備 へぶ 
聞 貪 席の 賴用 じ應 j 
中 v .; i が ホ是 
ぶ變お 引な 願 お 心 
紙上 御を 巧 中 k が 


中が 埋髮巧 

中 が 萬 藏 
ごさ. 6 害 S 三. Y . 置 y 
Bet. 呈 ibus Ave. & Cent を Park 吾 si 


尋れ人 

長 野縣人 細を 謙 一二 
山形 縣人 齋滕乂 二 一郎 
ま川淸 一が (旅行者) 

早稻 旧大學 出身 中が 貫 二 
タキ 巧 川 

るの 者に 通知を 巧き お あ 之 
お 巧 本人 巧く は 知人 よら 現 
化 巧 猫 通知 おと 校 

紐 育. 帝圃總 領事館 

1 置で 吉を ay > ミジ rk 百す 


せ 的を 精選し 
^ め轴嗜巧じ適 
巧规を 提供し 
ま那 
巧理 


選し 皆樣 
じ 適ず ホ 
がし 如ず 

中攀 


日本人 諸君は I 
別に 歡迎し 主す 


A 


卸、 小 • 

も 

»v 


0 

を 腐 
.0 本 食料^ 邮 
S 旨 rise Ric^cake 公 

養 Ihitd A ま 一 
ぎ ミ za S 的 



賴鱗 爲存一 

日本人 向きの 生魚げ 山 おん 踰へ 
特が廉 潰で 大勉强 みしまず 

サヴ ナ魚お 

」 ow 6 pll り宙さ 百 p 

援 4 " w - 61を 
Tel . 0 己 mnblF - 。 一資 

極上の 焦 類 I 

季節の 新 おの 魚貝が だ 巧 も输つ 

て 居らます から 御が ホ 下さい。 

ァピ セ： 一な 巧 

苦 Ba 畫ジ ’ ぎ ranklin ^0 



日本 哩 髮鑛淸 

新式 洗髮の 設備 あち 进速了 寧を 
旨 ごし 精々 勉题 致しまず， 

西 四十 一一 子 目 巧 番地 己 丙 六 張 室 

ザップ フロア (某み 街 i 四十 一二 T 目 巧) 


宮用 事務所 

梓 續的整 圆の间 化に 的確なる 職 
業を 阅旋 します。 

Ja ち ミ 萬 Ea 嘗 Ag さ cy 

養 W . お th St . N . Y . C . 

TeL si こ 78? 9芸8 


り 本を おお、 雜貨 
蕾賴 、雜茲 、新 W 

常/- バ 東京 廟會 

貨 i .— ム 、自 巧の 化 あら 


御 下宿 

自も亭 

58 だ nds St . Brook 享 N . Y . 

ジ三 ri 薑 e W 5 
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東泮簾 
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化 出し 
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壽诗毎 H あ b ょす 


む 抓 化 磐 油 體喊纖 SSi 據秘 上白 ホ 
a wiiiH 本 ホ II 食料品 論 g|4 誕 

掛田 错池铁 まみ 社 巧が 一ず 賣揃巧 

目 本 食料品 廚會 
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H 本 食料品、 日用品 
並 じ 新刊 蕾籍類 一切 

か 桐 兄弟 廊會 

を 巧 おが お 巧最化 巧 船に て 巧 お 
化 抜瞄读 々巧 用 みのお 革® 上 侯 


日本食 巧 お 類义び 雜貨頸 卸小資 


[ 


.ソラ ザ 


六と 八 


活 >.:1 八. I み 九 桑 山商會 
が 巧 害 籍雜誌 小節 物 U 巧 品 各種 


> > 


綾 蒲 燒壽司 御 仕 化し 

日 腿な U が閒も 御用 命じが じ 巧 

翁 席 御 料理 

な 等 御 下宿 

な 玉ぶ- 


御旅 縮 河 添 


削ぶ 弧に 御旅 舘 

^ ^ 佐 野-ぶ 弟 

が 肯巧西 八十 八 了 目 云な 十ー ニを 
お 話 —— スカイ ラ 1 と 八 ニニ 


華盛曠 

わさ ミ 

日本 料哩 

おじ 御旅 舘 



舞踏 敎授 

▼社を ダンス A 

▼お 情 ホ 操 A 
紳± 、淑女、 わず 
化さん ホ じ 叮喀じ 
敎巧 致し 巧。 午前 
十 時 ょら 午 巧 十一 
時ち」 (り幡 を 除く) 

シ ヤブフ •タン シ 

ング 師範 學校 卒浆 

上杉タ マ 


シ； ^卜井 

NP 旅纔 

WO な-ミ h A . V 夕 WO . weelt ユタち ミ h . 

停苹 磯前 通 巧 ご 一 了 お 侧六階 建 
H 本 巧 船 切な 取 あ 波 口 場 送迎 


H 本む 激船 切符 御 申込に 應じ . 
お 事御瘦 をに 御な 披ひ申 上 候 

を 濯*—' >リ ホ-アル 

▼ H 本 御料 巧 (別随 あ. り〕 

を 港 カリ ホ^ ニア 街 六 一二 
带訊 カネー ー八 一六 


口，— サン ゼ ルス 地方の 御 
觀 ホには 玻 善の 御' 使を を 計 6 巧 

イ ^ ^ グク 
ホ テ 火 

羅 がが じめ ける 间胞經 營中最 

新式 高等 ホ テ 八で あ 6 ます 

羅府を 一 お 一二 化キ 
_臣 をゲ アン ダ イネと 六 五 丸 
ー ミ話广 タツ 方丄 二八 さ 一 

貸 自動車 (牧野) 

羅府 名所 御觀 ホには 最も 精通し 

た ドライバ！ が 御 案內申 上まず 


ボス h ン 案 

貸 自動車 業 河 西 

諸を 跡" 大學 校、 エ鶏其 化 一般の 
紹介 巧び 通 辯 もします す〇ョ 岩 
Tel 8 岩 吉 さゴ豈 70 夏を Si . 


ボストン 巧 

富， てが 舘大浦 末 松 

基 W ミ 養 寶 si. Boston Mass . 
ぎ Back 童骂 s 


住み 也 地ょ き淸 潔なる 室 

御 下宿 松が 巧 か 

1 08Lexingt{Jn&ve- 
ゴ 1; 書 . sq‘ 2 岩 一 

西 六十 五 T 目な 四十 六番 

一力 旅館 大橋 

電話 エンデ 3 ブト 八 ホ】 〇 


卷 酷ンキ シン トン 四 八 五 五 

岩 旧 旅館 

お 十 •五 了 目 二な 番 


御 下宿 鴨 井久 

4? Prosp 再 t Place 

す一. ご 1，2 nd Avekf E . た nd Si . 

ぎ 至 u 3 yHlll 這 置 


铺 肯旅舘 田 中 奥み が 

策 四十 T 目 二 四 二番 

Tel Ga 星 onia 器 74 


ク 


-- 个 


翼を 列れ て 

露 機訪目 

八 巧 末 U 人が 着 

東 ま 特電 化 一 U 較 UH 本站問 
の恣网 がわ 機ピー ー巧 及び ユ 
'ムお 巧の 二 台は 本 U かお 化を 
よ b 朗鮮乂 が-: 若陡 L て微迎 
を 巧け て & る。 

个 个 

露幽磬 "巧 ' S ホ邵が 問に 

關 する" シァ 政府の 中 込み じ 就 

てけ 航巧材 がま ご。/'' て か 探、 

陸軍、 おがの 剛係 がる 間 じ种々 

打^を ぜ中 であつ ホ か、 を 巧 間 

の 靡 も 漸<概 つたので 外務省は 

と 月 化 こり 化 巧の 巧 深 公 化に 訓 

々し々 ラ！； ン 大使-し 對 して 飛 ホ 

差 まへ なきな 化 まの 四 答を なさ 

しめた。 仍つて 萊巧 二な は 愈々 

化 巧を 出發し 朝鮮 經も福 脚、 廣. _ 

島、 乂 阪の二 ーヶ所 じ 着陸の 卜巧 

京じお巷する豫定と^:^つたので 

ホる。 を。 ンァ飛 巧 機の 日ぶ 巧 

間 じがて がをお、 着陸 おの 指を 

準 働、 觀迎 等に 細して はま ど L 

て遞信 あ航を 局が 化； 街に おる 巧 

だが 11 巷隨巧 

其 化の 準備に 就て は 《 シ 

ァ侧の 巧みした 巧瞄委 巧の ホを 

を ホめ 東 巧！^ 巧を せの 上 ホを す 

るの だが、 陸上 飛 巧 機で あるか 

^ら この 前 佛願兩 のがが 機の 飛 ホ 

_ したがを 路挪も 朝が 經も所 巧 到 

，着の 路を がんで ホるならば 差 支 

一へ ないどい ふ S は 巧め 先々 じ 通 1 

j じて ある。 併. し 化 方で をれ では 

; 困る ビあ り ば變 ぶしても よい」 

i ィ J 化か」 局では 一玄つ てなる。 今次 

; の 溝機訪 H に腳 し慕闕 大使 雜一 

I 等菩 記宮ク ブネ ッォ 氏は 語る！ 

i 「あ々 許可が 出た から じは 化を 

i じ滯だ 中の ボ片 コボ ィメフ 、グ 

I ロ モフ兩 氏の ビ — 一 ちぶび エム 

1 五 号の 兩 機は 近々 渡 ホす るで せ 

i ぅが、 兩 機の 飛 ホす る 時 湖は が 

かも 朝 H 新聞の' 巧歐 磯が 化欧の 

巧を 飛い しつ： あるが だから 兩 

阀 はの 眞 情は 深く おばれる i だ 

らぅ ど あ ふ、 歡迎 準瞄は 大使館 

員を 部 わ 若々 進 わさせて ゐ る々 

ホだプ "グラムは ホ定 して & な 

ぃ」 ど。 

杖 球 天狗 連 

秋季 大會 

日曜日から 開始 

リ 本人 パプ リック •ゴ 八フ •リ 

ンク のが 球夕を W て 化 織す る靑 

萊 肖け 一年中のを も 重要 巧 事で 

あるが 季 卜^ — ナメ ントを ホる 日 

-が H よ b 閒始 する； どなつ たが 

一を に 就て 岡 會委眞 長 たるま 戶ド 

クタ ー はみ のか < 語つ た... . 「お 円 

蓝會の 秋季 火 曾は 树 年の 如くが 

盃 巧蜗戰 は- ンデ がで 巧 ひ、 惯 

手權ザ お戰の ホは ノー • ンデ 

キャ ッグで 與巧 する ので ある。 

今巧はを加ん員化四名じなし 

ン デん 决ぞ じょ i をお會 にがて 愼 

を審 ぶして を 半を 脚した のでを 

員を 確信を W て 臨む どい ふ譯で 

战 をず 奪 戰が非 おな 巧 ホを おく 

2 は 想像に 難く。 いだ、 第二 部 

j の 獨ホ權 巧 じめ てら 十ぶ 六 あ W 

I 上が 人 じ 野必シ 抱が してむ る々 


協で あるから、 これ 义 前例 U さ 
スト ラグ グを满 巧す る だら； と 
おつてゐる。 第 一 巧戰^5:=尴= 
蝴ぺ ラム •リンクに がて 巧 ひ 
巧 二 W ぶび 滋 己一; 喊 け 型 U 巧慟 

巧— サリ ス ベリー •コ ース じて 

舉巧 とを なて パンゲ 化の 方は 
な 結す るので ぁるが、 撰ず 懼戰 
の 方は おら じ 右の 一二 时戰に 十ー ニ 
r: ペラム •ブ ンク でむ ふ 一 旧 敬 
を 加へ を 計と 十ニ ホ ー ^ スの媛 
勝が-か 金製 メダ^を 獲码 ずる； 
ど^つてむる」 云々。 衍ほ^一円盤 
島の 曾】 封 氏を 戊び 今 闽委賣 @ じ 
て 巧ぶ しれ ンデ數 は 左の 如く 
である 
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一四 

一四 

一四 
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一 五 

一八 

二 0 

一画 


贼旧川 短艇 競灌 

東京 特電 一 H 發 U 隅 田川ボ ー 

トン ー ス にて 幾 兰底攀 け 一二 魄 

身 ザ S 差で 第一 高等を 敗つ た 


興味を 唆る 

備濛 庭隸戰 . 1 

を 曜日より 擧巧 

旣诞み 如く 挪國 及び 藻 巧の 國： 

際 デビス 盃 インタ！ •ソ —ン試 

をは 愈々 明 後を 曜 H よ b n ング 

アイ ランドの ウち スト •ナイ ド 

庭球 お樂 部の 殿堂 じがて 擧巧さ 

る：^となら、 兩國巧表撰手は 

湊洲 のま お アン ダ） ソンを 祿き 

孰れ も 巧 腿 U ボストン よち ホ 組 

目 f 猛練 おを 續 けて むる。 

兩 '國 は. 昨年度 も 兩帶の 優 

滕戰じ 進み ボストン じがて 化戰 

の結联 一二 お 二な じて 療洲 の慶勝 

じ歸 したが、 今年 も おして 昨年 

の 赖を麟 むで あらぅ か？ 興 ホは 

即も 揉に ホ やる ので ある。 今年 

巧の 顏觸れ は佛國 じがて は變化 

なき も 療洲は 昨年度の ゥッド 退 

き、 么じ化 ふるに 簿測 庭球 巧み 

第一人者 アン ダ！ ソンを 0 てし 

之 じ 加 ふる じ複 がを の 名 ホ ホ ー 

ク ス が渡米して數^^くお俊勝戰 

じ 達した 戰績を 顧みる VJ 實じ破 

巧の 勢を 示して 杏る。 

其 陣容 を 見れば アン ダ ー 

ソン 及び バタ 1 ソンが 單 試を じ 

複 試を 職 じは バタ ー ソン、 ホ ー 

クスの コン ビネ' — シ ヨン ごなる 

べきは 殆ん . ご 確定せ る もの {か 

く、 佛國 を一狱 して 米 國じ迫 b 

アヮ宜 くば 千乂 巧廿 年の 夏义國 

のた めじが はれれ 歷を的 デビス 

大 がを をが ひ 退さん どす る惹氣 

と 自信 ごを 示して ゐ る。 ー ホ 新 

進の 视闽 ごても 化して 么 じ講ら 


ず、 歐洲 巧參加 十六 ヶ國 の骑ち 
としての 盧 おは 緣洲 のち 將を化 
つてげ ザが 仇敵 じ 一矢を 酬ひデ 
ビス 盃戰 脚始な ホ廿五 年、 まだ 
をつ て廊も 得な かつた 

挑戰者 の 位 昭を巧 やぅと 

ウ キン ブ八 ドンの 獨手ラ •コス 
テ、 巧 クン ナ 1 ス アツ プ じして 
巧 おの 囘機ホ 權獲惜 者 ボロトラ 
が單 試を 戰 じ、 而 して 化兩 おが 
複 試を 微をも 兼ね、 ブ八ノ ー ン 
は單 試を 物ん レ ザ ー ブ どし ふ 勢 
揃 ひで ある。 試を の糾を だは 前 
H に 至ら ざれば 潑 おしない ので 
ホ だ 利ら。 いが、 記錄 どを ホな 
立 煤 ょらの 觀 測に 從 へば 後 試を 
稱 にがては 佛國は 到底 療洲の 敵 
でない ど妄 はれて ゐ るが 

眾 試合に がて は 柳の ラ • 

n ステけ 昨年は バター ソン どウ 
ッ ドを 敗ち 今年の ウ キン ブ少ド 
ンの 摆ホ權 戦では アン ダー ジン 
を路 した 記錄 3 持まで 所 請 「プ 
八* •フオ ！ ム」 であむ ば アン 
夕 — ソン、 户タ ー ジンを 败 るの 
はま 難の ふでない ご 云 はれて ゐ 
る。 ボ 曰 トラは ホ だ米閣 じがて 
はがが 綾を 殘 i て 杏ない けれ ホ 
彼の 實 力は バター ソンを 敗ら ア 
ンダ ー ソンを 脅かす だ M のず 腕 
が あるので、 な 孰れ かを 敗れば 

佛画 ulll 凿二 おにて 療洲 との 雪 

辱戰じ 滕ち夕 年の 

宿願で ぁった チ こンデ 

，ホ ー シ ヨンのを 通を 戴く 丈 一 ごな 

るので ある。 遮莫是 等け 記 鶴に 

伴 ふ ド！ プ じて 愈々 み盖を 切ら 

れれ 後の 大お戰 は 想像ず る じ 難 
くない。 試みに 千 九が 年 ザ ビス 
态が國 際 試を じ提 巧され-- から 

め 潔洲の お績を 見る ど チヤ' レン 

デ •ラウンド じ乂 つた 占 十一 回 

賞ぶ 獲得 六が じ 達して ゐ る。 同 

試を 入媳 券は シリ！ ブ 切が 五 巧 

五十 仙、 單 H 切 巧一克 五十 仙、 

シ タス 切符は バ） 夕 街が 一蒂の 

•、ノ • — 力* — 氏乂は ブロ； トクエ； 

巧 ホ 落の 米闕 庭！ 會で賣 測き 


單 U な 巧は 當 H グラウンド 

る ； になつ てゐ る。 


で賣 


六歲の 子が 

急流 y 橫斷 

* 西 村 節 君は 失 

日本 長距離 水泳 界 では 一 

中じ乂 つて ゐる 西が 節 君は 

の 如 < 英國じ 赴き あ 頃 流 巧 

挪 海峡 橫斷 を計畫 し、 典に 

秩父宮 殿下が 御着 佛の一 

フランスの 沿岸で 囊 にお 峽橫一 

じ 失 化した 米闕の 婦人 水泳 家 

ダー 八 機 等と 共は 練習 中で あ 

た 同 君け 時 じ 謁見し、 殿下 か 

「ちの 化擧は 船中で 承知して 

た。 しつ か. 〇賴 む」 どの 御言 糞 

を媽 はら 身 じ 剰る ホを ごして 感 

激して ゐ たが、 愈々 前 逝金随 H 

午前 王 ダー グ 磯め 後を 追 ふて お 

發 、何しろ 毛を か異 つた H 本人 

のが 峽橫斷 は 始めての J であ 

頗る 注目を 藉 いた。 當の 西が 君 

は 锁をも U 本流 じ 水泳着の 上 じ 

日本の バッチと いふ 珍妙 t * 姿で 

日章旗 を樹 てた かを 先頭 

じな 英佛 邦人は 後 授隊を 組織し 

て聲援 したが、 フランス 岸を 出 

發 して 二が 間を で 早/、 も 弱ち 込 


みが 峽の 中間 じ 達しない 前に 落 
伍した。 一兀來 西が 君は 水泳の 巧 
巧 ごして け 知られて ゐ るが、 が 
峽橫斷 じ 必要 U 豪放 tt を かいて 
ゐる どい ふ 評 刺の ゐる 人で あつ 
た。 西が 君が をして 捲 ± 重 ホの 
势で 巧び この 化擧じ 巧る かどう 
かけ 疑 脚で あるが、、 囊に 水： 化の 
速力では 從 巧の 游峽橫 斷記錄 を 
一 锁し たもの i 巧 齒の焊 から 僅 
か 六 浊^が 上で 

惜^ も 弱 も； を だ ユダ， 

八 嫂は' 一 i 一週間の 中に 巧ひ橫 
聲す るを ごな つてむ る。 さて こ 
の 橫斷流 巧 じかぶ いたと いふ 譯 
も。 い' が、 ヒラ デみ フキ アのジ 
ョ 1 ン •テ ゲィン ど 呼ぶ 本年 六 
歳の 少年は おんで 天才 的の 水泳 
家で 囊 じは デラゥェァ 河を 橫斷 
して お 人を 驚かした が、 去る 片 
曜日 じは パブ セー ド •パ ー クま 
配 人の 巧が を 受け 百せ 五 T 目の 
フェリ； から パ ド ソン 树の 橫斷 
水泳を 試みた。 少年の 前後 じは 
トレ ー ナ！ である 父君 やおが さ 
ん 、をれ じぶ 達 等が 

端艇'— ^乘 じて 聲援 した。 

最 がの 一 涩 余は 潮流が 颇る 激し 
く h が 二 了 目 邊を 流された けれ 
ども々 年は 一向ず 氣な もので、 

コ ー スを 巧び 巧 廿お T 吕じ轉 じ 
僅々 サ とを どい ふ 短が 間にる の 
ド ソン 河を 橫斷 し， ボ； 卜で 
をから 舊い たお 理 さんじ 着物を 
脫 がせて 嘗ひ凉 しさうな 顏 をし 
てゐ た。 將 ホな 恐らく 英 佛海峽 
を 最も 年ず じして 橫斷 すべき 天 
才 でを らう。 尙 ほ舆顿 海峡の 橫 
斷 じは 別に. ユ ジグ トの 水が 撰 手 
も 近く： が 巧ず る當 である。 

不評判な ぶら. 

說 弗化宣 镶 

或 兜-化の ず 評 おな のは 昔 のぞ 

ャン ブラ！ 社會の 傳說で 「戴 弗 

化を 持つ ど 運が 惡 い」 £ いふの 

から ホて ゐる 許ら でな く、 寮 宛 

札と まぎらわし いのが 原因 ご 

見られて ゐ るが 聯 巧な 府で はま 

る 化 H 数ヶ條 を夕擧 して 是ホ或 

巧 化を 化つ て 賞 ひたい S 宣傳し 

た 0 .又 パ ー スト 系の 新聞 もが 巧 

賞金を 提 おして 饋 6 じ 戴 巧化徑 

用宣 傅を 巧つ じが、 髓巧 政府で 

は壹弗 化の 化 用を-^ じ 頻繁なる 

ためな 化、 新 化 造幣 じ 一年 何 だ 

巧 弗の 义 をを 雙 さねば ならね か 

ら どて 次の 樣 じ口說 いて & る 

或 弗 化を 化へ ばポ ブット じ 入 

れて あるく 化 数' を赋 やる 梗巧 

か ある 至 

お 巧で お 入の 紙帶を 勘定す を 一 

のじ 時間を 節 威し 得る i 

巧 處に 限ら やお 勘を の 時間を 

節約し 得る ミ 

盤 幣‘柯 の 時間 i 费用 とを 節約 

する からを 金を セ！ ブ する TC 


本 盤が あ 手 閉門 

本强 巧の ぷ手 ごして 野球が の 
寵 なごが ばれ じべ ー ブ •ルー ス 
は 近 巧 踰蜡み 逸 ご。 b 、 不 なが 
で俩る ミい ふ廉 t ヤン キ ー のち 
配ん！；：^ ンッも 愈々 懲戒 おみを 
加 ふる ミ どを、 前 巡 暇. り 盤 
路易 じがて をみ 閒 巧を 中が くる 
- id 词 時-し 脱^ じ從 つて あ 千 ホの 
剖を を 中 渡しに どい ふ。 べビー 
のがの 大きし むつた みは 化 間 化 
を 化觀 である 


ジミ お 本 勝つ 

今を 新設 さ 心た が 城 西が ベ！ 
ョン巿 じがけ る 乂を關 場で 去る 
か 八 H 数 触の 拳關 試を が 擧巧さ 
れ たが、 ぶ ミ，— •モ！ ユング 事 
あ 本 好 鞭 君は ジミー •ベ ッタ ー 
ごの 六 回 じぶ る榜即 試を じがて 
ドロ 1 二 凹、 一ー ー對 一の ポィント 
で 勝つ た 0 

, ，東京 便り W 

令が 本義 治 曾 H 米 信託 會社 
から 巧を 一二 井信が-じ 轉勸 。信託 
業の 精を 者と しで 西 じ 堀 內靖化 
君 (俊 太诞) ぁ I 桌 じが 本義 治. 
ち ぁち.. …… 權威于 J してみ を ぁ 

る i でを 6 直つ ご 井信 託 どい ふ 
大勢 力を 背 鳥 VJ 七て 活躍ず るの 
であるから、 幾 I ) 開が すべき 新 
方面を 有ず る 巧^ じ 於け る斯莱 
の發逢 隆昌は 巧^ず 脑お 畏じ俟 
つべき もの 火な jo を 思け しわ。 


最ぁ r 巧國 の經述 
の 著書を を じ 
令 山中 明み^ 

木 達 お 服 巧 神！！ 

務 中な b しが、 
製藥會 .社 じ轉ぶ 


おご 信託 事業」 


歸 朝な 巧 白 
で 店を 堂 部 じ 戴 
I 今春 同地の 是則 
一した。 入社 條 が 


禁斷の 水が 祟る 

あ來 禁酒 卿 巧 官の巧 勘は が 育 

.方面に も 及んで ホた が、 最近の 

が 育アメ 9 カン じよれば パアモ 

ン •オン •パ ド ソンの 一名 物ど恶 

はれる ミカド •ィ 'ンじ も 禁斷の 

水が 祟つ て 水曜り のが 差が へら 

れ 、執 巧官 カツ タア 氏の 前で が 

仕の 某 君が 千 巧、 ま 人が 五' 百 巧 

のが 释を褚 立を 中波され グラン 

ド •ジュリ ー じ姻 はされ た ご。 


ミして 冷冻識 麗^を 智設 L て 某 
ホ 巧 ど。 b 、 i お； 取 璋の固 あ ァイ 
スク 9 ■ — ムの繫 を 始めた 0 「解 
け U い アイス ふ''! ム」 f 許ら 
頗る 巧， 評を 巧-^ むる さぅな。 
化 所は 神戶ホ A 库 四を 明 乂ノぶ 
十九。， / 

み 藤が 隆赏^ 山口縣 のと 神 
社を司 の 出 で あ を か ら鄉 

おへ 威れば！^ でも 立派な 神官 

ど ~ ^て迦 へこい る 身 かで わら 乍 

ら元ホ 野必迎 々たる 巧の ミで あ 

るから 大阪 / 常 豪 加 贩巢巧 (元 

靑年曾 員)/' 顧問 格 どして 狗二 

ヶ年割 策ち 巧め ねが、 化 ま ば 

巧 掌消输 の 巧 だから 藤が 君 

の 派 ホな/ ら口 どは 鬼 巧 共鳴 出 

ホず 遂 ぶ^ 夏巧然 東上し 叔父 さ 

んの 靖^ 社 加 巧 宮司の 宅 じて 

悠 を 送つ て ゐる〇 

/ ♦ぶ 還二郞 おお 文を ぶ U 

日 臨^した-- め爽文 大阪每 H 

のが^ ak を擔 任し-相 變ら ず猶筆 

を 振で ゐ る。 英义 ライタ ー と 

して 瑞下 有數の 中じ數 へられ 

るち に 巧い* ち ぞくの 緣 談話が 

持 も！：^ れる さぅ だが、 理想 ど 

してみ 婦閲 では 一 W 日本語を 

用 ひ 心， おおの 英語の 素 要 ある 

者、 巧 純 U 本 締人ピ いふので 

肝煎た|1の中必女子靑年禽邊6 

では 如 4 げ じヤキ モキして ゐる 

どか 


御 ま 御料 巧 U あ 庭 化 出し 

御-宿が 豫屋 

A ち ！ lit C -2 

185 置 害 St . Tel . 互 aza 8175 




MO 瞧醒 麵 S. ， I 化 . I 

日 3 - 日ら - 5 了れ ’. 23ra Ht. 

New York City 
Tel. 巧 vaui;u:y 3850 




THE FUJIMOTO 
な即 RITIES 邮 , ， ! 服 . 

120 BVay N. Y. G か 
Re け or 2‘ll(;-33 が 


The 如 お ! omo Ban も L 他 

NEW YORK AGENCY 
149 B の adway ■ 

Tel. Hanov げ 7444-744 日 


O.S.K. Line 

大 贩蘭 船 會社 

[loom 803 Cunard Bldg., 

25 Bmadw が I Kew む rk City. 

Tel. Bowling むが ! i 8332 


は物靖 小を 本 坂は を 船 
いご ドし 出 雌 御を 出 飯 


S.Y0K0YA, 〇 . 。氏.れ 

104 W. の ndSt. 

Te!, Riverside が 28 
Bay-Time Cortiandi 1149 


BROADWAY 

OPPOSITE 
ST.PAUL’S CHAPEL 
ATVESEY STREET 


社 會式株 船 藏洋東 

T . に に 

NEW YORjvOFfiOC: 

Room 801-80 民 ， 165 Broadway 

PHONE- CORTLANOT 台 047 

San Francisco Office: 巧 1 Mark が St 

帆 jti 潘秦 

お 恥. お离 路お 米 ： it 


Q - 10 Bridge St. New York City 
Telephone Bowling Green 226? 

店 ま ル ト ヤシ 

Colman Building Seattle. Wash ‘ 


社 會船郵 本 H 

も ち 育 紐 


New York Auto School 

228 S が ond Ave., C 日し 1 が h Sf. 



： GEORGE W. WELSirS SONS 

が おを 威を 賢 


HgANAOIAN PAGIFIGh 

NEW YORK OFFICE j 

B44 Madison Avenue 

Telephone. Murray Hill 4000 

♦ 間 H 十 迄 本日 ♦ 

♦ 間 H 四十 足 孤 ホ 

路航短 梟の がザ乂 


むけ 0 けが ingGulU). 

Importers & Exporters 
iOl Fifth Ave. ， N. Y. 
l"el. 'Stiiyvesant 3823-5 

327 W. Madison な ; reet, 
Ohione[o, -Illinois. 




號 


-ヒ巧 干な 巧 


攻 わで ぷ ajj 沒從 &0 を 巧 i がで 巧 


〔り幡 水 J 


H 二 巧 九 年 凹 十 ル ； X 


0 り 


社 跨 男爵 化ぶ 吉左衔 巧 一 
ネ お 大醉化 おお T 目 一 
紐 育 支 おが 育ブ n 1 ドゥ S 1 が 四十 九を I 

鋒 g ft ぶ 銀 巧； 

; ぉ！ 一 東京、 悔溝 、をを 崖、 京 郡、 神 口 
i 4 户心 尾ノ 道、 廣 島、 吳 、柳 井、 下ノ脚 
化 ま 巧 J 司、 小 倉、 おが、 博夕 、みが ホ 等 

本国 頑を、 鄕里 をを 等は 械め - 
て 御 便利 迅速に 御 化 极巧申 お 一 


藤本 證券 會 お； 

. 1 岐 む 巧 証券 ノ質 買、 引を、 募 お 
ィを觸 、二 並 二么關 X グー 切ノ 業を 

鎌赋 藤本 ミ 711 銀 巧 

紐 育 お 張 巧 


り 木 陶器 雑貨 
ドラィ グ ー ツ 荀販實 

鱗 赋巧木 桃 ホ 紐 

MOOJLMOMO ソ dl 00-, Inc . 

一〇5 因-一 6を St . N . Y . Tel . Stuyvesant ま 95- S -? 


觸破 器、 雜貨 、ラ 
ンプ 々ランプが 


避ゴも 


森村ブ タザ 




: アト^ 化 帆 
わらけ 一 や 化 九月 八 4 
あらぶ ま乂 化 丹 十六 H 
▼一 嘗描沒 一九 孔巧 

化し ぱりザ 化 るん ごん 丸は 一 五一 立 お 
▼ご 一等 日本 行 五 五 巧ぎ 室乂 なを 荣族室 ダ 脚 
▼御を 望に 巧り 一等 巧 かがな 切の おお W 巧 お 
けス アン ゼル ヌ出奶 


▼一 簿描沒 i じら 丸馨化 一九 五 化 

- も 化 はんて 一一み 巧 半 
▼一二 等 日 ホが ま-しら 化 おを 丸ぶ 弗 化 化 完巧半 
▼沙雄 羅府ザ f 划巧陰 奎巧赌 入御 鈴旋化 りが 
マが 巧め ナマ約 ホり 本 女 邪だ岛 物化片 一曲 


シ アト-瓜 わ 狐：； おか 午前 十 時' 


橫 をみ 
加 巧 丸 
伊豫 見 
爺 岡 見' 


H . 


乂巧 十八 H 
十 巧 九 H 
十 巧 廿义日 
十一月 十四 円' 

本 ーホ 船を 運 貸 新 率 
一等 横 澄 一九 五 ホ 神 ロニ 〇 五 巧 
一二 等 洋食ぶ 十と 典 かを 五十 お 弗 

歐沸 H ホ 間 客船 (ぉ 写 商' 

输教 よら I 等な お磅 、二等 お 十 
磅 、梅す： 政よ b i 等 化 十と 砖 
二等 六十 .1 ハ磅。 

地 宵 曲 化芭女 おが 由 = 本； わ坟 巧が一 月二阳 


糜お進 

讯藥 治療 
:閒は 
前約 じて 

ド 厂卜が 

積 矢 重 孝 


♦金緣 ヒップ ケー •ス 

♦を 緣 合財囊 

♦金銀 時計 類 

♦金製 聲 をみ 置 時計 


ホ 1 i 、. 橫演， # 戶 'ち 巧 •上海— を潘 'あお 泣 わ 

天 ijjt 化 01 一 一、 i 顺) 义巧 十五 目 
コレ ァ丸三 0,0 呂觸) 化 巧 ホ 九 H 
(疆巧 化 帆 化 = ::ホ 四日〕 

審 をえ 三 一一、 呂 〇嗯) 十月 十一 二目 
西 比 剌迪乂 (二气 000 嗯) 十月 化と H 

V 、 雞 時化 飢 十月 サ ニ目 > 

太が 义三 二、 登 0 巧) 十 I 巧 十日 


化 化， 莖西韩 、が 繁>智 利 諸潘巧 
おが II ホソ^、 橫演神 戶巧司 香港 巧 

•一 ； を 復共毎 ホ 週 一回： 
◊寞堪 朽沒東 切 杆嬉窜 ホ 購入 御 幹を 化 S お 


自動 苹修 
餘 及び 運 
轉 を敎授 

ライセン 

ス 保証す 
一二 十五 巧 
蓮轉 ホは 
二十 五 弗 
蕾 改が擧 
兩巧あ b 


ぉ飾慶 お、 髙树 


ぃ で- メン ト-人 
父け 一人 過當每 用人 U ぁ b 1 
週 十一 弗 時 過ぎ 御ホ訪 をと ふ 
芝 4 舌 ミ si を夕 音. 呂 H 至 二 さ吉 t. 

貸 室 网靜 で' 化 巧。 お 所で 

す。 お 話 御 尋ね 下さい。 

な 5 A 置 y 芭皇 

す lephon 宙 sh 是 ton He 拓 hts 814 A 

¥片ら コロン ピャ 大學 附近 

重 喬ミ .3 ミン 

グ 瓜、 グ .ム装 鋪綺 酸。 

重 sh , 8 ミ 1 害 St . 

Tel . 星す al 置 14 


綺麗 じ 装飾 さむた 巧 
重 W 1 、む地ょき大きな室商 

尙 なる 蒙！、 御 ホ 聲に依 b 朝餐 

を 調 ふ。 

f . Ver を 岩 4ち. 9 害 St , 

貸 願 詔 謂 2it_ 

ホ靡 へ 十み ィムブスクぶ^ — 
へ 五 劈® が ホン バラン ド 蓋 ご 一 

184 量 StJ 香 黒 崎晦子 


貸 室 淸 W な 便利の よき 瘍 


所 一人 乃 ま 二-^ きの 蒂 あらお 
話は プラザ 1 H の 一番 
s ' さ 星产基 W . JthS こ pt .31 


裁縫^ 開業 

拌 服、 が 物， ゥ^^ 類は ドラ. 
ク， I ニン ダ、 でス议 び染更 
へ、 化 立 ' L 直し！^ をく ホ麗 一- 
を しまず。 裁縫^ 柯 なる 御 ホ 
义も叮 峰に を < 致^ます 其他ユ 
カタの 出 ホ 合 も あ！^ まず。 
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斜^ぶ 期が 貨お十 圓な上 利息 年 六み 

鎌 賊臺灣 銀 巧— お 張 所 

▼鄉あ 送を 及び 化 送を (無手 孩科 r 外 固 
ち替賣 買、 荷 爲巧お 組 取な、 信用が を 
巧 等 一 殺が 巧 業が 御 巧 巧に おが 可 化 お 
►巧 ほ 詳細は 御 遠慮なく 御 巧を 被 下 度 お 


讯 


ホ ヶ月な 七 
一ニ ゲ 年な 巧 


•L Y 〇 
んん 5 - 
〇 巧 も パ- 
k 扣一诚 j 
〇 ぉお 
Y •巧- ^ g 

Cd W 抓- 

が 

^ S 


、を ぉ 「巧貨 五十 圓の 上'! 

本店 {を 期 ^巧息= 年 ホを」 

が 金 一 6 Br 邦貨 あ十圓 0 上 - 

ミノ t 通 そ 广巧圆 じ 巧 日 ホー 銭 一岳 

(化ツ 尊千齒 なて ノ 通が 預金 ハ お 利息) 

機濱ぶ 金銀 巧 S 支 巧 

. 鄕里 送を は 都て 無 ホ 數巧 じて 當 
行 横演本 巧が 由 送を 方 お 巧 申 候 


:略香 波が 二 週 一圓 お 帆 
▲ * 一ん ー プレス 亞細亞 01 T 呂 〇顺) 

一一 I .九片 十と n 
►もム ー‘ フン マ 加を 太 (一巧る 虽 順) 

一 . ，ザ -, I ..f- 

▲子 k レスを 西亞 〇一呈〇〇 豐 
j 十 巧 十 冗：：： 

マ エー み グレスを 太 利 ご 宝ろ 00 峨) 

一 十 巧 九日 


一一- 藥 、二等、 一二 等ぶ び 下等を 設備 
屠 丈、 善美、 最 快走の 巧げ 航巧船 


內が 省を 許 加州を 認 

產婆 & 換摩術 

が 巧秀子 
巧 產棘炙 マッサー ジ 術の 出張 
治療の 御 ホめ じ應 じます。 
带話 キヤ 七 1 ドラ^ 垒を 
西 け 十ー ニ TEnl 一巧 十二を 


自働苹 教をお 沿せ ょ專 巧み じ 
依つ て述轉 並に 修 鐘を 懇切に 
而 かも お 
時日 じて 
敎 巧す。 
就職口 鈴 
旋す獨 立 
出 ホて を 
大の 報酬 
を 得ら- 
本校は 創 
立 十五 年 
晝巧敎 巧 

9 曜は 午前 卜 時- ♦ら 十二時を 
フオ！ ドも敎 巧す。 
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紐 育 ホ 命 保 檢會胜 

一二 木定吉 

龍保險 

S ‘客 1 K - 

Z 江ち ベ orKLi を Insra. 百 ceCo 
51 oh»mb 巧 r«wt: 

M 巧 w York city . . 
phone . Fran 芭 in 4 送 0 
巧： xohwr 一巧 e Br-a 曰 of 


話 


が お ♦瘍 ♦巧 ♦苗 ♦£! ♦围 ♦&♦!! 令 



雜巧 陶破媒 

ドライ グ ー ブ 卸.’ 興 

太泮資 易！ 會社 

ち 巧 巿嚴 古、 ボストン 


御 か 知で ず か？ 

眞 夏の 夕方. 一風呂 ぁびて'. 

さつ ばりし」、 ゆかた じ着替 をした 也 持 

そい U 雕滅 しない、 新ら しい 活字の 
印刷物 心、 手に した 時の む 持ら でず 

鮮明で、 美術的で、 げ峰 で、 お ホ 上りの 
迅速は、 本姓 營 業が 刷 部 S 特色です 

巧 刷 紐 育が 報へ 

電話 スプリング 八 二 七 セ じ 御 一報 

ぁれば を 速 社員を 间 はせ ます 0 


日 乂圃民 双互の 爲 めに 

移民法の 修ぶ >惡1 認 ずる 

併し 瞻嗦 腰では 西る •この 化总 

今な ホ N A 、 じ おかれた 化 米 ~ ホよりに 排斥み がが 甚贩 彼等の 
經濟を 蒲 じが おした ジ玉レ i I 威 情を 巧した みで ある。 都て 撕 

關 しては 必巧的 嬰 


ャ 、ダブ リゥ， ジ で ン クタ 巧 

± は 頃ホ歸 がを 巧 U 移 おなお 

正の 必婴に 脚す る醬明 巧を 齿 

ホした。 左は 化； 巧槪 である。 

个个个 

千 九な 二十 四 年と H : n から 

お 巧 力を がを しじ 現 巧が は 法 巧 
IH 米兩國 々比の 戚 巧を 械 巧には 
k 巧 ごせた 閒 趣は 恐ら，'、 他 じない 

一で もらぅ。 該 移は 法に おする 異 

廉お 威は 化 米を が齒 のがが 人を 

j 排斤 する 政策の 上に 向つ て ど 云 

一-ふ ょらは 該移 K 法を 迪 過した 遣 

一口に 向つ て おつけの であ. つた 千 

i 化けと 年 (千 九-白 八 年と 片 一 H 

: からが 巧 ご。 つた】 じ H 米兩政 

'府 がホ認 しじ 所 調 紳± 協約 じの 

b て 舉實上 H 本は 合 衆 図から 勞 

慟 あを 除 おされる i を 宵ました 

-の である。 H 本は 軍に ホ 瞬が 法 

i 巧 上る 法 上國內 政策の 範固 巧で 

^ 移氏支お の 權能あ るミを認識し 

； たのみで；：* < ホ 齒巧働 お 合が を 

I 似の 而も 能を ある 巧 働 者 乂题は 

i 經 濟的範 巧の. 诗威 である ど ホ 張 

一す る畿 論の 價 化を も 或る 点まで 

i .が 誠し、 化み 讲斥 論を の盧 見を 

.もち 壊して 居る S である。 

A A A 

: 乍 併 H 本 固は は 人が 的 基礎の 

卜 ：じ递 てらいた る 差別 的 提案は 

が 巧 質が おじ 不快で ある ど 感じ 

^ た 5 であ & (彼等は 日本が 府自 

_ みに 依りて 勞働 おの 乂闕 除斥を 

脚 巧す るみ い、 あいば 滿 せした の 

である。 琪巧移 反を 1 稱 する 異 

1 遙 パ喊羅 じ 人 ど 東げ 人 どを 掠 別 


の 如き 問陋 

素を ちを ずべき であつ て戰 での 
お 險を烏 調し を； はがを の缺点 
をお摘する主 じ仏ら て現打化げ 
のなか 的 修正を 堪い譯 にはが か 
口。 米网 人ぶ び乂瞬 人の 化 表が 
は 化の かき カホでは 動かさわぬ 
のみならず ホ 人は みして 口 本人. 
じ おぶ をが しては 居ない。 H 米 
巧 閥の お 化 ある 人-^ は 何等 両南 
の街おを豫おしてはお^^い。 

A A A 

日本の 現狀 をな てして は戰ず 

はお お 其經濟 力を も 亦戰闘 力を 

も 持久 おの 裡 じお耗 する じ まる 

ベく 乂國 どしても 戰爭の 慘禍を 

悅 ばない。 故に 黃任 ある 人 ± は 

殿ず を 夢想す る ； さへ 忌み嫌つ 

て おる。 所謂 日米 戰爭談 は無责 

巧なる 政治的 黨 器から ホて 居る 

のでめ &。 乍 併 憤 潑のお 因は 之 

を 除かねば ならの。 夫れ はおし 

日 乂兩歐2^^ が现が の 移民政巧 に 

一致し、 無益の 說 ずを 廢 めるな 

らば 比較的 か H 月の 間に 。 或は 

二 S 年の 間に ゎ 両國の 承認す る 

方法が 提議され 實巧 される ご考 

へられ 得る ので ある。 予 自身の 

息 見 どして はを 巧 移は 法を なぶ 

し', し；：： 本人-^ 义那 人ら 同じ <剧 

當移 技の み じ 加 ふべき である。 

巧 巧 化の 媒 礎に 化れば K 本人の 

一年間に 乂國し 得る 教 はな 四十 

六 人で だ那 人は 僅か じ.. いんじ 過 

ぎ^:>い。 適當の時礙じ吾が乂國 

がぶ お 的大國 ほたる U 本 移拉の 

入 國に勒 し’ ホ 临別 的の かなを 


した 片 にを 么拽 背々 の排巧 政 I 實 現ずる がょ いごを へる 

化 表 一二 選手 

慰勞 盛宴 

庭球 叙を 家の ホ聲 

選手の 感想 談披歷 

今夏 西濛. の 化ぶ 選手 ど 

•勝-敗の 賊賴を 示した U 本 庭 

球 化 お S 逃 手の 勞を 恐ィる 目的 

で まる S 十 1 H 天を の 佳節を 卜 

して H 本 巧 樂部ま おの 晚餐 曾が 

開かれた を かは 齋 おお 領事、 を 

々おお 藍档 長、 姊 蹈副撕 事を 始 

め 庭球 烛愛家 五十 ㈱ あ 出席、 デ 

ザー トコー スじ 入れる 巧め 木口 

.本 化 柴部會 技 おつて 慰が 力の 辭を 

述 •へ 『剛 お時化に 於 パる H 本 外 

をの n 巧は ィク ゥォ I - 瓜、 ッリ 

_ — トメ ント を别强 S 閒じ 巧け む 

ごする：」 がつ たが 择が 庭球は 國 

^瞭的化贸を耶びて ょ h ホだ韓年 

; ら ざるに 化に ィク ゥオー 作、 

'ッ リー トメ ン トを猶 い-。 をれ 暂 

じ 熊 谷、 淸 水、 福 旧、 巧 山 逃ず 

諸を じ 〇 ふ 所がを 火で あろ。 請 

.巧が が ゆる 燃を じがげ はを がが 

'し. がな 術が 川强 化ぶ ご 化馳峭 

: f 居る は 快、 むじが る，':,* い.：' こて 

逃ず 雜 巧の が 脚を 謝し 

淸水 選す-いで みり 一十 

一年 乂片ナ 八. テンを してが 色 

; からしめ じる 常が の 戦が に 想到 

して 猶將 ホの 火ぶ を 巧み、 が 膝 


總 領事は ゴ^フの 巧 話ょ ら說き 

をして スボ ートの 眞髓を 語ら U 

本 化 表 選 ホの 善 戰惡励 じ 巧して 

敬意を おし 力 ある 庭球 外を の 無 

が的搜 値を 頌 場した。 み じ 本が 

社 まの 威 想談が あら、 ダヴ キス 

盃戰の U 本 ま お淸水 善を 氏は 先 

づ 今み の爭觀 戰じ掛 する 原 旧 匙 

ホの お々 しき 戦績を 叙し 『ボ少 

チ モアでの アロンゾ V - 巧 旧を ご 

の微け 恐らく 原 旧 君の 負で わら 

ぅか ど 化を L て おた が 第二 りじ 

あれ 丈け のが 成績を ホして 吳れ 

むので 煩 旧ち の 勝と 陆 まつた 瞬 

閒 じは 自 みは 一語 をら 發し将 月 

位 迹激の 情に 堪 る；：* かつた』 ど 

て 自ら 踞れて 化 むん 巧ぶ あ b し 

巧を 祀 A 輪が の ザ中拖 度の おを 

の爲 めに 

腦貧廬 を 化せる 事嘗談 

をが み轉 じて 巧 水 選手は 『ゥキ 

ムゾ ルドンげ 化の 淸 水』 ょ 6 で 

义 ..り-十： ザに がける H 米 庭球 

戰 時化を M 想して 無 おの 威 おを 

披赌し 『巧 かは 水た 引 おせ ホ假 

な ナン プン イング、 キャプテン 

ごしても 巧が H 本代 教の爲 めに 

巧 力ず る 所 ホら む』 ど 耀剛し H 

本 庭が 界の 前を はげ々 たる も S 

.か ある ど 結いだ。 次に が W 逃す 

は閒 がに 谢辭 を述 V てぶ く 結ら 

ホ、 おが じ 福 山 逃 ホは 涨 藻。 態 

じて 自 との 戰 がを 披 おし 扎つ 


自 ごの 信 やる 戦法の 硏兜 未だ お 
せ や、 老 綠の强 選ず の 巧め じ 雁 
服 せらる i は遺诚 であを がが ほ 
自 が自醬 （て おが 问胞 諸ち の 則 
がに 齊 かぎら わ i をを ど するど 
云 ひ、 か 木會長 S 發绡 じて 己 選 
ず 萬 おを S 昭 して 输况禪 じ散會 
した ' 

スヮ スモ ア火學 で 

極東の 和戰 

閒 題を 討議ず を 

布 巧 じ 於け る 太 ホ巧觸 係會議 
じ舰戟 された ご 云 ふので はんる 
まいが 十と；：： から 一二 日間 ボ八チ 
モ ァじ义ま關係曾議：$^開かれ 
ー ホ、 ホ か 速 動じ 熱 必なフ で 

•— シッフ、 ブフ 、ブ コン シリ 

1 ショ ンリ 協ぶ 曾と も 稱寸べ 
圈化 = のま 惟の 下に 巧る 十 H 
6 十一 一円まで 『太ず 巧 じ 於け 
か戰 如何』 の 討 講會を スヮ ス f * 
ア 、カレー ジ內じ 開 < JVJ な 一-り 
前記 ボル チモ ア會議 にお 席す 一る 
八 1 卜 監督 其 化の 意ぶ 發 表れ ぁ 
る ど 云 ふ。 該プ n グラム のれ 巧 
をせ るかは 左の かし。 

十日 (木曜； 午後 四時 茶 溝 
同の 崎牢 ょら ビショップ、 ーグ 

—卜 氏の 『太平げ じがけ る一危 

險區 域』 间と時 牛ょ 6 ジエ 1 

ム マ、 で！、 トー マス 氏の 『 

.ホ かどを をの 要素』 巧 ジナ ザ 

ネア i ，、ベ ッフ ブ！ 氏の 『戰 

ザ S が 卵 地帶』 I 

十 i 口(を曜)午前4^ザょら 

ゥ で ス ト、 ポ^ 卜-兵學校敎 

官ホ 卜大 をの 『固 瞭> お 瞬 

どして』 及び 戰巧防 化 協會參 

事 フレデリック、 リ ベィ 氏の 

『國 防を 危ふ する も 3 ごして』 

閲 午後と 時 ザよ b T ダム 女を 

諸 おの 下 じ 『人 蹄 隔離の 爲ホ 

じ』 ぶび r 自 山なる 双 瓦雜赌 

のを 巧』 お 他 


井 忠ま氏 城 迎の爲 め衔米 協會ホ 
催の 晚餐會 を 巧 夕 六げ ザよ b 料 
亭 太陽 じがて 開储 する ホ 會裳敦 
ホが は 同が 八 時半 よら 美のを 會 
じがて 同氏の 南米に 關 中る 講满 
をを 開 < 萬。 

•目 本 化樂が 運動 委員 食： り 本 
お 樂部述 動 委貸會 は 昨が お樂部 
じ 於て 隅 惟 本年 巧の 粗 巧 事項を 
協 諮した が 高 出述動 委員長 辭巧 
の爲め 斬に 小 池 正 彪氏後 巧と な 
h 委員 福 田 雅之肋 氏も辭 巧し み 
口 達 化 氏 巧 じ委貴 ごな つね。 
參紐育 H 本人を 邵事會 紐 育 日 
會 九月 阿曾は ホる 八 H (ホ 曜) 牛 
後 六 時 ザよ 6 都 じめ て 開催の 笛 
♦を 賴延磨 氏が 育州ナ ぅトガ 
スプリングに 出張 中なら し點を 
あ、 八月 末： 一が 化 前の 通り 開業 
•夕旧 貞巧郞 巧 大阪お 船會社 
が 育 出張所 員， あ 口 出發歸 朝。 


森 田 大佐 杖球禍 

ま 月 i 一二 R チマ- ゲキ ー、 チで 

—ス 、ヵゥンッ リ！ 供 樂がじ 化 

ホ大化 ごが 球嚴 巧を 試みつ、 ぁ 

つた 大使館 胁武宫 陸軍 大を森 旧 

宣巧が 第 - j -- j ハ ホ ー グど H -- V * ボ I 

ごの 間で 大使の 巧つ た 球じ當 

つて 右 服 上方 じ 巧 傷を を ふじ ど 

おへられ じが 右は 事 實が過 乂 じ 

報 導？ れ たので 森 巧 大佐は 別條 

むく 大化ど 共に がが 古に 於け る 

バンク U フト をの 葬儀に 列した 

巧で ぁる ご 云 ふ。 

柳澤化爵寄紐期^ 

むが 院銀賃 伯 巧 柳 巧化惠 氏は 

九 巧 ド 甸羅が じがて 削 かるべき 

化 巧镜引 學曾じ 列席の 爲め昨 n 

ホ 巧を の 巧で ある アラバマ 化に 

て 恥义不 U がが のみ。 


野 邊地巧 講演 會 

巧敎 重ぶ み ど， して 渡米 後 太ず 

化 沿岸 地方を 巡遊せ る 巧 あ 地 天 

お 氏は よ 巧 化 一 U がが もを 經て 

ホが 明後日 午後 八 時ょ bill 敎 を 

ホ 雌の ド じ 常 化' 西.， リー 十一 二 T 目 

' c ： 二需 地ぶ 短 お 修道 會 にて 『を 

お々 巧の 巧畏』 ど 題す る谦 がを 

がいる 山。 


ぶか 巧 歓迎 晚餐 

な あ 巧が ホブ "、ベン じ投衍 

中の 巧爾が j 圳化帕 格 萬 記官巧 


講潑會 


frr - • 
提 j 

題 

時 H 
壌 所 


化 巧 二： 


石 ホを 吉氏 
.南米 視祭談 
乂巧 lllH 午後 八 時半 

西 だ 〇 八 了 目 ニニ ニニ 

ホな 敎會 

南 义協會 


裁縫 見習 雇 度. し 

裁縫 見習 婦人 雇 度し 御 ホ留の 
方は 左へ 御 照 食 あれ 

巧 ホ 裁縫 所 

128 W . 雲ぎ み 暑. 


巧 員 入用 の ある 者に 

限る。 委細は 面談。 

桑 山 おが 

を 五十 化 T 目な 十の 番 

レスト タント 良 

く賣 b 达 むだ レスト ラント 夫 蹄 

者 ホは 獨身 をの バア トナ アをホ 

わ 樽 合に 依 b ては 讓 つても ょし 

午後 化 時 後 乞 來談。 

ジ nabe , 501543三马さこ 

Tei . Au を b 呈ちさ 


家具 破格を 賣 四 おが じ 

あ 室 アバー トメ ント用 家具 一切 

破格の ま 値に て賣ら たし 場所は 

東 六十 lllT 目 二 S 六發居 がの 儘 

じても J し 委細 而談 電話 じて 

下記を 御が 巧し あれ 呈正留 a ごだ 


賣 度ち 利。 る レス-! フン 

卜ま人 歸國じ 就き 至急 賣 渡し 度 

し 委細 而談。 

壬呈こ 1 W . ご st S 1. 

M 家 其附の 一一 一室 アバ！ 

トメ ントま 急 破格の 

廉惜 じて 譲 度し 御 お 學じ 化ち 家 

具 丈け じても をし 【桑 鶴】 

ci ミ imra Brs 53 W . 23 rd St . 


巧氣の 流通 宜く剛 る 

き 乂 きを 二を、 執ら 

. ― ^く裝 飾^ — ^ た ァン ファ ニシュ ド 

ア戶 — ••メ ント 設備- 充 を、 ーケ 

月 か 弗 ご 8 で St 呈 hS 二 ぞ 


貸家 五 了 肖 ブロ I ドウぶ 

ィ 附近 供 樂部义 は T 宿屬 じ適當 

ホき リ ー ス あら 家賃 怡巧 。ホへ 

Lincoln Square , B 另 1 是- Siati 百 n F . Manhattan 


貸 室 火 小 S 蒂あ もまず 淸 

潔 f 视が よし 御 SS じよら を 事ら 

赌 います。 〔巧 中小 兰郞) 

岩 2 卓-苦 thSL T 己. Trafa 亭第 7 巧 
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妻が 建築 事 お 所 

Iw 汉 hiko Tsumanuma 

Room 1607 No. lOl Park Ave. 

Tel, Vanderbilt 3436 

瀬 川が 隙 事務所 

H. Segawa, Insurance Broker, 
303 の む h Ave., 

Tel. Franklin 4900, ext. 巧 3 

巧 旧 荫事 株を 誓紙 紐 育克脖 
Uchida Trading Co., Ltd. 
291 Ikoadw が， 

Tel. Worth 1576 

島 貿易 株式 脅 ifdL 

ShimaTl raSm 島 Co, Ltdf. 

150 Broadway 

Telephone Rector 1484 

-Paul K. M. Thomas 

Adve け 化 } ng Counsel 

2023 む化 刪 BuHding 154 お ssau お . 

Te!. おみ 阳 an 8978 

株式 會社 赤 尾蘭會 
AKAWO 友 CO. ， Lt - ん 

295 Fifth iUeime, Kew York 

Tel. Caiedonia 9753-5S 

Japanese-American News Service 

n ホ 電報 通 おホト 

化 斑の 政治 巧、 赏巧界 及が 界の 
事 巧を 班 速 且つ 確 宵に 報道す 
巧 U 入 お ーヶ月 巧 金 お. 十 巧 : 

i 

1 

Tokyo Advertising Agency 

i 

U 本が 巧が 誌 旗 吿一股 か 扱 ^ 

35 Sixth Avenue, New York C な y 

Telephone Spring の 7 7 | 

乂巧蘭 事 株 ま 曾 社 

Kubara Trading Co. 

が Church 化 

Tel. む rllind 4550 

S 共 株を 會社 輿 東 貿易 株式 會社 
化理店 

裔が荫 曾 

Takanine Corporation 

120 Broadway, New York City Tel. Rector 7884 

Gen が al Office & Fa 加 ry 208 Hawson S ししし C か, ん Y. Te し なり Iwe り 7718 

淺 野物產 株式 食 社 

Asa 打 0 Bu が an Company 

Room 801-805 

165 Broadway 

Te し Cur け an か 8047-80 が 

大 倉紐統 育ま 店 

Okura & Co 巧 

30 Church St^ 

Te し Co け ! an か 2292-93-94 

紐靑 り 本人 會 

The お pan だ e issocUHon, 

250 West 57th St., Sew York 

Tei. Circle 81 郎 

巧 滿洲鐵 道 株 まを お 
紐 脊事採 所 

South WaKhiiria R. R. む.， 

270 Riverside ilrive 

Te!. Riverside 4763 I 

s 井物產 株式 會社 
が 育ま 巧 

Mitsui & Co., 

65 Broadway 
了 さし Bowling Green 7520 

帝闽爆 領事が 
Consulate Gen が al of お pan 
け 5 Broadway 

Tel. CorHan が 0314 

巧ま會 おおが 巧 店 

紐 育ま 巧 

Iwai & Co 。 

Woohvorth Building, 

Tel. Whitehall 6040 

S 築 蘭 歌會ぁ h 

M れ subishi Shoji 区 お sha 

(Mitsubishi Co., Ltd.) 

120 Broadway 

Tei. Rector 25G0-2664 

巧 ま 食 お 

III 中商會 が 育ま 巧 
Yamanaka & Co.. 

680 F が th Ave 。 

Tel. Circle 4014 i 

. H 本 綿花 株ま會 社が 育 支店 
お pan Cotton Tradhig Co., Ltd^ 
Cotton Dept. 

60 Beav が か " 

7 •し Bowling Qreen 2980 
糾 k D 巧 t. 

26 Madlion Ave.. 

T •し M«d. お ， vm 

u 米を 糸 株式 會黏 
紐 育 支店 ‘ 

N ぶ KitTO K&BU が IKi XAISHA 

(NICH レ BEI KIITO CO., LTD.) 

373 が K jWe 叫ら 
， Tel. Ma ん S ル 7 己 92-5 

紳 ，日 鈴 木 巧 巧 
おを 支 巧 

Suzuki & Co., Ltd. (Kobe) 

220 Rroa'; ’’ ; り -. 

fol. Cortlan か 1 149-;— ぶ -;!- 52-53 

円本 生糸 巧 ま 曾 お 

な 育 支な 

Marimura わ 3; るむ .1 A が n わ 

44 広 23rd がけ 

Tel. fishland 53? ご 

原を 名會な 
紐 育 支 巧 
恥 ra & Co., 

443 Fourth Ave 。 

Te!, Caledonia 7830-35 

1 江 商 巧 ま會社 紐 脊すお 

! Gosho Corpora む on, 

: Silk importera, 

1 334 Pou パ h Aw. 

Tel. Ma ん S 中 46M 

Gosho Co., Inc., 

Cotton Exporters 

60 Beaver か ,, 

Tel. Bowling なけ tn 8806.06 

乂お朗 H 新 巧 お 大奴が H 二 お MH H j 

賄 旧巿や 上 巧虎廬 

0 な ) [A ASAW Osaka Mainichi, 

Room 308 World Building が 7 Tribune Buiiding 

Tel. む ekman が卽 ； TcL ：kmmn が 59 
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化 虹？ ぷ沒 jum がを 化 im が ! 


SATURDAY, な PTEMBER 5 , け 25 



の もの じて 女 邪の 内政ぶ おを ホ 
むる ものに ホら 中して、 將 巧が 
ム 必を の い U の 來 る ふをぉ普 
しつ； ゐる 壬を 確侣 ずる おで あ 

と ぶ々。 ^ 


がな 巧 報 


反動 胸 肖 か 

前 蝴務お 巧營當 


前蚁 務な官 じして 現に ホ圃化 


普を 協 巧々 が f あるず ザ！ 少ブ 

エゲ ァンス •ヒユ t . ぶは 去る 

: 一りデト 曰 ィトホじが\;'、れた ^5 

協 巧 S 年期 藏巧 じがて， 米闽お 

ホ々 装の 愚-近の 趨 おじ 碑て 興 ホ 

あるが 說を がみた。 

即も 氏は をの 一節 じが 1 『現 

化 巧々 の帖化 じご b て、 巧 もす 

5- ) ノ主 > 


巧ぶ が 如く 『狹 お. こ 偏 


1 乂氏 

をなる 輔 神の 避 露』 ど。 つてん 
じ過ぎ；： ^ い。 拂ぃ移にホの制 
をは 义闕 識者の 化ぶ 息 見に ホら 
ずと 稱 ずる ものぇ、 がらに 嚴 巧 - 
む る 外人 化が 化の 制ぶ を 見ん ど 
-、 カリフ オ 成 こ ァ ±化 巧 もま 

寸 ます 惦媒 S 巧を 巧して、 排 n 
みが 玻 おの ゴー レ / ごず る U 本人 
追 化 じ 巧 化しつ i める がかき、 


- - の 偏狹 じして 狹み U る 反動 精 
神の 發あ L 」 わら、 米闕 K ホ々 兹 
の かがと芯味す る で は い か 。 

しかも 米 闽に義 A 。 しごせ や 
巧 巧は けの マ クラ チ！ よらら 一 
人の ヒユ I ズ 氏を 得た こどを 化 
必 ごする。 巧 等は この 正義の 聲 
がは ま々 義の ジャズに 亂舞 する 
乂乂の ザ」 いかじ 嚮く かを、 典 
ホを のて 監視したい。 


支那 時局の 推移 


ち；：^ る 前 化と 稱 ずべき も は 

化をじしてをっ偏化^:>一る巧神の 

化 長て ある。 若し か！ y 輪 神が 

をく の 塊を み 如く 信條 'y むら、 

をれ がぶ おず るに 幸る- \ どは 協 

めて あ險 でもる -' パ ーれ を 数 

ふらの け、 赏に 乂轉魂 y も 云 ふ 

: べき 糸を ど敎 化の 自由 すらな 

りれ ぶじら 3 。 . 集 脚 的む 韶 力に 

がな 個人の 自山戚 をを 巧 苗" は 化 

. 諮し。ければ ^:^ 向3。 ： … お—、 

過去の 進 ホが 我等 じを えち も？ 

- が ある ごするならば、 をみ ば 恐 

- らくを 閒の宫 もで わらぅ。 一る 

自 かの 特權は 他の をれ ご 等 了 

斷 じて 少数 巧が もめる もの \ 一^は 

卜 * く、 . 力 人のを も 寸べ？ も^で 

- あつて、 これ だ 信ずる 我等は、 

自 かご K ま々 藥 のために、 巧 等 

の 公立 學校 力ち 州 立大學 は、 巧 

等の制限を的せられ ^^ ぃ、 強め 

て 自由な 空 氣の视 じを ちすべき 


討議 範圍 擴大 だん 


國務 長官 ケロツ . グ巧 斯<聲 明 

ホるべき 支那 馳稅脅 蔑の 中必 j 巧硝 をな もじ 撤廢 ずる じちる ベ 
カビ 認められて ゐるホ 越々 あ 良 I きる を雜 信ずる。 ま那は 列强ど 


ものである こ 信 やる」 

忠 ふじ ヒユ ー ゾ氏 のこの 言說 

は、 恐らく 媛に アィネ ヮ 乃ま才 

ンゴン 州 t 立 ホされ， 遂に 大雍 

，おじて ホ 立患ピ 認められ じ 如 内 

のか 齒能學 お化締 法、 近くは を 

j 米を 騒^した テニシ ー がの が 進 

-化 諭を 巧 法 等を 龄し たもので あ 

らう か、 この 言説は 偶々 化て 今 

- やな お 3 問趙 ごな b つ"" をる ぶ 

哇 の；！： 本人 語 學お化 絲ホじ 適用 


をグ ーー ツグ 氏は 去る 二り ダト ロ 

ィト 巿に 踞懼 された 义國 

法曹 験 會宗脚 繳會じ 

ホ赞 どして 招が を 受け、 をの 席 

上 じて 支那の 瞄巧曾 謎に 關聯し 

頗るを をい * る 聲邮を 試みた r 氏 

は えづ ホ i べき 曾 講ん义 轉化ぉ 

ごして 駐支を 化 マ クム レ！ 氏の 

钟シ ゃゴの 巧曹家 じして 關我專 

門 あどして をを な スト 0 1 ン氏 

の 化 命を おを し 氏は ま那 のをみ 

法 储撤廢 調 杳を權 たるべき ミを 

一を r 、 巧强 どの 協調に 巧て はこ 

れ がが 衝の巧 面は 洩らす 巧は な 

かつた か、 『ホるべき ぉ 謗が 單 

じブ シン トン 禽議の 協を のみ じ 

拘 がせ や、 旨が 討敲飽 園の 擴大 

を 巧る じ まるべき J は 則 强も認 

めても る模碟 でを る』 ゴ なし、 

こ； れじ 與卞る 

米國 政府 の立攘 ごして 

过 『截じ ホる •へき 脅講 のみなら 

ちホ闕 はを の 他 化 ゆる 機會じ 

化て 劇 税問趣 よら 生す る 對ち諸 

化 巧の 修正-' レ 關聯し 進んで これ 


巧簡 回答 

. 的 提議 協贊 

化を 二 一口 蚕；： = H 本 政府は 支那 
S 關巧资 .が 集じ對 して 网 答し 

H 本は 列^ぶ 協調 （て 支那のを 
理的むる5^?!|じ就てはがなを0 
てを 段す i ? 普述 蝶した るが、 支 
那 政府 ご 心は 上が 動亂の 善後 

策 どして 刹 强，； ホを まし 勸誘 

さ れ つ i め ま那人 判 事 の 混を 
裁 巧 參加反 ザ 上が H お 部に 支那 
人を 巧 か じは ほ掛し 近く 

をの 理 もを 貧ます るに まるべく 
現じみ 閣賛ず じある 踐は黨 S が 
ホ 的を 子が 語る 巧 じ 依れげ 現廣 


.遭 化が ツ いが 扣 か M 如り J 

上がょ b の昭 おは H 本 政が の 腿 
をに 化ら 執れ 段邮瑞 氏は H 本の 
ま 艰に巧 を倘け 或は 近く 米闕と 
の 巧 約 無効を を ホす るに まるべ 
きが 势， y, る 巧め マ クム レ！ を 化 
けが 玫じ曾 見の 上、 た耶が この 
降 斯 る 巧 動 を 採 る に お る ら ば 
ぉ 劇の 載 支 政策は 化. く 化 本 
より 變 巧し ホるべき 關稅 曾谦も 
單じツ シン トン 協を の 範圃內 に 
化む るで あらう ゴ 辟； をした もの 
の 如く あ 勢 U 頗る お乂で ホる。 


巧 あ國を 

義じ違 id 

化 

等は 斯 
望して 


の 貿易 底け ま那の 開拓を 求めて 
& るか、 斯の 如きは ま權醫 たる 
支那 どして 陛あ的 ホが じ 依 .6 化 

おか 入の 生命が 產 をが 護ず るの 
黃務を おすべき は 勿論 じして、 

ホ 國が過 まじ がても 常に 支那の 

ホ 權ど强 固なる 中央政府の 樹ぶ 

におつ て臂 敬し つ 5 あつた-とは 

余の 權 信して 山まざる 所で ある 

余け をが 就任 W ホヮシ 'ン トン 協 

定 じが b 

關 稅會議 の 召集、 を 外 

法 權の徹 磯 等に 就ての み 證實行 

に 巧 力し つ； ある i . をが る。 然 

る护 不幸 じして 支那の 現が はこ 

れ 等が 理想を 寶現 すべ < 巧 ほ 疎 

隔 して ゐ る。 今や 支那 歐 みには 

脚醒爭 巧な-ホ 梅め 一 L 稀ち な排み 

運動が 突發 し、 列 强は自 固 ほを 

化 護ず る爲め 化むな {武力を 使 

用す るの 化 態じ陷 つて ゐ るが、 

化を 股 政府は これ 等の 敵 凿的行 

動 ど秩お 回な じ 巧 力し つ i ある 

もの i まだ おを なる 成功を 收め 

て & ない 模巧 である。 併し乍ら 


R 府 はを 孫 文 巧の ホ 
農。 シアの 贈賄 じ 
ので あ 6、 巧 
一掃を ホ 


を . ！：： ^ した もので， 

る 一^を 黨か 子の 

ゐ |ム£ 旨剛 しわ n 


列碱 圆答 . 
普て 化 京へ 

二 上海 閒題 はみ 離 


ブシ) 十ンー こ：：： 發 ：：：： 米闕 政府 
は 巧 ミづタ ムン ー 裳 怯 じ 對し近 
くま 服み. 賞 じを 附 すべき 列強の 
凿ぶ间 をピ調 巧す るの 權 能を 賦 
與 した" I が 判强は 同時に 觸我會 
講化 お： f 治 外法 確が 化の 諸閔題 


リシアの 一機 

帝都に 飛ぶ 


.新國 際 平和 會議 

バリ 1 1 1 U 發 UK がか ニヶ 閣 
の 化ぶ 的 八け 名を 御 お t た方齒 
平 かま 窮お 巧ぶ は 今朝方 一の 煤 
な V . お^ 做ぜ官 數け人 懲瞄の 下に 
開 巧 ごむ 獨逸滩 巧谦巧 じして ホ 
かま 窮- 巧で ぁる 0 王 ブ氏も 出席 
し佛 脚ぶ 食潍技 ユリ 4 1 にピみ 
じ祐說 ずるを でぁ 勺た が 後 おじ 
差 支が ゎつ たので 0 エ •'氏の 被 
說も小 ホ v ub 英 図の ノグ マン 
エンゼ^ 氏が 化が ま 義を商 調し 
化が 侧 よらを お大が モン ジ ー 巧 
が 出席した。 


組 ホ 



翁 

哀 

話 
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ガ 

□ 
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夫人 ミ 日記 


一機は をな に 抑留 
東京 特電 二 H 發 u 義-し モス!^ 

ゥ よら 化ぶ じ 飛び、 がら じ 化！！ が 
より 東京-し' 飛 ホし じる 〇 シア 飛 
巧 機 二臺の 中、 一機 豫定の 看 
陸地で ぁる 廣島じ 到 葛した が一 「 
一機は 下ノ關 產島耍 墓地 雜じ不 
時 着陸した ので おお 陵 お 省よ |り' 
異溝 ぁら、 外 巧 あ 侧の調 許ら i 効 
なぐ 當馬侧 は U 本が 空を 及びを 
集地帶 法に 照し お 化 曾 讓の密 k 
じ附 ずる i ごな も從 つて 東ぶ！ へ 


伊太利 首相 代表 


ムソ 


マニ：：： 發 =： ィタ タ！ 首相 
二 氏は 目す：！ ン ドンで 願 
猜中 である » を 鹽の專 巧 家會議 
後顯耀 ずべき 歐测ず 和 保障 條約 
に驅聯 した 關炼 列強の が 相會議 
じイ タリ ー を 巧 表して 出席す ベ 
く 氏の 資格が 首牺 兼外頗 でも あ 
b - 多が 會 謙々 長の 要職に 就く で 
あらう と 立 はれて & る 0 


吝 


の號 がを 許さず、 他の. 一機の 
は； 氣 を 都に 飛び、 本 H 午 5^ 所 
澤飛朽 場に 到着して 官 はぶ 歎 心 誠 
なら 微迎を 受けた。 1; 


じ 孰て， で 化 あたるべき £ を 暗示 


すべ 

任を で 

を ホめ 


を權を 

む模樣 

7 シ 

b をを 

巧 か闽 


さむ るら ので あら、 がら じ -一の 

強義を 敷衍ず るなら ば、 米國の 

が 円 移 氏を 制を じ も 適 W さるべ 

き眞驰 であ b 、 且 亦、 化界 外交 

お 海 巧 どしての 巧 巧を 持つ 乂歐 

の 巧 おお ご、 ホ 法 部 諸 員の 威鋪 

すべき お訓 では あるまい かご 考 

える 0 

自 がに おょれ た大な 源の 所を 

: 巧 であ b 、 をの 闕 は 世が の 雄 

I であ ら、 をの 財力は 歷じ化 巧を 

I 聊かす じ 化る ホ 岡 じ、 戰を 恐る 

r へきな 孤 ® 想の 巧 起しつ i ある 

i 所のは、 一 乂 化 曾 ょら 一大 阅を 

一への 組搁 じ轉換 せんどす る國家 

I として、 巧 等は-化 じがて 问お 

j の 息を 装す る じみ いるものでは 

I ない が、 のじは 忌い べきむ ホ 脚 

i の 勢力 横む ど ub 、 外 じ おして 

一は 人祁巧 脚の 前提と も稱 しおべ 

I き 俳 アジアを - k 巧 化 制 おど U ら 

j たるが かき、 いかに 义闽 の爲政 

I ちが 口を 械 めて アメリカ みを 明 

i ど 正ぶ を說 くど 雖 、をれ はヒュ 


が1|1?をを巧むもの じ非らず』 ど ー ホ顷及び列强が こ の爲めじま邪 


巧ら に最巧 支那を 府 ょら 

則强じ 致しれ か國 のま 那 じがけ 

么特 巧の 利赌み 他條約 上ょ 6 を 

ホる 脚 攤の諸 かを 說 明した る 後 

『米 瞬 扱が はま 那 めを かか 權撤 

邀 、司法 職 度の 樹 々等 じ 就て は 

委賃 をを して 最も 速 かにを の 一 

切を 調奄 せしめ、 宜つ これが 撤 

廢で 就ての 巧吿 をち 跑 したる 上 

速 ホに 政ぶ の樹 ホを ホ 留 しつ i 

ある もの じて 余け 

過去 數年 じ 置ら 支那が 

治 外法 權の撤 廢ど宗 ホ 權の獨 立 

を 巧す る爲 めじが 法が の 賞 施、 

襯刺制 巧の なき、 が 事 及び 辯 護 

北の 啓を 巧 一般的 巧 力の 跡を 認 

めざるを 得 G い 巧で ある。 をは 

この おじ 就て 米 風々 はが 义那國 

氏じ對 しな 時なる 间惦の 意 ある 

を 施 信ずる ご 化 ハに 本 化 府も亦 ま 

那 政府 おを のな 測々 巧を ぶを ど 

し 支那 固 内に 巧留 する 外國 人め 

化 命が 建 S みを をが 證 

する じ まるならば これ 等の 治 外 


を 巧け、 支那の 野 必を實 をす ベ 

き 過去 S 誓約を 

ずる どい ふ郛 由は 

毫もない 。支那の 前途には 今や 

解 ホを 要ず る 問題を々 あらてが 

し、 を もが これ 等の 間 題に 就で 

支那 政府 化 おと 腕 襟を 開いて 解 

巧を 欲ず る 者で もる か、 而 かも 

これ 等の 關稅 或は 治 外法 權制ほ 

みかき V は 巧れ も條 約を 通じて 制 

をされ たもので あら、 これに 化 

り數 千の 义齒 人は 支那に ありて 

資 あじ 化牢 してむ るので ある。 

故 じホ國 政が は 彼等 じ對 卞る義 

務 どしても 

文明 國家 の 普遍的 法 禅 

でゐ > をつ ま權 者の 巧 おどして 

ま那 政府 じ掛し 彼等の 化 謎を 巧 

めな けれぶ U ら 口。' 而し てこれ 

等の 討 蔑 じ當も 最も 阳 難。 る 問 

踏は 現 支邪换 おは 巧して これ 等 

諸條 のの だ務遂 巧に 巧て 信 おし 

得る や 巧 や ごい ふ 問題で あるが 

をは 米 越々 には 锁 じて 化 約が 他 


ホ 化を 府は上 お 動乱の 奠 

る 外人 巡査の 處罰其 他 
ゐ るが 今回の 凹 答 じ 巧 

ては 本带吗 しを が 觸れ ざるべく 

ホ國 を^は これが 解み じ對 する 

クム レー を 化に 一巧し 

ある 0 

トン 四 口發： ：：： ：國務 省よ 

了れ た 所 じ 彼れば 今年 六 

fc 解を なて 發 せられた 支 


那政废 の 提满じ 對し列 强は聯 を 


著を め 


廢じ就 

答し 


卜 じげ U 附 を' 3 て 正式の 

凹 答 (2: をは 別項' 所 報) を玻附 

して t を讓 及び 治 巧を 確の 撒 

隔意な く 討議す る 9 り网 



泉 襲 ふ 

死傷 あお 十が 人 

ま|^特電己 U 强：：：：本年 の 二 讶 

十31^天氣か晴じて無事ならし 

も々^ 廣島縣 を 伯 郡 じ 豪雨 あ 


英墨 玫府の 

外を 模活ず 

混合 裁判所 紐 織 

メキ： 。 を 一ー ロを n 義じィ す 
シコ 居化英 A の 生命 財產 が 護て 
就て 外を 上の 離 係 患ぶ しからず 
遂に 等 働 黨內閣 時化 じ 外巧官 P' 
引 揚げ どなつ た， ぶ 墨の かぷ鷄 k 
はを の棱 チャ ムバ！ レン 外 絹ゾ」 
メキシコ 轉削祕 節が 祈 街の 結 栗 
圓がじ解巧し不化化 5 ^ を關孫|め 
化活 をを おする じ まつた が、 _ す 
の 巧 おじ 孰て 英轉 輿論の 一部 I は 
これを 不安と しつ、、 あ b しも b ： 
務當 巧は 巧 墨 混を 裁 お 所の 設立 
をを おし メキシコ 革命 巾の 31^ 蕾 
賠償は 狼を 魏利所 じて 審理し を 
れ 0 後の 事俾は 外を 的 じ 解 本を 
則し 若し 来 解かぶ 場を はこ わを 

あを 裁判 じ附し 接が じ 依 b ては 

おすの 闽 瞭滅刊 巧に お 件を 砸附 

する？ 一に 協を した ど敍 がしね。 



fV 洪水 ごな b 脚 死者 五 人、 

五十人を を じを 校 i 、 は 

一一戶 は 流失した。 


電間 題で 


ず 國警吿 


段 執政が 譲歩 か 


口 I ン ドン ーニ：：：： 潑 ：=： ロンドン 

タム ムスが ワシントン 特派員が 

信 観すべき おょり 洩れた 報道 

して 巧え た‘ 所に 娘れば ま那 じが 

け 互 三 井 物を 凿ホ國 フユ デ ラグ 

無軍會 社の 對ま 無線 契約の 紛ず 

は 近に まらて 猛 々憩 化し 日米 

か 


I 兩 ホの 間 じ 頗る デリ ケー トな關 


.英國 の 撫員纔 H 

りン ドン ニ扫錢 = ： : 英轉 本 ± の 
船 貸間 證罷ェ は 失業を のをく が 
ストライキ 破攘 じを 華し つ i あ 
る爲 めが 峽 定期船を 除き 遠 巧が 
がを 蝴 贈には 利 等の 轰 支を 生じ 


で 二】 

と 巧 十刚リ ：；；；： ヤス ナヤの ごた 
ごた は、 日 ど おに 惡 化して 巧つ 
た。 卜八ス トキ 夫人は、 絶へ ホ 


ナナを 巧んで 漸く；： 0 記を 夫人の 
ホから 引離し、 これを な附 贿 
じ 納めた のでを る。 

よ 巧 I - 乂 HU 伯爵は 巧 向きの 
齊 齋が裝 いために、 レミントン 
室 (が 背の お) を 化つ てゐ る。 化 
はを こで 柿々 ご莱 おじ 就て 談詰 
した* 

了 おを のを 中に 卜八 K トキ 夫 
人が 這 入つ て 巧た。 彼女は 翁が 
手に して ゐる ある ル おの お ホを 
見个 しなから、 いろ*^^-^ ど 質問 


過 ま 十 年-しお も 翁の り 記手體 しした。 氣 はを むを 說 明した が 

>.1^ > LI I / > > 


て & G いが ニュ！ ジ 1 ランド、 


藻掷 度び 商 阿の 船員 罷莱 はお 巧 
堅く 幾多の 遠 節が が總は 港內じ 
立 化生のを である。 


お ホが 議± 逝 

まま 特電 二日 發 U 埼 •玉縣 第五 
區 選出 ホ 憲政ぶ 會化誰 中正 六 位 
巧 非 離宮 巧は 今朝 神 口の 旅先 じ 
て 察 巧した 0 

註。 巧は 巧 治 十 年 化 埼玉挪 新 
鄕村じ 生れ 東を 法學お 卒業、 
巧 遊 二回、 曾て 米闕よ 倦の 幼 
年 者が 護ー カ國會 講じ お 席し じ 
を あら。 『憲法 俗論』 『滿鮮 ま 
那遊 記』 『歐亞 の 港 政 資料』 の 
著述 ぁり。 數縣 の港務 部長、 
內務 部長たち し I 一 もを る。 現 
じ 鬼が 巧賄會 社、. 巧が 興業 會 
化の 社長で あつた。 


藏相お 馬し 

新對米 交涉^ 

.使節の 顏觸 確を 


バリ—- ち 驚 = 鹽驗 政界"! を 

穀ら纯 目を 卷 表つ ミ ある フうン 

义の勒 乂戰時 負 僮 巧濟を 渉を： 同 

は藏他ホィ ョー氏自らお揚して 

n ン ドン 會潘の 成功を 裏書す ベ 

く藏 相は 約 十日 間滯 だし 直 + ソじ 

歸佛 の途じ 就く ベ < 今回のを 渉 

は藏 相は 元ょ b 現 巧閒の 運ん^ じ 

係る 閲題 ごして 國巧 的に も 皆を 

視 されて ゐ るが 使節の 外 顧稱格 

どして 銀 巧 家 二を、 両院が をを 

員 八 名を 間 伴すべく 一巧は 化 巧 

十-ー ハ 日の バリ-- 號で 出帆すべき 

が藏 相は この 陈フ ランスの 輿論 

が 米 國を鬼 巧 批評す & のはず 涉 

を 巧げ る どい ふな 棲から 談お終 

了 後まで 新閒 紙上の お 米 評論は 

一切 微温 的で あつて 欲しい ご 了 

瞬を 求めた。 


橫濱に 虎 獲 薪 生 

東京 特電 二 H 發 U 橫濱 では 眞 
巧 コレラ 患を おを 懸 をした。 


支那 孜府の 要求 

まを 特電 二：：！：！ 發 U ま 服 政 おは 
滿鐵 沿線の 郵使廚 撤廢を 嬰 ホし 
ねがり 本は 之を が絕 する じ まる 


べし ご 0 


東京の 人口 增加 

東京 特電 一 H 發 = 東 巧の 人口 

は 一年 餘 じしての 十万 人增 加し 

な 化 十二 巧 六 千 兰巧十 人 どなら 

靈災 前の 八 劇 二 かと 烛八 毛じ該 

當 して ゐ る。 


震災 一二 週 年 供養 

東京 特電 一 H 錢 ru 本 U は露災 

一二 週が じ當 るを W て 本 所 被服 廠 
跡に 化て 東京 府お聯 をの 追悼 曾 

を 開きた るが 正午まで 云 十 方 人 

の參 巧ち ぁらを 巧 上を 管 ま 道 重 

大僧正は 飛 巧 機で を 向 供養を な 

し 十一 巧 五十八を よ b 1 み 間を 

巿默騰 し 當聘を 備ぶ淚 の 跡 傷ま 

しい おで ゐ つじ。 


を 迫つ て， 巧し-これが 他人の 手 
じ 渡るならば、 毒藥 かおみ 自势 
をす る やうな i を 云つ て、 威を 
した 0 

卜批ス トキは をのた めじ 神經 
を いら-.^ さして ゐた 。彼は、 
寒の 神 經を靜 めんた めじは どん 
な讓 ホで もずる ごい ふ 態 巧を 示 
した。 勿論 彼に ごつ て、 家內の 
平 かどい ふを は 日記よ b も、 巧 
物よ らも 大ぉ であつ たので をる 
彼は 今锁 、'妻 じ 永ぃ ず 紙を 送つ 
て、 問題の 日記は チェ、 ホブの 
手から 宮 みの 手 じ 取戾す i -' を 
し チで、 ホ. フが 氣じ哈 はない な 
ら ぶ、 當 みの 間は 彼 と鲁 はぬ i 
等を 述べる と共に、 彼女に 勒し 
ては を 後 冷 靜な態 巧 じかえ る J 
を ホめ、 おし をれ が お ホない な 
らば 最初げ 約 巧は 織して 自 みは 
ヤス ナヤ •'お ブ アナ か- ん旅じ お 
でる i 等を 述べて、 左の やうな 
一節で をの 手紙は 終つ てるる。 
巧し おが お前の 苦しみに 耐へ 
る i が 出 ホるならば、 この 生_- 
活 は" 総 けられる であらう けれ j ' 
でら、 なじは これは 出が なわ 
が 日 わ 前は なを 巧し みの 化 あ 
' 'ド 按 てた'? おは 販 くで 化錢が 
なかつ たので あるけれ ど t 、 

わ 前のを を 者へ る ご 眠ら、， な 
かつた。 お前の £ を 感じで ぃ 
爲 めじ 考 へて、 一時、 一 . 時 S 
な b 慟く潑 た。 をして わ- 顶の 
夢を見た。 親愛なる 友递 よ。 

冷 節じ考 へて、 わ 前の ふの 喊 
きじ 巧を 傾けて 下さい。. お前 
宮 身の 感情を 巧 省して お當な 
一 : 斷を 得て 下さぃ。 なを 身 ご 
しては、 もうこの 際い. か 一なる 
巧 動を もピ ら^い > と をん ぶし 
じ。 親愛なる わが 者よ。 化 A 
を 苦しめる 主ら ら化づ さみ 自 
身で 巧し むを を 化め なと い。 
アンキ サンドラ •术 ゲス ウナ 
は テグ ヤ チン キへ 日記 於を おる 
ためじ 巧つ た。 彼等は がし さう 
じこれ 等の H 記を . 為し kc をれ 
は トグス トキ 夫人が こ i を 拾て 
る やうな； が あつて は s いふの 
. で、 夫 A の 了解を 得 わ 上の 話で 
ある。 H 記の 篇 しが 按るど 、を 
れを 一を み ごして、 户ンキ サン 
ドラは 歸る iw なつた。 チェ、 
ホフは 入口まで 彼々 を 見送つ て 
別れる 時、 包を 持つ た 彼女の 頭 
じ S 巧 十字を 切つ わ。 チェ；、 ホ 
フじ とつて この H など 別れる の 
は、 お 親め 者 ど 別け るよ b もつ 
らいので あつた 0 

をれ にし てら、、 f がス トキ ホ 

人の 典缠 はなん ごい ふ i か！ 彼 

女は アレ キサ ン ドクの ずから 奪 

ふやう じ H 記を を 化つ て 隨急じ 

磯ぎ 廻つ た。 お 連は 巧 巧の 巧搞 

が 破れる をを 恐れて 遂に サク ホ 


彼女 じは 解ら！ 2 らしい 

「をれ はナユ 、ホフへの ホ 紙 
ぢや あらま せんか」 ご 彼女は S 
った。 

「巧 故ナ 3 、 ホフ じ 手紙を 酱 
の ごず？ 妾々 をれ を觀 しても 
い、 > で すか。 何故 まが 寫 さない 
前 じこの 手紙を 出す のです？」 
等、 等 £ つ r けさ まじ 巧 問し 
ながら 遂に、 

「まじは こん；： * ょは さつ ぱ ‘ 
解らない」 ど 云つ た。 

「をれ は 氣の毒 だむ」 ご、 翁 

けさ も 疲れた ものぇ やう じ 返事 

した。 をして 彼女が 室を 出て 巧 

く 3 を 見送 b 乍ら をつ た。 

「なんでら かんでも チユ 、ホ 
マ ごい ふ 言葉が お ふ ど 彼 ホの 頭 

は淮辭 する の だ。 をして 柯んじ 
‘ 日 解ら なくなる。 ミれ が 解る の 
瓜神樣 だけ だ ！」.' 

神 經の專 巧醫で ホる ニキ テン 
梅 丈と ロソ ，モ が、 モスク ゲァ 

から 伯爵 夫人を 黎 察する ため- 
ホた。 ‘ 

トグス トキは この 醫脯達 かう 

まく 彼女を 戚 化し、 彼女の 巧斷 

力が 阅俊 する をを 斬つ てゐ るが 

醫師 達は 巧 源が ホ だ 解らない £ 
いふので、 1 巧を t J : で 明かす 

ivj なつた。 

と 月 化 一 一口；：：： おは 卜八 .スト 牛 
の 命 か li 從 って 書いた 手紙を 見 
せじ 巧つ た〇彼 はぐつ た b ご 掘 
れ たま ー ゲ エラン ダ じ 腰を かけ 
て & た。 なは 後 L; なつてから， 
翁が おの 中で がを の 遺言の 署么 
した 上、 自 みの 勞 がの 總て をを 
共の 財產 じする とを 决必 し、 息 
モの卜 こ トキ. 作 一を の 執行 人に 
した； を 知った ./ 

八ス トキ ホ 人の 氣 嫌は 相撼 
らや惡 く、 あみ 空氣 はます - 
重く U った。 がには 巧 か 偶發的 
な 事 化が 惹起て る やう . ；： > 氣 が f 
てなら . ；： < ■ い。 轉じ今 H のトグ ス 
キを 見て、 をん な氣 がする の 
である。 ： = 不 人譯。 


海の 巧 ミ 外 


♦ホ國 の術乂 所得 稅 あがおか 
され、 新 脚は 競つ てこれ を 巧 曲 
する ので 貧乏。 連中、 バッゾ が 
でも 解く 氣で 一々 これを 勘を| 
てゐ る。 おおな 法律が お ホ た- 
の だが、 が 婚のク レ デット をる 
すじは これが 一番。 

♦巧 司し 不時着陸 しじ n シア 
飛け 機ぶ 東を 入 6 を 許され や、 
モスカ-/'. じ 村つ た 朝 H の® 3 
は歐洲 巧を 許されない。 が- 
して い^户 みを つて 居れば 風 寒の 
お進^^一疑なし。 

すを 禍 化を 助けを < なつ 
メ 「ッ ク號 が、 が 育 沖で 危 • 

礁 天罰は 恐ろしい ぞ ょ。 




K . Iwamoto , M * D . 

114 W. 70th St. 

Tel. Trafalgar 0352 


KANZO OGU 民 I M.D 

214 High 化 わ ook ! が 
Tel. む mberland 10 が 


TOYO N.TSUGARU 

OSTEOPATH 

538 W.l 巧 th な 化 et. 
Phone. Wadsworth 5942 


Di \ T . じ Takami 
176 Cumberland St . む ooki が 
Te !. Cumberland 2311 


El •に Yosh も M . D . 

3 が W ; 71s パ i . 
Tei.Endicoti お 如-が 29 


DR ： H •ん GARDNER 

DENTIST 
19E . 61s { St . ApU 艮 
Tel . お getd 71 が 


んし CEASA 反， MX ). 

103 East 87ili Stre'ei 
Bet . f*ark & Le ) (お 如 n A 化 s 
Tel . Lenox 8873 

壽喉觸 鼻 耳 I 

間が 察彭； 

午ぶ 至 時 十 前午自 
崎 八 ま 帖六後 午 肖 


Di *. G . H .— 斯 lai*tfer 

DENTIST 
743 Lexington Ave . Cor . 础 h St . 
Phone Regent 2457 


Midori Matsumoto 
38 Post Ave . Ciiy 
Tel . Washington Heights 0437 



薄 節調鑽 眼に ホ殿檢 

F . 1 . FREDERICS CO . 

驟お •脏學 乂强比 liT も 
136 E . 59ih Si . _ お w む[ 1 < 
1144 3rd Ave ., be!. SSin - B'/fh Sts . 


KOSHIBA 

STUDIO 

舘眞 寫柴小 

661 Fifth む e.i 
Te し Pla.za お 12 

Branch Studio 
W が tminsi が Sh * eet , 

わ ovWence も！. 


Koike Studio 

437 5th Ave , 

む r . が 化が. 

Tel. Caledonia 6394 


KERR & MAYOR 

1023 Third Ave , 

ぶ此郎 & 81 な s . Telephone おが ni 2909 


着 お 入 本 白 

門專 靴型 小 


を 小き 高. 足 小き 廣 .足 小き 巧 



. ぶ も:‘- 舞 



州 E げ S も PE 邮 Y 

3 MaWen Lane N , Y - 

ェ細 冶鍛銀 念に 幷お剛 金 

賴お寶 匠 意新最 


iinofo Bros , inc. 

(Farmeiiy 聞 aruhachi るむ‘） 
1 ? Easi 1 パ h 化 fn . 
Te !. な uyvesant 3S5B 
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雜 H 
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Nippon D び Goods Co . 

1261 む oadway : City , Cor . 31st St . 
Telephone Penn . 5 化 6 
Boom 5951 
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フ 
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Universal institote 

128 Ea な 8 か h St . 
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細な . Blanche Fisher 

1264 Lex . Ave . Cor . 85 比 St . 


を敎 語を 人婦 

ょリ巧 ち お ンす年 語 H 巧 
b 賴 にがりと 。の お 本き 
四り て化朗 十一 微 巧 入 米 
时 はもが 化 冗 ン驗 じへ 閣 
を 一を をが な!！ ッ をはの 赖 
がし 巧よ マち ホ 巧 人 




NAR を TRA 日 I 舶郎 . 

が - 47 E . 20th St . 

Tel . Caledonia 9755 


祭 

良 
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雜 H 
貨本 
卸玩 
資具 



し hicago Tailoring し o . 

Order Deuartment 
64 W. 12^hSt. 

Tel. Harlem 7145 

—夕 ■ 一 •才 ー ツド ■ — メ 

離み 峰 口 坂 


ぶ 

京 

ホ 

か 

ノ 

內 


ぉ挪 
京靑 

丸 
山 己 

洋； 
服？ 
商 5 

偷原 



UP TO DATE Snii 皆 

Custom 巧择 
Tailor 巧 巧 


が W. が 化 Si . fi.Y. 
Tel . Bryan ! 7079 


Y . げ〇 

巧 3 Ees パ 3nlSt . 
Cor . Uxingion Ave ., 


グ 带 

ザ謁 
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洋が 
服 藤 
巧 
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一 了 

H 0 


證酬 TAIL 邮瞧 削 . 


300 W. が 化な . 
Te し む liimbus 4 け 3 


化 時 
山 

本 信 
み 
が郞 


洋 

服 

m 


累 


笼 

ザ 

洋 

服 

m 


. KASAI 

Marchant 

Tailor 

が 

TIMES BUILDING 
Room 304 
NEW YORK 


Phone 
Bryant お 13 


KODAK 

Developing 

Printing 

Enlarging 

140 W . 65th St , 




揉攘治 

西 巧 ホ マ。 サ—ジ 
り 本 ま 巧 婚が脫 
点灸 

出 お. 规切じ 治が 中 
上まず。 一が 約の ホ 
は 午を 一二が ょ b 自 
宅 じ V 施術し まず 
= 本盛灸 
專 巧學院 卒業 

擁脊 I 肆輕 東洋 

巧が とそ， 九 了 H ぶる 
宅 話ブズ すー ス克四 一 


か 巧 . K 巧 ZJH 巧一; 巧 UYA 

呈皇芸 ACT 呈 

'1507 書 iue . tl ミ 42 nd Sh 
il - M = r ミ 軍 I 2791 ミ om 養 




に J 


ホな 謙 次 


巧" 氷、 金、 午後 二 時よ b 六騎 
迄* 其 他は 前約に. 願 ひまず 


ク 

八 


村 瀬九廊 

ぶ Lexington & 完 . N . Y . 呈 y 
^ 羣 .おさ &2 ゴ h sr - 
ぎ 一这 adison Sq •を 18 • 7 夏 


託 論 i.c ^ 每巧十 H おけ 
雜誌 1 部 十 仰 
414 で si 基 th St . N . Y .呈- 


船み 食 巧 お腹 船 御用達 

遠 藤 小刀 商會 


這 B 吕豈ミ y N . Y - C さ 
旱至 一 重 all 1 置 M 


稅關事 驚 取扱 

WILliA 玄 L. 妄 NE & 00., 

ざ 〇ョ 12 苦 ご 8養 を さ芸. 
Phone ; B 田 wling Green 置ち *^1 均 


診察 f 

午前 ^時！十時 
午後 也 時 1 八 時 

バ^ 小お幹吉 

紐 育が フ ラ/ 1 病院 
第' 丑 巧. ザ お 勤が 
武ボ 3 ン户 ランド 
が i お 


S 2 
〇 

化 t 
1 n 
I e 


d 

ん 

R 

u 

M 

讯 

s が ： i 

w; 诚 

o w 

3 
u 

Y 


聯揉治 一 

= 水 及び 屯氣濃 
ホる 乂巧化 円 ' 

張の 目的 じて 一 
期 化 業 化 お 
尙ほ巧 開の 節は 班 進 
の 設備を 0 て 治療 \ し 
應じ 中し 帳 . 一 \ 
紐 育 瑞典フ ィジ オシ、 
ピ！ 學院 卒業 
i が肯メ ダカ 八 ジム 及 
ツ サ1 ジ協會お會員 

公認 西が 幸 男 . 


I 郡を じ t 當 かの 間 

診察 

午後と 時— 化 時 
"曜は 前約 願 上 お 

吉 お悅觸 


ル-一 t ‘ 

i 繁 

午が 一一 一時. 


ち 一時よ b 六 時 

目 壓 はお 約 巧 願 侯 


ー クトグ 

局 見豊彥 


感科醫 

▼彭察 時間 A 
每 ni (： n 權を 除く) 

を 前 九 時ょ ^ 
午後 五 時半 
水艇 午前 义 時— 

ち 後一 時 


漓科 S 

= 耕 ま 無痛 治療：：：： 

を 年の 經驗を 0 て 

U 本人 諸君は 特に 

T 寧 懇切 じ 施術す 

パけ マ — チン 


』05 ct^i OOC 1 R 1, M . D . 

至を 芝 tn st . Ne 去 さ fk 
ぎ 互 ミ sidJ | おな & を 星す 一 云 お 

み ク なかてが 丸睐 — 午後-時 

髮舅 fs 時 1 丰後九 時 

H 幡夕前 九 時 1 午後 四時 
ド タト ザ 小 梁乘ま 


齒科醫 木 下义市 

W 10 WJIIth St . 

Tel . wlonint 苦 57 


病 幷說か H 饱 H 午を 八 時 
祈 おを 木 班 日 午を 八 時 
なお 會 ±跑：1: 午後 八 時 
をを、 阁 基を、 娛楽 まの 設偶ム I , 
ホ 肖を 餅迎 す、 食 おを 利用 ぜ t 
化が 副 島 信 道 

u 本人 基臂敎 修道 會 jj 

102 w. 1 授 rd St ‘？ Y. 0 す 
Tel. S ミ nin 覆 d 《望 93 


日本人 S 敎會 

枚础 川な ホ 之 逝. 

# 事 巧 中 巧 一一 

J ち兰男 e 互. E . ohurcll W Inst . 

だ 3 去. 養 SI ジー . Clarkson 1 置 一 
拘巧說 お UWH 午 お八が 
帆 惊貪乂 粥 H 午を 八 時 
巧な 會火醒 H .午を 二が _ 
♦が 宿を 

な超 を倫比なを数み下町么十^; 

五 かを 生 會社負 旅 巧を じ摄適 一 
設滿圃 基 雜达が 巧 成を 稀娛幾 I 
具 筋 お 食 単 あら 

便を 觀 装羯旋 、旅客 案內 、を 锦一 
事業 調杳 、ぶ 化 巧举巧 お餘お I 
等间胞 諸兄の ホを を 散迎す ! 


お 
青 
:白 
n 本 


▽日曜 = 

聖書が 兜で 午 
共 蝴巧タ セ 時半 
禮巧說 を^ 巧 
ミ嚷 H 
讓 なを 又は お 
話な 夕 八 巧 


帘 おが、 旅 巧 ま 
を內 が、 人事 相 
淡が' 調を 部 •晚 
榮間旋 部， 巧 訊 
お縫敎 巧® 諸 課 
を 設けを 固、 ホ 
會 員® 巧を 討る 


J I i 

d 4 

• 3 J 

刖 

H 加 

s 


も 6 
ぶ 巧 

a ^ H 

ぶ S 〇 


が 

m 巧 

JI 


稅臟 事務 

巧 洋ぶ地 並に 查世 
巧の 徐 出入 ホ 法に 
熙 する 一切の 御 諮 
閒じ應 じ、 巧 道 お 
船 貨物 運賃 度 ぉ 化 
表 稅顆手 綻惡等 進 
呈 す、 重要 都 ホ じ 
化理 巧を おし 威ち 
敏速 御用 命じ 應や 

保髓 取扱 


: ♦書籍 ♦雜誌 ♦新規 
縱覺 まを 隅 
執務 午前 义 時よ b 午后 五 時を 

.紐 育 日本人 會 

西 五十と T 目 二 五 〇 を 
を 話サ アクグ 八-九 0— 化 


巧 留靑年 理想の 瞄体 

H ミ靑年 會 

f W . 塞ず St . ToL 扫 ミ kson 1244 


乂紐育 日本人 

基督 敎靑 年會 

岩 2 E . 置 th si . N . Y . 呈 y . 
ぎ 五 as 8141 


Mill 

0 丹 J 邮 

乱 i 

I も 化 化 化 
D 獅獅側 


齒科醫 

多年の 經驗を W て 

最新式 巧學 手術に 

堪能 じて 信用 篤し 

U 施術 巧 化 廉= 
U 本人 諸君には 特 

じ 了 與懇明 じあ 巧 

が 育 州を 認 

パ r ブル 1 ム 


】 r - 1 R . shishido , D . D . W 

夏 去. 7 害 St . ジ|. Endicott 3 芝 2 

i 德體 巧戶良 r 

自午酌 化が 巧 十二時 
自午を 一 的を おが 


が 育 州を 認 
內務 省を 許 
東京が 大醫 科大學 
產蠻俊 習 巧を 業 

建 婆 松 本線 


化が な 卸 封 


五味 簡會 

W E . 17 さ St こ N . Y . 百な 

ぎぎ yvesan 二呈 


夏 煤 向 ランプを 巧 

下 羽 電氣靖 巧 

N 021 wroadway 

ブ ー. 置 £ 0 M 7 



お直 ど 親が ごを 旨 ごし 髓實 

信用を る 商 おを 精選し 

.楷 別廉價 で販贊 致します 

クオ グ ザム、 エ瓜 デン 四 割引 

一二 か ザ 

お^ 鎖 貴を 廢並じ 寶お類 一切 

' ，ミグ トン 時計、 ', ヮ 1 ドィ 

リノ ィマ 帖針 、を 柿昭 時計 

ゥオ 1 夕— マン 巧年樂 
ち バシャ ^ — フ餅筆 

純銀 器 並に 銀器 一巧 

御 歸朗の 御尘産 一切 

時 則の 修键は 化險付 じて 確實 

じ 巧川自 みが 致します 

が 巧 ホ 巧 阿い 二 r 目 四と 番 

11 四 一二 号宰 ( 五 巧 ど 六 巧 間 ) 

巧 川岸 廟會 

带請 • ヘン シ八バ • ーア お S 二 九 

で hikawei-Kishi 0? 47 s 2 nd St. 


寫眞 — J 嘘 


熟 五 街 

阳 一二と 


診察 時間 

午を 零時 ザ =\一 時半 
午後 六 時 U が 持 
愛知 醫學 ± 

パ t 巖本謂 一 

古 偷比强 大學^ び 
グザ ラン お廣 ' ll 務 

顔を 


t 曜は 前約 願 王 候 
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メ ー シ ーは紐育な乂のデ パ I ト メ ン トが化でぁ 
らます。 がらし いみ 降 機 ど王ス カン タ ー は巧澗 
じ 化內 じめ ける 货 巧の わ 巧 物 じが 强 と 協 かごを 
巧へ てゐ ます 

化 おで 二 巧す る ものなら ばメ ーシ！ では- 
巧 八十 八 仙 或は をれ U 下で 巧へ るを を どぅ 
ぞ御 記憶 下さい 

H 本へ 御が 物を 御 送 9 じな > ねい 節 乂は御 質 物 
に 降して 御用の 谋 をは バ 1 ソナ グシ 3 ッビ ング 
ビユ ー"! を わ 巧ね 下さい、 親切に 御 化 巧を 計 
らます 
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產 裳で フオ！ ド 評 傅て 一】^ 

制限の ない 事業 膨脹 政策 

所：；； か 株を ホ お 憤が は — ' 化 億 弗 


配 當を無 醜して 事業を 擴張 


巧く のか < か 巧じ热 中ず & フ 
ォ ー ドを のん じ i つて、 おも® 

扫 ぃのは 彼の 階識 ： M 化 巧、 を德 
梢 神が の ム而じ 巧す る辑識 .こ 邸 
解で ある。 光 ホ 彼の 持っ 熟 情な 
る ものは . 

蘆 業 浪費 を 巧き ホ 巧 能 

率を 增進 するどい ふ もじ あるが 

をれ は必ら 中し もを 錢 k の 利 巧 

ごい ふ ものを 目的 どず る もので 

はなくて 解ろ 彼は 產 業が の敎員 

であろ、 應用 經濟學 の稱践 巧で 

ある どな 受ける £ が 出 巧る。 彼 

がち-力の 利 巧を 巧し むと いふの 

も 彼が を錢 上に のみ 偏し レ 結果 

では。 く、 彼が 自らの なしつ i 

ある ものを 克< 理解して ゐ るか 

ら でを C て、 利 持は 自が 彼の 憶 

I 中に 流れ込ん だので わる。 彼は 

_ このち での 常を のて 化じ掛 する 

化の 信用で あ b 、 をつ これを 有 

益に 利用 せんどす る 磯 巧を 巧へ 

られ たらので ある W 解 巧して ゐ 

るので ある。 彼れ はこの 機巧を 

摄 もちが じ 利用し つ i ある 巧で 

化の お 想 やず 段を のらのに 共鳴 

しない 人 速 も 殺な < じいが、 彼 

け 勘な < 巧を 明や傅 統じ阅 はれ 

ず、 常に 巧ら しいが み じ 

盧矿 ずろ だけの 巧を を 

持つ てな たので ある。 元 ホプオ 

) ド ごい ム 人の 「お 務的態 お」 

じ 就て は 秘めて 漠 がごした もの 

が ある。 彼には 他の 事 巧ぶ の 如 


I き ホ 格 所ら；：：* ければ 執務 時閒 ど 
いふ もの も U い。 化は が じ 特殊 
;^目的もむしに事務蛮やエ媳等 
どい ふ ものを ぶら b ど ホき 廻ぶ 
る。 化は をの 問で も倾 めて あ 族 
的な お ほで' 化り ど お話したら、 
巧 役に 邱 々 U 捉講 もす る I 、 時 
には 彼れ 獨特 のをな な 考案を 暗 
ホず る。 产 して 彼の 企業を 學は 
デト "イト ホが 誇ら ごする 毁當 
なが 銀で あつて、 勞 働が をが 遇 
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產業王 ご所 得稅 

あ 巧 お表された 所得 稅 おじょ 

る どを 裳 王フォ ー ド 氏は が 年 

の納秘 二な 四十 六 巧と 千 九が 

四十 六 孤に 巧し 今年は 二が 六 

十 巧 八 千 八 ’ ， U 八 弗、 息子の エ 

ド セ 八は 昨年の 巧 九十 八 巧 四 

千 二け 五十 四 弗が 今年は 二な 

十五で 八 千 立 十五 弗 どなって 

f 0 

し 自己の 巧 働 じ 幸福 ど 興 ホを 威 

せしめる i は 即ち 事業 成 巧の 鍵 

であると 認めて むる ので あら 0 

フォー ド 氏が 小规 校な エ 海を 起 

1 て 利得を 愧 しつ i あつれ 際を 

の 共 间經を あは 彼の 

を 業 野む のが 校が を b 

に膨 乂 である £ じ 就て 化 憂し 傅 

統 のな 巧 巧 ごして 化ら じ 車髓の 

製造 やず 入れに 就て は 巧 ホる だ 

けを の 利 沿を おい 期間 じ駐 くと 

ホ 張した が、 フオー ド 氏は これ 


には 大 なおで 修経巧 他の 化廉は 
巧つ て 利益を 增す どい ふまを か 
ら r 低廉を 化ての 暢語 ごして を 
こに 彼 •か 巧 楽 化 巧の 化 本を 超い 
UO この か 巧は 忽も成 巧を 战し 
てが 得は 短期間 じ 頗る 岳が どな 
つたが、 彼は をの 利得を み 配せ 
やお 萊の 破張資 をに 宛て先 づ大 
H 菊の 建築 じ 着手した。 少数の 
株 まは これ じ 憤慨して 剌 益配當 
を 巧 巧の 閒题 どし フォ ー ド 氏は 
遂に 敗訴した が、 この 經驗じ 省 
みて 彼は 約 一 お 恥の 株を 化て 貫 
なして 了つ じ。 故に フォ ード自 
風が 行 社の 株券なる ものは 今は 
を 部 彼の 所がで あら、 利益 お當 
等は 一义も 巧つ てゐ ない が、 を 
の懼 化は 約 

十五 億 弗 ご 見 採られ 現 

じ 彼れ 自身 現を 二 一億 巧が 手許に 
あるを を最 化打规 らした ろが あ 
る。 一過 閒に 倦々 サ五輔 巧 度の 
旨颤 単を 產 時化から 今 U では 一 
:の ホ 產 がと 千を、 一年 じ 製を 
する 自動車、 貨 おが 十五 巧 軸、 
而 からを れじ滿 せし ないで 向 ほ 
策務媳 張を を 割 中で をる フォ ー 
•卜 氏の 事業と か 產が將 ホ でんな 
もの じなる かごい ふ i は、 盖し 
フォー ド 氏の 事 袭じ柯 等の 關係 

をち しない 人 じご つても 興 ホ あ 

る問趨 たるを 失は ない。 彼が 企 

を じ 幕 手した のは 千ん 巧 化 十二 

年で、 をれ よら 化を の 閒じ五 巧 

巧輛の 自動 おを 製造し、 第二 期 

は 僅々 三年の 間に 五 . H 巧 骑を製 

をした。 なじ 今 巧の 一ニ ザ、 立が 

乃 お 十 年の 膨脹 お 巧は" とんな も 

ので あるか こい ふ ミは 想像す る 

i も 巧 ホ U い。 化は をの 前に フ 

オード 氏の 眼に 映 じね を 萊ど政 

府£ の 隅 係、 特じ稅 制 問題 じ 就 

ての フオ！ ド 巧の 態度を 紹 かし 

やう 0 


をに. 速贼 ゼ^ どす る 「瞬 銀 物 

お」 S 筆を はが お抽 おを ょ b 

轉が硏 巧の ためじが 毕を かせ 

られ 、が 年は ペン 州 V — 、 ーィ 

大を がが をで、 本が は 3 ロン 

ビア 大带 じて 巧を をが なせん 

どしつ！ ある •八で ある！ ■间に 

の 論义は 旣じ夕 I ' J ィ乂學 で 

幾は V 一な <錢 ぶされ、 米國を 

戚 嫌ぶ にも 興 ホ あるが ながを 

をされ てゐ る。 巧々！^ 常に 接 

觸 して ゐ y . がら 楠め y ■をの/碑 

識 にを しいア r 二て ムに 

挪 し、 特に 公 ふて 通^的な お 

述を 朱め たみ 第で ある 0' ‘ 

个 

〔一】 はしが を 

砂 被 接が 域‘ を h げて 「一 励の 

文明の ほは が械 の 巧 f ご ぉじょ つ 

てを まる」 ど 占 へげ/み 物- 4 は 

父 巧え を 巧 勺て 「一幅の 义 明の 

度は を， 曲の 化 川な と-比例 する」 

ピ いふ。 化は 不幸； i して 似秘や 

を 姑が 

文明の 度 一で 測る K 巧で 

あるか. ごうか パ.^-。 む '、 が、 少 

くど もを 戚 なる i の^ 巧々 の U 

始化巧じ對してホ巧^^^な献をし 

て 酉る で 一は 巧ん との 出 ホ U い ホ 


實 である。 を 威 ど 云 つても 今を 

發 なされ たらのは 五十 餘 あるが 

この 中 巧々 じ お側み 深いを、 銀 

錫、 铜 、錫ぶ び紛の 六つは 旣じ 

をた な 前の 人間 共 じ 用 ひられて 

巧た 。** リシ ャ人ど 曰！ マん VJ 

はな 上 六つみ を 戚の外 じ 水銀を 

知つ てがた。 十 お 曲がな、 人閒 

おじ 知られて 居た を處 はこのと 

つ だけで、 これなかのを 嵐の 發 

なされた S はを の 後の i である 

みに 十九 化が になつ てを 麽エ萊 

け ホ 常に 骚 速し、 又を の 應用も 

械 めて 廣く なつて 今 H じ 反んだ 

ご 云ふ譯 だ。 を ホ 最も 多 < 用 ひ 

らむ從 つてを も お 嬰 ごされ て お 

るを 姑は 中す まで もな < 踩 で、 

をが これ じ ホいで 居る。 どころ 

が 塞 

非常な 勢で を展 し、 着 

を 錫 や 銅の 做 域を 侵しつ {ある 

金 姐が ある。 これ 哪 もを じ 述べ 

や ぅ ど す る fs . 八 ミ ニ ユ < — ム であ 

る。 ァ八 ミニ ユ ー ム なるな 诚け 

- 佩 めて 一一く、 線 じ も 板 じ もずる 

ょが お來 、激 やぶ 氣を傳 へみく 

腐 伽に 化へ、 义 少なの 化の な 姑 

を 加へ む ば 鸭< て 而も 强 いなな 

が 巧ら れるど 云 ふ 特徴が あるの 

でが ホ 機 ■ 自動 ザ、 店 ハ おからた 

巧 用 化、 さては ネ ヤン デー やぷ 

が 草の 包紙 じ まるまで ア 作… こ 

ューム を 用 ひざるな しど 云ふ狀 

態じ ^:^ った。 化ってァ グ ；、 ニ ュ 


のか ザの 先生で わった ゥ ユーン 
がそのを 霞を である。 を 
の 後一 一八 五 四 年佛の ドゥ ゲィ ユ 
氏を び 獨のブ ンどン 氏が 殆んで 
同 防に 强化ァ 八 ミニ ユ ー ムを 

踞爐 電解 L てァ グミ ニ 

ユ ！ 5 をを る； にぶ 巧して ァ瓜 
ミこ tl ム エ業の 基礎を 築いた 
越えて 一 八八六年ホのホ！ 片氏 
ぶび 佛の ユー八 氏が を々 獨 立に 
.而も 一^んで 岡 時 じ 酸化 ァ^ミ ニ 
ユ ー -ム から ア^ミ ニユ' — ム をを 
る 新 一 お 解法を 發明 する じ 及んで 
ァ 八て ニュ' ~ ムエ藥 の 一大 革 か 
を齋 b した。 今 U 用 ひられて 居 

る殆 化で 総ての ア八 ミニ ュ！ ム 
: はこ^ 電解を じよつ て 製造され 
て 居 I 一ので ある。 


炭贩國 有は 

谓題視 だず 


1 ムの 製を 及 ひ アルミ 三ユ） ム 

を ホ 成 かとする 輕 なをの 硏究ど 

云 ふ i は 今日 化 界を题 の 大間題 

ごな つてち るので ある。 水 谷 さ 

んや不 破さん が 接に をる 所 あつ 

て おじ お話しが あつたから、 私 

は不 巧を 願る 暇な く お 引ずけ し - 

この 巧を 嬰を 威に 就いて 簡單じ 

普 かう とを ふので ある。 一寸 斷 

つて 廣 くが ア八 ミニ ユーム け 

お 獨佛お に 「 AlicM ; 

W ン < I' U 》 I 」 ど 綴る が'、 义國で 

は 「一 ; 」 を 化いて 「，户 ： LUIMW 

NL‘M 」 ど 綴る から 間違 ひの i；? 

いやう じ、 H 本では 適當な 字は 

ないかな は 標題には 假 b に輕銀 

.‘ して 巧いた。 。 

〔こ】 輕 銀の 歷史 

ア作 ミニ ユ I ムな るを 威が 巧 

今 ホな にを をな 地位を 巧つ {ぁ 

る こどは 前に 述べた。 がで 一寸 

アグ ミニ ユーム の發達 おを 織い 

て 見やう。 が ホア 八'' こーユ ー ム 

ど 云 ふを. 曲は この 地 殼の中 じ 八 

ハ ー セントが なまれて 巧ら、 を 

戚元朵 中で おも ホ ぃ化じ 化が 上 じ 

が 化ず る わけで あるが、 これは 

必中 酸 索を^ 化 ど 化を して 居つ 

てがるにか離出ホ ^:^ か つた^め 

人 閒社曾 じ 知られな のは 比峡的 

巧ら しい こご だ 。 r ^ ミニ ユ 

ムが お化され たのは 一八 一一と ザ 

のこ どで、 ゲッティンゲン 乂學 


議會は 頗るが 淡 

今回 || H ょち 緩 同 髓罷エ をみ 
巧ず III : 至つ た 乂國石 炭坑 尖 組 
を 頒郝^ では この 罷エを 飽をも 
ホるべ^ 證會 開會を 維持し、 を 
の 間 じ 巧 論を 喚起した る k 約 四 
十五^ 巧の 巧 度に てを 米 國の炭 
磯を 駐巧 ごすべく 議轉 運動を 開 
始 する 口 言明して & るが、 簾會 
巧息呈 S 觀測 じょれば ラフ ォ！ 
レット jll 派の 勢力が 黃 を 時化に 
あつた 一 除なら ばい ざ 知らず、 今 
円是等 一恶ホ 派の 勢力は 少數じ 化 
まりつ 了 ある-^ 、次期 議會 じて 
はおら L ： を 力なる 贼稱ど 巧 政 整 
理が 最もを 視 されつ； ある 際で 
あるか、、 政府を 動かして 四十 
五 億 弗 W ま 出を あむる が 如き-ろ 
は 到底 賞现し 得ない のみならず 

般業 费じ對 する 政府み 干 典け 

時化 ど 我に 下火 どなち つ i める 

際で ゐ みから 到底 成立す まいご 

觀测 しでむ る。 


次 墨が 

餓潑 


會で 

道 法制を 


I 大統領は 强制的 

米贼 々-^ .貿易 委員長で ぁる ワ 

ト ソンム 心 まる 氷鹏 n スワン グ 

スコット ーぶ 避暑 中の 大統領 ク I 

リッ デを を」 謝 間して 米國 鐵道會 

社を 同化 案 一 制を じ 就て 柿々 協議 

i る處 ホち たるが、 大統領は， こ 

の 際 農. 装の 一甩 機を 救 濟し鐵 道 運 

貸の 不を値 ユげを 防止す るの 道 

は 强脚化 じで も 鐵道貧 社を 合同 

せし む vci 外て しごの 息 見を 抱き 

つ ミ あぷ もを ぇ かく、 ブト ソン 

氏 もを 强じ避 成して ゐ るので 次 

則畿禽 にはを 年 ょらよ 年 じ 直 

を 鐵道债 一社に 載し 自ま的 じを 间 

を 求め、 を媚間 後は 強制的に を 

同せ しぶる 1ー ッ デ、 カ ミンス 巧 

の 修正案を が おしこれ-か 逆 過 じ 

努力す るすで ぁる。 

賛 易は 姐 超 

ま京特 if | ご U 經 U 火藏 省の 潑 

滚す るが！ れば 八月 中の 巧が 

お 外 貿易 沪 I 出 二 値 二 千 八日 化 

八 巧 八 千 W じして 贼 入は 一化义 

千： 白 十 方 虹 千 W 、 差 引出 超 S 千 

と，；：！ かとな 九 千 ’ 山を 示して & る 

が、 一 ::: W ホの 入超を 針は 差 引 

四 お 四千 二 一 なよ 十五 巧 一二 千 W ど 

なつた。 






DARUMA 

7 が 一 Sth わ e. 
Tei. む yani 3859 


S.KUWAYAMACO. 

114 に が 出み • 
New York City 


Kaliagin Bro’s 

； 224 に が 比な . 
New York Gty 
Tel. flegent お 80-3481 


327 W. 目が h が . 
Columbus 0 が 2 

く ぷ 一寸一 



35 East 29th S! け d 
Tel. Madison Sq . 巧が 


Toyo Kwan 

41 に 巧 比み . 

む L B'way を 4ih む e. 
Tel. Stuyyesanf がが 


The To か 0 Go. 

1 が W. 化 th St. 
New む rk [l け ) f 
Tel. Traialgar 6558 



ご 目 了 四十 ra i 
照 目 了 お 十四 ： 


Japanese Tea Room 
1802 巧 新が も N. W. 

Tel. Franklin 1577 


YpUNG CHINA 

3140 Broad way 

4 8ioeksSmi 比 of 
125th B*way Subway 


Suey Pang's 

B なな liiMT 
45S お 加わ 8. 

Bet. 27fh-28th なん 


City Hall Tea Gaden 

170 Nassau St. City 
Next to 比 e Tribune Bldg 
Loo L;n Manager 


Beem INom Low 

474 ぷ比 Av も 
Bet. 28th-29th St. 


Kawasoye Hotel 
1 が Wes り 23rd Street. 
Tel. Morningside バ 54 


御 

旅 

舘 

河 

添 



^IvaKo. 

340 W. 5 か h St. 

1 elephone: 
Columbus 8882 

( 班 0 • 水) 司 巧 わ 



會席御 料理 

ホ じ ずを 燒 


:!! 本 食料品、 日用 晶 ； 
並 じ 新刊 書籍 類 一切 

片桐 兄弟 商會 ^ 

をが 品 お 巧 巧を 近 巧 船 じて 巧 巧 
化 おお 窝 々巧 用命の 持 本 巧 上 候 ' 


日本食が 品 お义び 雜貨頰 卸小資 
跳 プラザた 一就 桑 山商會 
新刊 害籍 雑誌 小間物 H 用品 各種 


御辨當 並び じ 
御み 庭 支出し 
御 下宿 


後 


讚 巧、 媛蒲燒 
每 TT がらよ ず 


料理 &肯 

お髓あ 園で 永年 御を 顧を ずけ 
—L た 凝 父で 御座います 



H 本に 住み、 日本語 
巧 を 話し、 皆様の 御嗜 
巧 じ 適する 卸 巧 里を 調進を か 


綾 蒲 燒壽が 御 化 化し 

U 唯 巧 U が閒 もが 用 かにが じ 巧 

會席御 料理 

高等 御 下宿 

なで 友 一 


會席 御料 壤 

東泮縮 



御料 理^ 軒 卽 


太 曝 


壽词每 H あらょ ず 


化 抓 

化 M J が 

鹽 

*3 


舊が審 Q 豐鬟入 nIgJiLl ザ； 

日本 ホ 11 食料品 誕 

野 田 お 油 巧 まを 粧 巧が 一手 資 揃な 

日本 食料品 廚會 


U 本を 巧 品、 が貨 

晋簡 、雜 巧、 新聞 - 

i か" む r W 東京 廚會： 

貨グ I ム 、自 かの 巧 あ b .心 


華纔頓 

.わざ t 

日本料理 

あじ 御旅 舘 


美 ホ じして 淸潔 

S 品南樓 

午前 十 時よ ち 滴；！.， 
午前 六 時までを P 


ザ 廳を園 

哥巧 人邁蓮 
出勤の ホ じは 晝飯 
の 御 便 巧に 備\ 巧 
閲貪 席の 御用に 應 
や •へく 磅間 巧ネ姑 
不變わ 引 立願 度な 
巧 上 御 案 巧 中 上 候 


支那 御 料理 

彭 瑞穫. 

U 本人 諸君を 
歓迎 致します 


が 巧を 精遵 し皆樣 
の 御 嗜巧じ 適ず る 
巧 巧を 提供し ます 

S 新 中華 

日本人 諸 若は 踪 

別 じ歡迎 します 


大 

化 


四 

ザ 

九 

巧 

.お 

円 


上 

曜 

曰 




m 

巧 


巧 

を 


な 


第 


千 

巧 

セ 


所衍稅 から 觀た ホ國 富豪 


が烛よ ゆ侧人 納税ぶ 巧廿 よで 弗 

I 段 劇 王は 唯った S 巧 四十 お 化 


义閣溢 & 所謂 進 ホお谦 はが 
つ b じを 皿げ て 蝴今化 乂を衆 岡 
の 牠人 が 巧稅额 はこい を 一般 じ 
を 脚す ベ‘」 ど巧嚴 して 横が をが 
したわ 蔭で 

昨年な 來 所 将稅の 帳簿 
がを 酣 さで、 妍聞紙 もこれ を 報 

おする ぶんで 大藏ぜ お W は 患 

j な 逆な 煤から 祸楷 した 巧 聞 

社を お！^ し 遂に- K. 银 おの 問題 ど 

なつた： J、 結 お 違を じ ホらず ど 


i のが か！^ 下つ たので 今が はを 新 

賊ぞ 



間 も 族つ て辆稅 まを 祸跋 I 貧乏 

人、 を 心る 階級 差別。 < 孰れ も 

パ ッブ、， でも當てる巧な氣じ^:> 

つて 誰 觀稅 はこれ だからが 產 

なんは これ 位 だら ぅ 等と つまら 

« 話 じを。 おかして ゐ る。 侧人 

の納极 で^ 横綱は 何 ど 云 つても 

I 巧 棘で ジ ！ ン •ザ！ •〇ッ クフ 

I エラ-- 第一 化で) 昨年 j らは 

I 約.， な^ 弗 を减 じた もの 

I の 六 百： =ん 巧と 千 六 門 乂十儿 弗 

i で 巧で 费化额 は 昨年 巧の 二割 

1 五 かな 賺 S お 陸で ある 。 0 ック 

j フエ ク ，海】 化は 旣じ 化を の大 

I 部 かを C ずに 縷ゥ 、义 慈善 樂榮 

i じを .V 化 じて むる ので 傕 かに 十 

j 二ぷ八-四：白化弗どいふ妙な掛 

I 照を 示して ぶる。 產震壬 フォ ー 

'ド 氏け が 巧み 如き 额 であるが こ 

れは叫 入の 飞 ので 別 じフォ ー ド 

自動 ぃ： 'を お. I ごして 一千 六 巧 四十 

矿 乃. 辛を ハ + 巧を ま拂 つて ゐ 

一一る か- i'、 J ォ ー ド】 家を なする 

く 一千が：^ 六 巧 か 云 ホ ごい ふ大 

を」 政が 上納して & る 巧。 政 

を 肋で 巧 「と 

官メ 0 — ン 巧は 

持ら だけにな 八卡 八で 

化 巧、 をを が'，：： 十八' 刀 

九 巧 六十 四 仙、 大統領 

デ 巧の 1 巧 四 下 八十 一 

巧 八 A 五 仙、 副大統領 ド！ ズ巧 

の 二！^ 阳 で 八な 化 旧 弗よ ±11 他 

に 比!；：. して 妙な コントラストを 

示し 一 ゐ る。 妙な 詔 ど 云へ ばジ 

ョ L_ ァ 州が つてのを 豪 ご 云は 

れ を" ン ドラ ー 氏 や、 米恼 のみ 

ぉ镶叫北ど呼ばれるァ！モ ァ巧 

等ぃ： 规れも 「納 巧すべき 所得な 

し’ ごい ふ 部類 じ 姑して ゐ る？ 

で ナュ— インガム 王の リグレ 


四 


M 


僅々 二千畜 四十 旧 巧 

v;v ふの も一奇 である。 ぶ 他 米 

巧 批规宵 社は 四 村 巧 巧を が じて 

j 干な-力 五 千 二な 十九 弗 ごな ち 

I ブォ ー ド 自動車 貪 社 じみぐ 巨額 

巧を を 納めて ゐ るが、 的 岡の 巨 

强ど云 はれる ゼー •ビ ー •モ八 ダ 

: S にの 如きは 巧掛じ 昨年の 化 巧 

八 千 六',:: 四十が わら 五十と 万 四 

モ lire と 十 化 弗 じな 加 L 外 僮 n 

ン ミッションの 収入 お 加を 雄 辯 

じ 物 能つ てゐ る。 この 巧 面は こ 

れ位 ごして 劇が や K ポ ー ッの方 

面を W る. ご 举關王 ジャック •デ 

ム プシ） ち どま 配 人の 力！ ン君 

は、 一昨年は スキ アポ ど 挑 育で 

おつた ので 义巧 八な 化 一巧 じと 

I 乃 一で 六け 五十ん ホを 納めて ゐ 


1 るが、 をの 後お瞄 する やら 

一 活熟界 の 人 ど ミた ゎ 

眩で 本年は 前が は 僅かに 二 巧 六 
十と 弗、 後を は 五十二 弗で 濟ん 
でゐ る。 劇 城の ホ 面での 雄ち は 

M ど 云 つても ド！ グラス •フエ 
ア バンクスが 横綱 巧で 十八-カ ニ 
平 内 九十 弗、 巧 妻の メ "1 •ビ 
ツ クフ ォ ー ドが I こ 巧 四千 I こ" 八 
十と ホ， 驚 < のは 喜劇で チヤ I 
レ ー •チヤ プ 9 ン 君の 欄 人 所. 得 
被が 僅々 一二け 四十 五 弗、 义もチ 
ヤ プリン •スツ デォは 1 千乂巧 
丸十 四 ホを 納めた もの i 余らの 
々額に 話の 柿 どなつ て ゐる〇 其 

化の 方面では お 馴染の ダ 0 リア 

スワンソン 礫が 五 巧と 千と 十五 

巧、 ポラ •ネグ 9 碟が I- 巧 五 千 

巧 乂 巧、 卜 'ム •ミツ クマが よ 千 

おな 十阳 巧、 ブ 、アン •ダ ツシ 

ユ礫 はとな 六十 S 弗から 

一躍 > して 一二 万 六 千 九が 

六十 おが ごなら、 ピアニスト ど 

してを 高い バンデ ウ スキー が一 

巧 六 千な 六十 弗、 ゲア イオ リニ 


を 人の 武勇 j リ 

加州の ゲ卫 三スじ 化む 本が 六 

牛. 一一 蚕の お獲さん は、 下 巧 こ 

の 水 擢が誕 を 日 だとい ふので 

がを のた めじ + 狸の 長距離 遊 

化を 試みて 人々 を 驚かした が 

ニュ ，•ジ ャシ！ 脚の ュニォ 

ン 巧に 化む 本年と 十二 歲の王 

ミ ' — ル •リュリ ど 呼ぶ 獨身 

の わ 韻さん は 一日 じ 自轉萃 で 

^ 十五 哪 をを 6、 十八 H とい 

ふ 時間を 费 しで 祠 巧から 聖^ 

ィス ホを の I 千 S 巧 五十 お哑 

を をら' 今 -H 曜 U がら 岡 地で 

關備 される 自轉 が大會 にやつ 

ホた 驚くべき を A 共の 椿 

力！ 


ストの ミシャ •エグ マンは 一千 

とが 四十と 弗、 歌姬 フランツ ス 

ァ^^ダが六パ八十巧弗、シユ<- 

マン 户 ィク ホ 人は 一巧 一二 千 一一 円 

八十 八 弗、 舞姬 アンナ •パプ ロ 

ゲアは 八な 十八 弗' 天下の 色男 

ゲ アレン チノは ー モ丸巧 义 十五 

弗 ど；； > つて & る。 


世を 周航の 

海上 大學 校. 

人員 不 化で 独 期 

當 地が 巧 大學で 計畫 されて ゐ 

た 化を 一巧が 上大學 船の 

^肪*^^ 力 愈々 實 現される； 

どなつ た。 この 學校 船は 一巧 五 

千靖 殺の 大型 お 船で ユニゲ ァン 

ブ ー 巧 ど 命名され た。 收を學 生 

はお 育 大舉を 始めを 大學生 約 四 

なお 卜 名で、 一人の 裳 用は ーヶ 

巧 二す 二が 巧で ある。 观 間は 八 

ヶ巧 、校長 格の 監瞥 はゥ H スタ 

I ン 大を敎 巧で ヵ ー ネゲ^ — が 脚 

の 創設を であ 6、 幾夕の 著述を 

して ゐる チヤ 1 レヌ •エフ •ス— 

イング 巧 ± である。 が 巧 

ホ發は ホる か 五 U のが 定 


であつ たか、. ま 顧 ホ 徒の 不足 ご 
乘 船の 修繪 ミで 約 ーヶ月 延期す 
る； どなつ た。 先づ キュ！ バか 
ら パナマ 述 河を 迴は b 布 巧を 經 
て U 本へは 本年 宋お到 當し約 一 
週間 滞 化の k 瑚 が、 支那、 比な 


資 、ボ A ネオ、 ジャワ、 マン _ 


スマトラ、 が 巧、 王ジ ブトを 經 
て 他 中 おじ 入ら 歐洲を 厨を 歷郎 
してが 巧に 綺 答す るのは ホが 五 
六 H 巧で ある。 訪閒 する 网は化 
おヶ闊 、をの 中 U 本、 獨 逸、 が 

闕 、スペィン、 ィタ 9 — ，フラ 
ンス の六闕 ょらは 學會 からの 請 
をを 巧け てゐ る。 巧 < し てこの 
期閒 中に 硏兜 する 

苯 国は 地理、 歷を 、人類 
學 、が 洋學 、天 义學 、航 が學、 
經濟 、貿易 等で を國の 領事が 執 
つて ゐる職 巧を も 研 兜し 尙ほ ホ 
留じ應 じて 航が誰 おを もな す绪 
である。 斯 かる 企ては 成を 國の 
米國 でなければ なし 稱られ ね 事 
楽で をの 結 おはよ いで あらう ど 
云 はれて ゐ るが、 獨逸 等は 特に 
敎巧 一名を 乘船 せしめる i じな 
つたら しい。 


海 峽横斷 は 

遂に 絕望か 


風浪が 荒い ので 

囊じ 邦人 水泳 家 巧が 節 君が 英 

佛が峽 橫斷じ 着手 せんどして 失 

败 したる じ對 し、 當化 出身の 婦 

人水化家エ ダ1^^撥(十乂歳)は 

捲 出 重 ホの 勢で 第二 おの 

橫斷 じ 着手ず ベく を備中 

である ミは 旣報 したが、 をの 後 

の n ン ドン 電報に ょる ど 海峡の 

風浪は U と共に おくなる 許ら で 

な 船のを 期發 着に も 差 支へ をを 

じて ゐ るを 巧で あるから 本年度 

の 横斷は 到底 絕望 らしく、 斯く 

して 今が の 水泳 季節に 入つ て 0 

巧 約と 名の 巧 女が 試みた が峽橫 

斷 は】 名の 成 巧者 も おさ 中に 濟 

わらし い 形勢で ある。 西が 節ち 

がか 中 じあつ ね 時間は 僅々 一時 

問 ど 化か、 距離 も 僅かに S 狸で 

引上げた 原因は 風浪 ど 冷た さの 

ねめ を 部 じ經攀 を 起しね i めで 

ある。 元巧兩 かおは 巧 都の 出身 

で 夙 じ 

水泳 撰 手と して 肯名 であ 

ら 、大正 十一 年 五月 浦 上、 お 邊 

の兩 おご おじ 漢 口と 武呂 間の 搔 

モ江 橫斷と 狸を 泳 破して 見事に 

化が 巧 記錄を 作つ た。 而 して 型 

十二 年と 月には 化 H 間を 要して 

琶驛 湖一閒 水泳を 巧 巧して 好 成 

績を收 め、 翌八巧 じは 

關 門が 峽 を橫斷 し、 又 十 

一二 年と 巧には 瀬夕 巧が 高 松、 ず 

野 間を 橫斷 して 化界の 水泳 あを 

一驚せ しめた 歷史 をを する 經驗 

の ある 撰 ホで ある 0 


ロンドン Ip 

阿願惦 流行 


大小 ごり でり じ 

去る 二 U 發 の紐脊 タィ ムス 紙 

ロンドン 惦電 じょる ど 昨今 ロン 

ドンの 社を 界 では 鎌 倉の 阿が 陀 

ク んを棋 做した ものが 大流 巧の 

姿で 近くが ちじ も 流 巧ず る だら 

うどの； であるが、 問 趣の 河彌 


陀 さんは 嫌 倉の お 物を ザみ 違 は 
やリ 本の 账刻 家が 模 做した もの 
で、 大きな ものでは バ ー ラ— の 
飾 b 物 じ もむ るし 小さな もので 
はボ ヶット じ 入れ 得る 稍 度の も 
の も あら 「帷 今の がに ジャグ の 
空氣 をのつ てゐる 巧々 じ 隙 想 的 
な 阿 彌陀像 じ 巧 白い コント 
ラストで ある 二と 妙 じ巧學 かい 
た理 もを 附す 一る を も あるけれ 其 
夕< の 人は 結摇や 勝を 舉じ吉 化 
を雜ら すごい ふ觀 念から この 流 
巧を ホした L のらし い。 


報け 辄 じて ゐ るが、 御 本人は 巧 
想の ュト ビアが 出現した と 許 b 
じ词じ 術の 一二 等 室 じ 納まら 怒々 
どが 上 生活を をつ てなる 相 だ。 


ホ 國飛巧 船 

爆破ず 

海里 飛巧隊 椿事 

ホ閱が 軍の ぶが 飛 巧 船 シエナ 

'ン ドア 号は 米! <慶 飛巧隊 じごち 

ては 致 も難關 jj 稱 せられて ゐる 
氣 おの 惡い 中が 煎を 經 て® 部 じ 
赴 < ベ くまる ーーー ぶ 午前 五 時頃ォ 

户 ョ！如力が 王 ^晒の附近 

じて 大繫 風雨ぶ 遭遇し 雷鳴 轟々 
たる 中を 突破 みん と あ 千 W ょ b 
約と 千 映の 上を じ 達した 刹那 機 
體は 烈風 じ 煽 ふん S つに がれて 
媛を し、 乘組臭 皿 十一 名の 中指 
揮官 ランス ドし 义 中佐な で 十四 
をば慘 死し 二を ぶを 傷を 絮 つた 
が 义國飛 巧 髓奶摇 事は これで 一二 
巧 目で ぁる。 化 ほ囊じ 桑 港、 布 
を鑽斷 飛が じを いに 海軍 飛行機 
二 機 中の 一機は glj 白 诬を距 る 地 
おじ 不時 暮 水し、 h 機は 布 畦を 
距る 二が 池 (おム -1 音 裡る 地な 


よも わ衛 不明 ど 一 

でを る 0 


I な 1 目す 搜索中 


本靈打 王八ス 

謝罪し 王 


夏 

す識え 


紐 育 ヤン 辛！ マ 巧 本璧打 玉-ベ 

i ブ •こが 野 k 頸の 規則違反 

で監哲 パ’ キン ス こら 罰金 あ 千 弗 

と 無則閒 巧を 仰 一'」 巧 かつね ミは 

お 報した 處 でぁ I) が、 グ スは當 

時 腺な まぎれに |> ザン .ス を揃爲 

し彼の鹽巧の下！^癌掛じ縣技 

しない ど 薄明し 知'! の i 、 野球 

脚の 持 ホ八ブ パ-!.*^ たを 始め 輿 

論は 一齊 じ； 心' お； 動を 非難す 

を じ 及んで 流 巧璃邸 めべ I プじ 

も 悔悟のを なく、！^ 雜 巧々 ッ 

バ ー ト氏を 訪れが も户 ギン スじ 

謝罪の なを お 明し 丘 がら、 今 明 

H 中 じ U W 滿じ 解ぶ する だら う 

けれども 爵 をの 化 堪レ はな いら 


しい。 


乂ケ巧 じ肯 つて 


太 西洋 無賃 藤 行 

波路は る フク 乃， ス から 米 

國じ 巧た 處 「好まし か'. ら ざるを 


お」 ごい ふ 名目で 上を を 拒絕さ 

- '一 > 


れお港 先で ある フタ I スじ 送還 

されたが、 なでも |1|ましから 


農家 ミラ デオ熱 

ホ预の ラダ オ流 巧は 最早を の 
_ 高 頂み じ 連して ゐ るが、 農務 省 
の 調を くして お表された 處 じょ 
る VJ を邮 農家の ラダ オ裝 巧は な 
か'--- の 流 巧ぶ をを 乐 し、 千 化 
巧 化 一二 年 巧の 十四で 五 千は 昨年 
化 六 巧 お 千と な b ぶ 年の 裝睛數 
は 五十 五一 刀 ど 註せられ てゐ る。 
第一位は ィリ ノキ がで 四' 力六卞 
が 育 ご アィオワは 一二 乃义 千、 最 
下位は デラウェアの 二な どい ふ 
ので あるが、 流石 おが 姓さん だ 
けに 巧 送に 就ても 音 樂や巧 球 等 
じは 一向 無頓暮 で、 をく は 天 載 
豫 おど ボ場報 吿を幾 一に ホめ て 


ゐる - 


東京 便り こ 


♦本 旧增ホ 郎君 宿 胸 癒へ で 
永らくを 稻凹 病院に 入院 治療 中 
でぁつ たが、 經 過が々 しからで 
巧 夏 0 ホ 日ぶ へ轉 地して ゐ る。 
君は 巧 雜中来 浮 評論の ま 筆 ごし 
て將 たを 紙 S 寄書 あごして 日本 
及び 日本人を 紹介した 功績は 顯 
著な ものであるが、 义化二 面に 
は隱れ たる 慶 しい 人情話を 思 ひ 
出さ 中 じは ゐられ ない。 それは 
秦西舞 鋪の紹 か 者と して 有名な 
セント •グー ー， 女 あが 舞踊を 研 
究 する 前に 円本を 中む どす る 東 
洋 を巧究 ずるに 當 ちあんで が 手 
を どらん 許 b じ激必 じ、 親切 じ 
おゆる 便を を 挺 化して 成功を 扶 
け わ、 とで ぁる。 熱情 的 性格を を 
すな 本 旧さん は 若し 事情が 許す 
ならば 女を く 終始して 大 がせし 
めん ごを 考 へた 科で あつた どい 
ふ。 女史の 舞 蹄 じは 柬巧 的描寫 
の 間然す る處 なく 異に 迫る もの 
ぁるけが 硏究的 巧必の 賜物で ぁ 
ら ねばならぬ。 パ チ 1 ラ！ ホ義 
を 通して 自ら 孤 濁の ホ涯じ 投じ 
た 本 旧さん は 今や ロ ホ 山中 寂し 
い 病 礙じ邮 がしつ-" ぁる 秋に 際 
し、 をを 憧憬れ の n 本へ、 懐し 
い 恩師の 國 へ、 近 くみあは ホ替 

せんどす るので ある。 木 田さん 

たる 者 盖し威 慨無最 巧 や 能は ざ 

る ものな あらぅ ゥ 

♦中 巧 信 一 君 一時 隆盛で ぁ 

つた 賣藥 店は 震 炎で 破滅し むの 

で 郊外 高圓 寺が で養鷄 業を 始め 

たが 之 も 思は しからず、 近頃は 

叔父さんの 經營 する り 本 齒科醫 

學 校の 會計長 じ 就職し 特別の 高 

給を をけ て 否る さう だ。 


卓. 上が 話 


ざる 者」 ごして 上陸む 歐られ 結 

局 同じ 船で 太 西が を^ じ 九ヶ巧 

も往 化して ゐる 「瓶 券 者」 が あ 

る。 この 巧は み 產磯真 で自 をは 

ホ 義の宣 巧じ來 ねま 店 一 ある VJ 中 

立てた のでが 育 移 巧 島から 同じ 

船で フランスへ 追 かぶ 命じられ 

たのは 本年 一巧の ミた あるが、 

佛 岡の 移民 局で も 巧 か である 

米 國へ巧 けと かかした 一ので 驚い 

たのは 療船貪 社、 この 蘭で で旣 

じ 今 H じ 及び 今や 间ム瓦 巧び 紐 

育 じ 向つ たど 二： n を のーバ 9 •-電 


鳥 ご 飛が 機競爭 

巧を 驛じ五 補. の 鳥類 ご 四 縄の 

飛行機 ど をれ じ湯宰 どが ス々！ 

卜じ 就て 午 楠を 合圖 じ、 孰 ゎ も 

が 意の 快速で 一齊じ 東海道を 西 

に 向つ て 速度の 競ず をした。 時 

がが チン タ J 1 時を 巧つ た 時 W も 

.時間 後のを 位疆を 示す ご 雀が 

廿 哩の戶 塚、 烏が 化嘟で 藤澤じ 

あい 處 、巧ぎ は鐵路 の漁单 W 四 

卡哩で 苦し さぅな 煙を 化き なが 

ら率 塚を 通過した ばから、. 應は 

化 十五 哩 飛んで 二の 宮、 傳尝鸠 

が 六十 哩で山 化 附近、 燕が おの 

除 U へビ ー をが けて 八十 哪の巧 


津邊で 烏 類の ホ 頸、 をれ から 飛 
巧 機 中の 撼擊 機は 巧 嗎で靜 岡の 
卜； 巧、 が 察 機は 巧 化哪の 濱お邊 
巧 じ戰圆 機は 巧 お 十哪を 飛んで 
名を 犀' 附お じんら、 競ず 機は 燃 
< なかれ 二 巧 八十 哪を 飛んで 意 

化を 進んで ゐた )れ が 鳥類 

と 飛が 機の 速力 比較で ある。 



舞踏 敎授 


▼社を ダンス ▲ 

▼巧 情 体操 A 
紳± 、淑女、 お 子 
.供さん 方 じ 巧喀じ 
敎授 致し 升。' 午前 
十 時ょ b 午後 十一 
時を (U 醒を隐 く) 

シ ヤブフ •ダン ン 

ング 師範 學 校を 棠 

上 お タマ 


シャトル 


NP 旅舘 


3 ミ •ま h A ミ. so. Se をた 夕 wash. 

停車 鶏 前 通 柬ご一 了 左側 六 階 建 
H 本 巧 船 切な 取扱 波戶場 送迎 


H 本 巧療船 切符 御中 这じ應 じ 
萬 事 御 便を じ 御 取扱 ひ 申 上 保 

を 港**! 7 別 ホ テ 

マ U 本 御料 巧 (別間 あ. 〇) 

を 港々 タホ^ ニア 巧 六 一二 


電韶 カネー ー八 こ ハ 


口！ サン ゼ ルス 化 ホの 御 
お ホには 最善の 御 彼宜を 計ら 巧 

グ \ 
テ少 




ホ 


絕が巧 じがけ る 同胞 經營 中最 
新を 高等 ホ テグで あ b ます 
羅府東 一巧 一 一充 半 
.置 巧 「ゲ アン ダ イキと 六ち 丸 
軍 話 L タツ カ！ ゴー を ハミ 

貸 自動車 (牧野) 

羅府 名所 御觀 ホには 最も 精通し 
た ドライ パ ー が 禪案巧 申 上ます 


ボストン 案 巧 

I 貸 自動車 業 河 西 
諸を 跡、 大學 校、 エ瘍巧 化 一般の 
おか 及び 通 辯 もします を 〇ョ岩 
Tel B 岩 k- 置 77 吉 70 Ba 星 ia St. 


ボストン 巿 

'當 i 旅 舘大浦 末 松 

1 さ wist ミ SL Boston Mass. 
ぎす 真 童 安？ 0 


住み 瓜 地ょ き淸 潔なる 室 

御 下宿 松が 好か 


1 是 Lexingt ミ IWe. 
ぎ Mad. ぶ. 這 21 


西 六十 お T 目が 四十 六番 

一力 旅館 大橋 


電話 エンデ 


八 六 1 〇 


亀 話 レキシントン 四 八 五 五 

岩 巧旅舘 

•東 十 置 T 目 二な を 


御 下宿 鴨 ザ 乂 

47 Pr 這 ect Place 

bet. 1 st- 2 nd A ち. 呈 E. た nd 苗 . 

Tel. Murray Hill 这 置 


铺脊旅 縮署奥 かが 

柬 四十 T 目 二 四 二を 

Tel. Ca 星 onia 迈 74 














—Eli— 




削ぶ 並に 御旅 舘 

® を 野ぶ 弟 

が 肯ホ西 八十 八 T 扫 iir 白 十ー ニ 巧 
あ 詰 —— ス々ィラ1 と八ニニ 


▼一一 一徳 U 淸 お、 親切、 氣樂 ▲ 

勢州鑛 舘ま馨 

ま 巧が 勢を を久間 あか 

225 ま th ぎ ま t 
一一 苗. 羣 n 二 這 


御 下宿 

.自 曲亭 



58 ジ 夏 芭 . す〇 量 n, N. Y. 
ぎ Tri 皇嘗 7475 


が 哩變巧 


中 枯萬藏 

31 W. B 置資 . N. 产 呈 y 
度. 呈 umbus live. & C 呈 tra 云 rk West 


日本 理 髮舘淸 

教め巧 

え 日 
/ P 尸 へ 


新式 洗髪め 設備 あち 恐 速 了 巧を 
旨 ごし 精 勉强 致します 

而 I 四十 一二}- \目 は 番地 一二 扫六お 室 

(第み お ミ 凹 十ー ニ T 目ち) 


替 W 事務所 


持績的 奮闘の 间胞じ 的確なる 磯 
業を 周旋し * す。 

Ja ち 吾 e tagi "品き S 
養 W.1 若 th St. N. 产 C. 

ぎ 置 ant 77 受畫 8 


11 


ホ 
恒 


庵 


電話 ブラィアント 
八 〇 と 九 1 八 八と 一二 
U 曜 ぶび 巧 間は 

ヶ ロブ ダ 00 四 四 

妍‘釋 轉長 

一森 巧 力 ■污ブ J 4 
が 育 巧 西 四十 四 T 目 
1 i 二1 1 八を 
(二階) 


ず 巧 

ち吉 rem ミ t Ave . B 己 falo , N . Y . 

岩. ミモ e = 1 さ 8 s 

ホ 巧 互 rs . F . KU 己 0 , 


尋れ人 

長野縣 人； 細 谷 謙 |二 
山 お縣八 齋藤乂 己が 
ま川淸 一が (旅行者) 

早稻 旧べ 學出 身中が な 二 
タキ 石 川 

ちの ちじ 迸 か 致 度き 谋ぉ之 
巧陆 本人 ぞくは か 人よ b 現 
住 巧 御 逝か wh 候 

紐 育ぶ 閣總 領事 舘 

1 置 ミ a ミ y Ne こ ミ； さ 


—.mt— 


A 


則 w 


n 

化 3 

vu s 


永年 u 本人 諸 おの 御 


W 3 

T B け.！ 
巧 W d S 
V 3 'が 


蟲 なを 蒙つ てゐる 

做娜 遊仙樓 

です、 柯卒 綾々 御 ホ 
巧の 程を 願 ひます 


煎 餅 卸、 小賣 
豆腐 油 操 
日本 食料品 一の 

wennso IRic 巧广 ako 〇〇, 

萬 5 ゴ置 Ave., 

Tel. p~a 这芭 18 


新 鱗 魚 か 一切 

日本 入 向きの 生魚 釋山 取ら 備へ 
据别 廉蹟で 大鄉强 致します 

サヴォ ナ魚店 

Joseph 〇 巧 VO 白 p 

接 4 W. 61st St. 

I'd. Colu 呂 bu8 91 沒 


極上の 魚類 

季節の 新鮮の 魚貝類 お 深山 揃つ 

て璋 .らます から 御 賞味 下さい。 

アビぶ 口 魚 巧 

ち Bayard St, Tel. で anklin を 岩 


New York Auto School 

228 Second Ave., Cor. 14tfi St. 



な iyoTfadi 化 COiilno . 

hnpo バ prs 友 Exporters 
101 Kii . 化 Ave .， N . Y ， 
下 el . ド tu ;' の‘ s ; 川 t 3823-5 

3 の W . Madison Street , 
Chic ' ago ， I リ inois . 


THE FUJiMOTO 
な 削 RIT!ES 00 .， 面. 

120 が、 Vi げ N . Y . Ci わ 
Rector 24 が 3339 


The Sum け om 日 目 ani (, U . 

NEW YORK AGKNCY 
149 Broadway 
Tel . Hanover 7444-7445 


The Yokohama 
Sp が お 目 anic , L 扣 

Equitable Bid を fi. 

Phone Rector 2550 


Tile Bank 日け aiwaiUtd . 

Room B08 

Beunenson Investing BWg .. 

165 Brondway , N Y . 
Tel . Cortlandt 7 がんぶ;- 別 


O.S.K. Line 

大解喚 盤會社 

Room 603 む nardBldg.i 
25 む oadway , お w York C け y . 
let . Bowling [keen 6392 


ん 

The Mitsubishi Bank , Ltd . 

EQUITABLE K し OG . 

120 6 のがみ.&ん New York 
Telephone Rector 9483-85 


! THE MITSUI BANK , LTD . 

I NEW YORK AGKN じ、’ 

： Room No . 1012 , 

61 Br り atlway , N . Y . じ 
Tel . Bowling 山 . een 344 り 


MO 圓瞧 BROS ., Inc . I 

扫 3 - r ぶぶ： VV . 2 も - t ! St . I 
New York Ci か 
Tel . Granuicy 3 ? 5 り 


WALKEfi & FLORifl 

CUSTOM TABORS 

20 DEY ST., NEW YORK 
Near Oluirch St , 

TEL CORTLANDT 7 が 7 


社 會式株 船 薇洋東 

T . にに 

N た W YORK OFTiCE ： 

Room 801 -805, 1 66 Sroadwav 
PHONE. CORTLANDT 304.7 
Srt い ドが ncisco りけ ice: 目 51 Market St 

帆 ホ 港を 

巧 ft ホ 南 おが ホ 化 


社 會船郵 本け 


い； 支 

育 

紐 

8-10 Bridge St. 

New 

York City 

Telephone BowMnq Green 2262 

店 支 ル 

トヤ 

シ 

Colman Building 

Seattle. Wash, 


化 二 镑谕歐 
阜等 ' 致ぶ ; 
ホ おょ 伴 

十す b H 

ホ 叢 一本 

巧 41 S 

… _ 立贫 
等雜船 

九 '^ 
十二な 


巧 

巧 

が. 

t 

巧 

品 


靜が加 横 

泮橫 U 陶豫貸 溝 ^ 

I 竺卽 九 化ん ノト レ 

親 

I 惡響 十 ミが ぶ 

蔓 ？ 新 S 均 巧 月 机 

爭 5 率 も 卜十荒 

ぶ 五 凹 九九 八 f 
巧 巧 り H H 11 I 恃 


は 物 荷' 小を 本 おはを 船 
いさで し 出が 御を 田 飯 


〇 

SL 

^ N 8 
T tii 3 

S がが 

R m U 

AGP 

T 

S 脚 

A 


H 本、 ぉ那赞 '玉 製ぶ 
術 お、 縣人用 お 飾ぶ 
他 裝飾お 

闕烏訂 n 

を 巧た 術お修 絳、' 
を 御な、 スト y ング 
U 本 服が 縫 . 


♦ ■ l ♦ s ♦巧 i ♦画 B ♦ ■ ^ 



紐肯 生命が 険會社 

; 一二 木定吉 

保險 


玄 e$ 'yoflc Itif » inwllraaoe 00 
-.Jl ohwmDerswt: 

zew Ysk city . 

rhone. 巧 ranklin4 妄〇 
Ewolljmwe 历 ra 日を 




自動車 修 
おたび 運 
轉をお 巧 

ラ^^セン 

ス化 証す 
ご 一十ち ホ 
述轉 ホは 
二十ぶ 弗 
基 反校學 
兩科あ b 


^瓣化 則が 貨 五十 圓な上 利 お 年 六み 

$ 賊臺灣 銀 巧— 出張所 

▼鄕ち 送金 及びが をを (無手 较 巧】、 外 困 
爲替資 買、 巧爲 巧な 紙 お ホ、 信用が を 
がま 一 おおけ 業 •格 御 便利 じ 取 お 可化误 
▼巧 ほ 詳細は 御 遠慮なく 御 閒を被 下度廣 


、巧貨 お十围 3 上 ゴハケ 巧 化 k 
'こご ーケ 年な 巧 


ii 


，巧 圓じ付 U ホ ー 錢二语 

(化 シ寒千 凹 - W 下 ノ逆袖 おを" 無 巧な) 


撥濱ぶ 金銀 巧 § ま 巧 

鄉 里を をは 那て無 手数料 じて 當 
巧 横 お 本店 經山 送を ホ お 扱 申 お 


祖長巧 霞 化を ま左銜 巧. 
本 化大 '扱 化 後ぶ T 目 
が 育ち 店が 育ブ U 1 ドウ M 


.な 四十 九 巧 



誠 I .巧ぶ 銀行 

東京、 横徵 、を 古 崖、 を 都、 神 巧 
尾ノ邀 、廣 島、 お、 柳 ホ 下ノ刚 
巧 司、 小 倉、 お 松、 巧夕、 A 巧乂等 
ネ國巧 金、 鄕あ 送を 等は 悔め 
て 御 化 利 迅速 じ 御 取が 可 中 候 


- 

- 


藤本 證券 會社 

、一岐^が 証を ノ货 巧、 引ず、 裳 集 
"を娜 、二 並 二 么挪ス 八 一切 ノ紫務 

巧 式 藤本 ビル ブロ— 力-銀 巧 


诗社 


紐 育 お 張 巧 


雜巧 


陶磁 お 

ライ グー ブ姉货 


@ 太洋寶 # 式會社 


支 巧 化邮 を、 ボストン 


—內お 省を 許が が 公認 

產婆 & 拨摩術 

肋を 錫み マッサー ジ 術の 5^^ 
治 おの 御 ホめ じ應 じます。 
带話 キヤ セー ドラ 术を冗 化 

西け 十一 1':丫 目 一二 巧 十 二番 


自働車 萊を修 巧せ ょ 咎巧家 じ 
化つ て 迷 轉並じ 修錢を 懇切に 
而 かも 短 
时日 じて 
あ授 す。 


化 

h 

L 閱 

〇 M 

〇 做 

H け 

C a 
S Y- 
ON - 
T 3 

公 

A u 



就職口 翰 
旋す獨 立 
お ホて 夕 
大の 報酬 
を 得らる 
本校は 創 
立 十五 年 

H 陋は 午前 +時 ょら トニ 時 迄 
フオ* ■■•"ド "^敎授ず 〇 


シア ト八出 ft 

あらぶ ま 化 化 巧 十六 H 
ぱ b す 化 ’ 十月 ； 

▼一等 倫沒 一九 弘が 

化し ばりず 乂 るん ごん 化は 一 おおが 
▼ご 一等 H 本が 化ぶ 祁 客室 火な 逛榮族 室多龄 
►御 希 達に 巧り 1 等剌が 化な 州 巧を 巧'^ 致 候 
ロス アン ゼ がで 出帆 

め& しこ 化 卡巧 十九 H 

▼一巧 祕演 まじら おが 魄化 一 化 五 弗 

此他 はんて 一一ぶ 巧 半 
▼一二 巧：！！ 本が 支. じら 化 お 化 見ち 祁化化 一ぶ 带半 
▼沙 が羅 巧。 漁# 巧 巧 お 巧 游赌入 柳が 旋化 1 お 
▼糾巧 線 パト マ轉 もり か 支那むな 物が 巧一閒 


賓本お 一 が .一 
拂込濟 資本な 六 千を 描 i 
巧 ホ な 五 千 ホ がぉ职 j 

I 賦 S ザ 銀行— 支 巧 I 

本 化が 巧が H 本 橋が 蹈测 町- 
ま 化 小 巧 U 本 橋 义 め 内 (かお) 横 巧 
名 も 属巧都 大阪两 >乂 防； 神 口 
'が 居 下脚 巧 司 お松顆 岡を 賠 
上 お 淪巧孟 買聊水 


外 風爲替 、鄉巧 送を、 化 送を、 信用 狀化化 
一胺 がが 業が が々 御 化 利 じ 化投可 中が 

嫌赋 S 葵饌 巧が 巧 支 庇 

本ぞ巧 ホ 巧 本 巧、 大阪 、神 戸、 巧卻 
所が 化 あ 古法、 ルが、 上 お、 がを 


陶破 器、 雜貨 、ラ お 1 
ン .プ义 ランプ 笠を^ 

森が ブう ダ— ス 


紳主 おき 《.高 爾 な服裝 

= 新型、 地 柄が 澤山 ぁ-外 U 

正しい 窩 巧な ホ國ス タィ/^ を わ舆の ホは 巧 
卒 弊店へ お越し 下さい。 

弊 細は 過 お 十 年間 當 破が 化の H 本ん 紳 + 义 
の お 引 ホを 藻る 信 巧 あこ 巧で 御座います。 

ウオ 力*— ェ 'ート 

フロ リオが 服 店 


ボノ か、. 横 清由戶 '長峭 ，上海‘ を 港， 巧 巧 巧 巧 

ぶず 化 (1 二、 0 含嘟) 九 巧 十五 B 
コレア 化 (言、 含 〇嚼) 九 丹ホ乂 H 

(羅府 出 輒化巧 がの H ) 

蘇 浮 化； ニニ、 登 〇顺) 十 巧 十一 IIH 
西 比利亞 化さ 气〇 呂峨) 十片 化と H 

_ (羅巧 出帆 十 H サ ニ U レ 

太 洋乂三 二、 0 呈喷) 十一 巧 十 H 


化航 蟹西哥 、が 窓、 智利諸 港 巧 
俊 化 ホノ^、 橫潜神 口 巧 司を 港 巧 
を復共 毎み 週一啤 
◊ を 潘朽 切 巧 稼 寄を 購入 御が お 化 4 お 



- U 木陶 谣雜貨 
ドラィ グ ー ツ的販 み. 

瓣帖巧 木 桃 ホ 組 

Mcoi . MCMC_NCI OOJ Inc - 
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阳 


みの 識會 に提 がされる 

を留 外人 巻錄 法は 不評判 

熱 •むなる 移 仪を賢 杉が 匙 嘴 中 


斟 


質む 不 W 化で あを ごて ㈱ b おら 
合は の 態 巧で あつた。 しかし 氏 
の新捉 ぶは.' を S 時 U 内に 外ん 
をして 必 一， V を鐵 せし わる ど 云 ふ 
强測 めの もので をる'' をに おし 
て 或る 贿端 U 嫌む 中にはず 數巧 
を 二十 お 弗 どすべし なで ど 言 ふ 
も；：， が あるけれ お 移 W を 貴' 技は 
が微 。がの 

手數 料を 徵收 する 侧に 
我がして 居る。 新 お 蘭 諸 抑义び 
が 巧 州遵 ぉの 議員 等は 视 化な 上 
に 化' が斜 人を レス ッ リク ト する 

のか 嬰を 認めない ごて 之に 巧對 

し 寧ろ 現 化の 移：^ 乂越剧 當牵を 

接 かせむ ど 主張し つ、 あらて 不 

託が であるの みならず' 登錄勵 

行の 爲 めじを 大の费 用を 喪す る 

どなれぶ 岡を の 賞 現は 一治 巧 可 

能 性 じ ましくなる 譯 である。 勿 

論衔部 巧び 西部の 排 H 的 傾 ぉを 

帶 びわ 議員 等は 頻 b に登錄 法の 

必要を 巧號 する けれ 共 ホ だ 明確 

. ■じ 其 趣 息を 徹 をせ しめ 得ない を 

み 謀 會じ是 ホ お討講 j すでめ るから 假か 現朽 移は 法を 

補 おず る盧 ホで あつても 大勢は 

'煩累の ぞい 立 ホを 歓迎し ないど 

が 測され て 居る。' 狙し 現 巧 移 お 

なの 规 をを をら に嚴を じして 巧 

ましから' 口 移 技の 入閣を 妨 巡す 

べし どは 大轨領 の 寂 見で あるか 

のかくカァタァ、 フキーグド氏 

の 通信は 傳 へて 居る から 惡は無 

論 問 踏と U るに 違い。 いご 觀ら 

いてが る。 (醉 が特 信) 


在留 外人 の 化締を 殿が 

じして お 一の 陪じ備 ふる ご おじ 

彼等 自身 則を 化 誰の 巧め じ登錄 

ホを 制を ずべ しごは 排 H 波の 一 

頭目 じして 聯邦 下院： S 化 & び 移 

I 比を U おた るァ こー ト 、ジョ 

S ソン 氏 == ホ 盛 顿州遇 お 化 ハか谋 

一巧 3：== の熟必 なま 张 でぁる W 大 

品領 クゥ ブ ッジに も 旣に化 を 巧 

I ムじ 外人が 錄 法制を のが 耍 をが 

一ず で 居ら、 該を 巧の 資 巧を 化 給 

i '.' i ご 誠 めら る i 巧 慟ぷ側 じが 

_ て 女ァゲ キス 氏を 始め 移に 制限 

一法' 姑を を腳 巧す るが 爲 めじけ 

一が い 外人の が錄 を。 さゴむ ばぶ 

一を のか 力 殺が せらる. へ じごの 意 

^ 見 あ：：； じして 前 諸 巧には ジョン 

- ソン； {ょち】 案を 下院に 提 おし 

じの-わる。 併し 他 S 雷 要 U る 

て 谦問|' 瞄湊し つ \ ぁ.つ た の で 

其墟 がろ 潰された ので ぁる。 が 

6 じ ジョンソン 氏は 

しむ ■しどの 决 患に 巧き 扫下 

j 巧に 一け 案を 起が 中で をる。 ジ 

U イ ソン 氏は お 年が じ 巧が 外人 

の\凝を^制せ むど の息見4:*^る 

ら •‘ く、》 《の 渋 おは 『あおじ 入 

越せ 口外 A は登銳 々 I ドを 要求 

一し 持一ま 數巧 どして ニ ホを 徴 

j なす，』 ごえ ふので 強 脚 的で け 

|なかク、：^,_^ がぉ巧人取締をぉ 

蚕 ごす。 論 和も斯 かる ホな では 


i 蘭 貞は 獨英 

! 恭刊を 化 

~ 願？^ 潮进 

1 ホ 德あ郎 に 小話 

\ 本が 一;: n 本を 出を L 满闕馬 

裝港 か-が 太 巧、 ナ了ッ コス 

- ラバ キァ、 濁 逸、 舆杳利 等を 視 

. i をして 巧 = が 組し ゎ艰が 貿易を 

i 資會雨 化 ホ 社員 森 徳ぉ郞 巧は 最 

'巧 歐羅 じの 情勢に 挪 しま ご して 

i 巧 業 & び霉义 おじが r - 曾 見の 

I 記者-」 次の^ < 巧る 『チ ユッ n 

1 は 人口 約 千!：！ が 巧を 肖し スラブ 

i 人、 例 ホ 刹 < 、獨 逸人、 巧 J 利 

:人が他ぞ师かの集瞄ではある；^, 

'じ ぉ會 巧の：！ 策 獨化逮 劇り ホ銳 

一 盧巧浆 ゴ麻奖 どのが 巧を 謀つ て 

: おる。 挪立 J でぶ だ 態く' 个睹顿 

; の 点は ぶ々 千〇 かお 巧歐洲 中部 

|のが力^;:*剧ぶごなるであらぅ。 

I チェ ッ n スの マサ リック 火 統領 

じ 巧す ろ!； 5 巧の < c , 狼を の 悄は殆 

; んで倍 抑 的で あつて 米阀 人の 齒 

父 雌 搞做レ おする ど 姑ん ど时一 

.であるり 

; A A A 

i チで. ッ の强化 u バ バリ r の 

ホ おで あ， 一が 化よ じ裝 じせょ 製 

陶 ぶ’ が卜 、ち 織工 装に かょ 袖 

常の 巧氣シ をして W る。 併しが 

た獨化 あめ 瑜烈 なる じバ礙 < 巧 

'である 〇化巧 - W ホナ マッコぶ を 

'オフ キシャ に 、 ラン y ■—ジ ご 

'し' .L 獨 逸が シ鹏遂 して 化が つた 

一獨 逸人の チ卫 一に 化る ザ 11 約 S 

:灯巧 人を 出で；* いが おおの 方而 

一では 脯 cf ' に獨逸 式を が徘 して 巧 

一 脚して 巧な。 化に _ をの 侧 から 舰 


わが 太 刺は 化 部は 稍觀 るべき も 

のが あるけれ 共 巧 部は をが 岡 趣 

じなら の。 亦 地方の 製を 家の 瞬 

際 貿易に おする 無智 沒 をが であ 

るの： 2 像 想 外で ある。 攤蘭 '晒ら 

ホ 商 費の 点では 獨巧じ 一 審を輸 

してが る。 

A , A A 

獨 逸の 昭思 面は おがで 遺 減な 

< 吸 あして 居る が、 予の視 慈し 

た ラィン ランド 邮 力の 產裴 、淺 

傑 地方の 贸 易から 觀を ずると 捲 

4- i 带： 巧の n は 必中 ホる： . i 相違な 

い。 お 瞬は 流ボじ 底力の 强 いお 

が ある ど あ 取され る だ 昨今は 愉 

入超 過 =^兀 ホ 輸入 國 では あ，- •か 

= で 朝野 ホ じが‘ 输 が 卷 S 化で あ 

る。 巧に 勞慟 巧の 勢力 强大に 過 

ぎて を 柿の 庸萊は ホ おじ 腿 あを 

潔つ て 足る。 綿織物の まを 地べ 

八 フワ 乂卜 でも 佛 の リ*— 八、 む 

耳義の グン トの製 おじ-腿 迫され 

て外闊 なに ホ 鶏を 躁麵 され；^ こ 

ごを 避いて 居る。 毛織物 S 產地 

どして むグ べグ トフ ホ （ドを 

た b でもが 太 利、 チ ゴッコ 、觸 

獨 等の 比較的ぶ い ホを 物 じ贴あ 

され ス 脚 つて W る。 乍が 歐洲じ 

於け る雜濟 の' 厢胁 力は 矢 張獨逸 

とみ 越で 商 裳は 化' 一齒 •か 指 鸡-的 

化 巧を おめ て 的る」 をな 

U 木 おおがま 照の" 

杖 庭球 戰 

述 動を 貴を 化 幅 

本 お 巧 U 本 W 樂部 速肿委 ： H @ 

けを 巧技を 速 巧の 爲 か 閒 他の 速 

びご，；：：^レ>なか ( た-かを々ぉる 1 


n 巧を： おに ル 化正彪 巧を 貝會を 
パを LM がと 時 開 會化木 曾 長 も 
特に 列席した かお 席 委員は、 淸 
水： 一二 化物 産) お 巧 (一一 蚕) W 中 
(わ 井が 食) 山 ロニ ーー 銀) 化 勝 (森 
か 兄弟 巧を) 及び 水が (が 新) の 
六巧魄 餐後潍 事に 入ら 化 づゴ八 
フのヲ ー プント 1 ナメン ト大會 
を 昨年 ど M じく ま 急 閒倘卞 べし 
ど 一六 ふじみし 不 取が 大綱を 左の 
か <ホ 巧した。. 

が；：： 儿巧 二十 H よら 隅始 

媒巧ウ で スト チで スタ ア 


シヤ カマ ク' 


ン 


ホ 1 チぶ スタ ア" 

ラリ タン* グ ブレィ 
サタ スベタ^ 

を おを 巧 

中 込 九：：：： 八 巧 ( 火 曠}締 巧 
A 巧 一二 十六 ホ 1 み、^ ンデ 

キヤ ブプ 、メダ 八、 プ 


を 競な の将 点に 攸ち 第一 及び 
お 二の 十ち 人は 勝な き マッチ、 
ブレィに 化.^ 選ず 權を がふ. 占 ご 
なる 吿 であるか、 ホる か H 午後 
六 時ず ほ樂部 じがて 巧ら じ 運動 
を 員を を關き ダー ム 委員 ミして 
阪 ホ (シ ャタ) を 井 精 〇フリ タン) 

佐騰 (ゥで スト) 巧戶 一ー サ タスべ 

9 — ) 澤井 (ボー チで ス '一の お 巧 

を 包 おせる を委貸 曾を 閲< ミと 

なつた。 が ほ 詳細め 競 抜 規定 及 

パン デキ ャツ。 ソ 等は 右を 員會じ 

てホ定 巧第發 ホす る、 ととな つた 

が 球は 巧 上 S . かくが' 巧 间胞に 

ヲ ープン されたら ので あるが 庭 

巧は 本 巧 十二： r から H 本 庭球 供 

樂雜ま 催 本社 後援の - K 競技 轉も 

あるので U 本 巧樂部 どして は谭 

を 肖 間の みの 歲技會 どず る じ 

かし 該競 おを 中必 どして 食 貸の 

親陳を 謀を A 化を 雜 する £ ごな 

ら がが 競 おの.' が 落を 吿 ぐるを 

がって 艰一 巧* ベく か 9 事 巧を み 

を一' た 0 

時 n 十 巧 一二、 四兩 H 

'を 貨淸 水、 か 巧、 旧 中、 渡 

あ、 半が、 江 ザ、 お、 

.ド、 も 旧 


津田塾 復興 園 遊 

熱 也な ゲ ヮンダ ブップ ホん は 

を 旧 女を 艇興述 動を 繼總 しつ t 

かるが ホろ 十二 H じ コネ クチ カ 

ット州 グリン ゥキッ チホの ミ 火 

ブ八 ックに 於て 潮 遊 會を舉 巧す 

る 計齡 進が し 目 ド夾 々窄贿 中で」 

ある。 おに 赌 しおる 一一 一日 午後と 

時より コスモ ポプ タン 供 樂部じ 

H ぉ蹤 をを 賈 曾を 開いた が H 本 

人侧 からは 渡邊乂 尉、 木が、 平 

本、 大貫 春ず、 が 旧 溝 化 ホ ま、 

山 內俊烏 巧 等 出席が々 協潍 する 

所が あつじく 云 ふ。 

廚田孝 雄 巧 招宴 

近 U 輔閒 すべき お 巧 巧 巧が 育 

史 かにな 旧 孝 雄には ホる 十五り 

が 紐の 知己 数十 夕を U 本 化樂部 

じがが して 巧が 晚餐 曾を 開く み 


が 商 龍 雄 巧歸朝 

香 西が 化 ホを' 阳能雄 氏は 明を 

搜 がに 關照 せらる ♦へき 獨 ホ' 門 お 

十 年 おなが 锭 肖のを 格を® び ホ 

る 十と n 晚ホ坡 ホ 帆ので， ム グン 

スが 細巧號 にて】 時： i 钢の爲 め 

次週 木鹏 おお 健阳巧 の途じ 上る 

V <締がは十 一 け下が^:^らむ^ 


云 ふ。 巧は 化來ブ 日 —ドゥエ— 

に 化つ じ 香 西 商 化は リ I K の瞄 
係 上 ま 巧 来 R 閉鎖し 稱 みは 荐ら 
東が 二十 あ 了 目 乂番 じて 舊 業す 

る； ど つた 〇 


來巧六 U じ 延期の 

じヤ ハンナ* |す 卜 

本 巧 前 號旣報 W ろ で •無 
線 带斑局 ま 惟の ジャ ナィト 

はみ 週 か 曜日 か 開 惟 をで ぁつ 

むが ぉ 席 おの 都を に 保り 十 巧 六 

n ( 第一 乂曜 ) じ延朔 -I し。 

鐵道 省駐巧 1 化 表 

ホ國郎 化锁道 あお お K 表 貫か 
か 膳 技 帥 渡 歐の爲 め乂パ ーロょ 
ら猪 お昼 減 氏 化理轨 .物の 巧を 滚 
が あつじ、 一 


• おが 菊ぶ 郎氏 結^が 育巿機 

巧大を 硏兜院 じがて 血液 化學硏 

兜 中。 らし 同氏は も .. I U 鉛 木 
藤が 嫂と 結婚、 十一-口 解 緩の マ 
デで ス チック 號 じ！^; ホ 歐洲經 も 

歸轴。 

♦森 德治郞 巧 東 篇具あ 合貸會 
社 K 表 社員、 歐洲 || 器を 了 (ま 
る 一 n 入港の B お 1 咖 にて ホ糾約 


一個 月滯が 十ち 下 
が豫 化に て歸 朝の 
® 腺 山 庫雄 巧 學_ 

若が 暫 らく 當 地に 


5 ■が 港 出帆の 

露。 

で， まる 1 H 

1 怖學の 由。 


•松 巧を 應 巧. 賄!-! 省 貿易 課を 
數： n 前 着が ホる の便舰 じて 

讓。 

を 岡 本闕雄 & 掛 を、 去る 册； 
H 歐浏 よら 着が ホ 招 じ 投宿。 
春ち 川權藏 氏に 晚 巧る 貧が 質 
本 H 小 か 停車場 ij 發， 齡视。 


9 


对 善 

巧 魔 


9 ' 五三 わ 餓鬼 火 おで 

妈のザ だけに 騷ぐ i 

〇 —— 0 のが だった 小林雅 

一 おも 今は 巧が 庶物會 神の 巧 巧 

取締な A 二な 巧 會 おの 重役 

で 先輩 任 米 山 梅 すん 建の 知遇 

を 巧け て おる。 I ィ化頃 啟米視 

察み 旅を 了へ てす 山度歸 朝し ね 

將ホ 有爲の おいす 飞か A ホ テ 八 

ベン じ 化 宿 小 も 1' _ ツム ど キブド 

の 為 眞を膝 室の V す。— の 上に 


输 ちな 一 


ヤ 


.してが たお 


琴疆 膠の 如く 相で し 眷族 垣の 如 

く 化 擁して 剧 築^ 樂を享 けつ； 

ぁる牛訊いて見^<3ど マ ダ ム小が 

は 麻 巧中學 校の 段 おで. 札 蜡農學 

校 出身の 敎脊 家ぶ 巧 S 変攘 、才 

親 巧 絕の稱 ある^ I 夫人 ださう だ 

▲小が 君は ホ 船 マッキ ンン 號 
船中で おホ戀 の^でも 聴い 了歸 


思 矢の 如く 横 潜 

電じ 依りて ホ 破 

たど 見 わ 本船が 

巧 や マダムは 時 

で ボ—卜 で 出 


勸業銀 巧 社債 券 

U 龙勸萊 がが トノ 特約 ニ ョリ 潮 
を 級 巧 社 僮 券 (倒 巧を ヲ附セ ザ 
少巧稱 微業大 を) 次间 及な 後 獲 
巧を 應 裳中达 弊が 二 於 テず がみ' 
候 一 付 テ 楠々 御用 命 願 上 お 
辨化 取扱を ユ限リ 同 巧ち テ 媛 
ホ 冀乂ノ コト、 相ぶ 次 巧を 特 
か 利廻リ 年と かお おノ 豫定ユ 
か么が 

を 九 巧 一日 ヨブ 閒始 化が 
大お 十四が 八 巧 

橫濱 おを 銀が’ 
紐 育 支店 


裁縫 見習 廬度 •し 

哉 縫 見習 髓人雇 度し 御 ホ 强み 

方は 左へ 御 照 巧 あれ 

坂 ホ 裁縫 所 

128 W . 苦 th ぎ 否 t , 呈 y . 


一 あ 具 附の三 室 r パ — 
一 トメ ント 至急 彼 格の 
廉個 じて 誕 巧し 御 ホ 埋じ ら家 
具 丈け じても 宜し 〔を 鶴】 

C 0 Morimra Bros 53 去 . だ rd St. 


貸 室 


.午後 八が 過 じ 御請し あらたし 

す 己. 古草 夏. 晋？ 宅’ こ 雲 st ‘ 

Apt . 1. ジ L lUiduban 7 夏 8 


空氣の 流通 宵き 綺麗 

售驾 なま、 閑靜な £ 域 

島が なる 家庭、 常 郁が 他の 設備 
ぶを。 

呈 芒草， 372 占. 12養 结. Cathedral 1 是 7 


貸 室 

父は 二 乂じ適 當專用 入口 わ b 1 
過 十一 巧二时 過ぎ 御が 巧を 公 ふ 
芝 4 安吉を tie Drive , 音. 呂 H 呈 二 42 nd St . 


貸闕 

ホ 廳へ十 " 


雜貨 じ經驗 
の ある 者に 


巧 員 入用 

限る。 委細は® 談。 

を 山 掏 巧 
東 五十 化 了 目 お 十四 番 


レスト タント 泉 

く賛 込む だ レスト ラント 夫婦 
者 亦は 獨身濟 の バア トナ アをホ 
む縷 をに 依らて は讓 つても よし 
午後 化 時 後と 來談。 

Ta ミを 罩 W ' 143 rd S こ ミ. 2 
TeL 《 uduhDn ち 含 


家具 破格を 賣質皇 じ 

が 室 アバ，—* メント 用 家具 一巧 
破稱 のま おにて 裏ら たし 檐 巧は 
おお 十 I 二 下 肖二兰 おを おおの 籍 
じても よし 委細 丽談お 話 じて 
下記 ゼ脚ホ おしあれ 呈を 置 3333 


一週 五 弗 お八が、 一 
人 又は 二 A じ 適す、 
ホ 廳へ十 か タィム ススク エャ！ 
へ か 五 かお 話々 ン バラン ド 呈三一 
1 芝 量 sijroof 黒 崎 梅 子 

貸 室 淸潔^:^使利のょき場 

巧 一人 乃 ま 二人 向きの 室 あら 奄 
話は プラザ ニ 六 お 一番 
S . ジで 己 こ 35 卓. ご 1 th Si •吉こ 1 


I 胃 度ち 巧なる レストラン 
卜ま人 歸國じ 就き お急賀 渡し 度 
し 委細 お 機。 

宝 i 31 产 7 1 st St . 


裁縫 所關業 

が 服、 紹 物、 ゥ！ グ 類は ドラィ 

クリ ー ニン ダ、 プレ义 及び 染更 

へ、 化 立 t 赶し 一切を く 美麗に 
致します。 拽 縫は 如 例なる 御を 
文ら 巧 峰 じがく 致します 其槛ユ 
カタの お ホを も あ b ます。 

坂 ホ 戴 縫 所 

1 お 卓 ‘ 苦吉 si.N.U. 


9 

4 

6 1 
化跑則 
が お a 
2 rs リ 


尤 

Q • i 


Y ‘ 

n \^ 


w 呼 


健康 お 進 
無藥 治療 
が 間は 

前約 じて 

重 孝 


御存知で ず か . 

眞 夏の 夕ぶ、 I 風呂 ぁびて 
さつ ばりした、 ゆかた じ着替 をした 也 持 

を わ U 摩滅し ない、 新ら しい 活字の 
印刷物を、 手 じした 時の 必 持ら でず 

鮮明で、 美術的で 、が 峰で、 お來 上りの 
迅速は、 本社 營業 印刷 部 S 特色で 卞 


K 港の 時間を 無 

ゆ 自宅に 知らせ 

横濱じ 着す る や 

を 移さず 港外よ 

、瞄 々ごして 孤 


闊の寥 化を 語な- ▲然る 

じ 驚 < 勿れ 横： 散巧卜 はがが 外勵 

から 入つ て ホ 山 服 客を 出迎 へる 

時で も脯人 丈け な 港外に 粟 b 旧 

づ るのを 潑 じて むつた どやら で 


巧嚴 


I 


U 辄 背教 礼 


带話 スプリング 八 ニ セ セに 御 一報 

私れば を 速 社員を 伺は せまず 0 


一次 片禍 巧國 訪問 園 員 募集 


是 がむ ましい 


問 遇 どなつ たさ 


ぅな ▲巧 も 生、 化き の：！！ 本人 じ 

當 おが コン ナ盖別 的が 遇を 加 ふ 

る どは 甚だ W で 不邵を 千 街 怪し 

から =2 ホ 第で もる と 氣の巧 い 小 

がをは 湛 外悲愼 のがを 絞つ たか 

如 M だか， ド'' 酱 ぶが 照 舒中だ ど。 

U 臓說か 

♦が 宵 U 本人な 巧 
『敎 巧の 化 本 問題』 聞 ルが 帥 


お發期 




諸齡 


十 巧 一 こ R 

十ち 九 円 


■ヘン 停が 據' 

郵船、 伽な 化 


翁 


一一 r 円と 十 お 弗 

二け 弗 


脚 費 U 

(游 単は 一等で 漁船は 二等) 

化な お ホ错 をは 巧入國 許可証を 稱 るに 約 一一 子 。間を 

要します から 化 際】 日ら をく 出颇 する の 必要が わらます 

糾巧ホ お 五卜义 . nH ニニ 四 

i あ 巧懒化 弟廊轉 


お話リ ー ジェン . 


一二 四 八 〇 

一二 凹 八- 

〇 二 己 五 




In— 



丹ぶ 絲化巧 ま 會お巧 育ま 店 

Japan Cotton ^Trading Co., Ltd., 
Cotton De が . 

60 Bmv が か. 》 

下 ♦し BowHnfl Qre«n 2990 

Silk Dept. 

26 Madison Av<.» 

T«I. MM. W. Mti 


1! ホ 生糸 ホ ま會社 
が 育 支 巧 
NICHI- 化 I KIIT0 KABUSHIKI KAISHA 

(N に排ぶ 封 KUTO CO., LTD.) 

373 4TH iWenu も 

Tcl. Mad. Sq, 7592-5 


神 口 鈴 木 商 巧 
おを 支 巧 

Suzuki St Co*, し td. (Kobe) 

2^0 Uroad 、、 ぶ y, 

Tel. Cortlandt りが ぶ 0-51 ぶ 2-53 


u ネ 生糸 巧 式な お 

が 巧ち 巧 

Morimura Aral & む . ， A が nts 
がに 23rd が.， 

Tel. Ashland 5320 


族を 名會邮 
紐 育 支 巧 
Hara & Co., 

4 が Fourth Av も . 
Te し む ledcnia 7830-35 


江 蘭 巧を 曾 社 絲脊 す. 昨 
Gosho Corporation, 

Silk importe け 》 

334 Pourth Av も 
T«l. Mad. Sc|, 4SM 
。的 ho Co 。 Inc" 
Colton Exporters 
60 Beaver ろ t., 

Tel. Bowling Green 8806 06 


乂阪朝 H 新が 慰 
檀旧甫 ず 
Q な lU A な HI 

Room 308 World む i!ding 
Tei. む ekman がが 


乂奴お U 二 東京 H 目 
上 おお 菓 
Osaka M が nk:hi, 

407 Tribune ミ ; ui 地 ng 
Tc し Rccknxnn 4259 
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巧 わを ぶ 巧 お m がを 化 imwi 
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W 巧 巧 報 


义那の 門 戶閒锁 

支 抓 5 門' 戶銷 化？ て r 博統 

的の 換 を.； i で わる ご愣权 ずる 米 

感 か、：：： 米が 駐 - S 外 父懸を ごむ- 

つ てなる 無線 お 信 巧 約 問 跑じ就 

て、 來 るべき 瞄税巧 盛に おする 

梭 助を 贿 じち 服歧府 r 迫 b 、 遂 

にぶが U 支 乂ムお 利を 巧で ある 

もも！、 育. 到は 义陶 おを 化 礎 £ 

する 提 嫌を ホ邪歧 おじ 强 をした 

i は、 ホるべき 關槐會 溢の 前を 

に帖 影を おけた もの ご 云は なけ 

れ ば；：：^ ら の 0 

今 汹の無 級 お 信 紛ザじ 就ての 

推移 じは、 ホ 図の 外を 政策 か、 
'をの ま 動力 ご つて & る こごは I 
事. 封で もる が、 岡が に 支 恥 かお I 

.かこの り义お 目を 利用し’ 願 巧- 

會能 じがけ る 列强の 對ま峨 迫を 

ホが し 防 化せん としつ i ある ま 

那の 外を 段 巧を もちみ の 中に‘ 加 

え i ：* ければ；； vb ね。 郎も交 孤の 

立 煤ょ b 見る じらげ、 則 强のホ 

調を 亂す どい ふ i は、 利 權巧收 

の 上ょ ゎして 頗る お 利なる もの 

をく、 列强 のま 那じ對 ずる 政 巧 

ど 態 巧が' 个純 でもる こごの 採を 

は、 ま 抓の 圈み的 位 巧を お 進し 

且つ 支那に 論の 一致を 促進す る 

所 化 どむ るので ある。 

巧し乍らか やぅ^^僖時化の外 

を 政策が、 支那 じの み 適用され 

る ことが 巧るべき 關稅食 諮の 巧 

命で ある ごする U らば、 をれ は 

恐ら < ま 服の： 欄 触を お 進ずる の 

道で も U く、 瓦つ 列强 の 威信を 

維 かする 巧な でも yLO 支规力 

乂齒 をが 用 せんとし、 ホ闡 W 自 

己の 巧權 のために ま’ 化を 利用す 

る どい ふこ ごは、 即も 列強が を 

^し、 支那：$1巧するどころのお通 

一の 利權を 破が する こど るの 

I で佔 々るまい か。 而 して 斯る協 

; 調 のが 壊を 目 操と する 曾 讓の秘 

一め て 無ぶ 義 である こどは、 過去 

; の胳 をが これを 証明して ゐ る。 


れ乂ら ざるを が 。殊じ 化か 
ホが の 紐ち ッ をた る人氣 巧の ス 
，、ス 巧. こ ゥォ八 ヵア巧 どじ 峻つ 
て 化る 調ず はな 隧 加ず のがが が 
あつ'-' ホ 巧す ガ でも わる か 巧し 
ブラィ マリ-- に 化て タマ ニー 派 
の爲 めじ 一锁 しまられたら' ィア 
ス トのが目玉^3ぉみ潰さ れる譯 
である 占ら がに 1 誇を お 織して 
叛 巧を S 自 A 黨じ雜 ず 段 化 ど 


なる かも かれ 幻。^ ァ ストが 賊 
めか おめ 乃至 侧 人的 腐れ 緣は斯 
く-- nL 解がれてゆ^ としても、 
『子は 巧が のか 馈じ おしては K 
ホ黨封 では：：* い』 ピ傲語 すら 黄 
色紙 玉の 化 脊民ま 黨乘化 策は 一 
寸化 巧の 見込は い。 孰れ じせ 
よがは ごして は 灰 蘭な 上 あ盧あ 
らを別 わる 巧 じ ホ 政を を 巧せ ね 
ば 浮ばれ ぃょ い。 


化り.',' 列 独を 員 どみ にち お' 献谁 
すべき 妾：；：！ を 化かす るの お 俯を 


會識を 前に 

無線 紛爭 


支那 時局の 推移 


米國 政府 通牒 正文 


關親 自主 權制 をを 暗示：： = 治 外法 
權撤廢 巧法權 確立-^ 條 件み 藝ぶ 
「條 仲」 は强 固な 中央政府 

旣秘の 如 < お ま條約 醜 係列强 

は 去る 脚 日附を 3 て 支那 か 拍 

一 凹 答 普を を附し C が、 乂鹽； 


紐 脊ホ長 選擧戰 

今が 十一 目 じがけ る 械育ホ 長 

遇が 戦が ミッチ ユ八 おが 蘭當時 

に敞烈 なるべし どは 豫 おじ 

難から ざる' 所で あるが、 本 巧 十 

ぶりを W て轨巧 せらる i プ グィ 

マリ ー を 巧へ たる 巧 T の 政戰も 

亦 化けに 攸 ずべき である 〇就中 

タマ ニ ー 派の 巧 力を 化 炭 甘る 候 

補を クォ 八 ヵ ァ氏ピ 巧 色 巧 王 八 

ァ ストの 勢力を 巧景 ごする 灰閱 

巿 おどの 化 おは 異常の 輿 ホを 唆 

つて ゐ る。 が戚ホ をの 無能と ず 

誠な ピは旣 じを がが あつて 過 ま 

八 年の 間に 示した 不が綻 をな て 

して S 巧が 長の 椅子を 窺豁 する 

のは 潜 越至陆 である。 乍 併 ァ 

ストの か 力 ご 筆力 ごを 賴 わじ 育 

蛇ぶ じ 突進す るが 魄 がを の蠻輿 

はを 滕巧ホ 流 ごで も 評すべき か 

あじ 巧 彼の 精力 絶倫。 るには 恐 


化府 ょら 條約 締盤轉 反び 支那 

かを 組' たじを 附 したる 通牒の 

内 おな 左の 如ん。 

IV . IV . 

【一】 本を 化 舘ち巧 北 ホ = 附の 

公文 磬に 細聯し 本官は まる 六 巧 

ホ 四 U 附 にて 致せる 貴翰の® 要 

なる 諸問題に 瞄 職し 

米國 政府 は愼亟 じこれ 

を考簽 したる； を述牒 する の ホ 

をを おす C 本 欧府は 化 ホ ごても 

支那の對判强触+^巧整巧じおす 

る 随悄の 明 ょる ものを るを 知を 

する ご 共に、 これが 進退 じ 就て 

は 餘視を 息ら なかつ たもので を 

る。 本 政府が これ じ おする 深 其 

なるな 息は が ホ どても 兩國 政府 

の閒じ お化し わる 條約 改訂に 就 

ての おを に顯然 どして 明示され 

たもので あらな に赞 言す るの 要 

を 認め 乎。 ホ慶孜 巧は 巧 巧諸條 

巧に 示された るが 留外闕 人の 權 

利を 化 譲し をつ これが 寅 務を梁 

すべき 支那 政府の 能力 じ 順 應- 

支那 政府の 現 巧條約 改訂の 提诚 

をち 置す るの 準備を 有ず。 而し 

て 米 國を府 は 

支那 敕府 の 大願に 對し 

誠总を 化て 應 やる 必要 上、 を那 

政府に おし 重ねてが 留外國 人の 

生命 财產 保護 あび じ 現じ 支那 政 

府が 列强じ おする 願 蟹の 提 謙を 

渉をして颇る不利^^るものじ薄 

きつ： ある 國巧 のがが 案 乱を 正 

し 排外 煽動の 跡を 絕 つべ くち 那 

政府の 誠を ごを の 力度錢 揮の 請 

左を 求， び。 ごこ 本 あがは 支那 政 

がが 從ホ 諸列强 ご 締 おせる 觸稅 

條 約が 熙税 を繫现 して 固 內の經 

濟的 必要に 應 ずる 上 じ 陈蒂を あ 

ぼしつつ ある i じ 向つ て 深甚な 

る 阳愤の 怠を あ 明す。 然れ ども 

これ じ 就て 巧 意を 要する ものは 

をは モ八巧 巧 十二 年當 がち 那の 

稅制狀 態が おを 畦め 

列强 どの 紛疲絶 間な からし 爲め 

これに 順應 ずべ く 設けられ たる 


ず 段に して 收 親方 泌の 不統一に 
附 惑す るが 人 じと b て 本 關稅法 
が與 えたる 彼なら 鈔 しどせ 中。 
本が がは このな じ 就て この 煩雜 

なる 問題の 外交的が ホ 法 ごして 

獨 り列强 間の みならず 、支那を 

ホを むを 逆 的 G る 關稅慷 約の 制 

をを 協賛ず。 で 二】 千 九な 廿一 一年 

一一 一巧 六 H - 支那 關稅 おを に 調が 

な ホ 本 政府が 支那 政府の 財政な 

を*! 销ィる 努力 じ 特殊の 注目を 

拂； つた ものである。 (四】 當巧支 

那が逝 化 表は 西 欲 諸 邦 じ 共通 的 

る 司法制度の 樹立を ホ 壁し 則 

强もホ これ じ 援助を 惜 ます、 互 

つ 巧を 制度 も完 なして これ か滿 

巧ず べき 結 架を 生みし おを 

治 外法 權の撤 曝を を" が 

した。 列 强は爾 ホ 過去 サニ年 じ 

をる 义那 政府の 司を 制を 獨 立に 

おする 手段 ご ホ 法と をち 究 しつ 

一つ あつたが、' も ホな 倒 制度の 樹 

かど 巧の 腳巧 をの ものは 必中し 

もを 般 のの 改善 じ 副 ふ ものでは 

•ゴ く、 これが 審がこ 法 S 腳行を 

雑 持し 督腳 すべき 强 凹なる 政略 

存化を 必要 どす る。 然るに 不 

幸 じして 過去 數年じ 直 b ま耶政 

厨は 旣に 樹立され たる 斑 お 制 巧 

を她 巧す るの A 蓋を かいで ゐた 

ので ある。 〔五】 支那を がの 關稅 

ぶび 治 外法 權じ對 する 提 請に 就 

て 最も 實 けなる 手段 ど 方を はヮ 

シ； トン 條 約の 

誓 狗實巧 じぁら ど 本 政 

府 ほお 考 し、 この 盧ホ ょらして 

本を 府は關 巧 會幾化 おを ほ 命ず 

も £ お；-: 今が 貪 講巧至 他の 磯會 

じがて 支那 政府の 合理的なる 隣 

歌諸條 約の 改訂 提議に 應や るの 

最志 ある； を ま 明す。 で ハ】 本 政 

府 はま 邪 政府の ホ 望 じ 副 ふべき 

治 かを 權 & び 特殊 外國 人が 護 傭 

約め 手段 方法を 講 やる 前、 化づ 

ッンン トン 協定 じて か議 したる 

如 < 委員を 派遣して 從 巧ょ b 巧 

上に 詳細なる お吿を 求め、 これ 

を棠錐 ごして 即時 乃 ま徐進 的な 

るを 巧 巧 懼做廢 の 手 践を皂 量せ 

ん どが す。 本 政府は この 協を じ 


夕 站のリ -謂静 る 
ま 京 巧 電六 H 獲： 米ち S 國 
み W を 巧の ドに 新 無線 おを 設辭 
してが 橋 無線の 支局 じせん ご 支 
撕 ょりお 證 したち が 右に 事實上 
フエ •テぅ ル邮線 案を 實现 せしめ 
んど ずる ホ阁の 入 轉慧化 外 巧を 
は么 をが 絶ず るを であな。 

東京 特電 八日 搂= お 支 無線 問 
踏に 挪聯し 朝野の 與論は ホ閣の 
わ郵と 非難し ホ國け ホるべき 哪 
お 會議を 武器 どして 支那を 威み 
し 丈那の 無線 甫お獨 も權を 獲得 
せんどし つ} ある もの i 如く、 
外あ综 局は これを 出 ホ 得る 限 も 
單 純化して 兩國の 义組增 進に 巧 

力し つ i あるが、 結な 日米 共闲 

管理の 策 じ お づるや も 知れ や。 
然るに マ 八 n 一一 電信 會 おおが 化 

理 人：*- ム マン 氏は 昨 巧 本 問題 じ 
脚赖 しが 太 利 及び 英國は 支珊政 

がと み 間に マ 八 コニ 無線 契約を 

旣じ締 なし 優 化權を 獲得した 事 

實を栖 じ H ホ 兩國の 割 支 婚線契 

約は 一切 効で ある どを 張して 

注目を おいて & る。 

まを 别電と R 盤 U 支那の 無線 

契約 じ關 する 對 H 提證 (別 巧特 

電參 照) は 米齒の 指を でんる ど 

は：：！ 本 一般の 輿論で あるが、 ま 

那 の搪議 ， 11 お U 左の 如し。 

^;一】 日まホ巧间じて管理ず 

べき 中央 無線電信 おの 資本は 
本ぶ び米喊 にがてを 漬のお 式で 

募集す る。 

(二】 一二が 無線電信は これを 

支爲 とする。 

〔111】 無線電信 局趣設 中の 資 

金 一切は H 义乂 これを 監瞥 

の閒 わける 鞋お 利益は 巧み 憤 

の 巧が どす を 0 

〔の】 無線 巧の 運 轉は常 じ H 

ホ 人の 監督を をく る もの どす 

〔五】 ま 邪 政府は 無線 電雇 W 

員の 巧 か權を 巧し 直つ 支那の ホ 

權 じ關聯 しじる 一切の 出來 事を 

支配す る。 

で ハ】 本 問題の 爲め H 支 ホを 

議 を開摧 する。 

尙 ほな ちを 化 マ クム レ ー 氏 か 

この間 題 じ 就て 農々 ま那當 なと 

會 見した のは 事實 であつ てまる 

八 巧 甘八& の閣 誰に てこれ をみ 

定し 始めて H 本じ述 碟を發 しじ 

ものであるが、 巧務當 局の 一部 

は 支那が 關槐筒 歳を 前 じ 日米の 

葛 おを 化 組み この 通 煤を 發 した 

ものである と いふ 理由から 一哲 

の阅容 は關稅 會議後 じすべき で 

ある ど ホ 張ず る 者 も ある。 

英國 政府 も 

抗議 提 おか 

巧戶 開放 じ 違反 

ロンドン 八 H 發= ロンドン • 

タィ ムス 紙 化 京 恃電は 最近 日乂 

南國の 間に 巧び 閒題 W ならつ 

ある 支那 無線電信の 紛ず じ腳聯 

し マ^コ ニ 無緻會 社の 掛支 無線 

契約の 事實 を舉げ てこれ を 批評 

し乂圈 のま 張は 喪す るに 支那の 

無線電信を 獨占 せんど す- 


で わつ て 日本が こいじ 抗谋 ずる 
じは 巧 か；：^ る 巧み あ b ピ颇 じ、 
おし 支那」 巧 戸閒化 あら ごず 
ればお喊：^例を米闕の 無線獨 
.占 權を無 挪夕 るの 必 嬰は。 い 
若し ま 術に 巧戶 開化 あ b ピす 
れ ばを の巧戶 はなじ 閒放 ぅれ 
る' ベき もので あつて、 U お佛 
の無撫 電信 柳係莱 巧は この お 
じ 就て 協 帝し ホ閒の 加入を 勸 
誘した るに も拘ら 中、 乂圈は 
これを 化 絶して & る。 邸ち 彼 
等ホ鹽 人は 米 越の 獨占權 じは 
贊 化し 乍 も 化の 化が におして 
は支那9^§:111.糊放をょ跟しク 
つ あるので みる 云々。 ， 
ご 述べて むる。. 而 して 巽 陛の外 
巧當 局は この 紛ずじ 關し目 下 拱 
手 俊 觀み麥 であるけれ でも 輿論 
は 漸ザ强 硕どソ つて ゐ るから 或 
は 近く ホ 鹽は菌 し 非を 式の 抗講 
を 試みる かも 巧れ ない。 


佛國前 稱梢逝 < 

バリ-- 屯 U 鲜 ；；：：； 峡洲乂 聊夹發 
なが フランスのを 祂 じして 徵洲 
じがけ グ J 政 ホ 家に てぶ も 雄 辯 家 
ごのを 計 ある フキ リップ •グキ 
ゲ ネアン 氏" U 千 化け： が 裳 妻 
を 失つ て お ホを 巧健廉 勝れず 引 
絕 中て あつむが 遂 六十 一 おを 
一朔 ごして 今. 御 バリー. 郊外 K て 
逝よ して。 にはを 來化會 戴 出み 
の 人物で あるが 祖 越の 爲め U . ま 
義 ぉがて： 柴幽 一 をの 巧 閱_ぞ 組 
織し 欧洲 大戰か 則の 大立物 
クた 人物で 叙 也な も國際 聯毁論 
裳で みつた。 一 


九州 沖繩大 暴風 

まま 特電 八 U 發 U 化如 一巧 お 

び 沖繩縣 地方に 大 暴風. 兩ぁ言 

通信 一切は 化 絕の姿 じして を審 

は 甚大 ：：* るべき 巧 这 である。- 


> 

Jm . 


の 


巧び 上海に 

暴動が 突發 

英闕 警官が お媪 

上 お八； 3 發 U 昨 U 支那 乂 街に 
て國 民大會 を銷摧 したる 一一 千の 
緣働 者は 巧を 紐んで か人租 あの 
蠻察 本部 じ 巧を せじる も 醬官隊 
の鎭撫 じて フランス 稱界削 近 じ 
まで 退散し ね 際 一人の 巧ん 踏： 一臣 

•か裝 叩きと t ：* つなので 英人瞥 を 
はなもじ 發 砲し 遂に S 人の 支那 
乂は郎 死し 二 一人：；？ な 傷し 乂國人 
名 も 亦 傷き たるが を 3 巧宫黨 
の營 腑が嚴 S である わめ 別に 不 
をの 化 もない。 

ヮシントンと：：： 發 u 駐支 米國 
を 化 マ クム' レ I 氏は 上が 動亂黃 
巧 識查の 米國代 おどして フ キリ 
ツビ ン大潘 おお 率 ジョンソン，- 巧 
を 推 藤し 國路 省ょ b ゥッド 總释 
じ 照 巧の 結が ジョンソン 氏は 亡 

お國 のを 權巧命 

"ン ドンと：；； 發 =； 英闕 外務省 
は ホ.。 べきち 她脚 お會講 の興國 
化を ごして 駐义 を® n -"ランド 
ク 9 二一 卿 S か 陸 お 中を ピ！ 
少卿 をが 歧顧閒 じ、 マン チェス 
巧 莱貧雜 巧み スチユ ッート 
氏を 實装 顧問に 巧 命した。 ビ！ 

八 中を はを てが 格 省の 助 政 顧問 

たちし 人、 スチユ ツ'— 卜巧は 過 

去 十と 年上 おじ 滯化 L たま 那の 

關稅 通で ある。 

香港と H 發 地を 中必 どす 

る 英貨が 斥は 円 ど 共 じを のを 礎 

が 堅 厨 どなら 南 文は 元ょ を 巧く 

化 ま 邪 じ もを みお 響を 及ぼす 見 

をる で ホる &、 - 

ホ 國驅逐 艦/ 

禪藥 虚爆發 

邦舰 救助め 途中 

上がと U 發 U ホ闽 ァジァ 艦隊 

の 支那 河川 營備 驅逐 艦/ ァ號は 

上海を おで； 沿岸に 遭難 しれる 

ま那觀 船を 救 巧し 卜縣じ おきつ 

つ ある 途上 突か 臺機 ごり み々 尘 

をが 巧 中で あつた 吉野化 (官船 

化 千顺) がが 巧の 腿 風に て お 隙 

信 號を發 し 救 かを 求めつ i わつ 

たので 俄か じが 路を轉 じて 遭難 
地 じ 赴かん どした 際禪藥 庫が 爆 

發し四 名の 水を は 即死した！ め 

を もじ 當 化に 引返した。 


東京に 虎 疫發生 

東 ま 特電 八 B お u 橫 おの 
ラは 巧 京に も 傅染し 眞性コ 
を お 一二 名發 ホし を 地に も 傅 集し 

つ i ある 模は である。 


ラ 


魄 ホ 



卜 


レ 

3 


ク 


公使 總 領事 任命 

東京 特電 八日 發 U 化を を洩舘 
脚 遂拳宫 ぶ 旧爲吉 氏の スべ そン 
をが、 總 領事が 化か 郞 氏の 遙羅 
を 化 及びな 英大 化舘附 一等 蓄記 
を 吉旧巧 氏. 天津 総領 奉 巧 食は 
巧を しわ。 


上海 陛戳隊 引 楊 

大使館 經 山を 葦 
上 お 本が 醜 係纺績 及び 海員 罷 
楽辭巧 S 結 架上が 總巧會 はを 地 


を おじ 宛てり 义 親善を 提唱’ 举る 

長 緩 


通 屯を 錢 する 等對社 威墙乂 
かし 自豕 用發 屯所を がする 本が 
1 1 1 H 場は 紙-し 操業を 開始し 星 b 
稱 巧の 戒熙 かも 掌 おお あのぶ め 
八日 解除せられ 巧 劇 陸 載隊は 
同 U を 部引惕 げた。 


廣東ミ 王化 錄派 

大 化舘經 由を： 审 
從ホ廣 東 政府 にがては 内が の 
暗圆甚 敷か 6 しが 八 巧 二十 口 極 
左 傑 派の 首が 曝 仲 剖 か 一 あ' 昭殺 
せられ じらを 動機 どして 遂 U 互 马 
破裂を 見， が漢 おは 麼 暗殺の 一 嫌 
疑に てで 化が， 謝 曾 お、 許蕉智 
の 一派に お禁 せられ 廣 まの 實權 
は 岡 派の 手に 歸 した。 


海軍の 異動 巧を- 

東京 特電 六 U 發= 本 巧 十お枉 
海軍 異動の 發 あある べきが 內を 
せを をは 左の かし。 

が お大お み 口尙眞 
舆 一一 艦隊 词か 長官 


補 


か 


補 


海軍 大將 

おみ 部 巧 化 

海軍 中將 

が 軍を 學 校長 

が 軍少將 

敎肯 局長 


齊藤董 i 


白 根 熊 一二 


巧が 吾 ご 一郎 


巧務 次官が 更迭 

ま 京 特電 六 U 發 U 湯淺倉 平氏 
化 願を 官 どなら 川 綺卓吉 氏が じ 

內 採み 官じ化 せられた。 


術 潮. じ 領事 任命 

ま 京 特電 六 H を = 渡 邊利徳 氏 

は 浦 潮 術 事 じ 巧せられ た。 


翁 一 

嚷！ 

話 

〔四】 大 をな 子供達 

と 巧 化 六：：： =： 昨 H も、 一が 口 
-、 卜^ K トキ 伯轿の 健康は す 
ぐれな かつむ。 伯爵 夫人は 昨 U 
(何時もの やうに】 いら \ 

し U がら、 唯つ た 一人で ヤス ナ 
ヤ から モ マ クゲア へ 「恐らく 永 

久 じ」 巧 < どを つた。 码 なく ホ 

人は 冷靜な 態度 じかへ つた も S 
の やうに、 用必 深く いろ--^ と 

荷 をら をし わら、 化 巧に がれを 

吿げ てから、 お 卓に 乗つ て刻牵 

じ 間に合は すため じ ツユ ラ じ 出 
發 した。 

どころが今：：：じ^^つて、 ホ人： 

は 息子の アンドレィ をが つて 突 
然ブ ユラから 歸 つて ホた。 彼は 
きび とした 巧で あるが、 父 
どの 紛爭じ 就て は 常 じ 巧の ホモ 
をして ゐ た。 これ も 卜八ス トキ 
じと つては 煩悶の 邱 であつ た。 

巧 も 子 も、 おじが 產み配 じ 就 
て 疑 深い 眼を して ゐ た。 

と 月 化 日 U 「今 H はな 達 じご 
つて 靜 かな H だ」 ご 伯爵は 書齋 
に 坐つ て おじ 云つた。' 

「お A 今少し 前 じ もちへ た i 
だが、 なの 今の 位截 どして はず 
動的.… 即ち 無抵抗で あら、 巧 事 

を もしない をが、 最も 大切な i 

だ ご お ふ。 なは これから f んな 

i を 挑まれても、 總 てを 化默す 
る。 化 默は力 だ！ 遂に 論 嶺じ巧 
みな 人間が あると しても、 彼は 
化默の 前には 巧 事を もな し靜 U 
いの だ。 文句の •田 万遍を 並べ や 
う ミしても、 彼が 化默 をして 何 
事を も 語らない 战 をを 想像して 
見 給へ！ ど、 な-レは 化默 どい ふ 
ら のがち へられる の だ。 ホ もこ 
の 他 境に 立 到る のじは、 聖巧も 
云つ たやう じ、 汝の 惟む 者を 愛 
し、 汝の 敵を 愛しなければ なら 
ない。 併しな はま だを こまで 達 
ずる じは、 餘释 隔離され てゐる 
やう だ」 

「をれ ぢや 伯爵は、 或は これ 
等のを を 貴下 自身の ために 試練 
をな すつ てゐ るんだ やないで し 
やう か」 

「さう だ。 さう だ t なは 總て 
をを じな つてち へて ゐ るの だ。 
併！ 絕 化の 栽な、 セント •フラ 
ン シスなん かじは 比 鞍す る ミは 
出 ホ-:: い。 フランシス も 云つ て 
ゐ る。 お前が あ b ご 化 ゆる 言葉 
やお 想を 得ても、 を こじ 幸福は 
横は クてゐ ない。 本當の 幸福は 
他人が らでんな i を强 要された 

ち、 挑まれても、 自み自 身 じを 

れを 顧みて 决 して 他人を がまな 

い i じある 〇を こじ ゆ < と 化は 

まだまだ 隔 つて ゐる 

八ち 一日 U 朝、 トグス トネは 

おじを つた。 

「マダムは (ご 両腕を ふら 乍 

ら) ネ日 はこれ だ。 彼女は 默つ 

i てゐ るが、 を 着いて むない」 

晚 をが 濟ん でから、 私は 一寸 
用藥が あつて 翁の 書齋 じけつれ 

が、 買は を 事の 際 翁は 夫人 ご 不 


粮か U 會 話を 巧した； を 化は 知 

つて & る。 をを 出る ど閒も U く 
ベ 八 •か晚 つたので、 化は 巧び 引 
返した。 翁は 化 刻の やう じ、- 詰 
齋の化 隅の 巧す じがいる やう-し 
がつ てむ た。 

「わ 前 だつ わの か？ 化は サシ 
ャがホる^思つたのだが、 ....併 
し W じ i だ」 

翁は バ i ；. n ニ ーに述ずる扉を 
閒 めて 吳むど 云つ た。 天候は 化 
錢 らや險 おで、 うすを く K つて 
ホた。 おは 翁の 書 化に 磯獨 をと 
ぼしてから 、化の ホモに 稱 火を 
どら じ 巧つ た。 

「ぁ {、實 にい i !」 突然 お 
の 背後で 翁は 叫んだ。 

「巧が です」 ビ ぶは 訊ねた。 

「わ 前は 笑つ てゐ るね」 

「でも， 貴下が 實 じい！ ど仰- 

有る からです」 

「さう だ。 なは 實 じい i と 考 
へて ゐ るの だ。 お前が 精神 ホ 巧 
じ 生きる が U をの 飽箇が でんな 
じがい もので も U をれ は 殺て を 
化が する の だ〇假 ちじ わ 前が 嫌 
な 威 じを しても、 巧め てこれ を 
装は ないやう じする どい ふを は 

セント •フランシス も 云つ たや 

うに、 寶 じい： J どして 渝 かな 
の だ。 若し お前が をの 氣で 生き 
て' むけるならば 、お前に < つて 
惡 魔の やうな ものは、 をき もの 
に變 つて 巧く」 

翁は をの 瞬間に 化默 して、 あ 

らじ 云つ た。 

「これは いかにも チ 盾 的な も 

のどして 夕 く の 人は 了解して ゐ 
ない。 けれで も眞理 なの だ」 

八 巧 五： nu 話題が 夫ん の もじ 

おんでから、 か淑は ポケットから 

帳 がをおして 讀ん だ。 

「總 ての 人は が 長への 過码じ 

ある。 がに お 達は 彼を 見搶 てる 
るは 出 ホね。 併し乍ら 世の中に 
はを が 隔離 クれた 人間が が もし 
これを 子 拱 どして 扱 ふ 外 じ、 扱 
へない 者が ある。 かやう U 人に 
おしては 子 化の やう じ每 敬し、 
愛し、 監督し。 ければ ならない 
: 自 をと 間 等 じする i はお ホ 
ないし、 彼等 じ 自己の 範圃を か 
らしめ る； もい けない。 がし 注 
意し な けれげ U らむ い、 とは、 子 
巧 速の 必 はもの 率を 習 ふごい ふ 
9 も、 自 かの 持つ てゐる もの 
じ 邸き 過ぎて、 自 かの 了解の 出 
來な いもの i 化て を、 否を する 
をである i 

をして 翁は 扉の 入口を 指し 乍 
ら云 つた。 

「私達を 圃繞 する 人々 の 中 じ 
幾人 こんなす 化が ゐる i であら 
か！」 不 人譯。 
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♦が 育で 製造され るが 服の 勢 
力は を ホ國を 風靡し、 け 人 じが 
て 一人の 割合で 紐 育 製の 巧 服を 
苔が して ゐる 〇イ！ スト •サイ 
ド 繁昌を 雄 辯 じ 語る もの。 

♦を 乂幽の 自動車 事な から 生 
ずる 人命の 損害、 ± 地 偕 格の 動 
搖等 Jh 及ぼす 一年のを 損害 高 
はか 偽 巧で】 人 平均 廿 弗に 當る 
相 だ。 今 じ 自動 単 道路は 地下と 
なる かな 架 じなる だら ぅ。 

♦又ら 一靑 年の 少女 巧し。 を 
巧 階級を の智的 犯罪。 
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The Japanese CJhri が ian Inst., Inc. 

3 が -; が 〇ん 57 th St. New た ork 
Phone; Plaza が 52 

貪缉 轉 — 聲 本單互 茸 5 

お 專を祐 を集潇 



KE 民 R 為 : iMAVOR 

1023 Third Ave. 

B お . 60 & 目 1 Sts. Teiephong Regent 2809 


を お 人 本日 

巧 ^ 靴型 小 

足 ホき 离 .足 小き 廣ぶ ルき 巧 




UP 巧 B る TE STYLE 
し 口 S torn 
ミ aiiof 


67 W. が 祀化 も Y. 
TcL Bryan! 73 巧 


!(ii が日邑 ros , Inc. 

(Formerly 聞 aruh が tii を 00 
17 East 17 扣 お， ん If. 
Td. が uy?esaa! 呂お 9 


Nippon Dry Goods し 〇。 

1281 む aadw が， む iy ， Cor. 31sf お . 
Telephone Penn. 53 加 
Room 5351 


Koike Studio 

が 7 別 fi むら 
む r. お 化む . 

' - 一 了 一 — Caledo 田 ia S394 


bT 


2518 Broadway. N Y Ci げ む r.9 わ h み 


Dr. T. C。 Takami 
17S Cumberland St. む gold が 
TeL Crnnb が iasii 2311 


E.E.YoshH,IVLD. 

3 が W. ?1 お Si, 

Tel. £ndi な it お 30-8 巧 S 


Dr. G •比 Martin 

DENTIST 
743 Lexi 巧 おな iUe. Gor. 目 3 化な 
Phone Re が お 2 が？ 


DR. H •ん GARDNER 

DENTIST 

18E.61snt. ApU 日 
Tel. おが！ t{ 7188 


TOYO N.TSUGA 民 U 

3 お 柳 主 巧 . 

538 W.17 お h ^Street, 
Phone. Walworth 5942 


に Iwarnsoto, M. D. 

114 W.70th St. 

Tel. T rafaigair 0352 


KAN 之 O OGURI M，D 

214 High Sf. む e 加が 
Tel. む mb だ ismi 1080 


Midori Mfitsumo わ 
38 Post ive. Oily 
Tel. Washinginn Heights Q4B7 


T. KASAI i 

Marchant ^ 

Tailor ! 

が I 

TIMES eUlLDltiG 
Room 304 I 

NEW YORK I 


Phone 
8ryan { おけ 


Y. iTO 

1 お Eest 艮 3rtl 化 
Cor. Lexin が 加 を 脱， 


NIPPON TAILORING GO. 

3 邮 W* 目 8 化な . 

TeL CgHj 巧 bus 4173 


誦け R 細 齡郎 , 
45-47 E. 20th St. 

Tel. Caledonia が 巧 


Mi な .B ね邮帖 Fish が 

1264 Lex:. Ave. Cor. 85th St. 


授敎語 吳人婦 


KODAK 

Developing 
Print ; な护 

£ 打 1 る fgi 巧 g 

堂 光 紫 

140 W ； 65th St. 


M 

<‘ぶ 

'、み 


I Vi 


I — ■ ん ■■— 

巧 ダ 


PHELPS & PEBRY 

3 Maiden Lane N. Y. 

ェ繩 冶鑑鑛 金に 幷巧禪 r 金 

類 お賛匠 霖新最 


ん L’CEASA が M.D. 

侧 Eas け 7 化 な 細 
貼 . Park を Lexington わが 
たし Lenox が ? 3 

g 喉囉鼻 耳. 看 

間が 察 診 
午 化 ま 時 十 前午自 
時 八 ま 時 六 後午自 



巧ぎ 節調霸 眼に ホ眼檢 

F. I. FR 巨 DE 民に S CO, 

醫巧赃 學乂亞 比餘を 


138 E. 59 化な . __)( 削 York 
り 44 3rii わ e., bet. 66fh-67th Sis. 



Cnicago i'aiiorinff Co. 

Order Department 
64 W. 12 お h St 

Tel.HaHem 7 王 4 另 


- — • ダ ー ホ • ー ツド • ー メ 

郞み峰 P 坂 


KOSHIBA 

STUDIO 

銷眞 寫柴小 

661 Fifih む e .， 

Te!. 邮 za の 12 

Branch Studio 
Westminsler Street, 

わ ovidence も ！. 


▽ HsgH f 

灌書硏 究正サ I 
巧喊を 夕* 時半 J 

赌拜說 お $ 巧 

▽ ±跑0 

藻 演食义 はを 
話 巧 夕 八 ホ 

巧 宿が、 旅 巧を 
まみが、 人事 相- 
談が’ 調を 部’ 巧 1 
業间旋 部、 巧 語 j 
戴 縫を 巧。 諸 課 
を 設けを 肖、 ホ j 
を 国 S 巧を 計る i ‘ 


tn 本人 ぉ' "敎會 1, 

i ' 川な ホーム 進 
神 ま 巧 中 巧 二 f 

.1 ち anese 至. で 空 iirch & Ir 江. 
養ち. 1 呈 SI . ジ I .日 arksn 1 置 1 j 
抽 幷說敎 日 曲 U 午後 八げ 1, 
が 臨 貪水觸 H 午废八 時； 一 

な 縫 貪み お H 午後 

♦を おを f 

化 歴もお 比 巧を 数み 下 巧を 十 I 

ぶか 學生 會陆員 旅行を じ 最適 ^ 

設確圈 萬 維な 巧 節ぶ を 褲娛装 
み㈱ 易を を あら • I 
巧を 峨裳 周旋、 旅を お內 、を 蛹" 
爭お 調」 な、 其 他方 拳 巧 誤お旋 j 
專问胞 おおの ホを を 歓迎す i 


. 稅離 事務 

^ 削 ー ホげ を 地が じを 化 
化 加 Ml 巧の お出 入 方法 じ 
C 柳む 側 1 挪 する 一切の 御 諮 
J 1 巧 n - 閒じ應 じ、 が 道 裳 
船 巧 顿迷貸 及 出帆 
お稅 脚ず 賴基等 進 
呈 す、 まを 都が じ 
化理 店を みし 誠 寅 
敏速 御用 命じ おや 

巧檢 取扱 


W 1 リ i 一 

H ； 一を cS i 

rr ^ 8 - 
巧 W イ-阳 

3 加 W 1 


I 

R 


巧 巧 

<1 咖 


♦鬻籍 ♦雜誌 ♦新聞 
縱凳 室を 閒 
執務 午 煎 九 時ょ b 午后 盈帖 を 

紐 背 日本人 會 

西. 立 十と： J 目 二 五 〇 を 
単 話 サァク 八 八 I 九 0| 化 

な 留靑年 a 像の 勘 化 

J 人 靑年會 

8 W . 臺 芭. Tci’ciarki 1244 
大紐脊 目 本人 

基督 敎靑 年會 

W 42 E . 置 ih 产. N . y . 暑. 

ぎ f ミ 1 


辞 論 m お 月 十 H お 巧 
SE イ^ 一部 十 仙 

ミで st 58 th S 三. こさ 


确 拜說敎 U® 日 午 お八 時 一. 

:祈隐 を 木强日 午を 八 時 
け' 話 食虫 お H 午を 八 時 
をを、 國パ ま、 娛樂単 S お 楠 ホー， 
ホ酱 を歡迎 す、， けなを 利 川せ ii 
牧師 副を 信 道 i 

::::本人を督敎修道會^ 

102 写' 一 技 rd ぎ； N . y . City I 

叫な一 Momingside 8養 一 


丸山洋 腺顧會 


日本 

ドライ グ . 

蘭會 


R 本 陶磁器 
雜貨 類卸賣 


ザ 元 

ブラ ザ ー ス 


為眞* T 池 


第五 巧 

凹 ご 一と 


船具を 巧 おお 船 御用 連 

遠 藤 小で 商會 

這 ミ〇芒 ミ y NU . 置 y 

ぎ 害を hall 1 芝 三 


稅觸 事務 取扱 

WILLIAM L •夏 NE & 寶 ご 

ぞ〇ョ 12 君 ごす 吉を さ芸. 
さ呈 e ; す 互 ing Gri 吉 苦* 91 ゴ 


! ^ , 

- り 4 新 八が を ホ 狄 < お 均； る 

霄石そ 4 屢满 \ みみが^ f 

クオー んザ ふ •み ルン ン がが 巧 割引 f 

^ しブ— ド： N ミん トンが 計を が 列 
が- 化' 念矮袁 がろ 刻 引 _ 

谭ぶ みそが 属ふ \\ 割玉济 
茜ネす ふが を‘ が 肇-夕 割引 I ： 

顧 $ 棘の 瓜乂^ 

1 巧 By ダ r ザ* ド 六 八 ニニ 

-TT —— J 313131 ^ 


郡な じ ミ 當 みの 間 

診察 

午を よ 時— 九 時 
H 曜は 前約 願 上 お 

い： ま お悅彌 


診察 

午後 云昭ょ 1 ハ 時 

日曜は 前約 相 願 お 


ドク h 作 

烏 見豊彥 


齒科醫 

►診察 時間 ▲ 

お 日 ( H 曜を除 <) 
午前 九 時 よら 
午後 五 時半 
水曜 午前 九 時； 
午後 一時 


齒科醫 

= 新 ま 無痛 治療 H 
を 年の 經驗を 0 て 
H 本人 諸 巧は 特に 
了 寧 懇切に 施術ず 

卜いマ チン 


鱗 揉 薇 治 

西げ 式 マッサー ジ 
り 本式 巧 晦お脫 
おを 

出張 親切 じ 治 旗 中 
上まず。 前約の ホ 
は 午を 一二 時ょ ら自 
を じて 施術し まず 
= 本織灸 
等 一: を院 卒業 

I を I が輕 東洋 

稱 だよ 十九 了 目 量 八 
遁詰ブ ゾオ！ スぶ茜 二 


0 巧. 巧 巧 之 Ji 巧 C 巧 CYi \ 
呈養芸 号妄 

苦 7 ごま A さ. lisr た nd St . 

ぎ Murray 宝= 2781 す〇ヨ ？ 房 

ぃ J ホな 謙 次 

巧、 氷、 を、 午後 二 時 よら 六 時 
迄、 其 他は 前約* し顯 ひまず 


ク 


村 瀬九廊 

86 L さ 悬 堅一 Ave . N . Y . 呈 y 
置. 2 害 &27 th Sh 
す 一. Ma を芭 口ぶ. 4518 . ZB を 


診察 時間 

午前 九時}十時 
午後 ホが一 八 時 

バ^ 小莱幹 一二 

が 脊ボフ ラ 7 —お院 
第五 巧 病院 勤務 

武 おゴン •バラン ド 

拇锐 勤務 


診察 時 削 

午後 霉時ホ uli 時半 
午後 六 時= 化 時 
愛知 醫學 ± 

パ t 巖本谨 一 

を渝比 巧大學 ぶび 
グザ ラン 病院 鬻務 
H 曜は 前約 願 上 お 


糾育 州を 認 
內巧省 免許 
東を を 大 機巧 大學 
產婆複 習 お 卒業 

産婆 松 本線 


笠#^ 洋服 巧 


日本 
洋服 巧 


.时 W 信み 郞 
化 本が 


をち 十！ 二 了 曰 

ニニ 云 

伊藤 
泮臟慮 


電 班 

ブラ ダ 


么 ごご 一 


おを ホ 丸 ノ内ピ か デソグ ニ階 二 IICM - 

娜綿丸 山 洋服 簡會 


H 本 お 其 
雜 貨卸賣 


祭 良 貿易商 會 


おき 乂國 婦人 
日本人への 英 
語敎 按じは を 
年の 雜驗を 有 

す 0 I レ》 ス 

ンと 十五 化 
お H 朝 丸 時ょ 
ら化九 時迄柯 
時 じても をし 
れ曜 H は 一時 

r ら 四時 迄 


成功の 穂識 


け L 

hu S 

hu h 
to m 
如 

£ 


a 


米闡ま 英語を 話す 事 

は 成遗の 第- 義 です 
本校 だ 一は H 本人 ぁ授 
.じ慣 i ね專巧 婦人 敎 
師ぁ 卜懇® じを 話 通 
信 文化を 語を お强し 
ます。 U 鴨 週り 共 じ 
午® 時よ， Q 午後 十 
時よ で阅 校し ー レツ 
スン. 一 お 十納づ io 今 
U を もじ 巧 校 あれ- 


li 




，り 


メーシ ーは紐 宵 鼓 火の ゲ パ） トメ ント巧 巧で あ 
らます。 巧ら しい 昇降機 ごユス カン タ！ は贿淵 
U 巧內じ 化ける 皆 巧の お 貢物 じ 化を ど渝 かどを 
與 へて ゐ ます 

化 巧で 二 弗ず るら のなら ばメ ーシー では- 
弗 八十 八 仙 或は をれ U 下で 贸 へる i をで ぅ 
ど 御 記憶す さい 

H 本へ 御 巧 物を 御 送ら じな b たい 節 又は 御 買物 
に 際して 御 化の 踞 合は パ ー ソナ グン S ッ ビング 
ビユ1"1をわ哥わ下さい、 親切じ御化巧を計 
ら i す 


JOICIO 左 I OOCR 1、 M . 0. 

二 1 ミ st 害 n Si.New さ rk 
ぎ妄 ersid こご 3 & で 置を 1 乏某 

みぐな 巧 午前 九 時 1 午を 一 時 

一 養 舅 午 奠惦- 午後 九 時 

U 赌 午前 九 時— 午後 四時 
ドク トレ ィ 小： 莱乘ま 


の M te 刪 
114 細 
8 .1 1 

化 放 

■ tu . ■ 

R s なな 

D 伽細馳 
3 5 2 


厳科 醫 
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產柴で フネ I ド 評 傅 7 】 
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建 業の 社會奉 かとが 續稅 

を 本 階級の 化 茜を 政府が がつ た 
:が方 能を 排 すろ フオ ー ド 巧 一. 


フオ ー ド 巧みが 莱ど かかの 刚 

巧に 就て 化 おする じ、 元 ホ 化の 


かが 巧の 利拖 をぶ 礎 W ずる 限ち 
规 巧の 大小は みして 問题 どは な 


窜 菜なる ものは 化 巧 お 化を ま 街 一 ら。 い。 彼れ 自身は 彼の 事ぶ が 


ごする だり- i 、 今後 も 亦 これが 

繼級を明みつ^ある：；/ おホ逆 

か n がかれ 巧の 

^ 事業 管邵 はぶ 萊 する も 

のどな なけむ ばなら の。 めじが 

る U だ 到 ホす る。 ら ぶかが は 勿 

論を S 絕闽の 及ばす 限らの 巧 巧 

じがけ るか 賴稅を 課する であら 

V っし、 をのた めじけ％ 化が おす 

るが 産を たはな パれば なら じい 

から、 閒 題け 輩 菜を ぶを じ繼結 

するど 共 じ 課 稅ぶ挪 の 巧 源 じこ 

れ をが 當 しな りれば.' ょらの。 申 

央み府 は 恐'. リく をのの 制を を ホ 

し、 ミシガン 州は み 論 他の 州 や 

外國 政府 もを の 幾 かかを を ホす 

るで もらぅ。 ザ 巧 家の 兒おち じ 

よる ど をれ は 巧ら くフ オ^ド 

のを 貼 產じ對 する 五剧 じかなず 

る どい ふ 話で あるが、 お携 は一嘛 

しこれ のみでむ くフ 氏の 掌棠の 

巧を の 如きを のた めじ おおの 支 

お、 が 巧 等 S 錢 がを ホ L て 巧 巧 

がな ごれ たフ 巧の 盛 菜 方 かなる 

ものを 


をの 方針の 下にを 理 されて む 
ど 信じて & る。 かじ 巧し 將ホ彼 
の ホ 策 じ 化 巧ら^ ある ごし \ 、も 
彼れ n み： これを 繼ホ ずべき 人 


危なかった 生命 

自動車 壬フォ ー ド 巧は 摄近飛 
巧 機の 製が じ 熱中し ォ バォ I 

八 お 用で 速逛 をを いでなる だ 

け じ、 飛 巧 磯 熱は すじら しい 
ものである。 どころ が 海軍ち 
でもな を 利かして 飛 巧 船の 搔 

乘に巧 S 技娜お メーヤ ー 氏を 

巧がする£どなら、 案内狀が 
姑いた とい ふ：！： じ、 乘 るべき 


惠を 班へ ない お 架を ホむ」 ど述 
ベ、 化ら じ 「政府は 化に 所韶資 

本 牌 叛の位 跨を 偕 化した ので あ 

る： i 、 が ホ 資本 階級は をのが 產 

を 化を々 龙の資 を どして 貯蓄せ 
ざこを 巧ざる な I 踞 じあら、 且つ 
を い' 投赏 された 資 をは 化の 人々 
にょらて 勘 かされて， Q るが、 政 
おじを つては 儿 てを r がが すると 
いふじ 過ぎない。 巧し 所謂 資本 
階 おが この 稅 制の 如き 勢で を榮 
の 化 化を 消が するならば 盖 しを 
9 將 ホが 如柯 じなる かは 

想像な 外で ぁミ化 じ 

現が のを 莱 おは 河 故 じ 巧る 良额 
の納稅 をが てせ ざるを 轉 ないか 
どい ふ i じ 就て 迷つ てなる。 巧 
しか 府じ 納めた この 稅 をが 產業 
におす る 投資が を 共に 輿 ふると 
同 巧の 力を 後攝 するならば 彼等 
も滿 足す るで あらぅ が、 巧 等は 
す 幸 じして ホ だを の 事實を 知ら 
むい。 隅 趙は納 お 高の 問題では 
なく、 をれ がぶ ぼず 影響は 即も 
納 巧の 資源を の ものを 破壊し つ 
つ ある ミじ對 する 論谦 である。 
媒 化に がける 相 續の破 本は 化 事 


飛巧撇 'ご ナン ド i あ sis 業を の もの； 維持 及びる 

.り：：^^ ’ >け.：：|じ掛する黃巧でぁミ 1 の事業 

を繼攒 する £ いふ i は 化 用人 巧 

びを のみ 族 S 生活に おする 賢明 

な 政策の 遂巧 である。 然る じ 現 


事で 才 、ー ョ） 州のを から 燈を 
した。 幸福け ぶこを も 彼を 離 

れ ないど 見へ る。 


物を 桃ず ならは をの 方針は 極虽 

- も繼續 する が、 單じ 利得を 第一 

ごする 者が 繼承 する 至は をの 反' 

對の姑 おを ホむ どい ふホ靖 から 

營裳 ホか繼 総を 不可たら しめる 

骂广 箱が の犧枕 どす る j お 政 制度 じは 反 おの 歳 

のみならず、 これが 幾 化 ごな くを お 叫して むる。 即もフ 氏は を 

繼絲ク H るら ので ある ご すれげ 巧 巧の 機 视雜誌 •— 於て 欧を的 じ 

带ま をの ものに 對 する 影 嚮は械 I 立 巧され な稅 制を 非難し' 「斯 

めて 法 火で ある。 フオー ド 巧の 

理論 じ從 ふ。 らぶ 常ぶ をの もの 


の 如き MJ は社會 主義の 信條 ごず 

こを 装の 社會 化が 何等 社 會じ恩 I 


化の 化 續じ對 する 化 人の 兒 解は 

方. 举が弗 をぶ 礎 どして 

ゐ るが、 我々 をの 中に も 化々 じ 

して r 父の 巧を も發 妊せ や、 却 

つて 勞力 どを 潰の 貴 巧を 相續す 

る 場な か 多い ので ある。 この 迷 

誤 こを 巧が 米 威の 虚業を 誤らし 

つ > 、ある 巧の. であつ て、 事業け 

力で をる。 大事を VJ は大 資本を 

である ごい ふが 如き 迷 誤は 邸 も 

るれ である」 



ご 二】 化界の 趨勢 

ホ—^ 巧が 初めて 义に用 ひら 

れ 、ユ なが 初めて 佛じ 巧は 

れ たお 巧 じ 於て はア八 ミニ ユ— 

ムの產 额は械 めて 微 々たる もの 

であつ た； は 中すな もない 〇 ~ 

八八儿 年の 化が を 巧 鞠は 儘 か 

よ 十 嘶‘， 

過ぎ^:^かつた 

巧が •九 〇〇 年 じけ 化-しを 虚额 

ホ 千が じ 速し、 巧 化が 人戰 中に 

は アル：、 こ ユーム のぶお 顿じ巧 

し、 一九 一八 年には 全を 額 ir 义 

顿を災 化ず るに まつた。 化しを 

のをは 化 巧の 不 がの：；； めじ ホ渊 

減じ、 一九二 一年には どん おじ 

昭 6 サ 五巧喃 W h のを ホ 能力 も 

る じ も おら ホ、 佈 かと 力ぶ 千顿 

を產 出した のみで あつた。 をの 

後は 巧 励が. 丄采 をの 化 の 々而じ 

霜 要 巧 加して 义 々巧が を 苗' ザる 

じち 6、 一 九： 二 一一 年には 戰巧お 

乂の ホ额を ホし 昨年 も ホ こ；： じ 

劣らむ いが％ を ホした。 ア片、 '、 

ニユ 1 ムの ぷ额じ 就て は、 を 巧 

社み がを をが つため 刚備な 殿を 

を 示す i は 巧 ホない が、 アン ダ 

— ソン 巧の 計算 じよれば 一九二 

一一 一年のを 额は 大体み の やう だ。 

を闽ア 4^ ;、 ニュ I ム巧谢 
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を 食 社 ア^ミ ュユ ー < を额 

= 單化佛 嘴 

米 ア^''、 ナム 約 化 

1 0 1 、 08 

化ア八 ミニ ユ — ム會財 (々ナダ 

一六、 五 〇〇 

巧ア八 ミこ ユ I ム食社 

こ一、 000 

パ i む;:: 11:;^ こ八ス 

• 一 '、 000 

佛 ア^ミ こュ ー ム衍が 

一ん、 C 60 

ア 八；、 ニ ユ—ム 、叫 向.’， r ン 

じ 萊巧社 (ち 曲」 

一と、 80 

獨官 をエ戚 ニニ、 80 

が r ^ :、 一ー ユ I ム巧社 

一、 ぶぃ 6 

な 乱 一と 化、、.： 〇〇 

哪 もを 化が の產额 は大化 十と ガ 

儿千贿 で、 闽 ごして け 

合 衆幽が をの 首位を お 

め 乂 が ど し て も 乂 ァ 八 ミ ナ 


ム會 社が 載 一 なを もめて 居る。 

甚だ 遺 城 乍ら 巧： $5：：： 本の 產 額は 

糟無 である。 

〔 S 义國 の生產 

毁當な 資源を 擁するな ホ 凰は 

ァ瓜 ミこ ユ—ム に 於て^ が一 位 

の產おおである；を謗つて居る 

を 衆 國^ァ 作 ミこ ユーム は殆ん 

ど 総て 义ァ ミナ ム會社 ( A Li 

iugw XUM 00* ojF A 

! m 巧が t 0 A ) の 手 じよつ て 

製 おさむて 居る。 同會 社は 

世界最大の ァ ごこ ーュ 

I ム產 出を で、 が 巧 卵 ナイ ァボ 

ラ •フォ — ^ ス义び マセナ、 テ 

ホ シー州 メリ I ゲイ^、 加を 陀 

シ 'づ ゥイ ニ ダン •フオ ，ルスを 

の 化」 大工 媒を おし、 又最 、化に 

は 张戚ァ 八 ミニ ユ！ ムを 社を を 

併し、 を 化 巧を 額の 九 五 パ！ セ 

ント を！^ ン トロ — ^ す ど-パみ 語し 

て おる。 一 乂二四 ホのを 衆圈ァ 

片； こ I ユーム を 額は 地 巧 調诲所 

のヒ八 氏の が吿 によれば 一二 すと 

な 六十' 力 主で 巧に 速し、 一封 废 

の 做 化は ぃ W 位 九 化 パー セントの 

ものは 二と 力ま 二八 セン- = •、化 

八^ — セントの ものは これよ b 

i セントを であつ た。 义岡 がに 

於け る赖乂 をは 一二す 五十八で 八 

千ぶ 巧 サ 五が 巧 

輸化爲 は ー ミ ーな 十二 

巧 六 千と', りお 十二 おなで あつ わ 

を 御の： 止備の 数字が 得られ；^ い 


るは 遥跑千 乃で ぁるが、 兎に 巧 

年々 輸 お 商ょ b 徐入窝 のをい の 

を 見れば、 を 衆國お 如何 じを 廣 

のァ火 ミニ ユ f 么を 網變 しつ 
あるかぐ わ 力る であらぅ。 而し 

て ァ^ミ ユ ムの最 火の 消聲 

者は 目 動が H 樂 でぁる。 

最あ 一年の 

外資 輸入 

で 利 四 億 二一 千で 

最近を の 筋の 調査 じょる と 昨 

年と H 巧 降 ー ヶ年閒 に 於て 輸入 
されね 外資 総额は 一億 五が お 十 
巧 巧 蝴も二 給 一千で， 山を じして 
昨年 二 巧 政府が ホ 岡 おび 诞國. ‘，、 
發 巧した 五 億 あで 巧 S： のか 憤 中 
四を ザ 巧の 肩轉ら 一二 億 お 千 おな 
巧 m を 差 引いた 媛 額 一億 九 千 五 
巧で S： をを 算 する ご ■震災 後 巧 
國の 輸入し じ 外資は 實じ四 億 w 
余に 達して ゐ る。 おしては 間 か 
資输入 离二億 一千で 山 余の 利拂 
直は 年額 一千一 一一な 万 凹を で、 政 
府の 外廣利 挪の增 加は 年额 一千 
八な 方 W、 兩 をが 挪を計 年額 互 
千； 自巧川 じして 右 四憶刖 をじ毁 
する ーヶ 年の が 倩ぶ 金は 一千 二 
.扫巧 田と なつて むる。 尙ほ 輸入 
外資 四 億 山の みなは 左の 逆ら 
民間み を=單 位 平 弗 
大同 電力 I 0 一 お、 

興業 銀が . 二 四、 


巧が 電力 
ず あ 川道氣 
大间電 方二陋 
来を を燈 . ， 

- i ,— 

さ 口 


五、 

四、 


〇〇〇 

000 

08 

000 


ニニ、 000 

一画、 00 Q 

D お、 五 00 


を府 のを 裂 位千閲 

英貨 六 か 刹’ が 及び 米貨 六' み 半 

おかを 償 お 億 お 千 方 W 中 

一九 五、 000 

义佛こ 負 償 協を 

米佛の 戦時 負債 决濟じ 關聯し 

たを 巧は 旣 報の 如く 今月 ホには 

佛國藏 相 ザ ィョ！ 氏が 渡米して 

メ〇ン 巧 ご 直 お 巧 涉じ從 事す る 

笠で あるが、 佛驟提 をの 内容 艺 

して 專ら ゼネゲ アで傳 へられて 

ゐる處 じょれば フラン ブ侧か 腹 

では 利ず を S を おがに 讓ホ すべ 

き や 否やは 別問題 どして、 差當 

ち 年 额お挪 は 六と 千万 乘 おおじ 

止む ベ < 同時に 貿 ぶめ 濟の 必要 

上を 期に 直る を柳娃 則を ホ 張ず 

る 窓 向ら しい 0 


本祖 東京 特電 「 

通信社 發」 

國庵剩 余 金 一一 億 

よ 月末 乂お十 1二 年 巧 國库剩 余 

を 二 億 おず 方 川 ぁ b 、 大化 十四 

十 お 年 巧の 追加 豫算ど 十五 年度 

豫算 にが 當 する 笠。 

乂同こ 萊電搂 近 

来 京電燈 を 社は 火间 電力の 化 

巧 十-乃 巧を 貫收 した. か、 巧を 兩 

曾 社の 脚 係は 祐だ密 巧 ご。 つて 

ミ こ 0 

夕す 

{女 田 事件 跡 始ま 

を 扣跟巧 預を協 ボ逆反 おがは 

結が 搜太郞 氏 引 的が 職 じて 解 ホ 

し 除 あはせ！ 3 らしい。 

小阳原 銀行 ホ 業 

小 旧 巧 巧 龙が巧 U S がが 休 策 

する i ごむつ た：：：： な 上と y 强 


Toys Kwan 

I 41 E. ミ お h St. 
I む t. 8Vay & 41h Uve. 

! Tel , な 11 パ esani 8?S8 


I 桂 米 口 


I The Tokyo Go. | 

1 が W. が 化な . 
j New York Ciiy 
Tel. ^ratalg が お 巧 


327 W. が 比が . 
Columbus 0 が 2 

く ぷ 一寸 一 


DARUMA 

781 •• む h A 化 . 
Tel. む ] fant が 59 


ホ會 
に 席 

ず 御 
さ 科 i 
燒理 i 



巧 六 巧 
ごけ r 闽 十四 
r 占 目下 五十 四 


Kawasoye Hotel 

139 Wesi 123rd Sired. 
Tel. Morningside 7154 


Japanese Tea Room 

1882KS わが U. W. 

Te し Fraakiin 1577 


Saey P る ! ig>s 

がなる 郎 ミが 
4 がを ) dh るが . 

Bel. 27th- 巧 fh お s. 


City Hall Tea Gaden 

170 Nii さ sau St- City 
Next to the Tribune な ! dg 
し oo L ミ n Manager 


WISTARIA 

3209 Broadway 
at 12 お li St. 
Near Subway おが 帥 


YOUNG CHINA 

3140 Broadway 

4 Siseks South が 
125ih B’ 巧 ay Subway 



oMvy^Co, 

340 W. が 比み . 

Telephone:* 
Columbus 8882 


( 巧 S • 氷) 司 ま お 


辦ぉ十 セ 百 千 一 第 短 わで ぶ 淀 pm 化 巧を 壞 ttt 化 留 し り 隅 水） f ! 九 巧九キ ドリ 十 正大 


會席 额料埋 

，東泮 儀 


带話 ブラィアント 

八 〇 と 九！ 八 八と S 
H 曜 及びが 間は 
ヶロッグ 〇〇 巧 四 

鞭 W 持 長 

誦 をぅ 

紐 育 あ鹰幽 十四 了 旨 
； i 一 了 一一 八 巧 
(二階) 

支店 

147 百 arem 呈 一 Ave . Buffalo , 三. 
ぎ 田を ell 1 さ 83 
ま 巧 ミ S . F . K . Sa す' 



御料 靴 化 出し 


ホに 下 梅 


太陽 


r 词每り あらます 


Kat:agin 巨 ro’s 

224 に が 比 St ， 

New Yoi"k Cky 

Tel Regeni お 80-3 が 1 

Japan I 

れ flvisionCo. ! 

88 Lexington he. j 

Tei. aad.Sti . がけ-巧 が 1 

並 H 

1 化な じネ 

i 庭を 新每 

! gg が 利 料 

1 g g 桐籍、 

蕃 義兄 類 島 

の 巧ぶ 一巧 
g 身良 が 品 

ザし ゴピ 

願て 晚 

11 1 

ミ蠻 ! 

が义油 1 

日 養 i 劈！ 杏 i 

V 油 ^ の ぶ 1 
； 2|i ； 巧 S 純 お 1 

でを 颊正甲 i 
合 會巧ぁ 萬 ‘ 1 
^ ifc 5, 輸巧 1 
巧 0 打 入が i 
ホず が榜 一 お 冗 1 
口 一理な 秘 i 
口口 手な お 上 1 

蘭 農 1 雙白 ! 

會 ホ 1 

1 


〇 

G _ 

& 託 か 
M h C I 

A か- 2 

Yi 5 OT j 

瞬を 一 

UR 1 


N 


日本 食料品が 义び 雜貨が 卸小賣 

桑 山商會 

が 巧 害 籍雜誌 小閒物 日用品 各 香 


巧锅リ — ジェン ト 
一一 1 一二 一二、 C あおと 


U 本を かな、 がち 
當紹 、おを、 が 巧 

i 六， ァ趴 東京 砖會 

巧 八-- ム 、行かの 巧 あ b 


御 巧 お ホび じ 
御が 庭夕 化し 
御 下が 

後藤 

壽 司、 饒蒲燒 
每 H がちます 


新鮮を か 一切 

日本人 向きの 生魚 巧 山 取 b 揃へ 
特別 廉 憤で 大勉强 致します 

サヴォ ナ魚店 

」OSOPIh weKOS 曲 

り 24 W . Gist 望. 

，reL 001 ご吕 Ims 9 に 3 


極上の 魚類 

季節の 巧が の 魚貝 巧が 巧 山 揃つ 

て 居ち まずから 御 嘗睐す さい。 

ァピ 々口 鼓 店 

82 す yard St - ジ ー. で呈ご in 4 舍〇 


尋れ人 

長 野縣人 •細な 涨 111 
山が 縣人 齋 が 乂 II 一郎 
吉川淸 一郎 (旅 巧者) 

早稻 旧乂學 出身 中が 貫 二 
タネ 石 川 

ちのを じ 通 か 致 巧き 化む 之 
孩閒 本人 巧く は 知人 ょら 現 
化 巧 お 通 か 願 上 お 

紐 育 巧國總 領肇舘 

1 苦 Broad ミ y Ne こ ork 呈 y 


ほ 娜江南 

ぉ 巧、 7一££ 

甫廳 茶園で 永を 御 愛顧を 巧け 
たを 丈で 御座います 

—A 

T h nu 

が？ 

N w 挪 



H 本に 伟み 、日本語 
巧 . を 話し、 を樣 の脚嗜 
巧に 適すぶ 御 巧理を 調進 致 巧 
了 度 エン 义 I タア の'^ でず 


が 




^ h 

於ぶな 

S 4 
7 


B 


奠陳 じして 淸潔 

g 誦 品南縷 

午前 十 瞬よ ら屬ち 
午前 六 時まで^ す 


御旅館 河 添 


華盛曠 

もさ ミ 

日本 料埋 

おじ 御旅 舘； 


御 下宿 

自ぁ寧 

笠 Sands SLBi 言， N . Y. 1 
夏ブ昏嘗7這 


中 村 哩髮巧 

申が 萬藏 
ゴ运 ’活を S 三. ごさ 
妾’ colibus Ave . & を n 量 Park West 


日本 理 髮舘淸 一 

新式 洗髪ぶ 設備 ぁち 迈速 叩喀を 
替 どし 精々 勉強し ま^ 

西 巧 十一 一一 了 円. 円 番地 S む 六號室 

タップ フロ S (.第ぶ 街 ミ 四十 S 了：：！： @ 


宮州事務が ^ 

持 績的搔 觀の阔 腮じ的 磯なる 磯 
業を 揭 錠し ます。 

. lapa ミ se でな 《 Ag ミ CW 
養吉 .ち th St . N . y . C . 

T 巧 一. ザち 己 77 s 98 爱 


が 廳裘圃 

巧 埋ん盧 蓮 
出勤の ホには 當飯 
の 御 便利に 赌へ锭 
間會 席の 御 巧に 應 
や V く 候 間 河キ化 
す變 おおぶ 願 おな 
紙上 御 案 巧 中 上 お 


支那 御 料理 

彭瑞樓 

日本人 諸 科を 

徽迎 致します 


か 料を 蜡 遭し 皆 お 
の 御 嗜がじ 適する 
料理を 提 化します 

支 邪 liJhr ff . 堅 一 

料理 歎 ホ 專 

U 本人 諸君は 時 
别 じ徵迎 します 


永年り 本人 諸君の 御 
愚な を 装つ てゐる 

董仙縷 

です、 何卒 綾々 御 ホ 
ホの おを 願 ひます 



股 蒲 燒壽巧 御 化 化し 

U 曠巧 H 巧 間 もが 用 かじが じ 巧 

會席御 料理 

总等御 下 お 

兒 玉ぶ 一 


削ぶ 並 U 御旅 舘 

牛 稽 を お 兄が 

~ 化 脊お西 八十 八 T 目 nr 円 十ー ニを 
あ 巧 —— ス 々イラ 1 と 八 ニニ 


▼一一 覆 U 淸潔 、親が、 氣樂 ▲ 

勢 州 舘舘ま 熊が 

ま 任が 势 事を 久間榮 か 
技 5 E . 受 を Str ま t 
Tel . Hegen こ 299 


煎餅 卸ぶ 賣 
を 腐油揚 

日本 食料品 一切 
Sunrke Rice Cake CO . 
8 黄 Th 吉 Ave ._ 

Tei . Plaza 5218 


天井裏に 巧 さいた 

千お彥 助が 秘密の 雜發見 

二け 八 t 幾が^^ U ; ろを しい 記錄 


を 席 やぶが じん'') たれのを が 
馈 おおを 衛 はお 永年 關州北 おを 
埋 ホて I 稅山 どす る大串 業を を 
て 漁： のな おに 遭 ひ おな 巧に 禍 
さわて お 兵衛は 脚. 化、 おを 藏は 

今のを 石 陸が 無線 带倍 所附 おで 

礎 けん 刑に 處ゼら むて 

一 族闕 どむ ゎ、 今は 

椎 かじを 族 高 岡 ホぶ お 町 巧 水 も 

，り 女が 化し <遽 してむ る。 も か 

女の ホ じはだで 巧の 前 旧家から 

巧々 ちがの 御 川を を 仰 化かつ た 

お あ 流の 借用 証文を どつ さ 6 化 

がして ゐ たが、 巧 頃を 巧 ホぶ 等 

の忡 かで 前 出 おお 家から) 巧 W 

を 贈 b 、 をの 化 bw 巧巧兩 と-® 

知れね 先祖の 御用な お 用 謡义は 

化て 前山 ぷへ 巧が された ごい ふ 

;である。 がるじ今时能おに錢 

法な 上の 埋な閒 盤 事 叢 じが 巧し 

たを 人の おが-か 偶が じを けされ 

た。 それは 惟を 洞 昨 耶お部 村の 

を 巧 ごて 今を. 化る 二が 六十を 年 

前の 萬 治が 間 じを 儀領の 能な 阅 

を智お 

埋立 開樂 をが 顧して 許 

され 掘み 轨 、薬 かどい ふ： 一つの 

がらし い 村 じ 千 石の . R のを 化 b 

前 出家から わ 墨 かを 巧 戴して 化 

問から 千 お 患 助の あを 巧け、 を、 

の 平 おを 助を 製る してを 永 時化 

迄 約 だか ザ閒ホ 業を 繼賴 して 今 

の 柳 山千路 、鹿 島路 、を 化 ど 

いふ 廣大 G 数個が を 化 b 上げた 

'雖 A でぁるが， す 孫を 巧 ホ 作 氏 

どい ふが のが 挪お 部が 大ザ 端替 

i 新 じ 裂が して ゐ る。 初 化慶 肋な 

I ホの お 楽 記録け 桐の 大 緒に 漆を 

I 施して 地が じ 包み、 庶搞 で嚴電 

I r 總 つて 二な 殺 十が 閒 天井 裳 じ 

_ w るし ぶ 帝 化の 大切。 秘萬 どし 

I て 親 頓緣巧 ルて 立 待 ひの 上なら 

i では 閒 < なご 逛 言して 子孫 じ傳 

ー ホし じ •か 

不思議な 视餐 みを 化 

^ 化の 先祖が. サ U お開か やじ. 化ん 

一で 巧つ た。 ィ J ころが々 巧吉 野が. 

I の 親族 吉巧的 乂弧巧 ごい ふが 目 

j 下を 巧 市上 化. 風 町 大友佐 一巧 ホ 

1 にお 巧して &る關 おから、 兄ち 

1 野 喜八郎 巧の ホを 經 てち' 巧乂化 

i 氏 ど 誌 解 がら、 前 お 長 島山 善ぶ 

郞氏 及びを 巧の あ 家ん 田 敬太郞 

1 に. 巧 立を の 上 過：：： 大ぶ巧 宅で 不 

一 化 級の 袖が なみを 開いた 處 、中 

一からは 一二つ 葵の 紋所を ぅつたを 

I が 繪の拜 做 物を がめ を おがに 前 

一-山家からの 埋 立開恶 許可書、 幾 

一ぶ の お 墨が、 設計 願書、 二 巧 敷 

1 も ぁる 狸 致 一二 年の 能を のを 圖等 

夥しい ぶ 文ぶ をを 化し、 從ホ知 

ご>れ なかつ た距 を 脚 盤の 

■大藏 書 ろ 世上に 現 はれ 

た。 をを クれた ホ 文書 じょる ど 

.巧 化を 助ゴホ あじ 连識の 人ら し 

くを 跡は 興じ ホ 率で ぁる。 を 儀 

I じ 差 おした なか 巧 じょれば 彼は 

一 もど 能が 柴粗じ 化した を 原が 監 

j ご あ ホる 微 た-で、 挪化 閒樂率 楽 

一着 手 快 卡お歷 代な を。 牛 巧を を 

i み 千 巧を かの 名を ぶま-^ じして 

一む た。 殊に 扛約お S 地な じがて 


は 鉛 お ' V 河 化 お 地 立の 如き 漁 K 
の议 の。，、、 漁 帖で巧 ごれ る 漁 
は 自ら 進んで 埋立銷 盤. す 誠 解 調 
がし 事業は 顺 調に 進 巧す るので 
公徳 锁 の垃智 おお 岸は ぶ 永 S 年 
加巧離へを託術ぉど^:^ら、 巧ホ 
開鷄 には 加数 嫌から 人足の 應が 
ずら わ b て 叫滿じ 事を をぶ；-, し 
てなる 0 


が ホ 賞盃戰 

番組 發表 

參 化み 五十 凹 名 

巧 一戰は ± 曜日 

本社 後援 U 本 庭球 巧樂 部ち 帷 

の 村 井 カッ'/ ず 親 戲は旣 がの 如 

くまる 四 H を 0 て 中 込みを 締切 

ったが、 參加 者は 一二 溢が 事、 を 

を、 鈴 木、 おが 貿ぁ 、緩 領事 舘 

S が、 高 田、 滞 軍 省、 口 本 綿 化 

大倉 組、 正を、 を 古尾 穀陶 、堀 

越、 化ぶ、 内 旧 巧 事、 日本 生糸 

が じ H 本 庭球 お樂 部ぶ 化絕數 

五十 四 名 じ 達した。 を 

の 小には 昨年 本社 ま 催り 本人 庭 

球 大會の 撰ず 銀盃 獲轉を H 庭の 

恩 旧贞一 君、 同 ラン ナ I ス アツ 

プ じして 前 撰 手 一二 莖商 率の 奥 野 

勸 巧を 始め 離 廢勝戰 じ 進んだ 住 

ぶ銀ゎの山旧澄 ^ 君、 新城雨州 
の 江崎郝 厳ち 等の みを 銀の ま 川 

S 井の 中 野、 り' 本 綿 化の 巧、 岡 

島 諸君 等 ぁら。 日本 庭球 お樂部 

じて は 締切の 當巧 料を 都 じがて 

を 貿會を 開き 抽畿の おお 左の か 

き 番組を 化 製し、 參加戦 ± じ對 

し をれ ぐ 逆 知が を潑 送ず る ホ 

茜に なつて ゐる 山で ある 0 

試合 規則 は懲 一 HI 戦よ 

ら准 悠勝賊 迄は 一ニ セット 勝 ft、 

優勝 戰は五 セット 勝む VJ し时閒 

は 腿：：： は 午を 二 時より、 U 隨 

りは 午後 一 およ b 孰れ' 夕刻 迄 

而 して 委貴 貪の ホ 望 どして は ホ 

る 十二 = の i 腦 U じ 簾 一 闽戰ぷ 

び 第二 巧戰の 一報を 終了し、 型 

日曜 H に 第二 回を 部と 籍 一二 圓戰 

を 終了ず ベく： II 庭 現ぜ 化 川の S 

J t 卜の 外に 二 個め コ！ 卜を借 

入れて 進が 上の® を圖 るを じな 

つて ゐる ご。 恶 組は 左の 如し 

上半 部 


永が (り 庭) 
女 嬰け 抱) 
ザ 旧 (一一 开) 
化 だて 庭) 


勒 

お 

對 

對 


松 本節 正 
波邊 (一二 落) 
巧 玉 惟み 

勝 お (お史 


川が (り 庭) 勤 久化出 (領 華舘) 


深を (抛 越) 斟 
戰 S (化か) お 
み山實 (け 旌) 對 
巧 (内 山) お 
鈴 水 (齒 出； お 

巧 二！： 職 
園 都 ( H 庭) 掛 


陶烏 (綿 化) 
がな (口を} 


掛 

勘 


山 口 (け 抱 一 
山山 (化 友) 
旧 中 か 助 

加 ぉ百鬟 

風 間 三 二 落) 

(不關 一勝) 

鈴 木 == 風閒 
試合め 勝 巧 
前 波 (円 庭) 
な 赠疏藏 


恩 旧 (日 庭) 

下 (台 銀) 

吉川三 口が) 

第 一 

お (が更 

橋 本 〇二 兹) 

渡邊 (海軍) 


裝 二回 戰 

(不戰 一勝) 

掛滿志 (太が) 

お 中が (鈴 木) 

おが U を 踏 試 

合の 勝利を 

巧 戰 ■ 

おを 雙 H 庭) 

勒 山口淺 太が 

お 中が (一二 井) 


內田 S 邸 ( H 庭畜 T 、 木 庭 

ホ 野 (日 庭】 對內旧 (高 田) 

(台が) 對 

ホ 本 (領事 舘】 お 

東 (綿 化) お 

0 

留 

對 


武問て 隻 

中 西百曼 

化 山 政 巧 

下半 部 

お W (一 ご 藻) 


第 

掛 


高 旧 ( H 庭) 

森 (台 堂 

お變 H 庭) 

本夕 (大 倉) 

小を (正金) 

巧 崎 ( H 庭) 

1 0 颗 

巧 巧 (製陶) 


を 日本の 

失業者 示威 

乂巧サ H じ擧巧 

襄じ 本社 巧 巧 特電 も 報じた 如. 
く呀闕 H 本では 昨今の す 寮氣で 
働かぅ じも聰 なく、 路頭 じ迷ム 
夾装 者め がれは 現 化を 國を 通じ 
て乂約 

五十ぶ 人 いふ 恐ろしい 
数字を 禾 L てゐ る。 是等火 業を 
の 族 出 バ 失業 巧 自身の 巧し み 許 
らで なく 現 化 就職して ゐる勞 働 
者に どつ でら 非常な 脅威で ある 
處 から、 失職を 巧 化する ため ま 

巧 十八 口 深 川 巧 働 食 館 じ 失業 反 

對が 説の ホ 盖 をが つれ。 關柬地 

ホ評潑 曾では 殆 んど述 日ぶ 業對 

策 满說禽 をを 所に 閱 いたが、 お 

ら じこの 棄 太な 問題の 目的を 速 

庶 する ためじは を齒的 じ 共同 戰 
線を 張つ て 運動を おすの が 唯一 

の 緊急 ホ 法で める £ し 、愈々 を 

協調 禽舘じ 隅 かれた 第 十二 圓演 

說 曾を 一 劉 どし 游慟驗 同盟 本部 

を 始め 大阪 、神戶 、京都、 名を 

盛、 陶 山を ホ 面の 

勞働團 体が 1 P 贼ぉ 

げ應 して 具 化が 失業 防 化の 述 動； 

を 起す； ピ なつた。 實巧 力な ど 

しては 

一、 をが じ 溃說會 を 開 僻す る J 

二、 お 傍 宣傳を 巧 ふ £ . 

ご 一、 失業者 岡盟を 組織す る i 

四、 九 巧 六 n 尖 業者 大 おを 馳催 

•する J 

五、 九 H 第一 11 H 聰义 サロ) 大示 

威述 動を わ ふ J 

六、 を 國的じ 速 絡を 圖 るを 

等の 實施 方法が 擧 げられ てなる 

が、 失業ち のみで 組織され る 失 

業柯盟 及び ホる す H 擧巧 される 

を 國的ザ モンス トン！ シヨ ンじ 

街して 發視廳 は 非常に 神 經を尖 

らして ゐ る。 

バ氏 研究所 

.大璧 の 手に 

植^ 改 をの 硏 を繼續 

植物な. は、/ 新掏劍 造の 大家が 

1 サ ー •バ ンク翁 か I 八と 

五 年 加州 サンタ。！ サじ 移つ て 

後、 問 触から お峭の ジノ マ 郡 セ 

バスト ポ！^ 起 十 S 英听の i 地 


を 買 收し觀 蛹^ 創逛ゃ 改良を 企 

て i な來 今年 お 

滿 五十が じリミ 翁は 

老 がの ため 今な おして 引 溃き幾 

年を の 研 兜を、 し轉 るかを 懸な 

して ゐ たが、 す！： スタン フオ！ 

ド大 を.、」 巧地觸 まら 同大 學 じて 


バ ー バンク 術 物實驗 巧を を <讓 
ら ずけ、 獨立 せる 间硏お 巧 維持 
基を をが 方面よ も篡 りお ホ 益々 
硏 巧を 進める i どなつ た。 翁は 
お 初 加 脚 大學じ 么がお 讓を化 ひ 
たん 巧を がを 進めた パ、 加州 大 
學 では 旣じゲ ビス じ猶巧 乂學を 
ちす るの み U ら中 、サンノゼ じ 
も 農 お嘗驗 所を 經營 してむ るの 
で これ U 上手を 機げ る ミが 出 巧 
ない 許 b でな く經费 のが 出ら 个 
巧 能で あを ど 巧 絶した ので、 翁 
の 親ぶ むる スタン フオ 大學 

名 譽雜長 ジョグ ダン 幡 

古は をれ。 ら-< 氏大學 e 化つ て 
管理せ やぅ どい ふので 巧々々 父涉 
の ホ 遂に 成 化し 今 巧え S を 表を 
見る じ 至つ たので あ ふ。 スタン 
フォ •ー ト火學 アド グ アィサ リ^- 

ボ ー ドを 員ね る 現賴巧 卿フ！ ゲ 
ア ー 巧、 前 大藏卿 マ 节ッ！ 巧、 

ス 大名 擧 総長 ジョザ トタン 階 十/ 
現 総長 ゥィ ルバー 赂± 、スプ レ 
ブクグ 氏 ホ 妻、 P み I フ を 港 お 一を 
'スン.-^ 夕氏 、シ キ术巧 事 等 
は玻 いも 双ず を擧 心て この 移譲 
を學 おのた め ホ 常；^ 悅 ぶべき i 
な b ごて 歡 化し、 lif 速 一-- バン 
ク硏兜 巧 維持費 省 別ぶ をの 裳 集 
を銷 おした。 翁の カクタス.、 あ 
樹 おひを 蝴等 のな 良は 夙 じホ輕 
内は 索 よら H 本ぶ び 諸 外 國じ迄 
一般 じ 知られて & る。 

雪洲 君が ：…： 

.巧び 口 本へ 

化賓 W 映蠢 撮影 

旣 報の 如く 爲じ 轉洲 から 當地 
じ歸 つて W 巧 j - 秋の 乂國 劇檀じ 
上おすべ き現|!^劇の管購じに殺 

されて ゐる H 一^が 生んだ 化 巧 的 

ス クリ！ ン 3^ 俳優 早 川 攀洲巧 

に臟 し、 揖巧 • 

rr ’^^ から 梭 ホした 截 道に 

よる ど、：： S かは が 年二巧 頃歸朝 

した 上 活甄巧 眞巧關 なの 人々 は 

索よ も 外務 內の 新人で をる 小 

が 欣一 おゃ；! 禮の 新入 小山 巧黑 

替 等が 後援です じ H 本を 背廣ご 

する 化 界縷盡 を 作製して 續々 

海外 じ輸 ベく 巧 じ 「円！ 川プ 

"ダ クシえ ン」 を劍設 する J ご 

なつた。 讀の 銳圆も 極めて 有 

望で ある」、 實 際の 日本を 背景 

£ して 雪^ 君を ホ 巧 どし 米國の 

男々 優を js ふ W なれば 隨 み經豐 

か"^ る I 一み つて 帘鹽ち ホ マみ 

小山、 口 の 腿 岸ち 配 人 等：^ 資 

余の 調 箸從舉 し、！； 本の 選を 

は 小 抑 偉 こ 小 扣內氏 等が 語衞す 

る 常です ど 報じて ゐ る。 祖顧 

を营暴 1 した 

世が 的な 胁證を 作製した 

いた も雪洲 君が 夕 年の 志望で 

も あ b , r 度の 計盡も ホして 不自 

然 な譯」 はない が、 當の 本人は 

「を 八 引 普は 承 免 f てゐ ます か 

ら 、化し 円本での クオ —キング 

コン ーツシ ヨンる 谎足 ずべき も 

のじ-。 るなら ば 勿論 僕は 歸國し 

て三擧 げる覺 悟で あ 6 ますが 

ホ 年 ご 一巧 等と いふ 期 H をみ' を 

して 心る 譯で はわら ま' せん。 脚 

本の 化は 旣じ橫 く 募る 穂ち でを 

の資 がは 僕の 手から 贵 巧の ある 

人じ.ーホ巧（てぁらょす」 とのを 

であ I た。 尙ほ 今秋の 剧換じ 上 


おする をち に 就て はま だ 遮當な 
な 優が 見當ら ない ので 扫 下を 方 
面から を衡 中で あるが、 女礙の 
選を が 終れば 商ち じ 練習 じど b 
か ib 、 不化败 化 方で 巡 发 した 
上、 今年 中 じは 巧 地に めて 唯々 
しくぃ 曝ず る蔥氣 込みで あるら 
しい 0 


野球 爭觀驟 お 

勞 慟を當 H アメプ カン •リ— 
グの ヮン ン トンけ 叟府ザ じ二徵 
一 一勝し 兩 ちの 差は 化ゲ ー ム どな 
つて 撰ず 權 もを ぼを まり、 ナシ 
ヨナ グ •リ ！ ダ もち 人 軍 どビツ 
ツバ！ ダの 差は 乂 ダ-— ムで ビブ 
ツバー グ の， のど 定 つた。 


なすべき 仕事 邸も贸 あなち、 を 
融 なら、 海 速な b の 化 奉 ぶら の 
は化づ なて み乂的 性質を 備 へて 
むる のです が、 化 化 事に § す 
る 人々 が 僅か じ 二 一二 年 乃至 五 年 
十 年で 巧を して 化 舞 ふのは 朱し 
て 永 遥のお 策で せう か？ 化は 疑 
巧ど-^<^るのでぁらます0 


讀 者の コラム 


入物 起用 ご 紐 育. 

愛 組 生 巧 
九月 llu を刊の 貴紙 社說 欄に 
獎學念 問題 どい ふの が あ b まし 
たが、 おも 大体-し 於て 间威 であ 
をます。 なは ホ 年 西部の ぶ大學 
を 卒袭し ミ シボン、 シカゴ 大學 
等で 背學 をした ものです が、 幢 
がれの 紐 育に ホて 腰を 椎 L かけ 
嗦ご おつても ィキ ナブ ご ビジ ネ 
ス らしい ビジネス らお ホず 7 .旨 
かで 補々 エホして パ ゥス ゥォ’ ~ 
クな どじ も 巧き ました。 幸 ひ' 親 
がな ー ホ 人の 知遇を 得て 唯今で 
は ホ 人 商祖じ 身を 巧 じ、 漸く 一 
人撕 のん 間 じじら 掛 つて 來 わの 
です。 がち じ 巧た 當時 先冀 のを 一 
をに 賴ん でを 方面で 採用して 貨 
へまい かど 履歷菩 なで 数枚 書い 
た ミが あな ましね けれ 共、 巧 時 
も斷 はられた のでした。 其理出 
どして は 「巧々 の 社は 緩て り 本 j 

の. ネ廬 如ら 半ば 乂銜歲 がの 栽媒 一- 

を を ませて 祉 員を 送る 制 巧で と 
は U 本の 方 かで あるから、 巧ム 
出 化き の おはか 闲 どらす 主は 
出 ホ じい。 秘 々雁つ たにして る 

+ — み ス 《 デバー トメ ント 0 U 

事 か、 受附 、逆 信獲理 、訪問 祭 
案内 巧の 枯巧 だから わ氣の 毒で 
ある。 をな.， とち！： く：：； 本に 細つ 
て 基礎のを まつた 食' 如なら 廊吐 
に 身を投じて 越强 さへ すれば 化 
をな も 倫 致な b じ-® ホる， とが 出 

ホる 樣 になる」 ご 賴られ まし'' 山 

S - 上の 賞 話は 尤もで 巧 どず 化 

れます。 乍併をれ t ^貴社の所 ？i 

「人颇 起用」 の 方 かを 風く し间 

るを 地が あるに も拘 はらず、 へ 

物 起用の フィ ー グ ドを H 本た W 

限して ゐ るからで あ もまず 。化 

の考 どして はお ホ H 本 £ ホ國 J 

の お 觸を密 おじしたい i いふ 心 

なら 獨ら食 社、 が 巧 のみでな、 

官 おじ 甘ょ、 新聞 化の 特派 ®! Li 

せょ、 適 かが あれば == 勿論 あ i 

ばです = 起用し 得る 方. 針 じし」 

嘗 ひたいの です。 あがい ふ 風 i 

して 一方 じは ょい 人物 - Y 養を 

一力 じは 之を 起用して 巧け 淫 

留靑 年の あお も 腰掛 主義で 皆 

なち ますから、 自が にが 巧 M 

の 社會的 地位を 向上し、 經溝 

實力も 伸長され て 巧く じ 違い S 

ちません。 化 おは 單じ紐 育 奉 

必 ごして 考へ中 ごら 「： ：： 本み 

海外を 展 J ご 中す 巧 則から 逝リ 

出して ま當 では あ 6 ますまい が 

貴誌の 所謂 化を の首腦 者諸赛 

おの 考 へる 據に考 へて 下されい 

よ、 < ごが じます。- h 本人 こ f 」 
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而ホ も. 紐 
時 おでて 
穀聲 .レ 
就黑 日韓 
旋す獨 立 
出 ホて 多 
大化 f 酬 
を發を る 

立 十 _ 化 年 
晝 傍敎授 


H 曜 はす 前卜時 ょら 十一 香を 
フ オ^ _ ドも敎 巧す r 


内務省を 許 加州を 認 

產婆 & 操 摩 術 

ホ’ 野秀モ 
助 產鍊炙 マッサー ジ 術め お 張 
お 療の御 求め じ應 じまず。. 
電話 キヤ セ 1 ドラが を 二を 
西な 十 ST 目 一二 百 十 二番 
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一二 木定吉 
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保險 


S . 客 IK- 

zew Yor 一二 Li ; felnsuranceocji _ 
otlpslbrarm wt .- 一、 
New York city . : j 
Pho 口 e . t , ranklin 4 送 0 I 
巧 xollan 町 rt 妨 ranoh 


ー ニ 

薛 令 曼'錫琴々3を 墓 bw 


御 巧知で ず か？ 

眞 夏の 夕ぶ、 一風呂 ぁびて j 
さつ ばりした、 ゆかた じ箸替 を’ した 也 持 -I 

それは 摩滅し ない、 新ら しい 活字の 一一. 
印刷物を、 手に' し n 時の む 持ら でず I 

鮮明で、 美術的で、 げ 峰で、. 出來 上りの 
迅速は、 本社 營業 印刷 部 特色で ず. 


U 紐脊 新報.. へ I 


S rty 
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電話 ス プリ A グ八ニ セ セ じ 御 一報； 

あれば を 速 社員を 伺は せま 寸 oj 


資本を 一 億で 
拂込濟 資本を 六 モ萬强 
化 立を お 千み が 巧を 

飾賊 S ザ 銀 巧 f 支店 

本 化 化を か U 本 橋' 帖駿； 例 町 一 
支な 小 辟 U 本 椅义の 巧 (化 京) お 巧 
名 古尾を 郎乂阪 面 呆堅神 戸 
旗 島 下脚 巧哥 若松 賄 岡を 蜗 
上 お 淪敦を 買洒水 


外 闕爲替 、鄕里 送を" あ 送金、 信用 狀其化 
一 肢银巧 •業な 精々 御 化 利 じか 巧 可 申 お 

錐 贼ご一 菱銀巧 紐 巧ま庙 

本 支 巧 東 巧-本 巧 •大歐 、卿 口、 な徘 
所 だ 化 あ 古 お > ルが、 上 お、 偷毁 


^ ^ ぶ 期が 貨 五十 圓 W 上が 息 年 六み 

龍 賊臺灣 銀 巧— 出張所 

►鄉里 送を 及び ホ 送を (無手 駭巧 )> 外 頭 
爲替資 買、 荷 爲肆化 紙 化 立、 得 用が を 
巧 等 一般 おわ 萊務御 巧 利に 化 圾巧仕 巧 
▼巧 ほ 詳細は 御谋盧 なく 御 間を 被 下 度 お 


、£讲 「巧貨 五十 围な上 ゴハヶ 巧 巧'"^ 
本 巧 j 定典广 が 息：：：：：：：；：： 牢ム ハを」 I ニブ 年な 巧 
預金 i 面 助 r 巧貨 直十圓 0 上 

t 通み L , 巧 呪 じか 基. 一 錢二语 

(化 シ尊モ 越な F / あか 巧を" がが を) 

機濱 正金 銀 巧 § 支店 

鄉 里を 金は 都て 紙ず 敎 おじて 當 
巧 橫濟本 巧緻 も 送を 义化巧 中核 



社長 男爵 住友 ま 左 お 巧 
ネ 巧大阪 化濱五 T 目 
が 育を 巧が 育ブ U 1 ドゥ 玉— が 四十 九を 

I 賊 巧ぶ 銀 巧： 

東京、 横 お、 お古 崖、 巧 都、 神 戸 
巧ノ 道、 廣 島、 吳 、柳 ザ、 す ノ離 
巧 司、 小 倉、 巧が、 席ぶ、 久おホ 等 
本國預 を、 鄉里 をを 等は 械め 
て 巧 便利 迅速 じ 御 取が 可 中 お 

藤 木 講券會 社 

一殺^ 化 訊 券ノ貞 買、 引を. 冀集 
▲を 潮、 ユ並 二と 觸 X グ-巧 ノ棠お 

嫌 胸 藤本 ビル ブロ— 力— 銀 一 何 
紐 育 出張が 



雜巧. 陶雜お 

ド クィ ゲ—ゾ 帥が 

太洋寶 易！ 曾 社 

支 巧 が哄 去. ポストン 


觸破 器、 雜貨 、ラ 

ンプを ランプを 


卸 質 


森が ブ タザ— ス 


魚類 一が 
卸小賣 

新鮮なる 魚類を 
生淹 地ょ ゎ 毎 白 
取ら 稱 せて 販賣 
化ら 御 注义じ J 
ら 配達 致します 

加洋 兄を 廟會 


リナ メ！ 力 ！ の 特色 

U 本人 S わ 買物に U 特別 巧 員を 巧き 無 
巧で 御 お 巧 致 升 寬話义 はお 手が 次第 お 
訪問して 御 巧官 を 計 b 巧め ての わ ホ じ 
おしては 特に 化盧 致します からを ホ わ 
立 窗ら願 ひ 巧、 ボ 巧が 速は 勿論 H 本げ 
化を 地 宛の わ 荷物 發 送は 當 方で をし 巧 

'ジ ヨン ワナメ 5 力！ 


日本 紳击 がみの 洋服 

= 御が 文は 當 店へ = 

弊 舖は夕 年 當化 日 本 お 樂部禽 員、 銀れ、 會 
社員 方の 御 召 服を 調發 して 居らます。 

祝 型、 新 おのが 服、 外 奪の 注文 化 立は 廉懼 

で 御用 命じ 應 じます。 

クオ^—, ，•方#— •ゴ 、\ '卜 

フロリ ネ洋报 巧 


魄香波 お 二 週 一回 出帆 
▲ エ ム ブレス 亞細亞 〇一一ろ呂 嚼) 

丸 4 卜 .一: 一日 

►エム プレス 加を 太 (吴 •室 〇砸) 

十 弓 1 H 

▲ N ム グレス 露® 亞ご 1 T 000 觸) 

十 巧 十五り 

▼ェ 4 ブレス 豫太利 ご 宝ろ 呂 顺) 

十 巧：；：： 义 H 

一等、 二等、 一二 等 及び 下等 客 設備 
最大、 善类 、最快 まの 東洋が 巧 船 


'ホ ノル、' 橫濱 '神 戶 '長咕 •上 お ■を 落 ■馬 足な わ 

ぶが を (き、 备 〇砸〕 义巧 十五 a 
コレア 化 (二 气〇 呂 晒) 九月 ホ 九 H 
(羅が 出帆 化 月 ホ 四日】 

を 洋化三 二、 呂 〇嗯) 十 巧 十 
西 比 利亞化 (一一 气 §0 晒) 十月 化と U 

(羅巧 ぉ贼十 ぉ廿 二日} 

太が 丸 三 二、 君 〇颇) 十一月 十妇 


化が 墨西哥 、が繁 、智利 諸 港 巧 
復化 ホノ^、 橫漠神 戶巧司 香港 巧 
を 復 共な 六 湿 一 固- 
◊を 港が— 切 巧 寢ま勞 購入 御餘淀 化< 候 


シ ア ト ル 出贼'、出机午前十時^ . 

横濱乂 化 巧 十な 
加賀ホ 十 巧 九 目 船 飯 
が豫化 十 丹 かな i 

が 脚 化 十一 巧 十四 H 
U 本 巧 船を 運賃 巧ず 
一等 橫沒 一九 五 巧神戶 二 0 五 巧 
云 等 洋食 五十よ 巧 かを 五十 お 巧 

歐洲 円本 間 客船 (每写 画) 

输致 ょら 一等 昏五 巧、 二等と 十 化'.— 
磅 、馬 ザ おょ b 1 等 九十と 席 
二等を 十六 掩。 

が 育 出拆芭 を 馬が 曲 H みれ 货 物が— 巧 二 岡 


はを 
が 御 
本 呼 
を 出 
小し 
巧 下 


シア ト作 出帆 

あら ば ま 化 化 丹 十六 H 
ばらす 化 十月 j 4 

▼一等 構沒 一九ぶ 弗 

化し ば リザ お るん ごん 化は 一な 化が 
M 二等 U 本が 直ぶ 邦ぎ 室 大な造 装 族 室义が 
▼御 希望に 巧り！ 等 割 おな 读 がか 疑 巧が 致 お 

ロス アン V 瓜 スお帆 

め& しこ 化 十 巧 十九 U 

▼一等 巧 おぇに らおが 哇化 一九 お 弗 

其 他 じんて 一 1 み 邦 半 
▼111 等 日本が ょに らお 巧睡 ぶたが 化 化 亢苑半 
▼み 灌羅 麻な 猴 率け 巧爲孽 お 赃乂 納锐旋 化リ候 
►紐 巧 線バ少 マ. がか H 本ち がが 度 巧が 巧 一 叫 


千 九 百 二十 四 年度に 

日會は 何事 y 施設 だ ッリ乎 

移 お 法々 化み おか U 共濟お 巧は S 十六 化 

職ぶ の 辟旋も あら == 人事 相談が を々 をる 

紐脊日 會時別 震？ 

がて レコ ムメ ンド ずる MJ じな つ 

たを 貸の 個人 お 脚 裳 集を 問鹽は 


あ 4 が是む W 外 じ 入院の 世話、 
み祸を S 慰閒 、化檢 をず 化の 化 
巧、 葬 倦の 世話 等 二十 网 件を 


ブ 1 .ち C ジ .i 的-?*^ 妻 為 pg f 一一が -弓禾 C .ゴー M さ 1 - 一 J — 马：： 
昨化甜 雌の 巧 事例 會じ 於て 附雜 _ ご 二十 六 件 じ 途し事 化の 性質 ど 化 
された 笠で あるが、 おが 及び 恃 一別 一 的 脚 係から 妙く ごも ザ H i g 


がを 巧を の提 まは 嬰す る じ财源 

の 徊诞を 防 おしてぶ 部！： に戚す 

るが 策の 能 幸を 巧 進せ わ どす る 

の 独な に 外なら ざる 山で、 をは 

本年 巧に 於け る哲 W 裳が、 ホ納 

會巧整 巧 どか 诗 もて 化當 のか お 

を舉 ぐる 見込で あると 云 ふ。 な 

上の 仙人 寄附を 閒 題は 繼賴 めの 

性 巧 どせ ず先づ 本年度 じがて 之 

を 試み おが 結 及びが 響か 何に 化 

ら ては 巧 封を 般 のな 志を 数して 

成は 會餐の 巧 おを ホ 巧す るか 或 

は 他み 化 まを 發見 する かど 云 ふ 

J ご^る順ぞであらぅが而ら 】 

部のを 員 中糾育 H 本人 食が 立の 
恵を を 理解せ ず ホ U 會が 何事を 

施設した かさへ も說知 

せね 人 も あるのは 遺 城で ある ご 

されて がる。 若し ホの 別を 員會 

の提裝 がホ設 され i ば 今秋から 

帝 附を裳 集 運動を 開始す る i ど 

なる であらぅ。 然 らば 過 ま 数年 

i じ 遇 あせ や ごも 差 向き 昨年度に 

一が て间會 け 何事を 施設 せら や < 

:云ふ 率 赏を待 貸は 勿論 廣 く】 股 

I がお间 胞じ剧 かせし わるは 必要 

VJ 謂は わ ばなら 盾が、 今 昨年 巧 

; 一 施設の 槪嬰 をが かすれば 左の 如 

I し。 郎も (一) 法げ 細 保 じがて は 

移民法々 規の緩 かに おして 直が 

:閒 化に 蓮 動 巧 力した 巧果 は看脫 

:がし難いを嬰；；^^事實である0 是 

一れ が爲 めには 普迪 H 會 でを 擔じ 

一が るの お 巧の 豐 用を も特 巧の 形 

! 式で まがして をる。 ホ 獲 民な 通 

過 後故闽 じがけ る 飯 精 的が ホ 速 

: 動じ 對 する 馨 吿巧證 文の 電送、 

'移 K 化じ對 する 

i 質疑 應答讓 會の銷 催 

I お 國ず賴 の注盧 、巧 入 威 申請 事 

r 巧の 化 扱 及び 齒籍 法改正に 關す 

^る注怠、 徵を猶な等 一 般の赃明 

-巧証 単 巧^ 化 巧 (二； お 濟脚係 じ 

; が ては 问胞を 扶助し わが 數は十 

一二 化で ま 出 高は とが 九十 ホ 弗で 


巧 < は'; 過 間に - U つた 事項 も あ 
る (I 二) 職 おの 周旋は 仲 か 業 おの 
事棠卜 あるがず 斷的じ 便を 化 話 
り.. る もの 二十 j が、 巧 働の 範圃 
源 張の 呵能性 あらや 巧 やの 隅 題 
をら が お’- 亦. 

旅 巧者の 爲 めに 親を の 

巧 苗を 謀つ たのが |二 十二 件、 米 

A 侧 からの 照 會じ掛 する 應答宰 

巧 巧 十 余 件、 人 ホ 相談に 應 せる 

件數も 化當殖 るて ホた (四} 商務 

委員を •ゎ禪 々營 業の 諮 巧 磯關ど 

なつて 特許 問題、 賛を 問題、 農 

園 經營等 八 件 南米 移な じ關 する 
もの 一二 件を 取扱つ て 居る (五) 年 
中 巧 事 ごして け 招魂な、 化 供養 

演藝會 、ホ 十 宇 會員黨 集、 か 遊 

をの か 新に 賴别 懇談の 制度を 設 

りて 順み を隨 じがけ る 集 會を懼 

した。 0 上は 昨年度 施設の 大要 

である お 本年は 未 解かの 儘 どな 

つて おる 宿題の 解决 もせね ぱい* 

ら 中共 濟事 をの お實を 謀らを を 

關 係では 重大な 懸案 も あ b 化 陵 

H なのが 源充 賞は 當然ご 認めら 

け" L 居る 0 . 


滿阐の 滅血兒 J 敵し 難 < 五セブ 
卜 に' ける 激戰 《ホ 遂に 佛國は 二 
お 一山 あ 俊 勢み 巧し つ、 と 日の 
あおが 合に 移つな。 朝 ホの 兩氣 
を 突いて 接戰 しじ ボ 。トラ 及び 
バタ I ソ .'は 第. _ セットを 六— 
四 じて バタ I ソシ收 ホ じる も殘 
る 一一ー セット P 六— 四、 六— I 、 
六丄二 じて 一 6 U トラの 爲じ 奪は 
れ鄉國 は デ キス 盃戰參 加 2 ホ 
转じ最 有の 乎' ヤ レンチ ラウンド 
じ 入る ホを み' 一獲 梅した。 

烏 W が 曾を 檢繼の 

新 會« 成立 

不幸に してを を 破綻 ゼる 离阳 
商 曾の ぶ 鉢を 盤 I ぐ. へく 舊化 員に 
化 b て 引壽 されで 株式會 お 高 出 
商會は 資本を ご 音萬圓 をな てよ 
月 二十 六 H 創立 栽會を 開き 同 二 
十九： a 登記の ず 績を摇 わ だが 八 
月 一 H ょら 旣じ 業務を 開始す る 
運 どなら 支 巧を 大阪 、門 巧、 小 
樽、 あを 雇 S 吗伽 巧じ設 をした 
新會 社の 重役は を部舊 社員で 其 
氏を はみ のか < でぁる。 因に 元 
高旧晚 會組脊 支を は 目で 残務の 
整 巧 じが 事して 坛る 由。 

株 巧 會社商 旧旗會 取締役 會長 

が 巧 义六郞 A 常 格 取締役を 見 

眞熊 A 志が 井 重要、 西 崎醇夫 

ホ川敏 巧、 か 旧勝郞 A 取締役 

長が 川健藏 、巧 祕諫 一、 松澤 

勝 治 A 監を 巧が お銳藏 、お 本 

修 一一 T 小手 信み 


I 日靜 を？ ょら 歸 紐め 一週間 滞が 
の 上 西に 十 巧 化り 沙港 出帆の 加 
贊乂 じて 歸 朝のを。 

• 靑柔 お郞巧 ミホ 物 產槐械 
部員、 W 族问 伴今迦 个‘曜 U おお 
發 九月-八； 3 沙巧 出帆の 横濱化 
じて 二 歸朗。 

沐巧特 盾 


デビス 盎戰 

娜蘭西 優勝 

愈々 ホ國に 肉薄 

化 顏西お 療渊の デブ キス 盃，‘ 

ン ターゾ ー ン 試合は 旣 報の 如 < 

まる 四' おぶ びと H の s = じ； 白 一 

らフオ i レスト ヒルの ウェスト 

サィド 庭が 巧樂部 じがて 舉巧佛 

闡 西は S お 一点に て 大勝し 愈々 

明 n ょら 十一 擢 u 迄 製府ジ ャーマ 

ン タゥンの n I 卜 にて 現 撰ホ國 

米瞬に挑戰（ ホ榮ぁる報盃をず 

ふ率ピ むつた。 を曜 U ソ 第一 單 

試を に 一勝 一敗の 成 禮を殘 した 

兩國撰 ホは 二 nu 複 試を 戰じ於 

ては 必勝を 期して 戰ひ 殊に 療洲 

侧は脾 がを 急變 して 苦戰 しじが 


羅 


店員 入用 

都で 面談の 事 - 

香が 商店 

8 E . 1 呈 h 芭， N . 产 C . 

Tel Hariem 4879 


せ 本供樂 部集會 

U 本 巧樂部 運動を 員會は 本紙 

お 報の 贫く 今夕 開' 懼 ゴ^フ、 庭 

球 競 お 觸 する 協議を 遂 ぐる 堂 

でぁる： 4 ▲ゲ！ ム 委員 會は ホる 

十 一 H ぞ 後と 時 ょら 開 継 秋季 掃 

球大會 お-備 をな すみ。 

♦桑 山 廚巧新 電話 おを プラザ 

局 じぁつ わを 料 雜貨荫 桑 山 商店 

の 新 電話は 蓝巧リ ） ジでン トニ 

ニニ ニ番 及び. 0 五 五と 番じ變 ち 

しだ。 

♦大觸 か。 二が 氏 鈴 木 商 巧が 育 

ま 巧 員、 お 麻 飽か じ 赴き まる 四 


郵 化. 如 おに 规 ずる 

特別 注意 

紐 巧 巧の'' K 1 グは マン ッタ 

ン帖ご ブロンクス おのみで が H 

五. む的述 V 取が つて 居る ので 截 

巧 巧の 繫忙 さはが 想な 上で ある 

が搔 じモー ダン 巧の 後を を' けて 

郵 化：；？ を じ 巧せられ た ジョン、 

ジ で一、 キー リィ 氏は 銳窓截 化 

巧が S 能率が 進に 巧め つ、 あら 

本：：： かを W て 特にを 巧閒社 

'おし 『截 化物のを を。 を 化 所 

宛 あ』 及び 『明確な 郵便 お夕じ 

がて り 巧 腐』。 る问师 物を が附 

してが り 的 速ぶ じぶ 力して おる 

非 赏は规 る 糊が である 都て 

の齡 化物の - 

ザ 乂般人 巧 あご 住 


明確ぶ つ 詳細： I の番號 どを 詳術じ 書 きんれ る； 

假 みば 『がち H 本人 會 


普いて 貨 いたい ど 云 ふので わる 

お 育の 轉じ オフ キス やァパ ー ト 

メント S 大浊 築が 激 ちして 化 < 

挪宵卜 は 唯單じ 『阿々 資 神ブ。 

— ドゥエー』 ごか 『誰々 殿 脚 巧 

: J 円』 どか 壁いた のみでは 該卸 

化 姓 為す 暮の 恐れが ぁつて を お 

巧 自身が 第】 ホ 利益を ずけ る。 

をら じ郵化 巧の 侧 からを < ばが 

間の 浪费 、能 ホの 不おピ なつて 

誰 人 も 巧 一巧に' がが 巧を 淡る こ 

ご^む るので わるから を 情人の 

氏 あは 勿論 乂 トリー ト のを 號ビ 

ル テン クの おが か あれば^ I ム 

の 海魄を もがき 入れて 货 ひじい 


で ホる 0 

西 あ 十よ 了 目'! が あ 十巧フ キス 

クビ八 デン グみ诺 五な 八號 室』 

『雖 々殿ブ n — ドゥ 五—' 何々 番 

アバ！ トメ ント六 A 』 ご 云 ふ 風 

じ 黄いて おれ i に 新米の メーグ 

マンで もを ぐみ る。 尙は自 かの 

巧 糞、' 封简 、請 ホ菩 、ずが 証 等 

じも间 じく 詳細に 普くむ b 印刷 

して おけば 巧 信 人. か 返信の 鴻合 

じが 通り 幫く パれ お幡ら 器し 過 

ぎて われば おおの 宛名 化 所 も 亦 

お'. 過ぎて 闲 る； がが々 狸る。 

獲 信 人 自身が 郵 '使 局眞 のみに な 

b メ — ^ マンに。 つた ど 腹.；： 先し 


雄 物の み肌义 けで：： 问 じは U 么 I て 巧へ て吳れ i げお學 が 都を じ 

稱の雄 物 ど-し'-^ 难 わて 化く I 運ぶ みおで ある。 0 上は 甚だ ッ 

隙 だか じ' 郵愧 局で 化 ハタ 持.^ じ 化 ー マラス 嘶の 巧では あるが 動し 難 


右 かが じず 脚が 祝る。 一密 ょい 


がごを リ 來ろ义 jS は あ 地ど述 物の 夕前ご 4, — ム 


い 事 實^夕 々わるに 範 みて 化 際 

特 - I 々々注 怠を 化す 理‘： である ご 


菊き 円畫 

U 本 邮嫩を 社が 營 ぶに 緊縮 方 
かを 取を あらぅ ごは 麼 々報せ 
られて 居 3 所で あるが、 最あ當 
地 じ 逢し，- 情報-」 化れば 闷 神の 
太 半げ が r し關 する 方針 どして 
は H 下 二 化の 立案-か 傳 へられ 其 
の-は 巧 < 八艘の 船舶で 化 事し 
て 居る 太渾 航路を あ艘义 はみ 
艘の 航路' ずる ホ 法と 第二は ま 
どして 貨物 哩輸を 目的と する 游 
船 も 本 航路 化悉< 十五 節 即もホ 
歐 船舶 お 船 ょら】 時間 一一 節の 怠 
速力をあす ？ も の をな 1 之 じ 充 
當 する ご 云-方 かで 之は 目下 社 
內 で嚴ら がふ；；* 說 VJ なつて 居る 
之が 爲め一 施 八な ゎ 十五 ぉ圓の 
デー ゼル 機！ 建造を 計畫 して 
近く 重な 會 巧 どか かを を 見 
る告 であるが 横 渚沙湛 線は 政 巧 
から 二十 萬 兜の 補 脚 裳を 得て 親 
がの 愛を ぶび W 鳥が 型の 船舶 數 
艘を 加へ 眞の 度を 航路を 孩じ見 

るを： である ごち ふ 事で ある 

結核 病忠 者激增 

佐な H 本人で 夕數の 肺結核 
病患 者 ある こ乂 及びを の豫 防に 
つき W 胞の 注を^ 喚起 じっい' て 
は當 地が 識者の 庐 にお 題 どし ク 
つ あった 所で ぁ 一で が 今 巧 巿衛ホ 
局 じついて 調 杳；； 結 お旣じ 左の 

多 數の病 者 ある こどが 明か じな 

った。 

" '▲人ん ' A ルを 

男 五一 二 一一〇 ニー ニ 

ホ 六 四 ；10 三面 

を 計 _ 1 本人 


わ 別れに 隙して 

謀 蜂 . 

時下を 位 益々 御 お 適 慶賀の 巧 

じ 本が 候。 陳お 小生 事 昨 夏ぶ 

化 詰の 辭 みに 梭し中 候 も 聊か 傭 

康を 害し 盾 候爲め 醫嘟の 働吿じ 

從ひ 久しく 轉 化 療養 踞が 煩處ぜ 

後 大方を 位の 御 同情に ょら 快 ホ 

じ おひ 候 ま、 今回 細锁の 途上 一 

應歸糾 化 候 

回顧 ホれば 小 叩の が 育 生活は 

大正 九 年に 始まら 爾ホ幾 春秋 化 

間 小生が 諸彥ょ 6 をけ だるを 化 

の 御 障 意は 只々 威 激の外 無 之 候 

耐 も無爲 無能 何等 酬 ゆなと こ ろ 

:： ♦か b しを 思へ ば威慨 無量 自ら 

省みて 惭愧の 至らに 不堪 候 

歸 朝に 際し 一々 拜趨 W 中 上 壁 

に候巧お巧を匆々 の際=?意を得 

や 誠に 遇 臧の械 み じが お 化 点 何 

卒御說 おの 上 御 寬恕被 下ぜ候 

尙歸朝 後 も 從ホ通 b の 御 指導 

ご 御 変 願 ごを 淡 b 巧く 此な 略儀 

ながらが 卜：を 化て 御挨 がか 上 度 

如斯 御座 候 

末筆ながら 諸を の 御健廉 VJ 御 

發艇 ごを が 家の 爲 めじ 祈 7 一ら の 

じが 敬 cn 

鱗が 鈴 水 商 化 紐： 育 t 巧 

乂溝 啓兰郎 


巧 員 入用 諸： 

限る。 委細は 面談。 

索 山 おが 

ち 五十 九 了 目 お 十四 密 
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270 Riverskle Drive 
Tel. Riverside がの 


S ザ 物を 株 ま會社 

を 屬摄硕 事 お 

巧 ま 會お岩 ホが 巧 

S 菱簡 事會社 

が 育ま 巧 

Consulate Gen が al of Japan 

が 育ま 巧 

M れ subi 純 i Shoji Kaisha 
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65 Broadway 
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奏巧雜 築 事が 所 
Iwahiko Tsumanuma 
Room 1607 No. 101 Park Ave. 
Tel. Vand が but 34 が 


瀬 川 化 换樂お 所 

U. Se 径 awa. Insurance Broker, 
303 のれ h Ave., 

Te し FrgnWi 打 が 00, な t. 193 


內 ra 蘭 事 株 ま會社 紐 育ま 店 
Uchida Trading Co., Ltd. 
291 Broathv が， 

Tel. Worth 1576 


鳥寶易 株式 禽社 

Shima Trading Co, Ltd. 

150 Broadway 
Telephone Rector 1484 


Paul IC. M. Thomas 

Aaver む sing し ounsel 

2023 Tribune Building 154 Na な au な . 
Te し む ekman 6978 


株式 會社 赤 尾商會 
AKAWO 在 CO, ， Ltd. 
295 Fiiih Avenu も New Kork 
Tel. Caledonia 9758-59 


みお 商事 株式 會社 
Xuhwi 柄 iding Co. 

30 Church SI 
Ttl. むが ind 巧扣 


S 共 株式 會社 輿 東寶易 株式 曾 社 
巧理店 

裔峰靖 食 
Tnkmmine Corporation 

120 Broadw 巧， わ w Ifork C け y Tei. お 加 r 7884 
Gen が a! 0 り ice 左 Fa ( 出 ) け 如 8 Rawson S ししし む t も fi. Y. Tel. な illwell 7718 


浅 野赖產 株式 會社 
Asa 打 0 Bussa 打 Company 

Room 801-805 
165 Broadway 
Tel. Cortlandt 


大倉お 紐 育ま 店 
Okura & Co 。 

30 Church St^ 

Tei. Cor け andt 2292-93-94 


お 育 H 本人 會 

了 お おが が な Association, 
250 West 57 th St., New tork 
Tei. Circle 8190 
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H 本 綿 巧 巧 まを お; 化育 支 巧 

Japan Cotton Tra が ng Co,, Ltd" 
Cotton Dept. 


60 Beaver か ,, 
T •し Bowling Orson 


Silk Dept. 

巧 M«dl«on Ave., 
T •し Mid. »q, M*i 


巧 90 


口 米 生糸 株を 曾 社 
紐 育 支店 
HICHi- 3 Ei K 11 T 0 K&eUSHIK! KMSHA 

(NICH し BE! KIITO CO., H D.) 
S 73 が H Avenue, 

Tcl. Mad. Sq, 7592-5 


神 戶鈴木 帝 巧 
紐 おち 店 

Suzuki & Co., Ltd. (Kobe) 
220 Broad « uy, 

M. Cortian か U がぶ 0-51-52-53 


H 本を 糸烁 ま; おお 
紐 育 支店 

Marimura む di & む . I A が n わ 
が 及 . な rd St, 

Tel. Ashland 5 お 0 


原を 名 巧 お 
紐 育 支 巧 
Hara & Co-, 

4 が Fourth Ave.. 

Te し Caledonia 7830-35 


江 お 棟ぶ 會社 紐な 支店 
Gosho Corporation, 
Si!k Importers, 

334 F»®urth Ave. 

T« し Mad. 8 み がが 

Gosho Co., Inc., 
Cotton Exporters 
60 Beavor 仇 , 

Tcl. Bowling Gre«n BS06-M 


大阪 朝り 新 頭 貼 
祕困 巧ず 
0 S& け A な HI 

ftoom 308 World Building 
let. む ekmsrt がが 


乂おが 1 ! 二 東京り 曰 

上 おお 垂 

Osaka Mzdnichi, 
407 Tribune Building 
Tel. Beekman 4259 
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.聯 酷と* 耳倘 

フランスの 提識 

H 下ゼ ネグアに 化て 附懼 中で 

あるが 瞭聰紐 巧 辜 巧 S 假遙 & で 

あ. 〇フ ぅンス のを W バン 八べ 1 

には、 词 巧の が說じ 化て 喊洲の 

1 牛 か 化 略 化 おょらが 滿縮少 問題 

-に 化て 言及し、 

歐 卵の 半 かは これ じ 依らて 化 

巧〇れ るが、 この 巧に ホ。 ベ 

きも わは 化が 的の 带瞄縮 ホで 

あら けれが；；* ら ね。 而 かも 

このが 和 的 化 約た る や 轉巧槪 

曲の が阅 を腥脫 する U らば 到 

なが 巧を 則し 難い。 

ど 述べ' 間 的 じ 巧，- ホが 備縮少 

約 級を 提 誰した 乂轉の 態 巧 ど ホ 
一 かに 對 する 態 设を貨 拐し、 义威 

!^:^進んでがる衍議じ應ずるをを 

朔恃 ずる赁 戟 明した i は、 时節 

悄 まこ どじ 注 白を 巧す る 所論で 

わる" 

^ 化が 的带 縮の 巧. ー ホは 人 も 知 

る 如く、 が^' — テン グ人統 皆 じ 

- がらて 抱哨 5 れ 、をの 锐圍は ホ 

-力 艦隊の 制 化に 止 b . が々 問題 

ご U つて ゐる 補助 艦 おの 制限を 

_ 始め ごし， 陸が 縮少じ ホら ては 

歐洲の 政局 Jb 巧 ぼす 關 係が 巧 

く、 特に フランス めが 强 じる 陸 

-巧締 少じ對 するな 獨 態巧ピ 、が 

ザ 縮少に 就ての なお 的 態 巧は、 

乂喊の 第二次 軍縮 转廉お 集の 略 

虫 一物と されて む；：！。 巧る じ摄近 

英佛兩 阴の閒 じけ 賊 的む 償の 巧 

巧 協定が 成 ホし、 がらに 獨 逸を 

ホ V 一ず る ザ かが 隙條め もぶ 功の 

战じ 進まん ご ~ ^ つ 、、わる か じ 際 

して、 佛 図を 化が 化て この 提議 

を邸刚 'する じを つた 所な け、 あ 

るぶ 化 にがては ホるべき 义佛兩 

阁の戰 が负傑 か濟談 がに おず る 

ブ ランスの 示威 述動 であ' ると 北 ハ 

に、 闕際 聯幽お 米國の おな 脚 係 

がちび 化が 政 W を 問題 化すべき 

可能性を 暗ぶ して ゐる〇 

瞬 除 聯盟の が 化に 就て は、 化 

じが々 の巧訟 U しどせ ホ、 特に 

乂國 はこれ をな て 化が たる 舊化 

がの 脚體 である ご嚴 め、 これが 

! を 加を 闽避 する こど 恰 かも 巧統 

I の 越を であるか のかき 觀を呈 し 

|てゐるが、 旣じ聯盟を機關とし 

一て 化 立した 化 巧规刺 所',; 對 し、 

i 义越蚁 がかが 留狀參 加の な 志 あ 

一る こどは、 從ホ大 が 伽 お 審の明 

i 示して ゐる 所で あるから、 ホる 

一べき 第二次が 縮會 歳の 召集 じ勒 

一し てら、 第. 一み 曾谣が 集を の 位 

一思 どして、 劇 じて が 絶すべき せ 

一巧の ものでは；；* い。 なん や歐洲 

一の ホ かがが 降 ごれ、 がを 上の 國 

I 瞭脚係 も 整巧则 にお ひつ i ある 

j 邮係 上、 これを' 化 絶す る こどは 

j 明かに 义國が ホが ホ かを 叙 摩し 

j 乍ら をの 赏を 風の ホ か 的 協調を 

一が も规 しつ i あるら のと ホ 雅さ 

かで も、 一言 辯 解の がけ い篱 


でみ る 0 

八ム ホなる ホが ょり 巧て、 米國 
がか M じ网 A の 樂悄が ある どは 
云 ひ 乍ら、 自幽の 乂 統領に 依り 
て 創を された 聯粧 のを 加を 化 巧 
した どい ふ本實 をの もの！ 結 神 
的彭懲 は、 グ アグ サイ ュ ホか條 
約 成立 W ホ 平 かの U を 送らざる 
お 洲 の， 化狀 じな 映されて & ム。 
化つ てこの 孫义國 政府が 化り 乍 


ら- < '化が な 利 所 じを 加ィる どい 
ふ £ は、 化 お 化が 附 でも あ b 、 
甚だ 不を 巧な 威を 抱く もので ゐ 
& が、 ホるべき 國 際跪盟 の軍脯 
縮々 脊議提 誠 じ おしては、 巧 ホ 

のかき 不微 化。 お 巧 r 出で や、 
がんで これが を 加を ホ諾 するど 
いふ £ は、 化 巧 外を じ對 する ホ 

國 S 不信を 陋隙 的に 一締 ずるが 

機で わ 么 と 障ず る 0 


論 議 を 震で 

支那 近 < 回答ぶ ん 

急進派は 列强の 回避 的 態度 讲難 
日 置全權 の 巧 命は 「侮辱」 ご 

化を 十 U お：：：： 襄 じ列强 Jb お 村述驟 (本紙 前號 巧义參 お) を 

巧け たるち 那拉 .おは 目下 これが 巧答霄 を 起草 中 じして 化を 中 報 

の 報ずる 所に 化れば をが は 列强の 逝搬を 『反 殺』 ずるな 向 あち 

觸證 のお裝 'あ 案は 外を 調 杏 委員 貪 じ姻附 してを の 承 謡を 受けた 

る 上兩二 1 H み 巧には 列强じ 通牒すべく、 玉正廷 氏、 聪お 祥將軍 

等の 急進 化は 列 强の述 礫は 樂 貨の眞 化に 觸れや 颇る财 避 的 じし 

て 列强は 化が どして ま 服に おする 欺瞒 政策を がて ホ、 化ち 外人 

の特随 を飽を も繼緻 する ものである ごの 息 見を 發を しも 玉祥將 

軍の 如き！ ■列 强は武 おせざる ま 抓 人を 擊 殺し 乍ら 支那 政府 じが 

ま 外人のを 命が を 化 誰を 强巧 ずるのは 奇怪で ある』 とが 難し、 

一. 巧 軸 紙は 『瞄稱 の 巧 加は 梁す るに 列強の 支那 ま 配を 益々 を あ 

ならしむる所0である』 ど論じてむる：^,、 政府侧ではこれ等は 

論の な對は をら 角、 關稅會 諸の 準備 じ 怠 b なく 追加の 意 ホ じて 

'駐米 支那を 化施肇 お、 游ず歐 際 法 姪化滚 书寵惠 、财 をな 造を 員 

课 十-誌、 支那 锁 道化 お 黃郭氏 等を 巧を した。 なほ 一新 閒 紙は 口 

本が を 鞭と して H 盟益 氏を 化 命した i は 『對ち 二十' ーヶ 條を耍 

ホした を 化と して ま册轉 民じ與 する が 辱で ある』 ご稱 しを のを 

稲を 認を ホめ てなる 0 

行稱 不明の 

鳥人 發見 

が哇 近海で 漂流 

ホノ^、 十：：： 發 U 錢じ义 布 横 

斷飛 巧を かわして を 湛を山 おし 

約で 四が 啡を飛 窮をお 如 どして 

が衛 不明と なつた ホ 瞬 海軍 疵が 

機 py 乂號型 第一 號 の。 ブデャ 

I 中を なすの あの 乘她 員の 生 巧 

じ 就て は 過 ま 十 U にな b がわ 機 

艦艇ぶ び 淚船等 じて 喊力採 索 中 

しもを どして 巧 息；；^ く お 軍 

ぷ當村 も 殆んで お 望のを であつ 

たがが ほ搜 索を 繼撼 中の 所、 本 

: n 午後 四時、 ヵ ヮィむな を 十 お 

峭 (々ヮィ 島け 布哇 のを 都ホノ 

作、 の もる ォアフ島を. 亂るホ 十 

四哩) のが 上に 躁 流しつ； あつ 

じが、 巧が お 索の 鹏逐經 出迎の 

爲 々がを 中で ぁつた 乂歐 潜水艦 

K 巧 おじ 發 見され、 岡 艦々 を才 

スお ー ン 中尉は 化ち に乘組 員を 

艦に 救助した 巧 英巧鱗 お 港 お 郁 

じ報吿 しじ か報吿 書は" おじ 『- 

巧 健 化』 ど あるの みで 詳細は 刺 

がして ゐ ない。 一巧 發 見の 報 到 

る や ホノグ 、の 巧は は巧蓄 して 

一巧の 歓迎 ホ 備に 着手し ね。 

註。 遭難した お 巧 おわ 機は 去 

る 八 巧 化-::! 桑 潘を出 搂し條 

燃は を 港を おる 一二が 哪のお 上 

じす 的替 水した る も 問 機は 一 

おじ 千 四' 百哩を 突破し ホノグ 


する じは 触る 脚 難 リ華棉 が ある 

ので 果が化 約の 前途に 

■ nlliA を 呼び 起し この 解 巧 
は獨逸 政府の 雜致じ 一巧ず るめ 
か。 さおが である。 即^ 獨遮か 
府 どして TS ゲァ八 サィ ユ條約 じ 
依る とな シンシァ 化 化の 喊 あが 
制を 閒 猫に 就て は將 ホが 龄條約 
が 成立し K 後 幽際聯 盛 じを 加し 
た 煤を 條 約の 改訂を 則 持して ゐ 
る 脚 係らを b 、 從 つて 今 踞 
合獨 逸が 非國 際聯跑 ぉのな 搞で 
斯る巧 越 じ 巧 街ず るのは す 得策 
であ & から 假 りに 獨逸 政が が 一 
ホを 譲つ て 小 圆聯粧 の ホ 堪じ應 
じて 條 約を 締結した ごしても、 
獨逸諸 會は到 おこれを 承 殻せ ざ 
るべ く、 

§ 外を 上 共に 乘大 なる 
問題で あるから 無條件 承認を 期 
待し 難い 事 精 も ある。 フ ラ' シス 
化を は從 ホの 熙係 上小國 聯盟の 
要求には 徹お徹 尾 賛成し 英國政 
府も 一般的 平 かごい ふぶ 場から 
同情の 想を 滚明 しつ i あるら、 
獨 逸の 事情が 事情 だけに 板狹み 
の 姿 ごな つて ゐ る。 尙ほ フラン 


法に て チェコ 化 あょ b 閱 趣が お 
出された るに おし 巧 喊の歧 が ri 
做然 じる 過 まの が驗を 基礎 ごす 
る 旨 ま 〔明した。 

西軍の梭ぉ卜^陛 


•卜 


ブ 


グを距 る 二 円 峭の海 k に 不時 

若水した； までは 倒 然してる 

ねがを の 後行衔 不明 ごい。 つて 

ゐ たので ある。 耐 して 岡 機の 

巧衞 不明と 相 前後して 海が 飛 

巧 船シ ナン ドアー ち S 曝 落 惨 

事 あら、 が 軍が 巧當廚 じ掛す 

る 非難は 漸くを ず 化せん ごし 

つ i あつた。 

保 隱條約 ご.. 

小 國聯鹽 


多額 納稅 

議員の 選 舉結お 

ま 京 特電 十一 y 發 U 惠 政會單 
獨み觸 お 立 後 鼓 初の 咳を 的 試 
練で ぁるを 强 多額 納稅談 負の 
選藝は 時節柄 白熱 化して ゐた 
が、 選 擧お柴 は 

憲政 會 
政友會 

政 友本黨 一】.. 
實業 問を 一 
無所屬 一一 

じして 政 麻、 野黨 はお じ自黨 

の 勝利を 叢 歌して ゐ るが 實際 
政治の 彭 響は 中立 派の 向 皆で 

かす/一堂で わる。 


义 りお：；；： リッ フが 
征討 じ對 する フラン 7 £ ス べ！ 
キンの が 串 共 岡 動かは 愈々 閱化 
され スぺ！ キンの おを な デ •ノ 
ゲ M ラ將带 自ら 指が S 下に 佛凹 
巡炸艦 諮衔の 下に 西岸 ァ^へ ( 
マス 港に 陸、 縣隊 S 恤輕 は. 化 
< リッフ 巧を 退却せ しれ 港 鱗； 
帶を 占領した る W 、 ー ホフ ラ/ 
ス 軍の 飛 巧 隊ら巧 躍し おく 總化 
摆じ 及ぶ 形勢で ある。 

批評で 軍法 會議 

.サン T ント ーー ォ化円 銭 u ®.: 
墜落した おお 飛 わ 船 及び 布 畦が 
斷飛 巧で 飛れ 磯が 行衔 不明 ど W 
つた ミに 斟し前 航空 局 次官 じし 
て獨 立した 航空 局の 設立 諭 f 
ある ミッチ H 分 大佐は 械力 これ 
を 非難し 陸が 飛 巧首腦 部の 無配 

を 鳴らした 事 巧に おし 陸軍 種 
へ术 ミック 陸軍 少 おを 首班と、 
る 軍法 會强 じ審 細を かじ わ。 


.も 

ニ ハ. 


レめ てを 府愧蹲 食 參加毁 な 十五 
パ 脚た 化を ホを した •か n 本舘は 
化て ざる も敕化 一で 巧 V 借ち る 
片：； でみ る。 


ゼ ネダァ 九日 發 U 園 際 聯盟 嫩 

をを 磯會 どして 英國の チヤ ムバ 

レン、 フランスの K リアン 兩 

外相は 化/、 獨逸 じ提滋 すべき 

歐洲 ホ かの 化 立が 陈條約 

じがて 考兜 しつ i あ 一る が、 辩獨 

捉麗 はを 二 云 H 中：.^ は 逝 蝶の 運 

び どなるべく を か 心 計 塞は 吳郷 

り 伊獨の 五大 列强シ ー綱 緒し チ 五 

コ •ス ロダア キアぶ びポ 1 ラン 

ド 等の 欧洲 弱小 國縣 盛の 化 護は 

巧 誰 者で ある フラ W スが これを 

鹽際 聯盟 じ 一巧す 程度 じ讓ホ 

してが なを 吿げ たもので あるけ 

れ .ども、 最近 じ まら 両闽化 来は 

英滿両 外が じ おしこれ 等の 弱小 

図 聯盟は 獨 遊み 近 ^ して 特に 

歐渊の ホ か 保 贈を 目 隙と ずる 0 

上、 を條約 じを 加すな のは 當然 

の權 利で あると ま 張 f る じ まら 

し 爲め獨 逸 どして はこれ を 許を 


ス 政府は 投六ヶ 月 化 巧 じ ブラ ッ 

セグ で歐納 經濟會 讓をぞ をし 戰 

時 負 僮み 化を 討 講ずる 意 巧で も 

る ど 踏 へられる。 

因 じ 聯合 陸と しては 濁 逸に 通 

碟を發 する ご 共に U ザ I ン、 

バリ ー 乃至 リンドン じて 衙畿 

を 巧 集す るが 獨 逸は。 ン ドン 

を留ん でゐる 模様で ある。 

仲裁 條貌で 

聯鹽に 暗流 

ゼネ ダァ十 ：11發：= 圓際 聯盟 員 

はちび 彈制國 隙が 裁 條お間 題に 

就て 二 おじみ 裂し 根本的に 相違 

する 両者の 立 塔を 爭 ふの 化 あら 

即ちを の 一は フランスを 首盟ど 

し 普遍の なる 仲裁 協定の 下にい 

かなる 國を的 紛爭を もこの 機 願 

の 調訂じ 一巧す る ごい ふじ ある 

が、 他の 一派の 英が 及び 日本は 

恰 かも 米國じ 等しく 或る 間 題は 

をの 國をじ 密接なる 利權 をち し 

到を 第二 一圃の 干渉を 許さ やどい 

ふ 一派 じして、 をの 裏 じは 陸が 

軍を 背景 どす る だけ じ 弱小 跑は 

悉< フランスの 立 媛 じ 向つ て贊 

同を をし つ < ホる も 英厨 侧は從 

ホの 經 厳を 基礎 ごして 巧る 倫理 

は剧底 国家 勒歐 家の 問題 じ 適用 

されない VJ いふ 立谋を 固執し 

チヤ ムバ ー レン 外相は 本日の 講 


比島 繁 酒に 反對 

、ニ ラ 化：！！ 發； ：：： t リッピ ン额 
督クジ ド 將軍ぃ 乂を乂 禁酒法を 问 
が島じ適用ずる^は反稱であを 
どの 意見を をに したが、 をの 斑 
由 どす る 所は 欺る 化を の 適用は 
デヨ ーンブ 法に 明示され てゐる 
自治 政府の 權 能を 侵 蒂 ずる どい 
ふので ある 0 

廣 東の 赤化 熟ず 

を 港 化 H 發化廣 東 政府 S ホ 化 
は 愈々 義晋 どなら 共を 黨投 け. 假 
政府の 實權を 挺 b 陸が 軍の 如き 
勞農 C シア 派灌 貴の 巧が じ 一巧 
しつ I るるが 巧に てを 地の お 勢 
は 頗る 不女 でもる。 

ロンドン 化 H 發； IZ 腐 巧ょ h 達 
した 我 道 じ 化れば か孫义 氏の 遺 
業を 磐 あせん ごする 巧 東 政 巧の 
首 艦は み 產派ご 化か 派 K か 製し 
を 派は 共に お义 氏の あ 書 ど稱す 
る ものを がに 自己の 化 策が 是で 

ある ど击 張して ゐ る。 

白 掘々 が留 解除 

柬を化 日發： TH 円本 蚁府は 基 じ 

國際職 盟總會 じて 可决 された 國 

際 白 姑 禁止み に 賴聯し 去る-一: 巧 

化 口 脚を なて 目下 日本の 管徘下 

じある 領 i を 除外し 年齡か 一: 菜 
の 制限を 十八 歲 じが 留 する 旨 お 

吿 したが 樞密院 曾 錐の 結果 この 

保留は 速に 解除す るを どなつ た 


今 見 町の 大火 ぉ 

ま 京 特電 化：：： 後：；；； だ ル 縣今見 
町 目 おの 煤 所阳な 化戶烧 たしを 
滅の狀 態で わる。 

違な 問 趣 解み ず 

東京 特電 九 U 發 U を 山 級 わの 
巧 お 協を 逆 反. 阿 趣は 結 城 氏の 陳 
謝で 解かした。 

虎 列 刺 患者 續ぉ 

'ま 京 特電 化 リ强== 東を 市 じ n 
レラ 患者 賴 出の ため 魚河岸め 一二 
巧 人.— 强 制； g 注 かを 施し 义巧內 
關莱機 四千 人は 無 巧で 一般の た 
め 注がを 關始 する る ご ub ポほ 
の 恐 彼は 愈々 烈しくな つて 來た 

支那 提議 ミ當局 

ま i み 特電 儿 H 發 U 外務省では 

ま郷の 無線 提 溝は S が 無線の 旣 

往 契約 じ對 しては 何等 明示 ザ 中 

誠意な きを ES て 回答の 必要を 認 

めね ご の 息 向で ある。 

上海 統績の 操業 

ま 京 特電 九日 發 U 上 おの 紋績 
會 社は 今朝 よら 一齊じ 操業を 開 
始 した。 


は、 自かのも彩をがしたく；；？-い 
ためだ どを-へて ゐる らしい 。が 
事實は それし 巧勒 で、 なは この 
偉 火ぃ* る 人物の 道徳的 懼戚こ 神 
樂 どは、 こん U ぇで か滅 する も 

ので；：* いろを 確信して ゐ & 。 

卜八 スト 十 夫人け いつもの や 
ぅに、 彼女に 對 する チ 玉、 ホフ 
のす 親が や、 時には 亂 盛な； を 
訴 へた。 

或るが。 ぞ 彼は、 彼女を 前に 
して 卜少ス トキ じ 云つ た。 

「巧し 傑が こん 妻を 村つ て 
ゐ たなら ば镇は 自殺す る」 

亦、 こんな ミを 彼女 じ 向つ て 
云つ た* -0 もんる。 

r 僕が 望 屯なら ば 貴女の 家庭 
を 乱す もは 顯飯前 だ。 巧し をれ 
をし ないだ けだ！」 

九月 十八 UU お ホは 辯 謹 ± で 
あらながら 學 校の 敎 師を勸 めて 

ゐるク レ チ n ー ケス' キキが やつて 
ホた。 彼は トーみ スト キご チェ、 
ホフの 親ぶ でを つれ。 しかし 卜 
火ス トキは 不 化であった。 

了 度を こじ ホを した 卜^スト 
キホ 人は、 い：' もの やう じ 彼を 


巧 < i じな つたので、 な 逢は 间 
じ お ザで ステー シ 3 ンじ 巧つ わ 
(な 卓は 別々 の クラスで 旅 巧し 
た) ステー シ ョンへ 巧く 途中、 
クン チ n ゥス キキは 巧々 頸搞を 
訴 へる 外、 巧い 沈默 をが つて & 
た。 化 達は はんの 一言 か 二言を 
巧し じに 過ぎ U かつた。 

「わ！ 神ょ。 あの 餘大な 人間 
じ對し 1 なんごい ふ. 个注盧 な； 
だ。 。んどいふ不化怠^;だ」 
ご、 彼は 化獻を 破つ む。 

彼の 胃 葉は、 な 達の ザの 徵お 
であ b 、 チェ、 ホフの モ 供の デ 
マの ぶ 速で ある ムシ ャ •ゼ ット 
セゲの ザに 聞へ た。 

「本當 だ！ トグス トキ ホ 人は 
をく 不注意 だ」 ご 彼 U クン ナコ 
ダス キキ じ 答へ た。 

「併し 不注 窓な のは トグ スト 
キ 夫人 ばかし ぢや U い」 と更ら 

じ 彼は 云つ た。 ゼッ トセ ゲは車 

中のを 逮をあ 顧つ て、 

「ぢや 誰です」 ど 問 ふたが、 ク 
レ チ n ゲス キキは なの 方を 見な 

がらる つた。 

「この 人が 知つ てゐ るょ」 
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頭 垣 氏 苛 法 委員 

東 ま 特電 十日 お；； =廣 島 搭が院 

長須垣 S 郎 巧は 上海 率 伸の 间法 

委員 どなら 今 巧 末ま那 へを〜 堂 

であるで 

九州 大學の 火災 

まま 特電 十日 發 U 囊 じか ルの 

嫌疑で 燒 失しね 學者 疑獄の 中む 

化 卵大 學 でげ 巧 八が 同大 學法段 

學 、細菌 學 、衞 生學の S が 室 ふ 

燒し質 重の 資料 燒ホ しお 蒂甚十 

の 見込で ある。 

費 府大博 ミ 閣議 

東京 特電 化 本：：： の閣證 


翁 一 
哀 r 
話" 

呈〕 嫌は わた 男 

八巧十二 ：1:=;晚をの時じ 卜 ^1. 
トキけ.. ぶつじ 0 
r 讀皇家 じごつ てこん な 幸福 
な H はない 〇こ i じは モ！ バッ 
サンの 『寂 輿』 どい ふ 小說が ホる 
かは 極めて 奠 しい、 をして 眞實 
の 思想を ぶ 礎 どして ゐ るが、 を 
の 終 4 を完 ふして ゐ ない。 ン 3 

ペン パクぶ 少も 云つ た^-^ ク ある 

やう じ、 人 牌は 獨らじ U つた 時 

自を自 みの 中 じある 者が 誰れ で 
あるか。 自 かが 旣じ 離れた をは 
誰で をる かを 凝視し U ければ な 

ら ない。 が、 モ ー パッ サンは ホ 

だを の必境 じは 巧つ てゐ ないや 

うだ。 彼は 內 的の 眞實期 じある 
が 極めて 過渡期 じ 面して ゐ る。 
併 t 化の 中には この 必境 じ發足 
しない 者が をい。 ぞくの 子供は 
をれ であるし、 をの 儘で を ひて 
巧く 人 もを い」 

.八月 十四り： = いろ--.^ な もの 

を 掘 じ 見せた トグマ トキ 夫人は 

(弗 常 じ 激昂して ゐ た) トグ スト 

ネの 日記 S 一-節 じある チで、 ホ 

フ の^^じ就て非常じ嫉妬してゐ 

たが、 をれ を 是非な じ も 請んで 

欲しい ど 云つ た。 併し おは をれ 

はなの 最も 當痛ど するど ころで 

をる とを つて® 絶した。 なは 卜 

グス トキを をし •且つ 曾 敬す る 

故に、 彼の 許しを 受けない 限ら 

彼 旨 身の 偕 化を 毀損す る やうな 

日記を 韻みたくない。 失乂 はな 

の 拒絶を 好 窓 じ躲释 して、 「ま 

な 貴 ホを：-' がして ゐ る」 と 云つ 

だ。 併し 彼々 はなが 一 くす る i 


愈 今 目から 爭覇戰 

^ 五十 四 名の 戰± 入亂れ て戰ふ 

她育白 本義 球お樂 部ま摧 本社 後が の U 本人 庭球 單 試を 爭覇輔 

は 渡々 今 十 rH 午後 二 時よ 6 二 巧 十 ST 目の H 本 庭球 供 樂部コ 
1卜 じめて有十を巧名の戰卡じ娘ら化蓋を巧るミとならましわ 

一般化 留闹胞 諸氏の 御 後援 ど 御ホ觀 ぶ希留 いたします。 尚 ほお 

球ま覇 戰の當 をはが ホの 結果 左の 如く 巧を いたし ましむ。 

村# 擾 勝盃一 .村 ホ 保 固 巧 寄贈 

大型 銀盃 じて 臺附の 商 ご 二十 一二 时 、幅 十四 时 凹みの 一 
ィンタ？ ナ シヨ ナグ •シ 八ゥア ー 廚會恃 製 

新報!！^ 勝}^ = 紐 育 新報 社 寄贈 

中型 錫一盃 じて臺 附の 高さ 十一 一诗 、幅と 时 一二を の 一。 
ィンタ； ナ シヨ ナグ •シ 户ゲア ー巧會 特製 

ランナ^ — ス アブ プ 小型 銀盃 
沁育目 本 庭球 お樂 部よ b 齊贈 

主催 日本 庭 隸俱樂 部 
凌 援紐臂 新報 社 


ヤス ナヤに 化 巧て、 チェ、 ホフ 
のをじ就て聞<じ堪へ ^:^いやぅ 
な 話を しねので、 クレ チコ ゥス 
キキは びつ く-^- して 了つ た。 彼 
は 夫人の 前で 澄きながら 閒 いて 
ゐ たが、 熱湯を おびた 人 かの や 
ぅじ、 急に 戶 みに 飛 出して 一 H 
森の 中を 放浪—！ てゐ たが、 到顆 
ブがヤ チン キめ チェ、 ホフのを 
じ 飛んで 巧ク 立。 

クレ チコ クス キネは、 極めて 

感情的な 人で あゎ、 トグス トキ 

の 愛慕 家で あつた。 彼は トグス 
トキ ホん の 話を 聞く まで、 トグ 
ス トキが この ヤ：ス ナヤで 柯んの 
爲 め-し 煩悶し つ i あるかを 知ら 
。かつな ので ある。 

彼は をを チェ、 ホフに 依つ て 
宜 をの 楷んだ 魂の 慰まを 求めた 
もので あら j が、 チ* {、ホフ 夫 
妻は をの 反凿じ トグス トキ 夫ん 
とのごた ぐ を截 々じ 聞かした 
ので、 彼の & はます'---- 暗くな 

ち、 をの 夕は ほこんで 巧 人の や 

ぅじ i ：* つて ゐ た。 

クン ナコ ウス*- キは をの 巧 テ 
グヤ チン キじ拍 なのを 化め てモ 
スクゲ アじ歸 る i ど U つた 〇な 

は T 奥 ある 用事で モスク ゲアへ 


彼は 平和を 欲する 偉人の 周樹 
じ 流れる 嫌 惡ご敵 窟のア トモ ス 
フェア じ 呆れ 退つ たの だ。 を~ 
て トグス トキを 敬慕す る 彼は、 
この將ホがどぅ^:^るミか と 必な 
したので みる。 

しかし、 ヤス ナヤ ごブ 处ヤキ 
ンキ では、 彼が 立 去つ たを もな 
L い 間 じ 瓦つ てるつ た。 

「彼 (クン チコ ゲス キキ) はで 

渝 かな、 嫌 ふべき 男 だ！」 

= 不入譯 = 

海の 巧 ミ 外 

♦町を 步 いて ゐるど 消防車 A 
營 鐘が 嗚 るので 化 事 かど あつ 八 
ら 、パィ ラン ボ 長の 巧 ホ 候補 か 
傳 車の 巧 列で ぁつた。 政府 黨( 
强 ホは 何處 でも 间 じ。 

♦首都 華府で 上院 證 員が 禁 ： i 
法 じ 投票し 乍ら、 本人は まつ i 
呑を 銜の上 じ 酒類を 諭 入を し \ 
ゐる £ いふ 芝居を 興 巧して る 成 
で 問題 ごな つてなる。 < すぐ < 
たい 人間が ゐ るの だら ぅ。 

♦飛 巧 船 墜落 奉 件で ミッチ 
少大 巧の 批評が 紫ら 軍法 會藩 • 
なつた。 大佐 殿は 言論の 自由* 
晒と して ゐ るから 面 黒い。 
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類陶 

卸磁 

賣器 


斌 六十 ••b ち 干 


巧 


まを 鑛 蒼 


规 


C 日曜 十 -) 


U 二十 月乂年 四十 化大 じ ;) 


▽ H お H 
蛮嘗が 兜击サ 
共 翊會夕 卞ぉキ 
禮巧說 を 心が 
▽木隨 U 
術 臨を 夕 八 時 
▽出 駆 H 
謠お食 义は茶 
話 食 夕 八 巧 

をが 部、 旅 巧者 
案内 部、 人事 化 
談 部、 調瓷が •喊 
業間旋 部、 巧 詔 
激链敎 巧® 諸 課 
を 設けを 貸、 ホ 

會 員® 巧を 計る！！ 


贈 巧說か U 贿 H 午を 八 持 jij 

がな を木跑 H 午を 八 時 || 

が 話ち ±报 り 午を 八 時 
をを、 巧 おお， 娛樂畫 のを 瞄ぁ 一, , 
ホ投 をが 迎 す、 負舘を 利用け i 
化 師副岛 信 道 

U 本人 基督 敎 修道 會 I ' 

1泛写'1 だっこ t . N . Y.city i - 

" Tel . 琴) rningsidn 》 一妄 

日本人 送敎會 I 

牧紳 川む 本么進 i 

幹事 巧 中樓二 _ 

.iapanesc M . E . ohurGh 的 hsl . 

だ 3 ま. 1 岩 SI . Tel . Clarkson 夏 1 I 

檐巧 説が 日 お u 午後 八 WI 

祈祿 角水驱 U 午を 八が 
親 縫 會火跑 H 午後 二が ii 

♦宵な を 

位廣 をが 比な を 数み 下即を 十^ 

五み 學生會 社員 旅 巧を じ 最適 一^ 

鼓 お鹽慧 雑誌 新 巧 反を 柿娛樂 I - 

み 簡 おを をる b : 

おを 職 菜 周旋 > 旅客 ま 巧、 を 巧 
睾を 調を、 其 化 巧 事相 お玲旋 
等問胞 諸兄の ホを を 歡迎す 


評訟 m お 巧 十 H を朽 

雜誌 E 马 ^ 1 單伽 

4 ごで st 5呈 sr . N . y . 呈 


が あを 巧 お 艦船 御用達 

茲藤 小で 兩會 

だ Broatl ミ y K . Y - C •女 
TeL 妄量兰 1 芝 こ 


稅關 事務 取扱 

WIEA 器 L . BANE & Co ., 

ざ〇ョ 1262 ご Braa を さ 百す 
phi : す 至 忌 Gr まこ 136* 苦 


0 

n 

ft 


稅腳 事務 


。跳 8 蝴 


W ; 巧卽 

H 1 も <1 

r S It 径 
げ ： g W 如 
3 .2 M w 

K b 6 む 


5； I 棠洋 を 地 並 じを 化 
d M I をの 輸出入 ホみ じ 




刪 刪 


か 


鹏 する 一切の 勸諮 
巧に 應 じ、 巧 道な 
船 貨物 運 赁度出 お 
おお 顆手綻 酱等進 
■おす、 重要 都 巧に 
化规 一 巧を おし 誠 さ 
敏速 御用 かじ 應や 

保 驗取搔 


♦書 緖令雜 誌 ♦新觸 
縱覽 室を 閒 
執務 午前 九 時よ b 午后 五 時を 

紐脊 日本人 會 

西 五十と T 目 二 お 〇 を 
電話 サアク 八 八 一九 0— 化 一 


が 留靑年 巧 おの 掛 体. 

H 本人 靑年會 

巧 W . 臺 St . ぎ Giarks 呈 12 乏 
大紐育 B 本人 

基督 敎靑 年會 

W 42 E . 5害 SI . N . 产 扫 ly . 

呈 . Pla 邑芸 1 


診 祭時閒 
午^ 審 W 半 H 二 時半 
午ぶ 六 時 U 化 時 
愛. 4 醫學 十- 
け i 本 違 一 

を A 賞 比 亞大學 及び 
\ グラン 病院 勸務 

自^は 龍 約 願 上 候 


臻治攘 


=；：； ぶ 及び. 甫氣 治療：：；： 
ホ^ 儿巧 か： 3 ょち 擴 
張ぶ 目的 じて 一時 夏 
期 業 仕 候 
‘尙*^^閒の節は新進 
の fi 瞧 をのて 治療 じ 
應 じを し粮 

紐 育 端 典 フイ ジオ シラ 
ビ ー 寧 院卒叢 

が 育 アデ カ グジ ム及マ 
ツチ j 「ジ協 會史會 員 

を f 弧 西が 幸 男 


I. 

若き ホ 國婦/ < 
U 本人へ か 巧 
一 說敎巧 じ f を 
年の 經驗古 あ 

I す 0 I ン づース 

ンよ 十五 恤 
お： r 朝义 巧ょ 
をが 化 時を 响 
時 じても {よ 
H 曜 H は 一 貪 
よら 四が を 心 一 


寫眞 鋪 


第五 巧 ' 

四 一一ぶ 


『ネ 巧ん せを ィみ A お 巧 

寶 を 4 屬與 \ みみ 刹^ 

クイ ー ん ザみ. た シンが が 巧 割引 
尸し ツード •ハミん トンが 計 を對列 

がみ d 化 念 矮卖 がを 劲引 
霞ぶ ぶ そが 扇ぶ® ぇ贫 
ネ^!^备 がを鄭 V \ 刻^^ 


€? 


'ゲ 7 す 4 •トム へん 二 




都合 じ i 當 みの 間 

診察 

午後と 時！ 九 時 
H 躍は 前約 願 上 お 

パ： 吉 お悅彌 


診察 

午後 S 時よ ち ホ 時 
H 躍は 前約 相 願 候 


ドク トグ 

烏 見豊彥 


齒科醫 

►該察 時間 A . 
お H (日曜を 除 <) 
午前 化 時 よら 
午後 五 時 牛 
水曜 午前 化 時，— 
午後 一時 


齒科醫 

：：= 新式 無 搞治姨 = 
夕 年の 經媒 をな. て 
H 本人 諸な は 特に 
了 寧 懇切に 施術す 

パけ マ—— チン 


U 

W ホの 
3 I 的 

G S h 

し H h け 

誌 ！ I 

25 脚 WI 


〇 

Y 

〇 


が 




誘 I 揉 療治 

西な 巧 マッサ ー ジ 
U 本ぶ 巧 赌坡股 
ぶみ 

出嚴 親切 じを 叛中 
上ます。 削 約の ホ 
は ザを 一一 一帖ょ ら自 
をで て 施術し まず 
H ん鐵灸 
專巧學 院卒楽 

|脊| 津輕 東洋 

西な で 十九 了 円ぶ ま 
屯 誠マズ ォース ぶ化骂 


彭察 時間 

午 削ん 巧 i 十 巧 

午 f が 六が！ 八 時 

バ略小 栗 幹 一二 

排皇 ホフ ラッ ー お院 

筹 ぶ 巧お院 勤務 

をボ n y バラン ー 

巧院 勤務 


齒お醫 木 下义巧 

ゴタ 定 Jilih 資. 

TeLMOnuit 苦 57 


が 育 W 公認 

- sj 務 ちを 許 

も 京 帝大醫 巧大學 

^|藥化巧科卒業 

達 婆 松本綠 


笠# 洋服 巧 


日本 
洋服 巧 


時 山 信み 郞 
松 本が 


を 五十 云 了 目 

ニニ ーニ 

が廳 

洋臟店 

電謂 こ ミ 


染慕 ぶみ ノ內ピ か デ ジグ ニ階 ニニ 曰屬 

. 練^ 丸山泮 服商會 


H 本 玩具 
雜 貨卸賣 


条良 貿易 插會 


いふり 

八月 卸値 段 騰貴 

H 銀の 調査 じよれば 八月の 重 
要 商品 五十六 硝の 卸値 段は 前ち 
よ b 九が 一一 一毛の 騰貴で ある ご。. 

：= な丄 十日 發 / 


成功の 秘談 I 

ホ饒式 英語を 話イ事 
はお 巧の 窠 一義 五す 
ぶ 校には H 本人 おが 
じ惜れ た蕃巧 婦人^ 

師 ぁ-り 懇切 じ會話 i 
憎义 社を 語を 敎巧 .1^ 
.ょす。 扫 曜週 H 共に 
午前 化 時よ b 午を 卞 
時まで 鹏 校し ー レツ 
スンと 十 仙づ io 今 
H 直 もじ ホ 校 あわ。 
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• OBooia r と 
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目 本.； 

ドライ グ ^ — ブ 

藏會 


メ ー シ ー は 紐 巧を 火の グ パ！* メント 巧 巧 であ 
もまず。 新らし い昇降機ご 王 ス 々 レ タ！は廣澗 
な 化內じ 於け る 皆 巧の お 質 物 じ化宜 と 愉快 どを 
巧へ てゐ ます 

他店で 一ー ホす る ものなら ばメ ー シー では 一 
巧 八十 八邮 或は をれ の T で おへる i を どぅ 
ぞ 御記慌 下さい 

日本へ 御が 物を 御 送ら じな b たい 節 又は 御 貫 物 
に 際して 御用の 废 合は. ハ ー ジナ グシ ョッ ビング 
ビュ 1 P 1 を わ 討 わ 下さい、 親切 じ 御 化 あを 計 
ら i す 
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正直 ど 親切 ごを 旨と し 確實一 
信用 ある 商品を 稱 選し j 
特別 廉 俄で 販 『貴 致します 

ゥォ片 サム、 エ八 デン 四 割引 

其 化は 化て 一二 割引 

お 輪 鎖 黃をお 並 じ 寶石類 一切 

: 、、グ トン 時計、' > ヮ1 ドィ 

リノ ィス 時計、 を械廣 時計 

ゥォ^ — 夕 . — マンを ザ 筆 

エバ シヤ^ — フ 鉛筆 

純銀 お 並に 銀器 一切 

御 歸朔の 御 ±產 一切. 

時る" の修錢 はが 險 が じて 確 賞 

じ お 川 自身が 致します 

が 肯巿巧 四+一 1 T 目 脚と あ 

四 四 S 号 室 (五 巧 ど 六 巧 間) 

巧 川岸 商會 

带詰 ペン シ八バ こァと 一ニ ニ 九 

で hikaw ザ ICishi 〇〇 •ち 去. 42 nd Si . 


豫算 要求 鎭 十八 億 四千 巧 

新規 嬰 求 二一 億 闡に财 源が さ. 


j が おの 刚 年ぶ をを おな 巧は を 
巧乂 がせ じ 提出 巧み ご U つた 
は 本 化柬京 特化の お 相した 處で 
あるが、 明年 巧が 化 巧 ホは 紹が 
二搞； 一千'-：:: 五十二 方 八で H ： じし 
てを 省 別に ずれに 左 S 通 b 
=^1 單化千 川 


外な せ 
內務巧 
大 おせ 

降带巧 

が ザ 巧 

巧な お 

文部を 

なが 巧 

晒 巧 

遞信巧 


二、 000 
二阳 、い 00 
一二 六 、 COO 

一の、 と 五 0 

四 お、 08 

四、 一二 00 

己 凹、 OGC 

二 一;、 五 8 

二 1、 九ん 八 

二 六、 000 


んの外 政が の 政策 どして 彼の 西 

巧 借 軟利桃 補給 其 化の 如き 閒講 

に附强 化を の 要 ある ものぶ び 

'稅 制繼理 ぶむ 細 係を 始 

めを W の ホ お 卜今巧 追加 巧ポと 

して 大藏 おじ 提 おすべ <目 下を 

省"」 調 谊硏化 中じ戚 する 新规巧 

ホなる ものが 

みなお 所を 

1 、 化 曲 道が 姬お ま赏 

二 千 八'- け 力 川 

一、 郡役所 お 化 善後 费八 巧-力 W 

乂藏せ 所管 

i 、 西 巧 借な 利拂柿 給な 

よ：，：： を 方 W 

一、 ± 化赁 なが 課裤趕 

S む 五十 方 w 

一、 をぷ を鉛搜 約 六な 巧 W 

一、 お ヶ腳逍 化な 修费 (中央 官 

湛統 一 お 綿を) と 十巧阳 

が 巧ち 所 巧 

一、 郁助 腊隊 雄を 獲 八な 方 W 

词法稱 所管 

一、 が樂調 訂巧暂 施に 巧す る經 

巧 化 五 巧 川 

遞 倍が 所哲 

1、 航路 袖 助 なぞ 巧 額 

六‘，：； と 十 巧 W 

化 化が あ 6、 今 巧 

逆 か 嬰 求 さるべ きらの 

が 六 千八义 パス 5： のち 额じ 速す 

る 校が である。 今 旣じ化 お濟み 

の もの どネ巧 お出さるべき 豫ぶ 

かものを な算 する 巧は、 明年ぶ 

の 耕が おおは を 計 二お儿 f 巧 W 

の 巧が を 小し、 十五 年 巧の 焼ぶ 

お 巧 十五 搞 四千で 川を を算 ずる 

ど 燃 < べし W がぶ のが 算をホ 総 

额は 巧に 十八 惊 一二 四千.々 W じ 速 

せんどす る 有 巧で ある。 巧る じ _ 

一方 大化 十五 年が のが 化を ホを 

韶の肿 源 ご U るべき も S は 十 S 

年 巧の 化な じが てがたに 生ずる 

剌 をを il 化 二で' 力 W 、 乂お十 お 

年 ほの 自 がが 收化込 額 六と 十 方 

川、 な 針 二 原 八 九で. 力 W である 

が この 中 

旣を計 畫ぉ巧 加； 細 (十 

四 年 巧に 比し 二で 余ぶ 川)、 お 

が 敎：； ：： 巧關酥 むれ 棚 お 加の 二で 

巧 W を おめ 巧 制 楷狎巧 施の ため 

初年 巧の 机な 收入 おじ 禍 ふべき 

もの 及び 火 化 十 凹、 h お 贿年ほ 

追加 谦算の 财脑幷 に 十 化 年 巧 U 

降の 财源 ホイ ごして 媛 化 的に 充巧 

すべき 必要 ゐ るら の •か陆 めて ず 

< 、巧に 叫 年 巧が 化 化 ホに 充な 


し， 待る 編は 倦 かじ 六んで. 力 川 じ 
過ぎ ぃ ょい 狀お でぁ >、 昨年が 化 
僻理 をれ つた 許ら で この 上魄を 
繼攒 巧の 繰延べ 打が b を 巧 ふは 
闲難 でぁる；、 を 巧の 新 化嬰ポ 
中 じは 繼統 樂浆夕 < おん 的财源 
要する もの ホき ホ裝じ 鑑みを あ 
新 化： 裝 求に 對 して 徹化的 じぞ銳 
を 加 ふる 外ぃ A く、 おおを 巧の 新 
化を ホ 中巧战 さる t 額は 前記の 
如く 六 心 千 力 W である ご 見られ 
てむ るり 



宝】 目 本の 現况 

前 じ も 記した が H 本は 逆 城 乍 

ら このを を。 を 短のを 額が 審で 

ある。 戚 巧が；；^ いから だ。 今日 

ア少 ミニ ユ！ ムはホ ごして ボー 

ク ナィト ごい ふ鑛 石から 造られ 

てゐ るか、 H 本 じは この ボ ー ク 

サィトむ るら のが。 い。 幸 ひ 巧 

ぶ！、 ま 

相當 多量 ミ-クサ ィ 

卜が をる から、 これを 利用！. や 

う》 一き。 畫 して ゐる 向 きも あるし 

又 张巧エ 策試驗 所な ででは な ± 

等の 化 用 巧 料から ア八 ミニ ユー 

ムを 製を しやう ごして 着々 硏兜 

を 進めて ゐ る。 又な 高峰が ± の 

肝 斑で お ホむ 東洋 ア ミナ ム轿 

社は 患部 川の 水力を 利用して 電 

おを おし、 米閣 から あ 巧を 化 b 

がせて ア^ミ ニ ユーム を 製を し 

やう ど 企て i ゐ るからない 將ホ 

U は柯 どかなる どが ふ。 曾つ て 

はあ古崖じリ本輕銀製進株ま爵 

化 愛み H 操。 る ものが 出 ホて ア 

八 ミニ ユ 1 ムの 製を を やらう ど 

して 失敗し、 又 現今 信濃大 町に 

H 本鸭を 製造 株式 曾 社 どい ふの 

が ある さう だが 問題には なつて 

い。 一力り 本 でら アルミ ニ 

ユ ー ム のぶ 裝は 年々 お 加し 大正 

二 年には 一二な 峨を 越えな かつた 

が、 十二 年には 

化 千顺 こ、」 むち、 巧ほ增 

加の 傾向が ぁる。 巧 輸入 じょつ 

てこの 需 耍を滿 たさねば むらな 

いのは 療に 降る ホ 巧で ある。 徐 

义 がで おも 帖 をが かせて むる の 

U 前記 おげ ア^ミ ナム 简 社と 岡 

系の 巧細亞 ア^ミ ナム 食 社で、 

これは 親 衙社米 ア^ミ ナム 待 社 

の 製品を 一手 じ贩輿 L てゐ る。 

义み 河商樂 倫：： 社は 巧 アグ ミ三ュ 

1 ム宵 化の 特約 化 ご U つて 居 b 

H 瑞資あ 巧ぶ 巧 社 ごい ふの が瑞 

西の ア^ミ ニユ ー ム エ策禽 社の 

特約 化 どなつ て 席 b 、 义佛ア 朱 

: 、こユ I ムの 製品は ili ホ 物を が 

化 引して & る。 河れ にしても 日 

本-^ ア庐 '、、ニ ユ！ ムじ對 して 確 

闷 たる 蝴 策を 樹 てない wk 、 列 

强 ご 化 並を 揃えて W く ふは 不可 

能で ある。 

〔六】 W 傾の 變遽 

ェ莱 のじ 製进 する ア作 ミこ ュ 

1 ム U 純が では K く、 必 ら中掛 

が 弟を の 他の 不純物を なんでむ 


る。 通常 お 位 九 化バー セント あ 
び义八バ ーセ ン トのもめか化引 
されて &る〇 

元來 不純 S ァ 八 ミこ 

1 ム をが製する；はモ難中のま 
難が でぁつ たが、 最化米 ァ少ミ 
ナム 曾 社では 新 結 製を をを おし 
わから 近い 中に 純粹 じあい ァグ 
ミニ ユ ー ムがホ 媒じ現 はれる で 
あらぅ。 ァ^ミ ニユ 1 ムお 偕は 
進 解法が 始めて け はれた 當 時は 
ホな じな く、 卯 も 一 乂あ六 年の 
春には じ 化で 一巧 千 マラン ( 一 
お 度 九十 弗】 もした が、 產额の 
巧 加と おじ 段々 化くなら 合衆國 
では 一八 九 二 年 じは 一封 巧 一 弗 
どな り、 一九 一 〇 年 わは 二十 二 
セント、 一义 一巧 年には 十八 ホ 
ントじ 下つ た。 尤も 

戰時中 じ一聘 高くな ち 

一九 一六 年 じは 六十* ントを 越 
したわを の 後は 义下 h 、 一义二 
一二が の 始めち」 は 二十 ニ セント 位 
同年 あらには 化と 乃 ま廿八 セン 
卜 ご；：* 卜 ，、をの 巧 今日 适 大した 
變 動がない。 最近 じ 於け る 紐 育 
の相機は甲板波しで化^パーセ 
ントの ものは 一封 度 化 一八 セント 
九八バ ー セントの ものは 廿とセ 
ント 、同じ < 倫敦 では 化八バ ー 

セントの もの I 嗯巧 十八 態で あ 

る。 

扭保不 確實な 

ま 那の外 償 

とお 八な 八十よ 巧 元 

近く 開催され る 支那 關 操を 識 

を 機 どし を國 おに ま 那關が 引 上 

げ じょる 關巧增 收を當 てに 對支 

が？ 疑を 整理 せんど をれ が畫 

を 進めて ゐ るが、 今 ま 船 政 巧の 

調 巧した 處の柯 政府の お 巧不確 

實な內 外 憤は 實 にと 億 八 阿 八十 

と 巧 八 千 元の 夕额じ 達する。 尤 

も 左表め を 涩借欽 中日 本の か 一二 

千よ 巧 お 十 S カー 千充じ 就て は 

夕 々疑 ひの おが ぁる 由で、 我國 

は 目下 對支借 鼓 及びを の 整理 方 

なじ 細し 具体的 じ調奄 研究を 進 

めて & る 0 

ま那 おが 化が 不確實 内外 潰 

. = 單位モ 元 

一、 •が 政 部觸係 (岡 部調杳 、大 

化 十一 年 化 月末 現 化) 

外 儀 

U 本 一' 四 一， 二 四义 

お國 二 五、 一充 五 

乂國 ニニ、 ri 二八 

嫌國 二 丸、 よ 一八 

白 ザ義 一六 五 

が 太 巧 を 二八 

廉國 八 八 八 

か 蘭 六な 

下 巧 一 お四 

延挪が お 一 化、 000 

引 二 一二 九、 义 一ニ ニ 

巧 償 

巧幽 公憤 一ー ニニ、 五六 0 

が 巧 短 則 惜欽八 二、 とお 0 

み 機關經 费女挪 のた めを 附 

y る 轉库券 一ー ニニ、 よ〇〇 

計 二 四 丸、' 0;0 

を 計 四 八 八、 九 四 二 

二、 を 通 部挪巧 _问 部 調 お、 乂 

.化 十二 年 化 片乂现 が) 

内外 憤 ( U 本 か 二 一と、 五一 一一】) 

二 I 九、 九 S 六 


ご 一、 貼 政を 通兩 部を 計 

よ 〇 八、 八と 八 
巧 國のお ま 借 敬が 類 及 ひを' 锁 一任 
左の 如し.：：：：： 單位 十万 w I 
夕通銀 懼惜な 二 〇〇 
お 線 带信惜 み 1100 
ま 會毀道 借 欲 前 貸 100 
黒を 兩 ちが 鑛借談 11100 
滿絮网 錫 道 借款 前 貸 二 〇〇 
山 お 二激道 借款 前 貸 二 〇〇 ■ 
を戰 借欽' 二 00 
を 則 一 、 四 C 0 
ホの 中 預を部 資金を U てす る對 
支 借欽は 左の 如し： =驳 位千阳 
興 銀 巧 獄資を (政 晒が 証 巧 銀 
憤を おず) 一二 r 1 六 〇 
東亞 興 裳 借 致資を (興 銀 經も一 
二、 五 8 
興業、 朝鮮、 を灣 一二 銀 巧借欽 
資を {を 通 銀行 挪 係) 

二 〇、 000 
を 計. で S 、 六 六 0 
巧 ほ對支 債權の 化が どして 左の 
おきものが ある 

支那 政府を 巧國庫 謡を 

ご 一二、 〇乂一 

本 惜欽じ 就て は 契約 通 6 ま那政 
府は將 ホ 稅騎を 整理し をの 収入 
を R て 償還の 財源 どすべき 旨覺 
書を 提出し わ。 

中 蒂民國 々庫 証を 

一八、 四 四 0 
本 借欽じ 就て は當 みょを ニヶ 年 
目に 到ら 支那を 府 じがて 現 お 支 
拂を なす 能は ざる 際は H 本め 府 
ど 商議し、 か 當の扭 巧を 提供し 
おじ 借欽契 的を 締結ず べき 背 支 
那 が 政撼 おの 覺 書が ぁる。 

鐵道 合同の 

機運が 熟ず 

雄 貧を 觸 をを 越して 

大統領 ク！ リッ デ 巧が 乂國大 

陸の 鐵遊 運賃を 輕 減して 一般 產 

業み 振興を 圖るど 化 ハ じ 農 阁を救 

濟 するな 化 J らして ホ 歐を鐵 道 

會 社の. 巧 恵を 同を 希望し、 己む 

を特 ない 旗を •レ强 制を 同 法の 制 

をを もがせざる お 勢 じある は 

前ち 巧 報の 如くに して、 このた.^ 

め 次期 諸 曾には 相當年 帳み 自ま 

を间を ホめ あ 期間 後の 强 满を间 

を 目的 どす るユ ジデ、 カ ミンス 

法修 か案提 おされ 夕數 じて 可 巧 

の模 棟ん るた めか 鐵逆會 社のを 

同 談は急 じを ホ' 商ょ も 傅 はら 營： 

業 不振の 小鐵 道を 同は 素ょ ち大 

磯道 禽 '社のを 併 乃至 買收等 もれ 

はれる お 機で 目下 內國 商業 委員 

曾で 進け 中の-ー ブク八 •プ レ！ 

じ關 する 誰議 終了み 第實 現の 

運びに まるで あらう ど 0 


本社 柬京 特電 品 I 就纖 j 


濛洲の 關稅引 上 

滚洲 の觸稅 引上げは 巧が 織物 

じ彭嚮 ずるを ぞ大 じて 當叢 者は 

么が對 策を 採らん i を當 局に 陳 

悄中 である。 

ぶ 金 支 巧を 增設 

正を 銀 巧は アフリカ 及び バ术 

カン 巧 他に 支-がを 巧設 甘ん。 

安 阳お觀 を救濟 

おげ 游船 @ 社を 港 線は ぶ 巧 銀 

巧が 巧械 の 救濟 じか till 四 年 じ 

ぉらて r 力 五平 顺 級の 媛を 船 S 

隻を 内地で 自力 じて 建逍 するど 


S. KUWAYAMA G 0 .| Kata が n 巨 ro’s 

114 E. 59th St. ' 224E. が thSt. 

New York C れ y New York Chy 

一 Tel. わが nt 3480-3481 


庵 桂 米 目 


Kaw る soy 色 Hotel 

け 9 West123rd Sir 姑 . 
Tel. Mornin が ide 7154 


Toyo Kwan 

41 に 1 か h み . 

お t. Biway & が b む e. 
Te し Shjjfvesani がが 



TAIYO 

视 冷 e 过巧化 化 

Tel. Siisq が ii 加 a 巧^に 


Japan 

Provision Go. 

が Lexing わ n Av も 
Tei. お ad.Sq. がけ - 巧 43 


327 W. 5 お h Si. 
Columbus 0 が 2 

く ぶ 一寸 一 


ご uey Pan を S 

I^ESTiiUiUNT 
459 を 加 hm . — 


n .1 〇 マ J1 ‘ 

リ Cii ん 1 iti—i 


City Hall Tea Gaden 

170 Nassau S し CUy 


Lu ひ L.iik iV 化 n&gef 


YOUNG CHINA 

3140 iiroaciw が 

4 も ocks So お b of 



mum 

35 Easl 29th がけ et 
Tel. Ma が son Sq. 75 が 



街 ' ホ 巧 ! 
ご 円 T 四十 四 ！ 
跑 a T お 十四 I 


Japanese Tea Room 
!802 M お 巧 eU, W. 

TeL Franklin 1577 


DARUMA 

? が一 自 th わ も 
TeT. li け お r が 的 


ホ會 
に 席 

ず 御 
さ 料 
燒理 


Beam Nom Low 

474-6th Ave. 


WISTARIA 

お 抓 む oadw が 
お 1 巧 ih お . 

fteai • も ihw み Maufln 



eMiv&Ko, 

340 W . が 比 St. 

Telephone: 
Columbus 8882 


( 祗 8 • 水) 司赛お 


し 二〕 


號 六十 セ 百 千 


第 


霞 わで 盈な pmt 触 奶 m で 巧 


け 幡 十一） 


日 二十 巧ブ し 年 [I り 十 正大 


円本 食器、 日用 お I 

並 じ 新が 基教 類 一明 I 

:^^^一乂弟廊會 一 

を 巧祐 巧が. がをおた 船 じて 巧 6 
仕 お瞄沒 煤を が お ホ 烦上侯 I 


日本食が 品 頰夕ぴ 類 卸 ルち 一 

こ- iifii 一ん 五 五と 桑の 商會 一^ 

お刊害 籍雜誌 小間物 バ巧お 各種 


お話ゲ ラィアン ト 
八 〇 と 九！ 八 八と 一二 
H 赌 ぶびが 隅は 
ヶ日 ツグ 00 四 四 

新驟 特長 

紐 育ボ西 四十 四 T 目 
一. i 一下 一 1 八番 

(.二階) 

支 巧 

147 U 一 are ョ弓 こ完 . Bu まを N . Y . 
Te 一. 置 weil 1 さ呈 
ま 巧 章 S . F . K . Sa す- 


御旅 纔 河 添 


^應鄕 料理 

1 

i 勇 巧键 


一 ir 种則 

/，太陽 

講司每 H あらまず 


酱油露 lssi?sf 白米 

日本 米 li 僅 料 霞 I 觀懿 


ぶ II ぶ 料 口 

巧 田 巧 ま 食 か 

—目 f 食， 


特 速な 庵な 豊を 
: ま々 社 ホな 一手 离揃店 

料 品商會 


抑巧當 おびじ 
御 家庭 支出し 
御 下が 

後藤 

壽 司、 據蒲燒 

每 U ち b ます 


尋れ人 

を 巧縣人 細谷谦 S 
山が 縣人 齋お义 I 一一が 
吉川淸 一郎 (旅 巧 ま〕 

早稻 旧乂學 出身 中が 貫 二 
タ ホ お 川 ヮィ 阿部 
をの まじ お 知 致 度き 巧 巧 么 
お 巧 本人ち くは 知 入よ b 現 
化 巧 お 通知 願 h お 

紐 育が 闽繳 領事 舘 

1 苦ぞ oaiiway K ミ ' fork C さ 


巧 廳を團 

巧 巧 A 盧蓮 
出勤の ぶじは 墓 飯 
の 御 便が じ 備へ巧 
間爵 浦の 御用 じ應 
や V く淚間 河卒相 
ぶ 變わ引 立願 巧な 
紙上 御 案み 中 上 候 


支那 御 料理 

彭瑞樓 

曰 本人 諸む を 
歡迎 故し ます 


が 料を 捣 選し 皆檢 
の 御 嗜巧じ 適する 
巧 巧を 提 化します 

歸 新 中華 

U 本 入 諸 巧は 搏 
がに 歓迎し ます 


麟蒲燒 壽巧御 化 化し I 

口赌巧 H 巧 閒も抑 用命 じ 巧 じ 巧 ii 

f 御 料理 I 

を 等 御下倘 I 

お 玉ぶ 一 _ 


潮烹 並に 御旅 舘 

^ © 佐 野 兄弟 

が 育 巧 西 八十 八 T 目 一二 巧 十 111 お 
带詰 タク イラ 1 と 八 ニニ 


華盛頓 

わざ；. 

日本料理 

化 じ 御旅 舘 


餅 卸、 小賣 

豆 ^ 油 撰 
日 お 食料品 一切 

wcslrlse Rice Gak な Go , 

ミ 量 d iUe こ 
を PI だ a 芭 18 


新雜 魚介 一切 

日本 入 向 j きの 生魚 巧 山 取 6 揃へ 
特別 廉 憤で 大勉强 致します 

_ サ ヴォナ 魚 店 

Jose 巧 f wavo 百 曲 

を夕、 . 6 だ t St 
一™. 001 uinbus 9123 

一^の 魚類 

季節の^ がの 魚貝類が 澤山 揃つ 

て 居ら^ か ら御嘗 が 下さ い。 

ァピセ ロ魚庙 

82 すを St - Tel . Franklin を 呂 


ちがて 

料：， 理を再 

巧 照を 柄で 永年 御を 顧を 巧け 
た锭 文で 御座いまず 



H 本に 住み、 日本語 
巧- を 話し、 を 棟の 御嗜 
好 じ 蕾す る 御 巧理を 調進 致 巧 

了 裝 エン. ぶ^ ~ タアの ドです 


おが じして 淸潔 

S 贏南樓 

午前 十 時よ ち 胃 友 
午前 六轉 まで 瞬*-^ 


永年り 本人 諸 啓の 御 
轟な を藏 つて ゐる 

S 逸 仙縷 

です、 柯卒襯 々御 ホ 
ホの おを 願 ひます 


▼ S 德 U 淸 潔、 親切、 氣樂 ▲ 

勢 州 縮 緖ま熊 巧 

まなが 歎 事 佐 乂間榮 が 
ち 5 材 .冀 th Street 
ジ ー. R 品 eni ち 99 


御 下宿 

自ぉ亭 

58 ジ nds Si B 吕〇享 _ 严 Y . 
ぎブ ー 臺 e 7475 

—中村 埋髮巧 

中が 溝 藤 

31 お . i SU . y . 皇 y 

巧 Bt ’ 呈 亡 ョ bus ごの‘ & Central Park 烹 st 

曰本哩 髮館淸 

新式 佛髮ぶ 設備 あち a 速げ 晦を 
旨 どし 精々 勉强 します 
西 四十 S 了 円 ' r り 番地 S だ 六號室 

タップ フロア；： 巧.！ ハ 街 S 四十 一一；： -，口角〕 


宮逞務 所. 

持績的 藉闕の 爵胞じ 的確なる 職 
菜を 間旋 します。 

.1 さ豈男 e でを 》 忘 ミ cy 

養 W . おす S 1. N . V . C . 

Tel . 3 i こ 78? 苦芸 



K K 氏の 麟 手が 

紐 育 市に-^ 及ぶ. 

化 ふべき 黑人郁 排斥の 証跡 髓然 


ー メト 。ポリ タニ ズムを U て訟 I ら 舞达ん で岡蹈 ごな つてむ る。 

: 'る 紐 巧 巧し t 忌々 しい 人 械が巧 j 强 迫の 火 要け 心 前の 述 かもを 
i を 隙げ ずるり お刚の 魔ず がを ホ j つた" わ 前は わ 前 自身で 到 庇 化 


面 じ 現 はれて 來 た。 盛には 

^ 首都 ヮ シ ン ト ン.^^^ '^而 

! こを ゼざ いお 方の，：： ぶ 脚：^ を々 

一 ど 行列を t た i は 化ん の 記惚に 

! 新 らしい 處 であるが、 最近 スタ 

! ブン •アィ ランドの キヤ スト^ 

ート ン《 ヒ ^^では理ホらじい黒人 

一 か 巧の 事 巧が 檢串 《 のがに 入 b 

遂に グランド •ジュリ 1 の吿發 

ごな b 知 あな 白人 紳 i も 率 件 じ 

; 觸聯 して 世人を 驚かして ゐ る。 

|迫蒂を巧けた本人はサ ム ュ 1グ 

j ブラウンと ゆびを 衆 越の 鄰化配 

I 速で ぁら、 妻は ちけ を 校の お 帥 

I で 四 人の子 女を 巧し 阿 化の 白人 

: 化を •阮域 じ 化.： 2 唯一の 黑人 でぁ 

i る。 ブラウンは 今 ょら 約 一年 ザ 

< 前 八 千 五.-:: 巧を 投じて ぶ 化の 

住宅 を腦 入した ので ある 

が、 円 八 優越を 謗る 我等の 問 じ 

棠人 柿の 移 化は 神の 攝理じ 反く 

ご 許ら じ 町の の 人々 はを 員 待を 

組織した 上' 九す 五が 弗で ブラウ 

ン のを 地 買 收を商 請し、 あらに 

-巧 巧を が i げ をした。 ブラウ 

ン は一應 ちを め 上 一一 力 弗む らば 

，賣 る氣 じじつて ゐる 中に、 ブラ 

ウンが 巧てから 加入して むた 火 

おが 險會 社から おが 保險化 消し 

の 報じ 巧した ので ブラウン 夫妻 

はぐつ ど 怒に 觸 り、 この 上は 如 

何なる 犠 巧を 挪ふ もこの 化を 立 

も 退かね ご 固く 決必 した。 素ょ 

b 白ん 伽の 

迫害 は覺 悟の 前で あつむ 

が 案じ 違は す 一を 前 じ 窓へ 投巧 


とげ 得ない 化 事 じ 手を みめた の 
だ。 盖し傩 蓮は 投票の 姑 巧ブタ 
テン •アィ ランドの 同志 じ挪刻 
實 わの かなを おした の だ。 お前 
が 昨今 受けて ゐる保 誰も 今の 中 
じ 物 笑 ひの 柿 ごなる i は 請 合 だ 
この スタブ ン ■アィ ランドでは 
黒人： あに 對 して ^ んお夕 の 倒 
合で ある； を わ 前は 知つ てゐる 
か？ 恐らく お 削 も 略 串む これを 
知らないの だ」 ご 寒い 义 巧で 威 
嚇し 手紙は K . K - K の德 をで 結 

ん であつ た。 


一二 一 


一一と 二 j ど；：： ♦色 どは 龍を を發 見した 巧の 
1 〇一 一二 前で あるが、 今 巧の エジプト 巧 


一二 上 一 〇 の 一二 一二 
巧 崎 1 〇 八 一二 〇 


二を 一一 
1 〇 一二 
二と み 
二- 
二と 义 

巧 ほ 巧 一阿戰 ベスト •スコア 
入赏 ちは 第一位の 化 山が 一二 祭贊 
どなつ た t め 一人 I 賞 主義 じょ 
つて 溝 二 伉の 渡 邊じ譲 b 、 第二 
间 戦では 第一 一一 化の 稻 お、 第一 二回 
戰 では I こ 上と をれ 化定 しれ 
來る H 曠 H ペラムで 巧 はれる 同 


ま 旧 大ホ郎 じ 

死刑の 宣吿 

まま 特電 十 U 後 U 福 田 大將を 

化浆 した 化阳 乂太邮 、ま 山大 

ホ郞 、倉 か 巧 司、 新み 典 一が 

巧 じ繫る 據踞奉 化は お 京地 方 

跋制所 刑 m 部 第一 号 巧 廷で審 

問 中 じて 巧 川梅畢 はか 山、 止 口 

田に 死刑を ホ 刑し み 被 吿は孰 

れも 首謀 巧け 自か でぁる VJ ホ 

張しつ^ ぁつたが、 ず 巧銳巧 

良は ま 出 大み郎 は 大披で 銀 巧 

貫を 殺蒂 した 廉 じょら 殺人 强 

をが で 死刑 じ、 か 出 乂太郞 は 

無期 化 刑 じ、 倉 知 巧 司は 懲役 

十二 年に、 巧を 與 一郎は 懲役 

ぶ 年を 宣吿 された。 


されたら、 ャ ー ドを 跋鹏 された 

ち、 ー ニケ H 前 じも閒 なの お. 化が 

巧 おした ので ブラゥン はを 衆阀 

ち 患 じ 通 蝶した ので 遂に グラン 

ド •ジュリ ー の雜問 ごな つて 約 

六 名のら 人紳 七が 吿 後され た。 

化 人のに をは 固く がを じ批 され 

てゐ るが をの 中の 一人は ブラゥ 

ンの 隣み じ 居 化するな 力な ± 地 

資其荣 巧 U バート ソン U るを で 

目 ド 五',：:: 巧の ボンドで が辉 中で 

ム るが、 が ？！ のを 中 じ 

• K ^ ^="强迫がが白衣刚か 


靑樂會 主催 

杖隸 爭覇戰 

ち 戸 君が 俊 勝ず 

帯蓝會 のが 季ぜ球 願 技は 旣報 

の 如く 去る リ幡 U 及び 月曜：：： の 
兩 H じな つて：； ンダ か 

鉱をず 親戰の 一二 巧を 完結 

した。 谣 一巧の ペラム •リンク 

じ 於て は 靑葉窗 始まつ ての 巧の 

最大 おがは せで もつ たと 云は む 

る码の 乱戦を 滿じ 第一な の ホ 川 

化 巧が 一 OH 、 乂 六を 巧して 先 

づ 落伍し、 第二を の 化 山が 丸と 

を 0 てこれ じ纔 き、 をの 反 おじ 

-ンデ 十四 おの 化 山が 九 一を お 

し ネットと とを なて 當 H の最化 

ス ユアを 化つ た。 二 H 目には 前 

H ょ b 降 b 續く 

雨を 化して サ リスべ ブ！ 

リンク じ 到らを 自 レ！ ン コ — 卜 

じ アンプ レラ どい ふ 巧で ホ もで 

籍關 し、 グリ ー ンじ 水が たまつ 

て バッタ ー を 使用す る i が 出 ホ 

なかつ た ゎ、 ヘア ゥェィ じ 小川 

が お ホて ボ ー 八を 打 流す どい ふ 

接 U ホ 致で あつ わが、 斯 かるが 

能山 の 下 で コ フ • 卜 — ナ メント 

を 巧つ た-とは 恐ら < を 化 巧の ゴ 

火フ •卜 f ナメン トの新 記錄で 

あらぅ ど 云 はれて ゐ る。 

一等賞を 獲得し ね 幸運 お 

の 巧戶ド クタ！ は斯 かる 形勢 じ 

適を する タク チックを 化 巧して 

乂 四、 八 九の スコアで 敵を 敗ら 

二等賞の 福 本は 化 八、 化 五で 之 

じ從 つたので あるが、 第' 一回 戰 

で蕊 くべき スコアを 出して， 能 一 

位を おめ てむ た 化 山は 1 二 一 、 

1 〇ーニ を 出 L て 第一 二位に 锻退さ 

れ 、ネットと 八で 第二 位を 占め 

てゐた 渡邊は 耕の ラゥンドで 一 

二八を 出して 先づノ ー •チヤン 

ス どい ふ處 迄を 伍し、 時 田 も 第 

一 阿 戰でグ n ス八 雨、 ネット 八 

一を 出して 第一 二位を おめ てゐた 

が こ； i 又サ リスべ 9 — で 失敗し 

遂に 

賞す る ミは 巧 ホな かつ 

た。 入質 者 氏を 及び スコアは 左 

めかし = 左 巧は ホット 

一 阿 二间 一二 回 

舆戶 化 二 九 巧 八 九 

一 一六 六 

福 本 八乂 化 八 化 五 


婦入 臀球團 遠征 

ヒラ デ^フ キア 九 H あ；：；：；； 乂國 

婦人 即球閣 の 覇者を なて 件 や 
•る 當邮 'の ボビ ー 7 野球 閱負十 
二 あの 巧 人 速' お 野球 巧の ゲエ 

タランで ある アィン スミスが 

コー チし、 问ホ入 盛 觀の下 じ 
を々 十 巧 ザ々 當 地を 巧 發しシ 
アト ルを 經 由して り 本 じ 赴き 
學お チ！ ムど 競技す る 笠。 

會の 撰ず 權巌 おの 

は 前記の かき 大番化 
はせ で 現 撰 手 權化持 者た るが 野 
は 溝 一位の ま 口に おし 廿な も拔 
かれて 絕聲的 地位 じゐ るか、 五 
をの リ； デンク 候沛 者の スコア 

は 左の 如し 

巧 ロ ニよ あ 福 本 二八 一 

中 山 二八 六 的 旧 二 化の 

松が— 二 化 お 

今度は 英船 

金塊 引 揚げ 

か 脚 氏 所得 八 割. 

東京 特電 十り 發=靈 じ 八が 化 

のを 塊 引 撰げ じ 成 巧して 國際 

海述お 驚異の 的 ごな つたが 國 

チ ザべ ー デ 會社技 帥 片岡弓 八 

'巧じ勤しビ ス ヶ}機じ沈なし 

てゐる モユ..！ ナ） ド 曾が 船エ 

ジプト 号の ず 化-千-力 w 引揚 

げ 方を 英國 すり 照會し ホら ホ 

岡 巧は 之 ぉザ諾 しねが、 手数 

料は を 塊の |<剌 どい ふ。 

个 I 个' 

不致氣 G 巧 画の 今 H 化 頃 大き 

なお ン セ ； ン ョ ^ を起した例の 

八が 化のを 塊 巧み 方 W は 電報 爲 

替で柬 京が 上が 晦會 社へ 送 おし 

て 巧る 當 だが、 さてを の 金が か 

何 じみ 配され るか、 を 塊 

總 額は 邦貨に 换算 するど 

巧せ 巧 W をで、 総 棚の 八 割で ぁ 

る 九十 方 w 余は 深裕 工業 所の 巧 

得 どな 6 巧を が 上 株 除が サ巧阳 

余を 得る を どなつ てゐ る。 元 ホ 

H 本 深海 工業 所は 眠 お 組を 組織 

で 一口 千 山、 ぶ 十 お U 即ち 五 巧 

五 千 W が 資本を でぁな。 組を 員 

中には 财界 じがけ る 冊 當あ力 者 

も あら、 一入のを 儀じ數 人が 共 

同して 一口 加盟して Q るの も あ 

る。 應慕條 件は 不成 巧の 際は お 

し 損じなる が、 成功 3 曉は 一口 

じ おし 九 千 六な 阳 の配當 どな も 

即も化 十六 剌じ當 潜水夫を 

の 化の 化 巧 . I 

はぶ 千 w のま 一巧 w 

で岀資 おが 當 五十 吉_の 川、 潜水 

夫へ 屯 巧 山、 化業费 V の 他を 差 

引き 化で 川を が片捣 扶師の 所得 


引 撰げ が 成功 すれ じか 岡 技 帥は 
一躍が を どなる 譯 である。 

津出 義塾の 

義金 園 遊 

今；：： の 午後より 

乂人グ アン ダー ブップ 巧 夫 入 
を 委員を £ する か 旧 義塾な 興義 
を 慕 集の 第 S 间阔遊 會は旣 報の 
如く 本 H 午後よ b n ホ チ々 ット 
州 グリン ゥキ ッチ じて 催すべく 
グリン ゥ斗 チは ラィから 二つ目 
の惇革 煤で 下 ザして バスで ミ 八 
ブグ ー ク とい ふ 處じ巧 くどな W 
國遊 曾瘍で 湖水、 瀑巧も ぁち 初 
秋の 風光 絕 化の 處 、朱塗 橋木邊 
の 飾 6 は H 光の 面繫 をが しお 路 
の賛 店は がから 銀座 通 b の 如く 
提灯 下る あ n 米の 淑女は お 梁を 
蠻し寶 店を 娠は すごい ふち 樣で 
をく 純 H 本 まに 装飾され て 給の 
巧 U ものが 出 ホて ゐ る。 餘 興は 
二 時 ザよ らお 時半 頃を 知名の 藝 
術 家が をる ぐ エン タテ ンし魄 
を 後は 社を 巧の 淑女が 入 もなら 
て ダンスに 移る をで ある 〇當日 
の餘典 プログラムは 左の 如し^ 
舞咖 (をの 四 拳) か 藤道郞 
獨唱 {蝶々 さんの 「 U かの よ 
き りに」} 大賞を 子糜 
童謠 岡 島 一二み 據 
獨唱 (明 方の 夢、 蓮の 葉の、 


鶴曼 

扇 面 攫 蕾 
半 化 
藝泳 
水： 冰. 

劍術 

柔術 

劍独 

道化. 

邮を ダンス ー 

其 化 ヒツポ ド 


水木 音彌 
が阳な 雪ち を 
•岡 島 夫人 
水が 云 雄 
米 人 水泳 家數名 
渡 邊武乂 就 
木が ご 一雄 
かみ 俊 高 

白 w 

綿 お良藏 

京 極 巧を 

を 事 一切 

ー ム廚複 よら 曲藝 


师等 敷を 化懼 しを 授ける ベ/、 滯 

お 中の 早 川 雪 洲ちも ホる 蕾で ぁ 

ると いふ 〇 

ホ 房を 欺を 

S 千苑 失敬 

米闕 人を 情婦と する 日本人が 

大 をを しこた え 失敬され た 事#: 

は聲 々.巧 じする が、 を じは 反對 


十五 年 目に 離婚 

を 灌と U 發 u 千义巧 化 年 ごい 

ふ 十-五 年 3 上 も 普 ヮシントン 

卵 タコマで 山 下 某 ど 結婚した 

白泰はこ の頃當地の マ ）ク ス 

辯 譲 ± を 代理人 どして 離婚の 

'手續 中で あるが、 この 女は 十 

五 歲の時 親の 許可を 得て ヘン 

リ！ 山 下 ど お婚し 二一一 一遇 間の 

を 山 下 じ 暦 去ら じされて 今り 

じ 到つ ねらので 、ミセス 山 下 

のをでは あるけれ ども 實 際の 

.夫婦 關炼 等は U いど 御を の 入 

つた 中立て をして ゐる ° 


じ 毛色の 異 つたみ 房の 

へそ ^リ をを 失敬して 

姿を 隐 しわ H 本人が ある。 拐帶 

の 犯人は 川 田 某 ど ゆぶ 相 當ザ齡 

の 巧で 敕年前 カナダから ホた ご 


た £ も 云 はれる 巧で 颇る附 のけ 
螺 がきで 有名な 男。 歐洲 の大强 
に 出征した どか、 メ辛 シコの 戰 
ず じ 化 軍し わ U で t 巧し を 化の 
が 別な く 借ら 倒す とは 锁飯前 S 
仕 樂£ いふを 泡附の 巧で あるが 
女 お 部を きど も 云は むる おじ 勤 
勉 .：：• P シア 婦人を たらし込んで 
結婚 L 、 二 ーヶ巧 前を モン トク 
レアの 去る 摘院で 

夫婦 共働 きをして ゐた 

が、 川 旧に 不 郡を；： が あつた 
ごかで 解 雁 どなら、 女房 阿 傅で 
當 地じ歸 るが 否や 「 MW を 働い 
て も 仕方がな いから レストラン 
卜 でも 始め やぅ」 と 言葉 巧み じ 
み 房を 欺き、 へを くち 一一 一千 巧を 
懐中した ま {をを 隱 したので 女 
房は 泣ぐ"' ^ モントクレアの 敎 
會じ 哀訴した。 これを 閒 いね 閒 
地の 宫憲や 新聞社は 乂 いじ 憤慨 
し 目下 懸賞が 廣吿で 本人の 巧衛 
を 扱して ゐ ると 0 

义國 庭球 撰手戰 

ホ國 庭球 撰 手 權戰は 愈々 來る 
巧鹏 y ょ b クエ スト サィド 庭球 
クラブ じがて擧行される^とな 
つた。 が 人 Q 出場者は 媳旧武 一 
福 巧 雜么 助の ニ デビス： 盃撰手 V - 
慰 m 貞 一、 お 綺意彌 おの 爾 君で 
淸水 撰ず は 遂に 出 鶏を 拜な はせ 
た。 原 W 撰 手は 驚】 硬戰 では マ 
ン ダン じ 薄を 第一 二回 戰でタ チヤ 
i ドに 當 を、 福菌撰 手は 第一 回 
戰で ホブ^ — ド •キン セ！、 恩密 
君は ォ ロ ； リン、 岩騎 若は リチ 
ヤ ー ド ど 孰れ もす 合は 皆ず る廳 
がで ある。 センタ 131 卜でお 
午後】 時ょ らア。 ンソ對 サク、 

午後 二 時ょ^ ジョンストン 截ホ 

1 ずす、 午後 二 一時 アン タ ー ^ ン； 
對ジョ ！ ンス 、午後！！ 時 チ-八 ザ 
ン调力 1 ル •フ 斗ッ シヤ- — 、午 
後 _ 五 時 ボロトラ 擊 マ— シユ 蜜で 
シリ ー ス顿符 は十乘 。パ ー ク衔 
が 一 霜の バ！ ヵ ミに 又は ブ 
ドク ェ - — ft 廿帶米 顧 庭球 鶴- 
賣獅 いてな を。 

バ 大使 遺 產處か 

露に H 本 じて 逝 まし 軍 繼夕摩 

が 遺 殺を 靈 送した 駐 U 米 励 大使 

エド ダ ー •バンク U フト 氏の 逍 

產は 不動 產 '白よ 十五 方 弗 ご評懼 

さわた が、 巧には 一 逝の 造言 狀 

もない ので 换 人の 戲じ當 る 辯 護 

± エグ ドリ デ •バンクロフト •ビ 

ア ー マ 巧は 邀產 相纔 人と して 氏 

宮 身を 始め ビア！ ス 夫人、 令妹 

々サ 9 ^ — ン •ピア； ス 及び 令弟 

フレザ リブ ク •バンクロフト 氏 

を 擧げて 請願 掌を 提出し わ。 

支那 人 堂 戰ず涉 

ぶ那 人の 王な 堂 對協勝 堂のを 

戰は 前週 3 巧お活 し： を 地に 满 

じられ 現じ 當 化の 巧 傷者は 今日 

を じ 八 名 じ 達した ので 灣滨當 巧 

は 兩堂化 表を 巧 喚し 犯人 哪 時を 

還を 嚴 命して ゐ るが、 堂 戰は化 

お繼績 してむ る。 

星 一巧 遂に 起訴 

が 脊じ 緣换の 深い 星 製 藥禽社 

の 星 一氏は 化 ホ 阿 化 事 かで 屢々 

越訴 說を傳 へられた る も 星 氏は 

固く これを 巧を しつえ あつたが 

愈々 たを 始め として 横 濟の關 戸 


信 一、 台 化の 木 村 謙杳ミ 氏に 繫 
る 阿 化 密輸 峯 件の 調杳は 大体 一 
段落を 吿 る ど 共に を潑 阿片々 
違な ごして 今间 起訴され、 ま 月 
が 四 H わ 化 地方 法院 でを 判を 閒 
廷 した 壁で ぁる。 ち 歌 件は 大正 
卜 一年 星 巧が ペ^シァ 產阿化 一一 
す お n 猫が 六十 お 巧) を 桑港經 
農 おに 輸入し、 内務が 衛ホ局 
じ 納入し わ殘 みのお 凡を 千 二：， け 
なをを 機 じが も ホ b 、 前記 關巧 
+ 村兩 巧の 手を 經て數 巧に 江 ； h 
ホ那 方面に 密輸出し ち 利を 占め 
わ ものである ど 0 





露敎授 

▼社を ダンス ▲ 

▼あ 精 体操 4. 
紳± 、淑女、 おず 
化さん 方に 叮喀じ 
敎 巧. をし 巧。 午前 
十 時ょ b 午後 十一 
時を ( H 懼を 除く) 

シヤ J フ ■ダン シ 

ング 師範 學橡 卒業 

上 杉 タマ 


i ^ Ir A 

, NP 旅館 

3 ■萬 お を . Ave . MO . 化 eattie , waslh . 

停が 務前通 東へ 一一 了 お 側》 階 建 
U 本 巧 船 切符 化 扱が 戶場 送迎 


y 本 巧 お 椒切巧 抑 申込に 應じ 
离事御 巧を じ 御が 扱 ひ 申 ± 侯 

j を灌 *""7^ 月 ホ テ 乃 

古 U 本 御料 巧 (ぉ閱 あ-日') 
一を 港 カリ ホ^ ニア 巧み 一二 
i 常 請 カネ！ I 八 一六 


口 i サン ゼ ルス 地方の 御 
.觀 ホには 最善の 御 便を を 計ら-升 

ィ！ ダ少 

ホテ少 

雜麻巧 じ 於け る 同胞 雜營中 梟 
新式 高等 ホブ 八で あらます 
羅 がを I 街 二 一九 半 
置 巧 「グ アン ダ ィ|. キ よ 六 五 丸 
を 詔 L タツ々 r 三 八 六 一二 

_ 自動 幸 (牧野) 

； 名所 御 觀光 じは 最も 精通し 
たぶ ラィ バ！ が 御 案 巧 中 上ます 



ホス トン 巧 

遵 i 旅舘大 滿末檢 

15 W ミ C 男 t ミ SL B 口 ston ま ass . 

ごち k 吉 30 


住み 地ょ き淸 潔なる 室 

パ 郷^ 宿 松が 好か 


lOS . exin 晋 n Ave ’ 
覃堅 .ぶ. 這 21 


西ん 十五 T 目な 四十 六番 

一力 旅館 大橋 

軍 塞ンゲ コット 八 六 1 〇 


電赛キ シン トン 巧 八 五 五 

ぶ 巧 旅館 

巧 十五 T 目 二 酉を 


御で お祕 井久 

ち |〇 葛 己 ミ ce 

bet . s でぎ d Ave - off M 2 互 St . 

ぎ 号 ay 量 2 苦 8 


铺 舘帛 みみが 

ホ 四十 了 目 二 0 二番 


Tei . Caledonia 8374 


New York Auto School 
228 お cond むも， Cor. 14 化 Si. 



• lfOKOY^DC.N.D. 

104 W.92mi お. 

Tel. Riverside が 巧 
Day-Time む rtian が 1148 


KAYO BROS. ! 

205 E. 58 th St. New York City j 

Tel. Regent 4817 j 


I JAPAN ART STUDIO 

! 624 LEXIGNTON AVE, N. Y. 

TEL PliZA が 3 8 


ん 


The M お ubishi Ban! ( ，け !. 

区 QUITAR し 氏 BLDG. 

120 Broadway, New York 
Telephone Rector 9483-85 


THE Ml な 山 BANK, LTD. : 

NEW YORK AG 拉 NCY 
Room No. 1032, 

61 Broiidwi が， N. Y. じ . 
Tel. Bowling Green 344 り 


THE FUJIMOTO 
な即 RITIES 即 . ， iNG. 

120 HSviiy N. Y. Ci か 
Factor 2416-3339 


The SumHomi) g 帥 ん L 扣 I 

NEW YORK AG 拉 NCY 
149 Broadway 
Tel, Hanover 7444-7445 


The Yokohama 
S[) が ie 扣化 Lt 扫 

Equitable Bid も ん Y. 
Phone Rector 2550 


The Bank of Taiwan, Ltd. 

Room 308 

BemienBon I 打 vesting. BUig., 
165 BrOH(iwaj\ N Y. 

下 el. CortlaiuU 72：i2-3a-：i4 


TaiyoTudin が 〇 .,1 邮 . 

Importers 灰 帝 xpo^ers 
101 FifUi Ave.， N. Y. 
Tel. か uyvesant 3823-5 

3 の W. Madison ながが, 
Ch レ ago, Illinois. 




MORiMUBA 邮日 U 化 . 

53-55-57 W. ぶ I’d St. 
New York じか 
Tel. Gramacy 3850 


WALKER & FLORID 

CUSTOM TAILORS 


Near Church St. 

TEL. CORT し ANDT 7567 


社 會式株 禄礁洋 東 


T. K. K. 


NEW YORK OFFICE: 

Room 801-805, 165 Broadway 
PHONE. CORTLANDT 0047 

San ドの ncisco O 巧 ice: 目 51 Market St 

帆 出避袭 

お航 米を なお ホ 化 


O.S.K. Line 

乂飯腐 船會社 

Room B 03 Cunard Btdg., 

25 Broadway, New York City. 
h\. Bowiing Gr が n 63 お 


號 六 


屯 民 干猜巧 


边 わで ぶな巧な が 巧た 巧 i がで 巧 


川權 と ' 


n 


巧 九が 四十 正大 


[M3 


自動 率修 
撰 おび 運 
轉 を敎投 

ライセン 

スが 証す 
一二 十ち 巧 
述轉 ホは 
二十 お 弧 
聲 ぶが 學 
兩科あ b 


健康ち 進 
無藥 治療 
時間は 

前 あじて 

i 八重 孝 


魚類 一切 

卸小贊 
日本人 お 新鮮な 
る 魚類 野萊 類を 
ホを 地ょ b 毎 H 
おら 帘 せて 販資 
化 b 御 注文 じょ 
ら 配達 致します 

加洋 兄な 請會 


：：： 本、 支那 巧 玉 製 ホ 
術：： 1、 喊人 川が 飾 お 
他 裝飾扣 

一: 鳥訂 r ァ 5^ 

鳥 巧た 術 お 修絲、 

巧 飾な、 スト ブ ング 
U 本 服が 燃 


內お省^^1!^ 加州を認 

產變 & 按摩 術 

平 巧秀す 
助を 敏ぷ マッサー ジ 術の 出張 
治 おが!！ 求め じ應 じます。 
带蟲 .一で 三ュ— メント 10 完 
西 ザ 卞 ST き 二 巧 十二 あ 




裁縫ぶ 習 雇 度 •し 

裁縫 見 羽 输人歷 废し御 希駕の 
方は 左 < 御照會 あれ 

か ホ 裁縫が 

128 W . 書 資 星 享 


裁 織所 關業 

泮 服、®、 ゥ！ 八 類は ドラィ 
ク ジ I ニ ン グ 、 プ レ ス ぶ び染叟 
へ、 化み て槪し 一切を く 奠麗じ 
致し 主，。 裁 総は おがなる 衙注 
文 も 町 啜* に 早く 致しまず 其牠ユ 
カタの 出 ホを も あ b ます。 

巧 井 裁縫 所 

128 W. 呈 hst.N.Y.G. 


資本を 一 fe ザ ■-- 
拂 a 濟 資本を -ホ モ苗 抽 
巧 立を/五 千. ハ がをお 

體賊 一一 弄银巧 I ミ 巧 

ネ巧 東京 ホ 日！ 橋 お 昭村町 一 
支 巧小棋 H 本 橋 丸の ゎ东き おな j 
名を 属务都 大股かん 巧： 巧戶 .一 
廣島 下微巧 司® 姑 岡 長 時 一 
上 おが 输ぶ買 F 灰 1 


I -ム 

外闕爲 を、 獄里 送を、 化 送、 倩 用狀其 化/ 
一 肢が巧 ま 巧 棉^ 御が 利— 化 扱 可 申气一 

I 雜« ミ 菱鑛お 紐 ^ j 

I 本ぶ 巧 \ 東を 去 ほ 大政；^ 口、 巧が-; 

~ 所 益 一名 送ぶ 俗よ ち倫效 一 

/ _ 


I 細 遺 孰 貨ムふ 巧 上 利息 年堯 

S 臺灣 飯が る 張 所 

▼鄉里 送を ぶび 巧 f (無手 成ぷ) 訓 
爲替资 買、 が 《替联 が化亢 信用 かを 
巧 ま一投 が 巧 来裕御 巧が じな 圾巧 化ち 
▼巧 ほ 詳細は I 遠 おな く 御 閒を被 下度戾 


本店 一— 難 S 3 選 舞？ 雜 

vinir >巳 一'、 巧 aJnf £ •一 •巧 或 3 •— * 


ム を眉矿 ぅ 1>， 

墓を ぉけ 圃 ' W , 

户 通ず、 巧蔚 にが H ホ/! 定 'こ h 

\ 矿シ锋 モ蛙お 下/^ 逆が 巧を 八 おが 麻) 

微鑽； 立 金銀 巧 餐ま巧 

/ 勝を 送を はがて 無ず 數 おじて 當 
. / 巧 橫あ本 巧經も 送を 力 化 扱 申 候 


社！!^ 霸化友 靑左衛 巧 
本 お大阪 化淸お 下目 

紐 巧 支ち 紐脊 ブロ ー ドクぶ 一 む 四十 九番 

, 11 なぶ 銀 巧 

ド i 《東ち 横 お、 お古 崖、 京都、 神戶 

声 运ノ逛 、廣 島、 お、 柳 ホ、 下ゾ腳 

地 了 店 j 巧 司、 ホ 倉、 巧 松、 搏夕 、乂 巧乂巧 
一 本固預 を、 鄕里 をを 等は 秘め 
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レスト タント. は 

く賣 b 込む だ レスト ラント 夫婦 
者 ホは 獨身 おの バア トナ アをホ 
む携 合に 依 b ては 譲 つても よし 
午後 九 時 後 乞 來談。 
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賣渡 有利 U る レストラン 

卜ま人 歸國に 就き 至急 資 渡し 巧 
し 委細 而談。 

宝 ran こ 1 W . ご stst. 

貸 宰 裝端優 実、 高がな な 

又は 二人に 適 當專用 入口 ぁら - 
週 十一 弗 二 時 過ぎ 御 巧 訪を乞 ふ 
芸 Riv 置を 呈夕香 2 ら II 呈 142ndS 一. 
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下線 急 わ 停 単 場 じ 数を、 バスの 
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弊 細は ぃ ホ 紳± ホ 御な 用の 上等 服を 調製を 

しよ ^ 0 

弊 娜で御 ホめ のが 服、 外 奪を 御着 用な され 
じ乂國 流巧乂 タィ^の 正しい 服 裝の轄 をが 出 
^ まずり 

ウオ， ---. r 力^— ぶンド 
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安を 第一の わ勸み 

助 布 じこれ だけの わを が ある 箸 一、 這い ふ 不注意から レス 
ト ラントで 御飯を をべ てから、 ホ挪 をの 不 巧で 顔の ホら む 
やぅな 經驗 話を お 速は よく 巧に 卜- る-- ごが あらます。 

會社 商店 じ义く 巧ら ざ-お 簡 用紙、 ビル ぺ 
ッ ド、 會計簿 、傳票 等 f まだを る』 ご 思つ 心 
おる ご、 飛んだ 災難 じ 海 ふこ •こが ありまず。 
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印刷の精巧ご迅速、 値段の リーグ 
ナブルなる ここは ホ 社 巧 刷 部の 特 
を，、 一ず る 所でを リ よず。 
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あれ；^早速社賞を伺はせまずり 


第二次 巧 桐巧國 訪問 闡員葬 集 


ぉ發期 = i 龍け Mi li 、 譜 3 


劉 


ugM 請 I よ 弗 


(お 単は 一等で お栅は 二等) 
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シアトル 化 帆-、 出帆 午前 十 時、 

加賀化 十 巧 九日 
伊豫 化 十 巧. 化 九日 
が 岡み 十一月 十四日 
橫潰化 十二月 九日 
U 本 巧 船を 運賃が 率 
一等 横 お 一九 五 巧神戶 二 0 五 巧 
S 等が ぶ 五十よ 巧 かを お 十 お 巧 

麟洲 U 木 間 客 馳香巧 二回： 

输 がょ b 1 等な 五が、 二等と 十 
磅 、躁 W を： ょ b ' l 等 化 十と 磅 
二等 六十 六 城。 
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勸業銀 巧 お 債券 

H 本 働 おが 巧 トノ 特約 一ー ョ 9 翻 
叢 銀 巧 眺债券 (割 おを ヲ抑セ ザ 
が通稱 勸業大 券】 み 回 及な 後發 
巧を 應慕中 这弊巧 二 於 テず か 中 
候 こ 付 テ-精々 御用 命 願 上 お 
弊 化 取扱み 二 限 リ同巧 ニテ慶 
先 慕入ノ コト、 かがみ！： を 巧 
み 利廻リ 年と み 見當ノ 豫定二 
ぉ么候 

右 九 巧】 n ョ t . 開始 化歧 
大正 十四 年 八ち 

橫濱 冗を 銀 巧 

紐 育 支店. 


貸 室 

午後 八 時增御 話し あ b たし 
Paul . Ki 豆 ima , 基 7 W . こ芭 h ジ. 

章. 1 . Tel を ubQn ? 基 0 

.適 五 弗 巧 八 乘、」 
fl - Bm - - は 二人 じ 適す、 
が 廳へ卜 か t ムス スク エ卞 1 
へ 化五み蓝^ f ヵ ン バ ラ ン ド呈ーコー 
1 芝 宝 gh St , bo ち， 黒 崎 梅ず 

貸 室 S 潔 y 便利の ょき 旗 

所 一人 乃至 1 人 おきの •至 あら 電 
請は プラザ ー六ん 一發 
: okota - ssb 1 thst . APU 1 


勞働諸 爭議の 調停者 

大 ぶ幡隨 院長 兵衛 

.ジ ユ子 ヴ勞 慟會議 の 歸途 が闕 
首が V 一 胸襟を 開いて； 訊つ た 人 


I 今夏 瑞西ジ で ネヴ ヮに閒 かれ 
一た 第と 间齒睽 巧 街 曾講に ォブサ 
i r ゲヮ！ ごして 出席した 無 丹 錫 

一道み ま 曾 社々 投 酒が を藏 氏は 嵌 

i 近 おが、 明 H 随出 おの 上大 が 做 

i じ謁 なする 像を であるが、 楠 井 

I 巧は レ 1^。— ド マン ど 謂け い 

I ょちは おろ 巧 働ず 誰の 調停を ど 

_ して 强を 桃き 弱を 扶 < る 比を の 

一ぶ 持 巧 どして 番 きを 隅 西 化 力 じ 

; むして 柏る。 洒 井には 現じ 火 U 

; 本 あ 第 脚 U る ものを 紐 織し を國 
:に幾 十の そ 部を 巧し 旣に入 軸し 

i てがみ どなれる 巧は むよ 千を 算 

すべく 巧ら じ 化 乾かを 通じて 間 

化に 正を 閒の H 的、 事浆 にを 加 

一す るを はちを に 速ず る もで ある 

一 酒 井 氏は 乂阪 の俠 をで 明治維新 

'时化 技涨 のを* 巧 小お邮 (木戶 

^ を 允' 一を 肋け じ 贼化 的 遊 話 をを 

I する 巧け 小が 佐を 衔 巧の 女婿で 

: ぁつて、 小が 氏が 十 年 前 八十 八 

; 歳の 顔 齢で 物故した をの 事 策を 

一繼み .L 俠を忡 間では 『二 化 目 小 

- がを を衛』 で 逝つ て 巧ら 大正の 

幡隨院 をた ハ衛 どして ネ大 のせ 敬 

; を拂 はれて 居る。 

i AAA 

一 が 化 小が 佐を 衛 氏は 明 石屋 ご 

一を ふ 义阪の 質 焦を 踞 いだ 人で あ 

一る が、 徳川 S 宋萊 から 明を 大化 

! じ ぉつて 關西じ 一大 势 力、 で 扶殖 

した 快を で 主 木 建築の 請 巧を に 

從奉 L つ^ある 閒じ乂 n 本 正義 

刚 なる ものを 剣 立し むので 洒が 

巧は 播化錫 逆 ど 東京 機 ± 地 食 お 

との 經を R かを 資曾社 酒が 組を 

- が 織して 八幡 製蝴 所の 勞 働を 供 

がを 姬營 L 居 n 巧热地 ホに がて 

ら自 みのをみ を述 じて 眞面目 な 

邮 がの な慟 おを 化 給して 時る。 

か 化り 明治 一 二十 六 年 大阪築 巧の 

巧エ巧 韻を 調停して 二な リ間お 

度 人の 巧® をを 化 麗した.^ も あ 

るが、 酒 井には 昨年の 大映 かお 

巧が をな 巧 山に 調停し ホ ー 

が 其销 をを 火 じしむ。 

A A A 

勞 働を ホ證 のみ u ら乎巧 化 口 

本 風： a のが 想的乂 化に も： 雙眼 

をが する 酒 井には 會 見の 記蓄じ 

おして 『乂 H 本 正義 脚は か 治 脚 

化で もなければ 滚 叫の 所 前勞勸 

蝴 化で もめ 6 ません。 をが 棉神 

的 S 結を を 円 的 どし 正 萬の 觀を 

を 減を して 化 进人必 にを 自鹏か 

の 巧 献 を ご わ ど す る じ ゐ ら ま 

す。 刚旨 どして 化 酱刚じ 姑す る 

際に ■はがて 人物 本位で おくが 资 

を撰禪 しかして 数な 木 泣では な 

いが 一巧 乾か ごな つた •はが 

お： i 闽 き-とを おの 如く 正義 公明 

のな 神 仁 化な お 5 た 風を 资 がす 

.へく 巧 約す る もので あ b ます か 

ら將 巧が お ？：= には 蝴 承の 中 必 

y 轨 八み ご*,* るふ ごけ 广 じます Jj ご 

巧つ た •か： ルぶ 脚の 趣ぶ は 抑々 メ 

ソニック。 ッジ 山 枯神じ 似 レ点 

もみる 巧に 规 もい る。 

么么 A > 

扣 化には ジぶ ネゲワ にがけ る 

を 做 巧 地に 際し 滿閱 化の ジウオ 


):^?が喊の勞勘化おドッサリ1 

を禪 劾した 搁 說を踞 いたが をは 

おお あちの ド 氏！ がご 社な 勞働 

谋 ダラ ゴナ I 派 どが 闕内 じがけ 

る 級 機の 結果 ジユォ ーを弛 じて 

勞御化 おの 無な 格を ホ 張した の 

で俠が 殺々 の洒ホ 氏は、 ド & ご 

を おの 後 ド氏ゴ 共に 化携 るて 羅 

蹈 じを むし 夕か ムツ ブニ氏 ど お 

談 して ドに j 派 f ダラ ゴナ) 派 

どの 巧ぶ じ おし 华ホ のな 見を 披 


ば 互にず ふの 餘地 なき じあら 中 

やど 力說 しじ。 鐵血宰 かの 稱あ 

るムソ リニ 巧 も 洒が巧 の 誠总じ 

動かされて 二 おの 間を 調停 か 解 

する に 巧 力すべし ご 巧言し じご 

云 ふ。 斯ぅ 云 ふ 調ず で 酒 ホ 氏の 

提言は 都て 至誠を 化て 一貨 して 

居る が、 举 おじ 化て 义國 勞働總 

同盟 本部のを 領 グリ I ン巧 ども 

會 見し、 ホ 週- 县歸 紐の 上 西 巧 

加贿 地方の 移 W 狀 態を 視 おした 

後 本 巧 二十 九 H を總 出帆の コレ 

ヤ 化に て歸朝 するどの i である 

n 本 化樂部 ま備の 

.杖 球大會 

九 巧 ご in ’ 晴雨 

に 不构閲 催す み 

本紙 旣報旧 本 巧 樂部ホ 惟の 巧 

んぜ球 家ヲ ー プン 、タ アナ メン 

卜じ關 し 去る 乂 U 化 第二 间 委員 

會 をが I た 私 裝。！ ス の^ ンテ 

キヤ ッゾ其 他を 次の 如く 决 をし 

たが 參加 中み 鑑數 はと 十二 人に 

達した 

コ^スの ハンデ 

ザ， ス ベリー '覆 二聲〇 

同 (第 一 雙二 


ポ） チで スタ ア ーニ 

释伽幕 遜 巧 

ラリ タン ゲヮ レィ 四 

ゥ王 スト チ 五 スタ r お 庭 四 

同 震 八 


競技 現. 則 ご注意. 

族 技说則 U 都て u * y ろ - A * 

の 八— ^ を 適用す る がげ 年 鏡 巧 

の 際ど 巧る 点は アウト バウンド 

ペナ 八 テイを 二な よち 兰点 どし 

て 】 お难やす^、 ぉ天の旗をは 

グリー ンの k で 巧を 拭 ひても 差 

支へ。 しご 一友 ふ J 。 

競技ぶ 法 ミ 時日 

第】 圆を化 巧ニト U ( H 幡) 暗 

がじ拘 はら 中 化お^ 上と n 1 ス 

の內にて兢おし當リメダ^;/フ レ 

/‘ のが 热を マッチ プレイの 豫選 

じ 用 ひ 一二 十二ん を 逃がしみ のみ 

フオ ー X 卜 十六人は：^ ンテなし 

七 コンド 十六 人は 户ン ザ附 マツ 

チ グレイ； が自の 戶ンデ S 差の 

四 か SS を 化 ゆ】 ご，， .化 おはは 

第.、 が ニ ラウンドは 九 H 二 

十六 H 二十 tu - H '; 

じて ぶ でし 

准 俊 勝 戰け十 巧 阿け： n ; 限 

り.‘」 し 姑 後の 促 勝 牌は 十片十 

. リを^てぶ厂する^にホ化 

した 


賞品 ミ ハン •す 別 

ス ク ラ ッ チ よち ^ ンデ十六な 
をを A 組 ごし 十 k 点卜ら I 二十 点 
までを K 谢ど しを 化の 勝 满じ一 
巧よ らお 等までの ななを 輿へ 午 
前 ど 午後 どの 最巧 お# じを 赏品 
を 巧へ おら じ 錄逃じ 7 れる S 十 
二人の 第】 及び 第二 組に おし 優 
勝 おどみ 点 巧じ贊 おむ 巧 ふる； 
どなつ むが 焼 お 巧の ンデ キヤ 
ップ はか 號 じが おす A 。 

墨國に 於け ろ 

移民 不成鑛 

尸ア スト 系ユニ バ！ ザ i , 、 ナ 
1 ビス 惡邵 逝信貞 フタ ィスが 最 
を メキシコ 述 倍ど釉 して 報じた 
-節 じ、 墨蝴 U 本を は 問題が ぁ 
る。 フライス 氏に 泌わば 『駐墨 
义國 乂 化シゴ フイ— 於 ド 巧の 言 
ふ 所に 化れば、 U ホ 人は 墨 西 巧 
じ 適しない からけ ホ 移 おの 潮は 
ブ ラジ 八、 ァ八 ゼ^ \ チン 等の 南 

ホ ホ 面に 押しが せる であらぅ。 
南米には H 本人^ 生產 おを 消費 
し晦る 大きい 都 ホ か あるからで 
ある。 墨闽太 ホが 沿 巧に 於け る 
U 本人の 事業は 槪 して 失敗 じ歸 
して ゐ る。 漁ぶ、 鑛詰業 さへ も 
失敗して 居ろ。； H 本人は 墨剧人 

ど おに 化 事を して 化けない。 最 

あ H 本 政府の I 化を が 五で 人の 

R 本人 移入の 爲め 調杳を 遂げむ 

が 如上の 埋ホ によら 沙化 化み ど 

つた』； で々 と。 右述 信の 債 憑 

する じせる や 巧 やは 無論 確かで 

^ K が 米闕の 大巧 資 をを けんご 

す'. 一部が 必 家の 實巧 性を をい 
で 居る こごは 瞄 がで ホる ど 同 巧 

じ 口 本 移 a の 成潑不 なで ある J 

他 方面の i じ徴 して 或 巧 巧 

までは 事實 であらぅ ど 觀られ る 

日 會 哩事會 

寄 阳金閒 題 ホす 

が 育 円本 人 曾乂巧 巧 事 曾は 去 

る 八り 午後と 時 料亭 郝 じがて 開 

谐お席 巧 事 十と 名、 大島 爵長議 

お 席に 若き 巧 旧 書記を の 指名 お 

巧が あら 前會 記事 朗讀を 省略し 

て 曾 務報吿 じ 移つ む 後 新 會計山 

本 健 お 巧の 爵針 報吿を 承認し 會 

員兹集 委員 食の 報吿じ 入らて を 

會員 主義 標榜に 願し 稱 々意見の 

を換が あら、 化 ホの 確を 的 A が 

じ 化 b て 進が する に 决し刪 人を 

阳 をを 集 問題 じ關 する 持 別を 臭 

貪の 報 吿は巧 W 萬 記 段、 水な 委 

貴說 叫の 任じ 常ら、 滿媛 一を 承 

認 V . •か一 貨 巧を 員 お干ぶ の 指名 

を 巧-たに 一巧し じ。 尙ほ 社會委 

貸た^ 後任ぶ してを 信 理事を 推 

臘 のか、 祕本哉 記 退職 徽勞を 贈 

おのが 巧 辞. たよら 報吿が あつた 

眞 鍋を 師來紐 期 

を 港 軟化 ザが 米リ 本人 部 おが 

ち 小が 化 助 巧よ b の迪 信に 泌れ 

ば 過去-- 刪 年間 加 如 W 胞 閒じ禪 

ぶの 爲め 巡回し つ \ むつむ 伊 像 

蜗今お 敎約员 巧 鍋 政を 帥け 八十 

なのを 齡を W てして が ほ 錐潍化 

巧を 嫂ぐ 2 化 あら 滅 効；： > る傳道 

あで みる. い 八 巧 化 一円 滚港 出發 

おむ のをに 就き おら 山中が 山柬 

が A び おか 部 地力を 經て本 巧 ド 

句 巧 水が のがを である どを ふ。 

♦半が をよ ホん が お 詔を 題 お 


び マ ッサー ジ あ、 今回 電 說をモ 

こ ユメ ント 1 〇〇 化番じ 變更。 

•香 西 龍 雄 氏 香 雨 商店 ま、 本 
紙 旣報隻 が街國 火巧覽 をの 要務 
を帶 び本 ：：： 午後六時 ^ 鹽 道時 間 } 
ペン 停車 おお 両巧 十と 日 晚香坡 
出帆の 亞 細な 號 じて】 時歸 朝。 
♦柳 巧が 惠伯質 族お證 員’ 羅 
昭 じ銷懼 さる V き 國際統 討 會議 
じ 日本化 おごしで 出席の 爲めま 
る 九り 出帆の ァク キタ ニヤ 號じ 
て 渡 厥。 

•脚本 季 正を 大使 缩一 二等 冀記 
官 、露 子 ホ 人 同伴 數 H 前 當化經 
山 巧 地 ぉ府じ 赴く。 

♦水 巧 孝ぶ 氏 去ち 八 H 化が 义 
化舘よ b ポ） ト ランド 領事 じ轉 
任の 爲め 着が ホ テグ ペン じ 投宿 


巧 員 入用 

都て 面談の 事- 

香 西 商店 
8 E . 125 ih St , N . Y . G . 
Tel . Harle ヨ吉 79 


♦高 島 基な 氏 一二 池 磯 業 巧 次長 
渡歐 のをみ 着が。 

♦お 巧 輿と 巧 S か 物產 會社偷 
敦支巧 員、 あびを 巧 善 ボの兩 氏 
は 今ち 初旬 着が 化 巧 渡 お。 

♦山 本 彥太郞 巧 S ホ 物を 會社 
眞 、家族 同伴 まる 五 H お 帆の じ 
出號 じて 巧 地 あ 昂に赴 <0 
•芝 お 道 信 巧 一二 井 物を 偷敦支 
.お 員、 本社に 轉 巧の 爲め數 円 前 
歐洲 ょも 着が。 

♦山 旧 茂己邮 氏！ 一一 井 物 淹偷敦 

ちが 員 及び 中 村 孝 一二の 雨 巧は ま 
る 化 n 巧 物の アク キタ ニア 號じ 
て 波 典。 一 

U 曜說敎 

♦が 脊： = 本人 敎會 

『頼るべき 者は 誰 乎』 〔 I 】 

淸水あ 帥 

♦ H 本ん お W 敎會 

『宗敎 じがけ るを 命 意識』 

木が 米 太郞氏 


識 吿 

明年 六巧閒 催せら るべき 来國 

獨立巧 五十 年 記を 萬國大 隙駕會 

じ 對し最 巧の 情報に 化れば H 本 

政府 じ めても 愈々 が お 十 萬圓程 

巧の 豫算を W て 正 まじ 遂 加が お 

候 事に かを 化 候 由に 候が ては 抑 

々がを の 要 おを 之 急遽 歸 朝の 途 

じ 上ら 可 申 候 間 小生 不巧 中は 志 

贺 を 太郞 氏を 化 巧と して 構覽會 

じ 脚す る 事務 應接可 致 候 化 

大正 十四 年义巧 十二 H 

香 西 龍 雄 


尋 人 

をな あ次郎 (ホ 冗歲) 

巧 野 山を 治 (： b 一 歲) 

おが 加 化 乘紐給 化 去る 化 H 上 

化-:5 ホ 細 船が ざ/こしつき 御必 

當 b の 方は ま 急 當力じ 御 速れ 

被 下 巧し。 

日本 郵船 會社 

紐靑 まが 

10呈量其呈< 

巧 員 入用 難： si ? 

限る。 を 細は 厮談。 

を.：：：： 巧： お 

莱 お 十九 了 目む 十閱蒂 


疆 してが も 誠 避 寺 3 て 相 措 ずれ 
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妻が 建築 事錄所 
Iwahiko Tsumanuma 

Room が 07 No. 101 Park Ave. 

Tei. VandeirbiU 3436 

瀬 川が 隙 事 巧 所 

H. Sejrawa, insurance Broker, 
303 のれ h Ave, 

Tel. FrjfcnkUn 4900, な t. 193 

巧 西 商事 株式 會社 紐 育 支店 
Uchida Trading Co., し tdL 

291 Broad 、、 . が， 

Tel. Worth 1576 

島寶易 株式 貪 社 

Shima Trading Co. Ltd- 

150 Broadway 

Telephone R が l;or 1484 

Paid K. M. Thomas 

Advertising Cbunsel 

2023 Tribune Suiiding 154 Nassau St. 

なし B が kman が 78 

株式 會社 ホち 商會 
AKAWO & CO., し t ん 

295 Fifth む enu も ！ iew hrk 

Tel. Caledonia 9758-53 

Japanese-A 讯 Mican News Service 

H ホ 電報 通 U 社 ！ 

な 園の 政治 界、 實 ぶを 及が 巧い 
宰 項を 迅速 且つ 確を にお 道ず ！ 

お H 入を ーヶ月 巧を 五十 巧 1 

Tn レ vn Arivprticinc A び PtlPV 

久巧衙 事 巧 ま會社 

Xuh が 1 Triding Co. 

が Chu け！! 化 

Tel. むけ Und 4S50 

s 共 巧を 會 社： 巧 東 貿易 株式 曾 神 . 

化理巧 

画 峰 商る 

~ - —一 

120 わ oadwa も flew York C •か Te!. Rector 7884 

General OHice &Fado け 208 Rawson S ししし City , ん Y. Te し Sii リ weH 7718 

残 巧槪產 株式 會社 
Asano Bu が an Company 

Room 801-805 

' - — 3 な も 公 L 

Te し Cortland 80 が - S052— ! 

大倉 組紐 育 支 煤 

Okura & Co-, 

30 Church St^ 

、一 生 =€な 妇 ^3!^ の 92-93-94 

が 巧 H 本人 會 

The おり 3(16 な わ 如 ciaiion. 

2 加 WesfWth 化 ， Hew York 

Te!. Circle 8190 

- 

巧な 洲锐逍 株を をな 
紐 巧 事務所 

South Manchuria R • ん む.， 

270 Riverside Drive 

Te! Riverside がが 

ミ 井 物を 蛛式會 社 
紐 育ま 巧 

Mi わ ui & Co., 

65 Broadway 

Tel. Bowling Green 7 只 20 

ホ闕摄 領事 お 
Consulate Gen が a! が お pan 

165 Roadway 

Tel. む rtiandt 0314 

株- ぶ會敵 お 井靖巧 

紐 育 支店 
hv お & Co" 

Woolworth BiiUdin も 

Tel. Whitehall が W 

S 築 荫事會 社 
Mitsubishi Shoji Ka お ha 

(Mitsui) お hi Co" Ltd.) 

じ〇 Broadway 

Tei. R が tOT 2! •ぶ 0-2 目が 

巧 まを 社 

け忡 商’ 會 糾育支 巧 
Yamanaka & Co" 

680 fifth Ave^ 

Te し CirHe 4014 

一一 - 一 — luKfu AUiCJ り 0 り 也 H も g リ bj 

U 本 新郎 雜誌 賄吿 一が が极 

35 Six 比 Avenue, New York Cit:y 

Telephone Spring 81277 

0 本絲巧 巧を 會な 化育 支 巧 
Japan Cotton Trading Co., Ltd., 
Cotton Dept, 

が B か V が か ,, 

T •し Bowling Qrwn 2900 

Silk Dept. 

技 M«dl«on Ave., 

Tel. Mad. Sq. 86 犯 

n 米を 糸 株を 會社 
紐 育 そが 

WGHl - 犯 KltlO K&eUSHIKl KAISHU 

(NICHI-BEI のげ〇 CO., LTD.) 
373 が H む即 ue, 

To!. Mad. Sq, 7 がん 5 

神 口 鉛 木 两庙 ’ 

が 育ま お 

Suzuki & Co., いん （ Kobe) 

220 Bmjui > ay, 

fe し Co け iamlt lU リ -50-51 ぶ 2-53 

H 本な 糸が 式宵ボ t 
お育ま 巧 

MoHmura む ai & む.， Agents 

44 E. 23rd S レ 

Tei. わ hland 5320 

原を 夕會ぉ 
紐 育 支 巧 

Hara & Co., 

4 が Fourth Are-. 

1 Te!, Caledonia 7830-35 

化 商 株 ま 巧が； 糾肯支 お 
Gosho Corporation, 

Silk ImDorters, 

334 Pou け h Ave. 

Tel. Mad. $q. 4886 

な oshu Co., Inc., 

Cotton Exporters 

60 Beaver St" 

Tel. Bow り no Gre«n 8805-06 

1 大阪钥 U 新 胡 お 大敵が り 二 巧 MHH 

! 袖 巧 ホず 上 巧 おお 

日 SAKA 胤 HI ] Osaka Mainichi, 

Room 308 World Building j 407 Tribune Building 

i Tel. わ ekman がが i Tel. Beekman 4259 
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巧!! で ぶな} J なが 巧た 召な tttJ ? 巧 
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巧新帮 



歸り來 る 人 

化ぶ すべきが 拇 

ホの納じ燕の如く巧を列ねて 

化乂 化 A ' しがび 去った M 胞か雌 

りか/'' か 前後して 糾 むし 細る か 

ん夕も ザ じ。 ホれ'-^ じ 違つ た 

即 をを 泌 、ホけ M じ 棟。 成 想を 

抱いて 輔が 4 る村胞 のみには 獨 

ホ餐策 に 化 おしつ i ある 人 L も 

あらう し、 永 庭 的 勞侧の 力 巧に 

巧 動して & だ 人 b もんら う。 幸 

じして 数千な を おも 巧た 順境の 

M 化 も'^ らうが 化が^ は 巧 火 化 

のは ▼化 彩概が どして か 風 どみ 

じがのに 入る 一部の 靑年も わら 

う。 あに 巧 紐 巧め 問胞 がけは な 

ぶ W 巧 脚は ザヮ ご贴 はし < 

* つて ホる ので わるが、 晴 やか 

な 夏の 環 おじが つて おな 扱挪、 

化 巧 苗の が 鞭を なえ ゃして 歸ぉ 

した 同胞ら f 油銳は 大敵』 である 

第" には 健廉化 持の 問 猫を 巧へ 

ねば；；* ら 口 巧 巧 過 ま数侧 巧み 間 

比較的が 巧のを 氣 をげ 吸して 必 

みの 勞を 魁し じ 人々 も 舞 ひ 上る 

統 をの 黄塵'」 蔽 はれる W 上一曆 

健 娘に 化な を挪 はわ ばなら のじ 

も拘 U ら卡搜 蝴じ特 だ 小 化 じを 

んじ ておの 天 ど ub 盤 中の 猫 か 

きじ 巧せ て 化 逸 U 生 巧を がわる 

のは 健 成を 破る 素因の 火む る も 

のでん る。 が も 『巧 働の 資本 J な 

る 健 娘を をして が 游じ邮 がする 

巧 じ いば 轉雑 。遊びぶ 速は 鈍 

れもか ホつ て趙 みざるに ホら 遂 

じけ 懊惯が 脚の 悲境に 陷ら ねば 

むら W はになる。 化じ邀 沒遊樂 

も 中 麻を 尖は ざる 巧 巧に 自制す 

るの が 化 嬰で ある。 

第一 一はが 游 しがくは 儲り 巧た 

をのが ホで ある。 過去 數が のが 

财じ 本年の かを 加へ て 化 餘がを 

か M じ 善用 ネベき やは 最も 細い 

確か。 計算を 裝 i る閒題 である 

秋になる どが 育 じ 迟を幡 へて ゐ 

ン y — クも わつ て一槛 千を の 

杏が を 招 化し 所凯夏 お. 細らの 岡 

一胞を 不純；； > 力 面に 誘惑して' 淚ピ 

け ごじ 化 b てが わで ホ じを かの 

を 絞 b 化ら わ どす も不 が 巧 も 

一 あるから 担じ掛 しては 特別の 戒 

_ 必を必 おどす る。 元 ホを 當 のつ 

か 3 愧 侍を かる ふを の！ 钟 巧の 

愣を とずる 泣 化 劣 G 思想は い 

ので わっ て 如 M じ 移 氏 化の 流 弊 

.どは 云 ご 棚から む 巧が』 を萝み 

一て 一 お 賭-尚の おい ホを 嘗 みる ど 

'怡も 阿 化を 吸が する を ご 岡 じ < 

を 易に 化； 習输を 脱する； が 出 ホ 

が夫れはなおで巧卸日 

1 に 働く M 胞の也 巧 ど 則 待 どを ぶ 

I がる もので をつ て自 をを 欺く 破 

_ :廉 化. 5 が爲 である' 〇赌 巧は 巧に 

I 忘 おわる 化 巧を 跋す齊 索で あ b 

.搔渊 t わるが 化に 晋 人は 切に 化 

I なじ 刷して 岡胞 のな ぶを 促が し 

一て 粗かねば。 ら《 

I 第一 一一は 脱が 類 W のが お 的お赏 


に韵 する 巧戒 である。 お W 氣。 
巧 胞シ鸭 どして ぶは な 巧の の 放 
をを 强ゐ 或，」 お材 おを ご稱し 1 
無が i ：* るを 巧 計 贵 -> 塔 細い なお 
を椒 せしめ わと する 巧 も あるか 
らおく ホ お、 人物を 粘が しじ k 
で 化 資する かよい。 第 四は 巧び 
糾巧の 社 巧 人 ごな つた 岡胞 U 都 
て 他ん 本 化で U く 自刀本 巧で、 
『肖 じ』 ご 云 ふ 城 巧を を 凶 じする 


U i .2 M W 
e 5 c c 0 

巧-品 心 I 芭 ん化 

rp’WR PM 1 N 3’ 

ss . punr , KOI 

d 巨 wpoa はを！： d 
e N け 


のじ 勿論で あるが、 を 時 じがを 
拱 巧の-辟を 舉 ぐる 松む 掛ける i 
である。 巧が が肯の 时胞化 巧は 
做棋の 如しむ. で！ 化 言す るのは 一 
温い 情操の 巧 おまで G い 者に 多 
い. か 化 柿の 愁訴 怨销 を斷 つのは 
畢お W 胞を自 の 葛の 持 も ホ如树 
に 知す る。 W 上は がに 入つ て 郡 
巧に 卽る间 胞じ對 ネる惡 人の ぶ 
ぶで あ b 忠旨 である。 


米國 y 無視して 

聯驢が 新 軍縮み 議 

相选 的な 平和を 化 障した 後 _ 


ゼ ネゲァ じて 眺雌小 でんつ た 

國際 聯縱總 約は 些 したる 波 欄 も 

む < 、乂化 終.— し チヤ ム パ' 1 レ 

ン外化 も 旣じ歸 炎した が、 今 測 

總@ の大脚 踏は 跌洲化 冗の 

ず 和が' M ： じ關聯 した 瞬 

際 强制忡 な 條 みのぶ わで みつて 

英國 歧府は 肋に 前 巧に てな 织し 

を則爲 めを 初の 錄を でを/, た 蹄 

猫 ホ 踞の剧 際が 縮 會議も 自然 わ 


英鹽 親王 御 入を 

ま 京 特電 十四り 潑= お闕巧 一二 

生 子 デ 3 —デ 親王 殿下 じは 明 

りお お 御着の 豫定 じて 爲 松を 

殿： 卜 じけ ま 巧驛を 御出迎 ぁら 

せられ 剛後 H は 皇后 牌 下、 攝 

政 苗 風下の 巧 中 午餐 @ あ b 、 

席上が 化大絞 章を 贈连 せらる 

えを： である。 


流れに G つたが、 今 视總會 じが' 

て も フランスを 跑 まどす る諸舶 

小 図が 一を 脚 おして ホ 仲裁 儀 約 

の 協 贊をボ めた る も H 英が 等は 

目下 獨 逸を 中必 どして 進抄 中で 

ある 聯を踐 の 化 方の ホ かが 除は 

現 化の 國際狀 おじ 對 比して 適 當 

であり、 强脱 仲裁は 瞬 家 ホ權の 

關係上 時期 尙 ザで ある どな おし 

わが 巧 ホを 權も 十二 H の 會證じ 

てこれ ど M はのを 見を 發 をし 化 

方の なか 冗 ザ か 化 陈は则 ち 

斯ろ 理想 じ 到 速すべき 

道 おで わる ごま 娘し、 結局 歐際 

聯盟は H ぶが 說じ 動き 化 づ化ホ 

的に ホが を衆亂 する が 如き 挪係 

じある 國家 かこの 陈ホづ 協調し 

て 化 巧が がを 促進す る 2 となつ 

たが、 フランス 侧 はこれ か胃留 

を 拙えるな 化 じて 柿々 逛 巧した 

お 化瑞に 進が 中で ある ラ キン 河 

がの ホ かが 降を 讚 巧し お 盾 化が 

は 近い 將ホ にがて 强制仲 蛾條め 

じ贊 W すべきで ある ど 間 執す る 

と共に ス ベ— キン代 袭 レネ ン伯 

は フランスの 後 拨ご英 圃の贊 M 

を 巧 したる 上、 圓際 聯盟 評 蘇を 

員は を 化 界のホ かを 化 情す るの 

をは 

轉家 i 女泰 のが 略 ご仲说 

慷 約の 締お 皮び 軍備 縮々 じあら 

どの 一二 化を 理由 ごして 巧 期総爵 

(ホ 申 化 巧) の 間 じ 江る 化 巧披巧 


のが 移に 照し 聯雜は 画 際 軍備 縮 
ホ 食 銀を 辭懼 すべぐ 準瞄 ずべき 
である ども 巧謠を 提出し-あく 
これを 滿場 一致 じて 可 化すべ' き 
模樣 である。 邸ら 聯盟 今 凹 S 巧 
證 る も の は 明か じ ホ國 大統領 

ク！9 ツ デ氏：^,。筵するの盧お 

あ b ど 傅 えられる を 二雷備 縮々 

會 雄を 無规！ 寧ろ ホ 風を この 締 

みを 謠じ勸 誘せ んィ」 する もので 

あつて、 假ら じクー リツ デ 氏 か 

歐洲の ホ か 安 索 V を 越して 第二 

軍縮を 台 集し ぃごしても 励際聯 

盟閣は 右の 

决議 をが •しきっ て 冷淡 

な 態 巧を 採る のでは あるまい か 

どの 銭が が 秘か じ 驟盟國 化 お S 

問 じな 語され つ； ある もの i 如 

く、 聯盟 どしても 髮じ这 强制忡 

戴條約 問题で お 縮會 能；？ 集 じか 

败 しわ 奉 賞 も あるので、 今 巧 決 

請は が ー ヶがじ 直る 化が 化 W じ 

巫大 なる 關栋を 及ばすべく、 巧 

らに歐 洲對ホ 図の 劉 立ら 興 ホを 

0 て 隙ら れてゐ る。 

轉際 聯盟 ご I 

對を新 提議 

關稅 曾議を 承認 

ゼ ネゲァ 十四：：： 發 U 贼播 聯盟 

の 支那 化を は 接 じぶ 邪の 解放に 

就み 别强化 来に 哀訴した が 巧ら 

じ U 英佛化 おの 贊 村を 得た る 上 

聯盟が 約 十九 條 じが 6 國際職 盛 

はを 邪 じ蝴聯 しじ 諸 削 題の 解か 


蘭 支 一帶じ 

巧び 革命 か 

化な S 狂 音义敗 

上 お 十 mu 發： U お义氏 逝去 後 
梅 ま 化 WJb 退きて 當地 じぁつ 
た陳畑 明將： もは 昨 U 突然 巧 地を 
おしてを 巧に あくど おじ 加が の 
陳お 軍々 が も おが 巧媒 軍に 反旗 
を雜 して 问 化を も領 したので 陳 
め 巧を ど 共に 南支け 巧び 内乱が 
態し 晚る ベ‘、 力 腐巧审 陵のに 
て も" シァ おおの お 揮に 反對す 
る 者 多く 一 騷動树 上る 模が じし 
て 化を 政府の 化 あはが ま t - 赴く 
をで ぁつたが 化 守 派の なお じて 
沙汰 止み どむ つた もの i かく 化 
巧 政府は 朦か あ-; おし 駆エ 慰問 
なごして 十万 弗を 提 化し 廣柬 も 
府 はこれ に 威 謝 狀を潑 おすべく 
化を 政府は この 形式に てま 那南 
j 化の 統一を 關槐轉 議でま 張す る 
意向な ちしら、 撰 東 政が の 赤化 
が このな 對を 招いたら しい。 陳 
娜明將 軍 巧 化 ど 共に 南支の 政局 
は- 谱 不安 ごむつ じ。 

ー ロンドン 十 I こ： n 發 ：；；； 勞 農ロシ 
での S 支大化 ヵラ''. ン 巧の 報吿 
と L て タィ ムス 紙の リガ 特電が 
が じた 巧 じ 化る と繁 支な 骇は最 
- 著しく 增 進し 特じ践 東 省は リ 
アよ b が 摄她を 庶巧输 入し つ 
I あら ど。 


|_ ち禪 太の 利權 

靈交涉 は圓滿 

Tl - 解み 期に おづく 

ー モス カゥ 十四日 發 U 叱 桃 太の 
巧； P 义 び-石が 租惜權 じ 脚す る 日 
裝 がは 圆 おじ 進が しつ i あら 

ロマ アを權 ヨッフェ 氏は 巧 威を 

なで U 本を 權 じが 街し 両を 科委 

負な 五 凹に 宜 b て會 見、 生產高 

開 拭の 技術的 方 お、 水が 採 化 じ 

隅ず る 硏弗及 水み 脚 孫、 机惜權 

猶斟 ずじ對 f なが 料の 輸出入 稅 

を 除 f 政府の 補 肋 案じ 就て はな 

則と 圓滿 なる 協調 おじ 達し お 炭 

楽 あ‘ 节旣に 契約 條 巧の 逐條 討議 

じ 移 今 お她侧 もみ 回ょ b 契約 じ 

就て ュ1^ 潍ず ベく 言語の 化 違は を 

少の 附^ 題を 惹 粗した が 結局 日本 

の 要 心ず る 如く 英游 兩义の 契約 

書 じ 盤 印す る； こな b n シア 外 

務 省け k ム 報に がて 談判が 頗る 义 

記が \ b 解か 期 も 迫つ てゐる 

旨を 亦 した。 


東宮 妃 御着 帶式 

東京 特電 十 凹 日を： =をか：； が 御 

を 帶 式は 十月 あ H じ 御 おを め 

あ 6、 网お链 殿下が 御 帶親ど 

u ら せられ じり 


じ おし 深睁 なる 问 情の 总を 表明 

しこれを 授助 すとの ホ 能を 提出 

し 化く 可 巧の 绪 である。 

ワシントン 十四 U あ：：：： 聯 触の 

對 まか 谦じ對 し 乂幽當 扇は 义國 

が 非聯邮 風で わる 瞄係上 敢て怠 

じかせ ず、 これに wb 別に ホ國 

の體 面を 傷く るを なし ど觀測 

てゐ るが、 外を ま 員を ボラ ー 氏 

は 『ぶ那 問題は 最巧か 誰の 問题 

じがらず、 列强 のむ 動を 必 おご 

する のみ』 ど 言明した。 


油 P 

を 


問 趣で 

主 反目ず 

I 尘 耳ん が 總お貴 

ゼネ ァ十 一二 n 發 u 目下 職盟 

總 肖を^ 聽小 にて 中央アジアの 

她山及 ^锁± 權 問題に 就て 英國 

とおず しこれが 解 ホを 聯溫じ ホ 

めつ る 尘ザ古 外相 ラナ デ 

ベィ 巧 ^~發 おした 所 じ 化れば 本 

圃 かがけ 『聯粧 じ おし 本 問題の 哪 

刻 解かみ 訓 みする ごせ ハ じ モス ー 

: りすた 報道は お國 3 委ほ 

統治 臨が 図 境 線-し 約と 巧の ± 

巧 古が 紙が 集注され あ 勢 頗る 不 

をなる J 一の あゎ。 囊 にも 巧を が 

がが 巧 脚 政府は 池 田 問題 解 巧 威 

をの 患 取して ± 耳 をの 領海 內じ 

て おおのが 的 運動を 擧 巧した 事 

實を 指摘した i も あるので 、 i 


ぜみ 巧の 動 段は 外を がよ らも 電 
お視 され 巧る もの i みく、 J ぜ 
ホ侧の 要求 ごして な、 

〔一〕 闽 際聯监 の 本 閒題じ お 
する 即刻 解か。 

ごこ も ザみ' UW 地方の 湘山 
權を化 藥し颁 小； 權を A 張す る も 
聯 端は 英 風に 對し ィラクに 等し 
くを 期を 伟統 おを が認 ずるが 勢 
: じあら.。 斯る 踏を 中耳ろ は 油田 
權を放 薬せ ず。 租借 摧ら化 図 人 
じこれ を與 える。 

ご 一一〕 モス ー 作 化モ民 かみ ± 
いづれ み 図 化を まどすべき かじ 
就て は飽 をら ■般 人：； i 投票に て 
これを 採 巧ず。 

右一 一 一條は 堅く これを 雜持 しつ 
つ あるら み {如く、 聯强侧 は -H 
巧を の お 求を 巧 おす スお势 であ 
るが 現 i 巧を 政が はが 化 難で も 
あ b 勞農 。シア 等の 第ー ニ國よ b 
援助を をけ U い 限 b 英國 じ敵對 
巧 宿を 採る やぅ。 i は あるまい 
ご 觀测 して ゐ る。." 

飛行機 調 普 開始 

/ シン トン 十四け 發 =; 乂國政 
府は 陸带省 公び 海带 あの 了解と 
贊 W を 鴨した る 上 國防充 實の巧 
地よ らして 飛が 機狀 態の 調 香を 
開始す る i どに b 大統領は をを 
軍務に 關係 のない 第一 二者を 調査 
を 員に 巧 命す る 堂で ある。’ 

山 お 省の 大 洪水 

"ン ドン 十 凹 H 發 ：= 當地 セン 
/ グ •ニ ユ！ スじ達 L た特卷 
じ 化れば 山 東ち 一 帶じ直 b て大 
洪水の 襲來 あら、 め 一二 千 入の 住 
はは 溺 巧し 民家の 流失した る も 
の お < 農作 S 被酱 甚大な b ご。 

新 會議は 十 巧 頃，'. 

ベルリン 十 凹 U 發 U 獨逸大 統 

領ヒン ゲンべ 八 ダぶ び 瓜！ テ 作. 
首 化：： 5 目す ラ キン' クン ド 地方を 
旅 巧 中で ある おめ 聯な國 よ b - 發 
した 歐洲 のず か 保 略條約 じ關ィ 
る觸 惑は ホる 廿口 U 後なら では 
巧 はれ や、 從 つて 會 謙の 開碟期 
は 十 巧 五日 巧のを 込で あるが、 
この 外相 會潇 刪は が も 利 首相 兼 

外 化ムソ リー ー巧の ホ 望じ應 じが 

太 利 じて 關愼 すべく 然ら 中ん ば 

ン ドンを 撰擇 する 巧で ある。 

佛幽飛 巧 家慘死 

バリー 十四 H 疑 = 佛國 航空が 

の奥者どしてちお4;*ン ユ リーぶ 

び コスチ 巧 氏は 化 空 局の 長距離 

懸賞 飛が じ應じ 昨日 夕數 宫投の 

見送らを 受けつ； 大型 飛が 機に 

搭乘 し化づ バグダッド (二 千 五 

巧 嗯) を 第一 目標 ご し 天候 良が 

ならば 印度の カラチ (一二 千と な 

五十 哩) に' - 氣 飛が すべ < 出 お 

しじが、 獨遮 フレキ バ八グ の 黒 

森を 通過 中 濃： 藏の爲 めじ 不時着 

陸 せんごした 際 機化は 墜落し シ 

リー 氏は 卿 死し コス テ 氏は 重 

傷を篆っ^:^。 


挪便局 問 趙拒絕 

を 京 特電 十 S U 踞= 支那の 南 
贿跡迫 沿線 郵化 巧 做 赎おホ じ ぉ 
ずるが 絶を 义は巧 巧 駐义を 化ょ 
トノろ 服 列を が じを 附 した。 义ま 
那は 上が 事が の H 典乂词 法を 員' 
調玻 に， 从對 い*;。 も n 巧义 一二 図は 
支邢 のぶ 見に 刷せ ホ 進が するど 
を，-。 

繼 尾に 大 暴風雨 

を 京 特電 十二 一 =懲=;: 二.， りか H 
は 無事 ub しも 本 U 渡 お 地力に 
乂お 風兩 ゎら ■をを 屋の授 水 家 
崖： 一巧口じ建し電ホ不逝ご^^ち 
軍 滅か斷 されて を 巧は 暗黒 狀態 
じ陪 な被诺 甚大み 見込 でんる。 
义お松 地方では 旋風の ため 家 お 
倒 おして 四名赌 死した。 

ホ 幡大攸 出發期 

東京 特電 十一 一一り 發 U 小幡 is 
古 大使は 十八 目 神戶後 ど 巧し ね 

無廬者 新聞 發巧 

束 京 特電 十ー ニ H 發 U お 巧學は 
巧を ど 共に 巧 二 間の 無產者 新聞 
を潑 がず るふ どなつ た。 

暇 金で 高 柳 召喚 

東京 特電 十 ill 円 巧り おを 王 商 
柳 挥么巧 氏は 多額 納巧畿 貴に 當 
選した が 横領 罪 明白 ごなら 檢事 
巧に 巧 喚 さるべし £0 


駐英 大使 內定ず 

東を 特電 十 illH 發 U 化 井慶四 
が 巧は 英國大 化 じ 巧を した。 

化 大 火災 U が 火 

束 京 特電 十ー ニ： n 發 U 化 州ホ大 
の 化 炎は がか どが 观 しれ。 


駆 が 


、- P 



林 大使 神戶歸 着. 

東京 特電 十四 H 踞 u お英 大使 

が權巧 巧は 本 U 神 戸 じ歸藉 した 

關稅 改正を 調查. 

東京 特電 十四日を： = 大藏當 厨 

では 脚稅 改正 調奄 中に てを 侈關 

稅の 一部を 撤猶 せんど 云 ふ。 


一:」 ご 最後の 搬影 

九 巧：^ 一一: 11=； モスク グアへ 巧 
つたのは、 お宜身 じか i はる 用 
事で めつ た。 をめ 巧、 おは ヤス 
ナヤに 歸 つて コチ 五 テ じみ 媛を 
中で あつた 卜八ス トネの 歸 
をを 待つ た。 化爵ホ 人は やは ち 
どしてゐじ。 今巧はチ 
エて ホフの みならず、 彼女は 自 
みげ ホ じ も 反 威を 抱いて ゐ るら 
し；.。 

彼女 こどつ て トグス トキは、' 

「ザを 他人の やぅな もの」 になつ 

た 姑で ある。 トグス トキ じ對し 

て垄の やぅな 愛情を 威 じない と 

云っ た。 

「をして これは 皆な チユ 、ホ 

フの お蔭 だ 一 彼は ま 達のを 庭 生 

巧の侵乂をだ。 考 へ て御巧^^さ 

い。 もの 邪魔者の ホない 巧 前の 

な 達は ホ かで あつた ぢや あち ま 

せん 半」 と 云 つれ。 

伯镑 と、 アンキ サンドラ •が 

ゲォ ゥナ ど ダ シアンは、 巧の 十 

二 時半 墳じ なつて 歸 つて ホた。 

をれ は 巧い 晚 であつ たが， 卜八 

タ トキは 夫人が 停 苹塔ま f 下婢 

じ 送らし わ 能 毛の コー トを 、髓 

姬 なから おて ゐ じ。 をみ がい 


ど 翁は 答へ た。 

「楽 < は なかつ わで ホ か」 

と.、 階段を をろ^-- ■ど 降 も 乍 
らお 巧 夫人は、 巧 物を 脫 がて t 
ゐ る、 翁に 云つ た。 

「とおらを 物を 转 てむ たの だ 
からね。 を < もない さ」 

彼女の 翁 じ おする 悠废は 冷淡 
であつ た。 化む を 得 U いで ぉ迎 
じ ホ じごい ふ 風が、 あら'— ど 
見へ じ。 翁は 夫人を がつ て 二階 
じ 巧つ た。 化を は ァンキ サンド' 
ラの 室に 巧つ む。 

化 月せ 一二の =： 今 U は卜八 タト 
キ 夫妻の 結が 四十 八 罔 年 目で あ 
る。 夫人は 的 かも ご異 ち、 朝が 
く 起きて 白い ドレス 姿で を圃の 
散 ホに でかけた。 彼女は 朝の 四 
時に ホ じ 就いた： £ 、少しも 眼ら 
れ ながつ た 化で をる。 

「わず お 巧う」 V 、 なは 夫人に 
云つ た 0 

「柯 がです？」 夫人は さう 云つ 
たま 1 何も 語らな かつた。 をし 
て 双手で 顔を おぶ やう じして 泣 
き 乍ら な 去つ じ。 

朝餐 が濟ん でから、 なは トグ 
スト キホ 妻の 窝眞を 撮つ た。 を 
れは 結婚 記を r ご 夫ん が强 請ん 
だからで あるが、 をれ じ もみ 渝 
かなを が あつた。 夫人は どうか 
して 翁の 磯 嫌を 損じ U いやう じ 
ずるた めじ、 ホ 常に 神經 を昂舊 
せしめ 乍ら 翁の ボ！ ズじ 就て、 
いろ--^ ど 注 失した。 卜が スト 
キの 寫眞嫌 ひを 知つ てなる なと 
しては、 翁の 必 苦し さもょ く 解 
つて ゐじ 。おも ほご''-^ 困らな 
がら 夫人が 叫ぶ、 

「一、 一三 こ 

とい ふ懸聲 で寫眞 機の ラ バァ 
を 挺つ た-。 なは 画 巧ら これを 繰 
返した のでを る。 

併しを じな つて、 當 時の 薄い 
光線 じ おしで 化の タィムが 短 か 
いため ご、 夫人が キ ♦•メラの な 
的を 間違へ てゐた i めじ、 爲眞 
がすつ か b 失败 して ゐる ミを 發 
をした 0 

化 自廿四 u == 今朝、 翁は 肖 か 
の秘藏 する 大切な ノート を、 何 
處じ隱 液した か、 をの 場所を 息 
れて 困つ てゐ ると 吿げ ね。 


. 「わ 前 も 知つ て ゐる通 b 、 お 
は自 をの 随想を. ノ ー トし 記して 
からこれ を 日記 じな して ゐ る。 
この U 記は ナエ、 ホフ やサ 1 シ 
ャが t 誠い ので あるが、 この. ノ！ 
卜は絕 對じ秘 添の もの。 の だ。 
何處を探しても^^い と ころを見 
る ご、 トルスト キ 夫人の ず じ 渡 
つてむ るから 知れ リ い」 

「柯 かがに 巧' 型な？- が霄 いて 
あるので すか」 

「勿論 だ- かも 最も お 骨 じ 
書いて あるの だ。 が、 化 ホが な 
い。 或は をれ が 却つ てい； か’ 
知れない」 

化 巧せ 五：！ 一;：;;: 卜八ス トキ 夫ん 
は 巧び な眞の 話を 持岀 した。 夫 
人は 結婚 四十 八 岡 年を 記念す る 
ためじ為眞をお影するミはか要 

であるる、 前の 化 化 華を 繰返し 
た。 翁 も 納得した。 

技師 巧は 再び 私 ご。 つた 0 今 

巧は 庵 かで、 廊下の 階段の 向侧 

であつ た。 卜八ス トキ ホん は 撮 

彰の壌 巧の 尺 巧を T 寧に 勘定し 

ミ 0 

ホん が ホいて ゐる 時、 翁は な 

をを 乍ら 微笑した。 翁は 指定の 
場所 じ 立つ て 腰 帶をサ 手で ぎ ゆ 
つど 挺つ じ。 夫人は 翁の 手を 細 

ん だ。 なは 二度 スナップ したの 

であるが、 ネ巧為 眞は类 事‘ し 

成 巧した。 

をして これ. か 偉た なる 翁の ホ 

涯じ とつて は、 最後の 記を 撤お 

であつ た， rr =::: 不人譯 u 


海の 內 V】 外 

> クフ ァ 玉ツト の 名を 湿し わ 

义 人の 義勇 飛 巧 陵が 9 ッフ戰 線 

じ 活躍を 脚始 した。 弱き を 助け 

る ラフ ァ エツ トけか 化が だけに 

弱き を 巧め 扣强 がの ためじ、 協 
禪を おやる の だ 相で わ も。 

♦フランスの ゲゲ キス 盃獨ず 
華々 しく 戰 つ',, 敗る。 巧 年が W 
淸水両 撰 ホ 活耀の 時化を 想起— 
て、 威慨 深き を、 尝獨 b 淸 水を 
のみ£:*らんや0 
♦國際 聯盟に 參加 しない 义励 
が、 フォス ザック 牧 姉を ゼネ ， A 
アじ 送つ て、 嚇盟員 じ 世 巧 ホ S 
の 說敎を 遣らせて 在る。 


愈 準 優勝 戰じ 入ろ 

試合は i 曜 白の 午後 S 時から' 

本社 後援、 紐 育 日本 庭球 お樂 部よ 懼の H 本人 庭球 單 試を 戳け 
まる 十二 吐、 十一 二：：： のが Q じ 直ら H 本 庭球 巧 樂部コ I トニて 
十 S 了 円 ご 第 十 巧 一で 數 円の 岡胞觀 をを 前じ攀 巧され、 を 旨の 
韓旋 ごを 戰± の 協調ぶ ちを 遇 城な く發 がし 愈々 ホる i 鴨 日 午 化 
I 二を J らセミ •フ アィナ グ •ラウンド じ 移 b、 H 幡 U (化 四 U ) 化 
後は 慶媵 戦に 入る i ごならました 。一般が 巧 向胞諸 巧の 街 後 他 
ど 御ホ觀 どを ホ 踞 いたし ょす。 お ほ 庭球 巧親賊 の賞盎 はが ホの 
結 巧 左の 如く 巧定 いたしました。 

.が ザ 優勝 盃 =が ホが 固 巧 讚 贈 

大型 銀 あじて 磋附 の离さ 二十 SM 、 幅 十四 时四 かの r 
ィンタ！ ナシ ヨナが •シ八 ダ アー商 曾惦製 

新報 優勝 盃 = 紐 育 新報 社 寄贈 

中型 銀盎 にて 臺 照の 窩さ - Hil が、 幅と 时 S かの】。 

，つ ンタ！ ナ シヨ ナグ •シ 八ゲア I 巧禽 特製 

ラン ナ 1 K アブ フ小盤 銀盃 

紐 育 U 本 庭球 惧樂 部ょ b 祭 贈 

羊 催 日本 庭球 俱樂部 
後援 紐 育 新報 社 
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稅願事 務 

を 巧を 蛾が じを お 
がの 惊进 义 ホ 法に 
雑ず る 一. 切の 御 諮 
間じ應 寺が 道激 
船 貨物 策な 及 出帆 
巧 お 觀 ま 叙 晝等進 
呈す 、ぶを 都 ホに 
化 巧な し 誠 巧 
敏速 御用が じ應中 

巧 纔ザ扱 


♦馨賴 ♦雜誌 ♦巧既 
縱覺 まを 閱 
執務 午前 义 時よ h 午 I お 五 時を 

織脊 會 

西 五十と 了 目 二 五 〇 を 
おお サァク i 八' 一九ぶ— 化 一 


巧 留靑年 巧 おの 簡 化.' 

日本人 靑年 會 

巧 W . 夏 ihSi . Tcl . C 夏ち 二 244 


大總育 目 本人 


基督 敎 靑争會 

芝 2 E . 罢を資.严一.一夏， 
^己. Pla な 8141 


▽は 馆 H 
樂書硏 兜 止 ザ 
共 觸會タ セ 巧 ホー j 

瞒拜說 が；^ が I ; 
▽水隨 U 
祈 おを 夕八时 
V±®H 
巧な を 又は お 
話 食 夕 八な 

稱宿 部、 旅 巧 ま 
.案内が、 ん 事相 
淡が、 誠を 部’ 強 
を闲旋 部、 お 席 
化 縫お授 "'諸 課 
を 設け 貪 貫、 ホ 
會員 S 巧を 計る 化 


府拜說 な H 跑； 3 午を 八路 ザ 
断が 含 木 峰； n ザを 八 お 
が 話ち ±船り 午を 八 時、 
をを、 巧' •みお、 が樂 おみ 設赌 もし 
ホ おを が 迎 す、 巧舘を ド tl 
牧師 蝴な信 道^ 

： Z 本人 茲督教 修逍會 I 

102 W . ) だ rd で. N . Y . n ミ I . 

、 rel - 客 ミ 己 in ち 一 を. 乂一 一 こ I 

日本人 C ぉ敎會 一 

な 础 川な ホ么進 I 

幹事 山中 巧 二 I 

Ja ち ミ se 111!. E . ohurc 一 & i ミ t . 一 

だ 3 W . 1 夏 si . Tel . 百 arki 夏 1 i 

病 持說お n 懼 u 午 お八げ； 
妍搞な 水 お：：： すを 八 時 
おな 食 乂嗤り 午を 二咕 
♦が おを 

化 あらお 比 曲 お数 か； 卜 がを 十 
五 か 學ホ旨 社員 お 巧を じを 適 
設補圓 基 雑ぶ がが 咬を 柿娛鷄 
を瞄 易を を あ b 

埋を峨 装 周旋 > 旅客 幸み、 を 補 一 

事 お 誠を、 巧 化々 摩 巧 巧 巧を I 

巧村胞諸兄のホみを歎迎す 


臟 揉攤始 

西 巧 式 マッサ！ ジ 
り 本式. お懼 お腹 
.お灸 

出張 親切 じ お療中 
上ます。 がが の ホ 
は 午 巧 一二げ ょら 自 
を じて 施術し まず 
：= 本鐵灸 
が 巧を 巧 卒業 
組 肖 ホ お 垄長羊 

公認 お襄勇 お 

曲. ，りと 十 乂了円 量 八 

ぶ 話ヮズ ォ—ス ぶ 化 四 一一 


診察 時閒 

.午 節义 時— 十 時 
午後み 時 t 八が 

パ t 小 栗 幹 一二 

糾脊ボ フラワ L 柄 お 
第 おお 掏 お 勤 格 

ま お コン バラン ド 

■お院 勤務 


東 五十ー ニ 了 目 

ニニ ーニ 

が 藤. 

羊 技 S 

^ ラ m を こご 一 


:丸 南洋 臟議會 


お 丸 ソ巧ピ か デ ジグ ニ階 ニニ 〇舊 

糊 輔丸山 洋服 簡會 


巧き 米國 婦人 
H 本人への 英 
請敎授 じは ホ 
年の 經驗 をを 

ず 0 ー レ ブス 

ンと 十五 仙 
每 U 軸 化 時ょ 
6 巧 化 時迄柯 
時 にても をし 
= 鴨 B は 一 巧 
よ b 四が を 


■一一 i -.. LP , iJ ^ f 

なす 莉 ルが を才を A お 閑； る - ; 

質ぶ ぞ合 屬與 一み み 刺^ j 

クオ— んダ みす ル シン 妳が 巧 割引 一 

尸し ブ IK ' N ミん トンが 評を 刻 列 
がみ d 化' 会場 袁 がを 刻 則 
谭ぶ みを '' 巧属ふ 一 \ 刻 玉ず 

茜ネ ずみ がを 無 華 夕刻列 

P が絲 の廢乂 L 

巧 巧** y ゲす ♦•••ド*! (八 ニニ ー 


診察 畴間 

午後 零昭ザ =二 焼 ザ 
午を 六 時 == 九 婿 
を 知醫學 ± 

パ i 本谨一 

を输化 盛大を ぶび 
グザ ラン 病院 勤な 
H 曜は 前約 願 上 候 


が 育 州を 認 
內務 あを 許 
東京 帝大醫 利大學 
産婆" 化 お 巧を 業 

產婆 松本綠 


日本 

洋服 店 


时川 信巧郞 
玲 本 化 


. H 本な 具 
雜 貨卸寶 


条良 貿易 镇會 


九十と で. - i 千 W じして コ！ グ翌 
H 物は 一 錢四她 ょら 阿五が 五を 
を哨 へて むる。 

.郵船 今期 配當率 

口 本 郵船 巧 社の 今期 配 當は七 
ホを 當 である：：：；： の 上 十四 リ發 
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メ ー シ—は 紐を お大の デバ！ トメ' ート商 化で あ 
ちます。 新ら しいが 降 燃 ご エス カレ タ ー は靖澗 
が內 じがけ るを なの わ 貫 物に 化 おと 愉 かどを 
與 へて ゐ ます 

他 化で 二が する ものなら ばィ ーシー では！ 

弗 八十 乂仙 或は をれ の-下で 貫へ る； を どぅ 
ぞ 抑記惚 .下さい 

H 本へ 御が 物を 御 送ら じな ちわい 節 乂は御 買物 
-レ 際して 御用の なをは パ ー ソナ八 ショッピング 
ビュ！ 01 を わ 詩む 下さい、 親切に 御 化 宜を討 

kv 


郡を じょ 6 當 かの 間 



午後と 時！ 九 時 
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け J 吉お 焼觸 


診察 

午を 云が よ b 六 時 
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ドク ト か. 

烏 見豊彥 


.齒 科醫 

マ 診察 時間 A 
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午後 五が ザ 
水曜 午前 化 時 t 
午後 一时 


齒科醫 

U 新式 無滿を 嫁：；：： 
夕 をの 經驗 をな て 
U 本人 諸 おは 持に 
了 寧 懲がじ 施術す 
パ^マ ！ チン 


戀科醫 

多年の 觀驗を て 
鼓 巧^ 舉ず術 じ 
巧 おじで 信用 篤し 
U 施術 巧 低廉；：：：： 
n 本人 諸 巧には 特 
じ T 寧 盤が じあ 嫉 

が 育 州を 認 
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霸捐 がな 趕 

山水 及び 電氣 治療： = 
ホる 九 巧 か U よを 擴 
張の 目が じて 一時 夏 
期か萊 tt お 
おは 巧 開の 節は 新進 
の 設髓を 巧て 潜療じ 
應じ 中し 候 

;^| 紐 育瑞典 フィ ジオ シーフ 
i ビ！ 學院 卒業 

i 紐 脊メデ カ 八 ジム 及 マ 
- ツサ ー ジ驗會 E 會員 

を' 認西村 幸 男 


齒お醫 木 下义巿 

ゴ m 二 lUh 苗. 

す一 3 呈〇 呈； 557 


化粧 お郞贊 

.五 咏商會 

W EJ 7 thSt こ N . Y . 置 y 
ジ ー. Siuyves 当 こ 7 贪 


ランプを 稀 安な 

下 羽 電氣荫 巧 

1202 一历 sadway 

ジ ー. End ミ ti 己 4? 


仰 ぶを ど 親切 どを 巧 どし 確實 

I ち 信用 ある 商 おを 精選し 

.. f. 特別 廉惜 で販賓 致します 

'ゥ ォグ サム、 エ术 デン 四剌引 

I ホ 化 ま L て 一二 剧引 

■お 輪 鎖 巧を 頗 おじ 寶巧頻 一切 

.'、八 トン 帕計 、パヮ 1 ドィ 

リノ ィマ 时 計、 を 柿 ぉ時郭 

ゥォ ー タ！ マンを 年 筆 
义 バン ャ ！ フ 鉛筆 

細 銀器 並に 銀器 一巧 

御； 一朔の 御 A 產 一が 

: 時計の 修搔 はが 險 かじて 確實 

じ 巧 川 自身が 致します 

が 育 ホ' 曲 四十 二 了 目 四と 番 

四 四 S 巧を (五衔 ど 六が 間) 

巧 川岸 商會 

化 請 ペン シ瓜バ こアと I ニニ 九 

Isilikaw ぞ巧 ishi 0 P なぞ. 42 nd 
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は 成功の 第一義 
本校には H 本 A 
じ 懼れわ 專ほ婦 
御 あら 懇切 じ會： 
信 文 社を 語を 敎， 
ます。 H 躍 週 H, 
午前 化 時よ' り ザ 
時まで 開校し 一 
スンと 十她 づ〜〜 
H 直ち じ ホ 校 あ 


0 巧. 巧 巧 ZJW 巧 C 巧 CYA 

呈置呈 AC さ R 

置呈 こ5. す ar ち nd St . 

Tei . ' 互 号 さ 量 2 呈す am 7 苦 

n 英合 謙み 

巧、 水、 を、 午後 二 時 よら 六 時 
么> 其 他は 前約に 願 ひまず 


ドク 

卜术 


が 瀬九娜 

萬 Lexi 喜 n Ave . N - Y . 呈一 
巧 et . お th &27 th 芭 S . 

ジ1-夏かを$ミぶ-を18,78岩 


ご 0 左- ode さ M . D . 

171 至 esin st.Iork 
TeL Riverside 黄？ 3 & Sc 置 ler 1 云異 

みぐ-一な 巧 午前 九 時！ 午を 一時 

議襄 $六 で 午を 化 時 

り幡 午前 九 時！ 午後® 時 

ド タトン ィ小柴 乘吉. 


or . R .. whish 己 〇, D . D . w . 

夏 W . 7 害 Si . Tei . 置 is 二 3842 

Is 齒讯瞬 也 ハ戶良 二 

自すぉ 九 時 ホ 十二が 
自 午後 一時 ホ お 時 


占 


產装 了フォ 1 ド 巧 傅 〔 

■ I ^ 这 

モ 1 夕 1 Y 中 ムの產 業 網 

. 化し そ U は トラスト ではない 
1 一ず 凡の 眞理 こそ 事業の 標語！ 

フォ I ド 氏 S かきず おい 宰菜從 がすべき フネー ドな 船 食 社の 
じ從 がし、 而- "もが 時化に 顺 應述設 をを 创 しむる が 如き、 フォ 
したを 粟 政策を が 巧し つ i あるー ド麼 閒じ站 麻を 栽睹 して 自動 

ホが- 乂 -じ跑 化しつ i もる がかき 
i も 刺 化の ない 巧の あ 煩ぶ もを 
おる； 揣に 過ぎ や。 水力 電氣が 
燕游ょ b も 低廉なる ためな ちじ 
これを だ 收 し、 おらに がわ 機 じ 
ょる 巧む の 化搬が 自郵单 じ關係 
のな 悟ら、 フォ ー ドが 巧 
機述驗 を 社を 化 織し つ i あるの 

もを の 一が である。 乍併斯 かる 

较坦は 「一柿の フォ ー ド •トラ 

ストを 紐 織す るので は あるまい 

か」 どい ふ 疑問に 掛 して フォ— 

ド 巧は 云つ てなる ：…… 「巧 等の 

政策は ホして 自凸の 

供給 一切 を 特殊の もの 

になぐ ごい ふので はない。 寧ろ 

巧 等は 浪費を 防ぐ ために この 政 

巧 じ 出で たもので あつて、 斑 道 

を 買収した のは 單じ巧 等に 都を 

のい i 鐵道 がが 巧して & たから 

であら、 化 L て 锁逛輩 業を の も 

の' に なんら するどい ふので はな 

い。 我等は 贿モ エ場を 買收 しあ 

らじ 他に も 新設した が、 化が ど 

して 多 屢の械 ずは 他み 化 給を 受 

けて 么 る。 我等の 鑛か でを をし 

た 巧 あを 我等の 船納 ぶび お 船で 

運搬ず ると いふ； は、 お あの 供 

給を 巧 じ確實 たらしめ る どが じ 


ち どして、 をの 將 ホの 阳 趣はフ 

ォ ー ド 巧 自身 のらので わる ど问 

時 じを の 

社會 生活 じ 巧ばず 關係 

，は盖 し 亚大 であろ £ 巧し 巧る で 

もらぅ。 元 ホ ッネ ー ド 巧は 自脚 

单じ鹏 係の もの じは ホを 染 

.め拍 どい ふ 持 記で あるが、 をの 

飽幽 だる や喊 めて 巧い もめで あ 

る。 彼が お锁事 装じ揽 つたのは 

久しし お 高の ぇで ある々、 をの 

ためじは 燃料 及び 總 々の 化 給が 

必をご U 0 じので 化づ おお々 び 

錫も鑛の持ホごた*つた：2>、 差當 

b の問逆け述輸悅關の後達ご い 

ふぶ でを る。 フォ ー ド 氏は をの 

ためじ 地方の 錫 道を 巧收 しがら 

じ 木が を将 るた めじな 林 まどな 

ら 、鑛 巧述輸 のた めじは ミシガ 

ン 湖の 湖水な 船を 所々 してな が 

- には ミシ ダンの 鑛 山から ゲ トロ 

: ィト ホに これを 送ら、 細航 じは 

東 化 諸 州へ 燃料を 述搬 しむ。 邸 

七を 化界 に' 打つ て 製 逆、 兹集及 

びか おの 槐關 をぶ をが しめた フ 

才 . — ド 力 

海外 蠻展を お 助 {べき 

化が 的な を 段 ごして ぶ ホが がに 


をの 化を 經费を おみす る i か 出 
ホろ。 自 じの 化を 經 巧を 知る ど 
い ふ ^ は こ れを化の 化給 に 仰ぐ 
巧な の 

化 護 手段で ぁる。 巧緯 

は 现に抑 子の 一部を ホ 場に 賣 6 
巧か^の 欲する 倘 f を 購入して ゐ 
る。 がら じ 义鑛山 S 作 藻を 繼績 
す もため に 巧 灰の.； がを 市檐じ 
送つ て' むる が、 我等の 化 引 じは 
斷 じて トラ ブト 乃 ま 獨も等 どい 
ふ お 想は ない」 ど。 フォ ー ド 巧 
が お 外發展 のた め 第一 じ飽 船し 
た 巧 物 船 アン ダー ロマは 白が 義 ■の 
アントワ^ — フ をを 一 i 畢 レン 
ス 、ゥエ 八 ランド 述 河から ミシ 
ダン 湖を 經て デト 。ィト ホに 千 
凹が 觸の樹 が 類を 帖んで 入港し 
たか、 をの お 荷牺 格は 顺 化と 弗 
これを 米國の 運賃 率 じ 比較 すれ 
に 四十六弗と十 四仙ご な る 譯 で 
もる。 アン ダー ちは デトロィト 
巧のを 自勘車 H 場から 狩り集め 
た 中古 自動を を賴 栽して 歸 化し 
この 

甚接 航路 娩 S 異常の 

が 功を 晚 した。 フォ I ド 氏は こ 
れじ 就ても 

火 体 船舶の 化な じ 就て 賴 荷の 

不足 等 どい ふ ミは あら 得べき 

i ではない 勿論 我等は 居额の 

輸出 貿易を 期辖 する もので あ 

る けれども、 巧 巧し 巧 國の物 

な鹏乂 ，こ い ふ； を忘却する主 

は 出 ホの。 貸 易は 正 じ 兩替に 

等し < 我等 か 物品を 賣る U ら 

ば 買 ふえを も 勘を の やじ 加へ 

なければ ならね 

ど 語つ てゐ る。 ホ 凡の 眞撕！ こ 

れは 彼の 標語で あらう。 



石】 輕 銀製 媒法 

讲今川 ひられて ゐる ア^ミ こ 

ユ I ム製迅 巧* i 前にな した 姐ら 

ホー 八ぶ び 卫 八— 兩 にの あ 明し 

た 屯 解法 だ H である‘ 一 

こので 法は 化イ筑 I じ 

純が の お 化 ア八ミ n ユ！ ム (戀 

一- H ) を をらねば ならない 0 W ひ 

I られる 巧が は 今の 婚ボ —ク サイ 

.どい ふ鑛 巧が ホで、 こいは な 

ホ 映では ア^ヵン ソ I 州に 大巧 

化’ かぁつて な 衆 网火部 か のぶお 

を滿 たし、 义近 ホ''、 シシ ッピ州 

巧び アラバマ州に 乂鑛 化が を 化 

された。 义お米 グイ アナから 多 

な條 人して & る。 佛瞄- 曲 じは お 

么^產 化 加わる。 ぶ ー クサ イト 

どい ふのは か 水赠化 r ^ ミこ ユ 

ーー ム で、 こ R じ 城 中川赋 などの 

个純 物を をんで むる - H 狀 の 鑛巧 

でもる。 こいから 純 嫂 k を 得る 

一には ホ 之して バイエル 巧は 先づ 

ボー クサ イトを 撫 いて 水 かを 陈 

ぅこれ を 巧げ が 述 液で 處理し 

不が 性の 城 及び 柿が 巧 

を 除いた 巧 液から 水 愤化ア 八''、 

- -1 ユ ー ムを化 殿 さが、 この 化搬 

を 化め て 化し 瓦つ おいて 檐化ア 

一八；' ニユ 1 ム ： 卜) ごず るので 

ある。 この 轉 をぶ 解して ア片 

ミ ニ ュ ー ム を逍るのでぁる！$5、 


この 難 虫は 非常に 爆け 難い もの 

でを るから、 これを 綾け 易く す 

るた めに 水な 石 (天が じ產出 f 

る ア^ミ ニユ I ム ぶび ナ トブユ 

—ム の複弗 化物) 等を 加へ、 電 

解 化 化 氣爐に 入れて 胜 流の お 流 

を疵ゼ ばな 融 するど 共に 

電解が 用 :^5をって酸素 

どァ ^ ミ ニ ユ ー ム どが別れ酸素 

な 陽 姑 じ 作用し、 ア^ミ ニユ II 

ムは诚 巧-陰 瞄) じ 集まる。 アル 

ミこ' ユ！ ム-顺 をを るには 錢 

を 約； 一顺 、水晶 巧を 〇 •一二 乃； 

ホ 0 •二顺 故び-が 素 (陽械 どし 

て】 を 0 •と 乃； ホ 0 •儿顺 を か 

要. こする。 が ほ： 顺のア 八 ミこ 

ユーム をを るた めじは 約 一二 义キ 

n ソット がの 带 力を 嬰す るから 

ア 4 .，こ ーユ ームエ ぶは 水力の 豐 

おなおでなければを巧する；が 

山 巧 W い， とらが る ど あ ふ 0 

【八】 粘 止 ミ輕銀 

ア A '、、 こユ — ム の. 拓料 ボ^ — ク 

サィトは 例 處じも ある どい ふ 巧 

じながかない。 巧じ：：：本^:^でじ 

はを いの だから、 问 どかし 

てが の 巧 巧から ア ミこ ユ ー ム' 

を どらたい もの だ どい ふので 巧 1 

巧ず るのは 當巧 である。 化 用 巧 I 

巧の 中 t 摄もか 留；： > のは おもで 

もる。 粘 ご玄 つても を こらに 

ある ホ ± t は闲 るが、 白い 不純 

物の 少 いなは か 常 愚の ァ少ミ 

ニ ユーム をへ - U んで& る。 このむ 

から ア作 ミニ ュ t ムを をる ミ 

は忡々がぁ^;では；：？>ぃが^ 獨 


逸では 旣じ經 濟的じ 製 遣 巧 ホる 

巧 じ.：： <> つじ どい ふ J だし、 义日 

本で も 東を 工業 試驗 所で 大体 是 

达 みがつ いたら L い。 この 方法 

がち 成 すれば 粘 北は 到る 處 じあ 

るの だから、 巧々 も = 本 製の 顔 

を 巧め る譯 である。 

【と 輕 銀の 性質 

ア 八：、 ニユ 1 ムは御 ホ 知の や 

ぅじ 銀白色のを 感 t ある。 これ 

は 延-艇 性に なんでむ るから 細い 

針を じした b 、 がいが や猜 にす 

る r ごが 出來 る。 ア^ミ ニユ 1 ム 

の 娘ら 有難い 性質は 輕 いどい ふ 

で、 普通み おおの 比 巫は 約 一 ご 

と、 大化 鋼の 一二を の 一 だ。 强さ 

ら化當 .にる る。 大体 銅の ザみ の 

强ク とおへ ば閒違 ひは ない。 擦 

融 なは 攝氏六 お八 •と 巧。 アが 

ミニ ユ ー ムは 义電氣 や激を 導き 

るい VJ いふ i にも 特徴が ある。 

谁 おの 巧を 率は 大体 娜の 一一 1 かの 

二に 當 つて ゐ る。 ア .グミ ニユ！ 

ム .ダ 技ぐ ホ 氣中じ ホして 投 くィ‘ 

をのぶ 面が 磁化して 薄い 膜が ぶ 

ホ、 をの お隆 でみ 部は 腐 触され 

G い。 ア八 ミニ ユーム は 酸 観じ 

けょ く 化へ るが、 ア^ ヵブ 類に 

化 ごむ あ L 。 アが ミニ ユ—ム が 

酸 萬 ご 化を し 易い ピ いふ i も大 

切リ 巧： 田で ある。 

水 阳開樂 ミ 

官營 計畫說 

义穀 供給を 緩和 

巧 •か踐 にめ ける 水 あおは 年 


年 化 當の巧 加を 示し、 を 来收權 
祐 もホ大 ホに が' て 巧 加の 傾向を 
みし，」 ゐ 1? 1^5、 而 かもを の 

^ か は 人 U 巧 賄' 率、 産 
ホ 消 巧 率!^ ぶる J 遠い ので 乂穀 
需鉛 問題 ホ 懼誦節 問題 等は 依 
然ご しふ 巡らず、 近 ザ じ まって 
は單 なる 松祕精 題の 域を がへ て 
社會題 化する じ 至つ てゐ る。. 
巧し これを このま t あおずる じ 
がて は.^ 何な. る 事態を 惹を する 
やも圆 巳れ ない 情勢 どなつ て來 
わので、 i 政 巧は 或は 化 利 嘴を 飄 
通、 か* 1; を々 义附 等に よってけ 方 
耕地' 曲がの お郝 、產 乂數巧 の お 
收に努 一 i ' t ゐ る。 元 巧 開 瓣ホ裝 
は 他の^ 工業 巧の 營利事 萊じ比 
して 收^遙 かじ 胁 な/、 岛つ 

其恭 果も數 年のを k し 

てゐ心 《で 業績 遇々 として おは 
や、」 かの みなら や 求 偕の 下を 
時に 際 P ては 漸く 始めた 韦莱を 
中た 巧て は廢 比する 巧 さへ 續お 
する を 棟で、 巧 巧の 努力 も 何等 
効 裝の認 わべき ものがない ので 
農 かぶは 審議の お 巧 この 際锁然 
多年ぶ 懸案で ぁる 開鷄 事業の 官 
營 をを 畫 すべく、 これが 所要 經 
費を 夕お 十五 年度 豫算じ 計 とし 
て 大^省に 遇附 した。 該剖靈 は 
地ぶ L 散がず る 千 町 ホ 《 上人 集 
樓 遊ち 地 若く は官お 地を 買收し 
所觀の 目的を 達成 せん 芝す る も 
のぶ ♦叫當 の調禮 じよれば 平 所 
ホ^ 上 S 官を有 

,1^ 耕地は 的 地 のみでち 約 
巧で 町 ホに 建し、 朝が じがけ る 
も かは 調を か 料 稍々 明確を 夕く 
も^^」 れ义 約な 巧 町步じ 達ず ベく 
かが これ 合算 すれば 約 二な' 力 町 
ホを おする 計算と なつて ゐ る.。 

おし 是 等の ホ 耕地が を 部 關が氷 

田 IV 一 化する もの ごすれば、 化ら 

. r 反當 A の 収乂盧 を I お八 ホ ご 

•しても 贊に 一一 一千 六な 方 巧の 虛义 

增加 ご。 る 勘を で、 米穀の 需結 

ホ 偕の 調節 間 題に 大 じ碑盈 する 

をは 勿論で ある。 

新獨 逸借鍊 成立 

濁 逸に 對 する 新 借欽約 おで 方 

邦は 近く 成立し をの 中二 千 五 巧 

方 弗は 獨逸銀 巧に 邸 時融迪 すべ 

く 化 ハ 他 二 一二 獨 逸が 债の外 目下 商 

談 中の か债絕 額は 約 一一 憾ホじ 達 

してなる ど 〇 

L 本社 萊ム巧 特電】 . 

化 巧 上旬の 墳易 

橫渡外 十二 繼か九 巧 上 甸の資 

易は 輸出 八 千 九が 六十 五 巧网で 

叫、 檢义 ぶ 千 六な 五十 巧 万一 一千 

w じて ぉ 超 一二 千 S け 十一で ニモ 

E ： を ホして ゐ るが、 右は 橫濟よ 

b の 生糸 輸化 ど大阪 よらの 綿糸 

輸出 增 加が 巧 閑で ある。 而 して 

1 HU 降の 輸出は 十五 臆， 一千一 一一 

が 凹 十一 巧 一二 中 5:、 輸入 十九 侣 

二で 四む ぶ々 凹 モ wr て 入超 巧 

撼 一 千 六十 四 万： 千 川で みる。 

優秀 船 建造 誌 解 

联巧 游船會 社の 優を 船 雄を 問 

遊に 腳 しぶ 山が 巧 ご遞信 おど 誌 

解が 出 ホた ご。 

最近の 日銀 帳が 

巧 巧 巧 おわ 高 十一 億 ホす 六け 

八十 r カ ニ 千 W 、 疑 巧 余力 一千 

十八 力 八 千 w 、 貸 出 裔二億 六 千 


〔云） ___ 號ん 屯 巧 千 一 で MpmtBt MimtB c 目曜 水） h 六 千 巧九キ 四十 化 乂 




殘 おの 十戰出 

ぶ ミフ ア井ナ 心 


本 祉後授 日本人 庭球 爭碱戰 


:：: 本 庭球 化 樂部ま 僻 本社 後 お 
の糾荷 U 水 人 庭球 大巧け まる 十 
二り 午後 二が 巧 二 巧 十一 一一 「 目 H 
木 庭球 化 樂部コ ー トに 於 . t U 庭 

の 山 n 誠な 對邮 越の な 巧ち ごの 

一閒 じが 一喊の ホ盖を がられ じ。 

朝 巧の 雨 巧な U 卞 後に なつて か 

ら b ど 喘む、 烈 H のす じ 流汗 淋 

漓 として 黯 戦した 戰北 のち 棟は 

; 賞 じ 口 覺ま しい おで あつむ。 虫 

鹏 U の 夕刻 迄と 翌 ' U 鴨 日は 午後 

一時ょ ら雜 慕を を 貴が 大車輪 じ 

鈴旋 しじ お果 、お 十四 おの 參加 

おは 漸次を 伍して リ踞口 の 夕刻 

二 主 

殘が 者十あ ミった。 § 

も 上 ザ 部 にがては H 庭の 恩旧貞 

一 君 ご 一ニ ホの 中が 正ぶ が どが 第 

W 巧 戰じ乂 b 直田荫 巧の 內田武 

郎 、たがの お 巧み、 U 本 綿 化の 

巧ぶ 雄 & び 円 庭め が院む ホの 四 

君は が 一二 问戰じ 入 b 、 W 上の 順 

巧 じて 窮 四阿 戰じ逞 入る 資格を 

爭 ふ； ご u つた。 下 ザ 部に 於て 

は S 裝の 奥が 勁、 化ぶ の 山山 澄 

1 、 H 庭 S み 旧 質ぶ び H 本 綿花 

の 岡 括 お 巧り 四 おが 第 四 间徵じ 

人 b をの 顺 がで 准 俊 勝邮じ 進む 

資格を ず ふ £ どなつ た。 准礙勝 

戰は冰 る 罐 U じを 巧し 

優勝 戰 は 翌口赠 り， し 催ず 

ず 竿：： である》」 いふ。 二 H 間の 試 

合に がて 最も 巧 成鑛を 一' かして & 

るのは 一二 変の か 巧 君で、 一二 闷戰 

一 一 を 通じ 化 六 ダ ー ム中ー ダ ー ムも 

もはや この レ. n 1 ドを W て 進ま 

ば 優勝 戰じ乂 つて 一二 巧 恩 旧 君 ど 

大巧 戰を溃 ずる だら ぅ £豫 おさ 

むて & る。 第一り じがて 最も 長 

i い 激戦を おじた のは U 庭の 巧 田 

ご二 郎君と ォレン デ 庭 巧化樂 部の 

I 木 隆替で、 木 庭 巧は スン デに 一 

点で 勝つ 機 向を 數店持 も 乍ら 遂 

じ 第ー ニ セットを 力 — ^ じて 失 ひ 

w 旧 巧の 勝に 細した。 

第二 日：.： 於て" を 興がを 

おいた 試を は 昨年 巧み セ ミフ r 

ィナ リスト 江晚 ちと H 本 綿 化の 

岡な 巧との が 合で あつた。 岡 お 

をはが 年 巧 四 巧 戦し 化て 江 崎 お 

のた め ストン— ト セットで 肢戰 

の 經驗を 嘗めて た •るので、 岡を 

巧 じどら ては をの 雪薛徵 ともい 

ふべ く 死力を 蓝 して 海 關 したお 

お六—吉、 六》川じて隅なパは 

巧 四 回戦 じ 進んだ。 奥が 君逊兒 

玉な の 試合は 六 10' 六！ 〇 じ 

て 奥 巧 巧の 勝 ミ. W > つたが 班ち 君 

の お戰巧 盤は この スコァ W 上に 

あゎ、 奥 野 君を してを 力を 傾 巧 

せしめて & た 0 

三凹戳 じがけ る H をのみ I 

田 資ち對 問 じく H 庭の 聞が パ-の 

なをは 六！ のじて 園 部 君 第一 七 

ッ トを收 め、 躲ニ セットに 入つ 

じが、 五— 一二に て 巧 田 君 第一 一七 

ット をブー ドして ゐる時 園 部 君 

は クランプを 起して 盤懼 する の 

包り むき じち b 、 化ぶ の 山 旧 君 

がり' おの 化な 君の がな ホ'- セツ 

卜對'こ^?ら、 な-ニセットを1111 


〇 .じて 山 が巧ブ） ド （て ゐる時 

松 化 おは あ 巧の 械萊權 しじ。 而 

してり 庭供樂 がへ が 贈した るが 

ホ 化 脚に のがを は 別 巧 化 報の 如 

< 台附が 

一一 时巧 上の 大 銀盃なる 
が、 このが 盈は 例年 優勝者の 桃 
をを 入れ- 0 じ 化 まら 伽 A の永义 

所な じを ね； 3 みで ぁる。 紐 育 新 

秘邮鉛 化の 優勝を は 例が 逆ら 優 

勝者 じ 贈呈すべく、 が ほ U 處お 

樂部 じて は ラン ナ •ース アップの 
外 ホ''、 •フ アィ ナブ スト じ もを 

れ<.^赏おを呈する； になって 

むる どい ふ。 二：：： 間の 戰績 はを 

のかし 

▽與 I 间戰 

を 鶴 fu 庭 一六— 凹、 ホー ニ お 

(お 带) 。橋 本 (一二 菱 H ハ； 一、 

六— 一二 山 口 淺太郞 。中 W 〇二 

ホ) 楽權 渡邊武 (お 軍)。 內旧 

一二郎 ( U 庭) 六丄 二、 一 1 六、 

九— と 木 庭。 內 旧武郞 (高 旧) 

六） 二、 六— 四 平野 ( H お)。 


感 むな 日本 少年 

ヮシントン 十 ご jH 發 U 米國 ホ 

十字が 総な ぺーン 氏は が 巧 巧 

の U 本ん 少年 山阳源 I 郎が兩 

親ょ ら貨 つた 一年の 小使錢 =1 

阳を 加州 サンタ バ ー バラの 震 

炎 義金 じあ 附 し、 往年 關柬震 

災當帖 の ホ 强の岡 情を 深謝し 

た事货 をを をす る VJ 共 じべ 一 

ン 氏は 山阳 少年 じ對し r 赏君 

の巧爲 はずが をつ て 聞いた る 

もな く 觸れた J も U い 最高の 

犠牲と 览 おな 椅 神を 凝 潔した 

巧爲」 である ど赏搭 した 了 寧 

な 感謝な を發 送した。 


主む 銀〕 六 1 1 、 ホ 丄离出 

( H 庭)。 が 三 n 銀) 棄權ホ 本 

(飯 ホ舘) 。東 (綿花) 六！ 〇、 

六 — 〇 化 巧 ( H 庭)。 本 多 (大 

食) と！ 五、 八！ 六武間 (H 

庭)。' 小 お {正を) 楽 權中西 {日 

髮 。野 崎 (り 庭) 六— 二、 六！ 

二 化 山。 奥 野 ニニ 進) 六— 0、 

六— 0 ホ 巧 (製陶〕。 化 本 ホ！ 

二、 四 1 六、 と 一 五 永 井 (H 

庭)。 渡邊 ニニ 変) ホー 四、 S ) 

六、 六— 一二を 井 (日 庭)。 活玉 

六 1 1 、 六丄 二が 旧 (一一 一井)。 

が お ( H 庭. 六— 二、 六 10、 

勝を (おお). 川が； H 庭) 六） 

〇、 六 10 謹 旧 (領事 舘) 山 口 

誠 ( H 庭) 六 I 四、 六） 四 深 見 

(堀 越)。 山 旧 (住友) 六 1 二、 

よ1五豐田(正を)0內旧實{日 

庭) 六— 二、 六 t 四 出 中。 お， 

(内 巧) 六— 一二、 六 1 四 加 沼 (巧 

庭，-。 風 間 ニニ 莖ろ 1 1 、 ホ ー 

二 鈴 木 ご 局 旧) 

▽第二 巧戰 

恩 出 CH 庭； H ハー 0、 六 1 1 浦 

志 (太げ)。 下 (わ 銀) 棄權 中が 

(鉛 木)。 を顆 (薬 描) 吉川呑 

を} 中 野六丄 二、 六— 一 培 本。 

内 田 武郎八 1 六、 六— 一一 巧 巧 

一二郎。 お 六！ 〇、 六 1 の 止。 

柬六 |0 •六 10 本を。 巧 崎 


(葉 帷】 小を。 か 巧 六 — 〇、 六 
10 か 本。 なお 六 1 1 、 六 1 
二波邊 。化戍 六 1 二、 ホ— 〇 
川が。 山 旧み 一 r ホ—〇 ル 
口 誠、 巧 旧實六 1 S 、. 六— 0 
巧。 間 部 庭) 六 1 四、 六 1 
S 風 間。 岡 島 (綿 化て ハー 0、 
六！ 0 前 波 (口 庭)。 江峭ふ 一 
〇、 ぶー ニ 化を (痛 林が か). 

▽第ー ニ时戰 

恩川丄 j ; — o 、 六— 二ート 。中 野 
み一！！、 六— 0 を 鶴。 奧巧六 
10、 六 10 な 玉。 山山 ニー 
六、 ろー ニー、 ご 下 0( 棄權) 化 
が。 みげ 實四丄 ハ、 五— 一 云 楽 
權) 鬧 が。 岡を 六— 一二、 ホ ー 
脚 江 崎 


我 蠢ホ界 に 

一夫 發明 

ホり 絹から 生糸 
盤 じ 本社 特 おは 上 山 截糸專 巧 
を おじて ボ 。絹から ホ 糸に 還元 
する み 化 化び 柬巧 府截業 試驗谣 
で簡兒 から 化ぐ 親を 採る 方法を 
發明 しわ 旨 傅へ たが、 最巧 巧ず 
した 詳報に けく 

日 ホ兩國 では 穗て かも 
謡 ホ 界じ大 お‘ 命を 齋ら 乎べき 化 

巧 的 も硏究 をが を じ 巧つ てゐた 

が' み网上 旧證糸 專巧學 校では 

ホ國の 先を 越して 靈 ホが じ 革命 

化 U 丈硏 兜を 完成し わ。 この 硏 

兜は 媒 物の ボ 。をを く 新ら しい 

谢糸じ 巧へ させる をで、 上巧讀 

糸 海 巧 を 巧の 井卜 '愧 ±ぷ び 巧手 

ホが 勝 巧が 一二が 前から 校 內じ地 

下 室を 設け 絕對 秘密 裡じ硏 巧し 

術く お化し たらので ある。 この 

新 お 明は 巧 物 還元の 方法から ヒ 

ン トを椅 、或る 藥 おを 發 巧し 祕 

めて 

短. 盼觸 で紹ポ 。をを を 

な 新紹糸 じする ものである。 が 

上憐 十は 語る 「今度の 發明 

はボ n 紹を颗 紐 糸 じ 還元させる 

ミで 我が 黨糸界 じどつ て大 影響 

を をれ の。 併し 之を 製糸 巧じ應 

化して み 地 用の 絹物は ボ 。の 還 
一 冗 品を 用 ひ 巧 絹糸は を部輸 おす 

る梭 じしたら 貿易 > ‘大 利益が あ 

らぅ。 製 化は 秘密 だから 絕對じ 

中し 卜^ら れ ませの」 ど。 义平 

河 巧^ 酶 をから ホ篇駐 から 直 も 

に^を 採る ホ 法を お 見した。 

こ^は S 齡 期の i 翼 斑から 採る も 

の/で 糸 素を 完全 じ 保つ 樣 じなる 

をに 從ホ 

I * 穗雕化 は 自然を 待つ 

^|人エ の に 盛酸 で 解化さ せ る か 

ぁった。 国 おょ b も 盛 酸の 方 

- 般じ巧はれてゐるが、 化當 

/ し 杖い 時 U を 要しず 數もか i ち 

費用ら 高く っく。 處が 今度 東京 

お黨業 試驗瑞 では 酸素で 刺戟を 

加へ てが 化' せしめる ホ 法を 發明 

し、 斯 おの 權威鈴 木 技師が ま 任 

どなつ て 管内と 十 ニヶ 所の 製造 

元から 二 お力ま S 枚 宛を. 提 化せ 

しめ、 約 五' 百 かを 一 r _ u にがつて 

火 仕掛 じ 酸素が 化の 實驗を 巧っ 

た 結 あ 見事な ぶ 巧を 收 めた。 こ 

れ はが 化 法じ大 革命を 巧へ た譯 

で、 夕畏じ お 化ず る i になれば 

巧 用の かき も 盛 酸を の I 枚二錢 

五が におし 十み み 一の 二 姐 五毛 

で出來 上が b 、 天 聘じ脚 係な < 


M 時で も 解 化する S が 出 ホて ホ 
あじ 陳巧 である。 

空も峭 わて 

園 遊 會盛况 

ぉ會ホ 無慮 二 千 

旣 報の 如く ゲ アン ダ ー リップ 
巧 ホん を 委員長 どす る ホ 田義を 
の 棠を裳 集閣遊 曾は n ネチ カッ 
卜卿 ダリン ゥキ ッチの 故义 リサ 
ベス •アン ダ 1 ソン 夫人の 所 お 
她 である 

風景 絡 佳 tv 、 方プ八 1 
ク じがて ± 腿 口の 午後 二 時ょ ち 
擧巧 、貪 場は 純 H 本み じ 裝鋪さ 
れ九巧 じは 诊 らしい 酷暑な もし 
も ホ 貪を は無應 ニモ じ 速した。 
ブロ グラムの 第一は 當 U の 呼 物 
湖水の 曲 かで 乂鹽の フアン シ！ 
— •ダキ ビングの 婦人 撰 手で あ 
もへ レン •ミニ！ 釀 のか 五 ホ 歳 
の 少女 おげ なを 獲擢 し、 木 村 一二 
雄 巧の 水黨 、氷 瓜 切 b 、 御前 棘 
ぎは 特に 喝采を 巧して 典 ザ 紙 か 
ら 「ゾ 。フェツ ザ ー 」 の稱 をを 
巧け た 外、 村闽紅 雪女 おの 扇 お 
が蕃 、隅 島 夫人の ホ 化、. 大貫眷 
子 娘の 獨唱 、水木 音彌 巧の 自化 
獨唱 

京 極 君の チャ，、 福 本 

福 ホ 君の 巧言 r フス」、 木が、 渡 
邊の擊 創、 かノ內 、な 御兩 巧の 
柔道 等 相 變らず 巧 評を 博し 晚餐 
をは 舞 麵會に 移ら お巧禪 じ散會 
しじが 懸将 自動 革の 提供 等 も あ 
をを ブ！ ズ S 資巧も 頗るな 巧で 
ゐ つたと 0 . 

大 ニコニコの 

ドクち 戶君 

靑葉 曾の 秋季げ 球 犬會は 去る 

H 曜 U ペラム じがて 最後の 化戰 

を 終 つれ. サ リスべ. リ ー で濡： 

なごな つて 鶴 圆し乂 型 銀を を 獲 

得した {六 ロド クタ ー はを の 余勢 

をのて コンブ ン ダ' — を赃 倒して 

遂に 同 會の撰 手 權を掌 おし 銀盎 

ごを メ タグを 兩 手に 携げ て大こ 

n 福 本 君は ラン ザ；' アツ 

ブ ごして 銀 メタ 八を 巧 輿され た 

當 日の 競 お あに 名 及び スコアは 

左の 如し 

ペラム 凹间 

スコア を 别 

巧 口 九 〇 ご 一六 五 

福 本 九 四 一二と 四 

中み 化 ー ニ ーとと 

時 狙 化 〇 一二 八！！ 

§. 九 一 S 八 六’ 

原 旧 ご 恩 旧奮戰 

目下 開催中のを 乂 庭球 大會簽 

1 y 目に 福 出 雅之助 君は ホブ ー 

1 ド •キン セ ー のために 四 1 六 

六 1 二、 六 10、 六！ 四で、 巧 

蜗 若は ブ チヤ！ ドに 慘 敗したが^ 

お 田 君は マン ゲンを ストン 1 セ 

ツト で、 恩 旧 巧は 才！ ラフリン- 

を 四 セットで 孰れ も 敗つ た。 


♦近頃が 巧の U 

本 食料 おじ 流朽 

する ものは 水乂 

b 鹤独 どい ふ 奴 

で 重 じ 一 瓶辑ち 

の 中 じを' いから 

一度 試した 上を 後絕對 

に 買 ふ 巧ら 中 (水 呑 巧 tt ) ♦元 何 

添に & た わ 八ぶ さんがん 陡 をで 



話の 视！ 


巧 京が 中を 旦州 風め 人 ど 散策 中 
ぱ つたら ど 出を つたが 育つ 子、 
物 云へ ば 居を しで 目禮 だけを 巧 
けて失敬(通信で)^'^ ィラ ンお 
ゥォ^ヵ ー の 巧 雌は 面ら いがせ ハ 
和 黨がフ アゥン テン •ベン 崖の 
'ホ 人を 出した のはが しからの。 
ぁれ ぢや化 か 黛に 勝 目は 少しも 
ない (政治 通) ♦津田 義塾 基を 冀 
集 じ 圏ず る ホ 人の 熱必は 感嘆の 
外は ない。 日本人 會は須 らくこ 
んな 夫人を お 驚すべし (義人) ♦ 
をろ {.日本人 ゴ マの 厕 が白晝 
横 巧の 時化 どなつ て ホた。 懐中 
物 御用 ふ (響 察 子)々 裳い どぶっ 
て ゐるど 急 じ i 化しくな つたから 
と 云つ て 狼が しては いけない を 
U 中 じは 巧び 暑く らます (天 
氣豫報 子) ♦今年の 巧佛 海峡 橫 

斷は 化て 失敗 じ 終つ たが、 失肢 
し r も ホ榮が あるのは 乂國の 娘 
ど エジプトの 靑 年で 颇る 醜態な 
のは 巧が 西が 節ち である (河童) 


口 i サン ゼ ルス 化 ホの 御 
觀 ホには を 善の 御 晒 おを 計 b 巧 

\ ク八 

ホ テ 八 

羅梅ホ じがけ る 间胞經 酱中厳 
新式 島 等 ホ テグで あ b ます 
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巧 おお 本巧經 山を をぶ 化 扱申极 

I 


i お 男鋪 住友 昔お銜 巧. 

； 店乂殺 化濱お 了ぶ’ を 
一 育ちち 紐脊ブ " 1 ド ホぶ 一 巧妈 十九を 

'鱗 住ぶ 鱗 巧 

.ド 4 《東ち 橫攒 、を ホ 崖、 を 都、 神 巧 
.本-^ お ノ逛 、廣 富、 奥、 柳 ホ、 下ノ弼 
妾 巧 j 巧 司、 ふ 倉、 若ち 巧を、 乂巧米 等 
本 固 預金、 鄕ぶ をを 等は がめ 
て 御 化が 迅速に 御 化が 巧 中が 


藤 木 謙 券會お 

、一 解 C ： 倘郎 巧ノ留 j 貫、 引受、 裳 集 
""を 閒、 二 並 二么離 A グ； 巧 ノ棠お 

能賊 藤本 ビル 心 口-力 1 銀 巧 
組 |一 お 張 巧 


雜巧 陶碰巧 

で Ir .- イグ ー V , ぶ も 


トー -.- イク 1 少 •：ん 

@ 太洋賓 易— 會社 


支 化 ホ 化を. ボストン' 


黑 雜貨 


：：： 本 - 

ドライ グ ！ ツ的販 約 

證巧木 桃 ホ 組 

-VIOGLMO) ぶ シ〇 I C ご.， inc. 

105 E.16th St. K' 一 、' Tel. ぎ yvesa 日 t ま 苦 . B.7 


觸お器 A 雜貨 、え. 


プ及 ランプを 

壤がブ タザ 


卸 巧 


ス 


ヮナメ ー ホ ！ の特を 

U 本人み わ 買物には 巧 島を 睛 きお 
巧で 御 お 巧を 巧 窜話バ なお 手紙み 第 お 
訪閒 して 御 便を を 計、 初めての おぶ じ 
對 しては 特に 注 唐 致，' 'ミ4 がら 是 ホ わ 
立 蒂ち願 ひ 巧、 お 内が 逢は 勿論 H 本が 
化が 地 宛の おお 物 疑 送： 一居 ホで 致し 巧 

ジ ヨン ワナ * ! 力 I 


高 尙なス タィ 令 洋服 

U 御友 達 方が 御な しの 樣な U 

皆 樣が御 巧みの 新 スタ， 片 •正しい 高尙な 
服装* をの 御 巧 敝を當 $ は 調製 致します。 
一度 御 巧 店な さつて 覆 化 •績辆 •型を 御 
費 下さい。 御 不満の 搔 返を 致します。 

ウ オ*— - H '' ド 

フぃ リオ 洋服 店 


\ ア^ル 化 帆 占 帆 午前 十 時、' 

加切乂 十 巧 化 目 
ザみ 化 十 丹 化 昔 
が 阿 化 十一 巧 十四 リ 
横 おか 十；.- 巧 九 U 
U 本 巧 船を 運賃 新 ホ 
gs 演 一九 五 齋神戶 二 〇 五 巧 
食 豆 十と 巧 和食 五牛. お 典 

mwH 本 閒客馳 (ぉち 扇，'' 

脚 かょち 一等な お砖 、二等と 十 
g 、 お 巧 塞 ょら 一等 九十と 巧 
忌 六十 ホ碎。 
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ー シア ト作お 帆 

ばらす 化 十 お 14 
あふりか 化 十 巧十妈 H 
▼一等 谋读 一丸な 靖 

ぉしば リイ 化 るん ごん 丸は 一 狂 化が 
►一二 第： n 本が おお 郎を室 火み 逆ぶ 族 室 多が 
▼御 i •レ 巧り 一等 割が 化複 切な 终むバ お 候 
. ロス アン ゼ瓜ス お 帆 

私き しこ 化 十 巧 十 丸り 

▼ー ホ棋沒 まじら おが 库化 一 か弘弗 

化 他 はんて 一一 六が 半 
▼二等 日本 巧 支に らお ホ 睹丸お 邦 他 二 か贿半 
▼け 谣羅 麻れ 媒审が 巧燒を 券 腺 入御 お 旋化リ 候 
▼糾巧 線バナ マが かりみ 女那が な 巧が 巧 一 抑 


健康 增進 
無藥 治療 
時閒は 

前約 じて 

重 孝 


K ♦をら しき 卷煙 

を 

お 

営 

巧 

巧 ♦单 バィ プ各禪 


l.-.r III . : 

内務 二 化 許加谢 公認 

囊接摩 術 

i ホ 野秀モ 
助途案 マッサ ー ジ 術の 出張 
を蕉綺 ホめ じ應 じます。 

霄 5" モー ーユ） メント so 丸 

ぶ P な ±11 了 肖 iir む 十 二番 


費府 大樽覽 flaH 本 村 


コン セツ 


ンは 


總 て一觀 おみ じ 養 


巧し 出品に 觸す \ 一 
る ものは 総べて 一 




視類 

興業 物. 菌もが 喫茶が 爲眞屋 
煎锁 お. 植木 尾 をあ屋 

レスト ラ ソト. ソフト トリ シク 

諸 ダー ム |一_ H 本 飯 尾 其 他 
化 際 至急 お 込 あらたし 


締切 


11 * 

— 1 / 


TH 


香 两龍雄 事務所 

が E . ご结一一 Street , N . Y . C . 


叫 el •巧 airlem 4-87 也 


裁縫 見習 雇 度し 

裁縫 見 巧 渝人雇 巧し 御を 嚷の 
ホは 左へ 御 照 曾 あれ 

坂 井 裁縫 所 

128 至. 65th S すを 呈 y . 


裁縫 所關業 

が 服、 紐 物、 ゥー八 類は ドラィ 
ク = st ニン グ、 プレス 及び 染巧 

へ、 化 立 商し 一切を く ホ麗じ 
致します。 战 縫は 如 M なる 御 化 
文 も 叮峰じ ザく をし ょすが 化ユ 
カタの が 來をも あ h ます。 

坂 井 戴 縫 所 

128 声 置す StJJ . C ; ‘ 


をを 第一の 


勸み 


が 布 じこれ だけの わを が ある 壁 だ、 ふ、 ふず 注 患から レス 
ト ラントで 御飯を をぺ てから、 ぞ拂 < 1 ^ 本 足で 顔の 赤らむ 
やうな 經驗 話を 化 達は よぐ 巧に する -.‘‘ . ， 


會社 商店 じ义く 可ら' ざる 裏 

ツ ド、 會計簿 、傳票 等-^ 『書 

居る， こ、 飛ん た 災難に 逢 ふ 一 」 こが あり . i ず 


、、- か あらます 0 

婦 用紙、 ビルへ 
める』， 、一思つ て 


〇 


『安查 第】』 は 曾社輛 店は 元よ b 鄕寞 j 

違を 少 じくす る爲 めじ も、 最も 必 茹 


納 息に アド ンスの 間 
みム活 標語で あ b よす 


姓名 入 9 特製 書簡 用紙、 巧 人り 封篇 、お 
刺、 輕 便な ゴ厶 印、 原稿 抓 I 敵いろ いろ 0 

印刷の 精巧 ご 迅速、 蜡 段の 91 ゾ 
ナブルなる こごは 本 V 印刷 部の 特 
を ごず る骄 でを リま 3;。 

印刷 un - 鹤曾 新報へ 

.電話 ス す。 ずと ー セち 抑 一報 

ゐれ ば篇还 社員を 伺は せまず 0 


自動を 修 

緯 及び 運 

轉 を敎授 

ライセン 

ス 保証す 

二 一十 五 弗 

速轉 ホは 

二十 五 弗 

晝 及が 學 

兩巧あ b 


镶度 ホを 化、 チ， T ム 

じ 適當の 場所、 お 校 巧し と 年の 
リ .-ス あ b 家賃が 巧。 

Urthur E . Schwal , 夏 こ 3rd St . 


ンス トタン 


良 


、貸 b 込む だ 心 ストラン ト夫締 
者 ホは 濁 身が の バア トナ アをホ 
む媒 をに W ら ては 護 つても ょし 
午後 化 時 後 乞 ホ談。 

ご na す-里 1 モ. 1 ち fdst . Ap 三 
TeL Audcb 弓 岩を 


掏を中必地で9本雜 
巧 貨 おじ 適ず。 家賃 裕 

安場 所 y n ミ iAve .& fia ョ ptonSt こ 
Elmhul - st . Utz Real Es 置 e 呈 ice 
El 重 ursi , L . L Tel . 411 S Ne さ t 呈 n 


家具 附 一一 妻 ァバ— トタ 

ント貸 度し 燒帮は ワン ン トン 、 J 
ィツ。 詳細は ホ 桐 兄弟 商 會じ御 
蘭： をせ あ b じし 0 

貸 室 淸 潔な 攸 利の よき 燒 

所 一人 乃 ま 二人 向きの 室 あち 電 
語は プラザ ー H ハと 一番 
SJok 見 产だ巧 w . lllthst . 音.ゴ 


ラン 


賣聪 ち？ る レス 
んま人 歸國じ 就き 至急 賣 渡し 废 
L 委細 而談。 

至 i 31 W . ご 狂 田 . ■ 


貸 室 装 f 優类 、高衍 なる 

又は 二ん じ 適 常專用 入口 あら 一 
週 十一 弗 一 一時 遮ぎ 御來訪 を么ふ 
84 妄 iversWe ぎ ve - を 一. 2-D Nsr142ndst - 


ぶ！ i. 迦お雜 ぶ 八 弗、 一 
人 又は 二ん じ 適ず、 
市 離へ 卜が タィ. ムス ズク エヤ！ 
へ.' お 五が 逝 話 カン バラン ド 呈ーコ 

184 署 h stjrsk ミ- 鑛崎 梅ず 


む 慟が裝 を 修得せ ょ 海門 家. に 

依つ て 述轉娘 じ 修戀を 懇切-じ 

新々 も 短 

時な にて 

敎 撰す。 
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:聰は 午前， 


就職口 幹 

旋ず獨 立 

出 ホ てを 

大の 報酬 

を 得らる 

本校は 劍 

立 十五 年 

晝化敎 巧 

時ょ b 十二時 迄 


ォ ■ — ドも敎 巧す 0 
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新撰 ホの 出現を 前に 

輿 趣 豊かな 杖 球 競 拔大會 


日本 巧藥 がま 惟が 衍问 胞ォ— 

j フン、 ゴ フト — ナメン トはホ 
_ 'る 日 腿ょ 6 と侧巧 かを ぶ n — マ 
じがて ■齊じ 巧 はれる こご^な 
つじが 一义 一ニ ニ 年 巧 本即ま おの 
- i オー ブント * — ナ メント にがけ る 
横手 谨所 ザた る S ホの 巧 木 お 

お W : 君、 及び 昨年 巧の 锁手 むる 

i を おを 人 おが 何れら： 1 巧して し 

; ま。 たので、 本年 巧は' 新む じ チ 

ァ ビ 3 ンを 選出す る お ホ-しが 

てらホ常^:^る巧化を喚をしてお 

る诗 である 化 づ委旨 巧 じがて 决 

を'' I た' ンデキ ヤッ K の 順な じ 

，化つ て 見る じ スクラッチは ェー 

; ィ ヨン 巧 曾の が ホ 君、' をれ じ續 

: いては 一ニ ホの 巧 帖 若が ンデー 

: なで 巧へ て おる。 化か 君は がが 

: から 『鬼が 井』 の 巧 號を摧 じちが 

の ゴかフ TI で サム マ ビル やシ 

-ヤ カマ クソンで 平 巧 八 ま 八 

一！ 一位の ス n T を 化つ て曆 るが を 

府 ならが でを ご 

I 同等の お銳を 巧し、 昨年 

- 巧の トーナ メント じ 際して はネ 

ットの V スト スコアを 出し 撰 手 

; 權兢 技に 擦して は ラン ナ ー アッ 

:プ ごして 首 藤 君 ご觀權 をず つた 

i 記錄が あるから 先 ホ 化の 兩 おは 

新撰 ホの 第一 核 補ち ど 認めら い 

i て 居る。 第 S 泣 じ 鈴 木の 中 川 君 

1 が、 パン デニな で ホて 居る が 巧 君 

一は 倫敦化 込みで 昨年の トー ナノ 

ント にはを 加し なかつ たが サム 

マビ朱 n — スで 巧々 驚くべき ス 

ー コァを 出す ので 一 股から 大じ畏 

i 敬され て 居る。 ンデ脚 点の 處 

_ にはを 糸 商の 大木 巧 森が の 地 ま 

I 登 一 弃の今 か 精 S 君が おる が 化 

! ま 巧は ぃ "木哲 •か 巧 はれる 前まで 

H 本が 巧 協 筒の 撰 手で あつ 一し 先 

づ W 胞が がが 間の 大 元老 格で あ 

:る 一が ザの 本社 ま 継 S がが 贼で 

は 脆く も靑葉 曾の おお 山 肘 君 じ 

-がられた：^^をの後裕^巧ホの 

意氣を ミて 覺： した さ 

ぅで あるり.', W 當の 化が を ホす 

ベく、 大木ち も 前 巧に おらぬ を 

が ボ でもる、. 今が ちは 昨が 巧の 

; ン デ 付 銀盃の 所がが である。 

^ ング五おのおじ大倉の巧川巧 

どが あを S 网將松 巧 巧が 厉 るが 

昨が はを 川 巧は 化が 巧を 7 ンァ 

ッ .，で 打械 ちを の餘 勢を W つて 

准 俊勝微 ょで 進んだ 巧 並の ゴグ 

ファー であるが 今年は I W の 進 

- おを ホ ー ^ ウェス チで スター、 ビ 

か トモ ァ化擊 部で- ンデか 俊 勝 

盃を摧 巧し、 松が パは 巧 お 何 巧 

'を 卜—ナ メント では 失 化し じが 

-中 なの X コァから 見て 先 イ准俊 

勝 戦 i で 潜ぎ つける を 格け 充か 

一 じみを. ノ 。バン ザ 六 点み 正を の 

火む 巧な 本年 じ 入つ てから 火 じ 

.進境を. .でて 化 S を蜡 

.じを いて おる さぅ だし-となの 

'處 にけ 辭柴巧 八 巧す r ンピ 3 ン 

一巧 戸が、 ラン ナ ！ アッ ゾの佩 本 

.お & び 化 W パが が >、 八 点 •か 鈴 

: 木)' 技が お、 化 点か 三 ルの 山中 

^ 巧、 靑艰 切の 前む、 小山の 帕巧 

: ごじつて W るか W 上は も 第 

I 一 _ 十六ん 組 S 候 柿 巧で ある。 が 

i 他村 か、 お# の帕 ホを を 巧 助 ど 


して J ンゲ 十の 点の 齋藤總 がず 
十六 点の お： L か 木 化を、 山 烏 互 
ザ、 小 池 云 化 銀が を 支 化ち がを 
加して wb 、 を 色の 楼 つた 酸で 
は活邮 がの スター ザ 川護洲 巧が 
十ー ニ 点の ンゲで 飛込 わで おる 
のが 大じ 好奇 必 をを‘‘ つて 巧る 
かほ 銳 技を 加 あの、 J ン •テキ ャッ 
プ はみ 號に 譲る。 

燃り 卜； らい. こする 

隔離 問題 

お藥姬 支那 學童 
最近 桑 港ょぇ 情報 じ 

化い じ M ホの 化 臨が 稱ノ ー スビ 

! チ 方面 じ お 巧す る乂人 等は 近 

咪ま那 人 兒重增 加 じ 伴 ひ 小學校 

& び ジュニア' ~ ィス ク' — グ 

の乂學 巧が 從 つて あ 她 する 傾 巧 

を 見て 人 柿 的 偏見から 旋毛を ま 

げて なた 巧 巧 頃 巧 コム モ ドア、 

ス タク トン 小學校 卒業の 夕數の 

で那 人な 量が 線々 か 築の フラン 


シスコ、 ジュニア. 


^ イス ク 


^ へ乂學 t てゐ るので 遂に 琪ら 

かわ 同阮が K 大會を 開いて 之が 

對 策を 巧 中る こご、 なつた。 米 

人 親 速は をのな 女 等が 人が を異 

にす るを 那ん兒 童 ど 肩を ならべ 

て勉學 する を 嫌 ひ、 このが しわ 

べき 動物 的 感情の か隸 どなつ て 


前記 ジュニア 


^ イス ク！^ 


からを のを 惠を 退學 せしめて 遠 

方の 巧 校 じ 移しつ、 あるが、 彼 

n 等の 間 じは 二 術の 怠 見 あち 一 

派は 現が の學 校に 敎 室を 增設し 

て 化 ホ 通ら 

支那 人を 收 がす-へ しご 

ぃひ、 他の 一派 U 械揣じ ま b 支 

那人 町に ジユ ニ. ァ！、 ^ ィス ク 

1 グを 新築して 卒然 义那 人 學量 

を 隔離ず べし ど 本 張 L てゐ る。 

今间 S 陶離速 動が 醫ホ敎 巧 局の 

を認 するど ころ どなる や 巧 やは 

未だを刚で；：>ぃ。 がし数ヶ巧前 

U 本人 ど邪乂 黃の學 童を 一般 h 

人 學童ど おが， L お 化ん 學垂 のた 

め 特にが 侧 のず 校を 設昭 す.** の 

W 巧 じつぃて 當 ホの 學 校. ぃ .が 論 

曾を 腊し をの 節 数名の ホ 化か わ 

ざ ホ：：： 咎じ H 本ん 侧 のな 

見を 敝 きに ホた 事 質 ぉ ある。 い 

づ いにして もを をを 隔離して 敎 

巧す る ことは ぶる 明治 S 十 化 年 

が 名。 學 '巧 閒趙を 栽き 姐 こ ’ U 

米 兩剧の 网際的 紛诚を おき おこ 

したやぅ なを 火 G る 性質を 帶び 

てゐ るから 今 W のノ ースビ I チ 

'帖 のが： 等の 迷 励は 颇る 帝大視 

:、 れて& るが 巧で ある。 


總 領事 舘の 

人口 新調 查 

今 過 H 帷 ょら 關が 

紐 脊ホ図 組 谢事舘 しめては 今 

网 新に 同が お 2： がん々 口 職 震の 

調が を側始 する を ご。 つたが に 

お "レ か 典が 义で 萬き、 生年 巧り 

お掛 、現 化 所、 聰 装、 側 孫閒化 

あ 族^ 姓 あが 齢を 記入して を 出 

t ‘へ <、 化に 一 化のが紙も出巧 

T -: みる 山で ある-か、 がが 巧 人け 

がが 川 紙を 站ホ してが. 儲 あ b た 


.しごの をで 質疑 ま 巧を 山 田を 補 
に 照 巧 すれぶ 說 明の 勞を 讲ら苦 
でもる ご。 をに 就き 姉齒 副領事 
じがら 『例年 六月 宋= 化が のが 
お 抓 人々 口調を 報 吿を本 あじ 姻 
附す 右 こご じ。 つて 居た ので あ 
る.^ 本年 巧 ょら 十 巧 末 H 現が の 
報吿 に化肛 する 旨訓 かが わつ じ 
のでを々 着手す る i じじつた の 
であるが 孰れ n 本人 會ホ 面の 閱 
，勢を 待て 十 H 中 じ 調査を 完成す 
〇 見込で ある』 云々 ：. 

H 本 供樂部 

庭球 競披會 

化 巧 二十 六り 開始 
み 紙旣報 H 本惧 樂部會 貴の 庭 
巧 鏡 技# 2 じ關 しては 前週 開催の 
述軟 委貴會 じがて 巧々 熟議の 結 
あ々 のかく 確を したが 十ち SH 
(H 禮一 午前 十一 時ょ b 、 ーヮ ァド 
ビ ー チ じ 於け る 正を コ ー トじが 
て單 巧を S 准 優勝戦を 巧 ひ 同日 
午 お 一が ょら 單複兩 試を の フヮ 
ィナ 八を 巧ひ淸 水、 福阳兩 選手 
の 模範試合が ぁる 營 。猶當 H は 
正金を おのが 意 じの b 巧 會者じ 
午餐を 響す る MJ どなつ て 居る。 
時 H 丸 巧 二十 六 R(± 曜} 午 
後一 一時 ょら 

十月 一二 日 {-^ 曜) 午後 二 

がょり 

寸巧四 U(H 赠) 午前 十 

一時 ょら 

巧し 九月 一一 十六 日 雨天の 場 

をは 菊 二十と H 午後 一時ょ 

b 閒懼. 

■場所 西な 义十お T 目、^ ミ か 

トン 庭球 麓、 街し 十 巧 

凹 H はぶを 供樂部 庭球 

. 鶏に て 

會費單 試を 膏巧 

ながを 營巧 (一組) 

ホ 込 劇 H 十よ 日 午後よ 時 迄 

複就 をは 一組 V 一して 中 

込 わ、 主 

赏お巧 お ホに 俊 勝 あ 度び ラ 

ン ナアス アップに 赏品 

を 苗 贈す る i 

酒 ザ 巧が 持晚餐 

瑞阻ソ 五 ネゲヮ じがけ る 第. ゼ 

间閣際 巧働會 誰の' 搞を ホが しわ 

播丹 锁逍會 社々 提涧 井榮藏 氏の 

默迎爵 は 去る 十一 HH 本 化樂部 

じがて 隅 雌され たが 出席 お 二十 

餘夕 、を おお 川を II 一郎 氏の 紹介 

じて 酒が をは 約 二 時間 じ ら頗 

る 熱、 むに 過 おの 經驗を 述べて 扶' 

弱拌强 のを おを 說き 『人間の、 む 

碑 衣」 化へ 巧 かの 禪じ闕 速の 隆 3 口 

を：- 一ら むごす る じは 學問や 巧 屈 

では 化か" ち 誠を W て 事 じ當ら 

なければ なら U い』 ごて 精一: 敎 

養を 商が- 勞資 協調の 解 巧を 具 

か 化ず るに 努力す ベ. きで ある ど 

力説 した。 

♦化 木 秀化氏 横 おおを 銀 わ W 

巧 だ 化を、 本 巧 初 かょ b キ ヤッ 

キ火方 前に 避 お 十ー ニ が。 

♦阪井 大補氏 禍岡顆 選出 政ぶ 

持化潍 ぃ、 本 月 六 H 沙潘 .着橫 溝 

化惦 じて ホ 化 おがに めける 列國 

雄む 简滋に 出席の 途み ホが の蠻 

•巧 川夕 一二 邮巧 大倉 化が 巧 支 

化に、 滞が 中の 酒拌榮 藏氏间 が 

ちる 4-SU 出 惟 今 刚= 頃 細が。 

♦衍化 二に 鈴 木が 化 紐 巧を 巧 

1 封、 木 巧 末： 一锁 のを 定。 



日 本 綿 化 巧 まを 化 化育 支店 

Japan Cotton TVadmg Co., Lt ん 
Cotton Dept. • 

60 Be>v が か ., 

T •し Bow り n0 Qr6，n 2S90 

Silk Dept. 

25 Madison Av«., 

Tc し Mad. か . 3695 


H 米 生糸 株 ま會社 
热 育. ま お 
が帥 1- 化 1 K1IT0 XABUSHIKi U\m 

がに HKBEl K1 げ〇 CO., LTD.) 

373 が H ivenue, 

Tel. Mad. Sq, 7592-5 


神 戶鈴木 商 お 
組 育ち 店 

Suzuki & Co., Lt ん （ Kobe) 

220 执 *oadw が * 

IV し Cor り andt U49 ぶ 0-51-5 ん 53 


H 本 生糸 株式 會 敵 
が 育 支， 塔 

Mori 讯 ura む ai & む ., A が nk 
44 £. 23rd St., 

Te!. Ashland 5320 


巧を をを が 
短 育ぞ巧 

H が a 么 C ん, 

4 が Fourth Ave., 
Te し Gald 帥ぶ 7830-35 


江荫蛛 式を 加. 糾:肯 支 巧 
Gosho Corporation, 

Si ル Importer も 
334 Pourth Avc. 

Te!. Mad. Sq. 4886 

Gosho Co., Inc.. 
Cotton Exporters 
60 Bosvor St,, 

Te し Bow り no Gre«n 8806-06 


欠 お辨 u 巧 巧が 
谣旧 おや 
OS が A mHi 

Room 308 World Building 
Tc!. む ekman がが 


乂阪お リニ 東 お I け 
上 巧虎霄 
Osaka M お nichi, 
407 Tribune な uiMing 
T«l. Beekmiin 4259 
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紐脊巿 長戰 

. S 輿廢 


で 

b 

巧 


〇 

N 


化 


クマ ニ 

ニユ ー ヨ ー クかん が. U 贼 U 、 

谴 K おか 黨 して U . 正統派の クォ 

•メ ー マ A R 、 K ホ觀 でけ タマ ニ 

1 が ゥづ八 カ ー 巧ろ、 いつれ 

も獄理 _1 當 逃し、 來 るべ^ が お 

獻 UW ガ^ 遂庇 isd むつた。 

今 Mi 逃舉に 就て、 獨 もニユ 
I 3 ! ク のみ ら ず、 中央 政が 

. 兀 ょら を乂 もがん 化 0 ごが ホ 

を 叩んだら のは、 ゥォ八 カ ー 截 

现 ホを' イ イランに の镇 逃で あつ 

た をれ は 第一に. 巧 ザが タマ ニ 

1 •ホ ー ルの 出み 巧 e ある こど 

これ り、 こ^わ 目が タマ ニ— を 

か M し 錢化ゼ しわる む. こい ふこ 

ごで わ b 、 第二 ' U ゥォ作 カー 氏 

を戟投 したお 知事 スミスに ご户 

イランに を 腦授し ^ 1 スト 氏 

の いづれ がが 際め おじを の 権力 

を 捏權し 巧る かどい ふ 問題で あ 

つた。 而 してを 米の 歧が かおら 

化 目-- たのは、 がた 卿 そのもの 

よ b ら 、寧ろ スミス お ^ ^ — スト 

.じ染 化さい てんた 3 で わる】 

ス； 、ス を- > 1 * - のな 目け、 

がに 化て を乂的 ホ黨 をの 

の.. 位 載を 記る もの でんる。 

即 化 期 乂化锁 が 補が に 隙して 

K ま黨の 勢力は 巧 部ニユ ー ョ！ 

クを卜 也 ごず るグ モク ラシ ー グ. 

ア乃 •スミス 氏に 化 6 て 化 まさ 

れ 、西部 故び 南がん グモ クラシ 

る マ カ プ ーに と のず 

ひど むら、 投 喪！： を數 ふるこ ど 

な 数回、 遂に 阳ヴ アデ ニア 挪の 

デゲ キス 巧が を 協 的 ■ t ：' が 補 どし 

て お 巧す るに まつた ので ある。 

當かマ カブ！ 巧を ま 持した ブラ 

アン 翁は 逝き、 ス' 、、ス にを 今 

U あらしめ た マ！ フキー 氏 も W 

巧した ：^,、 化か もこの 兩 者は 化 

がた るは まな 大統領 戰の 巧毕實 

を あら、 兩巧に 化ら で 化 ホ さ 

れる 暗流は、 民 ま黨の 一致 脚 お 

を 不可能 じらしめ てゐ る。 

，— スト 氏は カリフ ォ成 ニア 

挪 と本據 どし、 をの 新 關の力 じ 

- 化ら てニユ ー ヨ ー ク 州ぶ びボの 

かホじ巧離ずムのみ^:*らず、 マ 

カブー に 5 叙位なる 支持ぶ であ 

る。 故 じ 若し' イ イラン 氏 じして 

々闽み 豫逃じ 巧 逃しれ なら だ、 

スミ マ 巧の 巧 部 ほ ま窝屬 お斟者 

どしての 位 あは 勿 萬一滅 され 

i 夕年當 化み 巧を ちがし つ} あつ 

タ マ ニ ーの勢力は巧滅するじ 

一等し いお おを 生む もので わ L 

间かじ イ ラ ン 氏の敗戰は、 

1 スト 氏の 黃を 的な み 力が、 が 

共 東部の かがから 絕滅 した も 

のど 觀 がすべき である。 

斯 ろな ホょ をして を 大視さ f 

たか 巧 戰 も、 遂に パイ ランの 败 

..じどな b 、 スミス 巧ぶ 化が £ し 

て おお おた るの 脫 がを 維持し 巧 

じので あるが、 ホる 十 Ig を 化 


て 巧 巧すべき おか 黨對お ホ 巧の 
ホ 長戰じ 巧て、 おら じがが を 毀 

える の：：！ タマ ニ 1 •ホ の將 

ホで わ' し > ぅ'* 人 も かる か.' りが 
ー タマ ー; — U 腐 化 政 お. 碟化ご 
—て數 えら- r - もので あら、 現 
じが 遇が がを まがず る もの < ぞ 
くけ、 こん おむ 化の タマ ュ ー じ 
ぶちされ た- 々であるが、 をの 
督際 めが k の 勢力が、 今や スミ 


ス 氏の 如き、 をは ゥォ 八々— 氏 
の 如き 新進 化を 滚の 手に おらつ 
つ ある こど t あつて、 ホるべき 
ボを獻 は、 新 タマ ニ ー どして け 
巧 個の がが 巧で あら G けむ ばな 
らぬ〇 

故 じ ホるべき 選を 戰の 中、 むは 
地下 锅道 等の 問題*^ 離れ、 タマ 
ニー をの もの i を 非に ながれる 
のでは めるまい かご 觀を寸 る。 


支那 削 趣を - 

討議 講究 

义人主 惟で 脚く 

バルチモア ー 十六り あ U まが 
じ挪係 もる 米ん あ 志の ホ储 じ^ 
る ホ ま W 巧 剛係雜 兜 巧は 今夕！-* 

W てを 地 デ a — ンス •ホフ キ^ 
ス大學 K て 開催、 ホる- H ' 幡 U ぶ 
をのて あ 了す ベ < 銀け あ、 評 


もつ-- みる 吳佩 夕將 がを 利用 
るのを あ b ど 述べ、 かがま 那 
I 励に 黨は 苗た の 一大 勢力。 れど 
これを 齒 家を かの 上ょ > 見て 何 
等 動かずに 足ム み。 く、 從 つて 
支那には 西踩 のかく 一黨 一派の 
を 治の 劇化が 國 家を 左を する の 
力を 义き自 がを の 勢力け 瞥 軍' し 
支配され つ i あ 〇 ご 述べ、 媽韦 
祥將 軍が 赤色 裝 もと 提携し 賓易 
を增 進して 軍備 じを り き事臂 


家、 商人、 勞働 組を 化を お 他を をを 認 し、 巧 化霖ご U 本の 關係 

階級の ホ A 約 二む 人を 網羅して I 公び 南滿錫 道の ま絲化 設問 題に 
。るか、 M 大學の A ド モン ズ 博！^ 離 聯し数 道 問題け 疑ら；：* く 近ぐ 
十-を委賣ぉごす ベ く ' 講兜は四 ^^閒ぉす ベ き 

か r 科 mi 致-- ' i 日露 鐵道蠢 にて 囊 
三 實莱あ 雲 L 1 二敎 し ， 就 本よ。 シ 

を々 實 傅。 r 一三 文化 没 傅 道す への，"’ 勃て 


憲政 內閣成 ホの 第一 聲に 

地方 官の 吏迭發 表. 

'ま 京 特電 十よ U 懲 ：：；： 憲政 會み觸 ぶな 當帖 おがみ 相は 政 避 あち 
たら ごて 撫峭に 化々 官を 巧を し U いご 言明し じが、 政府け _ 禪谦 
みお お 今销じ ホり 突然 左ん 如く 地ぶ 官= 一 他の おを を錢 をした。 


の 普及。 〔四】 かを- 般。 

等 じを 類して' - れ じ利權 あるを 
方而 5 人出が 列がず ベく、 をの 
目的 ど！ て、 

〔一】 支が ご义 闕の關 係に 就 
て 輕邱改 をを 要ず るら のはい 


化が 恤ホ務 局 巧 

化實動 局總ぶ 

巧 神が：？ を 

任辉； が 厨た 

巧し 乂お長 

化な 興 W に官 

巧 化 お 迫廳を 

な 巧 巧が 知事 

巧 神を 川縣 知事 

任を 報 おか 率 

巧 熊 本 お 知 率 

巧 廣島縣 か 事 

巧 巧が 縣知举 

巧 滋賀縣 か 事 


照を 慕義 

ホを お 勝 夫 

が 本 學 

化村義 一 

み 旧大ご 一郎 

淸 巧を 太郞 

中 川 健藏 

ホ お廣義 

獨叫 善み 郞 

山縣 治郞 

化れ 義文 

演山 桓么帖 

ホ 化 借- 郞 

裔 橋な 雄 


巧 福島縣 知事 
巧 おず 縣か事 
巧 禹お縣 知を 
巧 脚山縣 知事 
けを 媛縣 知事 
巧 巧 城 縣か率 

敍巧お 長官 

化が 道廳官 

始 願を 官 (を 通) 

お 手 縣お聲 

靑お縣 知事 

岡山縣 知事 

■巧が 縣 知事 

休職 被 仰が (を 通) 


! K.M 

得 能 
遠滕 
佐' 上 
を 梅 

篡 


、 J ご. ゴ 

がが 
借を 
柳 化 
信 一 
畳康 
滿 一二 


を 水 偷太郞 

彼嘉年 

後 繫爾明 

松原 唯四郞 

大 がが 重義 

齋 藤； 宗巧 


支那 時局の 推移 


正貨 現送 

大藏 省發表 

東京 特電 十よ U 發= :大藏 あは 


治 外法 權會議 お 集..^ 

十二 巧 十八 日より 化を じ 於 心 

ブ シン トン 十と リ發 U 劇務 お官ヶ U ツグ 皮のを なする 巧と 化 

いぶ 米 劇 政が は 勘 ま條約 締班國 であるべ グ •今！、 英幽 、フ ラシ 

ス、 U 卜 、ィ タリ！、 か魄、 ポ作ト ボル 及び ま郷 あびに 對ま條 

約に 協赏 したる デン マ ー ク 、瑞 典、 ぺ み 一、 マぺー キンのを^ 

じ おし 正式 じ 通 碟を裝 し ホ； •十月 化 六 口 Jb 化な じ 開催す ベ' イ 

脚稚會 誠に 相み ぎ 十二月 十八 口ょ b 支那の 治 巧 巧 權撒廢 じ就ゴ 

路證 する 巧 あるべし ピ吿 '、义 國を權 ごして 駐支を 化 マ クムと 

1、 スト U 1 ン 両氏を 巧 命し 後 巧は 治 外法 權撤礙 討議のを 權ね 

るべ ぐ、 顧問 どして バ ー キング 總 領事、' ホー ン ベック 搏± 

ダ アンス 商 あ 副官の 巧 かを をを した， 


ふのぶおをホめっ ！んれば圓滿 

趙日 大使^ 

據巧 y 推薦 

i 紐 育の 化曹 大家 

ヮー グ可ン 十ち 發 u 音大 

お 故よ ピガ—' •ェ— •バン クロフ 

卜氏 巧を 化は を ホ® を 物色した 
る お 巧 紐 育に がける 法曹界の 大 
家 チ 1,1 レ， •マ クゲ 14 — 氏を 
推旗才 るに 诀 したる もの！ 如く 
來 るか U r 橫蹈を お 抑ず る 春 目 ド 範あ省 J h H 本 政府の 意向 
が 化：.； て 义鹽じ おけ 爲替 調節を 食し つ i 

あら 恕 らく 桥 巧 じ 

の 爲め第 一圓の； 出 貨四巧 巧 圓决定 心， へ，. 見茲 である。 氏は 維 
を與 送す る 旨 おおした るり、 綱 遜 大一^ 觸賊 代の 駐英 大愧 ジョ 
ffl 大藏 次官 3 語る 所に 於れば ン •ダム リユ •デ ー ゲ キス 氏 等の 

化 貨與 送み 則 源は 九 千 六 巧 巧 窜リ餐 しわ^ ス テッ ソン •ジェニ 
圓 から、 必耍 次第 じ 1 隨時 現ング •ラ ッで人 •エンド •ザグ ネ 
送すべく、 今年 け二 千万 圓 の. ス 法律 審錄 所の 一員で 千 丸な. 一 
稍 度 じ 止める 箸で ホる。 年な來1/1»エ ス ，ス チ《 八會社 
を G 報道 じ 截し當 地の 糾育 タィの 法律 觀問 ごして が 巧せ る 人で 
ムス 紙 ts 嶺 勤務 官か 歸吳の 途次 b る。 

渡米 (別 巧 特電 參照 i を 綜合し こ —— n ^ — 

れ却蓋府が英屬政府じ懒つ て じ解决ずる忘が'^^^ ，る . H 
金本位の 阅 俊に 寫手 ずべき 前提す 是 がお^ 2 をけ て パ 7 
じて 十二 浸議 曾に 麵を 上档は ある^ ぃど、 節 ut ぃい，，-^ 
し ホ 年 一 頁 頃斷行 W しど 豫 想との S を 欲する、"; fLfr け 
し、 森！ 官6 波义 S らく 米し^ 泣^ げ?！ いい：'^ 
閣が f り爲霎 を S 通. 東 ミ 0— を；^, 了， り 

京巿償 募集の 贿談等 じぁ-るべ-' 張の 敵で ぁる. も 玉 巧 j ^ 
ホ 凰 wf これに 應 やる 擊備 ぁ」 ミる t ら^ ホ て ちい 

b ど斷 じ、 金を se 期間 中 7 ど 0 妻 ど を ^^ r 

じ 生糸 乃至 棉蒙市 媛 移動は あ國 家の 爲ご 益で ぁい 

るまい ど觀视 して ゐ る。 かを 撰擇 する H 力 愛 ホす るで あ 

V - らぅ ど 述べた。 がは ホ 固の 對支 

づれじ ホら や。 を 策 じ 耕て はおし ホ 國が過 まに 

ごこ 整理 おび 改造を 要する 


米 闕を權 が出發 

シカゴ 十七い 後：；：： 米 闕の對 支 
贿 稅巧谋 を 雌に 巧 かされた 巧瞥 
み サィラス •スト 日 I ン には 本 
円當 地を 出を し シア ト於經 もに 
て 化な へ 十 H 十 ヒ U じ 剧容し 一二 
巧 一 U が歸 がする 豫を である。 

森财 務官歸 任期 

ま 京 特電 十よ H お rr な爽 財務 
官 み賢齊 氏"： 六日 巧を 發歸巧 
ずる 呼 2 ある 0 

徵 お猶豫 々改ぶ 

ま 京 特電 十と H を =徵 兵々 改 

お委旨 おは ど 邪、 恣領化 他の 化 

か 者に も 猶豫適 巧 じ 巧を した。 

暗殺 陰謀 者 逮捕 

東京 特電 十と H 暖 U 加 藤 首 巧 

暗殺陰謀^; 發の人山路恒雄なる 

化 二 歲の靑 年 大阪で 逮捕された 


寺 尾亨縛 ± 逝去 

東京 特電 十よ U 發 U 法學隱 ± 

寺尾亨 氏け 本日 逝去した。— 

東京の 虎疫 下火 

東京 特電 十と U 發 u お 京の 
ン ラは 漸く 下 化 ごならが 患者が 
絕 へた。 

お 阳巧和 蘭を 使 

東京 特電 十と リ發： U 松 出 道 一 
氏は か 蘭を 化 じ 巧 命 巧を した。 

鮮 銀副總 裁决定 

ま 京 特電 十よ U 發 U 橫郎實 之 
助 巧は 朝が 銀 巧 副總裁 どなつ た 


ど 云つ た 〇截ら く一 てからな 達 

の 去に ホた ホ 人は、 自 かは 單じ 

發砲 しやぅ ど あつ わ-— 過ぎな か 

つた ご 云つ た。 

卜八ス トキが 歸 つて ホた 。お 
達は 華が の 税過禾 述べた。 をれ 
から 閒 も。 く 翁が 自 をの 室で 横 
じな b かけた 時、 失 人の 寢室か 
ら 巧び 銃 毁が 聞へ た。 T 巧を の 
足搞の 細帶を かけ！^ へて なた‘ テ 
シヤンの 話 r 娘る 一 ど、' 翁は 統 
聲を 巧に しじ けれぶ も、 矢 張 葉 
じ 引 籠つ むいかで ある‘' 卜片 
スト キホ 人は 恐らく - r 發砲 する 
減ら」 で藥绮 をが 擊 てた ものら 
しい。 が、 發 礎し ゴ ーら 別に 誰も 
相手 じし じ いので 術々 どが 靜じ 
なつたら L く、 夫人は を 園の ホ 
じ 出て 巧つ た。 夕醬ら 迫ら、 を 
は 暗く 寒 かつた。 

をれ から ザ 時間 緒つ た。 デュ 
シヤンは 外 じだつ て 夫人に 歸 を 
を勸 めた。 ホ 人は 邸を 狀 巧の 古 
道を 巧つ じ b ホ C b して ゐ たが 
コ^ ^ 卜も 着ず、 無 幢巧ま ミで ぁ 


^ る* - U の呵 巧に 就て 姑つ てゐ 
を 部した 〇を わは いる/、 

じ 人 速の 脚吿が 化な を 迷は して 
4 なた めで ある。 卜瓜ス トキけ 
>1 下 じ 就て、 例の 檢閒官 がで ぅ 
せ をを をす A ものである ど 
vji ば， 一 おの i を 集を】 が じ 
が刊 する々 が 巧 策で ある ど 云つ 
わ 0 

伯 巧の 夫人に 對 する 隨 巧は、 
いいに も注盧 なくて 親 巧で ある 
か、々 口は 特にを し' 見えた 
翁 白身が 彼女の ためじ 梨を 運 A 
だ； ら をれ であら、 翁は 巧ら じ 
お 人が を 巧して ゐる不 軸を SJ 
で 就ても 邱みご 語を つた 位で わ 
飞 翁は これ 等の 不動 產は 夙に 
あて t ぃれもので、 千 八 巧 八 
一年に 翁は、 旨み を 「死んだ 
の」 として をれ 等の 不勘產 を 
配し、 をのを 巧の 一切を ホ 人 
じ 一 巧して むじので ある 0. 

午餐 ど 書見が 濟 むご、 翁は 自 

せの 室に 引 籠つ た。 トグス トキ 
^ 人は、 なの まを 通過す るが 立 


遇 ホ 


つた。 デュ シヤンの 目的は あせ I 化つ て 云つ た。 

かつた。 夫人は コ！ 卜も锁 る || 「貴方が 妾 達 ど 一統 じゐる J 

し、 歸宅 ずる ミを もが 絕 しむ。 一 i は 幸福です」 

混 もこれ じけ 失败 した。 化 y 伯 
霄夫 A の演 ホ、 る蓄劇 じ 加は る 、-' jZ 
は實際 嫌で をつ ねが、 シュ ミッー 
ッ 夫人の 懇願を 容れて 巧っ じ si 
である。 なは 夫人に 柯んど 云つ 
てい i かも 解らない 位で、 寧 
こんな 瘍 をは 默 つてな 巧す る 
がい {ごちへ てゐ た。 が、 腰 
曲つ た シュミッツ ホん が、 げた 
雜 つてよ ち {ど 夫ん に 叩頭 I し 
たので、 夫人ら 渐 ，、家に 歸 つで 


がて で 那じ销 する 

の S .、 ミ 阳孟直 ご 整 日英 同 盤の の 化 策 じ 出 
ァンス 商 S — 巧 命を を 表し ゎ < /f ^^を^^い^1むい 、 ^ ミミわなをま那'じ對して 

東京 巧電十 とりを == 外務 當 村は 支那の 治 外法 權撤處 問題 じ 就 \ ? を ホ t い ソ，， 八 ょ b をく のが 怠を 示し 燃た であ 

' 1 n 1 •* •，•一 こ-! こ ■ —一 •、 .5:*^ 〜 卜 i I 。も _ ぞ — — 3 } ' I 
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て講兜 中に して H 本は 滿洲に 限-^ ず 化して- れ が撒麽 をな す 意 

向なる もの }か< 、を 外法 權撤廢 の 司法を 貴會館 催は 我がが ホ 

大使が グ 。ッグ 氏を 您恕 したお お 促進され たど 外務 當 局は 云つ 

て ゐる〇 

りン ドン 十と U を U 英國 かがは ちがの 治 外法 權撒 廢會 議じ關 

し义國 政が ご 巧が 中なる か、 H 本欧 巧は 即刻 巧 集を ホ 張し 居る 

もの S 如く、 願 保 列 强も右 委員 會 のか 議じ 服な する 意を を ホし 

て ゐる〇 

無線 契約 一應 取消 

明春 頃日 米 支の 共同 經營 提議 

ま 京 特電 十と H を：！；： ミ 那仅府 I これを 支局 どし‘ 惜款额 は 無線 




は 現じ 口 米を の閒 r - 絲ず 中で ム 

る フユ デ ラグ 無線 禽社 をび 一二が 

物 巧 巧 社に 割ず る 現 契約を が 巧 

し關 槐お謠 後明を を朔 して 日米 

义那の 無線 巧满熙 醋を提 能ず ベ 

きが、 ぶの のをは 史那 政府は H 

本 及び 米 図に 無線 惜 なの 贷 出し 

お求め， 上が じ 中央 無線 厨を 設 

けて 一二 化物 巧經 をのが 橋 無線は 


厨の 設昭 及び 開が 裳の 魄齒 じと 

め、 これが 監督 役 じは 日ち ホ 人 

を 特に 任命し、 巧 員の 巧 命は 絶 

對 じぶ 那 政府の 權利 どす る じぁ 

b ど 云 ふが、 あは 髮じ 支那 政府 

よら U 本に 照 食した る ホ 闕案ご 

大闊 小異の もので あら、 單じ現 

む费 約の 一應化 r がしが H がらし 

'いのみで ある。 


講 ホし W てホ國 の お 支 政策 じ賛 

する 巧 あらん； を 則 侍して ゐる 

どま 乂〇 

勞農 使節が 

巧 乱豫言 

ま那の 現が 觀 測‘ 

モス カゥ 十と ：12發= な < ぞ那 

じ歸 巧ず べき 勞農巧 節々 ラバン 

氏は 親 聞 おお 脚 ごの 會 見に 於て 

ま那の 現が じがて 述 ぶる 巧 あら 

をの：， 郁 L てま 邪は 


觀 ずる 誠ち 2 ある i けこれ を 認め 

得べ く 廣ホじ 劉す る 吳國の 挑戦 

的 態度を 心 化しね のは ホ 國の力 

である』 仁 賞揚した。 

山 東 省の 大 洪水 

化を 十と H 發 U 黃 河の 大 洪水 

じて 山 東 省の 被 蕾 最も 甚だしく 

I 洪水 隔 域が 一千 平方 哩じ 直ら 九 

I 百の が 落は 流失した。 — 

司法 省 活動 開媳 

化 京 十と 日發 = 治み 法 權撤曠 

會議朔 ui の 化定ご 共に 司法 部に 

本年 下旬 巧 至 ホを じは ては 急 じを 地 ホ 热剩所 新設を 急 

張 作 霖對巧 玉祥お 軍の 開賊を 見ぐ ベ < を 省督軍 じ 命々 ぉ發 ずる 

るに まるべく 化を 政府は この 兩ど 共に 監獄のを を 及び 刑事 裁が 

者の 勢力を 差異せ しわる 意 ホ じの 進が を 慾 激し じが、 上 お動证 

がて 露に 兩お 軍川爲 めじ 慘敗 しの 巧 法官 調を じ對 する 反對は 

目下 山 お 省」 て 捲 ± 重 ホの 日を ご おじ 盛ん ごな つて & る。 
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5】 轟 < 銃聲 

八 巧 サ六 口り 亦 飛んで*^ ない 
H が ホた。 今 巧は 特にを の 結 お 

も 深刻で あ & 。 

おど シュミッッ 夫人 か I ン 
ン トン」 す 話な つて ゐる 時、 突 

が 卜^ス トキ ホ 人が、 いかにも 

輿餐 しねが 持で 飛 送む やう じ 這 

乂 て 巧た。 をして チュ 、ホフ 
の 巧 像を 焼轮 てた ど 云つ た。 

「を 人 (卜 八ス トネ) はまを 殺 

さう どして ム么の だ！ 妾は この 

數日は 健康 だのに、 を 入は ゎざ 

ゎざ あの 宵 像盡を 元の 位 嚴じ掛 

けて、 自 をは 乘 おじ おかけて ゐ 

る！ 一 

をれ から 巧 も U ぐ 夫人は 巧び 

な 達め 室に ホて、 チェ、 ホフの 
巧 像は まだ 烧 いてない けれで も 

窺く 巧 b である ご 云つ た-。 をし 

て 酉び 化 達 < s 前に ホた 時 じは、 

彼女の すじは をの 嫌惡 する 人の 

巧 像が 寸斷 されて あつた。 

マグャ •ァ レキ サンドロ ゲナ 

ど 私は、 卜八ス トキ 夫人の 室 か 

ら 突然 統聲を 巧 じした。 (彼女 
は 小鳥を 脅かず ためじな 具の や 

うなが 銃を 梓つ てゐ た】 

マルャは 急いで 夫人の まじ か 

け' つりた 0 ホ 人け この 老女に 向 

つて、 自 かは 潑跑 した か— をの 
誰 じどい ふ； は 少しも 云は なか 

つ わ 一 那は 外れて ザを 惡 くした 


の 寒さに、 このを 人を 煩は す 

は 誰し も 化 やべき をで ある ゾ 
ぇた ° . 
九月 か 九 Hu 今 H の 卜八ス 

キ は、 肉 體じも 精神的 じ も’ 葬 

常 じ 健康 さぅ であら、 渝か t 一し 
見を けられた。 

午餐の 時、 卜こ トキ 夫* は 

何時も ど異 つて、 一寸した*。 の 

を 食べた。 

「呀ッ 、お前は 晝 飯を 食 I て 

ゐ るね。 をれ は結稱 だ！」 仁卜 
瓜タ トキは 叫' ん だ。 1 
伯爵 夫人は、 翁の 作 集の 一 部 


「河 故です」 ご莊は 訊ねた。 
「だつ て 貴 ホが こ t じ ゐる時 

は 退 お でな く、 卜八ス トネ 化 も 

化んだ 氣 みに なれない からでず 

貴方は 本當に 如才なく、 自 をの 

厭^ミも厭に顔をなさら/::^^い 
まじは をれ がょく 了解 出 ホる の 

でず。 貴方は 貴 ホが 云は なけれ 

ば，：；！. らな いを だけし か 仰 ちらな 

い。 貴 ホは 德 てを ホ かじ 導きた 

いこな すつ てゐ るので す。 まは 

六十 お 年の 生 渥に 少しで も 人間 

じ 就て 學ん だを を 神じ娩 謝いた 

'します ミ 
これ じ 就て 化 山 あ 出す のは 

私 ド ト术ス トキ ど チェ、 ホフの 

手紙を 二人の 間に 配達して ゐた 
昭 でぁつ た。 彼女は をを、 

「動く 郵偶箱 だ一」 

と駡 つた。 併しな はを の 時 云 
つた。 化は 卜 T ス トキが 命 かし 
たもは、 をれ は 手紙で あらう ご 
じんでも らう ご 配達す る。 なは 
彼の 言葉 じ叛く 主は お ホない ど 
が 女. A 當時 をれ じ 就て なんご も 


で 「四 默示錄 考察 お 裳 一二 卷 發 I るは なかつ た。 = 不人譯 

優勝 戰巧哄 日 午後 

■セ ミす アイナ ルは 今 目 午後 
本社 後援、 紐 育 H 本 庭球 俱樂 部の 邦人 庭球 軍 
試合 爭覇戰 は旣じ 前週より 開始され、 本 円 午後 
一二 時より セ ミフ アイナ ル じ 入り 明 F 午後 一一 一時 
から 優 豁戰じ 移る こ.、.-； なりました 。場所は 一 
百 十二 了 目 ご 第 十 街の 日 庭俱 樂部コ ー トで ぁり 
ま卞〇 一般 同胞の 御 來觀を 希望いた しま 卞〇 

村 井® 騰盃 = が ホ保圃 巧 寄贈 

大型 銀を じて 臺附の 直さ 二十 一二 时 、幅 十四 时 巧みの 
インタ！ ナ シヨ ナグ •シ 八グア ー 蘭 會轉製 

新報 優騰 一^ = 紐 育 新報 社 寄贈 

中型 銀盃 じて 臺附の 高さ 十 S 时 、幅と 时 一二み の 一。 
インタ ー ナシ 3 ナグ •シク ゲア！ 荫诗 特製 

ランナ^ — ス アップ 小型 銀盃 
紐 育 H 本 庭球 ぉ樂 部よ b 薄 贈 

.主催 R 本 庭 隸俱樂 部 

後援 紐脊 新報 社 
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H 九十 巧 九を 四十 化大 r 


K 臣民を を MAVOR 

Third Ave, 

Set. SO & 61 Sts. Telephone Regent 2 郎 9 


き 向 人 本日 

P 3 專 靴型 小 

足 小き 高 . 足 小き 廣 .あ 小き 狹 



KOSHIBA 

STUDIO 

舘眞 寫柴小 

6 が Fif 比 A 巧.， 

Tel, Plan 3212 

Branch Studio 
Westminst が なげ et, 
Providence ん 


體揉攘 治 

西 巧 巧 マッサー ジ 
U 本式が 膊が脫 
点灸 

出張 親切 じ お姨中 
上ます。 削 約の ホ 
は 午を 一二が ょら 自 
を じて 施術し まず 
U 本缀灸 
等 巧學院 卒業 

I 肖 I 津輕 東洋 

西 巧と 十九 了 目 まみ 
笔話ッ ズォー スま四 二 


診察 時間 

午前 九が！ 十 時 
午後 六 時！ 八 時 

: t 小 栗が ご 一 

が 育 ホフ ラ？—' 病院 
與 おお おお 勤務 

武お 3 ン ハランド 

婿駱 勤務 


診察 時間 . 

午後 寒 時ず リニ 時半 
午後 六 時リ化 時 
愛知 醫學 ± 

バ i 本權二 
ホ 倫 比逊大 をぶ び 
グザ ラン 病院 勤揚 
H 曙は 前約 願 上 候 


ホ 兵ぅ , 、 ィ 
：= 氷 及び. 遐 氣を摄 H 
ホる 化 丹せ： a よも 碼 
張の 目的に て 一 時 夏 
期 休業 比 候 I 
巧 ほ 巧閒の 節は 新著 
の 設備を 巧て 治療に 
應じ 中し 傾 
お 育瑞典 フィ ジオ 
ビ！ 學院 卒業 
が肯メ ダえ グジ ムー 
ツサ） ジ協貪 正會旨 

を認 西が 幸 W 


却を じ‘； 當 をの 間 



午後と 時— 九 時 

H 曜は 前約 願 上 巧 

け： ま お悅爛 


診察 

午を 一二 持よ. り ホ 時 

H 曜は 前約 相 願ち 
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窩 見豊彥 


齒お醫 木 下义巧 

W 10 W . ご呈 St . 
lel . Mo 旨： n 当 i 苦 57 


糾育 州を II . 

內務省 免許 
東京 帝大醫 巧乂學 
產婆 お潛科 卒業 

遠 婆 お本綠 一地 
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齒科醫 

= 新 ま 無. 硫お據 u 
夕 年の 經驗を て 
H 本人 諸 巧は 特に 
了寧懲 巧に 施術す 

バ^ マ —チ ン 


) も： 

鮮 邮 I 

R 化 化 化 一 

D 佩师郎 I 

3 5 2 


鏡 科 ® 

夕 年の 經驗を W て 
最新式 巧學 手術 じ 
堪能 じて 信用 篤し 
U 施術が 化廉 U 
日本ん 諸 おじは 恃 
じ 了寧懇 かじ 治療 

紐 育 州を 認 
パ^ブ ル！ ム 


ミで St 58 tnSt . N . y . C さ 


が 具を 巧 おな 船 御用達 

遠 藤 小で 蘭會 

占で 吉 をぶ N . y . 呈 y 
ジ I , 軍 u - hal 二 芝 こ 


稅隙 事が か 扱 

WIEAW! L- 安 NE & « 0 -, 

ざ 0 ヨー 2芭 11 B 夏を さ呈 y . 
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n がが 

«x w 9 

to 14 

^ a 'I 
び 0 7 
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稅關 事務 

巧が を 地 化 じを 化 
界の保 出入 ホ 法に 
瞄 する 一切の 御 諮 
巧に 應 じ、 沒逆漠 
船貨お 運賃 及 出帆 
を稅熙 手紙 書 等 お 
おす、 重要 都 巧 じ 
代理 巧を がし 誠 巧 
を 速 i 命じ 應や 

保 験 取扱 


♦畜竊 ♦雜誌 ♦颊聞 
が 覚ま' る閱 
執 格 午前 九 時ょ 6 午后 五が を 

紐 育で 本八會 

一 S 五十 お； 下目 こ 旅 〇番 
11?^ 話 サアク 八 八 I 丸 0 1 化 一 


巧 ir 


/ UM . 


/ 44i y fl 


II 話を ム唯 H 午を 八 時 
をを、 固が 室 > 賊樂 をの 設 牌ん I, 
ホ資 をが 迎 ず、. を 館を 利用 だ i 
牧 巧 副な 信 道 一 

：：： 本人 基督教 修道 會 1 

ごだ W 屋〇一 St . N . Y . City 一 
TTel •客 ミ nin ' 思 id で》 一 ま 

111 - I •• 1 ——— ' … tl ' — — • ' ■ ■ 1 

H 本人 ぉ 3 敎爲 1 

牧础 川む ホ么進 ： 

# 事 巧 中 巧 二 I 

たち=沒8 M . E . 呈ミ丢 i 

だ 3 w . 1 吉 St . ぎ Clarks 呈 夏 一 一 
席 种說敎 H 谁リ 午後 八胁 I 
が お约水 化り 午を 八が 一 
銭 俊 食 乂谁リ 午を 二时 
♦帯' 宿 を 

位 おを 倫 比 地を 數か 下がを 十 
ぶか 學生會 社員 旅 巧を に 最適 
設脯 闽菩雜 茲轿跑 ぶを 祂娛装 
を 節み なを あ 6 

便ぜ 踏 裳 周旋 •旅を お內 、を 補 
事ち 期 お、 な化ガ 事相 おみを 
鲁阳胞 諸 化の ホを を 歎迎す 


化留舞 年理 おの 脚が/ 

H す靑年 \會 

一署 .芸 字 Si . ジ L ごち ki ち 去 
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▽ H 懼 H ' I 
盤 書硏ぷ 正午 j 
巧 勵贫タ セ咕ザ 
禮拜說 お $ ぉ I 

▽木 幡リ 1 
晰お會 夕八時 j 

▽ t が H 
謠 がちでは を I 
話な 夕八 味， 一 


化 


あが 巧* 旅 巧 ま 
を 内が、 人事 相 
謀が’ 調 巧が •饿 
萊閲旋 部、 巧巧ぉ 

な 縫を 授* 諸 課 1| 

を沒 けを 員* ホ 
會 員® 巧を 計る 


0 巧. 巧 田 ZJ - 巧一; 巧 CYA 

呈 I 吉 P 吉 CT 呈 

507 ごま Ave . す ar 42 nd S 1. 

Tel . 至 urr さ 量 2791 ぞ om 7 吉 

• ぃ- ま 合 謙 次 

巧 水、 を、 午を 一が ょら 六が 
を* 其 化は お 約に 願 ひます 

• ぃ t が 鑛九廊 

ミ Lex 臺 on Ave ’ N ' Y . 百ヴ 
巧 et . 2童&2 ゴ h Sts . 

T 里. 香を 薑 ぶ. さ 18. 7 雲 

JicH - ooi - Mb . 

3 塞 客 n si . Ne * ぎ|4 
ぎ Rive を de 3573 & ジブ uyler 皇 86 

^ な 巧 午前 九 時！ 午後 I 時 

午後 六 於— 午後 化 時 

U 體 午前 九 時 1 字 後 四時 

ドク ト火小 莱乘ま 


ランプを がを 巧 

下 羽 電氣簡 店 

N 021 巧 roadway 

TeUndicot 二 吾 


ぞ . 巧 • Shishido, D. D. S. 

-ち W . 7 里 h St . Tel . Endic 己二蓄 

is 類 {六 戶良二 

自 午前 化が ミ 十二 お 
引 午が 一巧 モ化か 


巧き ホ 國嫌入 
H 本人への お 
i 語敎 按じは 夕 
一年の 經驗を あ 
I .す 0 1 ン ブス 
i ンと 十五 仙 . 
每 U 朝 丸 時ょ 
ら巧化 時迄柯 
時 じても 宜し 
U 曜日は 一時 
. jb 四時を . 


化 辟な 卸 巧 

五が 商會 

W E . 1 ゴ h で.， N . Y . C さ 
Tel . S 畫 es 草 こ 7 ち 


齒科醫 

►診察 時間 ▲ 
每日 ( H 權を 除く 一 
午前 化が よら 
午後 五 時半 
水曠 午前 九 時 1 
午後 一時 


H 本が 具 
雜 貨卸賣 


祭な 貿易商 會 


成功の 秘訣 
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乂國式 英語を 話す 事 
は 成功の 第一義です 
本校 じは H 本人 敎授 
じ 惟れ ねぎ 巧 婦人 敎 
師 あら 懇 巧に 會請通 
信义 社を 語を 教授し 
ます。 り曜週 H 巧に 
午前 化 時よ 6 午後 十 
時まで 瞒 がし ー レ。 
スンと 十他づ 10 ネ 
H 底 もじ ホ 校 あれ。 


日本 

ドライ グ づ 

藏會 


寫眞 


第 お 巧 

阿 ご 一と 


ザ 洋服 巧 

/ • 


日本 
洋服 巧 

が 山 信巧郞 
化 本が 


お五卡 三 一 了 目 


一二！ 一一 


が 藤 
洋服 庙 


? ラ 端 令 Vi 


丸出洋 臟顚會 


泉 おお 丸 ノ巧ピ か デン ダニ 顕 ニー ー〇 庭 j 

細 騎丸山 洋服 商會 一 


紐 育 巿の產 業 力 五十二 一億 

を 米産 額の 十二々 の 一に 相當 

を 地が 人 瞄巧巧 業が 調杳 、で I 愼大 なる がち ホの 巧菜ェ おじ 就 


I 九巧廿 S 年度の M 育が をぶ 狀態 
^ じ i H ば 紐 育 ホのを 業は お 近 r 
: 到ら 化の 鄰巿 力ま 州の 進 巧 著し 
1 きもの あるじ も 巧ら 中 化が 

化界 第一 の おを 刑 かし 
め や、 巧 年度の おを お爲接 靴は 

立 十 S な 四千 义巧为 二 巧！」 して 

を ホを 額の 十二み の一强 に化當 
し、 ホ 部-ー ユ I ョーク 脚ぶ びぺ 

ンシ V エニ ァ 州を 除く 全 义を州 

の 製を 品 商を 總れ もを 焼 L てむ 

る。 この 口' 额な數 を 品み H 琪數 

は 二で とす 四', り 九十 S がで 就慟 

職 H 數ぶ 巧と 千 九',::: 人、) 年の 

給が は 八 お： 丸でむ 十八 万 六 千な 

帖十 一二 巧 じ 巧して なる。 而 して 

を ホの エ煤 総数 じ 興し 組 巧は を 

のとみ じ相當 し、 給 銀 額ら を 米 

のと か 強で あるが、 紐育巿 ょら 

も 夕駭の 職工を 使役し つ i ある 

はユユ 1 ョ—ク 、ペン シ八ゴ ニ 

ア 、オパ 3—、 マナ チユ —七ツ 

卜义び ィリ ノネの 丑 州 じ 止まら 

給 銀支拂 摇额じ 於て 優 

つて < Q るのは ニユ 131 ク 、ぺ 

ンシ火 ' H こァ 、才戶 3 ! 及び イ 

リノ 牛の 四她 のみで ゐる〇 この 


がしつ i ある 職工： 伞 均は ーエ废 
におし サ ー人、 製を 巧 十九で 四 
であな 六十 一巧、- 人の 給 銀が 
もは で 四 巧と 十 弗 じして 生を ホ 
巧は 乂千 二が 化 四 巧で あるが、 
を 米 エ跑の 就 働 平均 数は； エ煤 
じ 就て 四十 四 人、 生を 册 万化で 
廿八 弗、 一 人の 給 銀 ホ 巧 千 二' 白 
五十ー ニ 弗 じ 封して ホ 虚は六 千 九 
巧 一 弗で あるから 

製造 能率 じ 於ても を 高 

率を 示して ゐる 。而 してを のま 
を 製 おはぶ 類を 第一 ごし 巧 刷 及 
びが 刊 物、 をが、 煙草 類 等 じて 
をの 化を 闽製 なじ 翅 する 倒を は 
靴 巧 八み 化 姐、 編物 類 一 削 一二み 

おが、 巧す 用 シャッ S 削 二を 六 

が、 製を 辦が服 五 倒 九 か r 烛、 

毛 ほ 類よ 削 八み 四 嘘 等で ある。 

な 等の 製を エ攘就 働 職工は を 巧 

ホ 業の 一二を の 一 じ相當 してを 産 

の 四 割を 占め、 書籍 お刊 及びが 

刷 おはを 米の 二剌 、新聞 其 化の 

を 巧 物' 一 剧二か 二が、 音譜 類は 

五 倒 二一 かじか 常し、 を賴品 製造 

め ホ。 る ものは ブレッド、 ベ. 

ヵリ ！、 肉 錐 詰 等で ある。 
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-そ 
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『す. 巧 人 巧を ィ を 八 お 


寶夕ぞ < 4 屢游 \ み 

クオ— んザふ •す ル シンが 計 
尸— ツ— ド. ハミん トンが. 評 

がク 基、 给壊莫 が 
魯 ぶみ？ が廣ふ 
義ネす ふが を-が 筆 

讀始 嫌の 


— RI > グ ち 八 二 




メ—シーは紐育お乂のゲパ ！ト メ A 卜が也であ I ™ 
b ます。 巧ら しい 井が 磯と ユス 々レ タ！ は瞒概 
U 巧內 じがけ る 巧 巧の わ 貫 物 じ使宜 と 愉快 どを 
巧へ てゐ ます 

他 巧で ニ ホす るら のなら ばメ ーシー では I 
巧 八十 八 仙 或は をれ 化 下で 巧へ る； をで ぅ 
ぞ御 記憶 下さい 

日本へ 御 巧 物を 御 送 b じな b たい 節 又は 御な 物 
に 際して 御用の 泌 なは パ ー ソナ 八ン 3 ッ ピン ダ 
ビユ！ " 1 を わ 巧む-下 ぅい、 親切に 御 便を を 計 
/ます 





正を VJ 親切 どを 旨 どし 確實 
信用 あるが おを 憐 選し 

特別 廉價 で贩賣 致します 

ゥォ グチム 、エ火 デン 四 御 引 

お 化は もて 一二 剧引 

お 输鎖貨 を 廢ホじ 寶お頻 一切 

^ ミグ トン 化 討、！^ フ —ドィ 

リノ ィマ 時即 、を 柿 お 時計 

ゥォ ！ タ ー マンを ザ 筆 

エバ シャ ー プ鉛筆 

純銀 お 並に 銀器 一切 

御 歸锁の 御 i 產 一が 

時計の 修錢 はが 險 が じて 雜實 

じ 巧 川 自身が 致します 

紐 巧 か 西 四十 二 T 目 四と 番 

四 四 一二を 蒂 (五 巧 ど 六 巧 間) 

巧 川岸 廟會 

巧訪 ペン ン火 バ三ァ ょ云 二 九 

1を ぞ PWEl - Ki を 〔〇. 47 壬. 42 nd St . 


緩搜となる；は明かであるが- 
大藏ぉゃ H 銀當局 嚴も麽處し 
て ゐる人 也の 弛緩が 改善され る 
; は 巧して】 朝 一夕では ないか 
ら M . 狠ネ 的に 人必の 改善を 俟つ 
どい ふ樣 な； は 勿論 不可能 だが 
rz 巧 瞥らぐ 巧 すげ はない もの ど 
鼠る のがち 當 では あるまい かご 
云 はれて なる。 

臺銀 二部 制廢止 

ま 京 特電 十よ H 後 M 台 潑が巧 
東京 支 巧 U 二部 制を 廢し內 地を 
離、 か 願 病轉兩 部を をして I 部 
ごし 荒木ぶ を郞 氏が 其 ま お 人 一 
'なつむ。 


對露賓 易は 不况 

東京 特電 十と：：！ 發 =： 對 露賓孩 
は 特許 鹿 A 外禁 化され 杳然兒 込 
みなしごい' ふ 0 - 


黑 W 巧國際 入社 

ま 京特雪 十と H 發 U 黑川 新み 
郞 には 踐驟窺 船 取締役 どして 入 
社す る ミピ なつた。 
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輕銀 物語 
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が 


. I ni を當時 I 

。十〕 輕 銀の 巧途 

ア み ミニ ユ ！ ムは 前記の やう 

じ 巫 要む を 質を 持つ てゐ るので 

をの 川を ゴ 秘めて 夕 方面に 届ら 

义巧ホ 益々 をの 應 用の 飽 尚が 瞄 

が b つ t ゐ る' 〇柯 しろ リ チヤー 

ッ敎授 の 報吿じ ょる ご アグ ミこ 

ユーム の W をは ニ パ 0 七らん る 

ので あるから が じ-々 述べる MJ 

は 出 ホない か、 をの 中 まな もの 

-を驳 がて 見やう 

ム P 所 川 其 ア八 ミニ ユ I ムは 

が あに 薄が どす る； か 出 巧、 祖 

あ 加工 かが 岩で 化さが 轉く 、激 

をを き あく 瓦つ 飯の やう じお蒂 

でない ので 鋪を をの 化のを 所 化 

.具、 さては ぶィや ジャムな での 

製 お 巧 おを をる ためじ 大いに 用 

'ひらむ て ゐる〇 

轉合を ア片 ''こ ーユ！ ム じ 

々"化の マグネ シユ） ム 、颂 、二 

; ッ ヶ^ 等を 化へ るど鸭 くて 户か 

も强 いを をが 巧.：。 れ る。 これけ 

航空 隐 、自動が、 を器义 はを 柿 

の 機械 類の. 取 部と をる ためじ 非 

なな 勢で 用 ひられて & る。 こわ 

に 就て は 巧で 別に 述べる 柄ら だ 

强吨線 ア 作、' こ ー ューム は 

ぉくてが かも ぷ氣 をみ きおい か 

ら 、•化 田 軸の 化ら じ 送ぶ 撫 どか 

又はを の 化ぶ 氣エ 巧に 大いに 川 

ひられる やう じ。 つじ。 

ぉ化戚 吗嘶册 ァ T 、 ニュ— 

ムは 酷朵ど 化な しおい し义 をの 

巧 鳥い 叙 •か 出る わらを. 曲を がが 

したら、 持な のな 頗を进 元し じ 

ち 父は 製娜化 柴络で 酸 糸を 除い 

たちす るた めに 用 ひらむ てむ る 

火 染巧 未ア が.' こ |ュ— 


ムど搁 酸 アン モニユ 1 ムか らお 

る乂 藥が發 明され た。 この 剧を 

をい ろ-^ に變 へれば 黑 色み 藥 

がら ニト n ダヴ セブンを の爆發 

力. か 得られる どい ふ。 

山 L 如 —y 管、 棒、 板、 線 ど 

して 諸 所に 用 ひたち、 を 銀の 化 

殺骑 どしたら、 お 版の 化 用 どし 

たも、 裝飾 なを 造つ たち、 顔 巧 

どしたり をの ffl をは 兎ても 揭げ 

切れ y い。 殊に 面白い I は 今を 

ぶ 子を を 煙を のな 紙 やい ろ--^ 

の包驳 化に 錫 猫-か 用 ひられて ゐ 

たが、 あ ホは この 化 用 ごして ホ 

巧 じ 夕ぐア 'か ミニ ユ ー ム 巧が 用 

ひられる MJ である 0 

了こ輕 合金 

アル''、 一ー ユ—ム のをを どして 

ょ i 巧 謝ア火 ミを (ア瓜 ミニ ユ— 

ム ごを どのを を) どい ふ荣 しい 

を色をしたをを；：*ど もある が 、 

これは 工業 的 じ 大して 巧 要な も 

のでは。い。 ；-4装的にも义學閒 

的に も 最もぶ 婴 5 は r 八 ミこ 

ユーム を ホ 成 かどして ゐる輕 を j 

をで ある。 一. 兀 ホア 八 ミニ ユ ■ — ム I 

をれ 自 みでは 大して 强< はない 

おが おを 機、 自聊 お、 を 器 等の 

お 巧 じ けれて 是 等の 要 部を をる 

ゎめ じ轉 くて 而 かも 强 いな 盛が 

ホ{ホじがホさむるやぅじ；；^つむ 

幸 ひアが ミニ ユ I ムじ 々巧の 仙 

のを 姐を 加へ る ど 巧 さはなら 變 

ら 。いで 强 さが ぅん ど 巧す どい 

ふ ホ お々 あなので、 ア术 ミニ ユ 

1 ムを まがみ ど f る輕 合を のが 

を か 梅ん じが はれ、 をの 結 取 蚊 

パの-風をを：^^發ぶされた。 《本 

でも 联化ホ 凹 大學を 施 か 巧硏兜 

所 S 今 野 淸を衛 氏 巧は この 方が 

で 化# 的；- いなお；： •^學 巧で ある。 

なじ U なお 妍 なをの 中な も 巫 お 

。ものを 敕 邮蜗げ るふ じず &。 


マクナ リユ！ ム 


グネシ 


— ムを化 ハ ー セント 巧 をんだ ア 


'八 ミニ ユーム をを で 非常に 轉く 
(比 巫 約 二 •六) 强 さは ア 八'、 こ I 
ユ ー ムの約 二 化 ある。 銭を 用を 
を だ。 

寸 ，こ 号を を 銅を 八 パ ー セン 
卜 をんだ ア^ミ ニユ ー ムを をで 
比 あは 約 二 •九 アグ；、 ニ ユーム 

ょ b 五 倒お强 い。 自動車 H 業な 
どじ ホ おじを < 用 ひられて ゐる 
錄お 用を をで ある。 

シルミン 又は ア瓜 パックス 

どい ふのは 仙ぶ を】 一 乃 ま】 四 
^ I セントを む アグ ミニ ユーム 

なをで、 比重 二 •五 乃至 一一 •六 五 
ア少 ミユユ —ムの 二倍を の 強さ 
が ある。 これら 録造用 じ 適し 宮 
動が エ菜 じを く 用 ひられて ゐる 
デュラ^ ミン 輕 をを の中驳 
も重耍 なのは この デュー フ八 ミン 
であらう。 この 火 化の 成 巧は 銅 


企業 計赏曾 お】 想 二で 五 巧 巧 叫 

拂这 資本で 千. とがぶ w 。 証が ボ 

類は 不變 ぶして 鐘が 新 巧は 巧 化 
よ阳お +4 でぁる。 

蘭 品 ホ 填を を 綿糸 か 

の 輸出は 札續き 好；^。 ホは な 作 
のお达 じで 先を。 一般は 尙 ほか 
辭 。生糸 敬 出 四方 八 千み 巧 懐に 
し て 淸算5^^限 二 が九川六十錢 。 
羽二重-} 人 W 四十 お数。 綿糸 巧 
ホ 島 十 巧 六 千 四が 朋 にして 藏 
出 一 一万； 千 一二 丹 拙、 僧が S 巧 十 
二阳 ぶ卞錢 。綿が 輸出と 千 化な 
巧 欄。^ 先物： 化 八 川 化 六 媛。 日 
銀 調 ホ/物が 摘 數はニ ホ 四 •と 九 
八月^ 闕 手形を 換 高と 十億と 千 
义內^ 山。 巧 ホを 國の 倉庫 化が 
高'^ ホ 億！ 千万 阳 である。 

傭船 巿况 邊げ 驚は 化 

が 不振なる も 巧が 近海 航路は 硬 


四 パ ー セント、 マグネ シュ！ ム 化し、 化 ホ 航路 述賃は 九 弗 十ー ニ 


0 •ぶ パ I セント、 滿傕〇 •五バ 
I セント、 殘餘が アグ ミこ ユミ 
ム で、 腿 狸 巧び 娘 嫌す る ミが 中： 
ホ、 义撼氏 約 五 〇〇 巧に 熱しみ 
中で 急 冷して 空中へ 放睛 し： を 
けに 除々 じ 硬さ ど强さ ご をち P 
四ぶ りの 後に 巖强 になる どい ふ 
特性が ある。 この やうな 取 r おひ 
をを けた ものは 重さは アグを 三 
ュ ー ム ょりは 僅か 重い のみに て 

(比 巫 約 二 •八) をの 强 さは^ グ 

ミこ ューム の 四 乃を お 怯 頸も軟 

鋼ど间 等で わるから 航空機が 料 

j 等 どして 迎想 的の もので もる。 

Y し'' をを 銅 四バー セ：'. 卜、 

-1 ッ ヶ ル ニ バ ） セ ン ト 、 '; マ グ ネ 

シユ！ ム j 盖 パ， セン 下. をを 
ん だ應延 用を をで 健 質は デュ ラ 
少 ミン じ 類似して ゐ る。' 

【すご むず. が.. 

なは アが ミニ ュ！ ム达 はでん 

な もので あるか？ どうやつ て 盤 

るか ク .でんな 用途が あるか？ 隐 

ま」 ん なじ 必耍な もの 斗め るか 

? ごい ふやう V MJ を掏嗦 て衞單 

じ 述べた 段り である 〇护 名ん が 

この 拙い 一 文 寧 じょっ/し ア グミ 

ニュ！ ム なる ものを 正な-し 狸 解 

され、 アル ミ ニュ^ — ム なる もの 

じ 巧 化を 持たれる やう じ-なられ 

たどず；：； ぶ 化の 萬び はこの 上 も 

ない ミは 中す 迄 もな く、 延 いて 

はい 本の 凍を 上に 义闕防 上に ホ 

常 じ 巧い 結 おを 齋ら すで あらう 

ど信ゃるのでゎる。 (終；^:') 


仙 見 當でゐ る _ 


下半期 出超 

累計 乂千巧 

がを 廊務 書記 宫を范 

賓 易狀况 對か 貿易は 順 

調 じして 下 ザ 期み 出超 累計は 旣 

じ 八で' 力 W に 嗟し 八り 小の 輸 

出は； 一 お 二で 八が々 川 じして 出 

お S 千と.， り 方 w 、 對た 輸出は お 

下 八 ‘門 巧 して 化 超 四で 1 r , りで 

川 ごな つた。 

#1^げ® 爲 巧は 貧 あ 好 

况の ためこの 落を か 横な じして 

對义凹 十 卵 二を の；、 おお 一志 

八 化 十六 かの 一 U るが を 翩が瑞 

は 外資 流入 も ぁ b て漸ホ 緩搜。 

U が 兌が なお 巧 高， J 十-なよ 千 

八 パ カ W 、 脚 化 叫發い 高' C 力 山 

巧 お 二 偽と 千 一力 川、 コ ー ルー錢 

が。 に 閒社憤 お巧漸 みが 加し 


H 銀 第二次- 

利 下け 觀測 

人也砸 緩を 化 憂 

過般 英鏡銀 巧の 利下げ W ホ ー 
部では 頻 もじ 日 おが 下げの 巧き 
をを 高唱し 始め わが、 特に 憲政 
會の單 獨み閣 ごな つたので 人氣 
取 策と して 之を 

斷巧 ずるで をら うご 觀澗 
I て ゐる模 猿なる も、 霉蘭艱 行 
の 和で げ^ 我國の ぉく 事實卜 •孤 
ぶの お 触が 態に ある 國 じがて 問 
辑 どならぬ， とは、 巧 巧の 第. 一み 
利下げが 英米 相次いでを 巧を 引 
上げつ ぇ ある 際 じ 巧 はれたい じ 
徵 してら 明かで ある。 又 憲政 禽 
がん 氣化策 ごして 利下げを 中る 

ど 見る； は、 當树 巧た る 濱口藏 

相の 人 どな もを 熟知し ない 處か 

ら ホる 皮相の 觀 察で あつて、 滋 

口 巧 自身は 會の內 外にを が 政策 

利用の 聲が大 とな つても 

财界宮 か' がを 利 引下げ じ 

避 するどを る 迄は 動かない であ 

らう。 乍 併最® の 形を は 貿哀も 

大体 順調に 推移し、 物 惜もホ 巧 

昂騰し じぐけ でと 巧 じは 巧び 化 

落 ホ 調 じ歸る 等經濟 巧の 大勢は 

除々 な 好 じ 向び つ 》 あら ■を顯 

も 大勢 ごして はが 然緩漫 である 

から お 面 •現 けれた 形 劈から 再 

れば 第二次 利下げの 近き を想條 

する のは 化して 無理 f はない。 

然る じ H 銀の 利下げが 今り じ 到 

る迄舊 現しない 根本の. 

强なは 實じ人 ふの 緊張を 

义 くな じ繫 つて ゐ るが である。 

これは 最近 巧槐熬 が阳盛 どなつ \ 

た i じょつ で'^ 說 明され る譯で 

ある. か、 おにを の 内 辖を檢 す 

ならば 屬は 一般のを 侈， が 方 

を 通じての 能率 化 ド 等 姑々 の 

因 ある も、 免じ 巧 嘶る む理化 

が國 はじ 廣く巧 きな つて ゐる 

强 ひて 利下げを 巧 はんか、 を マ 

な 取け 邀 ふべき ものがない v | も 

限らのと 政府ぶ びり 銀當 おけな 

てゐる 巧で あるから、 今 か丄く 

事萊 がの 整理が 進げ し 人 &心驗 

張を 化る をが 二次 剌 下げは 

を 難で あらう ご 見られ エ j 

ゐる。浓して巧らどすれば八け_ 

はか論の；、 今片もを細はを巧一 
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一-中が 巧激 
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新 或 视髮ぶ 齋 ぁら 狸 速 巧 曝を 
詩 VJ し穗 々勉 中し ます \ 

西 凹 壬 二 了 目ぶ 蕾 地！ 二ず 六懿室 

タ ツ プ フ ロ グ (第(お ど 四十\|1 了^角〕'^ 

宮川 事務 郎 

持績的 震の 间呼 しが 確立る 轉 
業を 周旋し ます 一 y 

を互是 se でを pg 呈さ ^ 

置モ . 4 票が. N . y . C . 

ジー ぎ S 二呈芸 n 一 


が 理 江 南. 

が 賴ぁ閒 でみ を 御 あ 顧を やけ 
r じな 文で 御座いまず 
も 

説剛 

A ぉ 7 

N 做 曲 
L tH r 

た . .i 

N な邮 

K n ^ 

化 H 本に 住み、 6 本 語 
巧 を 話し、 皆様 か御嗜 

巧に 適する 御 巧埋を 調進 致 升 

f " ■•受 エン ェ！ タアの k - でず 



菜陳 じして 淸 1 

支 服 口 巧 替_ 

巧理 口口 育 


潔 


樓 




が 廳を蘭 

づ巧 人盧蓮 
出勤の 方 じは 笠 飯 
の御躁 判じ 瓶へ 促 
間 貪 庵の 御用に 應 
や V く 族 ra 柯卒相 
术蠻 おお 立願 度な 
紙上 御を 内中 山 操. 


支那 御 料理 

彭瑞縷 

日本人 議 君を 
歡迎 致します 


が 料を 鶴 選し 皆 操 
の 御 嗜がじ 適する 
巧 巧を 提お义 ます 

I 刪 一新 ホ 華 

U 本人 諸君は 持 
別に 歓迎し ます 


i */ おの 御 


"永年 U 本人 
巧1_础|蟲負を蒙つてむる 
k * ^ nw 


伽 


新 帥い 帥 

^ 2 a . 
W 3 


般顔 遽伽樓 

です、 柯卒緯 々御 ホ 
ホの 稻を願 6 ます 


煎 餅 ぉ， ぺ寶 
一思 腐 油揚 
日本 食料品 一の 

^ csr な历 巧ち 巧 cako CP 
ミ 5 Th ミ Ave こ 
Tei . Plaza ち18 


新 鱗 魚 か 一切 

本人 尚き の 生を 深山 取 も 揃へ 
別 廉慣で 大勉强 をし ます 

サヴォ ナ魚店 

•Josopll W ミ 0 ミ 

224 W . 6ご1 St . 

Tel . oolcrnbs 。 一援 


極上の 魚類 

季節の 巧が の 魚貝類 か 巧 山 揃つ 

て 居ち ますから 御嘗睐 下さ い。 

ァピセ ロ 魚 店 

82 置 ard St - Tel . Franklin を芸 


口 1 サン ゼ ルス 地方の 御 

お 化には 姑 善 S 御 化 化を 計 6 ホ 


イ- 


ン 


-グ 

ホテ少 


繩が かじが ける 间胞が 餐中最 
新式 高等 ホ テグで ホ b ます 
羅府 東-街 一二 化 ザ - 

を 巧 r ゥ アンダィ キと六 五 九 
t 罰厂 タツ カ！ 一一 又 六 一二 

貸 自動車 (牧野) 

羅巧お 所 御觀巧 じは 最も 精通し 
じ ドライバ ー が 御 案内 中 上ます 


H 本 巧な 船 切な 御 申 达じ應 じ 
を 事 獅巧宵 じ 御 取 极ひ中 トム 孩 

を 港*"^ パ 水 テ？^ 

►= 本 御料 巧 (別間 ぁ .9) 

矣 港々 ブホ少 三 ァ街ム ハ】 二 

屯訪 々ネ ー 「八 一六 

ボストン お 

赏± 旅舘大 浦ボ松 

145 W ミ cesier St . Boston Mass . 

Tel . す ck - 置 S 77 G 

シヤ h み^'^ 

Np 纔鑛 

wo 6,6 th . A < e . wo * weslttl 夕 " wslsh . 

停ぉ媳 前述 東 ご 一 了 だ 侧六階 建 
H 本 巧 船の 狩 取が が 口 場 送迎 

西み 十五 T 目が 西 十 ホ截 

一力 旅館 大橋 

電謗 エンデコット 八み 一 〇 


電話 ンキ ジン トン 闽八五 お 

器 巧 旅 簾 

を十最 T 目 二む 巧 


御 下宿 鴨 ザ 乂 

47 で 這を 互 ace 

一: 里' Is 吉 互 す e . 呈 E . 42 nd 田. 

ぎ Murray 量 畜 8 


i 、 當會 社は 舊 。タス ボッド 會社巧 ま 
化 議會員 じ 化ら て H ホん 共 醬の下 じ 
が 織せられ 本年 六月 八日が 巧 贿をじ 
據ら設 ホ 登記を ま T しました 
一、 當替 社の 資本を はがと を利附 優先 
株 お 千、 普 疆株或 萬、 を 一株抢 霜ょ 
もがる 或が お萬强 です 
一、 當會 社は 這般ぶ 幸に も破產 せし 會 
社の 巧 形 無が 重を お産を 獲 場し 工場 
じ 一大 整 巧を 施し 新 ご 斯業の 權威佛 
人巧師 を巧碟 しぶち 下旬 ホ 組 か 第 製 
造に 大擴 張を 致し ま 乎 
一、 當會 社は 株 ま 本位で 終始一貫 眞面 
目 じ 慟く覺 悟で あらょ す。 殊に 曰 本 
人に 限ら 發 起ん 巧 一巧 無限のを 責巧 
を 帶び斷 じて 御迷惑。 き樣 懸命に 努 
めます 

一、 當會 社は 舊〇 タス ボツ ドを 社ィ」 は 

を 紙 無關巧 なれ 化ハ舊 がま 諸 彥の御 あ 

情を 御 察し 中 上げ 睹别の 御 化 扱 致し 

まずな 無 御 遠慮 銜蛇談 を 歓迎 致し ま 

す。 尙ほ 新に 巧 証 脚 株 ま 所ち 御 ホ 望 

の 御仁 じは 化 際 篤 と がが ホの 上 御中 

込を 願 ひます 

一， 當會 社の 製 お 目錄； 御中 越み 第 無 

_ 巧で 御 鄭送申 上ます がら 柯卒實 物 御 

i 試 巧の 上 御 愛顧を 顧^ます 

を乍蓉 儀製逛 開始^ 御 披繁中 上 お 

大正 十の 年 化 巧 

歐 米を 國巧巧 特許 化粧な 製造元 

スマ ドレ プ ti ダク ツ會社 

假率務 所が ビ ー タマ ン〇四 S 】 

を。 相ェ 媒用チ ュ片ン —一 八 八 九 



▼兰徳=淸 潔、 親切、 氣樂 ▲ 

勢 州 舘舘ま 熊 野 

ま 巧が 势奉佐 义瞄を 作 
技 5 E . 苗を Street 
Tel lleg 呈 t 3299 
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白熱 化した が長戰 

タマ ーー . ~ 派 快勝ず 

共和 候補は 化統 派が 一人 天 ド 

黃 化で ハ ー ストの 候補 慘敗 
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過去 二迦閒 じがつ てが 巧 ッ化 
を颖 がせし めつ^ あつた 組 巧が 
をが 選 U 社を 黨じ 例の ト ー マス 
若. か植 もな々 一ん 帖 補で 巧 逃し 
たるに なし 

共和 黨 は •化が 派の お 補で 

ホる フ アウン テン •ペンで ウオ 

夕 1 マン 氏-パ 外ァ於 バニ 1 の 州 

曾 i ら號び 出して ホた リオン ス 

な、 待つ た 大化颁 戦では 巧 年 候 

袖の 化 ブラィァン 翁の 向 ふを 張 

るが 巧が の々 年が. をが 補べ ンネ 

ッ ト氏.^>网み如くなが補1てーニ 

つじ ど卜 ょら、 K ホ 黨 では タマ ニ 

— 派を 化を ず も 州 宵 h 院誰 貴ジ 

;、1 •ウオ ー カー ちじ おし、 黃 

をが 脚 王' ィ ー スト 巧の 寵兒 であ 

る 現が た', ィラ'' むが 一' 巧 立が 

して K ま 銭ん 看が を 巧つ じのに 

巧 化. か嫩が h じ も おしてん たが 

去る み嗎 日な 遇の お 瑕は 

找か黨 

ゥ オタ — マン ーニ.- 1、 " i ハ 八 一一 

オンス ー六、 とお 八 

ベン ネット 四、 W 化 巧 

哪もゥ * ター マン 氏は 無、 の 

腐を ホ レが 如く 常 選した。 閒强 

視 された 

民主 黑榜補 戦ら 鼓が 削が 
された お 戰を冀 か b 


I 一一 


ゥォ ーヵー ニ网 化、 五と 义 

- イラン’ 一 五 四、 011 一六 

挪も化 巧 五 千 お' 冉 四十 一二 票 ど 

いふ 大差で が、 イ ー ストを' 標榜し 

た タマ ニー •ホ ー がの 大勝 どな 

つた。'^ イラン 股 化の】 乂致か 

傷は なんご 云 つても 自 包の ホ 候 

補 化で み h 且つ 地 磐で もる と 典 

じ、 反 タマ ニー を樣榜 して^ イ 

ランを を擁 謹した マック ー キ親 

かの 細で ある ブ^ック 9 ン じが 

て 五 千 巧と 十恶 のを 数を 制せら 

气たをである。 マン^^ッタン昭 

の 差は と 万化で とな 六十 票で 大 

がかを おめ ブ U ン クスみ 二' カ ニ 

でホ村化 八 黒 ど ^:*ち 、 イ ラ ン 

にが媛勢を示しじのはクキ} ン 

ス がの 巧 千 一二 巧 一葉 ごブッ チモ 

ンド院 の 五 千と 十四 票を 計化モ 

一二が と 十五 祟に たまり、 この 

慘 敗を 招ぃた どぃ-ふ 始未 

i じじつ じ。 豫選當 日、 J イラン 氏 

I の 股 化で ある 卫ン ライト 醫を接 

-監 はを ホの が 育 巧を 選 輿 おにを 

つて。 い 错官跑 貫を 斷 むし、 を 

姐 整 巧ら あつた もの かど 許ら じ 

を 逃 巧 地 じ 警官を おおして 相當 

の 干涉を 加へ たが、 パイ ランの 

I 黒幕 じ 自ら 「ホ ほ ま黨」 を 標榜 

一し 谨< ヵリフ ォグ ニア 州から 選 

一巧を操つた — マ ト のが勘ぶら 

，がを 然巧 がに 反した るに 對 し、 

ー タマ ニ ー 派では 紐脊 州の 寵兒ど 

ててご 度 も 州 知 単に 當 逃し 民よ 

携乂が 棚 候補 どして 化 年 マザソ 

ーン 旷スコ エアー を疆 かした ア 方^ 

スミスむ の 堂々 たる 出が ご挑徽 

ぶら：^^このおおををんだのでめ 

る。 刚も 今回のは ホ黨ボ を喊は 

户イ クン 對ウオ 1 力 I ごい ふ 主 


b は 寧ろ 

黃 をず T . X 卜ぉ スミス 
知 ホが 天下 岐け 円の 觸巧 であっ 
たか、- 1 ストが 荣 率に 巧れ 投 
げを唤 つじ どい ふ 形 0. をれ じし 
て も 想 ひ 出. っるは、 >1 ストの 選 
礙 無で 化 ホ 、 J — スト 自身は か 論 
— ストの 後援を おた 抜を 家が 
十 中の 八 九を はを 選 S 述 かを 赶 
てゐる i ら而白 い 0 ストむ 
は 元 巧 昨今の 巧 敬で ホる フネ I 
レキの 邮龄 である 第 十 一帖から 
^^^'黨賃 ご し て す 院 溝貞 じ 巧 選 

し 一一 脚を リシン トン じ 送つ じの 

であるが、 な々 たる 彼の お 治 的 

野む が 彼を 拱ら したのは す 化な 

おがの がを 選舉に 自らが 摩 聯盟 

ょ b 立お她 して タマ ニ ー 派の マ 

ク クン アンに 一二で 票の 差で 化れ 

たのが 

巧り で、 をの 菊 年 じ U 

が 巧 州の 倾補ど 交つ て 知事 お 柿 

どなつ たが、 こ H に不ホ U 濁な 

氏ま媒 かがって 彼を おで 粟の 差 

で 股 b 、 す 化けと 年 じ 、 J ! スト 

が應 おした 例 おや 谢 曾の 下院 請 

化 おな 佛國 軍人 

パリ — j - と U 酸；：：：： 米 厨 上拉外 

をを 員 挺 ボラ！ 巧の 對佛 貸附 

滅 少ほ對 じ巧慨 した 佛國驚 軍 

入 劇は 巧 U 米國 大使館 じ 出頭 

し、 一 邸を 十が 乂人將 校を お 

けて 巧 賞され た 劇 章、 廢 をの 

義 お及び ホ 厨 獨ホ戰 ザを の 一 

册を ボラ ー 巧に 送： 曲 ホを た ふ 

たので 大使館 員 も 苗 笑し 乍ら 

これを 引ずけ た。 - 


員は 悉く 败れ じので 翌年には、 J 

— スト ど 聯盟は 絶 緣ごリ つた-- 

めじ 知宰 候補 じン！ ンを後 殺し 

たが、 ヒユ ー グ 戊の 八十 幾 巧に 

おし 黃色韦 の雜 兜は 一二 巧 一二 千 化 

巧 九十の 黑ど いふ 情ない 投票で 

敗 U 化 ごい ふ 始末。 を こで 巧び 

巧を 戰じ 逆戾 らし 千 九. 问化年 じ 

排脊 巧に 种盟を 化つ て お 補-」 岀 

たが 一 溜ち もな く 敗れ、 彼が 後 

援 しわを は 却つ て當選 するとい 

ふ 適き 目を 見た ので 憤慨 一帯、 

おじ 今 巧は 獨ホ 職盟 i ：* る ものを 

をの 潛年 かつて 

か 選擧じ 7,. T を 知事 

じ、 御大は 副 知 ホで な 候補した 

が 六十 八 巧に 對 ずるち 万 票で 間 

題 と なら や、 十一 年に 聯 猫が 後 

おした 兩院證 員は 稍々 化 巧 じ 近 

いものが ぁつた けれども、 御大 

は 再びに ホ黨 じ逆戾 b し 翌年の 

I 知事 板 補 じ獨ホ 聯盟 ど' J 1 スト 

は スト ラゥ セに を か 事に 後援し 

たが^^ グザー巧のためじ败られ_ 

千 化な 十二 一年の 巿長锁 じ 化 ハ か、 

民 ホ おを の排 タマ ニ！ 派の ミッ 

チェ^ 巧が 當 選した。 當時 - 1 

ブトは ミツ チェ 卢を 後拔 すろ ご 

み じ獨 立で 巧 おした 窝計監 巧 巧 

VJ 巧 參事曾 長は ミッチ 玉グ 派の 

疾 補に 慘 なした とい ふ始 ホ。 翌 


十四 年の み率戰 じは クライン 巧 
を應 巧した けれで も ゥキツ トマ 
ン 氏が 常 逃し、 をれ か^をれ ぶ 
失敗 線き であつ たが、 千 九な 十 

と 年 じ タマ ニ ー 派は 

現 巧 長 ー イランを 樹 て！ 

ミツ チェ < を 敗つ じのに 力を 沿 
た、 > — ストは、 翌 十八 年 知 率が 
袖ね らん ど L たる も スミス 氏の 
ために 一微 されてから タマ -1 — 
派 ごのな りは； 膚烈 L ぐなら、 

で 化けが 二を 細 率が 補た， っん ど 
したる も 巧 けら H たみで 遂に ス 
ミス ど；^ 1 ストは 脱み をのを ご 
。つむが、 この間 ' J — スト ど；； 
イランの 間柄 か 親密 どなつ て お 
巧み マニ ！ ど をら が 合は や、 で 
化.，りかーニ年の 啊事選おじ — ス 
は 共か黨 と 典んで 共 か 黨派六 
あ、；； ！ スト 派 二 おを 樹て t 夕 
マニ ー のが 補 じな おしら 熟 的な 
政戰 の おお 約と ス から 十 方の 差 
で-—， 卜 、おか 窺の 礎を 軍が 

惨败 し、 巧に タマ ニ.— ど' J 1 ス 

卜け 純然たる 

が 敵ん 忡 とな ら、 ' J 1 ス 

卜は バイ ランを 自 ホに 操つ て 市 
政を かき 迴 はし、 タマ ニ ー 巧 身 
の；； イラン もこい に 釣られて む 
たのが 今 巧の イラン 大敗 ごな 
つたら め f ある。 千乂巧 八 年に 
パ— 7 卜 巧は 大統 做が 補 ごして 

一方 阳モむ 山) 票を 得た； をを 

考 へる ど、 ょく/、 選澡じ 運の 

。い 巧で ある。 をれ にしても 數 

を新规 での 政を 的牛涯 も' ごぅ や 

ら 今次 逃擧で わ陀滿 ごな を さぅ 
であるが、 或は ホるべき 巿を戰 

じ 獨立黨 を 組織 L て 巧び、, イラ 

ンを樹 r 、 るか、 現 上院 燕 員 じし 

て 前 ボ銜を 局を であつ た コ ー プ 

ランド 氏 ど銳育 おみ 黨の 反逆 お 

であるが 义巧 A の ラ •グ アデア 

氏を 谢 てる かも 知れ Q どい ふ 話 

左 b V 一は 閑な 黃 色里の 生活ょ！ 

巧 化 十 余に 

送還 命令 

支那 街は 死の 町 

先般が 壬 お 堂 斟お勝 堂 S ち那 


ご 操 立" してむ るので す 正 入 酒め 
支那 人， J 戰ゥ 柄々 ごして む I る。 
霸 に，」 ニュ^ ― ジ ヤシ ■ — で衣那 A 
ど閒涩 え^れて 拘引され 女-円本 
八 も あち、 巧 節 柄 この 檢 か 

一般 柬禅 入ので 及ん 

で ホる のでは あるぇ いか.、 觀测 
され 稱るお 龄な くな^ I 旣じ 
n 本人 不正 人閔 がが フ Df ダ や 
アト ランチ ツクホ カ 面^ 擧さ 
れむ 审督も あらから、 日本 
人は この 際 典迦じ 目に をの 巧 
用 ふが 肝を である 

訪歐 飛な 機 

J へで 一 

官お戲狂^|歡迎 

ベ 八 リン 狩 お 十とは 啓 U 乂阪 
あ 京兩朝 H 新聞社の > 成臟 飛が 機 
巧 風、 東風は み U を 校 一時 P エ 

ニン ダスべ 作グ をな t 僅か^ 時 
間のか速力で ベ か 。 ン 上巧^^を 
の 勇を を 現は し テープ^ ホー 飛 
，り攘 に着陷 しゎ。 巧が 米 風此コ 
夕 州から サ ー ヵブに 加って 带け 
谋 附近に 閒谣 中で ある ィン 
ン 六十を を 始め 細 十二を の 
•ホ！ ィス、 戲 すが， ヘグリン 民 
が 飛 巧 煤-し 殺到 レ 河内、^ 兩 
氏の飛巧潑を駒ルで方歲^^二唱 
したが、 譬官^^^動して敗衆を 

押 退け 飛 •け- H 華ム じて^ 遮 政 

お化表 の 歓迎かじ 巧し得^〇^西文 
明の 結な を 誤が した。. 八^^は 今 
夕獨 逸な がの なを どして^ 迎晚 
餐 をに 闲 すべ〜、 常 地ょ！^ 
—を經 て' こ ドンに 到 b で 飛 巧 
を 終了す る か でもる 

' I 

原 留心曲 君 策 

を 米處聲 觀 じお^ 中で あ 
ったーァー.，^ィ.ス盎撰手新困武- 

君は 二戰 /一 勝 じて S 斗 固に 入 b 

し if . 舊# チヤ ー ド聲こ 魯戳し 

たろ じ 離な く 六 六！ 

〇、 疋丄 ハに て 敗 し •同じく 

一一^ 爲の 鳳阳貞 君は 视界撰 
ま-. 7 グ デン 若 ど會 ^，し 六 t ご 一、 

ム直 _/!、 六 II でか もな く敕戰 

•/，| れ にて 9 本 A 

れた 〇フラ 


嘴ず U 一ん" 嫁 

^スの ボり卜 

... ? 一 米人ゥ キリ/' ムスを じ、 

人を 戰が再 凝し 死傷者 輩 おする、 豫納心 アン ダ！ ソ^ 巧 も 豐府の 

• ■，こ . ；■ rH 二 •一一 ;! W • • If 」 一 , ~ I 

ン 君に 孰れ^ ストン 


、ず 離」 

尸 君 一子 


じ 及んで が 育灣裝 署の于 渉 ど 

'らし も 殺傷 沙 化が 化 ない の jZ 

• - I / > . I V * b > ;* axoir 一 


氣を 腐らした もの か、 を衆閣 

中央政府は 俄然 活警 

關始し 前 巡 未 ょら 今 逝 じ 置ん て 

不審 5 ま 邪 人は をく 逮捕し で 取 

調べの 上、 不正 入 威 あは 


ジ 3 ンース 

! .卜立 ットで 敗 瓜し た- 


を はさず をの ま i 掏留し ぶ國 

に送遷 ずる i ごな つた。 心擧さ 

れた 六な 余 名 中な 化 十： をけ 現 

じ不正乂威者どして エ タ ス32^及 

び巿 監獄 じ 抑留し、 近く 宜載乃 

ま 船 巧 勞慟の 契約で 送 遥£^^ し 

たが、 この 大檢擧 じ 驚いて^ 流 

お のぞ 那衔ら 昨今は がか も 化の 

がの 如 < 寂れ、 兩 をの 幹部は 

支那 領事 を 中必じ 響を 

常 局 もな をの 上、 巧 巧の ず か 契 

約 載に 調 巧し この 旨を 化かを ぶ 

がに 通電 しじ。 檢 擧じ從 率した 

をを 闕給事 バック ナ ー 氏な 

予け支 邪 街 じ 中央 政 巧の 權力 

を 集な したが、 この 權力 はお 

戰が中 化され やうと 繼賴 され 

や； ど 何等 錢 るべき ではない 


田 U 要 然就働 

前导 の 本紙 報じ ■^モ ー リス 

タウ 乂 モント/タン アは 誤ら) で 

i 白 妻の 金を 一一 hf 巧拐帶 逃亡した 


川 お •し關 しがを を 方面から 濟害 

をが ぶ はれた が-本人は ニユ！ 

ジャ 丫 州ィ* "；/ スト •ォレン チ 

の 某： ストラ^卜 じ 平然 就 働し 

てゐ ，ごい ふ 遇 知に おした。 

♦ゴ 日 プ キ 速中 

の慟<致氣時期 

は 巧た、 何處の 

宿屋で も 今 か 今 

かと 綺 つて ホる 

速 中を がっ てゐ 

るえ い'/ 斗 何 じもぅ 初めて ゐる 

ょ、 雨 にじ おったら-甘 猿 巧って 

是ん とだ、 が廿 阿下 目 かの 何 ど 

か 居 じ f . 盛んな もの だ、 H 本人 

辟'-‘ 風化 係 b なんてない のか ク. 

理地坪 な 中から して さぁ ホいで 

やぞゐ るんだ からた まらない 
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八 


十 丹 一日 

よら I 遇 晒が 

麻じ销 かる、 を 齒證员 台 盛じ參 
列の 巧め n 本侧 から 患め をの 搞 
木 益太郞 、お 田 巧 及びが 巧尤雄 
の S 氏、 かぶ 會の 礙部尙 、蚊が 
'大輔 二を、 政ぶ 本 溝 よらは 髙烏 

I 順 作、 中 村 嘉壽の 一一 氏 化 じ 田 口 

衆 强院萬 記 官が波 ホず る i どな 

な 木' 巾が、 お ホの S 巧-：: 目 

ド 沙港方 およら 巧む 5 途次 じあ 

る 帯で 他の 五 戊は 本 巧 四 H 樹橫 
出帆の コレ ャ兄じ 便 巧 ホる 十と 

田 若を の豫を でんる が 右曾議 

は 第二 十 S 叫 目で 化ホタ くは 験 

洲 方面で 閒 いじので 乂國 では 千 

_ 九" 四 年樂路 易で 脚 かれた のみ 

であつ じ。 當 時は 义國 ので 院讓 

巧は 巧 かに 二名參 加した じ 過ぎ 

なかつ わが 今 凹のを 爺は 兩 おの 

お潘じ 基いて 大統領 ク ー リッジ 

氏が 

招 巧した もので 約 一二 巧 

:の外 闽巧褒 幾 貴 ご 六 小 五 夕の兩 

院畿 員か參 加し 用語は 巧 佛獨の 

.互國語をなてする； ごむつ てお ， 

巧 議の棋 W どして じ 聯巧雜 I 

事を を 提供し、 協講 事項は 带備 

制限 閒 趣、 阿 斤 間 題、 化 太 ホが 

問題、 越 際 法間趙 、歐洲 视關間 

趣、 讓 をが 治な 善 脚 趣 等で ある 

が、 巧を じ 恵 見を を おする 丈け 

-. で 別段み 能ぎ は。 いゴ云 ふ。 講 

; 員の お 府 滞な 中闽 が卿ヶ 甘 ブグ 

^ に、 义閒が 楽食講 所の 歡迎 曾が 

; あら 瞬 父 お 监頓の 黛 ど ホ 地の 訪 

; 問が 他 お. 所觀 光： & もつ f . 後 十月 

: 八、 化の 兩 H は 紐 育 じがけ る 力 

I 1 ネ 年^ — 

_ 平 雨が 圓 の 巧 巧を ずけ 

一： 巧は おらに 特別 判 ホで 十り、 
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糾巧轿 報 

聯盟 ど米闕 

惚外义 の晒廠 

所. ぷ； -ん曲 U 力で わる」 ど 云 

ふ 巧 想を 特巧 ず もぶ 睐 じがて 打 

- 立てら いた 掷 が 溢の 図 際蹄监 

'に 巧して 冷嘲 こ 叙 酌 ごを 加 ふる 

:を レて 化 非で い b どしつ； もつ 

たえ 闽の蚁 ぉ 家、 乃 卡校觸 を、 

- ポリ テシ r < 閒 にポッ "ボッ 

リピ聯 销か認 の 口吻 化ら づを 

ん わる >5 U 看銳 がし 衍 。い 率を 

こ 雜 はねば。 ら 3 - W 巧 第一 丰 

艳的思 化し-^ おさいて 巧が 度り' 

將殊じ 化て f を^ 义威じ 化が 巧 

一た るべ 表で もる』 から 物巧聯 

邮。 'ご 、、稱 ずる ゲべ ー テン グ • 

.ソ サイ テイの； いたる 必 おは U 

い いか、 がご。 らホ胁 も 

4れげをお。英邮がの滿辯的外 

をの 爲 め- 1 撫ザ 雜統 せらむ 鼓 後 

-の巧 巧を を擔 せしめら る {が 如 

き U を々 の斷 じて 與 みせ ざ i 所 

である。 ホむ は 巧て 米喊 々はの 

不 がな を誘鞋 しお おを 胎ず もの 

でめる ご； て ふの が 威 隙 職 邸 k 巧 

波 S 主 化で めつ じ-尸 イラ ム, 

ジョンソンみ 如き ポリ テシ アン 

や^ ァ * 卜 亦は^ アゲ ユイの 如 

き 操 渺がや ボラ ー のかき 皎 治み 

は换が こして 化 ま 化を 凹 神して 

ゐ る； であらぅ 。が 爾過 をが 殺 

，..たのみでは 滿 せが 出 ホ。 かつ 

，.、化 謀は 巧 ホ おながの 筆は で閱 

際 職 粧てム 無 邪教。 抑途 が销ら 

しい おおのぶ 巧談を 聴'.、 义 けで 

ら曲 白'、 卜* いどを へて むる 妳端 

じるな 巧 波で あつて 飽： たも 义 

図の 閱巧 聯盟 魯 加を 巧が する 急 

化雜シ w て 巧 ホる であらぅ。 

乍が 化 等が 冷嘲し 媒媒 した 賴 

降聯鹽 は跌洲 のず か 維持に 韵 L 

ては 旣に 相當 の貨献 を' がみて & 

/J。 米 図 か 『乃を 化で ずん ば 蒼 

化を 条 M せい』 ご 自惚れながら 

陽讲别 嵐ん 邮 みを ひを b 腿視し 

て 超然 お'.、 巧 おしつ S あるじ 拘 

はら や 聯盟は 一進一退、 幾夕の 

化满化 巧は あるじせ ょ、 砂く ご 

ら當 初の 大埋 化を 實 現せむ ご 巧 

して & るので わる。 最近 歐洲 

視 をの 旅を 終へ て歸 米した、 モ 

ンタナ 逃 出 上院 辨良ト ー マス • 

ゥォ 作シユ 氏と ニ ゥメ キ シコ 州 

逃 出 上院 證良 アンド リゥス •ジ 

ョ —ンス 氏、 並 じ カン サス州 逃 

出 上院 巧貫ア ー サア •カブ パア 

氏 ごが ジェネ ダア じがけ る 園 隙 

聯 班ち 麗 のち 藤を 觀た威 想を 語 

つた 内 じ 共が 巧の カッ バア 氏の 

- かきは 一面 困 隙 聯盟のを 盧 をで 

ある； をが をし 化 面米阁 參加尙 

I が 論を 唱 へて ゐ るが、 民 まな-の 

I 锁 袖ゥォ グシユ 巧は r 予 はな 甚 

;リ る 印み を 闽巧聯 脏會述 じ 化ら 

てが。。 五十 四 個國の 化ぶ の 政 

をぶ が 一を じ 集つ て 化が 放ぶ、 

幽隙閒 趣に 對 する 恵見悄 報を 巧 

換 し、 適正。 動粮 じぶ いて 開が 


的に 禮 面の 問 趣を 討 諮す る ホけ 
でら 聯盟の 巧が は充 かで ぁる』 
ど說き r 聯 越の 藻 礎は 化が 進 ホ 
の あ 其 どして を 年が 闽ど U るべ 
< 、玻 かのは じ乂幽 だくして は 
み 化 命を お レし 難い どの 威は が 
らいで ホた しかしが ほ ホ闽の 
を 加を ホ留； イる强 いを ホ はぜ だ 
して ゐ る』 ご 附言して むる。 其 
他聯齡 の 徐 々どして 信饼權 威を 


加へ む どしつ > 、あを 做 向を 觀化 
{ る 具眼を が 曾て 維爾遜 巧を 苦 
めた な WV- 间 願-, > て 窃か-—- 化が 
た 4 もの あると お-しお 界 第一 ま 
義的化 想 じたが されて 闕 際の 協 
謝、 规 塞を 蔑规 すを 宫惚 外を •か 
阁際蹄 盟に參 加す を ふ bw 上ん 
後 おを 胎 すごい ム おじ 留 なして 
ホた ごすれば 夫い は 寧ろ お踢自 
身の 爲め 'じな すべきで はない 乎 


駐日 米國 大使み を 

日本 政府が マ 巧の 巧 命 杉秉認 
おなお 笔か 一 n 發 Z： 外務な 局は 閣議 S 綻あ豫 
てょり 义國 政府が み 意を 傅を む陆リ 大化 候補 チ 
^ — ルス マ クヴキ 巧 S 巧 命を 承 詔 卞る育 fi ふ 式 
に國 おお 官 ケロッグ 巧に 同 答した。 尙ほ 前旌佛 
火 化 お ホ 慶阳郎 男の が 英乂化 化 命に 腳聯： し英國 

政府は 承諾した ので 茲二 S り 中に； 止 式に 命せ 

ら るく 箸て ある。. 一一 


即 U 火 化'」 內 をを 博 えられて 

ゐる チヤー クス •マ クゲキ 巧は 

本年 六十 お展 、前を 衆國 檢率總 

を じして を お 化' が 太利大 

化等を脑^;!しぃ'おゥ 3 — ン • マ 

クゲキ に S 令息に して 千 八な 八 

十一 年 じ^— ゲァ ー ド大 學を卒 

おし 千 八 パ 八十 一一 一年 r- はコ 。ン 

ビア 乂 をよ？ LLB の學 位を 巧 

けたんで 過去 化餘 年-し 見ら 法俾 

串 おじ 携 b 乂國鋼 機 組を の 顧問 

辯 蔑 七た る、 と サ年じ 及んで ゐる 


中— をの 報-— 梭 し、 

ホ だ あ 巧に 通牒' しお-- てゐな 

いみで 何ん ごも 中 兼 一^が 自み 

の 友人が 大統領 じ駐 '^大 化の 

候補者 ごして 余を 推^した— 

U あ 知して ゐ る’ 化 化 補 も 

巧 山 ある i だし 例 人が 一巧 命 さ 

れ るか 一' 兀 ib 自 みの 挪 する 

どころ では U ぃが、 巧-い 化 命 

された どす れじ自 をに ぶつて 

はこの 上らなぃ ぉ舉 であて。 

VT 記つ てゐ る。 ; I - . 


たで 


の ごた 

對 ま會議 遂に 失敗 I 

化 表口 不平 だらだらで 引揚龜 


バ方チ モア ー か 一口を U 去る 

十六 U ょ' 〇當化 に 開 維 中で ぁつ 

た 乂人巧 志の お 支 間 題ち がをは 

昨 自の衙 をを 夕殘 として 解徽し 

じが、 ぞ那 問題に 就て 協 謠會の 

なをを お 明すべき 

み議 上程に 就て 端？ 

も 激論を まじ 狂 ホ 面を 化 衣して 

出席した 人々 のぶ < は 不平 だら 

だら で引揚 .'た。 即ち 出席 巧の 

印は お 能が 支那の 治 外法 權撤廢 

等に 掛 ずる お祕 政策を， 駆 歌す る 

になし、 乙け 曾 端 か單じ 道德的 

ま那を 援助す る ごい ム範 尚に 

たつた； を逍減 どし、 巧は 爵講 

が 何等 實巧的 樂瞄を おげ 得 ざ b 

し不 得要谢 をす 瑞ど卞 る 等、 證 

給の 化を がかした が、 問題の 化 

ホは この 協議 食の 支那に 掛才る 

み麗 あおの 可否に 就て 一派は 喊 

力 これを ホ 張す るじ對 し、 一派 

は反勒 しを の 逃 由と して 本 協 蒲 

會は 純然たる 

第一 二者の 塞から 支那 

巧 題を 硏が ずる 磯 刷で あつて か 

治 的な 巧 溢 等を おおす る 機哪で 

ないど まがし、 兩 波の ななは を 

帷日 0 ホみ なして ゐ たが、 治 外 


心 


法權 が 兜 委員 筒の 委員を ッ^ン 

シユ ィズ搏 ± が 委旨爵 の 馨吿^ 円 

を朗讀 した 藤 『翩视 自ま權 V 治 

外な 權 の撤廢 はこれ を一氣 

的 じ 巧 巧ず べき ものである 

をは 化の 進 ホ 的ぃょ 手段に 則る 

きかに 就て を 員會の 意見を 一 

せし むる -i は ホ 巧 to かつた』 

を 陳述した のが 溶化 線 ど U つで 

巧び 巧總發 おのを ホが 激論の 中 

&>'- なり、 米 岡 喪 書協會 々頭へ 

ゲ ユン 氏の 外サお 名は 巧 講發表 

じ反對 したる も、 ゲ キラー ド 巧 

化 他の i 

自ん 主義 お 比 飽をも 急 

進 的に 關稅自 まど 治 斜法權 の】 

氣撇廢 を 求め、 ブ" ンシユ ィス 

博 ± は阁格 挺官ヶ 。ッグ 氏が デ 

トロ ィトが にて 聲 巧した 

をは 米國 々民が 支那 じ おし 條 

約が 他の 手段に 依ら 支那の 關 

稅 、哉 お 所 等の 內 政に 干涉ず 

るを 好ま や、 寧ろ 斯る制 巧の 

す必 おなる 時化の 到 ホを ホ留 

'しつ i あるを 確信す。 

の 一節を 舉 げこれ を 本 曾 幾の 决 

證 ごすべく 捉潘 した _ る も 投票は 

巧 巧 をれ、 前 駐支を 化ク レー ン 

巧を はお-々 フー ンシュ イズ愧 ± 


のが 吿 が： をホ雜 どす ベ < 慾 激し 
む おお パり' も 喪 おかお 要の 大差 
にて- れを 可 か 寸らに ザつ わが 
の 阿秘の 報吿韵 にがても 峨于 
自身 か W かにを 固' 行の 

惹 おか 製 をを 認し治 外 
化槛 〇撤朦 A け 關稅自 ま 權ん承 
認 どこれ し 伴 ふず 段 じ 就て 何等 
確ず いる 方 かの じい J が 明白 じ 
なつ ゐ るので 遂 じこの 不平を 
なむに まつ 化 もの t わるが、 惦 
± の報吿 導は ホ那會 講じ おする 
ホ 越の たけし 耕て リシ-トン 會 
谦 。召集 蹲 どして 乂 威は こり 際 
化の 列强 ごの 小一 致 t 支那 敕濟 
の W 則を 旌延 せし むる のは 不得 
がで あ もどい ふ ホ 旗から 斯る場 
を 米 固は 列强 ごか 離獨 なしても 
最 がの。 お 志を 貫徹ず べきで ある 
ど 述べて ゐ る。 

お 油の 交涉 

圓 滿解决 

ホ權太 じが 契約 

モス ヵゥ か； 日發 ：；； ：：勞 農。 シ 

ア駐 がん 佐々 木 書記官" 目下 バ 
ク巧她 が 脚： b 日本へ S お池輸 
巧調帘 のじめ ォデッサ、 バッー 
ム 巧び バク 地方を 視察 中に して 

現在 B 本 の お 她需お 化 

二 巧 顺は米 図よ h. 化 給を 仰ぎ 内 
地 生 產サ万 晒を も 使用して ゐる 
が 到底 需要に 應 やる 能は ざる 狀 
態 じあり.' みに ホ 岡の 石 她は巿 
偕 も踪く 四千 峭 のれ 稱 をめ 要 ど 
ずるに おし 化峭太 みお 油は 化 海 
道までの. 距離が 僅-し 四な 哪 でん 
るから U 本 どして は化禪 太の 油 
田は をのな 義 頗るを 大 であるが 

粗惜 權委： 肖會 副を 員 長 ヨッフェ 

氏の 發 をした 所 t- 化れば、 『旣 

じ 巧 渉 小の' 化 憐太她 山靴惜 W 外 

勞 農化府 r! り 本 じ 對し化 權义 の 

東岸に 沿 ふ 約 一千 ホ ホ 雌の 油 旧 

關が權 を 巧 年 よら 十 年 じ 直 b て 

賦與 ずべ く、 万一 

油田 發見 の 填を は U 本 

は 更らじ 他の 主 地を 五剌 の 割合 

じて 粗 借し 得べ < 石が 粗 借權 

デ ユィが 域一帶 にぶび 粗 借 期限 

を 四十 年よ b 五十 年 ごすべく-^ 

地の 刚 ぶは 目下を 渉の 懸案 どな 

つて ゐ る。 而 して 化 借人は 勞 農， 

ロシア じ對 f お 袖のを 產じ 興し 

五み よら 一 剖 おみ、 石炭を 產は 

五を よら 八を の 報償金を ま挪ふ 

堂で、 0 シアん 巧 働を じけ これ 

等 租借地 ホの 就慟 優先 權を 典え 

一一る； も 契 かさむ てゐ る』 云々。 


英國 外相 ミ 

を權 訓令 

一 支那の が 証を 巧 

.一。 ン ドン 廿 一 S 發 =: 巧 < 支那 

^ 稅會谦 じ 出席すべき 英國 ’を 

權じ對 する 外相 チヤ ムバー レン 

巧の 

一訓 令內容 は 外務省ょ b 

今朝 これを をを したる が、 外相 

ツま那 の 治 か 化 權撤廢 を ホめ つ 

つぶる 氣 述じ勒 して 衷 也ょ 6 同 

情 ゴるも 『お 服の 法 刷々 巧及グ 

が 政漱 態の 改善に 伴 ふ 一大 難哪 

は確ぞ たる 中央政府 のがが. し 居 

らざ ふ； であつ てを 權が本 問題 


を 討 成す るに 當 b ては ま W 政府 
のな 善が 柴 して 赏際化 i る 山 可 
能を をく 認知し こむ がが 證を水 
めざる！ S' .-5" す， このが， 則を L か 
じして 得る か. こい ふ ミは I じを 
權の賢 巧。 るが 锁 に： 巧せ ざる 
を暢 ず。 巧し 諸氏の 胸中 じぶ々 
な 6 ども 疑惑を 抱く のな あらし 
度合は を 巧され じる を權 をけ 化 
する 前、 化 づわ巧 一: 訓 みを 仰ぐ 
べきを を ホ 望す る。 政府は 支が 
のす！： 化 じる 

借 欽搔理 ぉるべき ^21 

麗 じが パる 東裝 。る 岡 題で ある 
i を認 む*^ か、 が 口 如きけ 海ろ 
第二義の 問題で あつて 巧府 どし 
ては 會 燕ん お 驳が巧 かじ 陋巧さ 
れ 内政の 半 かが 巧が しだ 那じ對 
する 永遠の 恩惠 か窜實 ごな つて 
現れ U い 限 b 會瓣の 目的を 果し 
たらの ど認 むる i は 出 ホ 2』 ご 
斷じ英 闕垃府 はま 脈顿民 S 利 鳩 
じ 叙ず ずるは 颜じ てが まざる 巧 
であ b、 唯が 塔す る もめは 獨立 
した 强固 なま 邪 化が の 樹立 じあ 
るの み ど 述べて むる。 

會議を 前に 

支那 內亂說 

卜海廿 一 n 發 U を 地 ょらの 精 
報を 線を ずるに 目下 化を じ銷懼 
中で ある ま 邪 統一 禽 憩け ホ g 十 
:r を 化て 終 ーー しか ホ H ょ b 腳秘 
會議に移る^ど卜ょつたのを磯會 
どして 張 作 霖對獨 玉祥將 軍は 戰 
端を 閒 くじ まるべく 山を おの 吳 
佩を 將軍 もこれ を機會 どして お 
嫌を 省に 擦 勢力の 闽 おを 計らん 
i して 出 おすべ < 張 化霖は 南を 
の 占 斌を恐 n お愧寶 (吳 派) お 軍 
じ對抗 する 爲め祗 兵 一 旅團を 派. 
遣ず る 等 S 將 巧は 戰圃 準備 じを 
b な 段 執政は 内乱 突發は 自己 
め 政治的 尖 脚を 席 か 寸る關 係 か 
ら 肖下頻 ゎじ 調 討 中で々 る。 

治 外法 權ミ 列强 

クシ ン トン 化；： n 發 ；=： 國務省 
は 鬟に關 係刹强 r 提議した かく 
來る 十一 一巧 十八り を 0 て 開催す 
べきち 那の治 钟を權 鞭廢會 講じ 

瞄し 列强ょ b 快諾の 報じ 接した 

るが をの 中 じは 日 木ぶ-び 英國も 

を まれて ゐる ど。 

廣 おご 非買同盟 

りン ドン 化 1 U 裝 ZZ 頗東 赤色 

派の 割を 港おィ コットは 化が •こ 

して 繼 おし 巧く 砸艦 一堡を 配し 

て 巌乖じ 取締と‘ </ 、陳爛 明將軍 

が 灿頌を 占領して 香港 どの 貿易 

じ 着手す る i はを を視 され 思ら 

ず。 曝柬 はがに 小 ザ 翻を 惹起す 

る 外 まつて 毕穏 じて 廣萊政 巧は 

今阅出 まに 化 おを* ス カゥ じが 

がせしいる至どじつた〇 

佛國 使節の 着 ホ 

ヮシントン サ ー H 强 =1 目下 渡 

ホの 途卜： じある フランスの 對米 

負債 か濟 委員を タィヨー 藏 化の 

一巧は ホる 化 四り には 療船 バリ 

1 おじて 紐ち に卜 陸し な もじ ヮ 

シン トンに 出發 、白聖 館の 晚發 

會じ 臨みを 曜リの 第一 巧 會嶺は 

外を 辭 みのを おに 化 b 正式の 談 

巧は i 曜日よ 6 開かれ、 實際的 

.解かは 恐らく ホ 週の 氷幡 H 頃で 

は あるまい かと 瓶 湖され て & る 


日が 飛 巧 家 到着 

上が H 1 U 狩：；；； りが 橫斷飛 巧 
家 ビネ ド 中 化け 本：：： 午後 二ね 化 
か當邮 'に 到 巧した。 

/ 露 佛巧涉 を 休止 

パリ ー 化 一 り 發 佛扫 シア 
财极官 クラシン 氏は 本國 かがの 
訓 みを をけ 與佛 なおの 憤 却に 就 
てが 提雜 をを 附 しむ. か 佛歐侧 で 
はを おこれを ホ 盛 出 ホ ホ、 ど 突 返 
したので 夕涉 はを 裂して はゐな 
ぃが 一げ 休 ぉの 狀態 である。 

新 飛 巧 母艦 進水 

.ヮ シン ト 'ンか I H 發 ： Z ； 乂國が 
をの 誇 6 である 飛が 巧艦サ ラト 

ダ號 S が 巧 艦 ^ ある レキ シン ト 

ン号 ニニを 二 千 嘯) は カムデン じ 
て 建造 中で わつ わが 來る 十月 一二 
日に 進水式を 擧 わず ベく 動力は 
電力 装歴 にて 無線 設備の 如き 致 
も完 をし 長さ 八な 八十 八が のち 
艦で ある ご。 

學±院 ミ 新 議員 

まま 特電： i= 1 りお：；：： 學±院 上 
院講貸 じ 井上 おみ 郞 、ル •野廣 喜 
ず 治、 藤澤 が 臺太郎 及び 山中 縮 
巧 橘の 四 隙 ± が當 選した。 

德川 公爵 郎燒失 

東 ま 特電 化 一 U 發 == 今朝 一時 
化か 千駄ヶ を 5 德川 家连を 邸の 
新館は 突然を 燒 し、 放火の 嫌疑 
み b 取調 中で あつたが 、か 後 漏 
電ご制 明し r-。 こ の爲 めを の寶 
物は 大部 か燒 失— 憤 害け 二 巧で 
圓お 度で わる。 

學 生に 放火 嫌疑 

東京 特電せ 一日 發 ；：：： 貴 衆闽院 
の燒 ホに 關聯し 講倉巧 じて 辯 護 
± 試驗 をず けっ； あった 學を數 
名を 吿發 した か、 右は 辯 護 k 試 
驗觸 巧に 小ず を 抱く 學 年が 义化 
じ峻 つて か i つた 事實も あるの 
で 或は これ 等の 不平を 子の 化 火 
でけ あるまい々 どい ふので ある 

議壤假 建築 决議 

ま 京 特電 廿一 日發： = 緊急 閒證 
じがて ザ 永 欠 的 議據を 打 八十 巧 
圓の經 葛を 3 て 一月 じ 雄 築す 
&?じ决しわ。 辭おまは宮中じ 
がて 巧 ひ、 雜 鳩は 中央 會議 巧を 
の.'’ 充 つ/, •を' •.しある。 

小幡 大使の 赴任 

東 ま 特電 か 一 u 發 n 小 幡± ザ 
を 大使は 本日を 京 おお 巧の 途じ 
就ぃた。 

開巧會 社を 計畫 

東京 特電：； = 1 日發 u を 膝が ホ 

がと を么帆 等の 發企 じて 資本を 

ご 一千' 力 圆^ン ベリア 開が 巧化設 
立の 對畫 あり。 而 して 設立め 上 
は 社債 乂千巧 圓を發 巧す る尝で 

あるが 右 計 藍には 勞農 政府の 援 

助 も 期待され 巧が 政府の 敲解も 

ある VJ 0 

大な化 管長 辭職 

東京 特電： 1 日發 U 大谷 ホ馈 

惟は 諭 嵩を 受けて 管長を 辭 職し 

こ 0 

か 比大將 逝去ず 

ま 京 特電 か 一 H 後 = 豫備 陸軍 

大將由 比化衞 氏は 本 口 逝ました 
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〔八】 恐怖 ミ不ぞ 

十 H11 一：：： u 伯爵は 朗 からい； 
機嫌で あつむ。 をして デュ シヤ 
ン VJ 1 緖 にお 乘じ 出い けむ 化で 
あるから， 夕方の 變事 等は 誰 I 
人 想像す る 者ら i：* かつじ。 

翁は 乘 おの 後に、 夕飯が が 迫 
つても 柯 時に U くを く豊廢 をし 
た。 お 達は と 時まで 待つ わを、 
翁は をの 儘 じして 食卓 じ 就い む 
的で あつた。 卜八ス トキ 夫人は 
スープ をを ベてから、 若し や 起 
きて はゐ まい かごい ふので 翁の 
室 じあいた。 彼女は 閒も なく 戾 
つて ホて、. 下 巧 翁の 寢 室の 扉の 
前に ホた 時、 マッ チを とぼす 音 
が 聞へ たので 夫人は 室に 這 入つ 
て 巧つ じ。 をは 時間 ど 夕飯の i 
を 訊ねた が、 何 か 體じ異 狀がぁ 
る 如く、 翁の 眼の 化ら-い 夫人 じ 
いかにも 奇怪 U 戚 じを 輿へ たと 
云つ じ 0 

「を 人の 眼は どんょ b として 
ゐ たが、 癒 癖を をして 人事不省 
じな つて ゐた のです」 

翁は を 境 じ 入つ てから、 感情 
的な 衝動を をけ た b、 過度の 疲 
勞を覺 えた 後に、 纔 綱を 起した 
をが 一二 四 巧 ある。 併し 千 化 円 十 
年 じ お. か ホての ホ、 こんな i は 
始めて r あつた， 

彼女け， 1 プ： a, 終る ビ 、着物 
をが 5 ぐ さし 乍ら 椅子を 巧 退 
けて 書齋じ 巧び 巧つ じ。 ず 供を 
は 彼女が 何 か 翁の 邪魔 じ 行く か 
を不 かどす るら しか々 た。 間 も 
なく 夫人は 眞 蒼に なつて 戾 つて 
ホて 叫ぶ やうに 云つ た。 

「デュ シヤン、 お父さんの 所 
へ 巧つ てらつ しやい！ 义 人事 不 
卷 になつ てなる。 お父さんは 橫 
じな つむ 儘柯か 知らぶ つ， ど 
がいて ゐ る。 柯を 言つ てゐ もの 
か神樣 じだけ しか 解ら ぃ* い」 

な 達は 席シ徽 つて 立つ た。 デ 
ュ シヤンは まつ さきに 太 廣間か 
ら書 齋を述 つて 寢 まじを つてむ 
つた。 私 透 も 後に 攒 いた。 

寢 室は 眞暗 である。 卜八 スト 
キは 寢臺に 横にな つて、 頸を 頻 
ちじ 動かし 乍ら、 もの 恐ろしく 
も 低い、 奇怪 U、 邮る やうな 轉 
で 巧 か 言つ てゐ る。 恐怖と 絕强 
の氣 をが、 暗い 室を 尙 をら 暗く 
ずるので もつ た。 

お 達け 聰獨を 持つ て 巧て、 隅 
の 小 卓子に 廣 いた。 をして 病人 
の 靴を 脫 がして ま 布を かけた。 
あを むきにな つてを のまは 恰か 
も 鉛筆で も 持つ たやう じ、 病人 
け頻ら じを の 手を 毛 ホの 上に 動 
かしむ。 翁の 兩 眼け 堅く 閉 し、 
屑 毛は ひく I 垂れを の おは 巧 か 
咽んで ゐ るかの やう じ 動いて ゐ 
た。 をして 鑛 言の やう じ 叫んだ 

「書きたい」. 

ビ リゥ n ゲ はの 筆 ど 用紙 壁を 

手渡した。 伯爵は をの 凛に' ーン 

カ チー フを 傲いて、 銳 筆を 走ら 

した。 彼の 顔は 益々 暗 かつた。 

「化は 先づ .讚まなければ」 と 云 


ひ' おら、 化は 叫んだ。 

吞进 ........ 智恣 巧な L 

I ンゲォ ッカー 化め て 下さい 
を 《パン カナ I フを をに 波して 
い！」 ど 云 ひ 乍ら トルスト 
夫ん は、 彼のず か-^ 堪餐 '稽 はう 
どした。 併し 翁は 献つ たま I 巧 
を 振つ て、 鉛筆は 依が ィ」 して- 
シカ チ） フ のトピ 動'.'。 伯 巧 ホ 
人け がか r 跪いて、 翁の 双脚の 
上に 顔を うつ ぷ した。 をれ U 义 
しい 問で あつた 0 

彼女のを はいかに も 哀れを 催 
す 巧 象を 覺 えさした。 眼を 上げ 
た 政々 は额じ 十字架を 切つ て喊 
くやう じ 祈つ じ。 

「わ i 神ょ！ 願く は 今 目を 許 
し 抱へ。 許し 給へ！」 

哉 女が、 他ん- <々^ 前で 斬る 
や，！'' な； は滅ホ じな かつむ。 化 
が I 一れ を 見た のは、 曾て 秘書 宰 
で ひど b で耐 つて ゐた 彼女 でん 
つた。 彼女は 急使 じ 巧して かけ 
つけた アンキ サンドラ •ル ゲォ 
ゥナに 云つ む。 

「妾は わ 前 J ら はが ほを しい 
の だ。 お前 じどつ ては お父さん 
を 失 ふじ 過ぎ U いが、 まは 失 ふ 
ろが まの 罪で あるべき 夫を 失 ふ 
のだ》」 

アンキ ナン ドラは 割合に 冷齡 
であつ た。 併しを の 蒼白くな つ 
じ 接は 堅く 引締 つて 在た。 

このが、 この 谋を どして は顿 
めてす可解なを2.出ホた。 をれ 
は 卜八ス トネ ホ 人が、 をの 間 じ 
伯爲の 机の 中 じある 紙 拂の中 か 
ら ホる 小さい 掌 類を 弓 出して 隱 
蔽 しむを で ホる。 彼女の 小 供 達 
はこれ を發 見した。 セ I ジ •口 

ゲォキ ッナは 急いで 父の ノ^ r 

を隱し タト ヤナ •ル ダ ォゲナ は 
化の 鍵を 手早く 隱蔽 して 了つ た 
第五！： 目の 街 動を 受けて、 病 
人ら々 しは 巧靜 ごな つた パれ で 
-、 をのを 睡 する やうな 狀 態は 
潑 いた。 翁が 息 謡を 闽徑 したの 
はが おけのを であつ わ。 

「お前は 一体で うして こくじ 
ホた の だ！』 ィ- 、氣 はさ も不あ 
諸相に デュ シヤン じ 訊ねた。 を 
して 自 みが 重患で あつた； を 驚 
くやうな 顔を した。 

巧じリつて卜 ^ ス トキ？>眼つ 
たのを 機を ごして、 伯爵 夫人は 
先刻 机から 引出して 摩 篱じ隱 液 
した 書類 ど- 自 みの 室 じ 持つ て 
巧 かう VJ した。 タト ヤナ •グゲ 
ォゲナ は 突が 訊ねむ。 

「わ 巧さん はを のが 狹 みを ど 
うな さるんで す 9 .一 

「チュ 、ホフ じ 手渡した < な 
いから だ」 ごかう 云つ て 夫人は 
をのが 管を 却て タト ヤナ じ化賴 
したので ある 0 

卜 ス ト キの發病は化に强い 
がを を 典え た。 化は をの 巧何處 
へ 巧 つても、 ぁの 恐怖に 巧 もた 
巧の やうに 蒼白い、 陰 機な 顔、 
'而 かも をれ に 動かし難い 强い巧 
必を 浮べむ がか、 柯處 まで も 巧 
處ま でもな の販じ 映つ た。 顔を 
見ないで あの 想攀 する 體を兒 る 
時、 なは をれ おじ 恐ろしい ごは 
思は ■■かつた けれども、 あの 體 
から 魂が 離れて 巧 かう どす る 時 
の 恐ろしい ち 問の 神が；：： •謎に 向 
つて、 おは おは やぞ つご戟 傑す 
るので あつた。^^ =不ん譯= 
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214 High St. む卽 k 的 
Tel. む mbeHand 1080 
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背 王クド 午午ブ 

後 前 診 

ぶ 7 小 お 


累第 S かヴ 




-あラ ふ六儿 


TOYO N . TSUGARU 

扫な E0PATH 

538 W.179th Street, 
Phone. Wadsworth 5942 


お 西 公が ，， ム II jir 應巧 

話 I ィ ，の 2 薄 又を は 上 出を 追 楚用學 

ス’ 十 津學變 て 後ず 親 令獄 
才几 5 慕 お 施 云。 切 を;. がぶ 
IT 輕卒 術 時 削に がサ微 
ス 目東樂 しよ 約を 按 I み。 
を量恶 まらの 旗 瞄ジか 

阜八ホ ず 目方 中 


む IV 狂 H . Martin 

D E NT 1 S T 
M3 し exin が on む e. Gor. 58ih な . 
' Phone fleged 2 が？ 



Smsum Co^p^m 

2518 Bwadway, N. Y Chy c。,. 9 わ !、 St 


= 本 お 具 - 
雜 货卸寶 

をな 賀葛 簡會 


評論 f FT な 月 十 〇 装 巧 
巧な 日 一部 十 地 
A1 一 East 58 さ SI. N. y. 呈 


船具 食 巧 おお 船 御用を 

違 藤 小刀 商會 

這す 吉 d ま y N J- でで 

Tel. 至 fall 1541.2 


お關 、事 驚 取扱 

WIEA 望 L. 芝是 & Co, 

ざ Q ヨ 12 苦 ご Bill ま y- 呈 y. 

Phone: B ミ ling Gree こ 夏— 巧 吾 
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y 1- 
W 刖 
加 W 

な もが 
〇】 4 

W ，’ 巧 削 

护 をむ 

巧 邮^相 
3 a 4 W 

L n c 

M II 


お關 事務 

巧げ を 化 おじを が 
巧の 餘 出入み 法に 
關ィる 一切の 御 謀 
問に 應 じ、® 道 & 

船 貨物 巧 貸ぶ お 脚 
获お顆 手 お 裏等遙 一を を 
呈 ず、 重要 都が じ 
化埋庙 をが し 誠 育 
敏速 御用 命じ 應や 

が驗 取扱 


♦裏： 焼. ♦お 誌 ♦祝 開 
游變 まを 閱 
執務ち 前 九 時よ h 午后 五 時な 

紐脊日 本人 會 

两 五十と 下目 二 五〇惡 
お 話 チア ク^ 八 一九 0— 化 一 


拍巧說 か U 組 目 午を 八 持 
晰が巧 水 お H 午 巧 八 か 
',u 詰ち -H 跑 U 午後 八 時 
をを、 茵桌 お、 娛 をのを 礎ん 一, 
ホ錢 を默迎 す、 巧が をが 用 ザ i 
おが 副な 信 道 

U 本人 基督 敎修 逍會 
102 W ' 12 宝 St. N. Y' C ミ 

叫 已 . iVIomin ぉ idl ぶ 一 ま 

曰 本人ぶ 敎會 

牧站 川な ホと 進 

幹事 田 中 巧 一一 

一 一 a ち ミ 吉 3 •で 空ミを & Insi 
_ 】 だ S. 1 是 資' ジー. Slarkso こ 置 1 
滴 拜お敎 口が H 午を 八が 
硏始食 水 踏：：： 午 お八が 
を 縫 曾 乂谐： n 午を 二 時 
■♦寄宿を 
む 愉比驻 を おみ ドが ぶ 十 
ぶか 學 生を 社員 旅 巧 おにを 適' 
鼓 楠 齒當雜 法が 谢 A を 柿娛樂 
を 簡易を を みら 

化奇贼 棠间旋 、旅 各を A、 を 诚 
参 案調舍 、が 他方 お 相 淡稱旋 
夕阳胞 諸兄の かを と 敎迎す 

▽曰 逆" 

技 堪 .書 硏巧止 午. 
わ 巧翊巧 か 七が キ 


&留 毎年 a 想の 阐か 

是ん 靑年會 

9W. 臺 Si ぎ C 堅 ks ミ 1244 
大統臂 目 本人. 

基督 敎 靑年會 

芝 2 E. 岩 th Si. N. Y. C 早 
妄 Plaza 8141 
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馈 巧 說 お；^ が 
マ木腦 U 
術 檢會夕 八げ 
▽ 4-; 唯：：： 

巧''? な スは装 
話-® 夕八巧 

みがが、 旅け ま 
を 内が、 A 事相 
淡が’ 調を が •風 
震 阅旋部 > 英語 
化 縫を 巧® 諸 課 
を 設け 食吕 、ホ 
曾 員® 镇を 計る 





M . 恤邮 

&T む 

R の 化 

WWW 

£ 〇 


齒科醫 

►影 察 時間 A 
每日 (U 曜を 除く) 
午が 义が よら 
午後 五 時 ザ 
水幡 午前 义時 1 
午後 一時 


藏科醫 

I 夕 年の 經驗を 3 て 

最新を 科 學ず術 じ 
おおじて 信用 篤し 
= 施術 巧 低廉 H 
日本ん 諸 巧 じは 恃 
じ 了 寧 懇切に 治 煤 

紐脊 地を 認 

パ r ブル J ム 


をを 十二 1T 目 

- 1 一ー ニニ 

伊藤 

洋職巧 

^ ラ I 么ハこ 一一 


丸 山 洋服 顯會 


お 蟲か丸 ノ內ゴ か デ >‘ グ ニ 媛 ニニ 〇醫 

.練 辟 丸 山 洋服 商會 


がを じ‘； 當 をの 間 

診察 

午を と 時！ 义時 
U 曜は 削め 願 上 お 

け W 吉指 悅彌 


診察： 

字 後 S 時ょ ち 六 時 
H 機 ju 前約 祐颇误 

♦トク ト产 

烏 巧豊彥 


メ ー シ I は糾育 鼓 大のデ ハ ー トメ ント曲 巧で あ 
ちます。 颖 らしい 昇 絳機こ エ ス 々 レ タ I は廣澗 
^ 化內じ 於け る擇 がの わな 物に 操宜 £ 輸快 どを 
與 へて ゐ ます 

他 巧で 二 弗す る もの。^ ぶメ ーシ！ では 一 
弗 八十 八 仙 或は をれ お 千で 買へ る をで ぅ 
ぞ 御記慌 下さい 一 
H 本へ 御 荷物を 御 送ら じ^ちたい 節 又は 御 買物 
に 隣して 御用の 攘 をは パ-^ ソナグ ショッピング 
ビユ 101 を お謂わ 下さい、 规 がに 御 便 宵を 郎 
ちます 一 


D 巧. ICEZJW 巧 C 巧 CY;^ 

呈養芸 ちち 巧 

基 7 で ま Ave_ 置 こ 2nd St. 

ぎ 至 urray 至一 2791 す 〇ヨ養 

ぃ t 古な 謙 次 

月、 氷， を、 午を 二时 よら 六 時 

を* お 化は 前み-— 願 ひまず 


-村 瀬九廊 

86 Lexingto。 A ま. N. Y. 置 
巧 et. i 己 7th Sis 
TeLsadison^.^l8-7M8 


Jo 巧ち 至- OGCRl, M. D. 

1 ゴ丟 s 二ち n si. 弄 三夏 
leL Biv ミ si を 3573 & Schuyi ミ賽苦 

みみ<禱巧午前九時1午後 - 時 
黃が 午後 六 時— 午を 化 時 
U 幡 午前 化 時 1 午を 四時 

•トク ト^ 小 莱乘ま 


)ご 夕 whishi を， D，ps. 

基 去. 79ih Si. Tel. す die 置蹇 2 

' il 娩が隣 か ハ 戶良二 

自 午前 化が お 十二時 
巧 午 巧 一が ザ. 五时 


化粧-な 卸資 

五味 歸會 

W E. 1?th 田.. N. ). 曰 立 

Tel. ぎ yv8san こ 7 吉 


ランプを 蹄を 質 

下 洞 電氣靖 店 

M021 历 roadway 

Tel.Endicou 0M7 


澄 ホ 洋服 巧 


目 本 

羊 銀 お 


が 出 信み 邮 

松 本 保 



正を ご 親切と を爵 どし 確實 

信用を るが なを 格 選し 

特別 廉價 で贩費 致します 

ゥォ片 ホ ム 、エグ デン 四 割 則 

が 化は 化て 一二 割引 

お 輪 鎖を を赔 ホに 寶巧類 一 か 

八 ミ 八 トンが 計、 八フ ー ドィ 

リノ ィ a が對 、を 柿 恩 時計 

ゥォ ー タ ！ マンを ザ 筆 
ユ バシャ^ — フ銳筆 
純銀 お 並に 銀器 一切 

御 I 础 朔の擲 A 産 一明 
W 引の 修錢 はが 險 が じて 確實 

にお 川自 みがを します 

がわ ホ 西 四ぃ 二 了 目 四と 番 I 

w 凹 二一 お审 (五 巧と 六 巧 間) 

巧が 岸翰會 

ぶげ i ペン シ八バ こァと I ニニ 九 

IshikawallKishi CO- 47 辛 4 ぎ d St. 


産業 王フオ I ド 評 傅 〔ろ】 


犬 商船 驟 から 電力 改造へ 

化づ おが 採掘に 電力の 轉換 改良 
」 ごのない 理論— の 說錬 1 


飽> 


ベ 八 V ! ご デ トリ ィト 巧を が 

がした アン ダー ス ろけ 單 にフォ 

1ド氏が自己の紹驗に化した試 

棘 的の もので ぁつむ： ai、 これが 

お 巧. し 巧 ホを 持 勺む フォー ド 巧 1 

U 坡近じ 巧ら 

歐洲 南米 化路 がごして 

ォネ牛 ダ、 お 印 巧ぶ び ォノン ダ 

ダの S をのな 船を 巧收 した。 を 

の 中前 一-: 船は ホ歐 間を な 化し、 

巧 巧 じ パナマ 述 河を 通過して 西 

部 地方 じ 7 ネード 自動を を擒送 

し、 邮化じ ょレ 水 かを がみ 込んで 

むる。 この 外フオ ー ド 制 巧 じょ 

る 自動 お 動機 お 船容阳 r カ ニで 

- 五が 晦は钢 機巧 込み、 自 郵が輸 

送 用 S して 大 湖上を 現じ 往 がし 

つ i ある。 フオ. 一 •卜 ぶ^これ • 、 

就て 「五 搜の激 船け 就れ も化當 

の 利 盆を がしつ i わるは すの 玻 

も 橘 化 ごする 處 でぁつ て、 嫉昕 

ホ ぉ 水夫の 給 銀 も 自動 ボエ 煤、 

雜 ルみ 化の 最化赁 銀 六 巧に お 比 

しーヶ 巧の 最化貸 銀を が 巧 ごし 

:ム る。 こむ は决 して 慈善 的で 

は4;^.、化っをの巧働化おじ就て 

も 他の 米國 

海運業 者の 利權 を煤バ 

じい 巧ら であ こが、' この 赁 がを 

がて支视ふ所0は巧？ る •. 善な 

な 巧 慟な 態け 船の 逆用を な 好な 

らしめ、 化が 巧閒 をが 縮し、 巧 

巧 化 扱ち 做め て进 速に 終 f し 巧 


るからで ある。 巧时じ 高給 支拂 
は 要するに 巧が の 獲 度を 促進す 
る 所'； 5 であつ て、 乂國の 船舶 力 
が胎 ホでの なを 膨贩 ずる かどい 
ふ^は豫おの出ホむい問题であ 
るが、 我等が 诞述率 業 じ 手を お 
したのは をれ が 利益 ある 事 菜で 
ある J を 知る が 化で あら、 間 時 
じ自 みの 理論を 實 際に 應用 せん 
どずるじ外^らや。 お閒記を：？, 
この 点じ 於て 我等の 直 給 故 巧の 

みを 批評し、 これ よらを ける 

報償 範圃 C な tE しだ 

のは 甚だ 遇 城で ある。 即も单 業 

の述用ィ」いふ；は給銀よらも遙 

かじ 蛋耍 であ 4」 ど 述べて ゐる 

フォ I ド 巧は 鼓 近米歐 船舶 おょ 

りみ 二な 隻の沸 ドげ をを ける で 

あらぅ どい ふが がで あるが、 フ 

ォード 巧は をの 中の か 部み は 遠 

巧が おじ 化 巧し、 他は これを 廢 

船蹈 をじ附 したる 上 をれ 等 S 鐵 

村 等を 自動車を 裘じ 利用ず る ど 

稱 してむ る。 フォ ー ド 巧の 大掏 

船隊 速を 說は今 U の處 一 のが 斷 

である ご し 得 るで あらぅる、 

,L わ もこの 推斷 のぶ 礎 どして 彼 

の 滅際的 事 楽を 舉げる i •か 出 ホ 

る'' 现 化フォ ！ ド 自動 奉を 社の 

が 外 去 おはべ グダ 1、 アグ •セン 

チン、 フランス、 キュ！ パ、 ゲ 

ン マー ク 、巧闕 、愛踞 、か 賴、 

ウググ アイ、 チリ）、 プ ラジ 瓜 

瑞 典、 イタ リ I， カナダ 等 じ 散 


がし 

米 國巧地 では デ トロイ 

ト ホに がける 大工 媒 .'即 も^ イ 
ランド •バ ー クエ 煤に ~こ 巧 五 千 
人、 ダ アポ ー ンじ五 巧 八 千ん の 
職工が 巧 働し つ i ある。 をつ て 
化が 無比れ 模範的な 化 H 煤 どし 
て 知られた イラン ド ■パ ー ク 
エ踞ら 現 化では U 1 デ. 何の エ煤 
がデト "ィト ホ 製造 能力の 中必 
たらん ごして ゐ る。 けれども フ 
ォ ー ド 氏 じは I をした 制 巧 どい 
ふ觀 をが な < 、風 機 應變的 じ 善 
ご 倍 じた 傷を これを なむる に々 

しも 楷ら ね。 現じ。！ デ河ェ 域. 」 
S き 爐じ搭 ミれ た教 け！ 打 ではな^ 
のかく 孽 5 い i—， 二 I 一^^^^ 巧^ 了い 國隙规 係 


をおぞ する 点は 巧 則 どして 認め 
るが y 唯獨 逸ょ ゎの 輸入品.- しし 
て潘 いを 業を 腿 おず る ものに 蜀 
しでは この 際 特にち 慮を 拂ひ産 
業が 讓 政策を 徹- 庇せ しむる 方針 
でをるから， 現じ即題ご：：^つて' 
ゐる染 巧の 如きは 最も 難 離視さ 
れて & る。 染料に 掛 する 獨逸侧 
C を ホは 獨ぉ 染料 踰入 制限の 解 
踩 じぁら て、 をし この ホ 望が 巧 
れられ ぬ 麓な にはを 网 染料に 對 
し 一律 一棟 じ 輸入 特託制 搜を施 
おし、 單じ獨 逸 おのみを 時 別 じ 
をはざる 樣な あずる ごい ふじ あ 
るが、 第一の お ホに 對 しては n 


ゴ るが 如きを の 一例で あつて を 
が 奮 巧の 理論を 斥けた もので あ 
ら 、おお 磯の 如き も將 ホ. ハィ ゾ 
制 巧を 採用す るに 至る であら 5 
ど 云 はれて ゐる 〇耶も おがを 

鑛坑 巧で 燃ゃし、 と 

を带力 じ轉换 して 带線 じょち-一 
の 電力を か 配 するどい ふ 計を は 
おあ產 楽が の 一大 革命と 云は な 
ければ ならぬ。 フォ） ド 巧：.， 5 現 
化の 巧 炭 產業じ 就て 「現が を萊 
界で化 用す る 電力を 見る じあ 炭 

の 需要なる ものは 瀬 巧滅夕 しつ 

つ ある 狀態 である。 なじ 巧 炭 か 

ら ヨジ义 き」 需 方を 欲ず* y ^ は 

化ての エ 煤が 斯 かる 大 親'^ の 龍 

力を ホめ つ、、 ある 傾 巧 じ 無 '与し 

充を 余裕を 梓つ て ゐろ譯 であつ 

て、 现 じでの 所がす る 滅道ぉ 社 

の 或ら 游雜 単は と 十八の 率 巧を 

才^ヨ — が ナポレォン じぷ ぶの 
じ 十一 嗎四 みの 一一 一の お あ 来 嬰し 
レが、 お 口 これにを なを 施して 

から 石 おの 必 おは 僅か 阳喷ザ じ 

終つ た ィ」 いふ 串實が あら/」 ご 云 

つて ゐる〇 


上觸 がは 韓異 であいから、 獨逸 
側の 態を が强哑 であれば 巧證み 
前途は か 常を 難視 されて なる。 

東京 巿懷を 商談 

別項 特電の かくり 本 政' 府 d 巧 
义お瘍 じて 策 京 巿溃を 裳 集ず る 
、とご；：^クむが'、 當地ジャ）ナ於 
ォブ •コム マ ー ス紙化 化の 報道 

にょれは 英轉 でめ 裳 債は 多を 中 
化され 紐 育 お 場の みで 約 五 千 巧 
おを 黨 集す るに まるべ < 、近き 
將 ホ-し 火み 償 化 立の 氣 運^き 七 
じ U 本のを 債は 巧 おでが 評を 博 
して ゐ るから 比較的な 利な 傑 件 
で 成な する で ホら うど 0 


獅稅 改訂 ど 我が 對ま 質爲 

輸お 方針の 立 庭 •し 急務 ミなる 


支那. ン ' § かのを 礎 確 ホを おか 

する り 的を W' て ヮシントン 巧廉 

の 餘ぞ‘ おがし 十月 か 六 口 ょら 

化 京 じがて 關お倚 ホを 開 {巧で 

もる か、 こわ じょつ て 愈々 改正 

柳 稅の皆 施を W る じち. し > ば 巧が 

おぶ 愉 ホ だち の 悄％ にが 化の 彭 

班を 窥ら す。 みら ぅィ ーて 商工 巧 

當 《 け 
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永年 y 本人 諸 若の 鄉 
I 嶺資を 蒙つ てゐる 

I 船 I 逸仙樓 

I です、 柯卒據 々御 巧 
ホの おを 願 ひます 


煎 替 避ル寶 
を 腐油揚 
H 本 食 巧な 一切 

well ご so 巧一〇 扣 Cak 巧广 P 

黄 5 Third Ave こ 
覃 P 雪 5218 

新鮮 魚 か 一切 

U 本人 おきの 生魚 深山が b 撤へ 
特别廉 憤で 大勉强 致しょ す 

サヴオ ナ魚店 

•JOWCPIl wavonEl 

泛 4 w. 61 st St . 
sel ’ Columbus 91 援 


極上の 魚類 

季節の 巧が のを 貝頻 •々巧 山 做つ 

て 居ち ます々 ら御嘗 化 下さい。 

ァピ 々口な 巧 

是 Bayard st _ Te 二 ranklin を 60 






單試ム 〔俊 勝 流 U 

依然 思 巧 君の 手に 

四 1 六、 よ 一 お、 六 1 二 (逝 權； 
がか カップ、、 一本 加 懐 勝 逾を受 < 


去る 十二 HW ホ 取 巧 小 でんつ 


た n 本 お 球 化 樂部ホ 偶、 本社 後ち のがを にけ 燦然 ごして 


おのが 巧 U 本人 おが 火 約な 去る 

化け ( n 照’ U '- ザ 後を々 楼勝 削に 

入 b 、 UA 姑が 化樂 がい あ W ぃ 

-む どミ兹 荫中會 がの か 巧 勁を 

U 千 化',: 一年 本社 ま 雌の お 球 

大曾 開始 W ホ •巧 ネットを 隔て 

て か 巧 瞬-- お戰〇 おお 恩 川 おけ 

凹— 六、 ん） 五、 六.- 二 (龍 權) 

にて 巧び H 本人 庭球 獨キ權 を 獲 

巧して がが 化 固氏提 化^ 大級燕 

に谋 一巧を 染め、 本社 泣 化の 

優勝 盃 を 獲得す るに まつ 

た 〇恩阳 'かが 兩巧 けが 巧 巧ん 

庭球が の 兩橫綱 ども 稱 すべ < 、 

第一 阿 巧 樹戰の 際は おげ 間にな 

らお セットを なて おがが の 勝 巧 

じ' おし、 がが の 本社 ホ 化 第二 间 

人 角には スト レ 1 トセ ット じて 

恩山バ 'い 快勝す る處 ごな も、 今 

み 巧の ずが 閒を 加へ 恩 W けは 二 

お 一 L て 奥 料む を矮絕 ず：- じ ま 

つた。 とょ b 化き 准 優勝 料で か 

巧 打は U 本 綿 化の 岡拉 ゎい がと 

を 黙した が、 第ー セットけ 岡な 

若の 當 b 頗るょ く か 巧 巧を 

隧 ま' し て ミグ ー ムを 得た 

るら 第ニ セット じ 乂 つては が 巧 

むの 猛球じ 敵し 難 < 遂に 六— 兰 

1 にて败戰し、 ほ^巧おり 

が搞 化の 東義 雄ち ど S 准 優勝 戰 

は 頗る 激戰 じて 殊に 第ニ セット 

にがて ゲ ー ム U 五逊 おご ub が 

おはを 力を 傾注した る も お 局 六 

丄二 、と一 五に て 巧 若妝 い、 斯 

くて 恩 旧ぶ び 奥巧兩 若は 午 お 二 一 

お ザ 内 出 巧 おがの 下 じが お戰の 

乂盖 をが つたので あつた。 かが， 

おの 化 裝ご恩 出 巧の エラ ブック 

。スト ロ） ク にて 

一 闆 じがが 君は iir ヶ！ 

ムを 奪つ てリ ー ドし、 この間 恩 

山 君の 巧 点は 値 か 巧 わじ 過ぎず 

第 四 ダー ムに 入つ て 恩 W 君は 漸 

くの 1 ; ポィント じて ー ゲーム 

を 巧、 紛 いて ジュ— マの 後 第ぶ 

ゲ— ムを释 つて 一二 對ニゲ ー ムど 

なつた が、 超 巧ち 忡 々じ 譲ら ホ 

恩 出 君を 巧み じ 操つ て 策 六、 第 

とゲー ム /ム化めて五掛ニダー ム 

どじら 第八ゲ I ムじ 移つ た。 か 

巧 君は ー ボィ ント じて セットを 

収める おを 進みた る - f 恩 出君大 

巧を 轨 つてぶ 凹の デュ ー スの後 

が く 'グ . — ム をが ひ 

五對 一ニ ゲ—ム ど。 b 、 績. 

いて 五對四 ごな b 煤十ゲ ー ムじ 

入つ たが、 奧 がちは デュー スの 

後 六 1 四で 菊 一' セ ブトを 收 めた 

ので あつた。 恩 旧 お 3 スト ロ！ 

クは 第二 七 ットに 入 つても 仲々 

を 調に なせ や、 これに 反し 爽巧 

おは 第ー セ ブトを 收 めじる 勢に 

乘 じ^ 擦らに 恩 田 おを 攻め立て 

速が と 用 ひ、 軟球を 操ら 恩旧替 

一'. の 盛'.' ろ 化 一本 G 應戰 ぶら じ 比す 

i ピお巧 君の 戦 化 ご 一々 の 打が 

W 遙 かじ 有利 超 巧 的な 策戰 .こ 

、ふを 得べ く、 四おぷ で 第ニ セ 


ツト を： 


.ド 


してむ た 昭はあ 料 


榮冠が 輝き 始めて & た。 
この 大勢に 顺應 して 進んだら 恐 
ら< 奴 巧 おは 當円 のみ 岐 点で わ 
つた 第ニ セットを 巧 もな く 手中 
じ收 めじで あらぅ け わ V 」 も、 が 
おが 第ニ セットの ザ ば' からが 
らじ ホット じ 出で！ かを 的の 勝 
利を 巧ん ど 試みむ 巧 驟の變 がは 
不幸に して 切 巧 凹 10 じて リー 
ドして ゐ たお 野 巧^ 得 おを 巧り 
崩さ；.、 ほ旧ちにーニゲ）ムをぉ 

はれて 四 tllr ゲ ー ムと .：：；*ら、 第 

八ゲー ムシ か 巧ち は ラゲに て收 

め お一 一二 じて 再びを 驅 したけ い 


奥 野 君が •ォット ご— を 

試みたお果は收權のぶ大^:^らざ 

も L 上に 疲發 を覺 へ、 恩 山な は 

これよ ら顺 < フオ！ ムじ入 b 奥 


朝 香兩宮 

十一 巧 御歸朝 

目 ド フランス じ 脚巧學 中の 朝 

を 宮鳩彦 王、 同が 允 ^ 殿 _个 じ 

は 巧る 个巧パ 9 —御ぉ 强ホ國 

經も 御： 一朔のを じつ かせられ 

る笛で、 十巧か八；=ァーダ^;^ 

港巧刚 'の 佛阅 親船 バリ ー をに 

巧され てが おじ 向 はれ、 米國 

を地狗 巡遊の 上 十一り か 凹 日 

を 港 出帆の 天げ かじな され 十 

二 巧 一 ；：： 橫 あ巧歸 着の 御な を 

であるが 、黒： 馆脚附 武を外 二 

夕隨巧 中 上げる ご。 ホ 阔御滯 

化が は 約 二週間で 首都 ワ シン 

トン じを かるべ，〜、 伯 霞の 街 

資格に て 一切は 御 微行の お 式 

を執られるをじ；^ つ て& る。 


始めを 旨を 位议び 參加戰 中の 協 


九に おしず 乂<2 化ぶ を おず るみ 
策で もる。：：： 本 庭球 W 樂部 じが 
。今次の 乂 をに 際し コート あ 
び ボ—ル 化 ど （てが 旧 篤み 邮、 
化 + 巧. M 肋、 化 木を 巧-旧 烏繁 
こ、 巧 川 ぉ S が、 か 乃み 郎 、巧 
蜡あ太 郞、； か 本を 藤、 U おがを 
山ん 健 お、 k 則 j 禍 S 郞 、化 桐義 
雄を にの 一^ 附に對 ，1 大じ飯 謝し 

ミち'! 

がが 敞 はを 引： 白 五十 あじ 
じぶ A だ； i 、 費用は n 1 卜 及び 
ボ I ル；：^、 庭 提供の ラン ナー 
ァップ 副"^ 化を 計 約な 六十 ホな 
るを おて こいに 食 員ち 志の が附 
を 加 ふる 帖ば 優じ豐 化を 倘ひ得 
る ごい ふ。 が ほ H 庭 化樂部 （が 
ては を 曝 H 親瞄 角を 催ず 針 載が 
あると。 優 膨戰义 び 准 媛 勝戰の 

スコァ u ホん. 端し 

第二 こ！； 戟 
わ W 武郎四 I 六、 六 I 网 、六 
! 四 お。 牵 一! 二、 wi 六、 
ホ！ 二野帖 


II 


第 

み 巧 六 

鳥 八 1 六 A 

出 六！ 四 1 

1 二、 

.准 
恩 出 ホ' 
六丄 一一、 


掛 


巧 •戰 

六！ 一山 田。 岡 
ろ！ 二 巧扣實 。恩 
屯 1 五 中 野 a 東 六 
六 (棄権) 巧 扣武郞 
勝戰 

ん！ '五東。 奥 里 

一が 島 


.媛 

恩 姐 化 

(棄塑 



野 君に VJ つては 所謂；^ 1 トブレ 

— キングと も稱 すべき 第ニ セッ 

卜をお 一 五で 奪 はれ ー セット 锅 

ごな つて 簾 一ニ セットに 入つ た。 

第ニ セットを 収めた 恩阳君 どこ 

れを 失つ た 奥 野 君の 精神的 影醬 

はを 二* ッ •卜の 始めに 比し 張が 

反比例 どなつ て现 はれ、 恩 旧 君 

は 四 お ー ダ ー ム じて 優勢を ホし 

巧 ホダ ー 么を 巧— 二 お ィン トじ 

て 奥 巧 巧が 收め たのを 最後 ごし 

て 恩 旧 君过六 1 二で 第一 一ー セット 

を 収めて 化 憩'' る i ご。 つたが 

奥 叫 巧は 疲勞ど 身 化の な 隨ピの 

ため 逝馈 乍ら 棄權 ずるの a いな 

きじ をら 結局 四— 六、 と 一 あ、 

六 111 じて 恩 山 巧は 

勝利者 のを 嚳を 冠せられ 

な。 ホの かく 恩 旧 及び. 典 巧兩君 

のず 覇 戦は 一二 年に Kblll 回 おが 

られ たが 兩 君の 進境は 驚 < べき 

ものめ 6、 みに 敗れた ごは 云へ 

鼓 野 巧の 难 々しく 派 ホな がを ぶ 

ちは-段の ホ 彩を はつて むた を 

を是 逃がして はなら の。 斯くて 

庭球 大巧は 大 お巧禪 じが 爲を吿 

げたが、 このが 巧％ 齋ら しじの 

に與 つて 力 あつたが 井が 固 翁を 


津口 義塾 お金 じ 

遍般當 化の W 國 総が 尊 緒を 突 

然 訪問したぃ 伞人 ごし', は眞じ 

诊 らしい を 爺 かるつ た。 新潔縣 

乂で巧なホ^失と稱！本年六十 

二歲 、ぜ米 四十 ザ どい ふ 長い 歷 

をを がする 獨矿 ホで ぁる。 現今 I 

よ エがム ハ V スト. じあち てピ i : 

ナぺ •キャン マ！ を寶 り. つ I 餘 

化 を 違つて ゐ_ ぶんで ぁる •か、 昨 

今ゲァ ダ！？^ 如プを 夫人を 委費 

おどす る米阅 5^: 志が 津巧 義塾 

の" 化 興 基を 裳 集で 幾度 どなく 園 

遊 會を關 惟して 努力 （てゐ るみ 

じ 威 激し 自 みの 餘生も 余 b 長い 

るで けなく、 就て は自 をの 巧ち 

するな 职じ^ が 趴の上 地 評 憤 五 

万 弗は をの^ かを 津巧 義塾の だ 

めが 削す る 2^ 恩 言 書を が 製した 

ぃので、 最も^ かな 帝國 総領 串 

館に これを 讼^ ると いふので 

あつた。 媛 領事^の 入々-^ この 

隱れゎ篤志をの^51^ぃ必じ威激 

し肖下を の 手繪中^^あ る ご 。 


搜索臟 を 出した。 お'-:- も 

んは村 H 午前 八 か 脚 十 おみ 柬を 
驛 おの 特急 じ乘 b 熟 おぶ がへ 向 
つ たィ」 L ム；が刊つ て''^-るだけ 
で、 をの 後の がな は 全然' 小 W で 
ある。 ホん は 巧つ て撼 名を 誤は 
れた軒 橋が 叶を 照 葉で、 大阪に 
がける ザ おが 化に をの 情人 音 峰 
宗ち衛 にお：： れ たのが 口惜しい 
どて、 をのみ 巧を プッッ 9 ど 切 
勵 して •むを 氣を 示した 2 はが ほ 
化ん の 記憶に 殘 つて & る。 新橋 
か 巧び 巧 戀 しい 浪速の 地じ歸 
つてから 小 旧 氏 ピの閒 じ 戀が芽 
ぐみ、 結婚した のは 乂 正 五 年の 
春で あつた。 お瞄の 夫妻は 手を 
携へ 前後 一一：！; 渡义 した b して 化 
人を 蒙 ませて ゐ じが、 をれ はを 
かけ 許ら で陆 端に 獨占お 義の辰 
モ ：：？ 小阳 氏が 商 贊卜： 盛ん じ 遊里 
のをへ ぜを 人い るので 楠 巧の ヒ 
ステ ブ！ じ 罹 b ごた/、 の挪ど 
な C てゐ た。 辰 子が 化 年 ホ キネ 

SS 

愛の 扉に 窗滿 .1 たがえ 
旧 氏は 不赞 化で あったのを 我儘 
を 云つ r 出たら P ある 力、 こ 
の 映 書は 出巧嚴 八が 不評 じ 終つ 
た。 をのが もす 女を 伴れ で 家出 
し 箱 化へ 逃げた が、 今 巧のを お 
の おおが 闲は小 机 氏が 大阪 で自 
か S 昔ぶ 速で ある 藝妓 ど會 つた 
どい ふので 逆上し ね ものである 
ど 家‘ < けを つて ゐ 'る。' 當の小 旧 
氏は 巧 お 町の 邑 邸で 居を ヮナヮ 
ナムる はせ な： a , ら 「巧々 ホ婦間 
の 問題で 化瞄 ぉ騒が g て 巧 どち 
中譯 めら ま ザん が、. な 自身 どし 
ては 种 々む 事棠を 眼前 じを へて 
化 間 <5 信 巧が な も 重大な 今り、 

こ A なおが をを されて は 實じ何 
ど 云つ た‘ ふ おしい か 脚つ て.' しま 
いまず」 V ん謁 つた。 


ま-*^ し - 一备ジ \ 

照 葉の 家が 

家の ごた ごで で 

大阪 化溃の 利けまで あず 當地 

にも 因 緣が淺 くな <间 時に 元の 


禁酒 違な ミ 

外人 送還 今 

- 合 衆 國檢事 活動 

ネ网 _ ぞ那 街のを 觸广 孰て 活動 

を開：^^し じ を衆國檢ホは が週± 

曜 U ぶ 又もや S 巧 余 名の 支那 人 

を逮 し、 これ じて 本國 送還の 

ま 那^. は 約 一 一巧 九十 余 名 •し 達し 

た。/- の 驗舉じ 勢を 得た もの か 

檢电 .扇侧 では 禁酒法 違反の 外ん 

も 送還の 力 針を 採る i ごな ち、 

外人 じして 酒類 密賣 前科 二现 の 

上の 黄 皮び 洒 観を 所藏 しね 廉で 

一二 度の 卜換游 さ H た 外人 じ 圏し 

て 送還 命な を おし.、 を 働 省 i 駭 

力の 上是等 送還 か 人の 資裕 はぉ 

服ん 势慟 を挪 巧を ピ词 じく 巧 入 
闽は絕 おじ 禁た する 方針なる も 

の ^姑< 、を ホ劇檢 ホの 新 ホを 

が お ムて糾 肖の み じ 制限され る 

かを ホ 的じ视 わされる ちので あ 

るかは 疑問 じる ら禁御 取扱 者に 

もこれ を 適 巧す る窜 である ご。 


ホ國 キネ マ棄徽 ごち 

東を ホ お 新が でと 一一、 

氏 夫人 辰 f 二/一四) 心 J 


七て 知られた 

小 旧 ホ 巧 

ま 巧 甘 ご 1 H 

小山 氏が 大^ 方面 じ 旅行 ホが 中 

おがを 出し/巧 衔 不明 ごな つた 

か、 入 違ぶ に歸 をした 小 田 氏 ： i 

哪刻脯 ぶ-!/ 本木 滑 じ 

< I I II . H * f * ^ ^ I II 


一二 滿環ホ 人お演 


旣報か 如く サン •力！。 歌劇 

團 はまた サー H よら センチ ユリ 

—劇堵 で 四 跑間じ 直る シ ー ズン 

の 幕を がつ たが、 一一 一浦 環 夫人は 

明 廿：四 U が 得 怠の 蝶々 ホん じ 出 


请 ずべ くヒン カ！ トンは 夕 


巧 お勤め る丢 ご な つ て & る " 


_ 、偽樂 部す を や 式 一 

，- 夏を 中閒鎖 しつ i ぁつた H ぶ 
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TalyoTradingGo.Jnc. 

impor お rs & Exporters 
101 Fifth わ e ，， fi . Y . 

Tel な uyvesani 3823 ぷ 

327 W . Madison Street , 
Chicago . Hlinois 


MORIMURA BROS., Inc. 

が 55-57 W . 23rd な . I 
New York City 
Tei . Gramercy が 50 


O.S.K. Line 

大敝 蘭 船 替 社 

Room 603 Gunard Bldg ., 
i 25 む oadway , New fork Ci わ. 

' lel . Bowling むが。 がが 


社會船 郵本鬥 

. -ぶ ち 育 紐 

Q - 10 Bridge Si. New York ごけ y 
Telephone Bowlinq Green 2262 

店ち ルト ヤシ 

Colman Building Seattle. Wash. 


GEORGE W. WELSH で が NS 


か 巧な おな 臣 


々今 

美を 
麗銀 
な 製 
ピ烟 
ン 早 
購入 
計を 
鎖禪 


♦ホ 

をを 
娜製 
が ナ 

む ィ 
を ソ 
li 皆銳 
飾 筆 
额觸 


BROADWAY 

OPPOSITE 
ST ぶ AUL，S CHAPEL 
ATVESEY STREET 




シアトル 

加賀化 

が豫化 

靜岡乂 

橫演化 


^%、ホ帆午前十が' 

- 十月 九 H 
十 弓 化 化 = 

_ 十 一巧 十四 円 
十二月 九 H 


U 本 巧 € 運賃がず 
1 等橫潰 一 4:^|^巧神戸二0五巧 
一二 等 巧 食 五 巧 か 食 五十' お 巧 

歐洲 U 本 呼 各 船-. 每写 屆- 

敵を よち 一で H ぶ 鶴、 二等と 十 
磅 、お 巧 寒 主 b 1 等 化 十と 妨 
二等 六十 六 g 。 

化肯巧 かじ 亥 W 恃 ホ H おお 貨 みお'! H 一一 阳 


船 飯 
を 山 
はを 
か 御 
本 呼 
を 出 
小 .一 W 
荷 下 
物ク 
は.'、 


シ アト 4, お 帆 
ぱ 6 卜义 .十月 14 
あふりか 义 十 巧 十 wn 
▼一等 橫窗 一九 化 巧 

にし けりず 丸 ろんごん かは 一. 立 瓦が 
▼一二 等 日 f が おを がを 室 火な 涅 家族 室 i 
▼御 希望 じがり 一 等 割が ななが 种 おが パ おお 
n ス アン ゼ八ス 出帆 

めきし こ 化 十月 十九：：：： 
しか ご 化 十一 巧ち ち 

▼一等 隨淸ま u ' t ， 化が 哇お 一九 おが 

が 他 はんて 一一 六 邦 半. 
►一二 等を わ ま にら 化ぶ 哇化記 邦 化 他 お 邦 半 
▼沙 鴻羅记 わ％ 蝴巧镑 專お赌 入御 韓旌 けり 肤 
►糾巧 妨バ トマが もり 本ち 耶 わな 物が お. 關 



雜货 陶 ザ？ „ 

ドライ ク^— 


贊 


太洋 資易媒 る^ 社 

义巧 おが も； ホ、 トン 


陶破嚴 、靴貨 、ラ f 卸 ， X 
ンプ及 ランプぶ、 

森が ブラ サ ー ス 



n 本陶 


雜 


食 


ドラ i グ 1 づお 声 

«« 巧 木 桃^ 組 

M 001. MCMC ン バニ CC : 1ご|, 

105 -K 1 空】 St . N . Y . ’ Ivivulyve す 一一 苦 苦-置 


內務 おを 許 加州を 認 

產婆 A 按摩 術 

ザ 巧を モ 
助 產敍ホ マッサー ジ 術の 出 距 
治療の 御 ホめ じ應じ ま才。 
带話モ こ ュ ー メン トー导 
西け 十 STH 1 二が 十二め 


D - 

. 9 

N 6 M 

C 化の：： 

D - g ゎ刖 
! 2 Mn- 

作 S M 

W 1 k か 

.VI D 



健が 增進 
お藥 おお 

む 間は 
前約に」 

蚕 孝 


自動^^修 

携 おげ 迷 

轉を お授^ 

ライセン， 

ブが 誌す： 
ご 一十 五 ホ I 
速 轉义は I 
こ 十ぉ兔 
蕾 及が 溪一 
兩巧あ bj 


な 樹 一が 裳を 修得せ ょ 專門家 じ 
k cf 述轉 化に 修 緩を 懇切 じ 
而 かも 短 
時 n じて 
お 巧す り 
就職口 幹 
旋ず獨 立 
出 ホ ■を 
大の 報酬 
を 塔ら る 
本校は 創 
立 十五 年 
晝 陵を 巧 
は 午 削卜げ ょち 十二時を 
去 ^ _ ド も敎授 す。 




を 

丸 

前 

午 

王 一 

が 一 
の 
1 

御 

昔 

ホ 

i 
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^ 糾育ホ かが 險會社 

一二 木定吉 


老 


保險 


で 

4 

を 


S . IV 1 IK - 

zew Kork Ufe Inscra 曰 ceoo 
か一 GilanlhermMt : 
z か w Yorfoit ご 
さ 0 ミ • Fran 妄 n 4900 
I '】 Jccha 3 wn Brjinoy 


噫 

一一, 尸 I j— _ 


■ 


巧 ♦留 ♦■♦巧 


を 录片糊 母！： 一就； 閒團員 募集 


I 組 育 十 写， 百-ペン 停 串 渡 
I み 港 十月 化 n _ 郵船、 加賀乂 

—化 おご 一け でず あ 弗 
— 片道 二が 巧 


出潑期 U 
劇 費。 

(氣 単は 一巧で 窺 船は 二等) 

雜 がは 今週 蹤り 

紐 育 藥五卜 乂了目 ニニ 四 

. 主 惟 あ 巧禍 兄弟 廊替 


此犧 I 円 も 早く 
御申么 下さい。 


電講リ f ジェン ト 


贊府 大傅鹽 會 H 本が 



總て 


一二 凹乂〇 
一一 一四 八 I 

〇 ニニ ー 化 


シ ヨンは 


割 五み じ蠻 


巧し みおに 關す 
る ものは 播 ベて 


種こ烦 

ータ - W ざ W 

興を 物質が 噢 ぶが お眞崖 
煎 新； 用 他木属 を 魚屋 


レスト ラント ソフト： 


ンク 


諸 •々 '— ム H 本 飯 尾 其 他 
化 際 至急 中 込 あ 6 たし 

締扔 7" i 1 月 1 M 

嘗西龍 雄 事務所 

巧 E •一授 を Street, N. Y. c‘ 

一^ 巳 . H ミ lies 4879 


の 

D Y ' 

じん 
X L 3 

S がが 
T N A 

A0P 

N 似 化 


U 本、 ち邮 なち 製英 
術 お、 締人用 首 飾が 
化 装飾 お 

阀島 nn 

高等た 術 お 修錢、 
首締 品、 ストリング 
日本 服 化 縫 


• C 

S ^ 

〇 む；：： 
巧 S 

bn 


魚類 一巧. 肌 


Y 


I - 

柳- 


WWW 
K L 
5 
2 


卸 ル 曾 
日本人 向新 3^ 
るを 類が ホ f 
生を 地ょ b ち _ 
収 b をせ て i 
化 b 御注义 一よ 
b 配 連 致し 主す 

加泮 0^ ぉ商會 




• 〇 
C 4 
(4 

3 


ん 


如 


資本を 
掷込巧 資本を 


な 巧 脚 
ホ 千萬瞄 


巧 立を お 千 六が を跑 

基 ご 弃銀巧 触 巧 支店/ 

本 化 ぉぃ， fH 本 橋 お 駿河町 ー ニ 
まが 小が 口本磅 化の 巧 ぉち おを 
をを 唐を 都大阪 西夫阳 ，神 ij 
廣島 下脚 巧 巧 巧 お 福 岡お^ 
上 お 倫教ま 買洒水 


V- 

e 


y 

I 訖 I ： 

ぶ g i‘ 

ft d c n H 


i t < u -1 J 

w が： 1.^ 蝴 I 

I 化 u 5 • w 

:: G - 器 

w d M 

c 打 


Ds ナメ - — ホ • —の特 を 

H 本人の わ 買物には 特 が 巧 員を 睛 S 無 
おで 御 案 巧を 巧 お 詔 父が わすが ホ 巧 あ 
訪 間して 御 化ち を 計り 初めての 4. 方に 
.おしては 特に 注 息 致 L まずから を ホ わ 
立 帯ら 願 ひ 巧、 がみが 達は な 論。 本 立 
化を 地 宛の おが 物を 送は 當 方で 致し 巧 


ん 


.が 

8 

B 


V k 5 
ィ任 M ぶ 


が 


B 

W ぶ N 如 

.巧が 化が 

ホ A WR 
W 瑞 I 

-Ipi 


ジ 3 


ワナ 


力 


I 

K ぶ K 

Dn R ^ 

c：D 〇 0 し 

— I L Y S 

L 」 — 1 V h 
A 跳 K 
& T N 加 

i M T; 

Dn H s T 

WR ten 

..... > 巧 D 

A u 

w c 


日本 紳± 巧ろ \の が賊 

= 御 注文は 當 ぶへ .' y 

睐繩は 夕年當 地 日本 お樂 お^ 具、 おい、 會 
社 旨々 の 御な 服を 調製しても K 一ます。 

轨塑 、新搁 の 洋服、 外隹 巧な t 化 ホは 廉ぶ 
御が 命に 應 じます。 \ 


6 

n 


外 网爲替 、鄕里 送を、 ホ 送を、 信用が 巧 W 
一般 お 巧 業務 椅 々卸 化 利 じ 化 扱 可 申を 

兰義銀 巧— 支か^ 

本 支 お 東を' 本 巧、 大ち神 戸、 京 哉 一 
巧 化 地 名 古 揉、 小棋 、上 沿、 おお I 



に e 加 ♦♦乂 
巧 W 2 H ま. 4- 
W 本那 ； If 

〇 A 巧を を 'A 
Kg " の 

思 T か最 
苗 品 g 

W が 巧 間間が 

W 3 W ♦♦路 


晚 香が お 二 週 j 回 出帆 一 
►エム プレス 加を 太〇另 •塞 乎 
十 巧 一 1 

▲ M ム プレスを 西郎 ( III T 呂 を) 

，一十な 十五り 

▼エ .ムプ レ， 後 太 利 3 ぶろ を 嗯) 

y 十 巧 ホん 日 

▲ェム プレス 西 細が ご 二 占 § が) 

十'. Hf 1 日 

一等、 二等、 一二 等み び T 等を 設備 
最大、 善美、 最快 かの 巧 巧 棘が 船 



窒す 


沐細お 期が 貨お十 勘 化 上が 总 

輸賦 臺灣銀 一な を 張 ff 

►鄉里 送を々 び 並な を (無手 蚊 巧)-'*/ 闽 
- 爲替質 貫、 巧ち 巧が 組 化 立、 臂 發 
巧を 一 おが 巧 裳な 御が 巧 じ お投ゴ 榜 
▼的 ほ 詳細は 御 遠慮なく 御 間 合 被- r / w お 


本ぉ Issi 糊 舞〕 誇 P 則 


預舍 1 を 細 「邦貨ぶ， 下閒 な 

(化 シ善千 凶 W 下ノ逆 枯預を 


じかり ホー錢 ' ‘：一ぉ 

リち良 -k 


を 


に 


洋 

薇 

船に 

株 
式 T 

會 

社 


がみ 化 
•1 W 北 
扣 が1^ ホ 

ff.s 
£ 1’-^ 港 

.. T だ 

ぶ W が 


^ 例 


出 

帆 


I 

ホノ か、. 橫漬 .神ろ 巧 ■香诺 •馬 尼 おわ 

コレァ 化 (一吉、 を峨) 化 巧 义 H 
、羅 がぉ輒 九月 ホ 四日) 
をが 足 - ニニち 0 順) 十 巧 十 
西 比 利が 凡 (二を 00 巧) 十月 i ： と H 

人羅巧 ぉ奶十 H サニ H 心 

太げ 义二吾 00 喷) 十 I 月 十 円 
天 巧 見 (ち 〇呂竭 心で 巧 巾 四 H 

化が 塞 西 一^が 繁>智 が 諸 巧 巧 
なが ホ- ノ乂 、橫 .後神 戶巧司 香港 巧 
- 化を 共を 六 週 一圃 I 

ク桑渚 わ游亲 一巧 寢莖 を 媒 入御 幹旋化 S お 


(化ろ 違 n * 曲 ノ巧 午モ 31、 リ * j 、 

機濱 正金銀行が 育 ホ 巧 

鄉里 送金は 都て 無手 數巧 に」 當 
巧 橫演 本店 熙由 をを 方 化ぶ かお 


も 

t — 

- J 3 


5 

4 

N け J 

が请 

A -5 4 


九番 


郎 


む 


巧 

邮リが 刪 
W W む 
E 

N ^ 


•肺 

U 

S 


な 長ち 霞 化ぶ 言を 箱 巧 
本 店 大阪化 後 五了呂 
紐 育ち 店 紐育ブ n ! ドゥぶ！ 

I 試 住な 錢巧 

東を、 橫媒 、お 占 お、 京 ザ姊戶 
尾ノ 道、 廣な 、吳 、柳 井、 す挪 
巧 司、 小 倉、 驻 松、 博夕、 A 巧 ホ 等 
本國預 を、 鄉里 送を 巧产 おめ 
て 御が 利 迅速に 御 おの 申 お 



〇 SSS 
T— リ c 9 
nu 、ij t 巧 
M がんぶ 

■m , f 8 

—J a 1 

u E 叫 M 

-」 III a 

* — w M 
B d 

E 巧 fl お 
11 nu 2 R 
UM G 1 


藤术講 .券を 〔社 

、一昭ち 化' 弛 券 ノ餐贸 、引ス '裳 お 
"'を 就、. ホニ么 二 關ス八 一 W ノ裳橡 

鎌赋 藤本 ビル， 口— 力-韻 巧 

紐脊 お. 歌 所 


四 


.K 


四 

が 

し 

巧 


瞧 


S 



边 


巧 

戀 

r 

巧 

卜 

九 


杖が 大會の 

第一 戰 

競 巧な 境に 入る 

日本化 樂部ま 催が 球オ ー プ ン 


' —ナ メント は豫定 のか < 去る 
日 陥り 早朗ょ b かまを か b 、 午 
前 午後の 二回 巧を なつて パンゲ 
付ず 觀戰を 完了し じがを 加 栽 技 

をはと 十 お 余 名に 速し ホを 有の 

おがを 呈 した。 A が 一す は靑巧 

をの 柳额君 K 組 一等は 同じ <靑 
お 巧の 巧が をで 何れも 大型 お盃 

をが 巧され をの 他の 入 巧を は 左 

の 如くで ある。 が ほ 今止顺 H ょ 

ら偶手 おを 爭 ふべき 第一、 十六 

人が 及び' > ン デ 付 特別 マッチを 

與巧 する 第二、 十六 A 組は 當 H 

の ダ。 ス スコアを ぶ 礎 どして 左 

のかく 遇拔 された。 

第一. 十六 人 組 

一一) 中 山、 おを (二) 大木、 が 

井一 一二)' 中 川、 小幡 (四) 前 島 

松 野 (五) ま 巧、 皆 川 (六 3 地 

ま、 を 時 (を內 旧 (望、 島 田 

(八} 柳 瀬、 が 田 

第二 十六 A 組 

)泉 、福 W {二) 巧、 齋滕 

(ご 一) 山 口、 關 (四) 稻 垣、 大島 

(五) 谈 瀬、 福 本 (六克 山、 化 

出 (と) が 山、 近滕 (八) 佐脖 

淸) 、巧 崎 


組め 勝者 

下 ザが Mn 第二 间戰 (不戰 一勝 
を 川 n おが 凿 巧が = を 脚 巧 山 

田 U 小 か 組の 勝 巧 

第一 间昭 U 巧 村 U ち 脚が 勒山 

田 小が 組 側 巧 U のを 巧化掛 

小 柴=當 旧 糾大橋 U を 谷川 

組 お 渡 邊= お 間 組 


A 紐 

氏名 

一巧 柳渊 

二等 皆 川 

同 中 山 

四 等 が 田 

五 等小幡 

ぉ 組 

一等 巧 崎 

二等 S 上 

ニー 等 巧 山 

巧 等 巧 井 

お 等乂ル 

午 W が ホ ツ"* 

A 飢 'ぶ 口 

じ 糾山本 

ホ 後ホツ 、 

A 如巧扔 

K 組り を 


ネット 

一 五よ 

一六 0 

HCO 

一六！ 

一六 二 

一四 六 

一六 〇 

i 六 四 

ご 苗 

一六 六 

ベスト" 

お 丸 

七 六 

ベスト： 

とじ 

と 八 


グリス 

一八と 

一と 〇 

-と八 

■ - AH 

一八 丄ハ 

二 00 

二 0 八 

二 〇 六 
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-H 曠 ：：： ょり 擧巧 

n 本 化樂部 旨の おが 戰 旣報 

のか < ホる： i ： 六り k 瞄 円ょ b 时 

九十 五丫 目の':' こ トン コート 

じ 於て 舉 わさる ちで みるが 巧 試 

を 戊ソ梭 がを 贼 のが 組 ホの 如し 

▲をが を 戦 

上^^部，. 第 . 叫戰 

お對 巧げ' 麻 料 橋 木 あ 能 

树が 約陶山 - H 巧 巧 本 ま 治 

躬： 一一: 微 .不戰 一勝) 山 旧滋一 

對ぶ見 咕川勤 ル W 志ぶ 

ド ザ 部-み 一一; 戰 

岡 峭巧火 橋 波 邊お拉 ハ か 川 

な 割 巧が 内 山對ド 第二 时 

戰 r 小 戦 一勝' 制を が お 平野 

中 か 對化滕 

A ながな 贼 

• 、•• y J • I — 0 X 

— XT な." 逆を 勒 

お— 脚 鸠化對 ド HI 糾深見 

== 山山 組み 橋 本が. 放 組 中 

が 即糾巧 的 山 d 小 野 紐 

第一 间削 r 小喊 一勝' ザ 巧： = 巧 

組 お 中 村 M 化が 巧內山 U や畔; が 巧した る-か 十 巧 おこ 卡幡 u を 


を 門を 闕ぶ寮 

創立者 逝く 

邦人の バィォ ニァ 

桑 港 十二 日 發= 化 米に めけ 
巧 人 バィォ ニヤの 一人 どして 义 

日本 ダー •テンの 曾始を どして 知 

られて 巧る を 門を 圃 茶寮の 获巧 

眞 翁は 永ら < お 病 腎臓病の 爲め 
を 閣の自 を じがて 靜養 中で あつ 
たが 一昨 朝な ホ 少し <狀 態が 惡 

化して ホ K のでな じ 撥 帥の 診斷 

をを け 靜養じ 巧め て 居つ たが 昨 

朝と 時に をら おがは 急 媛し 醫師 

の應急 手當い 効な く 午 削八脾 一二 

十 かを 数の 親戚 知ぶ r 簡 まれて 

セ 十一 一一 歲 を】 期 ど！' て 遂に 化 ホ 

の 人 どなつ わ。 翁は 死 蝴じ際 i 

盧識 明瞭み しも 巧 痛を 感 せざる 

が 如くみ 息お郎 巧' ぞ 呼んで 

後事を 巧し をから ミ 

巨 樹が自 がに 化 巧して、 倒る、 

が 如く 大往生を 遂げた とる ふ。 

因 じ 葬儀は ホる 十六り 午後 一が 

よら 佛敎會 じ 於て 舉 わし 後 サン 

'マテォの U 本人 裳 地に 埋葬ず る 

事 どぃよ つた。 薪 原 翁は と 十二 年 

前山 梨 縣東山 梨 郡 半 等が じ 生れ 

嚷お莱 、先代 傅 助橫演 にて ホ絲 

荫を營 み 父の 巧を 鄉 おにて 製 絲 

藥 じな 事ず る 事 お 年 其 巧踞化 

西 能に 遊び 獨逸船 じ 乘じ刚 治 十 

二 年を 湛じ卜 '陸 漸ぐ資 をを 得て 

料理 巧大か 崖を 開く H 本 

巧 巧の 元 励、 間もなく ホ 俄 古を 

國 愧覺會 日本 喫茶 化み 化 管 力を 

當局 .よ 6 化 巧され 苦 也經營 W て 

今 H に 戊ぶ。 を 巧 を 阁の一 お 物 

H A 巧を 園な をが 翁の 巧 力の 赐 

である。 化 ザグ ヮ テマっ 大が颁 

の 聘し應 じて 彼 S 化に 赴き U 本 

庭戲を 築き 瞒覽 曾に 日本 お閱 .で 

紹介. 褒狀 ごを 牌を 巧け ぃ 又 

乂戰中 巧 井 特使 渡 ホず る や乂政 

府 の化賴 でを の投 巧の セン トフ 

ラン シス、 ホ テ W 前の ユニオン 

クエヤ に n 本 庭阁を 築き 特化 

み 旅情を 慰めい こご！ > あつた。 

家族は 麥山总 (お 九】 刷ず 五郎 

{四 化} 间妻 たか (闽 义) 娘 巧 ニニ 

心) 巧す みす ニニ】 ぶ お (一九】 

を 雄 (一し) 略ず ニニ 等で ある 

森 德次郞 巧 歓迎 

化 年 森 村 化 おが 轉 社：！： た 

置： 曾々 員 娩德义 m にはり 下 お 

がな 易を 宵を か 化を 社 封 どして 

歐义 巡遊のを 巧 滞が 小で わるが 

ホる： 一十 お" (を 願； 午後 六げ 一二 

かよ b 五一 食 ホ 雌の 概迎 晚餐 

巧を 巧が A おにが てが 雌す る 竿： 

で ホ る 出化ホ巧巧 r 巧木桃サ 

組 糊 谢的么 肋に ま V 中 出で わ b 

しど U 

自助 協會 委員 會 

紐 A 自肋協 曾 じ，' はぶ 《 十八 H 

鴨 化ん 巧を じて 總桥を 胃 巧を 隅 

き 柳ぶ 化 なをみを かお 

料 鴨 ホの 六た ホ席帅 々巧 巧を 


期し 大會を 開く 岛め 準備 委員を 

指 あずろ ミみ 化 お 項を ホ 護して 

散を。 


♦を 井關 治に 目を 带が當 巧 西 

二が 十の 了 目 四 二 おを をが 關を 

巧自を 新設 電話は ヮー シン トン 
ィツ 八 S 四 八 巧。 一 
♦ち 本 梅！ 二 巧を 電話 當ホシ で 
クス ピア 街 一 五 〇〇 番 ま^ 梅 S 
巧 自宅 新設 電話は ビング/ ム化 
六 0 八を J である。 I 
ホ 旧 篤巧郎 氏移轉 ぶが 物產 
を 社米闕 支店 監督 役。 おを 十五 

H ょり ペラム.、 マノ 巧/' ラン 

シス 巧 六 五よ 番 じ^ 轉ん たが 電 
話は ペラム 五一® 如 W 
♦叫な 繁二巧 物產夕 店長 
夏季 中 パ アツ デ/- 八に 假寓 中の 
處去 & 十八 日 y 巿ゥ M . ストで ン 
ド 巧 一号 10 番 /! 歸 常。 

上がを 氏/ 羅府の 提琴 家、 最 
を 修學の 為み ホが。 

♦輪 人 素を 東邦 軍み 技師、 數 
前 寫紐ボ テク、 ビグ トモ ー プ 
じ投 お中夕 るが ミ廿 一日 出辆 
の レヴ キアす ン普 じて 渡歐。 

S ホ 鳥に み ホみ 及び 高潑巧 
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•着 紐 ホ テが 
iH の 便船 パ 9 

務省技 帥、 お 

ケ 年間 滞が 研 


去： 十： 五 H 日本' 

プラザに 投宿 

號 じて 渡佛 
♦巧 上 一郎 氏 

る 十 お H 着 紐が 

學の P 渡 縣の豫 - 

が 誤 本紙 I 印 號所報 東げ お 船 

等 室な 善 じ する 報道は 太 巧 

化では なく 天 品 化の 誤ら じつき 

巧 じ訂お する。 


\ 移轉御 披露 

殘 或の おを な 益々 御 健勝 乘贺お 
陳^ お 筒 儀 開業 W ホ U じあし 
隆昌 y 赴き 候 段 偏に 諸資の 御瞎 
情 じ^る 事 どな < 威 謝 致 巧 候 就 
ては が „ 前の 煤 所 じて は狹 溢を 随 
じ 申 候 巧 本り ょ 6 両四 十二 了 目 
だ 五十 一番 ロング エ ー 々—ビ 成 
デン グ \ 四十 二 下目 ご プロ ー ド 

ゥユ ー ぶ) 第 九 二あ號 室に 移轉 
益々 悄强致 候 間 何卒 倍 德の御 愚 
負 じ 頂ち 度 < を 取らが ホ 巧 上を 
« て御挨 巧を か斯じ 御座 候 
大正 卡四年 九月 化 一一で 

I あ 川岸 商會 

お電 一可 フライ アン ト暨蟲 


，韻吿 


化巧节 滕辨當 崖を 譲を け辨當 
あび ik 巧の 家庭 化 出しを 致し 
ますから 何卒を 敷御蟲 をの 梢 
を 願 かます。 

御ず 宿 西 島 

1 岩 E . を hSt , 章で 2 ヴ I . P 1 夏 575 


淸 潔、 設備を を . 
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今度 大阪よ 敬へ 敎ス 

事 ニナ リ今サ 當地ヲ 巧發を 

シ ブス 0 I 

がちが 勤^を おお 一々 ナ 

ラ ズ御懇 一!^ 二預 9 マシタ 事 

ヲ深ク 威 成致シ テ居リ マス 

柯卒を 後：^ I 御 巧 韶ノ程 偏 こ 

御 願 中 上 も マス。 

實 '1 專趨ノ 上 親 シク 

御禮 お々^ 暇 乞ヒ中 トー ゲ八 

化 リダ 居 子 シタボ 巧ノ盧 

ヲ持マ セす ァ失禮 乍 ラ 紙上 

ダ 御 おが か k ダマス。 

御 別 レニー 滿 ミを 泣 ノ御極 

がヲ 祈？ マ j ス。 
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の お 養生 个扣叶 九月 十と 口 

午が 二が ぺ A ビユ I 摘院じ 

がて 巧 じ 化ろ 雖 儀は 十化扫 

午 お 二- 5 视い u 本人 封 患 W 

に 地 葬を お 間 化 段 1 前 辱知 

諸 巧に 雜吿 化が が 葬送の 際 

け遥お 態々 御を 葬 被 f を 化 

巧の 削惠 がに 預 b が 段が 難 

•抑槪 中. じ お 

ぶん 脚 木 化 ホ I 

激化が がが か 一 


はれ ¢5 {し 日本 紳± あ 庭 

じて 巧 巧 ホ じ 雇 はれ 度し。 

君. E . 呈夏 h , 

ち 3 WJ 是 th S 三 iiy 


ンス トタン 


II •技 


く 養ら 込いだ レスト ラント 夫婦 
者ず は獨身 巧の バァ トナ ァをホ 
む 壌を じ 化ち ては 譲つ でもよ し 
午後. 化 時 後 ど 巧談。 

ジミす- 晋 1 ち. 三ゴ list '' Ap 三 
Tel . Audub き岂 40 

- j 胃. 彼ち 利。 る レストラン 

卜ま人 歸國じ 就き 至急 賣 渡し 巧 
し 委細} 閒談。 

Hir 呈こ 1 ち. ご stst . 


貸 店 


巧 おじ 適 當の瘍 所、 

リビング^— ム 巧び 

ベ！ スメント あ b •洗 潔 業 及び 

靴 おに 最も 適當。 

ち W . 萬 th 芭 


家具 附 一二 室 アバ ー トメ 

ント貸 度し 煤 所は ワシントン パ 

イプ。 詳細は が 桐 兄弟 商 爵じ御 

問を せ あち じし。 


六を あび 裝殿 、設備 

spvi 夕完 を。 及み 具 助 こ 

トメ ント賣 度し 値段が 巧。 ス 

プリン テン デント じ照會 あれ 

42 さ. 6 置 St . 


貸 室 淸潔 G 便利の ょき 燒 

所 一人 力ま 二人 向きの 蛮 ゐら電 

話は プラザ ー H ハ 七 一巧 

SJok 己 a - だ 5 卓. 1 ご ihst . す こ1 

I 週 五 ホ 及 八那、 一 

人 义は二 A じ 適す、 

が廳 へ 十か タ ィムススクエヤ？ 

へ か 五 かお 話 カン バラン ド 妄ーゴ ー 

1 芝 至 gh 資_ Brooklyn 黑赠换 子 


裁縫 所 開業 

げ服， 納物、 ゥ—^^類はドラィ 

ク 91 こング 、プレス & び染お 

へ、 化か 1. なし 一明を/、 を麗じ 

を L ょず。 城 絡は 如时 る 抑 化 

文も叮 蜂， に 巧く をし ますが 化ゴ 

カ ダの ホ ホを も あ b よす。 

坂が 戟縫所 

128 去 .6 豈 st . N . y . c . 
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1 おを 名會か 
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打 ara & Co .， 

443 Fourth A け .. 
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めつ{ぁら、 がんやがれ巧のが 

化か まつて かがで ぁろ u 本に'' 

て、 急激 U もがが 路 のを 速を 巧 

むのは 無迎 でぁ 么 が、 睐 米の 號 

行 巧が 今 ： n ^ 如 < 絶えざる 谁步 

を 示し、 お 來ん阅 防 上に も航ぶ 

磯が 械 めて あ塔視 されつ I ある 

恰^5も艦傑-_がけるょぃ驢 
のをを い* ろ位昭 にら 等し」 化 化 
どして、 b . か喊 にじ 向つ て 化を 


辑識を巧您{ る の 秘 め ブ 输切 じ 
がを。 る • i は 言を 俟 た . ね I 。 

リ 本人-',- 化 b て巧歐 飛れ かな 
化された こご 夫れ' 自身は、 旣 -J 
ゎ •か 凹：； の 自信を？？ すべ! 要素 
たるを 化は。 いが、 り 獨 ^の貿 
易 がをお 布設 はおら 巧 機 
をに ホ 化 どし むる 巧- 3 にて、 こ 
n に 娘る 國 巧の 狸 解 ど 貿易の 巧 
進を 留んで 化まない 者 J 积 る。 



•無線 紛爭に 新 提議 

化 平 大使が 國 が 省當 周. こを！^ 

東 おれ 電化 化 H 發 iz 無線 間 題に 關卞る n 本の 
對支岡 答は 頗る 積極的^ かで これが 解か 策て し 
てぃ、 英、 义 - 佛 、支 K ヶ闡 9 合：！： 案を 提議す で-く 

S 井 S 俊 越 權は时 執す ろ 意向で ある. こ。 \ 

おを か 凹 U 凝 U 外擦當 巧は ま 邢み無 おおずに 脚聯し 瞬^ 長官 

クリ ッグ， ご 化が 父が を閒 賄す る やぅな 米を 權乂化 ほ 平^ „ 一雄 氏 

に訓 かを 搂 したる’ か、 髮 じ 支那 侧 よら 蹈 かした る 日米® P の對 

支 無 絲惜談 に 就て は H 乂両威 お-— 不滿足 じて 円 ホ 兩國ま V . 却て 

支那 かが じ提證 すべ < 最近を 天に 佛ん緻 營の觸 線待祉 設^され 

巧 作 森將审 はこれ を 許 W した るら U 本侧は 枉巧魄 轉に抗 證し遂 
: お 犬の 佛人 無線 禽化設 なは 立 巧え.、」 なつた。 一 
ヮシントン i ： 四：： 2 搂 == 闕 巧巧當 巧け 最近 n みよ b だ 邪の 無線 

おザ し做聯しぃ义闲國み協力をまどしたか描おじ化した^^|實は 

ホ 説ず るが、 國格堪 はこれ じ掛 する W 答の みを & y 义闕 み!^ 巧 

にがては 堅く 化默を 守つ てゐ る。 

國民 の人氣 U 冷淡 

がるべき 腳稅お 議に對 して 

國民黨 は 英國の 態度に 不 

上が：^=凹リを^今週じ入も 】 

阿 支那 國 K 人氣の 焦な ィ」 リ つて 

なた ま 抓 剛が資 證 におず る 巧 論 

はが かじ 

が 淡 ど；；^つた威が深い。 

即も英 闽外化 チヤ ムバ 1 ーン巧 

が おがま 邪じ對 してが 情を 驳ひ 

つ i あるら の i 货闕 政のは ホる 

ベき おぉ 會證 をを 然助政 問題 化 

しあ 治丄 のな （就て 一切 觸れな 

い 怠を 示して むる のみなら ホ總 

ての 討讓 はこむ を ヮシントン 條 

約の 範齒內 じ 化 めん どしつく あ 

る； が 明ら どな 勺た！ めで あつ 

て、 な ホ 急進 政策を 標榜し つ； 

あつた 國技黨 は 一兀よ b 比較的に 

がが 的；：* 巧ん 脚 かが 化の 巧 聞 紙 

もこの 截じ蕾 M する 做き わら。 

あし 巧證 がを の結联 をな する が 

如き おを に 立 割る：； •- らば ま那の 

あ 勢は 今よ bl ニヶ W な 前の 族 力 

時化 じ 

逆轉 しいかな るみ 财 U 带 

伸が 突 おする じ まる や も 知む 中 

がに 英國公 化 マ クリー 巧が 臟東 

の香雜 ボィコットに 對し 英喊政 

府が何等か離的巧數じ妓ば^;*ぃ 

>-0を暗示したミは稍形勢を緩か 

ずる お 废-し 止り、 ま服鹽 のの 英 

齒系新閒ら協調的^:^態巧をぶし 

て & るに なし、 H 水系' 撕閒 はい 

づ れも峭 视巧收 度び 治 外 化權の 


则 U 、 目的 化 件は：！ 會诚 ご 巧 
をず る) 

一二。 输人稅 率な 訂じ腳 イる规 
則^ 制を。 

匹。 瞬 境特患 細稅媳 山に 脚す 
る化妳 制を。 

五。 陆ま閒 題諮谦 員の 帷がじ 
咖 ずる 細 H をの お 草。 

であるが、-- れじ 依る 巧 稅じ伴 
ひを 國は 自齒の 借な 整理 まを 捉 
出すべく、. おら じぶ 雌 自身 じが 
ては、 

一。 揣 的に 賴稅 自ま權 乃ま關 
稅 自主 權の將 ホの 獨 立を 耍求 

るか 0 

二。 現が ま W 秘關 はを 図 管 巧 
のが 態 じあ もから これに 何等 
かの 提 誰を ずる。 

一二 ' 輸出 稅に 關才る 提議を す 
るか。 

第會 誰の 内を は 巧なら 模雜 とな 
る ものと 豫 想され てゐ るが、 巧 
固 じがて はなく される 所 不 
平等 條 約に 料す る 共同 网 答の 中 
に 『刚稅 禽畿は & ず 開 値する や 
ぅ』 ごの I 巧を 加へ めくまでを 
越の 閒を 調訂 し、 支那に を 利で 
あるべく 貧献 すらの なを 强 くを 
める 當 .''化 巧め 府も をのな に 化 
b 必や曾 燕' ど熙摧 すべく 反 到 論 
も 遂にけ 消滅し、 無から ホ 善を 
みきから 鼓 善を 望む にち るで あ 
らう ご銳哪 さりて ゐも〇 


撤廢じ 賛成し つぇ わる 点ょ 

て、 日 ホ兩闡 の會畿 におす， 

废 もが 窺知す るに 足る 点 あ々 ど 

雖 、闽 論が 斯の如 < 化京禽 

冷淡 ど卜 ょれば 列强 どして 速 

化^ 娘祷證 のか 股を 期^し 

こけを 上が 巧 ま" 化 他の 化に 移 一 

べきで をる どい ふ讓 論'^ 巧は 

てなる。 而 して 史那 のの 乱 巧を 

じ 巧て ま那國 も 頗る これを 啼 

惑械し 今秋の 戰ず をを 想し 一^ 

督 おの 巧 動は 確かに 野必 あるか 

國の W 的 援助を 巧け てゐ るご^ 

察されて ゐ るが、 支 抓のを も. 於 

は 切め て 閥 隙會麗 開催 後まで こ 

れを延 則^べく 目下 頻 b じ 努力 

中で ある 0 

一 奴 對理か 别巧所 報の 如 

くま 那 にがりる 關稅曾 議辭催 じ 

餅て は 滿論沸 藤、 閣民黨 系の 反 

勞 輿論 も 化當リ 勢力ん るが 結 巧 

反 お 理由の 中 必は證 越の 範圃か 

何 じあ b 、 举府條 約 じ 化る 旣を 

の範陶 ぶ、 

一。 遙を嫁 化 単 瞄じ勒 する 措 

措じ關 ずる おを。 

二。 遊を 廢北削 じがけ る暫巧 

おを のを 量 (同脊 遜は を 秘踰 

入 おじ おし 從惜二 か 五 嘘の 册 

加稅 を、 义 或る 种 のを 侈 おじ 

おし-' はな 化 おを な 內の惭 加 

稅を 認める が 附加视 じ 關す么 


巧な 官調查 を 

支那 拒絶ず 

外を 諷杳 で充 みだ ご 
北京 四 U お U 支那 欧が はま 
る 化 巧：：：！ 削で お國 政が •か 措 嫌 
した 上が 動 就の 巧 法官 調 杳じ觸 
しを 朔巧 圏を 化 館し 阿 答を 發し 

動 激は旣 じ 化を 刈强 巧を 脚に 腺 

6 て 調 省され 社つ 支那 歧 がの 調 
を報吿 もんれば これを ぶ 礎 ごし^ 

て 討 端 すれぶ あみで あらみ じ 動 

亂後旣 に S ヶ月を 經過 L 現が 誰 

據隱滅 の もの ぞ數 あるじ も拘ら 

やなに なめて 列强が 司法官 調ぶ 

をむ ふけ 極めて 不必要で ある ご 

共に 形勢を 益々 紛糾せ しめ 圓滿 

tv る 解 ホを 朔し 難いな*」 これを 

巧絕 する ご述牒 した。 

支 公使 外相 訪問 

ま 京 特電 かの 扫發= ぞ那を 使 

は 外務省を な 問し 黯贴外 化に 歸 

巧の 挟が を 陳るど おじ 日本の 對 

を 償 權緩か 方を 希望し じご 云 ふ 

日本の 撒 廢條件 

ま 京 特電 か 四：：：！ 發 =： をが の 治 

外を 權撒 廢の條 かどして 日本は 

支那が 巧 地 雜的外 厨 人 じ 到し 止 

地所 有 權を認 むる 意志を を 示す 

る必を わらとの 盧 向を がして ゐ 

|\る。 


る剌子 一切を かおず る。 

で 二】 邮喊は 本年ょり 二 千ぶ 
なガ 巧のと 桃を 脚 始し向 ふ^ 
年に だろ をの 支 柳 年 細け 儿千一 

ガ がに 巧额 ずる もの どし、 を 
れ Jbw 巧 S 十 年 じ' 片 も同额 
のぶ 挪を繼 絞ず。 

をの 姐 案じ 苗し 义蝴侧 の 悼) 巧は 
不滿 U るら の I 如ぐ 巧り の會を 
じて これを 化絕* -'/J ど おに お"^ 
じ 乂齒侧 の. 條 化を 提 'がず る ろと 
なつて ゐ る。 尙ほ レトゲ キァ か 
府 S 殺が 良 債 五な よ 十と' 力 五平 
巧は 利子 一二 か 五' 姐の 利を でみ 濟 
の 交が がが 立した。 I _ - 

斬駐 0 大使 

正式に 任命 

フ シン トン 廿 凹：：！ 潑 ：：：：； 囊じ日 
本 政府ょ なを 諾の知 息を 傅 えら 
れた 親任 駐日 米 國乂化 ナャ ー が 
ス •マ クゲユ ー 巧は 本：！： 化 巧の 
ホ國 化理大 化ょ b 國巧 省に H 本 

政 麻のを 諾を あまに 通 磯した 
同時 じほ 府を 疑を しれ。 マクグ 
ェー 氏は あく 國務 省に ヶロッグ 
氏を 訪問し 姑 お 問題 等に 就て 訓 

かを をけ る舊 であるが あ 巧の 期 

H は ホ だ' 確を せ や。 

註。 マ 皮は ベン 州 ゥェス チ 五 
スター にを けた 澄 あのみ 息に 

して、 嚴 父け 外を 官 、叔父の 

フランクリン •マ クゲェ 1 氏 

は タフト 乂統 抓が 化 0 大藏を 

官口 b し； がわつ た。. 


ホ 露 代表の 

歡迎 で爭岡 

貴 傷 あ 約 廿四人 

柬京 i ： 四 U 發：： ：：鬟 に 上海 動齡 
を 煽動した ホ おの 化 お 凹 名は ホ 
锁 入を したる. いこれ よ 〇 馨き譬 
視廳侧 でり 勞働 者の 示威 速 動 


_ 第一 提案は 

米國に 不利 

义佛の 貴 債」 父涉 

厂 シン トン 廿四 H 發 U ホ视の 

戰縣を 憤 か濟は カィ ョ ー 藏相の 

着を と 共 じ 直 もじ 關始 されね が 

佛婉侧 の 第一 提案は、 

【 一 】 戰時 中の 貨債 並びに 軍 

需品 貸 込みの 負 憤け これを を 

算 して 單 一の 貧 償 どず る。 

で 一】 乂戳 終了 お 來佛國 がち 

拂 ふべ くして-ホ 挪ど つてむ 


VJ 


濱尾 議長 驚 去 

を 京 特電 廿五 U 裝 U 演尾樞 を 
化 誰 長は 昨 H 午後 邸 巧の 崖め 
上 じて 焚火を しつ； あつた 際 
突然 皆 倒 墜落し を 身に 火傷を 
缘 b 遂に 藉 去した。 

勞農 代表 退京 

東京 特電 化 お！：！ 發 =： 入京した 

る 祭 農 n シアの 勞慟化 表は 譬 

視廳 の陆揣 なる 警戒ぶ を じ 憤 
慨 し今朔 遂に 退を した。’' 


反動派の 化 衣 威を を 恐れ 約 千 人 

の 正服 及 お 服 醬官を 派遣し 中 人 一 

の 勞慟脚 か 化 おの 中 僅か じ 五十 

人の みは ステ！ シ ヨンに 乂 旗を 

許した が 四 A の 化を は 赤旗を 手 

じして ぞ命 敬を 高唱 しつ i これ 

锋 K 表に 迎えられ 簿官隊 の閒を 

がけて 停 単 旗 かじ 岀た 刹那、 數 

だの 勞勸 者は 示威運動を 試みん 

夕 して 警官隊 ど 衝突し 双 ホみ じ 

十二 名宛の 負傷 おを を じた。 一 

行は 目下 ホ國ホ テグに 投宿し 約 

W 人み 巧 事 か驟 をに 監視し 勞働 

團 がの 歡迎宴 も 中 山を 命せ ' f れ 

たが 營視 廳侧 では おし 四 化 表の 

滯ホ じて これな-^: の爭斷 と藉起 

する；；； b らば 四 乂に對 し 退京を か 

ずな ご稱 して ゐ る。 

ま 京 特電 か 四日を = 络 農勞慟 

組を 化 おが； 巧は 本 H 東 巧 じ 到 

者した。 營視廳 にて ホ替 戒を嚴 

垂：- し 佐が 學 、な 畑を が 巧の み 


を 憩 系 か餘お U 削 校ょ b 檢来ク 
れて むる。 化ぶ 一む の 割 着の W 
出迎じ 赴いた 勞 御が 侧ご巧 官隊 
は 小せ b をを が じた， 

東京 特電 が U を：：；： 街.： 祝應に 
て U 。 シァ 巧 側 化ぶ の エ蛇視 お 
を 許さ 中 勞践大 化け おに 掛 して 
抗潇を 提出し じ。 - 

'B 獨を涉 の難礁 

東 ま 特電 北 五 U 發 U がエ おは 
染料 剛秘 .： ぉし 强 硬の 態度を 持 
賴 i 日獨殖 商を 渉の 最大 難賊ご 
豫想 さい 外務省ぶ' 巧 考黨を ホめ 
て む C 

潰害赔 償を 要求 

東京 特電 か 五 H 發 u 兩院 事務 
扇 じて は 今み の 證院燒 失 お 因が 
建築 卜の 過誤 じあ b ごな し 右 建 
築を 請を へる 工事 會陆じ 對し證 
院烧 失損舊 賠償 八十 方圓 ^訴認 
を 提起した 0 

窩柳巧 起訴 さる 

ま 京 特電 廿お H 發 U 貯 を' 王 あ 
柳 準么助 氏。 四が 巧圃の 横領 罪 

で滋 々狸訴 された。 

島み 巧 商船 

ま 京 特電 廿五口 避 Mu 為. が黎郎 
氏は を 京 高等 商船を 校' ぶぶ 夕_ な 

つち . .. 汝' 

伊國 飛行機 着水 

東を 特電 かぶげ 發 UU が橫锁 

飛 巧 家 ビネ ド 小 佐は 鹿な 鳥縣串 

木 野に 不が暮 水し U ひ' ! 

古 巧 總長巧 選ず 

東京 特電 サ四 = 發^ を 化 ぉお 

巧 ± はおを 帝大總 を-し 巧 選した 

化 憐太利 礫間题 

東京 特電 片四 U を ==。 シァ 側 

で朔 限' 細 縮、 高率 S が 證耍ホ 等 

を提 おした 爲め モス ヵク じがけ 

る 化槐太 S 利 權を涉 を證の 前途 

は困お^:^らんど觀测さむてゐる 

若返り 法を 論駿 

東京 特電 か 四 H 發 U 新 瀉縣人 

藤旧您 一史は 巧卜 論文で お返ら 

法の 理論を 化 本 的に 覆へ して 巧 

のせ. 目を 惹 いてなる。 - 

义國人 侮辱 さる 

.を 渚 か 四日 挺：：：；： ホ 岡の 社會學 

者 モリ < •パー メリ— 傑 ホは 廣 

東の 狀態 視察 じて 同地に 上陸し 

たる もが 巧 官憲け 间 氏を 奥轉人 

嫌疑 L 所 かおは 戶 外じ投 おさ 

れ罷ェ 幹部よ ら尋閒 をを けた 
巧 監禁され 漸 ''釋 放されね ど 


邸に てが 太 利を ホ 鼓び 化 殿下が 
化が 皇族ら 則 巧' し施大 じる 堆獨 
の 典を がげ た- 






T 


英 露の ホ 派 提携 

ロンド-' H 一一 U 發 U 當化じ て 
をが 中で あつ 心 ホ 色。 シア 勞脚 
化を ど 爽闽巧 嵌 組を 會證 のを 進 
派は 新たに 宣 1 け 聲を發 し. ドー 
ズ 案の 如きは 化 巧の 勞働 者を 無 
視 しじ 資本家の 巧爲 であ b 彼等 
は 濁 逸を 御に して 勞農 。シアを 

己さん VJ して る i を 非難し こ 
の 際 化 巧の 勞風 紐を は 一致 削 お 

すべし ど 誘い」！ 3 る。 


■はリ い。 だが、 f 駄の 中で 化 
'わけ 詩趣に 嵩んで ゐ るの U 、 
烧 杉の 庭 下 おと 势 巧の 附 いたな 
足 化で あらぅ。 わ！、 まだ ある 
今はず玉か ゎぃらんの巧用に^:' 
つてし まつた あり. もつ をう」 C 5 
やう じ ホル 总ぃ 漆の b の 高木 履 
漢字で 書く よ b たか ぼ <ら 




趣 巧 


ク 


日本 乂戀ふ W 

下獻に 寄す る 追憶 

闕 文を 

◊ 

ある 口 本の 新聞 通信員が 
ブト マンの， 1 を 訪れた 時の 
應接 間に 入るな b ま 人は をの 鼻 

の 先 じ淺黃 の 鼻緒の すがつ た 男 

おきの 桐 下 耽を 差しつ けて、 
「あ。 たの 國の 人たち はきつ 
と 詩的で せぅ ね。 この 靴が 立派 
じ をれ を 証明して むまず」 

ィニ呂 つて 旣 問を を先づ 煙に を 
いたどい ふ？ 化の 話は 二 S 年 も 
前、 私が まだ 日本 じ ゐる時 聞い 
た訪 だ。 がの 時な は ゥプ トマ 
どい ふ 人-. it > 可なら 醉 興な 男 だ 
G どおク たに 逝ぎ なかつ たが、 

H 本を 離れて アメリカ じ 化み つ 
いた 化 頃に。 つてな もを ろ— 
ゥ ブト マン ど 同じ やぅ* レ下耿 
から 輸 想され る：：： 本の 詩趣 じ窩 
ん だほ々 の 憶 ひ おを 錄 しがる 身 
づ た', アイ 厂 力' に到眷 を々 

には、 日本の 友へ 送っ た 葉書 じ 
「日々 じ 巧し くちみ 出される 义 
明が H 々じ 巧々 一の H 常 生活を 豐 
かじして 泣る 處矿 .る アメリカ 
だ」 ど 誇らし <審 いれ おも、 岡 
じ 手 じ 同じ ペンを 振 b ながら 一一 
年た つた 化 頃 故鄕の 巧、 

「夏 じは 裤 おを、 をには 化 媛 


ど 


日露 獨新 航空路 

ベ 八 リン 廿四日 發 ：：：： 當地 にて 

をを された 巧 じ 化れば H 本ぶ び 

勞農 ロシアな 府 はべ < ブン、 

ス カウ、 東京、 化を の 新 航空 事 

業に 協貧し た 航空路 は サ ィ ベ 
ァ錫道 線に 沿 ひ 着陸 所は 甘侧 
所 じして 校 間 飛け をを み 五日の 

豫を である ど。 

伊太利 皇女 結婚 

り ー ム化 SU 潑 U 伊太利の 第 

二 壬 女 マフ アグ ダ 姬ご前 獨ホカ 

イゼ 八の 血族で ある プグ シアの 

フキ リップ をん 御が 婚は种 々；；：* 

盧 ホから 閣際的 じ 注目 うれて ゐ 

じが、 本：：；： 農村。 ッコ •辛 二の 別 


丹前の 化さを ぶ ひ 浮べ 申愼」 

ご 書き送つ いおじり 本の 思 出 
じ 鹿れ てゐ るので ある。. 

, ◊ 

人の 必の變 もやす さ。 口 本 じ 
居い ば 物 珍ら しいか 齒の あ顿じ 
必を ひかれ、 さて H 本を 去つ て 
旅を 重ね、 流ん の 化び しさに 飽 
きる ど 巧び 過 まのを 藥の溫 かさ 
を お ふ。 餘 らじ必 弱し ど 笑 ふん i 

も あらぅ-か、 悅 ぶべき 目前の 現 
實を悅 ば や 怠ら じ 過 まど ホ ホ ど 
じを しい 夢を 追 ふのは 人の 必の 
貧 ふ 悲しい 運命で ある。 大 唐の 
文化 じ 憧れて 難 波の 演邊 にを 途 
の 祝が を 巧々 しく 飲み 殘 してが 
を 渉つ た 阿部 么仲 磨は、 やがて 
コーー を S 山 じ おでし 巧 かも」 ど H 
本の 秋を あ ひを ベて 流離の 寂し 
さを 嗔 じた。 今 も 昔 も、 搖 盛の 

化を 戀ひ慕 ふ 人の 悄じ變 らは無 

10 

ゥプト マンの 書棚を 鋪 つて 

ゐる 下駄 どい ふのは 巧 もの-" 化 

い足耿 であつ たどい ふ。 夏の 夕 
ぐれ じ 打 水を した あしい 道で、 

あの 輕い足 耿を洗 ひたての 素足 

じ蹈 みしめ て ホして ホく のは 惡 


ど 假名で 躬 . iri たい あの ホ 風な 下 

ft は、 溢く お錄 のを 越り を 今 じ 

傅へ てゐ ，-轉 い 骨董 おで ある。 

のた かぼく6と をれじ庭下賊 
ど离 足駄 どは' ィ ゥプト マンの 巧 
謂 rH 本の 靴」 の 中での S 大傑化 
であらう 0 

柯 ホ も 足 もどが 大事 どい ふか 
ら はを の H 本 姬想記 も 化の 下駄 
の あ 出で 終始し やう。 

◊ 

日本の ろ をが ひ 浮べる たび ご 
ごに なの 夢は 京都の 上に 飛ぶ。 
京都は なの 最も 巧き な處 だ。 

をの 町を 西 ど 巧 ごじ 瞬ぎ る 加 

茂 川の t でか U 流れ、 ぁの 川 じ 
架つ て ゐる橋 も 今は じいて い コ 
ン クリー トじ變 つてし まつた。 
大述 b をつな ぐ 谎で今 も 昔 i ;* が 

らの木 橋を 殘 して ゐ るのは 一一 一條 

ご あ 傑の 橋 だけで ある。 ながが 

めて をの 町を 訪 わじ 時、 四條の 

木 橋 か 無殘じ W きつぶ されて む 

るを を 見た。 南 座の 糖 や 馳國の 

廓を を 越して 圆 山の 深い 綠を質 

む ぁのを 島い 橘の 欄干が 風 人の 

ふ b 下す 大館じ 打 も，''' だかれて 

煙を 散らす やう じ 加 巧 川の 流れ 

じを もて 巧 < のを 見た。 

◊ 

谨 かじ 化を の 名殘を 留めて ゐ 

る 兰條ご 五 慷の木 橋、 化の 二つ 
を 巧々 のじめ じ殘 して ぐれた を 
が甫 はの 雅 援に货 山が 栽は 拽 謝： 

する。 她築學 上た 論 誰は がごし 
て、 なの 知る かぎ b の 木 橋の 中. 

で 其ん 姿態の 自然 さ、 橋 巧、」 欄 
干 ど橋臺 どの 完を 。巧 等から 生 
まむ る渾然 ごした 風味、 この 二 
つの 橋に 及ぶ ものは ない。 

いや をれば か b では U い。 偶 
が じ も 化の 二つの 橋が、 をれ ぞ 
れ じから まる 劇的な 傅說を 持つ 
て & るの も おかしい。 11 一條の 橋 
は 「鳥 山 意 化郎遙 かじ 皇居を 拜 
ず」 とい ふ巧歷 ものく】 煤で あ 
ら 、お 條 ，ホは r 辨慶牛 巧 化」 の 
を 徵的リ お 劇の 舞摹 である。 
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♦お斷 b 。 速 載 中の 「卜 翁哀 
話」 は餘 b をく。 つねので 讀 
者の 退屈を 厳 6、 臨が じ お 文 
を 氏の 随筆を 數 回み 揭賊 後、 
巧び 載せる' とどいた しまし じ 

の 巧 ご 外 

♦ホ 跨戰 のをで 賭けと ならて 
の 結果 巡杳 が巡查 を射擊 した。 
媛 巧は 證を 本署、 だから マァょ 
かつた。 が 育 じ 犯罪ん 波が 巧 お 

せて ゐ るのは 無理 もな し。 
♦鍛治 どぃ ふ 息子が 人事不省 

じ U つたので な氣ど K つじ 兩親 

が 「カジヤ'—-」 と 叫んだら、 を 

れ 火事 だ どが ホの 骚 ぎ、 巧防隊 

も ホた が この 体を 妊て 半 巧 ザ 鐘 

は 惡ぃ砸 を。 日本での 話。 

♦タィヨ ー ち、 盛んに フラン 
ス 仕込みの 典 語で 义風 S レポ J 一 
ター 共を 觸じ 捲ぃた が、 例の ぶ 
逆 那の到 問じ勒 しては、 染錐頭 
じ 湯 おを ぶて t 惟慨 した。 ， 


支那 踪 局の 推移 



がが，， I 嘴— ：.， 邢 

航空と 貿易 

飛が 機の おを 化 

ゎ. かな 喊舶れ がか、 サィ ベリ 

のがが-方ぶ メート 作を 突破 

して 泌がモ X 々ウじ 入ら、 更ら 

: じべ 八* ン にがんで ホ K の热り 

- め獄迎 をを けた どい ふ 報道を 手 

しし 一し 閒ら 。く、 鼓 おのべ 八リ 

.ンお 化は H お 微か 府の邸 じ 化ぶ 

除を が 化ら、 歐洲 ど柬洋 を-五 U 

閒^お 化 3 べき 化を が 布 設の旨 

を 報じ-をら じ乂權 にがては、 

陡 おず 化ち 誠を を 員 贫の審 '問 じ 

載し' が紛 おち フ！ ゲアー 氏け 

贸お 化が 化 側が のを 巧を 說 き、 

官 K 路乂の 上 K 閒化 空が 業のを 

を‘ おを 搭城 してんる。 

フ ー ケァー んの說 剛に仪 わじ 

巧 あが おがの 妓 速に 就て 最も 巧 

'力し つ、'、 & るのは 歐讲 じして、 

.千 九， り U 凹 年 巧の W 間 化を 路距 

離は： カ ニ千师 、フランスは 四 

で 六，：： 哪 '獨 化か S 千 六， U 叫、 

英欧か fA , り 哩 、を 洲’か 二 千 八 

.パ 啤 、乂喊 を 除く 化が のが わ吨 

.投 は-ぶ 乂下哪 に 逢ず ベく’ ホ 

な速搬 数は 八义 '五で 人、 郵 化物 

をなぃ 物貨 S 述搬 - ku 千乂巧 か 

: 二年^ 四む よ 十 力 韵议* 割し 

六'’：： 八十で おなじ 速して & る。 

こ 的 間、 义齒 にがりる が 力。 も 

K 閒化巧 ホを である 酷が がいは 

配 離 二す^" 哪 、搭が おれ お 十 

为 おは、 こむ じ對 する 豐化パ 約 

パ 化 十六 义 一二で 弗に 及び、 今 巧 

- れ驾ん 化を， 於 U ザ ょら、 を义 

のがが ごみ 力して なに 一大 化を 

網を がを る，； C * らば-邸 化に 阳随 

する 資おホ 叢の 發速 a をし k 

のでん る； を力說 してむ る。 

飛む おか この 化の 中 じが かさ 

わて ょり 化 ザ、 化 じ 义幽陸 巧 飛 

巧 おに 化界 一 网を斷 わして、 化 

球のを 通-距離を' 短縮し、 がが 磯 

じ W る义 明の 梭觸じ 新て 範を垂 

れ だが、 今 阿の 就獻 が巧尘 じ：^ 

b て、 y 本 ど" シァ 及び 獨 逸の 

間に 化を 路 のが 設を 見る じ 至ら 

ん くす る こどは、 团もわ 力訪歐 

飛む i が國 にじ もたらしれ 一-太 

收谁 ごい ふべき であらぅ。 一 冗ょ 

らお巧機の避逮^:^るものは、 巧 

してぶ を。 るが が じ 達した もの 

でも U く、 產菜王 7 ォ ー ド 氏の 

云へ るが かく 『航巧 事 萊のお 達 

U 飛れ 機の 兜瞄 とがわ ± の 女 全 

恰かも現がの自動率ど同じ 

お 巧に 進ん だげ』 にある こど U 

巧 論で あるが、. 化 媛を じ 化ら て 

を ク む た る巧が^;?- る經驗は 、 

みぶ を 則に 向つ て、 U 1 り、 

ホを 化く 刻みつ i も るら のど 見 

j るべき でゐ らぅ 0 

- がれ 樹が斯 るを を 時代 じ 到を 

ーィ る^は 何時で あるか。 山ホ航 

一空が S 狡 速した 歐ホ人 にがてす 

i ら 'が 吐つ がが がと 危険 械 し、 
i ぶ， U 特殊の 觀 をを W てこれ を祕 


辦 千 八 巧 干 
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H 六が 巧 九 年 阻 t 化 大 【二 ： i 


The Japanese し hr!stia 打 Inst., me. 

3 が-: がり K. 57th St. New York 
Phone; Plaza 6752 

食 敎 - 督 去 TT 本 H 皆攝 

業を を _抹 を 亲 訊 


F. Muirray H ぶ r* 公， お 与, 

拭が ; ぶ {| が 18 が 
ぉ〇 の が 4-6 巧； 29 む oadwa! 
Phone Bowling Green がが * 4 が 1 


Y. ITO 

巧 3 E がけ 3rd SI 
Cor. Lexington Ave., 


NIPPON TAILORING GO . 

3 郎 W. が 化な . 

TeL Columbus が 73 



UP TO OATE STY け 
Custom 
Taiior 


67 W. が ih St. N,Y. 
Tei. おが nt 7079 


會 


N 島 B る 巧 Ml ! 綿郎， 

4 目- 47 E, 20th St. I 

す e!. Caledonia 9755 j 


Midori Matsumoto 

38 お st iWe . む 切 
Tel. V/ashingicn Heights 0437 



Chic る go TTaHori な 客 Co. 

Order Department 
64 W. 1 之 4 化 St- 
Tel. Hariem 7145 


' — ~ ダー ホ ^ ^ ツ ド * 一 y 

.郎み 峰 口 お 


KERR & MAYOR 

1023 Third Ave. 

8et. 卽 をむな s. Telephone おち 的 f 2909 

さ 鞠 人ぶ 白 

P 3 專 靴型 小 


足 ホき 离 .运 ホき 廣ぶ 小き 巧 




Satsuma LotiPANy 

25! 8 Broadway, N. Y City Cor. 9 か h み 


Dr. T • じ Talcami 

け 目む mb が and St, Brooklyn 
Tei. む mberlami 2311 


E.E ： .Yoshii,M.D. 

345 W. ?1si お . 

Tel. Emlieott お 30-8728 


DR . BLOOM 

34 化な . む r. 3ni む enue 
59th St. Cor. Lexington Ave, 
12 別 h Si. む r. む rk を venue 


Dr . G •比 Martin 

DENTIST 
743 Uxingi 邮 Av もむ r , 巧 ih St. 
Phone Re が fit 2457 


DR. H* ん GARDNER 

DENTIST 

19 E. 61st St. 4pU 目 
Tei. お geni 7186 


K. rwamoto, Me D. 

， 1 玉 4 W* 70th St. 

TeL Trafalgar 0352 


KAN 之 O OGURI M.D 

214 Hi が Sf. む邮 kiyn 
Tei. Cumberland 108C 


I YUfCfO 饥 SHUMUR A ， M. G. 

208 Wss! S お h Street 
Tei. Hiyersi お 98 お 



P 弓 蕃節調 鑛跟じ 並眼撫 

F. I, FREDERICS CO. 

醫科眼 學お祗 比倫 も 

13§ E. 5 目 巧な . 224 E. 14th St. 

1144 3ni む も， bet. が 化 - が 化 Sis ， 


T . KASAI 

Marchant 
1 ailor 
が 

T! 村な BUILD 鹏 
Room 304 
NEW YORK 

Phone 
Bryant 33 け 


細な. 目ね ne 怕 Fisher 

1264 Lex. Ave. Cor* 85th St. 


授敎語 與人婦 


III ] が！} Bros , お s . 

(Fnrniwiy も larufi が i りを む‘） 
17 Easi 1?th Si. NJ 
Te!. な ijyvesaflf 3 お 3 


的 ippo 打 Dry Goods Co. 
12fi1 Sraadway, Gih, SofiSIsi な， 
Telephone 扣 n り ， 5850 
Rooni B9S1 


Koike Studio 

が 7 即！ わ も 

Cor. お 化な . 

T •し Caiedem お 6394 


ん L.CEASA も M.D. 

靡 Easi が 化 おけが 
む i. Park る Lexi 巧 お n むだ 
TeL Len が 8 が 3 

喉觸 鼻な I 

間 時 察 診 
午 正 至 時 十 前午自 
I 恃八至 時 六 後午自 



PH 化 PS & PE 邮 Y 


3 Maiden Lane N* Y, 

て 觸を鑑 銳舍に 幷巧剛 を 

類が 贊匠 愈新最 


KOSHIBA 

STUDIO 

舘眞寫 お 小 

661 fi 刖む e., 

Tei, Plaza 3212 

Branch Siudio 
Wesiminst が S わ eei. 

れ ovirfen が R •し 


▽日 庵：！： 

聖書 硏がぉ 午 I 
共 勵ち夕 屯が キー 
膊拜說 を $睹： 
マ水幡 U I 
祈禱會 夕八时 I 
▽ ± 匪 H j 
某. が巧义 はを 
話窝 夕 八 巧 

苗 宿 部、 旅 巧を 
ま 巧が、 人事 巧 一 
談 部、 調を 部， 巧 一 
業岡を部、ぉ語 ^' 
捷縫を授。諸課^ 
を 設けを 員、 ホ i 
會 員® 巧を 計る 一 


税觸 事務 

東が を 地 並に を 世 
をの お出 入 方 ホに 
縣 ずる 一切の 御 謀 
閱じ腾 じ、 货 道を 
船 貨物 運 貸 及 出か 
表 稅關手 續書等 進 
呈 す、 重要 都 おじ 
化 巧 巧を かし 誠資 
敏速 御用 命じ 應や 

保驗 取扱 


巧 辫說か H 播 H 午後 八 時 .一 
が 惊を木 腿 H 午 巧 A ね I 
が 話 巧 上 お H 午を 八 時 ^ 
をを、 お 幽室、 峡樂 まの 設赃ゎ I, 
ホ資 を軟迎 す、 負 箱を がが だ t™ 
化が 副 島 信 道 I' 

U 本人 基督 敎 修道 會 I 

ごた V 7 12 .塞 史 . 2. Y . City I 
" Tel . iVI ミ nin 培 乙， 空 ま i 

H 本人 S 敎會 ； 

か饰 川な ホ么進 j 
幹事 旧 中 お 二 一 
た S ミ se M . E . 呈 urch & I を. '一 
W 23 W . 皇 Si . ジ I ' f f 夏 1 
贿拜お あ；！： が：：： 午 巧 八 か： 
祈 禱食乂 唯：：： T ホ 八 時： 
巧 辖會火 巡り 午を 二が i 
♦寄 おを I 
泣 置を 餘比 なを 数み 下町を 十一 
五 か 學生會 社 負 旅け ぎに 坡適 I 
設贿圃 貴 雜连巧 巧 度を 輔娛樂 I 
を 瞄易 をを あら I 
巧を 職 莱巧旋 、旅ぎ ま內 、を 槐， 
'拳 ま 調を、 な化ガ 事相が 巧旋 I 
等 M 胞諸 化の ホ舍 をが 迎ず I 


♦ 蓮 籍 ♦ お 誌 ♦新趙 
■縦 費ぎ を 開 
執が 午前 义 時ょ b 午后 五が を 

經育 日本人 會 

ぉ 五十と T 目 二を 〇 巧 

お 話 Vs ァクグ 八 - 九 0 ! 化 - 

一. ■ 

化留 年理 あの 劇 体 

ミて 靑年會 

巧 W. 害！ 一田 . ブ I. G 量 i 12 を 


大か育 口： 本人 

基督 敎靑 年會 

を E. 睾 h St. N. Y. t ； き 

呈 Pia な 8141 


U 

民 

A 

G 

U 


ホが 




^01 

化 PI 

の 跳- 

ご 

T 


i 卿 揉 療治 

西 巧ぶ マッサー ジ 
H 本式が 峨巧胁 
ぶみ 

出張 親が じ 治 嫁 中 
上まず。" 即 約の ホ 
は 午後 ご 一時ょ ら自 
宅 じて 施術し まず 

等 門學院 卒業 

I ち 1 津輕 東洋 

西な と 十九 了 目 專 一八 
奄話ブ 文才！ ス竞四 二 


0 巧 • 巧 巧 ZJI 巧 clRCYi\ 
呈養 P 夏 C 養 

普 7 i Uve . f r を 互 St . 

TeL 这ミ呈 Hill 2791 R 呂 m 夏 

バ^ ホな謙次 

巧、 水、 を、 午後 二时 よら 六が 
を* お 化は 前約に 願 ひます 


，評 諸 m お 月 十日を 巧 

蠢 E 才 * S I 部 十 他 

4 ごで こ 5害 芭 ' N. 一. 呈 


ク 

グ 


村 瀬を 郞 

88 Uxington Ave. N. Y • 呈 y . 

pet . おを & 2 ?th Sts 
Tel. Madison sq. 4518 - 7849 


船具を 巧 おな 船 御用 逢 ’ 

遠 藤 小刀 蘭會 


這 Broaiiw ぶ N. Y- C さ 
Tei‘w 芸 ehall 1 芝 1-2 


.視關 事務 取扱 

WILLIAM L. BANE & Go., 

ざ〇ョ 12 苦 ご B 夏 tlwa 产妄 . 

さ 0 ミ； Bo 左 忌 Gre 呈 9136，《1 ち 


日本 
洋服 梅 

W 出 信巧郞 
化 本が 


を 五十 ~二 了 目 

ニニ ミ 

が 藤 
洋服 巧 

? ラ締 .八 さ ミ 


泉ぶ ホ 丸 ノ內ピ か デジ グニ猎 ニニ 〇屬 

鎌が 乂 '心 洋服 商會 


り 本 お 具 
雜巧 卸賣' 

祭良實 袁插會 


制 育 州を 認 
巧務 省を 許 
•来を ホ大醫 巧大學 
を 婆 おお 科 卒業 

遵婆 松本綠 



正 おど 親が どを 巧 どし 確實 

信用め る 商 おを 柿 選し 

特別 廉 懐で 贩賣 致します 

ゥォ作 サム、 エ少 デン 四 割引 

其 化は 化て 一二 割引 

抵輪鎖 墳を旌 並 じ 寶巧類 一切 

バミ术 トン 帖 計、^ ヮ 1 ドィ 

リノ ィ ，時計、 を邱廣 時計 

クォ ー タ . — マンを 年 筆 

•エバ シャ ー フ 鉛筆 

純銀 お 並に 銀器 一巧 
御 輪 朝の 御 ±產 一切 
時計の 修 鐘は 化險付 じて 確 賞 

にお 川 自身が をし ます 

がち ホ 西 凹 トニ 了 目】 五一 

。ン グユ 々—懲 化 二 五 号 ま 

お 川岸 商會 

带認 ブライアント 妈 兰お幽 

で11をかミぞグ18玄0?1ごぞ.台互芭. 



0 す おみ 巧を ネみ A お 的ぶ 


寶爲ぞ 人 ^^ 满一 . みみ 刹 ^ 

フオ —んザ す ルン ン がが 巧 刻 引 
ワ— ド： ノ 'ミん トンが か 叫 を劍列 

がク d 化、 会矮袁 がを 劉 列 
感ぶも 並‘ が！^ ふ® 主ず 
茲ネを ふが を-が 筆 夕刻列 

城 的 練の 瓜乂 

巧 巧 S ザ ゲ ♦ 4 * 卜ち八 ニニ 


都合 じぅ 當 をの 間 

診察- 

午を と 膊—义 時 
H 曜は 前約 願上娱 

い： さお 悅彌 



午後 I 二 時ょ を 六 持 
H 耀は 前約 相 願ち 

ドク トか 

烏 見豊参 


齒科醫 

▼診察 時間 A 
毎日 (日曜を をく) 
午前 ホ 時よ‘ 
午後 五 時ず 
水曜 午前 九 時 1 
午後 一時 


騎科醫 

u 新式 無な お 操；：：； 
を 年の 經驗 をな て 
u 本人 諸な は 持 じ 
了 寧 懇切に 施術す 

卜 マ チン 


鹽科醫 

夕 年の 經驗を なて 
最新 ホ巧學 手術に 
堪能 じて 信用 篤し 
U 施術 料 低廉：；；：： 
日本人 諸替 じは 恃 
じ 了寧懇 助に 治燦 

が 育 州を 認 
パ t ブル^ ■— ム 


診 祭時輔 

午前 化 時 1 十 時 
午後 六げ一八 時 

パ^ 小菜幹三 

が育ボ フラワ ーお院 
第 おお おお 勤務 

武ボ コン バラン ド 

病院 勤務 


診察 時間 

午後 零が ザ U 二 時半 
午後 六 時 rr 九 時 
愛知. 瞬 學± ’ 

パ：： 巖本谨 一 

を渝比 亞大學 ぶび 
と' ザ ラン 病院 勤務 
H 曜は 前約 願 上 候 


II 攘 治療 

リ 氷を び軍氣 治療 = 
お攘曆 腰の 痛を ホを 
の不觀 神經赚 タウ ザ 
チ ス懐裤 胃臟 病神經 
衰弱 拖其他 
午 請 九 時ょ ち 午後 九 
睹迄 電話 前約 顧と お 
紐 育瑞典 フィ ジオ シラ 
ピ！ 擧 魔を 棠 
紐 育' ■〇ァ 々グジ ム反マ 
ツチ-- ジ踪會 正會員 

を 鼓 西が 幸 男 


酱巧醫 木 下义巿 


ゴ| さ. ‘ li 篇. 

ジ， Mi 夏 式 8557 


化粧品 如賣 

ぶ 味商會 

U . ご th St., N. y . 呈 
el S 晏 esa 气ゴ 45 


ランプを 雲 賓 

下 電氣髓 店 

5 SC 81 巧 roadway 

一 TeUndic 置 0147 


笠 ザ 洋服 巧 


巧き 米 國締人 
U 本人への 英 
語敎 巧には 夕 
年の 經驗 をち 

す 0 ー ンツス 

ンと 十五 化 
每 H 朔义 時ょ 
ろが 化 時迄柯 
時 じても をし 
H 曜日は 一時 
よも 凹时を 


日本 

1 フ ク！！ 



日本 陶穗器 
雜貨 觸卸寶 


卜じ 

Trv.'-N 

ブラ ザ ！ ス 


為 眞** 


輿 お 街 

四 一二と 


ィーシ1は紐育最大のデパ ）トメ ン ト巧巧でぁ 
ゎを す。 新ら しい 昇降機 ごユス カレ タ ー は巧爛 
な 巧 内 じがけ る 皆 巧の わ 貫 物に 巧を S 渝 快と を 
與 へて ゐま卞 

化 化で ニ ホす る ものなら ば メーシ ー では 一 
巧 八十 八 仙を は をれ の 下で 買へ る MJ をで ぅ 
ぞ御 記憶 下さい 

日本へ 御 i 何物を 御 送ら じな > たい 節 又は 御な 物 
-し 際して 御用の 煤 合は バ ー ソナ グン 3 ッ ピン ダ 
ビュ .1 曰 1 を わ譯わ 下さい、 规 切に 御惦 をを 計 
to ^ ^4 - - 




JO 巧ち 至 I OOCRI M. 0, 

二1量194す£6三ミで 
ぎ Rivssille ち？3 Schuyler 皇里 

な 巧 午前 九 時！ 午後- 時 
午後 六 時— 午後 化 時 
H 曜 午前 九 時！ ザを 四時 

ドクト^ 小 莱乘ま 


Dr . 1 R . whish を夕 D . P W . 

夏 去. 7害 St . Tel . Entiist こ 芝 2 

H 館 額. 齡 か ハ 戶良二 


自 午前 九 時 
自午お I が 


ち 十二時 
辛 五が 


卸賣 値段 稍 騰貴 

まま 特電 サ阳 U 發 == お 京が お 
を 幾 所調杳 じよれば 十ー ニ 郁 ホの 
卸賣 が 段 ホ 前 巧よ b 騰貴 サ 九、 
下を 十六、 持を 十一 柿で ホ 巧よ 
屈 力の 騰貴で ある。 


i 成功の 秘談 


こ.- 王 

6 

M 扣 


8 

r — 

6 

V 


h 

か 

8 


E 

8 

2 
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乂國ホ 英說を 話す 事 
は 成功の 第一義です' 
本校 じは H 本人を 巧 
じ惜れ ね專巧 婦人 敎 
師ぁ b 懇站じ 會語通 
憧文 社を 說を 敎授し 
ます。 H 瞻 週り 巧 じ 
午前 化 時ょ b 午後 十 
時まで 開校し ー レー 
スンと 十袖づ to か 
H 庶 もじ ホ 校 あれ。 


總 


ち 


論 

讓 


占 


產業王 フネ ー ド 評 傅 


■■ 


自動車から 飛朽機 製作へ 

巧' 一に 着ず したお 屬 性の 飛 巧 機 
I, 飛 巧元租 ライト 巧 ミのを 緣 


フォ ー ド 巧が 今 巧爾わ 機. がを 

:じ ホを 染めた ミは 化 人の 姑 もが 

ホを W てを る處 であら、- フォ ー 

ド 氏自み もこれ じ 非を に热 、むで 

ある；. に 化 間 巧みの ホ 宵で わる 

が、 現が は 

をが 换驗を ホ どし でゐ 

を だけ じが 巧 巧 述叛ホ 策の 前途 
じ阱 ては をら お < を紹 つて ゐな 
い。 フォー ド 巧は 自動車 事 まじ 
がて これを 巧 お r 送 荷す るを 十 

二 年の 巧 霜を 裳した 如 < 、飛 巧 

機を 裳は 現じ ウキ リアム •スト 

.ウト にを ホ 巧 どして 研 兜 時化 じ 

もる が、 この ストウ ト 氏に 就て 

: 面白い H ビソ！ 卜が ある。 抑々 

がが 機の 巧 能を が 始めて 認めら 

むた のは 今から 加年 前 或る 小 供 

雑誌に 「がぶ お 具」 じ關 する 記 

おがが 載され、 化 づ彈力 性を 帶 

びじ 謹雜な 具が 巧 撰に 出され だ 

ものである。 當時 この 記 率を 最 

もない 興 ホを 《 て 讚んだ み 年は 

テ^ トンの 才^ — ゲキ八 •ラィト 

氏で あら、 他の I 人は ウキ リア 

ム •ゾ ッシ ホル •ストウ ト氏 であ 

つた。 ラィト 兄 おが この 記事に 

暗. がを 稱て 

なを 明す る じを 

つたのは 化 間 周知の ホ實 である 

が、 ストウ ト巧 はこれ なして 最 

も 較玫な 飛け 機を 製作す るには 

を おせの ものを 必を どず る どい 

ふ 立場から 熱、 むじ 硏 兜した 結果 

始めて これを 製作し、 遂に フォ 

—ド巧 ごが W で こ S を 城 性 飛 巧 

株の 製作 じ替 ずす る； ど。 つた 

ので ある。 この、 トウ トを戚 性 

がり 巧 社，」 デ アポ！ ンに 化ける 

フォー ドエ 城の 一が どな b 、 を 

こに ： i ! 個の 木 化 も。 いとい ふ 

を 概を卑 ，して ゐ るが、 こ S が 巧 

おは 細ごア .八 ミ ナムを 混を した 

グユラ リユ；、 ナム (本が に 速 栽 

した 轉お W ぶを 照 一にょ b 製作 

された もので ゐ つて 

藥の巧 部は がいを お 性 

で 風力に 耐え 巧る ぶ どなり、 を 

の おみ じ比歧 して 颇る輕 い 浮揚 

力を 巧つ てなる。 現の おさは 六 


+ W 、 リバ ブーま 電力 四な 棋力 
で化來 のが 巧 機重畏 四千と 巧 お 
巧に おして S 千と： 白 十と 封 度で 
ダ ソリン、 石 地、 水 等の お蟲二 
千ん 巧 封 巧、. 普通は 一千が なの 
巧 物を 巧搬し 得る も 飛わ琪 じよ 
ちて は 平 五な 封 巧を 巧猜し 得る 
i ご。 つてむ る。 フオ 1 ド 巧 お 
自動 苹 事業に 手を 染めた 當 時化 
間の 承認を 博ず るた めじ 留 愚し 
むの， レ 速力 どい ふ MJ で、 これは 

事業を 述用 する 前提で あつて 愚 

後の 目的は 完 がした 自動車を の 

もので あつた 如く、 飛 巧 磯 S 發 

達。 る もの も 

大戰當 時 の 影響を をけ 

て 巧 一 じ 離れ 楽に 耐え 得る 飛 巧 

機の 製が： が斯 菜の 發 をを 化が し 

たらので める けれ 共、 フォ ー ド 

氏は 飛 巧 機の 鼓 後の 目的は 自動 

卓に 等しく 實踐 的な 利用の 範園 

じ 靖<を である ど 云つ てゐ る。 

フォー ド 巧は このち じ 就て 自を 

の 飛 わ 機を 指し 乍ら 「我々 の最 

も 知ら A となす る. らの はおして 

飛 巧 中 パ每日 この 飛れ 機を 利用 

し 得る かお 動機が 果して 安を で 

あるかと いふ i であち、 词 時に 

こ；： がを 効 t ►をして 安を な 職業 

であるか どい ふ 問題で ある。 巧 

等は この 意 ホよ も禽 社の ためじ 

每 U シ方プ 及び クリ— ゲラン ド 

の 飛 巧を 繼銜 して & るが、 シカ 

ゴ への 號け费 用は 一封 巧 じ掛し 

約 十 叫 仙の 割を である」 どを の 

經 驗を铅 つて ゐる 〇斯 くの 如 < 

飛む 磯の 實陈 化に おする フォー 

ド 巧の 態度は 飽を も學兜 的で あ 

ら 、化つ て 明確な 藍兒を 發获し 

てり。 いが 

現に 製 かし？ ゐるス 

トゥ ト飛巧 巧 社のを 戚巧 飛行機 

製が 巧は： 機じ對 して 二 万 二 千 

おバ ホで ある。 おし 將ホ をの 骼 

をが が 如す いば 一機® で 弗 巧 巧 

じて 製作し 得べ < 、現にを 化 よ 

b 窗巧乃 巧 術 人 用 ごして 受けつ 

つむる 飛が 機 製作 数は 頗るを < 

现が舒 社の 設備は 到底 これ-，, -應 

じ惟：^なぃ ご い ふ有がでぁ4。 


ぶ貨 現送 ご 

金輸 解禁 

政府 部内で が 力 

木 社が おの 化 報 L た 如く 政府 

U 巧辉 調節の な ホで お貨 現を 

を閒始 する に ちら、 こいじ 挪 

聯 してを お 解が 論が 當 化の 巧 

閒が 上で も咕 傅され てゐ るが 

このを 愉解 巧に 就て ぶの かき 

が 論が がは むて & る。 

个 个 

大藏 省け 闽 隙な 化の 化 本 

的な 善 巧 どして 巧 < 巧 施される 

巧が がお檢 おがを 幷じェ 策 如な 

にがす る 利かず 巧の 引 ドげ、 期 

閒延お 度び 化が 關係 のか 外だ拂 


節約の ための 國 産品 墳腳の 外に 

化に 化 本のの 髓ぉ增 進 策を 樹立 

する の耍 ホら ごして 化般ホ 柿々 

巧 兜 中で あつたが、 今 凹 大斌ぷ 

どしての 大化方 巧が 内を したの 

で 巧 < 商工、 農が を 巧 S ぶな を 

聴 化した 上で を 誰を 脚き をす 

るを である どい ふ。 乂激 おが 晰 

''蝴 際贷 借の 改善に 就て 最巧賴 

b に 焦處し 出した のは、 をの 目 

躁 どす る處颇 る乂 。る もの •か あ 

る ど 云 はれて むる 〇郞 もこの 

輸入 期 じがけ る爲巧 取組 

じ 巧す. 0 大体の 兒 定めが つけば 

巧阀 をり の巧乂 問題た るを 輪 解 

禁足い はんごす る 巧の ホ必 •か あ 

る ご 云 はれて なる。 尤も 爲替巧 

巧の 化势 から ずれば 今 H なじを 


輸 解禁を 斷 巧すべき がで ないか 
も かれ 《。 政府が あ 夕を儉 解禁 
を斷 巧す る じしても 勿論 即時 斷 
I 巧では な < 、视限 附 じして 且つ 
英國の 例に 傑 ひ 條が附 解禁の 方 
一法を 採る であらぅ ど 云 はれて ゐ 
るが、 をに 巧 摄お政 前のを 向が 
漸くを 輸解 禁じ 傾きつ i ある i 
はを 视の 事情から t て 想像され 
るので ある。 殊に 溢口藏 相は 化 
巧黨が 化は ち 力む 解 撰 論ち であ 
ら 、而 かも 組閣 後 爲替化 煤が 崩 
落した からこの 

解禁 論 も 別に 問題 どなら 
なかつ たが、 敏 近に ま b 軟勢ど 
は 云 ひ 乍ら ホ瘍も 或る 巧 度の 出/ 

をを 得て ゐる 樣な譯 でもら 瓦 f - 
K 間を モ 面の 意見に 鑑み 爲辑 ぶ. 

策に 脚し 化 本 的 解 巧を 輿 ふるが 
要が みる ごい ふので、 旁々 こめ 
際阳 時を 待っても 爲替が パ，—！！？？ 
くなる i はを 易な i でな < 、巧 
じ 期限 附の 解禁 じすれば をぶ を 
の巧挪 等から 採算して 巿場 みの 
彭嚮； 一は 大 しだ； では あるまい ど 
いふので ある。 魏れ に. ^ ても是 
等の 点に 就て は經濟 政策 上の 重 
大 問題で あら、 を 大臣が 旅节化 
きょ b 歸 つた 上で 愼重じ 前後の 
樂 情を 硏 兜した お 最後 八ぶ をを 

與 ふる 帯で ある ど。； 、一 


罷業 損失は- 

絲 二を 万 頭 

上海 動乱 總 勘を 

み 社 特電の 旣 報した か 仁 上が 

じ 於け るが A 結 績會社 じ おする 

罷業 問題に 就て は 巧が 繰 領事の 

灌 力で 大化解 巧し 旣に 繰棠 短縮 

の 下に エ瘍は 巧 開したが^ 五 巧 

化 日 駆 業 開始 W ホ 八月 十な りじ 

至る 邦ん が績曾 rt の 損 蒂巧賴 額 

は 左の 如し 

一. ， 罷業 朔 間中を 產 減々 扇 十み 

を 手 お 準 約 十六 万ー モ辕 (中 

綿¥」して製ぉ約兰11^搁) 豫 

想が 益 損 約が 四十 四で か千兩 

二、 エ谣雑 持 费幷じ 使用人 給料 

約 凹 十万 兩 - 

一二、 が 接措蒂 どして 巧み 綿エ纔 

機械、-^ 'がが 機 及び n 带お績 

機み 約 お 巧 一一す 兩 

四、 内外 綿 射殺 職工 お 慰が 約 一 

'カホ 

五、 エ赁 一人 一 n ホた 巧 十九 他 

だから 罷楽 中が 銳裕巧 かお 巧 

兩 であるが、' 繫觸 をの あ義で 

約 一巧 巧 巧 外 支 化される 第 

六、 W 上 諸 損 番を計 約 一一な ガ兩 

のを： 讼み である 

と、 かは 罷萊 問题が 解み しても 

带 力が 化 給され ねば 燥 お 脚 難 

であら、 义 しく 休業み をで ゐ 

るから 離散 職 H の 補充、 機械 

のず 人れ 等 間 巧 抵番相 當大な 

る もの あるへ — 一 


東を 市 潰 ご 

對外倩 政策 

政府の 外 償 政策は 鼓 近に 至ら 

綾 化を ホし おを 巧馈ら 巧/、 米國 

にがてを 嚴ど 巧し、 な 财巧官 S 

波义 どな 6 しは 本社 巧范 のが じ 

た處で わるが、 この 問の 刑 息に 

就て 聞く 處 によれば 巧 政府は 楚 

に 外 憤の 疑 巧が 

を もがに け述巧 膨 おにぶ 


く § 騰貴を 馴致し、 對 外的に 
は爲替 相場の 反 捲 じよつ て 輸入 
をが 她 しがに 闡際收 支 計算 卜：を 
巧の 翌年 渡し 巧 年利 挪の增 加 ど 
U つて 現は る--; がが 外出 貨の 
減少 や爲 替か锡 の 化を を おおし 
埋 いて 爲替 のスぺ キュンー シ a 
ン ， J なる を 0 て 搞力か 僮 2 を 巧 
を 遊け てむ た。 現じを 府化 証を 
與 へて ゐる もの じ 痛 錫の 搂わ殘 
み 千 巧 山、 を 巧 ポ潰一 憶 W 、 横 
帯 ホ 债の千 巧 w が あるけれ でも 
/ J れじ對 し 許可を 輿へ なかつ た 
かで ある。 又 東が 等 も 昨秋 巧 親 
~ 期 高利の 內 償を 低利、 長期の 巧 
償に 乘替 へんが ためじ 政が のが 
証を 求めて ゐ たが、 か府の 前記 
外 憤 ' 

抑 避の モ かじ 棒る ごの 理 
もじよ つてが， 証を すら 巧へ なか 
ク たので ある。 然るに 最 おじ 至 
つて 太藏當 局は 東を 巿債 5 如き 
旣 じが 証を 輿へ てゐる もの だ お 
外 じがでち 利の 條 がで 裳 債し 得 
る 迷び じ をれば 直 じ 許可す る ミ 
じ內 誰かを した。 これ じよつ て 
見る ど 政府の が 債な 策が 緩 かさ 
れ たもので 、叉 この 緩和を ホ さ 
I せじ 動因が 他に あるを も 注 遮ず 
i べきで ある。 



賛易 飛行機 

商蒋 長官の 陳述 

大統領 クー 'リッ デ 巧が 召集し 
た米翅 陸が 軍の がを 調杳會 •しは 
^旣じ 陸海 軍 首 腦者も をれ 出 
席し 調杳會 の 質問に 固 答して ゐ 
; るが、 搁務 長官 フ .！ ゲァー 氏は 
乂國牌 ホの 貿易 飛 巧 辑の發 達* し 

就て 歐洲を 到 例 どし 政府よ b 補 

肋を を 巧へ ない を も 部を 的な 援 

巧 じよる お 達の 可能 牲を 力說し 

て 左の ご 一巧を 懲 憩した。 

( 一 】 巧務省 内に 飛行 巧を 設け 

ほ 間娜化 界の發 達に 就て 巧 力 

ずる 一 

つ 一〕 飛け 郵便 收 入み 八 刺 U 下 

及び 乘お積 荷速搬 等に よる 收 

入は 是 等を 間 飛 わ 車 業を 聰彌 

ずる じ 足る 

【一二】 各 都 巧は 適 まじ がても 飛 

巧 着陸 場の 設備に 巧 力し つ i 

あるが、 將巧 どても を 等の 完 

がは 恰 かも 港繼 ななが 中央を 

府の 支出に よらず、' をの 都 巧 

乃を 居化ボ 民の ま おじよ もて 

完 がされた 如く これに 傲 ふべ 

きで ある 

尙ほ去 巧化リ を 2' て 終る 本年度 

のホ剧 飛け 郵便 航朽は 二 巧と 方 

六で とだ 六十 巧 唯 じして 第！ 補 

郵烦お 连數は 乂円册 巧 五な か 通 

か S 巧 二 千 五 灯 十 S が 巧、 六十 

巧 二 千 六な 廿よ巧 お 十四 他に 達 

してなる ど 0 


尋 .れ人 

長野縣 人 細が 謙 一二 

山が 縣人 齋藤义 S 郎 

福井縣 山本懷 お 京 府巧木 等 

香川淸 一郎 (旅 巧者) 

早稻 山大學 出身 中が 貫 二 

タキ 巧 川 ワィ 阿部 

ホの 巧に 迪み教 巧き 悔ゎ么 

お 間 本人ち くは か 人 ょら 現 

化 巧お迪 知願卜 'お 

紐 育 ホ 蝴總 領事 舘 

185 す oadway NevM ミ k 妄 
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Toyo Kwan 
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し 00 し ミ n Manager 
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化 わを 3 な ; P 贫 なぞ 巧を 巧な なを 巧 


しり 赌 ： h ) 


円六サ 巧 九 年 阿 十 正大 


あ 詔 プラィア ント 

八 〇 と 九！ 八 八と 一二 
U 懼 没び 巧 間は 

ヶ 0 ツグ 00 四 四 

断鹏 •ィ縛 長 

顧 おる •SJp ***** t*i 

紐 育 お 西 四十 凹 ‘1 肖 
一二 下 一一 八番 

ご S ) 

支店 

147 Glari ミこ ve - B 呈 alo - N - Y . 
ぎ 置 ま II 14 是这 
ま 任 互 rs . F . K . sato _ 


愈々 佳境に. 入る 

她を增 した 撰 手 爭颖戰 _ 

興味 多き は 第二の 十六 人 組 


媛 蒲 燒壽巧 御 化 化し 

目 巧を H 巧 巧 も 御用 命じな じ 升 

會應御 料理 

な 等 御 下な. I 

な 玉る 一 i 


御旅 舘 河 添 ： 

一 

- - 


會席 御料 哩 

東泮鑛 


御 料理 錄卽社 一 

太陽 ^ 

i 
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雙油龍 g | SS 鷄摄 上白 ホ 


liilT 本义 S 食料 口雜 卿穀懿 

巧 田 巧 油な ま 食 社 巧 巧 一手 致 揃 巧 

日本 食料品商 會 


ん ；！ 
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8 


S 
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s 

o 
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A ^ 
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H 本 食料品、 日用品 
並に 新刊書 籍賴 一切 

片欄化 弟商會 

なが お 巧が 巧を 近 巧 船 じて 巧 着 
化枝閒 巧々 巧 用命の お ホ 巧 上 « 


日本 食料品 頰 及び 雜貨類 却ル資 

一一 I 一二 一二、 0 五 五と 桑 山商會 
が刊 書籍 雑誌 小間物 日用品 各 桂 


U 本を 巧 お、 維 巧 
霞 箱、 雜 な、 新 胡 

巧な ホ 7 むァ气 A 東を 廚會 

巧片 1 ム、 自巧 のが あ b 


巧が 當 並びに 
御み お 支 化し 
御 下 あ 

後 藤 

壽 司、 媛潍燒 

り まず 


華盛頓 

わざ-^ 

日本料理 

あじ 御旅 舘. 


紐 育 旅 縮 田 中 奥み 郎 

東 四十 了 目 二 四 二を 
Caledonia 香 A 


屯 話 レキシントン 巧 乂五五 

岩 巧旅舘 

ま 十五： J 目 二が 番 


御 下宿 鴨ホ乂 

47 で 民ち 江 Place 
llel .1 SEnliAve . DffE .42 ndst . 
ぎ Murray Hill 2958 


义 則て..，^^ 

巧 巧 - W tan 

ボ 賊を閣 でみ が 御を 瞄を 巧け 
U じな 姜 御座いまず 



U 本に 化み、 目 本 語 
を廚 し、 を 様の 御嗜 


好に 適する 脚 料理を 調進 致 巧 

了 巧 エレ-占！ タアの ドです 


毒 じして 淸潔 

發 腑南縷 

午 的 十 時よ 


午 型 (時まで 


開店 


が廳 茶園 

一 d 巧 人邀谨 
3511 の々 じは 羞飯 
の 禪 促 利に 備へ提 
湖 固 席の 卸 用に 應 
く 膜 間 阿卒相 
潑 おおぶ 應 度な 
血 上 卸を 内中 ム 慎 


I U み 化樂部 ホ催ォ ープン •ゴ 

トーナメントの 撰ず碟ず 

顆戰 をび 第二の 十六 人 組の 賊お 

は 愈々 本 i 贈 U Jb 本が 前 巧 巧 

報の 番紐 じよら を 組の 都を よき 

ゴグフ • 9 ン方 じがて 開始され 

るを： であを. か、 第一ぶ び 第二 回 

聊 はを 自 の' 仅宜 によら 

- H 囉日 帷の兩 = 中ち 

I ■ — ラゥンド 邪 六 ホ 1 が K を 完了 

-ずれぶよい^どなつてゐる〇 こ 

1 の 二 巧 戦^ 終れば をの 次の リ權 

1 H をに 化 六 ホ ー ^ の 准 媛 勝戰を 

一巧 ひ、 十 巧 十 一 U の 搔勝戟 をな 

j て 最終の 化ぶ を 見る 豫定 である 

I 巧 一の 十六 人 化の 入 逃 じがて は 

パン デ 六た の大島 (おを】 と 点の 

掘 本、 化 山 (靑柴 曾】 及び 化な の 

_ 山 中二 一 一井} の 諸君が 玉リ ミネ I 

^ された じ對 し、 バンデ 十一 

:点 のが 旧 (靑嚷 貪) 十二 おの 小幡 

0 冗 背 葉 曾) 十五た の 柳 瀬の 諸ち 

が 入選 L を 少の巧 ホを 加へ てゐ 

るが、 大仲じ 於て 乂リる 

番狂 U ピ どい ふ 巧では 

^^■■<八か述6はが想姐ちの顏觸 

れが 揃つ てゐ る。 h ザが の 一組 

は 巧 お 曾の 中 山な 巧 鈴ぶ の おを 

ー パで- ン デは 八對乂 の： 点遙ひ 

一だ：^/ ぉ閒必の强巧^中山巧が 


大 じを をを 滕迫 する； は 疑 ひな 

い。 第二 組な 大木 君斟ス クラ ッ 

チの が 井替で ゎるが、 大木を が 

がの ネチ ^ た 調子で ス クラ 

ッチの 本營 じあつ て 巧く 試を は 

面ら からぅ ど 思 ふ。 第 S 組は 鈴 

ゎ 慶びの S 

十一 巧の ホ 頃 

策 山 御用邸に 御靜養 中の 東を 

姐 殿で じは 兹 早が お八 ヶ ちじ 

直らせられ、 御着 帶 式は 巧國 

古 ホの 風習に ょ b 戍の 日を 搔 

ばれる 壁で 夕を十 巧 五 H 壬 戌 

ピ御 治を ぁるべく、 本社 特篮 

のかく 御帶 親は 閑 お宮 殿下 ピ 

御 治 定じ化 おつれ。 妃殿下に 

は 朝は 六 时じ卸 起床、 钥 タニ 

度 宛 抑 化 内を 御 欺 巧 遊ばされ 

いつも 御 晴れ やかな 御 模樣じ 

て 塚 原 まを 醫は巧 週】！：、 岩 

减巧 瞬は 陋逊 一回 あ 拜診中 上 

げて & るが、 御 出を 期は 夕巧 

十 一 H 下 巧 ご 拜 がす。 


木の 中 川 君 お ホ幡君 だから 普殖 

じ 巧けば 前者の 勝利 ど U るべ く 

第 巧 紐は 

靑葉會 の 松が 巧 i 島 

ちの 间志討 もで ある。 T ザが の 


削 煮 並に 御旅 舘 

^ ® 佐 野 兄弟 

紐 育 ホ 西 八十 八 T 目 一一 宵 十 S を 
化訪 一 -ス 々イラ！ と 八 ニニ 


御 下宿 

自 ぁ-寧 

58 Sa 賢 Si . Bi ご yn , N . Y ‘ 
ぎブ量 le 7475 

中が 哩變お 

中が 醒激 
31 W . 65th S 三. Y . 置- 
B 己 . Coiumbus Ave . & Gent をす rk 丢男 t 

目本理 髮舘淸 

新式 化髮ぶ 設備 ぁら' 班 速げ 喀を 
算 とし 精々 勉强 しま マ 

西 四十 一二 了 目が 番地 S な 六號室 

タップ フ日ア (第 六 街 i 四十 一二 下 H ち〕 

替川 事務所 

侍績的舊闘の间胞じ的確^^る職 
業を 周旋し ます。 

たち ミな 在 g てぶ 呈 cy 

養 さ. 4 害 St . N .. 一. C . 

Tel . 岩 皇 7787 3 艺 8 


せが ど 精選し 皆樣 
の 響が じ 適する 
巧 提供し ます 

做娜 新 中華 

り^ 人 諸君は 轉 
别 一, 歡迎 します 

1 

永年 H 」 一人 諸君の 御 
攝 をを か 一つて ゐる 

豐仙樓 

です、# 綾々 御を 
ホの お肅 ひます 


►一二 德 U 淸 潔、 親が、 お 樂^ 

勢州舘 館ま^ 野 

ま 任 伊勢 事お义 間を 作 

225 E . 苗を Str ま t 

ジ Regen こ爸 8 


煎 餅 ^，、 小賣 

を 腐 i 揚 

B 本 食料。 I 一切 

ucn ご s € Kic な产 j.kc GP 

裹 5 Third Ave ., 1 
Tei . Piaza 5218 

1 !> I 

新鮮 魚介 一切 

H 本人 おきの 生魚 取 b 揃へ 

特別 廉 憤で 大 勉强； d 」 ます 

サヴ^ 魚 巧 


Jowe 巧 一一り a ィ去 0 

援4 W - 2 st 3^ 

、 rel . Coluinbs |91 援 

極上の 顧 類 

季節の 新鮮の 魚貝 禪叫 揃つ 

て 夏ら ますから 御ご斯 F さい。 

ァピ 々み 魚を 

ちす 書で _ ジ 1 F 呈 klin 44 芸 




♦ ♦ 

'旅； 


が 秋 の ロン トンよ リ 

•トン 儿リ ーー：：： 中が' 乃ち 




I ' ザック バラン'— がみ':, 鸭ん中 
1 る 乂喊に 比して あ-巧が もが。 
j ら た、 火ぶ 風： 化か 瞄 ごのお 照 
もさる； 乍ら 剔を 巧い 旅の 巧に 
は 巧が の テキ パキ じる' で 巧ぶ 所 
u -し御座お。 巧ぃ朝ぃの尉ハな^;;: 

じが 巧-. 化 化 巧な の 巧 ぉ 逃 殺な 

談 卜倾敝 致が。 本り ょり',* チ 

ブンュ •ミュ^ — ジ アムに 入與を 

許され一 り 間 位 諮 萬*^ じが 變 ぶ' 

ずる 磯を にお。 常 地 例年ょ らも 

炯を /、 旣 じ 巧季衔類 に 滿 す子ヒ ー 

瓜の 淡は き醉 もが ザの 小 裳に 鹏 

I め 易 く.^ ^ て 輪お频 b じ 動く の 

j ムら、 ^ンフ トン コート を おめ 

一が を閒 ども パ 化 吹き 乱れ 烏獸戯 

むる i 處秋 巧る ども 覺 へず。 

◊ 

十が 前の 戦の 崔 にお 盛の 幕を 

i 亟れた ピヵ ザ*)、 ォック スフ 

1 ォ ー ド •サ ー 々ス なで 今け 迫が 

一に ぉやかに 峽へ お、 戰の 疲れけ 

随が随 がに ほの 見えて ホ 脚 巧の 

:故 おさ 巧潑さ U 化に 化れ 中、 卜 

I ク フ T 火 ゲ ！ • ス ク エ ヤ の ラ ィ 

ォン も お 益々 ホ b て老大 図の 幸 

G き 削がを 撕 ホる やに 巧 へられ 

一种 の淋- みを 懐かしめ お。 

◊ 

ィ •キリスの が 歐ホ榮 かぶれし 

一て 人 瞬の の もん/ \ しき 檢閱を 

し 化つ ニヶ 巧 化 上 山 離 化ボは 

游を へが 出を 强 制し、 違 ほ 者— 

，は 化 巧 おき 則を 刑を 課するな で 

ー ドイツの 細 化を 嘗 わるは おして 

i 如 M の もの じ や。 瞬 装 へんどし 


て墙 •惟を なくず る卽 ぶか どが が 
シベリア 經山 リ歐迎 絡に 就て は 
當邮じ も 事情 WW せ ホ、 或は 
樂觀 （或は 悲徵 す。 これに 對す 
る郎樂 お' 3 調 海は 例に ょ b てれ 
遇顿ま b 「が 息； 切 不剛」 VJ い 
ふの み、 をの 巧 澗さ到 お 濟巧致 
し潍 しごい ふべ し。 

◊ 

唯。 シア 入 岡に 就て はを の 滞 
がする ご 単 じ 通過ず る どを 問は 
ホ驰 みお 励 外を 官へ中 請 書を 提 
おし、 か巧官 ょら-々 本 蹲 政府 
へな 蝶许可 - K 得る ものにして 外 
巧官 じ。 旅を 避 師の權 限な <仍 
つて 許 崎を 将 るには 普通 五六 逝 

を 要する も。 尤も お報じ 許可 

み 請の 手紙を ずれば 幾を かを く 

なる もに 御座 お。 あま b 巧し く 

も i :* く 互つ モス n — 0外 をを を 

が 証 6 やどい ふ 薄 刺な が 誰の 下 

じは お局觸 はらの 神 じ 度ら なし 

の態巧に出づ る外^;*くどがじ遺 

城 乍ら が 路输闕 の 化を 致 候。 

◊ 

げ今颖 船 U 歸を 轄倏 して-ニヶ 

巧な 前に ブックせ ざれば ネヤビ 

ンを巧 らいぬ 始末、 歐洲巧 おの 

諸君には 义励 じがて ブックす る 

をを をと が 候。 ホ-^ この頃の 季 

節は 例 お 姐ら の悄％ ご聞秦 巧び 

候。 镇地 一 巡のおバ 91、 ベ グ 

リンを 一臀 ルの h は又柯 どか 實の 

ぁるゎ嚇-^出ホ巧べ きか ィ-が居 

候。 先 づは不 取が お 橘の み 如 化 

じ 脚旌が 巧々 不 筆。' 




第一 飢は靑 薬 曾の なハ戶 巧 對大倉 
の 巧 川 巧で、 先づ 第一 闽戰 の最 
も 興 か ある 斯戰 であらぅ。 豫選 
旋 巧の 化紋 じょれば 前 おの 一八 
一 じ 割し 巧を は 一と 〇 で リード 
してむ るが、 巧 口 君は 靑喪简 を 
化 もして 飽 を 强 敵， V 繼 さねば 己 
まぬ ぶ氣 込み ださぅ である。 第 
二糾 はおが の 地 ホ 巧 お 一二 化 則 巧 
帖君 だが、 前者は 舊 チャン ピォ 
ン のを 練 家で 後者は 新た じ チャ 
ンピ ォンた'- りんごす る 巧 進の が 
& 家 だからた 激戦が 豫 則され て 
む I ° ■ 

第二 I 組の ゥェス ナン グ 
ゥ 3 のみ 凹 君 お あを のな 旧む 
は' ーン デの k から 見て 化 づ前ぞ 
の 隙 利 ごなる ベく、 第 四 組は 靑 
楽 曾の 柳 渥 巧 お 時 山 君の 闲志討 
である。 巧く して 媒一 间戰及 
び 巧 二 M 微を經 て 准 媛 勝 戰じ這 
人る ご 興 化 愈々 加つ て 益々 間 好 
をの 化を 巧かず ので あるが、 第 
二の 十ち 人 組の- ン デが 特別 焼 
おは、 J ソデ 六 おの 大島 君から、- 
ン •テ かとみ の 巧 崎 お (靑 葉會) じ 
まるを み 階級の プ ンイャ ー をを 
んでゐ るから 父 一 卵 特別の 興味 
を 中んで ゐる 0 . 

太 西洋 もがら 態々 參加 
したを 巧 家の 近滕 君、 総領事の 

齋 膝な， 一二 巧のを 事け 拔 きじし 

てら ゴ八フ だけは ためられ い 

とい ム森 村の お 藤 君 等が 大じ異 

彩 本. 放つ てゐ るが、 滨 一巧 戰じ 

めて、 J ンデ 十六な； の 稻垣君 (靑 

葉 曾) が、 ーンデ 六な の 大島 おを 

獲した々、； ンデ 十二 おの 位藤 

君が サ とおの 巧 崎ち じ大 じみめ 

たてら いる ど いん 巧 ホを は 想 

像ず る だけで も 頗る 面ない i で 

ある。 がして 

去々 0 0 曜爆巧 された、^ 

ンデ化 州 六 ホ ー グ 、イダ^ 戰じ 

がて 第一 じな 恵を 喚起され る お 

はサ リス ベリ！ 第ー コ 1 ブ： 

ンデー 芯 0 の プレイャ ー がを 勝 

— ^ て サン マ ー ビ八(^^ ンデ 四な) 

の ホが 殆んど 全滅の 悲憤に 陷つ 

た i である 〇 サン マ！ ビ^ じが 

ては 撰ず 權の 候補 おた る 宮崎お 

が 朝の ラウンドで 巧を 出したら 

靑葉會 の スクラッチの 一入ね る 

福 本 君ぶ 二 固を 計け 九十 一を 出 

した 記錢 •しょ つて 見で も’ コ— 

スの コン デッショ ンが 非常 じ惡 

いどい ふ n シプン ー ン はを 定ず 

る 主は 出來 U い。 チブスべ ブ！ 

の 方では 入賞 巧 十 阳名中 十一 一名 

をち め、 みか もを の 

十一 一名 中の 十一 名が 靑' 

葉會 員を W て充 たされて ゐる i 

は 一を どすべき である。 而 かも 

當 H はず ブス ベリ--" を 物 S 熱感 

が戲 なからず を プレイャ ー を權 

ました ど 一 おはれて なる から、 斯 

かるが 成賴は 靑葉會 員み 斷の努 

力に 歸 すべき か、 然ら ぎれば 彼 

等の、 ーンデ キャップが 多き じ 過 

ぎた どい ふ i じなる。 當 H 廢も 

セン セ I ン ヨナ 火の ゴ^フを し 

たのに ビ—紐 一等の 巧 略 おで あ 

つて、；^ ン •テ ホと 点を 巧し。 が 

らグ 。ス 巧を 出した 至は 岡 君の 

新記錄 であると 共に、 をの ホッ 

卜 か^ コ^ ― 义 の^^ に 化 常して 

むる J らまた 一 奇 どすべき であ 

る 0 


けん 華 蝶で 

靈 交術爭 ひ. 

@ み齡 了さん が 
過般 ホ闡 ホテ^で 靈を 術の 實 
驗 をして 巧せ た マリヤ •ゼー ダ 
少 夫妻の がかな 手腕. か 評判 じな 
つても るのを 聞いて 巧槪 したの 
は、 化 頃 八 年 ぶら で米闕 のめ 浪 
から：！ 國 した 例の 木が 駒 f さん 
である。 觀卡 さんの 火 君を 雄 巧 
け 背からの 

必靈學 硏が者 だ ど あり。 

ど、 一ろ で 駒 子さん 

マ y ア •ゼ ー ゲ八ホ 妻の 嘗驗 
ホ 化を 聞いて 恩る ども 靈學で 
も阿でもなぃ。 踩米のボ1ド 
ビ火 あたらの が 席 盛 人の が 中 


不思議な 對照 

ゼネ ゲァ廿 四：：！ お：：；：； バ！ ガモ 
じ 化い アンナ •コン チと ホぶ 

締 もは 本：：： 巧な の 誕生 U を迎 
へ祝贊 をに 臨 A でから 二 時間 
を r 自殺し じ。 遺書に 「この 
化じ疲 むた」 と ある。 

コ U ン バス サ码 U 懲 u 「人間 
は 也 配し G ければ まの 様に-因 
歲 のち 壽 は大义 も」 どは 本 口 
な 歲の誕 化を 迎 へた，！ ザ ン 
クネ デ！ 夫ん の 夏 葉で みる 0 
夫人は 十. 人の 小 化の 呼 親で を 
ベたい ものを 峻 ベ、 每 H の 就 
おは 化の 十が である。 


る簡單 U ホ おじ 過ぎない 0 '我 
が 夫 S 鮮か 處 をな せで あげ 
ませぅ 

どぃ ふ觸れ 込みで、 芝 愛 巧 町の 
婦人 曾舘 じぶ 人知 己を 描 待して 
所謂ず おの 神明 かし*」 共 じ眞の 

靈を 術を 寶驗 して： K せる {一にな 

つた。 活動 女隧 のがに 派手む 駒 

子さん がげ 裝の 腕を 捲つ て 棒を 

摧ら 、大の 

男 二人 を 向 ふに 迴 して 祁 

しくら をして 見せる、 如词 にも 

窗席氣 か だ。 駒す さん 今 巧は 別 

室へ 隱 n r . 隱 したな 物を あてる 

實驗を やつた がを あに 見つから 

ず、 やつ ご テー ブ^ 掛の 下へ 隱 

された 煙草を を 昇す る。 纖て夫 

若を 雄を が邱 々實驗 して 見せた 

が、 結局 マ 4 ャ》 ゼ（ダ^夫妻 

の 實驗が 手品で あると いふ 說明 

がぉホ4;*ぃのでホ會巧ど 

大激 諭を ぉ ミミた 

駒 子さん も 夫君に 加勢して 

「あんなのは アメリヵ .避ら のボ 

—ド ビグで…..：.」 來 角を 「を 

れ はがつ てゐ ますょ、 でず が 

先日の あ國ホ ブルの 實驗を 御^ 

覺 になつ むので すか？」 駒 子 

さん 一い： 見ません！ .1 巧會 

者 「をれ ぢや お話し じな b や 

しない」 

ぃょど i いふので 巧 方 咕雖腰 じな 

6、 が 耶無耶 で 欺會は どこを も 

駒 半 式。 公 ころで 當 地の 某 巧 じ 

達しね 駒卡 さんから のな 信じょ 

ると 夫妻け 夫妻 化 當に目 ド 化 鴨 

じ 化んで ゐる らしい。 

蠢夫 蠢婦を 

生燒 きとず 

珍妙な ‘.一一 角觸係 


な締 のな 入け 平氣 U 顔で ゐ ると 
いふ 妙 i ：* 三角 關 係の 痴話 沙 化が 
あつた。 まるが 二 H の 午前 五 時 
第五 下目 替駭署 のへ リック 懲官 

か 瓜！ ネス 街の エッヶ ン ロス 柏 

木 鷄を述 巧 中、 靖な ちぬ 
かの 悲鳴 が閒 へたので 

入口を 擲破 つて 脚 人 せんどし じ 
刹 恥、 か木鴻 のが 番 でぁる 八！ 

マニア 人ジ 3- — チ •シマック か 

逃げ 化した のでを 速 逮捕 せんど 
したが、 逃げ去らん としたの ホ 
發官 はお 備^ 上 他ん 縫官 ご隐力 
して 逮 補し 女の 行衛を 質— たお 
巧め け强棉 にもから のがせね の 
一み 張で ぁつたが 、遂に 階下の 

フア ホス じゐる どい ふので 巧 

速 現場に 赴い 一、 見る ご 驚くべし 
婦 A の' 化 おが ファ ー ネスの 中 じ 
半烧 けと なつて ゐじ のでを じ 火 
を r がし 出め 漸< 死骸を 引き出し 
た。 この 女は シマック ど 岡國人 
の勞慟 をで ある ジ 31 ン •ポン 
スキの 妻ソ フキ ー( か 六歲) どげ 
び 駭ヶ巧 前ょ も シマック ど 

戀愛關 係 じ陷ミ ミ 

が、 ソ フキ！ はを じジヨ ー デに 
をを 强 請^ 本人の 中 ホて じょる 
ど觸 係’ 140 ホ 手渡した 金は モ 
巧 じみん V 一. ゐ る。 ソ フキ！ は賴 
る 嫉妬 必： ？! 强 く、 をの 巧は ヮィ 
ンを 提げて ホ 4 化^ 頃から 十一 
時 ザ 頃 迄 二人で 飲'^、 ソ フキ！ 
は 一旦 化てから 午^ 時半 頃 巧 
び 酒を 持參 してが み k しを 迫つ 
た •か、 どぅやら 毒酒 イ しいと 氣 
づき ジョ- — チは ソフ — の 手で 
げ袋 をなず ど 魔藥ら いものを 
發 見した ので 怒 b 出し y ィンめ 
瓶で ソ フキ— の 頭を 殿 かした 處 
大聲 を舉げ るので 一一 

懷中電氣 で巧^^頭部を 

した-- か 殿 巧し 人事す 4一 どなつ 
たのを 見濟 して ファ-—. ずじ投 
げ 込み 「向を はィ！ タトで， パ 
1 に摄 身す る 掠 6」 の 盛を 逮捕 
された ど 中な て 「自 かふ ソ フキ 
!の關係は夫のジ ョ！>^|もを知 
で、 ジョ！ ン^ 妻が 自 をを し 
なぃから 君に やる と 自イ矿 かし 
て吳れ たが」 ど稱 して るが 
彎菅 側では 殿げ しね 搏^は 血痕 

の ある お蜡だ どま 張し 

妙な i ， この 悲劇の 

じ夫の^:' ョ！ンが柯を 

頭を 歐打 され 

人事 ふ あどな つて ゐじ 

ョ！ とは これを ソ フキ 

であ ふ どよ 張し、 ジョ 

腊中 何举ら 知らね ど 

をの lljf の慘 巧じ對 して i 

は 氣心毒 だが 彼女' レ自す 少し 

も愛わな，リつた」 ど頗^^冷淡じ 

猎へ C ゐ る。 巧ほソ フ斗广 じは 

本年な 歲の 巧を が あ 化人ジ 

ョし チは 本國 じある 妻 心の 間に 

四 人の 小 供が みる ごいん。 


ふゐ るり 

ム W 

r 良 、 一巧 


I - - 一 _ --- - 1. ill 、- H , n - / . -イ t 

を 夫が 茲祕 を化烧 きごした yt 化を 確 實じ猶 得し、 ア. 


0 读盛 

-海贼 軍 遂に 優勝 

過 ま 五 年 じなら 常 じ少シ ヨナ 

•リ ー ダの 第二 位を 占めて ベ 

ン トを爭 ひつ i あつた ピッッ 

i 1グお賊軍はまるか二一曰 ヒ ラ 

1. グフ キァ 軍を 二勒 P して 繫破 

でた が、 が 育 臣人軍 か 同 U 二戰 

乙 敗ず る じ 及んで 本年ぶ の 優勝 

.カン 


リ‘ — クのブ シン 
なつた 0 


ンご乖 ふ 至 ど 


シヵゴ 大學 勝つ 

円 下 H 本 じ 遠征 中で ある シカ 
ゴ大學 野球 剧 はまる 化 早稻 
田 大學ど 第一 巧戰の おお 二割 審 
で 勝つ た、 觀衆二 万ん。 

婦人 験が 團渡日 

豫て ょら 日本 遠征を 傅え らい 

て ゐたヒ ラデル フ キアの 婦人 野 
球 脚は 媛 アメリカン •リ ー グの 
捕手 r インス ミ マホ 妻 引率の 下 
にか SH 出 お、 シアト^ 經も日 
本に をく J ごな つた。 



舞踏 敎授 

►社を ダンス ▲ 

►を 精 体操 A 
紳 十-、 淑女、 お 子 
化さん ホ じ 叮喀じ 
敎巧致 I 升。 午前 
十 時 ょら 午後 十一 
がを ( = 曜を除 < ) 

シ ヤリブ •ダン ン 

ング 師範 學 校を 裳 
上 杉 タマ 


口 1 サン ゼ ルス 她 方の 御 
觀 ホには 姑 善の 御 促を を 針ら 升 

イ 1 — ク 心 

ホ テ 火 

絕府 かじが ける 同胞 經營 中最 
新式 高等 ホテ^で あ b まず 

羅府お 一 街 一二 化 ザ 
4 重を f ゲ アン ダ ィキと ホ五义 
す 司 PL タツ カ！ S 八 六 一二 

貸 自動車 (牧野) . 

羅府 名所 御觀 ホには 最も 精通し 
た ドライバ） が 御 案内 中 上ます 


H 本 巧海臘 切符 御中 这 •し 應じ 
.萬 争衛瘦 {晋 し獅 お扱か お ム我- 

ち tsKwa * 、 J "X 

壤灌 iJHt t ブル 

巧 U 本 闽巧巧 (巧閒 あ. り) 
を谣 々タホ^ ニア 巧ム ハニー 
ぶ 話 カネ！ 一八 こ ハ 


シャトル 巧 


N が旅鑛 

W 06 占を Ave * weelttl 夕 Wash . 

停 率 锡前通 東 ご IT た 側み 階 建 

U 本 巧 船 切符 化 扱 败戸場 送迎 


ボストンが 

黨± 旅 舘大浦 末 松 

一を Worcest 巧 st ‘ Eon Mass . 
Tel. C ち 一二 915 直 


化 度 後藤 辨當 崖を 讓 受け 辨當 
あび 壽 巧のを 庭 化 おしを 致し 
ますから 柯卒を 敷 御 撮を の お 
を 願 ひます 0 

御 下宿 ® 島 

1 苦 三 害 ご， 吾. 呂ブ I . Plaza 275 


淸 潔、 設備 完全 

ホ 川 御て お 

支が おに 二 了 

ち Catharine St . Tel . Dry Dock 普 84 

西 六十 •击了 目な 四十 お番 

一力 旅館 大橋 

進 詰 エンデコット 八 六 一 〇 

化み ふ 地ょ き淸 潔。 る莖 

御 下宿 松林が か 

養 Lexi 壹 n Ave . 

ジ|. Mad . Sq . 這 21 



S. YOKOY ん じ. じ N.D. 

104 W. 92nd St. 

TeL Rive け We 5826 
Say-Time CoHlan が 1149 


New York Aut:o Schooi 

228 お etmtf む e., Car, Hth St. 


KAYO BROS. 

20 目 E. 58 化 化 お w Kork C け y 
Tei. おげ nt が 17 


JAPAN ART STUDIO i 

624 L けぶ NTON が E. ん Y. 

TEL PU な 4538 : 


社 會船郵 本 H 

お 支 育 紐 

Q - 10 Bridge St. New York CUy 
Telephone 百 owlin 巧 Green 2262 

ト ヤシ 

Sea れ ! e. Wash. 




社 會式株 船 薇洋東 

T. にに . 

NEW YORK OFFICE ： 

Room 801-805, 165 Broadway 

San ドぶ 制が) 巧 ? ■な 鲜^ 荒 ごか, み 一 

帆 ホ 港を 

巧 化- •义を なお 米 ホ 


O.S.K. Line 

お墜酵 盤會趕 

ftnnm 603 Cunard Bldg., 

25 Broadway, わ * Vnrk Giiy 
h\. Sowting む een おの 


THE FOJIMOTO 
SECURITIES GO., iNG. 

120 SroadwaifNJ. City 
Rector 2418 •おが 


The Sum け 0 削 Bank, LM. 

NEW yORK AGENCY 

1 が Roadway 
TeL Hanover 7444-74 が 


The Yokohama 

Sp が お 貼 化邮 

Equitable Bid も 1 Y ， 
Phone お 加 r 2550 


Ftie 目 anko け aiW3ii, LW. 

Room 008 

Ren 打 enaon investing Bldg.. 

165 Broadway. N Y. 
Tel. Cortlandt 72H2-38-H4 


ん 


Ttie M お ubislii W. LM. 

EQUITABLE BLDG- 
120 Broadway New York 
Telephone Rector 9483 ぶ 5 


i THE MITSUI BANK, LTD. 

I NEW YORK AGENCY 
Room No. 1012, 

61 技の adway, N. Y. し '. 
下 el. Bowling Gwen 3^*4 り 


TaiyoTradingCoJne. 

im が rt が s 在 ♦ 叫けが s 

101 Fifth Ave.. fi. Y. 

Tel な uyvesant 3823-5 

327 W. Madison Sheet, 
Chicago, Illinois 


i MO 圏 醒 邮 OUnc. 

, が 55-57 W.23ni 化， 

I Hew York Ciiy 

I Tel. 目 ra 讯げ巧 3850 


骗卜八 円 干を 巧 


な!! で ぶな: 1J ななぶ 巧を 巧 ittt で 巧 


H 懼 t. 


11 


十 ご： 月 九が 凹 十化乂 


^ 四.； 



健康 增進 
無 藥治燕 
脂 間は 

前約 じて 

重 孝 


1 技藝 の妍魏 

▲化 方、 縫 力 渝人小 お 化、， 製峭 
W 繊 ■ピー チン グ妓 一が 家庭 
?^飾等じ付 一 
▲り、 水、 を 腿 H 午後 二帕 ^四帖 
化 致し、 巧 職の 懊も觀 座い が 
小が フ '壬ノ 
巧-白 ±11 了 目 一一 豆 十二を 

電話 キヤ セ ドラぶ を 冗 か 

化 業廣宵 

遐 格を 帶び おが 出張： J か ホ 


遇 ホ 休 お。 


ま戶な 


桑 港 巧切屬 

ザ 額に て賣 度—!^ 

西 旨 八 了 旨 兰二ー ニ蒂类 3 敎會巧 I 

淺 利に 棘 問合せ 被で 度 •广 _ 

i 1 -- 1 

. y / 直 ii 經驗 ぁら ホ 嚴婦ん ^ 

勇壽 f び t 級邀 に吓喀 

じ 敎巧ザ 御 婦人には 出張 敎 巧ず 
き SS ' をを 養 旨 duhon 更 

Te 吾 ho 苦 苗 llings 資二 



賣 度ち 利 U る； I ト ラン 
卜ま人 歸國じ 就き 至急®/ 渡し 度 
し 委細 巧談。 

宝 ran ' こ 1 ち.ご至 Si . 

^. un . 巧巧じ適當み|&所、 

が ロ ロ リビング 丄ム るび 
ベ ！ スメ ン下 あ-®'* 塊 留樂み ひ 
靴 巧 じ 最も 適當。 

ミ运 .芸 thSt 

一^み まあび 湯 i^、 設備 
夕完 を。 及 家且が アバ 
! トメ ント賣 度し 値段 嘴が 。 K 
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貸 室 淸 潔。 便利 き 場 

所 一人 乃至 二人 向きの/至 あら 電 
話は プラザ ニ 六と 一^ 
s ' さ 置产 夏 W . 1 ご Ih を 享 .31 




八 弗、 一 
A 义は 二ん に 適ず、 
巿廳へ 十を 夕 ィム ススク エヤ！ 
へ 化 おかお 詔 ヵンバーランド 呈ー コー 
1 置 壬を stwroo 妄ッ 黒 崎 梅 子 


裁縫 所闢業 

泮齡 、絹物、 ゥ ！ 八 類は ドラィ 

クタ— 三ング 、ブレス 议 び染棄 

へ、 化な 一-. 瞄 し. 一站 をく 袭麗じ 

致しまず。 诚 縫は 如： 1： なる 御な 

交 も 叮-嚷 に 1^いく 致しまず 其他ユ 

カタの 出が な も わ b ます。 

坂 ザ 戴 縫 所 

128 W . ist . NJ . C . 


レス*"^ ー ブン* 良 

<賣ら 込いだ レスト ラント 夫婦 
を 亦 U 獨身夕 の バァ トナ ァをホ 
む 煤 合に 化 もては 讓 つても よし 
午後 九げ 後と 巧談。 ' 

ジミす- 晋 1 W .1 を 三 St - 吉 こ 
Tel . Audub 呈 3 云 0 


內務 ちを 許 加州を 認 

遠 婆 按摩 術 

ホ 野秀子 
助 產敏炙 マッサ ー ジ 術の 出張 
治療の 御ボ めじ 應じま 乎。 
電話 モ三ュ 1 メント 10 竞 
西，；！： 十ー ニ 下目 ill . 甘 十二 あ 



自動 ホ修 
辖 致び 運 
轉を敎 巧 

ライセン 

ス 保証す 
ご 一十 五 弗 
迷轉 ホは 
二十 五 巧 
莖 度が 學 
兩巧 あ‘ 


魚類 一切 

卸 小 曾 
日本人 ぉ 新鮮 い* 

る 魚 媒即萊 類を 
生產 地ょ b 毎：：！ 
おらが せて 販賣 
化ら 御 注 父じ卜 A 
ら配速 致します 

加洋 巧み 商會 


U 本、 - ffi 貸で 製 お 
術 お、；； 人 用せ 鄉化 
他装觀 - 

: のア I トス 
を チ ユデオ 

鳥 等ぶ 化 修镑、 

首 飾 品 スト ブング 
U 本 服 W 錢 


シアトル b 孤、 ホ惧 午前 十が. 


加賀化 

が豫化 

が岡乂 

橫潰义 


十月 化 日 
十 g 托义リ 
十一月 十四 R 
十二 巧乂 H 


U 本 巧 船を 連 賃巧牵 
一等 橫お 一九 五 ホ 神 ロニ 0 五 ホ 
己 等 巧 食 五十と 姬か食 五十 あ 報 

歐洲 H 本閒 客船 ~每 巧 二 网，、 
淪 をょ b 1 等な 五磅 、二等と 十 
磅 、馬 巧 塞ょ b 1 等 九十と 畴 
二等 六十 六磅。 

が 育巧执 じき 棋巧 由： =1 本け 按构 が， i 巧二柯 


抓 飯 
を 阻 
はを 
が 御 
本 呼 
を 出 
小し 
荷 下 
物 さ 
よ：、 


白 働 車浆を 修得せ ょ 專巧豕 じ 
依つ て述轉 並じ修 撥を 懇切 じ 
而 かも 短 
時日 じて 
.敎 巧す。 
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就職口 截 
旋ず獨 立 
出 ホ-を 
大の 報酬 
を 樽ら る 
本校は 創 
立 十五 年 
聲 應敎搔 

：：： 晴け 午前^が ょち 十二時 迄 

フオ . — ド も 敎授す 0 


酉 み ！ み B 一が 


糾育 生命 W 險會社 


轉 

の 

膊 

十 

€ 

を 

加 

前 

午 

王 

が 

の 

舉 

用 

御 

急 

お 


ま 


一二 木を を 

保 驚 


S . S 1 KI 

ze..v werk Itireln 空 lra30«c 口 

ご c ! na . m 累 t-s で： 

Kew Yortcoity. 

Phone •す anklin ち JOO 

巧》 0 了》 3 巧 e Bfpnrth 


ハ テ 何から 手 y つけ やぅ？' 

燃 わる やぅな 眞夏も 過ぎて 燈ド 親しむべき 時節が 參 らま 

L た-呑 氣な 避暑 生活、 化しい 夏場 生活で 兎 も すれば 忘 

れ勝も ごな つ わ 家族 や、 知己への 通信を 德 勘定すべき 最 

ら適當 な 時 肋で わるく 共 •し、 一年の 商賣 劇で あろを を 前 

じ、 をが ぶじて は戦阅 準備の 時季で わ b ます。 

會社 商を 用の 書簡 用紙、 ビル ヘッド 

"會計 簿傳票 等を 始め メヌ ー、 姓名 入り 

特製 書簡 巧 紙、 宿所 入りが 简 、お规 

ゴ厶 巧、 原稿用紙 等い ろ { 

巧 刷け= 紐 育 新報へ 

带話ス プリン ダ 八 ニ セ 七 じ 御'. 報 

あいぶ 甲 速 社員を 伺は せょ 寸 D 


典 府大傅 覽會 日本 村 


コン セツ シ ヨンは ‘ 

總て 一割 五 かじ 攀更 


但し おおじ 關ず 
る ものは 摄 ベて 


A 11 J 

曹 


種類 . 

興業 物 養. が 喫茶 巧. お眞崖 
.煎 餅屋 他 木 尾 を 魚屋 

レスト ラント ソフト トリ シク 

諸ゲ！ ム . H 本 飯 属其化 
化 際 ま 急 中 込 あらたし 

締が 十.- 一巧 一：:: 

香 西 龍 雄 事務所 

》 内 .一島を S す ミ t , N . Y . 0. 

Trel . な ミ le 3 4'87 由 


ホ ノル、' 横 潰'# 戶 '長 巧 ’ AST 香港' あを 拉一わ 

を 洋み 呈、 0 客嚼) 十 巧 十一 二日 
西 比 利-な 化 olo 、 os 颂) 十 H 北 セ H 

(雜ぉ 化 帆 十 H 廿二 〇) 

太が 乂三 二、 呂〇 巧) 十一 巧 十日 
ぶげ 見 三 二、 呂 〇觸) 主 巧片四 H 
コレア 化 (言、 000 順) 十二月 八 H 
(羅 府ホ规 十ニ リ四 n ) 


化が 墨西哥 、がを， 智利 諸港朽 
なが ホノ が、 橫溝神 戸 巧 司 香港 巧 

'一巧 復 共を 六 湿 一圃：- 
0 を灌巧 切巧隐 まを 碟人御 幹旌化 4 候 


シアトル 巧 帆 
あ ふ ゥか化 十 巧 十 凹 円 
あらだな 化 十一 巧 14 
►一等 横 演一化 化 巧 

化し ばりず かるん ごん 化は 一 狂 五 巧 
▼ミ筹 0 本が 五 五 巧を 室大 なを ま 族室夕 が 
▼御を 望に 巧り I 等 割引せ 後 切巧敎 がけ 致疾 
ロス アン ゼ瓜ヌ 出帆 

めきし こ 化 十月 十乂 H 
しか ご 凡 十 I 月 さち 

▼一等 橫巧 まじら か ホ 巧 か 一九 五 巧 

化 化 じんて 一ー ホ 邦 半 
▼ 三 一等 H 本が 王 にら 丸 かを かおが 化 化た 巧キ 
▼ み 巧 疆巧巧 $ 切 巧隐窠 を 赌 入御 巧を か 4 候 
► がち 線バナ マが 山 H 本 去 抓け ほ 物が ち 一 虹 


資本を を 惚 閒 
拂 a 濟資 本を 六 千を 瞄 
热 ぶ を 五で 六が お卽 

器 一一 弄 銀 一な 巧 支 巧 

本 化 柬巧ボ H 本 橋昭駿 .側 町 一 
ぶ 化 小が H 本 掠 化の 內乐 を) 機な 
を も语巧 都乂阪 巧、 巧-神 戶 
廣島 下脚 巧 司 お 松 福 岡畏巧 
上な 淪を盖 買洒水 


か 厨お替 、触 里 送を、 並 送金、 信用が 巧 化 
一般 级が 業務 粘々 御 巧が じな 扱 可 申 お 

学 輕二蒙 銀行 紐诗 支店 

本 まが 東を* 巧 》大 お、 神戶 、巧が 
所 化 化 名を M '、 小 お、 上が、 倫を 


辭^ぶ 期が 貨 五十 隅 W 上が 息 年 六 か 

濃臺灣 銀が# 出張所 

►鄕里 送を ぶび 並 送を (無手 おお)、 外 威 
為替 賛 買、 荷爲 を 取組 取な、 信用が 發 
巧 等 一般が 巧 装 務樹巧 利 じ 妝扱可 化 巧 
▼尙ほ 詳細は 御 遠慮なく 御 間を 被 下を 候 


、目 wr が 巧 お 十 励 W 上 ゴハヶ HW 卜 
本 お 一を 朔 一が 息 y り 年 六を」 ー ニヶ 年 0 內 
'預 をょ 日 「巧貨 お十圆 W —-' 

I 头 U け 間 じが H ホー錢 こが 

(侣シ 度 モ齒な 下 ノ逆お 預をハ 無利息) 

踐濱ぶ 金銀 巧 S 支 巧 

'鄉 里を をは 挪て 無手 數巧 じて 當 
巧 機 お 本 巧經由 送を 方が 巧 ホ お 


化 畏巧爵 化ぶ ま 左衛巧 
本 巧 大阪化 巧 五 下目 
が 宵 支店 が育ブ U 1 ドゥ 玉 1 な 四十 九 お 

體 住な 銀 巧 

東京、 横が、 あを 崖、 巧 郡、 神 口 
尾ノ 道、 廣 な、 吳 、柳 井、 下ノ關 
巧 司、 小 倉、- お 松、 構 多、 み 巧 米 等 
本 固 巧を、 擲化 送を 巧は 愤め 
て 御棵利 迅速に 御 化 巧 可 中 候 



藤本 講券會 社 

、一が 非 化 弛を ノ賣 買、 引ず' 游集 
"を融 、並 二 之-一' 關 X グ-切 ノを務 

倫贼 藤本 ビル 7。— 力 1 銀 一 何 
紐 肯ぉ張 所 


雜貨 陶破器 

ドライ グ （ズ郎 質 


卜う イク！ •夕， ぶ J 吳 

@ 太 洋賓易 ホぶ 會社 


ぶ 巧 が 化を’ ボストン 


陶磁 黑 、雜貨 、ラリ 寶 

ンプ 々ランプが 

森が ブ タザ ー ス 
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最新 スタ ィ八 陳列 
= 一度 御 來 店を れ=ぃ 

骄舖は U ホ 紳± ホ 御な 巧の 上等 服を 調製を 
、し i ず 0 

弊 舖で御 ホめ のが 服、 外 奪を 御着 用な され 
じホ國 流巧ス タィ 作の 正しい 服装の 整を が 出 
來 まず。 

Hy ，ミ - - , 、— ！ ぶ 、 \ <"2- 

フロ リオ 洋服 巧 



H 木陶 黑雜貨 

ドラィ グーゾ 卸販約 

S 茂 木 桃# 組 

ごごこ M 二 ごこ \*0 ニー 三 h ご •. 


華 府に赴 < 

代議 ±團 

み迦お 紐い 豫を 

一 本紙 前々 お 所 報を 拖顿 じが' け 
I るを 闽部 旨を 講じ 出 おすべき 化 
一廉 丈 脚は が 長 森 田 巧 巧を 始め 願 
I 俊 ま、 ザが 光雄、 抑 出 房 之 助、 商 

1 烏臘 化の 五 巧が じ 衆講お 聲記官 

Iffl 口弼 一氏を 一巧は 六 名 おる 十 

一と U 東な コンャ かじて 眷を 、舉 

i フランシス、 ホ テ 术じ二 泊の 上 

I 搜 が' ョセミ テ、 羅府を 視おホ 

i 巧 古を 經て明 = 腿 お < はち 幡日 

j 巧 おじ ホ 姑' L 、 先發じ b し 高木 

; 中が、 おが ゴー 化を ホ ご 共に 火曜 

I おくは 水 順り おおが におく 帯で 

; あるが 一け の 中 じ 加は る； どな 

i つて 居ろ 磯部が (が 友) 氏と 平 お 

'亮一 云 憲政 一一 一氏の 消息は 巧 おし 

て甩ら q ； が r わ 化 幾* の 略 磨を 

-漁 つて 見る S みの 如 < である。 

一因に 田：：！ 書記官は 明治 四十 四 年 

i の ホ乂吳 を巧卒 おを 巧 お 省じ舉 

_ 磯し、 お 身 地 大を縣 の 理事 官を 

'經て ホ證院 事務局 じ 入つ た 人で 

ある 0 

_ 森 旧 巧 巧 巧が 府 第一 随 

遵 出港が 曾所谣 、化と 位 劇 

四 等 巧護卜 、明治 五 年 八月 

尘佐國 香ち 郡を 晒が じ ホる 

刚 治を 律學 巧に 就を、 高 知 

縣會義 旨を 都 地方 我？： 所 お 

ちを 經て辨 護 十のを 務じ從 


事す。 衆 雜院講 員じ當 選す 
る i 四 回。 

二 同木篮 乂郞 巧を 巧が 

第五 肢逃 出、 劇 四 等、 明治 
ニ ザ-月 柬 をが じ 生る。 東 
を 法を お卒裝 、化が 新 間を 
を 巧し を 政 大學總 お 部長た 
ら 。法曹が の 先樂ビ して 盛 
名 ぁらお 西 錫 道會化 々長、' 
法 州带氣 、木曾川 物産 兩赴 
の化締 なで わる。 衆 畿院爺 
眞 じを 逃す る ； 五间 

平野 光雄 氏 靜岡 腐を 

四 お 選出-患 政 會巧頗 、明 
治 十阳年 一巧 駿 が 歐 庵を 郡 
由 比时に 生る。 慶應 大學卒 
業 後 時事 親 報 社 じ 入る。 日 
本 製を 株 ま 曾 お化締 役、 が 
勢 あ 株式 會社 監瞥 役たら。 

衆議院議員 じ當 選す る こど 

二 巧。 

關俊吉 巧 お 島 第一 區 

逃 お、 憲政 會巧處 、明洽 二 

十 一 年ををボじ生る^' 專修 

大學 キ莱後 おがが 椎會 社員 

じら 現じ 關 巧を 業、 其他數 

食 社の 重役で 大 かお H 巧 聞 

社々 良で わる。 

が ホ 大輔巧 福 岡 縣第四 

帖選 お、 政ぶ 會巧屬 、明治 

二十 年 十 巧 福 岡 市に 生る。 

ホ稻 田大學 卒業後 渡米 シ. ャ 

卜 火に 於て 新閒 記を ホ 巧に 

入る •で 九な 二十 一年 おお 


會議じ 降し 外務 街嘱 化を 權 
随員 どして 出張を 命 せらる 
ホ 證院講 員に 當選 する こご 
二回。 

前 旧 房 之 助 巧 兵庫縣 

第 四 お 選出、 政 友 本 黨化屬 
.明治 十と 年 化 H 攝律 國武度 
郡大祉 がに 生る、 神 戶离等 
荫業學 校卒莱 後、 武庫 鄕會 
證員 大社が 跨-し 擧 げらる。 
現じ 乂 おお 郷 、巧 宮± 化兩 
會 机の 取締役で、 尼が 崎寶 
が電徵 社長た bo 

高 鳥 順が 氏 新 潟羅十 

一 瞳 選出、 中 おお 樂 部所 屬 
動 四 等、 明治 元年 四 巧 越後 
國西頸 城挪熊 生み 村に 生る 
町長、 邸會 議長を 經 衆溝院 
議員じ當選する；111回、'' 新 
瀉 治水 會名擧 貪 員、 同縣山 
が會 評議員 等のを 務じ 在ら 
株式 會社熊 生 銀行 舉 務取婦 
役たち。 

中 村 嘉壽巧 ぉを 島縣第 

iir 瞄 選出 政ぶ ぶ 黨所趙 、巧 
治 十一 一一 年 十一 H 鹿を 島縣川 
邊郡 西南が に 生る。 水を 講 
が 巧卒藥 後渡乂 、紐 育义學 
を卒棠 L て M*A •の學 位を 

をく 曾て 日米 週報 記者たら 

しが 歸 朝を 水產 業、 が蓄銀 

巧 等の 事業に 願 係し、 昨年 

の 總選舉 じ 始めて 衆 爺 院議 

員 i 當 選した。 


一 第二次 か 桐 

^巧國 訪問 團 

次週 上曜 ：= お 發 • 

第二次 片 棉か闕 訪問 脚は 愈々 

一み 週 i. 幡口 午後み 時 十 あみ ペン 

一 停が お出 お： 曲 巧 十 巧 九り み谣出 

; がの 加賀化 じて 歸郎 する 吿 であ 

るが 目下 旣じ 111. 十四 人 S 關員中 

込 あら (大人 二十 二人 小人 十二 

人.- 本年は 片桐巧 陆氏あ 氣の爲 

めが 巧 中に がか おお 雄を-脚を ど 

L て： がが 旋の 巧に 當る ベく 巧 

遇月幡 (二十 八 U } ザ 巧-: 巧 ょら 

;片邮 商な 樓 k じて 刚 W の 打を 會 

! を峭く 至.- い .♦つて おを ご。 - 

^ り 本人 俱樂が 

闢舘 式擧巧 

卜〇ン ト巿を 倍 =；： 本年と 月當 

がが 钓が 人關 にめ て：：： 本 入巧樂 

一が ぐ ゥス 設 おの 滋を かし 爾 ホを 

'力が のが 附を游 を. た，- がが 賴 

; 頗るな W で揀 をの 额を調 速し 得 

; たので 愈々 本 月に 人ら 當がッ 9 

I -- ティ 巧 十 一番 能を 借 b をけ お 

一樂 部に か： 嬰む る 家具' が 他の 設 

備火 体な 化ゼ るを W て 此巧閒 お 

ぶを がわした。 をを な U 奖 兩闽. 

旅を 口て 装飾し 純り 本式が 理を 

'調 巧して あった： 贫投ホ 方氏不 

がの 搞め 總務化 曲 糊 一二た 化つ て 

'祝齡 を 化‘、 平：^ 曾 副の が 附をお 

化に 測ず る報吿 & び 布 巧が 說が 

あ b ホれ ょ b 巧が、 中が、 贴脚 

小 か 諸に S ぃ り-上が 說ゎ b 出席者 

. 1 问の 自じ烙 かわ 6 終りて を餘 

興じ 十二 かの 微を ぶした 〇當化 

S 出贿 曾： 3 は 凹 十を でが 巧の 棘 

'がを みした。 


び秘馨 役巧阳 一郎、 一 脇 源二郎 

氏时 伴む 电：躲 じて ホ 組ホブ 。プ 

ラ ザに 投宿した が 約 ニヶ 巧米國 

じ滯 がの 豫 を。 

諸 ホ 六 郞巧寄 紐 

亞爾が r 駐 刹を 使 諸が 六郎氏 

は 化が 賊 暇絲锁 のを 次み W ホ テ 

少 、ゾラ ザに 投宿、. 去る 二十 四 

日出 ぉ 本 H ぉ歸 がの 帯’‘ ぁ.. か 

ホる 二十 九 円 午後 六 時半 か韦 H 

本俱樂 部に がりる 歡迎會 に跑み 

: 場の 谦 おを 試む る酱。 ： 

, - 

日銀 監督 役巧迭 I 

永 池を あ 氏の 後を 享 H て ホ 本 

が 巧 化现巧 監料役 どな b 紐 育に 

駐 化し C 星 あ 章には 今阳 細 朝 か 

みを 巧け た •か 最近 鮮が 副德 栽に 

榮轉 した 文審 局長 橫部實 之 助 巧 

の 後 巧に 巧轉す V しど 傅 へられ 

居 6、 度が 化の 後 巧 ごして： n 銀 

總 がが 黑役河 部泰二 氏が ホが す 

る MJ ごな つた 0 


二 一 か 离修巧 一巧 

： 1 二け なお お 社 & び S 非 磯山 巧 

ぶ 巧 かお 役 一二 化 商修 氏： 5 ホ人议 


紐 脊敎會 新禱會 

が 巧：：： 本人を 巧 じて d 明 二十 

と H 午後 八 時 四十を 瞒巧 説を お 

會員 中の 歸 朝が 烏 橋 も次郞 巧、 

が 桐、 田 中、 お市、 本な、 旧 化 

を 山み ホん の 宿め じ 送別 祈睛窝 

を備す 山。 


,> か 巧 委員 宵 紐 巧 H 本人 會お 

曾を おおけ ぶ/二十 illH が邵を 

じがて 閒 催された を 信を 貫 お、 

棘 水、 石 水、 が 地、 巧 中、 巧 口 

ま 旧の がを 封 议バ巧 W 嘗記長 お 

巧、 本蝴問 •.しがて 化 食が の 執る 

ベ き大峰のぶかじ就て協證） 天 

巧 節が ながな d 胞 懇親 緣銷倘 の 

仲が 兹巧閒 お懸巧 脚本 邀 集の 件 

が お盤談 食の 件が 化を ホ强 した 

♦跑 見な 贿础 氏が 叱に が' ける 

太 かげ 觀係 曾ぶ に 出席 後ぶ 小げ 


沿岸を 巡遊し 約く 一; 週間 前歸東 

目下，、 八 フォ！ ド じがけ るべ ャ 

ァドが ± 宅に てを 丈 著書 執筆 中 

•靑 天狗 化樂 部が 遊 遠 お靑天 

狗 お 樂 部では 愈々 み季じ 入つ た 

ので 第一 凹が 遊 遠せ 會を 左の 如 

く碟す つむ。 

時 日 化 月 二十と 日 

ホ 厨 おムグ トン、 レ ^ ~~ ンジ 

集を 所 ホ ー ボ^ — ヶン U L W 

停 ぉ 煤 

おを 午前 八が 十五 か 

•化 育郎 懇親を 旣 報の 如く ま 

るサ lllH 午後 八时 ザ® なか 云了 

固 パ ひ 二番 修道 曾々 舘 じがが 

育 部の 懇親を を 兼ね 相談 曾を 摧 

したる がま 要なる 問題は 化 前の 

規則な 巧で あつた。 

參ち戶 な 二に 夫人を 違 ドク ト 

グち 口な 二 巧 ホん はみ 息 同伴 十 

巧 一二り 出を 西 わ 化 日 沙港お 帆の 

化 貸 化に r 絲 朝の 萬で あるが 來 

る ir 一十 U 午を 二が よ bH 本供樂 

部 じ 於て 夕数か 己の 婦人を 招待 

留別 茶 筵を 開く 山。 

♦巧が 練 巧 會當地 ホな 敎會じ 

ては 音樂糸 水木 音 嫌 氏 指導 S 下 

にお 遇 金 鴨；：： 午後 八 時よ 6 音樂 

の 線 巧 會分陋 す こど、。 b 旣じ 

先週よ b 開始した。 衍ほ昨 巧は 

同敎會 にて 淸話會 の 總會を 催し 

杉雜 女史の 誰が あ もしも 

♦西 島 巧 當崖お 四十 义了目 •円 

六十 五番 巧 島 巧は 此度 後藤 氏よ 

b 讓 b 巧け 辨當 ぶび 護 d の 家庭 

化 出しを なす 由。 

•ぶ 口 お 二 氏出带 ドク ト术 {六 

C ' 氏は 用務を 帶び 二十 八 口 よら 

一過 閒が がに 旅行す る 由。 

•獵 化が ま 氏 昨年 コ n ム ビァ 

乂學 卒裝お カネ クチ カツ ト洲グ 

リン ウキ ツチ 地 ホに が b しには 

巧 巧！：：： 常 化出發 細が のをに 就 

く山じる 卽威後け同を化 乂學 


じ お 鞭を 執る 巧。 

♦園 山 二 一 郞氏賊 暇締執 中の 横 

巧 正を 澳堡 まな 長、 巧 赴 巧の 途 
コレ ャ化 じて 眷を榮 子 夫ん々 な 
敏郎み 撰 悅子间 が 明：：： おがが の 
上 十 巧 一 U 出帆の 便船に て渡獨 
♦戶 旧ぶ ホ郎氏 大阪阳 船が 育 
出張所： 封、 大阪 本社 じを 轉を命 
がられち あモ 夫人 间伴 去る 二十 
111円 出 發曲巧 歸锅。 

•小阪 な 之瑞巧 夏季 中 ブリッ 
ジポ ートじ 赴いて おた 問 氏は ホ 
巧匆 々一時 歸 朝の 爲か 夫人 问伴 
化稍歸 が。 

♦お 巧 良 治 氏 おを ホ國 大學敎 
授 、まる 十八 日 着が ホテ^， ョ 
—ク にお お 中なる が 巧 巧 十 H 頃 
渡欧の 笠。 

♦坂 本 潮た を 巧陶禽 常務 取締 
役、 まる 十九 日 H 本 ょら 着糾約 
ーヶ月 滯統 のか。 

♦芳賀 健 ホ 巧 お 事、 まる 十九 
H 英國ょ b 着 紐 ホち 十目 太が 化 
にて 歸 朝の 豫定。 

♦渾ホ 巧 席 氏聲樂 家、 去る 廿 
一日 棘 励ょ b 着 紐 當か滯 紐の お 
参 山 田 政治 氏 里昂に 於け る彿 
國 勸產會 社よ 巧、 夫人 闷伴歸 朝 
の 途次 宵 《。 

市 巧を 通信 


♦東京の シカゴ 會過股 東京に 
がて 嘗て シカゴに 在 化せし 間胞 
相會 して シカゴ 會を催 ふした. か 
來會 者な 日本 郵船の 龜 ザ、 か祖 
及び 津田氏 等で 殊に 閒日は 今 凹 
緒 馬 大化お 一等 書記官 ご！ て 赴 
伟 すべき ホ 柄 I 二部 巧の 爲め 極め 
て 思 出で をき 送別の 宴を 設けれ 
るよ し 0 

♦ま 旧夫 人 慶事 前 シカゴ 領事 

を旧サ ー 郎巧 夫人は 八 巧 一 U 東 

京 じ t 玉の 如き 巧す 出產 せら ど 

U 曜說を 

♦ '£ 育；：： 本人 敎會 

『必然の 赃 物』 淸水 牧師 


移轉御 披露 

淺 蒼の 候を をを々 御 健勝 お贺候 

陳お弊 巧 會儀隅 業 W 巧 H じ おし 

隆畳じ おき お 段 偏に. 諸 賛の御 厚 

おじ 娘る 事 ど 深く 或 謝 致 中， 候 就 

ては 化 前の お 所 じて は狹 隘を感 

じ 中 候 間 本 U ょ b 西 四十 二 了 目 

. C 五十 一番 ロンゲで 一 カー ビ处 

デン グ (四十 二 了 H ご •ソ n • — ド 

ゥ M i 巧) 窠九二 お號室 じ移轉 

益々 粗强 致候陆 巧を 巧 舊の御 愚 

負じ預 b 度く をなら 取 や 紙上を 

W て 御 お 探を 如 巧に 御座 候 

大正 十四 年 九月が 一二り. 

お 川岸 商會 

新 あ 話 ブライアント 堅での 


小倉德 二那 巧 I 

(通 稱大阪 田 中) 久しく 病氣 i 

の處 養生 か 不叶乂 巧 十と 耳 

午前 二が‘ ヘ^ビ ユ 1 が院 に- 

め て 巧 C 化ら 葬儀は 十 化 日 

午後 二 時 執れ 日本ん 會篡化 

に 埋葬 致し 候 間 化 段 生前 辱； 

か 諸君に 離吿 化お尙 葬送の 

際： 爐路 態々 御會葬 被す を： 

化 等の 御惠 輿じ預 b 候 段が 

難 < 御禮 中卜- が 

ぶ 人 岡 本 化 夫 

總化 松が 好か，.. 

0 
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a 本 綿 化 巧式會 おが 育ま 店 

Japan Cotton Trading Co., Ltd^ 
Cotton Dept. 

60 B が V が か ., 

下 Bowlins Qro«n 29 的 
が Ik Dept. 

26 Madison Av«., 

Teh bl か L Sq. 巧が 5 


脚 口 鈴 木が 沾 
紐 育ま 巧 


U 米 生糸 巧 ま 曾 社， 

紐 育 支店 ； 

NICHi-3EI KIIT0 KA 叫 SHiKI K&ISH& ! 
fNicHl-BEl KllTO CO., LTD.) | Suzuki & Co., i'td. (Kobe) 

373 4TlUve 刪， の U 

下 el.Ma’d. S<|, 7 が 2 ぶ ド**!. Cortland 1 1 が- 50-51-52-53 


H 本 生糸 株を 曾 社 
が 育 支/お 

Morimura む ai & む .1 Agents 
44 £. 23rd St.. 

Te し Ashland 5320 


巧を を會刊 
紐 育ち 店 
Hara & じ'.、 

4 が Fourth Ave.. 
Te し Caledonia 7 的 0 ぶ 


i £ が 巧 ま會社 紐 肯ま店 
Gosho Corporation, 

silk Import が も 
334 Pourth Ave. 

Tel. Mad. Sq. 4886 
Uosho Co., Inc., 
Cotton Expo けゲ rs 

が B.eav が 化 , 

Tc し Bow り no O け * 打 8806-06 


火 奴朗リ 巧 蘭が 
谣 巧 ホ渾 
OSAKA A な HI 

Room 308 World Bitilding 
Tct. わ ekman 48 郎 


乂奴每 リ^ 東な リリ 

上 おお 寬 

Osaka M お nichi, 
407 iVibyne BuUdmx 
Tel. Beckman 4 な 9 
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な Ut を S な turn で 巧を ®im でぶ 


WEDNESDAY, SEPTEMBER 30 , け 巧 



糾 巧‘— 部： 嘴 

.無產 驚 綱锁 

充分 研究 必を 

巧述 逸が かが 制定 さいじ 當巧 

のを 物 ごして り 本：.！ も 無を あを 

糾 むした かを 的 胁沁が 出 化すと 

にを つじ.，' はかて 奇 おどず る じ 

ぶら。：、。 お 近の 悄 おに 化れ じ 

故峡に 化けち 農 K 如を の 巧旋じ 

ぶき、 水牛 社、 故 治が がを 等の 
諸刚 体'*' 納 がせる 权填紐 織带備 

協 波 台が が 立され た W ホ ffi が歧 I 

篇那 故の 磯 蓮で 化 進し だ おお' 

を に 巧 W 本 無 淀め おの 綱が。 る 

もみが 被ぶ さいる まで じ 潜ぎ か 

りた； 2 V , でん， •。乍が 無 產黨ど 

おがず るら の ^中_ し： 2 純然たる 

化-ハを よを を 化かず も-波ら あ b 

-唯化 化の 旣化 议黨 にお おせ レ ど 

する Hwcs 下 （化よ る 一派 も あ 

化が义患およ々おを遵おす 

る 蜗が站 あ & r 化らん 6 亦社會 

な. は吃肚 化で 政を 进 動に 加がず 

る 一一 化ら わつ て：：^ 内を は雜夕 

を！ をを むで ム るから 拠て は旣 

化 わ 族と 岡 じは じ贴 々離合集散 

の 化を お； 3 をし 遂リ もるまい。 

，夫れ 輕 ' k くが 脚 越 ごして 正 じ 

化よ：； i レ ど 3 も お 政 蘇の 綱锁 U 

るら 3 をが ホず るのは 確かにめ 

裝 で^ちを つ 興悚も あらう* 

無を 蘇け 第一に 徹化膊 普通 選 

がを 化唱 して 巧 女を 問け や 摘 十 

八 お W 上の 瞬に じ 逃が、 被 選 お 

描を あへ よく ま 化して むる。 男 

女を 帖 別せ やして 仪 をめ あ'- 一口 權 

を 典へ むじ。 ら拍ど 云 ふたけ 吾 

人の 村ぶ ずる 所では ある •か、 年 

齡を滿 十八 おどす るな には 俄か 

じちな しおい _ 十八な 說 の 化據 

が 化して を 凹で ある や 巧 や 甚だ 

站閒 である。 がして 言論-集 0 

結 化 のぶをなる 自由を 韦 張して 

治安 错お 法、 が 間が 化、 出版な 

ぶび 巧 化视 むを 等の な廢 をおボ 

ずを のは 族 則 ごして は 誰 人ら 異 

溢け；^ いが 其改 麼の實 巧が 問題 

^ ごむる ので もらう。 無 ホ 黛の ま 

I 張 中 先を、 樞 おお' 貴族院、 參 

1 謀 本部 及びが お々 み 部の 廢ん ご' 

こ-ぶふ のが ある。 一 兀をど 樞密院 ど 

I の廢 化は 寧ろ 時化の 一般的を 求 

一で あつて 必平 しも 無を 黨 のが ホ 

一を 加 ふる 巧な では U いが、 二院 

'制度を 一院刺 度と する の W 否は 

一 化 盛 治 政の 耗 化するな 上 最も ま 

あ 至大の 問 越で ある。 を 謀 本が 

i ご ザ か 部との 廢 化は W 隅の 政治 

; の跋 おを 化を ずる おからま 張す 

i る； $ で をら うけれ お をれ は闕巧 

ど掀蹈 ずるげ 化が 到淫 する まで 

はがが 上の 見地から 煤 止し 巧ら 

け。 い 跋關で ゎるが かじぶ 組織 

ど 制 巧 ごを な 善すべし ご 要求ず 

る 方 かな 理 的では あるまい か。 

無速該 のま 張 中 『國は 外を の 

確‘ 止」；；^ で i あるのは 拙を 的で 

のが 八 不明。 玻 類じ戚 する が 八 

帖閒お 做の 實 現、 幼年が 力 働の 线 


た、 姑-、 勞慟 おの 轨巧 ぶび 化み 
を 働が 化、 巧 做 をん ホ莱 卷邱禪 
礎姆 ，撫を 階 鞭の お® A をが 就 
财を稅 & び お侈税 創 お、 消 巧 
稅 如撤廢 のかき は 純が レ も 無 ホ 
戲の面 H を 媛が しじよ 張 で i つ 
て 資本を 巧 能 蚊を に對 すち 挑 お 
の 色 おもがる 鮮明で ある。 だ 人 
は 現が のかく ホ だ硏究 •か个 光々 
であつ て 賊闕お 俯の 貧 お。 U 本 


の 無を 階級から 彼等を 化を ォ ーる 
ちみな 巧 窝が商 もじを まれ 3^ つ 
る -- 'J を 則 待し むい。 英劇 じが 户 
る 勞慟黨 の おを をに 照を すわ' 巧 
勿論 前途遼遠の 株 きを 树 ぶい 
が 要は 轉が化 遇な 人氣 取らの ぶ 
張歧 策に 倚ら や眞 朔に硏 がし^ 
あじち 致を 滿 する ミで がキ張 の- 
がる ミ 成らざる どは がから お搂 
する ので わる 0 -'一 


、 


稅關總 苛の 任命を 

日本 ご英 國が爭 

併* し 結局は 關稅 自主，、 一なる か 

柬 京： b 八 H あ：：：： U 本钢 野の 輿論は 凿 支願稅 お講じ 關聯 しこの 
除 刈 强の丈 师貸易 どがん. £ 支 がしつ i ムる舆 幽乂の 稅阱蔽 ー ドを 
电速 せしめ H 本ん の 巧 命を 加滕 内閣に 迫 6 つ {わら。 をの 观山 
は 最近の ま娜 動乱と お貨 が 巧 S が おとして 英 圃の資 あは 著しき 

打 擊を裝 b つ'； あるじ 反し、 U 本の 對支 貿易け 漸み巧 調 どなち 

H 本が 爽喊の 位 瞬を 奪が し C おじ。 つて 占る からで あるが、 巧 

幽は旣 じ 杏 あを 自 d の锁 i の 如く 灶 做して 掛戈贸 易の 小、 むを 摧 
.つて & & 路 お上り 本人 稅脚總 d の 巧 かじけ が あ-—. 應 じぃ* いお 勢 

じて U 本 こ 央闽が 曾み じがけ ム 勢力 爭 ひは 想 傑； る じ 難く。 い 

が、 この 紛 ずは 恐ら < ち贿化 おの 乘 ホる 所くな も 却て 脚 稅自ま 

權を認 わな 磯爵を 促進ず るに まるべく 义國も H 巧紛 ずの 昭み策 

どして ま那化 ホに おし 自ま權 3 ホ 親を 嬰 ホず る t あら. •■'と 觀を 

されて むる。 

.補 花 業者に 一打 擊 

關税則 上げ ご 日本 斯業 者祀憂 


额ま挪 一億 二 千' 化 パガ 巧 S お ほ 
でを 協の 底を ホして むる が、 力 
ィヨ I 氏は この 米 図案 ぉぶ 礎 ど 
して おら じ佛蜗 案を お出すべく 
目下 舉瞄 中で あつて、 巧が は酣 
る ホを まのに 個人の 會話じ 化め 
てなる 榜ほ である。 

ヮ シン r ン廿儿 H 發： ：：； 米 抓の 
戰 かお 倩 巧濟を 渉け をの 後進が 
せず。 両 巧の な 見 餘らじ 疎瞄し 
つ i わる 爲め フランス 化 おの 引 
揚げ 說ら 巧つ. ゐ たが、 ホ國侧 
では この 危 隙を 救 ふ 患 ホに て ホ 
國ピ（て^^做化3讓ホを取てし 
これを 贿陶 K 表 じを 附 したが 
今 U までの 經 過に 化れば 乂闕案 
は 千 化-りか 六 年 2 ま 挑を 四千 巧 
巧 ごし 廿と 年搂が 四千 二な 巧 弗 
_ ー リん 年度の 网千四 巧 方 巧は 向 ふ 
千 一二 年に 直 b 1 億 お 千と： な 巧 お 
一 し 六十 二 年 じか 濟 するどい ふ 
ぶ あるが’ フランス 案は 千み 白 

六を 巧の ニモ 五な 巧 弗を 最化 
抑 し 蟲高额 九 千万 巧 ごま 張し 
っ\ であつ たので ある。 がるに A 
を t 協 案 どして 窠一 みち 柳を 一二 


協定は か 離の-— こわを 締 がする 
を： である ど 述べた 。 ■ 


比立賓 島に 

コンタ 發生 

死 じみ 旣に廿 S 

マニラ： i : 八；：： 發 u 姻ま 四十 八 
が 間 じ 忌ら マ _-1 ラ £內 にて 眞お 
コレラの ためお. 化し じる 者が 一一一 
人、 疑の コレぅ 化 お 化 八 人を 發 
生した るが 過虫較 U じ' 日 ' b 入院 
中 S まは が 四が、 お 死ち 化妈を 
じして 軍隊 當 局は 將卒の 外出を 
禁 化し 檢閱官 は 出入 船舶の 消毒 
を 巌® じし 傳染 の豫 化に 從 事す 
ど 共 じ 約' 一巧 一一 千ん の 化は は 
豫 防の なおを 巧け たが 巧 源 地は 
上海ら しい こ。 


つ i ある 4^ ザ をん のぶ 巧を 化 迫 
酱じ 就ても 調 货報吿 しこれを 基 
礎 どして 聯盟； i ； 率 村を 調訂 ザる 
を： であ ム。 


議會^ 演説 放を， 

巧 巧 か 八：：：： 發 h まを ホ 放送局 
では ホるべき 證 巧の 重を なる 演 
說を 放送ず ベく 目下み 務堪と 巧 
渉 中で ぁるが 誠 @ 内 のさ 〔論は 患 
法 上自ホ ど？ むて ゐる脚 係 も あ 
これが 放送し 就て は 树ほ葛 兜 
お— である ご 0 


製 錫 所は 年 かで 嗯の銳 錫 棉錬の 
計 変を 掛て 八幡 製 鐵所じ 化 給す 
る i お 之 n - か 輸入 稅を 除を 巧ェ 
省で ホ認 する らしい。 


米國 潜水艦 

衝突 沈沒ず 

一ニ タを 除き 确雛 


が國 赤十字 會議 

枝スゲ アサ 八 H 發：： ：：輕 際 聯盟 
巧 I 狸串會 を傍聽 中で ぁつた 前 
が闡 乂 統餓 ゥッド 0 I •ゥキ 
ソン ホ 人は 乂國ホ 十字 社の 
じ應じ カー 將軍ど 共に 十 
斗：： から 開懼 されら' 力國ホ 
十 會 雄に 出席ず るを どなつ 
た ’1、 を加剧 はか ニグ 國じ & 
ムで るり 


フ シン トン か 八日 發 ：：：： 粧 H 米 

阅が 格官ょ b . 達した 公電 じ 化れ 

じを 洲 はが 化 製 盤 おじ 割ず る觸 

视 引上げを 目下ち 蘆 中で あら 印 

度ら 鶴 稅を瞧 化して 新踞我 巧を 

制を する 形勢 ある 上、 ホるべき 

支那の 離が 引 上け 等^ 影響 わ豫 

想し 甘た S 棉化冀 者け 呂 己の 巧 

活 閒題ィ ー， 恐怖し 斯る觸 巧 攻めは 

遂にり 本の 棉花 製を お輸お をれ 

絕 する であらぅ ど稱 してむ る。 

而 I て 本年と 巧 巧の 楠 化 消餐は 

お'，：： 封 巧 入ら 十九 巧べー グ じし 

て、 六 巧に 比 鞍し 八 千べ 一 八の 

が少 C わるが' と 巧 化 一 H 現 化 

'、叫 過 まーヶ 年になる 巧雙 高は 二 

が 十义巧 V — 八 じして 昨年 同 則 

のが 九十と 巧 一二 千べ ー グ に 比し 

か r 力と 千べ— ^ の增 加で 横濱 

神戶 、大阪 等の がが 數は八 巧 下 一 

甸現化 一二 十五 方乂 千べ 一 八^ 速 

して ゐ る。 

をち 那 L 直り 

電信 エ 罷業 

上が サ八 U 潑：： =' をを 那じ 直る 

四が 十との お 信 W 技エ キは勞 働 

げ 問の 短縮 ピ增給 耍ボが なれら 

れぃょ いので 本日 一を にお 同盟 踞 

袭 した。 - M ほ 當地英 人 化 巧の 支 

那人漲 エは爽 人侧ピ 了が 成立し 

化棠 した。 

.化を 北 八： n 發 ：ぃ 山 東 省の 黃河 1 

大 洪水 お 域 U r 力ぶ 千 平 ホ嗯に 

見ち 二な 巧の 化 はが 孤に 迷 ふ 

てゐ るが 今 M の 洪水は す 八が 八 

十と 年 W ホの 大惨 串に 


つ *-55 る 


側の 提議を 

米 國巧絕 

7 シン トン 廿 と！：！ 發 rz 囊じ娜 

國藏化 カ ィヨ ！ 氏ょ ら提韶 一 ) だ 

る戰 がを 债巧濟 をに おし 米 劇 代 

おメ 。ン 氏は 負 僮を 賣食 じて 密 

雑の おお 提案を おおし 米踐 まご 

して フラン マは 巧 國ご间 棟の 條 

件 じて ホ濟 する もの ど 認める 旨 

述 知した。 即 も々 イヨ！ 案は 向 

ふ 四十 二 年 じぶ る 年み 決濟 ニキ 

五が 巧 巧、 最高 额化 千で 巧 ごし 


千 五 も P 弗と しお 鳥 ま挪额 一億 
一千' 力 \ 卯說 出で しも、 佛國化 表 
は その!！ (挪條 がごして ド ー ズ案 
K 化る^ 償を も挪 の-巧 証條 巧の 
柿 入を をみ しも ホ 闕侧は 堅く こ 
れを 謝絕し 遂に デブ ド 甘 ダクの 
お 態に 陷 つたので ある。 


シン トン 廿八 口發 ：；；： 去る を 
曜日 ニユー •ロンドンの 沖を じ 

がて 米 威海 軍の 潜水艦 S — お 十 

一號は 湯船 シチ I •ォグ •日 1 マ 
號ど 衝突して 化な し扔柄 艦上に 
ぁらし I こ 名ん 水夫は 激 船に 救助 

されし も 艦體は vu 化 八 吹み 海底 

じ 沈を しじ 爲 めが 軍 當 おは 晓ふ 

じ谢 をの 艦船 じ 命令':,' 發 して 現 

煤に 急が L 艦體 引踢げ の 爲 めを 

數の 潜水夫を して 引 殺 作業に 從 

事せ しみつ i わるら 風波を くし 

てげ 叢 U 闲 難'--。 ら化 云ん の 乘 

組 員は 恐ら 确 做した もの ど 想 

像され てむ るが、 が軍聲 局は を 

の黃を 激船侧 r 嫁して むる。 


ホ 露 外相が 

歐洲 各地へ 


ぶ 米の 常食 樊勵 

東京 甘 八り 錢 = 都下の 新聞紙 
はを 社會强 がと 臨 力し が 日本の 
人口 過剰に 伴 ふ 米作の 不足を 防 
止す る 藤 陳でそ 米 常 貪の 實傳じ 
着手して ぶる。 . 


樞密院 謙 長 後な 

ま 京 特電 化よ 口 發：= 不慮のを 
禍 じて 幾 ま ダる 樞密院 證技裤 尾 
子 爾のぉ 巧 ミして 淸滿モ 、穂 お 
巧、 山 本 伯 & び齊藤 朝鮮 總督等 
の ゆ聲が 高い。 が ほな 演尾 子の 
葬儀は か 乂日ホ 太讓を ごがて 校 
葬 どして 擧巧 する-^ ど i ：* つた。 


森が 務官 お發す 

東京 特電 かと H 發 U 0 ン ドン 
駐 がが 務官 雜賛吾 氏は 王 ムプレ 


ス •オゲ 。ロシ T 号で 出發 した- 


對露賓 易を 補 巧 

東京 か 八日 發 ：：：：： 商工 省 じて は 
日本の 對露 貿易を 獎卿 する ため 
巧 年 巧 豫算よ b サ ニ方と 千圓を 
お 路會じ 下脚し 〇 シアのを 地 
じ：！！ 本 製が おの 陳則會 を 罹す i 
なつた。 


歸還 飛な をみ 巧 

。.■マ 化 八：：： 發 ；：：；： 囊： J がぶ 到 
ょら U 本への 橫斷飛 巧に 化 巧し 
たが 太 利 航空な 長 ビネ ド 中佐は 
柯當 着陸 化の 豫を もな てず、 を 
つ 伊太利 出を- 3 ホ 间じモ ー タ！ 
を 化 用した i は 記鐵破 b ど稱せ 
ら れてゐ るが 中佐は 東京に 約 一 
ケ巧滯 なし がらに 歸還 飛行を 巧 
けす る當 でを る。 


趣- ホ 


义驟醇 軍が 

航を 隊繼張 

•が 計畫 の豫算 

ーン： 八日 發 u 米鹽陸 


チ 


表面は 靜 養の 旅 

ン ドン 甘 八り を： Z ；： ホ繁 外相 
ユリ ン にはを 而靜 養の 寂 ホ 
じて 該 都を 出懸 して 目下 ワ八シ 
じ滯 止-- ポ！ ランド 外務 
當 おど 柯串 かを 巧衝中 じして ポ 


訪歐 の 二 機 


へ 


パリ！ 化 八：：： 蠻 U 訪 

歐 飛行機 執 風 •こ 東風 號 

は ストラス バル グをホ 

發 、本；：； ブル ゲ ー 飛 巧 

場 じ 到着し 官民の 熟 誠 

なる 歓迎を 受けた 〇飛 

巧 i は 近く ロンドン' じ 

飛ぶ 答で ある 0 


軍堪 じて ふ 十ヶ 年じ宜 るが 
を 除の 大^を 斷 巧す るを ごな 

b 豫算 をが！!！^ しじが をの 試畫じ 

依れば 向 ふ!- ヶ 年に 宜る 毎年の 

航を餐をと^- 九巧巧弗 ご し を れ 

岛 巧け 六 千な 弗に ずる どみ じ 飛 

巧 磯一 一千 五 ゴ臺を 常 じ 樂備し 飛‘ 
巧 お 校 四千」 ハ、 下 ± lr 々五 千 人 
を 養成ず ベ'^ 大統領は 目 f 進 砂 
中でぁるが{^|^識査會の審閔がぉ 

了した る 上^ 算じ對 する 態 巧を 

决 す' ち 望で 扛 


ランドよ b 巧 太 利- 赴き おら 

じ獨 都べ 八 リン じ 入 6 てけ トレ 
ゼグ マン 列が ご莖獨 通が 條 約の 

改訂に 就て 垂 をなる 協 畿を遂 ぐ 


第二 回 正貨 現送 

東京 特電 か 九；：： 發：= 第二 间目 

の 正貨 瑞 送は 十月 中二 巧 じか 

けて 一二が 万圓を 出す 酱で わる 


穗積お 議長 辭退 

東京 特電 か 八日 發 U 加 藤 首 化 
は穗 お陳蛋 おに 樞を 院講某 就任 
を擲吿 したが 巧 •レ 么を辭 あしね 


旧 中 萬 逸 巧 再選 

ま 京 特電：^ 八 U 裳：：：： 大阪府 補 
缺選 撰の おお 田 中 巧 逸 氏が 巧 選 
した。 


十大學 端艇 競權 

東京 特電 か 八日 發 U 都下 十大 
學のボ ー トレ！ スは 明を 火學の 
コ ー ス にみ 正の ホ あ b 、. 巧科大 
學獨 潜して 優勝した。 


日本 y 戀ふ口 

下駄に 寄す る 追憶 

閑 文 公 
◊ 

夏になる ど 二 一條の 橋の 下 じは 

世 じ も 珍ら しい 商 賣が初 まる 
廣い 緣臺を 橋の 眞 下の 流れに 据 
へ、 敷物 煙草 盈を用 怠して 五 媛 
十 錢の巧 おでを み じい 放題 じ 巧 
ませる とい ふ 化 組で ある。 なん 
ご變 つた ビジネスでは。 いか。 
化の 橋は 幅から 言つ て 五條の 惜 
も わらう。 ~ 懦 の 下じゐ ると まる 
で 同 巧には いて ゐる やう U 氣特 
だ。 従つ て 巧し い。 なは 半 U を 
化の 巧み 臺じ寢 をべ つて 適した 
長閑 さを 今 だ じはつき b ど おひ 
おず 至が が ホる。 

荒海に 潜ぎ 出して 巧 < 漁夫た 
もは、 船板 一枚め ぐれば 地獄の 
塞 だを 诞 等のを 活を 形容ず’ る。 
こ Ji では 然し 橋 板 一枚の 上は 雜 
I 杳の 人生で、 下は 太古の やうな 
閑較 さで ある。 靖率 S - トラック 
は 遠 蕾の やうな 響を 傅 \ るが、 
人力車 や自轉 車の 音は 無論 間 こ 
へない。 物の 音が すべて 街路で 
聞く どは 違つ わ馨じ 聞きな され 
もの も燒所 だけ じ 趣 かをる。 が 


じ 見せて ゐる 。をが もを も齒も 

悉く 城 製で ぁる。 掛か 部卜は 

ぁるけれ .£ も、 辨 獲の 强 力を 强 I 

張し わ 所 广 か M じ も 京が. 

巧氣 さ： a あるで いか- 

◊ 

化 W 玻も変 好ず るド耿 はが 巧 
のつ いじ 高足 拱で ある。 こ $ 下 
耿 からず ける 随 じは 廢类ご いふ 
一語に 盛き る —— がの がご、 化 
の 色彩 じがいて。 

すら b ど 高い 足、 ル 化を かく 
す 鼻 巧の 格好の 見事 さ、 漆の 黒 I 

こ 臺の桐 S 白 ど 最も 單純 なをの 
配を が 最も 有効 じ 調 かして ゐる 
◊ 

廣 足駄を 代表す る 東西の 大脚一 

ti 前に 言つ た 牛 若 化と、 をれ じ 
小 野道 風で ぁらぅ。 道 あの 繪は 
劇的な 辨慶牛 若 化とは を然 趣み 
變つわ 簡素な 文人 趣が でぁる。 
小さな 流れに 望んだ 柳、 一ぶ の 
蛙、 をれをぢつ^巧んで見乂つ 
て ゐる道 風、 髙足 耽を 履いて、 
傘を さして —— この 逆風の 繪で 


高足 おど 傘との 調 かを 成就した 
巧妙 さは、 牛 巧义な 上の 秀逸で 


ある 0 
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一年の ホ濟ホ 巧と 千 五は 巧 弗 ご 

する じな しホ國 案は 支拂 期間を 

六十 一 一年 どし' 一倍 四千 巧 弗よ b 

.1 億と 千 置な 巧 弗の 挪込條 化 ご 

なる 乾で、 閒 題は 剌子 にがて ホ 

國侧 が . S S 点まで 館 ホず るか じ 


化つ てゐ るが、 大体に W て米闕 

て 南措侧 ごして はれ 债總 額を 七十と な 

は今朗 突が 崩 设し巧 水は お下し お 千 巧 巧 どし 利子 二を' 五 姐、 年 


いし 


4 —— 

猫 逸^ 府は 

聯誤 


.に參 加 

化 相 堅く を惡卞 

ベ A ブ ン す 日發： =獨 逸' の國 

際 職越參 一 加^ ボ！ ランド あび 口 

シァが 異づ 立 操から 反 對し獨 

逸 風民黨 島中 じら 參 加を 欲しな 

い 勢力 も あるが 外相 スト；^ ゼ作 

マンが ± は乂投 黨に掛 して 獨逸 

は 近く 國綺 聰盟に 加入す ベ 

シア どの 輕巧 .ん 'こむ じ 地ら て毫 

も 傷 けられ ホ、 寧ろ 獨 逸の 聯盟 

參 加は。 シアの 權 利を お 護し 樽 

る でんら うこ 述べ ポー ランド 及 

び チェ コス。， ソア キア どの 化隨 


をれ ょ b 巧ら じ靜 養の 意 化 
じて 瑞 典に 魁尝 であるが、 阿 
化 じて はなく 獨逸化 表を 中必ど 

する 英佛 がの 相 置 半 か 巧 障じ腳 

する 會議 が開腥 され 獨逸 5 聯盟 

を 加 も 自然 討證 さるべ < チ 、ェ 

ン 氏が このを 誰に 巧て いかじ 

暗中飛躍す るか U 興 かの 中 も と 

なつて なる 模が である。 


湯 本 武比古 逝去 

東京 特電け 八日 發 U 敎 育を 湯 
本武 比を 氏：^ 腦 溢血で 逝 ましね 


◊ 


日本 S 傘は 風流 どい ふ おは 無 

論の； •をの 實用 的な 處 から 見 一 

てら 恐らく 化界 的の 傑が で わら 

ぅ。 下町風のを 傘、 山の手 趣 ホ 

の 蛇の目、 どら じ 趣が ある 
蛇の目は 必然 じ 黒 鼻 巧の 裔下耿 I 
ご窗 照せられ るが、 を 傘の ホは I 
巧 じく だけね 索 足 じあ 足耿 どい 一 
ふ 化っ ぼい 姿に 親は しい。 

ホく たび-しさら/ \ ど 解けて 
はも っれ もつれて は 解ける 着物 
のが、 これが 义下驳 の 鑑賞を 
庭を 巧 じず る？； 下#^‘ 厳 趣み 、. I 
ぁの 美しい 曲線を 滿く巧 物の 恭 
どの 連想に ょって 遺 減な く完 ， f 
する。 蠻 々ラを 誇る 一高のを 和 
が 洋服に 足駄 ゴ きで 大 造を 渚す I 

^07 *0 のは 醬生 らしい 無邢氣 さ^ 一 


し、 獻も わけて 一番 印象的な の 

は、 チ ブコり チリ コリ どが 虫の 
聲の やぅに 聞こえた 下駄の 音で 
ある。 ^ —— 私の 追想は 搂で义 本 


職盟化 表を 

止 耳を 派 違 


ゼネ グ^サ 八 U を U 國竊 縣盟 

销事 曾は 午 御 協議の 結裝王 スト 

ニアの レィド ナ^ 將軍を 國燃聪 

盛の 代 泉 どして i 耳を じ 派遣し 

~ 英國 ごの モス ー グ袖 W 紛ず 一ぃ關 

する を 平なる 調渔 をな さしむ る 

i ごならを の 旨 i ザ 古 政府に 通 

吿 したが 將 軍は 典 嵐侧の ホ驳し 


費 府博日 本 お 品 

東 ま 特電 か 八 U 發 =: 費 府搏覽 
貪參 加豫算 •も 十五 巧圓 S 中と 十 
五 巧 圓を U ぶを 叢協爵 じを 附し 
て お 品 化 扱 ホを 司 會し度 心に お 
出 側 誘 じ 着手す る i ど U つた。 


上院 新 團体間 題 

東京 特電 廿 八日 發 U お 額納枕 

議員に 攸 b 新閣 ホを 組織 せんど 

の麗は 遂に 纏らず、 將巧 共を 問 

題發生の時巧びが談する^ごな 

つた。 


伊 機 霞 浦に 着陸 

東京 特電 サと目 潑 un が橫斷 

飛 巧み ピネド 中佐は 霞ケ 浦：^ 無 

樂 着陸し じ。 


殺 山製鐵 新計畫 

東京 特電：^ と H 強 U お 迎鞍山 


題の 下 耽じ歸 つて 了つ た。 

◊ 

五條の 橋 じは 化の 凉み臺 はな 
いが、 京洛 探を 記の 傅 ふる 巧 じ 
化れば 往時 この 橋の 下 じは 遊女 
がゐて 通路の 人を 呼んだ どい ふ 
五條 橋の 巧 詰 じある 遊廓を、 化 
じ 橋 下と いふを で 呼ぶ 巧から 想 
像 ずれば、 咸は 今の 遊廓の 前身 
け 橋め 下め 遊々 であつ たもの か 
も 知れない。 もる 乂の說 じは 牛 
若 化は この 橋の 下の 遊女の 許へ 
通つ てゐ たの だ どい ふ。 をの 眞 
僞は 鬼に 巧と して、 化の 壌 面 じ 
出て くる 牛 若 化の 姿は 確かに 風 

流の 極致を 表現して なる。 雪の 
やぅな 額を 蔽ふ 「かつぎ」、 をの 
下から ちら < ご耶く 眉墨、 振 

袖に 雅趙 巧、 腰に ts 扇、 兩手じ 

苗を 構へ、 をして —— 鼻 皮つ 

の 商巧贼 である。 

◊ 

面自 いのは 辨慶の 下 映 だ。 淸 

水 寺の 山 巧の 巧 じ ネも辨 慶の陋 

いたごい ふ 下賊を 飾つ て 參詣人 


い： どして、 見る 巧に 一寸 異 P 
な 威を 輿へ る。 水口を 允 じが f 
つた ミい ふか 服を 着て 靴を 壓く 
明治 年中の 流が はでぅ 考へ 
餘 b にい i 好み どは 言へ な 
洋服に 下 お、 眷 物に 靴、) 一の 
二つの 崎 お 的 流 巧は 晴じ當 ^ の 
落 もつ きのない 東西 お 就の^ 5 想 
をが 俗な 拳 菅の上 じ 暗示し^ ゐ 
る もの d 言 ひ 得る。 I 


海の. 內 i 


♦米國陸軍は十年計畫一^がを 
隊の曠 張を 發 表した。 白 f 飛 巧 
界の 威を を說く ブリスべ 「ン君 
これでを* むした r らぅで 
♦朝 香 営 殿 ドが、 御^中の 
あ 父を じ、 近頃は 何を しで 箸し 
てゐ まず かど わ 尋ね じな づ たら 
殿下は 衞 單ち鐵 棚」 ご 仰^つ た 
流 おは 7 ポ ー ト S 宮樣 。 I 
♦ジ ュ 1^正月で紐育.矿の靜 

な こご 〇 ジュ^ — ヨータ の 名に 
反かず。 _ 

♦スミス 知事が シカゴの 民 ホ 

携 ピクニック じ 主賓 どして 招 巧 

された。 聽を おじ 十 方 人、 我等 

の ァ^ 敝 じは 千 化け 化 八 年の 逃 

舉が 映つ てゐ る。 一 

♦寒さから 急 じこの 暑 ご。 ホ 

年の が じは ながな < なると 巧し 


て ゐる入 も ある- 








- rf 





NA 相 TRADING 郎 . 

45-47 E. 20 比 St. j 

Tel. む iedonia が 巧 


KERR & MAYOR 

1023 Third Ave. 

Set. 目 0 & 81 お s. Telephone Regent 2909 

h 向 人 本日 

門專 靴型 小 


を ホき 高 . 足 / 卜き 膜. 巧 ルき み 



Dr. G •比 M が tin 

DENTIST 
743 Lexin 如 n む e. Cor. が 化な . 
Phone Re が nt 2457 


DR,H.A. GARDNER 

DENTIST 

1.9 t6ist お . A が •な 
TeL Regent 71 が 


Midori Mai:sumo ゎ | 

3 琴 Po お iive.C か ！ 
Tel. Washington Heights 日が 7 j 


T. KASAI 

Marchant 

Tailor 

が 

欄な 8 山 LOING 
fioom 3114 
NEW YORK 


Phone 
Bryani お 18 


Y . げ〇 

133 Eesi 53 が St 
Gor. Lexington A け.， 


NIPPON TAMING GO. 

300 W. 巧 化な . 

Tel. Columbus 4173 



HP TO DATE STUE 
Custom 
1 a 巧 Of 


67 W. が 化 お . NJ. 
Tet. Bryani 7078 



Ch ミ cago Tailoring Co* 

Order Department 
64 W. 12 か }> み . 

Tel. Harlem 714 ち 


夕 ー ホ ■ 一 • ツド ■ y 

郎み峰 口 坂 


Imofo Bros , Inc. 

(Formerly 抽 sruhaehi を Co.) 

け East17«iS{.iy 
_ TeL Siuyvesani 9959 



S/^rsam Compaw 

2518 Broadway, N. Y Ci げ Cor. 9 わ h み 


Dr. T • じ Takami 
178 む mberUiid St. む ooki が 
Tei. Cumi) お aiid の 1] 


E.E.Yosh も MD. 

3 が Wi 71si 化 
Tel. Endicoti 35 お - 8729 


ん L.CEASAR ， 1VLP. 

10 い a が 8? も お res! 

良 化 お rk る Lexin 呂お n わが 

Tei. Lenox が 73 

p 1 喉 觸鼻耳 I 

間 時 察 診 
午ぶ 至 時 十 前午自 
時 八 至 時 ホ 後を 質 


DR. BLOOM 

34 化 お . Cor. 3rd む en が 
59th St. Cor. Lexington A 化 
125 化 St. C 日 r. Park Avenue 


K. IwamoU), M. D. 

114 W. 70 比 St. 

1 el. Trafalgar 0352 


之 ! 4 mgn な t. が〇 かけ n 

Tet. Cumberland 1030 


YUKfO NISHIMURA, M. G. 

州 日 West 8 加 Street 
Tel. 扣 vwide 0863 


Mi な .B!an 帥 g Fjs !) が 

1264 Lex, Ave. Cor . が 油 St, 


授敎語 英人婦 


Nippon Dry Goods Co, | 

1261 Br 日 ad が ay, C 巧ん む rJIstSt . ： 
Telephone Penn . 巧郎 
Boom 5951 




巧曹 節調銳 眼に 雕眼檢 

F. L FREDERICS CO. 

縣科賊 學大靖 比倫を 
136 E. がか お . 224 E, 14 化な . 

1144 3rd &ve.. bd. が 化-が ホな s. 



PHELPS & PE 邮 Y 


3 Maiden Lane N. Y. 

r •細を 船 銀を に 幷巧娜 金 

頗お實 匠 栽新最 


號一 十八 


干 


巧 


m 辦 M m 


I H 幡 水） 


り十兰 月 九 年 阿 t 化大 [ 二 ：) 


評論 ゴ おお 十り あ 巧 

が 誌 •一草 仙 
414 で S こ 8 th S こ' y . 呈 y 


がみを 巧 お 艦船 御用達 

遠 藤 小 刃商會 

這 Br 这 tlway N . Y . C さ 
を •窒 一 享兰妄 一心 V 


み 手 量を 


，巧 t うお 


稅關 事務 取扱 

WILLIAM L . BANE & Go ., 

ぞ om 12 B 2 11 Broad ミ y , C さ. 

さ one ; B ミ ling Gr ま n 9 二 8 ,91 ち 


じ 


化 


y - f 

^ J. 

0 7 

がわが 
8 4 

H 1 w 扣 

巧. . 叫 
び： sw 伽 


に 


■il 


税臟 ，事務 

巧 洋を化 あじを 世 
をの おお 入 そを じ 
脚ず る 一切の お 謀 
巧に 應 じ、 掛 道を 
船 貨物 迷 貸 及 出帆 
お 視賴手 賴書等 お 
星す、 重要 都 おじ 
化理 店を おし 誠 巧 
敏速 御用 命じ 應や 

お 験 取扱 


♦當籍 ♦雜誌 ♦新 巧 
縱覺 塞を 隅 
锐務 午が 九 時よ b 午后 五 時を 

紐脊日 本人 會 

西 •五十と 了 目 二ぶ 〇潭 
酱話サ 'アク 八 八 一九 0— 九 一 


祈が 色木赌 H 午 お八が 
な 話# 尘粮り 午後 八 時 
巧を：、 腐れ 白堇 、娛樂 まみ 設赌ホ レ 
'ホ 巧を 齡迎 す、 食舘 をが 化ゼょ i 

牧钟副 島 倍 お 

U 本人 基督 お 修道 會 

ごた W 屋つ一 St. N. Y. City 
Tel. soruin 器 <le 妄 .で 

I •• -1•1-■ I— 11 ••!. .. '!ii •1■■■1 

0 本人を 3 敎會 

か 加 川む ホ么進 

幹事 旧 中 巧 二 

た 吾 n 男 e s ' E . 呈己 rch & Inst . 

だ 3 至. 皇 St . ■ぎ Clarkson 至 一 
巧 巧說を U 哩 H 午 お八げ 
が馈育 水が M か-ホ 八 時 
な 縫 貪乂跑 H 午後 二げ 
♦あおを 

位置を 淪比亞 を 欺み 下がを 十 
五か學 生を 社員 旅 巧を に 鼓 適 
設赌 劇兽雜 誌轿巧 & を 祁娛溪 
具 蹄 易を を をら 

巧を 城 裳 周旋 •旅が をみ、 を 视 
事莱 謝を、 化 化々 事相 誤锋 を 
等；！ 胞諸 化の ホ 含を 微迎 ず 


な留 靑年理 あの 谢化 

B す 靑年會 

三‘ 顯 玲 Tei . clafn 12 乏 
大紐宵 a 本人 

若督敎 靑年會 

ち 2 E •虽 th St . N . Y . 呈 y . 
M Pia 岂 mi 




造 

i N 6 
•g 此 S 

h h ^ 

a 。 ド 

e 5 i ’ 
S け w 
P 机 

叩が 

J ‘が 

le 

T 


マ H 灌 H 
增誉妍 ぶぶ 午 I 
ホ 勵巧タ セが ホ I 
禮巧說 おが 巧 I 

術 惊含夕 八 時 
v ± 化 H 
满が巧 义は茶 
話 食 夕^< 巧 

苗お郎 、旅れ ま 
案内 節、 人事 柏 
淡 部、 調を が •哦 
業闽旋 部、 英語 
な 縫を 巧® 諸 課 
を 設けを 貧、 ホ 
會員 S 便. Vt 計る 


U 本 お 具 
雜貨脚 質 


をな 貿裳 商會 


樽科醫 

▼該察 時間 A 
毎 u (： n 曠を幡 <) 
午前 乂时 よ；'' 
午後 五が ザ 
水 確 午前 九 時 1 
午後 一時 


齒科 a 

:: :: がま 無 搞治姨 ：：：：： 
ぞ 年の 捣驗 をな て 
リ 本ん 諸 だは 特に 
了 寧 懇切に 施術す 

パけ マ— チン 


が 育 州を 認 
內 おおを 許 
東を ホ大醫 巧大學 
產 舉從璃 巧を 業 

產婆 お本綠 


豐ザ 洋服 巧 


日本 
が 服 店 

時 川 信み 郞 
化 本 保 


を 五十二 一了 目 

ニニニー 

が 藤 
洋服 巧 

?ラ柳 八 さ ミ 


丸山洋 臟顯會 


おぶ ホ 丸 ノ巧ゴ かデソ ダニ 縣 ニニ 〇區 

舞 I 丸 山 洋服 商會 


り 本 陶碰器 

雜货 類卸資 


卜と 

dy -7 

フラ ザ*"- ス 


，ぅ 

ブイ ー んザ へを シン ホ 討 


•ブ j ... 


「す 莉<^ 巧を ホ狹 みおが 言 

兵納 W ‘ 
巧 刻 列 
を 刻 列 
ろ 刹 則 
み 刻ぇ贫 


、す ンが計 
が 會化念 硬 輿が 
潭 ぶが f が属ふ 
為 ホ 筆み がを‘ が 筆 

雜錯 嫌の 瓜乂 


< 巧—* ゲ 7 ♦ィ f 夫 八 ニニ 




鄉を じょ， 當 をの 間 

診察 

午後と 時— 九 時 
U 曜は 前約 願 上 お 


ゎ rr む；！ 漏 



午後 云 時 よらみ 時 
H 曜は 前約 相麗较 


ドクトル 

蔚兒豊 参 


廢科 S 

夕 年の 經驗を なて 
最新 ホが 學 手術に 
堪能 じて 信用 篤し 
= 施術 巧 低廉 H 
日本ん 諸な じは 特 
じ 了 寧 窓が じ 治療 
が 育 怖を 認 


f ク 

卜か 


ブル 


ム- 


ホの 




S 則 如 


•扣 J ん 
N 柳 

3 、 

〇 
Y 
〇 
T 


脚 


縣揉 療治 

両洋 ホ： サージ 
U 本式が が. お 脱 
お灸 

出跟 親切 じ 治叛中 
上ます。 削 約の 方 
は 午を 一二が ょら自 
を じて 化 術し ます 
H 本绒灸 
薄 巧學お 卒業 

|値ち| 津 輕柬洋 

I 西',:: と 十乂： J 目 童 八 

お茜ブ 乂才— スを呈 


診辕 時間 

j 午前 义時 i 十げ 
- 午後 六が 一 八 時 

ーバ t 小莱幹 一二 

I が 脊ボフ ラ 7 —掏院 
缀五稱 病院 勤務 

巧 か コン バラン ド 

お 院勸お 


診察 時間 

午後 寒が ザ ull お 半 
午後 六 時： = 九が 
愛知 醫學 ± 

け 嚴本遮 一 

ホ 输比韶 大學义 び 
グザ ラン 病院 勤務 
H 鴨は 前約 願 上 お 


體 揉治攘 

U 水ぶ び電氯 治療 N 
筋 揉 肩 腰の 痛 首モ足 
のす 動 神經痛 リゥ ザ 
チス撥 性胃騰 病神經 
衰弱 お 其 他 
午前 化 時 ょら 午後 九 
時を 電お 前約 願と お 
紐 育瑞典 フィ ジオ シラ 
ビ ？ 學路卒 叢 

が 脅 メデカ 八 ジムぶ マ 
ブナー ジ臨爵 五 會員 

を認 西が 幸 男 


齒科醫 木 下义巿 

ゴ〇 W ' 111 さ芭' 

Tel . M 置 U ゴ 5 己贾 57 



■正な ど 親切と を 旨 どし 確實 

信用 ある 贿 おを 槐 選し 

特別 廉 巧で 贩賓 致します 

クォ 八 サム、 エ八 デン 凹剧引 

其 他は 化て 一二 削 引. 

お 輪 鎖 宵を お 化 じ 寶巧類 一切 

パミ片 トン 時計、^ ヮ 1 ドィ 

リノ ィス 時計、 を補辭 時計 

ゥォ^ — ター マン 解 年 筆 

ユ バシャ^ — プ掛拳 

純銀 お 並 じ 銀器】 切 

御歸 朝の 御 丈を】 蝴 

時計の 修錢 はが 險付 じて 確實 

にお 川 自身が 致します 

紐 巧 ボ西四 +二了 目 一 お 一 

0 ング卫 カー 第 化 一一 置 巧 室 

巧 川岸 廟會 

ぶ 就 ブライアント 四 こ 一と 四 

で一一 ぞ PWEl-Icishi 0? 151 W . 42 nd St . 


おき ホ國婦 て 
日本 A へ Sj 茄 
語 敎巧节 はを 
年の 雜驗と 有 
す。： 賞 ース 
ンと 十五 他 
每 U 朝 九 時ょ 
らが乂 時 迄 巧 
時 じても をし 
U 曜日は 一時 
よ b 四時 迄 


メ I シ ー は紐脊 最大の デ パー トメ ントが 巧で あ 
らます。 新ら しい 昇降機 ご エス カレ タ I はが 淵 
U 巧 内 じめ ける 巧 株の お貿物 じがを と 渝快 どを 
與 へて ゐ ます 

他 巧で 二 弗す る ものなら ばメ I シー では 一 
弗 八十 八 仙 或は をれ 化 下で 贸 へる S を どぅ 
ぞ御 記憶 下さい 

日本へ 御 御物を 御 送ら じな b たい 節 又は 御 買物 
に際して御用の废をはパ ージナ八シ9ッピング 
ビューロ》をゎ詩ゎ下クぃ、 親切じ御化をを計 
らまず 


0 巧 .巧 円 ZJ 1 巧 CIUJYi \ 

置 另 OP 呈 CT 呈 

晋 7 F 妻 Ave . NS こざ d si . 

ぎ Va コ d ミ 雲 ご お す〇 ョ養 

パ？ ホな 謙 次. 

巧、 水 > を、 午後 一 时 ょら 五 時 
迄* 他 は前約 に 願 ひ まず 

‘ バ？ 村 瀬九廊 

8 B Le ~ 暑 on Ave . 三. 田な 
受呈 h & 2? ザ芭 S 
Tel . 3 a 己 son ざ吉デ 妾 9 


JOICIO 左 W OOCR 1、 W . D . 

二 1 去を 芝 tn St . N 丢さ rk 
ぎ 立 さ rsE こ 573 & ジ置 ler 1 云芸 

な 巧 午前 丸锭— 午が 一時 
議舅 午後 ホ 時 i 午 校 化 時 
U 腿 午が 化 時 1 ザが 四時. 

ドクトル ホ 柴審口 


ランプが がを 授 

で 羽 電氣蘭 巧 

2 J 0 N 1 wroa 山 W ち 

TeundisH 0147 


Dr ’ 夕 Shishido , P EX 

夏 W . 73 th St . Tei . End — 苗た 

ii 喊巧蹲 か ハ 戶良二 

自 午前 化が- モ 十二が 

- tr .-- P - .rL V 


化‘ がな 卽贊 

五味 商 曾 

W E . ごさ S 1 .- N J . 呈 y 
Tel . stuyveit 3745 


もめて むる。. おじ 他の ホを 蜡お 
品 をん 月 ど比敕 する じが 屑ぶ び 
織物の 巧九ガ ー千 弗は がか 式为 
ホ じ、 化を 王 楽な の 六方 S す 弛 
はか 一巧 ニモ 巧に、 あの 八.^ 四 
を 二 千 弗 お 六十 八 巧 八 千 弗た、 
綿 製を おげ 十八' 力 阿 千 弗は 丰 
方 六 千 巧'」、 陶器 類の お 十-巧 

二 千 弗は 四十】 巧 八十 弗を そ 

てなる 0 


すが 東京 特電 u&lj 


最近の 日銀 帳規 

最 あのり 銀 帳な じょれば 最換 

券 發巧鳥 十】 およ 千 五が 十^ 巧 

五 千 W 、 お 外を 巧よ 巧 十と 正 五 
千 ET 貸 お 値 六で 一二な 卑一 
ガー モ W である 0 

十四 年度 所得 稅 

大‘正 十四 年度の 所得 稱 みを 额 
は) 億 二 千 六十 万リ しして 並 年 
巧ょ らお 巧 巧 H ： の增 加で ある。 

丄廿八 U 繫 


成 巧の 秘訣^ 

米國式 英語を おす 事 
8 は 成功の 第一義です 
が-お j 本校には H 本ん 敎没 


出 


じ瞄れ ね專巧 歸人敎 


が一 邮ぁ 6 懇切 じ 會話蒲 


QO 

S 

が 

V 


t 

さ 

这 

E 

8 

2 


倩艾 社を 請を 敎授し 
まず。 U 曜遇 H 共 じ 
午前 九 時 よら 午後 十 
時まで 閒按し ー レツ 
义ン七 t 銷づ i 。 今 
U おもにを 陵 をれ 0 




■■ 


產 業で フネ I ド詐傳 【_‘】 


ブオ ー ドナイ ズの 避想鄕 

こい ぞ廬業 •上が 舉 生の 大事 樂乎 
:比二 年に 築か. れた產 業 殿堂； _ 


マツ ス八 •シ 3 ア八ス ご フオ 

1 ド 巧 じは 絮巧 b 骗 巧が ある。 

この シ 3 ア术ス じよる 水力 屯条 

み發连 どい ふ ミ じがて は、 をの 

附近を 

產 業中必 ミして 水力 お 

なの 應 ぶ どを の 集な 化を 計 藍し 
て & るの でんる が、 柿々 む 政治 

上の 棚 係から 近い お ホ じこれ を 

巧みす る i は 不可能 ど 想が され 

て & る。 削に も 記した かく フォ 

I ド 巧は 殆ん V 」 披 をが 態 じあつ 

.じ デトロイト •トレド •アイ オン 

トン 锅 道を 買收 する や、 姑化赁 

がを 六 巧 ご 制を し H 踞 日は 休 H 

どして 巧 働 員の 能率を 巧つ てち 

進し、 機械 幸のを 力 制度を 應用 

してを々 成 巧を 博し つ i ある。 

お 溢の 能率 お 進の 跡を 語る 一端 

ど t てな 繩 単の 能を を 見る じす 

九： ぃ比 一年 お 巧の お 錐 華は 一 U 

平均 四十 六哪な bL ものが 本年 

五月 じは 二惦强 して 九十と 哩ご 

なら、 前者の おお-が 费は I 唯 巧 

荷-千 觸 におして だ 八十 九 お 度 

た 6 しものは け 一二 封 巧に 滅 少し 

てゐ る。 がか も 燃くべき ； は 

就 働 人員 ぉ 救 二で 一な 

ぶ t あにして をのと 剧 二分 九が 

は 貪 計が 化の 属巧雁 肖で あら、 

をの 化 荷の 五 御 丑 かは フォ ー ド 

■—； おじ 關係 ある もので あら、 九 

が 迄は デト 。イトよ b の 巧 荷に 

よつ て 占められて ゐ る。 即もフ 

才 J ド 巧のを 業 方針は 事を に必 

お U もの、- みに 手を 染めつ i あ 

る^、 これ-し 就て 想起す るけ フ 

ォード 氏 •が 雄 謀 ホち じ 手を 染め 

るで あらぅ どい ふ 風が である。 

フォー ご & はこむ じがて r 自み 

等が 求た タィアー の 製 巧に 着ず 

して&^:^いのけま搞化廉じ耐か 

も お 巧な 巧ぃ* 化 給を 仰ぎ 得る 位 

おに あるから である. い、 现化化 

界の雜誤ホ虛むるらの：^ 

猶太 人 系 の 奥 人 じ獨も 

されて & るから、 或は 將ホ 乂國 

こいじ 巧 おする の 巧が 艰 るで 

あらぅ」 ご 述べ、 かじ 所 前闕際 

が 巧 脚が 猶ム人 じ お めら れてゐ 

る枯 弊を 指 楠して 歐洲 のが かは 

斯 かるが 巧 脚を をぶ 巧から 驅逐 

'する ろじよ b おめ てを がし 巧る 

ど稱 一 > てゐ る。 フォ ー ドに が义 

脚の クォ— ^ 巧を 攤惡 ずる 所 W 

もが じある 〇フ ォード 巧の 貸が 

政策は 腿 な 力の 化 進に 伴 ふ 一 殺 

取引の 繁 巧を 化 礎 どした もんだ 

け じ、 フォー ド 自邸が の資 けが 

巧 加 f るに な ひを のな 化 巧が 率 

も 巧 進して & る。 フオー ド 巧 •い 

-,、 ンシ术 •ぶ ニア 州 グラス メア^ — 

_ のがず 工法を 巧 收 する やが 働 職 

エの贷が一^ ! 離して八削の增給 

; ご。. 〇、 居 化に の 

; 生 活狀態 はを か 的 じ 一 

一轉 しむ ど 云 はれて ゐ る。 がに ケ 

-ンタ ツキ— 及び ウエスト •ゲア 

ジ ニア 州の ぶが •か ッオー ドに の 


所 巧す る おご；；；. る や、 を 社は 先 
づ 新ぶ おの ホ設じ 努力 するど 共 
に 一 年 六 ヶ月の 無料を 校を 九ヶ 
巧 じ 延長し、 崖貨 のかき I を 二 
巧 制 ほで 新築し 物品は 巧 惯で販 
巧す る 等 をれ 等 地方の が 態は 一 
錢 した VJ いふ 話で ある。 デ トロ 
ィト ホが b 、 巧 おを 巧化然 b 、 
北 ミ シボン 州の 娜掛 .搞 域、 ケン 
タ ツキ 1、 ミ シボン W 巧のを が 
お域等フ ォ1ドにのを袭ある化 
方は 凡て フォー ドナィ ズ されて 

ゐる〇 取く の 如く フォ ー ド 巧の 

带菜述 用は 構め て か 蚊な 地方に 

中央 化して ゐ るが、 而 かも 彼の 

理が ど-一* る おは 

地方 か權 主義で あつて 

一を のフォ I ド 自動が じ 用 ひら 

れる如何；^る部みど雖も化て異 

つた 地方から 送られ、 これを デ 


卜〇 ィトの フオ‘ 


'王國 で 紐な 


する ので ある。 •雨して 彼の 人類 

あを 隙 巧した 高給 銀ま義 はお _ し 

攒大 されて フォ ー ド 投資 券 刷 度 

どな b 、 一二での 就 働 員が 買つ た 

お資 巧は 旣に二 千 五が 万 巧に 達 

し 彼 巧は こ が 利益のを 配を ず 

けつ t ある。 四十 歲 じして か棠 

し 六十 二歲 にして 化を のを 業 t 

ごな つた フネー ド 巧は 侧人 ごし 

ては 祕 めて ホ かを 熱留 する 人物 

である。 彼の 巧 想が 化が をフォ 

! ド ナィスす るユ* — ト ピアの 电 

現じ ある ミは いふな もない。 

—ぶ T —— 


一般 會計ご 

在外ぶ 貨 

义換弟 賴金增 加 

火藏 省^ 今日を ホが 局に 迴附 

した 明が 巧问 省所脊 S 新 親を ホ 

撕な 二-千 六が' 力 W であるが、 を 

の砸ザ 蚊た る 二す 巧 川は 爲 

巧 脚 係 じょる 貨お 巧が 巧 巧を 化 ハ 

化 諸が 巧を であら、 こ > 中 貨幣 

を 巧を お 念は 實に二 千 方 W のぶ 

糊を もめて ゐ る。 大化十 云を 巧 

の 巧 おを 巧 差 描を は 一 千 お.，：： 方 

川 余で ゎ b 、 十四 年 巧は 

逆 加 豫算ご tv み 則 雄 

汽じ 一千 五六が 巧 川を 引 卜：を 求 

する 黄で， 十一 二十 四. 曲 年 巧の 一 

千 五六が 巧 5： に 比する ど 質に 四 

おが 巧 川を お 加して ゐ る。 大が 

巧は がち ご協力し 齒ホ化 巾腳む 

がか ミ挪 節約を 臂现 する にかし 

を あどの 間に 明年 巧の かがが 外 

佛 二で ニ パ 乃 川 三 制 六 かを 節 

めず る i に 中 合 ゼてゐ るが、 么 

が 宵 巧 リ" 姑裝 は峡リ くが 十 おザ 

皮 山巧带 をが 進 巧な か 十四 年 巧 

じ 比して 凹 五が ガ W を滅 倚る 

笛で ぁら、 刚 年の 巧 鞋か媒 が 本 

年巧ピ 火を G しど すれば 十五 年 

巧の 巧が 交橡差 巧を は 一千'， りで 

W 巧 巧で 単 足る 巧で あるのに ぶ 

じ儿 が' 力 W を お 加して 二で 方 川 

ど。 つたのは、 卜五 年は にがて 


一般 曾 計 所がの 

在外ぶ 貸 が 無くに るか 
ら である。 巧 阁の化 外 化な はと 
巧 ホ 現 化が 二 憾よ千 二 ’，り 巧 山、 
八：：：：：；：： H 現が では 二 億 六 千厳时 
一力 川を をして ゐ るが、 が 乂 部み 
は預を 部所が の もので 一般 會計 
所管の ものは 權 々八 千' 刀 阳巧巧 
じ 巡ぎ ない。 預金 部所 短の 化か 
正貨が 今 H の 如く 一位 八 九で マ 
川の 多額を 示ず のは、 四を ザが 
が 英貨を 憤の 還の ためじ 保が し 
てむ たもの が 昨が 二 H 巧 ホ巧國 
でを 倩を 發 巧して 四 か ザ 利 付を 
憤を 之に よ b 肩を b 化 化 じて 償 

還した のでが がして ゐ たらの が 
浮いて ホた 上 おじ お 加を 見た の 
であつ て、 一般 會計 では 其 後ち 

加せ ず 化 儘で 巧けば 明年度は 一 
般曾計 所 おの 化か 正貨 八で 万 W 

も 無 < なら、 新たに な 外 化貨を 

補充ず るかを 然 新たな 

爲替 資金 による 外ない 

ので ある。 化つ て 現 だで あれば 
肖す 化 外 あ 貨；：> る もの i 貨入値 
段は 平 巧 四十 五 弗を 示— てゐる 
から 之 じよつて 支挪ふ 時は 僅々 
一劑お 巧の 差損を で濟レ ものが 
明年 巧は 一般 會計 •かを が 新規 
貪を をのて 爲 替か濟 をな す； 
るので、 爲替か 場 じよる 邦貨 

VJ 外 威貨の 開き だけ {約 二割) 貨 

狼を 換を 損を をが 加す る 結 おご 

なり、 遂 じちみ 如くが か佛 節約 

じよつ て當然 四な 四 お 十 方 S ： 减 

々し 得る 堂み ものが 逆に 激增し 

十 お 年度には 一一 千万 W を 必をど 

する じを つた。 

賓易增 如 率 

一藝芬 

上 ザ 期义闕 貿易 

本年 上 ザ 朔ホ魄 の お 外 質 易に 

就て 乂國が 業會議 所外國 課の 發 

ぶした 統計 じよれば 輸出 総額は 

化 一二 億 六 千 四が 方 弗に して 昨年 

间 则‘ょ b 一剧一 こを、 輸乂 はか 憶 

六 千と： 円 万 巧に して これ 又一剌 

一二 かの 增加 じして で 九む 十と 年 

及び 十八 年 巧を 除きを 島 記錄を 

水して ゐ る。 輸出 增 加の 中 じて 

特じ顯 著 V るは 穀類の 五 劇 一み 

楠 化の S 刺、 機械 類の 一割！ 二み 

等 じして 柿 化の 如きが 格' じがて 

】 惊 一千け 方耶挪 も. 一割 

な 


な 

ど 


の 化 給 じょつ て半莱 のを 肢 をな 

易 じせん ごの、 於ら あら、 彼 化 化 

補って 社 曾： 牺 ぶび 化 興 局を 化 じ 

おする 化の 兆學 なおを 緩 かする 

を U て 利 盛み h ' ごよ 張ず るを が 

ぞいが、 姑 おお 视內化 もこの み 

をち 厳して 蚁み閣 满中所 兒を述 

ベ 本 問題が かじ 就て 閣 傑の なを 

を徵 しわ。^ 微 巧の 妊 解 じょ 
どが 解擧 策觸始 U ホ 今 U おのが 

纔に獨 して 於 一部 じ 非難の 聲を 

聞く は爭實 であるか、 樂 業の. の 

をを 詳細に な 横す る 时は必 やし 

も 非難 すべきを 地の ない； を認 

めざるを得ない。 いふをも^:* 
な舊费 は備單 じ數巧 を 年度 じ 

割りが 巧た のみでを ザ 

巧に がける 宰業 上の 巧 質に 電き 

を 混いたら をでは ない。 從 つて 
臨 割 整雜等 血ち 難 盤な 事 巧を 先 

み 問題 ごすな 問、 を 面 じ 現 はれ 

る事萊 お？ 衙 はおんで 幾 S おの 腿 
中に 即 をず 呑 おを じ 至らない が 
化 則 間 さへ 一經過 すれば 化の ±木 
事業は 驚 - f へき 速度を なて 進 砂 
ずるので 么 る。 協 劃整迎 の 事務 


遞相 辨旋で 

東叛 合同 

まま 特电廿 とり 發リ年 ホの 懸 
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魚船會 社のを 岡 問題は 巧達遞 
化のを 旋 でを 港 線 じ 一巧 お 千 
嗯 級迎ブ レシ デント 型 巧 船 S 
隻 をみ 正 十六 年を に 建造した 
正 十ん 年後け 遠 巧が 路 のな 大 
限 補 f 吹かを 附の條 かが じて 客 
ぼを をした が、 を 親船は S 莖 
を驳所 じがて 二 隻川帖 造船 
巧た 於て 一隻 建造 するどい ふ 


じ 翻/しては 整埋 委員 中自包 一身 

の？ 心 益から 故ら じ^を を 魁延だ 

し* 飞をゐ る 傾向 も祖 をけ るが 

內^當 W は斯 かるな 懲の ためじ 

み/おの お 興を 犧牲 ごする が 如き 

患 實を搂 見 すれば が赦な < 之が 

白 I が 化 進を 强巧 ずる 方 かを 採る 

をみ なら ホ、 今を 本 問 趣を 巧て 
軒, じ 化與村 のみ S 窜務 VJ 诗徵さ 

ホ 内 お 部を 般 のを 媒 "じか けても 

.なかに 

琴 之が 達成に 從 ホすべき 

お 向。 ら どの； でんる。 政府 も 

かじで 化 内 化の 意 阔を誠 定し本 事 策 

がて とち 辛と 舅 封 度 声を がに？ はお ホ f 限ぶ 


六 制 五 かの 剧を であるが、 

草 其 他 四十 六 柳は 下落して ゐ夕 

ごい ふ 0 I 


愈々 本氣で ，お 

大 東京 復興^ 

區 劃繫理 も斷转 

柬 を、 橫渚兩 .ホの 震ぶ" 化留掌 

震 質は 昨年 巧 じがて 阮劉耀 狸の 

拋 滞が 化の 關 係から ち 额 のをを 

を 擁して ゐ るが、 本年 巧に べつ 

て も 化が 串 萊舶滯 のた めが をの 

エ がを 進 わる S が 出 ホ； cK : ので 

閒じ < 化稚 裳の 年 削 额を也 ひ 嫂 

すべきが 態 じぁる 〇 1 ホず 要 都 

がを 中 ふ どず る 

失業 間 趣^ ，か 漸ホ涨 刻に 

叫 じれつ-^ あるので’ 内陶 はこ 
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濟の . をじ允て甘っを把；：*巧別 
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速 絡を 執 b 失業 救 濟等社 約 政策 

的 お 化から も此機 曾を 利用す る 
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连 した 電報に よい ば 本年 八月 巧 
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四千' C 化 一力 弗に 巧して & るが、 

就中を 糸の 輸出 巧 如は をし < と 

巧の 二での け 九十 夕 弗は 一二 千 六 

' C 巧が どなつ て 輸出の 大 がみを 
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= 本 化樂が ホ他ォ ー プント— 
ナ^ントの 巧-組の 销ホ 權说は 
巧び 策 1 I がの 特別 マッチ ィ レ— 
巧 一 第-- 一凹微 はまる 片と U (ぃ 
雌).」 ぶ 了 をれ たが、 络 一組に 
於て け與 一一 阿 概 じが' てが お 曾の 
松 5： 君が 撰す 權の一 傾 術 巧 じる 

鈴 木';. 中 川 巧を ニア ッフ 八ク" 

1 スゲ ームで 倒した 外 じは 乂 

た あ 化は せじく、 大体 ンデキ 

ャップの 順位 じょつ て 勝敗が か 

せらい か 化、 化 野、 を 崎、 内 田 

の阳 巧が 准 媛 勝戰じ 進む i どな 

つた。 么 になして 第二 机の 方で 

け：； ンゲ 化の 化 戦 ごい ふ 典 化の 

外 じ マッチ プ レ） のが 刖 や巧戰 

を 熟 かし；： > い プレイャ ー が 砂な 
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なエ ピソー ドが ある。 ぶと ホ ー 
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网巧 化か じは 遙か ヮシントン じ 

ある 大統 做ク 19 ツデ 氏が スキ 

ツチを がつ て コン モ ドア •ホ テ 

术の樓 上に 開催中で ホる-,:; 间年 

がを 巧覺 曾が 開を さい、 ホを 化 

おして ょン ラィト 響规 総監の 淸 

說が あら。 過ち 五 + 年 じがつ て 

四十 二 了 目に 藥舖 を經營 しクり 

ッマ •タウ'/ •力！ に乘る S では 
化が 第一の 記錄を 持つ てゐ を ス 

クー ンィー 々 I にがお 十 年 前の 

おひ 出を 紹る 巧、 を 輿 ごして は 

毎：：：ブ u —ドウ *{1の を劇おか 

ら スタ！ 速が お 傷し ベラスコ 巧 

ォぺラお等の継し：^,あも、 ヒポ 

ド ロムの ネ"ー ケス トラ は 絕 へす 

蒙 樂しマ 祝 ふ ； どなつ てむ る。 


巧で、 これ どても 常 化 ib を灌 
をのを W じた ま b 船 貸は がに。 
つて & るので ある。 送歲 「る ま 
雌 人中には 船中 巧 働を ！ dig I た 
おもゎり 自 かの 费 用で 沁 るを も 
あるが、 大 先. 數は船 貫 一 がらの 
不正 乂阴 巧で を 巧 送還 心 ホ學し 
てむ るので 閱题が 起つ^ 謁 C ホ 
る。 而 してを 患侧 ザは を 還の 準 
械 どして 巧り 十二る； C 化を 嚴 を 
じ 做',: 戒し てま 册 巧に 伴れ； パき 手 
が 物の „ 

整理 d 一を ゃを てん"^ が 
一巧は 颇 るぶ 氣ぃ； 一ので 寧々 官 
搜の 送還を 萬んで， る濟ら ある 
らし < 、現 合 衆棋檢 事の 許 じ 
自ら 不化 乂國 ちで かる と 自首し 

「ミ - — 、ノ ー ^ 、 モネ — 、ミ . — 、 
ラ イキ、 ゴ ー 、ホ.— ム」 ど 化か 
を中込んで^:;!ぶ预人もぁるク 
うだ 0 


字が 通りの 解釋 

を 港廿と り锭^ 當化じ 住む シ 

エラー ごい ム 巧は 妻から 離婚 

訴 諮を 提起され、 判事から を 

肋 產を二 かせょ ど 中 渡された 

ので シェラー だば 字 巧 通 h じ 

家が 道を 损の 一切を 御 苗 巧 じ 

も 銳卜切 b 化つ てを のず みを 

麦な じ 嫂して 廣 いたので 驚い 

たのは 妻を、 が 速 法を じ 助を 

毁 描の 訴 へを おした が、 宣吿 

を 字 巧 通 b じ；；： つじ もの ご L 

て 姐 かの 判事 も 苗 笑し 乍ら 無 

那 を寬吿 した。 


六 — 〇、 六— 阳陶 山。 六— 
二、 み ts 橋 本ぶ 治。 岡な 六 
10、 六！ 二大 橋。 渡邊 と一 
お、 四— 六、 六— ニー ぉが 川。 
な 六— 四、 六 巧が。 下 六 
—网 、六— 二 巧 田 
第二！： 概 
巧 Al 1 、 六— 二 谣本ホ 能。 
山 旧 僚 M ハ ー ニ、 ホ ー ーニ 深 見 
吉川六 1111、 六！ 二 一山 W 志 道 
岡な 六！ 一、 六！ 一一! 渡邊 。巧 
W 巧 六— 二、 六 1 の 平野。 中 
が 六— 一二、 六— 二佐 お。 森 八 
— 六、 六— 脚 ド 

第ー ニ岡锁 
山 m 滞 一六— 一、 六！ 0 を 川 


が錢奴 S 隠 じみ 、 i 

金銀 貨紙縣 

近 巧流述 紙が、 を 飯 貨幣が 若 
しく 欠まして ホた 资でヮ シン ト 
ンの大 藏ぞで 柿々 調密 したお お 
約 牌 億 五 千 巧 巧ぶ いふ 大を が颜 
を隱 して ト ラン' I ， の おじ 化 舞 ひ 
込まれて ゐる中 it が剛 かじな つ 
た。 巧 レ この 大巧が 誰の 手 一4 這 

入つ てむ るかは ら じが 然しな 

い が柯唆 かじ 隱さ いてむ 

る じじ 違 ひな； J 。 大藏 省の 意見 
ではを 銀貨が^ を 化 舞 か 达んで i 
_ゐ るのは ホに 留歐测 移 ほで あ 

つて、 お。-^ ら一憾 おで' 力 巧 

はこの 速 中^め てゐ るの らし 
い 。 殊 じ邊^の邮\方じ も る者ぶ 
銀 巧に をを 預义 てが-- ょ b け 

元に 昭く 方が 4 ツ ーて 化 利な な 

あ ら、 中 じか y ® むを 巧 用す る 

を 巧まない；^ 中 ももる が、 A 加 

闕を体 P 巧 \ の媳 をを 慮つ y 化 

舞 ひ这ん で/ 2 る 者 成 あ 十 方 な 

七 ぁ 6、 の 額は 約 一二 千と か 五 

十 巧 弗 もす ぅ。 义二巧 f 

人の 小 化^ 貯を函 のみで y 約が 

方が ti ホす が、 燃く ゾ は 約 

八 平 人を 裔速 がを 年’^ 込ん 

でゐ る^は 四千 巧 弗み 超過す 

べし ど 641 •實 である。/' 


富 人 ^ 當± 登山 

柬巧 化と：：： 緑；；：；； 過去 五ヶ 年 じ 
が 6 巧 ザ窝ゎ 登山を なし 化 人 
を 驚かして ゐる 育ん 化 庭 佐 肋 
は 本年 も 六 巧 目の 登山を 試み 
じ。 が 肋は ホ 巧の 富 目で ある 
が 常 十 山の 靈氣に 觸れ ると 身 
神の 巧れ が 一掃され るく 語つ 
てむ るり 


は 大統領 ク 1 リッ ゲ 氏の 寫眞を 
見 甘ても をの 一 倒 一を は 誰で あ 
あるかを 云 ひ あてる ミ. か 出 ホ や 
無線 带 信の 睐明お マ 八 コニー に 
の 机' 名を 细 つて ゐた者 か 僅が じ 
网剌 二み ぶ" ぁったょ でも 利る。 

♦マッぶ ユ八 •シ ml グは自 

動 車 王の. フ .ォー ドに が 買 ひたく 
’ 幾巧か*!^の岡蹈ご^つたが 
をれ をが おでし がける 地名 だ ど 
云つ；：^のはボだしも：：0本」ご い 
ふ 問題に 對し 「乂闊 か 買 ひどつ 

てゐる 島^」 ご 雪いた のは 惡 
戯ど しか 思 にれ ぬ 情 い 答案 
ではない か f \ 


支那 人 送還 じ 

經費 不足 

. 勞働 省は 迷惑 顔 . 
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が 井 
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おが 
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齋脉 
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祕本 
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佐が 
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中 川 
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脚 旧 

第二 化 第 
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當她 支那ん 銜の堂 戰は遂 じを 

衆留捻 率の 


動 


悼 


tr ^ 俱樂部 

處隸戰 わ 

/ をた 敲 ま」 ム曜！ 


准み 戰 はと 曜日 

ん よお樂 部員の 庭 难單複 撰 手 

職け 旣 報の 如< 去な ±應 日ょ 

九十 六 了 目ぶ びなず 九 下目の 

に .‘ y 、こ ケ巧 じがて 恶 巧、 I 翌 H 嘗 りじ 

寸 劫 ごな b 支那 衔大檢 は 化 十六 T 目に 集会して 资旋大 


嚴 

2-- い 

1/ 

脚 

大島 

圾瀬 

化 旧 

巧 お 

近 藤 


ニ アンド 

ニア ッブ 

こ アンド 

一ー アンド 

问戰 

ス 3 ア 

楽牠 • 

エキストラ 

ご ー アンド】 

ー アップ 

裴播 

■楽 破 

一ニ アンド ニ 

萊祕 


の おお 不正 入 國を數 円 名は 近 yi 

本國じ送巧する^ どなら目下/ 

リ ，鳥の 移民’ 而や巧 監獄に 换 A 

されて むる が、 狂 じ 端な く、^ 

題 どなつ たのは この 夕數の 一で が 

人を 送還すべき 巧 用の ぉ^'^ 

つて、 檢事 局侧 では 當が 尼^ 省 

ょな 支出ず る のどして こ/を 

照が したお、 勞 働省侧 で^ 年 

豫奠 から 巧け る 外ん 送還 巧 

當じ 制限？ れて ゐる關 係/^ 今回 

のを 還 じ 巧ず る费用 約ち 六す 

巧の ぶ 出 U 到 化 巧 ホさ^に もな 

いど 頗る 迷 盛 顔を して、 る。 

送遽 を どして cf - 卽 上さ 

れて あるのは .1 ん じ^しな 化 十 


じ 巧め たるた め夕 熟に 遗權 試を 

戰 はを 部 おか 戰じ 又つ，，。 單試 

合戰で U 化 友 銀 巧の 山^ 澄 一 君 

が 先づ准 巧锁じ 入を、 II がの 河 

巧ぷ びを おの ± 君 どの 节商戰 

を 除き 巧 化は 化て 第 ミ I 凹 戰じ入 

つじが、 ホる 主權 日に^ 豫定通 

ら單複 戦の 准み 勝 戰シ取 了す る 

段 取 b なる も 目下の お ホる ±曜 

り 化 用ず べき 3 ) 卜心 •円 化 十五 

T 目 か 乃至 化 十六 なの 孰む じ 

する か ホ ホを の 摇\^ るる ど。 

H 閒の戟 緒は 左の 或/ち 

マ 單 試を 第/ 闽戲 

お 六 1 1 、 -1 ハ！/ 一廣な。 橘 本 

或 能 六！ 二、 六 描。 河 野 


▽複 がを 巧 一巧 戰 
巧： = 岡 烏 組 六！ 四、 六 1 1 下 
U - H が 0 がを U 山 旧が 一糾 (お 
一橋 本 U が 巧が 0. け 旧 ホ 巧 
飢六 i 凹、 ち‘ 1 一一 中が U クが 
組。 渾村 U 吉陶組 六？ 四、 六 
四 化 山ぶ 道 u 小が 飢 。が 對 
が 巧 野 紐 六 i 凹、 と 一 お 小 
を =.. 毀 山が 0 渡邊= 風 間 組 (艰 
確} 火 橋 PU 技を 川納 
萬 二闽戰 
を：：；：. 脚 島 組と— お、 六 1 K 深 
诗 == 山山 澄 一組。 巧 田：：：！ ホ 野 
組 (棄權 'ホ 野を を == 成 組。 を 
川^媒組六1 i 、 六1巧巧が 

吉岡 紐。 柯野 U 羽 旧驟紐 ホ！ 

一二、 み一 一二 渡邊 U 風锁組 

ジミ ー が 本 快勝 

巧 人 唯' 一の 举翻 撰す ごし： 昨 

今 白 八 間に 知られて 舉た ジミ！ 

坂 本 君は 呂 f 將乘が 選む 撰 手を 

集めて 試 皆は せて ゐる コン モン 

ゥエ八 ス俱樂 部 じがて フェ ザ ー 

ク エ^卜の ジョ^ •セラ テど戰 

つむが、 豫 をの 妈回戟 に ピラ ダ 

を 苦 もな く 第一 岡に ノッタ •ァ 

ゥト して 好評を 禮 した。 尙ほバ 

ン タム •ゥ义 ） 卜 のを 邵 A 撰 手 

ごして 知られて ゐる ヒップ •.シ 

ン ク • ソ 1 も フ八ツクブンのセ 

ム を十间 戰で敝 つた。 

营 上が 話 

メンタルテスト 

♦ホ 國雜誌 おにが ける-方の 

權威ご見傲されてゐる レ ビ ユ ー 

ォプ •レビ ユ ー が 最近を ホに 擴 

がる 一千 六な お 十 名の 大中學 を 

じ 現 化 魅を の 智能 試験を けつた 

時のを、 乂國最 巧の 婦人 知事 フ 

ァ！ グ ソン 夫人を 待 おして 誰か 

ど 質問 するど、 メキ ンコ の大統 

領だど 答へ たを どべ！ ブ •朱 I 

スだど 云つ たちが あつれ。 

♦が 軍 不あ事 伸で おましくな 

つた チ I ホ ブト •ド— ムを 首が 

ヮシントン じあるな あ；：：* 建築物 

だと 云 ひ、 が 太 利の 黑襯 お蝴首 

巧 ムソブ -' I 巧. 5 .激 人を 圆 をの シ 

キと閱 違へ たを もあづ た。 

♦米閔 ^ 學ホ がか 柯に現 化の 

お識 をん 如して むる かごい ふを 


藤 原義 江 

渡 配 お 別 喝 

十 巧 國 際^ 館 じて 


寫 》 小 池 
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おな の御赠 w じ - 

適ふな^:^お^の 

£ 1 廣が樓 

御が 理を ま 
すがら 窥タホ 
巧を 願 ひま 


I •盛 餐' 

わ 户，、 

日* 普 

.が じ漂舘 


淸 潔、 設備 完全 

古川 御產 

ま那街 じす も 
40 Catharine Si . Tel . D 量 量 置 


口 1 サン ゼ ルス 地方の 御 
お 化に なお 善 S 御が をを 乱 b 升 

'ィ— グ\ 

ホ テ 八 

締府 もじが ける 同胞が 營中梟 
新式 高等 ホブ^で あ b まず 

羅府巧 一巧 二亢ザ 

官巧 「ゲ アン ダ ィネと 六 五 九 
审靑 L タツ カ丄 一ぶ 六 一二 

貸 自動 軍 ( 牧 5 

緒が を 所御眺 をには 最も 憐 逝し 
む ドライバー が 御 案内 中 上ます 


り 本け 激船 切な 抑 中 込に 應じ 
お 率 御® をに 御が 扱 ひ 中' ^餐 

を 港 J パ ホブ少 

► U 本 御 巧 巧 (別 巧 わ 'り) 

を 港 カリ ホ 少占ア 巧 丄ハニ ー 
屯 前 カネ ー 1 八 一六 


レ ザ' トル f 

. NP 旅館 

W 妄 16 を Ave . wo ’ W ミ ttl 夕 さ ash . 

停 お 媒前通 柬ご一 了ぶ 侧六階 建 
U 本 巧 船 切な 化 扱嘶夕 お 送迎 


が ストン 市 

寓± 旅 舘大浦 未 松 

1 を Wo 養 羣 Si . Boston Mas 产 
Tel . Cop ! 二 915 3 

西 六十な 了 旨な 蹈 卜み聚 

1 力 儀 難大橋 

叢 話 エンデコット 八. K 1 〇 


紐會旅 篤孽奥 巧が 

あ 四十 T 目 二 四 二を 
Te 一 . 呈至弓 ia 苗 74 

化 巧 後 滕辨當 おを 譲 受け 辨當 
度び 壽 巧の 家庭 化 出しを 致し 
ますから 树 を' な 敷御攝 をの 巧 
を厕 ひます。 

御 下宿 函島 

1 萬 E ■ 忘 t:t, Apt.c ，2 ジー . Plaza 61?5 



，...舞踏 敎授 

广<§ マ；^ を ダンス ▲ 

|1 ►ぁ储 かお A 
ミ緋 ホ、 淑 な、 お 子 
化さん ホに 叮喀じ 
叙授 致し 巧。 午前 
十 時 i ち 午後 十) 
時を (り 臘を 除く) 

シ ヤヴフ •ダン シ 

ング帥 絕學校 卒業 
上 杉 タマ 


、 


テ 想 


燃ゎるゃぅな^^| 

しね r を 氣な破 生 

れ勝も ご なつを 

も 適 常な 時 脚で ム 


I’ ら手 y つけ や 


で逊 ぎて 燈卞 親しむ べきが 節が 參 もを 

王活 、忙しい 夏場 ホ® で 兎 も すれば 忘 

E や、 知を への 通信を 總 勘を ずべき 最 

ご 共に、】 がの 商賣 期で あを をを 前 


じ、 を 商ぶ じ 互霄闕 窄瞄の 時季で あらます。 
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魚類 一切 

卸 小 巧 
日本人 お 新が な 
る 魚 撼即萊 類を 
生謠 地ょ b 毎 U 
取ら 薪せ て販賣 
化 b 御 注え じ- 4 
ら 配達 致しまず 

加が 兄 ぉ蘭會 


H 本， 支 邪教 玉製类 
術 お、 締人 用を 飾ぶ 
化 装飾な 

阀島訂 r ァが 

高を ホ 術な 修絳、 

首 飾 品、 ストリング 
H 本 服が 縫 


魄 香が 巧 二 旅 一回 お 帆 

▲で ム ブレス 繁西亞 01 一ろ呂 顺) 

十月 十五 U 

▼エ ムプ k ,< 凌 太 利 亡 五ろ QQ 贿) 

十 巧 か义 日 

▲エム プレス 昭細亞 oK ろ 00 晒) 

\ 一巧す す 

►ェム プレス 加が 太〇另 •於 室顺) 

十一 巧 二 ぶ U 
一等、 二を、 二 一等 及び 下等 客 設備 
最大、 善 実、 愚 快ぶ のを 洋航巧 船 


ホ ノル、 磁 潰'!: 戶 '長吗 上海 吉灌 'おを 巧 巧 ' 

を 洋み ニニ、 000 顺 一十 月 十一 二日 
西 比 利姐乂 30、 000 顺〕 十 H 化と H 

(竊ホ 化 帆 十 リサニ H ) 

太が 化 三 二、 000 觸) 十一 巧 十 H 
乂 巧え '、 ニニ、 登 〇顿} 十一 巧 化 四 H 
コレア 化 (ち、 呂 〇囉) 十一 一巧 八 H 
- (羅府 化 帆 十二 =： 凹 H 〕 


化航 塞西哥 、が瀑 、智が 諸 港 巧 
化が ホノ^、 横 溝 神 戸門 司 香港 巧 
^ 化は 共を 六 湿 一四. 
◊を灌 巧 切 巧瘍窒 ホ 席 入御 韵淀 化， お 


シアトル 巧 抓、 あ 帆 午前 十 時. 


加賀化 
伊豫 乂 
靜 岡み 
橫潑見 


十月 九 H 
十 3： 化 化 H 
十一月 十四り 
十二ち 化り 


U 本 巧 船を 迷 貸 新を 
一等 橫淺 一九 五 巧 神 ロニ 〇 五 巧 
一一 一等 巧 食 五十と 巧 かを 五十 おを 

歐洲 H 本閒 客船 {ぉ 写 扇 ) i 

淪教 ょも 一等が’ 五砖 、二等と 十 
磅 、お 巧 案ょ b 1 等 化 十と 磅 
二等 六十 六が。 

が 篱 か 賊芭を 巧 おお H 本む 货挪 が一 ぉ二刚 


相 飯 

京 W 

はを 
坂 御 
本 呼 
を 出 
わし 

が 下 
物 さ 
はい 


■本み を 傲 
一が 資本を 六 千お閱 
巧な み 五 千 六が 萬 凹 

篇 一一 弄 銀 巧 》 支店 

本 巧が ま ホ 日ぶ 橋が 駿河町 一 
ま お ルが H 本 橋 化の 內 C ホを' 横 巧 
をを 房を 郁 大阪巧 夫 巧 神 尸 
廣島 下脚 巧 司 巧が 福 岡畏略 
上が 倫 おを 畏晒水 


外网爲 巧、 徽を 送を， 並 送金、 信用が 其 化 
一般が 巧 業務 精々 卿が 利 じ 取设巧 申ち 

餘 贼三裴 銀行 f ま 巧 

本 支 巧 巧を ネ 巧、 大 お、 神戶 、巧那 
卵な 地 名 古 ホが、 上が、 が教 


^ ^ 化期 邦貨 五十 M 0 上 利息 年 六を 

雛 2 璧灣銀 巧— お 張 所 

►鄕里 送を ぷび化 送を (無手 數 巧)" か® 
爲替贊 貫、 荷爲巧 化 組 化な、 筒 用が 發 
巧 等 一般が 巧を 巧 御 使 利 じが 扱 巧化娱 
▼が ほ 詳細は 御遠歷 なく 御 間を 被 下 巧 お 


「巧货 お 十 脚 U 上'! ホケ巧 WL 
本 ぉ ^ を 巧广巧 息，.：：，：：， 年 ホを J ミケ 年な 內 
煩 念る 日 r 巧貨 お十圓 W し 

作 委 bs 脚 じが U ホー 錢二化 

(化 ン 皆 卞蝴な ドノ 通知 巧を^ 無利息) 

橫濱 ぶ 金銀 一 何— 支店 

鄕を をを はがて 無手 數巧 じて 常 
わ 橫：衡 本店 經み をを 方 化 お 申 お 


社長 男爵 化 友 吉左衛 巧 

本 巧 大阪化 お 五 了 目 

組 育 支 おが 育ブ n ! ドウ S 1' 円 四十 九を 


浄祀 住友. 銀な 


巧 式 


お 勺 《東京、 橫橫 、お古 屋 、巧 都、 が 口 
'日冰 尾ノ 道、 廣 島、 お、 柳 井、 T ノ脚 
地 ミ 巧 j 巧 司、 小詹 、巧 松、 谋夕、 A 巧 ホ 等 
本韵 巧を、 鄰お をを 等は 械め 


藤 木 識券會 .社 

-聪が 化 郎巧ノ な 貫、 引 巧. 谋お 
▲を 潮、 ホ ニ さ 品スグ '切ノ 震な 

I 赋 藤本 ミミ |力1 銀 巧 

紐 脊お張 所 


雜货 陶破器 

ドラィ ダ ー ゾ逝も 

太 洋質易 S 會社 

支 化 ホ 化 古、 ボストン 



H 本 陶器 雜貨 
ドラィ グ ー ツお販 肉 

餘赋巧 木 桃が 組 ； 

MOGU , MOMOXOW CP - I 己 C . 

105 .E 一空一 茫. N . Y ' Tel . で uyvesaiit ま 置-で 7 


胸 破 韻、 雜貨 、ラ毁 巧 
ンブ义 ランプぶ 

森が ブタダ ー ス 


リナ メ I 力^ — の特を 

U 本人ん わ 貫 物 _ィ しは 特別 巧 員を 畏 きお 
がで 御 おみ 致 升 屯 話 又は わ 手が 次络化 
が閒 して 御 懼值を 剖り 巧め ての わ 方に 
對 しては 特に 注意 致します からを 非 わ 
立 寄を 願 ひ 升、 ボ內贴 達は 巧 論 H 本 化 
化を 化 宛の わ 荷物を 送は 常 ホで をし 巧 


ジ ヨン ワナメ 


力 


喬 尙なス タィ C 洋服 

U 御友 達 方が 御 召、 しの 樣 な：：：： 

巧 巧が 御 好みの 新ス タイ 八 •正しい 高衙な 
服裝 •を か 御な 服を 當 店は 調製 致します。 

度御來15^さ つ て羅妙地 • 摘柄 • 型を卸 
巧 下う い。 狐不 おの 際は 返を 致します。 


-才 1 力 _ 


で ン 


'シア ト 方ホ邮 

あふりか 化 十 巧 十四 H 
あ.^ ぞな乂 十一 巧 一 H 

▼一等 樓お 一九 化 巧 

化 L ば リイ 化 るん ごん 化は： 五 五が 
▼111 等 日本 巧 五 化 巧 ぞ室乂 化 逸み 族 室 多が 
▼御 希望に 换リ ー等 刺 引往化 切な 巧 行 W 巧 巧 

ロス アン ゼ少ス 出帆 

めきし こ 化 十 巧十义 H 
しか ご 凡 十一 巧：^ 一二り 
▼一等 巧 淀ま じら か ホを お 一 化 五 巧 

化 化 はんて 一一 六 巧 半 
▼一二 窜 H 本が まじら か ホ 哇丸寬 巧 化 化：： 化粥キ 
►沙潘 おかが f が 巧陪を ホ 腺 入 抑が 旋 化り お 
▼が 巧 線 パ + マが かり A 支那む 苗 物化片 一 W 


U. 


華 盛顿詣 での 議質團 

をと り ぐ 一 巧 一一 育 余人 

雜關の ホテル ペンは 壽 W 計め 


乂 

化 

十 
四 

ザ 

九 

巧 

H 

- 

T - 


C 

/tr 



で 

巧 


を 

黃 

干 

.白 

八 


號 


十 巧 一目 よ b んリ關 首 

が 举酪顿 に 開か も、 お 瞬 講貴閒 
の 一巧は 乂喊侧 をを せて を 加 列 
固 四十 一 じ 速し 總势己 巧 九十 八 
人 ど U る譯 であるか 夫人、々 娘 
等を 巧が した 人々 もを 數 あつて 

一‘ 能 員 0 かの ボを 加算 すれば 優 じ 

|四な余人ど；；^,>勘ぶであム° 义 

I 轉侧 から 十八 人の 上院 誰ち ど 八 

I 十 人の 下 お證貝 どが 會哉じ おお 

|すべく巧谦3幾おはィリ ノ ー州 

逃 化の トー 院难 过 ゥネ リアム、 ビ 

1、 マッキンレィ 巧、 を 事 委員 

會を貝 中 じは おが 赌お訟 者の 下 

院蘇おプブブン氏、 オ：>ィヨ化 

逃 出 S 議 おで 大 おがに 威す る セ 

オド— 、イ— 、バア トン 氏、 ヴ 

ヮジ ニア 如 選 巧 k 院講貸 クロ ー 

卜 、で I 、 ス 7 ンソン 氏、 キヤ 

j ン ナスの カア ブス 巧の 顔 觸じ加 

- ふる じが： n 谣 な. 一方の 旗が ねる 

j 加州の ジ 3 ン、 イ 1、 レ— カア 

一巧^;^ど：£!居る0 

i 參 加列國 中巖ら 夕數の 

; 一 化 お あを 出して 居る のは お 本 励 

一の 四十 人、 加 巧 太の 十九 人を 合 

^おすれば五十九人ど：：^るが、 加 

-东太 よらは 前を かの サア 、りバ 

- I 卜 、ポー ドン 巧 (現 h 院證 員) 

I の 如き お 名。 人物 も あら、 吳本 

!閣 よ りに 前藏 かサア 、 n バ 

ホ ー ン巧を始め數を^^お軍や陸 

巧 火 佐な どが 入つ て 居る か 流 巧 

を 巧な 貴が 屬义 けみ つて 色々 の 

-ん 物を 測羅 して 巧る。 唯 例の サ 

; クラト バラ 氏の 名を 逸した のは 

'物 お. 〇 ない 洩が をる。 英國 じみ 

i では 獨 をの S 十 人で 典國 じを け 

1 な い 趕權をず る J で を ら ぅ が 、 

一瑞 典む 代ぶ 二十 五名。 教 にがて 

-第 Ml 位を 卜 いめて 居る i どなる 0 

一ぶ 他 じな 嫣 、 n スタブ カ、 ゥ瓜 

i グソィ 、ゲ 乂ネズ ラ、 ジユ ゴス 

- ラゾ、 尸 イブ、 ホン ザユ ラス、 

な 郡、 おが 度和賴 、非魄 を 始め 

一^む おから も 化 おおを 送 勺て 揖 

- る^、 亞觀が 下 ど轉 がごは 參加 

しない 〇 

1 PT ホ カら 雜 脚を 械 めつ 

; つんる ホテ^、 ペンけ おが 顿前 

T の 請 員 脚で 霸 W 詰の 酪 がを 卓 

' L て： C たが、 I 行中の 成 部 かは 

お幡 U が 午が 肯が廳 にが 賊巿巧 

-を ながして 敬ぶ をぶ し 午後-崎 

_闕 燈職粧 協 食の 资 などして ホ テ 

一片、 ア A タア； 午餐 飼 じ 猫み 午 

; おは 打を ザの 巧み 議员 蝴參 事を 

I : 口を 雄を ホテ^に 關き昨 か幡午 

後； 巧よ b 紐 巧 ホの 货 あどして 

j ホ お 貸の 先 海に て诞鱗 か' 城を 視 

を' た。 なほげ 化け 化 表 脚 お 脚 

十 あは 外を 脚 係 協ぶ 刚 5 おを じ. 

りて^ アゲヮ ー ドお樂 がの 晚 

を 巧 - t 出が したが 一巧は 今朗九 

巧 S 十を 發 特別 列 中に 化乘 して 

搂 がに 的つ た。 左 じを が 及び 举 

府じ めける プ。 グラムの 巧 おな 

るが をを 摘 おせむ。 

S 十り 午前 十】 が ザな がを 

がに ケンドリック 巧のを 目に 

出迎 へらいて ホ 應を巧 問 I ク 

。— ジア 氏の 別が'」 て 午餐 後 

抑 W 知 ホス グラウルを 邸に 少 


憩 午後 六 時 ザ チェスターょ b 
恃别巧をじ て午後化時^}^府 
を、 首 おを 員の 化 おじて： テ 
ル、 メイ フラワ —じ投 お 

十 巧 1 H ザ 前 十 時 第二 十 こ 
间萬 闽潘島 會證を 下院 謀 ホち 
じ 開き、 闽 お卿ヶ 0 ッグ 巧 並 
じ 諸 長 マッキンレィ 氏の 4 迎 
の辭あ b 悼 長 アグ 术 スウ 五グ 

ド 巧の 答辭 Ab て會 爺に 入。 
同一 1 H 午後 二 時 一巧は 白 里 j 
館に 大統領 ど 謁見 後 バン、 ァ 
メリ カン、 ビ八 •テン グじ がて 

食議じ 列席、 巧 後 連 H を 筵， 
巧 見 曾 等が わら 
同 六日 午後 二 時國父 ぉ盛頓 

の 墓を 超し、 午後 八 時 圃お卿 

ホ 懼の乂 裳 食に 出席 發と H 午 

後の 時 特別 孙車 じて 巧び ホ 紐 

ホブ 八、 ウオか ドロフ ごマク 

ア ピ ン どにかが 

间八 H 午前 十 時よ 6 ボ中觀 
ホ间 化は カ ー ネ .ダ— ホ 和财蝴 

ま 値の 大晚 餐會じ 出席 十 口 午 

前 八 時 平 おを 加奈 太に 赴く 


巧留 同胞の 

代議 主歡迎 

晩餐 會 ぶび 講演 

本紙 旣 報の 如 < 華が じめ ける 

街 威 議員 會證じ 出席の 爲めホ ホ 

した 衆議院 讓員 一巧 十を 中剧長 

森 出 巧 巧、 高木 益 太 郎民閲 々媛 

中が 嘉壽巧 及び 喊洲 ょら おがの 

磯郎が も 等は 本日 出蒂 、他の 一 

わは ホ 俄み々 脑 ょり 准 麻 じ 向つ 

たがが 育 H 本人 會並じ R ネ化樂 

部に 於け る 一が の 歡迎會 け 時 H 

なき 爲め 十月 九り がを 0 て 漸く 

之に 當 つる MJ - こ；；^ り 岡 口 午後 六 

時 H 本 W 樂部ホ 醋晚餐 曾に みぎ 

ンづ ニア 7 協會 にがて H 本人 

なま 催の 述銜 會を閒 S ご。 つ 

て 居る。 が ほ 當地リ 本人を は j 

巧 お前 滞が 中の 使ぶ を 謀る 件に 


刷し 装 府円會 ごも 死を はする 所 

がみ ミ。 一一 

庭球 懇親 食 盛が 

U 本 庭が 化樂部 じゴは 先般 擧 

巧 中で ぁつじが 巧 人 庭球 乂 

巧 も無审 終結を 吿げ わので 去る 
二十 五日が 巧を 都 じがて 親陸晚 
餐禽を 催した が 出席 莖 一十 五名 
ぶ 刻 中 西り 庭 節 事の おが じみい 
でが 井が 固 氏は 今次の 遊 巧大會 
じ赏 盃を摇 化する じお^ね る 動 
機 ど 抱を を陳べ 最後 じ 盛 球 愛好 
者に 對 ずる ホ遵を 披髓！ 一地 ホ延 
之 助には が 育 邦人 庭球を 一の 膝 あ 
を 詳述ず る處 あら 逝 水善逛 をは 
得 息の 庭球 知 術 論じ％ 脯ぞ 化き 
十が 過ぎ 散會 しむ。 \ 一 

大平 甲子 太 I 巧 

啤年 十二 巧 初句郷 ぉ^ 駕縣愛 
み！^ か 村じ歸 つじ 大^ 甲子 太 
郞巧な 去る 六月 一二 十日^ 化て が 
てが ま L た 旨が 紐舊 知^ 元に 入 
信が々 つた。 叫 氏は- 前まで 
武巧 r がて 旅館 自 もを，^ 趙營し 
た 人で 巧 治-一十 ホ 年 渡米を 多年 
武ボに^^^化したが明治一冗^六月 
出を、？ 蒸は 妻女 人 V よ 女 

でぁる〇- 


變お した。' 

•山 本 飽治巧 送憐お 巧が 靑出 
張 所長、 今闽巿 巧ゥ五 スト エン 
ド 巧 八 六お番 じ移轉 したが 電話 
は ァヵデ ミィ ニ 五 あ 五番。 
•エム 、山水 巧に 答 ふ グレン 
ヘッドよ b の 御照禽 に對 しで 御 
答へ します が、 黑课 武宫ご ある 
は夕み 陸軍々 將黒巧 準 氏：：* る •へ 
きも 乍 遺憾 ホ だ おがしよ せん。 


貸間 


移 轉廣吿 

化 度 左記の 處に移 轉化も 候 
間 乍 略儀 新 紙を W て 御 通知 
中 上 候 化 

が脊 ホゥ S スト 王 ンド街 
八が ホ 十五を 
(阻が 0 二 了 目角) 

電話 ァヵ デミ 11 r ち 五 お 

山 本 健 治 
養丟 st 置 Uve , U . C ' 
( com ミ W を 1 Q 2 nd ち 
ヴ I ち！！ 呈 e i & ca を 呈 苗 55 


元® の 消， 鼓 

滯歐 中夕日 本 樂を會 監督 节由 

か 之 進 巧よ 九 巧 初 かホ糾 i 善 

でぁつ たが^ おの 都合 上 ホ.^ 十 

月 十 U サウ ンプ トン 灌 巧^ 

アク キタ ニア/ 號じて ホが する 

常 地 飯 島 八ぶ'^ ホ-! < ホに ホ信い 

ぁつた 山。 

♦石 川‘： が 商 曾^ 轉 f 貴を 屬及時 
計 廚石川 语商會 'はぶ 務擴 張に 伴 

ひ從 ホの 處 ii ては^ 狹を 感ずる 

: J まらた る爲 / め今庐 西 四十 二 T 

目 ゎ 五十 I 番 A ーンゲ ー カ ー 、ビ 

八 デン ダ 第 化 一！ 號室に 移轉し 

ゎが 電話は ブラ； ィアン ト四 互よ 

凹あであるィ」。 一！^ 

♦も： か ドクト^ 說錢 ぉを 五 

巧 お 0 とを な ド y 卜 がは 今圓间 

建物 内よ oil 一號也 _ し移轉 、電部 

'レゲ フン ダビ 八 卜：と 二八 巧 診 

黎 時間は 午後 一岐 A b あ 時を ご 


移轉御 披露 

殘鞋の 候を 位 益々 御 健勝を 賀候 
陳者弊 巧 會嬉開 楽の ホリ じ增し 
隆昌 じ 赴き 候 段 偏 じ 諸 贊の御 厚 
情 じ 放る 事 ど 深 < 感謝を 巧 傾 就 
ては 化 前の 場所 じて は 狹隘を 威 
じ 申 候 間 本 U ょ b 西 四十 二 了 目 
む 五十 一番。 ンゲエ ！ カー ビ八 
ザング (四十 二 了 目 ご ブ。^ — ド 
ゥ で一 巧) 第 ホ ニお號 室に 移轉 
益々 顿强致 お 間 阿を 倍 舊の御 愚 
負じ預 6お< を 取らが や 紙上を 
化て 御 お楼を かがに 御座 候 
大正 十四 年 九鬥か 111 U 

お 川岸 商會 

新带話 ブライアント 暨蟲 


〇円〇巧〇 巧 正 I 巧 OSE 、 す ri す ミ 
置 r . H ミ se S 二- ac 夏 pt wymitefj number 

of ミ pilw さ 了〇 des ミ さ oai 養 tru 。 ニ ミ. 

^ WTre 20 -New Y ミ k Pia ミ Gonsmatcry 

\and Schooi of AffiHated Arts , 薑卓 est 

¢1 ゴ h St , 穿 去！ fork . F ミ。 art 一呂 iars add - 

ess 章 - A 呈一 一二ち p at ihe school . 

で i Circle 0872 


求人 バ 


紐大ぉ 身の 

中 村 代議 止 

永 化 閒鹽を 癌 論 

ホ询じ 於け る 巧 闽歲肖 會議じ 

出席すべき H 本 化な I わの 先發 

め 一人で ぁつたみ 證院藩 員 小が 

燕 薄 氏は 前 迎十幡 U 午前 ホが お 

: 會貴獄 巧、 菊 池 等 諸氏の 出迎 

をず わを じ H 本 化樂部 じげ お 幾 

タ ボテ^、 ベンの 議員 脚本 部 じ 

移 b 今 糊が 府 にお 發 したが 氏は 

が 年 紐わ大 ホを 卒 裳が 當 時を 樂 

が 治 氏 經營の H 米 週報 記を t - ら 

1-;もぁ6が荷じは淺から。緣 

故を おして おる。 には 化 訪の記 

巧 V 一乂澗 をみ しつ、 十五 年が の 

學 斗' 時化を！： 想して 蛾 倚-し 堪わ 

ざるら の、 如く 『大 がちの 變化 

は. 钓に顯 著。 る ものが ぁつて 谭 

ろ 一 燃を 噢 甘ざる を 得ない けれ 

共 徐ろに 嚴 二の 故 鄕じ歸 巧した 

随 かわる』 どけ： 幽して 太 ホげ 沿 

悼に 於け るが 留 同胞の 塔 憤 る 

を展 を激稱 しが、 け お年讲 りの 

お 化が 的-」 お抗 しい* がら 今り の 

地 ホを 占めたる 问胞の 持 I 化を 

弱 み ざ . b い ； を 巧 レ ど 附 一'-': L が 


は 第二 化の 時化を^ 觀し 先 憂 

後 樂の畑 一 想を 固 省 ふぶ じが b W 

述べ、 巧部邮 '方 レーが 一はる が留岡 

胞社 會の實 おが 而^^ 方 V - 異る 

所は 是を認 わる も、 ぶ ホ 的 所信を 

冀闷 じ ゼ む ； を縷涵を ざ る を得 

やく 斷じ じ。；^ 瞬 金 巧の 眞 化に 

腳 しては 自己^ 一所 る 孜ぶ本 

藝が キャステ^ グゲ て^ ^を禱 

る お 利 じが 據ホあ 主を、 靜か 

じ 風雲を 觀错 るを 牽當 ごす ど 

云 ひ 『政ぶ 會 1」 の A み 巧の 如き 徒 

らじ 政ぶ をの 满稱を 午. むる が 如 

き i は U い 黄で ある 亦 巧み 總 

规は颇 るを 牛な 化 治 で ホつ て 

麗 ザの 爲 めじ 故。 く， て 政界の 

ず まを を 酸す のを 悅げ U いから 

所謂ぶぃの策じをせ^^いて輕擧 

する ぶは；； 6 い。 巧 （寒 玫會 じし 

て 化ぶ 本黨 のま 張に 追 迸す るな 

らで 或は 兩 者の 巧 近を 觀 るなら 

い』 i てを 化 流水ん 愤 あなを 灰 

かした。 邮輒を 譲 問題に 棚 （て 

も必 乎し も 政ぶ 行 ど ホ 調を 一に 

せ やど 述べ じが、 离闽 溝- i ； 會 が 

に 脚して は：：： 本 化 おょ b お 氏 問 

趨 をげ 雖 ずる £ は。 からぅ ピ裙 

つた。 ‘. V 二 


チぶ ラ 1 ス 、アバ 

ント午 陵^ I 

/ イ ィム、 外 治、 拭 绳は课 山 無 

し、； 口 本人を 雇 ひたし 左へ 

L . I ご ご 谷ち est ち ih 資. 


求人 


ま 要# 違の セ！ 八ス 

マン 五 人 履 度し I 過 

册お 兜ょ b 六十 弗ボ ー ナス あ b 

英語 會 話の 素養を 嬰す。 左へ 

ミ 〇ョ 516, Stuar 二 己 Iding 

183-13 Jamaica Ave , Jamaica , L.L 

か 業廣吿 

要 格を 帶が 唯が 出張 じ 付 巧 

週 中が 裝。 

巧 戶お二 


興 語 


經驗 ある 米 國婦ん 切 

級 及び k 鞭 者に 叮嗦 

じ敎 授す觸 婦人には お 張 敎授す 

互 iss . Barrdt _ 38 ご udubonAve . 

ブ lephone B 呈 ngs ゴニ 

ホ も ル I ミ ング 

1呂7 3 rdAv 乃 穿 t . 空 £ 羣 hSts . 

ジ ーち hone lieg 呈 三 SS 
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化 & 地 好き 綺麗。 を 

一人 乂け 二人 じ適當 

ぶ ン V I 夕付ア パ 1ト メ ン ト〇 

G . Valen 妄 香 2 .D 

芭4苗¥養穿11暑1}0こ42夏{. 


貸 室 淸潔 彼 利の よき 煤 

所 一人 乃至 二人 向きの 藥あ b お 

話は プラザ ニ 六た 一 あ 

• SJokota , 235 w .111 fhst . 香 31 


一遇 五為乂 巧、 一 
人 又は 二-レ 適す、 
ボ廳へ 小々 タィム， ブエャ — 
へ 化 五々 お 話 ヵン’ ニード 呈ミ 
妄宝 ghSt , で ouklyti 一を 梅モ 

レスト タント 良 

く 質ら 込いだ レスト- r : 卜 夫婦 
者 亦は 獨身 巧の バァ 上 ァをホ 
わ 塔 合に 化ら ては 灌ク もょ し 
午後 化 時 後と 巧談。 

ジミ lie , 岩 1 W . M 3 rdst . 夕 
Tel . Audub ミちを 
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I 裁 方、 縫 方 婦人 小禱一 
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I ち 水、 を幡 H 午を 牌 
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電話 キヤ セ ド こ垒を 
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が 服、 絹物、 ゥ ー 類は イフ 

クブ— ニン グ 、プレス 议げ一 架 お 

へ、 化 立て直し 一切を 了 ホー 
致します。 裁縫は 如仍な 
义 も叮喀 じを くを しょ ず 
カタの 出 來をも あわます。 

あ ホ 裁縫 
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而か^^短 
時 円 じて 
敎較 すり 
就職口 幹 
旋す獨 立 
出 ホ L ホ 
大の 報酬 
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コン セツ シ ヨンは 

總て 一割 五み じ變更 
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但し 化 品に 綱ず 

る ものは 総べて 


• f * ,•1» 

和 厳 

輿 業物 寶化嚷 茶店 寫眞 崖. 

鑛餅煤 樞木崖 を 魚屋 

レスト ラント ソフトドリンク 

諸ゲ！ ム り 本 飯 煤 其 他 
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曰 本 綿 化 株式 會 化が 育 支 巧 
Japan 00 れ on Trading Co., 
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60 B な V が St., 

T •:, Bowllna Qrean 汾 W 

Silk 打 だが. 

巧 MadUon Av も, 

ToMMad. S«|. 8695 


11 米を 糸 轉を會 社 
系 巧 育ま 巧 
NlCH1<3Ei KIITO KABUSHIKi KAISHA 

(NICHI-BEI のけ〇 CO., LTD.) 

373 が K む enu も 
Tel. Mad. Sq, 7592.5 


神 戶鈴 木が 化 
紐 育 支店 

Suzuki '& Co., いん （ Kobe 》 
220 Broad Wily. 

Tel. Co け iandt 1 149-50 ぶ レ 52 ぷ 3 


H 本 连糸株 巧替社 
が 育 支 巧 

M 日 rimura ilrai & C も I Agents 
44 E. が rd St-, 

たし わ h land 5320 


原 合名會 fl 
紐 诗を巧 
打 ara & Co., 
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江廚袜 式會社 紐脊 支店 
Gosho Corporation, 
Silk importers, 

334 Pourth Ave. 
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G ひ sho C ひ.， Inc., 

Co け on Kxpo け ere 

が B0SV が SL, 
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osm mHi 
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Osaka M お nichi, 
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Tel. Beckman 4269 
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對 を會議 '受 

か 鉛の.- 一人 危險 

支 抓 t 中 也 ごぶら 鹏稅お 成は 

愈クホ么リ六：：：ょ^、 治^:^5槪 

澈婚咎破'レづ二片凹口ょら、 い 

T いも 化み にわて 化腊 される- 

VJ i C ：* り、 ヮシントン 巧 蘇 S ' 協 
を 細 溢 蚁 で d を 八夕强 'み 論 
自ホ 的じ參 加を 協 ホした 他い 四 

倘轉 一ぶ も參 則し、 純が じ么轉 
隙 巧 诚を銷 I 船 する-】 とか 雜 をし 

た。 义那 しが 殊护 'が權 を 抱く" 

シァ^を 加を 列强 が絕 しつ >、 

ある。 わい 满ブ逍 城 ごする ごこ 

ろ.^ ゎるが、 旣 にが 外な 硝の搬 

獲を 貨 むしつ i わる ロシアごし 

て も. 恐らく @ 蘇の かぶに 與し 

て服祀 4 るの な， 志 U ゎる-ど； 

っ C ずるっ 

今 W もた 那 じ 脚ず る 二 乂舒證 

が、 今 化 丈 抓 S 蝴あ的 生かを 化 

化 だ—. レる か‘ 巧ら ホん け 化が 

どして M 强み 基な にか 巧'‘、 れる 

化 巧 & が 曾 ある こどけ か 論で 

ゎる^な ク ホ化轉 氏が 巧を 乂 

にして 义 服の 化活を 叫び、 學年 

迎 体、 勞做刚 ホ 其 化に 化る 越 K 

速 動 ど；；^ ツ た' > どけ、 を 外 化權' 

及け 不ホ 寄； る 韵外化 約に 就て 

同じ 做驗 をが 寸る U 本喊 にが、 

特に：！ 情^を を披體 ずる 所 W で 

あら；：？けいば^:*ら«。 今则ん齒 

- 氏述蝴 が、 上 お 勸鮮化 他を 地の 

お 劇 S がご。 つて 现け た-どを 

の ものは-た 那じ柯 情を ホす る 

威を W を も逛城 どず る どころ で 

ホ が、 然 かも 過渡期に ながし 

じ 偶 後の 出 ホ 巧 ごして、 これを 

逝去に 葬る こどは 山む を 得リい 

.自然の 勢で あつて、 列 强が到 支 

哲 ぶに 贊 同した 化 本 も、 ホ おに 

あらなければ G ら ね。 

巧る じ 一方 支那の K 論に 巧て 

一觀 おする じ、 斯る戒 をに A ら勝 

|も。急進的；：^谣論が巧はれ、 巧 

- もずれ だぶ 册 列 强の裝 ひつ i 

1 ある M 巧を 械視締 蘇し， 巧ち ま 

i 邪の 死活を^ も^じ 關嘟 した 

^い等の待廉を稍もずれば破废す 

1 るが かき 言動に 反び つ、 あつ わ 

; こピ は、 等し < ま 服 じ 岡 情す る 

人々 の 巧し どせ ざる 思むべき 現 

- 象で あつじ。 愚 お 巧手した る 情 

- 報じ 化む ば 王化 廷 氏の かきが 記 

烦人 であら、 急進的な これ 等の 

一 與論を 化 ホす る 人々 が、 會滋朔 

巧 迫に 述れ てを の 論調を 漸次 緩 

かしつ i ある こどは、 これ 亦 等 

し； 支那に 村 情す る 人々 の 也ょ 

b 徳 かどす る ごころ じして、 關 

稅 のが 收じ伴 ふ自尘 挪稅權 ど、 

I 治 外法 愧の 撒廢 は、 最巧励 かす 

一 W ら ざる もので あ b 、 當が ホる 

ものである どす る U らば、 この 

際 堅 巧。 る 方 ホに 化て 固に のな 

志を ながす る 

一當 である。 

おら じ 織つ て列强 のな おを を 


じ' をの 掛女 政策に 就- 那邊 
まで 共同一致して ゐ るか。 をの 
一致して む もなか 化して を那の 
福 触を 目的'' - す るら ので'^ るか 
ながぃ 疑問で ぁつて、 角 雑の 捂 
.いけ わて、 を' いが 進む L 伴つ て 
示さ^^る化かん言巧じこれを徴 
する の 外は。 い。 别强 が梅揣 
に 女、 那苟 めみ 巧を ごる こ'- •も、 
化 S 則强 •か-/ 那の人 氣じ技 やる 


じめ 突が. t * 言動に ぶぶ-一 どは、 
いづれ もぉ说 をみ がに 濟く道 お 
でんる。 巧强 けち 恥に が 質なる 
化が のがが して ゐ。 い--' どは、 
これ 等の 二大 問題に おする 一大 
危険で ある ご 指摘して ななが、 
ホるべき 貧谦 にがて 列强 が、 自 
己の 巧 益の 爲 めじ 貪 諸を 利用す 
る； も、 化 ハ じ一乂 危險 ごして 堅 
いみ 也を 嬰 するど 信 や' ぶ.。 


會議期 迫り 

支 巧の 態度 緩和 イ 

關稅 自主を 原則 ご •して 

漸進的な 方 化に 賛成ら 

化を 一り お U ま 邪の 細 稅お講 I おおを 治のに お嚮 ずる 点 
も 十 巧 か 六日の 開舒 典. かあつて！ 一で ある どい ふの て わる 


ホる どみ に從ホ 急進的な K 論を 
がりつ. {あつた-派の 態 巧 も 

漱次 軟化 しつ，、 ある も 

の 1如< 特に 齡稅 .内 幾の 史邮化 
衣 でんら をつ 急進的 r ょ K 論を 搞' 

動して 親 人 化の が 評， 5 .巧 L つ I 

あつた 非ぶ 廷 氏の 態 巧 絞 かは こ 

、如路 鼓 も' 化自を おいて ゐる 。即 

も 氏は 腳稅自 まは が 则牌题 ごし 

てこの 埋 化し 谨 する 經 化の' 一端 

して 條 がに 化る 獲な 稅 5 腹た 

化 ホの 輸入 目 山げ をを めて 最 .お 

率 一二 削. 五 か、 翩稅半 巧 一が おか 

に 着 キィべき t ある ごの 盧 見を 

化豁 しつ i ゐる •か、 で 氏の 態度 

は挪も 化な 化が の耍ボ すべき 結 

お-目的 をな 味ず る ものと 解释 i 

されて むる およりして 最も おお j 



千儿パ 方が 0 

元利な 則 六、 ニニ 0,000 
化、 00 0、 08 
支 柳が 子 .剌七 か五贿 
S 剌 おか 

邮 して 術网侧 .か最 巧に 提出し 
たか 濟萊 じ.' て獨 逸ょ A の 化の 
お 挪を化 化 ごした におし 义 
國侧 のを：： 罔は お 見み 裂し、 遂に 
これ •か 衍講 を般の なを 牛' やろ 
迫れ.- なつた 横は'^ ある。 

バリー ーり を U 乂佛な 债衍雑 
のみ 製に 就ての が 道は 今夕 速し 
バリー の官- 山け 巧な 外の 威に 打 
たれて むる が】 部に け ザ < も ホ 
國 まの 固執に 就て が义 熱を 高め 
つ； ある ご 化に 假解 かまは 米 瞬 
が フラン， S ま挪腊 もを 巧國ご 
同 巧に 昭 不叫 能で わる 事 
實 をみ 認 しじる じ 等しく これを 


要の 火 差を なて 一规 され、 遇が 
四膀 、巧 働が 閒 四十 脚 時間 おも 
を ホされ 最 巧-— 勞幽黨 は 『飽だ 
ら 穏健。 る 辨巧议 おじ 依る 现巧 
制 巧の 嬌 お』 に 巧 カォる； を ホ 
ぶした- 

- H . W ん 政府が 

軍隊 y 動員 

對英 闡戰斷 お備か 

U ン ドン 1 ；：； 發 U コン スタ 

チノー ブ 4, ょら 速した 報道 じ 化 
れげ - H リも ァン' ゴラ 政 おは ホ ニ 
族ょ お 歳に- H . る壯 T の總動 
肖を わん ど 共 じ 第一 议 第二 揀腿 
兵の 健康 診擲を 開始し 微氣 漲ら 
居る 心の.、 如く おし 闡隙 聯盟の 
調が 並びに 解ず 闕陪 法廷が モ 1 
— 术油山 じ おず る あ 5 要 水 
を化始 したお 合 武力に 訴 へても 
なて カ イヨ） 藏 かの 勝 巧で ある. I 日 的を 貨 徹する の 底を をが し W 
ど 見 化ず もの-; り。 今 曲の おが 一，； ち- 一 c 、 y 闷巧 封、 窗もミ 凹 


化に て 巧 乂だ挪 U 年額 約 四倍フ 
ランを 他に 融 姐！' 稱るミ どなり 
これ も々 ィ 3 1 氏の 化 巧 ど 認め 
てんる が、 同が じ 内政に 對 する 
氏の なお も- -れ でを を rt ある ご 


旣 -1 ホ 圧 ハ 四侧師 脚、 騎を 一二 脚 
旅閣 .はが お 上 重を：：* る 方面；；： の 
動 し ス ；、 ル ナ 设 び ダ — ダ ネ is , 。 

海峡に 水雷を が設 し， つ-" あり.」 
の靖 報い 速 しれ。 おかし 奖闕 か 
府 はこれ となて 舉に對 奥 成 脅の 


外 随員 r わは 十ち 十 一が お 發の 
常で ある。 义间 を盛乂 脚を 椎ク 
卜日 —ン には 昨 H 粮 傑が 着、 本 
日常. 挽か かご 能 題り： 他-」 就て 拂 
祁打 をせ ずる 所が あつた。 

佛國 商人が 抗議 

マ术 セィ ユ- 口發 U 當 地の 郷 
闽巧裝 曾 謠巧常 掃は 本：：： 外化ブ 
リアン 氏ぶ び 米网战 率に おし 义 
國大藏 省を 化 おする 官 おが 腳稅 
調査に 必裝 なる フランえ の 製造 
經費 調査に 當 6 て 頗る 威を 的 U 
る 手段 じ 及びつ！ ある 幾を の 事 
實を 指摘し 國際 商法に ごちて ま 
械越權 の 沙汰で ある ごい ふ 非難 
をが てしたが おら じ^ リ ー のが 
聞には 同化ょ 6 米 國の寶 巧が 人 
組を に掛し 旅を の 買 上げた 寶玉 
類を を吿 しつ J ある 者を 發 見し 
た 者に あ 巧 巧の 魅 賞を お ふ どい 
ふ 腐 吿が揭 載され たので 問題と 
なつて ゐる〇 


視 される 巧け であるが、 巧の 息 一乂：^ 力で あつ 口 


見に 從 へば 細 巧 白まは 

が 政 問題 どい ふょ I 

寧ろ 歧治的 t 重乂 であつ て、 今 

凹の 會證に wb 假 らじ關 稱增收 

を 見る じ 至る ビも筵 金 稅の廢 止 

じ對 する を 省への 辯 償、 み 外 借 


王： 止廷 氏に 化へ じ 别强の 
權撒赎 はを の 前 描と して 
上海’ 巧 お & び 天が 等に 

狸を 鼓 おしを 地の 外人は をが 希 1 
壁じ鹏 じこれ 等 独が 所 じて i が 問 
- をくべく、 これ 等な 外の 一一 

地方 截判 所-してら 審問 

でを け 得る ものごし、 支撕 ぶを 

: 巧な 瞄 制度を 確な 一した る^ 撒 

る i fc ん VJ 認めむ る. 

般の K 論 巧 導 あ も ' r 


I ‘1^ 5 & 

I 夕、 

の P し 

が ！# U 


な 姑 じみ 嗚し 漸進的 な 

み 怠を 表明し つ； ある 

な 巧に 値 可べ く、 化 京 政府は 嘗 

下. V - 邮督 軍' し 飛 撒して 地々 裁. 刊 

巧；! 確立、 監獄 制 巧の 麓 正を ず I 

'列强 調査を 員の 希 留じ副 ふ 

巧乂 し、 一時 支が K 論の 一一 


生ぶ 威 も；- れ亦 興： 細 

の 鎭がじ 伴 ひて 下火 ごたら 何 摩 

不穏！* る 化 おと 見， •じ 至ら や。 一 

巧^ 峡府 を標镑 する 軍 隅 派が- 1 

の 際 一 坐 巧 政府の 信用を 失墜せ し 

めて 瑜 夫の 利を 獲ん どす るた も 


款 整理 餐等じ 止り をのが 的 ぉ變强 い音內 乱を 挑を する のが 跡 ぁ' 

は 支那 じと b ては 實質 の；；：.. も 5 1 る も 巧 化 府の化 おはを 地に 源 

ではなく 寧ろ 將 ホみ 脚视自 まは I 遣され ぐ これを 調訂 中で ぁる。 

米佛 負債 交^ 决裂 

佛國 代表は 假银み 案で 引锡ぐ 



見ら いてむ る _ 


遭 離の 潜水艦 

救助は 絶望 

乘糾 3 日け を，‘ 殆難 

ワン ン トン)：：： 發 u 日ツク 

島の 沖を にて 激船シ チー •ォゲ 

ロ ー マ 号 ご 衝突して 沈沒 した 乂 

國 海軍の 潜水艦 エス 立 十一 號の 

引 揚が 菜に 從事 しつ i わる カム 

ゲン 號 よりのを 報し W れ ぶ引踢 

が 業な お 上の 風波 荒く 到を 絶暨 

にして 鎖を かバ てこむ を 引揚け 


巧爲 である ど 認めつ 
である 0 - 


ある 模な 


新が 障會議 '、一 

獨 逸の 苦悶 

ホ 色 日 シァから 耀！吿 
ベルリン) H お； = ホる 五日 
b 棚 おする 職を 風の 曰 力 ノ會 

議じ 出席ず べき 獨 逸外 化 7 トン 
ゼ八 マン 博 ± j けは 巧 日を な-,」 

當 化を 出發 すべ ぐ 閣讓 じて かぶ 

したる が 巧 ホ かが 睹貪議 じ 化， 让 

ち獨 逸が 歐 卵大 戰惹 をの 黃巧 •间 

んご しじる も 潮流の たも 潜水艦 I 題を 出し 獨逸じ 阿等責 巧な し 

一の 位駐 J 壊々 變 化を ホす ので 滿斷じ レ； じ 就て 列强は いづれ も 

t じ 進が ゼ 中。 特に 潜水夫よ ら抗廉 的に 回答し 會誕じ 化ける 脚 

の賴吿 化れば 磯關 室は 乂 {八を 逸 2 位曜は 一層 困難の 巧を 增 

ム^ じて 短る 狀態 よち 巧て 乘紐員 ご煉想 うれて & るが 病 氣靜養 S 


海軍 長官 i 辭職 

ソ シン トン ー日 發： = 海軍 長官 
ゥ キ八バ I 氏が 曇に 慶 をした 大 
飛行船 シ ナント ァー號 船' 技の 抗 
簾を 無視して 突風 お 域で ある 才 
ョ 1 卵の 共 進 會じ對 する 海軍 
宣博飛 巧を 巧は L め 遂に この 椿 

拳を 惹起した 眞 州が 剛白 と なら 
部 與論は 氏の 辭 蛾を 强 要しつ 
つ あるら 巧は 大統領ょ b ホ 鬻さ 
れ ない 限 b 辭贼 せず ど 製 明した 

陸軍 長官 辭職說 

ソ シン トン' j H 裳；：： = 陸軍 長官 

ゥ^ — クス 氏が 健康 勝 わ ゃ辭任 

の 意 ある 2 は屢 々本人が をを し 

つ i あるじ も拘 はら やを きお ホ 

じは 事實 どな b て 現るべく 與み 

官デゲ キット •デ ー グ キス 氏が 

捏官を 襲な する は確實 じして 最 

近 氏が 海軍 長官 0 反對 した 航空 

調査に 替化 しこれを 實現 るに 

まつた i は 氏の 就な 說を 益々 堅 

して ゐ る。 


ヮシントン ー日 發 u 過去 十 n 

じ 直つ て 進 巧 中で あつた 乂挪ん 

戦 巧を 償を 渉は 両 ちの ホ 張に 餘 

らの 懸隔を 生じつ I あるいで 乂 

闕侧 では 大統 が ク ー リッ •チ 氏 ど 

協 諮の お 架 最後のを 協 巧 どして 

巧 ふ 五ヶ 年に が b 從ホ S 巧す 支 

挪 のな ホを 兼ねて 四千 万 巧 宛を 

決濟 ずるを ごなら 视國 化で は熙 

缩の 上に てこれ を 巧を ずべ/‘ 巧 

答を 化 巧し 乂國侧 は議會 S 批化 

をホわるるど；；^つたが、 米佛兩 

國の 差違を 比較す るに 左の かき 

ものが ある。 (右は フランス、 

左は 义闕。 舉位モ 弗】 

を 償 元を 四 >1100,000 

四、 0 二 お、 000 

支 挪則限 六十 八 年 


ホ 十二 年 

準備 支 沸 \ お 年 じ 四千 巧 巧、 と 


裹都夕 

豪 齋襲來 

まを 特電 iu 發 H 關東地 ホに」 

五十 年 W 來の 大篆 雨ん ら京濱 

地力の 被 寒巧大 じて 崖の 崩れ 

を 屈の 流失、 倒壊す る も のを 

所」 お b 姐 一!；! 中の 慘死 巧橫濱 

じて 二十を、 A 斬巧贺 じ'’ 六を 

来を にて S をを 出した。 


决 泌年额 



年 じ ぶら 六 千-刀 巧。 

最初 か \ 十一 一年 じ 直 b 

四で 巧^! な 五 千 力 

:;‘ •億ガ 巧。 

一億 五 


五十 年 y 苗' 


生死ら 絕拱と 見られて ゐ るが 

軍 省に て：； 5 飽 サム」 も 引 揚作棠 の 

:續を 命じ 近く 海軍 調を 會を關 

て 衝突の 寅 化を 審問す る； ど 

。すだ。 

働黨議 をで 

龜激 派慘敗 

化が 能 筒蚁治 標榜 

リ ァ ブ ー ^ I U 發：=お國勞 

働 黨^會 は 最近 勞働黨 内の 共產 

派を ちが 勢力を 帅 おしつ： ぁり 

し 爲め夕 の 向背は おがの お 威 政 

巧じ斟 する 勞慟黨 の位蹈 に動搖 

を ホす 名の どして 興がな く觀を 

ク れつ L あつたが、 ハを 黨 派の 

势力 はま 巧 じ 弱く を 一一 1 インター 

ナン ヨナ！ レの 參 化は 二け 八十 

の 巧 四千 喪 じ おする 二十 巧 六す 


名義で 入 濁した 游農 n シア 外佛 

チ、 王 V ン氏も 濁 逸が 無條化 

闕礙聯 體じ參 加 f る i'A ラバ 

條 約に 違なず る ど 譬吿し 滋獨耕 

通商 條約じ 暗影を おげ をつ 國け 

じても 闕は黨 はか 化じ强 硬なる 

條 かを ま 張し つ i ある 蝴巧 もめ 

るので 巧會 議に凿 ずる 獨 逸の 化 

I なは 倾 めて 悲觀 されて 在る。 


利子 引下，/ 一が 界 

ま京特電二 0發：=典雜銀けの 

利子 引下げは 巧が W 巧には 殷潭 

する 所 僅々 にて 义化 < 裳 集され 

ん とす & 東京が 債の 化 件 等 L 

何等の 瞄 係を 及ぼさ ごる べ- 

日 益全權 が 潑期 

東京 特電 二 H 戲 U 腳巧會 絡に 

出席ず る y 益を 權 、佐 か 利 局長 


濛洲 の 义畫排 ザ 

メ八 ボ八ン ー日 發=從 ホ療洲 

の 活動 寫眞界 は 米 國の映 蕾で も 

めら れてゐ たが ゲ キク トリ ァ議 

會で はこれ 等の 义講 を排 巧す も 

意悚で 今後 活動 寫眞輿 巧者は 必 

らホ巧 威 製の 映 蠢千趴 を 映寫せ 

ざる 可らず ご 5 颖 法令を 發 布ず 

るに 奉つ た。 

ゥ 州の 上院 選擧 

ヮシントン ー りを； = 故 U バ 
卜 •ラフ ォ i ット 氏の 釉缺 選擧 

の結柴 氏の み 息が 大夕數 を W て 

ゥキ X n ンシ '州の 上院 講 員と 

なつた がおか、 - k ま、 社禽 ，獨 

立を 窝惕 補に お （巧は 十一 巧 二 一 

千 一二な 八十 化 票のを 數を 占め 第 

二す もを/、 ゥ 州の 知事 候 W 戰じ 

巧つ て出づ ベく 共が 黨聯 部は ラ 

フォレット にを is が K 逆 斑 扱 ひ 

ごすち 菩 である。 

な罷 H 團 設立ず 

ロンドン 1 H 錄 戶 1 デン ジ 

子虜後 ジ玉ブ n t 提哲 等の 主唱 

じ 成る 『英 國じ總 同盟 罷エが 突 

發 しじる 墙合 生活 必霜 おのみ 配 

を完 ふすべき 義舆刚 体』 の 組織 

は內 務お當 おどの 誌 解を 巧し 巧 

く設昭 する i どなつ た。 


新 議員 ごが 究會. 

ま 京 特電 一日を U ぞ额 納稅潍 
員の 硏化會 入 貪を は 五 あ 丈け じ 
ル ま h 硏兜會 で' け么じ 割し 不満 
の 館 巧を 持して むる ので 對 政府 
願 係 5 s 化：！： さむて & る。 

お ホ 大使 出發期 

東京 特電 一 H 發 u ® 駐英 大使 
じ 親 巧され た 化か 處四郎 巧は 十 

巧 十四 U ので ム プレス • ォゲ •で 

ンア號 じて 赴 ほのまで ある。 

免 稅お改 ぶ實施 

東京 特電 一り 錢 U 輸お '原 巧 品 
輸入 稅拂戾 し 及びを 稅お 追加な 
正は 本日ょ ら實 施された。 

正副議長 等 新任 

東京 特電 一日 媛 == 穗楷陳 を お 
は 故 潰が 中爵の おを 襲 ムて樞 あ 
院雜 長に、 前文が 岡 野 敬み 郞氏 
は穗腾 おの 後を をけ て 樞密院 副 
議長に 孰れ も 就 巧を ホ諾 した。 

郵萊 合同 談進涉 

まま 特電 一 H 發 U か 上 準 之 助 
氏 及び 鄕誠么 助 男の 綺旋 どを 達 
遞化の熱必^^るが巧らで郵船と 
東洋 激 船のを 同 成らん ご 强られ 
てなる 0 

お產黨 員を 檢束 

東京 特電 一日 發； =化ぞ がを 撲 
滅 意傳雙 VJ して 一一 一十 巧 圓 を日シ 
ァ ょら 送峭さ れた；磬覺し共を 
黨 員ぶ 十四を 横柬 され お調べを 
受けた。 

第一 回 米が 豫想 

ま 京 特電】 ^搂= 農が 省の 第 

闽 乂收豫 想は お 千ん 巧 巧 石 巧 
外にて 昨 律 よら 八十よ ガボの お 
收 であるが ホ 年に 比 {いば 不良 
の 見込で ある。 


人 利 化の 創 策で ホろ とい ふが、 
轉か である ごい ふ W 外 じは 巧距 
帯は で 八 風趣は 無い。 むしろな 
は 利 化を、 巧 化ド耿 のち まあ ど 
してょ 6 もた かぼくら の 讚 お 者 
どして 一廢夕 く 記憶す る。 化 S 
かじ こん. t * のが ある C 
たかばく b 

島 巧の 巧を 嗚ら わたる。 
.ホる 年の 巧の 一巧を なは 友に 
連れら いてな 巧 じ 過した i がわ 
る。 をのが 巧め て、 が 休の 巧に 
ある 「嗚 6 わたる」 どい ふ 巧 抑。 
形を のな ホを.— 解ず る i が お ホ 

ブし〇 

島 おで も わけて 故 ホを 守る と 
言 はれて ゐもあ 崖 ごかい ふあ昆 
家の 構へ、 嘘 敷 廊下な での 化ら 
なし、 すべてが ひどく ホ さびた 
ぶれ だけ 义言ひ 知れ 《 落 もつ き 
の ある 家で あつた。 電燈 のかは 
らに獨 裏を なて 列べ たどん ょら 
ど 暗い 部屋で、 ひどし き > 販ゃ 
か^::*酒の座がすむく、 巧ホが太 
ホさん の獅乂 ちを 披露す る。 廊 

下に 足音が してを がに 化 丹の 繪 

の澳が 左を じ關 '.、 —— 入つ て ホ 

たのは 然し 太夫では 無くて 古風 

U を 持、 摩简 、鏡 裏 どいつた 式 

の 物を 捧， ，'じ 異げな 巧 列で ある 
こんな お々 が 一通 b 座敷の 中 
持 も 込まれる ど、 二人の 巧 をら 
しい 巧が 敷 ぉの 巧に 手を ついて 
又 太夫さん の 御 入 もど 披繁 する 
ぶの 時 ふ'-- 再を 巧つ 不が證 な 
音に 氣 がつ い. た。 遙 かな おでが 
を W くやぅな 音で ある。 巧 もな 
く、 かた b ころら ど、 廊 ドを 傳 
つてが の 音は だんぐ 近づいて 
ホる —— やつ ど おは 思 ひ おつた 
下駄の 音で ある。 たか ぼく 6 の 
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音で あ- 


◊ 


日本 y 戀ふ口 

下駄 じを する 追憶 

閑 文な 
◊ 

たか ぼくらは 中 化が の 閑雅な 
U 常 生活の 面影を 今 自じ傳 へる 
數 少ない 遺物の 一つで ある。 こ 
の 下耿は 然し だん 】 般の需 
要から 遠ざかつ て ゆく。 十 年 も 
經 つたら を 街路から をを 巧し 
てし まふ だら ぅ。 V をれ 程 じ實用 
ごい ふな ホから すれは 緣 の 遠い 
な 物で ゎる。。 を 式を がが する 
J の 最もを い 遊 おの 崔 、中に も 
大化戶 の 面影を 殘 すを' 原、 をれ 
ょを もつ VJ 古風な 京の 烏阳： なで 
では 今でも ぁの 優雅ぃ* で 歇 のを 
を 見る' とがを い。 軒 あみに 巧る 
しじ 巧 燈じ ながは いつて、 の V 」 
かな S ホの 昔が 辻から 辻へ 流れ 
をめ る 頃、 これ も江戶 のをの 殘 
る鐵 棒引きの 腺 やか じ 音に 混つ 
て々 ラコ 。ど 巧し い あの 足耿の 
ぶ 日を 聞く と柯 どなく 大昔に 歸つ 
たやぅ U おがす る。 A 影の 絶 \ 
た 廓の 朝の 述ら を、 淨瑞巧 本を 

麻 じ 抱いて 振袖 じかた ぼ <6 ど 

いふを^ 帥应の 許へ 通 ふ あた も 

の 可愛らし さ、 これ も おれが た 

い 思 出の 一つで わる。 

◊ 

巧 化 下耿ピ いふの が ある。 俳 
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化 叩邮抽 
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K g w 扎 

13 A 加 
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p 巧 
巧 


ん 


黨 居で 見る 通らの 菜々 しい 裘 
をした 太夫が 現れて、 二 一つ- 納の 
盃で 冷い 酒を 酌みを はして むる 
巧に、 おは 敷居の 向 ふじ 脫 ぎす 
て i をる 太夫の 下耿に 脈を やつ 
た。 いかにも 古風。 姿を したた 
かほくら である。 錦 欄ら しい 太 
い 鼻緒、 をれ' しひでく 厚 かの あ 
る 表が ついて、 漆 ねらの 臺 じは 
巧 かを S 踏擒 がして あつた。 あ 
どで 太夫 じ閒 いたら 加な 巧に 出 
る 御所車の 給 だ ど 言つ ね。 

畔の 內ご外 

♦化の バリ. I じ滯が 小の 前大 
統領 ゥキ^ ソン 夫人。 往年 婚約 
說が あつた 唯府の ラフ ブン 趟師 
ご间 伴で 散策して、 巧び 婚約 說 
が 傅つ てゐ る。 バリ—- し 化應し 

い 0 1 マンス 0 

♦が 軍 飛 巧 船の 壓 を。 布® 橫 
斷 飛が 機の 墜落、 あら じ 潜水 爐 
慘事 でが 相の 辭職說 も 傅つ てむ 
るが、 大統領が 首を切ら い 限 
b 辭 職し-:^ ょい どが 張る。 秋の 巧 
は 長い。 

♦親 潑の靈 前で を 僧が 糊 腹を 
企てた。 大谷 ホが 師の不 お 未に 
憤慨し 版 書で 諫めた 上での 話で 
ある。 化 も 化ぅ； ck れば ホ。 

♦と 十 ご歲で 十六 歲 のがと 結 
媪 し、 を 米 ホ ネムー ンの 自動車 
ど 為生 旅 巧を 始める ためじ わざ 
わざ シカゴの 自動が 舉校 じ乂學 
し、 类術學 校に 入る ごい ふんが 
ある。 をの 巧 力 驚くべし。 
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架 ホを か ' 

i 曾と 化 棠談ま 寄 
I 員 进縫岡 部內お 
■ ぶけ おお 誠が 滞 

る 化 課 謂 曲 巧ち 


! he Japanese し tmstian Inst., inc. 

が-が 0 K. 57th St,. New York 
Phone; Plaza 6752 

食 お替 お 大本 矿 矿お 


S^Tsum 偽が /? W 

2518 B の adw が， N. Y Ci け Cor9 わ h み 


纖パ議 臟郎, 

45-47 E. 20 比 St. 

TeL む iedsnia 9755 


KERR & MAYOR 

1023 Third Ave. 

お t . が & がが s. Telephone Regent 巧 68 

争 蘇 入 本 y 

門專 靴型 小 


を 小き 高. 垣 ルき 廣 .巧 小き 巧 



Midori Maisumoto 
おむ sf Ave. City 
Tei. WasWn が (m お i が fs[1437 


T. KASAI 

Marchant 

Tailor 

が 

UMK B 山 LB 鹏 
Room 304 
NEVMIM 


Phone 
Bryant おけ 


Y. げ〇 

133 Eest 53rd Si. 
Cm. Lexington む e., 


が PPOfH 亂邮瞧 GO. 

3 郎 W. 58 托 な . 

Tel. む lumbus 4173 



i Chic 孩客 oTaiiori 巧咨 し q. 

Order Department 
I ち 4 W. 12 か h St. 

I Tei. Hariem 7145 

I 

I 1,. I 

I 一 * ダ* 一 戈 . ー ツド ■ — 夕 
\ 郞次峰 口 坂 . 


I Nippon Drv Goods Co, 
I 1261 む 的 dway, 即 y, Car. 31si Si. 
{ お ! epbne お nn. 5350 

Room 5951 


I 麵お目 f 發， lne< 

(Formerly iteub が hi る CO 
1?£3si17Hi な K.Y. 
Tei. 如げ esa お 卽 5 目 


Koike Studio 

43? 引 h む も 
Cor. 巧 化 お . 

Tel. Caledonia 6394 


Dr. T •じ Takarni 

176 Cutnli が お na St. Brooklyn 
Tei， Cumberland 2311 


E.E.Yosh も M.D. 

345 W. 71s パ f. 

Tei. Endicafi 3530-6729 


Dr. G •比 Martin 

DENTIST 
743 Lexingt 帥む も C が . 巧 化な . 
Phone Regent 245? 


DR. H •ん GARDNER 

OENTISt 

19E,61si St. 4 が. お 
‘ Te!. Regent 718B 


K。 Iwamoto, M. D. 

114 W. 70th St. 

TeS. む & ぉぉが 03 が 


KANZOOGURI M l) 

214 Hi が Si， Brooklyn 
Tei. む ml) が iami 10 が 


YUK.IO NLSHiMUR A， M. G. 

20Q Wesi S6ih Sireel 
Te し Riverside 0863 



UP TO BUTE STYLE 

C! 巧ち tom 

T&ilor 


67 稱 .4 お h な も Y. 
Te!. Bryan! 7G7S 


辦 が . お an&iie Fisli が 

1264 山な. Ave. Cor. 85 比 St. 


授敎語 英人婦 



PHBfS & PERRY 

3 Maiden Lane N.Y， 

I： 細 が? 

__顯 お 變區意 薪 梟 


んし CEASA も M.D. 

娜 E が f が 化 Street 
Sel. む rk を L な ingtoii むが 

Tel. Lenox 8873 

壽喉觸 鼻 巧 I 

間 時を 診 
午 正 ま 時 十 前午自 
惦八至 時み 後午自 



巧 窜節調 鏡 眼に ホ眼檢 

F. L FREDERICS CO. 

敷 辛 斗 眼 學乂巧 比倫を 
136 E. 58th St. 224 E. 14 化 St. 

り 44 3rd he., bei. 66lh-67th Sts, 


KOSHIBA 

STUDIO 

舘眞 寫柴小 

S 61 削 h Ave., 

Te し Plaza 32 け 

む anch 加 dio 
Westminster Street, 
Prnviri(>nn(> R. !. 


A 巧 


か 


雜 辦蒼縱 


C 日 お 上） 


日 ご-巧 十 ホ 四十 i 亡乂 じ） 


マ 白艰 り 一 
坐 書 巧 兜 正午 j 
共勵 負々 セ 巧 半 I 
馈巧說 おがが j 
▽木隨 H I 
贿瞧會 夕八時 I 
▽よがり 
藻が 巧 义はあ 
話舒 夕 八 毎 


が 論 m ^ お 月 十日が 巧 
冀 一部 十 仙 
A 14 で st i St . 三. 呈 y 


，.が 具を 巧 おお 船 巧用莲 

I 遠 藤 小 乃商會 

一- 29 Broaii ミ y N J . 百な 
4.:- . Tel . 重 tehall 1 妄ム 


視關 事務 取扱 

运 ILLI ミ L . 曼 ミ & 备 .， 

《00 ヨ 1262 ご ミ 是をさ 夏. 

Phone ; すを 忌 Gri W 二 6 IW 13 一 


d 4 - 
■ ' a J 

器’ 邮娜 

u ミ 巧 £ 
书さ 側 

巧 曲ぶ •叫 
け ,1 


0 

F . 


J | 


お關 事務 

巧が を 地 並に 全 化 
巧の 徐巧 入々 法に 
齡 する 一切の お 茜 
間に 應 じ、 鐵道お 
船 貨物 速賃及 出帆 
を 稅顆手 攒書等 お 
呈 す、 重要 都 ホに 
巧理 巧を がし 誠 寅 
お 速 御用 命じ 應す 

お驗 取扱 


♦書戀 ♦お 誌 ♦新 蘭 
縱費 ぎを 開 
おお お前 九 時よ b 午后 五 時を 

紐 育 日本人 會 

西を 十と 了 目 二 五 0 を 
を 話 チマ クグ 八一义 〇! 九 一 


巧 留靑ザ 理想の 勘 ホ 

是< 靑年會 

巧 空. 臺 St . ヴ L 夏を0二2 た 


乂械育 H み 入 

基歡敎 靑年會 

ち 2 三 害 St . N . y . 量. 
ぎ ！* as 8141 


槐巧說 が：：！ お 日 午を 八 時 I ' 

耐馈 を木爾 H 午を 八 か t 

'，り 話. 6 inH 午 巧 八な _ 

をを， 巧胜 室、 娛樂 まめ 設牌 
ホ 致を 歡迎 す、 ち おを 刷 用け 

牧師 副 島 信 道 f 

Z ： 本人を 督敎 修道を；. 

1.02 ' W . 1 度 rd St . N . Y . City f 

Irel ’ Morni 百 gside 》 ー ミ _ 

H 本人 s 敎會. I 

枚 帥 川な 末と 進 一 

件 事 a 中 巧 二^ 

たち ミ se 至. E . 呈 ミ ！； h & Inst . ^ 

】23 W . 三 8 St . TeL Cla を on 1 岩 1 一 
巧拜說 お： n が H 午 お八 が- 
が なけ 水晚 H 午が 八 時 I 
な 縫 會乂唯 U . 午後 二が 
♦が 宿舍 

泣 直を 偷比 がを 数 か •卜 がを 十 I 
五 か 學生會 社員 旅 巧 客に 扳 適： 
設瞒圈 皇雜法 轿閒皮 & 補 娛漠. 

み贿 みを を あら I 
度を 賊棠 周旋， 旅ぎ ま 巧、 を 神 
爭莱 調査、 其 他力 事相 敲絳旋 j 
ま 间胞諸 巧の ホを を 歎迎す 一 


「す 薪ん 巧を す 欲 A お 吗 \ る 

貧夕ぞ > 屢與 V み VI が^ 
クオー ん ザへ 文 シン 吩が 巧鸦引 
尸し ブード •ハミん トンが. 評 をが 列 

がク d 化' 念嗓卖 がろ 刻刮 
感 ぶぶ 速.' 巧鲁 ふ® 立贫 
鴻 ネ み 韓半無 \\刻 

縣的嫌 田、 蘇乂 

S 巧 8 タゲア ドち 八 ニニ 


H 本 お 具 
藤 貨廊質 

をな 貿易商 會 


が 育 州を 認 
巧 巧を 疆評 
東を を乂醫 巧大學 
產婆敍 巧 科 卒業 

建 婆 松本綠 


豐ザ 洋服な 


日本 
洋服 お 

が 出 信み 郎 
松' 本が 


索る 十 IllT 目 

ー ミミ 

伊藤 

洋赚巧 

叩フ嘛 なご-二 



日ぶ 陶磁 思 

雜貨额 卸 黄 



萃儿 . . ' 

ブ .ラ ザ jlK 


寫眞* 

第 化 巧 

叫 一二と 


都合 じ'; 當 みの 間 



す 後と 時— 九 時 

H 曜な 前約 願 上 候 

け ^ まぉ悅彌 



午後 一二 時よ b ホ 時 
a 曜は 前約 巧 願 お 


ドク トみ 

烏 見豊彥 


齒稱醫 

マ 診察 時間 A 
を 日 ( U 曜を嗦 く) 
午前 九が よ，'' 
午後 五 時ぞ’ 
水權 午前 九 時 1 
午後 一が 


鐘 科® 

:：： :巧ま 無 搞お療 
タザの. 雜驗 をな て 
り 本人 諸 だは 特に 
了 寧 懇切に 施術ず 

パ^マ I チン 


Dr . 夕 Shishid 夕 D . D . W . 

133 W . 呈 h St . Tel . 星 istt 養 2 

il が巧醫 穴 戶良二 


自午晚 化 時 
ち 午後 一巧 


ま 十二時 
ホ 五が 


診察 時間 

午前 儿 時！ 十 時 
午後 六 帖—八 時 

パ t 小 栗 幹 ご 一 

が 育 ホフ ラヮー 病院 
第' 五 巧 おお 勤務 

武ボ コン バラン ド 

■ おお 勤络 


診察 時 隅 、 

午後 攀が半 U 1 一時が 
午を 六 時 = 化拇 
愛知 醫學 ± 

巖本谨 一 

を淪比 亞乂を ぶび 
グデ ラン 病院 勤務 
' H 灌は 前約 願 上 候 


ii 揉治攘 

U 水 及び 港氣 治療：：：： 
筋攘屑 腰の 痛 首 手 お 
の 不動 神經痛 リゥ マ 
チス慢 が胃應 病神經 
衰弱 お 巧 他 
午前 几 時ょ ち 午後 丸 
時を 電話 前約 願と 慎 
紐 育 瑞典フ 'ィジ オシ ラ 
ビ ー 學廃 卒冀 

紐 肯メデ カ グジ ム及マ 
ツサ！ ジ協會 お舒賞 

公認 西が 幸 男 


齒巧醫 木 下义巧 

W 10 卓. ご lihSt . 

Tel . 苗 言 1.5 1 苦 ご 


丸詔洋 瓣蠢會 


典ぶ 甫丸ノ 內ピか デ - V グ ニ階 ニニ 〇菌 

蝴 錦え 山 洋服 簡會 



正を ど 親が どを などし 確賓 

信用み る お 品を 蹄 選し 

特別 廉僞 で贩賣 致します 

ゥォ八 サム、 エ弁 デン 四 割引 

其 他は 凡て 一二 割引 

指輪 鎖 貨を屬 ホ じ寶巧 類】 切 

パ ミ 八 トン 時計 、、 J 7 i ドィ 

リノ ィス 时 計、 を槐招 時計 

ゥォー タ！ マンを 年 拳 

ユバ シャ！ プ 鉛筆 

雜 銀器 並 じ 銀器 一巧 

御歸 朝の 御 を】 切 

時 則の 修 鑄は が險 が じて 確實 

じ 巧川宜 身が をし ます 

紐 肯ホ西 四十 二 了 目 一 五一 

。ン グェ カー 簇化二 五 号 室 

巧 川岸 商會 

電話 ブライアント 四 二一 と 化 

kh を Pw £ l - Icishioo . 151 w .42 ndst . 


巧き 米國姑 
H 本人への 


人 

巧 


語敎授 じ！^ 多 
年の 經驗 

す 〇 ー ンヴス 

ンと 十五 仙 
每 H 朝 丸 化 
をが 化 時み 

時 じても を 

U 曜日は' 一時 

ょ b 四時 お 


よ 

何 

し 


ィ '—ン ー は 紐 育を 大のデ パ ー トメ ントが 巧で を 
b ます。 新ら しい 钟降磯 ど H ス々 ンタ！ は 巧 淵 
な 巧 内 じがけ るを 巧の わ 買物に® 宜 S 席 快 どを 
巧へ てゐ ます 

化 巧で 二 巧す る もの-;: •■らば メーシ ー では 一 
一巧 八十 八 仙 或は をれ 化 下で 買へ る； をで. っ 
ぞ御 記憶 下さい 

日 4 へ 巧 荷物を 御 送 ゎじな b わい 節 义は御 買物 
- しなして 御用の 谋 合は パ ー ソ ナグシ 3 ッ ビング 
ビ -i — nl を わ譯わ 下さい、 親切に 御 巧を を 計 


0 巧 ■巧 巧 ZJW Hi 巧 CYi \ 
呈養 で妄3呈 

基； 童 Ave . Near を nd SL 
161.ジ己 薑二 728 す〇 ョ 7 岩 

it ホな 謙 次 

月， 水、 を、 午後 一巧ょ b 五 時 
左、 ぶ 化は 前約に 願 ひます 

•: ：? 村 瀬九鄭 

萬 Lex 忌す n Ave . N . Y . G ミ 
呈 .おさ & 2 ゴ h Sts . 

, I 己. 宝 a 穿 呈 ぶ-さ 18 ‘78 を 


JO 巧 0 左 1 OOC 巧 一, M . 0, 

ご 1 W を臺 St . Ne 三 ork 
TeL Riverside 3573 & Schuyier 104 ま 

みみ 巧 午前 义時 i 午後 一時 
讓襄 午後 六 時— 午後 化 持 
H 曜 午前 化 時！ 午後 巧 時 

ドクトル 小 莱乘ま 


U 

民 も 2 
d お 4 


a 如い 

U W 化け 
S W か W 

T 邮ご W 

脚 wwa 


化 

〇 化 

Y 

〇 ■ 
T 


顏扉揉 療治 

西げ ホ マッサー ジ 
U 本式 化が 巧胞 
お灸 

お 張 親切 じを 族 中 
上まず。 前約の ホ 
は 午後 一二が ょら 自 
宅 じて 施術し まず 
H 本诚 .灸 
專 巧學院 卒業 

I ち I 津輕 東洋 

西が と 十义了 目 ま 八 
笔話ブ ゴネー マを 骂 


化が-な 卸贊 

五味 商會 

W E -1 ゴ hst - N . Y - 置 y 

Telutuyyesani 37 ち 


ランプを 彌を賣 

下 羽 電氣蘭 巧 

202 一を oadway 

Tel . Endieoit 0 妄 


を哨 へて むる。. 

ぶ 貸 四百で 現送； 

十り 111円 正貨 四 巧 方 W (巧 二 
回) を 現送ず ベ < 今後の 化 巧 巧 
送 じ 就て は豫吿 をせ si じ扛 'つ 
た：：：： 0 上 一 H 發 


成功の 秘談 


6 

■An • 

- S 封 

■む h 

郎 が 

咖 i 


挑 


乂國式 英語を 話主爭 
は 成功の 繁 一義です 
本 おじは H 本 
じ 慨れた 奪 巧 
師 あ- 懇切 じ會- 
信 文 社を 語を 敎授し 
ょす。 U 繼週 
午前 化 時よ b 
時まで 開校し 
スンと 十触づ 
U •駐 ちじ ホ校么 


扇です 
i 授 
蠢立ぉ 

妻 授， 

看 

もを 十 

レ 


サ 


I れ。 


南 乂發展 の 根本は 7 •【上】 

タテ ンアメ リク 文明の 理解 

みで 見た 南 ホ.、 一外から 見た お ホ 

ホア メ 力 ご 南アメリカの 相違 


ア八 ゼン ナン 駐 削を 化 諸が 六 
邮氏 が 項 所 巧 S かく 去る み 
巧 日、：！！ 本 巧樂部 じが' ける 歡 

迎晚を 巧に 列席した が、 席上 
を 化の がみた 南米 ホが 滿 おの 

大巧は 左の かきもの である。 

个 个 

ザ リン ヤ假を 使 ごして 赴任し 

た チは イタ リ J よら 巧 じ コン ス 

タン チノ 1 ブ 少じ胜 くの 聞、 ど 

ノアの 

經 濟會議 にぉ 務操 長と 

して 出席し、 イタリ^ *-< ら 午 リ 

シヤじ おくの H フアシ スモの 革 

命を 實 見し、 •キリシ ヤの 悲惨な 

るを 命を 親しく 目 おし、 トグコ 

じて 細を 霞 おの 報を 巧广 する 等 

幾を の泌觸 化が ある 化を 化に 巧 

したが、 夕如 アグ ゼン チンを 懊 

の ほかを ずけ たずは 化づ巧 ホへ 

の 移民 闽 である スぺ ー イン 及び 

ポグト ガグ視 をの 旅 じ 上つた。 

これは 布 畦 じがけ る わがを は S 

中で も 廣な縣 人は 漸巧 商人 化し 

福岡縣 人は 移に よら か萊家 化す 

る 等を S お 身 化 ホ じよ b を红ぞ 

れの特色を^^^してむるからであ 

る。 ホが 化づ 南米に お-ホを 染 

めて 第-じ 巧け た 印象は 歐洲ピ 

南米のを 觸は恰 から わが 

瀬戶內 海の 如 i めて 

巧い 棚 巧 じある； であつ て、 歐 

洲^ お轴特 r X ベー インの 文明 

み询 米を ぞ配 J つ ぇ ん る MJ で あ 

つた。 而 して 是 巧ち 米の 人卡 'が 

巧 語の 力.’ さし < 、なつて 我等 

^ホ杂 アメリカを 口にする 巧は 

おじ 化 アメリカを 聯想ず る •し 反 

して 化 等 S 眼中 じは 化 アメリカ 

4：： •'く、 アメリカ どは ラブン • T 

ジカ である i を自巧 しつ i あ 

る-が じして、 巧な を. 知る がご 

雖 もこれ を か C 'ざるが 如く 裝ひ 

つ、、 ある 视み であつ た。 化ん 巧 

もずれ ピ义树 の 所 Ii バン •アメ 

y カ ニ ズムを 口にする が、 歐洲 

かこ， 沾た巧 米、：：： 本 か'- Tw た衔 

乂、 而して親し<化したお义：？, 

が 像 巧 外に ラ， ァン 化ク 

喊洲 化された 7 メリ カで あ 

る； じ 今 巧ち 米に ぶず 者 S が一. 

にがぶ すべきな である。 强 いて 

巧 化 アメリカに お通した 点を 巧 

めな。 らば おに 共和政 化で ある 

J 、 ア ン デ ：< 山を隔て 、>巧が巧 

野、 が.： J 激 山の 巧 源に もめられ 

てむ る どい ふ邮势 のな はか 烦の 

して ゐ るら の i 、 政 おを あ k よ 

b をる も 南米 諸が は 窓 おじ 支が 

さむ 化つ て 寡邮议 を、 偶が 巧 治 

がわに n てを かは をに おへ 閒 r * 

く 少数の 带 力を なする むら ば 媛 

じ 大統領た るの 資格を がし、 幡 

お K るな ホに 巧て 彼等の がかは 

普 迪逃擧 どで ら稱 f べき もので 

ある 。化に これを パ イオ ニ ー ア 

時化 じ 就て がみ てら プリマ ゥス 

にと 陸した アングロ •ザ クソン 

K 族の 谢か 化は 

富 源 開化の ため じは -H 

人を 巧し、 一挺の 錫を すじして 


I 所茄ゴ ー が •卜 •デッ ザ ー じ 匙き 

セ作フ •メ ー ド •マンの 新 文明を 
創を したる にぶし、 商 ホ じあい 
たス ベ） イン 人が 他の 歐洲 人は 
± 人を 迫 普せ や 寧ろ i 人に 间化 
して 禪族 お婚を 試み、 十； 人を 化 
役して 自 かは 左 画 扇で をを 儲け 
たど' いふ 風で ある 。化つ て 前者 
は自 包の 利權 にか 反した 集閣乃 
至 人 補に 對し陆 めて 排他的で あ 
る じ 反し、 後者は 人 柿 差別を が 
他的觀 をは 毫もが がせ ゃ鐵 道の 
布設 、牧畜業の 開 おが 他 凡ゆる 
企 装じ對 する 外國 人の 巧 資ど勞 

力を 常に 槪迎 しつ i ある ふで あ 

って 

南米 發展 を說 くちは 先 

づ の 相違 じ 留意して を こじ 政 

策のを 礎を 監か ねばなら 口。 勿 

論 ペグ I 、 チ VI 、 メキシコ 唉 

化 ホの 本 i 」 接 巧した ± 化 じは 

スぺ！ インの 义 明ょ b も 化 ホの 

文刚 風が 吹いて ゐ るのは 事 賞で 

ゐ るが、 而 かも インカが 國の义 

I 明じ肯 つた 彼等の ラテン •ァメ 

9 力 人 どしての 自覺け 頗る 熱烈 

な もので あつて、 南米を 自己の 

勢力 地帶じ 超かん どす る 米閣が 

假 .りじ 小 諸が じ 手を 染める。 ら 

ばを ラブン* アメブ カが 化 ホを 

衆國じ 反が する 2 は 過去の 歷お 

が証刚 する 處 f あつて、 ベ 作） 

巧 チ V の餘 ずの 如きは 夕愛も 

なき 

兄 ホ喧囉 ご— の. かま 

當 である。 従 つて 一般人は 少し 

を 儲けで もずれば 化づ觀 化の 地 

として 擇 ぶのは マドリッド やバ 

ブ - — であつ て ホして 一ー ユ ー ョ ー .一 

クで け。<、 f 女の 勉を もを < 

佔歐洲 に 於て こむ をな さしめ て 

ゐ る。 お 米で 燕 移 K ど稱 せられ 

てむ るのは 哪 もを 等 ス ベー イン. 

人 や イタ プー 人の ミで あつて、 

彼等. か 巧乂ど 駭渊の 間を 旅 巧ず 

るのは t 脚 のん々 が 養鹽が 則に 

越後から 一寸 阅へ歸 つて 巧る ご 

いふ 悔 めて 簡單な 旅 巧に 過ぎ G 

いので ある。 


離 稅會議 ，こ 

對支 政策 

お 巫が 究 をぶ 案 

勒支 嫩稅閒 題に おする お 巧 お 

を 派 おび お 間が 志 ょら 成る が 

亞时 局が 兜 曾の み 化の* をは 

をの かき ふので ある。 

个 个 

第一 關稅 問趙. 

〔•一〕 關稅 が 別 會潘じ 化ける 

まを 問 趣は I 化 二 一一 一年の 諸條約 

に J る 癒を 稅の廢 化 及び 他の 條 

件 八 おれを 惦に賊 して 必 を；：：^ る 

巧のを 執る じあ b 。 故に ホ 踏 政 

府け 急速し をの 宵け を 確 化すべ 

き 手段 ホな に 就て 徹お 的に 協 能 

をを r べし 

【一一】 華が 會議 じがけ るた 服 

細稅條 約ぶ 一 化； 轉巧 化ぶ ど L 

てなが 二 かおが^ 附加お 賦課) 


のかを 宵 巧に 脚寸 るな 能は 巧闕 
をが 濟の 大局ょ h 打-一 おしてを 正 
i ：* る協谦を耍す ん' ご 向时 じ 剛秘 
な 正の 根本 目的た ろ 黛を 稅廢化 
の 脚 日 及び 實施 力ぶ ど關聯 する 
おそ： みるべき に 烦 'か、 ホ國 かが 
は 彼 化 不可み 6 巧. 題ィ」 して 本件 
を 措 度す るを 巧す 

で 二】 關巧口 ま 權は懲 を秘及 
び 内地 貨物 巧ら T 化が 完を じ實 
わせ こるべき 梅實 なる 化 陈を得 
るじ化て"：$ホ國政府はをの巧な 
を 化 おする か 趣旨を R てこれ を 
考慮ず べし. 

【四) 經 を共述 原則 及び 日 支 
兩國の 巧が ぶを の 趣旨 じ 基き 違 
を 稅廢化 S 實 巧と 阿 時に 國 巧を 
易のを ホ、 输ぉ稅 の 廢化ぷ び 防 
穀 みその 邮‘ 資源の 開 發に關 する 
經濟的 障壁の 撤廢に 就て 帝國を 
巧は ホ那 を 府 の確實 なるお 障を 
要 ホ 王し ， 


挪 糊を 改善、 爲替 相場の 改善 等 

^械本 的の 問題で ある。 

輸お 促進 & ては 

一、 重を 输巧 品の 生產 組織な 善 

ィ 、鼓 糸浆化 化み 庭 的 工業を 

T 携紐 織に なめ 
。、牌 一' 數 なの' 原料 じて を 量 
ホを、 慶 良品の 生を を 期し 
.殺 製 濫造を 戒める 
V ' 機械 力應 用ホ產 能力 お 進 
こ， 製お惦 格の 化 T 
ホ、 產菜 上の 固を 資本 活用 產 
、業 上のを 融 

二乂 輸出 業の 保護 獎獅 例へ ば 
ィ 、輸出 賓 をの 融述 
节 、檢 ホ 化合の 活用 
旁 J 、 廣幅 織物の 消 豐摄减 を 其 
他 輸出品に 對 する 課 我 上の 
巧 譲 

，二、 おか 需耍 調を、 販路 曠張 
四、 を禪 生を 機械の 貸 おぶ び 機 
械購 入費 補助 


呈】 お關巧 政の 管理に 關し i 藤、 夕遲こ 
-留ホ 巧ぶ このを おを 绿るあ 夕 |巧ては 

-國產 おのを 用獎勵 、國は 生 


ホ 國ホ府 けこの 際 出 ホ 得る 限 b 
の 範跑じ 於て 支那の 自治を 容認 
しを つぞ那 、巧國 間 じがけ る贸 
易の 巧 咨じ徵 してむ をのを ホ 正 
當を 則す るた め 監督 上適當 なる 
を 史で规 ふる ミ じ 就て 支那 巧び 
别駐 歲 溝すべし 

驾 一治 外法 權 問題 

ご〕 谭府會 溝に がける ちが 
の あみを 懼じ關 する み議 じあき 
帝 挫を 麻は 速 かに 支那の 化げ 改 

を 制度 調を 委員 貧の 開體じ 

て 支 抓ぶ び 諸 他 列闽ご 協議 

ず バレ 

〔二'】 前項 調杳 委員 會の 賴吿 

货び擲 吿-し ょら 支 服が 立が & び 

司な ヒ のな 善を 實 巧し 且つ 外人 

巧 內地雜 居ぶ び ± 地所ち 權を承 

鉛す るに あては 帝國歧 倚は 進ん 

でを 外法 權の 撒潑 をを 慮す'- し 

な ミ 共同 租界 問題 

とが エが埼 の 參な權 を ブ肖審 

衙 巧 の 巧 收じ熙 しを 飼な 支 

那の E 當 じして 條理 ぁる 立 張 じ 

對— ては をの 逢 あを 援助すべし 

第の 支那に 對巧 耍璧 

吾ん はぶ 那 のよ 權问 おが ホ じ 

對 しては 深甚。 る 同情 ぞ ちす 

るが 故に、 をめ 速成を 促進す 

るた め 左 お 諸 項の 實 ぶじ 就て 

ち邪國 比の 泼刻 熱誠 じる 考慮 

を 嬰學ず 

〔一】 速 かに 全 瓶 も i 統一を 

府を擲 立す る？ I 

ごこ 叢 間。 る 財政 2 摧 離を 

確 ホす るを * 

ご 二】 國 門の 治安を 雛 神す る 

こご 

門 四】 外人の 斗' 命 財 弗のを 阿 

をが一隙ずる^ I 

〔五】 みお 不當 。る^ 外述動 

-に對し遮切ぃふ措招を视^^至 

顚際 貸借 ご.； 

ぅの 改善 萊 

大藤 省で お議中 

大藏省 じて は國際 ® ©綱 係を 

改善して 一 H もがく 金輸 解禁を 

實 巧し 巧る が 期 ど 化 能の 到 ホを 

蝴 する 必を あるを 認^、 巧が 巧 

にが' て 神々 妍 兜な 案^と 同 巧々 

哉の ホ定 をを ぎつ {卜 るが、 圖 

巧 巧借贼 係の 改善を こして け輸 


活 必需 おのを 產業發 速 

一一、 輸入 爛稅 政策 

一二、 官廳 使用の 輸入 お 制限 
四、 輸入 資を融 逆との 手必 

お、 闕產お 憐覺會 關催其 他に よ 
る國 をな の紹か 

而 して 貿易 外の 貨借關 係な 善に 
就て は 政府の 海外 拂 (貿易 外 一の 
節約 お，'、 はな 善、 正を 銀 巧の 活 
動、 だか お貨沸 下げ、 内地 正货 
現を 其 他の ホを じよる 爲 替の改 
善 向 b をを を圖 b 、 正貨の 巧 送 
輸ぉ 特許の 漸ホ綾 化 等を U す 巧 
闽際 貸借 關 係な 善 上が 要な も、 
認 わる 奉 巧 じ 巧て はを を お！」 宜 
もて 調 巧が 兜を 遂げ 遺臧 なきを 
巧す るを だ ご 云 ひ、 大 なる 巧 浴 

を 0 て調墙 しつ i ある'。 

英蘭 銀行が 

..巧び 利 下け 

ホ ホ 瘍は無 影響. 

巧媽銀 巧で け 去る 一日 金利 五 

座の 利下げを 斷巧 して 四 か i す 

るな 發を しね。 おおの 利下げ だ 

け じ 一時 ホ 傷は をめ いたが ホ 働 

のを 利 じは 何等 彭響 なく W 然 一二 

を おがを 維持すべく、 今 阿の 巧 

下げは 英國が これな 上な 替相媛 

の 維协じ 巧む る よらは 寧ろ 木 振 

を械 め： ゐ る® 外資 君に 對 する 

か祖を 緩和す るな が じで この 擧 

じ义ん だものぇ 如く、 ホ 國聯が 

銀け では 时口協 爺の 結 あ ホ閣の 

金利 じ 叫 等異勵 G き をを 裝し 

な 巧 ホ 锡に憐 へられた 利上げの 

風評を 一掃した。 


本社 東を 特電 品 鱗 j 


.下 巧の 寶易 

乂巧ド 巧 S 横濱外 十一-港の 斟 

か 貿易は 輸出 ホ 千 化が 八十 お 方 

四す 川、 输ん五 モ六巧 四十 ホで 

一千 H ： じて 九 巧の 出超を 計は と 

千と なと 卡巧 六で 川を 示し、 一 

巧 W 降の 人 超は 一二 憶と 千と がと 

十六 巧 I 二 千 川 ごならん。 

最近の 目 銀 帳 お 

梵換 券骚巧 高 十二 億 五平 六が 

化 化で 八 千 W 、 限外を がと 千义 

な 化 化 巧 八 千 川、 貨ぉ高 S 億 一二 

千 八む 六个六 巧と 千 山 じして n 

巧增 逝、 楠ん 防 お、 巧 易 外の ま I — 八 お U 物は 一錢八 庇ょ b 乂媒 


Japanese 了 さ a Room 

1802 揉 か r が U. 常 . 

貼 Frankiii 1577 



庵 桂 米 日 



m CARLO GRAND OPERA 

CENTURY THEATRE 

CENTRAL PARK W 臣 ST お 62 打 d S む 


Kawasoye Hotel 

139 West 123rd なけ か 
Tel. Morningside 7154 


TIi 8 Tokyo Go. 

1 が W. 目 5th 化 
Hew York C 如 
Tel. Trafalgar 65 が 


YOUNG CHINA 

3140 Broadway 

4 8 お eks S 良 u も of 
125 th B'way Subway 


Suey Pang’s 

おおが ! U が 
4 がを 加る 巧， 

8d. 2? 恥 2gfh な s. 


City Hall Tea Gaden 

170 Na が au St . ジか 
Next to か e Tribune 62 dg 
し oo Lin Manager 


Beem No 邱 Low 

474-6 th Ave . 

Bet . 28 比- 29 tb St . 


! WISTARIA 

お 郎 む 8 adway 
at 12 お h お. 
Near Subway Station 
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、 

辯 ま 
理 W 
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を 

永 
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を 
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卒 
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人 
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ザ 

諸 

ま 

み 

1 凹 

ゐ 

君 

す 

御 

無 

る 
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ホ 
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御 



oM • ダ ^^ 

340 W. 5 か h な . 

Telephone: 
Columbus 8882 


(圾 H •水) 司 巧 わ 


に） 


號 


八 百 千 一 第 


が お P 盈 ap ななを 巧を 奶谢を 巧 


I H 瞻た 


II 兰パ 


牛 W 十 ホ. 


K 




巧 拳 翻 巧の 評が ごな つて ゐ るが 
今主曜 H 夕刻 パ ー レムの コンち 
ン ゥ ェ ス ぉ樂部で軍んのブュ 
—• マ）スターマご十回戰を巧 
ふ- となつ た。 



舞踏 敎授 

▼社 あ々 ンス ▲ . 

▼を 情 体操 A 
紳 十、 淑女、 わモ 
供さん ホじ叮 I マに 
敎巧 致し 升。 す 前 
十 時ょ b 午後す 一 
時を ( H 腿を 腊一 乂) 

シャリフ •ダ 

ング肺 範學巧 I 

k がん マ 


口 i サン ゼ ルス 地ず 命 

お ホには 报善的 御 俊を を； S , 



羅府 かじ 於け る 同胞 經普中 貴 
新ぶ 离等 ホブグ であ b 王ず 

羅が東 一巧 二亢か 

' 菅 ミ f グ アンダィ 年と 入 五 九 
谭話 L タツ カ丄 二王 ハミ 

貸 自動車 (ぁ 野乂- 

羅府を 巧御觀 化には 最も’ 與 通し 

じ ドライバ ー が 御 案内 申.^ ます 


::: 本れ 演船时 特抑中 込 じ 芯 じ 

を 事 御' 使を-し 御 化 扱 ひ 小 上颗 

mV §«§ ► 9 ^ \ 

を 港*":^ rr ホず ル 

ザ U 本 御料 翊 ( 別間ん 自 ) 

み游 カリ ホ ごァ里 (一二 

带な カネ！ 一|： 一ろ 


お 話 プラィア ント 

八 〇 と 九！ 八 八と 一二 
U 曜 度び 巧 間は - 
ヶ 日ブグ 〇〇 四 四 

PS 特長 

組 育ボ西 四十 阳 r 目 
ニニ！ 一一 八を 
(二階) 

ま庙 

147 Glar 呈呈 二完. 置を =- N . y . 
Tel. 量 ま |二 さ 呈 
ま 任 互 rs. F. K .ごす 


だ 那 M lEl 

が理 ISt 

ホ 媳茶阐 で 永年 御を 巧を やけ 
,1 じな 父で 御座い よす 



W U 本に 住み、 H 本 語 
巧 を 話し、 皆樣 の御嗜 


好に 適する 御 巧理を 調進 致 升 

f —* 度 エンぶ 1 タ ァの卜 です 



の 晝興巧 ± 瞩 ，日 


々、 


午後 二轉半 


タブ ライ 



攀 



1 ラの 後 じ パ ゲリ^ — す^ — ク 
『ン スキ ー 1 座の 露 西亞舞 
t あり 吏ず 


御旅 舘 河 添 i 


U 本を 巧 お、 雜巧 
普竊 、が お、 新聞 

東京商會 

-貨 <1 ム 、円 巧の 巧 あ b 


'尋； れ人 . 

お野縣 細な 謙 S タキ 石 川 
山形 縣 齋滕义 S が ワィ 阳部 
福 ザ 縣山本 倭 来 巧が 茂 木 等 
山 口山 本 龍 蛹 福 岡み お 時み 郎 
王 口川 淸 一郎 (旅 巧者) 

早稻 旧大學 お 身中 村 貫 二 

ちの 者に 通知 致 巧き 搭ち么 
お閒 本人 お < はか 人 ょら 現 
化 巧 お 通知 願 上 お 

紐 育 巧幽總 領事 舘 

1 苦 Broadway Ne 三 ork 呈 jf 


美陳 じして 淸潔 

版聊 贏南樓 

午前 十 時 よら 罰 S 
午前 ホ 時まで もな 


.が廳 を 園. 

''词 巧ん 盧連 
お 勤の ホには 畫敏 
の 御 巧 嘲に 髓へ馆 
間 貧 蒂の鄕 巧じ應 
や •へく 淚間 河を 相 
术變 おお 立願 度 U 
紙上 御 案 巧を 上银 


支那 御 料理 

彭瑞樓 

日本人 諸を を 
歡迎 を' します 


が 料を 穂 選し 皆な 
の御睹 日が じ 適する 
转 理を提 拱し ます 

温 新 や 華 

り 本人 諸君は 铸 
别 じ歡迎 しまず 


G お 

g 剛 

打 誠 

aw 

U G 

Q 


お 謎 月 V 

御 料理を 致 
ずから 纔々 
ホを 願 ひま 


新 鱗 魚 か 一切 

日本人 向きのを 魚 巧 山 お b 揃へ‘ 
特別 廉 憤で 大勉强 致します 
サヴォ ナ魚巧 
」 osep!h り alvonp 

g 4 w . f ; utst . 

Tel . oolumbus 91 ち 

極上の 魚類 

季節の 新鮮の 魚貝類’ 八 巧 山 揃つ 

て 居ち ますから 御 賞 化 下さい。 

ァピセ ロ 魚 店 

苦す yard St . Tel . Franklin 4 さ Q 


レャ トル 巿 

NP 旅舘 

W 0616 th A , ve . So . weattl 夕 Wash . 

停 单谋前 通 おへ 二 下た 側 《階 建 
H 本 巧 船 切な 取 巧が 口瑞 送迎 


ホス トン 市 - 

'富 i 旅 舘大浦 末 松 

145 Worcesier St . Boston Mas 尸 
TeL « op 一二 915 3 


御 下宿 

I 桑 山 淸五廊 

ち 8 W 旨を 黄 h で. Philade 百 hia 巧 a . 

Tel . Walnut 7231 


煎餅 卸ぶ 賣 
を 腐油揚 
日本食 料蟲 一切 

15113 nseRlcecakero - 
是 5 Third Ave ., 

Tel . Piaza 521 B 

化 度 後藤 辨當 崖を 讓 受け 辨當 
鼓び 壽 司の 家庭 仕 おしを 致し 
ますから 柯卒宜 敷御蟲 負の 程 
を 願 ひまず 0 

御 下宿 西 島 

夏 E .49 ihS こ pt . で： 2 TeLplasB 二 5 


淸 潔、 設髓完 を 

ホが 御て 宿 

支那 おじ 二 下 
岩呈 harine St . Tel . Dry Dock 岩呈 


西 ホ 十ぶ T 目む 四十 おを 

一力 旅館 大橋 
お 話 ュンデ コット 八み 1 〇 


織脊 旅館 B ホぁ— 

■ お 巧 十 了 目 二 四 二 蚕 
Tel . Ca 星 ania 黄？ 4 


八 テ®^ ら手 y つけみ ぅ？ 

燃 わる やぅな ぶ一ぶ も 過ぎ V •燈す 親しむべき 時節が 參 ちま 

L た。 呑氣 な' 一宮を 活 、化しい 夏場 ホ® で 兎 も すれば 息 

れ勝 もとな つ！!^ 巧 や、 知己への 通信を 總 勘定すべき 最 

ら適當 な 時期で める ど 共-し、 一年の 巧賣蝴 であるを を 前 

じ、 を 商家 じ 一一^は 戰闕準 礎の 時季で あらます。 



爵社 雨を 用の 書簡 用紙、 ビル ヘッド 

會計簿 望 裏 等を おめ メヌ ー、 姓名 入り 

特製 雲間 用紙、 宿所 入り 封筒、 お 削 

ゴ厶 卸、 原稿用紙 等い ろ'— 

恥 刷 U り 紐 育 新報へ 

带詔 スフ リング 八 二 ± セ じ 御 一報 

あけば りい を 社員を 伺は せます 0 





綾 蒲 燒壽巧 御 化 化し 

H 甩巧 口が 巧 も 抑 用み じな じサ 

會雁御 料理 

烏 等 御 下宿 

を 玉ぶ 一 


剌烹 並に 御旅 舘 

^ ^ 佐 野ぶ 弟 

が 育巿西 八十 八 T 目 iir む 十一 二を 
お 話 —— ス 々イラー とん ニニ 


んり 

t I 

2 げ 


會席 御料 雖 

C fe » I 

勇詳综 

曇 





麵 料理 


"もし 

並 じす 尙 


太陽 


壽巧每 H あち 至す 


れ化化 酱細齡 城 15215 。 一 接 上な 米 
g 邮 ill 日本 米 離 貪 料 品 論 P 指 g 

巧 田な 油を A 食 姑 束 巧 一手 資 揃な 

日本食 料 品商會 


S 3 




6 

8 


S 


儿 かが 

置 

g 荒 
0 0 i 

L Y 聊 

J *5^ 5 

4 W R 

5 e !. 

^ N U 


U 木 食が 品、. 円 用品 
並 じ新别 書籍 類 一が 

お懒 兄弟 藏會 

を 巧お套 W 巧を 近 巧 船 じて 巧* 
化 お 閒¥ 巧 用命の おを 願 上 侯 


0 

C 


みか 
M h C 

A 35 ふ 

VI 5 ^ 


0^ 
K 1 


0 

に Y 

W 

e 

N 


日本 食料品 類 び 雜を類 卸小資 

.一. ニニ ーー ro 五： 心よ 桑 山商會 
が 巧 酱構雜 誌 小間物 日 巧 晶各宙 


►一一 畜=淸 お、 親ち 氣樂 ▲ 

勢 州 縮 館 ま 馨 

まほが 勢 事 お 久間樂 作 
じち E . 苗二) Str ま t 
ジ ー . Regent な送 

御 下宿. 

自由 亭 

ちジ nds St. B 吕 ok 享 N. Y. 

SJri 臺 e 7 S 

御 下宿 鴨 井久 

4 ご rospect Place 
bet.lssndAvekf E. ち nd St 
TeL 至 urrayHili 這 里 . 


ィ 電話 レキシントン 四 八 五 五 

器 巧旅舘 

あ 十ぶ T 目 二な 溝 
化み、 む 化ょ き淸 潔なる ま 

御 了 BP 松が 好か 

1 苦 Lexin 晋 n Ave . 

す L Mad . ぎ这 21 

‘ 中が 哩髮巧 

. 中が 萬藏， 

芭 至. 萬を St . N . 产 暑 ‘ 

巧 里‘ Colu ヨ bus Ave . & お niral Park W 男 一 


日本 理髮 館淸' 

新式 洗髮の 設備 ぁ^ 强速叮 .喀を 

貴と し 穂々 勉强 しま^ 

西 四十 S 了 目 巧 番地 S な 六號莖 

タップ フロア (第 六 街 ミ 凹 十一 一一 了 acj 


宮川 事務所 

持 續的蠢 聞の 间胞じ 的確なる 機. 

業を 園旋 しまず.。 

Japa ミ se でを" 品 さち 
畐 去 . 爱 ih St. N. Y. C . 

ぎ 3 it.? 78 ? 9 芸 8 


新 魅：：： 大使は - 

日本に V 一つて 恩人 

日露 戰爭 のが 化に 陰で 

おす. 惟太郎 化辭を 巧け む 人 


巧郎 H 大化 どして 紋 エド ザー 
_ バンク。 フト 氏. を繼ホ （て 當地 
-の化 普 家 チャー 少ス •マ クグ于 

ーー にが 巧 かされた i は 化 報した 

處^ 、ム るか、 ニユ — ンプシ ヤ- 
ィァ 她ダプ "ン の 別邸から 歸巧 
i した 

; 新 大使 を プロ ー ドゥエ！ 

のが 椅 所に 訪 いるく 狙が におみ 

きれ 《三 コ がで 記 おを 迎へ 

，た マク ゲエー には 「求 だ 化かを 

受けた のみで 大統領 クー タッ デ 

'にの 前で 正 まじ 乂 化 ごしての 宣 

i 營 もせ や、 闽 がお官 ク U ッグ 氏 

I にもを をして る G いので あるか 

，ら なけ ホ だ 正式の 乂 化では V く 

i 1 個の がは である。 なじみ 巧と 

や歧治 上の 問題 じがて は 河 等 わ 

'一詔 も お ホ。 い….」 ど 巧 頭し、 六 

'.十五な ごは 化へ G い游 々しさ ど 

一元 氣じ おもた 大使は 如才 ^<烛 

1 か 巧を 勸め 乍ら おる：： 「化が H 

本 及び：：： 本人 じ對 してが い 

興味を 覺 へる 樣じ G つた 

のは おれ もし U い U 恣戰爭 W 化 

一の； で、 を f 堅お郞 巧が H 本 段 

I 府 か‘ b 特 がの 使命を 带び てが 曾 

へ ホて むられ たがでした。 何み 

_ を''^ 巧 U 紐 巧の 道案内 も 物な く 

化 つても 力な ホ 人 f のが 街 じ 困 

_ つてむ らいた 巧に 見ず けたので 

- をず がご 视 々話した なお 化 ど 妻 

1 か 助が のむ 力 者で ある ヵ ー ネギ 

r 翁 や、 當時驻 舆乂网 大使で あ 

i つた チョー ブに其 化 化 おやれ 巧 

の バカ 者 十五 六 あ 宛を 約 六 巧に 

つて お诗 し、 魄餐 曾を 懼 した 

席上で を 子 巧は 

な 本の 實情じ 就 1 種々 ど 

一說 明され、 を 子 夕の裝 された 重 

!耍；^化かの 一 端に蔭乍ら力を盡 

I した i が あらました。 が 後妻が 

j おを-て U 兹戰 ずで 親を 喪つ た 

I をい な 孤を 递 のために メト 。ポ 

リ タン •ォペラ • ゥス 等で 農々 

摄 5 善 演藝會 等を ホ 催して 鹏 をを 

i しじ i が あ > まず。 是 等の 微力 

j が U 本 政府の 認める 處ご なつた 

一 もの か 戦を なじは 化 H 章、 妻に 

1 は 巧き 邊も からを 盃 一二 峭を賊 る 

jvj いふ ホ 榮_| がしました。 をの 

; 後 円本 じ掛 ずる 敬慕のを を 益々 

一が < し 一度は 

一^ 唤^阀 じ わきだ； は 

多年の 宿留 であら ましむ が、 名 

を ある 大 化と してを 巧す る ミは 

なの 裳 も蔥外 どす る ホを であ b 

j ます」 どを ひ、 當 時を 卡 巧から 

一 「巧 T じして おしこの 刹 章のを 

一尊を つけて ゐられ る らば 口 本 

一阁中 就れ へ 巧 つても 吿 をされ る 

'巧。 ふは ない」 等 ど 云 はれた i 

をえ ひの 裡じ述 V 「これ この 姐 

jb 」 ご 示した 数十 通み ぶ 報の 中 

一にを す おから 來じ r 貴 ドの 巧 命 

邮 L 赴 ほの H を 巧つ」 とい ふ 

I お 報 用 がをぉせ て 也から ニコ ニ 

i コ する。 . 

御道樂 はげ 節 柄ゴ； ご 

化へ ばち じあら や 「巧乘 b です 


ょ。 をは H 本 じら 歐米流 山乘お 
クラブの 操な 脚 体が あつて 敎宫 
がむ るら のか ご 今から. かおです 
ない おがむ るで せう か！」 ごち 
構眞面 H な 御 質問 or 大侦舘 もこ 
れ から 速て やう どす るんで すか 
ら必 がして ゐ るのは 住を です。 
震災な の お 京」 恰好な 化を が ぁ 
るで せう か 9 .あま b 贊 巧な 水 テ 
术ホ活 は 破を を ホし ますから わ 
........ 」 ピ 笑 ひ 崩れる 。大使は 巧 

ニニ U 中に ヮシ ，ン トンに 赴き 

大統領ぶ び國務 長官 ど 曾 
をの k 正 巧に 就 巧 t 巧 要な 訓み 

をず ける 巧卜 、現が 觸 係して な 

る 乂閣娜 殺 組を がに 3 テッ トソ 

ン 、ゼン ニン グヌ 、ラッセ 火 及 

び ゲ—ゲ ィスな 禅 組を の 錢務を 

處埋 した 後 お 巧す るので あるか 

ら 出を 則は ホを 十 巧 末 頃 V . あは 

いるが、 ぶ 人の 息子さん 達は 化 

にぶ 挺して & るので 今 ほは 夫人 

のみを 同が してり 本 じを <- と ご 

なつて ゐ る。 あ乂 化マク ゲエー 

巧：：5べ ン シ ^エ ニ ア贿の巧お；：^> 

ホ曹 家. レ. あつた ゥユ ー ン •マク 

ゲ エ ）にの令息で， 嚴父はグラ 

ンド义 統锁か 巧に 

± ザ 古 を 使 ごなら、 ダ I 

フキ ルド 乂統頌 時化に けを 衆阔 

檢が 総長、 クブ I ゲラン ド大統 

術 時化に がぶ 利大化 等を 雁 巧し 

たを 力 U 進 ホ 派 系の 共か黨 員で 

あつた。 當が ペン シ V ' ユ ニア 州 

政が の 牛ぜを ごつ てゐた シモン 

ヵメロン 氏は 氏の 義父で あら、. 

ドナ グド •ヵメ 日ン 氏は が 父で 

あつむに も拘ら や、 是等化 ハ和黨 

のォグ ドボ ー ドを 相手 じ 華々 し 

いな 戰禪の 入 どなつ て ホ 國政あ 

じ進ホ系^?进を開がしじ劇±で 

あつじが、 大使の 叔父に 當るフ 

ランク リン •マク ダェ） 氏は 夕 

フト 大統領 崎 化の 大藏 接官 であ 

つねり 


ごフ 競技’ 

准 優勝 戰へ 

日本 俱樂部 ホ 惟 

日本 巧 樂部ま 惟の 巧 人 ゴルフ 

准 媛 勝戰は 明り 曜 U 晴雨 じ拘ら 

ホ懲 巧され るので あるが 

お 組 は 第一 組の 上半 部が 

が 化 おお 野、 下半 部が を 崎對內 

田、 第二 組の 上半 部が 福 旧對稻 

垣、 下半 部が 义山 あが お S 八 紐 

であるが、 繁一 化の 方は 时胞ゴ 

グフが じがけ る邀 なで あるから 

が あじが 败の豫 想は 下し 兼ねる 

上 ザ 部で スクラッチ のがが ちじ 

おする', ンデ 五な の 松が 巧の 化 

組け 順位から 見れ じ 前 おじ 勝が 

が ぞい 譯 だが、 を 者は 第二 巧戰 

じがて'- ン デニ 点の 中 川 君を 一 

ァ 'ツプ で 倒し 

破竹 の 勢を 示して 忍る じ 

反し、 が 巧ち は、^ ンデ 八-なの 長 

な 君 ご對戰 して ニ アップ ー ツー 

ー ゴ 1 どい ふク 0 I スゲ— ムを滿 


じて ゐ るから、 松が なに 載して 
一寸の 独斷 をす る 余地は むいで 

ぁ'._>ぅ。 をがち掛巧若は ；； ン 
デ S 顺 位から 見ても 非常な 巧 化 
組 でんる。 第一 おの 祕田 君お稻 
巧 岩の 化 紐 U 巧し®' 君が 乂盧 
-山 U 兩を におした 時ど间 巧な フ 
ォーム 来 維持ず ろ V 一^れば 

軍扇 は！^ な广揚 るで あら 
ぅが、 福 旧 君ん 强 かは ステ ' VI 
なプン ー ぶ b にぁち。 佐 腺君對 
化 山 巧は 佐 席 君の おー ム コース 
たる ビ八ト モアで みれ ぶ刮 ちに 
ろみの勝ホパゎる.^、 ^君け 
、^ン ，テ 七な の 福 A 好を お アップ 
四ッ] ゴーで 倒しん 當 b を 見せ 
てむ る^ら、 若し 一の フオ ー ム 
で； いけば 佐滕 パ-^ ホ 巧な 苦 職に 
陷 るで あらぅ。 

1 

殺人 S 狂敎お ， 

お 西を 歸 朝. 

ホ 劇： js 府の照 約で 
去る 火 正と お トニ 月 化 八 H \ 一 

方 チ モア-しある I ジ 3 ンス ホフみ 

ンス乂 學に 巧^の 疫麟 廣擧莖 
巧學校 敎授巧 ^ 昇 巧が 

看護婦 昏慕 事件から 發批 
めじ ゥォ フ而 巧を が 殺した 净' 

け じ 當け化 人を 驚かした が、' j ホ 
W 氏は マリ} ランド 州宫憲 によ 

りて 陆刑處 をを をけ 精神病 者の 
疑 ひで 僅か じ 死刑を を仪屯 獄中 
じぁつ じ。 をの 稅神鑑 をの 結 あ 
椅神桐 巧と して 州な 稱神 摘院じ 

移されてから 幾を 常態 じ 俊し、 

先頃 內ヶ崎 化 一二郎 氏が 渡米した 

際 じ而會 した かむ ど 木の 實を集 
めて 造って を 子 巧の も か' を故鄕 
に 巧 L た， / 

隨 筆を 書き送 y たち t て 

ゐ たが、 まると 巧 ド 同 贿官素 

からを が 外務ち を變 1-^ 文部省 瓶 

じ 相當條 化の 下 じみ 取 ホを 照 食 

して ホれ ので、 家^ 及び 長 § 

專 どなを せた 結 あ 下 ジョン ス 

ホ' プ キン ス大學 じ链學 中の 親戚 

猪 扳醫學 ± が歸 朝の 際 伴い 歸っ 

た 也 帝 大附屬 病を 精神病 室で 辣 

養う，、 だる^ピな^^た。 


阿片 事件で 、 

星 一を 巧 喚 

東京 特電 一 H 發 ：：= を 灣の阿 ホ 

不正 佛： 卜げ宰 件摘發 さゎて 檢 

が 局の 大巧 勤 i な b 、 を製藥 

.會 社々 を 星 一氏を 始 A 前台灣 

操替 が專賣 おを 宫でー ネグア 

阿が 曾講 の；： n 本代* 5^ ぁつた 

加 ホを 貸よ 郞 氏外夕 数の 連累 

者は 化 調. ベを 巧け ン i をる が 

事件け これ じよ b 益々 渡大す 

る是 込みで 

广一 

邦人を救な^ ; 

*2^ み 瓜 良 ^^ 一 * 

福お化 救 朗の禮 じ 

いつぞやの 氧福化 事件 どは 異 

じし 我が 賞® では 外務省を 通 

じて 說威 氣邮ソ ー テス 号の 船を 

オ ー 八 •ジ -ン セン 氏に 對し 

自己の 危雜を 顧み 中那人 四を 

生命を 敬 助した 

故を おて か絞裝 章を 贈った。 

異國の お 上 生活よ に 巧 か 


るを 餐章ぉ 贈つ たのは 賞 劇厨始 
つてな 來の it ある。 ち 事件は 
今春の^で函舘ホ德出間ザ巧ち 
の 巧油强 動機 付 帆船 福壽义 (十 
八嘟) じ函 舘ボ大 お 町 今が ミ 次 
(四 )^?町松浦鶴化(ーニ八)同ホ 
背み 町 島 橋 嘉平化 uii こ 新潟縣 
がが 挪高千 化 村 池 野 煮み (二と} 
のの ム^ 乘 b 込み 白米を 稻んで 
一, 巧 下 巧函館 港を 出帆し 化 お 道 
敏阳挪 お 岸が 字 古武 ホへ おけが 
朽 中、 鼻 崎よ b 約 二 海 化 S 沖で 
機關 じな 隙を 化 じ 巧蜗の 


ホ t 人 離 話 >し 

化の バブ ー からを した 報道に 
t る ど H 下 训地じ 滞 巧 中で あ 
る 前 乂國乂 統颁ゥ ぅ 八 ソン ホ 
巳ん は、 今时 突然 歸 米の 豫を 
であつ た舰 輩の 契約を 披藥す 
る ご 共—' ワシントン 府 のあ醫 
; 'である ラフ キン 隙 巧睦 
; じさぅ じ パ 9 — の巿 中を ホい 
て むらので 兩 人の 結婚 說がバ 
ット 渡つ てゐる のら 道 巧、 ホ 
己ん がま だ ゥィ 水 ソン 氏 ど 結 
婿し ないで ガ^卜 ま 己 Aft 
て もや ほを さわて むた 時 巧に 
、 一 ほけ 兩 人の 婚約 說が傳 つた 
ごい ム怖 であら、 ラフ キン 巧 
古は ホ だ お 十 幾つかの 獨 身で 
; あるか.- 別： しす 思 諮は；：：* いと 
尤もらし くうな づ いて ゐる閑 
人 ある どか 0 


; 暴風に 吹き まくられて 千 
.牌 おのが 上を 一け を も 漂 ひ寒氣 
と 飢で獵 巧の が 態 じあつ むが、 

一一 一巧 ニー n じ 到 6 大贩 からを 港へ 
航巧 中の ソ ー デス 号の 影を 認め 
着物に 油を 注いで を圖 のの ろし 
を踢 げたので、 前記 ジュン モン 

氏み 三 名の 船 胃に お化され たの 

でもる が、 ジェンセン 巧は 四 入 

ぶ 赛港じ 伴れ 巧き 同邮 のりぶ 緩 

領窜舘 じ 引渡した。 

紐 育の 巧價 

-巧億 弗 突破^ 

紐 育 巧の 納稅馬 だ 去る 一日を 

のて 發表 L た 千 化が 计六 年度の 

組 育 市 あび 側 人、 圏 体 等の 所を 

± 地 評 偕は 巧 化兰 億と 千 化な ホ 

十五 巧 四千 脚な 化 十四 典 じして 

これ じ 特殊 是稅の i 化を 加へ. る 

ならばな 八十な と 千义巧 六十 五 

方 四千 四な 九十 四 巧 じ 達する。 

これを 隔 別に するど マン；； ッタ 

ンが 六十 九 慮 八 千 六 巧 五十で 六 

千 化な 八十 巧、 プみッ クリンが 

化 五 億 四千 巧 十 j 万ー モ六巧 义 

十 巧、 クキ！ ン マが 十四 億と 千 

S 巧册 S 巧 四千 四 だ 八十 弗、 ブ 

ロン クスが 十ー ニ 億 一二 千 九 巧よ 十 

二 巧 四千 llr, り 化 四 弗、 ブッ チモ 

ン ドが 一 一億 一で 八な 九十 八方 二 

千 六十 巧で、 五阮 じ- □一る 個人の 

主 地所 有 高は 化 億 お 中义な 九十 

化' 巧 四千 九が 五十 巧に 達して ゐ 

るが、 個人では "ッ クフ ユラー 

巧が が 變らや 横綱 格で が 十 ホ 巧 

オフ キスでは ェクキ タブ 火 •ビ 

作 •チン ダが 横綱で 昨年ょ らもが 

巧 弗を 增し S 千 巧' 万 巧 V . L ある。 

が 本が 巧が 戰ム 

過般 强 敵を ノック •アゥトし 

て 巧 許を 巧した 巧 A フユ ザ！ ゥ 

ュ ー ト举励 撰 手 ジミ I 奴 本は 其 
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資本を i を お 脚 一， 
'挪 这濟ぞ みを ー ホ モお凹 I 
巧 なな 一 五 千を' ゎ 四が 巧 脚 I 

IS ご 弄變な 育 支店 

本 かお； W 巧づ本 橋が お 巧 財 一 
支 か小际 ん本悔 化の 巧 (かち 横 巧 
名 も 奪 京都 大阪西 も お/神 户 
旗 おず 關巧司 巧が 福 岡お晚 
上 おがを ぶ 貝 刺 水 


か威爲 が、 触 要は f ? i 、 ホ 送を、 信用 狀其化 
一般 お 巧 業が 精ん 御 巧 利 じか 巧 可 中 巧 

I 竺二雜 銀行— 支店 

本 支 巧 東 巧 本 巧.、 大阪 、神 口、 巧挪 
所 化 地 么百 崖、 小が、 上が、 お效 


^ « お 期が 貨 五十 凹な 上 利息 年 六を 

錐賊 臺灣瓣 巧— お 張 所 

▼娜 里を を 及 化 送を (無手 お 巧)、 外 巧 
為替 費 具、 おみ 摔化矩 化 立、 ち 用が 發 
巧 等 一 股 銀な 楽な 抑 巧 巧 じか 极巧化 候 
►が ほ 詳細は が 遠 膠な く 御 間み 被 下を 候 


碱制 


ケ巧 おん 

ー ニヶ 年な 巧 


「が貨 お 十 MW 上ゴハ 
一を 息ぃ ’ h ,'. を 六を」 一 こ 
j ぶ貨 お十圆 0 し 
(通を 占 閒じ付 H ホー錢 二が 

-おシ 貴 千 凹 巧トノ 班な 巧を ハ 結 巧 息) 

機濱孟 金銀 巧が W 支店 

鄉ぷ '送を は 都て 無手 較巧 じて 常 
. 巧 粮演木 巧 終 山を を 方 お 巧 中 お 


ft 長巧爵 _が_ ぶちを 街 巧 

本 店-み 扱 化が あ 下目 

紐 育 支. 貼 紀育ブ U 1 ドゥ MI ' C 巧 十九 番 

磯 住な 銀 巧 

おごぶ ま、 横 潰、 もを 谣 、京 郡、 袖 巧 
4 ド 心/於 ノ 道、 腹を、 吳 、柳 ホ、 下ノ翩 
地を 化 jjg ； 司、 小 倉、 ぶ 松、 隨夕 、乂留 米 巧 
ぶ 固 巧を、 鄉お をを 巧は 协め 
t 御が 利 迅速に 御 化 巧 巧 中 候 


ホ ノル、 ' 捜 渚； *! 一户 ' を 巧 ■ 上 ® • 香 巧' お 巧拉行 

西 比 剌な义 010、 呂 〇峨) 十 よ：：！ 
、おか 出帆 卜 H 廿二 日) 

太げ 化 三 二、 0 邑觸} 十 一 巧 十り 
'大巧み 01 二、 含 0 喷心エ 巧： 四 U 
コレァ 乂 (二气 0 呈顺】 十二 巧 八 H 
(羅 おか 帆 十ニ リ 四： n } 

春 巧 化 三 二、 000 哦) 十一 一巧 童 1 H 


化が 窠西韩 、が お、 智利諸 港 巧 
おが ホノ^、 横 演神戶 巧 司 香港 巧 
- 巧復 共 お 六 週 一回： 

〇 を 雑が お ま 切巧瘍 をを 隣 入御が お 化 《 侯 


シアトル 出帆、 お 帆 午前 十帖' 

が豫化 十 巧 ホな 
が 岡 化 十一 巧 十四 口 
橫溝化 十二 巧 九 H 
如賀义 そ 一巧 化 一日 
U 本 巧 船を 迷 賃新率 1 
一等 橫お 一九 五 ホ 种戸二 〇五奔 
一二 等 巧を 五十 兜 かを 五十 お 巧 

歐洲 H 本閒 客船- 每写 面) 

倫敦 ょら！ 等が お磅 、二等と 十 
磅 、お W 集ょ b - 等 九十と 磅 
二等 六十 六磅。 

が 育 か 化 田を 揚恃お y 本 わ 货询 が！ 巧 一一 阳 


=： 本、* 义那寶 お 製た 

術 お、 輔人 m を 飾 化 

た ty お-- り 
れ *1;^ を* り 

一: 島 ：；：；； i が 

高ず お 術 お 修縷、 

肯飾 お、 ストリング 

U 本 服跋縫 


腹 本 證券 禽社 

一 I がが 化 部が ノ質 興、 引を-おお 
A を輔 、並 二么二 關スグ ■切 ノをお 

能 一献 藤本 ビル ミ— 力— 銀 巧 
一 紐 脊が張 所 


雜货 陶破器 

ド ラ ィ グ I ゾ 卸質 

太洋寶 易げ S 會社 

ま 巧 がが を、 ボ X トン 



陶破嚴 、雜貨 、ラ 

シプ咬 ランプ 笠 
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驾巧 


森が ブ タザ ー ス 


乂一 




紳主向 ミ. 高尙な 服装 

= 新型、 地 柄が 澤山ぁ 6 外 U 

正しい 高尙 なホ國 スタィルを お酱の ホは 河 
卒弊巧 へれ 越し 下さい。 

弊舖は 過去 十 年間 當 化が 化の H 本ん 紳 + モ 
んわ引 立を 藻る 信用 ある 店で 御座います。 

ウ す，- 力^- ぶント 
フロ リォが 服 巧 . 


シアト^ 出帆 
あら ぞな乂 王 巧 1 8 
あらび や 化 十】 巧 十一 二日 
▼一等 横沒 一畫巧 

化し ば 4 寸丸 るん ごん 化 U 1 五 置 巧 
▼一二ず 日本 行 立 五 巧 客を 乂化 造を 族 ま 多 的 
▼ 御を 望に 化 4 1 を 割 5 巧な 切 巧 妓巧词 致 巧 

B ス アン ゼ瓜ス 出帆 

めきし こ 化 十 巧 十乂 H 
しか ご 凡 十一 巧を 一口 

▼一 簿巧沒 ぇ じら か ホを 化 一九 冗 巧 

化 化 はんて 一一み 化キ 
▼ 一一 一等 H 本が まじら かぶを かお 巧 巧化完 が 半 
► 悚港 お 巧が！ 切なな 藥巧媒 入御 餘お 化リ候 
► 綠ち 線" ナマ挽 山り 本ち がが な 巧が 月一抽 


阳 


大 

- 1 

ffi 


四 

M . 

ろ 


巧 

一二 

-JJ 


曜 


巧 

猜 

な 

八 


號 


來福丸 遭難 事件を 

國際榮 慟會議 の 一問 題に 

果して 如何なる 結果を 産む ず 


本年 W 巧 加な 太 おこ 度 I 化 舞つ たので あるが 街後歸 朝せ 
て お 鹿 S 巧め じ 沈を ゼる闽 際 嵌 1 る 鈴 木 化を の報吿 する 所 じ 化れ 

i が 出 ホる ご 國隙勞 働 局を ア八 
ベ 1^、 ト ー マ 氏は 語つ わ 由で 


船 巧 社 所 威海 船 ホ 随化遼 難樂化 
I に 願して 裝 じが 巧 口 本人を じ 

一一 於て 調を 報吿 をを をす る ご 共 じ 

: 一面け 曾ょ b 紐 巧 總が事 館を 經 

i て 外務を の 注を を 喚を-」 たので 

: ぁるが ホ 事件に 翻して は 日本 じ 

; 化ける 海 貝 組な ょ b 『お 上 生活 

j あのを をを 化 降す る 事 巧』 のか 

i 議案。 る ものを 今 遵ジ玉 ネゲヮ 

じ 開' 他 甘る 第よ 回 國瞭が 働を 諮 
じ 提出した。 併し 該巧 議案は 閉 
巧 じか あした 當時 H 本から 勞慟 

化 炭 鈴 木 文治 巧 じ架带 され 緊急 

講 まごして 提出され たので みる 

が t ') が 難 救 濟の閒 題は 純然 

わる 人道 問題で 巧 働 問題では な 

い I ( 二) 則 円の 切迫せ る爲め 

成が のず 緒を 執 6 得 ざ b しど 云 

ふ ミ (一二) 英國 がが’ 資本、 勞 

働 三一 化を は 該み證 案を なて 英國 

海 封を 

俯 辱ず る も ミ あると 

て一齊 じ議墙 から 退席ず る 大波 

觸を裕 き 姐して 結埼 一擲され て 


H 本が 員 組を どして は 明年 開か 
るべき 第 八 巧 図 際 勞衡會 議の德 
會に 巧び お 員が 護の 問題 ごして 
提出す る こどに 內 をし 居る ごの 
i である 殖に觸 して ホ 福み 拳 件 
を 調査せ る 白 食 委員の 一人は 語 
る 『ホ 福 化 事#: おを が 問題 どな 
らぬご 謝 やる のは 早計で あるけ 
れ共巧 働 省 燕の 內愤じ 通ず る 側 

の 息 見を 徵す るに 都ての 會議じ 

がて 國ぉ的 色彩が 濃厚で あるな 

上必ゃ 日英 兩 固の 巧 表が 反目す 

る 結 あを 産む に 相違ない。 H 本 

側 どして は 化 問題を 提出す るに 

先 だも實 際の 擧 あを 捉へ ねげ 强 

硬 且つ 適確なる ま 巧を 爲し 難い 

であらぅ 唯 漠然たる 推定と 威 情 

ごを を < た 提案で あつて は列國 

化 衷の賛 間を 期待し 巧ない がが 

あるから 愼を じちへ て轨 るべき^ 
巧 照を 執らむ ばなら む 一る々 


-萬閱 大傅禮 曾 

:參加 情報 

出品 化ぶ 等 も發お 

■明年 六 巧： りょ h 巧が じ閒か 

- るべき も闕獨 立', り 化 十 年 記を 巧 

闕 大巧 错會 に對し U 本 も' を 式 じ 

參 加す るに 巧ぶ し閒诚 にが',- は 

'.，り 十 お あ 圆をま ホす る；- こなら 

内し 十 お 萬 励を H 本を 萊協會 に 

を附 する 巧^ 特電は 木が 旣 報の 

如' で ゎる^ 商； 丄 ちで 所 巧經巧 

を 計上した る 後乂政 かじ 對 して 

正式 怒 抓の 池 知を い* せる 第で あ 

る。 がして 愧寶 を參帖 S ホ 法 じ 

がて 山が ほ 細 H の 化定を 見ざる 

も大 化の 力 針 をの 述 . oe ある 

ご 云 ふ。 

一、 U 本 特別 おは 之を 嘘 鼓せ ホ 

陆懸 曾々 檐をほ 借して おお 物 

を陳别 する 見这 じて 化に がが 

組が 拳絕を 姐して 一千 坪の 場 

所を 博覺好 常ぶ ご煤钓 巧涉濟 

でれ る 

: 、おおは 坑 一を 關る必 嬰 k 巧 

則 ごして 組を、 聯な巧 其 化 適 

留： '* る々 が卜 あつて とじ おし 

ては 化な の酣 巧を を あかす る 

撫なも ある 

.、出品物の 選を に 付て は米齒 

じ おし 化が 輸出し 居る もの 及 

將ホ输 出す るに バ 巧' い* るら の 

巧视の 文化、 巧 情ぶ をを の 現 

化を 紹 かずら じ涵 する もの、 

巧 穂な に 出 おし 比校硏 傑して 

巧 ホ' 裝八 化な 進 本に 巧す，。 こ 

ごを 拇 べしと 斑 ^ る もの 等を 

まどす 

1 、 出お人じ巧して^^渡が補化 

をい t す こ..」 わるべ/、 父 出 お 物 

述 巧】 明かが に 的て 貨擔す 

がかの おぶ を 加 じみで お 巧せ 

ら るべ は 事 巧を 技、 げ雑封 等 

であるが 殷近 おが 巧を ホ巖 巧よ 

6 當 地ぶ 氏の 一兀に 速した； <?述 信 

じ 攸れば W には も 愤辑巧 山 巧 巧 I 


を 帶びホ お 勘 巧び 來 がする 豫を 

であると 傅， へられて 居る。 

諸 ホ 公使の 

歡迎 晚餐宴 

：= 本 巧樂部 じて 

旣 報の 如く 巧 地 円本 化 樂部ま 

備 ア^ ゼン ナン 驻 剖を 化に して 

贼暇細 朝の 途次 滞 紐 中で ある 諸 

ホ六邮 氏の 歓迎 晚资 曾は ムる二 

十九 目 日本化 樂部 樓卜- じて 擧巧 

しま 貧 0外 齋 藤總敞 お、 梢 木 正 

をた お 長、 地 ホ 無が 支店長 其 他 

一二 十を を 出席' デ ダ ー トコ ！ ス 

に 入る み會長 W 木の 词曾 にて 日 

本人 會裳記 長 巧 田 柳 化 巧け 諸 か 

氏の が 化總が ホげ 化を 间 顧して 

氏が 外交官ょ b ~>醉 ろを 敎家巧 

のんで ある こごを 興が ある 遮 話 

を 引例し、 柿齒 副領事の る 化の 

外椅 ぶが 化に 關 する 追懐 談 あら 

をむ ょ b を 化け 南 ホの 一が 率愤 

じ 就て が 巧 記載の 如‘ 义獨 得の 

潘 おを がみ 敵會お 別ぶ じて 戲談 

數刻 じあんだ。 

蓋を 開けむ 

議員 會議 

翻務 卿の 歡迎辭 

ごボ ー ラの 爆禪 

ぉ 髓顿： りが" 第二 十一 こ 阿萬 

闕 骼貢會 おは 昨 巧 十 時を W て 化 

巧に ド 院强 がを 内 じ聞會 され メ 

ィ フラヮ テ 八に が b し：：： 本 

化ぶ-^ が 佩つ てを 刻參别 し國格 

卿、 雄を マッキンレィた 常 ど 化 

おした。 岡 お卿ヶ 。ッグ 巧は 閒 

巧 ご 化 ハ じ 做 迎の辭 を 述べ ホ どし 

て幽 隙永递 のず か 維 侍 じ おず る 

ホ 巧を 披赌し 化つ 曰く 『戰 ずの 

ま 阴は阅 K 的が 巧、 國 の 嫉が 

及びん 柿 的が おで ある。 め L 巧 

な に 知 る ； じ 化 る ぉ識 ご 敲解 ご 

は贿 がのを を 除いてぶ 泣を 脚が 

；： •.らしむ るら のでみ る〇化 がの 


ホ かは 過 数 化が じ-日 •’， て 政治 
をの 夢想ん る 所で ぁつ 一が ホ だ 
耕 お 見を 得ない 要い を國に 
が あ V むから y 解す る i である』 
ご 結わ だ。^ の サクラ トバラ 氏 
渡米 巧絕 中：^ じ關 して 國巧 卿は 
唯破壊的勢^:1|?がだを戒むべ し 
ど 論じ じ •かサ はボ！ ラ 氏を 通 
じて 頗る 强 硬^る 抗議を 提出し 
て 爆 禪を會 誰 一 化 じた。 本 目 午 
後には 卜 .院議 旨-ヮン ソン 巧の 
化 米 協が じ 願す イ報吿 が ぁ- CV 止 
幡 u には 前國務 - 卜 氏の 圖 
際を 法じ關 する 於 化の 發 をが あ 
る 笠で ある。 尙-心 の會議 じ 
がて は、 獨逸 化を の 一人。！ プ 
博 ± は 逸早く 獨 速を お 傅を 關始 
『濁 逸 ホ 軍備 徹 獲を 貴 現した 
'が 闕も化 お 平 あを ホ攀 '，るなら 
ば 速 かじ 化 ホ 面^ 進まを なら 
の』 く 熱 辯を 揮 心た。 

か 桐巧國 訪問 搜は 一 \ 

愈 今夕 出發- 

窠 二み 斤 桐を^ 訪問 阁 はが々 
今夕 六 時 十五 巧 •ヘーン 停車場 ぉが 
ボ俄 古を 經て曲 革み 巧 九 H 沙巧 
お顿の 加贊化 じて い聯 朝す る 笠で 
あるが 一が の 氏 もは 左の 如し。 

國 おか 桐 義^ 同 ごし 子 I 
罐 か？ 息 

脚 員 田 化 普み _ ^间 ひも 

息 截 壊 巧>^ 

巾 村 乙ち 攘啤さ b 

田 中 八を す 壊 \ 政よ 
息赏 \ 

を 山义子 娘を \ 息 譲 治 
忽那德 一 郞 同み y る 
な 宵雜壌 どみ!^* 

湊力惠 同 ¥ 稻子攘 笑 子 

小 齡あ么 輔同幸 子 

お 戶美彌 息な も/ 

巧 旧ち 子息 敬 \ 

が 藤が 枝 加 ぉが 野で 括 
けん 大島 W 郞長 勘虽衔 

ボ川 淸义邮 村阳義 S 宮 

崎淸； 二郞一 二階 堂 おを 一 

雜誌 旭光 創刊 號； 


-を おじが てを 期總 會を關 催す る 

由なる が 巧し M 會員 じして 提出 
す V き畿案 ぁら ば 六日を じ 中 出 
であ b じし WO 

•鈴 木 商 巧 年 糸 挪移轉 な ホ 第 
五 街 二 九と じだつ じ 鈴 木 南 巧 ホ 
糸 部は ホる 十日な 後は マ デ ソン 
巧】 八 おじ 移轉電 詔は カン ド こ 
アニー 再 0— 一 ご H ハ 四。 

♦田畑 信 順氏總 領事館 貴、 歡 
週間 腎臟 病の 爲め引 籠 中。 4 し 
がを々 全 かまる 化 八 H よち 執務 
♦モ柿 中子 夫人 今夏 渡佛 中の 
千 柿 夫 A は 去る 二十 八 口 入港の 
佛蘭西 線 じて 裔が約 一二 週間 後歸 
朝の 常。 

參小巧 艾お郞 巧 111 井 物 產が育 
ま 巧會計 係、 去る せ 二 H ホ 人 同 
伴 晒巧歸 朝の 途じ 就く。 ■ 
參 一二 滿と郎 氏の 稼 省測舊 技師 
まる： ir 五日 歐洲 よら 着 紐 本日 當 
化を 歸 朝。 

♦柏 巧 留ま 氏义部 省が 外 研 お 
員 及び 同 佐久間 鼎の 兩巧 はま 甘 
S 3 歐巧 よら 着 ぉ 近々 留の當 
•小島 鳥 一巧 文部省が 外が 究 
員、 ま ムが四 H 軟洲よ b 着が 約 
ーケ 巧滯 がの 蟹。 

♦宮川 一二-氏 遞信局 技 帥、 ま 
る ホー ニ日 着が 約 ニケ 月滯 がの 上 
姬歐の 豫定。 

«梶 島 二郞巧 文部省が 外硏兜 
お 义び间 鎌の 恭 I 郎の兩 巧は ま 
を ホ 凹 H 眷が約 ザ ケ年滯 紐の 上 
波を のを。 


陋說 1 お 


♦がち：：：： 本人 敎舒 

『稀 神が の 測 頃』 


を を 


化 巧が 育り 本お^ 管内 化 化 
H 本ん の 人口調査を たします 


淸 水が 師 


じ 就て 豫て當 館に 登 一 

には 旣に をれ 八\ぉ 


，まずが ホ 登錄お 他な 所 不明 等 


で 通知 洩の ホは 左記 


脚濟 みの ホ 

W 濟み であ 


諸 かじ 就 


て自發 的に 當舘を 脚 •おぉ 下さい 

調査 用紙は 御 申 越-^ み 第 差 上 

W 7 .^9 〇 

二) 姓名 日本. ザぶ^ ザ じて) 

三) ホ 年月 y (一一 一至 籍高磊 
化所(五}職業(ホ\^4留を族の 
姊名 及び 年齢 

千 九け サ五年 牛を 二日' 

紐 育 一 帝 國總® 一* 舘 


キャン デて 

クリスマス 用 特別な 1 

チョコ レー ト取 をせ 一 

一 お 度 二封 度 i | 封 巧 
及び 五 お 度な み。 

户 ‘ — ドキ ヤング ィス 

一 動 度 お 封 度册？ I 度備 
鋪 賣備躁 にて 御用 命：！： 臟じ獅 
注文品は エ燒ょ b ぉ 梭御 華客 
樣に御 送り 致します。 一 节卒植 
變らす 御 引 立 獅遮顯 4 舰 ます 
驾晋 TF 登 D 邑言 異 In 田； 

ご 5 W 置 42 nd S すを _ 

ジ吾 h ミ 。 Bryant W 芝 心 
日本人 部 止て 

G き气巧 e 一 c _. ilibbs 


懸體 f 欄大 



演 



ち 下 単 磕頓じ 於て 脚 催 中の あ國諮 員を 證じ 列席せ るが I 化 

ぶ衆讓 院議 貸蝴 一巧を 招請し 巧 t 十 巧 九 U (金曜) 午 一 P 八 時 

西 S 十九 下目 五ンジ ニア ー ス 、ビ於 デン グじ 於て 大 * 斬ぶ 會 

か 惟 候 間が ネ御 繰を せ 御 ホ聽被 成す 度を 御 案み 中 上 

大正 十 凹が 小 巧 一二り \ 


紐 育：！！ 本人 會 


一 G 0 

■寸善 

尺 魔 

。 —— 〇 


あ 着の 4 八阪朝 りじの 

る ご 法學十 巧が 一二 邮 

君が 二醫の 化す 所〜- 


牧師 川 島 末ぶ 進 氏を 編輯 人 マ」； 

し前 U 本人策':^敎會幹事此川淸1 じって八月八：2遂1 長逝し じ も 

1にを巧巧人と'^する化ホ社發巧 である。 野がぉは明治互十八年 

の 宗敎雜 誌 化 ホ ' p 巧號が あた 体： 京 郁 帝大の 辭濟科 出身で 大阪の 

雜 も機 つ い 巧 侧 が 巧巧雜誌 で る i 正 を夕 ぉ接み席 あ つ じ 夕 病 


ク カム 敎搜の 『灌 督敎と 

進化論 j ぁら、， 川一窟 牧師の 『淸き 

也』 副 島 敕師の r 靑年ィ 3 ス』 等 

觀 いも 請^ •へし。 


喬洒龍 雄 巧 着 京 

裝 がを Z 國 乂博覽 おの 要務を 帶 

が儿巧 十と H 晚 をが 獲 玉 ンプレ 

ス、 U シャ號 にて が 朝の 途に就 

いだを： 曲 龍 雄た は ホる 二十 八日 

着 京せ る 巧 本社に J 一 屯が あつじ 

ホ哇ピ クニ ブク 

端が 中の 諸 かを 化 歓迎を 兼ね 

常 地の 布陆 おみちは 明日 晒 午前 

十一が タイクマン、 ッで y ' ■— じ 

を 集 ピクニックを 隅 おすを 自辨 

お持參 のか。 


♦靑 年を 總會當 ホ •!！ 义 十八 了 

目の り 本人 辞 年 會は听 四日が 巧 

季總 曾を 脚き 諸般の 食 格を 審證 

する も n 

参 修道 脅を が總 曾を-む 一十 111 

: J り け 〇一 一恭ぶ 轉敎 お逆會 じて 

は ホる 十り (十' 幡 H す 後 八 時 同 


の爲 めじ 職を 退いた さぅ である 

三色は 黑 いが 背の 高：； 無口の 内 

じ 柯 ご なく 慶 しがの あつじ 人で 

ホる：^ 往年 故 高峰 憐 十一を 座長 ど 

し K 横 松屋のを 巧 じ 小僧の 長 化 

VJ 拙 手 どを 勤めて 好評を 惜し わ 

えれ はが 村を がが をの 正を ま 巧 

じ 居た 頃の 事で ある A 潜 松盧ど 

一な へば 彼の 頃の 俳優 も大か 散り 

わらじな つた。 第一 渡 松 崖 幸ち 

梅の 博 ± w 巧 村 巧 どが 化が しを 

旦那の 靑 水玉 五郞 ちは 細戟 中で 

わら、 南鄕力 化の 巧滕時 ill ちは 

橫 あじ 化み ▲忠信 利 ホの 妻巧巖 

を 君は 宿 胸を サラ ナック 湖畔 じ 

養 ひっ、 あら、 日本 耿をエ 巧の 

菊 地柬陽 君は ォリエンタ^ 窝眞 

工業の 取締な く L て お 巧で 幅を 

利かして おる。 ▲現 化が 巧じ殘 

つて 阳 ょれ ッな 化に 禪 . b ' れても 

居。 いの‘’ ホ 星を！ 二の 柳 渊眞之 

肋 パ どが 天 小僧のを 機先 生 丈け 

である. か 階 ± v > 巧が 巧 ごの 爲ホ 

じを 善 興 巧を 遣つ"- 見る 奥氣が 

あるか か 何 か。 


レスト タン -^ 

く 賣ら茲 むだ レスト ラ 
者 亦 じ 獨身 薪の バア トナ ア I 

^ 鶴 合に 依らて は讓 つても I 

午後 九 時 後 乞 來談。 

lanabe _ 基1巧.14童等4ミ.2 

ジ 1. Audubon W 置 Q 


良 

夫婦 
を お 
よ...- 3 


中を 直 ロタ 年の 經驗み A 婦人 

T 夕司 W ’ 懇 かじ 敎 巧す 一 過 二 

回 十 弗 左 じ照會 あれ。 

L . Ja ョ 男. W 7 C ミ 夏 fi 呈 Ave - 

Fill ごを L I . N . Y ' 


ホ 圧 ク — ミン グ 

1 言 7 wrdAve - す t . を th & 夏 th iis . 

ゴ I ち ti 呈 e li 品呈 t 苦 s 


アン ファ ニシュ ドア 

马 パ-- トメ ン トニ ま 度 

湯殿、 キ ツチ ネット、 設備ぶ を 

家賃 恰好。 

だす 吉 量 IWe こ 27 thS 三 


M お 向 S お 室 == シング 

八 及 ダブ 綺麗に 

装飾せ る淸 潔島尙 なる 衆 庭、 烏 

化、 地で 線 ■バ， 〇 - ド ソンに 巧し 

Churchman , 2 B 卓 J 37 ih S 1- 呈 y 


を 巧 也 地が き 綺麗な 宰 

重聋 一人 又は 一天 じ 響 

ぶ レべ- — - 夕がア ハ ■ — トメ ント〇 

口を皇コ， す 一.2 -D 

芝 4 Rivmide Drive , Co こ 台を S 1. 





u 本 陶器 雜貨 
ドラィ グ I ツ利販 的 

餘試巧 木 桃# 組 

M0G ご： VK))10 パ 01 0 ごこ I ごご 

105 -K 16 をで. 乂 • Y. Tel.Stuyv 蛋 ant 苦 若 和 7 


0 内 ORG 巧 至 I 巧 OS 丙、 す 至 i 
互 r. H ミ se will acc ち t W 三 ヨを d ミヨー} ミ 
瓦 pcpiu 皇〇 {jes 云 さ oahnstruction. 
STCDlo-New York Piano Conserv 己 ory 
and School 0 こ呈 ia 置 Arts- 2 畳 丢 est 
ご th s., Ne 三 ork. For particulars add- 
ress 置 r 置 h=r たち atiha ち hooL 
phonn Circle 夏 7W 


內務 おを 許 加州を 認 

產婆 & 按摩 術 

ホ 巧 巧す 
M を絲ホ マッサー ジ 術の 出張 
治 巧の 御 求め じ 應じま 中。 
お話モ -1 ュ！ メント 5 竞 
西け 十ー ニ了 目 S け 十二を 


費府大 博覽會 日本が 

コン セツ シ ヨンは 

總て 一割 五み じ變ぉ 



但し 出品 じ關す 
る ものは 撒べ て 


‘割 


種類 

興業 物 費が 喫茶 化 為あ屋 
煎餅 お 恤木尾 みあ 属 

レスト ラント ソフト ト リンク 

諸ゲ！ ム H 本 傲 属が他 
化 際 至急 中 込 あらた L 

締切 h M 月 一::: ■ 

香 西 龍 雄 事務所 

》田 .125 を皆ミみ 2 .户ご 

一 Tel. Harlem を S 


is 一過 五 巧 及 八 弗、 一 
人义は 二人に 適す、 

巾 廳へ+ か タィム ススク エヤ— 
f 化-五 か 屯 話 カン バラン ド呈 ーロー 

妄 喜 stjr ' oo 吾 黒 崎梅モ 

技藝 の妍究 

▲截义 、縫 方 婦人 小 お 服、 製帷 
卿 諭 ビ ー チン グ及 一般 家庭 
装飾 等 じか 

A 巧、 水、 を瞩 H 午後 二 時 U 四時 
を 致し.、 み 職の' 便 も 御座い が 
小 林 フジノ 
两な 十ー ニ 下目 S な 十 二番 
電話 キヤ 七 ドラ 瓜垄を 

I I r : 

裁縫 所 開業 

洋服， 絹物、 ゥー八 類は ドラィ 
クタ— 三ング 、ブレス 巧び 染耍 
、化な i こ 商し！ 切を く 芙黯じ 
敎 します。 觀 縫は 如 巧なる 御 注 
文 も 巧 聲に早 く 致しまず 其他ユ 
カタの お ホを も あ h まず。 

驭井戴 縫 所 

1 点 卓. 雲 stJJ . G . 



自動車 修 
1 鑄を び 運 
I 轉を敎 お 

1 ラィセン 

I スが 証す 
一二 十 立 弗 
述轉 ホは 
二十 五 弗 
晝 成が 學 
兩科 あわ 




自働单 業を 修得せ よ專 巧みに 
化つ て述轉 並に 修 獲を 懇切 じ 


な ’ 

h 

し 巧 

〇 が 

W 瓜 

H わ 
C a 
S Y- 

ON ; 

T ^ 

A u 
S 



麻 かも 短 
時日に て 
敎授 ずり 
就職口 韓 
旋す獨 立 
岀來 ，、多 
大の 報酬 
を 釋らる 
本校は 創 
ぶ 十 お 年 
，墓が 敎撰 


:聰 はす 前-^ 畔 よら 十二 晴迄 
才！ ドも敎 舞ず。 


叫 I 

• C 

S ^ - 

〇 =2 け i 

郎咖 

〇 化 1 1 
お し ~ 

A 5 - 
K L 


魚類 一が 

卸小賣 
u 本人 お 親鮮な 
る あ 類 巧 菜 類を 
生產 地ょ b が H 
取ら 宿せて 販寶 
■化 6 御注义 じょ 
ら配速 致しまず 

加洋兄 ぉ商會 


巧 式會趾 

山中が 會 が 育を 巧 
Yamanaka & Co., 
680 Fifth Ave^ 
Tel. Ci ぴ k 4014 


H 乂 電報 通 も； 印 I 

な國の 政治を、 實策巧 及が おの 
事項を 迅速 且つ 確を じ 巧 道ず 
每 H 入 雨 ーヶ月 お •を 五十 巧 

Tokyo Ad が raising Apncy 

11 本 新聞 雜誌 演吿 一般 お投 
35 Six 比 Avenue New York C け y 
Telephone Spring 8 の 7 


japan が e - Am が ican News Service 


n 

古 ; 

I ： 

fti 

報 i 


巧滿洲 鉛道悚 まを 社 
な 育を な 所 
South Manchuria ん ん Go り 
270 Riverside Drive 

T わ . れ iref ん け 69 


S 井物產 巧る 會社 

ホ 國摄 領事館 

株式 會社皆 井 商店 

己を 巧 事會社 

紐 育ま 巧 

Consulate Gen が ai が おが n 

が 育 支 巧 

M れ subishi Shoji K お sha 

Mitsui & Co., 

165 Broadway 

い ' お & Co-, 

(Mitsubishi Co. ， Ltd.) 

65 Brondway 

Tel, B < か も巧 Green 7520 

Te し むけ ! an が 8314 一 

Woolwoi*th Building 

Tel. Wh けみ al! 60 が 

ご 

(20 Broadway 

Tel. Rector お 60~2564 


! m 耿八 お 、 w 

妻 巧 建築 事 絡 所 

1 Iwahiko Tsumanuma 

1 Room 1607 No. iOl Park Ave ： 

1 Tfel. Van お rbilt 3 が 6 

" ，巧！ 化 • ゴ し、‘： 

瀬 川が 險 事務所 

H. Segawa, Insurance Broker, 
303 のれ h Ave., 

Tel. む ie か nia が 01 

內困荫 事 株式 魯社 紐 育ま 店 
Udiida Tra が ng Co., LW. 

291 Broadway, 

む ;. Worth 1576 

島賣易 株式 會社 

Shima Tra ぷ打 g Co, いん 

150 Broadway 

Te!epiio 凸 e Rector 1484 

も ul に M. Thomas 

Adve け ミ お ng Counsel 

2023 Tribune む iW’mg 巧 4 おが au な . 
Tel. む ekman 6978 

株式 會社 赤 尾商會 
. AKAWO & CO. ， Lt ん 
295 Fifth Avenu も お W む rk 
Tfii. Caledonia 975S-5S ■ 

1 

I 乂巧巧 事 巧 ま 食が 

j む ban む ading む . 

30 Church Si. 

1 m むが and 4S50 

号 共 株式 會社 輿 東貿為 株式 會社 
化理店 

怠が 痛を 

Takamine corporation 

120 Broadw が， お H York C 巧 y TeL Redor 78 が 

Gen が al Office & Factory 208 Ra 刪 n S しし 1. C か J. Y. Te!. Siiliffell 7718 

淺野 物產株 或會社 

Asano Su が an Company 

Room 801-805 

165 Broadway 

Tel. Co け lantlt 8047-8052 

大倉 組紐 育ま 巧 

Okura & Co., 

30 Church St ベ 

Teh Co け ! aiuit 2292 ぷ 3 ぶ 4 

お 育 H ネ人會 

The お pane が む 如む ati 日 n, 

2 が W がけ 7 化 Si., Hew 川 rk 

Tel. Circle 8130 


日本 綿 化 巧 まを 苗: が 育 支店 

Japan Cotton Trading Co., Ltd., 

Cotton De が . 

60 Beaver か.， 

T ♦し Bowling Groan 2900 

Silk Dept. 

25 Madison Av ん , 

Te け Mad. S ル 3695 


H 米を 糸 株 巧 曾 社 
統育 支店 
N! 州 I-3EI KilTO KABUSHIKI KA ぶ IU 

(NICH し BEI Kirr 打 CO., LTD.) 

373 が H iivenue, 

Tel.JVIa ん Sq, 7592-5 


神 戶鈴木 商 お 

紐 育ち 巧 i 

Suzuki 及 Co., LUi. (Kobe) | 

220 Bro か ! way, 

re し Coi*tIan か 1149-50 ぶ 1-52-53 


円本 生糸 巧式會 助: 
紀育支 巧 

Marimura む ai も Co" & が n わ 
が E. 23rd St,. 

Tel. iUhlaml 5320 


原を 名 會—歷 
紐 育を 巧 

呂 ara 底 じん、 

4 が Fourth Avo.. 
Te し Caiedtm! み讀 30-35 


化 商 巧 式會趾 紐 脊ま店 

Cosho Corporation, 

〜 porter も 
334 Ave. 

Tal, Mad. S み、 

Gosho Co., Inc^ ~ 


Cotton Exporters 
60 Beavor 81*, 
Bow り no 0 け 《11 S 
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乂 おが H 巧斯か 
福 旧ボ平 
mu ASAHi 

肺 加 r - 苗 巧 ^ 巧 44 Suilriine 

Tel. む ekman が 80 


乂阪 おり 二 巧を H H 
上 巧が ま 
Osaka M お nichi, 

i07 Tribune け ui 陆 M 
一' ス か ''* 4259 




〇 

0 

S 

CL 

nu 

rt 


化 議义の 上朽は 沙汰 化 A ご u ち 
遂に 今一; の ホ 溝を 可み する じ ま 
つたら ので わる ど 0 


S 

m 

孤 

を 


卸 I 

ぷ 

狐 


歐洲の ザ 和 

化が 的 巧 化 排斥 

脚化シ よどし、 英轉 、フラン 

乂 、ィ タリ ー 、ベ 作 •* — 等を 網 

おず るが 洲五 大巧 强の扣 なか か 

が. 际 わ み ‘レ、 瑞西 ’I 力作/にが 

て閒 池-一む i も ご。 つた。 ダア 

片 サィ ユ半か 化 約が 締 おさむて 

よら、 旣に八 年； J 垂 々どず る踩 
かに も、 こいで 漸くが かの 曙光 
を 望 わに まつた ので ある.'' 膊じ 

ドー ズ 案が 採用 うれ、 獨 逸の 贈 

巧を す挪 もが， いむ に 巧 6、 ラ 

キン ゥン ドみ が じがけ る 聯を巧 

の谱 備隊も 跡を 給つ じきつ レの 

t あるから' 今 か ' W じか 互の ホ 

かがが も 奇怪 Cc ? ■話では ゎるが、 

ゲァ八 サィ ユ條 約の 化が じが h 

て動搖 しつ i もる 歐測 にど 6、 

。 力 ノ貪雜のぶ巧け妳めてな 

目じ攸 ずる 0 

今 叫の 巧 盛は、 をの お 響 i を 

なじ ては 础 めて 化が 的で ある 

けれで も’ をの 目的は 歐洲の 率 

かごい ふ陆 限され た帕ホ 的に 出 

つて & る。 獨逸 もこの かかが 陈 

じ 地つ て おな 國際聯 酷に を 加ず 

るら ので わら ピず る。 らば、 こ 

の 化 約の 戚 わを 頤瞭聯 班 ご 引離 

さ。 いやう にす る こどが 紫を で 

わる。 しから ば 棘 協約， レ轉 測の 

女を をが 陪 ずると に 鸦 して ホ か 

誰を S 枯柳を ご S 邊 ょ，',- 發 がし 

每 るで をら うか。 

か 冗のを をが 畴條 約け、 をの 

をの 示す わみ く 能を も か 狂的て 

一 あら じりれば。 ら の。 即 もこれ 

一等 歐讲の 五大 列强 がか 互に 於て 

ホ かを が 隙ず る 第】 の 誠な は、 

- 軍備縮 々 の 上 に 見 ^^^け れ じ なら 

い： がる じこれ 等の 列 强が將 

: ホの' みおを 恐れて ゐる獨 逸は 

.ゲァ 作ず ィユ條 めじ 化 6 てを の 

，陸が 力は" をに 國內巡 灣の耗 巧に 

I 縮少 さむ、. お 軍に まらて は 昔 U 

'の耐 彩 もない 科じ慘 肖；^ が 態 ど 

むつて ゐるじ k し、 フランスの 

; 陸が 力、 就中 化 空 力は 世が 隨 

ご款る おじ 傾 張され、 捉熙は 解 

が 補助艦艇の 膨 脈に 餘 ななく、 

イク ブ ー ，バグ'*. — 巧、 をの 國 

_ を 的财蚁 かおめ てまし いじ も' 拘 

ら ず、 毫も 軍 偶を 縮 少した 形跡 

く、 獨 逸に 隣ぃ る 小國ポ 

ンド すら 大化模 な 陸巧搬 娘を 敢 

てし、 バ^ ナックから 黑 解に 迪 

中る 大ポ ー ランドの 述設を 夢想 

してむ る。 即も 一は ゲア八 サイ 

ュ化 おじ 化ら て完 をに 武器を 解 

除され，】 はこの 條 約の 暇 旧を 


つて ゐ たのは 濁 逸の 赔 巧を ま拂 
すが 巧で ぁつたが-ド ー ズ 案は 
速 かじ これを 解 ホし、 獨 逸ら 今 
巧 どい ふ々 度は をが ホ 裸々 の獨 
逸 どして 巧 溢じ參 加し じので ぁ 
るから、 獨 をを 假 想の どす る 列 
强 、就中 ポー ぅンド & び フラン 
スの 如き 必り やや 他のリ 货に化 
らて獨 逸を おおず るで あら..- け 
れ .ども、 化が‘ U 恐らく 巧の 如き 


恐 濁の 轉じ ザを 藉 すじは 餘らじ 
倦を を 威 やる であらぅ。 

化な 的の ホ かじ おする 列强の 
黃巧 け、 一 じ 重く 一に 輕 きが お 
めの もので あつて はならぬ。 獨 
逸の 武装を 解除した 别强 は、 を 
の獨 逸を 化 手 じ： 伞 かを 談 やる じ 
は乂 腰で あらむ くて はならぬ。 
がらざる 限 b . C の 曾 靡 も畢覚 空 
におる であらう。 


タ ホン 協約を 皮切りに 

P 力 心 ノ會議 開. 

獨逸 U 1 月頃 職 盟じ參 加ず る 


- ).c\ 


り 力 八 ノ 五 リ發=::グ ァ サ ィ ユ ホか會證化ホ失敗じホ敗を重 

むつ、、 あらし 歐洲 五大 列强を まどず る 相な ホ かが 障 會議は 今朝 

よら 開淮 。英國 外 化 チヤ ムバー レン 氏 巧 貧— 獨逸 化を スト レゼ 
术 マ ン愧±は獨逸かずかを要望する；け歐洲の他則强じ毫も異 

。ら ホと 前提して 化 瓦 ホ かの 保隐め 要を 力說 し、 化づ ラィンが 
畔の平 か 幾を 書に 就て 論議を 求めた るが フラン マ 伽が グ ァグ ャ 

ィユ條 灼化十 脚條を おじ 濁 筵-; か 侵略的な 爲 じみんだ 場を フラン 

スけ ク斗ン ランド お 領の權 がそが 留 する 点じ 就て は柯黄 異議な 

きら ポー ランド、' ベ か VI 乃至 チェ コス。 ゲア キアが 侵略され 

た瑞を フラン マが これ 等の 閣也を 軍 串 的じ援 巧すべし どい ふ權 

剌 のが 留 L 就て は フランス がが じ 締結した る 軍事 條約 をを 礎 ど 

ずる だけに 捣遮化 おは 異議を 唱ふ ベく 結局 ラ キン ランドず か議 

を 書に 附随， L たる 佛獨 仲裁 條 約の 成立を おる じ 至 4 模悚 じして 

獨 逸み 控際聯 盤を 加ら 最早げ をした ると 间樣 にて ぉか ホ 年 一巧 

の 臨時 巧事會 じて これを 實 現ずる じ まるべ <ポー ランド 其 他 小 

國 聯盟の 化 表は 特殊の 問題が 發を しない 限ら 會議 じ參 加ず る權 

利を 賦輿 されて ゐ ない。 尙ほ英 蘭 かか チヤ ムバ！ レン 巧け この 

席上に て 『今 じして 歐渊 じず みから ずん ば 到底 將巧 じこれ を 望 

いの 餘地 なし』 ど譬吿 した。 


關が 會議で 

名主 往來ず 

東京 特電 お U お U ホる 廿 ■ハ 日 
ょり 閒惟 さるべき 支那 脚 稱を議 
ん亟乂 化' 命を 帶び陡 軍 總お臾 ホ 
巧 氏： 5 十一 一日 東京着の 豫左 でぁ 
。又 英齒駐 まを 化 マ タリ ー 氏 
も 十二 U 橫-棋 着 商 もに 入を おお 
外化ゴ种々打をせをなすでピな 
b ホる 十】 日頃 出资 する 竿： でぁ 
つた R おを 權は出 發を両 lllH 延 
則す を 2 ごな つた。 が ほ ホ 図の 
離稅會 謠を權 スト 0 1 ン 氏け 本 
:::午巧賴おみ相を訪巧し重ま^:* 
るを 昆 のを 換 をな しじる が 明 巧 

はが か 官邸に 於て 歡迎 晚餐合 を 

辭<ぇ ごな つた。 

フアス シモ じ 

社會驚 屈服 




英鹽 政界に 

暗雲 蔽ふ 

現 內閣を 攻造か 

口. ン ドン 五 H を u ボ来 ドウ キ 

ン 氏. で 首相 ごする 英國化 ザ黨巧 

瞄 じは 化，、 政變 生やる 模は あら 

邸ち 第一 脚 化が 黨巧閣 の 陸軍 大 

巧 じして 前 駐佛大 化 V して 保守 

黨內に 重きを なす ダ ー ビ I 卿が 

過般 リゲ アブー グの 保守 黨 午餐 

會 じて 現 政 おの モス ー グ 政策を 

非難し、 

をし 現 政府が 國 はの 信 化を 博 

して 當選 しじ ものである どす 

るなら ば齒 民は 恐らく ィラ プ 

ク のを 巧 段 治を か 五 年に 延挺 

する 至を ホめ な.^ であらぅ。 

ど 述べた； は 近く 化か 窝 内閣の 

政 巧 ご閣賛 改造を 暗 本した もの 

ど 見られ、 明 H を W て眺懼 さる 

べき 講會 巧を a 後 初めての 閣雞 

にて が巧大 おバー クン ヘッド 卿 

は 殖民 乂が アメ V — 氏を 相手 じ 

モス ー 八 か 策を 追窮し イラ ツク 

じ掛 する 英 瞬の 條約责 巧は 依が 


じ 省 

席。 


證 


こ 


逊； 'て， 屯 硝を縮 少して むる 形跡 千 九 だ ホ 八 年を なて 終るべき も 

い。 これは 云 ふまで も，；；^ くので ゐるど 肉迫す ベ < あらに 大 

化な 的。 ず か 策で あつて、 相ぶ 藏大が ナヤ ー ナン ィ氏も モスー 八 


のでは。 い。 がに 獨逸 じの みみ 

- かの おがを 强 いるのは， 甚だ 不 

:む理 で & るど稱 すべきで ある。 

\ 化 ホが がの ホ かを 確立ず べき 

曾 战に找 6 て、 最も 隙 壁を がを 


政策ょ b 生やる あを をが じ 陸が 

軍 側を 化 手に 論ずすべく 政が の 

一部では 円 十く も後繼 内閣に バ が‘ 

フ オア 伯 ご。 バ 1 トホ i ン 卿の 

聯立 內觸ぶ 立を 豫 測して ゐ る。 


議員 會議ご 

國 際聯驢 

危 くみ 裂を 防止 

シ 'ン トン 四日 發 ：；：；； 目下 當地 

懼中 である 方國 議員 會議の 

じて 國 際を をのを なじ 願す 

1 卜 氏の 演說あ b し 後、 會 

み 諮 どして 従 巧嵐隐 聯盟が 

改訂に 

W 力 した； を 威 謝する ご 

共に'^ 晚 これに 就て 國隙 會議を 

巧 集 べき 前提と してみ 則 巧國 

講 員を 講じ これを 討議すべき ； 

をみ 迷 I する じ 至つ じが、 これょ 

ら囊 > 1 部 米國の 化を 潇員这 こ 

の 際 参訂じ 就て はを が 國際蹄 邸 

を無规 したる 國際 會議の 開摧を 

ま 張し これを 脅 簾の か講 とずべ 

く 巧 九し つ-- あらし も 偶々 この 

計 畫が留 際聯盛 幹部の 探知ず る 

所 どな 去静 部は 直 もじ 聯盟 國の 

化 おじ 馨吿 を發し ホるべき 巧 嵐 

諸 員會議 じて 最も 權力 ある 『一 

々數 國』 巧 あが 题擬 聯盟を 無规 

してへー ダ 會證の 固な を 計畫し 

つ} ある 替を吿 げたる 爲め 

米 壓が表 も 巧るべき 會議 

の缘備 討遙を 蘭瞄し 巧し 乂國化 

表の 一部 じ 斯る證 案を 描 おする 

者が ある ごすれ ぶ ホ國化 おのみ 

幾は をれ 巧ざる 一期で をる ご 酱吿 

しを の 結果 一 が 人 十の 計 普した 


勞働 組合 團 結ず 

。 — マ 五 H 験；：：：： 化來二 大游働 

如を どして 晩を のを じあつ わフ 
ァス シモ 勞働 喘盟 どを 業勞霸 

酷は 今回 ファス シモ 黨 幹部 没び 

司を 1 入臣が 首 化ムソ リニ 巧の 巧 

を 受けて 調訂し 愈々 を间ど ホし 

た。 邸 も 今後 兩勞働 聯盟は 勿誦 

一般 資本家 侧 b この 新 騎盟じ W 

b て 勞慟狀 態、 勞銀 及び 勞 働が 

間 等を 制を ずる， とどな をが ホ穷 

働 者が がを 投票で 邀 巧して ゐ ， -- 

エ複員 制 巧を 廢 化して ファス 

' モ黨 幹部が： 切 このを が じな を 

すべく 産 藍巧慟 聯盟が 標榜し ろ 

つ あつた 階級 戳の翊 想は こいを 

ファ 7 シモの 勞資 協調主義 にな 

め、 一 ® じ 於て 社禽黨 5 屈服で 

をる ど 見られて ゐ るが、 この フ 

ァス シモ 勞勘 政策の 前途は ホ 
常に 注目を 惹 いて ゐ る。 

議會 言論に 

謝罪 y 要求 

が 太 和. 政府ょり 

リ ー マ 五 U 發 =：： 填 太 利 講會の 

開院を じがて 社禽黨 議員 义 レン 

ボ！ ダン わ 伊太利 ^ 101 相 ムソリ 三 

氏を 刪 入 的に 侮辱した 言論は 伊 

太 巧を 侮辱した もの どして ゥキ 

ン駐 なを 使は 埃 太 利 政府 じ 巧議 . 

し 政府は 正式に 謝罪の 息を を 明 

したる もが 太 刺 政府は 單 なる 謝 

罪に 滿 足せ 中 この 際を の讓 員の 

處 罰を 嚴 重に 要求した。 即ちが 

太 利の 講 事を じ 依れぶ 講漠內 じ 

て 他國の 元首 乃 まぶ 韶國元 まを 

侮辱した るが 如き 言論を がて し 

たる 者は 證 員の 資格を 削 奪し 化 

當の 刑罰 じ處 ずと いふじ あらて 

伊太利 政府 もこれ ど 同樣の 懲罰 

を 求めて ゐ るので あそ。 而 して 

エレン ボ I ゲシ のか 太 利 じ對す 

る 侮辱 ミは コン フ 事が じ 顯聯し 

ね もので わる 0 


五 年に 直ら 巧 固は 义國挪 込な 上 

のを 額を 請 ホし むい こごに 巧し 

同が •し 五ケ 年を 經過 しじを はな 

めて 佛國ど 新 協を じ從 ホす るで 

をら ぅど 0 

新 通商 條 約で 

露獨が 相反 

W 化の 宣 巧ぶ ちじ 
ベル 9 ン四 U を U 露 獨新通 巧 
慷 約のを 渉 じ 瞄聯し n シア か 相 
チ、 で リン 氏が ベル 9 ンじ滯 化 
して 露骨なる 宣 樓じ從 事し つ i 
ある ミは 濁を 政府の 致 も 不快 ど 
ず， 〇巧 じして チ 巧は 通商 條 約の 
前文に ラ パ。 條 約を 巧び 特記し 
露獨兩 厨の 親を を 中外 じ 鳥 言せ 
ん どした る も 平 かが 障條 約を 前 
じして 獨 逸は 國 をげ 策の 上ょ b 
をて 斯る i を t * し 能は 中 ご 拒絕 
し 農業 用器 具 類の お繁 輸出を お 
るた め。 シア じ韵 する 信用 貸閒 
の 巧 まじて 斯棠 をに 補助金を 賦 
與 する をは 通商 條 約のを 渉 じて 
決を した もの i か/' 濁 逸は こか 
じの b 保障 條約 じ對 する。 シア 
の 不満を 打消す 酱 であるが 兩を 
の 利害は 巧 歷條約 締結を の もの 
じ 巧て 枯 反して 居る から 到底 圓 
溝なる 解块は 期し 難い S 云 はれ 
で & る 0 


た。 をの 法に 娘れば 乂獨製 おょ 
らも 媛を でを 惜 である。 

山 腺ぶ 巧 5 奇禍 

東京 特電ぶ 口を uh 院證旨 山 
脇 本 氏 (硏 兜會) は 昨 U 午を ホが 
を 敞ホ中 自動 単の 爲 めを 傷を を 
ひ 腦の巧 化 甚だし < あ篤狀 態で 
をる ウ 


狸が 


阿が 事 仲のを 判 

ま 京 特電の U 發 U 摹變の 脚 ホ 
不圧挪 下 幸 化 祟 1 回を おは ホる 
十九 日臺化 じがて 開适 ずべ く 星 
一巧^ お 姪 寸る绪 である。 

お 油 保護 關稅案 

ま 京 特電 四 H 發 U 商工 省の お 
姐が 謹關稅 案は 結 枯ボ懼 釣 上げ 
の 結果を 生やる どて 大藏省 じて 
は賛 がせ 0 ちしい。 

不穩 文書 舞を む 

まま 特電 四：：！ 發 ：：= 例に 無い 不 
穏 文書が 譬視廳 に 舞 込んだ ので 
譬視廳 では 宮城 及び 東宮 彻 巧の 
ーヶ 巧を 巌重じ 警戒して むる。 

大 み 化 爵化辭 退 

東京 特電 四日 發 u 宮內 省の 觀 

吿じ 娘ら 大な 光演 伯は 伯爵を 辭 

し 本願 寺よ b ' を 家して ー ホ おご 
なつた。 


英佛 協を は 

自然 改訂 か 

义國 案の 影響で 

ヴン ドンぶ B 後： =； 米佛 負債 協 

をの 結果 英佛 協定は 自然 消滅ず 

るで あらぅ と】 部では 觀测 され 

てゐ たが 英國 政府 どして な ホる 


負 償 巧涉は 

巧が でない 

佛闡 首相が 聲明 

バリ ー 五日 發 =1； ナィム 地方ょ 
b の 旅 巧から 歸 つて ホた フラン 
ス首化 バン 八ゲ玉 1 氏は ホ 沸 負 
債を 渉に 瞄聯 し、 

余は フランスの 最後の 提案を 
米國委員が拒絕した^はみじ 
て 巧が の 巧 巧ら を 意. 陳し たも 
みで ある どは 信せ ず.。 今後 ご 
て もを 渉の 餘化 は充 をな 巧し 

てなる i を 確信す る ものにし 

て' フランスは 正を な國家 ど 

して 負債の おがは 魄迄 も實巧 

する が而 かも 自己の 能力の か 

の 支拂を 約束し これを 魔 巧し 

ないどい ふ i は 不正直なる' 朽 

爲 どし 1 これを 挑 斥す る もの 

である 0 

ご 述べ' た。 

ル マニア 國王 

暗殺の 陰謀 

發覺 して 武器 挪收 

ブ チヤン スト 四り 疑：：：：： 昨年 八 

巧の 共產黨 暗殺 陰謀 じ 等し、 

のが 化べ サラビアの ホプン じて 

發覚し 目下 官憲は 活動 中で をる 

が これに 關聯 して 舊 n シア 陸軍 

中尉 及び 數 名のみ 產薰員 か檢擧 

されを 数の 武器 彈藥 等も發 見が 

收 したる が 陰謀の 目的は ホる 十 

1 n ^ 1 マニァ 國王致 皇后陛下 

が》 ャン^ — に 臨幸の 節 暗殺す る 

企ム でを つたら しい。 

海軍 兵役 短縮 論 

-至ぶ 特電を H 發 海軍 兵役 年 

限 i に 就て 目下 帶 講中で ある 

が S 年 ザ說が 有力で ある。 

理科 研究所 戀明 

東を 特電 五日 發 U 理科 硏先所 

の 山 口、 武が両 技師は 裔 腿電氣 

じて 水 品 前 子を 作る i じ 成功し 


孫 將軍露 都入り 

モス々 ゥ 四：：： 發 ：；：： 頻玉 祥將軍 

の 密使 ごして 孫鹏將 軍は の 人の 
随員 ど 共に 繁都じ 入' ら約 ーヶ巧 

滯 だの 上赤繁 軍の 組織 & び 軍事 

敎育等 じ 就て 視察す ベぐ 其產黨 

幹部け 一巧の 使命に 深甚なる 注 

目を 挪 つてなる が、 な將 軍は 左 

の 如き 聲明 藝を發 した。 

支 孤 こ ロシァは 地理 的に 接ぶ 

しゐ るの みシら ず、 ロシアの 

ま 那じ销 ず t 友 記は 國 はの 威 

激じ 堪えざる 所で あつて、 支 

那の御 立 運動は 今や 國は 運動 

ごな つて ゐ る。 我等は 兩國の 

友證的 提携が 將ホ 3 極を 政局 

じ 渚 事實ど U つて 現 はれる 2 

を 期待し でゐ る。 

露 國蔡酒 令撤廢 

モス ヵゥ 四 U 發 ；= 過去 十一 年 
じ 宜-ら 禁酒み を 施 巧し つ i あつ 
た勞農 ロシアは 十 巧 一日 ょら こ 
れを撤 凹す る舊 であ つれが 赤義 
軍隊 撒み の爲め 本日まで これを 
延期し 酒精 六 割の ウキ マキ ー、 
四 割の クオ ツカ 等は 一齊 じ巿燒 
じ賣 おされた。 


米 國映畫 を排巧 

ゥ キン 四：： n 發 U 約 S 千の お 太 

巧 人 活動. 勤 眞佛慶 はホ國 ょら’ 

映 壽輸乂 に 依る 影響を 受けて 失 

業し つく ある をみ 磯 どし 今朝 

巧 列の 上义図 映盡の 輸入 俳 巧を 

政府 じ 要 ホした C 

獨逸 代表を 警戒 

ロヵ 八メ四 H 發； r: 巧 日 J 6 當 

地に て關 催ず べき 歐 測の ホ 化 保 

障 會證じ 際し 濁 逸の 厭洲 大戲惹 

起責巧 糾問が 聯合 國 の' 拒絶 i る 

所と なつた じ對し 一部 獨逸 ファ 

ス シモは 獨逸化 お及び 聯を國 化 

をの 暗殺を 陰謀した i 發 覺し當 

地 官憲は 嚴 をに 磬1 戒 し營官 おを 

增 派した。 


日本 y 戀ふ M 

下耿じ 寄ず る追惊 

閑 文 公 

◊ 

島 巧の 太夫 道中は 言 ふまで も 
た < を 都 名物の 一つで ぁる。 こ 
れに 類ず る 古風 W 儀 まは たいて 
いの 廓： i 嫂つ て 0 るが、 島 原の 
をれ じぶ ぶ ものは 無い ピ いふ。 
むる ほで、 おしい 衣裳を 着て、 
幸し い 下駄を 履いた 美しい 女た 
もの 美しい 巧 列では ぁるが、 然 
— 白書に 蜘蛛の 巢の やうな 電線 
の 下で 仁 丹 や中將 湯の 殺風景な 
鹰吿ど 一緖じ 眺める のでは 名 化 
の 一 巧 ぉ 名物 も 奪ろ 巧滅の 感を與 
へな。 太 ホた もは 将意 じな つて 
「が 八文字」 の お取ら じ 忌 物 人の 
眼を 酱 たせる が、 化は 矢張^、 

島 化の 巧を 鳴 ゎ わたるを のしん 
みり ごした 感興の ホが 遙 かじな 

つがし い。 

.ク 

める 年の 夏 •别府 の 温泉の 宿 

畳 e なは フランスから 巧た どい 
' H . 旅け 者 ごか b を ひじな つた 
彼は 日本に ホて まだ H の淺い 其^ 

の 頃 じもう 洛 あの 着流しで あ漬 
飯を 峻ふ精 じ 日本 まに なつて ゐ 
た。 日本で 何が 一番 氣じ 入つ た 
か V - いふなの 問に 逊 して、 

一座 敷を 取り まく 廣々 ごした 

緣侧が ' i 番 すきだ」 

ごを へた。 うまい 觀を だな とお 
はおつた。 君の國にもボ）チや 
グエ- フン ダが ゐ るでは ないかと 
わが 辭を言 ふご、 彼は 苦笑して 

「 '/ 1 ノン」 

ピ 化き 出す やう じ 言 ひながら 首 
を 振つ ね。 

◊ 

おの 机の 傍 じは 二 一二 册の 本が 
化* 散らしても つた。 彼は をの 
中から ラフ ヵチォ •户！ ンを取 
& あけて 磬ぐ 借ら やうと 言つ た 
パ！ ンが 巧き かご 閒< どま だ讀 
ん だ' と： a , ない ご 答へ た.。 なは 思 
ひきつて、 君の國のァナト1グ 
フ ラ.* スょ らもい i せど 言 ふと 
彼は 巧 苦笑して 首を おつね。 

なの 巧の 扫 じは もうこの フラ 
ンス A は ラフ ヵデア • ンが 
巧き つて ゐた〇 をれ で' > 1 
ンじ挪 ずる 栽の 貧しい 智識を 彼 
じ 話して 聞かした。 a 本の 學校 
で敎帥 だして ゐた ミ、 日本の 女 
ど 結婚し a 本の 着物を 着て 、 U 
本のを」 化み、 日本 流の 名前を 
名のつ て 最期 じ H 本で 死んだ MJ 
日本の r 踩 がげ きで —— 取 b わ 


たご い ふを下おを紹かす る£ じ 

なつて、 二ん はぶの 口の 夕 をを 

に 巧い 靜 かな 巧 巧库で —— 旗 


い 庭 ど 庭 ド 映の ある お 巧 尾で 濟 

まし わ ° 

おして 盧下 おは ひごく 彼のを 
じ 入つ た。 恐らく 人間の 履物の 
中で最も巧お的な、；-最も素朴；；^ 
技巧の 無い U がら；/: 最も 技巧に 
富んだ もの だら うご 批評し じ。 
詩的な 日本の 家 ご、 詩的な 口 本 
の 庭 どじ ビタリと 爾 かする 詩的 
な 靴 だと 賞 めをやした。 君の 國 
も サボ！ ごい ふを 風な 水の 靴 
が あるでは ないか £ 化が 言 ふ ど 
彼は 又 苦笑して 首ぞ 振った。 サ 
ボ ー の 靴から 來たサ ボタ ー •チユ 
とい ふ 言葉は 日本し まで 流 巧し 
てゐ るせ ど 笑 談を言 つたら、 笑 

つて 化の 肩を U ぐらつけた。 

◊ 

二週間 ばから j 同じ おで 篡し 

た 後 二人は 互の 巳 ドン マを おら 

をはして 別れた。 栽の モ はおれ 

る どもな く 息れ てな たが、 彼 か 

らは义 しぶら じ；^ のをに 歸つ 

て 巧た W . いふ 通知を 兼ねて 日ぶ 

じゐた 時の 築し か 「た； を 細々 

ご 書いて ょこした _ 一*^ をれ は 二ん 

が 別れてから 一库餘 らも 經つわ 

頃 ’1 化が ァメ リタの 旅へ 出か 

ける ほんの 數日 前の i であつ わ 

「繪の ゃうな ふ —— 繪のゃ 

うな 家に 住み 繪の 4 •うな 着物 ゎ 

着て 纔の やうな 啦を诞 いて ゐ A 

君の 事を 羡 ましく 观想 する」 
ご言ふ彼の手紙の文巧が、 
の繪の やうな H 本み 數 日の 後 L 

去らん どして ゐた おじは 何だか 

皮 巧の やう じ 聞 こ!^ て あは ホち 

笑して しま ジ む。 ぶして 彼への 

返事 じこんな を ホ' み ミを 嘗 いで 

送っ た。 一 

'「繪のやうなりて をれど削 
れて アメリカの 旅 一へ 33 やう ィ J — 
てゐる 。日本が 論の やうで あ も 
ど 岡 じく、 ァメ 9 力 もホ繪 のめ 
うで あらう ど 期 猪し i ：* がら」 

◊ 

おの 期待は 全然は づれ はしむ 
かった 0 H 本 じ 絡が ある やう L 
アメリカ じは 叉 アメリカ ごしす 
の 美しい 繪が あった。 をの 意が 
で おは ァメ 9 々へ ホた ミを 悅^ 
けれでも栽の追憶が遙かじ過^^ 
じ殘 して ホた H 夺の樣 々じ 「繪 
を迪 b ゆく が、 をの 給は 何物 一 
も增 して 戀 しく 义关 しい 姿を 也 
のが じ 描き お寸 ので あ。 る (完 



け 庭 ド 恥が 巧き で、 下耽屋 から 
臺を 買つ で ホて は自 をの 手で 色 
色ご緻 つた 鼻緒を 作つ て 見る の 
が樂 しみで あつた i、 H 本 海 じ 
學：ん パル さな 町に 今 も 彼の 住ん 
でゐわ 家が 遺つ てゐ るるな ど。 

こ 話で フランスの 旅 巧者 
は 一 屑' ゾ I ン がが きじな つた や 
ぅに 巧 \ た 。をして、 もし 餘 b 
遠くないなら 其の^ 1 ンの 家を 

ま 内して くれ ど 言つ た 〇 ン 

の 家 ふで d ざつと ご r 白哩は あら 

うご 一 百 ふご 彼は 义普 笑して 首を 

扳 つた。 

◊ 

をれ f も 結 巧、^ — ンの 巧し 


海の 巧 ご 外 

♦乂阪 朝日の 葫鉄飛 巧 機は、 
歸途 ドア ジキ大 腐の ごつ た航一 
路で歸還が巧をわふ^じ確定. 
た。 これで 化界】 巧 S 憩義 を" 
じて 來 た。 

♦化を しわ 米圓 潜水艦、 沈 心 
の 刹那 旣 じが 水が 摄 入して 乗； 
員はおをじ巧流されてゐじ；： 
が 明した。 

♦々力 < ノ で 礙を國 の ホ か 一 
障會 諸瞄僞 。今： おじ 歐洲大 戰„ 
起の 黃巧 採し でも あるまい が 
長談議を してなる 中 は、 何 
ごか 目鼻 も附 く。 根 氣の强 い _ 
が 最後の 勝利を。 

♦掛乂 負債 案で ヵ ィヨ ー の： 
措が 危い どか。 これ だから 政 
ご經 濟の很 合は 禁物。 
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獅 I 攘治簇 

り 水底び 遥氣治 攘= 
窺 揉 肩 腰め 痛 首 手足 
の 不動 神經痛 リゥ ザ 
チ K 慢性 胃 藤 病神經 
衰弱 祐其他 
午前 化 時ょ を 午後 乂 
時を 電話 前約 願 上 候 
紐 育 瑞典フ ィジ オシ ラ 
ビ； 學院 卒業 
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らます。 新ら しい 昇降機 ごユス 々レ ター はが 殺 
な巧內 じがけ る 皆 棟の お 買物に 祕宜 ど お 快 ど シ- 
巧へ てゐ ます 

他 巧で 二 巧す る ものなら ばメ ー シー では~ 

巧 八十 八她 或は をれ 下で 買へ る i をで ぅ- 
ぞ御 記憶 下さい 

日本へ 巧 荷物を 御 送ら じな b たい 節 又は 御贸愤 
に 際して 御用の 法 合は パ I ソナグ ショッピング 
ビユ 1 P 1 を お尋ね 下さい、 親切 じ 御 巧 宜を許 
らます 


化が 品卸資 

お 巧商會 

W f . 17 th で.， N . y . 百で 
Tel ぎ yvesan こ 7 ち 


ランプを 巧实賣 

下 羽 電氣蘭 巧 

W 021 IBroadway 

ブ I.Endicoti 01 さ 
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Jmm お 
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扫 

が 
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を お 十一 二了呂 

ニニ ーニ 

が 藤 
洋服 巧 

? ラ鄉 よご ご 一 




丸， 3 洋臟 蘭會 



細 前 丸 山 洋服 商會 



正腹 ご 親切と を 旨 どし 確實 

言 用 ある 廚 品を 精選し 

時 別廉價 で販賣 致します 

ゥォグ サム、 エ火 デン 四 割 H ? 

ま 叫 也 て 一二^一^ 

指輪 鎖 貴を 屬 並に 寶巧 類】 切 

，、' グ トン 時が S 、 ヮ！ ドィ 

リノ ィマが 計、 を 柿を 時計 

ゥォ ー タ ー マン 萬 年 拳 

エバ シャ— プ紛筆 

魄 銀器 並に 銀器 一切 
御歸 朝の 抑 ± を 一切 
時 針の 修 鐘は 化 隙 付 じて 確實 

じ お 川 自身が 致します 

が 脊ぉ西 巧 十二 了 目 一 五一 

〇ング .エ 々—诲 九 二 五 号 室 

お 川岸 廊會 

電話 ブラィアント 四 一二 お 四 

Ishikww ザ Kishic ? 151 w .42 ndst . 


提議 要雜じ 見れば フェ 
デラが 無線 お信會 社の 計な をを 
のま ぇがらん とする もので わつ 
て、 乂 無電を の述設 じは 日义ぉ 
S 圃 共同 經營 どは 云 ひ 乍ら H 本 
は々 巧 キ〇の 双 橋 無電を 提出し 
来 國は新 借铁を 引受けて 新た じ 
千 キ〇の 無電 台を 建設 せんごす 
るので あるが、 目下の ま那 のが 
態を なて しては 巧 かる 大規模の 
無電が 一三 口 もが 續 する を必 をと 
しないから 結 厨は 巧 橋 無電 局を 
廢 業せ しわる i は 明かで ある。 
然るに' 巧 國を府 はこれ ょ b 化き 
松 平 駐米 大巧 赴任の 際、 H 本と 
しては。 ン ドンで 假調邱 した 
「支那 じ 於け る 無線電信の 日英 
佛を 间經營 ま」 じ ホ國を も參加 
せしめ やうとの 意向を 3 -て松 平 
大使 じ訓 をを 持 寒せ しめたので 
あるが、 當 時乂國 では 

國務 長官 ヒユ！ ズ 氏が 

巧 巧して ヶ 》 ッグ 氏 これ じ 化つ 
た 等の 政變が あつじので をの 權 
今日 じ 巧んだ ので ある。 從 つて 
右 支那のを まじ 就て は 米 國政お 
はか 論 マ クム；^— る 使の 活躍に 
ょつ て 出た もので、 お 論から 云 
へば ホ闕案 ごもい ふべき もので 
あるから 阿 等の 異議なく 賛战ず 
るで ゐ らうが、 . H 本は 旣 にじ 支 
那 じがけ る 無線電信の 獨占權 を 
持つ てゐ るじ拘 らず囊 の。 ンド 
ン假 « 却のを 间 '案じが 國み參 加 
を 認める 玄 いふを 協 案を おして 
ゐる转 であるの じ、 この 日本の 
を 協； S 好意を 無視して ホ 國が斯 一 

かるが 動じ おた をで あるから 到 I 

底ホ認 される 筋を の もので なく 一 
如！！： じ 支 册を通 部の 發 案な’ ミ j 
は 云へ、 口 本の 旣得灌 を 無視 1 

る もの どして 我がを 麻は 離然 4 jj 

提案を 曠 巧す るで ゐ らう £ 見， I - 

れ ミを。' - 


巧 


金利 維持で 

祿界 大景氣 

取引 數じ 新記錄 

囊じ英 蘭 銀行が を 利 五 厘 方 

利下げ 斷巧ど 岡 時 じ米國 のを 

一二を はこの 德 維持す る i が 

どな' たので 當地巧 ホ 巧は 

の活 5^ ぉ呈 し、 まるを 曜 H 

き 約 おな 四十 义满の 株式 取が 一は 

二 ぉ 阻 十 お-カー 千 株 どい ふ Jii 

を 示，' 本 ザ ーニ 巧の 最高 取引 一 

四十 ス九千 巧を を 突破 （た 

中鋼鐵 巧の 如き 約 ー ボィ ン 

をの 立に 騰貴ず るの 巧况じ I ' て 

翌±踞 日 も 僅々 二 時間 じな If 另 

株の 取 副 あら、 これ 义 本が 唯一 の 

新 記な を ホみ 活氣 に滿 ちて る 

尙 ほ。 ン ドンのを 剌 下げは^ 後 

英 國わ對 外資 易 じを 犬の！；^ 氣 

を 添へ るで がらぅ VJ 觀 •擦んで て 

ゐ るが、 一-ホ こ n にょ つろ ロン 

ドン. ホ 操に がける 巧债慕 皆』 を 

くが 绍 であら、 化て を^! B ^锡 

じ 一巧す るで あらぅ ど 云^れて 

& る。 一 


第二 凹 米が 豫想 

農が ぷの發 おに ょれば 乂化窠 

二回を 想は 六 千が 五十 方 巧 じて 
昨年た 實收高 ib とを 六が 方、 
ホ 作で b 六み 四が ホの 增 加を ホ 
してなる == お 上 一二 H 發 
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巧き 米 國输ん 
日本人への お 
語敎 按じは 夕 
年の 經驗 をち 

す 0 ー レ ブス 

ンと 十五 仙 
每 U 锁九拇 ょ 
ちが 九 時を 巧 
時 にても をし 
り 曜日は 一時 
よ b 蹈時迄 


成功の 祕訣 

乂菌巧 英語を 語す 事 
は 成功のを 一義です 
本校には H 本人 骇授 
じ惯れ た專巧 婦人を 
師ぁ b 懇切 じ 會話通 
信义 社を 語を 敎 撰し 
まず。 H 體過 H 巧 じ 
午前 九 時より 午後 十 
時まで 關 ほし ー レツ 
スンと 卡独づ i 。 今 
H お 七に ホ 校 あれ。 
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Tel . Vander 量 ご 28 す am 夏 
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ホな 謙 次 


巧 水、 を、 午後 一時 ょら 五 時 
を > 其 他は 前め に 願 ひまず 

- J が 瀬九廊 

ま Lexin を。 uve - N . Y . 暑 
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」0 巧 10 左 1 00 c さ M . o . 
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ジ L Riv ミ s 左 こ 夏 & ジ huyler 1 云 萬 
午前 九 時 1 午後 I 時 

髮 寞午奠 時-午後 化 時 

U 賴 午前 九 時！ 午後 巧 時 

ド タトが 小 架乘吉 


Dr ’ 夕 Shishi ん夕 D . D . S . 

夏 W . 7 害 SI ジ|. E 互 ist 二 842 

i£s 巧戶良 二 


自午麻 化 時 
自 午を 一時 


ち 十二時 
ち 五 時 


南 义發展 の 根本は 7 •【ド】 

のと 資本 Y 一丸と して 

がらし い 移民 政策に 化で ない 限 
り 巧 角の 發展も 徒勞に 終る らし 


巧 < の 如く ラブン •アメ ブ カ 
人の 民族的 誇らの 强 .いを は、 固 
瞭を治 上よ b 見ても 頗る 重大な 
总義 を々 し、 現じ 關瞭聯 おの 講 
場を ないても 

南米 諸 邦 の 化 ホは 常 じ 

一】 脚 どなつ て あま b 化 どの 按近 

を 巧 主。 いなじ 見へ るの もを の 

-例 である。 勿 給 時势の 推移に 

伴つ て お 米を 自己の 勢力 地帶じ 

扔 かんごす る 米 圖の巧 外 巧が 巧 

はれて むる 5 は樂 ちで あるが、 

これを 尚乂を 般じ勒 する ホ國の 

役資よ b 見る じ メキ シ 3、 ぺ片 

I 地方 等比 蛟的 米团 のよ i にお 

おしむ 大 みの 諸 巧は 相當の 巨額 

じ 達して ゐる けれで も、 を 殺よ 

b 見るならば 巧 逸の 勢力が 一掃 

された 巧乂の 投資 ホは 巧國 じょ 

b 占められ： ゐ る。 南米の 势力 

は A -B - c 即もア 八 ゼン チン、 

ブラ ジグ、 チリー の 順序で ある 

が チの 卽 化した ア八 ゼン チンは 

時に をのみ 力ら 强< 、をの 首都 

で恕刊 される 分 •ナシ 3 ン おの 

如き 

一般 南米 じ讀 まれて ゐ 

る梭銘的。巧聞である。 ア^ーゼ 

ン ナンの 人；：：！ は 八： 内. 乃 人で をの 

小 六-, け 力 人は 移 おであら、 而か 

もを の 過ザ駭 はおに 動搖 しつ t 

をる 所 部 燕 移は であつ て、 スぺ 

— ィンん によ b て關 がされた が 

今じィ タリー の 移：： たじ よらて 占 

めら れ てなる。 最近の 巧技は 頗 

る坚赏 であつ て、 ィタリ^ — 人の 

筋 巧 ど お 図の 資本が アグ ゼン チ 

ン のを 髮を掌 おしてむ る。 巧 威 

ど ア^ ゼン チンが 如 阿 じ 财的じ 

を 巧な 脚 巧を 持つ てゐ るか ど L 

ふに、 兩國の 贸を牟 額 八 原 川 じ 

をし 次闕ろ ア^セン チンよ をの 

輸入は 巧が 化 C 他 S 巧 料 おのみで 

も 五 暗 川 じ 速して むる 〇髮 にお 

闽に腳 祝 巧 狸が おつた 際 ア八ピ 

ン チンは 

歌 自治 保ょ b ら大 なで 

ある v > 蜗 版した 位で あるから U 

てを の洛巧 a 削 係を なかする じ 

おるべく、 爽國 のア八 ゼン チン 

じ おず る 巧 背 額は 約 巧 十億 W で 

巧を 頻がサ S 偽 川、 ぶ 他 掛逍等 

あを U を萊じ 及び 贸 易に 巧す る 

が述 けち 人が 占めて ゐ るので あ 

るから、 股ら* し 八 僚 W の 貿易に' 

巧 闕の條 入が 五 僚 W あつても お 

連 ご 翔 道 其 化の 諸み から 綜合し 

て 夾烟は ホして， 曲を しむい ので 

ある。 みに をの 投資 じ掛 する 巧 

f が 化々 W かに 化つ てゐ るが か 

き 政 巧は 巧 巧の な もな 白を 耍す 

る 点で あつて、 巧國の 資本 あは 

がかる 化 利 $ おか 投資に 應 やる 

の與 なら あるまい が’ 巧剧 のな 

一 おから 脫おィ るたら ぶ旣じ 

主要 産業は あ i 風の 

資本 網で あ b 、 本齒 にがけ る 所 

巧稅 八を 除を おめか 述 、陸述 巧 

凡ゆる 方面から 觀 をして 一の 大 

_ a る トラストを 組織して むる の 

; である からこの 格安な 利 牵で投 


贸も出 ホる 譯 である 。吏 じな < 
お ホを 一巧 L て 化 米に 通ず る鐵 
道 線の 布設も 計を され 旣じ 着々 
ど進搜 しつ t もる から、 世界の 
謎ピ云 はれる 巧 义の資 庫 も 巧 巧 
の 發连ど 相俟つて 益々 を 望で あ 
るか、 をれ じは 絕大な 資本 ど勞 
力を 必要 ごする。 を じがて か 巧 
留も 人口 過 刹 問題を 解 巧す る 意 
ホに がける お义が E あ 度の 聲を 
生やる じ まつた 所な であるが、 
さて 從來 のかき 

移民な 策を 掌して 果 

してを 米 じ 巧々 が 發展し 得る か 

どい ふ ミ じ；； <> る ご、 ずは 遺が 乍 
ら巧國 の 人 ± が 筋肉 ご 資本を を 
间 した 媛を な 移民 政 巧を 樹立し 

ない 限ら 先づ絕 導で ゐるど 見る 

一人で ある。 (文 貴 巧 記 ま) 




九 巧の 賓易 

ホ 超 六 千万 

東を 特電 二：：： 發 

大藏 省の 發お じょれば 化 月 中 

のが 外 質 易が 輸巧二 億 I こ 千 一一 肯 

六十 二 一巧 W 、 輸入】 億 六 千 四 巧 

化 一二で 二 千 W じして 出超 六 千 八 

がか 九で 八モ W を 示して ゐ るが 

これを 昨年 同期に 比する がは 驗 

出 じめ てと 千 四な 二方 二 千 W 、 

輸入 じがて 一一 千 二 r 白 五十二で 六' 

千： E の お 加で ある。 而 して 一 H 

3 .降の 贸あ 総計は 輸巧 十六 瞎五 

千 六が 廿万 一千 5:、 輸入 化 慮 S 

で 一二. 内 化と ガ六千 W じして 差 引 

入 お互 魔と 千よ が 十よ 巧 あ 千 5： 

であるが 、昨年 间期 のん 超六艇 

三で 义十 I 一 r 力 九 千 W に 比すれ ぶ 

一 一億 五 千 一子 り 主 十六々 巧 千 のの 

が 少 である。 

_ 

鐵に關 ずる 

闡策 y 遂行 

か 岡 商 相の 方鈔 

商 工大 ぉか 陶暗溫 氏は 製錢業 

に 細す る 國策樹 なをみ 恵 {、下 

傑を （て 官 K 製 搜事萊 の 現が 及 

び 製 规を合 利の 

ぶ 法 形式 等を 調が せし I 

めて むた。 を 來巧國 は 製 魄事樂 

國 どして 立ら 梅る 幾を の 天恵を 

ちす るに おら ホを の浆績 振は 中 

巧 巧 海外 先進 圈に版 倒され 勝 も 

の 化 態 じある は、 この間 幾夕の 

お 旧 ある 心經營 おじを の 人を 得 

なかつ た； も-の 重大な 巧 ホを 

G してなる が、 主；； ^ る 点は お 業 

のか 粮を - c ' じ 小 じ 失し 义小 工場 

を 所 じか 敬して 設備の 完成を 期 

し 巧む かつた； じある。 故に こ 

のか 隅を 補 ふ ど 共に 事萊の 刷新 

お展を 期せん ど すれば、 み 散し 

て & るを エ洛を 統一して 施設の 

巧祕を 避け： 几を を 節して 設備の 

ぶぶ を腳 るに ホる。 この 計畫の 

-诗现 じけ を 民 製 錫 拳を の 合 阿を 

愧利 どす るが、 を 同は を會 社を 

れ 

利害 關係 を 巧 じする の 


で 幾夕两 難な を惜 かわる のみな 
ら や圓ぷ どしても を 猫の 經 壁を 
要するおおご*;*るので、 近時朝 
巧 向 識者 間 じは 官ほ 製毁 事業 提 
携 論を 哨斟卞 る 者を く、 片岡巧 
相 も ホ 提携を 先にし ホいで を 巧 
じ 進い を夕 どして ゐる 。而 
して 提携， 油 者の ホ 張 じょむ ば資 
產 信用を る K 間ち 力 製 锁會社 £ 
八幡 製 樹所ど 相 提携し、 ー ホ 原 
巧の 鐵濟 お及び これ じか ふ 所要 
石 おを の 他 必需 おの 共 岡 購入を 
なし、 他方 生を 方面 じ 就 てらみ 
部 か 菜 的の 

一# 采遂巧 を 協定して 製 
品の 描 製に おめ、' 巧じ國 家が こ 
れじ おして 願稅 政策 其 化 適當の 
施設を 講じて 事業の 蠻戚ど 誘導 
助長に 努 むるならば 製銷 業のを 
達は 則して 俟つ べしと いふじ あ 
つて、 製鐵 業の 國策 樹立は 先づ 
右摇携 •し ょらて 實 現さる i を ど 
ならぅ 0 

米國が 操つ た 

無電 新 提議 

H 本は 勿論 峻粗 ずる 
a 米兩國 政府は 最近 ぞ那 じが 
ける 無線電信 問題 じ 就て を 渉を 
進めつ i ある どの 化 評を 聞き 支 

邪 政府では ホ だ H 米兩國 から 阿 

巧の 提講 がない のじ 焦慮し、 今 

回を 姐 部のを > しがて な 化 京の H 

米 兩國を 化を 通じ 

兩國 政府 一し おして 左記 

要綱の 提講 をして 巧た ど。 

一、 日米 巧 風から 新た''’ 惜 欲を 

起して 乂 無， 線 お 信を を 建設し 

ま 抓に 於け る 無線電信の 經營 

は：：：米支|二國で巧ふ ^ 

二、 が 橋 無線電信 巧は が 設の大 

無線 庵 信 巧の 支局 どす る 

I 二、 右じ觸 する 細目に 就て は 追 

つて H 米 ま 云 國 じがて 協講巧 

をす る 

四、 新 偕 欽は大 無線電信 をの 建 

設じ主 どして 化 用す る 

お、 大 無線 巧 倍を 雄設の 間は 新 

惟欽の 化を じ 就て U 乂兩輕 か 

ら 監督官を 派遣して これを 監 

誉 ずる 

六、 お ホの 無電 經營に 就て は營 

業が 績 のを 閱を 巧け る 

セ、 ん 事ぶ 他は ど那 のち 權に關 

する； であるから 支那 政府 じ 

一巧され たい 

八、 新 借 致の 化 化は 無線 軍 信 扇 

の收 入を なて する 

支那 政府 かを 提議を。 

す t をる をの 辭 過は、 九 巧 ホ ーニ 

H から サホ H をの 四 H 閒 じちら 

化を じ 於て 米 國の郎 支を 化マク 

レー 氏が 執 故段邮 '瑞氏 ぶびを 

通摇 を萊恭 がに ぉおめ 外を、 海 

軍、 を 通 部のを 腦 を歷訪 して 凝 

講 しじ 結 おで あつて、 米を 使の 

說剛 じぷき 前記の 提案は を 通 部 

の お まごして 六 父 通、 外を、 海軍 

がか 四 部 合 講の上 化 ホ 上 b 去月 

化 八 H のま 那閱 號を述 過した の 

で、 翌化化 U 巧 澤を化 及び マク 

ムン） を 化に をの 描 案を 手を し 

たので ぁる。 を 提案のを 文は 去 

巧 一日 巧 巧を 使から 外務 あへ 祕 

がを 化て 巧还が ぁつた。 ホ國政 

巧は ま 孤^ 右 耕 描 案じ 對 しか 何 

.なる 態 巧に 出る かどい ふじ、 元 

巧を の 
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華盛曠 

わざ； 

口 本料埋 

を じ 御旅 舘 


日本 巧患辦 切符 御 申込 じ應じ 
萬 事 御 化を じ 勸化扱 ひ 中 上 接 

を 港 小 パ ホー K が 

► B 本 巧 巧 巧 {别聞 ぁ' ゥ) 

を 港 タリ ホ^ ニア 巧ムハ ーニ 

電話 カネー I 八 こ C 


該 察時閒 
午後 お 時 1 八 時 

江 見 一一 一朔 

引纔 きべ V ビュ！ 
病院 お 勤 じがを 時 
間 外 及び H 赠比前 
約 じ 限る 



鑛 鱗敎變 

マ 社を ダンス A 

►お 情み 操 A 
紳卡 、淑女、 わモ 
化さん ホに 叮喀に 
敎巧 をし 巧。 午前 
十 時 玉を 午後 十一 
がを ( = 曝を 除 < ) 

シャリフ ■ダン シ 

ング 師範 學校 卒業 

上衫 タマ 


ザ 同家のを 聪は兩 ホ 綱で 馬屋 じ 
つながれ てむ たが、 馬は ー ホの 
手綱を を ひ 巧 b 化 ホの 手綱を な 
で 旨 かのちを く i ら 見事 なち 殺 
を 遂げて ゐ たのを 化み 郎が發 見 
し、 淚 ながらに 斯 くと 中 野 著へ 
頂け 巧た。 

◊ 

時節柄 普 察では あ もじ 獸醫を 
派遣して 檢視を 巧つ たお、 飼 ま 
化み が も 云つ て ゐる樣 じ 巧め る 
など-'- いふ ミは 夢にもせ ず、 W 
云つ て病氣 でもな‘ く 明かに 覺悟 
の 自殺では あるが、 をの 原 巧が 
巧 明せ ず 中野惡 では 不審が つて 
ゐ るり 

◊ 

この 馬は 數年 前から 同家 じ铜 
はれて ゐ るが、 物 串が よく がら 
化み 郞 じどつ ては 硝娥 の おで あ 
つた どい ふ。 飼 まは ず 厚い 供養 
をする^じなっ た。 


口— サン ゼ ルス 地 ホの 御 
化 光には な 善の 御® をを 針. り 巧 


/ ク八 


ホテ少 


羅 が ホ じがけ る 同胞 經營 中搔 
新式 高等 ホブ 八で を ゎます 
羅府東 一 街 一二 九 半 」 

重 玄 f ゲ アン タィ キお六 五 也 
電轟 ー タツ カ 八 六 一二 

貸 自動車 (牧野) 

羅が 名所 御觀 化には 最も 精通し 
た ドライバ！ が 御 案内 申 上ます 


レ ザト户 

NP 藤纔； 

306 おユ 1 Ave . So . Se 芭ニタ wash . 

停 お 場前迪 おご 于お侧 ホ 階 藤 
U 本 巧 船 切な 取扱が 夕場送 鍵 
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袍 下宿 

i 桑山淸 お前 I 

さ 6 を 己 h sh 資. 呈 lade 古 hia Pa. 一 
TeL Walnut 7231 i 


煎餅 卸ぶ 賣 
豆腐 油揚 

日本 食料品 一切 

uesnsa Rice： Cake CS， 

蓄 Ifhird Ave., 

Tel. Plaza 5218 

化 巧 後藤 巧當 屋を議 をけ 辨當 
及び 壽 巧の 家庭 化 出しを 致し 
ますから 巧卒ち 敷御谅 負の 程 
を 願 ひます。 

御 下宿 西 島 

1 置 E. 舍 Ih 夕 言. G.2 ゴ|. Plaza8175 


淸 潔、 設備を を 

ホが 御 下宿 

ま おおじ IIT 
さ妄 hadne St. 呈 .置 Dock 豈芸 


西 六十 お 了を だ 四十ろ 密 

一力 旅 難大橋 

笔話 エン ダ コット 八 六 1 〇 


紐 育 旅舘田 妾み 郎 

を 四十 T 目 二 四 二 香 
Tel. Caledonia 资 74 


會備 御料 埋 

東洋 舘 


U 本を 科な、 ぶ 巧 
當爲 、おな、 がが 

" む" 吟バ 東京 商會 

貨グ！ ム 、自 巧の 巧 あ b 


綱な 南 


支 

が理 

ボ殷茶 割で 永が 銷 愛顧を をけ 
r た 祭义で 御座いまず 
も 

M む 5^ 

T h 〇 
4 が 7 

r ん H_ 

8 S 

G J 

N 化帖 
肪娜刪 

A H 本に 巧み、 目 本 語 
巧 を 話し、 皆様の 御增 
巧 じ 適する 御料 埋を 調進 致 升 
了 度 エン エ ー タァの ドです 



乃 テ 何から 手 y つけ やぅ？ 

燃 わる やぅな 眞 夏ら 過ぎて 燈 T 親し わべき 時節が 參 ちま 

した。 を 氣な避 暴 生活、 化しい 夏 檐を活 で 兎 も すれば 忘 

れ 勝ちとな つじを 族 や、 か邑 への 通信を 總勘 をすべき 梟 

ら適當 時朔 である V 共 •し、 一年の お賣 則で あるを を 前 

に、 を 商 あじて は戰阅 準满の 時季で あらます。 

會社 商家 用の 善簡 用紙、 ビル ヘッド 

會計 簿傳票 等を 始め メヌ ー、 が お入り 

特製 書簡 用紙、 衔所 入り 封筒.、 夕剌 

ゴ厶 巧、 原稿 凡 紙 等い ろ'— 

巧 刷 紐 育 新報へ 

蓝韶 スプリング 八 ニ セ セ じ 御 一報 

あむ ばが 速 社 貢を 伺は せまず 0 


御旅 鎭 河 添 



御料 哩錄如 i 


太陽 


謗 司每り あらます 




. が- 聲か畜 塞 甲を 印 庫 元ぶ と JTT た 
巧。 化 迎舊が 養の 娩 正を お 入な 程 J た讀 

a 本 米 li 食料品 雜 

巧 旧错油 巧を々 を 巧が-手 資输巧 

日本 食料品 廚會 


ぶ お i 

る^- 

J れが M 
T 


s 


ルけ w 

2 為 

t てぶ 
が 成が 
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：； □本 食料 0§、 日 巧 お 
並に 新刊 書籍 類 一切 

巧 桐 兄弟 商會 

ちが お 巧 新が お 近 化 船 じて 巧 《 
仕 お 間が々 巧 巧 かの 释ぞ巧 上 K 
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みか 
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姗ふ 
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日本食 巧 品 類义び 雜貨類 卸小賣 

こ-ご iiirc} 五' fi-v 桑 山商會 
お 巧 害 籍雜誌 小锁物 日用品 各種 


美 ホ だして 構 潔 

變 鹏南樓 

午前 十 時よ b お ミ 
午前 ス 時まで も 巧 


か廳条 、園 

词巧人 蘆 蓮 
巧 勘の ホには 畫啟 
の 御 便利に 備へ巧 
商 食 常の 御用に 應 
や、 く娱巧 柯ネ巧 
不蠻 わ； 5?化 願 度な 
聖觸 案 巧 中 上 候 


去涨御 料理 

彭瑞樓 

日み 人 諸君を 
薇迎教 します 


を 精選し を 樣 
の御嗜 がに 適する 
化 理を提 化します 

懸歡 中華 

U 本人 諸を は特 
別 じ觀迎 します 


.モア 西 n I ス じがて 化 山 若を 
アップで 败ら 、サンす ビグに 
ては 招 姐な が 福 山 君を と アププ 
六ッ ー ゴ ー の 大差で お 退した 0 

乞な の學 校が 

冬期の 登錄 

新人 學 生で お 員 
去る 一二：！： シカゴから をした 電 
報じょ るど閒 地では 今 巧 愈々 た 
をの 學 校を 閒 校す る i と y つた 
が、 こ S 學 校は 聖グ ィス 巧の 巧 
をな とを がを どして 知られて む 
るィ ー ズ •ホ ー ゥユ 氏が 出資し 
たもので ある。 從ホ どても 么夕 
のを育普々に巧力しつ ^あ.つた 
ベン •レ ー トマ ン隙 出が ホ巧敎 
巧 どなつ てなる が敎巧 課目は 鐵 
道 機 闕± の必理 、自動車 旅を の 
V む 得、 を 錢に對 する 必得 、巡査 
ど 法律 連用の 必得お 他で あつて 
宿 治 料は 素 よら 巧 謝’ 乂學を 等 
一切 無料で を 巧す る i, を 特をど 
して ゐ る。 


シ大學 が奮戰 

東京 特電 五日 發=囊 に 明治 大 
學ど 試合し わる も 九 回目 迄が 
ホ 得点。 く 遂に 無 勝を じ 終つ 
た シカゴ 大學 野球 脚は、 まる 
十 SU の對 明大 戰 には 十一 回 
目 じを る も 巧 ホ 得点な く審巧 

官は 中止を 命じた が、 昨 H 對 

早 稻山大 を戰ら 又もや 乂 回目 

じ まる も 巧 ホ 得 おな く 試を を 

繼 癒す る篱 なゎし もが 柄 降雨 

あらした め 己むな く 中 北し 巧 

球 家の 化を 瘦 かして ゐ る。 


j まる 


皇孫 御 誕辰で 

御 儀式を 

皇室 かじょ もみ 定 

皇お御 誕生 じ 伴 ふ 諸 儀 ま 其 他 
じ 就て は 閱係宮 巧 大官の 協議で 

どち 秘められ たが、 化て は 皇室 

令 じょつ て 

御 式次第 等を 巧ました 

ので ある。 皇孫 御 誕辰 前後 じ 巧 

はせられ る 御 まの 順 巧け 

御 帶進献 の 儀 

賢所 宴靈殿 神殿 じ 御着 帶御報 

吿の愼 

■御着 帶の儀 

御 劍を賜 ふの 儀 

御 命名の 儀 (御 誕生を よ U 目 

じ 御擧 わ) . 

賢所 皇靈 殿に 御 誕生 御 命名 報 

吿の儀 

御 お湯の 儀 

皇孫 賢所 皇靈殿 神殿 じ 御進謁 

の 儀 (御 誕ホ棱 五十 U 目) 

等で あるが、 御着 帶の御 まじは 

閉院 元帥ち が 奉 化 遊ばされ るふ 


ぞい 罕游を 進める をで ぶる。 御 
誕生 後が 殿 ドの 御 乳を 口て 御 養 
育 遊げ される どしても 独 乳 人は 
擇んで 招 < を をが ある 山で 内々 
人 逃 中で ホら、 义豊孫 ||; 附 ごし 
て小话 科が 巧醫 のな 命 J ) 見る 當 
だが、 霉 巧の 御 健康な なにょ つ 
て 旨から をの 人選 も 異なで あら 
ぅ。 始めての 御 降誕^ ミ どて 

皇后陛下 じ も 脚 曇の 

乂おを ぶ で も 柿 々 御配 歷 の ； VJ 
拜 をされ るが"' お 殿' 斗 i は 葉 山 
がら 御を 塔 0 ホ 益々^ 機嫌 麗は 
しく あらせられる 翻 勢； 犧 で、 巧 
绪は國 VJ おじ 御誕 斬； の 円を 只 
管 御を も 申 上げる の 心： である 一 


悲 害が々 の 

かし i な も 

止 贈の ベ' •惇車 傷 
♦躲 二み 片 桐が 顧 ぉ間閒 一巧 
を 巧 送る へく ±曜り？ 午後 五 時 
墳 からを 数 同胞のを か ペン 接 車 
燒に現 はれた。 が觀 冗劇當 時は 
名物 巧の 矢 巧 善 音 器 翁が 必中 信 
ち 袋を ムら さげて ホた もの だが 
化 年は 一れ どい ふ 姑を も 見當ら 
ない。 化看脫 がし. 場ない のは 歸 
朝す. oS 員 八 經濟的 I 實 力が 十 年 
前に： i-、- て遙 かじ# I 賞され たお 
を 示」 つ--' ある ミ而- 、これは 柯 
主ち ちばしい ぶで ホる。 

♦が 人の 赤帽で が 割な 運びが 
れ " « の 手荷物 が 一：一^ ン 停窜篤 0 
中央」 山 横され てで る 間を 化が 
しさ 5 に贼 をの 片资 君が 馳せ廻 
る 〇 H ぶん 禽を 化を L た 巧 旧 書 
記® 顔 も 見へ をが 桃 井、 あを 
尾 戦 陶の化 あを お始め 河 添、 熊 
巧、 塚 旧、 概 巧、， 一が 上、 を 野、 


を 玉を 检 館よ、 水牧邮 夫人 等 

も ホて な々 ど 幹/化する。 嬉しい 

樣な 中-. 悲し い じ表馈 の 削 員 

も歡 な，.‘ な-い。 I 

♦一が を巢一 歸る忽 那君ゃ 

湊若、 的巧君^^はぃ 4が、 巧愛 

ぃ 夫 葛」 興し 而 れを惜 むな ハ戶 

ドク ふ 夫人す 田 中# 叟み郞 巧 

夫人# の顏 じぼ チョィ ど 暗い エ 

キス.- レブぶ ョンが 動く。 靑葉 

曾の； 川、 ホ i 司、 かも、 菊 池の 

諸讓 i 例に つて ゴ八フ の' 曙 じ 

瓦の 大狗 鼻， た 厨く （て ゐる 。是 

等？ 暢 おお f|! すの 宣傳 あで ぁる。 

*發 革の |一 刻が おって ホる 兰 

一む は 特別 一旷 入口から 吸 ひ 込ま 

をを れん. \ 借 切を 巧 率の 中に 

■: ，•むした 巧， 子で 納まる。 を 送は 

I 勢 約 巧五卜 人を 越へ てゐ たが 


师 をが 動き 出す と 「グッド バィ 

■lUi. BSU ； - - ' つ , TS. ! ぅ ぐ > . 〇 ,. 、 I > > _ r 
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宵 內當局 としてもが々 

考究して ゐ るが ホ だ 河 等が ホし 

てゐ ない。 これは 御 誕生 じむる 

皇 巧が 皇子で あらせられ るん、 

內親半'であらせられるかた1つ 

て 御 養育 方針が 變ら ねを こね 
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が佛國 小川 奥ま 


御 無 ホ 化 ばかり 致して 中 巧 ぁ 
b ませ A。 りる ホに じか b 1 必 
じ ；；<> つ て r ひ まし て .V、 ；：^た じ も 
御 誌び ばか b です。 どうか 御を 
'しの 巧を 顆 ひまず。 十 ぃばから 
わ瑞两 の 旅に 身も必 もスプ 々 V 

I 洗 ひ 巧め られ たお 持 もで パブ ー 

一に 入つ たおは 略々 しじ 明るい 氣 

をで ゥッラ'- と 一二 泌閒 じか b 

I 何樂 も必じ 巧め やじ H を 過して 
iT ひまし じ。 化^ 都の じ お！ ビ 
1 いふ 一一 一一 〔おを 自か 勝手な 想像に 委 

: せて あ 巧 どうな づ いて ゐる 私は 

- をの 余 b にお やかなる じ 驚いて 

& ょず 0 

_ ◊ 

i 御が かの 軒並 じぁる 巧现 店で 

I は 人々 が 所謂 おを の 酒を 化べ 香 

一の 高い n 1 ヒ—を もび b ----'ど 

-祗め 乍ら、 化 問 じは 一切 お摇ひ 

I なしで 悠 々ごを の 瞬間を 樂んで 

I ゐ ょす。 柄に 音樂 に、 香水 1 を 

- ちじ、 何でも 彼で も 五官への 强 

一い 则 がの もので U くて は 承知の 

I 出 ホね じ おの 人淫は U 々慾に 生 

i を樂ん 。ゐ も。 な' 力 どい ふ夕數 

; の 息 •'^。ら ホ it もを 喪つ た大戰 

- ずが 时げ ぁつじの か、 二な 憶 弗 

，の國 償が でう 蟲 をつ パる のか 毛 

-巧 じも頗 じない もの ^ 如く 見へ 

i ず。 
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蚊 U ホ 答 所の 宮殿を な 物して 

一ゐ まずが、 阿處も かしこ も 大小 

! 險鷄 'し H も树 はおら ざるの 觀が 


きは g 下 大修繪 中で あちます。 
パ 化 お 年の 巧、 バス チー 作の 獄 
を破魄 V' が 幕 ごして 闕 作ィ十 
六 化 を 始め 數夕の 首級を。 ンコ 
1 ドの 凿煤 じを し、 を 所の， 皆 殿 
を 破壊して 化 哉 y 叫んだ 革命 暴 
化の 倦々 二 化 一二 化 目の 子 達が 今 
のじ 化 人 ごして は 彼等 も 巧 外が 
< を 化ず る もので あ b ます 0 化 
氣じ 逸る が 化 五 年 前の 巧 巧 も 今 
は 化に 老いて 破れを 着を ヒナタ 
ボッ クィし 乍ら こまめ じ 辕ムの 
威が あちまず。 巧 おかなら ば 現 
化の フランス じは なおの 見る 處 
でさへ を 殿 等の お" 化な 前 じ 早く 
サ ねば U ら口 もい が 巧 山 あるか 

ら であゎまず ピ ‘ 
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陣覺 食らを ましたが 樓覺會 ご 

して 曾つ て感 せざる 菜し いが 象 

を 得ました。 どう 卞れば ホ 産の 

あ 加 どな 興 上の ななを 遂げ 爲る 

かとい ふるに 苦必 する 工業 

發 達を 固 的の 槐覧 曾が n ン ドン 

搏ピ すれば、 バリ ー のはぶ じで」 

う マれば 最も 串、 しく 巧々 の 罔 障 
を 美化す るか じ 腐 > むず る もの ど 

見へ まず。 又 巧 方のを々 の 目の 

がさう であつ た樣じ 聞いて ゐま 

す。 さう だ ごして 簡單 。比較を 

すれば 英闕の 博 覺會は 化 產じ直 

面し、 佛 威の 蹲 覺資は 不ホ產 じ 

直面して むる とい ふ； も お ホ、 

を こじ 父眼錢 じ映寫 された 兩國 

の 相違を 見る i が お ホる どが じ 


あらまず。 べ片 サイ ユを 殿のを j ます 


を 巧 組 大捷の 

准 優勝 戰化 

が 巧大族 技の 其を 

舊 勢力 破壞 のために 新進 氣銳 

の靑 年が 大じ惡 戦苦闕 し才！ 成 

ダー •ピネ レ^ — シ ヨンが をの 酱 

勝ど實 力を あがして をれ を裝退 

したのは U 本お樂 部よ 惟が 球 撰 

子 權ず親 

..准 優勝 戰 の 特長で あつ 

た。 去る H 曜 U じ 巧 はれた 准 媛 

勝 戦に 於て スクラッチ のが ホ 君 

は 新進 杖 球ぶ 中の 盛危險 人物た 

る 化 巧 若を ゥェス ホ エスタ 1 * 

ビ^ト モアに 邀紧 して ニ アップ 

の 接 戰の後 これを 敗 b 、 第二 位 

の お 崎 君は 最 若年で 而 かも 少を 

S 化ょ b コグ フリンク てが 長 ~ ^ 

て 巧た とい ふ ゥェス ナンダ、 J ゥ 

ス のみ 旧 君 ど サン マビ 八の リン 

クで楼 閒し六 アッ ブ五ッ ー ゴー 

の 大差を おて 火 勝した。 がく 上 

ザ 部下 ザ 部 共 先 辈巧靑 年の 勒戰 

ご；：* ち、 而 かもが 方 共靑年 組が 

無梭の 

返り 討ら じ會ミ もは 

間胞げ 球が にが 勢力を 確なず ベ 

く ホ だ 機 速の 熟せざる もの あち 

ど 云は；：* ■ければ ら ね。 が井對 

おが 兩 巧の 對戰は 今年 巧才！ プ 

ント ー ナメ ントじ 於け るら 眉の 

稱す るを 巧べ < 、スコア 

カー ド •か 示す かく 一 上 一 下の 大 

お戰 をが じ、 阮 かも 雨 巧み 關戰 

よら 終が じ まろを 鼓な のフオ ー 

ムを維 村し 緊張して 海 岡した i 
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よ 十五で あるが 最も^ I ド W 云 
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を 九十、 松 巧 君は 朝 八十 か、 午 
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の 評 かを ごつ たる も あるが、 當 
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たどい ふから 恐らくは 練！！： 不足 

で ホだピ ー ク 時化の フォ ームじ 
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タィで 進んで ホた が、 化 甚の第 
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ホ 1 グを 

奪取 さ てグ I ムを完 

結した。 第二 組の 准 度が 戰で佐 
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注文品は エ 媛ょ b 宿 接 御 ぉを 
様に 御 送 b 致します。 巧 ホ 相 
變らず 御 引 立 街 愛 顔を 願ます 

ST 夏 Tioi 言 ご 夏. 

Jua W .4- M=d St . 

ジ le 写 ミ e すち nt 為 44 
n 本人 部 ホが 

Goor 灼 e C ’ f ibf の 


裁鑛所 開業 .. 

が 服、 絹物、 ゥーグ 類は ドラィ 

クリ！ ニン グ 、.プレス & び染更 

へ、 仕立て 商し 一切を < 美麗； 
致しまず。 な 線は 如柯 なる 御 注 
义 も叮喀 じがく 致します 其化ュ 
々夕の 巧 ホを も あ b ます。 

が 井 裁縫 所 

128 W . 芸 th St . N . U . 


自 働を 叢を 修得せ ょ專巧 あじ 
恨つ て運轉 並に 修 儀を 懇切 じ 
而 かも 短 
時日に て 
敎 巧す。 


.み’ 

h 

^ 9 
L 5 
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S ^ 

〇 1 
TV 
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就職口 縣 
旋す獨 立 
出 ホ f •多 
大の 報酬 
を 得らる 
本校は 創 
立 十五を 
晝巧敎 巧 

:曜は 午前 卜時 t ょら 十二時を 

-才 ー ドも敎 巧す。 


內 ななを 許 加 巧を 認 . 

產婆搂 摩 術 

ホ 巧秀モ 
助 產锁炙 マッサ ー ジ 術の 出張 
治療の 御 ホめ じ應 じます。 
電話 モこュ t メント 10 竞 

西. な 十 S 下目 S が 十二 お 


賢 ♦紳 北か帶 ホ、 なを 

を 

戚 

な 

お 

商 ♦を 銀製 金具 附み穗 


シア ト作お 帆 

あら ぞな化 王 巧； 
あらび や 化. 十. 一月 十二 一日 
▼一等 梅演 一九な 巧 

化し ばりず かるん ごん 化な 一 五 五 巧 
▼一二 等 日本 行 五 お 巧を を 乂设 を來族 室を 辟 
▼御を 望に 依 4 I 等 割引 化復切 巧强巧 " SS ! 阪 

ロ ス ア ン ゼ ス 出化 

めきし こ乂 十 巧 十义 H 
しか ご 凡 十一 g 廿 一二 日 
▼一等 横淸 i じら 化 化库化 一九 五 巧 

化 化 はんて) ー ホ 巧 半 
▼ご 一等 自 本が i じら 丸が 哇乂 おか あ 化を 化キ 
▼ 沙潘絕府が^が巧蛙まホ赌入御併旋化リぉ 
▼紐 巧 線 パ ♦マ 約み U 本ち が 巧は の 姑 月一耐 


兜 員、 去る 比 一一 一日 着 紐 ィンター 
ナ シヨ ナ少 、戶ウ ヌじ挪 留暫ら 
くが 學 のを 定。 

♦灘 波が ま 巧 化 巧间志 社大學 
じ敎 鞭を 執るべく 歸朝 する 皮は 
去る 午後 六が グランド、 セ 
ン トラが 化發西 巧。 


を 吿 


此度紐 育 日本 総領事 管 內化化 
日本人の 人口 調查 をいた します 
じ 就て 豫て當 館に 登錄濟 みの 方 
じは 旣に をれ 通知 濟み であ 
b ますが ホを 錄其化 化 所 不明 巻 
で 通知 洩の ホは 左記の 諸 件 じ 就 
て旨發 的じ當 館を 御屆 お下さい 

調査 用紙は 御 申 越し 次第 差 上 
0 

( 一 お 名 (日本 字ぶ 英字に て) 
(二} 生年 巧： n ニニ) お 籍画磊 
住所 (五) 職萊 (ホ) 巧留 家族の 
姓名 议び 年齡 

千 九 巧 ホ 五 年 十 巧 111日 

ぉ 育を 國總 領事 舘 


御 禮廣吿 

お 共 お 後の 際は 御 夕化中 態々 御 
見送らを 恭 ふしを 難く 率 嗚謝候 
乍 略儀 化 紙上 厚く 御 禮申陳 候 

化 桐 觀ホ賴 
讀員 一同 


レス**^ ー ブン* 良 

く賣ら 込む だ レスト ラント 夫婦 
を ホは 獨身 おの バア トナ アをあ 
む蹲をじ^^をては讓つ てらょし 
午後 化 時 後 公 來談。 

ジミす，岩1ち.三3品苗.吉一.；2 

ジこ iidub 言 養 0 


木 田 か ^ ^ ミン グ 

1 登 7 wrd 芒夕 穿产還 |ザ 护 這を Sts . 
ジ香 h 写 e Regenl 篇 2 W 


貸 室？ 職 HT 

及 二 個の 寢 裏、 一人 又は 二人の 
ビジ ホス マンに 貸し 巧し、 電燈 
電話、 大きな 湯殿が ホ乂數 家庭 

ミ 产 Seri , 28 ち. ち th St 


姜荀 一聖 弗 及 八 弗、. 一 

人 又は llA に 適す、 

ボ廳へ 十 か タィム ススク エャ！ 

へ：^ 五 かお 謡 ヵン バラン ド呈！ ユ 

1置 宝 gh S 1 , Brooklyn 黒 崎 梅 子 

■お藝 の妍绳 

▲裁 方、 縫 力 婦人 小 お 服、 製帽 

刺雜ビ ー チン グ及 一般 家庭 

裝飾等 じか 

▲月、 水、 を曜 H 午後 二 時 U 四時 

を 致し、 內 職の 便 も 御座い が 

小 林 フジノ 

巧な 十一 一一 了 目 一一 一巧 十 二番 

電話 キヤ セ ドラ 八を I 冗 化 


ホノ か、' 横 潰# 戶 'を 巧 •上海 ■香 藩，^^ 拉わ 

西 比 利 亞乂〇 己、 000 顺) 十ぶ かと H 

f 羅がお 帆 十月 ik 二 H 心 

太洋乂 (き、 〇呂顺 一十一 巧 十 U 
天が 見 (き、 go 嘲) 王ぶ か 四 H 
コレア 化 三气呂 〇顺) 十一ぶ 丹 八 H 
(羅巧 出帆 十ニ ホ Mr ) 

春 洋乂こ 一-吕〇〇 豐 十异 宇一 百 


化航 墨西哥 、秘恣 、智利 諸灌巧 
がが ホノ が、 横-渡 神 戸門 昂 香港け 
(化復共お-一绍 一 圃一 

クを潘朽瓶ま切巧廢塞を購入御链^^法<ぉ 
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日本. 紳击 がろ の 謹 船 

= 鄕 が 文は 當 店へ = 1 = 

弊 舖は夕 年當化 日本 供 樂郁食 員、 あわ、 會 
社員 方の 御 召 服を 調製して 居 b ま r。 

新型、 新が のが 服、 外を のな 义仕 里^ 廉巧 
で 御用 命じ 應 じます。 ^ 

ゥォ ■ — 力 1 ユ S 一て V 
フロ リオ 巧踞庸 . 


シアトル 节 抓、 ホ 帆す 前 十げ、 


円 

本 

帮 

船 

會 

社 


紐 

育 

ち 

ムお 


2 / / ‘ 
こシ 

む； ぅ 

IU 

B f 

王 ぞ^ 
S 

h 量 


も 

二 


が豫乂 
辞 岡み 
儀濱化 

加搜化 十一 頁が 一日 
U 本 巧 船を 運賃が 率 
一等 橫潜一 化 五巧种 ロニ 〇 お 巧 
云 等が 食 五十と 巧 かを 五十 お 巧 


十 丹 サ九円 _ 

十一 巧 十四 巧 船 飯 
十二 巧 化り-; I を 旧 
はを 
が 御 


本 呼 
を 出 
小' 

u 1 


歐洲 H 本 間 客船 ( 每 写 一因) 一 I け 

偷敦よ b 1 等が 五 お、 二等 お 十 則い 


磅 、お 耳 塞より 
二等 六十 六瞒。 


等 九十と 席 


化育® 化 巴を あお 由 H 本む 货物 化— 月 一 1 阳 


資本を な， 億 脚 
拂込濟 資本 ホ み 千巧恼 
巧 ホたち 千を. 白 四が 巧 翻 

送 ご 弄 銀れ— 支 巧 

本 化 お 巧 ホ：！！ 伞橋 おお 河 町 一 
义お ホが り 本 巧 化の 內 (おを 橫巧 
名 古 巧 京都 火 岐西も 吸 一 神 口 
麗島卜 齡巧司 巧 松 福 岡担峭 
上 お 倫を を 買视水 


か闕爲 お、 が 里 送金、 ホ 送金、 信用が* 他 
一般 お 巧 策お綺 々御 巧 利 じ 化 没 可 中 お 

鎌 賦ご裹 銀 巧が なま お 

本 まぶ 巧を 本 巧* 大阪 、神 戸、 京が 
巧化迎 名 古：！ r 小 お、 上が、 偷敦 


斜^を 則が 貨 五十 圓な上 利息 年 六み 

S 臺灣銀 巧— 出張所 

>鄕 里 送金 及び ホを を (無手 較巧 r 外國 
爲替質 買、 荷 爲替化 組 取 立、 信用が 發 
巧 等 一般 銀 巧 裳 巧 御 巧 巧 じかを 巧 化 板 
►が ほ 詳細は 御 遠慮なく 御 間を 被 下を 候 


が貨 五十 圓 W 上' 一六 ケち W 上 
本 巧を か L 利息 P 年 六を」 ー ニケ 年 0 內 
規金 日 「が智 五十 圓 なし 

(通夕 L 巧跑 にが H ホー 慾二贿 

(化 シを千 凹な 下 ノ逆か 巧を ハ 無利息) 

機鑽 正金 銀な 《 支店 

鄉 里を をは 郝て 無手 數巧 じて 當 
わ橫 .裕 本店 經由 をを 方 化 圾中お 


社長 男爵 住友を 左衛巧 
本 店大阪 化演五 T 目 
紐 育 い义お 紐育ブ U 1 ドウス ー 巧 四十 九番 

離 住ぶ 銀 巧 

《東京、 横演 、をを 屋 、を挪 、神戶 
尾ノ 道、 廣 な、 吳 、柳 井、 下ノ關 
地ち 店 ^ 巧 巧、 小 倉、 巧が、 博を、 乂巧米 巧 
本 固 巧な、 鄉化 送を 等は 做め 
.て 御懊巧 迅速に 御 取扱 可 中 候 


が 巧 ホ か‘ 化 險會社 
ご 一木 お吉 



sklK ~ 

ze.v .YOrkIJfralnwcranoef » 

ご ohambersst こ za 弓 YorkGty. 
Phone, worth 22 器 

會社ノ ぶ二獅 攤ケノ 節- 必 V . 

御 自分 ノ あぶ ビ常話 巧 號チ串 

巧 女 も 豁ホ下 サィ 


藤 木 講券脅 社 

.-龄 が 僧： 趾を ノ資 お、 引受 •嚴を 
▲を 誠、 ホ ニ 么二關 X 八； 巧 ノ萊務 

鎌赋 藤本 ミ 7 ? 力— 銀 巧 
紐 育が 張 所 



雜貨 陶破器 

ドラィ ダ！ ゾ卸资 

太 洋質易 S 會社 

支 巧 か 俄 古、 ボストン 


陶破黯 、靴貨 、ラ 


卸資 


ンプ及 ランプ 笠 

森村ブ タザ I ス 




晚香波 每二週 一回 出帆- 

▲玉 ム プレス 露 西亞ご 一呈号 で ' 
十 丹 卡五 m 

▼エ ムブ レ Z 療太利 0 互 *0 含! g _) 

十ち！ =义 日 

A エム プレブ 亞 細な 011 •呂 轟) 

十ち 二日 

►ェム プレス 加を 太〇吴 •查 

十一 昼て り 
一等、 二等、 一二 等 及び 下等 邊化髓 
最大、 蕾 美、 最快 まの 東げ おげ 船 



鬥木 陶器 雜貨 
ドラィ グ ー ツ卸販 脅 

餘« 巧 木 桃 ホ 組 

)1001, 卜\10當0ス01 00 .、 Inc . 

105 -づ 16 th St . N . Y . ， rel ‘ stc 三， esant 苗 苦. 三 



义國御 通過に 决定の 

朝 香 宮殿 下 奉迎と 御旅 程 


熟 誠を 祭め た 大晚餐 おを 刷-惟 


目下 佛を じが じ 御 滞が 中なる 
巧杳 か：： 城を 王 殿下 じは 妃殿下 ホ 
ず內親 御间伴 じて 御用 掛ま部 
官 化垢孟 胤す 巧、 滕 岡、 黑澤両 

陸軍 中 佑 並 じ 招 巧が 蒂随巧 本 巧 

二十 八 口：；！ ブ作出 化の 佛 関西 

線 バリー 號 じて 納ホ米 あら 甘ら 

る、 御獄 をなる 旨 搔じ當 .化 ホ國 

接 領事 おに 御 沙化あ b 尙ほ蒂 盛 

顿郎 劉を 權 大使 化 平な 雄に ょら 

ら兩 殿で 御 一れ 御 滞米 中の プり 

グラム じ關し 打を す 所 おを つた 

もで あるが 今 巧 殿 ドの お 旅 巧は 

をが 御 傲 巧の 趣で 销 伯爵 御 夫妻 

の御假 をを 用いら る：； と 拜が 

して 2^ る 0 


奉迎 委員 會 


I 右に 關し 去る 二 U 午後 齋藤總 

I 瓶 事の ま哨じ おきか 木 日本化 幾 

部會 長、 大島 日本人を 畏 、旧 島 

口 本 お 樂部 なび = 本人 會副曾 長 

ハ 滴水 善を 巧 化 巧 出席} 巧 信日會 

社 曾を 旨 長、 巧 旧 書記長、 兩巧 

閒社化 あ 及び 早 川 缉洲氏 等總領 

事 室 •しがて 袖々 熟 態を 遂げた 結 

おが 巧 化留 同胞を 化 表せる 兩殿 

下 带迎を 負を をが 織ず る じ 化し 

ホの かく 鮮 部を 推 逃 Lb 。 

舉迎 委員長 .嫌 お 階 

岡を 员 脚 木を 巧 

M 乂岛化 佐 

村 山な 繁二 

を 委お中 化 木 氏は 倚 計を、 山 

岛 巧は 庶務を、 火 島 氏は 晚餐曾 

じ 隅ず る 力 曲を ホ宰 する ミ ごな 

らおら に 魄餐會 準備を 貴 どして 

野； 械 1C 邮氏 本 化 樂部辩 巧) 

を 信 竹 治に (口’ 曾 社 曾を 員 提 } 及 

び 剧棚中 姉. 肉 率 平氏を 指 あする 

ぇど.：：：^>ら、 オペラ、 ゴ八フ等の 

カー 曲に 刷して は 唆 じが 佛中 鸠宏 

北 殿 ドの 御 か 手た る ホを を 荷 ひ 

瓦つ 殿： 卜の御 ホ ホに 幽し 嫁め 内 

かた ホ' 〇 居 6 ザ 川 巧 洲巧 がら 御 

お旋 S 化 じ當る こと、。 つた。 


晩餐 轉開懼 


嘟お船 バリ— 號は 天候 顺 調：：. 

いば 十一 巧 il '; H 午が 六 時 か 後 じ 

入 継ず ベ < 、槪迎 を 巧 お 部 U 小 

な 艇—て 殿 ド 御-が / V 出迎へ h 

陸お御旅がゥ 4 ^^ド U フ、 ア ス 

トリ アじ徊 がし 御 お 内が 他 都て 

殿 ドの 御な 化 わらせられ たる ゾ 

〇グ ララに 化つ て 御 歡迎中 上 i 、 

るみを で わる.^ がが 柯 胸の 叙 誠 

を 巧が たる 乂哦餐 巧を 十一 巧 お 

U 午 巧 ザ ゥォルド U ッ 、ア 

スト リアに 脚 雌し が阳 出が のな 

ぶで わる 化 牛 火 化 ホ 妻を も陪资 

ごし 巧 巧ず る MJ ごな つて お b 

け ド A 々化ぶ 曲の 巧が 举備を 巡 


めつ、 ぁ ら、 化 年 化 見大を 殿下 
並に； 久逍宮 邦 寒 王 殿下 御 ホ祕當 

がよ もも 遙 かじ， テ モク ラブ ィツ 
クな氣 かご ホ 法 どで 御 歡が中 上 
ぐる^がおホる^ビ。つ て居る 


殿下 御旅 程 


十 巧 二十 八 H 佛國户 1 フグ 
港 巧 帆 バリ I 號じ 御便乘 
十一 巧 午前 入' 強の 御豫 

定 じて ウオ术 ド火フ 、ア スト 
プアに 御投お 

岡 四 H 午前 巿中 御觀 ホ、 若 
くは が 球 御 競技、 同が はホブ 

瓜、 プラザ じがけ る齋 滕總領 

事 ま 催の レセプション じ 御 鶴 

撰 ぁらず 數 のみ 外人 じ 御梭見 

间 五日 午前 御觀 ホ、 正午 U 

本 協會ま 催の 奉迎 午餐 會じ臨 

ょせられ、 同 巧は ウオ^ ドロ 

フ 、ア スト ブアじ 於が るが 留 

同胞 ま備の 奉迎 乂晚餐 會じ御 

臨 煤、 午後 十一が 一二 十を 中央 

停 ホ 煤 御 出を ボストン じ 

岡 六 U ボストン 御觀 ホ、 午 

後四时 御出發 、九 時 十を 中央 

停車 おじ 御歸遥 ウォ^ド ヴフ 

アストリアに 御 一治 

柯お H 午前 八 時 ペン 惇ホ場 

御を おじて 豐が 御經山 午後 八 

S 二十 五を ぉが じ 御着 ユウ、 

ウ キラー ド じ 脚投を 

阿 八日 午後 六 時* 十を 帶が 

抑 お 發灌乂 H 午前と 時 ニト五 

かバ フワ。— に 御着 ナィ アガ 

ラ 瀑巧御 化 ホ 

巧 十り 午前 乂時 二十 おか ホ 

が ホ 中央 停軍墙 御着 ボブ 火、. 

ドレー クに 御お衍 

同 十 一 U 午 巧 十 時 一二 十み 御 

'發ザ じて n 0 ラ ド じ 向は せら 

れ十 一二： n 午前と 時间 W 御笞翌 

十 w 口 午後 六が 五—、 テ ー、 

サンタ フキ ー 線 じ 御 使 乘グラ 

ン ド、 カ ニ オンに 向は がらる 

同 十六 H 午前 八 時 二十み 同地 

御着 自 働が にて 抑觀ホ 十と U 

午後 セ时 一二 十 おか 脚 お 苹 

问 十八 H 午後 一一 時。， アン 

ジ で^ ス巧 御を 二十 円 御 おを 

同 U 午が 主 時 四十 五々 を 港 御 

着 フエ ヤ モントに 御な {柄 

间：； 十四 H . お 帆の 天げ 化じ 

御. 使乘 、阿 S 十日 ホノグ 、御 

眷 十二 巧 十 U 捣が御 辑の豫 を 


雨 じ 崇られ た 

庭瑜 爭覇戰 

H 本巧樂 部員の 庭球 偶 手ず 親 

戰 はお 報の 如く 去る 四 UU 隨 H 


円+锁 よら：^ ツ ー ド ビーナ じがけ 

る 正 お 巧 用 n — 卜に擧 巧、 單袍 


兩 試合の 准 礙勝戰 じ おつた が 午 
後 じ ま 6 巧 おし くも 雨に 巢ら ； i 
たので 渡勝戰 及び 淸水撰 手の 候 
礎が 合は 延 助す るの 己い なき じ 
至 b 時日 及び 鶴 所は 追て を！®!^ 
ょ b 發衣 する 事と なつた。 嘗 
の 第一 戰を 承つ たのは 昨年の W 
撰手權 把持を たる： n 本 綿 化の W 
義雄 君ぶ 化ぶ 銀 巧の 第一 人を 山 
a 潑 一若で ぁるが 雨 君の 試を W 
前り止幡円ょ^連績されてかが 
ちは 六— ill 、 四— 一二に てリー •-* 
し 乍ら 第 八ゲ！ ムを山 旧 君の た 
— ビスを なつて 開始され た。 
旧ち の堅實 なる 試 か 振 b は飽を 
巧 君を 版-迫し 第 八 第 化ゲ！ ム共 
四— ニ ポィント にて 錢し山 田 君 
は 遂に 東ち を 敗つ て 優勝 戰 じん 
つた。 複 試を 准 優勝 戰じ 於け る 
一ニ ザの のぞ 辟 及び 卿 野 組 お 臺銀 
のち 川、 森 組の 試を も 亦 前日よ 
ら速 續の雜 じて 擧巧 された が 白 


，趣味の 會 第一 會 

#遇1 曜 H 巧 西が 八. r - 目 一二. 円 
一十ー ニ おおな な會じ 於て お 志 ま 
催 ホのを 第】 をを 開き 小島 
機の 靖哨 、が 田、 庄司兩 氏の マ 
ン ドて ンを奏 、巧 出 巧 治 氏の 獨 
唱等 お番ぁ b 化 お 者 W 十 余名頗 
る 盛 柏を 呈 しじが 閒會後 別を じ 
て將 ホめ 巧 動 ホ 針を 協議し じ 結 
おお H — 一巧を 自の硏 巧 甘る 背樂 
聲樂 .规 作、 繪壽 、お 眞其 他の 
藝 術を がを 若く は說 明し 化く 时 
巧 趣味の. ェを幽 結す る こご、 な 
つた 0 


熱戦を 溃 じたる 後 八— 六、 一ニー 


六、 0— 八 じて 遂に 一二 井 組の 勝 
利じ歸 し、 平が、 內旧 組を 破つ 
た締 化の 東、 岡 鳴糾く 優勝み 戰 
を 僻す 事 ごな つた。 單 試を ド ザ 
部の 岡 嗚斟臺 銀の 森 君 ごの 試を 
が 開始され た 時は凸 じボッ 
ご 降 b 巧し 森 君が 六-— 二 じて 第 

ー セットを 化め じ 巧は 蠢 々激し 

くな つて 遂に 中と 摧期 ずる i W 

なつた ° 


S ホ 夫人 招待 會 

目下 滯¥ の 三 ホ 高悔巧 夫人 
释の 意味に て ホ 田 S ホ 取締役 
旧 さ ー ホ 物産 支 巧 長 皮び 小 池 一二 
井 S 一 打 支店を を 夫ん ま 催の 下 じ 
明月 午後 一一げ よち 日本 お樂部 
じ ぞ夕數 ロ ホ 婦人を 招待 茶 違 
を 開、 を。 


謀 ホ六雜 巧ぉ發 

滞が 中の 亞爾然 T 駐 劉を 使 諸 
井 六 班な 今朝 出 發加奈 太 じ 入 

-0 トロ \卜' V ' ン .トリオ ル' 才 

ッ タツ-を 經が奈 太 線 じて 晚を 
坡じ 赴’ たが 牛 五 U 出帆の 藤 西 
亞號に V ： 一朝の 豫 を。 


安 日本ん 苛 年會を 期總會 .當お 
西乂 十八 J 眉 U 幸 人 靑年會 じて 


一靈化 蠢議大 講演を 


院議 員團 一巧 


目下 难盛顿 じがて 瞄 *：£ •ゆ お 國銷員 督谦じ 巧 摩せら. ホ國 代. 
おか 議院 簾 員 劇】 巧を お 請し ホ も 十 巧 化 H (を^) 午後 八 時 

西 S 十 化 了 目で ンジ ーー アース 、ド 八 デン ダ じ 心て 乂講 が會 

相 滞お閒 何卒 御 繰を せ 御 巧聰被 f 巧 右 御 案み 15^ 卜：候 化 

大ぶ十 叫が 十. 巧 一一 一日 


紐 巧 日本 會 


東 涼-等 船な 運賃 


値 下决巧 


東 化 漁船の 脊髓 線い るを 港 香 

港 間の 一巧 船 お 運賃は お ホ 加を 

太 線 あび アメ "々ン ラィン ど 問 

額を 維持！'' つ、 ぁつたが 東激侧 

じ 於 t は 豫て外 船 ミの 對抗 策を 

講究 中で ぁつた。 がるに 今閒邮 

々商を の おお 太 ホ 化、 天げ 化 等 

の最 優を 船は 從 前の 儘 どし 巧 比 

利 亞化並 ド コンャ 化 K 限ら 一等 

船 お 述貨は 約 二割 一二を 码巧じ 値 

f を 巧 わすべき 旨發 おした が 右 

はホる十 一 り 1 日ょなち巧ご^:> 

るず： で轿 率は ホの かくで ある。 


を泌橫 濱 巧 雪霞垂 

を 港 神 巧 二岂 吉一 

を 港を 崎 呈〇 量 四 

を 港 h が' ま 0 量 ホ 

を 渚を 港 二を 量ぶ 

を潘 M ラ 夏ぶ- 一二 盖 
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一巧 氏を 巧 

I 席 者 I 二十 


巧 旧 お 堂 

'目 二. 呈 


お ホみ 四 H 巧间會 々一罷 にがてを 

期總 f 開きが 巧の 學 な 制度を 

を 廢：灼 計に 橋口鐵 

選して が ホ巧會 した 

を 名。 

•吉 巧で を講 伯が 轉 

幸 i 伯な み 间東お 十】 

十 二番に 侈轉 y ら ゴ。 一 

♦横 矢を み 氏を 牟^ 地 鈴木荫 

化 じ 勤務け る 同氏は ホーる 二十 凹 

H が 育出恤 のこ アン 斗して 歐洲 

經ホ歸 朝の ま。 1 

参 福 田 雅ク助 & ■國 際て S ダ キス 

盃 庭球 選ず、 昨 口 出 姑 朝。 

♦大江 退 一一 氏 當地摹 銀 巧 出 

張 所 貴 化 お着 糾勸お 中 I 

•木 ド郝巧 辨譲卜 、ホる サ八 

日 歐洲ょ 6 着が。 一 

■わが 谢章氏 脚を 製" I 向盟視 

察 員、 脚 日 前け 本 ょら 糾當か 

娜 がの 株を。 

•巿 お盘二 巧柬京 島^ 商船 學 

校敎 巧、 が國ょ b 着 紐 杂巧二 H 

歸朗 の途」 就く 苦。 一 

♦ま 本 梅 一一 一氏 森 か 兄を お會社 

員’ 商用を 滞び 明 八 円 3^:6! 西 巧 

十巧十四口沙港出帆の15|^^利加 

かじて^ 巧 歸朝來 を 歸 紐で 豫定 

参爐山 削徳た 前羅が 新^社 記 

お、 社 會帮硏 巧の 爲 ホが^ 古 倫 

比 亞乂學 じ 入學。 

♦巧 旧货氏 京挪帝 大か设 、數 

り 前 H 本ょ b 派佛 のを 葛が。 

•一二 冀巧之 助 巧 文部省が 外硏 


■- 'II 









リ J し i いみ が 脚/が 〇 が 

若が 述窠 事錄所 
Iwahiko Tsumanuma 

Room 1 C 07 No. lOl Park Ave. 

Tel. Vanderbilt 3 が 6 

1 が W ノカ 1 巧け 化が 旧 / 

瀬 川が 隙 事を 所 

11 . Segawa, Insurance Broker, 
303 のむ h Ave., 

Tel. Caledonia 4101 

巧の 靖事 株式 會社 紐 育ま 店 
Uchida Trading Co., Lt^ 

291 Broadw が， 

Tel. Worth 1576 

島賛易 株式 禽社 

Shima Trading Co, Ltd. 

150 Broadway 

Telephone Rector 1484 

Pa む 1 に M. Thomas 

Advertising Counsel 

2023 Tribune Building 154 わな au な . 

Tel. Beekman №8 

株式 會社 ホ 尾が 會 
AKAWO & C 0 .， Lt ん 

295 Fifth む enu も New York 

Te!, Caledonia が 58-59 

japanese-Amerioan News Service 

n 义 電報 通む が 

' - - ち！ もがを 进ま をを ち 慾 

Kutia け Tradi 巧む . 

30 む Mch な . g 

TsI. む rllind が 50 

s ホ 巧 ま會社 巧 東 貿孩巧 ま 曾 社 
y^ ： ^ - : 化 巧 巧 

書 ぶ 盾 — が ；- 巧一 女.： — 

* 貧 ; 吗兩 了 akamine Corporation^：^ 、 - 

120 Bmadway, New む rk C け!！ Tel. Redor 7884 
’ Genial Office & Factory 208 Bawson Sf 。 ししむ 的 N. Y. Tel. Stillwell 7718 

淺 野物產 株式 食 社 
Asano Bu が an Company 

、 な 化 ^' "SOI 

165 Broadway 

Te し Cortlandt 8047 -8052 

大倉 組紐 育 支店 

Okur 泣 & Co" 

、、、心 夕 ^ ぶ Suir かか ^、、^ 

Te し Coi •り andt 2292 - 93 - 94 ^ 

紐 育 H ネ人會 

The お pane な A な oc ぶ tion, 

2 如 West 目 7 ih 化 | N が York 

な 固の 政治 界、 赏莱界 及 財が の 
事項を 迅速 且つ 確 實じ巧 おず 
每り入 巧 ーヶ巧 巧を 五十 ホ 

Tokyo Advertising Apn け 

li 本 新聞 雜 誌頗吿 一般が が 

35 iSix : 比 Avenue New York City 

Tel が hone Spring 8277 

苗 滿洲鐵 道 株式を お 1 

紐 育 事務所 i 

Soil 巧 Manchuria R. R. む.， 

- 270 Riverside も i が 

hi Riverside がが 

s 井 物を 巧ぶ を 社 
が 育ま 巧 
她 わ山 & Co., 

65 Kroadway 

Tci. Rowing Green 7 の 0 

ホ國按 領事 お 1 

Consulate Gen が al of お pan 

165 Bro お way 

Te!. む liiandt 0314 

株 ま會社 お ホ 巧 巧 

が 育 支 巧 
fwai & Co., 

Woohvorth Building 

Tel. Whitehall 60 が 

S 窠商 事會社 

M れ sub お hi Shoji Kaisha 

1 (Mitsubishi Co., Ltd.) 

i 120 Broadway 

1 Tel. Rector 2 郎 0-2 日 64 

巧る を 社 

山中が 會 が 育ぶ; お 
\ amanaka & Co., 

680 Fifth Ay も， 

てだし Circle が 


曰 本 綿花な ま會化 化育 支店 
Japan Cotton Trading Co ., Ltd ., 

Cotton De が. 

80 Beaver St ., 

T « l . Bow り no Qr6«n 2890 

Silk De が. 

25 Madlion Ave ., 

Te し！ Mad . S ル ：: r 。—： 


り 米 生糸 株ぶ 會社 
紐 育 支店 
NICH 1 •組 KIITO K&BUSHIKI KAiSHA 

( NICHI-BEJ KIITO CO . •し TO .) 
3 巧が H Avenue. 

Tel . Mad . Sq , 75 のぶ 


神 戸 鈴 木 巧 巧 
が 巧を 巧 

Suzuki & Co" l.'td. (Kobe) 

220 Broad け； 巧, 

r *、 し Cm’tiandt ! T49 ぶ 0 - 5 レ 5 も 53 


哥 本 生糸 株式 會社 
紐诗 ま贿 

Morimu なむ お & む . I Agents 
44 E . 23rd が.， 

Tel. Ashland 5329 


巧を 名會が 
紐 育ぞ巧 

Hata & C レ.、 

4 が Fourth A け.， 

Te し む iedoma ? 830 -お 


江 商 株式 會社 紐肯 支店 
Gosho Corporation, 
Silk importers , 

334 P©urth Ave . 

Tel . Mat Sc *. 4836 
Gosho Co ., inc ., 
Cotton Exporters 

60 Beav が か •, 

Tel . Bowling Gr か n 8806 -06 


大扔朗 H 新 巧 魅 
瞄田お 平 
OSAKA は &HI 

Roorp 308 World む ; Wing 
Tel. わ ekman がが 


乂お おり 二 * お I! H 
上 巧 虎 巧 

Osaka M お nichi, 
407 Vr ル une Hiiildinu 
Tel . Beekmftn 4259 


VO しけ， No, り 84 


( Shf ぷ 巧! 觀 t がを 巧 im た 巧 


SARI 即 が ， OCTOBER 10 , 19 巧 



紐 ; 南— 满 _ 

寬容 と狹講 

义國 ，目ら 巧みょ 

お近ォ マ； ホに 閒 か：； i じる 乂 

物が 郷ザ人 削の 大巧に 於て がみ 

た乂化 邮クー リッジ 氏 'S が 説は 

近 ホが いリる 『化 色 3 义ザ j ご' し 

てが が 7 王魄し レの け 半. 料 £ もる 

火化邮 'レ勒 をの か 動め お 想〇闕 

K を 向ぶ の 做 向に 誘な だ レ ごが 

ムを慨 t 狹な 。る 自巧也 _ —驅ら 

れて宗 お 人； t のをが 胁をじ 基く 

俳 他 化 動の がが をが 裝 した t 迈 

は 施り にかが': 適 中し じな 妊で 

ゎ ん。 巧の 化が じヶー •ヶー •ヶ 

—蝴 の 跋賠跳 架す るが かきは 寧 

ろ ホ峡父 W の巧择 である ど 調 ふ 

べきで あるい い 共 大統術 自身 •か 
返々 顿 化し。 アメリカン •レ ク' 

3 ンど稱 ずる 蝴化 = "もんら ィン 

トン ランスの 代 名别で わつ てが 

巧 齡 益の 閒か である ご斷 せざる 

を 得。 い。 彼等け h お搜 .曲の ヶ 

i •ケ- — •ケ- - ~ こ お し く *3- 政 だ 

的 居を >2 彻 おじ々- 脚 y ざる じ も 

狗 はら やボ ，ナス 案 乃 ホが 口 立 

化に 矿し夕 肢を恃 いでむ 政义び 

なか 如 兩機鹏 を 威 腿 ぜ^じせ る 

腊化 をが してむ る。 巧-- 义ホ巧 

沿 巧に 於け る 偏頗 狹巧の 排化的 

述聊 をホ谈ど して逍城な：な 

邮ぞ扳 b を發 がし じ. 占は 天下 脚 

知の® 率赏 であつ て、 火 統颁の 

ボがピ 如 まる i 千が、 闕 ぶが 巨 

乂 どしての 乂國 自身 どし 疑ら 

なき 『闊 埼』 であらむ じリら ぬ。 

乂閱の W 誠ぶ 中 グート & の 如 

き、 ヒユ； ズ氏 のかき’ ゲリ| 

にの かき、 おじ -k ま 雜の棚 袖た 

るググ キスに の 如き 旣に贼 をに 

- がける が 化 的-しして 唯 巧 獨巧的 

。越 K 化 巧の 化 艦 じあして は隨 

げ巧吿 を 後して むる けれ お不ホ 

I :」 して.；：： 識 夕の朔 待を 基が る倾 

j 化が 若しい。 ぶ おがの 例証 どし 

'てを 人は 本 巧 八り よ阳げ ホに 隅 

; かれた ホ 幽勞慟 聯赃乂 校に 於け 

i る U 本ん 巧 働巧排 巧の か麗 をを I 


を 別 化が 遇の 立は をを 過し てん 
る 巧では 兜な M 等權戚 の /* いを 
义 空論 こ.‘ るの 外 

吾人は ホ闽 かび 乂 のみ か执 
他 的が 想の 所 も 者 C ある どが お 
する のでは。 い。 喊渊 にがても 
ホ 巧細亞 じがても 化が 大戦 後な 
て城烈 ，•なる 排他的 思 おの 巧 興 描 
溢せ るを 認識ず る けれ お ル 化 〇 
ら立 ホを W てして ま 載 骨-; が 


他的忠 想を' 徳巧寸 \ るのは 盖> しぶ 
頤 ；2$ リ义ん t ある 吾人は U 本 
じがても 偏谢广 し'!^ 狹致 。る 盧 

是を 抱' ち も ある _卜 を自覺 ずる 
けれ 共 党 おの 梢 神 _w なろ をつ ち 
子 人の 態 ほを 村す^ 点じ 於て は 
を かじ 蜗 隙の 巨人^ 上になる 主 
を も自猜 ずる’ 國孤瞄 の ホ かど 
幸福 ど は 要4 る に 私が- の 寬が じ 
倚 b て 巧 化する のでは U いず。 


關稅 自主 權は 

十五 年後に 發生 

現行 關稅 二々 五 腥を引 



ま 京 特電 八 n 發 U 目下 外 お 省 じて おが 中 でん もまが 關 稅會證 
擎瞄 を： け總哲 じがて 支那の 瞄悅自 ま權じ 就て 討議し^ るが 差當 
りお わ 脚稅を 二を 立. 姐 引^げた る 後 十で 年 円 じり® 巧 一し いべし 
ごみ 唐 見に 一を した。 丽 して 不確當 U ると 恥の 劉 務整 巧は 

脚 既會議 にがては 强い てま 張せ やど 巧 政府 ル 態度は^ しじ。 


おは 齒 お潮閒 J 賴 道に 松れ け 日本む 府 はが 橋 無線 お信诚 の假經 


酱 許諾を 支那 政府に 瞥化 （ 關稅待 嫌に 圏して けが 橋 無 成 惜熟整 


巧を 提證 ずるで あらう ど傳 えられて む も" 


司法官 會議に 巧- 

關稅會 議の朔 日を 前に 

上海 じ 再び 示威運動 突パ聘 



與 ける ろが 出 ホる。 該巧 働喘盟 

の おげ 人 乃 ま U 本ん 勞脚 おが 巧 

じ蝴 する お 志の あお U おんど ザ 

中が 奉' でぁつ て、 幹部が 無 約な 

る ホが に 迎合ず とか 嬰から 桃る 

-抵睐 u 巧 おで ある ど Ur ム へ、 を 

れけ 幾む. 力を 鲜 ずる 义既勞 働 お 

の必 狸を な 映した ものでぁる。 

彼等は 攸 然として 『歸化 不能の 

外人は 巧 等 ホ 國勞働 巧の 破で ぁ 

る」 一 ど 云 ふ 明白な 銷 巧から 酷め 

る i が 出 ホず を ゆる 麗进中 あの 

ぶを 井して 排他的 あがを 独 かし 

てむる。 乂が颁がか何じ巧妙：：^ 

修 がに 化ら てな 爐 なおの 眞 巧を 


上がん. U 錢 u::: 英乂佛 が 政府 

ょりぶ る 上が 動乱の 巧 法官 調杳 

は ょ n ホを 爵を じて 開 償ず 

ベ < 化を 政府は 最が こむ に 

な勒 しつ〜 あむ ば 恐ら < 支 抓 化 

おはに 論の 腿 迫を 恐れて おおせ 

ざるべく - A 從ホ 稍馈靜 をが 七 

つ； めつ た 動轨煽 勘を 流は' - れ 

を 機 曾 ごして がび が 外 示威 述動 

じ 义ぶ模 はじして おし 支 抓 人の 

巧聽を禁化する^^らば彼等は-- 

れを りする に 純が たる 外人の 曾 

歲 どが 難ず ベく、 お！ 傍聽； f 許 

巧す いばい か U るが 華 巧 爲じ及 

ぶ や も 知い ざる 狀態 じん b"' お 

しな 官隊 の：！； i 衆 監督 手段が 穩當 

であるならば 鬼 も 巧、 巧し お 力 

じ訴 へて 示威 述 動を 肌 止す るた* 

らば 料亂 巧を の 化が あ ら。 なつ 

て 司 巧官巧 雄の 前途を が觀 しつ 

つ あつたか 人 靴が もが 不安に 樂 

はれつ i ある： £/ 孫 文 氏 死後の 

南方 派 政を どして お 名。 る 唐 訊 

儘に け 本：：； 稱剛 曹を繫 して、 

ホるべき 觸视を 盛 tc' 討 诚飽園 

は 頗る 制限され 特にと 那の棚 


のが 锁を 外國か 沿の 考 じボ 

むる は閣 辱で ある。 - j 

ご 論じ これを を 省哲軍 じ'^ 電し 

たるけ 注目を をず ベ/、、^ 丞祥 

お 軍 も 叫じ< をを じ逝带 

熙 稅會雜 の 討 講範閣 が 極 y て 

制限され にもので あら バ矿席 

のか 闡全權 も 政府の 訓を外 

にお づ るを 巧ざる が 如き イ義 

リ 到底 ぉ 那を滿 足せし わで 郁 

は 中。 會證は 巧ら < 治 外：^ 惟 

の 撤廢お 仙の 支那に 願す る^? 

如を 错 有すべき でを る。 で 

ど說 き、 を 親 間 紙 も 亦 こ 命と 21- 

糕ん抵 をを 抱き' 司法ち 會議心 

は絕ぉには對しっ：ぁら。 今®^ 


'强 叫し い。 - 及げ や、 假 b じ 聯を巧 聊レ及 
列强だ ぉ励大 統谢ク 1=^ ッデ ぶ ども 豫 め-いを 忡化 機^の 
巧に 對し 第二‘ が 瞄縮少 巧， 溢の I 調訂 し-巧すべし。 

け 集を 水め つ！ あるは 乂 脚の 一 どま 張し つ； あわ。 検 言す 矿 ば 
が も ホを どず る 所で あら、 火 I 假ら に獨 逸が ドー ズ 案じ 娘.' 赔 


統做 もこの ぶを 祕_ 々中外に 聲 
明し レ 所で あるけれ .VJ も 今や 
歐 卵に て.：—*' この 目的を 逮 ずべ 
.き 第 r 階械 K る ■べき n カホ ノ 
爲 謀を 瞒摧 中に して、 巧專义 
人は'- れ じ： S ら歐洲 の ホ かが 
-飽 化されて なじ 新紀元を 劃し 
國際的 牛 かの 確立と 軍縮の 道 
じ進むべき至を望い。 

ど 述べ、 乂國 はこれ 等の 歐洲じ 
關聯 .した 諸會證 S 終 T を 機 貪 ご 
して 第二 軍縮 留谦 をな 集す るの 
息を ある ミを 暗示した。 


の曾银はお國5指金じ泌る；は 

疑 もな き 所に L て 待 誰 S を 貴 長 

どして •レ 义蜗化 あ. チ ヨンソン 剌 

事を 摧擧 すべきが、 おし 窝 諸の 

報吿が 支那 じ祕 化なる ものに ホ 

ら ざれば 支那の ホ 國じ對 する 反 

感は一 曆滾骨 ごな つて ホる であ 

らぅ C 何れにしても 今 凹の 司法 

を 會诚は 則 强の斟 支 腿 迫 政策を 

を张 ずる もの ど 一 > て 之に おする 


ィ タリ'. ^ 

政 制 改革 

重要な 勞 働ぶな 

ロー マ 八日 歡 I：：： ムソ リニ 首相 
の ファス シモ 内 隅は を 要なる 政 
制な をを あ斷 巧すべく 先づを 
の窠ー ホと して 人口 あ 千- 下 
の 町が 自治 制を 廢 化して 政府ょ 
り 直接 施む 委員を 巧 命すべく、 
勞資 協調の 第ー ホ ごして はファ 
ス シモ 勞働職 地 ご 産業 紐を をを 
法的に 認めて 團 体を 涉權^ 賦與 
ずべ く 重なるな 政事 項は 左の か 
きもので わる。 

〔一】 巧 資化表 磯關を ファス 

シモ 勞働 糾合‘ A 産業 組を ごし 

脚 ホを 涉權 を賦 巧す る。 

ごこ 総ての 勞賓紛 ずは 瞄家 

を 化を V- る勞慟 哉が 巧の 判事 

に 一巧し 双方 おじ 事件の 處理 

‘を啊 ホに ホむべく がが はこれ 

を 絕對的 どし 褚 をに 化ら 武力 

じ 化り これを 强 をす。 

(一二】 一巧 事件を 勞働 法廷に 

訴 へし W 上 駆 エ乃ま エ樓脚 鎖 

巧爲を 一切 禁 化す。 但しを お 

機 離、 官營エ 麓' 政府 雇員の 

罷菜乃 ま 政治的 絕エは 罪惡ど 

して 懲罰す。 

〔の】 國 政のを 礎を 協力に 疆 

き化づ 農業、 產業及 貿易、 智 

識的蛾 業の 化 ホは を 地に 1 の 

紐を を 設けて 勞資が ホ じ 臨 別 

し、 勞働 挫廷を 組織し 勞 働が 

事に 攸 b 勞資 紛译を 解かす。 

巧 政 乃ぎ 證會 じら この 組を ょ 

の 化 おを 選擧 す。 

して-一む 等ら 闡歧 一巧 じ凿ず 

首 粗の 樞 利を 絶 對 的の もの ご 

るので ある 0 


•> 

ホ 


视自 ま. 腿の 制定に 對 する 莊非 I 國 W の 示 戚述® 过注 目に 牠ず- 

第二 軍縮 u 何時か 

义國侧 代表； ろ 巧 闕會議 でが 明 話 


卒和化 障に 

.目， W 相 密議 

|| 緩衝 地帶 纏らず 


ソ シン トン 八：：： を；：：！ 昨 H の 巧 

國證 ：け 會施 じがて H 本 及び 爽辩 

化 おは 秘力 义國 政府の ホ 催す る 

第； 一軍 腑縮少 巧 溢の パ お をん 飯 


带 '，た」 せよ、 が 巧拙が 具 化 化 j し、 削 山 一巧 之 巧 氏は、 


し；，* りい ば 能を 前いて 帷を點 せ 

ざるの 歲を 化れ 巧 P よい。 偏 棚に 

して 狄が 。あ 想から おおした 移 

^に化の排リ條項を削除ずる； の 

一 提案 も 出 ホ 中， 北 化 不を理 。る 


過去 9 歷 おじ 照して 巧-次 ソ 

シン トン 巧 滋が拽 際 巧 かじ 巧 

献 ずる， と 化- しは 化 人の 

が 化に がた。 る 所で あつて.' 

がか 4 化が はこめ 第' が巧诚 


じ 把 b て 媛され た 問題の 解が 

を あい 將ホ じがて 要璧 しつ i 

ぁる。 米 図 あがが これを パ 集 

する は 即ら當 がの i であつ て 

U 本 政が 及び 國 K は强 くこれ 

を 則 巧す る。 

ど 述べた るに 到し、 义國侧 を 化 

ぶして乂統術ク—リッデ巧ご親 

巧が き 才-ョ I 如 逃 出 ド 院誰真 

セオドア •バー トン 巧は 左の 如 


カ グノ八 H 験！：：： 獨逸肯 相 瓜 

1 ^ にど 佛國 5：： 相'.' リアン 氏 

は る 會畿犧 を 避けて 十哑 

郊外^ 閑靜 U る 一 料理 巧 じで 親 

一し く^ 見し 肖 下 化 陪會誠 S 難關 

て 目 ずれて ゐるラ キン ランド 緩 

矿 地^の 協を じ 就て を 誰した る 

わ ホ だ 何等 圃滿 なる 解 ホ おじ 速 

し 居らで。 即ち 獨逸侧 は、 

グア クサ ィユ條 約を 巧 重ず ベ 

をと が 勿論で ある-い 巧 ー フラ 

ン乂 が條約 上の 權利 ごして ラ 

イン ランドを 占' 制する 煤を、 

蹄を 励 第一 じを 離 的 巧 動じ 


品 


化を のま 柳を がわし ない 旗 
突發 して. 聯を國 乃至 フラ 
はを 離 的に 行動す る i はか 化 
當 のが 日を 要する 仲裁々 胤て 
定を 待つ 外 ラィン ランドに la 
ずるを 轉寸 とし ふに ある々 
れじ對 し フランス 侧 は、 

獨 逸の 赔憤 をは フランス 
巧 米そ撕 じめ 要なる 資を でん 
b 化つ てこれ •か！： 收じ當 トー' 
ィン ランド 緩衝® 帶設 度-の 
め條約 上の 權剌を 放棄 可 t. で 
は鹽 はが 承知し ない。 

と ま 張し 居り、 姑 W 緩 街地帶 
設最を 協を ずると おに フラ 
のが 留條 かを をれ 岡が に 獨佛で 

截條 約ん 化 立を 巧 蜘侧よ 6持^ 

す 形勢で わる。 


る ど 解 採され 大統領 か 將來の 政 
戰じ 於て これな なをの 操； 巧 じす 
る ものと 解 さ， X. て ちん- 


じは 協を 成なず る U らん ど觀測 


勞働臟 盟ご赤 露 

アト ラン チックが 八 ：1:锭= 目 
す當地 じて 銷摧 中で ある 乂國勞 
慟聯 嘘のを 化 ま 部長 會雜 じがて 
職盟を グリ ー ン 氏は 義じ 巧國の 
一議 員が ホ 露勞働 者の 提携を 説 
きたる におし ホ國勞 働を はみ 產 
巧員ど何等共迪しじ利靠^^くが 
つて 搗携の 必要；：* しピ赞 明した 


外 巧 政策を 

首相が 釋明 

政局 益々 繼 乱ん 

リンドン 八： n 發 ：：：： イ ラック 
び モス ー 少油出 問 趣に 就て 也 

の紛 緩を まじ 自黨を 力 家ょ 
難され つ； ぁつた 保守 黨 首相 j* 

八 ドウ キン 巧は 本日 ブライ 
ホの がが 黨た會 じ 出席して 奥 

け 現 化の ィラ ック 政策を 繼續 
且ク條 約 則 限ら これを 延長す 
く僅條 約に 依 b てイ ラックよ 
手を 引く こごは 無制限なる 富 
を 拾て る愚舉 にして お 國はイ 
ツク 政府を お 巧すべき 義務 あ i 


日露の 利 權會議 

ま 京 特電 八：： a 錢 U 目下 モス々 
ゥ じて 開か れゐる 利權 協を 會議 
を じが ス化撰 太に がける 日 夺の石 
油 巧 掘 利權を 四十 お 年間 ど 確定 
したが お 化の 意見 化 違せ る おも 
日露な 譲して 當初 豫定の 期間 內 


啤 


椿事^ 

兵 ± 溺死，、」 火 化 

東京 特電 九日 發 nr： が 勢 灣の陸 
軍 共同 满お 中に 陸 ザ 衡艇轉 

し 六 名の 兵 北は 溺 巧し 十四 

は巧衞 不明で をる。 が ほ 新 
縣 執津驛 に乂災 あらて H 本が 
独の タンク 爆 發し巧 油ぶ を 
は燒 失し 附近の 家屋 一二な 戸 全 
燒 、一二 名は 慘 死し 損 醬約巧 乃 
圓じ 連す る 見込で ある。 


關稅 事務官 排斥 

パリ— 八日 發 =；： 靈じ フランス 

商人は 米國 の關稅 事務 宫が佛 人 
經營 の掛米 輸出 商人のを 産經隻 
調査を 試む る じ 際し 外交官 ごし 
ての 特權を 濫用し つ i ある 点を 
抗議し じが 佛國 政府で も 今後 こ 
れ 等の 關稅 事務官に おし 外を 宫 
どしての 特權を 認めない 2 ど。 
つたり 


せられて むる 


ホ 


义み臂 山師 渡米 

東京 特電 八 H 發 ：= 西 本願 ホを 
長大な 货 山師は 十四 n 出 脚の ァ 
ゥ ス ト ラ リ ァ號じて波米ずを^ 
ごな つた。 


山 臟ぶ博 ±逝< 

東京 特電 八日 發 ：：：： 自動 本 事故 
じて 重傷を 負へ る 山 腺み 愧± は 
昨巧慶 應乂學 病院 じがて 遂に 逝 
去 Lii。 


官；？ 松巧義 氏は 脾溢 肺に て 卒倒 
し 蛮 應を博 へられて ゐち〇 


職點 の 東京ぶ 巧 

東京 特電 八 U お h 閒巧聯 がま 
巧 ま おは ホ 年 一ち 開設 せらる、 
; ど^6ま局ぉ广けゼ ネゲ ァ ホ 
お 局のを 圾 .巧み 郎巧 どかを した 


學± 院長を 辭巧 

ま 京 特電 八日 銭 u 穂賴 男は 柩 
を 院畿長 どなつ わ 爲めホ 國學古 
院長 辭巧 じ巧定 しわが 後任は ホ 
をで ある。 


厮 


じ 述べ、 モス ー 人 問題に 就 置 

聯盟の 調 訂じ應 中る の 窓を 一で 

たが 化が 黨侧の 年期 報吿書 じて 

を 相が み產 黨じ戚 服し で お 1 

業を 調訂 しれ こどは 蚁府 め— 

政策を 無視した れ爲 である i 

難した 一節 も あら、 首が が躺は 

大おァ メリ ー 氏の 玫 策を 辯諮释 

明し じ； は 今後 內 隅の 前途に ず 

々の 勸搖を お化し 政 巧は 益々 渡 

滩 たるべく 首 化が 說 S な嚮 •わ 如 

柯 なるおで 期れ るかは 颇 るな 目 

されて ゐる〇 


滿鮮の 陸上 關稅 

東京 特電 八 U 發 == 朝日 新聞の 
報道 じ 化れば 駐日 〇 シア 大使 n 
ツプ巧 ど 幣お 外相 ごの 禽 見で e 
シ は 滿鮮の 陸 卜關稅 免除 特權 
じが H 繁 共同の 重要 提誰 をした 
が 帶原斜 相は 不可能の 旨を 答へ 
ね ご。 


第一 一一が 頭 開通ず 

東京 特電 八日 お U 横 お然一 こが 
: 助は ホる 化 U よも 關通才 る； ど 
なつ じが 二巧顺 級を を 易じ橫 か 
け t 特 、耐 重力、 水深な 他霞災 
前 じ 優 b がると。 


海の 內ご外 


有 お 英義巧 重態 

まま 特電 八 H 發 H 樞を院 顧問 


♦ホ國 陸海 軍 化を 問題で 雀 共 
の骚 ぎじ 氣を 腐ら かした もみ か 
大統領は 陸が 甫の 航巧楷 張に 技 
凿 し、 政府の 補 巧を で おおが を 
を援助する丢どなつわ〇 流おり 
本人 ごけ 頭が 違 ふ。 

♦勞 農。 シァ 勞働者 ご 提携は 
眞半 ど、 米 國夕働 聯盟 畏グ 9 
ン 氏が 聲 明した。 向 ふで も 初め 
から 眞平ご 云つ てゐ る。 

♦獨逸 か 相 スト レゼ^ マン 跑 
± に 服毒せ しめん ごの 陰謀が あ 
る 化 だ。 國 のの 政敵から 毒を を 
まされ、 國 外の 敵から 地を 絞 氏 
れてゐ ねら 間違は ない。 


晴 


第二 補助 艦 計畫ミ 

海軍 部内の 眞劍咏 


1 

上 


♦. 


人 穂 差別を 

大統領 痛擊 

反動的 思想 排斥 

ツ シン トン 八： n 凝！：；： 大 統紐ク 

1 リ ジデ 巧は オマ^に がけろ を 

义が鄉 軍人 刚乂會 ょ b 々锁絲 お 

しわが 义 統領が をのが 上に て歐 

卵大 戰 後に 生じた 反動的な を 想 

を 排斥し 少敕 我み 描 おど 人 柿 差 

別 巧を 宗敎 的を 則銳 なをが 驳し 

た； は 大統領の ク •ク 瓜ッ クス 

クラン 脚-しお する 非難の 戟でゐ 


最近 接 手した 本社 果京 特電 じ 
化る ど 巧が お 軍の 第二 補助 躺對 
畫 (總 經豐 一一 一億 二 千乃圓 大正 十 
化 年度までの 繼緻 事業 明年度 豫 
算 計上 額 八 巧々 圓) にがては 現 
內閣重 嬰 問題の 一 どして 目下 加 
藤 首相 技び 化 部 海相、 濱 U 藏相 
の 間に 愼重協 諮 中で あるが、 こ 
の 計を 遂 巧に 當 つてち' 兜し なけ 
れ ばなら ぬ； は 
〔一】 が政腳 係。 

〔二〕 第二み 軍備 縮々 食畿の 
開催 如何、 即 もこの 開 懼を見 
ば當然 補助艦艇 比率の 制限 問 
題の 上 巧を 見るべく をの 結联 
が 計畫上 影響ず るからで ある 
【己】 则國じ 於け る 梟 近の 計 
塾が 勢 如何。 

の 一二 項で これ 等の 挪 係を 充を調 
杳硏 兜した 上計 墓遂 わの 巧 否 ど 
朽巧 どを ホ せらる t 蟹で あるが 
今 巧 海軍め 現狀く 列闡の 近狀ど 
を 見る じ 現 化 巧 海を々 艦 じして 
大ル十 ムハ年 巧 ょらを S 巧 

艦 齡'‘ 速ず る 艦艇は 比較 

的を，〜、 これが K 縣け遲 かれ 早 

かれ 逮遊 せねば。 ら ね。 么じ對 

し 最巧列 闕の補 肋濫艇 建造 計畫 
及び 一 般が 軍々 脯權娘 充實は 千 j 

化が ホ ニ 年の ヮン ン トン 會遙じ 

化て よゎ 艦 雄を だけ 制限され て 

ゐるお 裝を國 は 補助艦艇の 建を 

じ 猛烈な 親ず をな し、 かつて 協 

を 内の ま 力鑑じ 就ても 備砲の 仰 

が增大 、巧 炭 海 おお 鎌を 重她式 

激 錐に 改逛 する 等 幾多 内部の な 

良を 試み、 專ら戰 闘 力の 充實ど 

あ乂 .巳を 岡つ てゐ る。 殊に 米國 

では 化が が 軍々 備揽張 論を ぞ教 

生じ、 整き じ讓を にがては ワシ 

ン トン 曾 ホの 協を 率が をの 實を 


失し 米围が 軍が U 英兩國 間 じ 比 
し遙 かじ 劣勢で あるとの 間 題 ま 
で 栽を する じ まつた 當時火 統領 
ク） リッ デ 氏は この 情勢を 紫し 
驅係を 闡め惹 おを 確め じ 上 磯を 
見て 祭 二 7 シン トン 會雜を 

ホ國に 開き’ 窮 一次 會議 
じて 協を ホ了ビ なつ じ 諸問題に 
つき 徹底的 軍備の 制限を 巧ふ盧 
志を 灰 かしを の 媛を が b 拔けた 
ご傳 へられて ゐ る。 而 して 假ら 
じ 第ニ ブ シン トン 會畿 の 開催を 
見る ごすれば 當然 補助 艦 故び 潛 
氷 艦、 ホ 砲 仰巧變 おの 諸問題が 
上提され る S は 疑 ふべ からざる 
所で あるが、 を 一二 問題に 勒 する 
おを の 别闡の 態度と ホ かごを 見 
るに、 ヮシントン 條 約の 比率は 
單に 主力艦、 航を邸 艦に のみ 適 
用され、 補助 艦に おしては 巡 巧 
艦の 軍艦 顺數 、同卜 •備 礎の 口徑 
及びを の 砲 敷が 制限 をれ たばか 
らでんる から、 一般 お 軍 力の 上 
じは 補助艦艇の 造 艦 兢ずじ 化る 
の 外。 しどし、 現じ 氷 図は 一巧 
顺級 巡が 艦八隻 、跑 艦六隻 、辭 
水 艦九隻 、計 二十 一一 一隻の 補助 艦 
建造に 着手し 居ら、 

14^ 國 U 歐渊 大職當 がの 補 
充剖畫 の殘餘 である 巡が 瓶 四を 
のか じ、 史ら に每年 あ隻づ ぇの 
割合で 向 ふ十ケ 年間 じ 五十一 13 
巡 洋經を 速 遇する 計 畫を樹 て、 
旣じ 講會の 協賛を 得て、 一巧 嘴 
級 巡げ 艦 五隻の 建を じ 着ず しを 


一巧 順 級 巡洋艦 六隻 、離 逐艦化 
化隻 、潜水艦 化化隻 、計な 十 化 
隻の大 補助艦艇 建 港に 着手 中で 
あら' 

伊' もょ わ 目下 建造 ホ 
の ものは 一方 順が 巡が 艦 二隻、 
驅逐 艦十隻 、潜水艦 四隻 、計 + 
六隻 で、 外に 巡巧濫 二； 隻 、驅な 
艦 十六 隻 、潜水 證 十六 隻 、計 化 
五 叟の補 か 懲討 靈を樹 て、 おじ 
證 貪の 協 贊を經 てるる。 巧の か 
くを 閣 いづれ も 化を ず ふて 補 励 
艦艇の 雄お充 賞に 巧め むるな 能 
であるから 巧费の 節約は 容易に 
期しが いものが ある。 補助 艦け 
ま 力 艦の 作戰を 補助 するとせ ハ •’ 
潜水艦の 搜索擊 化を け ふの でん 
るから これを 制限せ ん爲 めじけ 
主力艦の み じ 化ら や 潜水 糖の 制 
限を も 巧は ねぶを の 目的の 徹が 
は 期し 難い。 然るに 潜水艦 じ 願 
しては ヮシントン 食議中 巧、 做 
兩 翻の 間 じ枉辭 のか 違を 生じ、 
乂國 の辩旋 もを の 巧 協を け 
をく 不調 じ 終る ど 共 じ 補助 鑑偏 
じ 到す る 制限 も か'- — ^ てを のぶ 
礎の 一半を 奪 はれた がと なつ わ 
のでん る。 をのを 巧闕侧 から 姻 
水 觸を赎 論の 摧昭が あつた。 文 
の 論據は 

潜水艦 じの つて 危 蒂を幽 
るのは 商船で ある。 濁 逸 潜水 船 
は 大戰中 一千 二' 門で 峨 、十一 除 
弗の が 船を 嘴 化し、 ホ 戰 翻貿阳 
女 二方 人を 溺死せ しめた。 を $ 
結 おとして グァ八 ナィ ユ平か 化 
めじ がても 獨逸じ 向つ てけ 絶 i 
潜水艦の 雄が を 禁じた ので あ， 
から、 聯な题 どてら これを を 化 
する のが 當が である。 暇み 列 紐 


のェ 串を 進め、 あらに 潜水艦 云み 体が 潜水艦 旗 化に 一致せ ホ 


隻 、計 十二 隻の 補助 艦を を 中に 

あら。 佛國は 第一 圳 補助 艦 雄を 

:: is 藍し がて 八で 嗯級 巡が 鑑 一二を 

驅逐艦 十八 叟 、潜水 腊か 二隻の 

建を を 始め、 第二 則 計 巧 どして 


まなる が 軍 力が これ じ 化すれ =： 
化 闕も敢 て 與論に 逆れ する ろ 1 
ぁる i い。 潜水艦は 軍艦に 巧， 
ては 巧んで 械力 である ごい ム( 
であるり 
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稅關 事務 

東が を 化 並 じを 世 
巧の 保 出入 方法 じ 
鹏 する 一切の 御 諮 
巧に 應 じ、 强道藏 
船 貸 物 運賃 及 出帆 
表 稅骗キ 綠蓄等 進 
呈 す、 重要 都 おじ 
化埋 巧を がし 誠夕 
敏速 お拍 かじ 應や 

お 隙 取扱 
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都を じぅ 當 みの 間 

診察 

午を と 時 i 化 時 
ん權な 前約 願 上 煩 

い ^ まぉぉ彌 



午を S 時ょ 主 ハ 時 
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ドク トが 

烏 見豊渗 


齒科醫 

▼診察 時間 ▲ 
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午後 五 時半 
水曜 午前 九 時 1 
午後 一時 


戀科醫 

= 新 ま 無痛 治姨 = 
夕 年の 經驗 をな て 
U 本人 諸 若は 恃じ 
下寧懇 がに 施術す 

パ^マ！ チン 


雜揉 治療 

水 及び 軍 氣お療 n 
あ 揉 肩 腰の 痛 首 手足 
の不颤 神經痛 タゥ ザ 
ナス 慢を胃 藤 病神經 
衰弱 お 其 他 
午前 化 時 ょら 午後 九 
'時を： 帝 話 前約 願と 慎 
紐 育瑞典 フィ ジオ シラ 
ピ ー 學院 卒裴 

が 肯メ デ々 グジ ム义マ 
ツサ！ ジ 協を おを 質 

を認 西が 幸努 


該察时 間 
午後 おが！ 八 時 

江 見 一一 一朗 

引續 きべ 八ビュ 1 
病 お 巧 勤に 付を 時 
賴外义 リ円曜 は 前 
約 じ 限る 


紐 育 卿を 認 
內務省 免許 
東京 巧大臀 科大學 
產 婆復潛 科を 業 
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らます。 轿 らしい 昇が 機 ど エス々 ンタ 1 は谋網 
U 巧 巧に' 化ける をな のお脊 物じ睐 を £ 愉快と を 
與 へて みます 

他 おで 二 巧す るら のなら ばメ I シ！ では 一 
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り まイ 
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關稅 5, けち 權 問題で 

條 件に 苦 勞の目 本 

治 外法 權撒廢 の 態度は どうか 


支 邪は 關 巧が 別を 港に 韵し化 
じを 員を 巧み あまして 巧 盛を 開 
< が備 をして ゐ るし、 關 巧瞬侧 

でら 化じ乂 ザは 委員の み 定を見 

外を 閒を議 じがて ホるべき 會溢 

のを 權 たるべき 

み國 公使 はこれ-し 關す 

るが をが を閒始 し、 巧み 巧に 邮 

お 漸<お ひ ホれ を 成が ある。 關 

係齒侧 では 勿論 巧 港に めて-致 

の 力 巧に 出 やう どの かを せの す 

じ、 视耕自 ホ 樵が' 化の 巧 題 じつ 

き 力 かを をめ てな 雑じ 臨む 必要 

を 成 じを 化 脚巧萊 でを 見の 巧換 

をむ つて & る ほじが せられる。 

乍 併を 阀の利 おは 一を しない か 

く 卸 お眞の 一致は 見られる もの 

では。 く、 この間 支那は 列國の 

離間策を 謂 中る であらう し、 例 

'へ 曾 講卽じ 表面の 巧を せが 出 ホ 

て もを b 則 惊は巧 ホない。 不平 

ず おみに 關 する 回を じょ b てを 

励の 

關稅 會議じ ぉする 態な 

は乂化 巧せられ てむ る 巧な もの 

の、 これぶ 單 にを 阔 のを おを 巧 

げて 中途 ザ 端 もの ごな つて ゐ 

るので を b 當て じは；： H っや 該因 

を 父の 解释じ をれ 余地を 與 

へて むる。：：： 本侧じ 就て 信 ホべ 

き方而 ょらな 閒 ずる おでは 口 本 

は 關化自 ホ權の 提麗あ h たる 媳 

なが 成'! 應 ずる ものであるが、 

唯 無 攸化じ 自ホ帷 を 認める ので 

は。 くを のが 牌を がか せんごす 

る じある。 この 條 仲に 就て は乂 

网 ごかを の 距離が あるで もらう 

が、 お r 巧 自ょ椎 を巧刖 どして 

越い る 片 じ 於て 米闕ど 一致し お 

网ど度 見の 相違； ホす 恐む が あ 

る。 而 して 化が にがてり ホの 問 

— 、 父 U 

日英の 間-」 餐ご碧 2 

八掛 巧を 生じ、 お< する ご U 本 

はホ巧 ；^お 地 _| お る 恐 れ が あ る 

ど 巧ら れて むる。 现 がぶ 邪の 海 

脚 制 巧に 巧して は U 本は 舆网ゴ 

巧うて をの 旣巧 楠を： 被 ホせ しむ 

る必お •か あ b 、 米 闽の陆 端に 巧 

い支邮 にあな せんど する 方 かじ 

對 f ては お國ご 結んで 米 励 じげ 川 

る必お がんら、 り 本の 外を は械一 

めて 闲雜 でを もホ赂 をを 寸るも 

の ごさい てんる。 脚稅巧 嫌と 前 

をして お 外 化魄問 遇を 谣 するど 

那 d 化 制巧諷 をを 員ち も 巧 かれ 

る •か、 脚 悅會ホ Jlr 桃め てを 巧で 

ザつ て械 おじ 脚 かいじ お 乂の闕 

際 巧 端 じか 違 ； .け；：： でもが 巧 

の 本ぶ バ 稍々 明 脱 どい* り、 化と 

では 械揣に 布； 乂规 する 巧 ど不巧 

_ なのた め轉 親す るを ご ある。 

- その 中間 じ 位する 王 正 

I 姪 氏は 本が 前号 所 巧の かく 「械 

; 稅筒 溢は 關稅 舍證な 上には おな 

い見达 である」 と 云つ たのは 事 

'巧で 瞄稅じ 測す る討證 事項は 举 

一 府條約 化を な 上 じ頗大 される だ 

^らぅが、 このを議はま那の內政 

'じ 就て 蛋大な 干渉を i る 格な 事 

，項 じ 迄觸れ ない 巧で ある。 而し 


て 支那に 於け る 治 外を 權撤廢 巧 
胜じ關 する H 本のぶ がは 條 約に 
:止嬰 求に 勒 する 九 巧 四 H がの お 
支 回答 じが' て 特に 「漸進的 文け 
お 化の 顺巧 じよら」 どい ふ 文 巧 
を 用 ひ、 過去 數年 巧の 司法 巧孜 
の不 が ほ 不統一を 指摘した 等に 
よつ て 大体 刚 かなる かく、 支那 
の现狀 では 

な 外法 權 を完を じ撒麼 

する ミは み 可能で あるから この 
際 先 づ撤廢 の 時期、 方 巧、 順序 
等を ぶめ 徐 々にこれ を 巧 ふべ し 

ごい ふじ ある。 從 つて 巧ぐ 支那 

の 招請 じよつ て 開かるべき 巧を 

制废調 おを む會 の决議 じよつ て 

列國 は撒晦 方が を 巧す るので ゐ 

るが-: n 本侧 VJ しては 大体を の 

如き々 針ので じ ホで 閱 かるべき 

を 外を 權留燕 じ 随ゎ签 である。 

日本が 則圃に 化ん じて 漸進 論を 

明か じした のは 日 支條約 じがて 

巧に 滿洲 じが' ける を 外 巧 權の撒 

廢を 約束し、 大 お八 年 これが ね 

めじぶ 那の 

司法制度 を調查 しが ホ 

引 紙き 研 兜を 巧つ てゐ たのと、 

撒廢 のがな 巧ん にな ばす 影蠻の 

を大 なる を 顧みた 結果 t ある。 

約 ほこれに 關 する 具体案に 就て 

常 局は り 下 銳盧ぶ 兜 中で あるが 

をの お 論は 大体み の 如きら ので 

ある ご觀測 ごれ て ゐる〇 

一、 刑が 訴訟な じ 就て は 支那が 

齡獄が 化の 殼備 のな 善を 實巧 

する をの 视閒 はが 巧 通ら 術 事 

城 判 脱 巧を が贤 する i 、 なつ 

て 右 9 蝴 間中 おお 地の 蠻お權 

を 化 巧す る 2 

二、 K お訴 惑に 就て は I をの 都 

化を おり 夕耶 '八 滅啊 所を して 

雜判ゼ—'むを；. 化し外人败 

訴 の 戍 なじ‘ レ 外.， < 會瓣官 を 加 

へたる 被燕踞 制を なす i を 得 

せしめ、 をの 枕 巧は 該軸 串の 

署 お.： V をせ しわる 主 

一二、 おが 化の 攝瞻 はおを の 煤 所 

を 限つ てこむ をい ふ ミは 差 ま 

ぃよき-^’ 化るべ<も試驗的期 

閒絡過 後 こむ をが ふ 

火磯當 局’ こ 

來 年度 豫算 

相當 紛糾し や •っ 

乂化 十一: が 巧の 改な财 む 計畫 

おに 計上 3 れた 十-立 年 巧 歲出豫 

をが 邮も W 年 巧 揀算編 化の 化 礎 

ど G る./ きが 出ぶ 本 額は 經常部 

十 お 一二で^ バか乂 乃 二 千 W 、 臨 

が 部 四 おん 千儿 '，= か 巧 二で W 、 

を 引 a 4 ■おお 一千 六な 巧 十九 巧 お 

千阳 じして、 これを 本年度 豫算 

十五 億 四千 义百 八十-巧 四千 山 

じ 比すれば 尙ほ S 千 一一 一巧 化 一万 

九 千の の 開きが ある。 をち 

新規 要求 中 ぉじ 計上す 

る i じ內定 して ゐる もの ぇみで 

も 義務が 育を 國巧 なを 額の お 加 

二 千で 川、 健康が 除法 實 施を ご 一 

だか 六で w 、 陪審 法實施 お棉叟 

巧 化 六 巧 W 等が あろ 其 他 貨が巧 


巧 差損を 一千 巧 W 、 西抵 借铁關 
係 おお 憤を 利 f 巧附を 約- V ' C 巧 
山巧のかき大化じ於て計卜：し^:" 
けれ ピ 化ら ね 檢な經 我を 加算し 
たぐけ で旣じ 本年度を 算 ょら 一 
干 巧 EZ 余の 巧 加 どむ るから、 巧 
親を ホ 巧を 後に がける 刚 を巧豫 
算 総額が 十四 年 巧煉算 よら 相當 
の膨 眼を 見る ； は 明かで ある 


々でぁるが、！ 乂二 一年の 檢入 
はおで あぶ. 力 弛、 一九二 〇 年は 
八 千 八 巧^ 巧で 五 年 閒じ約 ザ. 祕 
V るに ちつた。 斯 かる 變 動が 如 
何， じ 一し V / 生じ じかと いふじ 當地 
十 。 'y 3 ^ こシテ I •バンクの 報 
を i る ご 最近 描 料か騰 なしを 
^じ彿 P て棉 製品 も商概 どなつ 
わ。 し 米题は 製造業が を 達し 


明年度を 算総额 が おして 幾 柯じぞ のでを あじ 兢ず L 得る のと- 


上る かは 明年 巧の 

歳入 見 積 がみを し 新 巧 

要 ホじ對 する 海 定額が 確を しな 
ければ を 然が锁 を 許さない が、 
大体 當 局のを おを 綜を する ご 明 
年度 新規 要 ホの 财源 ごして は 

一、 明 牟度歲 入の 自然 增收. 

二、 國庫剩 余を 

なる もを の中剩 みを 引算 じ 就て 
は 一一 慮 五 千け 十 化 ガ八モ w 余が 
十五 年 巧豫算 編が の 際に 化 用し 
持べき 自由 朋源ピ なつて ゐ る。 
右の 额 よら 十四、 十五 兩 年度 あ 


一ち を 近 ホ 固は-^ 造 絹の 製篮が 
益々 盛ん じして 殆んど 純 燥げ 化 
用 手な i じ 至つ たが、 乂圃の 人 
紐 絮造會 社は 原料が をく が 外に 
ょ、 てま 配 さる i に 鑑み 人絹の 
驳 I 沿 じ 力を をぎ つ、、 ある。 けれ 
一九 一四 年の 

_ I 輸人額 一億 巧な ちし もの 

心 今 H は 約 一一 癌 五 千' カホに 達し 
、の 輸入のを 大は 輸出 激增み 原 
巧と なつて ゐ るが、 是ま 純絹 織 
挪 は 化が 米 人 需要の 巾必 をな し 
てゐ る。 米闊か 生糸を 輸入した 


加豫算 財源 觀六 千ぶ 2： と 觀制聲 霞， 柳の 鹽は 支那で ある お 閒转じ 
巧實巧 じがつ て 生やべき 過渡 戲ぶ那 じ 輸出し わ 絹織物 精製 おが 


じ 於け る 歲人减 々補 墳财源 約 醒 I 

千で 阳 (見み 額) を 差 引いた 殘が 
一 僚 五で な' 力 川を が 十五 年度 お 
お 要求 財源 及び をれ じが ふ 後 牛 
巧歲 入す 足 一 

補塡 が 源 にお 當さ 奴る 

ので ある！ この 中で 新規み 業 

費に 振 6 向け 将る ものは 约二四 

千 一力 叫 ご 見られて ゐ る。 巧 年度 

滚 又の 自が巧 收見横 に 就て 一は 稅 
制輕 巧の 細 係 上 概收兒 校 ly 一對ず 
る 調を 脚 難に して 嵩 局の 命. も 普 

V むしつ I ある 處で あるが、 大体 1 

ょ 6 すれぶ 財 ぷ不况 のた めか 論 

多額の 自巧增 收は绍 まわを る も' 

約 一二 网 千で W 朽巧 S 婿 化 「'ある 

ものと 弦ら；；. てゐ る。^ ずる 

がは 剩を をと 自然 お收^ をせ 新 

が叟 ホを 認め 得る 财 源! •しては 

精々 六と 千 巧 W お 巧 ど> るが、 

がか もを の 中には 前 s | 寒 務敎巧 

費お额 ニモで w 等の I 一 さ 化に 計 

上ず る J じ內 をした み! ¢5 を まむ 

てむ るので、 結局 ご！ お W じない 

を 省が 规巧求 中 引卜 ，々れ る あは 

儀々 j 

二割 弱 一 ー ルず b ぶ 化の 

八 割 は 削除され^ 一？ 結裝 じ。 

る譯 である 〇大 化- 當 w は 同 

を . S おを にを ぷは词 / おする もの 

どし：樂觀してむ^〇^が、 乍併を 

巧と てらを 八 必耍わ 雄め 繫急己 

わを 得ざる も" どして を ホして 

なる ので あるから 乂藏 ちの 杳を 

じ滿 なず るら のでけ i ： •く、 從つ 

て 新 化おボ 巧を じ 踰し财 務當局 

どを おごみ 間 じ 相を 汾糾は 免れ 

口 もの VJ 兒られ て ムる〇 


-番ぞ かつた。 をの 次は U 本 か 
ぶ-需要の 大部 かを 輸入した が、 
<? や 米歐は 化を を ぉを 糸の 過半 
を 輸入 するど 同時 じん お及び 純 
耕の 製 遮 額 も 化を 一で ある。 

米 露の 賓易 

乂千二 巧 巧 

當 地に 事 巧 所を 沉き ホ-潔 貿易 
-じ從 串し つ i ある ロシア 潑 出入 
局のを を じょれば 同扇殷 媛の 遇 
去ーヶ 年に 一氏る ホ 品 購入 鳥は 一二 
千 八', け 力 巧に L てまに 農具，. 小 
を 等で もる が、 を 潔機藥 組を の 
對滨輸 巧 ホ 滿貿附 鳥は H す 四 •円' 

巧 巧に 達— 旨 動を のみで も輸 ホ 

は 化で を じ 上つ てゐ る。 而 して 
斯 巧者の 館る 處 じょれば あ 露屬 
をが 復活し ないた めじ ホ 阔の信 

用 貸 化 制 巧 じ 頗る 不便を 威 じて 

ゐる けれ 一 こも 尙 ほこの 資為离 を 

示して なる から， 適當 なを 謡 磯 

挪が完 を するならば 政を 骗 係は 

鬼‘ 巧、 貿 みは 益々 增 進ずる で 

あらぅ ミ。 


ホ闽の 絹織彻 

輸入 減少ず 

人. 姐糾 ホは をの 强敵 

ホ國じ 於け る 描 織物 ボ 煤の 輸 

が 額は 巧 加した な もこれ - u 反し 

輸入は 非常 じ 減少して ホた。 今 

や 米國は 化界を 出の お 織物 巧 巧 

の 巡 半数を 輸入 L 、 これを 精製 

したる 後 巧 巧 ホ 產圃へ 

- 逆輸ぉ 玄狀 態で ある。 本 

年废の 生糸 輸入が おがは 一二 千 セ 

巧 巧 巧 じして これを 昨年の 四千 

1 巧な巧じ比软す^^ごホ常な減 


本社 東京 特電 づ 通信 が を」 

目 銀 支な 長 巧 速 

な 紐 巧 日本 銀 巧 化迹店 磯督役 

星を 章 巧は 歸朝 後大 阪ま庙 長た 

をべ く 理事 濱岡 五雄 氏 (現 乂阪 

ぞ 巧；： お) は 本 巧に 入る 笠で ある 

ごい ム〇 

滿が ；；：：： 星 盤 氏 後 巧 阿部 お 二 巧は 

十月 廿八 r 橫濱ぉ 帆の 天 ホ 九 

じて 着 巧の 豫定 なる 旨 當地監 

督 役ホ務 所に 報道が あつた ど 

満化 輸入 大激增 

八 巧 未を を ー ヶ年 どす る棉化 

輸入は iir 酉 五十八 巧と でと 巧 四 

十お隹 じて 前年 ょらな 化ガ 倭の 

大徵增 でる る。 

綿織物 輸 がが％ 

と 月末 迄の 綿 織顿輸 巧は 云 億 

码 千で w じて 年 & には お 億 川を 

关破 する 强込 である。 

小賣 相場 稍 騰貴 

n 銀 調査 じょれば 化 巧の 张な 

小 贷物傾 瓦 十六 柿け 騰貴 二十す 

ド 落 二十、 持を 十一 柿 じて ホ 的 

お 姐々 の媒貴 である。 

= お 上ん n 後 
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郎 ぶが を Restaurant 
112 W. お 化 ， SiCtiy 
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Kawasoye Hotel 
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1 が w . お 化 化 
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Tel. む afaig が 6559 


庵 桂 米 日 


YOUNG CHINA 

3140 Broadway 

• 4 お Qcks Seutfi が 
125th B'way Subway 


Susy Paiig's 

ななる 抓る が 
4 が お 加わ e. 

M. 27ih-28ih Sts. 


City Hal! Tea Gaden 

170 Nassau St. City 
Next to the Tribune 6Mg 
Loo Lin れ夕 3 な 込 g せ r 


Beem Nom Low 

474-6th Ave. . 
Bet. 2Sth-29th St. 
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娜げ 3 沒 。な なかが が ttn を 巧 
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! ホ へ 


日本 食料品、 日用品 
並に 新 巧 善籍類 一切 

片赋 兄弟 蘭會 

を お 品が 巧 おを を 巧 船 じて 巧定 
仕を 間货 々巧 用を の释 ホ 巧 上！* 


日本食が 品 煤々 び 雜貨類 卸小資 

ニニ ニ ーニ、 0 で 立と 榮 山商會 

ホ刊 書籍 雜誌ル 間 物 日用品 各な 
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醬油藉 IISII 蘇？ な ホ 

日本 ホ li 食料品 i|g 雜 4 顯 

巧 田 巧 油 巧 式み お 巧 部】 す 賣統巧 

日み 食料品商 會 


曾 席 御 料理 

良 養 寝 


k 邪 ‘ L 自 

が理 t 

が 驗ぶ阁 で 永年 御 あおを や け 
V たな 文で 御座います 
も 

^ M 
お 7 

N W 邮 
GK.I 
N W 加 

m 

1 — In 

A H 本に 住み、 日本語 
巧 を 話し、 皆 棟の 御嗜 
巧 じ 適する 御 巧理を 調進 致 巧 

了 度 ユンぶ^ — タアの F でず 



皆 樣の御 嘴 巧に 
適 ふ樣な 美睐の 

S 廢趁樓 

御料 狸を 致し ま 
すから 績 々巧 ホ 
ホを 願 ひます 


W ♦ 


綾 蒲 燒壽巧 御 化 出し 

日 巧 巧り 巧閒も 御用を じが じ 巧 

會席御 料理 

烏 等 御 下宿 

巧 玉ぶ 一 


削ぶ 化に 御旅 舘 

半 蕾 佐 野ぶ 弟 

がな ホ 西 八十 八 T 目 ミ 円 十 111 巧 
ち 詰 —— ス 々イラ— とん ニニ 


U よな 巧な、 が貨 
备巧 、おを、 商 巧 

JT むァ iV バ 東京 商會 

巧グ ■-ム 、な 巧の 巧ゐ ち 


►三哀 N 淸ち 親切、 お 樂^ 

勢 州 舘舘ま 熊 巧 

ま 巧が 勢 事を 义 間を 作 
2 2。 E . 爱を Street 
Tel . Regent だち 


御 下宿 

自苗亭 

里ジ nds St . Br 旨 klyn _ N . Y . 
ぎブ ian 嘗 7475 


御 下宿 魄 井久 

ミ P 養 ped Pla 奋 

be 二 Sil 2 nd Askf Ebndsl 

Tel . Murray H’tll 這芸 

電話 レキシントン 四 入 五 あ 

岩 巧旅纔 

あ 十五 T 目 二 お 巧 


住み 必 地ょ き淸 潔なる ま 

御 下宿 松が がか 

養 Lex 量 on Ave . 

TeK f . ぎ这 21 

中が 理髮巧 

中が 离斌 
31 W . 苦 ミ St . N . Y . 呈 y 
羣 Uolumbus Ave . & GentralPark West 

目本理 髮館淸 

新 ま 洗髮ぶ 設備 ぁ- を 速叮咚 を 
昔どし精ク勉强し：^^す 
西 四十！ 二 T 目な 番地 一二な ホ號室 

タツ ブ フロア (第-ー ハ 街 ど 巧±二 了 g 角〕 


宮川 事務所 

侍 績弱舊 闘の 同 贈に 的確なる 機 
裴 を厨旋 しまず。' 

た pa ミちで g 志 Agency 
100 害 St - H . Y . C . 

Tel . 3 r ち 瓦 三 8? 芸送 


電話 プラィア ント 
八 〇 と 九 1 八 八と ご一 
U 鴨 度び 巧 間は 

ヶ a ブグ 00 四 四 

妍體 特長 

化育が 西 四十 四 下目 

二 干 一一 八 蚕 

(二階) 

支店 

147 百3皇 ミ 三 ve . B 己 falo , N . y . 
Tel . BW ま I 1 1 さ 83 
主任 Mrs . F . K . 呈 0 , 


が廳 茶園 

诗巧 人廬蓮 
巧 勤の々 じは 晝飯 
の 御 巧 利じ瞄 へが 
閒會 席の 御用 じ應 
や •へく 族 聞 何卒 お 
不變 おお 立願 巧な 
お 上 御 案 巧 中 上 膜 


支那 御 料理 

彭瑞樓 

日本人 諸 岩を 

歡迎 致します 


せ 料を 精選し 皆様 
の 御 嗜好 じ 適する 
巧 巧を 挺 巧し ます 

S 新 中華 

U 本人 諸君は 炼 
别 に歡迎 しまず 


新鮮 魚 か 一切 

日本人 向きの 生 お 澤山取 b 側へ 
特別 廉 潰で 大勉强 致します 
サヴオ ナな巧 
』 oso 字り wvona 
民 4 W . 百 St St . 

Tel . 001 己吕 hem 。12;? 


種 上の 魚類 

季節の 新が のな 貝類，々 巧 山揣〇 

て曼 らまず から 御嘗 味；^ さい。 

ァピセ ロな 巧 

82 すで rd で- Tel . て an ご in を 夏 


尋れ人 

長野縣 細な 嫌 S タキ お 川 
山ぉ縣 齋滕义 一二 耶 ワィ 阿部 
福 か 縣地本 俊 あ 巧 府巧木 巧 
山 口山 本 龍 厨 福 岡み 巧 的み 郎 
王 口川 淸一郞 (旅 巧者) 

を稻 出大學 出み 中 村な 二 

ちのを じ 通 かを 巧き 路ぉ之 
保 邸 本人 巧く は 知人ょ 6 巧 
化 巧 烟姐か 魄上展 

紐 育 巧國總 領事 舘 

185 Broad ミこ e こ ミ k C ミ 


A 


を-*.,: a 
民 お s が 

T B 2 W 

削 一 


W 
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3 


ホ 年 U 本人 諸君の 御 
攝 負を 蒙つ て 忍る 

gs 仙樓 

です、 何を 續 々御ち 
來の 稍を 願 ひます 


f 


♦‘ 


藤 原義 江 氏 獨唱會 

衣现 5 な 巧に. 人 赋のイ •こ. • 

桑淮樂 蜡の權 威が 批評 


r た 等の テナ ー 」 ごして が 巧/、 一‘ レが..- おが。 處 かあつた、 また 
b ど馴 柴の淺 .くない 砖 原義 江 氏 1 離々 ピアノの 樂 節^ら いて 不を 


は 小山 まさ子に W 辄で 來&皆 
すを 八な か A インター ナシ ヨナ 

》• ；；ゥスのォ—ダトリアムで 

一巧 樂 S ィブ 4 1 への 

を 別 演唱禽 を 破ず もど 

なつた。 W 巧は 去 H ホ サン フラ 

ン シスコで が哨後 ロス アン セ 成 

ス 'で 音樂會 をが し、 ホる 十五 H 

お 當地じ ホを； どなつ てゐる お 

を 港の お 哨をじ 就て 排 n 新聞の 

親' 卡- である サンフランシスコ • 

エキザ ミナー 化の 記を てんす 巧 

お 巧 樂渔 批評が の權が どを はれ 

る メ^ — ソン 巧は みぎ S かき 化 討 

を；* ：> てゐる 一円 本人 テナ 

1 の 滕お義 江は 二 年 前桑继 A 女 

のがで 嗔 つてみ の 外よ い即 をを 

獲し じので あつむ。 をの 後 化， し 

がん 巧 ミランで をの 縷 術を 硏讚 

する 艦 あつじ^、 昨 H 彼-か ス ヵ' 

チ ッシユ •ライト 會舘で 試みむ 

獨昭は 

彼のが 究 が 彼の 蠻 術を 

進枯に 海いた i を 立証した 。彼 

は/!ゲ》セス牛〇ラドナ0エ* 

モ ビ 。 ン *91ダ エ をの| マ ノ 

ン」 からの 数 節を 巧つ た ミし よ 

つて 褒ら嚴 正 苛酷な 標準を W て 

する 化が じ 挑戦した。 彼の プ ー 

八 • ザ セス チ獨 哨じ踩 しすは 

化ての 入 邱の藥 術を 通じて H 本 

i から ホた 靑 ザの 哦 ひしが 如きを 

; 間く； は 稀で ある/一 斷定 ずる も 

ので ある。 藤が はを 然 をの 聲調 

ぶな 巧して むる。 を こじは 莱が 

けこ 見 ゆる 何物 も殘 巧して ゐな 

..。おがな、 VJ がつ た 日本ん の 

W 調は をく い。 彼は イタ タ ー 

< が刖ハ ふが かく 哦ふ〇 をして 表 

化の お 巧 じは 如柯 なる 

國民 性の 噴 ひ 手の 中 じ 

6 稀 じを る處の 天賦が 備 つて ゐ 

む。 彼の 中間 载 調は おじよ い。 

一れ はがが グレチャニノフ 作曲 

.刷 國」 の獨咽 じよつ てよ < 實 証 

むて ゐ た。 西洋 的に をて 例へ 

ふ 「レ • リ！ ゲ 王」 の 中の 寓諷子 


おは ホつ た^、 これ'-: 轉 調を 
^;み込む倾おにを'' ものとおは 
いる。 併，— 化の 一面 じがて 彼の 
「レ ，リ！ ゲエ」 獨昭の 中にはな 
みシバ 白みで もも 持ょ く 聴き ほ 
いるで あらう ど さへ 思 はれる 節 
も わっ h 。 獨哨の 第二 部に 巧て. 
攘む主 

日本 歌 諭 數 种を咐 勺た 

.か、 をの 中 じは 小さい 寶巧 ご稱 
すべき A の も ぁった。 彼は 是等 
の 歌を 怡 かも あ 肖 さいた 歐ホ人 
の刖ハ ふが 如く 刖 ' V つじ。 を こで チ 

はこれ がり 本のが 衆は 如柯 なる 

印象を 典へ る だら， っか どの 巧奇 

也を W て 眺めた ので わっ じが、 

U 本人み 溫 かき 拍手 喝巧 はこの 

おひ 手八轉 化が 化 等の 间 情を 失 

.ふ もので U い i を陆 した 」 vio 

巧の H ぶでの 溃唱は 頗る 好評 

k , 博し、 巧 巧 市 ま 催の U 比 谷 音 

樂 をに がける 民 ホ吿別 一を 樂 曾は 

聽を 一々 五 千 人 じ 達した が、 日 

本ち 数の 創作ぶ L 司 小劍巧 d 膝 

原に を 

讀賣 紙上で 斯ぅ 批評し 

てゐる ……： 「藤が 装 化の 獨唱は 

い i もの i 1 っだった。 あれ だ 

けの テナ ー が 巧々 の 間から 出た 

i に 就て 化 間の 驚異が 足 A い 

樣だ〇 わの 細かぃ ザ 9 ヶ！ 卜な 

がは 化が の柯 おへ 巧 つても ヒヶ 

を どら. い どい ふょ b は 寧 

ろ 類のない もので あらう。 マタ 

マブク なんか 何 だと 威 激した 人 

の 言葉 も 無理では ない。 藤 お 氏 

の H 本 じが パる 地 泣は 容れ られ 

« ど いふ 巧では ない の だけれ ど 

矢 張ち 豫言 ぶか 鄕じ柯 どやら の 

氣が L ないでも ない。 彼 U 又 遠 

く 去 b わく か。 H 本ん が 化 巧 的 

じなる ど H 本では 飯が 哈 へない 

なは さう いふ 例を 今まで も 時々 

見た。 n 本は 小さい！」 ど 云つ 

てゐ る。 久しぶ もの 音樂會 では 

あら、 をめ し 人氣を W する であ 

らう 0 


中を 紙の 中堅で ある 力 
ら 激職の 粋 巧 もな 像な 上で ホら 
ぅか、 昨が 巧の 卜 I ナメ ント で： 
け 第二！： 戰 じがて この 二ん が 脅 
戰 しみ 崎む が一-アップ でみ 勝を 
愧 した 記録が あるから がが 君に 
ごつ ては 蜜踪 £1 である L 、 巧 略 
君の ホで け 昨年度の 記錄を レビ 
. — ^ 寸る 固い 决 、むで ゐる ピの增 
た ある 0 

. 第 I が 准 唆勝戰 

勝 妝 マ コア 
化が 松 巧 ニ アップ， 
み〕 瞄 内 山. "パアン ドを 1、_ 

茹二組 准 優勝戦 
稱巧 福 出 と アンド 六 
■を 滕 化 山 ー アップ 


妻 君の 給 銀 嵩 ^ 

シヵゴと n 後：：！： 「米闕 の! お 
わ 巧し 家を 支配ず もで. 配 料を 
請求す る ビジネス •センスが 
ある。 らば 一 巡 間 十五 弗ぶ し； 

てを の お 額 八 五 制は を ホの ホ _ 

央 政府、 州 及び ぉ當 巧の 孫 筵 
に 匹敵ず る」 ピ巧强 してを 朱 
化灌楽 組合 挺 ジョンソン 單 か 
計算した 處 じょる ど、 を 义 ぶ I 

ま締が二千二け力人ごし^^一' 
年 パと 十億 弗 じ 連す る さぅ^ 
ぶ も 米國の 女！^ をい 码セ若 チ 

メンタ 八で ビジネス •ラ" みク 

。 3 いごは 一寸 保 誰— 

， 



老巧 組 大捷の 

准 優勝 戰机 

杖 球大務 技の 典 後 

を お、 化山兩 だの ぉ戰 はを 則 

J かき ク 0^ — スダ ー ムを溃 し 佐 

W 君は 化 山 巧を 倒す じ 化ホボ ー 

の お 後を が圆 する の余谣 なき 

し 至つ た。 午前の ラウンドでは 

化 山 君は ホ 常の 當ら でグ U スー 

の スコアを 化し 一ニ アップで 

V! ドして ゐ だが、 午後の ラウ 

ン ドで 佐 藤 君は 

大奪 闘を 試み ゴ ，ィン 

ダ y ウトで 一ニ ダウンを 唆は せて 

乂 コアを タイ どなし、 谋十ホ ー 

作ょ b 兩巧 ども 大爭 - V ごつ て お 

おじ 誠ら や-上 一 下の 巧 戰を繼 

瓶して 第 十と ホ 1 作の テイ ー じ 

ぶつた 路か山 君は ー アップで ブ 

— ドして & たが、 好漢 惜 らくは 

乂 ホの 磨で。 スト ボ ！ グを 出し 


て 巧び タィ どな b 最後の ホ 勝な 

でと 掛八 じて 佐 藤 君が ホ ー 瓜を 

VJ らー アップで 化 山ち をビ r 

した。 福 出、 招 粗 組の 方では 稻 

巧 一 君が 熱、 むな 

練習の-効 ぁ 名大 當ゎ 

な b しじ だし 福 旧 科は を少 ォフ 

フオ ■ — ムの氣 ホ もみら てモ ） 二 

ングじ 一ニ ダウンを を ひ、 アブ タ 

1 •ヌ 1 ン •ラ ウン •小の 第 十ニ ホ 

1 ルで がく も大 化生を 遂げて 了 

つたが 「こもらから！^ ン デを 差 

上げる 處 では 賴坦 君から 貸 

はねば やれない 位です」 ごは 福 

出吞の 威が 談 である。 而 して 優 

'勝戰 は ホる n 鴨 H 第一 組は® ホ 

君掛巧 おお、 窠二 組は 佐 滕巧お 

巧 垣ち の 間 じむ はれる ので ある 

が、 第一 紐の 媛 勝 おは 同胞 ゴ作 

フ をの 撰 ホ 確を 獲惜 する ので あ 

る。 おが、 をお兩 なは 巧 人プ八 

フ 巧に がける 


第一 排の スコア々. 

ビルト モア 巧コ i ス 

モ— ニン グラウン、、 

ホ— ^ 一二 一二 の 五六；^ ん化 

が邓四 四と 五 五ぶ 咏 化 五 

が 巧ぶ 四 お 化 六み 巧で ぶ 

t レ， 吕 二三； 一亟 ふ 一で ミ 

一一 画 ホ 六 あち 互 六 == を 

四五书 五ち 1|1 一ち ハ 五 U 化 

ア フタ 1 / 乂 1 ラウンド' 

巧 ホ 四 四 お ホん 脚 四 六 ご 

おが あ 一一 一六 五 Hjhl 五 I 

四 四よ ホ さ 二 四 六 五 & を 


ロス アン ゼ作ヌ を 獲して コロン 
ビア 河口 じある オレゴン 側の ア 

スト リア 灌じ 魁き、：：？ 峭 を化發 
したのは 蓝巧 - Hllu の ぇ である 
•か、 コ 。 ン ビア 河の 巧き 詰りで 
あ セッ。 繩で この 旅 巧では 壞 
巧 じして 义蔚 をで ある 1： パ峭を 
モンタナ 州の フオ —卜 •ベ. ント 

ン鱼激 かに 巧した る 後 巧び ミゾ 
9) 河に 小艇を 浮べ 

をの 激流 に屢 々あ 地に 

陌 つたる の-- 巧みに 脫 おし C セ 
ント •片 イス じ 到着、 を こか- J ' 
ゾリ ー 河を 化航 して イリゾ' — 
ーキ树 から イリ ノ！ キ 州の オブタ 
ッじ巧 き ジョイ レット 逆. 巧を 縫 
つて シカゴ じ乂ら 、グンー ト湖 
から 聖 n — レン . K 河を 過ぎて チ 
卞ンプ レ.— ン 運河 じ 到ら、 紐 育 
州ア八 バニ I から^ ド ソン 河を 
流れて この 純 巧に ホた ので ある 
が、 大 おの 壌を は 野營し 愛よ 一 
頭と 典じ忡 .ょく 旅を 療 けたの だ 
さぅ . C ょ C 

北極 撰險家 
講鑛 に來る 

巿 でを 式じ歡 待. 

囊 じ乂ん エル ズゥ オ—ス 巧と 
共に 飛 巧鮮で 化喊探 隙の お擧 •し 
着き 數十 H になつ てけ 衔 不明を 
傅 へられた 化 硕探險 を 

勇 - jH 0 ! 來ド •アマン ゼ 
ン 氏は 今 间ホ闕 の々 力 家 ょら 招 
聘 され 化椒な 驗じ闕 する 溝演 の. 
ねめ 昨を 顺 H 入港の モン タ - I .ア 
号で 波 米した. か、 當 地の 諾 威人 
及び 乂人お まよ 6 おる 歓迎 委員 
は ホの な 殺で 發巧 じア 巧を 迎へ 


はを なお 千な 八十と お 度 J 唯の 

をサあ 十八 吹、 摩サ 四が、 一吗円 

が力のを動機をぉしダ ソ '|シ積 

込 量 巧 四トボ "ン じして 4 ^乘 

b で榜荷 巧を 兼ねて ゐる 






巧 

ン で 


在米 日本人 
最 ホの 墓羣 

共同墓地 內 でみ 

マサ チユ— セット 州モ 

大學 S 共同 薰 地に 是 拳な 
の黨 碑が ぁら、 を 面には $兒 苗 

藩 ホれ 蘆 お 脚 ホ (二と) ご价さ 

てゐ る。 永年 展墓す るを 
唯 自然が 四季 じ變 るを 化 
罔 圍じ巧 かせる のみで あ 
今 网嗔暗 H 本大化 舘を經 I 


ホ 木 聽巧助 どて 當時 英國 一留學 

中廢藩 帯縣ど U . P 、 藩 か。 學資 

送達の 道が 絕 へたので 本 一は ホ 
國じ渡 化し 變 名して 间 じ勉 

學 中慶應 一二 年と 巧 同地で f 死し 

たらので、 ホ國 にがけ る： 本人 

の黨 ごして は 最も ホい ホ!^ ある 

とい ふ 0 



舞豐， 

▼社を ダぶ 一 
▼表情 ホ 
紳 A 、 淑女- 

化さん ホに I 心 

敎巧 致しぶ を 触 
十 時ょ b 午 一 あ 
時を ( H 離み 除て I 

ンダ タブ ♦タン ン 

ンダ輔 農 橄率遭 

L 护 夕 


、つ でん、 チヤ フー スイ 


K ミ黃 A 賣* 岩 7 WJ 9 


St . 


藤 原義 江獨嗜 會絲郭 


たるな 尊 t 官隊譲 衛の下 じ ウオ八 

ド ローフ •アストリア •ホ テグ じ投 

宿、 I 今夕は ブ かツク タン じ 於け 

る 4 威人の 米 闕渡ホ 


，.'祭に 臨席して だ留同 

一二 五六 おで 一一 五 五六 U 八 セ I 國 人の 歡迎ザ をけ、 ホ 過 乂曠日 


サン マ ビ八コ ，可 ス 、パ—- 單二一 

モ 1 - I ンぶ k ゥン ド 

ち 崎 五 四 さ i | k 五 型 ハ 五 

み 出 六 あ 六 一/商 お. 五と 凹 

五六 お t 五四阳 ぶと = を 

も 八 お 五六 おお 一二 五 U を： 

ア フタ • — I ヌ ん ラウンド 

を 崎 ホ 云：! 一二 垂ハ 五六 お 

內凹六 H 六 0 些ハ聖 ハ 近 

と 八 お节 . 、， 

八と 五ム； i 


お干 六 巧哩を 

小舟で 橫斷 

加妍 からが 巧まで- 

，おサ 十八が、 二萌 力の 發卸 P 

を備 へた 小艇 にみ を 巧して 化で 

モ 六が 呼-の 河川を 橫斷し 

遠い 加挪 からこの' 育 

じ やつて 求た 二人の 巧險巧 帶 

び だぶ A が ある。 一人は ジ— 

ン •エ ドク キン •ホッグ ご 一一；) ご 

呼ぶ。 r アン ピ火ス の 著 家で 

化の 八は问じく ^ リゥでじ 

活動な 眞の 盛督 して ゐる 一ー ラン 

ク •ウキ 八 トン (四 0 ) の 重で、 

、^ド ソン 河に 面した 八 +IT 目 

のコ u ンビ T •ャット•< j ^ブじ 

卸 為した 0 1 の 二人の がが 家は 


は エンライト 禮 親瘍監 のま 內で 

;; イラ' ンボ 長を 訪問し る 民權を 

をけ る i こなつ てゐ る。 丽 して 

ア 巧の 溝 横は 巧る 十五 H カー ネ 

ザ ー ■•ボ ー 瓜で 催さる ベ/-、 當 

地を お出 t じを 地 じて 講演し 第 

二回 化 顾探險 じ 要する 資金の 酿 

出 等 じ 就ても 米 人ち 力 家 どを 渉 

する を V 一な つて ゐ る。 

大巧 貸 巧が 

飛 巧 局 新設 

一 臺二巧 おで 弗 

千 化な 四 年 じ eH — らフ ォード 

目 動が 會 社と 契約し 顧を じ I 貿巧 

して お あ VJ なつた 當 地ワナ 'メ！ 

カ ー 商會 t は 今 固 巧び フォ） ド 

自動 苹脅社 ご 新 契約を 結び、 先 

週 ダト C イト 市に が' ける 飛行 鶴 

爭で 最も •堅 段で ある ごの 賞 讚を 

受けた フォー ド まを 顧 性 飛 巧 機 

を 一を 二' 力 五 千 巧で ル賣 する I 

どなら 飛 巧；. i " をメ ー ン •フ 日！ 

アに 設けた。 この か 岡が 貪では 

荷物の 述搬も 飛 巧機輸 をを 脚始 

したが 當 みは 紐 巧、 ヒラ デ火フ 

キア 間に 彼 用す る當 であ 6 お じ- 

これ をフ 。タグの 支店に も 利用 I 

する i どなつ てゐ る。 右 飛 巧 機 一 


H 本 巧 療船切 特辭中 藤 じ 
萬 事 御 便を じ 御 取 化 ひ 中上瘍 

を 港 

► H ネ 御料 巧 ( 

を 藩 カタ ホ 方 二 
常 話 カネ 


な 

0 . 

R S 刪 

，钻 ホ. 陆 

了 W W 

e & 側 

S 姑 LL .. 

e 2 

ぶ郎 W 

3 1 

P 



華 •屈頓 

I 心 ざ； 

日 個埋 

营 御旅 舘 


口！ サン ゼ ルス 地方の 抑 
觀 ホには お 善の 御惯 なを 計 b 升 

ン- 


，ク 
ホ テ 




羅がホ じがけ る 同胞 經營 中最 
新式 商 等 ホ テが であ b まず 

羅 巧を 一 街 一一 亢ザ 

苍巧 「ク アン タ ィキと 六 五 九 
軍 話 1. タツ カー ーニ 八 ざ 二 

貸 自動車 (牧 5 

羅 が 名所 御觀 化には 最も 精通し 
た ドライバ 1 が 御 案内 申 上ます 


シャトル it 

NP 綠舘 

W 累—を h Ave . W ? weal 芒 夕 wash - 
停 お 場 前 通 東 ご IT ぶ 側み 階 建 
U 本 巧 船 初 巧 取扱が お 場 送迎 

ボストン ホ - 

富 ± 旅 舘大浦 末 松 

之 5 Worcest ミ St •ぎ ston sass . 
TeLCopiy 7815 百 


御 下宿 ’ . 

i 桑 3 淸ぶ廊 

皇 S Mo 言 Sih 芭. 呈 星を ご a Pa . 

Te 一. 窒 nut 7231 


煎 餅 卸、 ル賣 
を 腐 油 擦 
日本 食料品 一切 

sen 巧ち e Rice Cake 广 0 * 

送 ご i A ミ.， 

ジー. Pia 这 5218 


辨當 をび 壽 巧の 家庭 仕出し 
を 致し^ず かも 何を 窗敷御 
攝貧 0 释を藏 ひます 

御 下宿. 宮本 

1 累三害 S こ pU ム Tel . Piaza 6175 


請 潔、 設備 完を 

ホが 鄕 下宿 

支が おじ 二 了 
40 呈 harine Si Tel . Dry Dock 普 B 4 


西ち 十 お 了 目な 四十み 惑 

.一力 旅館 大橋 

笔話 エング コット 八 ホ】 〇 


雜脊 旅舘？ み自 

東 閨十了 目 一一 四二潑 
Tel . Ca 星 量 a 黄 S 



らキ y つけ や 




燃‘ 口る やうな を 夏ら 過ぎ っ一燈 F 親しむべき 時節が 參 らま 

した。 を氣な 著 生 巧、 ti しい 夏場を 活で兎 も すれば 息 


れ勝 もどな つ 


ら適當 な 時 脚 

じ、 を お 家に 


家族 や、 知己への 通信を 總勘 をすべき 最 


ある 交 共に、 一年の 商賣 淵で あるを を 前 

は 就鬧準 猫の 時季で あらまず。 


會社商 ホ 巧の 善衛巧 紙、 ビル ヘッド 

會計簿 持 奠等ホ 始め メヌ！ 、姓名 入り 

特製 畫簡贿 純、 宿所 入り 封镜 、お剌 


ゴム 印 


D 

却 


原稿 两紙 等い ろ- 


刷け-- 紐 育 新報へ 

お就ス プリ シグ 八 1 1 セ セ じ 御 一報 

をれば 早速 社員を 间は せます 0 
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The Mitsui)islii Bank , Ltd . 

Telephone Recitl 94 み 


THE MITSUI BANK , LTD . 

NEW YORK AGENCY 
Room Ko . 1012, 

61 Broadway , N . Y . C . 
Tel . Bowling Green 344 G 


THE FUJIMOTO 
な 挑 RiTO GO , ING . 

120 Broadway NJ . City 
Rector 241 8-3 お 9 


The 如 描け 〇巧〇 貼 nk, ui J The Yokolia 


NEW KORK AGEHCY 
149 む oadway 
Tei.Hanom 7444-744 目 


I Sp が 相 8a 化 LM 


Equitable Bldg . N . Y . 
Phone S が tor 2 目 50 


け8 お Ilk がな iw 帥, Ud . 

〜、 308 

B が in じ, ぉり n h 、 ve がい ' rt m な g 

165 b の ( uiway , ザ〜 

Tel . Cr ， rth 旭 か 7 ぶな- 3 も 34 


社 會式株 船 薇洋莱 

T . に K . 


NEW YORK OFF!C 巨： 

Room 801 -805, 165 Broadway 

PHONE. COR も ANDT 8047 

San 卜 VancUeo Office: 551 も ! が ket み 

帆 巧 雑# 

な 化 米 南 巧が ホ 化 


は 物 荷 小を 本 かは をが 
いさ す しお 呼 御を 曲 飯 


社 會船郵 本 H 

おち 育 紐 

6-10 巨 ridge St. N お w York C け y 
Telephone Bowiing Green 2262 

店 支ルト ヤシ 

Cotman Building Seattle. Wash. 


O . S . K . Line 

お 唆 靖聲鍵 

Ikom 603 Cunard Bldg ., 

25 Broadway , New York む iy . 
lei . む wling むが n 63 お 


參 "Washington Heigh お 3078 わ 巧び ド さい ♦ 




T おが Tradin が 〇., 1 邮. 

impo けが S る Export が S 
101 Fifth Ave ., N . Y . 

Te ! お upe なが 3 が 3-5 

327 W . Madison ぶ re ホ 
Chicago , Illinois 


MOIMIRA 眺 化.， I 船 

53-55 ぶ W . 23 rd 化， 

New York City 
Tei . Gram が cy 3850 


KAYO BROS . 

205 E . が ih St . New む rk City 
Te し Regent 4817 


I JAPAN ART STUDIO 

I 624 け) (ぶ HTOfi が E . N . Y . 

TEL PUZA 4538 
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洋 
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商 

會 


なの 体轉 
の 節業藥 
巧は 化の 
奉 ほ候爲 
願 奮を め 
上 御關- 
暢引業 時 


業 

廣 

吿 


H 首 高，、,, 他 術 II 
本偷巧 ffil 裝お本 
服な お I 白 J 飾 も ミ も、 

g ，' 幣島ぉ 焚 t ; 

* ほ卜我 チア 用 巧 
プ I ュ 1 をち 
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WALKEli & FLUO 

CUSTOM TA 比 〇 民 S 
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號 四 


八 固 干 透 巧 


巧 b で ぷ沫口な 巧が を 這け が で 巧 


け曜 t 


H 


巧- 1 •が 四十 化大 


の：! 



! ... . 1 ■ .. - - 

本を _一 を 惚 Ml 
か & 濟資 本を- 六 でを 制 i 
が 立 を- お 千な だ 四が 萬圓； 

P 一一 弄 薇 巧 S 支庙 

本 化 巧 お ホで 本 橋 おおが 町- 
ち 巧 小が . i 来 橋 化り. 巧 (かな') お 巧 
. あ禀 が都大 阪两呆 巧神戶 
巧な 下 械巧司 おが 福 闹巧侦 
上お綺 がを 買 晒 水 


か 闕爲替 、槪お 送を、 化 送を、 信用 狀其他 
j 般銀巧 業採棉 々脾惦 利 じ 化 扱 可 申 お 

ご裹 k 仍—支 巧 

本 ま 巧 お 京 本 ホ、 大阪 、神 口、 巧挪 
所 化 地 么罢 ホが、 上が、 おを 


财纖 ぶ豐ぶ 五十 i よ 利を 年 ホみ 

I S 臺灣藥 な W お 張 所 

►鄕里 送金ぶ ぷ並 をを (無手 お 巧】、 外聞 
巧替資 買、 が爲替 化祐取 ホ、 每用巧 後 
巧 等 一般 度 か棠務 御' 促 利 じ おお 可 仕 お 
▼お ほ詳 糊は 机 遠慮なく 御 閒合被 下 度 候 


卞 お^ 定巧 

歎 1 通知 一 


; 巧 お十圆 W 上' 一六 ケ巧 wk 

年 六を」 


和 息：；：：： Th 年 六を J 1 ニヶ 年な 巧 

瓣貨 お十剧 sk 
巧閒 じが H ホ) 錢ご烛 

.暫シ をで 曲な 丫ノ強 袖 おを'' 奴 利 麻) 

撥濱 正金 銀な S 支 巧 

鄉里 送を はがて 撫 手数料 じて 當 
が 横洁本 巧が も 送を 方 化 あ 中 お 

社 お男衙 まだ 衛巧 
本 化乂吸 化ぶ お 下目 
が 育 支 巧 がち ブ ~リ 1* トゥ 五 1 む 四十 几 あ 

離 化ぶ 銀 巧 

日 ぉ 9 《東ち. 飯 横、 あを 崖、 を邵 、神 巧 
尾 ノ道诚 む、 吳 、柳 井！ トノ隅 
地を 巧 I 巧 司、-^ 一倉、 巧 松、 煤夕 、欠 巧 ホ 等 
本轉 '巧が； 鄕お 送を をは 破め 
. て 御 私 判 迅速に 御 化 巧 可 中 候 - 


ホノ か、 沒 おみ 戶 .長 巧. よ淺 ■を 渚' あな 拉わ 

西 比 剌亞丸 (二气 000 觸) 十！： 皆と 日 

(羅な 出帆 十 《 廿 二：：！ レ 

太が 义三 Irog 领 一十一 巧 十 H 
天 巧 皮 (ニニ、 000 咽) 王 巧： 四 H 
コレァ 乂 (言、 000 顺) 十二月 八 H 
(羅 お出 帆 十ニ リ® 日】 

倉げ み 三 二、 G 00 哦 一十一 貝丰一 IH 

化航 墨函哥 、秘お >智 利 諸 港 巧 
なが ホノ が、 横 お 神 戶巧司 香 巧け 
; 巧復 共を 六 過 一 固 一 
◊を 港が 漁き 切 巧 寢窒を 筋 入御 铃を 化* ，候 


シアトル 化 帆 一' 出帆 午前 十 時、 

伊缘化 十 g 化 化 日 
靜岡化 十一月 十四 n 
橫濱化 十 こ 巧 九 H 
加 貧 化 十一 頁 化 一日 
U 本 巧 船を 運賃が 率 
一等 横 後一 化 五 巧 神 戶二〇 五 宛' 
云 等 ホ 食 五十 お 巧 和食 五十 五 巧 

歐洲 H 本閒 客船 (每写 画} 

输歐 ょら！ 等な 五 巧、 二等と 十 
磅 、馬 巧 塞ょ b 一等 化 十 セ 巧 
二等 六十 六镑。 

紀 育化执 e を お 泣 ホ U 本 わ货构 化！ H : 一 的 


シアト^ 出が 

あら ぞな化 十】 巧 14 
あらび や 化 十) 巧 十兰円 
▼一等 谅该 一九 化 邦 

化し ばり 寸乂 るん ごんみ U In 五が 
▼一二 等 y 本が 立な 祁 客室 火が 造 架 族 室 多が 
▼御 覆 導に 巧り 一等 割引な 復が 巧绞巧 巧 致 膜 

ロス アン ゼ八ス 出帆 

めきし こ 丸 卡巧 十九 H 
しか ご 化 十 1 巧ち 一り 

▼一等 橫演 まに らおぶ 哇丸 一九 •立 邦 

化 化 じんて) 一み 邦 ホ 
►一二 等り 本が ま にらみぶ 哇知 .た 贿化他 亢邦半 
▼沙潘 羅府む i 叫 巧な 薄 お 赌 入御 轉旋 化り 候 
►糾巧 線 パ マが もり 本 女が 巧な 巧が 巧一抽 


裁纖所 開業 

炸 服、 お 物、 ゥーグ おは ドラィ 
クタ ー ニン グ 、プレス 议び染 巧 

、仕 立： 睛し 一切 安 < ホ 魔； 
致しまず。 疎娩 は如帕 なる 御な 
文 も 叮喀に ザく 致します お化ユ 
カタの お ホを も あ h よす。 

が ホ 裁縫 所 

128 W . 置 thst . N . Y . G . 


自慟車 業を 修得せ よ專 巧み じ 
化つ て迷轉 並じ修 獲を 懇切に 


L 

〇 

〇 


別’ 

I 


y 


C a 

s V - 

A ^ 



而 かもが 
時日 じて 
敎巧 すり 
就職口 幹 
旋す獨 立 
出 ホ-- 多 
大の 報酬 
を 得ら* 
本校は 創 
立 十五 年 
藝 が敎授 


H 曜は 午前 4 -時 ょら 十二時を 
フ ホ^— 卜も 敎授す 。 


內務 をを 許 加州を 認 

產婆 & 按摩 術 

ホ 野秀子 
助產 城が マッサ ー ジ 術の 出張 
治療の 御 ホめ じ應 じまず。 
電話 モニ ゴ！ メント 10 竞 

西な 十 ST 目 一二な 十 二番 


藤本 證券 會社 

.. 1 がが 借 i 券ノ货 買、 引を' 黨集 
▲を融 •亦 二と 二爛 X 八-切 ノ楽務 

媒ぶ 藤本 ミミ— 力— 銀 巧 

I 紐靑 出張所 


會社 


雜貨 陶磁器 

•ラィ グーズ 卸®!: 


卜ぅ イク） ク ¢1 技 - 

@ ホ洋寶 易！ 會社 I 


ま 店 が 彼を、 ボストン 


^ B 今！！ 

^7^ — ' 

ら 3 


が 肖 生命が 險會社 

三 木定吉 

« 保險 


2 で .. V York ご ife Insurance < ■» 

ご 0 了 am を rswt ., Z2VY ミ k city . 
這 lone . Wort;h たま 

曾 社ノ方 二御掛 タノ 節ぃ必 V . 
御 自分 ノ名及 ビ電詔 燕 號チ中 
锁 々ん證 年下 サイ 





リ本觸 惡雜貨 

ドず イダ ー ツ網販 肖 

If 读木桃 ホ 組 


陶喊 器、 靴. 貨 、ラリ 贯- 
ンブ及 ランプが 

- 森が ブう ダ] ス 


最新 スタ ィ八 陳列. 

= 一度 御 來 巧を れ= 

弊鋪 はり ホ紳 十々 御な 用の 上等 服を 調製を 

し 4 スず〇 

が 細で 御 ホめ のが 服、 外套を 御着 用な ごれ 
ピホ踐 流 巧 ス タイ 八の 正しい 服装の 整容が お 
來 ま、 う 0 

ウ す^—— 方，—^ ぶン K 

フロリす 洋服 巧 


軍縮 氣 かを 烏 調 > して 

萬國 議員 會議 閉幕 


- 前週 木幡 

一 蒂盛顿 じがけ る 萬 閣謀員 巧 諮は 
一一 去る み H 午後 一時を のて 削を ご 
I むら 别闕化 お 下院 潑員一 わ 一二 巧 

j 余を は ホブ少 メィ フラヮ ー 出を 

一 午後 四時 ユニォン 停が 巧ょ ら特 

I が 列を にて M 化 ホ 紐し じ。 日本 

^ 化を侧は ホテ^、 マクア作ビン 

I に 巧が 網戟 午前 十 時 自働車 じて 

ゥよ スト ナス タアじ 向つ た 一巧 

も あら 午後 觀化後 ゥォ八 ド日フ 

アストリアに がける 力— ネ — 

ホ か 财脚ま 備の晚 餐巧じ 出席し 

昨日は 自由 巧 動を 執ら 午後 六 時 

: U 本 化 樂部ま 偶の 晚餐會 に 威み 

午後 八 時 ょら S ンジ ニア ス協會 

I を 箱に 化ける 紐 巧 日本人 曾の 巧 

■恃 が說 をに 赴き 人 島を 長の 歓迎 

'の辭 あ 6、 閲會を おを 員 水み 涉 

111 一氏の 巧を じて 高木 益ム郞 、中 

I が 辜锅 、率が ホ 雄 巧び 前 巧房么 

一輔 巧 等め 满說 があク た。 雜貿智 

i 議の最 おりたる 水 職：！！ 

午前には 米 闕化表 中の 

-每 飯で ある セォ ド' ― 、.ィ ■ — 、バ 

/ トン 巧が 前 H の會 講じ 際し 英 

'幽の レン ニ^ — 、スミス 巧 おじ 日 

'本の 前 出 巧 么脯巧 (店； 庫 縣第四 

:拉 選出 一に 胶らて 島 調され た 軍 

備 縮み 問題に おするな 見の 發あ 

一が あつむ。 バァ トン 氏は f . 大統 

_ 侦ク ー ブ ッジ 巧は な 敷 第二 回の 

I 巧输曾 哉を 巧 化すべき である ご 

; の おおが あるけれ 共火統 颁は旣 

:に种 々の棵 なじが てが 縮 巧を 誰 

- を赫销 する のをを を發 おした の 

である。 乍 併 現で 歐洲 みがに が 

て M - の 目的を 速成せ む どの 姑 

: ぶか ある 際に ホ阔 がが 伽の 食雜 

を 抬化づ る ミは 巧て 列 阅の權 能 

.を 巧 化する の 怖が ある』' こて 當 

か义幽 はお 縮の ま哨 巧た もざる 

べしとの 帖 ホを 巧へ た。 或る 一 

部で： 1 バ 巧の ぷ 姑は 國務化 側を 

化 お，' 1 じらの ど 巧惚 されて おる 

中が 苑讓 & (鹿 兒な縣 第一 一一 お 選 

出) け 巧陋 りの 曾 能に がて おお 

顿曾 溝の 巧 おを 激 巧し 

國際 平和 の 維 おこ 列 威 

の 協調 どは U 本 威 K の 與論で あ 

つて、 偏狹 CC * る 利己 ま おどす を 

化 る 武カ ホ義 にがお するど 共 

に 度 略 的 思想を 彈 劾して 善 藍の 

ぶ 解ご 倫 かご'」 化 b 威 階間鹽 

の 適 小-い* る 解かを 化い ど 要求し 

つ、 みるのは り 本で もる だ 論じ 

H 本が 明治 时化 にがて：. 二 间の乂 

機を がみた るは 事暂 であるが し 

かしぶ 巧は 阀 をのな 衛 h お JJ む 

を 巧中强 むられ た！ であつ て 

明 ホ 維新 W 前：：： 本け！ 二け がを 迪 

じて ホ かの 樂 をを けい、 ので ある 

U ネは 化の 巧 闽ど间 じく 戰爭の 

すが 益を 自 をして 居る。 而も 新 

じ 制を せる 普通 逃舉法 じぶ きて 

約 千 二な 巧 人の 投棄が 權 をを 得 

た H 本は 將來 一層 半 か 述邸じ 貫 

献 する であらぅ ど 結んだ。 今み 

の會 幾の 舞 頭に '• 

一問 趣 ミ 。らむ どせ る 

サクラ トバラ 事 仲は マ ブキシ レ 

イ證 接が 旣 をの 諮趙 W 外の 提案 

を閒題 どせ ず ど宮吿 したので を 


.ぶ： 一華 府お識 を 昭せ 也ホ闽 

から 削 かれた i 宵 盛を 姐 じて 巧が ある 論戟 もな 


かつた が歐 洲别國 間の 關 稅撤廢 

論 ごを ひ 第二 軍縮 禽證の 開傕ま 

張 ご 云 ひ 無 武裝化 巧の 劇 設提嚴 

ご 云 ひ乂化 じがて 國 際の 华か化 

進を 目 襟 どし わ檢 ずで あつて 巧 

じ 軍縮を 激學 する を氣は 濃厚で 
あつた。 巧に 去る 六日 化ホブ 瓜' 
メ 4 フラ 7 ! じがけ るケ 。ツグ 
厨 務卿ホ おの 大晚餐 を じ 出席し 
た 前 獨逸首 か ジョセフ、 ヵー 少 
ゥ キ^ス 博 出が 巧妙に ドー ズプ 
ランを 頌揚し 『ドー ズ をの 成功 
は單 なる が 政 的 整調では なくし 
て 歐洲は 勿論 化 ホを 通 やる 經濟 

界を 常態 じ おせし かるに 違 ひな 

い。 赔 巧な 例 趣じ剛 する 限ら じ 

がて は 半 かは 永遠 的 じ 樹立され 

誤懈 ごが 惡 どは 一掃され た ご 謂 

ふ •へきで ある』 V 聲 おした のは 

異常の 注目を 栽いた。 

華が^ がける 

會 議雜咸 

がホ大 輔巧談 

が^に 於け る拍國 議員 會議じ 

列席 一した かぶ 曾 所 屬衆講 院議 員 

坂 井 大輔氏 (ル 倉巿 選出) は ホ テ 

火 マ ヵ 八 ビンに 化訪の 記を ご义 

澗を おしつ、 例の 如く 豁達 卒な 

の 盛 巧で 語る 『 S む 幾 十 名 ど 云' 

ふが 厳を 揃わた ホ 稲頓の 議員 會 

雜 もず 化 無事の 视 じあ 了し わが 

特に 貢 ひ 磯ず 程のと も £ かつむ 

軍縮に 脚す るみ 雄 案 W かが 惦の 

提案、 み 巧ら あつたけ わ 共 下院 

諸いソ ラ ッ ク巧：^^詐した如くを 

るけ 無き に 優る 桿 度で あつた。 

遮 お、' 今次の 稱講 にがてず か 軍 

输の要 ポが特 じな 潮に 逢した MJ 

はなけ じ 化 マる。 モンタナ 祁選 

出 -H 化 溢 眞ゥォ < シユ 氏み 數辯 

は 傾聽の 外。 か 0 た』 ど 云 ひ 『上 

院辨 WK ヮン ジン 巧の 化 ホ ま 張 

におて は 塗 踏 ム から 强 硬な 反 

對 記を のへた のじが かか あつた 

典闕の 化ぶ は 孰れ も 化 着の 態度 

で ホん おも を 巧 がをお 播 して 

おた」 ど 評 L を 誰の 用 記を 巧佛 

獨 こぶめ た 結 架が 語の が 說を佛 

獨 語に、 佛 語の 掛說 を英獨 語に 

觸 語の 械說 を英佛 記に 姐譯 した 

ので ホ 巧に - S 間を お蠻 I た 城が 

ある. こがつ た。 紙 封 脚。 大部み 

は 今 胡 中 义惇が 煤 出 お、 ずィ平 

ガラ方 かょ b 十ー ニ U ォツ 々ヮじ 

閒 かる、 巧議 巧し、 ク MV ブ 

クょ b ホ 船 波 供のを，' あるが 磯 

部が 氏 U 太平 化 沿 用を 祕 をして 

本 月 h か 巧び 波 執すべく かか 大 

輔 にリ晚 香が' シヤト "を經 て 

十り r 十 化 H 间邮ホ おのが 豫化 

便で 歸朝 ずる 由で ある。 


スじ乂 いる 頃を 偷比亞 大療長 
で 問 M 脚 幹部の 一員た る ゴラ 

ス 、ユム 、バ ブト ラ ア博ホ お 

もて 微迎の 辭を述 ぶる ど 誓’ 得 
息の 雄 辯を がつ て 輿論が 近 政 
治の が 必 である 点を 力説し 論 
化 まの 府じ 列す る 議員の 垂な 
る 巧 巧を 衔 摘して 國際 平和 貧 
現は 輿論ぶ 力じ俟 たざる ベを 
やど 述べ.、'- 議員 會議會 長 ァグ 
スゥ ヮ ー ド 男 (瑞典 上院議員 > 
—、 〇バ* 卜 、ホ I ン卿 '(奧 
國藏 相) フヮ ー ナン ド、 メ八 

ンさ佛 風 上院議員) が ホ 大轉 
(ホ 議院 議員} ナポ 9 タン 氏 一 か 
國 お 議員. ビ ユービ H こ 加 か 

太 上院 諮 旨て ィン バレン 男 (温 
逸 化 あ) ぶび 壁 園 下院 靡長ボ テ 
ラ巧のお說が才^つた。 同巧はフ 

ランク、 で — 、ーゲ ワンダ リップ 

氏 まま、 前 4 •巧ら 大使へ ンリ、 


談線 卒の瘡 巧」 『秩 父な 殿下 御 
逸 新 j を雜お 

十一 こ U (火幡 一 午後 八 時： = 本 お 
樂 部げ 招聘 じ 應じ柯 曾々 員の 
爲 めじ 『小が 极爵 涙の お 女み 
を』 ご r 大腿 候 ど i 居が 崔』 を 

寒 Iw 

謎错 

十四日 (水曜) 午 お八 時ょ b 東 
五十八 T 曰 ニニ お 勢 脚 おじて 
姓あ學 講義を 閒始 ホ會随 恵. 
十 セ 日 (止 曜) 午後 八 時ょ bH 
米 時報 及びが 育 新報 後援の 下 
じあ 屋 組合よ 催の 講演 會をホ 
人 基替敎 靑年會 々舘 じて 開催 
入場料 一巧 均一 


双互 俱樂 部の 

創立 墨 表 

絲育 ホを 中必ミ する 洋を化 じ 
就 働して 居る 同胞の 闆じ ミュ！ 
チア^ 俱樂 部を 創立して 親赌協 


I ^ ^ ツ ご ^ V を 謀らむ どの 議は 昨今 漸く 熟 
I 八 ド 夫妻、- フ キン レイ 傅 十、 

獨逸前 首相え- 个夕づ 蹲， て、 ドン 


カアホ VI 平和 閣 

議員 y 歡迎 

本祇旣 報の 如く々 アネ •キ ー 平 

和が 脚 ホ 催の 萬國 議員 會遙巧 巧 

あ微 迎大晚 をを は 去る 八日 午後 

と 时ウオ 八 ド a フア スト プアに, 

て閒 催され 講員 及を 族階賓 等を 

をせ 巧 席を 約 八な 名 じ 速す るの 

锦况 を呈し た 。 デ ザ ー ト 、 コ ー 


サィ ッ巧其 他ず 數知 ぁみ b も 出 

席し 巧 人侧で 旨闡 一巧の 外 

齋藤總 領事 夫妻、 化 木 承を 氏 夫 

妻、 执 萬み 郞 皮、 旧 養ぎ 一氏、 
福旧大 朝、 庭 お 巧 時事 兩 特派員 

等數 名で ぁつた \ 

— - .11 • i --1:11 ^ ii rl - 

特別委 員を お || し ^ 

寄附 基 誘 

近く 運 劇を 開始 

がけ：：： 本人 窝 じかて 奉 年度 事 

萊 進が の必耍 k , 會 鼻の！！ 人 寄附 

を勸 誘す る i じ。。 じ 王は 本紙 

の屢 々報道した 通 トー でん も かお J 

じ關 する 特別委 員 推理. 止 丸 巧 開 
催の 巧 率 宵に て 鈴な ご！^ 化 V - 化 

したがず 网 愈々 左の 詔を I て 委員 

じ おおせる 旨 お表した。； it ては 

ホ 特別を 員 食は 不日 閒 含-ー ホら れ 

擲誘迷 動 ~ '隨て 近く 關始 一^) れる 

丢ご なる で あらぅ。 ； 一一 

委 3 岗長 ■犀 葺悅 郎を臣 翰 

木 益 S が 信 か 治 脚 

治 家永淸藏 熊野像ず- 


1去る|二日午後化時-^ら巧亭都 
で 巧て 創な 盤會を 開いた が、 同 
は 出席 若 一二 十 余 名、 第一に 巧 
I 栗 部 規約の 草案を 逐條 密議の 上 
4 巧し 會豐を ー ヶ年 S 弗 i する 
W 件を も 化を し 幹事に ま 旧宗隆 
K . を 計 じ 川口 純 之 助 氏 書記 じ 
巧" 江 萬 之 助 氏を 選擧し 今後の 巧 
動 ホ 釣を 協議して 散會 した。 


H 會を期 理事 會 

がち R 本人 會 定期 (第ち 阅) 理 
亲 貪は あ 遇か曜 U 午後 六 時半 料 
亭 都、 於て ㈱ 催が 委員 曾の 報吿 
あら 十 一 周兰日 御着が の豫 をで 
みる 朝を を 殿下， 奉迎 じ關 ずる 協 
讓を もな す も。 


架 巧 善を 

田 义孔郎 


硝水 まみ 躯 

水な 渉 S : 




巧 殿下 御前 譜演の 

伊東 天 山 氏 

話術 •こ 姓 お 

神が 的 話術の 人家 實脚談 の \閒 

祐 ちご 銘打つ わ 雜談邮 がま 天 ホ' 

氏は ムる 二日 入港の ベレン ガ 心- 

ア號 にが 乘歸 朝の 途次 來 がし 心' 

がが 化 氏は 固す 英闡 抑留 學 中の 一 

秩 父な 殿 F が 曾て b 官學校 御が' 


•日を 谤 働を 員 脅が 育 H 本ん 

會勞慟 委貸會 は 本夕都 じが' て 開 

尴 ずる 常。 

•靑 天狗 俱柴部 遠 おを 靑 天狗 

俱樂部 第二 凹 遠を 會は ュ " ンバ 

ス 、ディを 利 巧し 巧る 十二 H 午 

前乂時 二十み ジャー ジィ巿 エリ 

! 停单瘍 地下 ま發車 じて プ レ！ 

ク ネス 山脈 方面 じ 探勝を 試む る 

由參 加あ學 おは 茂 木 桃 井 組大脚 

規矩 氏 •し踞 合 をるべし 0 

I ♦江 見 ドク ト 。開を ベ 八ビユ 

.‘ 病院 勤務 中の ドク ト八江 見 一二 

孤 氏は 今回 バーク 街と お 五 おに 

がて 開業 該察 時間は 午後 あ 時ょ 

b 乂時 をなら ど 0 

せ 互 木皮 電話 變 おが 肯を命 巧 

燃の S 木 定ま 化の 事務所 電話は 

み 巧 クオー スニ ニ八 八番 じ又话 

を 電話は フ シン トン パ イツ ーニ 〇 

と 八 あじ 孰れ も變 おした。 


學 中二！： 御前 講演を がわる のぶ i ♦前 巧 一重 巧 婚儀 ニウ ヘブン 


あに 稱 しじな 術の 妙ず で 本年 ホ 

巧 十一な 巧嘉坡 じが 节呂 殿下 御 

ホ 船 箱 崎 化に 便を 舶中 にがても 

が 抑が 講 がの お 例を 原 ふした が 

お' A 塞 k 陵 後-じ お、 巧 林、 で，’ 

ム スタ アダム、 偷敦等 Y 溝し 

てが 評を 階した 山で ぁ 手が 泉 

氏は 話術な 外な 名が 斷 構 意 ど 

し 居 6 滞 紐 中 化 名眞理 術の 解說 

を もを 表する 善で ぁる。 を 伊を 

氏の 來 おを 機 ごし 旣じ 日ん 俱樂 

郁、 日本 自助 裕會 、宿屋 頌を等 

のま おじて 左の 如 < 講演 會だ開 

く 2 じみ 定 して 居る W 云 ふ 心 

十二 日 (月曜) 午後 八 時よ ら自 

本人 自助 § ま 催の 下 じ 米 一人 

基督 お 靑年會 々館 (西 五十一と 

T 目 第 八 街) じて 『西 比 利亞奇 


ボ森ハ 合が 會 社員 前 田 一 雷 氏は ジ 

ぶ 一、 ビー 、'ザップ K 巧 義妹が 

がき 子 媛と 婚約 整 ひ 本：！！ ジヤク 

ソン パ ィッ じがて 帮燭の 典を 擧 

11 も。 . 

♦大 ぉ刚 氏お婚 披露 一二 井 物産 

奇 社が 育 支な 勤務 大西明 巧は 山 

口 ill 么肋氏 夫妻の 媒酌に 巧 6 大 

が珠 f 糜と 結婚 本日 午後 四時ょ 

らホテ 瓜、 マジ 五 ステ ィツ クじ 

ぞ数日 ホ 人の 知己を 招待して 披 

繁お 見を を懼す 山。 

♦みお 夫人 慶事 太 西げ 巧 内 藤 

巧. がま 內藤勘 兰郎巧 ホん ホに 慶 

事 あら 本 巧 四日 女子 出 ホを す ど 

なおせる が 馈ホ共 じ 頗る 健が。 

♦み 山 ホん 呼を 郭 背を 山仙藏 

巧夾ん は裝じ 鄉遐に 於け る 巧を 


重患の 報に 巧し 片か 巧國 訪問 跳 
と共に 歸 朝す るまで あつたが ホ 
二 H 出發の 前：；； 逝 ホの 卦 音に 化 
しじる 巧め 歸 朝を 夏 口せ じる 由 
♦ k おお 巧 巧 大肪お H 紐 荷た 
派 員、 前週々 宋ビ ツー、 バーグ か 
を 經て窄 府に旅 わ 。 i 


聯說敎 


♦糾 育り 本人 敎曾 

『生活の 第- 義』 


淸 水化師 


質疑 應を 


(問 心 おは 實 家の 巧ぶ です 化 
巧贊 家に 居る ロハ だ 一ん の ハツが 
巧 まし 巧 緩 人た，- お 巧は 遠い 
內 化で 事業を 開始し 歸鄉不 巧 
能の 爲め實 家は 無. 〔で イ長巧 
から 化に 化緻權 を；， てから 縣 
朝せ よど 中越し ま. をを はこ 


ヶ 年後た 歸朝 する 换 

相續權 引ずに 願し 
績を 終へ たくが ま 手 
緻‘ は如柯 なる 手 
でせ うか 御敎へ 下。 

(答) 御尋 のな 卡 一 
ご あり^ ろ 費 一 
で ごじつて 居る' 


です お 
ホ 中 じ ま 
がを 督姑 
私 化る ザき 

い (み 巧 
昏歡 を ク 
化 あのを 
すか 化 も 


靑年乂 用 寺、 印刷 

物 配達、 社內雜 瓜ぶ'^ る靑が 
を 至急 入用 委細は み あれ。 

紐 育 ^ 社 


が- 寸剩 がし ませ りれ ど 

ネ假 ^ じ 唯かぉ T の黃 父君が 

死去 t た 後に 貴下 】， さん お 

ホ だ 戸籍 b 知 ま i て隨ク 

て 法律上 相 線の 手； 一^してな 

い (ク ど すれば 化さ 化が 

ロ ホ •こなら 其 h 隱心 ，-て 貴 E 

を 相樹人 どず るの が^ 巧で あ^ 

6 ますが 都て 夹れ 等；. 手鏡け j 

R 本の 原籍地で を 法：？ じ 巧は 

れ るので 貴下が 化 米； じあ |：| 

相續 確を 得 やぅ ご 云 ご f 所で 

先々 が 呂動 的 じ 手纔 |^す る の 
でな < て はな > ませ，^ 賢す ぶ 

受動的 立瘍 じぁ 7" ので \イ か。' 
化 際 兄さんの 處へ速 かじぶ ぶ 
法を 遙 やる 樣中 遣は され/' で 
よい ご 思 ひます。 を督 は 
日本の 民法では 重大 事 里す 
から 後で 問題な どの 起ち で-| 據 

御注意が 肝要です。 裤 ほが 細 

は纔 領事 箱なら H 本人 會 

じ出頌 して 御 照を なさる が 

よい V 」 搔 ひまず 0 


n 本人 自肋 

協 會ホ他 

-大 講演 盒 

一、 西 伯 利亞戰 ずを 談 - 

輸卒の 奮 死が 棄迪 

二、 自助 協會じ 就，' 名よ 

S 、 畏も 明治 大帝の 御面^ 市ぶ 

秩义 宮殿 下がを 


，期 H 十 巧 十二 日 {巧 曠} 

午後 八 時 

複所西 五十と T 目 

白人を 督敎 靑年會 

U 傍 聽撫料 u 


が 東天 山は が 父を 殿で 御 就か 

の 原 御前 講演の ホ あじが 占 

る 神秘的 請 術の 創始 ぉな-' 


ネ ャン ディ 

クリスマス 用 特別 链 
ナヨ コン^ ■■取を せ 

一封 度 ■二封 度 一二 お 度 
及び 五 封 度を み。 

^ ドモ ヤン テ ィス 

一封 度 五 封 度 化 お 度 箱 
卸賣 値段 じて 御用 かじ 應じ御 
注文品は エ 填ょ b 睛接御 華客 
樣じ御 送 b 致します。 巧卒巧 
變らや 御 引 立 御 愛 顔を 願ます 

害 ATioio 夏， 夏. 

1 W 切 W 4 -Wna St . 

ジ香 hi Bryant 其を 
口 本 入部よ 巧 

oe ミの n C . oibbs 


賣度 び 商品 一切 資 度し 

ニュ^ — ィンク ランドの 最良の 
避 暴 地 じして 店の 燒 所は 商業 
區 域の 中む 地、 十八 年な 上經 
營 した 商 巧 じて 巧と 巧の 上の 
一一 伽の アバ I トメ ントは 永き 
リ ー K わ- <= ''。小 賣 業、 ナ I 术 
! ム、 • 。 1 リン ダボ*— 火、 ホ 
1 瓜 ビジ 子 K 等には 好個の 場 
所で 絕 好の 機 脅 手 巧 じて 左へ 
御 照を あれ。 

产巧 0. nb Ja ち ミ se ゴョ es 

W 5 S 害 Ave , llew ぎ k 呈 


家庭 敎师 じ 雇れ 巧し 

日本人ぶ 庭 じ 雇 はれ 御子さん モ 
じ H 本 語敎巧 或は 家事 手 傅な' ど 
早大 ホ 業 目下 n U ム .ビヤ 大學じ 
な學。 〔澤旧 生】 
U 23 ち. 1 芸 ihSi , Te 三 larf 1 艺 1 


ン スト クント 良 

く 賣ら达 むだ レスト ラント 夫婦 
を ホは 獨身 巧の バア トナ アをホ 
む 填を じ W ら ては 讓 つても よし 
午後 化-が 後乞來 誤。 

ご n ; す-ミ 至. 1 を rdS こ 口 こ 
ブー ■ Audubon ち 舍 


.才田 パ 、、ー グ 

1夏7 3 rd Av 夕 置送兰&基す赛 
ジ品 pho ミ Regent W 苦？ 


貸 室 


學み通 b の 室、 夫婦 

を 或は 二人に 適當、 

ラン ニンク クオ- — 夕. — 、ス チ* — 

ム と！ 卜 、湯殿の 隣ら 室 巧洽好 

養ち 泛三畏 th Si ‘ 


貸 室 


綺麗な パ ー ラ ー が！ 

ム 、 -バ ド ソ ン 眺學',:;!:^ 
し專用 入口、 ス チ！ ム 、一人 又 
は 二人 じ 適當。 • 

互 rs - G 男 il Vale 己 ine , 宣 .呂 
044 RiversideDril / e , GQr .142 ndsi 


良く装飾された表お 

集 達き Q 雪 雨、 設備 完 

を、 室 化が 巧、 紳± じ 貸し 度し 

F . S . 13 ミ tenho ぎ/一己 . 2 -B 

皇 C 呈享で rses 三 ih さ 


一過 五 巧 及 八 弗、 一 

spurns 人 又は 二人 じ 適す、 

ホ 廳へ十 か タィム >5 スク エヤ！ 

へ廿 五み 龍 語 カン バラン ド呈 一口 一 

184舌を8二3量。 黒 崎 梅 子 


お藝 の妍究 

▲哉モ 、縫 力 婦人 小 お 服、 製帽 

刺細ビ ー チン グぶ 一般 家庭 

裝飾等 じ 化 

▲円、 水、 を 願 n 午後 二 時：：：： 四時 

をを し、 内職の 化 も 御座い が 

小 林 フジノ 

巧が 十ー ニ 了 allr 円 十 二番 

带話 キヤ セ ドラ 少查寬 


み 巧が 巧 株式 會社 
Xuhara Trading Co. 

お む uwh な . 

Tet. むが and 4550 


S 典 株 ま會社 輿 東 貿易 株式 替系 t 
代理店 

烏 锋巧會 
Takamme corpora わ 〇。 

120 Broadway, New む rk £ 1 け ] f Tel. Rector 7884 . 

Gen が ai Office & Factory 208 Rawson St •，しし City , ん Y. Tel. Stiliwell 771 ミ 


淺 野物產 株ま寶 社 ^ 

Asa 幻 〇 良 U が an Company 

Room 801-805 
165 Broadway 

i . Te し Co け ! andt を か 17*8052 


大倉 組が 育 支店 
Okura & Co** 

30 Chu ぴ h St^ 

To し CortlantU 2292 ぶ 3 ぷ 4 


紐 育 H 本人 會 

了 he おが ne が む so む が帥， 

250 West 57 th SK, «ew York 
Tel. Circle 8190 


お 滿洲淺 道 株 ま 食 お 
が 育 事務所 
一た 山 feJiL 巧 ！ Luria 8 . R. Co., 
270 Rive け ide Drive 
Tel Riverside がが 


S 井 •銜產 株を 會社 
經巧 ホ . お ，- - 
Mitsui & Co 、 

65 Broadw が一 
Teh Bowling Green 7520 


帝凰播 領事館 

lions 山 aie 扫如が 矿 5 了 ぶ pi：;; 

165 Broadway 
Tel. Gorfiandi 0314 


狭ま 會社 器 井贿巧 


姑 奪え 淹 


，占 ^ 


Iwai & 

Woolworth Building 
Tel, Whitehn ，！ がが 


S 築が. 事貪祖 
Mitsub お hi 紳 oji 技 お sha 

枯 ’ilj; 口 !%; - Gv"., ijtti.) 

Tei. Rector む 4 〜 


巧を 會社 
山中 敌會 級 育ち お 

Y 巧 m 注 打 注 ka & Co., 
680 のむ h 入，々 w 


な國 のな をが、 賞 巧を 巧が おの 
事項 を 迅速 旦っ 確實 じ 報道ず 
每 9ん带 ーヶ月 巧を 五十 巧 


Tokyo Advertising Agency 

II 本が 聞が お 廣吿一 股 化 巧 
35 Sixth Avenue New York Ci け 
下 A レり hone Spring 8277 


日 本 綿 化 株 ま 會祗が 育 支店 I 

j パぶ [pan Cotton Tiodmg Co., Ltd., | 

I Cotton Dept. 

i 60 Beaver か.， 

T « し Sowllng Qre«n 巧 90 

Silk Dept. 

26 Madlion Aye., 

Te して Mad. 5。. 3095 


a 米 生糸 撲ま會 社 
紐 育ま， 巧 
WCHI- 化 1 KI 1 T 0 KA 6 USH 1 KI KAtSHA 

(NICH し BEI なげ 〇 COs LTD.) 

373 が H Avenue, 

Tel. Mad. Sq, 7 が 2 ぶ 


戶鈴木 商 お 
が 脊支巧 


： Suzuki & Co" Ltd. (Kobe) 
j 220 Broad 、、れん 

' Tel. Co れお n か 11 が -50 ぶ 1-52-53 


円本 生糸 株を 會貼 
が靑 支店 

Morimura わ ai & C 日 ., A が nis 
44 広 2 な d St.. 

Tel. む hUnd 5320 


原を 名會お 
紐 育玄巧 
Ham & Co,, 

4 が Fourth Av* . 

む し Caiedon>a 7830-35 


江が 株を 會社 紐 靑支巧 
Gosho Corporation, 
Silk importer も 
334 P«u パ h Av*. 

Tel. Mai S み 48M 

Gwho Co., Inc., 
Cotton Exporters 
60 Beav«r St., 

Tel. Sow り 00 Qire«n 8806-06 


大瞬 明り 轿规利 
顧 旧 お ホ 
OSAKA &SAW 
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制 吊，':’ 巧： ザ 

フランスい 政變 

フランスの 激柏 カイ 3— 巧は 
扳 •しみ 佛蚁 把れ 憤 巧が じがて、 
水阔 どい ふ 第 S 巧を 巧み じ 利 化 
L て佛魄 にも 利 じが 巧兔を 巧て 
内 & 的に もがが を. 陆 し、 をの 势' 

で乂幽 ごのを 涉 一.: 化 事した が、 

圳じ フランス .，'の 閒に议 治の バ 

— ゲンに 入る おのぶ がを 認 'こ」 

む。 い乂阁 が、 あ' を も 巧を を 

凹执 した こごは をに 夕涉 S ホ 裂 

とい 4 ら 、お ふぶ ケ伞 しおる 假ホ 

濟裝 こい ふ 生温い が ど。 つて お 

いたが、 1 の假ホ 濟じ對 ずる？ 

ランス 國 N のむ を 的 权動ピ 、從 

ホ嗚 > を 潜の てむ た カ イヨ ー 氏 

み 政敵に 巧 伽のを 爭問跑 を 化 化 

する じ ま b 、 內閒の 速 命 も危し 

どを らいて むる。 

元 巧 概帖れ 促み 濟 のかき は 純 

然 たる 粋 濟閒趙 であ 6、 これが 

解 巧に 當 b てを 少 S 懸 引け 勿論 

必 嬰で あるが、 も ホ 經濟ご 政を 

の' おを は 株め て危險 である こど 

iu 、 カイ 3! 氏の 政を 的懸 引で 

化 立した 巧 棘のを 債 協を が、 巧 

じ カ イヨ ー 氏 じ 化 b て。 された 

るが 濟的懸 引の み 敗 Jb して、 

化；， じ 反 も紙莉 がご。 りたる が 

如き， 即 もこ：；^ がが 化り 宵が こ 

稱 f ./ きで ある 《 

現 フランスみ 閣は バン ルゲエ 

- — 氏を 首 かごず るか、 をの 巧府吁 

的が 力は カ イヨ ー み 隅 ご 認め 得 

ベく、 なつて々 抽 のな 债み定 朱 

敗 よら ホ 乎る め戰 ど、 モ n ッコ 

法 征に對 ずる 勒袭 のま ホ烟化 問' 

題の 如き、 カ イヨ ー の 隅の 前途 

•しない 瞄 をを 投げた おぶな つて 

-ゐ る。 殊 じな 债 協を お 化の 結裝 

.として、 ホ 図に 巧け る游憤 もす 

可能 >」；；> つたので あるから， 力 

: イヨ ー内 關： 興す A 厨は 黨の肉 

がは を やや 近 < お 變を化 中る 前 

叱 ど 見るべき であらう 0 


化舞ふ；ピ；：^るであらぅ。 吾人 
:^^第二のザ縮内能を開くろじ双 
ホ. 5.<お てな：！ のな をを ずる 所 
&は 巧' が」. かるので 城 際閒の 
朽ん的 ホ か， y 驳留 ずる ど 媛 巧し 
じ 列 防 特に U 典义 の ご 一大が， が國 
が、 む视 的ぶ 裝 縮が 巧 < は 解除を 
白の どず る。 らピ 疾視、 摘 疑、 
み 翁の 个 純な 巧を 一擲して を刚 
'正- KXA 態 巧に 化で ねば。 ちね。 


罷 H 運動 な るら のはを 
んす ぶを じる 巧 働が 態に 憤激し 
た 無 庸階跋 巧の 自覺 ごむつ て 化 
づ n 爽巧挑 巧と t み b この 力が 一 
般 W おのが 钟 お 中. 级坎 する じ ま 
つじ もので ぁつて おき おお 家 や 
小'''^ ジぷア の 所謂 協調 ホ義も 
術み A 國 A の 支 服 養を ど 自闕ザ 
巧して 自去努 ま 持 者た ミ I 隅の 解 崇卜が 巧-し 戚 じて なじ 純 
巧を なおし 無益。 &遷攀 i 一が たる 図 S 動 ど。 6 廣 東には 


伴 ； 都 て のお除をを防す る S 。‘ 
巧むし恤<を武力衝突の機會*- 
絶が すべきで ある。 がら ざれげ 
所謂な 久的ホ か U を ものは 遂ぃ 

ス クラッフ • ォプ • ぺ！ バア タ 

つて 化界じ 巧び 崎 黒の 境地 d | 

立も戾 るの 外は あるまい と 吾 玉 

ょき"-^ る 口 


松 ホ 大使から 

共同 管 哩の新 提議 

支那の 無線 緣爭に 就て j こ，.； ，‘！.，，. 

を國 政^一^よ リ义國 政府. へ 占の お策リ る i を 喝破し 自己 S 

i 常 隊じ讀 ましつ > 、あつた 聖書 じ 


闕把黨 のを 命 带隊を 樹立す るの 
お巧ビ U つた。 而 かもな 逸 仙の 
革 か 思想を をけ たこの 國 K 速 動 
は罷エ 及び 列貨 排斥の 進展 じが 
つて 漸 みぞ 命 的 ごな り廣を 政府 
は 今や 

商义 政局の 一大 活事實 

ご。 つて 現 i 化 ホ 軍 陵を 嫌惡し 
た 農 K も ホ 色 軍隊を 友證視 する 
一-お 巧に 獲 化した ので ある-か、 磯 
.を 見る に敏 G る 源 玉祥將 軍は 外 
_ 闕敌府 の 補 巧で 武裝 ずる 張作霖 
お 軍に 割 抗 1 ベく 農は •勞働 者 
ぶび 小ブ グジ ヨアを ホ ホ どす る 


ま 京 特電 十 . H 避 U 化 ホ 大使は 支那 無線 閒 趣に 關 しが 橋 無電 
を中必 どして 國降 無線電信 貪 社を 設立し 支那 ホ權の 下に 日米 佛 

かかん i るて ふ 解か 案を 巧く 提潍 する 堂で ある ど。 


化かな 製 艦競爭 

最近の 情が じ 依れに 化 巧 一二 日 

お 風に めて 進水せ る ネ^ソン 号 

は。 ドネー 巧ピ 共に 千 义_ む 二十 

と 年を じ 就 巧た しめ わ どす る廢 

を^:^戰艦で あ る が 裝印 の お度が 

化を要な点^一を然がみじ旌して 

& る ご 報 やらむ す 數米閣 が 軍み 

神縱 を剌戟 しつ！ あるが 子で あ 

る。 右は 巧 静お府 會講の 協を じ 

某いて キング ジヨ ー ジ號外 一一 一隻 

のお繼 どなる 戰遐 であるから 則 

闽が抗 嫌を 中立つ る 給 地は U い 

乍が 是れご 均しく 义闽 じがても 

'巧：：： 本 じがても 不 女のを を 抱い 

て 巧ら しい 武裝 的發 巧を ず W し 

て K 鑑を述 をず る 一面に 輕裝巡 

一洋 瓶. おず 飛 わ 機、 力ま 潜水 お 

を強祖 する， とどなる 的 巧を 示ず 

; 之ず；； i ぶ、 際が じる 製 艦がず y 

一化紀 ずる i はま 難の 策で あつて 
I お 巧 ホが 食が の巧裝 をお诚 して 


まま 特電 十二 日 發=り 本' 政府 

は 慶にま 恥 政が ょら 提雜 しだる 

無線 带 お 貧 趾紛ず 解 巧 巧 じ 脚し 

本 U ち 巧を 化を 通じて 

•化 式閒答 を發 したる が 

をに 化む ば 政府は ま 册の提 塞し 

たる r. ホ 支 邪の 嘘 線 共同 管 拙 じ 

協贊— をつ これに おする 口 米' 無 

带お同 偶 獄に贊 庇す る も 一二 井 物 

巧 お 社の 旣将硝 な 化が 合法的の 

もの ピ懿め .一れ を 借款 條 かょら 

み 離す るふを ま 張し、 これ お 基 

礎と して 兩國ゎ 府み討 ホを ホ 摩 

■して ゐ るが 一ニ ホ 物產會 社の 既得 

睡は斷 ず ごして これを 固執す' ベ 

くな つて 日本は' 支那 政府が 近 

く 新設すべき 上 酷 無 お 會 化を 本 

厨 V し 己が 經營 のが 橋撫線 電信 

扇を ち 称 どす る 案じな おし 

-靖 r ろ 双 橋を 本而ピ し ホ 

人の 經 をすべき 間 題の 7 机 王 デラ 

^ •夕 ，壬す •コ ！ ホン！ シ 3 ンを 

ま巧どホ張するもの；如く、 日 

^ .那の 革命は 

動か 


本は このな じ咖 喘し S ホ 物產禽 

社の 旣巧獨 も 腿の 一部を 放棄す 

るか 也' して ぉ那 政府 じ 到しても 
をみ 巧 ホ 域 敌府じ 通を すべき 2 
を澄縷し0本^!別に駐米を權大 

使 松 牛 お 雄 氏に 訓電し 米國 政府 

ご おおを 渉 じが 事すべく、 岡 時 

にだ 抓な がに 型し 速 かじ S 井顿 
-を 無電' 满 社の 一時 營業詳 巧を ま 
張した を^、 

當局 書では この 靈案 

: 必ら 中，^ 担なる 結裝 をを b 

じ おる を 藤 寝し つ i ぁち。 旣に 

一二が 無甫 假試驗 の 上 じて 柯時 

た > 共營 里' し 得る 狀態 じぁる も 

乂國侧 の || 約が を睹 ど。 ちて 今 

H に夕ひ 二一 井侧 では 一應 フエ ザ 

ラ 也 ■ラ' 一を 才 ^コ' — ボン 1 シ ヨン 

じ 對し巧 筋 無線の •： 却を 相談し 

たる も 日ぶ A 技師 じ. 依らて 設計 

されね 技術 3 の 差違 ど 値段の 巧 

合 付か や遂 ご 今 H じ 及んで 日 ま 

乂ミ 端の 外 ま 問題を 生む じ 至つ 

たので ある 0 


む 


化 ふる じ國家 革命、 勞農 E の 結 

を， 外國 の. 带 閥ま義 におず る 巧 

巧の 宣傳聲 を 典 ふるじま つたの 
ご ぁつて、 これ。； S . アが 媽玉祥 

が 軍を 目す る じで 那の 第二 

一國 民を 命 の中樞 力で ぁ 

_!> ど する 所 0 にして。 シア VJ 
一一-はこの 軍隊、 農 ほ、 勞働あ 
なき あ 想 あ 及び 小 グ^ジ ョアの 
おを が 勞農制 巧 ご乂差 じき 新ら 

しい 國を . E 會ま義 の發生 どなる 



上海 動亂が 動機 ごな. 

國ち 運動から 俯 級 翻爭へ 


モス カク 十二 U 潑 u 義じ 一時 

歸 朝した なち 勞 農。. シアを 權大 

化 カラ- ンに 巧 外 涩信貨 じ對 

して 支那の 現 化を 說刚 し. ：' 

义那 革命は ぁ も 玉'’ 祥 

對醒巧裳將軍の戰閒ピ^=^ク；ザ'巧 

はるべく 巧 農。 シアけ こ 巧 かじ 

就て お 玉 祥將が じが 甚*> る间精 

のな を お 明し ま那を 命の 窠 .一 お 

は踞 で鮮將 軍で をる と聲 明-^ ホ； 

が、 今回 モス カウ じ巧設 され だ 

支那 火 學の總 をで ある ラゲ ツ 久^ 

氏は 今钻の ィス ゲス チアな で 口 

シアの 媽 ぶ祥將 弔* しお 卞る閒 情 

をを も證 晋に销 明して ゐム 。即 

も ラ デプク 氏は 最近 支册 じ突發 

して 化 おの 視聽を 栽いた 

上海 動亂 S 機 ご ミ 


無線 緻爭 

^解决 基礎 

東京 特電 十 S 日 發= 無電 

閒 題に 對 ずる H 木の 解 

ホ 案 骨子は：：； 义 おじ 支 

郝の 無電 契約を 放 薬し 

熊' 電 事業を 支那 か國營 

こして 双 橋 無電 局を 本 

局-こし H 英义佛 四國借 

賊 じて 双 橋 無電 建設費 

ん巧お 卡巧圓 を 償却 卞 

ふ、、 一い ふを 平な ろ 提案 

で部務 省は あく 豐明書 

をを 卞 こごに なつた ( 


突を しじる 動亂 ぶ 外 闕颁事 数 
おのい りじす 常で あるかを 証 
則す る も 5 で わつ て、 も 巧 殺 
人 者は を もこ 殺ず べし ごは 外 
國 人の 思想 こして 么那人 もこ 
れを當 な''- 認めて ゐ るが、 み 
陸が 李な がは 常に 收胳キ 段を 
弄し 外國人 じして 支那 人を 傷 
け 力ま 殺した をは 處 罰を をれ 
得る のみ：；^ ら や、 事 かが 暗に 
葬られる. とを 常 ごする。 が じ 
外 國領樂 な 巧に して この 弊 雀 
を 除去し ない 限 b 常 じ 危険が 
伴' ふので ある 0 

どの 聲明 書を 發 したる にな 因し 
てゐ るが、' これに 對 r ろ 外を 觸 
のが 幾は 左の 如し。 

巧く も 自己の ぶ韶國 化を にお 
し 一 屬の責 巧 わる 官吏が 巧の 
如き 侮辱 的 じ 言辭を 弄する の 
主お 一口 じ 曾べ からざる 所で ある 
外を 幽員 はこの なじ 就て 魯じ 
事實 無根を 抗議す るの みなら 
や、 治 外法 權の做 廢會議 を 前 
じして 支那 司法 部が がる 言辭 
を ま‘ 當ご認 むる i じ對し 一驚 
を 喫せざる を搏や 云々。 


j 國お的 影響 じ 趣し、 

【一】 第一:; 現れた 現象は ぞ 

がの 無を 階な をは 西歐の 如き 

階 飯 思想の 觀 念に 芝し く 且つ 

結を 力に 不 巧みで あるが 而か 

もみ 同 戰線ド 起 もて 音に 上が 

のみなら やを 支 邪 じ 直る 英貨 

耕 斥を 斷 巧した。 

ごご おき W お まく 小ブ グジ 

ョァ ，速 勘が 全無產 階が 者の 

連動 ど 夕兮て がれた。 

ご 一一】 革命軍 像の 樹立。 

V . 〔巧】 支邢 上！ § 階 幾を が 支 抓 

，濁な 運 勸の指 $ 者 じあらざる 

'ふを 明を ど 一 一 KO 一 

一: 五】 が 固 人は をを を 恐れ 自 

己の 利 權が議 み-」 が 頭した 

而 して ラデック 巧は こで が 詳細 

じがて 說 明した 所 じ 化れば 


べきて を盟を のモ めつ V - 、 を 

るべ jc 關 稅會議 じて 外國が 支那 

じ 譲 すれば 革命 も 白が 遲延ず 

ベ < 麓 ホの 程度が 大？ ければ を 

れ 'だげ ぞ命朔 も 遅延 卞 るが、 譲 

步の < 祇少は 逆に 革 かを-化 雄. ずる 

のはぶ 然で をる ピし讓 巧の 大み 

を柯 心拘 はら や 支那の 单 命を 巧 

化する 一 は 最早 絕掛じ ホ 巧 能 だ 

とい ふ 一 P である。 

外义團 から 

磐 支 抗議 

司法 部の 暴言 じ 

化 京 + R 渡： = 北京 外を 團 はま 

那 司法 部の 裳 言に 巧し 今が 外を 

糊 おか 强矿 化ォー デン 尹 ノグ巧 

よら 外々 がに 對 して 嚴 重なる 抗 

能菩を おがした。 哪も 巧を 部は 

上が 動亂 一し 视聯 して、 

今 闊上お •漢口 及び 沙お 等に 


平和 保障に. 

妥協 成立 か 

フランスの 提 f 歇 
"力 八ノ 十二 日發 = ホ かお 一 降 
會議は ラィン ランド 緩衝 地帶の 
設置に 關踰し フランス わ 同盟 圖 
の腳係 じある ポ ー ランドを び チ 
义 ロゲ ア キアを 軍事的 じ 保 
護す る 爲め戰 ずの 操を 緩 街地帶 
を 占領し 得る 權巧 のが 留を械 力 
ま 張し つ-' あるた め 落 為 じ進搜 
せず、 を 式の 會 諮は 寧ろ お佛獨 
外 化の 雌 人的 懇談 ど U ち‘ 獨逸昔 
がグ- — ブ. 少氏这 奥國 か-相 チヤ ム 
バ ー レン 氏 ど 頻りに 懇談 中で あ 
つたが、 フランス 側では この 嚴 
をの 權剌 保留を 放藥 する 條 '碑と 
して 獨逸 議會 は强频 仰戴條 約を 
批准ず る やぅ 要求， し "7 ブホ巧 
は 目下 本 頤ご頻 ちじを 独 中 じし 
て 今 巧 H 中 じは 正を の 回答を 發 
ずる 5W なつても るが、 若し 滿 
遮が このを 協に 應 ずるならば 口 

カ グノ會 議は巧 待され じ 如くぶ 

巧すべく、 おし 獨逸 がを 協を 巧 

結した 撰を VJ ても禽 幾を 巧 製せ 

しめず 浓然 化の 機む にを 阮をボ 

むる 形勢で ある。 

獨露 兩國が 

新條約 調が. 

ラパロ 條約延 技 

モス カウ 十二 H 發 U 過般 ホ 伯 

がに て 勞農日 シア 外化ナ 、エリ 

シ氏ご スト レゼ ルマン 博 -H の 間 

じ進搜 中で あつた ぉ獨新 述商條 

約は 本： n 當化 じて 外相 化 理リト 

ゲノフ 氏、 化 約 扇を ヤネツ キィ 

に 致び 獨逸 大使 ラン ゾ ー 伯の 商 

じ 調印を 巧換 したが 條約前 ぶは 

ラバ n 條 約の 延 をを 明白と し獨 

逸は 0 シアの 貿易 獨も權 及び 獨 

逸 駐化勞 農 商務官の 治 外を 權を 

承認して & るが、 條 約の 內夕は 

前文、 一般、 ホ K 懼化 巧、 經濟 

協を、 錫 道 協定、 贸 あを 逝 協定 

稅制 協定、 仲 磯々 が 協定、 を 業 

不 載を 掌 項 等のと 備に をれ てむ 

る。 而 して 協定のを 般は飽 を も 


がが； S 舊的巧 泄を化 本 ごし 勞 
農 ロシアぶ 化み 倘神 お觸を 避り 
±巧 古、 邮 等に 於け るを 惠齒 
どしての W 赃 をホ認 して ゐ る。 

。ハナ ー 暴動に 

米國が 出兵 

大統 棚の 露 請 じて 

バ八 ホア 十二 H 發 U ハナ マが 

か國 のを 働を は 急進 波^ 城 動に 
て 家賃い 値 r けを 耍 求し 遂に 裝 
動 ごな つ わので 大統領 ナ アリ 氏 
は ホ國め おじ 軍隊の おを を要ボ 
し パナマ ^距 る 五 峭の化 おじ 
粧 巧して ゐ る 义國の 步を化 一二 蹄 
誘 ょら 己 側 乂隊を 出を せしめ 巿 
'巧の 電耍 なる 個所を 寶戒し 不穏 
を 子は 檢擧 ぅれ 宛然た る 戰お狀 
態 どなつ てゐ るが、 暴動は 蟹 £ 官 
が示威が動ぞを擊段した2じ始 
ま b を 地 じぶ 動が 相 ホいで 突發 
したので あな。 

ホ 人 飛せ 隊 解散 

フェツ* ツ 十二：：：： 發 n 囊に モロ 
ツコ 遠征の ラ ランス 軍じ從 軍し 
て乂人 義勇 省を 糾 織した る 飛 巧 
軍はヶ 。 ツー^圍務長官の譬吿を 
溶れ 今回 正 或に 觸徵 ずる 5 じ决 
をした。 


良 じて 銀が 家 間 じな 外 どされ 灣 I 
戒 されて ゐ る。 ■ 

柬宵 女官に 巧 命 

東京 特電 十 一二 H 後 U 前糾育 一二 
井 物を ま巧貿 な木舜 一： 氏 ホ 巳 人 
を淨 がた かは 巧な 女官 ど；- みつた 

鋼鐵材 薄物 注文 

東京 特電 十ー ニロ發 u 測 稅引上 
げを 見越して を會 社は 溯鐵 か 薄 
物を 獨 逸に 注文ず る 者夕く 第一 
回を 針 五 巧顿じ 達して ゐ る。 


軍縮 實施ご 腺 償 一 

ま 京 特電 十二 日 巧 U が 巧 おは 
軍縮 暂施じ 化る を 船 巧が のを 化 
契約 破棄 憤吿 脱の 二 千 おけ 巧圆 
の 要 ホに 街し 化の 貼 源を を 償 募 
集の ホを じ 化らん i をを ホし ゐ 
るが 大藏省 も 略 之れ じ 同 巧し ゐ 
るを U て暂 化する に まもべ し VJ 

新年 刺 題發表 

東 ま 特電 十 H を = が 年 刺 題は 
『河 ホ淸 J ど發 おされ じ。 

民間 外愼ミ 政府 

- 東 ま 特電 十日 發 == 政府は 通貨 
一 膨脹 抑制 皮び 國隣 貸借な きの 目 


國勢 調査 ご 人り 

東京 特電 十 發 = r 十月 一 . 

の圃 勢調奄 じがれば 東京 巿の人 一 的 じて 民間の 外債 裳 おにけ 玫府 
口は だ 化 十八 巧餘 人、 た阪巿 のの 精 別 許可を 要する をが 案を 來 
人口は 二な 八 巧 人で ホる。 る議 會じ提 おず る 意向で ある f - 


蘭 資金 回收 不良 

ま 京 特電 个| 1 1 U 發 ：：=： 年' ホの 賣 
巧 良 巧 じる 心拘 けら 乎 お 料 高 じ 
て藏 資金の 恥收は 年初 0 巧の 不 




一機は 墜落し 

訪歐機 P ン ドンへ 

脚 勇 ± を 大使 舘で 在留民 歓迎 

りン ドン 持電十 S 日發 U 本自 午後 フランスの' ブンゲ ー飛巧 患 

を出發 、訪歐 飛行機 最後の 目的地で ある。 ン ドン におつ てを 邊 

大閱操縱の『初風』號は當地を'距る約か哩の着陸填でホる フ ァ》 

ボ。— 飛行 檐じ 着陸し 内外人の 熱誠なる 槪迎 をず けたが 河內飛 

巧± の擦縱 せる 『東風 J 號は ファ I ボ P — を 距る一 哪のコ ーゲじ 

て 不幸に も 不時 寫 陸の 化い なきに まら プ〇 ペラ） 其 化 機 體じ破 

損を 受けた か 飛が ± には 何等 別條 なく 出迎の 自動車 じて 四 勇 ± 

は ロンドン 巿の おごな 9 今夕 U 大化 館-」 於け るが おお 0 歡迎晚 

餐會じ 列席した。 御 端な 中の あ 父 宮殿 下 も 御臨燒 遊ばされ 四 勇 

十の 健康を 祝され た。 


時 


0 


レ々 

ご 


第二 補助 艦 計畫ご 

海軍 部內の 眞劍咏 m 


'靈 を! - K 堅に 热ても 染馈& 近 

おじ！ 化护郵 てた 

ド ィブ の 潜水艦は 九隻か 
十隻に 適ず なかつ たけれ お、 こ 
れ に對抗 U ベ <踰 を闕侧 では 一二 
千隻の 水よ 瓶廣を 要しに。 なじ 
潜水艦を ザ 潰 すれば'' 勢 ひを く 
S 水 r : 燈シ髓 へねば；：* ら ぬ。 か 
ては 巧縮辑 藩の 目的で ある 經 
豐節贼 はがな 寶 現し 難い。 をし 
關係闡が潜ホ艦をを廬する； ど 
ょれは、 英 巧け 八 巧曠の 潜水艦 
を廢棄 ずる r をなら ず ど 極力を 
のを 魔を 高調し 

米國 U ご】 潜 ホ 艦 じ 化る 
無制限の 襲擊む 禁じ、 巧 戰励及 
び 中立 國の 商船に おする 村卽を 
規定し、 が 船暮虛 僞の闡 旗を 
揭揚 し、 又は 攻擊的 武装を 巧は 
ない を どす る。 ごこ 敵軍 艦に 對 
する 潜水艦の 化か じ 陸軍 じがけ 

る 前進部隊の 化 氏に 比すべく を 

の裴擊 は正當 C あら、 使用す る 

武器 もを が 水上 艦の 夫れ ど 同一 

である。 ど 言 ひ 潜 ル經の 害は 認 

める が規 をを 設けて 弊 寒を 除け 
ばめ ずし もこれ をろ 廢す るの あ 
要 t ^;:*>いど論じ、 

佛國は ご〕 ホ カ 艦の 劣勢 

な國は 優勢なる 潜水 黯を備 ふる 

i が 合理的で ある。 1 J こ 潛水燈 

じホ人道的巧爲な からしたろう 

は' 个巧 能で ある。 ごこ 潜水艦は 

単 猫に 對 して 無能 どけち へぬ。 

をつ お 氷 おなる が爲 め 敵 艦睐じ 


j. 曝は 潛永艇 を 俄 豁巧觀 測 巧に 

供し， 之 じ 無線電信を 打た レめ 
得る。 〔五】 敷 勢を 殺ぐ ためじを 
の 商船を 攻攀 する i は 適法で、 
普通の 戰 欄ょ 6 殘 忍'.- ない。 ' R 
潜水艦の 商船 裴擊じ 就て は' 一定 
のを 親を 設け 一.'、 とを 制限ず べき 
である。 【六】 潜水艦は 比较 的を 
僧で ある。 從 つて 大錠 おなき 歐 
じと つて 調法な 武器で ある ど 溢 
じ英國 のを 廬 論じ 反 攫して 括る 
斯 のか < を國め 意見' 临 々じ 置る 
ので 暇み 第ニ ホ ヮシントン 爵議 
開かれて もこの 問題の 協を は 化 
づ 困難で ある £ 觀られ 、從 つて 
補 巧 艦艇 問題の 協定 もま 難。 る 
べしと 觀る 向が々 くない。 しか 
してな 上の 問題外に ち 下 

列國間 じがて 最も 窜要視 
されて & る 間 題は ま 力濫脯 施め 
仰巧變 おの をれ で ホる。 ブ シン 
トン 會議で 今後 建を ずべき ま 力 
艦備跑 の口徑 だけは 十六 时じ剌 
限した。 然し 口 徑ゃ砲 數は时 じ 
でも 仰 巧の 大小 じ 化つ てを の 威 
力に 相違を 生 中る ので ある 〇例 
へば 寸五 取の 仰 巧 (が 巧) を 限度 
どす を 施く、 一二 十 度まで 動かし 
得る 砲 どの 威力を 比 鞍 すれぶ、 
着彈 距離 じ 於て 約 五峭の 差を ホ 
ずるの み U ら や、 S 十 度 じめ て 
後 射された 砲彈 はが 巧 小なる も 

のく 砲强じ 比して 恣 巧が 大きく 
る。 換言 イれば をれ だけ 垂お 
じを-が 獲 度-一： 約 旧 十 巧) をな て 敵 

濫の巧 板 じを マす るた め 勞徹力 


r— u 

6 ■巧 

S 

5 ^ 
S 通 
W 報 

6 一一 id 

所 导 

.义 

5 

6 

W H 


防 嫂の 必 嬰を 威せ しめ、 延 いて j も從 つて 增大 する。 こ >> じがて 


をの 戰圃 力を 殺が する。 【四】 爐 


ま 巧 艦の 質 勢力の t じがけ る 比 


率の 維持と いふ i に 就て 

備髓の 仰 巧 問題が!！ gK 生す 

る譯 である。 化 仰巧變 はヮシ 

ン トン 條 約に 違反す る^の だ ミ 

英 嵐は 解釋 しり ホ兩國 If 條約違 

，をで な. い. ぶ解碍 しても. 々で、 
這が-^ な义 吳閥大 化か 一で H 米兩 
國じ對 し英歐 はま 力鑑が PW 巧 
一 も 仰 巧を 變 おした 巧题 
をが は 重砲の 仰 巧 お大扛 '如て 海 
す 储約違 取と 良 做す 旨た 傅へ、 
例へ 條 文み 解驛 違反 じ ホらず ご 
もの 議論が 立つ どしても ヮ シン 
トン 燦 約のを 的の 一は^ 礎競爭 
じ關 する 負擔 み輕减 じがした の 
であるから ホ國 がま 砲 0 仰角を 
增大ずる5は少からす一この目的 
を 巧げ るから 

日英 义 一二 國 はが^の 期限 
內 じがて ま 力 艦ち 跑 の！^ 仰角を お 
大し c ；> い 取締 め をし わ一 い W 提潑 
して ホた 梓で、 今やを 國お軍 ど 
も 仰 巧の 變巧じ 注意を 郝 つて ゐ 
る狀 態で ある。 哪 ちを 國の 海軍 
克備の 情勢が 敏 上の 澄ら で ホち 
破ち、 巧 海軍 じがて^ 財政が 許 
す豁圍 じがて お b 急 it . 第二 期 補 
助 艦 焼 建造 計 畫の實 巧を 巧め、 
大正 十六 年 巧ょ 6 豁 一ぶ 期 艦酪じ 
達する 夕數の 軍艦 化 おを 建造す 
る S の 緊要なる ミは/一目を 侯た な 
い。 即も 巧が 軍の 簾 二 補助 おお 
建造 計 晝は實 じ 甫蜡の 礎 張 •しあ 
ら 中して、 老朽 廢絕 の化篮 補充 
じ 過ぎ。 いので わをから、 方 難 
を排 して 大正 十五が 巧から これ； 
:^,座濟じ肴手しいょムればならね 
わの 證 論が お 軍 側-レ 勢を ちしを 
の 態度 も 可な b 眞规 ホを 帶 びて 
化 部 海相の 舆斷を 望んで ゐ るか 
ら贴歧 緊縮の 際 池 何じ歸 おを 見 
る じしても 可な ちが 倒な 化 巧が 
あらう V 一 云 はれ る。 
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Dr. T* C* Takam ミ 

1?8 Gu 泣 b が land な . お 帥 klyn 

Te!. Cumberland 231] 


E ぶ .Yosh も MD. 

3 が W. 71sf 化 
le!. Endicott 3530 


Midori Ma わ umoto 
38 Post Ave, City 
Tel. Washington Heights 0 巧？ 
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松 

本 
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產東內 紐 
婆 巧務育 
復 ホ 省 州 
潛大 免を 
科 醫許認 
卒す 斗 
業大 
學 



巧 毎 節 調 鏡 眼に ホ眼換 

に L F 反 EDER に S CO. 

醫 巧眼學 大巧 比倫 も 
1 な E. 59 化 St ^24 E. 14th St. 

1144 3rd Sve., bd 8 が li-8 拙 Sts. 


Sabro Emy, M.O 。 

755 P が k Ave. 
cor. た . 7 お d St. 
Tel- Butterfield 9324 


約 間 病 引 診 

に み院續 ザ 察 
限ぶ 巧 き IL 後 時 
るび 勤べ 目 お 間 
日に/レ ら時 
耀 か ビ こ！ 

は あ ユ邮八 
前が！ W 時 


を 
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Y 服の 側 SH!MU な A , M. G. 

测 W が械 h お reei 

Tej. Overside 0 S 8 B 

ビ紐 
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[• く； 奚 / フ 、哥時 異性 神 腰び 
ネ — 、 t を ィン 棠イ 

幸 I ご - 

男 員 反 


前よ 他 胃 經の電 
C 約ら 膽 痛痛氣 
才離午 病夕首 治け 方 

石と 後 紳 ゥホ藏 

^ 候 丸 經ザ返 ii スが 


K. Iwam がみ M. D. 

114 W.70tli St. 

Tel. Trafal が r 0352 
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KANZO OGURI m i) 

214 おが お . Brooklyn 
Tel. む加 が ! and 1 日が 


が 

武 育；:； 午 午 
ボ第ボ 後 前 接 
3 あフ パ、 察 
ン巧ラ 暮六乂 S 
病 バ掏ヮ 栗が が 驚 
お ラ お 1 龄 t ! 閒 
勤 ン勸 病ち 八十 


SCIENTiFIC JAPANE な M けな M 

538 W.1 巧 比 fitreet. 

Phone. Wadsworth 5942 

お 西を g I , ..り f 應巧 

露 円 マ, 亨- 海 追を は 上 おを ミ 票 用を 

ズ 十津學 愛て をず 親 产さ媒 

ォ九 S 防 施 - ミ。 切 
IT 輕卒 術 時 削に 
2 目を‘ 業 しよ 約 治 
を皇を 主ち の报 

骂八ホ ず 自ホ中 


m 

が ナ 
が 1 •>么 
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Dr. G . 比 Marti 打 

DENTIST 
? が Lexi 巧れ ! ！ む e. む r. 細 h お . 
Phone Regent 2457 


DR •比ん GARDNER 

DENTIST 
1U.81si お， をが •お 
Tel. おが nj 7186 
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んし CEASAR,M.D. 

109 Easi 87ih Street 
Be パ ark を L な ingtmi わ es 
Tei. し 8 觀 8 が 3 

養喉觸 鼻耳繫 

間 時 祭 _該 
午ぶ ま 時 十 前午自 
時 八 至 時 六を 午自 


Imolo Bros , Inc. 

(Formerly Maruhachi k Co.) 
17 Easi 17th St. N.T. 
Tel. Stuyvesani 3959 


Y . げ〇 

133 E だ i 53rd St. 
Cof. Lexington む e., 


NIPPON TAIL 邮 瞧郎 . 

30 !) W ， 58 托 な . 

T 邑 I, Columbus が 73 



Nippon Dry Goods Co, j 

1261 8 巧 3 [| げが，むわ，11が131お化 I 

Telephone お 帥， が即 
Rsom B951 


NAfUTRMii 船郎 . 

45.47 E. 20 th St. 

— 心しむ お talia 9755 


T. KASAI 

Merchant 

Tailor 

が 

TIMES BUiLOING 
Room 3 Q 4 
HEW 化 UK 


Phone 

む がが 巧け 


Miss.Bianciie Fish が 

1264 Le ん Ave. Cor* が th St. 


授敎語 與人婦 



PHE げ S & PER が 

3 Maiden Lane N. Y. 

エ細 冶鑛敏 をに 幷お 隅! [金 

類 ぉ蠻匠 意新最 


Koike. Studio 

が 7 引 h むら 
む r. お 化 お . 

Tel. Caledonia 6：594 



KOSHIBA 

STUDIO 

舘展 寫柴小 

661 Fiflh Uve., 

Te し Pla なの 12 

Branch が ticho 
Wesiminster Sireel, 

わ ovidence ん ！. 


辦 五 


A 


干 


を 


雜 m 貪 规 


し 日曜 水） 


H 四 


月 十 年 四十 J 巨大 じ ;) 


都を じょ 當 をの 間 

診察 

午後と 詩—. 丸 時 
U 曜は 前約 願 上 お 

け： 常 お悅彌 



午後 S 時 Jb 六 時 

H 曝は 前約 相 願 お 


ドク トか 

烏 見复彥 


が静 3 お 月 十 H を 巧 
S 十 仙 

ミ East 5置 芭. N . 产 呈 


船具を 巧 お腊船 御用 连 

遠 藤 小刀 蘭會 


這で 〇盖 ま y N . Y •呈 y 
Tel . 至 量 alM 芝 こ 


y 1— 
巧 9 

9 


じ 

¢5 *1 
剛ゎ側 
出 1 巧 卿 

K ^ 

巧 i ぶ. 叫 
3 a 4 W 

び； .1 
U .me 

M .11 


稅觸 事務 

まがを 地 並 じ 全 世 
巧の 餘巧入 方法 r 
賴 する 一切の が 諮 
巧に 應 じ、 巧 道な 
船 貨物 連賃 及出晚 
を 巧 關キ緒 書 等 進 
呈 す、 ま 要 都ボに 
化 巧 店を 巧し 誠 貪 
敏速 脚 用み じ應で 

お驗 取扱 


♦聲籍 ♦雜誌 ♦新 巧 
縦 覚ま 公開 
轨お 午前 义 時よ b 午后 五が を 


紐脊 日本人 會 


西-五十と 了 旨 一一 五；，； 繫 
電話ず アクが 八 一九 oi か 


1— ! - - I mtf *?_.• 1 ! mu—* 

病 拜說お U 邸义 午後 八 時 
祈 格を 木带か 午を 八 お 
'- r : 話 6 ±株《 午 お八 時 
をを 一一 泣 ま、 娛樂 等み な瞄ム 1> 
夕資 もが 迎 す、 おがを 利用 ゼ t 
牧卸副 島 信 道 

り 本人を 暂敎 修道 會 
一泛 V I 23 rd St . N . Y . C さ 
Td s ミ nirigs ぶ， 8 養 

1 1•1•#■ f^! - - I - • - >• n! n « I n ^ 

o 本人 豆敎會 

I な 帥 川な ホ么進 
# 事 か 中 巧 二 

/ Japanese 互- E - G 号 ch ごミー 
j 23 ま. 養 St . ブ l . ciarkil 苦 一 
禮 說 お： 3 谁 U 午 巧 八 時 
祗 おお 水跑 J 乍 お八が 
裁键 曾乂谁 H 午を 二怕 
♦を おを 
も 倫 比 亞左銳 み ドが を 十 
五 か 學生會 社員 旅行を じ 致 適 
迎^ 圆基雜 なが 聞ぶ を 補娛樂 
す 節 おを を あ b 
化ち 锁装 巧旋 ，旋ぞ お 巧、 を 巧 
^|^菜 調を、 其 化ぶ 事 枯淡 巧を 
导间胞 諸 巧の 來 をを 歓迎す 


巧 窗靑年 理想の 谢ホ 

是入 靑年會 

巧 左. 臺 St . Tcl Ciarkson 1244 


火紐靑 日本人 

基督 敎靑 年會 1 

S 2 E . 吉 fh st.N. y. 百 IV . 

ぎ plas 8141 


R 励 

の w •加 

a :5 i 



▽ rn 潘 H ^ 
樂晝 が 究ぉ午 一 
共 觸耸タ セ巧キ 
槐巧說 おが ホ 
▽木踞 H 
術 懐 會夕八 時 
V±«H 
廉 ち； 巧 义は茶 
話舒 夕 八が 

巧 宿が、 旅 巧を 一 
案內 部、 ん拳 巧， 
談 が’ 蘭を 部 •骑 
を 巧旋疵 、巧謁 
な縫敎 巧® 諸 課 
を 鼓け ち 貸、# 
會 員® 巧を 計る 
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を T 

民の 化 

R W 5 
E W 
C g 

lk h 


EBS ^ 


曰 

本 

人 靴 

お專 

HJ 


を 



稅臟 事務 取扱 

WIE 臺 L. BANE & Co こ 

ぞ〇ョ 萬 2 ごす 云を さ， 呈 y . 

Phone : Bowling G 呈こ 136 ‘9 ミ 


a 夕巧巧 ZJr ( d 巧 CYA . 

呈ミ養 皇 

岩 7 で ま Ave . N 呈ち 互 si . 

Tel . Vande 皇二 728 巧〇〇 ョ 7 君 

パ-ホな 謙 次 

巧、 水、 を、 午を 一巧 よら 五 時 
を、 が 化は 前約に 喊 ひます 


村 瀬九廊 

萬 L 2 in 嘗 n を， N . Y . C さ 
呈 ； 2 害が 27 th ジ S 
Tel . 至 adi 谷 n ぶ一 451 8 . 78 を 

JO 巧 10 至- 0 OC 透， M . P 

ご1 W を 芝 th se さ S 

ぎ Riv ミ S 立 こ 573 £ Sc 喜 er 1 云 ミ 

をノ をれ 午前 九 持，； 午後 ~ 時 
午を 六惦！ .午後 化 時 

H 曜 午前 九 時 午を 四時 

ドクトル； 小 典 f 乘ま 

! 


齒稗醫 

マ 診察 時間 ▲ 

お 日 (日曜を 嗦 く) 
午前 丸 時よ'. 
午後 五 時半 
水曜 午前 九 時 1 
午後 一時 


戀科醫 

U 新式 無痛 治 旗 U 
を 年の 經驗 をな て 
H 本人 諸 おは 特に 
了 寧 懇切 じ 施術す 

"け マ— チン 


「ィ 詞ん巧 a * み 弁ぉ 吗 一& 


香が 
麻 評 


寶石 ぞ心屢 菊'/ ペ 

クオ— んザ A •す ルン ン 
尸 — - •ブ I ド • ^ ミん トン 

がみ d 化' 念 矮适が 
鹰 ぶふ 在‘ 巧属ふ 
萬ネす ふが を. 够 

雜赠練 田瓜乂 

< 岳— »1>夕4ド 六 八 ニニ 


巧 刹 引 
ク刻列 
ろ 刹 則 

み 割 主^^ 



メ. ..シ ー は 組 育を 大の デバー トメ ント贿 巧で あ 
らます。 がらし い 昇降機と ユス 々レタ ー は觸澗 
な 巧の じ 於け る 皆 巧の わ 昔 一物 じ 巧をと 喩快 ごを 
巧へ てゐ ます 

他ち で ニ ホす る ものなら にメー 'シ ー では 一 
巧 八十 八 仙 或は をれ な 下 じ 買へ る i を どぅ 
ぞ御 記憶 下さい 

日本へ 御銜 物を 御 送 b じな v わい 節 又は 御 貫 物 
-」 際して 御用の 棋 合は パ ー りナ グン 9 ブ ピン グ 
ビユ！ n 1 を わ滸わ 下さい， 親切に 御 巧を を 計 
らま イ 


. 刪 

曲 I 

~ 咖 J J 

■ななな 
■ h h h 


齒科醫 

多年の 經驗 をな て 
最新式 巧 學ず術 じ 
堪能 じて 信用 篤し 
H 施術 巧化廉 U 
日本ん 諸を には 時 
じ 了 寧 懇切に 治療 
紐 育 畑を 認 
ブ ル 1 ム 


Dir •夕 whishido , D . D . W . 

夏 W . 7 害 St . Tel . Endicoft 3 芝 2 

^ お 科 隣 {六 戶な二 


自 午前 儿が 
ち 午後 一げ 


巧 十二時 
そ五哈 


H 本 陶碟お 

雜巧 類卸資 


卜-じ 

づ J 

ブラ ザ ー ス 


日本 

轉服巧 


/が扣 信み が 
/ 化 本 お 


す' 直 十！ 二 了 目 

I 11 ミニ 

/伊藤 
f 服 巧 

ラ喊莫 i 


戒最ボ 丸 ホピ； ング ニ階 ニニ 〇 庭 


.練 


丸 山 洋服 商會 


化が 1 ぉ^貞 

五味簡會 

^ £. 二す沒こ N ‘ Y - 呈 y 
S 享 int 374 巧 

ラン‘ を 子葉 賀 

.ゴが 電氣簡 巧 

}21 IBroadwa 》 

ぎ皇 sti 0 妄 


日本 


ドラィ ダ ^ — ^ブ 


蘭會 


H 本 お 具. 

雜貨 i 賢 

を 良 冒 易踊會 


齒お醫 木 下义巧 


W 1 DW . 1 ごを 芭' 

ブ ー. Mo 邑 ii 8 岩？ 



鑛 鱗敎授 

マ 社を ダンス ▲ 

.►表 馈 体操 A 
紳卜： 、•淑女、 わモ 
化さん 忠じ 巧喀じ 
'敎披 致し 井。 午前 
十惦 ょら 午を 十一 
時を ( U 應を 除く'; 

シヤブ フ ® タン シ 

ング細 飽學枝 卒業 

k が タマ 


笠 ザ 厳 店 



化盧了 親切と を 旨 どし 髓賞 

信 乱： る 鶴 品を 精選し 

特端暖 糟で販 費 致します 

クオが 车ム、 H 术 デン 四 割引 

其 他が 托て 一二 割引 

指輪攀/^を屬並に寶お類 】 切 

ミ グート ン 時計、 人 フ ！ ド ィ 

リノ T 一* 時 許、 を禪蹈 時計 

ゥォ ムク！ マン 萬 年攀. 

ユ バ ぶ 丫 ） プ 鉛筆 

純銀 §|一 並に 銀器】 切 
御歸 劇の 御出淹 一切 
もさ 口 の修縷 はが 險付 じて 確實 

じ お 山 自身が 致します 

組 み 巧 西 四 トニ 了 目 一 五一 

。グ H カー 懲九二 五 号 室 

る 川岸 廚會 

带話 ブライ r ント四 ニーと 四 

hwkaval . Kishico . 1 ご w .42 ndst . 


巧き ホ 図 姑 入 
U 本人への お 
I 語敎巧 じけ 夕 
I 年の 經驗を お 

1 す 0 ー ンツス 

ンと 十五 化 
な：： 一朝 义 時ょ 
ちが 九 恃迄树 
时 にても‘ 蛙し 
U 帷 日は 一 が 
よ b 四時 迄 


成 巧の 秘訣 


B 

dM t 

化 s 

•■一 加 

-li S 


巧 も 

巧 8 

2 

n 1 

y 


ホ 國式英 請を 話す 奉 
は 成功の 鑽 一義です 
本校には U 本人を 没 
じ慨れ た專巧 婦ん敎 
帥 あ b 懇切 じ 曾 詔 通 
滔文 社を 詔を 敎 巧し 
ます。 H 懼週リ みに 
午前 化 時よ な 午を 十 
時 i で閒 校し ー レ- 
ス ンと 十她づ 1。 ネ 
U 直 もじ 巧 校 あれ。 


池 


を' 九 巧 

凹 一二と 


ホ 网勞働 聯盟が 

執念深い 移民 排巧 


排日 移民法 更改に な對し 

支那 人 海員 不ぶ 入閣を 痛擊 


アト ラン ナック 巧に 閒懼 中で 
ぁる 米 齒巧働 聯盟の 幹が お 巧が 
執を な <排=: を お 化を 絲強 しっ 

つ あるのは 

傅統 的な 政策で あり 從 

ホ ごても ポート ランド 及び エ八 

パソ の聯粧 おかで 排日み おを 可 

みした ものであるが、々 巧の 総 

巧ち をの 例 じ 洩れ 中み 期講 曾に 

が H 移 氏 法 お 改の进 案が 提出 さ 
れる i を 「お 想」 して 長文め ホ 誰 
を 巧 巧した。 即も 曰く 「昨 ネ义 

固 じ 化ける 歸 化す 能 外人に 到す 

るが K ホの あな じ關 しおめ て 巧 

- 妙なる 述勸 巧は れつ i あら、 を 

の 第一は H 本 段 おが H 本人の i 

地所 巧を 紫 化した る國 ぶの 齒民 

におし 日本 巧 化の - H 地所 巧を 禁 

止した る 法げ じして、 今後 H 本 

じ 於け る 外人は H 本人 ごが 巧の 

紐を 員 ごして - H 地を 粗 借し 巧る 

かこれ を 所 巧す るを 得ず。 第二 

じ义 人の 化げ あが 一大：：： 本人を 

ぶが をのた め 

® i 々 」0 、、 あるが 

なにして 絶對移 K 排巧 法を 無効 

たらし わべ < 化み じよら て：：： 本 

人の 渡 ホを 巧 能 じらし めん ごし 

つ t あるが 如きを の ~ 揣 じして 

ユ少 •パンに が' ける 本聯 脚が 曾 

は 「化が じよる 絶 勒入闕 銭 化を 

化 約 じよる 絶對续 化に 化 用す る 

i に 絶 おじな 巧」 な； をぶ 盛—- 

た。 然るに：：： 本人は を や 米 閣内 

じがけ る 一大 勢力を 利 化し 得る 

化 おじ ぁ b 、 従つ てこの 與い巧 

がを 彼 おする の 危晚峡 なし どせ 

乎。？ れで斯 くの 如き 逆 碑の か 

ホを おして ド院 があ認 .1、 巧が 

圓 K い' 利權 じかな する が 如き 條 

約の 制を じ對 して h 院が 協赞を 

巧 ふる かに 就て は 深くな はざる 

をが 中。 巧が 

大審院は おな 音 か 

を R て 現： J 十が なし 乂喊 巡邏 船 

广勸 巧し むる：：： 本 入に あする 脚 

む S 化な 適 川の す 可能なる S を 

制を し、 且つ ホ國內 •しお 化する 

歸化 不能の 支那が 人は 本旣 J ら 

迎 妻— がれで 米 人 系 支 孤 人の迎 

をはを の 欄 利。 しど 巧 化した 0 

これ 巧を がが H 移は なをの 授か 

に 反 おする 所な である」 ど 巧し 

:む も。 かじ 第二の 排巧 細昭的 

化 谦は支 邪 人 海 貫の あ 入 図じ對 

する 米 蘭が： £ 糾 をの ホ 端で あつ 

て、 が呂 化を 技 ァンド リユ 1* 

フ八 セス 氏は 一 あに 割し め 千 巧 

の賴 化です 救の 义那乂 がが 員 ご 

して 米齒じ 波が し 

公然 密入阅 し？ ぁる 

樂 がをお 摘 I 、 今後 乂缺じ 入が 

する 外關 船の 檢閱を 撒审ピ むし 

入 雑 巧が.，。' が 扫蚁ど 出が ながの 

ん U を惯 みに 諷 巧し、 化つ か 巧 

資 吳に從 がする 船舶 じ..，- を 巧の 

E 人脚 巧を 送适す I おな はな i 

船 巧 化^れ 化ビし 「を 後を；^ ご 

して 人阅 （巧ざる おに 巧し がけ 

どしての 人 闊を嚴 がす。 化し 迎 


難船 及びを の 船籍 齒のお 氏が ホ 

越じ输 化し 得る おを を 除外す」 
i の 化證を 提出して が 員 不正 入 
國 のが 締を巧 ホした。 

謎の やぅな 

東京 市債 

當局 はががず が 
财 界は肯 をず る 

をを 特電 ±1 1 U お U 大藏 あは 
駐お 财務官 お贊吾 氏が 東京 巧 

憤を 乂國 じて 裳 集す るとの 說 

を 打 巧して ゐ る。 

个 个 

を おの 如 <十互 口を の 本社が 

巧は おが 務官が ホ闽ボ 場で 東京 

巿憤 をぶ 娘 するどの 說を 否を し 

てゐ るのに おし、 十二 日 おの 聯 

を 通洽柬 京が おは 却って 大藏當 

局が 近く 卽 ちじて 

五 千 巧 祁の裏 蜜を 

裳 集ず る 旨を をした ど 傅へ てゐ 

る。， _ ，して 基 化 ゥォー ル 街では 

東を お 憤の 裳 集は 確を 的な 事寶 

と沾 傲し、 これお 裳 集の ホを じ 

就て 柿々 な 說を傳 へて ゐる 〇 1 

說 じょれ じ H 本は 玻 おお 米 兩國 

のか 棋で裳 偵の 豫 をで ぁったが 

W ン ドン 市媒 のず 况を 見越して 

。ン ドンを 中た しが 脊 のみで 裳 

集すべく、 引を が 貪は-セ^ガン 

W 刚で 第一 间の毋 倩を 二で 五は 

力 弗 ど I あじ 機を 見て 第二 巧 目 

の 二 千 五， け 刀 巧を 裳 集す るで あ 

らぅ ご稱 し、 他の- 說は靈 じ 

萊京傲 興の ためこ ド 

ン fu 本が 巧の すを 通じて 一で 

丑订方 邦の 資 々融 姐を 受けて ゐ 

るか. b 、 この 際 これを 長 則を 憤 

に说 巧へ る i ど； るべ くを の 場 

なが 育の お 巧は 一一 一千 五な 巧 巧 ど 

なる が、 この か橫演 なおが 潰 二 

モ巧贿 も 政が 化趾の 下.」 棠 集す 

る ごいん 能 も ある。- 村 ほ 東を お 

巧を を レが 脊ボ 場で 巧談 中のを 

横 お 細は 一 傑と 千 方 弗 じ 速し、 

チェコ •ス 。グァキ ァ のを 憤 一一 

で 置 _ ，け 乃 巧 宛二问 じ. 井る お千ガ 

巧ぶ 期限せ： 九ヶ か、 利率よ み 五 

嘘のを 込みで あるが、 この 外 

ベル の 通貨を ぶを 

すを ごして モルガン 化 脚は 一條 

ぶ 千ガ ホを 触 姐すべく、 フラン 

スじ おする を おは 乂佛 をな 巧涉 

みを 製した 細 係が あるので が 場 

の 不讲を 恐い 凹 ドが 势を觀 姿 中 

であるが、 あか 近い お ホ じは 貸 

現すまい ど 云 はれて， Q る。 


111 本 獄鑛に 

印度が 敵對 

化 護發展 が： 3 的 

啡巧 のがが 業が H 本を 肖の 敵 

じして ホた vS で撕萊 巧が 騒いで 

むる； は 猪に おを 惦化 ごして 晚 

報し じが、 閒< お： J よい ば 印 巧 

g がを のが 誰 おおを 円 的.'- する 

綿 化が 巧 桃 做巧述 刺け 於が ホ か 


掏に 縱滿 されて むな けれ. ごも 本 
年巧じな烈の度ゎ加 へ た；はリ 
い。 これは ボン，、，- じ： 巧け る 滞 
貨が 

約 八 千 乃、 ■ピ 1 じ 速ず 
るの 窮狀を 示しみ を ど、 綿布が 
費 稅の撤 廢が數 午前 巧みされ た 
不滿 ごかを したわら でも あらぅ 
が、 從ホ 印度 妨被 のか 策 某 調が 
柯時 も對英 的、 致 治 的で あつた 
•し 巧ら 中 巧 ホの 一 取 勘は H 本の 不 
化 綻ザか 高昭づ が、 さながら 不 
正 熟ず のが 斥* ザち 標 どず るに ま 
6 しが 如きは® が賴の 政策が 
變 化した もの ど_ して 大いに 注目 
じ 化する。 この 沾お締 ホ 消婪稅 
の 撇膺な 外が 化に 

一、 化 手 W すの 綿 製な の 輸入 關 
-稅引 上 

二、 棉花 輸お稅 設定 

の對 策が 提增 され、 不正 競ず の 
實 傅は 印 巧の みで ら や英國 じを 
及んだ 事實が 立る。 ボンべ I 巧 
績聯 を會長 ブ么ャ 氏が が 巧 

が 政當爲 .たるが 務 委員 

ブラケット 卿 じ。 したる 陳述の 
要 おは 「現を 邱 度の 綻績莱 はを 
つて 見ない 精の 潜 性的 危機に 迫 
つて ゐる 。問題の 消費 as を 五 
がは 綿 製 口 I の價お 上騰に 伴 ひ 綿 

巧 ^ おほじ尤て約四かの兰ァ ン 

ナ^' 大な姐 ごな b 其 他 高率の 國 

我、 地ぶ 稅 、市 稅を 賦課され 化 

カエ 場 法、 勞慟者 賊憤法 等の 社 

を 政策を がに 拘束され 地へ 難き 

负化 どなつ てゐ る。 がるに り 本 

はブ シン.^ ン條 約を 磯 行せ やか 

二 時 糊、'/ をが 制、 化 巧‘‘， •巧え 

ず巧慟 及^) 下を した 爲替で 盛ん 

じ 印 巧か节 ダン ビングを 巧 ひ 

ま 邪、 ァ广リ 々迄 H 本 製 おの 躁 

綱す る處 VJ むつた。 化 巧の 紛績 

龙中 U 本が I 早ら 一 剝六か 乃至 四 

剧の配 常を してなる のは 這般の 

事悄を 語る もので わる」 どるつ 

てゐ る。 乍 併' 一の 柿 巧 巧の 速 動 I 大藏當 め 發おピ ょれば 十 巧 上 

じ お*- る 印巧當 巧の 態 巧は 極め 1 巧の 横 お 外 十二 港の お W 貿易は 

て 冷 辟で あら、 父 肝 甚の典 固で!^ おと 千 二 I な 四十-二 r 刃 七で w 、 

も 巧 巧 巧の 不振は ! 輸入 六 千と 十 お 巧 ニモ W じて お 

生產 過乘- であつ てこの j お 一で 二 巧 六十 八 巧 おで 阳を示 

過 剩は巧 巧の みならず 世が み國 しで ゐ る。 

お 通の 樂象 であぇ ミ U し、 所謂； 補助 染料 品 か 種 

不史縣 ずの 對 策た も搞化 檢出截 補 巧 染料 品目 か 柿决定 しわる 

製品 輸入 お 引 上等は 未だ 實際 避を W て热府 はこれ が 獎腳を 四 巧 

趣 ど U ら わか も かれんが、 惡吿巧 W を 本年よ ら六ケ 年間 お 問 S 


を すれば 本が おの 安ぶ、 即度 

がの' 小肢 、延 いて おなおの 珍 

をはを ぃだけ ±ん が 巧 名 じ も 

巧：^ 葬で、 岡 時に H 本な をな 

の ほお」 摄あ ボンべ ー ホ瑞の 

强調 はち どして ぶが 娘ち 筋の 

活踏 じみ <處 、化 塔が 跋震者 

は 別く して 4^ 人 楠 化が 巧び 蔑 

家侧ょ b せ ば棉化 F をの 危機 

を 救 ツ巧抵 を 維持せ るは U 本 

が績 U らど いふべ く、 印废絲 

績 のが 械 運動 ご颇ク J ホ おな 現 

象を 宝ず るら の VJ 思け 

露 國な府 ご 

觀銀巧 借 

乂國 政府な 嘟笑 

こア 政府の 化辨 ぶが 過般 組 
育夕 t ムス 記を ピの 見に 於て 
おし 义轉 銀行 劇が 適 堂な 方法で 
資 をを 融通ず るなら が 《 シアは 
おふスよ年じ.けって-|= 1 億巧じ 
垂 々どす る n シアが 奥の 產 業が 
料 思 I 切を 乂圃か ¢‘1 ホめ、 巧 じ 
自截 貨車 九な 巧輛ぶ 乂輕の 供給 
じ 仰ぐ ど聲 明した もじ 凿 して ホ' 
國か府 化を はこの 說を 一笑に 附 
し h 兀巧 戦時中の 貧 潰 巧 勤して 
ぶ を 廻 避し つ； ホる 繫關 政府 
じ韵 し米國 はな 人で ない 限も觀 
かる 巨額の 融通を 爾 てす るら の 
な 恐らく I 人 も あるまい ど 述べ 
踩じ貨 単 九な 巧 髓說の 如きは 現 
お 米齒の 農場 じ. も斯 くを 較の 
おが 輒を 使用して るない 事 嘗を染 
'がて これ 又 一 郁の 妄想で ある ど 
斷 じて 曰く 

を^^; を府當 局 斯 か る 提潍を 
敢て する 弧 もは を樂化 輿が 目 
一 的では なく、 斯 かる 計 晝を暗 
一 I 一 示して 乂题 よら 政治 上の 承認 

社. を 求めん ごする を 傅で ある。. 

〔本社 おを 特笔】 


上旬の 賛易 


傅は 劉な お 巧し 難い お 度に 進み 

つ i もる のでが ボンべ I 領事- 1 

り 本が 績 職を 會 出張員ぶ び 柿 か j 一 

間 裳 巧は 巧 S 角を 陈 溝し 虛僞 一^ 

宣 巧に おして 辯 明の 方法を 雜卜 

る i おかを せた が、 是 等の 恼 W 

達する ど 典に 最近な 闕じ 於て り 

す 閒に附 し 難し どし 關保 筋に 化 

て 巧々 對 策を 講じて ゐる模 巧で 

ある。 义印巧 棉花、 綿糸 か 

課稅閒 題に 就て シみ 

ポ ー ^ 中島 絞颁 事の 最化報 心は 

左 S 如し 

ボンべ— がが 策は 於が た' す 

お 殺き に 近が 义 U 本 おの 化爭 

を窩 2? し峽 じょら て 视豐饥 撒 

赔 、保 讓觸秘 乃至 綿花 輸山視 

贼課 摩に おする 述 刺を 揽 瓶し 

てんる 一 方、 巧が 巧 下げ 操 

巧 S 駐 傅み：：： 本 おの ダン ヒン 

グみ 辦ど爭 どし'. しむる どの 報 

心と 化キし K が 、. J 势が 

ぶじ 一が 出ん が 巧が 侧卜り 做 


會社 じを 附の當 である ど。 

最近 '3 H 銀 帳が 

を 換巧發 巧 高 十二 億 八け 六十 

五 巧と 千 W 、 限 5：： 發わ S 卞巧丄 ハ 

十五 巧よ 千 川、 貸 出 高 S 億 一千 

一二な 九十と 方 一二 千 W じして コ ー 

瓜潛 H 物は 一錢 四が 五毛ょ b 一 

錢 ホ' 姐 五毛を 哨 へて むる。 

义 がは 增收豫 想 

本年の 蔵 化を はわ 億と 千な 方 

山 じて 前年 ょら 二 億 二 千で w の 

增加 である。 义化も 昨年ょ b 四 

が 方 巧の 巧收 をが 想され 農を の 

化 人数 巧すべく 化 ハ お 響は ホ だ 現 

はれ 口が、 農が の鹏 買力激 あの 

結 架を おは. 農が ょらを づべ しど 

拟 がは 觀测 して ゐ る。 

藤本 銀行 新會畏 

席 本 ビ^プ n — カ ー が 巧化締 

役 巧 良 平贺敢 にが 職に かき 巧が 

一太郎に 後作 じ內 をした。 
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黄禍 


t 命の 獨を 嘯く 

リ露支 問 盟が宵 現さ^ 

白を 文明を 威嚇ず る 


『一二 十 ザみ すは 映絕 じじ おして 
ぶ禍の 恐るべき じ甚 服し なくて 
は。 ら ぬく 說 いたので ある. か、 
當時歐 讲のお 海 的 地位に あつじ 

政治家 等は これを 聴か U かつた 

ので ある。 今 H この 禍 *一 單じ歐 

洲 のみ。 らや 

西洋文明 の 上 じ おひか 

ぶ さつて むる。 を 佩は 今や 巧 風 

をぶ 骚 しつ t ある ご间 巧の 巧 巧- 

に がて 义闕 をら 威嚇して むる。 

闕際的 過激 ま 義义び これ と 等し 

危險 なる 國隙的 資本 キ義は 併 

巧して 勘いて むる が、 この 資本 

まあは 化 ホの 政治家を 驅 つてら 

を父剛 をれ 自身が 危機 じ 瀬して 

なる の 事 實に营 目たら しめ やぅ 

どして ゐろ かじ 見 へら 』 が 

< 留頌 して 前獨逸 皇帝 ゥキ术 へ 

ム • ホ — へ ン ゾ ラ ン は を の 常 

が U 的黃禍 論を 、 j — X 卜あ排 H 巧 

聞 紙上し 挺を した。 彼れ は 口く 

『技い W 前から 豫則 がら H た亞 

細 曲の 

一二 题同明 皿は 窜實 こなつ 

た。 この間 盟 は單- し歐洲 じ掛抗 

せんどす るの み. y ■ら中 化ての 白 

色ん 种 じ敵對 せんごす る もので 

あゥ 、ホ どして アングロ •サク 

ソン 系統に 反抗 せんどす る もの 

じ丄 てを の円標 どす る處は 「亞 

- 細' 曲. < のた ゎの 蓝細 巧」 で ゎる 

: おし 支那が 踩洲^ 孰れ かの 國み 

义は アングロ •サクソン 國乃ま 

一是 等の 一 蝴ご街 おする 場を、 紫 

:-一 じ：！ シアの 援 巧を ずけ 且つを 

一 か H 本の 授かを もを くるで あら 

V っ。 规閒带 おの 傅 ふる 處 じよる 

j どま 脈 じは n シアのを と 日本の 

- 武器と によつ て 武装され たか 万 

i の 陵 巧が あつて 一朝を おの 隙に 

一瞄 へて むる とい ふが、 一說 によ 

を d 英國の シン ボポ！ グ軍潘 じ 

i お 崎ゼん .かため じ H 露 兩國は 共 

一間で 滿 港に 

! 乂軍潑 を を 築く、 とに み 

一ぶ した ど ミ はれて ゐ る。 か 論 H 


喊义 は-をし i ；?- けぃげ 遂にを を 
ん柿じ Jb て 亡 さいる であらぅ 
ど 論じ' 最後に 『邏 羅皇 ホは 故 
近 歐洲が 學ホじ 向つ て 白色 A 鞠 
どお婚 すべから やどの みみ 書を 
媛し、 遇羅 人は 他の 孰れの 人が 
ご阳じ < 優な であを ど 云つ たの 
は哪も 白色ん 柿への 敵 おを みす 
ものである』 ど 諷し 

英米 兩國 を中必 ごする 

西歐諸 越が 前に ボ作 セゲキ スト 
モン ゴタ アンの 大敵を 控 へて ゐ 
ながら、 相阅 ぐは 後 じ 瞬を 嚼む 
のを だくを つて 自 をが 大巧 必を 
抱いて 歐 卵を 引つ 搔き迴 した i 

を棚 じ 上 げ|:3; こ さ う r 嘟づ i て 

ゐ るり 


ラ デ オ機じ 

十 割 課稅乎 

フアン じ 恐 瞄をホ さう 

巧を の 秋 ごなら これから ラ デ 

才宰 節に 這 入らう どして ゐるこ 

の 頃、 か國 H 本の 一般 フアンに 

とク てを 易なら ぬ 話が 持 も 上つ 

た。 をれ は 輸入され る ラ •テオ 陳 

械一 まじ 化て 十 割の 賛巧稅 を 課 

されさう^:^が勢がな へ 出したぇ 

だ。 か 論 ホ だ 

具体 寒 が 出 ホた 譯 ではな 

いが、 大藏堪 内の 大体の な 見は 

をれ が 目下 U 賛澤 おで あるし 岛 

つ國 產獎勵 のを 地 からら 十割税 

じ 統一す る 方に 傾いて 居ら、 そ 

れらホ 年巧豫 算の算 をの 時じ乂 

れ さうな 增 さが ある C 1 体 ラ デ 

才 ，し 昨 巧 十 割 親 制を の 常 恃ゴ巧 

等 間 題に されな かつむ が、 放を 

局の 出現から 急激 じ 輸入され 巧 

離 でら これを は 時宜に 應 じて 乂 

ホけ 物 禅 器具と して 二 一二 剧の稅 

を 課せられて ゐ たが、 装飾の 細 

か な酱昔器じ 顔す る もの ご認 め^ 

られ ると を もじ 十 割の 

聲澤 稅が课 せられる お ホ 

で 格め てす 統】 みが 態に あつた 


剧課稅 つて？ をん 具 化. 集は 一 
寸も巧つてむないし、 1=たさぅ 
。る ども 化を しては ゐ； ，- い。 惟 
白 か 一個の 化 見と して こ フデ ォ 
はお だ 一般的 實 が おじ 。ら切 
れ や、 赞巧 おど 思 はれ'' •から 巧 
どか 制限し 巧 ごは 思つ .& る 0 
一二の がかな がの 化で などぅ し 
て も お 巧ない が、 他 t 殆ん どを 
がみ 化 おで 閒 にを ふ A •ら國 產獎 
贼の怠睐じら^:^らぅ， __ 

藤 原 氏が 嗔ふ 

日本 新装 謠 

旣 報の 如く 中 山‘ 一 さ 子 夫人 助 
が、 テナ ー 赌 巧義； ..巧の 獨唱窝 
はがる か H 午後ん 卜置 かから 

\夕！ナシ3ナ八* ;^ゥスで 

開 惟すべく、 當ぷ 膝な には 日本 
の 巧 諾を嗔 ふ 當で完 がの 巧」 や 
— 沖のから め」 等 おじ お 馴染の も 
の^、 詩人 化か 白 秋 氏の 作で 
最 山 耕 化 巧り ホ 曲した 「化 
られ て」 「から.；； で 化」 「かへ 

ろ!'^ ど」 等を おで i る 當でゐ 

る bi 、 をの 歌誦は 去の 如し 

叱られ 

化ら れ て、 化ら f て 
みの子は 听 まで^ 化に 
ごのす は 巧 や ん むしな 
女べ さみし' い： づれ 

ーンピ 狐が dh せりが 


比ら れ て、 叱 II 

口には 出さね f 

1 A の おお 

がんて ゐ なわ 仇 


黃 

卜 

な 

八 

十 

に 

贿 


.ぷ玄 ょ rs * 碟藝 でを も乏は 云へ を j 現が の狀 態で^ ラ テオ 機の 猪ん 

^ f ， < ■ > 、 avaMM 一’ t ， . 一 > ■ 


が權を 姑； にす る處が あるから 時 

巧ら 獨立巧 勘を 採る i も あらう 

が、' これけ 親善なる 同盤幽 巧に 

ある 歐米列 おが 巧が b 相を 利権 

のが 突を 見る の ご 岡梭 であら。 

々で H 本け 盛國 なが 9 ためじ 义 

自國 のた めじ 盛んに 驅逐 艦、 潜 

がが を 雄を しつ i ある。 而 して 

と 那は暂 降 じ 於て 八十での 陸軍 

を雜 せん ミし つ、、 あ b ' 巧义將 

i おは 除外され てなる どい ふを だ 

-が こけは あら 巧べき 至で ある。 

一巧が 支那 じがて は 即度人 ど 巧藏- 

，人の 带隊が 組織され つ i わるが 

をの 旨踐は 英ホ佛 である。 斯く 

て予が 

一二 十 年 煎じが 言した 黃 

禍は 今や 勸然 たる 事赏 どして 現 

はいた 』 こう 静 じて カィ ザ 

_-1 はう をぇ こど 化ち をせ てを 巧 

一-舌を ，趣 ひ 『斯 くの かくで あるの 

じ 歐乂列 强が獨 逸 じ乘り 込んで 

一' が货问 巧の お 舞を が じつ！ ある 
; のは 怪しから ぬ」 V 」 說 きたる 後 


'れて 

- 眼に 涙 

の 山を 

: 花の 村 

ほ 如に 雜見 けで つの 至 

•梅は 咲 f たか 

心^いた 心 
傑 U よか だか 飞 

.梓な よ/ 丄 

姐 吹 や 淺氣^ 色 ばつ かち 

f シヨ ンザ ィナ 

j - ちの 巧 

节 ぉぃた よ 

I が お. いたよ 

一 £ げは脯 い j 

"のとげ だよ 

=1 がぶ 實 るよ 

一の 丰だょ 

から、’，^- の 做で 泣いた よ 



巧な-'〜 や 二 


で 化て はみ 地^で あら、 瓦つ を 

れで おみ 間 じ^ ふけれ ども 優秀 

ならのに をク ては 到巧舶 ホな の 

敵では ない。 ホ獨英 からよ ごし 

て輸んされをン ンーゲァーの如 

きは 獨の ネスパ、 サバ グリン タ 

0 ス〇英 の スタ ー ブング 〇乂の 

プラン デス 等 十数 柿 あらそれ ぞ 

れの柿 類が 巧 率 巧す 五', パ 側は 下 

ら 中、 レシ ー ゲア ー だけの 輸入 

十で U ' を赵 ゆるち 巧で あち あじ 一 

二 肖 五十 W から 五な 山の セット 

も •キグ ブランの ニユ i トグ ダィ 

ン 始め ス ビブ グ 、ド グフ 、ホ 八 

ト ノブ クス 等 をれ <、巧 じ 巧 五 

十 刪み 外の 输 入が あ b 、 をれ じ 

化ての 

部 かお も 仲々 夕く瑜 入 さ 

れてゐ る。 をれ がが ぶな じ 賓 b 

挪 かれて むる だ 巧を をても 今後 


でかつ たよ 


ご い ふぃであつた が、 巧が巧 I 
の 名 十， 司 會者香 西み 郞 さんの が 
か馈說 ょろしく あつて、 第二の 
あ 十， 柳' 原 脅 •不一さん が自 巧 協を の 
円 的を 詢 々ご 說 W する。 

♦天 山 おがが 育 ぉ H 枉 ぇ谣談 
ごして 畏くも 秩 父を 殿 ドの 御 逸 
話を め 四十を 辯 じ 立，'. た 後 じ 第 
一二の 名 ± 川 島末么 進 牧師 y 自肋 
ど 相を 扶肋 どの 必要を 力說 L 、 
み-; 淸 水を 次郎歧 帥の お 說があ 
つた 後天 山 君は 浪花節ぶ 軍が 谦 
談 r 西 比 利 亞を談 輪 卒の舊 死」 を 
辯 じ‘；；^ て 巧 評禪ご 散®:。 
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迹 


瑚 ぶ 


菅沼忠 雄 袁歸紐 

加州では を 巧、 0 1 サンピが 
ス 等で 松 山を お 若 ど轉戰 しを の 
後 シアトル 、タコマ 化 方の 白ん 
撰 手を 相手に 轉 戦して むじ 宿 球 
家 菅巧忠 雄 巧は をい 旅を 終つ て 
まる ±曜《 じ歸糾 したが、 この 
をは ロ ー ラ！ •ブラ ザ ー スご契 
約 巧ら 六十 六； J 目 ど コ〇ン バス 
巧の 日 — ラー 球場 i ブ八 ックリ 
ンりグ U ! ド クム！ VJ ホ V t ド 
衔 シュバー ト劇 镇ビ朱 デン グ巧 
の 。1ラ！球場でホ年凹巧を模 
節 競技を 續け るを である。' 

東京 便り だ 

♦菊她 お 陽む ォ リ ン タ 方 
寫眞エ 萊巧社 技師 長の 巧 君は 今 
回 岡 社の 新 事業 關 おじ 就て 踩ホ 
の斯 聚を視 をが 兜の じめ 十 巧 中 
旬 川山發 米國經 か渡歐 する も。 

♦神 子 島 椿那若 まると 巧 中 
佐义間 ミッ 芋 媛 V 一 婚約 化 b 巧る 
十 一 巧 中句 結婚 巧を 擧巧 ずる ミ 
になつ てなる。 化 嫁は ミ シボン 
大學巧 身を 欠 閱を雄 巧の 令妹で 

才媛の 嚳い廣 い 婦人で ある。 因 

みに 神す 島 君は 最あ威 許から 嚴 

父を 呼び 海せ がか 蒲 旧に 化 居し 

て ゐる〇 


り 本む お 祇扣巧 御中 达じ應 じ 
を 事 御' 保を に 抑 取扱 ひか - H 核 

ホ潘― " tu ホー Vn 心 

▼リ本 お巧哪 f 別間 わ' り) 

を 巧 カリ ホが ニア お 六 一二 
•あ 訊 ■カネ—- 八 一六 


紐 育 旅 能 田 中 奥巧郞 

お 四十 了 目 二 四 1 1， 番 
Tel . Caledonia 呈 A 


西 六十 五 T 目む 四十 六を 

一力 旅館 太 橋 

屯 話 エン ゲ コット 八 六 1 〇 

辨當 皮び 壽 司の 家庭 化 出し 
を 致しまず から 何を 宜敷御 
攝 なの おを 願 ひます 

御 下宿 宮本 

1 苦 E .49 ihSt , 章. で W Tel . piaza . B 175 


淸 潔、 設備を を 

ホ 刀 衙王が 

支那 街 じ 二 了 
を呈 harine Si . Tel , Dry Dock 普 芝 


御で 宿 

I 桑み 溝ぶ 廊 

4 是ジ己 三 ih SI Philad 昔 hia す’ 
ぎ 草 里 nut 夏 一 


口 斗 サン ゼ ルス 地方の 御 
觀化 _1 はな 善の 御 使を を 計 b ホ 

\ — グバ' 

ホ テ 火 

羅胸ホ じがけ る 岡胞經 營中最 
新み 高等 ホ テ 八で あ b ます 

I 麻を 街 こ 亢半 

H ダ アン ダ ィキと 六 五 丸 
々_- ツカー ーニ 八 六 一二 

赁 自動車 (あ 野} 

巧 巧御觀 あじは 最も 横 通し 
h イ バレ' が 御 ま お 中 上ます 


羅あ 

たに 
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ャ トル 巿 

NP 旅館 


なる-ま h ylve . w ? weattl 夕 W ミ h . 

^谣 i を ご IT な 側 お階建 
: j 木 巧® 巧 化 巧が お 場 送迎 


ストン ホ 

嘗 i が 舘大浦 末 松 

1 さ W 弓資 t ミ 资. Bos す n Mass . 
Tel . Co 享 915 宜 


•顏 鄉 - 卸、 ル寶 
I 空腹が 油 操 
1 日本を 料 品 一が 

南 cnriwft ご cn c - aKO 广？ 

畫 ThijI Avr 

ぎ ミ I 岩 18 
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ち-甲 59 th 芭. 
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れ勝もどなつゎ家族や、 知邑への通信を¢{ li ^すべき最 
ら適當な巧妨でをら.とホじ、 1 がの腐1*^である^:4\と前 


- - - 


を晚 をに ては 戰欄 準條の 時季で^^ 


す。 
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會社 商家 用の 書簡 用紙、 ぶ ル ヘッド 
會計 簿傳票 等を 始め メ呵 、姓名 入り 
特製 書簡 巧 紙 S 宿所 入 ザ封傳 、名刺 
ゴ厶 印、 原稿用紙 等い ぶ マ 




新報 


带話ス プリ 去 八 ニ セ セに 御 一報 
あれげ 罕な 社員を 伺 だせます 0 


からた， J ^シあがおいたょ 
白 いん！ r 化 i がいた ょ 

へろ^ へろ ご 

か ヘス、 か-ろ ど 

巧 也て かへ ぶ 

みのつ いじ f 影 

兒 t かろ 

かへ る^ 曠 '、から . 

かへ：' 

この 農 クバ！ T ン 、 ロシァ 等の 

民謠ペ rv ゴ - ット」 「マノン」 

等の •- ベタの， リァ 数 神を 溃喝 

する で じな つ''：! 0. 

.：|/ 助が 淨 催 

/ 夭 山ぶ 講談 

/ 坡化炉 式で 大 好評 

♦本紙 魄が紐 巧：：‘ 本人 自助 協 

一 ごい ふ 巧た じ まれむ 自助 閣体 

惟の 大滿 なが ホ 人基慘 靑年 

の 巧が 蠢 され、 千剝 8 磯 矿舘 で閉か S のは コ 。ンご 

は 化 當彭蠻 すももの ど觀 をク少 ，テ ー の 巧で かつた。 聴衆 二が 頗 

てゐ る。 あじ 就て 大媒ぜ 常 山^ 





財：？ をは 語る. 


「ラ ザオの • 


る嘘會 

お 心的る のが 說も ある 笠 だ j 


演 

遞 


まら 子 夫人 良人 ぉ大臣 韻 

征罐論 島 旧 一郎の 傅 

巧潘 無線電信 隊 の奮戰 

余興 雲 其 儘め 浪化節 


後品脯 

主催^ 日 奉ん 宿屋 組合 


^ 詳れ人 

長巧縣 細な 謙 S . タキ 巧 川 
山お縣 齋お乂 S 耶 ワィ 阿部 
福 井 縣山本 侯 张京 おぶ 木 等 
山 口山 本 龍 辆福岡 谷 石 時み 邮 
主 口川 淸 一郎 (旅 巧 ま) 

早 巧 旧大學 出身 中が 貫 1 1 

ぶ 0 ちに 述 知を 巧き おちと i 

慎 ra 本人 若く はな 人ょ b 現 
化 巧 御 通知 願 上 候 

紐 育 巧鹽總 領事 舘 

1 吉 B 三 左 ミ y New ジ rk 呈 y 



GEORGE W. WELSfTS SONS 

' 巧 巧 赏戚を 皆 


BROADWAY 

OPPOSITE 
ST.PAUL’S CHAPEL 
ATVESEY STREET 


TaiyoTradingCoJnc. 

Importers & Exporters 
101 Fifth む M.Y. 

Tel Stuyvesant 3823-5. 

327 W. Madison 化々 e;, 
Chicago, Illinois 


THE FUJIMOTO 
な即 RITIES 即 . ，面 . 

120 Broadway N. Y. Ciiy 
Rector 2416-3 お 9 


The 別 帥謂 日 8 喊， Lid, 

m KORR AGEIi む 
1 が Roadway 
Tel. お 顧が 7444-74 が 


I The Mofia 阳 a 
I S |) が お Bank, Ltd 

j Equitable ぉお . 1 Y. 

! Phone Rector 2550 


MOBIMURA B 削 S.,lnc. 

お - 巧 ぷ W.23nlS し 
Ne 、 パ ork むか 
Tel. む am が cy 巧 50 


JAPAN ART STUDIO 

624 LEXIGflTGfi WE. N. Y. 

巧し PLAZA 4538 


社 會式株 船 薇洋東 

T. K. K. 

NEW YORK OFFICE ； 

Room 801-805, t65 Broadway 

PHONE . CORTLANDT 6047 

San ド i.ancisco Oltice: 551 Market St 

帆 か 灌 を 

化 化乂南 巧 お ホ 化 


THE MITSUI BANK, LTD. 

NEW YORK A(;KN(:y , 
Room No. 1012, ' 

61 Broad way, N. Y. じ . i 
Tel. Bowling Green 344() 


ん 

The M けが ！} ishi 邮 化 | Ltd. 

EQUITABLE BLDG. 

. 120 Broadway, New York 
Telephone Rec わ !* 9 が 3-8S 


The Banko け aiwan, LW. 

Room 308 

Ben 打 e 打 son inve が i 归 g Bldg., 
165 Broadway, N. Y. 
Te レ CorUamlt 72 が - おう -; U 


ゾ 




KAYO な 民 OS. 

205 E. 58 化 St. liew むけむ b 
Te し むが nt 4817 


WALKER & FLflBIO 

CUSTOM TABORS 

20 DEY ST., NEW YORK 
Near Church St. 
tel. CORTLANDT 7667 


JohnWanamaker, New York 

Cor. 9th St. and Broadway 

Guide's Offi が 
and Shopping Service 

Mrs. EdUh Humphry 
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♦诊 ら」 き卷煙 


♦巧ト パイプ 各穗 


ホノ か、 •橫沒 みろ 長ち 上诞 ■香港 •馬を 抗わ 

西 比 利亞义 bio 、 呂〇 咽) 十 H ホと H 

(窺が 巧 酌 十 《サ ニ H ) 

太が 义 (ニニ、 000 巧】 十一 巧 十 H 
天洋見 (ニニ、 0 客嗯) 十一月 四 U 
コレア 化 三 0、 呂〇 晒) 十二月 八 H 
(羅 かお 帆 十ニ リ 四：：！】 

を 洋义 三 Irog 峨 一十一 一巧 二十 一 百 


化が 墨西哥 、秘 お、 智利諸 港 巧 
なが ホノ が、 横 溝 神 戶巧司 香雜巧 
- ; 巧復 共を々 迎 一面 > 
◊桑巧衍沒ま切巧隐窒を路入御翰强化4ぉ 


がな 五十 脚 3 上ゴ ハを wh i 
本 的 一を 期 一^が 息；= ま ハを」 I 二签 .な內 一 
預を^を日「が貨を十圓なし - ! 
r , を广巧 圆 じせ U ホー 錢 r .) ； 

- (化シ を 千な W 下ノ おな 巧を « がを ) i 

，橫濱 ぶ 金銀 巧 《 ぶ 巧 I 

鄕 里を をは 部て 無手 数 巧に 常 I 
わ 横； 饭 本店 辉も 送を みお mE お - 


ijij 長 巧 梅 化ぶ ま 左衛巧 ； 

み 巧 大阪化 あ 五 T 目 
が 育 支店が 育 ブ 《 1 ドゥで 一 •占 凹 十九 あ 

難 化な 繩巧 

東京、 横 お、 をを 崖、 巧ぶ，- 卿戶 
尾ノ 道、 廣 な、 お、 柳 ホ、 了關 
巧 司、 ル 倉、 巧 松， 博夕 、品； 米 等 
本國 巧を、 鄉 おを をを 一吉め 
て 御 巧 利 迅速 じ 御 化 おな ザが 



藤 木 證券 舒社 

、 I 龄が化 証巧ノ 質な、 引ぶ' おお 
"を娜 、並 二と 二 關ス片 J T 楽 掠 

鎌 贼麟本 ビル ブ。— 力-銀 巧 
紐 育 お 張 所 


雜貨 陶 化粧 

ラィ グ * ズ卸巧 


トラ イク‘ クお •ジ 

@ 太洋寶 易ぶ 喬社 


支 巧 かがを ゴス トン 


觸破 器、 雜貨、 -- リ質 
ンプ及 ランプが 

森 村 ブー ヴザ 1 ス 


H 本、 支那が 书 製ぶ 
術 お、 細 人 用が 飾が 
化 装飾な 

ま巧 ア ^ス 

が* ilik チ ユデオ 

高等た 術 お 修絳、 

首 飾 お、 マト ブング 

U 本 服规縫 


四 


國民の 選良を 迎 へた 

大乂 けの， 晩餐 會と 講猶會 

磯部な 木 中が S 巧の 所見 發表 


1 した。 山 出ぶ の 堅實振 6 は 第. 一. 
セットむ 六-ニニに てがみね る も 
.與ニ セ パト じ 入らて ク ラングを 
したの が^を なし 第二 第 互 


巧 


9 


H 



前週 止曜 午前 ホ 搂加东 

太に ないた ホ講院 雜貫蝴 一巧ぶ 

: 懼 U 午前に ナィ ャザラ 游か觀 
化を おへ、- 午 巧 一時 米國侧 のみ 

が 午餐 巧 じ 列し 加を 太 側の 賓を 

して 自衡ザ じ 化り 卜 U ントじ 

^ 赴き 向か 十 時 キング、 玉 ドヮー 

ド、 ホブ i , じな 宿、 月 腿 午前 十 

巧卜 。ント 乂 を 等視該 、午後 一 

時 ォンタリォ 政府 ま 催の 午餐を 

じ 臨み、 同が ォッタ 7 に 若昨乂 

稲 H の會 盛に 则し今 朗九時 モン 
トリ—^ に 向つ たか 明 十 お 日ク 

; で ベック じがけ る 晚餐會 を S . て 

一 旅 巧を ある 次第で ぁるが、 代講 

古 一が は 滞 紐 中、 去る 九日 午後 

よ 時 日本化 樂部ま おの 救 迎晚餐 

會じ 臨む だ。 

同夜 お 席 のホ賓 一巧は 

商 木 益太郞 、平野 光雄、 巾 かを 

W 請、 巧 ホ大輔 、前山 房么 助、 磯 

部尙 、离 烏顺 作、 瞄俊 ま、 無 旧 

_ 巧の 九 化諸卜 ぶび 阳：： 衆議院 酱 

記官 でぁつ たが グザ I トコー ス 

じ 入れる 頃贫長 柏木を 巧 氏 起 も 

:て歡 迎の齡 を 述べ、！ 巧のを 大 

I なる 使 かを おた せる を 麻し 削 長 

巧 田巧謠 十を おかした。 お阳氏 

I けを もて 渡ぶな ホの 强 想を 披髓 

し 旅 中の が 訴に滿 煤を 哄笑せ し 

めじ か 午後 八 時半 撒を 後一 巧 中 

の 一が はお もに リ 本ん を ホ ぉの 

お說 曾に 赴いた。 當 促け 巧耐蕭 

な 陰お^ おぶ 峭に 迫ょ わる じ拘 

は ら^;^^ 

聽 衆： 音 


を 越け ホな じ 


緊 化して 居た が •.劈が 司會 をの 
開 巧の おが じ ホぎ 脅 長大 島 化 佐 

巧 化 づ微迎 & 辭を陳 ベ、 東を 巧 

選出 政ぶ 曾 所頗能 貴で 法 普界の 
重鑛 たる 磯部 衍 巧は 開口 锁洲じ 
がける 画 際 政情の 一 班を 說 き、 
國際 聯盟の お ホ ご ホ 画 どの 關係 
じ 論及し 更らじ 太 ホげ 問題に 轉 
じて 间胞の 發窝ど 健 翻 どを ホ 留 
して 降 潰した。 み じ 同じ^を 京 
ホ 選出 憲政 食 所お證 員で 法曹 巧' 

の ホ 輩で ある 高木 益义郞 氏け 得 
窓の 快 辯を がつ て 二十 年" 侧 渡米 
當時ご 昨今の. 相違を 指摘 じ H 本 

じがけ る 階-燕 制度 採用の 將ホど 
脯人 陪審 遂 加が 自が S 趨巧 じる 

べきを 説き、 ぶ轉 にがけ る陷審 

戴 巧の 長短を 比較 論評し わが 景 

後に 

か 藤 巧閣の 普選を 制を 

奥族院 なを、 おがの 整 巧 じが 巧 

せる を 語らて 釉 々遵擧 演說に 額 

する 所が あつむ。 を 木に に 次い 

で 司 曾 者 ょら 『紐 挣の寵 な』 どし 

て紹 かされむ 鹿 巧 島 縣選化 政ぶ 

本 黨所 處歲貸 中 村蟲赛 氏は が も 

銷衣歸 鄕の或 あら ご！： 白 頭して な 

闕政 巧の 近情を 語ら • H 米 問題 

か 糾の化 巧 ょら 游 の 閣の巧 巧 問 

强じ言 政して 足れが 解決の み 喪 

を 論じ 化 年 自己が 闷禪 题じ勵 し. 

て 山 本 おじ 献策せ る事寶 V 無げ 

且つ 威 W 外交 t 带大 なる 黃 巧を 

帶 びつ、 ある だが 时胞 の覺 おを' 

促が し 溝 細の 人が 登用ぶ 針を 输 

擊レ 孰れ も 蜗ぶ础 じ散會 'した。 


藤を 人君の 爲 めじ 惜败 したが 本 
年は 首 お 克く巧 お 適を 協 も 得た 
み 第で ある。 游二 組の 優勝 戰で 
は 森 村 組の お 藤 君く 靑 をを の稱 
ットを 凹— パ、 一二 1 ホ じて 失坦 君が ビ片ト モア、 ウ王ス トコ 
— r 、 をに おを なお 君の おを 承けー マで を戰し 巧者の 勢力 化 化 仲 
了本ぉ樂が搜ず摧^>猎衍した しを ホ I グ に於て 1 勝 ； 败の ク 


スア 左の かし。/ 

單 試を 優 騰^ 

查 111 六み 卜四 ホ- 


皮 試を 

東巧嚷 靴 ホ' 
巧 = 翁 夕が紐 


酷 


兰 


ぶ賃會 

保健 k 題 等 研究 

紐 ill ：?! 本人 會 W 働を 員 會けま 
る 十 《 午後 ホ 時で を 都し が' 一’ 開 
催、 が 旧、 織 出 小 巧、 吾田、 
西 か、 水 ハ 合 及び 乃 H 馨記 長のと 


口！ スゲ！ ムを繰 遮し つ、 モー 
ニン グラゥンドを 終ら おじ アフ 
ミ 山 旧- ター ヌン ラゥンドの 猜ちホ 1 八 
まで 押 進んで 巧つ わがを 練の お 
一二 河 I 藤を は 化 おじ 於て 大 じかす る 魔 
あ- 〇 アグ レツ シ ー ゲな攻 黎を開 
始 してを ホ I ^ で 敵を 滕 をし 繼 
繪 的に ホ！ ルを 奪 ひ 第 十ニ ホ ー 
片 じがて 最後の 止めを 刺しと ア 
ップ 六ッ！ プレイの 大差を なつ 
て 見事に 優勝 盃を 獲辩 した。 


中が 巧 歓迎 晚餐 

化 巧非府 じ開懼 された 萬國議 

巧 出席 柏々 な 見づ 一を おした る 後 員 會難じ 出席した 化議 十； 中が 嘉 

(こ 巿蜜材 ど 柳 絡して が 傑 問' 壽 巧の 巧が を 機 ど ムニ 州會 おお 

題 じ 關すも 映聲曲 話を 試驗 的に の ド こ农る 二十— f 义罹日 一を を 

巡講 する/と (/) わ 崖， 職業 罔 旋六時 ザょ b 東 十 乂了目 四十 一番 

がを 敎夕 '.お 年 替静事 等の K ぁ東泮 おじ 於て 歓迎 晚餐會 を 惟す 

お 懇談^ を^く j (一二) 勞慟 を おもなるが 出席 ホ學 者は お 巧 館を 

志の 良 口を 解す 1( 四 K 巧 巧 第 I 
出 曠み J なで 『勞働 者 日』 どし あ 
話會 / 銷く J 一 (五) ホ 人 レス 
ントた 巧ん を 働 巧との 關 係を 研 
^ 等を が一 委員 會閉會 後 
城康 する 所 あらす 


(問〕 巧學 部の ある ィス ク 
! 火 又は 小學 校のを 校を を お 
へて 下さい (ホ 毛布】 

(答) 貴下の 化 所は 孰れの 方 
面で あるか 成る ベ < 便宜の 泣 
潰 じある 學 校を、 番地 等を 敎 
へて 上げます からが 返し 御 回 
を卞 さい。 左 もなくて は隨を 
夕數 でも あらます から 一々 ホ 
巧 違いのを 指示しても 無益 ご 
なります 左な くば 御 ホ 社 ある 
か 紐 巧 日本 乂會の 事務所へ 御 
出 おき あるべし 〇 


述か あらた 一 一ぶ。 


非^ 巧 じ 柿々.^ 

^ 時 散を し； 

! h ’1 • t* ■ 1 ■ し 


で 



巧 


r»l 


も 
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東 おの 運 質 新 率 ご. 

太闽 洋横斷 

孰れ も お 减み巧 

お 化 衡册巧 社が 化 おごの ぉお 

一 上、々 巧" む-ニ ラ 線 じ 就航し つ 

つある コ ン ^-化化じ巧比利巧丸 

一 (答 二を 觸ち 船) じ 限ら 一等 船 お 

-述巧 を 低贼し h 1 巧 一 U よ 6 宵 

する ふごな つ。 みは 本紙 旣報 

-の 如くで あるが おはか 論を 港よ 

^らのホ船がのみ^;^らや 。 ス ア ン 

- ジェ^， 盤よ b の乘舶 をに も 適 

- 用され る S であつ て歸蝴 をの 爲 

- め に ホお。 ア ド'.ゥ ヮ ン テ ー ジ 

:を巧 ふる ホ第卜 ある。 が ほ 特に 

媛を 船室を 婴ボ する 船 ザ じ掛し 

て U パ アラ ア 、お宅 & びが 盖附 

でが ホは を泌 横溃閒 .二ん が 用と 

して 千 一二け M 十 弗で あつじ けれ 

み 十一月； nw をは スィ— 卜を 

:化 fill けがので キス トラ VJ して 

一人；；^ ればお パぶ 十 弗、 をら ド 

二人が 用ない ば 八む 化に 化 下げ 

4 るろ ご。 つた。 而 して 缺渊の 

: 太 曲 S がが 拙 サゥ サム プ トン 

リゥ ブソ ー み、 シ ヤーバ I グ乃 

ち パ 1 S ル、 グレ メンミの が 巧 

から 米阀經 山締视 をを 错 する 旅 

をの 逆し 述貨ら ホの 如，、 化喊す 

、とこむ つた 0 

- 、 0 上 谷 港から 一等 船を ど 

して- = 凹 十 L お 比 志 左の K 

ぶ 曲げを が 潮 L 、 义 蝴喘絲 

勘ぶ' こ 一等 ホタ •こして 姐 過 

し コレ ヤ乂义 は阳比 利亞化 


にて 歸现 する お酱 率な 二十 

化械 な 率.，：： Ic ぉ磅 

一、 キャ ビン 若 < は 二等 船を 

'ごして =11 一十が をの = .太 西 

洋 - y 横 斷し米 越 嚇絡賴 道を 

一等 乘を どして 姐 過し 給 朝 

ずるを 燒 率が 十二 磅 U 新 率 

九十と が 

、キャ ピンが くは 二等 船を 

ごして' 三！ 十と お 十を をの 

== 太两 巧を 横鄭 L 米國 聯絡 

錫逍を 一等 乘 なと t 石. 通過 

しお 朝す るを 燒率 十條. 

新ず 九十ぶ 磅 ■ 


宮崎淸 棘が 

杖 藩滅手 

; 鬼 坂 ザ 遂に 敗る 

去， I 日峨日 ラ； y タン、 ゲ アレ 

•、 1 ^ フブ ンーク じがて 擧巧せ 

る數 すげ 球を 戰 にがて S ホ 

物 鹿のを 崎淸 を'" 『鬼 お 井』 の稱 

ある _规 引 誠 治 君と お アツ フ四ッ 

I グたイ ど 云 ふが 想 3. 上の 大差 


日本 婦人 會茶 筵. 

が 脊日本 婦人を じて は來る 
十 】 口(第ーニ化曜日)午後二時秋 

季例 をを 兼ね 近日 絲 朝すべき 蛙 

意 一氏 ホん の爲 めに 送別 茶 筵を 

懼 すち。 


靑年乂 用—、 邱刷 

物 お 速、 社の 雜 巧を 便 ホ' <>靑 が 

一名 ま 急 入用を 挪 はホ談 あい" 

.紐 育 新報 社 


山 本 巧 結婚 披露 

摹轉銀 わがを 出張所 長 山 本 健 

あ 氏は 整に 佐 治 紹子攘 ど 唯 濁の 

を おし 擊 破し 遂ピ ー目 お废 邦人 選 典を おげ たがが る 二十 H 午後 六 

ホ幽を 獲得した。 恥 井 巧は が 球 時半を 數知 をを 日本 悅樂部 じ 巧 


を Vp ては 宮蜗ぶ W 先輩で あつ 

て、： 年 巧から 云 ふて 义今圓 の 

I *1ー メン ト^の 成 •柳よ b 見る も 

巧 A 優勢を 示して： 一一た ので ある 

が、- 昨年度の 記錄 斗み 現すべし 

V 3 たづ 中 1 を 立-. 


待して 結婚 披露 晚餐 會を愼 すか 


ど 《を峭 をの 確信 化 破ら 難き ス 


日本化 樂部 

庭隸戳 終了 

囊 銀の 森を 優勝 

をが の澡新 治な お 化ぶ 銀 巧の 

山 田滋- ちごの U 水 化樂部 庭球 

單 試合 媛 勝ホ戰 U 去る 十 一 U 午 

後が 乂 十五 下け の ー ミ^トン 3 

)卜 じめ て艰 巧' 淹 ちは S ! 六對 五に て 最後の 

六— 四、 ろ— 一二 じて 麼 勝—、 俊 こな P りす*、''’ ド- 

が を锁 がて は U 本 綿 化の 巧、 

關曠飢 が S ホの 河 巧， 巧 ぉがが 

を 俊 勝よ 戰に 破つ て 化 H をょ b 

與：：^中 。 b しィ庭が 戰 r 漸 か く 

終 おを 告 ザた。 之れ ょ b ホき 單 

がを 唯 麽勝戰 じがけ るが 對脚咱 

兩君 のがを ぶ 化 週 U 唯 U 六 ill 

にて ななの 4 1 ドの か I 速辕 され 

て胳. ''れ レ 脚婚 むを'. り 中審股 

，'、てが 巧';? 結： W 六— 一：、 た— 〇 

じて 廢勝 戦-」 人 b 山山 巧に 巧 抗. 


テ す I の フ ォ I ム つ て 現 は 

れ、：撤頌徹おが井1|;^^" — .；- 

て、 一ず の 隙を t 柏す にがへ な 

かつ - p モ—三 - Y ク ラゥンド 

で 皆 斬' ちは ミア ッ す'^」 なら、 ア 

フタ ー 广ヌン 、ラヴ. •今の アゥト 

でが!^ おは 大いに お 聞し， 1 四 二 

のス n アを 出した ツ ； 芭崎 君は 

益々 み靜 ごな b 、 盤 化の アップ 

本ナ ごバツ 

し I 四 一を 出して 勝 乎で 增 加し 

わので、 がが 若は 頗。 辣經 過敏 

i なつて コント ロ ー た-失し じ 

威が あら 第 十 凹 ホ ー がに 化て 四 

ホー がで おひ 遂 

じ粮 年の 巧 必を實 現ず 

を 失つ た。！？ 胞ゴグ 7 ご" が 選 

ホたる巧崎巧君けゴ った始め 

て ょら ホだ卜 年に 速し t いので 

あるが、 冷靜 る 態 巧な 也な 

る繳 おご 化俟 つて 急速な 0 上達 

を 遂げ-二 S 年間に 先藥 化^ 恐 

怖を なつた 巧で ある ！；>、 が 年 

は 健 廉を番 して ゴ A フをホ 他し 

昨 ザは 檐 iK ホ？： 势 で限樂 I 卜 

—ナ メント じを 加し 化 ホ， ホな 


森 財務官の 着 紐 

駐英 財務官 森 賢 吾 氏は 乘耍化 

命を 帶び渡 おの 途次 ムる 十一 : n 

着 紐 ホ テ <、 アム パ サド ー じ投 

がした。 

山中 商 會ち來 紐 

棵式會 社 山中 商會 社長 山中を 

み郞 氏は 献锁中 か 紐 育 支 巧 長な 

な 信 一二 比间伴 P シャ號 じて 晚を 

が經山 十二 日 ホ •が 旧 じ 岡 商會じ 

ては 最； 也 举盛頓 が コネ クテ カツ 

( 街 一二 〇 と 帯に 支 化を 閒設し 

ング じ‘ i を 腿 迫 I 石 見 宇 一二郎た ホ 巧 ご して 前週 赴 


沙 港ち 語學 校々 ま 
を 巧 正 S 郞著 

英話活 法發賣 

を 僧 营弗九 拾仙郵 親が 他 
ま 者が 本書を 編篆 せる 所 &は靴 
を 隔て、 をき を搔 くの 感 ある 英 
語會 謡を 活用 せん VJ する 諸子 じ 
六ケ巧 の お 時：：： を 0 て 日常の 會 
話 差 支な きを 補 せんどす、 故 じ 

スラング、 イデ オム 及び プロ フ 

エン 語 巧を 入れて 其眞 意を 解す 
る 檢響戒 だ 6。 を學者 じは 速成 
を朗 し巧义 典、 堤 語 巧 法 後縮英 
义硏究 の 部 じ對し 通信 敎 巧を も 
致します (向 ふ ー ニケ H 間) 

S. Yoshino, 1 芸 3 H 夏 terdam Av 三 . y. 
c 0 ぎ Oriental Tea Trad 是 Go. 


跋藝 g 寃所 

- 巧 氷、 を 午後 
i 一一 時 よら 四 か 

がそ、 縫 方 小强 服、 规帽 
柳舖ビ 1 チン グ威 一般な 庭 
t 寶 。あ 廉敎授 も 致し S す 
一荫巧 十 1二 下 旨 一二. 百 十一を 
小 林 フジノ 
電薄 キヤ セ ドラ 八 室を 


蕾 所 開業 

禅酿 、一 絹 柳、 ク！ 八 類け ドラィ 
クタ 丄 二- グ 、ブレスみ び染粟 

へ、-:^ 立- 駐し 一切 {そ 莱麗じ 
致 ず 《戴 縫は 如 LW なる 御 注 
文を 曝い 阿 小く 致し^ず 其他ユ 
カタの おかを も あゎまず。 

一 坂 ホ 裁縫 所 

一 128 W まさ st . NJ . C . 


ネ ヤン ディ 

クリスマス 用 特別 包 
チョコ レ！ 卜取交 か 

一封 度 こ 封 お. 二.！ 封 度 
及び おお 废 おみ。 

^ * — ドキ ヤン •テ ィス 

一封 巧 五 お 巧 册お度 箱 
卸資 お 段 じて 御用 命に 應じ御 
注文品は エ 機ょ b が 接 御 華を 
様に 御を b 致します。 何卒 相 
變ら ず靖弓 A 御藥 顧を 願まず 

SI 普 TR } 農 養置異 I 夏. 

-wa W 扛 m 3 立 wt. 

Tel 是呈三 ryan 二 芝4 
円本 人 鄭ホ任 

Geor * 巧 e r * £ 矿 での 


RIV 煎餅 燒經驗 もる お 

ニー ニ人 ま 爺 雇 ひ 度し 
ホ 普の ホは 左へ 御 照 曾 ぁれ。 

三 置 stie S 1, Ne 三 ork " . 

ぎを を ck ミ 9 


自働幸 S を 修得せ' ょ專 巧ぶ に 
波 クて化 轉並じ 修錢を 懇切 じ 
おか も 短 
時日 じて 
敎巧 すり 
就職 □幹 
旋す獨 立 
出 ホ，- を 
大の 報酬 
を 得らる 
本校は 創 
立 十五 年 
晝お 敎授. 

よら 十二時を 


巧 務墙を 許-加 如 公認 

產婆搂 摩 術 

恥 巧秀す 
胁產鑛 炙 マ パす！ ジ 術の 出張 
治療の 御 求心 じ應 じます。 
带話 モュー — メント ー岂 九 

西 が 丈 于旦一 一巧 十一' 一番 



膝-席 繁 江に ホる. 二十 H ィン 

夕 1 タ シ ョ ナ 、 ；； ゥ ス でお唱 

する 同氏は 今朝 着 紐した。 

♦橋 本 十五 郞巧 日本を 糸が 式 

? 磯 曾 I 曾社弹 稼化締 役. 昨日 桑 港 出物 

の おげ 化® じて 輪 朝。 - 

♦阳誠 氏 强道お 事務官、 夫人 

同伴 昨日を 港 出帆の 恭泮化 便じ 

て 歸钥。 

♦森 徳を邮 巧 喊洲ょ > 輪 朝の 

をみ 滞 M 中のを 海貿 あを 資會社 

化ぶ か 員、 明 十五：：： 出 诞西わ 十 

九：：： 沙港 出帆の がが 化 じて 输钥 

の 山。 


♦俩ホ 化 雄 氏： g 袖 中の おか 兄 

の闽 がを 繼 して 按勝戰 じ 楽せ I ホお會 ま、 化 程 姑が 


綺麗な パー ラ ー ル！ 

ち f ム、 V ド. ソン 眺學 {且 

し 薄 用 入口、 マチー ム 、一人 义 

は 一一ん じ 適當。 

互 rs. U を I Vale 量 e, 香 2 -D 

玄 4 妄ミを Drive , Co こた nd St . 


一週 五 巧ぶ 八 弗、 一 

^ Bm . 人 又は 二人に 適す、 

ホ廳へ 十を タィム ススク エャ！ 

へ かお か電 詔々 ン バラン ド 呈ーコ ー 

妄 是 h Sf , ミ 量。 黑崎梅 子 


香 ミ ♦» ま ♦ミ S ♦ ■ t 


がけ 化かが 晚宵社 

.一" 木を ま 


を 


が 險 


ivn 


Z ホと vorl ' I , ife 】3 wora ,30 e(o 
ii . oham ^ sst : KewYork 。^. 

了 on 夕 W ミを だ 88- 


を 社ノ方 一澗掛 ケノ節 C がゾ 

細 自分 ノタぶ ビ常詰 薪 號チ中 

閲力お 馬车ト サイ 

を I 馬 

♦ B ♦!! ♦ 


資本 か 费 惚 脚 
拂込あ 資本な ホ 千ぁ闡 
巧ぶ か 五 千费が 四が が 脚 

能«1一弄銀朽|支庙 

本 化 巧を ホ H ネ 橋が 駿 が 町 一- 
ま 巧 ルが U 本 お 化の りおを 二； お 
名を 屋巧 都乂阪 西； お 堅 一 I : 巧 
腐な 下脚 巧 司 巧 松 福 岡氏魄 
上お偷 をを 頁澗水 


か 閔ぁ替 、が 里 送を、 化 送を、 信用 狀 'な 化 
一般が 巧 業務 精々 御 巧 利 じ 取扱 ザ 装' 

佩 g ご囊 銀行 f ま-ぶ 

本 支 巧 おを； ネ 巧* 大 限、 神戶 、せ邵 
所 化 地 をを 崖、 小が、 上渐 、倫 一一 


» 細ぶ 蝴 i 五十 圆 f がな を ハを 

器臺灣 銀 巧. 響 出張所 

▼擲 を 送を 及び ホ おを (無手' おが)、 巧 西 
爲お質 買、 荷爲 が 化 紙 取*、 得 置 i お 
巧 巧-股 级巧莱 巧 御' 便利に おを 吉山 お 
▼巧ほ詳細は御遠慮なく御問を玻一是ぉ 



H 本陶黑 I 抓貨 
ドラィ ダ！ ブが販 脅 

S 茂 木 桃 ザ 組 

Kcx ご ， MOMONOi 〇〇こ U こ. 


■< /\ tr こ J な 卜 广 つ> XT づ 1|一>】 0*32, 




轉 業廣吿 

轉 萊の爲 め- 时 
化 業 化 候 苗 開業 
の 節は 倍 酱御引 
立の 巧 お 颇上慑 

加泮 をを 爾會 


ヮナ .メ ー ヵ ー の特を 

H 本人の わ 買物には 特別が 員を 眞 きお 
巧で 御 お 巧を ホ 電請 父は わず 紙み なお 
訪問して 御化 {瓦を 計ら 初めての わ々 じ 
おしては 特に 注意 致します ザら 是非 わ 
なをら 願 ひ 升、 ホみ 配達は 勿論 H 本 化 
他を 化 宛の わ 荷物を をは 當 ホで をし 巧 

ジ ヨン ヮ ナ メ } カ ー 


高尙 。スタ ィ告 洋服 

U 御友 達 巧が 御な >し の 樣がリ 

皆 巧が 御 巧みの 新ス タィ 作 •正しい 离尙な 
服装 •をめ 御な 服を 當 巧は 調製 致します。 
一度 御 ホ 巧な をつ て 羅妙地 •鶴 柄 •型を 御 
費 下さい。 御 不滿の 際は 返を 致します。 

ウ. 才*— 力一— エンド 
フロ リオ 洋眼巧 
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e § ♦命 太 

冊 M n 支卜； 
§^刚本那^ 


A が 迄 迄 


の 


お W 十 十 扫駭 

加 化，， 四 一 揉 

MJ f H 巧 

M が 閒 隅が. 

3-5 ♦♦路 


魄香波 お 二 週 一回 出帆 

▼ 'エ ム グレス 虜太利 ご 互る 00 顿) 

ム j IP fT*p 

▲エム プレス 巧 細が (一一 To 呂觸) 

十ー パち 日 

►エム プレス 加を 太 0 其 •空 〇顺) 

十 貝 二 十八 U 

▲玉ム プレス 蒙西亞 (一二ろ 含砸 '一 

十一 貝す 巧 
一等、 二等、 I 二等 底び 下等を 設備 
最大" 善ち、 最化 をの 東 巧が 巧 船 


シアトル お 帆 (巧 化 午前 十け' 

巧 淺 义 十 g サ义日 
挣岡化 十一月 十四日 
橫濱化 十一 頁 化 H 
加搜化 十二 巧 化 一口 
U 本 巧 船を 運 貸 新ず 
一等 橫濱 一九 五 巧 神 戸一 一〇 お 巧 
一一 一等 洋食 五十と 巧 ぉ 食 五十 お 巧 

歐洲 u 本閒 客船 (毎月 二问； 
淪致 よち 一等が 五磅 、二等と 十 
が、 お 巧 塞よ b 1 等 九十と 踏 
二等 六十み 战。 

化育 化 帆田轰 おが 由 U 本け K 物が一 H ! 一 机 


船 飯 
_ を 山 
はを 
が 御 
本 呼 
を 出 
小し 
荷 下 
你さ 
はい 


シ アト 八 出帆 
あらだな 义 十一 巧 一 g 
をら びや乂 十一月 十一 lin 
▼一等® 活 一九 五 弗 

化し でリずも ろ^ご.％?也王 -江に巧 

▼ S 等 a 本 わ 也ぶ 祁 客室 大巧な 裝族室 をが 
▼御が 望 じがり 一等 割 ぉな 復が 巧然が W 致肤 

ロス アン. ど 瓜 スお帆 

めきし こ 化 十 巧 十九 H 
しか ご 凡 十 j 巧ち 一け 

▼一等 橫淸 まじらみ か睡か 一九 おが 

化 他は ルて 一一み 那半 
▼一二 等： 2 本が まじら 丸が 哇丸 たが 化 他 亢弗半 
▼み 雄雜 がむ— がな お 萬を 晚 入御 轉旋 かり 候 
►糾巧 線 バナマ 巧 山 H 本 支那 軒な 巧が 巧一抽 


VO しけ， No. U が 


巧 !! を ぶな が 巧を 巧 imw! 


SATU 刖 が， 0 な 0 BER け I けン 5 


奉‘ 巧 遮 築 事務所 
iwahiko Tsumanum 泣 

Room 1607 No. iOl Pa 比 Ave. 
i Tei. Vand げ biU 8486 

瀬 川が 險 事務所 

h. Segawa, Insurance Broker, 
303 Fifth Ave., 

Te し む ie お nia が 01 

巧 困 商事 株式 會社 紐 育 支な 
Uchida lYa が ng Co,, Ltd. 
291 Broadway, 

Tel. Worth 1576 

島寶易 株式 禽帝主 

Shima Trading Cq. Ltd. 

150 Broadway 

Telephone Rector 1484 

F*aul に M. Thomas 

Advertising し ounsei 

2023 Tribune む Hding 巧 4 (ia ながな . 

Tei. Beekman がけ 

株を 會社 赤 尾商會 
AKAWO 底 CO. ， Ltd. 

295 Fifth む enue, New む rk 

Te!. Caledonia 3758-59 

Japanese-American News Service 

り 米 電報 通ん ミが 

か 凰の な 治界、 實莱界 及 則 おの 
事項を 巧 速 且つ 確ち じ 報道 ィ 
巧 H 入 巧 ーヶ巧 巧を 五十 巧 

Tokyo Advertising Agency 

11 本 新 巧が 誌巧吿 一般化 巧 

35 おが h Avenue, New York City 

Telephone Spring 8277 

乂 採が 巧 株式 會社 

Ktihi け IVading む . 

30 む urch な . 

Te!. Coriisnd がが 

S 其 株 ま會社 輿 東 賓易株 ま會社 
代理店 

孩峰 蘭を 

1 1 akamine Corporation 

1 120 目け adwa も New む rk Ci か Tel. Rector 7884 

Genera! Office & Factory 208 お wson St ., しし G か • ん Y. Tel. S 训 well け 18 

淺野物 產株ま 食 社 
Asano Bussan Company 

Room 801-805 

165 Broadway 

Te し Cortland 8047 ぶ 052 

大 倉が な 育 支な ! 
Okura & Co., 

30 Church S 已， 

Tel. Cor り an か 2292 - 93-94 

紐 育 H 本人 會 

The お panese issociaiion, 

2 卽 Wes け训 S しむ w York 

Te!. Circle 8190 

南 滿刹毁 道 株 まを お 
“ 紐 育 事務所 

South Manchuria R. ft. む.， 

270 Riverside Drive 
j Tel Riverside がむ 

* 

s 并物產 株式 會 刺； 

紐 育ま 巧 

Mi わ ui & Co" 

t >5 Broadway 

Tel. Bowling Green 7520 

ホ 國媛 領事 お 

Consii おお お nerai of お pan | 

165 Broadway 1 

Te!. むけ iandi [1314 | 

. 株式 會社 岩 井廊巧 

紐 育 支な 

が & Co., 
.Woolworth Building, 

• Tel. Whifphall 6 〇.け 

三簽蘭 事會社 
MUsub わ hi Shoji K お sha 

(Mitsubishi Co., Ltd.) 

f 20 Hmadway 

Tel. Rector 25 ti り - 2 r)G 4 

なま 會化 

山中 商‘ 會 械 育ち 店 

Y’amfinak な & Co., 

680 ドび th Ave ， 

Te!. Circle 4014 

口 本 絡 化 巧 まを 赴 化育 まほ 
! Japan Cotton TTrading Co., Ltd., 

1 Cotton Dept. 

1 * •饥 Beaver 8 t., 

} • Bowling Qrean 2990 

Silk D 巧 t. 

化 M ■ か Mn Ave" 

1 Tel.^Mad. Sq. 3695 

H 米 生糸 株 ま會社 
組 育 支店 

N(CHI- 3 EI KIIT 0 KABUSHIXl KWSHi 

がに のけ 〇 CO. ， LTD.) 

373 4 TH Avenue, 

Tel. Mad. 5 ん 7592 ぷ 

1 神 戶鈴木 南/巧 

おち 克巧 i 

1 Suzuki & Co., し td. ( 拉 obe) ; 

220 Broadway, 

fVl. Cor り andt 1 H 9 - 50 ぶ 1 - 52-53 

■ < 

H 本 生糸 株式 曾 化 
な 育 支ぶ 

HoH 巧 ara をが i 在 Co., Agenis 

44 E. 23 rd St., 

Tel. AsMand 5320 

停. を 名會か 
が 育 ちか 

Kara & Co., 

443 Fourth A ve.. 

Tel. む led 日 か 3 7830-35 

な 蘭 株 或 曾 社 紐 育 支店 
i Gosho Corporation, 

; SiIk Importers, 

334 Fourth Ave. 

Te し Mad. Sq. 4886 

I Gosho Co., Inc., 

1 Cotton Exporters 

i が Bmv が St., 

Tel. Bow り ng Qre«n 8806-06 

たお 巧 H 巧閉か 
頗旧ボ ホ 
mu 亂 HI 

Room 扣 8 World Building 

Tel, わ ekman が 60 

1 大 おお H 二 巧な liH 

上 巧 . お 巧 — 

i Osaka Mainichx, 

i 407 tribune Huilduttf 

Teh 4259 



きで わじ' ぅ 0 

我等り 微細なる かを^ 5 運用 
に、 婦人の が腦が おして 一^ 芭れお 
のが 裝シ 生い t ぁらぅ かてい 
ふこ i は 先 づ疑閒 ごして てを 
おホに徵ずるの外は^:*いが 化 
じ 大公 化舘 じは 陸が 軍駐 がぶ 官 
の 制 巧が あら、 化が の貿 みち 進 
はが 格官 A び 貼 務官の ほか' < U 
つてなる W 上、 髓 人'? 斌樂 巧 


れ 、外を ぎが 出 巧し、 勞勸事 格 
官制 巧が 新設され てむ くごい ふ 
こごは、 がて を ごする に 足ら 3 
と 信ずる。 > 

國 ホ對闕 家ん 巧 街 •か 据雜 ごな 
れ け；：：* る枯 、外 巧官 S 巧 巧が を 
れ じがつ て胳乂 される W 上、 巧 
か 化に 適應 した 外を 官を 養成す 
る どい ふ i け、 國家ど （て 蛮大 
U 化 務^. わる ピお ふ。 


r 合埋」 y 謹 i に 

治 外法 權案 ぉ議ず 

日 置 大使に 最後の 訓令 

P 一 南滿商 祖權の 確認を 提議 

ま 京特竜 十五 U 裝 ZZ 支 \ が 撒税义 ひ 治 かな 權撒 廢會 能の 首席を 
權 U お 益 氏 U 本日 政 お 最後の 訓軍 をを けて 明 円 東都を お游 
すべく、 政府の 食 おに 載^る 態搂は 支那 S 『を 巧 的』 なる 耍 求に 
は 總て應 やる 巧、 む— して、 治 巧 法 雄 撒廢弼 題* みずる 方針 も漸 

進 主義を 維持すべく、 作 司な 官 列席の 陪審制度 案、 观ち第 1 

審はまが趙お所、 萬二^^^は颁事戴判又は本蝴裁おじ移審制度 
ま、 おをぶ判制度おの己\!^を持つて曾憩に參加する模樣でみる 
が、 脚 那條件 どして は 支^ 巧 地 巧 化の 自由' 止邮 所巧權 巧び 南 

心 向に して、 一部 實莱 幽， i 關稅 引上げ 

風惠を か 梅 じ ホめ つ-- あれで、 政 舟 

ずには 何 わじら 业ハ應 やる； を® 印 ど 


滿 閒削權 確認を 提讓 ずる 

S 傭が ごして 一が の赔償 

としては ま那 のを 碑 的，. 4 里 

して 怒 如 ご 巧した 一. 


積 議决裂 心 言 

米國は ぞ獨巧 動か 

俄然 英闕め 輿論が 騷ぐ 

がし 义國 政府は 堅く 沈默 


ロンドン 十五 y 發 ：：：；： ロンド. 

タィム ス祇ブ シン トン 特電は 私 一 

觀替議 期 H •か 撰 迫した 昨今、 が 

如 どして 禽 敏じ聲 ずる 

米國 政府 の 息 向と して 一に 绡 して 

乂圓 政府は ホるべき 會雜 にて 則- 同 厚' A」 i は 自然の 化 

がの もす を 利帷が 若し 貧 諮を み I 一巧で ゐ るが 特に 物質 上の；；； 權が 


化 じ 就て 英闕の 興 論に 比較し 気 

進 的で ある ミは ホ國の 支那に 街 

する 巧 街が H 尙ほ 淺〜巧 じ米國 I 

宣敎師 乃至 敎肯 をの 息 見が 支那 


な だしめ じ鴻を ホ幽 故が は别猫 

どを 離し お 支單獨 行動 じ 及ぶ';, 

く 期待して なる ど 報道した I 事 

は脯 /、 お國の 與論を 騷 がし、 りが 

ン ドン •タィ ムス 紙は 社說 じがで' 

て-- れを 論じ 米 頸 政府 か 斯る覺 

悼で 會議じ 臨い は 寧ろ 會谣を 

决 製に 海く 道 おご。 るべき-とを 

指摘し， この 際 米踐化 おはを の 

な 思を 中 かに 赏 明す/へきで ゎる 

ど 論じ じが、 お剧 當局侧 どして 

は 『斯 る总 志を ホ 凰 政府： かちし 

ゐ ると 認 むる 能は ず』 ど 言明し 

てなる。 元 ホ 今回の 支那 問題に 

與 する 决 動の 位 鼠は 

國民 憤激の 的 ご？ ぉ 

國 どしても この 隙對支 政策の お 

巧は をら ホ 望す る 所で ぁつて こ 

の 怠 ホょり して 央 越け 列 强ごお 

同し 侧をも ヮシントン 協を の範 

闽內 じがて とがの 救 濟に巧 力す 

る どい ふ 目的の F じち 幾を 加を 

許が した 次第で ぁつて、 この間 

じがて 央國ご 乂國の お 支 利權の 

差違よ ら尘 するな 見の 街 突は 化 

わを 巧。 いもの じ 見做して むる 

即ち 一が 义幽の 與論が と 邢の解 


一巧 强じ 比較して 頗る 淺 きじ 反し 


支那に 內 亂風說 

東京 特電 十 お日發 ：= 上が駐 が 

矢 旧總領 おょらの 惦 巧に 化れ 

ぶ 上が、 抗挪 間の 錢邀は 不通 

ごなら 江 蘇 ごが 江 省の 戰爭氣 

一迷按 迫し つ！ ある もの； かく 

乐傳寶 胳軍ピ 張が 霖お 軍は お 

W 戰 火の 裡に 勢ぶ ず ひを みす 

〇撰读 にして、 蘇の 背後には 

is 柬轉お 寡の 勢力が をる らし 

く k 。 的 ほ 郁 下 親閲 紙は 支那 無 

滅 問題を 重要視し、 このを 正 

决 じ 义國が ぉ對す ^<^一2はホ阐 

似- _ぉ 义 を 巧： ^ 利己 も 策 ご 評せ 

>'> も 一言 辯 解は を かるべ 

論じて ゐ る。 


お 越け 既に あ 年に' 耳ら 支 郝の物 

質的 あ 建の 促進 じ關巧 厚/ .化つ 

て 支那 y 救辦が 一部 义乂心 ま 張 

寸 るが おく 手鸭じ 巧は るゾ きも 

のでは ; を 知悉して 么 が。 

がし 乍ら が國 政府 ごして はが ザ 

-、 一ても まがの 問題に 就て は則强 

ご 協調 ホ義 をが つて ゐ るので あ 

屯から、 こ 巧 重を な會 誰を 前に 


して ホ 幽めお 3 態 巧な 挺は 倍 じ 
鎌い ご 云 ふので もる ご 

ツンン トン 十 おり 發 U 乂齒當 
闲け あか。 ン ドン 屯 報に 割して 
触る 迷惑のを あ b 

蚕 然沈默 を ザ b て 評論 

を 避け、： をを もせす 巧を もし U 
いかは であるが 大 化に めて 义國 
政將 どして け從ホ どても 列强政 
府 ，一 > 協調し ヮシントン 協約を を 
礎 ど 七て 與支 政策 じ敲 解が おら 
茲 じがめ て 貧魏な 集の 運び どな 
つたので あるから 實際禽 諮 じて 
を歐の 協調け 元よ b ホ聲 する 巧 
であ々 努 みすべき ふは 勿論で あ 
るが 會谦み 嫂の 擦を じ 化ら ては 
こん 儘ぶ 巧し 能は ざる 棋 合け 勿 
論單獨 が聊じ 及ぶべき あ 勢で あ 
るけ" でら 大体 じがて 今回の 巧 
國與論：^寧ろ奥歐が巧議前じ米 
瞬の 熊 促' を 窺知 ゼんゴ 欲する 手 
段で あると 見做し てんる。 

ホ國脫 退せ は 

會議 はみ 裂 

おを 十五 H 發 u 外お當 局は ホ 
励が 巧 支 S 幾に 對し 个滿 あなる 
旗を け會韶 も 脱退し 單獨巧 動 
を 採る であらぅ どの 報道 じ對し 
最初よ b 列强の 協調 政策を 提議 
した 乂閣 政府 ごし、 期る 行動に 
及ぶ 理由な しど 稱しゐ るが おし 
米 威し-しす 會證よ 6 脫 退し 單獨 
巧 動-しぶぶ。. らげ口 本を 始め ど 
しを 列强 もを れ ぐ 單獨巧 動じ 
公ぶべく 斯 < して 巧 强の對 支 政 
策！；？ 決裂の 外な しご 歡 '•測して ゐ 
るが、 りみ 投麻 ごして は 巧る ベ 
き 會滋に 對し支 化の 借欽 整理は' 
他の巧强よら問題を提おし^:^い 
化り 拋 化する の总を i ：* しど 云は 
れてゐ る。 が ほ 上海 よらの 情報 

け 浙江あ 方面の み 謝 W 最早 時間 

め 問題で ある ど 報じて ゐ る。 

ホ 國を權 の 

列車 差 止め 

支那 軍隊の 橫暴 

上 お 十六 H 發 U 菊 支 貪 議のホ 

國を權 スト 《 1 ンに 及び 顧閒バ 

— キン プ氏化 他の が 人； 巧が 搭 

乘 した 上が、 南を 鐵道 列を は 化 

京 じ逊く 途中 上海を おる 化哑の 

地点に て 突が を那 軍隊の 爲め差 

化め られ たの C 止む；？ く 上が じ 

則 返し わか 化を 政府の 驚きは； 

ホなら ず锁事 踏ん お畿じ 化り て 

H-ii > 上 巧び 别 ザは 化を じ 向つ 

て 巧 をした。 而 して 浙江當 軍 ど 

上がを 支配す る 満洲 带の 磯道 掌 

握 戰は限 前じ楼 追し ゐる もの i 

如く 一巧の 列車を 差 化め たの も 

巧 軍の いづれ かに 貫 巧 ある もの 

ど 認められて ゐ る。 


平和 保障の 

妥協 成立 

を國ご 仲裁 條約 

。力 八ノ 十五：！！ 發 u 。 カク ノ 

平 化が 陪會 諸の 獨逸 代表^ 1 テ 

グ 首相は 化 あを ベ 八 リンに 派し 

てが 降條 約に 關聯 した 妥協に 就 

てヒン デン ベ^グ 大統領ぶ び閒 

餘の总 なを 聽 取み おお 乂化 にが 

て獨 逸は このを 協 基礎 じ滿 巧す 

る 旨 回答し む。 今回の ぶ 協に W 

か爸關 係國は ゲア八 サイ ュ條約 


ぶび 曰ン ドン 協を を 巧び ホ 斑し 
たのみ ならず スぅ ンスご ホ^-ラ 
ン ドぶ び チェ コス。 ゲア キア 嫂 
約ら を ホ認ど した か、 ぶ 協の 
垂 喪；： <> る 点は、 

〔一〕 を 締粧贼 はお 對に 今後 
戰劇 巧爲に 底げ ： 'い； を餐約 
る 0 

ごこ 化 理^に 關聯 しわ 総て 
の紛 ずは これを がす 乃 ま 他の 
國療 法廷に 提示ず る。 

〔云】 政治的 紛 ずは これを S 
励の 聯 をを 員 宵に 堤 示し、 を 
員は 翩巧 劇ょ b 1 を 宛を 出し 
一 あは 小 立蝴ょ b 逃 出して 審 
判官 ごし お L 委員 曾の 解かが 
不可能 ど つた 塔を は 國際聯 
盟評 誰委負 會に提 おする。 

門 四】 を 締盛闽 は ゲァ八 サイ 
ユ條 のぶび n ン ドン 協を をな 
むが 存條 約を 曾 重ず る。' 

而 して 獨 逸の 國際聯 雜を加 じ 就 

ては 化く を列强 ょら 覺 書を 巧が 

する 尝 でぁるが、 ♦獨 逸は 從 ホの 

聯盟 送加條 がを 一切 放棄 するど 

共 じを 列强 は、 

〔一〕 獨 逸の ホむ る 聯盟が 約 

十六 條の 改訂 等じ對 ずる 確 能 

は蹄盟 をの もの じ 一巧ず る 
ごこ 職盟 規約の 示す 武力 巧 
ま經 濟的壓 あは 極めて 制限 さ 
れじ 範鹽内 じ縮少 すべく を 則 
强は 協が で お 力ず る。 
等の重耍なる聲明書を發すべ < 
同時に ネ 凹の ホ かが 隙 傑 約は 撫 
逸を よごし フランス、 べ片 ダー 
チェ i スログ ア キア、 ホ！ ラン 

ド 等 ごを 離 的に 仲戴條 約を 制 お 
したる 上 始めて 効力を 發生 イ ベ 
.これを の 東ホ條 約は 今 衍ほま 
春碎 の狀態 じぁをから 條約 もを 
然 廢巧延 則の 化む i ：* きじ まら A 
も、 旣じ をの 基礎的 G , ライラン： 

ンド協 .をが が 立した ので ゐ るか 
ら 前途 じ颇る 樂觀 されて ゐ る。 

露 都に 催ず 

新鐵 道會議 

. 利 權貪議 巧 詰る 

モ_ ス 々ゥ 十五：！！ 發 .u すイ ベリ 

ァ鐵 道、 東 支鐵道 & がみ 滿鐵道 
じ關聯 した 鐵道 會議は 明日ょ b 

當地じ開催さる べ<0湯ま化ま 

を 始め 裘を 化を も 列席し 補々 討 

議 すべく 技術 上の 問題の 外 政治 

問 趣 も 起る 模 はでん るが。 シ f 

侧 でけ 昨年 巧の サイべ y ア鐵道 

收乂义 化 ノ^の 過剩 金は 錢 

道な 良豐じ 投じ 备鐵 道禽 社ど路 

，'がして' イリ ー 、東ぶ 間を 十ニ ロ 

じて 橫斷し 巧る 計 晝を樹 て秘朵 

貿易の 上に 頗る 重大。 會議 ど. 路 

めら れてゐ る。 

東を 十五 H 發 u 目下 潔 都 じて 

關摧 中で をる 化 樽 太の 石 池ぶ 石 

がの 利權衙 讓じ關 し。 シア 侧の 

要 ホ マる 報 憤を が ホ まら じち 額 

でぁる MJ が瞄礁 ごむ 6 蟲 かの 楽 

觀 者は 會議み 前途を 頗る 號觀し 

てゐ るが、 旣じ H 露條 めで 締結 

しむ 利 權會證 の 期日 も 過ぎて む 

るので U 本は 颇る 會議じ 向つ て 

不 をを 威 じて ゐ る。 


引 上 金塊 ご 海 保 

ま 京 特電 十六 n お U 地中が で 

引上げら むた 八 お 化のを 貨 中よ 

りが 上が 險が巧 取つ た 十と 巧圆 

は ホ 當利将 の 理由 じて 政 おじ お 


卜： さす 樣 商工 あで 巧定 した。 

修道院 發 火を 燒 

東京 特電 十六 = 發： 1： 化が 道 湯 
川ト ラビ、 卜 修ぶ院 はを 燥した 

番 糸局獨 立の 議 

ま 京 特電 十 冗 U を U お 糸 W 獨 
なの 述略 ぼ巧定 したので 目下 經 
を豫算 を大藏 省'; 夕涉 中で ある 

お ホ 大使 出發期 

まま 特電 十ぶ 日 媛 ：= ぉ 巧駐ぉ 
大使 松 ホ 慶四郎 巧は ホる： i ： 四 H 
横. 海 出帆の 巧 細亞号 じて 赴任す 
るち である 〇 

米 獨條絲 が 有効 

ヮシントン 十 凹 H 發 == 歐洲戰 
巧 後一が 的じ歷 巧され つ，、 ゎつ 
た米獨 通谢條 約は を S 後 追加 條 
項を 柿 入し わる 上 本 H 正 まじ 批 
准を を 換し化 式に 魔 巧の 効力を 
錢 生す るに まつた。 


英國の 過激派 狩 

り' ン ドン 十四 H 發 U 保ず 黨政 
巧の 司を 省では 先般 ホ遜激 派の 
蒙 骨なる 宣傳 じ對し 秘か •し 取締 
をち 究 中で ぁつたが 蠻視廳 じて 
は 联然昨 巧 活動を 開始し 英國共 
を黨 本部 & び 赤色 國際勞 働 組を 
を襲擊 して 首領 六 名を 抑留し を 
數の黨 類を 巧收 した 0 

對支 回答を 通達 

化を 十四 リ發= 芳澤强 まを 權 
を 化は 本 U 巧を 部を 訪問‘ 支那 
無線 問題に おする 日本の 回答を 
傳 達した るが H 本 政府は 支挪が 
一ニ ホ’ 7 玉 デラが 無線 契約の 破 
薬 ま 張を 巧 則 上 協賛す る ご 共 じ 
無線 借 嫁に お佛兩 國の參 加を ま 
張し 乱つ フ玉デ ラグ 側み 上海 無 
線 設備は 現が の 支耶お 按じ 照し 
大規模で あると 反對 した。 


巧 一 H 才 ヨ ー 卵に 生れた 化 
げ家 じて ィン デ アナ 贿の 法曹 
巧に 入ら 千 化け 十二 年 巧 州の 
知聲 な 巡して 政治的 勢力. を 
博し 年 トー 院讓 扫じ當 遇し 
え 期 大統領 戰 には 巧 力なは ホ 
黨 候補たら しもには 堅く これ 
を辭 退した。 


狸 ホ 


福 建 省 農が 被害 

厦巧 十の 日 度 = 南 福 建 省 地 ホ 
はを 巧 じない 旱魅 綴き じて 農作 
物は 大措 害を 蒙 b ん ほは 飢鐵の 
狀 態に 階 6 たる 上 蹈賊の 横巧頻 
繁で 一層 當 しんで & る ど。 

英國 漁船を 驗閱 

廣東 十四日 發=廣 東 政府に 所 

感し曰 シアん の 提督 セ ミ ノッフ 
々贈に 指禪 されて りる お那 砲艦 
は廣 おん 沙 面が 留 外人ぶ 軍艦 用 
の 食 藍 お 令 搭載し を灌 ょち 祝 巧 
中 侈 船を 命せられ 招 荷 一が の檢 
閱を 受けた。 

陸軍 長官 更迭ず 

ヮシントン 十四 U を U 米 固 陸 

軍 長官 ゥキ！ クス 氏は 豫 てょ b 

期待され てゐた 如くす 健康を 巧 

も ごして 遂に 辭喊の 化む じきに 

ま b 正 まじ 辭 ぶを 提 おした ので 

現隆軍 ホ官デ ー ヴ キット •デ！ 

ゲ キス 氏が 長官の 贼を繼 承す る 

-ピ なつた 0 


ラルス トン^!^*^-^ 

ィン デ アナポリス 十四 U 發： = 

ンデ アナ 州 選出 ほよ 黨ヒ 院雜 

負 サミ ユ 1 术 •ラルス トン 巧は 

先；：！： 化 ホ必臟 病に 化され 當 地の 

別邸 じて 静莖中 ub しも 藥石効 

昨 巧 半 逝去した。 . 

記。 氏は 千 八. r :: 五十と 年 十二 


詩聖と 女性 

十二 階 樓ま人 

ケ^ テ* シ 片ラア 、ブ スジの 

家を 始め、 槪陵 にも 草叢に も、 
十 化 世紀の ド イブ 藝 術の 遺跡の 
殘 されて ゐる鴻 め やうな ッイ マ 
ァグ 町は、 春夏秋冬、 藝術巡 
禮 をの 訪れが 絕へ 《。 

しかし をれ は 今に 始まつ た i 
ではない。 ゲ ー ブの 生前 じは な 

ほ更 さう であつ わ。 化の 周 園に 
は 常に 文人墨客が 集つ た。 中 じ 
は 美貌の 女性 も々 から 乎 おつて 
ゐじ〇 

ゲーブ は 才能の おにが て 一 化 
じ 卓越して ゐ たばから ではな < 
をく の 異性を 惹 きつける だけの 
美貌の 持まで あつた。 彼の 明脾 
豐頰 、廣い 額、 緊 つた 居 じは、 
明智ど 寛容 ど 慈愛 ご 熟晴ご 春の 
巧 W 温 かさご •か 遺 城な < ぶれえ 
ゐた。 「ゲーテの家」じ殘されて 
ゐる 彼の 死 面には、 を 救の 皴が 
あ b 、 右 眼の あじ 4 が 毀れ て、 
幾み 斷ホ 魔の 苦痛の 影 さへ 現れ 
;ゐ.& が、 それでも 尚 ほ あちし 
日の 彼の 美し さが 充 みに 窺 はれ 

る。 まして コグべ や カウフマン 

の 描いた お 年 時化の ゲー テの 顔 
な、 明智に 輝いた 荣貌 をのぇ の 
でを る。 ドイッの た 性は 今でも 
ゲ ー テの 顔を 典型的な 类貌 だと 
ぃふ。 

こ 0 点では シ^ラ ァは惠 まれ 
てゐ なかつ た。 私たち 東洋人 じ 
は、 苦み ホつ た 美男子 ご 見へ る 
彼の 顏 も、 ド イブの み ft からは 
醜 貌だど 斥けられる。 シグラ ァ 
の顏 じは ブ^の 樣な反 お VJ 不廊 
ご憂變 ご々 3 るが、 ヶ ー テのを 
れ じは 春 ホ じ 逢 ふて 綻び 解けた 
化の やうな 娠か さど 溫 かさ どが 
かる。 二人の 顔の 差違け 间時じ 
生活 機 式の 差違で も あつね。 シ 
ル ラ ァが滅 盛 さへ；- ょい 書 齋に簡 
素な 調度 じ齒 まれて 筆を どつ て 
ゐる 時、 ゲー テは 數 十の 部属を 
持つ 壯 魔な 邸 まの 應 おまし、 群 
b 集る 政治家、 學 者’ 文ん、 嘉 
をに 齒 まれて、 イ タリー 旅 巧の 
話を し、 をの 時持歸 つた 繪壽や 
贈られた マジ ヨリ々 の 品 さだめ 
をし む 〇 

'ゲー ブを圍 る 人た もの 中 じは 
ぞくの 美しい 女 牲がゐ た。 奠し 
い女牲 どの をら の 中には、 また 
幾つかの 戀の 糸が 染め出されぶ 
をの 戀の 糸は ユナ、 遠くは エタ 
ト ニ ァの方じまで縄れていつ4^! 
r 白髮の 詩人 公爵」 は、 巧ぬ ま 卜 
靑 年のを さを 持つ て、 戀 K . っ/き 

身を やつす 人で あつむ。 今でも 

ヮイ マ ァ少じ 「ゲ！ ブ のを」 を訪 

れる 者は、 生前、 化が 戀を 語ら 

うどした 絲人室 じ、 これ 等の 締 

人たち から 贈られた 斷髮 、煤 飾 

袋物 の 無駭じ 並べられて ゐ 


るのを 見る であ'-， ぅ。 

を W 夕 くの 女牲の 中に、 へ 

ブック •ドロテア*、 ボン •ベ^グ 
とい ふ リーゲ ラ - V ド 宵 族 おの ち 
婦人が ゐ た。 彼^ ど ダー テ ごの 
をち は 無論、 ぶ 上の もので 
はな かつたら し/い。 

ある日、 ゲしブはべ グホ人 
じを 領遊獵 ぶ 剰 かは に、 みの 詩 
を 添へ て 典へ％ 

’、 のれが 根， 5 / 出し、 

がを し、 寿柴 し、 化を つける 
时 ねがは/、 ぶ 君、 君の 友を 想 
ひ 起して 、 I 
ほ i えみ を^れ ょ！ 

こたは ゲしァ の 巧の るが 度 十 
一年 前、 郞 ふ 千 八な 二十 一年の 
ミで をつ た。 一當 時べ 八グ ホ人这 
五十と 歳であつた。 

•ヘレ V グ 夫人で-- の 貴い， 贈 b 物 
をはる ばる 教鄉リ I ゲラン ドの 
^ イム ダ ー ^ まで 持ち 歸 つて、 
- H じ 補した ふを 通磯關 どぃ へば 
郵便 馬車し^ なかつた 當 時、 

シァ 鹽境じ い户 イム タァ术 ま 

で 莱满の 技卜」 姑ら さないで 持つ 
て歸つた夫|^のむづ かいは、 恐 
らく 常人の 恕像 じぶ だない もの 
が あつたで あらぅ。 

夫人の したな は、 ゲ ー テの 
駕んだ 如し、 化を 巧し 年長し、 
靑 葉し、 をし く 化を つけた。 

爾巧 九が み 間、 彼女は この 貴 
い 贈物を 巧 ひ 育て、 化を 貸で、 
ヮイ マァ にがけ る 思 出を 樂み 
貪つ ゎが 1 千 八丹册 年、 六十 六 
歲 であの 西の 人 ご U つた。 城い 
て 蟹々 年 おは ダ！ テ 自ら もまた 
をの 後を をつ た。 しかしべ 瓜' グ 
夫人の 遣 族は を 菊の 樹を 曾い 逆 
を、 聖 — j 家寶 どして 注 息 深 < 培 
養した 〇 一' 

モ 化-日 千よ を かが、。' シァを 
命の 嵐 y 平 か閑靜 であつ たこの 
化にま^ 吹き荒んだ 時 ペ^グ 家 
では 貴 i 樹の 痛められる ぇを 恐 
れ てを、 れを 堀ら 返し、 ベ^グ ホ 
人の 識 生の 地で ある 五ン ゼキユ 
ソグの 莊園じ 移植した。- 
しぶし をの 樹 はこの 地 じ も 永 
遠の^ 靜を見 おず J が 出. 巧な か 
つたん 即ち 千 化な 化 二 年 ド イー 
系ので 地ち はを < をの 所を 化を 
沒^ せらる じな つたので ベ 
八グ夫 入の 實家 である ホン •ジ 
1 ペグ 家 も 巧み 慣れた 王 ンゼキ 
少の 地を まらな パれば なら 
な， ザ G つむ。 そこでを の樹は 1.11 
を 變 \ て 小 都 巿フユ リンの 
で', イムに 移し 恤られ たが 數 
回 唯' 移植 じ 枯れ^ ホ、 翌か 111 
五ち じは 例 § かく 花咲き 
49^ め 十一ち じは 眞強 b となつ た 
昨年 八 巧 か 八 目 じは を ド イー 
^ゲ ー テの 誕 を： 目と 十五 回 記を 
を 祝つた。 フユ リンの 小 都 ホ 
ホ もまた、 ドイッ 系の 人達は 小 
學校じ 集つ て 記な まを 祟げ 詩聖 
を间 想した。 を禁 を飾ジ ねが々 
の 化の 中で、 今を 盛らと おき 誇 
つたを 莉の一 技が 隙 だつ て參集 
者の 眼を 惹 いれ。 この 一な は 云 
ふを もな く ホン •ジー ベア あか 
ら 贈られた もので あつじ。 

集つ た ドイッ人 をはが S 年の 
青， はるばる ワイ マ アグから 移 
植 された この 化拖 りを、 國 化れ 
た 今日： なほ 異鄉じ 見得る； は 
喜び もし 悲しみ もした。 



: 础 ！‘ 前 ！| .抑，， ，—带 

外交官 刷新 

が 人 ご 人が を 州 

: 歐 讲火軌 のを、 化が^ かを が 

化て 圾も 愼蓝じ 考え-' わた こ 

I ど： r おを 外を よ b 新 外を、 か 

一 交を 州を よ b 歐お外 巧へ どい ふ 

'おで わつ じ。 がし 乍ら 函は 外を 

..'いふ もみ i をのな をは 極めて 

一 無断 限た わら、 化つ て 巧が どし 

も：？ であつ て、 中に： 2 國 K 钟 

をみ なをを 窗 u のしが がして、 

ち路 みを. しお U からざる 影濟を 

典え たこ ど： 5、 をて 本欄 じがて 

; .藻 人 か夕 の 弊』' ど跑 し、 ホ 瞬 

ん 一 な もん あが 歐洲の ホ 齒に勒 

ずるを 巧 間趙じ 腳聯； て 無 巧 作 

。るを 傅を がみた こど：、 後藤 

巧が 子の 所謂 U ホな 胳說 ，、を 巧 

せて 巧 楠した-^ が ある。 

外交の 怠 おは 化め て鹰 い。 故 

じ 外交を 化 お るみ子は 被雜 して 

ム も。 かを とい ふ ものは 外を 官 

ん みに 巧 3 る' - ども 不 S ' であ 

をが、 か をん' 述 州に おず 么中樞 

ん •か 外巧官 である こごは 总 却す 

る こごは 出 氷 W 。 こむ 即 歐洲 

戰 おる 操け 府が親 進みを 官の養 

化に お 力した 所な てあつて、 口 

シア 成は ォース タリー の' かき 旣 

に締人 於を 官を巧 命して、 急進 

的。 がを 刷 颖に與 する お 力を 中 

巧に みしつ i あつた。 

も 冰米幽 の 外を け 化 ホ* b ' 素 

人 かを' こ蝴 笑され、 おおい 爲め 

じ 巧 力-た 人- HU 、 學巧 たる ど 

新關 記が たるを 問は やして、 大 

公 化 じ跋罐 ごい ク i あつた こ 

; のが 窓を がよ ゎ 巧く も 一 図を 化 

ホす るかを 官を巧 命ずる くい ふ 

i じがて Ti 、 從ホ どても 幾を の 

弊祐 が發捣 され、 ホ國 々内 じて 

ら問题 どむ つて ゐ たが、 これ 亦 

賦 み乂戰 後は 刷颗 され、' ー ー グ 

; ン グ乂統 術の 當 巧は 例外 どして 

多くの 媒 を、 をの 大統領 じ 化ら 

I て 巧 かされた 所 前 索ん 畑の かを 

官 は、 を S 手腕 ど 技倆' どじが b 

- 難い 巧 殺を ホして ゐる C 一 冗よ ち 

かを の 基に 幽乃 あらで’ 一槪じ 

:索 人外を 官を誤 歌し、 かを 官細 

I の 人物を な 倒ず る； はす 合理で 

I あるけれ ごも、 脚. く 共、 時 巧が 

巧 S かき 人 かのを 用 期じ轉 凹し 

一つ i ある i お、 化み 能は ざる 率 

-巧 であらぅ。 

一米國 々孫 省 じて は、 がを 官の 

一 養成に 街す る必 をを 祐 威して、 

過般 外夕官 登用な をお改 し、 陋 

お 省內じ 外を 官を成 所を 設け、 

一 瘍來の 制 巧を なめて 新進 人物の 

，西が じ 努力し つ J あつたが、 今 

j 巧は おら じ 外を 官が驗 じ 街す る 

:巧女 山が 別を ぶき、 現じ 本年 ホ 

吉を ごい ふ 妙齢の 脯人 でもる パ 

チ •フキ ルド 雄を アム ブ テ八夕 

i ム がが 領事に ほ 命した るが 如き 

一確が に 將來を 段の 外逐官 養成 じ 

記.- 兀を 勘した もの ど稱 すべ 
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鹽科醫 

= 親 式 無痛 お據 = 
夕 年の 經驗 をな て 
U 本人 諸 巧は 特に 
了 寧 懇切に 施術す 

パ t マ— チン 


をない べしと 想像され てゐ る。 
が ほ 上院 外 巧を： 巧 長 ボラ ー 氏は 
おじ 米佛 のな 憤を 涉じ 關聯 し， 
米國の 

對外貸 脚 高に 就て 大藏 

をの 說剛を ホめ たが、 大藏 をを 
メ "ン 巧の あを しじ 米 風の 掛か 
府貸 附幷じ 政府の 保韶 にょらて 
成立した お 晒る 僖の據 猫は 左の 
如し 

政府を 懷 

歐洲 二と 一、 111111 二、 〇 包 0 

难 J ハ パ ー 五 四、 ょ乂 〇、 化ゴ〇 

カナダ ーと 四、 〇 四 o、oio 

アジア とと、 00 〇、 000 

を 計 六よ と、 一六 二、 九 お 0 

民間な 倩 

歐洲 九 〇、 八 四よ、 巧 〇〇 
二 九、 九 §、§(〕 

カナダ ーと 四、 0 四 0 、GOO 

アジア 丄 ハ 六、 五 〇〇、 00 (. 

合計 ニーよ、 一一 义 二、® 〇〇 

而 して 本年-巧 w 降の 貸附 額へ 

想 化 千四冉 四十 お 方 五 千 S な 立 

十 弗 中 じて 二憾 S 千 化が 二で 五 

千 ホは 舊を 債ん 惯遼じ 宛てい も 

ので ある 0 


大藏 省では 

外債 抑制 

國際貸 偕 與蒂丄 

本紙 特お S 旣 おした 如 <1 故 U 

藏 化は 民閒 の-み 資輪乂 抑 厭の た 

め經濟 L 及び 法 か卜- からして 目 

下 柿々 調 か 中で あろ ごい-*。 元 

ホ 段が はも 府挪 巧の 皱巧行 社 及 

びを 典 畑 化の 

外資 輸入 じ對 しては 外 I 

巧 偏人 抑制 巧の 立場から 郁れ も 

み 許 W ホ 義を採 6、 塊が：； 東京 

ホの" 化 巧 資を一 お W を 除く 外は 

を然 許可し t •■い モ かで あつたが 

今闽はおに進んで：^^閒の外巧輸 

又 じ おしても M じく 抑制し 除と 

いふので ある。 從 ホは かお 抛 巧 

X はを 共蝴 体に 料して はこ わを 

强 制め に 抑 化する； が 山 ホね け 

む ども 民閒 のか 資 輸入 じ對 して 

は 殆んで 抑 化の 方法な く、 知め 

じ 本年に 入っ： から も 一. 位 ザな 

上の 外資 輸入を なる じ 至っ^。 

而 かも 一晚 川の 外資は をの is 禮 

こを 巧 巧 上 多少の 効果は，^ って 

も をれ はを 然一 脚ので ムレ、 こ 

れが ため 巧 則 じな つてな ザぉ额 

の利佛 をし い* ければ むら ホ 巧々' 

今後の 

网際貨 借 じ禍雙 癌す 

至と る 巧で わる。 を r みて か 

が>:^けド哟お巧惜のなま力法じ 

餅て 調を しつ i もる か、 t の寬 

調を が 目の 一 どして 巧 記 が 

リがかの談の如く調をしっ^ぁ 

る° ぉして.)れを替けす？-ゃ巧 

やけ 阳ほ ホを なる も 政府 ごして 

け お 年の 懸お たるを 檢解 がを 跡 
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診察 時間 

午前 儿が 一 十 時 
午後 六が— 八 時 

パ ^ 小 栗 幹 三 
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メ ー シ ーは紐脊嶺大のザ バ I ト メ ン ト贿废でぁ 
もます。 颖 らしい 昇陳機 どよ ス 々レ' 夕！ は廣澗 
なが 巧 じがけ る 皆 棟の わ 貸 物に 懊宵 ど渝快 どを 
與 へて ゐ ます 

他 巧で 二 孤す る ものなら ぶメ ー シ！ では 一 
弗 八十 八 仙 或は をれ おでで 贸 へる i を がしぅ 
ぞ御記 樵で さい 

日本へ 御 荷物を 御 送らに ならたい 節义は 御な 物 
に 際して 御 州の 撰を は •ハ ー ソ ナグシ 9 ツピ ング 
ビュ I P ! をお譯 ね 下さい、 親 巧 じ 御 便を を 計 



が 其 貪 巧 おお 船 御用 連 

遠 藤 小刀 兩會 

這ぞ邑 をち N . 产 C 舌 

ぎ姜 一 害 all 妄 一.2 


稅 臟事籍 取扱 

WILyAS L. BA ま & 〇戸， 

さ 〇ョ 12 吉 11 B 三 3を さ呈. 
さミこ呈是ミま913&.91ゴ 


フランスの 勒米 戦時な おを 涉 
がかが じ おつた ので フランスの 

巧 辟 相 おはぶ よ b 佛 威々 憤 等 も 

I をし < で をし、 をが の 化 巧を 見 

'がして が談 中で あつた 

^ 敕府公 償は 塞 出 問の 

嚴が談 も自が ホが へのを どなつ 

I たので フク ンス のが 巧 じは 夕少' 

'の 動搖 をを せて & る。 これ じが 

て當地 W 巧では ft がを 渉の 關係 

から佛巧政府じ巧{ る 1 化五千 

巧 巧 (假定 } の 貨附は 割を ま 館で 

あるが、 一部の 都 ホじ對 する 少 

おの 巧附 はぶ 巧す るで あらぅ と 

巧して ゐる もの i 元 巧^み り 人 

氣 のない フランス 公 巧で あるか 

ら 、これ 义 絕留視 されて ゐる際 

，乂 國大統 锁クー ブッデ 巧の 恵 向 

である どて 去る 十の H のを 社ヮ 

シン トン 特带は フランスの 义國 

じがけ る 茲憤說 じ 就て 3 リ悲觀 

的じ賴 ぶを 筋ら した。 ク ー リブ 

デ 氏の 底 向なる ものは かて 新ず 

な ものでは なく 

歐洲戰 後よ ゎ 特に ホ閣 

めが： Si 細、 むな ななを 挪 ひつ： ゎ 

つたわ 巧を. 也，。 じ 巧び 聲を大 に 

した もので あつて、 從巧 乂國じ 

がける をな の贷附 におして は閱 

がが 省：？ ご 一 神の 默 契が 成々 し 

(この 默 契は 勒ま悄 な 曲の な 巧 

W ホ 渡が ど U つた 一 お 外 贷附に 

斯 してな 豫め 図務巧 お 巧 ど貨邱 

の 則 化、 利率、 保証 等广 就て 詔 

解を ホめ た 上 始めて かお 一 貞出 

す^ こじら、 假らに i 銀巧が獨 

謝で を 巧 W 外の 輔 通じ 從 つね 瑞 

をと 雖も 轉務 省から 技對 すべき 

点 •か もれげ 反 巧し 修正を おめ る 

ぶは 修 おする ごい ふ 風で、 轉務 

巧 一二 邮 S ' 

監視 役を 勸め てむ たの 

である。 ホら を 等 お 外、 就中 對 

歐巧附 にがても 一例を 诞 ぐれぶ 

贼 巧で 跋 網され た ァグ サス 、口 

— レンの 都が 及び 巧ち 化 巧、 戰 

化 化の 修 巧を におす るな 附は過 

まじが て 棚るな なじ これを 化 扱 

ふご おじ 今巧ピ ても时 がの 力 か 

じ 出ソる までん るが、 米 闕じ割 

ずる おがれ 巧の み 部に 就て 旣じ 

决 ぶした 閱 みに おする 贷附は 鬼 

'ち 巧、 ぶ だな 附の巧 濟じ省 手-- 

な L 閒家じ おする 貸 附 はが 國じ 

どらて.；：： 利では U く 村 化 じ自网 

のが 化を 蜡 巧！.， をの 财的 基礎 

の 阿定を 必要 ごす & 巧な 幽 にど 

りても 

關 家經濟 S 古 をれ よ 

ら あばす 陋際 的影嚮 をち なして 

巧 だが まし <; ct . いとい ふので あ 

る' ぃクー ブッ デ 巧の なをは をの 

言 巧は 颇る 川が である けれども 

がかる が W を 化て がむ るに まつ 

じ 所 U は フランス 攻府 しおす る 

辉吿 ピ战め 得べ く、 ソ ランス 技 

巧 どして は 今後 米蝴 にがけ る裝 

なの 關 巧よ bL て 假解巧 お t わ 

るおケ がの！ 帖か游 案 •しがな せ 

ず、 化く 州 巧 かの が 式で 新捉端 



佛の募 债說に 

米國 大統領が 警吿 

釣懷 をみ 濟 •しないで 

募 儀は 無 郡' だ ごい ふ卽义 


巧す る； が 巧闕今 n の 經濟狀 態 
羞 開ず V を 唯！ の ホ 法で あゎ 
これが じめ^，: は 必要 じ 應じ非 お- 

《巧な と^/し 氏 間の 外資 輸义じ 
巧しても zt おの 强制 方を 用 ひ 協 
ィ.‘いふ(/である。 がらば如叫^^ 
る 方な^ ょつ て 民間の 巧 脅紹乂 
を 抑制 4 るか どい よじ、 この 方 
法な 巧み 外蝴 でも 未だ 先例の ぶ 
いぇクあるし非常；；^か必を耍す 
る 葬/ごわ るが、 あ々 寶巧 する と 
なれぶ 频 々化 他の 形 まを w て 

錢間會 社の 外 憤發だ 

際し 豫め 政府の 許な を 得る ミ ど 
! ては 如 M どい ふので ある 〇こ 
わ C '" ため 惹 いて 政が は是等 民間 
會 化の 內償慷 巧に 當 b て 適懲の 
巧 思を 與 ふる 必要 ある 等、 事が 
ド讀 .大 だけに 大藏當 巧も頗 
ほ 重に 調 巧 研を しつ i ある 模榜 
である。 户 して 本年の 凿外 貿易 
は 著し < 改善せられ 昨年に 比す 
ると 九 巧 上旬 造 じ 凡を 二 億 旧の 
又 超を 減じ 四 億】 千万 問 ごな つ 
てゐ る。 本年ち 對か 貿易の 巧濟 
が 如 巧に G るかは 俄かに 轉 言し 
得ざる も' 生糸の 貪 巧は 今なる 
巧當 を 好を 豫 想され 又 棉化戚 入 
も 今 H 迄の 勢力は ある まじ X 其 
化の 事' 情から 見て 今を 巧の 入超 

は 一二 億 乃至 四 億 W お 度で あらう 

ど觀 測され てなる- 〇爲替 銀む ぶ 
他の； 部に ては 本年度は 掛外貿 
忌ぶ び國際 貸借と 多大の 入超な 


决驴 資金 翌倍 叫の か 

耍 あら どして 爲替か 場の 前を 觀 

ぶび 爲替 上の 力 針は 常にが から 

おおして むる が、 をの 筋の 諷査 

したお じよる どな ホ憾出 業者が 

輸出な 化の み 請を をく する i •如 

自己に が 利 U るた め 普通 實隙懼 

の 五が、 甚だしい のになる ど 二 

剧力巧 一二 剧 よら か 請し ないちが 

わるた めか 又は 輸出 統計 上の 驟 

巧から 適 去十ヶ 年の 實錢 じよら 

每を輸 お额じ 於て 化を 儿 かの 誤 

算が ある。 又 賓易か S 貸借 關係 

じ爐 マる もみを 見ても 過去 十數 

ザ 間の 宵績が 巧が 嘗 際の 受お勘 

ぞ じがて 凹 か 化の 誤算が あ 6、 ’ 

をれ だけ 嘗 際は をく 受取ら つ i 

ある 譯 である。 な ホ とても 夕額 

の 决濟資 を 

ぶ 貸挪下 が 必要で ある 

ごて 大藏 省に 耍 ホし 同ぷ もこれ 

を 难備卞 るに おら や 毎年 二憾川 

码ど いふら のが 不要と なるお 樣 

であるから、 本年の 入超が 假 b 

じ 四 億 山 ある どして 輸出 額を 昨 

年同檢 十八 お 川 ど 暇を すれば 實 

際輸 ホ 額 じを の 九を 圳も 一億 六 

千 一二が 化 万 w だけを いので ある 

から 貸 際の 乂お额 は 二 億 五六 千 

巧 W であら、 贸あ 外のを 取 超過 

额を 八で' 为 w ど假定 ずれば 贸あ 

の 入超 额 を姐资 してよ がのを 國 

隙な 化 だ 柳 お 過 額は 一億 八 千万 

川 巧 巧で あ b 、 こい 化の 資 をは 

阿 巧巧閒 どなら やが に化濟 され 

た！' の も化當 じあ 6、 從 つて 爲 

放：： 相媒 ネ少— なが どなる ベぎ 

であるのじ化煤が巧瞭じな-^<-る 

貼 おを みしつ-- あるは 不お缩 で 

ある ど 火 赚ぶ侧 では 贸易 及び 巧 

巧の みを をが 觀 （化つ この 不思 

ホ；；* 现 をを H 下 調を 中で ある ど 

いふ。 


篇鞋 をに て 

寶 易は 巧况 

.が 巧が 特 書記官を 電 
對外贊 易 資 易は 爲巧安 

ごが 外 か况の 良が じょ b 引續き 
順調なる が 化 巧 中の 输 出は 二撼 
一二 王 二が ぷ叫 じして お 超 六す 八 
が讯で 山、 對ま檢 おは 六 千 一二 巧 
巧 w じして 出超 四での だ . 力 W で 

あな。 

金1 融巧瘍 爲鬻费 は 鈍 

，誦 じて 街 ホ 四十 ホ ザ、 對巧 一志 
义斤 十六み の 一。 を融 地力への 
が勘資 をは 巧化遲 々なる も齋高 
ホ 作な 好 じて 地方の 人氣は 稍々 
をが である。 U 銀のを お 券發巧 
高 トニ 借 化が 方 山、 制限 外發巧 
高 一| 辛 二な 巧 5:、 巧 出 高 二一 億 一 

千 凹な 巧 2： じして コ ー 八は 一錢 
ホ跑 。投資 社倦發 わは 停頓し を 
お計畫 資金 ホ 中 义巧万 w じて 挪 
投資 本 一億 二ず 方 W 。 証券 巧 場 
はす 勢に て 鐘 巧 新株は なか 八阳 
巧 十錢 である。 

商品 巿瘍 生を 綿糸ぶ 

輸出は 引績 きお 加。 農が 省 第一 
回 ホ巧豫 想け ホモが 四十 化； 力 巧 
でを 巧に， 前年の 賞收じ 比-- 四 
な 化 二 巧 余お增 じて を 先高 あ 配 
和れ ど 秒 糖、 製粉ぶ 化の 商- - i ホ 

がは 不化 である。？ ホ 糸輸巧 四方 

一： 千 llr , リ後 じて 相場 二 巧 化 川 
羽二重 十八 阳化錢 。綿糸 出 巧 高 

十 化 万 六 千 九お烟 、輸お 二方と 

中 三が 视 じて 相 墙は 一二 巧 1 w 四 

十滋 。綿が おおよ 千 丸 巧 
义 化物 化乂山 四十 六錢。 U 銀 調 

査物慨 指数は 二 六 六 •一-。 を 
國手 あを 換商 (八 巧： H ハ 十六 億 八 

千 五け 巧 川 じして を阔倉 庫が 荷 
直 八月 未) お 慮 五 千 四む ガ 山で 

ある C - 

傭船 巧 或 遠が は W なし 

おがを が 好調、 化 义渾賃 は 十 巧 

を 常で ある。 


對支 借欽團 協議 

がぶ 日ン ドン 及び バリ ー じて 

開催み でぁつ たお 支 借效脚 協議 

をは 今 巧 始めて 米 轉で開 惟す る 

;ど。，9、 ホる 巧 曜 n モグ ボン 

お 會が上 じて 餘議 すべく 口水侧 

の 化 友 ごして 柏木 拒を ま 店た が 

お 席す る 黄。 
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す 0 ー レブ マ 

ンと 十五 ^ 

お H 朝 化 時ょ 
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U 曜 H は 一時 
よも 四时を 


成 巧の 祕訳 


6 

別 t - 

^ S 

む h 

— D -^ 00 

S 

.削？ 5 


鈍 賣物價 稍 下落 
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ぱ ながが 內卸寶 八十 一滿化 麓は 

前ち に 比し 下を 册 と、' 騰貴 か 四 

待を 廿柿 じて 平均 凹赌方 S 下を 

をを して' むる が、 騰 質せる みの 

よなる ものは ホ麥 、鐵 が、 木が 

を じて ート をの ホなら ものは み 米 

大 が、 大 な、 带氣娜 、鉱力 板 等 

で わる 0 

を 國倉座 巧 荷廚 . 

化 巧 未のを 闕倉 庵が が 高は 五 

憶み で 九十と' 力 W じて 削 年 岡 期 

ょ b 三千 S が 十五 ガ 阳の滅 ホで 

ある 0 

第二 一圓ぶ 貨 現送 

第ー ニ 巧 お貨 現送 一二 内で 川は 來 

も 十五り 出帆の 太が 化 化に て輸 

なする を どむ つた。 

=0 上 十五 りが 


乂圃ま 英語を 話す 巧， 
は 成功の 驚 一義です 
本 巧 じは H 本人 敎没 
じ惯れ ね専巧 綺人教 
師ぁ b 懇切 じ jSE 話 通 
信 文 社を 語を 一^ 巧し 
支す。；！： 曜遇リ おじ 
午前 九晦ょ bl 午後 十‘ 
時 i で 開校 丄 
タンと 十 他 t 


H 爲 もじ ホ 旅 あれ 


令 
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ング 脯跪學 校を 垄 
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Japanese Tea Room 
1882 沾が reeU, W. 

TeL Frankiin 1577 


YOUNG CHINA 

3140 Broadway • 

4 Blocks Soufhaf 
125th fi'wajf Subway 


庵 桂 ホ 日 


Suey Pang s 

llES な UB る NT 
459 を诚む e ， 

む t, 2 む I1-28 化 お s. 


City Hail Tea Gaden 

170 Nassau St. じ ty 
Ne が to the Tribune Bldg 
Loo ’Lin Manager 


Beem Nom Low 

474 -6 比 Ave. 

Bet. 28 油 - 29th St. 



mum I 

お East 23 化 Street : 
Tel. Madison Sq. 75 が I 


Toyo Kwan 

41 E. 19th St. 

Bet. B'way & 4th Ave. 
Tei. Stuyyesani 8 巧 8 


The Tokyo Go . 

1 が W. 閒 h お . 
New York むか 
Tel. Traialgar 6559 



© M •が^ 

340 W. が th St. 

Telephone: 
Columbus 8882 


( 巧 日 • 水) 巧 巧 わ 
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Te し む ) fanf 如 59 
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Kawasove Hotel 
1 お Wes ， 123ni Street. 
Tel. Morningside 7154 
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擊盛曠 

おさ ミ 

0 本料肆 

をに 御旅 舘 


转 料を 覇 逆し 皆樣 
の賴嗜 巧に 適する 
料理を 嶺供 します 

I 丽新ホ 華 

U 本人 諸 一巧は 待 
おに 截迎 ぶます 


御 下宿 

磬府桑 由 淸五廊 

4 夏資 lith 9兰 篇. Philad 昔 hia pa - 
Te’L Wainu 二 231 


煎 餅 卸、 小賣 
吾 腐油揚 
日本食 料晶 一切 

り cmrls 巧 巧 一〇 巧 oalt 巧广？ 

萬 S Third Ave こ 
Tel . P 1 苦 a 思 18 


淸 潔、 設備 完全 

古 月 御 下 {俯 

まがお じ 二 T 
ち Cathad 夏 Si TeL Dry Dock 普 芝 


A 


んが t お 

R -gs リ 

A 削郎が 

T 8 c J 
巧卽 -ts s 
W 3 I 



料 

で ホ^、 何を 續 々. i ^ 
巧で おを 願 ひま 4 


W 

L "1 即 

論 

G 扣加 

g 側 6 

細：！^ 

か c " 


皆^の 御增 が！ 

適 \^樣 な 美 ホの 

器 廣珍她 

御料 鄰を 致し ま 
すか 呑 端々 御來 
ホを 願 ひます. 


新鮮 魚介 一 切 

日本人 お 名 生魚 澤 かか b 揃へ 
榜别廉 潰で ス勉 强をム ょす 

サヴォ ホ 飲 巧 
」 ミ <ph wavos で 

り 24 y . 6 ご t St . 一. 

I ' d . lolibus 9 寮 


極お蠢 

季節の 新鮮 か 魚貝類 グ巧由 揃つ 

て 居ら i す 心ら 御 賞味 下； い。 

ァ- 々口 魚を 

苦す 量 St . ぎ Fiklin <.480 


带話 プラィア ント 
八〇ゼ 化— 八 八と S 
= 曜 ぶびが 間は 

ヶ P ツグ 00 四 四 

妍 .碑 待 良 

熟 お々 —i 
が 育が 西 ra 十四 了 目 

M テ ー 1 八を 
三階) 

支 巧 

147 G 一 aremont Ave . B 呈 al 三. Y . 
ぎ岂ま II 1 さ呈 
ま 巧. 互？ F . K . 呈 0. 


ちが じして 淸潔 

般娜 晶南樓 

午前 十 時よ b 渭直 
午前ろ 時まで も L 


が 廳裝園 

づ 巧ん 蘆 蓮 
お 勤の ホ じは 畫飯 
夕御懊 巧 じ 備へ慢 
閱會 席の 御 巧に 應 
や V く娱强 柯卒相 
イ變 おおな 願 度な 
上 卸 案内 中 上 お 


支搬御 料理 

彭瑞縷 

を 本人 讀 君を 
微迎 致し ま。 す 


口 i サン ゼ ルス 化 ホの 御 
お ホには おきの 御懊化 を 計 b 巧 

^ -1 ，ク 

ホテ少 

羅府ホ じ 於け る 同胞 經魯中 梟 
新式 高等 ホブ^で あ b ます 

羅府を 一宿 二克ザ 

tt まス アン タ ィキと ち 五 九 
軍 話 ー タツ カ 111 r < 六 一二 

貸 自動車 (牧野) 

羅府 名所 御觀 ホには 最も 精通し 
む ドライ パ ー が 御 案內申 上ます 


H 本け お 船 切 巧 御 申込に 應じ 
萬 事 飾 巧を じ 御 取扱 ひ 中 トー 侯 

を 港*^ 則 ホテ片 

►り 本 御料 谓 (別間 あ. り) 

を 潔 カタ ホ 瓜 ニア 街丄ハ ーニ 

j 一 軍 話 カネー ー 八 一ち 


シャトル 市 

NP 旅館. 

WG 6 l 6 tIl Ave . WO . weattle > " Wash . 

停 あ 媛 前 通 東 ご 一 了 お 側 《階 建 
リ本巧 船 切 巧 化 扱が 戸 場 送迎 


勢 州 舘館ま 熊 野 

ホ 巧 伊勢 事お久 間を 作 

225 因. 茜 h Str ま t 
TeLfl 另 en こ 2 岩 




御 下宿 

自由 亭 

里ジ nds St . B 養 享， N . Y . 
ぎヴ富 le 之 75 


御 下宿 鴨ザ乂 

ち Pr 另 pect Place 

bet . 1 st -2 nd Askf ご 2 nd St . 

ぎ 互 ミ 呈 Hill 這 苦 
電話 ンキ シン トン 巧 八 五 五 

' .3 巧 田旅舘 

巧 十五 T 目 1 V 白番 
佐み 必化 ょき 淸 潔なる 室 

御 下宿 松林が か 

1 芝 Lexi 喜 n Ave - 

ジ ー. f . ぎ 這 21 


中が 埋髮巧 

中 村萬藏 
31 W . B 5 th 資’ N . y . 呈 y 
享 Golumb 丘 S iue . & Centra 一す rk Wesi 

日本 哩髮 舘淸 

巧 ま 涨髮ぶ 設備 あら 迅速 叮寧を 
旨 ごし 構々 勉强 しま- i - 

西 四十 S 了 目な 蒂地 I 二が 六號を 

タブ プ フロア (を 六を £ 巧 十三 TH 巧〕 

宮川 事務所 

持 績韵奮 園の 同 贈に 的確なる 職 
業を 間旋 します。 

たち ミ se で gi 《 Ag ミ 召 

一畳 W . 4 票 St . N . 产 C . 

Te 三 i こ 78? 9苦8 


尋れ人 

長 野 操 細 谷 謙 一ニ タキ 巧 川 
山 おお 齋滕乂 一二郎 フィ 阿部 
福井縣 山本辕 おを が 巧 木 等 
山 口山 本 龍爾福 岡を 巧 時み 郎 
吉川 淸一邮 (旅 巧者) 

早稻 旧大學 出身 中が 貫 二 

をのを じ述 かを 巧き 度ち 之 
巧 間 本人 お < は 知人 ょら 現 
化 巧 巧 迪か顔 上 お 

紐 育 巧國總 領華舘 

165 ず 〇豈 ミ y N ミ Ifork C さ 
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と 巧 L 
が 埋 

ぉ 媳祭樹 で 永年 御 愛 巧を ホけ 
r たお 义で御 速い ます 

A W 7 : 

N がか- 
む 口 

G ■ 吗 

N W 邮 
〇 化 e : 

^ け 帥 i 

F 1 " 

W H ネじ 住み、 H 本 語 
巧 を 話し、 皆樣 の御嗜 
巧 じ 適する 御 巧理を 調進を 巧 
了 度 エンぶ* タァの ドです 



腊蒲 燒議巧 御れ 化し 

U 庙 巧り 巧が も 御用 かに 度 じ 巧 

贫席 御料 瑚 

烏 等 御 下 お 
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u 本 食料品、 日用品 
並に 新刊 書籍 類 一切 

片祇 兄弟 商會 

ながな 巧 新 巧最を 便船 じて 巧 《 
化 挺 間 巧々 御用を の 巧 ホ 巧 上 《 
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みり 
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日本食 お 品 巧义び 雑貨 穎 卸小賣 

ニニ ーニ ニ、 0 五 五と 桑 山商會 
巧刊 書籍 雜誌 小間物 日用品を 替 


H 本を 巧 お、 雜货 
巧 揺、 おを、 巧闭 

ir ハ"； バ 東京 蘭會 

巧 八— ム、 自 巧の 巧 あ b 


バ 大使 遺產 整理 

前郎 = ホ國 大使 故 王 ドガ ー 
バンク。 フト 氏の 逆産に 就て 比 
遺審 なきた め 親 あ 者 じて 整理 中 

でぁつ たが、 ホ 勘 ま 及び 巧 券 I 一 

を 合して 遺を 餘额 はな 八十 九で 

化 千と け 十六が お 十九 化で ぁ- 

む どい ふり 

空巢化 ひが 徘 柳. 

あ 巧 間胞の アバ ー トメ ント- 
ゥス‘ じて を巢化 ひじ 見舞は i 

らまを，、 ホ こ トツ .7 •フロ— I ' 
屠 注ぎ じを ぎぶ き 摸寞で わる 
まじた 頼を をみ おしてなる さ 
でを るから お 圧 じ 令を は 芦締， 「 
を 一 晉嚴をにする2が肝要で々 


東京 便り 咖 

♦が 旧 大作 君選擧 準備の- 
め 岸 か 旧で 一口を 惜 入れて 词雄 
靑牟 團惧樂 部に 提供した。 君々 
持論た る 海み 思想 發 展を题 がず 
るた め 過般 滿讓地 ホ 視察に 出说 
けだ。 

み 小 お ホ 输哲强 の 如く じ微 
育を 去つ た 君は 紐脊 アップ • f 
デ ソン 會社 肥料 蘭の H 本 一手 版 
賛權を 獲得し、 と 月 あ 巧 二 S 山山 
資 者と 大阪ボ あ 瞄± 佐 堀 大同 ど 
グ デン ダみ： じ 開 襲した。 を 京の 
出資ぎ を 化を して 出張して ゐを 
西 川 w 鹽 S 郎君からの 巧 信じ 去 
る ご .「 農 叢を なて 压國 のぶ 礎 
する 日本は 巧々 の 如く 商工業^ 
なみじ 智識の ない を じどつ て lif 
仲々 輿が あら、 をつ て 肥 巧菌嚴 
賣は肅 途を巧 -じ弓 I ご ある。 


紐會 旅館 帛ぁを 

巧 西 十 了 目 二 四 二番 || I 
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じ、 を 巧ぶ じて は 戰陶篮 麻の 時季で を b ます。 

i J 


會社 商家 用の！！ 用紙、 ビル ヘッド 

會計 簿傳票 等ぶ. め メヌ！ 、お 名 入り 

特製 書簡 用紙 1 {お 所. 人り 封筒、 夕剌 

ゴ厶 印、 原稿ぶ 微等 いろ-^ 

巧 刷 け’= 紐 育 新報へ 

おが スプリング 八 ニ セ セに 御 一報 

あれば 早速 祉 員を 伺は せます 0 


野球 爭覇戰 に 

海賊 軍 奇勝 

降 爾裡の 最終 戰 
を乂の フアンの 化を 湧かし つ 
つ あつた アメリカン •リー ダの 
7 シン トン 菊ナシ ヨナ 瓜 •リ t 

グの ピッッ バーグ 巧 球ず 颗戰は 
双 ホ 共 じ S 勝 一二 敗ピ なら まる 十 
五 H 愈々 诞終戰 に 入つ た。 ヮシ 
ン トン 軍は 今 おのか ー リス じ 二 
戰二 勝の 怪 巧手 ジョンソンを 陣 
頭 じ 起 ビッ ッバ ー グ軍も 同 
じく 二戰二 勝の ア^ド リッチを 
投手 どし み S 出る 巧な 投ホ戰 が 
期待され てな たじ ほし、 アグド 
ッ デは 巧 一巧 目に 四球を 連を 
して 一舉四 点を 占められ たので 
モリソン これ じ 化ら、 窜府 軍は 
必勝を 則して ゐた y 裝がビ ッジ 
バ ー グ 軍の 巧擊 け嫌烈 。ピンチ 
を發 がし 遺が の ジョンソン も顏 
色な < 、遂に 化對 とで ピップ バ 
グ 軍が 奇勝を 博し 巧 巧 冠は 十 
ホ 年 ぶら じ ピッッ パ！ グ軍ゆ 頭 
上 じ 輝い じ。 第一 阿戰 なぶの 試 
を經 過を 見ら じ 左の 如-/ 

第一 回 ぉ 府軍四 U 海が 單 j 。 

投手 ジヨ ン ソン IZZ ミー F ! ス〇 

第二问が賊軍己==^^が軍一 一。 

投手 アル ドリ デ べ术 スキ 

第 こ 网聲府 お 凹り 海賊 帶 S 。 
おず フア ！ .クジ V 及 ひ マ I ベ 

リ llz : クレマ！ 0 

第 四 回華府 ず, S 化が 賊軍 簿。 
を ホ ジョン ソタ P ホ デぶ びモ 

リ ソン。- 三.. I. 

第五 回が 賊軍み 带麻軍 一 こ。 

投キ アルド々 デリ' コべ伴 スキ 
バ作— 、'ザ カ。 t 及び マ ー ベ 
ジ .一 。 I 

第 六闽お 腺^ 呈= 華晦軍 二。 

投ずク レ ア？ダ ソ ン 

バグ 1 0 I 

第と ぉが 軍 九 == 革が 軍と。 

投手 ァグ .す デ、 モ g ソン、 

クン マ， ぶび 才！ < ド：； ム ；； r ‘ 

ジ 3 ンプ 口 \ ' 

ょ回戰を5^じてが賊軍の成績は 

打 數一ち 乳、 得な 化 五' 安打ろ 

十一、 打 i 平均 二 六 おじ 對 して 

華府 ずの 打數は 一1 なか 五、 得点 


日本 巧の！ 

端 書 一一 


山 

k US 


化 ホな 本 巧き の 方 國邸便 端 書 

は二彻 ならし この 十 巧 じ 入 

つてから 一二 他， な亚 され 旣じ 

實 敬され てな 与 繪康嘗 類は 

夕 諭 これ じ臘胞 .する 譯 である 

が、 ホ 紙 其 他！； 二禪 郵便 率は 

巧 前の ま，‘ で t る。 


廿 み、 ぶ 巧 五十-、 巧擊 平均 二 

み 二 じして 守備 K 巧は がちが 九 

と 立、 後者は 化 主 ハ。 收入緩 嫌 

は 百 十八で 二 千， 一巧 お 十四 弗と 

いふ 記錄 であつ、 一が、 最終 戰は 

jij 々降韵 に 巧げ れ た。 

ジミ ー 扳 ホ會戰 

巧 人 拳 圃ホど 一て 旣じ 最近 S 

巧續 けて 化 手を ック •アゥト 

して 有を じな つ： シミー が 本 君 

は 今夕 八 巧ょ tvj " 化 冗 T 目 ご マ 

デ ソン 衔のコ '己 ンウェ グス巧 

樂 部で ヒラデ 作-キアの 强敵ピ 

1 ン •グン ナ ター 十间戰 をを 剧 

する； どなつ ぶ 



補 有^金 塊 引褐げ 〔上】 

ム 醜した 海賊 達 

歇ぶ 人を 驚かした 痛快が 


八 化 化のを 塊 パパ 川 引 揚げ j に 取 b か、、 いりの 十と りじ 
にがみ一 て銳 た鈴锁 しじ ホ 岡 1 やつ'‘ •化 巧し ましれ 〇鞋 巧 お 室 
弓ん 氏の 留険談 に 口',、 I は 廿六化 も ある 細 技い 室で 柯處 

こ の事業 

論 化 巧 V- 確 倚して はゐ たもの 


けょ4、む配でもつ たの^^おがホ 

業であつた！^;、 をれから巧をの 

みならず 船員 等の 准 験に おつた 

のはが 贼 であつ た。 M みぁの 邊 

は 無勢 力な 小 國の散 化する が 巧 

では あるし、 阻を じは 梅 綿 採が 

を发 どす る クブ* — キやァ ラフ 等 

の ダイ パ ー が ゐて彼 巧は 裸體で 

十 お 六尺 位の お 庇で 化宰 をして 

ゐる荒 < い 巧で わるから、 巧々 

.かを 塊 引蜗げ のた め 遠 < から ホ 

たどい ム J を なれば 一つ じは 繩 

張 b を 侵された どい ふ 威 じら あ 

らうし、 义 彼等；： 潜水 隙の 化 用 

G で t いふ ふを 巧外視 して 裸鮮 

で やる の だから、 彼 萬に が 巧る 

ものを 巧々 じ 出 巧 《 堂は ない ご 

いふ 巧な ちへ も あつて か 彼等は 

巧々 の 仕事中 常に 附 化で 巧々 の 

操棠 V - 見張つ て & た。 M か乱躲 

む述 中の i だから 柯を すら か 巧 

らな いので 巧當の 

防禦 手段を ¢1 を けれ 

ば むらの ご 潜水 ホら 水 卜勸務 者 

もな じ 迫る 樣 なか 第、 こ いじめ 

巧 一の 隙の 阳意ど （て 小銃を 買 

ひ 込んで なんで ゐ じ。 彼等は 巧 

巧が 八 お 化の 所 化を 媛 見した 日 

の 如 化畢を あへ て 歸るど 我々 

: のがつ てゐら 船の 船ち を 翻 馳走 

I する やらを のをら 船員に 化づい 

j て ほ 乎を は', っう ピ しわ b してむ 

じが、 巧々 は 飽左比 事を がお裡 

I じ 進めた ので 最後を 串な きを 得 

た。 掃が事裝は天化ご い ふ外；^ 

い 奇蹟 的ぶ 巧で あつた。 柯 し々 

'をの 廣 いがを ゐて もな < 探した 

I のでは 八 化 化を 採し あてる をに 

I ニヶ 巧 も か t るで あらう か、 私 

j 速は 六り 二日 ポ ■•トサ イド じ 到 

1 焉し息 もじ だ 四十 五哦の 捕廳船 

_ ど 四十 颇 許ら の 操業 船を 借 受け 

■これに 十を の 潜水夫 ご 二 么の技 

; が 度び 化の 

- " hi 一一 名る か乘 して 四 U 

~ かも 摘 あじ 着手した のです。 お 

I は唯自 をの 威 じじょ つて 見當を 

つけた 方面を 探ち 始めた のです 

:^、 怡巧 十' ホ 日 目の ホ 巧十义 H 

，にがおの 破 ホが がが 用の がを じ 

引つ か-- つて 上つ た。 を こで を 

一; 違 ひない と 益々 お奄の 手を 進 

.める ど 六げ； i : 八 H じ タイム •ベ 

j 片 •か 上つ たが、 これに 八が 化 ご 

萬いて あつたの でを々 これに 相 

違。 いごを 巧 引 揚げの ホ備 ごご 

- b か-- ら 主した。 八 化 化は をの 

をした 通 b が やが まじらの が 底 

.じ 船 おが 六尺 巧 巧つ たま！ 沈ん 

-で むじが、 前 構は をの ま i でポ 

ンゥ八 •マストは がれて ゐ たけ 

一れ でら 乂化 巧が をが してむ た。 

I 引 揚げ 準硝 どして フイ ャ ー や マ 

I ストの 附戚顿 等の 化 除けに々 し 

一巧り を叟 したが、 をい もと 月と 

' n にがつた ので 八 n から 

_ 貴重品 室の 戶を開 く^^ 


かった が、 元 八 お 乂乘飢 船員で 
ぁった 人山 臟げ む說 憶に ょって 
入口の 正面を 探した お、 を こじ 
は 五 ホ 十本の 長い あすが おん. で 
ぁったので これを. 化が く のじ大 
を 手間で ったので す j . けれ ごも 
を こには を當ら なか 「たので 段 
段 探して 奥 入ら、 可に 甘 六 U 
じ- 截 かで 强 をし ましたが 木の 
箱 じ殆ん でを のま！ 逼乂 つて ゐ 
ましむ。 をれ でを の T はこれ を 

皆 -1 化づ八 化乂の ザ マキに 梓ち 

出して ならべ じので す。 


古出 大 二^ 死刑 

ま 京 特電 十五 H Sll ：：：：： ホ 前 じせ 

めて 坡巧 する 大心 'をのを々 魔 

子 (九 ご 逢 ひた：； ど 切願 t 獄 

中で 魔卡 のがを：^ で t 希留を 

架した 福 W 大 お^ 擊ホ 遂兼强 

盗 殺ん 化の 無げ^ ホ義者 古田 

大 ''邮 は 今朝 ホ i な 刑務所で 

死刑に 處ゼら む ^0 

;n :T . . « I 

採用され ろ 

婦人 觀事 

. 米 政府" P 祈 制度 

米战 政府では が 巧 外ぶ 官試驗 

じ 領事 課 ど 外を 官 端を 設け 前者 

は 故 ザで が 俸 ニ チ 笠 rl 弗、 療巧 

ホで 八 千 弗。 るよ 反し 後者は 書 

記官 から I 

參事官 を ミ も 年俸 四 

千 弗 じた ま b 貧を A では 到底 か 

を官 になれ。 い マい ぶので、 今 

阅國 務を當 局は I 一の 制度を な 正 

し一弼 課の 孰れん 出で も 二 千 五が 

弗を 振出し じ^ 事官ち 総領事ら 

み じ 化 千 弗と，' I 、 最後 じを 使に 

進級す る 主 ど^めて 人が な 用の 

道を 開き、 聞!^ お內じ 外を 官學 

巧を 設けて が^を 格 巧は を 局 及 

び課長の滿^^み化省巧の事務 一 

切に 涩曉 る 後 始めて が闡じ 

出勸を かや'^ 制 巧を 採用ず る； 

どなつ じが、 I 外交官 ご 云つ てら 

單じ外 巧 懸引 や外國 事情の 

みで なく 閣 'での 

生產蟲 が何處 から 巧處へ 

如何 じして P 出す るかな で； い 

ふが 業 上の 謡 もめ 要で ホ 大抵 

の让 串で をい。 然るに 今圓お 

外 化勸を 也せられ た 擦 領事の 卵 

子に パ チ - j •フキ 瓜 ド攘ご 呼ぶ 

本年 サミ ¢1 のぉ糜 さんが ぁる。 

チー さ'!^ は今间 アム ステ 八 ダ 

;事 じ 任 かされた ので 

:人 どして 外を 官が驗 

-外じ 派遣され るのは 

人を でぁる。 銀は n 

ザンパ— の バィオ ニア 

の 孫で 

山ぶ 部 の ダン パ ー じ籍を 

おき ル ダ ー 大學を ホ 巧 後 

外を をの 試驗 をず けたお 不を格 

ごな つ だので 佛涨 パブ！ に巧學 



i して 大いに 勉强 した 結 柴今网 こ 
のを 擧を 荷つ た S であ もが 「を 
じ 巧 パィォニアの 也 持 七で 勘く 
許 b です」 と 健氣な 巧、 むを 語つ 
むる。 從ホ 巧の 外を 官が駐 化 
閲ん 外を 官 V 」 は 事務 厮 W 外に 

酒 や ホ を 相手 じ 談笑し つ 
つ外をの機をを探る^は外巧を 
の 一大 化か ごされ、 外を 官 夫人 
がを の國の 社を 巧 じ 出入して 政 
府 のために も 利 U 報吿 齋らす 
瑞をも 秒む くじかつ たが、 今度 
は 婦人 外を 官の 採用で このみ 雨 
じ も新时 化を 劃す る， とど つた 
譯 である。 

も' 義皇 一巧が - 

郵船 御便乘 

光榮の 諫訪乂 

ベ 水 •キ！ 韋帝 ァ术バ ート 陛下 
及び 生 9 ザべ ス皇を じは 今年 樹 
大赌巧 滿化お 年の が婚 式を 先頃 
擧げ させられ たが、 御 化 養の 恵 
ホで が 巧 肺 旅 巧を 思 ひなわ せら 
わ 数 U 前 ボンべ！ じ 御 到着 遊ば 
された；はか電所報の逆ゎであ 
る。 兩陛ド じは 印 ほを 地 

御 巡遊 ミ 十 H 下旬 コ。 

シボょ b 御 乗船 抑；；！ 國み 豫定で 
をる が、 をの 街乘抓 ごして 其 あ 

を 通じ 日本 题娜曾 社に 御用 命 ぁ 

6、 同を 社では 無上の ホを ごし 

去 目 廿八 H 橫潑 出帆 マ^セ ー ユ 

t し 向つ た諷訪 化を これ じ當 て、 

同船は 船体の 化粧 塗 b を 終ら 船 

巧 設備 S 改善ら 一段落を 吿 げた 

御 召 室 どなるべき 左 おの 赏賓室 

は ベッドが 陋の 備品を 部を 新調 

し、 船室の 壁は を 墙檢乂 b の 

重を 張. り 詰め ソ 7 ァ椅す 等も悉 

くボ廣 模樣入 b の 西陣 綴じ 張ち 

巧へ 楓の おで 作つ た 机 や 戸棚 等 

じ も 磨きを かけ、 义兩陛 での 御 

旅情を 慰い ベ，、 猛栽や 日本 書の 

巧 額 巧を 備へ 一方 船 内の 讀津室 

社を 室 等 じ も 装締を 施し 黄 装を 

錢 らした。 尙ほ 

兩 陛下 じ おしてが 念の た 

め 郵船 貧 社から 献 とすべ < 製作 

中で あつたを 銀を 縷 めた 長さ 一二 

尺、 商 さ 一巧 五寸 の諫訪 化の 模 

型は 英窜じ 中 2 ホ A つれので 同船 

じ賴这 まゎね。 邸船會 社は 船長 

じ 奥 巧 由お郎 巧を 起 巧し 機關長 

じ 藤 島を 親 氏、 が 格 長 じ 一々 渡 熊 

藏氏 をな 他が 八十 余を の 船員 も 

をれ ぐ 優秀 老を擇 び この 光榮 

をる 化が の 恙なき を視 つて ゐる 

くい ふ 日 

藤 原義な 巧 

獨唱會 延期 

來る サ八鬥 まで 

旣 報の 如く 聲樂 あ滕 原義 江 氏 

は 中 山 まさ子 夫人の 助演で ホる 

廿 U (火曜 H ) 午後 八 時化み ょら 

ィンタ] ナシ ヨナ 八 • ウスで 

久しぶり じ 獨唱轉 を懼す i とな 

b を 授巧も 準備中で あつた が- 

まる 水曜 H じ 至 b 突然 該期 りじ 

は會 場が 他 ど 契約 あらし； を 獲 

見した ので、 常事 者 ごも 協 講^ 

結裝 己むな < 廿日の 期日を ホ S 

化 八 U (水鹏 日) じ變 おする i - 

なつた。 尙ほ 巧じ贊 巧を のがが 

はを のま/- 當巧 これを 巧 巧.-' 得 

る i は 巧 說でゐ る 0 


御旅 舘 河 添 


削ぶ 並に 御旅 舘 

® 佐 野 兄弟 

が 育 ホ 西 八十 八 TH1 二 円 十ー ニ 巧 
屯 詰 —— スク イラ — とん ニニ 
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誦 稅會議 に對 ずる 

支那の 輿論が 强硬 


十阪每 口が 巧 特扔員 


淸巧 


左は 本 巧 二十 六り 化 巧 じがて 
明かる.- 支那 關 枕を 潍じ勒 し 
ぞ那の 本 巧 じ通曉 せる 河上淸 

巧 々ヘラ 八 ド、 ツジ ビ ユ—ン 

巧に 酱せ たる 近搞の 大要で あ 

つて 姑 節 巧 頗る 與ホ ある もの 

であるから をに 譯 載す る。 

个个个 

十月 二卡六 H 化 巧 じがて 熙か 

るべき 支那 關稅巧 讓に關 し、 米 

國 及び 歐洲で U お谭 なる 如く 言 

はれて 粗る かち 那國は 自身 並 じ 

夕 数の 指 海 的 政治家は 頗る 無銷 

必 である のみでな く 摩ろ 反對の 

な嚮を 示し： おる。 是れは 何等 

不あ辨 ごする 事 巧では ない。 支 

那 政府な おが 條 約に 著名した 列 

幽に 街し 單じ 同化 おの 明文 じ 依 

る 二み 五 煙の 關稅 お数を 論講す 

る f - O を W て滿 足す る もの じあら 

: ざる 诗 を遥臘 して 居る。 今み ま 

那のお 别國通 蝶 じは みの 如き 戰 

明か ある。 即も 『千 化が 二十 二 

年 一巧 五 H 關會 せる おが 會議太 

ホが 及び 喊柬閒 題の 第と 回委貴 

會じ 於て ぞ那 を權 はお 殊適當 の 

時機 じ縣巧 自ま權 をぞ那 じが 收 

する 問題を 巧び 

提議ず ろぶ 志を をで 

招ける； け 列 防の お 憶に がする 

所々 らい、 な 上锅 明に 率 おし 支 

那政 がは ホるべき 曾 諸に 該提請 

をが みな 巧ち 抓が 强婴 せられ 居 

むる 隅稅 制限 撒 蹈に觸 する 力を 

'を终 見せむ と 欲する」 なを 明記 

'.つ、 ゐ るか 判 錫の 间 答け 支册 

のま 化する 脚 枕 白 ホ權の 端謠を 

I 化 レで におない けれみ、 ミ那み 

i お 堪を豁 すべき 何等の 助勢を 與 

I へて W ない。 現じ 坡化化 ま 政府 

の卜に 組織 さむ 口外を 關巧 委員 

哲 々お 巧大嫂 氏け 脚稅 & び 治 外 

化 雌 政策を 樹立ず るに 當 b 『を 

邪は お 政 的 じ 祸巧甘 わ'- しては 

巧る が 巧 闕の提 化する 二を ぶ 嘘 

あ徴承 班の 常 液を 噓 でし はな 

ら <2』 ごまで ま 娘して 居る。 亦 

八月 十と U 上が 質ぶ 化を U 


I 化 京 政府 に 化ぶ して 關 

|秘自ま雌を幾る，と勿れ ‘-^激勵し 

1 「阿 化戳巧 W ホ 巧 岡の 外 巧は 都 

I て失败 をな をした 爲 め-し 國 把な 

~ 常に 巧 域の 脈 迫の F じ おかれて 

居た〇 吾ん：：^如何じし‘-か化の 

巧 盛を 姐 じて 脚 稅の獨 なを 换化 

せねば。 ら W 。 單 じ刚稅 二を ぶ 

姐の お 徴を氷 班す るの みでは お 

材 支那の が 政を 測 闊裤销 とする 

み危 除を 巧 致ず るに 了ら わ』 ど 

强-驶 じ 態 巧を 视 つて おる。 巧の 

如：；；：： 力。 るぶ がに 陆端 。るな 

見が が 化する なぃ：、 化 巧み 間の 

歧 ホぶな 峡 く-こも 乂聪 C ;* る么情 

を别 凶-し-がず - VJ を余條 され 

るに 速 ひ i ：* い。 刚稅巧 诚；- 痴^ 

べき だ 服 化 おみ 1 ,、 たる； 正を 

氏* U 义 「だ W の 脚が 巧ま谣 をが 

ム： こに 化 b て 支 邮か财 政 的を ま 

いだ , 

巧' V .- 

絲娜 ずろ 州 岡け 支 服の 

キ 楠’ 御-, なび 辆卜： ホに が 化の 

悼 お V 巧 巧す ると ク レィ ム する 


資格は むい』 ど 論じ、 化 巧 じが 
てが 巧す P ち 字 新聞紙 ^ じ 於て 
『た 邪の-で 權 を侵蒂 する 都ての 
條 約を 麽 菊す るは 吾人の 灌 利で 
ある。 を お 條約じ 署名せ る 列 固 
の 言 ふ 所 イれふ 所 どじ 夕乂 の距 
離 あらて 枯触 合する の 道；；* きを 
悲 む』 ど搜 がした 乍 併 前 輕務総 
理 たら 外を- 旋 長た' 〇 し 顏惠慶 氏 
のかき む 隅 响會議 の】 化を あ == 
支那の 政 化 ik 稅 制度は 列 國の强 
要 じ 基い ホーが f はなく して 支那 
政府 自身の j ザ與 でぁつ じごて 淸 
帝 時代の 詔 おを 明 用し 『關稱 じ 

化ち てぶ 那 の 收 入を 謀る は國家 

の 面目を 害す J ご - 

導 > した 時化 も ぁつた 

ご 云 ふ事實 を猜 摘し を省带 隅の 

頌目 たも 督 軍み 腿 制 制 治 £ 藍を 

稅の賴 弊を 痛で じが 顔 巧の 所 

論じ おしては 於禄逸 仙の 亞 流た 

る國 巧黨 から 潑 巧なる 攻擊を 喚 

び 起し、 賣闕 ぶ-が 化漢 まの 惡 

罵を 被つ て 巧を 巧で 狹西省 出身 

前約な 會證 々員ぶ 恆を 巧は 化を 

が 聞 紙上に がて 通然 V てて 顔 氏 

を彈 劾した が、 輿ず るで 支邪幫 
論が の 現が を 綜合す るで をが 政 
前は 巧は 輿論の 沸一 騰 せ-'^ を 緩和 

せわ ばなら ホ 外は 一刈國 ぶ 節 的 

解决を 得べき 巧 衡ぞせ ば。 ら 

や 非常^る 難 越に-！ つて 前る 巧 

おで ゐ る。 一 

^香{呂'^ 殿 H 一 

奉迎 準備 


排日 團體が 

反對の 運動 

移 お 法修ぶ に 

を 巧特信 = 加贿 巧に 委民 負は 
當巿 マー ヶット 街 じ 本部を 昭き 
從巧秘 力が H じ 巧 力して ホた が 
先が ホが ちじ 本が を柯 する 米阔 
ぶ 轉を巧 聯盟が シド ニー、 ダユ 

リック 幹事 义ウ イツカ ー シャム 


プ 。グ- おムも ホを 

十一月 二一 ぃじ 里心 I じて 卸ホ乂 

ピ巧 をし 巧た る 朝 d を 鸠を书 殿 

ド 並に ぶ 子が 殿 ド 抓 二が 奉迎に 

腳 しては 化留 同胞ぶ 巧 巧せ るを 

質會 にがて 着々. 準備 マー 進 巧 ■居 

ら 去る 十一 日 化半乂 化が が 球 競 

技の 爲め 择府 ょな シ- -ヨ I 二 I じ 

ないた 磯 曾を が 用し 員 長齋條 

總領举 、化 木、 旧 島 倒を 員 等 ご 

神々 がを す 所 あ 6 勸质 化 中の 尸 

グラム も かを しじを である。 

兩殿 y は旣 報の 如 < な 伯爵の 御 

假名 じて 御 觀ホ制 名!： の 吿でホ 

るが 一二 日が は總領 A 1-1 邸 じがて 

純い 本式 晚 餐を變 しす 四" の 

總颁事 ホ 催 巧見會 を^ おし ホ テ 

V ァ スタ ァ にがけ す U 本協會 

の 奉迎 乂晚餐 會をお ごな り 

问 巧は 前 國務卿 ヒゥふ 氏、 新任 

卽 H 乂化 マクゲ M I を、 ゲリ 1 

判 中 其 他 あ 救の 米 人 も 出 おすべ 

< あ：；！ はがが 问 胸の お迎 晚餐會 

を ゥォ^ド 0 7 、 ク' ，.卜 9 ァ r 

閒 ぇに かぶし wn . お H 兩 りの 

午前 ご 午後 ごは ゴ ViN 巧 化の 御 

觀 ホに 常械 めて 御 詞山扎 つ 非 

る 式の 邮り 脚を 轨. り.''; r , r る、 毕： 

である。 尙ほ五 n 後^ 樵の 奉迎 

晚 なけけ け 巧で 化が 乎の おおけ 

做服义 は， ィ モン- •卜 締乂 はかげ 

破 服. こし 中 込 則り If ホ 巧 S 十 U 

化 b N ' 。 つて 的を が 山. & W い. が 

巧：：： 本人 巧 ホが 所ぶ/、 け U 本 化 

2 /评 であ ム 


前 合 ホ國檢 事猶長 等を 中必ど し 
てが 日 移民 條 巧を 撒廢 し、 H 本 
移民 乂闽 を熱洲 移は 村 捲 割當制 
じょ 6 て 許 巧 せんとす る 運動を 
なし、 特に 排日の 根城なる 加州 
の 敎會關 係を じ對 L て 迷 動を 集 
注した 事を 重大視 L 、 近く 猛烈 
なるお 抗 連動を 起し、 敎 魯踰盟 
の 加州 巧に 運動した 跡を 化つ 端 
から 轉覆 する たみ 最も 紐 織的宣 
傳速動をなすべ くみをしたを員 
會 はかくして 敎會 聯盟が 明 後 千 
化-円 二 千と 年度 證會じ 排日 條巧 
撤廢 案を 提出す る討臺 をを 然放 
薬せ しめむ どす る魂膽 である ご 

紐 育 n 本人 會 

第五埋事會^ 

が 育 日本人 會 今期 第五 回理華 
會 はまる 十一 二 U 午後 七 時 料亭 都 

にがて 開催 せらむ たが お 席 巧 事 

は大 島、 鈴 木、 淸水 を S ハタ、 

川 島、 柳 巧、 巧 本、 吉的 (宗) を 
巧、 熊 野、 巧 中、 石 本、 を お、 

菊 油、 崖葺 、山 旧、 水を の 十と 

氏を 刻 大島會 展證長 席に着き 巧 

出當記 おの 指名 点が ぁ り、 會長 

i ら新 巧を 原書 記を 紹介 じみで 

會 お報吿 、會計 報 吿を了 {巧ら 

に 委お會 の 報 吿じ移 6 田 島を 務 

ま 貴ち 狹 席の ため 水 巧を 員 巧 も 

てを！： の 報吿を 試みた る 後巧慟 

委員 曾の 報吿ぁ b 、 巧 じ 社曾委 

員 長を 信 竹 治に ょ 6 が 留间胞 の 

朝 香 お 雨 殿 ド 奉迎 會じ關 する か 

お藝會 脚本 懸賞 募集 如 伸 等を 報 

吿し 孰れ も 承認、 ホ 終 b て翊事 

の 補 缺選擧 じ 入ち 川 島仙藏 、赤 

木 吳道二 巧當選 午後 十 拇散會 し 

， 」 0 • 


を 福 派の 重鎭 

徐將軍 着 紐 

支那 臨時 大統領 段 嚇瑞氏 股 化 

の 逸せで、 を 福 派の 重鎭た 徐 

樹節お 軍け 幕僚 並に 外交 部 随員 

八 名 ご 共に 今週々 初英 劇ょ b 來 

紐 ぉ下ゥ Z スト ポィントな 他を 

方が を 視察 中で ある。 徐將 軍は 

段 巧の な 活じ伴 ひ歐米 視察の 巧 

務を帶 びて 赤 露を 始め 約 十一 刪 

闕を 巡遊した ので あるが 歸 まの 

途み目 本を- * 訪問す るち である 

徐お 軍は だ耶の 時局に 翻して を 


くを 親らない が替夕 1 ムス 記 
者と 食 見の 際 『鹽は 故 盧じ我 
圈 のを 展を化 出しは 居ない 勿 
論 或】 部の 列國ホ ましから ざ 
る もの も ある。 を 人 ごして は 
治 外を 確の 繼 綾は $ も 皆 痛で ゎ 
つて 是は 確かに ま W の 司法 及び 
誉祭權 を 来 縛す る。 ので ある』 
く 明言し 化 巧 中央 J 府の 無勢 力 
をが したが 轉 じて S 西 亞の外 巧 
め 策を 詳し 且つ 『の ドち 邪 じが 
て ヵラ' ーン 氏を 通) て 巧み じ ま 
那ムの 必理を 利 巧し つ、 あるの 
は露阁 である。 露！！ 亞 人は 旣じ 
舊時 巧の 巧國 ま義？ 思想から 離 
れて 進んで 支那に バ ける 治 外法 
權撤 廣を哨 導して S る。 隨て力 
ラ ン巧 はを 幅の 倍 頼を 支那 人 
から 巧た』 ど 語つ k 。 徐將 軍は 
民 國ホ年 陸軍 総長 映 廠瑞の 下 じ 
ホ 長たら、 裳 化 凱で 挺 段. 内閣の 
秘書官 おじ 巧 せら i 爾後 參謀總 
長 時化に 物壤を 酸した るが 史ら 
じ 巧 化 籌邊化 W : C 外 蒙み の 開 
發じ 巧つ て 力ぁ自 '斬 雲鹏 、巧 
t 潭 及びが 化霖 等の 反 威を 買 ひ 
て 失脚 L 、 お 國乂牛 お 佩を S 排 
巧を をけ てを 職 動 化を 剝奪 せら 
れ たので 践を 擁して 定圃 軍を を 
したる ち 遂に 敗れ 廣 巧、 福 州 及 
び-^ 海の 閒ど 岀沒 しつ i あつた 
が 囊じ段 巧の 出廬と 共 じ 趙巧さ 
れ歸 まの 上け 國務總 蝶のを 力な 
: 候補を ど. 熟め られて おる。 

一一 弄 物産 晚餐會 

一二 井 物 產を社 紐 宵 ま お 長 巧 島 
繁一 一氏は 円下淺 'が 中の 一ニ ザを 名 
重 お 高 云 ホ 俯 皮が かのを が じて . 
ホる 二十 一日、 水曜) ホ 後と 時 i 
ちがが 嘗 業家誅 & を 巧 本 お 樂部 
に招谅 .して 晚餐 貧を おす も。 

化 お 僅か じ 一一® で 

紅葉 おリの 福音 

コン 子 クチ カットが リッ チフ 

キ ー ^ ド 諸 峯け每 がが 藥の 季節 

じなる ど 巧 C 外关觀 ダき する の 

でが 育が 殴か^ b 態々 良 物に 巧く 

人々 ぞ みで あるか 今が ニゥへ 

ゲン 鐵 道では 明 十八 日口 喔に是 

等の 人 蓮の 爲 めじ 巧な 一張の 族 

を賃で 特別急行 列 おを おし、 案 

內 者を つけて 吳れる どを ぶ。 午 

前八时 十二を 中央 停車場 發 が、 

(巧 二十 五 T 目 八 時 二十 S を ) f 

あるから 化 ホ おじ 趣 ホの わる A 

じけ 好機 會ご あはる。 尙ほ 詳細 


はブ ケットで 

ら る*/ し 0 


'ジ 


ントじ 尋ね 


眞 鍋な 造 翁說敎 

を媛縣 今治敎 曾々 員眞 鍋が 造 

翁は 八が の 富齡を 提げて を 身を 

信仰 傅 道の 爲 めじ 捧げつ、 ある 

を 督お であるが 過去 一 一年間が 巧 


3£ 驢 奉迎 晩餐 會 

大ぉ 十网ザ 十一 巧 お H 午後 A 時 ゥォルドー フ 

アストリア にて (が 诗が第 お 街 ど 西 一二 十四 目 巧) 

曾が 五 巧 (中这 ご 问 時に 桃 込む 事) 

み & 所 U 本 お樂が H 本ん 會事お 所 

中 込 お n 十 巧 化：：： を 

服 お お 子は 賴服义 な タキ シード 

婦人は かが 醋服 

を# 迎晚 餐會化 偶す こどに 相 成が 間 御 贊时の kM 

化御诱 をせ 邮出お 被 化' 小 巧 誰で 御 案内 中 k 候 化 

本迎を お 蘇 藤 階乂む 化化妍 木を 巧 旧 鴨繁二 

な留 同胞 各 化 


加州 モ 面を 巡遊して 前週 ホが ホ 
る 十 一 H 午後 八 時 巧が 八 了 目 一一 
が 二十 一一 一番 お U を會 でぶ 督敎林 
盟會ホ 催の^ が 說敎を 試みた W 
翁は 熱 る 信仰 ホ 巧の 遊 ま シ^ 

語 6 聴衆 じを 大の威 動を おへ 作： 

參 修道 會 慰を 歡迎會 日本人ぶ 
督敎 修道 會じ ては、 ホる 十九 日 
(巧 腿) 午後 八 時ょ b 牧師 副 島 倍 
道 巧の 慰勞を 兼ね 新 巧 幹 事大 W 
盡四郎 氏 化 じ 副 幹事が 山が 平が 
歡迎 會を懼 すか。 

• 111 抑 貪が 口變更 H お、 薩邮 
大隅 一二 州 人 ょらぶ る ご 一如 會ま惟 
の 中が 化證十 歓迎 曾は 二十 H わ 
二十 一日 じ變 をした。 

參炸卜 '常 子 夫人 三 井信 巧 株 ホ 
會 社々 長 秘書 役 井上 信 氏 夫人け 
を 驟赤十 ザ 社 看護婦 會 々畿ょ h 
歸 朝のを み 昨 十み H 入港の ァ々 
キタ ニア 號 じて がが ホ テ 八ゥキ 

ラ ー ド じ 投宿。 

♦善 賴武 太挪氏 大阪が 業會蘇 
所を 員、 米國贸 易大會 出席の 爲 
め教日 前 着が。 

♦杉が 愛仁： ri 宮 内を 率な 官、 
ロンドン ょち 歸锁の 途次 ム るよ 
H 着 紐。 

» 手 塚 勝 太郎氏 學を •數 り 前 
H 本 ょら 着が。 

— nr — 鴨— 說敎 

♦ W 育り 本人 敎會 
『題 未を』 眞 鍋が 師 
♦ぶ 轉敎 暧觉矫 

ロ ホる 可 きらのは をな 公 か』 

副 島 牧師 

円本ん 襄 S 敎會 

『入が の 流轉」 川 島あ娜 


沙港 獎語學 校々 ま 
ち 巧 正 二 一郎 著 

興話活 法を 


賣 


定 借を 弗 化が 仙 郵稅が 仙 
著者が 本齊 を編荡 甘る 所 化は 靴 
を 橘て/' 痒き を搔 ''、の 威 ある 英 
語會 なを 活用 せんどす る 諸子に 
六ヶ H の紹時 U を 0 て 円 常の 會 
話 差 まなき を 補 せんどす、 おじ 

スラン ダ、 ィデ オム 及び ブロ フ 

エン 語 巧を 入れて 其眞 意を 解す 
る檢 城' 3! がせ b 。 ホ學者 じは 速成 
を 脚し 吳义 典、 巧 語 巧を 後編 英 
文 研を の 部 じ勒し 通信 敎 巧を も 
致します (向 ふ ー ニケけ 間) 
s - yoshino , 1 芸 W Amsterdam IWeJ . Y . 
c 0 The 呈 enta 二 ea Trading Go . 


釀 g 獨唱會 

來るサ 巧を ホ 八日 
じ變更 致し ま， した 


靑年 入用 電報、 印刷 

物 酷 達、 社巧雜 巧を 便 中る 靑年 
.，名 至急 入用 委細は ホ談 あれ。 

紐 育 新報 社 


中が 化議北 

歡迎 晩餐 會 

目下が 紐 小 ハ 鹿を 島縣 選出 K 
議个 •中が 嘉壽 氏の 隙迎 晚餐會 
を 左の 如くが 憐し巧 < お 間ぶ 
人 御 誘 ひを" 方陈脚 燥を け •御 
巧 曾' 下され 嗦も御 案 W 中 トー 候 
巧 H .= 十 巧 二十 一目 (水曜) 
午を 六 時半 

锡所 東が お 

御 出席 S ホは 前日を じあが 館 

へ 御中 达玻下 度願卜 •候 


ネ ヤン ディ 

ス マ ス 用時別链 
チョコ レ ー ト胶 交せ 

一お废 二封 度 一一 一封 巧 
及び 五 お 度な み。 

バ - — ドネ ヤン ザ ィス 

一封 巧 五 お 度 化 お 度 箱 
卸賣 値段 じて 御用 命じ 應じ御 
注文な は エ搶ょ b お 接 御 お 客 
様に 御 送 b 致します。 柯卒相 
變らや 街 弓 ホ 巧 愛 顔を 願ます 

驾呈 TF 呈〇夏 養 夏， 一 夏- 

- W 5 企巧产 

ジ宫 hmie Bryan こ 644 
c ； 本人 部 ホ 巧 

G な or 巧 巧 C •で ibbw 


自働 車賣度 

おを なる 千 化 巧 十 化 年の リオ 
五人乘 b ま 急を 憤 じて 賣 度し 
御駕の 方は 左記へ 軍 話 じて 御 
譯ね あれ。 • . 

ライン ランタ！ 一. 八と .V 


ミ i 煎樹燒 じ經驗 もる 者 
身^ こ ミ ま 急歷ひ 度し 
ホ 望の 方は 左へ 御照會 あれ。 

5 ohr で tie 其す S さ rk 
TV . Si ご doclc 7179 


g 哥 ，を 二 軒 綾き のを 十五 ま 
® じ 一二 湯殿 お まの 設備 
巧を 二 侧のグ ラ ー デ あ b アップ 
スブ！ T のべ 片を嗚 し 下さい。 

互 つ. Ro 畐 ne 吉 ，養 B 曼 d St , 亞 岩 m 呈 d . N J . 


木 田 ル ング 

言 7 3 rd H 完， す t 洁 th & 寞 hSts . 

ジ を す ミす 巧 nt 芸 S 


一ら あ 向きの 大 室、 装飾 
但 去 達 優お淸 潔、 シング 於 
术 '—ム も あ. 方 八 巧な 个 、エレべ 
— ター附 、地下線 バスの 硬せ L 
Churchman . 56 W . 137 ih 夕呈 y 


一巡 五^ 及 A 诚； 一 

人 父 は ； T 、 じ 適て 

巧 廳へ小 か タィム ススク エャ— 
へ 化 五 かお 話 ヵン バラン ド芸呈 

184 量 芭， Bro 量。 黒 崎梅モ 


を 起 人 一二 州會ン ストラン 


良 


N S 

E 化 

D S 日 

ぶ & -心 

A 化 本' 

G 的 人 

L 

A も大 

W s ’ 歡 

E A S 

反 化 i 

OW 


I! く 賣ら茲 むだ レスト ラント ホ 婦 

周連义 啓ち ホは 獨身 をの バア トナ アを求 

ダンスの 巧 時節が 參む 機を じ 化ら ては 讓 つても ょし 

らました。 な 五十 名 I .午後 化 時 後た 來談。 

美人 揃 ひの ィンスト Ta 岂 be . 里 1 舌. 143 rd St . 音 三 

ラク トレスが 懇切 じ TeL Audubon ち 40 

御 相手 致します。 


ダンシング 

微かなる 才^ — ヶ スト 

ラ d 必身 おじ 仙境 じ 

入る 思 ひわら しむ 0 

御 ホ 遊を 御 待 も 致し 

i かす 0 

ホ 化 llu 

木幡 U 

午後 八 SU 午前-時 


關場 


技 藝硏究 所‘ 

H 、 水、 を 午後 

一一 巧ょ bra 時 

独力、 縫 方 婦人 小 斑 服、 製帷 

刺織ビ ー ナン グ & 一般 家庭 

裝飾 ま。 ホ 張 敎授も 致します 

巧な 十兰 T 目 一二.， り 十二 お 

小 林 フジノ 

带詔 キ ャ セ ド ラ を 二を 
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淺野 物產株 ま禽社 j 

Asa 打 0 Bussan Company | 

i t : 

Room 801-805 j 

165 Broadway 

Te し Co け landt が) がぶ 052 f 

大倉 組が 育を 

Oku は が 0.， I 
30 Church St., 1 

Tel. Cor り amJt 2292-93-94 

^ が 育 u 本人 會 

The お pan が 8 Association. 

250 Wes パ 7 化 化， お パ ork 

Te!. Circle 8190 

1 — ■■ 1 

1 南 滿洲斌 道 株を おお 

1 紐 育 事 お 巧 

1 South Manchuria R. ん む.， 

' 270 Riverside Drive 

j Tei Riverside 47 が 1 

s 井 物を 株 ま會社 i 

化育ち 庙 
* Mitsui & Co., 

65 Broadway ，’ 

Tel. Howling Green 7520 i 

巧國叛 領事館 j 
Consulate Gen が al が お pan 

165 Broadway 

Tel. むけ 偷が 0314 

, ‘ 

媒式替 お 岩 井 •賴 巧 

紐 育 支店 

Iw お & Co., 

Woohvorth Building, 

Tel. Whitehall 60 が 

云窦が 事會社 
Mitsubishi Shoji K お sha 

(Mitsubishi Co., Ltd.) 

12!) Kru&il 件 ay 

Tel. Rec れ r がが - 巧 64 

诛式會 社 

山中 蘭會 紐 育ち お 
Yamanaka & Co., 

6 が Fifth Ave., 

I’e し Circle が U 

j 日本 綿 化 巧ま會 化が 育 支店 

' Japan Cotton Trading Co., Ltd., 

j Co な on Dept. 

； 80 Beaver St ，， 

T •し Sowllng Qr««n 2990 

Silk l>e が . 

26 Madison Av も， 

' た け Ma ん み . 36 が， 

H 米 生糸 株を 會社 
純 脊まお 

NlCHi •犯 K11T0 KABUSHIKt XAISKA 
(NICHI-BEi KHTO CO., LTD.) 

373 が H む enu も 

T«l. Mad. Sq, 7592 ぶ 

i 挪戶鈴 木が/苗 

i が •揖 支 か 

j Suzuki & Co., Ltd. (Kobe) 

j 220 Broadwu) . 

(V し （ lor り an か *11 が - 50 ぶ レ 52-53 

H 本 生糸 株式 曾那 

が 育 支店 

• Morimura む ai & む . ， Agen わ 

44 £. 23rd iS し 

Tel. iUhland 5320 

I おを を會お 

j 紐 育ち 巧 

j Hara & C む .,.. 占 - 

443 Foudh Ave：, 

' Tei. uaiedonia 7830-35 

. 人 — . 

. i [ が 株式 會社 紐 育 支 巧 
Gosho CorporaUon, 

が ル Importer も 
が 4 Pourth Ave. 

Tel. Ma ん Sq. 4886 

Gf>oho Co,, iuc,, 

Colton Exporters 

60 か av が か ., 

Tel. Bow り ng Ore«n 8806-06 

乂お销 りが 曲 か 1 大 おお！！ 二 巧な！！：； 

賴田ボ ホ 1 上 巧 あ 重 

OSAKA ASiHI Osaka Mainichi, 

む〇 巧 308 World む il が ng < 〇 7 む ル une B 山 1 が， ピ 

ム 1. むみ man がが Te し Beekmin 4259 



i 



VO しけ， No . 浦 


を わを ぶ沒 p なが 巧を 在け mp 巧 


WE0 化 so が ， OCTOBER 21, 1 が 5 


て n L マに 向け 歸還 飛け の途じ 
上ら 廢ヶ浦 出 お、 午後 S が 鹿 兜 
島 じ 到 A した。 

を 港 化：：： 發 U が 太 利 飛行家 尹 
ピネド 中佐け 本 H 技巧ょり お 化 
じ 到 為 t た。 

內田巧 無線 社畏 

まま 特電 十八 日 雜 uu 本 無線 
電信 巧 社け み 出嘉ま 巧を 社長に 
现 事には が 爵巧鄉 を 氏 ご 遞信ぷ 
郵が 厨を ど 化 願を 官ど つた 五' 
島潑 まに が 内定し じ。 

長 岡 巧 日本化 表 

ま 京 特電^ 八日 發 u 法 學巧七 
長 岡 春 一氏は 支那 治 外法 權撤麼 
調を 委員 扫本化 おじみを しじ。 

埼玉縣 補 缺選擧 

東京 特電 十八 日發 U 埼玉縣 の 
補 缺邀擧 は 政ぶ 爵の近 糜達巧 巧 

こ 岳 選した 0 


離.. の.. 巧.... ミ.， 如 

♦父が -2 义 もや 内乱 •か 突を し i 

て、 が^の 脚 稅を巧 も わ 流れに 
ぃょ ら 相で 形み。 支 邪を 殺す もの 
は 外 脚め 帝 踐ホ義 にあら 中、 内 
の軍幽 r 禍 さる。 

♦ ^ォ ー ^ 街の 巧 化 引は 大繁 
をを^ 越 I て 天井知らず •じ k つ 
てゐム 。不 畏氣じ 馴れむ n 本人 
じこ 付 巧け どぅ 映る か e 
♦HI- と歲 のみ 女が メトロ > ボリ 
夕ぃ^ スター どな b、 今 巧は が 
服 崖^ 繁 二々^ ソ ー が 出現ず る 

ごい* 詔〇 バス 瓜， ム •プリマ 

ドナ b 失望す るに 及 じ ホ。 

♦欧洲の 平 かが 成立して がか 
じな 取 熱' が 高く ぃ* つて ホた。 お 
た 伉^ あ 巧 打たれる もの だが、 
ホ 闕もホ ま b 大きな 顔は しない 
; じ。 でなければ 自滅す る りが 
やつて 巧る ぞ よ。 


時 


局 


.♦ 


無電 解决新 提案夕 .. . . 一 

をの 根本 觀な 


ホ 國蚊府 か 支那の 無線電信 間 
题 解か 策と，-' て 一純の 合辨 案を 
淀議 しじる は 本社 東を 特電の 废 
腰が じじ 所で あるが、 該 提案の 
跟本觀 をを 灰 聞ず る じ、 H 本は 
餓 をが 橋の 獨占權 を ホ 張す る も 
法理 的 見解に のみな 脚し 相互 じ 
目 巧を ま 張す るの みでは 徒らに 
問題を 紛糾せ しめ 願 際 道義に な 
する ばからで なく、 相な の 化 機 
にょつ て 今な もち 邪が 永く 無電 
又 化の 便を を 享受し 巧ない ぶ ど 
U るから、 りぶ は 

支那 國民 の 福 触め ため 
あらに 進んで 化界巧 通 網の 完お 
ど 促進す るた め、 該閒題 解み じ 
普 おし 相ぶ の權 がが 抵觸し U い 
哪簡 じがて 講を 纏めん ごする も 
ので、 この 根本 觀 をからを 坦し 一口' 掘 I 

て 本提お 索を 起草し つ i あるの 一づ 
であるが、 日本 ほ 府は么 を S つ 
じを 類し 解決 せんどを て i ゐろ 
ので ある。 即も 
【一】 先 お得 權の間 題 (絕韵 
權 利の 問 越) 口 . 

ごこ 經營巧 お 卜：の 問題。 

で 二】 經濟 上の 問題。 

である。 しかして 今回の 蠢の 
提お 案は 純然 わる ( 一 ) の 即題に 
隣す t もので あつて、 支 服は 該 
挺 案じ よら H 支 

ホ 支 間の 邮電壑 權の繫 

ずを 解 巧 せんとし たので わる。 
これより. 義き U 本は 旣に歲 問題 
解かの 最善 策と して、 先が ホ ホ 
國 政府に 對し日 ま、 ホ ま 間の 旣 
契約を 基本 どし 相 直の 權利 をを 
^ とする 或る 閒の 案を 提出 しれ 


H 本み 曲は 今回を 機 どし 

松が 大使を して 米 図を 

巧に 對！ 該间 答を 促進せ しむる 
當 であ II 。 み じ (ニーの 經餐 傾せ' 
上の 閒 i 解 决に關 しては 千 化' な 
二十 1 ■お 巧 H 、 お、 魄 一ニ グ题 
の 口； ン 協を じょつ て 一二 願閒 
には I に 問題は 解 化して ゐ るの 
であ^て、 前褐 ( 一 ) の 権 巧の 問 
題 解 I まを 米國 じ提講 した ご 同 
時 じ 協を じ 加入 せんぶを も 
併せ 一ぐ 要 ホして ゐ るので あるが 
國廣阳 L .' がける 一般の 视 測じ泌 
ると 一が 本が 义剧 に對し (二め 問 
題 V 同時 じ該 協定 加入の お 
ホを^ した— が該 间答遲 おの 煩 
四を/；* して ゐるど 觀られ てるる 
化つ j て 今 巧 化 平た 化 じょ 6 ホ國 
I をを 得れば 事實 じがて H 、 

1^、 佛 、支の 

を 國合辨 のが も ご。 る 

譯を ある。 H 本か府 としては 化 
のがれの 案じ も 賛成し U いから 
おの ホむ る 無電 巧 趣 解か 
事實じ 巧て り、 米、 お、 佛 
支が お 國を辨 の あどなる 案じ 落 
着すべく 巧 カザる-* である 


: であ 也。 がるに ホ國 政府は と 
ド對 して 未だ 何等の 回答 をん 
g せない ので ある。 從 つてな^ 
5 さきに 松 毕大化 棘 巧の 巧 じ 一 ； k 
世 問題に 關 する U よ 政府の 意、 向 

- J 適當 なる 機 會じ吿 げしめ！： か 答 

d 胜す V き i を 南を みたが、 を 

: '後 適當 じる 磯 含 ため 一み 問 

脚じ關 しては 松ザ乂 化は を だ 一 

51 も 米 図 化 巧 じ おしを 涉を b て 

3 い。 しかし 該 一: 答を 塚 忘を 

■ tBmf • • I >• ft -— I k L i 9 


: して (一二) の銳濟 上の 間 遇. s い 

ふぶ をの 無電 ぉか 数の 問題が を 
つ/て、 現巧义 W 國中 日本を 始め 
ぶが おじ 五 问ネ曰 ヮットな 上の 
領お襄 は 柯れも 一. 臺 ちす るの， み 
t あるじ も拘 はら 中支那 じ二襄 
f も設 くるけ 巧 化 じを つで' す必 
耍 であるぶ か b でな； をの 經舊 
ム围 難で あるた め、 借な をな す 
\は爭 實 上す 可能で あるから 今 H 
t ぉ 合 

双 橋の 外 じ 無電 襄を設 

.くるの 計 善は こむ を 中 化しえ 那 
じ 財政 上の 餘 力が 生やる を俟つ 
て 建設を なし 得る の ホな ど U し 
差當 つてが 橋】 をの 假經營 を ま 
張 するとい ふので あるが (この 
义 國じ提 雑した 權 利の 問題 解 巧 
案は ホ だ これを 支那に 提出して 

む U いから、 とと 比 ハに ニニ) の經 
濟 上の 理由を も 一 おしてち 耶の 
提縱じ 興す る 画 答 まの 内な どす 



ノ 


.，訊'.. 兩 N 撕 M 破 

軍 城./ 一ロ ヵル 

央 の* マ ムバレ ィン、 佛 の/ 

リアン b 巧の A タア * ストン 

ッス マン， 一白の ゲッダ ゲ エング 

けが S ム す-リニ ど 共に 所 訝 ロヵ 

ルノ 化か 心 一 _ 署夕 して 歐讲 のが か 

をが がす.^ あ 火 じむな をれ がし 

じ- ムソ n \ 二け おかおみ を晌か 

: S じ觀留 （ザ 、> ぁつた どか 裝け 

さいたが を^- 乂 がの 趨く 所を 接 

して 爽视獨 で - 脚 並を 側え たの 

はを どず ベ/^ でんる。 亦. 巧て ノ 

—スク リッ マ 言から 化能咕 扱を 

をり じナ ォム-バレン 氏が 一 化’ 

化の 蹄い の 礙ぞに 立って おがが 

る 闕巧折 お 王 k 功し じ-をは 流 

でし化ちジ手ごナャムパ.'- 

ィ にのおプ^-め^ょか つ た^お 

喊でけ 激稱寸 yi であらう 0 佛 

のブブ アン 氏. イ 不安を ぃ よる 巧 閥 


る けれ 化 ハ、 トンド かにが て突發 
せる 開胞 放を 事 仲は 被 蕾 巧 ごし 
て當 がいを 水で あらねば。 片ね 
該中 か U ポ ー トラ ンド なが H 本 
锁率 か； 一朝 中に 化つ た 悲劇で わ 
る どは 云へ、 U ホ 化 約の 刚义じ 
がが して 外を 間 趣 どす ろ S 巧 的 
け充 みあつ わがで あるが、 か她 
H 本人 符の 稱旋に 依りて 遂に‘ 訴 
哉 事 忡ご轉 じたので ある。 當時 


一が のが 人閒 じけ 央州口 本ん 曾 
S 無能 攻擊 。でが に 巧 はれた の 
で！ つ たが街巧独、む4;:*る述勘の 
おおが 非. ゲホ廷 だ ザムに まつた 
ご 巧 へられて む. CIO ぉ "人は 被審 
同胞の 勝訴を 信 化ん ご 欲する V 
み-! 蹄が 规倒 所ぶ 讲 U の イン フ 


られ ずして を 


リュ エンス-— 禍せ 

明。 る 巧 ホを 下さで ろを 尊-わ 占 
祐 だ叫實 である 


內亂 が擴大 だば 

關 稅會議 U 中止 矿 

.じ 命の 吳將が も 起ら 一 

河南 省の か 背が 重 虫 祝 さる 

東京 特電 1 1 十日 發 U を 一二 省， 承のと お 退去を 機會 I して 卜 'がを 
孽摇 しわ 浙江 おの 巧 傅巧將 軍^ 軍隊は 上海、 南を が逍を おを に 
ち 配ず ベく 旣じ蘇 脚 ご 無 錫を 占 術し 東 一二 省の 乖隊 I 無 錫を おる 

血！" み 常 かじ お 止る 化 也ら しく 南を 赃 をでは 旣 I 兩 軍が 贼か 

C ブブ ァン 巧 パイを ま.；：^ る 6 眞 をえ つ i わ b ; 化を 外巧刚 にて'; f 巧し 今次 內親 I ; 權 大して 河 

の 枚 局を 巧を _ ふ 何 ひ.：^ がら かが 商當ん 面— 飛火 するならば 關稅會 議を中 化すべ/ .'み-をし むる •か 

ご L て。 力 / が 盛に 臨み お始 漢ぃのお鍊がは山東省1亡か巾の吳佩ずお带に巧山'この機會じ 

巧して 協 あの ふま 化 製 じが 剧 乘 じて 出が V 促が— 將霄 自身 も 先 づ今网 の關稅 貪^ば 支那の 利 

權を 傷け る もので わる ごの 反 おを 戰刚— 湖南 あじ 势 力を 掛か 

ずるホ必らし<お傳巧將軍は六义のをを勵かして^^巧を占領す 

べし ごのが 吿を 班し み亂は 益々 姆大 する 昆达 みで ム 0。 

今次ぶ 那— にして 巧て て戰ふ J をる卡 J く、 

し增大 ，ー ミら じを の 兵數 は 約 i 嘗 i の觀测 に攸れ is 記の 如 

hr r _ YIJ ^►.i fK —ci si > > Lt } 


扇け 脚稅會 おの 憐催 をなる じを 
るべ しど 當‘柄 侧は眺 測して むる 


邦 おに 巧みな 


孫 傳芳將 単 

t 海を 備 巧に 占 棚し 昨今 支那 
め 巧 じ-が 欄を おしてむ も 孫 傅 
巧將 ずけ 猪 溢 ごちし 山 東 解が 縣 
み 人。 本年 ごつ て凹卞 とを とい 
ふ 御き 拖 b ' H 本 陸 ホ 古 官學校 
第 六 則め ホを 科を 卒 おして 円本 
語に 頗る 巧ん なお 軍で みる。 日 
本から 歸 つて 後は 巧 殺 化が 第二 
師ホ広 ハ 嚴六刚 を， 湖 化 將單公 著 
顧問が 巧に 吳 佩を’ 梭 巧し、 陸 
軍第廿 .旅 ぉ、 を 二輒 長、 長江 

游總对 か 等を 歷 化しは 闽 十二 
年！ L ； ‘し 福 雄 ザ 巧が 础 ごなら 十ー ニ 
牢 じは 岡 奥 邊防软 辯から おらに 
最巧浙 化 お..，， 瞥 ずに 化かされた 
ん 物で わる， 


玉 


L た。 獨み 八— 方 \ア を かも ヒ 

デンべ ルヒ 元帥 どを ふ嗔 火山の 

楠 神の 階' 迫を 被つ で； 銳 なけみ 

の 化. か-; 巧 力し がから 巧 尉に 歐 

測の ホ か 第一 主^を 頗 がごした 

ir ぃゲ ァ^ サィ づ\: お 約 締結の 巧 

紹に繼 ると も 劣ら こみ 動 者 ご 

I て谐 ずべき でぁ^ っ 

亦り 力^ >條 おは 部て 轉際髓 

盟の志 逛 山して 一 I おごれな 

もので わるが 巧魄 喘が 白 化の 列 

闽 u 化し 戰 ザの 憶 禍をお 喫した 

の C ム るから ゾ をの 化 立 じ 

攸 らて獨 逆み 脱 做を 閒普 L 目鼻 

がかき 始めた 結 おごんで 。力作 

ノ條約 をら 巧ん 出した ホ 第で あ 

る。 がして ホじ來 るべ^ は當が 

ザ楠縮 ツ の 閒幽 で あ ら みば ^^ら 

。乍 併。 力^ノ 條約 化が 力を 

巧 巧すべき 軍 肺 縮クの 協ぶ 閒趙 

じを宵？ る ピ必やなに米锅と云 

- ふ. め 蚕を 忡閒じ 入れねば 化ら な 

い MJ ご ♦る C お 糾列网 孤れ みで 

軍瞄の 縮々 を 論 溢す るふ。 齒際 

ホ かの 維持を して 確 巧 性 >.】 失け 

しむるがおを齋らすじ逝^;;<'い 

から.； H もを く來 瞬' こな 志 S 疏 

通を 試みて 碟二耶 縮曾謠 のが 立 

一を 謀らね じ U るまい。 曰 力, ノ 

巧泌の 目的は 斯 くして 一 廢连成 

に 近くので あらう。 一: 


岡 胞勞働 者 事件 

去る と 巧 十二 H オレゴン 化卜 

レ ド おにが て 製が 所に 就 删—居 

たる 同胞 勞慟巧 迫を 放逐 孽 件な 

未だ 讀 おの おがに 新なる べきを 

でんる が、 當 時の 被 おを たも 五 

あみ 阳胞 はお 巧のを 魁を が 手が 

巧が 句 十二 力 五 f 弛の 棋ぜ 


.，り 万人に 速す る 見込 じして 動乱 

も 化つ て ホ 常に 樓雜 した 脚 係を 

をんで 指る。 即も駕 一は 浙 なぶ 

のな 傅 巧お柬 一二 おの 張が 霖の動 

亂 にして 巧々 みに 約片ガ 入の 軍 

隊を 指揮し 第二は 碼 玉祥將 ザに 

して 円 下は 双方 い '形勢を 窥 ひが 

機を をて 張 作霖を 征討ず るか* む 

ら 一 J く-一れ ホ か & 巧の 軍隊を 敢 

かし 得べ く、 第一 一一は 疑問の 巳 か 

を お 佩 巧に して 孫 傳巧將 軍も嘗 I 

はお 將带 の彩武 をに て駐隸 源の 

おぶ はな、 吳兩將 軍を 後援す ベ 

きが 勢 じあ 6。 上がょりの 飛報 

はこれ ど 巧 時に 

江 蘇 省の 盧永祥 おがが 

浙江 お' 中じ销 化すべし ご 巧え て 

なる が ホ だ 巧 際の 戰巧 じ，」 化 事 

して ゐ い* いらし く、 な 蘇 あがは 

上がの 西方.， け 五十 峭の赖 化に 退 

却し 巧 方は 浙化省 軍隊の も锁じ 

'一 ほす る 横 巧む るが、 孫 傳巧將 

带は 上海を 占 邸す る ご间げ じぶ 

吿當 をを し 良 己が 術 化 あ 瞥軍ど 

して 化を を 麻 J らお 式 巧 命を を 

けたる じ拘 4 ず お 化 霖が职 事 的 

じ浙 江ち の 一 がを 占領した のは 

張 作 霜が 化を 政が じ挑喊 した も 

ので あつて 閣贼 的巧爲 である ど 

宣 明した るが、 孫 巧 巧の 手を は 

をの 大言化 語に 似ず 約'- 一力 一-一一 千 

人 じして 

武器 離藥も i し ミ 

。い。 がるに 浙江 巧に 侵入した 

巧 ご一 省 巧は 約 ご 一巧 人-しして ザ 事 


河南 省の 向背は か 頑 じ 最も 重 

さ幽 がを 生ん.' 13。 卯 も 何 

跑常じ ザは 数グ巧 和 U シアの 

巧が 敎 ちが 約 リ 五.！^ 入の 軍隊を 

指が- をの 軍事的^ 力强 く、 

巧し 河' jS : をに しで 無^に 東進ず 

る U らな 天が を扼 しで 滿漠 にが 

ける 娘 j 作 霖の势 みを ザ 威 脅す る 

に まるでく 化 巧の 當督は 時時を 

拾收 ずる 手段は 浙 江^の 東 一一 一省 

軍隊を 歡 退が一 〇 る 一 外な しご 

斷じ てぶ るが、 一一' 

化た ホ 政府 が おがを 操 

巧す るぷ寶 方に k が 4 掌握せ し 

めじ' とは I - 一大 失態で 却つ て 或は 

な 化 巧ぶ 標榜 f る 諸！^ 軍は 吳佩 

ろ— ご. 一它 を-- じ-クー ''ら .一司 ー ミ vf > -- さ 一度 




学を 表面；： おたしめ 甫幕 乃ま漢 


じ まる や 


口 じ假政 诚を樹 なず る 

も 知れ ざ 斗 化 勢に て、- お 京 外 巧 

脚が 河南 ル ホの あ 勢に 注目し 關稅 

會畿 もこぶ じ wb てかイ ベく 評 

證- 化し ゎ带由 も @ にかす るの 

である 0 


を 那撕亂 に 

英涵 提議 


東 ま 特電 ご ， h - 日發 u 駐日 吳 

國 大使 玉 プ オット 巧は 本げ 帶 .原 

外 化を 訪問 i 孤の 動亂- ム逊す 

るり 本の 態度 斗聽 化し、 ぶ 江 一 


審上 


嬰の が 哉を がポ ー ト ランド 職が 

化 巧 所に 捉 巧した。 宮人は 微狮 

;^ょ 取 化を 敦乂规 して 濫 b じ 訴認上 頗る 不利 t あるが 孫 傅ち はこ 

お拖、 U て 化 化を 滿 化せし めん 一の 巧' し 際し 瞄化お 泌反對 をを 看 

どず るが かき 猶太 人 式 勉訟の 弊 板と して 旗が W 風 K 熟ぶ 化躲化 

i と 嘘 お； る じを。 ら ざる あで あぶが 蚁府议 び 張 化霖の 政敵を 綱絕 


帶 にがけ る U を 商工 装の 一一 

み 同の 對 策を 巧を ずる 所：^ あつ 

た。 怖して 我がぶ 府は動 稱碟大 

のを 何を 問は や^なの 態 巧ぞ持 

して 巧 械的態 巧ゎ^ 採らの； にみ 

して ゐるど 云 ふ。 向吳 佩を 夕軍 

はが 隸 派の 出 曾 避 邀じ跑 じ子顯 

起 出 風したら し. I お 勢は な兩ご 

U 中に ホを 的み 阵史を おん も 


張が 霖側 

敵對 しな 

浙江か 撒 巧 

化 巧 十九 U 發 霖お 軍の 
軍隊け 踐子 江の 化 岸 よら 総々 退 
まして 戰 劇を 避け 浙化省 方面よ 
b も 撒を してみ 乱を 末 然じ巧 化 
し 關桃角 讓の瞄 催 じ-降 寒， ど 輿え 
ない 方 か である^が ，- 'な 傅を 化 
が餘 b にが 强な追 盤を 試みるな 
らじ直 もに 應戦 ずべ' く 準備中で 
あるり 

上が 十儿 U 發 U 歯を よ 6 達し 
た 報 溢に 攸れは W 皿ら 上がの か 
く浙化 お 軍隊の ホ n 歸し たもの 
の 如く 巧 一一 一省： をは 滴々 どして 退 
到 中で ある。 

無線 案 支那 お絕 

東 ま 特電 十九 日 證： ぃた 抓 政 あ 

は 巧け 府捉講 の 無線 解み 案を 拒 

絕 して 之. か 代案を 僻な 中で ある 

驅逐 艦二豐 急行 

東京 特電す 八日" 杂=靑 島で 奉 

天軍 こ 商 謀が ご懼 も， 合 ひ お 勢す 

穏：^るをのて驅逐艦こ隻旅順ょ 

ら急 けした。 


歐洲 平和で. 

軍縮 提議 

ホ 國がド 义涉か 


ワシントン： i : り 巧 U 大統領 ク 

IV ッデ 氏は"々 八ノ條 約の 化 

立を 0 て 歐洲の ホ かが 凹 化した 

証左で ぁる ご 臺びこ 《機巧を 利 

用して 

多年 懸案 ミ ミムた 

第二 軍備 縮少會 溢を お 集す るの 

意志を ほんめ かし 近ぐ， ソ 。ッグ 

國 巧を 官 をして 脚 係を 幽に下 ホ 父 

涉を 巧は しめる 横が じして、 濁 

遮の 參 加に 就て は 疑 間 ごされ て 

ゐ るが 獨 化は 旣 じ. ゥア み サィ ユ 

條約 じて 宛を じぶ 装 穿 解除され 

てゐ るから をの 必要 •'•しご 觀測 

ずる もの 多く" シア L . 巧 b ては 

を然 除外され る 模はぃ ぇが、 第 

二軍 縮の 巧 集 じ 就て 消 お 通み 觀 

測す る 巧に 化れ で 今时- ヵグノ 

條 約の 化かに 化 b を 年に 目し つ 

つ ぁつた 獨佛 のが か 的 が實 

現され、 欧洲の 剧 姑ら 明白 ど；：* 

つたので、 を 年 乂阅を 指導 ザの 

化辭 になつ てゐた 跌洲の 

排米 感情 は视せ ホして 


致して むる から ホ闽の 第： ー ザ 
縮禽 溢な 集に 對 して 城 條伸じ ホ 
諾 ずるのを。： お' ろ 隨際職 酷の 
が 縮 肖 雜じ义 闊を擲 誘す るの 娘 
度をぉ-^'*' じ 至 る ベ く巧が も颇 る 
闲難ど 見ら U 、 をつ ホ 闕の化 巧 
な 判 所を 加け 眾じ 時蝴八 問題 ど 
見られつ {わるものえ 歐 卵の 脚 


結は 漸次を の 對乂態 巧を 强硕を 
し米闡 上院の ホ 張す るが 如きが 
留條 がを 承諾せ や、 無條化 じて 
雜巧 所じ參 加す るか がら やん ば 
米國の 孤立を 强 要する 狀態 じあ 
b、 化つ て乂鹽 

も化ホの剛係 
も あるから 盆々 脚 難 ど。 ら遂じ 
化 年の 國際 聯盟 參 加のを 非に 掛 
ずる 内政 k の 論 巧を レし 返ず お 
勢 じある ので 舒證の 前途 も頗も 
悲觀 されて ゐ る。 而 して 假 b じ 
米國 政府の ホ 張が 貫徹しても 食 
織を 召集す るのは 恐らく 來 春な 
後で あらう ど觀 測され てゐ る。 


擢手 成りて 

.條約 書を 表 


第二 軍縮に 

佛 國巧咸 

米 國の潜 越巧爲 


パリ.— 十九 日發 u 日々 八ノ會 
能の 歐洲 相を； かか 條約 調が じが 
b 顯洲に ホ 加の 隅 ホが M なし 米 
圖乂統領ク1リ ッ .チ氏もこの結 
おじ 滿 おし おく 第二 带備 縮少會 
幾の 巧 集を 略み しじる じ 對しフ 
ランスの 與論 n! 頗る 反 ホ 的 じし 
て ホは 想ら く义佛 S 戰時 資債會 
缩决製 後に 現れた 反米 熟を 最も 
露骨に 現した もの ご飯 測され て 
& る。 即^を 紙の 論調は 歐洲の 
政巧じ孤ホずる；を標榜して部田 
選した 乂統颁 が-- の 際歐洲 S 枯 
喊じ 干が がましい 態 巧 じ 出で i 
軍縮を 口實 ごし 助を 整 嫂 じを 巧 
權 威を 强脚 せんごす る 行 爲は最 
も 時 {且に 適し G い 巧 爲 でんつ て 
旣じ國 巧® 瞄が带 输の邀 じ 向つ 
て 努力し つ i ぁる -W 上 化て 米國 
を 指導を ごす も 軍縮 實巧 の必樂 
なくなつ ホ か 巧降條 約の 成立に 
めら て歐 測が ホ國の 指を じ屈從 
する のは 却て がか 保隙條 約の 息 

義を 失墜ず る じまブ J べし どい ふ 

ので ある ° 


矿沙 り' づ利 供陪 

パブー 十 化 =お= 媛 じ ロカ 八 
ノじ てを 年の 誤解を 一 摘し 獨佛 
の提手 どなつ た歐洲 のかな 平 か 
保 略條約 正文は 本り を W て 正式 
じ公おされたがをの乘^^るもの 
は ラィン ランドの 牢 和を 化 瞬ず 
ベく 英阅 &び < タリー をが 障國 

どす る 獨逸對 フランス ぶべ A , 今 

1 の條約 じして 第二は 佛獨 仲裁 
條 約、' 第吉 はら 獨仲 戴條 約、 第 
のけ 獨遮 對ポー ランド 忡裁條 約 
第五は 獨逸對 チェコ •ス 〇ゲァ 
キァ 仲裁 條約 じみれ、 フランス 
對 ポ^ — ランド 及び チェコ •スロ 

ゲァ キァの 化ぶ 平和な 隙 條約も 
を國が ホ認し 吏ら じ聯體 規約 第 
十六 條じ おする 聯合 國 K おの 濁 
逸 化ぶ に對 する 解釋 文を 附 して 
獨 逸の 聯盟を 加を を 易たら しめ 
'てゐ るが この 條 約が なじ 化ち ヶ 
グン 地方の 職を 國辖 滿隊 はは 十 
巧 ホ 日まで じ 撤兵すべく 條約 
基礎を 闕際 聯盟に 暦いて ゐる 
ミは 特 •し 注目を 惹 きをつ ライン 
ランド 條 約じ對 する を 勘の が 障 
は フランスを 年の 衙留 .5.. 逮 した 
ものごして 巧 評を 博して & る。 


- 

の 


じ命獨 帝の 

黃禍 說蝴笑 


軍備 縮少の 

時期 熟 V ず 

外務 當 局の 觀測 

東 巧 d = リ矮 =: 第二 軍備 縮々 巧 

畿の 集 說に截 し 外 格を 厨は H 

みは これを 絶 お 的に 傲迎す るが 

他の 闕家 じは 尚 ほ 第二 軍縮を 巧 

ない' 傾向 も ある で 近い 將巧じ 

こむ を销み 得 fv 一 述べ、 

第二 带 縮の 前、 巧界 的に をの 

必 をを 齊强才 るの 嬰 わ b 。 今 

や 化が を 闕を襲 ひつ、，、 ホる 物 

憤 騰貴と ホ活 難は 或は 乖瞄縮 

々の 必要を 國民 的に 自覺 せし 

わる 時 則 W 到 ホす るに 相違な 

いで ホら ぅ 〇 

ゴ骑 明した。 而 して。 力^ノ 曾 

がに 日本は 正 ま 化を を 送らない 

が 監視を 怠ら や 加 瞧巧化 及び 幣 

巧 外相は 傍聴 ザを おして 報吿を 

巧ました。 巧 ほ 外務な 局け 支那 

の 內乱說 じ 就て はこれ を餘 b 帝 


大械 して & なぃ- 


ボラ ー にがお 駭 

ヮシントン 十九 H 媛；：：；： 目下 和 
蘭 じ 己 命中で ある 前獨帝 ゥキグ 
へ 少ムか 最近 巧び 黃禍 説を 唱道 
し (過 U の 本紙 參 照) ホ网 上院 
鎌 員' ボラ ー 氏が 國路的 均等を 叫 
ん だの U 白ん S 優越を お 却した 
言論で もる ご 論じた るに 對しボ 
ラ ー巧け前獨ホ.^斯<自をを非 
難した のは 恐らくを が ぉ 那の動 
乱し 巧す る 巧强の 帝威よ 義的巧 
動を を擊 した ものを 指す もので 
あらぅ が、 獨 ホの 所謂 白 入に 對 
ずる 威を は黃禍 や褐禍 ではなく 
寧ろ 白人 柳が これ 等の 人 满に對 
す，‘- 駆を 政策 こを 白人に 對 ずる 
威 脅で あつて 前獨 あが 斯る 提畿 
をな すが W は將ホ 我等が これ 等 
の 人 輔ど戰 ふ； をな ホす る もの 
である。 我等の ホい 道は 彼等に 
正義を 典え るか 彼等 ご戰 ふの 外 
は U いご 反驳 した。 


皇孫 御名 巧 選者 

ま 京 特電 二十日 發 U 東を 妃殿 
下 制を 娩 則化づ 'きたる をな て皇 
孫 御 あ 内 選 おじ 圖書 寮の ま田增 

藏 氏が 巧 命され じ。 


地方 官 一部 更迭 

東京 特電 二十日 證 U 本 H 左の 

かく 地々 官の 更迭 あおが ぁつた 

巧新瀉 縣知爭 一一 一松 武夫 

ほ 山口縣 知事 火 おき お郞 

化 願を 官巧 瀉縣 知事 

小 おが ご 一 


鈴 木の 勞働 爭議 

まま 特電 二十日 雜 U 鈴 木が の 

素 食 化に 勞 慟爭講 起ら 川 崎ェ谋 

は遂 （削 鎖す る じちつ た。 


が 飛行家 お發ず 


東京 特電 十八 日發 U が 太剌飛 

むぶ ビネ ド 中佐は 今朝 雨を 巧し 




k. 









Midori Matsmnoto 
38 Post Ave, Ciiy 
Tel. Washingion HeigMs 0437 


Imoto Bros , Inc. 

(Formerly M が uhachi & Co.) 
17 Easi 17th St. N. Y. 
Tei. お 巧 vesant お 巧 


Sabro Emy, M. D. 

巧 5 ? な お Ave. 
cor. E. 72nd St. 
Tel. 良 ，, U げ f;e!d お 24 



門 專節調 鏡 腺に 谦服檢 

F. L FREDERICS CO. 

醫科踐 學大盛 it 倫を 
136 t 5 が h 8f. 224 E. 14th Si. 

1144 3rd 4 化， お t. がか - が th お s. 


Dr, G. ri. M が till 

-^B U-T I 3 寺 - 

?43 Ls 加 封邮む 目 . 扣 r. 巧を ぶ . 
Phone Regent 2457 


I NMiSTRMH 躺 CO. 

i 45-47 E. 20 比み . 

j Tel, Caledonia 9755 


S^rsc/m CoMP^^ 


2518 B の adway, N.Y Ci げ Cor 9 わ h か 



T. KASAI 

Marchant 

Tailor 

が 

り M な BUILDING 
R 邮讯 304 
NEW YORK 


Phone 
Bryant お ! 3 


Y. !TO 

巧 3 E がけ 3rd 化 
む r. Lexington む e., 


NIPPON TAILORING GO. 

挑 0 W. 58 化 お， 

Tel. Columbus 4173 • 



8/W. がな お， NJ. ^ 
ぉ !. 8 巧 a ぉ 70 巧醫 


Mi な . Blanciie Fisii が 

1264 Le ん Ave. Cor. 85th St. 


授敎語 輿人婦 


Nippon Dry Goods Co. 

1261 む oa お 3 も Sliiy, Cor.31sf な . 
Teieplio が P が n . 巧郎 
Boom 59B1 



PHE げ S & PE 邮 Y 


3 Maiden Lane N. Y. 

て 細冶鑑 艱 余に 幷巧 飼リを 

類ぉ寶 お 怠新最 


Koike Studio 

が 7 加 むら 
む が 化 お . 

Tel. Caledonia 6394 



KOSHIBA 

STUDIO 

舘爲 寫柴小 

681 F け 化む e., 

Tel. Pla な 3212 
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お秦を A 化 U 午後 八 時 
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、すン が 評を 匆列 
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巧へ て ゐま卞 
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ミグ トン 時計、 パワ 1 ド ィ 
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師 あら 懇切 じ 會詔通 
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スンと 十 帥づ .->0 今 
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►社を ダンス A 

▼お 情 体操 A 
紳卜 、淑女、 おず 
化 ごん 方 じげ#- じ 
な 巧 致し 巧。 午前 
十 時 ょら 午を 十) 
時を (H 職を 除く'; 

シヤブ フ • ダン ン 

ング 帥範學 校を 萊 

山 杉 タマ 
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冗貨 現を み眞 巧て】 一 

ぅの お來と 爲替巿 爆實狀 

金 輸解談 ょ 心 生ずる 財界の 歡響 
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前号の 本が 巧 おは 政 おか 东〇 
べき 太が 化で お 米 窮己间 E 巧な 
をの 孽货を 巧へ た：^、 昨年 十^ 

.巧が 口が 化は 巧が 勒外爲 巧が お 

I ん V」 おなけ 的 じがを する ので 政 

府は必 をに 應 じて 正貨を が 科へ 

現送 ィる ごが 明し、 今 巧を/： J 

れを斷 け一 たので わ から 例へ 

お巧 が を し く なおす る 2 け致期 

クわ W を もがぃ* < ども 今 自 f レ 下 

じ ド あする*^*」 遥巧 。いど 化。 

けれ ぱ たらの 故、 先づ 

爲 替相瘍 :か强 調た ホし 

爲 巧の 强調兒 越しは 又 生み 化 煤 

を 化を せしめ M 時じ備 化-羊毛 

化 他の 巧 おじ をれ ぐ お 藝を巧 

へた。 而して株式が煤： 5 ,鼓も恐 

むた ミは 今 巧の 現送が 兜 板す る 

おを 搞解 ザに 速ず る； であら、 

をの 當然 の結裝 V」 して 啡貨 はが 

じ收 縮され を 利は 騰 巧す るか 歡 

くど も 化 落を 巧げ らち！； VJ 

同時 じ 化 方 じけ て 巧替の 

上向き ょる 内地 物が s® 落 乃 

ま械 出の 不利ょ 6 お忠界 がす 巧 

を 巧ず る じ 至る であ ご-」 っど 見た 

み じを つた。 今闽 のぶ 货か 送は 

おしてし か < 我がが ザに 

大波 欄を 化すべき ミ 

む b や 巧 や、 を ホ かむ 化 媒を大 

に 動かす あ？ 一 も W ぃごウ や巧や 

これ ちんの が 兜— 吐つ 報道 せん 


が懲は あるまい。 お貨 現送の 由 
ホみ 化を 知る じ はげ 年 十一 巧廿 
1 H なをが 巧 お爲 所に 甜 かれた 
を闽 手形を お 所 聯を會 席上 ご 於 
ける 资 〇 厳 相の 戰明 ご、 當 時に 
がける 巧が 

垄 外爲替 の暂狀 をから 

ねぶ U ら ぬが、 當 U お 口藤 相は 
「巧が 化 瑞は驳 をを 吿げ争 やお 
ホ爲 巧は 化 八 巧 二み の 一 じ でら 
ホ 化に 比して ご剧 二み をの 下落 
を ホし 爲巧 I か 巧は をし くを 定を 
かくに まつむ。 おし 化 ま i 推移 
する じ 於て は 自然 内 化物 憤の 掃 

騰を ホ；、 巧萊の 振興を 巧げ、 

貴 易の 發展 を阻番 し、 な 他 W 政 

經濟ホ ホ 西 じけ. りて な 易 U らざ 

る 影 嚮を惹 なする の 恐れ あら。 

政府は これが 割 策に 就て 最善の 

ち 應を拂 ひな おが 場の 化 落を 防 

化し、 をの 安を を 期す るた め 臨 

機を 巧む ホ 策を 實巧 する ホ 針で 

ある。 を S ホ 巧の 一 W しては め 

要に 應 じて 現が 化ち の 內か正 巧 

を ホ 用し 爲替 調節 じ 資する の决 

必を をす」 VJ 述べて ゐ る。 當巧 

じ 化ける 巧が お 外爲韓 のが 巧を 

をる じ 昨年の ホ 月 正を 銀 わ 五 H 

化 一一 一り 及び かお H ど 一二 巧 じ 瓦つ 

てを の 

對ホ建 化を 四十 乘四を 

5 1 から 四十 i 弗 二み の 一 ご 一 


どす るを なご あ も。 旣に爲 巧は I 巧 脚を わ 一方 も 引卜； げじ おで 巧 

軟調な がで ホ 糸が 喚は 引' 返へ し 一 嫉相 おは 常にぶ を淫 値を 卜迴つ 

ホ 調 ど vb 巧 ホ义巧 腺し つ、、 あ j てむ た。 をれ かおり'」 なると 巧 


ろのを をる ピ、 么庭の 正 巧 現送 

じ 巧して がぶ 面 ドを 藝 ずる 處大 

らホご 巧 ふる''.、' 至つ た梭 であ 

るが おしてぶ 棟/」 あるか。 がた 

タィ ムスの 如、 .a 今 おの 正货現 

送 ごが W 格官 歸 巧に 咖し r こ 

れリ 本が み^な ホ お 一! 巧 おを 

本 化 制を M おする 巧備 どを る V 

さで ある 云 ホ」 の 記 中を がげ て 

席ら、 义巧 抓ぶ 一が 巧は 史じ I 

ホを 進めて n 本の 

金輸庸 察？^ ぉを 十一 巧 

中。 b ど 獲^し、 こ い ど 间げじ 

: n 本が 巧啡 にて 垃撕 信用を 設 

をィ るで あ' っぅご 云つ てなる が 

を 阅は巧 强サ时 の 正巧现 送を - 3 

てが 輪 解 おの 端热 み 如/、 巧 < て 

ゐ るな でんる 〇お （巧が 政府： a, 

を い で を 祐解 お を斷 が？ る 考 へ 

ょらし' .ず问 の-も 巧 現送を 巧つ 

たらの'’ すいは 巧. か M がには 化 

を大 k こ 波 欄が 年中ら であらぅ 

.か、 ホな でなくて 單純 W 的 

の お 巧 お 送で あいば 別に 大 なる 

西此利 巧の 

承 旧開發 

: 後藤 子等が かで 

後 おなが f , おびけ b 準 么助巧 

巧の 裝 かご シ ベ， ァ閒 巧の な 社 

測設 U 巧が かを 特 ぶの 化が した 

處 .--ん るか、 風 近 巧手した 将報 

により' ば 口滋陶 を：！： & しよ る 利 

楠の 械巧 りが'」 円 ド モス カウに 

巧て 陆 帝^い つ t も b、 巧 溢は 


び 弱を み ど。 つて 十と：：： には 遂 

じ 里を が 化は ニ ポイント すげ ど 

な b 、 が じ サ-日 じは ニポ イン 

卜の引 ドげ をを て 四十 一 弗 ごな 

つじ。 八 巧に を 糸の 輸出 做 盛な 

らした め ボ况强 調で おを-^ 亦 中 

かの ポイント 上げの 四十 一 弗 二 

かの 一 どし 化 後 儿り九 n 迄 約 I 

ヶ巧閒 はみ ま-- 推な したが、 十 

り：^お正をはをの述がを 

ニー 度 弓 下げて サ ニ：：： に 

は！： 中 弗 凹みの 一二に 引下げた。 

おから かおは おに 化を が 化を 常 

じド迴 つて H ぶには 巧-し 脚 十® 

八を い-をみ し、 みいで 十 巧し 

ん る やホ踞 け 俄が 顆 化し 正を も 

化：！： 遂 i - 化 乂巧述 化を おました 

が、 が おはがは 低落の； 途を辿 

るので がに 个八 H じは 化 八 弗 二 

かの. どした。 化； を 一巧 一 r ホイ 

ント ホ反樣 しじ けれで も 十-月 

に 入る や 巧び 化八驼 二み の 一 ご 

。つて 益々 顆化 しさぅ じ。 つた 

のでめ る。 

川 笠 八ぶ-降を 來 さや 顺 調に 進展 

してむ るので 近 < 川 描に 陈 おが 

ぶぶ ずるで あらぅ どなられ r む 

る" 斬： の 如く 蘭 城の 

國 み凹從 K 拌ム 經濟的 

化 巧の 協約が 締が 5 る、、 上は 今 

後が 威 氏は おにを r ん 親を お 進が 

ため 一: おめ ねぶ c：* ら Q し、 化に 

曲 勘ん が 力 者 削 じは H お规 善に 

㈱ ずる 桃々 事を が；？； 常され てむ 

る。 巧胜 むがに 化ても 一巧 闲図 


一 蜗夕闽 粗の ± は 巧 命じょ つて 爵 
みのを 莱 、エ萊 じ化 の磯朋 がを 
く 破 おされた ので 巧 だ..：； 渡货し 
切つ たが 態を 一円 もを く舊& じ 
化せむ ば。 ら 2 •か、 をれ じ 
ぅしても 外資の 投卜を 仰が 帝 ば 
ならね けれども 今 U 0 シア か最 
も闲 つて ゐ るのは 被服 類の P を 
問題で ぁる。 例^ば 棉花 d 如き 
品 不足 じて おお^ 外 圃じ怖 I がね 
ばなら。 いが、 殿 b じ ^ 

原料 藏乂 ぉ出 ホ i もこ 

れを 加工す ベ'. きエ 煤が 造 命 前の 
如くが みで ない ためこ < 心 点じを 
乂の闽 難を 風 じて ゐる心 しい。 
.あじを 通 機關め 如き も 食 地は 
器 ぼ充實 した けれ 共 田护じ 至つ 
ては ホ だぶ 命 嵩 時の 殘 がを 化め 
てゐる ものが 鞍な くないので 是 
等 も 漸み裝 驚を 計らわを W らの 
ので- K じ准盧 しつ i あ ら、 特に 
勞農 政府の 遇 域 ごする 處 はお 上 
のか-, 强 巧を 般を龜 よたる 焦 屑 
の 急の わめ 祕萊シ ベ a アの窝 源 
閒發じ 一. 抱を 染める を裕 さへ な 
き寶情 一， ある。 このみに 着眼し 
て兩 図の 親を 增進 、墙 利の ち 加 
を圆 らん どす る 巧が が 間の 侍 力 
者 後藤 あ 平 子、 井 卜を么 巧 巧 等 
数十を がを 企 どなら I ' ベリア 開 

發の ため I 

.一人 會 あを 創設す るの 

あ 化 案を 樹 てを 方 商の 認 解と 貧 

成を ホめ つ-- 蒼々 と 備を 盤へ 

てゐ る。 今 資社剣 抑^ •し 就ての 具 

体 的 観做槪 要は 左ぶ 如し 

一、 目的 H 繁兩 唯め 親交を 益 

益增 進す るに 巧 力 するど 共 じ 

I 面 經濟的 じ もがな の 國利民 

福を 樹る ためじ シ プアな 源 

■の 開诞 をな て吕 的’ 一す る S 

二、 紐 織に 間 お 力 にょつ て 

飄織ィ る； 

ニー 、資本を 一二 千万 jk 

四、 社 憤を わ 高 お.^ 遂け上 八 

千 巧 川を 發行 する 了 

あ、 事 策よ どし ふゾ ベリア じ 

於て 水 印の 開 銭^。 す i 、 こ 

の開おお裴 . 從^|^ 1 -る巧は日 

i 國 -民 たるべ 龙； 

ち、 お 業 完が年 巧 輩 業 着手 後 

十ろ ヶ 年の 繼績 ごな すを 

U 上の 如く シ ベリん 開發 は先づ 

水田 舉 をを ホと しべ 漸次 化の 事 

裳に も々 ぼさん 計 可で あるが、 

この 開な 闻社設 ぶ-就て は 

勞 農な 府 P 留ぁど 援助 

を必度 どず るので 一間 蹈の 進语 

如： 1 ： じょつ て 後 滕于は 巧び 露閣 

をが 問 L が 巧 巧農顶 がに を 渉す 

る 堂で あるが、 露國 政が もシべ 

ブア閒 をには 常にを を 用 ひて 居 

ら旣に 南 劇ち 志^ 間には 巧みな 

敲 解が 化 ホて & ので 右の 如き 

大巧 社が 計 常 通- に劍設 される 

じがて U 相當梭 化を 惜 まない 模 

巧 でんる。 一力^ 阔 じがて ら乂 

ぶ お 救濟の 一巧' しちなる は 勿論 

を 摊わ策 等の 兒 化ょ b 政が ごし 

て も 化な 配慮し、 率 業 S 遂 巧を 

E ： 淋 じらしい' へき 惦せご 助力を 

郎 へる であらぅ ご 0 

U ン ドン 如ら 

對米 金輸お 

二 下 おバぷ 巧を 突破 

おな。 ンド y か嗚 よら 常 化へ 

のを 塊带 をけ 著し'、 巧 進し つ i 


と 、 OOQ 


ゐ るが、 最近の 檢 おは 一 固 じて 
二 千 立 ぉと 十万 躯じ谨 L 端 ホ じ 
ない 記錄 をみ してむ る。 ホの 中 
一千と 巧 巧 弗 (昨 H 入港^ マゼ 
ス チックち で 到着】 力， ン •り 
エブ 商會じ 宛てた もので 歐洲大 
戰 0 ホの ち 额な輸 お VJ 二 はれて 
ゐ るが、 をのみ 譯は左 《如し 
=單 化 千 弗 

農莱銀 巧. A 〇〇〇 

力 ；\ •ロ エブ 心、 お 00 

T ^ — ゲ キング 

信託 貧 社 

藝 ご；。。 
一、 000 

ナシ ョナ 作 • 

其 他 二 化 〇 
を 計 二 お. と 00 

が ほ マゼス チックち じて 调 着め 
をは 一で 四订方 巧、) ゲキ アナ 
ン号 じで 四な お 十 ガか餘 送され 
たが 今後ら 引 續き輸 をされ るを 
込みで ある。 ；' ' 

が景氣 の聲で ■ 

株式 界 奔騰 

自動 お 株^ 奪を ひ 
旣 報の 如く 產 おを^の 增 加、 
減 巧 案の 發 表、 對 外な あ 狩な 等 
の 影響を ずけ 當地ゥ ，マ！ ホ' 街の 
株界 は活氣 横溢し^ 採、 自動 
車 株を はま 曾ち の^ 引數 じて 時 
惜 奔騰し つぇ ある. 一、 就中 去る 
±曜 口の 如き 取引 巧摇數 二が ち 
十で 二 千 寬杆げ どい ふ谁ホ じな 
い最島 記錄を 示し 俸々 一 五 時間の 
取引 株は ろ 千 二 巧 巧に 達した。 
恃 に ゼネラ 式 •モ！ 々—’ 巧は モ 
八 ダン、 デュ ホン ト^に お抗し 
てな 活 した デュ L フー ント 巧の 勢 

力 奪を 戰を 演じ 奔騰して ゐ る- 


本社 東京 特電 「 Sil 贊 


最近の 目 鑛帳巧 

な 梅 券を 巧 高 十一； お 一千と 巧 

化 六方 二 千 川、 限み 殺 巧 四千 化 

丄八さ 一千 W 、 貸出岛 一一 療 五十 方 

んで川 じて コーグ 如 五毛 高の 

媛 五が 五毛ょ b 问六 おおを を唱 

へて ゐ る。 一' 

お金 建値を 引 上 

橫濱正 お 級が の 结替雄 偏は 

齊 とげ じて 對米 建が は 四十 弗と 

十あ侧 どた つた。 

二 弄の 人絹 了 場 

二！ かの 人を 組 糸 エ踞は 名を 崖 

じ 設なィ ベ < み をし 資本を はお 

千で 山なる も必 裝じ應 じて 一億 

W じ增 加ず る 帯で ある。 

製糖 界は 不景氣 

製糖 巧は 不愚 氣撤 きのた めが 

社の ホ 張は 漸次 接 あしで を產測 

限 協を も 化 ホず る じ ま. 公べ し V 」 

是 .'ぅれて ゐる〇 

電力 會社 反目ず 

萊巧 甫燈ど 义间雷 一力 じ 凿抗し 

て 菜 方 ご お 京の 兩带力 食 社が 提 

携し兩 をな H の 巧 巧 愈 か 盎骨ご 

ミた。 

お濟 生命 再動搖 

おが 尘 命が 險會 社の お 職 社員 

は閒 越の 紀城 豐ムが 巧の 態 巧を 

惟慨 して 巧び 巧 職を み 巧した。 

生命 保險 S 德額 

U 本の 生みが 晚給额 は 五十 底 

W じが 加した 十乂 U を 



TAIYO 

1 が West お 化れ 
Tel. Sus 叩 gh が a 2818 


Japan 

Provision Co. 

が L な in が on il 巧 . 
Tel. Mad. S も がけ -? 843 


I 迎奉 下殿 宮 

I 


Japanese 1 ea Room 
1802 M Street, N. W. 

TeL Franklin 1577 


Toyo Kwan 

41 E. 1 か hSt. 

お t. B'way & 4th Ave. 
む I. Shi;vesan! 8738 


Beem No 抑 Low 

474 ぶ th Ave. 

Bet. 28th-29th St. 


Suey Pang’s 

な SUURA が 
4 お S ; 地む も 
お t 2 加 - 巧 化な s. 


City Hal! Tea Gaden 

170 Nassau St. じな y 
Next to the Tribune 61 お 
Loo Lin Manager 


WISTARIA 

3200 Broadway 
お mth お . 
fie が Subway Siaiion 


YOUNG CHINA 

3140 Broad way 
4 お 3cks む uih が 
12 础 B*way Subway 


(Ju 込 打 g G み 打 Law 

Chinese ilesfaursn 量 
'112W. お 化， St. City 


Kawasoye Hotel 

139 W がり 23rd Street. 
Te!. Morningside 7154 



mam 

35 East 29th Street | 
Tel. Midi&Dn Sq. 7548 



oM • ダ ^ 

340 W. な 比 か . 

Telephone: 
Columbus 8882 


( 巧 目 • 水) 司 巧 ゎ 


The 1 〇か〇 Co. 

I 140 W. 65th Si. 
New York Giijf 
Te し Trafalgar 6553 


DARUMA 

781-6th Ave. 

Tel. む yant 38 が ^ 

ホ會 i 
に 席 

ず 御 
さ 料 ！ 
燒理 i 



战目 T 五十 四 


御 薪 孤-一 賢 下が‘ 

太 陽 

常 t 司每 U あらます 


醬油靜 蘇— な 米 

日本 米 ii 食料品 4韶 雜 。詰 g 

野 旧 巧 油 巧 ホ 6 姑 巧 部 一手 齒揃店 

日本 食料品商 讀 


晚餐會 用 燕 尾 

タキ レ— ド 

か 料を 特 逃し 得意の 
技俩 をが つて 通速大 
勉强で 御用 命じ 應じ 
ます。 御 電話み 藥お 
じ 巧 員を 伺は せまず 

.丸 山 洋服 商會 

67 W . 4 呈 穿を 
Tel . 置 草 こ 078 


華盛曠 

扛 さ； 

日本料理 

化 じ 御旅 舘 


會席御 料理 

C I 

勇 S 绿 


ニニ お U 淸が 、親切、 お樂 A 

一勢 州 維が ま 熊 巧 

\ ま 巧が 勢 事 おみ 陆榮作 


一2 だ E. ま th Street 


Tel . Reg さ t な 99 


下 お 

自由 亭 


送ジ nds St . Brooklyn - 尹 Y . 
ぎ TVi 置 e 7475 


下宿 縣ホ乂 

7 で 〇ぶ历瓦 plas 

ie 二 Sil 2 nd A さ. 呈 E . た nd St . 

一 M 号 ay ミ ー 這 望 


電 シキ シン トン 妈 八を-五 

を 旧旅舘 

お 十五 了 旨 二な 番 


^ み 也'^ ょミ 

聲宿 


淸潔 i ：* る 室 

松林が か 


_ 109 Lexi 。 一 ton Ave . 
\ Tel . Iylad .:. sq . 岩 21 


持 理髮巧 


中が 萬浓 
ーゴ 至.， 霉 h St . N . y . City 
呈 . llolumb 民； Ave . sen 置 Park 去 est 


ぶ 本 重館淸 

新式 ^ のが 豁ゐら 班 速げ 嗜を 

旨 VJ し''^々 煙强 しま 

西 四十 ー デぶ 白番些 二. 円六號 .室 

ー ロア 六 街と 巧 十一 一 了 目角) 


タツ プス n 


宮響務 所 


持績的 瀑廚の 贫胞じ 的確なる 驗 
業を 周旋 す マ 

」 ちち 一で 景 ngens 
養 至. \を 留. N. Y. C. 

ジー. 背を 二 呈 9 吉 8 


_ 電話 |'\ラ ィ ア ン 

: 八韦 九— 八 八 
01 H 蹈 びが 問は 


米 

替 


ケ 。ずグ 02 


誤 特長 


紐 育が 齒四 十四 _ r > 貫 


下 二八 蕾 


三階) 


支店 

1 ち 穿 ioll 

ジ ー. 置 ま 三 

ま 任 ミ S . 


雲. Bu 臺三 . Y . 

養 ま 

K . ジ を， 


人 


尋れ- 

長野縣 細を 謙 S 一ー タキ 石 川 
山形 縣齋 滕久 I 二卽 フィ 阿部 
福 井 縣山本 倭 尘 がが 茂 木 等 
化 口山 本 龍 城 福 I み 石 時み 郎 
吉川淸 一 輿 獲ち) 

を 稻旧大 學巧身 4 が 貫 二 

をの 者に 殖 かを ぶき 谋ち么 
が 巧 本人 巧く は 知 A よ b 現 
化 巧 脚 通知 賴上持 


紐 育 ホ— 領事 錐 

1 京 Br 立 dway ぶ こ ork 呈 y 




美陳 じして 淸潔 

S 贏 南 機 

午前 十 時よ 6 自ち 
午前 ホ 時まで 爵 f 


が 廳を圃 

巧 巧ん 邁蓮 
出勤の ホ じは 晝飯 
の 御® 利 じ 瞄へ巧 
閱を 席の 卸 巧 じ お 
や V く娱間 巧卒相 
'个變 おお 立 顔 度な 
祗と 御を 内中 i 候 


支那 御 料理 

彭瑞樓 

日本人 諸君を 

歡迦 致します 


材料を 髓 選し 皆樣 
の 御 增好じ 適する 
料 埋を遁 供し ます 

I 娜新 中華 

H 本人 諸君は 恃 
别 じ歡迎 します 


永年 H 本人 諸を の 御 
蟲 肖を 蒙つ てゐる 

敝議 逸仙樓 

です、 巧卒續 々御 ホ 
ホの 招を 願 ひまず 


皆様の 御 唯が じ 
適 ふ 様な 类 味の 

. Si 廣珍樓 

御 巧理を 致し ま 
すから 績 々が ホ 
ホを 願 ひます 


御旅 纔河 添 


k 那 r 一 肖 

:巧 巧- W 耗 

ホ 娩ぞ阁 でみ 年 御を 顧を やけ 
I じ 挺 父で 御座いまず 



H 本に 住み、 日本語 
巧. を 話し、 を樣 の御嗜 
巧 じ 適する 御 巧理を 調進を 升 

f— I 度 エン エ I タァの ドです 


新鮮 魚 か 一切 

日本 入 向きのを 魚 澤山取 b 搁へ 
特別 廉櫃で 大勉强 致しまず 
サヴオ ナ魚店 
•Joseph wpvorm 

技 4 w . 空 St 本 t . 

Tel . Coluxnbns 芒 接 


極上の 魚類 

季節の 新鮮の 魚貝 烦 渾山输 つ 

て 居らます から 御 賞 ホ 下さい。 

.ァピ セ ロ 魚 店 

82 す 量 St, Tel. Frank ミ 4460 


西 六十 五 T 目が 四十 六蒂 

一方 旅館 大橋 

電話 卫ンデ コット 八 六】 〇 


淸 潔、 設備 まを 

ホ 化 御 下宿 

支那 辩に二 下 
40 Catharine St . Tel . 置ぎ ck 這 84 


煎 餅 卸、 小寶 
一思 腐 姐揚 
日本食 料な 一切 

ululrls 巧 1R ち 〇 Gale 巧广 P 

萬 5 Third lue -, 

Tel . Plaza 5218 


殷蒲燒 蕾 刮御化 化し 

H 戒 巧り 巧閒も 御用 命じな じ 巧 

會席御 料理 

烏 等 御 下宿 

お ボぶ一 


割烹 胞に 御旅 舘 

^ 佐 野 兄弟 

が 诗市西 八十 八 了 目 一二が 十一 二を 
お 話 —— ス 々.，.う！ と 八 ニニ 
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.リに Y 柳 


W 


9 

15 ご 
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巧： 

I 

T I 


円本 食料品、 H 用 お 
並に 新刊 書籍 類 一切 

片稱 兄弟 商會 

をが 品 垣 巧が 巧 近 巧 船 じて 巧 巧 
仕扶 問な々 巧 用 かの 巧 お 願 上 《 


0 

G 

A 託 か 
M h C 

化に Y 
w 4 w 
^ n ^ 


日本 食料品 類 及び 雜貨媒 卸小資 

こ ニニ11!、^^五心ょ 桑 山商會 
巧 巧 害 籍雜誌 小 間み 日用 お各挂 


U 本を 巧な、 雑貨 

富 揺、 おを、 巧 聞 I 

巧 話 rs ァがダ W 東京 簡會 I ’ 

巧 八— ム、 自 巧の 阳あ b I 


口— サン ゼ ルス 地方の 御 
觀ホ じは 姑 善の 御懊 宵を 計 6 巧 


イ ■ 




ホ テ 作 

羅府ホ じがけ る 间胞が 營中最 
巧を i 商 等 ホブ^で あ b ます 

羅府を 一巧 二亢半 

音 ま 「グアンタ ィキと 六 五 九 
電話 L タツ カ ー ご！ 八 六 一二 

貸 自動車. (牧 5 , 

羅前あ 所御脫 あじは 致 も 精通し 
た ドライバ ー が 御 案內中 上まず 


H 本 巧な 船 明な 御中 込に 應じ 
萬 事 御 巧を じ 御 化 扱 ひ 中 卜：お 

を 港 小川 ホテ少 

▼ H 本 御料 巧 (別 威 あ .9) 

を 潜々 リホ八 三 ア巧ム ハニー 

屯 請 カネー I 八 一み 


シヤト パ 市 

NP 旅館 

W06 •を h Ave.w? weattl 夕 wash* 

停 革 壤前迪 あへ 二 了 巧 侧ガ 階 建 
H 本 巧 船 切 巧 取 あが 巧 場 送迎 

ボストン* 

み fikli 大浦末 松 
貸 自動を ぶび 通 辯、 諸般の 案 
內 、紹介 _ 巧の 便 おを 副ら 升 
145 W ミ cesier SI Boston 呈 ass . 

ぎ 置 二 9 Is . 


う でん、 てん ごん 

親 平并 岩 7 去. 送 th 資. 


御 下宿 

I 桑 山 淸五廊 

406 ジ己 h 9 th 写 P 呈 atlelphiw Pa . 
Tel ’ snu ! 72ゴ 


藤 原義 江 獨唱會 

期 円 U サ八日 (水曜 U } 午後 八 時货分 
乂瘍 券：！； 一一 弗り 會申 をみ 中 山 まさ子 助演 

纔所 リン. 夕 -ナシ 3 ナミ ウス (巧^ 5 バ けだ 


謹賀新年 

乂化 十を 年 .一 り 一 U 

聲 お秀吉 

n.'o 」> p > z 内 の内 TIS 田 S, 

お WIXT 正 >< 巧 Z 己 巧 
ZEW YORK 〔1 T ゴ N . y . 

U ' S . A . 


これは觀年じ^;*くては；：^ら《耕年狀の模型で御座います。 ネ 

社の 新年 狀 ぶび 紐 育 風景 黯 葉書の 新年が 巧 劇は 每年巧 評を 博 

して 註文 殺到の がが であら ますが、 が 註文が ザければ 早いだ 

けに 歲 ホの 化が L い 時間を セー ブ ずち ミが 出 ホる 譯 であち ま 

す。 柯卒お 早く 御 註文す さい。 

其 化 英文 人^ 降誕 祭 力！ ド、 會社 商家 

用の 書簡 用紙、 ビル ヘッド、 會 計簿傳 

票 等を 始め メヌ！ 、姓名 入り 特製 書馈 

用紙、 宿所 入り 封筒、 名刺、 ゴム 印、 

原稿用紙 等い ろ--^ 

磨滅し ない 活字，、-、 美術的な 印刷 ィ ー、 

配達の 敏速は 本社の 特 をで わりまず 

巧 刷 UUU 紐 育 新報へ 

带話 スプリング A 二 七 七 じ 御； 報 

あれば を 速 社員を 伺は せま 寸〇 
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リ 

年 
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硫有 S 金 魄引踢 b 〔ド】 

海底に 光る 金塊 

化し かは 泥 S やう じ 腐敗 


■ を tw ポッ ---- 巧げ 出して を I して 木製な 巧は まるで フャ 
L W 化リ じ 知 n る ィ」 で ん む； に|でぶ內じ敷いてんつたク ンーキ 
'なる； 則れ U いど 思つ じからで 1 ングや 柳 板 巧 も 浮き 上つ てなる 
す。，； i から 非 八 U に 一 箱據げ j 中を 拽 あして ホく の だ々 ら火變 
ま I .が、 一 箱は 五で が 巧 入ら I だ。 を貨の 箱は お搬を チャンと 
でが 袋に 人れ たものを が じ 木 ■ 
がに.- れ たもので、 こり y 踢つ 

I て ホ 帖は隐 しい やら 战謝 やら 

巧 ミる への 廊 じで 

的 力 I がと なつて おは 

ず 化 i こ ばれた。 村し ろ 歐渊で 

は L、 の 茄の中 松 ごな ち、 而か 

も 化 _ィ の巧學 的が 颇で引 殺げ 不 


してな じ けれ V」 も 巧の 中のを 貨 
を 包んだ 布は 赔 敗して— 化の 梭じ 
U つてむ たが、 金塊は々 し-^ 變 
質して 居ら や 唯 だ 猫の 壊れた お 
裝ん 化す おしてむ たぐけ で わつ 
た ° この わを は 上陸す る ご おぐ 
-ーボ —ト ヤィ ドの クンデ ット • 
リオ ネ ー ズ が 巧から ロンドンの 

£ ミれ てむ ミを 巧々：：： i I 橫溶— 冀嘉へ 現送し まし 

い i 毀 械でや ふ i た。？ は 二の 操 華ん 巧ち 

t: 化^^ な 不成功を 像 iK 夫 蕾 一二 雙 ミ 丈が！ の 


观 .下 むたら しいが、 が 外 じあ 

る； が间胞 からは ホ 常 情 ど 

I 踩； を 得 主 t た。 巧々 のけ 取が の 

;迦 はか 論 慾巧づ くで あつむが 

U| が パ 慾ょ らもな 化に じって 

I む' の だから、 ぶ 一 絡 八 楊つ た 

:占 J 見て； がの 出た のはな 許 b で 

うを：：： の 期がず し-一致 しね 

五 m であつ た。 こめ U を 始め ご 

T' て： in 九 口に 二 猫、 化 n じ 二 箱 

一 りに 巧 が、 八 巧'. りじ 一一 箱 

口 じ 四 猫、 网 H じ W 節と 漸み 

j 揚げ. へ U にを 部を 了して ポ ー 
-サ 1 ドに 引 挽げ C のでず。 霞 

~ i なおの 中にはを 塊 W 外に も ホ 

一! 巧 山の な 物が あつた だ、 例し 

'り！： 年越し 

- 深海の 底 じあっ てが 水 

vg 力 S 巧 用で あ才 ，3 如き すら 

一而の ヒ. > で化 阳じ堪 へや、 况 

裁 織 業者が 

一躍 樂壞へ 

幸福な 美聲 のま. 

ホ泌 、才； クラン ド 間の フエ 

プ^^ — •ボ^ — 卜で每 U 歌 戟を聞 力 

I - せて ムたィ タリ— 人を 第一 一の 力 

i 作ソ ー VJ 見なて 曠く 

I 酸 金して ィ タリ ー へ 遊 

|をさせたのは四年前の2。 この 

化汽ではィ ー プ ト《サィド》力 瓜 

:ソ ー どけ だれた 男 じ おし 听 巧の 

おを が發 かして 後 校辫を 組織し 

- これ 又ィ タリ ー じ 送つ たのは 一二 

年 前のを。 巧に 今季の メトロ ポ 

ジタン •オペラ ウス じは カン 

サス ホで 一二 年 前にを の 莱聲シ '認 

: めら む、 が 装贷講 所が 後授ど U 

一つて が 巧に をら 歌劇を の パト" 

-1 ン书 である オツ •力— ン巧 

一に 認められて メト n ポプ タン 劇 

-紫ど おおし 一二 年間 峽がじ 遊學し 

_ た 本年 十と 族の わ 礫さん が 晴れ 

一のお台じおめて姿を現はず^ど 

なつた が、 なじは 栽 縫 菜から I 

j 雜 {て 樂迪 U 入らん として ゐる 

I がが もる。 

聲の持 まは マック： 

1 マン ど ゆび 巧け 十五 了 目の 

一と-^ 七 あじ 狹ホ テ ー ラ！ を 持 

i も，' げ 服の プレス や修縷 等を し 

I 一て むた が、 化 事 じ 興 ホが ホつ て 

'ー ホる ご 頗る おしい 戰 でか 阿に も 

1 ホ 福 さう じ 歌を 啦 つて & た。 今 
|| から 六ケ巧 巧な 削の J である..： 


た 二人の 小 化の 父で わろ。 

自動車 十 じ 

王樣 y 交涉 

火眞 面目な 波 蘭 

闽 家は 夕 年の 宿 绍を裝 して 獨 
ホ ー > わけい 一、」'^' をの 國 あが 財 か 
• U おさして ふるから 寧ろ ホ 政 刷 
巧を 化活 （王が ぉ迎えたい ........ 

ごは 獨立關 が ー ランドの 一部 ホ 
政 派の 目論で なるおで わるが、 
さて 自阔の お— ランド 人を 樹て 
る ごを 巧娥 巧を 起して 闲 るから 
诲 ろか 國よ b 迎えたい ご 柿々 討 
雜 して ゐ る。 一部には 巧閣韋 室 
いら m 1 ク殿 ドを 迎えたい どい 


早大 十一 慶大 零 

東 ま 特電 十 化 日 獲= i： 年 ぶら 
に 復活した 甲慶 巧球蝴 第一 H 
の 十- VH. は 雨天の ためじ B 延 
ベと な 6 幾 十八：：： も 降が じて 
一般が 巧ぶ は夾镇 して ゐ たが 
本 H 午後は 好天 氣 じて 試を を 
舉巧 したお おは 豫 想に 反 t て 
早大十 一 、 |8大審ど い ふ 大差 
で 慶大が 惨 化した。 尙 ほ大阪 
每 U 野球 削は シヵゴ 大學巧 球 
阐じ 一二 お 二で 勝 つれ。 

ま 京 特電 ホ ：1:發= 早慶 野球 爭 
覇戰 の. 幾二间 はと 對 一にて 巧 

び 早大の 大勝に； S した。 


峨 力と 

血 壓の差 ミホる 潜水 

おで倒れだ；を最ら遺城ご夕る 

もので、 十； 化の 巧懼 にょつて 同 

化 じ- f_ 葬し 逛髮を 持も歸 つたの 

です。 巧々 は 化； 5;^ じ 着 ホして か 

ら 終る をん 十 一 H の間實 襟に 操 

藥 したのは の 十 H なで、 巧 かる 

短；：： 円で 化 巧した、 とは 誠 じ神裝 

这 いふ 外ない かも 栽は 歸圃 しわ 

らが势 は 勿論の をを 化の 神社 じ 

おおらを したい ご おつて ゐ る。 ふじ 反し、 實 業》 肌のを 政派此 

兎に 巧今网 のが 功 じょつ て歐米 自動 革で 化 巧を 嵐 靡し，」 むる へ 
人を アットる はせ て やつた； だ： ンリー • 7 ォ ー ド 氏 こを 秦 乱し 

.た 波 蘭の 財政を 繫禪 ずる 救 化 ま 

である ど 許も乂 いじ フォ！ ド 巧 

を もち 上げ、 大眞 面目に なつて 

巧く こむ をフ .ォー ド 氏に を 渉す 

る ごい ふ〇繫 じ ア片パ ニアでは 

ボ 闕の视 W 業者、 J ン！ •シンク 

ンア ー 巧 じ 王 巧を をが した ミ も 

あつた。 


けは 慌化 でた まらない ど 剣 

旋お 軍の 如き 悅 びの 溢 U る 顔を 

h. げて 笑つ た。 尙ほ巧 岡 氏は を 

方面から 補々 の 中 込みを 巧け て 

むる が、 ホ だ 契約は お來 てむな 

いどい ふ i である ° 


投 ホる 方 化を 社 脅の 與論に 問 ふ 

たおけ 次 レォ ポ 'か* 卜 •ン ップ巧 

の 許 じを 米から 速した 手紙は 驚 
く かれ 約 十五-刀 通じ 谨 した. か、 
をの 五 か 迄は 刪 人的に をを 賞 ひ 
たいごい ふ 虫の い； 化 文、 化の 
提證 も！：： 星-- いもの.‘^ ない ので 
シ てップ 巧は 整 じ为 子の ためじ 
な 方 おを 投じた シ王厂 - I ' 财幽じ 
今 巧は ぶじが' 万 巧を 一巧して 嫌乂 
部の が刚を 設け、 節屬 して ゐる 
敎貧の 規則を 一二 年邸實 巧した 婦 
人には お 円 費 乃を 巧資 をを ごし 
て ゴー 巧 弗を 贈る をバー なつか。 シ 
エップには 

自 をは 宵 おな 人が 自を が耍 
ならのを 除く 制を を廣イ 化の 
中の ために 投卜 るのは ホ 間の 
義務で ある VI 信じて ゐ 一な。 巧. 
し予 の 巧爲 が 夕少 も 化 
の 富豪を 刺贱し 得と を ば こ 
れに越した£ は^ 

と 語って ゐ る。 シエ ッザで は 昨 
今の 巧 謂 7 ラッパに 就 了^ 阿 事 
も 語らない が 「現 巧の 共 じ-」 つ 


ぶじ-. 


て 最も 必耍な ものは ぶ 敵が 正帶 
びた 巧で わる」 ご备 ベて 口る 
この 轿計 畫を悠 おし I でのは にか 
も シェップ 巧が 八十^ 歲の视 生 
を迎 へた 口で あつ わ'^ 


じ 


.が 本诀心 


過般 巧 速戰速 勝のを で j 趨拳 
圆 フアンの ん氣を 呼んで'! る 巧： 

ん举 圖懊手 ジミ） が 本は i 報の 
如くまると曜日のタコ ご|;\ゥ 
. ^ ス化樂 部で マー チ' v-/£ 十 i 

巧 戰の試 かに 顔んだ が、 化 本は 
第一 间戰に 僅々 一一 一十 秒 づック 
アウトして 化 勝した。' 


今は メトロポリタン じがめ くプ 

リマ ドナで ある ボリ 搜や エド ヮ 

1 ド •ラン コ — 〇バ— ナ八ド 〇 

才^ス カン スキ 1 等 どい ふ スタ 

—述を 養が しわ 聲樂 術の 大家で 

ある ジア コモ •ボ ーグ 氏が ぶ 人 

ど 典に ドラィ ゲ をした 時 ホ圖こ 

の类戟 を： かじした ので 

自動 幸を 打 捨てる 樣じ 

して マック 3 を 訪れ 「わ 前の 聲 

は 確か じメト "お 9 タンの スタ 

— じり 得る i を お前は 知つ てゐ 

るか」 ごを つた。 併し マツ クス 

は 「御 笑談 でせ ぅ」 位の 巧 度で 

忡 々倍 用し なかつ たが、 ボ 1- ダ 

氏が 大眞面 肖で 說服 しじので 漸 

くを おし 早速を の翌 ロボー グ巧 

のス ッグ ォじ がて、 猶太 乂の聲 

樂を ごして 巧 あ — ピン ブラ 

ット巧 等が 立を つた 前で 滿唔し 

たが、 をれ な ホは 一息 專必ボ ー 

グ 氏の 敎 海で 勉诚し 今では 二つ 

の ォペラを 化 上げた ごい ム。 ボ 

—グ にの 談 じょれば 

彼の 聲 じこ-マック 

の 微細な 藥 しさ £ 力^ソ！ の轉 

覆が ある 驚異すべき 聲樂 巧の 掘 

巧し ものである ご いふ 〇この 

第二 化々 八ッ ー は ホ 年 二月には 

エ ，-才 ，アン •ホ！ 4, でが 唱爵 

を 懼す绪 であるが メ ト〇ポ リタ 

ンじ 入る の も 遠い 將 ホでは ある 

まいごい ふ 話。 因みに マツ クス 

はよ 年： i： 九 废で千 化け 八 年 じ- 

ン ガリ ー から 移 氏 ご L て 渡米し 


稅金 わけで 

十一 巧 弗 余 

野球 爭覇 戰收入 

乂 藏 巧の おを じ ょれげ 過般を 

米が 巧 家の 化を 湧かした 野球ず 

親戰 め 收入 おがは 巧 十八で 二 千 

八 巧 五十 四 狼で、 これに 對 ずる 

政が の 巧を 化 入は ビツ ッバー グ 

じがけ ると U の ダ） ム ょら 一巧 

八 千と 十と 巧 五十 侧 、八 H が 一 

.刀 八 千 五 巧 六十 九 巧 八十 他、 十 

一二 H が 一方 八 千と だ S 弗 六十 仙 

十 お：：： が 一方 八 千 四な 十と 弗 四 

十 化。 ヮシントンでは 十 H が- 

で 四千ち がか 巧 化. 邮 、十 一 りが 
一巧 五 千 S な 四十 巧 化 仙、 十二 

日が r 力 四千 おが 六十と 郎 五十 

化で 摄計十 r 力 八 千 二な 八十 五 

巧 四十 他 ごい ふ 居 額に 達しむ。 

この 外 ピッツ バ ー グ撰手 個人の 

みおを ぶ 千 余 弧、 ヮシントン 撰 

手の 一二 千を 化を 始め クラブち 配 

人 や 持 ま 等の. 收 入じ對 しては を 

側 人の 所得 稅に 剌當： るの だが 

このがも陋か^^ものじをするど 

ホク — 顏 である 0 

婦人 啓發じ 

巧 巧 弗 ま お 

シエ ツフ 氏美擧 

自かの财递が殖 へ る 1 方。？ 

を 持て あまし これを 慈善 事 菜に 


老人を 婆の I 婚 

本年八十と歳のぉ^^、こ I 
が •バロンと 呼ぶ 令 M ふら 
' ー ヶ 丹前じプ グ 义|一-ブ ソ 5^自 

動が 巧を 橫 巧る 者 セニ -• 

シ ン ガー(八五)，|/がけた^が 

緣 ごな b 爾 ホを を 綾け/色 

'.たが、 遂に 結婚 「るを と^ら 

式場 じは 巧が の^お ミ 人 お 

十二 人、 曾孫 一一^。 新霸か 

らは小 供 一二 人、 孫が 十， V 八、 

曾孫が 六 人 列 一 f したので あが 

の 牧師 も 銷ぃ心 口. か 塞ち な 

.かつ だ。 一 

L — - 

卜 上が 

ご 六十 了 目 

じがけ るンプ 

バリ 译の沙 

」 はがの 適 

役なる 点じが 一で を ホ じ.-- さ 傑が 

である VJ のぶ 評を 瞎 し!^ る。 

其 他 プロニ 心グ、 '，ン P 、 モ 

ンタ 1-、 ホ 子、 ャブ等 をれ 

ぞれ持 役を^ 城 W く-ー シ てみ 

るが、 晝 巧！!：： は ±曜リ 後 二 時 

である 0 



辨當议 び 毒 司の 家を 化し 

を 致しょ すから 描み & 敷 御 

摄 をの 巧を 願 ひ 主 

御 ド 宿 巧. 本 
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巧 本を を な 脚； 
拂込濟 資本を 六 千を 風- 
故 ホを. 五 千 葱が 四が お 脚 一 

送 一一 弄 銀行が 憂 巧 I 

本店 ホを 巧 日本 搞お駿 河 町 一 
支 巧 小が H 本 橋 乂の內 (お 京) 梅が 
名を 岸を 郡 火 阪西哀 防) 神戶 
巧 島 下 贿巧司 巧 松福閒 '長 崎 
上が 倫を を 買 拠 水 


か 國爲替 、槪里 送を. •化 送を、 信用が 巧 化 I 
一般 銀 巧 業務 お々 御® 利 じ 取 巧 可 中が I 

嫌 贼三裘 銀 巧 f ま 巧 I 

本 ま 巧 お 京' 本 巧、 大阪 、种 口、 巧 都 
所な 地 名を 崖、 小悅 、上海、 倫 敬 _ 


I 迎お弗 及 八が、 一 
入 又は 二 A じ 適す、 
市 跑へ十 サタ ィム スス クエヤ 1 
サ击か 屯 詰 カン バラン ド 呈一互 
1 芝 宝 gh St , Br 旨 互 n 黒 崎 梅す 

沙港 お語學 校々 ま 
を 野 正 S 郞著 


レスト タント 良 

〜賣 6込 むだ レスト ラント 夫婦 
者 ホは 獨身 巧の バア トナ アをホ 
む 境 合 •し 攸ら ては 讓 つても ょし 
午後 化け 後と が談。 

ご呈 す-里 1 去. 143 rd で-音 三 
Tel . i\udubon W 云 一} 


英話活 法を 


賣 


を 惜赛巧 九 抢仙教 稅が他 
著者が 本書を 編纂せ る 所な は 靴 
を隔 て、 痒き を搔 くの 威 ある 英 
韶會 話を 活用 せんごず る 諸子に 
六ケ巧 の规 が：：；： を 0 て 日常の 會 
話 差 まなき を 補 せんとす、 故 じ 

スラング、 ィデ オム 及び プ日フ 

エン 語句を 入れて 其 真意を 解す 
る檢 警戒が bo あ 巧者 じは 速が 
を 脚 L 巧え 典、. お 語 巧 法 後編 英 
文 研究の 部に 對し 通信 敎 巧を も 
致します 一向 ふ ー ニケ 月間) 

S . ジ shino , 1 呈 W Hmsierdam Uve J . 产 
G ご he 呈 entai Tea Trading Go . 


技 藝硏究 巧 

月、 水、 を 午後 

二 時ょ b 四時 

裁 ホ、 縫 方 婦人 小 お 服、 製帽 
刺雛ビ ー チン グ & 一般 家庭 
装飾 ま。 あ 張 敎授も 致します 
巧な 十 1二 了 目 一二は 十 二番 
. . 小 林 フジ 入 
電話 キヤ セ ドラ 片皇を 


裁 鱗 所闢業 

が 服、 絹物、 ゥ！ み 類は ドラィ 

クリ！ ニン ダ、 プレス & び染 あ' 

へ、 仕 立， L 商し； 助を < 美麗に 
致 t ます。 独 縫は 如柯 む. る 御を 
文ら 吁峰じ 早く 致します 其他ュ 
カタの おがを も あ b ます。 

坂 井 裁經所 

128 与. 呈 hstj ' yx . 


內務省 免許 加州を 認 

產婆 & 按摩 術 

. ホ 野秀子 
助 產鍊ホ マッサ ー ジ 術の 出張 
治療の 御 ホめ じ應 じまず。 
電誘モ ニュ^ メン ト吕完 
西 巧 十ー ニ 了 目 一二 巧 十二 發 


ネ ヤン デイ 

クリマ マス 用 時別链 


チ 


n レ 


.なをせ 


一封 度 二封 度 二一 お 度 
及び 五 封 度な み。 

^ * — ド キ卞ン ♦テ ィス 

一封 度 五 お 度 化 封 度 箱 
卸資 値段 じて 御用 命じ 應じ御 
注文品は 工場ょ b を お 御举客 
巧に 御 送 b 致します。 何を 相 
變ら やが 引 立 銜愛顯 を 願ます 

鸟要 TF 呈 oio 贾 夏 - 

JW 5 w 4 M 3 d wt . 

ジ量 hon « す yan こ 6 ミ 

0 本人 部 ホ 巧 

Goer 巧 e C - f ibbs 


呂慟革 業を 修得せ ょ專巧 家に I 

棘つ て述轉 並に 修禱を 難 切に _ 

而 かも 短 
時 目に て ， 

敎 撰す。 
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就職口 辭 
旋す獨 立 
出 ホ',.- を 
大の 報酬 
を 得ら’ 
本校は 創 
化 十五 年 
畫巧敎 巧 

H 曜は ザ前卡 時よ を 十二時 迄 


フオ • 


i 作敎授 す。 


^ B ♦困 ♦£! ♦田 ♦留 令！！ ♦ 届み 涅 が 


が 肯ホか 化險會 社 


二； 木定吉 
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話 

帶一 

こ 

亂 

の 

購 

十 

ミ 

赌 

丸 

前 

か 

王 

斯 

の 

事 

J 1 

巧 

御 

急 

至 II 

♦か’ ¥ 狂 ホ賴 ♦度 ♦巧 が 


S . 客！ K 一 

Z 巧ろ YcrK L / if ゆ Ins 己 r が 日 ce 户〇 

。一 oim 吕 を rs で： NewYo 去 oity . 
Pho 日 e . wor を 2 ち 8 

曾 社ノ方 二甜 掛ケノ 節パ必 V - 
御 自分 ノ をぶ ビ蕾話 番號チ 中 
聞々 た 證キ下 サィ 


I を髓 〔 驢 奉迎 晩餐 會 

大山 十四 年 十一月 お U 午後と 時 ゥォルド ー フ 
アストリア じて (が 育 巧 第五 街 ご 西 S 十四 了 目 巧) 
會豐 お 弗 (中 込 ご 同時に 挪 & む 事) 
中 込 所 H 本 ぉ樂部 H 本 A 會 事務所 
中を 期 H 十月が 目を 
服 裝 巧 モは禱 服 义はタ キン！ ド 
婦人は 化が 禮服 

を 奉迎 晚餐會 相 催す こィ」 じ 相 成 傾 間御賛 W の k 时 

胞御 誘を せ 郁 出席 被 成 下 度 離で 御 案内 中 山 候 化 

奉迎 委眞齋 藤 隙 大島ぉ 佐 化 木を 巧 旧 鳩繁二 

巧留 同胞 各怔 . 、 


' ^ ぶ 則が 货 '五十 脚 W 上が 息 年 六 か 

鎌 賊臺灣 銀 巧— お 張 所 

▼鄉を 送を ぶび 並 送を (無ず お 科}、 外 画 
爲替資 貫、 荷ち 替取斯 が 立、 每 用狀發 
巧を 一般が 巧 装 お 御 巧 利に 化 巧 ザれ お 
►尙ほ 詳細は 御涅盧 なく 御 問 合 被 下を 候 


明 「邦貨 吊 十闡 W 上 ゴハヶ 巧 お h 
本 ドムを 期广 利息 を 六を」 ミヶ 年 0 內 
預 制： を 巧 「巧貨 お十圃 3,」 

(述か L だ 脚 じが H ホー淺 一席 

(化 ン當予 凹な 卞ノ 逆な 括を r 瑞利 在) 

横濱 正金 銀 巧 S 支 巧 

鄉 M 送を はがて 無ず 数が じて 當 
巧橫演 本店 稱ホ 送を 方お极 中が 

' 1 •! - - I !- •: ; こ 

社長 巧爵ほ まを 左裕巧 
本 巧大殿 化货お 下目 
が 育 支 巧 紐育ブ U 1 ドゥ N 1。 四十 化 添 

f J 住ぶ 銀 巧 

《東京、 横 お、 をを 屋 、京が、 紳口 
日ネ I 尾ノ 道、 廣 な、 お、 柳が、 下ノ刚 
地ち巧^ 巧司、小倉、巧松、搏夕、久なホ等 
本國 巧を、 鄕お をを 浑は 做め 
て 御 班 巧を 速に 御 化 扱 可 中 候 


藤本 證券 轉社 

、一の か 偕 証 巧ノ質 巧、 引 ま-おを 
J を諫 、並-一之 二 脚 X ^ 一切 ノ浆巧 

鎌贼 藤本 ミミ—? 銀な 

班 實お痕 巧 



U ホ、 よ 邮致书 製 ホ 
術 お、 脯 A 巧ち 飾が 
化 巧 飾な 


商を た お修絳 > 

首 飾 お ストリング 
» 本 服み 链 
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日本 紳± 巧ろ み 洋服 

I 御が 义は當 ぶ = 

弊 舗は 夕年當 化 日本 お樂報 銀 わ、 會 
社 貢 ホの 御 巧 服を 調製して P / ります r 
が 型、 新柄の 洋服、 外を© |^义 仕 立は 廉晒 
'で 御用 命じ 應 じます。 I 

ウオ， ― 力 J 主 一 I ユ 、一 -卜 

7 。 リ 洋服 巧 
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贈 器 太 
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A 巧 迄 迄 

の _g ( 

お M 十 十日 我 
^ ^ j 四 一ぶ 

M , 一品 

がが 間間 舶 

3 ;! ♦令路 


晚香波 每二逛 一 固 お 帆 

▲エム プレス 亞 ム闲/ 亞 /一二 •呂〇 巧) 

十一 巧ち 日 

ェムプ ンヌ喃 を矣 一男 •室 〇顺) 

- 十一 巧を 八 U 
。一一ろ 00 颂) 


A S ムプ レヌ^ 面®!! 

►ェ占 プレス/ 療太 


十二 巧 主 U 
.ホぶ で 宝ろ 00 嗯) 

I - - H 豆 壬 ハ 円 
一等 > 11 姿 さ 二等 び 下等を 設備 
最大* 善 お f 最か 去/? をが が 巧撇 




ホ ノ か 、 -橫{|^巧戶兵|飞止巧|香递‘馬あ拉巧 

西比利貼ふ〇一气〇〇爲) 十《かん^ 

I (思 お 化 帆 十 y 廿四 日」 

太が 化 三う 善 嗎) 十一 巧 十日 
天が 見 01 一一、 量/嘴) 壬 巧 


コレア 义 

を 巧み 


三 0 , 0 を顺) 十二 巧 八 H 

; 巧 出帆 十二 W 四 H ) 

• - Hr 营警于 貝を 百 


化が 畢^ 哥 繁 ，智利 諸 渚 巧 

化が ホノ^、 一积 濱神戶 巧 司 香港け 

- をを 共 おみ 週一图 

◊囊港 巧 ^•一がをぉ窒を購 入 樹辟を化 < 误 


シアトル お 舶品帆 午前 十 時； 

が 岡 化 i 巧 十四 口 

橫濱化 -11 1 ザ 九 H 
加貨化 j - 二 巧 化 一日 
が陳も 巧 かと 目 
- U 本 巧 船客 斬 率 
一等 橫濱 一九 五# i 戸 二 〇 五' お 
=1 等 洋食 お 十と ホ 抓を お 十 おお 

歐洲 H 本閒攀 船吝月 二回'、 

おが ょら 一等が ぶ お、 二等と 十 
磅 、馬 巧 塞ょ 6/ 等 化 十と お 
二等 六十 六砖 。一^ 

植育化 帆 田を あが f 江 本 わ货物 化— 月. 一岡 


船 飯 
豪 旧 

は を 
圾御 
本 呼 
を 巧 
小し 
荷 下 
物 さ 
主い 


シア； 卜作お 帆 
あら ぞな凡 十一 巧 13 
あらび や 九 十一 巧 十 fllH 
►一等 横 巧； 五 弗 

化—' 口中 寸か るん ごん かは 一 五 五 巧 
►ミ 等 H 本が 在ぶ 巧を を 乂 改造 荣族室 薪 
▼抑を 違に お 1 等；^ がせを 切 巧 没が 4 か 較 

ロマ アン ー ゼ术ス 出 仇 

めきし こ 化 十 巧 十乂 H 
しか r ’- 凡- 十一月ち な 

►一 第 巧 巧 ミ i 一ら かか 哇 化！ 化 化 巧 

一 化 化 はんて 一一み 巧 半 
▼ミ 巧 H 本が き」 ら 化が 哇 化ち 巧 化 化'' 化 化 半 
►沙 巧羅 おけ $ 扭巧妈 おを 路入 抑拼を 化り 候 
▼邹巧 線"， マげ 阳り 本ガ耶 'む ほ 巧 化 月 一 脚 


質 ♦金製 ナィフ 錫 筆 類 

’I ♦金剛 おな 金 胸 飾 類 

巧 ♦金銀 製烟草 人を 穂 
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が々 美 魔な ピン 時計 鎖 
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\MM 7 卜う イク 1 ク .. ぶ . 

^太洋 貿易 ホを 會社 
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魚鎭 一切 

H 本人が/新 がむ. 
る 魚類が 菜頻を 
ホ產 地ょ ち每 H 
联ち帮 せて 販賣 
.化ら 御 注文に ょ 
ら酷違 致します 

加洋 兄き 硕會 


リナ メ i 力 I の羞を 

U 本人 S わ 質 物には 特別 巧 員！^ 県き 無 
巧で 御 案 巧を 巧 お詔义 はお 手^み 第 お 
訪問して 御 使を を 計 h みめて S ' わ 方に 
對 しては 特にを 意 致， しまず か 一つ 是非 わ 
立 醬ら願 ひ 升、 ボ巧 配達は か 捕 H 本往 
化を 化 宛の わ 荷物を 送は 當左ご 致し 巧 
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統 育：：： 貧々 員 

個人 寄附 

游を 連動に を 手す 

紐 育日會 本年 S 萊遂 

巧の 巧め 化 源充育 S 必要を 喊じ 

巧 じを 則 おを じ 提出 さわた る 食 

i をち 巧 案じ 化 ゆる じ 個人が 附を 

U てが レ ど 《潘 は 本年 ホ 巧 下が 

I が 井が 固 氏を 委貸長 ごせる 特别 

'を 持 曾 じがて 化ました 力 針で あ 

るか、 蜗巧现 事 曾 じ 報 吿の巧 成 

おの ホ 認を巧 愈々 實巧 委員 會を 

組織す るを に 進が せる は旣 報の 

かくで ゐ る。 右 じ 脚し 本 口 午を 

を 良を 岸を 悅郞氏 事務所 じがて 

數集 運® 閒始 のを 備化绪 をな す 

J ご V つて 短る が、 大 ホの 基礎 

藥 .こして はこ； 一 該裳集 速 勘は 本 

年先づ 之を がみな 成績を 考 皆す 

る ii 三) 帘附は 1 P を 五 かどし 

を 方が を勸獎 して 巧 實を舉 ぐ 

i ど い* つて 居る が、 本年度 じが 

I ては 典 濟ホ萊 を 渡 巧 するど 共 じ 

移民を 貸 施 後の 影響に なく 無 旅 

i 券 巧巧趙 じ關聯 せる 事 巧の 處理 

^をもか要ごするのみむらホ赴會 

，.が、 巧 働 部の 事業の トー じ も巧當 

の設 楠を なす 方 かの 由で あるか 

ら ホけ 口 即もー ニモ 巧 前後までを 

稻度 ごして お 附黨集 じ 

若手す る货 でもる ど 云 ふを じ 就 

き赏わ 委員の 一人は 語る 『紐 育 

口 本ん 巧の 事ぶ じ永總 的の もの 

であつ てが も 俗に 謂 ふ サン クレ 

ス 、夕 < ク の 性質を 帶 びじ 事 巧 

が夕い 化が お 胞中 平を は 日本人 

，曾に 巧し 恤 めて 無 符でゐ つてす 

I 親が 化つ 做"- け 巧；：* 批評を 試み。 

I がらが々。 る 煤を じがて 陰に 陽 

i 其べ ネフ キットを 巧け た 者 も 

ツ教 ではない ので ある 會： 3 ごし 

一、 は 白ら 巧め て H 本；、 會 の慈惠 

おせざる を 誇ら どすべき であ 

りれ みお 濟 部の 細則 じ も 明記 

ある 述り亦 共が お濟 5 ホ 等の 

: .戚 から 一" 中. 一 お 忠じ摇 b 自 巧の 

:-を たひぃ "る 時-乙 责忠に 罹 b 

'がのを を 失ひ歸 がする 時 ('丙} 

片 J したる-むは 適 常の 救 誰を 嬰 

; 4 , る 權利卜 巧つ て おる の であ 

一， 唯此權利を，バ化ずる；をが 

* 巧< は 是を必 おど" 口 おが 

一义爲 めに 會員 中に U 比較的 共 

濟 一を を領牧 ずるを が々 數 いよの 

でる 繞れ じせよ：：： 巧の 事 裳を 

I ぶせ しめて 常 初の 目的を 貫徹 

;ず < 適 進せ ねじなら ： 3 」 云々 


j 干 名の 米が 人を 斌 巧を W どして 
•巧. 化ん 聯摇を 謀る 計を である 0 

おして ホる こ 十 t 日には ゥーマ 
ンス 、ル！ ズゲ エホ ト 記を 協 脅 
主 おの 午を 巧を お L みで 化义統 
谢 々妹 n ビンソン 夫人、 武巧鎭 
ホ府 巧を 長宫 プランヶットが お 
々が 及び ナム マァ 0 1 八 陸軍み 
將の おめ にお 見を を 開き 同 午後 
四時よ b は タゥン、 ホー かじが 
て數 なのな 蕾よ b がるた 十の 於 
1 ズグ卫 卜巧樂 部の 演說爵 じ 
臨わ當 である' こ 云 ふ。 

郵船 新記錄 

横が 間を S 十と H 
り 本 郵船 會 社は 世 ホ 海運が 不 
がの 巧 柄が 路の 整蜡 、經豐 の 節 
約 等 堅 賞なる 舊業モ かを 採 b 專 
ら みおの 充實を 計-^ ぶ况 時に 處 

する 巧ら 他 旧が 運が の I 陽が 渡 

じ備 へんどし つ、 をる が 囊じ收 

支のは ざる 甲 谷陀が 巧が 路 よら 

一時 脫退 するど 间時じ 其 主力を 

巴を 馬經も 東げ が 巧 間の 航路な. 

善 じ 致し 相 置 配船は 巧 巧 二回 ど 

爲し间 航路 就航 前 橋 化を 始め リ 

K ボン 見、 高 岡 見、 龍 巧 丸、. 津 

山 化 及び 武娱化 等の 機 關を旣 じ 

燃 油裝廣 になを して 速み 增加じ 

みか 航あ リ數の 短縮を 謀って 居 

現 L 最近 當地じ 入港し な武 

谱 化の かきは 「マニラ」 にて 紐 育 

撰が 糖 二 * 000 ぉ、 ぶ隆 じて が 

巧、 ボストン 踢あ一 • 〇〇 乙 屯 

淺口 じて がを 揚械她 一 •二 〇〇 

巧、 淸水 じて 組を、 ボマ トン 揚 

製茶と OC 屯 等の 大口 荷物の 外 

上海、 天が、 神 巧、 橫潑等 じて 

雜巧 额を滿 載し 九 巧 二 H 横 演出 

帆 化ち 十八 H を灌 着、 じ 奈馬運 

河經 もじて 去る 九 U 當地 肴橫溶 

が 育 間を 儘々 S 巾と 円の 颊時閒 

にて 突破し 一時間が 巧 速力 十 

お SU 化祉 船は 一般 じ 化 班) どる 

ふ骄記錄を示！た。 化巧が績：^, 

般荷 ホに 反 馨ィる 所 偉大：；* る 

べき。 勿論で あつて 郡船會 社で 

今後 共 本が 路 定則 船には 必中 

同 除の 記錄 をが 持し 顧 おに 酬ゆ 

る愚氣 込で める-、。 


.統領 ル 氏を 

記念ず る會 

w 化 細 人の 化樂部 

ジ '• 、 で ツチ、 ^ ム モ ン ド 

化 ホ •を會 技 どす るゥ I マンス 

方— ヴ H 少卜 記を 化な にて は 

前逊懼 ：= をが 柬 二十 rH 二十 

八 お. に 於け る ルー ゾゲユ '八卜 

-ゥ」 がて M 胞 W ん數么 'こら 

協 號之所 も b 新に U 本 输人ル 

—ゾ .ニル ト化樂 部を 組織す る 

; ごいり 齋棱絶 術 率 ホ，、 を衍お 

じ指夕 J じが 本：：： リ水化 樂部じ 

脚^>み き：：：本渝人巧例*巧-しが' 

て 时贴- 人中ょ b 符別 及び 巧な 

を理巧 る や： でもる。 巧 ほら 户 

—ゾ ゲ^卜 化樂 がでは 松か乂 

'化 夫-^": しが 化 sn 大使 マク .ェ 

で一 夫， を X が 角 おじ 推 耽し 巧 


聲樂家 水木 音颁氏 

ラ デ ォ獨唱 ぶ 送 

戟樂家 水木 智彌 巧は 巧る i 耀 

H 午後 八が 二 一十 かょり お 十を ま 

での 脚 W ,6 •B •:/: •邮も •キン 

作、 ブラ ザー スの ラデォ '哥 から 

得 忘の 獨喝を 放送す る 由で 佛頗 

両の ソ ムブ 、 ゥ ッ ブを始めデ 

ユ ラン テの ホ 曲 (が 語) スト ラゥ 

スの 作曲 t 獨 記) 巧び 自作の 『巧 

と 雨』 『蓮篮 の j 等數 あを 巧 唯す 

る 巧。 

.巧幽 訪閒團 消息 

本 巧 SU ペン 惇ホ媒 を 出發せ 

る 第二み 化 桐呀國 巧閒脚 一巧 一二 

十ん C 人は 巧 別 おがに てが 俄を ょ 

ら はもが を ミ 八ゥォ ー キ I 耕 道 

巧 社 旅が お晰 きお ひ- trH ホ泌に 

稱浴儿 U ホ 前十诗 出帆の 加贺乂 

に® 乘無樂 出帆せ るな 當 耶片咖 

巧 巧に 入。 かあつた. い 横 掩寫は 

本 HI ' 十六 U ののを である。 

池 叫宣政 侯動靜 

おな 巧 パ 線で ぶ 巧ず ホ 人、 被 

节少 お- rw 猫-二 郞巧 4 伴 宵を し 

た德岡 山が 挤ホ たるが 爵池 旧な 


I 政 氏は ヨ セ''、 ブを經 て 羅府觀 ホ 

後 グランド キヤ ニ オン、 か 俄を 
を 經て不 U ホ糾 十) 巧 十五 りが 
巧 出帆の 便船 じて 渡縣 のを。 

♦紐 巧 H 會特 がを 員を 糾育日 
本人 食 本年 巧 財源が 賞の 曰 的を 
- W て 指名され た 會買伽 人が 惭 が 
別 委員 會は 本日 午を 二 時ょ b 開 
をす るかを 煤は ブ ：！• ー ドウ 
i ご 〇 藤本 謡を 株 ま會社 奉務所 
魔 葺悅郎 巧 事 巧まで ある。 

參緖 方な 氏新ス ッデオ 當巿を 
樂學校 卒業後 五 年間 ゲィ ダス 氏 
の 下に 修學 して おつた 緖 方な 氏 
は 今 政 (常 巿ブ n — ドウ 五— 六 
十六 下呂ど 六十と 下目の 間 リン 
瓜 ン劇お 二階 第ー ニニ 〇 號室じ 
て) ゲア {オリンを 授を 開始す 
る i 同時にが 人 音 樂硏究 者の 爲 
めに 相な 修學の 便を を圖 るみ 0 
•遠 東 園 舞踏 操 開業な ホ 愛蘭 
人に 化ち て經營 さむて ちた 第 八 
街 九な 八十 一番り 五十と T 目 ど 
五十八 下目 ごの 間 U じがけ る才 
メラ、 ボー ドン 舞踊 煤は 今间支 
那乂间 連 ホ 巧 之を 譲らず け 遠 東 
園 ピな稱 し 設備 一切に 大改 をを 
加へ 一般 同胞を 歓迎す る 由で あ 
. 6 か、 明 二十 二 H は 開業 披露の 
爲 め入據 無料 ごし 舞 蹄の か諸彿 
の餘 興を も 腿す ど。 

♦前 旧 巧 結婚披露宴 過日が 藤 

幸 子 藤と 華燭の典を 擧 たる 前 旧 

一重 氏の 結婚披露宴は 去る 十八 

H 巧 巧を 牛： 稍で 開かれた がホ會 

おは 軌婦の 義兄 •キ ブス 巧 夫妻を 

始め 云' 十 おを 頗る 盛會 であつ た 

6 橫矢责 を 巧 送别會 本社々 ぶ 

橫 矢を 孝 巧は を 過々 ホ 巧 お 帆の 
ァ ダン 乂じ便 乘歐洲 を 經て歸 朝 

する き 一昨が 本社 同人の 秋 

季 懇親 會を 兼ね 送別 會 をな 南樓 

じ 開いた。' 

•縣巧 塞 寄 巧 鐵道 お醫師 、去 

る 十 A 日 ドイツ ランド 號 じて 獨 


氏 脚の ホ 糖で ホ筋辖 無し ス 
ゥ で— 夕！ に闕 技； 麗义 ザを 
染出 L た 揃の 打扮 ，ぶ 若 巧 女 
が 其 後に な ひ 数な 名 バン 
ドを 先頗 じを々 の魄ゼ 打な て 
て.’ ス タク f ン 街を ぶしに グ 
ラント 街 力 ！ ネ— 街み め 化く 

夕那 街を 午後と 時 ザ か 十 時 迄 
も 級ら 姻 したが 巧 巧 のか 
ごて ホ 道 じは！！^ 物 人 巧し ホ 常 
の盛讲 であつ ぶ。 巧 列み ん數 
の 割合に 靜肅 であつ たが あじ 
文字の 國民 まけに 旌旗 6 .巧は 
時 おじ 關 せを も 一のを く @ 二十 
一 備條を 意がず を 排日が 旗 や 
ら條 約な ぶの 大簇 なでが じ 目 
立って 見 わ-息た。 


新着 (一す 月 號} 
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現 化 一一 . T て 0 

講談 お 樂部音 巧) 一 *10 
文藝 お獲 部ぶ 巧，) - .6 

k 日 巧 一 


太 陽 
中央る 論 
な を 
婦人を 論 


が 姆ぶ弟 商な 



オリン 

す 前 十 時ょ 4 ザ •がで 時を 
午 巧 八 時半る 巧- ^ j 時を 
出張 敎 おのが 恨に 應ゃ 


ミ〇苦 ち 


H.fM 伊 

B ? t - 墨 h & G 韋ぶで 8 ro 實 y 

芒 slaVef Lii ! 三！！^ 京 


逸*^ ら着 詔。 
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特信 


比 曠ど日 ネ 


达ョ； ン機 キ祗說 

タタ ンふ ォ！ ド 大學名 擧總長 

じし 沉もホ 洋硏お 所 名 擧會長 

たる グビツ \ ド 、スタ！、 ジョ^ 

ダン 階 女け y で 渡 布 中で あるが 

ホノ V 、 じ^、 ける 化 太平洋 午餐 

會 にがい お - K 戰の 原因 ィ-結 

5 ^' 及び 最近ず 米を 騷 がした ディ 

トンの 進化 i 裁 巧 事 かじ 就き お 

說 した. い 博 おの 演說中 『晒 班才 

政府け 今ょ ら一 が S 十 年 即も千 八 

が 九十と 年 其 證時自 國の領 ちし 

て 居た 比 律賓辭 鳩を 八十 萬 弗で 

日本 じ 譲 b 渡 ん 2 をを 涉 した 

が 日本け 此 めを 溝に 一顧 も 巧へ 

乎 巧 絶した iJ ど 云 ふ 秘事を 媛 表 

し、 n 本： 4 <一 ■目 义闕が 一千 萬 弗 

を 添へ て 比嗔を 進上 するど 提議 

して^ 恐ら，、 化 絶す るに 違 ひ U 

いピ訊 b 聽 ホは 巧 I 外の 威に 巧た 

れ た」 隙卜 义微巧 じ 論ぶ し戰 

巧 巧 f が 劇ぶな 犯罪 的の ものな 

微 巧をから じ 力を 盡 '.て ゐる 

巧なん 間にを 國 をは 、彼等 

は 不誠實 。.へ； 脚げ か b でみ る ど 

明 破 L 得な の 率 和 論を な 調した 

を 邢衡巧 列 

ほ國 十四 週 年 V 記を 

去る 十 H 化么那 巧で 巧 けれた 

ち 雌 K 欧十 叫が 記念 巧い 判け 國 


ぶ.！ 跨 家具 义營 する 

妻 書姆雲 透で 萬 給 

ホ續的 職業， 本ん 來談 ぶ。 

きを sft Fiit ミ 耳 

夏 Belansy St, Kewsrk ， 


煎餅 燒に經 翰 \ ぶを 

ー ーニ人ま急雇^^^し 

希 窺の ホは 左へ 御照會 ぁぶ 

巧 Ghrystie sigewlf ミ k 

ジ I - 口 r ^ slc ご 岩 


一軒 績 きの 家 千 量 

s 讀じ 11 屢新 まの 嘗 

荒を 一一 化の クラ ー チ あら ア 如. フ 

ステ—' ア のべ 八を 鳴 t 下さ 皆 

宜 rs. Romilli, 18 一ず 置 St, 由 . smfield 



1007 3 rd ご 夕 巧 et 呈 巧-善を ぎ 

ヴ le 吾呈 e Rfg 呈 r 苦 C 


綺麗 じ裝餘 をむ たけ 

重 W 1 位地を き 室、 こ ." 

术 - 逊 十 弛、 ダプ ^ 十ニ ホ r - 

階 目。 

44 电 . 5 th ぎみ 


- 巧ぉきの大奎、爱献 

據美淸潔、 シ を " 

\ — ムも あら 乂弗 0 ム 、エン . 

1 ター附 、地下線 パスの！！ お— 

呈 urchman - 28 S .. 1 ゴ Mf , 置 


ん 

N み 

E 比 

D が H 

ぶ & ド 

^ 化 本 

L 巧 \ 

丈 ノ 

A も大 

W W 做 

化 A な 

R 化 L 



周'!^ 方 啓 

ダンスの 扩時 翰が み 

らました V 内ぶ 十々 

お 人 欄ぴ鸣 ィンス - 

ラク トレ 山が 懇切 ぃ 

御 巧 ホを 丄 ょす。 

ダン ムン グ 

微か U る才 r ケス . 

ラ：^ > む 身 巧し 仙概 i 

入る 思 ひ あろし い n 

御 ホ 遊を 御から 致- 

ょ す 0 

明 片 二；！！ In ^ なが 

木曜 = ち 

午後 八- 午前 一 ^ 
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Advertising し ounse! 

2023 Trib 邮 e む i 地 ng 154 おな au な . 
lei. おみ man 6978 

巧 ま會赴 赤 尾 商' 會 
AKAWO & C 0 ., Ltd. 

2 お Fifth iUenu も liewYork 

Tei, む kdoniaS 巧 8 -巧 

乂巧巧 事 巧 まを お ! 

Kuhiri Trading Co. 

30 ChuKh な . 

Til. む Hind 4556 

S 共 株ま會 お； 巧 東 貿易 株式 會社 
! 化理巧 

! 离巧 巧 を 

I 1 akamine Corporation 

j 120 Broa わ fay, お w Kork ぶ お Tei. Rector 7884 

Gen が al Offi が & Fa 加け 208 Raws 日 n St.. し し City, ん Y. Tei.Sfillwei! 7718 

淺幹物 產株ま 貧 神 

Asa 打 〇 Bussa 打 Company 

j Room 801 -805 

1 165 Broadway 

i Te し Co け! andt 8047-8052 

大倉 祕铅育 支店 

Okura & Co., 

30 Church St., 

Te し Cortlan か 2292 - 93-94 

お 育 H 本人 會 

The おが new む s 邮は わ帅 

2 加 Wes パ 7 化な II わい ork 

leL Circle 8190 

苗 お 洲淺道 株 まを 社 i 

紐 育 事務所 1 

South Manchuria R. ん む.， 

270 Riverside Drive 

Te! Riverside が 83 1 

s 井 物を 株る 會趾 
お 育 そ 巧 

Mitsui & Co., 

65 Broadway 

Tel. Bowling Gwen 7520 

ホ强綜 領事 お 

Consuls お 目 en が al of Japan 

165 3 け adway 1 

Tel. Co け land! 0314 

悚ま會 姑 怒-ホが 巧 

が 育ま 巧 
fwfii & Co., 

Woolworth BuiMUig, 

Te し Wh け" b: 川 60 が 

S 糞 商’ 事會社 

M れ siibishi Shoji K お sha 

" 1 Mitsubishi Co., Ltd,) 

120 Rr"adway 

Te!. R が tor 2 日が ••ぶ 64 

株式 會社 

山中 蘭會 紐 脊支相 
Yamanaka & Co., 

680 F け 油 Aw、 

てだし Circle 4014 | 

■'ぶ 本 綿花 株ま會 をが 育 支 巧 
Japa 巧 Cotton Trading Co., Ltd., 
Cotton Dept. 

60 B か ver か.， 

T«,. Bowling Qreen 2 M 0 

Silk Dept. 

25 M»dlcon Av«., 

Te け Mad. Sq. が が 

H 米 生糸 株ま會 晒； 

I な 育 支な ‘ 

i NICHI-3EI KI1T0 KABUSHIKI K&ISHA 

I (NICHI-BEI KJITO CO., LTD.) 

j 373 が H む enu も 

Tel. Mad. Sq, 7592-5 

1 神 戸 鈴 木 巧 か 

お t 巧 そ 也 

1 Suzuki & Co" Ltd. (Robe) 

j 220 Broad，.、 ay, 

1 Tt し Co け laruU 1119 - 50 - 51 - 52-53 

り 本 生糸 株を 爵社 
紐 育 支店 

Marimura む ai るむ ., Agents 

44 技 . 23 nl St, 

Tel. iUhlsnd 53 が 

巧を 名會が 
i 紐 育ち 店 ‘ 

! Hara & Co., 

4 が fourth Ave.. 

Tel: Caied 日 ma 7830-35 

江 商 巧を 曾趾 紐脊 支店 
Gosho Corporation, 
j Silk Importer も 

お 4 か urth Ave. 
j T«l. Mad. Sc|. 4886 

I Gosho Co.， Inc., 

1 じが ton Exporters 

60 B«av 參 r か.， 

T ♦し BowUng Qre«n B 806-06 
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ムソプ ニ も 生きて むる 〇フア 
スト も 巧髓シ '結け てなる。 

をを 作る 嵐ィ タブー は 永 
な 跡の 师 なれに。 らの闕 f んる 

口！マの都、 をこでは人二、 
時を 化>遂 へて 化 舞 ふ。 い 時 
K ご 今 ごが ごも や/、 じで つて 
& て、 現 化 ど 中世 ご 古 化 左 のけ 
じめ がは っき b ごか か。： 1-。 巧 
化の なぐ わ 隣ら じ 古 化が 去つ て 
ホ 代 V - 背中 合せに 中 化が 一" る。 
現 化 だ；；* ど 化 ふご 赏 はを じ 比 
辟ぐ も 化が 綴いて ゐ る。 了 けだ 
など 見て むる ど、 をの 直て わ 隣 
らが現 化な ので ある。 一 

ごいつて、 ホして 巧ぶ お越し 
て 化 お ふごい ム譯 おやたい 一* 茫 
漠 VJ して 時を おれ、 悠 4 二/千歳 
を 超越して 仕舞 ふとい のでは 
U い。 このが には 餘ら で— 時」 が 
强< 現れす ぎて ゐ る。 屏を 忘れ 
時を 超越ず る じみ じは 一で けれで 
もを の 「時」 は 前 じ 云つ お通らに 
餘 らに夾 '雜 して 置かれ 一で ある。 

だから、 この 都を 立： つ ご 「時」 
が 頭の 中で ごも や--^ 乂 なつて 
を 巧 ど 中 化 ご 現 化 ごぶ、 雜 かに 
。つて 一つの がに 盛 f 一れ て、 香 
等の 目の前 じ 置かれぶ むる。 し 
かちを め 「時」 の 雜かゴ 冷へ てゐ 

るので みる。 

口！ マは アナクロ ' V ブムの 郁 

である。 人を して 時を 違へ 
さず 都で ある ° を こじ if *:' 夕 = — 
どい ふ ものが ょく' 現む て ゐ はし 
まい か。 

氣 ザの 巧が 、 n — を 近ぃ 化 
中 おの 濱邊じ 明けた。 すして や 
がて。！ マ 郊外の 風 が 眼前に 
展開され た。 激 車は：! つか 町 外 
れじ 入つ た。 見れば 企る らた大 
建築物 化 麽趾で J ら， も’ 惨' ミ' じ 
くも崩れ{れて' ^^れじじ.徒 
じ靑 いちが 蒸して ゐ^ もの、、、 

をの おぐ 隣 b じじ 黒い、 陰變を 
の もの！ やぅな 大巧 善 ダンクが 
踞 って ゐ て、 をの ぁ A - b 氣 ホの 
惡い白煙がなってむ'1。 攘れか 
かった 古。； マの 水 皆の 補の 跡 
W も覺 しい もの VJ 化が b して、 
河 かの 了 常の 撞 がに-^ ぎ/ \ と 
がの やぅに 立つ て 草を し 
<據 じ 前え て、 巧々 jt ; 殘る 巧々 
の 廢虛— 柯千歲 の 時 ^ r を 虛」 を 

慨 語つ てゐる 間を、 が 大急わ 列 
をが 走って 巧く。 

ダィア •ナチ ャナよ レの 近 化 
的を 大通 5 の 一端は イい雄 物の 
傍 壁 じ 衙き當 り、 化^ 一端は、 
をの 柱の み 徒ら じ じた； か 
れて 狂る 中を 敕 千ぶ 傑を 刻んだ 
名高い トラ ャ^ — / A 圓い 石の 記 
念な が抽ん 出て な 一る フォ 
ラ ャーノ め 廣 場に 较 つて & る- 
ォベリスク がを ふ b 立つ がぐ を 
の 向ふ侧 じは、 地! 草を 鬻户 巧が 
あるか VJ 思へ ば、 一 - ボ八夕 •サン 
ジ 3 バン 三 1 のが 寺の 傍 r は自 
載を 尾-の ギア ラ T デが ある。 


古 化 




マの 中 •む 地、 フォ- 


八ム •ロマ/ - r 瓜ムじ 巧せ して 

を こに 躁る 凱提 巧、 寺院の 跡、 
ダ レリ ー の 跡、 巧の 一 か、 彫 剔 
の斷片 じ。）， マを 推の 昔を 嗯び 
ゐる頗 を あげれば、 商ぐ をれ！ 
巧した を 化 的 雄 物の ォフ ネス の 
窓が、 われ t をユ ブアス • シ 
— I サ ー の 昔 ら急轉 化 下、 賞ぶ 
ホ義の 現代 t 引戾 す。 


千 あの 生命 かを が危險 である ご 
の 領事の 報を じ 接した ので 海が 
を ピ協雜 の 姑 联歐削 艦隊の 巧み 
官に對 し デブラ A ター よ。 アレ 
キ サンド リアに 米 輕驅逐 艦 二 獲 
の 急派を みみし じ。 


i 趣 ホ- 

イ タリ —— へ 

旅烏 子 

下ら' こは をへ、 が ほ を 間を 
磬 して シム フロンの-トンネルを 
お パれ ぶ、 風物 頓じ 一變 して- 
車け 筆に 蔽 はれた 7 ィマの 山を 
後に、 陽の 影から かじ 蹄る 桑 山 
の ひらく る 化 ィ タリー の ホ 野を 
まる。 マ 尹 ヨ^ — の 測 畔を馳 る； 
時餘 、斯 てな は ミラノの 旅舍じ 
ィタ 91 の 第一の 旅装を 解いた 
ロ ム バ ^!/タィのホおの中央じ 
離 店して 「ィタ 9 ア へ」 ど 叫ぶ 憧 
れ のを 言葉 じ驅ら れアが プスの 
險を突 被して 雪崩れ込んだ 化 西 
歐の 夷で もの 錫 蹄 じ、 いつも 踏 
み じ じられ た 痛ましい 古い 歷あ 
が、 をの 後 幾 あか 繰ら 返された 
この ミラノ 半 TW 直線の 町を 見 
る i が 出 巧。 いうね b くむつ た 
街路の 樣 は、 をの 昔、 激 L い 巧 
街戰が 幾度 か 幾 巧 か 血の 犧牲を 
求めた^-〇を物語るかのはである 
しかし 今 H 尙 ほこの 町は 化 
然 どして をィ タリー の 商業 中 也 
である b 工業のを ゆる 巧で ある 
ィ タリー 經濟 の必臟 である。 
ピア ツタ * ダグ •ドウ オモ じを 

びえ 立つ 名 嵩い ムを 眺め、 

巧ら じを の 崖 上 高く 攀ぢ てを の 
結構に 驚嗜 したおは、 サンタ マ 

リア •デ レ ■'ダラ ツ ィエの レオナ 

WV •ダ® ぶ キンチが 「最後の 晚 
餐」 じ 名匠の 筆の 跡を 概び 、力 

スブツ ロ • _ ス ポ瓜ッ で K n の 古 
城跡に グ 百' テス ク U 氣 持を ホは 
つ こ 0 -- 

しかし こ i のをき 类 しきもの； 
傍らに こぶ 町は 又、 新ら しく 奠 
しきら の^をの 巧が を ま 張して 
ゐ る。 

終に 訪づれ る 磯會を 得ずに 仕 
舞つ じ ジー I ノア じは、 この 町ょ 
らも 更に^ 派な 墓地が ある ごい 
ふ i を 聞いた。 

ィ タリ-, 1 はを いものを 誇る 國 
であると 巧に、 をして 新ら しい 
もの じ-^ 誇らん どして ゐる國 で 
もる ど 4^ じ、 この 圃は更 じ、 新 
らしい ものを r 墓」 ごい ふが じし 
て、 お ホの ための 古い ものを 作 
b 賴けゴ 巧 かう S する 國 f ある 
この 最後の 特徵 が、 最も J く 
T タリー T ごいん 國 をを 徵 して ゐ 
るので. 节 あるまい かご、 おじは 
思は れ飞 。即ち 新ら しい ものを 
「薰」 ご C て 或は 「墓」 ごい ふ 形 じ 
なるみ j 一う じ 新ら しい ものを 取扱 
つても くどい ふ其處 じ、 ィ タリ 
1 の 通 目が ある やう だ。 

か Y てポム ベィの 遺跡 —ゲ 
アテ カン — 聖 ペブロの 寺、 
サン, is マリアの 举 、をれ に 綾い 
てこぶ 「墓」 が、 後から 後へ ご 作 

られて 巧く。 ィ タリ ー はホ來 永 

却、 が 邸 W 絕えね 所で ある。' 故 

娜が つぎ/ \ じ 作られて 巧く 國 

である。 いや、 故 跡を 後から 後 

ご 作る i じ 努めて ゐを國 である 

をれ で、 ダン ヌン ナオ も 出た 


仰いで 調 巧を ホ わべ < 提潍 した 
るが/八 ダリア 侧 ，.，、は ゲリ シア 
のず 隊 が; ソル ゲリ ァ阁お じ 俊 入 
して ホ悄 に踞祕 しじので 遂に こ 
の戰閒 をなる にを つたので ある 
ど稱 してむ る。 

東を 巿懷ご 政府 

東京 特電 二十 二日 發 = お 京が 
債 装を じは が 化 ル 鹏强く 不利の 
條俾は 承認せ ぬ ご 云つ てなる。 

八千代 生命 警お 

まま 特電 二十 二日 發 U 商 H 省 
は 八千代 生命が 險會 社ん 衞易保 
險 募集に 關 喘して 问 社の 内情 曝 
露した る 爲め嚴 重なるが 过 吿を發 
した。 

對米爲 替^ 建値 

まま 特電 二十 二日 發 ；：：：： おを 銀 
巧の 建値 引上げには 政略 的 意 ホ 
を もを みつ^ あ b ご觀ら れてゐ 
るが 巧 對ホ爲 替は當 かの 十一 弗 
を 小鳥 下ゼん かご。 

非 募債ち 義聲明 

東京 特電 二十 二日 發 U 武み大 
燕 致を 次官は みを 會 講じ 於て 政 
府の非 募 償 ホ 義を聲 明し じ。 

高 旧の 建物 競賣 

東京 特電 二十 二日 發 U 高 凹 商 
會の速 物は 競 賣じ阳 せられた が 
な 十二 巧圓 じて 興業 銀が じ 落札 
した。 


力 化 夫人. ご 渡米 

ヮシントン サニ H 發 =： 囊じホ 
國じ ては 政談に 觸れホ i いふ 條 
がで 上陸し 國 内の 問題 どなつ た 
前- ン ガリ） おか 闕 大統領 カロ 
リィ 伯 S 事件 か漸 C : 卜乂 ど。 つ 
だ 巧 今 力 n リィ 伯 夫人が 講演を 
目的 どせ ず 純然 レる 個人の 資格 
で 渡米 せんど- 7^ たる も國 務省侧 
では 旅券のを 証を 拒絶し 巧び 問 
題 i い* つて ゐ る。 

註。 力 伯 夫妻の 渡乂は 過激 思 
想の 宣傅 ご稱 せらい、 國 お 省 
は ン ダリ ー を 化の 懇請で 傑 
件 附入國 を 許 巧され た 事件は 
踐務 省が 言論 .3 自 もを 滕 をし 
た ごの ホ 難が 盛んで あつた。 

英题の 撤兵 準備. 

ロンドン ホ ニ日 發 u 囊じ 協を 
を 見る じ まつた ロカ^ノ ホか條 
約は ホる 十二月】 日を 期し 關孫 
圖化 をが n ン ドンに 會 をして 調 
巧すべく 英國 政府 ごして は をれ 
ょち W 前に 獨逸 政府 及び 風 民の 
滿 足を 槽 ずる 意 ホ じがて ヶ作ン 
地方ょ b 撤兵す. へく を もじを の 

準 脚に 着ず しじ。 

义國乃 口 集に 賛成. 

べ术 リシ 廿 一 1 H 後；：：：： ホ 國の窠 

一一 軍備 縮々 會證 ぉ集說 關し政 

府黨 のち 力 者は これを 賛 がし 獨 

逸は るの 動機 じ對し 第一 じ贊同 

ずべ しど 稱 して ゐ るが^ ロカ グ 

ノ條 約の 調 巧が 終了す るなら ぶ 

獨 逸は 一層 戟を大 じして これを 

巧ぶ 堂で わる。 

ホ 闡驅逐 艦 ぉ 動 

ワシントン か 一 1 H 發 U 米國々 

務 省は シリアの ダマス々、 住民 

が フランス じ 巧して を かお 動し 

死者 一二が をを 生じ：？ 固化 留米人 


の 姑が を唔 みし 判 邸の 勒ま國 際 
待 满は假 じ 脚 帷クれ て もな 法 
的 じあら す •且つ 今：：： の 狀應に 
ては 會證も M 等の 溢 U しご k 對 
し 化な 故府 及び 張 か 霜の 征討を 
與 明した。 

漢 U か； 二 H お U 湖 化 省 巧 軍は 
獨 立を 貫 言 するどみ に 張 化 霜は 
自ら 支恥皇 がた らん ごず るかが 
ら やん げ滿 朝が 制の" 化活巧 > む あ 
b と化吿 した。 

を 港：； Zulu 發 U な 過激派を 操' 
榜 する 陳獅明 お 軍は 巧く 廣柬よ 
b 過激が シ驅逐 すべく セ 千の 手 
をを が 俯して ゐ る^ 軍資を のか 
乏で的 却 S 模樣 である。 而 して 
陳將ザ U 飽をも 北京 化 府のホ 方 
を螺榜 して ゐ る。 

佛內閣 改造. 

藏 相は 辭職卞 る. 

パプー 廿己 U 發 == 米佛戰 時 負 
償假 協を まの ホ認 を拒絕 した フ 
^ フン マみ 閣じ 近く 政 變突發 する 
模傑 あり。 この 爲 めを 渉に 直を 
干 輿し じ 現内閣の 大立 物で ある 
ヵィ 3 — 厳かは 羅會の 街 策上辭 
職す る じ まるべく バン 八 ダエ首 
相 も 或は 辭 職し 現 外相 ププア ン 
氏の 內閣排 織 說ら傳 はつて ゐる 
が、 化く み閣 一部め 改造を 斷巧 
する K 1 いふ； は確實 どなつ た模 
巧で わる。 

ギリ レアが 

宣戰 布吿か 

.ブルガリア 國に 

ア セン X か 二： n 後；：：：； 今卜 sbl こ 
ケ巧 前ブ术 ガリアの スタン マ カ 

じて ザ リシア 巿 おが 擊 殺された 
0 來兩 図々 境 線の デアヒ シア ホ 
面 山人、 むず 穩 どな A 衝哭 か豫期 
されて ゐた 所、/ か ダリアが 屯 
をは 昨 巧 突が ザ リシア 駐屯 巧隊 
に發 砲して' ザ リシアの 官を一 あ 
ぶび 白旗を 褐 けて かを とひし 將 
校 一名 擊 殺され 戰圓 ずる i お廿 
四時 問に ぶび 漸く ブ^ゲ リア 驻 
お 軍 ぉ令官 よら ぉを おめ 今 圓 の 
衝突は 誤解に 基因す V 」 謝罪した 
る じ 街し •ネリ シア 政府け 閣議 巧 

結 お 軍隊の 動員を か 中る どみ じ 

攝な 宮殿 下 

'簡 hr が 

東京 特電 二十 I 二日 發 U 1 坦が縣 

.巧 啓よ 務官& 發表じ 彼む ば 同 

縣い塔 中の 攝化 宮殿 ドには 御 

咸巧 の 氣 がに t 御 强熱ゐ b 。 

本： n の胁 ちま 並び じ 御宴 貸に 

は閣院 宮殿 ドを 御化理 どして 

御 差遣 か 化 b たる も 御を 態は 

必配 する 巧では。 いど 拜 ホず 

ブ片 ガリアに 對し損 審赔償 二が 

一力を フラン 鼓び 貴巧將 校の 處罰 

じがて 最後通牒を 發 L ホ 四時 間 

0 巧 じ 旧 答を ホめ じ。 尙 ほこの 

事件に 關聯し ゲリン ア外 化レユ 

デス 氏辭 職し おか ジ キリ アコ 

把が 兼 化する i ご。 つた。 

ソフ キア か 二日 お zz プ^ グリ 

ア权 おは’ キリ シア よらの 最 後述 

碟說じ 就て 何等を が！。 いが ゲ 

リン ア政 おに 對 して r : 兩闕 のを 

怠 じて 委 買を 選 おする 〇 が ず 

んば國 際 聯盟 よら 委員の 派遣を 


L - e C 



糾 ..巧；， 新‘.— 嘟，’ 

歐洲團 結と 

义闕孤 化の 將か 

丸 閑 化 W 巧 ホが ヮシントン 府 
で削帷 さい レ时、 U お 诚曾化 ホ 

巧 乂脚ま 雌の お 二 W 縮 巧 嫌を 

なぶ-ぃ 除' 乂威卜 化 もせる セ 

ォド T •バ 1 トン 氏 か、 

こ^ 化み け 乂闕の 光を ごする 

规 でん b 、 且つ 乂剧 政府の ホ 

销 一'」 もる. か’々 や歐 がには 轉 

讲のホ かを 基礎すべき 肖 娘が 

わは いて & るから、 乂幽 はを 

の おおを 恃 つの 外。 し。 

ご时 巧した こ' •は、 これ 米 厨が 

第二 菲 棘ん パ 集を 餅を L た， 神 左 

でめを ご おられ、. し 力 八 ノ巧强 

3 锭 にが 縮け 證 をパ樂 する ろを 

帖 おし L もので もる ごも 觀測さ 

i て&レ D 

今 叫" 力^ノ 禽 巧が：. 帘にフ ラ 

ンス VJ 御 逸. このな 目を 一輪した 

のん。 ら す、 閒胆 知咨ポ I ラン 

ド妓び チェコ •ソ U ゲア キア 等 

の ホ A 諸歐 ごの ホ かを も 網 箱す 

る隔 をを ホみ、 ヶルン 地 A ょら 

聯な轉 ：一 瓶 おし、 ラィン ランド 

の 牛 か U 化 降され、 獨逸も ホ 固 

游聯 酷に を 加ず る i じじつた ど 

いふ’ とは、 を越識 巧^ 巧し <認 

め^-むるか如'、、 豫がかの化か 

であつ て、 こいに； sb 歐讲 のず 

みけぶ ふさ n て戰遐 を 一が 一 ； た 

一 ど。、 哪も 歐洲削 おの 實際化 

を 化 並した もの ご 鹿むべき であ 

ら-っ 

巧と じ 米鹽大 統施ク — V ッデ 

にが" ク 八/巧 诚 のが 巧を 驅歌 

ザ.」 ご 共に、 第ニ ザ 縮の が槐到 

來を 力説し じる 一 掛 し、 歐视則 

一强の 柳； 論が 則せ ホし ホ 劇の 巧 

化に k 載 f -、 . 旣じ闕 隙樹盟 にて 

おがの が 縮を 燕 削 娘を 巧 溢し， 

^ a ノ J が 締の關 係歐が 聯駐蚁 であ 

る。 上、 お‘ ろ 米 闊は聯 閒め勸 誘 

に胳 じて 歐 測に ホるべき である 

ど权對 しつ-" わる 一事は、 偶々 

歐讲の 脚が が瞬睽 聯盟の 惜 がを 

.一が 巧 進し、 化 义を衆 國に對 す 

るに 歐洲 合衆轉 のが 立 時化を 生 

i み、 將ホ この 二 乂合衆 國が化 巧 

一权巧にをの親をザふ ？ き^をお 

.がして むる 0 

乂歐化 巧が この 歐洲 のな 對に 

割し、 隧 ザ 縮 かは 純が たる 欧洲 

問題で ぁるが、 が 巧 縮少に まつ 

ては 义轉 が一 一大 勢 九の 一で ある 

: ごがに、 ヮシントン 食 雑の 巧を 

.者.；'」 あ/ご-どを 擧 け、 海耶 縮々 

會ぶ のが 集は 义闽の 萬 格で ある 

と稱 してむ るの tl 、 我等 も 亦を 

3 と當 。る こごを 信ずる もので 

あるけれ ども、 峡洲の 脚 結が 巧 

ろを 规的 U 义幽の 提潘じ 街して 

も、 肢化 としてな 對 しつ パ ある 

のは 川 化で あるか。 ごい ふ 疑問 

VU 乂喊 の愼 をむ るち をを をす 

一るな であらぅ。 

i 歐洲 大戦 お ホ、 化 巧 政局の 指 


斟を どい ふ 位 巧が、 乂阅 のず じ 
移つ たの 一:： をぶ 國 力と 無限' > を 
源 かがらし めた こどは 勿論で あ 
るが、 化が：^^米閣 ^巧海的怕胜 
を 小 本ぶ 乍ら も 認めて 么 たも。 
歐洲ホ 化か 榮化 •か 然ら しめじが 
おで あつた' がるに 今や ネ がの 
昭 ぶか n 力作 ノ條 約に wb て 一 
締され、 歐抑の牛か：^^確がクぃ 
たな 上、 颐際聯 地を 扼じ 化ず^ 


一を 刚 おして 术喊 じ权抗 する 巧 
け、 做め て自が 的な 成け であ 一な 
ど. 認め 巧る 0 一 
米 威が 虚 選な C 生れた 巧、 が 
巧问檢 ごな つじ 网隙 聯趙 も、 奇 
や 成人^ 域广 速して 化. 巧 政局 だ 
曲を唱ぇる王ご^:^^ゎ。 义阔扩 
今にして 自我 的な 威 家 ホ 義の泣 
おを がて。 い 限り、 眞實 な闕勝 
孤立を 懲 おしな けれぶ ならむ。 




お亂め 支が 政局 


關 稅會議 危ぶ 主ろ 

徐州 方面に て 大接戳 . 

_ ホ 妾 天津 じ搬 乂 ずろ らし 1 

東京 特電 二十 |二 日發 == お 巧が 化は 支那の 時 巧に 關擲— ホを を 
W て駐 女を 化ち 巧謙吉 氏に 缉 L て奢耍 a る諷 かを 矮 した'':； 邮し 
て 外 稼ち 侧 では 案外 樂觀 說も傳 つてむ ろが、 戰 みけ 化を 巧が 天 
か 力 而に飛 かする 校樣ぁ b 愈々 權 大して 徐州 方面に 乂按徵 をを 

ら 形勢 に て が局 鎭辭す る ま で 恐 らく 爛秘廚講 は 開催 さ れよ い 

と觀 測され てゐ る。 -J 

漢 陽の 造其廠 y 吳將 軍に.. I 

蘇 州 も 遂に 孫 傅芳の 手に 歸す I 


謀の 化か ど お 化 ごは 加 滕内閒 S 
位 おにむ 關 巧が； こい H 本 政府 
^ 今一 一ん 支 耶咖亂 を 乖大规 し U 
おの 孩 腺を 化竣 しつ-- あるか 力 
。る训 山で もる。 

關が 傳議ご 

協議 諸事 項 

支那 政府が 提案 

乂國 々格 省に ては 過般 駐支 公 

化 マ クム レー 氏よ b 來 るべき 馳 

稅會證 '，'描出すべき 支那 极府侧 
の提 おを 巧ず し 去る 廿 H 附を W 
てこれ を 公扶し じる わ、 をの 提 


外が 聲巧 

關稅會 議の將 米 
東を 特電 二十 ||| 日發： = おお 外 
相は 本 H の隅雜 じがて 支 邪 細 
税會强 は 現が S 化 態では 到底 
開催； る 雌^ や、 一時 体お义 
は 延期の 化む きに まるべく 
をし？： 勘' か曠大 する。 らば 無 
則 限 じて 化會 ずるに 至る かも 
知れのと がを した 0 


上が 化 二 H 發 =： 中央ょ 那じ亡 

命 巧 ほむを じぁつ た吳 佩ず お 軍 

は關 おを 哉の： 2$ 掛をお 明し、 な 

巧ち お 単の 上 か 占 卸-こおじ 政界 

じ •は 巧し な 州を おで、、 根據 地で 

ホる 漢 U じ 向け 一 一隻の 巧 艦に 誰 

衞されつ！出發、 近<廚鎌おを 

あを 叫を して 總巧 み官の 位置 じ 

就 さ 化を 政府 じ销抗 して 暇 政府 

を 樹立 するど 化 ハに 媽玉祥 將軍ど 

のぶおを お 巧して 提携し な 傅 巧 

お 軍 どの 一一 一巧 间盟が 成立し 化を 

政 おぶ び 張 化 霖將平 じ對抗 すべ 

く 湖 化 省 督巧煎 輝南將 軍は 支那 

じ 於け る最乂 のをを 廠 である 瘦 

陽の 支配を 吳化ぞ にな 利なる 人 

物に 明 渡し 丘 州の あ將軍 もな 傳 


巧將 軍と 提携ず る じちち 近 4 火 

波 欄を ホ レ 摸 棟 じて、 吳 佩を 潛 

軍け 漢口じ 割 着し 同時 じ 今吗巧 

おがに 挪 ずを 理由を 聲明 する そ 

VJ ::〇 つてん も。 ；- 一' 

化 京 U ニ ロ 弦 渐化 省の 孫 I 巧 

芳 おが。 東 一|1 省 軍の 退却を 如 

どして 巧逍ま 叉な の 乗 要地 t づの 

る 蘇 如を 占が したが、 張 作 霜^ 

おは 化を 政 梅に 打電し 『をは だ 

の 障 ま那じ 巧亂を おして-か 巧 些 

隅稅會 盛を 樓牲 どす る じ 忍び ホー 

なに 無條 かで 退却ず る』 ご聲 W 

し 且つ 使を お 媽玉祥 お 軍に も莖 

らて间 なの 態 巧に 出 でん. とを を 

めた が、 この 提議は 一般 じ 好を 

を 博して ゐ る。 


結局 日露が 對 抗說. 

若し 支那 巧 亂が機 ホゼげ 〔？〕 

柬を別 巧 i ： 二 H 孩 U 余。 紐 育 j 藥 等を 化 給し お材 これが U 慕戰 

ずを 誘導す る 巧 能 性もゐ る〇尤 


タィム マ特振 員】 の 保 聞 4 る 所 

じ 化れば 支那め 

今次 內亂媒 大は結 扇：：： 

露戰 巧を 惹 おする の炮險 あり。 

日本 政が は 内 勘の がわ じ 就て 深 

崔 なる 巧な を挪 ひつ、、 ある-所な 

であるが、 若し 踞玉祥 じして 嗔 

佩 年 ご 提携す る G らば 勞農 。シ 

ア がが 政 上 じ 援助 t 武お 彈藥等 

を お 給して 巧 作 霖をお 破し 滿渊 

も ホ 色 政府-の 一部 ごなる 可能性 

が あ 6、 ' u 本 ごして はお 滿鐵逍 

旅 順 口な 化 重大なる 利 樵を 放棄 

ず も かがら やん ば。 シア シ化手 

に 一 戰を巧 ゆるの みなく、 巧し 

淚 、吳の お 携が成 ホして 親路派 

みモが 

張が 媒の の 位 おを 危險 

じ晚 しむる U らば U 本ら ホ 化 

じ おしてが かの み U らや 慕彈 


もみ 洲 攻略が 化迎上 頗る 阻 難で 

あら 化つ てこれ が實 現は 不可能 

とされて ゐる けれ V 」 も張將 巧が 

窮地に 陷る ごい ふ事實 をれ 自身 

は H 本の 利 權じ彭 馨 する 所 甚大 

じして 內亂 ム權大 ょら 生ずる 日 

露の 葛 體が實 おされ 乎 こする' <0 

離 稅會强 の 閒腥中 化は これ ホ國 

際 的に 及ぼす 影響 深く、 殊に 内 

亂 ょら 生す る y 本の 

對支貴 易 損失は 雙 ふ 

楽不 おの 日本-しとら ては 物質 上 

じ も 一 乂當痛 ご 見られて ゐ る。 

而 して 政が どして け ホるべき 會 

講じ 西 お 借な 等の 整埋 はま 張せ 

ざる も 化 巧强が こいを 强を しお 

お H 本 もこれ じを ふの 外：： < ■かる 

べし ごは 一般 實 の 化を であ 

bw がに ホ留 であるが、 細税を 


まを 文馨は 左の 如し - 

〔占 圓稅 自ち權 

〔一】 よ 那化府 じ 一般 關 税制 
巧 認定 權を賊 輿ず。 而し てこ 
れ •か 履けを 實際 化する 爲め支 
恥 政 麻の 關稅 自ホ權 おび ま 邪 
の I 般側 税法 適用に 相當 期限 
を附 ずべ く 協定す。 

ご 一】 魔 金 親の 撤廢 - 

7 】 期間 假 協定 

I ： 一】 ぶ朔 間中 _ しがけ る附加 
稅徴收 の假ホ 法。 

〔二 .〕"' 巧‘‘ § に 載す る 峭加稅 
の徵收 A 化。 - 
ご 二】 お腳 お及び 陸上 おど 單 

一 化すべき ホな。 ■ 

〔四】 化 憤 我の 方を。 

7 】 諸關係 事項 

〔 j 】 輸入 物 お 乃 ま ホ 產の原 

產地認 をに お '. ~ る ホを。 

ご 一】 剛稅收 人の 保管 方法。 

日本海 船を I 

.ま邢 兵 施擊； 

上海 二日 發：= 矢 田總領 H 一^は 

漢口 ょら 上 おにが 巧 中の H 本 ^ 

船が 揚ず 江上 じて 目下 南京に 進 

擧中 でぁる 浙 化ち 軍隊ょ b 砲觀 

すれ 支 抓 人乘を 一を が 邸 死し ゎ I 

一での お 吿を梭 手し じ。 が ほ 船を 

を談じ 依れげ 化 傲 子な の 諸 州は 

一； 齊じ吳 佩を を 援助すべく 目下 ' 

戰備じ 忙殺 さ： i てゐる ご。 


張か霖 動、 


一 湖 化省獨 ホ； = 張の 帝制 

; 說 U 陳删 W ら 遂にを つ； 

化を か 二 1 H 發 U 術 化 省ょ b 化 

じ 退却 中で ある 張作霖 S 軍隊 レ 

チ 人け 浙： a 省 軍の 爲 め補虜 じむ 

ク た旨浙 江省侧 でけ 發 をした が 

張 巧霖お 軍は 山 お 墙の督 お張樹 

棠を俊 脚ず ベく 濟 おがに 四刪師 

鹽を 出動せ しめ 天津には 奉 天 飛 

巧隊を 派遣した。 而 t て 化ぶ 奉 

天閒 のを 通じは 巧 等の 支障な し 

漢 U 廿：二 H 發 U 中^ 支那 総 司 

々官を 標榜して 當 化！!： 剧眷 した 

る吳 佩を おおは 支那 + 一八 州の 中 

十四 州は 自己の 勢力 じあら ご 吉豕 

語し 手を 化で ご稱し 過^派 ぶび 

共を 黨 をを をして 满 玉： t お 軍 ご 




她だ .Blancfie Fish が 

に 64 Lex;. Ave. Cor. お th St. 


Nippon Dry Goods し o. 

1281 Broadway City, Oor. 3tsi Si. 

Telephone お 間. S お 8 

Roon^ 5951 


1 Midori Matsumoiio 

i 38Po がむ e.CHy 

i Tei. — Washington お ights 日が? 


Imofo Bros , Inc. 

(Formerly M が uhachi & む-) 
17 F が M 7th お. もす. 
Tel. Stuyvesani 9959 



yp TO mi STUE 

Custom 

Tailor 


が W，48fhSi. も Y, 
- hi Bryani 7078 


KOSHIBA 

STUDIO 

舘眞 寫柴小 

661 F け 化む e .， 

Tel. Plaza 3212 

Branch な udio 
Westmin おが Stred, 

Pr が idence R . し 


みぶ バ碱 .过グ 
PHELPS & PER が 

3 Maiden Lane N. Y 。 
エ綿 冶鑛艱 をに 幷お剛 を 

類石寶 を 意 ff 最 


Ur* しし iakam: 

176 むの berl 加 d む. む ooki が 
Tel. Crnnberiand 2311 


iL.E.Yoshii,MJ 

345 W. 71st Si. 
Tei. Endlcoti おお 


Dr. G •吐 Martin 

DENTIST 
7 が L け ingkm iWe. Cm . お 化 St. 
Phone Re がが 2457 


DR. H •ん GARDNER 

DENTIST 
社 81st お. A が •お 
TeL Regent 7186 


踩 ojke Studio 

が 7 邮む e， 

Gar. 3 お h お. 

Tel. Caledonia 63 日 4 


- 麻 . Jf . . / ん n'/ を も ’. 

り i;i! い ' \ 1 ) 、 い 、' .ん" </ : .f\v 、 os い fn 


解 3 

f 

1 SATsum Company 

I 25t8 Broadway, N. Y 口げむ了 弓ゎゎシ 



ん し CEASAR，M.D, 

側 E が H? 化 Sireei 
8e {• お ホる Lexingtsn わが 

TeL Unox 8973 

壽喉晒 鼻巧馨 

— ' ^― — 聞 -- が ' 察^' を 

午 正 至が 十 前午宜 
時 八 ま 時 六 後午自 


YUKIO N 巧 H!MURA ， 鮮 . G. 
200 が esi お 扣 Street 
Tel, Ri 脚 side 0 が 3 


Sabro Emy, m. d. 

755 Park Ave. 
coi", E. 72nd St 。 
Tel. Butterfield S324 



T. KASAI 

Marchant 

T&ilor 

が 

TIMES SUILOING 
む 〇阳 304 
NEW YORK 


Phone 
Bryant お 巧 


Y . げ〇 

巧 3£es け 3r£i 到， 
Gor. Lexington る 巧.， 


NIPPON m 邮 瞧邮 . 

3 邮 W. 58 化な. 
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巧き 米 固 細 人 
H 本人への 英 

語敎巧 じは 夕 
年の 颊驗を 有 

す 0 ー ンブ- 

ンと 十五 邮 
每 U 朝 丸 時ょ 
ら巧化 時を 何 
時 じても 宜し 
り 腿 日は 一時 
よ b 四時を 
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乂國式 英語を 話す 拳 
は 成 巧の 窠 一義です 
本校には H 本人 敎巧 
じ 惜れた 尊 巧 婦ん敎 
師ぁ b 懇明じ 會話通 
膚义 社を 語を 敎授し 
ます。 H 曜 週：：： 共 じ 
午前 化 時ょ b 午後 十 
時まで 閒 校し ー レツ 
スンと 十 袖づ ..- o 今 


齒科醫 木 下义市 

ゴ 0 W. list . . 

Tei . 岂呈置 置 置 5? 


紐 育 州を 認 
內務省 免許 
東 巧 巧大醫 巧大學 
產 婆な おお 卒業 

產婆 お本綠 


H 本 陶樵お 

雜货撤 卸 貸 


hr-.L 
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ブラザ^ — ス 


丸 由洋臟 顯會. 


四 巧には 五 年ぶ 6 じ H 銀 判 下げ 
も 出 ホる 檢 じ巧势 ど；：^ つ.；；！ ので 
坡早ぉ 巧を 現送す る も M が じ 不 
女を がふる ふ 配は な < なつた が 
併し 當時爲 おか 煤は 践 貴を おけ 
て 下 だる 模樣な 處へ 正貨を 現 
送して はかに なぐ 巧で をし くな 
い、 政 おは 何時でも 奠替 のぶを 
を 欲して むる が 爲替铅 煤の 急落 
は 不可。 る も 亦 これが 急騰す る 
至らみ 可で をる か‘」 J 、 おるべく 
これを 避けねば むらの どい ふ-- 
からを の 正貨 現送は 一時 これを 
延ばして あ^た。 處が ホち 頃 か 
ら义爲 をは 一|^ ら かめ 遂に 四十 巧 
台 じな つが 一 

政府ぶ 手に ぉ貨が 一億； 

川から 化おづ むこれ が柯も 用を j 
なさずに 遊んで なる ご いふ 狀態 
P ある？ 巧卜 これを 外國 へ持ク 


を妈 。く するどい ふ 二な 0 外 こ 

れピ いふ 目的 い。 從つ てこ 

れが ためじを 翩が 引締る どい ふ 
結 おもを るまい し、 が 巧が 惦 •し 
惡 くなる ごい ふ i も わ ゎ 巧ない 
ので ある。 巧し 假らじ 正貨 現送 

のた めか 融 が引締 つたら がが が 
惡 く，： ct る檢 ならば もど'^ がを 

樣 いふ i をし やぅ ごい ふので な 
いから、 をの 時に け 正貨を 塊な 
する 利益と 我がが 界じ 及ば 才お 
影響 ごを 

.比 駿考畳 して 利の 太が 
鞍ない ど すれぶ 今後 現送を 
いか も かれ や、 をす る じ？ 5 大 
むる 問題 どは-ょらな いので ある 
を輸 解禁 問題は 政府 も充 みちへ 
て & るが、 これを 實巧 する じけ 
柯 どしても 資 あが 今少しな 善 9 
れ ねばなら 中、 を：？ 時を 待 だ^ 


て 巧つ て 速 巧 ずれば おじ 二を をに ならの 資 易な 善 策の 實 巧が 即 
..二か五姐の巧子をごる^もぉぶ一もを輸昭禁の準備でぁって段ぉ 


るし、 又,^ おは お 外へ 蚊 府所沿 

品の 化 金ぶ 拂等 もな さねば な， わ 

ぬ じこれ' マ现 時の 爲替で 普通 香' 
手續き じ か濟すれ ば こ の お_心 
爲替 S 差挪 も支拂 化を 5 二割^ 
を 損しなければ ならの が、 巧 巧 
所有して ぶる 正貨を 海外へ 持を 
して これを 利用 すれば 递賃巧 一映 

巧 等 さへ を扭 する ご 右の 二割の 

損は しないで 濟 いので ある をら 

旁々 のて お貨を 現送ず ると いふ 

MJ じした ので わる。 今 巧の お貨 

現送の 眞棚 どい ふは 前記 S 如く 

で 別 じ 他に 深ぃ 意 ホは。 1 

部 じは ^ 

金輸 解禁 S 前提 だ」 か 

これにょ つてを の 一部 解禁が 巧 

はれた のでを る どか 解ず る 者 も 

ある： £ i 、 それは 事實 ではな < 金 

輸 解禁 ごけ 柯 等の 關 係は 社い め 

である。 政府の ちへは 唯!！ 替相 

場の 無な ぶる 暴落 ——思 4 だよ 

るな 機 的 霞 一 化を 巧ぎ、 又 一面に 

はを 府 のがが 支 撫じ幾 かぶ も 損 


は 着々 進めて むる けれどら が ほ 
時間を 要する。 憲政 曾は 巧に ホ 
る 瞭を驗 解禁を 大聲 化が しで ゐ' 
乍ら 非 解禁 論の 急先鋒な 橋を 淸 
氏を 掏大 ごして むた 政ぶ 會 I し聯 
立 内閣 時化は 鳴 b を 鶴め てな た 
が、 旣に單 獨み閱 £ なつた I が 上 
金輸 解禁を 斷 一打すべし どの 聲は 
段々 おて 來る樣 でを b 

大 藏省內 じ もこれ を說 

く 者 も ある。 併し これは 突如 ど 
して 寶巧 さるべき ものでは なく 
賓易 改善が 先み 閒題 であ b 、 大 
藏省 でも 所謂 「理財 巧 案」 なる 
國 際貸谱 改善 案が 硏 兜され っ i 
あるは をの 準備で あつて、.. 將味 
け 無論 解禁が 具体化す ベぐ 唯す 
U は ホ だを の 運びに まつ マ .' ゐな 

い。 右の 次第で あをから 今度の 

正貨 現送は 所謂 「を輸 解禁」 ご 

はを 巧柯 等の 關係 なく、 從 つて 

これを 重大 親し 金融 やが 巧に 强 

い彭 響が ある-® のど 思つ ては な 

ら！ 2 0 


し ( ある jQ るが ため でん おの 

競爭は 特に 機 架 及び 機械^に 影 

嚮 する 處夕 入なる が、 巧 心なを お 

め 梅 おボ縷 じて 英锁は H . . み じよ 

らて大 威を を裘 ゎつ； あり」 ど 

なし、 解 巧米國 のをげ 貿あ もを 

の 影 變を受 '〜 るに まるで あらぅ 

ど 論じた。 

佛國 より 新 提議 

義じヮ シマ トン じて おん f 巧 

列み 时檢に 終つ た 米 佛の戰 時 貧 債 

をが は漸 ‘，、 拘 ふおヶ 年に 肯り每 

年 四千 万 弗 宛を ま 桃 ふ ィ'- いふ 假 

協を ど ub 巧 國證禽 の 批准を 待 

つ； V - なつ だが、 まる か 二 U バ 

— ！ 發：屯 じ 心れば パン グゲエ 首 

相は 閒潍の P 央 この 假巧濟 知を 

化 絕し廉 曾^ 化 准を ホめ ない、 と 

じが 嫌 一 か 一, 近 < ヵ キョ ー 厳 相 

よ b 巧び 米 閱じ掛 して 新 提遗を 

がみる； どなつ た. か、 大体に 於 

て ザみ 抑を ふを 一一で 万 弗 ごする 

ぶか.. > ■''しい。 一 

本祀萄 挪 

ぉ^ 1 

中 巧の 寶易 

乂藏ぁのぉぶ1ょればぉがか 

十 i 1 雄ん 中 か 巧 おは 輪 巧た 千 八 

パ 八十 化. 力乂千 川' 檢乂阳 干'':;: 

■，いかが 巧で W 、 出超'' 平 1 ./C 六 


入超を 計は S 億 一二 千 一二が 十九 巧 

ホモ 阳じ 減少した。 

新國库 債券 發巧 

第 化と 闽闕庫 債を 九 千 方の の 

借替 へは 現を 化 十二 叫、 乘換へ 

化 十一 W ぶ十錢 、おを がで 發わ 

じ 巧を した。 

大阪 資金 流入ず 

乂阪ょ 6 資金 流入され たが 巧 

来資 を、 米穀 資金の 需要 ぁり 翌 

日 物は 五毛 高の 一錢 六が 五毛ょ 

錢と雁 お 毛を 唱 へて & る。 

製糸業 者が 脫退 

製糸 莱 者が 鹽 糸间萊 紐を を脫 

退した ので 紛糾 をれ ざるべし VJ 

見られて むる。 

本年度 春 蘭收穫 

麗 かおの 發 ぶじ ょればを 酶收 

權廣 四千 二.，：： 八十 六 巧 五 千 貫 日 

で前ザょら化格じめて ^ 億よす 

巧 E ： の增 加で をる。 

を斯輪 界大不 が 

ち胁输 がは ホ おの 不况 じて 同 

業ち；！ 盟は五 剖み 操短 化潍 をし 

た：^,リ本モ ス リ ン巧社は.帖產の 

中 請を をく るに ちつた。 

_ 麥 か實收 .は增 加 

_一 が 化 實收高 二 平 1 r 内 化 化 方 一二 

I で 巧に て 前年よ b i 削 九が おち 


十八' 力ぶ 千 W を-が！- 1 い W が。 一の が 加で ある = w 上 か 一 U 發 
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巧じ應 じ、 班 道な 
船ち 物 速 巧 双 巧 化 
お悅關 ホが 畜容進 
呈卞 、重要 都 かじ 
化 巧 巧を おし 誠な 
敏速 巧 吊 命じ 應中 

お險 取扱 
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縱覚 室を 開- 
钥お 午が 九 時よ b 午后 五 時を 

總育 日本人 會 
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位爵 たお 比 巧を 数み 下町が 十 
ぶかず 生會 社員 旅行 おじ 披巧 
設滿齒 慧销誌 巧 胡 咳を 谏娛舆 一- 
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メ ー シ ー は紐脊 を 乂の デバ ー トメ ント商 巧で あ 
らます。 新ら しい 昇降 城 ど王ス カレ タ I はが 淵 
。巧 巧 じ 於け るを 巧の わ 巧 物に 使宜 ど 愉快 どを 
巧へ てゐ ます 

化 庙で二 巧す る もの むらに メーシ ーでは- 
巧 八十 八 仙 或は をれ W ドで 貫へ る i をで ぅ 
ぞ御 記憶 下さい 

目 本へ 御 巧 物を 御 送 b じな b たい 節 义は御 買物 
-」 隙して 御用の おを はバ I ソナ 八ン ー* プ ビング 
ビユ ー 0 1 を わ 詩む 下さい、 親切に 御 巧 宵を 計 
A 6 一， 
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が 育 ボフラ 7 i お院 
溝 五 おぶ 院勤按 
武ホ コン バすン ド 
みお 勘務 
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• 2 

M 扎剛 

觀 I 

m W 15 


ぶ 年 

i り 

に 


診察 時 脚. 

午後 零時 ザ U 二惦キ 
午後 六 時 U 化 時 
愛知 醫學十 

パ？. 巖本谨 .一.. 

古 淪比强 乂學ぷ び 
グダ ランが 院勸巧 
H 曜は 前" 例 願 上 族 


雜 攘潑攘 

U ホぶ びお氣 治療 = 
筋 揉 肩 腰の 痛 首す 足 
の 不動 神經痛 リゥ マ 
チス 慢性 胃膽 病神經 
衰弱 お 其 他 ‘ 
.午前 化 時 ょら 午後 九 
時を 電話 前 お 願と 候 
翻 育蟲典 フィ ジオ シラ 
ビ！ 學 院卒藥 

が 育 メデカ グジ ム及マ 
ツナー ジ陈會 正會員 

を認 西が 幸 男 


彰察 時間 
午を お 時 1 八 時 

江 見 一一 一朗 

引續 きべ グビュ ー 
病院 巧 勸じ付 右 時 
間 外 及び 日曜は 前 
めじ 限る 


豐ザ 洋服 巧 


日本 

洋服な 


時阳 信み 郎 
松 本が 


を' 五十 云 了 目 
一一 一二 一一 

伊藤 
洋服 巧 

作フ 飾な こ ミ 


H 本な 具 

雜 貨卸賛 

祭な 賈 易商會 



舞譜 教授. 

マ 社を ダンス A 

▼表情 ホ 繰 A 
紳 十、 淑女、 ぉず 
化さん ホ じげ 峰， じ 
敎巧 致し ホ。 午前 
十 時ょ ち 午後 十一 
時を(り罐を除<} 

シャリフ® ダン ン 

ング 師範 學校 寧裝 

k おタ マ 


の 證 

M 削 M 削 
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0 も山帖 

of 化 化 化 
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D 妳础細 


'齒 轉醫 

多年の 經瑜を & て 
最巧式 科を 手術に 
觸能 じて 居 用 篤し 
=： 施術 巧化廉 U 
日本ん 諸君には 特 
じ T 谭 懇切 じを 療 
化育 州を 歲 
パ r ブル 1 ム 


Dr . 夕 whishido , D . P . S . 

133 W ' 7 害 St . Tel . Endist 二 夏 

巧戶 良' 1 .一 


自 午前 化 時 
向 午を 一 巧 


ホ 十二 怯 
ホ おげ 



正直 ど 親切 ごを 旨 ごし 確實 

信用 ある 巧 品を 精選し 

特別 廉 愼で贩 I 買 致します. 

ウオグ サム、 エ少 デン 四 割引 

其 化は 化て ' 一二 割引 

指輪 鎖 貴 金 廣並じ 寶巧類 一巧 

' J ミグ トン 時計、、 J ワ 1 ドィ 

リノ ィマ 時計、 を補最 時計- 

ウオ^ — 夕！ マン 萬 年 筆 

て バン. ヤ—プ 鉛筆 

純銀 お 並に 銀器 一切 
.御歸 朝の 御 i を 一助 
時 針の 膨 鍵は 化險 かじて 確實 

にお 川 自身が 致します 

化育が 西 四 トニ 了 目 一 五一 

日 ングユ ホー 懲乂二 五 巧 室 

•る 川岸 腐會 

屯 詰 ブラィアント 四 二 一 屯 凹 

Iwhikpw ぞ巧 ishic ? 1 ご运 .4 ぎ dSi . 


_ 冗貨 現送の 眞相 〔ド】 

金解禁に 關 係む、 し 

質 易改盖 口策實 巧が その 前提 

おしてを の 化 本は 巧が 掛外贸 ，巧喊 じぶ 巧が なけれ じを じ 角 ホ 
おか 逆が。 W も 昨年 上ず 期の 乂控一 お。 ピカ . — > たを 巧が ある 


六 错六千 巧 山 じ. vg がを 加へ 
こを じ 六 億 八 千で W の乂 入超を 

ホした； じを るのは いふを も，；：：* 

い W 、 こ S ザな だけでは 必ずし 

ら巧科 •かもの か，、 二剧二 みなも 

おを ィべ きをは むいので あつて 

をこにけ他じ 1 つ；い大き；：^巧旧 

がん-'.) 。わぶ をの 閒 じを つじ 

■ぶ那 動乱 の 結 巧 上海に • 
巧て はが 巧 かを 把な にす るた め 

H 英米 S 國 のを 巧 じあ 惑を 就み 

，:! が、 をの 自も树 た <>乂 じは お 

ん ごが ホ；：* < 典ら 亦 平 傾に 巧く j 


らおら 中を す^.. 巧' 啓の 法 かな 
获 をと。 つたから を じを がの 大 
决 &ご。6、 ' 厳か 5 靖明 ごなら 
必 巧に 應じ 正貨を お 外に 送る 主 
どなつ た。 この 婿 明が ゐるど 未 
だ 一义も 送らない 削 じ 巧知れ ず 
ご 思は むた 爲替 はが 八 巧 ザで ビ 
タリ ど 化 まら、 をの 後は 段々 と 
反 燃して 

關十带 台 に 上つ た。 を 

じがて かお：：！ 藏 相のを よ < 化界 

のスペ キュンー タ！ を 走らした 

譯 でもる！ £/ これが 昨年 十！ 巧 


妙岭が C いおから ホ •刀を り本爲 から 本年が 頸へ かけての 情满で 

なじな ぎ 盛んに 「川」 を 資ら叩 I ある。 當 局は 玄 一、 め 後 巧替お 場の 

いじ。 がから 化 時に 常ら 巧が 巧 I 巧 勢 . V 凝视し むだが 愈ケ 本年 

組 菜 ま rs - 放棉 をに 刺 哉され まご I ) 二ち 頃 じな つて 正貨 現送を 姑 


して 八乂兩 巧に 搞化一 お八 卞ガ 

川の 巧 かを したので 輸入 爲替は 

がが t じら 協據 し、 地方 檢ぉ手 

形は 出 ホる だけ 兒 送られる； に 

むつた ので 上 おの 思惑 筋な 得た 

b ど 許 b で 追 巧して ホた。 思 盛 

は 巧 じ 上 お 筋の みに 山‘ ょらす 化 

巧-;: を 地に 化を 唤 ろて 大戰な ホ 

爲轉の スぺキ ユレ！ シ ヨン-.-.：.、 か 

い 化を 占めた 述 中！ a , 卜： がみ 思惑 

をが じ 城'?. たので 巧が 爲巧を 

益々 惡 化せ，— め ごこを 


め 巧 どした 際 葛 田が 曾の 破綻 等 

で W がの 人 索ぶ せか や、 斯 かる 

隐ぅつ から正貨を闡外 へ 持出-^,, 

ごか 巧に- 替不 をを 巧へ ない ご 

も 限らない ごい ふので 情勢を 見 

てゐ む。 處 が二片 頃から 巧替相 

瘍 はおに 强調 ご；：* つて 网十弗 二 

みの 一 ご；；^つたが、. 本年上ザ期 

にがけ る民閒 のか 债濃 集ぶ び騰 

藥じ轉 中る ごを こじ 巧 思惑 も お 

つ て 今巧 t ! 上進义 トーお ど い ふ 成 

.，i i . 巧き どな b 遂- ..闽 十二 巧 台に を 

ぶを せし レる か 判らむ ほ 知れず 一 騰貴した。 淀-- 見逃して ならな 

の悄を呈したのでぁる。 このが| い ^はと半期にがける正をの 


势を 巧て どつ た 巧が 當巧 は爲替 

じん 货の 禁物な 2 は' 力々 承知し 


銜金增 加 で爲替 思豫者 

け おを へ 「 W 」 の 預をも すれば 


てム るが、 巧が 爲 荷が 實質 W 上™ 化 お 殘も出 ホる にけ 觸 して 捉^ 

振を し 投機 おによ つて 磯 舞 さ I ごい ふせ 檢で あつた。 j ホ、 い 配 


れ ..こ-一を をです るか 知れ のど 

ふを じ；；* つ： け 格て i 的け 中、 

I ? • こ- — ' 

政府 對策ご 

起債 方針 

銀 巧 脚ら 協贊」 1 

鉛 じ乂闽 找府が 巧歐洲 のを 私 

巧 W じ鹏聯 して 非を 產の であ 也 

巧附 •おがを 撐の 如き) 乃を 米國 

•; 巧して 

观時貨 償 をホ濟 しない 

國 泉じ對 する 貨附 巧は； がが； 粗 


された 茵 旧が 巧 破綻 後の 財界は 

格がの；^;^く化づホ隱に經過し 

. — 

b 融逝 する ごの 報逍は 常事を 側 

で これを 杏認 して ゐ る。 而 して 

今间 n 力作 ノ條 約；^ な 立した 結 

ぉ歐洲 のを 憤は 一般 じ强 味を 帶 

び、 獨逸 をが がのを 憤 総額 約 二 

億 お 千 方 巧は 间ド滯 米中で ぁる 

濁な 銀む 総な がを ホ 而ど談 を 中 

ゐ るが、 このた じ 細し 総 親は 借 

飲說を 

閒< 否認 しつ i あ もし 

もの-' おが 自身が を 所で 試みた 


. - C -its **** j / え 1 去ぶ ^ -v 

餐を 裳？ ご 乃至 ィタ 占る； 

リー进 じ 巧 f る 一 抓の 證吿 であ- I にが，。 マ/ 


獨 逸が ドー ズ まじょ b て 财殺的 

じ盤巧？ぃっ ！ある；は勿論で 

あるが、 現化獨 逸の 貿 為は 現み 

キ歲を 基 健 ご f るた め 政治的に 

も 投機ぶ じが 用され るから を ホ 

とも 火 化が。 信用 貸 附の树 おを 

必鸦 どす ご說 きつ i あるは をの 

一端，- を もれて ゐ る。 

が 洋ぉ攜 で 

H 本が 巧繼 

英闽製 逆ぶな 俾 

- リド シカゴに 於て 圳他 中で あ 

惧斑 巧な を吿 げた チ 王 I る ホ 図 啡刷協 わ 大巧' 5 席上に て 

n •ス "ゲア キア'— 斟す こ. 新を； 巧闽 f ;; 印刷 瞄灼を 化ぶ する グッ 

お； でぶ が义 弗は 巧'.‘ 化 化する-ド’ ソ キン 氏： i まる： 一；：；， 歧帕 

見込 A f ん るが、 化 戚し巧 L て' にがりる おお ボ のが 加‘ U おげ： 2 

み 二 V - ぶ パス 巧を 乂网が W 附 J 1 化に U 本 か 巧 離し 巧 齒品卜 隅み 


<0 どならいて ゐ るが、々 回歐洲 

往 地を 巡遊し 濁 逸では 虚萊 借款 

のぶ 立-; ぶ 力した ナン. 7 ナル • 

シブ 1 が 巧 曲 化 ミッ ナムが 氏は 

逝が 乂 統械ク ー 9 ッ •チた ピ巧姑 

のな 歐洲 W が'::: 化が じがて 怖々 

恕談 す， シ處ぁ 6、 乂統 側のを 化 

ぶかに 钟 し米网 が-い 刚は みなし 

てむ るけ めぶず る ど お （フラン 

ス のじ 巧 ホが じ 就ても WWS 巧 

な楷观 、お 制楷邱 の必が 等を カー 

ぶして &,7。 こむ. いじめ かな 巧 || 

れ巧ホ あじ 饼て 
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巧 六 お 


ご间 ria す' 四 
强 目！ 五十 四 


Qiian 宮 い汉打 Law 

Chinese R な iau 巧 ni 

112 W. 65 th. St.CHy 



ろ 11 な 打 IRO 


お East 2 則 h Street 
Tel. Madison Sq. 75 が 


Beem Norn Low 

474-6th Ave. 

Bet. 28th-29th St. 


YOUNG CHINA 

3140 Broadway 
4 Slacks む dh of 
125 th B'way Subway 


Suey Pang's 
RES な UR&fiT 
4 别を xih iUe. 

Bet. 2 ? 巧 - 2 が h な s. 


City Hail Tea Gaden 

170 Nfissau St. C*ity 
Nejct fco the Tribune Bldg 
し oo し in Manager 


し 二 


號 '八 


八百于 
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© わで K な ; P な It を 巧を Sint を 巧 


C 自幡た 


f ! ドリ か 巧十キ ドり 十 化 大 


御旅館 河 雜 


電話 プラィア ント 

八 〇と乂 I 八 八と 一二 
U 曜 戊び 巧閒は 

ヶ日 ツグ 〇〇 四 四 

妍碟 特接 

が 育 ホ 西 四十 四 了 目 

一'- 二！ 一一 八を 
(二階) 

ミ 店 

147 百 aresont Ave . Bu 室 0 , N . Y . 
Tel . B 互 we 三 さ 8 互 
まほ 互 rs . F . Kua す 


£爾 な 南 

ボ應 茶が で 永年 抑 あおを やけ 
r じ‘ ゎ更で 御座います 



パ H 本 じがみ、 日本語 
.巧 を 話し-を 棟の 脚嗜 
巧 じ 適する 御 投理を 調進を 巧 
T 巧 エン 占 I グアの ドです 


皆樣 の御唔 巧に 
適 ふ 様な 美 ホの 

S 廣珍樓 

御 料理を 致し ま 
すから 織々 御來 
光を 願 ひます 


, J.' : . . 


♦— 


♦- 


-♦ 


獨唱ブ ログ クム 
致 近^ 日本 童 諭 も タリ 

片八 U 午後 八 時 W 々か、」 


化が^ 如 < 去る = りの 脚 U . ダ 

巧 城 ィンタ I ナシ- ゴナ八 •八ウ 

ス の 都れ で ホ 私 か 八 US 午 お八 
時化み じ 機化した 「巧 巧の テナ 

)」 がが お 江に S 褐 W 貧プ "グ 

ラムは たの 如く 巧を した。 み 典 

ものから 巧 化の ものに 及 A ピ豐 

だ。 がな でぁる^、 お 五部の 口 

み 量 諸 中で も 「からたら の 化」 

はな 人 化 巧 白 かた お： 化の 傑 化を 

山 W 耕が 氏が 化 曲したら ので、 

お 巧藉化 氏が， ん 遇な 化 S 殿 ド 

わ 臨、 列阔 火を 化が 臨が した 鴨 

いの 巧む であが じお哨 したら の 

でみ る 0 

が】 部 朦お義 な 

巧 聰树の 太陽- ス ヵー ラ チ 

々口 • ''、 才 • V ン ジオ ダニ 

可変い U 元 "チ 


ラが ゴ 

ぶ 二部 

ィ う 巧 

烏 

確が の 歌 

來 方の 明 

刷 威 

窠一 二部 

アゲェ .•マ 


'ーン ，テ 

胁巧お 江 

クライス ラ I 

クブ — ク 

マ チン • シ Hr 

• 9 ミン スキ！ 

n かず コフ 

グレン チヤ ニノ フ 

中 山 ま 5、 ず 

リア チ 玉 八ビニ 


.プキ ゲリ _ よち モサ术 


巧 叫が 破 招驼化 

r キ •了 斗 I ; スぺー キンに 謠) 
ホ1ム*ソンク (ゥキン 、 

ゥォ 作ゲの 船頭 wr ぷ國 民謠) 
災 化が り 水 K 謠 
蒂 の舉， 樂山巧 
戀 歇 山川 耕 か 

門 中 山 まさず〕 
ぶが の 巧 山 旧 耕が 
化ら いて 廣山龍 お 郞 
り 加々^^-- ご 山山 耕 化 
から じ もの 化 山 旧 耕が 
沖の か fc めに 山 W 耕作 編 
〔おお 義 江】 

第 六部 

「ボへ 1 ム」 ょ b プチ こ 

「マ 八サ」 よ b フ り卜. 一 

.藤 戚義化 氏を 肋满 ずる 中 山 ま 

さ f 夫ん はな モ大 をお义 巧の 出 

身で 露 じ 巧た 利で 宮 殺した 天才 

の ピア ユ スト 乂野女 おの 巧で ビ 

アノ を學ぶ 傍ら 聲樂を 飞學ん で 

& た •い、 當化 に ホて な ホは】 を 

替樂 をが 化 巾の 才媛で ぁつて 今 

凹の音樂會^^をの處なお喝でぁ 

る。 ピア/の 伴奏は ゲ アジ ニア 

ホ 片ムこ 媛で ある 〇人場 券け 二 

ホで あるが、 當 H 曾 煤 --< 口で も 

を賣 ずる； ご つてなる。 


义蹈海軍が建設さ^て 

ここに 巧 五十 周年 

鼓 かに 建造され た 軍艦は 十 S 隻 

ホる 十 巧 化と H を规 して ホ闡 I 當時の 海軍 力は 巡が 艦が 


が 軍は が： お歲 .5 誕生 n を迎へ 

，る iv 。 つた。 そいは 平と がと 

! 十 おがの W り 乂轉の お W を n は 

がめ て 

議貪 にお 艦 十ー ニ隻の 建造 

をを 化 出して 可 化さいた ので あ 

るが、 この 中立を の大施 一が 化 二 

巧、 おを がサ乂 門、 S 隹お U 四 

! 巧 で述巧 醫豫算 八十 六' 刀 六 千 六 

六十 六 弗 六十 六 伽を！^ ホした I 

もみで- 雙は ニュ^ — パンフ シヤ I 

; ィア 、二を は。 1 ドア ィラン ド I 

云 巧は こュ！ ヨーク ごい ふ 風 じ 一 

を 化 じがて 翌年 四月を じ 速逛さ 

むた ので あるが、 このが 巧の 足 

b は 問 年の 十ち 一二：：： じ 二 雙のお 

闽屯 用船が。 ン ドンを 出 摄しク 

-王 ベック （武器 禪染 等を 陸 操げ 

一す る こい ふ 報道 じほした 3 で'、 

~ 问年十 H 十 政が け是 を 軍用 

船を 速 補す るた めに 一一 一名のを ぃ貝 

をして 视 をを々 

:乂港 地 に 巧 追ず る ふごな 

b 巧 れ たのが サィラス •デ— 

I ン 〇ジ ！ n — ン •アダムス ぶび ジ 

31 ン •ランク ドン 氏で この 一二 
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十ょ年六巧十四リみ？で、 最か 

のが 校ジョ ー ンス 巧は ランガ ー 
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Bet . coicmbus Ave . & G 呈 tral Park West 


日本 避 髮舘淸 

新式 洗髪み 設備 あら 迅速 叮 寧を 
貴 ごし 精々 勉强 しま 1 
西 四十 S 下目が 番地 一二な 六號室 

タップ フロア (巧 六 街. こ a 十一 一一 Ta ち〕 


宮川 事務所 

持績的 蔡圓の 閒胞に 的確，^ る瞒 
業を 罔旋 しまず。 

」ち 当 器 e tag 万 互 ミ 公 

養 W . ち ih si . N . y . C . 

Tel 77 苦芸 S 8 


尋れ 人. 

.長 巧縣 細み 離 s タキ 石 川 
山ぉ縣 齋藤乂 一二が ワィ 阿が 
福 井 縣山本 媛 柬 巧が 巧 木 等 
山 口山 本 龍が 福 脚を 石 時次郞 
ま 川 淸一郞 (旅 巧者) 

早 巧 旧 大學岀 身中 村貨二 

ぶの おじ 通知を 巧き 儀を 之 
族阳 本人 巧く はか 人ょり を 
化 巧 街 迪か願 卜‘候 

紐 育 威國總 領事 舘 

1 苦 Broad ま y N ミ ！ fork 呈 y 


美踩 じして 淸潔 

.S 蒜南樓 

午前 十换 よら 酒？. 
午前ろ 暗まで 開が 


が媳 茶園 

词 巧ん 魔 蓮 
お 勤の ホ じは 晝敏 
の 御 使 利に 滿へ巧 
謂 貧 祭の 御用に 應 
中 V く娱 間が 卒巧 
'个變 わがな 願 まな 
お 上 御 葉 內中上 候 


支那 御 料理 

彭瑞樓 

日本人 請 君を 
歡迸 致します 


が 料を 稱 選し 皆犧 
の御嗜 巧に 適する 
巧 巧を 淀 巧し ます 

S 新 中華 

U 本人 諸君は 轉 
別に 歡迎 します 


新 鱗 魚 か 一切 

H 本人 向きの 集 魚 澤山お b 揃へ 
特別 廉 潰で 大勉强 致します 
サゲォ ナな店 

」 ose 巧 h り avo3a 

一 技 4 W . 61 装 交’ 

， rel . Columh 夏 91 援 


極上の 魚類 

季節の 新鮮の 魚貝類，々 禪山 欄つ 

て 夏ら まずから 御嘗缺 下さい。 

アピぶ 口な 店 

苦 Bayard St "ぎで ankin を呈 


A 
11 - 

民 


a - f-i a 

相 パ お 
ぷ化 y 

巧训 

^ 1> b 

巧 測- 

V 3 が 


A の 

X 8 


永年 U 本人 諸 おの 御 
嶺 負を 蒙つ て & る 

紙麵 遊仙樓 

です、 何卒 德心御 ホ 
ホの おを 願 ひます 


ORIENTAL GARDEN 

981 ぷ山 Ave, Bet. 57 比 & 5 み h Sts. 

迎歓 大人 本日 


ん 


な e M お ubisiii Baok, LM 

区 QUrrAB し E BLDG. 

120 Broadway, New York 
Telephone Rector 94 の •が 



THE MITS 川 目壓， HO. ! 

咬 YOKK AGENCY 

RoGiiT ぶ 0. ぶ 12 .- 、〜 

61 Broadway, N. V. C 
下 el. Bowling Green 344» 


THE FUJIMOTO 
SECURITIES 00., IG ： 

120 む oadwayNJ.Ci わ 
Rector 24 巧-おお 


The Siiml お 巧 毎 が 化 , uii, 

み '— '- こ - ゴ* 规 

HS Roadway 

Tei.Hanov が 7444 -7 み 15 


■[- ミ ！! e lUKufiamd 

I 柳け able BW をん y. 

I Phone Rector 2550 


flic Sa がが な IW 抓, UQ . 

Room 008 

B が u 巧 n な rr ィ nveeting Bldg., 
165 Ri*oa(iwrt_y.N.Y. 
Tel. Cortlandt 了が 2 - が-: り 


Taiyn Trading Go - 

impiuters & お i^Hers 
101 Fifth Ave.. H. Y. 

Tel な 甲 esant 3823-5 

327 W. Madison Street, 
Chica が , l!imo は 


JAPAN ART STUDIO KAYO BROS. 

624 け Xl 日 NT 日い 化 . N. Y. i 205 E. 58ih SI. New York City | 
TEL. PU なが 3 8 ! Tel. Regent 4817 


社 會式株 船 嶺洋東 

T. K. K. 

N 巨 W YO 只 K OFFICE ： 

Room 801 -805j 165 6 roadway 
PHONE. CORTLANDT 8047 

San ド rand が 0 Office: 说 ] Mark が St. 

帆が 巧 桑 

巧 化 ホ 巧 ' ^ 路 お ホ ホ 


は 物 荷 ホを 本が はを 船 
いご 下し お 呼 御を 旧 飯 


O . S . K . Line 

大瞧 盤會 tt 

ftoom 6 的 Cunard Bldg., 

25 8 け adway, New Y の パけ y. 

Tel. Bowling Green 8392 


社 會船郵 本 H 

店ち 育 紐 

8-10 Bridge St. New York City 
Telephone Bow り ng G 尸 een 2263 

店ち ル ト ヤシ 

Coiman Building Sea れ le. Wash. 


WALKER & fLllfilO 

CUSTOM TAILORS 

20 DEY ST., NEW YORK 
. Near じ hurch St. 

TEL. CORTLANDT 7667 





MO 画 瞧 邮 OS.ilnt 

が 巧 - 57*W ， 23rdS し 
New York Git) 

Tel. む amercy 3850 


ン陶 

j ブ破 

! 森 及^ 

村 7 雑 

! ご ；.^ 

ブがラ 

ダ 卸 

! 1 得 

■ ス 


シ アトん 化蜘 、ホ 化 午前 十 時、 

辞 岡 化 十一月 十四 R 
橫濱化 十 こ 巧 化 H 
加 貸 化 十一 頁 化 一日 
が 像 化 一月 か - VH 
U 本 巧 船を 運賃が 率 
一等 橫馈 一九 五 巧 神 ロニ 〇 五 巧 
一二 等が 食 五十と 巧 かを 五十 お 兜 

歐洲 H 本 閒客瓣 S 巧 二回； 

淪敦 よち 一等が 五城、 二等と 十 
膊 、が 塞よ b - 等 化 十と 隨 
二等 六十 六 巧。 

化 宵化讲 田を お 粋 由 U お； け 货巧 化’'‘ 丹 二 岡 


周 連 方 啓 

ダンスの 巧 時節が 參 
b ました。.， り 五十 名 
类人揃 ひの ィンスト 
ラク トレスが 懇 かじ 

御 相手 致しょ す。 
ダンシング 

微妙 G る才 I グスト 
ラけ 必身 おじ 仙境 じ 
入る 思 ひ あらしむ 0 
御 巧 遊を 御が も 致し 

i ぶす 0 

午後 八时 よち 
午前 一時まで 


を お 脚 
み 千 お 晒 
五 千 栽が 四が 街 脚 


資本を 
拂込濟 資本を 

鎌 醜 S ザ 銀 巧が 巧 ま 店 

本店 巧を 巧 H 本 橘 お駿河 巧； 

支 化 小が U 本 協 化の 巧 (かを， 横が 
あを 岸な 都 大阪西 - k 巧' 脚 ド 
廣を 下脚 巧 司 巧 松 福 岡 おが 
上 お 偷致孟 買视水 


か 闕爲替 、槪里 送金、 並 送を、 信用 狀化他 
一般が 巧 業 格 精々 御 巧 利 じか 圾可 中核 

fj 三 薬 銀 巧 f ま 巧 

本 ま お お 京 去 巧 •大 扱、 神戶 、京祁 
所が 化 名 古尾、 小 お、 上が、 偷を 


制^ 化 朔 邦貨ぶ 十圆 な 上 巧 息 年 六 か 

鎌 脱 臺灣銀 巧— 出張所 

►鄕 を 送を ぷ び ホな を (無手な 巧)、 外 風 
爲替質 買、 荷爲替 取組 取な、 得 用が 發 
巧を 一般 银巧 楽な 御 便利 じ お 巧 巧 化 お 
▼が ほ 詳細は 御 遠慮な < 御 間を 披 下を お 

切 「巧な あ 十 邸 巧 上 一六 ヶ巧 W 卜 
本 化 I を，.. 广 利息；^ 年 六を J I ニヶ 年な 內 
•巧を ~ぶ扣「 巧 巧ぶ 十 脚 

子' そ 广巧圆 じがり ホー 錢二贿 

(化シ 當モ拽 おす ノ述な 巧を' > お 利息) 

橫濱化 金銀な 《 支 巧 

鄕 お 送を は 挪て無 ホを 巧 じて 當 
わ橫褚 本店 經由 送を ブ化极 申 慎 

'社 援巧礙 住ぶ ま 左 街 巧 
本 お 大限化 潰 五 T 目 
組 育ま 巧 紐育ブ ドゥで-— が 四十 化番 

難 化ぶ 銀 巧 

おを、 橫： が、 名 古 崖、 巧邵 、神 巧 
尾ノ涯 、廣 島， 吳 、柳 井、 下ノ爛 
巧 司、 小 倉、 巧が •巧ぶ、 义巧ホ 等 
本 威 巧を、 鄉お をを 梅め 
て 卸® 巧进 をに 巧- 収巧可 中 お 



藤木議 .券 脅 お 

、： 彼が 巧 部 券ゾ質 買、 引を' なを 
J を飄 、ホ ニ 之 三翩ス 八切 ノ 装を 

鎌贼 藤本 ミミ— 力— 銀 巧 
紐 肯が張 所 


雑貨 陶猶器 

.ライ グ I ス班賛 


トラ イク I ツ ，ぶ* ぞ 

@ 太洋賛 易が A 會社 


支 巧 がが 古. ボストン 


..お 藝 研究所 

H 、 水、 を 午後 
二 時ょ b 四時 

裁 方、 縫乂渝 人小兒 服、 製帽 
.刺 細ビー チン グ及 一般 家庭 
裝飾 ま。 お 張を 巧 も 致し もす 
阳パ十 け 十二 お 
小 林 フジノ 
電話 キヤ セ ドラ をを 

f. 1— •f ! ! ’II • — - 1• -It tj. •* ! 

裁縫 所 開業， 

が 服’ 糾 物、 ゥール 類は ドラィ 

クリ t ニン グ 、ブレス & び染が 

へ、 仕 At なし 一 かを < お 鹿に 
を L ます。 城 縫は 如帕 なる 御な 
义 も叮晦 じを く 致します 其他ュ 
カタの お ホを も あ h ます。 

お ホ 裁縫 所 

128 W . 吉 thsl . N ' yx . 


喔 を B み ■ W 

詩 I 


紐 巧 まかが 験會化 


老 


二 1 木を ち 

保險 


ぶ 
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が 

十 

之 

げ 

お 

前 

午 

王 

が 

の 

巧 

説； 

至 

♦ ♦■♦■♦■か 一知 


S . IVNK 1 

玄 * W 'i c『k Life ! コ surKsno ( 0 
r >【 oh な n を ersRt .- MesYorkcuy . 
で hs ミ • " wclah だま 

會社ノ 方 二 御 掛ケノ 節 V が V . 
御 おが ノ あぶ ビ谐話 齊强チ 申 
聞々 た鼓キ •下 サィ 


魚類 一切 

卸小賣 
日本人 向 新鮮；：；^ 

る 魚類 菜 類を 
尘產 地ょ らお H 
おら 常せ て販賣 
化 も觸 注文 じょ 
ら酷逮 致しまず 

加洋兄 ぉ蘭會 

り 本、 た 那寶ぶ 製 お 
術 お、 婦人 用を 飾が 
他 装飾 UW 

阀島巧 が 

鳥-等を 術な 修縷、 

首 飾な、 る トリング 
H - 本 服规縫 


か ノル、' 複濱 '神戶 'を 巧 •上な ■を 巧' あを なが 

太が 义三 二、 言 0 硕) 十一月 十 H 
天 洋見三 二、 000 頌) 王 巧 か 四 U 
コレア 化 01000 豐 十二 巧 八 H 
、羅 なぉ 帆 十二 H 四 n } 

を 巧み ニニ、 0 言顯) 于育丢 1 H 
西 比 巧な 見 (言、 呂〇 嘴) 一巧 五日 

(揺 お出 帆 1 H 一 H } 

化が 墨西哥 、が 萬、 智利 諸潘巧 
お 化 ホノ^、 横 潑神口 巧 司 香港 巧 
:巧宿 共を 六 週 一四 
◊を 巧が 族 ま 切 巧 庭 萬を 煤 乂卸幹 淀 化 4 お 


I 巧 宝 巧ぶ パ 巧' I 
人 又は 二人 じ 適す、 


貨間 

ホ 廳へ卜 が タィム スス クエヤ 
へが 五 か電語 カン バラン ド 蓋！ 
1 芝 ミを St , す OGkly 。 黑崎 梅す 


自慟車 楽を 修得せ' ょ專巧 家に 
がつ て述轉 並に 修猶を 懇切 じ 
祈 かも 短 
ホ H じて 


お 

h 

L 

〇 M 

〇 ze 

Hi ? 

€ a 
s ^ 

K j 

A レ 

が 



お 巧す り 
就職口 群 
旋す獨 立 
出 巧 夕 
大の 報酬 
を 巧ら < 
本 おは 創 
な 十： 立 年 
墓 恢を授 


H 暇は 午前 卜时 よら 十二 帕迄 
フオー ドも敎 巧す。 


^>ら (圖黨 革 か) 下町から 

爭をお t る綺麗 

な 旧舍で 中み のない 英國ん を 庭 
です。！ 週 朝を 附十 一巧、 御 ホ 
學の 方は 電說 にて レ クタ ー ニ 五 
五 〇 巧 上へ 細 隅を せを 乞 ふ。 


キ ヤン デイ 

クリスマス 用 特別な 


チ 3 fl レ 


取を せ 


一封 度 二が 度 一二 封 巧 
反び 五が 废 包み。 

、ノ - — ドキ 中ング ィス 

一ち 度 お 封 巧 册お度 箱 
卸 賛做段 じて 御用 命じ 應じ御 
注义 なは 工場ょ b おお 御 ぉ 客 
様、，；卸をり致しょす。 呵を巧 
變らず 抑 引 立 御 愛顏を 願ます 

幻 RATF 呈〇 養ミ賣 ， Inc - 

- W 5 \ Ar 4 w 3 a wt . 

ジ le 旱呈 ™ ミ ミこ 64 A 


沙渚 ぉ籍學 校々 ま 
吉野正 S な 著 

英話活 法* 

を 估营那 化が 仙 郵稅が 仙 
著者 か 本 掌を 編纂せ る 所 W は 桃 

を 隔 て、 津 きを 搔 、の 感 ぁる 英 

語會 話を 活用 せん と ずる 諸子に 

六ヶ巧 のが 時り をな. て a 常の 會 

話 差 まなき を 補 せんどす、 故 じ 

スラング、 イデ オム あび プロ フ： 

エン 語句を 入れて 其眞 意を 解す 

る攒 警戒 ザ 6。 が攀 .者 じは 速成 

を 期し 巧え 典、 堤 語活を 後編 英 

文 硏究の 部に 割し 通信 敎搔を も 

致します {お ふ三ヶ H 間) 

S . Yoshi 写 1 塞 3 Amsterdam Ave _ N . y . 

c 0 The 呈 ental TeaTradingCo . 

內務 省を 許 加州を 認 

產婆 & 搂摩術 

ザ 巧秀子 

助を 鑛 タマ ツナー ジ 術の 出張 

治 姨の御 ホめ じ應 じます。 

お話モ こュ— メント S 完 

西け 十ー ニグ 目 ー ニが 十二を 


嚴新ス タィ 八 陳列 

= 一度 御 來巧 をれ 

が 舗は U 米 純 十： ホ 御 召 用の 上等 服を 調製を 

し 去す。 

弊 舖で御 ホめ の 洋服、 か 奪を 御着 用な され 
ピホ國 流行 スタィルの 正しい 服裝の 整を が ホ 
巧 辛す。 . 

ウオ ^ 力 - — ユン ド 

フロリす 泮服巧 


ン アト^ 出帆 
あら ぞな化 王 巧 1 y 
あらび や 見 十一 巧 十ー ニり 
►一等 橫强 一九 化が 

おし •玉 d ず も ろし ご〇沾 i * 旺 な 巧 
▼一二 等 U 本が 五 五 巧を ま 火な を荣族 まを 軒 
▼抑 ホ 望 じあ 4 1 等 割が 化な 切 巧资お W 致换 
a ス r ンゼ瓜 ス出机 

めきし こ 化 十 巧 十九 H 
しか ご 凡 十一 H 廿 ーニ= 
▼一等 巧 済 i じ. 化が 巧 化 一九 五 巧 

化 化 はんて 一一み 巧 ホ 
▼一二 净 U 本 わょ にら 化 巧 巧 化た 巧 化 化ち 巧 申 
▼ホ 灌羅 ホけ 游单が 巧な 萬 巧 赚人御 幹 淀 化り 枝 
►■紐 巧 線" + マが •£:= み 支が； むちな 化 H i 凹 


u す觸 器雜貨 
ドラィ グ ー ツ 剑阪钓 

錄赋茂 木 桃 ザ 組 

M 0 GI - M こ MOXOI (.；0 こご？ 

105 ‘ち 一空一一 若. N - Y . ， ivl . 丈 uyve で ant 苦 苦 -S 



ミ C 煎瓣燒 じ縛驗 わる 者 
二一 二人 ま 急 雇 ひ 度し 
希攀の 方は 左へ 御照會 あれ。 

5 覃量 ie St , Ne 宝ジ rk 
ジ 1. 巧 る ock 7179 


レスト タン 


な 


'賣 b 込いだ レスト ラント 夫婦 
者 ホは 獨身 がの バア トナ アを求 
む攘 をに 化ら ては 讓 つても よし 
午後 九 時 後を ホ談。 

ジミす-岩 1 W . 1 さ { ist . ち 三 
Te ~. Audub 呈 3 云 田 
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凹 
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rr 
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かの 善後策を 得たい 考 (だ』 ご 
述べ 就いては 

此の 機會 にがてり 本を 
閱 S みずが の ホ徒话 を' の 成趙な 
度な をを ひらいて 义 齒の敎 育を 
じを ザたい から、 をのは 巧な を 
送れ どいつて 國氏敎 斬 繫厕 をの 
協力をらど めてぉるので时會 t ^ 
をモ がの 腳係者 ど 協 藩の 上 この 
中 込じ應 中る ろご U つじ。 


尊 門 家の 觀た 

陪審制度 

•I J C 卜 f ち •じ - ^ U 5 V 

を 水 ぉ 護 - n 談 

握に 華が 並 じォッ タヮに 開か 
れわ "お 二十 S 回 萬闽游 けを 簾に 
を 列した ホ 講院谦 貝 辨訟七 烏木 
益 太郞巧 U 去る 十八 H 巧び 來 が 
本：：： 出 脚の 化が で 渡英ず るふ ご 

。つて おる が述 H 蹄が、 州、 郡 

巧び 巿 のな！： 所を お訪視 おして ム本 健を 巧 

調 お Li 化 殺さ；； 一 つ、 をつ た。 お ー マ ー 豪 . マス 幸、 

木 巧 誰す」： 一十 年 前 鈴 まき 帝 顧媚 披露宴 
氏 巧' こ 共に 歐义を 巡遊-. て巧國 盤に 钥が银 巧 ま 巧を 山で み隆 

のけな 制 巧を 硏究 した 一んで あ 氏 ホ 妻の 媒酌に 化ら 佐 治 敬 か 巧 

るが 化 巧の 記者に おし 巧 巧 あのみ 姪 親す 媛 ど 結婚した 專潑熟 巧 

立跑ょ b おた 巧帶 制な 話を 槪說統 育 出張所 長 山 本 健 治 氏 j し 今週 

した 。： E く 一. 乂化卡 よ 年 巧から 火 隨リ巧 巧 員、 ホに 知己 駭十あ 

施 巧され る H 本の 陪薄制 巧 じ關を 日本 俱樂 部じ抬 待して 披露の 

して け 一 利 一 革 も あらぅ けれ 共 宴を 張つ た。 を 刻 轨郎新 おは 階 

巧す るに 時化に 順應 した 制 巧で 上迎資 室に 於て 紹 々ほ 見を 巧 ひ 

ホる ど甜 はわ ばた* ら W 。 H 本は 午後と 時 ザを をを 辭き 1 同着 席 

お数 化 制 巧で 刑事 じの み 適用 さ デ ザー ト n 1 スじ 入れる 頃 山 本 

:； :; るので あつて ホ 國んか < を 貝 巧な つて 一 媒の俟 がを がみ 山 下 

を 制 巧では じいが 是れは 閣戚氏 司を の 下に 间鄕の 先輩 野 口 お 

化 情の 巧 違から 化て 試驗的 じは 化愧 于は諧 籠に おめ る 英語 溃說 

じ むを 得ない 所で ある ごを， へる を W て 新 郞新綺 の 旌康ど 幸福 ご 

米國で 15 おお 訴 諮に も 適用して を规 1、、 齋 お總锁 事は 維新 當時 

が 結 取を 舉げて 巧る 實 例を 目 磐に 於け る 會纯藩 ど 長 岡 藩 どの 關 

しわ。： II 本は 豫審の 訴譲萬 類を 巧よ b 說 きをして 山 本、 おあ兩 

巧 礎 ごして 足に おきを 巧き 過ぐ 家の お ホを 规 福し 巧 夫人の 女子 

るな が ある. か 米 固では 巧き C 證裔等 師範が 學 時化 敎 巧で あつた 

あ 勝耕藏 & は學生 時化の が ホ 


で 


h 

な 


吿 示 

來ル ト巧肿 一::: (小- 曜) 

.人 お節拜 賀巧ブ 擧巧ス 

時 Hy 正午 十 r 時ヨ- 

午後 一巧-一 ま 瓜 

お所リ あ國德 領事館 

フ U I ドウで— I 六ぶ 

が 紐 巧 

帝國總 領事 舘 


人を 紹介」 て 祝 辭を呈 余興 ご 

1 して か 藤 天 山 氏の 講談 『田 中義 

一男の 結婚 J 及び 浪花節； r 潍 出を 

_ 江 守』 が あら か氣 I 锅 々拙 じ散會 


せわ ごして 居る 模巧 である 隨て 

みしら 油が ホつ て枉 ない。 义出 

豫算 のよ おも 確を めでけ。 いか 

ら今巧 計 まの 進が じがつ て化當 

追加す るお嚮 であるら— いご 云 

ふ。 香 西 巧は 歸朝 劈が 都下の 新 

聞 巧を 通じての 销明坤 『 H 乂貿 

易增 進の ホから 化ても ホ 兩歐の 

親善に 資する 上から 言 つても ホ 

國獨 なが お 十 年 大巧 寶會じ おし 

て 官民 協力の _卜 にを 同の 實を擧 

ぐる i はを 患を である』 云々 ご 

あら。 而 して 费巧 大巧の 出な 
切の 事務を 抵當 する H 本 産業 協 

會は總 銭に 山 階 皆 殿 ドを 推 載し 

平 山化睛 巧が； 則敏 裁で、 會 長は 

道を 齋 氏、 長は が 巧を S 郞 

氏、 嘱 巧が 端 紐 育な を 商な 官巧 

巖巧 であるから 香 西 巧の コン セ 
ッシ ヨン ど 化 關なも 圓滿じ 協調 

し 得る を 込が ある。 尙 ほを 西を 
の 舊知實 業 聯を會 長 盈野錫 巧、 
夕額納 巧 誰 員 山 崎龜を 巧 其 他日 
ホ 貿易に 綱 係！^ おする 人々 の發 
企で あく 香 西 巧の 歡迎會 を 開き， 

整が 大巧の 計 重 I におして 聲援を 
與 ふる 引 ^畫 でぶ る ごを ふ (柬京 
特 信} \ 


修道 磬 々食 


人の 說言ご 法を にがけ ム巧被 南 


费府 隙覽會 、、一- 

香 西 巧 活動 

九 巧 二十 八日 晚香坡 殺に て橫 

横に 着いた 豐 がを 國 大巧 覽會の 

り 本部 コン セシ 'ヨネ ヤ 7 .'.'もる 

を 西 龍 雄には 旅装を 解 <閒 もな 

商工せ ぶ 面が じ R 本 ホを 協會 


-rr . _ VI - ご 一.^'- と— ，ジ 

蒙 中 さ-を. 辞電 ずる 風が ぁつ 會-輩 山 男爵？ 雪して が々 

てり ま 5 V きおも 砂から 中 SW - を 露し つ おる が官 K 

る ど 云 ふ 占が 出孽 う』 云々 孰れ も ホ だ 力 針を 確を せ t を 


敎脊の 手で 

お By 1 掃 

フ愧 ± のが 計 劃 

昨 ザの 本 巧國- 山を 育 瑕 勵會の 

巧 聘じ應 じて 渡リし 文部み 並 じ 

を 化々 媳の援 肋を 恃て ニケ 巧 词 


巧 巧の 卽朗を 待ら て大權 覺會の 

みを、 引 a 畫を聽 化した る一々 案 


.'あ 師 慰！!； ミ静お 歓迎 

ぶ 瞥敎 修道 會 IJjt はまる 十九 

H あ 帥 副 島 悟道 氏で 慰勞 ホじ大 

川 杉 山 正副 辞 事の 新 巧 歡迎會 を 

継した る-かを 數禽 1¢ ぶび ホ賓の 

出席 ぁら 讚美歌 合唱、 大掘 牧師 

め斬騰 をな て開禽 會 貸を 化 表 

して ホ 旧 島季義 巧、 締人 部を 化 

ム して 增 田夫 人、 帮事會 を 化を 
して 高見 ドクト^の 慰勞 歓迎 辭 

が ホ b 次に 巧 賓她蹈 副領事、' 川 

島 おなお 會牧 帥、 巧が H 本人 會 

書記長、 日米 時報 記^ 菅垂義 氏 

懇篤；：^ る 祝辭を 述べ 興 ごして 

水木； せ彥 巧の 獨哨 あらて 非常の 

喝采を 階し 終りて 茶道の 響應ド 

獄談 時を 散會 せる は 年後 十】 時 


十-日 午後と 時日 本 巧樂邹 じを 巧 旧 大學氏 文部な 化 外 研究 
て 開 他され むが 當巧 はが 格 官事： T 數 H 前 着が。 

お 所、 掛 道ち、 がす 藍 皆 事な 巧 I 水 出 洁亮巧 化ぶ 銀 巧 貸、 ま 
寡 磯 搭腦肆 質； r 巧務蓄 記を 事 十六 U 踩洲よ b 煮が 約 ーケ巧 
巧 所が じ お 領事館 等 官装侧 わ 化 がの 上歸 朝。 


农 巧を 始めぶ 銀れ、 會社 、新聞 
化 等の 化 お 者を 合せ 六十 余を 出 
席 非常の 盛况を ホした。 心 島 I 二 
か 支店長の 緒 かお 說 じみを I 二 井 
烏愤氏 y 滿單じ 謝が を 述べで つ 
將 ホの 厚 話を 請 ひ、 齋藤總 


^ 乂嫌研 あ 氏を 大化 おが、 前 
ー ホ 着が。 

-灘波 誠 四郞氏 太陽 生かが 險 
口 社員、 去る 十と 日 0 ンド 
着な 暫 らく 挪 がの 豫 を。 

I •小川 正 巧 巧 父 部ち が 外硏究 

f— ‘* ‘r ' * 、’一し* . I zl It ^ ^ - 


並に 柏木 正を 支 庙畏な 孰れ ゴ； I ，矿、 去る 十八 日英 國よ b 着が 生 

井の 拳萊 、一ニ ホの 努んを 推^す 招に 投宿 中なる がが 月 十日 發の 

るピ おじ 其 貴 巧ん 重 且つ 大 心る 太が 化 便じて 歸郎 の當。 


を說きて 吉ががの活動をホ5^エ 

たが 撤宴後 余興 £ してが 巧 山 じ 

庭 巧 選手の ス 。—モ ー シ 

活義を 映な し閑會 せる は 午 

一時。 


陸軍 武官の 交迭 

.排 脊韩化 陸軍 武官 お 本 大尉。 

十 一 H 中歸 朝のを じ 就き 新に I 
を 太 お 小 柳 潍正藏 巧が ホ 巧の 
であるが ホ 月ニリ お 田 乂 佐 ホ 脚 一 
の 杉 本 大尉 送別 會を锁 道 供樂皇 *'1^;;: 則!^ い 

こ卜こ ■ rrrrvMiU _ > ， 。 j j tnh , も V 吏 


ぃ がて 關催 する も。 


♦义须 赞眞藏 氏を 都 巧な 陶器 
講がけ 巧 長、 ムる 十と H 曰ン ドン 
ょ b 着が 生稻じ おお。 

•南 俊 治 氏 第と 回 瞬 際 勞働會 
議敌化 化 お 委員 顧即 、社を 局 技 
師 、去る 二十 一日 巧國ょ b 着が' 
ホブ 作、 ベン じ 投宿 中。 るが 明 
甘ぶ 日歸 朝の 途じ就 < 由。 

曇を 莖廣 一氏、 化ぶ 合資 會 ft 技 
師 、去る 十九 円歐洲 ょ' り 着が 約 
ヶ月 滯 おの 豫 を。 

滯糾 中の 森 か 組 
化締 役、 十一 巧 勿々 お發十 H 桑 
港 お 帆の 天洋化 じて 歸 朝。 

日本 陶器 巧ま會 


中が 代議 ± 歡迎 

組 育大學 巧み ホ 諸 院誰員 中が •乂澤 ホ 承 氏 
嘉壽 氏は 加 お 太を 縛て 巧び ホが 社々 員、 を 同 k 。 

本日 ホ 帆の 便船に て 波歐の 萬で •立 巧剛を 文部省 留學ホ 第一 
ぁるが、 まる 二十 j u は 同鄕者 高等 學校敎 巧、 化獨 U f ド線コ 
'一一 贿會 の微迎 晚餐會 を柬洋 箱に。 ン プマ號 じて 昨 U ホが 約 十 H 
催 L 出席を 二十を を、 席上 中が 間 山 口 S 么助比 宅 じ 投宿の 上兩 
化 溝 + の お ホ ある 政界 基 面談が 巧 お 朝の 壁。 

あ b 終て を自の 余興 等 もめつ 互 0 木が 義 一巧 


頗る 盛會 'げ 化は 五； 會 S を 

會が あら 是ホ 滿會 であつ た。 一 -i 


S ホ 晩餐 省 

巧 球 庭球の 渚 lip 映寫 

本紙 旣報 一二 井 物を 晚 か!！！ 會け一 




最近 或るを をで 神戶 

、善-カネ 辰 鈴 木が 巧の 乂 


尺 魔 


C —— . C 黑 がで あるかす 商 ま 


だ 


向 

ん 


八 

號 


さんに 就ての 面 おい 逸樂 嘶が ぁ 

を^が.^^ いを 巡 叫 盛 粥を なし^^ 一:;;^^-^;^^-^ 

て'^ い 巧に^ 化 采を愧 才 踏み出さ だ パれ 其 支 抓 南米は 

.^-^^^^!^^おる^或け雜勿蒙忘ホ§浆界にまるま 

ろ‘^ を：.. を K こ..) 親等 Y きで 洞 觀」？ ごを ふ 鬼？ S 

t け C S * 阅 人® C がミ寞 撰を 夏 商に 俊 

ナが 辱て ある こ ダ唱 る-- も 劣ら^い 转ホ乂 だ- J 、 ぅな ▲ 

へ 且つ かくご もちみ だけけ をの 六十を 余 盛 霜 じ' 白' つて 钥夕 算盤 

がら v '- i : したい •こい ム考 へから ご 化 ハに 起 化しつ、 あるを 子さん 

自 かの ホ ホす る サゥス、 ダコタけ 算盤を 女房 ご V む 巧て おる ホけ 

州の 帥 裕乂學 だけ P は 何人ら 自 あつて 遂に 現 化の 女 巧釉碟 S 贊 

じ：：： 本の 巧 ホを 入を せしめ 得 夫人を 忘れた ご云ム 珍談の 所が 

るた； おに ツ シン トン 政が 勞慟キ 'である ▲ I る：：：！ の 夕神夕 から 

がの 許 巧を おじ-い f 佛に 二ん のが ハ應の 自邸への 输途 '化 ホの がり 


谭 化を：：： 本 か .4 入いた) 峨北は 

が b じを 近 同を あての ぶ狀 じが 

て r この 問 姐は 所がを 巧 哪も現 

がの 學 校を 徙を迪 じて わ いらの 

H 的を 化 就す る 外にな 策む'' し」 

と：',，！ なをは 車 ひ 明が： 一 巧 末 

Jb 一又 巧 ■ U ま 一王 一;： Z 邮ソ シン 

トンに W を 米 おむ お 巧が 閒か 


巧-」 ブラ 下り。 がら 助の 内で 頃 

盤 珠を禪 いて 诘 たな f さんみ 前 

に 端座して がた 品の い、、 姑 人が 

席を 遮って おれた A 無 嫌が。 を 

す-,-' んは サンキ' ュ I ごら 卓 〔はや 

臘 つて 腰を ドし じが. _ .っ頌 b に 化 

巧で 動いて おる が概 い' 姑け な。 

ど V '- 勘を して 巧た ▲搬 てぶ かが 


^ る：：： す 1 つき， この 總巧じ 本 In 邸め 削 近に 巧よ つたに 燃いて 

問 描を お出し かれ々 がか.，.- 何等 1 テク/、 ホみ 出し-- か撫ぶ 誠-- 


駒 下 歇を脫 いで 玄關を L 一' らぅ ど 

する. こ 『御歸 b 遊ばせ jUj 淑や 

か-— 出迎 、て おれた 婦 .<! の颜を 

見て 『才今 是れは 先规電 すの 內 

で 俺に 席を 譲って 吳れた I 親切む 

婦ん だな』 ど 氣が附 いだ こ 同時 

じが 腦 部から 算盤の 巧 お おゎ 

始 ホて 家庭のを 子 おちに ちも戾 

つたを 子さん はおれて ち!^ 女 巧 

を 思 ひ 出した の ださぅな i 化 泣 

に徹 をし なけれ に 幾 億 圓化化 切 

b をす る大 なを じは。 れ主 V お 

例の 船 錫を 挽の 談 例で 通 蓮が 頭 

本元 ぃ W さんを 化 6 飛ばし 純粹の 

曰 本 巧で 對丰 のが 大使。 1 ぅン 

ド、 モリス 巧に 唤 つて 掛つ心 其 

镶 ホに 流石め モ ，ス哲 も 『」 ャ 

ほ ドの 巧 巧で ょぐ 諮 解が 出 弟 ま 

した」 ご 遊つ たぶ 村 左な に贊盤 

じな 赏 のがを 子さん だ A るブ 

ス なか 站 米の 際、 を 別 貪の 贿上 

でを すさん におして 懇篤。 謝辭 

をを し 岛つ鼓 後に 『み 翁の 戚曲 

シ ヤィ" ックを 脚 j 請 下さい』 

ど附- ir : ! た'- を ふが 藍し なず さ 

ん U 巧き じる 来 化の シすイ 。-ツ 

ク であ 与む-じじ；， 月现化 致ぶ の 

キイ U 確かに 少コ にある ンだ 


婦人 會茶 筵盛况 ‘一 

が 育 H 本 婦人 會に ては 去る 

十 一 H 午後 二時旣 報の 如く 例 

を 酔 レた々 當 U は 小 U 豁朔 の^ 一 

じ 上るべき 堤彥 一を 夫ん のが^ 

會ど 相を し 出席ち 一三 十 余名會 ■一^ 
齋藤 総領事 ホ 人の 换楼 あら、 ホー 
ょら^! ズゲ 五八 卜巧樂 部 組織 
のか、 十一 巧 十八 日 東 巧 締人お 

樂部會 員の 招が に付き 活人壽 を 

賺興 ごする の 件 其 化を ホ議’ '薄 

慕敞會 した。 


意 於 部員、 ホ. 

フイ トス タ— ~ 

經も歸 朝。 

« が庭彰 一氏 


森树 ブラ ザ ー ス 
册ーリ 出帆の ホ 
ライン じて 歐满 


鐵道 局を ぶ、 ま 


る 十ん H 日本ょ b 着が。 

♦隅 田 信 輝 氏. おくは 須 々田 信 
輝なる 閒 胸の 化邮を 承知した き 
旨 间人實 父よ ちが 京 知ぶ を經 'し 
照會が あつたが おの 人は 本 神へ 
一報 あら じし。 


♦ 


が 



•案な お會 親睦 會両が 八： i 目 
S な 二十 一二 あ：：； 本人 策 W お會に 

ては 本 n 午後 八 時よ b を 部 職を 

親睦 會を 開く もじて を 數會员 度 

ひ お 人の ホを を歡进 する ご〇尙 

ほ同禽 々員 パ 志 よらが を 趣 ホの 

會第 二回 音 樂會を S 十一 H 午後 

八 時よ ら開谣 する 篱。 ， 

•菊-化 東 陽 氏 ォリ エン タ八籍 

眞エ柴 巧 ま會社 取締役、 今み 獨 

逸 資本家 ど共间 出資の 新 事業 開 

始の 契約 成 化の 爲め 渡歐 のを ホ 

十 巧 十ヒ 日橫濱 出帆の 靜陶义 に 

て 巧 ホ 十-巧 十日 お着 組の 豫定 I 


H 曜說敎 


1 ♦糾育 H 本人 敎會 

『化の ホ』 

♦墓 督敏 修道 會 
『憧憬の 化 巧』 
♦円本 人を W 敎會 

『趣味の お 上』 


淸水 牧師 


副 島 牧師 


川 島な 師 


ヴ了 ィ敎授 


ホ リン 

V 前 十 時ょ。 午後 £ 晴迄 

V 後 八 時 ザを 同 十一 時 迄 

出張 敎授 の给賴 に應ず 

H . 雪‘ 

nos だ 三 et . 芸 th & 芸 字 S で on ず oad 去 ay . 

upsta"rof Unc 己 二 heaire 


不旧ル ング 

ゴ07 ザ dilv グ Bet 59 ih & 夏 thsts . 

ジ I ち hone Reg 呈 t TO 627 


體 奉迎 晩餐 會 


朝 香 宮殿 下 

同 が 殿下 

大化 十四 年 十一 巧 お H 午後 じ 時 ウォルド ー フ 

アストリア じて (が 育ポ 第五 街 ど 西 二 一十 四 了 目角) 


嫂 

所 


曾 

中 込 

中 込 期 H 

服 驳 


五 巧 (み 込 ど 開 時に 挪这む 事) 

U 本 化樂视 リ本 人會事 務所 

十月 州：：： を 

巧す は 禮服义 タ キン ー ド 

締 人は 化が 瞒服 

を 奉迎 晚餐會 化 催す こごに 相 化が 脚 御 贊问の hw 

胞御诱 をせ 脚 出席 被ぶ： 卜巧 韻で 御 案内 中 k お 化 

お迎 委員 齋滕 階大 なお 化か 水 巧 巧 旧晦繫 ：一 

在留 同胞 各 化 





mmmm 


I Suzuki & Co., いん (Kobe) | 

220 Br"ad 、、 ; け， ' 

IVI. Cortlan か 1 り 9-50 ぶ 1-52 ぷ 3 ; 


n 米 生‘ 糸 株式 焉社 
紐 育ま 店 
NlCHi-3EI KI1T0 む SUSHiKI K&ISfU 

(NICH レ BEI のげ〇 CO** し TD.) 

373 が H む enue, 

Tcl. Mad. Sq, 7 が 2 ぶ 


H 本を 糸 巧を 會お ！ 

が 脊ま店 ! 

■ } 

Morimura む ai るむ " Agents i 

44 K. 23rd .St .； 

V Teh Ashland 5320 , 


.巧を 名を お 
紐 育ち 店 
Hara & C む.， 

4 が Fourth Av も， 

Tei. Cakd 日 ma ?830 - お 


ft 廝巧式 食 社 紐脊 支店 
Gosho Corporation, 
Mlk Importers, 

334 戸 。 urth Avc. 

Tel. Mad. Sq. 4886 
Gosho Co. ， Inc .， 
Cotton Exporters 

的 Beaver か ,, 

Tel. Bow り ng Qretn 6806-06 


乂お明 H 新聞が 
親 ffl 南ず 
osm 化 川 I 

む 帥 308 _ World Gilding 
Tel. む elonan がが 


乂瞬お I! 二 東京 U H 
上 巧が 帝 

Osaka Mstinichi, 
407 Tribune HuUding 
Tdl. Beekmaki 4259 


I 曰 ネ締巧 巧ま會 社が 巧 支店 

j Japan Cotton Trading Co., Ltd., 

I Cotton りたが . 

i 60 Beaver St., 

j T •し BowHnfl Qreen 2990 

Silk Dept. 

化 Madl«on Av«., 

Tcl. む ! か ! • み レ 说 95 



妻 巧 建築 事務所 

Iwa れ iko "Tsuin 泣 numji 

Room 16 の No. 101 Park Ave. 

Tel. Vanderbilt 3436 

瀬 川が 險 事務所 

H. Segawa, Insurance Broker, 
303 Fifth Ave., 

Tei. Caledonia が 01 

巧 旧廟事 株式 會 慰： 紐脊 支店 
ITchidii Trad お g Co., Ltd. 

291 Broadway, 

Tel, Worth 1576 

縣貧易 株を 詹 社 '' 

Shima Trading Co. LtdL 

150 Broadway 

Telephone Rector 1484 

Paul K. _M. Thomas 

Adv が ti お ng Counsel 

2023 む itnms む ilding 154 おな au 化 

Tel. むみ man 6978 

株 ま會社 赤 尾商會 
AKAWO & C0. ， Ltd. 

295 Fifth ivemie, New York 

Tel. Caiedonia 3758-59 

乂巧巧 巧 獄ま會 社 

む hau むが mg む . 

が か urch 化 

Is). む rtknd が 50 

S 其 株式 會社 輿 東寶孩 株を 曾 社 
代理店 
裔炼商 

Takamine Corporation 

I 120 Broadway, わ w York C け ) f Tel, lector 巧 84 

Gen が al Office & Factory 208 Rawson 化， しし （ 1 けん！ ' I. Y. Te!. Stillwell 7718 

淺 巧 物 產株ま 食 社 
Asano Bussan Company 

Room 801-805 

165 Broadway 

Tei. Cortlandl 80 がぶ 052 

大 倉媒觀 育ま 店 
Okura & Co., 

が Church St^ 

TV し Cor け andt 2292-93-94 

紐 育 H 本人 會 

The Japanese むが ciaHon, 

250 West 57ih Sf., New York 

Tei. Circie 8130 

—巧 滿洲销 道が まを 腊 
紐 育 事務所 

Sou 化 Manchuria R. R. む . ■ 

270 RWe け ide DH け 

Tei Riverside 47 の 

s 井 物を 株式 食が . 

組ち を 巧 

Mitsui & Co., 

6 な Brondwav 

Tel. Bowling Green 7520 1 

帝閱お 領事 お 
Consulate む邮け 1 of Japan 
け 5 Roadway 

Tel. Coillan が 0314 

巧 ま會お お ホ— が 巧 
がな 支 巧 

Iwai & Co" 

Woolworth Building, ; 
rel. 、 Vhi わ h 川 6040 : 

豈裘 商事 會社 
Mitsubishi Shoji K お sha 

(Mitsubi か i Co., Ltd.) 

120 Broadway 

Tel. Rector 2 目 60- 2 扫糾， 

巧 式會社 

山中 巧會 が 巧を 巧 
、 Amanaka & Co., 

680 のむ h Ave^ 

Tel. Circle 4014 


Japanese-Amencan News Se けけ e 

H 米 電報 通 U 利 

な圃の 政を 巧、 實お界 及が 巧の 
事項 を迈を 且つ 確實 じ 報道す 
巧 H 入ち ーヶ月 巧を 五十 弗 

Tolcyo A ( iv が tising Apncy 

i I 本 お焼雜 誌废吿 一般化が 
35 !5i が h Avenue, New York City 
Telephone Spring 8277 


VO しけ I No . 1189 


巧お夕 ぶな pmt がを 巧 im を 巧 


WEONES 日が I OCTOBER 2 もけ 巧 


化 

が 巧 
木 支 
鈴 育 
戶 が 
神 



政策の 實價 

政ぶ をのが 標榜 

化」 例年 八 化を をに 入つ じ U 

本の 蚊が： 一 姑 あ 巧め て悄 おを 一 

：!§ しあ 知らし い ジュス ナ ユアを 

'が t て 米た。 動 もず いげ 『铅り 

木 化に 火」 のみ かぅ どず る 故 本 

を；！ もが 强 ご。 つてむ き槪 みの 

促進ん.- 化 <がた である •か 化 月 

3 ; H 巧み K 削 かれた 化 友會の 

化な 調 货を巧 懇談を S が 上に 巧 

て W 中總 なご 山 本 調 か會投 ごの 

が お だ もつ。。 がして がみ；-* る 

が 料 激の黨 ちじる 山中 總 なけ 所 

卿 八- 虚 をな 闽 L を，'. が械 政策の が 

お：， 一巧 5 お 込. か ホつ むから 化瞭 

速り に 化 火 化の 巧 こ， 丈け でも 調 

曲を 終.— し 之を 旗が ごして を 励 

に 火 化が をが みたい ど 云'^ な： が 

を 述べて なる。 元 來息パ ちん 節 

を栖 きし 巧し いを 疎 U 調' 杳 をぶ 

礎 VJ して 巧 おに 祕 のが 貴 特許 權 

を跑 も ずるが.；^ 如く 唤聽 ずる' と 

じ閒 K を贼 4 らら ので わる。 到 

て， がが 琪 .こし てん ポリシ ィが巧 

閒 化な を 化々：. - i 凹ヶ W の 間にが 

閒 のはに 措む 上げら えべ > 一ら の 

でい* いふは 明な。 のをで ある' ご 

'一 云へ、 がら. じぶ をを 立 闽み巧 

械 政' ぶ ど U 裝 して 何 欺、 ぃ 1 政策 

の 實化 幾何。 b やを が 化する に 

かん 巧み 親 據巧ゴ して 吹聴す •へ 

'餘 ゎに ッマ ラスら ので ある ご 

-m 叫 Jiu じ。 ら 口'-' 

山^^玫巧調あ委貸技‘山頻りに 

む i お 本 化を ま 巧した おがみの 如 

。お 巧を 則 奴して 巧て 『庞莱 立 

闽』 の 招 化 どした。 ( 1 】 地租を 

盛を 化 幹 ごして 税制を 整理す る 

卢 二】 社會蚁 策を 加が した 瞄 秘か 

ぶの 化 化 ご 一】 巧 貸 細 係を 圓滿な 

らしい るな ホで 勞慟ぶ 巧を 確な 

ずる t 四】 が濟 ホを じぶ： 閣 策の 

蝴ホ 【五】 お 巧の 法げ 化て 〇 判 支 

おを 外を の 刷が が あ 友を のを 策 

ホ 閣的お 策で ある ピ るふ。 地稱 

を お 問題は かぶ 曾が 患な 會ご絕 

^綠 する が 側の 口實 f あつたな 上 

^政策也第- じおげるのは當がで 

もる。 がれ お 問 遇は 化 稱垄讓 じ 

化る 我 制の 渡迎 を云爲 ずる 政 友 

巧の ボリ シィみ 就れ の 点が 化 姐 

ホを 讓じ 化る 税制の 整砰 'を 云爲 

する を 政 曾の ポプ シィの 就れ の 

み じ 比較して 『巧 萊立越 ホを 的』 

。ら やで ホる。 柯 おか 化晚 的む 

b やで ある。 亦 社 曾 政 巧を 加 ホ 

'した 脚稅 けぶ のな 正を 哨導 する 

か U 本の 對關稅 政萊化 ものは 無 

ぶ V - 稱 ず バ きもので あつて 改お 

と 巧ず べきでは むい 化 本論 

一は 巧ら く 別間 越 どして = 而も 巧 

'株 的し 刚稅 をな 化して 國巧產 楽 

，化ぶ を 襟 巧す る 米 固の かかな ど 

! 同一の ぶ瑞 じあら むと する のか 

:か M かがる 不鮮明で わる。 第 S 

の夕 脚立み ま 張の かき 患 かを の 

一よ がご 如柯 巧の. 亂 がが あるか 巧 


本 寒の お茲を 革り する 枯の 勇氣 
' こ 化 竹 じ 恐ら < あ るまい。 

=^巧濟ホ萬におく國策の樹立 
どやら に まらて は ポリシ ィの内 
じ 入る べきら のでは い* く陳 整。 
她 をの 故 綱の 一で あらね だ U ら 
2 第 立の 政 巧 V して 巧げ たを 巧 
のなか 化ィ ーを ふの け 巧 外 巧には 
迪讯 せざる もので み 化的說 W を 
必 おどず る。 U 本の 政黨 0 外 n 


ンナか 策を 操 巧して ゐる议 萬は 
跌 ホの 化を 勘 じ - ふ 频 例がない。 
最後 S 勒 支韵滋 かを の 刷 物 も 具 
ホ 的 説明が。 くて はポ 9 ンィピ 
はい * らお。 要するに 化 野鶏 どし 
ての 政ぶ 曾は 一巧の 热 、むごち 愚 
義じ执 ，格調 巧を けつじ 後で。 け 
n じ欧黨 ごしての 赏 がを^し 得 
る软 策の 赏 憤を 政 馬の 卜 'じ 後 揮 
する i を 望み 難いので あ も。 


婚爲の 支 巧 政局 


正式に 闢會 ずろ が 

. 關 稅會議 の繼續 は=- 

ご. っやら 不可能ら しい 〔？〕 
東京 お電 二十 六日 發 U 支那の 削 税诗講 は 今 か 六り をむ て 一先 
づ止 おじ 閒會 巧を 擧 けした る 後一 岛化 貪すべき もが 倉 中の 内乱 

獲 姐」 がり 會 迸の 繼 線は 到底 不巧 能で をる どの 轉’わ 高い。 

ロンドン ニ十 K 日發 U 本 H 挪稅會 嫌の 第 一 H じがて お 励 巧 あ 

な 义公 化。 ナ作 ド® マック 91 ン 卿は ま那 h 孰に 就て 言ぶ しこ 

の隙举 天、 横 巧、 漢口 ぶび 張 家 口のを 閱將を 一 を じ 脅かせし め 

ぶ那國 内み ホ かを 討雜 せしめ 現 曾證の 支那を 化 おして 出席す ベ 

きを 權 5 補 威を を 派 閒將じ 承認せ しむる まで 隅稅禽 誰の 討議を 

小^ず ♦へしこ 提靡 する 善で ある。 

ホ國 側は をう 觀 察ず るか 

張が 藏ご目 本の 關 係を 巧は ず 


ヮシントン かお H 發 ；：：： ち那輔 

稅會 請み 述廚は 今次み 亂 5 範阀 

厳 乂じ鹏 ながく 現が の狀 態は 張 

か 森に 對し吳 佩を のが 起に 腺る 

晩を のをに して 媽玉 祥が苹 1,1 お 

易に 吳 佩ず どの 提携を 剛言 せず 

從つて兩者のお力は媽の力に^^ 

らい イ れ かに 崩れる お 巧に わら 

て將來 のが 勢は お 易に 逆 賭すべ 

< もめら や。 判强化 節は この 際 

滕正 立を ずるが 張 か霖が U 本 

の授 化を 得て 現に 化 巧 お 府をま 

配し つ； ぁる 事 質は 未だ：！： 巧 も 

こ れを：を定しない^はな罔に化 

する。 而 して 巧 起した る吳 佩ず 

の 勢力け 今やと が ょら' 張が 霖を 

顆逐し 漸か化 京し 向 はんとしつ 

つもる も 媽お祥 のがが は 化巧攻 

略に 關巧 深く 微細 U る换 おの 動 

きをな じ 集注して ゐろ所 3 であ 

るが、 當 化の が お 通は 露に 吳佩 

をが 滿洲を 攻略がん どした 刹册 


媽韦： 祥の基 かりで 慘 '败を 招いた 

ふを お起し 到を 吳 r ' w 媽を 信頼せ 

乎 Vi 信じられ てるる。 

上が 化 お 日 發=漢口 の吳 佩ず 

氏は 媽ぶ祥 が ホ どの 摇携化 立を 

を あし、 媽に 宛てた お 街の 小に 

て 『貨下 どを の顆 係け をく 刪 人 

的で あら 從 つて 過去の； は 二人 

で 水に 流し 持る が、 張作霖 どの 

隅 保は 劇を 的で あ b 到底 こいを 

忘却ず る 能は 中』 ご 述べて なる 

而 して 吳將 軍は 化な 外を 闡じ凿 

し 正 ホに 關稅 食畿の 召集 中止を 

勸吿 した 0 

化を サ五 H 發 ZZ 腳 巧を 議のホ 

劇化 おはち 那委貿 L ； して 一人で 

も 爵讓じ 踏た る 限 b 會證 を繼賴 

すべきで ある どま 張し 今 凹の み 

亂は 純が たるま 恥の 巧 政 問題で 

ワシントン 條 約の 履 わ 及び 關我 

會遙の 討潘じ 何等 關 係な しど 認 

めて ゐる〇 


關稅 自ま權 要 ホ 

二 千の 學 生が 會傷 前で 暴行ず 


化ぶ 甘 六 n 發 U まが 挪 稅ぉ講 

は豫定 のかく 本 U 閒巧 式を 舉げ 

たが 二 千の ち那 人を ホけ 壁官の 

化 止を 巧 かや 谣內じ 殺到 せんご 

して 憩官 が £ 衝突し 化ん の 錫 骨 

はな 傷し 學化侧 のを 傷者 も 多数 

じ 達し じが 數 人の 曾 謀を は 速 拙 i 

された < 而 して 支 W を 化 おして 

王正廷 氏が 巧會 しむが、 巧は 支 

邮の柴 ホ どして、 

門 1】 巧强は 現條み 巾の 觸税 

制限を 烙 化して 腳稅自 よ權を 

战與 ずる もの どす。 


定お おもに 劾 力を 裝 化ず。 

ま 五 側な を提雜 したる： i だ 邪の 

帕视 ゎ剛稅 率は 列が 化 節の 嵌 
も 息 外 ごする 所でを つた。. 怖し 
て列强 使節け す': 止を 巧の 關會の 
解に おしい ィれも I 妊 お U る 精 
神』 を' 隙な どして 討统 すべし ど 
答な し 米 闽を樵 マ クム レ ー 氏 d 
『胸襟を 閒 いて 談卡 る； は會證 
成 ゆの 基礎』 ご 述べ、 日 廣全權 
は 支那の 脚 お 自治を 求に お ， -U 
本は 愼電 じこむ をち 致す る 旨 答 
辭 した。 - 

メキ レコて 

移民 排を 

近く ホ法卞 ろか 

メキシコ ホ ホ 六り 接 U 最近 メ 
キ シコ じがけ る 外 A 勞働 者の 乂 
國颇 る夕數 にを し メキシコ 勞慟 
をの 利權 を践哪 しつ-" ある どの 
非難 窝 .く 内務 ぷに ては 近く 支那 
人 及び 口 本ん 勞働 お排巧 、獻洲 
移は の 又 國軌限 法を 發ぶ ずるに 
まろべく 目下 法案を 起を 中で あ 
るが を S 内 おは 左の 如し'。 

第 I 煤：：；： メキ シ ' n じ乂齒 する 
支那 人勞勘 者は 今 お 絶對じ 禁止 
し、 U 本人 勞慟 ちの 乂跑は 従事 
せんどす るを 紫に 必裝 なる 人員 
のみ じ 制限す。 

第二 條 u . l 般あ 民み 入 麗に點 
してけ 化 ホに 巧して 嚴 重に 制限 


攝な宮 觀病狀 

門 ホ お 大化お 後一^】 攝 かを 殿 
下 じ，： ちる 十九 in ょ b を姑縣 
下にが ける 陸軍 ホ满 習を 御統 
監中 ぶる： 一一 一 H 觸喉加 答 巧 及 
び 宵 腹 掏 じて 御^ 熱 あらしら 
其を 漸み制 快方： で おは ゼられ 

i ： お H 帝都 じ 御 歌 香 相 成つ む 


し 人 鼠の 資格を 移 わ敎 育、 财 

津及逍 德み丽 じ 嚴< すの どず。 

第一 こ條 u 今後 入® 广 べき 移は 

は產装 おび 贸 あにの てな 事し 一 

般勞 働」 な 華して メ f'V - シコ 绣慟 

者の 利 權み一 化さ r る^も S どす。 

第四條：：：：乂國移は ^^ メ キ シ n 

を憲じ S し-五が をぺ ずを 納 人す 

な もの V 一す。 一 I 一 

第 五條 U 化む 接 K み 閱 におず 

ら 法が 上 の 义点を補3|^ ず る 意ホ 

; じ 於て 外幽人 移に 登游 法を 施 巧 

して 不あ 乂閱 者を 巧 生ずる。 


ごこ 支那 瞄巧 ホの 履 巧 ど 共 

じ 蘆を 稅を廢 化しを の 期間を 

千 九 パ 廿九年 一巧 一日な 前に 

赖巧 ずる もの どす。 

〔一二】 支那 腳稅 法貨 施 前假轨 

巧の 窓 ホ じて 普 迪巧お 五 か、 

ィ級發 渾品じ 一二 御、 n お赞澤 

おに 二 御を 課ず。 但しを 巧從 

巧稅五 かは； S が繼滅 す。 

【四】 をの 假脚巧 徴集は 本 協 

定 成立 二ーヶ 丹': 5 後に 巧 力を 控 

生す るら の ごず 0 

I : ぶ】 右 巧課稱 なの 制を はお 


國 境紛爭 に； 

聯盟 モ涉 

.贿軍 撤谁 命令 

バリー か 六 U 發 U 醫碟 離茲幹 

鄭は夸 ジン ア割ブ V ホリアの 國 

境 紛爭が 遂に 徵爭を 惹起す る 形 

勢なる 爲め 本：！！ 議長 •ソブ アン 外 

错は 非常 理事 総會 を開隹 したる 

おお 兩國じ 致 後 通牒ぶ 殺して 目 

下 國境じ 出動 中で ある 闲踐 軍隊 

は 链サの 時間 0. 內に撤 ぶし 岡が 

に 六十 時間 お內じ 撒を ぶび 戰翻 

巧 爲をお 了すべし ご 命み L 兩國 

じ駐 化する 娜英 がを 使館兩 武官 

は 盾 もじ 闕墙 方面に 出動 t て舰 

おし 撤退の 狀 がを パリー じ報吿 

すべ/. 命令を 懿 L たるが 别じア 

センスな が 八— マニア 公' 祀はゲ 

リシア 首 牺ど巧 見して 撒を を廝 

をした るが 多 か 両闕は 圃隙嚇 魅 

じ 化を を をら てが 突の 眞化 誠査 


を ホい. へく これにて バ^カンの 
巧戰 ずは 防 化された 課で あるが 
職 盤 幹部は これを 槐會 ごして バ 
ルカンの 化な がか 瞧 をに 萬 手す 
るを。 で 身る り 


一一 万お^ 人を 

慘 殺の 風說 

日ン ドン 什と H 發 u 當 化の ア 
ラビア 人ょ な 化る 政治 纔風 聯强 
の發 をした 報道 じ 依れば 7 ラン 
ス 罪け ダマスカスを 飛わ憐 及び 

軍用 裝甲 自脚单 じて 總攻擊 じな 
ん だ結柴 二方 五 千 人のを を 男女 
は慘 殺さむ たどん b 。 奥國 外務 
省は をの 報道に おして 沈默 をが 
つて ゐる〇 

が障條 約で 

議會 解散 說 

獨逸內 閣動搖 す 

ベみ リン サ 六日 發 獨逸國 ほ 
黨は〇 力八ノ ホか條 約に 不滿の 
を あら 政府 當 局との 間に 禪 々が 
衝 中で あつたが グーテ 八 首相ょ 
ら 最後の 阿 答を ホめ られた 結果 
今夕 黨の 幹部 協 畿會を 開催した 
る 上 巧 じ黨を 化を して 入閣 中の’ 
内 あ 大おシ ー ^ 睹 十の 外 乂藏大 
お シュレ^ ベン 氏 A び 貿易 大南 
ニュ —へ片 氏は 幹部 持の 賴吿じ 
依り 辭 職し 猛じ 闡は黨 は。 力 八 
ノ條 約に な 載を 表明す る じ 至つ 
たが 首 化 < — ブ^ 巧 も 一 應形ま 
的じ辭 職すべき も ヒンザ ンべ八 
ヒ 大統領は 留巧を 命み したる A 
條約 批准を が 勁 諸 曾に 求むべく 
議會 のを 力黨 である 化 貪 黨は國 
内政 策 じめ ては 現内閣 じ 反 おず. 
る も P 力 少ノ條 約では 政府を ま 
持す る模 ほに して 大統洒 は 場を' 
じ 依ら 證會 を解驳 しても 找 ぶじ 
間 ふみら である ど。 


米 國議會 ，こ 

じ 爾 幹線 爭 

聯盟 問麗 再燃が 

■ワシントン 化 六： n 疲 U 踩洲の 
相互ず み條 約が 立は 著しく 义國 

の 人* を 刺戟し 條龄 のぶ 立は 國 

際 聯盟の 眞懼 を發揮 L たらの ご 

しで 乂 越に 特に 聯盟に 熱 也なる 

i 派は これを 驅 歌し 聯盟 凌 加の 

是非は 巧 < 米歐 めが じ 巧び 垂娶 

.：：：* 政治 閒趙 どして 取扱は る； 傾 

向を 示しつ i あるが、 今回 ギリ 

シア 對 ■於 グリアの 紛ず じ對し 

て も 蝴隙聯 魅が 仲 我な じ 人る i 

どじら 瘍を - i 依 n ては 歐洲 政局 

の謎ど巧せられるバ タ ン にか 

豆が かが 障條 約を 締結せ しめを 

れゴ巧 時に- A もを も- れ にを 

なする のが 勢み b '- 議會 の親聯 

酷 派け 深く このぶ むにな 目し 若 

し斯 るか か議を 書の 化 立を 見る 

じ まるなら ぶ 則がず してみ 期 謙 

食 じ 聯盟 問題を 擔出 しこれを 巧 

期 上院 逃擧 S 政綱 どす る 模樣で 

ある 0 

勞農 軍隊が 

蒙 ホ 入り か 

化を 化 六 円 澄 u 常啡に 連した 

情報に 攸れ ば勞農 軍隊 反び 軍需 

品は 肖 下 トランス •バイ々 リア 

に 移 勘され つ i あら。 をは ホ 色 


巧 傑 わを を じ お 動せ しわる 準備 
では わるまい かどな はれて なる 
椅ほ踞ょ祥將：か ^が隊 1 部は目 
ド 化 京よ b 緒々 化 進し つ、 >ぁ る 
か 現が W 概モ 化か 巧に 脱 係け む 
いご 云 れて & る。 


獨逃 漁船 大破 損. 

まま 特電 二十 六日 發 U 獨逸激 
船；— ゲ ユ ランド をは 横 巧賀防 
波跑に 化が 街 突； t な L 船首を 防 
波が じ 突 达んで 大破 損を ずけ 引 
きす C — * ホ 難で ある こ。 

蒂年會 舘開舘 式 

ま ホ 特電 二十 六日 發 U 剛治神 
宮 外ぶ 目 本 靑年會 館は 本： 3 開館 
を舉 巧， 攝化 宮殿 下の 御な 6 は 
沙化 止み ごな つたが 引 緒き 一二 日 
間は を禪 祝賀、】 週間は 水隆競 
技 等の 摧 しある 尝 である 0 

研究 會こ 大藏省 

まま 将電 二十 六日 發 U 硏兜會 
幹が は 非 募債 政策の 緩 かを お 望 
して & をので 近く 大藏當 时ど會 
見寸 べし ど。 

識會 解散の 臆測 

ま 水 特電 二十 六日 發 U ホ議會 
解散 1 義務 敎育 費國 庫負擔 問題 
じ原闲 せんど 觀 測され てなる 0 

橋 政 殿下 御 還 啓 

.東す 特電 二十 五日 發 U 攝 化を 
殿で じは 快方に 向は せられた の 
で 今 H 襄第御 還 磬5^ 旨 仰 出さる 

大藏 省を を豫算 

東京 特電 二十 五日. 發 。大藏 省 
ま 針 局を 定の新 豫算け 十 お 億义 

燃々 圓 •して 補助 艦 述湛費 ど 化 
. it 道が 殖豐 等を 削除した。 

一外 ホ關稅 委員 會. 

東京 特電 二十 五日 發 U か 米の 
渝 八關稱 随時む 正の 爲め 大藏省 
で 4 常設を 員會 設置の 件を 調搔 

"マ^'^ る。 


巧爵 議員の 候補 

まみ 特電 二十 五日 發： = 順 天を 
病院 お 按腾達 次邮巧 4^ はぉ 爵議 
眞 候補に 推薦され た。 

，資本 課稅を 巧を 

.一 V — サ六 H 發 =： 辭 職の 增あ 
る 厳が ヵ ィョ！ 氏は 一運托 生ま 
義—榜 し 自己 S み內觸 ょら 退 
か^じ 聲 明し がらに 政敵が 資本 
課 我 だ宣傳 しつ i あるじ 對し觀 
L 風說 はがて 資本家を して 資金 
を怔じ 流用せ しめ 轉 家の 利益を 
害しつ； ある 事 實を擧 けて 社會 
黨シ 却て 戒 しめてむ るが 財政 敍 

典 計を どして は 或る 晚瞄内 じが 

ける 通貨 膨脹を 採る らしい ご。 

热將 軍に 感謝 狀 

ニ ユーへ ゲン 化 六.： n 發 =： エ ー 

八乂學 5 評證 委員 會じ ては 本年 

六 巧し U み 蒸民 騒動に 際し 湖南 

省の 了—^ 大學 醫稱學 化が 寒 徒 

じ襲擊 されん としたる も 督軍趙 

ほ惕巧 〇適當 なる 處踪じ 娘 6 難 

を をれ わるを 威 謝し 巧义 度ぶ 那 

义 じて 牌み じ 了を；；* る 威 謝狀を 

を 送し：：： ■- 


國 際頓議 ミ米國 

ブ シン トン かみ H 發 r :: 米國の 

國際晚 裴轉端 所 委旨長 どして 化 
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ズ まの 起草に 多 火の. 巧 巧 あつむ 
ゼネラ 八な 氣社會 電役ォ ーウエ 
ン* ヤ ン グ氏：£;就任しわ。 

驚 農 使節が 巧迭 

モス カウ；；：： 六り 錢 n 勞 農蚁府 
の 外交官に 近く 一 火 お迭を 見る 
じ まる？ くを の 中^も 厳 も顯著 
。るは 現に フぅン スじ駐 がず る 
クラ ジン ン 巧 か ロ ン ドンに 移 り 
ロンドン じあら し クリス チ アン 
ロコ ク スキー を か パリ ー に 赴き 

佛 蒸を 涉に從 事ず る华： である。 

中米 保守 黨 革命 

ニカラグァ 國 マナグァが 六日 
發 ：=： 前 ニカラグァ 大統領 玉 ミリ 
ァノ •チァ モ n 將 軍は 本 H 突然 
軍隊を 弓 辛— レ て 當化じ 入ら 巿中 
の 醬戒に 巧 和る とお じ ソロ ザロ 
大統锁 におし 自曲 派內關 を罷を 
しが 守黨乂 統領 ど 巧ず 黨 政府み 
樹立を 要 ホし 前大統領 じして 化 
守窝領 軸で をる デ ァズ巧 も大統 
領を 訪問し 巧亂を 避ける 盧 ホで 
保守 黨の耍 ホ 承認を 懲縷 しねる 
が、 保守 黨 側では 先 期 大統領の 
不正 當 選を 理由 どして & る。 


趣を 


生ける屍 【ょ 

黑 法師 

ぶ 人の 死賴を あばき、 これを 
燒 いてまで 戀を 貫徹した はげし 
き戀。 彼等：^あ噴ぉ獄後遂じ正 
まじ 結婚した。 

トグス トィの 「生ける屍」 では 
ホる が 妻の 男が、 ジブ シィの 女 
ど戀 にを も、 自 をの 妻を ひそか 
てこ ふる 男じ凿 ずる 人道 ま義の 
懊惱 から、 遂に わる 技巧 じょつ 
て自 みが 宜殺 しまつた もの； 如 
く 巧 人を を ざむ き、 ジブ ンィの 
女 ど 諸國を 放浪す る。 つまら、 
「生ける屍」 どなつ て、 二人は 巧 
を續 ける。 これは 云 ふまで も。 
く、 卜がス トィの 頭の 咕じ 描か 
れ た. センチ メンタ がな 一を 想で 
をる 0 

しかし 現寶 の化界 には、 これ 
じ 似た もの、 巧、 むしろ これ 0 
上に 深 孰な 戀 物語らが あるので 
ある。 戀 物語-^ が あまらに 調子 
外れじ^:^るど、 常じ^;氣沙汰じ 
なる ので ゐる けれども をれ だけ 
又 人を 動かす 力は 大きい。 近頃 
この 國で二 年間 獄中 ホ活を した 
男女が、 出獄 早々 結婚し、 彼等 
をして るいせ つの 苦しみを 嘗め 
さした、 奇しくも 巧は しい nl 
マンタに 化つ ておい 米國の 男み 
の 也を 撰き た i し、 を敎み じさ 
へ 深い 间 情を おを せしめた。 し 
かも、 をの 戀 物語らは 卜八 スト 
ィの 「生ける屍」 じ 酷似して ゐて 
をれ 3 上 猛烈で あ b 、 凄慘 であ 
っむ 0 ’ 
巧は ゥ キス コン シンの 才 1 ク 
レ ， it . ボの エドフ（ド， セィ八 
ス タッド ど 云 はれる 相當 富が な 
商人で あつた。 彼は ゐる菩 音 器 

會 社の 社を を さへ 勤めた おの 地 

位 ある 劳 である。 i だ-^ 四十 

じど •：かね化暮^^が慮深い性質 

であつ た。 常に 荫 用の ためを 忙 

をき はめ、. 活動す きな 巧で 妻 も 

あら 子邮も 二人 あつた。 
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ゴじ 出かけ、 一人の 快 巧む K 
い 女 ご 知りを に；：：' つじので 
女は ドロンー •アン ダ ー V ンご 
呼 じれ、 速記術を 職萊 ごして & 
る 女で あつた だ、 阳 にはが をに 
出て肺る；らあ6 「サンンアィ 
.ン •ボ ー ^」 ど あだ U ごれ てゐる 
はで、 化 巧ぃ* わき やん。 阿 ふを 
中 0 女で あつた。 

.セィ 八ス タッ ドは このな を 一' 
目 見るな b をの ル 烏の やう。 げ 
巧 さじず つから 參 つて しょ，^ つた 
らしい。 がは 商用の i も 塞 庭の 
; も 忘れても 頂 天に なつ おおか 
げ で、 この 女の 十を のを 得 二 
人は 型の 横 じあ ホて しょ みた。 

男は 女 ど 結婚ず る； をが から 
留ん だが、 巧には まど 二-; の 子 
供が るる。 そこで 化は 世 興じよ 
< ある やう じ、 かの 女を ちみの 
事務所 じ 速れ て ホて 速記 ホ ごし 
て 化つ む。 

やがて 女房の 眼の 化る i は當 
然 である。 女房の が 妬を 屬 ける 
ため 彼は 女を 呵 から 粹遠 i ら の 
所 じある、 あるが に 移り 准 ませ 
を こじ 阐 つて 衛 いわ。- 

狹 いがの- であるか. 狂、 二人 
の 蹲は 忽も 高くな つた。 _ この 誰 
息な 男は 萬 しんだ。 づ主 -- 一 
< ないだ け、 をれ だけ 苦しを は 
深 かつた，。 彼は 驅落 をち へたが 
地位 わる 身 どしての 虛を 也の た 
め、 をれ も 出 ホ；； > かつじ。 

>む の 小さな 巧 おな： をは 時に 大 
變な 事を 化 出かす も 一の f ある。 
かう した i は 日常の 刑事々 件 じ 
も 随所-し 發 見され る。 かくて セ 
ィ麻ス タッドが 煩閣 j の ホげ < お 
ひついた、 とは 化に も 恐ろしい i 
つ 一の たくらみ， でを づで 1... ' 

おも f こか じみ 事矿 を b 、 を 
の燒け 跡から を 出 名' れわ お焦げ 
の死髓 どみ じ、 自 みが 常から み 
につけて ゐた時 則、 I 寶巧 、ナィ 
フ 、魏 、'その他 不經 焼の お 物が 
見出されたならば、 化 人は 恐ら 
< をの 巧 體を自 巧の. 化體ご 信で 

るで あらう。 セ. 式 マ タッ ド 

はかう 肴へ た。 彼は 既じ戀 じ 巧 
つて ゐ じ。 彼等 二人な 巧 所に 葬 
式の あるを じ をれ をを 忘して ゐ 
た。 自 かど 间じ 位の 也 丈 どみ づ 
きの 巧の 巧を 持つ て A た。— 所 か 
遂に 一人の 巧 か 巧 .已{。 をは ァ 

レン •マク フイ 1 どぶ ひ おィグ 

ス タッドの 友人で あ!^ た。 

をの 男の 埋葬を の つた ® U 

セイ グス タツ ドと アシダ 1 ソン 

の 二人け をの 黨洛 於な n 、 慕 ザ 
にを の 墓の 化 所を 鹽 いた。 


PS 內 .一 ご 外 

♦ 'ギリシア ごゾ j | ダリア VJ の 

紛爭も 國瞭聯 溫の俾 巧で 视 まる 
らしい 〇 ついでに ー ルカンの 相 
なや か 協を でも お J : 一し わら、 ァ 
メリ カ も さぞ 養ぶ だら う 0 
♦「殿 ドの 歡迎节 巧んだ 總領 
事が を 員 お、 日本なら じ 不敬 問 
題」 UU 米 時 巧 U をの H 本ぢや 
をが 革命歌を 巧ム す 敬漢」 がう 
ようよ して ゐる 〇マア I 度り 本 
へ歸 つて 腦を 洗羅 すべし。 
♦クラ ィム •ゥエ I ダを 一締 
する ために 紐 育 警察署では 科學 
者を 動員した 。阻 五 年後に け 何 
んど かじる だら •子。 


I F. Murray Hill Co. Inc. 

Established けが 
Room 8144 巧； 29 Roadway 
Phone む wiing Green が 8?-4 が 1 


Dr , G •比 Martin 

DENTIST 
743 Uxin が on む e‘ Cor. S9 化 化 
Phone Repnt 2457 


DR. H •ん GARDNER 

DENTIST 

19 E. 81st St. M •お 
Tel. Regent 71 が 


Y . ITcr 

133 Eesi 53rd St. 
Cor, しが ingfon む e., 


NlfPeil TAILORING C8 . 

300 W. 58 かお . 

Tel. Columbus 4173 



IIP 巧 BATE な YLE 
Custom 
Taiior 


67 W ， が th な . ん丫 , 
Tel. BryaM 7079 


細が. 則 anciie Fislier 

1264 Lex. Ave* Cor. 8 な h St. 


授敎語 臾人婦 


KERR & MAYOR 

1023 Third Ave. 

Bet. 60 在 目 1 が s. Telephone Segent 2909 


会 向 人 本日 

巧專 靴型 小 

足 小き 窩 .足 ホき 腐ぶ 小き 巧 



I ん LXEASA も M.D. 

j 103 East 87th Street 
I Bet Park る Lsxingi 帥む だ 

Tel. Lenox 8373 

卽辕觸 鼻耳繫 

間 時を 該 
午 正 ま 時 十 前午自 
時 八 ま 時 六 後午自 


K. Iwamoto, M. D. 

114 W.70th St. 

Tel. Trafalgar 0352 


パム U い UfNJl M.i). 

214 High お . わ 0 み! が一 
Tel. Sumb が and 1080 


TOYO N. TSUGARU 

が 巧 fmnc j 巧るな SE M がな 郎 — 
538 W.179 比 み reel. 
Phone. Wadsworth 5942 


Midori Meitsumo れ 
38 Post Ave. City 
Tei. Washington Heights 0437 


Imoto Bros , Inc . 

(Formerly Maruhachi & Co.) 
17 East 17 比 St. fU. 
TeJ. Stuyvesant が 巧 


T . KASAI 

M&rchwi* 

T&Hor 

が 

TIMES BUILDING 
む om 304 - 
NEW yORK 

Phone 
Bryani 33 け 


Nippon Dry ぃ〇〇も Co, 

1261 Broadw 巧， Cify, む r.31s パ I 
Telephone お an. 5850 
Room 5951 



PHE げ S & PE 邮 Y 


3 Maiden Lane N. Y* 

エ紳 r 冶 鑛艱 余に 幷お觸 金 

類 石資匠 意新最 


Koike Studio 

が 7 5th むも 
む r. が 化な . 

Tel. Caledonia が 94 




3ATSUm kOMPANY 

2518 B の adway, N. Y Chy Cor 9 わ h み 


Dr. T . じ Takami 

176 Cumberland St. む ooldyn 
. Tel. Cui 柿が and 231] 


に E. Yosh も MJX 

3 が W. 71sfSi. 

Tel. EndicoU お 30 


YUfCIO N{SH!M[JR4,M. G. 
200 West 95th お red 
Tel. Riverside 9 卽 聲 一 


Sabro Emy, m. d. 

755 Park Ave. 
cor. 巨 . 72nd[ St. 
Tel. Buttei ■ だ eW ろ 324 



門 當節調 鏡 眼に ホ眼檢 

F. 1. FREDERICS CO. 

醫巧破 學大亞 比倫 も 
136 E. 58 化な， '224 L 14 化 St. 

1144 3rd ゎ 6., be{. 88 化 - 抓 h Sts. 


KOSHIBA 

STUDIO 

舘眞 寫柴ル 

661 Fiflh Ave.. 

Tei. PI む a 3212 

Branch Studio 
Westminster Street, 

わ ovidence ん し 


號九 十八 


干 一を 


载 辦 育 納 


H 曜水 


[! 八 廿巧十 年 四十 化大 〔二） 


稅關 事務 

まがを 化 並 じを 世 
をの お出 乂ホ 法に 
鹏 する 一 姑の 脚 諮 
問に 應 じ、 後道激 
船 貨物 迷賃 ぶ 出帆 
表 稅閱手 線 當等進 
呈 す、 重を 郝 ホに 
化埋 店を おし 誠 巧 
敏速 闽 用み じ應や 

が險 取扱 


が 萬 i . く^ち 巧 十日を け 

11111 I 軍 仙 

ミで S こ 置 St . N . Y . 呈 
船具を 巧 お 艦船 御用 ま 

遠 藤 小刀 商會. 

だ Broatiway N J . 呈 y 
ぎ 室室兰 一 艺こ 


税爛 事務 取扱 

WILLIAM L . 呈ま & Go ., 

ぞ om 1 這 11 B 夏 を さ罩 
さ one ; を 至 ~ ng 巧 ま n 91 ち -91 ゴ 


♦蓄籍 令雜誌 ♦新聞 
縱覺 室を 開 
執務 午前 九 時よ b 午后 五 時を 

紐脊日 本人 會 

西 五十と 了 目 二ち 〇悉 
電話 サ アク^ 八-化 01 化 一 


化留费 年理 おの 閒体 

某ん 靑年會 

8 W ’ 送 ず St . Tcl . Clarkson 夏4 


大紐育 日本人 

基督 敎靑年 曾 

芝 2 E . 曇 St . N . Y . 呈 y . 

£:plas 8 三 1 


mv ー ョ。 


of ■ 'V m 


研な を 木 お H 午を 八 時 一 
が 話 6 ±唯0: 午 巧 ふ 時 
をを* 圈 苗を、 娛樂 まのを 结 ホ—- 
ホち をが 迎 す、®: 館を， け化ゼ t 
おが 副 島 爵 道 

り 本人 基督 敎 修道 會 
1.02 W . 1 ぎ d St , N . Y . City 
叫已. \ ー ミ ningside ‘ SI 赛 

け 本人 S 敎會 

枚帅 川 島 ホ么進 

幹事 田 中 巧 二 

と ち ミ se NI ' E . 空 ミ ch & I ミ 产 
だ 3 至. 含芭. ジ I . Clarks 呈 蚕 1 
巧 巧 說を日 おり 午 お八 時 
が 横 貪 •乂谣 り 中ぶ 八 時 
銭键 貧乂哩 H 午を 二 時 
♦を お を 

位を を 淪比 亞を敏 み： 卜町左 十 
'五 か 學生貪 社 貴 旅行を にを 適 
設楠 圈黨雑 法が 巧 & を 诚娛裝 
みが 易を を あら 

巧を 磯裝 周旋， 旅客 ま 巧、 を轉 
事 梁 調を、 其 他方 事相 淡铃旋 
ま间胞 諸兄の ホを を 敕迎す 




の 

.INS 

i S Z 

h 比：？ 
c な p 
5 .， 
6 • e 
8 E n 

苦 

J 3 

e 

孔 


: 統一 满 
i 脊 i 藥 
な 一 を 

衣 I 

I 人 I 

單 

; 替； お 

み： 

食 業 I 


V H 疆 H 
聖書 巧な 山-午 
共働 詩 タセ 時半 
赌拜說 を $ 巧 
▽木陋 U 
が 搞會夕 八が 
▽ +1 化 H 
を. がち 义は慕 
話を 夕 八 ゆ 

海が 報 •旅け ま 
ま 巧 部、 人事が 
談 部' 詢査部 •巧 
萊罔旋 部、 ち 語 
な 键敎 巧® 諸 誤 
をな けを 貴、 ホー 

會 員® 度を 巧る 


齒科醫 

▼彰察 狩 間 A . 
每日 (日 耀を 除く) 
午酢乂 時よ：'' 
午後 五が ザ 
水眶 午お义 時！ 
午後 一巧 


齒科醫 

U 新 ま 無硫を お：：：： 
多年の 經 f なて 
U 本人 諸 巧は 特に 
T 寧 懇切 じ 触 術す 

パ^マ —— チン 


日本 
洋服 巧 

が抽 信み 郞 
お 本 •が 


を 五* Hilr •吕 

ニニ ーニ 

伊藤 
洋服 巧 

? ラ 锦 なこ ミ 


雜由泮 臟藏會 


おき 义國締 人 
U 本人への 英 
語敎巧 じは 多 
年の 經驗を 有 

す。 ー レ ブス 

ンと 十五 化 
巧： n 锁义 時ょ 
ち 化 化が を 阿 
時： て もを し 
U 幡 n は 一時 
よ b 四時を 


顧 卿 揉 療治 

西 巧 ま マ ッナ！ ジ 

U 本式が が 按腹 
点灸 

出 巧 親切に 治み 中 
上ます。 前約の ホ 
は 午 巧 一一 一時よ ら自 
を じて 施術し ます 
U 本鐵灸 
專巧擧 お 卒業 

I 肖 i 津輕 萊洋： 

西が と十乂 T 目 壹八 
屯 話 7 ズオー スま四 二 


診察 時間 

午前 儿 時！ 十恃 
午後 •六が 一 八 時 

小 莱幹三 

桃 育 ポプラ 7 — 病院 
第五 巧掏院 勤務 

武南 ユン バラン ー 

祸锐 勤務 


..診察 時閒 

午巧讓 時半 U 11 時半 
.午後 六 時 U 九 時 

愛知 鏡 學± 

'パ i 本谨一 

古偷比 巧大學 及び 
グダ ラン 摘院 勤務. 

H 曜は 前約 願上较 


紐 育 卿を 認 
內務 ちを 許 
東京 帝大醫 巧大學 
産婆な 潛お 卒業 

産婆 松本綠 


日本 陶 おお 
雜貨 類卸資 


hr-c 

ブー ソ 

フラザ ス 


笠 ザ 洋服 巧 


浪京ボ み ノ巧ピ か デン グニ蹟 ニニ 〇 庭 

!. i ? 邮丸山 洋服 商會 

化 I が お卸賛 

.1 五が 商會 

!' « E . ImMt ., 产 Y . 呈 y 

I ジー享 e §5 ち 

.ラ^， を 紳を賣 

下 羽 電氣蘭 巧 

202 1 IBroadwaiy' 

ジ L Enliis 二 0147 


媚み H 本な 具 

腑姑 W I 雑貨 卸賛 
化 別 . i i 



化 直と 親切 ごを 旨 どし 確實一 

信用 ある 滿 品を 精選し 

特別 廉 偕で 贩 I 貢 致します 

t ォグ サム、 エ少 デン 四 割引 

堤^?^ ま て 一一 1 醇 

が 輪 鎖を を處並 じ寶お 類】 切 

ミグ トン 時計、 八ヮ！ ドィ 

リノ ィマ 時計、 を柿睛 時計 

クネ^ — タ ー マン 禹年筆 

ん バ シ ャ 1 フ 銳筆 

魄叛お 並に 銀器 一切 
御鋪 朝の 御 ± 産 一切 
時 引の 修键 はが 險付 じて 確實 

じ 巧 川 自身が 致します 

机 巧が 西 四十 二 了 目 一 五一 

"ン グエヵ ー 館乂二 五ち 室 

巧 川岸 商會 

® ブラィアント 四！ 一一よ 凹 

Ishkaw ザ Kishi 〔？ 151 さ. 42 ndSi . 



成 巧の 秘訣 


y 

= *li 

s 


化 

6 

8 

t 

側^ 

^ 8 
• w 2 
n 1 


乂固ホ 英語！ す 事 
は 成 巧の 第 一 養です 
本校には H 本人 敎授 
じ 惟れ た每巧 摘人敎 
師ぁ 6 懇切 じ 會話通 
信 文 社を 語を 敎授し 
ょす。 り曜 週：：： 共 じ 
午前 化 時ょ b 午を 十 
時まで 開校し 一^ ッ 
スンと 十仙づ 1。 今 
H おもにが 校 あれ。 


目 本 

ドライ ダ - — ブ 

蘭會 


齒巧醫 木 下义巧 

310 去. ご 1 th 資’ 

ぎ 苦 号 i 呈 i 8 洁？ 

1 鑛 踏敎授 

▼祉巧 ダンス ▲ 

►お 情 体操. 4 
紳 卜/淑 欠、 わず 
化さん ホ じ 叮嘴じ 
を授 致し 巧。 午前 
十 時 ふら 午後 十一 
時 迄 ( U 曜を 除く) 

シヤ y フ •ダン シ 

ング 師範 學 校を お 

卜： が タマ 



寫眞— ^ 

第五 街 

脚 ご 一と 



目す 莉ん 巧を ネ秩< 巧 巧 i-o 

を夕ぞ 為游 ' X . みみ 刹^ 

クオ— んザ 公. 弟 ル シンが が 巧 刻 列 
'ノし 7— ド： ノ ミん トンが 許 をが 列 

がみ-^ か 念矮袁 がを 刻^ 
瘦ぶ みを.- が焉 ふ® ぇ贫 
爲ネ 幸み 韓 をが 筆 夕割句 

. 縣僻 嫌の 泉乂 




都を 


診察 


"當 をの 閱 


午後と 時！ 九 時 
I * は爾約 願- 保 

^ り をぉ傑彌 


診察 


午を 二 時 ょら 六 時 
U 踞は 前約 巧 願 お 


ドク トか 

巧 お豊彥 


獅雑 攘 治療 

U 水ぶ びお氣 治療 ‘ h 
筋 揉 肩 腰の 痛 首す 足 
の 不動 神經 痛？ ゥザ 
チス 慢性 胃 藤 病神經 
衰弱 お 其 化 
午前 化 時 ょら 午後 化 
時を 電話 前約 願 上が 
紐 育瑞典 フィ ジオ シラ 
ピ I 學院 卒黨 

が 育メ デカ术 ジムぶ マ 
ツサー ジ協會 史會員 

を認 西が 幸 男 


彰察怕 間 
午な 五 時 1 八 時 

江 見 一一 一朗 

引續 きべ グ ビユ！ 
j 病院が 勤に 付を 時 
間 外ぶ び 日曜は 前 
約 じ 限る ， 


メーシ ー は 紐 育 最大の デ パ ー トメ ントお 巧で あ 
b ます。 新ら しい 昇降機 ど-エス カレ ター は攒澗 
な 巧 内 じめ ける 皆 樣のわ 貫 物に 巧宜 S 愉快 どを 
巧へ てゐ ます 

化 庙で二 弗す る ものい* らば メ ー シー では 一 
巧 八十 八 仙を はを れ& 下で 貫へ るを を どぅ 
ぞ御 記憶 下さい 

日本へ 御衛 物を 御 送ら じな b たい 節 又は 御 買物 
際して 御用の 煤 合は パ ー ソナグ ショッピング 
ビュ ー n <— を わ 巧む 下？ い、 親切 じ 御 巧 宜を計 
らまず 


0 巧 •巧 巧 ZJ - F - c 巧 CY 户 

空 養ち ち T 呈 

岩 7 呈三 ve . すミ ぶ nd Si . 

ぎ Vanderb 云 Is Roq ョ 7 夏 

バ^ ホな謙次 

巧、 水、 を、 午後 一時 よら 五 時 
迄* 其 他は 前約.； 願 ひまず 


夕 

作 


村 鑛化廊 

86 Lsin 量 Ave. N. Y . 呈 一 

呈 .岩 さ S , 2 ゴ h 泛 S 

ブ I. IWad を r ざ 吉 18 . 7848 


」0 巧 10 正 I CO J 否， M . 0. 

二 1 去 8st 雲 st.Nes さ rk 
Tel. Rims 互 e 3573 己 C 置 | ミ 1 云芸 

みク 午前 九 時— 午後 一時 
髮裹 午後 丄ハ埼— 午後 化 時 

H 曜 午前 化が 一 午を® 時 
ド タトン-小 架 乘吉. 




V n k 
:} も； 一帖 


け S なが 


齒科醫 

夕 年の 經雜を 0 て 
最新式 科 學ず術 じ 
堪能 じて 信用 篤| 
= 施術 巧化廉 U 
日本人 諸枯 じは 侍 
じ 了常懇 なじ 治療 

が 育 州 公認 


f ク 

卜か 


ブレィ 


ム 


01 ■.巧. shishido , 夕 D . IS . 

133 W . 呈 h St . ざ' 置 奪ち 42 

齒巧轉 巧 戶お二 


自午脚 九 時 
自 午を 一時 


モ十 <1 な 
巧ぶ 時 


硬 炭が 夫罷 了眞 相て】 

せお 年な 來の爭 闘 

增 給に 次ぐ 增給ご 生產費 昂騰 


最初は 樂觀 されて & た 义闽视 
I あ琐 山從龙 扫 の 問 化駆エ はまる 
九月 一 H ょ b 所 訊 持义戰 にを つ 
た 結 お ホを 化絕ご 

在荷 减少で こ 1 ョ— 

クが のかき をろ'--- 影懲 し、 が 

巧が たみを 解除して 軟 巧の 使用 

を 許 ザす るか 燃 巧 か ミを 瑚 もど 

して ゾ f — ドゥ 王— のがめ 白燈 

-—， 消燈を かじろ。 f 、* いふ 靖が 

問え 出. t 、 一般を 策が にな ばす 

お 懲が漸 ホな 剔 ごな つて 巧 じの 

で 能 エ調訂 、勞贸 協調 等の 巧 も 

W つてん るか、 ホ齒じ 於け る お 

み 化 ホめ 駆 策は 媪まサ 五 年に ち 

b 命 巧かん 间目 である。 あ 破の 

中 > む 地で ある ペン シグ-エニ ァ州 

では 一 冗 ホが 碟が慟 封に 化 夫 どし 

ての 貼剛 巧を 下惭 する 化が が あ 

6、 化 夫 ご一ての 贸 化は 二年關 

雜も的 じ就慟 しわを じ 限を され 

て么 る。 故 じ 彼等の 罷エは をれ 

こを 純然たる お 問 飽罷エ でかつ 

て 所 訊 

罷 H 破りは 蘿上 でも 

がさむ いので ある。 あ聰 罷業の 

巧 相に まつて け 頗る 解拜 する じ 

な あで ない が、 先づ 今み 能エじ 

刮 るを の徑路 を述 V る ご 【一】 

歐 洲ふ戰 なが 石が 破 山 じ 細慨し 

た 一 I 切は をを 閣 燃料 •みに ょらて 

を邵 さむ、 給 おの 如き も 化ぶ 侧 

の滿 足す る 巧 巧に 巧 給 ごむ この 

獎 約の ドに 千 九 パ 小 九 年 十 巧を 

耕慟 したが、： おに-机 尖 側から 自 

化 部滿洲 ご 

露 ま鐵道 

り 木 •こ揽 張 政策 


! ホ 的 じで 九な か 年 四り 一 H を こ 
;れ を 延長した。 【二】 同年 巧約滿 
j . 了 蝴じ隙 - L て 大統邸 ゥィ 八 ソン 
I 氏は 巧び 化か 侧 じち 利な 化 化 じ 
I ょる 新 契み 千 九が； dr 二 年 四 H 1 
U 滿 期を 制定した。 〔一二】 巧る に 
で 九な 化 二 年 じ ま. 〇 て 五ヶ 巧 ザ 
じ'： a ' る 

同盟 罷エが ぁつた 結 お 

化夫侧 では 證食お 制を した 石が 
委員の 調査を 條 が どして お ふ 一 
年に. 口： り 千 乂パサ 年 巧の 契約を 

基礎 どす る 就 勘を 協定ず るに ま 

つた。 【の〕 石 お調查 委員 巧は 千 

义が廿 ：一一 がを W . てを の報吿 書を 

をを ずる ど 共に 巧-鼓 會議を 巧 集 

協 能の お张 坑夫 側は 一割の お 給 

ををりる；ど；：^つた。 〔五〕がる 

じこの 巧給斷 がご W 時に 計屢契 

約が 到-ほ 修正し 得；；* い i を 知つ 

た 化 州の 檢事摇 長 等は お 裝巧侧 

を 化 おして ペン シ於ゴ ニァ 州の 

石 お ホを じ 課 巧す をのは 違憲で 

ぁると _ ..ふ 訴訟を 

職 邦 法廷へ 提？ るに 

まつた。 で ハ】 树昭 じみ 國巧 業を 

を 員會咖 もが 裳を の 要 ホを 容れ 

顿が 速搬じ 巧す る 数 道 運賃を 調 

をし、 これが 化 減を 斷 わして 消 

巧が のな 祖を 瞬から しむべく 調 

栽に 着 ホした。 (と〕 こけ ご 共 じ 

ニユー •ィングランド 州では 一 

剧五サ 、化 他の 如では 約 二割と 

いふ ものは 硬が の 使用を 睹 化し 

て 人工 鬼斯 ぶび 石 細を 化 用す る 

得た ご 傅 へられて ゐる 。第二は 

密 山から 穆稷じ 剧る綻 で これは 

兹人 アキ ザルスキ！ 巧の 碍た權 

巧に して 智 現の 可能を 博 へられ 

て & る C を 一二は 昂み溪 かも 齊々 


化が 滿洲 にがけ， 一灿道 問幽じ j 哈爾」 到る 線で こいを 盛网ゲ 

關 する 情 谢は玻 なを々 をる f ’ 第 i ジ， さんと する ものである 


i ど。 つた。 な 上の 經 逆ょり を 
るに 大体 じがて 化 夫 侧の嬰 ホは 
帝-」 がれら れてゐ る ど：！ わじ、 
が 费者侧 の 肖 担を 鸭 からしめ る 
i いふ 目の じ對 してず 跡の 努力 
を繼溃 しつ I あつた； は 事實で 
ある。 而 して 本年み 巧ス クラン 
トン じがて 

坑夫 同驢 の提 食が 削 猫 

される £ どなる を 一般 社 曾は-机 
夫 側が 勞銀 乃ま勞 働が おじ 不猫 
である どは 想像し 居らず、 從つ 
て アト ラン ナック ホに がける 巧 
資を同 角 諸で 化 夫 同盟 侧ょ b 提 
議 した 勞銀 一' 割の 增 給， H 赌を 
働 者じ勒 する 一 H 1 割の 巧 給 及 
び 「ナエ ッキ •オフ」 制 巧の 要 ホ 
じ對し 一般 社會 及び 資本家 側は 
桃々 なな 味 じがて 不用 怠な 姿で 

あつた。 この 「チユ ッキ •オフ 它 

制度とは を 巧 給が 支拂じ 隙し 傭 
ま侧 は- 坑ホ 組を 員のを 引を 要が 
する もので あつて、 こいは 適 ホ 
= 五ヶ 年 じ 直ち 孰れの 勞資食 謹 
じ も提岀 された 

古い 間 題 であつ た。 化 
つて 今回 も あ 夫 同 盤 ミし」 はこ 一 
のた めじ 罷エを 政て す^ 理由は 
毫もない 譯 であつ て、 罷エ め 理 
ホは 自然 增給ピ いふ 点に 歸 さ。 

ければ。 らね i ごな つて ゐ る。 

坑夫 側では をの 理ホ どして 他の 

を 業 勞慟者 あび 他の 巧 お (邸 も 

軟炭 一 ’ 坑夫 どの 勞 銀を 比較し を 

のぶれ る 点を 擧げ てゐ るに 對し 

資本家 側では 給 銀 化滅け 絕凿じ 

口 じし。 いが 「これ 0 七の 生產 

經豐增 加に 反對 する」 ど稱 して 

ゐ る。 なじ 資本家 側 ごして はを 

を經 費が 增加 しない 限ら 增 給に 

はがて 差 支な しごい ふ 立場 •しあ 

ん〇 


•は- K . ん六年 お 巧な 巧 ごた 册歧 

が どの 閒に誠 印され た货黑 がぶ 

おみ U 喊削 乂戰必 びぶ 陶 をみ 巧 

のじめ にが 稱： 游-延 ごれ てんじ 

が、 村 城 道 

第一 期 線‘ たろ 游ぶ 巧：：：： 

雌 紫：： = お倫關 S 敷 鼓に 事は 支 W 

側の お 力-しょ つて 本 巧 上 かから 

化工 S 帯で ゐ么 どい ふ。 右て 爭 

にがては あ义 鐵ぶ侧 から 跳倘 = 

齊 々がが 線 _」 巧抗 する 息 ホに て 

ま 抓 侧に對 し、 巧 支 数ぶ のが 料 

を W てが 設ぃ 一ん をを 描 端し じる 

も夕邮 はこい をが 絕 すると おじ 

をのが 歡シ黑 龍 江が 政廳ぷ びが 

仲 公 巧から ぶが {、梨に ゲージ 

もこれ を ま 抓の 


を 四， 一齊夕 U 庫偷 間の 露 國ど外 

ぶ 古 間の 鐵道 敷設 契約で 露 罰は 

ソゲユート聯がが巧烟から五十 

义 —プ 八 をま出ず ベ <、 敷設 i 

錢の阿 かの 一は 外蒙古 政府、 巧 

をの 一二は お國 政府の 投資で 恣國 

は 該滅逍 の 

管理 權を かす 巧を の 情 

報賴ら である。 こ n じ 就て 巧が 

お 巧は ホ 態の 眞 かに 就て 目下 調 

ぶしつ i あるが、 こいじ 對 する 

ホ 脚め おのぶ 向は 南滿洲 じがけ 

る 巧が 特殊 的 地位 ごを の 歷お的 

瞄係 及び U 本み 經濟的 ホが 權を 

確 化する の 必弦上 こいが ぶを を 

|持統する；に巧力づる外、 巧國 

般 ゲージ & び I か 化 飲陋化 惟を わし H 爽义佛 四 


U 本の 経 おじ 干渉 巧 曝し 得ない 

處 である 許 b でな <、 U 本け 人 

類 福* の 上から これを 觀 察して 

化滿 •しがけ る掛 道の 照 發は該 地 

方！ 般の 便宜を 增 おし、 且つ 該 

化 ホに がける 產 業を 巧 E する か 

ら 寧ろ これを なぶべき である W 

いふじ ある。 


滿蝴線 W 巧 凹 吹ん 时 ザの K クン i 劇俏热 削^が W 銘側 外に わる 古 

ダ ー ド-., したと いふ。 巧る にお； 林：：：： 巧 曲， 撼 、鄭ぶ 屯 U 桃 お 線、 

S 巧 巡 脚 化 おか 媒將 が ': 化 おさ I お ホり 沸 南 線、 銷 '姑 U お 龍诚線 

れ だを 図， r 出に 间將 お- •お 郁て 真が N おが 級、 け 平 巧 h 彿南線 

巧 巧：- 5^ 央が阳 おが & び 化 滿の紳 . j ぶび お 描 勘ぶ 巧の 化 役椎を 化が 

巧 速 か'. リ出 巧を 仰ぐ 一 する が 如き お 態の 化 巧に 興 L て 


は 劇が たる 態ぶ じ出づ るは 巧 論 

でもる けれ でら、 削 お 諸 城 道 問 


嘗 おを：^ の热ぶ ど。 す 

^、ぷ阁>-パ材がど巧術をお化す- 

る 至、 蚕 ぶ-舅を むはい 差ら？ 

のな 設 をを 幽に 許が する ふ等シ 錠 义關係 でかけの 閒椎 

提 がし この 巧を じがに 3 許が 和- 1 巧 動じよ 勺て い* ク n るか' レ-'-: は 


ち 力 絲績ご 

人絹 新計畫 

化 目すべき 耶象 

巧國な 力み 妨 ig 禽 社が 最近 期 

せず して 人逍銷 糸のを をを 計畫 

し 始めた i は 大いに 注 曰すべき 

现象 である。 大 ぶと 年 鈴 木 おお 

資本を：， け 力 w を 0 てが 闕んを 

紐糸會 社を 設立して 0 ホ、 巧 策 

に對 して 

事業界 及びを 軸 ぉは 深甚 

の 化な を彿 つた。 间 社は 設立な 

ホ 苦き 化妝ど 幾を の犧 姓を 桃つ 

たお 裝 をの 貴き 絶驗に i つて 今 

や乂化 巧を 收 わるに まつた が、 

-方ぉ 凶糾棠 がは ホ 糸 V - の相跑 

細 保 やが 巧 あの •む狎 •が ホ 糸の お 

巧 bf る じな して 人が の 光 巧が 

上つ 調に j である けれども 一柿い 

ふ W ら ざる 化を W てむ てょ いど 

い ム槪迎 的む 刑 投也现 投じ、 

父從 ホの A がが 綿 S 繊維から 化 

をした ものである か，， T 禦の化 

巧 脚 難で あつたぶ や、 水に おす 

る »乂 力^が いごい ふ ホ 雜じ鑑 

みて かがは 


ゾ パフ から ホを 义 る じ 到 
ら、 細糸 もを 產し 水に^ する 耐 
义力も 强< な b 义ホ 浑ら增 L 提 
じ* 品質に 一大 ぞ變を かしむ i 
が 相俟って 紐糸單 濁の おを が激 
巧した 許 ゎで なく、 天が 锅ホや 
綿糸 どのを 織 用 ごして め 需巧も 
激增 し拘ほ 今後 も 巧 加 ぜんどし 
つ-' あるた め、 一部 •，.於て は ホ 
ホの が豐陶 內を潑 をす る もので 
ある どごへ 唱 へらむ. し ゐる〇 如 
實 のが 態を 肖赌 しわので 我がを 
業を 中 人 紹を產 じ 意を 動かず 者. 
漸く 增 加した る も A 化が 他 じ 輿 
大の固を資本を要ザる；や、 成 
巧 迄に 相當の 

試 驗联を 要；. をれ じ 裳す 
資 をの 夥しき、 と' やち 敗せ る もの 
を 還元す る J の 出 ホのを や 財界 
不 がで 貴 金を ホめ，；' れ 3 i やを 
巧の 高い J 等から 患が 動きつ { 
も 榜觀的 態が じぁち が、 豫て蘭 
奄硏兜 中で あつじ 一二 か 物 產も人 
耕 年產に 巧を し 目下 針 藍を 進め 
てゐ る。 絲績を 化 中 多大の 資を 
を 擁し 乍ら をの 述用じ 第して ゐ 
る大曰 本が は旣 じん. 絹を 產を聲 
明し わが、 がか じ rw 糞を 進めて 
& る もの じ 巧 巧 結-会 敷 絲があ 
り 其 化， ニニ お 力が 績會社 も調查 
硏究を 進め ( i あ 6 から 遠から 
中 A 絹が 化 y 出現す る ^ は 疑 U 
い。 この 現象に 斟 し產莱 巧け 素 
ょらを 融をも 織物 界も 大いにな 
目を 要する 譯 である。 

日 佛新通 簡條絲 

佛領印 巧 支 服 お遥お 航海 藤 約 
中に なをせ しみん どす るり 佛通 
商を 渉が 去る 八 巧 上旬 石 巧 大使 

及び ク 0 I デ ^ が ( 委員長 )ご の 

間 じ閒始 され、 その後 兩國 はみ 

ホ的條 約を 化る 白 的から 一時を 

渉は 中絕 して ゐ だが、 嚴 お兩國 

の 怠 見は U 佛 通が 條 約に 先 化ち 

佛領 印度 义邢 に對 する 細稅 協を 

の 締結を 渉を 開始す る J じ 二 致 

し 其 体 案の かおを 急いで ゐだ處 

愈々 をの 準 觸がお ホた めで 近 < 

石 井水 •巧 ご雜飄 外務、 巧 巧、 植 

民のを 省な 局との 間に ホを 渉が 

開始され る當 であるが、 今闽は 

佛國側 も H 本の# 留を をみ 誌と 

して ゐ るから， 多少の 曲 巧は あ 

つてら 終 巧 じがて 成み ずるで あ 

らう ご樂觀 されて ゐ る。 - 


お 洋賓易 通謙演 

マニラ 駐 化の 乂强副 商 格官ジ 

ョ ー •チ 巧， レ 過去 四 ザ じ 互ら ヒリ 

ッ ピンが 鸠を中 也 ごして を 化の 

お 巧 ホ 場を 視を しつ！ ぁつた 東 

が 貿易 通で める が、 今 阿 鹏暇朝 

を 機と しが 巧の 製造を 者に 對し 

東が を 地 巧 读の辑 巧に 就て 說明 

すべく、 がに 當谢 よら ボストン 

ぶび ヒ ラデル フずア じ おき ホめ 

じ應 じて 誰满 する 単： である。 


蕾谏 ; 醒 

■狱 績會祉 操短 乎 

'原 柿 安 V 一 内地の 霜裝 j 巡 等で 

が績曾 社は お 局 操 浆親締 かどを 

られ てなる 0 

鞭 興 株式 大盛况 

お 京 化 巧 雄 築を 化のを 裳 株式 

中 込みは 豫を 巧の 化 四が じ 速し 

た 上り 六り を 
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3140 Broadway 
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八 肯 す 


巧 


银 おを ぷ ななな なさ 這を （ Bim 祕 


け 鴨 水〕 




H 八 廿月十 年 阿 1 •化乂 


イ 


晚餐會 用 燕 尾 

服^ タキ レ-ド 

か 巧を 特 遇し 稱 意の 
技倆を 巧って 进速大 
勉强 で御阳 かじ 應じ 
ます。 御を 話み 第な 
じ 店員を 伺は せまず 

.丸 山 洋服 商會 

87 达 .苦さ ぎ eet 

Tel . 署 nt 75 B 


谢 下宿 

I .桑 山 淸五廊 

舍 S So 量 9 ih SI 妄 iiadeiphia pa . 
ぎ gnut 723 一 


ぅごん、 てんでん 
親子 井 云 7 W . 是を 資. 


御旅 縮 河 添 ^ 


ロ ー サン ゼ ルス 地方の 御 
巧 ホ 姑 善の 御 化せを 計ら 巧 


V - 


テ 


ホ テ 火 

羅かホ じがけ る 同胞 終 餐中最 
新 ホ 商 等 ホブグ であらます 

羅 W ま 一巧 二亢ザ 

£巧「 ゥ アン ダ ィキと 六 五 九 
運 目‘ タツ カ ー 三な ハ |二 

貸 白 動 幸 (牧野) 

羅府 名が 御 瓶 化 じは 最も 梅 通し 
た ドラ， バ ー が 御 案內中 上ます 


H 本 巧 •；！ が 切 巧 御 申 这じ應 じ 
萬 事 I 巧を じ 御 取扱 ひ 中 レム お 

を 藩 小け ホテ卢 

マ U 本 脚 巧 巧 (別間 あ' 〇) 

を 港 グリ ホ^ ニア 街 六 ー ニ 
巧詞 カネ！ 一 A 1 六 


シャ . - ル 巧 

八 Ph 旅鑛 

W06 おユ Ave . WO . Seattl 夕 Welsh - 

停を 述 おご 于お侧 六 階 建 
H 本 一^一;! 術 切符 化 扱が お 場 送迎 


殿 蒲 燒壽巧 御 化か. し 

H 赌巧 U 巧 間 も 御用 命じ 巧む ホ 

會席御 料理 

烏 等 御 下宿 

なおぶ 一 


剌烹並 じ 御旅 舘 ' 

^ ^ を 野 兄み 

が 育 ホ 西 八十 八 了 目 互.- り 十ー ニ 巧 
带詔 スカイ ラ ー と 八 ニニ 


沿 賴な南 

ボ戚 黎圓で 永年 御 巧 頼を やけ 
r たな 文で 御座います 




Nr 

G J 

N な 山 

K U ^ 

^ H 本に 巧み、 目 本 語 
巧 を 話し、 皆樣 の御嗜 
巧 じ 適する 御 巧理を 調進を 升 

了 度 エンぶ^ タ アの卜 でず 


W 

0 

L 


h 


美味に して 淸潔 


I ^ I S 赢南樓 

i -. SKI ;:; 開店 


が 廳を園 

司 sfA 鹿 蓮 
巧 勤の ホには 晝飯 
の抑換 巧に 瞒へ促 
間を-席の 御用 じ應 
や V < 候 閒巧キ 巧 
ぶ變お 5； よ 願 度 0 
紙上 御を 内中 上 候 


支那 御 料理 
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が 料を 精選し 皆樣 
の 御 嗜巧じ 適する 
料 巧を 提供し ます 

版画 新 中華 

U 本人 諸君は 轉 
別に 徵迦 します 


ボット ン巧 

當 - H 旅 舘た萬 末を 
一 辖巧巧 ホ 巧す あ 

貸自働 平ぶ び 通 辯、 諸般の ま 
內、 一切の 巧 ホを 計ら 升 
1 をで rc 置す St . ぎ 庄 ミ Mass . 

一: t こ 915 互 


辨當 及び 壽 巧の 家庭 吐 おし 
を 致し i すから 何を を 敷 御 
攝 貧の 巧を 願 ひます 

御 下宿 宮本 

蓋 E . 4 置夕 置-君 ブー. ミ 这 ご S 
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Tel Caledonia 琶 A 


藤 原義 江 獨喝會 

本日 午後， 八 時が みょり 中 山 まさ子 
入場券； 一 弗、 會場 入口で-^ 雀 買 
"場 诉 インタ ^ — ナ シ ョ ナ ル ーー ス 
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日本 食料品、 日 巧 お 
並 じ 新刊 箸黯錫 一切 

片禍 兄弟 商會 

4 技巧 お语 おがを を 巧悅 じて 巧 着 
仕が 阳巧 々巧 用命の 程 ネ巧上 « 
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日本 食料品 媒 ぶび 雜貨 •敕 卸小資 

桑 山商會 

新刊 害 籍雜誌 小 削 物 日用品 各 香 


巧惡リ ー ジェン ト 
ニニ llllro 五 五と 


〇本を巧な、 が货 

當賴 、おな、 巧团 - 

思 話 か_7;^ ァ^ •バ 東京 商會 

貨 八— ム 、自 巧の 巧 . pb 


带話 ブラィアント 
八 0 と 九— 八 八と 一二 
H 醒 ぶびが 問は 
ヶロッグ 00 四 四 

親切が^^ 

が 育 お 西 四十 四 T 目 
一二 11 1 一八 番 

ご曼 

支庙 

147 Claremont Ave . す 章 三. Y . 
Tel . B 置 i 1 さ 83 
ま 任享产 F . K . ジ茸 


淸 潔、 設備 完全 

ホ 化 御 下宿 

支那 街に 二 了 
会 Catharine St . Tel . Dry Dock 登 84 

煎餅 卸ぶ 賣 
を 腐油揚 
日本 食料品 一. 切 

Istm 、 ise : JRio 巧 G が kc GP 
蓄二享 d Avr 

ぎ Plaza 5218 


ぅどん、 そば 5 中 食 

當 主の 屋 

藤本 長と 

1 C 呈吉 am ゴ . Te 一 - Worth さ 03 


▼一二 德 == 淸ち 親切、 お 樂^ 

勢 州 縮 縮ま 館 野 
ま 巧が 勢 事お义 間を ホ 

2 ち K . 5 第 h Str ま t 

Tei . Regent な 99 

御 下 お 

自曲亭 

法 Sands St . Brooklyn , N . Y . 一 
ぎゴ臺 e 7475 

御 下宿 鴨ホ乂 
4?夕0 葛 ct Place 
betk -2 nd Ave . off E . ち nd St . 
TeLf rayH 吉 29 芸 

電話 レキシントン 四 八-五 五 

若 旧 旅館 

を 十五 了 目 二な を 


化み 必 地ょ き淸 潔なる 室- 

御 下宿 松が がか 

1 是香量 n ご 夕 
ジ ー. 量. Sq . 这21 

中 村 理髮巧 

中 が 推. 藏 
31 W . 洁 th St . N . Y . 呈一 
墅 .呈 umbiis Ave . & Gen す ai 星 West 


日本 理髮 舘淸 

新式 视髮ぶ 設備 ぁら 迅速 叮 i ずを 

君 ごし 鶴々 勉强 しま^ 

西 四十 一二 下 口な 蕃地 S が 六號室 

タップ 7 ロア (第 六 お ゴ巧十 ご 一 下目 巧〕 


宮川 事務所 

待 績的籍 蘭の 闊胞じ 的 權^る 職 
菜を 罔旋 しょ す。 

お ち ミ se t 為 在 其 呈ミ 
養 W ’ 食 ih 篇. N . Y . C . 

Tei . 3 i 二 78? 9 基 8 


尋れ人 

長 野 縣細ハ 合 謙 一ニ タキ 巧 川 
山お縣 齋藤乂 S 郞 ワィ 阿部 
福 井 縣山本 倭 をを 府茂木 等 
山 口山 本 龍 お 福 岡を 石 時み 郎 
ま 川 淸一邮 (旅行者) 

早稻 田大學 出身 中が 貨二 

をの まじ 通知を 巧き 儀を 么 
お 間 本人を くは 知人ょ 6 巧 
化 巧 街 通知 顚上お 

が 育が 國總 領事 舘 

1 贾 ミ〇盖 ミ y Ne* Ifork G さ 


謹賀 新が 

たぶ 十五 牟 一月 一一 


•ま 
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これは 规年 じなくて は K ら巧 新年 狀 の' 模型 禪座 います。 本 
お の 新年狀义 び 紐脊 風景繪葉書 め 新 年狀 印|^!^ 每 年 巧評 を博 

して 註文 殺剧 のが 除で あちます が、 御 註ぶ おければ 早いだ 

けじ康未の忙がしい時間をセーブすを 5 -^ホる譯であら 

ず (何ず わ 早く 御な 文で さい。 I 

ぶ 他英义 入り 降誕 祭 ヵ ー ド I 會社 商家 

用の 書簡 用紙、 ビル. ヘッド 會計 簿傳 

票 等を 始め メヌ ！、 姓名 入 特製 書簡 

用紙、 宿所 入り 封筒、 お 刺 ゴム 巧、 

原稿用紙 等い ろ-^ 

磨滅し ない 活字 ご、 美術^な 巧 刷 ミ 

配達の 敏速は 本社の 特 を、 わりまず 

巧 刷 紐 報へ 

带話 スプリング A セ セ じ 御'. 報 

あ H ば ザ 速趾を 伺は せまず 0 
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£2 巧 お S 
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永年 U 本人 諸君の 御 
攝 貸を 蒙つ てゐる 

s 遽伽樓 

です、 何卒 緖 々御 ホ 
ホの 稍を 願 ひます 


W 

1-2 W 

L 化 

a u 、 

G cS 則 

g 剛 
棘 i 

如 c り 


w - 


皆樣 の御增 好に 
適 ふ 樣な美 ホの 

S 廣珍樓 

御 料理を 致し ま 
ずから 綾々 御 ホ 
ホを 願 ひます 


新 鱗 魚介 一が 

H 本人 おきの 生魚 巧 山 取 b 揃へ 
特別 廉谱で 大勉强 致します 
サゲォ ナ魚店 
」osoph り pvosw 

64 W ., 泛を St . . 

叫色. 0 色 amiss 91 装 


極上の 魚類 

季節の 新が の あ 貝類 お 巧 山 揃つ 
て 居らます から 御 裳 か 下さい。 

ァピセ ロ 儀 店 

苦 8 ayard で _ Tel . Franklin 44 芸 


S 巧 か 五り 龍ず の 印を 僞 准して 
結贿 加け を 出し；： f もので、 自み 
の 巧まぬ ぶ. ご： T 棲す るのは 嫌 だ 
ごい ふみで わる 0 

活動の シ— スン 

滅 .ろび 巧 C 米 人 

フエ ザ ラ 瓜 •ィン ザ アン •コン 
ミツ シヨ ナ I ご ニユ— •メキ シ 
コ 、アリゾナ 妓び ロッキ ー •マ 

ゥン テン 等に かがす る ィン デア 
ンの 助勢に て 総勢 二' 刀 人を スク 


早 明の 骄球戰 

東京 特電 か 六 H 懲 =； 囊じ 慶大 
を二败 せしめた 早稽山 大學對 
明を 大 をの 野な ザ 親 戰は昨 H 
擧 巧され だが、 第一 巧 戰は一 
ぉ審 にて 早 大路 も 本日の 第二 
网禪 はと 勒 脚」 て刚治 大學が 
膀 つな。 

まま 特電 廿本 H 發 U 早稻 旧ぶ 
び W 火の が 球 粥 一二 回 戰は本 H 
擧 巧され たが 四 街 零に て 遂に 
早大' い優隊 した。 


リ！ ンに收 めで 化 巧 上つ たのが 
目下 四十 四 TH クラィ テリ オン 
座で 映寫 中の T 滅び 巧く 米 人」 
である。 筋は 一" キヤ； ド •デツ 
キス 君が がした 巧い ィン デ アン 
のを 長 ど ウイを ソン 壞の扮 した 
白人の 敎師 v |4 間に 戀がお ホ 上 
つたのを 半が としたら ので 每 U 
晝校 二问映 為して るる。 


東京 優り 


六 


命 お 旧 武お她 な 中外 商業 新 
報の 政治 部 一 技と して 间が專 巧の 
信 化は 頗る 厚い。 從〇て 政治 部 
許. りで なく 社内' 樞 要の 部 じは 悉 
く 若め おが 態 おののきが がいで 

むる。 目 ド ホ 外大岡 山のを 止を 

が 古が 籍蒼 空して 繁れる 一二が を 

巧の 地と 相， でて か 洋巧衷 の 新 住 

をを 建設 中で ある。 巧 事 じ拔目 

のない 先. 化は 皆 選 實施お 鄕お河 

内から 化 幾 i L ; 打つて出る 必紐 

で ホ 素から 努力 わさ'''-^ 息ら な 

い。 この間の 玉； であるが 鬟に失 

格した 出 中 方 逸朽二 恵政會 .) の 補 

乂じ鄕 里の 帮年 聯を爵 から 無 競 

爭 選出ん 條 けで 化 ホを 推薦して 

ホた、 處が をのた 化き じが 隙が 

起つ たのは 殘 をで 堪らない ど 冒 

頭し 「諸嚴 山； もの i 樣に云 はれ 

て ゐる江 木 か、- 高 柳を 初め 幾多 

の 反憲& 系の 撒 額 退治に 巧霜烈 

H の 如き 腕の 隻 さを 見せ 乍ら 自 

己の 乾み 旧 巾を な權サ しわる た 

めじ 無言 閒 眼み 脫藝 を- 诞 じて ご 

ぅ -- 吾 藥の巧 馬を ォジ ャンに 

しやが つた…….」 f て 例の 毒舌 

ををで司法大臣閣下を恨^^愤 

む J 。 


參' 


，ろ 


- 巧 巧 長者の 前夫， 

懷中 無一文で 淋しぐ 疆く 

- 一 偏 卵の 盞は现 さんの ホに 

- 今から； 巧 前の' と''. 巧 的 一 つ い 。 巧ちに化削で閒組ど^^つ 
惊 ホの 化を ホ ど 云。 れ^ 巧义 煙たの U おぶ 巴人^ 伴れ ずで ぁる 


が 巧 社々- 技 ゼ t ムス •ブッチ ャ 
i ナン •ザュ ー ク氏ミ 

結婚 L たるら 一年'。 ら中 
しご. 个 萬の 廉 もら ごて 離婚され 

.こブ 、アン •マク け！ デー •テユ 

1 ク 夫ん の 率 かじを のがの 巧閒 

がを 騒 かし じ ものであるが、 今 

から 十 H 帕前 じよん をの デュ ー 

クに：^,逝ましてを5お乂む則を 

一 お 五で ぶ 巧の かがが 發 おされ 

て 問ら U く、 が 夫人 だ 現じ 無 1 

父で 淋し/、 前央を あんて 化が し 

たので 巧び 化閒 の、 适を 騒がし 

てむ <0 。 煙が す デュ ー ク には 今 

ょ b 蚊 年が 凹 千で 巧を 投じて ノ 

— ス •力り ラィナ 州 ダ 1 八ムじ 

•テ ューク 火を を 設立し L か、 今 

凹 おじ 一で パで 巧 v 氏の 動を 

及び 不脚 ホょ b か 配'^ る 外 親戚 

じ 下 化 一般的な ものに 巧す を 

か •配 約 並で 万化 じ莲し 

戏 謝；：， 動を 及び' 个動產 おが 一億 

巧は これを 巧 ホ 亡ん ナ 、リン • 

ゲュ t ク をび ホ 人 どの おに^れ 

で ドー リス {一二 I に殘す 主と な 


ゥ オ^夕 1 •ィンマン •デュ— ク 

，こい ふ おお 巧び 第-ホ 人に 一义 
も 媛され てむな い； であつ た。 
ぶ ー ホ 人は デュー ク氏ど 下 九 内 
四ザにお婚しをの盤お離贿ご^^ 
つじの でんる が、 當时 氏が 典へ 
たど 云 はれる 置 十一 刃 化の 大 をは 

悄 じぃ* い 

株式 じ 手を 染めた おお 失 
つた-^ のらし く、 其 後 ホん はも 
十二 了 目邮 近じ聲 樂のス ッザォ 
. V 閒 きをれ からず ける 丹 謝で 過 
去の 榮 ぉを 夢に 細い ホ 巧の 煙 b 

を 盤げ てむ じ。 逊般先 ホ デュ ー 

ク 氏^ 肺炎で 逝 ましな 立 街のを 

壯な 邸宅から おる 葬儀を 瞻 乍ら 

見送るべく 中央を 園の 化 隅 じが 

んだ U からでつ 运 重い 病の がに 

酱 き、 一 お 冗モ '巧 弗の 遺を々 を 

ぶされ た當 U はを が 危篤の が 態 

じあつ わが、 遂にぶ 赌日じ 

先夫の 跡を 追 ふて これ 义化 巧し 

た 〇巧因 U 營養个 なの お张 であ 

るく か をれ にしても 滿 まし 

い 話では ある 


新爲が 雪，/」 

攝政 殿下 

高等 庶術 御殺留 

前み 本. 刖特 帯の 巧へ た 如くを 

城縣ゲ にがけ る 陸軍 火が _ しむ 

巧 中の 损 政を 殿 f には 御 不例の 

た々 遂に 御 逆 塔 相ぶ つじが、 最 

近-: 化國 通信は 殿 ドの 御 化 情に 

就て 博へ て H / ........ 地'^ の 巧は 

おぶ . S 化が の 激を挪 'つて 今や ホ 

が S がを節 ど じ つ た 。 ホがが 

か：； 間 御所に 於ても 殿 F 御料の 新 

お 「かぶ」 が この 巧 巧を がから 

迴送 さい、 化に も亦壯 かむ 

鞭め 营ぉ 蹄の 響、. 娘 水の 

邊ら から 築山の 木の ド 道 じかけ 

ての お 場を 或る時は お 鞭 一觸ひ 

-ど 化に 巧ら 叫ら い、 或る 巧は 輕 

.化。 ゲャ U ブブで 進ませられる 

巧 與の上 藉じ乘 お ズボンを なさ 

ぃた 殿 ドの 碟 々しい わを. が糜 々 j 

'邱 さむる どい ふ。 おも 潔ぎ ょい 

-が .ぶぶ ま 年 バリ ー の 巧輕ォ リム 

ビック 大巧 じ 巧つ た 陸 あ 騎兵 宮 

施を 巧 教官 火 化の 曲 垣 半 义がど 

呼ば、 る 遊 巧 幸 ホ 少按が 殿下の 

命を ずけ て脾ひ ホつ た 二 頌の么 

揭 中の-つで、 調練の ため 遊 佐 

ホが がわ 巧 か b 中し 

習 志 野 じ 引 張つ て： けつて 

から 旣じ 半が を 越へ'" むる。 少 

佐は 調が め 巧を を 期して 「ネ轉 

この ホ 望で あつたが、 殿 

下からは ザ ごの 稱帷 化で 

ム 'け 殿' 下 御 親から 御所の 御調 敎 

- 所で 乘 もこ。 して むらむ る。 半 

がが の おの 戸 緒 御 じ i る ど 吹. 进 

は，， ランスの ホ 1 八 トンて 生 f 

たで ラ. ノ祁 のれ 柏に してみ 技 お 

尺 一一 一寸、 ほが は黨 いけれ でもち 

ゴ純り で所甜 あしち のがで ある 

一， が-し 巧 はれて ホた 叱踞 はこの 

な W をい がが シ をんで 今にで 總 


の 御料 化棋 じなる。 殿 ドは 人ら 

かる 如，、 乘 おは 殊 '八 外 御 建 お J 

震災 盧巧儿 巧 十 お、 卡 八の 兩 り 

じ.： みる あ 郁の 

燒け跡 御 視察に！ j 御 あお 

山が じな されて が尤の 巧々 を殘 

る 隣な'.、 御 巡視 遊ばされた 巧で 

ぁる。 今や 殿下は 高等 蹈術じ 進 

ませられ 隙 梅 物は ー メート かお 

〇 をみ々 ど 越へ させられ 、野外 

縣乘 じは 四十 五 度の お 面 も縱横 

じ馳驢 さむて 騎兵 將校 W 卜‘ の 翻 

技倆 どの わ增 さで ぁる。 御 巧 年 

からの 御稱 古で 御 巧の 睹も瀑 明 

山楼 、老松、 千 本 化 じ 巧 頃で ぶ 

山吹、 巧 綠ご数 へれば 十指 じ も 

刹る が、 最近 殿下 脚 興 化の 中必 

はこの 化 普に ある。 


新聞紙 上に 

连 查廣吿 

w お 異人の 喜劇 

「 XX 儀" 豫 てょ b 病氣 中の 處 

藥巧 劾な く 遂に 逝去 化 候。 化 

段な 紙 k 辱知 諸を じ 離吿」 

ごい ふ 巧 ご 麗吿 は廬々 

新聞紙 で見受 がる i でを 

る わ、 この ニニ 1 H がの フ八 ック 

リンの 新聞 じこんな 廣吿が おて 

ゐた 

「ゥォ がター •エス •リォン 儀、 

過去 S ヶ巧じ 豆ら 巧 C した か 

のかく 報せられ が も 本人は 至 

つて 健/吐 じか、 化 段 0 紙上 辱 

知 諸 灰に 離 吿化慎 化」 

ど ある 〇ウオ 八夕— •エス •リオ 

ン 氏は プエ ロナ •プン 1 ス 十二 

飛 じ 齒巧践 ごして 化當じ 盛へ て 

& じが、 今から ニ ミヶ 月 前に ド 

クタ ー の 近隣 じ 化んで ゐる エド 

モンド •リォン ごい ふ 入が 巧 亡 

したので をの 肯廣吿 さむた 〇を 

れと岡 的に ド クタ ー の リォン 夫 

人は 娘を じ く一 一て 


喪服 姿 で 町を ホいて むた 
のを 化 所^ 人が 認めた。 處かド 
クター はを の 頃 旅 わ 中 であつた 
が、 巧 所 のん 達は 死ん'」 巧は て 
つき b ド クター と 旱 巧み 送ん し 
をの 巧ぶ 人-— 傅へ てむ ゎい 'であ 
る。 をん ごは 露 知 こ 中 旅先 
きから 巧つ て ホた ド クタ ー は攸 
化が 務 所を 開いて ゐ るが、 急に 
あおがが つたの みか 偶に 外出す 
ると ホ 索 知つ てゐた 人-^ な 服 
つきで じろ ど ド クタ I を赃 
めじら’ 中には 逃げ出ず おも あ 
る どい ふ 始来じ お 人 も變し 化つ 
て ゐた矢 化、 街頭で をつ，」 舊忠 
を •か 他の 齒科醫 から ドク ク ー の 
郎 報を 脚いた； が 判明し 逆 じこ 
の 蘇生 棋 をを 出した ど いん 話。 

雨伞が お來て 

巧と 十五 年 

獨 態では がを を お 巧 
前 お 本紙 所 報の 如く 米 關海审 
はこの 十 巧 か . VU •しな. 立 十 間 年 
をを 執 巧した が、 今 か 八 ぃなお 
傘が 歐洲 じ紹 かされて からて 巧 
巧と 十五が 目に 相 常ず ると い. ふ 
ので 獨 逸の 新聞紙は 紀 をが 哉 執 
巧を 宣傳 して ゐ る。 歷 お^ょ る 
ど両 傘が 始めて 歐 洲じ紹 ゎさむ 
ためは でと 巧 五十 年 十 HP 八 口 

に 巧 閣の傲 巧を であ b が' 善ぶ ど 

して 知られて むた ジョ 卡ス 

ンゥ エ ー にが 支 邪から-本み 雨 

傘を 北 產に卽 奥し 扩 化。 絳巧ド 

.一れ を 使 巧した のが 抑ケ のが ま 

ちで、 をの 後平 とむ と 十！ 一一 年广 

は フランスで 傘に 避 雷 封を 裝證 

したら 父 千 八 巧 六十 二年識 遮で 

は稱子 窓を つけたら. 電體带 も 頭 

に應 用され て & るが、. 傘， 气棘單 

をの もの じは が 帮の變 ぉ 衆し 

てむ。 いさぅ でを る 0 

菅沼氏 模範が 合‘ 

巧 人 搞球あ 营巧あ f 巧な 今週 

巧 媽 u ょち 向 ふ '巧 じぶ''' て 

々十六；一 目 口！ ラ - y •フ ラサ ー 

ス 球場 じがて 每 HJf 後一 一帖 及び 

午 お八 時の 二 巧 V . い 一ら か 親の 撰 

手ボ ：< 氏と ミ 目 点 おの ブ 。ック 

を巧ふをィ-^:?|つたが、 ち醒口は 

一二な 載が お 四、 1 二な 對 二な 一 

おじて 孰れし 营 化 戊の 勝利 じ歸 

しれ。 尙 ほ^が 巧は おお 撰手大 

會 もない へ r ジ ，ー ユ ニァー 橋 球 撰 

手大會 を^ 催す るに まるべく、 

目下 歸^の 巧手 確が 持 者 鈴 木 

龜太郎 心は 渡 か： を 中止し 棄權し 

たので を ぜ義か 少年 新撰 手を 參 

加せ . p る て、 H 本 側からは 

营巧 私イ化 心を 簇 氏が 參加 する 

で A ぐ 了」？ . 

—评 i 『が— 話 ■ 


ぶ 勝の おお 訴訟 

東 心 ぉ 神 5^ お狼樂 町ーノ ニに 

居 化 尸る 元^ 化 齋天勝 i の 化 

がふ 巧 ど 共じ當 他で- 巧し 

第-/ の 天 勝ど恶 はれた 赤^ 龍 f 

(一/一一) は 元を 龍舘 の俳廬 一言つ 

區高 輪化时 0〇 八 巧^ 山 金 

一丄 ハ) を化キ 化つ てお^ 無効 

訟を 東京 地 ホ 裁 制 所 i 提起 

じ。 をの 迎 由は を帷 龍舘 

&る 巧から 龍 子 i 岡 三人 

閒 にはげ 二 (こどい'^ 梨 巧‘ 

"るが、 龍 f は 巧を^ て訣れ 

福ピ した けれで もが ぶ 純して 
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巧 「が 巧 お 十 魁 w / 六ヶ巧 
本 化 一ま换 一巧 息 = 串 六か^ ヶ 年な 內 
巧 金を 》「 が貨 '五十 瞄 \ 

(通を 1； 白闡 じか H ホ ー 錢二婚 

(化 ツ壁千 凰な て ノ おな 巧を^ 括 約る〕 

橫濱ぶ 金銀 巧. 響ち 巧 

鄕 おを をは 郁て 無手 数 巧 じて 當 
巧 おが 本店 經由 をを そ お 巧 申 お 


化を 男爵 化义吉 左衛門 
本 巧 大較化 お 五 T 目 
組脊ち 店が 育ブ "1 ドウス 


，が 四十 化 あ 



鱗な お. 銀 巧 

東京、 棋 お、 名を 崖、 お 都、 神 戸 
尾ノ 道、 廣 な、 お、 柳 井、 下ノ關 
巧 司、 小 倉、 巧な、 博を、 A 巧义巧 
ぶ 踐 巧を、 鄕お をを 等は がめ 
て 御棵利 迅速に 御 化 巧 可 中 お 


藤本 證券. 會社 


I 昭が 巧' 那をノ 質 巧、 引を •游集 
を融 、並 二 么ュ關 X 八； 巧 ノ萊巧 


W 式 

口秘 


藤本 ミミ il 銀 巧 

紐 脊が張 所 


雑貨 陶破器 

ライ グ—ゾ 姉ぶ 質 


ドラ イク— ソ妇黃 

^ 太洋 貿易が W 會社 


ま 巧 ボ供 古、 ボストン 
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麟献 一一 弄 銀巧糾 を ま 巧 

本 化 巧を 巿 H 本 橋 お 酶河町 一 
支 化 ルが 日本 お 化の 内 (かき 横裕 
名を 尾を 都- K . 蚁 巧ん 巧； 神 口 
廣島下 隅 § 慧 福 脚 長 略 
上が 倫を を 買洒水 


化 
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^ W 

S 蘇 
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か 國爲诗 、槪里 送を、 並 送を、 信用が な 化 
一般 お 巧 業務 棉 々巧 巧 利 じな 投可中 お 

鎌 赋ご囊 銀 巧が ぉま巧 

本ち 巧 東京み 巧* 大阪 、神 戸、 京沛 
所が 地 名 古 お •ルが、 上海、 倫を 


^ ^ ぶ 期 巧貨 五十 閒 W 上 巧な 年-ー ハみ 

値 赋臺灣 銀行— 出張所 

'►鄉 里 送を ぶび 並 おを (無手 あお)、 外爾 
巧替 .屋 巧、 が 爲 巧な 煤 取 立、 得 用巧懲 
巧 巧 H 巧を あ 御 便 巧 じ 収投巧 化 候 
▼が ほが 細は 御を 感 なで 御 聞 合 被 下を 候 



り 本、 そ 邪 赞玉製 お 
術 お、 輪 人 用を 飾 其 
化 装飾 お 

一 : 島！；： 叫；：： が 

烏を た 術 お 修絲、 

首 飾 お、 スト = 'ング 

U 本 服が 链 


シアトル 出帆 f 出帆 午前 十 時.， 

が 岡 化 十一月 十四日 
橫演化 十二 巧 化 H 
加贊化 十一 頁 化 一日 
が续乂 一巧 サ 
U ネ巧 船を 速 賃お率 
i 等横演 一九 五 巧 神 ロニ 〇 五 巧 
一二 等が 食 五十よ 巧邮食 五十 五 巧 

歐洲 H 本閒 客船 畜巧 一面、 

输を よら！ 等な ぶ磅 、二等と 十 
巧、 馬 巧を よ b 1 等 化 十と お 
二等 六十 六啼。 

化 巧 化 化 曲を 巧 好 由 U 本が 货巧 化，： 月 一: 岡 


H 本 陶器 雜貨 
ドラィ グ ー ゾ 卸販贊 

鎌 « 茂 木 桃が 組 

: U 0{4 i , MOMOXOj {'-0 こ hlc . 

105 -K 1 香-で •乂 . Y . T 已 .乂 tuyv ミミ it 苦ち- B .7 


陶破 韻、 雜貨 、ラ 

ンプぷ ランプを 


卸 巧 


森がブぅザ1ス 


な藝妍 • 咒 所 ‘ 

け-水、 を 午後 
二 時ょ b 四む 

裁 ホ、 縫 ホ 婦人 小兒 眼、 製帕 
刺嫌ビ I ナン グ及 一般 家庭 
裝飾 等。 ホ 張 敎巧も 致します 
両な十 rlT 呂 llrr り 十二を 
か 林 フク ノ 

電話 キ ャ セ ド ラ を冗化 


リナ メ ！ 々 1 の特を 

U 本 入の わ 買物には 時 別 巧 旨を 胺き無 
巧で 御 案 內を巧 お話义 はぉ ホが ホ第疵 
訪問して 御が をを 計 b おめ ての わ 方-し 
おしては 特にな 意 致します からを ホ わ 
なをち 願 ひ 升、 お內が 達は 勿論 H 本：： i ； 
他を 地 宛の わが 物を 送は 當卞で 致し 巧 

ジ ヨン ワ ナメ^ — 力 一 


高 尙なス タィ 火の 洋服- 
= 御 友達 方が 御召しの 樣な U 

皆 巧が 御 好みの 新 スタィ^ •正しい 高がな 
服裝 •をの 御 召 服を 當 巧は 調搜 致します 0 
一度 御 ホ 化な さつて 羅炒地 •綜お •型を 闽 
養 下さい。 御 不滿の 際は 返を 致します。 

ウオ， 力 、 ■ = ■■ 1 エンド 

.フロ リオ 洋服 店 


晚香波 巧 二 週 一回 出帆 

▲エム プレス 亞細亞 (二 T 000 哦) 

十一-さ 音 

►エム プレス 加 糸 太 (一ー ホ 主 ハ 爱峨) 

十一 巧-一十 八 U 

A 玉ム ブレス 落 面亟二 1 T 呂〇 唯) 

十二 巧 十二：：： 

▼エムゲ レ， 豫太利 ご 五ろ 00 嗯】 

十二 さ 丟日 
i 等、 二等、 一二 等 戊び 下等を 設肺 
最大、 善美、 最か ホの 巧げ 航巧船 


ホノ か、. 接濱 '神卢 'ち 巧. 上 巧-を 巧. あち 描 わ 

太が 乂 (ニニ、 000 が) 十一月 十 n 
犬げ 見 ご 一二、 0 客砸) 王 巧 化 四 U 
コレア 乂三 气〇〇〇 顿) 十二 巧 八 U 
(羅 お化视 トニ W 四 a ) 

をげ 丸 -二 一一、 000 颂) 十二 巧 二 至 H 
函比 利が 化 (言、 0 呂哦) 一巧 五日 

(轟 お出 帆ーリ ー H レ 


化 化 肇西哥 、が繁 、智が 諸 巧 巧 

なが ホノ^、 橫溝神 口 巧 司 香港 巧 

一な 捜 共を ホ 適 一画. 

◊を 渚が 治ま 切 巧 蜂 まを 巧 人 御 玲巧任 S お 


シア ト八化 帆 (午前 十 時) 
をら びや义 十一 巧 十一 二日 
ろん どん 化 十一月 化 t 4 
▼一等 横读 一查巧 

化し ばり 寸化 るん ごん かじ 一 五ぶ 巧 
▼一二を 日本が E 直が 客室 火な 涅み族 室 i 
▼御を 望に 巧り- 莲刺引 化な か 巧资巧 パ致换 

"ス アン ゼ .がス 出帆 (午後】 時) 
しか ご 凡 十一 巧を 一:：: 
i じら 化 ナち十 H 

▼一 净梅巧 i じら 丸 ホを 化 一九 五 巧 

化 化 はんて 1 1 -1 ハが ホ 
►一一 一等 H 本が まじら か ホ 哇乂ご 卵 化 化：' 化が ホ 
▼ホ 灌 巧が 村 i 切挣烧 宰が媒 入御 钩お化 4 が 
▼が 線 パ + マが ホけ 本ち 那行苗 物 化 巧一邮 


四 


大 

正 


四 


巧 


八 

円 


水 

權 

JJ 

L 

V __ f 


朝 香宮兩 殿下 奉迎 ご 

一般 在留 同胞の 熱誠 流露 

糾 巧：：： 本ん を々 技 大島供 佐 巧謠話 


巧 

で 

m 

奶 

を 


な 

ぶ 

を 

h 

巧 


一：^ 在留 川 胸が 巧に 御 

がまけ しつ \ ゎつ た 朝を を 巧を 

圭 殿下 ホに 允子 内 親 屯 妃殿下の 
御 一巧 もを々 み 遇 か 腿り じは 御 

若が あら 甘ら る、 ので 裝じ齋 お 

紙が ホを を眞 長に 推した 官民 協 

同の 本 迎を员 曾に 於て は 努めて 

累を 御-が 5 旅辉 じぶ ぼ さ； る 

随脚內 におを を稱 して 间胞の 熟 

敲 をが C ベ < 巧必 して 居る ホ 第 

であるが、 が お n 本人 ぉ 會の歷 

あで じめ 四十 年の 前に お 有 巧 州 

- X 城た 親 ド： 殿 ドが 御が 遊を b ジ 
—ジ ィシ ティから 特別 列 ホ じ 

御便乘 、パタソン のが 織物 エ巧 

を铜視 おあり、 當 時が 巧 第一流 

のがを グ八モ ニコ じがて々 數の 

化ぉぉ胞化装巧：^,殿下を御お待 

か 上げた 率 巧が 皇族を 歓迎し 奉 

つた 最 がの 記録で ある。 が 後 化 

見 大巧 殿下， 巧 伏 見を 兩 殿で お 

じ义 おを 兩 殿下の 御 ホ おじ 際し 

て もが々 御歡迎 中卜： げた 化を あ 

る 原を を 持つ て 巧る。 乍 併 今 巧 

の 如く 


民衆的-- 一大 晚餐會 を 

開いて 銜歡迎 中 上る ご 云 ふ盛擧 
はを 前の 出 ホ 事で あつて 阳 化の 
推移とは 云へ 實じ隔 化の 威な き 
を 巧ない ので ある、 がかに 拜承 
する 所に 化れば 兩宮 殿下は ゴ. < 
フ、 =^化のスポーッは勿訟ォぺ 
ラ 等に 異 巧の 趣 化を ちせられ 抑 
滞が 中は 狂 紐 お 志 S おじ 御 お ホ 
を 兼ね ゴ八 フ兢技 等を も 遊ばさ 
> か である' か、 ホ 月 五 H ゥォ 
少ド 1 フ 、アストリア じがて 關 

か る ^ 大晚餐會は典雅^^氣おを 
備 ふる ど おに 他面 か 氣の黯 おた 
るを 示し 化お官 は^ 誠 恵を 披歷 
する じ逛 域い* きを 期し 度い ど考 

へる。 特に 今 固は 明治 大帝の 窠 

八 皇女 じ當 たらせら る i が 殿下 

も大 晚を會 じ 御臺瞄 あらせら る 

る， とで あるから、 岡胞の 夫人み 

礫 達 もを つて おおし ホを ある 空 

が の. 節舉 をして 吐けが 國お 技ろ 

模範的 會 をたら しめ 0.'- 行 終の 
おを 濟ク しめたい ど化攀 する 巧 

I 第で ある。 
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朝 香 宮戲下 

佛 國御發 

本 U 田 里號； .て 

郎香 か：' お是て 殿で 並に ホモ お 

殿-下 御 一 わは 本 《旣 報の 如 < を 

を 本り 八— ゾ "港 出 机の じ お號 

じ 御 化 ホ 渡米み 送に 上らせら る 

る え どなら 佛蘭西 線が 育 串 格 所 

員の 班る 化に おれば じ 號は十 

•月 一二 H 午後 入湛 の豫定 なる も 

天が のが お 次第にて 或け 四日 午 

前 ご’.，* る や も 非ら 雛し ごの ふで 

ぁる。 兩が 殿下 御滯 紐の 時 Hu 

御旅が のがな 止 非常に 助 b 詰ら 

むて 巧 b 隨て 御觀 ホが 化 特にが 

けしき じ 巧 けら 中が が 同 贴の熱 

I 誠なる ホ 迎を救 こしが され お 日 

I の ウィル •卜 ！ フ 、アス •ト リア-- 

- がける が 迎晚を 自>」 御 揃 じて お 

安 臨 ぁるべ，.、 を迎 を貿侧 じて は 

一當 化の プ。 グブム 作製に 瞄 L 邱 

j 々巧 > むず る 巧 ぁ b 御み 臨 記な の 

ーメヌ ー、 晚餐爵 々巧 お 葵 並 じを 

I 興 どして 滕巧 あな 巧の 獨唱を 加 

ふ る i ど ^ょ C て お る ご 云 ふ 0 當 

巧は 化 ザ郎乂 大使 夫妻を 始め 多 

蚁 の：！ 胞が 揃つ て 巧なず る吿で 

ぁるが 中达 締切 則：：： も 明 あしつ 

ぇ もる 隙な 事な の 整 翊を脚 巧 じ 

する 必逝卜 お ホ 巧る 史パ速 かじ 

出 お ホ 巧の 述知 あらたき 旨が 巧 

U 木 人 かがに 円本 化樂が S 當事 

巧は： ぶつて 居た，’ 


じ 猫み たる k 東 巧の 遂に 上， 〇 十 

I 一巧と H デン バアが；.； 於け る佛 

敎窗を 訪閱し ホ 被を を經て 十二 

巧 十 H 頃 巧 姑す る豫 をで あるが 

化 米 開 敎總お 化 旧 凌雲 帥 外 こ 一 

名雜 巧す る 答で わると。 

糾育 日本人 あ 曾の 

第 十 j 吉疋 期總會 

常巧柬 五十と r 目 I 二な 一二 十 巧 

が 育 H 本人 敎會 じて：： 5 前週 木幡 

日 午 お八が ょ b 驚 十ー ニ 旧を 期絕 

會を閒 いむ。 最初 二. 白と 十五 巧 

諮 お 歌合 お、 淸 水な 師の 祈騰を 

なて 閒巧 、辦 長 地 ホ延之 助を の 

隅 會の辭 じ 次ぎ 滞 曲 闽太郎 巧の 

會 計報吿 、大贺 幹事の 會 務報吿 
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天た 節拜 賀式ブ 擧巧ス 

時 Hy ぶ 午 十-; 時 9 ブ 

午後 一巧 二 至 八 

お 所 K 帝頤總 領事 お 

ブ U — ドゥエー ー盖 

が紐靑 

巧國總 領事 舘 


- 脚蛛 骨 部 じ 重傷を を，； わみ で间 
f がな * りじ ツ レントン r がけ も 病 

おじ 入院 费府 ょら 專 門^ 人家 ド 
タト 八、 タアネ I 巧を 巧して 梭 
ザ 手術の 結 お 逐日 か ホ：. 赴き 昨 

I 口 — レンス ゲ ネル 藥 .g ；3 養生 
巧 じがて 靜養 中で ある。 

f I ズゲ王 八 卜お樂 部 本紙 
旣化 H 本 婦人 ^ — ズヴエ 4 ‘卜巧 
樂 かな 員は を 長じ齋 おが 巧 事 夫 
人、 曾 計に 平 田 篤み 郎巧 夫人、 
巧 記 i 鳥 岡 献一郞 氏 夫ん み定〇 
參をふ おと 巧を おが 巧 弟拘會 
忘 おが 員、 ホん 同が ホち 二 りお 
を羅 f 經で 十一 . 巧 4 - 4 を 港 出 
帆の ふ ホ 化 L て締 御。 

♦千 神 中よ ホ A 太 巧 凡に て歸 
朝の 巧め 十一 巧阳日 おを の豫定 
♦柳が致 之助巧 巧木桃か紐；^^ 
員、 十. 巧 巧々 お 發西行 窠港解 
攪の米 £ じて 一時 歸 朝の 萬。 
♦が 化 保な 把な 村 巧 お 商會相 
談役 、十一 巧 十 d を 港 出帆の 太 
が 化 じて 絲 巧の W ホ ホ 巧 四 口 お 
獲 西 巧の 笛。 

♦磯部が 巧滯が 中の お 溝院簾 
員、 前 過 - H 礦 " ホ 化の； i グ キア 
サン 號 じて 波 ホ。 

雜お 谷川 亮 氏が 争が 報 紐育特 
派眞 、ンゲ キア ザー繫 じて 谁突 

歸 朝の 途に 就く。 

♦か 柬天山 巧 ホ 稻化舘 じ滯化 

中の 雜諫 家、 前週を fr ： を かを 

經て お 盛頓 じあき た * が 今 明 U 

歸 がの 笠。 

♦ 鈴 水 錄溢巧 商 出み 白む、 ホ 

巧 二：：： 頃當 化お發 太げ セ おじて 

餘 朝のを。 




脚部 巡錫 中の 

大な 尊を 師 

十二 片か句 ホ 紐す る’ 

巧に 本社が 巧排 ぶに 化、 て 報 

化 て 巧い い 巧 本 腳古巧 お 大ぷ 

巧 山 帥け ぶる 二十 一::: 晚巧坡 k 

陸 巧 M 港ょ b 柄 ドし タコマ、 み 

港を がて 本 巧 来：：： みを あ に 答フ 

* モント、 ホテルに 役柄し 柯 

地より 加 化を邮 みの 同胞を お 問 

し緒府 にがけ も 别院巧 装 脚を ぶ j 突し 如 部に が 巧 後を むひ 岛 つん 


淸ル牧 帥の お 務報吿 、を 信が 治 

氏ん トラス チー 食 計 報吿ぁ b て 

特^ じ トラス チー の 逃 舉じ移 ゎ 

滿填 一を を W てを おにの が 巧に 

ホした が 今 則の 巧 事 ミして 左の 

諸氏" お逃した。 

巧鄉 をを 中 村眞夫 阳半義 

一二郎 池 山 闽ぶ邱 小 おが 

とおが せ 吉條が 巧 化か お 

もが 織 出な 

な 見ぶ 彦 巧が 禍 

リド轨 城 曲 州。— レンス ゲキ 

ル*-* ' Cl 聋 中の 武 ホ-盾 見 ドクトル、 

かな お 崖 氏は 前 迴火雌 H 午後 自 

轉が じて リンコ 作ン、 イウぶ 

—を 通過 中 泥が せる 米 人 かフオ 

— ドを 驅 もて おを.、 ホ H るに 骄 


桑灌转 W 

費 府大傅 ミ 

新世界 社說 

を泌 H 巧『新化巧』紙 ：^*巧十化 

發の 社說欄 •しがて W か替府 t 

閱 かる、 米 國獨な 記を ホ 國乂愧 

覺 筒し 隅し 化 ホが 人の 35 g を勸 

獎 した 要み のかく 其必 喪ぶ 力說 

し！^ 的る 0 

廣吿的 出品の 方面 か'’ 音 ふ 

ど：！： 本人 商 巧の 扱つ て-をな 物 

にら U 本人が 化-化で 化つ」 居 

る 巧 じ も 出すべき 者が ゐ < 'う 

ご 思 はれる。 硏を 苦つ て 昇れ 

.ば、 7 ァニナ ユァー の 製造ぶ 

面 じ も 新 意匠 東が 流の®^ を 

加へ たらのを 出して 善から う _ 

H 本人の 作つ て 居る 機 ホら ジ 

ヤバ ニ ト ス 、ツ — XVI ! て廣 

吿 する 必要が みる。 ホ 略の 如 

き 巧 もがう 言 ふ 時を 利 助して 

乂阅ん 間にを 傅して 善心ら う 

H 本人の 養黨 から 得た 前の か 

きも 其 j つで、 円ぶ 人 A ェま 

した、 お 物の 獲 色な：：* だ も® 


白から う。 巧 化廣吿 的に ホ お 

すべきを はま だいくら も ホる 

ど 思 ふ。 

夫 ご 同時 じ 巧々 のを 塔す る 

出品は、 日本ん が 太平げ 沿 巧 

にがても 過去に 於て U し來れ 

る 巧 辛の あど 事業の が 線を 普 

ねく 米 國氏化 巧列幽 にじ 知ら 

! むる 為の お 品で ある。 即も 

明治 二 年 W 巧 R 本 移は が 巧て 
加州の 農園を ど， V して 關 がし 
たか、 円 木 人が お 物 栽培に で 
れ 丈け 貫献し たか、 け 本人が 
之が わめ どれ 丈け 犧牲を 沸つ 
むか、 さう 言 ふせがを 集めて 
ぉ 口 i する おは ホ も 必要の 事で 
は あるまい が ど 思 ふ、 特に 河 
下 デ 作 4 方 瓶で、 蘆 葦の 舊が 
態から、 今ぃ アス バラ ガス、 
'ビン X 、 々"リ ー 普 耕 巧の 大 
美田と なつた 經過 なぞは、 圖 
と 説 巧 ごじして お 品す る 憤 値 
が ある。 是ゴ 獨ら河 f のみで 
なく、 を ホが どらで あつて、 
彼の フレスノの 滿 萄じ關 する 
もの ど フレスノ 同胞の 慕 地と 
其 間の 關 係を ホす やうのを も 
出品す る やうし しねい。 

一言に して 旨 へげ、 日本人 
の米賴 じがて 货 したる 事業 岛 
又が しつ''’ をる 仕事を、 詳し 
く説明する材巧をお品して巧 
巧 日本人を 過まビ 現が どを 善 
< ホ踢 人ぶ び 世を 列圖 民に 知 
ら する 事 じじたい ご 思 ふので 
わる。 化 ホ 面の ホは ぶ ホ H 本 
人會 どかを _ 嘴の 口 會 ごかで 努 
力し 音傳の 一方 法と して 出品 
させたい をぶ、 費府的 火愧覽 
會を 傍觀せ ホ、 之を 利 巧す る 

ホ 法ぶ 講 やる すうじ i 切學す 

る ものであるげ 


レた 新ら しき 禪資 特許 品 
1 ろ^^を 手入れして 下さる 
方 じを おどして 綺麗。 室を 提 が 
1} す 手紙 じて 左へ。 

C . Valentine , 644 Riverside 呈 さ 章？ -0 


ミ . C 煎が 燒に 經驗 ある 者 
二 一二 人 至急 雇 ひがし 
ホ駕の 方は 左へ 御 照を あれ。 

5 呈童 e St , New yark 
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木 巧 ル— ミン グ 

1 言 3「こを里呈；呈1|1ぎ 
ジー epiu Regent 


貸 室 


(圖萬 おか} 下町から 
五十を 巧 か、 る 綺麗 
な 巧 含で 中み のない 巧 國んを 庭 
です。 一週 销食做 十一 弗、 卸 希 
留のモ は' 電話に て レ クタ ー ニ 五 
五 〇 井上へ 御 問合せを た ふ。 

一巡 五 巧ぶ 八 邦、 一 
^ 0^ 人义は 二ん じ 適す、 
ホ 麼へ十 か タィ ムス スクエ < -1 
へ 化 五み お 話 ヵン バラン ド呈 ；一 
1 芝 High St Jr 畳 至 n 黒掩 梅す 


け 巧敎授 

午前 十 時ょり 午後 お惦迄 
午後 八 時 ザみ 同 十 一 時 迄 
出張 敎 撥の 化 觀に應 ず 

正. 0 量， 

Room 这〇す こ 5 th 資 笠 一一 sti Broadway . 
Ilpstal 『 0f uncofnTheMrn 
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G w ん 
A も大 

w s 
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I h ,、 义 
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间 連方權 

ダスの 巧 時節が 參 

をした。- な 丑 十 名 

ぶ 揃 ひの ィンスト 
う トレスが 懇がじ 

鄕ず 致しまず。 
ダン シンク 

鑛 。る 才^ — グ スト- 

う ふ 身共に 仙境 じ 
る 思 ひを らし^。 
鄰 避を 御涛も 致し 
主 V 

十 後 八 時よ b 
卜 節】 時まで 


內務堪 免許 加州を 認 

產婆 A 按摩 術 

半 巧秀ず 
助 產鑛炙 マッサ！ ジ 術の 出張 
治療の 御 ホめ じ應 じます。 
策話モ こュー メント 10 完 
西が 十一 11 T 目 1 二 巧 十二を 


裁縫 所關業 


緊急を 吿 

渡邊替 次廊巧 

媳邊直 巧 氏 

藤 出 鶴 お 氏 

を 一二 巧に お！ 豫て現 ほ 所 報知 

相 お 巧 旨を 吿致 L おへ 共 今な 

て 御羅知 じが ゼゃ化 駭を急 嬰 

談が么 候に 付狗 、む當 b のた は 

左記へ 御： 報み 之 巧 緊急を 吿 

候 化 

千 九 がれで か 十 巧 六 H 

紐靑 U 本人 信用 糾を 

構算人 水が 涉己 

化卜 .熊 一二郎 

C G 奮 養8 Ass 吉 iaiion 

2 芸 辛5 呈 st , N . Y . C . 


巧 服’ 級 物、 ゥーホ 類は ドラィ 

ク ブ） ニン グ、 プレ义 及び 染あ 

へ、 仕 ホーて 商し 一切 安 ごぶ 麗じ 
致 L ます。' 裁縫は 如 巧なる 御 ホ 
文 も 叮-喀 じを く 致 L ます 巧化ュ 
カタの お ホを もを h ます。 

巧 ホ 截縫所 

這 W . 量 hst . N ';. 


自慟車 業を 修碍 せょ 專門泉 じ 
化つ て迷轉 並に 修簿を 懇切 じ 
而 かも 短 
時 曰 こご 

敎 撰す。 
就職口 觀 
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L S 

〇 が 

〇 瓜 


賣度 


なく寶 b 茲 だ レス 

ト ラント 都を じ おち 

.至急 破格の が 段 じて 賣 巧， L 午を 

九 時 後 御ホ談 をと ふ。 

ご吉 す- 岂 1 至. 三 3 rd ご. Ap 三 

Tel.Audubon 岂ち 


朝 香 宮殿 下 か留* 


W I で ii 奉迎 晩餐 會 

大が 十四 年 十一 巧 午後と 時ゥ オル ドー フ 

アストリア にて (别 もが 第五 衔ど西 S 十四 J H 巧) 

曾搜 五 弗 (中 込ご时 時に 沸 & む 事) 

4 込が U 本 お樂が り 本ん を 事務所 

中 込が U 十 巧 化；：： を 

服 裝 巧 子は 瞒服 父！？ タキ シ！ ド 

脯人 はかが 膽服 

ムお 迎晚餐 巧か懼 f > どじ 相 成が 間御赞 問の 

胞御 巧む せ 刷 出席が 巧 ド 巧 離で 御 案 内中 上 お 化’ 

來迎 をお齋 條愧乂 なおが 姑 木を 巧の 唯 第二 


S 

S Y. 

〇 

こ 

A レ 

洗 



旋す獨 立 
出 ホ.’- ぞ 

大の 報酬 

を 得らる 

本校は 創 

な 十 おを 

晝巧敎 巧 

H 陋は 午前 + 時ょ ち 十二時 迄 

フオ ！ ド も敎授 す。 


沙港 輿語學 .々ホ 
吉巧正 一二 啡著 

英話3法 8 

定巧营 恥； が 他 郵稅抢 仙 
著者が 本書な 篆 せる 巧な は 靴 
を 隔 て 痒き 搔 、の 感 ぁる 與 
韶會 巧を 巧 巧ん ごする 諸子に 
六ヶ巧 の おが： を 3 て 日常の 會 
話 差 まなき. せんとす、 が じ 

スラング、 ィ て オム 及び プロ フ 

エン 語句を みて 其睛； 恵を 解ず 
る 檢譬戒 ど、 あ 巧者 じは 速成 
を 期し 突え € 、巧 語 活法 後編 英 
义硏 兜の 部-..' 對し 通信 教授を も 
をし まゴ； ふ ー ニヶ！： 間) 

' S . さを 早 1 芸 W J 養す damAve . N . Y . 

C 0 ぎぎ ta 二 ea Tsd 忌 Co . 

去 ャン ディ 

I 

ク 9 寸 K 用 巧圳包 

チョ ユ レ！ 卜取交 か 

一を 二封 度 S 封 巧 
.及な お 度 包み。 

、メ . — ドネ ヤン ♦テ ィス 

1 五お巧 册お度箱 
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II . 1-?— r > 义 

お 软 

日系が 民の 將來 

乂闽に 出生した H 本人 巧壺の 

扮ホ をで うすべき で わる か〇ビ 

いふ 問 越は、 .H ホ閒 趣の わ 詰 b 

がが 巧自か 速の 生活に 彩嚮 をが 

え 一し ムる カリフ ォ ニア 州 化 

の 地 A じが' て、 か G りな 刻 化を 

がび レ 脚 猫に。 つてむ ムを うじ 

見を けら； i る。 この 人 逮の燕 論 

を お ふ どこい 巧 能 二 化かに じ织 

する 將 ホの 職 裳、 數巧巧 どい ふ 

点から 帥々 く 論せられ てむ る や 

うでみ ち-^、 こい 等の 問 幽も畢 

を. おし H 本人を 米 人 巧に S 親 

であ t 人を の 社 巧、 をの 環蹈じ 

應！ たが 巧： H 祉 角の なをに をの 

化 礎を おかむ ぶ U ら む。 

カリ ッォ 於-ー ア州化 ホ じが 留 

する 村赃 の 社會 か， 熊本縣 、が 

む 縣：化 化り 本 じがけ るが 外 移に 

出身地の がが 所で ゎ も i は、 恐 

ら； M 入 も おまし 得。 い 事實で 

あらう 。化な のをく は 日本-し 化 

む闽 .心ょ らも 智識が 劣 b 、 米闕 

じ 化た 米駐人 ピ は雜 しみが 比較 

のじが：. 人 速で あ も。 なじ だ留 

M 胞社替 5 なを， 邸 もこれ 等 U 

系が KW 父兄が、 化 r 自己の 馳 

巧を な进 する もな、 化 本 的 じか 

を 心を る。 この 改善. か、 內ご 外' 

の 率 情で わ 詰つ てゐる U 上、 を 

こに W か。 る 第二 化の 將 ホに 對^ 

する 碰阿 じ，。 方針が かれて ホる 

迫 迎は藍 もぃ* い。 

カリフ ォ^ ニァぶ 他' 两部諸 卿 

の：：：！ 本人が 會が この 辭二化 問題 

じがて 巧を 大 にして 叫びつ i あ 

こじら 拘ら す、 何等 巧學 的な を 

地から これを を 兜す るの 巧腳を 

かいで & るのは M おであら うか 

化 お 同胞の 社 食事 情調 查をホ 人 

たる バ ー ク蹲 十の 調を じ 化 b て 

'始めて知るがかき；はがな间胞 

化 會の進 ホが、 ホ だ レダ 玉少じ 

連して & い 証左 ど 詔むべき で 

めろ。 米圃 じが けら：：： 本人の 诗 

遐問邀 は化枯 日米 师闕に 觸る化 

治閒趣 t は あるが、- 面- I 巧て 

H 本人 自身が これを 巧學 のじ 考 

兜し、 をれ を ま 礎 ごして をに 始 

めて 第二 化 円 系 お 民の 將ホ をき 

菊し 巧る めでは あるまい か。 

It. ■•,•:1!. 1.— • -In— 

闡際職 明 I の 偉力 

獨 巡を 中 ふごず る n 力 八ノが 

か 協定が 成立し、 おら じゲ リシ 

ア .こ ゾかボ リア どのがず じ對し 

國除 聯盟が を じ 干渉して これを 

中 山せ しめたの みだらず、 この 

愧 巧に 峡洲政 扇の が 殿で ある バ 

片 カンの 平和を 確が する 巧め、 

近，、 バグ クンの 化を ホ か 協を に 

I 化 事ず る ど 巧 えられて ゐ る。 口 

ー カ^ノ 化 約に 斟 ずる 聯盟の 誠盧 

'わる 臨 調は 遂に-この ホ か 證を當 

I をが ホせ しめじる じ 巧るなら •な 

ー ホるべき パ^ カン 協め も 必中 成 

I 立 するど 層 中る。 


ゲ アル サィ ユ 化み じ 化 b て 化 
立し じな ホ、 义喊 から じ" 南：：^ る 
國隙的 わが 騒ぎ ご 嘲笑され て& 
た闕 際聯齡 も、 列强 '八； お 巧 ど 協 
んで遂 じか 、> る 偽ん を 想が し错 
る 時化 ど。 つた。 米國の 輿論 か 
この 聯邸 S を ある 化 巧に おつて 
驚が S 服を' 张 つてなる ごぶ じ、 
轉際聯 鉛のを 加を 非 じ おする 與 
論が、 漸 みが 刻 かを おしつ、〜 ホ 


る MJ はな 目 じ 化する 0 ' 讲んや 化 
年 ゥキが ソン 火が 锁當 時の 聯盟 
に對 ずる 义國 ほの レフ 王 レン ダ 

ムが、 數け巧祟の差^^なて聯盟 
參 加を 巧 おした 常時と をの 國內 
の ホ 愤も異 b 、 米 闡の政 際 上に 
がける 闕 際の 巧 街がん ゆる 方が 
よ b 1 大變 化を ホし つ； ある 秋 
にがて、 聯盟の 橫力發 がは 最も 
典悚 わる 削 題で ある。 


を 邢國民 Y 吕標 、に 

對支 政綱 重. て聲明 

英米の 態度 も か 守 的に 

支那 嬰 ホの 巧 S 巧は 巧がず る 

まま 特電 二十 九日 發 U 日 描を 權 •わ 關稅爵 幾の 第 U じがて 支 
邪-. し强 固；. ょる 政府の 樹立を 慾邀し 急激 的。 わ 動を がしめ たるに 
蜀し 巧々 流説 ある 爲め 外持ぷ では 電 ねて H 本の 對ま觸 税的策 じ 

就て 『り 本の 目標 こする 所は ま邪國 はを 体 じして 化 巧 政が の變 

更に W らて 巧が め 巧じ變 かを ホず i は斷 じて なく、 をつ 支 W じ 

をす る正當 。る 要求： 3^ 外 U 本は この 會證ょ bw を特 巧の 利益 k - 

ホめ がらず』 と韩 明し、 をつ 單獨け 勸說に 就ても 『巧る 事情が 

化 わ。 <發 ホした 踞 なは をに 巧、 好 證の化 巧が 列强の 協同動作 

じある け か 論じして H 本は 飽をも 最俩聲 明した る 如く 斷じ T ま 

那 く 單獨 じて 協を する の总志 U し』 ど斷 じれる が、 今日までの 

經 過-— ゎじ 巧 ホを 推は H A を權 の愼泰 なる 態 巧 r 先ずを 打ね 

れ あな' て & るを にして 保守的 態 巧 じ おで 關稅 自ホ權 問題 等 じ 

就ても 急 轉が下 的 のれ 動じ 及ぶ のが おなし ミ觀測 さぃ、 ちがを 

權の巧 ホで ある 裝 一二 巧 『支邮 j 般觸我 法 賞 施 前假桃 巧の 窟 味に 

て 普姐拘 おじ 五を、 ィ が賛澤 おに S 割、 n 級賛澤 おに 二割を 課 

し 現行な 惜視五 巧は 化が 繼 綴ず』 におして 日本は 反 對の蔥 見を 

ちしお 义兩圖 も 问炼の 患 向ら し <閒 時 じ 巧を 權 提案の 眼 9 は H 

まかを な檢 出入の 最あ 蝴稅を 協定す る 特惠條 約を 設を する じあ 

るら しい。 

列强の 態度に ま那 は不滿 

あくまで 原案 を 阿 執す る 意向ら し 


化を 廿よ 日を：；：： 本 H ま 那關稅 

貪 誰のを 權委 旨會荫 娘され 支が 

を權 书化廷 氏は か銷化 ホの 推薦 

じて 委負 技に 當遵 し々 をを 賛會 

は關稅 自ホ權 、一般 腳我實 施 前 

の 假執巧 を 島 會 及び 一般を 員の 

S を 巧を ごし 今を これを 繼賴的 

に討讓 する ミ ど U つた かみ 期總 

會の蝴 H は ホ だか 定 せず。 

化 巧 か 八：：： を；：：： 支那を 權は本 

H をが 今 巧の 曾 證に對 する ま那 

政府 お出の 刚稅な 革 お 案 固執を 

站 しおし 列强 じして 支 狐の 提 

まょ b も； 膀 効力の 渺 ない 修正 

窠を 提出ず るい* らば 支那は 斷じ 

てぶ 協せ やど 稱 して & るが、 化 

お 政が のぶ 礎 か あだ 薄弱で もる 

ためち 那を權 V 」 L ては 秘めて 突 

飛な 巧 動に おでる 模ほじ て列强 

巧 おは 摇 めて ホ か 视に總 てを 解 

巧す •へく 巧 力し つ i あれ どを の 

削を は 秘めて 不を である。 而か 

もち 那侧 にして 飽をも 現 化の か 

き 越 巧を 0 て 臨むならば 會谦は 

解 故の 外な く、 假 b に 解 蛾を 巧 

化した ビ L て もを 委員 巧の 調 痛 

は 約 ー ニヶ 巧ょ > ザ 年を 蜜 ィ巧糕 

で わる 0 

化ぶ 甘儿 H 發： in 贼 稅曾诚 委員 

曾の 組織は 陆 めて 非 制 巧 的 乍ら 

でう やらな 路討 おじ 移つ たが 巧 


であるが、 支那 じがけ る 一般 新 

聞 紙の 論調は' 列 强じ绡 しては 極 

めて 端い す 信の 態度を 示し 支那 

政府 提お 原案を 骨拔 きじし やぅ 

どず る 列 强の必 底を 猜疑 非難し 

つ； あるが 會證 'は 7 シン トン 會 

議的 前例に 化 b をを 巧 委員 貪の 

調査が 終： 1 した 隙 これを 擦會じ 

報吿 ずる 2 どなつ た。 

張作霖 逆襲 

日 ン ドン 廿九日 發 ；= 義に浙 江 

省 軍の 爲 めじ 占 術 さいた 常 巧は 

今朝 張 作霖お 軍の 巧隊に 逆襲 さ 

れ 遂に 奪 化さむ たが この 逆襲は 

軍事い' 頗るを 大 じて 浙江省 軍は 

& 晚 上がを 放棄すべき 前 おで あ 

る ご钢刊 ポスト k 海 特電が 報道 

して ゐる〇 


鐵 血總督 U 

遂に 罷免 

义官 総督 > こ 更迭 

バリー か乂 H 發 u ン リア 駐が 

め フランス 軍 宰總督 チラ！ 八將 

軍が 過般 故む* く- ^て黎 氏の 鎭版 

ど 稱し濫 らに挪 巧を 施擊 してを 

数の 人 K を 巧 傷せ しめたの め。 

ら や英义 人の 建物 等を 破壊 L い 

西 巧に 刚 し裝义 化が は强 硬なる 


芝 滞 H 擦の 火災 

東京 特電 二十 九日 發 昨 巧を 
沛か带 H 巧ょ b 出かし 工場 十 神 
電ザ 五十を々 お— 描を を乂 のを 
込で あるが ホ おでは 商 もじ 二む 
方圓を 計上して 巧 築に を 手す る 
笠で わる 0 

阿部 泰二 氏ぉ潑 

ま 京 特電 二十 九日 雜 == H 本が 
巧卽巧 監督 役 星が 章 氏の 後な 阿 
部 お； 一氏 U 天が 化に て 本： n 出潑 
した 0 


貿易 通信員 新設 

..ま 京 特電 二十 九日 發 U 商工 巧 
はま 那 、がが、 南洋、 康洲 、流 
潮 等十ケ 所に 贸お 通信員を お設 
した G 


造船所 H 傷全燒 

ま 京 特電 二十 化 日發 n 火阪お 
永 由を 船 巧 工場は 本 U を 焼 （わ 

お 野 文 雄 氏 重傷 

東京 特電 二十 九日 發 U 東京 口 
H 新閒副 社-を 矢 野 文 雄 氏は 自勒 
車 衝突して 帝 儀を 薬つ た。 

ぶ貨 現送 S 巧 巧 

東京 特電 I I 十九 日 發 U 化貨現 I 首相 ムソ 9 三 氏け フアス シモ 革 


を 一二が 夕圓叫 H お 被 出帆の 天げ 
化に て 輸送の 苗で ある' 

被 炭罷 H 解み 説 

ワシントン 化 九：：： 發 ；= 前 化 じ 
て 目下 駆 Hi ニヶ H 口に 人つ む义 
國 がが 漲エ のを 協 解 化な しごの 
說も傳 つてなる-か 勞働 がをおで 
は 硬が 鑛 巧が 巧 じして 赋ぶ雜 所 
有を のぶ 較 あるょ-.' 达濟げ て 資本 
家 側の 恢が蹲 卿は をのを 傅-^ あ 
る ど 稱し てゐ る。 

兩 軍み 撤兵 終了 

アセンス i ： 儿 H お；；：： 國巧聯 盛 
幹部 J り 六十が 閒お內 じ 紛爭の 
國境 線よ b 退去を 命 がられた V 
リシア 及. 7 八 ザリア 軍け 嚇 配の 
命 かを 守 4 て 撒を し ゲリ シアは 
豫 をより- 時閒 甲く 終了し 雨 
國は 今回の 問題に 對 する 聯盟 側 
の 帶刊に 對し無 傑が じて 服が す 
る 5 を水諾 し た が 撒ち に 際 じブ 
み ガリア 侧が巧 一二む らや發 砲し 
じ 事件に 就て は聯腿 幹部よ b 嚴 
談 する をで バ^ ホンの 戰 雲ち 今 
巧の 職 盛 干渉で 圓 おじ 解 巧ず ベ 
しご 觀 測され てゐ る。 

鐵 血な 策 巧聲明 


ノ： P か H 發 U 


アスシ 巧 


苛 


局 


令 


.令 


關稅會 議の對 策て〕. 

自ち權 の範圍 


抗 嫌を 捉 出し、 且つ サラー 作將 
ザの 錫 化 政策は 本 越 化 脚の 何 巧 
脚 知し い* い； が 侧がィ ‘る じぶん 
で间將 がに おする ホ 難の 巧窩ま 
ら前 大統椒 ミ^ゥー ン 氏は 上院 
のを 巧 統を帖 域を 員を じ^ シリ 
ア じがけ る フランス 軍人 一一 一千 人 
の 死傷を は W 將軍 S 黃伟 である 
ど 号して： f 喚を 製 ホし 輿論は 一 
齊 に'^ ン於ゲ で— 首相の お斷を 
ホ 望し つ i あるので 政 巧 もこれ 
を機會 ごし 今後 聯 越の 委巧 統治 
地に 對 する 軍 率總嘗 制度を 撤朦 
し 化 ふるに 文官 總督を W てす る 
じ まるべく 夕み闕 隙 職 邸に 脚し 
た 諸 件に 就て 活動し 人 普を 蹲し 
つ 5 ホる お 會黨化 幾 十 ホ ） 片* 
ボン コア ー にが 後 化と して 就 巧 
ずるら しい 〇 

天 長 儘 節に 

攝政御 進級 

海軍 異動 S 發表 

ま 京 特電 一子 下 曰發 u おかを 殿 
ド じけ 天-良の な 節に 姐 役 陸が 軍 
中佐 J ら 陸が 軍 火を r 狗盤級 わ 
り。 お 他を 例ん. 寸二巧 海軍 異動 1 
の 内 ませる もの ホの 如し。 

少將絞 

'飯 出 姐お郎 。なが 熊 S 。 山 梨 
"勝么 助。 鳥 樂玉樹 。小を お 幹 
四龜 を 輔 。义 塚太郞 。淸氷 得 
一ず お。 

巧 が 軍 中 お (を 逝) 

而 してが 軍 大按村 瀬 貞巧郞 外 十 
-よ 名け お带 みおに、 前 紐 育 お 軍 
監督 串務 所に 駐化 しわる 海‘ ボ機 
關大を 杉 政 人ぶ び^ 旧琢應 氏は 
が 軍機 瞄少 おにを \ 進級し む。 

佛內闢 改造 

ヵ ィヨ ー 氏辭職 

バリ ー サ义 H 發 U ホ 佛戰時 負 

債 巧濟談 巧の み 裂が— どなら 

資本 課稅 みみ 國 問題 じて 講會左 

驚の 後援を 絶たれむ 力 r ヨ—藏 

相は 飽をも 一蓮 巧を ま歲を 固執 

お 油 全滅を 豫言 

ロンドン 1 九 口を n 契國 のを 

名 r * 鑛山學 者 レツ ピメ ーン卿 

は ホ 题のお 如は ホ 魯五年 0 

内に 化 巧の 巧视 はが 年の 巧に 

お滅 される ピ豫 言した。 

して 引 貴 單獨辭 職を 巧 おした 爲 

め 首 か パン 八 ゲュー 巧は 止 わな 

くみ 閣總辭 職を 斷巧 b たる 上な 

ちじ 大統領ょ b 巧 就が も ホ留さ 

いた 結果 社會黨 領袖 ブ A 1 前 

首相のス閣を巧衝し^^^るもおわ 

さす 遂に 左の かき 新^^!^ を 組織 

し 問題の 藏 相は 首相が^ 任す る 

^^となつわが、 渐内が^一左黨ど 

接 觸の色 厚き もを らく！^ 命内閒 

じ 終る ものと 觀られ て 心る。 新 

閱 員の 顏觸 け、 

肯相 兼藏化 バン 八ダエ ，。を 

お シヨ^ — タン。 み 相シ 々ラメ 

ツク 。.か 化 ププア ー ン 。速 築 

楠 モン デ* — 。 陸 柏ダ卢 テー ア 

が化ボ レ 作。 遞化シ ヨ}ィー 

農相 デュランド。 殖找 化で レ 

1 作。 义化 テル フォ ！ 。を 勘 

化 ダ 八フォ ー 。 

而 して 新雜爵 開院 ホは 一應 形ぶ 

的に 舉 げたる 上 一時 化會 する 巧 

であるが、 が 歧爲の 新 巧 關じお 

する 態 巧は ホ だが がして ゐ ない 


化を'— がける ま 那關巧 會議。 
豫定 のかく まる 廿六 H を 《 で 
幕を がらいた が本會 講じ 凿ず 
る 巧 瞬の お 巧 じ 就て 2 大体 立 
.の 如く 化を して & る 0 

『こ 全 權聲明 要旨 

日本 政府は 本 會畿小 適宜の 時 
機に 於て： n 本を 權 をして 觸稅 
曾 誰に がする 帝 鹽い立 檐、々 
望 V 」 をを む 乂 要左 の か き区 
括 製 巧を な オペき を。 

〔一】 帝 図 政府け 終始 ヮシ 
トン 會證 の徳 神に 則 6 本 食議じ 
臨むべし。 

ごこ 本會 諮の 目的は 支那 踰 
巧 間 題の 解 ホに あるが 紋 じホ國 

は 支那の 財政 的 援助を 第！ 義こ 

して 葛 慮すべし。 

ご 二】 本 會議じ 於て は 列预閒 
じを の 利 番を强 じする 問題 砂 i 

ら ざるが ホ 國け能 ふる 限ら 列幽 

協調の 捣 神を 重んじて 進 わべ し 

〔の〕 國家 自衞上 己む を 得 S 

る 問題に （てを 巧 的な を ホな を 

ホ 張に 就て は 帝 励獨自 S 立 族が 

挽て ざるべ L 。 

『こ』 自程並 •し 組織 

〔一】 遗拳円 巧 並に 會潍 が 撒 

じ 問題 じ銳 てけ 大体 じ 於て ホ 惟 

國 たる 支那け 咐 のを 望を を 酌し 

列圈 のを 啤的協 幾 じょつ て么を 

か定 ずべき’ と。 

一: 二】 を巧會 S 設 粒は 常が の 

必耍ど 認めて とが 設 おを ホ 塔し ； 

ホ 國は遗 化 限 巧 ごして 大体 ホの 

一二み 巧を 必耍 ど 認 わ。 (ィ) 秘率 

及び 條 化し 脚ず る もの。 ( 。 ) 關 

稅巧收 のま 途 (まとして 借 株の 

繫 拙ぶ をれ のま 雌が 理) に 

關 ずる もの。， ) を， S 化の 閒题 

(戲 簇課稅 、自 ホ權等 じゴる- 

股 的 問題) に械 する もの。 


『ごこ 主要 事項 對策 

〔 .1 】 講題 原則 ごして 7 シ 
ン トン 條 約め がを ずる 事 巧に 限 
る 主 U 

〔.二】 7 ンン トン 條 約の 规を 
じ 願 職して 支那 か 府乂は 别麗か 
ら提 出さる ミ あるべき 提集じ 就 
ては を观 巧なる ものに 限ち これ 
に應 やる のを まある i 。 

で 二】 列勵 共通の 敲じ 就て は 
巧めて别輕ご協調するぶ。 

(四】 議題の 小、 むは 脚 既二か 
五' 姐 墙微の 問題 ビむ卞 べき る。 

〔五】 二 巧 お媒增 徵の條 がは 
最巧限 巧に 化め、 これを 交換 的 
の もの どせ ず、 希留的 文は 附帶 
がの もの ど。 すべき J 。 

〔六】 支を じ 就て は 借 鉄轄理 
を 第 I 義ビ し、 無擔が 巧び 不確 
實擔 巧の 耐か债 を 梓 も 化すべき 
こご ゥ 

(と】 自 ホ權閱 題の 討議は を 
理的なるもの^場をは會議の興_ 

頗 なる もこれ を 容認ず る J 。 

『芭 關稅み 自主 權 

(ィ) ま 抓の 提 をを 某 礎 ごして 

密 溝すべき と。 〔"一 去 邪の 提證 
がを 理 のなる 煤を じ 限 b 之が 討 

謠じ應やべ き；。 - - 〕自ま權問 

趙は r 或械 のみを」 にど r まるべ 

きふ。 ご 一〕 自キ 權闽按 には 漸進 

的の ホ かを 巧て これ じ 臨い べき 

; 互 皇權阿 彼み 嘗施 則は 

左記 條 かの ま 備を棠 一 義 V し年 

限。 寧ろ 第二義 ど U すべき、 と。 

(へ) 條 化 ごして はま 恥が 廢督戴 

兵、 酱 か巧廢 化を の 他？ シン ト 

ン條 のの 諸條 化を 完をじ 願 巧す 

る ゴ おに 自ま 權回悔 巧ん 外网貿 

易^ 圆が をが 証し 列 闽の首 宵し 

得べき を 观的國 を稅牵 をぶ 楠ず 

ベ さ； 0 


命 一二 週 年 記を 巧-」 て黨の 政綱を 一 

巧び 巧 明し かぶが の お 曲は 雜向 

制 巧 じ ホら やど 斷じ 7 アマ シモ 

蘇は 化 ょら 武力で 雌 迫され ない 

限 > 烦 むず ィ を おし 國境線 等の 

掛外問 题じ就 てら 他を 强固 たる 

べし ご 述べた。 

國 民黨飽 迄な 對 

べ术 y ン 九ぃ お：：：： 獨趣 固な 
農は n 力 八ノ條 のじ 割して は 働 
驳徹矩 が對 すべ < 中外に 覚 言し 
畿會速 動に 着 ホ！ たる： 政が 侧 
では 能を をが 欺しても これを 找 
意じ閒 ふべ く準师 中で もる。 が 
ほ 典闽前 首が マク ドナ 八 ド 氏は 
當 地の 衛說 じて。 力^ノ ホ か 協 
をを 質 讚す る VJ おじ これを 獨逸 
請會が 批准し ないむら ば獨 進は 
巧び 圈際 孤立の 泣 當じ陷 るで を 
らぅ ピ簿吿 した n 

佛 軍の 巧 動 非難 

ロンドン 化 九 口 豁 ' h カィロ 1 
ょら 達した 情報に 地れば 佛 軍が 
突然 ダマス カマ だ 砲 第し 一二ぶ ぶ 
千 人の 人民が 懷 化した 事實 はお 
巧して ゐな いけれ Vj も佛 軍が 無 
懲吿 じて 二 裁には 化留佛 人の 
みは これを 早く も 知ら 避難した 
ごも 云 ふ} 砲 iM た爲 めがお 米 
圓 人のは 宅も畜 菁を篆 b 嚴重 
U る 抗潘を 提出し 損害 赔巧 をの 
ち彿 を要ボ しわが 列強 外を 脚ら 
軍の 砲 整は ず必耍 なる 巧 動で 
るピ 非難して ゐ る。 

ピネド 巧 印度へ 

力严 カツ タ： h 化 日 懲= 日本よ 
b か 太 利へ 歸還飛 巧 中ん デ •ビ 
ネド中 おは 本 U ランダ！ ンよ b 
當化 に 到着し KO 



生ける屍. 亨〕 

黑 法師 

をの 檐 S 1 賠頃 である。 二人 
の戀 人は ひを かにを 盛の 哪を越 
へて、 巧 明 b かすか；：* 葱 地み じ 
忍び入-^、 用 患して ゐた 道具を 
なて マク フィ！ の 死屍を 掘ら 出 
した。 女は 懸命 じを のせ 事を 助 
けた 〇 / 

やがて 死者 3 體を 掘いで 出した 
二人の 者は、 それを 大 ちな 布 じ 
なみ、 出を 元の か < く がぶ せて 
後、 還 地 外に お、 ど ある 巧 
自動 単じ乘 じて 去つ ぶ ホ 

閒も K く 彼等は 威ん 一軒の 小 
塵に 省いた。 を こは 二人のを が 
々しの 閒 化んだ ぶの ある 家で あ 
る。 彼等は 巧 じ をんだ 巧 栽を を 
の 家の 中の ベッド じ複 たへ、' セ 
ィ レ/タタ ッ ドは 化を ぶつた。 後 
じ 柿 へられて 陳述ず る路 、彼は 
ホの 如 < 述べて ゐ 左。 

「化は 敷布 脚 じみを 放ん まし 
た。 煙が 立 七 上，, ど 共 じ、 なは 
をの 布を び b _ ぶ をき ました 
かを のこの 巧の 顔が ホの 中から 
現れて 出た 帖 おは 蛾へ 上 らまし 
た。 外 じがび 化た 时一 をの 布を ま 

だ ホに 歴 つて ゐ ま—/ た。 なは 逃 

げ 去りながら 後を 据 b 返ら まし 
わが、 あま b 霧が 深かった ので 
果して ホが ついて ぶる のか、 ゐ 
な いのかみら や、 たぐ 恐ろし さ 

じ 逃'-’ ま b 主した」 


火け をの 家を 燒与蓝 した。 烧 
け 跡 か な 出された 一 刪の 黒 能 
けの 巧體 じは セイ 片ス タッドの 
時計 や、 鈍 や、 寶巧や ナィフ や 
を S 化 化が 焼き 拂 ふが じ ベッド 
の 上じ路 きまつ わ 彼のり をの 所 
巧な がをおされ たので あつい。 
化 間の まは を h が セイ スタ ッ 
ドの 死體 である i を疑ム ものは 
い かつじ。 戀 A 间 志は 手 じ 手を 
取つ てこの 邮 一を 独げ 去 も、 諸 如 
を あ もこ も 旅して あいむ。 巧 じ 
麗 つた 岐の 妻は ロス •リ 午ャー 
ド ソン ごい ふ窠 一一の ホを 持つ た 

この あた b は 卜八ス トイの 例 
の 「生ける 烧」 をの ま i でを る 0 
戀人 等は 生ける屍 ごい ょつ てな 烈 
なをを なほ 績 けた。 

かぐて S 年の 丹 円が 通ぎ た。 

セ イ 八 ス タ ッ ド の^^はな鄉のん 
人の 問 じは を < なれられて しま 
った。 

T おを の 頃 おおの 報知が 辄ひ 
込んだ 〇即も セイ 八 スタブ ド 等 
二人の 者が、々 V フォが ニアの 
^ ネイバ ど 云 ふ 所で 捕 へられた ピ 
云 ふめで ある。 

■捕 はれた 動憐 はかう でもる。 
カリフ ォが ニアの ある 旅が じ投 
宿しむ 際 彼等は 间鄕の 巧に お < 
わして しまつた。 かくてを の 巧 
はを のみを 當周 じ吿げ 一一 人は な 
ちじ 逮捕された。 

彼等は 故郷の ォ ー クンー 少じ 
速れ 戾 された。 を こじは 自 巧の 
妻は 旣じ 化の ホを 持つ て 慕して 
ゐ ぶ。 法律上から 嚴播に 云へ ば 
まは 二重結婚の 距を苑 した 譯で 
をる。 しかし 事惜 はか 論 酌是さ 
れ、 i じな めて 妻は ホに 離婚 
を 請 ホし、 第； I の ホと 結婚した 

1 r ためおけ 放み 那 に 問は い S 
年閲の 入獄'^」' いひ 渡された。 

人々 の问愤 はこの 二人の 身の 
上に 集つ た。 ちいち 女は 巧ょ b 
ら强 いこの 戀じ 讚类を 捧げた。 
を < の 者は 彼等の ホず じ 就て 考 
へさせられた。 人々 は 云つ た。 
お獄後 恐らく 二人の ちは 過 まの 
戀 じい や氣が さして、 必ずや 苦 
苦しい あを 巧て 別れる であらう 
必 ややを の ホ路け 化の 常の 如く 
一喧釀 別れ かを 化つ かし るで 
をら うど 0 

判决 のをつ て 後、 しはら く -- '> 
て 彼等の 罪は 禪嫉 され、 二 年 ご 
なつね。 

かくて 彼等 お、 汪 のをを かた 
く 誓つ て、 をれ'^ み 苦役 じ 服 
しわので をつ わ〇人 々は ニ ザの 
後を 巧い 輿 ホを 化て 傍つ た。 や 
がて お獄の H が ホた。 セイ 八ス 
タッドは 化づ自 ホの 體じ U つじ 
をれ から 數日後 ホ もホ釋 巧され 
た。 二人の お獄の H 、 殊に々 の 
出獄の H じは 巧 衆は 監獄の 巧 前 
じむら が b 來 つた。 セイ片 スタ 
ッド もを の 中 じ 混つ てゐ た。 

やがて 巧-が 賴 かれる や、 舒ざ 
めた サン シア イン ■ボ！ 八のを 
d 現れ、 二人の 間には 滅烈な 抱 
焼が しじし 愚 けられた。 碑 燕は 
淚 ぐんで この 戀の煤 面を 眺めむ 
詩人は 歌 ひ、 靑年 少女は 彼等を 
崇拜 した。 化 等： 一人は おじ々 巧 
は 正式 じ 結婚を れつた。 

これは 近頃のを である。 1—二 
人の 上に みぐ みあれ」 ど 思 ふ お 
人 も 化 じは々/、 は G いで あらう 
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K. ミ wamot : み M. D. 

114 W. 70th St. 
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Tel. Columbus 4173 
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Midori Matsumoto 
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Tei. Riverside 98 が 


Sabro Emyj m.d. 

755 p£irk Ave. 
cor. 巨. 72nd St. 
Tel. Butterfield 9324 


T. KASAI 

Marchant 

Tailor 

が 

TIMES BUILDING 
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HEW YORK 


Phone 
Bryant おけ 


Koike Studio 

が 7 5 化 むら 
C 日 r. が 化が . 

Tel. Caledonia が 94 


んし CEASAR ， M.D. I 
309 Ea がが fh Street 
8 別 • お rk & Lexin が 日 n Aves 
Tei. Lenox が ? 3 

两喉晒 鼻巧馨 

間 時を 診 
午 正 ま 時 十 前午自 
时八至 時 六 後午自 



P 3 窜節調 鏡 眼に ホ眼檢 

F. I. FREDERICS CO. 
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136 E. 59 th St, 224 E. 14 th St. 
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ザ - 巧 十キ 四十 正大 〔二 ) 


自 す詞ん がを 才欲 A お 閃ぶ 

貧ぶ そ 冬屢游 V .み く 一刹^ 

クオ— ん ザん. す ルン ン がが 四 刻 引 
尸し 7 —ド ：ノ ミん トンが 評を 對列 

が 肴 化を 矮袁 がみ 刻 引 
谭 ぶふを‘ が属 ふ* 割ぇ贫 
茜 ネ^ ふ鞋 をみ \A 刻 引 

巧 お— タゲ アす4 ドム ハ 八 ニニ 



訓解 揉 療治 

神 經输、 y ゥ マチス 

威 罔、 が 身、 菌肩腹 
がみ、 巧 瞧お其 他 
お 張 親切 じ 治療 申 
上まず。 前約の 方 
は 午後 二 一時ょ ら自 
を じて 施術し ます 
H 本皴を 
專巧攀 おを 業 

I ち 1 津輕 萊泮 

西が と 十. ル T 目 五 ま 
屯 話ワズ オース ぶ 資一 


診察 時間 

午が も 巧 1 十 巧 
午後 六が— 八 時 
パ t 小 栗 幹 ご 一 

邮身 甫ブ ぅフ！ 柄 際 
繁 .五嶺 病院 勤務 

武お ブンバ ランド 

が院 勤務 


診察 時間 

午後 零時 ザ . n 二 時半 
午後ぶ 時：：：： 九 時 
愛知 轉學 ± 

: バレ！ 巖本谨 一 

る渝比 亞大學 ぶび 
が ザ ラン 病院 勤務 
W 曜は 前約 願 上 お 


H 本 陶破器 
雜貨 類卸資 

ド ■じ 

ブ J 

ブラ ザ ー ス 


日本 

洋服 巧 

が 山 信み が 
化 本が 


をち 十ー ニ 了 目 

ー ミミ 

伊藤 

泮服巧 

? ラ 織 亞こミ 


丸山泮 脈蘭會 



おを ポ ぶ/巧 ピか デソグ ニ階 ニニ 〇屬 

娜齡丸 も 洋服 蘭會 

化 扔ぉ卸 賛 ■ 

五味 藏會 

W E . 17 ih St こ N . Y . 置 y 
Tei . 宴 vesant 3745 

—： 

ラン， を 锦安赁 

下 羽 電氣簡 店 

WONl IBroadway 
Tel . Endi 召 二 13 妄 


け 本 玩具 
雜貨 卸賛. 

祭良貿 數商會 



評論 j 巧 月 十 U を 巧 
雑誌 I 部 十 化 
ミで S .; 呈 h St . N . y . 呈一 


船具 食 巧 ぉ馆が 御用達 

遠 藤 小刀 商會 

だで 豆を ミ N . Y . {一を 
な. ま 至 害兰妄 一.2 


稅 關寧務 取扱 

WILLIAM L . 受 まが 吞.， 

ざ 0 ヨ 12 巧 11 Br 泛 dw さ妄 

さ one : Bo 至ち 巧 ま n W 1 ち • 9137 


じ 

化 ^ ^ 

I 相が 

• 3 J 
U 1 別 


稅關 事務 

巧 巧を 地 並 じを 化 
巧の 儀 出入 ホを じ 
械 する 一切の 碑 諮 
問に 應 じ、 横道 激 


H 耐も & 船 貨物 運賃 あお 帆 

111 * ト ィ —ij • . 一 ご こ — f こ . 4tti 

a ^ ^ 

T 卽 -i 


M 




を 巧 お 手 績書等 お 
おす、 重要 都 ホに 
げ理 巧を がし 誠 g 
お 速 御用 命じ 應ホ 

保 厳 取扱 


♦書籍 ♦が 誌 ♦巧が 
縱覺 をを 開 
執務 午前 か 時よ b 午を 五 時を 

紐 育 日本人 會 

西 五 S と 了 目 二 五〇番 
お 話 サア- ■，於 八 一九 0— 化 一 


化 留靑年 巧 想の 谢化 

H す 靑年會 

9 W . 臺 St . ブ|. Glarki 12 之 
大化^^日本人 

基替敎 靑年轉 柳 


34 U . 呈 h 芭. N . If . 呈 y . 
£. f 8 妄 


巧 拜說か H* 曰 午後 八 時 一 
が 結を 木距 H 午を 八 時 ^ 
が 話 食 i が H 午を 八 時 
をを >巧 岩室、 娛樂 室の 設棉 も—, 
ホ おを が迎 す、 負 おを がか 

..牧 巧 副 島 侵 道 

H 本人を 督敎 修道 會 I 

一泛 W' 12 ザ d ム t. 夕 'Y. CUy ; 
TTel . scrnh 一な ide < S ごな i 

H 本人 g 敎會 

な啡 川 島末ゾ ー進 
幹事 巧 中 巧 二 
Ja ち ミミ 3. E- 呈 urch & Inst. 

だ 3W. 1 這 St. Tel. C 夏 薑1 置 1 _ 
巧拜說 を； 3 嚷 H 午を 八げ j 
祈が 诗水 接 八 時 一 
戴 縫 會乂埋 H 午を 二 時！ 
♦を おを 

な 度な 愉比亞 を 敎かド 町么十 
五 か 學生會 社員 旅 巧な じを 適 
な 滿圈曹 錐 茲轿巧 及を 陆娛學 
具 簡易を を々 b 

あを 馈裘 罔旋 、娘 おお. 巧、 を 讳 
事業 調査、 其 化々 事 相談 健 鹿 
ま 閒階諸 巧の 來 をを 歓迎す 


▽ H 蒂け 

進 書が 究と卜 
巧顿 會夕 ょ巧キ 
禮拜說 かがが 
▽木踞 U 
祈 機を 夕八時 

▽ ±sfH 

巧が 巧义 ぶを 
話 巧 夕八夕 

をな ホ、 旅行 ま 
案 巧 部、 人事 巧 
談 が、 湖を が •强 
お间旋 部、 奠强 
な 縫を 授® 諸 課 
V - をけ 旁： け、 ホ 
會 員® 巧を 計る 



T 


お 育 州を 認 
內務 堪疆許 
東ムー^^^大臀巧大學 
產懲な 習 巧 卒業 

產姿 松本綠 


おき 乂國驗 人 
H 本人へ 心 お 
韶敎巧 じは を 
年の 經驗 をち 

ず 0 ー ンヴス 

シと 十五 邮 
每 H 朝 化 化て 
ら巧化 崎ぶ 阿 
時 じても 遍し 
U 陋日は 一が 

よ b 四時を！ 


齒お醫 木 下 又ぶ 

310 W. 三 ih St 
Tel. M ミ 呈呈 1 8 置 7 

® 冷 舞 鱗敎籍 

►敵を ダンス Al 

マ 表情 你操 
紳 十、 淑女、 お 手 
化さん ホに 巧 寧 去 

敎授 致し 巧。 午 背 

十賠 ょも 午後 十 
巧を ( U 鴨を 除く； 一 

シャリフ •ダン 心- 

ング 師範 學校 卒难 

上杉夕 左 



都を じょ。 當 をの 間 

診察， 

午後と 時— 九 時 
U 懼は 前約 願 上 お 

パ： 吉 お悅彌 


診察 

午を 二 一時よ. りみ 時 
U 躍は 前約 巧願娱 


ドク トか 

烏 見豊彥 


齒科醫 

►診察 時 蹈^ 
毎日 (2 一耀を 陈 く) 
午" 印乂 がよ シ 
午後 五げ ザ 
水曜 午が 丸 時— 
午後 一時 


簡科醫 

H 新ぶ 無 橘 治療 = 
を 年の 經驗を 巧て 
H 本人 諸 おは 特に 
了 寧 懇切に 施術ず 

U マ—— チン 


il 揉 治療 

=： 水 及び 带氣 治療 U 
筋 添 肩 腰の 痛 首 手足 
の 不動 神經痛 リゥ マ 
チー 懐 性胃騰 病神經 
衰教お 其 化- 
午前 化 時ょ ち 午後 九 
時を 電話 前約 願 上 候 
紐 育 端 典 フィ ジオン ラ 
ビ ー學院 卒業 
郎育ク デ カ 火 ジムを マ 
ジ ず-— ジ臟替 お 貪 員‘ 

を 却 r 酉 村 幸 男 


彰をか 間 
午後 五 時 1 八 時 

r なち 一一 一朗 

囊 きべ 八 ビュ！ 

お 院な勸 じ 付を 時 
閒 外ぶ び 日曜は 前 
麵じ 腿る. 


签ザ 洋服 巧 



ぶ 底と 親切 どを 旨と し嬌賞 „ 

信用 ある 赖 品を 精選し 

特別 廉價 で販賣 致します 

クオ 八チム 、エ八 デン 西 翁 SS 

其 他は 化て 一二 割引 

指輪 鑛貴余 屬並じ 寶お類 一切 

バミ八 トン 時計、 户フ！ ドィ 

リノ ィス 時 針、 を禪蹟 時計. 

クォ ー タ！ マン 萬 年 拳 

エバン ヤ^ — フ 鉛筆 

純銀 器 並に 銀器 一巧 
御歸 朝の 御 北產) 切 
お ぅ—口 の 修搔は 化險付 じて 確實 

.にお 川 自身が 致します 

紐 脊か巧 四 + 二 了 目 一 五一 

日 ングユ ヵー 煤义 一一 五 号 室 

お 川岸 商會 

带韶 ブライアント 四 I 二と 凹 

Ishikaw ザ Kishic ? 151 去. 42 ndSt 
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成 巧の 秘訳 1. 

米國ま 英語を 話义事 
は 成功の 簾 一義 玉す 
本が じは H 本人；^ 授 

じ 慣れた 專 巧婦」 お 

師ぁ 6 潑閲 じきぶ 逝 

信 文 社を 語を 敎 d し 
ます。 り 嗎週リ せじ 
午前 化 時ょ b 午ぶ 十 
時まで 開校し ーピツ 
スン お 十 仙づ 支。 一 今 
H 直 もじを 校 あ托〇 


h 

t 

6 

8 

が 

a 

E 

8 

2 


窝眞小 池 


おお 街 

凹 一二と 



パ ー シ ー は 紐 育 梟大の デバ ー トメ ント 商店で あ 
卜 ます。 觀 らしい 昇 蜂 機と Vi ス カレ タ I は腐澗 
。巧 內じ 於け る 皆様の お 賞 物 じ 便宜 と渝 快 ごを 
興へ てゐ ます 

他店で 二 弗す る もの。 らば メ！ シ！ では 一 
弗八十八仙或はをれお下で買 へ る^をどぅ 
ぞ 御記德 下さい 

•。本へ 御 荷物を 御 送ち じな ちわい 節 又は 御な 物 
隙して 御用の 填を はバ I ソナ グシ 3 ッ ビング 
一. ユ ー 曰 1 をお譯 わ 下さい、- 親切 じ 御 便宜を 許 
ります 


0 巧. 巧 Ez . n 巧11 巧 CY > 

呈實呈 日呈 

岂 7 書 Ave . Hear 42 nd 芭. 

Tel . V 普 der 呈二 72 B fl 呂ョ養 

- パ-ホな 謙 次 

巧、 水、 金、 午を 一抗ょ b 五が 

を* 其 化は 前約-— 願 ひまず 

‘ -い： が瀬蠢 

88 L 交 立を n A さ • N - Y - 狂ぶ 
す t . 篇 th & 2 ゴ h Mts . 

ぎ 至 adison ぶ-を 18 -妄 9 


JOIac 至- 00 CR 产 M. 0- 

二 1 West 芸 th 芭 . N ミジ rk 
ジ ー. 至ミ た tie 35 な & Schu 苦 r 養 寡 

兴シ M み 午前 九 時！ 午後 一時 
髮襄 午後 六 時！ 午後 化 時 
H 耀 午前 九 時 1 午後 阅時 

ドクトル 小 果乘吉 


齒科醫 

夕 年の 經驗を W て 
最新式 巧學 手術 じ 
堪能 じて 信用 篤し 

= 施術 巧 低廉 = 
日本人 諸君には 巧 
じ T 寧 懇切に 治療 
お 育 州を 認 
パ： ブル 1 ム 


子. 夕 whishido , 口 D . S . 

岩 W . 7 害 St . Tel . 置 量 二 芝 2 

isg 巧 戶良一 一 

自午的 化 時 ホ 十二が 
戶ら "幸 VE £ S 


硬 炭坑 夫 能 H 眞相 〔王 一 

組合 側の クレン マ 

みの 燃料は 果 •して 不 ぶず るか 


が < のかく じして 巧资 ちぶは 
ホな にが 6 巧慟 組を は罷 ェを宜 

言ず る じちつ たので ニユー •イ 

ン グランド 諸 州の 知事は 

緊急 會議を 召集し、 硬 

おお 川 者の 利益を 化證 ずるた め 

巧 街 紐を に 脚 巧の U ぃ 巧 脚 巧に 

ょつ てホ產 され；」 むる 所謂 無煙 

がの化化をお晒； る；ごなつじ 

が、 こわ ご 相 前 お （て內 固が 采 

を 負は 邮お 使用 州に 於け る 無 巧 

が® が衝 旨の 巧が を 制定す るに 

を つ た^ は硬あ坑夫の勞が耍ホ 

を 益々' 化當 化した も S ご 云 はれ 

てむ る。 これに 似を つた 話は お 

碳就働 員 組合な^ 1 キス 氏が 独 

が 能エを かてした 巧 由の 基-しは 

科 炭坑 ホの 巧 働狀態 改善を 幅 ホ 

してむ る-^ である。 昨年 j 巧フ 

。リダ 贿 ジヤクソン ゲイ 八に が 

てが 慟糾を 化 おは 炭 磯 紛爭の 中 

ふ 地 ご 云 はれて むる 西部 ペン シ 

がエ ニア、 才^ヨー、 イン テア 

ナ 巧び イリ ノ I ネ州 等の 

資本家 側 化ぶ ど 協谦し 

ホる 千 九 灯 廿と年 凹 月を 戰が中 

の贷 がを 繼 治を 協を したが、 を 

-れ じがから 勞働 紐を 眞 にょつ て 

生 ホ さ H た 巧が がが 少 ずる じな 

し ホ巧慟 化を ULi i る 生を 贩貞 

- かお 加し つ、〜 もこ おで もつ た 0 

今 U たの お 過に ょれげ ベン 州の 

枚が ホを け ーヶ年 一億よ 千 五け 

'力 顺 レ' あ b 、 ゥェスト •ヶ アジ 

三ァ 柳は 化で 万嗤 であ 0 たが 本 

年の 八 巧 ごな つて ペン 州は-億 

二で お'，：： 乂嶺 じが 少しむ もじな 

し ゥェスト •ゲ アジ ニア 州の ま 

をけ： なぶで 力が にお 加して な 

な。 斯 '、み 如 < ホを 御 組な 畑の 

か 引か 円み ご。 つて ホる - J がけ 

して々 働糾 をり を 使役し つ； あ 

をな- • e ぶ侧で ゴ漸み 

事業 放棄 の 姿 ごだつた 

のでが 勞働紐 か 畑から 歓迎 さむ 

。ぃ 巧働糾 なけ U - 柿の お濟制 

巧で が 山を 述 用す- ムに击 つじが 

が 京 W 償 ご 

外資 抑壓 

投資が S 1 試鍊 

本 加 特電ん 旣 報した か f 柬京 

がは 今！！： ぶ あ 舉策資 を どし V •お 

額^ パぶ 十ぶ W を 巧 集す る ivj 

ミた. か 

© I が% は 大化お 十 年 どい 

ふ 巧 期 のらの でん IU を 地 ホ 潰 VJ 

しては 大 おの 第-一: 築泌を 傲な 

がには 例の。 いらので みるから 

をの 化が はを ぶが ホ 円の 化 点 ご 

なつ： むる 〇 

あり 拔 がと •，りお 十万 川。 利率 

年 六が。 巧 巧 惟 格.，：： W じ 付 八 

十六 W 。 化 終利迴 よか gr 姐 S 

を。 化 ぷ 期限 大 f 五十が S 月 

: (四 年 巧 おが お跑 わの I 姐)。 中 

& 則日个 巧 十 H よ b-i- 四り。 

柳：： 2 十 •月 十 H 。 引 巧が 巧 脚 

がが、 お 一 、 一二 か、！ 二逛 、十 


化の 勞働 組合員 じは 自よ的 じ 非 
巧 働 化合 畑の K ヶー ホで 勞 働す 
る まが 增 加す るに ま 6、 をに 片 
— キス 化を 接の ジレンマを 生ん 
で來た 邦で ある。 がら ば この 罷 
エじ對 ずる 生を どを の 補給 關係 
はどぅで わる かごい ふじ、 現 化 
一般 じ消雙 されて むる 硬 炭の 生 
をは 約 五十二 週間は 一旦つ て 六十 
巧 巧で あるけれ でも これを 消聲 
する 期間は 僅か じ 四十 過 脚に 過 
ぎない。 故に 一を じま婦 達の 使 
用す る 硬 炭 じ 週 平均 一円 五十で 顿 

じ化當 してむ るから ぶし この 罷 
エが四 巧 一 U を 繼藏ィ る もの ど 

を假 すれば 今後の お 給 力は 

一二 十 週間 哪 も-華 万喷 

どなる 譯 であるが、 この 不足を 

補充すべき 燃料が 化を どの 稍 度 

じ貯藏 されて & るかを 調杳 する 

じ 左の 如し。 〔'巧 數〕 

侧乂ん 家庭ぶ び おお 商 乃ま礦 

山 貯藏高 

二 〇、 00 0、 000 

無煙が 一 〇、 000 、〇 〇〇 

ム 巧げ 岸 巧 港が 藏の燃 她二憶 

八 千と な 巧 •キャ 〇ンの 硬が 順 

歐 一、 二 五 〇、 000 

燃 袖を ホのを 剩高 

一、 と 五： い、 〇〇〇 

コ 1 クス と、 00 0,000 

ん 巧巧斯 と、 00 〇、 000 

ゥぷ A シユ 及ひゥ アジ ニア 硬 

が 一、 GOO 、 80 

総' 引 四 八、 〇 ひ o、oou 

哪 もこの 統补ょ 6 を 引いた 實際 

か. さ 高は 約 一 r 内 ガ顺じ 達して ゐ 

るか、 こむ V て も 

人造 瓦斯 の 著しい 普及 

巧 じょつ て徘 がし 持る J はか 論 

である。 無 焼 あの かき も 始んど 

独が ど：！ f 樣の 効力を 村 てゐる 

し、 コー クス 類は が现 州の 巧 巧 

じ 使用し 巧べ，' ''大体 じ 於て 罷エ 

の々 ばす 影 嚮は化 人の 想像す る 

码に 恐々 しい ものでは ない とを 

らいて むを 0 

五、 女 W 。 

化く のかき 畏朔お 偵が 内地 じが 

て篡 集され た i は 前記 大岐巧 一 

凹 築港を 憤！ 千と 巧で W の閒做 

が大 化と 小 年で あるか おん Vj 前 

例なく、 义化憤では大正六年發 

巧 關化六 年な 遠の 滿数 社債 四 内 

が十乂 川と 外に 勸 を 憤 券 中 じ 化 

年码 度の ものが あるな 外 最近に 

は 例の むい； である。 然 のみな 

らや 巧が 

金融界 9 貨 がは 必ゃ しも 

をの 如きを 蝴 巧の 殺 巧 K が 利で 

G いじ も拘ら やお 巧が 皮び これ 

が監 巧を 厳。 る內 巧、 人 藏兩が 

がが てこれ を ホが せんど i る じ 

就て はない 軸 機が。 けれ じなら 

の。 いふ 迄 も。 く おを. £ 憤條例 

にょむ ば 十五 年 じ & お 财を债 

を 巧 則 どし、 己む を 巧ざる 谋を 

け 短期を 偵を 巧を し， 待る； ご；；？ 

つて 居り、 柬巧 がは 出來将 るな 

ら だを 側 巧 S がわを 激迎 する 課 


であるか、 最近の 實例じ 就て 見 
るに 大正 乂年 W 後は 大 がを 低資 
惟 入 憤勞を 除いては 孰れら 一一 一年 
乃至 五 年の 短期 债 のみで ある。 
がるに 例へ 小が ミは 云ひ條 今日 
突如 化 五 年 五ヶ 巧 則 限のを 期 債 
を お 巧す る じ 至つ た 勘 機は、 ホ 
自身の 必要な 外 政府の 高等 政策 

じむ ふ あ 甚だ 大 である と い 

ふのは 盤に 大藏當 局は 外資 輸入 
抑 帷の聲 明を したが、 み 化 事業 
をは 目下 尙は資 をの 必 おじ 迫ら 
れてゐ る もの 殺な から、 殊じ電 
力樂 叢の 如き 長期の 資金を 要す 
るら のじ あ b ては か 化を 離が の 
如 <1 二 年、 おを の 

短期 物 W 外 長期 資金の お 
給闲雜 なる 實 化では お 憤 者は 常 
じす 當の 負担を なす； どなる の 
でを 府の 態度 じ掛 する この 方面 
の 苦情は 相當大 なる ものが あつ 
た。 大藏をはこのき情を緩か？ 
る ホ 針で 特に 興 銀に 命じ 巧が 投 
機を をして 長期 債に 慨れ しいる 
ため、 今 巧の 東京が 債 じこれ を 
適 巧す る じ 至つ むので ある ご兒 
ら るて 在る。 從 つす 今 巧の 東京 
巧 債は 投資 巧じ對 する 一 補の 試 
錬 であつ て、 これが 化 巧す る や 
否やは お ホ我國 じがけ る 長則馈 

發巧の 成否 >' を わるもの どして 

を 方面 どもを 大 のを 目を 惹 いて 

ゐミ 


農業 保險の 

國營 y 提唱' 

農 お 救 濟の對 策 

巧 ホが 曾 地の 經濟界 が ボ况の 

おじ あるじ 反して 地方の 農家は 

米慨 高、 藏 高等の 影馨 から 近頃 

珍ら し < が况 を呈ぜ る模據 じて 

を府縣 信用 組を 聯み 曾は 孰れら 

相當ぞ 額の 遊資を 擁し、 巧に 中 

央か库 の 如き も 巧ら じ資 をを が 

巧 預金 どして 

放資 U に幽 巧して ゐ るち 

惊 なので、 この 際 農に 健實 なる 

掌 業， ダ 起し これに おする 融資を 

獎剛 すべし どの 潘論 がむ はれて 

ゐ る。 農が じがて 現じ 賓 をのを 

裕 をを する 者は 所謂 地 ホ 階が f 

あつて、 自作 兼 小 化 或は 純 か 化 

者の 如きす 屠 農 ほじ まつて は 化 

な 第 おを 脫サゃ この 误氣 の恩禪 

じ 浴す るち は殆 A で絕 無で ある 

ごされ てゐ るから、 こいを のて 

農は 一般の 經濟狀 態が 改善され 

たら ご 見る はを 計で ある。 從ホ 

農村 振 巧 政策 £ して 化 づ 第一 じ 

褐 げられ るら のは 撰 震 

生產物 の 市 傾を 高から し 

わる £ で、 みに 巧网 農を の 如き 

はお じこの なを 强 調' し 速 動を 巧 

つて ホた が、 をの 带實 卜：の 現れ 

である 坡近 5 農村 泉氣 がが は 下 

盾 度 ほじ 及ば や 化が どして 巧び 

巧ない じ 就て は 農村 お 巧 政策 止 

が じ お 慮すべき 点が 距だ あい。 

農：： 山ん 一部が 遊脊の 過剩じ 苦し 

み、 一部が 質を のか さに 苦し レ 

のは 將じ 農業を 融^の お 人 信用 

の ホ 備を链 る もんで このみ じ 於 

てな 善を 徑 すべきは 薑を 待たの 

が、 おじドお農お：^^现がのかき 

窮地に 俗つ じ 巧 因 じ 遇つ て是る 

ごをの多く：^風水蜜、 卞菩、 摘 

虫 巧 等の 


不可 抗な經 5 のがを か 
ら豫 期せざる を 僮を 生じた じ始 
ま 6、 をの 經濟狀 態は キ于 じて 
生活を 維持し 得る 巧 巧で あら か 
ら 到底 この 突發 のを 債を お 思し 
得ざる ため 年を 追 ふて 益々 が 化 
じ陷 るら ので ある。 從 つて 眞じ 
農が 振 輿の 實を壤 げんごず る じ 
は先づ で 屠 農 裳 者 救濟欄 巧を 確 
ホす る お 第一 どし、 この 巧 的々 
ら 農業 經營 上の 个可的 損き を 補 
塡 すべきを が 農業が 隙 励 營の實 
施が 急 格で ある どされ でゐ る。 

起債 政策に. 

製造者 賛同 

貿易 增 進みた め ■ 

目で 聖ルィ マ おじぶ て 開催中 
である 米 威 製造業 著大 會の 外國 
貿易 委員 貪は をの 調 查盛吿 巧の 
一節 じがて、 ホ國の 街が 貿易を 
お 進せ しむる お動かは ホ 鹽內じ 
巧 溢す るを 塊を.々」 し/、 お 外 じ 
輸出し これを 貸附 t :/ 歐洲を 
國 0 助 政 整理を 巧 速 わらし めて 
金本位の 圆 おを 實現 t るに あゎ 
ご t 、 是 等の 趣 債は 跌洲 を國の 
が 政 あ 礎を 挈固 じし 常 就 r ょつ 
て揉觸 された i 地を 修聰 して 產 
業を 復興せ しめ、 を 都 ホぶ びを 
通機關 -- おする 貸附 は米國 とめ 
貿易を お 進す る 巧 0 で^わる ど 論 
じ、 おに ド！ ズ 案じん る 獨遊貸 
附じ 願し 一部 ム± 中樹 逸のを 業 
巧が は 化を ホ 谋じぶ わる 米 品の 
利權を 傷け 公.？： ホ 難 一-就て 反 
殻し、 濁 遮のを 業 回復が 义 おど 
の 競ず を 惹起す るな 事寶 なる も 
半面に 巧て をの： 濁 逸人の 購 
買わを 增 ずから みし 巳ず 正な 競 
爭を 惹起 ザ やど 斷じ节 獨貸附 を 
慾 憑して ゐ る。 ^ 


〔本社 おを お 尸— 

今年度 乂暖豫 想 

生糸 輸 がの 激增 、綿 製 お輸ぉ 

の 盛な、 米國お 稀な 化 落、 か ホ 

觸 入が 等で 今年の 入超 額は 一 一億 

W 台を 窗 b 达ま乂 かど. 歡巧 され 

て ゐる〇 

英國 で巿懷 j 父 渉 

東京 巧 償は n ン ド!' でを 渉す 

る蠻 でもる。 j 

冗 金の 建値. 非 上 

正を の ぉ乂速 化は 阳 十； 弗 じ 

引上げた。 

新 補 巧 航路 開始 

ァフブ カ 東 お 岸》 1 パを 終点 

ごする 巧 航路は 化 五 巧^ 補助の 

下 じ 商船 會 社. か 明 おょら 配船 一二 

隻 を' 3 て 就が する i ビ なつた。 

外义 輸入税 鞭活 

外米 輸入税は 十一月ょ ら俊活 

する 诗當 時は 後 おした。‘ 

精糖 對支 大輸 が 

精糖 掛支 輸出は 一 ETW 降 二な 

四十 万 倭の 記錄 破らで 巧 國を凌 

駕 しじ。 

お 油會社 合同 難 

外 油の 腿 あし 對 する 諸 會 社の 

合同 述勒は U 本 石她曾 社の 反掛 

じて 實 現は 的 難な らん 0 

日本 お 油 配當率 

U 本 石油 诗 社は 捲會 にがて 今 

則 配 當-剧 おを 据抵を 巧 ホした 

=3 .卜- 化 乂リあ 



Kawasoye Hotel 
1 お West123nl Street. 
Tel. Morningside 7154 



mmm \ 


お Easi 29 化 Street 
Tel. Madison Sq . 巧が 


DARUMA 

781—6 化 iWe. 
Tel. Bryant 3859 


ホ 辯 

にお ！ 

ず 御 
さ 料 
燒理 



ご H r 四十 四 i 
战目 r 五十 四 ！ 


Japanese lea Room 
1802 M Street , ん W. 

Tel. Franklin 1577* 


THE FIRST IMMIGRANT 1HAT EVER GAME 
TO AMERICA !S SHOWN IN 

"THE VANISHING AMERICA" 

THE EPIC STORY OF THE AMERICAN INDIAN 

PLAYING TWICE DAILY 
AT 2:30 & 8:30 


CRITERION THEATRE 

BROADWjy AT 44th STREET 


Beem Nom Low 

474 ： ぶ 比 Ave. 

Bet. 2Sth-29th St, 


CHI 


誠 


义巧モ 


を 


巧 わを Saimnp 巧を 远 i むぶ 巧 


し 日曜 十-〕 


M 


が パ 


午阳十 化 A 


御旅 舘 河 添 


削烹 並に 御旅 舘 


生稻 


巧 野 兄 巧 


が 育巿西 八十 八 了 目 iir 円 十 I 二を 


あ 詔- 


.ス 々イラ— ヒ八 ニニ 


媛 蒲 燒憲巧 御 化かし 

H 晒を H 换間も 抑 用 かにが じ 巧 

會席御 料理 

烏 等 御 下宿 

を 玉ぶ- 


▼一二 巧 = 淸 お、 親切、 お 樂^ 

勢 州 舘館ま 熊 野 

ま 巧 伊勢 事お久 間を 作 

2 を E •苗 th ジミ et 
Teh す gent W 29 巧 


御て 宿 

自由 亭 

58 ジ nds St . Brooklyn , N - y . 
Tel . Tria 是 e 7475 

御 下宿 鴨ザ乂 

4 ご 3 吾 ミで ce 

bef . 1 を 2を uve . off E .42 nd St . 

Tel . Mu ミ yH 吉结 58 


ぉ那て 旨 

ホ 結あ阁 でぶ 年 御巧顆 お々 け 
たな 文で 御座います 



日 H 本に 住み、 H 本 語 
扣 を 話し、 皆樣 の御嗜 
なじ 適する 御村 巧を 調進を 升 
了 度. ェ レエ 4 タア の卜 です 


華 盛頓- 

わざく 

罔 本料哩 

ホ じ 御旅 舘 


> つ ごん、 をは 

ずし、 中 食 

富 主の 屋 

藤本 長と 

チヤ！ サム スクェア 十 帶 
電話 ゥォ— ス四九 0111 

.御 下宿 

I 桑山淸 五廊' 

基： ミ th 雲 Si . 芸量 e 言 ia pa - 
を. wit 夏 一 


，つ‘ でん、 てんでん 
親子 井芸 wkth SI 

淸 潔、 設備 まを 

.ホ 化 御 下 お 

支那 街に 二 了 
40 Catharine St . ジ ー. Dry ぎ ck 8 農 4 

煎 餅 卸、 小賣 
を 腐 油 擦 
日本 食料品 一切 

wcsrls 巧 Rice caK 巧广 〇, 
8 苦 Third Ave ., 

Tei . 芸 za 5218 
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が^を 園 

づ^ん 鹿 蓮 
ぉ勤の^^じは豊飯| 
の鋪 巧^: 瞄へ が一 
閒會 席の 御用 じ應 
や V くぉ蘭 柯キ相 
'个變 わ： 5^ 一 願 度 0 
紙上 卸 i 中 上 慎 


電話 レキシントン 0 八击五 

若 旧 旅館 

柬 十： 立 T 呂 1 r 白蕃 


住み ふ 地ょ き淸 潔なる 審 

御 下宿 松林が か 


客 

K T も 1 

む 請 

P 抓化刮 

么 X h 

y なおけ 
巧 £ 2 
€ R 3 

ィ ぶ-.: 
4 6 
8 


知 


抓， ま瓣御 料理 

彭瑞樓 

日本人 諾 為を 
默迦 致します 


A 

がが f が 

排 

C 現 

G も k—w 
N g-IW 

恕結 

〇 1 

Y 


が 料を 猜選 - 
の獅 嗜好 じ 適 ホる 
料理拉^一提供し主す 

解 面 新 ザ 華 

U 本人 齋 君は 轉 
則し 獻逆 します 


岩 9 F 量呈 かち. 
ぎ S . ぶ. 岩 ご 


中が 哩髮巧 

中 村萬激 
31 W . 暑 Si 产ごさ 
Bet . Columbu こ ve . & を ntral Park West 

罔本理 髮舘淸 

新式 洗髮 ぶ設觸 あ^ 进 速げ 寧を 
旨 し 精々 勉強し ま 

西 四 主 一于 目： 日 番地 S が 六號畫 

タップ 7 ロア (第 ホ街ピ 四十 S 下 日 角) 
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永年 H 本人 の 御 
蠢 貧を 蒙つ てに る 

做 i 逸隹樓 

です、 何卒 續 々御 光 

來の 稍を 掘び ます 

一 ' 

皆樣 の^が じ 
適ふ様^^^実かの 

温奮樓 

御 料理を 貧し ま 
すから 線-^ 御 ホ 
ホを 願 ひ 1 す 


宮川 事務所 

持 鑛的酱 闘の 同胞に 的確なる 職 
業を 周旋し ます 0 

お 吉ミ se 立 晋 Ag 呈这 

一呂 W . おす Si . N . y. C . 

Tel . ザ y 兰 t 3 苦 9 至 8 


貝 I 
米 
桂 


新 鱗を か 1 巧， 

日本人 向きの 生魚 深山 甲り 揃 <1 
時 別 廉慣で 大勉强 致 しょす‘ 一 
サヴオ ナ谢店 

』 o»«pll uavona 

技4 w . 2 s - St . 

， rel . C 己 rnnhs 。 一 お 


電話 プラィア ント 
八 〇 と 九！ 八 八と 一二 

H 擢 及びが 間は 

ヶ n ツグ 00 四 四 

.妍鹏い」 诗良 

栽 お々 * -**>*tH 

紐 育 巧 西 四十 四 了 目 

】 二 下 一 一八 蕾 

(二階} 

す 店 

147 Glare ヨ ミ ニ ve . Buffal 三. Y ’ 

ジ ー. 夏 ま II 1 さ 83 
ま 巧 3 rs . F - K .ごす 


極上の 魚類 

季節の おがの 魚貝 辑如釋 山 揃つ I 
て运 らまず から 御？ 5®^ 下さい- 

ァピホ ti 魚 店 
82 Bayard St - Tel . で nklin を 空 


等れ 人 

長 巧縣細 C 合 謙 一ニ タキ 石 川 

山お縣 齋藤义 S 郎 ワィ 阳部 
福井縣 山本辕 東京 府巧木 等 
山 口山 本 龍 お 福 岡 谷 お 時み 郎 
吉川 淸一那 (旅行者) 

早 巧 田大を 出身 中 村 貫 一一 

右の 者に 述 知を 巧き あち 之 
校 間 本人 若く はな 人 よら 現 
化 巧 お 通知 願 上 お 

紐 育 巧闯總 領事 舘 

1 芸 Broail ミ y Ne こ ork 呈 y 



巾 託 ， gw 

削 h 化：！ 
巧 t が W 

K ご 柳 

C 3 一 W 叫 
叫な 

T W 社；！ 



會席御 料理 

東泮舘 


御料 理錄卽 £ 


太陽 


请司每 U あらまず 



ミ 化し* S 一 

J れが =^1 
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當油競 gi £ Si 蘇 柱と な 米 

夏义 S 食料品 iig 點 g 

巧 田を 油 株 ホ g 化 度が 一手 •お 端 巧 

目 本 食料品 廚轉 


S 

2 ! 、义 け W 

巨： 2 a 柳 

N 饼曲围 
がに Y 柳 
パ W ぉ 
A 瓜 W 

K 


— 

0 

^ < 5 ^ か 
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^ 化 ふ 

Vi 5 0 
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Mu 1 e 
IN 


日本食 料晶 、日用品 
並 じ 新刊 壽籍類 一切 

巧懒 兄弟 廊會 

を 巧 お 巧巧衙 をを 便が にて 巧ち 
仕 校巧谊 々巧 用命の 程 本 巧 上 « 


日本. 食が お 巧 及び 雜貨類 卸小贵 

二 1 一二 |二、0 五 F ；：! と 桑 山商會 

が 刊尝籍 雑誌 小锁物 日用品を 巧 


nu 9 

G 化 b 巧 
〇 h む 6 

诚 - g 阱 

〇 •む'; 5 

T W # ^ 

3J 〇 S T 


巧 話 


. H 本を 巧な、 雜巧 
巧 揺、 雑誌、 巧 巧 

六 五 五^ 東京 商會 

巧 八— ム 、自 かの 巧みな 


美 ホ'.: して 淸お 

S 滿南樓 

午前 十が よら おお 
午前 ホ^まで 良 J 


リ— サン ゼ ルス 地方の 御 
お ホ じは お 善 5 御懼 せを 計 b 巧 


イ. 


グ瓜 


ホ テ 八 

羅がホ じめ ける 同胞が 營中最 
新式 高等 ホブ卢 であ もます 
羅府東 一 街 一二 九 半 

をを 舌 1 ダ アン タ ィキと 六 五 九 
軍 話 L タツ カ 八 六 S 

貸 自動車 (化 野) 

羅府 名所 御觀 化には 嚴も 精通し 
た ドライバ ー が 御 案内 ホ 上ます 


日本 巧を 船 切 巧 御 申 达じ應 じ 
萬 事が 巧を じ おな 扱 ひ 申 h _ ち 

を 港-: 7 ;:^ ホ テ 八 

▼ H 本 御料 巧 (が 間 あ' 9) 

を 港 ホ リホ少 >1 ア巧ム ハ ーニ 


電話 カネ. 


八 一六 


シャトル 

NP 旅館 

W 0 矿ま h Ave - So . Sea 芭夕写 ま h - 

停車場 前 通 おへ 一 IT 巧 側 《階 建 
H 本 巧 船 切符 取扱 波戶場 送迎 

ボストン 市 

富 十-旅館 た おお を 
一切 御 斜理ホ 結 ホ あ 

貸 自動 幸ぶ び 通 辯、 諸 殺の ま 
內 、紹介 一切の 保 利を 計ら 升 

1 ま W ミ呈 st ま St . す庄呈 Mas 产 
呈 . ？ 置 S 15 互 

西み 十五 了 目が 四十 六を 

一力 旅館 大橋 

電話 エンデコット 八 六 一 〇 


紐臂旅 舘帛ぁ i 

東 四十 了 目 二 巧 二番 
Tel . 星 ed 呈 ia 署 4 


辨當 及び 壽 司の 家庭 化 おし 
を 致しょ すから 巧 卒宜敷 御 
愚を の 巧を 願 ひます 

御 下宿 宮本 

蓋 ご 害 St , 香で 2 ぎ 呈 这 B 17 S 


光 


榮 


兩宮 殿下 ご 

目 本 食の わ 献立 




..親 藤總 が 事 官邸に て 


胡を お 殿下が じが 殿 ド じは 旣 I 
にな 船 バリ ー 々じて ソ ランスを I 

御巧發 、豫定 じ 化へ ば 巧る 四 HI 
I じは 常 化 じ 御 到を の 巧で あるが 1 
1 昨今の 天を 模 巧で でのな 船 も 一 

ull りは； 也 巧—- てむ るから バリ 
— をの 人泌も 自が豫 をょ b 遲れ 
る もの i 推を される。 何 かじら 

短 かい 御滯 だ期閒 にを ホ 面から 

のを 迎 をず けさせる ので ホる が 

紐 巧 御 滞が 中の プ n グラムの】 

つ e ゐる齋 藤 総颁ホ 官邸 じがけ 

る晚 をを じゴ乂 々ぶら じり 本を 

をおバ しにむ るの'^、 この わ 化 

出しを 承つ ゎ料每 「都」 では 瞄 

下を' 新 じじ （て 準備中で ある。 

當 巧の おが 化，’： 純 紐ち 產 料理 ど 

いふ 殿 ド じど つても わ 珍ら しも 

ので ホる。 . 

御 おすつ ぽんの 物 

御 化 スト ライ ごご 0 削 盛 

がむ 場 大根、 淡雪 魚 

けん。 即 兎、 す-^ き 


烧物 

平盖 

口 化 


巧 菊が 麻 \ め 
おか 幾燒 。が 化。 化 丹 
ぶ 廣控ぞ 。鴨 新 ホ。 で 
烏 糸を 

が- 果 さんご A 。 H の 出 
常 4^ 蒲が。 基 白 悔膊。 
黄菊 卵子。 ァメ V 力 化 
巧。 常 盤 大巧 豆 
向 が 勢が を 化 丹 盛ら。 黄 
身 酢 

ホ增 吸物 玉す！ 豆腐。 白な。 
觀 化 汁。 吸口 朝 倉山嫩 
•御を 物 奈良漬。 ラ デッシュ 
胡瓜 化' 漬 
御飯。 裝物 

わ 化 出し 役の ホを じがした 塚 

田 君を 始め 稻垣お 外 巧 おの 連中 

は 「都」 のみの ホ紧で U く 「が 

育が 入社 食の ホを」 と 許 6、 ま 

人は 例の つる'-^ -- ^ ね 頭を 左を 

じふ b 乍ら 昨を 荒れ 模 横の 空 S 

晩み をひク -- 頻 に 化 度を 急い 

でなる さうな 0 


娛樂禦 に^ 

納稅 


一十 億 弗 


.で 一 隱弗 


權綱 格は やつ ば. 


スボ 1 ル 


乂藏 省の ム ごころ 調べよ. 


义 防大藏 あでは 昨今 納お調 お 

に颇を 化しく 化つ て种 々ご お 

-い統 な も おおされ てむ るが、 米 

轉 々 K が 本年 巧 じま拂 つた 娛樂 

費 S みで も 

i 慑じか 億 巧を ぉ 破し こ 

いに 化ける 税は約 一億 巧 どい ふ 

'ち 额じ逮 してむ る。 而か もこれ 

は税 をの か''. る娛樂 のみに 就て 

の 勘を で、 おを のか t ら ない 方 

面へ が 搜クれ るを 額は 巧 A どこ 

むじ 化 敵して 在る ごい ふから 素 

峭 らしい。 さて 是等政 お G 懐中 

を 肥やず 稅を 中での 横綱 格は 矢 

张 b ホ 剧の國 技 ご 云 はれる ベ） 

ー スボー 八で' ア， / ブ カン 及びナ 

! シヨ ナグの 二大リ ー ク のみから 

でも 二な 五十 方 巧に 逮 し、 愚を 

^ の ワシントン 掛 ピッッ バ—グ の 

I ず お 殺ん 阳ん 納稅が 十一 巧 八 千 

二が 八十 お 弗' 四十 抓、 この 外 離 

保の 巧 巧 クラブ、 觸手 自身の 巧 

巧秘 、チケット •プ "1 カ ー じ 

對 する 課稅 をを するど 想像 外の 

一 額 じ 上る。 ザい 話が 

I 般があ クプブ のかき 

戰 ずがを じ 比較ず ると 稅 率は 下 

つ： & る もの t 徵稅 高は 难 える 

一方で、 本年 六 巧を なて 終る 一 

ーヶ 年の 徵稅 d . 前年度ょ b も 六十 

^ 八方 巧 お 加して 八 巧 ホ 十 化 万 弗 

_ じ 速し、 過 ま 二ーヶ ー;: 閒 のみで も 

^ 昨年：！ 則の が 九十と 巧 S 千 弗 じ 

對 して 二. n 荒 十 方祁ご G つてな 

.る。 ベ' 1 スボ 14^ を 外 じして ぶ 

-齒 に 衆の 遊 甥' ご 云は いる ビ 9 ヤ 

ング 、シ 




ド、 ゾ I 八、 ボ‘ 

ユ ー テン グ 等から 二. 内 化で 六 千 

五 パ 巧、 ポカ ー •カ ー ドから 一二 

巧 十八 力 一二 千が 等は 巧を の ある 

カ ト、 强をお 人 器の 銃 おから 一二 

'■け 六 卜六巧 四千 弗、 ベニ-- •ミ 


シン か、 k 化义巧 巧は 塵 も 枯れ ば 

山 ごなる を實隙 化した もので あ 

るが、 昨今 下火 ど..‘ つれ どを は 

むて ゐる 

麻雀 遊戯 かちで も 二 巧 

弗 ごは- 寸恵 巧で ある。 少し 方 

面が 變 つて 乘 物になる ど 客用 貸 

自動車から _ 門 八十 六 一刀 五 千 弗、 

自動車 賴 の贩賣 おに まつて ぐ 

んご 飛び 上つ て 一位 二 千 五な 方 

巧 どい ふ 豪勢 さで あるが、 快艇 

類ぷ 他が と娛 紫から S 億な 方 巧 

ィ」 いム巨 额 •か 計上 さわて ゐ る。 

がらに 一般に 贊渾 おど 見られて 

& る寶 お、 時 針 類は でぅ である 

かどい ふじこれ け 最あ减 税のお 

蔭で 九 巧と 十一 力 巧の 下 b 一 おごな 

つてむ るが、 がの ダネル ステ） 

ドを で 一切 酒精 類の 賣 買は 禁止 

されて ゐる けれ でら、 酒精を を 

をんだ もの、〜 製を 品から 二が 六 

十で 弗 どい ふ お金が 飛び込んで 

ゐ る。 斯ぅした ホ 面に がける 横 

綱 おは 

煙 じな ろ. 烛 をゃシ ダー 

巧の 納稅で 驚 < 勿れ 一二 億 四千 四 

■む 方ぶ、 こむ じ 附随して バ ィブ 

類からの 徵稅が ホ 万 ホ 千 弗に 逢 

して ゐ るから 如 河 U ベ ー スホ ー 

^;も少々烛たいごいふ强。 ホ輕 

の 徵巧巧 類は 顺人 あび 組を 我、 

娛樂稅 、賛 澤稅 及び 懲爵稅 等で 

後を はま どして 禁酒 や禁御 違反 

等に 適用され る もので 昨年の 收 

入は 十と 億 六す だ 巧 巧の 巨額 じ 

速した。 昨年からは 例の が巧斷 

巧で 敌府の 懐中 じ々々 變化も あ 

つた けれ でら 徴税 高は を b 獲ら 

や、 が 年の 総 收入二 おと 十乂億 

ろ 千' 刀 巧に おして 本年は 11円 五 

十八 慮 四千で 弗で、 收稅 •有 巧 じ 

要する 政府の 搜 用は 一巧 八十 二 


仙に 達して むる。 


外人 ホ敎に 

本願 寺 活動 

當地 にも 出張所 

過般 バンクー バーに 上陸した 
本 派 本願 巧 管 お大ハ 合臂も 帥は 約 
•ヶ巧 半 じな つて お 平が. 岸を 巡 
錫の 上 十 i 1 H 十 U おお 部 諸帅じ 
ホら を女學 校の 総を がに 

敎育 方針 を硏 兜の 上剛 

を 二 巧 頃歸 朝す る豫 をで ぁな。 
帥は 語つ て 曰く 「今 聞の 旅 巧は 
ホを が ホで ぁ b ます： = な 共の 處 
では 西部 諸 州に 約' 五十 巧みの 敎 
會がぁ b まずが' この 中の ま U 
處 だけを 姻る 笠で わります 。今 
巧 強 ホした U i サン/セ 八 スの大 
會堂 開館 まじ も 列し ょすが、 化 
ホに 於て な 乃 弗の 開教財 脚を 作 
るを にも だつ てな ま す。 旅が 中 _ 

スタン フオー ■ド， バーク レ*— の 

兩大を t 佛お 講演を け ふ J ごな 
つて ゐ まずが、 をのを でに を學 
校 じ 佛敎靑 年爵を 創立す る i に 
なつて & ます 〇白八 中 今回 

眞宗 僧が じ；； 6 b たい 者 I 

が！ 二 名’ 敎帥 及び 女敎師 になる 
をが 數名 あるので 是 等に 歸敬ま 
を 巧 ひます W 、 巧さん になち た 
いごい ふん じは 特にを おを 持參 

しました。 又 この 際 外ん 巧敎の 


樂 いみが 來た 

木 鴨 U 午前 六 時の 溫废は 化 一 

巧 どい ふモ 八な と 十六 年 ホの 

が記錄 をを つた ニユー ヨーク 

巿じ けを 曜 なじが 雪ら しい も 

のを 見た。 

じめ 新ら しく 紐 巧に お 張 所を 雄 

てか敎师を强がさせる^どしま 

た。 北 义で慟 いて ゐる 人々 は大 

部み 私 おの 巧 巧の 方です からが 

u 問題 お 化の 哪 係で 化 ザ 大使と 

も 相談し 义大統 诚クー リッ デ 氏 

國お 卿ヶ曰 ッグ 巧みび 上院 諮 員 

中の 諸 名 ±ピ も 出 ホる だけ 會見 

し、 お- 牺關 なを 她 知が や 脚 議員 

冀 ども 會 見したい ど 思つ てゐま 

す」 云々。 

「ミヵド」 映 蕾 

まる か 八：： In ン ドンから 達し 

た 報道に ょると 遙じ當 化で 久 'し 

ぶら に k 波され て 好 許を 博し ね 

ゲ ルバ— 卜 •サブ ダ アンの 意樂 

畜劇 「ミぇ ド」 を活働 為眞じ 撮 

影す るを どなつ たか、 ま 役が 優 

は英乂 人ではなくて 過般 「獵細 

エ」 どい ふ 新ら しい 技巧の 活書 

をら のして 巧 評を 巧した 獨 逸人 

ポ ■ — 术 •レ 三 氏で、；、 ヵドの ま 

役を n 本 〇'. 繪 をの もの i でぅ 

意 ホで あ 拱す る ごい ふ。 

獨唱の 夕べ 

♦「吾等の テナ I 」 藤 原義 江 氏 

の獨昭 會は旣 報の 如 < 去 ら廿八 

H のが ィンタ t ナシ ヨナ片 •パ 

ウスの オー デトブ アムで 催され 

た。 巧悄 S 蕊風 おじ も おら や ホ 

聽の筒 衆ぶ 無慮 一 一 r 白人に 達 L た 

日本人が 四み、 白人が 六を とい 

ふ剌 合で ぁつね。 

♦二 年ぶ b におした 藤 巧 巧の 

音截 は、 正に 口 本人 おけの した 

避で あつた。 紐 育 タイ ムスの 記 

をは 「イ タリ ー で 習が してを く 


歐 化された 聲でボ ヘム や H 本の 

K 謠をぷ をじ嗯 つた」 ご 評— て 

ゐ たが、 特に 化の ビアー ー シモ 
まつては、 彼の盛術^^り本人獨 

稱の新局面を澗がしゎ先驅お’ 

い ム；がおホを。 

♦彼が 順つ たもの！ 中では ク 
ラィスラ^ — の 小 守 5^、 グレ ニ チ 
ャ 。フの 祖國 、アキ •アキ、 化 

ら H て、 ボ へ— ム 及び リゴ レッ 
卜 の； 節が 時-」 巧つ てゐる 棟に 
おばいた。 ゲォ ルボの 辦頭 歌は 
渔 .かじ 巧 まれた 檢でゐ つた。 

♦中 山 まさ V ホ A の 獨 哨^ 量 
どい ふ 点 ごは 尙ほ練 巧を 耍 ず- 
で あらぅ が、 質が 械 めて 純で あ 
る S は 確かに 將 ホの ある i を 思 
は しめた。 

♦赌 おにの 聲は 確か じ H 本】 
の テナー と' いふ 期 侍を 裏切らな 
かつた U 1 記者 


東京 便り 


と 


♦ホ 野 守. 信 君 大震災 後 住宅 
を 府下 大畴 町に 移轉！ 篇眞 部を 
一 こ 共ビ作 ゲング 六 階じ設 酌した 
♦中' 抵信 一君最 を B 本齒巧 
珥巧學 お 幹事 兼 牛な 監督 •こして 
就 巧、 巧い 學を 速の パパ ァ どし 

ての 威 想， レ 如！： じ も闽 くご 

r 中 學校出 S ホャく が この 學 
校で 四 年 蹈研學 するとが 収 S 千 
w な—' の ド. クト片 じむれ るので 

'あ ホ 嵩 豪の 息子 やか 職 陸海 軍將 
校が 學 生の 中じ夕 ぐむ つた。 兎 
广巧化 歲 前後の 巧者を 監督ず る 
の だか. し >忡 々骨 •かがれる」 ど 話 
し 乍ら 新築の 校' 舍 を業內 t て 奥 
上 園に 上つ た。 す， i ど 若い 學生 
よ乂人 ベ ン チ の 本一 へ 寢轉ん で 
煙を.^ 喫んで ゐ た!！。 呼-— を 
で 煙草を 吹か L て* ドみ ん ちで 
ないか」 どな 鳴ら ス ける。 學を 
等は 直立不動の ホ A 勢で 監督え 生 

L 目禮 一 輯 ……： マァ 立ん な 調 

モ だょ」 呵 々大 し 乍 ふ 中 お ま 

監借 ぶりを 見 ゼ yj 吳 いわ。 

♦木 川 正巧巧 / 韵際孤 盟協會 

の ホ 事 化 潮 空して 勤務^で をる 

が 近く 二人目の 赤 もやん か 律れ 

る さぅな。 ； 


卓-^ 夜 記- 

新 平の 孫が 巡 登 

♦お 武鹽 道の 發車據 淺を驛 の 

派 巧 所に 江 藤を 雄 科と いふ 年若 

い元氣 お 巡ち さんがん る。 明 

治よ 年 大阳鄕 じ 先んじべ 往賀の 

乱を 起した 維新の 傑物を 藤 新ず 

氏の 孫で ある。 - 

♦「うるさい の-で 祂； 乂 さんが 

新ず だつ で i け隱 してん たんで 

すがゎ、 例しろ我^^^^んかおかけ 

と 年 t 巡査を やつて & jo ので 最 

う 不お巡 巧の ホで さあ；. 親父は 

新作 ど 云つ. てもう 死 わ. すした が 

毋 親は まだ 佐賀 じを きで & まず 

ょ！ 春 子って ぃふ/^ です。 化は 

面倒く さがら 崖 だから 祖 入さん 

の； は をら 知ら U いが、々 京都 

帝 大政 治經濟 部に ゐる をの 夏 雄 

の 方が 槐 しく 知つ てゐ る。 弟は 

祖父さん の 踏んだ 道を 進いだら 

う ー ィ」 いふ 0 

♦をのし ク からした 面 •うしは 

祖父 巧ず 氏を 概ば せる じ ホ ザで 

ある。 を 雄を は 今を に败 パ、 2 

のない どい ふ朽劍 道の 连んた ご 

うでを る 〇 I 
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これは挪年じ^:^くてはならな觀年狀の麟灌で御座います。 本 

祗の 新年 狀 ぶび 紐 育 風景 繪葉馨 の 新年 狀 印刷は 每年 好評を 構 

して 註文 殺到の が樣 であら i す：^、 御 註文が 早ければ 早いだ 

け-し 歲宋の 化が L い 時間を セ ー ブ すを J •かお ホる 譯 であち ま 

ず (妍卒 お 早く 觸 註文 ド さい。 

其 他 英文 人り 降誕 祭 ヵ ー ド、 會社 商家 

'用の 書簡 用紙、 ビル ヘッド、 會 計簿傳 
票 等を 始め メヌ ー、 姓 お 人り 特製 書簡 

用紙、 宿所 人り が简 、名 則、 ゴ么 巧、 

原稿用紙 等い ろ-^ 

磨滅し ない 活字 ご、 美術的な 巧娜ミ 

配達の 敏速は 本社の 特 をで わりまず 

郁 刷 u= 紐 育 新報へ 

谐話 スプリング 八 二 +1 セ じ 御 一報 

あれば を 速 社員を 伺は せまず 0 
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ぶ b で ぶな を な im で 巧 


〔口 曜 : i:' H 


气 パ！ •ザ 曲 十 ぶ 大 


仁 凹 ) 


り 本、 を 册寶书 製 お 
術な、 締人 用を 飾 
他 装飾 お 

脚島一::^^^:が 

鳥を た 術な 修絲、 

首 飾 お、 スト リンダ 
U 本 服 化 偽 


受本 をを 化 脚 
拂込お 資本を 六 千を 脚 
なぶを 冗 千を W 四が 巧脑 

I 脱. 一ニ ザ 銀 巧が 巧 支 巧 

本 巧 巧を ホ H 本 橋 阮蹈河 町 一 
支 化 小が U 本 梅 化の み (中を} 横が 
をろ® 京都 乂阪 巧、 を 神 口 
棋島 下脚 巧 司 巧 松 祕岡恒 が 
上が 倫 巧を 貝则水 


巧 闽挺替 、鄉里 送を、 並 送を、 倍 用が 其 他 
j 般お巧 集格悄 々御 巧が じ 化 巧 可 申 お 

111 一 一義 銀行が ちま 巧 

> ぞ化 おを. 本 巧* 大阪 、神 口、 巧 都 
.所が 化 名 古 M .、 小が、 上が、 偏を 


神 綱ぶ 則が 貨 五十 凹 W 上 利息 年 六 か I 

援臺灣 銀 一 何— 出張所： 

.ー マ 独 里 送を 皮び 並を を (無手 數 が)、 外两- 
巧 啓 質な、 巧爲韩 なお 取 立、 傳 用巧酱 j 
巧 等 一般 お 巧 裳 お 巧 便利 じな 巧 巧 化ち 
マな ほが 細は 御 遠 厳な < 御 問を 被 下を お 一 


技 藝硏究 巧 

H ， 水、 を 午後 
二が よら 四 か 

お ホ、 綠力输 人 小を 服、 製帽 
刺 細 ドー チン グ反 一般 家庭 
裝飾 等。 ホ 張敎巧 もを します 
'兩な 十ー ニ 了 目 一二 内 十二 巧 
小 林 フシ ノ 
が 話 キヤ セ ドラ 方 望を 


> — 今 ■ W 


紐 巧 生命が 檢會邮 


老 


一二 木定吉 

保險 


Z ろち Vork Lifei ミミ anccco 
己 chafnberswt : ztJWYOrIC ごさ-. 
Phone . W 弓 を 22 ぶ 

會就ノ タニ 御 掛ケノ 節り. 化， V . 
御な を ノあ巧 ビを話 聚號ナ 申 
閣 々お 醒キ下 サィ 




シ ア ト が 帆 (午前 十 時) 
わらび や 化 十一月 十一 一ー ロ 
ろん どん 乂 十一月 irbrr 
►一 莲巧滋 一九 あ 巧 

化し ばり 寸丸 るん ごん 化 じ： 亞五巧 
▼ 111 薄日 本 巧 五 五 化 ぞ室乂 なをを 族 室义か 
▼御を 望に 依 4 1 等 勘が 化设切 巧资巧 W 致 お 

P ス アン ゼ瓜ス 出帆 (午後 1 が) 
しが ご ル 十一 円を 一：:: 
ま にら 化 卞貝十 H 

▼一を 巧 巧ょ じら 化が 哇化 一九 五 巧 

. 化 化 UA て 一一 六巧キ 
M 二等り 本が よじら 化が 化 化 お 巧 化 化 充贿半 
▼ 沙巧播府^^站巧なをホ赃人脚尚を化リ慎 
►が 巧 線" 十 マ 砕 - SH 本 支 耶：； ：：は 巧 か H 一 机 


1 新じ宫 制を 制まして 货つ V - S ! 债 

省 == デバ トメ ント 、ヲゾ - 日 
—ン を廣き 起債 大がじ 任じら 
れる どい > ，。左 すれば 差 向 さ ド 

クト^ ホ 川を 拔磯 し參誓 泣 
じは が 用す る だら ぅ？ A 次 
官 じは 藤本 ビ^に 緣 奴の もる 小 
川鄉 太郎瞎 十が 適 巧 だと 5^ 高 
く、 事 巧み 官じ はか 木 正 4 .支 巧 
長を 惟薦 する 者ら 夕 いが お等官 
i 等では 梢 木さん の々 で 蝴るだ 
らぅ ご ダウンタウン 京 一 帝の 增を 
絕 おがを 拙に 發 哀して 股く。 

U 曜 .說が I 
♦が 育 H 本人 敎會 
『あ 象 的 お 訓』； 阳水 牧師 
♦を 督敎 修迫會 
『人生の あを 点 V ‘を 局 点』 
^ 闲島 牧師 
♦ R 本人爱 « 敎會- 
『實業 VJ を ごん」 W 島お師 


緊急を 吿 

渡邊替 次郞巧 
渡 邊盧巧 氏 

藤 旧！^ 鶴 お 氏 
を S 氏に 對し豫 て 垢な 所 報知 
相が 巧 旨を 吿 をし； 憤へ 共 今な 
て 御 通知に を ぉ 中. 化 際 ま 急 要 
談ち之 候 じ 付 御必當 b の 仁は 
お 記へ 御 一報 も么度 緊急を 吿 
候 化 

千 九が かお 年 十 拜ホ六 H 
が育リ 本ん 信 吊 紐を 
淸算人 水み 涉 一二 
が h 熊 I こ郞 
« 0 」 ちき ミ 巧 Association 

2 岩 vsth S 三. y . G . 


が 1、 がた 击十 脚な 上 1 ホヶ月 W 卜 
本 お f 定湖 L 利息：：： = 重 ハを」 ミヶ 年 0 內 
■おを s - pr 邦貨 お十圆 0 し 

タ广固 脚 じか：：： ホー錢 一'. 哺 

(化シ をモ瞄 なで ノ途な 巧を'' おお 息) 

機鑽ぶ 金銀 巧 S を 巧 

鄰お 送金は 祁て無 キ敕巧 じて を 
わ 横な 本巧縱 由 送を 方 化 巧 中 お 


既投 男爵 化ぶ まち 銜巧 
本 店大阪 化-望 了 目 
^ 育 ミ 化 紐 育 ブ。— ドゥエ 


VC 四十 九を 


' II 住ち 銀 巧 

-.‘，9 《巧 京'、 横が、 をを 屋 、巧 郡、 が 戸 
/ I 尾ノ 道、 廣 を、 吳 、柳 ホ、 下ノ脚 
地ぞぉ^ 巧哥、小倉、ぉ松、巧ぞ、久巧乂等 
本 図 巧を、 鄕お をを 等は 破め 


雜貨. 陶滋粧 

.ライ グ I ズ 卸？ 巧 


\ y / トラ イク— ツ妇 r だ 

@ 太洋寶 易げ ま會社 


ぶ 巧 化 彼 古， ボマ トン ； 


陶破 器、 雜貨 、ラ 卸 巧 
ンプ 々ランプ 笠 

森が ブ タザ ー ス 


シアトル 巧蜗 .•お 化 午 お 十 時 . 

が 岡 化 十； 巧 十四 n 
橫演化 十二ち 九 H 
加賀化 十一 百 化 一日 
ザを 化 一 g が ミ 
U 本 巧 船客 運賃が 率 
一等 橫お一 化 五 巧神戶 二 〇 お 巧 
云 等 洋食 五十と 弗 かを 五十 五 弗 

歐洲 H 本閒 客船 (每弓 商'、 

淪致 ょち 一等な 五 巧、 二等 お 十 
磅 、お 巧 塞ょ 6 - 等 九十と 路 
二等 六十 ホ砖。 - 

化育 岀晚 むを 馬が も U 本 わ按蝴 お— 巧 二柯 


貸 室 大小 S 室 ぁ _ h ぇす 淸 

潔で 娛 利よ し銷饼 でに ょら 食事 も 

贿 いまず。 【 ffl 中小 一二 弧】 

賽 さ. 6 ミ h Si Tel Trafa 一呂 二 579 
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本 證券 會社 

一 彼む & 弛を ノ结巧 、引ず ■游集 
▲を 誠、 並 二と 二 脚 A 4. . 切 ノ萊務 

察餘 « 藤本 ビル 7。— 力— 銀 巧 

任 if 弓，：：：： 艮斤 



り 木 陶器 雜貨 
ドラィ グ！ ブ卸販 脅 

嫌 赋巧木 桃 ザ 組 

ご 三 こ I . MG 云 0\0 r ご r I ■ 


，巧 X 敎授 

午前 十 時ょり 午 かお 时ぎ 
午後 八 時半を 同- r 1 巧を 
出張を 巧の 化が にが や • 
N . 吾で. 

す 〇ョ 230 B 里. 是 th & B 呈 Sts on ミを き 
吉 stairof Lincoln 一 he 己 r " 


內 おちを 許 加 w 公誠 

產婆 & 按摩 術 

す 野モホ 
助 產皴炙 マッサー ジ 化の 出 狼 
治療の 御 ホめ じ脑じ 

電話 モニユ I メン、 一邑ん 
西 な 十一 11: J 目 ill . c 十 ごを 
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otu 

ぶ パが； 
B お け 一 

5 W 
C L 6 
が 5 8 • 
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魚類' 

P ♦ 
ぶ T 

加 洋兒を 一一 


裁縫 所關 

i ' 絹物、 ゥー八 類は ゴ- ラィ 

ク 9 1 ニン グ 、ブレス & 乱染更 

、、化 立てな し 一切 或ぐ み麗じ 
致します。 城 縫は 如阳 なる 脚 化 
文も叮 峰に をく 致しよ す 其他ュ 
.夕の お 巧を も あ h ま卡〇 

坂 ホ 载經所 

夏 W . 呈 hs ' NJ . C - 


紳主向 1 商尙 。服装 

U 新型、 地 柄が 澤山ぁ ちが U 

正しい 段 向な ホ國 スタィ^を お 望の ホは 柯 
ホ 弊 格.、 お越し 下さい。 

弊 舖は過 ま 十 年間 當 地な 化の 日本ん 姉 十. 方 
ム ，わか 立を 蒙る 信用 ゐる 店で 御座います。 

ゥオ— •力 ミ； - • エンド 
フ ''ロリオび 服 巧 


ホノ^、' 横漬 '# 戶 '長 巧 ■上な ■を 巧' 馬 足 巧 打 

太げ 义三 一一、 0 客 巧) 十 I 巧 十日 
天が も (き、 备 〇艰) 王 巧 ホ 四 H 

コレア 化 三 0,000 順) 十二 H 八り 

(羅枯 巧 帆 十ニ リ四 H } 

春 巧ち 三 一一、 000 砸) 十一 貝丢 な 
西 比 利亞凡 (二 气呂 〇峨) 一巧 お 日 

(羅巧 出 抓 一 fl 1 日」 


化が 墨西哥 、がを、 智利諸 渚む 
從が ホノ^、 橫濱神 戸 巧 司 香港 巧 
一巧な 典を 六 週 一 圃- 
◊を 港 お激 まが 祥接窒 を 路人 抑が を 任* お 


I 過 五 弗ぶ 八 弗、 一 
¥ 人 又は 一一 A に 適す、 
が 廳へ十 か タィム ススク エャ！ 
へ か 五 かお 話 ヵン バラン ド 蓋 一 互 
184 苦 gh 芭 ， Brooklyn 黑峭 侮す 


勇 1装雲不相け 

ま么か 五り ブ ルツ ク ブ ン 
お カン バラン ド 病院 じて 
巧 じ 化ら 候 間此段 辱知 諸 
君 じ 御 通知 中 fc お 
十 巧 云 十日 

助 中 奥み 邮 
ぶ お 旧 義人 
田 中 正 雄 
人 河 本 化 松 
简ホホ 夫' 





小 柴保雄 儀 病氣么 
處 養生 不 巧 叶 十月 
ホ，. 八日 午後 おが 死 
去 致 候 閒此段 御 通 
知 二 化へ 誰 吿仕候 

追而 葬儀 パ ホ^ 十 巧 W 
一り 午後 二 時 キヤ ムべ 
片 葬儀社 (ブ。 1 ドゥ 
ぶ 1 1 九と？ にがて 
相營； 、可 中 候 
大 化 十四 年 
十 巧： b 化：；：； 

妻 鷹 子 
义 ん總 K 柏 个秀茂 


沙巧獎 おず 巧々 ま 
吾野 あ ニー. 郞著 

英話活 法發賣 

定が賣 弗 化が 佈郵稅 が 化 
を 者が 本書を 編纂 ゼる 所な は 靴 
を 福て、 捧 きを 搔 、の 飯 ある 英 
諮會 話を 巧 用 せんどす る 諸子 じ 
六ケ巧 の 短時リ を 0 て 日常の 會 
話 差ち なきを 補 せんどす、 故 じ 

スラング、 ィデ オム 及び プロ フ 

エン 謁 句を 入れて 其眞 意を 瓣ず 
る 悼 谱戒 "-ら 。裔禪 者には 速成 
を賊し 英-乂 典、 蘇 語活法 後編 英 
文硏 兜の 部^ 對し 述信敎 攫を も 
致します (向 ふ ー ニケ お 間) 

S Joshino , 1 芸 W ヨ si ミ をヨ Ave - N . Y . 
c 0 The Oriental Tea ブ ading Co - 


キ ヤン ディ 

ク ジス マス 用 時が 包 
チヨコ レー ト 取を や 

一封 度 二 お 巧 S 封 度 
及び 五 お 巧 包み。 

户 ー トキ ヤン テ ィス 

一封 度 おお 废化お 度が 

卸 賣敝段 じて 脚が かじ 應じ御 
注文 おは エ 塔ょ 6 も 巧 抑 ぉを 
様に 御 送 b 致します。 何卒 相 
變らや 御 引々； 御 ホが 顯を 願ます 

當尝 TS 置 客 NB 房， 夏- 

巧 W 谷 M 3 a St . 
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白 働革裴 を修轉 せょ 等 巧 家 じ 

依つ て •述轉 並に 修 鐘を 懇切 じ 

耐 かも 短 

時 目 じて 

敎授 ず。 

就職口 稱 


化 

h 

L 醜 

〇 M 

〇沁 

Hi 

C a 

s 

K I 

A u 

扣 



旋す獨 立 

ホ ホ を 

大の 報酬 

を 链ら’ 

本校は 創 

な 十 お 年 

盛 化 お 巧 

' H 晒は 午前 卜時 ょら 十 こ 時を 

フ ォ^ — 卜 も敎 巧す 〇 


ビ シヨ ツフ 

ラィフ スナィ ダ— 

元 旧が 之 進兩博 ± 

歡迎 學友大 懇親 會 

晩 餐 脊 

が：：： 十一月 二 1 H 午後 六 崎 
祕所 H 本 化樂部 (西 九十み 
下 白 円 六十 一番) 

を 費 二 巧れ 十 仙 

申 达け卡 一月 二日 (巧 
■ 鴨 H ) kH 本お樂 部へ 
御中 込 あ 6 たし 

一般 懇親. 會 

同 口 午後 八 時 ょら 巧 俱樂部 
大廣間 じがて 
會豐無 巧 

游起人 巧 木秀茂 
旧 口 利ま郞 
外 ち 志 
後援 基督 敎 同盟 會 
學生會 

おがの 懼 じか'々 脚 案 巧を 
嚴候 間を 位 御 誘 ひを せの 上 
御來會 被ぶ ド 巧 願 上 候 


賣度 ト ラント‘ 刪を に 依^ 

至急 破格の 値歐 にて 寶 度し 午後 
九 時 後 御 來談を 乞 ふ。 

ジミ 13 夕基 1 w ’143 rds こ P こ 
■一 "eL Hudub ミ尝含 

賣 家 

二階建ての プラィ.， へー ト 、ホ 
1 ム 。大き i ：* 六 糊の 部屋 ご 湯 
殿ボ ！ チ、 フ ワィヤ グン J ス 

ダラ I デ 等 完備、 停孽 壌ょ ち 
十み 間にて 速ず。 愤段八 千 お 
巧 贿 、巧 お 五 千 一二な 雜を耍 す 
'電話 じて W が 約 あれ。 

ジー ちす ミ Ruther す rd 其 萬 R 


良く 裝 錦され た裝向 
一 きの 室 二 個* 設備 完 
を、 室 化 恰好、 紳± に 貸し 度し 
F . S . ISosten 量 er . Apt . 2— 巧 ■ 

478 Ce 至 ral Park Wesi ‘ミ量 SO 

貸 室 大き。 あおきの 室 又 

は楼續 せる 室- 闕 散、 ス チ） ム 
電請、、 薄 用 入口 ぁ bo 
T 善 r , 1 ち W . 9雷 St . 

木 田 ル くング 

1 言 7 wrd ご夕 巧 et 5 芭 h & 基 ih で S . 

ジ 量 h 号 e す g 呈 t 芸 S 


i を Sit 驢 奉迎 晩餐 會 

大ぉ 十四 年 十一月' 五 H 午後 ヒ時ゥ オル ド— フ 

アストリア じて (が 育 巧 第五 街 ご 西 一二 十四 了 目 巧) 

貪雙 お 弗 (申込 ご閲時 li 拂 送む 事) 

中 込 所 H 本 棋樂部 U 本ん 會 事務所 

か 込 期 円 十一ち ち 迄 、 

服 裝 男子は 禮服乂 は タキ シ I ド 

締人 はか 洋禮服 

を 奉迎 晚餐會 相 催す こご じが 成 候 間 御 賛间の 上：：！ 

胞御 誘を せ 脚を 席 被な 下 度 誰で 御 案内 申 上 候 化 

お 迎 委員 齋 藤巧大 なお 佐 か 木を 巧 山 鸠繫二 

在留 同胞を 化 


朝 香 宮殿 下^の I 

同 妃殿下 ifsr 

紀 念寫異 大を二 枚 特價拾 巧 

が迎祝 息を 表する 爲め向 ふ 二 過 閒を特 階を なつて お 

影 巧 化 候 お ほお お撤 胶け带 おじて 御か談 被' 下 巧 候。 

小池寫 鬟舘 

第ぶ 街 四 一二よ 

お 話 カレ ド ニヤ 六 一一 一九 阳 


次 過 水幡日 御着 紐の 

朝 香宮兩 殿下 奉迎に 就て 

本 迎實お 齋藤博 巧 誰 話 


朝香宮 S 王 殿では が 

巧 下 ホす 巧 親- rf 御 阿が 御豫 をの 
か < 本 月れ 八 H ； — ブ八解 総の 
E が おじ 御 化 乘乂巧 通過 御； i 销 
1 のを 上 朝 伯 巧の 御 假名 じて み 週 

一水 腿 H 頃 御 巧 糾の豫 をで ゎる i 

i は 夙に 化が 问胞 諸を の 誠 かし 居 

I る 通 b である。 化來 皇族 方の ホ 

一圃を 述過 さむ じ 奉實は あるけれ 

お今问 か；： 兩 殿下 •か 巧に 約 S 逝 間 

を ホ蝴御 化ホ广 をし 间 時に 固 風 

に 惰を御 親を あらせ. っる/' 所 R 

みものけ = ホ兩 岡の 闽 をを f - て 

益々 親臺を 巧。 らしめ む どの 御 

趣ぶ ご 巧を？ れ るので あつて 如 

巧 じ U 米の 幽 係に 御 おな あらせ 

ちれつ.' みる かを 語 るら ので あ 

らぅ。 随て 吾々 化 お 同胞は 官 ； ij 

を 問は す 上下を 論せ や激 誠を 贵 

めて を 迎^を をを しが 時 H ごは 

云へ 雨 殿下の 御旅 おを 慰め 且つ 

御を を じ お （て 最善を 竭 さわば^ 


。ら <2 ° 

铜 一一 は當か ボストン 御 
巡遊の 脚豫 をで あつたが だ留同 
胞の微 泉を 諮せられ ホる お H ゥ 

才八 ド— フ 、ア スト プアに 開か 

る、 化 留时胞 の 奉迎 火 晚餐曾 じ 
裏 臨の お 都を 上 特に 御旅 朽の一 
部を 搂お あらせら る i 旨 仰せ 出 
され たみをで あるから、 當梭は 
同胞 諸君ら 萬陈 をが してを 迎の 
巧 誠を 披稚 甘ら れ たく、 亦 紐 巧 
を 中む どす る 東部が 留ぉ胞 わみ 
巧 じ 堅 あを 搜 じ、 巧 日本 找 族の 
を 强を謀 b つ、 あるかを 親しく 

を両殿 ドの 御 視聽じ 達したい ご 

考 へる。 今回の かき 民衆的の 奉 
迎は大 烏 日本人 禽 長の 親つ じ 通 I 
b 蓋しを 前の 盛擧 ども 申すべき 

が暖會 である からを ほ炼 力； を 

してを 両 殿下の 御旅 巧を か 適 瓦 

つ 御 ま 易 G らし レる i にぶ 巧せ 

む ばなら W ■-」 信ずる ホ 第で ある 


朝 香を 幽 殿下 

奉迎 决案 

峭餐會 出席 中 込は 

二 U まで 狸 長す る 

おに 幾 巧 か 報道し おける 朝 香 

巧殿でホにお殿：卜のが ： 巧：^凹 

1 H 御宿 の をお で あ る 本迎委員 

は數巧 巧を を おねが々 打を せを 

，了し、 索迎 の プ 。ゲ ラム 公大 化 

一 化を しわ。 をプ 。グラム 中の 最 

も あ 耍 ■なは ホる 五り ウォ 4 /卜 

^—フ、 アストリア における 乂晚 

一餐 曾で あるが 出席 中 込を じ 常 初 

の 締切 前顿に S がを 超過せ る も 

:が 中：： に 姐れ たるが 内 戊び が 外 

- のん々 の 曲 宵を 謀る 爲め 特に 中 

込 期：：： を 十一 HllH まで 巧 長す 

る >-〇 どた b 、 昨 H 午を 1 時ょ b 

は往刚 化の 化を を、 旅舘 がホ經 

をが、 小資が 化 化ぶ を 等の 協满 

向を U 木 W 媒部じ 開き 齋膀 來迎 

を 貸 おみ 報 吿を聽 化した。 一方 

i が 巧 H 本人 窗 じて はか 巧 委員 會 

を 魄き舉 迎晚餐 を： 2 の-人た る 

一を 信 竹 治 巧'. 當 化資跑 巧が の贩 

巧に 幽して が々 熟强を 遂げた： i 

:當 化の 食瑞は ウォルドー フのバ 

ン クウで ット 、ホー 八を 化 用し 

.H 章が、 ホ齒お 軍が 等を 用 ひて 

1 巧 巧。 る 装飾を 施すべく、 へッ 

ド テ！ ブ 八には を兩 殿： 卜を始 ホ 

おホ大 化よ 妾の 外相 おモ荫 、滕 

•岡 中が、 巧が 領 一郎、 高見な 彥 

:即 口み 化阳 L を 及びが 迎 委員を 

嫌が 総領事、 机 木を 巧、 田島繁 

二、 火な 巧 おの S を 員 巧 おの 豫 

;ぞ であな、 總： 円を か 巧が 巧のを 

^咐じ 松ら てが を 脚き、 巧 巧を の 

本迎辭 におし 姆を E 殿： 卜の御 答 

齡あ>、 义人おお刚のを樂、 が 

隅 お 化 氏の® W 濟 ホる や： である 

がは 卿 ■わ 帥 滞が 小み. ソ "グラ 

ム を巧錄 すれ じみの か L 。 

IT - HwnM クウ ホ！ ラン テ 

ン- して 乂藏ぜ 稅馳小 藻 だ 船 

し 抑が ホ 御上 陸'。 ビ‘ア 末 

ぶ 御中 I 迎の白 働が— て 御 

旅齡 ウイル ドー ノじ 御な が 

M 巧：：： 本 協 巧 ド 雌の 乂晚餐 


宵に 御 薄 願 

十', 巧 丑り 抑觀 ホ、 ゴかフ 

抑 競を、 午後と 化 留巧胞 

を 迎晚 餐會じ 御袭頗 

十一 巧ろ H 御 一巧の 御 希 摩 

巧 潔': タ ソン 巧 < は武 かの 

納 織物 エ 煤御視 を、 德谢事 

官邸 じて 御晚餐 後メト 日 ポ 

リ タンに オペラ 御觀劇 

十一 巧ん 日 午前 八时 ペン 停 

ホ跑御 出發費 府を經 てホ府 

に 向は せらる 




最近 賊洲 から 巧た 

聖を 會藍督 

’ . 兀曲か 么進阳 i 

本年 丸片ホ 紐を 博 へられて 居 

た 日ん 盤 公を 懿督元 田作 之 進 牌 

北は 木 月 中旬 秘洲ょ b 巧が 後 巧 

部に 旅 わ 明 口 巧び ホが のみで わ 

るが-^ - 巧 十日よ 6 十二 扫 まで 

ダト。 イトが じがて 開かる； コ 

ン クン 义* オフ、 ヒ- — ス エンド 

セキ ユーリ テイの 窮十年 大會じ 

出席し 化 戰= の 午後は 『ぶ ホが 

じ 於け る秦 昼』 U る 題 下 じ. 辛ユ 

— リック 巧 ホ、*, ムス 氏 等 ご 

其 じ 一場の 斌說 をが み 更じ羅 商 

を經 てを 港ょ 6 歸朗 の途じ 上る 

ず： でぁるが、 がが みぶ 瞥敎 信徒 

は來る S 日 午 お 六 時 よら H 本悄 

樂部 にがて 元 旧路十 及び ライフ 

スナイ ダァ監 瞥歡迎 食を 脚き 化 

く：！ 志の 巧 席を ホ 绍 するど 一 占 ふ 

巧 國訪間 國着濱 

十 A 乂 日み 港 出帆 S 加贺 化に 

て 細 朝の 途 'し 就ぃた 第二次 化 桐 

が 問刚一 わは なをの 如く 本 巧 二 

ぃお：：： 眷 おせる 诗お啡 斤 桐 巧を 

じ 入 屯： わつ た。 

お 浸 一巧 午餐 會 

'本：：： ホ 巧 W 朗 のをに 就： べき 

前蔚 W 巧 舒紐巧 ま 巧. た 姑 彥一戊 

けぶ る ニト九 U がが 中の 細：- し 十 

於 夕をぉ テル、 コモ ドァに 巧が 

してが 別す を 巧を-他！' 悚 k 站 & 

の お 巧 田な 化物 ホ まがお S 謝 

辭 •か あり 做 巧 かが 午 巧 一一 か ザが 

巧した。 


池 阳宣政 侯 夫妻 

化 巧 池 山な 政 氏 夫妻な びが 軍 
々お 三 村 錦 一二郎 氏の 一 わは 二十 
ホ H 着が ホテル、 ビルト モア 
投 お、 去る 二十 乂 H 出發 おか じ 
をき じる： a * み迦匆 々歸 がの 上帮 
をち 兩 殿下を お迎し 十-巧 十 
n 出帆の 使 船 じて 波歐の 山。 

壽彫會 秋季 懇親 

來る 十一 巧 111 H ザ 後 六 時よ L 
譜彫會 のみ 季 懇親 會を西 十六 了 
目 二な 五十を な 商機に めて 開催 
する 由會 を 一 弗な < 同志の 來 を 
を希學 すご 0 . 

•靑 天狗 遠を 會靑 天狗 お樂部 
S アウ テン ダ == 巧樂 部み 回の 遠 
足を は刚ホ ー巧 一日 夕前九 時 二 
十を ゲ ワン コート ランド 地下 鐵 
道 傳审藉 y 街 掛發尊 旗よ b 巧發 

ヨンカ ア .マ 化 部よ b グラ セイ、 

ス プレイン モ 面を-週 する 尝誰 
人 じても 希學 おは 參加確 意で ぁ 
る。 幹事。 巧 木 桃 井 紐 社 巧大岡 
規邦 巧。 

♦ボ f グタを 巧 お 展寛會 彫刻 
家の 女を はを る廿四 H よち 向 ふ 
の 遇 間 女お霸 蜜に がて モデ 9 ン 
グ 及び 素 繪の巧 がをお 覽 しつ； 
ゐる ホ。 

•ずが 秀す 女史 當ポ 西冉十 S 

了 目 iir 円 十 二番 助を 締を 開莱し 

居る 平野 秀 子女を は今闽 がを 州 

から 按摩の 鑑化 をを けたる も。 

参 錢道省 技師 ホが 鐵道堪 技師 

鉛 木 一、 未が 巧 人、 大容資 利、 

中が 健 まの 四 氏は まる 二十 九日 

日本よ ' C 着 紐當か 滞が 研 學の由 

参 お 見 昭氏新 巧 智利駐 らる使 

館 一二き 書記官、 夫人 间伴 サイべ 

リ ァ 丸 じ て 來を去 る 二 H -- V りの 

化 船 じて 當牠よ b 巧 地に 出を。 

♦が 野 新み 郞氏歸 朝 中の 堀 越 

が會 が 育女庙 長、 晚香坡 線五ム 


プレス 


才 - 


ラ 


ア號 じて 


來米ム る 二十 八り 歸 が。 

•化 尾 克己 巧佛 威巧昂 111 ホ 物 

産ち 巧 長、 まる 巾 四 H ベレン ダ 

リア 號 にて 歸朔 のを 眷 が。 

♦小 池 喜 一二郎 氏兰 が 物産が 育 

で 化會計 係、 本 巧へ 轉勸 の爲め 

明 一 口 當地 出發紐 朝。 

•荒 川 文 六 巧 化 州# 乂 敎授、 

去る か 四 リ渡獎 のを 葛が。 

♦堤を 一 氏妍高 旧か會 紐育义 

店長、 夫人み 罐间伴 本日 午 巧 中 

央 停を 鶏 出 發西巧 十月 十 B を 

港 出帆の 太が 化に て歸 朝。 


〇 〇 

寸蕃 

だ 魔 

〇 


ホテル、 アム バ サド 

アを 本陣 ごして 東 巧 

〇ボ 々憤の 支涉じ ホた 


が 賢 吾さん は 前週 i 踞口 曠然淪 

敦じ まつた ▲ホでは ホ 債は 出來 

たの かどが つて 見れ だ 出 ホた の 

でも ホ出來 損くな つたので 

も い 此處鳥 波 j 服 ご 云 ふ ホ 戴 

ださぅ；^^猛岸の爺さん！^,强硬 

じ利姻 b とを 見當 S 所で 巧 張つ 

て 的る のに 對 して 德 さんは 巧ら 

ば 御 隣の 方で 拜 惜して 化 舞 ひま 

すごが 塔：！ も 言へ や A 愉 致の ホ 

况を一 わた b 觀む 上で 例の ご 一な 

巧賴の 借が 巧々 い I 智惠衣 絞ら 

ぅ ど 去 ふ の な ク ん の 脫ら し い 

か 弟 向き。/ 、ては。 らぬ おじ 3 

迫，’ て - P 居；：* いので あるから 是 

れは聊 力 餘稱^ も A ' 化を 談 であ 

る A がさん も。 ゥ 巧々 借を 特派 

を帷乂 化に 巧 かされた が懸ら k 
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糾脊！ 却‘’‘ 部 

朝 香 お 殿下 お迎 

火山 十一 年 W 米 朝 化 巧の 狗瞄 

お 卜佛曲 巧 に 抑が 巧 中で あつた 

蝴南 地を' 小' 股 ドには 姐 殿下た 

子 r 。 排七御 阿か恣 々本 U 乂灌の 

巧 ホで もる じが 城*; 御 化 乘ぉ巧 

こがな： 巧ん ら せらる i ; と，；；？ つ 

たが 殿ート *2 故ん 通を 測 送 親 の 

第八^_|を.レ'だられ、 巧をでの 

御 ホ パ じして、 お 义迪お 稔を王 
殿 h ご 化に 御 一二. が 御搁ひ 一巧が 
つてが えさせら ム！ W ずが 巧き 

化 b ご 中すべく、 刚を 二十 年 十 

月； U 御诞 化、 柱 じて みシ 陸軍 

を一 給 ひ 現じ 大佐 ご'- ■て お ホ 
陸 W り 梢が'‘- を 溢し 給 ふべき が 

'を おし わ： 心 3 も 巧 承して ゐる 

殿 hu が 資お逆 お 速が 巧、 ッキ 

’乘 お、 庭球 等 おゆる スボ— 

にな おの 趣 ホを がせられ 給 ひ 

抑 捕が 中ら 御觀 化の 傍仪珠 S 御 

親お も る ご 洩 ^^ホ つ て & る が 

を； US 御波 乂は 抑が 雜の道 i が 

ら ごは ザ かめ 二 一週間 じ； 白 一る 御視 

をで あつて S 人 U る H 米轉 をの 

上に おからの 化が 禪を 及ぼ 一； は 

か 論 化. 邮 親し'、 が ホ 十万の 閒胞 

の 賞 おを も 聴 こし バ される ホを 

であらぅ。 ホ 化 殿 ド 化 そ 内親王 

は 刚お大 ホ〇第 八當女 にわは し 

お徳い ど 巧 < 明を 四十 S 年 立な 

御縣 がな 巧 鸠送书 殿す の ベタ I 

:; 1 フ どして 御內 助の カタ 大じ 

.ピ ふします は 中す まで も。 き 至 

i であ &。 巧 人は 池み てな：-: 朗窗 

_ を 神殿す を 奉迎し 親 時 U の御滯 

がごは 乍 中が 巧问胞 がず 誠を が 

- 倒して 御旅 巧の か 適 どを おどを 

'一 謀る と 問 時に 殿 ドの 御波 义 をし 

; てお总 茜* ゴ らしめ をら むろを 激 

'おする み 巧 でんる。 


では。 く、 ニユ！ 3 —クか 民け 
おして お 水の 如き タマ ニ ー の 腐 
化か 治の 繼紛 を堪 むか。 が . k 中 
A げ親 進け 治を をして この 一大 
政 殺を お 遇まで なかせし わる か 
じあつ た S - である。 耐 から ゥォ 
八 力 1 氏 か、：^ イラン ホ 長のを 
盛 か 化に がが すべき 四十 餘巧 
祟め 大差を なて、 遂にが をのを 
哥を阳 した こごは、 遇舉； H み 要 


望を 實 をした 常が の おおで あ 

ピ いふを が 出 ホる。 

州 知 お X ミス 氏を がめ 新巿を 

ゥォ 4. 力— 氏ぶ、 共 じニユ ー ョ 
!ク が じ 化れ、 タマ ニ ー 派の 政 
をに お 育され た A 々である。 併 

し；：* がらが 化、 ん 推移は、 この 若 

き タマ ニ ー がの 政治家を して 舊 

態攸 がた る タマ ニ ー たる こどを 

が 足せし めな かつた ので ある。 
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rj 

1-— 


紐脊 かみ 新 市長 

が 一二：：： を 0 で おがさい わニユ 

—ョ ー ク がの ホお徴 け、 豫 てょ 

bcs 則 かじな がず 遂に タマ - I 

一^* 中-た*^ ず ぞ セ ー ムス さ セ} 参 

ゥォ八 ヵ ー に：^ 棋 選した。 前 巧 

挺^ ィラン ムが货 を 新聞‘ 主 ^ — 

ストに ご G ぶ 謂^':、、 祕 つて か 

廳 をの も S が' ィーゾ ぐ ナィ ズさ 

れ てた たもい おお 豁 ずる だ パ-」 

ゥ ォ八タ ー もりお 和 も 一 ぶなら 

ざる ものぅを つた ご 段/‘’。 一 

も クオ 八 力*— に々 こた^ ン テキ 

ャププ 0 みい；* ら す、 腐 敝む说 を 

お 易 K 聪想 せしめる 夕 > 二！ 派 

を 巧 巧 ごして、 このが 勝を 隙し 

じごい ふこ ご ti 、 啟 共ニユ ー 

ョ 1 クが K が、 ザ モク ラシ ー の 

リーダ1どして ス ミ ス にを茲い 

-た趾 ぶで あ b ， 時に ゥネ 八 力 

ー ー 氏 S 如き 少壯な 冶 家を して、 

タマ ニ— を夕 配ぶ る こどを 驳巧 

i した 糾柴ど 化るべき で わる。 

! 我等は おお 豫 選の 巧 時 本欄に 

於.，」 指摘した 如く、 今闽の 逃が 


英米 K 提案な く 

日 支兩國 案を 討議 

'併 >! 斷加稅 率には リ 

お關 S 原案 じ 愈 見が 相違ず 

ま 京 特電 1 1 日發 =: 支那 關稅自 ホ まに 腳聯し 英义み 化の. 列强か 
らみ 化を を 描 おず る模 はなく 円 ザ 両國窠 で 協 爺を 進めた る 上 結 
厨 H 本 泼を晋 ず ごして ぶ 立す る •しまる 模檢 であるが 支 巧 化は 中 

間が 化の 眺俯 おを.- 般 ffi おご 必巧 なごの 二 柿に み も 前者 じ 五を 

後 あ 二を 五. 姑 おとよ 破し 日本の 誠ぶ じ酬 ゆる 息 かじて 棉ホ棉 

化を 必坚 おご ， t 二み お 赌諫稅 じがを する 意 巧 t あるじ お L 、 リ 
本歧 かごして は 二 お 課 親を 一巧 式 vr しま 抓 じ 一般 稅法實 施を 赶 
，- じを t ま 子附加 巧を 二み 五が 限を をキ 張し H . 愚を 權 はを 員會 

じて 數帶 のに これを 說 明し 别 強の 誌 縣を仰 r 尝 である。 耐 して 

藍 お 稅撤潜 脚 題に 側す るを ぃ會 じて ま 抓を 權王 正廷 には 巧び こ 

れをま 張した る じ おしえ 闕を勝 マト。 1 ン 巧は ホ歐政 おはを 那 

の 脚稅自 ホ 權に對 し 何を な對 せや旦 つち 邪 S 怠 まを 搞 化せし む 

るな めじけ ワシントン 爲報 協を 口外 じ討講 事項を 延 おする も 差 

支。 しご 認め 居れで 藍を 我の 廢 化は 關稅自 ホ權」 伴 ふべき か然 

的條 かで あ b おつて 支那 侧の 詳細；， ょる說 巧を ホゎィ 述べ 日英を 

権ら これ じ贊 同し 支那 側の 細 案は 明-りの 委買會 にて 討讓の 第で 

ある。 巧 ほ H 巧を 權の巧 動じ 隅 職し 氏が をの 持 化を 除ら じを < 

化し 過ぎ だかの 城み をら どて 一部に ホ 難 反 威を 胞き たるを 化て 

带煤外 化ょ b をの 態 巧 緩 かを H 原を 權じ 訓電した ご。 ' 

會議の 進 巧に ホ 政府 樂觀 

併し 阻が 後の 關秘旨 主 じは 反對か / 

ワシントン ニ日 後：：： ま 那じ巧 I 巧齒化 おが 關稅自 まじ 贊 おした 

なお おの 化を 6 し爲 めを の 前途 j こご も 『支那の 秩序 巧 おご 統- 

が悲觀 クれて ゐじ關 稅會畿 の巧^ 

一週 閒目 はま 外 じ 幾 事 圆滿じ 進 

巧し つ； あるので ホ闕 政府 も窃 

證の 前を を 樂觀し 特に H 巧 ホを 

權が脚 祝 自ま權 の 制を に 關聯し 

ワシントン 協を 討 誰豁阐 の擠大 

じ贊 同した i は 特に 會謠の 成 巧 

を 確信せ しめつ >> ある ^ 腳稅自 

ま 制定 則を 千 化' むか 化 年 即も四 

年後 どした £ じ 就て は 時 閒が早 

である どい ふ 狸 山で 非公式に 反 

型のを 志が 荣 明され て & る。 こ 

れは會 幾の 第一: 2 じがて H 本を 

谁 口原 盛 氏も峭 ホした 点で あら 


こと も 

さいた 政府の 樹立』 を條 が どし 

た， とはを の 責任が ま 服 人 旨 身 じ 

ある i をを 明した もみで あら、 

米 國化お マ クム‘ 1 にも ホ 建設 

的な 提案 じな 對す るの 理由な き 

も 『合理的なる ま邮の 提案 じ應 

中る 』- -U を條件 どした めは 巧强 

のな が奈邊 じある かを 示す もの 

でを つて、 巧し ま 抓の 巧 乱が 今 

を擴乂 しお 玉祥の 勢力 W 張作霖 

じ坟 旗を 織すならば 現 化 京 政が 

は 當然崩 壌ず ベ/‘ 斯る 場合を 錐 

は 内 亂が徹 を 的 じ 終了す るまで 

無 則 延期され る-^ のど 觀測 さる 


かお. 姐を 課し 得る もの ごず。 

〔二】 陸が 脚 税を间 を ごす。 
【一二】 收 人脚 稅 はこれ を關稅 
局 じ 化 管す る もん どす。 

【 W 】 現が の 細稅わ もは この 
彼繼娩 ずる もの ご 才 C 
I : 五】 遙 をが A 他の 課 お 測度 
廢 化。 

で ハ】 態を 税廢化 じ おする 胎 
憤は 脚 稅收乂 ょら これを を 省 じ 
か 配す る もの どず。 

〔よ】 條約 違反の 徴 我は 蝴稅 
收 入ょ b 巧 ま 柳す。 

【八】 增化脚 稅はィ U を 省へ 
の赃 償。。 U 第 お條の 違な 徵稱 
ち拂。 借欽睹 州.。 二 U 中央 
欧府财 庫に 剧 宛る もの'- す。 

(化】 第 四 傑ょり 第 八 條の目 
的を 搜 徹する 巧め ま 服 提案の ま 
那關税巧が 一 巧 ー ロ菅施どおじ 
興行- 關稅 制限を 撒廢 ず。 

(十】 絲瞄闕 は 本 協定の 履れ 
を 速 かたらし むべ < 努力す る も 
の ごす 0 

【十】】 締盟 國 じして 千 化 _ ，り 
廿八年 一 fl 一 U をに 臨寶 するな 
らば 同年 立 巧 1 U 镜 畿を瞒 催し 
藍を 稅化 他を 調査す。 

をが が 放を 

‘ 大統領 r 建議 

义 人の 闇 体ょり 

ん シン トン ニ日 發 =1 支那に ま 
證 わる 乂闕 人を W てがる 『對ま 
お 義视ぶ 職恕』 を 化ぶ し 久しく 
支那 じ谣が 中で あつた- 91* 

ヮ ー ド慣 北は 本 H 蹄 盛の 名義に 
がて 火 統領 クー リツ •チ 巧に 街し 
义威 s 對支 i ^策おなを建滤しを 
ル 根本 ビ して、 . 

( 一 】 踞稅 自治 權の 承認 C 
〔二】 外人 机借權 居留 化 等を 

還附 しお 那の宗 キ權を 完全-しを 

認 する i 。 

で 一一】 だ那本 ± じがけ る米齒 
軍隊 度び 河川、 巧 海 等 じある ホ 
齒巧 艦の 撤退。 

〔西〕 不平等 條 約の 放 藥乃ま 

修正。 

等の 四 個 條を擧 げたる 上 現じ 

一米齒 陸戰隊 .か k が ホ 警備の 任じ 

ある 事實を 指摘し 『若し 斯 るが 

を 放 巧す る；- よら ピ米國 隧徵隊 

i V お ホ 柯等洁 食の 協賛を 得 U し 

で 領事 乃 まが 巧々 人は 夕 那と戰 

.する かも かれの』 ど 述べた。 


外務省 新規 要求 

東 ま 特電 III 日 發： ：：： 外務 巧の 新 
おな 算耍ホ 中 印度支那 、 J ノ 'ィ鄉 
領お 館轿設 費、 移は 調を 等を 認 
さ 〇 た 0 

補 艦 建造 費 問題 

東京 特電 I 二日 發 H 補 化 艦豫黨 
問題は が 軍、 大藏兩 省 お 巧 詰 h 
の狀 態で あるが 加 藤 さ 相は 海 お 
將 官を講 で圆滿 解かを 信ずる 苗 
の疾 がを なし 姑 局を 相の 戴 量で 
解 巧 されん ご 觀られ て むる 


水し 路頭 じ 迷 ふ 化 K は 二な 方に 
反ぶべく 今日 •しても 尙ほ渡 水 十 
一一が じ 及ぶ 地方 も ゎ b 洪水 救濟 
幽は頻 b じ 活動 しつ > 、あいど 政 
お侧が 救濟資 をを 浪費ず るので 
非難^ 戟か 高い。. 


ら至 《 


(八) 脚 稅監轉 に 支那が 參 


伊太利 使節 着举 

ワシントン ー 1 H 發 ：；：； が 太 利 S 
對ホ戰 が 負 憤 (か 一億 一一 一千 八な 
ぶ 十 凹 方 S 千 八な 五十二 巧) 巧 
濟巧 渉を 員を ミスラタ 伯 一巧は 
がぶ 利 お 船 デコ イリ。 号に てが 


I けれ Vj も H 當 b が惡 いので 銜 
加を 提诚 する おを は强 いてな お 一 化には 當し くない。 卵 も 巧 叉は 
せざる J 。 I お向きは ホ 線の みが 一り 巾 じ ホ 

常じ錢 化が あるから 、人工的に 

•てれを 調節す る 必要が ある。 け 
たどら、 化向き^;?>らぶをの煩ひ 
がを くないので ホる。 巧-」 入つ 
ゴお燈 じ 向 ふた らば、 電球が 
化搂巧 わて & るよりは、 つやけ 
し ダラスで 巧が 散 被と して ゐる 
方： a * よい。 電燈が 高 < 天 化の ホ 
じゐる 場を i ：* らば、 この頃よ く 


ま 京 特電 二日 發； =ぉ 口藤 相 《 ~ 肯 じを 替 、ぞ ニモ 人の 反 ファい 
蠢靈雪 倉 於け る肇が I 養の 示威 蓮 動を 巧みに 夕 
蟹の 補助 艦 建が-費 化 結に 不滿 一ら して 勘路當 地に 虽着 しだ 力- 


を 抱きた る 財 部が 化は 加 藤 首が 
じ 直接 談 巧を なし 安 逢 遞相ど ザ 
速 農相 どが 目下 調訂 中で ぁる。 

政府 內地ホ 買尘； 

東京 特電 二日 發 U 十一ち 下 巧 
ょら 巧 化 ホを か 府で買 下げる 皆 
である 0 

東 漁が 訴訟 提起 

まま 特電 二日 發 u 高 旧 お會關 
係の 船荷-証券 問題に 幽し まが 激 
船は 船 ま侧の 一番 絶 どして S 羞 
銀 巧 じ對し 二十 五 方® の 掘 償 巧 
ホの 訴設を 提起し ね。- . 

道家 齊巧 逝去ず' 

東 ま 特電 二日 發り をて 農 商を 
次官じ -^し道ぁ齊巧は本り浙ま 
した。 


がは か濟じ 就て 成算 あ-^ ど號し 
談判 關始 前に 先づ 大統锁 、國巧 
を宫等 £會 見す る 竿： である。 

佛 國議會 解散 說 

パリー ニ日 潑 ；：；： 政治 通の 間に 
1 專ら觀 測され て 杏る 巧 じ浓れ 
.ば バン V ゥエ ー 內閣 はヵキ 9 1 
お 姑の 辭城 •こ 内閣な 題で 一息 吐 
、むらの i ン リアの す 當攻擊 事 
化で 巧び 故 治 問題を 惹起し 結局 
端會を 解散； るかち び 內蹈總 靡 
锁 ずるが 外途 きも'^、" かく 證 
台 解散 說が 最ら势 力を もめて ゐ 
る 蝶隸で わる。 


つ ハ』 座金 廢止閒 題 

磨を をの 化 化 約 上の 不當 課稅 
は 速 かじ 撒廢 せし むべき でめる 
が これが 前提 どして 廢督 城を が 
をを じけ はれる； が 必要で ある 
から： n 本 ごして は先づ 支が をし 
て廢麵 磯を を實 巧す る 具み 的 ホ 

をを 講せ しわる も〇 

『と J 中間 關稅 設立 

(イ) 支那は 二を 五 鹿 0 上と を 
五爐に 達する 中間 稅 率の 設 を、 
郎も當 面の 二を 五 厘に 滿 足せ や 
穂 率の 引上げを 要求し ホる 場を 


寺って ゐる問 接 照明 か、 若く け 
篮 巧の 下がの 方が っや おし じな 
つて ゐ るのを 化 ふの がよ い。 

みに スタンドは 矢 張ら 成る ベ 
，'、あか 6 が、 讀ゎ 人の 左手 じあ 
あ 6 ごす るら、 を ホを 限り これ 一 こ ホが ょく、 なつて 畫閒の 窓 か 
じ反對 する；。 但し 列闕 巧の 陈 j らを ける ホ 線の 場を ど 巧 じじ、 
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± ち 古 軍隊 出動 

ロンドン ニ日を：：：： 當 地のを 新 
閒 社に 達し じ シリアよりの 特電 
じ：^ れば約 五 千ん の i 巧 古 軍隊 
は モス じ 向つ て進擊 しつ i 
あを もの，、 如くる の 軍隊は 佛國 


怠業 議員を 處訝 

。 1 マニ ロ發 u 遇 ま 十六 ケ巧 I 官萊 よも シリア 橫斷の 許可を 與 


じ 直ら ファス シモ じ反對 して 蒲 
會をか 庵 中で ホる 反 お 派の 怠棠 
議旨 ' C 1 をに 對！ ファ 7 シモ 政碱 
鼓 後 姐 廳を發 しを 一一 週閒 


よ 

巧 

シ 


j 院 し—-‘ いを は講 員^ 資极 
,4 サイる 旨 傅 達した 0 


ぉ 省 被害 甚大 

みお 二り 發 U 本年 八月な 
一: じな も黃 河の 大洪 氷ょ b 損害 
を裝 b たる 山 東 省 化 方は 千 五 酉 
平方 啞じ 直ら 約 一千の がをは 浸 

♦ ♦ 


え 占れ たが 跡 か あるので 舆國官 
憲 け抗證 中で わる。 


一一. 


\ 


米國化 表が 新 提案 

英佛和 蘭 U 贊 成し 日本は 反對 


化を 一二り 發 zr 米 劇化 お マ クム 

ンー 氏は 今り の灼證 で乂题 案を 

捉 おし 徴税 二を おが、 赞 巧な 桃 

ぶを し臨赞 する 旨饼 即し ホ 凰は 

リシン トン 曾遽の 協を 飽圆を 脱 

する VJ も 支那の 蝴税巧 ま權 、現 

がわ 撕お 制限 撒廢 及び 一般 挪稅 

ホじ勒 ずるが 條 がのを 殺に 同な 

{ご 述べ 游な 稅の廢 化を' 巫键し 

二み おがの 追加 稅じホ 年 二 巧、 


ベく 觸巧自 ま權の 承認を 卞化だ 

か 九 年 ごする を那 案に 悉く 赞が 

の旨戰 明し じる-い、 これに 對し 

巧 佛ぶ化 踞は赞 お L おる も H 本 

は旣に 第一 案を 描出した 脚 係 も 

あらな おのを である。 提案のを 

なるおは 左の かし 

L ： 一】 よ 協定 調印 後 S ヶ月よ 

I ち 一般 脚 稅法實 施まで 支那は 一 

時 施稅法 ごして 輸入 おじ おし 五 


W 大政 綱は 關 じて 化で が お閒尴 一な 课な稅 は 巧 年 一巧ょ 6- だ 施ず をょ b 1 剧 二を お 鹿、 添 出 じと 

• • ' • !- . I — I Ilf - I I ‘ ■ ’ I I i — ! . . 1 、• ： 


大使 更迭し 

新交涉 着手 

佛國新 內閣對 策 

リ 1 二 H 發 = バン V ヴ で， 

巧閣 はな 逛の 原因が 對乂 封债を 

涉の巧裂じあらし；を理由どし 

內閣 成立 ピ共じ 巧び 米 國ゴ負 憤 

を 渉に 從事 する 力 かなる もの 

かく 本：！！ お 佛米菌 大使へ リック 

氏は 外務省を 訪閒 しこれに 關聯 

して 懇談した るが バン 八ゲエ 

首 化は 現な 乂 フランス 乂化ダ ー 

シ ユナー 氏が 本 問題 じ 就て ホ國 

の 威悄を 誤つ て觀 擦した どの 非 

難 も あるの ご與 上院 證員 じして 

财政 逆で ある ヘン 9 •バ レンジ 

ヤー にを お t 山に 巧 命す るの 底 志 

ある もの t かく 塔を じ 化り ては 

氏に 惦殊 のなか ど 資格 どを 舆え 

て 波 ホせ しむる ちしぃ〇- 


.:题 炭 罷で不 識訂 ；，' 

プ シン トン ニ H 發； =硕 旋间盟 
駆 ェじ對 し勞勵 組を 侧 じて は資 
本 添 どの 擊獨 協定を を 輿せ ホ 中 
央み府 S 干渉を ホめ つ t あれで 
發 U 本年 八月な ホ S I 乂 領は飽 迄 も罷ェ 干渉は 結局 


講 の結裝 一二を 乃 ま 四み の增率 
就て は 相當萬 量の 餘 化を 殘 す； 

(こ マッケ ー 條 約の 一割 二を を 
唾の 條件 どして はを の 蘆を 親の' 

完 をなる 做廢 、度 毒衡の 統一、 

(但しが 關は テ— ^ のま iw す 
るら 差ち なし) 日貨排 巧の 徹お 
的 防 退を 巧て これが 對巧條 件 K 一 
ずる >と 〇 

T 八 J 陸 境關稅 問題； 

條巧上 お 陸關规 均一の 原則 ぶ- 

これ を認 むる も 锁鮮剧 境 じめ 却 
るーニをの 一 を焼の特權：一地ホ辨 
便益の 代 潰 ご 見做し 除 巧 例を ち 
求す る ミ。 をの 化ち 英領 ビルマ 
四川 省 間、 独 頗印巧 雲 南 當閒の 
特權ら これを が認 する を。 若し 
巧が ホ 張が 固 難 G 殘 をけ 第二 巧 
ィ> して 條仲か 鼓惠凰 待遇 •し浓 一る 

『を 奢侈 品稅間 題、 

を 侈 おじつ いては 二を 直展巧 

. d え 二 一貞-ミ f Z C ミイ"' U -* ぅ C { 

‘ま 近み' けぶ'.. りげ みる か..'::^ ぶ娜妊 r ネを需 を 前に 於て 自 を©^ 朽鳥 

府が おみを 一律に ホ 張す る谱を 
は 本 問題に 關し 最もが 萬 願 おを 
き フランス のま 張を 嘗 重す るを 


をが 左斜じ ホる やぅ じする 
うして 非常 じ 巧 線に 過敏な 人で 
がつ たら、 自 みの 眼に 睛 接-し ホ 

線の ホたら 0 やぅ、 领じ シエ I 
ドを 掛けて、 讀わ面 だけを 照し 
ホ 線が 眼 じな 接 じ ホない やぅ じ 
する のか】 をょ レので ある。 電 
澄の ホ 巧に 孰て 言へ ば、 普通 あ 
ま b 强い獨 ホの 電球を 用 ひる 必 
.耍 はない ので、 スタンド ならば 
廿濁 でょ からぅ i お ふ。 五十 獨 
な 獨を用 ゆるん が あるが、 却つ 
てまぶ しくて 眼の ためじを しく 
. t * い。 つるして ある 電燈の 高さ 
の標窄 から 言へ ば、‘ ーメ ー トが 
泣の 距離で あつたら、 十燭 ホで 
足ち る わ パで あるが、 距離の 事 
; 情に 反比例す るので あ もから、 
'こメ ー トルなら ぶ 四十 濁を 要す 
る譯 である。 

巧は 眼から 青つ て 本の 位 瞬で 
わるが、 讀書 巧の 理想的な のは 


增泌 が贊媒 さむ 時 惟 騰貴を ホす 
; .立埋 由 どして が絕 しを 州 官憲 
こ 【巧ず る幫 向で あるら しい。 


『十』 構成 細目 起草'^、 

ワシントン 會議 0 來拳 態の 變 
遷に伴 ひ巧强 もこれ が必 愛を 認 
めざる じ まつた 模巧 であるか、 
H 本を 府ピ しては これを 默殺 一す 
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圈稅會 議の對 策 〔下】 

中— 稅 問題 


呈 '』 輸入 關稅 問題 ^ 

〔ィ】 そを (一)11 をぶ 旌增端 _ 

じ 基き 支が 政府の 收入 ごなる ベ 

き 年額を を 高 一二 千万 圓 (毎が 增 

加の 見达) をな て 支那 政府の 財 
致 整禪餐 巧び 巧政餐 じ充當 せし 
いる ミ。 (一一) 財政 整理の ためべ 

僮 中 無擔が 故び 擔が不 確 寅惜獄 

の 整理を なさし むる；。 (一二 ) U 

本は 西 お借獻 及び 擔化不 確實借 

獻お 巧を 則ゴ ー倍 圓を この 際 是非 


'扼 の賠憤 金は 之を 放藥 せざる を 
(ぶ) 巧 政 費 じ充當 する 增徵 をは 
腳 じて 軍費に 化 用せ しめざる 樣 
ホ那 もがの 保證を 得る； (六) を 
蹄の 整理 借 歎の 補 目は をの 性質 

ド應 じて 么を 巧を しを の 苗當額 

一;. おを 比に 化るべき る。 

【り】 條か (ホ 留條 伸の 餘圍 

とむ】 ( 一 ) 對支 貿易 額の 率に 

胳 じて 円本 人關 巧を を增 加す る 

I 。 ( 二) を那 をして を 構 品、 原 

とも 整埋 せし むる を。 をの 方法 I W 品の 輸出に 對 する 制限を 鞭廢 


は 第一 案 ごし'' 、利率を 最初 二を 

まで 引下げ 瞄稅歲 入の 增 加に 伴 

ひ 六 かょで こ扣を 引上げ 五十 年 

を 限度 ピす & 適當 y る 期限 内 じ 

を额を化還ザしむる^〇 第二を 

ごして は 外 おの 黃替 をが ひ增收 

の 一部を なて これが 剌拂 じ巧當 

する i 。 (四 语叛 楷现た 父換條 

かどして まが W 财政聪 狸 じ 資す 

るた め 日本は 既に 巧定 せる を 柿 

の脱愼 をを この 際 放棄す るも閒 


かしむ る ミ。 (一二) 關稅收 入の 

がをお 支 貿易 額の 率 じ鹏じ 正を 

祝： 巧 じが 管せ しむる io (四) 外 

跡 人の H 據 地域を ち お 地 W 外 じ 

娘 張す を i 。 (あ) 支那 政府-し 割 

してを 柿の 經濟的 鎖 圃ま義 (防 

戟 々反び 鑛山 図な 規則が 化) を 

かおせ しむる を。 て ハ) 沿岸 貿易 

巧を 廢 化せし むる ふ。 (と) 支那 

の國巧 品-」 對し 生を 稅 、巧 豐稅 

傑が お、 製を 稅 等を 設蹟 せし わ 


趣 ホ 


讀書と 採光 

靑巧學 入 

自然 澄 ホに 親しみを もつ かは 
讀壽 すじと つては 最も 也 ゆ，、 時 
である。 で、 讀書ご採ホホ、 こ 
れは 本を 讀む 人の： 通ら 去 得て 
潰 かねぶ ならない I 卜 あ* 一。 霸 
間 部屋の 中で 蘭菩 ずるならば、 
窓から をけ る ホ 線の 其を'^ まづ 
ちへ る 必要が ある。 

ホ 線は なる だけ 前の 方から、 
殊に 左手の 斜の 方から 巧け る； 
が 一番ょ いが、 部屋の てを でを 
れが出 ホ G ければ、 前から 眞直 
に 受ける め も 主ん どころ U い。 
併し 嗎れれ H じ 謡む 本の 上に 日 
ホが を 射して U ら U い i は 言 ふ 
を もない。 おじ おか 又は お向き 
の 窓 U らば、 軸の 中は々 1 テン 
を 掛けて 光を かげな けれげ いけ 
ない。 ホ 線 だけから 言へ ば、 言 
ひ换れ じじ r 請禁 のみに 义は蓄 
齋 どしての みの 部 崖の 向き ごい 

ふ U らば 化 向きが 最も 理想的て 

をる 〇 


さよら みしおい 位廣 じ、 本の 面 
が跟 じを 巧に 向 < 巧じ歴 くので 
ある。 普通 書物を 平じ廣 くが、 
さう するど、 ホ 線の むた b が不 
ホ 等に むる 恐れが ある。 一番よ 
いのは 見を どい ふ 昔から わる 斜 
のをに 罹く やう じする のが 理想 
的で ある。 服 ど 書物の 距離は、 
化を 一尺から 一反 一二 一 一寸 位 (約 
化 乃 ま 化 S センナ メート 八) が 
一番 宜いピ お ふ。 非常 じを く帘 
せて 見る MJ ど、 まれ 餘 b に 遠 ざ 
ける の ごは 等しく 惡 いを である 

この 点から 言つ て、 請わ 間 じ 
遠近 定まらない 自動 お、 成は 第 
五 巧 バスの 様な 動搖 はげしい 乗 
物の 中では 韻 萬は しない 方が ょ 
い。 殊に 近 服の 人には 非 あに 害 
が ある。 之は あ 脈の 人 じは 無 狸 
が 出 巧て 巧の 進む 恐れが あるか 
ら である 0 

本 ホなら ば 普通の 電車 や游苹 
などでは 差して 搖れ ないから 赏 
は 本を 讚んでも 差 まは じい 譯で 
あるが、 化て 動搖 する 所で 本を 
韻む i はぶ々 贩を 疲れさせ るか 
ら がるべ < 避けた 力 かよいの 广’し 
殊に 腿の 疲れ やすい 人、 神経を 
弱の ある 人は 總て 讚まない 方が 
得ぶ である。 巧の 電車 中では 藍 
閒ょ b も； 層條 化が 惡 い。 

おがの 中で £：♦ くど も、 化て 自 
一を で 眼の 疲れる ご お ふやう U 時 
じは、 必中 柯か 眼に 無 巧が ある 
ので もる •から、 さう いふ 時は 辛 

棒して 讀ま U いで、 暫し巾 止し 

て 眼を 化め る ホが よい。 
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笔西 をが 

詔 I ',--,, ぶ 海!/- をは 上 出雙堅 S 
ヮ か‘。, も 巧 金‘‘ こ 午 ま 張う み (If 
ズ 十‘ 速を 變て 後す 親 肖 ? r 省 1 
才九 障々 施 立 。切 胳身リ 

P 塞 un 他屢 
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據 

攘 
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i ^ 成 の フロリダ こ I 】 一 

■■ I — ■ ■ : — I . : — I 

神に 惠 れた富 源 

一 关叫備 々卜北 かの 十-地が 

今では 安 < て も 巧 五十 弗 

ブロ リダへ！ ッ U ， ダへ！ 最 j で パ） セント ごい ふ. 杂 晴らしい 
近 ホ网的 k 地金 裝热は 恐ろしい 一增 率で お 想よ 千 おんと 十ぶ-方 八 


々•7^ ~ ム ご。 つて フ 

リダぶ を 社 辟を 年み、 滿 もも子 

もブ P リダを 货 みて むる。 がが 

巧 人中に もこ S ブロ リダの 

J 地 辟資玉 三 幸の ぉ 

じ随 かごな けて ゐ ら 人 も あるが 

M 州に おげ 人出 地所 お禁化 ホが 

.飛" い 山した S ら 、この ブーム Q 

わ隨 こ''、 ふべき でもら う 〇ん口 

む.，：：： 九卡万 人 どい ふ フロ ブグ W 

如 巧 じが' てニュ ー 3 — ク 、マ 

サチ こ-— セット、 口 — ドア イラ 


千が 九十 お ホ どい ふち 額を ホし 

てむ るが、 狼な 五 年の 增加 額は 
一 お 九で 九 巧ぶ 十八. 巧 化 千 巧 化 
二 巧 卵 も# 五 刹の お 加 どい ふ 進 
ホで ある。 人 U にせ. 'ょ.、 だ 源に 
まれ デ •ソト ーがあ 化 A ホを り 
顧みら むな かつた フロリダ：^ 

がぐ 急激な ぉ 展襄！ 

たかと い ふ； に就ては柿々な現 
象ら わらう が、 舆 一は 風 尘氣が 

じ 恵まれて むる ごい ふ、 i でもる 

フ 。ブタ は T 巧 メキ シ n の 内海 


ンド 諸が じ錢 つて ゐる だみ 階 お ~ と 太 巧 巧の 中間に をした 溫帶地 

V.L ■一 f ■こ lirf / . こ’： f — • 'J 


の麗 を 化 ごして 著 おでみ り、 げ 

を S 避 震が はを の 人：：！ 数 じ 巧 敵 

L たと 稱 y られ てむ る〇而 から 

年々 ぷ 々巧 加す る 足 等 避を ぞも 

卜 ：地热 じがされ て問讲 にみ 化す 

こまが ぶく' U ら 、今を フ！ 1 9 ダ 

州の 避 楽を は 恐ら <掛 人 U の 一二 

巧に 速す る だら ぅん 巧せ‘； ' いて 

むる。' 一れ をで 九け 十 年 V - 千 九 

订： b ザ 巧の 人口 調を を 比 校す る 

I じ、 前者のと 十五 巧 二 中 六げ 十 

化ん*」 化 十六々 八 千 四が と 十 人 

I '、' るら： 一 创八 を… i 化み 巧 加で あ 

一-る： か、： ir 年 巧 か f - か' 立 年 巧，！ は 

I 一鄰 1-1 , 割 £ がごぃ ム急 

:激 。巧 加で が 化 六 万 ご-でぶ が® 

'个九 人に 巧 L て & る。- かの 避 

j をを ご 永 化を S 巧 加は この 驚 < 

; べき 7 " ブダ 州が 被の 1 而 であ 

I るが、 化に 燃 巧： し 的す るのは 州 

のが ツ^が 加で もる。 化づ これを 

I がが 巧を にを るに f 化 -C 年 巧の 

一一で 六十 二ぶ と 千 阿" 九十 五 巧 

け 下 化 ^山- 化 年 六 巧 化 n に d 五！ 

;• I. •:1 ■ . t II 

鸿洲 が關稅 で’ 

寶な 途絶ず 

綿 巧 巧 おめ 大が浆 

お 化の 報道に ょい じ 巧 讲聯巧 

もが U 雜乂お 化 进み乂 化 ごして 

惊入締 おお.— を’ 細 桃，：. ホ 巧が 

ホを かて、 雄な •‘ しこむ ，；，.- おを す 

るィ- 共に 旣 'しを み假巧 施を むつ 

て & る。 こい tt ぶよ b 

お本顯 vS なお 政策に が披 

してり はれた も sf 、 をの 円 的 

は 巧时巧 脚な をを してが 化 巧 進 

のが 巧に ある 巧闊製 お' 3 输 人を 

化 ri ：! せんごす るにんる。 巧阅の 

料を 洲 ホを 檢巧ぃ 1 たる 綿 小 倉 反 

び 巧乂小 製な に 就''‘、 をの 挪稅度 

び これ^ 影嚮を 見る-— なお 税ホ 

は淀洲 向き 綿 小な の 巧 図 かがは 

一贼 心 W がが 平均 五十 錢を當 

であ 4 が、 改正 巧 税率は ー ホぶ 

鹏 じか： ~ 志 拙 も 九十 錢 (：心 八 

片 十六み の 一を： 川」 おを) 妓 

びな 化 四 制ぶ み 地ら-- ホ々 概じ 

か^ 二錢 おみ、 合 引 1 觸 じか 一 

W 十二 货 '化 地を が 課？ る i ; ど 

なら、 これを が 化. こ r いば 約： 

二 制が かじな 6 

儀稅が の 一が' 九 かじ 比し 


ホで、 お 期は 四 巧 よら 十 I 巧に 
終る から 避を をには 格 巧；；^ ± 晒 

でが る。 お 二は 挪 の-^ 地が 非常 
じ 肥沃で もる i か當 源を 巧 進す 
る 索 旧と なつて ゐる ，とで あつて 

問 かろ オレン ナやク レ， プフか 

—ブの 生を 化で ある ミは 闺 知の 

事 質で あつたが、 最 なじ 到ら 适 

等の i 化が 化 ゆる お貨 及び 野菜 

類の 脚 思 尚な 年-を 地で あるよ か發 

見 r •い、 特じ化 方 巧 热に理 等 化 

を.'; かまして なる 季節に よい ど 

いふ 

地の利に 皮っ ミる ミ 

である。 のみ むらす W 州の 化 端 

U ガ y フォ^ニア W の 商 端 よら 

もがに 南して 义 大陸 じがけ る溫 

那地 みに 坡も巧 巧し、 季節 W 外 

のお實 及び 對巧類 お 送 荷し ツ 


一巧から 己 月に 送 巧す る スト 0 
! ベ ブーは 紐巧巿 おじ 赏 もを' く 

現 はれ、 フ〇 リダを の セ： 1 91 
や キャべ デぶ 仙も是 等が 费 ちの 
必要 どす る 時化 じは 常に 送 荷 さ 
れてゐ る。 故 じ 巧し フ "リダ 州 
かな かつた ならに 北方の 消费ち 
は 高がな 巧 用 おを 仰がなければ 
なら 3。 この 肥沃な 十： 地 ど氣惯 
を 巧 一義 どして ‘ 

州の 文明 發展じ 向つ て 
特記し i -* ければ なら。 い 2 はを 
通 機 视のお 速で ある。 同 州 東を 
の ジャクソン ダ Y 少 から ネイ • 
ゥェストに 適ず る鐵 道の 布設者 

でハイォニグー^へンリ ー •フラー 

グラ 巧で あつて、 これ じ馈 つた 
ンブ！ •プラント 氏は 词 卵の 
西 巧を 縫 ふ 太 西が‘： が銳道 綱の が 
設ご なつた か、 フブ シト巧 は 事 
業ザ途 じし''’ 逝去した t めに 巧 
席雜 道が を/、 ぶ おした ので ある 
がる じな 近 じ 到な デー ダィス • 

ワ"" ■卢フ て ルド 巧が シ ■ — ボ^ — ド 


减税嬰 求が 

豫を鎭 突破 

提案 赏に み 種 

ホ 鹽大藏 技官* > 0 ン 氏は 本年 
巧の 巧 親 農 高额を S お 弗 ご豫を 
し,. ホ 案した るに 掛しド 院豫算 
を 員を けみ 方面の 人 十を 巧 喚し 

てを をを 想败 中で ぁつたが、 乂 

化 じがて お 了した ので ホ 週水鹏 

= には 攝 後の 委胃曾 案が 决 をす 

る换は i でもる。 今 おの 滅稅ま 
おする が ホ 面ょ b の 描 案は 實じ 

か 六が S 多き じ 速し、 これを を 

の 樓實巧 すれ だ 約と に ニーで 巧 巧 

の戚我 ご：： ：〇 る. か、 を： U 脅で U 大 

藏 あの ホ 驾 を おれて 約 一二 億 あ 千 

ぷ巧巧 巧 どす ベ/円 ド 燕 誰 申で 

をる。 提ま のまなる ものは 資本 

'稅乂 千 方 巧、 クラ プ挤 裝稱八 だ 

と 十万 弗、 組を 所得 滅稱 一割で 

一億 八千ス 弗、 自動 巧稅 •億 一一 

で お 巧 力 弗’ 柳 人 所得税 二割 五 

み 城 九で よ パ 五十 ス那等 一部 减 


ア ー 線を のて フ〇 リダ 州の 縦 j 稅义 は撒晦 をを 遵！ '一、 ゐ るが、 

個人 所得 稅 二割 おを がは 大体 巧 

定 した 棋樣 である。 


勒奶 道を 布設 する にぶんで を雜 
お會 社の 競ず は 線路の 踞張改 お 
どリ も' フロリダ 州の 則 政は で 
八 な八 十 年 ヒ ラ デ 瓜 フ キ ァ の 
ミグ トン •デス トン 财刚 じ對し 
一英 町. 

二十ぶ 仙 の 割を で 阻な 

巧 巧 町を 彿 下げた 0 巧 5 最も 葦 

固 G 時化を をんで ゐる 。常時み 
一巧 町サお 仙が で 八が か！ 年 じ 
乂闽 政府が ス ベ'— ィン 政 巧よ b 
フ日プ ダ 州を 買収した 额よ b も 

僅かに 十 他を 增 したじ 過ぎない 

が、 現担フ 。リダ 卿の 地 懼は梅 

をに 見极 つてら 一英 町が お 十 お- 

どして 六十 二 億 丑 千 方が ご 計 h 

さむて ゐる C フ 。リダ 州は 實じ 

鐵ぶ 線路 ご 自動車'^ がち、' 豊富 


を 州に 比 鞍し 化 方の 巧 おじ 最もな がが や驳 物の ホ產 はこのを 通 

化 巧して ゐる どい ふ 患 まれた も 機 醜の 媛 蓮で 撒 徹さ む、 永住 i 

地で である。 フ 。"ダの ボ テト I 着 巧は' 一の 化々 み 風 ± 病 摸滅後 

—ごァ ニ ォンは バ ー ミ ユダを を I じ 巧 想 的の 避を 地鄕 をが をつ た 

除き 化 ホの ボ 煤には 兢巧 あなく-の である。 

: i — -i •— 1 ■ - I 

て-巧に： i = 1 割^ 增率 どい。 る。 深 

が 向き V 、 して 最も 垂 をな 柿 目は 

綿 臾火小 お肌籍 でぁつ て 巧 顧^ 

が 巧を 一が か 均 六 W ごし、 これ 

じ對 ずるな f 新細稅 率に 一 刪に 

か 二 志哪も I 巧 じか 十四 の四十 

錢 戊び 從化 阿浏五 か蝴も 一打 じ 

が 十 十が を 賦課 さる {ミ ご 

むる。 これを 化慨 ごすれ ぶが 八 

制ぶ をに 巧 b お 税率：， 比して 臂 

じ 甘 S 制の乂 增ホ ごなる。 而し 

て 從ホ巧 勘が 輸出して むる 趨薄 

を 巧る に 

綿 小 倉. 

大正 す硕 千 3： 

一一 I 、 儿八 A I 、 雪吉 

.ご 一;、 七 凹 i 1、1 ニー ニ八 

ニニ ーニ 、 G 二 九 二、 〇二 毛 

奥 大小 製な 

火ぶ でか 下田 

ニ ニ 六 S 1 、 一一 至 C 

•二 一 よ 网 と 八ち 

ニニ ニ 〇一 八 七 一二 

お 大小 肌着 


物價稱 騰貴 

エ ー ル大學 調を 
エ ！ ^ 大 學を授 フィ ッ ン ャ 
が 女の 調杳 じょる 前週の 物 巧 指 

數は千 乂巧十 S 年度の 巧を 野 位 

どし 一 五と •九 じして 前 S 週の 

一 五六 •一 じ 比して 巧 A 騰し九 

巧 下旬 W ホの 媛 高記錄 でが 巧の 
最鳥記 錄千九 パ か 四け 一 H 淋 I 
U 現 化の I 六 四 •四最 化 記錄は 
同を お 巧 二 H の 一 五 四 •一で あ 
る。 而 して 十 巧 中の 物 偕は 昨年 

十 巧の 一 五一 三に 對 '二ち ハ* 

とに してが 來の 巧み お数 最高 記 

錄は 本を 二 巧の 一六 二 •二で あ 

る どい ふ 0 




でぁって 綿 小 倉の 如きけ 驗輸ぉ 

額の 四 倒 九み を もめ 逐年 お 加の 

傾向 卜、 ぁったが、 今问 右の 如き 

激莊じ 細 稅の增 率を 膏 施されて 

むらので をの 影嚮 として W 巧大 

打酵 をず け おんで 檢出化 おじ 近 

い 悲蜗じ 隅つ てな ちご。 

英國の 起債 

解禁 潮 近し 

ぶを 化 憤を 涉か 

英闕の 財が にて は 過般が 對外 


味 — 贴谏 常‘ 特電 

下 巧の 寶易 

十 HF 甸の おが 資 易は ホ 超 二 

千が S 巧 W にて-巧 W ホの 輸入 

超過は S 億 千 二 巧 万 山 じが々 

した。 而 して お 貨輸巧 入の 比 阿 

ょ b をて 今後 輸お 超過 二； 千 二な 

ガ W みら じ 励 際 貸 惟平 巧すべし 

ど 貼ら H てゐ るが、 を 糸 翰お播 

潑ご勒 ま 貿易の 比較的 巧 致氣な 

る ど袖俟 つて 米 棉噓人 停頓 等で 

今年 內は撤 化 超過を 持續 すべし 

ど觀测 されて ゐ る。 

日 置を 權を 非難 

支 邸 骗稅自 ホ 權間經 じ おし H 

ぶ全權 u 巧 益 巧け 持 化を 余ら じ 

円，/、 出し 過ぎ じかの 喊 みあ b ど 

いふ 者ら ホら' て 一部に 反感を 招 


ニ ニニ ーニ 

ご 一 一 凹：： 

典 大小 靴 ド 手を 

一 ; 二 六 

二 四 U 

一二 六 〇 


、二 吏 

と 〇 と 

よ 六と 

-V ん 

と 脚 

I 〇 五 


貨 脚を 不文 徘 じて 禁 化しつ i あ 

b しら、 最近に 到ち 爲替枯 渡の 

娜係等 ょら 右©— を 非難し か 1 :; た;: を U て お 原 

^獎脚 S 戰商不 基 醜馨侧 I 緩和 ホを 口暖を 權に 訓電し ね ど 

化に をのを 額输 出は 多々 が 巧！ レ 

お懲を 及ばし つ； ある 際どて 解 

禁 巧の 狀 おじ ま b ては おみに 想 

像を 許さぐ る もの あ < 相赏 議論 

を 栽 起しつ I ある 旨 一:：; をの 紐 

巧 タィム、 特带け 巧へ てゐ るが 

’酷じ 利率 S 巧を 惡 しきた め 當 化 

がを じ 於け る お 巧が 償 裳 集を 一 

巧斷 をした W 巧 官お贊 巧 巧は こ 

の 潮流 じ乘 じちび 英風 制が にが 

て おを ホ 償な 染 のをが をが むる 

竿： でみ る。 


: 、ふ。 

最あ 2 日銀 帳尻 . 

を お 巧 おわ 离十 S 憶 ー ニモ 脚 十 

1 ' 力 八 千 w 、 制限 外 發巧寫 I 憶 

五 千 s ' ru 四十 一巧 九 千 W 、 貸 出 
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日本食 巧 おが 及び 雜貨關 卸小資 

ニニ ニ ーニ、 0 置 五と 桑 山商會 
が 巧 害 摇雜誌 小 削 物 円が おみな 


り 本を 巧な、 雜貨 
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日本 理髮 鑛淸 

新ぶ 洗髪ぶ 設備 あら 进速 叮喀を 

肯 こし 構々 勉强 します 

西^^十 s 了目な番化ーニ百ホ號室 

さプ ブロア (巧 ホ 街 i 四十 一二 T 目角〕 
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長野縣 細み 麗- タキ 石 川 
山形 縣齋 ぶ々 一が ワィ 阿部 
福井縣 山ぶ お おを 府茂木 等 
山 口山 本 龍 脯福岡 ハな 石 時み 郞 
吉川淸 一郎 服 巧者) 

早 招 旧 十 巧み 中が 貨二 

るの ま ー レ 油 致 巧き お巧么 
肤閒 本ん 巧. は 知ん ょら 現 
化 巧 お 通知て お 
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一里す tway Ne 三 ork 呈 y 


美味 じして 淸潔 

I 觸 晶南樓 

午前 十 時よ 6 谓ち 
午前 六 時まで 能が 


が廳 茶園 

巧 巧 人盧蓮 
出勤の ホには 靈飯 
の御懷 利に 脯 へが 
間 貪 館の 御 巧に 應 
や V ,.、 娱間 柯卒相 
'个變 おがな 顔 度な 
巧 上 卸裝內 申と 候 


支那 御 料理 

彭瑞樓 

日本人 諸君を 
微迎 をし まず 


材料を 精選し 皆 構 
の 御 嗜好 じ 適する 
料理を 提供し ます 

版 削 新 中華 

U 本人 諸君は 特 
别 じ歡迎 します 


.永年 H 本人 諸君の 觀 
蟲 貧を 紫つ てゐる 

S 逸仙樓 

です、 柯ぞ績 々御 ホ 
ホの 稍を 願 ひます 


皆 棟の 御 唯 巧 じ 
適 ふ 巧な 襄 ホの 

S 廣移樓 

御 巧 狸を 致し ま 
すから 趙 々御 ホ 
ホを 願 ひます 


口 1 サン ゼ ルス 地方の 御 
惧 ホには お 善の 御が をを 計 b 巧 

グ心 

ホテ少 

羅あホ じめ ける 同胞が 矮中教 
新式 窩等 ホブグ であゎまず 
羅お東 一巧 一二 九 ザ 

グ アン ダ ィキと 六 五 九 
I ’ タツ カ丄 一: 么ハ ーニ 

貸 自動車 (牧 5 

羅府 名所 御觀 ホには 最も 觀 通し 
た ドライバ！ が 御 案 巧 中 上ます 


電證 


H 本 巧 藏船切 巧 御中 达じ應 じ 
萬 事 御 巧せ じ 御 化が ひ 中 t お 

を潘 巧 ホーア 卢 

▼ U 本 巧 料理 (別 聞 あ' ゥ) 

を 港 カリ ホ^ ニァ 巧 六 一二 
お 話 カネ— 一八 一六 
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停 お 傷 前 通 おご 一 了た 侧 《階 速 
H 本 巧 船 切符が 极波お 場 送迎 


ボストン 11^ 


大浦ホ 松 


な ± 旅舘 
一巧 御巧理 

貸 自勘車 及び 通 辯、 諸般の 案 
巧、 紹か 一切の 便利を 計ら 升 
1 舌 Wo 養 te こ t . Bosion 互 ass . 

Tel . 言 I 二 915 互 


西ち 十五 了目岛 四十 ホを 

一力 藤 館大橋 

笔話 エン デコ ブト 八 ホ】 〇 


紐 育旅纔 帛奧自 

東 四十 T 目 二 四 二 お 
Tel . Caledonia 夏4 


辨當 をび 議 司の 家庭 化 おし 
を 致しまず から 何卒 倍 敷 御 
攝 負の 精を 願 ひ^す 

御 下宿 宮本 

1 苦 E . さ thwt , 吾 t . で2 Tei.pf 8ゴ5 


新鮮 魚介 一切 

日本人 おきの 生魚 巧 山 あ b 揃へ 
持 別 廉慣で 大勉强 致します 
サヴォ ナ魚巧 

JOSOP 11 wa<os 巧 

ち 4 W ’ 61 st St . 

Tcl . Colu 3 bum 2援 

極上の 魚類. 

季節の 新鮮の な 貝類，^ 巧 山 端つ 

て 居らます から 御嘗睐 下さい。 

ァピ ホロな 店 

芭 Bayard で* Tel . で anklin を芸 


謹寶 新年 

大正.；- 置 年 1 H 1 H 

:豊 ぉ秀吉 

一 〇 〇 JAPAN 円 W 巧 Iris 巧ゾ 
一 W 巧 wlixTH >\<巧2ご 巧、 

j Z 巧ち YO 巧 巧 orrY 、 2, Y . 

U . S . A , 


，、れ は 新年に。 くて はなら ぶ 新年 默の 模型で 御座い ょず。 本 

の 新年 狀 及び 紐 宵 敷 慕繪带 曇の 新年 狀即 刷は 錄 年が 評を 權 

して 註文 殺到の が 樵で ぁ、 り^す が、 擲 註文^ 早 けれ. ば 早いだ 

けじ歲末の化がしい時間を^1プずを^^^おホる難であらま、 

ず。 柯卒お 旱く御 註文 下さい。 

其 他 英文 入り 降誕 祭 ヵ ー ド、 會社 商家 

用の 薰簡 用紙、 ビル ヘッド、 會 計簿傳 

票 等を 始め メヌ 11、 旌名 入り 特製 書簡 

用紙、 宿所 人り 封简 、名剌 、ゴム 印、 

原稿用紙 等い ろ- \ 

磨滅し ない 活字 ご、 美術的な 印刷 ミ 

配達の 敏谏は 本が の特 をで をり まず 

巧 蹄け = 紐脊 新報へ 

お 話 スプリング 八 ニ セ セ じ 御 一報 

あれば 巧 速 社員を 伺は せます 0 


人 

h 

叫 

.す 


•/ 

9 -- - 


か 

礎 

4— 


煎 

S 

♦t 

攻 

夕 

巧 

巧 

な 

巧 

3 

夕 

わ 


四卜巧 祟の 差で 

タマ ニ ー ~ 派 大勝ず 

W お戰を 始め 州 法修ぶ も悉. 


組 巧が のが 技 戦は が 雄に がて 
前が' た ハキ ラン 氏を ぶ おに 一微 
した 州 上院み 良 ゼー ムス •クオ 
作 カ ー 巧が タマ ニ ー 派の がが ご 
してを- >^、 おか 媒はフ アウン テ 

ン •ペン-^ ウネ タ！ マソ を 起 

てた。 河 かに も扔 十が 巧の め踞 

機 雌で わる タマ ニ ー を 背 巧 ごす 

る だけに ウオ八 カ ー 氏の 勝利は 

おかから 豫側 さいて & たが、 邮 

ホ お；； キラン 派に ぶ 4 る 把よ 顯 

む ザ かで がごぅ 動く かぐ 幾サ逃 
巧の 典 化を 唆 b 、 おじ ウォパ カ 
. — にの 激 也^;^ 鹏拨 巧で わる 州み 

事 スミス 皮の； お ホ 公馈游 集み 

化 州 巧 修止凹 おが 问 - S じ 人は 投 

票を が 巧ず る i ご r * つて & たの 

でが お 戦.' 5 颁が上 にら 興 化 ある 

をが を锁 びつ、、 わつ たが、 ホ 良 

職は 約 四十' 力黑 ごい ふ 火 差で ウ 

.才^々— おが おく お 遇しを 憤を 

をの 州化隐 がけを 饥選艰 おと 千 


とれ 八十 调 中で 四千 五：， り 九十を 
占め こむ 乂 K ホ 巧 I 派の 大勝 i る 
處ご なつた。 對 岸の ユユー 'ジャ 
シー州 知 逃 お ホ 禁酒を 標榜 
しじ ムーァ 氏 一は ま} ご 禁酒を 政 
綱 どす る ゥネ ッ トネ！ (共 ぉ 一の 
巧戰で これ 父 K ホ 媒の化 勝に 歸 
しぶ 黨 は. 巧 歳を 一二 唱 して ゐる〇 
ゥォグ ヵ ー 巿 なご 共じ當 逃した 
が 顔は 

肉 計官 ベリー。 ホ參 が 巧を マ 
ッキー。 マン^ッタン _阮 を ミ 
ラー 。ブロンクス お 長 ブラ ッ 
クナ —。 ゾ片ッ クリン 阮援ダ 
キダ 10 クキ 1 ンス .际を コン 

ノリ*— 〇 リッ チ モント 吾.- ち ぶ リ 

ン チ。 大審院 判事 户ンマ —0 

7 八シ ユ〇ゲ アレン テ 

等は をの ホ G るち で 前み か黨知 

率ゥ キット マン 氏がず つたが 脊 
挪檢 S の 椅子は 娘 が：；；；！ ホ 黨员バ 

ン トン 氏が もめる ミ ご なつた。 
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巧な 選擧に 

人種問題 Y 

タマ ニ ー のが 計 

"お 地の 巧技 戦は 別 巧 お 載の 如 

きが 架で 終： 5 を吿 げたが、 おか 

谋の权 補 ゥネ ター マン 氏 じ 侮ら 
雜い势 力が あつむのを 認めた 夕 

.マニー 波 幹部では 大いに 化 口必し 

ゥ オタ ー マンには-元 ホ 御 太 人が 

嫌 ひでん 种的 にを 別を！ て & る 

ごが 勵 したので ゥ オター マン 氏 

け闽く > -の事 宵を 否認した -^5、 

i 最近 ゥ オタ ー マンに が焼齊 して 

ゐるフ ロブ ダ 州の フ アウン テン 

ィン ご稱 ずる 宿 庵に 當 地の ラビ j 

ノ ゲィツ チ 巧から 猶太 人は 投宿 

; し稱 るか ごの 甥 問に 巧 L 、 阅ィ 

ン S 支配人 U 猶太ん の 投宿は 御 

をを 裝をご 云つ て ホた のを タマ 

こ 一 •ボ はを をした ので 又 

もや 一 騒ぎ 起ら さぅ であつ たが 

化 調べの 結 おこれは おを じゥオ 

ター マン 巧を 傷 りん どし じが 巧 

であつ た； がが 明した。 ホいで 

あ おごれた 第二の 手紙ら でう や 

ら渡 h . らしので ウ オタ ー マン 氏 

は乂 々的 r 新閒 紙上に これを 廣 

吿 する VJ 化 ハに 選 欺を でら これを 


ユ ー •ョ ー クホ のな 高 人口 數 tj 

一一 一千み が 方 人.、」 推算し、 撕 くん 

口が お 加しても 錫が やを がが 他 

は 農が e あるから 化 だ - S 年活愣 

ぉは化して化ドし^::^ぃ ごをって 

ゐ る。 今 グッド リブ デに の拜极 

b によるを が ど 巧 外 のん 口增加 
を W る じ 左の 如し =單 位 千 人 


み じ 魁き、 風濤を 化して 乘組冒 
山 八 あ を救授し た る ^5-實 ど お 照 
して 胁 ；；* くど も 奇異の 威を 抱か 
しむる ホ 巧で ある。 ホ 福 化乘組 
船 貴 W とおを 授けん が じめ じ 約 
巧 狸の 梅み から 化 ホし 乍ら 遂に 
おが 眞の 一ん を も救贴 する をの 
山 ホな かつた ホワィト •スタ 1 
線の 居 船 ホ メリック 巧 oir 力 四 
で五が六十九顺) 船按^> バート 
氏は よ g ド 巧が 巧 にん 港す る當 
巧 迄 引 結き ホ メリック 巧 船 おご 
して 就 化して & たが、 歸典後 巧 
淺 間のを 船 セラミック 号 (一巧 
八 千 四な 九十 お顺) じ 轉乘を 命 
せられた。 この 轉 化が 

左遷 氣味 である； けが 

速界 のを 邦で あるが、 ホ 福 化 遭 
銷おがじ關す る n バ |卜船をの 
報 吿に纸 しては 巧闽 商務省 所管 
の 海事 審が所 じがて r 無 非」 のが 
かを 巧へ たど 樓 へられて ゐ る。 
を じ 巧 巧祕丸 遭難が 俾の ためじ 
從ホ 典國が 員の ホ ホ 誇 職し っ！ 
あらし 巧敢 、仁 俠の荣 点は 殺な 
.から 中傷 けられた ミは 夕 はれな 
い 事實ど 認められる 次第は 神々 
事象 どし r 現は いて ゐ る。 右 
ホ 福 化 遇 難 率 件に 關聯 して 思 ひ 
なすのは 明治 化 年頃 英船ノ 方 マ 
ン トン 号が 橫滅 から 神戶 へのが 

巧 中が 州 沖に て雜 破した 際、 词 
胞 化の 名の 船を をを 殺に して 船 
.長 船員み 部が 端艇 じよつ て 

化 命を を ふした 事 質で ある。 り 


太 暢の黑 点 ご 

地震の 關係 

ブヵ ー ド 階-? -i の- 轨說 
太陽が：」 がける 黑 ぶが 怖 霞 じ 
招 巧 U 細 巧が ある ごい ふが 學說 
は 今 M 例の 雨 法師の お あを 加州 
サンタ クラ、 大 學を授 V 力 1 ド 
愧北 にょつ て發 おされた。 巧 十 
の 語る 處 じょる ど 「この 關 加州 
乂學を 巧 バィ' ァ 階 は 地震 
が 地 愚の 半衡 をが つて ゐる 

氣遞じ 變 化を 及ぼす 暴風 
ど關 係が ある V いふが 說 '^發 ぶ 
しじが、 これけ 面ら い 怠 見で あ 
る。 大体 黎 風は 嚴密 にる へげ 二 
俯の 嬰 素から 成つ てゐ る、 一つ 
はを 中 じ 平' 煩を 型'.、」 h 今 1 つは 
これを 劇繞 ずる 山系を 型で る。 
さぅ してを のを 氣的 山が 下に 位 
する 邮 '殻に 赂 迫を 加へ、. を氣の 
ザ 巧で にある 地殻が 腿 迫を 受け 
る^數なければをこじ地震がお 
る S である。 この 說は 巧んだ H 
本の® 農 學慕斗 大お博 ± も說い 
が あ b 、 サンタ クラ* 大學の 
デ少 パー ト •ニ ユ*— リン 陳 も 
信じて ゐ るの だが バ ィア ジ！ 擠 
± はがに これを 

明礙 にした. ので. ある。 を 
こで 地 襄が瀑 風の 生起に 關 係を 
な 一 ^てむるごぃふ至が出來、る0 
化 震學 巧ら 天文 學 おも 太 曝を 離 
れて化 球の 現象を 論ずる 占は 岀 


一九 

云〇 

四 〇 

五 〇 

六 0 

と 〇 

AO 

义〇 

二 〇 

〇〇 


市み. 

六 〇 五 〇 

六 八 二 四 

よ 六 一 〇 

八 凹 ご 一ーニ 

丸 ミニ 五 

0100 

一空 ハ 〇 


ボ外 

化 六よ 〇 

rooo 
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五 巧 so 

六 八 お 〇 

八 四 六 〇 


一八 八 〇 一 义と八 〇 


ドして ホ國を 体の 人 U 巧 加 率 

はおの かし= 單位千 人 

一 化 人 口 增加率 

so 】 一 八ぶ 〇〇 一一 •八 

巧 〇 二 一八 八 〇〇 八 •忠 

甫〇 ニニ 五 置 00 .五 •二 

六 0 一一 二八 1100 11*0 

ベ ー カ ー 巧 十は この 人口 增殖 

じ 伴 ふを が 問題 じ 就て 「現ぶ の 

をを 率に 從 ふと 巧 等は 妓數 千年 

じ 直る おが 及び 錫 かを 巧す る 外 

農萊 地は 现化 よらら 二倍し、 耕 


奉迎 


絲育巧 西 四十 四 T 目け 十二 番地. 
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作物は 一二 巧に r * し 得べ < 優に 二 

j 化 巧の 問題 ご-. て黑 なをず ふか I 億 五で 巧ん じ 供給し 得る。 巧し 

我等の 一英 町が 戰 前の 獨逸 乃至 

現 巧の 下がに 等しい ホ 産に 耐え 


ふを ホして ゐ る。 

ニユ ー •ヨ ー ク 市の 


英间盟 の 出 ホる 數が前 迄 ノ分マ 

ン トンち 遭難 當 姑の. 巧 ホ 歌が ぁ 

つた。 曰く 

を 巧つ 巧の 昔 高< 

巧 半の 嵐に 夢 稲め て 

わが はらからは 柯處ぞ ご 

呼べで 叫べ ど聲 もな く 
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の ニユー •ョ ー ク のん U が將ホ 

でれが繁媚するかご いふ^はを 

方 商で 問 趙 .こい ょつ てむ るが、 こ 

の閒 もえ 闽統即 協 贷晚を 巧の 席 1 

卜 じがて r 如々. こ 興 化 ぁる 澳 論が 一一 

ぁつた。 H ドを 化のを 通槐關 &- 

び 地力 別-し 銳て研 あ 小で ホる グ 

ッ ドリ ッグ 氏は 巧が 二 平年には 

が 巧が け. 一. 千 パ 八十 八. 力 人、 が 

外 U 一千 化 巧 七十 八 一力 人 ど 計上 
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用すれは五億人を養ふ^が出ホ 

る 一 ごを つて ゐる〇 

か メリ ツク號 
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化な ホ 化 は 今が ほ だが が 人の 記 

憶に がた なる がで あるが、 お 近 

米解フ レジ デント •户ア デンク 
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た。 尙ほ吉 んの父 長お郎 氏は 
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を 輿 ホ 歌は：：： 英 同盟ぶ 立の じ 

め 發資禁 おどな つた けれどら 常 
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をる が、 原 巧は をの 席上で W 

昭ィる^/一どなつた。 
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のを 咨を述 じて を化熙 記を 口哦 

U を 巧 際 化を の爲 めじ デデヶ 

卜甘 わを を 巧みな て 化 巧の 平 か 

の 持 巧を 赌化サ むご ホ 張し 同時 

じぷ敎 巧の 努力に 化つ て 米國の 

閣 俗化 策を ぶ督を 化せし か' たい 

もので わ ご哨 苗して 居る 〇該 

な 言 じ クウ リッジ 大統領 ぷび前 

-喊 な卿ナ 平— レス、 ィ ー、 ヒウ 

ズ R が闕路 のぶ 巧の 閒 題に 對し 

てを 正岛 つなな の對剛 をな サる 

じ おはら やが は 视颇る 化 愛に 雄 

jb ざる もの か ある ゴ謂ひ 『吾人 

:の聯 巧 上院は 過去 じがて か ァ 

r テン グ大 が颁 ホに 現 大統规 クウ 
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_ 適 お。 る时 機に 接洲 をが 問して 
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てが な"- られ、 颇る龙 火なる が 
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が 帘乂， .， v 巫 おょ b みろ 制 

を の 座ほ に が て ==巧 化义中 憐 

释 的ぶ 化を むた せしめて ピ’る 化 

化げ： 巧 W 化) を 地 過せ しむる 

^ なめに ょ i 兩院は 大統領 ク ウタ 

ッジ おじ 阀巧卿 ヒウゾ 氏の 错：吿 

卜舶规 したので わつ て、：：： 木を 

て别 ぶ.',’ 的。 るり 励。 b ご認 

め（レる^を化てした0 がら巧 

巧の 閒遇 ごして は 萬 隣の 乂図 W 

のが 蛾を 傷く る i むく 一 ^ て 問】 

の おおを 節ら し将る 方な もゐつ 

じか： でんる. 亦 或る j が々 ん轿 

削がな' レ 化 謀い* るな 巧 反；： な 博 

を 紙が じ 級し つ t あつて、 が 煽 

みお 記事 じ 大 。る 巧邀の ド-! 大 

奴な に视 へ.’ r ' いる けれが、 偶々 

楚 をみ 認 t る 場を は發 見し 化な； 3 

がを'^.、 紙耐の 隅を 巧め て 居る。 

化の 如き 巧を け お虛 ホる 巧を し 

マ. 巧义闡 がず や 

和戳の の 十 ザ 巧に ならつ 

つ ある； を 缺かサ しむる ので あ 

る。 來國 。ホを めに 怖 も 恐 数に 

化が 刈 强のム 情、 报 解、 间情巧 

び 化 調を 求い るかが く U おおを 

つ 俯 制 化の 赃 能を 円-」 のぶをの 

尴； 嘘 じ卜： がする おおどして 


必が 的に 優越なる 武力を 養い 所 
葫其要 ホす る r を滚』 を 爲んが 
ぶめ じ 降がず を增大 せねば なら 
<5が円じ陷るであらぅ。 米閣自 
身は 某 料の 精神、 まを 及び 哪想 
を-封 興せむ ばなら わ。 乂 厨は 化 
がみ 戰晚乂 がける 獨 逸の 馳圈ま 
をに 跑 ずべ 若 お 險に漸 して 居る 
米 劇は 協調 的で、 化が 列 固から 
信賴 さむる 闽 で' ホらねば；；^ らね 
がら ざ わ ばが 姑、 畏怖の 目標 ご 
^ つて 化 あのを 威 どして 指哪せ 

ら るるの 外は U い。 吾ん は 其 孰 
れを理 ぶべき ず。 を 曾は 化 点じ 

お 火な も 巧 巧を 硫感 し、 がに 基 

皆を を；' て 米 闡の國 際 的 政策の 

基' 調たら しめ わ i を 留まざる を 

傳 ない」 ごぶ 破して 枯 る。 


であらぅ』 ごが 巧 巧は おらに 話 
頭を轉じて人おの雜嬰は著し（ 
喚起され 二 一井 系 鈴 木 系ぶ び 脚 西 
が紹 巧の か莱滅 々どして 摇助 （ 
ホつ h 現じ 甜垢縣 お ホ ホの 如き 
機を 地は 一時 非常の 苦 憤に おつ 
て 相た が軌巧 人を お 糸を 應 用し 
て 綿織物 じ 加工 甘る 新を 物を ホ 
巧 じ おすな じな つた 爲 めじ 聊か 
景氣を 挽 凹した V 稱 せられ 居 
る 程 f ある』 云々 ど韶 つた。 


坂 野 新 次郎巧 

歸朝雜 話 

不鼓氣 は 常を 馈 くど 

前週 敲紐 した 踊 越が 食 

糾巧义 店 技が が. 新み 戚巧 U 會見 

の 記 巧に おしか 闕ぉ濟 がの 巧 情 

を 語つ たがな ハ ー節し 曰く 『本年 

は筋の 出來を^^ よ <义 米 な作 

であつ たので 農を は 大じ潤 ひつ 

つんら 幸 じして ホ 糸資易 U 頗る 

がが V 呈綿ホ 布の 輸出 L 激が 

し てトレ—ド ^ランス を 恢 パ 化 し 

て け.". るりれ 裝 一般. 户邮 の小殼 

氣に顯 若。 現-でんる。 是 む' し 

化がず 聪 巧の 反 勘 朔じ乂 つての 

ホ 化が の經擠 がが まだ ァディ 

ンク乂 統領ん 所 訊 ノーマ ^ ^シイ 

し々： ちが ' C て 巧ら の 當 がの イン 

フ 八— 玉ンス でもら ぅしり 本 ど 

しても を 力 面が 輕翊 に沒跑 L つ 

つんる 時化 じを 着し たんで ある 

から をれ 難い 事象 謂 ふの かは 

ない。！ 部。 實業家 乃至 

政 お 家 レ. 閒 には 旣 にお 

械 的み 針を 執つ て 進 レが よい ご 

ま昭 する 人々 も あるが、 巧 巧 化 

輕理 時化 じ 當て锻 まるが 做 的 ホ 

かじ がらて 粘腳 巧、 むしつ i ある 

化 巧を して、 一段を を吿 ぐる 所 

まで 濟ぎ かけさ S - るの が 巧 策で 

は あるよ いか、 巧る 上で お恤的 

政策を む ふを み ど 一 お 碌な ゎする 

方 •か 無が が。 < て よい ' i はを へ 

4 けれ 共、 政が の棺僞 はお々 の 

窥 知し V 保ざる 巧 も あるので 何 ど 

ら豫 一一 円は 出 巧ない。' 顿 値は 不致 

氣 にか はら や あが 等を 除いては 

案外 ドつ て 居らの ど 謂ふ奇 現象 

を呈 i 巧 じを 侈 おのかき は禁化 

的 關稅を 課せられて 居る から 驚 

，、べき. sT 偕を 昭へ てがる。 亦 お 

ま輸 が U 綿糸 化を 除外 才れじ 支 

W の 風が 不を 巧の 爲め 一般的に 

けが 豁 をを パつ ミ もら 

阪神 义晒 の 賞 楽み じ是 

れが 巧め にが 痛が をの 化で ある 

加 ふるに 巧が な 興の エがを も 中 

巧 H 山が がごな つたので た萊巧 

勘 ザが お 巧し、 み邮 U 暖 縮の 鮮 

に應 じて 不某氣 ご。 つて 朽 るか 

をれ， U 常み 巧が する ご觀 るべき I 


期日 


會豐 

賞品 


日本 俱樂部 

秋季 撥瑜會 

卜 八！！ 一より 開 惟 
.が 背 日本 お樂 部では 例年の 如 
くが 季搞 球大 會を閒 催す る じみ 
しゲ ー ム委貸 よら 左め 如く 發表 
した。 

ンダ キヤ _ ブブ 競技 

十； 月 十八、 十九、 二 

十：：： (水、 水、 を】 午 
後ヒ 時よ b 
一 弛 

AK を 級 一、 二、 S 等 
ィラン 賞は 持 点に 比 
例し AB を 級、 コン ソ 
レ 1 シ ヨンは 1、 二等 

で 一人 一 賞の 事 
十一 巧 十 口までに 持ぷ 
數 記入 中 込の 率 V ' 廿 ホ 

-3 上' 一 

ォ ] プ ン 競技 

拟 H 十一 巧： b ; 二、 ホ 四、 か节 • 

口 ( H 、 ホ、 水) 

參加 資格 前記 トー ナメン t 

. に參 加す るを で 巧み 験 
五十た： 5 b の 者 じ 限る 

一等 赏盃 ご一 一年 繼績優 

せる 場を は該 優勝 巧の 

所有 イー る 一ぶ； 5 副賞 

二等賞 並に： ー イラン 賞 

U ■人 一 賞み 事.， 


菅沼巧 撞球 敎授 

最近 巧 部よ ら絲 がせる 抑 化か 

ジュニァー 選手を 巧忠雄 巧は U 

本 巧 樂部ゲ しムを 負の 誌 解み 侍 

て 本 巧 よら 約六ヶ 月間 毎が^ 

おがよ b 八 時までの 閒を限 
巧の あ 巧 じ 應じ掠 球 あ 巧を わ 
V <】 迎二叫 じて ー ケ巧十 
一遇 一巧 じて ーケ巧 十 弗前教 
規 化で ホる ど。 


中 込 


貨 ： i 


元 旧 博 十： 歡迎會 

H 曠 nw ホ H 本が 樂 部に おお 

中の な 敎大學 總た元 阳作之 進 巧 

* はまる I 二日 巧 fr 紐を 志の 歡迎 

晚餐 をに 臨む だが、 化 木を 巧 氏 

巧 曾の 下に 隙 十け 本 夏歐洲 じめ 

けち ま敎 々巧 火會に 出席した 威 

想談を 試み、 ラィ 7 スナィ ダァ 

監督は 移民 問題に 巧ず る 息 見を 

述べ まな 胸 燃を 閒 いて 歡談午 お 

十 時 散 筒した。 當 巧け 淸 水、 川 

鳥、 大堀 一二 化 帥を 始め 出 おを は 

二十を 夕。 

肅陳 懇親 會 盛が 

化 報の か' ^ る立日午を‘バ畔 

ょ b 慕 彫 曾の が 率 懇親 曾を- 阳が 

十六 T ロニけ 巧 十 番江南 樓じ於 

て阱雌 一 ^ たる か ホ 貧ち 廿名跟 る 

盛會 であつ た。 树 に同會 じて は 

本年 中に 曾貿 のか お展覺 曾を 開 

倦ず る 由な' > が 右 費用の 一部を 

巧た すべぐ 十一 巧 ド 巧 舞踏 曾を 

開，、 當 である VJO 


•な卜 の 屋閒菜 藤本 巧と を 

當地 チヤ ダム、 スコエ ヤア竿 
をに ず 回 『常 十の 崖』 を 開業、 ザ 
を、 ぶ 司 其 化ぅ でん、 養を 管 
輕便ド 調理 勉强 する ホ。 

♦佐が 馈お郞 氏 夫ん 獻事教 一- 
生 稻經 巧が 巧 德太郞 氏 夫人 巧 
慶事 ぁり 去が 二十 六日 巧 子 堅 
逍み どか あ、 呼す み L - 頗る® 
の 山。 - . 
♦旧 中 長な 郎 巧お婚 ラ ィビ— 
チが 化 田み 長四郞 巧は 小が 莊 一- 
氏 ホ 妻の M に 化ら 垂田靜 を 人 
人 ど 婚約 整 b 前 過 同 ホ 長を 敎 Q 
を師^< ォーレ.氏のづぶじてが剧 
の 典を 舉 げたが ホる H 躍り 巧ず 
视 にがて 披露 魄餐會 を 催す も。 
♦久米 父 藏氏義 じ 括を 名會が 
が 巧 支 巧ょ 橫泌本 お輸お 部に 
轉 ほせる 同氏は 丸 巧 十と R 無奎 
着 お ゼる旨 化程乂 おが ぁつた。 
•東 義雄氏 

ボ巧 長、 十一 巧 十阳 日辕 演出 帆 
の n レャ丸 じて 歸 件の 豫 を 。 b 
ご傳 へらる。 

参佑赎 龍馬 巧 東を お訴院 倒事 
陪雖削 巧 視察の ため 去 化 九 H 
モレ タニ T 號 にて 巧 瞬 3 b 着 紐 

♦带倉 宇 八 巧. 一ニ ホ 物 產おま お 
社 シン ボボー， i ま 巧 賞、 豫て滯 

が 中の 號 まる 二日 おが 酉 巧 輪 朝 

みを じ 就く。 

♦林 鐵次巧 新が 西 州も而 がが 

林曲會 ま' が H 出が-霞 H 滯が 
の豫 を？ 


説 吿 


今 殺ぶ 記の 處 にが.， '姑 雜貨類 
夜び 首 飾の シヨ— 作 1 ムを闕 
設仕候 間 何 萃御题 顧を 賜ら 度 
く 化 段 離 吿化候 

吾 ミち 呈ブ ad 暑 疗 
ーヨち rt 写 S of ミ ー呈空 000 品 
NS さ rk Sho 去-! m ゴ ： 12 ぶ nth す夕 


家 

一階 建ての プ クイべ 


一遇 お 巧 及 八 巧、 

人 又は 二ん じ 適す、 
が艇へ 4 •か タィム ススク エャ！ 
へ か 五 かお 話 ヵン バラン ド呈 In 一 
妄 宝 ghStJroo 字- 窺 崎 梅 子 


沙湛 炎語學 校々 ホ 
を 巧 正 二 一郎 著 

英話巧 法を 


賛 


定偕暴 卵 化が 仙 郵稅拾 仙 
j 著者が 本 讚を 縮篡 せる 所 3 は 靴 
ホ j を 隔て、 痒き を搔 、の感 わる 巽 
1 ム 。大き；；；* 六帅 の部暧 ど 湯 I 詔會 なを 巧 用 せんどす る 諮 子に 


殿づ！ チ、 


ヤ グレ！ ス ムハヶ りの 細 時：：：： をな て 目 常の 會 


ダラ！ デ 等お備 、亭率 煤ょ bi 話 差 支な きを 補 せんどす、 故 じ 
十 か 間にて 達す。 侦段 八で 五一 
け郎 、內を 五で S が 化を おす 一 
带請 にて 前約 ぁれ。 

ジ 穿穿 ミ R 瓦 herf ミ d な 8 芸 


敎授 

午前 十 瞬 •ょり 午後 お 時 迄 
午後 八 時 ザ々 同小 一時 迄 
出張 薇 撰の 泌 鞭に 離 乎 
H . 晉 耳 

Room だ G す f . 苦 th & 芸す Sh ミ B 養 d ま y . 

cljsfalrofuncoln^edre 


裁縫 所 開業 

が 服、 絹物、 ゥ — ^ 類は ドラィ 

ク 9 — ユング、 タレ ： C & び染史 
へ、 化 立 . L 鼠し 一切を < お麗じ 
致しまず。 栽 縫は 如 M なる 御 注 
歸朗 十の よぶ 銀な 义も叮 峰 じ ザく 致します な 他ュ 
ー カタの が ホを も あ b ま卞。 

が ホ 或 縫 所 

128 W . 畫 si . N ' Y . C - 


巧務 省を 許 加州 & 認 

產婆 & 按摩 術 

ず 巧秀す 

W 產缀炙 マッサー シ 解の お 張 
沿 姨の御 ホめ じ應 じます。‘ 
電話 モユユ ー ィン ト 10 完 
西 な 十 ST 肖 二な 十二を 



十一 巧 號諸雜 

來 年度 運勢 膀 

巧搞 用紙 到着 

0 講談 化樂部 一 典 

「キング 五十 徘 

〇ボ ケット 网十他 

〇 面 h 巧樂部 八十 化 

A ホ ザ 巧 潍教が 1.1 一十 仙 

A 岡 開 迷が 一二 十 仙 

□化 巧 巧 巧 乂 を 四 弗 

□が 搞 用紙 S 十 他 

おを 商會 

覃呈 a 亭某适 


A 〇 

ル t 4 

HUM 

巧 c 巧 

F R 

A 


魚類 一が 

卸小賣 

加が 魚 巧 


ラング、 イデ オム 及び プロ フ 

エン 語句を 入れて 其眞 意を 解す 
る 檢嘗戒 せら。 が错者 じは 速成 
を閒 L 吳义與 、疑 語淸法 後編 英 
文硏 兜の 部 K 戰し 通信 敎授を も 
致しまず {向 ふ S ヶ巧 間) 

S Joshino , 18 ち Ams す rdam A さ . N J . 

C 0 Tlie Grie 量 Tea Trading Co . 

ネ ヤン デイ 

クリスマス 用 巧別哲 ■ 

チョコ レ I 卜 なをせ 

一封 度 一奋度 一二 封 巧 
及び 五 お. 度 包み。 ■ 

、ノ- — ドキ ヤン* テ イス 

一封 巧’ 五 教巧化 お 度 瓶 

卸 資敝段 じて 御 巧 命じ 應じ御 
注文 おは エ媳 ょら おを 御 おを 
巧に 御 送 b 致し ま’ す。 巧卒化 
變 ' b ず 脚 引 ホ 御 愛顏を 願ます 

資養 ミ 基 夏 養 夏 WC . 

1 W 5 VV 4 W 3 圧 St . 

ジ香 hi Bryan こ 芝 4 


自慟車 叢を 修得せ ょ 薄 巧 家 じ 
飯つ て蓮轉 並に 修犠を 懇切 じ 
而 かも 短 
時 口にて 
敎 撰す。 


ホ 田 户 ' ~ ミン グ 

一呂 7 3 rd A さ， 巧 瓦 5 害 & 夏 th Sts . 

ジ ーち hofie す g 当 tw 627 


朝 香 宮殿 下 

间 妃殿下 

紀念寫 眞 * がー ニ 枚 


奉迎 

特價が 弗 


本 迎祝盧 をを する 爲め向 ふ二迦 間右特 傾を 0 つて 被 

影 巧 化 おが ほお 張报 影け おおじて 御 相談 被-下 巧 候。 

池 

第ぶ 巧 四 一一 一七 

おな々 レ ド ニャ 六 一二 九 W 


小 池 寫眞舘 


周 速 方獻口 

ダ ン ス みが時節-^^參 

りました。 む 贯十名 

萊人揃 ひの ィンスト 

ラク トレス か 懇切 じ 

御 相手 输 Li す。 

タンシン ダ 

微妙なる 才—ケ ブト 

ラ t : 、 む 身共 じ 仙 鳴に 

人る 思 ひ あらし 

獅來 遊を 御 侍 も 致し 

主て 

午隧八 叫よ ち 

午前 一時まで 


却 

h 

L S 

〇 が 

□ ^ 

H y 

茂 

A ^ 

が 



さ 

N み 

t 比 

U が H 

W & -片 

亡 本 

し 5 人 

ご歡 

y A を 

§! 

8 


就職口 韓 
旋す獨 立 
出 ホを 
大の 報酬 
を 得らる 
本校は 創 
な 十 丑年 I 
晝が敎 巧 一 
H 鴨は 午前；^ 時よ ち 十二 时迄 
フオ ー ド もが 授 す。 


^ ♦历 B W 




紐 巧 ホ 命 保 險會脯 

^ 二 木定吉 


老 


保險 


s ’ JVUKI 

2 本 V YO『k I/ifeinwlifalus つ 〇 
い lohani を rs で： MOWYOrkoity . 

phone . Wort ; h2 を 8 

會社ノ 方 一一 獅掛 ケノ 節"' 必 V . 

御白 分 ノお及 ビ電詔 恶號チ 中 

間々 お 鼓キ下 サイ 


■ 
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をう 4 たる も 巧 一の 協 端 かホ阁 
の國 巧が 巧 所を 加に わ bL はが 
。か b しら；^! 如 < 、火 統规じ 
夙 に ， テン グ •ヒ ユー •ス がが 
案を 化 件'. ずるを 师說に 脚き. 废 一 
がぷ r じ こ いを惩恕した ；> -^>遂 ' 

に ： 山ぶ'; 别 .旅 阿 趣 V じら ざら じ 
反しボ ラ ー氏^^旣-しをが巧化仲 
に从 / 一 米 欧む參 化 じ おがし 米 脚 
ょレ 防 陪聯閒 に 酌 姑す る 化が 化！； 
にを 加ィ べき じ 非 心中 他 じ 觸。， 
せる 槐脚 ど没バ 之に 參 加ず. へき 
- しある ど A 化して & る 刷 係， 〇 わ 
f^o ' ム- みおを にがて 氏が 裝 し- r- 
み蝴诚 倫：：」 之を 提出した 際谭に 

形式 上) 鹏お對 t て谦を 

かじめ 巧-，， > か、 がら 乎ん ば 

際聯閒 常時に がける^ か..' け 
もが： し飽么 k 對し てを ホの 巧， r 
谋 すら.' J * るか J」 なくな 間 ごさ 
れづ : b. f 中 I は對 "シアが 
衝眼越 じて ボラー 氏な。 シアを 


のがな 巧 帥々 歐 測の おが々 政局 
にら 一乂链 化が々 つたので、 今 
U ん 化む U がろ 

贊成 パ‘'. ぃ， 心 * ，.々る ものぇ か 
くボぅ 一 にごの 思 をら 1 致した 
ど诏 えらいて むる が、 第二 軍縮 
會證 のがを* 就て' レ喊洲 じは お 
力。 な割說 もんる ので 义閱政 お 
どして： S この 際！； 卒 な巧诗 にも 
出づ .る^ •’！ 出 ホ r* い 事 精と リリ 
てなる C らホ 4 べき 誠會敢 書は 
舉に をのが 尊を 巧'. 旨す るにん ス 
であらぅ く 云。 むて ムる〇 -- 

英闕 外が ご 

第二の 軍縮. 

俄 力 じ も 空 さる 

。ン ドンぶ n 搂 =: 第二 単 備散 
少貧诚 の： £ 集 じ 触 蹄し 米 國は陡 
軍縮 少を國 際 職 猫に、 が 常 縮ず 
を ホ 機れ 府じ 一 巧すべし i の說 



認 をよ 張し おれで 大統領 おび 國 

挤長官 !な5^‘は剛白；：*ればお露 I 

縣 係は 依然 心. る ものに るべ く 

祭 ミは 旣 じが 立した る ホ 闡對べ 

ルザ t の 戰时負 憤 協定に して ボ 

ラ ー 灰 义闽政お の 態巧軟弱を 

非難す るな 魔；，： ら あり 目 F 進 被 

中の 對ィ タブ ー， 《父 巧 故び フラン 

ス ょら 近； 期ぶ さいて ゐる窮 二 

巧. のが 移 じ 依りて はこ 

れホ ー問 題を 生 中べ く、 お 凹は 

第二： お瞄縮 か爵淺 みな 集に して 

-の おに 就て 大統逝 ご ボラ I 氏 

のぶ 見は をが なを一 居れで ボラ 

■氏は-一 むじ 關聯 し歐洲 ん徵ょ 

'を じじが 濟 上の 輕 瑚救濟 のな 

化に て 經濟曾 證をヴ がせて ホ 傾 

す V きで ある ごま 張し 火 統颁は 

一 應時蝴 が 巧を 理由 ごして な 勘 

しつ、 > あつた おを のが 歐洲 には 

ド I ズ 案の 採用、 n か^ ノ條約 I 


を育傳 しつ S あれで 昨今 歐 孤な 

界 の空氣 はがを を 離 的 協 畿ん： 肌 

巧 制限の か，' 陸が 累 同な じ彭馨 

する 問强を 同時に 協議し 能は. を 

る 故障を 舉げて ホ 實巧 的で ある 

ど斷じ 寧ろん •巧の。 力 八ノ籍 

を 渉に 際し 巧みに 獨佛の ホ かで 

就て 隱れ たる 巧 力を 試み これ だ 

化 巧せ I めじ チヤ ムバ— レンみ 

化の みを 手腕け 第二 带 縮み 如く 

巧 巧ホ耐 W 外に？： 巧手 腕を 必要 

どす るみ： 誰の 尘んを ごして を も 

適任で ある ごい ふ 巧 出から 第二 

軍縮傳雑"^延闽にお集せしわる 

のか ホな であな ど 論ずる 者を/、 

一般 巧喊の 輿論 も 『これ 世 巧 外 

《父 お 墳の位 肝が ホ 図ょ 〇巧國 じ 

间 俊され た， 部 左』 である ごい ふ 

立場から 驅琳 してむ る 0 

濱 U 藏 相の 聲巧 

東京 特電み 曰發 H 後口 藏 相は 


度エ がけ 大食 お k にがて W がの 
前を.：、‘ 光 W を 威む、 热け 家は 自 
覺 して 楼莱資 をの 細 姐に お 力せ 
ん’とをホ络す るど述べ じ。 

'主義者 穫謀 曝露 

東京 特電 六日 發： r: も 艦递を じ 
隅し 装 蝴ホ義 者 ど氣脈 わる 陰謀 
が曠 あした。 

濱 U 藏 相が 譲步 

東京 特電 1 ぃ日發 = 補助 艦 建 進 
豐閒 題は と パ 巧圓を 支出す る； 
じ销讓 ぃる 協が 出 ホた。 

東京 特電 五日 發 U 大藏 省を 算 
をを 委旨會 はお おを 除き 新規 要 
ホ六モ 五な-力 圆 どを 詔した。 树 
ほ 補 肋 獵豫算 け 主義 じがて 承認 
し 最高 額 初年 度 八が 巧圓 巧を 迄 
.額 U 藏 化は 讓 ホず る梭 ほで ホる 

十 巧 末 現 巧ぶ 貸 

東京 特電 五日 發 == 十ち 未 現が 
お 貨は十 凹 倍 一 一千ー ニ 巧で 圓 にて 
と 月ょ b 二' 干 一二な 巧圓の 贼少で 
をる 0 - 


趣が 


.無 產が黨 ^ 政綱 

ま 京 特電 置 日發 U 無谨政 驚々 
員 廿巧人 じ 谨し廿 一二 日 發會 式を 
擧 わしを 部 磯雄 巧-か 黨ち どなる 
笠で あるが 段 綱 どして i 化國ち 
資本家 稅 、家族 お 巧麼化 等を 漂 
巧して ゐ る。 


勞農 大使 舘開舘 

東京 特電 四日 證 U 勞農 大使 舘 
飽舘 巧は と： 3 義國 革命を ど おじ 
盛大に 農け 5 るべ，、 加 藤 首相、 
帶原 外相 & を國 かを 官參 列の 尝 
であるが 勞働 化を をは 遠慮して 
招待せ ロミ ピ なつた。 


.紐脊 建築家 着 京 

東京 特電 四日 發 U 二が 五十 ガ 
圓を W て ホ 國火使 結 設計の 爲め 
紐 育の 建築 聚 0 ^ ド •マゴ ニ 
グレた 着 京し じ。 


武內 次官 辭 職ず 

東京 特電 四日 發 U 憲政 會大阪 
を 部で 武内大 藤み 官 問題 又々 紛 
がし おお ぷみ 氏は 辭峨 する ミ ど 
U つた 「 


蚕糸 局豫算 承認 

東京 特電 四日 發 u 蚕糸 埼 設置 
豫算は 愈た 藏备 でを 認 した。 

ぶ 金の 建値 引 上 

東京 特電 四日 發 h 正金銀行は 
建 館を 引上げ 對 ホは 四十 一 弗、 
おおは A かの 一 kb の 十六み の 

九ィ J 。 つた。 

商工 省の 新 劃策 

東京 特電 四日 發 H 商工 あは 製 

鐵を间 の 化ら じ 巧 間會社 ご製產 

協定を 證潘 中で ある。 


地震 研究所々 長 

東京 特電 四日 發 == 化 靈硏究 所 

所長は 末 觸博卡 ど內定 しじ。 

闕際 航空路 計畫 

ま 京 特電 四日 發 U 遞信 省では 

闽際 がをお 第.- 期 率 業と して 東 

み シア トグ 間、 ま 京 化を 間、 東 

ホ 術 潮間、 第二 期 事業 ど L てま 

巧 巧嘉坡 間、 お 京 香 巧 間 開設の 

計晝 中で ある。 


音樂と 鑑賞 

黑 頭巾 

この 閒 = 本から 巧た、 あるを 
樂 をの 前を 開きます ど、 シユー 

マン ィク 夫人 や、 エルマン、 • 
デン バリ スト、 クラィス ラ— 等 
VJ いふち も。 化が 的音樂 家が 口 
本に 巧つ てな ホ、 U 本^ 樂 擅が 
受けた 剌 蛾は 云け 中 も. かぃ，、 音 
樂に掛 する 批評が 頗るす ごい も 
のじ。 つて ゐる 相です。 現じ こ 
の間わつたテ'ノ' — 术の 五ドヮ ！ 
卜 •ジ 3 ン ソン やメ .ー ソグ •力 

リジン 壊 等 も、 かいか h 裳 張した 
聽 衆を 前にして、 固 < なつて ゐ 
たどい ふ 話です。 

■混は 円本に ゐ る：：： 本人の 昔樂 
の 鑑賞 眼 ど、 _ 米 國にゐ る 日本ん 
の 音 築の 鑑賞 眼 じ 就ても、 比較 
上から して 化 巧 的音樂 家に 接觸 
し 易い 米國 のを 氣に ひじつ てゐ 
をに も か； はら 中、 一向 触 頓着 
で わる MJ を 鏡 ク ゆ''^ 葛え てむ る 
のど 同樣 じ、 今度は 日本の 音樂 
畑で 育つ た 人の 音 樂じ對 する 鑑 
■貧の & 待が、 あまらに 堅 巧し { 
あまら じ 技巧に 流れす ぎて、 音 
樂學 校の 巧で も 潜れぶ、 一廉の 
「音 樂 家」 こで もな つた やうな 窥 
じ つて ゐる i を、 齒が ゆく 葛- 

え るので す。 / 
がし これは 獨 b 音樂 のみでは 
なく、 巧學 じしろ、 醫學 じしろ 
あの 堅苦しい 獨 逸の 义化 ご、： a 
本ん の 「島鹽 化 性」 が、 いつの 問 
じか こんなぶ 联 になつ たもので 
しやう。 ニュ ー ョ ー クも音 築の 
季節に 入 b まし じが、 なは 昔樂 
ご 鑑賞 ごい ふを-」 就て、 ある 人 
が 述べた なての 言葉に 共嗚 する 
ものです 0 

おじ 音藥 のき I 方を 問 はれる 
ならば、 埋廊 なしに 聽け とい ム 
ふです。 今 H 音 樂が 巧き で、 ょ 
く 音 樂會じ 一打く 人は、 所謂 一を 樂 
じ對 する 聽き 巧者 じ ab 度い ご 
いふ 態 巧の 傾向が ぞいと 思 ひま 
す。 だから、 さう いふ 人 じ 限つ 
て 直ぐ あの 满奏 はま ゴい ごいう 
まいご か、 替 しく け、 あの 曲が 
お ホ わい； ごか 惡い ごかを ふや 
う。 をぶ をす るら しいので fo 
處がかういふ；は、 ほん當の音 
樂を 鑑賞す る 道では じい ご 思 ひ 
ます。 本當 じぶ 日 樂をホ ふといん 
をは、 樂 曲がょ く お 來てゐ ると 
か、 ドす じ お ホて ゐる i かいふ 
を e なく、 またが 奏の 上を だつ 
じと かま づ かつた ごか 云 ム樣な 
技巧的な. 見せを する みで がな く 
幾 曲な b 演奏なら が、 ほんごう 
じ 美しくな いかと いふ、 とでな け 
れ ばな b ません。 

ですから 一昔 樂の 美し さを がふ 
をが、 音樂を鑑賞する第 一 おで 
なければ U ら ない のです。 音樂 
會 じけつて 直ぐ 技巧的 じを 樂を 
鑑賞し やう ごする のは 音樂 鑑賞 
の 眞盧義 ではないだら うご お ふ 

のです。 併し、 なせ 皆が お 巧の 

鑑賞 じ囚 はれる かごい ふに、 を 

れは音 樂の完 をな 满 出、 即 もを 

れ が本當 じを しく G ら なけれ ぶ 

むらない ためじは、 樂 曲の 作 b 

ホ も 技巧的 じ 完全で なければ な 

ら U いし、 まむ をれ の滿奏 も、 


I 技巧的 じ ぶを 」 ^け れ ば 

いのです。 

です か-」 昔 おの お出 じは、 ぶ 
をなる 技巧が i くべ からざる 化 
件 こな h' よて な t し 枝 巧 ごい ふ 
ものけ、 を樂ど おし < わるべき 
ためにな 化し i」 むる もので、 を 
れ宜身 だけでは を然盤 術と して 
がが のな 義だ いのです。 凡て 
の音樂 け、；^ をぶな いた 巧に 
眞の毁 端 ごじる ので あつて、 技 
巧 だけで U が 術 ごは 言へ よせん 
音 築の な 出の み じら や、 义て音 
樂 の |^鼓は 技巧を れ わ處 -し 
が 化 4 じけ S じ トミ。 いのです 

'即も 鑑賞 成' みから 言へ じ、 
まいこ かま d い i か <し なをした* 
いで I、 をれ お 超へ て、 吾 樂をお 
しい 一 ごか ホ' しくない どかい ふ聽 
き ホを ずる おじ あゎます 〇 です 
か，， f 音 樂を黯 く本當 S 態度は、 
f がを 技巧的に 聽 かを どす る 態 
度え すて 晉 樂の榮 しさを 純 
辉で ホは うごす る 態 巧に なめな 
け I に ばなら だのです 口 

j 往 々素人は 音樂 をが く 襟を じ 
ぶかを が 何ら 知ら じぃ ミで、 ホ 
A じして 初めて か b 得る 音樂卜 
P 技巧的の 方面を 姑らない かた 
s ' 當じ音 染め 鑑賞が ぉ 巧 ぃ の 
I を 化 辱 ど あつて、 成るべく をん 
/ 式 じ、 即も 技巧が じ 鑑賞し やろ 
ごします 0 

併し さう いふ i は 衣 人 じし 了 
も 素人に しても、 管樂を 鑑賞す 
る 上 じ 最後の 目 化では あ b まか 
ん 。去ん は自を 5 餘らじ 專巧航 
な、 技巧的な1!|^をするため；^ 
音 樂の眞 意義 でぁる 音樂 の 稱； i 
を體 得する i •わ往 々じして お ホ 
なくな b ます n さう いふ 至は ホ 
人 じしても よくない i です 0 で 
すから、 本當の 會樂の 鑑賞は、 
つまら 専門的な '技巧的な 意識 
を ごつ た 時 じ、 祐 めて 可能 でん 
るので す。 

巧ん や 素ん^、 衣 人が 暗つ で 
ゐる惡 い 技巧的な を ホを する や 
うな 惡習 償じ染 るが 耍は 全が む 
いだら うど 周 ひます。 


海の 內ご 外 

♦がち ッ ビユ ー が 曰くり 人 
の 宮樣は 頗む民 ま 的で 船 上 でん 
米 人 ご 御 舞 おあら。 船客の 誰 触 
ど 別れを 告げられ、 譲衞 じホわ 
巨大な 米 人 探偵 ど 握手され た。 
巧し をの 幽 人で わる 日本ん じ批 
しては 销をも 皇室の 御成 傲を 化 
つて 居 f 一れ ると。 怪しからん I 
を云ふ；：^。 

♦集 H 米の フレスノ 通信 L 
大 をを 由師郁 日定 。巧り じ 布 ホ 
御着、 何時 じ 御親敎 、，'幹 邻會 L 
御 をれ から 御誰演 、をわ 
からを をに 狗會 ひ、 何處 やら L 
御 一 沿、 柯 曰を 巧 ホ じ 御 過ご— 
遊ぶ し、 巧 jr 柯處 やら-」 向は み 
ら る、 ごみる。 最ぅ 一つ、 怪| 
からん S を 云ぶ a。 

參ブ ォグず 1 わ ゥォ* — ク* ィ 
ン しで タマ ニ ー が 勝つ じ〇 紐み 
ボ廳 前には 巧 常 br なお」 の 像で 
も あつ' で 記を する； だ。 

♦殿下のを 迎 じが 服屋 さん、 
寫眞 崖さん、 巧 庵さん の鹰吿 W 
おて ゐ る。 闕を をし なじ 忠な も 
をを 息れ ないど おじ、 が 賣大讯 
を輕視 しない。 なにの 典型。 
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が 


ホ— が‘‘ 带 
が ラ！ 巧 八が が 

•ゥ r < サィ 「..ホ 和條 約に お對 


I 


を 


巧み 

W ぁバ 


I 

ぷ 


して； 端乂 构 めが-.’ おを 化しむ 

となみ： 貝 ボラ ー たいか 巧. か、 米 

阅山外 女に 挪 孫の ない 上 化 外交 

をり' U' こしての 位 折-:、 どい 特 
のが 懲で A ばす であ. -*> ぅかと い 
ふこ こ‘ i、 にかが 巧 W 來 ろ力而 

^らな 黃视ク いてむ た. こころの 

巧い 疑 でんつ， .0 

就化||^ 年呂のには、 流巧に 

自 ホ，、 たもん々 が强 G W が 化が 

所參加^|!:,し就て-^、 廠る惯を。 

る 秘设， .i 一 持して & たが、 お 近 氏 

は 公が こいに 反 お S 戟を 巧げ. る 

ど おに、 一 現じ 米 典む 憤を がの 巧 

级じ帮 こ！''、 氏の おおが 畑る 化 

强 いら 立 そゎつ たど 言 はれ、 か 

一:のを^^一祀約ホに就て、， ホ瞬政 

おが ッシ I ン トン 協ぶ の稱 をを 脫 

しても ま 一^の 撕 稅自书 惟を 承認 

し、 ガ .巧强 V 一の 盛 調 い 破な し 

た瑞 合お^ 政府は ぞ 抓に 與—單 

獨 れ動乐 る も かて 巧',; ぃ •い 

ごのな 巧ザ刚 なじした の も、 ボ 

う 一 に：^*.貧務省-しおしてか ^*ら 

.i いがを す 加え だ おおでを る ど 

化- れち むる 0 

に义が 會诚パ 集の お 巧者で 

芭自 みか、 ヮシントン 協 

をの 翁を お越した 提案 含 試み 

た >5 でる から、 食證 のかな と 

い ムスの 煤を じら か當 準備の 

ある こだ 推知す る-し 難：。 い 

; であらち 朵し てがら じ 巧々 は 

今後 义歐 外を の 基じ辩 ，け 上院 

一の 刀ィ '、 bj て ボラ ー 氏の がが 

ごを なに#. 化み 禪 に加えて 嚴か 

- なけ むげい つの。 


關稅 A 議ご 米國 

.現： 卜 化な おて 開かれつ i あ 

る ま挪關 稅會の 前途 じ 化 bt* 

6」 も U ぶ 米 列强の 協調に 攸 

b て 一段を をぐ るで あらぅ ご 

樂觀 'されん る 今 巧の 會 溢に 

'がて おも フリ ー .あ b 随 つて 勝 

ず。 ホが をない， じ 路跋ィ るの 

耍 。きが 好^ 位が ^ ゐ么 のは ホ 

一 固. あ，‘。 化な.；： J" 銳然 ごして 

I 化が じ 赴 給す る ホ S 弗 ご 仙 ど 

石問趙 から.'- り，、 ごとき 磕 痒を 

威せ ざるが かに ザ 化 市 W,.、 は 円 

一年の 將 ホに 化ける 利 1 から 打算 

I して 巧ら 支 邪 S 腳稅 円す 化 樹立 

じ 巧 旋の勞 を がらな で 化 U じ脯 

へむ ごす 么巧留 は 流 巧 人 さい 

ごがすべき であらぅ。 心る に 今 

や 巧 略の おさ-しを せい 一し つ！ 

ある 巧 G お 閥と、 巧を 制ず お 如 

き 貧の 巧に 巧む でむる：： 木 ごは 

自らい； 立 おを 異にして，；；；： 巧 

闕 はか M じして がじ掛 化か 巧 お 


米國 提案の 裏が 

共同 管哩の 魂膽か 

一巧 闕 代表は 强 硬が 封ず るが 

を 協の 可能性 も かなり 强い 


まま 特電 五日 發リ支 孤 刷税じ おする 米風摧 案の： 化み 乃至 一- 
二々 おがを は 7 シン トン 條 約の 範 階を 超越し U 本案 ど 相違 ずら 
ホを なにて おらに： 33 本み 特殊 おな 惠條 約捉 案じ 割し 單 一新 稅率 
を ホ 張す るか 違 t. あら、 殊に ぉ闡 案-! 化 b 脚稅 巧ぶ び 澄を 扇 を 
設立すべし 'このま 化ぶ-ま 那國瞭 管 挫の 络ーホ ご 認められ 日本は 
斷然 なおず る £ にホ定 した ’〇、 一方 米 國も棉 糸 巧の 特惠 關稅を 
承認して 么 るので お莱の 点では U 米 案 S 化 離ら 化當巧 あし 何等 
か S が 式に てぶ 臨すべし ごの 說 施ん じ 唱えられて ゐ る。 


素亂 したを 地方の 徵稱制 


ホ 京 會議は 

天が 五日 巧ぃぃ 化を 會講に 目下 

出席 小で あるみ 則强 のを 權は支 

那を 省の 軍閱 にの ゥて自 も 勝手 

じ 施が されつ I ホる 地 ホの 徵が 

制度に 就て 驚き 直つ これが 善後 

策じ-就て苔慮し つ ^あるも 、 

如く、 おじ 化 ぉが 一 滞に-息 るを 

省督 軍は 獲を がな 外に 小 法 U る 

通 巧秘を 課する もの 多/篤を 我 

制度。 化に 义 しき 間に 見 b 施れ 

さいて ゐるも S でん も從 つて こ 

れ をを 法的 ご認 わるは 定支 U き 

もを の 他 5 が税 '逆 わ 巧 等 じを 

6 ては を 省 都督が 化 巧 政府 と I 

切を 巧な く强制 的に 施 巧し つ i 

ある だけに 一般 商人の 迷惑 も 一 

ホなら ず、 殊 じこれ 等の 稅 金け 


-れ をで う統 一 卞 るか 


錫て 藍を ょ b もこ 化 乃至 一二 倍の 
額に 凄 居 b、 化つ て 巧し 化を 
ぉ 誰 にして 獲金稅 の撤廢 を巧議 
ずる じ をん i；* らじ をれ 2 前 じ 先 

づ これを の 特殊 徴稅撒 儀を ホむ 
るを ぞ< 最近 化 支那の 一州が 商 
なじ おし お加稅 一割 一一 か 五が、 

石油し 對し 一割を 無斷 じて 課稅 

したる が 如きを の 一例 じして、 

化留 外人 商人 等は を則强 化を じ 

これを 力説した 那 のみ 稅を單 じ 

塵を 稅 のみの 解釋じ 化め ずを の 

範 圍を曠 大して こわ 等み 内國的 

特殊 稅碱 にも 及ぼし、 これを 條 

件 ごして 一般 支. 撕賊稱 率を 制定 

する のが ま當 である ご 運動 中で 

ある 0 


滿蒙閒 題を ロムみ 

關稅 自主 實 施の 鍵は 

义國 代表が 握つ てゐる 


化ぶ 五 H を；；：： を (紐 育 タィム 

ス 特派員) の 確聞す る 所に 化れ 

ば 日本化 衣は まが 化 おに 對 して 

.關稅 自主 權ホ認 の储件 

ごして 向 ふ 十 年 じ 甘ら 游累 問題 

じ 就て 口出しせ 中 どの 秘密を 渉 

を 一" ひつ i んら ごの 風 部 專らじ 

して 今後 會證 はこの 槐 のが 密を 

渉に 移る 模倏 である。 即 ら曾議 

の 第一 巡は 些 したる 衝突 t 惹起 

せ や、 先づま ’化 が 腳稅自 ま 巧の 

制定を ホめ つ！ ある 意を 朋 むと 

し米國 化を 化づ これに 贊总^ ぶ 

明した の P 米 威 じして 巧し これ 

を 凹が するなら じ 結局を 列强巧 

を も協赞 せざる を稱 ざる 狀 おを 

示し W れ ど、 を講は 今や 策 二 則 

じ 移ら 列强の 利權街 おを が 現す 

べき 可能性 あら。 口 本 及び ホ 厨 

U 支 耶に對 する 態 ほを 明ら.-」 し 

たれ グ」 典 越は ホ だ暧げ K るが 度 

じ 出で 特に 細稅 自ホ權 のな 施を 

一二 年な 後 V 一ず るは 時 脚 

が：： す-しある ど 巧して むら。 尤も 


めて ホ 図 提案が ー ルな 部を 餘き 

支 邪 •か滿 足しつ： ある i を說き 

をつ ミ 那は脱 稅自ま 歡實施 後と 

離 現 知觸稅 機關ど 外题の 監督は 

ま那 人を し，.' これ じを 替せ しむ 

る 時期が 對 ホす るまで 罷免ず る 

の 意を なく‘ 皆ろ 外國の 努力を 威 

謝すご述べ、 ち那自身としても 

S 年な 下の 

短期間'， 稅 制な 革は 一 

般巧業 じ も 影響す る巧夕 くこれ 

を 希留せ やど 稱 しま 那化 表の 態 

ほは 嬰す るに をの 目的の 貫徹 じ 

は强硬 なれ どを 理を 旨と して. 列 

强の說 解を ボ めつ； ある 2 を 推 

知す る じ 足る であらぅ。 


ラ ー 


ワシントン ぶ：：； 發 == 大統領 ク 

リツ ゲ 巧は 上院 外 巧を 員良ボ 

氏を 白里舘 にだを し ホスべ 

の哀 况を间 化せし めいか：： が必 I 今 H ょでの 列强態 巧は ま 那の國 I き遙 巧に おず る 

し H 本は 巧 米の 閒 じか 比して か I 家 的 要 埋に應 やる の 色 ある も 愚 敎 ま！！！ 中に て述 ぶべき 米國 


統領 ご 闘 ± • 

外交 協議 

巧 一； 軍縮 その 化 


何 LJ ちみの 仙が をなら。 ホ；.； 焦 j 巧に 议んで 能 ふる 限 b これが 遇 

厳して むる。 耐 して 濁ら i を I 延 にお 力す るは 明白に して、 ま 

巧ぃは乂闕でゴ^^ぃず。 一 那を 楠- 1 正廷 巧は をとの 食 見に 


の 外を 方針に 側聯 しを 要。 る 討 

溢を 遂げた るが、 退 お 後 ボラ， 

たは 臨 雄の 内を じ 巧て 堅く 化默 


す'. 心 ピ 




KERR & MAYOR 

1023 Third Ave, 

Bei . 郎 & 61 お s. Telephone おが nt 2909 


さ 向 人 本日 

專 靴型 小 

运 小き 高 . 坦 小き 廣 .を 小き 巧 



Y . だ 〇 

巧 3Eesi お rd 化 
Cor. Lewrigion む e., 


NiPPONTAiU) 則 N 目 即 . 

3 的 W. が 化な . 

Teh Miimiiiis が 73 
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Koike Studio 
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Dr. G. H. Martin 

DENTIST 
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DR. H •ん GARDNER 

DENTIST 

19 E. 81st Si. Api . お 
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KANZO OGUR! m.d 
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TOYO N. TSUGARU 
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Mi だ . Bla 邮 lie Fisher 
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Universal Institute 
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~ lekfiiiOHe お nn. 59E0 . 

Room 1311 . ~ 
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3 Maitlen Lane N. Y. 
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Dr. T • じ Takami 
176 Cumberland St. む郎 Id が 
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間 時 察 診 
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時 八 ま 時 六 後午自 


YU1CIO NiSHIMURA^, M . G. 

20G West お 扣 お 巧 d 
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K, Iwamoto, M. D. 

114 W.70tli St. 
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755 Park Ave. 
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F. L FREDERICS CO. 
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许論 3.2^->每 月 十目を 巧 
雜な I 部 十 化 
ミで 己 58 th St . N . Y . 百グ 


が 具を 巧 お 化 船 御用達 

遠 藤 小で 商會 

29 す aaclway N . Y ‘ C さ 
Tel . 董 一 室 aiil 玄 一 .W 


稅臟 事務 か 扱 

WILLIAM 广 BA ま & 芦 

ぶ 岩ヨ 12 芯 ご Br 吉 dway - 妄. 

Phone ; Ming Green 9136-913? 
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广 二 • fl 1J 
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稅臟 事務 

东 巧を 地 並 じを 世 
巧の な 出入 そ ホに 
顆 ずる 一な の 御 諮 
巧じ應 じ、 设 道な 
船 貨慨述 貧 及出饥 
お 稅踞手 給 書を 渔 
呈 す、 重要が ホに 
化理 巧を がし 誠な 
敏速 御用 命じ 應や 

が驗 取扱 


♦書籍 ♦お 誌 ♦巧 就 
が 敦 案を 隅 
おを 午前 九 時よ b 午后 お 時を 

織 育 日本人 會 

西 五十と 了 目 二ぶ 0 を 
電話 サ アク^ 八 一九 0— 化 


か 留靑年 理想の 阔ホ 

4 す 靑年會 

9 W . 臺單 TCI . C 夏 さ n 12 ム A 


大紐育 目 本人 


基督 敎靑 年轉 

3 さ E . 岩 th St . N . Y . 暑. 
ぎ plas 8141 


巧 巧說が H お 日 午後 八 時 
かな 含 木 粥 H 午を 八 時 
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幹事 田 中 巧 11 
Japa ミ se M . E . 空 urch & - ミ产 
爸 3 モ .養 St . Tel . ご arks ミ 夏 1 
病 巧 説な U が H 午を 八が 
祈 稳巧乂 がり す ホ 八 時 
な 縫を 化 唯 H 午き 屍 
♦お 括 を 

位 摄た瞄 比が を 数々 f 町な 十 
■五み 學生食 社員 旅 巧备に 最適 
設贿 菌禁维 誌斩巧 及を 陆娛樂 
をが みを を ホら 

巧を ぶ 裳罔旋 、旅を を 4、 を 巧 
事藥 調を、 化 他な 革 巧 淡辫旋 
を M 胞諸 化の ホ 含を 欽迎す 
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▽ H 喔 H 
聖書 巧を-化 午 
な锁 ち夕* 跨 ホ • 
禮拜說 を；^ 学 
▽水 腿 U 
が" 帖を 夕八恃 
マよ 煤り ！ 
藻 巧巧义 はを 一 
話ち 夕 八 iT 

I . •, - 

寄が 巧、 旅 巧者. 
案内 部、 人事 相： 
謀が， 巧を が •巧 一 
装间旋 が、 臾巧 
な 縫を 巧® 諸 課 
を 没け 巧 貴、 化 
會賣 *陌を 計る 
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雜 疑卸寶 

祭な 寶易 商會 


煎 化 街 

妈 一二と 


敵科醫 

マ 診察 時間 ▲ 
每ち H 曜を 除く) 
车前 九-時よ''''' 
午後 五 時 ザ 
水曜 午前 化 時— 
午掉 一時 


屬冰醫 

U 新を お 施 治を = 
夕 年の 經驗 を' 3 て 
り 本人 諸が は特じ 
下寧懇 巧に 施術す 

卜^マ ™ チン 


驟揉 療治 

神經 痛、 リウ マチス 

風痴 、打 身、 風 肩 腰 
滿 み、 1円 膽 病ぶ 化 
出 お 親切 じ 治が 中 
'.上ます。 削 約の ホ 
な 午 巧 一二げ ょ b 自 
を じて 施術し ます 
H 本敏灸 
薄 巧學院 卒業 

I 肖一津 輕乘洋 

西が と 十九 T 目 壹八 
お 誌 ワズオ ースを 巧 一一 


診察 時間 

午前 化が 一 十 的 
午 お 六- S — 八 時 

バ t 小 栗 餘ご一 

が 育 ホ 7 ラヮ ー柄院 
窠ぶお 摘 お勤镑 

まが コン バラン ド 

. 病 お 勤を 
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古谷 謙 次 


巧、 水、 を、 午を 一巧よ b 五时 
迄、 が 化は 前 もに 願 ひます 


:が 瀬化廊 

ミ ！ ixington Ave . N . Y . 吉 y 
妄 .呈 h & 2 ゴ h SU 
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」0 巧 10 正 1 OOC さ M. P 

171 West 9 を h St . Ne ささ rk 
ぎ 置 V 5 sid こ 苦 3 & Schuyler 1 云 寡 
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養 舅 午璧ハ f 午後 化 時 
U 赠午雜 化 時！ 午後 四時 

ル 小 楽乘吉 
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紐 育 州を 認 
內巧 省を 許 
東を 帝大醫 巧大學 
產灌 なお 科 卒業 

產婆 化本綠 
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雜貨 が卸黃 

卜 <- し 
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丸み 難 臟顧會 
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巧き ホ國 城ん 
H 本人への 英 
I 記を 巧 じは を 
i 年の 焼驗 をな 

i す 0 ー レ ブス 

I ぶ 十五 仙 
I おり 朝 九 精ょ 
b が 化 帖迄柯 
巧-- て も 宜し 
リ幡 H は 一 か 
よ b 四げ 迄' 



の秘談 

ホ國式 英語を 話ネ窜 
W 成 巧の 鑽 一義です 
みお じは H 本人が 授 
じ おれた 專巧 婦ん敎 
1 軸 あ b 懇轴 じを 說通 
信义 社を 語を を 採し 
.とす。 U 鴨 週 H サ •じ 
午前 化 化よ b 午 お 十 

時 ミで 關 校し ー レツ 
スンと 十抑づ 、、。今 
H 色 もじ 巧 校 あれ 0 


日本 

1 ドラィ ダ！ ツ 

薇會 


.す 而人 巧を ネ氣 A お 明 

寶ぶぞ <4 を 減 \ みみ 刹 
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ウネー んザ ふ. 壬 ルン ン静が 巧 刹 列 
'ノ しヮー ド. ハミ，^ トンが 計 を 刻 列 

が 弓 かを 矮莫 がろ 刻 引 
谭ぶ ぶを'' 巧爲ふ 一® ぇ贫 
茜ネす ふが をが 筆 夕刻引 

嫌の 底乂 


> 巧 B 5 K グ r ザイ ドち 八 ニニ 


郁を じょ- 當 かの 閒 

診察 

f をと 時！ 九 時 
H 蹈は 前約 願 上 核 

け： 吉お 悅彌 


診察 

午後 一二 時 ib 六 お 
H 罐は 前約 巧顕娱 


ドク トか 

烏 見豊滲 


r 鏡科醫 

M 劃-を 年の 經驗 をな て 
0 レ；！， AI 最新ぶ 科 學ず術 じ 
0 が；| 邮 堪能 じて 信用 篤し 

化， §，^咖 = 施術 料化廉 U 
E -n 本ん 諸を じは 惦 
Dd け*^ 5 -じ T 寧懇 がに 治嫉 
D M 做 一 が 育 州を 認 

一 - w : ブル！ ム 


曰： r . 巧 • SHsliido , D . P S . 

呂 去. 7 一一 h S . T 81. 置 皇 二 芝 2 

|刖體 穴 戶長二 

白 午" 一ん‘ わ 卡 十二 か 
ちす A 1 か そ 五 か 


診 祭時閒 

■午を 零が 平 U 二 時半 
午を 六、 時 リ化時 
愛知 臀學 ± 

パ r 巖本谨 一 

を 髓比亞 乂學纹 び 
グザ ラン 病院 勤務 
H 曜は 前約 願 上 板 


獅| 揉 治療 

リ水 あび 谁氣 治療 U 
筋 揉 肩 腰の 痛 首モお 
の 不動 神經痛 9 ゥマ 
チ K 慢性 胃 藤 病神經 
衰弱 お 其 他 
午前 化 時 ょらを 後 九 
時を 電話 前約 願と お 

紐 育瑞典 フィ ジオ シラ 

ピ ー 學院卒 叢 

が育メ デ々' グジ ム及マ 
ツサー ジ踪會 正 貪 員 

公認 西が 幸 男 


診察 扣も 
午後 おが 一 八縣 

江 見 二 一朗 

引績 きべ グビュ ー 
病院 巧勸 じか 右 時 
間 外ぶ び 日 罐は前 
約 じ 限る 


签并 洋服 巧 



ぶ おど 親切 どを 旨 どし 確督 

信用 あるが なを 精選し 

特別 廉 がで 贩 質を します 

ゥォグ サム、 エ伴 デン 四を 引 

其 他は 化て 兰割お 

お输鎖 贵を屬 並じ寶 おお】 切 

ミ 八 トン - S 計、 パヮ —ドィ 

リノ ィ ，時計、 を 柿 あ 時計 

クォ^ — タ ー マンを 年 筆 

エバ シャ ー プ 鉛筆 

桃が お 並に 銀器】 切. 

御 I 栅朔の 御 ± 產一阳 
が 計の 修辖 はが 險 せじて 確實 

に 巧川宜 身が をし ます 

が 巧が 西 四 个二了 目 一 五一 

0 ングユ ホ！ お 乂二五 号 室 

お 川岸 廟會 

お前 ブラィアント 凹-二と 幽 

Ishikaw ザ ！ Cishi Co . 151 さ. 42互 St . 


齒 ぶ： 醫木 下义ボ 

^呈这 .二 1 th St . 

Tei . 君 0 ミ ヨ呈 t 》 宗 w 


舞 踐敎媛 

マ 社を ダンス A 
マ あお か 操 A 
紳 七、 淑 な、 わ 了 
化さん ちじ 巧嗜じ 
敎 巧を I か。 夕が 
十 時 ょら 午を 十 
時を (り 鴨を 除 <) 

シヤ 9 フ •ダンが 

i ' ング 紳豁學 校卒巧 
し衫夕 《 



メ ー シ ー は紐育 最大の デバ ー トメ ントが 化で あ 
らます。 巧ら しいみ 降 機 ど王ス 々ンタ I はが 澗 
4 C * 巧內じ 於け る 培 棟の わ貿物 じがを £渝 快 どを 
巧へ てゐ ます 

化庙 で 二 巧す る もの；；^ らば メ ーシー では 一 
巧 八十 八 仙 或は をれ W 下で 買へ る i をで-っ 
ぞ御 記憶 ド さい 

日本へ 御 荷物を 御 送ら じな > わい 節 又は 御 貫 物 
際して 御用の 巧 合は パ ー ソナ 八シ 3 ッ ピン グ 
ビユ In 1 を わ珥わ 下さい、 親が に 御 使を を 討 





大 

.h 

十 

闽 

ザ 


月 

よ 

\1 


成を のフ ロブ ダへ ご 一】- 

世界最大の 精糖 地 

奇擴 かな 州當 局の 企業 獎勵 

クイ ルド フロリダの 一 


上 

嘴 

U 
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繳 


含 
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をが；^ 氣 巧、 肥 巧ぶ 化、 を 

述機视 の 度を 巧け 所 s ザ U リダ 

プームを巧んだ所^裏る^は 

前述の かくで わる-か、 がかる ブ 

.-ム をげ ぶを の 

州 當局侧 のむ ふは ホし 

て 一通 b の 詰では た 巧 一 じ 

恐れられた のけを：^の流わであ 

る。 一兀 ホフ n •を じは 黃热の 

を 臨け U いのでを が、^ ゲァ 

ナを 始め ご— て- ユー オリ アン 

地方 巧 巧 叙 公 中心地 じ お 近して 

& るので、 州藏は 巧く •も 避寒 

をのた め 蚊 ザを 伐-, し 着手した 

お裝 近化释 化み 効 おは 忽 もじ 

して マラ： こ' 化の 恐るべき 赫 

巧 巧の 姨 おな b 、 おにと 八片 

.頃で もがが 涵 ける スクリ 1 ン 

を 採用— 一て る ホ テグの 陆 めて 

勘 い； もを 方面に お' する 掛 

當 W の おを 雄が じ 物 おつて ゐ 

る。 ぶ'; じ マべき をは 廣漠 たる 

フ 日. ゾダ ± 地 閒架杂 まの ぶ 巧 

であるが をみ がし 時 記 一 ^ け 

れげ をい のは フ "リダ •か斯 

く苗萊 でら 發 おし 将 るを がを' 

ホ'， 成 b 

讓地 こして 轟に お 

，.煤で つた お 人 自身の 經巧ホ 

- S 一.、 す 石 進 ホ ィー强 巧で ある ° 

も ホ 人に 逝 巧 乃ち 避を 旅が ご 

■ふ 古の：^ に 來 化され じの なお 

^ て 化 おのを であつ て、 歐册大 

戰中 めが％ 時化 じホ活 上の 余 お 

を 牛； じむ 米 人が 一 稱 ：.； 眼を 注い 

だのは- 戒嫌じ 都 巧 化 巧から 川 

閒 化巧广 入つ てが 簽（梭 どす る 

新ら し：. なかの 輕 であつ だ。 

巧が 或 もを おが： R 巧ら 庭に よる 


ご乂人 じして フ n y ダに でも 避 
巧し 巧る だけの 經濟 力を 巧つ て 
むる あ U 約 千 化 问巧人 じを する 
だら ぅどい ふろで ある。 この 經 
巧を 活 上の 變 化が フ〇リ ゲ州發 
曲の 上 じ 見逃がす ベから する 現 
象である；は特記をを3をなで 
ぁつて 

近代 產業 の 偉力け 今や 

フ ロブ ダを してを かけげ 化の 廚 
影を 少 'しも 止めて むない れじ贊 I 
巧 化された 別天地を 化んで むる 

もの i 、 を 州 一二で ぶ 巧夕英 町の 

i 地 じし L 窺が 力ま 巧が 等から 

閒盤 さむた のは 僅か じと 巧 巧獎 

町に 過ぎない； を お 像す るなら 

げ 、この 赞巧 化され ロ フロリダ 

にも 化は 乂人 一流の 巧 條必を 唆 

る ヮィ 八 ドな 一' おが 殘 つてむ る 

もに 巧.. t、 乂 人を 業 あが 如 巧に 

垂诞 して この ブーム を 生ずる に 

まつた かを 窺知す るに 足る であ 

; ，ぅ。 故じフ U 9 ダ 飽がじ おし 

て も ■巧に してが 上 じか；； 殿を 速 

ホし じどい ふ 

昔の 神話 じ C ら ある 樣 

な 巧 化 的 奇蹟ら お；；^ くむい。 ネ 

ょ b 1 年 前 デ 1 グ •テー ダィス 

巧な タンパ • V — じ 小さい なを 

左る どい ふ 計 韶を裝 おしてを の 

設が 脚を をした： 該計 靈が發 

をされ た黃 一り H じは 今が ほが 

巧' しある 上 化が 約 二 一が 巧 弗で 刹 


ホ派い A あおが 速 てられた では 
いか！ 巧、 奇踢は 巧 かる 琶險的 
むを 業み にょ b ての みお じられ 
るので はた* い。 フロ， ダ 州^官 
患を の 巧が 胳 じが： くべき 奇踐お 
でもつ た。 をの 昔 ザ ィダ ー •ジ 
1 を 征服した か 喊奴府 S 餘菜も 

フロリダ 州當 局の エゲァ ー グン 
—ズ銷 盤に 比すれば 到 おわ 話 じ 
•-ら 。い。 抑々 

每年 降雨 のた めじ 約 五 

巧 巧 巧 町の ± 化は キッ シッミ 1 
柯 から ォキ ー チォ I ビ湖じ 巧し 
流される のを あどす るが、 をは 
海 拔約化 一 吹、 巧し 阿 等 かの ホ 
法 じ 於て この 水流を ぶが するな 
らば 化 ホ 第一の 毁糜い ょ±化 であ 
る i が 判然す る じぶんで 抑當お 
は 柿々 ど巧必 した 結 お、 ヵリフ 
才八 ニァ 州が 逆 河 政策を 採用し 
た MJ に 像つ て 降雨量では 加州に 
三 一巧す るフ n リダ 贿當巧 も 運河 
政策を 巧 用す る、 と ごい* ら 、千 八 
なお 十六が に先イ 中央政府から 
水面 ドの i 地所む 權を 獲得して 
上 地 開 巧 局を 設けたら ので ある 
が、 テラ^ ッシ 1 では 每迎マ ー 
チン 知 率が 司 か 者 ど G つて この 
開拓地を 競賣 じ附し 一巧 町 百ぶ 
十 巧から と：， り 弗 L い 及んで ゐるピ 
いふ 話^ ある。 是 等の 

地方 農民が 排水 作業を 

必耍 とする のじ 恰 かも か閱 のを 

れ. '異。 らな いが、 一牟 一英 巧 
におし おな 轟の 利益は 確實 であ 
つて 二 千 弗から 置 千 邦 じぶ ぶら 

のも鈔 なくない 。中央政府は 円 

下-- か 上 化 じがけ る牺 糖が 巧 じ 

就て 讶驗 中で わる 力、 勘 f ' c 共 

十五' 力英 町の ^ 地は み イジ ヤナ 

の I 二倍、 キュ ，- パに 二 おする 砂 

薇 露の 栽培は 確貨 であると 稱し 


化が ホえ た 巧に 贊れ C もので あ j 近/、 クリュ キス トン じ 化が を大 


る。'' かも j 年 ら中 t て デー 

ゲ ィスな は E に タンパ •ベー に 

述 てらい、 そこにに ホ あ；； 0 旅舘 

をが め ど し てア パートメ ント、 

才， — テト リアム、 クラ ゾ 、其 他 


の柿械 工場を 述設 する； どなつ 

てなる 〇フ U ? ダ 姆んブ —ム今 

H の 如き ふ もを の 努力に 顧みる 

ば' して 偶が でない i を 想 

雙し背 6 であらう。 


を 知 b 巧る に 過ぎ il* いが、 これ 
じょつ て をれば 本年 巧 農を の收 
入は 前年 じ 比し 驚くべき あが じ 
達する。 魔 化を ぶして がくの 如 
く 多額な をが 農を の 懐中 じ 流入 
する こ vlu るので、 これ； い赂買 
力 ど U つて 農萊 方な からを 氣が 
出は せ 《 かど 今や 财 巧の 一般が 
非常に 注目して むる。 

無線 間遞で 

對ま新 回答 

支那の 無線 屯 信 問題に 脚聯し 
帝 國ほ府 は大婴 左の 如き 闽答書 
を發 した。 

一、 ホ國政 おはち 那 政府が 口 米 
兩阅 間の おな 不 I をのた めじ 
本 問題が おく 解 巧せ ざるを を 
慮ら、 これ. か 解 ホに 資する た 
め 提出 I たる 支那の 官營 案の 
趣旨は 太いに これを 敲 どず 
1 、 ホ 励ぶ 府は 支那の 丰權じ 干 
渉 せんと f も 者に ホざる を S 
て あちを 案の 觀 3 口に お 大か贊 
息を 表/する が、 而 かも これが 
ためじ ホして 雙橋 無電を じ對 
■卞る ホ 瞬 化 麻の 旣得權 を 放棄 
する ものに 非ず 
一、 帝 齒权府 けま那 .ぃ 現 化の 如 
く 化な 旗 乏^が 柄 一大 浩欽を 
起して を資 案を 實巧 せんどす 
る MJ じが 凿す 

一、 ホ 题欧府 は雙橋 無電を じ 割 
する す 張を 放棄せ' さる も 必ず 
しもぶ 獨占權 を 飽迄ま 張ず る 
者 じ ホざる を R て 支那 か府 な 
現が の^ 精の すに 可能なる 手 
綾を^ るべ し 

i 、 银 i 取 問題を 今日の 如，'、 紛剌 
け しめ た る 原因 け支 那 日 本 
V 、 の 契約 締結 後が じ 米 國ピ約 

巧. じたる じぶ くを W てま 邪 政 

を 自ら ホ 歐じ對 L 辟-巧：：： 本が 

がら ホれ るを 辨 案の 趣旨に 基 

'夕 無電 經舊の 統一に 就て 働吿 

1， ホ 國蚊府 も 亦を ご 4 操の 趣 

旨に がて 川げ じ 米國故 巧じ勸 

をず べし 


巧 


0 

九 


英强 政府が 

外續禁 

米闕が 塔.、- 競爭 

み 閲む府 •い 近 か 巧 解が を 蹲 

W ず，'' であらぅ どは 前；； ツの 本が 

で 化 報した 處 であるか、 をの 後 

戚化 キャー チ^に け堤齒 M おの 

现狀じ 照し ク巧 適な；；^ る外閣 S 

政 化 乃ち K 閒巧附 '•許 W する が 

がが む 憤には ほおの 巧を 禪剛す 

る じ をんで 曰ン ドン 化が は！ 般 

じを なを 呈 しつ {わるら の I か 

く、 乂闽 が 巧の 巧が じょれ にを 

巧 > 。 ン ドンん なぶ 駆 力け のが 

六な 化。 るが、 乂闽が おの 利 商 

におして 今後" ン ドン d 殷ザ的 

態 巧に 出づ ベ： 自化巧 附も利 女 - 

ごな 6. 、 巧を おの 巧 お & び 利 廻！ 巧 化を 基礎と して 


て なかを 制を を 巧して 講 卿の 

斑 可を 竖 よる V の說 ご、 憲法 萬 

儿化 による 刺み をを 巧して 認可 _ 

制 巧に すれ ドーを の 目的を 達し 巧 j 

る ど S 説々 び 化な' し よら や ごも 

正を をして 柏お阳 化の 手段に 出 

しむる/' <1 がが ホる ごい ふ 巧ら 

みるが’ 巧 では 假ら じな 徘 

巧 < け 刺々 による ごしての 化が 

を 及び 颗 みを にがて 今 阿 漸< 巧 

をを 化がず る！- 虫つ たので 近く 

巧 娘^ 閒 催して 化 ホ 的に 燕滋す 

る 述ぴじ ホる であら 


お 腐 化 ホ 高 S 几、 四と 〇 

惯 お‘ 二 六 八、 000 

巧 巧 藏巧巧 高 吉 四、 I 二 四 0 

0 格 二八 |二、 〇〇〇 

彻 かを 計 五 化 Iv 〇〇〇 

VJ なる。 これに おし 本 半のを 雜 

收獲陳 想は 二一 で 化',：: 五十と 巧 貫 

で慨 化は 前年のと 藏と W 化と 錢 

で 駒、 屑 駒 二 山 化 叫馈じ 比し トー 

酶十 ■ W かな ど 一二 W ん卜 一二 錢方 

お 勝した るに 伴れ 韦 魔、 厮 綱の 

楷格も 上 b 、 夏 秋 蘭は をの 收獲 

に 巧て 前 ザの 一割 六 か 增哪も 一二 

f ^ C V で 化け 乂卜三 一ぶ 四千 貫、 懼 格に 

融化 A ノは がて じ 化 じ 削 年 巧が 蘭は を 蘭に 

比し 著—/、 騰貴して むた のでを 

一 / グ づあ 瞄 巧の 脚き t * く、 前を 卜 '賊の 化 

增か额 約 二 憾^ 川： i = 一一 滋ゃ 巧に おし 本年は 卜 '頗 

前年の 媒 巧化额 おびを のが 巧 j 十 WV 一 おれば よから う。 而 して 

れに勸 銀 お； を 等を ぶ 礎と して 补算 ずる ご 本 


-と 一 


ゎじ 影懲ト ホず るで わらぅ ど 

測して むる。 

外資 輸入の’ 

巧 止 新颗令 

近く 發 かされる 

化報の如<蝴除巧化な審の ^ 

巧 どして 大臟 巧では K 牌の 外な 


揀 I び 鱗 糸 中央@ をで 調 巧した 本が ー ザ 巧の 满 

1 巧收 解が 怨 及び ホ 均な 巧を 墙合 I む.^ ホ 巧 

1 して 針 巧 するど、 本年 巧 栽ぶ 巧 r 

i 駒 化を ごして 腥 ぶに 收 人され る 

I ものは 約^ おとで',:：: ぶ 川 ご：：* り 

-前 ザの 化 お 丑 千， り 巧 W に 比し 按 

に. 一 お' 一千 方 川の 化 巧で めろ。 

化ソ 前年の 

實收な 


皋班柬 京 特電^ち i 


お 信が を 


協入を化化^ V ぐを 八 方法に 就 j 化る に；：^;:=で助千^ 


どを の慨 格に 巧て 


议び概 格は かの 如 

くで わる：：：；： 單 化ず 巧で 川 

を喊 出が 烏 一二 儿 、五と 0 

の 格 WO 儿 、 COO 

ぶか 鞠 化 米离！ 一一 九、 八 S 四 

が 格 二 H ハ ニ、 四 八 九 

'慣 がむ 非 ん ^'1 、 四 八 化 

W h " 采よ b が 想 度 ごが おお ザ 


對か賓 易は ぉ 超 

十 巧 中の 對み 貿易は 驗ぉ二 億 

二で お 巧 四^の-力 一一 一千 W 、 輸ん 

一な ちで 笠が 六十 凹 巧 巧 千 に 

て 旧 おわで' C ： 七十 化 冗 八で w を 

巧して むる。 

銀 巧 預金 增 加ず 

误氣が 出 おして 銀 斤猜お ダブ 

がき 巧 巧 銀け 預を烏 五十一 億阳 

見 常にて 昨年 ょら 二な w の增加 

である 0 

日本 染 餅は を績 

ザ 八み の 配當化 証を 打 切られ 

特ぞお 補 肋 どされ 化り 本 染料 會 

化は 解 敌說も ゎつ じが、 來巧大 

巧よ は 岡 机^が 辕を中 4 ロゼた。 

富 中 製紙 新計畫 

をホ製紙貪社は击子製が爲一^ 

じ刹抗 のた め權 んエ柴 、中央 勒 

紙、 九地 製紙の 一二 社を！？ 計靈ぁ 

るが あみ 憤 現せん。 

大阪 のち 物價 

大路の 十 g 物； 怕お十 ぉ 柿は 膨 

質 十八、 化を サ五 '持を 十二 M 

巧し 巧 欺。】 ド ィン トト - b だ 

右は 化を エ萊 化瞄 を •かを のぶ W 


I を 化擺 .こすも もので 乂 休.-,^ 趨势 一で わ も け 一 -吊 U 發 




誠 ご 十 九 が トー 第 霞 棘 ぶな; P 汉 巧を 妇夕 胁 むげな し 卜 i 幡 1 1 j り セ 巧 一十 年 阿す', 卜 人 


アプト リア； 流の お 料理を 審樂 
郎に濟 まして ザ ザ！ 卜 •コ ー ス 
じ 移る や 劉 崎た るあ樂 どみ じ- 
岡巧ヶ 化を か哨 、ホ ホが お 大佐 
挺聲 じて 兩赃 ドの 方歲を 三が、 
みいで 米闡 々歌 裝樂 が激旧 陸： も 
大佐の お 朝 じて 

ホ 大統領 の' 刀 歳を 己哨 

彈樂家 滕巧義 な 氏は ホ^ ムス 機 
ゆ樂 にて 歌劇 「ボ ヘム」 の 一節 
及び ゲォ^ ボ 船頭 W を備 巧、 齋 
滕が迎 を 封 おはがが 官民を 化を 
して 兩殿 ドを 常 地じ迎 へたる を 
ぶを 述べ、 殿 ドの 御 偉 德をお 讚 
したる 後间胞 がの 元老 ど 呼ばれ 
る 新が 領 一郎 巧を がか、 巧 ホ 翁 
は W 治 十 年 おの H 米闡を ょら 今 
日を の 推移を 述べて 兩 殿下の 御 
ホが を率迎 し、 お' 瓶 巧は おらに 
「荒城の 目」 「からた もの 化/を 
お唱 、巧 木 あを ま 店長は 

在留 同胞 め實 情を 御紹， 

か 中 上 る 窓 ホに. て 口 本のな 坟 
統計、 ホ 域 あびが 巧 巧が 呵胞徵 
ょら これを が哇 、太 ホげ 岸、 を 
部が 留问胞 にを もり 本 6外 团替 
み ど 米 越に 對 する 輸 おん 觸 巧、 
特に 日 グ" 貿易 V ー ホ 部 叫 胞の谎 巧 
U ホを 觸狀お 等に 就て 詳翊 た述 
ベ、 朝 香ち 殿 f じは 至極ぶ お 的 
な 御 態 巧 ご活潑 。る 带隊 。調で 

お 員 起立 稱に前 拱の 令旨を 贼は 

b 、 齋藤 総領事は 

日本人 會の事 楽 一般 ど 
がり 巧 情の 一端に 言 反し 中 威 想 
を述べ、 最後じり本んを^^長大 

な 供' 佐 氏の あ- 戟 じて 兩 殿. 广のガ 

歲を 天地に も 轟かん 許ち じ ミ喝 

兩 殿下は 君ゲ化 吹奏 禪じ 御機嫌 

麗 はしく 御 退 お 相 巧つ 


ぶ''* 

午後 十一 崎、 當 日め 巧/好 ぉた 無 

慮 四が かを 人に 達しむ 一。、 

歐 盛を 貫 < : 

■航空路 計 I 号 

巧 巧 玉 b 柬 巧/、 と y 

別 巧 本社 特带 は遞 一^一 省が 闲際 

航空路の 計 畫を發 表 たか^ 一 

線け ゥプ ジオ スト ッ、 こる I 一て 

ゐ る。 獨逸飛 巧 家 ヮ^ テ 八 •プ 

片ンス 大尉は 豫て n / シア 經山ア 

ムス テグ ダム U お 或. 間の 飛で 船 

航空路 計 畫を樹 て I 狂わが •右 

計畫は 先般 勞 農政 ん 氏を 員 會 

の 認可を 得た ので/ フ グン マ大睹 

はを 航空路の 露颗巧 最終 養 陸地 

点 ごして ゥ ラジ yir ストック-レ 格 

納 庫を 設ける 一^的で、 を S 辭查 

のた め 過日 ゥ ジオ ストック じ 

到着した。/ / 

を航夕 ：聲は U ン ドン、 f ムス 

ブ グダぶ、 ー ンブが y - ュ ぺ 

ン！^1ゲン、 レニン ^ラ 1 ド 

ア！ チヤン ジ エグ、 — トデ 

ィク リン* ダクー' ノヴ 

オ ニコラィ スク、 \ ラジオ ス 

ト ッ クを經て柬^^到るらの 

であるが 、右は- して 巧ョ 

1。 ッパ どり 本す 那 、ヒリ 

ッ ピン 間の 郵 一^ 輸送 用じ當 

てる 考 である/: 

又 一般 旅客の ホ/にも 應や ベく 

一人の 料を はぶ 己 巧の 豫を であ 

つて 氣 船賃ょ^. 僅か じな 巧 許 

b 高い； じな'^ が' ロンドン：： = 

東京 間の 旅 巧^こ^ にょつ て 現 

がの 十 わ H をで づ jt 縮める ちか 

出 ホる ど。 二. 7 


ジ. - 1 が 本應戰 

先般が 述戦化 勝のを であるが 
ん攀巧 機手ジ '、、1 が 本 巧は 今 北 

聪 H タコン モン ゥエ 八ス •ス水 
. — テン タが樂 部 じがで ヒリ ッヒ 
ン 八の 斩進 攀關寮 マニ ユユ八 • 

フ P ア！ スピの 十回 戰に 出瑞す 
る帶 でんる が、 當 がは ネユ ー バ 
が 人、 が お 利 等の 外國人 撰す が 
ゴ i 組が 端す る £ ミ なつて ゐる〇 

/小笛 巧 移 轉擴張 

首邵 ヮン ン トン じが' ru 本 料 
巧を 泌魯 しつ！ あつた コロネ 火 I 

タム。 ン 巧の 寵お 小篮漠 お郎巧 
は 今回 谭が 郊外の 巧 勝地 バア ン 
卜 •^、、^ に 移ら、 り 本式 庭園を 

設 义ジャ バニー ス •テ！ •ボア ド 

ン ^名稱 のでに 開渠 したが、 同 
地_は * ブ ！ ラ ン ド よ ら お部 じ 到 
'1 動苹旅 巧の 耍衝 であるが た 
公-じ 化 人 旅を のを 事 化 激等じ も 
I 頗る 便を が あるので 移轉匆 々巧 
|みけ を 階して ゐ ると。 

巿俄 ホより. 

かお 天 山 氏 消息 

最あ糾 育、 費府 、谁府 等を 巡 
藻して 西 巧の 途に 上つ た 誰 誤を 
が 萊天山 氏は シヵゴよ 6 みの 如 
き 通 悟を 本社に なぜた。 をの 原 
义の 一節に 回： 「歐 測の 冷めた 
いを 氣を やつ ご 切 b 拔け 、あこ 
がれの が网 —— 然 - 物質的 じは 
をく 得られませんで しむが、 唯 
天山みが化を認められむ^ —— 


これから ィ」 いふ 米闕じ 於け る柯 
よちの ホ 明で あらます。 を' けは 
切 も 賞 紙を 述 してぶ を ゎました 
濁ら 旅の 悲し さ！ 唯 まごつく 許 
b :…… 氣 車の 巧符も 線が 違 ふ ど 

かで 間際にな つて 化ち 化へ る や 

ら ィヤ； ，ヤ 乂 間 誤っ きの ホち 巧 

を 演じ、 先年 n シアで 貿 つた 特 

產の紀 を- - i は 忘れた か盜 まれた 

か 巧 衛不刚 。アド ぃス 無しに 雙 

府じ 飛び込み 警察 ご 郵使 局を 探 

しに 巧き ヤッ トゆ ミで 彭許 b の 

樣 な名馨 領事を 探し出した など 

をれ はく 近 ホの 傑作で あら 

ました。 昨 ロ ナィアガラを 見 ま 

しで 又 一つ 巧 巧者 じなら ました 

唯今 シカゴに 着いた 許ら でイ。 

Y 冕 •2 A の 峰を 氏の 處 に' 厄 

かじなら、 八 H 中央部 じ 向け 出 

發 致します。 化留 同胞 諸君の 御 

健 巧を 祝ら ます。 

西 六卜五 T 目が 四十 ムハ潘 

一力 旅 餘乂橋 

笔話 ユンデ コット 八 六 一 〇 

淸 潔、 設備 おを 

ホ川鄕 て お 

支那 街に 二 下 

40 Catharine St . Tel - 置ぎ ck 8 芸 4 

* — . t— • ■1 ! 

紐 脊旅舘 旧 中 奥 ホが 

東 四十 T 目 二 四 二を 
Tel . 呈 edon 一 a 吾4 

!■ 1 ! • 

煎餅’ 却、 小賣 

を 腐油據 
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ジ ー. 五 だ a 5 ご 


E d )1 

議 I 回 

：3 M か 
T ••引 
E H IM 
巧 M む 
N d ホ 

A ぴし 

がむ 扣 

IJ 


日本 料埋 

自動 中 旅 巧に 適する 
旅舘幷 にか 激お房 
華が 附近 則 お 勝地で 
す是 ホ 御が 問 下' さい 

ハ*— ント •ミ 瓜 

日本茶 園少世 
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富卜 旅館 
一切 御が 巧 

貸 自勘革 及び 通 辯、 諸般の 菜 
內 、おか' 一切の 便利を 計ら サ 
妄ま ses 穿 St . Boston Mass . 
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口 1 サン ゼ ルス 化 ホの 御 
お 化には お 善の 御 化を を 計 > 升 

^ — グ火 

ホ テ 火 

羅 が ホ じがけ る 间胞經 營中最 
新式 高等 ホ テグで あ b まず 

羅府ま 一 街 一二 九 半 
旨を f ゲ アン ダ ィキと 六 五 九 
運 話 L タツ カー ーニ 八 六 一二 

貸 旨 動 車 (が 野〕. 

羅 がを 所 御觀尤 には 最も 精通し 
た ドライバ！ が 御 案 巧 中 上ます 
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が 55-57 W.23niS し 
New む rk City 
Tel. Gram が 巧 が 50 


號 


卜 九 


干猜巧 


で ぶな jmn で 巧を 巧 it なで 巧 


[\m±. 


H 4 ： パー I • か 凹 十 j £ 火 


閲 


^ ^ 化 則が 貨 五十 圆 U 上が お 年 六 か 

S 臺灣銀 巧— 出張所 

▼鄕お 送を ぶび ホ 送を (無手な 巧)、 外圃 
爲替資 貫、 荷な 替化組 化な、 巧 巧が 錢 
巧 等-股 级巧裳 拷御使 利 じ 化 投巧化 候 
▼的 ほ 詳細は 巧を おむ く 卸 問を 被 下 巧が 


本巧^を脚 

呈述知 一 


巧 巧 五十 脚 W 上' 一六 ヶ月 U k 
が昏 nn 年 ホみ」 111 ケ 年な 內 
_ が貨 充十圓 wk 
一な 脚 じか H ホ ー 錢二邮 

「化 シを卞 凹' w ドノな か 放を" がが を】 


横濱化 金銀 一れ 馨支诚 

鄉お 送金は 棚て 無手 殺 巧 じて 當 
が 横濟ぶ 巧が 出を を 方 お 扱 申 お 


社. な 巧 巧 化 友 巧を 街 巧 
本 店 大阪化 おお 下目 
が 育 支 化が 育ブ U — ドウ Z 1 け 四十 化 あ 

釋 住ぶ 銀 巧 

東を、 横 お、 おも 魔、 巧 郁、 袖戶 
尾ノ 道、 腐 島、 吳 、柳 ホ、 下ノ關 
門 司、 小 倉、 巧 松、 博 あ、 乂留 米な 
本風預 を、 鄕お 送を まは 械め 
て 脚-化 利 a 速に 御が 极可中 候 


H 本 巧 一 
化ち 巧 I 


藤本 講券爲 社 

一 おが 巧 記な ノ寶 買、 引を 蒂集 
"余 触、 並 二么二 關ス八 一巧 ノ裳格 

無 贼臟本 ミミ— 力— 銀 巧. 

11 if II ゴ ミ It - 


Hr , 


化 ^ 
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一 


.し 




が 


則 

、 1 
が 

N £ 

ご 

こ 

、| "I 

I 献 


X 



株 


資本を 
拂这お 資本を 
が ホ を 


なな 閒 
ホ 千鸦關 
五 千を；， け 四が 巧 脚 


，ぶ ~ 


-1; ノ* •一 ----- ■•- H J :. !' 

を 献ごー ザ 銀 巧— 支 巧 

来 巧 お京ボ H 本 橘が 蹈 ホが 一 
支-も 小が H 本檐 化の 巧 (ぉを.) 捣 •が 
名を 居な 郡- K ' 阪巧 、巧 神戶 
廣良下 瞄巧司 お 松 福 岡ぶ 捣 
上が 愉 巧ぶ 資聊水 一 

\ 

外 厨 巧 お、 が 里 送を、 並 送を、 信用 狀巧化 
一般が が 業 格が々 がが 利 じ 収巧可 申 候 

器 ご囊銀 巧が 巧ま庙 

本 支 巧 おを* 巧 > 乂阪 > 神 口、 を徘 
所が 化 名 古 お、 ル お、 上が、 倫が 


雜巧 陶破器 

ラィ グ ー ズ卸巧 


トラ イク 1 ブ ，ぶ - Em *. 

太洋寶 易が ま會社 


ま 巧 がが ホ、 ボストン 


陶破黑 、雜貨 、ラが 巧 
ンプ及 ランプぶ 

森 巧 ブラ ザ ー ス 


朝 伯爵の 御 資格に て 

鳩彥王 殿下 御來紐 

た 子 お 殿す も 御機嫌 魔は し- 


- が 育 ジャパン、 ジ サィ ティに 
:て ts 钢 香が 曲 殿下 御微迎 の微を 
一を おする おめ をて 計を の 如 < 去 
る！： 口 午後 七巧卞 ホテ^、 ァス 

，タァ 於て 本 迎晚を 巧を 開いた 

:^^巧巧のお席をは日ホ人約千を 

の ネ數じ kb 流石に 廣い大 をを 

! '姑んで々 錐の 化な きまでに な 

つた 邮 殿下には 御 七 巧 時 巧 の 都 

なにて 午 お 化 時 巧 十五を 御 •入 お 

ゎら 總旨 起立 化 手を なて 迎へ本 

つ* ごが 巧が 化の 峽奏ど 岡 時 じ ま 

'賓 なの ホ怎じ 立てられた = 章が 

^^たがかじ带扇じがき驟へ る。 

A A A 

巧 頸 ヘン， ィ 、ダブ リュゥ、 

タフト 巧の 懸截 じて 天皇 陛 ドの 

爲 めじ おがし、 ホで 米 図々 がの 

吹奏 ご 巧に 同じく 右方の 堪條旗 

が 雛 < る 。みで 大統領の 爲 めじ 

をげ，」 た 後 巧 夫尘會 がは ホづ兩 

殿下に 槪迎 のがを 單し乂 國か太 

-西 巧を 越 bK を闽 ごよ 年が を隔 

: てた H 本 ごか 携 をて 化が ホ扣の 

が 化 を 奏せい i を 期す ご 述べて 


り 本 協會削 立を の 一人で あ b が 

脊 タイ ムスの 記 おで ある 7 キン 
レイ 巧 ± を 紹介した。 フ巧 ± は 
白 己の 恩哪 ご 推稱 せる 故駐 H 乂 
化 バンク 0 フト 巧を 追想して 日 
ホの ホ かを 商 調した。 

A A A 
みに プリンストン 大を 敎授ゲ 
ワンダ イク 巧 + 起ちて 『り 本は 
喊柬 のち 星で あ b ホ 跑は滚 西の 
ち 盛たら いごして 柏る 此二侧 の 
ち虽 をして 化が ホ あの 上に 幸 あ 
る 燃 ホを 放たし めょ』 ご 云 ひ 『巧 
春 ホ國雜 おは 低劣なる が 辞を H 

本 じ 巧へ たが 質 明。 る 前 國な卿 

の お 米 H 本 火 使に 對 する 懇篤な 

瞒歲じ 攸> て 幾を か 化-非を 輕く 

した』 と 喝破して 急痕の 如き 巧 

手を おびじが 最後に 梅 患 王 殿下 

は 演ずた る 御 態 巧に てみ のかを 

を ホの 御 答辭を リ本韶 じて 述べ 

させられ 齋腾 邀锁巧 通譯八 巧に 

當 b 滿据 化な：、 中には 『プ ブン 

ス 朝を』 ィ-献 呼す る 乂人も あつ 

て 稀ち の 盛 况禪じ 宴を 撒した。 


H 本輪會 にて 御演 說內容 

午 夕 背々 兩 人に 對 しがを U 本 協 會じ化 b て斯 く賤數 むる 招を 

を 設けられ じる は 吾々 の 誠に 滿悅欽 がと ずる 所で あ b まず。 吾 

'吾は 過ぶ 兩 '; i 年間 硏兜 ピ絳驗 V 一を がむ H 的を なて 歐洲に 滞留し 

のた であらまず。 君々 は 今や 紐朗 のをみ 米 國を經 由す る； の 出 

ホるな じじつた ふを がび どす るみで あ なまず。 

恒久 平和の 樹立 再々 は 常に 乂歐ん の驚嚷 すべき 勢力 

ご 能力と. を 功 讚して 居 b ました。 がかる 势刀 及び 能力：：：； 諸 巧の 

の视 がめ 卿-がま 義 V 一ぶ 義的 おなご 倘 おみして 地球し じ宿乂 のず 

あを 樹立ず るを W てみ 一の 照窄 ■する 瞧大 ；：* 闽 家を がを るに ま 

つたの-たを ると 化は おじます。 諸 背のを 越せる 抱な は：：： 本の 吾 

窗 ごしても おを 巧に が 抵 する 所で わつ てな-し 巧々 はみ 通の 礎石 

を给 をし 待る みで あり' ょす。 耐 [て 化 礎石の 卜に巧 々バ 葦刘じ 

て- 个滅 。る ザ かごぶ ぶ どの 殿を を 永ぶ に速設 する；- いお 巧る 

ぶ'.. . るふを 確信す るので あ b ます。 リ 本は 乂越 のぶ 訪を 最高 

じ 巧 かする ので ホら ます。 ホれ は大 。る 歷お的 事實に 依らて 記 

おごけ じか，、 が ホの 際 ホ だせて 缺如ザ ざり しぶが が もので ゎら 

ょず。 お々 ， U U 本 協 肖が 兩阳 のぶをを をが。 らしむ る爲 めに 化 

おみる おぶ にに お だ' b る 、>; を識 つて 苗 ゾに堪 わ，；；* いので あら 

ます。 H 乂が 瞬ん の 化が め 巧觸を 溢-ず 4 i は喊 際め 關係 じが 

て 化々 ホ じ ホる が 解の 化驻 をが 巧に I が f る 所 W であみ ます。 

諸 巧の 事 策は A あで ホ b 亦遥乂 であ h まずが 甚 々は訴 おの 巧 力 

が ザ々 がての み附 じた おを おびつ/ .あるを を 切 巧に 慶货 する の 

でも b ます 0 

最も 愉 化な 記憶 今や 闊際 間ん 紛 巧を 事''- したおが 化 

はまつ て 図が ぉの 協調 5 親げ 化が 出現し つ： あを ので ありまし 

て、 本 巧の 如きけ ホれ 自身 •か 旣」 巧 化の 愣徴で わなまず。 巧し 

て 本 巧け お ホ 益々 闕 K 自身の 手に； てが 排ピら るべき 外 巧 的 

拘 端を 進 わべき 氣 迷に 際し 權威 わる 嬰 索 ど.。 るで めら ぅど 思 ひ 

ます。 巧々 U 没. むから 本 貪の お C ぶび お 貴 諸 巧に 割し が輸 化な 

るを が、 げお於 一筋.-- •すべきが 展ど瞄 故 ゐる巧 動を 祝禍 、本が 

: a , おにり 米雨闽 にがりち 恒ん のぶが vr 半 かの 絶 化み 徴ピ して お 

大に 赴か レぶ を も 巧す るので あ b ます。 吾々 両人の 麽 巧は 微ィ 

である じら 狗 はら 中 今夕斯 くの かき 微 待を 柴 6 ました，^ におし 

て 深 < 謝 ぶを おします。 旅 巧の 都な k が 靑に搜 らく 滞が する. と 

の お ホ。 いのは ホ だぶ がで あ b よす •か 諸君の ぶ 悄ど赔 遇 ごは お 

れ 雛き 渝快 。る 記 お.-, て W 俳の.：^ ホ ごしたい どが じま^。 


贿 殿下 御 一巧 

御動靜 

がが おおに 脚せ もれ 

■が 迎晚錢 巧に 御々 臨 

晚 秋の 夕 おも 巧ム 巧つ 

たぶ 片が 凹：：；、 W 治 犬な がみ 菊 

円 午後. 化が 中ム 脚げ^— 浮べる 


お 殿ど稱 せられつ、 あち 挪閱郵 

船む お 跳け：：： 巧. が阅の 皇族に 持 

まず 哨 をが 婚意 - rf 殿す 並に 姐 殿 

F 允 f 内 親での 御 巧を ホり' ょ 

& らが てが 巧の 滩口円 ものみ 帅 

なを 左-」々 波を 徽 つてな 居を を 

% じした。 をれ よ b 化き おが 顿 

よ b 巧が したが 义を桃 大巧 松 ホ 

が 雄 氏 尖 港-が 巧總颁 ホが が 阳 


巧 夫妻を 始め 游巧忠 おお 槐隅火 
佐 右な 藤 まを、 ぉ扩 大使 お峭武 
官 陸軍 大佐® 實 氏、 密橫 正を 
がわ 支 化-良 夕秀 化、 U 本 郵船 
會 社ち 化技阪 产宗雜 、一一 有 物産 
會社支 巧 長 旧八繁 二、 一二 薬が 事 
角刖支 巧を 上辭 一二郎 外數 巧は 
佛蘭西 線 巧 贿じパ 殿 ド 御 •巧を 
出迎 へた。 巧 助 r お燈が 燦然に 
る-頃 用 殿下には 

御機嫌み- 麗ち <數 

H じが-っじ 不良 のぶおに 船路の 
御疲 巧ら あら けられ； 船を W 下 
船 民の 惜しき 御が たお 手を 赐 
ひつ、、 窠爾 ごして 御 L 陸、 なじ 
御 出 迎の米 國大藏 ちを け、 駒 事 
探 お 並 じ、 がを 巧 長ょ' 特命せ 
る營 おに 巧る まで 握手の が をげ 
み も、 齋 お徳 領宰お 化 6^ 仰先靖 
じて お 七 じ 鶴 曲事 館 I よ > ま おけ 
たる 自 働が じ 狗使乘 松 平 尤化ホ 


親しく 晚餐を パされ、 齋 滕總锁 
事， を化領 一 郎 氏、 化 木秀巧 巧 
等の 舉迎辭 を 熟， むに 抑 傾聴 ぁ b 
特に 『巧を の テナ ァ J 膝 巧 義江巧 
の獨唱はが；；<>ら中御威興を抱き 
逆々 御 巧手を 賊 はつた。 ホ當巧 
S 脚 か 旨は かず も 超 けれど 倾め 
て 明 腑暢连 、縣潔 じして 而もを 
を 得させら むん をして 肅然携 を 
あさし めた。 築 六：：； は舰 尤狗微 
巧の 後 夕刻 總谢 ホち 邸-」 がける 
純 H 本式 晚餐を 巧され、 午後 八 
げ ザメト 。お ブタン 劇踞に 歌劇 
フエ ドラを 御が 嘗ぁ b 今朝 齋藤 
總 領事 夫妻 其 化 ぁ 数 W 胞のお 送 
禪じ がかき 游 おを 惜 まれつ、 ぺ 
ン 停車 媳御 出後搜 巧を 純て ホ 施 
頓じ 巧は せらいた み 第で ある。 

日本 賓易 見本 盡. 

朦間贞 司 氏經營 のが 城‘ 西 州ぶ 
西が が 日本 貿 あお 曾に ては 今 聞 


iiy 罰 i 街 引 

ド处フ 、ア スト" r じ 御 投おあ 


b 、 ホ テ A じて 御々 憩 午 巧.,：^ 帖 
ザ' ホ テ 作、 ア スタ r じがけ 5 日 

本 協を ま 催の 奉迎 魄餐 @ じが 寒 
願 あ b 鴻彥 す 殿下 だはが 巧む か 
き 御 巧 辭を賊 は ち、 撒を 後 巧 殿 


紐 育 円本 人會 

常例 講線會 

が 育：：； 本人 曾 じて はがる + 四 

り 一 i 階) 午後 八 巧 ザ 本 乃の 常例 

雄が 會を圖 馨部ま 猫ので じ閒く 

る ごな つた お攘 所け お： 立卜 k 丫 

了 白 Y •M , し •會 がで： 穩 

胞 のホ聽 をみ 例 でし、 化つ 歡 抑す 

ベく 當が バ圖害 部委员 だで ぁる 

一二 莖が巧 紐 巧 ま お 良 鈴卜益 1 1 1 

i 經濟講談 J の 題ド じ が濟問趣 

をが ホゐを がら いな 術 ピ謀淸 

L 重 話のを あ。 义藝の ザ® じ 造 

詣 巧き 文學十 石木 ー ザる 巧： i 『父 

藝 縱談』 -5.」 が满 する 巧で あるか 

ら龙 かてが 益 皆满演 曾で^ ぅ 

.こ 期が されて 居る。 \ 

下 御 揃 舞踏 蛮に 狗乂 お、^ の 

ダンス じ 御旅 情を 慰められ でが 

格 ザ ホ テ" じ脚い S 舘 かげぅ た 

幾 お U は 株て じ お 御 滞' が 中- 

御 懲攀の 

''コルフ 御 競技の ため 

午自働 ホに てが S 郊外 ゥェス 

チェス タア 、ビ 4,' モア 巧樂が 

がける" ンク にが 瞄煤 わらせら 

いた：^^脚出發がホ ブ ^ の大膳が 

ォスヵ ア巧御 東海 中と げか おモ 

解 街陪化 ホブ^の フ jb ボ 

中 御 お 巧 あ >、 妃殿下に はじ 出， 

ょ 6 削機帶 もら I 褐色の 御 帽子 

述動 服、 ビーチ 色の 御 巧に 御輕 

裝 あら ゼられ 御 出迎の 一行 ご 共 

に兩 宮殿 下は ピ^ト モア じて が 

巧ん 御 慰み あ b 、 化が 火 使、 齋 

滕 総領事、 巧 崎裤の S 氏は 城 意 

' r ^ 殿 h の 御 相手を ホ".、 旧島繁 

二、 巧 ホが； 郞 、森 旧 陸軍 乂佐 

の 一二に が 殿の 御 化 ホを 承つ じが 

跳れ も兩殿 ‘卜 の 御 技倆に 嘴 服し 

た。 をり け 兩 殿下 举迎の 爲め问 

，ン ク陪 'が-競 おに 參 加した 熱 >む 

家は S 十 おを 越る て 巧た どる ふ 

© : だ ^^夕刻御邮お御 

々憩の 上當化 開かるべき がが！！ 

胞 のお迎 乂晚錢 肖に ホ 臨の 御用 

i 化ん， り、 午後 八が 巧 別 第 S が 所 

報の 如く 四' C 巧を の 同胞 ご 化 ハ じ 


十五 淋じ 見本 卑 'を 創設し H 本雜 
貨 、な 圧： & び'',— ^ を 飾 類 商 お 
の 卸 化 义じ應 やる を ごな つた。 

•がけ 口 本ん 曾 哪事會 本年度 
游 六！： 姐け U 本人 曾 理事 曾は 次 
週 化罐日 一 •十 円) 午後ち 時卞ょ 
b 巧亭 がに 於て 開旌 、札舒 、圆 
書が を 貴 曾の 報吿 、寄附を 慕 集 
持 別を 員舒の 報吿等 ある 常。 
•ミッチ ゴ * な 縫學校 巧 一一 一十 
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!^5 ' が 今 ゥ ィ ー < がでの 風評 じ 

化い じ、 に S 波乂 しじ 理山 はみ 

米の 巧 本が ピ捉携 してが をへ 2 

は贸を ホめ、 こぃか 化 巧 ごして 

濁 化 U を- 5 役 巧を なて 巧 萊化お 

み 巧 胁ピィ るら、 を泼巾 おを 铁 

洲 U 水め て 爽义ご 殺 ザす る 化り 

じ、 み乂 •かお 巧 ホを 染め 化'‘ ご，， 

い；！ シアみ が 戍を削 化ず る ど 云 

ふ —ん るら 一 ^ L 

; がよ b あえる じら だ、 巧乂 

ご S 怯な わが 蹄の 涅い U シアを 

祕 逸に'; 巧 マる ピ 云 ふを じ、 口 

シグた 無限が た 化シ駒 わし、 あ 

のち 入。 人：： を甜 手に 怖 巧す る 
ここが 颇 るか 巧で ある こくは 夕 
論で わ b 、 恐るべき 獨 を S 旋ず 

おか 賊ホ かみよ b をのを を 際し 

。シア じ 赴' こど バ 、•典 乂の不 

安を 际よ ずる 一カ ホで わる かも 

知ぃ の。 

併し乍ら 视 化の 网際的 蒂驳化 

給の 曲 則が、 躲 して ごやぅ。 地 

巧的お域^:制をじ從ふこぶがお 

ホる か. こい ふこ どは 泼 '''疑問 ど 

し；；：*^ けれけ^ •ら 20 殊に 斯る貸 

^附 けがち お朔 じなる ものである 

ご お-し、 をの 捲 化 ごも 云 ふべき 

n シアの む 治 組織は、 お 乂ご氷 

がか 軒れ ざる も のぞ/、、 從 つて 

斯 るを 激 協を がおかす る お 巧た 

械 めて 砂 U いものと 觀 巧した け 

れぶ 。ら ：2。 

今 W の 協を が柴 して 風が のか 

きらめで ある や' を や、 をれ ずら 

もな 閒 であるけれ f も、 喊洲化 

輿の 化を 機を どして 玫 おのに 相 

反 ィる英 ホの お 歐か治 脚 係が、 

を 細 ホ おして 化-をす る S 化 わ 

る T と 一一、 巧 等の おら 留 なすべ 

おでんる- 膚 ずる。 

11： 胞 失業者 增加 

巧 年が をに 入.，-, て 巧 人の 注意 

を お、 もは 问 肥を 幽 をの 就 働が 

-態ど 独肤が 態で ある。 世界 乂戰 

'前後よ b . 1 十 蟲乃全 I 二十な の 壯 

巧が 家庭 巧 お'' パ おじ 加 U つたの 

け ホ 巧で んムが ホ內が 齢け 依然 

おまつて 化く •ホで あ么 。随て 

间胞 巧概 おの 健 娘狀悠 •し 均—' て 

はを C . じな 甚ム 化な を挪 はわ じ 

人. 一.--- 灼 。柯 がで もが お说 热の氣 

かで なをみ ti 人 A を 樂觀寸 ると 

にがてな W なお 化 ホで 主-ある •か 

餘 りに ホむ じ 化れ て 朔賦德 例の 

一裝 ホに 瞄へ ざるは 颇 る化險 -じあ 

; る. 4 を 自をイ べきでは ぃよ いか C 

が-- て閒 .、邮 に 化れば 掃 近の 饼 

働 化 態は 湛 もが々 しから や、 顿 

を 閑旋巧 巧ん 巧 じ お 入ず る 者は 

北数激 がの 侦巧 はを しいが ジョ 

ツブを 巧る のか 非常 じ ホ 偉で わ 

る ご 云 ふ。 巧し がちを 中、 む どす 


る刚 力に 家庭 巧 蝴の廉 をが 少 じ 
い G らば 帘 をの 姻 えた お 部フ。 
y ダ 州 > イ 化：？ が 悄を調 おして S 
一二 五々 南'， なる の も ぶで ある 
時に、 自 d の懷 中を が‘ 屯し 
誤 まれる 一 揽 でを ホ窮 r 蒂せら 
れ乎 自給 自 おの 經濟を ミ 持して 
瞬を の ホ 節に おする お 備 をし。 
いご' 个 '測の お 拐 じ 化って パ プリ 
ツク •ナヤ— ジ くな 么 をが わご， 


ぅ。 化機會 じがて 自ら 放逸 城賴 
を 操 巧し、 善な 时胞勞 軸 ザ 
を 成嚇符 あして おを の 巧を 獲む 
，こする がかき 不 な' 个 純を 半の 跋 
居を ら監 做し'- 亂鼓狼 籍を防 
お 1 るな 自制 自戒が 必 をで わる 
から 勞慟’ 糾合が 巧し が顏 して ゐ 
るの リ ら化づ 巧るな じ 適 當の描 
胜を 謀す ベ <轉 ば： 3 先き のがを 
がふが よい ごを \ る。 


勵ハ义 の 墳墓 化". 

宮樣が 花環 御 贈呈 

を 都に 於る 朝を 宮殿 下 御動靜 


權の 誠总じ W 賴し てこれ を 一巧 
ずる；と；：=*つじが、 り本化あは 
この 脚 稅增收 •1 伴 ふ 政が 侧の化 
をが秘めてを乂であるゴいふ； 
を w ' ts 如ぐ 述べて & る。 『支 
恥じ 割'- る 信 なじ 就て は 先 
づぉ那 自身 S 

不凹收 借欽整 巧を 必要 ご 

すべく この 爲め •し 先イ 整理す ベ 
き闕 償は これ _> v - 圏外 & び掛 内を 
憤を 一 化 ごし 關税增 化を 擔化ご 
ホる を 僮を お 巧して 瘍償 ホ濟の 
資源 ごすべく こ 的を 憤を 債權者 
の擔 化に 入れて 磅 憤を 漸進的 じ 
ホ濟 しを み 利华の 如き 支那に お 
し 帷ムる 限 b 低利で あら G けれ 
だ じら «』 云々 ど。 

佛驟 提唱で 

軍縮 下調叠 

ネ ホして 聯盟に 

日ン ドン 九 H 發 ：= 最も 信賴す 
べき 筋ょ b 视れ たお 道に 做れば 
フランスめ 府バ化 蝴瞬際 嚇盟總 
曾で 巧を しじ 軍 脑縮少 會證を 重 
乂視 しが じ。 力 八ノ會 簾^ 平和 
燕を も あるので この 際國内 財政 
整哪 及リ割 外信 用问 なの 怠 ホ じ 
て 軍赃滿 ホの ド 調査を を 國に提 
喝 i 聯粧 越は ホ づす单 及び か 治 


に 次期 號禽 S 問 趣を 粒 化する お 
'勢で ある 〇 



ワシ A トン 特電 八日 發 U 昨 H 午韵十 時化々 の 列 単で ニユ！ ョ 
i クを御 出诞、 7 キラ グルフ キア V 一 御 觀ホわ b し 胡を ち 殿' 下 並 
びに 妃殿下 U 昨タ ユニオン 停 お 巧-‘ 御 到着、 ボワ _ イト ウス 
化 お、 風が 巧 化 おあび じ郎 ホ々 樵た 化 化ず お 雄に ホ 妻 及び 大使 

舘拉 、片巧 巧ん 巧の お 迎グず バられ ，御機嫌 麗 じし <ウ キラ ー 

ド •ホテルに 御 投がホ ら。 殿下 « 御微 むの 御 おを 乍らん 統領 ク 

—ブツ f 氏け gf ミ 御 待遇 S てし 本り はク 削 出 レて 調 f を^ 
化谢夫妻んお持にて大統规專川メィフ『ワ1號の抑-转客ご|て- 
ポトマ ツク 河の 巧 媒を御 賞 ホ わらせられつ} 大統領 夫妻を 始め 

どし 陪資 S ホを におし じる 齒な 長官 グ U ツグ 巧 夫妻、 新駐 H ホ 

蜗乂化 マ クゲキ 氏 夫妻、 大統領 副官 シヤウ ツド •チ 3 ニ ー大佐 

ライト 中 怯’ 御 M 伴 3 化や大 化ホぷ 、化昭 す 爵をど 柿々 打 解け 

たる 御 懇談 あら、 御 書發を メイ フ ラ。— 号 じて サクれ たる 後 マ 

ウン ト •ゲ アノンに 齒父フ シン トンみ 墳 患を 抑^ 脚、 类事 。る 

化 環を U 本皇连 のをに 依 6 て 御 贈呈 あら。 午後 ご! 一時® 十を I わ 

はお 軍鎭ザ 府に綺 着し 御 化 憩の お 化 ホ乂化 官邸ぶ て 晚餐を おさ 

れ たる 後、 巧け 判 車で シカゴに 御出發 、同地 御を 雨の 後 ナイ ヤ 

ガラ潑 布 じ おかれる 堂で わる。 


星 一巧な 下 

有罪の 判み 

まま 特電 十日 發 u を灣 帆化不 
正挪下 事が に關 する 星 製藥會 
社 社長 星】 氏 お 化に 對 する 裁 
判は 本り を 化 地み 媒^ 所に 於 
てが 決 あ 6、 星 一氏は 罰金 S 
千圓 、木 村' 關 等は 二 千圓宛 

及びな 二十 方圓 のあ徴 金を 言 

渡された。 


シ井 リア 

自治 禮賦與 

义 官^ 督制發 が 

バリ！ 化 H 酱 u 尸ン "ゲエ ー 
内閣は シリア の^をず か 的ず 
段に て錢滕 する：^ みを 樹立し 閱 

題の 軍事總轉制を^ 1 て 文官總 
督 かを 發 ホし マタ i ン化ま 筆 じし 
て 上院 講員 である i ヘン リ •ジョ 
— フネ 八 巧を 総瞥」 巧 命す る f 
共 じ シキ リアは 今矿 フランスの 
委任 統治 どす るら： に對 して 
は完を；：^る自治^を賦巧すべ < 
次期 誰會に & 府告下 て提 おす 
る尝 であるが、 方を 地の 叛徒 

は 假欧府 を 樹立 4 ■て 革命を 呼號 
し アラビアん 叛なも デリ ゴスの 
叛徒に 投じて 要ぶ を 築き 戰圃準 
備に 怠らな く ダ-ツヵ スの假 を 

をは ラ ド マン •パ シア •シエラが 

ユを 軍事 總督 じげ 卿した どのが 
道 か 達した。 

ベィルー ト化 リ發 U シキ リア 
S 叛乱に 側 職し み 歐驅逐 艦 二を 
が 化 お 米-^ が 護 己 か ホで 旋治中 
である i じ對 しつ グン' ス 官憲な 
頗る 不快 ごし 佛が 官憲は 叛亂じ 
對 しホ齒 A を おみ 保護し 得る じ 
も 拘らす 米國が 55 懸 をが 遣し わ 
のは フランス わを；？ 不信 化を お 
明した もので わ ふ.，'」 稱 して ゐな 


使を 辭 して お 父 お 御用 掛を巧 命 
したが 權助 おはなち 陛下ょり お 
殿下へ 御 ふ 盛し の i をを 携帶本 
り。 ン ドンに 向け 出發 した。 

德 W 家ぶ 巧 赴任 

ま 京 特電 九日 發 U を洲 シド こ 
1 經颁 串に 巧せられ し 徳川家 正 
氏， J 本 n 巧 地へ 向け 出錢 した。 

萊を人 U 稍增が 

まま 特電 化 日 發 U お 制 調査に 
化れば おぶ S 人口は パ 化 十八 巧 
打を じて 削 年ょ b と 刃 人の 巧 加 
でみ る 0 

海軍 異動 顏觸 ： t 

まま 特電 九日 發 U 化； 後の 海軍 
異動 内定 ゼ るか 左の 如し。 


段 巧辭意 堅く _ 

關稅 會議巧 憾み^ 

東京 特電 下：：： 發 U 支那の 時局ぶ々 重大な らん 

、こずる 秋に ぁたり 臨時 乂 総統 段 巧は 張 作 霖將軍 

ご 漏 玉祥膽 軍の 提携が 質 W され 吳佩ぞ の 再 

起、 孫 傳劳將 軍 S 活躍 等で 支那 6^ 統一 前途が 益 

益不を •、一な りたる に氣を 腐らし 嚴 職の ホ 意を な 

せる 模檢 あり 爲 めに 關稅 會議の を悲觀 する 

あが 多くな つた 0 I 

化 巧 化 U を：：：： 張が 霖將軍 ご 狼 玉祥胳 軍の I 一が 會畿 はを じか 裂 

が おじ 陷り戰 端近く 銷 かるべく 張 作 霖の軍 除ぶ 漸次 退却して 化 

をの 化 方け 廿哪の 地な じ 東 S 省の 軍隊を 集进 てつ i ホ b 。 1 ホ 

あ 鎌 派 も戰瞄 じを b なく 化 京 城 內の媽 韦祥軍 像は 頻ら じを 磯し 

つ i あるか 風說頻 々ごして をの 眞 相を 知る じ雞 きも 內亂 の擴大 

は 避け 難い ど觀 測され て & る。 \ 

靑島乂 H を； = 吳 佩ず-化を 蜡槐 する 湖 化 省 軍 進^ がの 爲め巧 一二 お 

の軍隊は漸み退却しつ>>あるが河お省の軍隊は55^載開始の報に 

おし； 巧 おがの 巧：^,」 恐 化しつ f あら。 山 東ち 擅 軍は 自己の 幾衞 

おょり 殺 寒さ むん ごし 第五 化 脚を も 部下ょ ら擊殺 ごれ たどい ふ 

風説が あるが、 を 化が 民は 東 一二 省の 巧 除 二 巧 人が 乂 a まんとの 

報に おし いづれ も おおを 恐れての 戶を 鎖し つ； あら。 

中間 關稅夕 協 成ぶ 

日米 及び 支那 提案を 基礎 ごし 

ワシントン 九日を：：：； 支那の 脚 1 H じ 届ら これが 善後策 じ 測して 

税自ま 權ホ認 に 就て 列强化 衣は I 調を 中で あつたが 遂 じ^か 協が が 

乂 化に 於て お證 なき も 自ま權 施 j ホした。 挪も乂 國を權 ^ クム レ 


ムソリ ーーが 

檢擧 化モ撒 まる j 

。 1 マ 九り 發心壞 太 利 VJS ^ 


巧 前の 中 問挪稅 じがて W 心' 支那々 

び ホ 國をご 

日本 案 の 間 じ 桃 率の 相違 

あ b 、 宵 雄 進巧委 封 會に ては 蚊 


1 より 

國務省 


じ 速した を おじ 


れば 日米 化 おは 両國 の^ 案 ごち 

那 をの 調節は 一が これ 心 ミ那を 


本 政策 どして はを 幽の 武力を し 
て 剑底戰 ずを 誘發 せしめ。 い 程 

巧に 縮少 1 る 皆で あるが、 提唱 

の 重要 事 巧は 左の 如し。 

(1】 戰 ずじ對 ずるを の轉家 

の 軍事、 が 政ぶ 地现 的が 態。’ 

(一一】 平 か 時じ對 ずるを の國 

家の 軍觸狀 態。 

で 二】 伞時狀 態ょり 戦時 狀態 

に 移る 際に 於け るを の 固 家の ず 

備 並びにを の 潜勢力。 

〔四】 聯猫 規約 窠 十六 條じ勤 

する を 國豕の 協 方呵能 性。 

【五】 侵略の t の お 則 ど 履 巧 

に對 する 可能 牲。 ^ ^ 

航空 調査で 

會議撥 犬 か 

米國睹 軍の 內註 

ヮシントン 九 U 發 ；；；；： 目下 軍法 

を 講じて 化 人の 巧を を惹 きつ i 

ある ミッ チェ ー八 大 をの 米 國が空 

隊 ホ 難事 仲は 愈々 激吿 側の 辯 論 

じ 移る も ど；： ♦つた 化 ミッ チェ 八 

大佐は この 辯 論 小に 於て 巧び 米 

國陸触 お 航を隊 のかで 爸曝繁 し 

飛 巧 術に 經驗リ きお 管に 依 b て 

ち 配され つ！ ある 弊 富を 舉げ更 

らじシ ナン ドァ ー 號堅 落の 眞化 

等 じ剛聯 して 秘密を 明るみ じ 啜 

滚 すべく 最近に ま b 随 軍部 內じ 

て も 大佐の 言論に お荫 する 高官 

'速が をが 軍を 會麗を ホ 雜 しつ i 

ある 爲め 軍法 會戚 は宫が 惦大し 

て 航空隊の 一 i 査 ぶなら おら 


戰 記を H に ムツ リニ 首相が 满範 
ずる 隙 巧を 殺審 せんどし たる 障 

謀が 發 見され 首謀 おどして 社 
黨議員 キ ァ ボ チ み約で十名|1 
賴 々ご 捻擧 され お 平 益々 溃乂 
の模 巧で あるが 攀矿翻 e は 今 お 


命 軍み 報 出 化 
命 軍 か 部 お 化 
命 軍み 部 あ 化 
補 弗み 郁參謀 
補 第 一 艦隊 參謀長 
補 第. 化戰隊 词か官 


山 本を 輔 
四 湿を 補 
末み 信 正 
上 お 啓二郎 

离橋ご 壬 口 

鳥' 盤 玉樹 


の 陰謀 じけ フラン < の ホ產黨 ち 

じ も 關孫あ b と認 W を 方面から 

訊 猿を を 集して ゐ) が 事 化の 朽 

を U 明白で あるけいでも 譬察挪 

としてけ この 際徹 的む 檢擧々 

針を 採り ファ マシ、 黨 幹部では 

悉ん V . を 口 毎に 人 了 派して 證據 

の宽 集に 努め この 陈な ファ' スシ 

モ 派の 一掃を 期 巧で を 府 S して 

も 近く 激化 政 f でて 秘密 結 tt 

の 撲滅を 巧して ゐ 6。 

バリ ー 化 扫發： IT 。 1' マょ b 蜜 

した 蕾 報じ 化れ じす ァスシ 3 

黨の旦 頭 パビノ •力 9 バグ ザ 

軍は 今回のを 蛇' 陰謀 爭 件に 

速 座して 逮捕され K 。 お’ 巫は 巌 

を ホ 威ょ ら歸 國し將 がの 部下で 

ファス シモ 軍隊 ミ 衝突した i も 

あつた。 が ほ 陰 謹 P . がの 中必人 

物で ある 前 社會黨 bw ザ ニが こ 

のを 判は 首相が 陸!？ を 兼 巧して 

& る 關炼上 軍法 會廉 じ姻附 する 

•と ご る で ん ら ぅ!^ 

日本 建擲 計畫 

ま 京 特電 十日 發 けが 亢 節の 巧 

辰を 卜し耕 U 本を 姥設 すべく 全 

國 一齊- じ建歐 をを 腊 さんご 宗教 

蝴 体、 社會 拳を ぶ 等が 目 f 針 鼓 

中で ある。 

林權巧 男が 渡英 

東 ま 特電 九日 發 U 整 じ 英風大 


H 露 合 辨の銀 一れ 

まま 特電 九日 發 = 資本金 一二 卞 
巧圓 、紙幣 おけ 權を朽 する 日露 
を 辨銳巧 設立の 計畫 進み 〇 シア 
侧 もこい に 柯 愈して むを。 

鈴 木錠藏 巧檢擧 

東京 特電 九日 潑 u 高 柳 挣之胁 
巧の 選を 法 違わ じ關聯 -- 前 化 譲 
中 鉛 水 錠 藏氏檢 蜜 さぃた。. 

明年度 公債 計畫 

ま 京 特電た 日發 U 明年度を 債 
計 畫は一 股會即 一億 圓 、特別 會 
計 五 千巧圓 (み 锁鮮 一千 方圓鹽 
道 四千 巧圓) を 計 一な お 千万 圓 
るが、. 發れ力 法は 預金 鄙が 之 
を 引を け 郎化 お賣お L のを 募は 
だ おど 云 ふ。 

白耳義 皇帝 還 啓 

ブラッセ^ ス 丸： 11發= 銀婚式 
御旅が中^^りし ベ グ •*1皇を技 
び 皇后 陛 ドは 豫 をの 如； コ ロム 
ボよ b 日本 郵船の 諷訪化 じ街乘 
船、 本 H マ 八 セ！ ユじ御 k 陸 ぁ 
ら巿 ほの 熱誠なる 歓迎 狸-し 還醫 
された。 

伊太利 政府 謝罪 

•へみ グン！ ド 九 H 發 1= 伊太利 
政府は ユゴ •ス ロゲ キア 政府の 
かを 巧 惑を 涛つ迄 もな く 最近 ッ 
エ スト じて フアス シモ 黨 員が 
ゴス ラゲ キアが 事舘を 襲擊し 
報 聞 社員を 傷 パた 事件 じ 就て 直 
ちじを まじ 謝罪した。 

上院 ご 减稅總 額 

ブ シン トン 九 y 發 I ：;:: 上院 W 較 

委爵會 にて は委旨 長 ラフ ォ レッ 

卜氏瓣 まの 矯め じ 韻 觸れ】 變し 

現 政府に 好 盛を をす る 者 多く 來 

年 獲の 减稅 方針 t ? 火 化に がて 大 

藏省 案を あ 礎と して' 一摄 巧よ 

お 臆 弗ど假 定し當 時の 火 藏省說 

明を ぶ 礎 どす る 政府案を 提出 ど 

みした る もは ホ 篤 議員の ぞ數及 

び みか 黛の 不平 か S ' は 協 阿して 

下院 巧みの 减稱 案に 反對 し株揣 

なる 化 稅をホ 張す るで あらぅ ど 

觀 測され て ゐる〇 

お炭罷 エミ 政府 

ソ シン トン 化：；： 發 U 米 厨-硬 炭 

缴從業 真の 罷ェ に賊 蹄し' ィ 


ンド 巧け 本 H 大統 锁ク 19 ツデ 
氏を 訪問し 現が の 趨敦に れぶ 
が ニヶち じ.. 瓦ら 硬 お 需耍じ 耐え 
得べ しど 吿げ をつ 職 炭化 用 S 山 
じ 就ても 富ぶ したが 政が の罷 T 
干が じは 蚁府 としては W が个转 
成の 怠 巧 であ/ ~ 。 

.故 大統領を 辯 護 

ヮシントン 九日 發 h か 上 お 進 
員へ ンブ！ •カホ ツト •ロ ツチ 民 
がを の 遺著の-節：」 て バ ブ —會 
魏中を權隨員のホ ヮ ィ ト氏：？>树 
皮に おし 職 盟じ戲 する 上院の 態 
度を 質問し じ ミに 械聯 しこれを 
な ゥキ八 ソン 巧の 指 金 でんる ご 
み 整 しれ、 i におし 氏は をはを が 
自 をの 怠 志 じ 基いた 巧爲 である 
ど 大統颁 を 辯 護し わ。- 

米國で 公債 募集 

ブラ ツセ 少ス九 n 發 u ベ ^ ゲ 

—の 財政 委員 はげ 日 渡米の 送-し 
就いた が 一 わは 巷 米 後べ^ •そ 1 
議 脅の ホ 白戰時 負債 决濟 條約批 
准を 保証す る ご 共に 一億 丑で 万 
弛のを 償を 黨 集すべく 义國 財界 
お 力 者 ご 巧 渉す る 壁で ある 0 


新 財が々 策な 對 

ハ リ H 發 U 户ン作 ゲエ！ 

内閣は W 政々 策 整 巧の. 第ー ホ i 
して 一が の 賓本諫 稅を盧 ホす る 
徹 を的稅 職の ドに 或る 期間に 直 
る ィン フン ！ シ ヨン を •疆議 中で 
あつたが 雜 曾が 政 委員は 十と 對 

♦ — 


十四 喪で を 巧 じ-- れが ななを ホ 
め 一柿の ま拂延 則を 提 誰し ィン 
フ レー シ ヨンは 絶 掛じ排 巧す る 

; を 要求し じ。 

離； の！ 俩‘ド 如 • 

♦が 想 停電— 屯审脫 線すべく 
做ら じみ U し、 が 集 之を 神 進め 
ん とする もを は 方向を 知ら ホ、 
どい ふ 名文 句を 巧 頸 じが 育 同胞 
大雄 辯を が ぁる。 込を ひます か 
ら辯 ± は 順々 じ わ 詰めを 願 ひま 
T す〇 チン チン 0 

♦殿 ドを 御 お 影に 巧つ たがが 
みの 役人が 仲々 わ 取み をして 吳 
れ*^い。 「實はお字新聞の者ら 
居らます が」 VJ 云 ふたら 巧 速 刺 
が述 じられ た。 皇 まど 國 民の 接 
近じ禍 する ものは、 この 手の 小 
& 冀 々たる お 役人で 御座る。 

♦:巧 途じゐ るゥキ が. ソンと な 
ッ デを 化ず じを 樂で ゴタ が 
起つ てゐ を。 御苦勞 千万。 

♦え 固では 贼稅 額を 巧 山 じす 
るた めじ 上 ド顶院 がか 巧 どなつ 
て喧雖 をし 化な お 勢、 り 本では 
が 軍 渡 張じ藏 化が 腰を がつ て內 
閣の 危機が 去つ てなる。 

命 大が尊 ホ ごい ふを 僧が どぅ 
やらを 集めに ホ 劇へ 本た と ぁつ 
て ごた ついて ゐ る。。 を 難い 話な 
や U ぃか、 喃善巧 善女 諸君。 

♦社を 期に 入つ て デン ナ ー が 
棒が を 地を 徘侧 、貴 婦乂 はを 製 
警を 呼子 笛を 獅 一し ォペラ 見物と 
は、 當 豪もキ ぃを 巧。 




r \ 

が 


5 
W 

6 
N 


讯 

A 

- 

6 




ィ巧 
道 十 

をを— 名 
迪 S / 常な 

報 反 t 
叢 1 1 ぁ 

苗^ 

測 事な 


UJ 

C 

n 

6 

nB 

A 

ffb 

n 

s 


Ifl 

A 


IK 

0 


y 

巧"^ の 
か 的 

^ w g 
e n 
を N 
頃 
註 

が！ 

.f ご 

本 加 w 

旅 T 

お 


• 1 

r 

e 


n 




訪放 r 如 

が ， W 巧 
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♦ ♦ 

ケ火ン トナ •シュトラ^ セの 

と ある 藥補 崖に 飛び をんで •ア 
ス ビリンの 小包を 買つ た。 する 

V 巧の ホ 人を らしい のが、 

「あな：；：； は ドイッ 舜 をょ/、 話 
します ね。 巧 時 ゥキ！ ンじホ 
ました か。 ウキ ー ンは氣 じ 入 
らました か」 

ごを 想を ふろ まく。 

オペ 方ン テア ータ 1 の おくの 
寸 した レストラン トへ乂 つて 

午 飯を 食べた。 を 事を 濟 ませて 
ダグ デ 0 1 グで 預けて 蹟 いた 外 
をを 巧 化ら うとす る ご、 恶 A の 
わ 婆さんが もれを 渡しながら、 

J これを 縫 かけて 置きました ょ」 
ご 云つ じ。 をれ は 私の 外 奪の 襟 
の 巧の ひつ かけの 紐が、 イ タリ 
i の 旅 巧 中 じ 切 n て、 不便な 思 
ひをし^^がらら、 なほす限がな 
くを のま i じして 展い たものを 
縫 ひ 化けて 廣 いて くれたの だ。 
お 裳 番のわ 婆さんの この 親切は 
をれ がた どひ ナップを 墳ふ 手が 
か b からだ VJ は 知つ て & る けれ 
共、 しかし ベ^リン あたらで あ 
れ ば外替 でも 幅モ でも、 た r 事 
務化 じおんで ほうら おす やう じ 
して 渡す のど 比べて、 ぶ 優し さ 
が踐 しかつ じ。 

ウキ 1 ンは人 U つ こい、 レフ 
アイン された 都だイ ーい ふ 威 じが 
愈々 深くな つた。 

フランッ ，ヨ！ ゼフ •カイに 巧 

ん で、 そこの 魚 お 谣でド ー ナゥ 

S 流れで 獲れ た 触を、 船の いけ 

すから 網です くひ あげる 捲を 見 

て & て も、 ゲオ チイ ー ゲ •キ瓜 

ヒ玉 S 前の マキシ ミブ アン* ブ 
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ラックの 暖か。 口 影に ずが 速の 
巧を 眺めても、 柯 ごな L じんな 
つ こぃ 氣 持が 潜ぃ。 

遥事 をの あたら、 プグザ テア 
1 夕の邊 、何 どなし じ 物 寂で， 
却て 一 禪の懷 しみが ある。 マリ 
ア •ブ レー ジェン •ブラック じな 
つ マリア •テレサの 鍋 像 も 思 ひ 
なし か 少しも 恐ろしい 氣持 がし 
なぃ。 

パ ー プマブ グプ家 何が 年の 鴻 
圖 跪く 挫けて、； ン ゲリ ー は 離 
れ 、ボヘミアは 去ら、 ポ！ ラン 
ドは 獨 立し、 セ 八 ビアに 化を 割 
かれ、 ィ タリ I じ 海を 奪 はれ、 

不 生を 的む 大都ゥ キーン のみを 
殘 された ォ ー スト VI 、 思つ て 
も 直 じ 一 鞠の 哀傷が 簇 ふ。 落魄 
しれ 大家の 遺孤、 を こじ 柯 ごも 
かれぬ 人 なつこ ひ & 持が 通 ふ 0 
この 都の 化に 績くコ ー ベンッ 
作の 山に 巻る。 

を 良の 一二を 山を 後から 後へ ど 
をね た 棟な、： 協 かな 曲線の 山が 
山の 後へ ど 重つ て、 段々 高まつ 
て朽 く。 淸ら； ^ 草、 化ぃ 木立、/^ 

02 まぐ るし い 西 ヨ^ ~ U ッ^の 5^ 八 
沛を他 巧に、 フィ n ゾフ 
! する じは、 いどら 化應し 
である。 寂 吳の天 化 を 、木立の 
奥 巧く 極ら かな 歌め 聲を 寄/* る 
は、 誰が 家の じ， ぞ。 一 
•夕べ の誘じおまれはじ也^^ゥ 
キュ —ンの 町は、 塔の ぶ 端を^ み 
殘 して、 ぅねら < ねつむ ド个ナ 
ゥの 流れが、. 彼 ホの 際涯 一/消え 
てが く。 、 

なは このが 巧本當 じを つ 
い あ 持に 懐かむ たを はみ かつた 
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Midori Matsumot:o 
38 む st IWe. C け y 
Tei. Washington jjeights 0437 


Imoto Bros , Inc. 

(Formerly Maruhachi & C 日.） 
17 East 17 th Si. N.Y. 
Tel. Shiy けな nt 3959 


H が STB る 目が S 閒 . • 
45-47 E. 20 th St. 

Tei. Caledonia 9755 


Mi な . Blache Fish が 

1264 Lex. Ave. Cor. 85 th St. 


KER 民 底 MAYO- 巧！ 

iU 巧 ' 71 益 U Av た 
旨が. 邮左 & 1 お s. Telephone Regent 2909 


を 向 人 本日 

巧專 靴型 小 


驻 小き 高. 驻 小き 廣ぶ 小き 巧 




Dr*. Ci •比 Mariin 

DENTIST 
7 が Lexinghm む e. Cor . 巧化 St 
Phone Regent 2457 


DR. H. A. GARDNER 

DENTIST 
19 E. 61 st お . M •な 
Tei. Regent 71 が 


Y . げ〇 

1 お Ees け 3 rd お . 
む r. Lexington Ave., 


NIPPON THiL 邮 睡郎 . 

3 郎 W . 巧れ お 
Tei. Columbus 4173 


Nippon Dry Goods Co. 

12 S 1 Sraati 沒 巧， C お， C 日 r. 3 ht Si. 
Telephone Penn. 53 郎 
お 細 お 51 



PHE げ S も PE 郎 Y 


3 Maiden Lane N. Y. 


て 細冶鍛 銀を じ 幷お脚 ミを 

頗ィ i 雙匠 葱が 梟 


Koike Studio 

43 ? 5 化む も 
Co しが 化な . 

Tel. Caledonia 6 が 4 


Dr. T • じ Takami 

176 Cumb がが d お . Srooki が 
Te し む巧も が iand 231 ] 


E.E.Yoshii,M.D. 

3 が 化 7 W 化 
Tel. En が C 她 お 3 日 


I 

んし .CEASA も M.D. 

欄 East が 化 な r 細 
Set. Park & Lexing わ！！ むが 
let. Lenox が ? 3 

喉 咽 鼻な I 

間 時を 診 
午 正ぎ 時 十 前午自 
時 八 まが 六 後午自 


TOYO N. TSUGARU 

SCiEHTIFiC JAPANESE MAS が UR 

538 W.179th Street, 
Phone. Wadsworth 5942 


K. Iwamot み M . 氏 

114 W, 70 比 St. 

Tel. TVafatgar 0352 


KANZO OGU 反 I M l) 

214 Hi がな . Brooklyn 
Tei Cumberland 1080 


Y りな 0 N ほ HIMUR ん M. G 。 

2 郎 Wesi おか Street 
_ Tel. Overside 08 お 


Sabro Emy, M. D. 

7 お Park Ave. 
cor. E. 72nd St. 
Tel. Butterfield 9324 



郁 鏡 眼 


巧 再. 節調链 脈に ホ腿檢 

F. I FREDERICS CO. 

臀 ' 巧 瞄學乂 町: 比倫み 
136 E. 59 th St. 224 L 14 ihSi. 

り 44 Srd ive., bet. が ih- 87 th Sts. 


T. KASAI 

Marchant 

Tailor 

作 

TIMES 8 U!L 0 tN 6 
Room 3 Q 4 
NEW YORK 

Phone 
Bryant おけ 


KOSHIBA 

STUDIO 

展寫柴 小 

681 FiffinVe ； 

Te し Plan 3212 

Branch な udio 
Wesimins わ r Sired, 
Providence ぶ 》 し 


が 論* n .ii \每 月 十日 お 巧 

羅 乂一孚 仙 

ミで st 5置 S こ. Y. 呈 


ザ歹 夏を 


i 巧卜 う ち 户ぉ 


W 其 食 巧 おお 船 御用達 

速 藤 小刀 商會 

這す oadway N. If. C さ 
す 一. 宅 hi 害兰 1 芝 こ 


化觸 事務 取扱 

舌 g 广 芝 NE & 夏.， 

^0 ョ 12 房 ごす oailw さ C さ. 

Ph 言： Bowi 忌 Green 9 夏-ミち 


税觸 事務 

巧 巧を 地 ホ じを 世 
巧の お出 入 ホ 法に 
熙 ずる 一切の お 諮 
巧に 應 じ、 巧 道な 
船 貨物 巧 貸ぶ 出帆 
ホ稅 關キ始 萬-巧 お 
呈 す、 壌 要 都巿じ 
化埋 店を だし 誠ち 
敏速 巧 用命 じ應中 

が檢 取扱 

.♦書^ ♦雜誌 ♦新聞 
縱\覚 おを 閒 
铁按 午ぶ 九 時よ b 午后 五 時を 

本人 會 

西 一 4 •と T 目 二 お G 巧 

も話夕 ■ク^ 八 一九 0— 化- 



~ 想の 脚 体 



靑年會 

す L Clark 實妄 4 


え特脊 


基督 敎靑年 劈 


3 后 E. 5 置 St. N. y. 琴 
ぎ P 立 占 8141 


晰お 會木谣 H 午を 八 時 - 
なおち i 娘 H 午後 八 時 一 
巧を； 闽苗 革* お 染ま ル鼓瞄 ぁ一， 
ホ資 をが 迎 す、 食 おを が用ぜ i 一 
おが 副 島 信 道 

U 本人を 曾な 修道 會 I 

ごた W 12 .乏ム t. N. Y. City - 
TTel Mornin 请 ido 至ち 

H 本人を &敎會 

牧加 川な ホぶ 盤 ： 
が 事 旧 中 巧 二： 
を 口 ise 至' E. 空 urch ごを' 

だ 3 W. 含 St. ブ|. clarki 1 至 1 . 

巧 祥說か 日が H 午後 八 時 
がな ち 水 お：：： T ホ 八 巧 
巧 お 食化哩 U 午を' 二げ 
♦が 宿 を 

泣 巧を 渝比亞 お数み ドが を 十 
五み 學 生を 社員 旅な をに 最適 
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ぎ Mi ヨミ t 8 5 ご 


ンブを 加を？ 質 

下 羽 電氣廚 店 

202 一巧 road way 
Tel’Endicoi 二妄 


成功の 秘說 


on t 
か 

• lli I 

- T-a • In 

おか 

8 

II 

.一郎 
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の 筋 一義です 
はり 本人 お授 
た每巧 蛹ん 敎 
懇扣じ 會託通 
す： 巧を お 採- 
H 賴 週：：： 其に 
時よ b 午を 十 

め L こ^ 
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はお か 
本が！. 
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診察 

午後と 時） 乂時 
H 駆は 前約 願上娱 

け，" ち お悅蝴 


護繁 

午を 二 一時よ 6 六 時 

H 曙は 前約 相 願 校 


ドクトル 

烏 見豊彥 


鱗 揉撫治 

神經 端、 リウ マチス 

風 お、 打み， が肩聰 
がみ、 巧腊掏 化 
出が 親 巧に 治が 中 
とまず。 が 約の 方 
は 午を S 時ょ b 自 
ちじて 施術し まず 
'= 本鐵灸 
專巧學 院卒棠 

I 肖 I 津 輕お洋 

西訂と 十九 下 円ぶ ま 


屯 話ワ乂 
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0 巧. 巧 円 2J- F-c 巧 IY> 

呈養呈 ち T 呈 
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パ t 小 栗 幹 ご 一 

が 肖 ホフ ラ ヮー摘 お 

第 ム を 柄 お 勤 格 

武お ゴ ンバ ランド 

病院 勤 接 


診察 時間 

午後 審 時ず U 二 時半 
午後-パ 時：： =九 時 
愛知 疑學よ 

バ^ 巖本違 一 

を偷比 强大學 反び 
グザ ラン お 院勸務 
U 躍は 前約 願 上 お 


I 善 揉 治療 

：= 水ぶ び卷氣 治療 H 
廚摄肩 腰の 痛 首モお 
のす 郵神經 痛 リゥザ 
チス 慢性 胃 態 病神絕 
衰弱 お 其 化 
午前 化 時 ょら 午後 九， 
時 迄 電話 前約 願と 极 
紐 育瑞典 フィ ジオ シラ 
ビ！ 學 絕卒裘 

お 育 イデ々 グジ ム义マ 
ツチー ジ據會 あ 貧 員 

を. 惑 西 村幸努 


該 を帖關 
午を 五 時 i 八 時 

江 見 一一 一朗 

引続きべ か ビユー 
满 •おが 勸 じせを 時 
閒 外义リ 円 赠は前 
約に 限る 


豐 ホ 弹離巧 


メーシ ー は 紐 育 鼓大の デバ ー トメ ント が 巧で あ 
ら 主す。 新ら しい 昇降機 ど王ス カレ タ ー は頗澗 
な巧內 にがけ るを 巧の おな 物 じ巧宜 と 愉快 どを 
巧へ てゐ ます 

他店で 二 弗す るら のなら ば メーシ ーでは- 
巧 八十 八 仙 或は をれ W 下で 買へ る、 とを で. っ 
ぞ御記 惊：卜 さい 

U 本へ 御 荷物を 御 送ら じな 6 たい 節 又は 御 巧 物 
-し 際して 御用の 巧な は パ！ ソ ナ八シ 3 ッ ビング 
ビュ ー P 1 を わ 巧 わ 下 うい、 親' 切 じ 御 巧な を訂 
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午後 六が一 午後 九 お 
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揉 也ょ L て 一二 割引 
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エ バ シ フ 鉛筆 

純銀 お ホに 銀器 一巧 

御 細 朝の 御 ^ 産 一切 

時對 の修簿 はが 險付 じて 確實 

にお 川 自身が 致します 

午後 八が ょで 閒巧 

西 四十 二 了 目 一四よ一】 近と 

プロ ー ドゥ ユ ー 東 化 巧 

ロン クぶ 力^ •ヒ作 テン ク 

巧 儿二お 巧 室 

巧 川岸 贿會 

ぶな ブライアント 凹 I 二と 四 
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州の 生命 U 農作物 

州 内の 需要 だけで^ 一仕事 

完成 さいむ 官民 一致の 道 


フロリダ 州に 於 パる 巧 巧 賴、 
巧 巧、 なか 物、 豚、 ベ ー n . ン、 

- 肉類、 マトン、 ラム、 恭ぶ 扱、 
ちほ、 蛇を 等の 州 じ おする 收乂 

額は-年 も 

一億 六 千万 巧に 递 して 

& る。 を 巧の ホを がを 米 闽は索 

ょ b カナダ じを がされる ホ 巧は 

一年 お 儿ガお 千から 十 巧 おで 辅 

じ 度んで & るが、 こむ がが ホで 

み 化に 巧 建す るかは 想像 W 外 ど 

云 はれて ゐ る。 ならばが ホフ a 


巧媒 にめ ける が 赞 高は 一二 値 巧 じ 
をす る。 即もフ n リダ 州內 r が 
ける 人口の 巧 加に 伴 ふ 州 內ホ媒 
の 需要 巧 加は な 民 じごら て 最も 
巧 利な 化捉 となつ て むる 外、 お 
に 有留； る じ 州 外 市 煤 じ おする 
蒂巧化 給で ぁつて、 第一 じホ媒 
歲爭 巧が 閑が で ゎるを 期 どかを 
のをが に對 する 使宜 、巿 おに 對 
する 化理 的が 巧は 素よ b 

水路 運輸 じ 伴 ふ お 外が 

路 への 發展 、ホ おの 霜 おじ 伴 ふ 


ダ 州の 農には 自己の ホを を 送 I 夕 柿を 巧の 巧能样 どい ふ 特長が 


巧すべき ホ お ホ おの 閒が はでぅ 

なる かごい ふ ふは. 嫂々 閒趙 どな 

つてゐる：^*、 站化フ " リダ州じ 

保 入され る 肉類、 ぶ语 、雜 詰、 

，裝實 、がな おじ 一年 約 一 僚 六十 

一二 巧 |二 でん 十 ホに 連して むる け 

れ でも、 是 巧の ものは 今や 怖內 

:: ぃがて なをし 巧る の >卜 あるから 

- これに 割す る 農 ホが お 階 格は 一 

な ホに 连 ずる 譯 でめる。 農 巧 物 

の 州み の 需要 ts 十一 巧 ょら のち 

に 置る 

旅客 吸 集 か 約 二 巧 じ 連 

してなる 上に' 水 化 お K が 前 視^ 

かく 年々 增加 ずる 一方で あら、 

千 九 巧邮 がの 旅を 出入 數も 二が 

五十 万人 ご 引 k されて むる から 

從 つて 度渾市 編の おを は轉 なく 

共 一搞六 千で 那墳 加ず るので あ 

るろ^ 了 九 "CZ が 年 巧の 7 。 リダ 

意外に 多い 

綿 品 輸出 

ご梳化 $輸 .へな 

木が じが' パろ 綿織物の 輪 出。 

1 HW 降と H 么の舆 則に がて 二 

お 一一 一千-九 門と一 九 乃 W • 巧 I 昨 

年 时蝴じ 比して 化で 山 一一 一巧 

川を 巧 加した 〇 こむ U 火が 巧の 

みがに ょる 綿綿 巧の 據 -e：； である 

かに 利期閒 S 綿糸 除 巧な は 

とで：.', りん 十九 巧 川で 

昨年 W 期 と’ の 比 終け 綿 

織物 广 化して じおんで わ 話 じじ 

ら 。い パむ どら こい 父け 六十 ご 一' 

义 W を 巧 加.‘ た。 この 外が 外條 

出-しは 諸 綿 製：： i 巧び お 織 製 等 

あるが、 ぶな 浆 者の 諷 がでは M 

期閒 一二で S パ 五十 ガ W 姑當 ごが 

算 してむ る。 こ^を 昨年 W 脚 じ 

比する ど 約 化-,:: 山夕 W の 巧 加で 

あるが、 こむ をぶ ぶすい ばぶ の 

かし 

ぶは 本 ザ ーり 乃韦ん H ホ はげ 

年 問 卜‘=帶 化で W 

綿織物 二 I 二 お、 ん 九よ 

一八 二、 お -viil 

綿糸 古 二、 と乂四 


ある 外を 地から 避 巧す る 巧 業 家 

銀 わ 家、 企業家 等 じょち かお 送 

荷の 方法 手段 巧 じ 就 1 驚 < べき 
巧逮 をみ し、 瓦つ 農 氏 もこれ じ 

ょつ て 巧を されて なる 点が をい 

ので ある。 がら ば是 をの 重を 尘 

ホ 巧ぐ ゎる 陛 作物 栽培 巧の 現狀 

はどぅで あるか ごい ふに、 彼等 

の 大多數 は 坂 も 經驗ゐ 6 力摄あ 

る 人々 のちが ドに 一视の 共濟糾 

をを 化 織して ホ 法の 開が にお 事 

して ゐ 6 かお 質を 姐み' 他 獨立じ 

て 化 巧に が 事して ゐ るを も ある 
が、 一般的。 ら のどして は 

果實 栽培 


お 巧が を U の 大部 かは 畑の 持 ま 
であるから 巧瑞の 隅が じ 就て は 
常に 巧 力す る もので あら、 巧 巧 
じ 獨ホ的 じ驳質 义 び 野が 畑を 所 
をして 活聊 しつ i ある 巧 もを い 
ので ある。 巧 樂を乂 ホ かどす る 
フ 。ブダ だけ じ 州 お 局の 農： if 援 
助は 基に 完備した もの- 卜 あつて 
先 づ蹈莱 局は 生 產じ销 し 凡ゆる 
お 力を 惜ょ 中、 州 錫 迫 おは 栽培 
を 化び 農 氏 じ おする を通槐 跡の 

不當 運賃 赛化 他の 農 

は 化 讓に化 じ、 7 ^ ヴ ダ 閒が局 
ぶびを 地巧萊 お遊^は かおの 開 
がに おしてな 目を；？ k ら ホ、 其 化 
/ を- 


州の 農務 相、 规た學 等では を 地 
じ 試驗 おを 設 ぶて 塞 虫の 聰 除、 
肥料の 關保化 化學理 上の 嘗驗等 
をを みする 外 y か谋 との お 巧に 就 
て腥： ii をを 装し、 フ 。ブダ 州 ホ 
場 局では 逆ぶ 九 年に 直つ て 生産 
お、 送 荷を、/ を 脚 体、 化 理人等 
に 巧し 生產 S か 配 等 じ 就て 相談 
じ 輿ら、 刖 時に ワシントンの 農 
業 經濟局 心 提携し を 地 ホ 谋の时 
巧を に 就て 電信、 電說 乃至 通報 
等に ょ b - いを 耕作者 じか あせ 
しめる ふくな つてむ る。 この 巧 
墙 巧が 每 ル' 電信 電話で 應答 する 
W を 地の ホ 填 情现化 化の 質疑に 
就て 發送 ザる 閒 答は】 日 廢じ 

i 巧 ご 千 一二： 白 通 ごい ふ 

夕 救に 速して ゐ る。' 巧に 中央 政 

巧 ご 提携して フ 。ブダ 産物の 買 
かんど ホ產 巧の 使な を；； is な-送 
お 先の 情 巧 等に 就 てら 一々 耕作 

者を 網羅した j を-' しな 恵', •發 する^ 等 到れら 盤せ 


ク ッブシ 亂繊 しか 配 方法 S 改薰 一 らの 援助ぶ b は をれ こを 「官民 

が化斯 をの 發肢に 就て 臨 縮し 村 j 一致」 の 育 葉を 遺 城^く 發 巧し 

时 じ陸卜 •述赁 率、 が檐か 配のを I たもので あつて、 お 役所 風を 吹 

お、 が诣 維が', 善後策 络じ關 し j かして ムブ Ju 本 どけ 大を 相違が 

常 じ 述綺を 保つ てむ るが、 この i ある 说ず である。 


乂巧な 後 の趨势 がで ぅ 

なる かじ あつて 本 ホの 倫 ホ 綿 織 I 
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嶺 貸の 禪を願 ひます 

御 下宿 宮本 
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謹賀新年 

大正/十 お I 年 一. n 1 U 

i バ' 豐 臣秀 .吉 


0 〇 」> 巧 ANIEW 巧 ゴ这巧 S , 
结 SI 》 叫 H A < 巧 ZCE , 
2 E'W YORK 〇一叫^^ 艺， 
U . W . 


これは 新年 じ くて^なら 《新年 狱の 模型で 御座いまず。 本 
社の 新年 狀 あび 紐 育， 晒 景繪蒸 書の 新年 獄郎觸 は每年 好評を 膊 

して 註文 殺到の な あら 立 ~ すが、 御 註文が ザければ 早いだ 

けに 歲末 のがが し：： k 間を プ する J が 出 ホる 譯 であち ま 

ず。 何卒お早く御；}5^文下さ、。 

其 他 巧 义^り 降 踏 祭 力，- ド、 會社 商家 

用の 書衞育 紙、 た ル ヘッド、 會計簿 傅 

票 等を：^ メヌ 牛、 姓名 入り 特製 書簡 

巧 紙、 な縣 入り 嘴 筒、 名剌 、ゴ厶 巧、 

原稿用紙 臂 いろ. \ 

.磨滅し な， 活 きご、 美術的な 印刷 ご 

配達の 敏 8 はぶ 祖の特 をで をり まず 

巧 脈は 紐 育 新報へ 

一一 带話 スプリング 八 ニ セ セ じ 御‘ 一報 

一一 あれば 巧を 社員を 伺は せまず 0 


: 1 二を ハ 千 哪を 飛び 

が 太 利 飛行家 歸還 

テ ピネド 中が U i マに 節る 

。—マ 八 ：：：錢：= 伞ザ阳 おか 一二い じが 太 利を 卻 " 1 マを 强 L 
た 陸： 小 化を 巧み 官デ •ピネド 中佐は 抑ん 来 踏の が お 化を 採 b て 
:化づ 读州じ 赴きた を か、 巧 悄のお 化 雨 じて， グ ポーン にを しく 
化 まる；； ケ り、 滚洲ょ 6ヒ ブ ツ ピンが 鳴に 渡 6: かに ま 邪を 經 
てい 本 じがび 蘆ヶ沛 飛；；：： 媳 に到爲 しためは 化 巧 か 六 円、 = 本官 
i K ょ b 叙 誠 じる 歓迎. ずり たが、 この 大飛 がに 於て 關 一の 飛行 
^憐 .こ 川 一の お 勘 機を 化 用し じ. とは 飛 わがのを 踐ど稱 せられて む 
た。 機化の 一が をり 本に がて 修罐 した ピネド 中佐は がに 同じ 飛 
巧 機 じみを 化して 去る 十 巧 十と U 廢ヶ 術を 出發 、徑 々化 二 りし 
てぶ 恥 ょら 印 ほを 過ぎ 本 U 午後 S 时 タラントを 經て 0 1 マに 細 
遥 しだが、 ド アジー 中尉： 佛幽) の U 本が おがわ 記錄を 一朔し 舶 
巧を ごして 紹大 のが 扫を 施した。 この U ムソ リニ 首相を おめ を 
がぶ がの：； if . W 舉つ てこの なの 勇卜 お 迎 へ、。 1 マ 巧は お 巧ら 氣 
かにが^ てむ た。 W 機 今 凹の H 本 訪問 及び 歸運飛 巧は が お實じ 

一二で 六で 哪 i いふ お 化 離で あつた。 


朝番兩 宮殿 下 奉迎 後日 譚 

わ 揃 ひ 快活に 三日を 過し 給 ふ 


英 ホに みいで 化 ぉ 一二 列强 j 

^ い - どるはれてむるりおホ齒八 I 

お 族 •か 御 夫妻ん 揃で 义树を 御 逆 

過 あらせら る！ のは 近 ホ 稀が の 

事 巧で ぁつた 爲 めに 瑚香雨 宵 殿 

ド 御 滞が 中は 朔刊 ど。 < 夕刊ど 

くが 巧の おがが が. 兢 つて 御 動 

がを 削 報 迫 中 k げた。 慌一 k て も 

の t 夕刊 サン 巧は 十一 巧 ホ りの 

『札が-- し 巧 蒼て 殿 ドの ゴ^フ 御 競 

巧极 b を 報じ 參らせ 乍ら 御名を 

ごら 違 ひじでして & た。 御旅 舘 

ゥォ .八 ド ー フ •アストリア （拜 

がしむ 記 糸は 黒舖 すの フ〇 ック 

を片 された 神々 しきが 殿 ドに お 

脚 幾 " T - みを を述 じて 謁を赐 つた 

^ 巧の がすを ホの やう じがいて ゐ 

ゐ 。記 おが 「御歸 削 遊ぶ すのは 

をめ て御滿 足で あら ゼ ませう」 

とお 譯ね 中し k げたる じ 街して 

「をれ はか 論で ゐ るが、 併し こ 

の アメリヵ， レ 

-樂 - 71 で ある。 永らく ムま 

- つて 見たい」 ど 仰せ も 6 、 記を 

; が® わて 「なせ 左な わ あおます 

'?」 ミ お尋ねした 石 • 1 「米頤 の 

人々 は 雌 魔 t 自も であら、 婦人 

1 は 一人'- 巧て ヵフ ブン セスで 

わる。 この 樂± を 去る のは 甚だ 

がんで ある」 ど 仰せられた。 記 

ぶは 姐 殿下の 媛を をが をして 

「たはし い 小鳥 S やう でんる」 

ご中ヒ けて ゐ*< 'が、 ゥォ ー 八 ド 

紙は 地 患- 4 : 殿 ドの 御 巧 米を を迎 

して 明を 大 ホの' 五條の 御替 文中 

の 「化.、 巧 誠を 化 皆に ホめ 盛ん 

- じが 输を巧 ふべ し」. こを るを 引 

一 用し、 殿 ド 御波 ホの 化 な はなじ 

一 わは します ど拜 おする 一村を 揭げ 

一て あるが 化 の 典を がら お 殿' 卜の 

;ネ ペラ、 ゴ^フ 等に おするな き 

一 御 趣 かを た t えてり*^ だ、 去る 

-五 H ゥェスト チェ ブタ ー •ビ作 

トモ r 化樂が じがけ るが 殿 ドの 

I が 3 ? " 

I 御 成績は 裝の化 ホ— グ 

! を夕 十、 贿 をで 殿ア け 五十八 ど 

一中す お ホを えを 示し 输ひ グブー 

1 ン にが' ける 妃殿 F 如わ膊 削ど鸠 

彥韦殿 ドの お 確な ドライ ゲゴは 

昭遊 のん.々 を嚷般 e しめ.， つれた 

が、 ゥオ ドが は 铅をお 殿下 


の 御 雄姿を がして 「か豁 なる 佛 

顏 両人」 に瞄 似し 給' ふなを 報じ 

でむる。 御 一巧は 六 n 午前な 山 

睹巧乂 位、 ホ 立 お W 火 佐、 齋應 

お領樂 夫人、 化 馬 子爵、 网巧 をょ 

ら 特派され た ウン ヨン 巧、 お譬 

をの ゾラ ウン 及び ク リツ ドラン 

ド 巧 等 御 陪がウ ！ ^ウォ ー ス塔 

を 御を 物 わら、 巧 巧の オペラは 

ダブ！ 巧を ホ 妻の 御 案内に て 第 

十九が 敷ょ b フユ ドラを 御觀劇 

あら がられた 〇兩殿 ド 共に デモ 

クラ テ づ ッ クじゎはした；。所 

なじ 傳 へられた が 小 池、 中山兩 

な 眞舘 まが 御旅館 じ 伺 おしね 巧 


「河 氷淸」 の 意義 

本社 轉 軍の 化稚 した かく 巧を 

の 御 歌 「河水 淸」 はを の ザの 

示す が 如 < 極めてず 刚 である 

が、 をのな 化は 限 b もな く 深' 

< 巧 へられる i である。 U 本' 

は資じ 山紫水明 卸る おじ 卿 川 

の 流れが ぁ 6、 從 つてを 歌 じ 

もがを 題が ごした ものが 非常 - 

にを/、 「古今 集」 にも 「巧 葉： 
集 じら 是 等の 歌が ぞ験じ 見出 

される。 をれ じ 巧を 御題 ごし 

て も 「新年の 河」 「河水 义 澄」 

く 二 问巧お 題され た 例 も ある 

が、 歌の 題 かは 無盡藏 じして 

河で あれぶ 乂河 でな くごら が 

を 流れる 無名の 河で も 皆 人の 

必で 詠み 出される であらぅ。 

尙ほ 明春は 皇な 殿で 卸 降誕 簽 

一の 春で 永义じ 盛き せ 打 河川 

み 荣を哦 ふ' とは 誠に 御 芽ボ度 

^-0で あ る 0 

の 如きい ど お 也 易げ じ レンズ じ 

向は せられて 個 望の 撮 彩を お 許 

しあつた 一巧は 持に 願 著の 適例 

であらぅ 。又 

が 了 今次の 奉迎 じ關す 

るが 留宫民 一致の 協力は 特筆に 

的すべく を迦 委員長の 巧斷 、を 

迎を U の 現な も 然る ミ 乍ら ゲン 

ナーを 貴 巧 信 竹を に、 と 巧 福 一二 

'がに、 辄齒 副領事 幷 じを 謀 島 巧 

w = 巧宙 記を のな 力參劑 はを 迎 

晚 '综 巧の 大成功を おも 巧む 所な 

'であつ て、 正に 巧 一 おじか 當す 

る。 晚 を 曾に 於け る 奉迎が 說中 


元を 新 井領 一が 翁が W 治 十 年の 
ぉ时紐 育の 巧 ザが 聞が 僅々 二 一二 
巧を U て 両お脚 巧の が 道を 盛し 
たお 質を 阳想ゼ るが 如き、 柏木 
ぉかま 巧技が 「騷 がしき おじ 伴 
れても 外围じ 出で 5 化 渡る：； H を 
こを 思 . へ」 ど わる W あ乂 ホの 御 
毀を 朗誦せ るが 如き 孰れら 典 彼 
あ b な義 ある 滿說 であつ た。 爾 
殿下の 逸事 其 化 記すべき； あま 
た あれで 乂 のが じ讓 b なじ 誰ん 
で 筆を 觸； 。二 記者 ) 

六大 都が の 
人口 番狂 はせ 

も 都 巧は を S が 

去る 十 巧 一 り じ 巧が され じ 巧 
國の國 勞調查 け 目下を 地方 廳巧 
じ銳 意繫理 中で あるが、 么 'い豫 
備 調が としてを の 数日 前 じ豫巧 
さいた 槪 数に.‘ る 六 大都市の 人 
口 順を， U 左の かくで わる。 大お 
九 串の 國勢 調査では おを、 大阪 
神 口、 巧 郡、 たを 崖、 橫淸の 順 
なで あつたが 今 州の 調査に ょる 
ご人阪 、おを、 京郝 、神戶 、名 
わ 盛、 隙濱の 順位， . 、 ある。 大阪 
がは 隣 化 町村の 併を ど柬巧 ホの 
人口が 震災 抑 r 按 奮がざる おお 
お 一位 ご。 つじが、 第网 位の 京 
都が 神 戶を凌 旗して 第三 泣 ごな 
つた、 とも 注目に 齡 ずる。 

右は 火 正 十网年 威勢 綠備 調を 

A 口槪数 左は 乂あ化 年 同 

大阪ぉ 二、 1 〇 よ ’ 000 

i 、 二 お 二、 至 二 

東京が 一、 化 八 六、 QOO 

二、 一 ぉ ニー、 二 〇〇 

京都 巧 六よ 五 、 000 

五 化 一、 一二 〇 五 

神戶ホ 六 巧〇、 一 CX 0 

ろ 〇 八、 六 二八 

名 も洁か 

四 二 九、 九九 〇 

橫淸ぶ 四 〇 ホ、 九 二 〇 

凹 ニニ、 义四二 

—蓮 勘 を 

レヵ ゴ大 學敌戳 

過去 數ヶ 目に 豆 b て 日本 内地 

は 素 ょら 満洲、 蘭 鮮化ホ じを 遠 

化して 好成績を 露げ 對を大 * 明 

大 なび 慶大 戰 じは 四十 四 ィン ニ 

ング無 得な ごい ふ 巧 記録を 殘し 

た シヵゴ 乂學 野球 翔は 去る 八日 

を大 V 一歳 技し 十凿 四で 撃破され 

歸乂 の途じ 就いた。 

ジミ ！ が 本 偕 敗 

旣 報の 如く まると 日 午後 八 時 

- ょ b 東が 化 五 下目 ご マ デ ソン 巧 

巧の コン モン ゥエグ ス俱樂 部に 

巧て ジミー が 本 (體 量な ホ ニ封 

巧 ) 掛 ヒ リ ッ ピ ン 人 マ ニ ユ エ 5 ;, 

' フロン 义 の拳圆 試を が あつた。 

が 本は これを 十数 回の 試を に 速 

戰 連勝した 好 記錄を 有する； ご 

て 非常に 期が さむて ゐ たが、 惜 

くも 六 回目 じめ てフ T ゥが のた 

めじむ け ごな つた。 

新進 拳闘 家戰 ふ. 

ブ ィト •ゥエ ー トの轿 進 どし 

て將 ホを 期 侍されて & る ジャキ 

が廚靑 年は 刚 十二 H の惦 ブグッ 

'クリンの プトナム 傳留所 附近 ブ 

口 - — ドゥエ？* ホクシンク お 樂 

部 じがて か 牌の 快戰 をが むる 笠 

であるが、 入 煤 切 巧は 掉旧 旅舘 


にある ご。 湘 島！ 一円 年は 昨を マン 
ツ タン 体ち お樂部 ホ愼の 素人 
拳 圃舒に 出 煤 勇戰： てが 巧 じを 
の 巧を 恕 めら れ た。 


がな が 育 曾の 

香 菊 送迎 會 

お 所* tu 比が の 幸樂 
お 京が 育會- しては お 巧 十の：：： 
u 比な の 幸 樂亭じ 於て 再び 喊求 
視褒 の途じ k る 菊 池 東 陽 苔ご蓉 
が 大愧覚 封の ぉ務 >1 怖び て歸朝 
してむ る 香 西 龍 雄 巧 i の 歓迎 送 
别會を 兼 わて 秋季 親睦 舒を 開催 
した。 先 づか窝 ホ 巧の 送迎の が 
じ 次いで 鄉 池、 香西兩 君の 謝辞 
が あ b 例 じょつ て 出席ち の宮じ 
紹介が 始まる。】 ゥを ホして を 
自の巧 巧 化 所 や職裴 等を 述べる 
中 じ 段々 い I 氣恃 じな つて ゐる 
; ご'.'- 自家 構吿： ，吹きを ひ、 を 

の 中の 秀逸 一ニ ニを 紹か夕 る 

先年 紐 巧 ホ かの 化 巧んで あつた 
を 川が 二が 君が ド 落を のが 民 か 
ら 町會谋 員に 推擧 された ホ榮を 
々す、 日本一の 自動 車屋 ダィャ 
モ ン ド • ボ ン ！ デ の親端這吾輩 
である ごて-西 林 巧 福 パが ち锻を 
突き 巧す、 をの 隣ら から ほ蜀の 
スモ I i を 親 正 お 君が 起な する 
を 郎君け 化が おが ォリンピック 
大 曾が、 阪で關 照 さぃた 際眞く 
も秩夕 総な 巧 殿下から あず) の 
アンナ ウン サ^ — ごの わ 墨が を搏 
戴した ホを を；： r する だけ あつ： 


乘 馬で 愛ち 上下 

ま 京 特電 九日 媛 U を 謀 本部の 
黯了 ちが 俊 雄む る靑 年は 愛を 
■山 巧 おの' も 段を 乘馬 じて 上下^ 

し 今 曲 垣の 名を 博した。'. 

音吐 朗 々「諸 巧 あは 歸锁 W 來六 

ヶ ザの 規 H 月を 間した 許ら です 

が、 現 巧 向島 巿 川へ 馳荣 一郎 

も 日本一の 料理屋 慕 旅館を 竊營 

する だけの 資力を をす る じ まら 

ました。 諸 お _ しして 赛哲 一巧 手) 

を 御 岡 伴 御な 宿 下さるならば 大 

割引で お泊め 致 r ' ます、 否 鶏を 

じょつ ては ノ ー •チヤ ー デで 衙 

歓迎 中 卜-げ ま f から 永當* 御 

轟 貸に 」 ごの； 超 自家 廣吿の 

吹聽 じかぃで、 ネ をの ホ 展じ五 

十歲 じして 始めで 蕾ぶ の證龍 巧 

じ k つた £ て 挪下 諸が 聞から ち 

る； 無い ； 慑 々なユ ビソ^ — ドを 

紹介され 、入選を 外 じして 大評 

巧を 階した 蘆 巧曠君 「今を の 帝 
展ジ 蕾き 貝 中には 数る 及ぶ が、 
ゐ ます」 ど 罔 頭して 自 みが この^ 

齡 になつ てん 選した i はわ 耶心 

しいみ 窠 である どの 意が を 述べ 
あじ 「おは 米 國菜術 おで 硏巧 tj 

た、 邸 も米國 出身なる が 故に^, 

をからを ホ 異端を 扱を ずけ てみ 

た。 併し これは 彼 黃がホ 劇の 鳥 

大 なる 文明の 力が ょく 化 巧な む 1-- 

ゆる ものを 吸收し 得る もの ド ふ 

ごの 理解に 乏しい おおで ホ 

す。 今や化巧のち術おめ中ぶ^^ 

欧洲を まつて 米 凰に 移らつ 心 あ 

るをから U いので あ b ます」 j ご 一 

大氣 縮を 上げる 等な ホに U い 嘘 

巧で あつれ。 なほ 當 U のが おを 

は 左の 通ら ，一 

鳥 ホ 孝 一 郎 、お 山眞 滞、 城 井 

英太郎 、築が ホ藏 、巧 山商夕 

! 皆’^^‘ 爾淺 



i KAYO FISH MARKET 

I 205 L 58 th St. 

i Te! Regent 4817 


O.S.K. Line 

火 版 廊船會 社 

Room 603 Cunard 8 ldg., 

25 Broadway, New York City. 

Tei. Bowling Green おお 


社 會船郵 本り 

お 支 育 紐 

0-10 Bridge St. Me 仰 York City 
下 etenhone Bowlirtct Green 2262 

店 そ ル ト ヤシ 

Coiman Building Seattle. Wash. 


The Nippon Trading し o. 
Importers of Oriental Goo む 
MlanticCiiy, N.J. 

N がな rk ShovKCo 印； 2 巧 Fifih jWe, 


JAPAN ART STUDIO 

お 4 LEXiGNTON も祀 ん Y. 

巧し れ AZU 4538 


GEORGE W. WELSH'S SONS 

巧で 巧 おか 胃 — . 


file Banko け aiwaiU が . 

朽 oonT が 紀 

〜 K け uuen か m hivestirg HUig. 

165 BroHfJ'VMv. N Y 
一 ■ Tel (Y, け kndt 7 が 2 - が -44 


THE FUJIMOTO 

な 削 8 mES 郎 . ，瞧 . 

- 巧 0 む 日 adw がん t.uu, 

Recior 2416-3339 


TIi 8 な mi 化阳 fl Ba 化 Ud, I The Tokoiiama 
HEW mi が EH 門 Sp が お Bank, UcL 

c でな ぶ Idg. ん Y- 
\ 巧郎ん 


Phone 


1 が Roadway 
貼咖 rerr 巧中 w か 





Ta けけ 阳 ding Co., I 邮 . 

， — " かお rs & E 巧 日 He け 

101 も fth かも， ん ___ ふ 

Tei Stuyvesant 3823-5 

327 W. Madison Street, 
Chicago, tiltno ほ 


WALKER & FLOBIO 

CUSTOM TAILORS 

20 DEY ST.， NEW YORK 
Near ('hiiroh St. 

rfL CO 巧 T し ANO 下 7S67 


JorinWanamaker, New York 

Cor. yth S し and Broadway 

Guide’s Office 
and Shopping Service 

Mrs. 技が th Humphrey 
Special Japanese Guide 


は 物 荷 小を 本が はを 船 
さ 下し 巧 時: 御を 旧 飯 


BROADWAY 

OPPOSITE 
ST.PAUL’S CHABEL 
AT VESEY STREET 


M 邮誦 RA BROS., Inc. 

53 - 55-57 W. 23 r d 化， 

^ お wTirr け ity 

Tel. Gramercy 385 U 


社 會式株 船 藏洋東 

T. K. K. 


NEW YORK OFFICE ： 

Aoom 801 - 色 〇泛， 1S5 Broadway 

PHONE. CORTLANDT 8047 

San Franc; が 0 0 お ee: 5 自 1 Mai.k が Sr 

帆 お 離を 

巧 礙お南 巧 おぶ お 


— |G る NASUN P るむ FiUi—i 

NEW YORK OFFICE 

344 Madison Avenue 

Telephon も Mu び ay Hill 4000 

♦ 間 H 十 迄 本 口 寺 
♦ 間 H 四十 を那支 ♦ 

路航叛 梟の ホ 牛乂 




號 


ノ |し 白 


‘鼓 巧 


なわで ぶ a 口沒 tt がた OH なげ 巧 


IH 曜 水， 


リート 巧 ー トが幽 千ぶ 火 


! 四 j 



魚類 一切 

卸小鬟 

加 洋な巧 


义 ァト < ポ 帆 (午前 十が) 
ろん どん 化 十一 巧： i : 古 4 
をら ば ま义. 十二 巧 六 口 
▼一等 馈遼 一九 おが 

化し ばり 寸妃 るん ごん かは 一 狂化张 
▼一二 等 日本が ぶ おがを 室 人か选 家族 室^ 
▼御を 望に 化り 一等 割か かおが 符髮 巧' 致 候 

。ス アン お ルス お 帆 (午後】 時) 

しか ご 化 十一 巧を 1H 
まに ら乂 卡 二月 十り 

▼一等 描 巧 まに ' b 化が なか 一九 五が 

化恤 けんて 一】 六が 半 
▼一二 等り 本り ま にら 化か 哇丸 たが 化 他. 一 化が 半 
▼み 难羅 お。 i 叫 巧む 鴻ホ路 入 脚辩旋 化り 校 
ス糾 巧線バ トマが 山り 本ち 耶； むぶ 巧 W 巧 一 閒 



1 


諸 雜貨此 具 
首 錦卸資 

H 本 貿易商 會 


裁縫 所關業 

げ 服、 絹愤 、ゥ I 八 類は ドラィ 
クリー ニン ダ、 プレスぶ び染 粟 

へ、 ftAX なし 一切 安で 类嚴じ 
致しまず。 銳 縫は 如 る 削 注 
文 も 巧. 蹲 じ 早く 致し i ず 其他ユ 
カタの お來を も わ h ます。 

坂 ホ 裁縫 所 

128 W . 苦す st . N . Y . C . 


電藝 燕究所 

I n 、 水、 を 午後 
二げ よら 四け 

I 方、 縫ん 输 人小兒 服、 製 晒 
件 嫌ピー チン グ &1 股 家庭 
A 飾ぞ 。出張 敎 巧ら 致します 
巧.，：： 十ー ニ. 1 目 S け 十二 悉 
小が フジノ 

お 話 キヤ セ ドラ^を 一九 化 


自働单 楽を 修得せ ょ專巧 あじ 
族つ て述轉 ホに 修緯を 懇切に 
而 かも 短 
诗曰 こて 

ご； * rv \ ^ 

敎撰 ずり 


卸 

h 

L M 
〇 - 
〇 做 

甜ゎ 

S ^ 

及 

T け 

V ^ 

A しな 



就職口 轉 
旋す獨 立 
お ホ 多 
大の 報酬 
を 得ら- 
本校は 創 
な 十五 年 
書 お敎授 

H 曠は 午前 十 時 よら 十二時 迄 


才！ ド も敎授 す。 


寺 ♦涅 ♦田 ♦ S 令 田： ± 


紐 育 ホ 命が 檢會社 


老 


S 木定吉 

保險 


S. fVllKI 

ze*YorlcIJfroIIl»c『JmotJCO 
5 】 Chambers wt: Z«WY ミ k city. 
さ © lie. \Vo 吕江 ちま 

會社ノ カニ獅 掛ケノ 節" 必ブ 
御 自をノ 么及ビ 電話 衝號チ 申 
胡々 お 鼠キ下 サイ 


♦固 ♦ S ♦苗 ♦宙 ♦苗 令 8 ♦因 か 


H 本、 だ那 寶ち囊 
術 お、 蹄 人 用 首 飾 化 
化 裝输お 

'一: 島訂 

高等た 術品修 鑄* 
首 飾 品、 スト リンパ 

U 本 服 級 縫 


♦をら しを 卷糟 


♦を パイプを 郁 


齡鄉ぶ 則が 貨 で-十 脚 W 上 利息 年 六 か； 

赋臺灣 銀な 紐ち 出張所 一 

▼鄉お 送を ぶび 並 送を (無手 あか)、 外 西 
爲替 なな、 が 爲 诗化沾 化な、 巧 用 巧發- 
むを 一 岐级巧 裝務御 巧 利 じれ 设巧化 お 
▼巧 ほ 詳細は 巧 遠慮な < 御 問を 被 ドを お - 


、を Mr が 巧ぶ 十 脚 W 上' 一六 ヶ巧 wk 一 
み 女 定ぉ广 利息：： - y ち ハみ」 ミヶ ザ-: 5 內- 
預蠻由 W 「が 貨た十 励な 卜 ； 
(通み L 巧 脚 じがり ホ ー 錢こ她 

气化シ を 千 蛙 W で ノ通か 巧を. ぃ おがを) 1 

橫鑽ぶ 金銀 巧. 誓 支店 1 

郷里 送を は 邵て無 ホ おおじて 常 i 
わ 横 接 本な 經か 送を ホ化极 ホが ： 


社長 男 巧 住ぶ まぶ 衛門 

よ 店大阪 化な 五 下目 

化育ち 店 が 育ブ U 1 ドウ . で！-- り 四十 化 ホ 

I 贼 住友. 銀 巧 

目 お 勺 《東を、 機 街、 么ゎ 崖、 京邢 、袖口 
4f 心 尾 ノ 道、 廣 を、 吳 、柳 ホ、 ドノ 細 
地だ巧 | 門司、小倉、巧松，谋ホ、^^巧ホ等 
本國規 を、 鄉化 をを 巧は 陆め 
て 御 巧 利 迅速に 御 化 化 可 中 候 


藤. 本 證券 會社 

1 おがが 証券 ノ資 買、 引を なお 
イを輔 、ホ ニ么二 脚^ 八 一が ノお巧 

'鎌贼 藤本 ビル 7 口— 力— 銀 巧 

紐 育が 張 所 


雑 巧 陶權お 

ライク 1 スお貞 


\ M »7/ トラ イク I ジ祖長 

@ 太洋寶 易げ ま會社 


支が が视 を、 ポストン 


CN ナ 


ぃ 本人り‘ お 


力 


，の特 を 


部 物に U お 圳掛眞 を おき 姑 
がで 御 お 巧 tll かおな 义 はんす 紙み 第 お 
訪問して 御 姐な を 計 b のめての わ々 じ 
對 しては 特 ^ な 意 致； ま才 からを ホ わ 
化 常ら 願 ひ で が 内 配 速は 勿論 H 本 U 
化を 化 宛の 荷物を 送は 嘗 ホで 致し 巧 


ジ 3 


ワナメ 


力 


ぷ间尙 な f タイ 火の 洋服 

= 御友 建 刀が 御な ふの 樣な U - 

皆 巧が 御 巧 ム^ 新 スタィル •正しい 高尚な 
股 装 •をの 狐が 服を 當 おは 誤 製を します。 
一度 御 巧 巧ぶ f つて 羅 が 地 •絡 柄 •巧を 脚 
學九 下さい。 御ザ滿 の 隙は 返を 致します。 


わ j 才 1 力 ~ 


ぶ ン .•，ド 


フロ リオが 服 巧 


シア k ,: ル 出帆 お 帆す 前 十げ' 

橫璋右 十二 片乂 H 
加餐 I 化 十一 巧 化； 円 
がを 乂 一巧 ホと リ 
が 岡 丸 一 貝 十ち 

u でけ 船を 運資 巧を 
一等 横 眼 一九 五 巧 神 戶二〇 お 垢 
S 等洋穿 五十と 巧 かを を 十雨 巧 

歐洲 《 本 閒客舰 -每弓 同 

输致 ょす 一等な 五晚 、二等と 十 
'陳、 agjar をょ > 1 等 九十と 搞 
二等 六 一十 六砖。 

が 靑化供 巧を 馬が お H 本 わ货构 がけ 二阳 


が 純 n 本キ モノ 
献。 i . 純 n 本の 布地 

0 Y H i 婦人 及び 女を 用 モス リ 
n’h j ン 、眞岡 木綿、 浴 あ 地 
^ ? 一の 日本 着 調製、 ぶ禪縮 
K h ^ 一麵巧 化を 禅 お ホを も ぁ 
^ 巧 . i r 。 御學み じがら 布地 
苗 W J I ょ U ャ ！ ドな 上小鬟 致し 
S.5P ます。 御 一報 次 繁睛に 
お 伺 ひます。 


M 松 巧 恒淹廊 氏 

儀豫て病あの處^^おが巧 
を 奏せ 乎 十 巧 十 午前 
東京 前 下な 巧 郡 秦化ボ 
巧 じがて 逝去を 控 H 通信 
じ 格し 帖間岡 巧ぶ 柳が ホ 
辱知 諸' 巧に 誰吿： 

大正 十四 年 十一 巧 十 一 H 

巧が 财 111 郞 
ホ 手 巧乂一 
本で おみ 郎 
人 林 斑み 
水公涉 一二 


.キヤ、 \ デイ 

クリスマス 用 時 別 包 

_ チョコ レ^ — 卜肢 交が 

. 一 動 度 二封 度！ 二 S 度 
...及び 五 封 度 包み。/ 

トキ ヤン* テ ィス 

封 度 五 お. 度册封 度 箱 
禪賣お 段 じて 脚 用命」 應じ 御 
一 支な はエ 麓ょ らおぶ 御 おを 
で 御 送 b 致しまず 斗 巧卒枯 
Ip らず挪 引 立' 御 巧 顯を願 ま ホ 

1 - ai 豊 i 言 ご ミ， 

- U 巧 W 4 M = な St . 

\ ジ吾 hi 8 r . a 己泛 た 

fri — 


接 靡 術 


牛 野を 子 

巧% 炙 マッサ！》 術の おが 
治^ 御 ホめ に應 じまず。 

^モ ニュー メシト 10 兒 

をが 十 ミ T 目 与 円 十二 あ 


射 巧敎授 

午前-!; 時ょり 午後 お 巧 左 
午後 時 ザる 同 卜一特 迄 
おが |_ 敎授の 後 賴に應 中 

H . 量 a , 

す om だ oU . 萬を & S 6 th Sts on Broadwa 】. 
y を iroUincoInThea す e 


T — 

い^ 

甲 


じ 

， Y 

2 

伽 N 


4 

3 


w ^ ^ i - w 

巧^ 1 別 

w JlcS 

TJ 





貧 本を 
がをお 資本を 
立 を 


を 傑が 
六 千 苗 脚 
五 千を が 四が 巧 脱 


化 




ん 


S J 一 

9U I V - 
8 

か^ 民 i 。/ 

編 I 巡 

の e _ / 


献 一一 弄 銀 巧 f 支 巧 

本 巧 柬巧ホ H 本 橘 お 駿河町 一 
支 お ルが 口本惊 丸の わぶ？ 横 巧 
を も おな 郁大 阪巧大 ド神户 
族 島 ド 瞄巧司 巧松挪 岡を が 
上 お 倫を 孟買刺 水 


外腐爲 が、 槪里 送を、 並を を、 な 用が が牠 
般敍巧 業 巧 精々 御 巧 利 じ 化 巧 巧 申 お 

鎌赋 S 裴 銀行— を 巧 

本ち が お 京 本 巧、 大阪 、神 戸、 巧が 
听化地 名 古 保、 小が、 上 お， 偷敌 


破帶 r 雜貨 、ラ ！， t 
プ及 ランプが 

森村ブ うず ー ス 


晚 で 诞お二 過 一回 お 帆 


►ェ 


王ム 


ェ 


レス 化を 太 (奏 •查 〇砸) 

十一 召 ま = 

ゾ .レス お 两亞〇 二 •呂〇 順) 

一一 す 貝ち：：： 

ムー广 レ， を 太 利 ご 立ろ 00 觸】 

」 十一 貝 丰ホ日 
▲エ if レス 亞細亞 (-1 T 000 順) 

jj こ： E ：： 六 H 
! 盛 、二等、 一二 等ぶ び 下等を 設滿 
最 -1、 善美、 最か ホの 谁が化 わ 船 


ホ- Nj ' l 、' 搭镇 '神戶 '長 巧 •上な ■香淹 'おお 拉わ 

乂起 化、 ミ、 呂 〇顺) 十ち 化 四 H 
コレ 广化 三气呂 〇觸) 十-一巧 八 H 
C 擺 商化视 十二り 四 H ' 一 

春 j |； み ニニ、 含 0 順 一十 二君 至 H 
跑ぶ 判な 化 (一一气〇 呂觸) 一巧 五 H 

-、， 摇巧化 帆 1 H 1 H レ 

太？ i 化 (ニニ、 000 お j 二 巧 二日 


化が 一 墨西哥 、が あ、 智利諸 港 巧 
な K ホノ^、 横 潰 神 口 巧 司 否 港 巧 
:往巧 共を ち 週 一圓 

-巧激ま切巧轻妻ホ睹入御铃を化 1 お 



U 本陶腊 雑貨 

ドラ' イダ ー ツお販 •巧 

S 巧 木 桃 ザ 組 

MOG 1. M 51 cxo 【 Co こ 1ミ-. 


ぶ 女 諸君！ 戴 織を 習 ひなさい 

本校 創。 ロ ホ 化 十 年： S レの 歷史 をが し 巧な あび 小槪 蜘 
をの ホ ー般 顔の 截モ 、縫 力 i 切 あび 着物の 身 合せ まを 圳 Lte 
おがを なつて 一人々々 じ實路 W U W 
I 的 L 親 助に 敛掩 致，」 て 居 h ま戀パ M 
I ず 網 得する には 械く巧 忌で 而似 リ^ 
か A 適 好の 職を であら 主ず 牧 化^ パ 
入の 多い 事は 中す を も あ b ま 離け^ 

- せえ 晝巧兩 巧 あ b まして 條件邮 祈 

~ 等 も 棚 合を く 出 巧て 揖 らま f 

ミツ チェル 规縫學 校 



マツ キ厶 監督 

獅子 卿 

华ジ 3 ン みお 柄から 
で 八.，；：： 八十 年材 ホり 本 おを 巧 

の監巧 ごして 基 瞥敎布 敎の爲 め 
じ 盤を し = 本 及び H 本人の あ 化 

を 親め て 培る ジ 3 ン、 マツ キム 

巧 ± は 去る 八 円 排巧柴 及 お 寺院 

の 本山 ごら 稱 ずべき 柴ジ in ン、 

デゲ ヮィン じがて 日米 兩 闕の恆 

んの 親を こ 化 お 的 慈 巧 ごを 热樵 

: し乂國 人中：：： 水を 站ひ岛 つ 怖る 

ぞ ゎる 何等 G 娥 する じ 足る 

べき 巧 山を むせ や ご 喝破し 、 H 

本ん の お 旁に をき 國 はなる i を 

詳說 して n 米 化猎携 する は 自然 

の 命数に 顺應 ずる もので あつて 

神 盧に逛 ふな 所 じ 外なら やご說 

じ 『 U 本 じ おする 移は が 巧 法は 

不必 嬰で ゎ 6、 す實 明で あると 

なに 旨垂 ，むみら、 巧 國必に 常み 

化つ 米閔 じがな を 行す る國 氏を 

化 辟した な 法で ある。 股 もじ ホ 

固が：：： 本の 移民を 化の 歐渊 列剧 

民ご问 じく 制 當率じ 依 b て かを 

しじに L て も 化 数 お-を 僅か じ 

け W 卡-バ 人 じ 過ぎない ではない 

か』 ご械力 H 本を 辯 譲して 公正 

の 待遇を；：' すべきを ま踞 したが 

マッキム 巧 の說お 後み 数の ホ 

A け 扼モを ホめ てが 剖 切なる 論 

ちそを 認 する 肯を 巧つ た。 


糾ゎ おを を滋 所が 

外人 登錄法 

餐 問を 黛感 する 

巧 もが 来 巧 溝 所でけ 米る ベ き 

髓巧ぷ 巧に 捉 出される ご 云 ふが 

米 外人み な 滅法 案に お... を 地 ホ 

のがを 行ぶ 所-’ 勒し t 贊间 のぶ 

をぶ する ご 巧に 其 通過を 援助せ. 

わぶ を 媛 盛し じぶ 萬 信の j 節に 

间 C 本 かまは 國 内の 化 罪ご秩 

が轰亂 に瞄ム るた めに お 巧 ど 見 

ら H て 的る のみ じじ， す 米 國の圃 

な _ しがつて 入阴 した 諸 外人を が 

化 等を 化せし レら じか 巧 

A ぶ： 心ピ らいて 巧る もので 

當 巧が 所 •：$ 比 ハの おじ' じ 就て 同 巧 

巧ぶをが{ る ^?み'.袖 もる .じじ 

本な 案け 郵政 巧 时を刺 か； て か 

人 自身 か 円 巧 前-し^ 巧 S な 記を 

して 彼 巧の 活 化を かじす る 

にぉ-」 統治 k 郵政 t 必嬰ぃ * 率で 

化の おき， レ 邸 政な！？ も 何 巧な 巧 

の埋 山を 持つ 竿： も r * いか .X お較 

授助 L てと が 地 過を なろ べきで 

みる， 一 云々 

おみ じがけ る 

香 西 巧動靜 

阳を舒 のが 格 じが 殺 

歸销 小の 巧が 火 阳覺を コン セ 

- ショ ネャァ 窗围龍 雄には が耍 

巧に 忙殺？ むつ、 あるが か府の 

出 おが 格 化 おに 戚 ずる I 切で 事 

巧は = 本 ホち 協 角 じが..、 引きを 

けを々 進が 中で ある。 乍が 何を 

构覺巧 事務に 紙驗 をむ する 人々 

。じ 化 阳皆行 に 出 娘 中で あるた 1 

か香阳 氏ん 提满を 歡迎： て W る 

が此除 化け 侧ピ してら 中. むん 物 

のを川を墙威しむ化中みが巧巧^ 

巧 官巧酷 氏を 聘 して =: けに 當ら 

めて 枯 も。 化； 今 M じ 巧窮の 

瞄 係い 出"？ をけ を排 を-: 曲す る 

者に化化のホがでんるご，^がじ ； 


おおを のが 造 b 输 送が はお 食 か 

ら 一 切祁助するご云ふ前例じ^:* 

い 特典を 巧へ てち るから 出品を 

ごして はお だが 都を である。 义 

H 本 がをおの 宵 f むる： が 幾を 煤 

ど 喫ぶ 化 どの 出資を' レ 何み 巧 用 

を自辨 ずべ しど 云ふ條 かの 爲め 

を あじ 話が 賴 まら <2 尤も 外務省 

情報部では 是非：：： 本の 化 表 的 舞 

踊 家を 出溃 せしめた いご 頻ら 
運 勘して ゐ るら しいか ご •或は 豫 

期な h の ->! 派な 出馈 巧を 得る 
がお來 るか も 知れぬ。 乂喫 あか 

の ホは 來る十 巧 二十 雨 H おを じ 

於け るを 闕ぶ 巧糾を 職を 曾で 諾 

否をホをする；ど。るら . い 
隨 て香扣 巧け り ド 東 游巧走 中で 

ある。 _ '十 巧 十六 H 東巧恃 信) 


政治 研究 食の. 

懸賞 雄辯會 

が 育：：： 本 A 學生 政治 研究 巧で 

は 兩巧間 社 一二を 會な 化の 後援に 

依ら ホる 一一 十八 H ( i 腿) 午後 八 

巧から 西： 白 一一 十一 二 了 円 レ ノック 

ス 街巧リ .フォ ー ム ドを 曾 じがて 

なが 問 胞大雄 辯 會を銷 ぅ 優勝 巧 

S をに 對‘聽 をの レフで レン ダ 

ムで嘗 なを 贈 巧す る 計 靈を發 お 

しい。 辯 七は を 敎會其 他の 脚 化 

ら 一ん 宛® 席す る； な 6 带題 

は辯 - f ^ の 自由 で あ る が 學生聯强 

からは 婦人が 巧 あ i して 知られ 

ておる滿澤松化雜：^,辯卡わる J 

を諾 t 、 がわ あをから は 梅崎覺 

巧、 硏兜會 側からは 小 旧 島 末 

義 に. い參 加し、 をな 敎會 、巧 年 

爵 等ょ らも ホ々 辯卜 'を 送る 结巾 

あるから 當 化けを めし 游况 - V 呈 

ずる、 とで あらぅ 0 

牧野 義雄氏 消息 

今春 ボストン じ轉化 後が 英蘭 

掛 地力の お 物に 親 ホし つ、、 お 筆 

を ボストン 邱象 じが ひ 居る 講化 

お 野義雄 巧け が皂 み 餘暇最 巧：； 

十 化が 巧樂が じがて J . 新 巧 願 印 

の 題 ドじ潘 被を がみが 十月 

1 十二：：； ょら 间巧樂 部で； 自化 

一'^ 展覺 曾；： 解して W : 邦を 巧した 

^月下はお-4し バ ン ヵー ス ヒ 

の大 かを 轴 筆して 明年の 聲か乂 

愤镜會 に 巧な の 準備中で あると 

火 倉 支 化 長あ迭 

乂 倉が がわ ま 巧 ぉ 巧 川ネ ~ 二郞 

氏 r ’ 東を 冰 かにを 轉を命 せらむ 

明 ホ ーり おもを たなを である お 

同氏の 棱巧 ごして 前年 常 地 r 化 

勤 甘る 巧 旧 巧 吉に本 巧 二十 一一 : n 

横 横 出帆の 巧 船 じて ホ 巧の— じ 

ホしたら. こ ° 


•唯 物ぁ觀 "講 が 的 西 十 S 

街が 六卜 一二 巧： S にがる 佐々 木： 二 

:孤氏 褐^ 經營 の科學 思想 巧 及 

社に ては 每化 幡リ化 マ^クスが 

濟學 V - 进述 して 居る. か今时 がり 

幡 円に 唯 物 あ 観の 巧潘 座を 閒き 

舆普 につき 無巧滿 話を 始めむ。 

が 天狗 おお 部 み间の 遥也會 

は 十 •巧 十巿 H 、 方 おは トゥ-， 

ス山 ゲレ— ク ネック， ッジ、 化 

な 所 パ-ー トお rH •扱 

逆 停が 煤、 お 猪 午前 八 時、' 川け 

の+ を歡迎 する 山。 

•服 巧 辟 移轉化 ホ策拓 十九 丫 

目. C 川 一一’ 巧 じ 事務所を がし あ數 

巧ん 間にが がを 巧して 的 じる 眼 

巧巧フ レグ リック 氏は 今 阿 巧ぶ 


十九 T 目 阿 十八 あじ フ」 デ サツ 
ク 、ビ八 デン グを轨 築して 移轉 
一财愁 巧に あおの 要求 じ應 やる 
こ ど .； つ た 〇 


•化 W 恒次邮 に 化 ザが 巧み 村 
兄 苗 街 會雜货 部 じび 勸ゼる 松 田 
恒ホ郞 & は输朝 数年 後 森が 化を 
辭 しじが 昨年な ホ 中風 おを を ひ 
をを か下大 森-知 自を じがて 加養 
中樂 おが 効を 奏ドゃ 去月 十九 日 
午前 遂に 逝去 サ るを 當邮舊 知に 
入信が あつた。 

小 松 雄 道 氏 元 大水 伯爵が 萬 
役、 H 本 大を辩 事、 硏 化の ため 
靜岡义 化に て ホ 米 ムる乂 H 着 紐 
生稻じ かお。 

♦菊 她お陽 氏 前 菊 池 孩眞舘 ま 
ォリ N ン タ^な 眞 工業 禽社 取締 
役、 今週 月峨 H 巧が 當か滯 紐。 

食 克熙氏 新け 紐 育 支 抓總領 
樂舘菩 記 ホ、 おる 化 日 着絲。 

± あ 夫 巧. 摹灣銀 わ お 育 お 張 
所員、 化朽お 發闽巧 歸辆。 
♦をな 雄を 巧ち ±忠 ホ 巧のを 
作 S して 愚 巧 着が。 


奋哥 た巿み 目な の 煤 巧、 化 

J 盾當化 入 ぁる： r 本雙 

巧資 度し 夫婦 者 义は夏 播經蠻 者 

に 最も 適當 、郡を 上バ ー トナー 
シップに て營 装す る も 菜 支；：* し 
委細は 左記へ 獅聞 合せを b た L 

橫後廟 店 

24 E . 皇 h 爲置 

御 下宿 お浦眞 j 

お 話 架設 中 

115 E . 82 互 St . C:ty 


ル*— ミ 'ーグ 

1 言 7 3三ご夕妄呈|1監量ぎ 

ジ吾 h 呈 e Regent 》62 w 

祕 ''、がで’' 暖か f 終日 

重達 陽氣。解ぉきのか— 

、ボ 燃、 か 華 用お斯 及び- ッ 

'ウオ ーター の 使わ b ホ婦 巧の 

御 ホ 父け シング 作の 御 方に 適す 

脚 W の 方は 带話 じて， 策 京商脊 ) I 


妻 J ピじ二 萬 わ b ます 巧 利の 

^ M よい 處で スナ 1 ムヒ 

1 卜 、熱湯、 バスが 化の 設備 も 
完 をし 下 居 ま f 。 【田 中小 S 邮】 
岩 2 W . 雲 St . Tel . ぎ algar 畳 B 

貸室 ？¥蘇：^;^ご至'で 

殿附 、一人 父は 二人に 適當 、一專 
用 入口 0 . 

ミ t . 呂芝 4 Riverside Drive , 

Goi 1 ち nd St . 

一遇 お 贿及八 龍、 1 
® を 人义は 二ん に 適ず、 

が 廳へ小 か タィム スス クエャ ー I 
へ か 五が 屯 詰 ヵン バラン ド 蓋* ゴ| 
184 至 gh s:iklyn 萬 崎晦す 

R 本人 會鬧壽 部 

講纔會 

文 幾 縱談巧 本音 意 氏 
經濟 講談 

ご 進 銀が ぉ 配 人 

鈴 朱 盆 ご 一巧 
時日り 十 1 巧 十四日 4： 曜 
. 日 午後 八 時 ザ 
麓 所 = 西 五十と 了 円 

Y -M -c •<! •會舘 

にがて’ 

右 講演 會扣 催！- 憤 間を 數御 
誘 ひを せお 巧 聽被下 度 候 化 
十 一片と！：：： 

紐 育 日本人 會 


如 


S 

N .， 

E 

D : — 

ぶ/ 

A 化 本 

し 、 

L ^ 

A cS 大 

N s ’ 歡 

化 A 座 

民 比 ： t 

資 

% 


周 連 方 啓 

ダンスの 巧 時節が 參 
L リ ました。' む 五' 十 名 
英人揃 ひの ィンスト 
ラク トンスが 懇切 じ 
御 相手 致します。 

P ダンシング 

徵妙なるォ ーヶ ス ト 
ぅ^ 必身其 じ 仙境 じ 
未る 思 ひ あらしむ。 
觸來 遮を 御 待^ 致し 

主 か* 0 

午後 八 時ょ^ 

- 午前 i 時まで 


. I 動大 雄辯會 

ま備 が 巧 日本人 學ホ 政を 硏兜 會. 

後授 が 巧 親 報 社： n ホ 時報 社た W 敎轿が 育 

お @ お 道會が 育 日本人 會化ホ 基督 敎 

學年閲 盟だ部 ’ 

期 U 十 j け 二十 八 H 午後 お八 時よ b . 

會瘍 む 人リフ ォーム ドお會 (修道 會 の 睛； 向 ふ) 

巧 お 斗 

辨 -H 佔 がわを が 隅 ホ よら 一名 づ、- 

$ 則が 鱗 卿 十一 巧 十 お H を じ 修道 會內小 旧 島 氏へ 巧 

ふ し辨 七を： 2 W 上の 時は 中 込 順に 化 b ホす 

が 鹽 自 もがし 一ん 十 おみより 二十み 内外 どす 

懸赏 最 優秀を 一 名大 お 銀 ヵ ッグ-個 巧 上 優 

秀者 一名を メタが- 倘 優を あ 一を 銀製べ 

瓜 トバック ル-欄 

巧—# 級， U 聴衆の 一肢 投票に 化ら てみ すべ < をの 

細則け 會谋 にて 發 おず 

懸賞 脚本 募集 

明年 二 巧 小に 刷 催すべき W 巧 U 本人 會社曾 部 ま 愼溃藝 を 

の 上場 じ 適す.' 創作 一幕物を 裳 集ず。 

一 时け 「題材、 脚本の 長短は 作を の歯盧 

二 締明 本年 十二月 十五 日 

S 强お 明年 一巧 bu 

w 懸赏を 五十 巧 

五巧棍 送 化' 糾巧 H 本人 會 事務所 

山 ハ巧搞 にはが 名を 用ゐ 、别 じ' 挑 名な 所を 記入せ る 

を 刺を 加 おして お 稿」 添 へられた し 

■； r > 當選化 おを 上踢 ずる ご 巧 ど U が 育 U 本人 會が巧 

を貞曾 S ホ滿 による 

審 婿け 嫌 膝 巧を 川を 洲が お謁雄 一二 氏が 化 

け 巧が 中 


紐 育 H 本人 轉 


み 



日本 綿花 巧 まを 面: が 育す 店 

Japan Cotton Tra が ng Co., Ltd, 
Cotton Dept. 

60 Beaver か ., 

T •し Bowling Qre«n 2990 

Silk Dept. 

2B M ■ が ton Ave.f 

Te け Mad. Sq. 8695 


n 米を 糸 株 ま 曾 社 
紐 育 支店 ‘ 

NICHI- 3 EI KIIT 0 KA 叫 SHiK! KA 削 & 

(N1CHI-BEI KUTO CO., LTD.) 
373 が H む 帥が， 

Tel. Mad. Sq, 7592-5 


神戶鈴 木晚な 
紐 育 支店 i 

Suzuki & Co., JLt ん （ Kobe) ! 

220 Broadway, ! 

Tel. Cortlandt U がぶ 0-51 ぶ も 53 ^ 


月 本 生糸 株を 會 社 . 

紐 育 支店 ‘ 

Morimtua A 巧け Co.， Agents 
44 技 . 23rd St, 

Te し む bland 6320 . 


おを 名會お 
紐 育を 巧 
Hara 及 C わ.， 

4 が Fourth Aw" 

Te し む ledoma 7830-35 


江 賄 株式 曾 社 操 青 支店 
Gosho Corporaiion, 
Silk Importers, 

334 户 ® urth Ave. 

Tel. Ma ん S み 4880 

Gosho Co. ， Inc" 
Cotton Exporters 

60 白 MV が か ,, 

Tel. Bowling Q け 8806 -06 


japanese-American News Service 

• H 义 電報 通 お ホト 

故國の 政治を、 資 業界 及 財 おの 
事項を 巧を 且つ 確 宵に 報道す 
巧 U 入 あ ーヶ月 巧を 五十 巧 

Tokyo Advertising Agency 

II 本 新が 雑誌が 吿一股 化が 
35 おが h Avenu も New York .CUy 
Tel が hone Spring 8277 


大お辑 H 新が 社 
顯旧ボ ず 
0 が Kii km 

む帥 303 World Building 
Tel. Melanin が閒 


乂孜每 H 二 東を H H 
上 原. あ 重 

Osaka Mfiinichi, 
407 Tribune Building 
T«l. Beekman が 59 


妻 お 建築 事務所 
Iwuhiko Tsumanuma 

Room 1607 No. iOl Park Ave. 

Tel. Vanderbilt 3436 

瀬 川が 險 事を 所 

H. Segawa, insurance Krok だ r, 
303 Fifth Ave^ 

Te!. Caledonia 4 川 1 

內旧荫 事 株式 會社 紐 育 支店 
Uchida Tra お ng Co., Ltd. 

291 Broadway, 

Tel. Wor 比 1576 

嵩 貿易 株式 會社 

Shima Trading Co. Ltd. 

150 Broadwav 

Telephone 民 e け or 148^ 

Paul K. M. Thomas 

Advertising Counsel 

2023 Tribune Building 154 Nassau Si. 
Tel. むみ man 6 S 78 

株 ま會社 赤 處梅會 

AKAWD 友 C0., L が . 

295 Fifth 4 化刖 も Ikw York 

Tel. Caledonia 9758-59 

义巧 席を 株 ま : 會 肺 - 
む hint む ading Co. 

30 な ur かな . 

Ttl. む rllind が 5 Q 

S 共 株 ま 曾 社 興 東 貧 易 株を 替社 
巧： 理店 

底 巧 巧を 

fakamme Corporation 
j 120 Broad 明， お w York Wy Tel. Rector 7884 

General Offi が & Fa 加け 208 Rawson St 、 しし Cit もん Y. Tei.Sliltwetl 7718 

f 

- 淺野 物產株 ま會神 
Asano Bu が an Company 

Room 801 ぷ 05 

165 Broadway 

Te し Cortlandt 80 が - 8^)52 

大倉 おが 育 支店 
Okura & Co., 

30 Church St^ 

Te し Co け ! an か 2292-93-94 

紐； 育 H 本人 會 

The Japan が e jUsociatio も 

2 S 0 West 57 化が.， お w York 

Tel. Circle 8190 

i 巧 お細據 道が まを お 

紐 育 事 採 所 

South Manchuria R. R. Co., 

270 Riverside Drive 

Te し Riverside 4763 

S 井 物産 株を 會社 
紐 育ま 店 

Mitsui & Co., 

65 Kroadway 

Tel. Bowling Green 7520 

帝齒摄 領事が ! 

ConsuUte General が お pan 

185 Roadway 

Tel. CorHan が 03 け ！ 

株 或會社 岩 井荫巧 
紐 育ま 巧 

Iw お & Co., 

Woohvorth Bmldin も 

Te し \Vh れ chr リ 60 が 

互 寒 荫事會 社 

M れ sub わ hi Shoji Kaisha 

■ (Mitsubishi Co., Ltd.) 

120 Broadway 

Tei. Re け or 2 目 6 如 25 む 

が 式會社 

山中 廚曾 紐 育 支 お 

Yam 泣 口 aka & Co^ 

680 Fifth Ave^ 

Tel. Circle 4014 


趣 

ホ 


VO しけ I 加 . り 94 


な 化で ぶな 巧なが ^ 巧を 恐 imp 巧 
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ち 菜 古の 蒂 化は 願る ぷ骨 ど。 つ 
てなる G 

驅逐 II 四雙 

支那 出動 

北京に が 嚴み哉 H 奉 
天が 大妝 U 随員が 職 

東京 特電 十 1-1 日發 U 支那の 動 
亂お 勢み 乂 たる 爲 め々 朝 裝急內 
觸 々證を 開催した 結 裝動訊 地に 
がけるな 留 民を 保護す る 爲め驅 
逐 艦四隻 を靑岛 並びに ㈱ が 廳ホ 
'曲に 急派ず る'' とどな つた。 

ホノ 八、 十.， 1 U 發 u 當地 H 本 
字觀 間に 逮 しじ 化 巧ょ b の 報道 
じ 肢れば 化 巧は 今やが 嚴 々下 じ 
ある もの i かく 大總統 段 祕瑞氏 
は 引 其 解職した らしい。 

奉 天 十二：：；： 殺： = 巧 二 一省 司み 部 
のを 衷 攸れば 最近が 州 ホ おの 
戰圖 にて 奉 天を の即 巧者は 二 中 
人 じ 達し 浙江省 軍の 措 害は 一一 侧 
旅阐じ 及んだ ど。 

並が 十二 H 發 U ま 那內閣 の 蹈 
員數 名は 辭職 I 酿が霖 系の 离 を 
は攒 々化 京ょ b 逃 己 中で ある。 

上海 十一 1 H 發 =； 上が' IKI リ 1 
こュ 17 紙の 報 遊に 游れ ば段祕 
瑞 氏が 『身邊 化 護』 どい ふを 日の 
下に お 韦：祥 巧の 辄虜 どなつ たの 


奉 天軍 退、 


新ら L い 火 統領 

アンゴラ 十二り 發 U 『餘ら 新 
らし 述 ぎる』 どを まを 大統領 
で 離婚した ± ザ古乂 統領 ヶマ 
瓜 •パ シア 巧の 舊羽り 巧 破 ぶら 
はかなら 深刻で 今 夕列强 外を 
凰の 晚餐 貪で 大統領は 出席 中 
の ±: 耳を 婦人 じ 例の 媛 面を 除 
まする 樣 求め 巧ず も ホ 頭の 巧 
を 化餘き 最後に ± ザを恃 がの 
舞踊を 大統領 自身が 蛹つ じ。 


は事實 である もの-如'' 媽玉膊 

の 態度 じは 柿々 な 報道 も傳 つて 

ゐ るが 張作霖 ごの 關係斷 絕は事 

賞なる もの i 如く 副將 である 河 

哺あ 都督 趙侧お 軍は 公然 吳佩华 

じホ方ずる^を聲巧しゎ。 


ワシントン 十二；：； 發 zz マ クム 

レ— 駐支 ホ闡る 化ょ 6 のを 電じ 

彼れば が 政總 をを 思 推 氏は 辭職 

しじれ で 目下 奉 天に ホる 交通 總 

長 葉恭締 巧は 化京歸 6 を 延期し 

て 瑕 ど 張 如 調 許に お 事し 前途ち 

壁で わる ど稱 しを 一二 省 軍 も浙江 

省 軍との 衝突を 避ける 爲め 磯々 

退却 中で あるが 奉 天軍は 化 巧 ご 

漢 口の 通信 機剛 をが 斷 して 媽玉 

祥ご 南方の 述 絡を 絶 も 化を、 天 

が 鐵 逆は 今が ほ 奉 天軍が これを 

證瞄 して ゐ る。 

巧な 卞涉ご 

米國 案な 對 

ま 京 特電 十 1 1 1 日 溝 == 支那の® 

乱を 何に 關せゃ 關视を 員 曾は 娘 

然 ごして 繼緻 され 今日の 第二を 

員會 じがて 支 邪 委員 食は 米國政 

府化 おが 猪を 槐撤廢 が 他の 决講 

事項が 巧を 監視す るぶ ホに て 第 

二曾證 をな 集すべし どの 案 化び 

じ關 親增收 をが 蝴 じて 保を すべ 

しごい ふ 案は 巧 政 干渉の ホ汰で 

ある V 拖 力な 勘し 次期を 員 貪に 

改めてち 邪 案を 提出すべく 、 H 

ホ 化ぶ は 昨今 投回じ 直ら 非を 式 


じを がの 粘 お 附加稅 じ 就て U 米 
のな 見は お化し- •ゐ る。 尙ほ支 
那を 牺黃邻 巧は 巧 今の 支那 時 扇 
じ 關稅禽 雜の繼 がは 支那に 不利 
益で ある どい ふ立戚 から 中止を I 

ま 張して ゐ る。 

香 瓣非買 P 失敗 

香港 十二 日發 止廣柬 のを 港に 
おする 非 巧 同盟 心 最早 失 败閒じ 
あ づき 駆 H を 侧じ了 も 不満足の 
盧を 現しつ t ある 矿め 俄か じを 
港闽 人ど從 巧の 棚 旅を が活 する 
をミ。^近く香潘|^表ど協議を 
開始す ベ く 1 ホ陳一^明將軍じ问 
情ず る 者 ご 赤色 派 お巧戰 はが 
が おせられて ゐる けれども 陳娜 
明は 旣じ福 建 省に^ 己し じので 
旗 巧國は 軍は あ ilf 建堪 をも自 
己の 掌中に 收 めん V 征討 軍を 派 
遣ず ベく 目' 下を の^ 滿中 である 

メキ レコに 一 

ホ 政府が 議 

.排外的 A 地 法 じ 

メキシコ 巿十 一 1 H 發： =駐 墨 ホ 
鹽 火化シ H フキ グド ザは 國務長 
官ヶ P ッグ 巧の 通牒^を 政府 じ 
傳 達した が、 をは 致！!：？ メキシコ 
^^がが齒境線み巧キ ^一义お、 沿 
岸 五十 キ "米突な 內 がける か 
國 人の 财產 所も權 をが 化しなる 
じ 對し右 地域 内 じが^， 口 乂國入 
の 所を 鑛 山、 她旧软 び^ 棠 地は 
をて メキシコ 政府の 擲 に 化 b 
て 投資 さむた ものであ^ 從 つて 
ホ乂の 利權を 傷け る ど 一^ ふか 鶏 
から 巧 離した もので 去 4 がを 府 
當扇 ごして は 爽國掛 主 貴を 心 石 
地爭ひ 等を 例證じ 摩げ 觀る お議 
は獨 らホ闡 のみなら 中を 题 J ら 
受ける i は 期待して むる が 副. 巧 
法の 制定 上 これは 化む を 巧ない 
ご稱 してむ る。 

佛國 巧閣を 

社 會黨壓 逆. 

財政 整 埋で威 宵 

パ 9 — 十二 H 發 =：： フラン， 社 
會黨 は. ハン 八 ゲ ユ ー 首 化 じがし 
が 政整现 案を 提出し 首相は これ 
を 採用す るか がら やん ば 畿舒戰 
じて 化 會黨ょ 6 獨 劾すべし 一一 威 

脅し 首相は これに 對し 明朝 回答 

する 善で あるが、 社會黨 案の 骨 

子は 左の 如し。 

〔一】 通貨 膨脹 絕掛排 巧。 

【二】 云 年、 六 年 力 至 十 か 後 

償還の 國 債を】 鹽 とし 國 巧な 債 

を これ じ 宛て 毎月の 支 拂を一 一億 

二 千 巧 フランな 巧 ごす。 

【一二】 十五 巧 フランな 上み ± 

化じ蜀 する 一割 五發の 課稅。 

〔旧】 產業 及び 商業 紐を： レ掛 


し 政府は 一割 五み の共间 經當權 

を 得る io 

〔お】 裝 がの 流 迪紙靖 を 蔭 化 

すべし。 これ じ 放ら 政 おは お 失 

其 化の 事な じて 約 十五 億フ- ノン 

を 節約し 得る。 

で ハ】 政府を 價じ 街して は 利 

すの 轉換 乃ま徵 親の ホ 巧を 撰擇 

すべし ° 


お 川 半 山 巧 逝 < 

東京 特電 十二 日發 U 東を ホ窠 
十二 r 阮 選出 恵 蚁衙化 講± お 川 平 
山 氏は 本 H 逝ました。 

註。 化石 川を ホ郎 には ザ 山 ど 
號し 明治ぶ 年 岡 山巿じ 生わ 慶 
械大 學に學 び、 庚 寅新茲 記者 
を 振出しに 中央 新聞 經濟 部を 
まを 每 日ま静 ，報 か 新聞 編輯 
ま 化、 萬 钥お總 格 等新閒 巧の 
を武 巧で 睡 々軟 ホを 歷 遊した 
人で ある。 

通常 議會 開會期 

まま 特電 十-曰 發 ：：：： 五十一 證 
貪は 十二月 二十 二 U じが 集す る 
箸で ある。 

閣議で 豫算 審議 

東京 特電 十-日 發 u 關議 じが 
て 大藏省 査定のを 加 豫算お 十ち 
億 一千 二な 巧圓 を審藏 中で ある 

電通 二十 五 年祭 

まま 特電 十-日 發 U 日本 電報 
通信社 剧立 二十 五 年を は 本日 盛 
大じ擧 わされ 朝野 名 ± 置な 名 出 
'席— 電迪 ではを 趙親聞 記を 二十 
五 年 勸賴者 二が 十る を 表彰した 

永 化 借地 權 問題 

東京 特電 十-巨 發 ‘ h 外人 永代 
借地 權を橫 潰で 買收 する もじみ 
をし を 年の 難問 趙漸 やく 解 巧 さ 

お油稅 改正 運動 

東京 特電 十 W 日發 ；：；：： お 油 關稅. 

なぶを H 本 お油會 化が 述動 中で 
あるが 商工 省で も 引上げな 向を 
荷して ゐ ると。 

航路 補助金 査を 

東 ま 特電 十-日 發 U 商船の ア 
フタ カ 航路 ご 一 十六で 圆 政び H 淸 
親船の 化 ま 航路 二十 万圓の 補助 
は査 をされ た。 

英國 潜水艦 遭難 

日ン ドン 十二 日發 u 吳國海 巧 
の 大型 潛水艦 M i 號は 今朝 才； 
クこ 一 群島 附巧 にて 潜水した 礎 
海上に 姿を 巧 さやが 上ょ b の 通 
信 もが 巧し；；* いので 六十 人の 乘 
組 員の 巧 巧が 氣遣 はれて ゐ る。 

中央 巧 度 も傑險 

シカゴ 十二 H 發 ：；：： 當地 フキが 

ド 傅 物 箱の 浓賴を 受け 中央 アジ 
ア を探險 中で あつた 前 海軍 次を 
ロ ー ズグ 卫八卜 巧の 一巧は をの 
使命が 案外 じ 早く 終了した ので 
近<中央巧废の キ ャ シ ユ マ 》度. 
ネバ八 地方を も探險 する な 
b ネバ^の 官憲 もこれ を 許可し 

たので 歸 米は 當み 延期した どの 

電報が 達し わ。 

獨 逸の 軍縮 回答 

バリー 十一 一日を U 獨逸 政府は 

ロカ グノを 潑の粒 神を 译 重し ゲ 

アグ サィ ユ條 約の 武媳 解除 事 巧 

を 履 巧す るた め 聯合 國 大使 會蔑 

の 要ポを なれ 〔一】 図の 司令官》 

ヶット 將 軍の 權限削 奪 ごご 靑ザ 

運動 蝴の お事脉 調練の 廢 t 〔一二】 

送 謀 本部 廢化 【の】 巡羅鋒 官隊最 

高を 貞十お 万人の 嚴ザ 【五〕 コ 

ニグ スバ^ グ 要塞の 重 備ホニ 巧 

撒廢 等に 巧 底の 旨を 巧を し聯か 
I 國侧も 頗る 滿 足し ホる 十二 巧 


日を 則し ヶ^ン 化み から 撒を ず 
る-と ごな つた 〇 


墨國ご 外債 償還 

メキシコが 十二り 發 u 大統領 
カレス 化ぶ 巧 隅々 潑は藏 相 バニ 
巧 ど 外人 銀 巧 脚の 間 じ 協を され 
た あ 億 巧の 外 憤の 還を ホる 一 g 
U ょ b 實巧 ずべき 案を 批准し 
をの 貴が 巧 脚を 旨 長 ラモント 氏 
通吿 したが、 右は 舊ゥ 卫片夕 
協定を 夕少修 ぶし 致 近 紐 育 じて 
が 立した 協定で この 外頤 雜營徵 
道を 刪 人 經營- し 一巧す るろ も 健 
件 ど. t * つて ゐ る。 


煙 寧雜話 

トニ 階樓 主人 

こめ あいだ なくなつ た フラン 
スの 义人ピ 五、 グ •术 ィスの 短 

篇じ r 卷 煙草」 とい ふの が あらま 
す。 十 餘年も 前 じ 一巧 讀ん だき 

らなので、 詳しい；はおれょし 

たが、 雨の H の つれ ぐ じ、 
リー のホる家で退風しきつたま 

人が、 椅子に もたれて 煙草を ふ 
かしてを る ご'、 靜 かじ 扉を 叩い 
て 入つ て ホる ものが あらます。 
誰 だ £ おつて ょく 見る と、 かね 
て 火 ゥプグ の 博物館で 見 覺\ の 
ある ダリ シアの 刺樣 です 0 
神 樣はホ 人の 問に 答へ て、 い 
ろい ろな； を 話します が、 をの 
中 じ 巧 巧 かぅ やつて ハ 9 — まで 
出かけて ホた が、 見る も 3 聞く 
もの、 みんな 往時の' ギ 9 'シアに 
あつた もの ばが b じは 驚かされ 
政治 も、 を學 も、 美術 も’* 


る 

リシア 化 上には 一足 も 踏み おし 
て ふ ゐ ない。 をつ く b ブラ トゥ 
アす ストゥ ツ^ じあつ たもの ば 
からだ。 評 巧の 新ら しい 女 じし 
て も、 あれは みな ゲリ シア じあ 
つ わ 型では ないか。 かう して 一 
つ) つ 葛え て 見る ご、 現 化の 文 
明に 何處じ 一つ •キリ シア じ。 か 
つじ ものが をる か。 長い間の 人 
問の 巧 力は、 云は r まあ 無联だ 
つじ やうな もの だ ご、 あ ひき b 
現 化 文明を あしつ けます が、 ふ 
と 卓子の 上 じある を 煙草を 見つ 
けて、 不思議 さう じ、 

「巧 だね、 これは」 

と 訊ねる ので、 ホん は嚴懲 に、 
「煙草 ご 申します。 一つ 召し 
上つ て 御 寛 じなら ましては」 
と勸 める ご、 神 樣は物 巧き じを 
の 中から 一本を 妝ら 上げ 口にく 
はえました 〇を してす うつ ど 一 
息 煙を 吸つ て、 しみ''^ どを 觸 
らを ホは ふやう でし たがやが て 
「うまい。 うまい ものだね。 
現 化 じあつ て •キリ シア じな かつ 
たものと 云へ ば、 まづ このを 煙 
草 位 のらの だ」 

S いはれ るみが 鼓 後のを だつじ 
やうに 記憶して ゐ ます。 

實際 煙を のがは、 いろんなを 
れた 美しい ものを 持つ て ゐたぞ 
リシア 人の 知らな かつた 巧ら し 
い 化を のを 見でした。 黏 達はス 
ペィンん じ、 煙 革を かかす i を 

敎 へた キユ ー バの邱 巧 入 じ掛し 

て、 深い 威 謝のを を 捧げ U けれ 

文な ちません 0 

話が 横 じ をれ ましたが 「バイ 

プ 进藥」 の 中で、 化 友 銀 巧の 今 


村 幸 巧 氏が ニュ ー ョ ー クの ダゥ 

ン タゥンの 支 巧で、 

「あ；：： •たの わがき なやう じ、 
いろんな 煙が をが やて、 あなた 
お 一人の ミ クス チ ユアー を 作つ 
て 見て は 如何です」 

どなの 巧 じす i めら れ て、 巧 速 
藥劑を 調を する やうに、 あれを 
少し、 これを々 しごい つた 風 じ 
いろ'--^ 狼せ て自 みの ミ クス チ 
ユア ー を こしら へる ご、 巧では 
早速を のみ 量を を 叙し 「マィ ，ミ 

クス チ ユア 1 A 1024: 一 どい 

ふ番號 をつ けて、 をの 番巧を さ 
へ 一 占っ て やれぶ 何 巧で も 煙を の 
注文に 應 じる i が 出來る やう じ 
して 吳れ たどい ふ條 から、 をの 
あを 經単も 今では 殘ら 々くな つ 
たのを、 今 村 氏が】 口づ i 惜さ I 

うじ 喫 かして ゐる 話な ど、 と 
わけ 面白く 威 じました。 

すべて 好を が自 をの 巧 A じ 数 
する 愛着が 最もの 占 で、 wbh / 
け をれ が 香 どか、 煙举 どかの^ 
うじ、 用 ゐれば 用 ゆる 巧少 
I 】 巧 化 ひがって 化 舞っ ぶが 
最後、 滅をじ 手に入 b さう じ も 
ない 品 だ ど、 をれ じ對 する 愛 梢 
のを も 一層 察 しられる； でず、。 
さう かど 云っ て、 をれ を 愛 心 す 
る ばか b では 執着 じ 因 はれ 1、、 
をの 人の 必 境は 進み やうが, 
ません。 こ！ が ホ 素の 必 •心け が 
見られる 巧で、 おろを か 一/はお 
ホない ど 思 ひます。 一 

昔し、 千 お 休が 松み 禪 出の 秘 
藏 して ゐた八 雷む ぐらのを 紙が 
ほしくて たまら 中、 幾 昨^ か 懇望 
した 未、 やつ ど 貨ひ受 た- - U が 
あ b . ました。 利 休は 嬉 わさの あ 
まち 、吊 速 あ會を 開ぃ ザが じは 
をの 色紙を' がけて 證ま 1/* した。 

をの H のをは、 が 旧 I ちご 云 
つて、 茶道では をの 頃 郝化ど あ 
稱 された 名嚳 のを 旺 でした が、 
巧の 前 じ！ じ b おつで/、 この 色 
紙を を 入った ご 思 ふ'!、 急に 氣 
を 失つ て、 後 じ 倒れ らう ど 
しまし が。 利 化が 驚： いて 理由を 
訊く ご、 宗及 もを の^ 重い ぐら 
の 色紙を 盤 望した 一/入 だっ たの 
でした。 利 化は 氣の毒 じあっ て 
翌日 病 巧じ宗 反を#^ れて 、をの 
色紙を 贈つ た ごるな ます。 自み 
の激 愛ず る ものを， 思 ひ 切つ て 
ぶ 建 じ 輿え た あ 人 こしての 利 化 
の必 境は、 この 一刹那から 幾醒 
の 飛躍を 遂げ じる •たらう ど 思 ひ 
ます 〇 . 


海の 巧 ミ 外 

♦支那 關槐會 潘は遂 じ H 支 f 
英米の おを どなつ た。 等 ご 外な 
省邊 りの 人は 「曰 ま 親善」 を ホ. 
めかして ゐ るが、 をの 中に 支 孤 
が 巧 ホに ホつ で H 本が 孤立し ゎ 
ら どぅす る 氣わ〇 

♦媽玉 祥がぉ 手の もの i 「+ 
總統 監禁 術」' を やつて ゐる〇 怖 
ち丹バ テレンから ボ少 七ゲキ * 

じ變 化した 蟲 術ち 大家 ごしで 
曾 敬 じ 化する。 

♦ メキシコ のが 外 ±化 をに 3 
して ホ國欧 がが 威猛 离じ抗 請ん 
提出した。 ホ も々 ブフォ 八 二. マ 
州の +1 化 法は r 闕 巧」 の 問題 ¢1 
て 同じ 米 國の國 巧 省は 盛し い拓 
で r 遇 城」 めな をを 明した 尝 でん 
つじが 0 


岡 野 巧 學± 院長 

東京 特電 ±11 日發 = 樞 が挪畿 

長 岡 野 敬み 郎 氏は 學±院 々長 

じ 巧 命され た。 



が！ が——^ ^ 報， 

旅 巧者 道德 


巧 巧觀 なの 必お 

が 巧は 化 ホの 一 火咖巧 でんる 

が 巧め じ 来 曲 お 化に 化 彼す & 巧 

一み 乂部 かは 化乂都 巧を 述 過ず ブ) 

，ので もる！ 、 獻钟を 終て り 本へ 

一 或は H 本よ b 歐洲じ 赴かむ どす 

る 间胞旅 わ 菊け 鈔ぐ くら ーヶ巧 

む 人- ヶ ザを 姐 劈して 千 二， り 人 

を： 卜ら 。い。 をれ は 化が 火 戰-从 

ホ U 本 ど峡乂 ごが 公的に も將 C 

化 的に もな々 あおじ 脚 孫を むす 

るに まつた ホ. 贷を 雄が じ 物 おつ 

& るら みで ある 力ら 苗 人の 悅 

じし； 戚 ずる 所で ある。 がるに 

时 胞^ 化 わ# 小 化々 『お 0® は 

骚 きおて』 ろの かがが であち、 

當然 でもる かの 如くを へ 前莱上 

S 规敌 、をが じ 就ても ホ 私を 上 

の 巧趙に 就ても 敵る 不化 なをつ 

無 A 化。 言 励を がて して 牌ら ざ 

を 巧がん る。 

山 ホ 旅 わ あはを 遊の 地を' 站閒 

する ので。 い 限 6 かめて 脚を 猫 

み 入れむ ごする 主 地の 風 巧、 化 

巧、 おが。 でに 不案内で あるの 

が普述 であるか らお 必巧狀 態は 

夕 み に せ よ 不 叟 で あ ら わ ば C ：* ら 

拍 。ソコデぶ 人知 己の がか 狀な 

る ものを ホ 化して おじを 人み 己 

を自 じの 就閒 する 地方 じ ホめ、 

化 巧ら しいぶ 人知 じを 透して 視 

幾の 化、 を 渉の 化 、お ホの 使ぶ 

び 或る 煤を じな ぶを 化の 愧 じさ 一 

，へがす るので ある。 所 詔 一 巧の _ 

流れ、 一樹の 隘 も 親み を 持つ 

て ホる のけ 此瞄 孫から おおす る 

がる-し 自 包の 無 巧 巧 だ る 言 邸が 

を 外の 迷拽 をが たじ 巧た るぶ 人 

-知 じじ 及ばす のみなら 中を しき 

は M 胞 のみでな くが 識も むき 义 

人まで 化 渦中 じ投 せらる {こど 

が あら 惹ゐて 日 木 人を ホの 爲め 

に 小利 益な 印象を がへ 後 あを 脂 

-ず 姑なら ある。 即ちみ じ枫 ぐる 

がを 玻 近の ホ 貸は 不徳義な 旅 巧 

巧の モデ 八で あ i 。 

A i ：* る じ おむ おの】 帯 家は 中 

をげ 化の 岡 おで あ ら、 をて パ 

トロンの-人で あつた お；；！- る 

问胞 がを る 率 装の 視察 調醬を 

なす 爲 めじ 峡洲 よら 糾 育に 胜 

くじ 際し A か 化が 親を の あつ 

た；.；。 る糾育 人に K こ' 目のを 

をゼ しむべく がての 化を を 謀 

つて 投 ひじい ごる ふが か 化を 

いじ おへた。 A の 紹介が を 讚 

わ だ。 はだが しい 時閒 を檢牲 

どして 態々；^ を ホ テ 八に ぶ 問 

- し K のをち 巧 巧と C 丈るべき ホ 

. お 上の 化な を おふる S おじ 乂 

- 人の 知 じい 巧に B を 紹介して 

一 带裝 ィンフォ 1 メシ ヨン ご 

j ァド ゲ ヮィス と の 化 給を 站ひ 

め 二化即 じ-甘る 何 見に のらて 

B の 所期せ ム ー端を 滿 たした 

化 親切な 乂人 D 氏は 巧ら に E 

I の 庭め にが 菜に 經驗 あら 信留 


ある ホ 腕ぶ K 。 るぶ 人. id 紹か 
せむ ど 措 麗し お 部を W て 特に 
K 氏の 承諾を 巧い に 所 姑の 化 
樂が にかを 巧を 閒 いて 化 内ず 
ベく ホを し K は ホ 帯に い 巧を 
徳ど する けを 铅 つたが B は 某 
むる あのが おを 巧 取つ たど や 
ら で午签 食の 前り に まつて 一 
化の あぶ お 詔を 殘し激 が どし 
てが 育を 去つ た 化 間に 這乂つ 


化 京 十； 口 獲：：： 柬 一二 お 單じ旌 

する 騎 を： 聯隊が 炎 如 どして 化 

巧の なお 逊卵じ 巧れ わのは 吳佩 

をに 戚 する 湖 化 巧 おがの 追擊じ 

化る もの ど觀巧 クれ 

山 東 省 の驼作 霖麗下 じぁ 

b しが 戲派 軍が は 叛乱して 带势 

の 大半を 失つ た爲 めじ 濟冉府 に 

引 おげ たが、 柬ご 一省 軍は 自凸 S 

棚 域内 ド 退却し 巧つ てが 事 的 じ 

はがが C ：> る 位 机 じぁる もの i 如 

< 支那の 天下は 今やを 地 じ 群雄 

刺が して 內铅は 避け 巧べ くもみ 

ら ず。 即も 張が おのが 除は 浙化 

省 化 方の 速 河に 面した 淸江 術を 

占颁 してな 巧 巧將带 のを おを 絕 

たんごして 戰脚救 U じぶん だが 


たじ J 非常 じ 苦しい 立 煤に 巧 
げ 込まれ K の 無黃巧 じ呆 きれ 
むが ぉの 拖 だしい 旅 巧の 目的 
か ゴ作フ にんつ たく 閒 いて 巧 
び陋然 たらざる を 巧 G かつ わ 
W は敎巧 わり 化 位 あら こ 言 
はる i 间胞の 旅け 巧 道德を 無視 
した！ 惡 例で あるが、 が 肯人ど 
しては 自衞上 旅 わ 巧 逍德の 基調 
を裔 むる 工夫を 要 どす る。 


軍 じ叛热 生じた るら の： 如く 孫 

傅巧將 がは 目下 吳 佩を 將 巧の 軍 

隊を 一時 指禪 して 兵を 進めつ i 

ある もの、 かく 岡 時に 河南 省 ご 

山 西を 軍は 聯 をして 陕西 省を 裴 

はんご L 

お 支那 じて は 陳娜明 牌 軍 

の廣東 ホ 色 政府 轉縷計 薄け 失敗 

に 終ち たる も树 ほお 勢 不穏で あ 

る。 而 して 現が の 支那 政 時 じ 採 

ら 最も 褒 がされつ i ある ものは 

'ロシアの 勢力 巧 進 じして 媽玉群 

の掌框 する 河南ち 補贼 じは 赤色 

滨化六 聯隊 (卜日 ィツ n サウス 

キ ー ) 郎巧し ダ ュ シ ン 、 ィ ゥ ヮ 

ノフ 、リノ ツフ 、トン キ 、シヤ 

ラグ キンを 將带が お隊を 調綠し 

巧ち 搜逍も 漸巧〇 シアの 手 じを 


遂に お S 省 巧の 敗 化に 歸 しを 天 


迷宮に 入 る ミ 邢 政局 

段 大總統 が 捕虜 說 

陸軍 總長吳 光 新 巧 ミホに 

併し それ ご 反 封の 說 流が さる 
東京 特電 十二 日發 U 支那ょ ち 速した 今み 動 亂じ關 する が 道は 
檢脚滕 重の むめ 頗る お々 どして をの おか 判明 しないが、 柯事か 
一窗 i ：* らの 政治的 事變を 生じ むる もの < かし。 即も囊 じ 段 臨時 大 

總 がに 媽 .虫祥 こお 作霖 どのが 半挺麗 がを 裂した のに 氣を 腐らし 

醉 職を ホ、 むし じど 傅 えられた が' をれ は事貿 無が で媽將 軍は 關 

稅曾谣 の 輕婉 じ贊 岡し ち那 のが かを 保 降す るれ め 化を をを 天軍 

に W 波ず も 差 支 U しどの 总 をを 化ら して ゐる どい ふ說 t あるが 

これにな して 他の 報道は お、 張両將 おのか 平提 誰は み 裂して 遂 

にが 势一轉 して 媽ち神 路單の 軍隊は 實際上 化を がを で 配し 大緩 

統段賴瑞巧は柿が问據の姿ど^:^^て， お玉祥の命々じ攸ら將軍 

の 化 命すべき み 隅 總理を 受納し 將 おの 命み じ絕蜀 じ服從 する か 

然ら すん ば 武力 じ 訴えても これを が 巧ず べし ど 威を されつ： あ 

る もみ i 如く、 現 關稅轉 旗の 支那を 權 である 壬 正 姪 巧は 碼玉祥 

將 軍の 内盧 をを けて 新 内 脚を 組織すべく 决必 しを の爲 めを 權の 

職を 辭巧 した ども 傳 えられて むる。 

ロンドン 十-日 發 U ゥ H ント ミン スタ I •ボゼ ット 紙の h 鞭 

特 軍に 從れば 支那 臨時 大總統 段 碟瑞巧 おび 陸軍 総長 吳ホ巧 氏け 

媽 ぶ祥將 巧の 軍隊 じ 化ら 挪虜间 巧 ごな b 化を の政權 はお 玉祥の 

手： i 歸 したが 術-江ち の 孫 傳芳將 軍は 約 二での 軍隊を 上海 並び じ 

抗州 ょら 砲艦 じて 營 口に 輸送し 退却 中で みる ま S 省 軍隊を 秦皇 

な 附近 じて 砲擊 すべ {頌 b じ 活動を 開始して ゐる ど。 

曰 支 V 一英 米對 立ず 

東京 特電 十二 日發 N 支那' 巧 亂の擴 大じ對 し 日本は 自發 的に 願 

稅會 能の 延期 乃 ま 中 化は 提驚 t ない ホ 針で あるが、 關稅 會議目 

下の お势 じがれば 吳轉化 おは ホ國 案を ま 持す るみ 必 じて 兩國の 

韶 解は 强 固を 保め ぶ證は H まど 英米 對 立の お 勢と なつた。 而し 

て 會廉は W 円が を負會 じて ち 那の內 孰に 關踰し 重大なる 協議を 

な 1 ベく 目下の 情 势は到 あ 治 外法 權撒 嫁の 討 離を 許さ r る 事情 

じあら。 的は を 闕商棠 會證所 聯盟 會は 支那のを 侈が 目 關稅じ 反 

驳 の 提 能を 可 かした。 

ロ レァの 赤化を 背景に 

支那を 地に 叛亂の 兆 歴然 
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Trel . s ミ I 仁 ngside 空 ミ 


0 本人 ぉ & 敎會 

な邮 川な 禾么進 

.幹事 田 中 巧 一一 

」 ち an 男 》 3’ E •空 ミ ch & - nst . _ 
岩 3 W . 1 呈 St . Tel . CMi 1 岩 1 
巧拜說 あ日难 u 午を 八 時 
が镑 肖水哦 U 卞巧八 時 
浅 縫 曾乂泌 U 午を 二 時 
♦巧 おを 

位 底 も 淪比亞 を おみ 下邮 •を 十 
五 かを をを 社員 旅巧ぞ じを 適 
な 礎圈當 雄な 斩が ぶを 補娛樂 
具瞄 易を を あら 

巧を 曠を 阐旋 、旅 あお 巧、 を渾 
事荣 調を、 其 化 巧 事相が 稱旋 
ち 间聰諸 化の ホを を 飲迎す 
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マ H 耀 り 
聖書 巧 究-た 午 
共 潮會タ セが ホ 
禮巧說 をが ホ 
▽水 礎 U 
祈 據會夕 八 時 
▽ ±哩0 
藻な 巧义 はを 
話を 夕八ゅ 

を 掃 部、 旅 巧ち 
を內 な、 ん 事相 
報 部、 調を 部 •巧 
榮巧お 部、 英語 
化綠敎 巧® 諸 課 
を 鼓け 曾 員* 非 
會貴 《巧を 計る 



職 解 揉 療治 

神總饰 、リゥ マチス 

風 お、 巧 身、- 的 肩 腰 
痛み、 巧 膽お其 化 
出張 親切 じ お姨中 
上ます。 が 約の ホ 
は 午を ょ b 自 
まじて 施術し ます 
= 本鐵灸 
專 巧學院 卒業 

I ち I 津輕 東洋 

西が と 十九 了 目 臺八 
.電話 フ ，ス も！ ス竟骂 


'診察 時間 

午前 九- 十 時 
午後 六げ！ 八 時 

け t 小 栗 幹 ご 一 

她育 ボブ ラブー 病院 

缀 おお 病院 勤務 

哉张 コン バラン ド 

婉な勤 お 


診察 時間 

午後 霉時 半：：；^ 二時牢 
午を 六 時：：：： 九 時 
愛知' 鮮學 ± 

パ t 巖本谨 一 

を餘比 亞大學 ぶび 
グザ ラン 病院 勤務 
日曜は 前約 顯 上弦 


il 攘 治療 

: = 氷 及び 港氣 治療：：：：： 
筋揉阔 嫂の 痛 音 手足 
の 不動 神經痛 プゥ ザ 
チス慢 巧 胃騰 病神經 
衰弱 症 巧 他 
午前 化 時ょ ち 午後 义 
時 迄 電話 前約 願 上 お 

紐 育瑞化 ハフ ィジ ォツラ 

ピ ー 學院 卒業 

が 育メデ カが ジムぶ マ 
ツナ.— ジ踪會 正會員 

を認 西が 幸 男 


該 察が 間 
午後 五 時 1 八 時 

な 見 一二 规 

引 綾き ベ 片ビュ 1 
病院 巧勸 じが 右 時 
間 外 义び日 懼 は， 前 
約 じ 限る 


が 育 州を 詔 
內務省 鬼 許 
東京 巧大醫 巧大學 
產婆 復習 科を 楽 

産婆 松本綠 


H 本 陶碟器 
雜貨 烦卸寶 

.一一-一 じ 

TTn 一 7 

ブラ ザ ！ ス 



正直 ど 親切と を 旨 どし 確實 
信用 ある 悔 品を 精 逃し 
特別 廉 價で販 f 賛 致します 


ゥォグ サム、 エ八 デン 四 割引 
其 他は 化て 三 割引 

指輪 鎖墳 を 屬並じ 寶お頻 一切 

八 ミグ トン 时 計、 ーヮ 1 ドィ 

リノ ィス 時計、 を柿歴 時計 

ゥォ ー タ . — マン 萬 年 筆 

ユ パシヤ 1 フ 鉛筆 

祕銀 おおじ 銀器 一が 

御 歸销の 御 ± 產】 切 

時計の 修链 はが 險 が じて 確實 

じ 石川自 みが 致します 

午後 八 時まで 開が 

巧四十二了目 一 四よ一 一直と 

.フ 日— ドゥ ユ ー を 北 巧 

0 ングエ ヵ ， •ビグ デン グ 

お 九 二 五ち 室 

巧 川岸 蘭會 

带話 ブライアント 四 己と 四 

呈|5是.養壬岂.14ご53.42を芭. 



自す詞 A せを す 後 < 巧 巧 \ る 

寶石そ 4 屢满 ' V みみ 刻^ 

クオー んザ 冷 •す ルン ン吩が 四 割引 
尸し 7 —ド ，ハミルトンが 評 を 刻 列 

がみ d 化' 念 矮澳が \ A 刻刮 
啓ぶ ぶ そ巧属 ふ® す贫 

ネ み 韓華. 觀 矣 

城始 嫌の 瓜 乂 

1 巧 — y ダ T す-.- •トム (八 ニニ 



都み だミ當 みの 願 

診察 

午をと時{九時 

〇腿が前約願上巧 


^ さぉ悅彌 



.午を si 询ょ 6 ホ 時 

日曜は み窝 裙願睽 


ドクち 八 

鳥 お豊彥 


墙科醫 

マ 彰察時 お A 
每口 曜 を^く} 
す前乂 時よ- 4 
午後 五 時 ザ \ 
水醒 午が 九 時 i 
午後 一時 


廢科醫 

= r 新 ま 無 搞治姨 ぃ：： 
夕 年の 經驗 をな で 
り 本人 諸 巧は 特に 
了 寧 懇切に 施術す 

パ t マ —— チン 


化 化れ 

I h Ln h 

D が 3? 到 

I 3 5 2 


齒科醫 

を 年の 經驗を 化て 
最新式 巧學 手術 じ 
堪能 じて 信用 篤し 
= 施術が 低廉 U 
日本人 諸を じは 特 
じ 了 寧 懇切に 治療 
が 育 州を 認 - 

パ r 、 フル 1 如 


r . R .. Shishid 夕 P D •が 

石 W . 7 害 S 1. Tel . Endi 置 二 芝 2\ 

gg か ハ戶良 一一 

自 午前 化が ま 十二時 


笠 ホ 洋服 巧 


若き 米 國細人 
り 本人. への 英 
語敎 巧には ホ 
年の 經驗を 有 

fo 1 ン iN ス 

ンと 十五 恤 
每リ 朝义 おょ 

ろが 化 時ぶ 何 

時 こても. おし 
u 赠目は 
よ b 四時な 


一時 


日本 

ドラィ ダし ブ 

I " Mwa J ^ ml , 


化薛 品郞資 

五味 禱會 

w E . 1 ゴ hSt こ NJ - ci ザ 
Te ; 享 es 当 二 7 轰 



舞踏 教 緩- 

マ 社を ダンス A 
►表情み 操 A 
が 十； 淑ん 、わモ 
化さん 方に 肝' 嗜に 
敎授 致し サ 。午前 
十 巧ょ b モを十 一 
時資 H 曜を 隙く) 

シャリフ ■ダン シ 

ング 紳舘學 校卒裝 
上： 杉 タマ 




S な 
、 J 


メ ー シ ー はが 育 最大の デバ •.メ ント曲 巧で あ 

らます。 新ら しいみ 降 巧 ど卫ス 々レ ター は廣澗 
な 店内に 於け る 皆な の お 資物じ 便宜 £憾 快 どを 
巧へ てゐ ます 

化 巧で 二 弗す る ものなら ぶ メーシ ー では 一 
巧八十八化或はをれ化下で買 へ る^をでぅ 
ゲ御 記憶 下さい 

日本へ 御 荷物を 拘送ら じな b わい 節 又は 御 買物 
に 際して 御用の 巧を は. ハ ー ソ ナ八シ 3 ッ ピン グ 
ビュ 1 U 1 を お哥わ 下さい、 親切 じ 御 便を を 討 
らます 


〇夕巧 巧艺ち 『 C 巧 CY 户 

呈 言 呈ちさ R 

普 7 妻で e - f た nd St . 
TeLVand 置 三 728 す om 703 

け？ をな 謙 次' 

月ぶ、 を、 ザ 後一 巧ょ ち五悄 
を、 其 化は 前 おじ 願 ひます 

’い f 村 瀬化廊 

8 巧 Lei 一基 ミ Ave . N . Y . 宴 

Bet •おす & ゴ th で S 

. S . Mi ぎを 18 - 78 さ 

JO 巧 10 立- 00 CR 1、 M . P 

二 一 W 呈 94 th Si . Ne 三 ミ k 
TeL 苦 versiti こ 573 & ジ hu 言 r 1 芝 ま 

な 巧 午前 時！ 午後-時 

U 曜 午前ん 時！ 午を 四時 
ド ♦卜が 小 莱乘吉 


成功の 秘說^ 


6 

t 

^ S 

•n h 

脂 か 
hu 8 

........よ 

欄 的 

相 8 
，け 2 
fl 1 
na ^ 


ホ國ま 英韶を 趣す 事 
はが 巧の 第一義て す 
本校 じは H 本人 疑 
じ 惯れた 專巧婦 八を 
師 あら 懇切 じ 倉^ 通 

情 文 社を 能を 敎ご 

ます。 H 曜週 りみ 

午前化時ょり午^^十 

睹 まで 隅 校し 一 
スンと 十蚀づ ij 今 

H 直 もじ ホ 校 あ ；； TO 



避 延性を 帶 びむ 

今 ホ 支那 動乱 


i 別項 所 報の か < ま 抓の 内乱は 
益々 機 大し乂 総統 段 郎瑞氏 あび 
陸 m 措 長 吳ホ新 氏は 補が 同が じ 
化投 れてゐ ると いふ。 斯 くして 
お 嫌 派の お 巧 作ち： ^ 化がん だ も 

の だ ご 云 はれる 「鹏巧 巧 满賊搜 

剌」 も あ々 宵 彼され さぅ じ 巧へ 

られ てむ る. か、 これを 巧なる 誰 

胃ごしてかかけられ^:<'い節があ 

る。' 浙な時 辨孫傳 巧には 玻を淸 

巧のを の' 个じ 

化 蘇 省 境 じちを 集め 暗 

じ閒戰 の巧備 をして むた が、 ま 

巧 十 お U 化 ホ じ 化 巧 政 巧 じ掛し 

1、 脚 秘巧哉 反 菊 

-1、 上 お 事件 司法 調 杳反お 

一二、 をを 巧 題 じょ b 锁が瑜 正 

を述 おする 一方、 武威を 示し 带 

の 解 巧を 最 をのず 段 じょる をを 

示した。 巧 氏が 斯 かる 態度 じ 出 

づる迄 じは 深い 巧 由が ゎる ……： 

抑々 現 化の ま那 じがけ るな 治 的 

婪 力は 五つ じみれ て & る。 即も 

一舉天 波、 二 固 K が、 一二 睛隸お 

四廚 をも府 、五裝 おを 州に 機を 

晩つ てゐる 席繼集 氏で ある。 こ 

の 五み 力が あに 支那 政が のな 役 

巧 どして 動いて ゐ るが、 中 でら 

舉天派 ど闽民 おとは 段 政府を 中 

必じ 垂诞嫉 がし 

暗に 確執 か絕 へない が 

兩坂 ぶに ぶながら 今秋に 街 突 ぁ 

るを が 則し かなに 邸が を 整へ て 

なた。 お 天 派の 統領 张化躲 巧は 

張に 的が たるが 一二せ の 巧が じ 張 

がか 巧を、 お 龍 江に 吳俊鸭 氏を 

的く かか 隸 K ホ 巧が に、 叙 河 じ 

放 朝が 氏、 山が じ 娘を；！ 日 氏、 を 

徽じ妾 お 選に、 化 蘇には 牌 題の 

中必 人物 措ザ渣 氏を を お 

瞄 して 所. 部 r が 天から k 海へ」 

の 大ホ化 ホ 装の 完 おを ぃ*,‘ を 天 

狼 > 心 おら 上がを 中必ピ する ちま 

歧 巧の 確立—- 巧め た。 がるに 國 

技 ザ巧站 おでが には お 巧に 巧 お 

して 自か ホ湘が がをおげ する か 

巧が 讲化化 巧 甘肅 巧を じが 

巧せ'； め-. 化'-.; 柴 みお 哈 がに 張 

と 江 氏を おき、 河 おお 辨抵 維梭 

巧に 巧 艮を載 化 W しめ ホ 蛮 龍に 

を刚 おがが おが、 な 岳に を陕お 

待が、 吳惭 旧に V ' 陕阳淺 驴化ど 

しが じ浙化 じ 

問 趣の 人 .な视 巧 氏を 胜 

き、 張 氏の 所 趨乂化 化 ホ おじ 對 

抗 して 乂阳 化よ 箱 のぶおを 湖し 

つ！ ある C がる じが 近に 到 b 張 

氏の 勢力け 顿じ增 加し 化 京 かが 

の 宵 描が 夕< 張 おじ 傾きつ i ぁ 

るた めが には 颇る槐 嫌を おじて 

ゐ た。 化递 ての ま 恥 無お始 案、 

お规 沿線 邸 化 巧問题 及びを な 氏 

一巧 瞄濟 調を 脚ん が リ别蚕 等に 

この 兩 派の 势力巧 ひを おる もの 

だ ど 云 はれて ゐ るが、 をの 巧が 

じ 化 & は 鶴 氏し ご b -'- 版 迫の あ 

どなつ たので おには 吳佩 ザに ご 

の邮 おを さへ 化 巧す ベ < ま 策し 

つ！ ある どい ふ。 中央 •— めて 娘 

おの 械 係が 面な い 一方 おち 

じ 張た が揚ぞ 'を 氏を がした に 割 

し狀 巧は 浙 化に 巧 傅 巧 氏を して 

お 化せ しめたが、 今 巧の なおの 


確執は 化江閒 題を 中必じ 後坡し 
つ} あつた 巧 柄、 北京に がける 
お 氏の 

勢力 消耗は ぉ 攀氏じ 

色目を 化 ふじ 至つ た。 吳巧 はこ 
の 機 貪を 大いに 蓄 びを おお おで 
あるけれ でも、 夕< 自费の 人 あ 
隸 系の 巧 h たる 孫 巧 巧 巧 じな を 
含めて 今回の 態 巧を 採らし めた 
もの ご 見られ 動乱の 中 也は 寧ろ 
媽 派に ゐ るど考 へられる 筋が 夕 
いから 孫 氏の 策動は 單 U る證動 
ご b て 終らい* いで あらぅ。 お 巧； 

は 直 隸系じ 筋ず るが が 銭を の 怖 
れ るのは 巧が の 化 巧 蚁府が 確 ホ 

する i で' 脚 稅诗雄 巧び 近く 開 I 

會の國 は @ 靡が 化 巧 すれば 化 京 

も府の 化 盤は 益々 舉圃 どなつ て i 

巧び お 線 おの 起っ 德會 がな くじ 

るた めで あるが、 をれ iw 樣じ i 

反 段 派で ある 共虛派 即ち 演ま政 

府 みび 國広黨 系の ちは 晚嫌派 ど 

間 横な 

利害 關係 を 威 じて ゐる 

ためじ 兎ら するど 直 鎌 派じ與 す- 

る 傾きが ある。 殊に 奉 天 派は 軍 _ 

単會證 じがて 段 氏を 大綾統 じ 選 

舉し吳 佩ず、 おお 祥 、を 維 媛、 

なお 巧、 歐 に 軍の 諸派を 一括 敵 

の 勢力 ごして 對 策を ホ遙し T - ゐ 

る。 ために この 諸派は 巧 おお 通 

ので じ與 ずるは 明かで あつて 一 

部に 刺 孔勃發 すれ ピ中也 勢力で 

ある 張 狼の 二 おが 動く のは 常が 

であつ て、 若しら 填 火線の 一揣 I 

じみが むせられ I ば ま邢を ± は 

動き 翩親會 幾は 實際上 中 化の 己 

むな き r ちる か、 歡 なくと^ 延 

引ずる もの ごなられ てむ る。 

投機 5 後に 

株式 暴落 

紐 育 金利 巧上說 

前 巧 W 來素 略ら しいを で 奔騰 

した ゥォ ーグ 巧の 巧を がは をの 

ホ 因 どして 英幽の お 利上げ じ お 

し、 米 願のを 刺は 化が 

一二々 ぶ 座を 維持 {るを 

が 碰货ご c ；* つたの みでは ■が 

稅も 確實ィ ー。 ら 、貿易 も 好轉し 

つ、、 あつたの じ 勢 >' v 得た おおで 

あらが 、 W がに 投機熱を 城つ た 

; は-化み 能は ない 處 として 巧 魄 

阿 等 かの 形まで この 奔騰した 株 

まボ 煤に 反落. い ホる もの どが 想 

されて ゐた 。過般 ボストンの 蹄 

が 正 巧 难備銀 巧が S み 五’ 师 のを 

利を 突が 四み に 引上げ、 ヒ ラゲ 

八フ キアが' れ もこれ じが はん VJ 

しが 巧 銀 巧ら 自が 近くを 利上げ 

锁いの氣势ど；^つたので 1 時ホ 

巧：？ 巧 现を呈 してむ た鄉 錫、 自 

動 卓 巧 等 比較的 

確實 性を 帶び たものは 

云は や もが 4^、 時 ffiw 上 じ奔礎 


下 も おじむ つた 時 じ 現 はれ わじ 
過ぎない ご稱 して ゐ るが、 お 育 
が 巧が おして 風評の か < 金利 引 
ふげ を斷 巧す るなら ばを の剧療 
倘が懲 け 甚大で ある。 特に 掛哄 
巧 巧 おお 乂ホ濟 巧を 前にして 當 
地が 巧の 利上げは。 ン ドンの 典 
货爲替 相 おじ- 變 動を 起す であ 
らぅ ご 化 憂され て ゐる〇 

自翻船 主義に 

米國は 失敗 

み 期證會 での 大間遞 
乂國は 多年 自國の 輸出入 貨物 
を 米 船 じて 運搬 せんとし 資易自 
固 船ま義 を提谓 しつ i あつた； 
は 巧知の 事實 であつ て 船舶 防は 
この 方 かの 下 じ 計靈を 進めつ 1 
あるが 常 じ 欠損 緒き で 採算 かれ 
の保讓 政策を 操らつ t ある も實 
巧围 難で あるが この 海 速 政策の 
化 化と 巧 政 整理の 必要から 

船 巧 戸 の 藤 止は ホ 期離會 
の雷大 問題た らん ごして ゐ る。 
去 巧 化 U を W て 終つ じ禽計 年 巧. 

巧の 义 船が 績 統計表の 槪 器を 前 
年 巧に 比較 するど、 渝巧 じがて 
千 九', H 化 凹 年 じは 米 船 じょる も I 

の 一億 六 千 四な 义 十二 一巧 顺 、僧 
格 巧 四十 S 億 二 千四ぢ 九十 一巧 
弗 じして 本年 巧は 一億と 午と 巧 

五十 化巧觸 、懼 格な 五十二 億 二 

モー ニな と 十一 二で 弗と なつて ゐる 

巧に これを 外國 船が 取扱つ たも 

のじ 就て 兒 るに 輸出は 二一 愿二千 

ホ 巧 サ丸巧 哦 、憤 格 二 巧 廿二億 

一千 九な 九十 六方 弗 じして 本年 

は 三 儀 S 千： V な 四十 二方 順、 憤 

格 一一な 六十 八 億五モ 九け 廿二万 

张 ィ」 なつて ゐる 。これを I 

巧 み 率で いふ S 昨年の 輸 

出 順 数は 米 船は 一二 一二 •五 お％ で 

を.：<^じ街して今年は 吉四*四八 

がピ むつて 幾み あ 加して ゐ るが 

檢人 にがては 五 五 •八 二％ から 

五 0 •と 0 .がに 贼 じて ゐる〇 これ 

を 通算 ずれば ゎ 船は が 化 十万 順 

内外の 梢 荷が々 を ホして むる が 

こゎに 皮し 外國 船は 約 二な 册ホ .1 

巧顿 のが 加を 示して ゐる〇 更に 

船舶の ホ 入 願敏を 見る にお 港 船 

はか 六ぶ 一千 囉を獻 じ 入港 船は 

化-一々 巧で あるが、 み 劇 紙は 前 

巧は： 一巧 かおぶ 凹 千 順、 後ぞは 

なお 十が 方 六千哦 V 增 加して ゐ 

る。 Esk の 如きぶ 鉛の ためじ 呂 

ド 米 阅が述 蚊® の 是非が 氏ち 共 

か兩 黛の 一部 じ 電大視 されて ゐ 

る どい ふ 〇 

硬 炭罷エ を. 

知事が 調訂 

解み 近し ご 期が 

义闕 硬が 磯山 化 業 員の 间盟罷 

エじ 對し勞 働ち 側は 中央 议府の 

干が をが 望す る も 大統橄 はこれ 

を 隅 係 州の 當 局に 調 許を 一任し 

じ主は旣報しじ處でぁるが、 今 

U ペン シ V エニ ア州 知事 ピン シ 

3 ット には 千 九が 山ーニ 年當 時の 

如 < 調訂を WV むし、 えづ 勞働化 


ごい ふ 風評 も ある。 が ほ ピン シ 
ヨット 氏は 自己の 政治 上の 關係 
も あるので 今回の 調 許は 化 バ 内 
を涉じ 止が たる 後 解 巧^ 見込み 
をつ ける 笠で をる ど。 

米 かの 負 償 I 

交 涉解决 ず 

かおが 政 麻の 米 聞 政府に 掛す 
る戰 時む 憤の ホ濟を 渉は が 太 利 
側よ らま 柳 能力に 就て 柿々 說明 
する お あ b 、 が 太を 政が は 化 
億 巧の 元 剌支拂 か 五 憶 贿を提 溝 
し 市る じ おして、 乂闕 化を は 化 
ホの 對歐貸 脚 中 じて 最も 党 おな 
る條 かごして 六十 六 年よ b 六十 

紐脊 の物價 は？. 

「糾请 の 物 憎が 高い」 どは 我等 
のよ く 口 じず る處 であるか ホ 
國產莱 協會の 調を じよる ど 組 
巧- も 物 僧の 高い 都 ホは 隨 
を ど ある。 即七 なをを 礎 どす 
る 物® じ 對し排 育は 一 0 二 • 
一で、 を も 高い のは シア ト八 
の 一二 ご 一* 八、 デト ヴィトの 

. 一一 八 こ 等から フロ， ダ 州 

ジヤクソン ビ 八、 才：； ヨ 1 脚 

クリー ブランド、 加州の 桑 港 
等 これ じみぎ、 最もを いのが 
バ八チ モアの 八 四 •八 其 他は 
シン シナ タ 、ニ ュ！ オリ アン 
ボストン 、アトランタ 等で あ 
る ど' いふ 〇 


八を を 期限 ごし 元利を 計廿 六！^- 
弗を 提議した が、 をの 內 をに 嚴 
て 精算す る じ 約 よ 千 巧 お 程度の 
相違 ど 判明した ので 巧 ホ 乘氣と 
なら、 十二り 午前 ホ國側 委員は. 
大統領 ど 會見後 更にが お 利 委員 
ご 會琶し 負債み 濟 のを 涉は W 滿 
じ 解かした VJ を 表した。 をの 内 

をは 追つ て ホ 國大藏 省ょ ちる お 

する 帯で をる が、 化濟 5 條 かは 

前揭の もの ど义 W 小異なる もの 

のかく 兩闊 委員は ま 協 お 足の ま 

である 0 


ぶ — キ K に に 調許案を內示す 

しつ I あつむ 諸 株は 一齊 にお 络 I る ど おに 資本 ぷ侧 ごも 臨遙 中で 

したので ゥォー ル 巧は 一時 化沛 I わるが、 資本が 侧は化 年 ビン シ 

たる パニック 化 態に 陷 つた r . が一 3 ット氏 調 訂のお 化 一割の お 給 

巧な 菲ち けこの 狀 態を 投機的 ぃ击 I ど。 つた 細 巧ら あるので 路谴の 

株ぶ 奔 おに 伴 ふ お 巧の ぶが きで I を わるら を ホ 苗け 解 化を 閒 巧し 

あつて、 を 利上げ バ 巧-し 諸 巧が-化 じ 外阅お S な义を 化が （た ご 


ホ 社— 東 I 惡電 1 —逆蕾 —發 ，2 

上がの 寶易 

大藏 あの お まじ ょれば 十一 丹 

h 旬の 横： 傑 外 十二 港凿外 貿易ぶ 

輸 おと モ化 だと 十一' 力 四での、 

輸入 六 千乂巧 化 十六 万ー ニモ W じ 

して 巧 超 化が と 十ち 力 一千 川。 

るが、 一巧 W 來 のん 超は-一二 億 八 

な 化 十 义万六 千の じ减 じた。 

日銀 帳尻 ご 金利 

最 化の り 銀 帳 巧は 巧が 巧 おわ 

島 十一 億 六 千 八け お 十九 万 S 千 

5:、 發 巧を 力 八が 化 万と 千 山、 

貸 お 高 一二 億 一_ モ 六が 五 方 一二 千 W 

じして コ ー ^ 翌日 物は 一 錢五赌 

主 b 六が を唱 へて むる。 

第二 回 米が 豫想 

第二 回 米作 豫想發 ぶに ょれば 

おで 化な 五十 一 r 力 五 千よ.—：: 乂十 

石 じて 第一 时ょ b 一二 か 二 贿が即 

も 巧 九十 主力 一千 六な 石の が々 

であるり 

對支 精糖 輸が增 

巧 機の 支呢向 輸出 数 おし 今年 

巧述 計は ilr , り' 刀 倭に 连 する 見込 

なる に 加へ 十二 巧 t 出超 繼績す 

るが 仪な るが、 今年の 又 超は 一一 

億 置モ方 W を 常で わる。 

：：：=：3 卜 •十二 H 後 
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琢 わを 3 な pan を 巧を 硕 m を 巧 


I ail h ) 


u [/り 十 月 一十 ホ网 十 正大 


危險信 巧を 見誤りて 

濃霧 裡に 列車 衝突 

即死 十 名 負傷者せ 余 あを おず 


波 紫徘じ 一時間 約 お 十五 雌の 
速力で 列 卓た ホら し危除 信号を 
無规 したぇめ に 判 単が 椒 突して 
郎 死を 十が、 れ傷 巧：^ をを を 生 
じた ホ 化が 去る 十二 U のが 曉じ 

ニユ I ジ ヤシ！ 州。 ン モスの 鐵 

道 線 お巧义 点で 装 化した。 お 十 

お哪の 速力に て 街 突 化 ホ ょも 約 

二 呼-を 隔てた ペレ— ンスボ ロの 

を 隙 信号を 無視した のは 喪が 一 

キスから ホた マ 1 カンタィ 八 • 
エキスプレス でを まじい 勢で が 

柄疾 ホし つ i あつな ヮシントン 

ょ b の 急 巧 列車 後部 じ 衝突 L 、 

約- C か 五る の 客を 乘 がた 浪台列 

革を 顚 覆せし めね i めじ 即 巧を 

十ぶ をを じ、 な 傷 若 化 名 中 巧 十 

二 あは 東 傷を 藻 6 目 ド應 急ま當 


中。 る も ホみ 覺巧 、ゼネ ラ 
八 •エレクト リプ ク會社 お帥グ 
U ッス 氏の かき 約^が 間 半 じな 一 
b 紛 がされた 掛 製が 軸の 下敷 ど 
。つて 苔し み 救助 後數 かならず 
して おかした 。撥を 単乘ぞ のを 
部は 巧ず で哪巧 中の 凹 名は ゼネ 
ラ 八 •ユ 'レクト リックの お師で 
あるが、 パジャマを 暮た 儘で 今 
じ 身許の が 明し ない 者が 四 名 あ 

る〇フ シン トン •エキスプレス 

の黃 巧者で ある ペン シ V 、 エ ニア 

鐵お會 社は あじ 調 巧を 員 會を現 
場に 開催した な鸦 今回の 椿事は 

マ！ カンタイ グ ■エキス ブレス 

の 機 隣 手が 危険信号を 触规 して 

.濃霧 裡 じぶ 十 お师の 快速 力を お 

しじ 結裝 であると 發ま Lb 。 


密輸入から 

密賣 ，ミで 

化 一 ご 檢事 論を 

當地 U 米 巧 報 紙の 剣刊者 どし 

てが 诗阿胞 .こも 緣 故の 淺 くない 

星 製藥な 社々 長 星】 巧が 阿 斤 事 

仲に 脚聯 して 說を 1; 千 W 、 追徵 

を パ 北-力 川の 巧みを 赏吿 された 

J は 前 巧 本紙 特電の 旣 がし わ處 

であるが、 をを 刺 じがて 

お 橋 檢察宫 ご 諸 半 

じな つて 述べむ 論吿 はお 仲の 眞 

化を W かじす る i が 出 ホる。 お 

橋 氏は 曰く 「星は 阿 かが 異例の 

權 眼‘，’ るを ホ貨 ごして 自己の 思 

磁 のた ゎじ 政府の おを 巧 巧し、 

實 隙の 化 用 おの 上を 輸入して こ 

れを 支那 人 じ廉賣 した もので あ 

る。 辯 麗人 靑木愧 十の 提示せ る 

官文 常は 本 かごは を然 別問題で 

事赏 の徑路 から 云へ ば 甚は徹 頸 

徹-拓 お 輸入に 始まらを 賣じ 終つ 

たので もる。 被吿 はこれ じよつ 

て 二 S 十万 凹の 提 失を ホした ど 

云つ てゐ るが、 本 ホなら ば斯か 

る不當 なな 物は を 然烧棄 てねば 

G らね もので r 姐 も 手に入らね 

のがを がで ある わら、 擦 針 

二 巧 巧圓 の賓 上げを 得 

たもは 邸 も それだけ 利得した 2 

じ。 る。 义觸 戸は 星の 專屬 運送 

化で あるから 星の W 横を 受けて 

密賣じ お 謀した ど 見る は 柯等不 

都を でない。 驗書 じよれば 彼等 

は： 止ぶ の 骨. 巧 巧 ごして 數巧 川を 

星から 货 つて ゐる ごい ふが、 事 

なは をを 質に よるが 益の-下 おを 

昭 い： 山 かけした ご 思， U れ るか 

ら 一人 當 b 鈔。 く も 十 巧 川見當 

のが 得 わ b ど 認められる。 被吿 

は刚 斤を ぶ 隆化 稅倉渾 じ 入れた 

J を 2 て 化が 外と 認めて むる が 

が稅倉 庵 化は 稅を關 係の 规 おで 

あつて お締な 上の 化を ではない 

から 械乂 でない との 巧 もじは な 

.ら 口。 要する じ钱制 品を 副み じ 

! がて 所持し こむ を質员 しだ； は 

i 串 巧で ゐ る」 ど 詳规に 論及し、 

一み、 の 

^ 罪 事實お 社ち しを ぼ 

，影帮 に 就て 細論した 後 「本職 

W 被吿接 一が 我国に がける 有 お 


の巧勞 者。 るを を 認めを じ 深く 

敬駐を おする 者で あるが、 歡な 

く ご も 本件 じ 巧 はれた る 星の 巧 

動は 斷 じて 假 惟すべき ものに 非 

ゃ。 殊にを 灣お督 巧の 傳統的 政 

策が 護の ためじ おた 阿片み の權 

威の ためじ あ黎 どを 平の ため 社 

曾の ため 許すべき じ ホ や」 ど。 

これに 勒 して 辯 幾ん 靑木徹 二 博 

± が 試みね 辯 論の 要旨は 「阿 化 

のぶ 隆賴 込に 隙して は橫 潑稅關 

からぶ 隆稅蝴 へを 官廳の 間にが 

てを ホ じ 照 食 ぁら、 随 揚げに 差 

支へ なし ごのぇ で稽 出したら の 

である」 巧を 力說 して 密輸入な 

ら ざる ミを 巧 かにし 「阿 ホの 

基隆搬 人は ブィ センス 

を 得て 正當 にけ つた ものである 

賣買契 巧は 東京 じがて 巧 はれた 

もので あつて を灣の 法規は これ 

じあばぬ。 义關 戸は 星 じ 一切の 

を權を 依頼した ので あるから 共 

謀 どは ならね」 と 擦を 官の邮 謂 

利得 問題 等 じ說き 及ぼした。 か 

いで 岡 巧辯譜 人は おじ これを 具 

体 的 じし 「阿 ホ S 基隆 輸入 じ 際 

しては 時の 宫憲賀 巧巌務 長官、 

池 田專資 局長、 辰 巧 祗馳長 等の 

誌が を 得て ゐ る」 と事實 ご記錄 

じょつ て讀み 上げ、 阿片み 第二 

條 を力說 して 星が 禁制 おを 所有 

したので i ：* い 旨を 明か じした 0 

最後 じを 巧辯證 人は 檢察 をの 起 

訴 理由 ごする 處ど販 賣じ關 する 

法渾 的解釋 のが 違を 指摘した 後 

虽は些 の 犯意 し、 國 象のを 諾 

じを < 

適法が 爲 である 本件の 

檢擧は 背後に 巧 等 か 政を 的 意が 

なき か。 時効 じか*- つた 後の 今 

日 じがて 起訴せ るは 如何？.」 と 

述べ、 罪 論幷じ 追徵を 無用 論を 

ホ 張して 辯 論を おつた。 巧發追 

徵を 二な 巧 S ： はを 灣 どして は 未 

曾 有の i どて.、 榜聽 人は 法廷の 

外が 暗 < なる 迄 ホ も 去ら ホじ镑 

聽 して ゐた〇 

當 豪の 息子 

法廷で 辯 明 

黑踰じ 離婚訴訟 

を篆 ライン ランダ ー の 爆領息 

子 じして 漸< 莫大な 逍產 じあら 


つけ 得る 年 酷に をした レオナ グ 
ド •モッ .，•ラインランダ^ — が 結 
のした タ クシ ー 缴者の 娘 ァリス 
ジョ ー ン K の 離婚訴訟は 目下 ホ 
ヮイト •プ レー ンの 法を じがて 
審珊 中で あるが、 昨今は 息す 自 
身 証人を の 人 どなち 化 間の 规聴 
を惹 いて & る。 窜 化の 懸 端は ス 
パニッ シユ 系の 央 人と 宫 巧して 
ゐ じジョ ー ンス罐 じ 黒人の 化が 
婚 つてなる どい ふ 5 が 結婚を 一 
ヶ巧 目に おを されて 當が 社を を 
の大 問題 ごなら、 ライン ラン. ダ 
—は被 吿は儀 証して 結婚した ミ 
を 理由 ごして 遂に 離婚の 手績じ 
ぶんだ もので ゐ るが、 木曜 US 
法廷では ジョ ーンス 礫から おい 
當 豪の なすに 宛てた 甘つ 口る い 
雖 書の 救々 が 戚吿侧 の 辯 譲 ± か 
ら被吿 が お 吿シ僞 つじ 証據 ごし 
て 請み 上げられ たのみ か、 お婚 
前に 夫婦の あ 儀で 旅舘じ 投宿し 
た 等 どい ふ 醜 お 賞が 燥 b 返され 
略い を 藻. ホ-巧の 半面を 化閒 じさ 
らけ 出！ てゐ る。 

大歌 劇 座の 

樂員罷 H か 

衣裳， j じ 同情し 

化 お 溝！ の オペラ 劇瘍ご 謗る 
メトロポリタン ー座い 衣裳 部 か 
五名の 勞働 契約は 先月 廿 あぉで 

期限が 切れた ので 今回 親 部長 採 

用 ど 同時に 歷： なの 撰擇は 今後 才 

ぺ ラ ゥ K 侧じ 一 巧す'るををま 

張す るに 掛 し、 勞 慟巧侧 では ユ 
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VN 1 N 



日本食が お 頰义び 雜貨類 卸小資 

ニニ ニ ーニ、 〇 五 五と 桑 山商會 

が 巧害籍 雑誌 小間物 日用品を 巧 


9 

记踞 

t— r 
巧 - K が 
〇 .な -S 

T w w w 
u o e J 


H 本を 巧な、 雜貨 
药 箱、 巧 お、 巧 用 

巧話かラむァ ^ 一’バ 東京商會 

贷片！ ム 、自 かの 巧 あり 


THE MITSUI BANUTO. 

NEW YORK AGENCY : 

Room No. 101 2, i 

61 Broadwa ん Kf- Y. じ . j 
Te し Bowling Green 344 り ’ 


人 

The M け お Rank, Ltd. 

臣 QIHTAB し 技 

'■ i 20 Drusdway, New York 
Telephone Rec わ !* & が 3-85 


■ 1 

KAYO FISH MARKET ! 

205 E. 58111 St. i 
Tei. Regent が 17 


THE FUJIMOTO 

ぶ CMB 郎 , ，醒 . 

12 日 む 0 日 dw 巧 す . 妍 5 〜- 

Rector 2416-3339 


Tlie SiimHomo 目 ank, Ud. 

NEW YORK AGENCY 

! が 目 road 押 巧 
が がが 7444-74 が 



Tils Yokohama 
Sp が i8 Bank , 加 

Equitable 8! お . N. Y. 
\me お cfor 2550 


liie B 虛 がな i 獅 , Ud- 

Room 

Benrierison l^nvee む 打 g Bldg.. 

165 Roadway. N. Y. 

Tel. 巧な がれう が 2- が -: ィ 4 




むが olradingGo . 川 !). 

tmpod が S 

191 即 がわ e., IU. 

Td な uyvesant 3 む 3-5 

327 W. Madison Street, 
Chicago, lltinois 


WAU 郎 & FLORID 

CUSTOM TAILORS 

2 曰 DEy ST.， NEW YORK 
Near Ghufch St. 

TEL. CORT し ANDT 7S57 


社 會式株 船 觀洋東 

T. K . に 

NEW YORK OFFICE ： 

Room ^01 -805, 1 65 巨 roadway 

户 HONE. CORTLANDT 8047 

San を， ranei が 0 Offi が： 5 な Mark お St 

帆 巧 港 桑 

路航お 庵 銘航米 北 


O.S.K. Line 

お 1 麵盤會 It 

Room 603 Cunard Bidg., 

25 Braadw 巧 ， fiew York City. 

Tel. Bowling む een 巧 お 


社 會船郵 本 H 

お 支 育 紐 

8-10 Bridge St. New York City 
Telephone B 百 w り ng Green 2262 

店 支ルト ヤシ 

Colman Building Seattle. Wash. 


JAPAN ART STUDIO 

が 4 LEX 巧が QN が E. も Y ， 

TEL PU な 4538 ’ 


i MOBIMUBA 隱 S. ， ln(i. 

i が 互 5-57 W. 23rd 化， 

I 、 "HswTonr^ 

TeL む am が cy 3850 


The Nippon Trading Co. 
tniporfers of Orient Goods 
が an むむ {y, fU 

Stfw York Sfiaw-roQTi; 225 Fifth む e. 


I Japanese Kimono House 

505 Fifth Ave. N. Y. C. 

Pho.n ら Murray 陆 H 2069 


號阿 十九 円 干當巧 


な 化で ぷ な jmtt で 巧を 感むな で 巧 


'[ 円 曜 k 


H 阳卜巧 ト ザ四卜 正大 


固 


を 本を を 僚 閒 1 
拂 么濟資 ぶを 六 千 巧喊一 
枯 ホを お 千當が 四が 街® j 

娜贼 一ニ ザ 銀行— 支店^ 

本 おお 京巿 日本 橋 お 塔が 巧 I 
ま 巧 ルが H 本格 义 の 内 (がち 横が 
名を おを 郡大阪 西： k 圾 ：神戶 
巧 島 下 關巧巧 巧 化福闹 接が 
上が 偷软ぶ 買の 水 I 


か 圃爲替 、鄕里 送を、 化 送を、 信用が 巧 化 
一般 お 巧 業務 憐 々巧 巧 利 じが 巧 可 中ち 

S ご 裹銀巧 f ミ 巧 

本 ま 巧 柬京去 巧、 乂阪 、神戶 、京 郁 
所な 地 名 古 崖、 小赔 、上が、 倫 お 


魚類 一切 

邱小質 

加 洋儀巧 


辭細ぷ 則が 貨 五十 M ち ド’ 总年 六み， 一 

S 臺灣 銀が— 出張所 I 

マ挪を 送を ぶび おおを (無手 巧が)、 外® i 
巧 啓 費 買、 荷 爲替取 法な 立、 信用 巧 お 
巧 等 一 股 銀 巧 装 お 御 巧 利 じ 取 お 巧化较 I 
▼-材 ほ 詳細は 巧 遠慮な < 御 問を 被 下を 候 i 


、ち 巧貨 五十 圓化 上' 一六 ヶ月 wk I 
本 お f を 舆广が 息，-‘ = 年 六み」 ミヶ 年な 內 一 
猜 をを n 「邦貨' 立十圆 sk 

£ ミ Ijc 一圓 じせり ホー 絞 二啼； 

(化 シ羣卸な下ノぶ化相を ^ なが度) 

機濱ぶ 金銀な S 支店 

鄉 里を をは 都て 無手 數巧 じて 當 I 
巧横濱 本店 經も 送金 卞化圾 申 お i 


社長 男爵 化 友 ま 左衛巧 

本 巧 大阪化 お 五 了 目 

紐 育 ミ おが 育ブ U — ドゥで 一 が 四十 九を 

'籍 住友 銀が 

ぉ 《東京、 橫棋 、をを 崖、 を 都、 神戶 
才 尾ノ 道、 廣 島、 吳 、柳 化、 下ノ隅 
地 まほ I 巧 司、 小 倉、 お 松、 博夕 、久巧 ホ 等 
本國 巧を、 鄕化 送を 等は おめ 
■ て 御 便利 迅速に 御 取 化 可 中 お 


藤本 證券 會社 一 

, 1 岐が僧 証を ノ質贸 、引ず-裳を I 
■ J を融 、並 二と 二關 X 八 一 初 ノ菜お 

鎌 « 藤本 ミ ブロ！ 力-銀 巧 
紐 育 お 張 所 一 


雜貨 陶槪器 

ドラィ グーズ 姉：： な 

太 洋賓易 が ホ會社 

支 巧 が 化を、 ボストン. 


円 本 陶器 雑貨 ' 
ドライ グ ー ツお販 脅 

基 巧 木 桃 ホ 組 

'\10 空 ，) I こ MCNOJ ' ? こ Jnr 
105 .ザ： 16 th で. N . Y . ’ r 己. 姿 lyv ミこ 二苦芸 .6.7 



♦■♦■♦■ ♦■ミ 

記 

管 

幻 一 

剛 
の 
が 


が 育生 命が 險會祉 


老 


一一 一木 定吉 

保險 




Y ミ k ごで ー ミミ an § つ 0 
ご oha . mberwwt : Z 历 WYOrlcoity . 
P す ミ ’ W ミを 段を 

會社ノ 方 二 御 掛ヶノ 節 ハ’ 必 V . 
御 自分 ノ 名な ビ 電話 帶號 チを 
閒 力ち 置キ下 サィ 


紳± 向 1 商 尙な 服装 

= 新型、 地 柄が 澤山 ぁら姊 U 

正しい 离 巧な 米 國 スタィ^ 义わ 姿の 力は 巧 
卒 弊店へ お越し 下さい。 \ 

弊 舖は過 ま 十 年間 當 化な 化の K 本ん 紳± 方 
の お 引 立を 蒙る 信用 ある 店で 阿 座い ます。 

ウオ _ - 々 ，.一 . ーェ こ卜 

フロ リオが 服 巧 


ホノ か、' 橫淺 .神戶 '長 巧 ■上,^, を 落' あちな わ 

天洋化 (ニニ、 〇呂 壊 主 巧 ホ 四日 
コレア 凡 010 、呂 of) 十二 巧 八 H 
(羅窗 化 十二 A 四日】 

倉 巧み こ 一二、 〇呂 巧) 十一 貝丢百 
歯 比 利を 义 (二气 00 馆〕 一巧 五日 
お 帆 ー リーさ 

太げ み 三 二、 皇 雨) 一 貝 一百 

I 

化航 墨西哥 、が 掠、 智利諸 港 巧 ■ 
なが ホノ^、 鶏 潑神戶 巧 司 香港 巧 
を 復 共を ホ 適 一圆一 

◊桑 港が 磁ま 切符 i を 窺 入御 幹 淀 化 《 候 


シアトル 出贼 、おお 午前 十 時、 

換濱 見. 十二 巧 化 H 
加賀乂 十一 貝 化 I H 船 飯 
がを 乂 一巧 廿と H 
が 岡み 二 巧 十と H 
U 本 巧 船客 運ち 巧 率 
一等 橫潰 一九 五 巧 軸 ロニ 〇 五 巧- 
I 二等が 食 五十と 巧 か 食 五十 五 ホ 

歐洲 円本 閒客她 (每巧 一画) 
倫敦よ b 1 等な 五廣 、二等と 十が ぃ‘ 
磅 、お 巧 塞よ-^ 一等 九十と 巧 
二等 六十 六 時。— 

» 育あ晚 田を あ构由 H 本行货 み 始！ 月二间 


シ アトが 化 帆 (午ぷ 十が) 
ろん どん 乂 十一 巧 化と ： p 
あらげ ま义 十二月 六日 
►一窜 横な 一九 五 巧 

化 L ば 4 ず か るん ごん 化は 一 五亞ホ 
▼云嘗 H 本が 五 五が ぞ室乂 化を 装 族室夕 か 
►阿を 導に 棋 4 1 宰割引 巧 復切巧 あお 对致お 

P ス アン ゼ瓜ス 出帆 (午後 一時) 
しか ご 化 十一月せ 一 百 
ま にら 化 十一 見 十 H 

▼一等 横淸 i じら 丸 ホ哇か 一 か 五 巧 

化 化 じんて 一一み 化 半 
►互 等 U 本む i じら 丸 ホ 巧み 巧 巧 化 化- 亢巧キ 
▼沙 雑羅 巧； け！ 切な 烧 おを 晚 入御 尚 お 化リ肤 
►が 巧 線バ + マ 巧 も H 本 支が 村は 巧 化 H : 曲 


はを 
かお 
本が 
を お 
小し 
荷 下 


H 本、 支 邪 寶玉製 美 
術 お、 婦人 用 首 飾 典 
化 裝飾お 

3 31 巧アー トス 
22: .信 か チ ユデホ 

高等 荣 術な 修錢、 

首 飾 品、 スト 7 ンダ 
^本眼な縫 


胸 破 器、 雜貨 、ラ 
ンプ义 ランプ 笠 


卸な 


森が ブ タザ ー ス 


披藝辦 光 所 

H 水、 を 午を 
1 W ょり 四が 

裁 方、 縫ホ婦 水な 服、 製帽 
刺 總ビー チタ 及 一 股 家庭 
裝飾 等。 出張 较も 致します 
西な 十 一吉 glr な 十. 一番 
小释 フシ ノ 
遊 話 キミ ド ラグを 一 冗 化 

• mij . ••• 1 * 1. — ^ I •1 

裁 纖贿關 業 

が 服’ 絹物、 すグ 類は ドラィ 

クプー ニン グ 、ブレス 议び染 お 

へ、 仕立て 底 il 切 安く 类麗じ 
をし ます。 截 3 はか 闲 なる 御 注 
文 も叮喀 じを V . 致します 其化ュ 
方 夕のお ホ 合ゎあ h まず。 

祇ホ 裁縫 所 
28 S. 呈 hsi.NJ.C. 


御 下宿 松 浦眞一 

115 E. ち ndSt. 呈 y 
Tei. Atwa す 1791 


木 田 ル！ ミン グ 

1007 3 rdAve . 穿 t . 置 ih & 羣 h Sts . 
ジ吾 h 呈 e す g さ こ 827 

キ ヤン ディ 

クリスマス 巧 時 別 包 
チョコ レ. ー ト取 をせ 

一封 度 二 お 度 一二 お 度 
及び 五 封 度な み。 

、ノ- — ドキ ヤング ィス 

一 お 度 五 勤 度 化 お度銘 
卸 賣航段 じて 御用 命じ 應じ御 
注文な は エ携ょ b 宿 巧 御を を 
なじ 御 送 b 致しまず 。何卒 相 
變らす 御 引 ホ 御 愛親を 願ます 

ST 呈 TF0 普 i 言 ご nc. 

- U 5 vv 4 Mn 包 St . 

ジ吾 ho ミ Br ち nt 装 44 


巧 務省楚 許 加州を 認 

產婆 & 按摩 術 

半 巧秀子 
肋 產皴炙 マッサ！ ジ 術の お 張 
治療の 御 求めに 應 じます。 
電話 モ n ュ r メント ー呂 化 
西が 十 S 了 目 一二 巧 十一 一番 


敎授 

午前 十 時ょ も 午後 お 時 迄 
午を 八 時 ザを 同 十一 時 迄 
出 娘 敎授の 鞭 賴に應 ず 
H . 富 ta _ 

Roi 2 ち Bet - 8 置 夏 8 th Sts on Broad 量べ- 
cps す ； Qf l-incoi ご liea す e 


諸雜 賞な 具 
首 飾卸賛 

日本 貿易商 會 


純り 本キ モノ 
純 日本の 布地 

婦人 及び 女强用 モス y 
ン 、眞岡 木綿、 浴衣 地 
の 日本 着 調製、 る禪縮 
細 其 他を が 出 巧 合 も あ 

ら 。御 學みじ 化ら 布地 

山ャ . ドな 上小賣 致し 

ます。 御 一報 次 築 直に 

伺 ひます 0 


男女 諸君！ 裁縫を 習 ひな ごい 

本校は 劑な 0 ホを 十 年な との 歷を をな しか 女 及び 小咖 ^ 
おの 衣服 類の 截 ホ、 縫 力 一巧 及び 着物の 巧 合せ 等を ML ,! 

紙型を 凶って 一人 不 々じ 實陈 削 
的じ親切に敎投致して居らま訓 ^ 

す 習得す る じは 極く 巧 易で 而臘リ W 
かも 適 巧の 職業で あらます 牧化 加。 
入の 多い 事は 申す 是らあ b ま舰 5 山 
せん 晝巧兩 巧 あらまして 條件陋 か 
等 も 都を を，、 出 巧て 居らまず 
ミツ チェル 裁縫 學校 



自働車 業を あ 得せょ 專巧み じ 

化つ て述轉 ホに 修簿を 懇切 じ 

而 かも 短 

時日 じて 

敎 巧す。 

就職口 幹 

旋す獨 立 


み- 

h 

L S 

〇 が 

の^ 

H け 

C a 

S Y- 

〇 N- 

こ 

A u 


出乘 ，'多 

大の報 醜 

を 得らる 

本校は 創 

な 牛. 化 年 

載が 敎授 

U 贈は 午前 个 時ょ b 十二 帕迄 
フォ I ドも敎 巧す 0 



紐 育 日本人 會 本年度 

特別 寄附 金の 募集に 就て 

特圳ホ W を 裳 集 委貸長 

屋葺悅 郞巧談 


紐 育 日 會は 本年 四 巧 開 
催した お期總 巧に 提出され わを 
をち 额の措 案を 骨 中 どして がか 
保阁 氏を 特別を 巧技 ご しじ 審査 
委な 曾を 組織し 巧 巧 熟 諸の k 會 

一 おはが 墟； じて 据わ 貯き 兎に 巧 

.本年度は 符 貝め 側 人裔附 をを 裳 

; -染ず V しと 一で ふじ かし 不巧 委員 

I 巧の 巧を 巧が す-^ ごな つたみ 滨 

|でもる：^,なに大な曾長から 『いょ 

- せが 育 n 本人 會 はみ 員の 特が诲 
I 附 をを 裳がず るが』 と 云 ふ 詳細 
な說明 巧を をぶ （わ あ ら、 日本 

人を の 職能を ョ > 有 巧に おがせ 

，しいる 爲 めじは 搔じ 新ら しいが 

源を がるょ b 夕案 はない ので あ 

るか 何 じ お 巧 拳 業を 佈展サ しめ 

た < も 亦 無 旅券を 閒趣じ 善處せ 

い VJ しても 『無い 袖は おられな 

い』 古駿 のかく 日本人を の 巧 動 

を栽義 あらしめ わで するならば 

新批 源を おず： のは 當 おの 卽お 

であらね げた' ■ら の。 予は 大島會 

長が 說 明した 円 木ん 巧の 立場を 


誌 解す るを 員は 必ホ 化を み 的 精 

神 じ 典 嗚し黯 つて 

寄擲 募集 に應 せらる 

;を確信して疑けないがをは 
口を を五那 ミし 一口な 上 自由に 

中这 まれた < 裳 集 運動に 脚して 

は 幹部 並 じを 委員 ど 協力して 热 

、むな ドラィブを 始める 澄で ある 

から 會員諸 おも 随時 隨巧じ 一巧 

の 力を 添へ て米國 東部 じがけ 
唯一のを 共 磯 綱を 活用せ しめら 

れ じいので ある。 事實 H 本人 會 

の 事 おけ-々 目 じ 映る もの ご更 

らじ 映らぬ もの ど あるが 表面 じ 
現 はれの お 力の 階 値を も認 ホね 

ばなら の おじが お 阳胞神 會をか 

のちめ じじ 巧 挟け 相參 ふる 共 街 

的 巧 想 じ 從ひ御 狂に 『自 かさへ 

ょければ 敢て他 どを 渉は ない』 

f 云ふがかき祕端な個人を能ま 

義じ跑 せ や 提携し、 協調して 间 

胞社會 を かの スタン ダ ー ドを 向 

上し 經濟的 發坡を 遂げて 化，、 樣 

必 掛けたい ものである 0 


愈々 が 出した 

寄附 募集 

旣に 八巧耶 じがな す 

ィが aJ 乳 が 宵：：： 本人 會 

巧 員の 恃別お 附を游 集 委員 食 じ 

心しは ぶ 面の ドラィブを 閱始 する 

じ 先 も々 数の 人々 じ 就き 獅 誘を 

試みた るに 孰れら 谋集速 動の 忘 

I 義を理 お 悅ん， ..應 ぶのを を お 

^し；；？るが、 よ日巧<'」剛9幡：；： 

を 期しな をを： 罔は 部 著を 定めて 

^ が 巧の-^ 數 御所を 歷 補し 述 動の 

性 巧を 說刚 f る ご 同が じを 方 巧 

の 叙 •む。 ろ 巧 W を懲恕 する； ご 

。つた。 おに 税げ たるは 旣じ中 

-み v -。 ピる 内の 一が をで あるが 

一み 週 中 じは でが V が 過す るは 勿 

j 論で あこ ご 觀測さ H て おる 的 ほ 

: ちじ 就き か 出ち 記 おは 語る 『今 

一次の 特別 ぷ附巧 お 迷胁の 化に つ 

き ホだ谅 解を お" ざる @眞 諸 お- 

; は 進んで 質站あ 6 たく おんで 說 

明の 化 じ當 b ませぅ ホ 御を をに 

應 じが 刷し じ趣盧 書な 6 樂棠の 

视槪が 明驻； ：；； を 進呈し ょ すか 

ら举が 所、 韶ホ あらたく 何 姐に 

て も 郵送し まずから が 巧 御中 お 

で ホ 6 たし』 云々 

金 巧 瓦が 弗ち 避 宵 日 

村が 化 固 

を' 円 弗 M がが 領：郞 

を 円 弗 底 峰ぶ 

お 或が. 山 弗 宛. り 昭が彥 

滕出 絶ぶ 郞 が 旧 鈍 么助化 

まが 么 肋を 信が お 化ガ巧 

邮 皆川夕 S 郞馬 實悅耶 

金 訊が 弗 宛 香 扣能雄 水 

なが ご 一 

余 だ--^ 巧ん 片桐萬 雄が 

止 柳- 乂山巧 巧 淸水蕃 を 

巧 本-- 巧 塞 菊' 地が 兵衛小 野 

お ホ 

をが 巧みぶ 口を-山 叫ん 

お 邮を井 脚を 小阪 忠と础 

巧な なを 巧 門 徳ム郎 怕巧 

み邮 人 橋を 戚 


を/弗 筑 柳巧資 不一 

吉田 お 之 


織旧寬 


激减 して ホた 

渡米 日本人 

あ 去； ケザ 聞の 統計 

が 移民法が 寶 施されて 己財圈 じがて 研 兜の 爲め ホ . が 0 


五 千 九十 一二 名 超 遇して 巧る 譯で 

ある。 

大阪 商船の 新 船 

〔本 お 東京 特带十 H を〕 大阪商 

船 南米が 路 がを 船 ナン トス かは 

十二 H 二十 二日 横 お出 帆 お 女が 

がの 途じ 就く。 

サントス 乂 はと 千が 最新式の 
設備を あし、 ソシヤ 八 ホ ー 瓜 

ミ ユージ ツク^ 1 ム 、喫煙室 

水泳 場、 其 化 バーバ ー シヨソ 
プ等 化て 完備し、 船を は I 等 
四十 A 、 S 等 六. 再 义 十 人を 收 
をし 得る ご當地 支店 員は 語つ 
て 培た 0 

陸軍 監督 事務所 

頃 H 难府 大使館 附 武官 森 旧 陸 
軍大 をが を 表した 通ら 陸軍 じ 於 
て も あくを 器滕人 事務 監督の 爲 
め 事 格 所を 開設す ベ < ホ なが 右 
所を として 砲兵 大佐 小 柳 津お藏 
氏數 H 前羅 がを 經て巧 巧 昨夜 H 
ネお樂 部 じ 於て 就 巧 披露 晚餐會 
を 開いた。 因 じが ホの な 巧 武官 
お 本 砲兵 大尉は 本 月 F 甸頃 出發 
桑 港 經山歸 朝の 尝。 

♦ソウ ヤア .女を 講話 日本 VJ 淺 
らぬ關 巧を ちして 居る エ デイ 
ス 、ソウ ヤア女 おは 米 亞締人 憤 
樂 部の 招聘に 應じ 9 ゲワ サイド 
ライブ 阿 义十發 フラア 夫ん 邸 
じがて 十一 巧 十六 日、 二十 一二 日 

ぶび 十二 巧と 日 及び 十四；：！ め 四 

叫 じ' をら 日み じ關 する 連 戀的講 

がを がむ る も。 

盛な が 爾氏東 巧 帝 大醫舉 部 

を 巧 醫學陣 ±、 U ッ クフ' ゴラ ア 


.離吿 

拜 巧げ 下猛 々'御 淸 樽の 段が 
賀 候。 陳巧 •小生 儀 永年 諸彦 
の 抑 厚記を 莱 ちを お 共に 夕乂 
の お拔が V 一 卿 示敎を まけ ホら 
お處 、今回 一身上の 都合 じ 化 
b H 乂 時報 社を 退社 致す 事 じ 
相が お 間 化 段 嫌吿化 候。 

惟 ふじ： 化 一八 午 W ホ、 縮轉 
ィ」 經營上 じ 傲 力 巧みを 稱 した 
る 不敏 次郞 じ' 野一^ に 懇篤な 
4 激 勵鞭链 をが は. 〇 し 段 威 謝 
の辭 なき じ 巧し み 中 候-" 

巧れ 拜趨の 上狗禮 中述巧 < お 
へせ ハ 不お敢 紙上 ど おってが 來 
の 御 懇情に おしが 謝の 慮を ま 
(娱 敬具 .一 
十一 巧 十四 H \ 

香 巧す 郎 

.辱知 諸彥 


新 嘗 
.大正 十五 年度 

當巧 日記. 

ぁ稽 日記 

11 

性慾ぶ 巧を 新硏究 

實際的 避 おご 

產兒 制限 法 

巧 聞 巧 語の 
讀 ホと 蓄ホ 


乂 一、 四 S 

ホー、 各 

小 、も 

一、 0( 

、五 ( 

、と ( 

一、 0( 


7こナユァを 

ダ n レ —— 卜 する U 本人 美 傅 家を 

數名 雇ぶ 度し 。' 

呈 ckle 二 r 另 . Co 言兰ご Gr 当 d R 吿を写 ch. 

最新 まの ァパ — r メ 

重 WI , ントで 綺麗な 至 誤 殿 
が 一ん 又は 二人 じ 適當專 用み 口 
享 . S 室 Rive を de 量 e, ' 一 

Hor 吾 二ち 互 Si 

ち 一 蚕 あらます 猜を 

一よ い 處でス チ 1 么と 

卜 、熱湯、 パ マ 其 他の 設備を 
完 をして 居ます。 〔田 中小 一一 丽 ぃ | 
202 W. 害 h St. ぎ呈 algar 普 ゴ _ 


十一ち 號雜誌 

現 化 一、 c }( 

中央る 論 、八 ( 

太 陽 、な 

其 他が 邱雜 誌を 部 到着し 
しじ 

片桐 兄弟 商 金 

新着 御 披露 

巧 年 巧 じ 御 便利なる 

業 日記 一 ~ 粥！ け 仙 品！!； 議を 

懐中 円 記 四十 仙 か 八 仙を 
ホ 年を 

運勢 麽開 連朦 を 一一 一十 k 
御を 寶 御を 寶 を 二十 S 

化か 一一 一 f 幸 盡 を™ 

銷育西 六十 五 T 目が 四十 

東京 商ん 暨 


一遇 五が 及 八 霜、！ 
*¥05. 人 又は 二 A じ 適す - j 
市 廳へ十 か タィム ススク エ卞； 一 
へ サ五か 雀 話 カン バラン ド 呈一五 J 
妄舌 單 81 Broo さ ti 黒 崎 陰す 


ホ 本年 六月 j 二十：：！ にを る】 ヶ年 

間 じがけ る米國 内のを 闽移 ほの 

動 お 調が に 化れ 比 化の 期間 じ 米 

圈け赏 にち を u 巧の 移民 乂减退 

を 示し、 是れ がた めじ 資本家 側 

は 勞働貨 おに 脅かされて おる 而 

して、 ザ 府巧働 省から 發 をされ 

たる：：； 本ん の數を 見る じ 乂國者 

絶 数： 2 阳千 二け 四十； をで 歸國 

を總 數：ぃ 九で 己' 白 一二 十四 名に 速 

し實じ 五で 九十 S 名の 卽國 超過 

を 示し.，'- ゐ る。 即も 同期 閒じ於 

ルる 入國ぞ 及び 歸國あ 数は 左の 

如： である。 

H 本ん 乂乂ザ 敷 

を ホ闕 化 畦 計 

一ニ ニニ ニ 义 六ぶ 四 一八と 

U 本人 締 國あ數 

を衆围 巧 ほ 計 

ち 一六 五 二 〇 吉〇を 一六 八' 

朝が 人 乂乂あ 

をみ 闕 布 巧 計. 

二 五 一一 化 お 一: 

钥が人 歸閱ま 

合 ホ 勘 ホ哇 計 

一二 〇 一一 一六 六 六 

而 ■て 移出 化 

第二 一條 の 明文 巧譯 じょる 

ど ( 一 ) 政府の 官お 父び を 族 •か 日 

本 As 六八夕 朝鮮人 S 名 (ニニ 

巧 渡乂ち 六.。 五十】 名で 钢鮮人 

一み ニニ) をを 剧迪過 旅 わ 巧 U 本 

人は 六が 五 1 ： をで お 人が 五名 

四) 通が 化 約に め 6 貿易を 營わ 

者が と 十 名で ある。 が ほ 移 比 法 

巧 四 化に. ょる ホ剌 常て 移は の 中 

じは 西 渡航 巧が 二 千 一二 主 二 おで 

を ほを 邮 、ま 敎ぶ 巧び 家族が 四 

十 おおを ホが 八十 一二を どなって 

么るから^^の剧合で締闽ぉ：^, 


春 淀川 巧 垂巧長 巧 師範 學 校を 
授 、教育 視察の ため 巧 紐。 

雜 巧が 隆が巧 日本 電池 巧ま會 

おお 帥、 去る 十二 日 ホな ホブ片 

ペン じ投お あ々 渡歐 のか。 

参 山 縣お郞 氏 S 井信 巧を 社員 

同人 澤幾次 郞の兩 氏は 羅が 地モ 

を 經由着 紐 ホ ブル、 マジ IH ステ 

ックじ 投宿 0 

• S ,- 依を 一氏 賞 業の 化を 社々 

よ、 昨 十 ち H 葛が。 

♦义が 猛治戊 じ 吿< 、至を 所 巧 

あら 同氏の 比 所 あ 知の 仁は が 育 

ホを 保険 會 神化 巧ん 瀬 川 一氏へ 

御述知 あるべし 軍 話 カン ドこア 

四 一 〇 一。 


义 西が 巿特悟 

目 本人 會の 總會 

义 巧が ホリ 本ん 會に ては 去る 

五 U を 則 おを を 開いた が 出席を 

を 數に滿 た ざら し 爲め香 見 理事 

ょ b 事務ぶ び 曾 乱 報吿あ b しの 

み じて な 旨の 選 おはみ 凹に 譲る 

となつ た。 間を 本年の 事業 ご 

ては ( 一 ) か留 U 本人を ホが ホ 

瞬 赤十字社に 加入せ る i (二) 會 

員曲邊 武夫 巧を 民 椅じ 抑留 せら 

れ たる 事件に 關し 柿々 運動せ る 

円のを 连せ ざら しを な'!- 同を 

離 米の 際 主卡お 巧の 傑 別を 贈 興 

せる ミ ( I 二) 米 國中か 五州 風水害 

じ對 し. 九十 弗を 義 おせる ょ 等で 

あ &。 巧 じ 現 化 巧 員は 二十 一名 

育 巧は 八け 化。 

n 晒 說 .お 

を：：： 本人 敎巧 

『ホ か 論」 

♦ H 水 A 巧 W 敎曾 

『巧 難の 錫』 


淸水 牧師 

川 島妆師 


岩 哥 がえ. ホ 内 B 拔の瘍 所、 相 一 

當收乂 ぁ る H 本雜貨 I 

巧賣 度し 夫婦 者 父は 夏場 經營者 
じ 最も 適當 、都を 上バ ー トナ. 

ン ッ プ じ て 營叢す る ..^〇差支ぃょし I 

委細は 左記へ 獅聞 合せを h ゾ たし 

穫濱廟 店 

24 ご 養 sf . 宴 


円本 人 齊岡書 部 

講纔會 

文 藝縱談 る 本 昔 彥氏 
經濟講 課 

一二 逆 銀け $ 配 入 
鈴ぶ 益 ご 一氏 
時日り 十一 巧 十四日 ±曜 
日 午後 乂時ザ 
壌 所 = 西 •五十よ 了 目 

Y , M , ca ' A •曾 舘 
じ 巧て 

講演 會巧 懼し慑 間を 數御 
^ ひを せ 御ホ聽 被で 巧 候 化 
十一 巧と H 

紐 育 日本人 會 


黯大 雄難會 

ま 惟 が脊 日本人 學 生な 技 硏究會 
後援 が 脊 新報 社 日 ホ畔報 社 夷な 敎會が 育 
敎會 修道 會 がを U 本人 會化米 基を あ 
學ホ 同盟 支部 

十 I 巧 二十 八 H が 煤 圧 八 時よ b 

白人 リフ オーム ド豐宮 {修道 會の眞 向 ふ) 

無料 


期 H 
會 驚 

入 檐巧 

巧 ± 巧が 脊 を鞠閣 かょり 一-一名 づ \ 

諸 5 の 臟顯 十一月 十五 n をた 修 一道 會 '巧 小 田 島を へ 巧 

し 辨± 定資 W 上 ゆ 辟 一は 中を 順に あ b 巧ず 

が 題 自由 但し 一人 十五み ょ r 二 4 •み 巧 かどす 

懸賞 最優 をを 一名 大 おぶ カ ツグ ー 刪 同上 優 

を 者 一名を メタル 瓦 優を 者 一名 銀製べ 

が トバック 瓜-個 

但— '等級は 聽 ホの I 化 投票. し 一眼ら て： 化すべく をの 

細則は 會 場に てを 表す 


懸賞 脚本 



明年 二月 中に 開催すべき 紐 育 H 本人 會 一祉會 部ま懼 演藝會 

の 上場 じ 適す， 創作 一幕物を 黨 集す。. 

一 時化、 題が、 脚本の長短はげ^の强意 

二 締切 本年 十二 巧 十五 H ' I 

發表 明年 一巧 ヒ n \ 

懸賞を 五十 巧 \ 

巧 稿 送 ホが 脊 n 本人 會事格 巧 

巧 稿には お 名を 用な、 別 じ姓夕 住所を 記入せ る 

あ 刺を® 封して 原 搞じ添 へら かたし 

と 當趙巧 おを 上 巧 するど 巧 どは 紐 旨 H 本人を 即曾 

を員會のホ縮じょ^¢! 

審费 員齋滕 巧を 川 華洲 がな 謁雄 一二 巧 其 他 

はを が 中 


ご 一 

凹 

五 

六 


紐 育 目 本人 會 


Japanese-Am が ican News Service 

[\ 义 電報 通侣ホ h 

な 國の欧 治 お、 實莱界 及が 巧の 
事項 を 迅速 且つ 確を にお 道す 
お H 入 巧 ーヶ月 巧を 五十 巧 

Tokyo Advertising Agency 

リ本お 班 雜お旗 吿一股 化 扱 
35 お X 比 Avenue, New York City 
Tel が hone Spring 82!77 


曰 本 綿花 株 ま 會祗が 育 支店 

j Japan Cotton Tra ぶ ng Co" Ltd ， 

Cotton De が . 

が ） Beaver St., 

T,l. Bowling Qr»«n 2990 

Silk Dept. 

25 Madison Av*., 

Tol.'Mad. Sq . 撕が 


り’ 米を 糸 株 ま會社 
系を 育ま お 
NlCHt-3El KlITO KABUSHIKl な ISHA 

(NICHI-BEI KJITO CO 。 LTD.) 

373 が H Avenue, 

Tel. Mad. Sq, 7592 ぶ 


戶鉛 木が 店 
紐 宵ち お 


Suzuki & Co., いん (Kobe) 

220 Broadway. 

i’e し Co け Ian か U49 ぶ 0-5 し 52-53 


H 本 生糸 株式 曾 か 
紐ち ま お 

Mori の ura わお 么 む .， Agents 

44 E. 23r<l St., 

Tel. わ bland 5320 


おを 名會お 
紐 育ち 店 
Hara & Co,, 
443 Fourth Aw" 
Tel. む led 帅 la 7830 ぶ 


化 商 巧 まを 社 紐 脊ま店 
Gosho Corporation, 
Silk unoorters, 

334 Wurth Ave. 

Te し Mai Sq. 4886 
Gosho Co.. Inc., 

じ oUon Exporters 

の 百 MV が か ,, 

Te!. Bow り ns Qretn 8806-06 


大較 朝り 新滿が 
福 ffi ボ半 
0 な KA & な Hi 

fioom 3 日 8 World む iWing 

Tel. お ekman 4 が 0 


大政 毎 13 二 東を H H 

. 上 おお 里 

Osaka M お nichi, 
407 Tribune Building 
T»l. P が kmftn 4259 


VO しけ， NoJ け 5 


进な jmw 巧を 扭 imp 巧 


WEONES 日が ， NOVEMBER 1 も 1925 


出と 钓說如 


b で ザ 巧 IT が 巧 






妻 巧 雄 築 事 お 所 
Iwwhiko Tsumanuma 

Room 1607 No. 101 Park Ave 

TeV 乂 a 打舶 か 1 化 3456 

がリ 1 化 險事お 所 

(I. Segawa, Insurance Broker, 
303 のむ h Ave., 

Te し む ledonia が 01 

巧 巧 商事 株式 曾 社 紐 育 支店 
Uchida Tra 山 ng Co., lAd. 

291 Broadway, 

Tel. Worth 1576 

島寶易 株式 貪 社 ‘ . I 

Shima Trading Co. jJ:d. ] 

150 Broadway 

Telephone Rector 14S4 


Paul に M. Thomeis 

Adve けは mg Counaei 

2023 む ibune む iiding 154 おな au St, 

Tel. わ ekmsn 6378 

久巧 巧を 巧 まを 前 

Xubirt Trading Co. 

が 如が ホれ 

Te!. むが and が扣 

ご 共 株式を 恐 輿 東寶易 株式 會社 
! 代理店 

I 高が 商 食 

! T akamme し orpor&tion 

j 120 Broadway, New York City Te し Rector 78 が 

Gen な al がむな & Factory 208 Rawstm S ししし City, H. Y. Tel. Stiliweli 7718 

j 淺 野物產 なま 會社 

; Asano Bussan company 

1 Room 801 ぶ 05 

165 Broadway 

! Te し Co け inwIt か ) が - 86 吕 2 

大倉 紐が 巧 支店 

Okura & C も， 

30 Church 8L, | 

Tei. CwtJandt 2292.93 -94 1 

、 お 滿洲淺 道 株 ま おお 

祕脊 事務所 

South Mandiuria R . ん Co.i 
; 270 Riverside Drive 

1 Tel. Rimsi お が お 

s 并 •物を 睐 式を 社 
がち ま 店 

Mitsui & Co 。 

65 Broadway 

Te し Bowling Green 7520 

帝题 絞 ® 事 お 
Consulate Gen が al が hpan 

185 Roadway 

Tel. Cortlandi 0314 

株 ま會お を ホ 巧 巧 

が 育ま 庙 

Iw お ’ & Co., 

\Voolwo!*th 校 uUdm 巧， 

Tel. WhitehsU がが 

S 邁 商事 會社 

M れ subishi Sh ぃ ji 技 お sha 

(Mitt^ubiBhi Co^ Ltd.) 

(20 Broadway 

Tei. Rector 2560 -2664 


巧 まを 社 ホ 巧商會 
AKAWO & CO., Lt ん 
295 Fifth Avenue, New Kork 
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品 _ 

巧 


i におら 势 力を W 寸 る。 おる じ 
これ じ對 巧ず べき 歐洲の 弱小 閔 
は 潜水 腊 の利讯 . y 唯一の' 防衞武 
路 ごして む . OC 

お 励 S 位 おに 比铃 して、 化 厨 
ょ ， CN が上戚 がを 巧け る 隙 筒の々 
。い 米國 'レ、 ワシントン 待雜に 
がて 五— お—.' 一一の がが 比 牵で巧 
闕ご问 なのが 軍 化 超を がつ て & 
る。 がし 乍ら み國 のが 軍が 歐洲 


を お 鎖した からと 云つ て ホ閣の 
がボが 彼等を 歎 肋ず も ごい ふ 化 
かを 帶 がて い。 故 じ 英米が 
假 b じ 潜水 臘の廢 止を 人道 k か 
ら 叫んでも、 制が 權を廚 際 的 じ 
まがす る阔孫 巧の 制を を 見る じ 
至らない 限り、 潜水艦の 廢 化は 
斷 じて 鞭な 的な が 巧 縮 少を斷 わ 
ずる 前提 ごは ならね。 耍 は戰夕 
の 機 曾を 撲滅す る じある。 


和平 提議 成り 

化 京 城 內ょリ 撤兵 

段總統 が吳の 征討を 布を し 

關稅會 議の顏 もぶ さぅな が 勢 

ま 京 特電 十六 日 發= 問題の 媽お 祥對張 作霖將 軍の 晩を は 化 京 
政 巧 化 者が 巧み 倒し 秒く お幽稅 貪雜が 終了す るまで 一時 休載す 
る i どじら 兩 派のを 隊け單 じ 化を の醫 備に 必要なる 軍隊の みを 

媛して 撤 をを 锁 巧す る； どなり、 一方 大縷が 段賴瑞 氏は 搞玉祥 

お 軍に おして 吳 佩を A び 孫 傳巧お 軍の 征討を 命ずる お まに て 一 
時 小康を 得たら の 1 如く、 吳 佩ず 將 軍の. 一派が 長 化 一帶 の盛稅 

を 差が えたので 円お佛 はお 同抗 講を提 おした。 而 して 關 稅肖講 

にがて U 本は 追加 稅 のが 率に 闢聯し 陸 境關稅 をが 巧ず る总 巧で 

あるけれ でも ホ 厨を 權の 反掛頗 ろ强硬 じて 會 誰の 空氯ら 日本を 

遂に 孤立 じ 暗ら しむる 化褒が あるので 禱機 しつぇ ある も お扇柯 

等 かの 形を じて ぶ協讓 ホの 外は あるまい と觀 測され てゐ る。 

菱那の 赤化と 排 英貨 陰謀 

昨々 の 露 都は 支那 人參詣 をで 充滿 

列强の 最も 注 怠を 要ず る 巧で あ 

る』 ど 論じて ゐ る。 

東 二 一省 軍に 

.叛乱 突發 


ロンドン 十 ホ H 致：：：： リダよ ち 

速した 特報 じ 化れ げ過ま 十 過 間 

じ •日' 賜暇 歸朗 中で めつ た勞^ 

ロシアの 支那 駐化 大使々 ラ户ン 

たは 昨日を 巧て 支那 じ歸 巧した 

るが 昨今の モスカ ゥ巿 はま 邪よ 

らの 巧を じて 鹏 おじ 暇な < 、い 

.つれ も夕 邪の ホ 化 じ 就て 重 巧 U 

る 協議を 遂げた もの t 如 <媽 ぶ 

祥お 軍の 軍事 化あ數 るは 過去 一 

ヶ 巧の 滞 化 中に n ンアの 軍事 施 

政 じ 就て 調 查の上 細 まし だが 庫 

倫よ b ホ 着した るち 化國 K 黨 の 

『總 元帥 J ど稱 せらる、、 胡 漢民氏 

は 當地じ 本部を 設けて 支那の 共 

産制 巧 化 じ 就て 硏觉し 媽玉祥 ど 

み產黨 幹部の 連絡を 計な つ I あ 

るが、 デー？ — •メ ー グ 紙に 连 

した 上诞 特電 じ 化れば 「勞 農り 

シアは 支那の ホ 化 じ 就て 最も 激 

必に 努力し 政治 及び 軍事上の 手 

腕 家を 派遣して 上がと 廣 東の 支 

那人典 產黨私 を 啓 潑し廣 お ホ 色 

軍隊は 〇 シア 人が をが 指 禪し排 

英 運動の 如き 最も あかなる 越度 

で活 離しつ； あ 6。 特に 河南 お 

の 巧 ホ 色 軍隊は 整に 上がよ らお 

なされた ゴス ツキ ンじ做 b 夕！ 

タ ー 人、 雕倫 よらの モス ンム ん 

桃を 撒を して 飢織さ n てゐ るが 

まがの ホ 化 じ 就て 鼓 も 閒難リ る 

はを 一一 一省 化 ホなる もの i かく'.' 

瓜 ビン ボの勞 農 機 脚お閒 は發刊 

を 停止され、 な 過激派の お 集は 

P シア 革命 記を 巧の 中 化を かじ 

ホ 巧を 跋哪し 巧支賴 道の 勞農派 

從 お】 口ら 紋 々解 罹 さむつ！ ある 

が、 いづれ じしても ロシアの ち 

抓 ホ 化が か 巧 じ叙必 であるかは 


廣 東の ホ 化 ご々 ラ 尸 

ン 巧の 支那 内乱 豫言 

靑島 十み 目發 u 東 一 こ あの 張 作 

霖將 軍じ屬 ずる 祟 直 帥 脚の 軍隊 

け 突如 どして 叛亂！ 旨邑 の師閣 

じ 巧 越す る 白色 曰 シァ 旅 脚を 後 

ホよ b 砲 擧し約 一一 一千の D シァ 人 

は 全滅した もの； 如く、。 ンァ 

旅 鹽は吳 佩を の 軍 陈ピ賊 ふべ く 

進擊中 突然が々 よ b 砲撃され た 

もので あつて 負傷を はを のま i 

戰谤じ 遺棄され 漸 C 濟商府 よ 6 

出張した る 外踐人 醫師蜘 J ら治 

療を 受ける どい ふお樣 でんつ た 

叛轨 しれる 東 二 一省の 軍隊の 夕く 

は 山 東备の 出身を に 占められを 

つてを の大夕 數は吳 佩を じ ホ ホ 

»" ^てゐ るので あるり 

化を 十六 日 錢 U 廣 東よ b 達し 

たお 道 じ 化れば 反 ホを 派を 標榜 

ずる 陳爛明 お 軍は 廣東 ホ 色 軍隊 

の爲 めじ 慘 敗を 招き 遂に 福 遮 省 

じ 逃 込んだ ので 腐 東の ホ 化は を 

をじ裝 され 近く 禍建 をを も襲擊 

する じ 至るべく 化を 歧 がより 巧 

かされた お闽島 野を は 急 おを 當 

地 じ 獲して 巡が 避を 派遣せ ホん 

ば 海 南 島 も 遂に ホを 軍啄じ 占® 

さるべし ど 報じた。 

モス カウ 十 ホ H 發 u 巧 農 大使 

々ラ- ン 氏は 化 京 じお發 したが 

支那の 內锁 どが 串 的 形み じ 柳し 

兵力 じがて 張作霖 おおは が優势 


の 位を じある も閣 i {の與 望 なお 
玉祥 じあ b ご 述べて 円く、 

を 天軍の 軍 おは 不ホ滿 々たる 
ちあきは 事 質 じる になし 媽玉 
祥^ ザ 隊に 觀 6 現を く 張 
のが 隊ら紛 々源で 祥じ投 がし 
踞の 軍隊は お 則を 嚴 ずしつ i 
あ b 。 廣巧 越； Hi 政府の 軍隊は 
少數 ないど もを 命 指導者の 下 
じ 一致 刚 結し 支那 濁 立の 强い 
巧 欄 力 ど つて ゐち 云々。 

潜 艦廢棄 ご. 

'軍縮 討議 

英國が 輿論 唤 起， 

りン ドン 十六 日發 u 奥國 大型 
潜水 濫 M 1 號お 遭難 沈 沒し乘 組 
員 六十 餘 名が 爾 難した； は 痛く 
英國の 輿論を 喚を し 婦人 化 證± 
ァ ス タ1子爵夫入は 『を世巧の 
婦人に 訴えて 潜 艦を 廢棄 すべ 
<自 かは 化 巧を^ 說 ずるみ 也で 
わる』 ど聲 明し、 I 化年ヮ シン ト 
ン會雜 の 典鹽が 垂權 として 潜 
水 艦の 廢 薬を ホ 瑕した るリ ー 卿 
もこれ じ 賛同し！^ 働黨烦 袖マク 
ドナ 4, ド 氏を お'^ 卜- — マス 氏は 
『戰 時に がて 最^ 康虐 なる 武器 
であら ホ か 時 じ 於て は 胃 除 的』 
a 潜水 黯を廢 薬す \ ベ： を 化 巧の 
が 軍 轉ご協 諸す ベ V - である ど 論 
じ、 明：：： ょら 巧 開す き 諸會じ 
がても 本 問題に 對{\ る 极府の 巧 
見を 質問ず ベく、' な^の 巧 おら 
よら 云は r 潜水艦 廢^の 隙 害は 
フランス でんる が 一' 沪聞 紙ぶ こ 
れに 就て 『英鹽 は フづン スの戰 
時貸附 をザ减 しを の 化 憤 どして 
潜水 爐の 廢棄を 要請す \ べきで あ 
る』 ど 論じ、 潜水 鑑廢 k の 與論 
を 刺戟して むる。 

ブ シン トン 十六 H 發 U 潜水 聰 

の廢 棄に對 ずる 英國の 與論は ホ 

固 政が も 頗る 注目し つ、' みる 所 
じして 化 年 ヮシントン 會彦 'にが 

ける 巧题の 提議は ホ國 々^官 

ヒ ユース 氏も贊 おの 息を お^ ― 一 

たが、 フランスご ィ タリー"：！^ 反 

對し H 本ら 氣乘 らしな かつた!！ 

め 遂に 斯る 協定を 見る じ 至ら一;* 

かつた 事實も あら、 ほ ま 黨斗院 

颁釉 スヮンソン 氏 も 潜水艦^ 廢 

化は 人道の 上よ b 見て ま當 で'' ，あ' 

る ど 賛意を おし， 外を を 員を^ 

ラ I 氏 も悔力 これに 赞問 ずる ゴ 

共に 『斯 るが 器の 化 用を 許 巧^ 

る戦爭 をの ものを 撲滅ず るの 也 

今 H の 急務 fye る』 と聲 明した 

が、 海軍 部 巧では 時期が n 十 論が 

か。 らお 力で ある。 


逸 大使を 參 加せ わむ るを どな-^ 
フランス 侧も ホが したので ホ お 

獨逸が國際聯强^參加し聯盟が 
議員の 位 滑を 占 i る ビ岡巧 じ ホ 
式の 發 をを をる' 一 まるべく 英國 
ベ 相は おら じこ： の 際獨 逸の 武装 
解餘を 監視し つ’ ある 聯を趨 の 
軍事 委員 會は撒 麻ず べしと 提畿 
しつ i あれ f グかン 撒を 化 ハ化ゲ 
アみ サィ ユ憔 約の 履 巧 じ 軍事の 
瞄係事 巧のを い 一 L を 理由 どして 
フランス はこれ Ik 凿す るが 右 
の 軍事 委貸會 じ 陸軍 化を を 
も參 加せ しむべ 卜ど 提證 しこれ 
ホ 巧く 採用を 見， だまるべき 形 
勢で ある。 

シリア 動亂で 

一. 盲人 售死 

シジア 國べ ィ ル， 卜 十六：；：！ 潑 

：：：：： シ 9 アの 叛徒 デユユ ー K 軍は 

シドンを 距 るが の 地点に 到 

嘗 しを 部落の 基督 捉徙は フラン 
ス 軍よ b 供給され ぶ 武器で 應戰 
したる も 力 & ばず 農 じ 退 まし： 立 

只の 技 家は 燒 失しぶ ホ じて 約 二 

巧 人の 慘 死者を 生^た が シドン 


にはな 留 米閱ん がんいので ホ國 
領事， し 派遣され た^ 齡長 どみ 
•し視 を じを いじ。 一 

ダマスカス 十六：：！ 艰 ！：：： シリア 

派遣 佛軍司 か官グ メ_7 ン將 軍は 
本國 政府 じ 割して； 巧 人の 援 
兵 派遣を 耍 請した。 


英國 更らに 

保護 稅城課 

おな 輸 .入 お 影響 

ロンドン 十六 日發巧 をの 講窝 

は 本 お-一ち 巧 開され； f が 首相 ボ 

〇 トゥ キン 氏は 政 お 英國 5 を 

業を 保護ず るな がじ^を 業が 譲 

令を 婚大 しを く 特殊^ 輸入品に 

對し 吏ら じが 護 關稅击 賦課す ベ 

しど 述べ、 藏相 チヤ. 了 チ 八 氏は 
フラン x 藏 化々 ィヨ イ 氏の 辭職 

は 英郷戰 時 貸 債條約 (一:' 討 讓を多 

少 延長せ しむる であもう が お 則 
上じ於ては何等み變谁は：^ぃと 

述べた。 


布 唾に 寄港 複活 


改造 さおる 

大使 會議 

戰爭 ょず ず 和へ 

バリ ー 十六 日發 r 少 n 力^ノ 條 

約の 締 粘に 浓 b 欧洲 V かの 曙 ホ 

を おめ て認 わを じま^し 爲め從 

ホ獨 逸を 敵視し グァ '於 サィ ユ條 

おの 磯が を 監視す る めじ 設け 

られた 蹄を 國の大 化み：'^ も 近く 

太な をが けは れん どし \ "忍る。 

巧ち 英闽 外相 ナヤ ム パ"^ レン 氏 

の 卿吿に wb 化來獨 逸，^ 監視す 

るを 化に がける 聯合 國 化會議 

を 解散し 今後 曰 カ グノ^の 眞 

稱 神を 徹をゼ しむる 息务 がけ 

る大 化會講 どなし-一れ じ 巧佛獨 


東京 特電 十六 日發片 東洋 薇 船 

これ や 化 及 西 化利亟 舟の 二隻は 

十二月 ょら 往航に も •寸 ノ^、 じ 

寄港す る i ど。 つたれ 

支那 無線 共營 案_ 

ま 京 特電 十六 日 發=: 東を 日々 

巧 聞の 報道ず る 所に 化れ ぶま 那 

端線 まじ 對 する 米國 《強硬 振ら 

にな 勒し大 東、 乂化巧 電信 會社 


は 口 本案の 共營 まを 支持して 一二 
井 ご S を L； て 支那 政が じ 双 橋 無 
撤の營 菜 許可を 申出 づ ベく を涉 
を 進めて ゐ る。 

大津 地方 大 旋風 

東京 特電 十五 日 發= か H-K 阪 
府下 大潍化 方し 大 旋風 ゎ b 家屋 
の 倒 凌、' 重陋 傷者 十 數夕を 出し 

2 C 

政府 V 一 外資 抑制 

まま 特電 十五 日發 U 大藏當 時 
はまを 巧 債は 唯一 S 除外例 どし 
政府 關 係の 外資 輸スは I 切 抑制 
する i じ决 をした •か 民間の 外資 
輸入 抑 刺 U 目下 考量 中で ある。 

新 駐日大使 ぉ發. 

サンフランシスコ 十五： a 發 ；：：： 
新 駐日 ホ 國大化 チヤ！ 八ス •マ 
クゲキ 氏は 夫人 同伴 じて 當 地に 
到着し 本 H 出帆の プ レシ ゲント 
タフト 號 でを 巧の 途じ 就いた。 

■保障 條貌 ご獨逸 

ベ 作 リン 十五 日發 h 獨遮議 曾 
の〇ヵ グノ な障條 約に おする 態 
度は 一部の 帝制 派を 除き 槪 して 
資が說 じ 傾き 恃じ ヒン デンべ 术 
グ 大統領が 聲明 書を 發 して 該條 
約の 巧 联を驅 歌す ると 同時. じ 蹄 
を國 が本條 約に おも ホる 十二月 
一日を 0 て ヶ八ン 撤兵を を 巧し 
獨蠻の 义官欧 治な 活 をを るに ま 
なし^け人ふを緩かし來るべ ^ 
議會 らを歡 じて 該慷 約を 批准す 
ベく 譲 貧 解散 乃至み 閣の 危機ち 

襲 ホし。 い模棵 でんる。 

义羅の 負債 巧 渉 

ヮン ン トン 十五 H を；：：： ィ タリ 
! i の戰時 負債 巧 嫌 策を 随を L 

た ホ國は 今週ょ ら^ 1 マニア 使 
節 VJ 四千 六な 五十 万 八 千 弗の み 
濟じ 就て を涉 を銷始 する 篱 f あ 
るが 大藏 あでは 駐佛 米國大 化へ 
リック 氏が 郷國外 格 省を 訪閱し 
對佛 負債に 就て 親 提案を 試みた 
どい ふ 報道を 否認して むる。 

農民 議員 ミ 上院 

ヮシントン 十五 日 潑 Mr; ノ i ス 
ダコタ 如 知事は 囊じ 逝ました 農 
区 派 議員 7 ッド博 ± の 後任 ごし 
て ナン •パー チザン 聯盟 新聞 ま 
筆 ナィ 氏を 任命し じる が 上院 選 
舉 委員 會は州 知事の 巧 動が 專橫 
であるといふ至を理もとして極 
力 反對し 憲法 間 越が 生 乎る 形勢 
である 0 C 


巧 ホ 資本を 團ど勞 農政が どの 問 I 化を つくるな b じして 大いに 大 


じ 化 借 立 十 年 契約の が ホを 見た 
ナィ ペリ ァ •レノを 類 山 租借 權 
は 本 H 勞農 經濟 執む 委員長 及び 
外務 お 側の ブト ゲノフ 巧 等に ig 
らて化 式 じ 調が された。 

註。 レナ 鑛 山のを 鑛偕 格は 一 
億 巧 ご 見 橫られ ホ 人 銀行は 投 
資に勒 する 利得 五 削の 剰 合で 
巧 資し 曰 1 サン ゼグス ホの ゥ 
才 か‘ 夕 1 •フラウ ン * 才* ~ ■ク 
ランドが メグ ゼモフ 氏 及び 
ロンドンの カス 1 ンホ 等々 を 
渉の 上 協定が 成立したら しい 


趣 ホ 



♦が 項 外電の 傳 えた 『國 は黨お 

帥』 胡漢は 君は 展をど 号し 廣 

ホ 省 番お縣 S 人。 官賓 をのて 

円本に 留學 して 法 政乂學 じ 入 

h '、 が學 中に な 逸 化 ご 親を 厚 

/、 共に 间盟會 を 組織し K 報を 

發 がして をみ を 鼓吹した。 

♦このは 報が 發だを 禁止 さる！ 

や 王化 節 どみ に シンぶ ポ ー グ 

じ 匙き 新聞を 强刊 して ゐ でか 

第 一 を命じ際して廣巧獨^^宣 

布 ごぶに が 耸篮時 都を のが 巧 


ホ 人が 利權 獲得 

モス ヵゥ 十ぶ：！ 一獲 u 本年 四 目 

として 蹟 東都 瞥 ごな つた。 

をの 後 南 ホに 隙 時 歧府が 組織 

さる i や 孫 文の 下に 總 督府秘 

書 良 ど。 ら、 南 化が 一 後は 孫 

文 じ隨巧 して 巧び 廣東 都督と 

。ち、 第二 萃 命には 巧び H ネ 

じ 巳 かし、 K 國四 年の 夏は 南 

が じ 赴き 五 年初を、 上 おじ ホ 

つて 陳其 美の 暗殺 後间 派の 領 

袖 じ 推された どい ふ 人。 

♦同 六 年 じは 智戚將 犀を 授けら 

れ 、十 年廣 東軍 政府 最高 顧問 

V- してな 文た の 總參證 じ 就 巧 

したので あるが、 な 文 氏 死後 

第二の 孫 逸 化 どして 自他 共に 

許して ゐ るのは 撫巧 もない。 


回想 錄 川 

鳥 峰 博 ± 四周 如 

無 通の 駐米を 權大 化ど龜 はれ 

あ 巧科學 者の】 權威ミ 仰がれ 

て 盛名を I 化に 馳 せじ 高峯讓 

吉博 ± 逝いて なじの 罔 年に 達 

したが 健忘せ の 人 十は 動 もす 

れ ば炳爲 たる 博 ± の 動 叢と 卓 

拔 した 博 中の 人格と を 忘れつ 

■つ ある 秋に 際し 偶々 博 十-の 舊 
ぶで ある 益 旧を 巧が 「農 巧の 
恩ん」 i しての 部を 的 小 博を 
發表 しじから 孩に 江湖 じ 紹介 
して 故 階 ± じ對 する 記憶を 新 
た.： らしめ むィ」 する (記者) 
明治 十九 年 V - 云へ ばる い i で 
あるが、 をの 頃は ホ 上 侯が 巧府 
の 要路 じ ちられ じ。 ホ 上 侯は H 
本の 農業 じ 就て は 遠い が ホに 對 
してまで も 常に 深い 考 \ を 持つ 
て 居られ、 H ぶの 農業を でう し 
ても發 達させねば ならない ご 也 
配 もされて ゐ た。 を も/〜 巧 上 
.侯は 長 卿 藩で 純當身 かこを よを 
つたが、 若い 時を は 賞 際 農業 じ 
たづ さはつ て 自ら 肥 橘を かつい 
で 田畑に おられた。 をれ だけ 農 
業の 寶 際と いふ ものに 就き 非常 
じ 深い 實際 的な 智識を ぞく 持た 
れた 「現 化 (をの 當 時) の やうに 
農家が をの 地面を 自家から 遠 ホ 
じ 持つ をは 不梗 である。 なしく 
± 化を 換を やつて 自 あの 附近に 
旨を の 地面を 持たなければ なら 
ない。 をして 大農 主義の 下に 耕 

作じ從 事し なければ U 本の 農は 
發 達し。 い。 朝に 星を 裳き 夕 じ 
星を 踏んで 歸 るのに は 威 必出ホ 
ない」 なで I 云 はれて ゐ た。 

自 巧は 墙人 であるが 農 じ 就て 
は U 前から 趣 ホを 持つ てゐ た。 
ある 日 Vj うい ふ 縁で をつ たか 高 
峯讓ま 氏が 自 をの ごころ じ® 談 
じ ホら れ た。 高峰 氏は ニユ！ ネ 
1 レ アンス 巧覺 曾へ：：： 本のを 員 
ごして 政府から 出張を かがられ 
て歸 つて ホた 篤學の 出で、 をの 
時自 みに 云 はれる じは 「日本の 
農業 こ 就て あなたは 必配 されて 
ゐる さう だが、 日本の 遵 業で： 
番 大切な のは 憐素 肥料を 巧く 質 
るを である。 現 化 大農 ホ 義だど 
か、 機が を 化 用せ よだと かいふ 
i は 寧ろ 空論で、 なと しては せ 
めて 現 化の H 本 じ 焼 素 肥 巧を 化 
用せ よどの J を 第一に 叫びたい 

ので ある」 ごの 言葉 f ' あつた。 

廣峰 巧は 大學の 化學巧 出身で 

學者 どしても 指 巧ら の 人で あつ 

た。 この 話は 自か 達に もうな づ 

かれた。 化は 「をれ では 一つ 會 


じ 威 益を 謀らぅ ではない か」 ど 

いふので 、岡 伴して 酷 巧さん を 

訪れた。 溢 巧さん も ホ 常じ聲 ぶ 

れ たので 大じ 力を 添 へられて 深 

川の 签属 掘に そのん 盤 肥 抖の哲 

社を 興す. とじ U つた。 こ t で 商' 

を 巧 も 政府を 辭し專 、むこの 事 策. 一 

じ携る やろ じ t ♦つじ。 をれ が 明 j 

治 二十 年で、 自 かは をの 年 旅 d 

する 當 であつ た 跋高峯 氏 同伴で 一 
會 社で 化 ふ 諸 機械の 購入 總て已 
巧せられ じ。 粒は 獻洲に 用事 I 

あつじので 离樂 氏とは ァ メブム 

で 落を ふ 約束の 下に フランス 主 
しばらく 別れた。 やがて ァメ 
々で 出逢つ て 原稱の 引をから 諸 一 

機が 購求の 2 等會 社のを 部のを 
かもす まして 髙峯巧 VJ などは 掘 
伴歸朗 し、 績 ぃて エ 傷の 建築 
化 b か i つた。 I 
しかし こ t で 作業の 上の 困！! 
じ 遭遇した。 をれ ぶ. 加工 用に 独 
用す る硫 酷で わる。 郝 酸が 巧け 
れ ば一國 $ 工業が 巧ら、 高け ； d 
於 一 固の 工業が 廢れる ごい ふ 巧 
この 硫酸は 工業 上の 重要な 地 か 
を 占めて ゐる もので あつた 。去 
ひ 日本は 疏黃國 では あつたが' ^1 
の 施 黄が 女 < 手に入ら じい。 一 
こで 硫駿 もを くない。 フ 。夕 共 
の蹈鑛石もァ メ 9 力からホる!， 
ががをく^~*い。 をれやこれや!^ 
最 がの 計臺通 6 製品は 女く 賣广 J 
; が お巧^:* い ； に な つ てしま つ 
た. ので ある。 

然しつ いこの 頃ょ b であつ 
かが ホ U 本では 窒素 脏 料を 使 
てゐ た。 窒 索は 隨を 古くから 
本の 農民には 知られて ゐ たが 
酸は 少しも 緣が なかつ たので 
島惡巧 ui 谨索 かを ぇぶ‘ け みれ ij 
憐ご 窒素 どのを 披 肥料を 巧つ 一一 
携の化 用を 勸 めたい ご考 へ、- 1 
こじ 「をを 肥料」 ごい. ふ 肥料を！! 
つた。 濟 索は i 地を 强 くずる f 
ので 關東一 帮は富 ± の 媛 裂で！！ 
く火山灰の主である。 がじこ^^ 
じ 過憐酸 石灰を 加へ て 化を 强厂 
する。 茨城 地方を まづ络 一 Lj 松 
重し桑園じ大_し こ の會社の一^な 
を賣り 始めた。 成績は 見る i ' j 与 
ものが あつじが、 如柯 じ--^ でみ 
く 化 上げる か、 いかじし てう！ 
知らせる か、 化 二つの 問數て 
めじ 會 社は おヶ年 のま、 むを 颗け 
て ホれ。 - 


海の 巧 ご 


♦紐 育 巿醬お 署長は 化 化 f ター 
ニ ー の 鬼 巧で ぁったが、 泌 I ; ホ 白 
ゥォ 火ヵ ー は 是非せ ハタ マ!^ 1 八 
貴 ほどして タマ ニー の 人 を！： 
命したい ど 云つ てゐ る。 一一の 去 

をがなければ 哄目 だ 。 I 

♦ム ソリ三 首相の 階！^ 摩 謀 一 
どぅやら 政黨者 流の ファ I ス シー 
の 勢力を 概 張し、 治安； 部 持を. 
脚を する ための 陰謀 でんった* 
しい。 尤 V この おぢ や！^ ら 乍' 
H よは 治を 維持 法を 風ぶ 布. 
て、 範を 中外 じ 垂れて 了。 

♦靑年 雄辯大 をに 辯 了 雲 の- 
く をの 端 おかを しら^る。 が； 
時間の 短縮 ご おじ、^ 題の 節" 
を すれば 史らじ 巧。、 

♦狠 お 祥が ホ 滚を af 事 顧問 
すれば、 奉 天は お國 8^ 人を 麗- 
した。 但し H 本は 中 かか。 



眞 2 ホ 和 時代へ 

ゲ r ^ サィ ユ牛 か條わ どは あ 

目の み 下 久し：^ 則閒 じ' u - b 、 

戰巧ど 小 安り 帖お におまい た歐 

がの 大地 も，。 力 片ノ條 約の 化 

ホー，-、 獨 逸ら 嘟な阁 は、 おに 誠を 

を U て 化 おん 描帅 どもの 円 的 S 

巧 典に 巧ん ずる t ご つた。 

哄渊 化け： ザ かが 陪 の。 が あ •か、 化 

年の が ど ホ カた るを 問け ず、 一'' 

か 平等に ホら ずん ばけの がか 證 

定 おも 反 もに 過ぎす どは、 當 が 

識 ちの 搞缺 しむ どころ であつ た 

が、 今や 聯合 國大化 貧 誠が、 獨 

逸を 敵視し、 獨 逸を 監視 寸 るを 

目的 ごする 慷柳 であつ たものを 

なをし、 これに 獨逸乂 化を も參 

加せ しめで、 純然たる ホ か 協調 

の槐隅 ごず るの 引 毒 か 進 巧し つ 

つ ある 報道を 片 じして、 われ 等 

は 0 々於ノ ホか遙 をの 偉力が、 

今後ます"'^^ 化が み' 半み じ赏献 

ィ べき MJ を 確信す る 0 

この P ヵク ノ がか 證を普 じ 隅 

.聯 して、 わか おがが 郁乂 化か 最 

_義圃 際 聯盟 邵事 おじ この 秘神 

の 化が 化を 高 蘭した る こど！、 

站米 爽國大 化が 過般 ヵン サスホ 

- にがて、。 力 火/化 約の 精神は 

乂巧拌 ぶび 地中 诞ょ >、 おらに 

太 ホが じぶ ぼすべき である ご說 

いた こごは、 偶な の 一致で ある 

とはを ひ 乍ら、 太み 洋じ瞄 係を 

もす る諸闕 、特に 英米 両贼 の愼 

^虽 るを 致を 要する たで ある 0 

; 第一み ヮシントン 會廉 は、 曲 > 

乍ら も 太 ホげ 上の 四側闽 平か證 

定 なる ものを 稀 おする じ まつた 

けれ で も、 をの 適用 範閣は 太ず 

一巧 上の な嗔に 限を ごれ， 太平洋 

，を 齒繞 する を頤 i ピの徽 化 的 U 

半かを協をしてゐ^;<^い。 これを 

。々グ ノ條 約の 範阅 じ比换 する 

;:>ら じ、 祕 めて 限られた る ホ か 

である 0 

お ホの 火ず 洋じ おする 一稱の 

國 際的不 まは、 濁 逸を 小、 むごす 

る お 測の 不 をの かく、 明白に 事 

货 化？ れて & ないだ け じな 刻 ホ 

を帶 びて むる。 怖して をの 不を 

の翌索 もぶ がに おいた 数 ぞい 事 

巧の 外に、 眼に をえ U い 幾多の 

潜 化 性と 持 Nj 。 巧を ゴ この 潜な 

性が、 恐るべき 物 巧の な 阅ずど 

.じつて 現れて 來る 前に、 胸碟を 

開いて をの 總 ての 不 をを 一 摘す 

るの 巧 おご 强 いか 也を 必嬰 とす 

i る。" 力 八ノ條 約のを 化と 平等 

j の 械帅 は、 この 不 女を 除く 福を 

i であらなければ。 ら か。 

• .1 I I — ni.li In- : I • — ■ >1 

; 寧ろ 制 海權 支配 

I を 越の 火 巧 潜水 瓶 化沒の 秘事 

|け、 遂に 潜水艦の 遊が と 化が-. し 

一ー ホ •じべ し〜- いふ" 紅 溢に つた。 

一 奥 躁は人 も 知る か' \ 粗が の 大海 

I が 脚で ある。 典國 5 渡隊 力は な 

一々 ー ド、 歐讲の 弱小 四を 封鎖す 


TOYO N. TSUGARU 

な lEWiFiC J が 川 ESE MUS な UR 

538 W.l 巧 th Street, 
Phone. Wadsworth 5942 


K. ミ wamoto, M. D. 

114 W. 7谷が St. 

Tel. Trafalgar 0352 


KAN 之 O OGURI M I) 

214 High お . む ookiyn 
Tel. む mil が ! arui けが 


KERR & MAYOR 

1023 Third Ave. 

お t 69 & 61 な s. Telephone Regent 2909 


丢 向 人 本日 

巧專 靴型 小 


を 小き 离 .足 小き 廣ぶ 小き が 



DR. BLOOM 

34th Si. Cor. も d /Iventie 
59th St. Cor. Lexington Ave, 
125th St Cor. わ rk む enue 


Dr ， G . H . Martin 

DENTIST 
743 Lexin か m わ もむ！ ■. 郎 化 Si. • 
Phone Rep が 2457 


DR. 比 A. GARDNER 

DENTIST 
. WLSIsUl A が . ぉ - 
Tel. おが nt 71 が 


NARaTRADINOOO . 

45-47 E. 20th St. 

Tel. Caledonia が お 


Koike Studio 

437 5 比 わち 
む r. 39 化な . 

Tel. Caledonia 6394 


SATsum Company 

2518 Broadway, N. Y Chy Cor 9 か h を 


Dr* T. C. Takami 

け g Gumberiatid St. む ooki が 
Te!: Cumberiand 231] 


E. E. Yosh も M.D. 

345 W. 71si St. 

Tel. EndieoK 3530 


んし CEASAR,M.D. 

1 削 Eas け ? th Street 
8ei. お rk & Lexington hm 
Te し Lenox 8373 

舅 猴觸鼻 巧 

間 時を 診 
午 正 至 時 十 前 午 旨 
時义 巧が ちを 午 g 


YUKIO NISHIMURA,M, G. 
200 West 95ih Street 
Te し Riverside 0363 


Sabro Emy, m. d. 

755 Park Av た 
cor. E. 72nd St. 
Tel. Butterfield 9324 


Midori M お sumoi:o 

-- 38 おおる 巧 . 加 y 

Tel. -Washington Heighis 0437 


Im 日 化か !} s I Inc . 

(Formerly Maruhachi & Co.) 
17 EasM7 化 St. K.Y. 
Te!. Stuyvesant が 59 


T . KASAI 

Marchant 
Tailor ! 

が ! 

TIMES BUILDING j 

む om 304 I 

NEW YOBK i 

Phone 

Bryant 3319 | 


Y . げ〇 

1 お Eest 53rd 化 
Ccr, L な inghm む も， 


NIPPOnAIL 邮! 服 削. 

3 如 W. 58 化な . 

Tei. む Uimiius 4 け 3 



邮 TO 日け E が 化 E ^ 
Custor 


>m 
Tailor 


服 


67 稱 . が ! hSt. fl.Y. 
Tel. Bryant 7079 


Nippon Dry Vjtoods Co. 

1261 わ !) adway, G も， む r.31si St. 
Telephone お im. §950 
む〇 巧 巧 51 



TiictPri§rfERnY 


3 Maiden Lane N. Y. 

ェ 細を 锻銀 余に 幷巧剛 念 

類で 賓匠 意新最 



巧 苗 節 調 鏡 眼に ホ眼驗 

F. I. FREDERICS CO. 

醫 辛ネ赃 學大亞 比倫を 
136 E. 59th Si. 224 E, 14th Si, 

1144 3rd Ave., bet, 6 か h-M 化な s. 


I KOSHIBA 
I STUDIO 

I 舘眞 寫柴小 

bb 下で 耐 ft に， - 

I Tel. Plaza 3212 

Branch Studio 
Wesiminst が Street, 

わ ovidence R. i. 


號 巿 


九 貝 干 


を 


隸 鑛 焉 繳 


し U 赌水 


H 八十 巧 一 r キ巧 十化大 ！ . 二） 


— 、 


舒 訟 J ^^.^お巧十 H を巧 
雜な 一が 十 仙 
立 二を 置 th St . 妄 


お 具を 巧 おお 船 巧 用を 

遠 藤 小で 商會 

/這 Broaii ミ y N . 一. 百夕 
; Tel . W 是 ehall 154 こ 


稅 / 願 事務 取扱 

き EAM L JANE & Go , 

ざ〇ョ 12 巧 11 す 夏を ay , 田 ザ 
さ one : す 至 一 另 Green W 夏 •苦ゴ 


稅 臟率務 

献 巧洋 を 化 あに 全 化 
^ w 巧の 镜巧乂 ホな じ 

C 桃む 柳 縣 する 一切の 樹諮 
出 1 M . S 問に 應 じ、 巧 道な 
■ 船 貨物 運 貸々 出帆 
お视熙 手緩 冀等お 
星す、 ま 要 都巿じ 
化理 巧を おし 誠 » 
殺 速 御用 命じ 應 .中 

な驗 取扱 


ぉ も む 

y -：! ぶ 巧 

巧 W -i 

S： b 6 む 

U m 巧 
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執務 午前 九 時よ b 午ち 五衍を 

'紐 育 目 本人 會 

固 五十と T 目 二 去 0 あ 

奄話サ アクグ 八-九 0— 化！ 


化留靑 年 理想の 瞄体 

H 本人 靑年會 

8 W . 苦ず 田. TgI . 田 ark 薑 1 窒 
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ミ 2 E. 篇さ货 . N. Y. C 寺. 
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が おを 木が H 午を 八 時 
ななみ 主苗り 午後 八 時 
なを、 田 当 ま、 巧樂を S 巧滿ぁ 一, 
ホ资 をが 迎 す、 食 おを が 用が t 
牧巧 副を 毎 道 

U 本ん 基督 敎 修道 會 

一三 2 一み. 12 室 St , N . Y ‘ city 

叫 el . iMofnii 香 ご e 至 ま 

目 本人 ぉ 敎會 

な 帥 川な ホぶ お ； 
样事 旧 中 巧 二 一 

た吉 nese M . E . Church & Inst . i 
夏モ .皇 Si . Tel . Clarkson 1 笠 1 
巧巧說 か H が H 午を 八 時 一 
腑馈貪 水 粥り 午を 八 博 一 
淀 链會火 午を 二 時， 一 
♦を おを j 
泣 置を お 比 巧を 数 か 下町を 十 I 
五 か 學生會 社員 旗 巧を じ 鼓 湿 I 
設腊 齒酱灌 誌斩巧 ぶを 彿娛樂 
具 節み をを あら 

巧を 巧 裳尚旋 ，娘を を 内、 を 满 j 
事 莱課査 、な 化 巧 革 相 深" がを I 
等 问贴諸 巧の ホを を 獻迎イ 
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為 iyl 
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S £ n . 

I 撕 1 1 督- 

昨^ 鼓 _ 
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マ： n 罹 H 
空# 硏兜ピ 午 一 
共 励な 夕* 時 や！ 

满拜說 巧；^ 巧 1 
▽水 腿 U 一 
棘 僚 巧 夕八時 ， 
▽ ±哩り 一 
凍が 食 义はぞ 一 

蔚 な 夕 八 巧； 

を 巧が、 旋村ま 
ま內 な、 ん 事相 
談 部' 期 をが •巧 
菜间化 部、 ち 語 
な 縫 お 授* 諸 課' 
をを け 貧： 3、 ホ I 
會 員® 煩を 試る 


_觸 揉 療治 

神經 痛、 リゥ マチス 

おお、 打 身、® 肩 腰 
がみ、 罔 腺 病ぶ 他 
出張 親切に 治裙中 
上ます。 前約の 方 
は 午を S 巧ょ も自 
を じて 施術し ます 
U 本绒灸 
專巧學 お 卒業 

ISI 津輕 東洋 

西', けよ 十九 T 目 五 ま 
屯 話 フズオ I スぶル 因 一 


診察 時 聞 

午前ん 巧 I 十 巧 
午後 六 時 i 八 時 

バ^ 小 栗 幹 ご 一 

が 肯ボ フラッ ー祸院 
第五 お 病院 勤務 

武が コンパ ランド 

病院 勤務 


餘察 時間 

午後 零が 半 U 二 時半 
午後 六畔 =: 化 時 
をが 驟學ホ 

バ . r 巖本遵 一 

を淪比 强乂學 反び 
グザ ラン お院 勤務 
H 賴は 前約 願上賴 


齒科醫 

▼診察 時間 A 
每日 ( U 幡 を除ム 
午前 义時 よら 
午後 五 時半 卓 
水曜 午前 九 時！ 
午後】 時 


齒科醫 

U 巧 ま 無 術治澳 U 
を 年の 經驗 をな で 
H 本人 諸 巧は 特に _ 
了 寧 懇切に 施術す 一 

パ： マ— チン 


廚科醫 

夕 年の 經驗を 化て 
最新式 科 學ず術 U 
堪能 じて 信用 篤し 
h 施術 料化廉 U 
日本ん 諸君には み 
じ 了 寧 懇切に 治を 

が 育 州を 認 

ル1 ム 


H 本* お 具 
雜 貨卸寶 

をな 寶篡 商會 


I 貴**！ T 池 

巧 お 街 

凹 ご 玉 



Q す 莉八时 をイ歡 <お 吗一 ろ 

霄為ぞ 4 為 娘 一み み 刺^ 

クオ— ん ザ'^. す ル./ ン妳が 巧 刻 引 

尸し 7! ド.； ミん トンが 討 を 巧 列 
がみ d 化、 が矮 輿が ろ 刻 則. 
谭ぶ み幸' が 属ふク 刻 玉ず 
矣ネ すみな' をが 筆 夕 割；；： 7 

賴説 嫌の 泉乂. 

3 巧 — y ゲ ァザ4 ドろ 八 ニニ 


都を じぅ 當みを 間 

診察： 

で 後と 時— 咒時 

H 礎は 前約 願ぶ 候 

け： と 口 おが 谢 


診察 

午後 一一 一時よ- H 爲 
H 確は 前約み 願娱 


ドク トグ 

烏 お豊を 


Dr / R . shishido , IXD . S . 

'.夏 去. 呈 h Ml . Tel . 置 £ 二 842 

|§ がが な 巧 戶良二 

自す稱 九 時 モ 十二時 
自 午を 一 か ホ あが 


i 報 揉 治療 

;=:水3^び電氣治療；：= 
筋 揉 肩 腰の 痛 首モ是 
のボ 勘が 經痛 リゥ マ 
チス 慢性 胃應 病神經 
衰弱 お其祕 
午前 化 時 ょら 午後 九 
時を 電話 前約 願と 候 
紐 育 端 典 フィ ジオン ラ 
ピ ー 學院 卒業 
組肯メ デカグ ジム-及 マ 
ツサ； ジ協會 正會員 

を認 西が 幸 男 


彰 察が 間 
午後 お 時 1 八 時 

江 見 一一 一朗 

引績 きべ 少ビュ — 
病院 化勸 じが 右 時 
間 外 及び H 腿は 前 
約 じ 限る 


紐 育 卿を 認 
內巧 省を 許 
東京 ホ大醫 科大學 
產蠻 お潛巧 卒業 

産婆が 本綠 


U 本 陶祕お 
雜贷願 卸 貸 

ザ. •儿， 

フ ラサ ^ ，ス 


笠が 洋服 巧 


日本 
洋服 巧 


げ山 信ホ邮 
化 本が 


柬巧十 了 目 

ー ミ-二 

が 藤 
洋服 巧 

?ラ^ さ 一二 


来ぶ 巧み， S 朽ピゎ デゾ グー I 階 ニニ 〇踪 

— 録^ 丸 山 洋服 簡會 
齒科醫 木 下义巿 

310 定 .li 芭. 
ぎ？ミョ6瓦85ご 

ランプを 補安寶 

下 羽 電氣蘭 巧 

WON 一巧 roadway 

Tei. す dicoit 0147 



化歧ど 親が とを. 肯 どし 確實 
信用 ある 掏 品を 精選し 
特別 廉 傾で 販資 致します 


ゥオ八 サム、 エ八 デン 妈 割引 

揉 也 ま て 一一 一割 引 

お 輪 鎖 貴を 屬 化に 寶巧類 一切 

パ ミ 八 トン 時が、 户ヮ 1 ドィ 

リノ ィ 3 が 計、 を柿駐 時計. 

クオ ） 夕 I マン 巧 年 筆 

王 バン ャ ー プ 鉛筆 

她 銀器 並に 銀器 一巧 

御歸瑚の御4^を 】 明 

時計の 修 鐘は 化險付 じて 確實 

じ 巧 川宫 身が 致します 

午後 八 時まで 閒庙 

西 四 トニ T 目 一四と一 一 五と 

ブ。 1 ドゥ ユ ー 巧北夕 

a ングエ ヵ！ • ビ少 デン グ 

游乂二 五 号 ま 

巧 川岸 廟會 

带話 ブラィアント 四 ー ニ お 凹 

1 尝 IKA 生 A - Kl 差 iCG . 147-157 W .4 ざ dst . 
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メーシ ーは紐 育 致 大のデ パ ー トメ ント が庙 であ I 
ら 主す。 新ら しい 昇降機 ど玉ス 々レタ ー は瞒澗 . 

な 巧 巧 じがけ る 皆 樣のわ 貨物 じ 巧を ご 協 かとを 
巧へ てゐ ます 

化 巧で 二 巧す る もの U ら じメ） シーで は- 
お 八十 八 仙 成は をれ 3 下で 買へ るを をで ぅ 
ぞ御 記憶 下さい 

目 本へ 御 荷物を 御 送ら じな b わい 節 又は 御 買物 
-レ 際して 御用の 媒 合は パ ー ソナ 八シ 3 ッ ピン グ 
ビュ ー"— を わ肆わ 下さい、 親切 じ 巧 化を を 計 
らます 
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H 罐 午前 九 辟 1 午が 巧 時 
ドクト^ 小 莱雲白 
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U 本人への 英 
語敎 巧には 多 
年の 經驗を お 

す 〇 ー レツ ス 

ンと 十五 仙- 
お U 朔义 時ょ 
b 化 几 時迄柯 
時 じても をし 
H 喔口は 一時 
よ 五 四時 迄 


成 巧の 雜歌 

米 國式英 無を 話ず 事 
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はお 巧の 論 一義です 


本校には 


本人 敎授 


じ懼れた*|^巧婦入お 

帥 あら 懸 iw じ 會話通 

倩 文 社を： || を 敎授し 

ます。 H 貧 避 H 與じ 
午前 九 時 午後 十 

時まで 開かし ー レツ 
スン お 十 づ ミ。 今 


H 傷 もじ 


歌 校 あれ。 


化粧 扁卸寶 

ち 4 商會 

W m . t 7 th | 二.， H . y . 置？ 
ヴ I S 臺更瓦 S 5 


鑛 狐新授 

▼社卑 タンタ A 

マ 表 fS 体操 A 

V 、 紳 七、^ 女、 ゎモ 

-臂 化さん P じ 叮喀じ 

T 敎巧 致」 巧。 午前 
十 時よ V 午を 十一 
時を 立帷を 除く) 



シヤリ 
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投機 株 から 繫實 株へ 

巧 奔の紐 育 株式 界 

人爲的 暴騰は 何時 鑛靜 ずろ か 


最近 ゥォー 八 巧を おつむ 天 ホ 
おらす のブ ー ムも 、ボストン 聯 
巧聲 楠が 巧のを 利 とげが おじ 二 
ユ I ョ ー 紐ち 聯 がが 巧ん を 利 上 
げ說ど むら、 これを 動機 どして _ 
巧 まみ お 

大 暴落 の述 みとな つたが I 

-れ ごても 小 投槐を 流に 打 « を 

典へ たのみで ゾ ー ムは 化 然どし 

て繼 姑す るお势 である。 併し こ 

の プーム が 投機 巧 おの 巧 雜が生 

んだ巧 おで わる； は 一般が がの 

斑め てなる おで ある： si 、 この 數 

をい ゥォ 1 八 巧の スぺ キユ レ— 

ター 中で 姑ら 大化掛 じ M 隅モグ 

ガンを 化 手 ごして 投機 化 引 じが 

奉した のは ザユ ラモント 氏！ 派 

であつ て、 をの 巧 機ぶ b はゥォ 

1 八 街では 古今 ホせ おの もので 

あつた ピ云 はれて ゐ る〇耐 かも 

ゲユ ラモント 氏が 巧 かけじ 巧は 

單に 1 .一巧 じ 化 まら 中を の範凰 

は陆 めて 巧 < 、をの 収引 ぶら の 

大膽ご 白 もさは 焼 嘴 じがすべく 

が 巧 上から 兒た剌 巧は 数 パで 弛 

どなされ てむ るが、 さてを S 化^ 

引^ 柯時柴 てる かどい ふ； は 

お 像 外 ご 目され て & る 巧 

でもる。 一般が 巧を はこの ゾ瓜 

マ ー ヶットの 巧 機 - X おが 終な 閒 

にがつ じご 献測 L てむ るが、 を 

^-’‘が々 む产ぶ巧糸 の お白す る 處 じ 

ょる ご 彼等の ホ < け をの 持 巧を 

十 巧 中 かの ゾ ー ムな 前に 致 桃つ 

てむ じさう である。 ザが U 家：；！ 

をの 所 も 白 脚 ホ 株を ゾ ー ム常巧 

の 時 巧ょ b 約ぶ 十 お' ント をで 

寅'? たさう であるし、 乙が 巧》 

>u 持 巧を 化 H じがつ たので 今 ご 

V つて 化 ぉの 剛いょ きを 巧 b U 俩 

t 巧 じ辖れ てなる ごい，- 話 も わ 

る。 化う しレ趙 みか 巧 巧 化を 巧 

びじが むみは 別 ごして 坂 - r 塔 巧 

がり 糸は _1 化^の 株ぶ グーム 

t ? 勿論 

のゾ I ムト 'ん つて 

こい wt-s ブーム ピお險 であ b 

个を である。 乍 併を 等ん げ巧ブ 

I ムら W ぶ、 巧 袖が 他の ま® 巧 

巧げ が卜- 勝し。 い Kb 惇 化する 

おみ，」 むい。： 般巧お 巧. かもつ 

ィ-化 A ‘ ホ：：： を おき、 中ぶ をを 

の 巧 化. かが ク じい 限 b 一 帥の 樂 

觀 なか. いがな をち がする の：： 巧 

然 のぶむ さで あつて、 がけが々 

ォ—^^巧の遊巧シー：1:收|'を利卜 

げを巧 明イ る。 ら ごこの 不自巧 

な ゾーム r 漸ホド ホ じじる であ 

らう」 ゴ いふ 結論 12 .をして む 


し 株 ホが に 於け る このが か 的 t * 

危晚れ をが 破ず る U も •じ お ホの 

繫 あけ ホ 叫-;- たもてなる ごい ふ 

な‘ 見..：； をして むる が、 この 巧 

'機巧 S 脚 巧 ど— て舉げ 巧べき 一 

例は 思 お ペン シ エニ r お 迫 巧 

社 巧の 化か‘ U 邮 も小资 水》 •か 巧 

近 こいを 巧 柳つ てな 大。 利 巧を 

巧し な も 的. か 他 S はがが じ 役を 


さむた VJ いふ 举巧 である。 この 
点ょ b して 十 巧の ニュ^ — 3 . — ク 
株を ホ おが 鹿 あじ 曾っ てない 化 
引が に 速した J はか 諭で あつて 

^ アクア 1 ド 大學の リフレ 1 敎 

巧は 「千 九 •円 年な ホ ホ國じ 於け 
る 株を 所を 巧は 

してで乂がサ己年 
巧には 四十 二 乃 S モ 人に 速し、 
をの 額面 のみでら 現が はとが 倍 
巧 じ 達する」 ご 云つ て & る。 が 
くの 如き U 乂闽 々ほのお 蓄尘活 
がを み 資源を 增 して 資 をの 流 逝 
とな b 巧 ホの 增 加、 証券の お 衆 

化 まけ 渐ホ株 巧 おご 技 ホ 接近の 

巧を 巧 t 遂 じこの ブ ー ムを 生い 

ぶ 因 どなつ じ-^ ので あるが、 巧 

.し 化期煞 曾の 减稅 どみ 蝴講會 の 

が稅 おが ゾーム の 近因た らし i 

は 疑 もない 處 でもる。 父 喊洲諸 

がごの 戦げ 的 憤 巧が 案 S 解か も 

必理 的には ネ大 の影懲 あらし も 

の^如く、 】般な力家はお一化猿 

騰 した サニ柿 巧の 中で 十 邱を占 

めた 自動 がをおめ ピ して 化 一 化の 

ブーム け あ' き縣 ホに がて 鐵 道、 

石谢 、谢巧 等に 巧換 する もの ご 

脱 測して むる。 

ち 嬰 阳個國 ご 

對支賛 易 

り 本の 利 お關係 最大 

支 雌特别 挪稅會 廉に對 する 巧 

岡の 態 巧 U 旣じ 化を しじ。 ま邵 

の幽 がな 正け ヮシントン 食證の 

ホ谦範 悼を 出づ るで あらぅ ご 煤 

想 ろれ るか、 をの 孰れに かがら 

れる じせ ょこむが 影嚮の 最も 大 

なる は經濟 のに 一巧 密 おな 脚 係 

を 行 すん-巧 闽 である C をの 筋の 

誠 婿に J るり 契 米 挪凹ヶ 闕の千 

义パ ±: 四 年 ほに がける 貿易 額 巧 

びが 蝴 のが か 巧 易 総额じ 劃す る 

刺ない 左の か I 

0 .^=お 位む 力 w 

輸化 輸入 

巧 あ援細 1、 八.、 七 二、 四 お S 

みま 化 一二 阳八 .ニニん 

がを 一玉 二 . G •丸と 

? ^國 U が 位な で 巧 

ち おおが 九. こ 二 I 、 二 屯 九 

がま 那 一一〇 '一二 

倒 合 〇 こ 1 1 〇 二 

米鹽 U 單 化けで 邪 

巧 おが 额 w 、 九九 〇 一二、 六 一 〇 

おち 邢 一 0 乂 '-一と 

倒 な 0 •二 四 0 •一二 一二 

^ 剧：= が 位，：：：々 法 ' 

巧 お 捂额巧 一、 化が 四四气 一 一ニ ニ 

巧- 义化 一六の と OS 

网合 063; VI 八 

みん 小 U 巧义 一ニ ク喊 はなおを 闕 

I 別に 剛か しおま 械 出入を が 記し 

てん も パいでも 佛 阀は檢 出入 共 

か； 支な お U 比較の々. 抑。 るた め 

殊 から rw 記さい や、 從 つて 佛 

國 の 愉 出入 お 糊け 川凹贸 あぶ じ 

よ b ミ那 Jb ん搞 山人は と化税 

船が 報に 化 C るが 計を 採 b 1 が 

曲 テ—' V 十 おフ： r ン 六十 サン 


チ I ム どして 計上した もので あ 
るが、 を 港で 中麟 した ものは こ 
か 蚊 字 中 じを まれて ゐ U いので 
あを ど。 而 して 對そ贸 おが のぞ 
き 図 家が 今後ち 那の 骗稅收 入監 
臀じ 重を。 化睛を 占いる； は 勿 
論で ある 0 


對支 出超 高 

四千 八百万 

十 I 巧 十二 H か 調査 
が 巧が お 書記官 着带 

賓易金 離 十 巧 巧の 資易 
はお 巧 借 巧 二 憶 二 千と が 巧 山、 
輸乂慨 格 一億 六 千 五け ホで のじ 
して出超ホ千お八十巧叫：^るが 
凿ち 貿易は 撤 がと で 六十 义阳、 
輸入 二 千 一 r 只 六十 巧の じして 差 
引 お 超 四千 八が 巧 w でぁる。 い 
して 横 お 正を 銀い の 巧替雄 化は 
强 ホを 帶び勒 ホ 四十 ー ホ あ 十 他 
巧 お 一志 八片 十ち をの 九で ぁる 
ぃおのを 换 を 發 一け 高は 十】 億 八 
千 九が 巧阳 、制限 外を 巧 高な 九 
十ガ 川、 貸 出 高 in 億 |二 千 |二' 冉巧 
川 じして n 1 八. は 一錢ホ 通。 口 
级調货 じょる 企業 計晝 資本は 九 
千な 乃 w 、 興 銀 調査 社 償 發わ額 
は 八 千と' C 巧 W じ 連して ゐ る。 

巧 瘍 一が 鐘が 新株は な 

化 二 W 九十 錢 、商な 及び 生糸 輸 

おは 手堅く 綿糸 ホ 輸出 もち 加し 

橫 おあび 神戶 J らの 生糸 輸出は 

四 巧 四千べ— ^ スじ 達した が 相 
瘍は 二け 六 W 十錢 、の 二重 十と 

川 ホ 十お錢 。綿糸 出 ホ 高は か 一 

万^ 千-内 视 じして 檢 巧互_ カ ニ 千 

と' 円朋 、相 煤は 二な 八十 四阳化 

十錢 、綿 化 輸出 八 千 iir 円' 方ャ ー 

ド、 米 先物は 化八阳 六十 錢 。目 

銀 調み 物 惜指數 は 二 六 お • I 四 

を歐 手形を 巧 高と 十一 億 一二 千 三 一 

なで W 、 を闡 倉庫が 荷 高 五徳 九 

千 四が' 力 W 、 滿船 巧郝は 手堅く 

化 ホ 递貸卜 j 弗_ 五十 化で ある。 


金利 上げに 

財界 警戒ず 

リンドン 氣迷ふ 

ゥォ 巧り 投機的 ブーム は 

をの 後漸み ドみ ごむ b つ} ある 

が靑聯巧準備銀巧が前週の 

會講 でを 利 k げを斷 いすを であ 

らぅ ど豫 想され たじら 拘ら 中を 

の巧た巧なお勢：：^きら要す る じ 

これは 时 則の 閒題 である どい ふ 

觀 を. か- 般 をを 配して ゐ る。 従 

つを 株式は 錢戒氣 ホで ゎるが 

就中 當地ビ を融瞄 巧の 深いり ン 

ドンが 踞 はが齊 のを 利 h げ じは 

頗る 神經 過敏 < 蠻戒 ぶら じて、 

お國 ごして。 巧 化のを 巧を 維持 

し 稍 巧 進し つ！ ある お 外 貿易を 

益々 巧が」 向は しむる ど 共 じを 

塊 巧 動 もす かご。 つて 米國 への 

ホ 化は 化 b 歐卵 大陸の-嬰 ホ も' 下 

向き こな b つ t ある 脚を 上、 こ 

の 際〇ン ドンのを 巧を 變 がする 

は 小 得 巧で ある もの！， おし 紐 

巧聯巧 お備毁 みがを が 止げ を 邸 

巧 するどせ ぶが 齒 はこれ じ 像は 

U ければ G らぬ 事情が あるので 

が 巧が 踞 の動搖 どを 融關 係は 頗 

る％ 戒クれ てむ る。 がほ當 地が 

煤で がぶ がを 巧 一 お 兜ぶな 説 あ 

; る もな 利の 側 保よ b 夕か ロンド 

i ン にこむ を姻 マが 说 である。 


南部に 對抗し 

勞働 法改お 

巧英蘭 機を 家 S 要ボ 
お 巧额約 置な 弗、 就 侃 人員 十 
二 万 お 千 名、 ホを な 約よ 爲 弗を 
ちずる マサ チユー セッ-* 州の 機 
業 家は 南が 地方の 機業が 最近 慕 
しく 發速 し、. 地理 的 じ も 巧棉地 
じ 近く 勞慟 賃銀 化廉 じして 直つ 
寬大 t * る勞慟 をの おみげ 今こユ 
1 •ィングランド 詔 州の 機裝化 
產が 义國市 煤ょ 6 願を されつ i 
ぁ る S を 狎-も ど しモ化巧十化年 
巧を U て 制を され k ! ほ 八 時 問 
一週 四十 八が 閒勞慟 法を 一週 五 
十四げ 間哪ら i / u 十 時間 じな お 
L 、 午後 ホ 時な 巧の 婦人を 慟禁 
化を をも撤 叫せ しむべく 激烈 
運動を 開始し じ。 この 運動は 東 
部 I 帶じ及 だすべき 形势 でぁる； 
が巧働おはな論斯か る法律のな^ 
正 じ反對 して ゐる けれ V 」 も、. ぶ， 
本を 側の ま 張 堅く 意外の 勞 慟^ 
議を 媛を する 模巧 じして 勘る^ 
目を 惹 いてむ る。 ； 


瑞典 マッ チが <、 

—獨 裏/ 

政府は お 策に 腐、 む お 
去る - H 赠 U 發刊 のニユ i/II 
クタ 刊ボ マト 紙 巧 京 特電の/帯ず. 
る處 じょれば 巧國の マシ 4 業は 
近年を の 販路を 端 典、 米^ 等の 
斯業者 じ 滕迫さ れ て 逐^|^お外巿 
爐 を縮少 されつ t ホみ い、 最巧 
瑞典 マッチ 會刖は 米 の ダィヤ 
モンド •マッチ 會 赴と 令 同 L 資 
本 金 一億 阳を擁 て マ/ッナ 事 楽 
の 化 巧 的 濁 占を か圆义 、をの 端 
緖 どして 化 巧を 地の^ 擁鑛 脈の 

胃收じ着手し着々進揀（ つ --ぁ 

る。 而 して 最 あ我哩 マッ チ會社 

の 買 化に も 手を 延ばし 先 づ神戶 

の：：： 本 マッチ 會 社み 始め 嚴神地 

ホ の 1 111 i 會社ど 買な をが を 始め 

たが、 化が は巧闕 が' 業な 策 b 放 

巧して投け^;*いのご么が對策じ 

就て 考 兜の おお 靖典群 巧の 永 ホ 

を 使を して 词团 會肺侧 代表 ァン 

ドリ ユ ー 巧に 對し 貫收引 叢を 阻 

化すべ； ホを まじを 渉げ しめた 

る も、 瑞典侧 は 摩莱の 自由を 狸 

山 じを 易に 霜 解せ ぬので 目下 對 

策に 腐 必中で ぁ も。 

ホ 社 東ぶ 特 つ则信 ホ @ 」 

ぶ 貸 現送 四 巧 方 

本 円 出帆の。 レァ 化 偶にて 正 

貨 四な 巧 田を 現送した。 ' 

日 淸鑛船 新計晝 

H 贿激船 待 化 は 第二 脚 計 蕾 ど 

して 南げ 航路を 開 おせん。 

今年の 麵實败 高 

をを 秋の 翻得收 商は 八 千 一一 一巧 

十六 巧.- 千 ニ パ か 八 皆 K じ して 

前年に 比し 一剧 二が がの 增化 

で乂た 八を W ホの 新が 錄 でぁる 

を 國倉庵 在荷 高 

十 巧 ホ 去闽が 一倉 陳 がが 高は 

あ 億 二 千 ニバ：^: 六方 5； じて 化 g 

じ 比し 一二 千 八岛と 十一 巧 一二で 川 

の贼少 でぁる。 

蠢糸倉 庵を 新設 

一二な 方 川の 資本を W て 鹽糸倉 

がを 剧ホ ずる ド决定 した。 

な卜 十六 りお 


るが ごんる 0 

ホ财界 のがカタ：^このた 

にがて 网み繫 を ごい'^ ホ诏 から 

ゥォー か 巧. おもを 隙 桃し、 巧 




る麵 1110 


お East 29 化 な Kd 
Tel. Madison Sq. 75 が 


Kawasoye Hotel 

巧 3 W がり 23nl Sireet. 
Tel. 抓) rningsitle 7154 

御 

旅 

I 錐 
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I M 
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Suey Pang's 

巧 巧 T ミな おが 

化 9 お If 化 Ave. 

Be*. 2 加 - 28fh お s. 


お PANE な TEA 削 帥 EH 
む (• お 施 il, Maryland 
Tei. W 日 Q わ ide 6 の 3 


DARUMA 

781--fith Ave . ； 
Tel. Bryant 3859 j 


ホ會 
、-攝 
ず 御 
さ 料 
燒理 



街六舆 
ご 曰 J— の 十四 
胡 目 T 五十 四 I 


YOUNG CHINA 

•- 3140 Broad wav 

48iocks む お h が 



Beem No 前 Low 

474-6 讯 Ave. 

Bet. 28th-29th St. 


T- 


し 二 


就 E 


九 巧 干 一を 


が !! を 3 な tmti がを 霞 ittt を 巧 


しけ 懼水 


fi 八十 月- -十 ザ 四十 正大 



肢蒲燒 審司御 仕出し 

UW 巧 日が 間 も お 用命 じな じ 巧 

會席御 料理 

岛等御 下宿 

を 玉ぶ 一 


削 煮 並に 御旅 舘 

i 佐 野 兄 お 

が 育 市 西 八十 八 下目 一二な 十 ss 
屯 話 —— スカイ ラ— と 八 ニニ 


ぞ那御 料理 

"彭瑞 獲 

口 本人 諸ち を 
歡迎 致します 


日本 料埋 

自動 串 旅行に 適する 
旅館 幷じ 休憩 お 房 
華府附 をの 形勝 地で 
す 是非 御 訪問 下さい 

パ**— ント • 、、、 ^ 

日本茶 園み 値 


▼一一 養 =淸 お、 親切、 氣樂 ▲ 

勢 州 舘館ま 館夕 

ま 任 伊勢 事を 久閒 をが 
た. 5 E . 安 を Str ま t 
Tel . Regent ち 苦 


御 下宿 

自ぉ亭 

58 ジ互 S St- 寺 00 互 n, 三 . 
を . ブ ia 臺 7475 


御 下宿 鴨ホ乂 
47 Pro 葛 瓦 Place 
bet. Is 忘 nd Ave- 己 f E. た nd 巧 . 
ぎ Murray で 二 一ち 里 


£麵 化 南 


ホ 園で 水 年 御を おを 巧け 
‘： ..一-一 た 袋 文で 御座います 



パ U 本 . に 巧み、： 3 本 語 
巧 を 話し、 皆樣 の御嗜 


好 じ 適 才る御 巧 狸を 調進 致 升 
T 巧ェ； レ.- ェー タアの ドです 


f i : 

G 、一■ M が 

g 北 || 

私-た M 

患记 

H 苗 

か 1 S 
a N 


市 魔を 園 

讶巧 人盧蓮 
密 勤の ホ じは 書 飯 

II 矿 御® 利じ備 へが 

町 宮 構の 御用に 應 
V く 候 隔柯卒 相 
ふ變ぉ 引立顯 度な 
御 案 巧 中上淚 




紙上 

: ― L 


材 解を 備 選し 皆犧 
の御嗜 なじ 適する 
巧 巧を 提供し ます 

g 麵新 中華 

H 本人 諸君は 梯 
別に 歡迎 します 


♦か 歌 山 一菜 伞を 郡勝滿 町に 
「巧 力」 どい， 入が ある。 「巧」 が 
姓で つ ミ」 ゴ友 ひ、 「力 お 名で 
「ット こご 逊 レ。 

♦神 戶巿 t 山 本述ら ニー 了 目に 
「目 明」 ごい-あんま さんか ゐる 
「目」 が 姓で ず カン」 と 云 ひ 「明」 
が 名で 「 r と ラ」 ど讀 わさうな。 

♦陸 前 高 町に r 庄巧 ノ，」 ど 
いふを 人ぶ る。 先頃の 町會講 
員選擧 にお 弔當 選した さう だが 
この 「ノ」 d , ヘプ」 と 云 ひ 「*」 は 
「ボ ツ」 ど ||*H すので あるく い^ 
が、 この 夫の 父親は 當 時の 漢 
を醫 だつ 心 どい ふ。 

♦山 梨 i お 山 梨 郡 中 おが r 媒 
總庄 六と j ふ 人が ある。 この 人 
の 長 巧は 又納 言」 ど 云 ひみ 男を 
「中納 言」 一一 一巧を 「小納 言」 どい ふ 
其 搜四人 一 「世界」 「大臣」 「國 
司」 「太 崖 ごい ムの ださうな。 


うご 

ふ. 夕 A し 


チヤ！ サ_^ 

電話 义 


ル、 そば 
中 食 

奋 壬の 

藤本 賽と 

スタ 王 ァ十蕾 
ス四九 0111 


ンお 

iMM 


大浦末 松 


，畜 わ 雨 館 
1 切^一:巧理 

^自 載が をび 通 辯、 諸般の 藥 
!: 、 絕ム - 1 巧の便巧を計を并 
145 を 養 ier St. をを コ Mass. 

Tel. ぶ y ? 915 呈 


r 斬： 


淸 潔、 ホ 髓完を 


ホが 御 下宿 

支 瓣街じ 二 了 
を Galharin 窒 . TeL Dry Dock 豊芝 


美が にして 淸潔 

'諭 晶南樓 

■ 

•前 十 時 よら 目ち 
.前ち 時までを な 


口 1 サン ゼ ルス 化 方の 御 
巧 ホには お 善の 御 化を を 計ら 巧 

^ — ク少 

ホテ少 

緒が ホ じ 於け る 同胞 經 營中最 
新式 高等 ホ テ 八で ホ b ます 
羅府を 一巧 一二 化 半 

5 ま f ゥ アンダィ キと六 五 九 
寶 話 ー タツ カ II 二八 六 一二 

貸 自動 幸 (あ 野) 

絕府 名所 御觀 化には 儀も惋 通し 
た ドライバ！ が 御 ま 内中 七ます 


H 本 お 深 船が 巧 御 申込に 應じ 
萬 事 御® をに 御 化 巧 ひ中卜 山ち 


桑 巧 


^ Bn 9 
" T パ ホ 


テ 火 


. H 本が 料禪 (別閲 あ' り) 

を 巧 カリ ホが ニア 巧み 一二 
帯 話 カネ t 1 八 一六 


シャトル 市 

NP 據鑛 

W 0 夕 6を A . ve . wo . Seaittle , wash . 

停車 瘍前通 東 ご IT 化 側 K 階 建 
H 本 巧 船 切符 取扱 波を 場矮迎 


御 下宿 

費 府桑山 淸五廊 

含 6 ジ己 h 9 ih 写を を を韋立 Pa . 
Tel . ち ainu 二 送 1 


瓣當 をび 壽 司の 家 魔 化 おし 
を 致しまず から 何を 宜敷御 
愚な の 釋を願 ひます 

御 下宿 宮本 

1 萬 E . 含 i 了 班， M . で ご el.pf 6175 


.輯 六十 お 了 旨 •肖蹈 十六 蕃 

一力 藤 館大摇 

電話 エン ゲ コット 八 ホ ー 〇 


煎 餅 卸、 ル賣 
を. 腐 油. 操 
H 本 食料品 一切 

scrlrise 巧一〇〇 Ca 巧な 广 P 
8 黄 Third Ave こ 
Tel.pls 岩 二 


電話 レキシントン 四 八 五ぶ 

器 巧 旅館 

巧 十五 了 目 1 r 白 器 


往み必 地ょ き淸 潔^る 董 

了 松 かが か 


1 呈 Lexingt ミ Ave . 
ジ ー. Mad . sq . 2 茂 1 





託 Ji 


中が 理髮巧 

中が 萬 蘇 
ご W . B 5 さ St . N . ご _吾 
す t . GdIu ヨ bus Ave - 資 entral Park West 






'日本 理 髮錠淸 

辨式 洗髪々 設備 あら 迅速げ 哮を 

旨 W し椅 々勉强 します 

西 四十 111 了 目な 番地 一二な ホ號室 

タツ プ フロア (巧 六 街 i 四十 I 二 T 宜 巧) 


宮川 事務所 

持 績的餐 聞の 同胞に 的確なる 職 
業を 周旋し ます 0 

たち ミ se で 發是呈 ミ 

養 W . ま th St . N . y . C . 

TeL 3 i 二 78? 9苦8 


ミ J •が 巧 

I rtf S 


0 


T が邮 W 


日 
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特長 

化育 お 西 四十 四 T 目 
ニニー ーー 八 蚕 
(二階) 

支 巧 

147 百 ariont Ave . ぎ 室 三. y . 
ぎ ミを 1 1 實 M 
ま 巧 Mrs . F . KU 己 0 , 


.尋れ 人 

長野縣 細み 謙 111 山 口 堀川 寇- 
山あ縣 齋朦乂 il 一郎 ヮィ 阿部 
福 并縣山 本懐 廣島西 おな 一 
山 辽山本 龍が 福 脚を 石 時み 郎 
ま川淸 一郎 (旅行者) 

旱 大山み みかな 一- タキ 巧 川 

ホの 者じ述 かを 巧き おち 之 
お 間 本人ち < は 知ん よら 現 
化 巧 御 通知 願 上 お 

紐 育： 巧閱總 領事館 

1 吉 B 三 至 ミ y II さ ご rk 百ぶ 
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會膊 御料 埋 

東洋 舘 


御載驴 i じ 下宿 

太陽 

譜司每 り あらまず 


木 白ぶ 猫 甲を 印 庫 元 盛., 

舊が雲 Q 豐 i 入な お^^^ づ 

日本 米 li 食料！！ 辨 觀賴。 黯 

巧 田 巧 姐 巧 ホ ♦お 束が 一手 資 揃を 

日本 食料品 蘭會 


円本 食料品、 り 用品 
並 じ 新刊 書籍 類 一切 

片桐 兄弟 商會 

を 巧 品 巧 巧 巧を あ 巧 船 じて 巧！！ 
化 侯 巧 魚々 街 用命の 巧ぞ頤 上 ： SK 




日本食が 品 お々 ぴ雜貨 類 卸小責 

桑 山頗會 

が 刊審籍 雑誌 小 間 積 日用品 各 巧 


巧活 91 ジェン ト 
ニ ニニ ーニ、 〇 五 丑よ 


S 


AU 9 

端 

^ 細 A が- 

な \ 一巧 お 

お i 成- 

T T 


日本を 巧な、 雜货 
審错 、巧 語、 巧閉 

トラフ ア火 ザ！ 

六 五 五 九 

贷八 1 ム 、白 找の便 あな 


東京 商會 



皆樣 の御嗜 巧に 
適ふ樣 ；：* 美 ホの 

S 廣趁樓 

御 料理を 致し ま 
_ ずから 績 々御が 
一光を 願 ひます 


う でみ てんでん 

親子 吿岩 7 定 .罢さ St . 

紐 育 厭 錐學窠 みが 

束 竿 了 目 二 四 二番 
| el . Caledonia 6374 


歡鱗 がか 一切 

日本人 向きを 魚 巧 山 取 b 揃へ 
特別 廉 情で 态强 致します 

矿ォナ 魚 店 

』 oso 巧り avos0 

泛 4 夕一一 を St . 

7*01 . co ^ nb 己の 912 W - 


極上_^魚類 

季節の 新が の資 類’ 如な 山 揃つ 

て 居らます かみ 賞 ホ 下さい。 

ア ピで 口 

吉す yard 資 il . Fran 呈 n を 60 


謹賀新年 

大正 十五 年 一巧 一 H 

豊 臣秀吉 

〇 〇 」>1 PANES 巧 TIIWE ゾ 
W 巧 至 >< ENC 巧、 

2巧 写 YO 巧 巧 2 TY , MY . 

C ’ S . A . 


J • 

これ 年 じなくて はならぬ 新年 狀の 模型で 御座います。 本 

魅の が年狀 及び 紐 育 風景 繪 葉書の 新年が 巧 刷は 每年 好評を 践 

し y を 文 殺到の ち樣 でぁら ますが、 御 註文が をければ 早いだ 

け！： 義 未の 化が しい 時間を セ ー プ する；. か 出 巧る 譯 であら ま 

ず 何卒 お 早く 御 註文す さい。 

一貫 他 英文 入り 降誕 祭 力，- ド、 會 社商讓 

__ 用の 蕾簡 用紙、 ビル ヘッド、 會 計簿傳 

票 等を 始め メヌ ー、 姓名 入り 特製 書簡 

一 用紙、 宿所 入り 封筒、 名刺、 ゴム 巧、 

原稿用紙 等い ろ { 

- 磨滅し ない 活字 ミ、 美術的な 印刷 ご 

.配達の 敏速は 本社の 特を でを リ まず 

巧 刷 u = 紐 育 新報へ 

電話 スプリング 八 ニ セ セ じ 御； 報 

あれば 早速 化 員を 伺は せます 0 



ぶ堂壽 化の 近業 

を 山 石を 蠢 伯は 曾つ て 本紙が 紹 かし 
た 通 b 將ホ を囑目 されつ、、 ぁる々 化 お 
術 家で ぁるが、 が 學の 傍ら 魔 筆を揮つ 
てゐ る。 上 巧の 一 臨は 「ゼ •ィ ー スト • 
リゲァ ー」 ど 題す る 离サ化 巧、 幅サ五 
时の 墨繪で 齋滕お 領事の 囑を 受けて 描 
いじ 盡伯 苦必の 近業で ぁる。 寫 眞は讀 
伯の 义人巧 巧 お 一氏の 撮影した もので 
あるが、 マン ッ タン 橋から な 名な グ 
片—ク 9 ン懦を 隔て i 組' 罔の 摩天楼を 
繫龍 せしめ、 ィ Ir < 卜 •リ ゲァ ーの兩 
単を 往なす るフ エブー とブ瓜 — クリン 
の 船渠 どを 俯 敵した 墨 あ 淋漓たる 力作 
でぁる。 お堂證 巧は 大正 六 年 定展じ 入 
選した を譽を 荷つ て & るが 尙ほ 技倆を 
琢處 しつ i ぁ 6、 巧 春 頃 ボストン ぶび 
ヮン ン トン ホ 面 じがて 自作の 展覽會 を 
關き純 H 本 蕾の 特長を 乂 んじ紹 かする 

畫 であると いふ 0 


さ 口 


御 誕生 五十 罔 

ご 藤に 謁すろ 御 儀 


皇孫 喻誕 化は 來ろホ ニ ーニ 曰 頃 

東京 特電 十六 =を= 東ち 姐 殿 ドの 抑み 娩视 はがる 十一月 廿 
: lu 力 全 i ： 己 U 巧 ご 巧 診さ；； i たので ホる 个 八：！ よりお 當 職員 一 

衬 はがな 出 類を 仰せ かかった。 巧 京 巿化送 局は 皇室の 御慶 事を 

一刻-^ が < 齒ピ じから しめる ため 不 なおを 昭 さ、 皇孫 御 誕生 ど 

I 巧 じ ラ デォを W てこれ^ 放送す ベ/常 おどの 韶 解が お 立—」 た。 

お 巧が 嚴 下には をの 後の 御經 I 內官の 种赚ご U る。 この H 爾陛 

過 益々 段 巧に 渡らせられ、 巧滿 i 下 御な 巧な れだ阳 むに. 初 御對顏 

もて 彻出產 は 圳巧特 おの 如 <ホ| どなる ので あるが かの 御 おまし 

.も ホ ニ ーニ H 巧ど拜 承す る。 が 年初の 御を ベ じ 宮中を は 御を 宮 

-の 御紀婚 W ホ恃 たれた かめて のら 御 岡 列で あつて、 わなの 車は 

-皇 な鄉誕 ホ。 れば 特にち お 寮で 巧ら おき^ 運轉手 

I ちが 上よ 中す： 议 y よや駐 が 御用を ホは る。 この 御 儀は 新 

をが す 2 をを に 帯 SK き 一を 一" ての W 雲き」 し ミ 

- をの U は巧づ いて ホる。 今年は 

古 2 中の が 化は 巧の 外出 ホが よい 

7」 か。 兩陛 ドに おかせられても 

I が浪 るを の U の 御 安を を閒 こし 

一な された 上で 葉 山 御用邸へ 卸 避 

j を 遊ぶ さる。 きお 殿下 か 最初 じ 

I 御 巧を お出 ま*- H は皇蛮 親族を 

^ じ 化を されて なるな 中二 一 殿に 謁 

- する の 儀 f 御 誕生 お 五十り 目 じ 

:實 所、 基靈 殿、 神殿に 巧祿 遊ば 

される ので ある。 天祖 姑め 歷化 

一 宴 祖の盛 前 じがめ て拜 擁される 

一儀ぶ は 誕生 じ 脚して ぶめ られた 

一 御箱帶 、狗 お湯 立 期 》 鳴 座】 の 儀 

一等の おを のな 蛮お嚴 r * 儀禮 であ 

'る。 このり は 巧 朝から 寶所 始め 

|ー ニ 殿は 淸め 飾られ 定めの 時刻に 

一親； も/親 生が、 み 親 壬、 王、 王 

一が、 な 王と あ 年の 皇族は わ-人 

I 殘らや 巧 は 乂禮裝 、女子 U 棟 

I 格の おを お々 しく 

I 綾 絲殿じ わ 揃 ひで わ 持 も 

- ずけ じ ub 、 を こへ ななが 御參 

入 遊 ピクれ る。 このが をな U 童 

-が服 f 化 年の 么趣單 じ 相當ご 一い 

ふ 水 瓜の 巧；： •'がの 純 h 服を ださ 

; れ 、殿下を を 烏 おの 御 お 営の 盖 

-じ おおし 中し 上げて 巧 巧の 巧が 

一女な (人選 宋 ぶ一が 摔树 ずる。 こ 

I れよ b 化き 一木 お 相 W ド 夫人 M 

一伴の 巧 內剌 任官. こお 巧を が 神前 

i じ将 がし、 療 いてを 度 族 方が を 

; めの 御 席に つかれる ど 御 扉が 閒 

1 かれ 神樂 歌が 葵 でられる。 化條 

掌 典 長の 规别が 終る どな 巧け 前 

記の 御を で 先陣 じ 進まれて 巧 礎 

化 され 賴 いて 往ち 殿下、 を 宮 


のりこを 

御 道筋 は 到る 處 皇孫の お 

姿を 拜 せんごす る 民衆を 0 て 渚 

- V なす 盛 觀を呈 ずるを あらぅ。 

宮內 ちは 御慶 事に 就て 愼重 にお 

備を 急い をなる が、 皇孫 御 降誕 

後 御養肯 め K め專巧 奉 化すべき 

巧醫 じが‘.- 入 巧恃瞬 頭は 一木を 

相の盧を，？け3?装じ宮内省御巧掛 

を 命せ らいた 柴山柬 大敎校 じを 

衡 を化賴 し銳盧 人選 中の 處、 最 

巧 醫學界 にがて 人格 手腕 共に 優 

れた 口よ ホ + 字 おお 小 兒巧畏 旧 

中 幸 I 巧 ± 及び 千 葉醫大 敎授小 

山 武夫 巧 ± の 內諾を 得た ので 宮 

巧 おは お 式 じ 巧醫巧 かど 問 時 じ 

發 表すべく、 をの 上で 兩博 十は 

東を 御 巧 じ 伺候し 架 山 博 十-ど 共 

じ專ら 諸般の 御 準備を ホ 上げ 將 

ホ 專巧御 養な じ 就て 奉 化する 尝 

である 0 

神據レ ニンが 

强盜に 襲る 

'明るみ じ 出た 新事實 

ニコラィ •レ ニン〜 一を へ^ 勞 

農 ロ シ ア け云は乎ら*か^^おがの 

無產 階級から 神が おひを 受けて 

むる •か 

この 神樣 がま だが 生し 

て。 シアの ~ 巧々 らを化 おのが 

産 階が 巧を 巧が して ゐじ千 九な 

十九 年の 十二月 化 四 U じ自 をの 

閔 山で 强 をじ摧 はれた どい ふ 珍 

談が 端な < も 昨今 曝を された。 

をの 話に よると 當がン ニン 夫人 

は病氣 であつ たが、 を 相 レ ニン 


はソ n 八 ニキの ル 拓をじ 臨席す 
る， とど；：* ら かが ど间伴 自動 おで 
旅 巧 中 突が 五 人の 强盗じ 襲擊さ 
れ た。 岂騎 車の 嚮 者は 

當 時强盜 の 命み を 聞か 

ずを を ホら せんごし たが、 レニ 
ン首 巧は てつき も 警戒の 軍人 £ 
信じて 停車を 命じた 處、 强盜述 
は 矢庭に レ ニンを 革から 曳 きお 
して 巧の 如くを をを 出か ど强迫 

しじ 〇レ ニンが 自 みは ロン アの 

肯 化で 御座る と名乘 つた けれ 共 

强盜の 親を は 「首相 心 糸瓜 も ぁ 

る もの か」 ど 許ら じ 一 一挺の 短銃 

を 突きつ けて 到頭な を 一切は 素 
ょら 自 ぉがを も 失敬した ので S 

入は 己むな < 徒 ホして 附 おの 

勞農 支部に 辿々 っきを 

で A 「拙者は レ ニンで 御座る」 

ご名乘 つた •か' 下役 共は 仲々 じ 信 

せ 中’ 漸く じして ン ニン 樣ど巧 

明す る や 大騷ぎ ごなら 俄か じ 巡 

を や 巧 陵を 附 をに 派遣して 約 八 

時間 じ甚 って 搜索 L 、 銃 かを を 

へた 上ぶ 人の 强 盗を 逮捕し 間 も 

な < 巧 刑じ處 した。 强 盗の 親を 

は 巧ぬ を 「若し あれが 本 當のン 

ニンで ある ど 知つ たら 人質 じし 

で 大金を せしめる 锥 であつ た S 

じ」 ご 切齒が 腕して 口惜しが つ 

た どまる 十 化 H の モス カウ 

發電は 傅へ. てゐ る。 

日系 巧 民を 

日本に 留學 

當 地で 佛 敎宣傳 


右應 巢の學 化は 夕子 五ヶ 年、 
女子 ー ニヶ 年、 木 派 本願 ホ じが 
て敎 育し 渡が 裝 及び 學裳 (巧 
業 料が じな 費) をを 給す。 ホ 
留 を‘ J 願當 l / 頗歷當 、な 眞幷 
じ 健康 彰劇薑 を 相 添へ 本年 十 
二 H 十：：：： をに 本部に 逢す る樣 
最 がらの 挪敎會 ま 巧 開 敎師の 
手を 經て差 出さるべし 
峭 ち 
一、 願豊 々まは 隨怠 
一、 屁滕書 じは 姓 あ、 年齡 、現 
化 所、 お 身 小學校 名、 パィス 
ク！ ルを、 大學 名' を 族縣係 
父が 义 はが 誰 巧の' 原籍、 巧 化 
所を 必ず 刚 記すべし 
乂 た 十四 ザ 十： 巧と 日 

化え 銷敎敎 お 所 

謎の 「殺ん 巧」 

ノ I ル 死刑 宣を 

本年 乂巧 ご In 黒人 レ ー モンド 
ピア— ブと 呼ぶ シヨ フア - を 巧 
みに 誘き出し モントクレア I 附 
近で 殺番 しじ トーを の 自動を を强 
奪し、 をの おで r 夕） •ー アリ！ 
ご 呼ぶ 本を 六歲 の々 女を 誘拐し 
た 上を 叢の 中で 殺害した 一 鞠の 
殺人 巧 ごもい ふべき 靑 年'* > リソ 
ン •ノ ー が-」 繫る 陪密裁 巧は 邀 
般 巧ニユ /- ッ ー クじ がて 審理 中 
であつ もが、 被吿辯 謎-^ は稱神 
錯乱を 狸み に 無罪を ち 娘し つ； 
あらし^ 去る 十六り 陪審 禽議の 
結果 滿黨 一-致で 一等 謀殺 罪と ホ 
しを るが ニー； 11 に 判： がを 受ける 
となつ たけむ V 」 本人は 至クて 
無頓 看ぶ 装つ てぶ たど。— 

巧强 みを 觀の 前で ' 

藤 原義^ 巧演唱 

おがの如^4^樂あ藤お義な巧 
はまる 十ー ミ/ヮシントン じ 赴き 
を權乂 化がず 恒雄氏 夫妻 ま懼の 

を國 外を 哟 及び 谁府 社を をの 諸 

人 ± を 網絕丄 た 大使 官邸の お 建 

で演唱 し^が、 ホ留 者は 無慮 二一 

な 五十' に 達し 通が の 宫邸も 立 

錐の 余' 瓜な き 盛 なをきした。 -'_ i ; 

n^n ! —ml, —i'lM r— > f p'f — 1. Imml;—— -一 

夸 .ルザ 遂に 勝つ i 

十 六日 午後 八 時半ょ な 力 合 
ン .^-1 アホ 巧俱樂 部の よ 催に^ 

ち^ 大會が 東 化 四 下目 第よ 丈/^ 

聯 矿を營 かじが て 開かれた。 泰 

满托 スタィン ヶ (身長 ホ 巧-^ 

化 養 二百 六十 おお 度) 勒太 

がを 撰す シャ .—ぺ ダ！ の 試 

'巧 十み をで 厕締 めじて 前^ 勝 

^じ歸 し、 最後の が 太 巧手 夕术 

尸掛ラ アブ (前 ノー テ*/ タム 大 


ぶが 

i ずは 

し 、， ACT 


化米佛敎銷ぉ本部では今国管^^學撰手.) は前者の へ ッ ぶ U ッ ク 

巧 巧を 葵し 僅か 十 化み 命 八 巧に 

てが 國撰 手が 勝った 

割 名物 語 4 弓】 


長大を 轉ぉ師 の 波 米を 紀 なご 

てこの が 育に 娜敎會 を 創設し *!: /j 

人佛お 研究者の ためじ 提供し、/ 

又 化义佛 あを 第二 化 同胞の 手？- 

譲 b 渡す 準備 VJ して 日本 巧留お 

生を 募集ず る； くじつ たが、 を 

の お定は 左ん 如し 

一、 米 威の 小學 校を 經て ィス 

ク ー 八卒萊 0 上に して 英 がに 

堪能なる 者 

1、 年齡 十八 歳 0 上 甘 お 歲お卜 

の 身体 健康なる 巧 

一， 將ホ佛 を 傅 道 者た るを 望を 

がする 者 

一、 父兄 义 はが 證 者の 承 f > 巧 

たる 者- 

を の侧條 を具觸 する 者 じして 

U 本 じめ て佛 おを 硏兜 せんご 

す る 巧女學生巧干名を^一^す 


♦柬化 本線 西 邪/^ 巧 鈴 氷が じ 

「せ 問ぷ」 ごぃ ふん 於 あ h '、 妻を 

「な 間 せん」 ごい^。 平 化な 名で 

あるけれ でも y 婦の 名を 續 けて 

讀む ごわ かし^。 

♦化 海道 糜戸 技手を 勤めて ゐ 

るん じ 「田 中を 山す」 ごい ふんが 

ある。 この 戊の わ 父さんは 「田 

中瑞 穂」 巧さん が 「旧 中 畔道」 化 

さんを 「巧 中 鳴す」，」 いふ。 

♦一二が 物 透に 「楽 子」 (エ マス 

ご 請む) どい ふ 牌の 社 賃がゐ る 

をの おさんが をィ とい ふめで ホ 

巧には ぃつも 「巧 子を f 」 ど 書ぃ 

て ある。 



は 物 荷 小を 本 おはを 船 
いさす しお 呼 御を 旧 飯 


ORIENTAL GARDEN 

981 ぶ 比 Ave, Bet. 57 tK & 58 th Sts. 

迎歡 大人 本日 


TaiyoIradingCo.jnG. 

1 の口〇け 6 け & Exporters 
1Q1 Fifth Ave.. N. I 
Tei が 叫 vesant 3823-5 

327 W. Madison Street, 
Chicago, Illinois 


MO 則 MURA 邮 0 S.ll 化 . 

53-55-57 W. 23rd St., 

New York City 
Tel. Gramercy 3860 


社 會船郵 本 H 

呜 - 支 百 ' 紐 

8-10 Bridge York City 

Telephone 臣 ow り ng G 尸 een と にい * 

店 支ルト ヤシ 

Colman Building Seattle. Wash. 


O.S.K. Line 

大敝 商 船 曾 社 

む om 603 Gunard Bldg., 

25 む oadway, Sew York C か . 

Teh Sowling か een 6 お 2 


Japanese Kimono House 
505 Fifth Ave. N. Y. C. 
Phone. Murr が HiU 2069 


KAYO FISH MARKET 
2 お E. 58 化な . 

Tel. Re が お が 17 


♦ 至急 御用 掌の 方は か 節 九が ミ 十 時の 間に 带話 ♦ 
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♦ 

m 

♦ 

な 

♦ 

m 

♦ 

a 

♦ 

な 

♦ 

S 

♦ 
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下あ獅 
サビ 掛 
ィ奪ヶ 
話ノ 
蒂節 

號ノ、 

チ必 

ホブ 


3 〜 

巧 I 穿 

の i の 

き！！！ 

視 5 

to 〇 〇 
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画 

♦3|A Wadsworth 7094 も わがび ド さい ♦函み 


ん 

Ttie Mitsubishi Bank, Lid. I 

区 QUITABT . 技 BLDG. ! 

120 Broadway New York i 

Telephone Rector 9483-85 ! 


THE MITSUI BANK, LTD. ) 

NEW YORK AGKN じ y | 

区 00 ぶで 0. 1012, j 

61 Broadway, N. Y. じ . ! 
Tel. Bowling 相 een 344() | 


THE FUJIMOTO 
な郎 RmES 郎 . ， INC. 

120 む oadwayN. Y. C け y 
Rector 2418 •おお 


The な脯 な 邮關 照 , ti も 千 

NEW YORK AGENCY i 

1 が むが dway ' 

•Tei. Hanover 7444-7445 


T も g -Yokohsma 
S が C ぉ朗化 Ud 

Equitable Btdg. N. Y. 
Phone Rector 2550 


The Bank が Taiwan. Ljd. 

B が loeuso 打 Inv が ti り g Bitig.. 

165 Broadw が， ん Y. 
Tel. Cortlandt 7 が 2-33-34 


WALKER & FLORID 

CUSTOM TAILORS 

— … 品ご〇じ 唯 器雜 RK- 

TEL. CORTLANDT 7667 


社 會式株 船 薇洋東 

T. K. K. 

NEW YORK か卜 iC に . 

Room じい， 90 ち . づぶ 5 Broadway 
PHONE C む HTLAiV レ I ao47 

San Francisco り齡 re: 目 51 Ma 化た l St 

帆 お灌桑 

化 航お廣 學 J お ホ 化 


HGAIiAOIAN PAGIFlGj- 

NEW YORK OFFICE 

344 MatMson Avenue 

Teiephon も Muireiy 陆 H 4000 

♦ 閒日 十 を 本日 ♦ 

♦ 閒 u 四十 を那ま ♦ 

路が短 最の洋 ホ 太 


The Nippon Trading Co. 

Importers of Oriental 1300 ds 
MlantioCiiy, N.J. 

New York ShovKOom; 225 Fifih A 化 


JAPAN ART STUDIO 

624 し EXIGPiTON AVE ， ん Y, 

巧し PliZi 4538 


BROADWAY 

OPPOSITE 
ST . PAUL/S CHAPEL 
ATVESEY STREET 


J 加 ！] Wana 讯 ak 目！ J 目 wYork 

Cor. 9th S し and Broadway 

Guide’s Office 

な ! — : 一… 口 - 

Mrs. Eclith iiiirnphrey 

Special Japanese Gmde 


GEORGE W. WELSH ぶ SONS 

巧 石な 威を 賞 


踞 が . トソ L なイ‘ な 巧 


oib で ぶ 巧が m で 巧を omn で 巧 


LH 幡水 


M A 卜 巧 一十 ザ 凹 - i ' 止大 


I 四 ) 


シアトル 化 帆' お 帆 午前 十 時.， 
橫濱化 十二ち 化 H 
加贺化 十二月 册一目 
ザを 化 .一目 かと H 
が 岡 化 二月 十と n 
U 本 巧 船を 運賃 おを 
'一等 横な 一 乂五巧 神 ロニ 〇 五 巧 
一二 等 巧 食 五十と 巧 か 食 五十 五 巧 

歐洲リ 本 間 客船 霉丹 二回'; 

淪敦 ょら 一等‘ 白五磅 、二等と 十 
膀 、馬 巧 塞ょ b 1 等 化 十と お 
二等 六十 六 巧。 

热诗 出帆 3 J を 巧 巧 由 U 本む 段物が‘ 巧 二 巧 


周 連で 啓 

タン スの好 時 帮が參 
リ ました。 が 五十 名 
托人欄 ひの ィンスト 
ダクト レスが 懇切に 
帥 相手 致し i ず。 

ダンシング 

觀 妙なる ォ ー ケ スト 
ブ 。ふ 身共に 仙境 じ 
r : る 思 ひを らし* け。 
卿 ホ 遮を 御铸も 致し 

-^9 〇 - 

■午後 八 時よ b 
午前】 時まで 



雜貨 陶破器 

ドラィ グ！ ズ 卸！； 巧 

太洋寶 易げ S 會社 

支 苗 がが を： ホス トン 


胸 破 器、 雜貨 、ラ 

ンブ及 ランプを 


ぶ ミ 

缉角 


森 村 ブタダ ー ス 


シ アト お 帆 (午诗 十が) 
あら ばま乂 十二 巧 ホ 日 
ぱ b す义 十二 巧 十二 14 

►一等 橫窗 ； 五 巧 

化し ばりす 化 るん でん 丸 口 一 五 五 巧 
►一二 等 日本が 五 直 巧ぎ 室 乂か逛 朵族室 ダが 
►御 あ 望に 依り 一等 割が なを 切 巧搂巧 W 致歧 

"ス アシ 瓜ス 出帆 (午後 一が) 
ま にら 見 十二 巧 八り 
かなだ 化 二 H と n 
▼一 第 巧沒を ら化 がを か 一九 五 巧 

此化 はんて 一一み 巧 半 
▼一二 等り 本が まじら 乂ホ吐 化た 巧 化 化 完巧キ 
▼ホ 巧 巧が 符な萬 巧赌 乂邮餘 おけり 候 
▼が. 巧 紐 パ t 、 巧 も：：： 本 支が 打な 物が 月 一 脚 


細 R 本キ モノ 

純 H 本の 布地 

婦人 及び 女 巧 用 モス 9 
ン 、眞岡 木綿、 浴衣 地 
の 日本 着 調製、 友禪縮 
細 巧 他を 巧 出 ホを も あ 
ら 。狗學 み じ 化ら 巧 地 
けヤ I ド 0 上小賣 致し 
まず。 御 一報 次第 直 じ 
伺 ひます。 


魚類 一切 

' 卸小寶 

加 洋獻巧 


\ 巧 務省§ 加州を 認 

畜弯換 摩 術 

半 巧秀子 
一' 産鑛炙 I ツサ！ ジ 術の 出張 
霧の 御 ホめ じ應 じまず。 

ュ— メント 1 00 化 

.一 古 テ 目 一二な 十 二番 



ヴァ^ 

オリ 

午 時 ホ 

午を で/時 


敎授 


，午後 五 時 迄 
.る 同 十】 時 迄 
お露敎 がの が 觀に 魔ず 

こ 喜 a - 

Room 230 景 こ th 护 8 害 sti Broadway , 
lip 見 sf Uncoln ゴ eatre 


巧 本を 意 傑 膊 
沸 & 濟 資本を ムハ千 萬 晒 
隨 立を 五千话 がの が巧圓 

能 減 一一 弄 銀行 組ち 支店 
本 巧 巧巧ボ H 本 協 おお 河 町 一 
支店 ルが 日本 橘 化め 內 (ホき 横が 
名 も 尾 京 郡 大阪巧 夫 呼神户 
廣島下 削 巧 司 若松 福 岡 長 時 
上お偷 巧を 頁视水 


外 闕爲替 、鄕里 送を、 化 送を、 信用 狀其 化 
一般 銀 巧莱巧 巧々 御 巧が じ 化 扱 可 中が 

鎌 « 三 糞 銀行— 支店 

本 支店 束を-本 巧、 大阪 、神戶 、京が 
所 化 化 名 古 お、 小 格、 上が'、 倫 お 


掀 細 也則5§貨五十圓ミが息年六々 

鎌 献臺灣 銀行— 出張所 

▼鄕里 送を ぶび 並を を (撫手 巧 巧)、 か强 
爲替實 買、 荷 爲替化 化な な、 信用 巧發 
巧 等-股 お 巧を 務樹巧 利に 化 巧 巧 化が 
▼辟 ほ 詳細は 御 遠慮なく 御 問を 被 下を 愼 


、臣リ r が貨 五十 圓 W 吐 一六 ケ巧 W L 
本店 一定 巧广 利息^^ 年 ホを J ミケ 年な 內 
巧 全 1 口 r が貨 お十圓 夕，' 

，をを t 円 脚 じが U ホー錢 IV 惟 

(化 シさ千 凹 U .1 ノ 迪な话 を" 成 お A 〕 

機濱ぶ 金銀 巧 8 支店 

鄕 をを をは 都て 無手 數巧 じて 於-. 
. 行 横 お 本店 經ホ 送を 方 お 扱 申 お 


社 畏巧爵 化ぶ ま 左 街 巧 
本 巧大阪 化淸五 T 目 
が 育ち 店 が 育ブ U 1 ドウ 王]. 円 四十 九を 


株を 
を 社 


住ぶ 銀 巧 

ぉ 《東京、 機 梅、 をを 房、 京が、 神 戸 ’ 
處ノ 道、 廣 な、 吳 、柳が、 ドノ 關 
地を 巧 I 巧 巧、 小 倉、 巧 松、 巧夕 、久留 ホ 等 
本國 '预 を、 鄕化 送を をは 喊め 
て 御® 利 迅速 じ 御 お 圾巧中 お 

.藤本 證券 脅 社 

• 一般が 惟 純を ノ質 巧、 引 ま-裳 集 
▲を輔 、並 二 么二隅 A グー 切 ノ柴務 

餘贼 藤本 ビル ミ— 力— 銀 巧 
紐 脊が張 所 


罔 本紳 ± 巧みの 洋服 

= 御 注文は 當 店 へ = 

弊舖 はを 年當化 日本 お 樂部會 員、 銀れ、 會 
社員 ホの 御な 服を 調製して 居らます。 

巧 型、 新が のが 服、 外を の 注文 化 立は 廉 '晒 
抑 用命に 應 じます。 

ウ オ } 力 、：！ エンド 
フロ リオ 洋服 店 


晚 をが お 二 過 一回 出帆 

►エム プレス 加奈太 (吴 •査 〇顺) 

十一 写 ま H 

▲王 ムブ レヌ 蕾 巧 巧 (一一 To 岩 咽) 

十二 巧 十二 H 

►ユム グレ X 媛 太 利 0 互ろ 旨 順) 

十 こち 丟日 

▲エム プレス 亞細亞 ご 一一 ろ呂顺) 

二 巧 六日 
一等、 二 普、 一一 一等 反び 下等 客 設備 
最大、 善美、 梟 快 まの 巧が が 巧 船 


ホ ノル、 ■樓演 .神戶 'ち 巧. 上 巧. 香港. あを 泣 巧 

コレア 化 (云、 呂 〇嗯) 十二 巧 八 H 
(羅ホ 巧 帆 十ニリ 四日】 

を 巧み， ニニ、 000 順) 十二月 宇一 1H 
西 比が な 見 (一一 气 000 觸) 一巧 五目 

(羅お 化 帆 一月 一日 レ 

太げ 乂 三 一一、 000 顿 一二 巧 二 円 
乂巧化 srooo 嘟心 二 巧 十み H 


化航 墨西哥 、が義 、智利 諸潘巧 
おが ホ ノル、 橫潑神 戶巧司 香港 巧 

(巧復共毎六週一画- 
クを巧巧§切待寝窒を錢入御韵を仕 < 误 



H 本觸 黑雜貨 

ドラ ィク ー ツ 劑販轉 

S 巧 木 桃 ザ 組 

MOOI , MOMCNdl cf hu -. 

1、ーリ_ス 1 ごで ご ！ SJ V 、 PT >1 尤 fnv く ミ。 己 まち . 617 


諸 雜貨お 具 
.首 飾卸寶 

日本 貿易商み 口 


自働車 業を 修得せ ょ專巧 あじ 
あつて 述轉 おに 修錢を 懇切 じ 
而 かも 短 
時日 じて 
敎 がすり 
就職口 韓 
旋す獨 立 
あ ホ.'.. 多 
おの 報酬 
を 得ら， 
本校は 創 
立 十‘ 五 年 
晝 お敎授 

"曜は 午前 十 時- 6 ち 十二時 迄 
•才' — 卜 も 敎授す 0 



r ャン デ ィ- 

クぶ マス 用 持 別 包 
チ； コレー ト化 をせ 

封 度 二封を 一二 封废 
巧 五 お 度 包み。 

^ キヤ ンテ ィス 

封 度 五 お 度 かお 度 箱 
卸 5 礙段 じて 御用 命じ 應じ御 
注を W は エ燒ょ b おお 御 華を 
樣涵送 b 致します。 巧 ホ 相 
變夺御 引 立 御 愛顯を 願ます 

SmTF 呈〇夏 養を， I 夏- 

3 巧 Vv 4 -Mna S で 

ジミ ho ミで で n こ 芝 4 


H 本、 ミ 那寶ち 製 美 
術 お、 婦人 用 首歸其 
他 装飾品 . 

阀島訂 .：； が 

島等莱 術品修 鑄、 

首 飾 品、 ストリング 

H 本 服滅縫 


，募集 述動 匆々 

i 應募額 U 

j 中：： パ ホを 突破した 
が 巧 H 本人 食々 a 偶人が 附游 
を 運動* し漸< 脚 姑せられ たじ 過 
一ぎ や邮遇 i 腿 日は お茵委 良を 巧 
I 旧 當記投 ど おじ ホの ゥで マト、 
サィドを 展訪 ，、てを 集の 趣 忘を 
陳 V 、 翌 H 嶋 H 午後は 岸葺 を： な 

^をごルなをはごが巿のィース ト 

ー サィドを 歷訪 して 孰む ら敍 、むじ 

赞 なを ホめ レが 本 お前 號巧 報の 

I かがを 述 なすれば 旣じ千 二 巧 弗 

; を 巧 破！‘ たから 今週々 末まで じ 

; は 千' 五な 巧を 超過すべく 第一 回 

:の 締切け‘ 本 月末：：：： の 豫 をなる も 

: 。れ ばを ホ 面ら 其が 6 じて 溢を 

_ あなぃ' しご U 會赏事 者は 語つ た 

'左は 本紙 婦 切まで じ報吿 された 

- みで わる。 

人 ホ： 參拾お 弗 

(鈴 木 益 S 卞 を良宗 S 郞 

禍旧巧 太 郞福本 福 一) 

を 戴 拾ぶ 弗 宛 大島化 佐 

兒玉 嘉四耶 

を 或が 弗 宛 お 田 数ず H 

米 時報 社树 西な/ 哪お旧 

. 德巧郞 

を 拾 弗 宛 飯 野 逸平を 永が 

•- 之助猶 崎を ま 小山を 一 

中 山 武夫 お拘會 河が 吾藏 

. 河が 说一 巧が な： か 夕田植 

_ 助 狀本お 藏菊化 柬暢山 

ドを 隨巧中 健昏山 ロニ ー之 

肋 (お 腺が 藏 M 末ず) 

'金^ 弗 •宛 お 川 祥气山 おず 

を 巧 ま 川 龍 苦 中島 乂吉 

山 口 あお 郎岡末 雄 中.； 化が 

. 肋を 旧を 雄が 赌淸巧 見 

. ホ ーニ 化 出き せ 鳥 旧 九！ 郎 

大 W 溫次 W 瞧旧德 藏內藤 

を 治 巧 山 化と 郞生 ホが 平 

が 巧を 化 風問武 一二郎 福 島 

佐ホ郎 鈴ん 巧 巧 旧 中信藏 

. 村 上 巧 や 島么化 嬰 化 山 ド 

お 太 郞大师 化' 矩川 島ホ么 

蓝條餐 雄- 

將 巧を 别 旨ず べき 

寫眞 工業 

菊 地 お 陽巧談 

化 年が 汽ホ策 五 巧 •し 巧て 小策 

徳を氏 ミ 巧馳熙 してた 诚な あを 

の 巧 强ご稱 す‘ っりた 網 地 お 陽 巧 

は 献胡巧 おなが 外を を 村で ネリ 

で ンタ 八な 巧 裳 株式を かの 經 

霞に 巧 じか 締役张 技 帥. たの 嬰 職 

をん めつ、 わる •か 荆烟 をが おみ 

滯 がの 上渡歐 する 竿： である。 氏 

け 化 訪の記 あ* 對し 日本に 於け 

るな 眞エ 楽の 將 ホは 别円じ 化す 

べし ご おき 宜つ 円く 『 n 本のな 

巧 工業 U 随み乂 しい W 前から 眷 

- ' 眼され じらので ある-か 柿々；； •.る 

パン デ キヤ ツグを；：！： しじ 巧め 夕 

- 巧に 设坡し 巧。 かつじの である 

巧る にかが 乂戰 を- 轉巧期 どし 

て 化 方面の が 解ら.， り 尺で 曲がら 

し教ホ 4 ..雄* じみ 第で す 。 乍 併 

な 巧に 震 じ 要する 巧 要 U 巧 巧は 

未だ 円が 自 おん 域 K は连し 得；；.. 

一い ので あつ--,-、 來幽 のな 巧エを 

K たる ィー スト マンの 势力 はめ 

がごして 化が を 風靡し つ 

、、 3 - C "' 

現 r お H 本 檢人贸 おの 如きら 印 

か I 紙の みで 一一 rA お 脚 じ 上つ て S 


一る ので あ A ます。 おの 關係 する 
ォリ 玉ンタ 八窝巧 工業 も當 初は 
か 國の當 装ち をして 自闕披 品の 
度を；；* 点を認 識 せ し レ る J が ま 
雜 であ b ましたが、 大正 十二 年 
震災 前後から 漸 私達の 努力 も 
認められ ホ 酬ゐら れる巧 じな つ 
むので あらます が、 為ち 工業の 
が 巧は 屯 串 的 じ もを 菜 的に も賴 
るを 耍じ脚 係を 持つ て 居る ので 
是非 ごら 堅 赏な進 ホを 遂げし む 
る 様せ ねばならぬ ど滿感 する あ 
第で あらます 。フキ 火ム じせょ 
を 板 じせょ 可成 速 かに 自給 自せ 
の 時化を お 現せし めたい ご 云 ふ 
のは 濁 b お谨當 業者の みのお 願 
のみでは ない ので 乍不 巧. 化 方面 
に 犬 おの 勞を 執つ て 的る 譯 であ 
.ゥ ます』 云々 

愛知 縣 から 

陶磁器 出品 

費 府の魄 覺會じ 

ホ 年の 六ち 一日から 十一 頁 一 

日まで フ 4 ラグ 八フ キヤに ホ國 

獨立村 五十 年 記念 萬齒乂 愧覺會 

が 削 かれ H 水 政府 も 贊间し 政府 

の岀 おごして リ本獨 巧 のらのを 

出品す る こご} な b 変み 縣 では 

陶破器 >- よ 質が 指を ざれた 

をれ がた め 縣當局 どして お 寅 

巧 ある 蝴 化から お お させる.^ 

にして 名を 屋陶瞄 器 貿易 商工 

同棠 化を ( U 本陶麗 、名 古屋 

製陶 兩會 社を をむ) 常掛 陶磁 

器闲お 組を、 瀬 夕陶碰 器 同業 

組を の S 組を の會 問を ホめ 出 

なのが 官上 この 吉組 をを もつ 

て 一時的に 愛知 縣陶破 器 組合 

聯を 貪を 組織し 今後の 計畫に 

つき 協 遽を窜 ねる こごに なつ 

じが 

當 ぶを 間 じは％) のをて は 劇 待 さ 

れ 居る し 出 站物も 諸 外 闕の模 

傲 ご 見られ るら のをを 巧 やめて 

粟が 濁 時の 圖案や 型を ぶは すは 

すで ある 

腳叢 委員 主懼 

例月 講演 會 

辅 な：：： 會圖齊 を 肖の 网 H 谦演 

をけ 去ろ- H 曜日 米 人 基 瞥敎亩 年 

巧々 舘 にがて 瞒媽縣 -抵速 化 氏 司 

會巧 こして 開 曾の 辭を 述べ 巧 本 

父 學十第 一 じが-擅 「义錫 縱談』 の 

題 ド じ义藝 の惜侦 巧俩條 を列擧 

し* 今の 小說 、戯曲 等の 作な じ 

化ら 巧 例証を 示 L 、 巧を 悅郎に 

U 雜が留 を憐を ごして 特別 将附 

を黨 集の 趣を を 述べ、 愚 後に 鈴 

木 益 ご一 をを 壇乂國 財政の 一 班を 

説明，」 致な の 道を 堅實 、投機の 

二 柿が にを がして 興味 ゎる 謀が 

を 終つ お。 

勞働化 表の 演說 

アム スタ ー ダム 第ニ ィンタ ア 

ナショナ^ 巧侧 紐を 首領が 人バ 

—セ 八を けみ 國巧 慟糾 をを 化 お 

して 化ホッ レー ド、 ユニォンの 

乂阳脚 結に 柳し 昨 午後と 時 お 六 

十と 巧 二が 盈あ セント ラ^、 才 

ペラ^ ゥス じが''' 勞働 おの 爲め 

にお 細を 化い じがを が說會 のま 

照ち はが 脊 ユニオン 巧 做を 員を 

であつ た 0 

お 益 巧 邦 ザ 講演 

ニウ リツ シ で ルが が 化 乂ん蟲 


家ボ — it 、 ヶ） 、エム 、巧 盛 巧 
はが 字 度び 巧 語を 硏兜 する こぞ 
年、 H 本 及び H 本人を 諮 解し 居 
る 親日を であるが 明十义 日，。 
イボに めける 『卜 日イ 、ソ ッイ 

チイ、 オフ、 スホ^ — クン、 っン 

グリ' ッ シユ』 じ 出席して 巧ず の 
宇 おな 義 & び 特色 等に 關 L 」 一 
堤の 誰 おを 試い る酱 である。 

ホ 子 靑年會 夜學' 

當 かが 二十 四 T 目 レノックス 
街 巧に めける 女子ぶ を 敎靑 年！！： 
では 例年の か < なお 外留婦 人心 
爲 めじ 英語が 學 科を 設け 巧 月 W 
あび 水醒 H じ 左の 如 < 敎授を 巧 
みつ！ あ b 規則 霄 等が 留の乂 け 
郵 巧 又は 電話 じて ま 任ゲォ スラ 
ァ 女を じ照會 あるべ！ ど。 
初學巧 午後と 時ょ ち乂時 
中學巧 午後 八 時ょ ち乂時 
高等 お 1 午後 九 時ょ b 十 碑 

第一 二回 趣味の 會 

第一 二回 趣味の 會は ホる S 十 一- 
日 (尘 曜) 午が 八畔 ょら 西 巧 八 了 
旦 一再 二 ±1 番类 化敎會 敎會々 
絕 じがて 開僞 左の 講演ぶ び獨增 
ある 箸。 

建築と 文明 化 田俊央 
神秘の 圆 がぶ 利澤出 おお 
獨唱 巧 旧夫 人 

隹 國際ビ ク ニック 去る 日 罹 十 

五 H 化 紐の n ぞ人 V 人 古い 十數侧 

國の勞 働を は 谐然の 氣を養 ふべ 

<國 際 遠足 會そ ジャマイヵの 郊 

外に 試みた る ホ 0 

♦日本 お 柴 部集魯 円本 お樂部 

じて はまる 十六 H 化 家政 委 ： 貝會 

を 開きて 會 核を 審議した るが ホ 

る 二十り (金曜 H ) 邵 .事例 會を 

瞧 すを。 

♦菊 地 お 陽 氏 槪迎會 前 菊地寫 

眞 館よ 菊 地 東 陽 氏 的み 紐を 磯 ど 

1 當 市の 间 業者 十 余 名は まる 巧 

曜 U 巧が 亭河 添に 巧て 歡 迎晚餐 

宵を 閱 いじ。 

♦小 柳津 大佐が 育粧が 陸审武 

官 、が 本 大尉 词道巧 曜日 出 お 本 

U 歸 がの 豫定。 

♦等な 力 幾よ 女を H 木 ホ 十を 

社 看護 輪を 及び 同伴の 井 k 常モ 

ホん は 豫て滯 が 中の 處十曜 H 出 

發 ホる 一一 十四 H を 港 お 帆の 太げ 

义 使に て歸 朝。 

♦福 原 孫と 氏 臀業 家、 前週を 

曜 H ベレン ガ 3 ァ號 じて 歐洲ょ 

b 窝 が ホブ 成、 マジ エ 'スナック 

じ お 宿'^ 

♦益 谷 音 ま 氏 右阔。 

•が 水 化 お 氏 農 巧 稼 省 練 巧 ホ 

ぶ々 渡 歐の帯 0 


♦半 旧 篤み 郞 巧-一二 か 物 產會社 
ホ闽監 おな、 み： \ すか 壊 同伴 ホ 
る 十 化 曰 西け 一時 辅锁 のを 定〇 
♦なが 哲贈 氏、 满强請 報 記 巧、 
よる 十二り 着 紐。 \ 

•島 雄 敬 一一 一氏 巧 郁貧潍 製作所 
長、 (良 徒 源藏巧 息) 欲乂 漫遊の 
途次 巧が ホ テ 八、 ベぶ レ 巧 宿 巾 
参が 谷 當ぶ郞 巧 横濱 おを 銀 巧 

カルカッタ 支が 長、 じ賴 幹、 巧 

及、 執讲諸 巧を 巡遊 去 心 十四 H 
入港の ベレン ダ"- ァ號 じで 着 紐 
ホ テ か'、 ペンに 投宿 0 ^ 

参 木 下 不二 太郞 巧大阪 JtH 新 
聞 記ち ベレン ゲタ/親 左 一て 前 
週^^陋9着が。 一一 

御挨搂 

謹呈み ホ 義今问 社用を 帶び 
ホ 紐 調 巧 研 発の 腐め 當か 術が 可 
な慑閒 をな 共に 碑々 御-障 館を 蒙 
废不お 巧 3 紙上 御 お 楼申慷 度 
か 化 御座 候。 \ 
十九が 化 五 年 十一 巧 十六 

オリぶ ンタ八 

寫眞了 業 株式 曾 社 \ 

菊 地 東 陽' 
一一^ 諸彦 I 

目 奉 語說敎 

夕 年滋乐 縣 地力 じが' て傳道 じ 
お 事せ る少ォ VI マ 氏 ホ 紐の 巧 
機を 卜 しぶの 如く H 本語說 あを 
請 ひ お 事 ふ おお 間 御 誘を ザ 御 
ホ聽 化成 度！： 案内 中 上 候 
時 U 太 一巧 二十 音 午後 

八 \ 化 

お 所 まぶ 十と T 目 1111110 
紐ぶ 日本人 敎曾 

說敎巧 あ！ 、ッシ ヨン ホ 事 

/ ゲ オリ！ スた 

/岡 夫人 
ホ摧 を 冷 

細 育 基督 缴 同盟 會 

. 才 

ヒザノ 持ま错 化り 爲め 

格を だ 一一 お 巧 じて 手放した し 

雜は Laiia 皂 "電話 じ. て 左記へ 照 

會 あれ。 

田 III 运 こち 6 一 
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才旧 ルー Y 、、 ング 

1 呂 7 3 rd As . 蚕'' 臺 h & 呈 Sts . 

Te 吾 hone す羣 t 芸 2? 


懸賞 脚本 募集 

明年 i i 巧 中に 脚が すべきが 育：：： 本ん 會社會 部 ま 礎 谦塾曾 

の 上場 じ 適ず'. •創作 一幕物を 裳 集ず。 ' 

一 時化， 題が、 脚本の 長短は 作 おの 盛 怠 一 

二 締卽 本年 十二 巧 十 お 日 

S 發ま 明年 一巧 bH 

叫 懸賞を ぶ 十 巧 

五 巧 稿 送 先が 靑 円本ん を 事 格 所 

ムハお 橘には 胆 をを 用 ゐ 、がに 抓 お 化 所を 記入せ る 

名刺を 加 封して 巧 稿に 添 へられたん 

と當逃 作な を 上場す るく.々 どは がち 人を 邮曾 

を員爵 のみ 溝 じょる / 

密を巧 齋藤牌 HI 川 ホ* 測が 赔謁满 S 巧 其 化 

はま 涉小 \ 

紐脊 H 本ん 會 


お藝 g 究所 

，‘ 、水、 を 午 お 

ごげ ょ b 四が 

裁 方、 縫 方 焚 ル お 服、 製帽 
侧 鎌ビー 子ング & 1 股 家庭 
裝飾 ま。 ホ 覆 巧 も 致します 
西な 十 I 了 目 二 r , け 十一 一番 
林 フジノ 
お 話す セ ドラ 作を 二を 


裁纖所 開業 

が 服、 紐 物、 ゥー八 類は ドラィ 
ク，— ニン グ 、プレス 及び 染巧 

、、仕な',、 なし 一助を く 类魔じ 
をし まず。 规链は 如 阿なる 脚注 
义も 叮喀じ ザく をし ますが ffi ユ 
カタの お ホを も あ h まず。 

. が ホ 裁縫 所 

夏 空. 雲 S 三. U . 


巧 42^ 君！ 裁縫を 習 ひなさい 

本校は 創-- 3 .ホ お 十 年 3 -卜 'の歷 あを がし 男女 あび 小亂 ^ 
おの あ 撰の 截 方、 縫 力) かぶび 着物の みを せ 等を 綱 L d 
紙型を なつて 一人々々 じ實隐 £2 U W 
的に親切にお巧致，」て居6ま帥 ^ 

ず 習得す るには 極く 巧る で而 W W い 
かも 適 巧の 職裝 でぁらます 收化此 パ 
入の 多い 樂は 中す 迄 も わら ま训 5 ^ 
せん 畫巧兩 巧 あ b まして 條件刪 抓 
，等ら 都合を < 出 巧て 居らます 
ミツ チェル 裁縫 學校 



♦金製 ナイフ 錫 筆が 

♦金剛石 白金 胸 飾 額 

♦を 銀製 烟草 人を 種 

♦美麗な ピン 時計 鎖 


ヮナメ ー カ - ~ の お^^ 

H 本人 S わ 貢物 じは 特 が 巧 貢を 廣き疵 
巧で 御 案み 致 升 電話 又は ぉ ホ 紙み 第 お 
訪 間して 御 便を を 計 b 巧め ての わ 方 じ 
對 しては 特に 注意 致‘ します からを ホ わ 
な 寄 b 願 ひ 升、 お 巧 配達は 勿論 H 本が 
他を 地 宛の わ 巧物發 送は 當 方で をし 巧 

ジ ヨン ワ ナメ！ 力 1 





Suzuki & Co., LtdI. (Kobe) 

220 Broadway, 

Tel. Co け ! amk U が - 50 ぶ レ 52 ぶ 3 


r 麻‘ 事 株を 曾 社 紐 育ま 店 

が da Tra が ng Co., Lt ん 

291 技 roadw が， 


島寶易 株式 會社 f 

Shima Trading Co. Ltd. 

150 Broadway 
Telephone Rector 148(4 


Paul K. M. Thomas 

Adve バ Uing Counsel 

2023 Tribune むけが 巧 巧 4 お なが お , 
Tel. わ ekman BS78 


株 ま會赴 赤 尾が 會 
AKAWO 友 CO. ， Ltd. 
295 Fifth むが II も ！ ie パ ork 
Tel. Caledonia 9758-53 


二宮 到 商店 

i. 醒 帥 け / 1 
277 Broadway 
Tel. W が th 0 が 1 


瀬 川 保 檢事お 所 

II. Segawa, Insurance Rr け k だ r, 
303 F け th Ave., 

む !. む le か nia 4101 
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H 本 ホ 糸 巧 式會お 
化育 ま 指 

Mtjri 师 げ 3 む ai る な .. Ag を n わ 

44 £. 23rd St, 

Tel. iUhland 5320 


巧を 名會化 
お 育を 店 
Hara & Co., 
443 Fourth A け.， 

Te し む ledoma 7830-35 


化 商 巧を を 社 紐 脊ま店 
Gosho Corporation, 
Silk importers, 

334 Pourth Ave. 

Tel. Mad. Sc ). が说 

Gosho Co., Inc., 
Cotton Rxpoiters 
60 Boav«r St., 

Tel. Bowling Q け w tSOe-OO 


乂お朝 w 新既昕 
お 巧 巧 ホ 
OSAKA 化 AHt 

Room 308 World Building 

心 わし わ ekman が 郎 


大 おお H 二 巧 京 H り 
上 おお 摩： 

Osaka M お nichi, 
407 む 化 une Building 
T«l. ( わ ekm* 凸 4259 


曰 本 綿 化 株ま會 化が 育 支 巧 

Japan Cotton Trading Co., Ltd., 

Cotton De が . 

60 Baavor か ., 

T •し Bowling Qroan 2990 

Silk D • が . 

25 M« か 》on Ave,, 

Tel. Mad. Sq. 3695 


IJ 朱 生糸 株 ま會社 
紐 育ま 巧 
NICHI-3Ei KIIT0 KABUSHIKI KAtSHA 

がに H し BEl KlITO CO。 じ ro.) 

373 が H Gentle ， 

Tel, Mad. Sq, 7 が 2 ぷ 


巧 巧 洲热道 株式な 社 
紐 育 事 お 巧 
Sou 比 Manchuria R. R. む . I 
270 Riverside Drive 
Tcl. Rimside が 83 


S ザ 物産げ 式會社 

乂巧荫 事 株を 會ぉ 

株ま會 おお 井谢巧 

云冀衛 事曾髓 ： 

お 育 支 巧 

Kuhi け む ading む . 

■祕 育ま 巧 

M れ subi 純 i Shoji Ka お ha 

Mitsui & Co., 

30 Church St. 

Iwai & Co" 

(Mitsubishi Co., Ltd.) 

65 Broadway 

Te し Bowling Green 7520 

Tel. む ftlind が 如 

Woolwor 比 Building, 

Te し WhitehsU 6040 

120 Broadway 

* Tel. Rector 2560-2664 


げ式會 社 
山中 商會 紐 育ち 巧 

Y な 打 1 な 打 泣 k な & Co., 
680 のむ h Av も， 
Tel. Circle 4014 


帝圃援 領事館 
Consulate Gen が al of <1 が an 
165 B け adway 
Tel. Co け Ian が 0314 


S 典げ ま會社 興 東 資あ株 まを 社 

一巧 — 理话 —— — 、 

再 お荫食 
1 akamme Corpora 打 on 
120 Broadw が， お w む rk City Te!. Rector 7884 
Geimai Of わ ce 在 Facto け 208 Rawson St ., しし C か , N. Y. む パ tillwell パ 18 


线齊频 產株ま 食 棘 . 

Asano Bu が an Company 

Room 801-805 
165 Broadway 
Teh Cortland 80 が -8052 


大倉钮 紐 育 支 お 
Okura & Co., 

30 Church St^ 

Tel. Cordan か 2292-93-94 


な 育 H 本人 會 
The お !) anew む soc ほむ on, 
250 West 57th St., New York 
Tel. Circie 81 郎 



I 


panese-American News Service 

り 米 電報 通 おが - 
な 圃の攻 治 巧、 實棠界 及が 巧の 
事項を 迅速 且つ 確* じ 報道す 
每日入 あ ー ヶ月 巧を 五十が * 

Tokyo Advertising Agency 

H 本 新 牌が 誌歲吿 一般化が 
巧 Six 比 Avenue, New York C け y 
Telephone Spring 8277 




VO しけ Jo. り 9 目 


巧 わを ぷ沒 $Km がを 召な m ぞ巧 


SATU8I1 が ， NOVEMBER 21, け 25 



巧 

0 店 
木 支 
鈴 育 
戶 お 
神 


機械 も臟 入され、 會 神の 仕事ら 
順調じんつじ。 おは會祗の^の 
み；； 6 らや 巧々 出會 したがを じ此 
おで- Kr 継 巧さん じ 敬服し、 赏 
:自み 巧の & ばの 巧で るる ごか 
つじ。 事裝の 不振 や 迴の時 こ 
を緊禪 一 を、 乂巧 一が 於すべき で 
ある。' まこ ごに 溫渾 をん は 偉い 
をのを お 移 b 年變 々裔峯 氏 も 
肥料ぶ か b で。 く 其 征の硏 巧 や 
事 栗 じ も 脚 係した が一を の 中で 
を あた* のは、 ' H 本の 醉素 (ィ ー 
スト) の 巧 兜で あつ 一た。 口 本の 
ィ— スト じは 十一 こ— セントの 
が 力が ゎる 西が の^れが 炼 かじ 
ヒバ 1 セント、 八-. ハ 1 七 ントし 

かない。 この 十ー ゴバ ー セント 
いふ 大き 酸す カーを 持つ てむ る 
: n 本の 酵素を 外 瞬.、 持つ て 巧つ 
てれ 串を したら 爾白 だら ぅご 
ふので、 淸水 ごかい ふ 助手を 间 

伴して 渡米した 么會 化の 方は 段 

段お役も出ホてお峯氏^^專ら米 

剧で をの 化 事 じな つた。 

どころ が 高 M が 力 9 フォグ 

こァで この 醋 素で 酸を の 事業を 

開始 するど 同 拙 百ゥキ スキ ー 釀 

造を は 生活の 镇胥 である ど 巧し 

同氏の 暗殺を 企てた。 するど 妻 

君の 里方の を^は 巧 巧を 助け 
ベく を财を 部卜賣 却し 同氏の 所 

へ ホて 巧を j ハ 層樓の 部屋に 隱 

し漸 ，'.をの 難す をれ しめ じど 
ふ 話さへ あるん をの 頃を 替は瀬 

戶 物の 上繪 描!*^ をし きち ご 試み 

てゐ たが、 人/々 が 「ゲ」 ぅして を 

んな i をな ぅ 心れ るので すか」 
不思議が るイ 「主人の 硏究 中は 

貧まで ゐ る’/ 生活のを をがない 
自 みは 女工 了な つて 働き 一家を 

支える 决 ぶ^す」 ご签 へたので 

俠氣 ある 世. 方 S 家族 S 洪に赛 君 
の資ホ 人^名 も 知れた。 

をの 後 峰 氏は タカ. チァ スタ 
1ゼ£い|^消化劑のを明や 、 r 
ド リナ リ、！ \ とい ふ-曲 山 藥の發 明 
や C ’，* じたで おを 的の 學ぞ じな つ 
た。 自 l : j ^は高峯氏¢事棠の細違 
ひから* まら 詳しい 發 明に 就て 
は 知る 一^が がい。 發明 成功 後の 
同 巧が^ ニユ ー ョ ー クじ 立派な 
邸ち を 持ち、 上流の 人 どを 際し 
ドク トー ザ高峯 V 云へ ば ァメリカ 
で 知らな 乂 もない。 をつ H ぶ 人 
一般 心 is 用ら これが 爲 めじ 增し 
たどい ふ 啓で、 大使は よく 獲る 
が ドクト^ 高峯 だけは 變ら ない 
なじ、 牌 事で も 高峰 どい ふを な 


海の 巧 ご 外 

♦岳 豪 ラィン ランダ！ の ドラ 
息す 離婚訴訟は、 被吿侧 である 
黒 A 婦人の 辯 護 ± が巧驢 して H 
ご 化 じ 佳境 じ乂 る。 巧 ホ 節 書の 
發 衣は 甚だ なて サ胺が 痛い。 こ 
れて 離婚が 許可され たら をれ こ 
をが 肯に 天道 巧は 照らぶ。 

♦朝 香當 棟から 金 I お 化が H 
f 樂部 運動が にわ 速し。 ゴ八 
フ をは 朝を を カップを 記を ピし 
て 作製ず る 相 だ。 巧 もが、 巧 傲 
迎の卜 役を 承つ た統 育口會 では 
側 人が 附 運動を してむ る C スポ 
1 卜 の* むか あるなら はを の 年額 
位を かけて は 如何。 

♦潜冰 篮の晦 化で 英 ホが 離 起 

とな つて ゐ る。 主力艦 おがの 危 

がは 知らの 顔の ザを 衛 で。 


威 じがけ る 前 ホ じ 索 封 家の 口顿 

を 示して な も 0 

おら 乂が颁 クゥ リッジが 化 機 
ちを 利 則 L て乂轉 の闕瞭 法廷 參 
加を を 迪し滅 >む なるお 懲を猶 た 
のは ぉ 骗頓 への i 產 ごして は 上 
乘 S もので あらう。 喊瞭 法廷を 
加は 國隐聯 鉛を 加への 第ー ホで 
あるから、 おか 窺 S 謀叛 波は 化 
呼 應 してな 烈 こな 對 する じ 違 ひ 


ない けれ 共 正な で 細 也 クウ 9 
ツジは 徐 々じ 與論の 趨间 を銳ひ 
ながら 共が 溝の ま 張を 貫徹し 自 
媒の 政綱 どして 揚げて なる 看 お 
じ僞ら なきを 期して ゐ 。のでを 
らぅ。 親れ じせょ 現で 《米國 ど 
しては 彼の かき 眞面 目な ザ 成 的 
软治滚 をして 巧手む らし わるを 
女を どすべく 化の 巧 國も是 
を 歓迎ず る充 かの 理由が をる。 


潜水艦 廢棄の 是非 

列强の 問題 ごむろ 

原則の 上では 日本 も 賛成- 

闕際 聯盟.、 一米國 下院で か議 

東京 特電 十九 日 發= おお 爾國の 潜水艦 廢萊 問題 じ 關聯ふ 
が 柿は ワシントン 條 約の ホ カ 艦 比率が ある W 上ち 量の 餘船 
どの 息 見を 吐 态し巧 則 ごして はを あで あるが を则强 •か賓 際 の 

廢 楽を斷 巧す る爲 めじ 會議 をな をす る 可能性には 疑惑の 餘^が 

あ么 ごて ワン ン トン 食講 にて 墙 原を 權が 述べた 满說の 一節'^ 引 

例し 带蒂 とより 觀 るなら ば 潜水艦の ま 力 艦-し 割す る 戰励力 

無で あ A ど斷 中る のは 巧 計で ある i は 巧 論、 戰爭 の慕虐 性を 

びて ゐる なよ b 見れば 毒 巧斯の 使用は 潜水艦よ^も 恐ろしぐ 

づ これ 等 S 毒 亮斯の 化 所を 劇 際のに 禁 化すべし i 述べれ。 一 

ロンドン 十九 日發 =1 首 化 ボ^ ドウ キン 氏は 本日の 下院 じて 似 

水 艦の 廢棄 に關 喘し 英鹽政 麻は 勿論 これに 賛成す るが 旣じ 瞬^ 

職 端では 一般的が 備 縮み じ關職 しこれが 調査に 着 ホして ゐ るか 一 
ら 、この 勝 潜水 絶^み じ 触した 國際會 謙を 召集す るの 恵 志 U し 
ど 確言し’ 潜水 盤廢 薬の 化の どして 英國が 歐洲の 封鎖 權を も廢 

莱 すべきで ある どの 講 論じ 掛 する 赏 問は！ 巧 これを 默 殺した。 


米國 下院に ’ 

み議 上程 

ブリテン 巧 襲 明 

ヮシントン 十 化 H 發 u ホ國卜 

院の村 力なる が 軍委貸 フレッド 

ブリテン 氏は み 期 幾會じ 

来 齒が軍 省 じ 載し 今後 潜水艦 

の 座を を 限を する かおら 中ん 

ぶ 闕際的 協定に 娘ら これを 廢 

楽す るを 至 當ご認 む。 

ご いふみ 謠を上 おする 旨截 明し 

たるが 巧は をの 理 もどして 『元 

巧 ホ國の 立場 どして をの 

假想 敵が 約 iV 胃嗯ょ 

ゥ六千峨じぶんごゐを；にお到 

す も 時 潜水艦の 闕巧 的が 化に 就 

て自 かは 疑惑を 抱かざる を 得。 

い。 巧國 は柬歐 々面ょ b の 潜水 

鑑强樂 を恐谢 する かの 如く 見 ま 

けられる：^^谣距離の潜水濫裝撃 

: -： 恐怖す るは を然 故な き 化 憂で 

ぁつて 我等は 潜水 源の 麽楽 はを 

が闕際 的に 協を ずべき もので を 

る ご 信 やる。 現 化 ホ 風は 潜水艦 

八十 一一 一隻、 英固 はと 十八 隻 、日 

本は 化 八變即 七が と十隻 でもる 

が、 をの 中 太 かがを 橫斷し 得る 

ものは 一巧 もな く、 

• K 西洋を 橫擲し 巧る もの 

は 十隻じ 過ぎ 中、 而 かもを の 難 

がが後お事的行動じ义ば^:^けれ 

ば；；* ら U いので あぶ。 化に をし 

この 軍事的 じは 械 めて 疑 多く 且 

つ 雄 お-及び 維持 搜を 要する 潜水 

艦 もが 化は 械 めて 不合理で あつ 


て、 普 姐 艦 齡をサ をと しこの^ 

にがて 米國は 潜水艦の 建を 雙 

一億と 千な 五十 1 巧 四千 二な 四 _ 

十五 お、 潜水 腊根狼 地 じ 四な 巧 

ホ、 昨年度の 建造 費 五 巧 五十 五 

方 弗を 消费し 今年度は 約 八 巧 巧 

巧を費しつ{め>、 これ等潜水 

艦の 乘が 將卒 後び 

維持費 G 支出は ーヶ年 五 

なで 巧に 達しず 時 にがてす 幸が 

沒 したる もの 五隻 、將校 十二 人 

ど 下女 八十 五 人は 痛 職して ゐる 

現 化では 大型 潜水艦の 運 造 費が 

五 巧 巧 お、 小型に 二な ホ 五 巧 弗 

を 要して みる か、 我等は この 潜 

水濫 一隻の 雄造费 をのて 偵察 及 

び 戰圆用 飛け 機な 五十 機を 建造 

し 得る ので ある』 云々。 

フランスけ 

廢棄に 反對. 

英米の 誠意 疑惑 

バリ！ 十 化 U 發： n 巧 ホ 両國の 

潜水艦 廢棄 提議 じ 哪聯し 當局筋 

は 化默を 守ら、 獨 b 外を 委員長 

ボ—ィ リン 氏が、 

巧が フタ ンスは 他の 列强 じし 

て お 軍の 總 ゆる 巧 艦を 廢棄ず 

る じ赞同 するならば 潜水艦の 

邀棄じ 即刻 赞 がする。 

と 述べた る もの ある のみで ある 

が、 兩院滋 貴を 始め マ ランスの 

を 力 政治を にして 潜水艦の 廢棄 

じ替 同す る 者は 一人 もな く、 英 

轉は をの 本 - H じ掛 する 滋化婚 の 

威を を 恐れ 從 つて 政治を は 潜水 

絕 の廢莱 じがぶ する は フランス 


1 alH 



制— 巧 闲 —带' 

米國 の秀忠 

がぶ 的 改策化 化 

め 大統谢 '-ア ザング のろ 靴を 

をいた クウ リッジは 化さ じ 二 化 

お 巧 巧を である。 か 論' ィ アデン 

グ U 剧棠 S ま 人 公た b し 家 ホの 

器：； ？ ピ材幹 ど に まし かつた が爲 

め-し 辛ぅ じ， 巨人 組が 遜を 蚊 治 

的に をし 待た 共か黨 2： の 外は を 

節を 4 る；- ょり 化 服す る G b ゴる 

i が出殊 やが 巧 政 權を孽 禪じ握 

つた 共 か 媒內閒 ら危く 引き摺 b 

'がさい さぅ に。 つた。 然る じ' 一 

アザン ダの 急' 化は 端い* く'^ が 刪 

の. 寸 化み たも クウ リッジに 「キ 

摧 パ」 の 巧 子を 典へ た 3 で ホる 

が 典 化の ホ闕 ごして は 撒り に 巧 

をを 雜 はむ とする 突が . y ■ケレン 

^ なを 家を を ホし。 い。 巧 夕必に 

燃 ゆるを 坤 擲ホ義 の山氣 かる 

: がが 蚁 をの 中 也 人物 f あつて は 

化 界のホ かを 脅威す る 危險を お 

致す る。 ホれ ょ b も 寧ろ クウ ブ 

ッジの 如き かを 的 じ も 才^ — ソド 

ッ キスの 佔 おを ま 推 おのが モじ 

的く A が 女を 卜 、あ もどけ 獨 らお' 

か 斑 做 袖の みの 总 をでは U いど 

/か 人は ちへ る。 

クウ リッジのう 成が 投お あじ 

る 曲がは 今 逊木峭 りおれ が 紐 巧 

商 藻 お 燕 所の 晚を約 じが パるな 

説に： sb て 遺憾な く おはれて ゐ 

る。 が說を ホの 誠卡 どな 怠ない' 

川 能 どは 確かに 彼れ が 『巧 橋を 

- がで W いて 渡る」 式の 政治家で 

あム f - O をな 證 一 > て & る 力， 政治 

を 巧技び 商策の 職能、 を 野を 解 

'おしてを 繩 張らを 侵 化ず ベ か 

一らず ご 論じ、 を權巧 流が 動ら す 

れば 政治を 左右して おを を襲斷 

せわ ごする を 批難 才るご 共 じ 政 

がちが 政權の おがを 揮つ て ビジ 

'寺.、' を戚膨 せむ ごず.^ を 指禪し 

た。 化 所說の 一都は クウ リッジ 

が 新 じ 檢事總 をを 巧 かせるな ホ 

.聊ッ ぅ スト 征伐の ホを 媛め じ 事 

巧 ごな 映して 吾人の 巧 ホを 唆る 

ちので ある。 要するに クウ ブツ 

ジ け お 治 ご ビジネス どの か衷協 

问をお 現せ しむべく 腐， むして ゐ 

るので わる 0 

.•クウ リッジは 亦が お 省の 統計 

を 引 W し、 給が ピ物惟 どの 比例' 

がみ か 務內閒 お 織 0 巧 じがて 勞 

.慟者 S 爲め におが ど。 つじ 事實 

备語 つて 冗 巧の 節約 ど 能率の ち 

一進 どを 力説し 當局 者の 贊 明なる 

政策が 化 順調を 窥ら すじ まつた 

I ので ある ごて 暗に か 和 蘇 内閣の 

: 有難 化を' ルめ かした。 彼は 進ん 

_ で 外な 論じ 入 b 『乂國 のを 力に 

I 賴る くして は休微 後の 轉洲 

一の 化 興 巧 化は お遵 であつ た』 ご 

一自 ぶし、 乂圃 はぶ やし も 打算を 

; まどして 外 巧のを 求に 峨じ k る 

一に あらや ど 論じて 化ぶ 徳的惜 が 

I を 認めね ぶ。 ら 〇ご說 いたが 梢 

i 解は 陆 めて 穏独势 巧、 宛が 新 お 




のぶ <敲 解す ち 所で あるか フラ 
スの おがは 沿岸 防備の 目的ょ 
, L て 潜化腊 のが 扣を 欲して ゐ 
る； 誌 解し つ t わるが、 何故 
义喊か 潜水 腊の腹 楽に おつて 贊 
化しつ； あるかを 敲解出 ホ や、 


み じ ヮシントン 衙滩 でヒユ 
巧は おが これに 贊 成した が、 争 
實 じがて 潜水艦 S がが 必 耍を旋 
めた る も あら、 化つ て 米 閥の 化 
水 艦. 贈 楽に おず る應 巧を 不 W お 
銀 ごして ゐ る。 


關稅自 ま權お 容認 

千 九 巧 廿九年 一巧 一 0 じ 有効 


化を 山 日 發.= 細 稅會議 じ 列席 
中で あるを 國 代表は 本；：： 滿 煤】 
致を なて 支 册の耍 ホを をれ ホる 
千 九 巧 廿化年 一月-一日ょり 支那 
の顆税 自ホ權 ぉお 認ず もと 共 じ 
支那を 府は 同時に 支那み 化に が 
ける 特别 課税を 息悚 する 酱を稅 
を廢 化ず るふ ご U つた。 即 もを 
員 會のホ 蘿書じ 曰 <、 

本會畿 じを 加 中の 列强 化を は 
0 下 的 縣稅自 まじ 關 する 巧 文 


關 稅會議 委員 會 . 

東京 特電 十九 日 發 u 熙 稅會畿 
小委 員 會で自 ホ權巧 俊、 麓を 
廢 止を 巧 定し時 禪な脚 係國ご 
特別 稅率 協定は H 本案の 通過 
を蔥 ホず る •か 化の 結裝 を齊ら 
すを じは 巧 日 置を 權の 水際立 
つた 奔走 振 b が與 つて 力が ぁ 
ク だ。 

並び じ 今後 協定すべき 諸 率 項 
を一幽 どし じる ものを 條約ご 
して 調が する もの こす。 

ま 邪を 除く を 締盟 國 はなじち 
邪の 關稅自 ま權を 認めを 列强 
ごち 那じ琪 巧す る 諸條約 上の 
關我 制限 撤廢 'を 協賛し 千 化な 
か 化 年 一巧 一 H を てを 効 ど 
なるべき ま 邪 一般 脚稅 法を 協 

(Jcir / // // /)(//> )1 >-1) — ^ ^ 

平 和議を 書 

下院 可み 

^ 一二と な對 ニニ 裏 

一^。 ンド 'ン 十九 日 錢= 英國 下院 

の^ち 開 ど 同時に 上 巧され た ロカ 

弁 一/ 條 約は 本日 投票に 附 しわる 

結を 一一 一巧よ 十五 漂對十 I 二 票の 大 

を 双で 巧 巧され 勞働黨 ょら 提出 

にた 修正案は 一二な 化 一 一票 對巧化 

W で】 徽 された が b 院の 批准け 

一^ じて 確實ど U つた もの i 站 

日の 討論 じて 勞働黨 を 化 お 

する マクドナ^ド 氏 及び 自由 黨 

ロィド •ゲ 3 — デ 巧じ浓 b を さ 

れた なおの 要点は、 

〔一】 今 巧の' 平 か畿を 書は 軍 

備餘 かじ 觸 れてゐ ない。 

ご 一) ロシアを を然巧 外視し 

0 シー K の 孤立を 强 制する。 

ご 一 こ 一 お齒の 外を じ關 係な き 

自 4^ 版 化を を 抓え て おら 《。 

ごの 一一 一点 じを るが これに 對しチ 

ヤムバ ー レン 外相は 『ロカ 八ノ 

は 軍備 踰少を 討議し 或は 計畫ず 

べき 煤 唐では U く、 巧 等は 單じ 

從ホ これを 望んで 賞 現す る こご 

の 出來な 4 つた 平 かの 化 除を 得 

たじ 過ぎの』 どな 殺し、 

り シアが 菌孫聯 盛に を 加す る 

どせ ない ごは 一に 懸 つて ロ シ 

アの黃 巧で ぁる。 故 じ 聯盟が 

ロシアに 駭賴參 加を 哀訴す る 

の 必要な^ 0 シアは 從巧 ごし 

ても參 かを 巧して ゐな L ので 

をる。 我等は 斷 じて。 シアの 

闕際 孤立を 强 要して ゐ ない。 


贊 ずる もの ごず。 

中 お 民勘过 一般 關槐 法の 臂雜 
ど 共に 遊を 稅の廢 山を 宣ま 〔し 
旦 つを 簇を稅 は 怯 慰 第 十八 年 
I 丹 一 H (千 九が か 化 年 一巧 
- U ) を 0 て完 をに 履が すべ 
きこ どを 重ねて 宣言す る もの 
ごす 0 

而 して 中間 關稅 率の 協定を i 
すべきみ 科を 旨 會の紐 織を 見； る 
じ まつた が、 該 を旨會 は、 

〔一】 體 金稅廢 止に 觸聯— を 
省に 對 する 賠償金 割當。 

ごご 支那の 國債 整理。 

ご 二】 建設的 ^る< 止 業 におす 
る 資金の 剌當。 

〔四】 中央政府の 巧 改豐。 
等の 四 項 じ 直りて 葛 量すべく ま 
邪は 最初ょ b 離 税自ま 礎 ど猜を 
秘 のを 離を ま 狼して ゐ たる も 今 
凹の ホ 議は假 b じま那 政府が 驚 
を 稅の撤 悠を實 巧し 得ざる 嫁を 
ど 雖則强 は 縱秘自 ま 權を認 堀す 
る おごなら' 自然 支那の 勝利で あ 
るど觀 測され て& る。 次 じ ホる 
べき 問題は 中間 關稅の 收入攝 管 
問題 じあ もが まが 侧 f は 現じが 
人に 依 6 支配され てゐ るち 那總 
我 司に 一巧せ ホ、 國 際を 眞會め 
組織を 提唱して ゐ る。 

ど 答 辯し ねが 反 對黨の 言論 もを 
じ 批評 じたら 條約 をの ものに お 

對 して ゐ ない 2 は 明白で あつだ 

i 

、執政 權賦與 

苛酷な 治安 維ぶ 

- CI マ十乂 0發：= が 太 利を 相 
ムソ リニ 巧は 本日の 譲會に 
巧の 闕家 組織が 遇去數 世紀に 旦 
ら講會 制度の み じ 化る 施政- 4© 

しない， とを 鄰 もどし 內閣 义ぶ議 

會 とは 獨 立--- たる 昔 相の 執が を 

意 ホす る 議案を 提出 b たる 

る じ 化れば 首相は 自 百獨斷 じて 

自己 じ 危舊を 加 ふるを 乃を 化る 

言論 义 試みし 者を 處 罰する 心權 


ス j 自网 民が が 太 利の みがを を亂し 
が 太 利の 威 威を 傷く るが 如き 言 
論 乃 ま 巧爲を 政て したる 巧を は 
ホに 權を削 奪す るの みならす が 
産の 种收權 を も化留 し、 幾衍じ 
てを 巧され し诚 まは せ 化は ー ニヶ 
巧な 內 じ巧ぴ これを 提出して 强 
制 的に 投靈 せし いる 權利 及び 勞 
働 紐を はファ K シモ 組合ん みを 
認めを つ 勞慟栽 巧の が 化。 勞資 
が 方に どら 絶销的 どし スト ラィ 
キ义は エ废閒 鎖 等け 獨 劇に てけ 
ひ 能は ざる， とどなら、 悉んど 首 
相の 絕對 執政 權 をを 認 したる じ 
等しき 稍の 治を 維が 法で 首 化の 
演說は 熱が 的に 歡迎 された ど。 


，マィト 五十 本を 使 巧して 證晚破 
利を 存し 更ら じが 外 じだ 留 よる I 壊を 計畫 して ゐた 


問題の 人 〔2】 

ふソ リニ 


ノ^ — - ブル 賞 中止 

ム ス テ 瓜 ダ ム 十八日發：：=本 
年度の ノー ブご貨 をは ノ—プ 八 
化 巧 圆當舘 の 建設 非 他に 關 する 
經费の 瞄保も あち 且つ 適當； .よる 
校 補を もじい ごい ふ-^ から 中 ル 
する； ど つむ。 


大統領 嚴父 重態 

ワシントン 十八：； n を = 大統領 
ク 19 ッデ 皮の 嚴 父は 持 满併發 
して 垂 態に 暗ら たる 爲め 大統锁 
は 明日の ニュ —9— ク じがけ る 
お 業 會議所 晚餐貪 じて 演說 した 
る 後を はプ 9 マス じ 赴く かも 知 
れな いご ° 


がを 府 落ら 

奉 天軍 退却 

勝ち じ乘じ 掠奪 

化を 十九 日 裳：：：： 駐攤 省の 首府 
でを る保定 がは 張 作霖將 軍に が 
威を 抱 < 郡 お 軍の 軍隊 じ 占锁さ 
れ奉 天軍は 激戦のを 退却した る 
が锁 軍は 勝 もじ 乘 じて 捣 奪し ざ 
數の 死傷 巧を 生じ じ模樣 である 
がを の 後 両軍の 使者が 會 をし 奉 
天軍は 退却す るも鄭 軍は 追 整を 
銷始 し；：* い-とど。 つじ。 

ヮシントン 十九： n 發 u . マ クム 

レー を 化から 達した を電じ 化れ 
ば 張 か霖ピ 搞玉祥 のか ホ 提悲が 
成ら 化を 城內 も-まつて ホ穏 にし 
て こ のみ^:*^らば圓稅約議も圓滿 
じ 進 巧す るで あらぅ ご樂觀 され 
てゐ るが 兩軍 撤退 後の 叱を 城 巧 
は 政府 あ轄 S 巡羅 除が 指揮し 奉 
天軍は 化 京 天を 徽 道を 依然 ご し 
て酱備 中で ある。 

漁船が 衝突 沈沒. 

東京 特電 十九 日發 U 乂連窺 船 
寶龍 化は ホ 速 島 沖に 假范 中驅逐 
艦な 風が 衞 突し 寶龍义 は 化を し 
ね^ 乘紐 員は を 部 救 肋され た。 

富 _尘 妨 職工 怠業 

ま 京持電 十九 曰豬 =:當± 結績 
川 崎ェ爆 職工 六 千ん を 部 息 業し 
を禪 職工の 復職 要 ホ おれられず 
形勢 漸ホ惡 化しつ え あら。 


独 ホ 


議會 爆發を 陰謀 

ま 京 特電 十八 日 發 U 加 藤 首相 
暗殺未遂 陰謀を 判は 本 y 開を さ 
れ 化ん 巧藤慶 道は 陰謀を 自認し 
たが 彼れ の 陳述 じ 娘れば ダィナ 




♦ 


♦ H 本の 治を 維持を は、 H 半の 

頑 其 さを 化界的 じした もみで 

ぁるが、 が 太 ホの ムツ リー ~ 首 

がは をれ こを 世が 窮. 一の^を 

維持 法を を 巧した。 

♦化が 社 貪 驚の 出み でぁるが、 

歐测大戰じ威激して化會|1義 

はすつ か b 宗旨 變 b をし ご、 

國が宗 ど. 白 虎隊も ごき 

じ黑シ ヤツ 黨を 組織して-堂 

を ご。 1 マに 入ら、 無鮮 化の 

を 命を がて した 彼は、 權 みの 

權化 をの もの i 如き 人物- 

♦廿 化が の ナポレオンを 菊 かつ 

てゐる 彼は 可 巧い が、 この間 


の。 力が ノ會議 では ホ 素から 
新閒输 閱の嚴 重さに 巧對 した 
列强の 記を 倒、 首相の 招が 茶 

話 曾を ボィコットした。 

♦併し こんな 男では あるが 仲々 

の 感情家で、 この 巧 日本から 

飛んで 歸 つね ピネド 中位を 迎 

へる や、 首相は 彼を 抱いて 接 

瞎し聲 を 出して 泣いた ごい ふ 

威 情 あぶりだ。 

♦この 跑 情が 彼を を國家 じらし 

めた じは 相違ない が、 治を 維 

持 法の 制定 前にを 相晴殺 陰謀 

等と いふ 芝居を 打つ たのは 平 

素の彼らしくもない。 政治は 

雜會に 非ら 中 「力」 ご あると 豪 

語ず る 彼の ザ 面には 力 じ賴る 

弱 巧の 悲哀が 潜んで ゐ るでは 

ないか。 


回想 錄 W 

高峰 博 壬 四周が 

無 通の 駐米を 權 大使と 諮 はれ 
あ 化巧學 者の】 權威ご 仰がれ 
て 盛を を I 化に 馳 せじ 高を 講 
吉博 i 逝いて 强じ凹 周年に 達 
したが 健总 性の 人 ± は 動らず 
れ ばが 篤た る 博 ± の 勸裴ご 卓 
拔 した 博 七の 人格と を おれつ 
つ ある 巧に 際し 峭 々隱 十の舊 
をで ぁる 益 曲を 巧が 「農 巧の 
恩 A 」 ごしての 缔を的 小 傅を 
發 表した からを じ 江湖に 紹介 
してな 博 七. じ對 する 記 憾を新 
たじら しめむ ごする (記者) 

こ i じこの 輩 業 中 じ 一つの 面 
白い 五 ピソ！ ドを あ 共は 持つ た 
それは フランスで 別れた 獨 身の 
面 あ 巧が ァメリヵで 逢つ たがは 
左手に 续泥 じる 美ん を 擁し 「こ 
れ •かおの 妻で あらます」 £ の挨 
楼だ つね i で、 雜 けば 曾つ で 巧 
がニユ ！ オ' — ン アンス じ お 張 中 
旣じ 婚約の ぁつた 婦ん 、.をの 婦 
人と 今 巧は 高峯 氏が ホネ ー ム ー 
ン u 自 かじ もは 人前 もは - i がら 
ない 新 夫婦の ためじ でんな じ惱 
まされた； であつ じらぅ；：：： 範聞 
など 限らがない。 後 高 楽 巧は 人 
造 肥稱會 社の あき 本 所 じあを 持 
つたが、 をの 家たち やまこ どじ 
きたない もので あつた。 だが 新 
夫人は 異國の 風物に も 也を わか 
ず ひたすら 夫の 化 事を 巧け けげ 
みを つて ゐ た。 

をの 後い つの i だつ たかが 巧 
今まで 築き上げ たこの 貪 社が 不 
幸 じ も乂災 じあつ て垂燒 して T 
つた。 會社 どして はを く 致命傷 
で， やつと 目 島}: がつ いたどい ふ 
もの； 見込が ある や 巧 やわ かな 
ない。 をの 會 社が 燒 けたの だか 
ら 新株 裳 集を した 巧で 誰も 手の 
出して はない。 が 時の 滥澤 さん 
だ。 漉澤 さんの 瞻力ど 云 ふ もの 
は 何時も 見上げた ものである ど 
をは 常に 敬服して ゐ る。 化時滥 
澤 さんの 言 はれる のじは 「挫け 
て も 挫けても た ゆ まや 築き上げ 
て 巧く。 をの 巧必 ど誠實 ごこを 
は仕事の 上 で の 大事^;^;で あ る 
單じ倉 社が 燒け たどい ふだけ で 
化 事を 止める 必要は ない。 な 共 
はもつ と巧必 をして やらねば な 

ら ない」 實は间 じくを 膽 される 

ど おつた 髓澤 さんが このみ 必で 

あつて、 宮らな ホ 人を 說 き、 困 

難を 退けて 專必巧 輿の； じ 力を 

盡 して 吳 れられ た。 をれ で 巧び 
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甘 巧 一十 年 四十 止大 [ 二 ) 


▽ H 巧り 一 

蛮 書硏を ぉた 

共 卿 含 タセ巧 キ _ 

鹿 巧說お $ ホ I 

▽ 水 腿 H • j 

が 榜曾夕 八 時 
▽卜-晒〇 
藻 巧を 又はぶ I 

■结を 夕 八 巧 I 

I 寄宿が、 旅 巧ち i 

ま內 部、 A 事相！ 

談 部' 調を 部‘ 巧； 

業 岡を 部、 突 語 I 

煤 縫を 投® 諸廉 i 

を 鼓け を 員、 ホ！ 

會 員® 巧を 計る I 


お觸 事務 

巧が を 地 並 じを 世 
巧の 接 出入 方法 じ 
がする 一切の 御豁 
問に 應 じ、 巧 道 お 
船 貨称運 貸 及 ぉお 
を 稅期キ 賴黨等 進 
韋 す、 ま耍都 ホに 
巧理 巧を おし 誠 g 
裳 速 御用 命じ 應や 

煤 輸が扱 


♦聲籍 ♦お 誌 ♦新 巧 
縱覺 寒を 開 
執 お 午が 九 持よ b 午后 五 巧を 

紐脊曰 本人 會 

西 五十と 了 目 二 五〇番 
お話サ アクグ 八-九 0— 化 一 


化 留靑年 理想の 團ホ 

.呈 八靑年 會 

の W . 9 窒马 ぎ Glarki 1 ミ 


大が巧 H 本人 

基督 敎靑 年會 

芝 2 E. 芸さ St. N. Y. 呈 y. 
ぎ PI ミ 8 三 1 


巧 巧說を UHH 午を 八 時 
が洽 .台木 唯 H 午 お八 時 
が 詰 食 ±班9 午後 八 時 
ぶを > 团當 室、 娛樂 まのを 牌 あ 1/ 
ホ替 を救迎 す、 負 巧を がが だ il 
牧 巧 副を 済 道 I 

U 本人 基督教 修道 會 I 

102 W を rd St . N . Y . City ^ 

rel. M ミ nin の sid 巧 Si 赛 - 

目 本人 ぉ 0 敎會 j 

牧邮 川 結 ホ么進 ！ 

幹事 旧 中 巧 11 ; 

Ja ミミ se 至. E . 空 ミ ch & i ミ t . 

だ 3 ま. 養 si. Tel Clarkson 1 苦 1 
巧が 說较 H 化 H 午を 八 時 _ 
が檢 を水跑 H すを 八 巧 
裁縫 貧 火 唯 H 午を 二 時 
♦寄 おを 

位 霞を 衔比亞 を 叙み 下町を 十 I 

五み 學 生を 社員 旅 巧を じを 適 一 

鼓 牌 國善錐 誌が 紐 度を 蛹 娛輿一 

を 滿易 をを あら 

巧を 巧 裳間旋 、旅客を 巧、 を 巧； 

掌莱 調を、 其 化 ガ事巧 巧 おを； 

等间胞 諸兄の ホ舍を 歓迎す i 


i 解 揉 療治 

神經贿 、リウ マチス 
風 お、 打 身、- 城晴腰 
脯 み、 宵膽 掏ぶ 化 
出張 親切 じ 治療 中 
上ます。 前約の 方 
は 午後 一二 時ょ ら自 
を じて 施術し まず 
り 本敏灸 
專門學 お 卒黨 

|脊| 津輕 東洋 1 

西が と 十九！-* 目 畳 八 

お話ブ .スネー スぶ茲 一二 


D 巧 . ICENJW 巧一; 巧 CY > 

. 呈吉 OP さ CT 呈 

吉 7 呈 h Ave . f さ =d SI . 
el . さ nder 書 1728 ぎ i 養 

’い t ホな 謙 次 

巧、 水* を、 午後 一巧よ b 五が 
を、 其 化は 前約に 願 ひます 


ル 


許 論 お 巧 十： n 巧 巧 
雜誌 I が 十 仙 
ミで sli St . N . y . 呈 

船具を 巧な お 船 御用 连 

遠麟小 刃厨會 

這 BsaElw さ N . Y •晏 
Tel . き 一 董 all 1 玄 1‘2 


が 瀬九廊 

8 B Ux 量 ミ Ave . N . Y . 芸 
Bet . なず & 27 さで W 
1己- 豪 を son ざ-を 一 ご 7 B 4 S 


稅關 事務 取扱 

ち LLi L. 妄舌 & 香.， 

ざ Q ョ 12 苦 11 す oaiiw さ呈 y - 
さ one ; 巧 cmiing す 田 呈 913 巧 ，9 ミ 


H 本 お 具 

雜 貨卸寶 

を 良 貿易商 會 


齒科醫 

▼診察 時間 ▲ 
每日 (〇 曜を 膝く) 
午前 九 時よ 6 
午後 五 時 ザ 
ホ曜 午前 丸 時 1 
午後 一時 


紐 育 州を 認 
內巧 をを 許 
東を 帝大醫 科大學 
產 嬰な 巧 巧卒ぶ 

蘆 婆 松本綠 


U 本 陶雜お 
雜貨が 卸 お 


卜 •じ 

/ 


づ 

ブラザ^ — ス 


丸山洋 臟廟會 



ん巧 
化 川 
h n 

wl - 

w 北 
が 


おを が 丸 ノ內ピ か デン グ ニ階 ニニ 〇隆 

婦脯丸 山 洋服 商會 
齒科醫 木 下义巿 

ゴ〇 を . 1 ごさ si. 

ぎ M ミ U ョ ent 8 拓 7 
ランプを 禪を賣 

下 羽 電氣簡 店 

2!021 巧 roadway 
TeL を dieot 三 147 


日本 

ドライ グ - — ツ 



日す 巧知 时を才 み A お 的 \ろ 

寶夕ぞ41屢與 \み \《ぉ^;7. 

クオ— んザ へみ ルン ン がが 巧 刹 引 
; し 7— ド.； ミん トン‘ が 評 を 刻 列 
がみ d 化' 合感袁 がろ 刻刮 
魯ぶ みを‘ が 每ふク 刻す ず 
爲ネ 半み 獲を が 筆 V \ 割引 

縣的 嫌の 旅乂 


都合 じょ* 當 みの 間 

診察 

午後と 時— 九 時 

H 躍は 前約 願上淚 

バ ^ ま お悅彌 


珍 察. 

午を 一二 時 ょら ホ 時 
H 曜は 前約 相 願 枝 


•トク トグ 

烏 見豊彥 


齒科醫 

= 新 ま 無痛 端療 = 
夕 年の 經驗 をな て 
H よ 人 諸 巧は 特に 
了が 懇切 じ 施術す 

卜^マ チン 



厳科 醫 

多年の 經驗 をな て 
最新 A 巧學 手術に 
巧 能 じて 信用 篤し 
= 施褐料 低廉 = 
U 本人 お 君には 時 
じ T 增 •避 切に 治療 
が 育 州を 認 

パ r ブル— ム 


Dr. R. whishido, PPS. 

1 だ 至 . i St . Tel . でら St こ 8 忘 

談個 醒 穴 戶良二 

白 午前 九 時 モ 十二時 
' A 午後'- がそぶ が 


診察 時間 

_ 午前 化 時— 十 時 
: 午後 六 時— 八 時 

I パ r 小 栗 幹 ご 一 

I 組 肯ボフ ラ 7 1 が院 
一. 窠ぶ おお お 勤務 
一 武ボ 3 ン バラン ド 

おお 勤 お 


診察 時間- 

午後 零時 半 ull 時半 
午後 六 時： = 九 時 
を お轉學 ± 

パレ： 巖本谨 一 
古淪比 亞大學 ぶび 
グザ ラン 病院 勤務 
H 躍は 前約 願 上 候 


診察が 間 
午後 五 時 1 八 時 

江 見 一二 朗 

引 猿き ベ 片ビュ L 
病院が 戳 じがを 時 
間 外 义び日 曠は前 
約 じ 限る 


堂 ザ 洋服 巧 


日本 
洋服 巧 

时山 信み 郞 
化 本が 


東 五十 T 目 


I ニー ニ 


が 藤 
洋服 巧 

t フ稽 なご 一二 



正直 ど 親切と を 旨 どし 確實 
信用 ゐる巧 品を 精選し 
特別 廉 憤で 贩 a ; 致します 


クオ グすム 、エ术 デン 四 刹 引 

其 化は 化て 一二 创引 .1 

指輪 鎖 貴を 屬並じ 寶巧類 一切 

；； ミグ トン 時計、！； 7! ドィ 

リノ ィ， 時計、 を柿睛 時計 

ゥォ ー タ ー マンを 年 拳 

エバ シャ ー フ热肇 

純銀 お 並 にがお 一巧 

御歸 朝の 御 ±產 一切 

時計の 修键 はが 險付 じて 確實 

にお 川 自身が 致します 
午後 八 時まで 開店 

西 四十 二 了 目 一四と 一 1 五と 

ブロ！ ドゥ エ' — 東 化' 巧 

ロン クエ カ！ •ヒ八 テン ク 

巧 化 二 五 号 ま 

石 川岸 廊會 

お 誠 ブライアント 四 一二と 四 

呈ミ去 ミ 星 ICO . 1 さ 157 辛ち ndSt . 


おき 米 國搞人 
U 本人への 英 
語敎 巧には ホ 
年の 經驗 をち 

す 〇 ーン ザス 

ンと 十五 化 
お：： 一朝 九 巧ょ 
ら校化 時を 柯 
時 にても 化し 
H 幡日は 一時 
よ b 四時を 


成功の 秘訣 


乱 


お 
y 
- •■ ミ 

ミ - ミ - ， h 

5 

.器 

U 1 

am % 


乂國式 英語を 歲寸事 
は 成 巧の 第一義です 
本が じは H 本人 お授 
じ慨れ た專巧 婦ん敎 
師ぁ b 懇切 じ 曾 ま 通 
信义 社を 語を 敎 巧し 
ます。 U 曠過 H ホ じ 
午前 化 時よ b 午 法 十 
時まで 開校し ー レー 
スンと 十他づ io ネ 
H 睛 もじ ホ 校 あれ。 


化粧品 卸賣 

五が 商會 

W E . 17 ihSi , N . Y . 呈. 
Tel 置 vesan こ？ を 

® 片 舞踏 敎援 

►社を ダンス A 
マ. お 情 体操 A 
紳± 、淑わ 、わず 
化 ごん 方に 叮峰 じ. 
敎授 をし 升。 午前 
十 時 ょら 午後 十一 
時を ( H 耀を瞭 く) 

シャ^フ •ダン ン 

ング 師銘學 校卒お 
上杉夕 ■ 



寫眞— ，<- が 


'第 也 巧 

凹二て 一 


メ ー シ！ は 紐 育 最大の テ パ ー トメ ント前 店で あ 
ゎ i す。 巧ら しいを 降 機 ど ユス 々ンタ ー は巧爛 
;;^店内じがけるを巧のわ貫物じ使宜£渝快ごを 
巧へ てゐ ます 

化 巧で 二 おす るら のなら ば メーシ ーでは- 
巧 八十 八 仙 或は をれ W 下で 買へ る i を どぅ 
ぞ御 記憶で さい 

目 本へ 御 荷物を 御 送ち じな > たい 節 又は 御 買物 
に 際して 御用の 度合は パ ー ソナ八 ショッピング 
ビュ ー n 1 を わ尋む 下さい、' 親せ じ 御® をを 計 
らます 


JC 巧 1 C 至 OOC 否， M . D . 

ご 1 West 94 th 資. 京 wlfork 
ジ ー. RW 巧 side 苗 73 & ジ h を er 1 芝 妥 

み \な ホ 午前 九 時— 午後 一 時 
午後 六 時— 午後 化 時 
H 鴨 午前 九 時 i 午を 四時 

ドク トレ/小 楽乘吉 


じ 

M ’ 

A’f 

R 化 M 

U 1 〇 
お d 
^ 9 .引 

ri tt 6 

M が -的 

巧 

N 郎 
〇 2 

5 

〇 

Y 


il 揉 治療 

U 水ぶ び電氣 治療 =：： 
あ 揉 肩 腰の 痛 首 手足 
の 不動 神經痛 タゥ マ 
チ K 慢 ft 胃騰 病神經 
衰弱 お 其 他 
午前 化 時ょ ち 午後 九 
時を 電話 前約 願と 候 

組 育瑞典 フィ ジオ シラ 

ピ ー 學院 卒業 

が 育メ デカグ ジムぶ マ 
ツサ！ ジ協貪 正會員 

公認 西 村 幸 巧 



英米 巿瘍で 

! 爲替 投機 

叫 借 回 おを 見越 

^ 贵 '化 巧 固 川 巧み 巧 おを 巧 どし 
英米の が 巧 家、 おを を 及びが お 
をは W 化巧肤 見越ょ b する 相 常 
を 视じぜ るち 替投礙 が 嘘ん に。 
つた。 まる 十 H 化巧官 なな 吾 巧 

がな 地 じがて が 京 ボの外 化を が 

閒始を 機 どし ナショナル •シブ 

— がけを 中必 ごして 川 円 ひの 巧 

巧 投機が 巧つ た： 

冗を 調签 じよる どを の 

が だけで も 二 千 お 巧 方 川 じ 達し 

今年 丫ザ蝴 りら。 ものを を 計ず 

る ど お 五 千々 w じ 速して ゐるど 

いふ。 是巧典 米ん 山に 對 する 爲 

な 巧樹は 梢々 技 期の 妓資 じょる 

形まで いは H てゐ るから ぞくは 

円本み 地 S 外 固 お 巧 支店を 通じ 

て 巧 風の がわ じ 巧す るを 期預を 

を 憤の 巧 入れ 等になる ので、 乂 

片 化が おじ W 员 ひじ 出て むる 支 

那 筋の’ 巧替巧 磯の かく 相 煤變勘 

をを て かつ 瞄 から 利唤 ひに 出る 

の ごは 異つ てゐ るから、 をの W 

做 凹 化 じを する 力は 相當 大きな 

ものである 〇 も一 して この 山な ひ 

の 巧 啓 投槐は HT 惟 阿 彼 じ 伴つ て 

/1\ 

增加 趨勢 じある が、 こ 

め ま 因は 英米が わ 家 も 巧が 正を 

等 ど：！！ な H 本の 貿 あは 今牟 ょら 

も 巧 ザは 非 巧に 改善され るで も 

らぅ ご觀 測し H 本 政府の M 欧縣 

縮、 あ 巧 化 送め 策 巧 じ 信頼を 堅 

くす る： ぶ 近々 巧 京が の 外 憤が 

々等を 接 越して ゐ る； である。 

巧 闲の究 一一は 米國は 常に 輸出 超 

過 でんる •か、 な外赞 をを 酱 校ず 

る處 どして 奥闽ホ 巧は を 巧を く 

巧乂ク "スの W 化 ごを 撫解銭 じ 

ょ つ て妙ホが ぃ ^ で玻近けを 

がの なぃ 巧 逸 じ勒し 確な U 粗が 

を f つて。 . — ンを おす 主々 多く 

；：? つため である。 一方 n 本巿墙 

U を 利かない 上し w 做 阿 彼の 妙 

化が かつてん るので W 化 思惑. 

巧 大して ホた ので あるが、 兩 1.- 

n 前よ b 川爲 な： 2 ぶ 抓 筋 貝かバ 

の お裝凹 十二が お 十 仙 わじ 昂騰 

しむ 0 


績 々ご. して 

外債 成立 

か 太 利に 一 値 弗 

ィ タリ— のホ网 じがけ るな 值 

にがては 米が 戰 がれ 償 協を 化 立 

な ホィ タリー が 化を 貝 ご モル ダ 

ンが巧 どの 問に 商談 小に 戚 し、 

一時を 利^ か 違 ご米喊 がが じが' 

ける ィ タブー を 巧な 扱の 総驗乏 

し い ^^だ 训も .こ むら " ン ド ン が 

描 お 巧說も 傅って & た •か、 今闷 

瞄 おぶ 江して 一な 弗を 公ぶ する 

となつ た。. ム ホの 化 引 は木搞 

締切 後 じ おぶされた 竿： であるが 

蝴限 U ホ 年ょ b 化 ザを なにして 

利迴 b めと を、 W なごして はリ 

ラ 爲替化 地の 調節ょ b が-」 進ん 

で ィタ" I のな 本位 脱 叫 化を 巧 

ももので あつて、 本年 六 巧モ作 

ガンが 巧よ b イ タリー の S 銀 巧 

じ 願 通した 巧 巧 巧 をんで カホの 

返が にも 巧て る i ピ i ：* ■つてみ る 

と。 而 してが ベ 作 リン 米 國化扮 


をょ. 〇 達した を 巧 じょれば 巧を 
を 地の 州 及び 巧を 巧は 近 < 米 画 
じめ て 約 二 億 お 千万 巧のを 憤を 
お 集 すべ < 常 时ご協 能 中で ある 
が、 を 震 巧な は 展少化 巧 こしを 
府が 抑制す る 方 かで ある。 巧 ほ 
獨逸ブ レー ィン ボ の 市 憤 五が 巧 
弗 まる 十九 りを なて V ャラン 
テ！ がちを び デ ロン •リ ー ドが 
向が 引受 則刚 ど* つてを 巧 L た 
が、 ぶ拂期 化は 千 化む 化 置 年に 
して 資 出が 格 化 十五 巧と 十五 仙 
利率 五 か、 利迴 b とか 八 かの 五 
でを る 0 

記錄 破りの 

企業 資金 

本が 度 凹 il こ 億 

ゲロン •リ— ド おを の 調査 じ 

ょれば 過 ま 八ヶ巧 じ 直る 米圃の 

が企棠 資金は 四十 S 億 二 千 九が 

巧 巧 (改府 を 除く)： i して 昨年 同 

期の 四十 億 四千 六が 为 巧を 突-化 

し 巧 記錄を 作つ た。 一方 憤涩賛 

を も 亦 親記錄 じて 九 億 二 千 二百 

巧 巧 じ 達した が、 この 兩 をを 合 

算する：：^らば昨年巧の四十六億 

四千 四 •白 巧 弗に 掛し 五十二 億 五 

千五扑 巧 弗 じ 達すべ < 、これを 

過去 六ヶ 年の をれ じ 比較 すれば 

左の 如し 

(單位 千 巧、 ちょら 帮な藥 資金 

償還 資 を、 合計の 順序) 

一 义二五 四、 一二 二 九、 八ち 

义 ニニ、 と 一二 一一 

お、 ir 五 二、 五 丸 五 

一九二 四 四、 0 四 五， と〇乂 

五 九 八、 二 〇 と 

凹、 六些 二、 化 一六 

一み. 二 11111、 ！ と 1 、 一二 0 化 

五と 互、 二 五 四 

ご 一、 と闽 凹、 お 六 四 

一儿 ニニ |二、 五 五ー ニ、 九 ニニ 

.直と s 、 lr 五 四 

ご 一、 と 四 四？ 五六 四 

一义 一ニ ニ、 四と 〇、 四と 一二 

ぶ ■五、 も 0 五 

二、 九 八 六、 一と 八 

一と 一〇 二、 ち ハ 四、 と 四と 

一二 一 1 、 と 一一 六 

一二、 〇 と 六、 四ん 一二 

右の 中を 裝資 をが 大部み を 占め 

て 新 化 資本が 八 億 二 一千 六 巧： i = 六 

万； j 千と け 化卜乂 が、 償還 資金 

け 6 億よ 千 九', り 四十 一方 一二 千 凹 

巧 化 お 弗 じして み：^ 化 四 化 凹 千 

おが 六十ん' 力 六 千 二な 化 巧 弗、 

而 して 外 おは 新を 憤 iir お W で 八 

十一 二 万' 千 巧、 お 還 資を一 お 二 

で 六が 化 万 ホで ゐ る。 


おる ご 今年 中の 

總 輸出 高は 四 ま芳二 

千 余 後、 が 格 八 お 五 千 巧 叫を 突 
破して 實じ 空前の 記錄を 示す ベ 
きが 勢で ある。 おじ 磯 ホ 萊の事 
萊年 巧で ある 本年 ホ 巧から 刚年 
五 巧 末を の お；？^ を錄 腕す るに、 
度が ちの 誠査 じょろ 昨 ザの 收藏 
商と 千 一二' 白 八十 一で 八 千 余赏じ 
對し大 お 十 S 年 巧哪も 昨年ろ 巧 
0 降 本年' 五 巧 末 迄のを 西 兩が巧 
への 生 ホ 入荷 高は 横媒お 十と ぶ 
五で 五： 円と 十九 湖、 神 戸 九 巧 六 
千 六が 六十 四 削、 を 計 六十よ 巧 
二 平 二が 四十 一二 棚で あつじ 處か 
ら考 へる ご 本年の 收蘭离 は ホ だ 
あ 確な 教 畳を 知る 5 はお ホト ょい 
が、 を藏 (農が 省 調を ご 二 千 化な 
十 S ガ ー千 余 貫、 义夏秋 蠢じ就 
ては 農が 省の 調る 發 をがない か 
ら假ら じ 大口 水 麗糸會 調 巧の 四 
モ 化六义 一二で を 貫 ご' 巧 懐れば を 
計よ 千 九が 四十 九 方 四千 余 貫 ご 
なら 昨年の 實収 鳥ょ ゥ 五な 六十 
とガ六 千み 貫の お 化 も U る。 從 
つて この 增収 じょ' も 

平均 糸 皇を十 かど 見て 
も 生糸の 生 產离は 前年 巧 ょら 五 
十六 巧よ 千 余 貫 即ち 六 万ー ニ 千 余 
捆を巧 加す る譯 であるから 橫濱 

神 戸兩巧 場の 入荷 高ら 前を 度ょ 

ら をれ だけ 塘 加して と 十ー ニ 巧 五 

千 余 細を 算 する 勘定で ある。 觀 

つて 本年度が めの ホ 月 0 降 化 巧 
未を の實 績じ徴 すると 橫濱 、神 
戶 兩巿媳 入荷 高は 1 

=單 位 細、 一 偏は 化 賞 
'橫潜 神 口', 
ホ ーニ 四、 とぶ の 二 r 九九 六 
とと 一二、 八 一八 一 〇、 八 四 化 

八 七 0、い j 1 1 I 、 九 〇 ご 

乂六乂 、六 0 五 I 0、0 九 八 

橫潑引 一一 四 八、 I 八 八 

神 口 針 二 H ハ、 八 抑 六 

を 計 二八 五、 〇 二 四 

じして 前を 岡 期の か 五 巧と モ ーニ 

円 四十‘ 糾に 比し 二 万と 千よ 巧 

化 十一 r 袖の 增加 である。 又 巧 期 


生糸 輸出 额 

乂億臺 突破 

阳卜 一 下 俊 

本 ザ ■ お W 降乂月 左ん 九ヶ g 

閒 にがけ ろ 巧网年 糸の 输出离 は 

横が H お 巧 几で 六 パ 八十 五 倭、 

.神 口 お 力-で 八な お 十一 二な にて 

をが 潜： ガーで； 化な 化 八 依、 做 i 巧 巧 姐 ふべき 略 於を 溫 めず 


間の 輸出 高は= 單位 倭、 一 猿 

は 和', り 斤 十六 貫 

横 後 神 戸 

六 ーニ〇、 六 0,0 四、 一二 五 

と 四 一、 九' 〇 五、 主 S 

八 四 二、 I ; 四 二 と、 一二！ と 

九 四 一、 ail 二 六、 二 九 六 

おお 計 一 五 五、 よ 八 四 

神 口 計 二ーニ’ 六 〇 五 

な 針 一 お、 一二 完 

じして 前年 M 期 じ 比 L おじ 四 万 

六 打を 倭の 激 巧を ホして ゐ るか 

ら 、今後 剛年 荒ち 未を^ 綻お島 

を假 b に 前年 巧閒檢 どしても 本 

年 巧の 愉出 高は 

一: 十ー ニス 俊を 下る 檢な 

ぇ は。 いご 見て 火 逝 あるまい。 

巧 一巧 巧 か 化 糸 5 资 巧ぶ％ を呈し 

て & るのは よどして ホ 闊經濟 を 

のが 况ごお 健脚 係 じよる もので 

义蝴觀 巧が の 前を におして ホ 赏 


これ じ善處 すを の 策を 諸 やる； 
•か 緊要 ご 見られて & る。 

本年 入超は. 

ご 一億 圓 程度 

ず 柳 超過は 少額 

十 巧 下 巧」 於け る貿 みは 引 類 
き 出超 二 千な 巧 山を 示し' 下半期 
を迦 じて I, 億ろ 阿方 川み 出超 ど 
ぃ Ab 年初な ホの 入超は 一二 憶 一千 
:一 な 巧 2： じ 城 じじが、 この 蚊 字 
が 今後の ニヶ 巧で •ごの 巧 巧左增 
がする かゴ輸 出資 あが 好势 じあ 
る 争 H を じが 目され てなる。 目 
下の 度が 想され るのは 旣に買 付 
を 終つ k 新 棉が输 入され るた め 
年 ホ 中み じ 於て 入超を みすで あ 
らうが' 昨今の 

ぉ膛 傾向 は尙ほ 暫く 繼 

綾す，-? もの ど觀 測され て& るか 
らお 周 輸出入 超を 錯の巧 巧で 化 
まるみでは U からう か？ 若し さ 
う》 すれば 本年の 貿易は 大体に 
於て 先づ 入超 S 億 w 积巧ど 見て 
■大を ないで あらう。 而 して 本年 
み ホを 通じて 政府 關 係を 控除し 
じ 屬際貸 措の 如 阿を 見る じ、 巧 
か； 正貨 支拂 額】 千万 阳 及び 本年 
席 半期を 過 じて 電氣曾 社 筋の 民 
强 '外債が 巧な り 成立して なる。 
禪 / も 東が 電力 S モ 六な 巧阳 、宇 
冶 川電氣 一二 千 四ち 巧 W、 大同 電 
み S 千で 阳 、東京 電燈五 千 方 w 
等で な 計 一億 五 千万 ra じ 達して 
右る。 みぎに 貿易 外の 

一 受取 超過 でを るる、 こ 

j れは外 倩の 如く 倒 明せ ざる も 例 
年の 巧 込み じ 化 ひ 上半期 六 千万 
阳 、ド 半期' 五 千巧阳 ごし 兩 期を 
通じて 賓易 外の 受取 超過 一億】 

千 巧 w どして を 化を を算 すると 

二 億と 千で 内ピ U、、 これを 入 

超 云 億 山から 巧 除す む ば 本年の 

支视 超過は 僅か じ S モス 山 巧 度 

VJ なる。 假らじ 貿易 •か 今後の が 

勢 じてん 超數 字が を豫想 額ょ b 

幾か增 加を 示す ど L て. £、 梟を 

數年問 のぞ 柳 超過額に 比すれば 

著しくず 額を W て 終る。 


本脯 東京 特電 f 點 I 冊 j 


格 六 化 二す 二 村と 十 巧 八で 川で 

ある。 これを 前年 M 期に 比する 

に拟 おにが' てぶ' 力 九で 六な 九十 

乂傻 、巧 格 じが' て- 值六千 九 パ 

お 十 S 力を’ 山即も S 刺ん か 四が 


當 みこの 巧が ば持铁 ずる もの ご 

姑ら れ てなる •か、 唯 爲强爛 係は 

が化椒 人を 節 中は 替が 軟弱 ホ 調 

を 辿らと しても 大ホ買 付を 當の 

一巡すべき 明 ホ U 沒じ 於て 巧替 


ぶの 激 おを 示して ゐ るが、 がは 一 か 煤の 變 動か 化 糸 巧 傾に 化して 


今 巧 十、 十一、 十二の ー ニケ 巧閒 

じがけ る檐 出な を 前年 W なごを 


でん 作 W を 及ばす であらう か 

どい ふ； にがおの 江ぶ を挪 ひ、 


十月 ホ 國倩總 額 

大藏ぜ の 媛 おじ よれば 十月 ホ 

圆憤 総额は 四十 化億乂 千- V ' 巧 十 

ホで 五モ w である。 

臺灣 拓殖を 創立 

資本を 一一 千で 阳 、中 一千 二 肖 

巧 W は 政府 官有 術を 提供し 八が 

万 w は ほ 間 よら 巧を を 慕 集して 

が殖疆 をを 發，； ：し稱 る 産業 機' 關 

台 鱗 巧殖爵 社を 规立 せんど 目下 

協 誰 進 巧 中で ある。 

滿鐵新 社 懷發巧 

が 翻は 六，：： 五十 万 W の 社 償を 

お 巧し ホィ 八 •シエ ー ^ を 溜 事 

ぶを W 年よ b 實 巧のを。 

化 金 S 建値 引 上 

正を おむ は對乂 爲替述 化を 四 

十： 一 弗に 引上げた。 

砂總 協定案 間 題 

傳顿 中の 做秘 協を 問 猫は 站糖 

だけ 巧' ぐ 協を 化ぶ ずるら しい 

鮮义が 槛繼纔 費 

朝鮮 乂お恤 楽は 一 想 一千 化闻 

巧 W どし 繼績キ 巧を 巧 接して ぶ 

協が 山 ホ r ‘= w 上 十儿： ：：あ 


J が A 化が TEA 目 A 邮 EN 

Burnt Mill , M が yland 
Tel . Woodside 66 L 3 


號 


十九 百 千 


第 


3 な; fmtt を妇を が! 


I 日曜 が 


円 ー ザ 巧 一十 年阳 十出乂 


おさく 霞 

か 巧 御巧理 
幷に 御旅 能 
華が ユニォン 停 お 傷 
ょら 化か、 閑靜 の 庭 
國じ 遊ぶ 喘、 室内の 
が 火 旅情の わ 慰みは 
色々 举時御 見物の 巧 
は 是非 御 立が 下 S い 


ぅでん、 そで 
すし、 中 食 

富 主の 屋 

.藤本 長と 

チヤ！ サム スクェア + 蕾 

電請 ゥォー ス四九 〇 二. 

ボ スト A ボ 

み f 4 k 啤滿大 浦 末 松 

一 切. 衙が哩 -ノタぅ^^:* 

貸 自動車 及び 通 辯、 お 般の案 

內 、紹介 一巧の 便利を 計り 升 

妄 Wor 奋 ster si . すを 1 Mass . 

ぎ 言 ly 7815 3 

辨當 没び 壽 司の 家庭 化 出し- 
を 致しょ すから 柯卒宜 敷 御 
愚 負の 稱を願 ひます 一. 

御 下宿 宮本 

畜 E . 云 th 苗， 享吉 Tel . P 置 呈 5 


煎 餅 卸、 か賣 
を 腐 •油揚 
円本 食料 蟲-切 

Sunrbe Rice Cake Co. 

芸二至 rd Ayr 

ぎ PI ミ 呈~ ; 


口— サン ゼ ルス 化々 の 御 

お ホには 巧 善の 御 化を を 計 b 巧 

イ グ火 

ホテ卢 

擺 がか じがけ る 同胞 經 營中最 

新式 裔等ホ テ 八で あ b ます 
おがを 一巧 一二 九 半 

'置 巧 「グ アン ダ ィキと 六 五 九 

電話 厂タ ツカ！ 一二 八み 一二 

貸 自動 卓 (牧野) 

羅府 名所 御觀化 じは 最も 精通し 

た ドラィバ ー が 御 案内 申 上ます 

H 本け 窺 船 切 巧 御 申込に 應じ 
萬 事 御 巧を じ 御 取扱 ひ 申 候 

を 港 け ホテ少 

▼ H 本 御料 巧 (別閱 あ. 〇) 

を 港々 リホ瓜 ニア 巧丄ハ ーニ 
電話 カネ—- 八 一み 


レヤ トル ホ 

NP 旅館 

w 06 - 6 th .Aye— WP wopttle 、 wash., 

停 苹洛前 通 東 ご IT 巧 側 《階 建 
H 本 巧 船 切符 取扱 波戶場 送迎 


御 下宿 

費 府桑山 淸五廊 

を S So 己 h 9th St . 呈査 e 言 ia pa - 
Tel ‘ Wainu 二 231 


西 六十 五 下目な 四十 六を 

一力 旅館 大橋 

電話 エンデコット 八 ホ 】 〇 


日本一の 化巧兒 
四 尺八 寸の 

戰依秀 t 接の 大 講演 

時 日：： = 十一' 巧册日 { j ?!； 曜 H } 午後 八 時 

旗 所 = 西拓 小よ Till 米 人 基督 敎靑 年會館 

お 題= 「口から おまか ぞ」 . 

ェ催 紐育學 生な 治 研究 會 


明けまして 御 茅 おじ A 

定めて 御 健勝の る 己 巧 じます。 な も 御蔭 樣 じて 至 
極 達者で 巧 巧勉强 て 居らます から 御を 必 下さい 
本年 も 相 變らず 御 巧な の 稍を 御 願を します 
大正 十五 年 一月 一円 

織 旧 信 長 

0 ; 0 」 >P>ZES 円 ゴ岂 田 S, 

苗 SIXTH AVENUE, 

占 EW YORK nITY, N. Y- 
c. S. A. 


これは 新年 じなくて はなら の ¥ がの 模型で 御座います。 本 

社の 新年 狀 及び 組 育 風景 繪 葉書の 新年 狀 印刷は 毎年が 評を 博 

して 註文 殺到の. か 擦で ぁ すが、 御 註文が 早ければ 早いだ 

けに 歲 未の 析 がしい 時間を、 i ブ する をが 出 ホる 譯 であ らま 

ず。 巧を わ 早く 御 註文 下さい- 

其 他英义 入り 隆誕お ヵ ー ド、 會社 商家 

用の 書簡 用紙、 ビル/ヘッド、 會 計簿傳 

票 等を 始め メヌ ー、 姓名 入り 特製 書簡 

用紙、 宿所 入り 封禅、. 名刺、 ゴム 印、 

原稿用紙 等い ろ '-^ 

磨滅し ない 活宁 こ‘ 美術的な 印刷 ミ 

配達の 敏速は 本社の 特 をで をり まず 

巧 刷け り， 紐 育 新報へ 

お 話 スプリング 八 ニ セ セ じ 御 一報 

あれげ ザ 速 社員を 伺は せます 0 


W 男 


rl 

? 化 ！^ 

D 7 ^ 


會席御 料理 

ホ'‘ しず さ 诚 W 



ボ廳を 園で 永年 御 愛 巧を々 け 
r たお 义で 御座います 

M ゎ 則 
fA h 〇 

A が？ 

N W 刪 

GK, 際 

N な： 一 

gr 

J * 1 — LH 

w H 本 じ 住み、： n 本 語 
巧 を 話し、 皆 棟の 御嗜 
好 じ 適する 御が 巧を 調進を 巧 

T 度 エン 之-- タアの ドです 



▼一二 箱 H 淸 が、 親 夕を幾 ▲ 

勢 州 舘館ま 旗 巧 

ホ 巧が 势 事を 乂 間を 作 

に 25 E . 58 th street 
TbI . Rint だち 


转曰 

, K 新 

S 養 r 雪 f 鮮 

〇 ミ 召 サ大の ぶら 

§ .n 己苗勉 生, 毋 
g ; ミ ォ 致渾ク r 

r ミが 一 

ぶ 舊す 切 
へ 

を ホ 
あ 化 

苗 
東 骨 

享罕嫉 
1: a 舘 
ii 軍 

2 云を 
を 次 
が 

> 

D 

親 ピ’ 
子/ 

ザみ 
W て 

三ん 

三で 

CO / ソ 

疗 

Quang レ an Law 

Cninese flsshursnt 

112 W . 65 th . St . Oily 

ホす 御 巧を 適 皆 
を か 料 ■ JJ 服 ふ樣 
願ら 理 樣 の 
ひ 線を!^ な 御 
ま々 致^ 美增 
す 御し^ ホげ 
ホ ま のじ 

樓 

YOUNG CHINA 

3140 Bi^oadway 

4 Blocks South of 

125 th が way Subway 

ご uey Pang's 

化な AUR る flT 
が 9 を) tfh む e . 

M . お S . 

City Hall Tea Gaden 

170 Nassau Sl City 

Ne?ct to 比 e Tribune Bldg 

Loo L;n Manager 

Beem Nom Low 

474-6 山 Ave . 

Bet . 28 th -29 th St . 

21 料の 材 
別 U 埋! 化 J 里 御が 

じ 本を！^ を嗜を 
歡 ん爾 提巧精 
迎諸 tfa 供に 選 
し 君 ザし 適し 
まは^ ます 皆 
す轉 ^ する 橫 

? す 

狱 文彭那 

«瑞§ 

1 樓理 

紙ぶ 中間の お 一 

上 ベ 資曲勤 が 

御 ゎぐ お 便の 司 i 濃 
を 引 おの 利 ホ巧廳 
巧ぶ 巧 御 じじ 人 茶 
中 願 河 用 備は蘆 匿！ 

上 巧 ホ じへ 畫蓮 腰* 
慎な 相 應巧飯 

午 午 料 ■支 美 
前前 巧が ホ 
ホ 十 口に 
時時 打 0 し 

妻 4 南 5 

開 潔 

巧 懐 


御て 宿 

白曲亭 

53 S ぎ tls S 二 Br 呂ご y 夕 N. Y. 


TeL Triangle 7475 


御 下宿 鴨并乂 

こ 吕尝氏 Pla 再 

ぶ一 . 1 st- 2 nd Ave. 〇二 E. た nd SI 

ジニ Mufray 量 2 苦 8 


電話 古キ シン トン 四 八 置 五 

為 巧旅舘 

_ 一案 十 お T 目 二 だ 番 

化み も 地で き淸 潔なる ま 

御で 宿 松林が か 

這を 暑。 か ve . 

Tel. Mid. ぶ . |p 21 

I や 巧 埋髮巧 

_ 中が 窮满 
ゴ W 羣 Si. N. Y . 呈 
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極上の 魚類 

季節の 新鮮の 魚な おお 巧 山 揃つ 

て 居らます から 御 貸 味下夕 い。 

ァピセ ロな 店 

苦す 量 St , ぎで anklin を呈 


尋い人 

'長 野縣谢 'みぶ =1 山 口 堀川 惑 一 
山形縣齋胳^^ーニ郎 ワィ 两部 
.福 井 縣山本 が 島 西 巧 巧 一 
山 口山 本能 巧 \ 福 がか 石 時み 郞 
ま 川 淸一哭 ^ぴ董 

巧大 のみ ホ：! 曾 一:* キ石川 

右のを 一, 逆- 5 を 巧を 煤な 么 
お 巧 本人 巧' I は 知 入より 現 
化 巧 御距知 が 上 お \ 

組 育 心幽總 おを 舘 

1 笠 B ミ臺 Ne * york づミ 
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日本 食料品、 日用品 
並に 新刊 審籍類 一切 

片桐 兄弟 商會 

を 巧 おを 新 巧を 巧 巧 化 じて 巧 着 
仕お阳 巧々 巧 巧 命の お 丰巧上 R 
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日本食が お 頰ぷび 雜貨類 卸小資 

ニニ ニー ニ、 〇 五 五と 桑 山商會 
が刊害 籍雜誌 小間物 日用品 各種 
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刪- I 
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端 I 
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六 


り 本を 巧 お、 が 巧 
曹错 、おを、 巧 巧 

ぅ； T •叫バ 東京 商會 

巧 八 1 ム 、旨 かの 便み 6 




王者の ホ活を 捨てず 

黃禍を 夢 じ 前獨帝 

颤髮 霜を 戴いて ゐ るが 

.儿氣 はおへ ない 讓 放な 態度 

タイタニック！ 一^の 設 一；' 一。 者と 一 W 


氣 のために 四-五 H 煩つ た 稍の 大 
力が である。 こ むは 


一て 化が あ 船 巧の 懼戚ど 云 はれて 
ゐる アイ グラ ン ドんで あ b 、 婚 
i を お® 問 官 どして が 巧 中で 九な 

i：i= 二 年 アイ 八 ランドん 所爵 法の 

'巧 幾 妃中じ 

貴族院の 惊聴 席から をが 

^なおが說をやつてカーゾ ン侯か 

ら谢 兆を 巧 ホされ、 お 族 おじは 

謝 弗 しないが 皇 巧には 謝那 ずる 

一と M 答して 樞密 顧問 官の 職を 巧 
たけむ でら 許されな かつた ア 
レキ サンダ 1 •力 tv ス かに t? 

一を 搔が 前獨 ホの 式部官で ある グ 

ーア ー ゼン 巧 じ 嫁いで ゐる關 巧と 

，大戰 がょ b カイゼ^ 陛ドご 親み 义 

-毁<、 微巧も屢々か蘭のドーン 

に 亡命 中で わるが 獨 帝を ホ 欄し 

:て むた. か、 を 近 ド ー ンで义 しぶ 

: らじ禽 をした をが 去る 十八 りを 

- の" ン ドン 特 带で傳 へられて ゐ 

.る。 カ ー リス^ 氏の 訊る 處 じょ 

_ る ど 現が カイ ピ 八は 

じ 命中 である どはい ふ も 

-の {赞 巧：：？ 主濟 ぶしての ホ 巧は 

:帶 々しいべ^ リン 時化 ど 莖も異 

一なら 中、 停が 場 じは 巧の 巧® 長 

が 盘萬讯 の 自動が でお迎 へる 等 

夕事方 端 お 中 生活を のま} で謁 

- をの 儀が ホ b、 いかめしい 巧 服 

をみカ イゼ の胸閒は目も稲め 

る 巧な 劇を で 埋まり 四 化 人の ぶ 

-部官 がが ホして カ ー ッスが 巧を 

一迎 へだ。 打-^ 巧た 處 カイ ゼ术の 

强髮は 霜を 巧した けいどら 豪放 

-な腿 ほじは みしの 變 らもな < 昔 

IU の カイ ゼグ をの ま i で わるが 

I 皇妃で ある；， 1 ミン 姬 もま 陆と 

一な；；！. 貴婦ん で、 二人の 小 供を ご 

一 おじ カイ ゼ 八に 

忠 實な樂 しい 生活を 送つ 

; て むる。 巧た 曜 H のがは 訪れた 

ん 々のために 施大な 晚餐の 宴を 

張る が、' 列席ず る 著は おて 禮般 

I 備裝 をで 目も覺 わる 傑む 明るい 

V 屯燈の 下で カイ ゼ 八を 中央に、 

I よ あを 右 じ 皇妃を 左側 じ、 侍從 

.おから 巧部官 どい ふ 風 じず らち 

ど 化んで を 席し これが 亡命の 生 

巧を 送 るんで あるかを 疑 はれる 

巧。 カー リス グ 氏と 打 も 解けた 

淡 前 中で 前 帝は 英闕 ごの 挪係じ 

がて 「予は 常じ舆 國じ掛 しては 

，义韶 的 威 情を 抱いて ゐ るち であ 

るが、 血族の； ん として 斯 くを 

るは 當然ご あへ てむ る。 今でも 

をが 確信して ゐる i は あの 大戰 

灾搂 前に 

‘化 直な 外 巧が 巧は たお 

國 から 帝 要な 閒 旨が 獨 逸を 訪れ 

! じ U らぶ戰 ザは 絶 おじの 化し 巧 

じど 信じて & る。 この 戰 ずは 云 

はぐ なげを の戰 巧で あつたか 予 

，はこの 巧が ぶイ」 いふ 巧が 大嫌ひ 

である」 ど 云 ひ、 化の 别强が 巧 

:剧じ おし 一史ら 戰 時幻馈 を支挪 

一は 4：* いに 拘らホ 巧 図が 年々 これ 

j を 巧 巧—- つ t ある 巧し い 位 おじ 

一が：、 カイ ゼ八 じよつ てを 明 

! さわた おぶな お禍 説に 就て は 化 


然 ごして 昔 U の 輿から 醋め や、 
「英國 幷じ化 おじ ど b て 一大を 
威は 必ずや 極を の 

有を 人を 磐っ て 巧る で 

あらぅ」 ご 語つ てゐ る。 が ほ 力 
ィゼグ はお 円 庭 劇の 樹木を 伐採 
して 無聊を 慰めて むる どの 說じ 
對 L 力 1 リス ル 氏は 「カィゼル 
の 性格 ごして 嘶かる； はなし 得 
る もので なく 恐らく 噓傳 であら 
ぅ」 ご 云つ てむ む 0 

軍事 敎 育に 

大 學隻對 

を 大學じ 普及 か 

囊じ ヮシントンの 黒 A 大學生 

は學 校の 强制的 あお 敎 育に な對 

して 同盟 化 校を 斷巧 したが、 當 

化の が育シ テ— * カン I デ學生 

連 もこの 寒空 じ 軍事 敎 巧は 專横 

にご 許 b じが 對述 動を 關始 し、 

目で を 學生約 一二 千ち を 名ょ 6 お 

票を なて 軍事 敎 育の 可否を 裳つ 

む 結 巧を 學校當 事 おじ 報吿 する 

;どなったが、 學ぉ內の强制軍 

串敎育 W 掛 熱は ミネソタ、 ネブ 


英闕前 皇后 重態 

ロンドン 十九 H 發 U 故 ュドヮ 

—ド窮 と 化の 王妃に 當ら せら 

れるァ レキ サンドラ 女王 じは 

が H 正午 突が 持病の 必臟 病に 

罹られ 御を 態は 頗る 軍 態なる 

み i 如く わ 年が わ 年 だけ じ 

全巧國 はは 甚だ 麽 慮して ゐる 

が、 を 皇族ら 社を がへの 御 願 

おはわ是合せ ど：：^つ た。 

ラス カ、 カン サス 、ワシントン 

力 9 フォ^ニア、 シラ キユ I ス 

ノース •ゥ エスタ 1 ン、、 、、シ ボ 

ン 、ペン シグ. ェ三ァ のを 大學じ 

も 及ぼし 連絡を ごつ て 反 對の氣 

勢を 擧げ てゐ る。 この 狀 おじ 鑑 

みて か 或る 地方では 急 じ 强制軍 

事敎 育を 廢止 しこれを 生徒の 隨 

惹じ 一任して ゐる學 校 も ある ど 

ぃふり 

草 人 主演で 

新峽蠢 撮影 

適役の -H 巧 古 王 

ち 年 ロンドンで 户ム レットを 

演じて 世を 一の 巧を どつ た米國 

のを 廢 ジョン •バリモァは 二 年 

ぶ b でボ y ゥッド 映講 巧の 人 ど 

なら、 今 巧 ワナー •ブブ デ ー ス 

會 社で 「シー •ビー スト」 (お 獸】 

S いふ 大 が？ らの 

海洋 映 轟 を撤 影す る； 

ごなる や 义 々神が をを 現す る ま 

那人 ごして を 人君が 迎 へられる 

つた。 间 若は 游 船の 陰陽 

師 フユ ドラ ごい ふ 頗る 重 巧な ほ 

を 引 まけて ぶ 風雨 吹き おぶ 乂巧 

上 じがて 白綻 を捕姆 ずる 陰惨な 

シーン を 態々 沖に 嫂ぎ 出て 撮影 

したが、 このため バリモアは 肋 

骨を 挫いた ので 途中 化を のじい 

なき じ 至 6、 を乂 巧ち 船を どを 


來春夕 々 T ビッチ 監 
巧の 「ゥ キン' ダー ミャ 夫ん の 扇」 
ど 並 ん で ヮ ー ナ ー • ブ ラ — ス 
の 二大時 かお どして フアンを 富 
支す； であらぅ。 而 一 ^ てこの 撮 
影が 終る や 草 人君は 巧げ バラ マ 
ゥト を^に 歸 6、 今废は 化歲じ 
してで 巧した 英閱の 棘 乂ジエ ー 

ムス*エ 术 ロィ^フ ンソカ^ — 氏の 

遺書；—- ツ サンの 吻 語」 じがを 

ごつ じ 「ゴ— 八 デン •ジ 3 — ネ 
1」( 黃 金の 旅路) ィ】 いふ 

超 特が議 じが 溃 して ゐ 

る〇こ れけア 1 ネスト、 卜—レ 
ンス 、バ スタ 1、 コリア、 グブ 

夕 •ニブ セン 感 及び 草 人を 加へ 
た四名を ス ター ごする超巧巧邦 
柬洋映 謡で あるが、 をん 君は 暴 
君の ± ザを サ^ タン じがして 目 i 

下撮彰 中で ある。 草 人君の 役は 
了 巧八キ 十一 化 じを るが 如きを 
怪ま 極の 性格を 現は した もので 
あつて、 恐ら： これを 岡 君が 出 
演 したら の！ 中で 敏も 

藝術 的が 異色の あるら j 

のでみ らぅ。 劇中 じ 出る ニ ツセ 
ン罐 はこの 頃の スタ ー であるが 
キビ...，^ しじ 藝 術を 持つ てなる 
婦人で ゎる。 黃 をの 旅路 劇は 宗 

敎劇ご 見るべき もので 活議 巧の 

ん格者 バリモア、 卜 1 レンスを 

加へ 草 人 ど お 照せ しめて ゐる大 

作で みる。 - 

‘ 東京 便り 

♦厘 山 かぶ 若 ■東京 放送 巧 じ 

化勸 中で あるが 阿 か ラデォ 申込 

お 豫 想の お 巧を 突破す る ミ お 

救の 盛 現で 巧の 担 巧す る 技術 部 

の 如き 設備 ご 需要の 均衡が どれ 

ホ 腿が 迴る 巧た がしい どい ふ。 

住まは ホが 瞄お 町儿. 

♦巧 川 巧哲を 稻田大 學豫備 

科の 巧 語の 先を じ ニヶ 年 前から 

巧みされ てゐ る。 化 宅は 府下 大 

巧仲胖 五一 一 

♦が 旧恒ホ 郞昔數 ヶ月 前 か 

ら 半身 不髓 おのた め大 ホ 町の 自 

を じがて 療養中の 處十巧 十六 日 

巧ち した。 遺產 のない ミ ごて ホ 

己 人は 途方 じ 暮れて ゐ るが 四十 

义 U 後 おが 町を 引 沸っ て 親戚 じ 

引 きどられる 違なる ら氣の 毒で 

ある。' . 

口 ！ 劇瘍 の轉徵 

全 ホを 通じて 數 巧の 劇 煤を ち 

し而 かも 最もを 慨 。入 旗 料を 提 

供して 最も 優秀。 活動 寫眞を 撰 

擇 し、 高 尙なボ ー ド ビグを 見せ 

てゐ るのは マ ー カス •ロー 氏の 

ロ ー 劇 摸で ある。 が 育 巧の み じ 

て も 到る 處 じが 巧し 辖眞 は】 流 

俳優ら のは 一二 H 乃至 四日 じ 直ら 

て 速 纔映寫 し、 ボ ー ド ビグは ダ 

ンス 、シン ボ ，、ジャブ バン グ 

輕 業、 動物の 諸感 等を 逸物 許 6 

を 集めて ゐ る。 U1 劇場の 代表 

的 どで も稱 ずべき は 組 育の 中必 

タイ ムス •スクェアの ステ^卜 

劇媒 であるが、 同 劇拽は 最新の 

雄 物で あつて 構逛は 甚だ 結 梅を 

保め て ゐる〇 


山縣德 右衛門 巧 

約 か 五 年間 化 米し 巧に 度 麻 方 


面 じがけ る 米 人 ホ テグの 料禪人 
ごして ホテ^ •ャ マの 通 稱で知 
られて ゐた山 縣徳を 街 巧 巧け 豫 
て 肺忠 に 罹 > ダイク。 ンの養 ホ 
閣で巧 養 中の お、 お 勢 俄か •—孽 
まら まる 十と り 午後 化が 遂に 永 
眼した。 词 氏け 山 口縣梁 井の 出 
身 じ （て 享年 四十と 歲 。料理 術 
じ 精 逆せ もが、 な ホ 岡 氏の 指導 
じ 主 b て 一 人前の クック ご U つ 
わ 同胞は 渺 U からず どい ふ。 が 
ほ 岡 巧の 葬儀け ぶんの 化 子、 佐 
乂 間、 田 中、 熊が の 諸 巧が 奔走 
の おお 排 育：：： 本ん をの 鈴 旋溢力 
を 乞 ひ 本 H 午を 二 巧 半フ。 1 ド 
ゥエ！ 、六十 六 了 目の キャンべ 
瓜 葬儀場 じめ てを 巧す る 由。 

珍 名物 語リ 写 〕 

♦化が 道化 川 ホ ー條 通ら じ扫 
か 餅 H どい ふ 人が あるが、 天 盛 
國羽幌 町に も隨 をご變 つた 名前 
の 人 かあつて 豆 巧】 ホ# 哪豆 次と 
いふので みる。 祖父は 置 次 ご 名' 

づけょ ど 云 ひ 父は 豆太郎 じした 
いご 云 ひ 張つ て 巧 ホ 譲ら 中、 や 
つ ご 豆本 郞豆ぷ ごを 協した ので 
ある ごい ふ。 间じ天 驢趨初 山 別 
が 原野 御料地 じ 靑天目 (姓) 太郞 
化 鶴么進 £ いふ 人' が ある。 

♦羽 前 國荒祗 町 じ 五十を ir あ 
藤 ごい ふ巧盧 さんが あるが、 置 
十る がが 姓で 1 ソミ ゾ ご 讀 む。 
义 山形 縣宮內 町 じあ 巧 十 S りご 
いふ 人が あるが、 正！： が 姓で マ 
サブ キど云 ひ 十一 二日が 名で トミ 
力と いふ クミな 0 
♦長 野 縣ま筑 廢邵化 常 村に 小 
が H 本； (ヒー ァイ チ} どい ふ 少年 
が あるが、 父親は お界一 (ョ モイ 
チ) ミ 云ひ祖 艾を國 I どい ふ 0 
♦愛知 縣越 智鄰大 S 島 じ 藤 巧 
赖 ごいん 婦んが あって 姓が 藤 煩 

をが 様で ある。 ホを 第の 十と 聯 

嫁 第二 中隊 じ 玉椒木 (姓) 牛 ごい 

ふ 上等を がゐ るが、 徵 ぶは スキ 

クキ君 W 呼んで & る。 

令 年末 も あブき 

諸 若が 愈 眼 じな 

つて ゐる處 へ- 

寸失禮 ....1 が 勢 

崖の 枠 「ジ ャァ 

お 爺 ごんけ つて 

をら ます、 を 度 鎌を 着て 歸朝致 

します」 親爺 「馬鹿！ をん な賛 

澤な眞 のをす る 奴が あるか、 木 

綿 じしろ」 C 若旦那) ♦妖怪な 歌 

劇 や 男ご晚 .な Vj は 實隙困 らもの 

だが、 ちの 處の黒 頭 ホ 先生の 音 

樂ご 鑑賞の 中 じ 日本人の 昔樂の 

鑑賞 眼？. ど ホて は 恐れ入らまず 

ね (でん 莱 化生) ♦巧 まだ ませば 

と 化 祟る とい ふが： rt 米 間を 股に 

掛けて ホく あの 山紳 ごさへ 一友へ 

ば ゥーン 彼れ かど 首肯され る 男 

は 本願 寺の 巧 まを 地獄 じ おきを 

して 了つ たさ-ぅ だからが 育の 諸 

君 も 用 也 するがょい (南無 阿彌 

法が 拇) ♦柯 かわれ-^ じ 適す 

る 商* 5； を 見 巧して 吳れ ません か 

阿 時を 鍋の 底を 叩いて ゐて もさ 

きの 望 もな し、 巧 角 貯めた S で 

ホ お活かして 巧く 道 も あらませ 

ん {向上 發展 ホー 


淸 潔、 設備 完を 

ホ 川 御 下宿 

まが 巧 じ 二 T 

さ呈 hari 呈 St. Tel. 置！ 一呂 三〇玄 
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Wadsworth 7094 み わ 巧ぴ 下さい 令誦 ♦: 


ん 

The M お ubisiii Bank. Lid. 

EQUITABLE BLDG. 

120 艮 roadway New York 
Telephone Rector 9 が 3ぶ5 


THE MITSUI BANK, LTD. 

NEW YORK AGKNCY 
Room No. 1012 , 

61 B の adwiiy， N. Y. じ. 
Te し Bowling Green 344 い 


THE FOJIMQTO 
SECURITIES GO., ING. 

120 む oadwa パ . む iy 
Reoior 2 が も おが 


The 如 mitom 日 貼が , L 扣 . 

NEW yORK AGENCY 
MS Sroadw 巧 
Tei. Hanover 7444-7445 


Tile Yokohama 

Sp 即お貼 化 , L 怕 

Equitable 則 d も N. Y. 
Phone [lector 2560 


な e Bank 0 ! Taiwan, LM. 

Room 308 

hen 打 e 打 son Inv が ti 打 g Bldg.. 

165 Broadway, N. Y. 
Tel. Cortkndt 7 が 2-3 も 34 


♦ま 怠 御 巧杂の 方は かが 九げ ミ 十が の 間に お 話 ♦ 


The Nippon Trading Co. 

importers of Oriental Goods 
-Atbniic City, N.J 

H 州む rk Show-room; 22 b 卜 imurc- 


Japanese Kimono House 
505 Fifth Ave. N. Y. C. 

?hon ち. Murray Hill 2069 


KAYO FISH MARKET j 

2 日 5 E. 目 8 ih お . ！ 
Tei. Regent が 17 


TaiyoTndin が 日 ,, iDG. 

Import が s & Exporters 
101 Fifth Ave., N. Y. 

Tel お uyvesant 3 の 3-5 

327 W. Madison Street, 
Chicago, Illinois 


MOBiMUBA BROS. 姐 . 

が 巧 - 57 W.SSrdS し 
New York City 
Tel. G 巧 mercy が 50 


WALKER & FL 帥 iO 

CUSTOM TAILORS 

20 DEY ST., NEW YORK 
Near Church St. 

TEL. CORT し ANDT 7667 


社 會式株 船 薇洋東 

T . に K. 

NEW YOR，K OFFICE ； 

R oo m 801-805, 1 65 5 t*o3icl way 

PHONE. CORTLANDT 8047 

San Kraneisco Offi が： が 1 Market か 

帆 出瓣桑 

が 债ホ南 おお ホ お 


JAPAN ART STUDIO 

が 4 LEW 目 MGS が E. ん Y. 

TEL Pli な 4538 


號 六 


九 円 


.な . 巧 


巧 わで 放な ;! お m を 巧を 炒 ミな化巧 


巧曜 ； h 


U — 个 _ ： 巧 一十 年の 十 止 火 （四 J 


紐 巧 生かが 隙會社 

互 木を 吉 

» 呆瞻 

S . さースー 

ze-v York L-ifo I 3« c 『 an<"eco 

slohamborwsi :: NfowYorkoi ち. 

さ 0 ミ . Worth 22 ま 

會社ノ 方 二 御 掛ケノ 節" 歧 V . 

御 自分 ノ あぶ ビ带 話を 號チ申 

钥 々ち 览キ下 サィ 


日會の 特別 寄附 金 運動 

を 共 的 精神 y 振作ず べし 

が 育 U 本人 巧々 あ 大島供 佐巧談 


本 お前々 號所腿 化 巧 H 本人 
を々 貿 特別 帘附を 裳集述 動じ 
脚して け おじ 特別 ま 員ち 屋葺 
悅郎 氏のを 見を おかし'.」 昭い 

わが 曾 畏大島 供を 氏は おらに 

會 見の 記ぶ に對 して ホ 错を陳 

ぶる 所 •かあつ じ。 左は 比 r 视槪 

を 叙した ものである 0 

个个个 

紐 育 日 會 かか 高峰 蔑き 

巧 十； を おめ 一 お 鈴ぶ 郞氏其 他の 

I 有力 おの おみ じ 化 b て ホ 後 ある 

I 過去の 歷お的 記な を 作つ ての 巧 

i を じ 十二 週 年を 閱 した 次第で あ 

一る けれ 共 义國巧 部 じがけ る 唯】 

の孩 巧憐關 .、一しての 遠大なる 理 一 

がを 巧 現す るが 巧め じは 會員相 

扶 けて 巧 力 向上を 念 どす る をを 

必要 ごすべき は 子の 蛮說 する ま 

でもない 所で ゐ らぅ。’ H 本人 會 

創立 當時磅 雑せ るを お 的 精神は 

- なして 常に 之を 振作せ ねげ な 

ら 0。 是れ は單じ フワ ウン ダア 

スじ勒 する 貴 巧と 云 ふの みでは 

なく 現下の U 本人 會 をして 時化 

の 推移 じ順應 する 施設を；.* さし 

いべき ダィナ； ック 、パ ワア其 

物で ある C 化を が 的 精神に 基く 

;^らばを員はぶじ小異を捨て 若 

大 がを 採 b 巧 曾の 憐 神は 貼 もを 

共的捣 神で ホる ご 一ぶ ふ 点じ 想 ひ 

到るべき はま 當で 。パれば なら 

« 蓋し 今次の 

ホ IKj ゴロが を 篡集述 動の 

如き もがが 問胞 3 經濟 乃を 無意 

ホ。 る 力が じ お 消ず るので ぃ よく 


して 共濟 共が の活事 震の 巧め じ 
善用す るみ 第で あるから おつて 
常 助し ぶ 巧せ しいる 糕 じあり た 
いもので ある。 が脊 日本人を の 
關 係し 亦は 遂 巧した 寧 業は 化 ホ 
どても 夕岐夕 端じ岛 つて 居る。 
み濟 事業の 如きは 會 員外の 同胞 
のちめ にお 年 相當糖 まつた 資を 
を 支 巧 しつ i あるが 是れ 等は 团 
も 食 員 諸君が 他 か 不幸なる 同胞 
の爲 めに H 本人 會の 磯觸を 通じ 
て 間 巧じ盡 巧して 担る 一例で ゐ 
る。 其 化 移 ほを 調查 問題 じ 甘ょ 
無 旅錄を 登録 問題の 硏究 じせょ 
當 事を としては 赚 、む ほ 懐 

公平無私 の 動機に 基い 

て 勘いて 居る ので ゐ る。 か 論 人 

間の 狭 掌ず る 事萊 であるから 勘 

機は 純眞 であ つても 時にはが 斷 

を 誤 まるを'*】 あらぅ けれ 巧、 を 

ぅ 云 ふ 事 實じ掛 しては 會 員から 

の 善意の 忠吿を も歡迎 し、 其 建 

設的 批評を ら考屢 して 大過 じき 

を 期しつ、 をる 次 萬で 化 点は 會 

員 諸君 じがても 充か諮 承 あ b た 

いもので をる 中には H 本 入會萬 

能の 露 想を 持つ て 居る 人 も ある 

かも 知れの けれ 巧 夫れ はを 能を 

期待す る i 夫れ 自身が 說じ 無理 

である。 要は 唯 『 H 本人會 に 入 

會 すれば 巧の 御利益を 受ける」 

かなで； 利己 打算を をへ ホが 留 

巧 人 社會の 前に 橫 はる 共通の 巧 

害 化戚じ 就て おじ 協調し 共じ提 

携 -- ^ て 向上 もし 度 おらず る 様 じ 

考 へねば ならぬ ご予は 確信す る 

者で ある。 


誤る G 巧き 口 本 

組 育を 會 化を 加 お直 治 氏 

進化の 道 巧 じ 立 もて 
关 W おを 化 表 石が 了 一氏 

宮をじ 參政權 を おわょ 
化 米 學ホ帖 巧代裝 

細 巧 まつょ 魔 

余の 過去 ザを ど 新 化か 
招 巧が 舉生曾 巧 お 

梅崎覺 一巧 

おが 的なる 社會の 科學的 進路 
巧學 思想 普ぶ 會化お 

佐々 木 一二 1 郞氏 

力 ご 帝圓 の將來 
靑年會 巧ぶ が 江 利 雄 氏 

第 お 十一 潑會ミ 財政々 策. 

が 育 勞御巧 會化表 

阿部 茂 ホを 

才 、巧が 戀んを アジ ザよ！ 

學ホ 政治 硏巧會 化 ま 

小 度 島 搔水氏 


ホ國 赤十字 

會段慕 集 連動を 辭始 
ホ國ホ 十を 社では を 九 回を 員 
裳 集 速 動を 去る 十 一 H の化戰 H 
ょら 二十 六日を じ' 日-りて 行 ひつ 
っ ぁ も大島 n 本人 會 々長を H ネ 
人 部を 旨 長に 嘱巧 L て 募集の 翻 
吿を 試みて 居る が 紐 育 日本人 會 
事務所 じは 會員 徽章の 御 其 他を 
備 へがけ あらを 學 をは 一 弗郵を 

すれば 今秋 よら ホが 十一 巧まで 

の會員 ごなる i が 出 巧る から 同 

事務所 じ照會 あらたし ご 云 ふ。 


.短刀 廈 入の 

野 依 式氣媳 

上院 廢化 ご. 苗 化を 選 

巧 おの 化が 化々 を ごして 夕年 

な 网の操 姬ホじ お 脚つ、 ぁる 

が W を 一氏は 髮 じ布哇 ぶび 太が 

巧 沿岸 邮 方を 膝 遊して 眞 まの 敎 

装を おき 岛つ乂 瞬の 巧 一 情を 視を 

しが 幽 わを がて ホが したが 會お 

の 記を じ ぉしてを 灣 。る 巧 化ぶ I ’ 

氣挪を おげ た。 野 化 Kd 四民 八 一' 

ザの 小を では ぁるが、 所謂 渾身 

を膽ん 自稱快 巧な 丈り じ 短；：： な 

入が 持論い る 皇室 開放 論を 哨へ 

『をみ 火 ぉはり 本援 本を のを 頭 

である からを 選 ごする を ま當と 

するど 云 ふの！^ 化の ぶ 見で ある 

倏けホ 同時に 帮巧赔 化 論を であ 

山 來帘族 制 巧ぶ 廢雜 棋縣み 


る 

钻が術 進ま 酱じ 其いて 蝴立 さ；： 

た胺 おを なつで 松る だ、： が 5 

特 帷脾錢 夕が皇 ぶの 涨巧 でぁつ 

てけ。 ち 口 六 千を の 國：； け 階下 

の ホ 子で あろ 〇ら 苗々 自身！^ 皇 

をのが 脚で；；* パれ じ。 ら 3 。 隨 

つて 夕駭 みみ 族を 中* むごず るな 

巧院 ぉぁ無橘 の 教物 で ホ る が 

な；」をた，じぉ^;=ずべ を卜-ん ぇ〇 


いのは 寧ろ 奇ミ する じ 足らない 

ではない ず。 化 間 化々 二院制度 

の 巧を を ま 張す る お-か あるけれ 

共 彼等は 畢竟 「二を 知つ て 一を 

から ざ も」 じ 過ぎない。 國民の 

息 志威棉 、ま 張を 基本と する 巧 

想的蚁 をは 一院制 巧を 採用す る 

; に 化ら て徹 巧す るので みる』 

吉 々0 


學生 雄辯會 

奇找な 懸賞 方を 

本が 旣報學 ホ 政 ぉ硏兜 會ま腥 

兩が聞 社、 S 敎曾 あびが 肯 U 本 

A 會巧按 のが お 同胞 學生 雄辯大 

會は 愈な み 週 i 幡日 午後 八 時ょ 

b 基な 敎 修道 會 々館 筋 向 レノ ッ 

クス 街 にがる ブフォ - ム ド敎會 

會舘に 化て 開かる、 ぇ. ごな つた 

が k ログ ラムの 槪 要-し 依れば 當 

巧は H 本人 會醬記 お 巧 旧 柳 か 巧 

词 曾し、 齋巧總 が 事、 化ぶ 円本 

化柴部 辞ち、 修 迫を观 事ち 鳥 巧 

な 意 氏ぶ び 巧賓が 化を-にの 祝 

齡が をら 辯 女が じが 题 はみ のか 

< であ々、 岡 何を おのぶ ホで 小 

な 八 ホ子魄 、水木.- 巧彌 氏、 课出 

巧 お 氏 •大 なが'^ 獲の 獨巧も あ 

る。 就中 姑も奇 化。 るは 當 化の 


日 义婦入 接見 會 

糾 育：：： 本婦 心， 會 では 例年の か 

米亞 蹄人侣 樂部會 員を 巧恃し 

去る 十八 日 午後 I 一時から 日本 お 

樂部 階上で お 見會を 開いた 曾 長 

齋瞧總 領事 夫ん 先 づ歡迎 の辭を 

述べ 杉 本绒子 夫人ん ち 語 說明じ 

伴つ て豫 て計畫 せる 巧人講 『想 

央戀』 を 溃じ滿 をの 喝采を 惜し 

たが、 仲國 、ホ 督ぶ他 出演の 役 

々孰れ も 好 許で ぁつた。 ■ 

美の 敎會 講演 會 

西が 八 T 目 Ilr , り 一十 二 一番 H 本 

人 ホな 敎會 にがては ホる 水曜 円 

か 後 主な ザょ b 聖書 硏觉會 を 開 

き 川 鳥 牧邮の f を 害 者 VJ しての 

巧羅』 にみ ぎ 午後 八 時よ b 京 郡 

ホを を學 校を 早 川 巧の 講演が あ 

つた。 


の實 ちの 化 お茄接 野化秀 一 氏歡 
迎を 兼ね ホる 二十四日 リ 本お樂 
部 じ 例を を 開く 由。 

♦佐 藤 常 111 氏が 軍 監督 拳 あ 所 
ホ 計 長、 來春 巧々 鈴 朝の 豫定。 
♦片岡 覺お郞 巧 海軍 ま 針 少佐 
佐 藤 ま 許 長 後 巧 ご （て 近々 ホ 任 
の 答。 

聯を H 曜 說敎 
明 H 喔 午後 八 時ょ b 目で 湖 紐 
中の あ. 江 ミッションよ 事 ダォプ 
—ス師 及び 夫人を 聘し 左の かく 
職を 說を會 を 關く锥 でぁる。 

題 ホを ヴォブ ース嘟 
藉所萊 立 十と 下 B ニニ 110 
が脊 日本人 敎會 
ま懼 基督 敎间盟 貪 

御挨 撥！ 

誰呈 小生 義今闽 社用を 帶び 
ホが 調査 研究の 爲め當 か 滯化可 
致 候 間を お 共じ顆 々御 厚 詔を 蒙， 

6 度す 取が な 紙上 御 挟 お 中陳度 
か 化 御座 候。 

千 九が ホ 五 年 十一月 十六 日 

オタぶ ンタが 

寫眞 工業 巧 式會社 

菊 地 東 陽 
辱知 諸彥 


日本語 說敎 

ぞ年滋 贊縣地 A じが' て 傳道一 
從 事せ るグォ 9 —ス氏 ホが のが 
機を 卜し 左の 如く H 本 語 說敎を 
請 ひ 候 事 ど 相が お 間 御 誘合サ 御 
來聽帖 お 巧 御 案 內ホ上 候 

時 H 十一 巧 二十 二日 卞化 
tvs. 

摸 所 東 五十 f 丫目ご 11110 
が 育 日 4 ^ 人敎會 
說 あぞ あ 江 ミ？ 1 ショ ンま爭 

オジ- — スに 

夫 A 

ホ懼者 一 

望 日 基督 魏 同盟 會 


主 道大會 

時 H 十一 巧 一子 . <H 

午後 八 時 了ら 十一 時 


% M インタ— 


ナシ ヨナ 和 


クス (み 日) リバ： ァ 


‘ゲ 


m a 當 b をく 綺麗な 室 
湯殿に 隣接、' 小人 數 
家庭' 五 巧と 十 お 化 W 上、 朝义 
は 夕 剔 御 來訪を 乞 ふ。 

'产 宝 窝 ミ， 置 wb き St . 章 14 .B 


一 綺麗。 室で 米 人の 良 
案 達 家庭、 室巧も格安で 

す是 ホ 抑尋ゎ 下さい。 

音 A -1 ち 5 W . 1 苦 rd St . 

TeL Audub ミ泛ま 


貸 室 


お向きの 大きな 美し 


い 塞 昇降 蝶附 、設備の 便利 i し 

章 ミ 基 4 W •ご？ thS こさ 

Tel , 羣 hedral 781 G 


I 貸間 


再が む 族院は H 本に がける 化遙 I 懸巧 が說- ，しお t 聴衆み-股 投栗 

政 おを 摇巧 こを ずれみ して 進 ホに め b . あ 數の投 祟を 得た る 一こ 

せし かて 居 U い。 城 迷。 るを 巧 氏 じ 巧 おを 贈る A をで ある。 

のがが や、 化 化。 るが 随 おや 打： 円滅 かなを かは なぞ かか 

.窃 w 外に 純化の 抱な。 きを 额納 ，； 隐ぶ わ が 山 おみ 氏 

:巧 巧。 でを W てが 械し つ、、 わる‘ 風を 祈る 鞭の 叫び 

1 をが 院パ 化が わ 治に 巧が， ふわ； J >- か 働 協@ 化 お 巧 姑 一を 太那に 


東義 一巧 歸 任期 

囊 -! 母堂の 計 音 じ おし 歸朝中 

の 任ぶ がわ 紐 育^ 巧 おお 義 一巧 

は 去る 十四日 横 渚 お 帆の コレ ヤ 

化 化 じて 桑 湛經由 十二 H 十 H 前 

後输 化の 笠で ある 仁， 


おが 巧歡 迎盛會 

去る 十 午後 八 時 Jb ® 冉 

二十 Sr H な、 J 二潭 基瞥敎 修道 

巧々 館 じが',- 狼 近贼乂 視察の 目 

的を なて ホが したん H 本 堪池株 

ま 會社技 帥 右 村隆化 氏の 微迎會 

を随 きたる •か 巧な 化 年當 地に て 

修學 t 多 殺の 僅ぶ を 持で 培る； 

ごて ホを 巧 おと 十を ホ おじ 撫會 

であつ た。 旧じ间 氏け ホう 二十 

'立 U 出帆の® 船 じて 渡 おの 萬。 


一週 五 弗ぶ 八 巧、 I 

人 又は 二ん じ 適す、 

お廳へ 小， か タィム ススク エャ— 

へ 化 五を 電誌 ヵン バラン ド 呈一五 
1 芝 宝 gh S 1 で 00 妄 コ 黒 崎 梅で 


サィド ド 
乂旗巧 一 弗 巧 一 
柔道 對 ボクシング 

劍道 試ず 型 

獨唱 一伊 藤 郁 巧 
舞踊 伊藤 道大 

ダンス (お 席を」 巧) 

± 道 调志會 


沙港 英語 學 校々 ま 
を 巧 正 一二 郞著 

英話活 盜寶" 

定 惟一 弗 乂十倘 郵税 十 仰 
著者が 本書を 編纂せ る 巧な は 靴 
を 隔て！ をき を搔‘ 、の 或 ある 筑 
語會 話を 活用 せんどす る 一 諸子：： 
六ヶ巧 S ' 地 WW と 5」 _ '眉 常の 
會話差 支へ なきを 補 だん 广 す、 

故 じ スラン ダ、 ィデ ォムで びグ 
日 フユン 語 巧を 入れて せ ハ 取 意を 
解す る 樣譬戒 せら。 ホ留 ちじな 
速成を 期しを 文典、 英語ぶ 法を 
編 英文 硏 をの 部 じ對し 通ち 穀巧 
を も 致します (向 ふ 兰ヶ心 間} 

S Josh •言， 養 3 Amsterdi 1! き N . Y . 

G 0 The ぎ ミを Tea Trading 写 


秘書 役 巧 語に 堪能に （ 

て セク レ タリ ー の 要を じ 適する 

人物を ホむ。 を 導を は 滞て 信書 

じて が 脊轨報 社内 水 谷-し 宛て 照 

會 みら じし 0 


ヒ ヤノ 持ま轉 化の 爲め 

格を だ 二十 K 弗 じて 手放した し 

銘は Lar 夏 ue 電話 じて 左記へ 照 

會 ぁれ。 

呈 li ち S 51 ミ 


n - 

ぶ 如 

d ル 

r が 日 

な & 杉 

Gij 

當 cS 大 

• S S 

苗 

J 8 


a 

D 


が 


鑛 踏敎授 

ダンスの 巧 時節が 邊 
らました。 円 化 十 あ 
お乂揃 ひの ィ - スト 

ラク トレス か 恐 かじ 

御 相手 致しまず 0 

H 本人 諸 おは 時 別 _し 

槪迎 します 巧し 御を 

じ 巧 さね 處が あれば 

御 忠言 ザ さい 柯卒御 

來 遊を 御を も 致し 巧 
午後 八 時 よら 
午前 一時まで 

滋支鼠 人 

周 連 方 啓 


•五一 巧 雜 話 昨 二十 口' 五一 會 

會 おじが てを 例講巧 曾を 隅き 川 

闹義 々氏の 『が 巧槐じ 細す る 一 

股め 进 が』 がわつ わ。 

♦一二 出 巧 度 應お强 出身を をな 

て飢 城せ る吉阳 巧は 目下 滞 紐 中 


懸賞 脚本 募集 

明年 二月 中に 開摧 すべきが ち H 木 人 會社會 部 ま お 被疆會 

の 上場に 適す，' 創作 一幕物を 黨 集ず。 . 

一 時化， 題が、 脚本の 長 おは 作 若の 随怠 

締切 本年 十二ち 十五 日 

を 表 W 年 一巧 bn 

懸賞を ぶ 十 巧 

'原稿 送 先が 育 U 本人 曾 事務所 

お 稿には 晓 をを 用 &、 別 じ 姓名な 所を 記入せ る 

夕 刺を 加 封して お 稿 じ 添 へられた し 

當選 かおを 上 檐す奋 ご-杏 ごは 紐 育 H 本人を 社 曾 

委貢會 のか 潍 じよる . 

審お 貝齋滕 階す 川 雪洲が 滕謁雄 一二 氏 其 他 

はを 涉中 


二 

三 

四 

五 

ホ 

と 


紐育自 本人 會 


巧 本を を な 脚 一 
が 这濟ち 本を 六 千を お i 
化な を お 千な； 円 四 拾お圓 一 

雜« 一一 弄 銀 巧が 脊支巧 I 

本店 巧 京 ホ H 本 橋が 廢河町 一 I 
ま 巧 小が H 本 巧 化の 巧 帝ち 構. 衍 
る も お 京 部大扱 巧： 大 防： 神 巧 
族 島 下 挪巧司 巧が 福 岡掉惦 
上海 倫 巧を 巧 洞 水 


外 圃あ替 、鄕里 送を、 ホ 送を、 信用が 其 他 
一般 级巧 業務 精々 御 巧 利 じ化设 巧申較 

雜賊 一一 一義 銀 巧 f を 巧 

本 支 巧 東を 本 巧、 大醉 、神 口、 を挪 
所 化 化 名古廬 、小が、 上 お、 倫 お 


•鮮^ぶ 期が 貨 五十 圓な上 利息が 六み 

館 賊臺灣 銀行— 出張所 

▼魅 里 送を 及び 並を を (無手 お 巧)、 外 西 
巧替賛 買、 荷ち 巧 化 お 化 ホ、 得 用化發 
巧 等 一般が 巧萊 巧が 巧 利 じ おが 巧 化な 
▼が ほ 詳細は 御 遠慮な < 御 問を 歡 下を 候 


を 雜貨な 具 
を 飾卸眞 

P 本 貿易商 會 


純 R 本キ モノ 
純！ II 本の ホ 地 

締人 及び 女な 用 モス 9 
ン 、眞岡 木綿、 おお 化 
の 日本 着 調製、 ぶ禪縮 
細 其 化を 巧 出 ホ 合もゐ 
ち。 御 學みじ 化ら 布地 
^ャ ！ ドな 上小寶 致し 
まず。 御 一報 次第 直に 
伺 ひます 0 


無類 一切 

卸小賣 

加が 魚な 


.巧貨 お十圓 W 上^み ヶ巧 2 し 
刺 息： を 六を」 ー ニヶ 年 0 內 
'が貨 お*^ 圓 ssr 
.巧 M じがり ホ ー 錄二贿 

(侣シ きモ齒 W 下 ノ遼な 巧を ハ おが 在) 

橫濱 正金 銀 巧 》 支 巧 

鄕里 送を は 都て 無ず おおじて 常 
' わ橫濱 本店 經由 送を 方 お 巧 申 お 


社長 男爵 巧 友 ま お銜巧 

本 お 大お化 お 五 T 目 

お 育 支店が 育ブ U 1 ドゥ H 1 冉四 十九 あ 

雜賊 住友銀行 

H 本 巧 《を 京、 横ち お古 屋 、巧 郁、 神 戸 
4 ^ おノ 道、 廣 を、 吳 、柳 井、 ドノ 細 
地 ミ 店 j 巧 司、 小 倉、 若松、 巧を、 乂巧乂 等 
本國 巧を、 鄉化 送を 等は 械め 
て 御 巧 利 迅速 じ 御が お 可 中 候 


藤本 證券 會社 ^ 

‘ I 般 おが 証を ノ質 買、 引を. 黨を 
，を融 、ホ ニと-一剛 X 八 一助 ノ策務 1 

鎌賊 藤本 ビル， 口— 力： 銀 巧 

紐 育 お 張 所 


本店^ 定期 
預金 一迪 知 


雜貨 陶破お 

ドライ グ ー ズ卸費 i 


© ト ライク ー ブ街 •吳 

太洋寶 易が W 會社 


支店 ボ お古、 ボストン 


陶破 鶏、 雜貨 、ラ ー.x 

ンプ 々ランプ 笠を f 

森村ブ タザ I ス 


巖新ス タィ 八陳剌 • 

一度 御來巧 をれ 

弊舖は U 米 紳± ホ 御な 用の 上等 暇を 誠 製を 

ス 0 

弊 舖で御 ホめ のが 服、 か 蒼を 领 着用な され 
じ米國 流巧ス タィ ホの 正しい 邮 をの 整容 か 出 
まず 〇 

クオ，--. •力〜 ミン ド 

フロリす 巧 服 巧 


ホノ か、. 橫 潰-神ち 易 ■上 お •香 蒲‘ 馬 尼な わ 

コレア 凡 (一一 气登觸 )1 十二月 八 H 
，-羅 が 出 取 十二 ぉ 四日) 
を 洋み 三 二、 50 峨 一-十一 肩 二子 百 
西 比 利亞を 13 夏 顺一 一月 五日 
(羅府 出 恥 一が 一息 

太洋义 三 一一、 靈喷 i 1 頁-百 
天 巧え (ニニ、 君〇嗯 一 頁 十六 曰 


化 化 黑西哥 、秘 - IT 智巧諸 港 巧 
化 化 ホノ 八、® 離 戸門 司を 港 行 
. i 往復 共を み 週 一の- 

◊を 港 お®® 切 巧 at を お 人 抑餘旋 仕’〜 候 


U 本、 ま 那寶玉 製 美 
術 お、 婦人 お 首 飾ぶ 
他を 飾 お 

闕島 訂；： が 

离等裝 術 品 修穫、 

首 飾 口 g 、 マト リング 

U 本 服 裁縫 


自慟車 業を 修得せ ょ專 門を じ 
化つ て迷轉 並に 修嬉を 懇切 じ 
而 かも 短 


h 

L 巧 

〇 が 

の Ne 

H け 

C a 
S Y- 

ON : 

ご 

U A 

从 J 

6 

2 



時日 じて 
お授 す。 
就職口 靜 
旋ず獨 立 
出 ホを 
大の 報酬 
を 得ら* 
本校は 創 
化 十 お 年 
晝 が； 


H 曜は 午前 十 時ょ ち 十' 
フオ - ~ 卜 も 敎授す 0 




， H 木陶 盛雜貨 

ドラィ グ ー ツ到販 •詞 

鎌 賦茂木 桃 ホ 組 

ソ 10 三 ，； VIOMCNOJ c ?, Fr 
105 -K 16 th St . N - Y . Tel . stuvv ミ an 二 至 5-6-7 


お藝硏 宛所 

H 、 水、 を 午後 
二时 よら 凹 巧 

裁 方、 縫 方 婦人 小な 服、 製帷 
刺雜ビ ー チン グ及 一肢 家庭 
装飾 等。 出張 お授も 致します 
巧が 十ー ニ 下目 S な 十； 一番 
小 林 フジノ 

带話 キヤ セ ドラ^を 冗 化 


裁 鱗 所 儲 業 

げ 服， 紐 物、 ゥ V / がは ド- ノィ 
ク， 1 ニン グ、 ご* 议げ みお 
へ、. 化 立-' しおし 蝴を < 々鹿に 
を レます。 威 綻^ 如 M なる 抑 化 
义 もげ 咯 に； H -< "し 寺 化化ユ 
ヵタの 出 ホを も ，： h 

お 巧 縫 所 


ミ* £ E < P 


男女 諸君！ 裁縫を 習 ひ 与」 い 

本校は 創な 0 ホ お 十を 0 上の 歷お をが ー ザな あび 小舰 ^ 
おの あ 暇 類の 截 ホ、' 縫 方 一巧 及び 着物 谷を せ 等を 柳 L ,1 
巧 型を なつて 一 も々 じ實 頼；^ け W 
I 的 じ 親切に お 巧を L て属 b ま 11^ M 
I す 習得す るには 一^を 易で 而阳 W H 
かも 適 好の 職業ぶ あらまず 化 化齡パ 
入の ぞい 事は 申を」 も あらま 離け J 
せん 晝巧兩 巧 あ- '1 ;; T .1 
I 等 も 都合を く 出 ごし 居らます 
ミツ チ ー ル 戲縫學 校 



6 して 條 件！！ < g 
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育 
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し . IT 


わ 2 

完： 

k 2 、 ， 
二 I シ 

Y e 'i • 

苗ャ 

二： 卜 

L r \ 

se Bo 1 ル 

WJ ; ち 

III 店 


シアトル 化 帆 c 3 帆を 前 十 時；： 
橫潰乂 4. 二 巧. 化 H 
加賀化 - H 二 丹 化 一日 
が豫化 一 丹 サと日 
が 岡 化 貢 卡 
u 本 巧 船客 運 貢 新を 
一等 橫搜 一九 五 巧 脚 ロニ 〇 五 巧 
一二 等が 食 お 十と ホ かを ぶ 十 お 弗 

歐洲 H 本閒 客船 香 弓 面：' _ 

淪敦 ょち 一等な 五 巧‘ 二等と 十 
お、 お 耳 塞ょ b 1 等 化 十と 炼 
二等 六十ち 巧。 — 

化宮 ホ 化 田を 巧が 由 H か‘ r お 巧： S 1 リニ 机 


が 飯 
を 旧 
はを 
が 御 
本 呼 
を 出 
小し 
荷 下 
物う 

はい 


シ 


八 か 帆' (午 御 十 時 




e 

•m 

L 

K . 

a 


社 

會 

船 

商 

飯 

火 


心 W ぉ 

邮 A な 

^ h 即 
W W 6 

.3 おむ 
化 .f 

の 邮 础 

6 巧む 

謂む L 
huh 


をら げま乂 す 頁 六 n 
ぱ もす 义 十二月" H 二り 
▼一等 梅 お 一九 乘 ， 

化し ば リザ 化 ろん でん 丸は 一 お！^ リ邦 
▼ S 等 日本 巧な 五が ぞ室人 か 逸‘ 糸族宰 i 
▼御 希望に 化り 一等 剌が化 復が巧 おが 对 な 扶 

P ス アン ゼ瓜ス お 帆 (午後 一賊) 

え じ ら 4 Z ? 一 一同 八— 
かなだ 化 二 巧 と 口 
▼一 菩橫巧 ま にら 化 化げ-化 一九 五が 

化 化 はんて 一一 大苑半 
▼一二 等 U 本が 支 じら 化が 嗟 お 拒 贿化化 元祁半 
▼ 沙淹雞が^^が巧料等祭赌乂御が旋かリ巧 


御 下宿 松 滿眞一 

ご 5 E . 92 互 St . 夏 y 
Tel . AtwateM ? ち 

木 旧 ル — ング 

養ぎ ご e . Bet . 置 th & 羣 hSts . 
ジ lepho ミす ち 至芸 27 


ネ ヤン ディ 

クリスマス 用 特別 包 
ヨ コレ ー ト取 をせ 

一封 度 二封 度 一一 一封 度 
及び おお 度 包み。 

户 . — ドを ヤン テ ィス 

一 お 巧 五 お 度 册お度 箱 
卸賣 値段 じて 御 巧 命じ 應じ御 
な 文 品は エ麓 ょら おお 御 華客 
はじ 御 送 b 致します。 巧を 相 
媛ら や 御 引 立 御 愛顯を 願ます 

STRATF 寞〇養 NB 泛 ，言. 

JW 巧 W 4 wn 圧 St . 

ジ iepho ミ ミぶ瓦 萬 44 


內務 省疆許 加州を 認 

產婆& 媛 摩 術 

が 巧秀モ 
助 產鑛ホ マッサー ジ 術の 出張 
治療の 御 ホめ じ應 じます。 
電話 モこュ 1 メント 10 竞 
西な 十一 IIT 目 S 巧 十 二番 


$ 巧敎授 

午前 十 時ょ b を 後 お 時を 
午後 八 時半を 同 十一 時 迄 
度' 張敎授 の浓觀 に應ず 
疋‘晉 ta , 

ぎ 〇ョ 238 Bet - S 5 th & 8 雲 Sts on roadway , 
yllstairoui 己 nThea す e 



H 本 綿 巧 株 ま會お 化育 支店 

Japan Cotton Trading Co., Ltd., 
Cotton Dept 、 

60 B か V が か ,, 

T •し Bowling Qreen 2990 

Silk Dept. 

巧 Ma が ion Av も , 

Tel. Mad. S 勾 . 8695 


u 米を 糸 株 ま會社 
紐 育 支店 
W 训 I •化 I KIIT0 KABUSHfKI KAISHA 

(NICHI-BEX KUTO CO., LTD.) 
373 が H Avenue， 

Tel. Mad. Sq, 7 が 2-5 


神 戸 鈴 木 掏 お 
紐 脊ちお 


I Suzuki & Co., Ltd. (Kobe) i 
I 220 Broadw が， 

I TeL Co け lau か 1 。 9-50 ぶし 52-53 


H 本 生糸が 巧 待 社 
紐 育ま 店 

Morimura わ ai & む.， Agenis 
44 E. 23rd St. 

Te し Sshiand 5320 


おを 名會お 
紐 育ち 店 
Hara & Co., 

443 Fourth Ave.. 

Tei< Caledonia 7830-36 


江 商 巧 ま符社 紐 育ま 店 ‘ 
Gosho Corporation, 
SUk Importe な， 

334 Pourth Ave. 

T«!. Mad. Sq. が 86 

Gosho Co., Inc .， 

。が ton Exporters 
60 Beaver 化 , 

Tel. Bow り ng むか。 S 806 06 


大お朝 u 新 巧が 
福 旧 おず 
0 な KA mHI 

お om 308 World む H が ng 
Tel. む ekman が 60 


お昭お ロニ 巧な H H 

上 巧お逼 

Osaka M お 円 ichi, 
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目 露獨 同盟 U 夢 

歐納 ：； をを が 降 化み が旣 にぶ 

立し、 を 化が は 平 かの 隅 ホに 担 

ぶを 随じ つ^わる が、 ベ 於 リン 

よ b の お逍じ 仏れば、 な 動の じ 

獨 逸闽瞄 栽は、 先づ 。力 片ノ條 

一 約の ぶ， ご问 S じ自抵 おみの 一二 

大むを醉喊せしめたのみでは^^ 

< 、今 间條約 上 おじ 隙して は •飽 

-を もを の ホを 嗚ら さんどし、 帝 

制 巧の 乂 々物で ある 八 デン ドロ 

フ將 軍は、 ヒン デンべ ル ヒ大統 

領じ送 おしてが 約 批准の が 巧を 

ホめ て & る 化 でんる。 

度',: し、 ドー ズをピ いひ、 今 

巧の 0 カル ノ化も ごい ひ、 いづ 

れも 聯合 國 S 對獨逸 態度 力 が 

成 情を 離れて 嘗際 的と U クた 

證 左で わ ら、 こむ を フランスの 

ボアン カン ー 巧閒が 化に 比較す 

れじ 非を。 進 ホで わる。 がる じ 

今捣 逸网權 裁が、 自 巧の 立 煤よ 

して 斯る 化 巧 的 飯 約 じな 對し 

たる 上、 これが 批准を 一 U たら 

お迪延 せし レる のは、 闕 懼黙自 

ら がな 巧を 掘を ものである。 

-い 巧の 闡播黨 は、 おじ 戦を 

大 じ L て 日 あ獨同 おを ホ 張し、 

を S 削 描 ごして 化 づ露獨 の 提携 

を 欲して ゐる やぅで わるが、 今 

の 化 巧の 趨 みは ホして 巧る 岡 

盟 が 城を 許さ U い。 盖し今 巧の 

化が 的條 約を 化 立せ しめた 原動 

力は 网際 蹤粧 であ b - 獨 逸の 口 

力 ノ條約 批准は 即ち 〇 シアの 

聯盟 參 加を 化 進す る 所の £ なる 

ので ある。 みに がん や H 本 

ては、 濁 逸の 聯盟を 加が 益々 H 

本の 聯阻じ 割す るが 誓挪孫 をな 

める のでを るから， H 本 どして 

は n シアに 聯 猫を 加を 测誘 ずる 

のな 志 こを あれ、 聯盟に なして 

兹獨 ど おぶ 巧に 阀陈 のじは 盲目 

ではない ので ある。 獨逸 剧權黨 

が このな じ お 忘せ 中、 斯る 手段 

に 於て 獨逸 みお 興を を おする 

は斷 じて 不可で ある。 

t I •• • I in 

對支條 約の 赎巧 

支 抓の 關が 巧谣に 就て、 支邮 

化ぶ S 間に 日本 派 ど お ホ 派の が 

化して ゐる こどは、 即も 曾禮の 

提案が H 本 お. こ臾义 案と じみ 岐 

ずる 巧 W で わる。 即 もを 權生正 

一廷氏 S かき 视 想が はぶ 孤の 關稅 

一自 まが どい ふ 现想じ 進わ爲 めじ 

-记贴 がお收 利率の 如き 第二め 葛 

一を 点に 巧く に k し、 顏恵路 氏 一 

I お. け 自ま權 J b も 眼前の 關稅お 

-收を 巧；-,」 する。 こ n 前 おが 日 

一本 化ぶ に 巧 巧し、' 後 巧が お ホ 全 

1 權 にお 近ず る 巧 もで ある。 

鼓な 化 巧より 连 した 巧 道は 明 

かじ この 憎 脚を 報じ、 一が 支 邪 

人の 閒 じは ホ 國に對 するな 戚が 

お乂 したと いふ こごで ある。 巧 

巧は がて 斯る こどを 理 もどして 

n おを 權 のず 腺を 船が し、 巧 米 


を權を蝴笑ずる巧にがお^^る 
のでは；； > い。 海々 をの やぅ；；-* を 
おの 御に 化 水上つ た條 約い 燃け 
をの もみに 對 ずるぶ 邮执 がの 巧 
政に なを 抱/、 巧卜 わを. 

旣に 剛税自 まを 承認し たんで 
あるから、 治 外な 權の做 廢も曲 
b 乍ら がみされ る じか 違ない。 

一 冗よ b ま 抓 のらのを 戈 那じ還 ザ 
3 は當 がで あるが、 これに おす 


品 ご 品 

品' 間；；； 品い 31 冷 N い 

6 E , b S 3 
S S m U n r , 4’ 1 

I p I s V 1 1 

u p y 1 h / a 

か 忘 s ゎご？ rM 
.苗 乃 ' i 心 Y ぃ l | い日 

か w 1? A 

る刻强 のが 權譲 ホは、 がく 共 ま 
那政巧の化約曾重ごぃふぉじ^^ 
つてぶ 現され；； ければ なら 《。 
がるに 走 服を 權の內 幕が か； る 
醜態を 列 强の前 じ 曝 蒸して むる 
のけ 甚だ 道 城で ゎ 6、 をつ 第二 
の 內亂を 前にして 不を どし。 け 
れ ばい* ら の。 割 支 條約願 巧が 証 
陈 をの 如き ものは、 何等かの が 
まど U つて 現れる であらう。 


關 稅吕丢 の， 

意義 解釋で 一問 題 

支那の 定義に 従 ふなら ば 

中間 關稅の 意義 もなくなる 

化を 二卞 四日 搔 U ま那 の關稅 自ま權 をが お 一を じて を認 した 
る 載 ま負號 化を は 『骗 稅自 ま』 の 意義 どを の 適 巧 ホび じ 字義の 解 
释 じ 就て 一 閒题を 化 じあ 易 ^>ら ざる お 勢を まんで ゐ る。 即ち 若 

し一學 特に ま那 ぷ解释 する 如 < 『關稅 自 ま』 の 制定 こ 彼らが ホ 

外 國じ化 ゎて 設けられ 現じ 支 孤み 脚既 事務を な 梭化扱 ひつ！ あ 

る稅務 扇が 苗 もに 撤廢 される ものである U らげ夕 那の賊 巧自ま 
をを 誕 したを 國化 おはを みを 懿に 向つ て大 なおを 試みる じ 至る 

ベ，',、 ホ闽 代表は こいじ 關聯 しが 國化 をの 解釋は 一致して 公る 

ご 稱夕 るに 對 しま 抓 化を はこの 字義の 適用 範阐に 就て 抑 强の恵 

おを 疑惑し むる 爲め 食講 の化雜 正文 も ホだ發 ぉさわず 、支那は 

支那 自身の 解 释じ赖 らん どしつ} ある 結 柴が斯 く 正文 發 表を 遲 

延 せしめて ゐるど 風評され てむ る。 而 して 米闕化 をが この 際會 

谦 のか ぷと能 ふる 限ら 衞單 U ぞ句じ 止めん ど ホ 張— つ t をる i 

は 支邢化 表を して 益々 义题化 おじ 销 する 不信を 增し 黯巧自 まに 

掛 しす 滿 足。 る條 件を 峭 せんごず るで 也が あると 認められ 乂國 

化を は 钓络を 阻 化しつ i ある ど 支那 人間では 頗る 不評判で ある 

が、 ま 狐 化 表 丢お廷 氏は 關截自 ホ權じ 關聯し 『獲を 稅廢化 ど 同 

時に をの 巧 力を おも じ お 揮し 得る』 ど解釋 しつ i あるを は别强 

の解釋 どが 本を 異にし 列强 化を は 獲 金 稅が廢 化される までが 間 

哪稅は 効力を 發 揮し 得る ものである ご 巧して ゐ る。. 

張が 支那の 赤化 陰謀 繫見 

"ン ドン か 111 H お：：：：： ゲ ー ター •メ ー グが 化を 特電に 化れば 最 

近 支那の 政 巧に 巧び 一大 轉換 ぁらし もの I かく 將 巧の 形勢が 注 

目され つ！ あら。 即も東 一二 省の 張 作霖お 軍は 囊 じかず 提離 をを 

れ巧 方み に 化 巧が ょ b 撤兵し いる 媽玉祥 お 軍は 勞農 P シァの 援 

助を まけて 張作霖 じ挑戲 する のみなら ホ 張を 倒した る 後は 吳佩 

をを 卜巧 パて 支那の 天 ドを 自己の ものごし 勞農 制度を 支那に 巧 

かんどし つ {ホる 陰謀を 發 見した ので 急 じを 省に 配 兵した もの 

のを 撤退せ しめて 東； 二 省に 集な したる 爲め媽 め 陰謀は ダ ラリ ど 

轉換 しなに 過般の か ホが 立と なつた もみでを るが， 列强 外を 脚 

はを の お ホに 勤し 頗る' な 目し つ/' ある ご 云 ふ。 

一條 化 千 一二 巧 五十 お' 万 五 千 弗、 

不動 產稅 ょら 一一 千万 弗 等 合 針 二 

億 千 五な 五十よ. 刃五モ ホ、 經を 

ぶ 酒 機 ょら 千 ホな 万 弗、 消費税 

(自動 単 猫、 篇眞 機、 寶 巧、 美 

術な 等 約 十一 鞠) ょ b 九 千 五-円 

五 巧 一千 弗、 借地 概 (ブ 01 力 

1、 球 煤、 煙草 製 おおが 化) i 

ちとが 六十 一巧 弗、 納稅 印秘ょ 

ニモ 巧 巧 等 じして、 右の 委員 

曾は ホる 十二 巧 二 U : をら じ 委員 

總會 じ姻附 してみ 證のホ 認をボ 

むべき が、 下院 侧 のが 税豫算 じ 

勒 しては 大 かにが 1 大藏省 ごし 

て もがに 異雜 G きもの i 如けれ 

ど 上院 侧に ては 吏ら じこれ が 巧 

加を 計る に まるべく 從 つて おか 

黨進步 派 ど お ま 駕の聯 を 案が 最 

後の 勝利を 占める であらぅ と 期 

がさ n てゐ るので オ ー 八 ド •ダ 

- ドは をの 對 策を 谋兜中 である 


を 劇 元首 等 

葬儀. 御參列 

朝香宮 奉迎 中止 

を あか 一一 一 U 骚 =； 本 U 當 化し 御 
'剖 巷 遊 じされた 朝を 宮殿： 卜御 
一巧に 與し當 地み 例 人は 速 U 
じ 直り 率迎宾 を巧瞄 中で あつ 
じが、 爽 闕めァ レキ サンドラ 
女て 藥 まじ 化ら 日本の 皇室 も 
喪 じ 服す る 旨 ワシントン 大使 
舘 じを 带達 したる 爲め 自然 朝 
香 為 殿-下 御 一巧に おする るを 
の 奉迎 裳 一切 も沙ホ 化み ごな 
つた。 

。ン ドン 化 一二 日發 U ホる 金懼 

u を 0 てウ ホスト ミン スタ ！• 
アビ 1 じて 執け さるべき アンキ 
サンドラ 女' 王の 國葬 じは を國元 
首の 參列 ぞくべ^ デー 皇帝 皇后 
兩陛 で、 ノ ルウ H 1 國王 及び デ 
ン マー ク圃 王、- 忡 度の ゲダ ム姬 
ス ペキン 皇帝 故び 皇后 等は 御 參_ 

列 ど 巧した。 巧 ほ 本日の 上下 兩 
院は 逝ける 女王 じ 弔意を 表しを 
派 領袖の 追悼 满說が あつたみ 

波斯の 執政 

王族 y 進獻 

カィ" か 111 H 發 ；：：：； 當 地の 波斯 
を化舘 がを あした 所に 娘れば 囊 
じ ペグ シァの 執政 權を 獲得した 
る レサ •ク ツン 氏： 印 首 拥兼陸 
相) は 波斯の 皇太子殿下 並びに 
巧ち 及び-族を イ クック じ 追放 
を 命じ 一巧は 旣じ バグダッド じ 
到着し じど。 


る 關係も あ b 溢を の左黨 もげを 
を 示して むる からを は プリ アン 
內閱 のが 立を 見る じを るから 细 
れ 。い'- 一 


が 政 問題で 

佛內閣 離職 

ブリア ン後巧 か 

バタ） 化 二 H 發 u 囊じ 新が を 

ホ 針を 發 表して 議會の 信任投票 

を 博した る パン 八 ゲエー 内閣は 

ホる 十二 巧 八り ま 挪 のみ 債を 現 

を ごせ 中を 債 じ 換算すべし どの 

幾 案 討議 じ 際し 右 政府案は 早く 

- フランス 銀け をの 知る 巧 ごな 

を債轉 換を斷 巧し 五 白 フラン 

じ對 L 岛 四十 フランの ず 正 利得 


下院 提 おの 

减稅 巧を 

一三 億 卵を 突破す 

ヮシントン 化 一二 U 發 U 米國下 

院豫算 を： 貝 转けホ 則 講會じ 提出 

すべき 本年 ほ もが 稅豫算 を 作製 

中で あつたが 大体 じがて これを 

終了した 。ちじ W れば厳 初メ。 

ン大 藏を官 のな 巧 限を 锁は三 億 

弗、 下院 委貴會 の 見が は 2 億 四 

巧 巧 巧 Gb しも これを ご一 憾 一一 一千 

六 だか 一一 一万 六 千 化じ增 加す るを 

どなつ たがを の理 もは 千 化な か 

五 年度の 闽 がな 入を 基 健 ごし メ 

C ン 氏の 嚴乂餘 刹 二 僚 九で 巧 弗 

史らじ S 千 三 巧 力 弗 乃 ま 四 平 

巧 ホを お 加すべき 可能性を を 見 

した 巧め でが 稅の をなる ものは 

個人 納 秘中の 所 侮ぶ 追加 稅 より 


高 お宮の 御 巡 級 

ま 京 特電 二十四日 發 U 高 化ち 
宣 た 親で 殿 ド じは 十二月 ぃが 
霄か駄 じ 御 進級 大動 化に 叙せ' り 
る {常で める 0 

議會 解散を 回避 

.ま 京 特電 二， で 四日 發 U 政府 も 
野 黨も北 ハの 化は 解散！： 避 じて 今 
講會 は先づ 無事なら んかィ J 觀调 
されて なる。 _ 

-下岡 お 治 氏 逝 < 

東京 特電 二十四日 發 U 钥鮮化 
お 總藍下 岡忠治 巧は 腦溢 化の 席 
め t を 中を 倒し 爾ホ靜 養 中で お 
つた かネ日 遂に 逝ました。 危篤 
の 報 天聽じ 達する や 巧 旨を 0 て 
勸 一 等疵〇大お章を賜つた 。 i 
註。 が 下 岡忠治 氏は 明治 一ニ ザ 
十月 お 津國川 邊郡中 谷が じ 
れ ホ 大法 巧 卒業、 熊 本縣、 I 巧 
都府 參奉宫 、茨城 縣 書記を， 
を 制 時 參事官 、秋 田縣 知事、 
農務 扇を、 農贿 塚み 官 、樞密 
院 書記官 長' 內 務か官 、內務 
參政宮 等を 歷巧 したる 官僚 畑 
出身の 憲政 會ち力 家で、 衆. 遠 
院瓣貫に當選する^四问、 護 
憲巧閣 のが ホ ご 共に 锁鮮政 お 
總監じ 巧 かされた 人で ある。 

富ち 就爭 議擴大 

東京 特電 二十四日 發 = を 十紛 
績川齡 エ战の 男女 六 千を ん總同 
盟 罷業に 煽られ 指 ヶなエ 傷の 女 
エ 四千を も ホ 息藥氣 をを 示しで 

ゐる〇 尸 

東京 特電 二十 S 日發： = 富尘絲 
績 のず 議お 愈々 み 裂 L 乂 衝突の 
を 女工 六 千 あも總 同盟 駆 裝を斷 
巧した が 會化侧 の 措置が 非難 さ 
れてゐ る。 


路 就航 船 一方 四千 順が 一二 隻速逛 
の 補助 案决定 しじので 邮 船の 東 
激を间 は をれ を 基礎 どして 愈々 
巧颊 ごな つて 巧た。 

支那 鐵道 統一 案 

まま 特電 二十 互日發 U ち那は 
媒道 統一の あ 目の 下に 滅道自 ま 
權を 奪還 せんと 討 馨し蛟 府は早 
くら 自ホ權 の 宣傳を 始めて 
ゐる〇 


福 ホ 氏の 大發明 

ま 京 特電 二十 一二 日潑 U 造船 少 

將福井 順 ホ 氏は ホ戶 釣瓶の 原 

理を應 用し ー ホに 廢 艦を 化め 

て 化を 潜水艦の 引 扱げ 方法に 

成 巧し じが 實 際の 引 揚げ 時間 

は 僅かに 化み じ 過ぎず 引揚艦 

出動ょ b 總時 間八 時間 じて 完 

をに 引 殺げ 出 ホる のでん 命 救 

巧確實 の化界 的大發 明を なし 

福か少 おは 劇 二等 瑞寶 章を 授 

けられ 技手 二 名 も をれ ぐ 表 

彰 された。 


束郵 合同 案 審議- 

ま 京 特電 こ 十 S 日發 U 郵船 會 
社 じて . A 桑 港 線を 命の 誌 解を 得 
をを を 前提 どし 東氣 合同 具体案 
の 審議を 進めて 在る C 

桑潘線 S 隻 建造 

東京 特電 二十 |二 日 發 == 象灌航 


を 博した ごの 事實 が曝歲 さる 

じ 及んで サホ 人の お 產黨其 他は 

從 ホの 態度を 一變 して 反 對黨じ 

おした る 爲め二 巧と 十八 票凿一 

巧と 十五 票の 差 じて 政府案は 一 

徽 された ので バン ゥ玉 1 內閣 

はおち に總辭 職を 斷 巧した。 後 

繼み閲 の 組織に 就て は 期 化の 貼 

政 難 も ぁ 6 特に 政治 事情が 辕雜 

して ゐ るので 强力 U る 人物を 欲 

して ゐ るが 前 外化ブ リアン 氏は 

社會黨 出み ちじて 今 凹の が 歧改 

をに も 急進的 手段 じ贊 おして ゐ 


♦ 


'問題の 人で。】 

學 をの 首相 


♦ 


- - 

♦怪腕 藏か ヵィ ョ ー の 一蓮 巧を 

ま義 で- 旦 首相を 辭 し、 新 巧 

閣を 組織して 口々^ ノ條約 成 

立 後、 突か どして 內閣 を投出 

した フランスの 前 首 化 ポ叫ル 

バン グゲエ I 氏は、 元 ホが 巧 

學お でぁ b 植物 學者 でぁる。 

♦氏が 學 がから お 治が の 人 どな 

つたのは、 寧ろ 學を ごしての 

名 聲が然 らしめ たらので、 千 

九な 十五 年、 欧洲 乂戰の 第二 

年 目に 國が大 おごして 乂觸し 

プリ アン 内閣の 時化に 陸が ど 

なり、 千 九 白 十七 年には さ姻 

兼 陸 化 ど；： > つた。 

♦陸相 時化 ン アムべー ン の總攻 

擊で 非難を をけ たが これは 誤 

解でぁった^がが明し、 千化 

百サ 年には 特化 ごして 支那 じ 


獨議會 ご 新條約 

ベ 八 リン： i : 二日 發 u 口々 於/ 

條 約は あ々 明 H よら 議會じ 上 お 
さるべく 歐は黨 及び ホ 制 派は 疲 
ゆる 方面 よら これが 巧 かを 巧 害 
ずべ く 運動 中で ある々 故府 化て 
は條 約の 巧 巧は こ i 1 過 間 0 內 
ど 見越し 寧ろ 條約 可み 後 國內の 
政治を 改善すべき おお 案の 對策 
じ 關し考 巧 中なる が 今 因 ライン 
ランド 地方 S 地方 長官に 巧 命 さ 
れた ジム ア！ ン 男爵は 明日 ヶ八 
ンじ 魁き 聯を 図を 憲ど术 をじ會 

見す る锥 である。 

排龍 H 法に 反對 

ロンドン か 二日 發 ：= 英國の 内 

務大臣 ヒックス 卿が 一部 民硝有 

を 家 よらが る 排罷エ 巧の 制定 じ 

努力した をは 勞働 黨領 首マク 
ナ片ド 氏ぶ びみ 產黨锁 袖 クック 

皮 等よ ら議禽 じがて み裝 の 的 こ 

なつて ゐ るが、 該排罷 工法は を 

面閣 家の 安泰を 装 ひ坦れ 'ごで 
吳國じ 德問强 罷エの 突 獲を 見 
じ まつた 場を：^ 間ち 志 よら 旨 ホ 

的に 一般を 通機關 、生活 必须な 

の 運搬 じ 化 事す るを を 目的 どし 

罷 H か 破 摩を 目的 どして ゐ るか 

らで をる C 

世が 裁判 案訝議 

ヮ； ン トン か ニ ロ發；^ 上 院議 
員 レ ザグ I 卜 氏の 報吿じ 娘れば 

現 化.^ 院 じて ホ國の 化が 裁 巧 所 
參 加！^ 對 する ク I ブッデ 案じ 贊 
成し、 ゐ るを はと 十五 人 じ 達し 議 
會の I 可 ホは 明白で ある ご の i で 
ある 一が、 上院 かを 委員 上 ボラ！ 
氏は 然 これ じ反對 しつ J もれ 
ど 大統領 侧 では 今期 議會 の開會 
ど おじ 米 國の怒 加 案を 攪 おすべ 
く畿 曾を 書に もこの 必要を 指摘 

ずる 善で をる。 

9 

派遣^れ、 ま 那鐵道 扇の 顧問 
ど；：； •- 々たが、 ポアンカレ 1 巧 1 

閣 時； i にはな 對黨 どして 奮圆 
し、 ぶ 九な か 四 年 じは 左黨の 
領袖 ふして 遂に 諮を の榮 職を 
帶 ぶる I じ 至つ た。 

▼ボアン ー々 レ ー 巧 閣が沒 をし、 

エリォ； i 內闡が 英國が 慟黨失 

脚の ® でみ 閣を巧 出ずに 及 

ん で、 氏が 首相の が 緩を 帶び 

たのは 本年 四 巧の； でを るが 

柯 しる あの 財政難 だけ じ 『時 

のん」 カ イヨー 氏を 政を じ 化 

活 さした ので ある。' 

▼カ イヨー の 渡活で 一^は 人氣 

を 引な じ {した もの-!、 おを 

ない 网 がが 政を 整 巧-! 図 僮を 

返； とい ふ 無 狸な 芝居 だけ じ 

米 國を化 手 じ 巧つ た々 イヨ ー 

の薑 が、 遂に バン ググエ ー 

の ホ 脚を 招いた のでぶ る。 短 

命で あつじ i は 前後の 事情よ 

b して 止む を 得 U い 0 


軟狄鑛 ホ ミ 罷業 

•フキ ラザ^フ キア 什 二日 骚=: 
ホ 闕が鑛 々ホ 硫盟長 八 1 ネス 氏 
け 口下が 砍駆エ S 中央 欧府 干渉 
を述動 中で わるが 问がじ 大統領 
におし 本げ お 文の 巧而 をを b 軟 
あ鑛 夫の 说 がを 陳述し 錢じ 中央 
政府が 調が して 協を しじる ジャ 
クソン ビ */勞 銀 契約の 履 一打に 就 
て 資本家 胁 が不廢 巧の ホ 武を巧 
げ を衆國 ながが をの 契約 蔽 がを 
强 要する 巧 為 志 あ b やど 質問し 
をし 斯る恵 志が リい G らばを 晚 

軟ぉ鑛夫も罷棠するの外^^しど 

暗-示した。 


英國 前み 王 叢 ま 

りン ドン 廿目發 ：：：： エド ブ！ 
第と 化陛 での 王化 じ ぉらせられ 

現 皇帝 デ ョーデ 萬 お 化の 御 巧 君 

じ當ら せらる i ア レネ サンド 
々王は 也 臟病併 おの 爲め 一昨日 

巧 御 重態 じあつ たが 本日 サン 
リング' イムの 御 別邸 じがて 午後 

あ時廿 五み 議 去され た。 御 枕頭 

じは ジ mj ' テ 陛下を 始め 皇 を 陛 

下が 他 皇族 御 一同 侍 b たる も皂 


ラィト 即も疵 化 城と いふら のが 
あつた。 このが をみ 中には 稀に 

ニ パ ー セント 位の 韶 をを 有して 
ゐる〜もわる。 する£化.つこの 
飼を 洗練して 採る の だが、 無用 
おど 云は むて ゐ る'- の 硫化が か 
ら化 巧に 硫酸を 採る； が あ ホる 
やぅ じ もな つた。 リ 本は 硫化 巧 
闕で まる 處施 化掛 ならざる し 
だ。 お 巧に をの おで 硫酸が 採れ 
る どなる ご：：： 本は 備酸闕 ご。 つ 
て 現が でも 化 ホを 通じ H 本が 一 
を この 硫酸が をいで あらぅ。 化 
ぶの が 豫の鑛 山は この 硫化 錫鑛 
である。 しかも 珍ら しくを の 中 

じは お、 八 パ ー セントの 鄉を含 

んで & る。 この 觸を 精練ず るた 

め 盛碱酸 是斯が おて 靖の 問題が 

起る ので あるが、 住友 家で も硫 

酸を 取ら 加擁 酸を ごつ て 過雜败 

お 巧を をる 故 じ、 をの か だけは 

今では 巧つ て鑛 益で ある。 

をん U ふが みつた t め 過 機 酸 

は 一二 午 万 媛の 生産力が お ホた。 
がし 昏 要は 免 化 一千 方 優 乃至 一 
千 五 百方 懷だ らう。 從 つて 需を 

W 上の お 給が 生れて ホて ゐ る。 
會社 はか 損 ど。 るた め 生を を 調 


太 モ嚴 下： こ靈 のみは 當 節し、 をれ 
u 化に 御蠻 募嚮 束を」 爲 t ..、 お こ， 坟 、で 

め 急じ豫 をホ變 をし。 ン トンを 


急遽 御出發 、御 别邸じ 向 はれた 
る も 濃霧の 爲め則 車が 遲延 し遂 
じ 御 臨終の 巧に 侍る をが お ホな 
かつた。 女主は ホる 十二 巧 一: n 
を 0 て 八十 一歳の お誕 ホを お迎 
え じ U る 望で をつ た。 巧 ほ 御 葬 
儀は ホる 廿と tn をな て轉 葬に 附 
ずる 答。 


跑- 巧 


f 


回 懸錄， 

窩峰博 i 四周 か 

無 通の 駐米を 權大 化 ご 廳 はれ 
近 化科學 者の 一 權威ミ 仰がれ 
て 盛名を I 化に 馳 せじ 离 を 譲 
吾隨 i 逝ぃて をに 四周 年に 逢 
したが 健 忌 性の 人 ± は 動 もす 
れ ばが 焉 たる 傑 ± の 動棠ご 卓 
拔 した 搏± の 入 格と を 忘れつ 
つ ある 秋に 際し 偶々 博 古の 舊 
ぶで あ.. る 益旧津 巧が 「農を の 
恩人」 ごして め 部を 的 小 傅を 
發 表した から 径に 江湖に 紹介 
して 故 階 ± じ おする 記憶を 新 
た；；？ らしめ む どす る (記を) 
同氏は 大化 十一 年と 自二 十二 
"アメリヵで C くな つたが、 現 
化 でら ドク ト八离 M ごいへ ば 有 
をな もの じな つてなる。 先年 ホ 
亡 人 も ホ 朝して H 本に がける 高 
峯 氏の 知人を 友を 招ぃて 化 化 中 
のを 證を 謝した ミ も ある。 

どじ か <學 者で あつて 而 かも 
實隙 をで あつた 离峯 氏の 一生は 
蔚 いらので ある。 がさん も 立派 
じ 出が、 財產も あら、 後事 また 
あ ひ殘す 所な しで あつた。 外 図 


なら、 巧 化の 人造肥料 じ 及んで 

なる。 憐鑛 石は フ 。リダから 採 

れ るが、 この アメリカからは 高 

くつく ので H 本 VJ オ ー スト ラ 
ア どの 間 じある オシ アン •アィ 

ランドから 化 入れた が、 をでは 

街 巧の ャップ島 じら 層天氣 鳥が 

ゐ るから 憐鑛 巧が どれ、 お 軍は 

これ をん 化 じして ゐ るが、 どじ 

角濟鑛 石と いふ ものは 高を 氏の 

說の通 6 日本の 肥料 原料 ご して 

大切な もので をる.。 農 學の巧 ± 

厢巧 、を 化が 拳 も おお 巧 同 巧 
本の 農は じは この 如 磯 膽が必 ■要 

であるる を いづれ らま 張され て 
ゐ じ。 が 現 化は 我 國農榮 のた め 
大効 梁を 與 へた。 これに 就ても 
高峰 & の 卓見と 功績は なれられ 
ない ものである ど 思 ふ。 殊に 夫 
人 V 一を ひを の 家族が 大- しこの 發 
巧を 援助せ るな ど實 じが 偶の な 
志談で わる。 この間 彼岸の 中 〇 
じ、. T 度 人を 肥料 會 化か 勞 をの 
追 お 曾を 催した。 をの 席上で 話 
す尝 であつ たが 僧 促 讀經の 巧げ 
ご 思 ひ おさな かつじので、 こ I 
じ自 をの あ ひ おを 述べた 次第で 
ある 0 
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式 III 
雜教 Re 
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寶 J 巧 ふ 
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海の 巧 こ 外 

♦を 子女 王の 御慶 事 も 迫つ た 
ので 倚 醫は徽 夜で 巧 一に 備えて 
ゐ るが、 殿下 じは 巧 鈴を 裝思さ 
れ不瞎 番を睛 くじは 及ばない ど 
いふ 御 か 旨が ぁり、 巧 旨 も 今更 
じ 威 激して ゐるど U 本社 恃 お。 

♦アメ チ ユアの 資格を 脫 した 
巧るな 规球 選手 レッド •グラン 
ジは 一が を S 巧 弗の プロ フェツ 
シヨ ナ八 じな つれ。 をが ちのと 
婦人を 迎へ るに 就て は、 圓滿 じ-ふ 化の 中 ごは 云 ひ 乍ら ブロ 仲間 


巧ん 
ま 3 
育 ’ ft 
が 饼揣 

が II 

證 


會お 

拳‘ ぶ 

d 

巧." 


內_ 


生涯を 完ふ する じ A は々 いもの 
であるが、 高を 氏は この 至が な 
わつた。 をれのみ^^らや日本入 
大いに 尊敬す べしの 念を ァ メリ 

力の 人を じ與 へた 2 から も商峯 

氏の 德は 高い ものである。 

をの 頃 憐索も だいみ 問題 じな 

つた W 、 硫黄を 五十 パ ー セン' 卜 

数み を お 十 パ^ — セントを む八イ 


じ乂るのは惜しいろである〇 
♦名物み 巧 化 秀一 君が 「 U か 
ら出 まかせ」 どかい ふ、 フサ ヶ 
た 演題で 满說 する。 彼の 面 旨は 
そんな 所 じある のか 知ら U いけ 
れ でも、 統育ジ おを 加州 や 布 座 
並み じ 化 おつて くれ もや 旧る。 
尤も 御自身 獨 b であ 滅を恶 げた 
いの。 ら巧も 巧の 話。 
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iURATRSO! 綿郎 . 

45-47 E. 20 th St. 

Te!. Caiedonia 9755 


KERR & MAYOR 

1023 Third Ave, 

Bet . が & 61 な s. Teiepbone Regent 2908 

妻 向 人 本日 

巧專 靴型 小 


を 小き 高 . 担 小き 廣 .足 小き が 



Midori Matsumoto | 
i 38 Post Ave. City | 
1 Tel. Washington Heights 0437 j 


Mi な . Bia 邮 he Fi なが 

じ 64 Le ん Kv を . Cor. 85 比 St* 


授敎語 英人婦 


Dr, G •比 Marthi 

DENTIST 
7 が Lexingtflfi わ e. C が . お th St. 
Phone Re が flf 245 ? 


D 民 •比ん GARDNER 

DENTIST 

19 E. 81 sUt, るが •お 
TeL ikgent 71 が 



嘗節 調銳 腺に 恭般輸 

F. I。 FREDERICS CO. 

驚科醒 學大雅 比倫を 
り 8 E. が th お . 224 E. 14 th St. 

1144 3 rtU 化 . ， bd 6 お h -87 化 お s. 


Imoto Bros , I 邮 . 

(Pfirmprly Marnhachi & Co.) 
17 East 17 th な . fU. 
Tel. が uyvesant が 59 


ブ巧 
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雜 H 
貨本 
が陶 
卸秘 
替器 


Y. ITO 

巧 3 Eesi SSrd Sf. 
Gw. Lexington る 巧 . • 


NIP 剛 逼邮 1 脱郎 . 

3 扫 0 W. が 化が . 

Tel. nniiimKuo 11 巧 



UP TQ B が E STYLE 
Custom 

了汪 ii 幻 r 


67 W . が 化 St. fill 
Tel. Bryani 7078 
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S 饰 sum CoMmNv 

2518 B の adway, N. Y City Cor 9 わ h か 


D も T •じ Takami 1 にに Yosh も M.D, 

1 け Ciimlisriand St. 8 伽 Id が ! 3 が tf St 

Te し Cumberland 2311 j hi. む dicoH お 3 日 


んし CEASA も M.D. 

109 East 87 ih な reel 
卽 . Park る Lexin が on むな 
Tei. Lenox 8 が 3 

肖 喉 顺鼻耳 I 

間 時察彰 
午 正 ま 時 十 前午自 
時 八 至 時 六を 午自 


TOYO N. TSUGARU 

SCIENTIFIC J が 川 E な HAS な IIR 

538 W. 179th Street, 
Phone. Wadsworth 5942 


K. Iwamo れ， M. D, 

114 W. 70 比 St. 

Tel. Trafalg が 0352 


KANZO OGURI m i) 
214 High St. Brooklyn 
Tei. む mbiianci 10 が 


YUKIO NiSH ミ MLJR ん M. G. 

2 日 d West お 化 Street 
Tei. も versi お 0 が 3 


Sabro Emy, m.d. 

755 Park Aye. 
cor- 巨 . 72nd St. 
Tel. Butterfield 9324 


T. KASAI 

ろな な rcha 円 t 

Tailor 

が 

TIMES BUlLDiNG 
Room 304 
NEW KORK 

Phone 
むが nt お 巧 


Nippon Dry Goo も Co. 

1261 Broadway, Oiiy, む r. 31 st Sf. 
Teiephone わ nn. 5 S 5 Q 
Rdoid 5951 



PHE げ S を PE 邮 If 


3 Maiden Lane N, Y. 

て 純 1 冶鑛銀 金に 幷巧觸 を 

類 も寶區 惡新嚴 


Koike Studio 

437 5 化 むら 
む r. お 化 化 

Te し Caledonia 6394 


KOSHIBA 

STUDIO 

舘眞 寫柴小 

目 61 F け 化む e .， 

Tel. Plaza お 12 

む anch Studio 
Wesiminst が Sheet, 

わ ovidence んし 




鐘 


號 屯 


乂巧干 一を 


雜 辦 


M 



H 罐 水 ] 


日 甘せ 巧 一十 キ 四十 化 大 (二 



船み を 巧 お 艦船 御用を 

遠 藤 小刀 商會 

S B 一 oa を ay N . Y . 呈 
旱を 量兰 ミこ 


UJ 1« 

3 9 
9 


0 

• お 4 

ぶ 柳 
H ； 一を.！ 

r 8 1. S 

げ W ^ •叫 
巧 わ W W 
げ b 6 む 

U 

M 


に 


哉 


.稅關 事務 

巧 巧を 地 化 じ 全 世 
巧の おお 入 ホ 法に 
熙 する 一切の 御 諮 
間じ應 じ、' 错道あ 
船 貨物 運 貸々 おお 
おお 熙手綠 書 等を 
'呈 す、 重要 都 ホ*— 
化 巧 巧を をし 誠 寅 
を 速 御用 命じ 應や 

お 験 取扱 


♦書藉 夺お 誌 ♦巧 巧 
が覺 室を 開 
執務 午前 九 時よ h 午 盾 五 時を 

紐 育 日本人 會 

西 五十と T 目 二 五 〇 を 
電話 ナア クグ八 一九 0— 九 


が 論 

雜盐 


H 本人 な结齡 巧 

4 三で 江 i St .■.ごさ 


化 留靑年 a 想の 阐化 

是人 靑年會 

W W . 臺 苗. ぎ Ciark さ n 12 玄 


大紐脊 日本人 

基督 敎靑 年會 

ミ 2 E . 岩を St . H . Y . 芭 ty . 
苗 . plas 8141 


ー ミタ 


■ 8 I 表- N. g 



が 巧を 木 . F 巧 4 時 
が 話 貪 i 曲 H 午 巧 八 時 
をを、 苗 寡 室， 巧 巣を の 巧瞒ぁ 
ホ 巧を が迎 す、 k おを が 用 ザ t 
牧巧 副を 僖道 

り 本ん ぶ督敎 修道 會 
1.02 W ' I 23 rd St . N . Y . C さ 
ぎ呈 h 里を 97 云 

目 本人 S 敎會 

なが 川な ボ么進 
# 事 田 中 巧 二 

」 al 3 anes » 3- で Church iMnst . 

だ 3 壬. 養 St . ジ I . G 夏岂 n 1 吉 一 
€ 拜說お 日 曲り 午を 八 時 
が 荫肯 水が：：： t ホ 八 時 
な链貪 化が H 午後 二が 
♦奇ぉ 舍 

な當 をを 比 亞を敎 み 下町を 十 
おか 學 生を 社員 旅 巧を じ 最適 
設礎 圖暮雜 な斩巧 度を 硝娥舆 
真 簡易を を あ b 

巧 宫踏裳 周旋 •旅客を 內 、を 禪‘ 
事 莱調这 、巧 祕ガ事 枯淡 稱旋 
を 间啦諸 巧の 巧を を献 ぶす 


▽ H 確 H 
を 書が 究 .化 午 I 
ホ 樹ちタ セが 半， 
禮巧說 を^ 巧 
▽木 腿 U 
祈 お曾夕 八が 
マ +!? 

某な 貪义 はぶ 
まな 夕八巧 

巧 宿 ホ、 お 行を 
案 わ 部、 ん 事相 
淡が' 巧を が •话 
黨阅旋 が、 巧 巧 
な链 を 授 。諸 課 
をを け 含 員、 ホ 
會員 《西を 計る 



.が 

氏れ 

W I 巧 J 

料 お： け 

が 旨红 


H . 本 お 具 

雜 接都鬟 

を良貿 悬商會 


糾育 州を 認 
巧 格を 免許 
東京 ホ 大醫 科大學 
產選お 習 科 卒業 

產婆 化本綠 


q L W 

M 刪 加™ 


腐科醫 

を 年の 經驗を U て 
最新式 巧學 手術 じ 



正直 ご 親切と をち どし 確實 
信用 ある 巧な を槐 選し 
特別 廉惯 で贩資 致します 


ゥォグ サム、 エ 八. ナン 四 御 引 

也 ま て 一一 1 昏|11^ 

指輪 鎖 貴を 屬 並に 寶お類 一切 

ミグ トン 時計、 パヮ ー ドィ 

リノ ィ 7 時計、 を柿睛 時計 

クォ ー ター マンを 年 筆 

•エバン ャーブ 鉛筆 

純が お 並に 銀器 一が 

御歸 朝の 御 ± 産 一切. 

時計の 修緯 はが 險 かじて 確實 

じ 巧 化 自身が 教 します 

午後 八 時まで 閒巧 

西 四十 二 了 目 一 旧よ一】 五と 

プ 0 1 ドゥ ユ ー を 化 巧 

0 ングエ ヵ 1 •ビ少 デン グ 

懲九二 五 号を 

お 川岸 商會 

蓝話 ブライアント 四 |二ょ の 

星！ KA 至 A . K 星 |.呂' 14 ご 57 去. 忘 ndSt . 


巧き 米 閣締人 
H 本人への 英 

謂を 巧には ホ 
年の 経驗 をち 

す 〇 ー レ ブス 

ンと 十五 仙 
每 = 朝义 がょ 
をが 化 時を 州 
時 じても をし 
H 懼日は 一時 
よ b 四時を 


稅醋事 驚 取扱 

WILLIAS L .空 NE & 客.， 

ぞ〇ヨ 12 苦 ごす oailw さ呈 y . 

Phone ; Bowling 6 ri 9136 ,91 ち 


齒科醫 

▼診察 時間 A 
每日 ( H 峨を徐 く) 
午が 化げ よら 
午後 五が 半 
水懼 午前 九 時 1 
午後 一時 


齒科醫 

U 新式 無 補 治療：：：：： 
多年の 經驗 をのて 
り 本人 諸 おは 特に 
了 每懇巧 じ 施術す 

::け マ— チン 


日本 

洋服な 


が阳 信次郞 
松 本が 


東 五十一 111 目 

ニ ミニ 

が 藤 
洋服 巧 

'? ラ T さ ミ 


丸 姑 洋服 蘭會 


典 おが 义ノ內 ピかデ y グ ニ階 ニニ 〇區 

« 前 丸 山 洋服 商會 
齒巧醫 木 下义巿 

W 10€. 1 ごす St ’ 

TeL M 呈 U ョ呈 i 8 55? 
ランプを 補を 寶 

下 羽 電氣廚 店 

2021 妨 roadway ’ 

ジ L 置 is 二〇妄 


成功の 秘談 


6 

ttt 

y 

trt 

s 


amK Mt 

toe が 

.が 
nu 


乂國式 英語を 話す 事 
は 成 巧の 溝- 秦 です 
本校には H 本人 敎授 
じ 僧れ た專任 婦人 お 
師あ b 懇切 じ 會話通 
信 文 社を 語を 敎授し 
ます。：：！ 醒週 H 巧 じ 
午前 化 持ょ b 午を 十 
時まで 開校し ー レツ. 
スンと 十仙づ i 。 今 
U 直ちに ホ 校 あれ。 


^ ^ JS - a i B . C « a 5^-3 



目す 巧ん が 左す 欲 A お 

寶為ぞ 八屢满 V み みが 

クオー んザ ふ-す ルン ン ホが 巧 巧 列 
尸し 7— ド. ハ.； ル トンが 評 を 刻 列 

が 育 化' 合矮袁 がを 刻刮 
恩ぶ 森を‘ 巧 焉ふク 到ぇ贫 
茜 ネ ふ 權を- が 夕^^!:; 17 

嫌の 瓜乂 

X 巧— >ゲグ す'*- ドム (八 ニニ 


都を じミ當 みの 間 

養. 察 

午後と 時！ 化 時 
U おは 前約 願 上 保 

い： ま お焼彌 


診察 

午後 一二 時ょ b ホ 時 

: n 罐は 前約 喘 願 お 


ドクト 八 

な 巧 盤彥 


ブル 1 ム 


Dr . R . Shish 己 夕 D . D . Is. 

養 W . 7 笠 h St . Te 一. Endist こ 芝 2 

韶 お科留 巧 戶良二 

自 午前 化 時 ま 十二時 
自 午後 一時ち 五 時 


到 I 據撫治 

神經骗 、リウ マチス 

風 お、 打み、 頓周腰 
痛み、 胃 腺が お 化 
お 張 耕 切 じ 治 嫁 中 
上ます。 前約の ホ 
は 午を 一一 一時ょ も自 
を じて 施術し 主す 
H 本缴灸 
薄巧學 おを 業 

I ち I 津 輕お泮 

西. なと 十 化 了 目ぶ ま 
蓝話ブ ズオー スを骂 


診察 時閒 

午前 化が一 十-お 
午後 六 時 1 八 時 

バ^ ホ莱幹ご一 

化肯お 7 ラフ‘— 病院 
第ぶ 媒 おお 勘が 
をボ . n ン パラン ド 

病院 勤路 


診察 時閒 

午後 零時 ザ =二 時半 
午後 六时 U 九 時 

愛知 羣± 

バ^ 廢本谨 一 

を儉 化亞大 學ぶぴ 
デブ ン 病院黨務 
. U 曜は 前約 願 上 お 


獅 I 揉 治療 

u 水み び蕾氣 治療：：：： 
筋 揉 肩 腰の 痛 首 ホ 足 
のボ勘 神經滿 タウ ザ 
チス怪 性胃瞧 病神經 
衰逊症 其 他 
午 お 九 時ょ を 午後 丸 
時 迄 電話 前約 願 上 候 

紐 育' 端座 ハフ イジ ネシ ラ 

ビー學 院卒葉 

が育メ デカグ ジムぶ マ 
ツチー ジ瞭會 正を 員 

を 惑 西が 幸 男 


診察 時 mE 

午後 五 時 1 八 時 

江 見 ご 一朗 

引續 きべ < どュ ー 
病 お 巧勸じ 付を 時 
間 かぶび 日 暇な 前 
約に 限る 


笠が 洋服 巧 


日本 


ドラ ィク ^ — ブ 


藏會 


化粧品 卸寶 

五味 蘭會 

W E . 二 th St , N . y . C さ 
Tel Siuymant 3 之 5 



議敎授 

►'社を ダンス A 
マ お 精 体操 A 
紳± 、淑女、 おず 
化さん々 じ 巧 峰， じ 
敎授 致し 巧。 午前 
十帖 ょら 午後 十 j 
時 迄 ( U 鴨を 除 v ^.) 

シャリフ •ダン^ 

ング帥 難 學校卒 

上杉夕 _ 


為眞 


を お 巧 

四 ご 一と 


一 

4 


ぶ 


■5 


メーシ ーは紐 育 最大の デバー トメ ントが 巧で あ 
b ます。 巧ら しい 昇降機 W H ス 々レタ I は臟爛 
U 庙巧じ 化ける 皆 巧の わ 買物 じ 便を £ 惊 かとを 
巧へ てゐ ます 

他 巧で 二 巧す る もの じら ばメ ーシー では 一 
巧 八十 八 仙 或は をれ な 下で 買へ る； をで ぅ 
ぞ御 記憶 下さい 

日本へ 御銜 物を 御を ちじな b わい 節 又は 御 買物 
-レ 陵して 御用の おを はバ 1 ソナ グシ 3 ッ ピン グ 
ビュ IC 1 をわ譯 わ下ク い、 親 巧 じ 巧 便を を 計 
らます 




D 巧， 巧 巧 2 J - 巧 C 巧 CY . 户 
呈養 P 至 C 養 

基 7 呈 h Ave. f た 己 St. 

Te 三 ande 量 1728 す om 70) 

'•ぃ t 古な 謙 次 

月、 水、 を、 午後 一 時 よら 五が 
を、 其 他は 前約に 願 ひます 


J が 瀬九廊 

萬 Lexingto 。 ilve - K . Y . 置 
Bet. だ th&2 ゴ h Sts 
Tel. 3a を son ぶ . を 18 - 7849 


Jfolao 击 i ooc 巧 1 , p 

5 さを 9 を h St •す 1 ミ k 
TeL 五 verside 结 73 & を h を er 1 芝 ま 

兴ク をみ 午 調 九 持！ 午後 I 時 

U 躍す お 九 時 1 午後 四時 
ドク ト分小 架乘ま 



株式 界ブ ー ムを 

射界 U でう 見ろ？ 

- 有力 銀 斤 家が 述べむ 誰が 觀 T 


投機 株は 部々 的 

ガラン ブ 1 •トラストが 巧 

ナ •！ ルス •セ 1 ビン 巧 

- 大化 じがて ホ 固の ビジネス 恥 

引が 態は 良好で ある。 W 時に 米 

廚 乃至 外國じ 取引 上 お あなら ざ 

i る お ホ 導が 突を する 檢む化 候は 

少しもない。 なに ビジネスの 巧 

一巧が 今 巧 ごてら 繼績 マる； はか 

I 論 でんる ご お ふ。 げ今 3 な傑热 

はが 巧 巧まボ 煤ん 或る ものを 頗 

る危 族；：： •■位 扔 じみ < 傾向が あら 

一般が がけ 節 じて 化かる 傾向！：： 

旨 円た b 能は いか、 併し この 

投機は ま栋 部み 的な もので あつ 

て 化 の 巧 じけ 颇る键 をな ものが 

がな してんる。 即も敦 道、 钢、 

巧 地 巧の かき 术だ巧 かる ィン フ 

レー シ 3 ンじ 遭遇して むない の 

_ で みる ° 

旨 目的 取引 排巧 

ケミ カ 八 •ナシ ョナ 火镶巧 

シ — - •ジョンソン 

米國現 巧の W 歧化 態は 歐洲大 

.巧な ホな もな がで ある。 我等の 

施政 磯 細は マッ キン レー 大統領 

なホ摄 らお 赏 な化府 じ そ おされ 

てゐ るし、 節約を な V - する 政商 

を おし、 大戦 じょち て 化れ たを 

巧 のれ «ょら 诚 おが 化に 巧る の 

可能 巧を. 小して ゐ る。 义闽 現が 

'のを々 けを 一: 何人 ど雖も 夢想し 

巧 かつた か 化を 實 現し、 が 階 

級を 一巧す る勞 銀け 颇る 巧ぐ、 

このが がが 讲 時化は 証券 市诞の 

お 引を 激巧 せし みたので ホる。 

巧 かる 巧况が 化に 當 b て 巧 機 

的愧 向を ホ やる のは これ 曲め て 

自 が^ 巧で あら、 或る おを じは 

をい 巧の 節阁を 超越す る 隨なブ 

— ムを吨 むが、 I 般人 ごして は 

こ 險行 H 的。 株 化 引に 從 事す 

& ぇは 姑ち がしまなければ なら 

の。 即ら 或る 株に ホ b ては をの 

巧が： S 上-- な 惟で あら、 他は を 

れ W ド じ 巧が。 る. いかきを の 一 

例で もつ て、 おしこみす 當投憐 

が 停 化される。 らば 將巧ホ 岡の 

繫 巧は お沒 ずる S を 地は むいの 

で ホ 石 ( 

乂勵の 繁榮龜 歌 

ナン ョナ 八 •ン テ^ — 銀が 

チ^ — 八乂 •ミツ チェ 八 巧 

义闽に 於け るな：！ if の 弗 ご 製を 

あの 化 巧 格 化 違の 陪範 は旣 r 除 

去 さむ、 巧 銀は ホを ホの k 滕を 

ホし、 乂蝴を 働 おけ 米 城の なを 

生を しつ！ もる。 卵も乂 A ' の 巧 

が ど をん おいな 巧據 おは だのな 

產シ .止を 化 f る もので あつて、 

巧！ こ み バ ラ ン ス をがも つ 1巧 

巧じ掛 する 牛 巧の 過 刹が U いむ 

らぶ不自が^^物巧おなもなく圧' 

つ バランス をた するな む 勞银の 

巧 ホ ごむら。 い 限 b 、 現が の繁 

をが 水乂的ぶ礎 の 上 に ホ る ； は 

な ふのを 地 d ない。 

■部の 識ぶ中 じは 外闭 のを 巧 

巧义び 巧が の化廉 による 筋 ザを 

恐怖す るぶ も あるが、 一 憾千五 

巧 力の が 巧 A 口を 有する 乂剧の 

巧が 巧業發 巧は ながの おおで あ 


つて、 我等が おし 冷が じ帕 化の 
推移 じを 面するな^ば 現 化は 勿 
論 お 巧 ごても 柯等 恐怖すべき も 
のはない。 現な の 株式 化 媒中じ 
は 稍々 正常を 欠く 稍じ离 いもの 
も ぁ 6、 これがん 間述巧 性の 投 
機、 むを 煽動して ゐ る： £,、 巧 かる 
時 こを 冷辭 。判锁 をな て 事實に 
を 面する のか > むを 必要 どず るの.' 
であるり 

頂点には ホ だ、 し 

紐 育を 废お 巧强お 

ジ ヨ—ン •マク フィ 氏 

观化米 人が 享樂 しつ i ぁる 繁 
巧は をのぶ 礎が 碌 めて 葉 固で ぁ 
る。 刚も 農業 ご ホ 業の パランス 

が 除 まされた るが 如き 棉 めて 顯 

著な 事 實 で ぁるが、 ゥォ ー 八 巧 

のプ） ムも 結局 化 人が 保守的な 

手段で これが 化 化 じ 着目せ ざる 

を 得ない 樣； 場を が發 生し ない 

限ら 體綾 ずる もの ご 見なければ 

ならね。 素よ も 一部の 株式が 賞 

僧 3 上'-」 奔騰して ゐ るのは を實 


であるけれ でも、 大部 かの 証を 
は械 めて 堅 貸-:^ 悄 化で 取引され 
て ゐる〇 

巧 ま ブーム じ て ホ 図の 或る 
ち 力なが わ 家は を ホを 歴遊して 
ブー八 •マ ー ヶットは がは な 巧 
ぶじ 巧せ 中ど觀 測し-をの 第- 
の 邸 おどして がを の お 礎が 械め 
て 度 宵で ある-^ を がげ、 第二 じ 
を激 。巧 券賛 買は 極めて 少人較 
で 行 はれ、 み じ 現在の 财力 をな 
て するどを くの ホ 人は を 憤ょり 
も 株を 買附 けて これを 手 化さな 
い 傾向が ある。 第一 二に 夕< の 人 
建は これにょ つて 宜 利を 隙し、 
そめた め に納稅額をおすろを好 
まない どい ふ ホ 面に 結論を 濃い 
て ゐる〇 

巧 機の 擴大 危險 

嘗業あ ク ラ I ク 巧 

現 巧の 米國 K は殆ん f 信じ ゐ 
ない 巧の 當 力に 辭 つて ゐイ .が、 
をの 半が じ 巧て 自己 化 宅^ 增加 
自動車の 巧ち 增加 等ず 動 產のお 
加 も 著しい。 巧 化の ゥォ ー 八 街 
ブ ー ムじ 就ても' I 局部の 投機 な 
己む を 得 や’ こする もを の 输圃が 
擴乂 しない 限 b ホ 國の繁 榮じ危 
善を 與 へる 樣 はみ るまい ご 
信 中る。 


首相 藏 相め 射 界觀 

を國 手形 巧 換所大 會演說 大要 

東京 特電# H お Mr , リ み U 開 倦され たを 國ず 形を 憤 所大禽 席上 

じがて 渚：：！ 藏 相は 「巧が W がは 尙ほ 整理 時化 じして を 憤を 巧は 

斷 じ」 不可で ある。 國 は 一時の 皆 補を 忍ぶ ベ _」 ビ 述べ、 加 

藤 首 かは 「今や 巧が 财 ホは 難 粥を 突破して 恢 "化の 曙光が 見へ て 

ホ じ。 このな 愧 は整禪 緊縮の 贼お である」 ご 樂観的 意見を 開陳 

しじ。 树ほ稅 制 調 巧 肉は 資本 利子 課税 法を ホを したがが 率け な 
かの 凹で ある。 


財政 方 叙 

が 米が 外な 劉 W 務官を お 

左記は 十一 巧 十九 日を 國モ形 

巧が' 所 聯合 會 席上 試みた る お 

口大藏 大臣 お 說を旨 e わる。 

豫算 編成 巧容 

大正 十五 ザ 巧陳算 瓶ぶ じ 際し 

ては 前年 皮 W 巧 緊縮 方 おを 繼纔 

ずる ミ ごし、 大正 十 お 年 巧歲巧 

豫算の 大綱は おを 部 十 陪よ千 化 

,= を 方 W 、 瞄か 部が 魅 一千 义巧 

を芳 W 、 合計 十五 位乂千 八け 余 

巧 川に して 內ホ都 化お餐 、霞 お 

化巧费 及び 處お善 巧を 債 W ず 等 

紫災 じょら お睹必 巧を 年み たる 

お 巧を 引-一 お I 一千 余 巧 32 をを を 

す。 而 して 火 正 十 K が巧歲 出獄 

算 おがは 前が ほが なじ 比し 四 平 

八な を々 W の 巧 加 U ろが、 ぶ增 

加 お闽巾 ホ。 るら の U 小を 敎員 

俸給を 化额巧 加： 一千ぶ E :、 補 肋' 

糖艇 製を な增加 八',:: 巧 w 、 U み 

典 装级巧 外 一一 飯 巧の おぶ 巧欽じ 

鹏 する 巧 格 權现じ 喪す る經婪 

巧を' 力 w 巧で ある。 

【稅制 整が' の 天 かは-八月 五い 內 

化巧閒 おおの 如く 說 明】 

公 償 募集ぶ 針 

火 化 4 ■丑年 巧 巧 化を 潰 あ； バ豫 

を 細は なお 善後を が、 朋比地 ホ I 

巧を 巧、 数 道を 巧、 合 則； 惚お 

千方山 じ して こ れ 巧朽じ就て 

は 節 化 巧資出 特別 曾 計 貧を 引を 

等 S 方 巧 じよな てこれ を 調 速し 

化が！ 股が おじが ける 棠 おを 避 


くる i ごした。 而 して 大化十 I こ 

年度. 3 ホ 右を 債 ホを 黨 政策を 實 

行した るむ め 漸次 巧闕 のか 融は 

緩和 L 、 巧 中を 利は 低落の ホ 調 

化ら つ 含 あらてる が 債の お 巧 

傭 件ら 著し < お 期 且つ 化 利 ごな 

らお 巧の 繫 碑' を. 進 巧せ しめ 漸 

を 追 ふ； 财界が 蹲の 基礎を 築き 

つ I ある。 


磬巧稅 には 

英米 共同 

日 木の ホ 張大嬰 

ま 京 特電れ 一り 發 U ま 那關稅 

の輕巧お問題では巧ホ：^^共岡 

が 態 巧を 採 b つ； あるので 日 

本の 難 脚が 朔 がるいて むる。 

个 个 

支那 隅 巧を 雜の 我がを 權= お 

益 氏は 本社 特遐旣 報の か < 支那 

が腳 おちち 權を完 をに 闽収 する 

に 巧る 3 が 轉巧的 措 招と して 提 

證の二 案を 詳細* 說 明した 。こ 

の 中の 躬二 案は 紙を 條 約を 化據 

どした ものであるから 現な の 支 

耶闊に 生 巧 及び 國際經 濟脚係 じ 

一を しないが、 窠 一案な ま服對 

外貿 あの 

特殊 貨物に 挪し 當該瞄 

係闕 どの 間 じ 協を 稅 率を 設 をす 

る； を條化 ごして ち册國 定稅率 

の 一般 適用を 認容 せんどす るら 

ので. 聞 際 的で わる ごま 張した が 

ホ じ爛し 同を 觸 からな 誠 せんと 

する を 協を 稅率 (特患 條め我 率) 


をのが 本 大满ょ i 大ホ 左の かき 彼 

がで ゐ る。 

【一】 支那 か 關稅自 ホ 帷の完 
を る问收 前、 瞥巧的 措 おど 
して n 本が 提 諸した 協定 税率の 
細目 證 巧は 今 固の 瞄 破を 證 じが 
て。 さんごず る も、 該稅 率の 適 
用は 今回の 關稅會 講じが てみ 定 
を 見る ベ. n , 條約黃 一一一 化 じよる 附 
加稅ご 一み 五 厘) の 贼課適 川 期限 
の 切る {時 どす る i ' 

附記 U 觸巧條 約を h 一條 じよる 
附加 焼の 適用 颗 限は 該附加 報 
じ關 する 條 約が 調印が 巧の 口 
よ b お 一ニ ヶ牟乃 まと グ年 とす 
【一】 ぶじ 本 協定の 實施朔 は 
右 附加稅 の 賦課 蝴限 終了 ご 同が 
じ關稅 會議じ 於て 參加國 じよ- 
支那 じがけ る 麓余稅 (ち 恥閣巧 
通過 巧 

'裁 撤辨法 大綱に 於て 解 

释 せらる t ものを 部) が 完をじ 
裁撤 せらる i を俟 つて 實施 する 
ものく する。 但し 麓を 穂の 戴撤 
と d 岡が じ 當游巧 化稅廢 化の 患 
をを わ もの ごす {る £。 

〔一〕 本 協を 實施ご 共 じ經濟 
封鎖 主義に よる 輸お稅 を 完全 じ 
撤廢す る J 。 

( 一 】 協定 晶目 は蓉 ぼち 那輸 
岀お 中の 實摘 がび 繰 綿’ 她趙、 
見 類、 数 (塊 錠)、 を 麻 撮、 皴等 
日本の 對支輸 おお 中の 綿織物、 
綿糸、 精糖、 水產物 中の 或る 賴 
の もの、 紙 類、 器 其 等の 中よ b 
取捨 組定 する 2。 最低 巧 率は 乂 
約と か 五が から 一剧 どす る ミ。 
附記 =： 五み は 现巧稅 率で ある 
から' 谢加親 ご して 新 じ 巧 誤す 
るは 二を お赌乃 を 五 かご もる 
【一〕 支那 政府が 化 入の 円 的 
よ 6 輸入税 率を 或る 率 よら 低率 
じする J 的 難 もみは 協を じ 

よら 輸入 稅率 ごの 均衡 t 网 定法 

じ >よら をの 物；； i に 就て ホを 滞、 

巧 餐税設 をを 傻件 どす る’ と。 

【一】 本 藤を の 適用は ま那國 

を 我 率の 

一般 適用 ミる を換條 

がた る ものぶ す。 巧つ て 本 臨を 

の 管 施さる： 時は ま报じ 於て ま 

抓 闕を我 率 I 般滴 用のを 巧 條 が 

ご L てみ をを 豫想 さる S ミ 邪と 

外國 どの 貿易を 阻害す る-切の 

制限が 除去され たる 巧 ごする る 

卵ら 巧谋 瓶が、 貨幣 働 巧を、 が 

機を、 巧 制 ホの 確な せられた る 

巧 V - す る J 0 

【 - 】 本 協を 適怕 年限は 器ぱ 

と ヶ年乃 ま十ヶ を ごする； 0 

〔 1 】 本 協を は將來 支那 ど 第 

一一 1 國ど - S 間-」 協を じがて 附與ゼ 

ら るを あるべき 條 獻に挪 1、、 日 

ち兩闽 はかなに 最惠闕 巧 遇を i を 


受 する もの こす 一 


中旬の 對外賛 易 

十一 巧 中旬の 貿易は 輸出と 千 

一一 了 りお 十一で 一千 山、 輸人 五す 

八 阿 四十 六方 叫 じて お 超 一千 お 

が 化ぶ 方 1 千 川を 示し 一巧 0 降 

の 入超. は 一二 憶 W 台を 剧 つた。 

織物 稅 標準み 定 

巧ェ ちは 綿糸 化间 ロト •を 使用 

した 織物には 織物 化を 廢ム する 

標窄を 化を しじ。 

か 一二 = お 


% 


DARUMA 

781--6 化 jWe. 
Tel. むが ni 3859 

ホ會 
じ 席 

ず 御 
さが 
繞理 


J が A 化な な A GA 邮 EN 

Burnt Mill, M が ) (land 
Te し tfoodside 知 L3 


tteem NomX-Ow 

474-6th Ave. 

Bet. 28th-29 ル St. 


しな 歹 — ria な lea vzaden 
170 Nassau St. City 
Nejct to 比 e Tribune Bldg 
Loo Lin Manager 


3 なな y で 含 s 
なな ADR 川 T 
が 3 をが h わも 
お !. 2?!h-28th な s. 


J よ， ， S. A •»*» S_ A S で 

Chinese R が taurant 
112 W. お 化， 化む わ 


VOXJ トミ 足々 も ; が A 

3140 Roadway 
4 お 的 わ S 日 U 化 of 
125ih B*way Subway 


號 屯 


Ji 百 干 


第 


化 fa ? 3 な! 煎 It 的で が 樹1 を a 


り 僻 水〕 


n おか 巧 一十 ホ 四十 正大 



た那 V-J S 

ホ戚を 劇で 永年 御 愛顧を やけ 
P . じな 文で 御座いまず 



U 本に 化み、 日本語 
抑 を 話し、 を 様の 御嗜 
なじ 適する 御 巧 巧を 調進を 巧 
了 巧 エン ゴ） タアの ドです 


わざく 園 

か 巧 御 料理 
幷じ 御旅 縮 
畢府ユ ニ ォン 停車 棋 
ょ b 化か、 閑 靜の庭 
園 じ 遊ぶ 媚 、室内の 
が乂 旅情の わ 慰みは 
色々 唯が 御兒 物の 巧 
は 是非 御立脊 下さい 


美が じして 淸潔 

S 品南樓 

午前 十 時 よら 固ち 
午前ち 時まで 開な 


か廳 茶園 

词巧人 蘆 蓮 
出勤の ホ じは 晝飯 
の 御 废がじ 備へ巧 
朗爵 席の 御用 じ應 
中 V く 淚巧巧 ホが 
不變 おおぶ 願 巧な 
紙上 御 案 巧 中 上 お 


支那 御 料理 

彭瑞樓 

日本人 諸君を 
歡迎 致します 


皆 樣の御 嘴が じ 
適ふ樣 。美踩 の 

S 廣珍樓 

御 料理を 致し ま 
ずから 攒 々御 巧 
巧を 願 ひます 


>r 'ごん そ 違 
すし、 中 食 


富 主の 屋 


が 本 長と 

チヤ— サムス クユ fj 十番 
電話 ゥォ ー ス四义 bill 

も スト； 市 

请御 |« お 浦 末 あ 

貸自® 車 及び 通 辯、 諸般の 案 
內 、紹介 一切の 彼 利を 計 b 巧 
1 さ Wo 養 ster 芦 Boston Mass. 

ジ LCopI 二 ご 5/1 


紐 育 旅館 軍 奥み 郞 

泉 四 r 了 目 二 四 二 燕 
早 Caledonia 雲 A 

西 六十 乎 目な 四十 ホ需 

一力 旅館 大橘 

電話 ュ'‘ 一で コット 八 ホ ー 〇 


が 巧を 精選し 皆樣 
の 御 嗜好 じ 適する 
料理を 提供し ます 

敝《 新 中華 

H 本人 諸君は 轉 
别 じ歡迎 しまず 


煎餅 . 卸、 小賣 
显 腐； 油 揚 
H 本 食料品 一切 

scmrlse IRice oalko CO. 
苦 二 hir 三 さ. _ 

ぎ P1 だ こ 218 


ぁ 鮮をか 一切 

日よ 人 向きの 生魚 澤山化 b 揃へ 
時配廉 憤で 大勉强 致します 

サゲザ ナ魚巧 

巧护 0a<03» 

.2 泛 W. f 二 愛 St. 

ーィ巴. Colu 吕 bus 91 援 

上. の 魚類 

季節の 新鮮の 魚貝類が 巧 山 揃つ 

て 居.！^ ますから 御身 ホ 下さい。 

ァピセ ロ 魚 店 

苦 Btvar こ产 Tel. で anklin を 60 


口 I サン ゼ ルス 地方の 御 
觀 ホには 最善の 御 傑を を 計ら 升 


ィ^ — ク 


ン 


ホテ少 


羅がホ じがけ る 同胞 觀霞 中を 
新式 商 等 ホブ^で あ b ます 

羅府柬 一巧 一二 九 ザ 
暂 ま 「グ アン ダ ィキと 六 五 化 
谭話广 タツ々！ S 八 六 S 

貸 自動車 (歧 野} 

羅府 名所 御觀 化には 最も 精通し 
た ド ラ ィ バ ー が 御ま巧中とます 

り 本が 激船 切な 御中 込に おじ 
萬 事 御 保を じ 御 化 扱 ひ 中ムお 

を 港*— ホー K 八 

▼ H 本 街 巧 巧 (別間 ぁ. り) 

を 港 タリ ボ^ニア 巧 六 一二 
電話 ヵネー ー八 一六 

レヤ トル 巿 

NP 旅鑛 

W06-6 を Ave.wo. weat ユタ' wawh. 

停車 儀 前 通 東 ご一 了た 側 《階 建 
日本 巧 船 切符 取扱が 戶場 送迎 

御 下宿 

費府 桑山淸 五一郎 

食 S を U すち h 資. Philadelphia Pa. 
Tel. Wainu 二 2 ゴ 


淸 潔、 設備 完全 

ホが 御 下宿 

交那 おに 二 T 

ち Gathari ミ/ 1. ぎ 置 Do を普乏 


辨帶 及び 壽 司の 家庭 化 おし 
を 致しょ すから 巧 卒宜敷 御 
最 をの 巧を 願 ひます 

.御 下宿 宮本 
1 苦 ご 寞 St, 香 S ぎ 害 a 8175 


日本一の 化男兒 

四 尺八 寸の 名物 男 

/ 戰依秀 一. 吞大 講演 

:-時 日：：：：：：：：^十| 巧化日^月曜《}午後八時 
壤 所= 西ぶ 十よ 了 目 ホ 人 基 瞥敎靑 年會舘 

お 題 y いげから 婚 まか ぞ」 

主催 紐 育學生 政治が 究會 


明け まし 茅 出 じぅ 

をめ て & 勝の ぇ ごが じます。 な も 御蔭 據 じて 至 
慷 達者で が 巧勉强 して 居らまず から 御を 必 下さい 
本年 も 虹 _ 變らず 御 引 立の 程を 御 願 致します 
大正 十 置 年 一月 一：：： 

織 a 信-を 
n.o JAP>ZESW TISES - 
结 SIXTH AVENUE , 
z 円 W YORK ご 叫づ N . Y . 

u. s- >. 


これは 新年を くて はなら a 新年 狀の 模型で 御座います。 ネ 

おの 新年 化 巧が 育 風景 繪 葉書の 新年が が 刷は 每年 好評を 虜 

して 註文 殺 W めな 傑で あらます が、 御 註文が 早ければ 早いだ 

けじ歲 ホの いがし い 時間を セ ー プ する； が 出 ホる 譯 であ b ま 

車。 巧卒 ぉ！！： < 御 註文 下さぃ。 

其：^ 文 入り 降誕 祭 力，- ド、 會社 商家 

用の 害簡 用紙、 ビル ヘッド、 會計簿 傅. 

票 f 始め メヌ ー、 姓名 入り 特製 書簡 

巧^ 宿所 入り 封筒、 名刺、 ゴム 巧、 

原 轟 紙 等い ろ-^ 

磨滅し ない 活字 ィー 、美術的な 印刷 ミ 

配^!^ 敏速は 本 她の特 をで をり まず 

啡 刷は = 紐 育 新報へ 

お 話 スプリング 八 二 ± セ じ 御 一報 

あれば 早速 社員を 伺は せます 0 


老いて 美しい 

「悲劇の 女王」 逝-^ 


ア レキ サンドラ 女王 5 事 VJ も 


今よ b 六十 出 年 削に デン マ II じ 對る么 「巧々 のな 壬」 ごして 
ク からが 化 ザ も、 U ン ドン じ 御™ 葵 轉区祟 敬の 的 ご。 つてむ た。 
到着 わ b て 沿迫黑 山を 築く が Kj 貧しい 小 拱 や输人 等に 對 して 席 


より 热戚卜 よる 槪迎 をを けられむ 

當年 のぶが 正に 

十八 歲めァ レキ サンドラ 

カ ロリ 1 ‘一 •マリ 1 •カロン ツト 

术 —キズ •ジユ 9 —姬 な、 「女 王 

アンキ サンドラー i して 八十 一 

なを 一則に まる か H " ン ドンの 

郊外で 御 化が 遊ばされた。' 六十 

二 年 前の アン ミ サンドラ 姫は デ 

ンマ ー ク 瞬书 クリス ナ アン 穿 四 

化の 御 長女で あつたが 、芽出度 

ら當 W 巧 國の皇 お 子 殿 ドで あつ 

た 後 ザの ユドヮ ー ド 第と 化 陛下 

ご 御 婚約が が ホして 波路 遙るピ 

る 巧國じ 渡られた ので > ある。 皇 

太ず どしての 卫ドヮ 踏 下の 

御 巧妙；^ 御を 際 ぶら は 

國際的 じら 評 制で ぁった 

だけ じこの ホし い姬巧 どの 御 粘 

巧は 巧國： Hi をが 畜 y しめ、 グラ 

ドスト！ ン首 化は をの 當時國 

におし r アンキ サンドラ 王妃 

はを 巧閱 'はよ b 巧 さいる ぶを 巧 

巧 U お許しに U つた」 ご 战激じ 

が もた 口調で 述べ わらので あつ 

た C 御 幼少の 頃から お 手 姻ち八 

ものみ じぶ 獨 等。 巧 事 御自身で 

處 巧な された どい ム姬巧 だけに 

御 結婚 後 も 極めて 

平民 的. じ 直られ、 皇太子 

およち な 书に御 立 化 後から 葉 ま 

費府大 博の 

巧 興 成ろ 

政府は 依然 補助 

ホ 年 六月を なて ヒ ラグが フキ 

ア巧じ 開 おすべき 米國獨 立が を 

巧齒 火が 覚诗 に哪 して 米闽 政府 

では 化 L 数ヶ月 前か吿 書を 發し 

昆 つ國務 巧を 通じてを 判 强政巧 

の おな を 翻 誘し、 巧國 のかき 旣 

にな 十 置 巧 w のま 出を 閣遙 じて 

巧みした 朽 であるが、 孔 後巧變 


前 駐日大使 迫 悼 

前 駐= 米 國大攸 どして 化 巧 中 

摘 巧した エド ダ ー •バンク。 

フト找 お 悼を は ノックス 大學 

同 お 巧 及び 常 巿ま娘 じて 本日 

お 人の 六十 威 誕生日を 機 どし 

盛大に をけ され じが、 ノブ ク 

ス乂 學前摆 長で あつたが 育夕 

ィ ム ス がの フ キ ン ン —愧+^等 

が 追悼の 辞を 述べた。 


接閒巧 御み がのを を 賜つ じごい 
ふを 巧は 敕 へる じ 暇ない 巧で あ 
るが、 御な じ おられ せられる 現 
皇 ム^ 殿 ド S 御 性格は 逝ける 女 
王と ピツ タリを つて 病ら 最も お 
おじ 入 b の 御 孫が である ど 承は 
る。 御大 婚 おの 第一 基 + はか 八 
歲じ t て 他界され、 第二 皇子 グ 
ィ クター 親王 もを の 後を 追 はれ 
巧闕 王ジョ ーデ蜡 すは 祭 S 皇子 
に 當られ る。 この 外 じ一皇 乎、 

三 島 化の 性ち じ 當られ るが、 を 

の 中 ア^バ ー ト親 平-は 間ら なく 

化 巧 さわ、 をの 化 

御 一身の k には 斯ぅした 

御 不幸め 數 々ど、 外に 女で とし 

ての 御を 巧は 畏い i では ホる が 

「悲劇の 女で」 ごわ 呼びされ る 

码に 淋し いらので あつた。 八十 

i 歲の御 ホ 活を姐 じて 女 书は御 

なんご ある 玉ドヮ ！ ド 踏で 街 臨 

終の がに 倚られ、 S んの 皇子を 

失は む、 脚兩 親ぶ 御 巧を じ 死別 

された h 千 化が 十五 年 刺 おのた 

めじ 獲れ た •キブ シヤ闽 王 ジヨー 

デ陛 ドぶ び ボ^ セゲ キキ S 手で 

御 懐 巧 遊ばされた n シア 皇をこ 

コラス 筋 二 化 陛下け 銳れも 女王 

の 甥 じ當ら せられる ° 斯< して 

をいても 芙 しい々 で ごゆ ばれた 

アンキ ナン ドラ 陛下は 御 化 お 遊 

ば さむた ので ある。 

ンド リック 氏 及び 博變巧 當事者 

を ヮシントン じ 召喚し 闕巧長 官 

ヶ 。ッグ 氏幷じ 商務 長官 フ！ ダ 

ア t 氏 等ご會 見の 上、 この 隙 万 

鹽大 谱の權 威を 保つ ためじ 大博 

幹部と 政 舟 どの 問じ敲 解が 成ら 

敕 地ら 肯ガ华 方 恥じ 磯 張した 上 

あ < 大統領が を 州のを 員を 任命 

して 協力 e しむる ミ どなつ たが 

尙ほ蹲 覧食當 率を じ對 しても 今 

後 底 接を 列强 政府と を 渉し 巧る 

權威を賊與す & J ど Gb を の旨 

閣播じ 報吿し 承認を 得た。 而し 

て 巧 巧 省の スブ I トメ ント にょ 

れ ばを 州 委員を 逃を ずる 3外 お 

に講 をの 協賛を 經 たる 法々 じ 基 

き w 風を 賣 會は乂 統領の 巧 命を 

まけて 博 凳曾當 畢者ど 今後 協力 

する 當で あるが、 今 巧の 大路 お 

化は 千 义村六 年の バリ ー 大巧 寛 

じ比较 して ヨ V 大規模で あると 

いふ ° 


ンじ 一大 佛 牌を 測設 すべく 波 巧 
のをみ 當 地に 滞が 中なる を磯會 
どし、 巧る 十二 巧 1 H {火 順 

午後 S 怕 から タウン •ホ ー ル じ 

めて 「某 おお 國 にお 3 る 佛敎徒 
の < ツセー デ-ど 題す るな 富 的 


が拔 なろ 新巿民 

ニ ユ—バ 1 グじ 化い ニコラス 

'> ィデ。 どい ふ 外國ん の贼染 
ず 崖は 巧 今 米 國じ歸 化した ホ 
ャ/\ の 巧が K でを るが、 係 
b 官の 前で 試 驗の際 「ホ闕 の 
法が は 誰が おる か」 どい ふ 質 
問に 對し眞 面目 奧 つて 「ァ作 
スミス」 ごやつ ての けた 〇こ 

れを 聞いた ミ！ ダー 啊事殿 苦 
笑した もの i ア^ •スミスの 
名に 免じてが 民權を 巧へ たさ 
ぅで ある 0 


競 おを 開始し じが、 第 一 H 目は 
四が お 九十 一 ( 五间 }、 四が お 巧 
十二 (二 闽) で銳れ も营沼 若が か 
勝した。 

名 撰 手職 業闡へ 

ィ リノー キ大學 の 徽巧摧 手 ご 
して 過去 一ニ ザに をら ホ踢 一ど恶 
歌 さむた レッド •グランデは 過 
般大學 の 微球シ I ズンも 濟みホ 
年六巧じは卒おする；ごなつ た 
ので 愈々 シカゴ 職裝 微球刚 •し遂 
加す る i ごな つたが、 刚 日の 試 
をに： i 約 一二 巧 巧；； 秘酬を 巧く ベ 
く をれ ょ b を 地じ轉 戰し當 地で 
も 競技の 上 おに 自 みの 織が 閣を 
組織 L てフ "リダ じ轉戰 後は 活 
動俳慶 ごして 巧 演 する をと なつ 
た ごい ふ 0 


巧 幹が 中 じ 如 M がは しき 人物が 

がが して & るが 巧が 化 間に 踞ま 

ち 巧が かお 謡ち を 始め 當化财 ホ 

でもけ 化. 逃れの 陳覽巧 沙汰 ごし 

て不 がを がき 遂に かが 當局 間で 

も 問 猫 どなつ た。 乍 併议 がごし 

では 化 じを 國 政府に 獅诱 狀を發 j 

した 隅 保 も あち、 殊に 南米 ブラ 

ジ术の 如き 過般 右の す 評を 理由 

r を 加を 化 お'.」 义跌 洲を閣 政府 

も兹 加を 廣瑶 しつ t あるかは な 

るた め、 これが 善後ぶ ごし.'- ま 

るサ： 1U ヒラ デ八フ キア 市長 ケ 


巧 度 烏 僧が 

英語で 講鑛 

基督 敎 巧を 啓發 

巧 巧が なんだ 高僧で あ も、 千 

八.，：： 九十 一二 年 シカゴで 開 姫され 

た 巧 网京敎 雜貧じ 印度 佛敎 徒を 

化ぶ して お 席した アナ ダリ カ • 

ジャ ー マ バラ 氏は、 印度 佛お徒 

協を 監辟 役の 資格で お 西 じ 於け 

る 基を 敎 巧を 常發 し、 佛 をの 眞 

髓を實 傅ず る 使命を 帶 びて 過般 

濟义 しを 港を 中 也に 力 9 フオ片 

ニア 州 一帶を 約ーケ バじ宜 b て 

雜な 中で もつ たが、 を <0 ンド 


な 講演を 試みる i どなつ た。 ホ 
催 者 側では 齋 腾総锁 事を 始め ご 
してち 那 、シャム 領事 等を 招待 
する 外 一般：：： 本人 諸氏の ホ會を 
歡迎 して & る。 

細 ホ 博 ± が 

織 政 宮じ御 進講 

ヒ ブ グ フ キ ア の ぺ ン シ グ ゴ 
こ ア大學 じ 於け る 唯一の 巧人學 
巧' しして 動物 生理 學の 敎授 であ 
る 邸學博 ± 細 井新 蕾 司 氏 比间大 

學 にある i サ五年 じ 巧び、 義じ 

東 化大學 ょり 招聘を ずけ て 渡 0 

する や ペン 大學 では 巧 磐 會議を 

開谣 したる と 巧 ± の增 給を 巧議 

し 柿々 を 渉の 結 お、 今巧樓 十-は 

ザを 宛 東 化大學 及び ベン 大學で 

敎巧 する； ごな つたが、 攝政宮 

殿下には 年初 じこの 細 井 蹲 ± の 

御 進講で 動物 ホ 理學を 御 聽化相 

がる i となつ た 巧を 巧 ょらの 巧 

電は傳 へて ゐ る。 

ATVJ U ^ ^ 

截！ 巧 i グー 

マコン J 巧 逝--^ 

巧が H 本を 化 界じ紹 かした マ 

コレー 博* は 老齢の 身を 一人 淋 

しく 加州 バ ー クン ー じ 養 ひジャ 

パン •ソ ナィ テ ー の 貧 員 どして 

H 本 宣傳じ 努めて & たが、 遂に 

去る 十五 U 午後 十一 時 十を 八十 

二歲 の裔雜 じて 逝去した 。博 十 

はユユ テリアン 敎會の 牧師と し 

て 千 八 巧 九十 年からで 九ち 年の 

十 年間 口 本 じ 滯巧傅 道して ゐじ 

が、 博 十は ホ 常 •ゴ親 H 家で H 本 

を 誠 解す る輯度 じめ て 西洋人 中 

稀に 見る 硏呢 家で をつ た。 隙 十 

は H 本た 學じ 就て 逛詣 深く 小 倉 

巧 人 一首を お譯 した 第一人者で 

あち、 英文 學じ關 する 著菩 中に 

も 随所 じ 日本 义學の 敵 韻を 加味 

して ゐる 。日本’ 離な 中は を國を 

巧 脚して 文化 講演に 巧め たもの 

であるが、 斯うした 功績 じよつ 

て 階 十は 千 九な 义年 じは 化 H 章 

を 又 千化昏 十八が じは 励 一等 じ 

叙し 瑞寶 章を 巧 けられた。 


—運 動— 巧 

菅お 君が 快勝ず 

邦人 橘 球 お 营巧忠 雄む は獨逸 

撰 手；：， 1 i ンダ ナヤ 1 昔 ど 去る 

巧 お H ょ b 水曜 H 迄は 六十 六' 1 

目の'。— ラ ー 球 旗で 木、 を、 ± 

照の 一二 H は ゾ八ツ クブン の ロー 

ラ ー 球 煤で 午後 二閒じ 一日： ら® 巧 

おがの ストン 1 卜 •ビ リア— ド 


. 珍 名物 語り 品 】 

♦が 搞縣太 旧 町の 中島 飛 巧 機 
製作所 じ 巧 口 お 貫な 亮新 化お郞 
どい ふ 職工さん がゐ る。 旧 口が 
姓"*」 禾を ィタ カ キコ クタ 3 ウシ 
ン スヶゴ ラウと 讀 むの ださぅ だ 
が、 ホ 素は 旧 口 新 助 五郎さん で 
通 クでゐ る。 

♦を ホ 屋ホ電 の 證哟じ 掘銷紙 
おごい ふ 人が ぁる。 堀が 姓で 紐 
娜 太が 名で タフタ ご 請む。 父 岩 
手 縣二戶 郡 旧 山村 じ 木を、 猿 化 
及び 野 お 鹿 どい ム變 つたを 前の 
ん遠わ ある。 

♦靑森 縣速輸 巧 管内で 驛 長を 
勤めて ゐる人 じ 淵 深 某 殿 どい ふ 
人が ぁるが、 この 人の 弟は 私 二 
男と 云つ て 盛 岡 機 脚 庫の 職工を 
して ゐる〇 

♦福 岡縣 八幡 中學の S 年 じ 本 
巧 (姓) ま 場と かお 騒と いん 學生 
がゐ る。 义巧京 市 本鄉瞬 龍が 町 
二十 四に 乂熊豹 あ 狼 ごい ふ 人が 

むる 0 

♦新 瀉縣 おなお 郡 六日 町 字 下 

新田. じ大 馬々 メご いふ 娘さんが 

ぁるが、 綾け て讀 むど隨 みお か 

しぃ。 

♦神を 川 縣都筑 那二候 川が じ 

八橋が 姓で 長男を 令 (ス 、ム) ど 

云 ひ 巧 巧を 个と いふ 巧 弟が ゐる 

义本巧 おの 米屋さん で 八十 八 • 
八十 八 ごい ふ 人が ゐる 。重ねて 
書く と ホの 字が 二つ お ホる ので 

本ん は大清 自慢して ゐ る。 

故山 縣德を 衙巧 & 

葬送の 隙は 遠路 御 貪 葬 被が 下 篤 
く 御 禮中上 慎 

妻 山縣 モナ.- 

. ぶ 人 お 化 熊 野け 平 

が 子 巧太郎 

佐 久間榮 ホ 

旧 中を 

香苹 ド クタ ー •ァー レ； 氏 

香典を 十五 巧 かよ 条令 

金 十 巧 おが 子 巿太郎 、箱乂 

間榮 作、 田 中を、 山 本元 宵 

を 五耶 お 巧 呂淸吉 、高 橋、 

熊巧傳 半、 巧を か郞 、今 倉、 

を 山 淸を邮 、がを 外 か 孤 

を 四 巧宛梶 お、 岡 W、 か 上 

を ニ ホ 宛 川口 幸 造、 巧 旧、 

西を 彥か郎 、巧 脇 巧 r が 上 

金 一 弗 宛橫澤 、濟 が、 田 

寺旧修 、加 藤み 雄、 ま 旧 1 

討 巧 十八 弗 ’ 

當人 所持を かお 巧 四十と 仙 

追て 葬儀 搜 百と 十二 粥 A 十八 

仙、 巧り 本人 巧立替 化か あ 化 

ご丽 にて 滯ら なく 相濟 .6 巧邮 

併せて 街 通知 中 b 愼 化、 


I 

- 

V 



を S 巨 
ご 巧 


►ご 覆 U 淸お 、親切、 を 樂^ 

勢 州 繪館ま 熊 巧 

ま 巧が 势事 お义 間を 作 

225 K. 苗 th Str ま t 

ジ ー. Regent だ尝 


鄕下衔 

自曲亭 

里 Sands St. Br 若享 N. Y. 
ぎブ ー 置 e 7475 


御 了 宿 鳩并乂 

47 PS 葛 己 Place 

be 二 ssn 三 ve. off E. を nd St. 

Tei. Murray Hill 2958 


.笔話 レキシントン 0 八 五を 

若 西旅舘 

巧 十五 T 目 二な を 

化み 必地 ょき 淸 潔なる 室 

御 下宿 松が がか 

1 是 Lexi 喜 n Ave . 

i JeU を d . ぶ 這 21 


_ 中が 哩髮巧 

中が お饿 
ち W J 選 S 三. y . 呈 
呈 .呈 一- ョ bus A が. & Gen ず al Park wst 


日本® 髮錐淸 

新 成 洗髪ぶ 謀 離々 も 迅速げ i ザを 
3 只ぶ し 穂々 勉踏 r ます 

西の 十一 IIT 目昏 落地 一二な 六號室 

タップ フ ロブ (谋ム 審ご 四十 一一 一 了 目角〕 


営が 囊所 

持 續的舊 蘭の 同胞？； 的 罐^る 磯 
棠 を巧旋 します。 
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一封 巧 おお 巧 册お度 箱- 
卸 資侦段 じて 御用 命に 應じ御 
な 文 おはで 壌ょ らぉ 梭御增 客 
巧に 御 送り 致します 。.何卒 相 
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治療の 御 ホめ じ應 じます。 

軍 話 モニュ I メント 10 竞 
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巧 X 敎授 
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出張 敎 攫の 娘 賴に應 中 

’ H . 音 ta ‘ 
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H 本人の わ 買物には 特 が あ 員を き 無 
がで 御 盗みを 巧 電話 义 はわ 手 续第お 
訪閒 して 御阳 をを 討ら 初めてみ。， ろじ 
おしては 持に 巧 息 致 L ます か 'f 化 非 わ 
-乂 をら 願 ひ 升、 ボ巧 配達は か 本 其 
化を地宛の わが物を送は當ホ'^致し巧 

'ジ ヨン ツナ メ I ムー 


ザ 间尙な スタィ^の 泮腺 

= 御友 達で が 御召しの 樣が U 

'皆 棟が 御 巧みの 新 スタィ^ •正しい 巧尙な 
服装 •をの 御な 服を 當 巧は 調製を し： M-。 
一度 御來 巧な さつて 羅钞化 •鏡 柄 •をを 碑 
變 下さい。 御不 滞の 膝は 返を 致し 考。 

ウオ * 力— エー I 
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▲玉ム ブレスを 両强ご 一一 A 含喃) 

主 巧 古な 

▼エム 入-レ， 豫太利 (一宝ろ 浸嗯】 

ナ 1 月丰 六日 

▲エ ムプン 。巧 細が ご 一一と 00 嚼) 

六日 

►エム プレス 加な ル 太 (一一; ち 夏 嘶) 

' 二 巧 二十 H 
一等、 ご 等、 一一 一等 及び 下等 客設脯 
最大、 黄 美、 最快 ホめ 柬巧航 巧 船 


シアトル 化鹏 、ホ 帆 午前 十げ、 

横潰乂 そち 化 H 
加货化 十二 巧 化 一日 
が豫乂 j 同化と 日 
が 岡 化 二 巧'， 十と 日 
U 本 巧 船を 運賃 お 率 
一等 横 お-- 化 お巧种 ロニ 〇 五 巧 
一二 等 ホを 五十と 巧 かを お 十五 巧 

歐洲 H 本 脚 客船 香ち 扇： 

渝 おょら-等 がぶ 磅 、二等と 十 
畴 、'お ザ 塞ょ ゎ 一等 九十と お 
二等 六十 ホ 踏 。 ___ 

が脊巧 お凸を おが お y も.， いな 物が 一 月 二 阿 


■シ アト 八が 帆 (午 端 十 時) 
あら ば ま 化 十二 巧 六 口 
ばらす 义 すち ま 一： r 
一等 橫 巧】 查 ，•"ち」 一を にぁ 

枉 しぶ 4 す 化 るん でん 化は 一 おお 巧 
ご 一等 日本が なお 贿ぞ 室乂か 造装换 室^ 
御を 導に おリ I 等 割が がな 切 巧 残が 巧を 侯 

"ス アン ゼ^ス 出奶 (午後 一時) 
ま にら 化 十二 巧 八 H 
かなだ 化 一一 巧と 日 
一等 横谋支 にら 化 如哇か 一九-五，^、 り* r 
化 他 はんて 一一 六が 半 

三 一等 H 本が 丈 にら 化ホ哇 化を が 化;^ 巧 半 
卜\ を tsy す • r リ 建を を 巧、 抑が 废化リ 候 


懸賞 脚本 募集 

明年 二月 ヤ じ開權 すべき M 脊 H 本人 會社曾 部 ホ 碟馈藝 を 
の 上場 じ 化す，' 翔 作 一幕物を 篡 集ず。 

一 が 化、 題が、 脚本の 接 親は 化 おの 適 怠 
二 が 切 本年 十二 巧 十 お 口 
一二が 表明 年 一巧と H 
闽 懸貨を 五十 弗 
五 招が 送 先が 脊 日本人 會事務 所 
ムハ原 f は 匿 あを 用ゐ 、別 じ 姓を 化 所を 記入せ る 
名刺 t 加 封して 原稿に 添 へられた し 
ん當 選が 品を 上場す る VJ 否 どは が 育り 本人 會か會 
委員を のか 議 じよる 

おを 貝齋藤 博を 川 雪洲が 藤謁雄 二一 氏 其 化 

はを 渉 中 

紐 育 日本人 會 


天 惠に當 む 熱帶國 

H 印寶 易の 前途は 益 密接 


正を 力 

が 巧 ご 云へ ば R 本人は 大抵 ボ 
ン ベイを 聯巧 ずる けれで も、々 
八 ヵッ タは龄 ろ 忘れられて 居る 

巧が ある。 然るに 事な は 力少力 

j ッタ はが 巧の が 策 あびを 触 上の 

; 中 •む 地で ぁつて み 図ぶ び 諸外闕 

j のが わを 社の 出張所 本部は 大槪 

一 化 おじ おかれて 巧る から お 巧 的 

I じ も义斟 外的 じ も々 成 ヵッ タは 

I が 度 じ 化ける 經 お止坡 もを 要な 

一所で ある。 只 ボンベイの 方は 棉 

一 化の 市找 であつ て 日本は 印度ょ 

I ら 化を する 棉花の 約 ザ额を 輸入 

一して 担' る 腳係上 ボンベイ とを お 

^ のを 涉を おして 居る ホ 第で ある 

A A A 

御 承 おのかく が 巧け 111 億 乃を 

|二 億 五 千 おの 人口を ち f る腹漠 

わる 領地で あるが、 をの 輸出入 

總额は 日本の をれ と略關 額で あ 

る。 輸出な の垂 なる 物は 棉花 ど 

ジユ） 卜 であつ て、 棉花は 円本 

に 巧つ て 最もち 额じ輸 巧され ジ 

ユ ー トは 化が 中の 度お闕 じがけ 

る 殆んど 無限の 需用を 充 して お 

をので ある。 ジユ- ~ 卜 ごは 殼額 

を 入れる をの 巧 巧で T 巧 日本の 

おの やうな ものである。 巧轉の 

かき 從ホ 懐を 用 ひて 居た 國 も 

巧 ホジユ I 卜の 裳を 化 用す る や 

うじな つて 乂 閑の 如き 大胜莱 威 

をを 風ゴ して 化 巧の 大小 麗震國 

ゴ巧 之を ぶ遐 して おる。 丽 L 

，-こ 化を 化は 化が'^ 巧 巧 S みで 

あるから 將 ホん 輸出 额 はな々 巧 

加す る だら う i あはい る‘' 昨年 

巧 一 义二四 年の 輪 化は 棉花が 化 

億 二 千 ルビ！、 ジ ユート 及びを 

の 殿 産 おが 八 借 五 千 於ビー であ 

つた。 刚も 棉花は 僅に ジユ！ 卜 

を淺媽 して 居る が、 昨年 巧 棉花 

の悄 格が 爲< て ジユ） 卜 がを か 

つたからで あつて、 今年の 如，、 

が 化^を くて ジュ ー トが騰 をし 

て 居 るげ じは、 をの かが-し 於て^ 

前を をを 瓶す る こごは が 易で あ 

つて、 恐らく ジュ ー トの 輸お额 




ら， 


-は 十が H ビーじ 巧ィ 

，思 ふ。 - 

A A A 

化の 巧 嬰 る踐 渾のジ ユ r 

は 力 4, カツ タの 所が 化 じる ベン 

力 瓜 ステ^ ^ を^^ 必 どして 庸出 

する みで あるが、 をの 經 霞け ホ 

- こして ち喊 人の ずに 歸 し' 寶本 

も 典 越から 輸入され おろので 

わる。 ボンベィを 中必ご してを 

速-つ、 あを 綿絲 ホて 裳は まご 

してが 巧 人 反び 彼等の 資本 じ 化 

つて 經 霞され て 居る が 技術 鼓び 

勞慟化 態が ホ だせを 進 ホして 居 

;:*い たか國かょらの輸人おじお 

抗す るまで じは ホ だ お 速して W 

ない C H 本は が 巧. ょら 棉花を 儉 

入し 么を粘 製して あにが 度に 愉 

- ホす るので あるから、 これ ど 競 

I ずす ベ < あ乂の 户ンデ キャップ 

-を がして 居る；：：； ごわる が、 が 巧 

の綿エ をが 前記の かき 狀態 でぁ 

る-; > らま だ 內國製 おの 峨あ をを 

一け る桿 巧には 速して 闲 ない。 將 

I ホ 巧 巧 S 綿ェ 巧が 大いに 進步す 

一る ここが ホる ご t て も、 I 二 おの 


< ヵッ タち巧 長 

がな 當太 郞巧談 

刚巧 人のを 巧 機巧が 段ゥ 文化的 
になる じ從ひ 綿製品の 需要 もち 
加ず るで あらぅ から 日本の 締製 
な 輸出の お ホは 决 して 悲 おする 
王は なから ぅ 0 

A A A 
が 巧 じがけ る ジユト の 栽培は 
をが 天が じ化賴 する 狀態 であつ 
て、 植付 巧に 降雨を 要し 刈入 时 
じは 晴天で なければ 西る /」 云 ふ 
a であるが、 天は が 巧 じ 幸し 殆 
ん でを の耍ホ 逝り の 天候が 年々 
操ら 返されて 居る のでを る。 然 
るに エジプトに 於け る 農業は 么 

ど 正な 對で ある。 彼の ナィ 死 河 

の兩 岸を 旅 巧して 見る どまる 處 

じ 大きな 貯水池が 堀つ てあら 洪 

水の 際 化の 池に 水を がへ 橄付時 

の灌 觀じ當 てるので あるが 化の 

灌觀 工事は 實じ 驚く 程 立派な も 

ので ある。 が 巧 3 獨立 連動に 就 

いては 夕少 調査した 所 もを るが 

之は お轉 官憲の 監視が 頗る 嚴垂 

であつ て 大谷ホ 瑞帥や 鹿す 木 お 

授む どけ 巧. ひ 即巧じ 旅 巧す もこ 

どを 禁 化されて 居る お 巧で あ も 

から、 おの 如きが 業卜 ：の蝴 係を 

をす るが は化默 ずるに 限る ご お 

ふ』 を々 

み說 された 

外人 登錄 

巧 働 卿 ご 移 W を 員を 

•か 外人の 取締を 論遙 

武か商 萊巧歲 所。 お 聘じ應 じ 

て ホが した 勞慟 卿ゲゲ キス 巧 ご 

喘 邦： 卜院移 K 委：封 お ァルバ ァト 

ジョンソン 氏 ごは 前 過 ホ 腿閒懼 

の 晚餐會 に 相 前後して、 むが 外 

人が 錄 問題を 力説した が 游働卿 

は 『外人を 綠 をを 制を せいどす 

るは 巧して 偏見 じ 基いた のでは 

リ く-- i 」 歐洲 移は ごしての 彼等 

が將 ホ米閱 化たら わ'- する を 格 

を 作る 上 じ 必要で みる』 ご 自己 

の 立 煤を 辯 遮し 約と 萬 じ 干の 外 

人が 員が 過去 一二 年間に 脫船 k 陸 

せる 統計を 擧げホ 墨 西 却 越 およ 

h お人國 ける ホん はぉ 数に hb 

つ i ゎ b 巧し 巧 働を が 彼等を 送 

涅 せわ.- すれぶ々 くどら 巧 ま 

からが 外人は がみ 人に 速せ わご 

述べ、 移に 委員長 ジョンソン 氏 

y 『現 巧 移は ホのを 嬰なる み：： を 

修正す るの 盧志 は。 い、 柯 ど。 

れ入 蝴割當 率の 適用は お 定の圃 

策 じ 化る 立まで ゎるが 化で あば 

る』. こ斷じ 外ん 小 化 兆 巧總 ホの 

傾向 わるを 指摘' てを 録に 化る 

化締 のか 型を 哨 導し 酒類 S 密輸 

入を おめかん を愉 入を ボの 跋厦 

を說 明して 當 巧を ごしての 盧見 

を 詳述した。 

中が 化 議± より 

おが 义び ォッ タヮに がける を 

网 諸員會 哉に 出席 後渡歐 せる 衆 

溢 お 端 員 中が 窠盛 I 化け 倫 およ 6 

波佛 したる. か 十一：:: 八 H がを な 

て 左の 揣 信を 窗 せた。 

過胺ホ 桃々 御 化が 巧に 化成ら 

本 謝 候 今 レ お あなる ベルダ 

ンの 戰跡规 おじを b 常が を腮 


び 申 慎が 巧な 巧问胞 諸子の 御 
同悄じ おしては 巧 <强 謝の 怠 
を おし 度、 今 巧の 巧は 非常に 
焰し < が じ お 一々 を 位 じ御備 
中陳度 候へ で 其な を 得 や 候 じ 
つき 何卒 貴紙を 疵じ てを 敷 御 
披兹被 下巧愼 

日 庭 今季 閉會式 

庭球 季節ら 過ぎ じので H 本 庭 
球お柴 部では 今季の 閒會 式を 去 
る H 幡日巧 料亭 都 じがて 開いた 
中 西 幹 寧の 曾 務報吿 、が 波會計 
の會針 報吿が あつた 後 役員な 選 
ホ 年度の 計を 討潍 をい* しか 氣霸 
々裡じ 十 時 過ぎ 散會 した。 新 役 
貫は 左の かくで ある。 

幹 掌 み 田 一二郎 
副 幹事 化 尾 化 
會計 永井娜 S 耶 

感謝祭 舰賀會 合 

紐 育 日本人 敎會 じて は 例年め 
かく 明 二十 六日 午後 二 崎 ょら 威 
謝巧祝贺午餐會を開くべく、 黄 
なお 會は四 H 午後 六 時 ょら ホぶ 
-哲敎 修道 會じ ては 岡 H 午を と 時 
ザ ょらを 晚餐會 を 開 < 蒂でゐ る 

日銀 監督 役交迭 

糾育駐 化 日本 銀け 化 巧 店 監督 

役 虽避窜 巧 後 巧 ごして 刚部泰 二 

巧 本 円 着 巧の 堂で あるが、 ホる 

十二 Hsn 右を を 披露 魄餐會 を 

H 本が 樂部じ 跑く由 尙ほ星 盤 巧 

を 別會は 十二 丹^:!: (巧 曠〕 日本 

巧 樂部じ 開かる il-o を G つた。 

♦御木 光正 氏秘 刻が、 お獅靜 

養を 兼む 本 巧 ホ H 頃 夫人み 綴 問 

が フ U リダ 邮- 方に 轉 巧の 山い 去る 

が ホる 二十 八 口 知ぶ お 企 0 下 じ 

送別 會を巧 亭挪じ 於て 關 くを 0 

•藤' 風義 化を 聲樂 を、 止幡お 

帆み レバ ブ？ ック號 ご 渡英し が 

化で 獨唱 後が 太 利に 入る を：。 

•雜唯 S 巧が お 監督 事 巧 所 貴 

明廿六 口 當地發 十二 巧 八 U を 港 

'一れ あ 化 化 じて 歸 朝す る 事 ご U 

ら 同氏 後 化 どして は 旧が 辰 巧 氏 

トニ 巧 卜 'か ホ 巧の 答。 

♦お 货氏鐵 道 局 技師、' よを 十 

. U マジで ステ ック號 じて 歐洲 

ょむ を糾轉 らく 研學 のよ 巧を 巧 

勿： 1 钥 の 豫 を。 

♦ +; おが 氏 農林ち 山が 巧 書記 

官ムる 十雨 リお 測ょ b 着が 國ホ 

ホー ムじ 巧ぶ 巾。 

「斬 着」 

雜誌 子月藝 

谋談 说樂部 一 、 〇〇 

义觀 おお 部 、八 0 

キング 、ち 

新刊 書籍 

をが 磯雄を 

が 巧 閒題槪 論 四、 〇〇 

旧 山 化を 蕩 

化を わ 脚 ；一、 1110 

な瞄潤 一郎 著 

痴人の 愛 二、 〇〇 

お 旧 幹彥若 

かの 塔 二、 〇〇 

祇園が 訪 上下を 一一 八 〇 

村 上 お六蓄 

人間 化 (前編： 二、 ち 〇 

■浪六 名作選を 二、 ーニ〇 

畑 耕 一を 

怪異を 紙 二、 〇〇 

佐々 木巧茗 

のら くら 化樂部 二、 五 〇 

夫締 おご 獨 みを M マと 〇 

か 桐 兄弟 商會 


資本を を 備 凹- 
沸 & 濟巧 本を 六 千巧蝴 
枚 ホを お 千を な 四が 招圃 

飾賊 一一 弄 銀 巧— 支 巧 

本 巧 巧 巧 ボリ 本 協 帖駿河 巧 一 
ち 巧 小が 口 本 梅 化の 內 (かを) 煤 お 
あを 尾京郝 乂 阪西大 防 > 神 口 
腐な 下 腳巧司 巧が 楠 脚 おが 一 
上な 淪 をを 買 刺 水 i 


外 闕爲替 、微 を 送を^ 並 送を、 信用が 其 化 
一般 お 巧棠巧 梢々 御 巧が じ 化 巧 可 申 お 

鎌赋 11 一繁 銀 巧— ま 巧 

本 支店 東を 本な、 大阪 、神 口、 を排 
巧な 地 名 古： IT 小が、 上が、 倫を 


^ ^ ぶ 期 邦 货お十 圓な上 巧 息 年 六み 

1 2 蠻灣銀 巧 S お 張 所 

▼鄕ち 送を ぶび ホな を (無手が 巧)、 外 西 
ち替貸 買、 荷 括 韩化組 化 立、 得 用 巧 お 
巧 等 一般 銀 巧 萊巧御 便利 じ 化投可 化ち 
▼拘ほ 詳細は 御 盛 慮な く 御 間を 被 下 度 候 


ホぉ 5 を AIgsg 毅〕 舞觀 i 

蓋 一述知 錢一扇 

(化シを千凹：^^下ノ逆姑巧をハぉが麻) 

機濱 お金 銀 巧 8 支店 

微お をを はがて 無手 數巧 じて 醫 
巧 橫该本 巧觀も 送を 方 お 扱 申 お 


社 按巧巧 化ぶ ち 左衛巧 - 
餐 巧大お 化沒直 下目 一 
が 脊 ちがが 育ブ n 1 •トウ S ! い 四十 乂を-- 

I 献 住ち 銀 巧 i 

ド 《東を、 横.. 故、 をを 屋 、京 郁、 神 口 一 
04內^ 尾ノ道、巧な、吳、柳ホ、ドノ細 i 
化ち 巧 j 巧 司ぶ 倉、 ぶ 松、 巧 タス 巧 ホ 等 1 
本國抵 な、 郷お 送を 等は おめ 一- 
て 御 巧 利 巧 速に 御が 扱 可 中 候 一 


藤本 講券會 社. 

一般が 化 証券 ノ賣 買、 引を-裳 集 
A を鋪 、並 二と 二 隅スグ ■切 ノ棠巧 

鎌赋 藤本 ビル ミ— 力— 銀 巧 

紐 育 お 張 所 


雜貨 陶薄器 

ドラィ グ ー ズ卸 質い 

太洋寶 易げ ぶ會社 

支ち が熙 を、 ボストン 


陶椒 器、 雜貨 、ラ 卸离 

ンプ 々ランプを' 

森 村 ブぅザ ー ス 


ホノ か、" おお# 戶 .長 時. 上 巧. 巧雜 ■馬ち 泣 わ 

コレァ 化 (一己、 000 觸】 十二月 八 H 
(羅巧 か 帆 十二 H 四 a) 
お 泮み •ニニ、 go 颂) 十一 胃 童ち 
圃 比が 延凡 (一一 气 浸 0 順) 一巧 五目 
(攝 お化视 1 i H} 

太げ 化 (ニニ、 呂〇顺 ー ニ 巧 二 H 
'大巧 乂呈 一、 000 颂) 二月 十み H 


化が 装函哥 、が 裝>智 巧 諸 渚 打 
彼が ホノ^、 橫澄神 巧 巧 司 香港 巧 
.れ復 典 お ホ 遇一圆 

〇 桑 诺朽成 ま 切巧資 豪を 煤 入御 幹强化 S お 



H 本陶黑 雑貨 

ドラ 1 グ ！ ツ 網販寶 

基 巧 木 桃 ザ 組 

. MOOJ , ソ 10 ソ 10 乂 01 00 こ lac . 

105 -巧一 愛 プ St. N. Y. ，rel. St ご yv ま a 己 t 苦 苦-三 


巧 女 諸君！ 戴 織を 習 ひなさい 

本は は 測な 0 ホ-五十 年 0 上の 膝 かを がし 巧 女 及び 小 一 川 
话のあ 服 類の 截 ホ、 縫 力 一切 & び篇 物の みなせ 等を 

が 巧を なつて. 人々々 にな 孫 U W 
I 的に 親 助に 敎巧致 L て 居 M 
I す韵 得する には 械< 巧 易で 虑 リ^ 
かも 適 好の 職浆 であら まずが^ パ 
入の 夕い杂 は 中す を も あら 巧 
I せん 黨が兩 巧 あらまして 條： •一 W 听 
j 等 も 都を なく 出 ホて 闲 らま 主 
ミツ チェル 城縫學 f 
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株 或 會社器 井 商店 

错 育す 巧 
& Co., 

Wo け: worth Building, 

Tei. Whitehall 6040 

S 寒が 事會社 

M れ sub わ hi Sho が 区 お sha 

(Mitsub お hi Co., いん） 

120 Broadway 

Tei. Rector お 60-2 日 64 

が 式會祉 
山中 靖會 紐 育 支店 

Yam 注打汪 k 化 & Go，, 

680 のむ h Ave., 

TeL Circle 4014 

曰 本 綿 巧 巧 まを 社な 育 支店 
Japan Cotton Tra が ng Co.， Ltd， 

Cotton D が t. 

— $0 Beaver か" 

下* し Bowling か Mn mo 

Silk Dept. 

28 M ■が ton Av«.f 

Tol. Mad. Sq. 8695 

日米 生糸 株を 會社 
紐 育 支店 

N1CHI-3E1 KIIT0 KilBUSHIKI U\m 

(NICHI-BEI KIITO CO.. LTD.) 

373 4TH iUenu も 

Tel. Mad. Sq, 7592 ぷ 

— . — — — — — - . — — -- , 

1 神 戶鉛木 商 巧 

紐 育ち 巧 

1 Suzuki & Co-, Ltd, (Kobe) 
j 220 Broadway, 

Tel. Cor り an か 1149ぷ0-51ぶ2ぷ3 

a 本を 糸 株式 會社 

が 育 支 お 

Morimura む ai & Co., A が、 ts 

44 E. 2 お d Stw 

Tei. Ashland 5320 

I 巧を 名會化 

1 化育ぶな 

1 Kara & Co., 

1 

1 4 が Fourth Ave., 

TeL Caledonia 7830-35 

江/商‘ 巧 式會社 紐 育ま 店 
Gosho Corporation, 

Silk importer み 

334 Pcuf*th 、、も、 

\ T •し Mad. Sq. 48M 

1 Gosho Co； Inc., 

1 Cotton Exporters 

1 60 Beaver St., 

Te し Bowling Qre«n t806-06 

大駭巧 H 新聞 お 
お 田 お 率 
日 SAW 化 AHI 

む 日 m 3 則 World Building 

Te!. む ek 扣 an が郎 

大歐お 日 二 東京 H H 
上 巧 虎ぶ 

Osaka M お nichi, 

407 Tribune Huilding 

T« し Be だ] irain 4259 
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边 hf ぷ巧お m がを 狂な m で 巧 


SATUR 日 AY , NOVEMBER 2 もけ 25 


おの お 償を 維持ず る £、 徵稅敎 
策を 改善して 齒 K のな 视を出 巧 
妈る码 度に 轉賊 する i を 葛 ふる 
方が 物 偕 調節に 效架 おぶ らぅ。 
亦 失業を 巧を 問題は 台灣 ub 朝 
鮮な b へ 移 化せし わる も 解决の 
1 巧で あらう。 要す， 占 じ 馈業的 
政 黨の息 見な ごは 唯 物 ま 義が治 
の 上から 觀 ても懼 値の ない もの 
である ど 云 ふ 結論に 到を する。 



限つ て 地方 憤の あ 村を 許 巧し つ 
つを b 之を 全図 一般的に 破 おし 
化 ホ 潰 じ 化り てを 益 事棠を 起し 
なて 失を ちを ぶを じ救濟 せょ』 
ど 云 ふので ある 斯るま 娘で 完を 
じ夾朵 おを 救が する をを 期待す 
るは' 細带 から 駒を 出ネ 0 上ん 難 
藝で をる。 ホい ょりはを 巧 政策 
を 確立して 米、 盛、 似 糖、 野菜 
お 類 等の 物資を 潤 巧 じし 且つ 適 


張作霖 危地に 陷る 

五十 巧の 大軍化 京に 押 寄ず 

来ぶ 特電 サ六 R 發： Z を 省は 省令を 發 して 化を 
政府に 對し獨 立を 宣言し 奉 天 じ 進軍中 •、一の 飛報 
あり 〇張 作霖沒 落の 危機 迫りっ； あるち のく 如 
く 大總統 段 氏は 最後の 和ず 提議に して 容れ られ 

ずん ば 野 じ 下る み 也を 阿め たご傳 へられて ゐる 

化を i 五：：！ 發 u を 支那に 宜 b て 動 訊 權大し 軍 除の 移勘頻 々た 

る爲 めを 堪 の 勘 道は おんど 停滞の 姿 じして 動亂駐 をの 巧 因は 巧 

南 省の 督张を 維 « が お玉祥 お 作霖將 軍の かず 協定に 叛 きおが を 

を 起して 山 巧 省ぶ び 直餘省 じ進擊 しつ i ある 爲 めじて、 目下 化 

をが じ進擊 しつ、、 ある もの 乃 ま旣に 入城した る 巧 省の ザ 势は約 

五十' 力 人に 连 ずと 傅 えら H . 張作霖 をな 圍 せんどして ゐ る。 

お 京 特電 か t 日 お U 張 作霖が 若し 失脚ず るな 

らば 滿洲 に大 影響 あり 當 局は 相巧强 硬なる み 也 

で化視 して ゐ るが 如何なる 場合 ご雖 出兵は .しな 

ぃ方鈔 にて 張 作霖は 多み 臟 外に おでく 時局 じ 小 

康を 得ん.、 一觀 測され てゐ る。 而 して 支那 關稅會 

議は 時局のを 何 じ拘ら ずみ 巧すべく 段 大總統 は 

か 也し 列强^ 是非 終了の 意氣 込な り.、 一 傅 へらる 

動亂 擴大ぞ ば會議 はみ 裂 

秦皇島 方面で 東 一二 省 軍が 同志 討 

化 京 ホ 六日 發 h 曾て 張 作 霜の 部下で ホった 郭 を齡將 軍は 突然 

張に 叛 いて 举 天を 占領せ んピ しれる も おさ r らしが、 を 力 U る 

張の 能 下にして 補虜 とな^た る 者を く郭將 軍は 約 十 巧の 軍 陵を 

もす る-レ 酱 しおの 兵力は 約 五ー カご傳 えられて ゐ るが、 時局の 風 

雲 じ 乗じて 媽玉祥 の 軍隊は 綾々 どして 化 京に ス这 みを 徽 派の 立 

物にして 吳佩 をのち 力 G るサ 腕で ある 倉 記 傅は 突然 换擧 された 

ので 他のを 徽派 政を じ 恐摇を 生じて ゐ る。 おして 大總統 段顧瑞 

氏は が 蛾の みむを 今朝の 閣 諸で 洩 しじが 政 友の 擲吿で これを 思 

化つ たけれ でら おし 媽玉 祥將 軍が 化 京 じ 入が し 時局を 支配す る 

樣 じなる なら じ おち'」 化 京を 立 退く か必 なる もの： 如く 郭お齡 

將軍 がな 旗を 雛した 動機は 張 作霖を 引退せ しめて 張學 良を 樹て 

ん ど提證 しじる じ 巧し 張 作 霖は將 軍に おし 奉 天 じ 引 楊ぐべく 命 

みした ので 娘の 動機を 疑惑し この 反逆 じ 及んだ ので あるが、 張 

作霖が 鼓近滿 洲一帶 のみならず 化 東 省ぶ 他 じ 自己の 势 力を 擴大 

せんど 試みた i が 巧つ て 部 ドの 威 情を 害した ので ある。 

天津 廿六 U 發 U 胜戲堪 の督軍 M 豊が將 軍は お洲 ィ」 化 京の 緩衝 

地 帶を據 巧ず る お ホで 獨 立を 宣言した が 右は 張 作 霖じ勒 しを お 

反旗を 織した 巧爲 じして 今やな お作霖 熱は を 支 恥を 風靡 するど 

みに 吳化 をが 披玉祥 じか 平を 提議した i は 一 補の 術策で ある ご 

て 却て 不詳を おき 吳佩 ずの 勢力 も 不振 どならつ i ある。 


化を か 五 U 蟹：：：： 秦 皇島附 なじ 

化て 張が 霖の 部下で ぁる 不平み 

子は 突が 同志 討を が じを 天 どの 

逝 信 一切は 化 おして 何等の 消息 

じ-おせず， 張か霖 はを か 軍の 她 

虜ご なつた ごい ふ 風說も ぁるが 

をの 眞僞は 確か ご；；^ い。 而 して 

化 巧を 天 数 道は 不迪 ごな b を 所 

じ 戦圃が 開始され てゐる けれど 

も 事 貫のを 相は 巧 明せ や、' 媽玉 


祥將 軍が 奉 天軍の 少お派 £ 組み 

このが 言を 生んだ ものら しく 內 

隅は 獨玉祥 の 化な 入城と 其じ總 

辭 職す るら しい。 

ヮン ン トン 化 五 U 發： Z ： 奉 天軍 

の動亂 じがて 政府筋 じ對し まだ 

を 報 連せ ず從 つてを の眞 相を 知 

るに 由な きも 目下 進 巧 中で ある 

願我會 幾の 前途は これ じ 依ら 不 

安を 巧し 若し 化 巧校府 じして あ 


解す る；；* らば 會講は 中止の 外 U 
しど 觀 測され、 特に 張 巧 霜が 政 
治的じ失脚す る^:^らぶ化ホ關稅 
會 溢し 巧與 しつ i あつたみ ずが 
内閣を 細械 する から 今 U よ での 
關税 協を も 一切 無効 どい* るべ く 
政 時は こ； けを 疆 慮して ゐ る。 


レァ ム 聲 み 

皇 一部 嚇 御ず 

おが 王化 繼承 

ロンドン 里 ハ：：！ 發 ：：：： シァ ム^ 
の 皇帝で あを ラマ 第 四 世は 本 巧 
崩御され し 心-王位を 繼 承すべき 
王子な く遂が 弟を である ブラ チ 
ャ •チ ポク 酷 王が 王な を繼 承す 
る、 とどな つた。 皇巧 崩御 後豫て 
’ 御が 姬1\ でを った 王が は姬 
君を 御み 娩じ ^ った。 

註。 な ラマ^ 四 化は 本年 四十 
四歲 、豫 て^' り 王な を繼 承す 
べき 王 モヵ^し ので 皇后を 调 
離婚に なり^ 年 新たに 第大婚 
を擧 げられ 年 新 皇帝は 囊じ 
。ン ドン じ 遊學 、御歸 朝の 
途次 當地 及び ほ 本に も 御 寄港 
じな つた 方で をる。 

獨雑 會が 

新 術 約 批准 

敗府黨 前途 樂觀 

ベ ^リ ^1^サ六り'發=獨逸諮會 
じて 審議を； こずかが 障 
條 約は 二な 四十 1 禀對 なと 十九 
票に て 第 I i 購 曾を 述 過し 明日 最 
後 W 化 祟 じ 一可して 批准す V ぐな 
府侧 は旣を 一一を？ 一な 上の な 祟 
は確實 であ!^ ご 樂觀し 首相 分 1 
ブ片 ぷびス •一^ レゼ 卢 マン 外相は 

十二 巧 一目 。 y ドンに 赴きて 該 

條 約に 調印ず ^尝 であるが、 反 

共 废黨、 々ソリ 


掛 派は 國憲黨 

ク黨 ぶび ッ 

た。 而 して バ 

濁 逸の 國際聯 

獨 逸の 參加條 

まで 延期す ベ 


シモ 黨 であつ 

で A 


■ァ 人民 黨 

-參 加は 聯合 國が 

を豫め 承認す る 

ごの 巧 議を提 お 

し 明日 投票に 附 y ベく、 《 ヵグ 

ノ條 約が 批准 さわ フランスの 外 

を ホ 封 じ 柯等變 si をを じ；： V い 限 

ち獨 逸は ホ 春を^ て 聯盟に 參加 

ずる 蠻 である 


ブ リアン 


:乃 


巧 閣紙織 

て リォ， イ氏辭 退 

バリ！ 甘 六 H 發 ：：：\^ 前ち 相たら 

し 急進 社 會窝の 2 ブ ず！ 氏は 大 

統領ょ b 內閣 組織の-^々 じ 接し 

たる も 化會黨 はこれ； 反對 しわ 

る 爲め辭 退し 遂に 一二 前み 閣組 

織 じ 着手して 失敗し^ る 外化ブ 

リアン 氏に 巧び 組閱 の^か あら 

し爲めブ リ ァ ン氏は目1^|健派 

ご 急進派の 聯立 內閣 を^ 織す ベ 

< をが 中で & る。 而し vl 化會黨 

は 資本 課 おを 標榜し 斷 4 て 聯立 

内閣に 參 加せ や ごみ 議ム た關係 

上 今回の 新內觸 じは 入閣て ない 

模な である。 一 

巧 務默認 し 一 

無產驚 成ぶ 

米 パー：：： 結 ま 

東京 特電 二十 八日 撰 U 整 L -. 成 

立を 見た る 日本 無産 政黨 はが サ 


と 日を なて 結 黛 式を 擧げる 竿；： な 
6 しも これを 巧ち 一 H じ延朔 ，心 
たるが みの 總選擧 上り 持 膝 政 巧 
戰 線に 打つ て巧づ べき 新 歧歲の 
名稱は H 本 無を 政 載、. K 本 蘇、 
勞働黨 の いづれ かょら 選を さ* 
ベく 円 卜稻出 大學敎 巧を 部 磯雄 氏 
を總截 どす ベ < 、み 務當局 どし 
ては 新政 誤 か 勞農制 巧の 組織を 
標榜し。 い 限ら これ じ 干 涉を化 
えず ど戰 明し 居れで おを が 產脚 
度撒廢 、徴兵み じ對 する 政府資 
擔 等の 急進的 政綱を を 見した：^ 
合は 于 渉を 加える 意志で あるち 
しい。 新政 黨の垂 U る 政綱は 点 
の 如し 

【一〕 ± 地 のなん 制度を 廢し 
これを 感ち どす。 

ごこ 勞働者 及び 農 氏が 脚 梧 
して 社會 運動に 從 事す る權削 
の 合法的 承認。 

【一二】 罷エの 場を 勞慟 者の 利 
益を 擁譲 する 權 利の 承認。 
〔四〕 八 時間 勞慟 制の 實 施。 
〔五】 を稱め 資本 じ對 し高秘 
を 賦課す る；。 

で ハ〕 總 て， の 失業者 じ對 t 嚴 
化生活費をが証卞る；。 

(よ】 貴族院 制度の 撤廢。 
(八〕 おを 維持 法の 嫌廢。 
〔化〕 普 迪選擧 資格 者の か酿 
を 十八 歳 U 上と 改正す。 

〔十】 徹底的 軍備 縮少。 




特殊 晶互 惠協狗 

ま 京 特電 二十 セ 日 發 H 特裸ぉ 
互恵 協め 單獨 をが は 日 支 間で I 認 
解ぉ來 じの F 會證中 じは 協ぶ が 
成な する 答で ある。， j . 

船舶 院を 訴訟ず！ 

東京 特電 二十 七日 潑 U 窩お銜 
會の 船荷 証を 間 越で b が 杳巧銀 


巧は 船舶 院を 相手 化ら 巧 渚 地 ホ 
旌巧 所に •損 寒-立 十一 一方 五' 内圓 
を 訴訟を 提起し 问 時に プレンゲ 
ント •グ ぇント 号を 假を がした 
が时 船は 六十で 圓を化 巧して 本 
U 出帆した。 

東 漁の 合同 腹案 

東京 特電 二十 セ 日發 U 東が 儀 
船は 郵船と な 同 おが てら 桑 港 線 
南米 線 じ 限定し 其 化^ 貨物船は 
社外 船の 巧 式で 巧 動 せんと。 

支那 人 邦人 射殺 

まま 特電 二 ， f セ 日 發 U 正金 銀 
巧 漢口ま 巧 貫 化 永 常 信 氏は 支那 
學 生じ 包 園され てが 殺された。 

對义 爲醫新 高値 

東 ま 特電 二十 セ 日 發= 爲替は 
お窩 おじて 巿 中の 對ホ爲 替は四 
十一 一一 弗を 唱へ 買手 無し。 


民間 外資 も 抑制 

ま 京 特電 二十 セ 日發 U 民間 會 
社の 外資 喊入 はを 律では 抑制せ 
ね もを 自の 道義 必じ訴 へる 堂で 


もる A 


下 岡 總監の 後任 

東京 特電 二十 セ 日 發 U 下 岡 朝 
鮮 故 務総證 の 後な じは 貴族 院議 
員 上 山 滿么進 ぷ び湯淺 倉ず 氏說 
が 最も 島い。 

大 鑽化議 ±逝< 

東京 特電 二十 セ 日 發=: 神を 川 
縣舆！ 瞬 避 お 蘆 化 會化證 ±大 潰 
忠 S 郞 氏は 逝ました。 

註。 氏は 明を 四年橫 演じ 生れ 
早大 英文 我 卒業、 橫濱の 巧 政 
界じ活 魔し 現じ 横漠 生命が 險 
神が 川 農工 銀 巧な 締役 等を 兼 
庄し議 貴じ當 選す る i 二回。 ^ 


軍備 縮 少に英 ホが 下 交渉 


國際聯 盛の 軍縮 會議を 前にし す 


ロンドン ホ ホ H 發 ：：：= が閲 する 
所に 化れ だ ホるべき 第二 軍備 縮 
少會 叢に 關聯し 英ホ當 間の 化 表 
は 下を 渉 中 じして 英國 政府 ィ」 し 
ては 巧るべき 國際擲 盛が 召集す 
べき 軍備 縮 少會議 じが 軍縮 少を 

討議ず をの 可否 じ 就て 米國 政府 

の 意を 聽 おを 求めつ 5 わると 共 

じ ホ 國軟府 としては 第ニ ワ シン 
トン 會 諮の 召集に 對 する 英國の 一强' 


恵 見を 聽取中 じして 米國 政府 ど 
しては 同時 じ 他 列 强じ對 しても 
下を 渉を 進めつ i ある もの i 如 
く國際 聯盟 理事 脅は ホる 十二 巧 
お 日を 0 て ゼネゲ ァじ會 をし 囊 
に總會 じて 巧みし わる 軍縮み 譲 
化贊巧 及び 會畿巧 集 期日 等を 討 
谦 する 腳係 上米 國の 態度が 最も 
生 目され つ i ある 所な であるが 
際 赖盟參 加 國は當 時の み議じ 


問題の 人て】 



兵を が 王樣じ 

♦ „ ▼ 

♦タ ー タ ー( 經輕 A ) から ぺ作シ 

ヤの王 樣\ 。ご 云へ ば 正じア 

ラビ アン 物語に もない 話で ぁ 

るが、 前 號所電 のか < ぺグシ 

ヤの 皇族 一同を ィ ラックに 放 

逐 した ぺ八 シアの 執政官 ンダ 

ク フンは 正に をれ だ。 

♦彼け 大戰 が突發 ずるまでは、 

ベが シア 駐化 巧國を 使の アラ 

ビア 語 姐 誘で ぁつたが、 徵ず 

が 始まる や 一 兵卒 ごして コサ 

ック騎 兵隊に 投じた。 化の 勇 

がなる け 動は 忽 もじして 上宫 

の認 むる 所 ごな 6、 一耀 將校 

じ 巧 命され、 0 シアを 命 後は 

勇猛な n サック やべ. 方 シア 人 

を 引 卒して I 柿の お 贼隊を 組 

諫 したので ある。 


^ 千 九 kc 甘 一年、 ペグ シァの 國 
內動摇 を 見て 巧 機 到れり ど ホ 
ちじ 奮起' した 彼は、 例め 馬贼 
隊を引 卒して を々 ど 首窗テ へ 
ラン じ乘 込み、 時の 內閣を 追 
放して 自を 首相 兼 陸相を して 

振つ た執歧 ぶら は、 盖 しムソ 

リ こも 素足で 逃 おす 位の 專橫 

ぶら であつ た。 

♦富 時 波斯國 王で ある 若き 第 セ 

化は、 パブ！やモンブカ—口 

じ 亡命 中で あつたが、 執政 宫 

クヮンの 退位 命令を 承諾し、 

閲 もな く英 ホを 姑め ごして を 

巧强は クヮンの 執政を 認 むる 

至 b 、 をに 前記の 如く 皇太 

子 及 壬 族の 追放 どなつ た。 

♦こ S 王族 追 巧は 即ち レ ザ •ク 

フンが 王位 じ哪く 前提で をる 

'どちられ てゐ る。 一 かの 騎兵 

卒 が一國 の王樣 ごは、 盖し近 

化史 稀に 見る 武勇 傅で をる。 


化ら 軍備 縮 少の惹 妊 書を 聯盟 幹 
部に 提出し フランスの 如き 旣じ 
提出 濟 3 を じて 英國は 目； 卜闡化 
會 幾の 懸 おどな しつ i わるが、 
新 會議じ おする 乂國の 態度は 頗 
る曖巧 じして 別 じ 聯盟の 軍縮 討 
議じ 反對せ ざれで が 軍縮 少け化 
然 ワシントンに 召集を 欲しつ i 
ある もの {如く、 をし この 態度 
じして 明白 どなるならば お题は 
恐ら < お 軍縮 少は ワシントン じ 
て 協議す るを 可 ど る 動議を 聯 
强 委員 會じ 提出ず る绪 t ある。 

國務省 側は 獄殺 

ワシントン 化 六 扫發ぃ 右の 報 
道に 對し國 務當侧 ごして はを が 
初耳で ある ご 稱 して ゐ るが 乂統 
領は旣 じを ホ どても 第二 軍縮に 
掛 する 歐洲の 態度を からん と 欲 
するな 厚 < 好機 あら ば お 集の 意 
志 も あむ 從 つて 在外 大使に 對し 
單獨じ 巧る 命 かを 發 する 擦を も 
ある々 ら 今回 も をの 手では ある 
まい かとを はれて ゐ る。 


研 巧 


社會 層の •辯 

U 環境と 與 へょ 
然らず ば 取れ == 

西 村義雄 

◊今の 化の 中 じは 夫れ ぐ 社會 
じ 地層が ぁら、 柯の剧 化 も S 層 
の ドレ カ じ 頗し經 濟的銷 係を 巧 
つて ゐ る。 たと へばを 敎の會 で 
あれ 慈善の 會 であれを 面 利益を 
營む團ホでは^:^いが經濟 ...！. モ 
ット 適確に 云へ ば 唯 物的を 察の 
館 園から 所訟 のかる is のでき 
ない もの だ。 

◊だから 幽体を 化 表する i をを 
なじ 具ク大 膽に这 へば 化 お 者は 
自 をの 囑 する 経濟關 係を 化 表し 
て力說 ずる、 とじなる。 

◊今を はを ホ 面を 化 表する 人物 
を 通例 譲 會へ送 b こんだ もので 
ある。 云 ひか へれば 化の 中は ド 
/ 唐に 立つ 人で あらぅ が 皆 お 通 
の 利害が ある。 醫 へば 尾 綺 氏を 
巧せば r 彼は 淸康潔 もの ±」 でぁ 
ると か、 义中野 氏を 撰べば 「彼 
は有爲 なを 近 化 政治を である」 
どか 極めて 携然 ごした 質の もの 
であつ じ。 

◊社會を作る經濟層の^い昔；；^ 

も ば 山 じは 裝實 、海邊 じ^ 

累 々たる 貝、 野に 壺酷 ずれば ぶ ~ 
菜 や 陸瑶が 獲れ る 昔なら ば 誰 心 
も經濟 力は 均一で ぁつて 從つゴ 
社會 じは 層がない。 云 ひ 化へ t 
ば 階級が U い。 其 頃の 政治 おお 
を 今頃を 桐の おじ 入れて が；！ y し 
てゐ るなら ピソ レで 善い でんら 
ぅ。 ご 

◊が、 生產の 形式が 目ぐ るん し 
い 程 じ 急轉し 巧く じつれ 人類は 
巧ビシ ョリ じな つて 機械 (實本 
ま 義の屋 体 骨を なす) 文明に 引 
摺られ てまつ てゐ る。 其 急 一 於し 
さじ 彼等は 內的 文明の 進化を 打 
おれ、 依然た る吳 下の 阿 裁と い 
ふ 調子で 「ァノ 人は 出 來る飞 だ」 
他の 言葉で 云へ ば 與化磯 wb 文明 

じ適應 する 出 ホ 物を 選ぶ。 しか 

し其输 おは 資本 ま義の おぶ を 無 

意識の 中に 扱 助す る； じ U る。 

◊自 をの 利益を 化を し宜 かの 経 

濟關 巧を 化 あする 者は 自 かご 同 

じ經濟 層の 人で なけれ ぶ 雄 辯で 


ぁら 得 U い。 がが 云 一、 ば 同じ 職 
じある 者 だ。 大 T も級路 工夫 も 
自由 勞慟者 組を もみ 寶 b ら卸問 i 

崖 もが 巧盧も 役人る 巡査 敎師も 
ジレ 自 みの ホ 渚を 化を ずる 
者を 議 をへ 出させる 新選 舉 法を 
とら U い 限らな^ たの ホ 巧の 叫 
び、 經濟 のを 言 I ない。 

◊同 装 あを 遇ぶ いじ 今の 雄藥を 
は 巧 情を 云 ふまい。 勞 働ち なら 
ばドシ ホい 化 議± を 谦會へ 
送 b 込み、 ホい をを 勝手に 振は 
すれば ょぃ でんぃ か。 ど 傍 お ま 
は 云 ふ。 - 

◊シカ シ 現が の 法は、 前 じ 云つ 
たやうな を 想 的 か會を 想像し、 
四民 平等、，^ 濟的層 も 階級 もな 
い 人 おを 本^ ごして 作つ たもの 
である。 ^むを學から出發した 
法律で ある 一。、 持つ をと 持たね 者 
どの 間に* し レ ダヶの 權 力の 差が 
ある。 寶が 選を 篤で 上層の 人が 
下層の 人^ら ドレ だけ 慶 勝の 地 
位 じたつ^ ゾは 一寸 も 省みられ 
てない。/ 選棠 法が 非巧學 的で ぁ 
る だけ 毛ら ば まだ 見逃す 餘地も 
ぁるが，、 無 階級 ごい ふを 想 & 理 
の 狸で^ 本ま義 から 超 資本 ま義 
へど^ し】 國 の巧議 制の ホ 輝 
が 反； 例 じ瑜薄 じな ちつ； ある 
かの 心 ミが ある。 
◊誰；||^じも善い人は誰じも何も 
なさ^ 人で ある。 今迄の 政治家 
が 何てし 得ぬ う 七 じ 社 會經濟 
の は 僅々 の 入の 手に 移る。 
◊ぁ 社を 層の 經濟 化を を 選ぶ 
シス アム ごすれば 利害を 化 表す 
么麥 じある から 攻 治は 自 かどを 
涉 心を るが、 若し 慕の 人格者を 
選、/ とすれば 其 心は 舊道 德的觀 
な扛ら 組織され たん 格を ち 持す 
る^み 巧 事が ぉ ホを う 社 曾 迫 寧 
か 責め 治まを 維持す る 法を 通過 
す^じ 巧の 不思 諮が あらう。 化 
つ I 、 下層の 者には 政を が 沒を渉 
ご^ゎ 又屢 々敵 どして 殺到して 
直る。 

ん 環境は 人間を 愚かに キ ー プし 
导るど 巧 時 じ 3 リ 賢く もずる。 

から 職工 化 表を 選ぶ シス テ 
一/ご ずれば 眞の利 等を 化 表する 

^ 今では まだ 乂倉 喜八郞 氏が 出 
馬 すれば、 旦那 樣淸き 一票を ど 
部下の 勞勸 をから 出させ 禄る便 
宜があ b 、 當 力を 巧 化しない を 
も 生' 產機關 を 持も數 巧の 勞働力 
を 買つ てゐる ごい ふて ~ だけで 恐 
ろしい 優先 權 をら つて ゐ る。 
◊選擧 法が 空想的 唯必 からでな 
く實際 的の 唯 物じ據 ならい 限ら 
は國 巧の 眞の聲 を議會 じきく ミ 
はお ホない ご 云つ たか、 ド 唐經 
濟 階級が 智識を 特 ，謡 おど 訓練 
を經て 解放 どい ふ 環境 打破 じ 出 
る曉 きは 义 がです る。 ソン ニシ 
ブ自 覺の懂 木を 振る 夕 数の 志* 
じ 期 持せ ねば。 ら の。' 

◊生物 學の 法則 じよれ じ 物理的 
環境が 變 化すれば 補 族は 變 化す 
る。 化 诗巧學 じよれば 經濟 の 環 
境を 正しく 變 化すれば 人間は 救 


は- 


これ は 蛇を の やうで あ 


るが 前の おなじは 新選 舉巧 ごい 
ふ 外からの 力を 社會じ おふれ ぱ 
お會は 改造され る。 後の 場を じ 
は無產 階級の 自力を なて 環 培を 
改廢し 人類を 濁流から 救 ふ 資本 
主義 化が ホの 運 勘 ごなる。 


ai. 



がを— 新！ 報 

生活 安を 諭 

唯物主義の 政治 

. 欧 KS 生® 安を を 謀る ふ 夫れ 

自身が 政 おの 帝を U る 息 窠ん一 

でもる ど 云 ふなにけ 誰ん も巧雜 

を 拱む 锥 け。 いが、 現下： お 的 

じ 霜が されつ i あるな かの 『生 

活 をを』 はま どして 經濟的 安定 

に 局 化され、 列 越の 政治 糸。 觀 

濟の 安定に 基いて 歐 の 棉神的 

.女を を齋ら さう ど 巧 力して ゐる 

一而して 化 あ 大戦 W 後 じがけ るが 

化换治 3 條 向け 孰れ も 『化活 安 

i を』 を 目 懐 どして 巧 も 政 權を獲 

i む どず る 巧は 化 唯 物 ま 義的段 治 

i じ即！ て往 かう どが みて むる。 

一巧 中 お 做 じを じたる H 本の 政治 

一み は 唯む 的 政治の 化 本を を をれ 

i て頻 6 に歐 米-列 國 政治家の 脚 跡 

i を 辿らい と苦必 しつ-^ あるが 最 

j 近孩 ぶされ たかぶ 本 媒の國 は 生 

一巧を を 弗なる もの も 唯物主義 的 

一 か 治み を 物で ある。 

唯 物 まを 的 ま 巧の 是非は 暫ら 

く 巧き、 今 巧に め 友 本 黨の政 お 

を吟陳 する は 必ずしも 無用の 業 

一では わるまい。 本 媛は 物 偕の 調 

一節 ごか 棠 おに 對 すを 授を どを 標 

一語 ごし 第一 じを の賴 出を 解禁 t 

べし ど 論じ 同が に 外 憤を 自由に 

流入せ しむべし ご說 いてむ る。 

盖 しを 輸出の 解 撰は 機の 閒題 

一で をる。 現 化が 化して 適 當リ時 

I 磯で あるか、 がを で ホる かど 云 

ふ i に 化 6 て 意見が 岐れ る譯で 

あるが が 借を 宜由 じが 入せ しむ 

一べ しごの ま 巧は 物 巧 調節 じ禍こ 

を ずれ 化して 調節を 巧 能。 らし 

むる 所な では あるまい。 本黨は 

亦 H 本 銀が の 保 證お偶 制限を 擴 

~ 張して H がのを 巧を 引下げ J ど 

論じ；、 ゐ る。 是 いも 现巧が おし 

て 適 當のお 機で あるかな いかじ 

歸爲 する が、 恐らく 帖磯尙 早 論 

1 み 方が 强 化が ぶいで をら う。 更 

^らに 『化 利 質を を赞 M ぶびを 設 

i ホ戚 じな 下げる 途を锅 いて 一面 

i おがを を 刺 限す る 方法を 講中べ 

I し』 ど哨 へて & るが、 化が 資金 

j の 融通は n 本の 經濟狀 おを 大觀 

j する 煤 合 除外例 £ ずべき もので 

I あつて ま b に 化が 資 をを 貸 下げ 

I る譯 じは 往 が。 い。 鲁ひ 易/ 、一 > 

て 村 ひ 雑い 讓論 である。 本黨は 

-巧じ 『ホ 町村に 化が 資金を 貸 下 

，げ化 巧 UW か貸棠 をに 挪述 を舆へ 

^:^て廉巧化給を^:^さしめょ」 ご 

ま 張して & るが、 これ 等は 甚だ 

; 無 巧不嫩 なな 政 巧で ある ど 評ず 

るの 外は. y ■い。 

なぶ 本な U 進 わで かがの 賓巧 

- せる 瞄易 生かが 檢じ加 ふるに 備 

i 易 火災が 險 制度を 巧 施すべし と 

; 昭 へて ゐ るが、 H 本の かき 述築 

I 巧 準で 衞易 火災が 隙 制 巧は おし 

I て 宵 巧し 巧る 可能 巧 あらや 否や 

I 巧るな はしい。 ホ 巧 巧 巧を 問题 

I じ挪 しては 『政府は 六 大が巿 じ 
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メ T シ ー は 紐 育 最大の デ パ ー トメ ント 商店で あ 
b ます。 新ら しい 昇降機 £ 玉ス 々ンタ ー は廣欄 
な巧內 じがけ る 巧 様の お 實物じ 巧を と愤 かどを 
.巧へ てゐ ます 

他巧で二巧するものならばメーシーでは 一 
巧 八十 八 化を は をれ な 下で 買へ る J をごぅ 
ぞ御 記憶 下さい 

日本へ 御衛 物を 巧 送ち じな > たい 節 又は 巧 買 お 
じ 際して 掛 用の 煤 合は パ ー ソナグ ショッピング 
ピユ！ n 1 を わ 尋ね 下さい、 親切 じ 御 便を を 新 
ちます 



この 1 S 1 原氣は 

何時 迄續 

衝 S — 取お麗 。て— 【上】 


前を の 本紙と じ お 載した ゥォ 
.. — グ 巧の ブ 1 ムに巧 する 巧 力 

む 义齒が 巧 家の 巧 巧 中に 一巧 

した 言を が ある。 をれ は 「米 

國は 今や 過去に めて 夢想 だ も 
しむ かつた 繁 をの 時化に 直面 
して ゐる I ごい ふ i である 0 

これは 勿論 巧を ずる こどの 出 

ホ。 い審資 であるが 、燃ら ば 

「この 繁 をは 何が を避絲 する 

io 而 してを の ホ じ ホる もの 
は 何 か」 どは 誰 人 も 知らん ど 

欲する 巧大な 問題で あるが、 1 

先づ この 將 ホを 知らん ご 欲す 

るち は现 なの 繁 をを ホした 過 

まの 幾を の 動機 じ 就て 顧みな 

ければ y - ら の。 

金產增 加ょり 

第】 じ舉げ なければ ならない 

のは、 現 化繁榮 の谊因 ごもい ふ 

べきを の巧產 である。 抑々 を產 

が お 加した のは 千 八な 九十 年の 

時化で あつて、 南アフリカの 鑛 

山 お 帥が を 採掘な の 巧 加に 就て 

新ら しい ホ かを お 見した ると 同 

が じ 巧 阿を 始め ごし、 幽孩洲 ょ 

b あに ク" ン ダィク ホ 面 じ 新を 

鑛が 裳を 1、 れ てを じ 化 巧のを ホ 

はお 巧の ホる i ど 共に あ 加し* 

從 つてを 本 泣を 採用' する 化 巧の 

迪巧ご 信 巧は これ-」 伴つ てが 加 

しじ おおどして 巧 はれた 二 側の 

お 面は ホ，； 化が が々 ご 物 偕の 勝 

おで あつた。 即 も-の 都を が 他 

の 都 貪 ど】 が 述紛を おつた ご假 

をし、 をのが のをを が 二 巧し 通 

巧が 二 巧-しむ •れば 自然 地 悄も二 

化 ごじ b 毕巧 おも 二 巧 ど。 るが 

如，、、 化 巧のを 產お加 r が 巧 I 

てこれ ご：： ^ 巧の 結 おを 化 レ じ ま 

つたので ある 0 

聯邦 準備 銀 巧 

このを ホが 加の お嚮 をず けた 

財界 漫語 


滕本 施络會 乱ょ が 人 

语葺悅 郡巧談 

□ 

政府は 從ホ 外資 條乂か 破の 怎 

をを 採- 〇 つ t あ b ごい ふこ ごを 

.赃 々ザ じした か-聞く おじ ょれ 

ば 政 巧け おじ ホる 立 十一 能會じ 

外資 抑 版な まの かきら のを 巧 お 

する 巧備 中で ある どの こどで あ 

る。 政が はこ H に J つて 外資の 

國內 流入を 制限し、 通貨の 膨限 

をの 化する ご 共に 將ホ 利子 支 桃 

のために 闽瞄 貨借瞄 係の 不利 じ 

陷る i を 未が に 防がん どす る も 

ので あら ぅどお ふ。 これは ぶ 柄 

一理 ある 掌の 如く 首 巧され るの 

であるが、 現 化に がける 內 かを 

邮ボ 巧の 肯 がを 詳細に 硏 をして 

見れば、 斯< のかき 换府 の息阅 

-は 宵に 無讯 であるの み；；* ら中思 

劣頗 まる 巧 巧で ある ご 評せざる 

を 得ない ので ある 0 

□ 

- ぶる 巧 今を じを 額の 外 赏が一 


米國 のがを じ おに 巧ら しいを か 
を雜 らした のは 聯巧 正貨 準備が 
巧 制 巧の 樹立で ぁる。 邮も千 九 
な 十 西 年 前を の ホ 固を 銀 巧は 阿 
等斯 かる 制を のが 護が なかつ ね 
だけに、 が 銀 巧は 巧 一の 預を取 
附 けを 慮つ て 常 じ 居 額な 準備を 
を 保を したので ある。 然るに 聯 
巧 準備 銀 巧 制 巧の お 立 じよ b ホ 
固のを 銀 わは 共 岡 的な 保證 をを 
け 得る よごな つじので、 宜邑の 
速 命の ためじ 常 じ お 巧 預金を 手 

堅握< つ て-记 る 必耍が な<^^ つ 

た。 假 b にブ キチ K 州の 举愧銀 

巧から 急 じち 巧な 預金が 一时じ 

化 出されても、 化の 準備 銀 巧は 

阿げ でもを の資 をを 輔 通し 得る 

i とな b 、 從ホ銀 巧の 有して ゐ 

た 不安を 或る 巧 巧 迄 除去し 得る 

を どなつ たので ある。 

弗の 信用 膨脹 

をの 結 おじ まつて は 秘めて 亟 

犬で ぁる。 即も甲 銀 巧は 今後 巨 

额な資 をを 單 にを がの 中に 保管 

i る ごい ふ必 をが な/'、 な も、 從 

つてを お 巧は 械 めて 自 おじ 貸 お 

しを する； が 出 ホる やぅ 一^なつ 

た。 この 貸 おし い よるら のは 巧言 _ 

すれぶ 「倩 巧 巧」 = クレー アット T 

ダラー：：：： でめる が、 この 信用 巧 

はこれ 0 かじ 融通し つ J ある 現 

を 巧 ご 间梭の 効果を 生じ、 を產 

巧加で準備赏をがおす^ごなつ 

た。 罔 内 じがけ る 通貨 流通の 膨 

帳は 現を 幷に 信用 巧の 膨脹 ごな 

るに 及んで、 逆貨制 巧の 原理は 

机々 巧 じ 例証した > るが 如く 弗懼 

化の 楷がど 諸 物 値は 騰貴し 

巧 銀の 卜 '騰ご なつた。 

弗の 價値减 退 

を こじ 歐洲 大观か 突を した。 

軍搜し追^^れる諸を戰國は先づ 

紙幣を 濫 おし、 を 憤を を 巧して 

が-し 轉內 へ流乂 すると すれば を 

融ホに急激^:^變動を生や る恐れ 

がわる であらう が、 今 H 英米を 

離が 場に 徳通 ずるを よ b をれば 

り 本の お震會 社が 巧 ホ 巧 鶏 じめ 

てち 额のお 憤を な 巧な 條 件で 實 


益々 通貨は 膨脹す る 一方 ごな b 
巧 じ 巧び を貨制 巧の 巧理は 動い 
て 逝 貨の憤 おが 少 、物 惯の胀 貴 
ごな つた。 獨 をの 馬克は このた 
めじ か 五 仙の. 僧 値が 蕃 0 下 ごな 
- CV 、 フランクら か 仙から 巧 仙に 
を お落した。 米國じ まつて は歐 
洲 のかき 慘狀を 星し なかつ たけ 
れ でら、 自 もを 憤の 發巧ぶ 化 じ 
ょる 通貨の 膨 眼は 一 弗が 四十 他 
の價値 じが々 した i がを の最頂 
点で あつた。 > 一 の坡 頂点 じ 面し 
た米國 のが ホは 必死 どなつ て 整 
理じ 努力 L たお あ、 弗の 憤 値は 
漸進的 じ 上騰し 昨今の 實價は 約 
ホ 十六 袖の 巧 巧 じ 停滞して ゐる 
が、 現 政府の 方 かごして は 六十 
六牠 台の 維持に るるら しい。 即 
も 千 化 巧 十五ち 削の ー ホは 將ホ 
六十 六 他 VJ なる ので ある。 

勞働 賃銀 ぉ 上 

然 らば この 弗の 借 値が 退が 米 
固の 社會 じでんな 影響を 巧へ た 
であらぅ か、 どい ふじ 極めて 巧 
みある 現象を ホんで ゐ る。 特に 
面白い のは 戰前 富豪 階級 じ 属し 
てゐ たを のが 少で あつて、 一例 
を擧 ぐれば 旣に隱 居 生活 じ這乂 
つて ゐる 富豪が をのが 産な 巧 巧 
を まを な 農園 祖化 やを 憤 じ 五を 

の 利子で 巧 資した ごして 戰 前の 

收 入は 五 巧 巧で あるが、 現 巧の 

巧 懼値じ 換算** ると 正に S かの 

ー ホの 滅少 である。 測 もを のが 

をを 不動 產 、を 潰 乃至 銀け 預金 

どした 者は 巧が をの 畜は减 かし 

てゐる に反して 物 おに 富の ぶ键 

を趕 いじちは 巧の 偕 値 減退で 巧 

得 を 搏 して ゐ るので をる。 盖し 
戰前一 弗の な 物は 現 巧 一巧 五十 

扣如價 値. 持つ からで もる。 こ 

の余惠じ最も夕<おしぶ者：：5巧 

謂 給銀勞 働を であつ V 、 戳 前の 

H 落 四 巧は ホ 巧の 削を を 示して 
& る。 この 他 移民法の 制を 等に 
ょらて ぉ 國お働 者の 給 銀は 化を 

最离の もの ど t * つて ゐ るが 'こ 

の勞銀 向と なる ものが 現を の繁 

をに 極めて 脚 係の 深い I を 考量 

中に 加へ なけれ じなら の。 邸ち 

中産階級 (所謂 消餐 階級). の增加 

でを るり 


じて 狸 憤す る 方が 遙 かじが 巧な 
ち どの 戟を 生やる じ まつた® 0 
である。 かじ 爲替巧 煤の 投機を 
目的 どして 外資を 輸入す るを は 
いで 知らず (乍 併斯 かる お 燃 的 
がぶ は 事 楽を 社の 採るべき お 巧 
じ 非 や) 眞面目 な 意 化の 國外起 
漬の磯 食は 大じ 縮少 され ゴゐ- 
と 見ざる を 得ない ので あち。 

□ 一 

ネ假 ちじ 斯 かるす 利聲 な 條件 
を 忍んでも がを つ 外資 娘 f < の ホ 
望を 有し、 互つ をの 嘗^の 可能 
巧を ちす る ものが 幾許'^ 9 やと 
いふじ巧亀、 大同其他4^筋らの 
が旣じ 起債 濟み である' TH は 恐 
ら ぐご一 四千 巧 弗を 超 ゆる i はな 
からぅ W 思 はれる。 旣に 氏間會 I 
社 山 外資 赖 入を 自由 じらしめ て 
ら事寶 じがでを の輸乂 額が ミ 因 一 
千万 弗を 超 ゆる i な/^ ど すれば 
政が は 今更ら 柯を 苦しんで 外資 i 


左ぶ， 

レた 


金輸 尙早說 

、こ 金利 引下げ 論 

ま 京 特電 化 ホ H を =關 西 銀 巧 

大禽じ 於て H 本が 巧 おお ホ ホ 

乙を 氏は 巧 閣の赖 出を 促進し 

て圃 力を 凹 化する ためこの 際 

を 利 引下げは 最も 必要で みる 

ピ 溃說 した。 而 して 濱口藏 相 

は貿み 及び 巧替か 煤が 好轉し 

てを 渝解 撰の 時機は 近づいた 

譯。 V あるが、 現が では-村 ほち 

巧は 出 ホ 《 ピ聲 明した。 


現す る ； は 頗る 難 ホぶ ご 化 測 さ 

れ るので ある。 化づ資 をの 比 校 

的お實 せる 米 圈巧诲 を 見ても 彼 

等 投資家は H 本の 錫を、 鑛山 & 

び 其 化の 工業を 社 等に 向つ て投 

巧ず る こどを 當ば y . い 傾向が あ 


る。 これは 過 まじめて 彼等 自ら 

か题 '巧 じがて 幾を も 敗の 經驗を 

肯 ずるの みなら 中、 U 本 じがけ 

る是 等の 事業 狀 態を 調を する i 

が 頗る 閑 難で ぁるから、 斯 くの 

如き 不確實 の 事業 じ 巧 資する ょ 

b はを 少利迴 b は惡 るく も固內 

の 確 賞な 詰 券を 所ち する じ 如か 

や f いふ 必理 にぞ 配され てゐる 

ので ぁる。 なじ 今日が 育 巿瘍ご 

が L が 巧の 可能性め る ものは 所 

謂ユチ リブー •ボンド U 水力 電 

氣 、あが 會社 等の ボンドに 限る 

どい ふ もがて 過言では ない。 

□ 

がら ば 是等性 贊の明 腺な 事業 

贫 社のを 憤は お 易 じ旦つ 有利な 
條件じ 化 立すべき やどい ふじ 必 

ずし もさぅ ではない。 巧 成ら 島 

率の 利子を をポ する 上 じ 確 育な 

化-化み 提供 及びが 偵 基を 制の 設 

をを 必 おごし， が じ 銀 わ 家の 耍 

求す る手蚁 巧. かかして をく むい 

から 結局 一 削の 上の 利子を 沸は 

3 ば むらない ので ある。 これ 今 

口外 資徐 入よ b はお々 內國巿 鬼 


抑壓 を 策を 實 巧した ければ なら 1 
ない ので ぁらぅ か y 若し 眞じ巧 
國巧 界整埋 のた^/し 外資 抑壓の 
必要 ぁ b ど すれが、 それは をつ 
ど 0 前 じ實巧 しに I りれば ならな™ 
かつた。 旣 にお 窺ら のがを 部 成 
ホして 化 舞 ひ、 游る處 は 僅かに 
一二 四千 万 弗 じ過い ごない 時に 當つ 
て 俄か じ 外資 掷壓 法案を 起を す 
る どい ふが かき 必要は 毫もない 
となは 思 ふのを ぁる。 なけな 上 
內外巧 場の 事賓じ 基いて 意 固を 
述べた ので ホぶ が、 政府が 常 じ 
理論 ゃ學謹 今が 究じ 夕大の 時間 
をを 费 し、 實稼 ぶの 大勢を 洞密 
ォ る の 明をかげ る ； を甚だ疆城 
どす る 次第 义 ある。 

新 短期を 億 

錄お憾 弗を 發巧 

ホ 國大嚴 省 じて は， 化く 四 億 巧 
乃 ま 五 億 あの 短期を 債を 發 巧す 
る どなつ たが、 利子は 一二み 七 
厘 五毛と 脚 持され てゐ る。 同時 
'ベが ダ - f 巧府 のを 債は モ片ガ 
ン商會 ど！!！ 下 商談 進 巧 中に して 
發巧額 約.. I 億 弗、 利子は よを ど 
豫 想され でゐ るが、 米闕 側では 
ベ 八 •キ！ が 巧豫算 の輕减 を條件 
ごして みるので. ベ グザ^ — の 輿論 
は斯 かる 一條 かは 外 國銀巧 じょ b 

て 一國の 政治を 左右され る じ 等 

しい W いふ 立 填から 强 硬に 抗議 I 

して ゐる 。尙 はまる 水曜 H の 紐 

育聯巧 正貨 準 跪 銀 巧食議 はを 利 

引上げに 就て 協議した が、 當地一 

のを 利-たげ は 越 際 的 じ 影響す る 

處夕 く當み をを ずらしい 0 
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おき 乂國締 人 
H 本人への 英 
語敎授 じは を 
年の 經驗 をを 

^0 ー レ ブス 

ンと 十五 化 
每 H 锁九 持ょ 
巧 九 時を 何 
時： て もを し 
U 曜日は 一時 
ょち 四時 迄 


成功の 秘訣 

ホ國式 英語を 話す 奉 
は 成功の 繁 一義です 
本校 じは H 本人 敎授 
じ 惟れ ね專巧 婦人を 
師ぁ b 懇 なじ 會話通 
信 文 社を 語を お 巧し 
ます。 H 曜週 H 共 じ 
午前 化 時よ b 午を 十 
がまで 開校し ー レツ 
スンと 十牠づ i 。 今 
H 庶 もじ ホ 段 あれ。 
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224 sst で. 

、 rel . oolcsbum 芭沒 


極上の 魚類 

季節の 新が の 魚貝類，^ 深山 揃つ 

て运 ちまず から 御を が 下さい。 

ァピぶ 口 魚 店 

苦 置 ard St , Tel で anklin を呈 
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々摇 、おを， 新聞 
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東京 商會 

自 巧の 便 あ 6 


日本一の 快巧兒 '一 

四 乂寸の あ 物 男 

野依秀 .一巧 0 大 講演 

時日 リ U 十一 巧册日 {月 耀 曰} 午後 八 時 
燒所 = 酉 五十 お 了す ホ 人 基督 敎靑 年會館 

演題-- 「口 かち 度 i かぞ」 

ま 催 I 紐育學 生な 治が 究會 


羽二重 どして をの 聲 翁を 海外に 

宣傳 する i が 出 ホな 主な つた。 

けれども 唯 I つ陶お めみ はを 

國 窯業 路禽で 纏' めて 出が J る i 

は 他の物 品 ど 同 揉で ぁるが、 特 

じ 九谷燒 どして 四 巧の 出品 場所 

を 指を された ので 石川縣 では こ 

の 四 坪め 九を 燒 陳列室 じ 全力を 

をぐ を どなら、 これを 巧 用して 

石 川 縣を宣 傅す るた め內 部の 恵 

匠 じ 工夫を 凝らし 化づ 中央 じ樹 

示 おを 造ち、 一面 •しは 石 川縣の 

地圖を 現は して 英文で を澤 、ホ 

松、 寺 井、 山 代 等のを 九み 燒產 

化を 示し 他面には 山中 溫 泉、 こ 

ほろ ぎ 橋の 勝景を 描き 美の 固^ 


の 人の 父は. 一一ぶ 猫 一一一 どるった。 

♦巧 城 騒 化 町 じ 御子を 夕春 
とい ムを踐 わかる か、 町民は ォ 

ン ビブ ボ f * で ー タカス ご 呼んで 

ゐる 。エ ん帷 i 十の ビラ、 夕は と 

夕の バぞ 寒は 奢 日の カスから 

ホじ惡 巧で ぶる。 

♦墙 縣立 女子 師範 學校 じ大 

洞フ いよ 婦人が ある。 大正 

五み、、 頃の 海軍 磯 閥 兵に 靑木阿 

蠻夕 S 壽ど いふ 人が あつた。 ま 

を ム展銀 朽ぶ巧 S 階の 巧 藤 商 巧 

ち 唐が (姓) あ么助 ごい ふ 人が 

み 0 

，♦- 鹿 兒島縣 H 置 郡に 腰卷 X お 

こ、 ふ 人が ゐ るが、 本人は 体裁 

シメ フ • 


しての 石 川縣を 直感 させ スト 义 I 苗 称い どて ヨゥ ヶン 

プ •八 ック •ヒア ご 大書し、 揭 で 云つ て ゐる〇 I 

板の 二 本の 支せ は硝 f 張ら じし'' 

て 日の 見ィ J 尴 H どを 描き、 お 部 

に 電燈を 入れて 陳列室の 驗 / g に 

は靑 おおの お 重なを 洋氣 y の橫 

溢した イ八 ミネ ■ — シヨ) 私つ が 

る 計 塞で あると。 


± 道 同志 會ま 催で \ - 

音樂 武道の お會 ぶ' 

旣報 のかく 皆 地 ± お 同志 會ま 

催の 舞踏 會は 今タ ィンタ ー ナぶ 

ョナ少《 :^ゥスじで惟される^ 

コ 日ン ビア 大學 新聞 巧 長 クイ"-' 

アム 搏古お 說の外 柔道み び 剣 お 

の 型を 始めと して 柔道 掛ボク "/ 


♦最お 同胞 間に 

柿々 の 催しが め 

る。 ま 催 者 諸君 

ビラを 配ら じ ホ 

る ル 使 巧 じ 今後 

「これを 贴 つて 

吳れ 給へ.」 等 ど 横柄な 目 本 語を 

使は ね 擦忠吿 して 下さい {黒猫) 



管を 樂 

ミ ごェ心 マン 

一 弗 十侧よ b 二 巧よ 十五 侧 

十二ぶ. 1 H (ホ曜 円) 巧 

. H オリ アン ホ 1 ル 


美 ホ じして 淸潔 

S 品南樓 

午前 十 時 よら 眉ち 
午前み 時まで 良な 


西 六十 五 下目 百 四十 六 お 

一力 旅館 大谣 

電話 ユンゲ コット 八 ホー； 0 


明けまして 御 芽 おた ぅ 

をめ て 御 健勝の i ど 巧 じます。 おも 御蔭 樣じ てま 
保 達者で 巧 巧勉强 居ち ますから 御巧必 下さい 
本年 もが 變らず 御 引ぶ の 耗を御 願を します 
大正 十}! 年 一月 一 H 

織 田 信 長 

こ 户 〇 」 A 1 PA 2 巧 W 巧 TISF た， 

苗 逆 XT 左 AVENUE , 

玄內 W YORK CITY , ? Y . 

I U . s . A . 


煎 餅 卸、 小賣 
を 腐油揚 
日本 食料品 一切 

UCBns 扣 R1CO cako Co . 
芸 5 ゴ吉 Avr 
ぎ ミ奋吉 18 


この 問題 じ 就て 同 案の 提ぉ者 テ 
諸 員は 曰 r ちし もこの な 案 
が 通過 すれば 今迄の なじ 離が 裁 
巧の 第一 頁に 隱れ たるが 如き 早 
計の 失敗はなくなる であらぅ。 
をして 今迄の 燦じ急 じ 結婚 せん 
VJ する 者は 大審院の 巧 事 じを の 
お 巧を 委し、 化 如 •し 移轉 するど 
か. 搞氣 である ごか 佛 々の 理由の 
制锁 はが 事 じ i 巧す る i じ る 
が、 今後 このを の 制定を は 男女 
が ダンス ホ！ 作 じ 行つ た 樣な氣 
持 もで 結婚す るら のはな < なる 
であらう」 VJ 云つ てゐ る。 ロシ 
アの 輯婚廢 化說じ 比し 梅め て 手 
溫 るい もみでは あるが、 これ も 
一策で あらう。 


費 府大搏 じ 

九な 繞ぉ品 

を 力を 陳列室に 

明年 六 巧から 十二 巧を ヒラ尹 
片フ キア じ開摧 される 米 國獨立 
巧 五十 牟 がを 巧 劇 大博覽 脅に 對 
する 巧國の 出品は 前例を 破つ て 
個人 出品を 廢 しお 巧の 指定した 
團 化で 取 鶴め て 出品ず る i ごな 
つたが を渾 、輪 島、 山中 等の 漆 
器 類 も 單じ曰 本の 漆器 ごして 靜 
岡、 會津 、黒 江 等の 漆器 ど 共に 
を國 漆器 ェ會の ホモ 岀 おされ 化 
つて 特に 石 川縣の 漆器、 化賀の 


ン グの試をぁち、 柔道は^^1キ 

ス 、巧 脇、 宮城、 渚 野、 高淸、 
を關は I サ ス 、 白河、 .おが、 
お 山の 諸氏 出婚 ずべ < 前 榮港ネ 

- ペラの ソザ ラノ である ユブ トン 

攘 が演昭 する 外 伊藤 道郞氏 夫妻 

が ー スク诞 等の 舞輔ら ぁよ、 プ 

リグ ラ，- は 午後 九 時 よら W •J • 

Z で 放を すべく、 その後 一間 舞 

踏 じを. な當 でを 來 じない 豊富な 

プログラム である。 

I 满 劇 巧 
.< テラ ダラス 
目下 ァゼ n 劇锡 じて 映寫 中で 
ぁる ゴ - — グド ゥィン 持 作 書 「.ス 
ブラ 手 ラス」 •は 榮 華の 道に 成 
巧した 一入の 貴婦人が 自 みの 娘 

のちめ じこの 境遇を 驗て i 貧 お 
窟 t 、 歸色 どい ふ 「ォ ゲアー •ゼ • 
ヒ ごの 攒な巧 巧 愛を 表現 1 た 
ご L て 頗るが 評を 博して ゐ 
、晝を 一圓の お 巧で ぁす。 

. ’ 珍 名物 語 引— 要 】 

♦す 历巿牛 込 隘若化 町 《菓子 
-襄の 娘さんは 丹羽卜 9 ど 下 ふの 
寺ぁ了が、 こ ト リ£を|^れる 
ので 貧る さぅ t *。 お木满 一よ 都賀 
孤^が じ廣瀬 (姓) 中を (名て」 
ぃ^^豫備上巻をがぁる。 鳥化縣' 

下 か 田 村み 族 お見鑛 山た ー ニモ 菊 
か颤 とい ふェ學 ± がと るが、 こ 
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陪審 官の 前で 

婦人 お眞 裸体 ごず 

醜 巧を 極める 嵩 蒙の 離婚訴訟 
阳手 U 黑 人種の 爲め t ?〕 


當地 切つ ての 毛 ほが 人で 旣じ 
-隱 退し わが 方 長 お フイ 9 ッブ • 
ライン ランダ 1 の 息す レオナ ル 
ド •キップ •ライン ランダ— ：^ 黑 

人の 歧 である ア ブス •ジヨ 1 ン 

スど お婚し 乍ら 夫人が 自己の 

人種を 儀 証して 結瞄 した 

をを 口實じ 離婚 訴認 を提 をした 

事 かは 旣 巧の 如く ホヮイト •プ 

レ ー ンの州 大審院で 陪審 裁が じ 

附 せられ、 玻 が巧吿 側は ア 9 ス 

がキッ .ソじ 典へ た 飽書約 八- 

を 匙が 書 おイ」 して 提出し、 アブ 

ス じは 化の 夕の ある； を 暗示し 

キップを 嫉が煽 勤して 結婚を 巧 

さんどし たを 志の あつた i や、 

玻 吿が飽 迄ら スぺ ー キン 系吳入 

の 娘で ある ど僞稱 した J 等を キ 

ッブ 自身を して 証言せ しめたが 

駭 H 前 被 吿辯講 ± デ ー ゲ イスが 

キップの 審問 じ 移つ てからは 今 

をの 舞を は がらら ど一轉 し、 結 

婚前 二ん の 間には 旣じ 夫婦 どし 

ての 細 係が あつたを '被告が 

病氣で 巧 隅 ホ 術 (これは 

玻 吿の墜 船を 諷 示して ゐ る) を 

をけ た隐の 如き キップが 親しく 

看病し、 且つ 一見 黒ん 巧で ゐる 

ミの 明白 G ア y スの兩 親と 食事 

を おじし 问をじ 宿 泡した 事實等 

を 摘發し キップを 縱橫無 帯 じ 繰 

つて 巧吿 側の 中吿 をが 鹿から 類 

摄 せしめね。 而 して 去る を 曜日 

の 公が じて 被 吿辯護 ± は キップ 

よ b アリス じ 宛てた 二通の 重大 

な ♦鞠を お 吿辯護 十 及び 判事に 

內示 する じ 及んで 巧吿 側の 猿 狼 

は 一 方^;>ら中、 一 時化廷を中請 


しこの 間に 離 她贊約 化 巧 弗を 支 
拂 つて 示談 願 下げ 說も ぁつたが 
をれ も實 現され や、 月曜 H 巧び 
開廷し 問題の 

離 書は 婦ん 霞？ 退席 

さがた 後 陈審官 の 前で 朗讀 さむ 
た〇を わは 兩 人の 脚 係が キップ 
の 父親に 知れて み 港 化 ホへ 送ら 
れじ閒 じを しられた もので、 ア 
リス ど 巧 かじ 關 掠した 當 時の 情 
嵩を 細々 ど 記した 醜を 隨 まる も 
ので あるが、 醜は 出に 醜を 極め 
て 遂に 被 吿辯誰 ± ょら 關係當 時 
ご 現な の被吿 アリスの 皮膚の 色 

じ巧て嘗証をホめる^ごなつた 

ので 巧 吿辯誰 ± は拖力 異論を 唱 

へた けれで も、 が 奉は 「裁 巧の 

進， い 上 ごむを 得ず」 ごの 理由 じ 

ょら 遂に 陪審 室 じがて 腰の 邊 b 

のみを 隱 した アリスの 

裸体 姿を 判事、 ぉ 被 辯 護 

十-、 陪審 官 あび 巧 吿 キップ じ 示 

し ゼロ ー ム の名壽 であるを 臘の 

裸体 ジュリー をの ま i を この サ 

あが、， 一 かもた を 男が のア メリ 

力の ホを じ さらげ 巧した のは 蓋 

し 米國裁 おを どして は ホ 曾 有の 

お ホ 事と いふべ く、 若し 被吿が 

白ん 柿で あつたならば 斯 かる ミ 

は あるまい ど 補々 な 意 ホから し 

て 引 難を く 口で ミラ^ ~ 紙の 如き 

キップを 人畜 ど 罵つ てゐ る。 原 

吿 側は 急 じ 離婚の 理 をを 化じ變 

更 せんごして ゐる けれで も 巧 事 

はこれ を 許さ や、 裸 ホを を 見ら 

れじ アリスは をの 場 じ 泣き崩れ 

た ごな 曲 巧 孰れ じ もせよ 人道を 

無視した 話では ないか。 


ロシアでは 

結婚 廢止法 

U 米國 ではな 善 策 U 

眞劍な 討議ぶ り 

モス ヵゥ 廿と日 後のを 同 通信 

特を じょる と 最近" シア 國內の 

孤を は 約 化で 人に 達し 政 麻は 保 

誰を 育 中で あるが、 この 保護に 

當 つて 端 U くも 

私生兒 ど 正式 じ 結婚した 

ちの ず ホの お 別問題が おつた の 

で 中央 轨 巧を 貝會の おじ 補々 ど 

問題を ホ じ、 判事 ヵー スキ ー 氏 

は 婦人 及びず 女を が 護す る惹ホ 

にがて この 除 盛， ろ 結婚 登錄 法を 

廢ル すれば お 生 兒の帖 別ら G く 

面が G 問題は おらのと ま 張す る 

じ 割し、 國内极 治を 貴の ベ ロボ 

ードゲ には おがが 孤を 及び 寡婦の 

j 巧潍じ 就ての 機 關を完 をに しな 

I い 限ら、 孤 姑の お 加を 防たず る 

一 慮が にて r 合法的な 結婚 法」 を 

: 維持す る か 得策で ある ど 論じ 

:結扇 このが 勘を 一般を 衆 じ 仰ぐ 

一 i ど だつ たが、 與盖 はお‘ ろ 結婚 

I 等は； 階 化する がい i どい ふ ホ 面 

1 じ 傾い t むる ほで ある。 ホ もが 

j を 制度 ドの 

I 結が 法 か 正は を'- 着手 さ 

;れ 一を の 期間 内に がける 契約 結 

一 おは 化 じ 許されて ゐ る。 無を 階 


級國ど 異なつ て 資本 階級 國 でぁ 

る この アメリカ でも 最あ をの 道 

德風敎 じ おする 觀 念は 急激な 變 

化を ホし、 離婚の 如き 最も 激お 

の 化 候で 識を 間の 問題 公な つて 

ゐ るが、 過般 ォタ ン ピヤ じ 於け 

るブ シン トン 挪會 じ テン ブ ント 

ン 下院 證 員が 提出した 結婚を な 

正 まの 如きは 最も この 点じち 慮 


戀の 裏に 革命 

ま 京 特電 かよ 日を u 觸東 震災 

當時 大逆 事 仲に 顆聯 して 檢擧 

された 犯人 朝鮮ん か烈 のまで 

ぁるを 子义 子の 罪狀 はを の 後 

愈々 明白と U つたので を 判は 

ホる 十二 巧 八日 頃から 大審院 

じ 於て 關廷 の酱 でぁるが、 化 

罪の 裏面には 文 子の 朴じ おす 

る 熟 烈な戀 の 關係も あるので 
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をち 巧爾 住を ± 口を 街 巧 
本 巧大阪 '化 お 五 T 目 
が 巧ち 店 が育ブ n 1 ドゥ 3 1 な 四十 九を 

鱗 住ぶ 銀行 

お 京、 橫 渡、 名を 屋 、を 都、 神戶 
尾ノ 道、 廣な 、吳 、柳 井、 でノ哪 
巧 司、 小 倉、 お 松、 巧夕 、欠 留ホ等 
本國 巧を、 鄉お をを 等は 械め 
て 御 使 利 班を じ 御 化 お 可 申 お 


藤本 證券 會社 

一般が 巧 証券 ノ質 買、 引ず-裳を '一 
''を 就、 並二么 二願ス グー 巧 ノ業巧 i 

鎌 « 藤本 ミ 7。— 力 1 銀 巧 

紐 育が 張 所 一 


諸 雜貨な 具 

青 飾 姉ゴ貞 

円本 貿易商 會 


山縣氏 葬儀 執が 

か 山 縣德右 エ巧 氏 葬儀は 旣報 
の 如 < 前 遇 二十 一日 午梭 二時淸 
水 收帥司 まの 下じキ T ムベ^ 葬 
儀 社 じて 執 巧され ホた 人、 親ぶ 
數あ 列席し む。 尙ほ村 巧の 爲め 
じ 山田秀 巧、 が 本 勇 一が の 二 氏 
を 五 弗 上 杉 巧 一 弗を がを 逊前じ 
捧げた ご。 


■靑 天狗 お樂部 遠足 食を 大狗 
俄樂 部の 日曜日 遠足 會は 明， I 十 
化 y 午前 九 時 十が == 婦人 もみ 加 
出 ホる まみな 遠ぶ == 集を 所 M 

巧 セント ラ 作、 マ アブ 八ヒ 八々 

ザ 場で サブの ニニ お 了 目 停車が 
ご お殺し 居ら 目的地は ク 卜 
ンが水 池 方 おで ある ど 云 ふ。 
♦ホ 井 1二 化 治 氏 一一 一井 物 產紐脊 
ま 巧員最 巧臺化 支店 じ轉 巧を 
命せられ 不 H 出發 西が め 常なる 
が 昨 巧は 五-曾 ホ 催の 晚餐會 を 
開いて 树 氏の 巧を なじし ね。 
参を 野 愚 一巧が 江 高等 學校敎 
授 、歐洲 の敎巧 事業 視察を おへ 
歸 朝の 途み をが々 育 お 會じ滯 が 
♦抑 部み 郞 & 名ホ屬 高等 學校 
お 巧 同上？ ^ 
•杉 山 正が 氏が 育驻が 砲ぶ ハ大 
尉、 明 二十 乂 U 午後 二 時 巧 十五 
みお 苹 じて 西れ 十二 H ん日桑 港 

お 帆の コレ ャ化 じて 歸 

♦陶 山！ 二郎 巧お剛 が^ 紐 育 支 

巧 員、 十二月 化 H 出帆 ベレン 

ダリァ 號 じて 歐洲經 歸 朝。 

•上 旧 善 平氏を 剛^ 會 がち 支 

巧 まげ、 本 巧 中旬 巧 ijfo 

•を 川 茂を 巧 長 野 r 耐伽 範舉校 

敎 巧、 まる H -* V 日菩 

■橋 A 义ホ邮 氏 一二す 物 產漢堡 

ま 巧： 貝、 ムる 二十 a/ 日， iv ンタ 

ヤ號 じて 渡獨。 


艇說か 


♦が 育 U 本人 敎會 

『みの 修養 J 


雨 ル 牧師 


徵丘 ハ猶豫 事務. 

取极 開始 

か 颗撕限 十二 H 1 H よら 巧 

年 S 月！ りを 

化 願を が齡 明治 二十 一を 

の 巧 十と 日ょり 岡 化 九 年 十二 

月】 日み 間 じ 出生した る 者 

巧 願 妻 式 H 本ん 會 事務所 じ 

化ら 

保証 衣 禽賃は 一 弗赁旨 外は 

.别じ 手数料 五十 仙 

書留郵便 にて 木國じ 送達を 

'語の 向きは 外に 專お料 十五 仙 

大ぉ 十网年 十一月 

紐脊 0 本人 會 

sow.57ihst. ぎ 〇ョ普 8 


j 千 九 巧 弗に 近づく 

i 目會 寄金 

i 豫 をに 達すろ じ 

i は尙 一段の 巧 力 

一 お 巧 日本人 曾 特別が 附を裝 集 

I U 识 後を々 進 抄し巧 じ 千义打 巧 

1 じ 近づきつ ぇ あ b をを 貸の 約；' 

一 削 二み は應 裳した i ごな つたが 

_豫 をが じ 速せ しめ レには が ほ 一 

: 段の お 力を 必要 ご f ベく：： 3 巧當 

:事 まは を 一次 締切ら 後一 おら じ特 

一別を 員 倚を 瞄 きて 第二次 締 がら 

I 朔 口を 設 ぶし 豫 をの 二 千 五な 巧 

j を 維い ど 期待し 居る みで ある。 

I 右-し 脚し 委 良の 一人は 詔る 『今 

，巧の 時が が 附を裳 集は 大体 一巡 

一一せ しんみな るに 拘 はら や 巧に 千 

j 八な 弗を 超 逝した 事實は 填ろ 意 

: 外の 巧が がを 示した ものである 

- 併ながら 約 千 人み 會員數 じ對し 

M 脚 二か强 のを 貝が 應ぶ したじ 

1 過ぎ。 いので あるから 該を附 金 

:裳 集の 努力を 繼緒 せむ ば U ら口 

一巧 L 曾 員 中 巧ら じ一剧 八を 即も 

な 八十 人が 谨 かじ 一口 《 な 五 邦 

i== がのを 附じ應 じた ごしても 今 

一を 九 再 巧を 針 上し 得る 譯 である 

一から 化隐潑 つて 應黨 あらたし』 

i を 々本號 締切まで じ 申込 あるを 

一は 左の かし。 

^ 金 円 弗 み 旧 茂 

I 金 或が 弗 宛 盛 あ 章 姑 木 

を 巧 小 池ぶ 彪隘 本翅】 

-を 拾. お 卵 宛が お 一齋ぉ 

一 萬 S 郞 旧 鍵 司 

.を 拾ず 宛 义な俊 香 お 巧 お 

松が ホ 幸 么助吉 旧 义太郞 

ル 地： が 際 + 一井 源 么助鸭 ホ 

义 寺-化 太 郞纔巧 寛 雄 

淵卜 んみ邮 な 旧 秀化今 ホ 

一 お吉お か 松乂邮 滿け顯 之 

金ん 巧 {化 松棄 口举吉 前山 

: ぶち 乂な順 おみ 巧を を 

かが 益】 掘な 辰 之 肋 松 本 

節 化 ホ 出 藤み 邱 i 口が 化 太 

がが 米 八 おか 化 S 郞巧 

小 化 太 郎曲中 長 四 郞山崎 

隆 S 今が 稔川島 仙藏巧 

_ な 巧 木が 武 二郎披 巧を 四 

\ 郞岡島 か 治を 巧 嫌お淸 

: 水を ホ郞 主が が おを 巧 水 

一 来 藏關化 お W な 邮利彥 

I 良を 川 健と 化 吉岡一 渡邊 

I を お 永 巧巧吉 

乂正十 お 年度 徵巧 

_ 延期 願 注意‘ 

I トー‘： 月 一円 開始 

i 大正 十 お 年度 如 徴兵 徴集 延期 

; 願に 要する が 留證明 事 格は 本年 

I 十二 巧 一 H ょ 6 が请 円本 人 曾 じ 

i て削始 する じ 付ち 記事 巧を 訟承 

I ホら じし ご 〇 

i ;、 大正 十で 年度 徵ち 徴集 延期 

願を 提出すべき 弟は 明治 二十 

二 年. 一八 八乂 年) 四月 十と 日 

を*- *6 刚治二 一十 乂年 (一九 〇 

I 六 年) 十二 丹 一 n ホを の 巧 

i 化な —— 火 正 十雨を 四 巧 十五 

I 日を に滿 一二 十と 歲に速 ザ 中- 

て がの お 年の 月十巿 H を じが 

一二 十七な V 過 r る ものは 徵化 

延期の 願 出を がす 之を 延期 願 

の 化 終 どす 

一、 を お 集が 期に 隅 係 ある 巧け 

规 去の 巧 まじ 從 6 叶が 證刚願 


を 提出し 靜 明を ずけ 之を 徵樂 
延期 颐當じ 添 化し 大正 十五 年 
(一九二 六 年 ご 一一 巧 十五 H 迄に 
巧 町が なおに 又は 间年闽 巧 十 
五：：： を じ 管楼徴 を宫じ 到達す 
る檢 歓送す る 事 
一、 願 帯 受かは 十二月 一日より 
明 ホ S 巧 1 H まで 開始す るに 
か 颇凿 日邮は 十二 巧 一日な 後 
の H 附を 記入す る 事 
一、 なお 嚴明書 郵送の 煤を は證 
巧 畜ず領 人の 巧 住所、 姓を 及 
郵函 番號を 日英 兩語 じて 明記 
し 且化當 返信用 切 ホ (專お 邸 
便 巧). を贴 付した る お 简を添 
附 する 事 

一、 證明書 用紙は 日本人 會 事務 
所 じあら 

一、 徴集 延期 願 善 類を 本籍地が 
巧が 役場 义は徵 ちちへ 戳 送す 

る 際は 嘗留 郵便 VJ なす 事 

一、 緩 領事館 備 かの 巧留 登鐵簿 

じを 錄 漏れの 巧じ斟 しては を 

證 明を 發給 せざる こど あるじ 

付きを 錄 漏れの 者は 必中な 留 

屈を 提出す る 事 

巧を 二月 聖路 易で 

婦人 博覽會 • 

明を 二月 十六：：： よ b 二十 二 H 

まで I 週間 柴路易 じ 於て ゥ！ メ 

ンス 、ナショナル、 エキスポ ゲ 

! ン ョ ン を開く ； ご 卜。 つ た が巧 

目的は； 般 的に 婦ん じが 害關係 

をが する 問題を 討雜 して 婦人の 

道徳め 修養、 經濟的 伸展に 資す 

る じ がら V の ； で ま應を側 か ら 

はが 米 リ本綺 人の 出席を もホ舉 

して おる： 云 ふ。 をを 稱 はで キ 

スおジ ー シ ョン ご あるので 詳細 

は尙 ほな 楼照會 を 要すろ が おお 

を络 ちは：！？ 會 が 巧を 員 厚 ルィス 

ジ 玉—.、 ブ 八ック 失ん じ 中 込 レ 

を阳巧 ミすべく 同を 事 巧 所 ァド 

レスは 左の 如し。 

ブ wn 百 ub Bu 量ち 

ご 2Q Locus こ i St. Louis Ml 一- 

美の 敎會の 近事 

當市西 だ 八 TmMl ニニ ニ游 U 本 

人 お W 敎巧じ 於て は 例年 十 一 H 

基を 募を のバザ ァを關 いいが 本 

年は 中 巾し 明を 逾當の 方法に 依 

ちて 之を 開く i じ ホを，-、 たる 旨 

を お，-」 た。 尙 ほ柴誕 巧は 巧 巧： 'i 

十五： n じ與 巧し 今夏 開校せ る 日 

廳學校 ど聯を 最も 盛大：： ♦る 祝賀 

會を懼 すべ < ホ定し 目す 準備中 

である ごり 

犬 塚 巧還曆 賀宴 

义が順 一氏は 本年 六十 一歳の 

退 おに 相 常せ るが 舊ぶ二 + を 名 

まる 二十 二 H 巧亭都 じがて 贊曾 

を 關き景 山ず ご 一氏 開 會の换 がを 

陳べ小 巧 化が 巧が 化 二 一二 氏 如 祝 

が乂が 巧のを おもらを 後 餘興線 

出 職 况裡に 散を。 

ドクト^ ホ 谷 基 巧 

齒が 謗擬所 開設 

游 が 兄 南 巧 曾 か 員 十一 谷 勝 一氏 

々な-^. なぶ 氏は 化 年 タフト、 力 

レー ジ に修學 後' ィ ァゲブ ド大學 

齒 巧を 卒 策し 今春 ボストン じが 

て 樹巧诊 おじが 事し つ、 ぁつじ 

が 今 阿が 巧に 轉じ ホる 十二月 一 

n よら 西と 十ー ニ 下目け 一一 十四を 

地にがて阱策する^ごなつた。 

巧 おは トラフ プ^ ガァ J ハ 五 〇 九 










てヴ Cl 讯 が ノ、 り ux* ， 

二宮 到 商店 

1 mm\n 

277 Broadway 

Tel. Worth 0 が 1 

お 川が 險事お 所 

H. Segawa, insurance Broker, 
303 の f 比 Ave., 

內 沼が 事 株式 會社 紐 育 支店 
Uchida Tradhig Co., Lt ん 

島資易 株式 貪 社 

Shima Trading し o* Ltd. 

1 so Broadway 

お u! に M, Thomas 

Advertising Counsel 

2023 む ibune む iiding す 54 お ssau St. 

株 ま會社 赤 屡商會 
AKAWO & CO. ， Ltd. 

296 Fifth わ 帥 化， New 村 rk 

Japanese-Am が ican News Service 

Te し む iedonia 4101 

Tel. Worth 1576 

Telephone Rector 14 も 4 

诏. おか 扣 an 6978 

let. なお お ilia が 58 -巧 

H ホ 電報 通侣が 

妻 お 建築 事務所 
Iwahiko Tsumanuma 

Room 16 们 No. lOl Park Ave. 

Tel. Vanderbilt 3 が 6 

S 其 株式 會社 興 東賣悬 株式 會社 
代理店 

盾睁 商を 

1 T akamine \^rpora れ〇打 

120 Braadw 巧， Hew む rk City Tel. Rector 7884 
お neral Office 在 Facto 巧 208 Rawson 巧り しし G か , N. Y. Tet. Stillwell バ 18 

残 巧 物產巧 まきな 

Asano gu が这打 し ompa 虹 y 

Room -801-805 

165 Broadway 

Te し Co け landt 80 が - 8052 

大倉雜 紐 育ま 店 

Okura & Co*» 

so Church が " 

Tei, Cortl 狂 打か 2 が 2 ■ が - 94 

組 育 日本人 會 

化 e お panese わ 如む at ! 白 も 

2 如 Wes け 7th な.， お W Iforlc 

， Te し Ci げ !e 8! が 

な 画の 政治 巧、 貸 業界 及が 巧の 
事項を 迅速 且つ 確實 にお 道す 
お 日乂巧 ーヶ月 巧を 立 十 巧 

Tokyo Advertising Apnoy 

H 本 巧が 巧 誌 廣吿一 化 化 ほ 

35 Six 比 Avenue New York Ci か 
Telephone Spring 8 の 7 

巧 滿洲雜 道が をを お 
紐 育 事 お 所 

South Manchuria R. R, む . 1 

270 RWerside Drive 

Te し Riverside 4783 , 

s 井 物を 株式 會社 
紐ち ま 巧 

Mitsui & Co., 

65 Broadway 

Tel. Bowling Green 7520 

み 巧 巧を 巧 ま會社 

Kuhart む ading な . 

30 Church お . 

Tei. Corthnd が 50 

巧 ま會社 を 井 巧 巧 
が 育ま 店 

Iw お & Co., 

Woohvo け h Building, 

Tel. Whitehall 60 が 

兰菱 商事 會祉 
Mitsubishi Shoji Kaisha 

ひ litsub お hi Co-, Ltd.) 

。〇 Broadway 

Tel. Rector お 60-25 が 

巧 ホ會お 

山中' 巧會 紐 育 支 お 

Y な m 江 n 注 ka & Co., 

680 のむ h 

Tel. Circle 4014 


日本 綿 化 株式 會 社な 育 支店 

Japan Cotton Trading Co., Ltd^ 

Cotton De が， 

* 60 Beaver か.， 

T •し Bowling Qre«n 2990 

Silk Dept. 

巧 Madison Ave., 

、 Tel. Ma ん Sci. 撕 )5 • 


u 米 生糸 株 ま會社 
紐 育ま 巧 
NICHI-3Ei KIIT0 KABUSHiKi K るは HA 

(NICHI-BEI のげ〇 CO., LTD.) 

373 が H む enue, 

Tel. Mad. Sq, 巧 92 ぶ 


神戶鈴 水が 巧 ! 
が靑 支店 ! 

Suzuid & Co., Ltd, (Kobe) I 

220 B け Midway, : 

I'el. Co け ! an か U49 ぶ 0-51 ぷ 2-53 < 


日本を 糸 株を 替 を 

紐 育 支 巧 

Morifflura む ai & む.， Agents 
44 反 23rf ： St, 

Te し Ashland 5320 


原を 名會ぉ 
紐 育ち 巧 
Hara & Co.> 

443 Fou け h Ave., 

Te し Caledoma な 30-35 


な酶蛛 ま會社 紐 育 支店 
Gosho Corporation, 
Silk Importer み 
334 F*®urth Ave. 

T« し Ma ん Sq. 4886 

Gosho Co., Inc., 
Cotton Exporters 
60 B«av«r St., 

Tel, BowlinQ か on 8806-06 


大蚁朝 U 新聞 貼 
お 巧甫平 
Cl なむ mHi 

む om 308 World Gilding 
Tel. む ekman が 8 日 


大殷お H 二 お 京 H H 
上 巧が 重 
Osaka M お nichi, 
り ) 7 Tribune BiiildinK 
T«I. Beekman がが 
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炭が 難 業の 其 後 

帖盟能 巧な ホ 既に 儿十 H じ 逢 
した 撫赌 炭化々 ホ 排をど 採が 楽 

ちごの なおは： S 化 こして 解 パ 中 

ペン シ作 ゲヮ ニア 州 か 事 ピン シ 
ヨット 氏か捉 出した 所 就 十一 刪 
條 のを 協 お」 おし 化 ホ 組合 侧は 

を 外 速^ じ會 おを 館を ホ認 した 

じ おはらす 採が 萊が侧 '最も 强 

硬。 娘 巧で 該 妥協 まじな 杭し 巧 

巧 解 巧の 階 ホを 認められつ i あ 

つた 阿胜 能を 巧 題ら 前途 唔權じ 

らむ どして むる。 採が 業を 側で 

は 脚 越が 巧の 幾 ー ホと してを ホ 

むる 調停 局を 剣 設し化 機 關を通 

じて 能 策の が 因を 除かい どのを 

阳を 有し 如 知事の 提出せ るぶ 協 

案 皆を 礎 ごして 會藏の 巧 辭を諾 

i るは ま 難。 b ど唱 へつ ぇ あら 

てを 易に 么じ應 する 5 模樣 もな 
い。 巧る に該駆 菜の 影 懲，」 が ホ 

面に 波及し 艇て はを 乂じち b て 

政治的 殺濟的 おび 社會的 一大 問 

题 たるの がが あるので おか 黨巧 

閒に 於' て もなか じを 後の方 巧を 

雑じて & るか 巧で あるが、 ゥキ 

ス コン シン 卵 選出の 下院 雜 員で 

化 好まを あみ 一 領袖 わる バア ジ 

ャア 氏は 大統规 ィ-脊 見して 炭化 

越を 論を ま おし、 ホるべき 溢會 

じ 之が 决藏 おを お出して 與赢を 

喷 超すべし ど聲 言して むる。 を 

^ な 二十 一二 年 前 片ゥズ ベ 八 卜乂統 

谢が 化に がて 触 煙が 化々 ホ 駆 業 

問 猫に 對し 聯邦 段府 はを 闕の炭 

化を 强 劇的」 買收 して 図ち たら 

- しわる の 外 罷棠解 决の么 案 W し 

どて 城‘ がをお ホ じ 坑夫 側を 威壓 

I しむ おお 兩 者のを 協を 觀 たな 智 

; を 踏 盤せ わビ する ので あらう が 

'第ー ニ あたる 一般 阅 おの 霜を 階級 

; は 寧ろ お實 おを ホ 壊す るで ホら 

一う し、 常 じがが 業者 ご‘ 坑夫 どの 

- 横を じ禍 されて 不 化と 不剌 ごの 

對を物 ごせら る {は 堪え 得ざる 

所でを る ど 云 ふ 與論が 勃 輿 すれ 

だが 化 固 お 論は 必や寝 城し ホる 

じ化途 あるまい。 遮舆差 當ら両 

者を ぶ 協せ しめて 罷莱 問題を 解 

ホず るが 爲 めに はおらに 有力な 

政 おを。 が 中 調停を 必要と ずる 

で わらう' 


なる 筆致を 0 て 銭 酒 校 巧の ホを 
お 解し 恵 法 修正 第 十八 废の 制を 

は 『コン モン -r メブ カン •ヒポ 

ク9シィ」| の結柴-し過ぎ〇と喝 
化--'、 不 W ぶ。 る ホ 人が 自ら お 
いた 罪では ゎるが、 二 大政 黨 •レ 
おする 政 客の 僞塞 的り 動な 許を 
すべから やと 論じ 銭 酒 政治の 下 
じは 『自 山の 天 化』 ご 『勇が な 
を 庭』 は 後を され 将ぃょ いご 嗟嚷 


して A る。 サ ィツに のな 禁酒 政 
策 論は 惟 かじ 時弊の 急所を 突い 
たもの e 俗論に 迎 をず るか 怯 i ；* 
政を 藥か僞 善を 必 得つ！ 偏狭な 
る r 部の 敎 自家、 道徳家、 を敎 
みの ま 歌 じあ 從 して ィム ポツシ 
ブ^。 お 策を 糞贊 1 る眞似 丈け 
をが 7、 ずる i はを 竟米國 人の 道 
德的楷 ffi を 化 下せし むる のみで 
は あらまい 乎。 


巧 亂擴大 のち 那膊局 


滿洲 の巧權 U 擁護 

加 藤 首 巧 が 時局 じ 就て 聲明 

化 京は 全 < 無玫府 の狀態 

ま 京 特電 ||| 十日 發 U お 蘭 瑞乂總 がの 化 節 ごして 歐 ホを 潜 遊し 
細 固の 途ホ 寄港した る 徐樹绍 氏は 昨 H 加 藤 首相を 訪閒 して 支 他 
時 扇に 就き 懇談ず る 所 あちし が加滕 首相は 滿洲に 於け 一る U 本の 

特殊を 置 父び 邦ん の 生命 財產 がを 隙じ嫩 ずる 煤を には 相 當の旨 

衞 手段を 講ずる 營 である ご 述べた が、 化 京ょ b の 特報に 化れば 
问 化は をが 撫 政府 狀態 じて 化つ て 關稅資 諮の 前途 も悲觀 されて 

むる が ミ 服 校が は體 線に 巧 力 中で あな。 而 して 巧満 のが；^ は磬 

備だ實 のを 望を 外務 當《 に 電請した か、 政府で も 事態 惡 化に 鑑 

み對 策を 審遙 しが 人の が 議じ遺 源。 き、 とを 期ず ベぐ 今後の 動 就 

.激 をを 期を し 十二月 一 U ょり 旅 暇：：！ を 道 外 艦隊の 根滤地 ごし 巡 

巧 艦 一隻， 顆逐艦 四 隻を增 派す る T とに 化を した。 \ 

對 する 新閒 社を 襲 擊しェ 麓を 破 

攘 して 犯人 ー タは逮 3^ された が 

i 示威運動 めを 謀 者は を 命が 駭を 


ぁるが、 本.： n 张作霖 お 軍に 對し 
最後 涌 跋じも 等しい 急 電を發 し 
て 張 氏に 政 おょ 6 隱 退すべし が 
ら 中ん. 一武 力を 0 て もこれ を强 
耍 ず ご 述べた が、 張 お 軍は 最後 
まで 踏ん る ご 豪語し つ i ある も 
を 省 だ 娘作霖 おはを 然お 軍を 
政界か^ 葬つ たじ 等しい 結朵を 
生んで ゐ る。 挪も奉 天 ょらの 巧 
道 じがれ だ 張が 巧は 山が 醜を 防 
禦の 第一 端に する ごてが 下を 瞥 
卿して ゐ， pj いふので ある。 

急變 b 報に 


米 艦 出動 

漠亡 

一軍が 山 

-廿- で 


〇 

no 

110 

化 


學生團 体が 

示威 暴動 

が 攻救 濟總を 邸宅 破 壌 

を 福 おのな 客績 々襲る 

新聞社を 破壞 

化を 廿八日 獲！：：： 當 地の お產黨 

を 子、 國； ii 黨ぞ力 家、 學生玫 び 

無頼漢 約 千 あな 人は 一 醜と な b 

て 支那のを 命を！！ 歌し つ i 一大 

示威 連勸に 及び 乂總が 段 藤瑞は 

支那の 革命の 敵で ある ごの ビラ 

を 撒きが 政 及び 敎育總 長 並 かじ 

化を 普 務所辨 の 邸を はこれ 等の 

黎徒じ 破 壌され、 骗税會 證の解 

散を 實 傅した るが 巧 判 除は 醫師 

及び 看護婦が を も 引 卒し をれ ょ 

^ 引績 きて 勞働 者、 苦力 あび 學 

生の 示威運動 じ 移つ た。 

化 巧 か 乂日媛 =： 昨 H の 學生示 

威述 動じ 掛し 陸軍 及び 譬楠當 巧 

は 殿® 取締を 徵 明した る じも拘 

らや 示威運動は 引 城き 今 U も 巧 

はれ、 『み 巧隊』 はみ 產ホ義 じ 反 


僞善ご 禁酒 政策 

人閒の 持つ てなる 本能の 力を 

理错の 力で 自制し 巧る 巧 度じ自 

制す7^;け僞善では。いけれみ 

自制し 梅ず ご 倍 じながら 自制し 

たかの か/'. 装 ふのは 儀 善の 標本 

ではい* いず。 化な ホ じがて 吾人 

7 U 义阅の 找洒蚁 策を 僞 空から 出 

j 後した ものである ご舰 むじ むら 

ね 一人でを る。 邮 して 乂脚操 狐 

1 がのを 瑕が ドン •サ ィッ 氏は 禁 

一 洒政巧 じな 對 のかが 見を 雑誌 フオ 

— ラムの 十二月 號 にを おして ゐ 

t が、 巧は 『お 入め を 侈が お 的 

A 化」 の 題 下 じ 巧な の 裁 逸轉妙 



紐 織して 現 政府の あ 醒を宣 傅し 

段乂 總統彈 劾を 巧議 4> て 關規會 

諸の 中. 化を ホめ たる^、 連動は 

國は黨 の計靈 したる'^ のじて 孫 

た 氏の 喔 道した も 人 お 一 政府の 樹 j 

立を 耍ポし 巧に 入 b 良； なは 益々 

慕 b 親日 ま義を 標榜す るを 福 派 

の 政' 客は 鏡々 襲擊 され 巧る も馨 

宫は敢 てこれ をの 化し， 中い 態 巧 

に 出で i ゐ る。 y 

日ン ドン： 日發 ：：；： で— 

ば 化を 

ン 

もの 

じて 化が 稀 じ 見る 組織を された 

示威 連動 じしで 一二 千の 巧 女は 左 

腕に ホ 爆を 恥 一 じて 政^ 要路の 高 

宫十 一人の 邸す を 襲擊音 媛した 

る 後 大總統 のを 邸に 魁す 人 ほ 

欧 がの 樹立 ど 革命 軍隊め 組織を 

ホめ たるが 化巧當 扇は 留 外人 

じ 危隙晚 域 か逊巧 禁止 命じた 


r 、> ― こ卡户 UU 舅. 一 _ I 

メ ー グ紙 北京 持 電じ或 t ば 化 

め 學生装 動は 勞農 化^* ラバ 

氏の 歸 化を 礫 爵じ突 レた も 


段 巧の 要求 若 巧，^ 

•化體 を ぼつ-^ 現 屯た 攝玉祥 


化を 化 日發 ：：：：： が 倫に ぁらて ま 一 

那の政 姑を 左右し つ； ぁる 媽玉 

鮮將 軍は 時局の 推移と おじ ばつ 

ぼつを の 正体を 現は し 化 京の 時 

お 給收を ホめ レる 段祖瑞 氏の 耍 

ホを 巧く るに まりた るが、 藥皇 

島 じを 命化據 地を 設けて 山お瞄 

のを 天 おじが 巧し つ t をる 張 作 

霜 お 軍の 叛將郭 化齡お 軍は 巧吿 

審を おして 自己の 同僚が 少数な 

る巧ム をの 爲 め'^ 傷き つ i ある 

は 忍び 能は ざる 所 じして、 をは 

民 堅 じ 化 b 新たなる お 式に 化ら 


滿渊を 政治 イ べし ど吿げ 『滿洲 

は 今や 殘忍 If 軍 國張作 霖の爲 

めじ お權 は取觸 され、 をの \ 害毒 

をを を 那じ议 ぼす、 これ 余が 奉 

天を 征封 する 理由で をる』 V 一述 

ベた。 而 f - て 囊に東 S 省に 對し 

て獨 立を 當 言し 張 作 霖じ襄 あ 

を 巧つ じご 云 はれる を綠 省のを 

經澄將巧';5天津じ亡命した 》\博 

えられて なる 0 

化 京 か 九 H 發 n 媽玉 祥將軍 @ 

軍 陈は續 -? 化 巧じ乂 込み 實巧卜 \ 

じ 彼が 政備を 挺る はを いお ホ』 


悲境 U お 面する 張作霖 
陸軍 If 出動は 時期 尙早 

マニラ 廿-で 日發 u 米國 アジア 

牆 隊所廬 離^ 艦 マック 号は 支那 
急 獲 S 報じ^し を. じ 上海 じ 向 
けて 出勤し わが 他め 驅逐燈 一一 一隻 
も 直ちに 出動^ 游 ベく 百 下準備 
中で ある。 一 ' 

東京 化 九 リ參謀 本部は 滿 
洲駐屯軍の增^を主張しっ^あ 
る も 觸巖は こぞ 承認せ す。 密 
お 外相は ちがぶ 留 邦ん をが 護す 
るな 外 U 本 一: の動亂 じ干涉 

しだ siL て 

化を け 九 U 媛^ お 作霖將 軍は 
今や 四面楚歌 裡 にある もの i 如 
く お 軍の せ 腕 VJ も 云 ふべき 山を 
省 督軍振 宗昌监 軍も將 軍の 命-し 
叛 きて 奉 天 じを 隊を 輸送せ や、 
張將 軍に 忠を化 る お 隊 はお 一力 人 
郭將軍 じ 蔵ず ム叛 がは 十 冗 人 ど 
註せられ， 郭盟 軍は 源 玉 祥將軍 
ど 懇談の おおを 織を 堪け 獨玉祥 
に 屬し萊 一二 省は 郭將 軍に 與 ふる 
默 契が 成立し 苗雜峻 (が お 各) は 
山 東 省を 自己の 瞥軍下 じ廣く i 

ごな つた。 一 

上海 サ九 日發 - h 山 東 省の 軍隊 

一 旅 鹽は張 作霖に 叛旗を 纖し芝 

i マ J ら軍 鑑じ乘 じて 太 連に 入ら 

同地よ ち 奉 天に お擊 すべく 旣じ 

輸送を 開始した。 

油 旧を 涉は 

夕 協解决 

報償 利率 確ます 

モス カウ 化 H 發りー ニヶ 巧な 前 

に 着手し ね化雜 太に がけを 日露 

両國の 油 旧 利權祉 惟を 渉は 巧 油 
及 おが 生 產じ對 する 帮惯 利率に 

關 し。 シア 侧の耍 ホ^ 乂じ 失し 

たる 腐め 巧 詰らの が 態 じあち し 

も 今 巧 巧方讓 ホの 結 お 日本 よら 

シアに 支拂 ふべき 生産 報償は 

巧 姐が 五' みよら 一割 おみ、 石炭 

は 五を よら 八 かの 割を じて を 協 

成立し H 本は これ じがら 米 人 ン 

ン クレア—- 财 閣の舊 契約 地を 開 

拓 する 外 別にを 沿岸の：. 池 旧 一万 

ず 方 唯を 十 年 じ 互 6 て 開拓の 契 

約が ぶ 立した。 尙ほ 今回の 新 契 

約は ホる 十二月 十： n を W て 調 巧 

する 醬 である。 

ま 京 特電-日 潑 UU 落 漁業を 

渉は 田 中 駐繁大 化を を權 委員 ど 

して 着手すべく 委負 はず々 當地 

を 發し繁 都に 赴く をでの る。 

お 油 利權假 調印 

東京 特電 |二 十日 發 = 化幡 太の 

石 独巧權 契約は モス カク じがて 

今日 假謝邱 を 了し 石お擊 約は 延 

期された。 


がな 改革で 

ブ內願 成立 

社會 C 厭-こは 娇緣 
バリー 化 U 發= : ブリァ ン巧賴 
は 全然 社 會黨ご 铅緣し 前 首相 パ 
ング ゲ卫— 氏を 隘 相に 間 題め 藏 
相には 産業 家と一 てを 名なる P 
シヤー 氏を 乂閒 せしめを 力な 
政 客の 名 ホを M しじる 聯立 
內闊を 組 城した るが 新巧關 はお 
政 整理 ごな 革に 最 6 力を なぐべ 
く、 巧 日を 0 て 内閣の 宣言 聲を 
を聚 して 議 曾の 信 化を 問 ふじ 至 
るべ く 對米負 漬か おじ 就ても 裡 
內 のが 政 整理 方針 枕な ど 同時 だ 
巧び 看 手して 特殊 疎稅 ( i 說じ 
化れ ぶ一 極の 資本 献お K して 利 
率 一割、 化 年間 支が) 五十 億フ 
ランを 擔が どし 二月な 前の 飄 お 
を もを ゎ 六十 五 億 M フンの 通貨 
膨脹 政策を 採 b 償還は 總て 大藏 
證券を なて ずる 方钟 らしく 大体 
じ 於て パン^ ゲ で！ 巧の 政策を 
稍 更改 蹈襲 L ね ものである ど 云 
はれて ゐる〇 

調が 直後に 

タ ホン 織を 

英國 外相に お 動 

■ロンドン-日 發 n 昨 目を がて 
到暮したる獨遮使節，^§め どし 
P 力 八 ノ條約 締驢鹤 巧 表は り _ン 
ドン 省 おみ 熱誠なる 歡迎を 受け 
調印式に 願， じ 乂 i 躬强段 府の喔 
導じ依ら聯を留政腊^^^蓮飄民 
に 誠 怠を 披 '繼 する 息 娘に 於て 本 
曰 よら ライン ラ ンド並 5 じゲグ 
ン 地方の 厳を を斷 わし 阿 地 ホの 
施政は 一切 獨 逸の 义官に 一任す 
_ ベく 巧定 した。 尙ほ 吳强皇 巧は 
口々 作./ 條 約の 化 立-しか 動 をら 
し英國 巧か才 1 X ブン •チヤ ム 
パ！ レン 氏に 势し 授爵の 御內盧 
あちし も 氏は ご 父の 素志を 堅く 
嘗重 しこれを 巧辭 したので 英國 
じ 於け る 最高の 名擧 である ボ！ 
タ ー 動 章を 賜つ た。 


は宜 ちじ ィ ラックを 占領す るの 
下必 らしく 出 ザる の 平時 軍隙總 
員は 册 万人 じして 形勢は 頗るす 
をで ある。 

無產 欧黨决 裂す 

東京 特電 S 十日 發 U 無 ^ 蚁黨 

は 明日 結黨 式を をへ ゐ る^ 総 同 

盟及農 ほ 組を 等の あ 傾 派 b 突如 

脫 退して み 製す るに まつで。 而 

してる 翼 無 產黨も ホ迦中 b 旗擧 
げする 箸で わる。 


ン ドンの 調印式に 參别 すべ 
地を 出發 した。 


、皆 


研 光 


.な 友 本 黨に內 な 

東を 特電 二十 九日 發 田 源 
治 巧の 失言 問題よ ち 生じ!？；： る投 

ぶ 本黨の 巧訂は 元田肇 巧^ 勸吿 

で 7 S 解 ホした。 然し 兩 孤の 溝 


渠は 深く 議會 をには 
る 形勢で ある 0 


騷劇持 上 


本 旧 增次郞 逝去 

ま 京 特電 二十 九日 發 ulf 文を 
本 扭增み 孤 氏は 本 U 逝ました。 

富 ±絲 罷業 解受 

東京 特電 二十 化 日發 ；：：：晋±統 

績の罷業ず議は掘が邮^^?^縣知 

事の 幹旋 t 職工 侧の要 半を 

容れら れ急轉 的に 解み しで。 


ウ 巧は 辭職ピ ず 




ブ シン トン 册日 發. 

離職 說を 傅え られつ 
鹽海擧 長嘗ク キ八バ ー を 
カリフす 处 ニア 炯 知事 夕 

ド ソン 巧は 加 姉火審 院長， 


聚屢々 
也った 米 

に’ 對し 

チヤ 

巧 巧 


を变 渉した る も ウ获は 現職を ま 
る 避 社ざる， とを 理由と して これ 
を拒絕 した 0 


ボラ ぇ 

聯盟 

世を 载 判明 題で 

ヮシントン 化 H 發 u 上院 外を 
委員を ボラ ー 氏は 囊に . r . リンス 
トン 大學總 長ヒッ ベンを を 始め 

ち 力なる 米 人 約 化 人 ょら 連署に 

て 世界 裁 お 巧 じ おする ホ 幽の無 
條 が 參 加を ま 張した を 開が じ 勤 
し 本 H ヒッ ベン 傅 ± じ 回を を發 

し 氏 自身は 依然 翻 際 聯盟な お 論 

を じして 現 化の 組織を 基礎と す 

る 世界 裁が 所參 加は 結 厨 ホ 厨の 

職 盟參加 前提で あると いふ 立場 

から 問題は 現じ 上院に 提 巧され 

て ある 保留 案は 果して ホ 闕の巧 

權を 保護す る や 否や じある も 氏 

は 裁 お 所がを 然 聯盟 ごを 離しな 

い 限ら これ じ赞 同す る 能は や ご 

挑戰 した。 

英止戰 ふか 

油 旧 解かに 不巧 

。ン ドン 化日發 ；= 新聞紙の 報 

道す る 所 じ 依れに モスー グ袖田 

問題で 英± の 脚 係は 頗る 險 おご 

な 6 若し 園 際 聯盟が 英國 じな 利 

なる が 化を 巧へ たる 場合 ±巧 を 


硬炭罷 H を 調な. 

'ィリ スバ 八グ化 H 發 ；：：：| ベン 測 
知事 ピン' グ ヨット 氏け 蠻し よな 
硬 炭 罷エん 調訂じ 就て を 方面 ど 
下を 渉 中な b しが 今回 お 十 一條 
におる 誠訂條 件を 勞働 紐を 側に 
提示した る じ销し 紐を 側は 總會 
の 結 おこれを ホ認 しを の 旨傳達 
したが 調 訂の耍 点 ごして な 目 さ 
れつ i あるは 本 協定 成立 後 五 年 
な內じ 勞資巧 ホの K 表は 勞銀狀 
態を 調査し 硬炭價 格の 値上げを 
巧は ざる 範圍內 じて お 鈴を 容認 
するどい ふ 一項で かる か資ネ 
家の 新調 訂じ對 する 態度に まだ 
巧 白では ない。 

航を局 改造 提議 

ワン ン トン 化： n 發 U ホ吧 政を 
の 間 題 じな つて ゐる 陸海を 航空 
扇 改造 乃ま獨 立の 是非に 願聯し 

大統領 ょら 巧 命され た航 調査 

委賛會 (實 業家モ 0— 氏^ 委員 

長) け 昨日 調査の 結果を^ 吿し 

陸が 航空 局を 一個の 濁 立 W 輔ご 

ずる i には 反對し 大体に P て從 

巧の ホ 針を 繼蹟 する ご 共て 今後 

軍事 义び 商業 飛 一打を 獲 達 ザし む 

る 意が じて 陸海 軍ぶ び 商 ^ か官 

を 息接于 輿せ しめる； を 始めと 

し 約 十 個條じ 直る 敌造 案^ 提議 

しね。 一 


社會 結婚 W 

獻 文な 

最近 モス カゥから 達した 巧 道 
どして、。 シアでは 從 ホの 建 
剌 度を を然廢 化し やうと 針 妻し 
てゐる i が、 この間の 「紐 靑霸 
報」 に 報せられ てあつた が、 こ 
れは 頗る 興が ある 問題と してな 
達は ロシアの K 衆が、 この間 題 
を どんな 風に 取扱 ふかを 知らた 
いと 思 ふ。 この 意味に 於て 堀 去 
じがけ る勞農 制度の 下の 結 婿に 
就て 觀 察して みたい。 

日 シアの 帝制 時化の 結婚は 宗 
敎お谣 でぁった ミは 誰でも 知 P 
てゐる 巧で あるが、 革命 後の ブ 

ビ 五ット •ロシアの 結 糖は どう 

なった かに 就' ては 大じ 人々 の 輿 
陳を _惹 いて ゐる 所で ある。 最近 
の 新聞 雜 誌等で 傅 ふるこの 齡題 
じ 就て おの 讚んだ 範闻 じがて お 
話ずる^じする。 

帝制 時化の 結婚は 非常な 神聖 
^^ものどされて、 敎會で僧侣の 
手じ浓 つて 神の 御前で 二人が 镑 

合され、 をれ は敎會 のと？ の 磯 

をの 內 の】 ッの 規定 じょつ て 巧 
はれ、 敎會 及び 僧晤 なくして は 
結婚が 成立せ ず、 若し をれ 無く 
して 結婚した 場を には、 非 法律 
的。 ものごして、 國は ごしての 
權 利を 赋與 されない のみなら や 
をの 子供は 化 襲の 權 利を 輿 へら 
れ い。 さう して 僧 框を賴 むじ 
は 非常に 巧 山のを がか t らロシ 
アの勞 働を や 農 おはを のために 
即ち 經濟 的の 熙 係で 結婚が ぉ ホ 
ない 若が 非常 じ夕 かった。 ょね 
神 輩な もの 神前の 結婚と してを 
こじは 離婚を 認めな かづた。 を 
めた めに 諸 蹄の 問題が をつ て 巧 
る。 例へ ば 結婚 期に 達した から 
云つ て 人間は 必ずしも 完を 
ものでは ない。 をの 爲 めじ 一寸 


獨逸 大統領 調印 

.，ヘグリン 化 H 發 U 獨逸大 統領 

ヒ > デンべ グヒ 巧は 囊じ滋 曾を 

通過した "力^ノ 條 約を 批准 調 

即した るが、 國權黨 か 子の 不ホ 

もこれ じて 巧 消され^ 1 テグ 首 

柏 反び スト レゼ グ マン 巧 ± は 


した 間違から をは 化を のために 
或は だまされて 結婚す る 者 も あ 
る。 をれ であ つても お會の 結婚 
は離おを認 め iC * い か らを の 結が 
は 面白から のをが をれ る。 

かぅ しれ 事情から して ソ ビー 
ット 。シアの 結婚は ま お 結婚を 
をが を認 する。 お婚 じけ 機を も 
なく秘密も^~*い、 誠じ通がなも 
ので、 敎倉 法に めらねば ならの 
どい ふ' 巧 千年 かがが 年 かからむ 
いが、 人が 勝手にを へむ ま銷か 
ら をく 解放 さるべき である。 結 
婚は 社會じ 起つ て ホる 一つの 事 
情 じ 過ぎない。 神の 結を でも 僧 
侣 じよつ て 結を さるべ きらので 
もない。 二 個 のん 格の 自由な 結 
谣 である。 結婚しても 敎會じ 報 

吿 する 必要は ない。 柯 等の 敎會 

の 權限も 儀式 も、 义兩 親の 祝福 
も いら U い。 をと 共间 生活 ご 子 

供 じよつ て 成立され る。 若しも 

結婚 じがて 愛が なか つたならば 
簡單じ 結婚が 出 巧た やぅに 備單 

じ 離婚が 出 ホる。 た r これに 化 

つて子おが苦しむ£いふ^じ就 

ては ソビ エッ トロ シアのを 律は 

必 配して ゐ る。 

結谣の 屑が とい ふ ものは 一 つ 

の お 式で あるが ら腥 おは あつて 

もよ し 無く てらよ い。 坟ホ婦 力 

意氣 おを して 相を して 居れぶ よ 

い。 社會 をを の 前で これが なの 

妻で ある ごる 言して、 を 必じ抓 

づる i なく、 义 人々 が 彼等は お 

婚 しなもの であると 認めれば トー 
い。 だから 夫婦が 間 棲して お 商 
の 生活を 營んで おれば、 誰の 目 
から 見た つて 夫婦で あると いふ 
るが わかる。 だから ソ ビエ ジト 
ロシアの 結曠は 帝制 時化の 宗を 
結婚 じ對 して 社會 結婚と をづ け 
てなる。 だ： これでは 結婚した 
ごい ふ、 とを 化ての 人 じ 知らし' め 
る i はお 巧の。 をのた めじ 旅 巧 
や 其 化の 事に 不 巧を 感じる 填 合 
がゐ る。 をの 瘍 をには 屆 おて ホ 
婦 である ごい ふ 証明書を 賞へ ば 
よいので ある。 




問題の 人 【5】 

謎. の 基督 將 軍. 


♦ 


成 lillEL . { - 5 - 7 — : i 7 心 

♦ま那 のが 局 じ 風雲を 巧んで ゐ 

る竭 玉祥將 軍は、 英米人の 巧 

謂ク タス チ アン •ゼネ ラグで 

をに 巧 支那の 政 巧 じは 珍ら し 
い 人物で ある。 

♦將 軍は 陸 建 あの 巧 下で、 民 固 
九 年 陸軍 窠 十六 汲 成 旅を を 経 
て 第 十 師長に 巧せられ 同 十！ 
年の 奉直戰 じは 吳佩 をの 片腕 
ごして 慟 き、 河南 督軍 となら 
楊威將 軍を 授けられた。 
♦ぉ國 十二 年 じは 世界 ま 督敎大 
會 幹事 じ擧 げられ たとい ふ 人 
物 だけに、 頗る 堅い 基督 敎 信' 
者 どして 知られ、 將 軍の 部下 
は 悉くを 督 信者で 巧 軍 じ も 讚 
美 歌を 0 てす る ご いふ、 天 暗 
れな 信者 ぶら。 

♦從 つて 軍隊の 規律 も わ 届いた 
もので、 彼の 軍陳じ 限つ て 支 
邪 一流の 掠奪 巧爲 はない ど 云 

ふが、 自己の 管轄 巧に 不正な 

巧 人で も 現れる ど 即座 じ 打を 

じして 衆の 前じ洒 して 今後を 
巧め る ごい ふ 鼠 も 力る。 頑固 


な だけに 時には 妙な 脫線 癖が 
ある。 

♦窠二 巧 奉 直戰じ 巧ち 吳 佩を： £ 
大勝を 博して ゐる 留守 じ寢浪 
ちを 打つ て、 化 •一が じク L デ々 
1ど い ふ國膝的の芝居を巧+^ 
■流石を 氣な 支那 人を 呆然な- 5 
しめたの -0、 この 巧で なく 了 
は 出 ホない 藝當 だ。 I 
♦ク ーグタ ーを濟 ますと 將 5^ け 
野 じ 下つ て、 が 巧で もして + 
.いじ 支那の 基督 锅 巧に 力を 悉 
すど稱 した ものであるが、 口 
シァから ホい 軍資金が ぼつげ 
つ懷 中を 肥やした ので、 お H 
の クリス チ アン、 今日は、 庞 
のボグ セダ キス ト ごな b 主' H 

對等條 約の 廢薬 踢稅條 約を が 
を 看板 じして、 政局へ 乗 ぉ— 
たの だ。 . 
♦彼が 果して 眞實な ボ^ セダ ホ 
ストで あるか。 化 評の 如 < 化 
が 巧して 排外的で を 6、 挪 U 
的で あるかは、 先づ 支那の て 
下を 握つ た 後の 彼の 巧爲じ 化 
•たなければ ならぬ。 柯 しろ 化 
返らの 上手な 人物 だけ じ、 用 
がは 謎の 入物 ごして、 搔間心 
殘 して 置く。 
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稅觸 事務 

東洋を 化 並 じを 世 
巧の 徐 出入 方を じ 
瞄 する 一切の 御 諮 
間じ應 じ、 巧 道を 
船 貨物 運賃ぶ 出帆 
ま 巧 顆手緒 書 等を 
星す、 ま 要 都巿じ 
化 巧庙を おし 誠實 
敏速 御用 命じ 應や 

お驗 取扱 


♦書緖 ♦雜誌 ♦新閒 
躲費 室を 開 
執務 午前 丸 時よ b 午后 五 持を 

經育 日本人 會 

'苗 五十 セ T 目 二 五〇番 
ま 話す アクグ 八 一丸 0— 化 一 


化留 靑年理 おの 强体 

是入 靑年會 

8 运-臺 St - ヴ I . Clark 夏 n 12 乏 


基督 敎靑 年會 

W た E ‘ 5 害芭 . N . y . 呈 y . 
ぎ 五 aza 8141 


▽日 濯 H 
を 書 巧 巧. 正午 
共 勵食タ セ 巧 ホ 
禮拜說 を $ ホ 
▽水 駆り 
所 禱脅夕 八 時 
▽ ± 嚷 U 
深な 食义 はを 
をち 夕 八 巧 

寄宿が、 旅 巧ち 
をみ 部、 人事 巧 
談 部、 調を が •琼 
業 間 挺が、 英語 
な 縫を 授 。諸 架 
を 設けき 貴、 非 
會 員® 便を 訝る 


I 論 H 本人を T 軒麵だ 

A 14 で St 5害 St . H . Y . 芸 


船具 食 巧 おお 船 御用 連 

遠 藤 小で 商會 

這す 〇芭 ま y N . y . 呈 y 

Tel . 害 ifll 妄こ 


觀齡 事務 取扱 

WILLIAM L. 夏 NE &. 宫.， 

さ om 12 吉ご Bi を さ罩 

さ呈 e : Min こ i 9 養 -91 ゴ 


巧 巧 説を U 唯 H 午を 八 時 で 
祈 構を 木 唯 目 午を 八 時 
が 詔 食 i 嗯 = 午を 八 時 1 
をを、 菌當 お、 娛樂 まの 設脯も 一, 
ホ替 を教迎 す、 を 淀を 利用せ t ; 

なが 副 島 貧 道 一 

り 本人 基督 敎 修道 會' 

一泛 W .1 資 rd 辛，' N . Y.cuy I 一 I 
Tel . dalhedral 97 吉 一 j 

日本人—. 敎會 i_ 

钦帅 川な を么進 i 
幹事 旧 中 巧 二^ 

Japanese S . E . 呈ミ ch & Insi . 

岩 3 W . 養 Si ジ I . Clarkson 1 置 1 | 
巧 巧 說を日 お 日 午後 八 時 一 
腑禱 會ぶ艰 a 午 お八 時 
裁 辯 倉 かおり 午を 二 時 
♦を 宿 舍 

泣 畳 もを 比亞迄 数み 下町を 十 
ぶみ 學生會 社員 旅行を じ 最適 
設購圃 藝锥誌 巧 巧 度を 禪娛樂 一 
具 簡易を を あら 1 
巧を 踏榮 周旋、 旅客を 内、 を樓 
拳 業 調を、 其 化 巧 事 お 誤み を 
を 隔胞諸 巧の ホ 含を 歎迎す 


おき 米 國締乂 
H 本人への 吳 
語敎 巧には を 
年の 媒驗を か 

ず 〇 ー レ ブス 

ンと 十五 抑 
ぶ 1 每 り 锁义 時-ょ 

敎 I ら 巧接幫 

時 じても をし 
U 幡 日は 一が 
よ b 四が 迄 


婦 

人 

英 

霉 

鄭' 

授 


_腿 醇揉 療治 

神經 痛、 リウ マナス 

嚴痴 、打 身、 頭 肩 腰 
痛み、 背膽 おぶ 他 
出張 親切 じ 治療 中 
上ます。' 前約の ホ 
は 午を 一二 時ょ b 自 
を じて 施術し ょす 
H 本皴灸 
專 巧學院 卒業 

I 育 娜津輕 東洋. 

西な と 十 义了目 量 八 ' 
進 話 アズォ ースぶ 茜 一一 


診察 時間 

午前 儿時 i 十 時 
午後 六帖！ 八 時 

バ^ 小 栗 幹 ご 一 

紐肯ポ フラワ I 病 お 
第 おお 病院 勸務 

武ボ コン バラン ド 

病院 勤を 


丸郎洋 離藏曹 



V 〇 

お 7 

.3 n 
おが 
4 む 
W - 

7 
6 




お 京 ホ 化 ノ巧ピ か デソグ ニ階 二 一一 一〇 庭 

嫌 辭丸山 洋服 屬會 




獲 お醫木 下ぶ ホ 


31 UW •ご 呈資. 

す L Monument 8 置 


クンブを 禪を契 

下羽電 氣庸莊 

21021 巧 sachfay 
Tel . Endico 式 一ー ミ 


郎新 
-It 5 

8 巧 

3SK お 8 
lil ミ 


2 .m 

巳 卿 
2 
C 


B 

T 

，巧 4 し 

B ^ ^ 

AM ^0 


H 本が 具 I 
雜 貨卸賣 

- i 

祭良貿 虽商會 


化を ご 親切 ごを 旨 どし 確實 
信用 ある 廚 品を 精選し 
精別廉 俄で 販賣 致し す 

クォ 八 サム、 エ八 デン 巧 割引 

其 化は 化て ち 割引 

指輪 鎖を を屬並 じ寶巧 砲： 一巧 

パ ミ 八 トン 帖 計、、- ヴ 1- 

リノ ィマ 時計、 を 雜搔は 一計 

ゥォ^ — タ ー マン 萬 年 筆 

エバ シャ！ プ鉛肇 

純銀 お 並に 銀器】 切 

御歸 朝の 御 ±產 一切 

時計の 修簿 はが 險 がに}^ 確 貸 

じ 巧 川 自身が 致します 

午後 八 時まで 開店 

西 四十 IIT 白 一四と 11 五と 

プロ！ ドウ ュ ー を 化夕 

日ング エタ！ ■ビ片 ザ 7 グ 


懲乂二 五 号 室 

るが 岸 適 


舊 


電話 ブラィアント 四 1 - 1 と 四 

星 一妄さミ 養 1 CG . 14 ごご 去. ご dSi . 


齒科醫 

▼該察 時間 A 
を 日 ( H 曠を驗 く) 
午前 乂時 よち 
午後 五 時半 
水曜 午が 九 時 1 
午後 一時 


齒科醫 

u 新 ま 無痛 治療；：：： 
夕 年の 經驗 をな て 
U 本人 諸 若は 巧に 
了 寧 懇切に 施術す 

パけ マ — チシ 


豐ザ 洋離谣 


成功の 秘說 


ぶ L 
む S 

ミ * ■■■ ia 

II 


: J 1 

ぶが 

を 


米國ま 英語を 話ず 爭 
は 成功の 祭； 義 でず 
本校には H 本人 
じ 惜れね 專巧婦 
姉 あら 懇切 じ 會謗逆 
信で 社を 語を^ 搜し 
ょす。 H 躍 週；^ おじ 
午前 九 時ょ 後 十 
時まで 開校し ー レツ 
スンと 十 她バ ネ 
H 直 もじ 巧^ あれ。 


化 化 

C お 

もぶ 如 

W 菲1 

G 邮 隊规 
巧^ パ师 

ぶ- 〇.! 

g M 巧 

趴む W 

古 ； S 

2 2 
1 


日本 

ドラん グ ！ ブ 

顯會 


化粧品 潮寶 I 

五 巧補會 

W £ .ご fh 写. ly . 養 y 

ジー S 臺 e 皇岩 5 



鑛變歌 撥 

ザ 社を ダンス ▲ 

II ▼表 構带操 A 
^ぶ紳 十、 敏扛 、ぉ子 
ぷ 化さん ホに 巧 峰 じ 
I W 敎授 致しみ。 午前 
ヴ W 十 時ょ ち 午後 十一 
が S 時 迄 ( H 礎を 除く 一 

シャリフ* タン シ 

ング® 鈴學 校卒柴 

卜 J 衫タ マ 


自す巧 瓜が をネ狹 A お 吗\6 

寶夕ぞ 4一 屢满 \ みみ‘ 創^ 

クオー んザ 冷. た ンン妳 が 巧 刻 列 
尸し ヮー ド： ノミん トンが 計 を對列 

がク d 化 念矮袁 がろ 绍刮 
潭ぶ みそが 焉 ぶ® ぇ贫 
矣 ネ み 猶拳- 鄉 夕 刻^^ 

縣が縣 巧瓜乂 

9 巧 8»ゲ^ 夕 4 •卜ち 八 ニニ 



メーシ ー は 紐 育 最大の デ パ ー トメ ント巧 巧で あ - 
らます。 新ら しい 昇陳機 ど 玉ス 々レタ ー は廣澗 
な 巧 巧 じ 於け る 皆様の わ 買物 じ' 懊宜 £瑜 かとを ^ 
巧へ てゐ ます 一 
化巧でニホするものならばメ ーシ》では 一 i 
巧 八十 八 他 或は をれ 0 下で 買へ る； をで ぅ i 
だ 御 記憶 下さい I 
日本へ 御 荷物を 御 送ろ じな > たい 節 又は 巧 買物 一 
に 隙して 御用の 複合は パ ー ソナグ ショッピング ー 
ビュ 101 を わ 尋ね 下さい、 親切 じ 御 便宜を 計 I 
ちます 


都を じ. ぅ當 みの 間 

診察 

午を と 時— 九 時 
y 曜は 前約 願上棋 

パ ^ 吉 お悅彌 



午後 S 時ょ ち 六 時 
H 躍は 前約 相 願 お 


ドク トが 

烏 見豊彥 


診察 時間 

午後 零時 半 リニ 聘キ 
车後六 時： = 化 時 
愛知 醫學 ± 

バレ！ 巖本違 一 
を输比 亞乂學 及び 
グザ ラン 病院 勤務 
目曜は 前約 願上暖 


麵報揉 治療 

:：: ::水 技び 電氣 治療 = 
筋攘肩 腰の 痛 首 手足 
の 不動 神經痛 リゥ マ 
チス 慢性 胃 藤 病神經 
衰弱 お 其 他 
午前 义 時 ょら 午後 九 
時を 電話 前約 願上慑 
が 育瑞興 フィ ジオ シラ 
ビ； 學駱寧 業 

紐育メ デ々^ ジム 及 マ 
ツサ！ ジ踪資 正會員 

を 認西村 幸 男 


苗が 察始問 

~ 午後 五 崎！ 八 時. 

^ 江 見 一一 一期 

I 引 緩き ベ 於 ビユ； 

I 病院 化勸じ 付を 時 
間 外ぶ び 日曜は 前 
約 じ 限る - 


紐 育 州を 認 
內巧 省活許 
東京 帝大醫 巧大库 
產 婆な 習 巧 卒業： 

産婆 お本綠 


H 本 陶碟お 

雑貨 類卸賣 

井元 

ブラザ^ — ス 


東 お 十一 二 了 


呂 

ご 二 一二 


伊藤； 
洋服 巧 


谓ラ讀 をごミ 


〇 巧. 巧巧玄 J - 巧 C 巧 CWA 
呈養芸 AC 養 

晋 7 呈 h A さ ■ Nsr 42nd St . 

TeL を nder 呈二 728 す om 7 君 

•ぃ- ホ 谷 謙 次' 

巧、 氷、 を、 午後 一 辟ょ ら置縣 
迄* 其 他は 前約に 願 ひます 


t が 瀬九廊 

86 Lexin 嘗 n Ave . N . Y . 呈 y 
呈 .篇 th & 2 ゴ h wts . 
Tel . Ma 宙薑ぞ - 4518 - 78 さ 


」0巧10 史 - OGC 巧 尸 M . 0- 

二 1 West 94 ぶ st ’ lie 三 ork 
Tei . Riverside な 73 & ジ羣巧 養黑 

を.\をが午前丸膊！ぞ後 一 時 

を奠甲 午後 S 

:. U 曜 午前 九 時；. 午後 四時 
^ ド タト" ノ小 果乘ま 


or . R .. Shishido , D . D . W . 

養 W . 7 害 St . Tel . 置 ic を 3842 

巧 戶良二 


自 午前 化 時 
自 午後 一時 


巧 十二時 
ホ お 時 



この 氣は 

一年 位續^ 

乂鹽 が 界を 回顧して？〕 

巧 辱 顔の 化較 京 榮ど. フ—ム の 基礎は. 貨に是 等 

巧ん 窥 りぶ. 笔 j 四千 弗 階が まがお 加した 結 架で 
この 中產階 絞の 巧 加 ご、 所謂 I ある。 楚じ大 奔騰を ホした 自動 

車 株の 如 < 自動 苹やン デ オの購 


一请を 階が のが 少が 如何なる 對照 

I を 示して ゐ るかと いふじ 一乂一 

六 年 ご 一九 Mill 年度の 所得 额及 

び人數 のが；^ iu よつ てこれ を 知 

る ミが 化來る 0( 右は 一九； 六 年 

左は 一 九 二 一二 年) 


巧 巧 額 

巧、 000 

丄 ハ 、 OOP 

一い、 000 

110 、〇レ 〇 

丑 〇、 80 

一呂、 08 

二 0 气〇じ 〇 

一二 00、 000 

五 含、 000 


人員 數 

Ml 四、 一二と 五 

’ 一 立 八、 二 〇〇 

化义 "〇 五六 

五 置 八、 二 00 

六 八" 化 四 二 

ニニ 八、 二 00 

一二 九 £ ミ ハ 

八 〇、 二 〇〇 


買 者が 激增 したのは この 階級 じ 
ぞく、 これ じ 反し 一九 一六 年當 
時の 年 收か巧 巧 階級 一千 巧が 十 
四 人は 八な 四十 人 じ 減少して ゐ 
る。 即も歐 洲大戰 は 米 闽の一 郁 
じがを 階級を 生じ i 地、 潑山及 
び 物品 等の お 磯を が戰 をのな 蔭 
で 儲けた ミは 事實 であるが、 大 

部を の當豪 階級は 却つ て戰 ずの 

ためじ 収入み 賊 々を ホした ので 

ある 0 

新 移民法‘ ^定 

史じ 中を 階が じどら ての 一福 

、九を 二；： ぜは新 移 お 法の 制を である。 戟 


一六、 置 00 

|二、 四 六 二 

ご r 六 二〇 

一、 四 四 四 

八 四 0 

み 一六 

ご 一八 〇 

お 二 四 

一 五 〇 


ブ！ ムの 近因 

ム捣 の 統針 にぶされ て & る 如 

く 一九 一六 年よ' 〇 一九二 三年'」 

な b 年收 の 千 弗の 所得者 d 約が 

で As 巧 加 じして、 現な 米闽の 


前 じがて 歐洲 ょもの 移民は 年々 

めと 十五 ガ人じ 達し、 或る 年の 

如き 巧よ 十五 巧 人 じぶ び 歐洲大 

戰を 後は 巧 化 五で 人 VJ いふ 數を 

示した が、 是等新 移は は 孰れ も 

化 廉な幾 銀 じ 甘んじて 服役す る 

から 自然 勞銀 襟を を 低下せ しめ 

ホ齒 の巧慟 蓄じ對 しを 易なら ざ 

競ず を をんで & たので ある。 然 

る r 新 移 お 法の 制定は 现 もホ國 

游：跡 巧の 獨 おを 底 ホす る ミ ご U 

ら 、をの 結を'' こして 勞働 階毅の 

赏氣 をを わにを つた。 これ 义昨 

今 ウオ！ ル 街 ブーム の 近因の 一 

である 0 


藏相 V 一 財政 整理 策 

國際 貸借 整理、、 一 外資 輸入 抑制 


まる 十； 巧：： bs 日 細 西 銀巧大 

會贿 k じて 試みた る 溶 口戲化 

.の お說乂 嬰け 本 赴が 電の旣 報 

した 處 であるが 、常 化 郎化财 

鞍 官お務 巧は 乂藏 おょらのを 

ぶ どして 左-の 如く 公ぶ した。 

个 个 

巧 瞬が 政 經濟の 盤 迎は谢 みを 

の ホを 進めつ i あら ど雖 も今尙 

はを み 中途—' あら、 官 ほの 努力 

を' をす る もの 数 卜* から や。 をの 

中 も おの 施設 せんごす る まなる 

ものを 巧ぐ；： ば秘 制の 截理 、關 

稅を 率み 改正、 對支 措な 關係憤 

なの 騰现 ぶび 國隙貨 借の 改善 じ 

關 ずる ホ 巧 等 これで ある。 

稅制 整理 幷じ 觸稅 定率 

のな 化に 巧て は 第五 十一 帝國講 

巧に 提を する 處 あるべく、 對米 

爲巧相 煤は 四十 二 弗を 叫な しげ 

年 じ 比して 著しくが 調を 呈 せる 

はまと して 外 威 貿易の が 轉に基 

閔 す。 即も 本年 一巧 W 降 十 巧を 

のな 易额は 朝鮮、 を 鱗の かを を 

せ檢出 十九 お 四千 百万 5： 余、 輸 

入 か S お 二 千 八 だ 巧 2： み、 差 引 

入超 S 輕 八で 六'，：： 巧 W を じして 

これを 削 年 间季じ 比ず るに 输出 

にがて 四 お 四千 四' ゎ 巧 w を、 輸 

入 じがて 一億 S 千 九', り 方 川を を 

銳れ もち 加し、 入超が じがて S 

おおが 巧 川を て ふ お 額の 城み を 

昇た る ホ 第で ある。 


外 國爲替 は漸ホ 順調 じ 

向 ひつ i みら ご 雖も尙 ほず 馈じ 

比し 約-六％ ホ 下位に あるを 巧 

て、 政府は これが® 俊の 急務な 

るを 認め 益々 勸儉力 巧の 氣 風を 1 

獎腳 する ご 问 時に 國を 品の 使用 

典 化の 方法に ょらて 械 力な 府の 

あ 外 ま 柳を 减少 せんどす。 これ 

じ 加 ふらに 戾 我の 適用 範阐 を擴 

張して 輸出の 增 進を 圖る 乃み じ 

ら ず、 乂正十 か 年 巧な 算の 編が 

に 際して け 一般に 緊縮 方針を 繼 

城した & にも 拘ら や閱際 貸借の 

改善 じ關 する 施設に 就て は 巧 巧 

姆る限 b 計上ず る 等 銳盧お 力す 

る處 あら。 尙ほ 本年 九 巧 U ホ 内 

化 あ貨 一で ra ' r り 巧 川 (因み じ 右 

は藏 化が 說常 n をの 絕 討なる が 

本 円史じ 四' ■け 力 川 現送の 結柴総 

計： 千 八な 夕 ES ごな つた) を 米 

國じ 現送せ るが、 をは 今後 も 引 

攒き 么を寶 巧す る 計 塞で もる。 

民間 外資 の 輸んは 近時 

を 利の 閒 きぶび 爲替鹏 係 等じ棠 

き 化 ホいで 憤 券發巧 じよる もの 

のみに てらを をーヶ 年間 じ乂貨 

約と 千 巧 弗に 達し、 肖 下 計 蕾 中 

の もの も相當 額に-^ る 見込みで 

ある。 化を 外資の 輸入は 爲替相 

媒を强 調に 習き 常に 蝴 際な 悄の 

な 善 じを する 處ぞ しど 解ず る お 

なきに ホ やど 雄ら、 をの 條件及 


歐洲 金塊 流入 

大戰 後の 獻洲け ぶじ ホ 貧 化 ふ 
が 如き お 巧で、 をの 所ち する リ 
てのものを 失つ て 了つ た。 彼等. 
の製逛 能力な お 料な 欠乏 ごて お 
能力の 化 下で 己 ゎなく 米 おを 輸 
入した。 然，) じ歐洲 はホ國 ょち 
の 輸入品 じがして 輸 おず ベき 物 
品を 持たない のみなら ホ、 ち擲 
ふ べき現を-^^:><これがみ濟の 
ため-しを 塊の 逊米 輸出を 關 がす 
る じ 至 6 し 結 おごして、 を や ホ 
國 はを 化 巧を 一 化と してち 尙ほ 
余裕の ぁる 巧 をを 所 だして ゐ 
る。 このを 塊 化 人は 忽も 一-して 
經濟 のお理 をを 禪 して 巧み 偕 値 
を轉 がし 物 借の： 勝 貴を 巧すべき 
當 でぁるが、 水喊銀 巧を S 質 明 
なぶ 針は ホ だか 一した る 影 替を現 
はして ゐ ない。 乍 併 欺かる 現象 
が將 ホ永义 に繼績 する ピ いふ； 
は 絕對じ 不可能で ぁつて、 米國 
じ 莫大な 金が 殘 されて ぁるな 上 
信用 弗は 益々 膨 眼し 物 彼の 大騰 
貴を 生ずる じ 相違ない ミは 明か 
であらぅ 0 

信用 弗ぶ 十 傭 

大戰中 じ ホ國の 工場は 所謂 戰 

時景 氣でエ 瘍を曠 張.，‘- たもので 

ぁるが、 戰 後の ホ 和阳化 じがけ 

る消费 力の 贼 退を 無械 して 化が 

工場を 縮み ぜ や、 生を 過劍 はこ 

れを 巧賦挪 の々 針で 販路を 闢が 

した。 をの 結 おどして 乂國 内の 

信 旧 巧は 約と 十億 张の 膨脹を ホ 

し、 なじ も鮮濟 お理バ をの 力を 

現は してみ る。 伞か時 じ 面しね 

ホ幽の 産^は 生産 觸 限に なおし 

ない 限 b 現狀を 維持す る i はお 

ホ U ぃ 。 I 

j び資 をみ 用途 等 宜しき を 得ざる 

和は 巧ク てを の 元利 挪 のた め將 

ホの 對か支 郝を增 加し、 延 いて 

闕際 貸借を 一層 逆 調 じ 導く のみ 

なら や 今日 知 如き 爲替變 誠の 時 

機に 巧て 思惑に ょ b 急 敎じ巨 額 

なる か賛み 輸入を をる 睹は 巧が 

化を じ 及ぼす 影響を 易なら ざる 

もの ゎる じ 付.. 予 はこの 際に 間 

じがて 特に 外資の 利用に 就て 自 

制する 處 ぁら、 我が おがの 整理 

网 復ど將 巧に 直る 蝴隙 貸借の 改 

善を がげ ざ' りんを を遵 むか 第で 

あるり 


一 •一 準備制搜ぶ’^^^ 

聯巧 正貨 準備銀行 制 巧 t ノ 樹立 
け 前述の か < 或るを 化 じぶ' 信 
用 弗の 膨脹、 物が 騰貴 及び 投機 
の 傾向を 巧に 揽 大した。 でが 制 
をを の ものが 械 めて か 用，。 もの 
である 王」 は 巧ん も 巧を る； は 
お ホない けれども、 あして この 
制度が 永續 マる もので あるかは 
大な 疑問で ある。 過 まみ 米國歷 
をは 旣じ雨 巧に 昆 6 巧な の 如き 
準備 銀 巧 制度を 計 雪し でゐ るが 
常 じ講貪 非難の 的 ごな つた もの 
である。 現 巧の 制 巧の 如き もこ 
れを樹 ホ當時 じ比換 するならば 
お 形を 化め ない 稗 巧し^ 革され 
お 力な 政を や實業 家は P じ 準備 
銀 巧 潮 ほの 改革 乃 まを の 權力臧 
退 じ 就て 速 動を 蘭 始しブ i ある 
から、 現 化の 準 礎银巧 一 制度は お 
來 を然廢 化される か織少 される 
ものと 見なければ な ふの。' 


梟氣 U 茲 年 

昨今の 米國の 如^ 好 致 氣じ盧 
面した 隙を' 角 人 必^を の 永續巧 
を 期待す るが、' 遇 扛の歷 をは 明 
かじを の k 斟の結 あを 示して ゐ 
る。 勿論 聯邦 あ 貨^ 衞缀 巧觸度 
の 樹立は す乂巧 おを の 如き 通貨 
恐慌を 惹起ず る 怖がは 絕對 じな 
く、 急激な 恐 糖 も jtH じないで を 
らぅが、 持み 的です だけにを 
の 彭戳は 深刻で あ！^ ご挪 窓し 卜 A 
ければ ならね。 ぶじ 今日の 繁案 
は 過去 じ經驗 しない 幾夕の 要素 
が 構 おした ものを あるから 從つ 
て將 ホの 判斷 はな ホない 譯 であ 
るが、. を 力な 助み 通は 先づ 逐一 
年 位は この 景氣 が繼 磯す るミ觀 

測して なる。 


言 一る 國 力の 增 憑は 推算し 難き 


巧の 進 ホ じして 

巧び ぞ專巧 技師 


路 業を、 を 業 家 

3 


簡務 省報吿 

フ I パ ！ 氏發表 

乂國商 格 畏をフ ーゲァ t 巧は 

去る 矿义 日が を 0 て 本年 巧の ザ 

期帮 集を をぶ したが、 氏は をの 

中 じがて 

米國 が 界 の 巧 况を恶 歌 

し 過去の 歴 を じ 曾つ て 見ない 新 

時化を 創 記した ど 述べ、 今や ホ 

國の勞 銀は 化が じがけ る 最高の 

標準を 保 も 過去 二 一年 じ 宜る物 僧 

諷 節は 物な におず る お 機を 最少 

限度に 縮めた ど 云 ひ、 千 化が サ 

四 年 巧の ホ圃勞 銀は 戰 前の 操 準 

じ 比して 十二 割 八 ホの 上騰で ぁ 

る じ おし、 物 偕は 戰前 のをれ に 

比して 約 十二 剧六 ホの ものを 五 

削 ホ 下落した ごい ふ 貸 例を 擧げ 

こを 繁を f をんだ 巧-因 ィ J して 禁 

斑 法の 制を ど 巧 お 浪 獲の 防 化 じ 

おする 努力を お 摘し 「過去 五 年 


產 業浪蓉 ，.除 まに 掛 ずる 

國民的 巧 解が こ I の 成果を をんだ 

ので ある」 ど稱齋 した。 フ ー ゲ 

ァ ー がは 巧 じを 脚 改革よ ち 海 か 

發展 者に おする 免税 胸 巧の 實施 

旅を 杳謡 稱輕 酸の 事實 寄を 擧げ 

「產業 浪费防 もの 目的は 農 K 及 

び勞働 おの ホぶ 標準を 維持し 生 

產 基礎を 擎 固なら しむる をで あ 

卜，、 ホ 励が 今 U 最高のを 活 標準 

を 化 もつ，- あ 色は 備 人生 產 率の 

ぷ礎撼めて國，、をつお上しつ t 

あるからで ふつて、 これ々 進 ホ 

を 一 膚確實 ‘1- がん VJ する じは 原 

料 おも 取扱み びを 產 どを 配に 勒 

する 產業 卜： の 浪費を 除去す る じ 

ある i を認 のた からで ある」 ご 

述べ' て ゐる〇 

.^^壬"'?良；が寺替 f ぶま 化 報_ 

坤慰 勇ち が 霄 一 湿證 を」 

: •— ' 1 ― i. Iff*—* . ! I— 1 — 11 - - 

.郵船 喬 社の 體理 

り 本 郵脈會 社は 巧 立を を 整理 

し 現が の 術 假と千 五 お 化 六 巧 田 

を お 千た 門 化 六 巧 W じ 切 b 下げ 

キ均嚼 常ら け 十一' w どし、 一方 

恩淪資 ななと 十 方阳に 整理 資を 

よゎを げ余ガ 叫を 繰 b 入れた。 

日銀 帳 お，、 一 金利 

最 わのり 銀 帳 巧は をが 券お朽 

鳥 十-一. おち 巧 W 、 贷出高 四 億 五 

モ化だ 巧 W じて n 1 ^ 翌 n 物は 

:勉 '儿 '姑よ 9 二 銳を唱 へて & る 

= 3^ 上 十一 巧 化日發 
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並に 新刊 書籍 類 一切 

片桐 兄弟 商會 
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▼s 街 = 淸 お、 親な、 氣樂 ▲ 

勢 州 館 ぉま熊 野 

ま 巧が 勢 事を 乂間榮 作 

225 E. r 亥 h Street 
TeL Regent だ 99 


〇本になみ、 〇本語 
巧 を 話し、 祷樣 の御嗜 
好に 適する 御 巧理を 調進 致 升 

_ つ 度卫 レ * ぶ ^ — タァ のでです 
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間 貪 構の 御用 じ應 
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歓迎 致します 
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が 料を 精選し 皆樣 
の 御 嗜巧じ 適する 
料理を 提供し ます 

S 新 中華 

H 本人 諸 哲は恃 
别じ 歓迎し ます 


日本 理 髮館淸 

新を 洗髪ぶ 設備 あら 进速 叮喀を 

I 百 ごし 精々 勉强 します 

四 四十 一二 T 目な 番地 一二な ホ號室 
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皆 棟の 御 鳴が じ 
適 ふ 様な 美味の 

Si 廣參樓 

御 輯理を 戴し ま 
.すから 總 々御來 
光を 願 ひます 


宮川 事務所. 

# 的 奮歸の 同胞に 的確なる 磯 
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く を、 

ホ興權 

腕 揃 ひの 料理人 数々 
が 日本人 諸を の嗜な 
じ 適する 料理を 差 J 
ます。 朝云時を開^| 
(な 化 五 了 目 サ’ 
停車 诲の 下) 
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米！ 

.ミ 1 
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新鮮 魚 か 一切 _ 

日本人な きのを お 澤山化 b _ 输_ 
持別廉 憤で 大勉强 致します 

サヴ ォナ魚 店' 

』oseptl wavo 旨 

の 24 61 st で. 

Tel. 001U 吕 b き 912W 

極上の 魚類 

季節の 新鮮の 魚貝類が 巧 山 揃 J 

て舊 ちまず から 御 賞味 下さい 

ァピぶ 口な 店 

吉 Ba 書 St . ぎで anklin を 巧 


軍 話 プラィア ント 
八 〇 と 九！ 乂八セ S 
U 曜 及びが 間は 

ケロッグ 〇〇 四 四 

新體 特長 

紐 育ボ西 四十 四 了 目 
一二 下 一一 八を 
(二階) 
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147 Glar 呈 呈 二 ve . B 己 falOi N ' Y . 
ぎ 田を を 1 さ 8 互 
ま 任 f . F . K . ジ す 
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長 野 細を 謙 111 山 口 堀川 憲一 
山 あ 齋藤义 一一 一耶 ワィ 阿部 
福 岡み お 時み 郞 福 井山 本 儀 
山 口山 本龍爾 廣島西 原 桂 一 
吉川淸 一が (旅 巧ち) 

タキ 石 川 

をのち じ 茹知致 巧き おち 之 
お 巧 本人 若く はか 人よ b 現 
注 巧 お 通知 願上榜 

紐 育-巧 國總 領事館 

165 Br 吾を さ N ミジ rk G さ 
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巧 


米 人の 赚究家 東 益 巧が 

漢字 本 就て 珍ら しい 講鑛 




報 怨な德 5 字義を-^ 解說 して 


円 


水 

耀 

曰 


紐 育 H 本 協巧ゲ 員で.*}' ユ ー « 

ッ シエ 作に 巧む ぉ ー クイ 方*— •エ 

ム •トー 。ス .氏は 猶太 |'|、 曲班才 
i 語 等じ棉 通す る のみでな く夕年 
j 漢学の 硏化 じ疵 ホを 爷 ホを、 村 
!楷 巧 じら 巧みで あるが、 逊巧ぉ 

一： 脊抑卜 。イボ じめ ける 巧 能學會 

一の 招 聰じ應 じ、 巧 貪々 長 マッ' ギ 
~ ー フヮ ー ト 巧の 紹 かで 漢学の 字源 
字義、 假名 ごの 腳 係を 說 明して 
多大 S 威 巧を 惹 いた。 ト ー マス 

氏は 「所謂 プック •イング リッ 

ン ユごス ポ' — クン •インク リツ 

シユ ど兩随 縮の 巧 じ 特じ..； 

銳い劃 線を 引 ふの 差 

違をお見し得^:^いが、 .極柬の文 

宇 ど國語 ごじ あらては その 間に 

非常の 差違 あるを 認 いるで あら 

j ぅ」 とてで 那じ 化ける 事例を 摩 

一 証し、 おじ スお ー クン •ラング 

エ ー ジ どして ま那語 ど H 本 語と 

I 沸れ が學 びが いかど 尋ねられ"^ 

ば 米ん ピ しては U 冰 語の ホが 疑 

ひもな/、 六陶 かしい S 答 へん ご 

說 いたが 「日ぶ 訪は极 巧の 膝史 

宗 を、 詩 巧を び贼 曲を 巧 解ず る 


莊嚴 U 扉」 である ど斷 じ、 近 化 
のり 本ん が 化 ホの た 明に 興す る 
覺禍ど 彼蠻の 精神的 寶 庵の 巧 建 
じよ b 亞細 巧は 日本の 指 薄の て 
じ驗 葉すべき レ ネィ サンスの 时 
K じん b つ t あるち を 語つ た。 

ト ー マス 氏は 「日本は 過去 半肚 
'が 閒 じ靜 化する をな き 產業的 後 
酷を 示した じ 巧 はら や 化 面 

物質を 義 じ 偏せ やして 

ぃ本喊 をの 理想 ホ義を 尊重して 
る」'. こ 論じ、 進んで 漢字の ザ 
源、 を 義^ 闡 明し 說文 解字を 引 
用して 家、 窓、 鳥、 烏 等の 交 字 
よ， 〇 興 ホ ある 意義を ぞ禪し 「馬 

腺」 「と 五ー ニ」 の說明 よら 「武 ± 

道」 の說 巧に 入ら、 を 子の 「報 

怨 な徳」 の 意義 ご 日本人の 君子 

的 態度との 願 係に 論及 L 、 廣瀬 

淡 窓のと 言 絶句 「化 道 他 鄕を苦 
キ 、巧胞 ちを 自相 親、 柴扉曉 お 
霜 か 雪、 君 狡 川 流 巧が 薪」 を 引 

巧して H 乂 人の 親を じ 結びせ け 

約 一 时間华 じ 直る 講溃を 終つ わ 

が n 本願 係の 講演 ごして は 確々 

じ 異彩を 放つ たもので あつ L 。 


食ぶ b は 要領を 诗 てい iw 思 ふ 
ゎ； ■我は 常に 成るべく ものを 云 
はない ミ、 ちし 己む を 得 中して 
語を おする 崎は 如闲じ 小さい 言 
葉で 云 ひ 巧は し 得る がを 考 へて 
なる」 なんて 巧 もやん 仲々 甘い 
i を が しやる わね。 耐 I 雄 辯の 
秘訣 も ホを こら じあ るん じ やな 

て？ 雄 辯 ど 多 辯とは 別なん で 
すから わ。 V 」 う も 化 頃^ん 速は 


旨' り 整 ふて、 力の 館つ た 熱の る 
る 糾で莊 重 じ 論 やる 處は 少し 小 
型で 瘦 せて 枝む る わ お 性的な 顔 
じ 反映して 阿ん も 引き入れむ ば 
もまの ごいん 態 巧は 嘗 じい； ご 
叫 つたわ- 而 しこん b じ壤 めた 
わらつ て 變な氣 を 巧し もやい' や 
'よ。 貴方の 溃题は 「力 ど 帝國め 
柄ホ」 でしたね。 をく橫ぉ^:^ホ 
轉 じな て排 H の 争 實を目 擊 ずる 


ダ 巧 六と 己の が 時化 社で ある。 


雄 擲ど夕 辯 ピ駄辯 どの 一帖 别 がは i 巧 等閲胞 は、 正義 や 協調のを 言 
つき 6 して ゐ ない 樣 にわむ。 を 一を 擒て i かの 劍を 握ら、 男の 面 
治硏巧 曾の 靖 十； 方で う 思つ て？ 目を 發權 したい ご お ふ必ほ 媛々 
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わ 
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づ 
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堯お 御誕お 

奉祝 品 


I 


般 から 御 受納 

り 待たる 御慶 事の U 


皇お 殿下の 御 誕をじ 就て はみ 

丹 か S 口 頃ぶ 侍 醫は拜 診し 一般 

闕 民は これを 則 待して ゐる だけ 

にが 今 本社 も 畏れ 夕い J 乍ら 

「 力し ご僻促じみた 

臂 問に 梭 して ゐ るが、 最近 接 手 

した 時 信じ ょれば 皇孫 御 誕生 後 

間は を 中 巧 御 車 帯 と ホ 坂 東 

を假 御所 モ關內 じ參賀 帳を 備へ 

を 墳を巧 けられる 巧で あつて、 

卞 溢み；； み 逍お家 でら 同様 

間 一般の 參賀を 受けられる。 宮 

內當は 趣旨 ィ」 しては 一般 國 はの 

宮 も參賀 をを けたいの であるが 

湛雜を 避ける ためち 資が おのみ 

じ 限る をに。 つて ゐる けれども 

地ぶ 等から 一國 にどして 節 便で 

參 なして ホる 者 じ おしては 當局 

じ 化て がるべ < 取 巧ぐ 笛で ゐら 

又 曲 化を 化 あして ホた 者は が資 

:格ボ くど も 適な じ 化极ふ i 

-に^^って&る。 皇な御誕生をぉ 

i する 

闡民 の必は H 1 日 ご宮 

一內ぷ のまが 子を 夕 にじして ゐる 

i 御 巧 産を 斬蜘 する 神社の ぉ讓 6 

一-昔から 化 方'--- じ 傅へ e 'むた 安 

I をが を、 わ 產じ瞄 ずるな ぶ 等 一 

一滿 I {の 封 宵に をき 込まれた 敬 

i をのを 誠は 係 b の 宮内宫 逢を 淚 

ぐ まける 朽 であるが、 をの 差 お 


ピ もむ 許ら の 

献上 品を 致し，：！ いが お 

受けを 願へ る だら ぅか この 問を 

せ も 來てゐ るが、 をれ 省で もこ 

の^じ就て協潘しゎお果巧お御 

質素を 旨 ごせられ てなる； じ鑑 
み 大架榮 にならない が 巧 じて 题 

はの ホ 誠を をけ るを； なつた。 

宮內 高驾官 一同 も 卸と 巧當 H 兩 

陛ド幷 じ 巧 巧 岡妃潑 下に 鮮 綱を 

が 上ず るを じ决 をした。 


自惚 S . 野 依さん 

みに 総領 単さん の わ化理 どえ 

祝-がを 十の 义席 3 んな ろは， 

所謂 么ムや 官僚の 常道なん だ 屯 
ら別じ ザ 思 幾は ない わ。 みだ 野 
化さん の氣觸 だが 人間 も あれを 
じ强 Y なれば い； わね ……： 自倘 
がょ f ..... 而し 逍が挪 辞、 ぃ f ぉ 
濃 目は 要領を 得て ゐる わね ず 祝 
辞 味ん かを おの ホず か老げ の 
する^だ」 なんて甘い處^い 
わり 

掃除 長は ない 

化ら あの 貪 填に 這 入 y イ I 唐ぐ 
さ 5 おって ゐ むが、 正 幕よ は 司 
禽 を、 巧々 委貿 長、 巧のを ご 五 
六 人 も 長が 並べ わて t あ： グ たら 

又 何々 長の 祝辞が おべ じ/ あ 

るで せう。 一体 學ホ 雄^ 會 殊に 

懸賞 演說で 辯 ± も 夕^ムる かじ 

ん ていら じいを 寺 わ。 裔 


歐られ 損の/暗 嗦 


嫌辯大 會で頻 6じ£ 次を 飛ば 


し V 某？ 挑戦 7^某ち どの 
間にな 說最巾 ド/!/ ボカ—- 
騷ゴが あつたが る^ 次ち は 相 

手を 駿 つて 簡單； j / ic 册 いた。 


し： 湧きた 七ます わね。 例へ 
をの 半面に 資本家 ど 軍 國ホ義 を 
呪 ふが 强い 魂が 動いて ゐ まして 

-の 邊の必 巧が 態が 貴方 

の溃說 じ囑如 ごして ゐ ました。 
當巧 S 等 賞の 榮擧 を擔 はれた の 
はか！ てを 過ぎは しない ご 私は 
思 ふわ。 


途方 もな く 寒い 

.みが 來る ご豫言 

まる 化 H かの バブ ー潑電 じょ 
れ ば々 ュソ 大學の 天文 學敎巧 VJ 
して 國隙的 じを 名な ァベ ー •ダ 
ブリュ^ 博卡 'は 千 セが 凹 十 年 じ 
ロンドンの テ 1 ムス 河が 水 結し 
た當 時の 如き 寒い をの 襲 ホを 豫 
言して ゐる晒 十は 「十二 H 中旬 
乃至 一巧に めて ニュ！ ョ； ク、 
シヵゴぶ び々 ナダ ー帶は 曾つ て 
ない 寒さ じ 襲 はるべく、 獎娜獨 
もこの 影鄉 が-をず けなで あぅ ぅ」 
ご 云 ひ、 こ H は 隱± 獨昭 の天氣 
豫報 器が ホす 豫言 である ど 語つ 
て ゐる〇 - 


± 道 同志 會の 

武道 舞踐會 

ホ會 者は 無慮 八 巧 乂 

旣 報の 如く 當地 ± 道 岡を 脅 ま 

催の 武道を び 舞踏 曾は 去る 王權 

りが 國際 筒舘 じがて 開催され た 

が、 ホ おお 側の 豐 富な プ曰グ ラ 

ムが 人氣を ゆんで ホ 會是は 無慮 

八： 白人 達して 滿縷ホ 錐の 地 も 

なく、 が 藤 道邮氏 夫妻の か 巧 舞 

踊を 手始め じジプ シ！、 ジヤバ 

支那 舞踊 等な 外に 獨唱ら あら、 

特に ゥィリアム 搏 ホの 誰が 一紳 

十 道 ど 社會的 制裁」 はこの 補の 

をを どして は 曾つ てな き 異彩を 

放つ た。 十 時 頃から 一同 舞踏に 

移 b 巧 ザに まつて 散會 したが、 

あ 巧 じない 社 あ 的會を どして 巧 

會者 一同 滿 足して ゐ た。 


附を 賞つ たので：^ 、なしに 並べ 

だで なら 夕 が^で けれ ざ.！：‘ 

をれ じ 所謂長を；^/べ た て る の は^ 


挪 つモじ 

は 皆ら く 加 卿 

る 分 を も 

欲 々るので た 

夕|4-^ は、 あ、 

てゐ〇 のです ぶ 


I はない わ 。化 

5 にゐ た、 とが あ 

、は柯 でも 長を 

ュツク 等を 彼 

一掃 除 長を つけ 


珍 名物 語^で。 


♦を 賀縣藤 泮邵久 間が じ大化 
十圓 どい ふ A が あるが、 小 供が 

をれ たらが 圓 、モ圓 どつ ける ど 

云つ て ゐる〇 

♦茨城 縣み慈 郡 太 田 町立 小學 

校に 齋藤 誰か、 齋藤原 敬 どい ふ 

兄弟が 逆學 して ゐ る。 講和は 歐 

渊大戰 の 講和 曾 議を紀 をし 原 敬 

は大 政治家に ゎ やかる 樣 じを づ 

けため である。 

令 ご一 電縣 が 貸の 生れで 名 南 崖 

巧 外のを 署じ 巡査を して ゐ るん 

大層な 名前が ある。 山 田を 侯 


れ はを ほの 

人達^一^夕い势で思つて^まし — ； 

たの。 \ 處が氣 なじ ホて 通る どが 伯 子 巧太耶 V - いふ。 

，*1 し >.:>r ' 1;-‘> ,L ♦松な ボお橋 巧に 山內 (姓) 無 

を、 不知を、 阿知 名 VJ いふ ー ニム 


傍 藤 席 


ニー 


人は 知 夕の人 も骇夕 いけれ ど 


雄 辯 漫評 




大西潮 P 

去る.^ 曜巧 ブフオ ー ムド敎 食 

で懼 された 政治 研 觉會ホ 催、 兩 


新聞 化、 三を 會 、紐 育 U 本人 會 


八 み 寺 グ / 至 聖 シ ホ； ぅ f リ ■ こぅ 1 ミ .. 

矢 張ら 純 じ 地方ん が 大部を を 占 I 後 拨と銘 巧つ たおても 堂々 たる 

‘ ’ 一 •じ まを jjj 蔭 jy を. ご 手 南む — 一 


めて 居 b 、 中には キ がの 么窜 

じど--.^ しい 度が の ホ 姑が 自か 

の 體驗を こま と 斯ぅい ふ 煤 

をは 巧う ご殆ん f 手を どらん 許 

ちじ 规め たもの 等 俊し くも 溫か 

I いふ 持 心 をれ てむ る。- 力が 化 

一ぶ からは 基 孫 御 誕生 じ當ら 是非 


化 巧 同胞 學生 雄辯大 曾を 巧 源し 

たが、 をれ を 一 をても 面白 かつ 

た ゎ。 概 みを ひの 咕雖を ぁつた 

のでず もの。 でを の 科 もを 籌し 

て 見たい の 

角 田さん の巧會 

口 本人 會 書が 長 巧 田さん の 巧 


謂が もつ 丰 が 鬼ても 長を' ふ b 迴 

はずので せ.}、 化 驚い イ やつた 

わ。 威 P が 脱線して 濟^ ない わ 

ね ........ ルーへ 戾 つて 巧に k ± 長 ど 

いふ 珍て しいを さん 近 呼び出し 

で當を i > 大雄 辯を が 眼々 じ懸河 

の大權 を 振 はれ じ^です が， 

抽繁で P 人を ゆび 中 て も ホ だ 

ホて ゐ すて I ふ 乱 おけさ …… .. 

随みを氣^^ニ ーサ^だわね0 こ 

れ ではが の 雄 辯 駄目に なつ 

て 了 ふり ^ 

若き 背が/化 藤ょ 

漸く じし 互 一吉 目の 加 藤 直 治 

さんが 「誤 心 化 巧き H 本」 ごい 

ふ 題で おめ む^^ けれど 殘念乍 

ら加滕 さんみよ だ お 巧い のね。 

辯 術は 可な VI つた けれで 論旨 

が 全が 不得 ザ^だ つたわ。 最ぅ 

少し 思想を 线て 戴きたい わね 

貴方の お 題 i をの ま i 「誤るな 

ホ賴 球し き 二き 靑 年ょ」 

一二 等 一" 藤 江さん 

みに 靑 年!！ の 藤 江 利 雄さん、 

巧 方の お帮 i らは 化を； 氣に入 

_ っもゃっ |;か。 ぉ巧もょし、 論 


Si 
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ぷ賊目 

み & 


G 比 本 


の 巧 おが ぁる。 宮城 縣若柳 晒 じ 

佐藤乂 十八 郎左衔 門と いふ 化 富 

人が ぁる。 义 東を 巿京橋 區お富 

町の 某 曾 社 垂役じ 左手 右一 ごい 

ムんが ある。 

♦宮城 縣登ぉ 郡 某 村の 小學校 

じ齋齋 どい ふ あ 員さん が 忍た。 

サィ •ィ ツキ VJ 讀 むんだ さぅ だ 

が、 S 四を 前に 物を した。 义同 

縣石卷 町じ營 源ジヨ セツ ヒン 

いふ 化 一二 歳の 寡婦が ゐ るか、 お 

かが 上手で 化 立 巧 職を やつて ゐ 

る。 化 一二 年 前 じこんな 名を つけ 

たのは 旧を としては 珍ら L 
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• 1 W 歡 
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ぶな 
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瓣 磯敎授 

ダン-の 巧 時節が 參 
らま P た。- む 五十 名 

お- ひの ィンスト 
ラク， トレスが 懇切 じ 
御 ^ 致します 0 
日 A 人 諸君は 特別に 
歡^ますをし御氣 
じ 号の 處が あれば 


御ぶ 言で さい 何卒 御 
來碎 
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連义啓 
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C- CQ 

An 

rt がか 
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♦化 米婦ん のぶ 十) 巧 号は 

硬軟 記 奉の 配を 宜しき を 得、 化 

ホ 同胞 間のを 刊频 どして は 稀 じ 

見る のが 雄 誌、 を慣 巧 十 仙 

♦新時代が 刷の 荣 魔、 內を 

の覺 など 編稱 ぶちの 鮮やか さは 

化ホ雜 誌を の 横綱で ある。 配本 

は爵員 組織と し、 普通 會 員は 

ケ年六 巧、 中 込 所は を 港 オリ ー 
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た ざ； 圃 

か洋 御が 理 
幷 じ 御旅 絕 
莖みュ こ オン 停車場 
より 化み、 閑 靜の庭 
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焚 旅情の お慰みは 


任々 單府御 見物の 巧 
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化 非 御 立 寄 下さい 


ボス . V ンホ 

御 大浦塞 

貸 自勘車 及 f 通 辯、 諸般の ま 
內 、紹か 一^の 傑 利を 削を ホ 
1 を wisr Si •ぎ sion 君 ass. 
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日本を 换品 一切 
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裏を Ave ., 

ぎ養呈 8 


西み 4 屯 了 旨な 四十 六な 

一巧 媳館大 橋 
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口！ サン ゼ ルス 化 ふの 御 
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\ — グク 
ホ テ 

羅府ホじ於け る同胞經^|5中最 
新式 离等ホ テグで あ bjs す 

羅府東 一巧 一一 亢普 

置 九 


誦 〔パァ 5^ パ ィけ寮 さ 一 


貸 自動車 (牧野： 

羅お 名所 御觀ホ じは 最も お通し 

た ドライバ！ が 御 案 巧 中 ます 


:本 巧療船 切特御 申込に 庇 じ 
萬 事 御 巧を じ 御 取扱 ひ 中 上 侯 

を 港 

► a 本 御料 巧 (別間ん 
を 巧々 リホご ー ァ街力 一二 
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蹈建 


御 下宿 

費 府桑山 淸ぶ廊 
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て 


瓣當 反び 壽 司の 家庭 仕 
を 致します から 何卒 窗去御 
嶺 負の 稱を願 ひます 

郝 下宿 宮 
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壺ご害 S 三 pt . C -2 Tel . 署 a 亏な 


ぅ， こん、 そ 域 
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富 主の 运 

藤 J 

チヤ！ サムス クュア +1^ が 
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長と 
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淸 潔、 設備 完全 

ホが 御 下 {! 
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巧け i — て 御 芽が じ- 


を めぶ 觸 健勝の i どが じます。 あ も 御蔭 操 じて 军 
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して 苗み 殺 割' のち 様で あらまず が、 御 註文が をければ 早い； 

けに 歲ホ のがが しい 時間を セー プ ずる ミが 出 ホる 譯 であ？ 

す。 巧^^ぉ畏ず御誌义下さぃ。 
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原稿6^等ぃろ^ 

;滅 、しない 活字 V 一、 美術的な 印刷て 

達み 敏速は 本 祖の特 をで をり-ま マ 
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101 Fifth Ave., N. Y. 

Tel な 叫 巧な nt がの - 5 

327 W. Madison Street, 
Chicago, Illinois 
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WALKER 备 FLORIO 

CUSTOM TAILORS 

20 DEY ST., NEW YORK 
Near Church St. 

TEL. CORT し ANDT 76S7 
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NEW YORK OFFICE 

344 Masson Avenue 

Telephone. Murray Hill 4000 

♦ 間 日 十 を 本日 ♦ 
♦ 閒り 四十 を那支 ♦ 

路航烦 梟の 洋平太 


社 會式株 船 療洋東 

T . に に 

NEW YORK OFFICE ： 

Room 801 -805, 165 Broadway 

PHONE. CORTLANDT 8047 

San ド ranci か 0 Office; 號 1 Mark がな . 

帆 出港 桑 

巧 航乂南 路おホ お 


O.S.K. Line 

! 大敝廚 船 會社 

Room が 3 Cunard 81 お.， 

25 む oadwajii fiew む rk C け y. 

TeL Bawling かが n 巧 お 


社 會船郵 本 H 

巧 ぞ育紐 

8-10 B 尸 idae St. New York ごけ y 

Telephone Bowling Green 2262 

— 一/-- 、. 、 一 ^ 、 

店 支 ル ト ヤシ 

Colmar. Building Seattle. Wash. 


MinWa 帖 mai ( が , New York 

Cor. 9th St. and Broadway 

Guide's Offi が 
and Shopping Service 

M". Ed 强 。曲ぶ; 品 


GEORGE W. WELSH'S SONS 


THE BANK OF 削 お EN i The 如 m け omo Bank, Ud. 


Room 1029 165 B’way, H. Y. 
Phoiie. CoHiaii が 8583 


NEW mi が ENCy 
1 が Sroadwa]? 

Tei. Hanov が 7444-7445 


The Yokohama 

Sp が お 的！ ] も Ltd 

Equitable 81 相. ん Y. 
Phone Rector 2550 


MOBIMURA BROSJnc. | 

53-55-57 化 23rd St.. | 
New York City j 

Tel. 目 ramercy が 50 


KAYO FISH MARKET 

205 E. 58th St. 

TeL Regent が 17 


曾 ♦紳 ± 向帶 革、 白金 

を 

處 

宵 

石 

巧 ♦を 銀製 金具 附 各種 


藤本 證券 會社 

一般ち 價 証券 ノ奠 買、 引を. 篆集 
'▲を 鋪 、ホ-一之 ユ關ス こ 切 ノ袭を 

靜贼 藤本 ミ 7。— 力-銀 巧 
紐 育 お 張が 


雜貨 陶破器 

ドラィ グ ー ズ卸質 

太 洋賓易 ホホ會 社 

ま 店 巧 俄 古、 ボストン 



日本 純 i 巧みの 洋臟 

= 御 化 文は 當 巧へ = 

弊 舖は夕 年 日本 お 樂部會 員、 銀れ、 會 
社員 ホの 御 巧 脈を 調製して 居 b ます。' 

新型、 新が の ザ 酷，： 外を の 注文 仕 立は 廉視 
C 御用 命じ 應 かんす。 

ク 壬*. 5 * ユ 、ー ド 

フロ リオ 洋服 巧 


魄衰每 二 週 一回 お 帆 

▲ゴム プレブ 察 西醒ご 一一る呂 顺) 

十一. 頁す 1 H 

▼エム > レス 廣太利 三 立ろ 00 嚷) 

十二月 丰 《日 

A エム レス 亞挪巧 (一一 呈 岩 嘲) 

二 円ち 円 

►ェク ご 加 糸 太 (零 室 〇豐 

二 巧 二十 U 
1 sr 二等、 一二 等 及び 下等を 設備 
最 +、 善 実， 愚 快 ホの 巧 巧が 巧 船 


ホノ •、.描 夕 S 戶 '長ち 上海 ■香港 ■馬 尼な 巧 

春洋 化/三 一一、 000 顿) 十二月 丢百 
西 比が 亞兄 (一一 气〇客 巧). 一巧 五日 

ハ羅 府化飢 一巧 一 肖」 

太げ 九 三 二、 备 G 觸) 二月 二 H 
ぶ 巧 化- (ニニ、 呂 〇嚼 .) 二月 十六 円 
コレ. ァ化 I - 0 ち、 000 順) 一二ち 二 H 
一 (羅巧 巧 化 ニ リ廿 六日】 

化が 華 i 巧、 秘繁 、智利 諸灌巧 
なが ホ-^、 横 濱神戶 巧 司 香 巧 巧 

痒 ほ 共き ハ 週 一岡- 
◊を 港 一を ま 切 待寝窒 ホ 隣 入御 鮮淀仕 < お 


シ アト。 か 帆 山 帆 午 お 十 時) 

加賀化 I 十一 頁册 一日 
伊豫 化 一 一 g 化と H 
が脚乂 二 巧 十と 日 
橫 潰ん 一一 一巧 十 】 H 
U 本 お 船を 運賃 お 率 
.一等 横 演亢五 巧 神 戶二〇 五 弗 
云 等が 食エ 十と 巧 かを 五十 五 巧 

歐洲 H 夺間 客船 (每写 画； 
淪敦 ょも 一等な 五 お、 二等と 十 
赌 、馬 巧 雲ょ"^ 一等 九十 お辕 
二等 六 「六 磅。 

が肯听 W 芭を 馬提お R 本 巧货彻 が一 巧 二 巧 


船 飯 
を 曲 
はを 
お衝 
本 呼 
を 出 
小し 
衙 で 
物 さ 
i 、， 


む アト 八 ぉ 帆 (午 郁 十 時) 
•主 女す 43 ^ 一 育 " f * ー ニ y 
あぶり か 化 十二月 サム ハ 日 
►一巧 横演 一九 五 巧 

.化し ば リ寸化 るん でん 化は 一 五 五 巧 
► I 轰一 日本 巧 五 五が ぞ室乂 攻滋あ 巧室參 
▼が 巧 ま U 化り 一等 割 S 往な 切 巧货が W 致 お 

PX アン ゼ瓜ス 出 化 (午後 一時) 
かなだ 化 二月 と 日 
はむ い 化 二 丹 十な 

▼一等 谋沒ミ じら 化ぶ 哇み 一九を 弗 

其 他は 凡て 一一み 贿半 
▼一二 等 U 本 行 まに らおぶ 哇み藉 弗 化 他 完邦半 
▼み 1 府 wi が 巧格藥 券媒 入御 轉旌 化り 候 
r 巧 * 卜 r 空. が一 T ミ 巧 巧 nr* 一巧 


ヮナメ ー 々 1 の特を 

い 本人 ル わ 買物には 特別 掛 員を 潰き 無 
料で 御 案 巧を 巧 電話 又は わ 手紙み 黛 働 
訪 間して 御 便を を 計ら 初めての お ホに 
掛 しては 時に 注 患 致-しま すから 是非 扛 

立 寄ら 願 ひ 巧、 巧 巧 配達は 勿論 H みせ 

化を 地 宛の わ 荷物を 送は 當 方で 致し 巧 

ジ ヨン ブナ メ^ — 力 - — 


「が貨 あ 十圓 W 上 ゴハヶ 巧 3 卜 I 

本店 一定 期 1が息= 年 ホを」 ー ニヶ 年な 內 

賴金 一通 一錢 一馬 

(化ツ 達千搜 な 下ノ お 倘賴を パ 無 利 在) 

横鑽 お金 銀な が 育を 巧 

鄕お 送を は 都て 無手 數巧 じて 當 
巧横滋 本店 經お 送金 卞お投 申が I 


社長 巧棋 住友 吾 左衛巧 一 
本 巧 乂阪化 潑五了 目 一 
が 育を なが 育ブ U 1 ドウ M 1 が 四十 九を： 

fj 住ぶ 銀 巧 I 

《柬 巧、 横 お、 名 古 崖、 京都、 神 口 
日ネ內 ^尾ノ 道、 廣ち吳 、柳 ホ 下ノ觸 I 
化ち 巧 A 巧 司、 小 倉、 巧 松、 博夕 、久留 ホ 等 I 
本國 煩を、 鄕ぉ をを 等は 慷め ^ 
て 御 便利 迅速 じ 御 かが 巧 中 候 1 

lit I . ••!(■!1 - I . • •• • . I I 


本 巧 朝鮮 京 城 

を 店 出張所は U 本 内 化の 樞要都 ホ、 朝鮮 
滿洲 、支 邪のを 化ぶ び 浦 蜡斯徳 

瑚鮮銀 巧 紐 脊お張 所 

外 國爲替 一般 銀け 楽が 槐 々御 便利 じ 化 巧 巧 
申 上 候 



H 本陶 黑雜貨 
ドラィ グ ー ゾ卸販 脅 

器 巧 木 桃 ホ 組 

MOC だ， MCMC 20 J ; 〇〇こ ー ミ：. 

1(}5-E 1 羣 一安. N. Y. T^ei.stuyvesa ご-苦 95扣7 


陶化黑 、雜貨 、ラ 卸賣 

.づ 々ランプが 

森が ブ タザ ー ス 


年末 大賣化 


し 


ク 


41ぉ雌 『1 贩格大 勉强大 賣お仕 候 


年 ホ 年始 御用 品 

吉例 じよ b 御用 命 願 上 候 早々 
地方より 御を 父は 御中 越 次第 御 送 賊巧致 候 


M 帛 東京 商會 


濃 一^品 大賣 化、 し 

◎ ◎面/ ◎ ◎ 

もん 鱗、 鏡餅 例年の 通ら 御 注文 じ應 じます 

.御 料理が 品 斩 数の子 田が 棒 媛 鱗 節黑豆 
凍 溝齋离 II 化腐择 布ぅ どんを じ 里芋 生午孽 
生 蓮根み 芋 くゎい 其 他罐詰 生野荣 漬物 
御菓子 類 等" 要 品 一切 被れな く 取ら 揃へ て あ もます - 

® 贈答 口 g では 理想的 じ 美術 雜貨お 具 着物^ 
ランプ 観 等む 八 おじ も怡 好の 品々 其 他 


御 祝儀ぶ 腑 お慰み お 瀬戶物 塗物® 巧雜- 
書籍 類 等 澤山砍 巧し^ ゐ b ますから 阿卒 御な 海り の 上 ~ 
少じ拘 はら 中 I 買ち けを 願 ひます 

I 

一 が 胥巧東 五十 化 下 H ニニ 四 

ホ禍兄弟商會 

ミ 四 八 0 

電話り I ジ M ント |二 四 八- 
〇 二 一二 五 



懸賞 脚本 募集 

明年 二 巧て し 開催すべき 紐 育 H 本人 會社會 部 ま 耀演屬 曾 
の 上場 じ勉 す， 創作) 幕 物を 黨 集す。 

^ け、 題が、 脚本の 長 焼は 化を の跑息 
綺切 本年 十二 巧 十五 日 

1 明年 j 巧と n 雪.： が 

營を立 十 粥 ■ S 
嫣送 先が 育 円本 人會 事務所 ： 一 |_1 
丄ハ擴 じは 匿を を用ゐ 、別 じ 姓名 化 所を 記入 もが 
翁を 加 封して 巧 稿 じ 添 へられ わし 
と 黨巧 品を 上場す る £ 否 どは 紐 育 H 本人 會社か 
委貝會 のが 議 じよる 

曲 査貴齋 藤 巧 早 川 雪洲が お謁雄 一一 一氏 其 化 
はを 涉中 

紐脊目 本人 會 


二 

四 

五 


魚類 一. 切 

.卸 小 賣 ■ 

加 泮魚店 


內務 省を 許 加州を 認 

產婆ぉ 按摩 術 

ホ 巧秀モ 

助 產織ホ マッサー ジ 術の 出張 

治療の 御 求めに 應 じまず。 

電話 モニ ュ— メント 10 完 

西が 十ー ニ 吕 一二な 十二を 


U ん 

記 i 


説 

A 


化 


U 本、 ま 那寶玉 製 美 

.術 お、 締人用 首 飾が 

化 装飾 お' 

购島訂 r ァが 

鳥 等 美術品 修 鏡、 

曾 飾 品、 ストリング 

H 本 服 お 縫 




紐 育生 命が 險會社 

二 一木 定吉 

« 保險 


ze . A . 'York Life Iswcrpno 巧 00 

Mohsnberswr - MewYorkoic .. 

Ph き e . WoHh 22 冀 

曾社ノ タニ 御 掛ケノ 節 ハ必イ 

御自 タノぶ 巧ビ 電話 潘號チ 申 

閒力も 趣キ下 サイ 


♦晒み ■ ♦■♦■が 


資本を な 億 


陋 


掷么濟 資本を 六 千ぉ圓 
が 立 を 五 千黃巧 四が 巧圓 

S 1 一弃銀 巧— 支店 

本な 巧 巧 市日 本 橋が 駿巧町 一 
支 お 小が 日本 檐么 《巧ぷ ま) 橫溝 
をを 尾を 郡 乂阪两 夫 g 神 口 
廣島 下關巧 司を 松赖 岡長盼 
上お渝 をを 買® 水 


ん 


ん 

nn - 

3 

B 

$ 

诚 A 

训巧 

け U 

M 明 




<3 

8 

-4 

;9 


N 


己 


如 
] e 

如 S 


外 闕爲替 、鄕里 送を、 ホ 送を、 信用が 其 化 
一般 おけ 業務 精々 御 巧 利 じか 扱 可 申 お 

侧竺囊 銀 巧 f ま 巧 

本 ま 巧 東を 本 卓* 大巧、 神 戸、 巧沛 
所な 化 るを 展 ，、小が、 上 お、 倫 巧 


: 4 

8 •け} 

側 Y お 
gN 化 


制 細 f 邦貨ぶ 十 i . 上 利息が ホを I 

S 臺灣 銀行— 出張所！ 

▼鄉里 送を ぶび 並 送を (無手 較 巧)、 外 画 
爲替贸 買、 巧爲 を 化が 化 立、 信用 化を 

巧 等 一般 敏巧裝 お 御 巧 利 じな 扱 巧れ 校 

f 家 1 策 A.4> I 輩 s;;*xrT を 窒寞 


男女 諸君！ 裁 1 を 習 ひなさい 

本校は 創な 0 ホ 五十 年な L の おを をが し 男女 及び 小 狐 邮 
おの あ 服 類の 截 方、 縫 方 切 及び 着物の 身を せまを 淵 

紙舉 なつて 一人々々 じ實巧 WU W 
の 窺 切 じ敎巧 致して 居 b ま剛 S が 
す 刺 待す るには 辟く 巧 易で 而拟 W W 
か遙 巧の 職棠 であゎます 收化齡 パ 
入爹い 事は 申ず 迄 も あらま 邮け i 
せ 含を 雨 巧 あらまして 條件邮 邮 
等 端を 心 吐く お ホて 居ち ます 
ミツ チェル 旌縫學 校 



ネ ヤン ディ 

クリマ マス 用 特別 包 
チョコ レー ト化 巧せ 

一封 巧 二封 度 S 封 度 
及び 五 封 巧 おみ。 

户 — ド キ卞ン •テ ィス 

-封巧 五 お 度 化 お 度 箱 
卸資倘 段 じて 御用 命に 應じ御 
注文品は エ瘍 ょら 府巧 御谭を 
樣じ御 送 b 致します。 何卒 相 
變らや 御 引 立 御 愛顧を 願ます 

づ呈 T 3 置 CA 舍養 ，夏. 

- W 扣 ミ ^ wna wt . 

ヴ I さ hone wryanf N 艺 > 


沙港 英語 學 巧々 ま 
吉が正 一二郎 著 

英話活 法— 

を 惜一弗 乂十他 郵稅十 仙 
著が： &本 普を 編纂せ る 所 凶-け 靴 
を隔 て！ 痒き を搔く の 感を る英 
語會 話を 活用 せんどす る 諸子 じ 
六ヶ 巧の 巧 時日を 0 つて 日常の 
會話差 まへ なきを 補がん ごす、 
故 じ スラング、 イデ オム 巧び プ 
.ロ フ卫ン 語 巧を 入れて 其眞 意を 
解す る 巧 密一戒 せら。 を學 者には 
速が を 期しを 文典、 英語 活法後 
絕 英文 硏 巧の 部に 對し 通信 敎巧 
を も 致します (向 ふ S ケ巧 間) 

S . Yoshi 岂， 1 雲 A ョを ni 旨 Ave . N ' Y . 
c / oHie 号呈 をす 二 rad 吾 G 产 


自慟苹 業を 修得せ ょ 專巧家 じ 
化つ て述轉 化に 修 鐘を 懇切 じ 
而 かも 短 
時 目に て 
敎 巧す。 
就職口 幹 
旋ず獨 立 
お ホを 
大の 報酬 
を 得らる 
本校は 創 
立 十五 年 

墓 巧敎授 

.暇は 午前 十 時 十二時を 

才！ ドも敎 巧す 0 



四 

\ — / 

大 

化 

十 

闽 
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JJ 


水 
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JI 
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證 

'白 

乂 

十 
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彌 みを 飛げ す 

雄 辯大會 

巧 年の わ氣乂 じ减る 
本紙 お 報懸货 雄辯大 曾は まる 
二十 八 r し 午後 八 巧' ィァ レ- 
フ ォ ー ムド敎 を々 を じめ て閒か 
れ たが 聴 ホ：：！ 約 二な 名 じ 违し豫 
1 お W 上の 盛况を 示した。 巧み 巧 
I 仍旧 柳が 巧の 開を の辭 じみぎ 山 
I 田が 率 官沛は 齋聽掘 領事に 化 
て 祝 辭を陳 ベ、 雜誌實 震 之 化が 
刖 々おが 化を 一氏 も ホ 所 おを 披 
遞 したな 後を 辯 ± の 十 おを 閒演 
說じ 移りた るに 巧氣 がか じ 横溢 
し 登 跑の辯 に掛 して 辛が むる 
粥 ホを 飛ばす おが 出し お 者の 
人は お 化の 餘 b 城を を 揮 ひて 退 
場を かせら る、 むでの 當 劇を 演 
じじ 尙は踪 化は 小島 八を 子 嫂、 

巧 お 巧 治 氏、 水木を 彌を 等の 獨 

唱ぁ b て 巧を. 添へ たるが が說 
勒 ； 一 股投恶 の結裝 阿部 (藥の 

を 巧； 1 等、 小 W 島 (政治 研 兜 

巧 こ 一等、 藤 江 (靑年 曾) I 二等 じ 

入選 高見な 彥巧 ょら— な 品を 巧 巧 

して 後 十； 時 ザ 散 食した。 

基督 齊 修道 食 

バザァ 開設 

巧 動 資を裳 集の 為め 

當ボ 西な 二十 一一于 目な： I 番ぶ 

なお 惊 道を ではを 動資を 募を の 

.なめ 細ん 部 ま 腿の バザァ を 本 巧 

、 + 二の 兩9 _ を幡 及び 尘 

腿 一にけ b て卞 おは 二 巧ょ b 五 

時まで、 が 蝴に八 時 Jb 十 時 ま 

で傻道 巧々 館 筋 巧ふブ フォー 

ドを お々 を. 內 じ閒設 すべく 目下 

準 佩 中で みる だ 森が 紐、 巧 木 桃 

がが、 太ホ貿 み' 關化悄 巧、 高 

木が 出が かが 化 筋 志み の 後 お ぁ 

ら口用 お、 雜 巧、 ク 9 スマス 贈 

な、 なお、 が 人 部な むの 造化 卜 A 

:‘ 'こ ホ 品ず ベく 余興'‘- しては 會貸 

子女の 洽哨 、げ樂 、活 A 講窠あ 

b 巧 4、 ろ どん、 かかの 寶 巧を 

も 醒パ盛 乂に舉 巧す る ホで ある 


逝 ホし じが 同氏は 千 化な 九 年頭 

本元ぶ 巧が 姑脊じ 創設せ る 東げ 
述悟 社じ聘 せられて 倫 おょ も 巧 
がし 助 本 氏 ご 謀つ てず 义な十 年 
り 巧 义雜誌 おげ 經濟 評論を 
あ 巧し 翌 十一 年 をげ 評論 ごな 題 
て 頭 本巧歸 朝後雜 誌の 巧 巧 化 
外に 米 人の ちめ じ 調 杳報吿 の 化 
I 频じ應 じて 千 化な 十二 年 十二月 
でか 紐し が 間 新 巧 蘭 州の 某大 
學 ょら 文章が ± の學 位を をけ た 
巧が 通信社は 資を 窮まの 爲 めじ 
巧 社し ねが 本の 氏は 软洲 を經て 
卽 朝を ジ ヤ户ン アド ゲ 7 アタィ 
ザアが 他に 寄 協し 英文 家中の 先 
輩 どして 推稱 さいた。 本 旧 巧は 
高等 帥 節 學校岀 身 おで 資性 繰 商 
不 t 挺 巧ら 他 じ 迎合せ や、 爲 めじ 
得意の 境地に がら ざら しも 溃藝 
の 方面 じ 多大の 趣 ホを 巧し 舞踏 

家 セィント、 デニス 獲に 日本の 

舞 蹄を 紹 かしむ のは 本 田 氏で ゐ 
つた」. み 燥は 現じ 劇化 家 山 本を 

S 氏 じ 嫁して 居る。 . 

ホー リー 俱樂 部の 

ゲネ巧 夫妻 歡迎 

遇 ま 二十 年閒 U 本 じがけ るを 

化 事 萊の篇 めじ お 力し 近な ミッ 

ン のま 事 どして お 界じ貫 献 

淺 からざる ゲ オリー ス 夫妻 歡迎 

の 恵 味た ホ！ y お 樂部ま 備の晚 

餐會 がと り 一 巧 幡 } ザ 後よ 时ょ 

頤際 學化會 館を をに がて 瞄か 

ベ < を 费は一 弗 二十 お 化を 後グ 

才 氏は 『 H ネ現巧 お會の 現象』 の 

題 下に 一 煤の 講 おを 試む る 帯で 

ある 0 


徵巧猶 。遍 > 務 

取 據關始 

出願 期限 ゴ百一 H ょら 明 
き 頁 i 

化 願 あが 齡 明を j 卞牵 

四月 十と 日ょ リ巧巧 化 年 十一 一 
巧】 口の @ L ： l 3 ホした るを 

d 赎蕾 ザち 人を 事務所に 
がろ 

巧 証料禽 貝が！. 弗會質 外は 
别 じ手駭 料ぶ -Hp 

書留郵便 じで^ 國じ 送達を 
留の おきけ が じ U 留巧 十五 仙 
大正 十が 年 十 r 巧 

m . 育 白 人會 

* 望ち. 呈 h 瓜 f ヨ 置 


I -- ---，；，!—！ — ■ :! — *1 •* — —す .，™ — 1 

..移 轉薦す 

な ホ ボス y ンじ於 v - ip 萊 中の 
處今般^|,1/の處じ移^^^ をぞの 
御依賴 一| 逆 ホる 事に 相 乎 お 間 化 
段謹吿 お 

半 t 一 ぶ 基 
と ホ ー于 目ぶ こ！！ 
語 卜义フ ワ^ガ' で ハき 化 


料 寧 都に ての 

- 御木 巧 送別 

彫刻を 御木 化-止 巧'. .T が 胸靜を 

を おむ フ" リダ 州 マヤ ミ か 地方 

じ愧 がすべ < 昨朗 夫人、 み 媛 村 

が おわした が 前 遇 ホ雌口 知ぶ 二 

十を 名は 巧を 甜じ 同氏 一を を 招 

持， て 送別の おを. 張つ わ。 當化 

は大骗 化邮の 祈？ 協を 化て 晚餐會 

を 脚き ホ 川、 小幡 ，中 巧、 觀地 

佐 棘の お 巧 及び 鴨が 夫人 等から 

惜 がの おが ぁら 御木 も 妻の 答辭 

が ぁつむが I 间憶酱 の惜を 度べ 

槪談ぷ くる 所を 知ら や ザ 後 十 

时散 をした。 當化 のまん 侧 出席 

者は みの かし。 が轉 巧が、 前 島 

巧吉 、人 掘 篤-袖 島が お、 木 下 

义 ホ、 佐が 政藏 、巧 旧 I 二郞 、中 

川を ホ、 岸 巧み 郞 、小 柴德 治、 

が W 柬 腰、 化 山 抑ホ郞 、を 西 幸 

す 十一 一! 巧の 外 鸭ホ义 、中 野を 良 

小幡 '信 ホ、 ホ 川祥义 、水な 渉 S 

を ホ 妻。 

前 おげ 通信が ホ 幹 


u から お 巧 かぜ 

質 おの 化が 社を 巧 峰秀： 氏は 

巧 幡巧ザ ホが じ おきを 帷歸 がの 

をで ぁ もが まる S 十：：： がけ ホ 人 

を督敎 靑年會 々がに がて 『口 か 

ら出巧 かけ-』 の 題 下に 减 辯を 探 

つた。 艘 衆二时 をを 名赌 ，る 施會 

A 肥 慶藏氏 臀學隙 ± •去る 

什 六 H アク斗 タニア 號じ ぶ納 

よ b 着が。 

勝本忠 兵街實 策を、 去る ぶ 

H ダ ツチ ランド 號 じて 滞 逸よ b 

着が。 

お旌 二を 滞が 中の 京都が 大 

巧 おお、 本 巧 八日を 港經 山歸锁 

♦小 巧 右左雄に 水口 鳥 等學校 

敎巧义 部 苗が 外 巧 兜 員、 巧 威よ 

着が。 

巧 永 正； 巧 朝が 高等を 院お 

事、 渡歐 S 途ホ此 程 着 紐。 

♦稻旧 隆巧九 掛帝乂 助 敎授、 

數 H 前 英國よ 6 着が。 

大賣 出し .‘ 

クブ スマス 脚 贈を 用品の 尤も 適 

當の純 H 本鲁物 や々 ラシ ヤツは 

巧 山 有 b ます。 就れ も 格®;!; 間 様 

の 見 明 化 段 だすから 是非 一巧 御 

來巧ド さい 御 ザい が 勝^です。 

げ化议 哉链巧 

が ホ 商店 

這 W . 羣 St . N . Y . C . 


本 餐口羣 なをで 屋 製陶 麻 紐 育 
支 普 貝 鈴 水銀^ 氏 巧々^ 化 
がが にが 巧な 丄て一 了 曜み後 
r ょを 巧を 屏添に 於て べ會 

! 弗) 送が®^ 相 黙き 候- 

- 相 成 巧お ：^組を員 な 外\の 

苦 人に て 参 か資 ホ 學のボ て 

御座 候は ぶ脚游 ザせ 御 巧 會 被 

下废 か紙卜 '御^ 中 上 候 化. 

十 こけ こ H こ. 

が 育り 本ん 

雜貨小 商 組を 


を 綺麗 じ 装 飯^れ た室ス 

チ-- ムヒ 設遭 -F 

を、 ぶ紳^じ貸度，：。 ^;小山； 

512 君3畫ミ Ave •香. ご 革 12 夏 Sts.. 

ジ是 one 30 コ ument 575 


淸 潔^ 睐利 -き婚 

■人 巧 至 M 人 向きの • ^ら電 

詰 ti ブラが 二 六と】 蒂- 

‘Mota, 装 W. ご 1th Si 




本 西 巧 逝 ま 

が 巧 第一が 巧を 特お所 報の か I 

典 文み 本 出增み W 巧は 去月 二 

十八 日が 巧 お 巧大化 町の 巧 居 じ 


S 

..扣 n 

"5 15 -i 扣 

3 け as 2 

, r 6 

了； g 邮町 

の W ^ 削 

の S ホ 

.ri 加 
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諸 雜貨お 具 

首 飾 卸 貴. 

R 本賈 易商會 


貸 室 fSF 

者 又は 一二 人に 適當、 

一遇 五 弗な 上。 

互 rs N 堅 一 mi . 2 岩 


をは 暖い H 當ゥ换 ぉ 

, い 夏は i 化しい 一一 基の 

ホ其附 ァハー トメ ント日 よ 鞭 十 

r 貸，‘' 巧し 御 夫婦 二人 じ 贿い宿 

件を h 御照诗 は- 

で 二. M . Osborn , 吾吉 887 W .1 苗器产 

一週 お 巧 及 八を、 一 

j を A 父は 二ん に 適す、 一. 

お廳へ 十を タィム タスク エャし 

へ か： ホ か あ 話々 ン バラン ド呈 二 

1 芝 ミみ 苗 Br 邑 互！！ 患 鶴 梅す 


ホ 旧み ^ング 

1 岂 7 ぎ 一一を ミ. 呈 ； 呈 h ぎ 

が I 書 i ぞ g 呈 三夏 


御 ド 宿 松滞眞 


ご 5 E - 92互这 •呈 y 

旱 M 量 ミ 1791 


0 * ん^ 

4- C 0 

卜 ，•と 
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純 H 本キ モノ 

純 H 本の 布地 

婦人 及び 女兒用 モス " 

ン 、賛岡 木綿、 浴 お 加 

の 日本 着 調 韻、 夕禪促 

細 巧 化を 邱出來 をらん 

ら 。御 壁み じ 化ら 化 i 

はャ ー ドな 上小資 を— 

ます。 卸 一報 ホ 第 お：^ 

が ひます。 
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SmiROAY， DECEMBER 5, 1925 


大巧 巧り 巧が か 
頑 田ポホ 
OSAKA ISHHI 

Room 308 World Gilding 
Tel. む ekman 4 が 0 


大胶お Fi 二 東を H H 
上ぶ お 重 
Osaka M お nichi, 

407 Tribune Bu け ding 

T*l. Be と kmjui 4259 




ごす ごく 記 外 "幽る 


ア 面目 〇 今る 八 株 ふが ん i も:^ 巧ノ り 八 f レレが J 化—，- 巧 レで リぉ 巧/レ ロ , A レ W 口 逆 - パ •' 


二 皆’ 到が 店 

1. NINOMPfA 

277 Broadway 

Tel. Worth 0 が 1 

瀬 川が 隙 事務所 

H. Segawa, Insurance Ur け k だ r, 
303 Fifth Av も， 

Tei. Caledonia 4101 

內田巧 事 株 ま會社 紐 育ま 巧 
Uchida Tra が 打 g Co., Ltd. 
291 Broadway, 

Tel. Worth 1576 

島賓易 株式 會社 

ShimaTra ぷ打 g Co. Ltd. 

150 Broadway 

Telephone 民 ec れ r 1484 

Paul に M. Thomas 

Adv がけは ing Counfeel 

2023 Tribune む ilding 154 Nassau St. 

Te!. Beekman 6978 

株式 會社 ホ 尾商會 
AKAWO & C0., Ltd. 

295 Fifth む enue, Kev パ ork 
むし Caledonia 9758-59 

妻 巧 建築 事 錫 所 
Iwahiko Tsumanuma 

Room 16 の No. iOl Park A が. 

Tel. Vanderbilt 吕が 6 

s 共な ま會な 巧を 貿易 株式 會社 
化理店 

を 巧 巧# 

Takamine Corporation 

120 Broadway, New York G み Tel, Rector 7884 

General Office & Factory 208 Raw 如 n S ししし City, N Y. Tel. S 训 well パけ 

浅 巧物產 株式 會社 ！ 

Asano Bussan Company 

Room 801 ぶ 05 

165 Broadway 

Tei. Cortiandt 80 が -80 な 

大倉お 紐 育ま 店 
Okura & Co., 

30 Church St.* 

Tel. Cortiandt 2292-93-94 

お 育 日本人 會 

The おが tie が Assoc は iion, 

250 West 57th St.. New UrV 

Tel. Circle 8190 

巧 滿洲辕 道 株 まを 社 
が 育 事な 巧 

South Manchuria R •もむ.， 

270 R’ け e 巧 We Dri け 

Te し Riverside が 63 

S 井 物を 巧 ま 曾 社 
が 育ま 巧 _ 

Mitsui & Co., 

が Broadway 

Tel. Bowling Green 7 の 0 

久 巧が 攀 株式 食狀 

Kuhani む ading む. 

30 む uixh 化 

Tel. Corliind 4550 

株式 會社お 井が 巧 

が 育 支 巧 

Iwai & Co., 

VVooiworth Building, 

Tel. 、 Vhin ふ : U 6040 

S 菱葫 事會社 
MKsub お hi Shoji K お sha 

(Mitsubishi Co., Ltd.) 

120 Bri は dway 

T だ 1. Rector 25G0 - おお 

巧 式 # 社： 

山中 お會 紐 育 支店 
Yamanaka & Co-， 

680 Fifth AvCm 

Tel. Circle 4014 

日本 綿 巧 巧 式を お: が 育 支店 

Japan Cotton Trading Co,, Ltd， 

Cotton De が， 

60 Beaver St., 

T •し Bowling Qro*n 2690 

Silk Dept. 

25 M 槪 dlion Av*., 

Tel. Mad. Sq. 3695 

り 米 生糸 株 ま會社 
紐 育 支店 
fil 削 WEi KllTO KiBUSHIKI Ki&ISHA 

(WCH! ぶ E! のげ O CO" LTD.) 

3 なが H ilven 化 

Tel. Mad. S も 7592 ぶ 

神戶鈴 木廚店 1 

が 脊支お 

Suzuki & Co., Ltd. (Kobe) 

1 220 Broadway, 

1 Tel. Cortlandt U49-50-51-52-53 

日 本 生糸 巧 《會 を 

が 育ま 巧 

Marimura わ ai もむ. 1 Agents 

44 E. 23rd : ■'し 

Tel. iUhiand 5320 

巧を 名會巧 
巧 育 支 巧 

Hara & C む •， 

443 Fourth Ave.. 

Tei, Caledonia 7830-35 

江瞒 巧を 會社 紐 育 支店 
Gosho Corporation, 

Silk Importers, 

334 Pourth Av も 

Tel. Ma ん Sq. 4886 

た osho Co., Inc., 

CoUon Exporters 

so 白 

Tel. Bowling Ore«n S806-06 


は 解 巧した。 


軍敎 育反對 運動 

東京 特電 1 1 百 發ぃ軍 串敎ち 反 
對 運動の 宣傳 ビラを 疵 きたる 廉 
じ 化 b 京都 大學 '同志 お 大學の 
學生 二十 名檢擧 された。 

露 國ご職 盟參加 

ゼ ネゲア S 日 發 =： ヴタ 作ノ條 
約の 批准は 獨 逸の 鹽隙離 雖參加 
を意咏 するど 共に。 シア も當然 
參加 ずべき もので をる どは お 力 
なる 列 强の寇 見 として 專ら當 地 
じ 傅は つてむ るが この 惹煉じ 於 
て 昨：！： 英京 ロンドン じ 入らた る 
ロシアの 外を 委員長 チ、 エブ ン 
氏 ご チヤ ムバ I レン 外 械の會 を 
は 非常 じ 注目され てゐ る。 

獨逸巧 閣總辭 職 

ベ グリン 三 一日 發 U 。 カ グノ條 

約 調印の ため 渡英 中な 6 し 八 1 
テが を 相 及び 外相 タト レ ピ八マ 
ン膊 ± は 明 y 歸 京、 官 はの 大歡 
迎 をを く ベく i 擢 H グ ー テグ 氏 
は豫定 のかく 內閣總 解職を 斷巧 
する に まるべく 大統領は 於 氏 じ 
巧 巧を 命 やるな らん も 社 會黨ど 
の 提携 幽難 なれば 夕み スト レゼ 
八 マン 博 ± がみ 閣を糾 織すべき 
模樣 である。 

ス ベ i 井 ン 革政 

ドリ ッド S 日發 h 逝去 二 年 

じ 音ら プリ モ •デ • ブ ゲ 五 ラ將軍 

の 執を々 治の f じあつ たスべ 
キンは 時勢の 推移 ど 凰 巧の 現狀 

じ 鑑みて この 際 軍政々 治を 廢化 
し文官政治じ更なする； ごなら 

愛國 聯盟を 組織して リグ H ラ將 

軍 自ら 聯盟を ご U らて內 閣を組 

織す る J どなち 曾 相 あ 副首相 兼 

内相 じを 人を： 5 てす る 外 化は 悉 

文官 畑 出身を を 巧 命した。 

佛巧閣 信な 投票 

パリ— 一二 H 發 =：： ロンドン じて 

カ グノ條 約に 調が したる 後 急 

遽 バリ— じ歸 つた 首相. ノリ ァン 
巧は 腫 もじ 議會 じ岀 席し 新 内閣 

の 財政 案に 戰 する 巧 間 議會戰 じ 

大童 どな 6 て舊圆 し反對 黨じ對 

し 若し フランスの 國際的 位置を 

傷 けんと 欲するならば 須 らく 今 

H の 隙會じ 於て 現 政が を 倒す ベ 
きで ゐるど 得 恵の 雄 辯を 振ひ遂 

に 一 r 白 九十 八 票對が 十ー ニ 票の 差 

じて 一時 危機を 傳 えられた 形勢 
を 一 轉し圃 ほ黨の 修正案は 一二 百 
六十 二 票對巧 八十 六 惠で否 巧 さ 
れ たが 巧るべき 社 曾黨の 修正案 
は 頗る 電大視 されて ゐ る。 

資本家 側が 拒絕 

ビ ッ 、 バ ーグーニ^潑：=硬お罷 

巣じ斟 する ベン 州 知事 ビン シ 3 

ブト 氏の 調訂 案は 勞働者 側が を 

認 したる にも拘らず 資本家 側は 

到を 討議の 基礎に ならず どの 理 

由 じて これを】 縦し 別に 資本家 

側まを 作製して 勞備 組を じを 渉 

を 求めつ i をる も勞働 側は 承認 

しない 模樣 である。 

英國の 詩聖 重態 

ロンドン 吉日 数： n 巧國の 詩人 

でを ウ小說 家 ごして 國燦的 じ 著 

名。 ラッド ヤ 1 ド •ネ プリング 

氏は 去る 巧 曜 H 突然 急性 肺炎に 

巧 はれ 頗る 重態で あるた めジヨ 


1 A 陛下は 特 恃醫ド ー ソン 卿 
を 御 差遣 じな'; た。 
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社會 網婚饥 

獻 文を 

かやう じ-- ソ ビ五ッ トロ シ 

アの結 城' は 白 由で あるが、 併し 
をの 自由は I 制 醒じ自 曲では な 
い。 結婚に 無 菊の 結婚が ある 
現 化は 强制水 級 Q が 巧を まら 自 
由な 時化での る。 だから 結婚 も 
結婚 させを るので はなく して 
男女が 結 ¥ るので ある。 これ 
がた めじ パを 人が 自 みの 意志を 
充 をに 表明す る 应耍が ある。 即 
もを 自が 常識を みへ て 居らね ぶ 
ならぬ。 だかん 精神 じ 異常の あ 
る 者 ご 結 巧し^ 場を は、 をの 結 
谣は 無効で あ' る。 また 拔婚 する 
者は 必ゃ 一ぶ の 結婚 年齡じ 達し 
て岂ら りで 皆らぬ。 即心 たは 十 
ホ歲 、巧は 十ん 歲じ 達せねば な 
ら の。 をれ から 親族 (親子、 兄 
弟， 姉妹) 描 谣も亦 無効で ぁる 
この 他は ぶ 入禪 であらう と、 他 
宗敎 であもう ご 構は ない。 をに 
は國際 もな く 人種的の 差別 もな 
いから。 

また 結が じ對 してを の 結婚の 
取消しを ち憲 じを 吿 する i も 出 
ホる。-、 の 場を、 官憲は 直ち じ 
をれ をが が じ 移す ので ある。 ど 
んな捷 をに 申吿 する かごい ムじ 
離婚 . y しないで 妻 或は ホが 化の 
者 ど 結婚した 場を じ、 をの 相 ザ 
ホぶ び 子供 ょら 取消す i が 出 ホ 
る C 若— をれ が 虚言で あつた 携 
をは 重い罪を 課せられ るので あ 
る。 前 L 言つ た 結婚 年歡じ 達し 
てゐ ない 者の 結婚は 無効 P るる 
が、 後で をれ が 知れた 瘍を じは 
を 俸」 化つ て 取消され る。 然し 
をの 傷を 妻が あおして ゐた b 、 

子 化が あつた b した 場を にはち 
効な 形で 結婚 ザ齡じ 達する まで 
保が される のでを る。 即ち をれ 

g 3 n-fj 

間 題の 人 〔6】 ♦ 

活動を の 首相 > 

♦ ♦ 

今。々 グノ條 約の 締結に 努力し 
じどて 英國が 相 かち 記念の 銀 
盃を 贈られ、 歸鄉 巧々 別項 電 
報の かく 議會 で大雄 辯を 振つ 
て 反對黨 を化默 さした 挪國の 
巧 首巧ブ リアン 氏は、 フラン 
ス切 つての 雄 辯 家で あら、 ク 
レ マン ソ—の 「一^」 に掛し 「圖 
±」 ごして 廣く化 界的じ 知ら 
れてゐ る 0 

♦彼が 内閣を 組織した をは これ 
で 九 旧と いふ 数に 達し、 がの 
非を 協 的 かを 政策は 常 じ列强 
の 最も 恐怖 するど ころで あつ 
た。 往年 ヮン ン トン 會 證で隆 
軍縮 少 案が 提出 さる i や、 彼 
はを の 獨特の 雄 辯を なて を 列 
强を类 事 じ 征服し、 潜が 艇制 
限 もォデ ャン ごな つたのは ち 

名な 話で ホる。 

♦彼は サ年 前に 早く も畿 會で敎 

育 ど宗敎 のを 離に 就て 瘡圆し 

をの政治的圆±たる；を認め 

られ 、ホ 巧が 化會黛 出身で あ 

るが、 幾を じ 入 わてから は 常 

にが 守 派 i 提携し、 ま 相た る 


迄 別居して ゐる； じな つてむ る 
なは をで 結婚 年 齡じ逮 しないで 
結が したと いふ 2 が 知れても、 
知れた 時に 結婚 年雕 じを して ゐ 
れ ばな 巧で ある 0 

ソビ エツ トロン アの 結婚は、 
女が 結婚しても 男の 所な 物に G 
るので はない。 をれ は 平等で あ 
b 巧權 。、ある。 をれ で 嫁 じけつ 
じから ご 云つ て 自己の 人格を 失 
はたい ご间時 じ、 必ずしも 自己 
の 姓を 失は ないで 化 巧され る。 
'巧 政 時化では 嫁乂 b をしたら ば 
夫の 姓に 化 へられた が、 ソ ビエ 
ツト ロシアでは をの 規定は ない 
をれ で 夫婦は 一二つ の 名を 自由に 
撰ぶ i が 出 ホる。 切ち お 同の 姓 

(二人の 姓の 組み合せ) 妻の 姓、 
をは 夫の 姓の 柯れを 撰んでも、 
いので ある 0 

結婚 後の 住を じがても 自由で 
妻は 夫の 住を じゐ なければ な--^ 
归ご いふ i はない。 別居で ゐで 
も 構は ない。 また 結婚を のがを 
も 夫婦め 間 じを 然獨 立で ある。 
即ち 夫婦の 貼 産に 就て 共同 所を 
を 認めない。 これは 離婚す る磁 
をに 便 巧な ホ 法で ある'。 しか— 
結婚 中は わ迂じ 助けを ふ 義務 一 
ある。 即も 結婚は 巧 体 的の 結 4 
ばか b ではなく、 勞 働の 結を で 
をる から、. 若し 妻が 病氣 で勞疏 
j が 出 巧：^ ぃ邊 をは ホは 扶養の ぉ 
務があ b 妻は をれ をを ける 權 S 
が ある。 巧し をれ じ 就て 扶養— 
ない 瘍 合は 裁が を經て 請求し、 
滅 制 所は これ じ 要すら 餐 用を 化 
擔 、ぞくの 麓を 貧困 者に 间璧 

る。 さぅ して 夫婦の 柯れか ぐが 
己した 煤を じ、 をの 遺 產は巧 一 
どして 例へ ば 夫が 死亡した 時 一 
は萃 度び 子 化 じず 等 じを 配 さ 一 
る。 をし 邀言 じよつ て 誰か 一- 
に 巧へ る 時は 例外と し .，、認め 
れ る。 この 镇合價 格 一 乃 火！ 


•一 

^0上の遺產はを配する^は山 

巧ね。 さぅ して 一巧 八 1 ブグ； 

上は 國库じ 化め なければ なら < 

-9- i - n .- - 

を 九 回の 外、 內相 、外相、 ： 
相、 藏相 等を 歷 巧した VJ ぃ' 
フランスの 政界 じどつ ては 一 
めて 古武を でを る。 

♦壯年 時化は 新聞記者 でぁら 一 
辯 護 ± ご U ら巧ら じ 政が の- 
と なつた 彼は、 财を 家で ぁ 
ご 共に 六十 歲じ垂 々どし て- 
が ほ獨身 生活を 送つ てなる 
最も 巧む ものは 卷遞 草で】 
の 喫煙が 約 五十 本、 をれ じ 
白い のは 彼が 活動 篇眞 のフ 
ンご いふ i である 0 

♦靈じ 0 々ル ノ會議 じ 出席す 
ゃ 彼の 一擧一 勘は 新聞記者 
から 注目され てゐた r け じ 
一夕、 随員 ごみ じ 物々 しく 
巧し やぅ ごした ので、 新聞 
者 國が質 間す る ご、 例の 如 
微笑し 乍ら 「實 は垂 大事 件 
が マァ隨 ぃて ホ 給へ」 
■やつた もの だ。 

♦記を 强 は旨勸 お-.- 巧 乗して 
驅 けて 巧く ど、 ブ タトン， 一 
の 単が 傳つ たのは、 ロヵ 八 
じ堆 つた 一軒し かない 活 亂 
•眞お だつ たので、 が 山 千な 
記 お 速 もこれ みツ から じけ 
いわ 口が 塞がらな かつた 化 
盖し 英雄 閑 H 巧の 類 か。 


が': ホ，— 前！，.， 解 

法 禅の 皮肉 

ぶ總 本能の 無舰 

がかに k いては、 琪 化の 社 會 

はお るら のでは。 い。 逸 法 <5 精 

神は、 なお 図の 安寧、 秋 巧み お 

である。 化し 法拌 の範陶 內で總 

てん. こ V をけ ふ。 らば、 をが じ 

なか：； •■けれぶ， それでい it の 

であるか VJ いふじ、 决 して さう 

は ゆかの。 法 禅の かじは、 法 禅 

化 上の 道 おがん b 、 道徳な 上の 

作法が わる。 この 法が ど、 道徳 

ピ 、か 巧 どは 即ち 現代 社會 人の 

一々 & わ 動を 批刊 ずべき 標準で 

をる。 邮 してを のう も 最も 化ぶ 

の；：：* もんけ、 勿論 巧げ では；：？ 'く 

て、 道徳 ご 作 巧を の もので あら 

じけれじ^:*らか 。 

無蚊府 ホを おで ある ク n パト 

キン も •法 体の やう じ 人間み 缺 

隋 じかり を 指摘し、 をい 罪を な 

て 人を 非難す る こどに 化らず、 

人 牌の 姑 も 巧れ た 本能* し訴 ふる 

こど じがり て、 な你 的'^ 面に 働 

く Y きで j る ピ說明 一 一 てんる。 

膝を の 歌 實じ觸 みても、 をを な 

をの 初期 时 化には、 をく の 有力 

じ 倫理 學 おは、 をが をの 時の 法 

がを 巧を し、 化 接 人脚のを 必じ 

訴 へやう ごした ものである 〇乂 

國 のが 酒 化に おず る繼肅 。批お 

もを こじ おくべ きらの でんる ご 

信 中る が、 今 凹の ホ 威を 蒙 ラキ 

ン ランタ ー の おき おず ど 黑人 

み 婦人の 結が じ 伴つ た 雑婚 訴訟 

の經 過に 執て 見る じ、 白色 人种 

勒お 色人种 離婚の 是非い ふこ ど 

じ 就て は、 一 刪の 不义げ (勿論 

な 人 柿の ものである) じ 化ら て 

いけむ いもので ある どい ふこ ど 

は、 お 被 両吿の 辯 諮 ± も を然こ 

れ をを 認 L 、； 般ホ國 人の 祉會 

もがて これを 不可 思 諸と らし U 

いで、 をろ 巧 ホの 辯 誰 ± がいか 

4.*'る法俾の範脚0みで、 み禪す 

すべきが を輕 くし 得る か、 或 ひ 

はこむ を おおず るかに 就て、 巧 

いがみを 跑 じて ゐ るな である。 

巧が ィ J 道德 .こ そ 巧ず る やう U 

煤を r がて は、 法律は おじ 道徳 

じ ー ホを 讓 ゎ、 法 错 上の 罪人 ど 

卜 みるょ" も、 寧々 道徳上の 那人 

ど。 る Y きで あるか、 法を 圃の 

不 W 巧 か る 缺陷ピ して、 常に 

法 禅に おきさえ しむければ、 で 

んな 2 をしても 差 ま UU しどい 

ふちんを 起し おく、 人間の 良 & 

またけ ク〇ボ トネ ンの所 部 人 お 

のな ホ もれ わを がに 訴える J ゎ 

も、 i ろが がの 支 巧に 訴え やう 

/- し、 こ； じホ國 じがて U 、 か _ 

:巧 的むな 酒な 逆な や、 雑婚 訴歇： 

I おおつ て ホる。 - 

I 5 やう irv 一 どが、 所 凯特權 階 

I 級ぶ の 阿 じを いこ i は、 现化化 

一會 S 献 陷卜- ある こごけ 勿論で あ 

I つて，々 时のラ キン ランダ 1 離 

j 婚訴战 にがても、 巧 吿侧の 辯 譲 


卡 'は 巧て ラ キン ランダ ー み 家庭 
をの もみを か 難して むる 一事は 
峭 々巧を の渝 快と す & どころ で 
ある パれ ごも、 離婚を の もの i 
理由 じ 巧つ て、 化 ゆる 人間の 本 
能 ご道裕 也を 無視し、 これを 單 
じ 一締人 •か 「自己の 黑人邱 たる 
こごを 僞證 しじ』'^ いふ、 巧 雄 
上の 手 結に おする 父 字に 拘 化し 
て、 旣に自 か 速が 自ら お認 しつ 


つ ぁる ごころ の 『黑 白雜婚 は' 个 
巧 こい ふ 不文が』 即仁紀 がの ぶ 
傭で ぁる 渡 も、 道徳 も、 本能 も 
總 てを 松て i 顧みない お ほは、 
眞じ逍 城 ごし。 ければ-:* られ。 

特-し 被 吿辯幾 古が、 族を ふる 
つて 雜婚の 不可能を 說 も、 化 じ 
何 ら のを か 求めん VJ しつ {わる 
i は、 法律 巧 能の 米國 L : おする 
を おな 街廣 どい ふべき である。 


ま那 動乱を 
日本が 調訂 ずろ か 

船津總 領事 支那 特派 

ぶぶ お電 凹り 發 = 化を 内閣は 昨 鬥總辭 表を 提' 
化した るが、 曇 じ 張作霖 叛旗を 誦した お S 省 

第 六 旅 觀お郭 松齡は 形勢 不利 じ陷 りしを なて 日 

木の 軍事 顧 閒じ奉 天，、 一の 調訂 を依賴 し、 且つ 滞 

を 中なる 徐 樹鲜將 軍の 懇請を 容れ U 本 政府は 支 

那を 方面に がけを 實行 派を 調訂 せし むる-化 命を 

帶び 船津總 領事を 派遣す る こごくな り 明 U 来 都 

を 化 發卞る 答て ある。 

'上海 動乱 ィー 

司法官 審查 

义鹽 判事の 英斷 

上海； 二 H 酱 U 本年 お 巧の 上が 

動 熟 黃化じ 載す る H 巧义 司法官 

の蕃 諮は 旣 じあ f し H 英司 法官 

は 火 ホに がて 上が ホ エ務 部に 巧 


吳ホ新 巧 i ご內閣 

な 遊：：：： ホ 艦 八 隻化動 

上海 Illy 發 =: 當 地」 をした 精 

報じ がれば 巧 一一 一省に がける 張 作 

霖お 軍の 勢力は 化が ピ して 衰へ 

等黃ほ P よし ごが 巧した る も米國 j ず 一旦が 軍に 叛旗を 減した 諸 お 


張が 霖 巧の 

勢力 衰へ 


す 


お 事 デ ョン ッン 巧は 少數 派を 化 

をして 上海 市 工務 部の 巧 動は 動 

亂 患を の黃巧 おでを る ご 斷じエ 

お 部 旨の 處 罰を ホい ぇの みなら 

や 外人に 攸ろホ 政と 治 外を 權制 

巧の 弊害を 指摘 非難して むる が 

外々 父閒侧 では デ ョンソン 巧の 報 

吿は 外を 團 調査の 結果 ご 太 同小 

異 。る もを 外化權 制度の 富 及は 

制限 外で あると いふので 頗る 問 

題と なら おしこの 報吿 がを 表さ 

れ るなら ば 益々 歐お黨 員の 左傾 


も 和 ホを 希 壁し を 裁ぶ 都督 ごし 

て 中立を 宣言した るみ 景袜も 目 

下 か 賭を 交涉 中で ホる。 

化 京 二日 發 ：= 陸軍 ^ 吳ホ新 

氏は ネ U 辭 表を 提出した るが、 

段賴瑜 大總統 はあく 國： 化黨 系を 

子を 加が したる 新 巧 隅 S 組織 じ 

着手す る 巧で ホる。 

7 か y トン ニ日 發 ：：；；： み 年 十 I 

月 お ホ 上がに 出動した ミ 氷國驅 

逐 艦な 四隻セ あるが あこに マ こ 

ラよ わの 隻を增 派して 朵 入の 生 


せ 子を 煽聊 するとい ふ 立 麓から 命 叫； 速を 巧 護ず る i じな つた 旨 

ホ 常な 問題を 惹起して ゐ る。 i 海军 ^は發 をし わ。 

各省 督軍 召集 協議 

東 三省 軍は 脹 U 方面に 退が 

化を 四 U 發 U 姬； 玉祥將 軍は おくを^ を 省の 瞥 軍を 化ぶ じな 集 

して 今後の 督軍 施が 陋域じ 就て 瞬な みく 協悲 すべ <目 下 內巧涉 

中で あるが 碼玉 祥の必 底は を 暫くの 風は 段赌瑞 氏を 大總統 化ら 

しめず 取 がをおの 聯立 巧 間を 成立せ L わべ く督軍 會證が 終了し 

國 巧のを をを おじる 上段 大 総統り ㈱ 巧を ホめ る當 であるが、 

說じ 於れば 段 大總統 の 後な ごして 靈ぶ吳 佩ず ぶび お 玉祥お 粟？ 

爲め 政治的 じ 失脚し 目下 天津 じ 巴 命 ホ^で ある 黎元巧 巧を 蹈襲'' を 

しいべ しどの 說 めら、 阅巧も 乘氣の 模\^ であるが 媽將軍 ごの 踞 

巧が 典して 圆滿 にお 巧ず るか どい ふ も!^ 巧题 どなつ てゐ る。 

東京 SU あ U 東 一二 おの 張化霖 巧は 巧 一 敵軍の な 園じ瞄 える^ 

め 目 ド 巧を 口ぶ 一曲に 退却 中 じて 窮地に 陷 つた ご 見られて ゐ る。 


第二 軍縮に 

•聯盟 着手 

•中 ネゲア ーー 1 日 後 U 口々 八ノ條 

約の 化 准 調印 じ势を 得た る國際 


職盟 じすは 愈々 第二 軍備 縮少を 

譲の お 連が これ じ 化ら 促進され 

た あ < 認 め おち じ前视總會の 

ホ 进にぷ きて 着手す ベ < この 術 

じ 皆るべき 第二み 科 委員 會 はみ 


ク' 


朝會 をして 相ぶ の 息 見を 巧換し 
を備 調を の 手段に 就て 協證 する 
所 あ b たるが あく 英國ょ 6 は 七 
シ火卿 fc を 加し 南米 諸 國の代 ホ 
を もを' 民 じ 化かして 凶 際 的 軍備 
縮 少の巧 おを 擧 ぐる じ まるべく 
目下 蹄盟 幹部の 最も 苦、 むしつ i 
ある 閒 題は モス— ル 池 旧に 對す 
る 英國勒 主 与を の 紛爭 じて ± 耳 
をは自と の ま张 が 認 れられ い 
限 b これを 容認せ ず ごま 張し 且 
つ 齒際裁 倒に 廻附 ずべ さお 場 一 
致の 盧 見を 實 現し 得ない をを 化 
憂して & るからで ある 。的は が 
リシア 對ゾ V ダリアの 轉境紛 ず 
調 計を 員會は •ネ 9 シア 側の 巧 動 
じ 不正なる 点を 認めん 命 財產镇 
害 賠償と して 約 か 一巧 化 千 巧の 
支 桃を 命 かした。 


聯盟 提議に 

米 政府み 意 

武力に 訴へ るか 

ワシントン I 二日 發 zr ゼ ネゲア 
な 在の チリー を 使は ホ闕 政府の 
郭 かじ 基き チリ^ — をぺ が 一 の國 
境 線 協定の 紛 ずに 對 する 米國政 
府巧ま 八 ！ シンク お 軍の 不をホ 
なる 仲裁ぶ もを 訴え 劇 際 聯盟の 
調訂を 希望し じごの 報道 だ掛し 
國務 當时は 化默を ザら つ！ ある 
も 若し 聯盟が チリー の 懇願を を 
れて 干渉 的 態度 じ 出 づる襟 合は 
化 ァメリカ ホ義 ぶび 西半球 じが 
ける ホ國 5 威 層を 化つ 必要 上武 
力 じ 訴えても 义國 政府の 調訂ま 
貫徹を 期す る化必 ^る_ もの i 如 
く おょり 斯の 如きは 最後の 手段 
ど 認められて & るが、 相 當の國 

際 的 影響が める ご ち 力 筋は 認め 

て ゐる〇 

ゼ 'ネグア S 日發 == ナブー 駐化 

を 化は チリー 政府 か 聯盟に 掛し 

固 境 問題の 干渉を 化 頼した どの 

風說を 堅く を 認 L 本國 政府 ょら 

お 外駐化 チリ I を 化 •し對 し 宛て 

た 本 問題 じ對 ずる 政府の 立 壌を 

說 巧した 文書を 聯盟 當 局に 凿し 

非を まじ 巧 示した じ 過ぎ i ：* いと 

聲 明した。- 


' 


平 和議を 書 

.輿 京で 調印 

歐洲の 平和 克復 

日ン ドン ー日 發 =； 過 まと 年 じ 

直ら 反目 ご 嫉 巧の 暗雲 じ滿 ちた 

歐洲 のか かは 本日 當地 外務省 大 

廣間 じがけ る" カ グノ燦 約の 調 

巧で. I 掃され た。 即ん斜 相 チヤ 

ムバ ー レン 氏は 國王 ゲョ ーチ陛 

下を 化 表して 一巧 じ 謝辭を 述べ 

獨逸 首相 八 1 ブ^ 巧、 が 相 スト 

レゼ^ マン 氏、 フランス 首相 兼 

か 相 ブリァ ン巧お 他 白ザ義 、ポ 

1 ランド、 チェ コス ロダア キア 

等の 諸 締盛國 化 まは を々 佛 語を 

0 て 平 かを 高調し^ 1 ブ^ 首が 

を 先頭 じを 化を の 調印を 活動 游 

眞じ媪 影し 巧國 首相 ボグ ドゥ キ 

ン 氏の 謝辭で 式を 巧し わ。 尙ほ 

お國 外相は ブリァ ン氏じ 平 か 記 

念の 怠 ホで 大 銀を を 贈つ た。 

海軍 吏 逸— 

海軍 監督 事務 巧 公電 

止屋 延太郞 。山 梨 勝 之 進。 白 

化 熊 一二。 鳥 跟玉樹 。小 お直 幹 


四髓 を 輔 。义 塚太郎 。淸氷 巧 

一。 

任 海軍 中 お 

矢 野昭吉 。村 瀬 貞み郞 。高 楠 
二 一吉。 大湊直 乂 郞 。中な 皆- 
と お 今朝 一。 藤田尙 則。 谷：！ 
美貞 。米 村 末 置。 島視吉 。巧 
稱政 雄。 か 田健吉 。米 巧 ホ か 
八 巧！ 一一郎。 松 ホが 巧。 高！ S 反 
巧。 右 旧 熊 五郎。 松 本 巧应' 
荒城 二郞 。今が 信み が。 なぶ 
源 吾。 岸 本 信 太 心が 政 人。 巧 
旧 俊 雄。 神侦 が。 松巧彥 と- 
黒 出 琢磨。 牛 化 福 化。 

任 海軍 少將 

任 お 軍々 醫中將 雨を 量と 邮 
巧 海を ま 針中將 永を 皆み 啡 
巧が 軍を 船少お 永が 巧 
巧 海軍々 醬少將 が 保 熊 雄 
棚 町 五十と。 服 部 邦 ホ。 酿か 
化么 。刑 部齊。 

巧 海軍 ま 計み 將 

湯 淺巧攻 務纖監 

東京 特電 四日 發 U 貴族 院議 頁 
湯淺倉 平氏け 朝鮮 政務 總監 じは 
命され 本り 午後 親な まを 擧巧 9 
れ た。 

現在 日本 總 人口 

まま 特電 四日 發 U 本年 施 巧の 
國勢 調査に 化れば 日本の 總 人口 
は 五 千 かがと 十一 二方 人 じて 大止 
九 年ょ bl こなよ 十と 巧 人の 增观 
である 0 

柬を 瓦斯の 紛擾 

まま 特電 四日 發 U 泉 京 ぁ斯曾 
社の 暗圆 はを々 獻骨 ごな り 常が 
化 締役松 方 乙 彥か及 爆 塚 支配人 
は辭 職ず る じ 至るべく 從 つて 增 
資ぶ祕 債發わ 等に も影嚮 せん‘ と 
觀测 さわて ゐ る。 

目 本 無電 新計畫 

ま 京 特電 四日 發- n 日本 無犧 
信會 社は 欧洲に 對 ずる 無電 局ぶ 
明年 匆 々起工す る 堂で をる。 


無 產政黨 に干涉 

東京 特電 I 二日 發 =： 1 昨日 お黨 

式を 擧 げた 無産な 黨の 背後 L は 

み 產ま義 潜み ゐる どて 若 襯ホ相 

ょら 禁化 命み を發 したので た 傾 

觸体 ホけ じて 新政 黨を 組織 みん 

ごの 說が をる。 

東京 特電 二日 發 u 無 產政猜 は 

結局 勞働總 同盟と 共產黨 系錬議 

員が 脫 退して 昨 H 午後 愈々 姑黨 

まを 擧げ農 お 勞働黨 ご 命名した 

新赖選 議員 四 あ 

ま 京 特電 二百 發 == 添旧壽 I : 博 

± 、日 石 社長 內藤 义寬 、前 台 銀 

頭 お 中 川十郞 戊び 南が 鐵道函 役 

永 出た 助の 四 巧は 剌選議 貴 V 」 な 

つじ 0 

行政 調査 會が案 

東京 特電 I 二日 發 = 巧な 調を を 

は勞慟 組を 法案、 勞慟爭 難 調 お 

法 まを 巧 かしだが 團 体を 渉 權 U 

削除して を姻 しごな し、 必要に 

應じ 飢合觀 散を 承認ず る i ごな 

つた 日 

程ヶな H 樓絲擾 

東京 特電 I 二日 發= を ± 結績駐 

ヶなエ 旗 職 H は义 々騷ぎ 出し わ 

が 本日 化 職す る.^ とな b てず 謝 




F. Murray Hill Co. Inc. 

Estabiished 1896 
Boom が 4-8 巧； 29 む aati 刖 y 
Phone Bowling Green がが " 499 i 


Sabro Emy, M . D . 

755 Park Ave . 
c か. £. 72nd St, 
Tel . BuUerfipW 。。な 



I 巧 專節調 鶴 眼に 姬眼撥 

I F. L FRED 区が CS CO. 

i 驚 科 眼 學大盛 比備を 

I 118 t 59 化な . 224 E. 14 th Si 

i 1144 3 ni Ave., faef. 88 ih - が 化 Sis. 



UP TO om S けは 
Custom 
Tailor 


67 W • が thSi, S.Y. 
Te!. Bryani 7079 


N が も 巧 も 目 憎 目郎 . 

45-47 E. 20 th St. 

lei. Caledonia 8755 


! 间〇 化 お os ， I 郎 . 

(Formeriy な anihai;hi をむ .) 
1 ? East 17 もな . も Y. 
Tei. な uy 巧 sanf が 59 


Koike Studio 

が 7 5 かわも 
Cor. お 比な . 

Tel . Caledonia 6 が 4 


KERR & MAYOR 

1023 Third Ave. 

Bet . が & 61 な s. Telephone おが nt 296 自 

b お 人 本日 

P 弓專 靴型 小 


を ホき 高 . 足 小き 廣 .足 小き み 



ぶ， iw 込 moto, iVLTX 
H4 W . 70th St . . 
Tel . Trafalgar 0352 


KANZO OGURi m.d 

214 お gh な , む mik 如 
Tel. む 加が land け が 


TOYO N. TSUGARU 

mm\m Japanese ma 巧 eur 

538 W . l 巧 比 Street , 
Phon も Wadsworth 5942 


Midori Matsumoto 
38 Post Ave . 巧 わ 
TeL Washington Heights 0437 


T. KASAI 

M 及 rch る nt 

Tailor 

が 

TIMES BUILDING 
Boom 304 
が W YGRK 

Phone 
Bryant お 19 


y . げ〇 

做 Eed お rd St. 
Cor. L が in が (m む も， 


WPRINIM 細 NG 閒 . 

300 化 郎化 お . 

Tel. む iuiniius 4173 


Nippon Dry Goods Co. 

12 が むが dv/ 巧， Siijf, ( 1 日 r. 31 si SI 
Teiephoiie Penn. 5350 
Room 5351 



PHE げ S & PE 邮 Y 


3 Maiden Lane N. Y. 

て 細を 徽级 をに 幷石剛 を 
頰 也寶怔 愚が 最 ~~ 



S/iTsc/m OmmNv 

2518 Broadway ， N. Y Chy む r 9 わ h み 


Dr. T* C. Takami 

176 む 描 beriami St. む郎 k 如 
Tei. Dumb が and 削 ] 


E.E ： .Yo^^M.D. 

3 が W. 71 si 化 
Te!. EndicoH お 30 


Dr, G. H. Martin 

DENTIST 
7 が Lexing わ n 4 化む ! ■. 59 比 St 
Phone お geat 2457 


DR •吐ん GARDNER 

DENTIST 
19 L 61 sf お， A が •お 
Te しおが ni 7 け 8 


DR. BLOOM 

34 th St. Cor. 3 rd む enue 
59 th St. Cor. Lexinglon Ave. 
125 th St. む r • お rk Avenue 


KOSHIBA 

STUDIO 

舘眞 寫柴小 

661 F け 化 わ 6 。 

Te し PI 扣 a 3212 

Branch Studio 
Westminst が Street, 

nu 化! 州 じ c ん 


诚 百 


一 を 


綠辦嵩 淵 


り曜 十 . 


日ぶ 巧 二十 年 四十 正大 


んし CEASAR ， M.D. 

109 East 87 th Street 
Bet. わ rk を し exin 封 加む が 
Te!. Lenox が 73 

壽喉晒 鼻 巧 ! 

蹈 時察彰 
午 正 至 時 十 前午自 
時 八 至 時 六を 午自 


稅關 事務 

ま 洋を地 化に 圣世 
巧の 徐 出入 方を じ 
踞 する 一巧の 御 諮 
間じ應 じ、 嫁 道を 
船 貨物 運賃 巧 巧 帆 
表 稅顆キ 賴書等 進 
星す、 軍 要 都巿じ 
化理 巧を がし 誠 巧 
敏速 御 巧 命じ 應や 

巧 験 取扱 


猶科醫 木 下义巿 

ゴ〇 去. 111 さ St . 

ぎ Mi ョ呈 t 85 ご 


腊具食 巧 おお 船 御用達 

遠 藤 小刀 商會 

だ B 吕 aclw さ N . Y . C さ 
T 里. 重 一 害 己二泛 1-2 

視闢 事務 取扱 

ミ ili L ミ まが Go., 

さ om 夏 2 ご Bi を さ 百 ty . 
Phane ; Bowli 言で まこ 夏. 9 吾 


♦書籍 ♦雜誌 ♦新聞 
縱覺 まを 開 
執務 午前 九 時よ b 午后 五 時を 

織 育 日本人 會 

西 五十と T 目 二 五〇番 
笔 話サア クグ乂 一九 01 化 I 


化 留靑年 理想の 團体 

a 本人 靑年 '會 

8 辛 養 h St . Tei . C 夏薑 1244 
大糾育 H 本人 

基督教 靑年會 

お 2 E . 篇さ St . N . Y . 呈 y . 

ぎ 五 苦 a 8ご1 


■ E ：* TTr ^ ご|1。 1^. 


np — y MV 


が隐 を木幡 a 午を 八 時 I 
が 話 食 ±跑：1: 午を 八 時 一 
をを >圖 基 蛮、 娛樂 をの 設 蹄え一， 
ホ寶を 歓迎す、 を おを 巧 用せ 

な 阐副島 信 道- 

U 本人 基督 敎 修道 會 I 

一泛 " W . 12 ぎ； t : N . Y . CUy i 
Tel . Cath 至を 87 呈 一 

目 本人 s 敎會一 

な 帥 川な 末 之 進 I 
幹事 旧 中 巧 二 I 

たち ミ se 3. E - 覃 urch t の！ ミ t ! 

ち 3 辛 t 夏 St ‘ Tel . Clarkson 1 足 1 _ 
巧 拜說を 日 お H 午後 八 時' 
が 構 貪み 罹 ： n で ホ 八 時 
な 縫會乂 お 日 午を 二 時' 
♦お 宿を 

位置を 衔比扭 迄 数を 下町を 十一. 

ぶみ 學を會 社員 旅 巧 客 じを 適^ 
設搪 圖善雜 淀轿甜 度を 鴻娛樂 I 
を 簡易を 堂 あら - 
巧を 幡 棠巧旋 、旅ぎ 案 巧* を辖： 
事 菜 調 ま、 其 他方 事 巧 談酱旋 一 
ま间胞 諸兄の ホを と 歓迎す i 




A お 

机 I 育 

I 誠 I 日 

5 パよ 

S Z i 

か 加入 i 

E n 

〇 ^ 替； 

3 P ; 

が を； 


▽ H 巧 H „ 
.聖書が 究ぉ午 I 
ホ 勵會タ セが 半 1 
禮拜說 をが が一 
▽木腿り I 
娜 擦を 夕 八 時； 

v±liH i 

ホな 食 又は 茶 一 
話會 夕入 巧 I 

帝 宿®、 旅 わ ま 一 
を 巧 部、 人事 相 一 
談 が' 調査が •哦 
裳 罔 お 部、 英語 

拽缝敎 授® 諸 誤 

を 設け 脅貿 、ホ 

會 員® 巧ぶ 計る 


診察 時間 
午後 お 時 1 八 時 

江 見 ご 一朗 

引猜 きべ^ ビュ！ 
J 病院 巧 勤 じが 右 時 
I 一 聰が义 び 日 曠は前 
が じ 限る 



四 科. 醫 

主な 基 

部を 時間 

一な 午前 义時= 十二時 
た 午後 一時 U 五 時 
化 間 かは 前約に 願 巧 


丸み 洋臟 薇會 


本 陶漉器 
雜貨 類卸賣 


rFt - C 

4 / - 7 

ブラザ^ — ス 


H 本 お 具 
雜 貨卸資 

を 良 貿易商 會 


寫眞 滥 


第五 巧 

の ごで 


體揉 療治 

神經滿 、リウ' マチス 

風痴 、巧 身、 頭 肩 腰 
痛み、 背 勝 お 其 他 
お 巧 親 初に 治媒か 
上ます。 前約の ホ 
は 午後 S がょ ら自 
を じて 施術し ます 
H 本鐵灸 
専門 學院 卒業 

f "| 津輕 東洋 

西な よ 十九 了ち 畳 八 
.電話 ブ ズオ！ ス竞骂 


〇夕巧 巧 ZJ - 巧 C 1 RCY >\ 

呈一夏 P 夏 C さで 

骂 Fi き Ave . Nsr た nd 泛. 
Te 二呈を r 呈二 728 ぎ om 7 君 


ク 

■八 


ホな 謙 次 


月、 水， を、 午後 一 辟よ ち 五が 
を、 お 他は 前約 •し 願 ひます' 




ク-村 瀬化廊 

ミ L 夏景 ton Ave . N . Y . 置 
巧 ei ■篇さ & 27 th Sts 

18|.\重さ=ざち18.7芝9 


診察 時 問 

午前 化 時 1 十 時 
午後 六 時 1 八 時 

パ t 小 栗 幹 ご 一 

紐 育 ホフ ラブ ー お院 
祭' 五 お 病院 勤務 

武お コン バラン ド 

お院 勤務 


診察 時間 

午後 零時 半 N 二 時半 
午後 六 時 U 化 時 

愛知 醫學 ± 

温 本谨 一. 

を偷比 亞大學 ぶび 
グザ ラン 病院 勤務 
a 曜は 前約 願 上 候 


气 

'i 

含 3 

诚化禍 

H ^ r 
M ぉ •一 

出 - 

S W 

端 

〇 

Ti 

泛 

a 

Y 


顏 揉治纔 

：= 氷 及び 電気 治療 = 
筋 揉 肩 腰の 痛 首 手せ 
の 不動 神經痛 リゥ ザ 
チス 慢性 胃騰 病神經 
衰弱 お 其 他’， 
午前 化 時 ょら 午後 九 
時を 電話 前約 願 上 お 
，絹 育瑞典 フィ ジオ シラ 
ピ！ 學院 卒業 
經育メ デカグ ジム 及 々 
ブサ ー ク協會 正會員 \ 

を認 西が 幸 男 


'# 卿を 認 

W 省を 許 

W ホ大督 巧大學 

寒な お 巧 卒業 

囊 松本綠 


音 加 

i を 


笠 ホ 洋服 巧 


日本 
洋服 巧 


時 巧 信次郞 
松 去 保 


東 五十 云 了 目 

! 二三 一 

伊藤 
洋服 巧 

'作 ラ 飾 C さ ミ 


お爲 お丸ノ お： どか デ y グニ階 ニニ 〇區 

娜鮮丸 山 洋服 商會 



正直 ご 親切 ごを 旨 どし 確實 
信用 ある 商 おを 精選し 

特別 廉價 で販賣 致します 


クオ 八. チム、 H 八 デン 蹈觀副 

揉 化 ま 比 て ご 1 贊 Hi '. 

指輪 鎖 貴を 壊 ホ じ寶巧 類】 切 

^ ミグ トン 時計、 八ワ トドィ 

リノ ィス 時計、 を 巧 置 時計 

クオ^ — 夕！ マン 萬 年 拳 

エバ シ^ プ猫拳 

純銀 器 並に 銀器 一切 

御歸 朝の 御 ± を 一切- 

時計の 修 鐘は 保 隙 付 じて 確實 

じ 巧川宜 身が 致します 

午後 八 時まで 開店 

西 四十； 一 了 目 一四と一 一 立と 

ブロ！ ドウ 卫 1 東 化 巧 

ロン クエ カ^ •ヒ八 テン ク 

第 化 二 五ち ま 

お 川岸 蘭會 

電話 ブラィアント 陋 |二 お 四 

室 一 是去产 K 曼 ICO . 147-157 去. ち を篇. 


日本' 

ドラィ グ ー ツ 

廟會 



「す 詞ん時 をネ徙 


寶為を<^を游' 一み み刹^;;- 


クイー んザ 文 シン 皆が 巧 割引 
: ，しブ i 巾 ； ミルトンが 評 を 刻 列 
がみ d か 念場卖 がを 刻 司 
啓ぶ ふを‘ 巧每 ふみ 刻 五ず 
ネ^ み鞋 華-游^^^ ぶ^^ 扔- • 

城^ 减の 瓜乂 


1 巧 ■ 


ち 八 ニニ 

誦 _『 i 


シ ー は 紐 育 最大の デ パ ー トメ ント商 巧で ぁ 
，ます。 巧ら しい 昇降 巧 ど 王ス 々レタ I は廣網 
^店巧じめける皆樣のお買物じ便宜£席快とを 
へて ゐ 4 す 

化 巧で 二 巧す る ものなら がメ！ シ ーでは- 
巧乂 十八 他 或は をれ お 下'^ 買へ るを をで ぅ 
ぞ御 記憶 下さい 

I 本へ 御 荷物を 御 送ち じな > たい 節 又は 御 買物 
一際して御用のお合はパ ーソ ナグ ン 9 ッビ ン グ 
I ユ 10! を お尋ね 下さい、 親切に 御 便宜を 計 


JO 巧 10 至- 00 CR 1< M . 0. 

二 1 卓 ま t 罢 h St . Ne 三 ork 
TeL Riverside 3 笠 3 & ジ享 ミ曼ま 

ク i なが 午貌义 時— 午後 一 時 
髮碧 午璧ハ 時！ 午を 化 時 

日曜を 前 化 時！ 午後 四時 

ドクト^ 小 栗乘ま 


濁を じょ， 當 をの 間 



午を と 時.— 化 時 
y 權は 前約 願 上 あ 

け t ま お槐彌 


護 察 

午後 S 時 ょら 六 時 
日曜は 前約 相 願 お 


ドク トか 

烏 見豊彥 


齒稱醫 

マ 診察 時間 ▲ 
每日 (扫 曜を炼 く) 
午化排 化が よら 
午後 五 時半 
水曜 午前 九 時— 
午後 一時 


齒 科！！ 

u 新式 無痛 治療 = 
を 年の 經驗 をな て 
U 本人 諸君は 特に 
了 寧 懇切に 施術す 

卜^マ — チン 


齒 科！！ 

夕 年の 經驗 をな て 
最新式 巧學ず 術に 
堪能 じて 信用 篤し 
H 施術 株 低廉 U 
日本人 諸君には 恃 
じ 了 寧 懇切に 治療 

が 育 州を 諮 
パ r ブル I ム 


託 

f 比 
巧ぶ 

8 C 

も 

n V 

邮 A 

DD 

I X 

S ぶ 
• 巧 L 
施 4 


婦 

人 

英 

語 

載 

授 


巧き ホ 図输入 
U 本人への 英 
語敎 投じは 夕 
年の 骚驗を お 

す 〇ーン ブス； 

ンと 十五 邮 
每 H 朗义が 
ちが 化 時を が 
時 じても を 
H 曜日は 一 
よ b 四時を 


成功の 秘訣 


8 

■¢81 • 

—IX t 

扣 S 


"55 

S 

* c _ i 

〇 

V 

y 


8 


义國式 英語を 諮す!！ 
はお 巧の 第一義で， ^ 
本校には H 本人 敎^ 
じ惜れ た專巧 婦んが 
邮ぁ b 潑切じ 貪！^ 

信 文 社を 語を 敎^し 

ます。 H 曜遇 U 化 
午前 九 時よ b 午 益 
がまで 閒 校し 
スンと 十仙づ 
H 直ちに ホ 校 ぁ化 


忙が 品卸資 

， …… で 味 蘭 . 4 曾 

W E . 17 th 資.， N . Y . 田 一 
ミ S 量 vesani 37 を 



露敎毅 

マ 社を ダンス A 
マ お 精 体操ん 
紳 .了、 淑女、 お 十 
烘 さん ホに 叮瞥じ 
敎巧 致し か。 を 則 
十 時ょ も 午後 卡一 
時賓 U 曝を 除 十) 


シヤ 


ダン 


I ン 


ング 師範 學 校® 

上が々 


^ 爲替雜話 

一 お 本 証券 行 社 支配人 

: 屈巧悅 郞氏談 
个 个 

近 ホ a 本の 掛か 巧替相 海は 述 
リ騰 巧を 示し 急速み！ 一: 化述 動を 
I 繼媒 して ゐ るが、 この 原因は な 

ごに# か 質 易の 均衡が 政き され 

た；、 第一 一政が の爲替 政策の 葵 

巧、 笛 一二に 投機的 径 をの 彭嚮の 

I 一二 勺 嚴も更要の フ ァ ク タ ー で 

あら •すご 思 ふ。 をの 中で ち 主た 

る 原 巧 U 第一の ッレ ー ド •バラ 

，ン スの间 なで 他は 蠻ろ從 たる も 

ので あム〇 

个 个 

ッ レー ド •バランスは 下半期 

W ホ大 じ好轉 し、 义 しく 打 薇い 

た乂 がは； 轉 して 出 おじ 向ふ倾 

向を ポ し、 卡 I 巧 中 巧の 蚊 字で 

は 化に 本年 巧の 入超 額は S 原 w 

台シ剌 るに まら、' を じ ザ ホを に 

は-唐の 縮 少を豫 想され る樣じ 

むン たので 對か 貸借の ホ 濟も乂 

じ 架 おされ、 將 巧の 爲替相 煤 叫 

おじ 解す る 見込みが 巧 立す るに 

宝つ たので ある。 

个 个 

この 爭巧じ 加へ て 政 巧は 最近 


妙网じ ぉり 正貨を ホ闽じ 現送し 
おが も 必要に 應 じて 正货を 現送 
す ： きふを 错 明した ので、 阳爲 
化な：：- 晚 1 じ 化 歸卞る ごい ふ 
一惦 示が 內外ホ おのを 敦を 支配す 
るに まつた。 巧ぅな つて ホる ミ 
自が にがおの お 機 おちの 活躍を 
化が すので ある 力、 巧 お 銀 相 旗 
が 軟弱と なつた ので w の 需要は 
愈々 お 加して 町 か 煤を 騰貴せ し 
めた ので ある。 巧し 一時的 現を 
じ 基き 投機的 ォペ レ ー シ ョンが 
まど，：^ つて 相谋が 騰貴した もの 
で ゎる ごすれ げ當 がを の 反動 ホ 
をが 期せざる を 巧ない が、 今回 
の 山爲替 騰貴は 前述の 如きを 實 
なる 舉實 じあき パー 相谋じ 巧つ 
て、 而 から 陆 めて 漸進的に 回復 
の ホを 辿 b つ i あるので あるか 

ら 、例へ をの 間 夕少の 投機的 取 

引の 巧は る i 拳實あ b としても 

をの 基礎は 極めて 確實 であつ て 

將 ホを 樂 おして 可 U ち ど 思惟ず 

るので ある 0 

个 个 

唯將ホ H ネじ 政變が 起る どか 

ち 那の勘 就が 曠大 するどい ふが 

如き 突 發事變 の おつた 瑶を はこ 

の豫 想を 裏切る； なきを が 証す 

る ミは 出 ホない。 



株 界活况 の 跡 

その 原因 ご 結果は マ.】 


フオ ー ブス 氏の意見 


□ 


しない _ 


故ら 挪 限，- 巧を がは をの エ煤 

と 破 張す る S , 給 おや 物 傾が 高 

い 大技 あの 時を 棵ぱ rA いで、 經一 

がが が 沈 離した 時を 揮ぶ のを 常 

どす る。 をして 斯ぅい ふ 化 息 深 

いん々 じ 梓ぶ の 値 巧が 高い どい 

ム S シ 、 大某あ ：；> :::前 じ 迫 つ て 

ゐる ごい ふは む 带智じ 動かされ 

G いので もる。 り ド 义蝴の 株式 

がはホ常い*巧？？^を示してゐ るが 

識 おの 閒 じは 醬 がの 氣 かじ 充も 

て & る 0 - 

□ 

が 巧 G 巧 まか 引 所は 义巧ル お 

b じな 商の 攸じ逮 したが、 是等 

の數 ザを 並べて 予は 左の 如き 率 

巧を お 摘す る MJ が 出 ホる。 

今年の： W 化 操 ホに 比して 側 

の 化ぶ 的を ぶ 巧は 一巧 じ 付 旧 

十； 一巧 巧 進した が、 をのが -H 

b を 口. 下の 巧 化で 計算 才 るが 

はお ホ wb の 励き である。 十 

六 偶の が 力 じ 没 お菲楽 株は； 

巧 じが 四十 九 化 上つ た 化、 こ 

れは四 ホ 八 かのとで ある。 十 

- 1 の 配 當で卜 * しつ i ある 挫 道 

巧は 一 株 十と 巧 上つ むが、 こ 

は 化 のらの ょらは ぶ 織が ょ 

くて お ホ 八 かのとの 上らを 見 

た譯 である 

あの中を共巧や5!^^巧中には今 

後 大してと る 妊 込は 贼 なく 鐵道 

巧が が 镇だど 思 ふ。 

□ 

株 巧 化が は 近 巧を の 勘 搖がお 

だ. 个 化が で、 巧 機が Gffi を ホ 右 

して ゐる けれで も】 がは 比敕的 

じがが，- がろ 株 おのが 勘に 疑 ひ 

を枯 つて ゐ る。 义ゥォ 巧の 

を 離 業者 もジュ I ラント ど々 ウ 

ェ I レン どい ふ 巧 G 數 伽の 巧を 

，盟迴 しじ i 只つ てむ る 速 中を 信用 


□ 


を 併しね どか 合併 するど かど 

ぃふ 域な 紙說が 今後 もを お 拳 業 

株の ぞくの 化 段を 挪る であらう 

が、 お 細 や 銅の が 段 A ホ だ 余 h 

上つ てむな い。 自動車 及び 譲 謀 

巧は を 近大を 昂騰した が’ 併し 

是 等は をの 事業が 績 及び 注文 か 

ら 云つ て當然 である。 他の 詣禪 

の專巧 株は 投機 巧 じょつ てフッ 

トボ！^; の協に弄ばれてゐるが 

足 等は 外部の 人には 投資に 不向 

きで、 この 際 是非とも M かじ 投 

資 L たいど あふんは 矢 張ら 錢道 

でみ らうが、 筆 巧と しては 今は 

を 送りを 勸 める。 

□ 

棵の 廣氣が 出て n — ル •マネ 

—の蒂 要が 甚だ 夕か つたので こ 

れ ’大か 力瘤を 人れ て 重要視し 

た 者 も あるが、 併し 一が 的に 六 

ホにをしたご い ふ攒^:^をはタ ィ 

ム》 レートが圃いミいふ2_し比 

して 火した 問題では ない。 夕諭 

を 独は 今年度の 化 率 じが 歸 する 

巧む ミけ あるまい が、 併し ビジ 

ネスの 述轉 を阻蒂 する 巧 じ 高く 

。る* も あるまい。 我し をを^ 

なくなつ て 投機 あの 熱を 冷やす 

巧に；；？ れば をの 影嚮け 寧ろ 好 お 

を ホす でを らうが、 製 追が や 商 

質 人は 大 ホを がに 巧て、 む 配す る 

必 をは U いど 思 ふ。 

□ 

今年に がける 玻 後の 一期 (十 

; 1 月から) な經裤 巧は 大ホ にが 

て 堅な でもる。 每 ホ-夏季 はを 期 

的 じ 化 滞を みすを 常 どす るか、 

をい が一 段を ついた ので 活動が 

特に 目立つ てむ る。 或るな 物は 

製を 家 や 問 お 筋の 持 巧が お 外 製 

いので、 これを あなした 買 ホ 


、こ „| .で'—— lift 

は I おして ゐる ごい ふ 形 ももる 
が、 あしで これが 初を 期の 購買 
を 陵 〇て史 じが 極 的な 活動を 見 
せる か 巧' がは 今少し 經 過を 見な 
ければ じらぬ。 即ち 十一 巧 一が 
も經 てけ 今を の 様 じほん の必耍 
だけの ものを 買 ふ', ンド •ッ— • 
マウス'? 購入 ホを 繼綠 する かど 
ぅかぐ かるで をら ぅ 0 
□ 

闽 みがを 化 どして 景氣 がい*' 
どい ょ事實 は 自動 苹の 需耍が ホ 
常に おした J でも 巧る。 ち 力な 
會 社では 注文の 酷 達が 數週 閱义 
は！. ーヶ月な h 遅れて なる。 殻 物 
あび 楠の 化 段は 勿論 今を の乂勢 
をぶ 右すべく 目下は 孰れ-^ 賴氣 
でを るが、 併しを の 下を は/ホ だ 
農が の聰買 力を 削ぐ おの」 ので 
はない。 を 方面の 實業 をの 意見 
は 孰れ も樂觀 的で、 石炭 監 業の 
おがを も大 しじ 問題 じし.'」 ゐな 
い 稍で ゐる i を 附記して 厳く。 

獨逸鐵 道に 

貸附 二億顯 

ホ 春 英米で 發巧 

獨逸 お 道の 担保が を 馆は旣 じ 
ド！ 义ま 法規 じても 明ボ され 赔 

償委 巧會侧 でも これを が認 して 

ゐた：^/ 獨逸爲替相操の動搖を 

恐れ ホを 償の 獲 行 じ 哉て はを 國 

じ 引 巧け を 許可して，':: なかつ た 

けれ でら •をの 後英 が 國 どを 

員侧 がを 渉の 結 お 旣が〇 力八ノ 

條 約の 批准 も 終 T しにので ある 

からぶ ち。 しどの 盧 化に 一致し 

たもの f 如 X 、 ホ 春 一を 朔 L 英义 

ホ おにて 約 一 億 弗 盛のを 債を 發 

巧す るし まるべく、 柬國 側は 囊 

に獨逸 あおを 償； ^ I 千万 弗を 

引受けた モグ ガン. 會 がを の衝 

じ當る帯でが子は43ホ巧かと期 

が 立れ てゐ るが' をを 僮の 大部 

をは 脱鮮 をま拂 U 遇附 される か 

ら 現な 政治的 樂靖 ょら 暴落し つ 

つ ある フラン 相. 媛し -0 巧 影響を 

與 へる だら 支く 云 はれて ゐる〇 

が ほ义國 商務省ん 米國ボ 壊で お 

立の 增 ある 獨 逸ぶ タッシ ユ助脚 

じ おする 貸 附の寡 面には 米國銀 

巧 家の-部が 獨ホ權 を 得る 計 書 

も あら、 がかる 一を を寶 現す るは 

米國 S 資易 剌權 にな するどい ふ 

.ホ樓 から 反 お-！'^ たので 立が へと 

な b 歐卵お 壌':,: これを ホめ る J 

ど；：* つじ。 


されて むる 〇 併し 刻す の 峰 勢 か 
こすむ ば H 本 及び 支那 かこ 一 東航 
を物をがんで化米おホが；|!^じ巧 
「■本邦を 则 船く しては 矢 ら郵 
制、 巧 船、 東 おの ミ 社が 雾 力を 
なする からを 讓は 順調 だぶ 立の 
運びに まるで あらう ど 見られて 
ゐ る。 尙ほ豫 て 問題 ごな つて ゐ 
么船憤 証券 前渡し もこの 機會に 
討講 される であらう ° .i 


米鐵 排斥 說で 一 

商務官 懇談 

. リ 本の 鐵遣大 改良 
去る 二日が 聯を 通信 祉の 東京 
發電 じょれば 锁 道が 當 厨な 先般 
巧 目 本の 鐵道大 なな sS 畫じ關 し 
て誠杳 したお 裝 、ホ國 製の 銳逛 
が 巧な 粗惡 じして 日本の 地質 じ 
不適 當 である ごい ふ 立 鶴から 今 
後 数 道が 料を 英獨じ 求む を 旨 ま 
巧 サ 六日み 新聞で 澄 表した るに 
對 しホ踐 商務 宫 力^ダ！ 巧は 本 
日 域 道 省を 訪間稱 々懸談 する. 處 
るち、 をの 報道は 一部 當 周の 意 
見に て 鐵道省 どして は ホ だ 最後 
の 態度を 巧し 居らず、 化つ てが 
料 供給の 入札ょり え 留を彿 斥す 
る盧 思な しどめ 圆 答を 将 たので 
米 國鐵が 商人は 俄かに 活動を 開 
おし、 將來 英米 獨斯 業者 間じ激 
烈 な焼爭 が期铸 されて ゐ る。 

英京で 東京 巧 債 

。ン ドン よらの 報道 じよる ご 
巧を 巧廣 二億阳 募集は 一時 利率 
間 題 C 巧き 惱ん だが 目下の 模樣 
ではが 寿 頃 成立の 妊 込で ある ご 


乂 ずがが 面の I 

新 海運 會 善贼 

ぉ歐 お船會 社， j 提唱 

太 ホが 東航 運賃 同盟が ホ 同盟 

船 活躍のを 威に ぉィ るが お 策 じ 

就て 過般 神戶 P 協議し^ 苗、 を 

のがら 近時の お 述界不 乎し 鑑み 

こむ が打閒 策を 講中る^ あ 6 VJ 

し、 カナダ 太 ホが 療^ 社の 挺 


— 〔本祖 東を 特電'】 

下 巧の 賛易 

十一 ST 下 巧の 貿易は お 超を 持 

續（居る.-^お超額は中甸貿あの 

約半满 であるが、 をは 输お增 加 

どい ふょ b も 寧ろ 输み臧 ホが を 

の 原 巧 じして これ じょら 一 巧な 

ホの 入超 媛 商は： 一億 八 モ巧阳 じ 

减 少した。' が ほ 十一月 中の 擒出 

乂は 輸出 二撼 一千 二な 八十 八で 

一千 川、 輸入 I 倍 八 千 二な お 十 

六方 六 千 山して お 超 一二 千册 一巧 

五平 S ： を 示した。 

本年度 國際 貸借 . 

本年の 國際 貸借は 貿易 巧の ま 

取 勘を S 億 S ： あら、 この 中 じは 

お ホ 半島ぶ び 南が 諸 峰 じがけ る 

H 本人 證謗 聞の 賣巧化 金 四千 方 

阳 もを まれて ゐ る。 尙ほ 本年の 

國際 貸借は ま 沸 超過 八 化 千で 阳 

じ减 かの 見込で ある。 

I 一ー ホの 人絹 進涉 

一二 井 物 巧 計 塞 のん を 絹糸 事業 

はお 後 着々 調 蜜 進が しねる 結 お 

か 巧 ど 技術 じがて 英國ピ 競爭し 

場る 地位 じあり どの 自信を 得た 

るを のて 愈々 ホを 新會 がを 設立 

I する 速び どなつ たが、 ェ處 地は 

1 現 巧の 處 候補地 十ー ニケ 所 あ 6 て 


唱で明年巧々サンフ-う'ご 

父は ニユー ョ—ク に.^ 化 模の會 一銳れ じする かは ボ定 でぁる。 

幾を 開懼才 る證が 起」' 目下を 驚 一 

船を 祉代 おの 間 じ 蘇^ 協議 中で 

ぁつて、 同醒 K 最も!！；： 擊を 輿へ 

てむ じ お简線 S 化樓抽 おが 総 支 

配 人 ヶント 巧す ら圆提 まを 支持 

しが 剧衡 船會 社の 劈 ぉを ボ めて- 

ゐる事 嘗が ある。 これに 對 して 

巧闕滿 船を 社 側の な 向は 勿論 贊 

がらし いが、 S 井での ホ 词胜船 

か 如 る お 度に 出る かぐな 目 


長期金利 稍 低落 

半 ヶ年あ 6 にて 長期を が 低落 

の 傾向を ホして ゐ るが、 右は 年 

ホ 無事と 巧を 金融 緩漫を 見越し 

て & るの が 巧 因で ある。 

綿布 消費 稅廢止 

巧 巧の 綿布が 费稅廢 化された 

るら 内地 ボ媳 はみ^ 影響を をけ 

G い 上 SU を 


D1 ". 夕 whishido , D . P w . 

畜 w . ち th St . Tel . 置皇こ 芝 2 

織 S 難 難 巧 戶な二 

自 午が 九 時 ま 十二時 
自 午を 一時 ま 五 時 




mime 

35 East 2 が‘ 編 
Tei. Madiso 一‘ も 巧が 


K 泣 w な soye Hotel 

1 巧 ffest123rd Street. 
Tel. Morningside 715 年 - 


Da 打 ci 打な Garden 

981 ぶ th Ave. Bet. 57 比 在が th Si;s. 

迎歡 大人 本 口 


DARUMA 

781 二 か h Ave. 
Tei. む ] fani お 59 

並會 

じ 席 

ず 御 
さ 料 
燒巧 



巧 六 第 
ご 目 T 四十 四 
跑目 T 五十 四 


To 曲 an 

41 に 19 比み . 

Bel. 8'way & 4 化 Ave. 
Tei. が 巧 巧 sanf が 巧 



TAIYO 

H8 West 6 抓な， 

Tel. Susquehana 2816 


The なか 0 Co. 

1 が W. 巧 化 St. 
New む rk City 
Teh Trafaig が 6559 


S . KUWAYAMACO . 

114 に 59th み . 
New York City 


Beem Nom Low 

47 4 - 6 比 Ave . 

Bet . 28 th - 29 th St . 


YOUNG CHINA 

3140 Broadway 
4 おが ks South が 
, 125ih B’w が Subway 


Suey Pang^s 

が STAUMliT 
が 8 SUih Ave. 

Oet. 27th- な } li なん 


C な y Hall Tea Gaden 

170 Nassau St . City 
Next to the Tribune 良! お 
し 〇〇 し in Manager 


Ouang し a 打 Low 

Chinese flestaurani 
112 W. お th ， 8t.Ciiy 





340 W. 5 か h み . 

Telephone: 
Columbus 8882 
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暖蒲 燒壽司 御れ 出し 

H 巧な H 巧 間 も 巧 用命 じが じ 升 

.會膺 御料 埋 

烏 等 御 下宿 

兒玉夕 一 


御旅館 河 一^ 


鱗 踏敎換 

ダンスの 好 時節 •- 一參 
なまし ね。 な 五斗 名 
类人揃 ひの ィン 卜 
ラク トンスが 懇城じ 
御 化 手 致します な 
目 本人 諸君は 特則じ 
歡迎 します 巧し 御氣 
じ 召さね 處が あわ ば 
御 忠言で さい 巧々 御 
ホ 遊を 御 待 も 致—- 巧 
午後べ 時 よら 
午前 一時まで 
總でお 人 

周 連方敦 


則 « だ 南 

ホ 腺 あ 園で 永 か 棘を 顧を やけ 
’L たな ケで 御座いまず 



H 本： i 化み、 日本語 
巧 を 話 t 、 皆様の 御嗜 
好 じ 適する 御料 巧を 調進 致 升 
T 度 王'- レ.' ェ！ グァ のでです 


~ ランプを 補を 贊 

下 羽電氣 蘭庙. 

2021 IBroadwa ; 
ジー .量 cott 0 妄 


評論 ^ 毎 巧 十日な 巧 
雜誌 1 部 十 抓 
414 で st 5雲 sf . N . Y . 呈 - 


W ん 

rL ^ 

nn 

-eac も 3 

> J n L 
rc H 6 
p 6 

s 糾ゎ 

T •引 

，: おお 
こ 1■ 〇 

S ん W 

C - m 哨し 

N ミた 


わざく 園. 

和洋 御 料理 
幷じ 御旅が 
華 府ユニ ォン 停ホ縷 
ょら 化み、 閑靜 の 庭 
園に 遊ぶ 端、 室 巧め 
游か旅情のゎ慰^^は 
を々 華が 御 見物め が 
は 是非 御立脊 下*^ い 


ボストン 市 

富 - H 旅館た 甫 ちを 
一切 御が 理 .ホ 涌ネ極 

貸自勘 車 ぷび通 辯、 諸般 取 ま 
內 、紹か 一切の 便利を 針 もサ 
1 ま Worcesi 马 St . Bast ミ 忍 assi 
TeL sp 一 こ 915 N 1 一 


西 六十ぶ 了 自な四 卡ホ落 

一力 旅館 太 ぉ 

電話 エンデコット 八み 1 〇 

紐 脊旅鑛 as ホが 

東 四十 了 目 二 妈二蕃 
TeL Galed 呈 ia 器 74 


會雕御 料理 

東洋 簾 


御料 理严が 

太陽 

謗巧每 H あらまず 


日本食が 品 類々 ぴ雜貨 類 卸小賣 I 

ニニ llllro 丑 五よ 桑 山廚會 ^ 
が 巧害籍 雑誌 小間物 日用品 各種 ^ 


口 本を おな、 雜货 i 
蓄籍 、雑誌、 巧 巧 1 

i ホ 7 が ぇ 東京 商會 1 

贷グ ー ム 、自 巧の 巧 あ 6 I 


美味 一一して 淸潔 

ぉ 認慮樓 

午緋六 で 蘇 巧. 


が！！ 茶 疑 
3 堪人歲 蓮. 
出勤货^¢ J じは畫黎 
の 御' 便 一^ じ 備へ巧 
閒 含を 御用 じ應 
や V く：^ 巧卒巧 
ぶ變お 別す 願 度な 
祗上御 案 巧 ホ上淚 


支瓣鄰 巧理 

，彭 谴樓 

日本人 諸替ィ > ' 

微迎致|^.^^す 


材料を 精選し y 煤 
の 御 除 日が じ 適て 
料 裸を 提供し す 

做 《 新 中^ず 

U 本ん 諸君は 來 
別に 歡迎 しまち 


皆樣 の御增 好に 
適 ふ 様な 美 ホの 

S 廣搂穫 

御 料理を 致し ま 
すから 續 々御 ホ. 
ホを 願 ひます 


口 1 サン ゼ ルス 地々 の 御 

巧 化には 最善の 御 便を を 計ら 巧 

^ -1 グ\ 

ホ テ 八 

羅がボ じがけ る 间胞縣 營中最 
新式 高等 ホ テ 八で あ b ます 

羅府東 一 街 一二 化 ザ 

置ち 「ダ アン ダ ィキと 六 お 九 
電話 L タツ カ 11 二八 六 一二 

貸 自動車 (あ 野) 

羅府 名所 御 観 化には 最も 精通し 
た ドライバー が 御 案み 中 上ます 


H 本 巧 滨船切 巧 御 申込に 應じ 
萬 事 御 便を じ 御 取扱 ひ 申 七 憤 

を 潘小則 ホ テ 5^ 

▼ H 本 巧 料理 (別閒 あ- 9) 

を 港々 リボ^ ニア 巧 六 一二 
電話 カネー ー八 一六 


シャトル 市 

NP 旅纔 

3 系-を h AA *^ e . W ? Meat ユタ' Wash . 

停 革 傷 前 通 東 ご IT お侧 ホ 階 建 
日本 巧 船 切な 取扱 波夕 場 送迎 


御 下宿 

I 桑み 淸五廊 

舍 6 を 己 h 9 ih si. さ iiade 章 ia す . 
ぎ walnutsi 


瓣當 をび 壽 巧の. 家 魔 化 ぉし 
を 致します から 何を 宜敷御 
羅 負の 释を願 ひまず 

御 下宿 宮本 

1 窺 ご 9 ihSUpt . C ムぎ piazass 

> ぅごん、 をは 
1 すし、 中 食 

富 主の 屋 

藤本 長と 

チヤ！ ザム スクェア 十番 

電請 ゥォ， ，ス闽 九 OS 

• » 

'，淸 潔、 設備 完を 

も パ 鞠 下宿 

支 おおじ IIT 

! 40 Catharine Si TeL Dry Dock 萬 64 


n 化， 4 1 醬油譜 g 鱗 Si 蘇 極上な 米 

誦極 日本 义歸 s 食料品 卽 S 


一-^ 扯 

J れ M M 


巧 田 巧 油 巧 ま 食 お 巧が 一手 資揃巧 

目 本 食料品商 會 


S 


苗 細 

t ぶ 8 

S 5 

に Y 卵 


日本 食料品、 日用品 
並に 新刊 書籍 類 一切 

片桐 兄弟 商會 

食料 ぃ .則 巧 新 巧を 近 便船 じて 巧 《 
仕偉閒 巧々 巧 用命の 释奉願 上 お 


L 巧 ^ 
g 扣 J 

n 切 N 
ぶむ^ 
けが 
巧 M J 

の：； = 〇 

乃む の 


永興樓 

猫 揃 ひの 料理人 數名 
W 日本人 諸ち の 嗜好 
r 適する 料 a を 差 上 
去す。 朝 S 時を 開店 
(巧 サ五了 目 サブ 
停車 瘍の 下) 


新 鱗篇か 一切 

日本人 向きのを 魚 澤山化 b 揃へ 
特則廉 憤で- 强 致します 
か ヴォナ 魚 店 
Lose ち Mpvosa 

2 を w!£st St- 
TTek ocilbcs 苦援 

極上 w 魚類 

季節の 渐 がの 貝類が 澤山 揃つ 

て 居らます かと 御實み 下さい。 

ァピセ ロ 错如店 

82 Bayard 資 Tel . Franklin を 80 


割烹 並に 御旅 舘 i| 
半 稻 を 野 兄弟 I 

が 育 ホ 西 八十 八 T 昼 一音 十 S ま 一 

電話 —— スカイ ラ！ と 八 ニニ - 


▼一一 蚕 = 淸ち 親切、 氣樂 ▲ 

勢 州纔館 ま® 

ま 巧が 勢 事を 久間榮 作 
2 ち K. . 58 th wt;r ま t 
TeL Regent 3 這 9 


御 下宿 

自曲亭 

58 ジ nds St . Brao 妄 n _ N . Y . 
ブ Ik 置 e 7475 


御 下宿 鴨ホ乂 

み 7 Prospect Place 

be 二 st - ぎ d A ミ ■ oif E .42 nd St . 

TeLMurr さ Hill 29 罢 


電話 ンキ シン トン ra 八 五 五 

尝巧 旅館 

ま 十五 了 目 ir 百番 

住み & 地ょ き淸潔 U る ま 

御 下宿 松林 好か 

1 吉 Uxington Ave . 

Tei . sad . sq . 這 21 

中が 理髮巧 

中 村萬藏 

31 ち. 雲 St . 三. 呈 y 

巧 el . Colu ヨ b ちみ ve . & を ntra ; ark 丢 esf 

日本 埋髮 舘淸 

新式 洗髪ぶ 設備 ぁら 或懇叮 摩を 
貴と し 精々 勉强 します 

西 四十 1二 了 目な 番地 二 一な 六號室 

タップ フロア (第 六 お ミ 班 十ー ニ T 目角) 


宮川 事務所 

持 績的餐 園の 同胞に 的確なる 職 
裴を 周旋し ます。 

/ 」 ち呈 es» で gle Ag ま 巧 
\ 養 去 . 4 置 S 1 . N. Y. C. 

Tel. ザち nt 7787 芸芸 
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長 巧 独を 謙 S 
山 あ 普 藤 义 一二が 
福 岡み お 時み 郞 
山 口山.' 伞龍爾 
ま 川淸； 郞 (旅行者) 
化 海道 格英巧 


山 口 堀川 憲 
大阪 佐々 木 ホ 
福 井山 本 後 
廣島 西原站 
ワイ 阿部 
タキ 石 川 


をのを じ 逆 かを 废 きおち 之 
枝 巧 本人 若 < はか 人ょり 現 
化 巧 御述知 願-^ 族 

紐 育が 國總 領事 錐 

1 苦 Broadway New ジ rk 呈 y 


明けまして 御芽敢 たぅ 

まめて 轉 健勝の i ごが 4 ます。 おも 御蔭 摸に てま 
拖達 著で 巧 巧勉强 して！^ ちます から 御ま必 下さい 

本年 も 相 變らや 御 則 立^ 巧を 御 離 致します 
大正 十五 か 一 丹 一 H 

織 田 信 長 

。さ JAPANES 円 TUMES 、 

WW WIXTH A .< ENCE , 
z 巧 W YO 巧 巧 oiTY - z - K . 

c. s. >. 


これは 新年 じなくて はなら 巧が 年狀の 模型で 御座いまず。 本 

社の新年狀及びが育風景繪^*の新年が巧刷は每年巧評を唐 

して 註文 殺到のを 機で ぁ も f が、 御 註文が 早ければ 早いだ 

けに 歲 未のに がしい 時間を セ— プ すを ミが お ホる 譯で あらま 

ず。 巧卒 おを く 御 註文 下さた 

其 他 英文 入り 降茹祭 力； ド、 會社 商家 

用の 書簡 用紙、， レ ル ヘッド、 會 計簿傳 . 

票 等を 始め メヌ 1、 姓名 入り 特製 書簡 

用紙、 宿所 入り $ 筒、 名 剌 、ゴ厶 巧、 

原稿用紙 等い ろ/ \ 

磨滅し ない 活字、 一、 美術的な 巧 刷 ミ 

配達の 敏速は 本 仙の 特 をで わりまず 

巧 刷 紐 育 新報へ 

電詰乂 ブリン グ八 二た セ じ 御 一報 

あれ 一 j 早速 社員を 伺は せまず 0 


>■ 


羣 


夕 


傍聽 席ょ 


i 雄 辯 漫評 W 

大西 潮す 

共を 主義の 水 威 

j ♦おおを 义邮さ A の 「あを 祈 
^る鞭の叫び」 は貴ホ御自身の仰 
しやる 述 6、 懸賞 演說 どい ふょ 

もは 寧ろ 共 旌ま義 の ダモン スト 

レ ー シ ヨンで あつた わね 〇けれ 

で彌み •か 不糕 ごを て 「おれは 曾 

つて 化 山 おのな 參 ごして が產ま 

義を おへたち だ i か、 彌み b 倒 

さ U いで 吳 れ」； んご 云つ じの 

巧 働ち の ホ 方 ごして はち ご必 

細い わ。 名 十の あなん か 出して 

自 かを 擁護す をのは ブ 八の する 

をょ、 g ： 故 「俺は 一個の 巧 お だ 

異論が あつたら 出て ホい、 ホ 命 

を赌 して 戰 ふ」 ど 堂々 ど 名乘ら 

ない の 共 產ホ義 も 結構 だ ど 

思 ふわ。 唯 をれ がを の 本旨の 通 

ら眞劍 に n ミユ ブィの ための 

犠牲的 體驗 であるな らばね 

をれ は 別と してを 方の 楠 說は激 

ご 組織 かおらな いとな ふわ。 辯 

は 可い* ちよ- 

講習 會で やる 事 

佐々 木 S i 郎 さんの 「必然的 

なる 社 旨の 科學的 進路」 は谢ホ 

のい ふ 通 6、 懸賞 お 說會じ 持 も 

おず もの f は；； > かつた わね。 あ 

ん； i はがのを いが 講沼 をで や 

るをょ〇 巧ら .^巧ら挪みがを く 

クラィ マツ クスに 違して 撲 6 を 

ひが 始まら 义ぞ 通ら. じを 內騷然 

演說 曾は ボクシングの 轉 じ急變 

した 威が あら、 單調 なを々 木 さ 

ん のが 說じ 非常 じょい 變 化を お 

へたの ね。 而 しこんな 光景は 一 

寸 外の 懸賞 雄辯會 では 見られな 

いわ。 逍が はが 育つ 子 だけ あつ 

て元氣 のい； のが 氣じ入 つたわ 

お蔭で 佐 もたん の 講義は わぢや 

んじ なつて 化 爵巧學 的 進化が 巧 


米 化 標榜で 

外字紙 取歸 

愛 國協曾 新計畫 

所 詔が パー セント •ァ リヵ 

ンを 標榜す る 幾 夕の蝴 化 中 でら 

當 地の 巧 國協禽 、國 の協會 等は 

_ をの錢秀；； *^ ものでぁるが、 去る 

I ル 礎 n 當 地の 陸海 軍協會 じがて 

I 照 さ 八た を 闡協會 緩 貪の 席上で 

I は米幽 にがて 發刊 する 外 闕語巧 

I 閒の お締じ 就て 邮 々 V 一な おがを 

I お 5 れ た。 を 域 協を々 長 ブラ マ 

，ン 巧の 説明に ょる ど 

i 乂闽 でを 刊 される 外夕 新聞は 

i をの 数 一一で じ 速すべく 彼等は 

: 陰に ホ 図め がの 化 織を 非難 攻 

; 裝 して これを 郵送 t てゐる 

j さぅ で、 この 競-化な どして 今を 

一米國 でを 刊 する 外字 新閒は 紙面 

I の 五 割を 英义で 地め、 米 國の患 

I ホ、 賭 お及びを 育ま 員ょ b お 給 

一す るか 料を 蜗お し。 い 限り 第二 

一が 鄰 化物 どしての 化投を 禁止す 

べしとの 哉 論が 大部を を 占めた 

1 が、 先づ を： 封を 巧 かして 外字が 

I 間の 狀 態を 調杳 しじる と 化亟な 

一 取締が をを 哉 おじな 出す る 2 ど 

j なつた。 化 ほ 二 。. — 3 I ク •ウ 

~ ォー ^ ド紙はん赌リの社說にが 

一て こわ 閒蹈於 冷 じが 迷な 一派の 

i 巧 動を 嘲夕 じて るるが、 问 紙は 


- して 必が 的なん だか、 をれ ども I を . 横斷 する； イ つた ' 

偶が 的なん だか 一向 挺が つか や — 

じ わ 了 ひじな つち やつた わ。 け 
れど あごで ブックを 得る 臟吿じ 
はなつ たでせ う？ 0 

が 一点 髓澤 さん 

お次ぎに 當が のな 一み 觸澤ま 
つよ 燦が登 擅。 . 楠题は 「我等に 
參政權 を おへよ」 ごい ふ 新夕巧 
お 通の 叫び 貸 壊は 兎ても 雄 
辯 家ね、 な少 々やけた わ、 だけ 
で わ 顔を 見て 夕必 したわ、 あら 
随を 失禮ね ........ おし 貴 嫂の お說 

は 確か じ當 がのを 逸 だつ わ ゎ。 

をれ は ホして M 性の 郁み でい ふ 
のでは ない の、 私は なせ 货 媛が 
當 選し なかつ たの だら うどず 思 
畿に思 ふわ。 失禮 乍ら 論旨 ど 云 
ひ、 辯 術 ど 云 ひ、 一二の 人を 除 
いては 夕卡を < 顔色な しよ。 が 

題が を b ポピユ ラ！ であ i ため 

少しは 定規 的の 處ら あつたかれ 

ど、 あれ だけ 纏める 貴 機の 胸は 

をても 大した ものよ 「產 

じ 許ら 引つ 込んで 無爲の 生活 ど 

してなら 婦人は を 崖の 番人 だ ^ 

なんてな か / \ 詰 せる わ。 ほん 

にお 達 女性は 滿澤 さんの やうた 

理解 もる 女性を お 巧に マッ ly だ 

ゎね。 I 

御自身の み 感激、 

ホに 稻巧學 生 化 お 梅 綺覺一 さ 

んの 「乎の 適 ま ザ ホ ご 新 化か」 

はな 川聲彥 さんの 貧 投窟物 おご 

は义 別な 感じで、 悲壯な 半生の 

體驗 よち ホた 農が 勞慟 をのみ 濟 

物語で したね。 而し 貴方の な必 

じ 比して 聽 衆が をけ なかつ たの 

は， 辯の 調子が 余 b じ活辯 A で 

妙 じ 引 張つ て 氣耿る 癖が あ。 た 

ためです わ。 鼓う 一つは 题 かじ 

訴 へない 先 じ 卸 自身で 威 数し 過 

ぎた i めじ 却つ て 聽衆じ 通じな 

かつね のよ 〇 熱の あら 過ぎと、 

無い の ごの 調^は 雄 辯 家 心松搏 

べきを ど あみだ む〇 一 

般 


ブ キサ ス州 をが 

婦人 知事を 離 劾 

最 辆の婦 ん巧樂 として テ キサ 
ス州じ 就 巧した ファ ー グ ソン 夫 
人の 實權 はみ 入で ある 前 知事 フ 
ァ ー グ ソンな じょ b 支配され て 
ゐる ごて 间貧苗 政敵は 從ホ どて 
も 桃々 ど 41^ かして ゐ たが、 夫人 
の 知事 就 巧な ホ特お 罪人 千 余 名 
どい ふ 新 带録を 化 A だ 2 が 動機 
ごなら、 州檢事 総長は 如 道路 エ 
事に 个正 事件 あ b ご 叫 A で 知 庫 
强 劾を ま 張 L 贿爵魏 長 も 英大な 
運動 费を 職を して 姐く 臨時 州會 
開催の 卜 '知事 彈劾 S 擧じ 出づべ 
< 、知事 側では ち 集を 否認し 禁 
酒 法の 施 巧 や クラン 問題が おつ 
て 政治問題を 年ぶ を 米 新聞紙 か 
ら 非常に 重視 づ/ れてゐ る。 

全米 敎會間 溢が 

軍事 敎 育に 反對 

別項 東を 巧電の 如く 日本では 
諸大學 にが パる 軍 窜敎脊 に反對 
氣聲を 擧げつ i あるが、 この 米 
國 でも 旣 報の 如く 諸大學 では 强 
制 軍 窜敎賣 じ反勒 する 者 多く ホ 
徒の 一般 撰 票に 附 して これが 可 
否を ホし ある お、 目下 華府 

じ開懼 中で ある 圣え 基督 敎 同盟 

撼會 は滿锡 一致 じて 目で 實 施さ 

れつ i ある 軍事 敎 育は ホ 翻を 带 

國 化する お提 である； を 理由. に 

反對の 中、 滋を通 過した。 

大が 會由師 消息 

太平が 沿岸を 巡錫して 東行の 
途じ 就い ね 本 派 本願 寺 派 管' 長大 

ハ 合 曾 由^は 本 ロコ： フド贿 デン 

バー がに 到着、 SU 間词地 ザを 

巡錫を むヵゴ 、ナィ ァボ クを經 

て 愈々 本 巧 十 西 H 頃 ホが する 豫 

をで をる が、 開敎緩 長化阳 凌雲 

護 城 惠猛、 ェ藤惠 遠の 二 一 師隨巧 

の 常 じ L て 大を師 は 滯が中 一 傷 

の 說敎を 試む る お。 


津旧 塾 提が宴 

巧 田 義狸心 基金 黨 集を 員會で 

は 去る 木曠か のが 第 お 街 ホが 壯 

六番じ H 本を な 宴を 開催、 が 藤 

道郎 皮の 舞 捕が ぁつた。 

運^ 動 を 


攻府の 巧 人 海 叙 法 じ 就ても 

ホ 人に もこい を 適用し ない 限 b 

このを 案、 じ單 じか 人 どを 威す る 

じ 巡 ざを いどを 擊 して & る。 

大晦 H の 夜に 

を 由 鐘獻送 

' / 费府 市長の 取-^ で 

ホ 國の獨 立を 紀 をす る岛 もの 

鐘は ヒ ラデル フ キアの 米 國御立 

紀を銷 巧に 视 めら れ從ホ こ、 一を 

巧 鳴らす 餘な谣 を もなかつ わ だ 

ンデォ の 發明ど 時勢の 推を けを 

じ ホる 十二 目 化 一日 午前 零が ゥー 

期し 除 巧の 鐘 ごしで 大 々的に -; J 

れを打 鳴らし レ デ 4 で 放 祭して 

を ホ國の 隅々 じち も 聞え る慑じ 

ヒラ デグフ キア か 長 ケン ドッツ 

ク 巧は 獲 表した。 

首都の 带 fa 

新 通 巧 法を 實施 

自動を が おを 歡 な/、 する む W 

じ 巧 巧が 就の 所謂 ゼキ •クオ， 

カー こ 巧し 當地簿 察は 單 じぶ 

栽の」 違反を を 蠻吿の お 巧に 化た 管が あ 雄 教對獨 逸獨キ 


レみ ファ！ 惜敗 

ま 巧 化 H ょら シヵゴに 巧て 開 

催 中で^ つた 化 界擔球 撰 手 シエ 

ファ’—! ||； じ稱 ずる 白. 耳 義撰手 ホ 

! グマ^ 君の 挑 戰は二 H 目 じ 千 

對义 が- fll 京で 後者 プ ！ ドした 

る も最が H ぶ 巧シユ ファー は 一 

耍旧な 巧 二 おどい ふ記錄 破らの 

數を占 ホ 却つ て 後者を リ ー — ドし 

たじ おらず、 僅かな 失策が お 因 

で ホ ー で， マンは と 十网 点を もめ 

結局 千 卑円凿 千 四 巧 九十 五 点で 

前者が 巧 股し、 千 化な 六 年な 巧 

米 人が 占めて ゐた 化界撰 手， 權け 

始めて 外人に 占められた。 

覚沼忠 雄 君 快勝 

前 遇 六日 じ宜 b 連戰 中で あつ 

'レ 


君は 當が 世界 スト レ ー ト •ビリ 
ァ I ド 撰 手 確を 獲得した 譯 であ 
'る。 尙ほ南 君は 水喔 H の 模範 試 
をに がて ボ ー クラィンは 二 巧 五 
十點 二', り 化 四、 一ニ クッションは 
ホ對 十な で 孰れ も 皆 巧 君が 巧 勝 
した 0 

ジミ - — あ 本戰ふ 

がんを 關撰手 どして 人 氣を巧 
し，. むる ジミ' が 本 君は 今夕' ィ 

1 レムの コン モン ゥエ 八夕 •ス 

ホ ■ — テン ク俱樂 部で ヒリ ッヒン 

人のフ キ^5= ウ エト 撰 ホ エマ-一 

ュ 'ェグ •フ 《 ア—ス ど戰ふ i ど 
なつた。 


め- ゐ るか、 肯がフ シン トンで、 ンダ r 卞— ちの ストン r 

ィ まる S n よらが おの 通 巧が 到 

しくを 逆 巡査の 指揮して ゐ るが 

巧の ゼキ •ウ オーカ ー スを嚴 を 

じ 巧 詩す る； どな 6、 人間ら ホ 


• ' ビ 

"'ァ ，，ド 試を は营巧 君の 大勝す 

る處 こなら 一 棒 乂だ化 五 おどい 

ふ巧記錄を造った：^,、 過ま廿を 

一 円 クス トン！ 卜 •ビ リア I ド 


馬 ど 同 檢を通 巡 道の 指 禪で巧 直の 撰ず 權試 をはない ので、 营召 


. 珍 名物 語 り 〔と 

♦東京 ホ 大の學 生で ぁる 面 野 
厚志 君 ば ぶんから 面の あつし ご 
彌 みられて 弼 る さう でず。 嵩 山 
縣化兒 町立 小學 校の 校長さん は 
楠 (姓) 魏巍治 氏 ごい ム 。化 海道 
化憐 おの 眼科 病院 長の 奥 樣に小 
を ( n ッ ボヒ) 楠藥 (ク スメ) さん 
どい ふぶ が ある。 

♦東を 經听幸 和の 八千代を 命 
巧 險禽社 じ 化 本 一 U 圓ご いふ 人 
が 勤めて ゐる が、 根本が 姓で 一 
円圆 がを で ヵズ ヒ マが と讀 むん 
ださうな 。このん の 父は 非常な 
節儉 がで 一 U じ 一圓 宛 貯蓄す る 
賴 b で 小 巧じ斯 くを あした， 6 の 
である どい ふ。 

♦活動 俳優で 川上 吾が どを へ 
ば 御が じの 方'^ あ b ませう が、 
波々 巧 部な 外と S つじら 如柯な 
活動 フアンで も 知つ てゐる 者は 
殺な からう。 これは 川上 音が の 
本名で ホ、 力べ モ、 卜と讀 わの 
である ご。 秋田縣 追み がの 梨 栽 
昭装 巧に 海山 四方 治朗 ごい ふ 人 

が ある。 

♦福 島縣挪 山が のか 倉 お 製糸 

攘じ 時計 セン、 普選 マサ ごい ふ 

女工さん がゐ る。 をま巿 本鄕磁 

お あの 水の 順 天を 病院 じがぶ 本 

松 ごい ふ 醫學巧 十が ゐ る。 

♦淺 薄な 頭 艦の 

持まで あ. るへ ッ 

ぉコ學 をが 事大 

思想 じか ぶれて 

ャレ辯 十 委員長 

ャン 投票 委員長 

なで i 無暗 じ 長を 振ら 廻す のは 

情けない。 ナダ 司 貪 者 長' 巧 會 

者 副 長、 進れ 係 総務、 巧み 隊長 

を 指名し U かつた か不あ 叢な 位 

だ (氣隋 辯 ± 一 ♦年 ホ じなる ご ド 

—も必 細くなる が 子 乎の 云 

ひを ではない が 妻は なし、 をは 

なし、 ごる つて 巧 じたくは なし 

紐 育から 旧舍へ 巧き た くもなし 

况んや 慈善 劇化の 御 厄 かじな b 

た く はなし (五 無齋) ♦「化 党」 ど 

申す 崇敎雜 誌 第 S 号 第一 面の 大 

論文 中 じ 「 H 本人 會の新 使命」 ど 

いふの が あらます 。しかし 何が 

r 新 使命」 だか 讀んで 見れば 昇る 

释 がらな くなら ます。 書いた 人 

.じは がつ てゐ ませう (？) 何卒 ホ 

号で 大 々的 じ 論じて 下さい (五 

お 霧を 惑 生〕 



煎 餅 卸、 小賣 

を 腐 油揚 

H 本 食料品 一明 

Sunrise Rice Cake Co. 

夏 二 hird Avr 

ぎ ミ za 5218 


Tii6 M け sDliislii BaniUM. 

EQUITABLE BLDG. 

12U Broadway, New York 
Telephone Rector 9483-85 


THE BANK OF 削 お EN 

Room 1029 165 艮 ’way. N 
Phone. Cortian が お 83 


Til パ um け omo BanUM. 

NEW YORK が ENCY 
1 が headway 
Te し Hamiv が 7444-74 が 


The Yokohama 

Sp がお扣 化 L 扣 

Equitable Bldg. N. Y. 
Phone Rector 2550 


File Bank of Taiwan, Ltd. 

Room 808 

Ben 打 e 打 eon Investing Bldg.. 

165 B の adway, N. Y. 
Tel. Cortlandt ? が 2 • が-が 


社 會式株 船 鑛泮東 

T. K . に 

N£W YORK OFFfCt ： 

Room 801-805, 1 色 5 Broadway 
戶 HONE. CORTLANDT 8047 

San Francisco 0 巧 i が； 551 Market St. 


The Nippon Tracing Co. 

importers of か ienia! Goods 
‘ む iantie む ! も ん J. 

!iew York. Show-room; 225 Fif 化 / Ive. 




な pTradingGo.Jnc. 

Importers 在 Exporters 
101 Fifth Ave., N. I 
Tel Stiiyv が ant 3823-5 

327 W. Madison Street, 
Chicago, Illinois 


。一〜 8Q|3 Cunard Bidg., 

23 oroatinay , ぉ〇 以 ; ご..： 

Te し Bowling む sen 的 巧 こ 一 


THE MITSUI BANKiUO, l 

NEW YORK AGIKN じ y | 
Room No. 101 2, : 

61 Broadway, N. V. v' i 
Tel. Bowling Green 3440 j 



THE FUJIMOTO 
SECURITIES CO., iNG. 

120 Broadway KJ. City 
Rector 24 け - 3339 



WALKEB & FLORID 

CUSTOM TAILORS 

20 DEY ST., NEW YORK 
Near む hureh St. 

T 巨し CORTLANDT 7667 


MO 画 醒 BROS., Inc, 

53-55-57 W.23nlS し 
New York Ciiy 
Tei- Gramercy 3850 


ひ S.K. Line 

大阪 商船 會社 


KAYO FISH MARKET 

205 E. 58ih St. 

Tel. Regent 4817 


JAPAN ART STUDIO 

の 4 LE) ( 巧 STGN を - 化， ん Y. 
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卷洋 みこ I 二、 含 0 順) 十一 拜 をち 
題 比 剌醒化 01 气 夏 0 順) 一巧 五日 
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えげ え (ニニ、 000 觸) 二月 十六 日 
n - レア 化 (云、 誦 順) ご 一巧 二 H 
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化が 墨西哥 、秘 露、 智利 諸潘巧 
な航 ホノ^、 橫演神 戶巧司 香港 巧 
を沒 共を み 週 一 西- 


外 國爲替 、鄕里 送を、 並を を、 信用 狀* 化 „ 
一般 銀が 業務 精々 御 巧 利 じか 投巧中 候 

鱗賦ご 一菱銀 巧— ま 巧 

本 支な 東京. 本 巧、 大巧" 神戶 、京が 
:所化 化 名を 尾、 小指、 上が、 お敦 


M ^ を 期が 貨 五十 凹な 上 利息 年 六み 

鱗 S 壁灣 銀行— 出張所 

▼擲里 送を 及び 並 送を (無手を 科】、 外函 
巧替質 買、 荷爲替 化が 化 立、 信用 狀發 
巧 等 一 披お巧 棠務御 巧 巧 じ おを 可 化 お 
►尚は 詳細は 御 送 愚な く 御 問を 巧 下度极 
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純 口本キ モノ 

純 H 本の 布地 

婦人 及び 女を 用 モス リ 
ン 、眞岡 木綿、 おお 地 
の 日 水着 調製、， ぶ禪縮 
細 其 化を 种ぉ來 を も ぁ 
ら 。御望み に 化ら 布地 
はャ ！ ドな 上 小賣致 一 一 
ます。 御 一報 次第 直 じ 
伺 ひます。 
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シアト^ お 帆 (午 制 十 時) 

ぱ もす 化 十二 巧 ま Ig 
ぁふりか 化 十二 巧サ 六日 
▼一 舊橫演 一九 五 巧 

化し ば 4 寸化 るん ごん 丸は 一 五 五 粥 
▼一二 等 日本 巧 五 五 巧を 室乂 なを 嫁 巧 室 ホ 辟 
►御を 望に 依リ ー等 割 則 巧な 切符 资巧词 が お 

n ス ア ン ゼ ス 出帆 (午後 1 時) 
かなだ 化 二ち と 口 
ょ i 斗、— 見 一 一巧 十'?:* 曰 
▼一等 褐沒ぇ じら かが 哇か 一九 五 巧 

が 他は 化て 1 1 お 巧 半 
▼一二 等扫ネ わよ じら か ホ 哇丸異 巧 化 化を 苑半 
▼み 雖羅 肺が i が 巧 挺 萬 游賭 入御 餘旋 かり 候 
マ 紐 育 線 パナマ 妈由只 本 支が お货 物が 丹 1 闽 


新式 の 衷柯 き の 大店 
盖內淸 潔 一人 又は 二 
んの挪 - H じ適當 、夫婦 限 b のを 
庭、 室 化が 巧。 

B 12 w .137 thst . 享 .41 I 

貸 室？？ ぶ か i 

化 じな 治ち なし、 日幡の 外は 午 
後と 時 過ぎ じ 御尋ゎ 下さい。 
fs , 養 W . mth St 

貸 室 淸潔 化 利の よき お 

所 一人 巧 ま 二ん なきの まあ b 電 
話は プラザ ー ー六と 一 潜。 

S . Mota . 畜 宝. lllthStAp こ 1 


綺 麗 に 裝 飾 さ れ た 室 ス 
チー ムヒ ー ト 、設備 完 
を、 U 本 紳卡じ 貸 度し。 〔ホ 山】 
512 Manh 置 an Ave .( Be こ 2 ミ &122 nd St こ 
ブ le 吾呈 e S 弓 um 呈 t ご 54 


ts 一遇 お 巧ぶ 八 弗、！ 
flam . 人 又は llA じ 適す、 
巿廳へ 十を タィム ススク エャ！ 
へ廿五 か： 奄話 ホン バタン ド 至 一 互 
184 宝を で B 置 kiyil 黒 崎 梅 子 


.徵 兵猶豫 事務 

取 お削が 

ホ 彫踞限 十一 一巧 一 け ょら 明 
年 S 巧； U 違 

岀 願を が齡 明を 一十 こ 年 
四 巧 十と 日ょり 柯化化 年 十二 
巧 一日の 間 じ 化生した るを 

巧 願書 式本會 事務所 じなり 

保証 料禽 員は 一 弗會旨 外は 
別 じ 手數料 五十 仙 

書留 郵使 じて 本國に 送達を 
望の 向きは 外に 馨留が 十五 仙 

紐 育 日本人 會 

置 W .57 th 資 ' す〇ョ 里 m 


大賣斯 し 


クリスマス 御 贈答 用品の 尤も 適 
當の純 日本 暮物や カ ラシ ヤツは 
澤山 有らます。 孰れ も检賣 巧 横 
の 見切 値段 f すから 是非 一巧 御 
ホ 店す をい 御 早 V が 勝^です。 
泮洗及 裁綠所 

お 井 商店 

.這 W . 雲 S 三. Y . O . 
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拂込濟 資本を を 千离圓 
■极 立み お 千楚だ 四が 巧 脚 

能賊 一ニ ホ 銀行が 帛支巧 

本店 東を 巿 H ネ おお 駿 が 町 一 
支 也 小 撥 日本 橋 化の 内 ぷち橫 巧 
名ち 屋巧邢 大阪西 も 巧. 神 戸 
废な 下脚 巧 司 巧が 福 岡 長が 
上が 倫を ぶ 買洒水 
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一度 御來店 をれ"""^ 

弊舖 はん 米 純 ± ち 御な 用の 上等 服を 調製 致 

レょ みず 0 j 

弊舖 で^がめ の泮 服、 外套を 御眷 巧な され 
5 米國 スタイ^の おしい 服裝の 整を おお 


ホまず _ 


ウオ^- ~ 力 * 


で ンド 


フロ リオ 洋服 巧 


H . 

本 

一 報 

船 

會 

社 


店 

支 

育 

紐 

■10 BrI 
eiepho 

〜忘 

.Iman 1 

idg 

ne 

Bui 

e St. 

Bowl 

: 'レ 
ilding 

Ne ， 
ling ( 

下 … 

Se 

w 、 

are 

V 

att 

fork Ci 

en 226 ： 

シ 

}e. Was 


シアトル 岀帆 (お 帆 午前 十 時} 

加寶义 十二 巧 化 一日 
巧を 化 一巧 サと n 
靜岡化 二月 十と 日 
错濱見 I 二 巧 十； 

U 本 巧 船を 運賃 新 率 
一巧 橫演 一九 五 弗 神 ロニ 〇 五 巧 
S 等 洋食 五十と 巧 かを 五十 五 巧 

欧洲 円本 閒 客船 (每さ 画心 
お 致 ょら 一等な 五磅 、二等と 十 
磅 、巧 巧 塞ょ b ! 等 化 十と 磅 
二等 六十 六磅。 I 

VI 1'■’£/ ミ&\ tnJ m •••••; 1 foul/ As tm 1 1 fSST ' 
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魚類 一が 

卸み 賣 

加 洋魚店 


本店 ^ 定期 

畫 通知！ 


「巧 巧 あ十圆 3 上^ 六ケ巧 0 七 
厂 利息= 年 六み」 ー ニケ 年 3 內 

「邦貨 击十圓 0 ム 
一巧 勸 じが H ホ ー 錢二旌 j 

(化 シ璧モ 凹- 3 F ノ 逝か 巧を ハ お 利 麻)- 


機鑽 正金 銀 巧 § 支 巧 

鄕あ 送を は 都て 無手 敎巧 じて 當 
わ 横 お 本店 縛 山を 金 卞お扱 申 候 


社長 巧 活巧友 まち 衡巧 

本 巧 乂阪化 潑五了 目 

が 育 支 化が 育ブ U 1 ドウで- 1 だ 四十 九番 


日本 內一 

化 ぞ巧一 


I 減 住友 銀な 

東京、 横 お、 名 古 唐、 京都、 神 巧 
尾ノ 道、 廣 島、 吳 、柳 ホ、 下ノ關 
巧 司、 み 倉、 搜 が、 巧夕 、乂 お义等 
本國 頭を、 鞭 化を を 等は おめ 
て 御 巧 巧 迅速に 御 化 お 可 中 候 


本. が 锁鮮巧 城 

ま おお 張 所は H 本 内地の 幣要都 巧、 朝鮮 
滿洲 、ぶ 恥のを 化 &化浦 墟斯徳 

朝 鱗 銀行 紐® k 張 所 

外國爲替 一 殺銀巧業務捣々御促利じ^巧 

宝 お / 
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懸賞 脚本 募集 

明年 二月.. じ隅摧 すべき 紐 育： n 本人を 社を 部ま懼 被藝會 
の 上場 じ 化す，'. 翔 作一賴 物を 寡 集す。 

一 W 化， 題が、 脚本のを 短は 化 者の 歯な 
二 柳 切 本牟 十二ち 十 お n 
一一 一巧 表 明年 一巧と n 
四微 賞を 五十 弗 
五 腺 稿 送 先が 育 H 本人 會举務 が 
丄ハ巧 稿には 匿名を 用ゐ 、別」 化 名 化 所を 記入せ る 
を 測を 加 封して 谭柄 じぶ へられた し 
と當選 作品を 上 窺 するど おとけが 育 H 本人 咨か會 
委員 會 のみ 議 じよる 

審查貴 齋藤階 早-川 窒测が 藤謁雄 一二 氏 其 他 
はを 渉 中 

领肯目 本人 會 


內務 ぁ活許 加州を 認 

產婆 & 摸 摩 術 

ザ 巧秀モ 
助產鍊 がマブ サージ 術の 出張 
治療の 御 ホめ じ應 じます。 
電話 モこュ } メント 5 完 
西け 十一 11 T 目 I 二 円 十二を 


り 本、 ち 邪 贊玉製 お 
術 お、 嫌 人 用 首鋪化 

他を 飾 お - 

闕島：：：；？；；け 

島を 巧 術 品 修錢、 

首 飾 品、 スト リンダ 

H 本 服 裁縫 


創ぶ で 八 巧を 十 年 



と 十が を 年の 歷お 


ホ國 最大の 書 摇巧化 お 
が國の 當籍雜 誌は 中す 
じ 及ば ホ 文房具 類 一 切 
販 資親顿 迅速は 當會社 
のま 義で 御座います。 


ネ ヤン デイ 

クリスマス 用 時 別 包 
チョコ レ ー ト取 をせ 

一封 巧 二封 度 一二 封 巧 
及び 五 お 度 包み。 

'ノ - — ドモ ヤン デ イス 

一封 巧 五 封 巧 册お度 箱 
卸寶 値段 じて 御用 命じ 應じ御 
注文な はエ 煤ょ b 稳お御 常客 
樣じ御 送 b 致します 。何卒 相 
變らや 御 引 立 御 愛顧を 願ます 

這 RATioio 夏， 夏. 

1 W 巧 Vv 4. w 3 d St . 

ジ I ち h 呈 こご an こ 6 を 

沙港 英語 學 校々 ま 
ま' 巧 正 一二郎 著 

吳話活 法發費 

を 惜ーホ 乂十他 郵稅十 仙 
巧を が 本書を 編纂せ る 所な け 靴 
で裔て i 痒き を搔 くの 感 ある お 
お會 話を 活用 せんごす る 謗 子に 
みヶ巧 の 短時日を 0 つて 日常の 
み 話 差ち へな きを 補 ザん とす、 
かじ スラング、 イデ オムを びプ 
"フ 卫ン語 巧を 入れ' て 其 眞盧を 
胸す る 様馨戒 せら。 を學 者には 
ホ 成を 期し 巧 文典、 巧 語 巧な 後 
が 巧 文 研究の 報じ 對し 通信 敎巧 
,5 も 致します (向 ふ ー ニヶ 月間) 

S . さ shi 邑， 1 苦 wumsierlla ョ uve . N . Y . 

G 二す ぎ さ 互 T 空 Trad 忌 Co . 

自働お 裝を胺 得せよ 專巧 家に 
化つ て述轉 ホに 修 儀を 懇切 じ 
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鍵 御用 品大賣 出、 し 
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田 了が の 家 


比 (他 御 料理 用 お 並 じ 御 贈答品 一 切 洩れな くが 

前へ て あわまず 

化育 ボ東 五十 九 了 目 ニニ 旧 
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iff ::| 破格 大勉 强大賣 おか 候 


年 米 年始 御用な 

吉例 じよ b 御用 命 願上愼 早々 

地 ホよ 4 御 注た は 御中 越 巧 第 御 送 附可致 候 
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建設の 規模を 改めた 

費 摩 覽會も 本 W 

の贊 問.- 當 觀計畫 の舰齡 


乂國獨 立 が‘ 五十 年 記を 

のを か-明年 六月 一日が 府じ閒 か 
るべき 世界 大梢覺 巧は アデン 
グ 大統領が 巧 時化 じ おを の 端を 

あし】 時 巧 巧 卿フゥ バア 巧を 巧 

巧 倚々 おじ 推した 右 も 同氏は 之 

を 固が せ も ピの說 も あ b 、 巧 ホ 

を餘 曲がを 經て 本年 一二 巧 こ H 聯 

が 上す 兩院の 協を をを け、 间巧 

I 十九 U 火 統領 クーリ ッジ 巧 ょら 

i がまの グ "ク ラメー シ ヨンを 發 

; したので あつて 國務 省からは 五 

ー パ； 14 -囚 かを W て 駐米の 列國外 

:を 化ぶ おじ 勒 しが 其參 加を 懲翅 

j しじ 譯で みる。 がる じ 右大愣 

一巧 閒設 化た る费府 はも ホ 共和 黨 

I のボッ K たる ゲエ r — 巧の 才を 

I であつ て 現巿を ケンドリック 巧 

I の 如き も ダ エア） 氏 ー ホの 化揣 

I ご 目 せらむ ちる i 恰もが 育に 於 

; ける タマ ニイの 才八バ ニイ 巧と 

一新 じ 選 おされた ゥオ^ ヵ ア氏ど 

; の挪 など 酷似し 所謂。 1 力,、 

; ボブ チックの 摘 弊は 巧け じ 入ら 

: ，つ、 あら ご稱 せられ、 華府 じが 

ける 

共和 黨 のを 級 政治が も 

; .なかに 雜 避して 居る は 巧知の 事 

實な b ご 倍 せらる、 点 &bo 而 

してを 乂愤覺 をの 閒設の 動機が 

是 巧の-が 权 治を ご氣 脈を 涩中 

一る 不勘 產萊 あの 地 傾城 瑞速勸 に 

; な りご？ へ 傅 へられ、. 而巧觉 

'衍 敷地の 削が、 おお おの 建 遊、 

^ 明春 御输 朝の 

:稔彥 王 殿下 

乂國抑 経み み說ゎ 6 

約と 年間 御が 佛 中火 化 卡一一一 が 

一四 巧 畏き邊 りの 御 かじ 仏ら 羅縣 

おが 太ず 力。 ル 親' 殿 ド 师來朝 

一の 脚を 禮使 ごして 羅 勘を 御 訪問 

わ b お ホ じ 化 じて 御 研 兜 中で あ 

る 柬义通 巧 稔產王 殿 ドには m ホ 

あ々 御歸 がめ 尴 G るが 从聞 する 

所に 化 いげ 兄な 钥をお 殿下 ど 同 

じく 乂威經 山 御い邮 がの 御が をな 

る や K 博 へらる。 を じ 就き 當地 

總領樂 館 じ照符 せる じ 未だ 何等 

の 公報 も 速し 居らざる 山 姉娩副 

I 猫 掌は 語つ じ。 

老博 ± 長逝 

H ホ親蒂 の 模ず 

が 义巧人 第 おの 恩 帥 どして 將 

た 太华炸 沿岸 お 巧 か 曾 H 本人 部 

據理 ど-、 てが 仰され つ i あつた 

ジ 3 ン ソン 巧 十は まる 二十 四リ 

: 午前 一時 四十 おみ ネブラスヵ か 

i ノ ー 7 ゾラ ィトの 搁院で 長逝し 

I ね。 が 小. は ィング アナポリスの 

i 大會じ 出席の 途 k 夕巧お 涧か惡 

一 化した 巧め 停が 煤 ょら 人 院治攘 

i をず けたので わるが、 巧 十 危篤 

j の報愧 垢が じ 達する や间 市の 曠 

I 旧、 有-垢二 牧 帥は ノ！ スブ ラッ 

i 卜 じを わし W 地の 賴制观 一、 か 

旧 粥 一の 諸氏》」 共に 終 おの 化に 

巧し：：：。 翌二 十五 U か 息ア） サ 

ア 、ジョンソン 氏 問 化 备後义 人 

牧间レ ー 帕 もじ 胳 りて 吿か 式を 

巧ひ煥 W 、 が お •伴 諸氏は 弔が 


苹信化 治 巧 入院 

茵 お晚會 支配人が 信が 治 氏は 
ま n i 十四 口 新 城 西 州 ニゥヮ ー 

ク ホ.：'. レブ ビ テ， アン 病院 じ 入 
一蜗ホ 猫を をけ たるが 經過颇 る. は 
|£^じで今迦ゥホ巧くは次週巧々 
バザ アグ キン ツジの 設備 工事 退院の 豫を であると。 

等を を货 ごし 同 巧の 洛浊 がか 趣 


應 して 化が を 課ら わ どす るの な 
述を 聴が し-他面 設計の 化 撰. 一 
閒設 時日のを 沮 ごじ おする 批雜 
を 抱き わるが 巧め 遂に 堆府 
ける 内閣を 誰の 巧 題 ごな つ わの 
は事赏 である。 か 併 おじ 正 ホに 
卜：下 両院 ょらの 協が 豐 支出の 决 
諮を なし、 大統領の 宣言書、 厨 
務 卿の 對 列國替 间を您 憑ょ ご 一 

た 今 H じ まらて は蹤 がの 勢か邮 

产-も & し 難い。 おりどて 當 初の 

儘を 巧して 混い'. .•け！ * に 雙府人 

博の 不は 巧を 誘を する のみでな 

く 乂國聯 巧 政府 ごしての 体 巧を 

も 傷く るの 危險が ある ご認 みた 

ので 

聯邦 孜府 を 化ち して 大 

巧の 參事兼 監督 役 ごもを ム べき 

化な じある 厨が 卿ヶ U グ皮 及び 

巧 巧 卿フー パァ巧 の 想を を徵す 

る- -0 どな (た 結果 規蜡縮 少の新 

設計を 樹 てた の， あら。 がるに 

六 巧 下 かお 列拽の おお 卿 誘に 特 

破され たべ—. 力— 巧は が巧自 を 

がプ 。 ；、 ッ シ ン グ；：？報吿を節ら 

して 歸 つむじ 拘 A ‘ ら中斯 のかき 

縮々案を實巧ず る ミ^^氏自身の 

立 谣を阳 難なら しわる 点 もめ’ 9 

どて 强 硬に 巧 設計 說を丰 張.，' て 

速 脚を 削始 .しじので 設計は' 祝々 

が轉 して 裂 化の が衷 案を 編み お 

f ま ダに 潜ぎ 巧け た。 


を陳 ベた。 魄十 はが 育 卵の 山 身 

であるか 約 一二 十ん 年が 日本 L お 

い':' 傅 道じ從 事し ぉ ル學院 劍 

設じ疆 巧し い。 巧 U 十 お 年换歸 

米し 過 ま 一一 十二 年間 太平が 帮ザ 

でな 敎禽 U 本人 部の 總裡 ご— て 

み 名が あつた。 愧 十： は 化 年 n ホ 

親善の 巧に wb 勸 一二 等瑞寶 意を 

巧 りら むた。 五 人の み 息は 孰い 

も 日本で 出まして K る。 


が 义挺知 7 如て た I 

本 旧 巧絕筆 

去 巧 化 八 H を 巧で 逝去した み 

义家本 旧 增次郎 氏は 十月 二十 化 

H かで が 太 西が かの 舊知 へがて 

ホの 如き 短信を 常せ. て 居る。 是 

れ じ 恐らく 同氏の 絶 等で あらう 

『をの 娘 山 本 化ず は fe う 巧 女 一一 

人の す 供の 域 ごな ちました H 五 

歲ご一 歲== なは ホ 夫です が. 人 震 

なが 自身 一人の ちめ じ 家を 持つ 

の 不經濟 ですから 巧 打 けまで 

ホテ^ や H 本式 宿屋に 泊ま.^ あ 

るく み必で 居ます。 一一 一年 械の座 

背神經 痛で 一時 左の 足は ビッ コ 

じな つて 居ました が 化 方は 昨年 

乂州 別府の 温泉 場で 营人 川颊治 

でスッ カブ 商ら ました、 をれ か 

ら 一一 一十 年が 懸 おの 肺 巧の 力は も 

うょく も惡 くも；； b ら 得の 程度に 

固まつ て 居ます、：：： 本 A 排巧で 

巧 質が 巧 じく、 は あ b ま ゼんか 

をの 方は さう でも わ b ま ゼんか 

御 健廉を 祝る』 る々 右に 依れば 

巧 巧の が 摘は 十一月 辆か W 降。 

るべ < 追て 詳 信じ 接し 次 资巧報 

する J ごせ わ 0 


磯原 巧 令 镶渡ホ 

一一 一共が 式を 社 化 おが 締役結 巧 
义巧巧 か 糜戟子 おに 英 子は 觀化 
の爲 みあ 村庄 太郞氏 同伴 ま 巧 化 
八：：： 橫 なお 帆の おが 化 じて 渡米 
の途じ 上つ たが 着が は 本 n 二十 
日 後な‘ i レ £ 。 

紫濟 委員 會 近事 

紐胥 A 本人 會共濟 委員 翁では 

ノ 1 スー、 カロ リナ 巧 キンク スト 

ン ホが 化の 會貫鈴 木 新 巧 罹病 難 
境 じがる 诗 ホん 歧師コ ー レィ 氏 
ょちの 通 傑じ梭 しじので 審議の 
結 あ 同を 叛養截 ごして をと 十五 

巧を 郵送した。 

H • . t -- - '11, 

邦人 商 巧の 損害 

去 巧 二十 凹 H 午後 八 時 ラック 
ワウ 玉—、 ピ ー チに 於け る フネ 

リッ グス 舞洒携 からを 化した i 

は 巧ぞ紙 巧豁の 如/ 、であるが 同 

舞踏 おじ 隣 後した 佐 藤 登 化 巧 商 

巧 ピあ永 淸藏巧 商店 どは を燒 -V 

巧な & 商 巧は 半燒 、横潑 巧 巧の 

出張な ホ： がを 燒 した 損害 總高 

i 巧 余 ホ じ 達せる 見这 であるが 

大部 かは 化 隙に おつて 居る ご。 

♦が 育け 本人 會巧事 曾が 育 円 

本人 曾を 巧 巧' 事會け 一過 間 延期 

し ホる 十 お H 午後 ホ 時半 ょらが 

摩 都 じがて 開 俯を 委員 會の報 

吿 あるべ 當 夜は 齋藤總 領事 も 

出席 一 燥の 希遵溃 說を陳 ぶる 由 

® 福 wr 巧が 會新 電話， 當が東 二 

十一 二 了 目 閣卜番 磕巧啓 巧 會新電 

話は ヵレ ド ニアと 八 二 おを じ變 

苗せ b •こ' 0 

♦東義 一が 歸朝 中の 化ぶ 银巧 

糾脊支 巧 長、. が 族 間が コレ ャ义 

化 じて を 雜經も I 昨日 歸 が。 

♦卜申 巧 二； 化 二 一共 株式 會社お 

師 お、 技郝 数名 岡 伴 寒が 化 巧 じ 

て 波 ホす ベで 十二 片 二十 U 前後 

ホが の豫 を。 

鈴 木 飯 藏巧名 古尾' 製陶 所が 

を ぉ 巧 員、，. ル 巧 中旬 頃 出 诗西巧 

二十 二 H を摧が 帆の 春げ 化 じて 

絲 朝のを こ 

♦的 晦繼 一巧 堀 越 商會お 員、 

今週 始め 出蠻細 朝。 


曠說敎 


♦が 育：：： 本人 敎を 

『柴茜 S 円の」 稱水 牧師 

♦ n 本人 お'; S 敎會 

•『题 ホを』 エ學搏 七 荒 州 文 六 

を向きの大萃ランニ 

ング ゥネー タ ー 、 湯 

殿に 隣接、 淸 潔で 綺麗 じ 裝飾さ 

りた 宵い 據 所です。 . 

吉 1 W . 15 至 hst . 吾. ご 

ふ 地 おき 明るき をで 

窝尙 なる 化を 惊 巧で 

すお燈 、み 睡 機が 其 化の 設備 完 

を 一遇 十 巧 f の 使が の 巧です 

」 sni = 巧， 呈 1 洋 1 芸 th St •吉 i 岂 


貸 室？？ け r 巧' 

湯殿 じ 隣接、 V ド ソンの 眺强宜 

し】 入义は 二人に 適 常 一週 十 弗 

一一を さ ti ミ-芝 4 Riv 5 sideDri さ/ ipt ?- 巧 

0 ミ. ミぎ d St . 


VO し 1 日 I No. 1201 


ぶ わを ぶな ぉな巧 がを 泣 imp 巧 
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Paul に M. Thomas 
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株式 會粧 赤 尾贿會 
AKAWO 在 CO. ， Ltd. 
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Japanese-American News Service 

H ホ 電報 通 おお 

な 固の 政治 界、 賞 菜 あぶ 財が の 
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紐 育 日本人 會 

The Japane な 4 な aciatio 打， 
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■巧 滿洲お 道 巧 ま會お 
紹育事 お 巧 
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云 井 物を 巧を 會化 
が 育ま 巧 
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久お巧 事 株式 食 お t 
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お 加 U け h 化 
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巧 ま 會社岩 井 — 前 巧 

が 育ま 巧 

Iwai & Co.' 

Woo ミ worth Building, 

Tel. Whi わ h 江 ! 1 6040 

兰冀廓 事會祉 

M れ subishi Shoji Kaisha 

(Mitsubishi Co., Ltd.) 

120 Broadway 

Te し Rectw が 6 山 2564 

巧 式會虚 t 

山中 巧會 紐 育 支 巧 

Yam 江 n な k 汪 & Co., 
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曰 本 生糸 株式 待 社 
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i な 育 支店 
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) Gosho Corporation, 
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糾； 巧 ； 卿，！— 報’’ 

六十 九議會 

签錄 法に^ 化 怠 

乂阀聯 巧 第 六十 化谦 をはが あ 

'を クウ ブ ッジぶ 巧 ご稱し 昨秋 大 

が谢 5 化 逃 ご 化 じな 逃さむ じ谦 

_员 を W て 化 立し お 0 火 化な かな 

正が がの 天 ドで あるじは 相違。 

い C 夫い は 瞄院坊 姐 じ 巧 はれた 

T おんが 柱 逃 舉に化 b て も 祭 知 

せらる： のでみ る。 凹 も" 扭泌長 

ジレット にのを 避ち ピ してみ み 

なの 撫 なしむ 二 3 ラス •。ン ダ 

ウ ォ1 ス 氏が二な二十化票を、 

: A 掛め ガレット 氏が むん 十ー ニ 

嬰を 急進派ん クウ バアた •か 十 S 

要を 獲.' のに 徴スれ ば おか 黨は 

後し 巧 十餘 栗の 夕數 を賴み どす 

る i が お ホる から 化統 派た 號々 

は跑戚 もる も 2 どして 認めら る 

一る であ' をっ。 乍 併 下 おの プロ • 

- ク ウ ブ ッ ジ 的をおが濃が4,ょる じ 

'なし 上 化は ぺッ バア 氏の 所謂 ィ 

ンデ ベン ゲント •マィンドを 發 

排 しを ら嚴 化に いわ 都を 監視ず 

るを かで 下院ん 如 < 化 ホを 揃え 

る i は ホ 難で もる。 め お 的报棒 

をた b し-化の 才人^ — ズゲエ 

作卜 にさへ 上院め 操縱 じは 巧 巧 

を おわた もので める。 況 んや谨 

夫. fj 、 アデン グ 、クウ リッジ 

V .-。 つて ホる ご 那の牌 おを 問は 

むむ をで あるから 餘巧 巧妙に 且 

ソ戲 製に 應削 せわ ば自黨 の爲め 

む 虐めら いる 悲 をを かは ねば。 

るまい。 戚化メ 。ン たを 迪じ 

發ホ しじみ か 黛 内閣の 賊稅 法案 

け 轉比 から 比較的が 戚を 巧て 迎 

へられが 幾た る お ホ媒ょ b は 下 

瞄 じがて 一 沿 興 論じ 訴へ 易い 性 

智 のが 稅 がを を 搪巧 する であら 

うけれ お メ〇ン 氏の 法案は 先 お 

て 量 過の おツ シビ タブ ィ如 をる 

がるに 上院では 一言ら な 言 も。 

かるべ から や ごわつ て 謀叛 派の 

證 W は 勿論 正統派の 谦眞中 じ も 

おのを 狹 いおを 出 L 殆ん ど完が 

::>.-.<までじ批巧される ど豫想し 

てぶ 父 わるまい。 しかし 贼稅法 

を 一千 儿け 二づ八 年の 大統 が改 

遇 脚じ陈 して 自 篤の 効能 萬を 吹 

お r べき 唯-の 風 おうあをから 

枯 居.. 化 立し クウ リッジの 面目 も 

立つ とに U をで あらう も' 户ア 

ダン グ の 政治的 湛连 であった 励 

膝を お 渔伽問 越は 恐らく 怒摄狗 

巧の お 觀を呈 する をで わらう-。 

化 化み 化々 ホ 問 盟絕裳 問 错乃ザ 

が 陸が み 綱が 振 池 問題 等ら おお 

ながかを占め化餘化が瞄大^れ 

ばみ：？ の 進展に 彭帮を 巧 ふる i 


恐らく ド 院を述 過ず べきら し院 
ん おおけ 豫斷 の 限らで。 い。 亦 
千 九， り 二十の 年 移 お 法' 一あ排 H 
移-山な 中の I 部サ修 出の 描 爺は 
あらぅが、 u 本へじも w ^;•^修お 
など は あ ム ベ き巧：^! 。 い の は誕 
論の 餘化も U からう。 唯な お 外 
人 ごして き 人の 化なず べき 閒題 
は 小さい はで ホる けれ お 外人を 
錄 なが 力一述 巡せ る 藉合赏 際 如 


何 いょる 影 戳が化 ホ 外人の 一部み 
を攤 成ず えが 留间胞 社會じ 及ぼ 
* るべき かの 問 踏で ある。 假ら 
じな 化 化物は る ホで あつても 所 
謂 輪 化' 个能 外人 じ おする 差别觀 
をな めざる 勞慟 巧が 如何なる 省 
かの 施が 細則で を 巧 人を 遇ず る 
か 一 i 巧 （を 錄 法が 儀 六十 九諸會 
のま 物 ど。 つじ 場を 適正の あ 策 
を だ要ビ する であらう V 」 葛へ る 


張が 霖沒 落し 

奉 天の 落城 t 迫ろ 

張 學良慘 敗 >し て叛亂 が突潑 
血を 見ず して 明 渡しの 準備に 努力 

東京 特電 八日 發 U 陸軍省を ぉ、 關 巧を 司令官 白 W 中 將は奉 天 

のが 错 危機を 吿げ たるを 巧て 巧 戦中の 巧 巻 将軍に 對し 譬吿黨 を 

發 して 滿洲 にがけ る 日本の 特殊 位 滔ど卜 の 權利尊 霜を ホめ 若し 

こ の が權シ 威をす る が 如き^おおした も媛合、 ホ國は斷ずた る 

處 おに 议ぶ であらろ ど 通牒した。 

東京 特電 セ日證 u 張が 霖 氏の 形勢け が然 不利に 陷ら沒 をの 危 
巧 術 や，、 迫らた るを 化て 奉 天 術 事 内山淸 化は 砲火を をへ 中して 

奉 天 城を 開け 渡す 巧幹旋 してなる が 率天媳 領事 ± 口田 巧 巧は H 本 

側ん 啓 觸は充 かで 単隊增 派の む裝 じし こ巧吿 して ホた。 而 して 

n 本 政府は 張 化 霖の沒 をを 巧に おはらず 斷 じて 出兵せ の モ かで 

ある VJ おお 外 化： 2 聲明 する 所が あつた。 お ほ南滿 鐵道邮 屬地帶 

がか 維持の 爲め 郭が齡 軍の 輸送を 化絕 すみ i じみが、 陸軍 兩省 

で ホ、 定 した。 

東 巧 六 円 お；：！ 外椅 當：？ に 達した 情報に 化む 一心 張 作霖將 軍は 遂 

じ 郭松酷 お 軍 じを 伏し 今や 講 かの 條 仲に 就て を涉 中なる もの i 

かく H 本げ が どして はこの 際 滿洲に 出 巧す るが かき； は斷 じて 

^:^いけいでも目下衡滿錫道の醬爛じな窜しつ ：ぁる駐巧軍は條 

約 上の 權利 員數に 載し’ 阻 かの！ じ相當 ずる 六 千 人 じて 巧 一張 巧 

霖 のザ隊 が馬贼 化した 場を け攀 備に 不 あかで ある ど 認められて 

ゐ るが、 政が 當局ピ してけ 郭 松齡將 軍のを が 維 待 あび U 本旣得 

權が 重の 内約を 雷ん ずる もの ご 信賴 してる る。 . 

化 京 六 H 發；： ：：碼 玉祥の 軍隊は 目下 天津 L 進擊 中で ゎるが 河南 

省の 一軍 も 同 ホ 面に 向つ て 進 装し 協同動作 じ 度ばん ごしつ！ を 

るら の、、 かく 天津の 瞥 革は おのけ 動を 極力 谅 倒しつ i ある 点ょ 

b 見て 一戰 をを ゆる 形勢なる が 化巧瞄 あの 货物 列車は を 部 軍用 

列車 どして 徵 獲され 從 つてが 質 取引 もれ 絕 のをで をる。 

。ン ドン 六 H 發 =； デ！ 91 •メー 八 紙上が 特電は 日本 官憲 じ 

達した 情報 VJ して 張 作 霖將軍 rs 零 天明 渡しを 堯 悟し H 幡 H 部下 

のを 化 軍 ご最化 5 協 證會と 償して 軍隊 解散を がみし サ五巧 巧を 

か 配した る 郭お敵 お 軍は 秦皇島 附近で 張 學良樹 軍の 軍隊を 擊破 

して 第一 軍は 旣に奉 天を おる 八十 哩の地 おじ 到着した ど。 

北を ホ日發 U 裔識 おの 督带 たらし ホ 景が將 帝は 額 玉祥の 軍隊 

が卽 松齡將 軍を 援助す ろ 目的を のて 天津に 入る， とを 拒絕し 武力 

じ 訴えても をみ 目的を 巧す ベ < 動 島中 じして をが 軍は 張 作霖の 

援肋巧 切 b を觸 明す るご间 時に 吳 佩を 將巧ど 提携し 遂に この 擧 

じ 及びし t - の i かく 吳 佩を 軍は 河南 省 附近 じ 殺が して 獨玉祥 を 

を 脅しつ： ある ど 云 ふ.。 


吿を 政府に 姐牒 しじ。 即 もる じ 

む ば 張 作霖將 軍は 郭化 齡將軍 
が 反旗を 織'- ど おにを 謀 楊宇靈 
お 軍 本 陸が 中 官學校 第と 糊 
砲 科卒柴 化) と 乂迎じ 派遣し 脚 
お 廳長宫 (巧 玉を 雄 化) ご會 見し 
じ おおを 天^ 動 亂を防 山す る盧 
味 じて U 本 U 四方の： お 隊を输 送 
し 互つ 軍資を を 離 通す る i どな 
bn 本は これ じ讼 b 斟 を： i = 1 顺 
條の 滿裝條 項を お活 する， と ご U 
b 旣に 一巧の お 隊は奉 天 じ 入 b 
ま恥带 服を 鲁 用して 鐵 道を 雙赌 
— > て ゐるご 云 ふので あるか、 を 
の 風說は H 本 かがが 巧認 する ； I 

は 勿論 乍ら 化ぶ 政 おじ 一大 セン 
七 1 シ ヨンを 生んで ゐ る。 

南 滿利權 は 

し ま い 

併し 疑問は 獨に 

東京と H 發 U 當化じ 達しつ！ 
ある 奉 天 ょらの 精 報は 臨々 じし _ 

て 張 作 霖は退 隠の ホ必を 驟し飽 
迄 も 奉 天に 踏ん つて 戰 ふべ しど 
巧 やる 者 あむで 張が 霖の沒 をは 
最を疑 ふの 餘 化な き事實 なる も 
の t 如 ぐ叛 將郭將 軍は 奉 天を 距 
る 約 巧ぶ 十 哪の鐵 道 沿線に 兵力 
を 集注し 外務省に おしては H . 本 
の 南 滿利權 を轉靈 .するど おじ U 
本のみ 政 不卞涉 ま義繼 綾を ホ遵 


乂园 のみき 貿易を 權を 巧す る國 
家の 細な も あるの^ 化 當難瞄 ど 
見られて ゐ る。 


沖繩 那颖巿 大火 

ま 京 特電 六日 發 U 沖 繩那観 巧 
じ 乂 火 あ 6 五 巧 口烧 化し 目 化の 
旗 所： 2 殆 A でを 滅狀 態で ある。 


を 都市の 人口 別 

東京 特電 五日 發 U 十 巧 一日 施 
巧の 网敎調 おに 化れ ピ內峭 人 
口は 五 千 九な と 十一 ir 力 六 千と 
な 四 人に て大化 化を； ら 六み 
と 旌即も iir 白と 十と で 一二 千 人 

の增 加に て 毎年と 十 おで 人. 姐 

增 加して むる 割を であを が、 

之を 娜が别 じする ピ乂阪 が 二 

な 十一 巧 四千 人、 東京け 九十 

化で 五 千 人、 をを おと 十六 巧 

八 千 人、 京都 六十と 巧 九卜人 

神 口 六十 g 万 四千 人、 橫濱四 

十' 力 五 千 人の 順序で ある。 


許世英 巧が 

內閣 組織 

李 財政 總お辭 職 

化 京 六 H お：：：： がみ 總 をが お 巧 

氏は 解職し 陳 =1^ 速 氏 化 命され 外 

巧 滤長沈 瑞麟氏 も 辭庶堅 けれで 


脚 稅會證 の 要務 じ 追 はれて 化む 

おらに と 那哪稅 約 溢に 眺嘟 し。 < お任しつ i ある もの i 如く 


た 白ま 權問 趣は 上院 じがて 或 お 

巧の あおがを 帶 ぶる 討ぶ おくは 

次；^の上輯ピもならぅし、 布 

座の W 瞄が巧 問題に 抱き付けら 

れて お：：： 本の 言 崩ら 出る 機 貪 ■か 

わり、 例の 化 米 外人が 錄ホ 案は 


巧晚辭 職の 豫 あじして 殺 大總統 

は. 內隅改 おじ 剛し をの 內 なを 獨 

书祥 おおじ 通碟し 目下 赞 同を ホ 

めつ i わるが をを 前を 通總 良で 

あつじ 許 化 お 氏が 内聞を 組織す 

るあ势 である。 


註。 新 财政總 を 陳其達 氏は 浙 

江 お 人 じて 日 水 東が 乂學 高等 

聲務科 出身、 本年 四十 一二 歲の 

少化官 おで ぁる。 巧總 理じ擬 

せられて ゐる 許化英 巧は 本年 

豆 十二 歲 、安 徽ぷ 出身で 趙ホ 

釣 内閣の 司法 總 長で 段 瞒瑞巧 

閒じ留 巧、 は國お I 段 内閣の 

巧 巧、 を逆總 長、：^ 大殘 内閣 

の： F 法總 長で ぁつ；^。 

.關 東廳 長官、 こ 

出兵 密約 說 

化 京 五：：： 發 u 昨 巧を でよ b 當 

地 じを したる 某 嬰齡の 人物は 奉 

天の 前 局に 就て 頗る 追 要なる 報 


し 特に 间將 軍が 滿洲 人で をる ミ 

は H 本の 利權侵 富じ對 する 祀憂 

を 薄らがし めて ゐる けれ 共吳佩 

を將軍 この】 戰を 目論を つ^あ 

る お 玉 祥は滿 洲の利 權じ豫 てょ 

らを 目して ゐる關 巧 も あら 早晚 

日 シアの 應援を 溝して 郭を滿 巧 

よら 舰遂 ずるの 策を 採る じ まる 

ベく 巧る 際は 日 儀の 利權 が當然 

衝突を ホ もの どして 非常に 注 

目され てゐ る。 

ヮシントンと u 發 U 駐支を 使 

マ クム 心— 氏よ b 國務 省-し 達し 

た 情報に 始れば 張 作霖お 軍の 沒 

をは 確赏 じして 今後 支那の が 勢 

は 天津を 中位 ごする 媽玉 祥對ホ 

景 がの 戰 岡、 即ち 吳 佩を、 お 傅 

巧、 を景が ど 媽玉祥 及びを 將軍 

の對抗 ごなる ベく！ 說じ W れば 

張 作 霖は大 連 乃至 朝鮮 じむかす 

ベ しどの i である。 

第二 軍縮で 

英佛が 衝突 

ロンドン 八日 發 ：：：：： フランスの 

第二 巧 縮ま プ P グラムの 中 じが 

て 英國の おお 封鎖 力を 國際 聯盟 

じ 危急なる 事件が 突發 しじ 诲を 

これを 聯盟 5 指揮に 巧ず べし ご 

ま 張し つ {ある i は英阔 輿論の 

絕對じ 反 おする 所で あつて 特に 


.印刷所 罷業 擴大 

ま 京 特電 六日 發 淸が刷 及 
を 巧 社の 罷業 鶴大し 正巧雜 誌が 
大打擊 を 受けて ゐ る。 . 

■政 本黨 提携 問題^ 

ま 京 特電 五日 發 U 勒 政ぶ 會關 
係を 中、 むじ 政 友 本黨は 提携 問題 
のが 本 方針を 討議す る 所 ぁ りじ 
るが 該間 題の 成 巧 糸 巧 じ W らて 
は 或は 本黨 のか 裂を ホす や-^ 知 
れ个 ど 觀测 されて 么る 。一力を 
府け飽 を講窝 解散を 避け 本黨歌 
化に 苦， むして むる。 

日 獨を涉 け絕壁 

まみ 特電 五日 發 U 外務ぶ びが 
エ両 あの 意見-致せざる じめ H 
獨 述巧條 約を 渉の 巧銷は 殆んで 
絶 駕の姿 ど。 つたが、 贿エ あは 
繩 を驗ス 染料の 制限を ホ 張して 
ゐる〇 

鮮 銀の 訴訟 提起 

ま 京 特電 五日 發 U 朝鮮 銀行は 
船舶 院を 相手 お h 島 旧商會 船荷 
證券の 五 T 巧 劇 ま 挪請ホ 訴認遇 
起に 化を しと H 入港の マッ キン 
レ！ 號を僻 差' 狎 する 模な でぁる 

新 巧乂 大使 着 京 

東京 特電と 日發 U 新粧 B ホ國 

大使 マクゲ 十！ 氏 一 i 化；：： 親 
をを 星の 常 でぁる。 一 

陸海 縮少 ，、一 佛國 1 

パリ！ ち口發 U 國際聯 盛の 第 I 
二軍 縮に 對 する 態 巧は 陸軍 縮少 I 
ごが 時に 海軍の 縮少を も斷巧 す 
べし ど. 5 怠 戸】 じ； 致しを の玲聯 
盟幹部じ通搬した；は巧らかじ 

米國に 遠慮す る 巧國を 窮地に お 

らしめ る 前提 ど 見られて ゐ をが 

ブ リアン 首 かどして は 陸軍 縮少 

の 第ー ホ ど （，- 陸軍 現役 一ぶ 制 

度に な 正し 巧隊人 費の 大規 横な 

縮々 に反掛 すべく 同時 じ 職毀國 

の 出 ハ 通 軍事 巧 動 責務を 認を 求め 

ベ 少’キ ー なか も賛间 して ゐ るの 

で相當 困難む 閒趙を 惹起ず る だ 

H 

問題 W 人 7〕 

囊の 張作霖 


らぅ ご 云 はれて ゐ る" 


♦孤诫 落日の 運命に 面して ゐる 

東 一二 省 王 励の 王燦 ごも 云 J ベ 

き 張 作霖胳 軍は 本年と つて 五 

十四 歲、 显をご 号し を 天當海 

城縣 人で もる。 

♦目 繁戲 役を 巨 患み 慰撫で が贼 

から 歸 順-^: n 露 戰ず當 かは 

蔭で 大いに 慟き殊 瓢を樹 てた 

のが、 を も'^^^^ 日本 ど 切つて 

も 切れ い緣 こなら、 をの 帝 

制 運動 じ も 賛同して 昔の が贼 

は 一躍 一 ¥懲 じな つた， 

♦をの 後袁の 失脚 じ乘 じて を 天 

將軍 でめつ た 段 芝 貴を 鹏逐し 

孫烈臣 等を 黑龍 なじ おえて 巧 

國八 年には 巧 一二 省の 質 權を提 

るに 至つ わ。 


國境 協を に反對 

ダゾ リン 六日 鞍； = 南 化 アィ 少 
ランドの 厨 攪巧紛 ずに 觸し英 本 
瞬 政府が 協を の 結 巧 自由 州 おび 

アグ スタ ー 代表は 食 合し これ V 
誠 印した が 愛蘭 輕民黨 锁釉デ 
ゲア レラ 氏は 右の 協定に 對 する 

英ネ國 政府の 干渉は 文剛國 の® 

辱で あるむ いふ 立瘍 からな 街し 

たが 自も州 じ 型し 革 かじぶ ぶふ 

は 否を した。 

± 耳 古飽を 反が 

ゼ ネグア 六日 あ U 國際 職盟の 
モス ー ^ 池 旧紛ず 調査 委員 裙吿 

は 今明日 中 じは 職 溫許議 委負會 

に 提出すべく これに 對し尘 巧 古 

政 あは 苟 くも ±ぜ をに 不利益な 

る解决 には 服從 する 能は 中 どま 

張し つ i ん b 最後には 武力 じ訴 

ふるの 勢を 示しつ i ある 爲め聯 

盟 幹部は 善後策を 考量 小 じて チ 
ャム .ハ！ レン 外相は 或る 释度ま 

で 譲 ホし 両國 の紛 ずを 防 化す 
ホ必 である ど。 

急進派 議員 團結 

ヮシントン 六：：： 發 =： 上院 共 か 
黨領 础は會 護の 結果が たじ 當選 

したる ゥ キス コン シン 拥の 急進 

派 議員 ラフォレット ニ 化 じ も 重 

要なる 委員の 庵を 與 える i じ决 
したる じな しす お 急進派 溝 貴は 
飽迄も おか 黨 化ず 派 ごのを 協を 
避け 議良 選擧 じら ゥ贿選 おの ク 
! ハ ^ — 氏を 巧し' メ。 ン滅稅 案じ 
も 大反對 の 運動を 關始 ずるを ど 

U つ わ 0 

7 シン トンと H 發リ 下院議長 
は 急進派 講： けの ほ對あ b しじ 拘 
ら 中。 ン グゥ ォ 1 K 巧が 二な 化 
九 票の 大夕 數で當 選した。 

ル號擊 沈の 賠償 

7 シン トン 六 口發； ：：： 目下 進け 
中で ぁる 米 獨戰時 損害 赔償 じ關 
する ホ獨 混合 裁 巧 •しては 本日 八 
シ タニア 號擊 化に 對 1 る 損害 赔 
償 二な 四十 巧 九 干 四： 白 四十 一二 弗 
の 支拂を 解み しこれ* して 解か 濟 
の赔 償金は 總針 一億 六 千と 巧 六 
十六 ガ S 千な 二 弗に 達し 尙ほ審 
理を 要ず る もの 千 五が 件に 掛し 
要 あお 額は 十 お 億 弗に 達して ゐ 
るが おお 二 億 五 千万 弗の 程 巧に 
止る 當 である。 > 

wmmmmmun 

♦それから 政治い じり じな つて 

滿洲 から 化 京を 指禪 したが 民 

固 十一 年の 奉 盾戰じ 惨敗し、 
•繁 二次 3 戰爭 じは 碼玉辭 の お 
倏で 勝つ たもの i 、 因果は 廻 

么 かの 車で 遂に 今り の 運命に 

陷 つた。 

♦なんでも 自 をろ あ 腕で ある 山 

東 省の 張 宗昌將 軍が、 無暗に 

をを 進めて 大敗した のが 癒に 

觸 b 彼れ を 電報で 手痛く 吨ら 

附 けたの が、 今回の 東 一二 省 破 

綻の 遠因 だ どい ふから 飽をも 

支那を だ。 

♦をみ 自 みは 巧 一二 省督 軍の 職を 

辭 して 隱咕し 息子の 張學 良を 

化ら しめて 當 座の わ あを 濁ず 

らしい が、 彼に して 奉 天 よら 

退去せ や、 服が 黒い 中 だけは 

尙ほ 一個の 政治的 勢力 どして 

活動す る じが 違ない な 


I を I ; 

1ミ ぶ 量賽 T 夏 i/re 

モス々 ゥ瘦術 巧附歌 
劇 脚の 上 曲 じ て 

伴 か 

「現' 化の リ、 ク .一ニ フマ どい 
ふ ものは、 秘めて プ ，ミナ ダな 
もめで ある だけ に、 _府 ホ これを 
開拓すべき 餘 地が 心る。 我々 は 
第 1 線に 旌 ずる 歌，^ を 持 も、 高 

踏 的；：^ コ I ラス や/ r 1 ケス トラ 

を 持つ。 これ 等を て 戴 術に ご 
つて 必要む ものである。 けれど 
もを こじ 藝 術は， よい！ 歌劇の 舞 
を じ 達すべき 小！ 一への 剧造 的な 
努力は、 フキ オ ドー ァ •シ ャリ 
ァビ ンじ攸 つで、 は；，* はだしく 

ィ 9 ユ ミネ > •された。 然し 私 

達は ホ だ 彼め 视 b っ i ぁる 小徑 
じ發 おして じ 

これは、 モス， A ゥ藝術 座の 歌 
劇閱 (巧を は y ス 々ゥ藝 術座音 
樂ス タダオ. と/、 綜 を劇壤 ども 
呼ばれて ゐ るい、 なには 便宜上 
モス々 ゥ藝邸 座 歌劇 圃 として 置 
く) の總監 ちとして 巧び 米國の 
人 ごな つた ホ ミロ ゥッチ •ダン 
チェンコ がの 述べた 言葉の 一節 
である。 がらし い 形 まに 示され 
た オペラ をれ は 今までと てら 
化 界の樂 擅から 一 輔の 疑惑 ご、 
輿が どむ' 这 ご 迦 えられて ゐ たを 
の モス ヵゥ： 歌劇 劇は、 義に モス 
ヵ ゥ藝觸座を上演した モ ！リ ス 
ゲストが じ 招聘され、 この 十二 
巧 十二： i から 五 週間 じ 直-^、 五 
十 化 T 曰 ど 溝と 街の ァ^ ••チョ 
八 ソン 劇纔 で、 巧 情 詩劇の 完成 
じ鮮 する 小徑の 慰を 的 巧 力を、 
我々 の 前じ發 おする ，£ となつ た 
ので もる 0 

先 牛のを 鷄 季節 じ當 化に ホて 
音® の 巧 じ 一時 巧衞 不明 ごな 
っで、 ffi 間を 騷 がした お 國の婦 

人 f ンダ クタ^で ある レジン ス 

力據 は、 自を 5 作曲した 歌劇の 
上. 倘じ 就て、 俳優は 一流の 俳優 
を おぶ て 舞を で 所作せ しめ、 歌 
まは 別に 專 巧の. オペラ •シン ボ 
1 を 宛てる ど k ふ 割 晝を發 おし 

わ MJ も あるが、 タン ナユ で ンコ 

巧の 目的は をれ よ > も徹 をした 
剧 造の 努力を 示して ゐ る。 即も 
巧に 云は せる VJ 現 化の オペラは 
あまら じ スター 本 泣で あら、 聲 
樂 本位でぁって、 劇場の 生命で 
あるべき 動が、 俳優 ごしての 理 
解を 欠いで ゐ る。 な じこの や f 
な 古い 聲樂家 本位の 制度は、 窜 

ろ コンサ^ — 卜 •ホ ） ^ じ 一な す 
べき ものである ご 云つ て ゐを〇 
この 意が よらして 六 年 前、 藝術 
座に 音樂 部を 設けた 巧は、 をに 
八十 餘人 よら 成る 現 化の 一座を 
漸く 組織した もので あつて、 
r 自己 5 役を の もの *1 教 ずる 
理解は か 論、 舞臺の 動が、 斌唱 

を 練習 さした。 故に 巧々 は 古を 

な バレ ー を提 たない が、 础 るべ 

き 操を はでの 俳優で も 蹄ら、 歌 

ひ 得る をが お 巧る。 年端 もを の 

述 りでぁって、 六十 歲 のを 婆が 

十六 歲の 娘に おつやぅな J はな 

く、 繫や附 鬚 や、 プリ' て 製の 劍 

等は 使用し ない」 

と、 ダン チで ン n 氏- i 、 だい 

ぶ 痛 いどころを 刺して むる。 な 


じ 酱術座 ど 等しく、 總 ての 俳 俊 
は スタ ー であつ て、 一切け ホ 等 
である 0 

今 巧の 波 ホは、 アメリヵ にが 
ける 製 術を 好家數 だんか 述署し 
て勞農 政府の 文が 大ぉ である ア 
ナ トリー •八ナ チヤー スキ • 一 氏 
じ 請願の おお、 械 めて 無期 間の 
外阔 巡遊を 許された もので あつ 
て、 第一 過 目は アリ スト フエ ー 
ンのお 作 じがる •ネリ シア 劇 「。 
シスト ラターを レ キン ホ， 片ド 

グリー ア 皮の 作曲した もの 云 幕 
二 週 目は 才— フェン バッ 作の 
「ラ •ペリコ—^」 S 幕 四 場、 一二 
週 目-— A フランス ものを ダン チェ 
ンコ巧 等に；^ 6 て觀 まされ、 レ 
コク巧 お 作曲した 「アン ゴ I ホ 
人の 娘」 S 幕、 四 週 目は ビゼ ー 
の 巧 作曲を バ ダレン n フ 氏が 條 
正した 「ヵ グメ ンシタ どを ±」即 
も 歌劇 「力^メ ン」 で、 最も 問題 
ごされ てなる もの。 五 週 目は 
シアの 詩人 アレ ネ サンタ； •フ 
シユ キン 氏 原作の S 部 曲 「を ご 
巧」 を 上 おする i どなつ む。 

この 申で も 「ブ シスト ラター ご 
「力少 メン」 の 舞臺裝 飾は、 バリ 
1 の巧圈 装飾 鷄術展 の 最高 賞 じ 
乂ク たもので あるる、 一々 八メ 
ン」 じ 至つ ては、 保が 的な 批評 
家が ビゼー. の 生命を 餐 つむじ 等 
しい どまで 激怒した おじな 訂さ 
れ たもので、 脚本を 相手 どせ ず 
あくまでも ぉ 作を 中 瓜 ごした も 
ので ある。 第® 遇 目の 上演 も特 
じ 四 目 間に 限られて ゐ るぇ じ 就 
ては、 をの 苦 也 ぶら が 察 しられ 
るで あらぅ 。おは ダン チェンコ 
氏の 言葉を 巧び なじ 引用して、 
この 一义を 結ばぅ 0 

r び 精 詩劇を 儀祀 すを じは 如 
何なる i が 必要で あるか。 先づ 
こめ 藝撕じ 巧ら しい フォ ームを 
結ぶ ふで ある。 失は むた 劇場 ど 
しての 信を を凹復 する、 とで あ る 
ラバ 1 •スタム プ まじ 猶 落され 

たを 樂 的な、 劇的。 を 現を 淸浑 
じする； である。 抒情詩 劇を 純 
なな 藝 術の 野へ 解 あする i であ 
る。 をれ は 俳優 どしての 藝 術の 
解放で ぁる。 音樂佛 優の 劇 煤を 
創造す る i である。 この 劇 擦は 
おじ 劇攘 であ. つて、 3 ンサ —■ 
ステー デで あつて はなら の。 而 
して 劇 壌を 組織すべき 第一線は 
俳 媛で あら U けれぶ ならの。 俳 
優と しての 第一 素は をの 音樂ご 
聲の質 じあら なけれ ぶなら ね」 

即ち 昔樂 ど、 聲樂 ど、 劇 ど、 
而 して 伸び 得べき 俳潑の 力を 総 
をした 一つの 截術創 匙は、 この 
座の 使命で ホる の だ。 


海の 內ミ外 

♦皇お 內親圭 、芽出度く も 御 
を誕 、お 女子の 御 誕生は ホ かの 
女神と して 喜ぶべし。. 祝 ふべき 
である 0. . . . 

♦卷 天の おさん もで ぅ 中ら な 
落 ごまつ わ。 眞逆 H 本 じむかと 
ょで 成 下らは すまいが、 をれ じ 
しても 支那のを 治 だけは、 昔の 
一二 國 志を のま i である。 

♦ H 本が 秘密に 奉 天 出を 等の 
例の ミラー ド 君が 妙；；^ 宣 巧。 揭 
戦され る 新聞が 逛 々じぇ ニユー 
a ! ク •タィ ムス ご ホて ゐ るか 
ら 開いた 口が 塞ら や。 




Midori Maitsumolio 
I 38 Post む e. City 
Tel Washington Heights 0437 


M. Tsuchiya, D. m.d. 
124 W. 73rd St. 

Tel, む お aigaf 8509 



巳 L FKEDER!CS CO. 
J 磬科腿 擧大瑶 比倫を 
118 E . がか 化 224 E. 14ih Si. 

1144 3rd Ave, b 別 J 帥-が おおん 

> 


F. Murray Hill Co. Inc. 

Established 189B 
Room 814-8 巧； 23 Roadway 
Phone む wiing Green が 874 巧 1 


imoto Bros , in 臣 . 

(Formeriy 段 aruhaelii & Co , ） 
17 Easi 17 扣 St. fU 
Tei. おが yvgsani 的 5 吕 


NABaTRAOINOOQ. 

45-47 E. 20 比み . 

Tei. む ! edrniia 9755 


Mi が . Bla 邮 tie Fish が 

1264 Le ん Av も Cor . が 比 St. 


KERR & MAYOR 

1023 Third Ave. 

Bet. が 友 81 な s. Telephone Sep が 2 郎 9 

著 向 人 本日 

P 3 專 靴型 小 


を 小き 鳥ぶ' かき 廣ぶ 小き 巧 



か, G •吐 Martin 

DENTIST 
7 が Lexinghm わ もむ r. 巧 th な . 
Phone Regent 2457 


DR •比ん GARDNER 

DENTIST 
. 19E.SU 量 お . るが. お 
Tei. お gent 7 け 6 


^ 

：^ATSUm COdP^NY 

2518 目の adway, N. Y Ci け Cor 9 かげ 


Dr, T •し f な kami 
176 む mb が iarul な お邮 りが 
Tel. Cumberlsmi 2311 


E 。 E. Yosh も M.D. 
3 が W. ?1st 化 
TeL Endicotf お站 


んし CEASA な， M.D. 
109 East が 化 Street 
8 化 お rk を Lexington わ es 
Tei. Lenox が 73 

譯喉觸 鼻 巧! 

間 時 察 診 
宇 : E ま 時 十 前 午 g 
時 八 至 時 六 後 午 目 


Nippon Dry Goods Co, 
1261 Broadway 0 が . 31st お . 
Teiegh 日 ne お nn, 旨 S 郎 

卽扫巧 5 郎 1 




州扎 PS & PE 郎 Y 

3 Maiden Lane N. Y. 

て 細冶鍛 銀を じ 幷巧剛 余 

媒ぉ實 に 惹新最 


Koike Studio 

437 5 & む ち 
む! ■.お 化化 
Tei. Caledonia 6 お 4 


KOSHIBA 

STUDIO 

舘眞 寫柴小 

6B1 F 刷 I lUe., 

Tel. Plaza 3212 

がが ch SiuiJto 

押 estminsi が Streei, 

わ ovidence R. i. 


筑 


-7' — を 


蓬を 辦 窝 规 


し U 囑水 


H 林 巧 二十 キ 四十 正大 




齒 が' 醫 

ム谷基 

診察 時ぉ 

自 午前 f 時：；；：： 十二時 
自午极 一 時：：：： 五' 時 
時 問 外は 刑 絲に願 升 


紐 育が を 認\ 

內 お 告を許 \ 

東を 带大醫 巧乂學 
產灌 化灣料 やぶ' 

產裝 松本綠 



診察が 間 ‘ ' 
午後 五 時 1 ん時 

な 見 一一 一朔 

引赞 きべ V ビュ' 
病院 化 勤に がを 時 
間 か 及び 日 鴨は 前 
約 じ 限る 


稅臟 事務 

東洋を 地 並 じを 世 
をの 慮 出入 モ法じ 
顆 する 一切の 銜謗 
閱じ應 じ、 谋 道な 
船 貨物 運賃 巧 お 机 
表 税賴手 績冀等 進 
呈 す、 ま 要 都 巧に 
化理 巧を おし 誠な 
敏速 御 巧 命じ 應乎 

お 隙 取扱 


0 巧 •巧 巧 ZJ 》 1 FC 巧 CY 户 

呈 I ミ PR ちち！！ 

基？ つま Ave . 芭こ 2 nd si . 

Tei . さ nder 呈二 728 ぎ om 夏 

ぃ t 古な 謙 次 

巧、 水 •を、 午後 一時 ょら 五峰 
を > み 他は 前 かに 願 ひまず 

:: J 村 瀬九廊 

ミ Lex 量 ミ Ave . N . Y . 百ぶ 
巧 己. .2 害 & 2 ゴ h 穿 

呈. ミを 爸 n Sq . を 18,78 さ 


齒科醫 木 下义市 

ゴ〇 W . ご 二 hst . 

Tel - Monument 吉ご 


船具 食 巧 お腹 船 衙用速 

遠 藤 小刀 商會 

這 Br 夏 cl ミ y N . Y - C さ 
Tel . 軍 HehalM 器 こ- 

秘關 事務 か 扱 

WILLIAM L . さち & Co ., 

さ om ご 苦 11 Bili 壬 さ 百 甲 

phi ; ぞ 互 ing で 里 こ 夏- 8137' 


令費籍 ♦雜誌 ♦新閱 
総. 覚まを 開 
執務 午前 九 時よ も 午后 五 時を 

紐脊曰 本人 會 

西 五十と 了 目 二 五〇番 
宅 話 チア クグ八 一九 0— 化 I 


巧 留靑年 理想の 闡ホ 

H 本人 靑年 .會 

巧罕臺 St . ジ ー. 夏 rf 12 S 
大紐育 H 本人 

基督 敎靑 年會 

ち 2 E . 岩 さ 芭. N . Y . 呈 y . 

ぎ Plaza 8141 


H 本 陶磯器 
雜貨 類卸賣 


ホを 

ブラザ^ — ス 


9 本 お 具 
雜 貨卸寶 

祭 良 貿易商 會 


婦 

人 

語 

授 


巧き ホ 國締人 
U 本人への お 
語敎授 じは ホ 
年の 經驗 がを 

ず 0 ー レ 7 - 

ンと 十五 化 
每 H 锁乂时 よ 
ら がか 時ぶ 柯 
時 じても なし 


U 曜 U は 
よ b 四時ち 


時 




が膀 を 木 お H 午後 八 時 i 
が 話 巧 主 お H 午を 八 巧 I 
をを、 固 萬 ま、 娛樂 まめ 設赌 わ一， 
ホ鞋 を歡迎 す、 を おを 利用け t 一 
な钻副 島傳道 ； 

: E 本人 基替敎 修道 會： 

1.02 W . 12 ぎ 一ん 一 N . Y . City 一 
Tel . catf a 二 7 夏 


け 本人 ぉ W 敎會 ： 

お 帥 川な ホ M お ' 
幹事 田 中 巧 二； 
Ja 置 男 e M . で Church ご ミー' 

養 W . 1 吉 苗. Tel . C ー ミ ks 呈室 一 一一 
洒拜說 お 日 巧り 午後 八 時 
祈禱 を 水 唯 ： E トホ乂 時； 
法键 會乂诞 U 午を 二 時： 
♦を 宿を 一 
位 嵩を 淪比亞 を 数を 下がを 十一 
五を 學生會 社員 旅 巧ぎ じ 最適 一 
な 脯圖誉 錐 誌が 巧 度を 禪娛樂 
其 簡易を 堂 あら 

疲 を锥裘 周旋、 旋 ぎを 巧、 を樓 一 
拳 菜 調査、 な 旭 巧 事相 談钱旋 
等阅胞 諸兄の 巧を と 歓迎す 


0 

打 

が •細 

h Y 

n 品 




娘が 


8 & 

H S 扣 

な 加 W 
; む .惡 

凸一 

哲 


M 巳 

6 3 0 


8 

2 




▽ y 罹り 
聖書が 巧 虫す 
共 潮を 夕- jp 巧 半 
確 巧說敎 がが 
7 わ涯 n - 
■新む 卽會夕 八 時 
7 t 巧 j 
漁な 會义 はを 

證 を 夕 八 巧 

寄宿 巧、 旅 巧者 
案 巧 部、 ん 事相 
談 が’ 調鱼部 •诗 
を 巧 お 部、 英語 
な 縫を 没® 諸 課 
.を 設け 貪 員、 ホ 
會 員® 便を 計る 



正直 ど 親切と を 旨 どし 確實 
信用 ある 商品を 精選し. 
特別 廉懼 で販賣 致します 

ゥォが サム、 エが デン 四 割引 

其 他は 化て 一二 割引 

指輪 鎖 貴を 屬ホ じ寶巧 類】 切 

! ^ミ少 トン 時 副、^ ヮ 1 ドィ 

リノ ィ 7 時計、 を禪霞 時計 

ゥォ ー タ ー マン 巧 年 筆 

王 バシャ^ — プ 鉛筆 

满 銀器 並に 銀器 一巧 

御歸 朝の 御 ±產 一切 

時 削の 修縷 はが 險付 じて 確實 

じ 巧 川 自身が 致します 

午後 八 時まで 閒巧 

西 四 4 ■■二 T 目 一四よ一 一 五と 

ブロー ドゥ H 1 萊化巧 

ロン ク尤力 ■— •ヒ八 テン ク 

说九 ir 五 号 室 

る 川岸 蘭會 

屯 詔 ブライアント 四 11 一屯 四 

曼|是亭ご芸|呂.1二.157去.42互で. 



►診察 時間 A 
每日 (日曜を 除く} 
午前 义時 よら 
午後 置 時半 
水赌 午前 义時 1 
午後 一時 


齒科醫 

U 新 ま 無痛 治が =： 
多年の 經驗を なて 
H 本人 諸 おは 特に 
了 寧 慾 切に 施術す 

卜^マ —— チン 


成 巧の 秘說 




託 

も 

6 

8 

が 

a 

E 

8 

2 


ぉ闕ま 英語を 語ず 學. 
け 成功の 第； 義 です 
人梭 じは：：： 本人な 授 
广惜れ た專巧 婦人 駭 
辄 あら 懇聞じ 會認疆 
信 文祗を 語を 敎 段し 
V . す。 H 廳 .遇：：： 衆に 
牟前 九縣ょ b 午 儀 十 
陸まで 閒 校，' L 一心； 
スンと 十仙づ ioj 今 
山 息 もじ ホ 校 あれ。 


「す 薪 八 巧を ネ欲 A お 句ぶ 

霄夕す 4 一為 游 \ みみお^ 

クオー んザ 向. す ル'/ ン がが 巧 刻 引 
尸し ブ— ド： ノ ミん トンが 評 を劍列 

がみ d 化 念矮袁 がを 匆引 
谭ぶ ぶを.' が属 ぶ一 萄ぇ贫 
矣ネ 备猜 牵-が 

縣績絲 田瓜乂 

巧な 5 タゲ T す ィドち 八 ニニ 




都を じ iv 當 をの 間 



すを と 時 1 九 時 
H 曙は 前約 願 上 お 

け ^ 吉ぉぉ彌 



午後 一二 時ょ 6 六 時 
目曜は 前約 相 願 お 


ドク トが 

窩 見豊彥 



W 淵 ホが 

3 il ! 

U E 比 地 

な黑 I 

N . 厕 W •偏 
P 顧 触 


nu 

0 

目 

ぷ t 巧 
S 1 


C ： □れ S 

一 :::： d お 

AH .巧 

T— W ^ 
N 邮 C 

nu 3 d 
PI T 


日本 

洋服な 


gi 


-§ 


職 卿 揉 療治 

神經 施、 9 ゥ マチ' ス 

風痴 、巧 身、 随肩腰 
痛み" 胃 瞧病其 他 
出張 親切 じを お 中 
上ます。 削 約の ホ 
は 午後 一二 崎ょ ら自 
を じて 施術し ます 
U 本鐵灸 
專 巧學院 卒業 

I 肖 I 津 輕萊泮 

西 •むと 十九て 目 ま 一八 
お 誌 ワズォ — V をき 


信巧郞 
化 本が. 


D 


Mi 
I 如卽 
及扯け 

にな 邮 一 


,0 


1 ?0 
g 巧 
j U 


東 立 十. 一二 了 目 


Q 诚 £ 

W 3 n 

マ ■■= 5 〇 

ド ぉ"^ 

b -g 

fr 3 • 

Y 1 to 


,1 I 一ニ ニー 


伊藤 
洋服 巧 

f ラ 讀なこ ミ 


，丸 山洋 臟鹽會 


匿 品 



ん S 

化册 
h . n 
がが 

""35 


7 

6 


お最 ホみ ノおピ か デ y グ ニ階 ニニ 〇區 

鎌 辟 丸曲洋 驅商會 


C 、 H む 
z 4 . 

Nub 

A 

K 


診察 時閒^ 

午前 化が！ 卞 時 
午後 六が！ 八 時 

パ 7 小 栗 幹 三 

紐 肯をフ ラ 7 i 揖廃 
祟 お 街 病院 激務 

武南 コン ハラン ザ 

.が院 勤務 


一 a 

, . 2 
蟲 

i み 化 b 
故 S お 

w:l 

み 4 T 


診察 時間 

午後 蕃 時半 リニ 時半 
午後 六 時： = 丸 時 
愛知 醫學 ± ' 

パ，" 巖本違 一 

古渝比 亞乂學 巧び 
グザ ラン 病院 勸務 
H 曜は 前約 願 上 お 


化粧 昂卸賛 

五味 商會 

« E . 17 th 黄',! U.S ぶ 
Tel S 享 sn こ 之 & 

‘ _ 舞 磯敎授 

►表 靖ホ操 A 
紳 七、 淑女、 わず 
供さん ホ じ 巧 寧に 
敎授 致し ホ。 年 前 
十 時ょ を 午後 十一 
時を ( H 耀を 除く} 

シヤ ジブ* ダン ン 

ング 師銘學 俊を お 
上が タ マ 



寫眞 J 砸 


菊 おお 

を二と 


メ） シ I は 紐 育 最大の デバ ー トメ ントお 巧で を 
らます。 巧ら しい 昇降機 W エス々 ンタ ー は巧爛 
^^巧內じ於ける皆なのお育物じ使宜と渝快どを 
巧へ てゐ ます 

他店でニホするものならばメ ー シ1では I 
巧 八十 八 仙 或は をれ な 下で 買へ る*- ' J をで ぅ 
ゲ御 記憶 下さい 

日本へ 御 荷物を 御 送ち じな b わい 節 又は 御 買物 
際して 御用の 堤を は パ ー ソナ^ シ 3 ッ ピン グ 
ビュ .101 を わ 詩む 下さい、 親が じ 御® おを 計 
らます 


JOK ; IO 至- OOC 巧 一, M . P 

1 ご责 S 二 羣 St . 穿 三 夏 
let . Riv ミ SEe ちな 於 ジ置万 二 0 ち 6 

みみ M 巧 午前 九 時 1 午後 一 時 
髮寞午 塗 ハ 時-午を 九 時 
H 踞 午前 化 時— 午を 四時 

ド タトル 小 巣乘ま 


も 

邮む 


W M 化 

0 心 A 


M 

8 si 

B むむ む 

化 化 化 

D 桃抓邮 一 
3 5 2 


處科醫 

夕 年の 經驗 をな て 
最新 ま巧學 手術 じ 
堪能 じて 信用 篤し 
N 施術 巧 低廉 = 
日本人 諸君には が 
じ 了 寧 懇切 じ 治療 
化育 州を 認 
パ t ブル 1 ム 


Di \ 夕 whish 己夕 D . P S . 

二 3 去. 7害 St . ブ|. Endist 一ち 42 

誠 5 個 誠 他 ハ 戶良二 


自 午前 化げ 
自午 後一 か 


ち 十二時 
モ おか 


J 0 3 
おかが 

TJ 〇 

rc -4. 

Mi 


聽 摄雜攘 

=：： 氷 及び 電氣 治療 =： 
筋 揉 肩 腰の 痛 首モせ 
の不颤 神經痛 タゥ マ 
チス 慢性 胃騰 病神經 
衰弱 振 其 他 
午前 化 持ょ も 午後 九 
時を 電話 前約 願 上 お 

.紐 育瑞典 フィ ジオ'. シニ 
ピ ー 學晓 卒袭 
I ' 紐 育メデ カが ジムぶ 一 
ー サ ージ隱 會正會 員 

\ を 認西村 幸 劈 



お 炭に 就ての 一夕話 【上】 

ピづ ツバ— グ じて 11115 •大獻 羽 


♦だん'-^ をく はなる し义石 
I お化夫はストラィキをやつてゐ 
'る こい ふので 石が の 話 もょ く 出 
る' 巧'」 なつむ。 こ i らで 一寸 石 

炎の 說 をして 巧 やぅ。 

♦々おはん もの 植物が 地中に 

地つ て 長い 問 か i つてが 化した 

- ものである ごい ふ； じな つて ゐ 

る。 をの 年 化のを い 新ら しい や 

又' い 化の 巧 囚で巧 おじは いろい 

ろを 柿 類 かわつ て、 これを 完を 

じ巧おす る；は闲おどされて& 

る^、 大化 巧認的 じみ 類す る ご' 

無 巧が、 礎靑お 又は 黒 お、 巧 炭 

i の 四邮類 ごなる 0 

♦無煙炭 どい ふのは 愚 もを い 

だつ てな も お 化の 進んだ 石 おで 

おを かが 多 < て 揮を をが 勘ない 

如ら 一寸が へ 難いが、 燃へ 出す 

V 叙を ぅんと 出す し 又 煙が 非を 

妙ない。 これは 學問的 じは 

一一! Trl-TRAa JTI 巧と いふが 

」 の國 では 一 股 じ 田 A ジ « 0 

ど 云つ て ゐる〇 そのため 

皆 逆 硬 炭ど譯 されて ゐ るが、 り 

本 じ は 硬が とい ふ夕 はない の だ 

からこれ は 矢 張ら 無煙 お (無烟 


日本 償 券 


み 


i 際 化ず 


间贸 持が 約 一億 

な 巧の W 岛替化 巧は 前々 週の 

十-二 弗を を 突 彼した- 3 ホ 目覺ま 

しい 间 化ぶ b を 示して ゐ るが、 

これが 基 錐を すらのは 本年の 

檢化贸 おが 近年 じ . y きおが な 化 

がを 收 めつ！ あ L よ 及びぶ 貨巧 

送の 二つの 事實が 巧し く對 外信 

用を 瑣 進し、 がに 當 地が おじ 化 

て 川爲巧 凹化挂 込みの 化 惑 買： a , 

漸次み を强め 坡巧衍 に 盛ん じ。 

1 こゎ-ぃ 

爲 替相瘍 にな 映し ミ 

.の 如きな 速な！： 化を 小した 所 U 

'でめる。 耐し てこむ を 前！； の w 

お磁 たを 本年； 一巧 k かから 四 五 

巧 - S をまで 繼賴ク H た 上が ホ お 

のをむ に 比 ずれば をの 問 大じ趣 

きの 巧 G る おが ある。 卯 も 前！； 

の 化 感は颊 脚に L て" 啦に爲 啓上 

のがを 耕 係に 化 まつて なた が、 

今 巧のを いは w 间 化な 込みに 加 

へて U 义閲 のを 利 差に 基く 採赏 

的 喪 索が タサ じを まれ、 化つ て 

投寶的 傾向が 非常に 渡怪 である 

w 投資の おぶ け 

ィ 、巧 お沒 券の かき 政が 保 謡の 

ある 愤巧領 の 肖 持 

口、 スタ シプ ビグの 剧引 (日 ホ 

一錢 六が、 年 おか 八烛 I 

'ィ、 H 本內化 にある 外 國銀巧 

(ボに ィンタ— ナシ HI ナル 銀 

わ) へ S 巧を 

で、 銀 巧は これを 爲 を 資を ごし 

て述 牌す る i じよ b 採を 的に 紐 

巧：； を 利よ b 頂を 巧に 對し 商を 

利を 挪ひ 巧る 薄で わつ て、 蝴限 

の 到 ホヴる ホが を 化に 化が せ 中 

巧を の あぷで H 本に おめ て おく 

等で ある；^、 を 巧の お 式で 

圓 にお 資 せる が が 力 

が 巧 筋の 觀測 じよる ど 今 U お 化 


お义 は無揣 がと も 蕾 <) どし わ 
方が^い £ あ ふ。 ベン 州 じは こ 
の 神 類が ぅん ど ある 譯で 今を こ 
の‘ 扣 夫さん が ストラィキを やつ 
てゐ る。：： 一本では この 柿 類は 勘 
い。 天を がか 平壞 おじで が こ 
れじ迪 してむ る。 

♦渡 巧 お 又は 黒炭と いふのは 
無煙炭ょ 6 は 新ら しい 石炭で 普 
迪單じ おお どい ふのは ぞくの 谤 
を この 渡靑 がを 指して ゐ る。 こ 
の國 では 普迦 1.1 R ご 0 0 A 
I 」 じ對 して aoJF，r COAI 、 
どを つて ゐ るが これ も軟 あと 譯 

さない ホが い i ど 思 ふ。 この 中 

にも 補 類が あつて n ) クスを 造 

る じ 適する もの や、 巧 巧を 造る 

じ 適する もの 等い ろ'''^ ある 0 

U 本の 义州 炭、 化 お 道 炭、 撫順 

が 等は これ じ谣 して ゐる〇 

♦褐 あごい ふのは もつ ご おら 

しい 石炭で、 この 中には 色が 黒 

つ ほくて 木 巧の ない ものら ある 

が、 色が 褐でボ だ 木理の 殘 つて 

ゐる もの も ある。 この 碑 類 じな 

る ど 炭素 かが 中つ ど歡 なくな b 

摊 をみ がを ぐなる。 


じと 八 千 巧 山から 一億 川 じ 達し 

て ゐるど 云は むて ゐる〇 然る じ 

をじな逃がすをのぉ來^^ぃ現を 

は 日乂 間の 金が 差に ょる 口 本の 

を 力廣錄 への 買 進みで ぁつて、 

が 育 シブ— 銀 巧の 如きは このま 

力 かで 當化 正を ま 店 等へ も乂を 

の 貫 註 交を 出 一 ^ てゐる どい ふ； 

である。 このを が 差 じ J る蜘際 

間の 投を 方向の 變 化は 巧 ホ 間の 

を巧變 也に 伴つ て 常に 兒る 例で 

ぁるが、 是等 兩國は 投資 物が が 

巧 励で Mi 瓶 朔大藏 謡な、 米國で 

はス チ— か 巧 ごい ふが 如く 內帘 

も啊剛 他 喊際的 设資物 £ して 

ちゆる 條 かを み備 して 奋 るので 

自 山に 威 際のに 貴 買し 得る けれ 

グ」 も' n 本の' 郎券摇 はこれ じだ 

して か 人' し。 を S 内を が 巧明ゼ 

ホ國隣的投資物ど一-て著し<條 

けを かいてむ るんで 巧國 のを 剌 

が英乂 のをむ じ 比し 

常に 爲利 なる じ拘 ' k 中 

巧 如 証券 類は 國險 的に おんど 顔 

みられて ゐ なかつ た。 斯 かる 狀 

おじ ぁ クて今 凹の 山爲替 が 復を 

込みの 思惑で 則らず も 証を 類は 

買 おを 唆つ た； は、 例へ をれ が 

み 額 f ぁつても 巧が 証券 類 S 國 

際 化の 第ー ホで ぁ 6、 今後 証券 

發巧に 隙して を 5 を 力な 潰 券を 

外人に 巧 あじ 說解 ぉしむ るが 如 

き 形式を 採用せば 漸次 國際 化の 

傾向を 强め てが / 、 でみ らぅ 0 

英闡 銀行が 

利 上け 發表 

紐 育は 现率 維持 

最化じ 到 b を 塊 流 化ぶ び準瞒 

資 を臟少 でが k げ說が 專ら哨 道 

さいて むた が國の 財界は 

ホス トン 聯邦： 止 貨準瞄 

がけの お 姐 利上げに 泮れ て糾巧 

を 除 < 义剧が 銀 わが あ； これ」 

傑つ た-- め 益々 神が 過 敵 ご。 り 


自然 お 巧 もずを じ充 も、 特じ當 
地のを 利 移動は n ンド y 化界注 
呂の憔 点 ごな つてむ じ •か、 元 ホ 
営 地 ど。 ン ドンのを 利を 莲じ就 
ては 英米 兩闕 財政 當 局の 間 じ 成 
る 柿の 默 契が 成立して ゐ るので 
巧を 渉の おお n ン ド/が 場は 去 
る S りを W て從 ホの か 立 嘘のを 
利を 巧び 五 ホに 俊 巧ず る 旨を お 
した。-/ の 報道は 忽も當 化が 锡 
にお！！ し當 化のを 村 上げが 豫想 
されて 一時 巧 巧 下落を 見る •し 至 
らしら 

大藏 長官 こン 氏は 同 

H K テートメントを發表し、口 
ン ドンの 金利 山げ は現狀 じがて 
己む を 得 乎 どすな も ニユ） ョ ー 
ク のを 利狀 態は 年 未 金融を 前 じ 
して 柯等 これを 變お ずるの 必要 
を 認めず ご斷實 したので、 先づ 
本年 巧 巧に 當 池のを 利 じを 動を 
生じない ミは 明白 ごな つたが、 
ロンド シ をが 上げの 結を どして 
當 地ょりの を 流出は 己む を 得な 
いど 見られで なる。 

(本 就" お 京 特電】— 

日銀 帳 屍 ご 金利. 

最 .化め H 銀 帳な じょれば 巧换 
券發巧 高卡二 億よ 千 S な 八十 一二 

巧と 千阳 、制限 か發巧 高 九 千 六 

巧 八十 II ; 巧と 千 山、 貸 お 高 四 億 

一千と 巧 ス 十二 巧 六 千の じして 

ュ ー ル谓日 物は 五毛 乃至 一 鹿， 五 

ちを の一錢 五が 五毛 ょら 一錢と 

通を 唱； てゐ る。 - 

年み 資金の 緩和‘ 

ホ既 一筋の-が 裳 率 お 加"' 剖 一二を 
じ對！ 巧 傷 供給は 一割 强い '增加 

で 生糸の 實 勢は 樂觀的 どなを 年 

ぶ 資金 も 漸み緩 かさるべく、. 爲 

ををを 气|^悲銳が拌なし ど 見ら 

むてなる 

絲 產 額は 激增： 

.十一 巧 中の が績を 額は： 1-1 巧 

二が を峭 じて 新 記錄を 示して む 

る ■か 右 ホ 支那、 滿洲 ホが への 輸 

出 增加子 C のま 因で ある。 

東 お 株式 配當率 

.お 巧みを 取引所 配當は 一割 四 

みお 厚 こみ 定 した； Hub と H 發 



婦 ，へ. こ 敎會が 


親善に 努力 

U ホの ぶ說な 善に 

が 遇 ホは ホ 思議 じ も H 米の 國 

なぶ 菌 改善 ごい ふ 点じ 輿論の 

力が 期せ やして 動いた。 邸 も 

一端 H 家バ I ク 氏の 逝 まこ 化 前 

後して 起つ たを 化の 親善 述動 

を 見る に 

米國 婦人 投票 间盟は 目 _ 

下 S チ 王 スタ ー おに 開催中 V -- ぁ 

もが、 席上 も阀の 婦人 參政 運動 

U 就て 第一線に おも 餐圃 した 力 

ヴー •チヤ. ィマン •カツ ト夾ん ぶ 

ぶる 四 U の大 會席ヒ にて 靈じ蒂 

巧當 局が 陸 ザ 動員 力 四 巧 巧 人と 

化が に 公裝 した どは な 掛の盧 ホ 

じて 「巧 等絲ん のん じょつ て 日 

ホの 蒋 が， y の 化する」 どて ホ 園 

の 棘 人は この 際闽結 （て。 力 八 

ノ條 約の 祕 神を 円 乂兩闽 じ 移し 

W て'::: 义 半か條 約を 締結すな 棟 

図 格 巧 常 局に 請願す べきで ホる 

ご 論じ、 謁 願# を 巧く 去 米の 蹄 


ん じ配附 する ふを 决 溝した。 み 
いで ホ闽の 

曰 米 關係養 喜 記 長 

シド ニ， — • y ユ. 一 ，ック 博 七は 

現 だのを 員 千 八なん をぶ 千 人に 
增加 する 息 ホ じて ステ ih メン 
卜を發 をし 「本 委貨禽 は H ホ國 
をのな まに 就て 今 朔誰會 じ柯等 
お 治 的 昔 傅を 試む るの 意志な き 
も、 が U 移 ほ 化の 制を じ 就て は 
をの 率 賞を ホ國 はの 前に 披歷し 
て 冷が なお 斷を 求め、 U 本 ご 米 
國の 正装 ぁる 解み を 期すべく 强 
發迷 動じ 着手す る」 なをを 表し 
た。 尙ほ 去る 一二り 費府じ 於て 開 
繼 された 政治 學協會 には 我が 

松 平 大使 が 出席し 昨今 

稍々 も すれば 日乂 間の 國をじ 障 
害を 巧 ふるが 如き j 部 煽動 家の 
を 巧す るは 遺憾 千 方で ぁるが、 
現 巧 H ホ兩國 間には 巧を 的キ度 
じよら て 解かし 得ない 樣な國 際 
問題は がが サや 「化つ て 今夕の 
演題で ぁる 太 ホが の お 勢 じ 就て 
巧 等 語るべき 珍を な 材料を をし. 
て 忍ない」 £ 罔 頭して 日本の 閣 
体 よら 明治維新 當 時の 廢 おを 叙 
し’ おじ 普通 選擧 法の 實 施、 勞 
働闹盟 の實現 等り 本の 民 ホ 化 じ 
就て 有益。' 講演を 試みた。 

織 球 撰 手が 

一耀 成金に 

.イタノー キ挪立 大學織 球 撰 手 
ごして を 米 フアンの 血を 湧かし 
めた レッド •グランデは プロ フ 
エッ シ ヨナ： どなら まる： II 曜 塞- 

他の 試を にはと 万人 ごい ふ觀を 
で I 擧二巧 五 千 弗を 隱し ねが、 

今阅ア 0! を 蕾 資社ど 一 罔の 出 

演巧册 々疆の 契約に 調が しじが 

同人の 姓 お 使 巧 料 其 化を をし 僅 

か二迴 間前プ 。となつ た 彼は 一 

灌 五十 方 船の 助產 あごな つた。 

_ 

ジミ！ あ 本 快勝 

旣颖巧 如く 囊じフ アゥ 作で 稱 

敗し；：^ 邦ん 拳圓 撰ず ジミ！ 坂 本 

舞ヒ リブ ピン 人フ ラブ 1 スの驚 

二 闽攀圃 試合 十 圆戰け まる ±曜 

お コン モン ゥ王八 ス惧樂 部に 於 

て 驚 巧、 風闽目 及びと 阁目に 被 

本は フ ラブ！ スを 倒した るもノ 

ブク •アゥト ご^ら 中遂 じ十阁 

^戟 にぶび 結 お ポイントで 坂 本の 

.勝利に 鋪 したが 赏巧雨 人の 澈 H 

; ぶら は 最. フアンの 愈を 湧かし 

; た。 が ほ间 君は 去る 巧 濯：！： リン 

ク アイ ランド 巧の ナイト •ォプ • 

ゴ’ 。 ン バス 供樂 部で 舊フユ ザ ー 

クエ 1 卜 撰ず ジミ！ • フレンと 

模範試合を 巧 ひ 好評を 構した。 

婦人 野球 團歸米 

靈じ日 本に 遠征した ヒ ラデル 

フ キアの ぉ國 婦人 野球 锁ボ ッビ 

. — の 一巧 じ 最初 こを 景氣 よから 

しら 關西化 方 じあいて からはを 

どな b 觀 をも換 なく 興け はを 然 

失敗に 終ら 紳戶 でせ 化生 中で ぁ 

つたが、 台變 じ化留 ずる ホ人ム 

•-グ I i ：* る 人の 特 をで 旅費を 供 

給され 去る 六り の 化 船で 命から 

がら シアト^ じ 上陸 L た 旨 聯合 

通信は 秘じ てなる が、； む 中の 

ネリ— •シヤン クス 縷 及び エン 

j マ •八- < 娘 はり 本 じ 踏み 止つ て 

-ムる ご ° 
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內 親王 殿下 御 生誕を り、 御 母子共に 御 健全 
じを け寸 旨宮內 省は を 表 .した。 
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辞を 葵上し 柴 上-‘ ぃ はおに 刺 化を 御 差遣のと 巧 山貞勝 氏が 鍛へ 

たお 誰 b 刀に 添へ て猶 町高阳 商な 謀 製のを チ ニ 尺に 剩る 目の 魄 

める がな 濃紫の 御 巧を 御で 赐相 ぶつた が、 本日 御 劍御親 校の ま 

じ 當らて 基な 内親王の 御 命名 發 表ん るべ ぐ、 本 H の 御 ホ じは 列 

强 外を 閒も參 判の 豫を じして ホる 十二 H じ 御 かを 式を 紫 巧され 

る 萬で あるが、 全市 內 のな 學 校は 聯 をして 一大 奉祝 會を 催す 等 

おを b 氣 かに 充 もて ゐ る。 巧 ほ 皇孫 巧 親での 御體 量は と 封を 四 

かの 一と 拜 ホす る。 

I がれ 御 庵室の 前には 侍 醫室じ 到 

■るを のを 方形の 消毒 室が あ b 、 

抑產 室から けこの が 毒 まの 镑 ら 


純白 洋風め 

御產室 

光を の . i i 御 乳 人 

東 巧 姐 殿 F ^ 芽 •出 巧 くら 内 親 

主を 御化誕 じな つた 御產 室の 間 

通 b や 御調 巧の 御 模樣は 就い も 

が 式 じて 抑 産 蛮は 四十 八鹽 

皇孫 室は 約サ鹽 髮廣サ 

である。 御 産室を 中に して 侍醫 

I まご 準棉 をが あら、 侍驟 室の 憐 

•が 前記の 皇巧 おじな つて ゐて 

一 御誕ホ ご 巧时 じこの 御室へ わを 

しかす ので あるが、 基み は 謎て 

神々 しい 純白の ペンキで 塗ら 其 

_ 他力！ ブンに 到る 迄 純白 物を 使 

| j 用され てゐ る。 御み 娩 巧は 了 度 

一を じ お ふが 柄では あ b 恃じ溫 巧 

の 調節を がつ 關 巧から 暖房 裝摄 

i を備へ 又產婦 にお 叟た 適度の 濕 

j 度を 保つ ため 蒸 漁 裝蹟が 設けて 

i ある。 を 後の 消毒は 持 じぶ がを 


を 通して 中庭が 耶 かれる が、 化 

殿 ドが 産後の 御 養生 中 御 無聊を 

お慰め 中す ためこの 中庭には 霜 

じ もめげ ね 氣 ホな 

常 盤 木に 山 茶化を 配して 

ある。 この 抑藥へ 出入す る あは 

塚 原、 磐 瀬兩階 ± とおが 寺こぅ 

が a めきの 兩肋 産婦と 化に 看 謹 

婦 五を でを いなかの 者は 絕對じ 

入を- 过 禁じられ てなる。 宮內省 

は 基 お附の ゎ筑人 のん 選を 東京 

埼 ち、 神 糸 川、 千 葉の 一が 一二 縣 

じを 囑 しを 地方 長宫は 十ち 始め 

から 巿 田が 長を 通じて 愼重證 を 

中で 志願者 モ余 名を 算 したが、 

侍 醫が嚴 重じ彭 察した 上 ホを ぁ 

る わ 乳 人に ホした のは 神を 川縣 

農家 妻 ホ 山靜枝 (ニニ) をび お 京 

府下 步を 中尉 妻 巽つ ね (二 一) の 

兩 婦人で ある 0 


年 ワシントンが シア ト火巿 L . 巧 
ぶ、 す 八.，：： 八十 八 年帮州 大審院 
掉 く。6、 千 乂_む 十 年 力 I ネ V 
—ホか M 畔の 委員 ごなら おに シ 
アト^ 商業 會誰所 貪が た b . し 
あヶ 年、 お 力な 親 U 家 ごして 兩 
図の-半 かじ 遜し つ t あつたんで 
ある 0 

がほバ ー ク 氏は 曾つ て おホ洋 
お 巧 荫業會 畿巧舒 がを も 兼任 
しじが 力 家で あらが、 シ アト 
瓜 今 ぃのお 展 にはに の 力が 東 
部 資本家を 動かした おおで あ 
る i 云 はれて むる。 

鈴 木 銀藏巧 別宴. 

化巧ををががしア ン チ モ ニ ？ 
雜貨 輸入 業 じ 化 鞭を つけ 「大か 
崖」 ごして 知られ、 爾を島 村 商 
會 、香 西 商店に 勤が 後を を 尾 製 
陶紐脊 出張所の 創設 じ參與 した 
鈴 木級藏 氏は 愈々 す H ぉ 發歸朝 
の途じ 上る もどな つじので、 雜 
貨か寶 巧が を ま權の 送別 會が去 
る 六 H 料亭 河 おにが て 開かれ だ 
出席を は 削 田、 上野、 靑 山、 香 
西 ホ 人、 佐 藤 (淸) 、佐 藤、 岡 島 
田澤 、名が、 菊 地’. 須藤 、松が 
岡 島、 中 山、 水 谷の 諸氏で をつ 
たが、 岡 島 副 紙 長 惜別の 巧を 述 
ベて が 念な を 贈呈し 水を、. 佐 藤 

康 をの 別辞、 鈴 木 氏の 謝 巧が 击 

ら 孰れら 十數年 前の 懐 舊談- し裙 

をが かせ 午後 十一 時 盛 巧 裡じ散 

舜 した 0 - 


傍聽席 


よ 
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目 义 親善を 叫びつ； 

h マ スバ ー ク巧 逝、 


シン トン 州 大審院 長 じちし 

太 华洋沿 単な 巧の 朽力 家ト ー マ 

ブ •バ ー ク 巧は ヵ ー ネ yl 國際 

'平 かが 脚の 有 乃。 を 貴の 一人で 

あ.^、 擢に 巧を ボ ゾ^、 じ 開 惟 

された 太 ホが 曾遊に 列席した る 

お 夫人 岡 伴 歐洲を 劇を 歷尴 して 

逝 般輔乂 、まるを 腿 U ヵ ー ネが 

I ホ か 化 巧の 

幹部 會議 じ则 席し ュグ 

ユ— •が*— 卜 民 、ジ ョ！ ン •夕 

ゾリ ユ ー •ザ t ダィス 氏、" が 锅務 

長 島 ランシング 氏 其 他の 人々 ど 

おじ 跌測幷 じ贿巧 方面に がける 

巧が 幽の輩 巧 報 吿を聽 化した る 

をバ ー ク氏は 特に 日米 耕 善の た 

めに 一言 あ b ど 超ち、 深て よら 

将 なご 驅 はれた 雄 辯に て 堂々 ど 

移に 問題に がて 米國議 巧の 非 純 

±的^ 巧 跑 k 難詰し、 H 本 じ お 

する 乂固 のか r * きが 農 UH ホの 


.ラ ー魄± じ 體を支 へられて 

である ど 論じ、 これが 善後策 じ 

就て 意見を 吐瀑 しつ i ある 最中 

突が 

む臟麻 痒を 起し 隣席 じ 

あつた 司會者 コ n ン ビア 大學総 

をバ トラ！ 陳± の 腕に 支 へられ 

たま.- 昏腿狀 態じ陷 つたので 直 

じ 委員の】 人で ある プブ ッ- チェ 

フト博 十の 診斷 をた ふたが、 バ 

1 ク 巧は 巧に 白玉楼 中の 人 どな 

つて & た。 遣嚴は 翌日 午を 二 時 

■ホ 巳 人 及び パト ラ ー 博 ± 秘書 役 

巧 伴 じて 郷お ヮシントン 州 シア 

トグホ じ 移送した が、- バ トラ！ 

巧卡 -はバ ー ク 氏の が說 '巧を 及び 

願 終の 巧 樣を直 じ 

日本な 府 じ 向つ て 打電 

した。 バ ー ク巧は 千 八が 四十 八 

年 十二 g 廿 二 H がち 州 クリント 

ン 郡に 化れ、， 千 八 巧と 十二 年 ミ 

シ ダン 大學の 法 巧を 卒業して 蜜 


雄 辯 漫評 

大西 潮ず 

隱キ ザな 演題よ. 

小 出鳥摄 水さん の'‘ r 才 、巧が 

戀 人を アジアよ！」 まあ一 的ん 

て氣禱 演題で せぅ 男らし 

くない 演題ね。 お 題 通 b 辯 も 亦 

鬼て-^ 氣 障な もので あつた わ。 

妙-し 聲をシ ャボメ た b 、 顔を し 

かめたら、 下 度 田を 牧師の 追悼 

潘 話を 聞く 樣だ つね わ。 わし ま 

いじ 「狐 じは 巧 あら、 空飛ぶ 鳥 

は 盤を 持て b …！ あ； 神よ 巧れ 

じ 目 由を 與 へよ、 おら ざれば 巧 

を！ 滅 むを！」 なんて まるで 悲 

觀文 ± の 身投げ 义句 見たい な 結 

論を したの じは ぞ つどし なわ。 

態度 だってい やじ 氣取 って 泣き 

聲を おひた てられ： は聽 がの ち 

で耻 かしくて 直視 出 ホな. いぢ や 

いょ いの。 終始一貫して 彌巧ど 譲 

堂の 笑 ひを 忍ぶ 榜 ったい 顔の 外 

なかつ たのは 無理 もない わ。 唯一 

一つ 感必 ななは 自か だけは 眞面 I 

目 じ や b 通す 勇氣 よ、 大抵のを _ 

なら 逃げ出す わ。 をの 点で 二等 

賞 じな つたの ぢ やない の？ をれ 

ども ホ 催の わ 骨 巧ら 賃？ どもら 

にしても 當 巧の 聽 ホは 雄 辯を 禪 

く 巧は、 ミぅ か 知らないが、 批巧 

する 頭の 持を はせ の ある 者は 鐵 

なかつ たのね ；；.； ど 云 つても 巧 

なんて 無暗 じ 怒ら もの ぢ やな < 

つてよ。 あ i 巧が 戀人 でず もの 

ね、 兎ても 愛すれば こを 云 ふの 


は 巧 治满說 ではを < 最 ぅみ 人よ 
剛化 U 論理的な 口調で 普選の 實 
現から 朝鮮ん へのが 選 權問题 じ 
入る 態 巧、 辯 術 共 じ ホ おな もの， 
です わ。 帖閒 が々々 ず 巧で 論旨 j 
が徹底ごい ムをじは巧か；^かつ 
たけれ ども、 暗示 的に 終つ て 却 I 

つてよ かつた わ。 唯 1 つなに' 个 
思鷄は みれ 巧 猛烈な 彌 次が 阿部 
さんの がは グ 1 S 昔ら 出さな か 
つた J です わ。 賈收 かお 黨か將 
じ咸& か滚ホ か？ 孰れに せよ を 
怪^^ミレ、すわね。 娜みの乂れ處 
の。 いが 隙の ない 溃說 でも U か 
つた ど お ふわ。 

先生の か 燈說明 

糜後じ 杉 山 巨象 さ A の 「自滅 
かなを かおた 舉命 か」 の 演説は 
滿 題の セン セ 1 シ ヨナ 方に 似ず 
熱が なく、 辯に 變 化が 乏しくて 
T 巧小學 校の 化 ホの 巧澄說 明を 
聞く 撥で ぁつた わ。 余卜’ 落つ き 
遇ぎ てゐ たのら やない の？ をれ 
ごも あ！^ つて ゐ たの？. 

さら- げ我戀 人よ 

まぁ随か接い^勝手なミを書 
いたのむ。 水を 社を さんじ 吨ら 
れる どい けない から 最ぅ 止める 
わ。 終らに 臨んで 當 巧の 懼 しは 
非常 じち 恵義で 成功 セ ぁつむ ご 
思 ふわ。 どぅか 斯 棟な 會は 時々 
懼 して) 方に 化留學 生み 元氣を 
養 ふごみ じ 他面 辯 論の 準備の た 
めじな さる！ 學問 ど、 をれ を 間 
く 漉を の醫を ごじ 資して 欲しい 
もの だ わ。 あらに 嵩が 無を のを 
彌 がさん！ 兎ても よかつた わ 0 
ぁれで お說會 活氣 がつ いたの 

です もい 被說 貪に 顚 次は 天 

下脚を ですから、 この 後 も大に 
やつて 頂戴ね！ 自を勝 ホな が 象 

を 並べ立て？、 ほん ごに 濟 まな 

いわね。 さらば 噫 我が 戀ん學 を 


音 •！；- 


ラン ゾを禪 を 寶 

下 羽 電氣穗 巧 

2101 2 1 巧 roadway 

Tel . Endicott 0147 


固 巧を 幽 難たら しめて ゐる巧 w i 年な 讓卡 ごなら、 千 八 だと 十五 


n - 

ej 

d 比 

J が 日 

Gil 

お r 

•s s 

e A な 

ぶ I 迦 

曾 
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鱗 踏敎が 

ダンスの 巧 時節が 直 

らました。 な 五十 ホ 

菜 人 揃 ひの ィンス 十 

ラク トンスが 懇切た 

御 相手 致します。 \ 

日ぶ 人 諸君は 糖！^ じ 

歡迎 します 若-:! 御氣 

じ a さぬ 處 が'^ れば 

御 あ 言で さい！^ 卒御 

巧 遊を 御 待も^ し 升 

午後 乂 時*^ 

午前. 一時 心で 

總ぞ配 人 _ 

周 連立 啓 


よ 

野み の 八 百畏か 

ホが 一等 赏の 阿部 茂 ホさん の 

「普 逃 ど 朝鮮」 ごい ム純 政治的の 

巧說 でした のね。 確か じ當 巧の 

秀逸 中の 一人で したわね 。貴方 I 


N 

E i 

〇 1 

R 

A をつ 八 

G 相む 

P 6 

An S 

re が お 

TI U 

E ぉ 加 

S H« W 

A E 

がむ 


わざく 卸 

か洋御 巧 ™ 

幷 じ霞雜 

華府 ユニォン I 車據 

ょも 化を、 閑 振の 庭 

園に 遊ぶ 鳩、 み I 內の 

焚火 旅情の わ iS みは 

色々 舉府御 易 i の 巧 

は 是非 御立齊 でさい 


紐 育旅舘 田 中 家が 

東 四十 T 目 二 四 一巧 

ジー. 星を 旨 ia 呈 
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リすメ .し 力 I の特を 

H 本人の わ 貝 物 / i は 特が巧 員を 超き お 
巧で 御 お 巧を み 政 話 父は わ 手 巧み 第銜 
訪問して 御夕で 計 b おめ ての わ 方に 
對しては特一ぶ意をします からをホゎ 
なを b 願ひ并 ボ內 配を は 巧 論 H 本が 
他を 地 宛の i 物を 送は 當 方で 致し 巧 


，レ 3 


ブナ 


力 


ホ'. > 、後を# 戶 '長 巧， 香 巧' 馬 尼 泣 わ 

春 i 洋み 一二 吾 § 竭) 子 貝丢百 

西ぶ 利 盛ん 气客 〇嗎) 一巧 量 
- V ....{一 羅お疑 S 1 月、！ 
水 取； t ミ 1、000婚) 一 貝 二日 
ザ¥ え i、 呂 〇爾) 二月 十六 H 

コレア 八 三 000 嗯 ) 一 二月 二 H 

(羅廊 お 帆 一一 ぉ サぶ 日) 

祕墨 ぶ哥 、秘繁 *智 利 諸 巧 行 
'报 ホ パ^、 横 濱神口 巧 巧 香港 巧 
; を復 共を ホ 週 一の. 

◊を 淹軒淀 里 切 巧 寝室を 巧 入 卸 掛巧化 S お 


0 ♦をら しき 卷煙 

を 

お 

巧 

巧 

贿 ♦を パ 4 プを禪 


ム掃尙 。ス タィ 八の 洋服 

U 御友 達 ホが 御な しの 様な U 

皆 樣が御 好み^ 新 スタィ^ •おしい 高尙な 
服装 •をの i 服を 當 巧は 調製を します。 
一巧 御 來谣ぶ 左つ て 羅敍地 •結 柄 •型を 卸 
變 下さい a 如不 おの 際は おを をし ます。 

ク Prt *- -I - 1 ぶ， 一 b 

フロ リオ 洋服 巧 


日 

本 


紐 

育 

支 

ムみ 


r W 

一 r ^ 

石が 


; ル. I 

若 I 

忘- 

_ '如 


シノ トル & 帆、 お 化 午前 十阳、 

J 賀义 十二 巧 化 " 日 ’ 

いを 化 一巧 かを 船 依 
W 岡 化 . 二 巧十ヒ R を 旧 
议横化 青ナ ー H 加 誇 

U 本朽 船客 運賃 巧を W 辦 

，等 横を 化 お 弗 神 口 1 1〇 おお^お 

二等 洋資ぶ 十と 弗が 食を 十五 乘 小し 

斷洲 H 本 糊 客觸 - 毎 巧 一一 回) 雜パ 

備教ょ f 1 等が 五磅 、二等 お 十 則い 
鶴、 联ザ 塞ょ b 1 等 化 十お磅 
二等ち 十み 磅。 

化 巴を 馬紹宙 a 本巧货 物が： ち 二 向 

- . 


e 

•m 

L 

Ke 

c/5 

a 


社 

會 

船 

蘭 

敝 

大 


> y 

咕郎 

• S む 
3 

J=i 

化 

S お 
6 a 


2 ;、 

お W 

が 

6 

む 

区 

細 


シ アト 八が 帆 (午前 十 時) 

. あふりか 化 十二月 か 六日.. 

.あら ぞな化 一巧 六 ： T 
▼一等 橫演 一九 芯 弗. 

但し ば 4 ず 丸 るん ごんみ は-五 五萊 
▼一二 等 S 本 わを 五艰 客室 大を造 家族 室夕巧 
▼御 希望に 巧り. 一等 割引が 俊が 巧资が W 毅巧 

P ス アン ゼ火 ス出奶 (午後 一時) 
かなだ 化 二 巧 と 日 
ょ.^ い 化 こ 巧 十と H 

▼一等 協淸ぇ じら 义ぶ哇 か 一九を 味 

共 他 はんて 一一 お 弗 半 
▼ご 一尊 H 本が ょじら 丸 ホ 哇化詰 邦 化 化 お贿半 
y かお 羅がむ i 切巧授 義を碟 入御 钓旋 かり お 


陶破黑 、雜貨 、ラ 

ンプ及 ランプが 


卸寶 


森が ブ タザ I ス 


創立で 八 巧 五十を 



と 十を を 年の 度 あ 


が网 最大の 書籍が 化 お 

を國の 普籍雜 誌は 中す 

に 反ぱや 文房具 類 一切 

販賣 親切 巧 速は 當會社 

の 主義で 御座います。 


巧} ■一本 追1- — 与-! クタ」 二* づ 主 一^ 

琵福 I 一膳. 二 席 

孩下 ノ殖お 八 無が ぶ) 


/ 巧 膊じぃ 

(化 ンをま 


.機 濱ぶ八 & 巧が 育是巧 

報 里 法を は 都て 無手 數巧 じて 當 
が 後後 本巧經 由を を そか 扱 申 お 


社長 巧虜な 友± 口 左 街 巧 

本 巧 大阪化 お 五 T 目 

が 育を 店 が育ブ U — ドクで 1' 白 四十 乂番 

懿 なち 銀 巧 

J ぉ 9( 東を、 横 •谋 、名を 屋 、京都 、神 口 
4 卜^ 尾ノ 道、 棋 な、 吳 、柳 井、 でノ關 
地ぞ巧 I 巧 司、 小 倉、 巧 松、 巧 ホ、 久留ホ 等 
本國 巧を、 鄕お をを 等は 秘め 
て 御 废利巧 速に 御 化 圾可中 ぉ 


本贿 朝鮮を が 

まぶ 出 漲 所は り 本 内® の 樞要都 巧、 削鮮 
游洲 、支 恥のを 地 反び 浦 瑞巧德 

•辆鮮 銀 巧 紐 育 お 張 所 

外 閔庭巧 一般 银巧策 格 構々 御 便利に 化 扱 可 

申 上 巧 



太 

前が 贼ゃ 1 

K n " の 一 
W .1:1 十 十日 巧 

gli 品 I 


丽雜 li 


睐を诞 お 二 週】 巧 化 化 
ザエ 4 .フー レ* 療お 利.、 一宝る 客顿) 

ま 昼 香 

ム プレブ 亞 袖を OITOOO 哺) 

£巧 六日 

ろ'',' プレス 加を 太 (黃 •查 〇頌) 

二月 二十 H 

▲ \ ; レス 露 西亞三 T000 觸 .一 

\ 一二 巧 六 H 
一が、 二等， 一二 等 技び 下等 客 設備 
.爲大 、拿 琴最 おを の 東洋が 巧 船 




用 爲大賣 化、 し 



御料 8 用品 

凍茹鶏 一1 野 豆腐 


例年の 逆ら 御 注 义じ應 じます 


經節 黒を 


お 乎 生午曹 
生即莱 漬物 

御 染子類 必要品 一切 洩 をく おち 揃へ で 為らます； 

御 贈 一言 胞 では 理 な的。 お 術 雜貨咕 ぶ 着物 

ラン 7 賢 囚人 もに も怡 がの お々 乳 他 


が わ 慰 A お 潮 巧 物 塗物® 巧 
蓄籍類 等！！： 山陳 則して あらます から 何卒 御な 海ら の 上 あ 一 
少じ拘 は -f や御贸 とげを 願 ひます 

が 育 がをお 十 化下间 ニニ 四 



が 欄 兄弟 商會 

I 二 四 八 〇 

電話り！ ジ 五ント III 四 八- 
〇 二 I 二 五 


I 破格 大勉 强大賣 出か 候 

• ‘ 御用 か 願 上 候 早々 
地 P ょ n 御 化 文は 御中 越 巧 第 御 送 附可致 候 

f 東京 商會 


", - I uht / >,1 1 C 

年 ホ 年 W 御用 お 
吉例 じよ 


か 末大賣 化し 


縣賞 脚本 募集 

明年 二 巧 了し 開摧 すべき S を H 本人 會祉會 部 ま 港 お藝曾 
の 上場 じぷ す， 創作 一幕物を 黨 集ず。 

一 が 化、 題 村、 脚本の 長 親は 作者の 魔 意 
'二爲 助 本年 十二 巧 十五 R 
S 化 表 W 年 一巧よ n 
四縣 貧を 五十 弗 
„ 五 おお 送え が 育 日本人 會事お 所 
一 六 席 I 倘- しは 暖 名を 用 ゐ 、別に 姓名 住所を 記入せ る 
名 測を 加 封して 原稿 じ 添 へられた し 
と當埋 作な を 上場す ると 否 ごは が 育 H 本人 會社曾 
委な會 のみ 議 じよる 

常 杳封齋 藤 巧を 川 雪洲が 藤謁雄 一一 一巧 其 化 
はを 涉中 


紐 育 日本人 會 


山 


M 

rc 

H 

T 


'し W 

4 

K ん Y 1 

結 N1 

点 ご。 

K N W 山 

W 唯1‘1 


W 

ピ 

N 


〇 〇 
扣 B 




資本を 
挪 a 濟 資本 余 
巧 立を 
巧 式 


裁 億 圆 
み 千ぁ圆 
五で 窓 阿 凹が 巧圓 
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Go 

mV 
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圳巧- 

扣 赏 


會巴一 弄 銀 巧が 巧 支 巧 

本店 巧を ホ：： 一本橋 瞄駿巧 町 一 
支な ルが 日本 掠 化の 巧ぷ を) 橫巧 
名を 尾を が 大阪两 み 防； 神戶 
廚島下 瞄門司 若松 細 岡を 蜗 
上が 倫 巧を 買聊水 


か 瞬巧替 、鄕里 送を、 おを を、 信用が 其 化 
一般 銀が 業務 精々 御 便利 じがを 可 申ち 

援ご裹 銀 巧 f ま 巧 

本 ま お .柬 を： 本 巧、 大巧 神戶 、京が 
所が 迎 名4^^崖、ホお、上が、愉巧 


S 

>0 


ci ■別 

^ Y 0^ 

化 益 


細ぶ がが 貨 五十 圓 U 上 利息 年 六み 

雜 贼 臺灣銀 巧 —出張所 

▼鄕里 送を ぶび ホを を (無手 お 巧)、 外 西 
爲替賢 買、 荷爲 なか 組が 化、 筒 用 化を 
巧 等 一般が 巧 棠巧お 巧 利 じ 取 投可化 お 
▼巧 ほ 詳細は 御遠麽 なく 狗問合 披下度 候' 


藤本 證券 會社 

、-胺 宵 巧： 乱 券ノ贸 買、 引ず ■裳を 
，金融、 並 二 之-一隅 スグ ：がノ 業務 

鎌賊 藤本 ビル ミ |力1 銀 巧 
紐 育 お 張 所 


雑貨 陶破器 

ド， う ィダ I ズ卸贊 

太洋資 易名會 社 

支 お おがを、 ボス > ン 
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建設の 規模を 改めた 

費府 博覽會 .」 日本 II 

U 本の 赞 同は 恐らく 取消さぬ 

大巧 覽會 側の 計を 一部 

錢巧即 ら縮少 の 經絳に 脚して は 


水 

懼 

白 


-前號 所 報の 如 < でぁるが 新任 寧 

お總おべ！ヵ ァ氏の言明に化れ 
ば 巧齒も 大体な 村 す ベく、 佛蘭 
西は 本 月' 下 お 頃まで じを 員を 特 

'一派して 出品に 翩 ずるが 合せを す 

I る 常で ある ごと ふが な 別報 じ從 

I へぶ 獨 逸に 於け るち み。 製逛 H 

萊家等 U 化み わがが 赞 岡して お 

I なをた すごも 巧 等の 鹏知 ずる 所 

では ぃ击 いか. -r 如何。 る 蹄 類の 出 

なにせょ ホれ を 『掘進の 代表的 

_ 出品』 ご 巧へ ては 困る ごの 意見 

をを ぶし 盾 b が 太 利は が ホの 间 

駐人 ょら 成る 刚 かがま ごして 出 

品 じ お 走して 居る もで ある。 H 

本が 出品 じ 要する 地 巧の レ ザー 

ダ エーシ ョンを しわな ホの 成 巧 

は暫 らくを 日 じ 譲る i ごすべき I 

も-時 大愧の 前途が - 

悲觀 されるな ホの 電報 

が 乂阪巧 口 や 中外 巧 萊じ揭 出さ 

れ K 爲 めに：：： 本 か府の 正を 贊问 

も 或はな 消さる、 やの 增をホ じ 

た 程で をつ たが、 ベィ ヵ ァ氏か 

!ら は 最近 外務省 じ 宛てな 巧架電 

し 『大憐 'し關 ずる 諮 謡 的 報道は 

事 實 ではない。 出品 面 隔はモ 九 

巧 年む おじが ける 化を 乂 愧お上 


であら 列國 ぶび 國內 のを 加は 攸 
が 最初の 通らで ある 助 厨 政府 も 
を 加して H 章 巧を 巧品舘 頭じ揭 
げられ むし』 どの 軍 報を 發し日 
本で も 商工 省 側は 外務 あ 側の 意 
戳を參 酌せ 打譯 ではない が 化 ま 
の 賛同 取消を なすの 恵；-* く 着々 
計 靈を進 巧せ しめつ、 あ b 恐ら 

< 赞间を 取 おすが かきろ は ある 

まいご 信せられ 居 b を舘を 通じ 

て 四な と 十と 坪の 割當を 大体み 

の 如 < 巧 をした ご 云 ふ 王で ある 

美術館り と 十五 巧 = -給證 、.美 

術參ち 品、 お 術 エ藝品 U 測 織 

陶器、 ょ寶 、漆器、 金屬お 

敎 育參考 品、 ホ 十を 參考 品等 

農業を 巧 館 == 立 十五 巧 K を 栽 

密 化、 糸ぶ、 生姜、 蕃椒、 を 

化を、 豆類、 製茶、 罐詰等 

製を 工業 館." 1 r 再 九十よ 巧 H 

生糸、 風俗、 ド。 1 ン *3 — 

ク •レ ー ス 、と寶 、陶潘 器、 

藻 器、 巧 草花 違、 絹織物 及 同 

製品、 刺 織’ 眞旧 ~ 眞珠 、綿 

縮ぶ 间製爲 、紙 及 お 製品 刷子 

玩具 セ^ロィド 製品、 才 膝、 

をエ 、硝す 製な、 體ザ 、水晶 

養 等 

機械 繊荣館 K 五十 坪 = 運輸、 

鑛山等 (完) 


巧 

豐 


白 


本 巧 おか 迄の 

寄附 金成鎮 

遂に 二 千 弗を 突破す 

が 靑 り 本人 曾 特別 寄附を お 穂 

は 裝み所 報み 如'.、 本 巧 八 口まで 

には 旣 じ； i 平 巧を お 破 I i- おる 

一. かかぶ 紐から 觀 いば 今.' おの 巧 

■力で 歇千 五'， り ホ じ 逢ず るは 强ち 

難畢 ではん るまい ど 言 じむて 居 

本 お前 號 締切な のせ 即も左 

の 如し- 

を 孰が 北 弗 宛 田 島繁二 
率の 篤み が 吾 出ま隨 

をが- rf； ホ 宛 がが 巧次郞 

巧 川 K ホ郞 

; 金が 弗 宛 大峭協 一二 木を を 

おか 粥义郞 

; を-^ ザ苑 小が 忠ま小 野の 

宇； 郞波邊 正よ ± な 勝 一 

熊 野 傅 平 旧 化 孝 二 郎巧野 

ホ藏 河口 煤 遊 井上； 兀を 

島 橘 德激禪 が 用 親 川上 太 

兵 銜岡本 參太加 部眞一 

巧 腺ぶ よ 义當大 乂衫廉 太 

郞を龜 太 郞巧苗 童當田 

浦 S が 平 良 宇を 碰口門 之 

助 山 邮 巧 一二が 下 村經雄 

烏 巧 常 

一 訂正 柏木 巧 巧 小 池 化彪星 

が 章 一二に 二十 巧は 二十 五 兜の 

誤が 中 健 吾 氏 十 弗は 十 冗驼の 

誤に か 許ぶ す'。 

新舊 監督 役， 

留別と 送別 

H 本が わが わ 化が 化 監督 役 基 

'がずに* ，''お 報の か < 絲 削 爲め 

前 迎木幡 H を迭化 露を 瓣 むが 別 

晚餐 巧を H 本化樂 部に 隅いた が 

i 當 化は 出が ま S 十を 名虽が 氏の 

一 お 隙に ホぎ 巧け 齡お役 阿部 索 二 


氏の 挨授が ぁら 齋お 総領事 來賓 

を 化 表して 謝 辭を陳 •へ わが 撒 宴 

後 別室に て歡談 午後 十一 時散會 

しじ 越り て 去る 巧 曜日は^ 紐 か 

己 数十 お H ネお樂 部 機上に 星が 

巧を 招が して 送别 のをを 閒き枯 

木、 ホ 川、 山 島 S にの 巧 別 辭 

をな 虽巧 氏の 答 解が あつて 雜 

况训 になを 脚ぢ た。 

勞 働ち 認可 校 あを 

領事 舘 ぇら 配 脚 

千 九け 二十 四 年が 技を 劇を W 

巧學生 ど' して 渡义 ずる 外人の 乂 

國もお 易。 ら ざるの 觀が あつ 

けれ 共が が 巧 働 省の 認可を 受 バ 

た學 巧. 5 ■指を し眞 正なる 學 ホの 

資格 ある 列 人は 乂國阳 難なら ざ 

る實 情を 示して ホた。 右に 就き 

當地總 領事 おでは を あを 州 別 

L て 外ん 學 生を 牧 がし 得る を實 

格學校 S 校 名 ど 比： 所な 地表と を 

純ち R 本ん 會 、両 新聞社 等 じ 配 

附 ：'- じから ホ學の 向は 何時 じて 

も一覺 ずるの® が あらう。 


'新； 咧； '礙' ' '清' 

み 部活を 窠二 版を 巧 英語 學 

校長 ま 巧 ぉ I 一一郎 氏 著 第一 版は 己 

た 貴 切れ ごなら 今を 第二 版を を 

、贼 中で あるか 著者は 自ら 靴を 隔 

て/' 痒き を搔 くの 城み ある 英語 

會 請を 活用 せんごす る 者に 親日 
子を のつ て 速成を 朔 せんどす 
爲 めじ 縮な した ものである ど 云 
つて 時る 蓋し 巧 語會話 書中の お 
色で ある。 を 憤 I 弗 九十 仙。 

徵 兵猶豫 事務 

取扱 闢癌 

d 願 巧 限 十二月 1H ょら 肌； 
年 一一 頁； U を 

か 願 者が 齡 明を 一十 二 年 
四 巧 十と 日ょり 同 册化年 十二 
巧】 H の閒 におを したる 者 

岀 願書 式本會 事務所 じ 在ろ 

保証 料會 員は 一弗會 貴 外は 
別 じ 手較料 五十 仙 

書留 截裙じ ミ國じ 謹を 
望の おきは 外 じ 書留 巧 十五 仙 

紐 育 曰 本人 會 

2 岂 w.57i' R 呂ヨ養 


御 下宿 

松滿巧 


ごの E . 92 nd St . さ 
ジ 三 twater 1ゴ 


木 旧 ル i ミン \ 

1 含 7 3 rdAve . 呈 .里 th & 岂を S . 
ジ夏 h 呈 e fleg 呈 f 芸 S 


巧 員 入用 

委細は 左へ 御 照會あ b ねし 

丸 山 洋服 商會 

西 四十 六 了 目 六と 


ネ ヤン ディ 

クリスマス 用 特別 包 
ナヨ コレー ト取 《父せ 

一 お 巧 二封 度 一二が 度 
及び 五 封 巧 おみ。 

^ . — 丫キ ヤン ザ ィス 

一封 巧 五 お 度 化 お 親 

卸 I 貿侦段 じて 御 巧 命じ^ じ 御 

な 文 おは エ おょ b が お 若を 

樣じ御送6致します。 ^卒相 
變らや 御 引 立 御を 顯 を^ます 

ST 尝 TF 呈 DCANDIE^I 夏- 

-W 巧 W4.wn な^ t. 

ジ宫 hi Bryant 為 44一 


貸家 


六 室 及 湯殿、 凡ての 

設備 完 を、 ベー スメ 

ン トモ あら、 如柯 。る 商 賣じも 

適 當の瘍 巧です。 

44 W. 吉 th S 三 ew す rk 


♦茂 木 お 吉氏横 お 桃 井 細が が 

社員、 み 继經山 六日 着が。 . 

修道 曾 巧 牧帥就 巧 修逍會 節 

事大 川 溢四邮 巧は 今 巧 副 島 信 道 

氏の 後 巧 ごして 同會 牧師 じ 就任 

♦竹が 正 氏 踐學傅 十、 渡歐の 

途次 ホが 闡乂 ホー ムじ 投宿。 

♦離 粮お兰 邮氏歸 朝 中の 太が 

貧 易 株式 會 お々 長、 ホ泌經 山 お 

ると H 若が。 

♦おが 覃氏 口 本 銀 わが 靑化巧 

化監 巧设歐 测視锭 の 上 歸轴の 

爲め本 H 出帆の ベレン ゲリ T 號 

じて 渡 巧。 

參高畑 誠 一巧 神 口 鈴 木が 巧偷 

を ま 巧 長、 夫人 川が ベレン ダリ 

ァ赃 じて 締朝 のをぶ ホ 紐。 


綺麗 じ 装飾 さ れ た 室 ス 

重 WU — ム ヒ ー 、 靈完 

を、 り本紳 卜じ貨 巧；。 巧 小山】 

512 fh 芸 an Ave. (置' 121si 普 22 互 ミ」 

ジ さ す ミ 3 弓 U ョ呈こ 7 芯 


貸 案， 


ラ 


綺範な 大きな パ 

— 八- — ム 、ス乎 1! ム 

湯殿に隣巧、 ^ ド ソ ンの眺壤を 

，し 一 人 父は 二人に 適當 一過 十 巧 

G Valent ぎ艺 4 Riverside Drive 吾？ -D 

0 ミ' 含 nd St. 


貸間 


-迎 置 张及 A 巧、- 

人 又は. 二 A じ 適ず、 

ボ廳 へ 卡みタ ィムススクエ；^ — 

へ. 山 おか 電話 カン バラン ド 室 ーコ| 

184 ミを St BrookI ミ 黒 崎梅モ 

大賣 を' 

クリスマス 御 贈答 用品の 尤も 適 

當の純 H 本 眷物や カラ シャツは 

澤山有 b ます。 孰れ も 拾 I 質 巧樣 

の 見切 化 段 f すから 是非 ' j 度 御 

巧 巧 F さい 御 円い いが 勝 .X です。 

げ洗鼓 裁 絡 所 

.が ザ 商店 

128 W. 呈 h SU. Y.C. 


■沙港 英経學 校々 ま 
吉野正 一二 郞著 

英話活 法 f 

を 價一弗 九十 仙郵 稅十债 

著者が 本書を 編纂せ る 所 3 -は 
を 隔て.、 痒き を 搔< の感 ぁる 嘴 
語會 話を 活用 せんどす る 諸子に 
六ヶ巧 の烦 時日を 0 つて 日常の 
會話差 まへ なきを 補 g ん どす、 
故 じ スラング、 ィデ オム 巧び プ 
日フ ユン 語 巧を 入れて 其眞 意を 
解す る-巧 譬戒 せら。 を 摩を じは 
速成を 期し お 文典、 英語 活法後 
編ち 义硏 巧の 部 じ對し 通信 敎授 
を も 致します (向 ふ S ヶち 間) 

S. Voshino, 室 3 A 貢す をョ Ave. N. y- 
c; 口 The 呈置 a 二 ea Trad 吾 Co. 


自働車 業を 修得せ ょ專巧 あじ 
依つ て 迷 轉並じ 修變を 懇切 じ 
而 かも 短 
時日 じて 

お授 す。 
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純 H 本キ モノ 

純 日本の ホ 地 

締人义 び 女兒用 モス リ 

ン 、眞岡 木綿、 おお 化 

の 円 水着 調製、 ぶ禪 '縮 

細 巧 他を 忡出來 を も ぁ 

b。 抑留み じ 化ら 布地 

は ャード 0 上小資 をし 

ます。 御 一報み 第 おじ 

伺 ひます。 
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SAT り即 が， 脚 EM お R .,12, 19 巧 
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實 力を 涵養 だよ 

が 巧の 一が 外人 即もお 化 不能 
の 巧げ 人に 勤して はを も 巧み 他 

じ 街して は §: 戸を 瞬 放し 巧 等の 

'が 巧を 巧へ つ >> ある 米轉 e は 巧 

も；； 技け 一 幾し をで たまは 

社 行か 自とを 利用し 自己ら 亦 社 

をを 利が し兩 々柏俟 つて 適 おを 

が 3 埋 巧に 合して 往 く'^ が 出 ホ 

る。 巧 動佛經 じせよ が 脚み にせ 

よ 野球 逃 ホに せ J 劇作 まに せ i 

姚 れも脫 i 本胞 r 本で W きとげ 

得ム谭 である t ~ 昨 十 n ピツ、 

バー グの规 巧な をで 左 脇に 負傷 

しわ 爲 め厂聊 前途を 悲観 さ いて 

は& るが 鼓 化まで ィリノィ ス大 

學 勧 巧 選 ホで あつたら 面の 一 

靑年尸 — 。ホ ド •グレン デの 如 

き J レ艳 w み 一例で ある。 证巧レ 

ツド •グレン ジこ呼 i 味れ た 化 一 

请年 じ大學 の觀巧 巧を 風 廓して 

斯道の 勘 者 ど；； •■つたが ブ U フ王 

ッ シ ョ ナ is . の方醉じ巧戶が豁然 

として 開いて ゐる のじ 着 股，」 學 

をを ホつ て 灰 人の 激巧 逃す ど。 

つじが、 巧 励寫眞 巧の 方 両ゃ廣 

吿 がみ 方 曲から 稱 々 G 機 會を提 

化して が レ おめ に 一踞め 五十で 

ホのか限おじ^:*つたご蹲 へられ 

てゐ る。 

グ レンジの 去 人 逃ず がに 入つ 

た事貨 じを して ゥォ！ 八 ド 紙は 

スポー トの巧 神を 随を せしめ 同 

時し を 進ず 生の 前途を 誤 るら の 

.でんる ど攻擊 して ゐ るが、 是れ 

は 半面の 觀擦 でぁつ てを 豹 的に 

'化を すれば ブ 。フェツ ショ ナ片 

の锁 球を 是認ず るな 七 グレンぶ 

が大學 を乘て t 斯 が _ i 奔 つねの 

ス ポ ー ト の 本領を破 つ た ど は 

，を へられ U い。 彼れ ごして はョ 

リ なくを きむ どず る 彼 自身の 主 

跟ど 抱を が；：* ければ ならない。 

孰れ じせよ 化の かく 巧戶： £> 開放 

さむが 巧が 均等 じ 巧 へられて ゐ 

る お 幽の社 曾に 化ら て繼子 あを 

されつ 一 ある おが 乂ピ雖 貨力さ 

へ具瞄 すれば 差別の 巧 遇のを 氣 

は 自ら 稀が ごい* る じ 違いない か 

-ら 、嫉 まや 蒙ます 男らしい 覺悟 

; をを めて 賞 力を が 養 f るを が 同 

:胞媛 姑の 化ホ閒 題で ぁる。 是れ 

; は ㈱ る 半ん。 化 も 巧み 将 ざる 眞 

一巧で ある； を自覺 せね に。 らり 

一條 約 違な の 提案 

一 聯邦 第 六十 义證食 じ 提出 がら 

るべき が留 外ん な錢 法案 UM じ 

j 下院 じがけ る 移 K 站 化委投 長ァ 

.作バ I 卜 •ジョンソン 氏 よりの 

1 提 おを 基礎 ごして 該委む 台 じが 

I て雜を 中で あるが 勞慟を 侧の意 

一見を もを 酌し じが 定を 設け 滋か 

:ら中 本巧證 じ姻附 する £ ごなる 

であらぅ。 か 入 靖錄を ま 其 もの 

じ おしては 卸底腳 巧の 可能性 も 

なくホを乂國の豫防ども^:^らの 

巧。 ながの 脚定 は徒勞 であらが 

番でム る ど 云 ふ說滤 から ほ勒の 


な 見 か ある。 をむ は 常識に な， じ 
だ侧 S 诚論 t ゎる M れみ 旣じ乂 
統領 も お 萬 中に 外 ^5 登錄 'ダ唱 
堪 しし •とも ホゥ 勞留 ち侧 U 離氣 
ごな つて か 制を じ お 力し つ-も 
るの み。 らゃ なか 睽の膊 帯證員 
は 充を法 父を 唯嚼 する までら 
くがず を 紫げ て赞 がする 傾 巧が 
あるから が晚 法律 化する であら 
うど 觀 測して よい。 而 して 勞勘 


省 側の 提案 中には 都ての 外ん が 
登錄 する 踞を 一人 じか 一 闷五弗 
を 支挪ム べし ど あるが 是れは U 
本人の 挪 する 限ら じがて 現 巧 H 
米 通が が お 條約第 一條の 精神と 
剛 文に 違な した 條 項で わる ど 謂 
は3け；^らぬ。 ぉ錄巧をは 一 輔 
の租 巧ヤん る。 リ 本人は 义 人の 
支挪 ふな 外の 化 稅を負 あずる 義 

巧は 戶。. 


暗雲 低迷して 

満洲の ホ 和を 脅威 

奉 天 鐵嶺其 他が 自警 團 組織 

お作霖 父子は 最後の 一戰を 試みん. 

ま 京 特電 十日 發 u 張 作霖お 軍は 大兵を 遼河じ 集中し 最後の 一 
大が贼 の 準瞄に 息ら。 く、 張作霖 A び 郭化齡 両軍の 勢力は 殆ん 
ど 伯仲して 巧た。 一方 天津 奉 天國： iiJ 軍は 吳 化を お 軍 ど 提携した 

と 博 へられる を 畏林お 巧 滋攻擊 を 館 始し爲 めじ 人 >$ 梅々 のち 様 

にて 南滿の 戦雲け 愈々 急を 吿げ 遼暢軍 巧み 部は 奉 天 じ 移ら 警戒 

嚴 をを 姑め、 奉 天 お 比は 小 おに 襲は む 外人は 恐怖 丄 てなる が、 

巧 奉 天ん を圃領 奉は おが おのが 護を H 本に 申出で、 ホた。 日本 

攀脯 おじ 奉 天 城け みを 則を 聲 がし おお 技は 自警 劇を 組織し 巧 一 

に瞄 えて ゐ る， 义錢嶺 、新 民 等 じても 夫々 宫 譬勵糾 織され 警戒 

t て & 4 が 錦阳她 をの 奉 天軍 tr お 奪を 逞 ふし 円ぶ 商 巧 四 軒 襲 ホ 

をを けたる も 幸に を 傷者は なかつ た。 

東京 特電， f 日發 政友會 にて は 現み 閒のあ ホ 勸就政 巧が 極め 

て 小 徹底で ある どい ふ々 場から ホるべき 講會じ 於て 政府を 追窮 

ずる^は匆論、 ； 大圓は述動ををして對ま按策の刷新を要ホ3 

るに まる， へく、 南満 動亂 問題は 今や 國巧間 題と して 政 巧に 渦 お 

きをげ げんどして ゐ る。 

化 京 十 U 發 u 囊に 一旦 奉 天明 渡しを 覺 悟した る 巧 か霖 ご娘學 

良は 最後の 一 戰を途 河で 試みた る 上 ま 就を 巧ず る i どなら 目下 

五 巧ょ. りよ 巧の 軍 陵を 同 ホ おじ 集 化して を 一週間 拭 内 じみ 戰す 

る模棵 にして 郭 が齡骗 軍の ま 力 巧は 奉 天を おる 巧 四十 哑の鎭 口 

じあら てが々 蹲 道 便に 一て 輸送 L 先發 除は 遠 河じ搂 あしつ i ぁる 

もの！ 如く、 天 律の 李 景が將 軍 も 鶴 軍の 爲め軍 圃じ陷 b 近くが 

戰 をを ゆる お 勢 K して、 奉 天 城内は H 本 患を 隊も 出動した る 上 

城內の 秩序 維持に 化 じて ゐ るが 人、 む 楠々 たる ものが ある。 

おを 化 日 矮 U 陸軍省に 達した を電じ 化れば 張が 霖は 約よ 八 巧 

の 乂带を利用[遼.何じ 最後の巧戳を試む ベ く準備中に て化京が 

を闽は 化を、 奉 天 賴じ精 別 列 幸を 運轉 せしめ か 威 軍隊 じ-切 こ 

れ をを 巧すべく 段義 中なる もの i 如く 奉 天な 留か國 領事 團は日 

本總 領事 じな 留 外人の ぶ 命 保護を 化 頼した のでを 地ょ b 避難し 

つ I ある 外人は H 本 總頒事 お 巧 他に 牧 をして H 本 軍隊が 巌 重に 

蠻備 して ゐ る。 而 I てぶ 京 じある お 玉祥將 軍は 加 藤 首相 其 他の 

ち 力を じ 巧を し滿洲 問題で 對 ずる 嚴正 中立を 要望し 自 みは 斷じ 

て勞農 主義を 媛 巧せ ず、 德約 及び 諸 協定 權も飽 迄 もこれ を 尊重 

慶巧 するど 通牒した。 


日本の 金' 力 

張の 懷 中へ 

意が をり 氣な話 

東を 九日 發= を 〔ニ ユ！ ョ J 

ク •タィム マ 特派 負】 の 確聞す る \ 

巧に 從るィ ) 1 旦奉天 開 渡しを 覺 

おし わ 

張の 復活 基が-しは H 本 

の 金が 大み 動いて ゐ る。 即七若 

し郭 化齡將 おが 奉 天を 街 < なら 

ば おお 軍のを 巧した 軍 祟は 忽ち 

じして 一 义のお化も。<^:^も滿 

洲 'しがけ る H 本人の が 的 損害：^ 

巨额じ 速す るからで あつて、 巧 

は 鼓 近 二 お 兩の巧 票を を 巧し 南 

お 搜道や U 本人の 大巧 店は これ 

を毁 巧に 預金して ゐ るが'、 若し 


張 軍-レして 大敗を 招くなら ぶ S 

ホ、 一二 菱 ，鈴 木、 乂 倉商會 等の 

蒙る 煩 害は ち 額に 達ず るので 秘 

かじか 府じ對 し 張 軍の が 的撼援 

'を 運動した 結果で あつて、 をの 

額じまつては判明し^:^ぃが現化 

どして はこの 援助な 外 

軍事 方面 は 絕對じ まを 

細れず、 單 じ化留 外人の 生かが 

ホ 巧び 鐵道 線の 錢備じ 兵を 敷か 

す' どい ふ お 巧に 止つ てゐ る。 而 

して この 貼 的 援助の 結果 どして 

一巧 叛旗を 觀し たまが じがけ る 

張の 部下は 巧び 奉 天を じ歸 をし 

つ i ある お樣 であるが、 化 京ょ 

りみ 報道には 時節 巧 信を 匿< じ 

ぶる もの U く 日本 外 擦 省は 專ら 

を天駐 巧橄 事の 報吿 をぶ 礎と し 

てが 巧を が斷 して ゐ る。 尙はホ 


が ホ 




••LYSISTRAIir 

頗 か：！： アブ スト フェ^ 

■歌别 ぃ ド ミトリー ♦ち 

リン。 作曲：：：： レィン > 
ド •グリ I 八。 瓣 ム常ィ 
ザック •ラブ ノウち チ 

件が 

モス カウ 給を 劇場 脚の 如 1 巧 
を满 は、 ホる 十四 H か 己一 迦閒 
卜旦 つて、 第と 巧 目 ご：， 十と 了 
目 ア片 ••チョ 作 ソン W 废 で、 
ゲリ シアの K 劇で あろ リシ ス 
ト ラタ」 で 上馈卞 る。 これは’ 
英乂滿 等では 化に r 劇て して 上 
演 され じ もので ゐ るっ 

お督紀 お前 四な 十 一一， 牛 山* ネリ 
シアち 郝 、アセンス 梟に 修羅 
の嚳 であつ た〇 を，；；、 ぺ "お ネ 
シア® 爭 S 第二 年お^ 利當し 
ア ゼン ズ ホに の レ； U 1 第二 化 
討が 失 股 するど 化 ハ/スバ ルタ 
ンス はザク レ. I を节獨 し、 アセ 
ンスじ 近い 六 都が 尸」 支配し、 ア 
テックスは 破壊 A で、 アセンス 
の 則 巧は 大恐粮 をを じて、 所謂 
「隅な 入の 評 能を 貝禽 J に對 して 
r 五 千 人の 政府」- ん 、蜀抗 してむ 
る 巧 t あつた。 



陰謀、 術®、 が 動、 鮮化 ごい 
ふ 構 ましい {々菊の 禪 にある アリ 
ス f フエ— ンス は、 到を 尋常の 
手段で この 關巧 思想を 鎭 める i 
は 出 ホ。 い， > 悟 b 、 遂に-平 かは 
I 女神の 力」 じ错 るの 外は。 いど 
いふ 思想で 妻 卸した ものが、 こ 

「 リ シ ス ト テ タ 」 て わ る 0 ブ シ 

スト ラタけ 「軍隊 解散」 を 意 ホし 
じ 言 楽で もつ て、 忌々 しい 戰巧 
あ 想 如 撲滅、 ホ かへの ぉ藥 、勞 
力を 愛する 也の 芽生え じ 娘つ て 
混亂の ゲリ シアを 救濟 する； を 
目的 ごした もので あつて、 巧な 
の ダリ シアの 玫巧 じご つても、 
甚だ 盧ホ のない 勞巧*^ ゎる。 

，キリ シア じ 化い 化 T どい ふ 化 
T はを くホ征 して、 國內 にはを 
人 ど 女 ご 子 お ホ b が 幾され てな 
る。 就中， 殘 され じた 達は 健氣 

にも 女の 力で ゲブ ンアの あ濟ご 

み、 むし、 今や 戰 かじ 裡 にある ア 

ゼン アン ど スパグ タン スの婦 入 

じ 傲を 飛ばしで、 「男ず 钱戒间 

盟」 を 創設す る。 この 曾盟 者は 


あつた。 脚 七 男子 禁戒 同盟は、 
この 際 ゲリ シアの 男 達が ホ かを 
克俊 しない 限 り、 女 ごして、 ま 
蹄 ごして、 男 じ おする 生活 上、 
社會 上の 一切の 責務を 巧絕 する 
どい ふので ある。 をれ はを 活の 
享樂 どい ふな 場からは 耐え 得な 
い 苦痛で あつじが、 而 かも 化い 
を場い A いかを であつ た。 この 稀 
人の 男子 じ おする 反抗は、 威 情 
の 上から 觀れ ば、 喊 めて 消械的 
い*無抵抗の巧抗でぁつた ：？>、 U 
なら和して非常に橫お的4:*活動 
じじつて ホた。 

リシ スト ラタが 巧い 婦ん達 ご 
宣誓 まを 擧げ てむ る 時、 をを い 
た老選 速は 却つ て 暴力で アクり 
ポスク を 占領し、 アセンス 寺院 
の寶 庫*」 あるを 共資 をを 占 帶— 
たので、 血. 氣じ 逸る 乙女 連は 媒 
到して これを 聲 護し、 このを を 
取扱 ふ 鍵は 平和 あるの み ご 男に 
宣言して 籠城ず る。 

を こで 居殘 つじ 老ん おは 酒の 
勢で 「この アマ ッチ ョ おな」 ど A 

らじ 資金の 奪還 お 計 4、 •女の 度 
じ 放 化し やぅと する が 巧つ て敏 
退され、 遂に 市 司か官 の 霉旋で 

老人 化 おプ。 ブ日ス がリ； J ' ス k 

ラタ どず か 談判に るんだ けれ ダ 
も、 ホは 目的の 賞徽 する までが 
迄 もこれ を拒絕 する。 尤も、 
情の 强い 女達 も 持み 戳じ 移る ィ 
をろ-^ 弱腰 どなら、 家へ 歸( 
てお產 をしたい。 またを 洗灌— 
たい 等 ごい ム者も おて ホら 。 n 
シスト ラタは 巧み-」 欺いて 最化 
の 勝利を 說 く。 

同時に 巧 達の 曲 9 -て むる 
聞え て ホる。 をの 第一は キネ > 
ど 呼ぶ 壯了 で、 到 版 女房が むむ 
'シ寸なまき が を巧 な い わ 产 
女房が 巧び 自 をを をして 吳れ t 
。らだどんな提藩じ 卜應ずる^- 
泣 込み、 結局 平和み 約束を 化が 
する 盧 味で 妻 じみし ぶ^の 接 だ 
を 要 おする。 架 も一县 はふが 前 
いた もの {、みの や’ 于じ 燃え， 
男の 情 叙 じ it いて 逃 て 了 ふ。 
.これは男ご女£の戰 l ^ b のクラ， 

マツ クスで ある 〇 ~ 

斯 くして 婦人の 禁ボ 同盟は、 

スバ 术 タン ス から ゴ ブシアの 刪 
隅 じ 及ぼし、 スバ 作 タン ス の' ム 
は 巧との 同宿を も 拒 おする 。 I 

じ 飢えた ア 七ンス ィース パ术 ター 

ス は、 をの 裝じ ひわ b じい 斗 L 
じブ シスト ラタに やかを 求め ， 
ブ シスト ラタは こ >- じ熟烈 なぶ 
ごが 化の 力を 說いゴ 、男 達 も 曲 
して 圖爭 はしない i 主を 誓 ふ。 一 
バ术 タン/方 ご ア セー ン スは國 歌^ 

合唱す る。 ザ 出度し。 

ご、 いふの が、.-) の 劇の 捕 命 
でを る 〇 

この 劇は、 從來 とても 平 化、 
無 お 抗ま義 乃 ま 婦人 中 必ま義 ( 
宣傳 のた めじ.、 壓 ''々上演され」 
ものであるが、 黃實 i :* 意が じ 1 
ける ダリ シアの 線を 劇 VJ して、 
ダン チュン。 巧は、 綜を 劇瘍， 
創設した 當 時、 化づ 手を 染め」 
ものである。 

因 じ 上揭の 寫眞は アィザ ッ" 
ラ プノ ウキ ツナ 氏が を 飾し、 
「タシ スト ラタ」 の 舞 裏面で？ 
投 パリー で開懼 された 方國 j 
薄 裝飾展 •’、、 巧 賞を 得た も 一 


シスト ラタ ど 呼ぶ 若い 婦人で 


でみ る ~ 


日 ネ駐節 大使 じ 巧 泣せ るは 單じ 
日米 親善の 繼叛 のみで u < 益々 
親善を 梭の 巧を 增進 せんが 爲め 
である』 ご 熱な をが つた。 

乂國 政が の 一 惑 盛 

ボ ー タ 活動，， 

露國 承認 案提か 

7 シン トン 十 H 矮 =1 上院 外を 
委員を ボ—ラ 巧は 一二 側の 化議 を 
を 上院に 提出した が-第一 案け 
國巧 省が 力〇リ ー 子爵 夫妻の 旅 
券を 認をお 絶し、 がらに を歐の 
過激派 國會諭 真 サク ラト パラ 巧 
の 乂國を 拒 巧して 率賓に 鑑み、 
巧 かる 國務 省の 戰特 的恃 權を廢 
止せん ごする-^ ので 4 り、 紫 二 
案は 勞農 。シアの 承認を 化議し 
築 S 案は 戦時中 狎收 しじる 濁 逸 
のが 産 一二 憶 弗を 速に 返還すべし 
どい ふじ わる。 ボ ー ラ 氏は 近日 
中 この 提案に 細して 上院で 說明 
演說を 試みる を定じ U つて ゐる 
が 加州 選出 議員 デ ヨンソン 氏な 
f も 本 提案の なお 者で ホら、 傍 
傍 これは 闡際 法廷な 載 ごみ じボ 
—ラ 氏-派の あお 攻擊の 武器で 
ある ごならむ-て ゐる〇 


本年度 入超 豫想 

東京 特電 十-日 發 u 十二月 上 
かめ 十ー ニ港賓 易は 輸出と 千 二な 
六十 二 巧よ 千圓 輸入 五 千と 巧 六 
十 お' 刃 一一で 鹽お超 i 千の な 化 十 
と 巧 お千圓 なる が 本年度 入超は 
結 厨 二 惊六千 方圓巧 巧な らん。 


装して ま化國 おじ 侵入し ま支掛 
道の お 動を 則 雷して むる と。 


別子鋪 山の 爭議. 

ま 京 特電 十日 發 == あ媛別 子 銅 
山の ず議惡 化し 大街突 起し 多 
数の 負傷ち を 出した。 

巧 刷 H 罷業 解み 

まま 特電 九日 發 UH 淸 が 刷 度 
を おを 等の 印刷工 罷黨け 調訂出 
ホて 解 ホした。 

政府の 本 黨懷柔 

ま京特電九日發ぃお概內相 と 
巧み 本黨總 裁の 貪 見は 巧 U ら深 
刻 じて 政府は 本 黨懷ホ じを 力を 
傾倒して ゐる がぶ 黨 のを 同派は 
これ じ 憤慨し ゐ るを なて 内， 紅 再 
燃ず るに 至る や も 計られず ご觀 
測され てなる。 

マ 巧 信任 狀 捧呈 

東京 特電 九日 發 U 新駐 "ホ國 
大使 マク ゲキー 氏は 本り 攝 政を 
殿下に 謁見、 信任 狀を 捧呈した 

智利 哀訴 寸 ろか 

智利 アリカ 九日 發 ：：；： 髮じ ペグ 
— どの 國境 制を 並びに 同化 方は 
の 人民投票 じ關し 調訂踩 である 
米闕 化を バ ー シング お 軍の 提言 
を 斥けた チリ ー み 反 對は國 境 制 
定 委員 禽 にて 巧び 否定され じの 
で チリ^ — 蚊膽は 近く ク！ リツ デ 
大統領に 割し 直 按調訂 をを 訴す 
る-,- かした るが' パ！ シング まは 
一巧 十五 日 じ遇擧 をを 制を し、 

一 丹 十 あ：：： にな 鍊し 四月 十五 H 


朝 香 宮殿 下 御着 ■ 

東京 特電 十-日 發 = :髮じ 米國 I を 選擧リ しする ゴみじ ナリ— 

御 通 逆 後天げ 化に 御 便 ホの 钥を I 掛し 臨を 遵 重の 誠意と 從 ホのを 


お 殿下 あじ 允ず 化嚴下 じは 布 座 
抑 經も本 = 橫漬 J 御 安着 相 成. づ 


員禽 命み 案の 转 施を 要求した も 

.够 r でみ る。 


アフリカを 醜 察 

東京 特電 十日 發= 橫演 正金 銀 
だ 東を 支 巧 副 专配人 およ 强 ホに 
大巧 英 一の 両氏は アフ 9 々み 化 

金融 視察の 爲め本 H 神戶 出帆の I を換 一， る 所 あちた る^、 大 化に 


職 盟ごホ 大統領 

ゼ ネグア 九 H 發 H 威 際 聯盟 幹 
部は 本日の 秘密 會 じて ホ 圈大統 
領ク！ リツ デ 巧のを 備 縮み 禽溢 
じ 割ず る 讓會敎 書 じ 關し息 見を 


様 名 化 便じて アフ 
の途じ 就い ね。 


ホ 露 兵國境 侵入 

東京 特電 十日 發 = ルビン 電 

報じ 化れば ホ 恣兵 ± は 職工に 變 


力 橫斷旅 巧 一が て 大統領み 息 見は 米國 の聯體 
軍縮 會講參 加を 拒絶し たらの ご 
觀 測され てゐる けれども 幹部 侧 
どして はを のを 何 じ 拘ら中 W 巧 
£ して 從 ホの 計 畫を艳 てす して 
會雜を 巧 集す る尝 である。 


問題の- < 〔8】 

發明 王の 誕生 


♦發明 王- 


マス •五 デ ジン 翁 


一 


- 


は、 この 十 H じと 十 化 歲の誕 

生 日を 迎 へた。 H 本なら ば隱 

居と ホる が、 こみ グランド • 

ヤング •マンは 相 變らず ラゲ 

エ トリ I の 籠城して、 餘 を；；^ 

く 新ら しい 發 明の 完成に、 光 

氣 ぶら を發 揮して ゐ る。.. 

♦をれ でら 流 おじ 年を をつ たも 

のか、 從 ホの 睡眠 時 お 一 U 四 

時間は 今や 六 時間 ど 化 

つて 翁の 勞慟 時間は 1 n 唯つ 

た 十八 時間 ごな つた。 

♦この 年齡で この 精力を 發 揮す 

る 翁の H 常め を 物は、 乂倉善 

八郞を じぅな ぎ 井の 類 かこ あ 

つたら、 トー スト ー ザ、 牛乳 

を グラスに ザが、 クックした' 

オート を 大匙 じ 一が、 もれ じ 

綴の 錐 詰で、 一二 遇 間 位じ少 


しは 獲え るが、 量は こ 八な 上 
じ 出る J はない。 

♦翁は 將ホ 人類の 巧學 思想が 最 

つど 發 達すれば、 禪 々の發 明 
で 人間み 勞 力を 漸 々省き 得る 
が、 今 口の が 態は 左程 急いで 
發 明を 完成しても、 人間の 智 
識 •わ をれ じ 併 巧' して ゐな いご 

云つ て ゐる〇 

♦現 化の 敎 育は？ ご 質 間す ると 

•「頗る ホ 實巧 的」 の 一言で 磐 退 

し、 天才 敎 育は 化から 强 ゆべ 

きもので はない VJ 云ん。 

♦過去 五十 年に 直る 人類の 智的 

進步じ 勘す る 質問 y 發 する ご 

息 外 じ も 個人の 巧 均は 進 ホし 

ソコじ 現 化 文明を 難 化して む 

ると 述べ、 「而 し神檢 は餘释 

手 加が をして 餘ら お急ぎ じな 

ら ない」 く、 例 じ；^ つて 痛い 

ごこ' ろを 剌 す。 ユ デッン 翁の 

如 さ A 物は、 正に ホ國 の旣寶 

.ではなく、 化 界の寶 としてが 

巧すべき 人 だ。 
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ム べき 治 外法 權が悠 を 難' 4^ 權じ 
け お 岡 條約椅 長 姓 巧 の 常 し 
も谦 をの 挪 係ら あら； S 巧 H お 益 
氏が を權 じほ かさる i こと {い* 
つじ。 

滿洲增 兵の 準備 

東京 特電 十-日 發 U お 洲削屯 
軍 五 千 人に ては 巧 一の 際不 化み 
にて 遺 城の 村爲ム るを 應 6 巧を 
の 簾 軍部 内 じ お b 命み 一 F 。 ば 
睛 もじ 出動の 準備が お ホた。 

第 六十 九 期 

ホ 國議會 

大統領 敎書化 讚 

ワシントン 八 口發リ 第 六十 化 
米 國議會 は 昨日を なて 成立 I 大 
統領 ク ー リッ デ 巧の 議倉敎 書は 
化讀 された が、 大統領は 先づ氷 
國お ホの 

繁榮 口ま晚 良好なる 畜 

じ展關 しつ i ある i を 確信 - V 
メり ン大藏 を 官の賊 親政 策に 贊 
ぶの 意を おし 特にを 稅 方が r 街 
ずるを 員會 のをを なる 議 ホを 買. 

操し、 目下 問題 ど 卜ょ b つ！ ある 
お炭罷 をに 關嘟 して、 石炭 產菜 
は勞資 おずに 對 しま だを 化 的 U 
解 巧 方を を 採用し 居ら や ご斷じ 
て 中央 かがみ 該產 業に 對 する 惟 
威 薄き おを 指摘し 今後の 非常が 
じ 擦し 大統郎 おびじ 商務、 勞微 
兩 省が 干 典し 得る 權 館の 賦與ど 
ホめ、 軍備 縮 少に就 C は頤 際が 
協を のか 要を 力說 すらら 現 化の 
世界的 情勢け が 軍ょ b も 化づ隆 
軍 力 S 縮少が 重大で をる ご 論じ 
今期 講禽 唯一の 大閒 題と 見られ 
てなる 國際 裁が 巧 か 

參加 案じ 就て はぉ 蔓か 

を 維持ず べきみ 同 的なる 責怔ど 

貧擔 ょら 獨 b 乂國 のみ 逃れ 得 U 

い 所 0 を 論じて 米國は 化の 何國 

J ら^ 戰爭を 旧 避せ ざるを 得 ざ 

る狀態 にある ご 述べ、 對斜戰 時 

貸附 負債 回收じ 就て は 最もを a 

的なる 方法に 則 b をの 幽 5 狀態 
じ應 じて 速 かに 解 ホすべし ど 論 
じ、 移は 閒 題に 就て 巧禪 不正 入 
國 者に 言 度し 誠を の 結果 じして 

明白 ごなる； ：〇 らば 疑 もな く 一 彼 

外人 じ おし 登錢 をを 制定すべき 

であを ど懲滋 し、 かず 化され A 

どす るが 空軍 随の 充實じ 就て け 

義じ 任命した る 

委員 會 案を 檐 じこの 隐過 

激 なる 改ぞを 必要と せず、 陸が 

及び 商務 次官を して これ^ 完化 

せ しむべし ど U し、 禁酒を 觸打 

じは を则 官憲の 協力を ホめ、 鐵 

道會 社を 同は 巧 固 商業を 員會監 

督の下 じこれ を 懲滋し 黒人 私刑 

の 非 法を 叫んで 社 會の间 情 ある 

理解 ご 黒人が なの 價値 承認を 說 

， M 0 
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巧 疎 H-K 化 ナヤー レス •マ クグ 

キ I 氏歡迎 晚餐會 .が あつたが 朝 

巧の 名 壬數 なを 出席し 會長德 川 

家 達を の 紹か微 迎が說 がを 6 、 

-- マ クグキ J 氏は 『大統領が 予を 
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日本人 諸君には 特 
じ T 寧 懇切に 治療 

が 育 州を 認 . 

パ t ブル 1 ム 




or . 1 R . shishido , P D . S . 

畜宝 . i St . ' t 8 i .置 icott ちち 

il 賴 巧が み ハ 戶良二 


自午的 化 時 
自午 後一が 


巧 十二時 
ザ 五 時 


尋れ人 

長 巧 細み 謙 111 山 口 堀川 藏一 
山修 齋藤久 |二 耶大阪 佐々 木 あ 
福 岡を 石 時み 郞 福 化 山 本を 
山 口山 本龍關 南 島 西 お 桂 一 
王 日川淸 一郎 ( 旅 巧者) フィ 阿部 
化が 道 梅英巧 タキ 石 川 
离木友 記 

ちのを じ 逝.！ を 巧き 度ち 么 
肤巧 本ん 巧^は 知ん ょな 現 
化 巧 御 姐 知 願 上 族 

紐 育. ホ國總 領華舘 

1 ま Broati ミ y New ご rk で ぶ 
ラン. ブが 禪を赞 

下 羽 電氣靖 巧 

2102 一巧 roadway 
Tei . Endisii 0147 


が 巧說赵 


【《 H すが 八 時 


船具 霞 巧 お 渡船 御巧莲 

遠 藤 小 刃商會 

だす 夏を ち N - Y . C さ 
Tel . 重 一 害 a = 1 芝 ご 


♦善籍 ♦雜誌 ♦新甜 
縱變 室を 關. 
热錄午 煎 九 時よ b 午 盾 お轉を 

紐 育 目 本人 會 

西 五十と 了 目 二 お 〇番 
電諸ザ アクグ 八 I 九 0— 化 1 


が 留靑年 巧を の 幽体 

i 人 靑年會 

一 W . 岩 Ih St . ジ|. Giarks 呈 124 A 


がな を 木 唯 H 午後 八 時 
が 話 食 i 化 H 午後ん 時 
をを ‘ お 當 お、 哦樂 をの 設说ホ ー , 
ホ 貧を 歡迎 す、 食 おを 化 巧け t 
牧 が 大 川ぶ 四郎 

H 本人 基督 敬 修道 會 
102 W ' 1 資 rd St N ' Y ' City 
Tel . tjaihedsi 97 是 

— ■1 • • — ri. - * 1 ; - — . n. I I 

曰 本人 ぉ 敎會 

な础 川な 禾之盤 
幹事 田 中 巧 二 
Ja ち ミ S 8 S . E . 呈 urch わ Inst 
夏 モ .養 Sf . ブ I ' Clarks 吕 室 1 
浦®: 說が 日谁 H 午を 八が 
祈 儀 貪み ® H 午を 八 時 
巍な會 か懼リ 午を 二が 
♦奇宿 を 

位置を 儉比亞 を 数 か 下がを 十 
ぶみ 學を會 社員 旋巧 客に 梟 適 
設購 圖嘗雜 誌斩閣 度を 獨娛幾 
具 簡易 食を あら 

巧を 馈裳 周旋 > 旅を 窠內、 が 褲 
事莱 調を、 其 化 巧 事 巧が 稱あ 
等 W 胞諸 巧の ホを を 歓迎す 


大が育 日本人 

基督 敎靑 年會 

ミ 2 E . 里を St . N . こ 早 
ぎ pias 8141 


C- 

1リ 浊 紐 

ぶ 〇 

山 Y 汽 

打 I S . ィ 

. 15 ご 

S Z 

常人 

e 5 も 甚 
S E n 

即 w 敎 

4 觀ち 
e 


V a 廣 y 
笔藝妍 兜. お 午' 
共 娜脊夕 よが 半 
禮拜說 を^ 巧- 
▽水懼 U 
嘟 。崎 會夕乂 時 . 
マト f 
藻ち 待え はを 
■ます 夕 八 巧 

が 宿 巧、 旅行者； 
案 巧が、 人事 巧 
淡 部、 萄が部 •を 
裳巧旋 が、 を洁 
化 縫を 巧。 諸 燕 
をな け 請： 巧、# 一 
會 貫* 巧を 計る 


民. 削 

〇 化 1 

W t 

M 恤柳 
& T T 

R の献 

お -St 


曰 


1 ^ 

本 型 

人 狐 

ぉ專 


含. 


HJ 


小 

运 

觀 

き 

小 

巧 

新 

き 

小 

を 



自 す莉ん がを 才化八 お 5 M る 

寶 夕ぞ 4屢满 ' N み み 約 

クイ— んザ す ルン ンが計 巧 刻 引 
尸〜 ヮー ド.；；、 ん トンが 評 を 刻 列 
がみ d 化、 倉矮袁 がを 刻 司 
谭ぶ ぶを ‘ が^》 バ \\ 刻 ふが 
茜ネ . すみ 禮 ' を '- が 葦 夕刮 7:7 

推 ホ 秦日 

满 < 4 日屬 巧 



巧 5 リシ ザ. ぐィ •卜 •バ - /、 



メ^ — シ ^ — は 姐 育 最大の ゲバ ー トメ ントが 店で あ 
らます。 がらし いみ 降 機と A ス ヵレ タ ー は廣潤 
U 巧內 じがけ る 皆な の わ 買物に 化を S 愉快 ごを 
與 へて ゐ ます 

他 巧で 二 弗す る もの；； •■らば メーシ ー では I 
巧 八十 八 仙 或は をれ U 下で 買へ る； を どぅ 
ぞ御 記憶 下さい 

日本 へ鄉荷物を御送らじ^-<^たい節又は御買物 
-し 際して 御用の 樓 をは パ ー ソナグ ショッピング 
ビユ ー"— を お 詩む 下さい、 親切に 御 巧を を 計 
ちます 


稅臟 事務 お极 

客 星臺 L 養 まが Co , 

ぎ〇ョ 12 泛 ごす oa を ay . Ci 早： 
Phone : Bd 至 in 巧ず ま 3 913 B . 。13?" 



舞踏 敎授 

▼社'; 父 ダンス ▲ 

▼お悄 体操 A 

紳十 •、淑 た、 わず 

化さん ホ じ 巧峻じ 

な授 致し ホ。 か 前 

十 巧ょ b 午後 + 1 

時 迄 (り曜 を 除く) 

シヤ ' ブ 7 •' ダ) シ 

ング础 滝を 校争篡 

卜 '衫 タマ 


齒科醫 木 下义市 


310 W. ご 二 h St. 

ぎ Monient 85 ご 


化 削 お卸資 

五味. 商會 

こ . 1 7 th St , 三 宴 

Tel S 量 泛 ant 3 ぶ 5 

4 - — . 

: 许 諸 — 乂 お 巧 十い 凝 巧 

雜峰 — 斗/一部！ 仙 

414 で si 芸 th St. N. y . 妄 




♦ 


‘♦ 


夕 


お 炭に 就ての 一夕話 【下】 

ピッツ バーグ じて 11515 ; 大一^ 羽 


♦從 つて 燃えち く 燃える ごう 
- んご 煙を 出し 热 はみ 6 出ない。 
H 本のな 猶 巧；；； はこれ の卜 .等 
の ' 、 ' ので - 、 所郎 巧-がごい ふのは 

こ ^ の 下等の もの だ。 U 本では 

上等ので がが 換な いので こんな 

:卜 等の もの 左 大いに 用 ひられて 

なる 0 

♦ 泥 3;^. ごい ふのは 巧 地な でに 
溜つ てゐる 巧が じ 成 b かけの も 
ので 一 あ 巧 いかだ。 これ も化當 

じが 用な がゎる。 

♦ごて 巧が だ 木ど遂 つて 植が 

どい ふ ’ とは 出 ホ ト -* い。 孰れは 巧 

い 中 - し . ； ：〇 くむる 化物で ぁる。 巧 

うい. ふ 大切な ものを をの 極が で 

燃 乎のは 惜しい。 巧と かうまい 

利用 法は ない もの かこい ふ 罪で 

古くから 柿々 VJ 考 へられた 0 

♦化づ 第一は 石が を 乾 猫して 

荒斯ど n — クスを をる i だ。 巧 

斯どコ ー クマは を々 燃 巧 どして 

化へ るし をの 際 副 ホ 物 どして コ 

— 八夕 1、 アンモニア、 ベン ゾ 

— ルな だ 株れ るし 乂ター からは 

柿々 のみ 巧 や 化學樂 おを 逛 るを 


:^^出巧る。 

♦幣 二は を生戚 ごい ふ 旭で 石 
がを 燃して 肝いて これ じを 氣义 
はを おど 水 蒸 おどを 送つ て 索敵 
じ 巧が なをを 戚巧斯 どい ふのを 
おる - w だ。 モンド 巧 巧 どい ふの 
もこの I 例で 是 等は 工業 上 重ず 
な 燃 巧で ある。 ■ 

♦《を 二は 微か おどい ふなでを 
5^ .を陆 めて 細か < がいて これを 
化 ご-所に 魄に 吹き 么ん で 燃す 
ので、 斯ぅす る ご お を 塊ち の 
ま i 燃す のど 違 ひ 頗る 完 。をに 燃 
える。 これは 近 巧 施ん に 化 はれ 

てむ る C 

♦第 四は 化溫 乾溜 どい： V 奴で 

第一の ど 違つ て おがを 化 缸巧じ 

乾溜する ご こ の隙おる 々1 じ地 

- みを をく をみ、 これを 燕' 溜す る 

ごが あ浊 どか 瞬她 ごか：：'- ふらの 

が 採れ、 つ' まら 石油の 化 用 どな 

る譯 だ。 U 本な で ゆ 梭に巧 油の 

不足 G 國 では このみを な 甚だ 重 

巧规 されて ゐる譯 である。 をら 

長く。 るか もこめ 邊で 化め る ど 

しやう。 - . ' 


利上げの 氣 運が 動 > 


米國 金融界 現狀 .. 


1 - 

-上 

' rL 


3 用 膨脹は ごう 現は 化. て & ふか 


巧醒 がむ のな 利 引 k げ 3 お嚮 

を 巧 、し て 米 励 時に ボ X トン、 ヒ 

ラゲ フ キアぶ 他よ ち もを 利を 

を 維 わ . 一 ^ てなる ニユ ー 3^ — クの 

を 巧に 

當然引 上 げ/れ るで あ 

らぅ ごは M 人 も傑蝴 しい 處でわ 

るが . 削 巧 本紙に 化 報した 如 -.' 

火が た宫 r n A にの 言 W で喊な 

くど もが 内 じ 利 h げを斷 巧す る 

ぇ >. 1 お が じ 。 ; が ' W む ご ，；；；*ら 

たるら、 が 一 げの 憐述： a , 巧贿を 

支祀 しつ-*^ あるのは 蔽ふ ザら ざ 

こホ货 でんる。 がる-,’ 今り を 利 

とげ > ' やに & た 所 fS バ闕 内の 艰 

帖 によるの では。 くて 喊测の 巧 

萊を巧 助す るぶ ホ、 がに 奥 岡 山 

を 驗解紫 おみを をを 按 的がん： a, 

ためで あつた ご 云は U てむ を 0 

この 点し 挪 して アナリスト ホ 他。 

_ '，喊 洲の經 がが 態は おかの 樂觀 

じ おもや を；：： お ほ 化 岡の 繫を 

におし： がまし からの 狀越 じあ 

一 る聯巧 ^i 巧お備銀巧か利 h げし 

て闕 Z ； ム 

一一^ 膨腥 を附 たずる 必 

巧 あるに 拘ら ず、 をい を斷 巧せ 

3 唯 ■ のがが じ斯 ，、の 如きが -^ 

げが 蝴內の W がに J い 彩 懲を卵 

へる . こい ふよ b も、 峽洲 の 热濟 

ホに 惡彩 をを 及ばず； ヵタ - 0 ■み 

ら であらぅ ご煉 想され る。 米閱 

內のホ 帖け疑 ひも。 {をぶ ホを 

. のが卜：げを必をごするが、 をの ' 

利 b ゴは 化ィ が一に 過剩 .'u を 塊 

を來較 から 引出ず おん 巧闽 を！； 

ら すらので み b 、 猫 二に をむ J 

- らも かに . 恶 いが 禪 じ-一い がた め 

歐讲を 体のを かを 弓 トーぐ ろ ^< 1 で ' 

わる。 が じこの 巧： 一ん が 灌じ贼 

: 讲 にごつ て 巧 火。 閒 狸で わるけ 


勿論、 をれ が赌 ては ホ陶 にもな 

映して 惡 'お 響を おふる ミは 明か 

である」 ご 論じて & 么〇而 して 

乂轉內 の 

經濟狀 態，」 飲；^ 利よ 

のか 喪を 威 じて むる のじを u を 

こむ を斷 わする じ 至ら； かつた 

のはが かる 中が によるので わら 

ぅ。 を （て をれ が 株式 おを 昨 令 

の 如き 化 熱 的 巧 踏を 被 おした 巧 

W でみ つて、 儀が 歐洲 S 事情を 

顧みる 暇 •かじ < いよ つじ ものでは 

。からぅ か。 然 らばを の 所謂が 

上げを 必 おどす る米阁 内の 爭悄 

ご 何 f あち かごい ふじ 

一、 鼓， 化の 义闽化 おには ィン フ 

レー シ 3 ンのホ 賞が 明かに。 

つた i- 

二、 が 小を 利の 日 か 勝 

である 0 米歐じ インフレ 1 ン m 

ンのザ 巧が 規 ないて むる、 と 發 

- し おおした 如くげ 年-二 巧から 本 

年 八 巧を-し 化と お 典の ち 额が级 

巧の 信用 膨 眼に A つて 巧を ご 

証券 巧樓 どじ 流；； 一 込ん 

だ ごい ムアン ダ I ソン 氏の 所論 

によつ て W かで をる。 る 化と 億 

巧の 内な はたの 逆ら 

HH お 化.， け 力が 

化を がけの 投巧额 巧 加 

: 、 C ご 一六 

株ぶ. こ 郁を 化が 巧 附巧加 

1 、 一の 式 

お 化 が 叢が 巧の 巧 貧が •し 株 

式 ご' 祉を 化が 貨抑お 加 

一、 ぶ 二 1 

な 則 一二、 と 00 

が ほが おのが 娘を 見る にを 組を 

がわの お巧锁 ごな 附额 はぶ^ 如 

'' 、巧 加して むる： = が 化'， り 力 化 

組な が 巧 投資 额 お、 四 -;, J 1 


村 株 まど 粧 を 担保 貸附 

五、 二 六と 
を 則 一 〇、 とご： 八 
蝴 k 米國 総が 業が 巧の 四 剌六ホ 

を — む^る 

組合 銀 巧に 於て ぁじ 一 

化 一 こ 千 六け 巧 弗の お 加を をた。 
ぶ 聯邦 正货 準備が 巧で も 左の 如 
く 最近は 昨 ザ 同期 じ 比して 割引 
貸出し 及び 投資 額が 激增 し、 準 
備が 態は 著しく 惡 化して むる。 
( 右は 本年 十 巧 十四 H あは 前 
が M 則、 單 位が 巧 弗 ) 

撥 準備 額 二、 八 六 九 
ミ、 一二 〇 
がを 手が ご 証券 一、 二と 五 

一、 CH ハ 〇 

流通 紙幣 一、 よ 一 置 

一、 と ホと 
■総 頭を • 二、 ニク 

二、 二よ 九 
準 脯剧を と 一 •と 

I— よよ •一 
來 年度 豫算 

邢五億 巧 

米 國議會 に廻附 

米國大 統颁ク ー リツ デ 巧は ま 
る 九：：； 化を 《 て 千 化な サ六 年度 

の涂算 案を 講自 じ迴附 したが、 

右 じょれば ホ 年度ぶ 出は 化 凹 億 

化 千 四： 白 廿二万 二 千 一二 巧 巧乂巧 

凹 十四 巧、 歳入 化 乂億二 千 四 巧 

お 十一 二方 二が 一二 巧 じして 差 お 過 

剩余 一二 億 一二 千册 巧と で 八な 化 十 

四姬 である。 而 して 千 九 呂ホ六 
年 -! ハ 巧 化：：： を 巧て 終る 本年 巧 0 
實際歲 入は 化 八歷八 千と 十 一巧 

六千九だ凹十二巧^ 歲お化六億 

一千 八な 六十よ 巧 五 千な 八十 六 

巧 じして 差 引 過 剩二億 六 中二な 

四 一力 一千と な： 化 十六 巧に 達する 

を这 みで ある。 ま 出の ホなる も 

のは 左の 如し 

わか、 な 法 部 其 化獨な 局經费 

お 额ぶ〇 五、 と 〇 九、 八 五 化 

〔本年 四 ぶん、 八 二〇、 四' 五义 

醒巧 一 ‘ し、 と 一と、 た 五八 

がが ーニ〇、 四 〇 二、 ん 四と 

巧榜 二 あ 〇、 化 六と、 六 〇 二 

巧 化 二 四、 一一 一六と、 0 二と 

路慟 八、 五六よ、 = 10 お 

被： お 一ニ ニニ、 八 ホ 九、 凹 1110 

國格 ： 六、 六 一' 四ぶ 一ニ ニ 

大藏 一ぶ と？ 五六 一二 " A 】 一二 

陸軍 二 一己 • 五、 ホ 四 一 、 お 一一 五 

が 倫- 3 云五、 ホ. 一六、 五と 义 

計 一 、 八 四 五、 五些 ハ、 化 六 0 

〔料 一 、 セ 八 五、 ミ 九、 0 五 0 

をの 中 陸が 煤勞は パナマ 速. 俩餐 

を もを； r しじ もので この 外阅懷 

" が 遥婪 、邮 化 局费等 及び 化を 聰 

張豐と f 六 -,;: 巧が、 禁酒 卿 村費 

二 千 パ 化 十 凹々 弗の ち おは 化 目 

に 的すべく、 树 憤憤遥 額は 六十 

化 弗を 突破し 総計 二な 五 億 一千 

六が 十化义 ご； で 八が 八十と 化に 

速して むる。 

平 羽二重 S 

輸出は 絕 望 . 

ん絹 流行の 影響 

横 鑽渝あ 利 i 1 雷が 煤け 每年昨 

今 'U クリスマスの 買物 殺到して 

- ホ 常 巧 おを 早す る季 が。 る じ も 

拘ら やを 年は ホ お 化 だ 閑 敢で怕 


City Hall Tea Gaile 打 

170 Nassau St. City 
Next to the Tribune Bldg 
Loo Lin Manager 
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し 二 


源 


百 


一 第 


Oih 夕 31 な tmtip が 巧ミ 銷ぞ疫 


し U 赌十 -) 


F ! 二十 月 二十を 四十た 乂 



が廳み I 部 

哥 f J 運 
お 勤の ホ レは ち 飯 
の 御 巧 巧レ禮 如が 
蹈鲁 庵の 脚 用に^ 
や.？ お 間！！： も 相 

不變お 引 A 願を 巧 
紙上 翻を み ホ上诗 






よ 十と 歲 のをの 身で 

け ふ 鳴强の 儀に 奉 化 


◊去る 六 H 午 お八 時 十み じ 御を 

誕 遊ばした 韋な W 親王 殿' 卜の 

御 かおぶ は 今 十二 U を &て懼 

される。 基な 脚 生誕に 伴ん 巧 

中の 帷 いの 儀式を 仰せっか b 

む愼 ましぐ 無 率の が 生誕を わ 

奋も中 とげて & じん々 の 中* し 

當 巧と 卜屯 歲の老 ホ、 而 から 

この 岡 じ 化を の 大役を ホる i 一 

; 々巧で 四！： H ごい ふを 擧を擔 

つた 人が ある 0 

; ◊をれ 记東巧 巧 化 子爵 本夕 •化 患 

氏で ホら。 f は 裳み.- 一年 六月 

の 化れ で 子 自身が お 房 州 長 巧 

の 藩 おで あつたく いふ。 つま 

b 幕末 武斷の 化の 巧 氣をお ふ j 

一. がか じ 吸つ じ をれ 乍ら の殿揀 

でも <.0 而 かもを！： 举 化の 乂 

な 武 あの 殿 樣じ應 はしい 惡 

魔退徵 の わ 弓で ある。 子は 雜 


して 忠誠 今ぃ じおん*^' むる の 
である 〇 

◊本を 平が 奉 化する わ 巧の 大役 
は 皇孫 御誕华 第と H 目み 御が 

湯の 儀 Ui 伴 ふ 儀 巧で おを 御所 

の 御を 殿 化く しつら へられむ 

木 曾 梅の 御 湯殿 •し 於て 皇孫 殿 

y が產 湯を お 化 ひになる 時、 

別までは lllb 參が博 ± と 服 部 

ぞ么ま 牌 i どが 「身 化 髮膚こ 

れを夕 巧 に をく 放て 毀傷せ ざ 
る 山 これを の 始めなら 云々」 

どな 名ぃ A 孝經の 序文を 朗 々高 

唔 して 皇孫の 文運を 祝福す る 

の e あを。 これに 鑽 いて 本 多 

す、 大給近 孝子が 細 川を 興ず 

ごがが 忠 々子を おごして 弓 化 

を 一二 巧 鳥ら かに 巧 も 鳴らし 皇 

なの 武速 長み を 祈ら 參ら せる 

ので ある 


が 後閒ら G くを お 藩の 大參か 1 ◊本 夕子け 囊じ秩 父 お、 高が 宮 


ごな b 知事 どな b がいで 一二 島 

冲 社の 大を司 ご ub、 明を 十 

と 年 特肯を 3 .で 子爵を 贼 はる 

ご 同 W 」 明寶昭 質の 綺 おごな 

つたが をれ が大 みかみ 生活の 

始ま b であつ た (をの 後岛族 

お煞員 ご ub 明治 批お 年の 月 


りご 


お宮 職に 入ち 巧 宮殿 下御附 

將來ち 望な 

H 本の 杖隸 

東さん の i 豫嚇 

歸朝中 最も 癒げ じ 思つ た 

主は 自 山-し ゴ^フを して 樂 しむ 

を：$,おホた^であゎましたど腎| 

頭して 最近 歸 が L た 化ぶ 銀 わち 一 

巧 おまさん はがの 如く 語る 

「ゴ クフ •リンクの コンデ ィツ シ 

ヨンは み 論、 をの 周 圍の景 を や 

お樂 部の 施設 觀營が 非常 じ完綿 

して & るので 實に瑜 かに 威 じた 

なの 巧つ た リンクけ 六 甲、 巧 木 

嗚巧ん S ヶ 所で みる •か、 孰れ も 

特長を 持つ た ブンク である C 六 

印は 可 Gb をい もみで 或る％ 人 

が 創設 I たもので もを H れ でも 

I かは 日 木 人が ネ數 加入して 巧樂 

一が臣 は U 白人 ザ々 をの もの だら 

ぅ.)」 思 ふ。 柯 じしても 海拔 一二 千 

尺み 六が 山 巧 上の ゴ < フ《 ブ ン 

ク であるから 旅 夏の 巧 避 若を々 

遊ぶ じ坡も 適し： ゐ る。 グリ 1 

ン はす ンド •グリ ■ — ンた 々らお 

初 ピー. 寸諷 ずが ごい じかつた が 

なぐを 做は 制つ て ホる。 

は 阪神 閒 のが 巧に あ 

b て 波が 除の ゴ^フ も必 持が 惡 

く^;!^ぃ。 巧木は大阪巧都閒の岡 

化を が 化 L て廣 あを つた もので 

あるが、 これは 郝 ての ホ じがて 


澄 宮を殿 ドの 御 誕生 じ 隙して 

ら- 一の 鳴を の 儀 じを 仕した。 

をして 御 一二 方 ごも わ 健 かじ 御 

成/、 遊ばされ じので ある。 尚 

ほ 養丽卡 正な 氏は これ 义柬宮 

侍從 ごして 靑 山の 邸から 日々 

御 喘に 通ひ械 々の 御用を 承つ 

てなる ° 


最も 進 ホ 的で ぁつて 東が 溝 I ご 

稱 されて ゐ る。 ホん 技師が ま 任 

で 設計し たらので フエ ヤクエ ー 

は々 しがいが、 畏サは 約 五千ャ 

- ^ ド ある々 ら决 して 小さな タン 

ク ではない。 岡 地の 化 形を 巧み 

じが 巧して ゐ るから 池 あ b、 バ 

ン々 — あち、 プラィン ド ホ！ V 

あら、 極めて 變化じ 富んで ゐる 

し、 グリ ー ンも實 じな 派なら の 

で當 化の ブラィ ゲ エト •ゴグ フ • 

リンク じ 比し 巧 等の 遜色は ない 

ご 思つ た。 この n — スじ 一つ 面 

白い 嘶が ある ピ いふのは ロスト 

ボ ー 八 じ 願して ぐ ある。 池は あ- 

る L フエ ャゥエ ー が 狹い力 ら随 

を U スト •ポ ー グが夕 いが、 見て 

むる ど 皆 平氣で 

數の中 へ 打 込んで & る。 

幾らを 持で も 二 田 五十 錢 (シグ 

ゲァ •キングの 蹈 格) ら する ボー 

^!.をゎ 5無暗じ 。 ス トしてはや 

ちきれ まいご 思つ て關 いて 見る 

どナ ニ皆戾 つて ホる から 必 酌な 

いごい ふ。 調べて 見る どボ ー グ 

には 一々 巧 号が つけて あるから 

抢 つたを は をれ をお樂 部-ゥス 

に恃 つて 巧く と 一 側 じが サ錢宛 

支挪 ふ； じ；：-* つて ゐる 。をして 

ポ ー ^ ,u 巧び を か錢で 元の 持 ま 

じ 返 0 .てけ くので あるから、 彼 

巧が". スト •ボ ー グ をホ氣 でな 

るの も 理由が あると 思つ た。 


名優 ホ まが 

觀光團 で 日本へ 

ホる 一 H 十み H か 二 巧 四：！： 頃 
當化を出帆车 る化界 一 周のを者 
觀光幽 じは ま 年頃から 增 されて 

なた ドグラス •フエ < バンク 

スホ 妻が 乘ら 込む i ご U つて ゐ 
るが， この 觀ち閣 加入 中 达手續 
じょつ て 化 間に 新ら しい 事實 •か 
-發 まされた。 旅を 面 じょら ご.ク- 

ェヤ ー バンクス ちは 四十 二 年 前 
コロラド 州 デン バ I じ 化れ、 妻 
の メリ ー •ビック フォー ドは が 
二 年 前 ヵナダの トロントで 生れ 
た ご 記されて & る。 フユ ヤーバ 
ン クス 巧は 往年 撥 政 宮じ名 垢を 
献上 L じ；. か あ b、 過般 朝香宮 
殿下を 御歡を 申し上げね 等 y 本 
人ど淺 からの 關 係の ある ホ國活 
蕾 巧の お 優，-- ある。 

お 化が をに 

シヵゴで 巧國 博‘ 
乂風 獨立订 五十 おを をが をイ 
るヒラ デ^フ キアの 巧國 大轉覽 
會に 就て を 角の 報 迫-か あるが 今 
目： 卜 I おお 千 巧を ド 投じて 巿踪 
なぶ じが 事し つ i ある シヵゴが 
でけ お 化が を.，：： 岡を をが 念ずる 
总 ホで 千 九 闻化四 年 乃 ま 千化昏 
化と 年頃 じで 闡大博 覽會を 開催 

す & i ご な6デゲ ア ！が長 バが 

腺な 正 委員 等 W 設計 圖を 作製し 

て巿 送お會 じ迴附 しじが、 敷地 

は 千八凸 九十 S 年 じ' 力闕 大博覽 

脅を 開 た ジヤクソンを 歸 を 

む ミ シボン 湖 巧の 一帶に 互クて 

ゐるご 0 

泮旧 義塾 如 

義金 舞踏 會開傕 

當 地の 有カ ホ 人が ホ懼 ごな-^ 

を 旧 義塾 基金 菓 集の ため 囊じ 35/ 

本の 提れ ナィトを 懼 したが、 

一一 巧は 雪 ご 松の ナィト ごし/; ぶ j 

る j 巧 と H ホ テ 作 •。レ 

大廣 間で 大 舞踏 會を 開催す. 一 f、 

會叟は 十® である ご。 


非常 じ 化 間の な 目を 惹 S つ： ぁ 
つ わが、 巿 のを 園を でんる ガラ 
タン 氏は を圃 巧に ま敎 がは 倘ん 
的の が 念 像を 述立 すべ^で ない 
どい ふ 意見の 下 じ 右 佛獻雄 立に 
關 する 請願は これを 却て ずる i 
ミな つた 0 、.. 

•广- 

♦年す 。る ど 
赌^^が盛んじ 
な、 がぞづ 第一 
ォ — か 街の 
彼 賭け、 第二に 
蜗睹 が、 第一 二に 
ス賭 巧、 窓 巧 ま 
ぁ當 おで 町に めて 
さぅ だ 巧 なの 
層 ぞ數心 巧 人が 八 
— ゴーだ 巧け、 第 
五苦丄 さで-を b ぶ 人知 A を 引つ 
かけ、 第六窮 をのぶな 氛 して 曾 



力^ — ド 及び 一 
が 賭博場が 
巧び 開 傷す 
でな 前よ bll 
十字 紙 及心シ 


を 綱に かける の 恐れ あら、 御用 
必— (轉 ばの 先き のげ 子) ♦大 
西 潮す さんの 雄辯视 評は 面白 { 
讀 みました が、 巧が 敬愛す るみ 
田 島 君を コキ 卸して & るのは 反 
對 です もつ ご激 卿して やれば ょ 

いの じ (ィンタ— ナシ ヨナ 火 ホ) 

籠 黨大會 を 明を 匆 々開いて 大い 
じ 我. い 黨の氣 娜を擧 げたい もの 
だ (雲助) ♦クリス ママ も 近づい 

たが 精々 虛禮じ 直らの 範圃で 贈 
答す るの が 肝 産で せう、 どうも 
H 本人は 見得 巧の 癖 じ 必要な を 
を 出し 吝い 癖が あら. ます、 御用 

必 (虛禮 排斥 家) 


わ 正 巧 御 祝儀の 

御 馳を仕 お 化 候 

宮 本 

1 まこ 害 St. Apt. 召， ジ ー.pl 苦 a 81 な 


■「り 本 移」 じ 

八重 子 纏 等ぉ^ 

が 育 州に がける 約 ホの ~ 力な 一 

婦人 クラブを 一刚 どし V 本を こ 

ユ 1 ョ—ク •ダ— グス •今フ て-^ 

は 社を 季節 じ 入る ど 共 \禪 々趣 

ホ ぁる 催しを をて 支， 一^が、 ホ 

る 十六り 午後 八 時化!^ わら マ デ _| 

ソン 衔二 一白 か 二番‘：^*, 产， バン 

ナィトを 櫃 すべく を鄉 かちは 

大 貫を ず踐 、小 重す 壌、 深 

出を 氏 等の 獨唱； 道郞 氏の. 

舞踊が ぁる 堂。/ f 一一 

吿 別を 兼ね こ I 

伊藤 腑 次み 獨唱 ■ 

聲樂 家が 藤 就^だ は 近く 歸切 

ず も i ど；：：^ つた 為」 氏の ぶ 人 寺 

が發企と^::*>ち來^ 1 巧とな屬が 

曾舘じ 於て 獨^ を懼 したる 谈 

舞踏 會じ 移る* 自 す 下 梢 

である ご。-- 

■中央を 齒 の-., 

佛像建 は 禁止 

過日の 二 1 I .ョ i ク •タィ ーー 

K 紙は 目下 當谎 r 挪 化する 萊 巧 一 

度の 滿敎清 環 Li 立 どな b、 間な 

人を 始め A 狐 東げ-人の 彿敎 信？ 

ib 據 をし 化よ 盈 中央を 園 nj 

じ 一大 带 像の を 報じ 時 蟹 


稠竿 G 通リ 
、ちみ 餅 化 候 


端 化 月 用 お 全^ 到 藉化颗 
雜 用命 薇 T 度！^ 上 候 


ベ \ ぶん 向き タブー マス 進物 
禪 々敕 •揃へ を/,} 觀 


囊— 
驚 墨 


桑 姐 商店 

ご 4 East 逞を Sr 
I'eL Re 的 ent ^ご3-0557 


わぶ 巧 品大賣 化し 


のし^ 一 お 鏡は 御 巧み 通ら 作らます 

け 新數の 子、 田作、 黒豆、 度 巧 類、 經節 

^口^ 雜昔、錫、 蒲韓、 が輪、 が茸、 靖、 銀杏 

一 巧 午 劈、 證 、こを す‘、、 ふき、 くわい 

一 屯卞ゆ h- わ、 ぅどん、 そば、 野菜 等 

紐 脊甫ン ネシン トン 街 八-ー ハ 番地 

日本食 料 晶蘭會 

四 五一 八 

よ 八 四 九 



電葡マ デ ソンス n エア. 



興 店が レントの 格を な 

る 地 巧 じな ちます めは 

夫れ だけ： n 本ん 顧を じ 

對 してを 價 じが おを 提 

おし 得る/- 〇 とな. 〇 ます 

他店 じ 比すれば 殆んど 

卸値 同 擦で 販賣 をして 

居らます、 是非 わ立窗 

もを わ语 もして 居らす 
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各種 金魚 

カナリ ヤ 
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ホ 上 金魚な 

918 Si 童 Ave., Ne 三 夏 呈 y. 

phi Cir 己 e 9738 


s 講な治 

ぉ跑 茶園で 永を 御繫 巧を やけ 
r たな 文で » 座 います 




^ H 本に 往ん、 a 本 語 
巧 を 話し、 を 棟め 御嗜 
好 じ 適する 御 料理を 調進を 巧 

,J 巧 エン ェ —— タ アの卜 です 


請 t 

.3 も 2 美が じし r 璋 潔. 

Ill 11 贏阐穫 

i 式 謡が 開店 
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IT 邮 
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支那 御巧理 


▼=1 お U 淸 潔. 親切、 氣樂 ▲ 

勢 州 纔館ま 熊 巧 

- まなが 勢 事を 乂 間を 作 

ち 5 E. 苗を S すま t 

『己. すち nt だ芸 

新 下宿 

自南亭 

58 Sands ご- Br 夏 書- 严 y. 

\ ぎブ ia 皇 e 7475 


视 下宿 墙 ホ 乂 
二で 這 ect Place 
\ ぶ 三 ssnd Ave.oft E. さ nd St. 
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ーキ シン トン 四 八 五 置 

卢田 旅館 

— 十五 Tg .二な を 


住み 必 地- < 清潔 U る 室 

II 了 $ 较 林 好か 

S9 L 男 忌 一二を 
Tel' 互 adk,2 ぶ一 


画 六十 妾 


— 五\复 ご 


K 四十ぶ を 

證大橋 

電詰 ナスぶ 十八 六 I 〇 I 


彭勝堂 雜育旅 祭— <1 


日本人 諸ぶ 

歓迎 致 


1 ます 


が 


A 

N 

谢 -5:5-5 
が 

W 苗 

則 W 相識 
〇 1 

Y 


せ 巧を 精選で 皆摄 
の御嗜 巧. じ 風す る 
巧 巧を 提 おじます 

§ 新 血 •華 

U 本人 諸 巧. 一は 靜 
别 じ歡迎 します 


W 

.3 1 綱 

n 邮化 

泣 お—， 

G 的 削 

g 柳 8 

n ^ W 
伽 巧 


8 

如 


皆様め 飼 嘴が！ I. , 
適 ふ 樣な美 ホ化- 

S 廣珍樓 

御 料理 お致し 4, 
すから 績 々賴ホ 
尤を願 ひます 


ま 四十 了 四 二を 
互- 妄み一 a - 8374 


おを 度び 壽 司のを 口 丄ぉ一 
をぶ し i すから 柯ホ _ 敷 卸 
鬚^^の 捏を願 ひ ます ^ 

.4 下宿 宫 一本 

1 京 ご 9th Si, 音. で 2 ぎ 己 


ゴ 


おが 理 養％ 

中 棘黯藏 
ゴ If J 置 St •三. 芸 
ぞ t. C 己 i を S Ave. & で 古 tri ニ ミ蛋 


W y 

L £ ’ . 

良が^ 
•の 如 N 

H ■:缉 1 

径 6 ^ 

n Q 
_wc 糊 


C をを 

ホ興穫 

廊揃 ひの 料理人 數る 
か 日本人 諸 ぜの增 だ 
じ 適する 料理を 差 上 
ます。 朝 11! 時 迄 開 巧 
(■,u かお T 目 タブ 
停車 鶏の 下) 


新鮮 魚 か 一切 

目み 入 向きのを 魚禪山 取ら 禍へ 
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巧 田 皆 油 巧 ま 食 お 巧が I 手 資揃巧 

目 本 食料 お 商會 

:! 

日本食 料 お、！； □用品 
並に 新刊 書籍 類 一切 

片禍 兄弟 蘭會 

を 巧 品 巧 新 荷 巧 巧 巧 船 じて 巧 《 

仕 校間篇 々巧 用を の 巧 奉 願 上 候 


極上の 魚類 

季你の 新鮮の 魚貝類：^ 课山 揃つ 

て 巧ら ますから 御 賞味て さい 0 

ァピセ ロ 魚 店 

ちを ち rd 資- Tel.Frankiin •を 基 
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電話 プ ティ アン ー 
八〇と 九！ 八 A と I 二 

酒 II 特赛 

が 育 お 西四卜 町； 目 
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主 巧 Mrs. F. K」ato, 
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W りお 
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日本食が お 類 及び 雜を 類が 小資 

譯，引5^,^ 桑山商會 

が刊善 籍雜誌 小間物 日用品 各替 


化 
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H 本を 林 品、 お 巧 
書 箱、 がを、 巧閉 


がァ气 W 東京 商會 

T T 巧术 1 ム、 自 なの 巧 あり 


I お ざ； 園 
I か洋御 料理 
j 幷じ 御旅館 
j 華府 ユニォン 停車 磯 
i ょ 6 化を、 閑 靜の庭 
一 園に 遊ぶ 鳩、 室 巧の 
一 焚火 旅情の わ 慰みは 
を々 畢麻御 居 物の 巧 
は 是非 御立醬 下さい 


♦ 


口 1 サン ゼ ルス 地々 の 御 

お ホには 姑 善の 御 便せ を 計ら 升 


八 


ホテ少 

羅おホ じがけ る 同胞 經營 中最 

新式 高等 ホ テ 八で あゎます 
羅府お 一 街 二 I 九 半 

を 主を f ダ アン ダ ィキと 六 五 九 
電譚 L タツ カ！ 一二 八 さ 一一 

貸 自動 审 (牧野) 

羅府 名所 御觀光 じは 鼓 も 精通し 
た ドラィバ！ が 御 案内 中 上ます 

H 本 巧 お 船 切 狩 御 申 这じ應 じ 
萬 事御瘦 をに 御 取扱が 申 上 お 

を潘 ホ テ？^ 

► U 本 巧 料理 (別閱 あ： 9〕 

桑 港々 ザ ホ^-ー ア巧六 二 一 
電話 カネ！ I 八 M ハ 


シャトル 巧 

NP 旅舘 

W0 巧- 6th -Afe. WO. Meattue •さ ミ lb* 

停を 媛 前 通 東 ご IT 左側 文 階 建 
目 本 巧 船助符 取扱 波戶場 送迎 


ボストン 巿 

富 ± 旅 舘大浦 末 松 

基 妾 rcest ち St •ぎ ston Mass. 
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支那 街に 二 了 
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午 請 十一 時 ょら 午後 八 時 迄 
當川旌 庵 礙 srftg 

蝶 室 ホ少詹 

養 S 男 t4 量 Sfr 置 


蘭 餅 郞 、小賣 
是/腐 油揚 
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萬 5 ゴ ird Avr 
ぎ PU 这 S8 


ぅごん、 を 域 
ずし、 中 食 
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藤本 長と 

チヤ ー ザム スクェア 十番 

電話 ゥォ！ ス闽九 0111 


御 下宿 

I 桑 山 淸五廊 
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ぎち a 量 SI 


汁粉、 雜薰， 
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松風 巧 高 橋 
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東洋に 於け ろポ ー プ 

穗德 院大な 尊を 帥の 入 錫 

t 巧が のが 燈を繁 ず 佛界め 明星 

西 本颇ホ 


法キ ごして 淨 
± 巧 京の 化 脈を 廟ぎ燦 が じる と 
が 年い ながを 紹ス佛 がの 明星 大 
_ 谷 巧 ホ 帥は 本が 巧 報の 如 <晚 香 
坡 上陸の ホ、 沙 を、 を 維 等を 巡 

錫して 滿府じ おきよ 巧 十二 日羅 

一; 府 でが 築され じ 本願 寺 別院のを 

I ぶ盤佛 火を 要 じ魄み 巧ら に 巧 加 

ょら 化 加 地力を 巡錫の 上 ダンバ 

V ょらが がみ 力 晒を 經てホ 遇 月 

聰 H が 巧に 入 怨みを をで ホる。 

; 巧 山 帥な か 瞄を總 長 化 田を 塞、 
藤が 惠 な、 エ滕患 おの 一二 氏も随 

巧し がるち であるが I むは 举磕 

顿- しが' て 大統領 じ 謁見した を 西 

巧し 一月 匆ゥ には 布 巧 を 巡錫す 

るが 定 である 0 

驾ホ師 は 妙 如卜： 人の 第 

四す であつ て 長兄は 半 俗 ザ 普の 

怪傑大ハ合ホ瑞巧、 次兄^^雜織寺 

.おを 畏 を 慈 姉で 滋巧縣 彥化じ 邸 

德を 巧みつ、 あら。 第ー ニ 兄の ホ 

; 明巧 は‘ 谭ろゴ 八 フヮ ア ごして 

名を 成して 居る。 曾 山 帥は 院號 

を校德 おご 稱し 本が 本颇寺 派の 

管を 事 格 化 巧 ご ド* つて 的る-か 夫 

ぃゴ， - な化モどむったホ瑞巧：^, 

化 年 お 職を 巧 退ず る ご 共に 化爵 


ご 云 ふ 人爾を 返上す る ご 云 ふ； 
じな つむ 常時 化瑞 伯に 輔 ずが G 
かつた ので 姻戚 乂條 公爵 家で 幹 
旋の おお ホ剛 巧の 實す照 巧を ホ 
瑞 伯のを 子 ど，‘ て 同氏に 製爵せ 
しわる MJ ごな つた。 

統 法則に 化れば 嚴巧 は九歲 W 上 

でみ る 力ら 

管長 職に 就！ は 出 ホ 

るので あるが、 形 ま的裴 職は 不 
適當 である 点から 一時 武 田、 近 
が 等の 諸述 おが 一が 法 ま 職を 承 
けたぶ も あるが を燈 甚だす を ど 
じつた ので 衆 學：を 荷つ て 居る 尊 
山 帥は 追つ て 伯を 照 氏が お 年 じ 
達する を 管長 職を 繼 ぐ、 と どなつ 
たのであ.^>£云ふ。 尊み師は餘 
を ごして は南證 をょ ^ 先年 ホ 

瑞氏 と共にち 那 じ學ん だが 長兄 

の簡 勁な 义章 どな 由輒の 逸ち な 

叢 どを なて 摄卡 江脾の 巡遊 記を 

大阪お H じ述 載し じ MJ も あつた 

會も師 は 纏て 不惑の 齢に 逮 しや 

ぅどす る 年輩で あるが 氣を 化て 

媛る 長兄 光瑞 氏、 才を W て 優る 

ホ 刚巧じ 對し乂 商が 罐の德 を W ' 

て 優る 人格を であるから 東洋の 

ボ ー プ- こしけ 絕 巧の 適 巧を で 

をら ぅ 0 


を 祉憐械 部員 •邱拂 がか 太 巧 
小 沿 ミ 萬、 ぶ 寅 繁の脚 氏 盛 

日 前渡喊 のを 心 着 紐。 

♦鈴 木ぶ みが 正滞統 中の® 
西 爾細郑 が 、まる 九日 35^ 
西け ふが げ遵を 巡遊の 上 1 
一月 頃' 巧び 誰のを 定。 

♦池 山 太が 氏 云 井 銀 巧が 蔓 
化 貝、 去を 吉. H 本 よら 着 巧 

ょ‘！.，- 福ぶ 博 太. 貨ミ 装蹇替 

大谷 家の 傳 M け 負、 近々 い 朝の 笠。 

♦化 田 夕が巧 卿 戸 第一 中掛较 
.を、 數日前 P ン '•ン よ b 着' 野 

本お樂 部に 投概 
♦服 部 治 1 U 郞巧 あを 屋商蕃 
講 .所員 締 糸が、 を g 地 ホ 視察 ザ 
な b しが 去る 脚 H お' 曲？ 

♦須 出金 之 助 巧 ル 海道 大學教 
授 、數 H が 歸朗み 藥餅渊 よゎ 
着 紐。 

参 雅木义 化 氏 巧 (： J 銀 巧が 育 支 
巧 貴 化 程療細 シド >! よ 6 着 巧 


御禮 旗吿. 

一昨 朗ま阳 ま ず禍の 際は 
碑々 御帮 切なを 見舞に 巧 b 
御必 が 相 懸け 優 難 有 威銘罷 
が 候 左程の 大部 じ もまら 中旬 
H 中に ホ 癒ので 一が じられ 候 
間抑化必被下^-不お巧化紙 
卜 '御瞒 申上肪 

十二 H 十ニ ロ 

マリス ま 田 
四垄 ；： は 五 室、 電燈 

集 讀冷奪 水道、 湯殿が 

アバ f トメ ント ，一み か 叉は 家具 
なし 家賃 四十 ホ. 四十 五®。 

豆 ass , 23 B E . B 3 rd 苗 里. 3 rd &2 =d Aves ' 


貸家 


み 室" 湯殿、 化ての 
設備 伸を、 ベ！' スメ 
ン トモ' あら、 如；！。 ろ お 賣じも 
適 常の 塔 所です。 

44 去. 里 ih St . Nef rk 


日米 お 庵で 

暴漢 狼籍 

ち 田宗隨 巧奇禍 

裝 じ' 卽钻 '.た ホな 巧吉 巧み 事 

.装を 繼 永‘ て 常が 扣四 十四 了 目 

な 十二 巧が で；：： 米 化 庵を 經營し 

つ、 んる巧 田ま隆 巧が j 昨朝 十 

時 十 出か S 事務所の 带訴を 化 用 

* して 居る 隙 突が 這 入つ て 巧た 江 

_夕 川ぶ？) ど稱 する I 二十 冗 六み 

一；！ 胞がニ ロ； ニ ロ 巧 面 巧 じ 卿し 掛 

けた ご 化 ふ 閒も卜 。く 外を^' 水ヶ 

ット にを じけ-て おいい なおで おが 

: M 氏の 赋滿 部を 殴打—、 おのみ 

スゥ キッち y ホ f ドを 熟が ぶして 

:-が 風 W か' 卜逃 ホして 化 舞つ た。 

流血が 漓 蜡餘 b の 奇禍に 驚い 

たま 旧 巧 方の も 務员 ri 急'、 で 米 

i ん辑 帥を 聘 しじが を 出 氏は と 針 

-链ふ 巧の 毁傷 をな ひ 向；：： 午後す 

- 化か 脚 十四 _J けの ホ テ A でが 養 

_ 巾 でもる もじが きを m 央 人は 巧 

『加審 巧は おが 巧阳 ，5 ■駿 が—」 

て 逃げ じので まだ 巧 街が 判が し 

V ''* のみ-'*', っ 中州 <5 逝 恨 •かあつ 

; たか':' '带巧 •、■へ 明 隙で。 い。 止 口 

.1 旧の 傷は； H ' 化が いがが をは 数 n 

^を巧^る見をでゎる」 をゥ化口 

.川 ホは お 川ご稱 する 同胞は レス 

ントぃ '、巧 邱人 ご' - て 柳-'、 男 

である. か M か 化 率：：！ に 脚す る 中 

一で も 出 氏を 化む で 的 じごの 說ら 

.あ.」。 钱お侧 で •レ 目 ド嚴 おに 化 

ん S わが 搜お 中で ある'--; 占 ふ 

巧 文の 遇巧雜 なを 

偷敦 で發巧 

乂朝反 ブが朗 の愉软 がが 員で 

I が 巧に U 巧 馴染ん むが 巧輔 巧は 

i 巧 友の 図 略 迪情銜 软巧派 貝を 巧 

j 巧 ご捉携 L て w # 1 W か. . r 典义 

一迎巧雜ぶ『ゼ- フヮーィー：<卜」|»がが赌立邮に 


をが 巧す る； f なつ じが 右は 夕 

ィ ムス 週刊の 四 頁み のらので 騰 

歳 料は ヶ 巧-ま 一年： 磅 であ 

るから 希學 をは 倫敦 プリン ブン 

グ、 ー ウス、 ス クウで ヤ— 、夕 

ィ ムス 社内 资 ニニ ーー- 號室 梅東邮 

へ 中 込まるべし ご。 巧 じ 朝；：： 社 

經營の 通信 ま 巧が に 小山 切 氏 ホ 

巧' こして 一般 旅を S ® せを 謀る 

創聲の 春 町蘭會 

化 年ぞ治 見拘禽 の經營 巧たら 

太げ 貴 易の 垂 おじ b しを 旧 錫み 

郎 氏は 當が 第五 巧 一四 一 裘絕じ 

お R 商 曾を 清設 しじ か 小 巧^ I 

氏が ち 化 おごして 嘗巧 した。 

お 堂 轟 化新盡 室. 

再 山 巧を 講 伯は ネ闽お 十五 ： J 

月 十 番義室 窠二號 じ 移が L 梗間 

ア ー ト 、ステ ュ< — デント、 リ— 

グ じがて プ リッジ マン お 巧の 下 

に 研 兜の 巧 揮遥の 需じ應 中る ホ 

を ホ 政を 


♦が S 大會 々計 報吿 ， 

硏兜會 ま 他の 懸賞 雄 辯乂會 々計 

報吿に 化れば 絵收 入け 二十 お 弗 

ぶ 出は 賞な 化 凹 十一 巧儿 十五 仙 

雜豐卜 巧 棋吿巧 1 1+ ぶ ホ 五十 邮 

で 差 弓 獲を 十 ■耶 五十 五邮 であ 


■が 天狗 樂部 涅を會 み巧靑 

天狗 樂部茲 足 曾は 明 十一 二日 午 

が 化 時 十々 两阿 十二. J 目ゥエ K 

トシ ョーァ 停車 煤 フでリ ー 出發 

對样^ アゲヮ スト。 1、 ヒ心ス 

ホ廚 にがけ るが をのに 岡‘ で 探勝 

る 則 0 

参：：： 本 貿易 巧 巧が 带話 裝じ當 

わ 第五 巧 ニニ おを じ 見本 まを 新 

鼓した H 本 贸あ巧 巧- 轨お 話は ァ 

シユ .ランドー； 八 凹 1 添で ある 0 

•中ん がれ 義氏 おを® りが 育 

ま 巧 円、 おる 十 H 常 地 出 货絳釉 

一ニ ホ 物を 株式 


曠說 


‘俾 


♦が 育 U 本人 敎を 
『基 お i 神お的 要素. 话 水お師 
♦日本ん ホな 敎會 一 

『太 ホが 沿岸 總巧 一 
ジョンソン 巧 b の 死を：； む』 

川 庭師 


M 綺麗に 化 飾され た室ス 
チー ムレ— 卜 、設備 完 
を、 円本 紳 十-じけ 度し。 〔小山】 
S Manh 害 = Ave .(星 21 庄 &1 だ nd St こ 
ジ喜 mie M 呈 in ゴ呈 . 


締麗ゎ 大きな パ） ラ 

— ム 、ス 牛！ ム 

湯殿じ隣巧、 '^•、ソンの峨奥宜 
し 一人 又は 二人 L 適 當一迦 十 弛 
0 Valentine , 艺 4 Rivers e 写 ve 言 岂 
0 ミ' 畜 を St . 


朝香宮 問妃贿 殿下. 

奉迎 會 々計 報 出口 
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糾 お’ 新 1 . 都 

張が 縣 氏の 沒を 

率 天': s ' 张 化ぶ お 巧が、 械 めて 

巧 U 巧の 閒 なを 向 巧のを ど r * 

I つじ こど 一' け， 亡 かの 吳佩 ずが 巧 

一起して 巧く 上 おじ 假蚊 がを 細 域 

せん. こずる 势に 比較して、 甚だ 

I 皮 闽じ對 照を ホして & る。 致 お 

一の 街道 じがれ に、！ なお 胳軍じ 

: 叛旗を 織した お鄭 るの ホ 致が 將 

巧が、 巧び. 跟 ご默骇 して 天渾ホ 

巧 じ 疵玉祥 ど 一轉 し’ 張 作霖ど 

郎化 齡將軍 u 、 邊 河に 唐を 3 み 

戰を がみる ど 巧え らいて & るけ 

れ ども、 猫の 眼の かく 錯 化する 

ま 抓の 政 病 t あるから、 をの 前 

途 におす 4 巧 劇は お 易に ドす i 

はが ホ。 い。 

巧し 乍ら 今 巧ので 那化錢 を 一 
W して’ 我等の 最も おなしな け 

'れ じ。 ら 。いこ どは、 かい' の 前 

金が いかじ 錢 化する どしても、 

滿洲 W 书 脚に をのが 威を ふるつ 

た 巧化霖 S 政が の 勢力が、 お 巧 

.背 H の お 影を おしない ど 云 ふこ 

-ご である。 巧作霖 お： おか、 今：^ 

の化扔 を 巧 ^ 柏 動力の 一つと し 

- ては、 確かにが 藥 じが 權を おす 

る：：： 本の 勢力が がして むじこ ど 

，は事なであるが、 こい^^單なる 

’ 一な 晒の 事 賞で あつて、 が洲ご 

いふ 轉篮 の 中に ホ 雜 b 得た 地理 

卜； のが 益が、 將軍 のがが をして 

か： 川-,， もがたら しめた 巧 3' であ 

つた。 がる じ 部下の 操縱を 誤ら 

しのみ卜〇ら中、 巧にも^:^い化京 

一政 厨い じら じ 化 策を 垂 ねじこ ご 

: が、 遂に 彼が なをの 化 動力 ど U 

一つた ので ゎる 0 

H 本の 支那 じがけ る位昭 ょら 

化較 して、 おおが S をを は、 確 

，かに 一 火が 紫た るには W 違ない 

りれ ども、 一 ffi ' の 張 作媒を この 

窮处ょ b 救 ふ も か、 支那の 時局 

をが 收 する 视山 t は。 い。 故 じ 

-お _ 本 どして はこの 隙 多み の 物質 

的刊滿 を犧牲 どず るら、 か^る 

'一局部の 肿搖じ 间窜痕 がず，；' 

I ころ；^ く、 支那 ごい ふ 大巧の h 

から 總 てを 啊 謝して、 確乎たる 

逊ま蚁 策を 樹 なすべき であえ。 

即も巧 巧 おぶな 落は、 リ 本の 對 

'支 政策し おする 總勘 をの 帖蝴が 

I 词 ホした ものである ごい ふるを 

一覺 おし U ければ ；： 。 ... 

質み ょり 政が へ 

义國ご 巧 農 P シァの 化を がを 

がは， 絕掛じ 不可能 じ ク れてゐ 

た。 從ホ どても 貿あ 家は、 政が 

I じして 0 シァ か府を 承認し U い 

一 限 > 、貿あ 的 細 保は 到を 結ぶ こ 

-どが出水；：？いどいふ立瑞から、 

I 巧な かがの 承 斑を 述 働した。 然 

I るに 今 H の狀 態は- 轉 して、 旣 

一 じ。 シア ど： 5 貿あ熙 係が 脚 滿-,- 

I 進い して ゐる のでん るから- 玫 

I 府 U 速 かじ ロシアを ホ認 すべき 


ン トンよ b 违 L た辕迫 U - この 
点じ 就て 兩 者の 巧 巧が、 か U ら 
を 巧なる 方 おじ 轉间 1 つ} ある 
ぇを 贈み^ — て ゐる〇 

化る じニユ ー 3 —ク の'; = 力。 
る 米人賓 おみ：^、。 ンァの 貿易 
化 おごを 概的 午餐 肖を 雌し じ 単 
實の報 逍に對 して、 これを 巧い 
て 陰 おし、 席上に て 述べた 米 お 
貿 おみ 好 轉じ斟 ずる 楠 おの 总を 


砲火を 浴び 

列を 歸還 

巧 外 お i 乘 をむ 

化を 十一 一一 U 錢 U まる 木曜 H 當 

化を 發 して 天津に をき たる 國際 

則 車は 义伊 陸戦隊の 謹槪 をを け 

つ： あ b しじ も おら や 天津の 化 

方 化 哪の地 おにて 目下 戰闕 中で 

ある 媽 •玉 祥议 びを 鼠が の 軍隊よ 


も： をを し、 これを 單 。る 化 引 
の 腿 譲」 過ぎ W 等 ど 辯 疎に 巧め 
てむ る-ごは、 フ シン トンの j 
部队客 f " 實傳 しつ^ ある 指. し、 
ホ繁 のを お 的 お® •か、 一般化 さ 
れ てむな い證 なご 認 いべき であ 
らう。 供' し 乍ら 貿易 上の 關 係を 
化イ 第一 どし、' 化を が これに 削 
隨 しつ： わる’ とは、 巧 等に 採 b 
墳 巧の 一が たもを 失は 打。. 


爲め遂 じこの 戰 がを 化る じ 幸ら 

しもので 化を 化を 勘は 救 譲隊を 

自軌单 で 急がす る ごか ハ じ 媽玉祥 

お： をに おしを の 連 ホけ 爲を抗 誰 

した 0 

おは 遭難の 列蓝 じは ゎがが 苹 

が おみ 官巧上 ィ爵を おめ 憲な 

會總粉壁巧-?:±郎氏お他ホ人 

名 ± 夫妻 等外ん 乘 客夕數 あら 

し 爲め一 姑は ホ 常じ騷 がれた 

支那 提案 不賛成 

ま 京 特電 十二 日 诞 ：！；； 娜 税會遙 


'砲火を 巧び 乘客 一同は 止む G 

、列单 ので 側 じ 逃：^ みて 避難し 

漸く 事な きを 得て 巧び 當 地に 歸 

還し じか、 巖巧國 際 則を の 出 お 

ど 同 帖じ媽 ち 祥將 軍の 軍隊 約 二 

千 人の 輸送 列 革が これに 総いた 


じがけ る 支那 提 違の 化 借地 外 A 

加税 案じけ 貧が 巧 巧 や 司法 委員 

會が寫蘆-^-*- る ものこ 見做さ れ て 

ゐる〇 


であ ムと いふ 給が どなら 7 シ 


ヵップ 大使 纖蒙 干涉 否認 

吳 佩孚將 軍は 上海に 假 政が 樹立 

巧 巧 十四 H 發 U お 巧 省は 天津 急變の 括め 願 逐艦畜 ± 、薦兩 號 

，でが 遣し 陣戰陕 五十 夕を 上陸せ しめたる 旨を をした てが P シァ 

が こ S 搏 r 乘 じ滿蒙 じ 巧を進 め つ i ぁ6 と の あ說 じ|8? し ヵ ブ プ 

大使は 今 朔幣お 列 化を 訪 題し 電 要なる 外を 劈 明 書を k 父附 したる 

が、 るの 中に めて 大使は 『最 あ滿裴 じがけ る H 繁 のな 證 におし 

巧 ましから ざる お 評 わる も 本を はを じソ ビエ 聯邦 议 がを 化 表し 

り シァは 喊柬- し 侵略的 政策を 採り 且つ 口 本の 利權を 傷く るが 如 

き 竟志寒 もむ をが じ聲 明す』 ご 述べた。 \ 

巧京特 お十阳 B 懲 U 外務 常 局は 遼 河の 勝败を 何に 抱ら や 張 作 

媒の 引退 ^ 期 巧し お 6、 澳 n ょ b の 公電は お 佩を お 患が あく 上 

海を も颁し W 化 じな ホ 色 派 か 胸を 樹立 せんと 巧 じて ゐ る。 而し 

て 犬が 方而の 勝敗は ホ だかせず を摄 化は 媽軍 のぶ 翼.^ かんご 

して 破れ、 天津、 化を 閒 のを 祀 はを 然杜絕 のが 態で ある。 

軍備 縮少の 藥員會 y な 集. 

ホ 露 傾の 參伽觀 誘：：： 分離 的 縮 

少にば H 佛 かお 對 U 期日 二月 


ゼ ネゲア 十の 日 渡 n がて^* -1^ 

巧 巧： お瞄縮 少食 幾の が 集に 巧て 


が 诚 中で みつた 國際 聯盟が 幾を 

巧 食は 激瞄お 溢： 巧の 技術的ち 


天津に 陸戰朦 上陸 

獨立 守備隊 .$ 苛 令 部ょり 警吿 

東京特電十五日發^大津の戰况.小送；^る爲め'巧がお軍陸戰除 
は 本 H 天が に 上陸し 化留 技の 辖满じ 巧 するとと なつ じが、 一方 
郭化齡 の 軍隊は 營 U じ 入 b ボ巧騷 がを 極め 逛難 おお 路 •し 充 つる 
ち隨 にて 濁な 巧腑龄 司々 部 副官を 巧み 勇々 をは 郭ザ 化を V 」 食 見 
し 巧 巧 化 ょら 一二 十キ。 メート な內 に 於け ろ 戰關豫 備わ 爲は絕 
對じ中 化すべし ど巌談 した。 

東京 特電 十五 日發 U な 支を 權を化 巧 巧 謙ち 氏 本 H 毁明 書を 

發 し：：： 本故府 がを 天の 張 か 霖どあ 約を 締結し ぞ數の 軍隊を をが 

兵に 鶴 装 H t めて お 動し 蘇が 技び 鐵道布 設懼ぞ 張作霖 から 獲 梅 

しだと い 報を を： をを し斯 9 如きは 無 化め 風說 にして 日本は 斷じ 

てを ま ホ 干が ち義を 挽て。 ぃィ ー共 じを 省瞥帘 だが 渊 じが パる H 

みの 旣巧權 を恩甫 ずる ものと 信 やる 巧 靜剛 しわ。 而 して 張作霖 

の 軍事 觸問松 井 少將は 急遽 歸 朝して 目‘ T 宇垣 陸が じ與 （張 か霖 

か 最後の 化 戰を谁 悟す るに まつた 事 精を 具 中中で あ 6 が、 奉 天 

方 およら 逢し じ 報道に 放れぶな 留 邦ん の 生命 財産は 曰 下の 所を 

をで あるが、 郭松齡 お 軍の ホ 化 說が博 6 稍-小. 女と。 (てゐ る。 


面 及びを の 

基礎 條件じ 夕ま賓 の 

相違を 認めら むて ゐた •か チエコ 
ス ロダア キア 外相べ ■ — ンス 氏を 

を 技 良 どす る带 備縮少 委員 會は 
英佛 のか 違 おを 乂ホじ 於て 圓滿 
に 解 巧し 愈々 ホ 年 二 巧 十五 日を 
期 L て 只 集し 化 づお瞄 縮々 の 基 
礎に 就て 討 諮ず ベく 日英 佛 がの 
を列强 はか 論、 聯組國 外 じある 
。シァ、 獨逸 及び 乂齒化 おの 參 
加を 擲誘 ごか じこの 外ブ 八ゲブ 
K 、 フ キン ランド， か 蘭、 ボ 1 

ランド、 八 1 マニア、 ユゴ スラ 

ゲ キァを 化 裝も參 加ず ベく 米獨 
露を 図に 勒 しては 正 まの 擲 誘が 
を發 したる か、 軍備 縮少 のを 礎 
は 頗る 枝 術の ホ 面に 直つ てな 
即も 乂り 、地理、 海運、 を 通 ホ 
面 どの 關 係を 始め VJ しやが の資 

源を 戰略 的に 動員す るに 费ず 
き 時 B の 差違、 國擦聯 盛 其 化の 
能 約 上に がける 

國 家を 泰み 保障 及び 國 

境 ごの 關係 巧の 化 本 問題ょ b 侵 

略 越：.： おしを 図が 軍 串 乃至 經濟 

的に 應 迫し 货る 可能 巧技び をれ 
じを する 時間に 及び， 更らじ 細 
傑に 入らて は 軍器 比較の 方法、 
攻勢 乃を 防髓的 軍器の 差別に 掛 
ずる 化 本、 蘭 船隊を お 軍勢 力に 
針 上す るの S ' 否 等 じ 度んで ゐる 
が、.. おら 广 興が わる 問題 どして 
はホ國 ■かがを 縮 少をブ シン トン 
にな 集し 陸 ホ縮少 は獻测 じて 討 


皇孫 內 親王 . 

御 命名式 

まま 持電 十二 日 幾ぃ 本日 宮中 
じがて 皇孫？： 親 車 殿 ドの 御 命 

名武擧 わされ、 を 皇族 宮殿 ド 

を 始め 奉り 樞を院 顧問を、 巧 

閱 々員、 巧剧 外を 拠 等 出席、 

いご 繼肅 じ舉 わされた が、 内 

親では 

照 宮ぶ子 巧 親王 

と 御 命名、 「テ かノ. '、ヤ •シゲ 

コ」 £ 御 呼び 中す i どなつ た 


所を 加 (が留 案附) おを 提出し 頗 

るが 望 ご 見られて & る お、 聯盟 

ま 催の 軍縮 會 嫌の 遂 加は 巧び 聯 

猫閒 題を わし 返し 結：？ 圈 際戲剌 

所の 參加 をの ものに 彩 響を 公 ぼ 

す 化褒ら わるから ホ闕 政府と し 

ては 恐らく 參加 しま. いどい ふ說 
がち 力で わる。 

を眼視 ずろ 

ロシア 政府 

チ、' エリン 聲明 

ロンドン 十四 H 發 u 目す 南フ 
ランス じ靜養 中で ある 0 シアみ 
外が チ、 五 9 ン 氏は 『。ン ドン 
才 .7 サ ー ゲア ー 』 記者に 掛し口 
シアは 柯 時たち 共 别强ご 協調し 
て 軍備 縮少は 勿論 戦時 產 業の 撒 
腹を 拒 巧ず る ものでは ない がと 
胃 一旗して 曰く、 

併し。 シアは 國際 聯盟 及び U 
力 八ノ條 約に 對 するな 凿は飽 
を も 摇 て さるもので^ つて、- 
我等は 曰 シアを 承認せ ざる 國 
を ご 共に 期る 軍備 縮 少を談 や 
る 能は や、 巧に 國際 職盟を 0 
て ホ かの 磯細ピ 認める i はお 
ホたい。。 シアの 厨 巧の 彼 お 
じは 征服 ごい ふ觀 念は 毫もい* 
いので ある。 

ご 聯盟の 則 蜜を 冷笑した。 

加 藤 首相の. 

第二 軍縮 觀 

時期 尙早 •こ 語る 
東京 十四 U 發 U 加 腺 首相は 第 
二甫 縮に 關し聯 を 通' 信 社員 どの 
會を にがて U 本は これ.^ 餐问を 
禱挑 ずる ものでは ない がが 期は 


树ほ熟 おやこ 語 b 、 

ホ 図め 巧の 參加 ホょ ら聲む 
所で ホる 日 シアのを 加は 勿 
論歐洲 の； 部を が これに 參加 
する かもな 問で わる。 

ど 語 b ' 化ら L '' り 米 問題に 言 A し 
日米 戰 ザは 链對 じ个巧 能で ある 
ご おじ U 本け 移は 問題 等 じて ホ 
國 と戰ム のな 志は 斷 じて U いが 
將ホホ 锅が搂 技 問題 ごい ふ兩國 
間に 橫 はる 暗点を 拭ん* しまる MJ 
は ホ 鸿じ堪 へ-。 いご 述べた。 

本 驚は 提携な 對 

東京 特電 十二 日 發 U み 黨侧で 
は 張 巧 繁を援 する 政ぶ 會と對 
支 提携は 御を を 蒙る と 云つ てゐ 


爲替 相場 新 鳥 値 

東京 特電 十 I 日證 U 爲替 市中 

相瘍は轿高値にて對米^!四十ーニ 

弗 五十 化、 輸お ビ^は 四十 四 弗 

八み の 1 い、 底强 である。 


財政 整理 案 返上 

バリ— サ四 n 發 フランスの 

藏相グ シャ！ 巧は お 校 整 巧 案を 

讓 曾が 化を 員 貪に 提出した が 二 

度 じ 音ら これを 逆 還し ブブ アン 
旨 相は グン ヤ！ 巧に をの 再考を 
耍 ホした。 


化お二でにの資格を削をする^ 

なつた ° 

她旧 利權を 調査 

モス カウ 十四 U お；：：； 靈じ 協を 
を 見た 化憐 太の H 壺お浊 が 權協 
を 書け 本 U 當化 じがて 両図化 表 
の 調印を 終了し じ。 


排日 法廢棄 要求 

ダト n ィト 十一 一一 U を：；：；； 米國ぶ 
督 お闷盟 幹部 總會は 本 U を 拭て 
終了した るが 歐際 協調を 員會ょ 
ら 提出した る米國 のが 日 移民法 
制定 じ挪 する 日本 國民 S 憎 敵に 
挪聯 したる 報 吿をあ 礎 ごし 敎食 
同盟は 速 かじ 斯る 立法を 變更し 
H 本人 も クウ I 夕 律に 加入せ し 
めて 日米 両 画の 國 をを 增 進し 日 
本人の ホ 國じ對 する 疑惑を 一掃 
すべきで ある ど巧議 した。 


排外 ± 地 法 批准 

メ キン n 巿十 一二 日を：：：： メキ シ 
コ 大統領 カレス 氏は 囊に 議會が 
可决 し米國 政府ょ ら强 巧なる 抗 

議 をを けた 排外 主 地 法の 制を を 

批准すべき 態度を 示した るが 政 

府 はこの 方針 內じ 化て ホ 年度を 

則し 大規模；^ 農業 獎潮 法を 發布 
する 帯で ある 0 


議員の 資格を 定 

ワシントン 十 凹 H 後：：：： 義じ巧 
去し じる 化 ダコタ 選出 農 ほ 議員 
ラツ 巧の 後 ffi ごして 贿 知事ょ 
b 巧 命され C ピラ 瓜 ド •ナイ 氏 
の 資格 じ對 しム院 資格 調査 委員 
會は 知事の 巧 命 巧 由 どす る 『上 
院廉 員は 州 員で みる』 を 否定し 


證す るを 巧と ずる じ 傾く じ 反し 

U 本、 フラン マ、 か 太 利は を 員 

會 じがて か 離 的 軍縮に 反對 しつ 

つ あ る ^- u で わ る 0 

义國 政府の. 

參 加は 疑問 

對 議會關 係から 

7 シン トン 十四日 發；； ：：； 閣際聯 

顆の 軍備 縮々 會議 掛米勸 誘に 關 

し 米 國蚁府 はま だ 正式の 呂集狀 

じ 接せず、 化つ てこれ を 接 手し 

た纔を 如何なる 態度 じぶ ぶかは 

疑問と なつて ゐ るが、 ホ 閔大統 

領 ごして はお ホ屢 々第二 軍縮を 

聲明 しじ 關係も ホら 斯る食 諮の 

擲 誘を 拒絶し 能 はないけれ でも 

米國 政府は お來陸 単縮少 は純軟 

洲間題 ごして 取扱つ て ゐる關 係 

も ぁら 米鹽 A 旣 じ適當 U る 陸 縮 

を斷 巧して ゐる 上が 軍縮 少はヮ 

シン トン 會講の ホ備國 として 當 

然米國 じ關懼 すべき もので るる 

どの 患を を 抱き 且つ 掛獨 單獨條 

約に 化り ホ圃 は對歐 かを 會 藩の 

參加じは非る式で^:^ぃ限ら議會 

の 協 赞を經 なければ ならね。 が 

る じ 今期 誰 曾には 漸く 國際賊 が 


愈々 奉 天へ‘'':- 

混成 一個 旅團ぉ 動 ' 

まま 特電 十五 日 發 U 奉 天の あ 勢 急を をげ つく ある 爲め 閣議 S 
おおみ 留义 四十 八 聯隊 及び 長 岐縣乂 が 四十 六嚇 隊^ 瑕' 成 一 侧旅 
團を 出を ど决 したる が、 天 巧ぶ 面では 李 揉が W 火 勝を 博し = 1 H 
化 內じ化 京を 衝 くど 氣 勢を 拐げ つ i あ もが ーホ郭 化齡將 軍は 營 
口を 占領し 奉 天を 衝 かんとし 滿 鹽附屬 地を 通過 ゼん ごした ので 
關ぶ単 讨か白 河 中 おはを の 捕 抱 方を を 渉 中なる •か、 天津が 留お 
おびじ 奉 天 記を 剧は欧 府じ增 をを 電請し 郭 ザは 饿州附 を e お 奪 
を 始め 邦人の 被 善 一二な ガ元ド 達し、 天津 附近の 操が ではが 人 二 
名が 滅 橋が 媛の 嫌疑で 図を ボじ 逮捕され 巧 澤公化 ょら 目下 释か 
をを 涉中 である。 - 


閒 題の 人 【三 

新 總理の 候補 


—♦ 


♦ 

♦整に 化 京 電報は み 期ち が總翔 

の難顆 'し 許世英 氏を 化かず る 
だら ぅご 傅え たが、 前後の 爭 
情から 察する ご、 どぅやら 實 

現される らしい。； 

♦氏は 本年 ご つて 五十二 歲 、安 

徽省雄 德縣の 出身者。 曾て 欧 

米 じを 律を 研究した 人で、 明 

治 加年に 刑事 ま 拳 じ 任せられ 

た 後、 法律 硏究 の爲め 英ホ觸 

挪 がを 巡歷 した 外國 通。 

♦第一み 革命 後 襲 幾 山の 推 おで 

山 西 提法化 ごなら、 民國 お年 

じは 大理院 を ご U ら 、化 巧趙 

乘釣 内觸じ 词を總 長と なつ わ 

のが 彼れ の 出 化の ムら 出！ ご 

なつむ。 

♦即ち 同 二 年、 今の 段贼瑞 大一總 

統が 內閣を 組織して をの 才能 

を 知られ、 特に 前 内閣よ h 留 


巧し、 ご一 年には ホ 天の 投政長 
から 福 建 K 政 長 どなり、 五 年 
六月の 段瞒瑞 第二 巧內閣 じは 
巧び 内務 總長 じなり、 巧ら じ 
を 逝總を ごな つた。 

♦巧のを ホ涯で 稍遺恼 どされ て 
ゐ るのは 六 年 五 巧の 渾が激 道 
貨単隙 乂收贿 率 俾に關 した 辭 

職で あるが、 商ち じ 勢ぶ を 回 

後して がちを 辯の 華義銀 巧緻 

激 となら、 十 年 化 g を 徽省長 

じ 巧が された が、 例の 率 件で 

非難 辭 職し、 十一 年 汪大變 巧 

閣 じは 巧び 司法 總長ど L て 得 

意の 腕を 揮つ たもの だ。 

♦をの 巧 政 的 手腕は 仲々 確かな 

もので 福 雄 省は 赴任を 円なら 

やして お 政 5 ぞ改 、が 政の 整 

狸、 敎 有の 刷新 等 頗るが 人ぶ 

b を潑禪 し、： n ま 交渉 後繫巧 

碑を 樹 て、 雲 南 起 事後、 福逮 

獨立じ 就て 李 厚基 ご 意見を は 

や、 爾ホ 上がに 埋れて ゐた人 

である 0 


尴 ホ 


。、 




リ ー 雜觀 

矢 崎 千 化 一 

の 化のは づれ じクリ 


ャンク 城 巧の 跡が あつて 城 
外は を じエ携 貧-山 籍の雜 がた る 
所 巧 化で ある。 をの 門外 太 道の 
門口-了 奥 巧の 五 了は f の 空地 
が あ， つて U 曜ご ごじを 物 崖を ま 
とした H 用 おの 落 店が r はいじ 
列ぶ り 

南物屋 ごいへ ば 書盡骨 董の上 
な。 もの かと 思 ふが 若し をん な 
物が あれげ 間違つ て 出て ゐ るの 
でを つて、 目的は た r をい もの 
とい ふの じと るので あるから、 
まれに 飛んだ ほ b 出し物ら をる 
が、 大 かは 手の つけられぬ 化物 
で 巧ない ゴミ > てる 形を で 
あらう、 をの 名 も 養の ホ ど 呼ば 
れてゐ る。 をの 御客檢 もな つて 
相應 しい 程度の ものであるから 
なの 如き 粗末な ので もを こじは 
特別 じ 巧ない 上着を 必要 ごする 
二十 年 前に ホた 人 も 知つ てゐ 
るから 昔から ある ご 見へ るが， 
をれ じして は 今少し 巧 壌ら しい 
設瞄 をしたら J さ！ うじ 思 ふ-か 
さう しない 所が 値う もで あるか 
も 知れね。 雨が 降れば 泥 旧 じな 
るで こばこの ± の 上へ 自 下に 商 
品を 並べて ゐる のが ぞい。 

巧な ご 云 つても を 体買收 して 
お 十錢か 一圓 位の 僅れ な もので 
をれ で荫 ！一 質 かと おかしい 位で あ 
る。 かけ 値は 少しは あるが ひど 
い； は U い。 最も 感必 なをは こ 
の 位で 觸 が々 しも ゐ ない。 支那 
や H 本で あつたら 大變な もので 
ある。 今一つは 食事時 じを の媒 

で パンを かぢ つて ゐ るの も ある 

が 他所へ を ひじ 巧く の も 多い。 

をの 不巧の 時 店の ものは をの 儘 

じして あるが 盗まれる どい ふ； 

がない £ 見へ る。 

この 化を の 貧找の 問じ盜 みが 


ないど f れば 貧民の 盗みは 絕載 

じな いらの ご 見へ る。 西 巧の が- 

な 困難 も H 本巧眞 倒では ない。 
貧民の ばろ を さげて ゐる 見かけ 
は 日本の ょら 巧い が 盗みを す も 
稍 巧し くは ない ご 見へ る。 

これは 近頃から 始まつ たもの 
か 昔から あるの か、 惠 描の 謹の 
ホが 所々 じめつて 一柿の 流け ご 
つてむ る。 

がの 見た のは 成ク ナン ブルダ 
を 園と モン マ 八 トルで ホ 木や掛 
柳を 巧 用し 繩 やかを を 引 張つ て 
蕾を かけ 渡した 野天の 麗覺 貪で 
あるが、 こ^らは 懲の巿 ご 違つ 
て 少しは 自動車の おぎ- あつて 
見る 間 じポッ 賣れて 巧く が 
蕾の 善惡は 標準の なく U つた 今 
日 巧 ごも 云への パれ 共を のをい 
のじ 驚く。 

日本の 自稱大 をの 作で が圓を 

下らの 八 號大が 二圓か 一一 一圓で ゐ 

るら みんなのを 買 ひ 占めて 日本 

\ 送 つたら 大變な もので あら 
鬼に 角 西洋人のを 欽 がは いつて 

ゐる〇 

話は 違 ふが 化 巧 (化 月) 十六 H 

謡の 市 ご 反 おに 化界】 じ 繁華な 

グランッ ー \ 、ノ 1 グで巧 聞の 一二 

面を 販 はしね 事 仲が 起つ た。 
をの 頃乘 込んだ サ ー カス 圏の 

動物 輸送のを 中 どうし じは づみ 
か オペラ あくの 中必 地で、 をの 
濫の戶 の 一つが 開いて 中から 出 
たのは 一匹の 狐で わる。 

織る がかき 自動車の 流れ 讓 
を 競 ふ バリ ー 人の 化 巧 目を 驚か 
す 四周の ホ 泉 じ山奧 から 巧た 狐 
は 夢中で 二 一二 T ホつ て 稍 八 ごみ 
から 脫れ ホッ としたのは オペラ 
前の 廣 場で あつた。 

誰れ しも パリ t の眞 中に 狐が 
ゐや うどは おはない が、 どう 見 
て も 狐で あるから こ i じ 大騷が 
もち 上つ てが 巧 息をついた 狐は 
巧び あても な <驅 け おしてな 鄉 
の ほら 巧が たる 大 建物の ガラン 
ごした人氣の：：^いの へ 屈强の逃 
げ瘍ど 飛び込ん だのが グランド 
オペラで 纔 いて 野み 馬の 大群 巧 
捨：：> く 侵入す る騷 ぎじ 奥から 出 
て ホれ 座の 人々 をの 無作法を ど 
がめ て 何事 ど 聞けば 今 狐が 這 入 
つたの だ ご 言 ふ。 座の 人々 をれ 
は义だ らう £ 言へ ば滿 集、 いや 


尾が 長 かつた < 


へ も 中々 鼠 


が 出る、 尾の 長いのは 鼠の 事。 
が 集い やを のむ 小さな ものでは 
ない。 座の 人、 をれ は餘 巧の 大 
鼠 だ ご 狐 じっ ま； れ たやぅな 閒 
答で おしまい じな つた ごい ふの 
である 0 

海の 內ご外 

♦巧戰 ずると 豪語した 張對郭 
の 違 河の 戰 も、 名乗 斗ら ぁげて 
ち 馬 動かず、 勘く ものけ 黃 白の 
バラ 撒き、 結 扇 張は 化が 滿洲に 
踏 止る の 類 どな b 相な あ 勢。 

♦第二 軍備 縮 少會證 で 米 劇と 
聯盟の毁立は愈々鮮やかど^:*ら 
今度 ど 云 ふ 今度は 日本 も 英國の 
巧揭 から 赃 した。 而 かし 相手が 
佛 伊と ホ もや、 天氣 工合で ね。 

♦外を 閒 題の 演說で ムニ アム 
ニア ど 口の 中で 饒舌る のは 日本 
だけ かご 思つ むら、 ホ圈ら さ- 
だった。 I 昨 巧國務 長官み 試み 
た 演說を 謂んで 下さい。 


業 事を お 

會 を成裝 淡案奇 
員强縫 間が 內宿 
這け 敎旋結 部 ホ 
5 食 度 部で、、 

計 


る 非 讓淫巧 巧を 
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Phone 8e が お 2 が？ 


DR. H •ん GARDNER 

DENTIST 

13 E. 目 1 がな . Apt . お 
Te し Regent 71 が 


A.L*CEASAR ， M.D. 

IQS East が ih Sireei 
8 お . む rk を Uxingtoii jives 
Tel. Lenox 8973. 

p 1 喉 晒 鼻ち 器 

間 時 察 診 
午 正 ま 時 十 前を 自 
時 八 至 時 六を 午自 


ミ Midori Maisumoto 
お PasHve. Ci か 
Tel. Washin 如 R Heights 0437 


M. Tsuchiya ， D. m.d. 
124 W. 73rd Sf. 

Tei. Trafalgar な 09 


im が 6 Bros , お s. 

(Formerly 恥 ruha 舶る扣 ,) 
17 EasH 巧 h お . ！ U. 
Tei. お uy 巧な at 38 が 


ブを 


ス 


雜 H 

貨ぶ 

類陶 

卸碰 

賣器 


細な . Blanche 化 her 

1264 Le ん Av も Cor. が 比 St. 


授敎語 與人婦 


Nippon Dry Goods Co. 

1281 Sraadwajf, む f も Cor. 31 sf な . 
Telephone Penn. が 50 
Room 5951 


Kc ミ wa 抵 〇ゎ， M. D. 

114 W. 70th St. 

Tei. Trafalgar 0352 


KANZO OGURI m.d 

214 High St. Brooklyn 
Tei. Sumijerland け 80 


TOYO N. TSUGARU 

が iEimFiC J が ANE な MAS な UR 
538 W.l 巧 th S わが t, 
Phone. Wadswoi • 比 5942 


Sabro Emy, M 。 D. 

755 Park Av た 
CO* •• 巨 . 72nd St. 
Tel. But:terfie!<i お 24 



P 弓 專節調 鏡 眼に ホ腿檢 

F. L FREDERICS CO. 

醬 巧化學 大巧 比倫 古 

118 E. お 化 ' St. '224 t 14tfr 化 

り 44 3rti ゎも， bet.Mih - が 化 Sis. 


T. KASAI 

Marchant 

Tailor 

が 

TIMES BUILDING 
お om 304 
NEW YORK 

Phone i 

も ] fani 33 け ！ 


Y. ITO 

{ な Ees け 3ni 化 
Cor. Lexington Ave., 


NIPPON TAILORING GO. 

3 卵 W. がかな . 

Tei. Columbus 4173 



yP TO お 巧 STYLE 
Custom 
i る iior 


67 W. が thSt. 
Te!. Bryant 7073 


Koike Studio 

が 7 目 化む e ， 

Cor. 39th な . 

Tel. Caledonia 6394 


KOSHIBA 

STUDIO 

舘眞 寫柴小 

681 Fi 削む e., 

Tel. Plaza おけ 

Branch Siudio 
Wesiminskr Sired, 

わ ovidence R. !, 


辦 兰 ち 


干 


を 


隸 辦 蒼 



C 日曜 水） 


H 六十 月 


じ） 


▽ H 喔 U 
お 畫妍を •'化 午 
巧 勵食タ セが ホ 
祗拜說 を が 時 
▽水 喔 H 
所 旗 會夕八 時 
マ 十 •巧 白 
溝な 會 叉は を 
器 穿 夕八巧 


' 巧 巧說お H 巧 日 午を 八 時 一 
が 隐食木 巧 B 午を 八 時 I' 

な 話を ±®H 午後 八 時 一 
をを、 围黨 ま、 娛樂 まの 設席 ぁ一，， 
ホ賓 をが 迎 す、 食 館を 利用せ 

な ® 大川 盎四郎 : 

m 本人 墓督敎 修道 會 

102 W. 1 授 rAst. N. Y. Ci な 
， Tel. Haifa 三 7 這 

日本人 S 敎會 1 

牧帅 川な ホ么お 1 
幹事 旧 中 巧 二 - 
たち ミ se M. E. 呈ミを & Inst. 

だ 3 W . 一吉 SI . ブ|. G 夏 さ n 1 置 1 
お 巧說敎 日！！ 目 午を 八 時 
祈 隐食水 お H 午を 八 時 
裁縫 貪乂巧 H 午を 二 時 
♦寄宿 舍 

位置を 淪比亞 を 数み 下町 左 十 
五を 學生會 赴 員 旅 巧ぎ じを 適 
設猜 圖臺雜 誌が 巧 反を 巧娛樂 
を 簡る をを あら 

巧を 截裝 周旋， 旅を 案 巧、 を裡 
事 裳 調を、 舆化ブ 事相 裝链度 
等 同胞 諸兄の ホ 含を 歓迎す 


尋れ人 

長 巧 細み 謙 S 山 口 堀川 恵 一 
~ 山 わ 齋藤久 一二 耶大阪 佐 か 木 ホ 
I 福拘 ハな 巧 時み 郞 福炸 かぶを 
化.：！ 山 本 龍が 鹰島 西が 法 一 
ま； 川淸 一が ( 旅 巧 ま) ワィ 阿部 
化 お 道 梅 巧 巧 タキ 石 川 
I 岡 山 小 巧 媛 窩 木ぶ 紀 
ちみ 舍 にを 知を をき 儀 有と 
一 挟 間 本人を くは か 八 ょら 巧 
化 巧 御 通知 願 上 辰 

紐 育 お國總 領事 绽 

165 す oadway New ジ rk 呈 y 
ブンプ を 禪を寶 

下 羽 電氣簡 店 

M 021 IBroadway 
TeUndic 呈 0147 


艦み 貪 巧 品 渡船 輝 用達 

遠 藤 小刀 商會 

だす 泛 をぶ 产 y- C を 

Tei. 害 量 己一 1 芝 1 ，w 


♦着籍 ♦雜誌 ♦新聞 
縦覺 室を 開 
執 蘇を 煎 九 時 よら 午 盾 おがを 

.鑛育 目 本人 會 

酉 五十と 了 目 二 五 〇 巧 
電該 チア クグ八 一九 〇! 化 一 


化留 寄年裡 想の 閣体 

呈人靑 年 會 

8 W . 養 St . ぎ Clarkson 12 乏 
大紐育 H 本人 

基瞥敎 11円 年會 

養 E . 5 害 St . N . 产 暑. 

ぎ P 穿 a 8 三 1 


「す をん 巧を ホみ A おが S 

み 刹 勺 
巧 刻 引 

を 知ヴ、 夕 

る 刻 お- 
ク 刻ぇ贫 
ぶ 割 列 


寶ぶぞ 41を游 \ み 

クオ— んザ A す ルン ン妳討 
尸し 7— ド バ ミみ トンが 評 

がみ 見' 念 矮袭が 
潭 ぶみ 在.- 巧属ふ 
矣ネす ふ 搜卒- が 筆 

縣始槪 の瓜乂 


§• 


>. 4 •卜ち 八 ニニ 




都を じょ， 當 をの 間 

診察 

午後と 時 1 九な 
H 擢は 前約 願 上 房 

け t 吉お焼 離！ 


診察 

午後 一一 一時ょ b ホ 時 
け曜は 前約 柄函 .お 


ドク ト处 

高見 豊ま 


齒科醫 

▼該察 時 聞 A 
毎日 ( H 罹を 藤く} 
午前 化 時よ 6 
午後 五 時半 
水懼 午前 九 時！ 
午後 一時 


騎科醫 

= 巧 ま 無痛 给藏 = 
を 年の 經驗を 0 て 
H 本人 諸君は 持に 
了 寧 懇切 じ 施術す 

卜^マ チン 


• L ^ 

W r W 

J A が i 

、 " 一 3 •讯 

3 も 山帖 
^ 細^ 細 

〔ななな 
, h h h 
w w 规规 


齒科醫 

夕 年の 經驗 をな て 
最新式 稱學 手術 じ 
堪能 じて 信用 篤し 
施術 巧化廉 u 
日本 入 諸を じは 恃 
じ 了 導 懇切に 治療 

姐 育 州を 認 

パ t ブル 1 ム 


Dr •夕 whislliido , D . D . 

養 W . 7害 SI . Tel . Mist 二 芝 2 

織 S 飄 か ハ 戶良二 


-自 午前 化 時 
-自午 お」 巧 


ま 十二時 
巧 五が 


一 

物 
ぶ I 

タパ 


>1 シーは 紐 育 最大の デバ ー トメ ントが 巧で あ 
らます。 新ら しい 昇を 機 ごて ス カレ ター は廣澗 
^^店內じがける皆樣のわ買物じお宜£渝快と.^ 
巧へ てゐ ます 

化 巧で 二 弗す る ものなら じメ ーシー では- 
巧 八十 八 仙 或は をれ 0 下で 買へ る ミを どぅ 
ぞ御 記憶 下さい - 
H 本へ 御 荷物を 御 送 b じな b たい 節 又は 御 買物 
に 際して 御用の 摸 合は パー ソナ グシ 3 ッ ピン ダ 
ビユ！ 0 — を わ譯わ 下さい、 親切 じ 御' 便宜を 許 


S 表す 


D 巧， 巧 £ ZJI 巧 C 巧 CY 户 

呈養 P 是 CT ま 

琶 で 草 & さ . N 置 r な nd St . 

ぎ Vanderbi 一二 728 R 呂 m 養 

’い J 古な 謙 次 

巧、 水、 金、 午を 一時 よら 五 時 
を* 其 他は 前約に 願 ひまず 


J 村 瀬化廊 

86 穿 量 ミ Ave . N . Y ‘宴 

巧 ei . 28 を &27 を S す. 
Tel . 至 a を son ざを 18’ 7 芝 S 


JOIao 左 ！ I OOC 巧 一, M . 〇 ‘ 

二 1 West 94 th St . NewY ミ k 
Tel . 置 ミ 立 e 沒 73 ジ置 ーミ 1 云 6 巧 

^をが 午前 九 時！ 午後-時 
妻 舅 午 塗 ハ 時-午後 化 時 
U 曜 午前 九 時 1 午を 四時 

ドク ト-小 果乘吉 


@ 心が 基 

診察 時間 

自 午前 义時 U 十二時 
自 午後 I 時 U 五 時 
時間外は 前約 じ 願 升 


紐 育が を 誘 

內務 省を 許 . 

東を ホ大醫 巧大學 

產 婆" 化 巧 科 卒業 

産婆 松本綠 



正直 ど 親 現 どを 旨 どし 確實 
信用 あるが 品を 精選し 
特別 廉價 で販賣 致します 

クォ か， チム 'f エグ デン 四 割引 

巽化过 也で^ 一二 醫ミ 

指輪 鑑 貴を 廣並じ 寶巧類 一切 

^ ミ；^ トン 時計、^ ブ i ドィ 

リノ ィス 歷計 、を 蹄 匿 時計 

クォ ー タ II マン お 年 筆 

エバ ソ* ャ If プ 鉛筆 

純銀 器 ホに 銀器】 切 

御歸 翻の 独ス產 一が ' 

時計み 修豁 はが 險付 じて 確實 

にお 川 自每が 致します 

午後 乂睛 まで 關庙 

西 四十 二す 目 一四よ 一 1 五と 

ブ w ! ドゥ ユ—お 化 巧 

口 ■''クー カ 1 •ビ八 テン ク 

巧 九 二 五を 室 

.巧 川岸 商會 

軍話ブ タイアン ト四 I 二と 凹 

曼|吉晕夏ミ呂.1二.157さ.42互資. 


巧き ホ 國餘人 
日本人へ ゎ英 

語敎巧 じけ 夕 
年の 經驗 有 
す 0 1 ン 

ンと 十五 
每 = 锁丸 
ちが 化 時を_ 

時 にても {日. 

H 曜日は 一- 

よ b 四時を 


日本 

' ドライ グ ー 」ッ 

蘭會 


顧 揉 療治 

郝經 痛、 リウ マナス 
風痴 、打 身、 爾肩腰 
痛み、 胃膽 がぶ 化 
出張 親切 じ 治 娘 中 
上ます。 前約の 方 
は 午後 一二 时 ょら 自 
宅 じて 施術 ム ます 
H 本缀灸 • 

專 巧學院 卒業 

I 肖 I 津 輕来洋 

西が と十乂 T 目 量み 
追 話 ワズオ ースぶ 九 固 一 


診察 時間 

午前 几が一 十げ 
午後 六 時 1 八 時 

バ t 小 栗 幹 ご 一 

組 肯ボフ ラワー 病院 
第五 裤 病院 勤務 

'を ホ コン バラン ド 

お院 勤務 


診察 時閒 

午後 一帖 u 云 時 
午後と 時：：：： ん時 
愛知 鬻學ホ V . 

パ r 巖本谨 一 

を偷比 亞乂學 ぶび 
作 ザ ラン 病院 勤務 
H 躍は 前約 願 上 お 


診察が 間 
午後 五 時 1 八 時 

江 お S 朗 

削纔 きべ 火ビュ 1 
病院が 勤 じせ 右 時 
間 外ぶ び 日曜は 前 
約 じ 限る 


笠 弗 洋服な 


日本 
洋服 庙 


時 山 信巧郞 
化 本 お 


東を 主 一子 目 


ニニ ーニ 


が 藤 
洋服 慮 

作. 麟 なご 一二 


丸由洋 臟廳會 


来 京 巧 丸 ノ巧ピ か デソグ ニ階 ニニ 〇屬 

: .娜齡 鬼 山 洋服 蘭會 


成功の 秘談 一 

乂國ま 英語を 話す 拳 
は 成功の 第一義です 
本校には H 本人；^ 

じ 慣れた 專任 婦ん敎 

師あ 6 懇切 じ 會謡あ 

信 文 社を 語を お^し 

ます。 リ躍週 H お 


6 

け t 

れ S 

•■一 励 
t 

巧 8 
• 2 ! 2 


t 肌 九 時ょ 6 午^ 

時まで 開校し ー レ 
ンと十 仙づ え。 す 

U 直 もじ-巧 枝 あれ 


稅關 事務 あ 扱 - 

运星臺 L. B 壽萨昏 .，一 

ざ古ョ ニ足 ごず oa を ay , C 互. 

phone ;^ wling & rgn 9136-’913 w 


じ 

打 

H 


■Sr. 

>• ft 

削が 

， ^ 4. 

私議^ 娜 

— W 加 

6 

む 

巧 W 而 .叫 

巧 わ： 2： W 

げ b 8 む 

W - 


• 1 

ミ d 

F b 


M 


o 

o 

R 


化 


，稅離 事務ぐ 

巧 ホが 地 化 じ查世 
を 岭 輸出入 方法に 
锅 する 一切の 御 諮 
閱じ應 じ、. 鐵道激 
船 貨物 運賃 巧 巧 帆 
を 稅閣手 績書等 進 
呈 す、 重要 都 あじ 
代理 巧を おし 敲寫 
敎速 御用 命じ 應や 

煤驗 取扱 


式 


が i 


'寫眞 

第五 街 

凹 一二と 


利 上 b の氣 運が 動^ 


米國 金融界 現狀 の 

倍 巧 膨脹は ごう 現 はれて ゐ るか 


前 旧には 米 國を輒 ホ おの 巧狀 
; が 聯邦 难備 がが か 利上げを 必廉 
I ごして なる 率が の 一 どして 信用 
膨脹の お 巧を 明か じし わが、： を 

:じ 今一つの が おで ゎるが 中を 利 

i の 騰巧お 废を乐 す ど 左の 述 b 

'二 巧 初 十月 巧げ 年 十目 か 

. コー グ •マネ ー 亮 位み】 

三百、 二 下、 直 レ J 、 四，'" 一て 

贷 附 率 

- 一一 す、 11112、 四，， 4、 四 V 2 、l 二、 二 お 

モお削 引率 
四—、 一一な、 四 1 J 、 四 1 T 、 一一ち、 II 百 

これ じよる ご、 十一 巧 初め じが 

ては 本年 二 y のが 育聯巧 正貨 お 

，備 おがの 

，利上げ 前 じ 比し n —少 

マネ ー は二步 、貸附 をは ー ホ、 

; 巧莱手 おの 削 引率は 五が ホの 昂 

'巧を 示して むる。 义 これを 昨年 

'间巧 じ 比するならば n 1 八は 一二 

ホ、 貸附 率は ニ ホ、 剌引 華は 約 

ー ホの 騰岛 でぁつ て 特にを 患す 

べきは このを には 現 はれて ゐな 

いが、 準瞄 お巧剧 引を 上げ 下が 

の 標準 ごされ て ゐる銀 巧 引を 手 

形 S 削 引率 も 最近は 紐 育 準備 銀 

巧の 割引 率た る 一ニ ホ ザを 超えて 

ゐるごいふ丢である。 この事實 

は 中央 お 巧を お あ 巧の 理法から 

云 つても、 义 これを 米闕聯 巧を 

備お 巧が くは 英蘭銀 巧が 採つて 

むた 惯 例から 云 つても、 當然紐 

巧 単備銀 巧の 利上げを おねば な 

らぬ 時期で ある ごも さむる ので 

ある。 いふ をら なく 一 中央が 巧 

金利な 策の 固 的は をが 

の 調節 じある。 匆論 中央 銀 巧と 

雖 もを 利の 騰 をを 人ち 巧 じ 左を 

する ふは 出 ホない が、 をのを 利 

政策 じよつて 騰落の 极 端に 暗る 

ミを 防ぎを 融を川 滞なら しむる 

じし 巧る 5 である。 而 して 

をのけ 的を 速す るた めじは 常に 

をの 巧 制 引率を ホ 中を 利、 榜じ 

英义 中央が 巧の 制 引ず ぉお 額 中 

おも ホ 額を も。 るが わ 引 巧手が 

の 市中 御 ホよ b みしな き 巧 度に 

扔 くめ 巧が わ么 。巧し 中央 お 巧 

の 巧 制 引 傘を ホ 中 制 引率 よら 化 

. 'て お <媒 を じりし 中が 巧の 脊 

力 •レ 限 が 中に 流出して 巾 

化 銀 村が が.： てを 融ボ棋 に 支が 

される •とど。 ら 、父 余ら かけ 離 

れて烏 < して お < 巧 をには 中 か 

が 巧け 

實際も 摸 ど 沒を涉 とな 

もこれ 义を觀 ホ お 調節の 力を 失 

ふ； どむ るからで ゐ る。 單 K 巧 

論卜斯 < 云 ひ 得る 許 b で ド* く、 

過 まじが ける 巧 米を 利か 巧の 赏 

巧を なても 斯ぅい ふ 巧 論が 窜實 

巧は いて ゐ た。 戰時戰 後の 非常 

時は 別 ミして 玻巧 數年閒 にがけ 

る 紐 育 準備 銀 巧を 利か 巧の 跡 じ 

就て 見る も、 をの 巧が 引率は ホ 

中剧引 ホ.^ 銀 わ 引ず 手形め) よ b 

け 置. 姑 方上稱 じある を {め 网 ごし 

をの 牌き が-一 姐 おちの ド どなつ 


規 かき 年月に 化ける この 乂閔の 
經驗は 巧 闽の戰 前にが ける 

平和 時化 の 約 北 年間の 

おおじ も 現 はれて ゐ る。 即も ’J 
の烟 間巧闡 おわの 剌 引率は ホ 中 
お 引率 (ー ニグ 巧 引ず 手 おの) より 
伞 均一ず 弱の 卜稱 じゐ つた。' 而 
して ホ 中を 利： i 化を する 燒 をは 
この 閒 きを 維持す る 横 じを を 割 
引 ホを'® 引 ドげ、 又 それを 引 上 
げる 場を に 必ら ずが 中 剖 引率が 
をを 倒 引率 じ 近づいた 時で あつ 
た。 お ほを の 引上げは 五 厘を 常 
例 ごした が、 巧し をれ によつ て 

を定ホ 合ど巿 中を 利の 開きが-五 

'姐 U 上 じ 達せ 《 場 をは 巧ら じ 引 

上ぐ るを 例 ごした。 今！！ 紐脊じ 

巧け る お 巧 引ず 手形割引 率が 聯 

邦窜備 銀け 

巧 割引 率 の 上 じある 事 

實を おて 間 割引 率 引上げの 時期 

じ 達して ゐる ごい ふ 所 おじ も 見 

られ やう。 な 上述べ た 信用 膨脹 

の 事 實と巿 中 金利 昂騰の 外に 今 

-つ紐 育 お備銀 巧の 利上げを 促 

進して ゐる事 情は、 昨年 未 0 巧 

が 育 準備 銀 巧が 信用 膨脹の 巧 化 

策 ごして 採ら 巧つ ねを の 巧が 証 

券の 賣 おしによ つて ホ 中から 資 

をを 吸收 するどい ふず 段は 最ザ 

おんで 巧 力が な < なつた ごい ふ 

i である。 盖し斯 くの 如くして 

巧 中から 資金を 吸收 する ミは 

市中 金利 を證 々高く し 

をれ ご 準備 銀 巧の 再割引 率 ごの 

開きを 多くす る i ごなら、 I 旦 

吸収した 資 をを 事 實 h ホ 中を 巧 

よら® き 巧 割引 率で ホ 中 じ 放出 

する ごい ふ ； は 信 巧を 益々 膨脹 

せし 〇 る ご；： j . るからで をる。 

さ H ば觸 端；：^ 信用の 膨脹を 赃止 

して 娘 融が瘍 のず 穂を 謀る じは 

を定 ホな を 引 るよ ^ が 巧が 

なさ} うじ 見られて 來 たの であ 

るが、 唯 問驢は 前記の 如き 歐渊 

W が圓 鞭に 對 る 媛助ィ し-^ ふか 

如き 特別 U 事情が 何時 迄 こ S 利 

k げを延 溯せ しむる やに あら ご 

L ふべき で わらう。 

增收 一億を 

目論 か 支那 

外 债は輕 く 取扱 

瞄稅巧 收化途 じ 就ての 支那 側 

の 化 本 方 おどして' ル 聞す る處じ 

よる ど、 今 凹の 關稅曾 講の目 的 

はを 威が ぶ 那の獨 立を 尊重し 强 

固な 中央政府を 雄設 する ための 

純が たる 好 愚 じよる ものである 

から 附加 巧の 化を は 雄 設餐を 袋 

- どすべき である。 唯ち 那が自 

動的に 麓を を廢 化しを 國 が關稅 

自ホ赏 わを ホ認 したので 

座 余 撤廢を 第一 じ ぉさ 

をの 準禍 をを 乂千 スー 冗 どしたい 

をのた めじ 雄 設搜を 第二 じ睛き 

内外 潰 稱埋を 第ー ニに 蹈 いむ。 列 

國侧は 外 憤 整 迎をホ 嬰と したが 


ら反對 する i こな つれ。 绪設費 
ごして は 

一、 水利 U 淮 抑、 黄河、 化ま那 
お 巧の 永を 削、 白河哥 の沒泌 
又は 修築 

二、 巧 通 U ' 嗯漢錫 道 (码 川、 廣ま 
間)。 なお， お 道 (な i の 包 頭 
鎭よ b サ肅 省の 寧泻じ 到る) 

述孽お 

一二、 臂 業！；；： 胡 度 島の 錢 港。 自開 
がを 及び 化 糸、 茶 笛の 改良 费 
等を 提 まする もので、. 是等 じよ 
つ てを逆を開き事業^おし裁ち 
を 0 て 一 

建設 事業 じ 犯 事せ しゎ 

るなら ば、 をの 結を ± 匪 を戚じ 
支那 國內の 平が を 巧谈し 外闕貿 
易 もな つてを 達する どい ふので. 
ある。 闽ほニ ホ 五 留の附 加 巧の 
みでは 增牧は 一一 一千で 元 じ 過ぎな I 

いから 鞍な くど もな 年 一億 元の 
ち收を 得ねば なら て、 旣じ 
逝 日の 閣讓を 通過し をの 一億 元 
を每年 

I 、 獲 金撒廢 塡馈寶 として 一二 千 
万一 冗 

二、 建設費 どして 一二 千万 元 
一二、 內 外債 整理の ため 一二 千万 1 で 
四、 中央 政隻じ 一千で 元 
のを 額を 振ら あてる 案を ホを し 

去 同 十九 日の 關横 曾議繁 '二 委員 

會じ王 正 廷を權 が 提案した か 第 

である (- 


た i は 稀で あを。 ホ 中を がが 昂！ 支 邪 侧け內 外 俄を I などして を 

腺して ホの 閒き がなくなる ど 一 の锻地 棚を 八 板 元 どし、 お 人の 

'一巧に がける がか < 公ぶ 剧引ホ I 倘權 龄观 のかき は ワシントン 曾 

をの 引 k げを姑 てなる。 比蛟的 I がの 祝 神 じ 反する もので あを か 


义露實 業 家 

疑問の 懇談 

, ロシア 側な 重視 

ホ 國の對 蘇 貿易は 政 あの 承認 

がない にも 拘ら中 着々 ど 進 巧し 

つ i ある •か、 この 

對露 輸出 龜ホ 面じ當 

地の チて！ ス •ナシ ョナ 八. 銀 巧 

の ある； は 间知さ 打て. ゐる處 で 

あるが、 前週 水 躍 H 鬧銀巧 副が 

化シユ レ— 氏が ま備を どなら 當 

地に 强 がする 券 農。 シア 貿易 化 

表を 主賓と しぉ 力 ホ-^ 實業家 

を 集めた 懇談 的な 午餐 曾は 米國 

人侧が 秘密を ずつ てゐ たじ も お 

っや、。 シアの 半宮 通信社が こ 

れ を本國 じな 電 しじら のが あじ 

米 國に返 おされて 巧 今 贴界を お 

めめ おの 岡 題 ごな つてなる 〇從 

ホ ホ 露嘗萊 がのを 磯なる ものは. 

單に 自動 敢 業者 比.' 他 化 引 止 じ 直 

接 願 係み ふん々 じ' 吸ら れてゐ た 

が、 をが 米 人 伽の 陪賓 中には 

鋼鐵 をの 產 でぁる シ 

ユヮ ッブ. 坟を 始め こして デ ロン 

リ！ ド商爵 リク ラン ンブ •ザロ 

ン 氏、 モ 瓜*々 ン商替 の ゥィ リア 

ム •エ ー ク キング 巧、 ガラン テ 

1 •卜ぅ スト 蘭 會のセ 1 ビン 巧 

紐 育锦化 取引所 長、 A リス 巧 其 他 

數名お 痛し、 ンユ レ！ 巧は 席上 

じて。 シアの 經辨巧 進 ホを 說明 

し シュヮッブ 巧 も义露 貿易 的發 

展を悅 が お 來の錫 かお 引を ホ 望 

したる じ掛 し、 W シア 侧か らも 

欺を 韶 巧を 述べて をを 巧ぢ たの 

である。 素よ b ネ閒の 窓談は 

何等 特殊 ^:*怠ホはをま 

れエ む. i ： •■いが、' わ 人侧が これを 

頗も秘 を どす る じ k して。 シア 

側では をみ 面 のん ± を渊羅 した 

; を ホ 常に® 规 し、 勘な < ども 

が 齒が巧 露 貿易の 必耍を 認めた 


ものである ごい ふ 意 ホから これ 

を 巧 巧して ゐ るが、 これに 反し 

主 满巧侧 では 「單 じ商資 上のを 

歓で わつ て宜 みは 勞農 制を を 賞 

讚した 覺 へはない」 ど頻 > じ 辯 

解してむる；が巧って財界の疑 

問を ちし 懇談の 具体化に 就て 補 

仰 ど お許されて ゐ る。 


本 加 東京 特電 

:逝 信社资 


大阪 地下 鐵道案 

大阪 地下 鐵道十 S 哑 、高架線 
廿哩 、この 經餐 一倍 六 千での、 
八 年計晝 案は 政 麻の 承認を 得た 

銀行 减配 案反對 

大藏 おの 銀 巧减配 案には 有力 
銀 巧の 反對 あらて 沙化 止み ごな 
つた。 尙！； i を 銀ぶ び お 銀^ 今期 
配當 はぶ ホの 篱 でめる。 

東 瓦斯 お 炭廳入 

あ 京 あ斯會 化が 一二 井 ょら 十五 
年度 巧 お 購入 契 巧は 夕 張 炭 か 化 
巧 晒' じて 觸當ら 十と 阳 十と 媛で 
あら。 

■生糸の 生 量 取引 

生糸を 量が 引 協議 曾の み雞は 
ホ 產あ侧 のが 對 あらて 未だ 疆ら 
ず 相當の 曲がを 見るなら んど觀 
測され てゐ る。 

晝灣糖 墳收豫 想 

台 灣糖萬 二回の 豫 想は 八 巧 五 
十二 万 ビコ グ じて ホ 曾 おの 增化 
を豫 想され てゐ る。 

歲末 金融界 平穩 

歲 未を 麵界 はホ穩 裡じ經 遇し 
.明を はを 巧 も 低を せんど 大藏當 
局は 樂觀 して ゐ る。 

:= な 上 十四日 發 


做 
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露敎授 

ダンスの 巧 時節が 參 

らました。 が 祀十名 

类乂揃 ひの ィンスト 

ラク トンスが 懸がじ 

御 相手 致しょ す 0 

H 本 入 諸君は が 別に 

歡迎 します 巧し 御氣 

じな さの 處が ぁれば 

御 忠言す さい 河卒御 

來 遊を 御 待 も 致し 邢 

午後 八 巧 よら 

午前 一時まで 

總 ぶ配久 

周 連 方 啓 



舞踏 敎授 

► 社を ダンス ▲ 

►表情 体操 A 

紳 十、 淑女、 お 子 

化さん ホ じ 巧- 喀じ 

敎巧 致し 升。 午前 

十 時ょ も 午後 十一 

時を (り曜 を 除く) 

シ ヤプフ 》 ダン シ 

ング 帥豁擧 校卒裳 

h 衫 タマ 


猶巧醫 木 下义市 


ゴ 0 W. ご ミ St. 

ジ 1 - Mon 言 ent 85 ご 


化が お脚資 

五味 商會 

J E . 17 すで- N . Y . 置 y 

Te 三妄 vesan こ？ 45 


詳論 毎月 十 H 裳 巧 

1 部十倘 

ミ で注 i Si.N . ごさ 


A r 

R 抓 削 

1^ 〇 

Jr * 0*^ 

M 巧 加 

Tt r 

" X 3 化 
Tr 6 

s w 

苗 

o 

Ti 

K 

u 
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资 场捐應 《痛肯 王 
の 不動 神 經痛リ ゎ 
チス 慢性 胃騰病 1 
衰弱 お 其 他 
午前 化 時 ょら 午 化 
時を 電話 前約 願 L 
が 育瑞典 フィ ジオ 
，ピ ー 學院 卒業 
I 紐育メ デ々 グ ジム 
1 ブサ！ ジ踪會 正會 

公認 西 村 幸 S 



S 巧 ey Paiig，s 

なが]! 剛が 
459 お xih A 化 
eel 奶 h • 巧 ih な s. 


City Hall Tea Ga<le 打 

170 Nassau St. City 
N が t わ 忱 e Tribune Bldg 
Loo Lin Manager 


YOUNG CHINA 

3140 Broadway 

4 Blocks Saufh が 
巧 5 も が如バ ubw が 



588 が n ホむ も邮 . WesH2nd S そ . 

- H がむ rl (む わ 


KI 肌 Y0 & PET が 0P 

IMPORTER OF 

GOLDFTS 扫 & BIRDS 
〇 


動 其 力 各 
物 他、 十 種 

一宣り 金 

切 類ヤ魚 


DARUMA 

781--6tfi む e. 
Te!. むが ni 3859 

ホ 舞 
じ 席 

ず 御 
さ 料 
燒理 



ご 目 T 四十 四 
助 目 T 五十 四 


Beem Nom Low 

474-6 也 Ave, 

Bet. 28th-29th St. 


Kaw る soye Hotel 
1 お WesM23rd Street. 
Tel. Morningside 7154 



mmm 


35 East 29th Street 
Tel. Madison Sq. 75 が 



I oMixdCo, 


340 W. 5 か h St. 

Telephone: 
Columbus 8882 


I ( 话 8 •水) 司を わ 


The Tokyo Go. | 

WO W. B 別 h 化 
I New York むわ 
Tel. T け falgar 6559 
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第 


霞 bp 3 なが I 打を 担を Sim ど 巧 


( H 赌 水） 


円. ホ 十 片一 - イ - が 化 1 + iF 十 


が廳 茶園. 

对 趣ん 廬蓮 
出勤の ホ じは 畫飯 
の 御 巧が じ備 へが 
聞 貧 席の 御用に 應 
中 V く お 賴巧キ 巧 
す變ゎ 引な 願 巧な 
紙上 御を み 中上淚 

ち 滞 鞠 料理 

彭瑞縷 

H 本ん 諸替を 
歡迎 致します 


け 

米^ 

.ニニ 

娃 

蕾 


電話 ゾラ ィアン ト 
八 〇 と 九 1 八 八 お I 二 

妍灣縛 長 

载お 力* 

紐 育が 西 四十 四 T 目 
ニニ ー 1 1 八を 
(二階) 


ま 店 

147 Glai •呈呈 こ； Bu 量 三. Y . 

ぎ 田！！ ま 三 さ 83 
ま 巧 Mrs . F . K . ジ to . 


材 おを 槐 選し 皆 樣 
の 御 嗜巧じ 適する 
巧理を 提供し ます 

まがに* •" rr lUHi 

霜 歎 中華 

U 本ん 蘇 君は 待 
削 じ 歓迎し ます 


- S 1 哪 

な姗化 

S 册 
邸 i : 

a ^ 2 

か" 


.皆 棟の 御^!^ じ 
適ふ樣 なおが の 
ぞ那 ■ 

料理..' 

御が 理を 致しず 
すから 績 々御が 
巧を 願 ひます 一 




tfj 


J VI 
g か. 

n ts H 
•n 6 
i R ん 
h e 0 

g が^ 

n ^ o 

の郎巧 

w -3 


永 興. 機 

腕 揃 ひの 料理人 换名 
が 口 本人 諸 若の 曲が 
じ 適する 料 a をを 上 
ます。 锁 一二 時を 聞 雨 
(なか 五 T 目' サ 'k 

’，. 新鮮 魚介— r 切 t 

日本 八 向きのを 魚 澤山取 b 揃 
特別 廉 憤で 大勉强 致します 

サヴオ ナ魚店 

」 ose を wavosa 

224 W. 61 至で. 

Irei. oolernbus 912 ぶ 



弊店が ドントのを をな 

る 地 利 じを h まずのは 

夫れ だけ U 本ん 顧を じ 

對 してを 懼じ 商な を提 

巧し 得る i どな b ます 

他店 じ 化 ずれば 殆んど 

鍊値間 撥で 販賣 致して 

居^ます、 霉非わ 立 寄 

らを お镑 もして 居りず 


ザ 上 金魚 巧 

38 芭 xlii Ave こ す* さ rk 呈. 

さ 〇ミ Girc 一 8 87 岩 


が 理江南 

お 親を 園で 永年 御を 顧を やけ 
I た 装えで 御座い if 


fl h nu 

A お 7 

r y 

N w が 

G N m 


w H 本に. 巧み、 日. 本 語 
巧 を 話し、 皆樣 の御嗜 
巧 じ 適する 御 巧理を 調進 致 升 
T 度 エン ェ ー タアの ドで. ず 



瓣當 反び 壽昂 \ の家盧 なおし 
を 致しまず から 巧を 宜穀御 
搔 をの 摇を願 ひます 

御 下宿' 宮本 

1虽ご童其享.で2ぎミ~田275 

.中が 埋髮巧 

中 村萬藏 
ご W . 雲 st.’N.y. 呈 y 
置 ‘ Columbus Ave- & Uen 量で み West 

日本 理髮 館淸 

新 ま 洗髪ぶ 設備 あらな 速 巧喀を 

旨 ごし 精々 勉强 します' 

.西 四十 1二 下目な 番地 iir 白 六號ま 

タップ フロア (巧.！ ハ 街 S 四十 三 Taft ) 


宮川 事務所 

待 續的餐 園の 同胞に 的確なる 馈 
業を 周旋し ます。 

.lapanese で gle を ま cy 
一夏 W. ま th S 产 N. y. G. 

ぎ 3 i 二 787 芸ま 


極上の 魚鑛 

季節の 新鮮の 魚貝類が 渾 出揃. つ 

て 居らます から 御賞辣 下さい。 

ァピぶ 口魚喧 

苦 Ba 量 St - TeL で ankiin を 空 


おけ 

el 

op 

nn 

&お も-一 
<rb 加 八 

i 3 f ; 
T 丑 
E S - 

S ん 口 
M 叫 聞 伽 


わざく 園 

和洋 御が 理 
幷じ 御旅館 
華が ユニォン 停車 纔 
ょを 化み、 閑靜 の 庭 
園に 遊ぶ 鳩、 室 巧の 
焚か 旅情の わ 慰みは 
色々 窜窗御 g 物の 巧 
は 是非 御 立 寄 下さ. 



淸 潔、 設備 完全 

ホが 鄉 下宿 

ま お 街 じ 11 T . 
ち呈 haie Si . TeLDry ぎ ck 養 4 


I 齒易 食堂 

午 化ず 一時ょ b をを 八 時を 

巧 ほ 庵 巧： ZTf 甚 
燃 室 か少甚 


1言 穿 S 三 害 ミを 


1 Z - ib I を 若 一丢ち 当 J 

勢 州 舘舘ま 熊 野 
ま 巧が 勢 事を 久閒榮 化 

技. 5 E. 58th St ミ et 
Tel Reg 呈こ 299 


口 I サン ゼ ルス 化 ホの 御 
觀ホ じは 泌 善の 御が 宵を 計り 巧 


> 作 

ホ テ 




羅府ホ じ 於け る 间胞經 營中最 
新式 あ 等 ホテ^で あ 6 ます 

羅 ホを 一巧 二克半 


電が 


'ゲ アン ダ イキと 六 お 九 
‘タ ツカ Is 八 六 一二 


嘗自動 軍 (敕 野) 

羅府を 剛御觀 を じは 最も 精通し 
た ドー J つバ！ が 御 案内 申 上ます 


H 本お療 船閒巧 御中 込に 應じ 
を 举脚巧 首に 御 取扱 ひ 申上较 

靈 IJH ^ ホテ少 

▼り-^ 御料 巧 (别間 あ' ゥ) 

み 港々 タホ^ ニア 街 ムハー ニ 

電話 カネ ー 1 八 一六 


レ It h ル ^ 

_INP 旅鑛 

3 勇-心 h Ave. So. Seattle. Wash ‘ 

停 お 通を ご IT 巧侧 階 建 
〇ぃ夕^船切符取ぉ波巧場送迎 


ボス L ンホ 

h 晶ェ旅 舘大浦 末 松 

i ; ま！ Ifor 奋 ster St . ぎ ston 呈 ass . 
T ' el . 另 ly 7915 ち 


美 ホ じして 淸潔 一 

S 贏痛縷 

午前 十 時 よら 局ち 
午前 六 時まで 良 巧 


を 感謝した ホ 第で - あ b ます。 け 
れ でも 御馳走を 戴く 時 感じ まし 
たを は 揃 ひも 揃つ てま 共 婦人の 
ブン ー ッじ サ ^ •- シ され ま 一 ^ たの 
は 夕 ^ - ^ ネ . — ごは 名 許ら でを の實 
青の 滿骨や 足の 端 許ら なので 皆 
云 ひを はした 樣 じ顏替 をはして 
ゐ ました。 まさか 傳道 なさる 御 
身み の會員 方の 間に 女のを 席 だ 
から ミ：： -ど ジア ラス 半を の惩藏 
でを る VJ は 信 じません か、 若し 
さぅ であつ。；：； 6 も 争 後 妾 共 婦人 
は招禄 なさらない 方が 却つ て 歎 
方の ために、 は あ もまず まい か ？. 
晦べ 物の 事で 中す^ はか 風 地ぎ た 
^ い 礫で あらます い、 幹事さん 
は 御存じ。 い； ご 愚 ひます から 
クブ スマス や 辄牟も 近寄ち 郁々 
な會 をが 權 されます 隙 再び 祠じ 
i が 繰 b 返されて はとの 老攀ふ 


で 中した ので あらます 〇ホ 
… •(叉 女) 


わ 正 巧 御 祝儀の 

御馳走 仕 おか 候 
宮 木 

蓋 こ 害 St . Api . C 2, ジ ー. PiazaS 二 5 


聯 結の 雙话 


デ 


オン ツ . 
イジ 


姉據 


今迦中 出演 

其 他の 出し物 柿々 

一. 再考 M STATm さ EAT 再 

IBroadway & をを St. 


例年の 通り 
らん 餅 化 候 


御正 巧 用 おを 部 到着 仕 候 
御用 命 被 下 巧 願 h 候 

ホん 向き クタ スマス 進物 

柿々 お 揃へ おぶ お 



— aj - 

Wsm 9 



店 

ri »/ 


ご 4 内 ast 送を； St . 
TTeL Re 的 ent W 133 0 冀 7 


ぅで ル、 をげ 

ずし 中 食 

畳 主の 屋 

賭 本 長と 

チヤ} サスク ユア 十發 

電話 ウすス 四 九 〇ー ニ 


御 下情 

费府 豕山 淸五廊 

さ 巧 Sh 9f.h S1. 呈 la を phia pa. 

ぎ jinut 夏 一 


が 紛捶薰 

巧 間 ホ ' 裘’御 愚を じ 願ます 

のし 浮 前：：： お 願な 升 

松 脚 軒离橋 

29 W . まぶ. Te 二 ra 空 gar 55 置 


御旅 舘 河 添 


御 下 お 

自お亭 

晋ジ nds St . B 夏 臺_ N . Y . 
ぎブ ー ミ嘗 74 な 

狐 下宿 蜡ザ乂 

ちす 這 ect Place 

置. 1 訟ム互 Ave . 己 i E . な nd st - 

TeLMiy 安 = 這 置 


電話 レキシントン 四 八 五 あ 

器 旧 旅館 

/ 萊 十' 五 T 目 二な を 


化み 必 地よ き淸 潔なる ま 

御 下宿 松が がか 

1 云 Le 壹〇 n Ave. 

Tel. 互 ad.: ざ 2921 

西 六 牛-五 T 呂だ 四十 ホを 

一方 旅館 大橋 

亀 語？ ス グ^ナ 八 六 1 〇 

紐 育 旅 繪帛ぁ i 

お 巧-了 目 二 四 二番 
ジ 1. Ca 星 onia 适 74 


煎餅 卸.、 小賣 
を 腐， 細. 揚 
H 太 食料品 一切 
;: m 5 e Rice cako C ? 
黄ゴ ird Ave ., 

雪ち a 薑 


，殿 蒲 燒壽词 御 化 出し 1 

り 赌巧 H 巧 聞 もが 用命 じが じ 巧 I 

食 席 御 料理 

烏 等 御 下宿 I 

をち ぶ 一^ 


割烹 並に 御旅 舘 i 

牛 稻 佐 敦兄ぉ I 

が 育 ホ 西 八十 八 T 目 irr 白 十 111 巧 一 
お 話 —— ス 々1 ラ ー と 八 ニニ ー 




3 1 ^ 

W 化 桃 
K る 靴 
••か. 巧 
E 糾邮 



會席 御料 现 

東. 洋館 


御料 理严ホ T 社 


太陽 


壽司每 H あらます 


q ^ 化 gi 儀油献 S 城鐵歸 5S 棵上 白米 

’ 米 ii 食料品 ill 麵 

野 田 醬姐找 まを お 東 郁一 手 資揃巧 

目 本 食料品商 會 


w 〇 -2 が 

P が. 鸣如 

を W S 


S 

むみ •郝 W 

B h C W 

.—ぶんが 

P 5 0 t 
が E Y 脚 
嘴 U W ぉ 
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H ホ 食料 晶、 H 用品 
並に が 刊審籍 類 一切 

片桐 兄弟 商 倉 

をが 品 括 巧が 最近 巧 船 じて 巧 翁 
仕 較阳篇 々巧 用み の 持 奉頤上 « 
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日本 食料品 類 及び 雜貨類 卸小寶 

一ー ニニ ーニ、^ 五 五と 桑 山商會 
が 巧 害 籍雜誌 小間物 日用品 各種 


り 本を 巧 お、 お货 
菩揺 、巧な、 巧閉 

巧 おみ 气 A 東京 蘭會 

货 术—ム 、自 巧の 便 あ 6 


わぶ 巧 品大賣 出. 


のし 餅 

食料 轟 
一切 


お 纔は御 好み 通ち 作 もます 

新數の 子、 旧作、 黒 畳、 昆布 類、 觸節 
椎黃 、錫、 蒲 鋒、 巧输 、が 藍、 笛、 銀杏 
午 旁、 蓮 被、 こんじ や < 、ふき、 くわい 

卞 ゆらね、 ぅでん、 を ば、 野が 等 

紐 育 市 レキ ンン トン 衔八六 番地 

日本 食料品 蘭會 

四を 一八 

と 八四乂 


電話 マ デ ソンス コ ェァ - 



♦ 


-♦ 


樂 


靖 


-♦ 


お 語の 斬 歌劇 

痕チ U 好評 

英字 紙筆を 揃へ てな 讚 


◊り 本が おする 唯一の 化が 的プ 
リマ ドナで ある 一二 術た まき さ 
んの新 歌劇 「浪 f 」 の t 液に 

就て はを あの 常が 本が とじが 

て おがした 處 であるが、 過去 

四ケ 月に 直 b 巧ら 眠れない 科 

に巧力しじお蔭で去る十 1 

i シカゴ ■シゲ：； r ツク •オペラ 

コム バニー の 上 おは 非常な 好 

一 評を 巧した。 

: ◊たまき さんから 本 加 じ 連した 

特電 じょる ど 「オ ー デ トサ ア 

ム での k 溃第 一日は をの ホ 狸 

じご b て 曾つ て。 い 巧の 大が 

巧を 巧し：：； 本人み 瞄 客は 約 二 

り 人、 化 曲ち である フランケ 

i ツチ 氏は 英語 ォペラの が 化 に 

おする- 巧 献を 認めら むて アィ 

リ カン •オペ ラ協禽 から ダゲ 

{ツ ド ■ビツ ス八ム •メモ y 

ア ア^ •メ ダグを 常 巧 贈 もさ 

む i した」 ど ある。 

j ク たまき さんの 特お 3外 じ、 ± 

腿 H の當 化を がは 約 一 欄に 旦 

る 聯合 逝 信 社の シヵゴ 特電を 

^ し..-. 當 巧の 施琳を 報道し 

I て ゐる〇 

一 ◊をれ じょる ど 巧 作は レオ •デ 

ユ ラン 巧で、 琳詞 及び 作曲は 

一巧 アがド •フランケ ツチ 氏 

- の 巧 作 じぶつた 一幕物で ぁつ 

^ て、 シヵゴの 批評家 速は 一齊 

: じ 筆を 揃へ てこれ を赏 讚し フ 

ランケ ツナ 氏は 管に 作曲家と 

j して 立派 t * は 倆が あるの みな 

らず 劇的 變 化に 就ても を 請の 


がさを をが して & る。 曲の 中 
也は H 本の 音律を 凶て して ゐ 
るが、 テ！ マは 殺 一" ィタリア 
まで あるじら 巧 b ず これを 英 

語で ぉ唱 すべく々 L の 無理が 

ない 〇シ 々ゴ •オペラは こ- 5 

勞作 にょつ てぶ じ 最も ポピユ 

ラ ー な 一幕物の 歌虜を 加へ た 

ど 賞 讚して ゐる〇 

◊この 上演の 第一 日は たまき さ 

ん から 「攝 かを 殿 ド幷じ 良よ 

女王の御慶樂じデデヶートし 

たもの」 ご 附記して ゐ る。 

◊たまき さんが シヵゴへ 出搂 マ 

るが 語つ た處 じょる < 、令巧 

の 「お 子」 劇 上 おに 4^ ては 今 

をに なぃ 人知れ。 ぃ 基む が ぁ 

る さぅ で、 舞を 裝 匿から 衣裳 

K 他の 指圖を 一々 たまきさん 

が 遺 b 、 シヵゴ 上演 後のを 地 

巡演に 就ても 桃々 V 」 必 配した 

さ ぅでわる。 たまき さ A はを 

のため現に ステ！ン參 ホ；が 

じ 事務所を 設けて 興行を のを 

腕 家を 化つ てゐ る。 

◊お一 をれ 巧 曲に まつて 记を來 

の 如く かお 的と せ や 歌詞から 

作曲、 これをォ1ブ ス トラナ 

ィぶ ずる ホ 面を 一切 フラン ダ 

ッチ 巧の 頭 ど 腺に ょつ たもの 

で をれ だけに 苦 也ら 多 かつた 

が、 一寸した 修正 等 じは 余り 

手が か i らず衞 單じ濟 まし 得 

る 搜宜の あつた ふが 恐らく こ 

の 歌劇を ぶ 巧せ しめた 所な で 

あらう 0 


ホツ 


火、 一 

: 壇上に 熱 辯 

: H ホ 親善を な 調 

义闽输 人を 化述 動の 大 化物で 

j をる カリ 1 •チ y - N マン •カツ ト 

お 人 •か". チ 义 义タ ー にがけ る 米 

，蝴 の输ん 

; お 祟 同 强大會 ミを 

-親善を高融し、 タヵ^:^ノ化約を 

江 乂兩國 の 間じ締 がすべし どの 

I 速 動を おした ミは 旣 報した 處で 

; あるが、 W ぶ 人は 去ら 生幡 いが 

一巧び プ^ック ブン じがけ る 姑 人 

投祟同 鉛 おお 締ん玄 部 あび 大を 

_ 婦ん協 巧が' し 女子 基 皆 おが 年を 

の 聯を乂 肖に 出席し 「巧々 ホ 人 

は 化が 化 利 所を 加ょ らもを つど i 

|必おな述勘じ從おし^けいば^:^ 

一ら の。 化 あが 刊 所の 參加 じが’- 

はわ 饒べ bu 壬院 滋扫连 から 夕 

少の义 句は 出る で わらぅ が、 摄 

なじ 參加 する； は 確 貸で わる。 

乍 ザ おし 我等が 化 巧の 

平和 確保 を 欲するなら 


ぶ單に 化が 裁刊 所に 加ん する の 

みでは G く最 つど 偉大な 事業に 

がは U ければ ならの。 をれ は H 

本ど n 力 ノ條約をおぶぇであ 

つて、 巧が 退役した 提督、 將軍 

や 某 大佐の 恐 U 論と 軍備が 實論 

の 穂 的で あるり 本と 平 かを 結ぶ 

2である。 巧等じして歐洲搔化 

の禍 中に 投中 るが 嫌なら ば をれ 

t! 好し ごす るら、 おした ホが じ 

平 かが 速な され。 いものと すれ 

ばを の 巧 巧は 米网 じある ミを か 

ら なければ。 ら ない」 ご 叙 辯を 

振つ ち 

マッキム 藍 持 •か 

巧が 移 巧 法攻擊 

遇 去 四十 幾年 かを 日本の 巧 道 

じ搜 した 柴を 巧監 巧で ある マッ 

キム 帥は まるり 權 ぃ、 な 五十ぶ 

了 目 ど •ノロー ドウ エー巧 ィンタ 

1 セッシ 3 ンを會 の庶拜 說敎に 

再び 乂闡 の排 U 移民法を が 題 ど 

して ホ 厨 嫌 巧の 城禮 y わ 動を 秘 

力非雜 し、 巧お當 時の な 敎た學 

じ 巧す る： a 本 化 巧の 郁助と 排 H 

巧を お 照し、 巧 じぶ 両 がを 隔て 


て ホる 移民 どり 本 移 K を 比較し！ 

てを の壓あ 孰れ-し' あり やど 聽衆 
じ 問 ひ 長が 間 じ 百 一って 深い 威銘 
を 前； へた。 

ぶ 金 募集の 

バ ザー 盛况 

活人 $1 は乂 好評 

旣 がの 如く 當化 修道 會 婦人 部 
ま備 の舒雜 基金 募集 バザ ー はま 
もを、 止兩躍 H じ 互っ て 催され 
たが、 巧ん 侧 はか 論 ホ 人の 巧會 
者 頗る 夕數 で游田 •高見、 大堀 
ち 働 巧を 媛み 息 等の 可憐な 黃盛 

其 他の エン タ ー テ^ ~ メント あ も 
化 じ 入って かふは H 本 開 蝴當時 
よな 膝 お時化、 源 巧が 化、 元綠 
時化よ b 巧 化に 到る 活 A 蠢が婦 
人 部の 台 志に よら 植 じらむ て頗 
る 好評を 博し、 H みのを 明を 達 
じ 就て 乂人じ 深い 巧 解を 與へじ 
上あ氏 のゲ ァ ィ ホ タ ン 獨^一^ 小 
島 八重す 魔が 化が 人聲樂 家の 獨 
唱 等余她 ハた っぷ b め 上、 豐 富な 
日本 衣類が 颇るお 憤な ため 康日 
共に 人壤巧 ぞく、 目的ぶ を 寡 集 
ち 約 五六な 弛の 利益を 蹲し じ模 
挫' じて ホ備を 側では を々 面 ょら 
の 後援を 厚く 威 謝-^ てるる。 

聖ジヨ ー ンホ抗 で 

平和 視贊會 

彭 しい 獨逸國 旗' 

去る 十二 巧 一り を W て。 ンド 

ン で調邱 された. 口々 式ノ條 約の 

締結を 「神に 感謝すべき 毕か紀 

を 祝賀 會」 は 去る 日曜 H 午を 當 

地の 大を會 をを W て 鳴る 聖ジョ 

—ン 寺院で 濯され た。 爵を 巧は 

ロカ 於ノ條 みの 締盟 國を 始め ど 

し サおヶ 國卜化 おず る総规 お、 

ホ 操を 敎會 一段を 反び 實 業界の 

を ± 約 四千 人を 網羅し 左し もじ 

廣い 大寺院 も 立錐の 余地な き 稍 

であっ た。 歐洲大 戰終下 後 始め 

て 新獨鴻 がか 國の瞬 旗は 同圃化 

表 者に ょってを 衆の 前に 現 はれ 

偉 觀を呈 しじが、 民ホ黨 大統領 

お 補たら しジヨ ， ン •ダブ リユ 

•テ-— クィ 义. & コロン ヒア 

乂學 総を じして お 力な 共和 黨 な 

をで ある バ トラ 1 階卡 等の 熱誠 

を 龍め 口 馈說が あら、 大 統颁ク 

—リッ デ 巧の 现 辞は マン 三ング 

大 僧ぶ が朗讀 bw 化が 辯 古は 孰 

れも 口を 揃へ ホ 威の 化 界裁お 

所參 加を 慾續 して 平 かを 高調し 

たが、 就中" ン ニン グ大階 正 ど 

バ トラー 随 しは 一部 t 院の國 際 

输 盟な樹 .論-巧の 立燒を 口を 棟め 

て 痛罵し じ。 

♦西 八 下目の ジ 

ャンブ^ •シヨ 

ップの 前に 毎夕 

人の 黒山を 築い 

てゐ るので 巧 事 

かご 思つ て耶い 

て 姑る ご、 シ .ン サン 連が ベ 1 ス 

メント でが 肌脫 がん 許 6 じ 皿と 

鍋の 臀で 人 立も迴 b 、 H 本人 も 

姫つ て 働いて ゐる のなら 今少し 

くァメ "力 式 じな も迴 つて 欲し 

い (ジャン ブ^) ♦今年の 感謝を 

にぶみ 留よ b 御 招 巧を 受け まし 

たので 友 A W - 緖に デン ナ！ を 

巧 滅じ參 らました。 午後 二 時の 

を 刻-レけ 巧 や滿瘍 の； 服 やか さ で 

この 化義 あるを 膳に 巧なら し J 
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he Mitsubisiii Bank, LM. 

拉 QUITABLE BLDG. 

1_20 Bro が wa み New York 
Telephone Rector 9483-85 


THE MITSUI BANK, LTD. ; 

NEW YORK AGENCY 
Rooiij No. 1012, 

61 P の adway, N. Y . じ 
Tel. Bowling Green 3440 


Ttie Ba かがな iwaHi し化 

Room がが 

Bennenson hw が tiog Bldg.. 
165 Broadway, N. Y. 
Tel. Cortlaudt 7 が 2 - が-別 


帆 お 避 桑 

芝 互_航 ホ 南 なお： ) fe 北 


IVEW YORK OFFICE ： 

Room 801-805, 165 Broadway 

PHONE. CORTLANDT 804.7 

San ド ranei が 0 0 巧 ce: 551 Market か . 


Room 603 む nard Bldg., 
25 Br 日 ail 冉 巧 ， New York むか， 
Tel. Bowling むが n おお 


♦ ま 急 御 巧 事の 方は 午前 お 時 ミ 十が の 間に お 誘 ♦ 

渡 
♦ 


Wadswor1:h 7094 み わ 巧び でさい 


Japanese Kimono House I 

505 Fifth Av ら N. Y. C. ' 

Phone. Murray Hill 2069 


The Yokohama 
Specie Bank, Lid 

Equitable Bldg. H. Y. 
Phone Rector 巧が 


THE B 歷 OF 削 OSEN I The 如 m け omo 的 化， LM. 


Room 1029 巧 5 B'way ， NJ. 

Phone. Corflandf 8 巧 3 


NEW YORK 加 Efi が 
1 が わ oadw が 
Tel. Hamjv が 7444-7445 


Tai が Trading Go., Inc. 

importers & Exporters 
101 Fifih Ave.. N. Y. 

Tel Sfuyvesant 3823-5 

327 W. NIadison が red 
Chicago, Illinois 


THE FUJIMOTO 
な郎 RITIES GO., I 服. 

120 Broadway N.y. City 
Rector 24 け - 3 お 9 


地 nWanamake け ewYork 

('or. 9th S し and Broadway 

Guide'3 Office 
and Shopping Service 

Mr ん Edith Humphrey 
Special Jap 冉 new Guide 


WALKER & FLORID 

CUSTOM TAILORS 

20 DEY ST., NEW YORK 
Near Church St. 

TEL. CORTLANDT 75 反 7 


y 視 imN PACIFIC わ 

NEW YORK OFFICE 

344 Madiso 打 Avenue 

Telephon も Murray Hill 4000 

♦ 間 日 十 迄 本日 ♦ 

♦ 間 H 阿 十 を那支 ♦ 

路 航短最 のが 平 太 


社 會式株 船 薇洋東 

T. K. K. 


0 - TO Bridge St. New Y が k みか 
Telephone Bowling Green 2262 

店 まルト ヤシ 

Colman Building Seattle. Wash. 


社 會船郵 本日 

が 支 育 紐 


大敝廊 船會社 


O.S.K. Line 


M0RIMUBA BROS., Inc. 

が 5 目が W.23r パし 
New York City 
Tei. Gram が cy 385 日 


Hideko Hirano 
312 W. 11 お d Street 
Te し M 叫 ume が i009 

H 舉產み H 

翼 丰認米 治 

を !^ マブ ち 午 お 


約 
願 

桌子 


秀 


ナ 五 後 

I が一 

ジ 


術 


ま 時間 
でよ 



The Nippon f racing Co. 

I 讯 porters of Oriental Goods 
Atlantic Cify, N.J. 

New York Show-room; 225 Fi け h iUe. 


BROADWAY 

OPPOSITE 
ST.PAUL’S CHAPEL 
ATVESEY STREET 


艮 RENT AN び も 

— BookseU げゎ the woViS 
1 West 47 比 St. New York. 


GEORGE W. WELSH’S SONS 

か 巧な おを 貫 


JAPAN ART STUDIO 

の 4 LEXIGNTON AVE. N. Y. 

TEL PUU 4538 




U. 



揽 


A 


巧 


なおで ぶな;! お ttl を 巧を 巧 tttt で 巧 


し 日曜 水 . 


り 六 } • 月 1 ; 十 ザ幽十 正大 I 四 :! 



資本を を 巧 隨 
拂这濟 資本金 六 千离切 
賴 立を 五 千を だ 四が 巧瞄 

送 一一 弄 銀 巧が 脊 支店 

本 巧 巧 京 ホ H 本 橋 お 駿河町 一 
支が A が 日本 橋 化の 巧 (わな〕 横 お 
名を お 巧 部大阪 巧. お 択一 神 口 
臟怠 下脚 巧 司 若松 福 岡 長が 
上海 愉 巧を 買视水 


か 頤爲替 、鄉ま 送を、 並を を、 信用 狀巧化 
一般 おが 業務 情々 巧 巧が じ 取 あ 可 中 お 

錐 « ご 一 蒙 銀 巧 f す 巧 

本 支店 東京 本 巧、 大阪 、神戶 、京が 
所な 地 名を お、 小が、 上 お、 淪敎 


W ^ を 期 邦貨 五十 凹な 上が 息 年 六み 

鱗 2 璧灣 銀な— 出張所 

▼擲里 送金 及び ホ 送を (無手な 巧)、 外 西 
巧替賣 買、 銜巧替 取組が 立、 得 用が 發 
巧 等 一 股が 巧 裝務御 便利 じな 巧 巧 化 お 
►巧 ほ 詳細は 御 遠慮なく 御 巧を 被 下を 淚 


* ノ か、. 樓资 '神戶 '長ち 上な‘ ず 落 ■あ 巧な わ 

春 巧み 三 13 言 顺 ) > 十二月 丢百 
西 比 利亞化 ( 二气 夏〇嚼 A ' 一巧 六日 
( 摇が 巧 1 月 一 さ ' 
水げ 义 ご 一ぅ〇〇〇 が こ 二 巧 二 H 
えげ 見 01 二、 000 嗯 ) ‘ 1 一巧 十み H 
コレァ 义 ( 一吉、 呂〇豐 ゴー 貝 二 H 
( 羅姑 化 帆 ^ I ニ リ廿ぶ 日 ) 

化が 墨西哥 、秘爲 、智利 諸 巧 巧 
なが ホノ^、 横 演神戶 門 司 香港 巧 
(を復 共 毎み 週 一 旧；- 
◊を 港 巧— 切符 寢 まを 路 入御^ 旋化< お 


シ アト 化 帆 ( 午前 十 時 ) 

あふりか 化 ’ 十二 巧 か ホ 日 
わら どな 化 一巧 六 8 
▼一等 橫演 一を 巧 

化し ばりす 化 るん ごん かは'. 一 五 五 巧 

►一一 一等 日本 巧 五 五 巧を 室乂 なをを 族き 多按 

►御を 望に がり I 等 割が 化沒 切な 费お W を 校 

。ス アン ゼ K 出帆 (午後 一時)'' 

かなだ 化 二月 と H 
はわい 凡 二 巧^ち 

▼一等 描な i じらみ ホ哇み 一九 五 巧 

. が 化 はんて 一一み 巧キ 

▼三 一等 H 本が i じら 化ぶ 哇 化里那 '化 化 ま 巧 半' 

▼みお 擺 か； け— 州 巧な 導を 赌 入御 稱旋 化り お 
▼紐 巧 線 X ナ ，巧 ホり 本ち 祁 だほ 物 船 月 一帖 


が； 生命が 險會化 

二 一木を 吉 

! 保險 

S . 豆 1 K 1 

Z 巧 01:1c L/ife wnwcl-psce CO 
51 cnberswr 2 め， swor が oity. 
巧 hoTie. Wort:h 授里 

曾祖方 一一 御掛 ケ ノ 節 必イ 
御自ノ 么ぶビ 電話 蒂號チ 申 
間々 證今下 サィ 


純鬥 本キモ J 

純 H 本の 布地 
撤人 及び 女 兒 用モ， 9 
シ 、眞岡 木綿、 が ホ 地 
の 日 木 着 調製、 ま鹏縮 
細 其 化を が 出 ホを もる 
ら 。脚 導み じ 化ら 布地 
はヤ ー ド 0 上 小 曾を し 
ます。 御 一報 か 第を じ 
伺 ひます。 


目 ぉ 「邦貨 五十 圆 W 上' 一六 ヶ月 W ふ 

Vi ドロー 定與 刮 .素 を ハを ニグ 年 0 內 

損を をで r が 貨 五十 圓 なし 
為 (通% a 圃じ音 ホ-一 錢一馬 

(化 y 當千强 なで ノ潇か 巧を、 ィ おお 成) 

機濱ぶ 金銀 巧— 支店 

鄕里 送を は挪て 無手 數巧 じて 當 
巧 横 お 本店 經 由を 金 方な 极申候 


社長 男爾 住ぶ を 左衔巧 i 
本 巧大阪 化沒五 T 目 j 
が 育 支 占が 育ブ U — ドク 玉-^ が 四十 九を 1 

懿 住な 銀行 

お 《東' 巧、 橫漠 、名を 崖、 をが、 神戶 
4- ^ 尾ノ 道、 廣 島、 吳 、御井、 下ノ關 
地 支店 I 巧 司、 小 倉、 巧が、 淸夕、 A 留米巧 

本 固 巧を、 搬化 送を 等は 极め - 
て 狗巧利 进速じ 御が 扱 巧 中 お i 


本 巧 朝鮮 京 城 

ま 巧 か 張 所は U 本內 化の 樞耍 郡が、 朝鮮 
滿 削、 支 邪のを 地ぶ び 流 说巧德 ■ 

觀鮮銀 巧 紐 育 お 張 所 

外闕爲 辞】 股 銀け 榮務 精々 御 •便利に 取扱 可 
ホ 上 候 


藤本 證券 會社 I 

, 1 般おほ 証を ノ资 買、 引 ま. 黨集 
▲を 誠、 並 二を 二 關スグ -がノ 業務 一 

鎌赋 藤本 ミミ— 力— 銀 巧 
紐 育 出張所 I 


雜巧 陶磁器 

ドラィ グ t ズ姉質 

太洋寶 易が ホ會社 

ま 店 ホが 古、 ポストン 



- I - 

リ十メ .^ん！ の 特色 

H 本人の W 買な じは 時別掛 貴を 眞 きお 
抖で御 ぉ 巧を ザ あ 話 父は わ 手が ホ滨猫 
訪 間して 例が をを 計 b 巧め ての わ 方に 
おしては 脚に. 巧を 致します から 是非 わ 
立 をら 願け か、 か 内 配達は 勿論 H 本 其 
化を 地 巧の わ朽 物を 送は 當 方で 致し 巧 

レ 3 ン ワナメ I 力 ■— 


日本 紳 主が ろの 泮服 

= 御な 文は 當 店へ = 

弊舖 はを か當化 日本 お 樂が衙 員、 銀 わ、 會 
社員 モの种 巧 服を 調製して 居らます。 

新型、 新 S のが 服、 外套の 注文 仕 立は 廉潜 
ご 御用 かレ應 じます。 

ウオ 力 . エンド 
フロ リオ 洋报巧 


晚香 なお 二 週 一回 化 帆 

育エ 4 グレス 慶太利 三 五ろ 00 咽 ) 

十二ち す 《日 . 

A ち ム ブレス 西細亞 (一二ろ 00 嗯) 

二月 六日 

►エム ブレス 加を 太 (吴 •室 0 順) 

二月 二十 ： n 

▲ ェ ' ム ブレス 露 西亞三 一ろ 呂 晒 ) 

一一 一月 六り 
一等、 二等、 一二 等 及び 下等を 設備 
最大、 善美、 最 快を のをが 航巧船 


シアトル 化 抓 f お 帆 午前 十 時； 


加贺化 
が 嫁 化 
餘岡も 
橫靖化 


十一 一巧 化 一 百' 
一巧 ホと 日 
，二月. 十を 日 
S ち ホ ー H 


U 本 巧 船客 運賃が を 
一等 橫帮 一九 五 巧 神 戸 二 〇 お 巧 
二等 巧を 五十と 兜 かを 五十を 巧 

m 洲 H 本 削 客船- 每巧 二回) 
瓶 致 よら 一等が 五晴 、二等と 十 
脚、 梅 巧 塞よ b 一 彎化卜 と 巧 
一等 六十 六磅。 


船 飯 
を 旧 
は を 
坂鄉 
本 呼 
を 出 
小し 
靖下 
物 さ 
はい 


破 黑> 雜貨、 y 賣 

フ 々ラン フを 

森が ブ うず I ス 


諸 雜貨お 具 i 

首 飾 卸 貴 

口 本 貿易商 會 ； 

お 話 

y y L ラソ ドち 巧 


♦金製 ナイフ 鉛 雲 

♦金剛 お 白金 胸 飾 独 

♦金銀 製烟草 人を 裙 

♦美麗な ピンが 計鐵 



H 本陶 驚雜貨 
ドライ グ ー ゾ 卸販資 

餘贼巧 木 桃 ザ 組 

君 0 否 打》 losozoico : IIlc . 


倉 ホす 八 わ 五十を 



と 十 お 余 年の 展を 


乂國 最大 $ 曹籍店 化が 

を國の 書鞠涨 誌は 巾す 
じ妓ば やさみ 具 類 一切 
脈賣 親® S 速は 當會社 

め 主義で I 藻い ます。 


U 本、 ち 那寶书 製 お 

術 お、 婦人 用 首 飾が 

化 装飾 お 

阀島訂 r ァが 

鳥 等 お 術お修 緯、. 

首 飾 品、 ストリング 

U 本 服 城 縫 

I 


總 御用 品大 IIS、 し 

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

もん 餅、 鏡餅 例年の 通ら；： 注 义じ應 じます 

御 料理 用品 骄數の 子 苗 巧！： 媛經節 黒豆 
凍 歲諮高 野を 腐を 布ぅ でんる ぉ 芋生 午劳 
生 蓮根 山の ず くわい 其他籍 生が 菜 漬物 
御 菓モ類 等 必要 お-一 顿 洩れな く おら 猶て あらます 

御 贈答品では 疆 的。 ぉ術賓 ぉ* 着物 

ランプ 傾 等 も乂向 じら 恰巧 めな々 が 化 

御 祝儀 用 口 g わ 織み 品纖戶 物塗顿 が 刊雜補 
書籍 類 等 澤山陳 巧して あらます わら 何十 御な 杳ら の上夕 
少に拘 はら 中 御 買 上げを 願 かます 

が 育 市 巧 五十 九 j 封 一二 四 

が 欄 15^ 商會 

r I 二 四 八 〇 
電話 リ ir エン ト II 面 八- 
一 0 二 ご 吾 


年 ホ 大賣化 し 

破格大勉脯大賣ぉ化候 

吉例 じょ ' b 御用 か願丄 '候 早々 
地 ホょ A 御な 文は 御中 越巧窮 御を 附す致 候 

糾脊東 巧 商 會 


一 綺處じ 装飾され た 室 一 


貸 室 情？ ム I 、 設滿完 

を、 り本紳 じ 貸 度し。 〔小山】 
ご W 夏 nhait ミ Ave .( Bet .121 st &1 だ nd Sf こ 
ジ宮 ho ミ Nlim 呈 t 吉芝 

一迦お 弗ぶ 八 弗、 一 
tas 人义は 二ん じ 適す、 

市廳 へ 十かタ ィムススクエャ？ 
へ廿五 か® 話 ヵン バ ラッド 呈 一互 
184 宝 尊 St Brooklyn 黒 崎 梅ず 

御 王化 お 滿眞一 


115 E. 92 nd St •曰す 


? 蒼 r 1781 


才由 ル^ ミン グ 

1言7 3 rd Ave . Bei 洁 th & 基 th ぎ. 

ジ I ち hi Ikg さ i 芸 27 

大賣 出し 

クタ スマス 御 贈答 用 おの 尤も 適 
當の純 円本 着物 や ヵ ラシ ヤツ, は 
澤 山ち 6 ます。 孰れ も 拾 賣間樣 
の 見が 値段です から 是非 一度 御 
ホ 巧す さい 御 早い が 勝 もです。 
巧 洗 & 戴 縫 所 

巧 ホ 商 巧 

128 去. 雲 SU . Y . C ’ 

ネ ヤン ディ. 

クリスマス 用 特別 链 
チョコ レ^ ^ 取を せ 

一封 度 二封 度 二 一封 度 
ぶび おお 度 包み。 

户. — ドネ ヤン •テ ィス 

-が度 五 お 度 化 お 度 I 相 
卸賣 値段 じて 御用 かじ 應じ御 
注文品は エ 傷ょ b なお 御 おを 
様に 御 送 b をし ます。 巧卒相 
變らす 御 引 立 御 愛顯を 願ます 

資 RATF 黃 0 GA 登異 p 

1 W 巧 W 4 W 3 丘 S 产 

ジーち ili す yan こ 8 ち 


沙灌 巧語學 校々 ま 

吉巧正 一二郎 著 

興 話活法 5 

を惜ー ホ 九十 仙 郵稅十 仙 

著者が 本書を 編纂せ る 所な は 桃 

を 隔て i をき を搔 くの 感 ぁる 英 

語會 話を 活用 せんごす る 諸子 じ 

六ヶ 巧の お 時 H を 0 つて 日常の 

會話 差ち へな きを 補 せんどす、 

故 じ スラング、 イデ オム 巧び ブ 

日 フ王ン 語句を 入れて 其眞 意を 

解す る樣 警戒せ b 。 を奧 者には- 

速成を 期し 英文 典、 英語 活法後 

編 英文 研究の 部 じ對し 通信 敎授 

を も 致します {向 ふ ー ニケ 月間} 

S . yoshino , 1693 A 夏 terdam Ave . N . Y . 

n . 0 Ifhe ぎ呈互 Tea Trad 忌 G 产 


自慟車 裳を 修得せ よ 尊 巧を じ 

化つ て述轉 ホじ修 鑄を 懇切 じ 

而 かも 短 


L 5 

〇 - 

〇 如 

H け 

C a 

S Y- 

ON : 

T w 

A — ぶ 



時日 じて 

敎 巧す。 

就職口 幹 

旋す獨 立 

出 ホ ■多 

大の報 削 

を 得らる 

本校は 創 

立 十五 年 

晝 が敎授 

H 隨は 午前 + 時ょ ち 十二時 迄 

フォ ー ド も敎授 ず。 


救 化 軍の ーネ . 

佐 藤 博 ± 

夾人 M 伴 木嶋日 ホが 
I まか 研究 巧のを ちごして ホ 円 
一本 救世軍の 一を 卒ご •してな 界に 
: 巧 離しつ、 あらし 前柬化 巧聞大 
_ 學エが 部 较巧佐 おを 吉 氏は 夫人 

同が 前 遇木幡 ロ ホが 虹じモ ー >1 

i ング サイド、 ドラ イプ じがけ る 

一大 西剛 氏を じ投 おした。 巧 十-は 

一 化 年 一二み 株式を 赴の 應 巧を をけ 

i てべ ー クライ ト硏究 の爲め 滞米 

; した i もみる か科學 の进詣 脈る 

-深 きに 加へ て 敬 度な 信仰 家で あ 

| る。 陆 ± の 若 化 〔中には ；与 人を ど 

，宗敎 j r 巧舉よ b 宗敎 へのが 臺 

' 等 も わるが 本年 盛な W ホが 嗤並 

- じ义 やげ 沿‘： 巧 方が を 巡遊して 巧 

.を どを お？ の縣 係を 閱明 しな 息 

装；； * 傅 道 じな 事した。 巧 ± は 今 

一遇 ± 曜り を 滞が の 上 二十 H よら 

j 二十 四り まで ボストン ホ 面 じ 旅 

I 巧し 二十 五日 歸 化、 二十 义 日よ 

一ら 一月 四 円まで 举府じ 滞留 五日 

I 巧び 脊紐化 日出 化の 化 船で 被歐 

i の揀定 であるが ホる 十八 H (金 

幡) 午後 八 時 よら 西が 八 下 肖 一二 

け 二十 S 番 H 本人 萊な敎 を じが 

て ホ ー リー .お 樂部ま 惟の 講演 會 

を 開き： r 巧學ど 萬敎』 の 題 下に 

牌 十： かが 中 第一 回の 雜 がが ある 

ホ： である。 がは 紐 巧 H 伞输 人を 

基 瞥お同 細會其 化の ホ 偶で 雜お 

义は說 をを 試 レ も豫 をで わる i 

; 云 ふ。 


人 化 S 督促て 

闕務 省照會 

トレー ド 事件の 其 後 

本年と 巧 十 こ ロ ォン ゴ 

:ン掛 トレー ド ホ じがて 製が 所に 

_ が 倒せる 柯胞を 迫害 放逐せ る 事 

一 仲け 遂に 訴訟く。 らて 五を の 村 

I 胞よ b おお 巧を を訴 したので あ 

る •い倘 巧 被吿侧 よら 謝罪 狀 をを 

- ぶして' 爭 件を 解 巧すべし ごの 增 

^ らも つ じ け い巧间胞侧は飽迄將' 

一 來迫巧の 再現：：^ヴをが韶す る に 

'非 ざれ じか 解せ や V 一强 硬に ま 張 

したお 柴 巧し ぶ！： 軸廷 ご；：' つた 

ので ある。 がる-し 該ホ かじ 腳し 

，ぉ府 U 本 乂化舘 よ b 阔務 ちじ 照 

i を •か ぁら、 颗お 巧より 岡 如 知 率 

ビ 1 ヤ ，氏に 照な が あつたので 

i 间 がみ 樂 よらは がに 該事 仲が 訴 

訟ど 。つ’」 おる ごの 问蒋 を网巧 

巧に 錢 .たが 肢あ 巧び = 本 大使 

舘よ b 率 化の 成 巧 じ 關—照 巧が 

ん\> たので 剧巧 省から 移牒が あ 

つた ク ぅだが 闕が 巧は 巧 巧ぶ 侧 

から トンー ド 同胞 

化逐 事件に 幽する 報 ぉ 

を 巧た るら 之を お表し 砖ら ざる 

模は 一一、 ある。 一廚ピ ー ヤス 知ず 

は"’ 喊朽 およ b 柯 等の 照 巧に お 

j - せ や」 お々 ごぶ 而闕 おお よらの 

1 照 巧を 巧銳し 居る 巧 オレゴン 州 

セー ラムから <2 報道が あつた。 

W 胞侧の お 訴バ巧 苗 脱が 十五 お 

郎か耍 ホで ある. か 被を 侧の辯 誰 

女 グリー ン。 るが け •風 吿のお 化 

權を がめ 乎 ごて r 为二卞 弗の 化 

，'相を 帖 立を 要求した が- 雜 巧の 結 

巧 利 事は 常が 居 巧 描 ある 巧ど認 

むる 巧を 述 ''へて 言論の 策 一戰は 

'村 胞侧 の 勝が ごぃょ つた。 被吿侧 

.の 辯 娘 十は 『をが 成嚇 W 手歧を 


執つ じふは ない 事理を 說 いて 巧 
方 合盧の 上：：： 本人 じ 退まして 貫 
つじみ で わる」。 でど蟲 のい^ 
ま 張を がみた がみ 巧の 隅廷 から 
事 巧 証が 調に 移る 笠で ある。 
(十ー ロ ポート ランド 發 信) 

岡 鳥 スツデ ォま催 

第二 凰醫 

當が レキシントン 巧 六が 二十 
四を 岡鸣辰 お郞氏 美術 化では 装 
二 网の競 賣を行 ふべ く ヵタログ 
を 作製 L 支那 質 お 類の が 九十 ご 一 
点を 五十 九丫片 ど バーク 街 巧の 
アン ダ！ ソン 坡覺場 じがて まる 
十二：： 一ょ b 公衆の 展覚に 供し つ 
つ あり 巧る を 暇 及び ±曜 (十' 八 
十义兩 H ) が 後 二 時 ザ ょら I 题興 
を眺始 ずる 薪で あ； 一が 今回の コ 

レ クシ 3 ン中 じは 遙に 同氏が 隙 

洲を經 て 渡 まの 際 化 入れた るジ 

エ ー ド、 クリスタ 方、 アン バア 其 

化の 珍品 も 殺から ざる 由で ある 

亦々 一 同胞の おわ 

法 島 照 巧の 負傷 

一昨 枚 六が 前後 旅 お 勢 州舘の 

友人を 訪問した H 本人 基 瞥敎靑 
が 曾々 員 法を 照 氏は 両 おの-室 

じがて 一 同胞のを めに 殿 打 せら 

れ左眼 上前が が じ 貧 傷し 一時 人 

事不省 ごな つたが 寺 旧 ドク トグ 

の 應急手 當を受 パ 友人 川 島、 森 

脚兩 氏じ扶 けられて フラッ I 病 

おじ 入院 治據 中で ある。 患部は 

エッ キ K ホ 線 じて 撥盘の 粘柴骨 

膜 じ は異常なか ら し S を罐 め じ 

が 人事不省 ど。 つたのは 一時的 

腦震荡 をを したので わらぅ どの 

診 斷を下 L た 由。 加害の 理由は 

ホ だ 巧が しないが 孰れに せよ 年 

末 免 事 S 降 些細の 經絳 から 同胞 

社 曾に 不祥 拳を 頻 をせ しむる は 

結 厨 巧ぶ のす 利益で ある。 


旅む みのが 高裝牌 十一 夫人は ホ 週 
水 陥 CiSii 組ず べき 鹽お文 巧ぶ 二 
みお、 西 村、 上 中二 氏に 會 見の 
ちめ 今週々 ホ お，、 はみ 週匆 々歸 
紐 5 を 比。 

參巧 旧里 口 巧 大倉糾 統育ぞ 巧 
長 培 川 多； 一郎 氏 後任、 をが 义性 
じて を 港經ゎ 家族 同伴 二十 H 頃 
着が の 堂。 

参内 巧 T 太邮 氏を 田が 巧 真、 
な 岡が 忠 ■かお 次郞 、卜が 東み 
の 諸氏 ご 共 L 視察が 究の爲 めを 
港 經も不 り' 巧が の 萬。 


. L H H 蘭 會移轉 

當巿 ブ。！ ドウ S — 八だ乂 十 

一番 舘 じがて 雜貨卸 業を 經營し 

つ、 あ b し ラング フ五术 ダア本 

閒へ ィプ アド お 巧は 事業 媳 おの 

お 耍じ應 じ 今回 ブ U — ドウ N 1 

九が 十五 番絕 U 二十 四 了 円 巧 = 

じ 移 轉し四 階を 部を み 用す る--^ 

となつ たが 電話け な 前の 通ら ア 

シュ ランド I 五 九 二 器で ある ご 


診察 時 聞を 變更 

當 が' 曲と 十 1 了 目が 十四を ド 

ク トク お本谨 一た J レ診豁 時間を 

午後は 一時よ も 一二が をが はと 時 

よ 6 八 化 迄 ど變あ L たが H 曜 u 

は從 ホの 述 6 部て 前約 si 。 


•西が 辕 おを 巧 渡 お當ボ 巧 九 

十五 T 3 二 円番じ 於け る 晒村单 

ぉ 巧 おお 治が は瑞典 式ぶ び： 曲が 

おのが 治 法で が： 部を がしつ i ぁ 

るが 今间事 萊を備 張し 曾てが 巧 

看 遽蹄學 がを 巧た b し ナジ ィン 

才） 。バ 女を を 助手 どし I 般揉 

がを の蒂 めじ 應 やる ミと なつ。 

■大各 巧 山 帥 本が 本 颇寺驚 長 

大 みなも 帥 一巧 t : 化 旧' 護 城、 

エ陈 一三 邮ご おじ 十 叫 H 午前 眷紐 

が （ホブ^、 プラザ じ投 お。 

•が 倍 巧 治に 裔 を 商 會ぞ配 人 

過般 ニゥヮ — クが プレス ビ テリ 

アン お院を 退院 扫 .トア ！ リンク 

卜 - の向ちじて靜養中；^るか遂 

U 牌げ 近々 ぉ 化 化務の 皆。 

•高げ 巧± 夫人 アリゾナ 地力 


歡独會 

前年 歸销後 ォリ 五ン タ^ 寫眞 
エ楽 株を 省 加 お 締役 兼な 帥 長 
V」 して 活動 相が 煩 ぶん 菊 化 東 
陽 氏 要務を 帶び化 お ホが 巧な 
候に 付て け乂 々じて 间巧の 御 
高話を 拜敌旁 左の 如く 歡迎會 
巧 催し 候閒脚 出席 被' 下 度 化 段 
化 紙と 御 案内 申 上 度 如 化 御座 
候拜具 

時日 十二 目 十八 H 午後と 時 
废所 西き モ ーニ 下目 ニニ 九 
河添亭 
會叟を 一二 弗 

中 这を河 添 ザく はが 育 新報 
' 一社 內水 をへ 

發起 A 乂島 S 佐 
皆川夕 一二 郞 

河 添が 治 

水み 渉 ご 一 

事務 

谓惟 

出願 期限 一十 二け 一 H ょら 明 

を 貢 ごを 

化 願を が^ 明治 f 革 二 年 

四 巧 十六 〔"主り. 閒が化 年 十二 

巧 j 日の じ お 生した る 者 

化 願書 まぶを 事務所 じ f 

が 証が 留 負は) 弗會】 同 外は 

别じ 手數巧 五十 仙 

書留 郵媛 じて 本國じ 送達を 

留の 向きは がに 書留が 二十 邮 

紐 育 日本人 會 

so 夕ご Ih St •す 〇ョ 岩 8 



巧 員 入用 

を 柳は ちへ 御 照 脅 あ h たし 

丸 山が 服商會 

西 四 卡六了 目 六と 


3 ソク H 本人 靑 年の コ 

こ、 ノ ノノ ツク雇 ひ 度し。 

T ィ^ — トメ ントバ ウス じて スチ 

ユワ t ド ごして 働，、 巧、 巧 語を 

話し 家庭に 就慟 したる 經驗 をを 

し 信用 出 ホ 得る 人を 留む 、英文 

じて 左記へ 照會 あれ。 

Box 100, C 0 .lapaneseTi ョ es 

W5 ぎを 《yemue. 


を ミな 豪 チヤ 

ン ~ •する 華 術 

旅を 庵 ひ 度し、 米 人の 人工 場に 

て ワイト カラ*— コ*— 作 ドライ 

ン の 經驗 ぁるを を學 む、 まがに 

て 左へ 

产王.ぎす是异7至'だ丢で'妄 

な 3 武ボプ シュウ ィツ ク 

3 苗. 攫、 ダ 1 巧离お 

線 おず 媒皮 B ，お •丫 •地下線ょ 

6 1'7、 】 巧义は 二が の 家庭に 

適當、 S 階 建 じべ ー スメント 

ぁ b 、 十を、 二 湯殿' 電燈ス チ 

—ム 化^ 化の 設備 完 を、 あ ホけ じ 

てと 中 巧の 値 ぁり 一 巧 五が 巧 じ 

て資 度し 現を 二 千祁を 要す、 瘦 

がは がを W き條 件を 附ず 左へ 照 

を あれ。 

Bier . 二. た ミ 苗. Ri 岩 7 
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ぞ ど、 高 をく i つた 义闕 上院は 
リシア 對 ブ^が リ r 紛 ザに 與 
ずる 聯盟の 敏活 U 處嚴を か 州に 
見る でもら ぅか。 否、 米喊の i 
ホ 咎贷ピ 、む 得る 第二が 挪縮 ホに 
あして 劇 際 聯盟 かを々 どして 米 
齒 ぶび あ獨 じを 加を 賴 誘した こ 
どは、 ぃかじ乂越^^ををしっ 
つ ある ことか。 がして 鼓 あみこ 
か 等は 情が、 米晚 々はじ おして 


ウキ^ ソン 氏の 殘 した 國際 聯盟 
におす る 米 図 人ん 眞朔 じ、 眞面 
自な批 巧を ホめ るけ 化に 一 轉し 
た' 一 ご U 、 一巧 論の が 向に 照す も 
我等の 剛心 じ觀 取し 得る ごころ 

し'、 わ.. 0 0 

我等 じ 巧'、 ウネ グ ソン 氏 誕生 
記を H を迎； 、ん どす をに 膝 L 、 
この 化 お的锭 -<- 1 街す る 敬慕の 
をを 益々 深 < す るを である。 


.支那の 動亂惡 化し 

治 外法 權會議 停止 

關 稅を議 のにな ふず 

•並が けを 然 孤立の 狀據 

東京 特電 十 セ日發 u 支那 政府け 今み 內亂 .か 搬^し を 地の お 勢 
不穏 じして 化 巧 政府の 威ん が 到 庇 この 動 熟を 鎭 し 能は ない が 

態 じ 鑑み 明 口を のて 熙 會の豫 をで ある 治 巧 法權靴 巧髓腐 會議の 

な 集を 無 則 延期ず る旨發 ぶした るが、 夕那侧 を 費 小 じけ 旅 わ 先 

ょら 化を に歸 着す 可能の 巧を く 今や 載み" を まが^を おひ 一切の 

巧 化 引は 倍 U され、 化を 城 ど A がの 姐 倍 機 願け 杜一絕 して 全然 孤 

立の 狀 おに 陷 り、 城内の 下 滑 おは 飢餓に 瀬して 慘 '歌 目 も あてら 

れ や、 化 つて 巧 約 進が しつ S あつむ 蝴槐 協を 會 謹を 目下は 化 化 

化 S を t もる。 一 .一 

陸軍省が 出兵の 埋お 公表 


東京 特電 十六 日 發 U 前軍の か 

く參謀 本部け 朝鮮 駐を 軍の 一部 

を 奉 天 じ 出動せ しいる ど 共 じみ 

お 米 四十 八 聯隊は 明 H をな て 出 

谱 すべく 陸軍省は 關 げじ聲 W 蕾 

を發 ホして 曰く、 \ 

滿測駐 巧毕は 現な のち 那動孔 

じ對 しては 斷 じて 于渉 せず、 

一意 滿が じがけ る 日本ん み 生 

命財產 & びが 權 のが 護 じ從事 

する ものて ある。 をは 旣に顯 

を廳軍 司か官 ょ b 娘郭 両軍に 

傅 逢した 巧で あるが、 両軍の 

み 戦け 最ザ 眼前 じ梭 迫し をの 

戰線も 頗る 廣 くな つて 我が 銭 

道 沿線 じも危 厳を 及ぼ？ が锭 


故にを 貸半數 にも 滿 たざる を 

操 なれば なに 不耿か 朝鮮 駐屯 

軍) 千 人を 奉 天に 出動せ しめ 

更らに 本 ±^ら 二 千 五' 円 人を 

ち 兵すべく. 本 i 軍 到着 後 朝 

鮮粧屯 軍は 撤兵す る。 

而 して 關巧廳 が 巧 軍 司令 宫白河 

おは 再度 兩軍じ 蜀し錢 道 沿線 

おな 巧の 戰圖巧 爲を禁 化する 

ちかかし たるが、 參謀 本部が 今 

码 突如 どして 滿洲 出兵を 巧 す- 

じ ホ b しけ 營口 方面の 郭化輸 軍 

が秦天 進擊じ 滿鐵利 權-帖 巧のを 

過， マを がし 巧み 部よ b 沿線-州 キ 

日 人— 卜八 0 内の 接® 禁 化を 命 

みした る じ おし 强硬 じ抗 諮し 武 


! 


あ b 。 現が の 滿卵駐 お 軍は 十 力-し 訴えん どず る お 勢を 示す じ 

一巧 除隊 挪後ホ だ 補充 さむ 中 まつた 爲め である。 

.有力む ろ 補訂？ 摇 I 

張作霖 じ 命 か：：： 奉 天 敗軍の 

掠奪 頻 ち：：： 山 西 省は 李景 林へ 

某を 力を L 恐らく 特派 化 節 か渾縷 領事 か】 は 目 ド 奉 天 じがて 張 

作 森ぶ び 郭化齡 南 おの 問 じな も 調 試に 奔走 中 U るが 政 權は圓 お 

授受 さるべし ご 一部 當 おは 觀 測して ゐる 。而 して 満洲の ちちは 

ポ ー ツマ ゥス 條 約に 化ち 一-刀 五 千 人 t 現 だの 滿洲駐 巧 ザは 約 八 

千 人】 までな 屯 化 ホ 得る 條約 上め 權 おがわる ので 別に 巧 强の誌 

縣をホむるの必裝^^く增兵じ就-ては恶がを始め どしを政黨、 が 

巧 等は I 齋じ 政府の 巧 置を 是認して なな。 尙ほ巧 東 巧 ま 雕ん學 

なは がくら U 本の 增 兵な 對 運動を 開始. した。 


をを 十と H 發 U 笨 天ょ b 達し 

たる 報道に ればお 作 霜の 軍隊 

は 新 氏 府义び 奉 天ょ b 退却を 開 

始し おかを 生じ‘ 巧 除に 秩序な 

くを 地に 說 奪を 始めて が留 にの 

恐檐 一方なら や、 な 巧 おは 最も 

智 戒を嚴 じして 奉 天附化 じての 

戰圆れ なは 一切 これを 許； S ' せ ざ 

る 旨 おがに 命 かしを 劇 領ホ團 の 

を ホを おれて 么 お 外人の も か M 

をを 化證 しおが じ 街して は嚴乎 


じる 中な 態 ほの 遵奉を 堅； 命を 

し兩 軍の 拽 励が 爲じ 一切 干渉す 

ベから やご嚴 命した。 

と 海 十む H お UIZU 本ん 社會じ 

達した 情 おじ 依れば 張 作 霖の運 

命は 奉 天を 距る 西方 四十 嘟の地 

な 錦 州 じ 於け る巧戰 じて まるで 

もらぅ ご 觀撕 して & る。 

を 京 十よ-』 發= 張 作霖將 軍 は 

を 天が 内の 武器 彈藥 類を 移送 中 

であるが 張を は假 b じ退隱 して 


したが、 なが じは 巧 等の 誠し も 
化 掛けな かつた。 是 等の 女は 货 
若く、 先づ 十と 八歲 よら 二 S 
お 位の 年頃で あるが、 米 固の 所 
謂 商 貴人 S かき あ 裝は些 もない 
巧 < 質素な 服装で、 是等 どても 
を 張 紅、 白粉は つけて ゐな < て 
米閣で 見る 中流. い 下の 索 人が の 
やうで ある。 隨 つて 顔 もが 育 女 
から 見 tv - 段 劣る おも あるが 
ヤン ネ ー 女 どけ 違つ て、 こんな 
戚じ 人の 飮 をして ゐる をへ 巧し 
かけて ホ てら' 誠に ホ 順 ぃ斗素 振 
b で 素人 娘の やうで ある。 

殊に 彼等の 顔 柯處か t 悲を 
の 憂愁を 帶び眞 面目な 必の 反映 
が 浮んで 見 \ るのは 濁 逸 婦んの 
特色が を 等 可憐 S 商賣 人から さ 
へ も 弧 かれる。 聞く 所 じよる ご 
'ソン バー グの譬 察では 近 ホ大み 
八 签敷婚 を 取締つ ては ゐる もの 
の、 中 じは 戰後 親が 化 宰が無 < 
てを ふ i の 出 ホぬ まや 自 かじ も 
化 事が 取れ や 食へ ぬた め餘 儀な 
くこん な 風に なつた のがを いの 
で、 殆んど 取締が 巧き 屈 かや 止 
むを 得 やを 然ど 鑑札を 渡ず をに 
して 一週 I 回 ごか 誓 察で 横徽を 
する； にし 化鑑 化を 持た 3 者は 
'さ 一 i ' t ,, ..•■•拘留して ゐる さう であ 
る 0 

ン バ ！グのな留同胞は五六 
十 人 ある。 をの 小に リ本 婦人が 
十を ゐる〇 化 巧には 領事館、 橫 

濱 正を、 郵船、 大阪 商船、 鉛 木 

商店、 一二 井 物を 等の ぉ 張 所が ぁ 
つて、 外 じ 料理店が S 四 ヶ所ぁ 
ゎ 又 船への 賣应規 なでが める。 
化 甜問胞 の 內わ豊 さん グー 云 ふ 中 
年 適ぎ たり 本婦 入が もる。 今よ 
ら 二十を 餘年前 靑島じ 於て 時の 
獨 遞秘觸 おたりし セ] ラー 氏 じ 
嫁し、 五六 年前靑 島の 管轄が 英 
國-し 移る じ 及び 兩んは 二人み 娘 
を 連れて セ！ ラ！ 巧の 故鄕 なる. 

间 化へ 歸 つたので あるが， お豊 
さんな か-^ の奮圖 を、 今は 扫 
本船への 賣を ィ」 なら 夫 嫌で 大に 
活躍して ゐ るが、 セ ー ラ！ 氏は. 
英語を 解 L 又 H 本 語 も々々 話せ 
るので 船の 人 じ 取つ ては 巧 事 都 
をよ，.‘、 叉 化 ホ 嫌 も 船の 人 共の 
出 來ぬ化 話を 燒 くのを 樂 しみ ど 
して ゐ る。 なは 一 曰 化 七！ ラ！ 
老人の ま 内で 市中を 見物して 间 
家を 訪 ふじ。 

姉の 娘は 名を ョネ タ潑 V 」 呼び 
年 齡正じ 十と 歲 同地の 學 校を 卒 
へて 後 舞踏の 稽 をを なし 今は 劇 
場 じを 壌して' 円 獨混生 そた る 人 
氣を 博し つ {あら ご。 巧は 力！ 
メン 壊と 稱し ザは 十四 歲 、今 尙 
は學 校で 勉强中 ご 云 ふ。 兩 親は 
おを 歓待す る じめ 二人の 娘 じ 命 
じて ダンスを やつて 見せた が、 
なか/、 の 上 お ホで あつた。 

户ンバ ー ゾで 1 H 搏物雜 を 見 
物した。 化 日は 日 確の ため 只 二 
ヶ處 ホし か 見な かつれ がな 內の 
外 國雜內 で H 本物を 澤山鬼 集し 
てゐ るのは 紐 育み 碟物館 Jb も 
夕數 でむる 化が しじ。 一つは 美 
術 博物館で あつたが、 日 唯 H で 
あつた 爲め 一階 丈し か 見れ なか 
つた。 化の 博物 舘 じは U 本人で 
巧 某 陳卡が 監督を 擔 巧して ゐる 
どのを であつ た。 建物 A いづれ 
も 紐 育の をれ よ b は 貧弱で あつ 
た 0 



が 巧 


報 


勝利 平和 

ゥ氏 S 誰 化 U に 

ホる 十二 巧：；：： 八 H は、 故ゥッ 

ド：'' 1 •ゥキ み ソン 氏の 诞化円 

r か當ィ る。 义 廣談會 では この 

化が 的がん の 雜 生を 記を するな 

がに 化て、 がりを をを 記を Hi 

ずる. 5 がみ 案が 上 指され てんる 

かで みる。 ゲ 7 < サィ ユ化 もが 

綺 おさ；； て 正にと 年、 ゥサ 片ジ 

ン巧 化して をに 二 周年。 と 年 前 

の' ソァ A サィ ユ條 約が、 ゥ キル 

ソニア ン • 9 ベラ リズムの 規壊 

ご。 ら、 乂闽络 曾の 國隙 聯盟を 

加が 絶は、 遂に 歐洲の 天 化を ま 

t ます 不 女たら' しも、 嵩む 條約 
締お S 乂ぶ 物で あつた ゥ キみソ 
ン氏 U もを 的 じか 脚し 化が し 

聯幽化おじ凱歌を奏し ， 氏^^政 

敵。 ッゲ巧 も、 岡 じ' 氏の 跡を 

追' ぶて 化 ホの 人ご^ つい。 

我 薄， i 當 がの 化が 倘 顧みら 

ど 化に、 おがの 故 倩に 盧 '曲して 

ない が 化を 錯 える。 先.^- わを 

耽勝幽 どして 征服 S 态 -* がつ た 

髓を哟 の乂立 物た る英撕 S お狀 

け-ミう でんる か。 が駐典 乂國大 

化- 1 ゲユ） 氏が、 最近 化 ホ 評 

訟边で 問題の お 見を 發 おした る 

がかく、 お 凰の かお 的、 财政的 

位 おは、- 化に：：！ 沒を 望む の 故が 

める 〇 おらに フランスに まりて 

け、 视 をが いお 濁 恐怖の 盲目的 

化を は、。々^ ノ慷約 化な W 巧 

却つ' V 」 図 内の 不 を^ 招き’ をの 

脚 政 整理は 常 じ內鹽 が おの お 因 I 

ご；？ りて 政材 安定がず、 闕： iii は 

个 安の 禪じ U を裝し ’ U 力作 ノ' 

條 約を 單じ 物質的 b 國 防が 隣 ご 

いふな ホょ b して、 僅かに 滿化 

して & る じ 過ぎの 0 

がるに 纖 つて 戰 をお滩 5 ごん 

をに 階つ た獨 逸：； 5、 をの 閣あ的 

，板が の熟销 をが-」 ずして、 お； 

脚 難に 耐え、 ド ー ズ をのが なょ 

b . をら に U 力^ノ 條 約の 稀 結 ど 

む 6 て、 國內 のまぶ 力は】 齊じ 

化活 の 道へ 活躍し、 フランスが 

ロカ 八ノ化 おを 哟防化 隙 ごい ふ 

巧 棘 的な 觀を でが 足しつ i ある 

じ： なし、 濁 逸は 貿易 あ展の 第一 

ホと いふが 桃 的 立 媛から、 •將ホ 

の お 脚を 期 持して なる。 

•がくて 喊洲 のを 戦國 は、 今 U 

じが」 い'：' れが 勝者で あり、 股 

ちで あ つ た か 。 0 力 ノ 條約は 

化に ゥキグ ソン 氏み 『勝利な き 

ホ か』 の U を ホら したら のど 云 

ふこ ごが 出 ホ やう。 而— て〇力 

4, ノ储 約を 一貫した 精神は、 一 

脚の アカ ，テ：、 ツク •ア テ アリ 

スト ご 嘲笑され た ゥキ^ ソン 巧 

の齒隙 聯盟では U かつた e ホら 

うか 0 

がらに。 力^ノ 條 約の 化な が 

乂幽 じぶ ぼした 道徳的 影懲 はゲ」 

うで あつたか。 米 励を 差辭 いて 
一 國瞭聯 胜が柯 事を なしの る もの 


T 


もを 天に 踏 おる のは 危除 である 
から 大述 乃を H 本に 己かず ると 
云は いてなる 0 

お 巧 十と 日 お U 郭化酪 おおの 
使者で ある 崔 おが 氏は 當 化に 到 
着し おちに 粮巧 外相を 訪問し B 
本の 滿洲 政策 じ 孰て 懇談す る 巧 
あ ら、 外 化は 飽をも 非 干渉 化 策 
を聲 明した'' 

デ津 戦が 

東京 十と 日發 U 天津ょ b 達し 
た 報道に 换れ ばが 綠 省のを 读が 
將軍 U 闕 W すの 二微 線を 裝 破し 
て 大勝を 博した'^ 

U ン ドン 十と：！ 一を；：：： デー リ— 
メー作 紙 化 京 持電に 此れに 獨玉 
祥 おおみ 輕 Si 軍は 天津 じて 約 一 
巧ん の 死傷を をを じたる も 時々 
刻々 列車 ピ巧兵 中で ある。 

止が 十六 H 發 U 化 巧 Jb 達し 
た H 本 迪信郎 のが 道 じ 依れば 山 
两 省の 督 軍顏將 軍は ホ 嵩が お 軍 
を 援助 ご 巧し 媽玉祥 の化據 化で 
ある 座 倫に 進擊 し、 天渾 方面の 


巧 古ピ階 接を 渉し 圆 がなる 協ぶ 
を ホぶ ど稱 してむ る。 


第二 軍縮み 

回答 ホた し 

議轉摇 お-^ 米定. 

ワン ン トン 十六 H 强 u 米剧々 
，掠ち は國際 聯盟 ょら あまじ 第二 
軍備 縮 少會議 じ脚聯 したる 勸誘 
化を 楼キし 今 WU 中 じを の 正文 
を發 おすべく 大が颁 は本閱 題に 
就て 國務 を 官ヶ 。ツグ 氏 & びん 
藏 長官 メ 。ン氏 ご 巧 ロニ 间 にを 
る會 見に て 討議す る 所 あ 6 じる 
が、 大統頗 はおして この 勸誘化 
じ 何等のを： 見を 加へ ホを の儘講 
會 じ姻附 し米國 代ぶ を 加の 是非 
を 問 ふか、 政府 ど L て參 加の 决 
也を 固めて 强 硬なる 態度で これ 
を 提出ず るか。 をは 恤に 外交 上 
の磯觸 をが 用し 义闕の 參加じ 菊 
する 條が I 切を 確め た 上で をを 
の！： 答を をの 後 どす るか-^ ホを 
であるら しい。 


日本軍が 奉 天 警備 


張郭兩 軍の 戰闘巧 爲を 許さず 


りン ドン 十八：：： 發 U デ 191 •メ ー ^ 紙 東京 特電に 依れば ： a 
本の 滿洲粧 おを は 張作霖 强 硬なる 抗議を 巧 パて 奉 天を 占領 同 
域み 狀態 じして か幽 人の 生が が 産を •化 護し お 滿数道 沿線ち 啤 '3 
'内の 戦 樹れ爲 を 厳禁ず る どみ じ 武装し なる 支那 軍の 入城を 一切 
禁止し 娘 郭陶將 軍の い イれか r 完全 じ 勝利を 博 f るまで 奉 天を 
引繼 さや、 張 軍に：.' て 若し 新 おおの 戰圃 に慘 敗ず る も 張 作 霜が 
一個の 巧 K '' 一。 ら ざる 限り 歸 城を 許さ r るモ 針に て 最後の 決戰 
は 刻'々 こして 迫りつ、 あら 0 

東を 十八 日發 U 陸軍省^を 報に 化れば 朔鮮駐 巧 軍の 一部 先發 
隊は昨 化 奉 天 じ 到着し 第二 隊は 今夕 到着すべく み 化ょ をの 派遣 
軍隊は 明日 お 懲め豫 まじて 東ぶ 大阪の 毛 革 類。 派遣軍の 買 込み 
で 品薄の が 態で ある。 . 

東京 特電 十 A 日發 U 郭化 齡將 軍が 態度 一 變し錦 州々 おじて 円 
本人に 對し危 奪を 加 ふる 恐れ あら 吉田 舉天總 領事は 救 巧 じ 努め 
つ i ゎるが、 嫣玉祥 の闡は 軍は 天津、 山が 綱の 日本軍 用 電信を 
切斷 しその 修穫 工事を 妨害し つ i ゎ 6 どの 飛報が 達した。 

化 京 十八 H 發 U 化 京と 外界の 逝 信 機 離は 過去 九 H に 直らを 然 
不通 ピ U ら鐵 道は 一切 運轉せ 中外 國乂 旅客は 漢口じ おで！ 水路 
を 採る のみな く、 化 ま 城 巧は 爲 めじが 亂を陆 めて ゐ る。 

ホ 軍は 天津の 化 西が り吨の 地な 


6 で谁擊 しゎ- 


油の 解决に 

±耳 ホす 纖 ■ 

代表 ぉ 席を 拒絕 

ゼ ネゲア 十ち H 资 U 豫て ょら 

國際 聯盛郭 證旨會 じて 討議 中で 

あつた モス ー か 池 田巧權 じ關聯 

した 英圈對 ぜ をの 適 去 五 年に 

-宜 る紛爭 はお 0 : 焚 國侧ム 勝利に 

輪し モス— ルの： S 化は ブラ ツセ 

八 線ょ b イラ ックじ 達する 區域 

一 帶じ直 b イラ ツク じ掛 ずる 什 

五 年に をる 英 國の責 巧條 約巧締 

結を 條 かとして 英圈は アラブ 委 

巧 統治 權を賦 輿した る じ 等しい 

解み どなつ たが、 イラ ツク はこ 

れが巧 お條忡 である 國際 職盟參 

加を ホ わるに 至る； とな つれが 

± 巧を 化 表は 右の 解み は。 1 ザ 

ン ス 條約の不滿^:^らし範園を更 

らじ 擴大し ±ぜ をの ま權 をを が 

無視した 巧爲 である どい ふ 立 壌 

から 委員 會の 報吿會 にも 出席せ 

中、 頗る 敵對的 態度を 示して ゐ 

るが、 英威化ぉ外帕ナァ ム バ？ 

レン 氏 及な 殖民 大臣 アイリ I 氏 

は 委員 倉に 威 謝の 辭を 述べる と 

みじナ アム バ 1 レン 巧は 巧く i 


鐵道 建設 繰 上げ 

東 ま 特電 十 セ 日發 N お 道 省の 
提 またる 雄設繰 fc げは大 藏當局 

との 說解 成立し 明年 0 後は 鐵道 

建設を 債を を 募す る 2 じ 變が甘 

ん yjo 


議會非 解散 觀測 

ま 京 特電 十 セ 日 發 ；=；： 政 友本黨 


は 政府に 對 4 し圈 ±た< 衆講院 
じがけ るを 看を 選出 問題 もを 
協ず べき お：！ ご あるから 今誰會 
は脾驳 なか'-' ん £ 僻 測す るを が 
多い。 


岡 野 朝議 長 重態 

まま 特電 去 ハ 日發 U 樞お院 副 
護 長 岡 巧敬齋 氏の 病態 惡 化し 


重態を 傅へ'^ れ てなる ■ 


尾 張 坛破產 申請 

東京 特電 4 で 日發 U U 本 銀 巧 
は 目 ド ま挪常 中の 尾 张屋銀 わ 
救濟 資金^ 就 地すべく みを しわ 
東京 特電 去 ハ 曰發： = 尾 張屋銀 
巧 本 巧は 小^ キお串 件に て破產 
の 中 請を をけ じ。 


縣會朗 曾 中檢擧 

東 ま 特電 击 ハ日發 U 巧 城縣會 
開會 中高 柳 姐么化 事件に 觸聯し 
て 大檢舉 を巧矿 政を 貧 派の 嫌疑 


者は 悉くを 酷つ ぃょぞ ど いよ つて 拘 
引され た 。 i 


日 西 盛條約 成立 

ブ シン ト) 千 六口發 n 鹽洛省 
じ 逢した 報 放に 娘れば 日本は ス 
ベー ィンと ち g 的 新 通商 槪 約を 
を涉 小で ぁ <1 た W 鼓を 成立し を 
X 調印 さろ‘’ 條約 期間は 締盟 
飄の 一ん が li ヶ月な' 内 じ 破棄を 
宣言す るか K ま 化に 新 協を を締 
結し U い 限，' 無期限 的な もので 
ある ご 0 


佛國 f 藏相辭 職 


パブ！ 十 山 江 發 IT ：： プブ アン 內 
蹲の 成立 ご A じ 自ら 進んで 藏相 
の 難局を 引 在け じ 八 ソヤ （氏は 
巧度提 おし* 版 政 整理 案は 證會 
委 貸み 反 掛卜て 巧 ど' な b し爲め 
遂じ辭 職し 说資 委員の 一人で ぁ 
る 上院 誰 員 V ユ メルを その後を 
襲つ たが、 み 進 派み ユリ ォ！ 巧 
は 新巧閣 32 政ち 封を 援助す る 
ホむ を 固め 一ら しい。 ， 


國際 裁判 案 討議 


ブ シン ト 1 十六 日 發 =：： 米國議 

含は 愈々 明 口 ょら 今规議 會の大 

間 題で るる^ 國の轉 際 戴 剌所參 

一, ミク.* twr 己 口 j — こ ‘ ’ 


加 案じ 關蹄心 討議を 開始す ベ 
先づ 找ホ黨 ワン ソン 氏 遂加論 

を 唱導し 反が 派は ボラ！ 氏を 總 

師 ごして 否かに 努 みすべき も賛 

が おは 二 召 山 巧 頃の 可决 をを 想 

して ゐる 口' 

ホ 


間 題の 人！： S〕 

郭松齡 の 人物 


♦一時に 時局の 中* む 人物 どなつ 

た 奉 天 第 S 方 お 軍 副 軍長 郭松 

輸 巧は 先日々 本の 秋期 特別 大 

’演留 を見學 して 歸 つたぶ か b 

で 今度の 擧 はがめ て 日本 じ 巧 

きをの 义 物^ 發 達せる じ戚動 

し 支那の 進 ホせ むのは 内 就の 

結果で ある ごし， 支那の 急務 

は 内ず を やめる にあら ご 深く 

决也 する 所が あつた 結果で あ 

るピ をはいて ゐる〇 

♦な 傅芳巧 討伐の ため 張 作霖か 

ら呼 返されて B 本を お發 した 

氏は 奉 天に おら 中 化ち じ 天を 

じ 巧て ホ 県 林 氏と かずの モ法 

を 協議し をの 結果 張作霖 氏を 

巧に 下す ど 共に をの 罔 園の 主 


戰 論者 楊を 墓を 驅逐 する じ 
した 次第で ある 相 だ。 

♦郭 松齡 氏け まだ 四十 じ らむ 

稱 だが、 梟 天人で 奉 天 派 軍ん 

中の 第一の キヶ ものである 

係 定の陸 あ 大學ぉ 身で 昨年の 

奉直戰後#^ K 軍のな編後は張 

學良 比の® 役 どなつ て 勢力 

を扶疆 し.® 良 氏のを じ浓つ 

て 化 個帥幽 をを の 管理 下に 置 

くに 去 j つた。 隨み をを 造る W 

よく 掛^ じて あを を 養つ てゐた 

のでを の 志 5^ 化なら ざるは B 


前かム 


認め b れてゐ た。 

♦然る r - j 孫 傅を K 大败 した 楊 宇 

靈 を匪將 単が 娘が 信用し、 參 

謀を f して 邹じ 命み 的な 無 暴 

^ 進 擊を巧 かした ので、 ホ 素 

から 4 猿の 閒悄 であつ じ 彼は 

意を みして を 天 化 討を 志した 


ものを ある ■ 


趣 ホ 


歐遊雜 記 


化が じて 橫矢重 孝 
化け 數 H 前' ィンバ ーグを 去 b 
ベルリンの 一 素人 宿 じ 下 おして 
日々 巿 中を 驅け迴 つて ゐる 。化 
漢リ數 お A ど 十日 間、 矢 張ら ァ 
デン 义じ寢 起きして H 々ホ 中へ 
出 わので ぁるが、 船は 荷 下し 荷 
積 や條繪 のじめ ドックへ 這 入つ 
た b して、 一を の 填 所じ綻 泊せ 
や、 且つ ボ！ 卜で 船へ 出入を せ 
ねばならな いな Vj のす 硬の ため 
滯化円 數の長 かつむ にも拘らず 
割を 间 地の ぉ樣を 知る i が 出 巧 
なかつ た ご 共に、 また 同地ょ ち 
通信を 書'- 時間を 得な かつじ 事 
精 も ぁつたので、 當 地から 書，、 
^ に ず る り 

'V ンバ I グ乂 渚の 翌朝、 なは 
船-をに 伴 はれて 始めて 歐洲乂 陸 
の 主を 踏んだ。 先づお 壁に 横は 
つて ゐる牺 を 降 b •て、 稅賊倉 庫 


を 逆ら 港內の 7 五 


-ボ！ ‘ 


乗つ て稅 願の 巧を く r る 造、 後 

見返ら {港內 を 瞥見して、 流 

おじ 化界で 稀なる 巨 渚 ど 感じた 

巿 中へ 入れに 巧 頭の サィンが 獨 

語を 知らの おじは、 巧の 率か薩 
巧 6 了解が お ホの。 巧 人を 見る 
ご 巧は 乂圆ご 大して 違 ふ 感じは 
しな かつ わが、 女の 樣 子が 紐肯 
ごは 大變 の-差で ある。 

ホ國 U 义事 派手、 巧に 紐 育の 
婦人 ど ホたら、 出 巧る ホけ 着飾 
つて 素人 娘で も' 近 ホは 白粉べ 
わらじ、 口狂眞 ホに 染める の 
が普通なれど、 化巧ではをん^:* 
女を 一人 も 見な かつた ので、 獨 
逸は 化る 巧 女め 禁實じ 働く 関 ご 
今 がらの やぅに 思つ た。 午 4 良 時 
なり、 ど ある 料理 巧へ 入つ じ 
給 化 巧が ホて 巧 か 言 ふの が 一向 
判からの、 ビグ フ ユア.— を おて 
も、 様子が ホ國 とは 化で 違つ て 
ゐ る。 巧等阔 巧の 一人は、 獨逸 
の 女を がれて ゐ たので 注文は 宜 
- くやつ た。 勘定は 化が 支拂っ 
たのでは なかつ たが、 なか/、 
じ 高い のに 氣が ついた。 

紐 育では を 事：-; バンは 阳 きら 
ので あるが、 この 厨では パン 化 
幾つと 勘定す る。 义給化 人め チ 
ップは 向 ふから 一割を ビ^ 面 じ 
書き 加へ て ある。 化邊が ホ國ご 
は 違つ てゐ る。 夕食に 當ら ， i 
H 本. < 5 料 现屋じ 巧き 牛肉の 數 
ち燒を 注文して、 一巧を々 一が 
を 傾けて ゐた 巧が、 二人連れの 
若い 女が、 柯の 挟が もせず じな 
等の まへ 入ら ホ り、 ッ ど-息 
吐いて 椅子に 腰かけ、 を 煙を を 
出して ぷ か-^ と 吸 ひ 巧め な。 

なは 化 刻旣じ 聞て ゐた バンバ 
—グの ヵフ 王 1 じは、 淫貪婦 が 
ぞい。 H 本人 や 支 邪 人の 料理 崖 
へは 毎晚 のべつ じ 出入 するど 承 
知した ゐ た。 は！ ア ホた など 思 
ふご、 また-人 默 つて 這 入つ て 
ホた。 別 じ 彼等は 何も 言は や、 

きょろ-^ 見迴 つて 彼等 同志で 

巧 か 話して ゐる かごを ふと、 ま 

た默 つてを つと 出て 巧つ た。 1 

巧の 一人が な-,- 「あれが 皆商賣 

ホです」 ど云ム 。なるほど 聞い 

た 藍ら であると 話して ゐ る內、 

また 一入 二人 と おたら 入つ じら 
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巧 巧說お H 班 H 午後 八 時 i 
がな を 木 巧 日 午を 八 時 I 
が 話 食 ± 谁=: 午を 八 時 _ 
をを， 田 書 ま、 娛樂畫 の設捣 ホ —/ _ 
ホ資 をが 迎 す、 食な を 利用せ tl 
を 巧 於 川 盛四郎 _ 

H 本人を 督敎 修道 會 

1.02 W 1 沒 rd St Z . Y . ごす 一 
ぎ caE を 97 這 一 

日本人を U 敎會 

牧础 川な ホぶ 進 
幹事 田 中 巧 二 
たち ミ se M . E . 呈 ミ ch & Inst . 
W 23 W ’ 養 St . TeLGl ミ ksoni 苦 1 
话拜說 を 日 化 H 午を 八 時 
が 镜 會 水巧〇 午を 八 時 
裁縫 會乂遇 H 午を 二 時 
♦寄宿を 

位置を 愉比亞 を 数を で 町を 十 
五み 學 生を 社員 旅 巧 おじを 適 
設滿 茵聲维 誌が 胡 反を 褲娛巧 
を 簡易を を あら 

便を 截 を 罔旋 ，巧 ざを 巧、 を睡 
事 集 調 ま、 巧 化 ザ 事 枯絮絲 を 
ま 间泡諸 巧の ホを を歓 ぶす. 
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曾- 5 


マけ 谭 H 
柴 書妍究 .正 や 
巧 潮會タ セ路半 
谴拜說 お^が 
V 木谴り 
瓣禱 臂夕八 時 
V と 獲 H 
ホ满會 えは を 
茜を 夕 A 巧 

を 宿な、 あ 巧者 
をみ が、 ん 事相 
談 が' 巧瓷が •巧 
震罔處 部、 を语 
蔑缝を 度® 盞巧 
を 鼓け 旨 員、 ホ 
會 員® 废 . VI 許る 




尋 .れ 人 

長 巧が を谦互 山 口 堀川 恵 一 
山が 齋お乂 一二が 大度 佐々 木 あ 
福 脚を 巧が 次郎 福 ホ 山 本を 
山 口山 本龍闽 廣島西 おな 一 
± 口川 淸 一が (旅 巧ぎ) フィ 阿が 
化が 道 格を 男 瞒 島が 卜 '彌お 
岡 山 小 巧 儀 タキ 巧 川 高木 义記 
ちの ぎじを なをを き 溝ち 么 
疾巧 本ん をく はかん ょな 現 
化 巧 御を 知 顕上睽 

紐 育. 帝國纔 領事 舘 

165 B 養を ちす 三 ミ k 呈 y 


樹巧醫 木 下义巿 
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化 巧 ぉ卸賣 
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W E .1 ゴ h St ., N . U さ 
Tel S 星養呈 t 37 吉 

♦書籍 ♦お 誌 ♦新 巧 
縱覺 まを 開 
轨務 午前 か 時よ b 午 盾 五 時を 

紐脊日 本人 會 

西 五十と T 目 二を 〇 を 
を 話 サアク 八ん 一九 oi 化 


な 留寄ザ 理想の 劇 体 

H す 靑 ■年會 

《壬. 顯 St . Tcl . Ci ミ kson 妄 4 




大紐育 旨 本人 


基督 敎靑 年替 

3 台 E . 曇 st . N . y . 呈 y . 
ぎ 害 こ 之 1 


紐ち 州を 認 

巧務 おを 許 

東を ホホ醫 巧大學 
を碟 なお 科を 業 

產婆 松本綠 


り 本 陶漲器 

雜貨 類卸賣 


ホ 元 

ブラ ザ ！- ス 


H 本瓣貨 . . 

ランプ® 賣. 

を畏寶 憂商會 


* 巧. 

人 

英 

語 

敎 

授 


おき 乂圓 婦人 j 
H 本人への 英 
語敎授 じは 多 
年の 經驗 をち 

す 0 1 レヴ K 

ンと 十五 邮 
每 U 朝 化 時ょ 
をが 化 時を 巧 
時 じても 宜し 
U 赠日は 一時 
よ b 四時を 


騎稱醫 

多年の 經驗 をな て 
最新式 巧學 手術に 
堪能 じて 信用 篤し 
U 施術 巧 低廉 U 
日本-^ 諸替 じは 恃 
J S 2 一 じ 了 寧 懇切に 治療 
M S . 巧- 紐 育 州を 認 

^ ブル 1 ム 


W - i 賊 

誠 加 
加 ’ J 邮 


Dr . 夕 whishid 夕 D . P W . 

133 立' 7 置 S 1' Tel . mndist 二 云 2 

辦 疯 巧-疑 巧 戶良二 


自を前 九 お 
むた •巧 一巧 


幸 十二時 
が お £ 


齒都醫 

►該察 時間 ▲ 
每日 ( H 喔を藤 <} 
午前 九 時 ょら 
午後 五 時半 
水權 午前 九 時 1 
午を 一が 
\ .一 


鹽科 B 

= 新 ま 無 摘を 旗：：：： 
ぞ をの 經驗を 化て 
り 本人 諸 おは 特に 
T 寧 懇切 じ 施術す 

バ^ マ —チ ン 


S 據據治 

神經滿 、 9 ゥ マチス 

風 お、 巧 身、 頭 肩 腹 
がみ、 肖 腺 掏孔； 化 
出張 親切 じ 治姨中 
上ます。 が 約の ホ 
は 午 巧 一二が ょら 自 
を じて 施術し まず 
U 本缀灸 
專 一: 學院 卒業 

I な 1 津輕 東洋 

西 だと 十 化 T 目ぶ ま 
常 話 ブ ズオ 1' マ竞四 一一 


彰 察が 間 
午後 五 略； 八 時 

な 見 一二 朗 

引 緩 さべ 八 ビユ！ 
病な 化 勸に付 右 時 
問 外 及び 日曜は 前 
I 約 じ 限る _ 


日本 

i 

洋服 巧 


が 出 信み 郞 
が 本 が 


来 五- HllT 目 

二 一三 一 

か 藤 
洋服 巧 

さ ミ 


正を ど！ 切 どを 旨 ごし 確實 
信用 あ- 1 商 おを 精選し 
特圳廉 i で販資 致します 

クオ グサ： 、ェ火 デン 四 割引 


其 化は 化 

指輪 鎖 貸 _ 

户 ミグ ト 

プノ V ス 

クオ*— 夕 


ご 一割 引 

屬並 じ寶お 類】 切 

時計、；； ワ！ ドィ 

計、 を 桃 瞬時 計 

マン お 年 筆 


エバ シャ .1 プ 鉛筆 

純 殺 お ホ； 銀器 一巧 

御 歸锁の わ±產 一切 

時計の 修 fli 化 験が じて 確實 

じ 巧 川自 一： が 致します 

午後 八！ •まで 開 巧 . 

西 四十 二 i 目 一四 お 一 r 五と 


ブ 


ウェ — . 東 化 巧 


〇ンク .力！ ♦ヒ卢 テン ク 

を 宝 号 帝 

ふ 川岸 商會 

ぶ說ブ 'ザ アン ト四 S お 四 

星一妄 WA - K 賣〇 •ごご ごさ. 42 nd St . 


成 巧の 秘訣 


ft 

t 

む s 

XTt b 

脂 か 

Mnu 致 

II 

が 8 
，が 2 

n 1 

Guv 


ホ國ま 英語を 話す 事 
は 成 巧の 誇 一義です 
本校には H 本人 敎授 
じ惜れ たさ 任 婦人 敎 
師ぁ b 懇切 じ 會話盛 
信义 社を 語を を. 授し 
ます。 H 權遇 H 巧に 
午前 化 時ょ b すを 十 
がまで 閒 校し ー レー 
.スンと 十姻づ i ° 今 
H 底 もじ 巧 校 あれ。 


稅關 事務 

東洋を 地 並 じを 世 
をの 叛お乂 ホ 法に 
網す る 一切の 御 諮 
巧に 應 じ、 镑道窺 
船 貨物 運賃 あお 骄 
ま お 觸手績 書等遙 
呈 す、 重要 都 巧に 
化巧庙 をが し 誠を 
敏速 抑 用命 じ應や 

お驗 取扱 




，おお 巧 

脚ご一 と 


都合に ミ當 をの 間 

診察 

午後と 時！ 九 時 
H 攫は 前約 願 上 お 

け： ま おお 彌 


診察 

午を 一一 一時よ b ホ 時 
H 曜は 前約 相 願 お 

ドクト^ 

烏 見豊彥 


診察 時間 

な 如 削- 午前 九 時 1 十 時 
W 午後 六が一 八 時 

旅 化 加 ー バ^ 小 栗 幹 一二 

W 軸- ii が 《 ホフ ラ ヮー おお 

y 4 U I お 五 お 病院 勤務 

^ 2 „ 裳 ホ 3 ン •ハランド 

^ 病院勸務 


診 祭 時間 

午梭 一巧 =: ご 一時 
午後と 時= 八 時 
愛知 醫學 ± 

バ：巖 本遵一 

をが 比 强乂學 ぶび. 
グザ ラン お院 勤務 
H 曜は 前約 顯上读 


a 

細 3 

§ が 綱 
1 % 1 
kiMMl 6 

V 5 d 

.か 

H I も w 
•«1 

s 恥 R 

WWW 

kt 2 

0 

1 
K 

u 

Y 


ss 攘治攘 

u 水 及び お氣 治療：：：： 
お 摸 肩 腰の 痛 首 手足 
の 不動 神經痛 タゥ ザ. 
チ ス慑お 胃 膳 病神經 
衰弱 お 其 他 /; 
午前 乂時 ょろ 午後 化.'. 
時 治療 お 張 父は 自 を. 

フジ オシ ラビ スト ，', 

を認 西が 幸 男.. 

る認 マッサ！ ジ谣を 
看護婦 巧手 ミス f 
ナジ イン •才！ ロバ 


笠 井 洋服な 


日本 

ドラィ グ ， I づ 

蘭會 


か 


『す 謂 八が を ホな A お 词 \ も 


J - 


5 

C 

y 

Y 

化 


W 巧 

ぶが 

& W 
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寶為を41屢游' \み みが^;7 

クオー んザ 知た シンが が 巧 割 列 
尸し 7 {ド.； ミみ トンが 評 を 巧 列 
がみ 3 化 念矮卖 がを 刻 引 
谭ぶ ぶを， が 店ぶ \\ 刻立贫 

縣鮮 凝の 瓜乂 


巧 巧— タグ r す 4 ドム ハ 八 ニニ 




メ ー シー はが 育 鼓大の デバ ー トメ ントお 店で あ 
ら よす。 妍 らしい み 降戲 ど王ス 々レ ター は巧澗 
^*巧內じがける皆なのわ貿物じ化を£愤かどを 
巧へ て & ます 

化 巧で ニ ホず るら の 卜*ら じ メーシ ー では 一 
巧 八十 八 仙 或は をれ 3 下で 買へ る i を どぅ 
ぞ御 記憶 下さい 

U 本へ 御 荷物を 御 送 b じ じ 6 たい 節 又は 巧贸物 
に瞭して御用の谋合はパ ！ ソ ナ 八 シ ョ ッ ビ ン グ 
ビュ ー。1 を お 等む 下ク L 、 親が じ 御 使を を卽 
らまず 




〇 巧. 巧 巧 ZJ - 巧 C 巧 CY 户 

い 呈一是 ま As 呈 
岩 7 呈 h As . H 空 r た nd 己. 

Tei . V 当 derbii 二 728 す om ? 夏 

ぃ t をな 謙 次 

巧、 水， を、 午後 一巧よ b 五 時 
迄、 其 化は 前約に 願 ひます 


八 


が 瀬九廊 

86 Leni 量 ミ Ave . N . y . 百な 

巧 里 . i & ゴ th か ts . 

lei . ミを 藝 ぶ-を 18 .7 忌 9 


」0 巧 10 左- OOCR 1、 M . 0 

二 1 f i 94 th St . Ne ま ！ fork 
Tei . 苦 versEe 货 73 & Sc 置 ier 養 ま 

みクな K 午前 九 時 1 午を 一時 

髮寞 午後 ホ 時-- 午後 化 時 

H 摧 午前 化 時！ 午を 四時 
ドクトルみ 莱乘亩 


满關 事務 取扱 

’ WILLi L . iE & 夏， 

ぞ S 1 萬 2 1 一 Bread 童 y •置 y . 

Ph ミ 5 す W 妾 こ i 安 苦— 91 ち 


各派 論戰の 中む むろ 

今み 議會の 諸問題 

燒 点は 一二 派 S 據 .こなつ た 稅蒋案 


巧闕の 第五 十一 誰 行 もぶ づぃ 
I わので 湖 料を 谋は をれ 巧講 
■巧 巧を 弟 じつ i あるが、 今 諸 曾 

で 致 も問诞 じな b さぅな のは M 

ご 云つ てら 第一み 袖 藤 w 閣 じを 

命 傷を 巧へ たな 制輕巧 まじ 先づ 

'おを がしなければ。 ら の。 

國稅 整理 ぉ 制 鐘 まの 

が子 ご も い ふ ベ き 

一、 所が 秋 中を 人の 巧が 所得 じ 

おする 舆進課 巧を 掀嚷 L 配當 

所 巧 ご 併せて 一げ じが かの 立 

の稅 率に なめる 

二、 化 机の 課 稅巧 準を 貫 货化格 

じ 引きが し 大正 十と 年 巧から 

ち 施すべく をれ をはが b 政へ 

や 田畑 化稱 におし ー ホ 化を 巧 
ふ ものと す 

一二、 をを 稅 の誠稅 標準を 外が 操 

ホ じょら ホ 純な じ 課 桃す る 

四、 窠 S 柿 所巧稅 のを 巧 お八' 円 

w を 千 二 巧 W じ 引上げる 

五、 化 巧 二が 川 ホ 滿の田 她じ掛 

し® 稱 をを 除ず る 

六、 ' を お稅 中巧萊 純益 巧が がを 

てを 稅点 どす る . 

と、 相 溃稱の 引上げ 

八、 綿織物が 隻稅 、通 巧稅 、醬 

油を 巧 巧 及び 自家用 蹲 油稅、 

質染 印紙 稅 の 廢た 

九、 が； 祖稅の 引上げ 及び 淸巧飮 

巧 水の 課稱 

十、 宵 本 利子 巧の 新設 外に 顆稱 

なで 及び 煙を の 値上げ 

等で るる。 この 玻 がまに 對 しを 

ぶ 食 A び 致ぶ 本 愚は をれ < .-自 

黨 まを 提げを の 大部み 义は 一部 

を じ反韵 して & るを はお 報の 如 

< であるが、 特 じむぶ 离のホ 張 

する 地租を 憩 問題 V をに 間 討 的 

じが 施された 烛草 3 値上げ 問題 

は S 派-二が の 化々 しき 論 爭の柿 

政府 補 巧 ご 

.東郵 合同 

乂荫 活躍の 影響 

巧 政 おが 化 义を港 線 維持 巧に 

就て け 本社 特電 规 巧の 如'.' 火. 化 

十と 年 巧 ょらが 路 郁助を をが 综 

じ即 k ずる ふごし、 揀算 外闕が 

ft お 焚 約の 下 じ 十六 年 巧 中 じ 一 

巧 凹 お千贿 級の が舶 I 二 おを 速を 

の丄就 化せし レる に A した ろは 

郵册 、おな 兩 化のを 问氣述 を 促 

進ず るら のど 見られて なる。 盖 

し 化 お 航路 

桑潘 鱗は ぉがな 船な 社が 

旣得傾 化權を 巧す る iu 政府ら 

確認して むる から 大化间 社を し 

て 巧 か 行 社たら しいる ホ かで あ 

るけ む でち、 的 化のを 莱化 態は 

お述 が. 小 巧の 打裝 をを パて 施る 

おおじ 階 b 化が では 到底 新 船を 

化を する はなぶな い。 をの お 

おちず か 巧 社を 化ぶ** るに 當り 

懸榮 ごな つてむ ち 来げ お 船を 郵 

船 じを がせし むる の必 がが わら 

父 この 隙 巧を が 巧して を 併 ザし 

めん どす るな 述が强 /、動き出し 

て ホた が、 兩 社な 化の 化み 閒强 

ど；：？ る ものは 化府の 化が 徘巧额 

が 如 M がか 巧に 計上され る やで 


どなる でんら ぅ。 

化 义稅整 瞬稅の 整理 ご 

おじ 化 A 稅の 輕理 をし。 け むじ 
ならの どは 乂し <唔 へられて ゐ 
たお でんる。 巧 內閒の 整 巧 案は 
尙は完 を ごは 云へ じいが、 をの 
大要は 

一、 家 尾稅の 創設 

二、 口 験 割の おと 

ご 一、 營業雜 帅稅の 整理 

四、 特別 化稅の 創設 

五、 地租、 營莱稅 、所得 稅 、附 
加稅の 引上げ 

等に. して、 この 外を 務敎 育費闕 

座 货化額 二千ガ w をち すため 稅 

制 整 埋ど化 おつて 地方の 負担は 

幾を 緩が される 譯 である。 

建 艦 計® 來を巧 豫算編 I 

ぶに 際して 成， レ 現 w 閣の 一大 暗 
礁 ごならは しない かど さへ 見ん 
れてゐ る 海軍省の 猶艇 補が 計畫 

まは 加 藤 首 化の 仲裁で を も角摄 

額 一一 千 六な 巧 W 、 S ヶ ぉ 繼紹事 

柴 ごして 先 づ顆逐 艦四隻 だけを 

建造す る； どな b 曲ら なら じ も 

落着した が、 併し これで お 軍ち 

が 補助 お 計 藍を 部を 放 薬した 譯 

では G く 化 H 巧 じ 問題 どすべき 

ぶを 言明して ゐ る。 而 して 現 巧 

閣も 補助 おお 蜜の ホ義 じは 賛成 

して ゐ るので あるから 頗る 變な 

問 趣で ある。 最初 お 軍の 計審し 

た あは 五ヶ 年計晝 総額 二 一億 二 千 

巧 w の 膨大な 要 ホで あつたから 

巧し この 計を が 巧感巧 力を 雜持 

してけ < 上 じがて 絕對じ 必要な 

ものである ど すれば 僅々 驅逐隊 

一 除 化では 濟 まされな いか 第で 

ホる わら、 本閒 題は 拘ほ將 ホ-し 

胎る 政治問題 どして 軍を。 論戰 

がを るで あらう。 


みる。 補 巧 案の み 容は嚴 秘じ附 

されて むる パれ でも K 聞す る處 

によれば 遞信當 局は 最初 化 ホ 線 

の 雄 抱 巧 船 r 力 八千哦 級を 一一 一隻 

とし、 をの 

補助 額 を 四が 万 W を どし 

てを ホした が、 濱 口藤 相の 巧定 

じよっ て钻局 r 力 四 お千嗤 級の 

經巧船 ごし 補助 额 二な 八十 巧阳 

乃至 S がで 山を 支給して 十六 年 

巧 中 じ ミ 隻を連 造せ L むる もに 

火 化み をし、 を 補 巧 を をな 算外 

威が な 化 ごすら 契約の F じか 朔 

诚 をに 描出す る； じな つじので 

ある VJ いふ。 巧し 同 案：^ 漉を の 

協 巧を 巧れ ピ巧 か會社 るべ 

きな 船 巧 社は おじが 船の がを じ 

碁す しなければ じらぬ ので ある 

が、 現での 如きが 述ホ不 况の隙 

こいだけ の補⑩ をで 巧 船 座逛就 

航せ しわる J は採络 とな 易で。 

いけれ でも、 が述 おが 凹が 朔に 

入い ぶ 巧が ごなる をな て 永遠の 

おへから して 邸 船、 おが 激船兩 

社^を d じ柯等 かの あ 式 じよ b 

て 近く 

具体化 する の ご 見られ 

る じちつ たので わる 〇併 （この 

間 化 円すべき け 大阪搁 船が 郵船 

柬が兩 化のを 岡を W て 自社に 小 


が ご し 過 お 網 西侧船 まを が 合し 
て 俊を 船な おを 唱 へしめ てこれ 
を 化 化し、 白ら 化つ て 巧 航路の 
經 をに 當 らん どの 計畫を 進めを 
あこの 锅 お-い 巧に 顯を ごな b つ 
つ あると でめる。 この おおを 外 
の 玄 辟を 生ずる じ ま b はしまい 
かご 懸を ぅれて ゐる けれで も、 
-の点 U 遞信當 巧 幷に關 係を 社 
にがて 相 省ち 慮され てゐ るら し 
いから 或は この 商船の 巧 動が が 
つて 郵舰 、巧 療兩 社のを 同 問題 
を 一層 化 進せ しわる 結 架 じな ち 
はしない かど 見られて なる。 


らうと 祗說 し、 速 かじ 第二を 涉 

着手を 暗 ホした。 


わ光眞 闇な 

無煙炭 罷 H 

巧 長會議 が調訂 

髮じ 資本家 側の 拒絕 すを 處 じ 
たちし ペン シル ゴ ニア 則 知事 ビ 
ンシ ョト 巧の 無煙炭 罷エ 誠訂じ 
^ し ピン シ ョトを は 臨が 州會を 
し、 鑛山八 抑 管理 巧 至强制 
伸 裁 ホ じ铺て 討議す ぶ窜 である 
が、 向が の鑛 山に 關係 深き を 都 
市 約 五十 巿 長は：； リ スバ 八. グじ 
巿を食 能を 開催し、' 勞資 化を を 
巧 一'' 週間 W 內 じな 集して 新 契約 
を頤定 せし いべし ど决議 し^/ 實 

巧を 員と 人 ぉ擧げ てを の 任を を 

細事 じ ホめ た。 而 して 坑夫 側は 

飽をも ピン ショット 案を 基礎 ご 

しない 限ら 調 訂じ應 じない 忘 志 

を 示して ゐ るので 新 謝訂八 前を 

は颇 る悲觀 されて むる が、 資本 

を侧 ごは 左 S 如き 樵 件を 持 おす 

蘆 向ら しし。 

【一】 化 尖 側は 即時 楼案 3 る 

化か ごして 傭 ま 側は 千 九 巧 かお 

を 巧の 給 銀 契約を ホを 化 月まで 

繼續 する。 

.〔二〕 勞資紛 爭の暗 磯を 避け 

る 意 化に がて 向ん 五ヶ 年に 直ら 

鑛山 採掘り 化 化 义か耀 ザ 4 を斷巧 

もざる 中を サ .5^ じ、.-' こか 間 じ 

於て 兩 若の 柏 逢 おを 隔意な'、 討 

議解 ホす る もの ご. ず。 

貧 償 躬^に. 

議會 が反咸 

意外な 邊じ飛 化 

ホ 國遙爵 じて は 戦時 貧 廣决濟 

協を 委員 ょら 逆般が 立し じる ベ 

八ジ アム、 ィ タリー、 が • ー マ-二 

ア其 池 のみ 瓣條約 批准を 一 来 ご 

ぃ てこれ を まる 卜 を Q と稱 した 

"，こいじ 蝴 職，- て ミ ゾリ ー 抑 
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r へ^ •*!、 {タリ！ 等 じ對す 

- 巧濟條 化が 甚だ 覚‘ 谷に 疆 ぎた 
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一满說 をが むる ご 同 巧 じ、 是等 

^戰時を馈化濟じ對して外風政 

W が 柬圃の 輿論 又は ホ國卜 '院の 

故 是を勧 かすべく 風 ホ 乃 ま 俯 人 

W 手段で したお 跡は いか 

- いふ 巧 疑を 提起し、 これを 外 

义を 員な 父は 化の 適 當^> るを 旨 

口'」 がて 調査すべし ごの 巧谣案 

て提 か；'- じ。 巧 時に リ ー ド 氏は 

W 化が 立した： H 閒巧附 じ 就ても 

乂挪强 のみ 濟 能々 等 じがて 調杳 

，ベ. しごの 證窠を 上 おしを に 外 

乂巧 ：鬥 {巧に 附巧 ごな ク じが、 こ 

W 治 戦中 委 肖の 一人で おる スム 

—卜 巧は フランスの 支 拂を涉 じ 

剛 蹄し、 巧し フランスが 支 桃を 

一心る。 らば 自滅 のれ. はないで あ 


露骨、 こなつ た 

自闕船 主義 

歐洲 乂 戰を 自國 貨自圃 船ち 義 
は漸み 露骨 ごな 6、 國際 的な 賣 
買が 引じ陈 L ては 船 巧み かを 權 
を がるべく 自齒 人の 手 じ 化め た 
い 目的から 取引 條 伸を 船賴 化の 
エフ •ォ ー •ビー お 段 ごし、 輸出 
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ホ國 ドグラス •ファー 輸お採 巧 
會 ft はこの 巧 今後の 對 9 取引 愤 
段を 一巧 シ ー •アイ •エフ どして 
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太 半 巧 お 岸から R 本に 木 かを 運 
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すから 績 々賴： ホ 
ホを 願 ひます 

，.ホ；， 斯機 
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のむ 無を 確かめて 徹が 的に 僞醫 

帥の 樸滅を 則して むる が、 東を 

S 重、 靜岡其 化關西 W 方 で外國 

じ巧學 した-となく し： ィリノィ 

ス州ッ リニ テ ー 大を かも 臀學、 

文學 (お學 .-、 法 歌の 巧 ろを ず 

頗し たど 稱し艇 々しく これを 標 

巧して 閒莱 醫棋吿 等の 屑 善に 化 

川して むる ボの ある； を內 なせ 

の 探知す る處 どな b 、 同な は 外 

巧 省に 攸賴 


巧 か 調を 方を 锁ん" ゐた處 をな 
詳細。； 一: 答がん つた。 

> をれ じょる ど ツブニ テ 1 大 
學 • ジ エ フ ァ ！ ソ ン 大 は 就 ♦ 
もを 認大學 ではなく ヵス テ片會 
社で ッ リニ テ ー 大學の 外 リンコ 
^;^ン、 ジエファーソン 大學幷じ 

口* アン ゼ成ス •アメリヵン ホ 

を 等のを 稱を化 W して 义 (哲) 瞥 
學 等の 僞學 位を 狀を廣 /、 n 本 故 
め ま 服、 即巧 等に 販®: して ゐた 
もので 事 實大學 なる ものは がぶ 
せや單 じを 儲け 山 じめ 學 な'’ 販 
資して ゐ たので あると 0 

♦現じ 化々 ステ ル禽化 じは W 

前當化 じぁつ た 某邱刷 職工が 就 

慟 し、 それのを 覺と巧 じ 大お仲 

j を おした i . か 今から 五六 年 前 じ 

あつた。 をの 當時 シカゴで これ 

を 貫 求めた = 本ん は 無慮 お 六十 

名 どい ふ數 。內格 省は この 報吿 
じを きをの 氏名を 隅な 府縣じ 通 


中 請した ので、 辖豁 側では 作戰 
を 一機して 素 ザ < 奉 件を グラン 
ド •ジ ユ"！ の 手に をした 結 架 
水鹏 H 化 探偵 侧は r 一々」 を訪 
問して 巧び ホ 件を 詳細に 審 岡し 
檢事 バン トン 氏から 起訴され た 
れで 一昨 朝 火 橋、 高 橋、 を 子、 
餘木 諸氏の か 教あ換 事局 じ 出頭 


して グランド •ヴュ 


'の 審問 


知して をれ 處 .かする i じ V 

て 山み シカゴ 郎审 一つ じごは、 淺 よしい 學泣 がの お 

- およ。 


にがお 大學 のが 巧、 巧し ががず — 

旅雜 「一力 」 y 

と 人 組の 强盜襲 ふ/ 

被 お ホは 卜 四. 北 人で 約 六な 弗 化 

附近の 禮屋で 犯人 逮捕 さる 


第 


干 


匹 

號 
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年 ホに なつて 物騒な 化 今 _ 

.间胞 の _ 旅 舘がホ ー 作 ド •ァッ 

プ の* キャン グ じ繫擊 された 椿 ホ 

一が 起つ た。 をれ は大 橋を 藏 氏の 

热營 する 「一力」 の 被蒂お 件で 

あるが、 まる ホ曜 U の 深が ど 云 

をん i け‘ ふ 鹿 J の桃曉 一時 頃 

ま 人の 大橋モ 化 化が が 寢前贱 ド 

の r まで 談笑して ゐた 矢先き 戶 

口の？ ツナを 織 破つ て 突が 五 人 

の 化 漢が麟 入し、 先づ乂 U のが 

據で 遊んで むた 紐 宵 ま 命が 險の 

裔 橋を 次郎巧 外數 名を ホ ー 八 ド/つて 酒を 飮ん でゐ たのを 一綱に 


巢 I 棘に 赴いた h れ V 」 も 何 

おめ 手掛 b . かじかつ 化の 一'’. ぁに 

西 置 十八 了 目 お： 白 か 萬の 前 じ 二 

をの 自郵 単が ぁつじの-じ 目星を 

看け、 お 深い ホ ー 八を 通つ て 或 

る化',^^全の口を刪いた° 室巧か 

ら 誰!/ しわ 符牒 ご 探俱の 答と が 

符，^^ないので室巧のおは口を 

開 式る のを 拒んだ. か、 探偵の 威 

^ 盤々 ど戶を 開けた。 第一を 

/ みぎは 酒藉 じな つて ゐ たが、 

を こじは 約 十 人の 凄い 男 達が 起 


じ 答へ' を 强 件は ジュネ ラ 
八 •セ Z シ ヨンのを 巧に 附 せら 
る i ; ごじつて) 段落を 吿 げた 
化ん 小 じは お 脚の 刑を ずけ たお 
女 じ 化けて 締 おを 凌辱した おも 
あら、 力」 ぞ巽擊 ず 夕-前 化に 
ニヶ 所で ホ I 作 ド •アップを し 
て ホた/ぐい -^玲 態な おらな たさ 
ぅで 心る。 描み じ 「一力」 ま人乂 
橋 氏 S 傷は 去と 鸭 化* しを く 同宿 
をのを 命に 別 傑の なかつ たのは 
不幸 中の 幸 ごい ふべき である。 

歸 b の 

/ 新ん 化議击 

貞媒 躁驢で 告訴 

をつ て义齒 •1 な 巧した 隙 侯な 
^禽じ 閒！ 。を 地 V ' 巡谣 しを の 
一 後ノ， — K •み ロ ライ ナ州 立乂學 
ふ、 研 讚し 亡 & じ is ある 早大 岀 
の 粟山 強 巧は.； 一朝 後 ぉ 國で化 

1 — - I I ! • 

探 慎 王^ 斤衛 

ロンド； 十六：：； 暖：： ：： ベ！ シル 

タム ソン 獅 V こで へげ 歐渊 大磬 

主 スー/コット ラ- ンド參 ヤ-— ド 

の國驗 探偵な 長. どして 怪腮と 

摧ひ獨 探の、 む赡を 寒から しめ 

た譬 なぉの 敏腕家で あるが、 

一昨 d 突が ィド •パ！ クで 

デラ ア なる 髓人 ど 怪しから 

ぬ 巧みが あつじ 廉で 警察に 引 

致され 巧釋 をぶ 提 化した 儘け 

衔个明 どなつ たので 社を 巧の 

大驟！ ^ を 惹起して ゐ i が、 を 

化 裏 には 政を 的 陰謀が わる 

らし 


主催 巧 側では 化來 のポ！ ク •ラ 
ィンの みでは 興 かが 薄い ので ボ 
—ク •ラィンのを 救 じ S クッシ 
3 ン甚 を る' 445 、 ストンー- 卜 • 
ビ y ァ—ド ご S クッシ ヨンの 混 

を 方な 其 他を 案出して 目 ド 問を 
中で ある ご 0 

膊常醒 巧な】 

◊山 ぉ縣 人で H 恣微 役に 叙 動 さ 
れ たを 賴中じ 無類の 長い あが 
あつた。 巧 旧 江 ffl 萬 壬 {姓二 
一ニ ニ 四 置 お衛巧 助太邮 ごい ふ 
おんど 四 A を 位な をで ある C 
◊中等 敎貨職 旨 お簿を 見る とな 
鹿 お 織 〔八 口中 學； •大悟 法が 
雄 (大ぶ 中學) 、穴 吹寬 U ホ 佐 郡 
鳥 女)、 巧 謝惠厚 (竹 山中 學}、 
义夕羅 木 儀 一 郁 (を 國あ高 女」 
脚 前ヵゴ (が 錫 高 女)、 鴨打奈 
太郞 (小 城 中が)、 五所尾 理义 
み (多 お 渾中學 一、 厭が 岩 吹 {化 
龜高 女％ 魚' 也 ナジ (小 岳を 高 
.女)、 ぉ ホえ 郞 (粟 结航 ぉ)* 
目白を、 i 佐；^ 女)、 算 々み攝 
み (松 本敎育 「が 太 右衛門 (を 
化 鳥 女)、、 {能き み (報 高 女 

どい ふの が - i る 0 

◊東を 中臾電 | s 扇 じが 十 水が 樂 
生 どい ふの^ 八が 勸 みて ゐ るが 
誰 だつ て もじ 曲 頭む 人は ない 


さう だ。^ ヤシ {姓) トミ ジ 
ウ と 讀 いんだ ど 説明され て 腹 
が 立つ。 


わ お 巧 御 祝儀の 
御馳走 化 お 化 候 
■宮 木 

1 某 E - さ th S こ PS , Tel . piaza 6175 


新年 用 

わ袭 •しめ、 新鮮 蒲 鉢 

右 大勉强 仕 b お 間陸續 
御 巧 か 被 F 巧 奉 ホ t お 


3 さ 去. 篇 th 單 
Tel Columbus ち 苦 



鑛 踏敎授 

▼社を ダンス ▲ 

►表 精 体操 A 
紳卡 、淑女、 わモ 
巧？ んボ じげ 曝 じ 
敎授 をし 升。 午前 
十 時 ょら 午後 十一 
時 迄 ( H 曜を陈 く) 

シャリフ •ダン ン 

ング郝 範學校 卒業 

タマ 


アップし、 進んで 奥の間 じ 居 へ 

はせ たお勢卜四置人じ も烦銃/> 

突きつ けて ホー 户ド •アップを 

命じたぃ 彼等は 一岡を 壁の ホ じ 

島应 させ I 々ポケットを 探 (て 

時 針、 ペン、 さては を 銀 紙幣を 

攫つ じが 

大橋巧 ど 高 橋 氏 どの 問答 

を聰 きつけて 銃 辆で大 橋 氏の 頭 

部を 駿ボ して 出血 させ 高 橋 巧の 

1 背部を も 叩き、 キ ナンから 庭 口 

一に 逃げた 一间胞 をも駿 つて 負傷 

j させた 上 「簿 .钱じ 通知 ずれは I 

一を を 座が して 遣る」 i をし 捨ち 

一詞を 殘 して 入口 じがた せて 臀い 

1 た 化 5 二人の 強を とおに 二を の 

i 自動が にみ ホして 幅の 中 -しおへ 

i て 化 舞つ た。 この 騒動 中で 一人 

一の 贼んん 相に 眼を 甚 けて'^ た高 

橋た^ 屯 新で 六十 八 T 目 ゎ醬擦 

署に 急報した ので、 採 巧 節お才 

1 1 コン ナア氏 巧 一 一名の 俱か自 

動が で娜 せつけ 委細を 敝 化した 

後 化を は 二手 じみいて 化ん の搜 

おを 閒 おした。 最 がは 六十 二 了 

目の ド ソン 闽が にわる 怪しく 

も滅。 い 


「御用 こと 命じ、 右の 端に 顔を 

隱 してむ た 巧は 高 橋 氏 じ 犯人の 

一乂 である ど 指された。 この 男 

の 胸 じ 下げて ゐ たを 時計 ご 鎖 ど 

なけ巧の鈴木氏の所持品ごが明 

し =; 鈴 木 氏の 寫眞が ラケットの 

ザに あつた： ゆび 翁せ た 鱗： 察の 

目 勤が で 居を はせ 一岡を 警 をに 

巧 引し じ。 右の 自動車 もを 品ら 

しいので 中を 調べたら 一人の 男 

が隱 H てゐ たので 逮捕し 戳！ 察で 

調， へて 見る ど 彼等は 殺人、 强盜 

强赛罪等が^:-*きも前巧ーニ化ぞき 

はと 八 化に 直る 


類 曰 求人 J 舒晴ゎ 

ミで S ニ ミ S こ' 一' 呈 


込んだ!？ 料を 柿に、 河卧 盤浏蕩 

の 化！！ 福 島から 代證十 どなら 

一圓 一巧 ご 総 選 お 每じ 段々 ど 箱 

がつ いて 今では 憲政 會の柯 々調 

奪委 op を 潜ぎ づけた が、 福 島 

縣郡 i 巿化 昭旅舘 越を 崖の 娘 菊 

池 あさ子 ご 一と i は 同氏を 楠ず な 

つて 貝 操 揉 觸慰賴 料 一二 千 W 請 ホ 

の 盡認を 郡 山截剌 所へ 提 をした 

理 ホは 昨年 十 巧 一 U あき子の 父 

一 一森が 死む した 隙、 粟山 氏は 通 

巧 かため 同 豕へ宿 巧し 隣を じ既 

巧 ザの あき子 ど戀 じを もた-い、 

肿 '問の 風評を 氣 兼して 本年の 丹 

么き 子を 柬京巧 外 淀橋昕 巧を 盾 

'化の 岡 町々 會講員 星 野泰助 方へ 

刑 居させ 更に 府下 中が 町 居住の 

里が 明 方へ 祿居 させた。 この間 


嫌 年の 通 J 

i 

議； ..らん 



化 候 


^ あち 用品を 部 到着 仕 候 
〔用命 被 下 巧願卜 •候 

、ぶ A 向き クタ スマス 進物 

/ 视 々取 揃へ 巧么候 


桑 山 商店 

ご 4 East 送を 皆. 

Tel IROgent 2； ご 3,0557 


Jg き 子は た 類 お 化ぶ 入質し 六な 

一が 山 巧を 粟山 氏 じ 入れ 観げ たが 

3=^ 狀 持で をる〜 が 巧 明し I 同 巧は 六 巧 巧から々 しも 醬らつ 

かや、 あき子は 始めて 欺かれた 

; を 知 b ちご-一 粟山 巧に 巧 巧した 

がを けつけ ない ので 遂に 訴認夕 j 

想した ので ある ご 0 


た。 鈴 木 氏の 時計を 尖 敬した 爱 I 

は トニィ •ペトロ ー ニ . V ー タ乘る 

が 太を で、 親み 株は マィク •フ I 

エ 曰ーニ どい ふこれ もが 太を 

あるが、 「一力」 侧の 被害者が お 

助して 加害 犯人 ご 目 ざ； る t ち 

とんに 上つ た。 犯人 一同は 濟朝 

五十 四 下目の 蓉を 倒事 ダー ド- 

ン 利 事のを をに 巧び 出されむ が 

証が^ かのを ペン やが 計が ある 

じも拘 はら や 巧智に 長け た 一が 

だ パに 四十 八 時間の 密閒猶 をを 


もぶ 月 品大賣 化し 

のし 餅 

食料品 

一切 


撞球 爭颖 戰巧始 

旣 報の 如く 化が 搞巧 ず現帮 J 

ホ 年度らない ので ジュニア i 

ボ） ク •ラインず 覇戰の 巧 一 器 

がが 力 ご G ら 、よ懼 者は 円 ド該 

撰 モ權が 持 ま 脊沼忠 雄に 哉に 
ず斯 おの 方法を か談 中で をが 


お 鑽は御 巧み 通を 作 もます 

巧數の 子、 田作、 黒 一 狂、 昆布 類、 經節 

維 苦、 錫、 雜婉 、せ 描、 がを、 お、 銀杏 

午劳 、蓮 化、 こんじ や < 、ふ. き、 くわい 

卞 ゆらね、 ぅどん、 を ば、 巧 巧 等 

'組脊 市 レキシントン 街 八 六を 地 

日本 食料品 廚會 

マ デ ソンス コ エア* 


電話 


凹 五一 八 

と 八 四 九 


S 

D 

R 

F I 

W B 

R 及 

, ，隱 H 〇 

& 晋 I 




0 
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1 L 

〇 
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を 種 金魚 

カ ナリヤ 

其 他 小鳥 類 

動物 一切 


ホ 上 金魚 巧 

巧 18 S 至 h Ave-New York 香- 

Pho ミ Gi 『著ち 38 


I The Nippon Trading Co. 
i Importers of Orienial Gods 
j が anfhiGibi lU 

: N 州む ric Show-room; 225 Fif 化む e. 




化他御料理巧ぉ並じ御贈答品 一 巧独^なくな 

. _ 

揃へ て あ b まず j 

が 育ボち 五十 化 了 目 ニニ 心 

ホ 欄 兄弟 雨會 

. ; I 画 八 0 
電話りー ジェン ト-函 八- 
な ニニが 


數の 子が 豆で 

雜费の 箸は 鶴 
、む 餅ょ さ ' 


へ.：';- 


f 只； 


壁規 ... 


旧 子が の 家 11 


一/- 




鍵 御用 品大賣 巧し 


拥雜 貨玩真 
な 飾 卸 費 

’一 苯賈 易廟韓 

請 

/ ジ 玉ラソ Kil 八 脚 一 






綺麗に 裝 飾され た室ス 
IJffl チ— ムヒ 1 卜 、設備 完 
を、 n 本紳 卜に贷 巧し。 〔小山】 
5 二 Manh を ミ Ave . 舌 こ 21 S 1.& ござ d 芭 こ 
ジ吾す ミ N 1 呈 umen こ 7 ご 


一週 五 巧ぶ 八 巧、 一 
A 叉は 二 A じ 適す、 
市 廳へ十 か タィム， スク よヤ— 
へ か 五 かお 話 カン バラン ド 呈三一 
1 芝 宝 gh St す ook 一 y 。 黒 崎 梅ず 




大賣 出し 

クブ スマス 御 贈 巧 用な の 尤も 適 
営の 純 H 本 着物 や ヵ ラシ ャッは 
巧 山を らます。 孰れ もを 寶词横 
の 見が 隨段 ですから 是非 一度 御 
ホ 巧 ド さい 御を いが 勝らです。 
げ洗议 滅縫所 

が 井 商店 

128 吾. 置 thSU Y . I ； 

ネ ヤン ディ 

クリスマス 用 巧が 包 
チョコ レー ト取 巧せ 

一封 巧 二封 巧 一二が 度 
及び おお 度 おみ。 

户‘ — ドキ ヤン* テ ィス 

一封 度 おお 度 册封度 箱 
卸 寶お段 じて 御用 かじ 應じ御 
注文品は エ藥 ょら 洽接御 おぎ 
棟に 御 送 b 致します。 柯卒相 
變らや 御 引 立 御 愛顯を 願ます 

づ RATio 夏 ND 泛 ，言. 

- W 巧 w 杉 w = 丘 wt . 

ジ le 旱ミ 《 Br ち nt W 置 4 


沙灌英 S 學接 々ま 一 
吉 野兰： 一郎 著 j 

奥 就 活法發 的. 

を 化 弗 九十 他 郵稅十 仙 
を 巧が 本 かを 編纂せ る 巧のは 靴 
を 隔て ： ホき を攒 くの 或 あるを 
語會 詔を w 用 せんどす る 諸 十に 
六ヶ 巧の； 5 が 口を 0 つて 日 巧の 
貪 話 差ち < なきを 補 せんとす、 
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尊 A 帥は 更に 乂 乘^ 小を 烁 

敎八說 明を した 後 話題を 轉換し 

て 女 f 敎育 問題 じ 這 入って 巧，〜 

尊由邮 は：：： 本の 女ず 敎 ちの ホ 振 

を 慨し餘 朝 後は 理想的 女子 ホを 

を創孔ず る計塞を立て /^.居る-い 

今回の 渡 义を機 どして ホ國 -—於 

ける 女子を 育の 施設を 視察し ぶ 

數 のを 育 家 ごら 禽 見し 窟見 のぶ 

换 をず る 豫定じ つて 時る これ 

にっき 敎脊 及び 德脊 のが 本 ホを 

はど閒 へば 『嬰す るに 佛敎み 化 

本 お 想 じ準據 して 堅實 なる リ本 

の 女性を をる にあ b 』 ど 答.' る 

み婦 ごしての 堅實 なる 女 巧を を 

る 方針 か をれ ども 魅 會的じ 活動 

する 女 巧を 進る 方 かか ごの 質閒 

おしては 『をれ は 巧 ホ だ〇家 

庭 的に も社會 的に も堅嘗 。女げ 

をを るぶ かで ある。 

A A A 

.お ホ 個々 のみ 巧 かまど 一 * て 社 

を 的に 巧 勘す るか 又は 家庭的で 

ゐる かど 云ん こどけ* をれ はを 

個 巧の 働きに 委 する 外は ない ご 

思 ふ。 女流 政を がで も； 1； ん でも 

大」 出る がょ い。 撼流 政治み. い 

出て は惡 いど 云 ふ 逆 拙は 寒 もな 

いでは a いか 何に し 1 も H 本の 

みずを巧^^ホ常に遲いて居る。 

H 本に あの 女子大を は 一っ もじ 

いでは じい か 而も 女子 敎 育の 或 

部 かに 外 國ん じ 娘つ て、 外闕の 

化 想に 化つ てち 配？ れて 相る。 

モット タ这ん でぶ，， へげ 外 闽の資 

本に 眼つ て經 曾され てがるでは 

r * いか 姑も乂 かで 女子 敎 巧の 設 

備を 外闽の 資本 じ W 賴 して 居る 

G で： 云 ふこ どは 大阀 おの 一大 

耻恩 ごし。 けれ じ。.‘' つ：：* いこ ご 


では。 いか』 ど氣揣 巧丈營 ベ 
から f である。 を 後 じ 义質排 
H 問題に 關 する 感想を 啡け 5、 
『 U 本人は 旣じ耕 巧され て L 4 
つじで： いか 問題は 旣じ黨 
されて しまつれ ので ある』 ご お 
ム 。でも 梢 神-^ 思想 上の 問題- 
して 一 言な かるべ か _ら 中では む 
いかご 追及 すれば 『なんじ もを 
ふこ ィ •けない 要はり 本が を々 闽 
- ごで ある。 閥 力 


- V るを： である。 诗由帥 一巧は 雌 
ホ じがけ る 加 哲力敎 女 卡大學 あ 
ソン ト 、ホ リオ ー ク女半 乂 學 
かを 視诲 して 木曜 n ' みおが し 二 
，八 H 日本 ぉ樂部 有志 ホ 催の 歡 
价晚餐 をに お 席す る豫ぞ である 
だ 右晚餐 後词師 の講お ある 黄 
に會員 W 外 一般 問 胞の聽 雑を 
避の 诗机 木會 長は 語つ て 居る 


さへ 充質 すれば 义ホ闕 の ホ か 
がを 下げて ホる こども あらぅ で 

はない か。 一体 亞米利 加 じけ 國 

な 性 ど 云 ふ ものが あずかな いか 

な閒 である。 巧國 、佛蘭 西、 獨 

を 等 をれ'^、 國お性 ど 云 ふ もの 

：£ みるが、 ホ國は をれ を 形成る 

べき 歷をお 背 思を ちつて 居 G い 

る； っ 云 ふ 図 難に も 遭遇して 居な 

い I 夕補 夕楼の 人师が 集つ て ■執 

厨を を 形成した 計 6 ご 云 ふ觀が 

ゐ を。 故にを の國家 成立の 根 巧 

がす 義人 道 じあら なで i 云 ふて 

も、 ぶこまで をれ！」 信賴し 得る 

かお 一り ない。 瞬： 化の 形成く を 

ふこ-一 じは 相當 長い 歷史 の經過 

を必巧 どす ので ゐ る』 云々 


勞働 卿から 下院 じ 

外人 登錄法 

制定の 必 嬰喔逍 

举盛喷 十よ ：11發== 職が 下院 移 

氏 及び!！ 化 委員 會は 目下が ホ か 

人を 録^ 案の 審議を 開始し つ、 

あるが、 お 法案の 骨子は 委負長 

ァ み バ山卜 、ジョンソン 氏ご勞 

働 卿 デ'^ 计ス氏 どの 击 張を 藻 礎 

どした-^一^でダゲキ ス 氏の意見 

じ 化れ げ^ i ホ 外人 登 錄の爲 めじ 

新 宫廳新 111史 を 置か ホ 現 ものを 

地 ホに 於け-る 廳史を W て 之 じあ 

當 する 討 童で あるり デゲキ * 氏 

曰く 『がかの 外人 t ? を錄 の路少 

額の 手数が をち 沸 ひ 登錄粧 V - 領 

收す ベ . '副証^^么を歸化局にが 

がず る i ご^べし 〇而 して アメ 

ヵニゼ 1 グ ヨンに 巧 事し つ、 

ある 八 立 ハ 機^ I じ 依頼— そ 登錄の 

實を擧 げむム を 期ず。 化登錄 

外人 自身の も' 技權 確立に 便利 あ 

るは か 論 5^ A ごしての 居 巧權を 

立証す る 化を が あ も。 乂 固の ボ 

段は 政治の 猿 富權を 得る 爲 めじ 

は 常 じか 要に b じて 登錄 しつ^ 

ありな ホの 外 八に 發錄 を耍 ホす 

' - も M 等 お 命の な 意が はない。 

が！' を錄 法を を 施 ずれば 萬！ の 

場を が 米 外人 化 員 數を驗 討して 

化 罪を 潍防 お'- 1 は探查 する じ 巧 

巧で ある」 云々' 


H 本 お 樂部 々をの 

尊 も 娜歡迎 

ず 遇 巧雕鲁 がの 乂谷尊 山 帥 ~ 

巧は 同が ホ稻 じがけ る舊知 柏木 

巧 巧 巧の 小を じ 礎み 翌 り 觀 ホを 

力 面を 訪問した が 一昨日 午後は 

巧 物 おじ 逊 きが 田 文を 階 4^ の 案 

內 じて 絕 內を視 街し 昨 H 午前は 

トリック 寺院 广 ダン 長を を訪 

閒 してを を 上のを 党を をが し 午 

後 凹 巧 ステ i ブン •ワィズ 邮と 

會 見、 本 円 巧 凝 ホみ じ 赴き H 幡 

= 午前 十 时白 畢詣广 巧て 大統領 

クウ リッジ 巧 じ 謁見し 同 帥持參 

の 木 願 ホ樹繪 、浮 tli が經 並に 

ホ：： 2 お 巧 轟 伯 ど 替由邮 どのを 作 

r おがぶ 五十一 二次 j 給を 物を 献上 


'ィ ヨンの 同胞が 

掏 業 組合を 組織 

媒西州 ベィ ヨン ホは 過去 數 
年が 夏 燒資を 地域 どして 邦人 
の 篡に狩 機會を 提供して 居る 
が 楽が 人 同業を 間に 何ぎ の 脚 
体が 織が なかつ じのを 遺槐ど 
しま T 化 戦 U を卜 L 同 巿化留 の 
邦人. 數お發 をの 下に ベィ ヨン 
U 本. 商策 組を が 成立し 役員 選 
擧の巢 柿 巧に 醉 事に 千 葉四郞 
海 藤藏の 二氏會 計' じ當 選し じ 
がま 手と 日 午後 六 時 ょら 同 ホ 
第二 霞樂部 じがて 怠 年 懇親 禽 
を 開き i る じホ會 者な 余 名 幹部 
の 挨楼舍 貝のを 上演 說 等が ホち 
終つ て < 興じ 入ら 巧 ザ 盛 况狸じ 
散會 した 

橫矢羣 氏 目下 厥洲 經由歸 
朝^ 途 かしがる 同氏は 十二る 二 
が 化が-- じ 里方 面を 經て 南下 
する 旨 入' 5 が あつむ。 

黒 川 新.： 郎氏國 際 巧 船 巧を 
會 社化締 義じ沙 港 ょら b 陸 
準が 地 ホ.^ て 渡歐の 途次'' お 
日中 ホ 紐 sf -。 

•高 畑 誠 1 K 藥府 及びち 部 地 
方巡游 中の！； 巧 鈴 木 ぉ 店 倫敦支 
店長、 月 鴨 a 頃歸 がの 豫 を。 

巧義 一氏 化ぶ 銀 巧 M 育 支店 
長、 トンド々 化 ホ 旅 巧 中の 處明 

朝歸 巧。 

♦池 田 多 助が を庫縣 第一 中學 

校長、 歸 朝の 途夾 ホが 菜な 敎會 

に滯留 中。 
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徵 を猶豫 事務 

取扱 開始 

岀願视 限 十 ru 1 りょら 明 

を 二月 一 = 迄 

W 願 あが 齢 巧を 一十一 牵 

の 巧 十六 日 ょら 间化化 年 十二 

月 l - rn の 間 じ 出 ホした るを 
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薑 w .57 ihst . fm 薑 
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暴 語し つ 5 ある こごは、 即も夕 
ニー な 遊の 第一 幹 でんら た* け 
れ ば；； >ら の。 

從 ホの タマ ニ ー 政治 U る も。 
は、 お败蚁 あ、 黄白 政 あん 術 化 
どされ、 旦つ これを 黨の傳 がの 
奴 策 どして なた みは 蔽ふ 巧ら ざ 
る 事 貸で ある。 がるに 時勢の 推 
移は、 新進 换治 がの お 現 ごじ b 


巧き デモ クラシ I のず 生えぶ 兰 

ら て、 充 くこの 新装した る夕 / 
ニー を 生 いじまつ じこ どは、 

じ ニ ユーョ ー ク 州に がける 民を 
黨 のみなら ホ、 胳ホ をは ホ 黛の I 
威み 政治 じがら しい. を 索を 加* 心 
たらので ある。 この 息陳 よら—' 
て 我等は タマ ニー の 前途に 最も 
深い 興 化を 随 中る。 


軍備 縮 少會議 に 

ホ國 U 中間 的 態度 

結 巧 非 公ぶ 化 表を 派遣し 

巧 極から 積極 政策 ごなる らし 


旣 報の 如く ホ闕 政府は 過殺國 

路職盟 ょら 第二 軍備 縮 少食 議の 

を 加 正式 勸誘 をず けたので 大統 

領は 先' つ これを 

國務 長官 こ ッグを 

姻削 しじる を ホワィト • ソス 

じて 上院 か 交を 員 長 ボラ！ 巧、 

ケリ ッグ 巧 及が 大藏 を 官メ 。ン 

氏 どを の 乂 化に 直らて 協 绽寸る 

巧をら、 をらにウキ^^^ソン大が 

領の 外を 顧問で あつじ、 ィ ウス 大 

佐を ホワィト • ^ ウスの おを ど 

して 迎へ 第二 軍縮 參加 問題ょ b 

歐洲 最近の 事情に 就て 聽取 する 

所 あ b 。 ワシントン 甫縮會 誰に 

民 ま おを 代を してを 權の おじ 巧 

した 上院 谣員 アン ダ ー ウッド 氏 

も 招致され 鞠々 意を を 《义 換し爵 

務長官 はお じ ボラー 巧を 訪問ず 

る 等、 た r ならね 政治的 運動を 

示しつ/. あるが、 聞 際 裁！： 所參 

加 反货の 急先鋒で あら 且つ 鹽隙 

聯 盛の 乂反掛 論者で ある ボラ I 

氏は ー ホ じ 於て 

軍備 縮少？ こ ピォ 

ンピ し.' 過去は 一亢 J ち 現在 もこ 

れを 標榜ず る 一人で あるが、 今 

回の 巧 縮が 集が 國際聯 盛で もる 

i は 氏の 立 壌を 曲 難たら しめつ 

つ あ 6、 同時に 大統 郎クー リッ 

デ 氏 どしても な ホ 農々 世界的 軍 

備縮少 を要留 した 關係も あるの 

で 今回の 勸 誘を 頭から 謝絶ず る 

ミは 現じ 政府 當 姑が 米 國の參 加 

を 畿會じ ホめ たる 轉 隙を 廷參加 

問題に 影響すべく、 左り どて 無 

條 件で 聯盟の 擲 誘に 應じ一 補の 

資格を 課せら る iMJ はみ か黨の 

政綱 じ 違な し、 巧 じがるべき 上 

院改逃 問題 じら 影響 i ベく、 從 

つて 當 局の 立 旗け 掛內 外的に ジ 

レンマに 陷 つて & るが、 化づを 

力なる 

參加諭 者の ま f 聞く 

じ米圓 政府 U 旣じ 陸軍 縮々 を斷 

巧し 尼 > 從 つて 現 化 特に 陸軍 縮 

少を必 '要 ごする は歐洲 じある J 

は 勿論で もる けれどら、 これを 

- W て乂 國か參 加を 化絕 ずる 砸も 

と卜 よら やお-ろ がるを 歲じ ホ闡が 

參加する；け逍德的力面じがて 

米闕 がせて かひし 位を を 國瞭的 

じ！！： 化する ので あるから 乂國の 


を 加は 得 こを あれ 柯等 損じなら 
や、 をし これ じな して 义國 の參 
加 拒絶が®: 證を 失敗に 終らし め 
ね 墙を歐 卵を 國ょ b 肚巧巧 縮の 
道を 化 壊した 黃 件ち は米國 じあ 
ら どま 張 さいても 一言 辯 解の 齡 

は。 いどい ふじ あるか、 

反對 論者 は 歐测の 陸 縮 

る もの じは パク カンな 化の 如 

く 當然を お 問題が 附随し ロカ ル 

ノ條 約は 獨逸 どの 納 係を 緩 か L 

たが： i - v しも バ八 カン、 ±お をみ 

他 i ソホ 面には まだ 巧る ホ か議を 

書か お 立を 見る じ まらず' なつ 

て寸 回の 陸 縮會議 じは 必らや 巧 

る 蚊を 問題を 惹 をすべく 其の 麓 

合 米； M のみ 獨り 沈默 をず る譯じ 

も 巧かず 自が歐 洲の蚁 治に 卞輿 

ずるを どなる ろら 不可で もる ご 

巧し 更ら にお 單縮少 じ 就ても 大 

統領は をのを 書に 於て 大海 軍 列 

强 ごのを 意 的縮少 を力說 しつ i 

あるら のじ 1 み巧强 のが 軍 力 協 

定の 如きが て 斯るぞ 數の圃 家を 

相ずに 相談を 要しない 上 じ、 

南 乂諸邦 W 參 加して ゐ 

る i は、 をの 海軍 方斜 等に 就て 

米 越の 事情 ど 相な 的 關保 上米 

國の 南米 政策を 混滩 たらしめ る 

ものであるから、 斷 じて 不可で 

ある どい ふ 点に 歸し これを 要す 

るに 今回の 眾縮會 惑に 對 し米國 

政府は 何等 反 おすく き 理由は な 

いが 若し ホ國が こゆ勸 誘に 旗ず 

る ものである ご ずるならば 先づ 

ホる 二 お 十五：：： を おて 龍摧 すべ 

き 豫備會 譲 じ 化か 大化 及び 武官 

を 派遣し 非を 式に 倉 蔑を 傍聽せ 

しめ-聯盟 S 縮 少某從 おを の條 

かを W 兜せ しめたる 後 始めて ホ 

國政 巧の 態度を かすべき でを る 

ごい ふ 溝 謝 高く'、 大統视 として 

もこ ni では 議會じ 興し 米國の 

正式 參 化を 懲逆 ずる 所な く先づ 

豫備會戚の進巧を監視^の 一 

方 にがては 

外を 手段 じ 放らが 軍縮 

ホは 画 際 聯盟 案を 大体 基礎 どし 

純 關化齒 のみ 米國 政府の 巧 集に 

て か 巧す るの 意志なる もの S か 

く、 をってをぃ將ホじ政が：^^を 

をピ 公式 じ 化 ホを 派遣す る 棟な 

; けな かるべし ど。 


嚴夕期 到りて 

前衛 隊 U 化戰 協定 

楊が 斷 近で 邦人 銃殺 さい 

芳澤 公使が 善後策を 協議 

東京 特電 二十 二日 潑 U 楊が 附近 じが' て 满玉祥 お 軍の 國は 軍に 
捕虜 VJU つた 難 波 軍曹 皮び 二人は (記 ま 曰く 前哉旣 報し じる 巧 
が 軍用 電線 破壊 お 巧に 關聯 したる もの か) 銃殺され たど 疑 はれ 
る お 策く 巧 巧を 使は 目 ド これが 善後策に 就て 協遙 中なる が、 一 
力遼 河を 前 じして み戰期 迫りつ： ゎる 張、 部 両軍の 前衞隊 はが 
蜗寒氣 がしき 嚴 冬期 到 b し爲 めじ 化微の 中を せを した どい ふ 報 
道が 連 L た。 而し 1 ま 恥 政府は 巧が 滿洲 出を にお （抗證 する 外 
巧 的が 巧を 目' 卜唯備 中で ぁる どの 情報 か 達し じ。 

東京 二十 一 H お：：：；： 目下 張郭兩 巧が 砲 かを 巧え つ--. ぁる 雜贿附 
を •して 巧 銜 不明く ド* らし U 本人 其 牠か國 人 約 六十 名の 消息に 餅 
V 外務省 じけ 何等 5 を 報 達し 居ら や、 が留 ほの 大部を は 奉 天に 
あ 難した るが、 滿湘じ 出動を 命せられ たる 派遣 お 溝 二隊は 本日 
ぶ 啡をあ 帆！ て 巧 地に をいた。 而 して 目 本の 滿洲 出兵に 關聯し 
だ 巧 支 服 人 學ホ約 八な 人は 本 曰 神 ffl 靑年巧 舘に學 ホ 大會を 開 罹 
!、 U 木の 滿卵 出を は 支那の 内政に 干渉す る行爲 でぁ b 速 かに 
樹 巧すべし ミの ホ 講書を 通過し、 一同は 外務が 前 じ 殺到し わる 
も 皆 官隊け 一二 名の 化ぶ をを 外緣當 巧と 會 見せしめ 化は あく 退散 
を W じ ■^れ わ， 

一 天津の 外人が 出 丘 ハ y 要請 . 

^をサ ー日 潑 = 天が にが 留 する ぞか陋 人は ホ 景が碼 玉 鮮將軍 
の dp じて 年 命 か 產の危 險を化 憂し 本 B 外務 おじ 掛 しあ 式に H 
本が 屯 軍の 增 派を 要 ホし ゎるが、 圓醒 事が 條 約に 化れば を國領 
お樹 がを 請した 媛 合 出を は 巧 能で ぁるけれ ども 當扇 側では 最巧 
祐^ 增 をが ぉ耶歐 民に おへつ-" ぁる 惡威情 •！ 顧みて 禱 機して ゐ 
こ。 而（ てを天化留巧人は外務省じお— 出動軍の礙正中な雑持 

を！^ ホした。 - W 務當 局は 英闕の 一新 閒がこ 2 際 滿渊を 日本の 委 

化^ お r すべし く 提議した る じ凿し 日本は がる 蔵 志は 畜 もな L 
ど聲 明した るが、 駐 H ま那を 使は 自 本の 巧 おけ 時機を 得た もの 
.でむく 巧 巧モ邪 人の お 日 感情が 巧轉 した 際 この 出ち を 特に 遺 減 
と 千ち 巧 戟 明し わ。 


が充 かで ぁる- 


金 織 解禁け 尙早 

東 ま 特電 二十-日 發 ；；：： 豫算巧 
示 曾に 於..」 お 口 厳 化は 容 辯の 一 
節に めて 貸み 狀態 •持 替脚係 等 
大部な 善さ^ たる も 化の 巧 巧で 
は 差し 向 さ 企 輸出 解禁の 盧 志は 
ない。 今 U では 今 問 趙を賓 巧 的 
じを 量す， 一时 機-し 達して い 
ど 認める 3 口述べ じ。 ‘ 

斯波員 吉巧當 選 

東京 特電 二十 一日 發 U なお 川 
半 山 氏の 莱京補 缺逃擧 にがてで 
朝 報 記者 斯波貞 を 氏 (憲政) 當選 
しじり 


新 民府陷 落. I 

奉 天の 落城を し 

柬をせ 一:!: を！：：： 當化じ 達した 
を 新聞 S を 天 特電げ T 齊に奉 天 

の 化 西 一 W 哩の 化 お にある 新は 府 

の 東 ご 一一ち 単は 擊 退され 郭 化齡將 
軍の 軍 徐じ换 b 占頒 され じる 旨 

を 傅え. 化が、 i 殺は 今 固の 戰况 

を 何 じ ㈱ せ や 張 作霖？ '政治的 失 

脚は 旣 をめ 事實 t あ' るど觀 測し 

をつ H 本の 満洲 出を じ 關聯し 奉 

天府が をが 日本軍の ずで 軍 率 的 

占斌 さいて ゐ るかの 如く 外國 

では お 惟 マれ て & るが、 るは 誤 

解に してけ 本 軍は 城内の 外人を 

が 護し 秩が 維持 じ 努めつ！ ある 

も 政治は がが ごして 支那 人文宫 

がま 配し つ： あるを を力說 して 

ゐる〇 

上海 廣 東に 

排外 暴動 說 

上おサ ーを 發 ==當 地 H 本ん エ 

傷 じ 就 働し っ、 > みる 職工は 共產 

黨の 煽動 じて 日本の お 測 出兵 等 

じ 化る 政 お 的 事 伸 じ 刺戟され 巧 

びエ煤 破壊の 暴動 じぶ び 共產黨 

領袖の 檢擧 さ-る i じぶんで 义も 

暴動 化し 五月の 騷動 事件が 巧 燃 

する 操樣で わる 0 

廣を廿 一曰發 -n 當 地に 巧び 排 

キリスト 敎述動 起ら て黎動 化し 

英鹽人 宣敎帥 ょら 出を しまが 人 

じ^^ら經營される學校々をは裳 

徒の 爲 めじ 祕 壌され た。 

軍縮 參加說 

ブ シン トンげ 1 目 潑：： ：：； 最も 唇 

顧すべき 筋よ b 械れた 報道に 

れば 大統領 ク） リブ デ 巧は 第二 

軍縮のを 加 r 爛聯 し議食 領袖の 


意向 も乂ホ 明な となつ じので 具 
ホ 的に 瑟加 する i をみ 必 して あ 
く 化を 派 遺の 豫算支 おを 議會 'じ 
求 わる 善で ある。 

國際截 判 ご議會 

ヮシントン サ ー H を：：；：； ホ國の 
國燦 裁が 所參加 案は ほ ホ、 共 か 
両黨の 有力が が閒 結して 頗るち 
選と なら 先期議 會じ强 硬な 化留 
まを 提出した ペン 州 選 おの ぺバ 
—氏も 右の 修あ 案を 撤回して ク 
— リツ デ 案じ 於る 兹一加 じ 賛同し 
たるを なて 恐らく ホ 年の 議會明 
け 後 じは おもに 批准され る 見込 


住する 外國乂 じ药し 巧】 ヶ巧 0 
內じ 退却を 命じた が ユカ ツスク 
は髮じ 英米が 閣じ 長期 稱 借した 
る レナを 鑛じ巧 おして ゐるど 0 

陸相 彈劾 失敗ず 

バ リー:;= 一 り發：：：：本円の雜食 
じて 社會 黛は シリア ピ がける 軍 
事 總督サ ー レィ 八 お 軍の 失政を 
指摘して シリア 委任 統治の 撒朦 
を 要 ホし これを 磯 貪 ごして 前 旨 
相'.- して 現じ 陸相で あら パン 八 
ベ ー 巧を 彈劾 せんど 試みた る も 
ブ リアン 首相の 雄 辯 A 委任 統治 
撤廢の 不可能を 力說 した 結 お 一二 
巧 票 對廿九 票の 差で 社會黨 案は 
巧 かされた。 


ぶ 利 機業 者 休業 

まを 特電-十-日 發 u 悲境 切 1 

お 策 盛き て 田 利 機 菜 巧は 二月 十 
五日を 间盟 化； 裴 する； どなつ た 

梁 瀬の 壬 瘍燒夫 

東京 特電 二十 一日 發 U 梁娜自 
動 車 闽會を 浦 H 傷を 燒し 自動車 
なを 燒 朱、 靖舊 六十 巧圓じ 達し 
たが、 保 除 余 巧 方 圆を附 して あ 
る VJ 〇 - 

岡 野 巧 婚篤狀 態 

東京 特電 二十-日 發 U 枢密院 
副議長 岡 巧 敬み 郞 氏は 容態ぎ つ 
つてを 篤を 傅へ られつ； あるが 
今间 男爵を 巧り られ た。 

油 四 協ぶ を巧决 

.ロンドン サ日發 U 吳國政 あ 
は 髮じ國 際撇披 幹部 會 じて 巧 ま 
したる モス！ X 池 田を 巧 統治の 
議會 批准を あみ 政府 侧は滿 媛 一 
をの 可 巧を あなたる も 勞働黨 員 
は 結 来して-' _ の 不ホ 寒なる 巧定 
じ反對 しを 員；^ 驚， し 結局 二な 化 
化 票 割 四 票に ゴホ がされ ボ V 卜 
ゥ キン 首相は 今夕 ± ザ 古を 使 VI 
會 見し 英± 巧谅 をに 關す るを 渉 

を辭始 ずるを でもる。 

西 化 利金 鑛潑見 

モスカ ウ廿 ，一日 發 ；；；：： 最近 巧シ 
ベリアの ュ 々ブス ク地ホ じて 一 

大金 鷄發 見さ C 勞農 政府は これ 

をが 議 する 意 かにて 间化方 じ 居 



♦昨今の ホ搜對 外を 政策に 就て 

善 かれ 惡 がれ， 世間のを 目を 

惹 ぐ乂氣 巧は 何と 云 つても 上 

院外を 委旨 長で ある ゥキ リア 

ム •ホラ^- ゴロ でる るゥ 

♦米 國の講 をても ホラ ■ — を 思 切 

つて こき 下 ずらの ど、 口を 極 

めて 賞 讚ず る おが ある。 をれ 

程に 彼の 懼値も 認めて ゐられ 

る譯 であるが、 平素は 國際聯 

盟乂反 お 論 巧で あら'、 軍縮 大 

餐化 論者で ホる だけに、 今废 

の 軍縮 巧 題には 流 おじ：： 一を お 

じられ て默ツ L ゐ る。 

▼この ボラー 昔な 本名を ゥキプ 

アム •エド ダ！ •ボラ— ど 呼び 

千 八 ち 十五 ザ 六 巧 か 九 口 じ 

生れた どい ふから、 ホ 年は 六 

十一な だ。. 元 かは イリノイ 州 

のをれ であるが， カンナ ス大 

學の法 巧を 出身した 辯 護 ± で 

もら、 過去 州 S 午 どい ふ もの 


はわ 巧 化さん をして、 牛馬を 

まごし じ 筋 巧勞働 上らの 智識 

階 終を だ。 

♦最が 辯 譲 ± たなつ た當 牌、 

支那 人が 殺 入 事件で 初めて ァ 

ィダ ホ 州 監獄で 電氣 死刑 じ 逢 

はん どした のを 救濟 した 人物 

で、 を洋人 <一 緣 なの 獲くない 
人で ある。 

♦がの 上院 講員 ごして 共 か黨の 

爲 めじ 蕴し ヵン サス抑 知事た 

る こど 二回、 千 九な と 年、 上 

院の人ご；：*つて0ホ、 自由派 

の 議員 どして 知られて ゐ るが 

蹟も 彼の 名を 踐 したのは 國際 

聯盟の 反凿述 動じ 際し、 り 

デやゲ ヨンソン ご 違つ て 無暗 

じ 他 國を非 雜攻擊 せず、 條理 

整 おた る反猎 派の 圆± ぶら で 

ぁつね。 

♦今や 上院 外を 委旨 長の ま 職に 

ぁる だり じ、 巧 巧 大統領が 歐 

渊 漫遊を 擲 めても 動か。 いご 

ころ じ、 野人 化の 深い 化の 風 

格が做ばれる卜は^^ いかとは 

一般の 評で ある。 


外交官 

十二 階 樓ま人 

「雨鹽 のを 權大懊 は、 一 つ テ 
1ブ ^で午黎をごるミじなつた 
ホ歐 政府は、 冷藏 庫に ゥン ど 山 
海の 珍 ホを 化 人れ たらの ご 見へ 
食に 十二 皿 も 出して くれる。 
をは 二 一一 一日して から、 これは 氣 
をつ けねば；：* ら のど 思つ たので 
乂 いじ 節制して、 バン ご 野菜 だ 
けで 濟 ませる 5- しした。 小を の 
小が は、 これに 反し 非常な 食慾 
で、 巧んでも かまは ず 巧つ 端 か 
ら ホげ る。 餘らの £ じを るじ兒 
かねて、 かう いふ 食物のう ちじ 
潜む 婚險じ 就き 注意して やる ど 
小が は、 H 本式 勇氣 性を 發 揮し 
必配 無用、 おれは 何でも 食べる 
ど 云つ て 大食を 續 けた」 

「をせ るかな ろが 必身 ども じ 
健か で ア メ リ カ を引揚げる2 が 
が ホた じ 引換へ、 小が け 膽腎の 
障 b から 一、 视の チブスに 罹ら お 
潑前じ 見舞つ た 時 じは、 巧の 中 
で啤 がいて ゐ た」 

-れ はクキ ブブの 自叙 傳 じあ 
幹で ある。 勿論 ぃ 'で 巧 b に 
儘の 實 際を 描いた r けで あらう 
が、 をれ が 僕には なんどな <ポ 
ッマ ゥス 談判の 顚 末を 常 意 的 
じ縮篇 した もの； やう じあ はれ 
てなら ない 0 

千篇一律の 戀 愛物留 ゃ、 荒 唐 
無稽の 講談 本ら あき'- -- ^ たの 
で 僕は、 ふ ど 書删の 隅から ゥキ 
ブブの 自叙 巧を 梅 出ず 氣 になつ 
た。 傅 記は、 小說的 興が ご曆あ 
的敎訓 どを 兼ね 備 へて ゐ ると 思 
つたからで わる。 

しかし、 n シアが 戰爭 で懷敗 
し；：^ がら 外を で 奇勝を 樽した 內 
幕を ゥキッ テから 聞かされて、 
僕は 輿 ホで ころ か、 幾 巧 もを 乂 
息せ ざるを 得な かつた。 

賢明；；6ゥキ ッ テは、 溝 一 着に 
仲 戴 役に立てる 米國の 輿論を 利 
用す る じめ じ、 をの 新聞記者を 
ず馴 づけ 始めた。 大帝 國の 大宰 
相 どして、 海 大で橫 柄な ゥキッ 
テは、 足 一巧 アメリカ じ 入る や 
忽もホ ほま義 で、 鹏 な 的で、 無 
邪氣 なが々 爺に 變裝 してし まひ 
袖 巧。 る ド 級の 新聞 記 着 じ對し 
て も、 さながら 巧 おの 友に 逢つ 

じ 如くに、 胸襟を 牌いて 談笑す 
るの みか、 惜し 氣も U く 金を ま 

き 欺らず ので ある。 が 人せ る惡 

童じ等しぃ新聞記者の^どて、 

お 具 ど 菓子 ど 一緒に 貨 つては、 

ち預天 じな つて 院ば ざるを 得な 


かつたら しい。 

一切 ガ 事を 秘 あで 巧し 通す H 
本を 施は、 新閒記 まを 蛇蜡 のか 
く 忌避して を づけ；： > い。 たま さ 
か 遇へ だ、 無を 想 U お 巧で 彼等 
の惡 威を を i るに 過ぎな かつじ 
機敏む ゥキッ テけ、 談 おの 始 
めじ 新聞記者を 會蔑 室に 入れて 
は Vj うか ゴ提 謡して、 それを 事 
事し くるを した。 ゥキツ テ 曰く 
「これけ 勿論 眞面 目：；*^ ホ 駕 では 
なかつ たが、 円本 側で な卦 する 
じき まつて & るから、. 一寸 惡戯 
を やつて 見た ので ある。 をのを 
小が は 一 も 二 も。 < をむ じ反對 
したので 巧 聞 記者は、 H 本を 權 

の 狹量ご 陰 除 どを 鬻 倒し 始めた 
ので ある」 ご。 

やがて 談判は 樓 太の 御簾と， 
十二 億の 軍費 賠償 どで、' ィタダ 
巧 詰る。 新聞の 作る 米爾の 輿論 
は H 本の 要 ホを 譯も 過酷 だ 
ごい ふに 一致ず る。 

日本 じ 巧 患を 持つ た 八 I ズゲ 
エ八卜 大統領は 尘地 だけは よか 
らうが、 償を のみは 少し 無理 パ 
ご 日本に 巧 息す る。 

ゥキッ テは 最後の か必 ごしで 
「奉 質は 證 論よ もも 强 し、 機 + 
は 現じ H 本の 占領す る 巧 どな も 
を國 はこれ を 取 6 戾ず 力が な .T 
を 如何ん せん、 償を は どら 巧、 
割 地 だけは 一也い 能は ざるべし j 
VJ 本搜 政府に 電 がする。 

然る じあ きらめの 惡い H 本い 
權 太の 方は 半を でい i から、 な 
ゎ ザ かの 化ら じ 十二 億圓 をく ゎ 
ど ねら 巧した 0 
老猶 U ゥ キップは、. 個人 ご’ 
て ご 云ふ條 かで をれ じ 同意し、 
一寸 小が を うれしがら せじが、 
欄 もな < 本國 政府から、 礫 太 $ 
半を；； >ら やらう が、 金は 一文* 
出せぬ、 をれ で 纏まらず ば 引 化 
げろ ご 云つ て ホた。 アメリカ 爪 
輿論は 異口同音 をれ を 是認し 4 
H 本は 終に 償金の 要ボ をを W 
撤 凹すべく が 儀；：. くされた の，^ 
か、 今 さら 償を がごれ ねば、 仙 
太の そを を 部に するとを ひ 兼」 
て、 結な 化路 ごら 中の' 馬鹿を 口 
たので ある 0 

をの 後 あ ひが b の惡い H 本- 
サィべ ブア 出ち で， 大枚 六 億- 
い ム 代償を 挪 つて、 も よつご 加 
太の 殘 半を 化つ て 見た が、 を 
化を 談が でまん まと 露 固に 一 
房され てし まつた。 失 雙はザ 
一文 も 返ら やに。 

大滋は 無慾の 如し ごは、 誰 
言 ひ 初め けん、 地下で 嘲笑 ふ 
キツ テの 顔が 見へ る やう だ。 


海の 巧 ご 外 

♦支那の 戰爭が 寒さの ため 
化戰 をし さぅ じ つたら、 上 
から 廣東 方面に 直つ て 外人 挪 
あ督敎 が 巧の 騷 勘が 持 上らぅ 
云 ふ。 いづれ にして らち 那だ 
じ 物事が 徹 をして ゐ る。 

♦ P シァの ホ ホ 派 詩人が 米 
じ滋遊 巧、 モス カゥで 米 図の 
樂も數 術 も 人間の 生活 も 組て 

をのた めじ コンマ t シ T ラィ 
されて ゐる どが 說 L た。 こん 
; を 知らたい 爲 めじ わざ /、 
圓へ ホた 必要 もない. のじ。 

♦クリスマス、 わ 正 骨、 を 

前じ粮 柿が 輔 つて ゐ る。 



街頭の 人， こない 

y 力 八ノ化 約が お化した な ホ 

こ n . に 新ての え阀 、特に 闡巧問 

幽じ捣 ザと 抑す こごに 妙を 得て 

.) ろぶ 曾が、 不化 み。 巧 じ化默 

を寸 つてん たこ ごは、 始 にも 巧 

をが 本欄：.： がて 巧 摘し じ 如く、 

第二が 帖縮 少巧遙 どい ふ 化が 的 

义 巧を におして， 聯地 かいか U 

る 力 巧を 採る に-をる で わらう か 

ごい ふ、- 姑の 削の 靜バ さで あつ 

た〇而 して ザ 縮を が i 巧が 許の か 

: 、む 得た 米 闕盛哲 に 到し、 赖盟 

3 笠々 たる 卿誘參 加は、 流 巧に 

横单 的な 論の 雄を なて 嗚么 乂國 

畿會 をして、 ぶが たらしめ てゐ 

る SU 搞 快で ある 0 

聯跑 の 幹が が、 r メ 9 力を 翻 

誘す る爲 めじ 化づ 非職 胜鹽 どし 

て わ仲閒 外れ 同志 どむ つてなる 

獨逸议 び。 シアを がげ' した こど 

け、 『聯盟 闽 にがらす』 ごの 理 

一山で これを 植絶 する アメリカの 

力 策を ホ 事に 打破して & る。 巧 

等は この 仲閒 かれのが 待 じ掛し 

て、： S ' 化 メキシコを t を ま U か 

一つた かを 奇怪と ずる 位で ある。 

をい-ししても、 大統領 クーリ 

ッデ 氏が 今 おらと なつて、 ゲア 

八 サイ ユ條 約の 逍 物に も 等しい 

コロネ 片 •八 ウスを がか じホワ 

イト •'ソ ウスの 賓を どして お涛 

したり、 アゾダ ー ウッド、 ボラ 

1 氏 等の 盛會諸 おを 頻繁に 巧ん 

だり、 闕務 畏官を 派遣して 懇談 

せしめたり 『奇怪。 る ボワ イト 

-戶 クスの 代 辯 巧」 からを ホ あら 

氣 いょ 裙 道を、 化 間 じ 傅へ てゐる 

内を をを するど、 ク！ リッ デ 氏 

もま 外にを 居氣 のめる 人物の や 

うじ 見 巧 けられる。 化獻寡 言を 

なて 鳴る 大統領で あるから、 恐 

らく 化 人を ホら し、 他人の 口を 

して 自 ご の 息を を昭 示せし めて 

ゐ るので あらう が、 化默 蘇. 言 も 

1 W 両斷 的の わ爲が 伴は U いじ 

らば、 をの 憤 値は か はれて 了 ふ 

ものである 0 

クー リッ •チ 氏は W 攸じホ フイ 

卜 •'ノ ウス， ょも 街頭 じ 出で ない 

のでん るか J 


新. しい タマ ニ I 

三 ユーョ —ク挪 か ホス ミス 氏 

か、 過般の 逃擧戰 P : 光を じ 州 K 

ま媒巧 海を どしての 位 的を 確が 

— ^ 、 ゥネ 作 力-- 氏み ニユ- — ョ. 

ク 巧を じ當 選した こどは、 即ち 

斬 装し 化る タマ ニ ー、 なをされ 

I た タマ ニー の 出現を をホォ ベ' 

I ものである V . は、 巧 等が 赃に逃 

^お前を兩抖にが^お械-たど- 

!ろであるが、 昨今ゥォ^力？巧 

j が 皆 化が お署 の收赌 疑獄を 贈ぶ 

I して 巧が を 並びに 現 替お署 ちじ 

をの 化締 を嬰ポ し、 明年 一巧 

IHW 後の ニ ユ' — ョ ！ ク もは、 米 

I 國 じがけ る 横 箱が じらし めん ど 


I l-i 瞩 氷） 


The Japanese Christian Inst パ inc. 

3 が- 330 E. 57th St. New York 
Phone; Plaza 6752 


KE 民 民 在 MAVO 民 
1023 Third Ave. 

8 別. 卽 在 81 Sfs. Telephone おが nt 2903 


を间人 本日 

巧專 靴型 小 


を ホき 离ぶ 小き 廣 .を 小き 巧 



Imofo Bros , Inc , 

(Formerly 陆 sirubehi & む.） 
17 Easi 17!h お.！ U. 
Tel. お uyv け ani が 53 


臟パ睡 誦郎. 

45-47 E. 20 比 St. 

Tei. Caledonia 9755 


F. Murray Hill Co. inc. 

Esta お ished けが 
fisom を 14-8 巧； 2S お sadw が 
Phone BowHng Green が お >4 郎 ； 


Dr.T.CTakami ! に E. Yoshii， M.D. 

176 Cumberland St. Brooklyn | 9 が w 7ld な 

leL^niberland 2311 | jaL EndWHSM 



驚 科 跟學大 盛 比偷を 
118 E. 巧 化な， Te しお gent 7094 

224 E, 14th な. __ 
1144 3ni む も， bet. が ih4? 化 Sis. 


Midori Mettsumo か 
38 Post わ e. G も 
Te!. Washington Heigh わ 0 が 7 


M. Tsuchiya, D. m.d. 
巧 4 W, 73rd お. 

TeL Trafalgar 8509 


Y . ITO 

端 Eesf 谢 dSI. 
Oor. Uxmgka iU も • 


NIPPON TAiLQRING 00. 

3QQ W. 58th Si 
Te!. Columbus 4173 


お 

京 

山 

お 紐み 
京肯ノ 

內 



… ■^延 MTE さ F な 

Custom 
1 ailor 


山 こ 
洋； 

服？ 

^ 67 W. が 祀な， fl.Y. 

妓 2 TeL Bryant 7079 



細な . B お ilche Fish が 

1264 Lex:. Ave. Cor. 8 な h St. 


搂敎語 英人婦 


Nippon D び Goods Co. 
1261 わ Bad 巧 ay, City, む r. 31s パ I 
Telephone お tm. 5 お 8 
8 な r 前 5951 



3 Maiden Lane N. Y. 


£ 繩を鑛 銀 金に 幷お剛 金 

類 ぉ賓匠 意新最 i 


Koike Studio 

巧 7 目 化 わ も 
..Gor. 巧 化 お. 

Tel. Caledonia 6394 


: MTSum CodPAw 

巧け Broadway， N. Y Ci け Coj.^thSt 


Dr . G •比 M が tin 

DENTIST 
743 Lexing お fl わも C が. お 化な. 
Phone Regent 2457 


K. Iwamoto, M. D. 

1 玉 4 が • 70th St ， 

T ち !. Trafctlgai* 0352 


KAN 之 O OGURI M.D 

214 おが Sf. む uoklyn 
Tsi Cuniberiand 1080 


TOYO N* TSUGARU 

が 巧 flTIFIC J が ANE な も 1 だな UB 
538 W. 17 お }! み reet ， 
Phone. Wadsworth 5942 


YUKIO MSHJMUR ん M. G. 

2旣 煤 目 s! お fh Sireef 
Te!. Ri 巧 rside 8883 


Sabro Emy, m.d. 

7 が Park Aire, 
cor. E. 72nd St. 
Tei. Butterfield 9324 


T . KASAI 

Marchant 

Tailor 


TIMES BUILDING 
Room 304 
NEW YORK 

Phone 
Bryant 33 け 


DR. H •ん GARDNER 

DENTIST 
け L81dSl A が. お 
Te し 恥 ged 71 が 


每 

午 午 目 マ 
化-^ 診 

察 


水 
午曜 

後 後 前 U 
—宁五 九 


時 前 時時? 時 


九 ザよ 
時 


1 


間 




I ん LXEASA も M.D. 

I 109 East 87th Sheet 
I 8eL Park & Lexingbn むが 

i げし lenox が 巧 


! 霄喉觸 鼻ち！ 

I 間 時お彰 
I を 正； 至 時 十 醉午自 
i 時 八 至 時み 後午自 


KOSHIBA 

STUDIO 

舘眞 寫柴小 

661 Fifth A'e.i 
TeL 門 aza お 12 

Branch Siudio 
Westminster Street, 
わ!} vidence fi •し 




:紐 i 茹一 

I 草を 

.扫 ^ 夕_ 

本 

人 

去-' 

-瞥- せ 
を-を 
rl 李 

貪-業 I 


▽ Hsu I 

を 書 巧な •とそ I 
共 潮會タ セが キ 
禮巧說 を $ ホ 
▽水 曝 U 
啸饒 會夕八 時'. 

▽ SU 

藻巧會 父は を 
話 曾 夕八か 

を 宿 巧* 旋 行者 
案 巧が、 人事 巧 
談 報、 諷査巧 •巧 
業 岡 おが、 淀 黒 
战键を 度® 諸 課 
を 設け 旨 員、 ホ 
會 員® 巧を 計る 


巧 巧 說か日 巧 H 午 巧 八 時 j 
が 腐を 木が 日 午を 八 時 J 
がを 食 王 IfH 午後 八 時 一 
をを、 留曹 ま、 娛巣 まの 鼓 礎 も一， 
ホ賓を 歓迎す、 を 箱を 利用 eil 
化が 乂川お 四 1 

u 本人 基督 敎 修道 會 I 

102 \ V . 12 ぎ 一 St 之. Y . ご 一). 一 
Te 三 害を を 97 送 - 

日本人 2 敎會 1 

な 帥 川な ボ么進 ^ 
幹事 旧 中 巧 二 j 

.1 さ a ミ se 3. E . 覃 urch & Insl j 
ち 3 w . 養 Si . TeL Clark 岂 こ 置 1 i 
巧 巧說お 目が u 午後 八 時 一 
祈 結食乂 IfH 午を 八 時 I 
裁縫 會火曲 白 午を 二が 1 
♦が おを j 
な 置を 倫 比 亞を數 み 下がを 十一 
五を 學ホ會 社員 旅巧ぞ じを 適 j 
鼓 滿圈菁 雜を斩 就义を 滞娛裝 一 
具衝 易を を あら ； 
をを 踏袭 周旋、 旅を ま 內 、を课 
事 菜 調を、 を 化 ザ 事 巧 巧韓度 
等 同胞 諸 巧の ホを を 徵迎す 


尋れ人 

疫巧 細を 廉 I 二 山 口 湖川 廉一 
山形 齋藤久 S 郎大阪 を々 木 あ 
福 岡 巧 巧 時ホ郎 福 ホ 山よ を 
山 口山 本龍阐 巧 島 西 お 巧 一 
ま川淸 一耶 (旅 巧 ま〕 7 ィ 阿部 
化が 道 跨 巧 男 廣 島が 卜 •彌お 
岡 山 小西廢 タキ 巧川离 木ぶ 記 
合の* じ谊 なを 巧き 度な と 
肤强 おん 控< はおん ょらを 
化 巧 脚谊か 頸上睽 

純 青 请國總 領事 舘 

1 を ミ〇艺 去 ay N ミ Ifork 呈 y 

が 巧鐵木 下义巧 

W 三ち. 1 書写 
ぎ Moniellt 8 式 7 

化® お卸寶 

..五味 厨會. 

W E .17 thst . J . Y . 呈 y 
一 el で uyvei こ 745 

ホ馨籍 ♦雜誌 ♦新朗 
縱聲 室を 閒 
執 お 午前 九诗ょ h 午后 五 時を 

-紐育 日本人 會 

西 丑 十と T 目 二 五 〇 を 
ち 話 チア クグ 八-九 0— 九 一 

が 留 靑年理 おの 購化 

H 本人 靑年會 

《 W - 議 Si . ジ ー. Clarkson 12 た 


大紐替 S 本人 

基督 敎靑 年會 

な W E . 5 害 St . N . Y . 呈’ 
ぎ 五 置 8 呈 


日本 陶碟器 
雜貨 類卸賣 

卜 一に 
dy -)- 

ブラ ザ ー ス 


U 本雜貨 

ランプ 卸賣 

を 良 貿易商 會 


稅關 事務 

東洋を 地が じ圣化 
をの 簾 お乂ホ 法に 
踞 する 一切の 御 諮 
問じ應 じ、 錄道窺 
離 貨物 運賃ぶ お 机 
を 稅觸手 鑽蓄等 お 
呈 す、 重要 都市 じ 
化理 巧を がし 誠 寮 
敕速 御用 命じ 應や 

な驗 取扱 


卻合 じ-； 當 みの 聞 

診察 

午後と 時！ 九 時 
H 躍は 前が 願上娱 

け； ノ吉 居焼彌 



午を 一二 時 ょら 六 時 
H 耀け 前約 相 願 涙 


ドク ト八 

烏 見豊彥 



齒科醫 

夕 年の 經驗を 巧て 
最新を 巧 學ず祗 じ 
堪能 じて 信用 篤し 
U 施術 料 低廉 =： 
日本人 諸君には 持 
じ 了 導 懇切 じ 治療 
紐 育 《 を認 
ブル'^ — . ム 


ドグ 

卜か 


)1\ 夕 Shish 左 〇, D. D. w. 

畜 W . 呈 h S 1 ぎ 置 istt 養 2 

がち 州を 
級 腐巧酱 


K 戶良一 


自午陆 九 時 
自 午み 一府 


ま 十二時 
巧 お 時 


該 察が 間 
午な お时！ 八 時 

江 見 一一 一朗 

引續 きべ 作ビュ ー. 
病院な 勤 じ 付を 時 
間 かぶび 日曜は 前 
約 じ 限る 


檢服並 じ膨鏡 調節 


齒科醫 

止 谷 基 

彰察 時間 

肖 午前 义 時： = 十二時 
自 午後 一時 U 五 時 
時間外は 前約 じ 願 ホ 


紐 育 州を 認 

內お省 免許 

東を ホ大醫 科大學 
產 藥な潛 巧卒萊 

產婆 松本綠 


が 本 
萍服庙 


わ' 川 信を 郞 
松 _ 本が 


h 可 五- H 二 T 自 

i ニニ ーニ 

^ が 藤 
^ 服 巧 

作ブ謂 么こ 一二 


正直 ど I か 切 どを 旨 どし 確 賞 
•信用 あなが 品を 精選し 
特別 廉 P で販賣 致します 
クォ グチム 、ェが デン 四 割引 

其 化は 化て 一一一 割引 

お 輪 鎖 增を屬 並 じ寶石 類】 切 

ミ 八本 ンが 計、 少ブ ード ィ 

9 ノィ f が 計、 を蹄展 時計 

クォ ー タ ー マンを 年 拳 

主 パン^ プ毅筆 

純銀 器 並 じ 銀器】 が 

御歸 朝の 御 ± を 一切 

時計の 磁簿 はが 險付 じて 確 賞 

にお 化 自身が 致します 
午後 几 時まで 開店 

西 四よ 于目 一四と一 一 五と 

ブ ム-|- ドゥェ！ を 化 巧 

ロン-タエ カ 1 •ヒ八 テン ク 

煤 九 二 五 号 蜜 

お 川岸 廟會 

蒂話 ブライアント 四 一二と 四 

1芸|吉 さ- Kil 呈 . 147.157去.42互与 


おき ホ國 婦人 
H 本人への 英 
一' 語教 投じは 夕 
一年の 經驗を 有 

す 0 1 レ ブス 

ンと 十五 化 
巧り 朝 化 時ょ 
ら化化 時を 柯 
時 じても をし 
リ曜 日は 一時 
よ b 四時 迄 


日本 


ーフ V - ク 7 -i 


奪 


寫眞* T 池 


第五 街 

四 ご 一と 


目す を沁 せを ネを A お、 词ぶ 

寶夕そ 4一 屬媒 \ みみが^ 

クオー んザ A •无 シン 妳が 巧 刻 引 
尸し ワー F: ノ ミん トンが 評 を 刻 列 

がみ d 化 念矮卖 がを 刻？；；* 
憑ぶ ふを.- 巧％ ふク刻 左が 
ネ 半み がを-が 半 夕刻列 

城错槪 巧瓜乂 

>巧8> ゲア ♦ィドち 八 ニニ 


體揉 療治 

神經搞 、リウ マチス 

風 お、 打 身， 頭 肩 腰 
硫 み、 留腹病 其 他 
出張 親切 じ 治 操 中 
上ます。 削 約の ホ 
は 午を 一二 かよら 自 
まじて 嫌 術し まず 
U 本鐵が 
專巧學 お 卒業 

I 肖 I 津輕 東洋 

西が と 十九； j 目 まへ 

蓝話 フ乂オ ースぶ 九阳二 


診察 瞭間 

午前 乂帖 1 十 時 
.午後 六 か 一 八 時 

. パ^ 小 栗 幹 一二 

紐 育 ホフ ラ 7 ! お院 
窮ぶ巧 病院 勤が 

武も ブンバ ランド 

■病说 勤務 


D 夕巧巧 NJi 巧 C 巧 CYA^ 
呈吉ち 夏 CT 登 

普 7 呈三 ve - f r ち 己 S 1. 
ブー芒 mier 兰 11728 ぎ 〇ョ 7 泛 

パ* ル' 古な 謙 次 

月、 水-を、 午後 一時 ょら 五が 
を、 ぶ 地は 前約に 願 ひまず 


ル 


が 瀬九廊 

86 Lexi 喜 n Ave. N. Y. 百ぶ 
Bet. お th& 27th Sts 
一己. Madison ぶ-さ 18 ’78 ち 


」0巧ち 空 OGC 空， M. p 

豆 ちを 9 ち h St . す 三 ork 
TeL Rivers cl こ芭 3 か ジ夏 ler 1 哀累 

於ぐ をへ 午前 九 狩 1 午後-時 
震を を 後 六 暗！ 午を 化诗 

y 臟 •年 齡九睹 i 年後 妈購 

ドクトル 小 莱乘吉 


齒科醫 

H 新 ま 無 滿お療 N 
夕 年の 經 験を なて 
り 本人 諸君は 恃じ 
了 寧 懇切に 施谣す 

卜^マ チン 


診察 時間 

午後 一時 U ご 一時 
午後と 時 U 八 時 
を 知醫學 ± 

パ i 本 違 一 

古渝比 亞大學 ぶび 
八 ザ ラン 病院 鐵務 

H 曜は 前約 願上展 


I 難 揉治攘 

’= 水ぶ び電氣 治療 U 
筋 揉 肩 驟の痛 首 手足 
の 不動 神 經痛リ ゥザ 
チス 慢性 胃騰 お神經 
衰弱 お 其 他 
ぞ前凡 時 ょら 午後 九 
時療療 おお 又は 自を 

ブ ジオン ラビ スト ‘ 

.を- 敲 西が 幸 男 

.を認 マツず ー ジ 術ぶ 
看護婦 

朗手. ミ ス ! ヴ パ 


笠が 洋服 巧 


成功の 秘說 

'米 園 ま 英語を 認ィ奉 
はが 巧の 第一義です 
本 枚には H 本人 敎授 
じ慨れ た專任 婦人を 
饰 あら 懇切 じ 會話通 
陌文 社を 語を お 巧 ~ W 
ます。 B 曜 週り 共に 
ザ 前 化 時よ b た..' を 十 
時まで 閒 ほし ー ンツ 
スンと 十細づ 玉。 ず 
H おちに ホ 校 あれ。 



メ ー シ ー は紐育 最大の ザ パー トメ ント商 巧で あ 
ります。 巧ら しい 昇降機 VJ エス々：^ 夕 I は廣爛 
な 巧 内 じがけ る 皆 巧の お 買物 じ 巧を £ 概快 どを 
巧へ てゐ ます 

化巧で二おするらのならばメーシ？では 一 
巧 八十 八 仙 或は をれ な 下で 貫へ る； を どぅ 
•ど 御 記憶 下さい 

日本へ 御 荷物を 御 送ち じ。 b わい お 又は 巧 巧 物 
-レ 際して 御用の 堪 合は パ ー ソナグ ショッピング 
ビユ 1P1 を わ 尋ね 下さい、 親切 じ 御 便を を 計 
らます 




稅關 事務 取扱 

WiL 皇 I 广 受萬 & C0., 

ぎ 0 ヨー 262 ご Bi を ay> 呈》. 
Phone: Bq 宝 li 另 巧3 呈 81 萬 — 81 岩 
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大藏當 巧，、 一 

資本 利子 稅 

が 力 証券 案' 蚊對 

握 じ 本社が あが 報じた 政府の 
資本 利子 巧の 經 過に 就て 閒< に 
大藏 巧は 稅制 調査を はな 幹事 诗 
を L おき 础 々審谦 の お 裝大化 左 
の 巧 b ホを した 0 

資本 利子 稅 

一、 課 枕 物 化は ホの 通ら 

ィ 、越 内で ま 柳を 受 くる 公憤 

i ; 圓 巧を かわ， 社 傑の 利す' 

« 、がわ 煩を 利ず 

- 、 贷附な 託の 利益 

こ、 を 装稅小 課の 法人ょ b を 

くるが 常を ぶび 所得 納祝ま 
のか 得する ホ魯お 貸を 預を 
のが f 

二、 郡稅巧 ホ‘ しが 子义 はお 常を 

铜を S 協 ごし、 おを け 巧 かの 

二 どす 

ィ 、をが 社 巧の 利す、 預金 利 

f 巧の 如き 第二が 所得 親を 

課せら る I ものは 第二 補 所 

巧 祝 刀. 納期 £同 一 にず る S 

--、 网 憤の 刺よ はが 子 受領の 

がを W て納则 どす 

- 、 がを 菜 貸を 煩を が モの納 

期に 就て 1:$ 第 云巧 所得 稅の 

納期と 同' なじを む。. 但し 小 

額の ホを 藥 貸を 預金の 利す 

を これを な 一二 柿 所得 稅同樣 

四 朔に瞄 別ず る 時は 徵稅上 

不 が；：^ るを 0 て 小額の もの 

は納稅 をの ホ 巧に 應じ 一回 

」 徴収す る々 なを 講中る； 

營 業課稅 方法 

みに 前间 巧を をが なされた 營 

業 祝の 課 巧 ホ 法に 就て 幹事 诗案 

じ まき 柿々 審瓣の 結集 大化 

一.、 をぶ 祝の 誤稅 標準 どなる ベ 

き 純益は 前を 设實饋 にあく 豫 

算 じよる ふごし、 をの 算をホ 

なは 现巧 ホに 巧を クれ た課稅 

ほが 例へ ば 資本を、 賣上 化を 

が裝け 巧を 參ホ ごして 計算す 

る こご 

M 、 が牵にがて^^大綱案ホ定述 

b 巧ん ご 個ん ごじ 帖 別し 

ィ 、巧、 は 純益の'.:: みの 四 

口、 個人け 純益ん がかの S ご 

ィ るかぶ は：^ 人 ど 個人を 柯 

一にして 適な-」 をの 稅 率を 

ぜ べき か 

をに 就て じ 柿々 满論 あらが 蘇た 

る 患け 巧は を 年を のを 廢を哨 へ 

乍ら 今 闽は帶 に.：，：： 八十ぶ W の 

が 稅をわ ふ； ご。 つて 居らが か 

も 純猛じ おして 巧 人は.，：： をの 网 

側 人は パ かの 一一て」 な 化する 力 針 

である ご。 W も-; 制の 配當 をが 

ふ 巧 化じ對 する 課 秘は約 

二倍 內外 の 課稅视 ごな 

b 减稅じ ホ やして 增稅 である。 

おじ 火が じ' けつて 姐算 する に營 

お稅は 確か じの お.-：：:々 W の增概 

どな 6、 政府の 一一', り剛 する 二； C 八 

十ガ山の城稅はか叫^:^る則算か 

ら出 るかす 明で ある。 政府な お 

率 じがて 的 ほを 應中 ど稱 して ゐ 

る けれ Vj も 巧ん に對 しては 乂か 

'■りを の ニ ザ 巧 巧で 现 化と 大差な 巧 業が わ、 を 潰が が、 朝が 銀む 

きらの ご 見るべく、 晰 かる 堆稅 j の 一二 巧に 巧 かする 力 針で もる。 


上 巧 画 じ 巧て なをを をが しねが 
W 巧. 背 施 後 S お 墙課稅 の 弊を 馈 
める ため 5 述閒 かお 力 証が 柴巧 
の閒じ 化らん どしつ i ある 0. 化 
府計 おのを 本 巧-^ 巧實 施の 上は 
化卞 巧、 肚償 等は 一二を^ 課稅を 
ぞ ける MJVI i： •る 

一、 策： 一關 所巧稱 ごして 化 ホな 
'，りかの 脚、 化 化 (社 お" 銀け 煩 
をが f、 な 削 信託 利益^が かお 

二、 資本 利 税け かの. 一、 を 則 
ム かの 源ぶ 課税を 設く 

一一:、 化 人の 泌を 

ィ 、所得を 額が 資本を の I 制 
を 超 ゆ'。 谋 をが をの 四 
日、 M 二剧を おゆる おみけ か 
み 4- 

- 、 时 S 剌を超 ゆる 塔 合な み 

の 一一 十 

等の 綜合 課稅 をされ、 この 中 じ 

は 社 憤 等の がず もを まれて ゐる 

から 結 掃问】 

課稅物 化に 對 して 一二 ま 

の槐を 課ず るを どなる。 を こで 

前 二ち は 己む を 得 中 ごする も 第 

1 二 S 綜合 課税の 際は 社債 等の 利 

子を 除外ず る 檢大藏 をに 陳情せ 

ん ごする もの じて 肖 下大阪 がが 

藤本、 小 池 山 一、 神 田、 H 興誦 

券 業が 間じ脊 々協 講中で ぁるか 

ら柯等 かの 形 ホ じがて 近く お 面 

の 奉 育 ごなる でもら ぅ。 巧し こ 

の 速 動が 巧を 奏して 法人の 巧ち 

する 社 償 巧 子等が 所得 稅法第 直 

條 じよる 超過 所得を を 除され る 

場を じ 地方債ぶ び 社債の 大 投資 

ちた るが 晚巧 社が 最もが 益を を 

ける 課で あるが、 これ じ 就て 保 

晚 を社侧 では この 述 載の 成 巧は 

感じ 保 險會社 じごり てを 利なる 

のみ^^心や、 磕めてを理的でも 

るから 大 じ聲援 をが へる ご 云つ 

てなる 0 

西 原 借欽じ 

新 么倩發 巧 

約 一億 t 千万 圖 

大正 十五 年度 豫算お 上 巧が 政 

府 はお 支惜欲 整理 费ご してと •白 

十五 方 W の 新 お 嬰 ホを じし、 い 

ょ/,、 西 巧 借 疑の 整理を 斷 巧す 

る MJ ど；；： ♦つた。 をの 整理 力を ご 

いふの。 興 楽 債を おず けどぶ つ 

てゐる ものを を 債を を 化して を 

部 政府が 廚替 b し、 义肩轉 b 迄 

の 利子^',::: 十五ぶ w を かがが 引 

巧け てぶ 拂 ふごい ふみで わる。 

巧 支 惜な中 政 麻が 

肩替リ 卞 べきら のは 所謂 

0 ので あつ 


西. 原惜欽 VJ 巧ず べき- 

て 左の 述ら 

おお 電信 惜欽 

吉貧鐵 迫 偕な 削 貸 

が 紫 化 徵道閒 

山 お 一一 經进岡 

ち黑 おおが 鑛惜欽 

A 口 巧" 

右の 外が 栅借欽 約 四千 巧 川を を 

算 しを 計一惚 四千 义 W である-か 

屑替 b のために 政府は 弦朽 差額 

一一 一千 巧 W を 加へ てを 計 額面 一億 

とで 巧 川のを 憤を 後 巧して H 本 


二ず 巧 W 

一中 巧 5： 

二 中 巧 W 

二ず 巧 川 

ご 一子 巧 W 

1 憾 S ： 


姑圓 K の 餐浆巧 牌が の お 求を 巢 

切る ものである ど 巧 對の寬 見に 

■をした。 ホいで 闕價じ おする 

巧 本 利よ 稅閒趙 及び 倘結稅 率 引 


乍 併 政府が 斯く村 借な を 周替ら 

する のは かして 同 借 欲の 巧權を 

もお替 らし 檢ご いふので は く 

單に 一二 お 巧 お 濟の息 化かち して 


の 僮が S.- わ替 bL 過ぎない。 お 
つて ご级 巧の 支 恥じ 勒 する 按權 
U 松が S お 巧が 所 巧して ゐる譯 
であるかち、 阅惜 熟は 飽 迄も經 
濟悄 厥の 化 質を おする ももで あ 
つて 村 等 

政 前が ？；^藤を有/^ て 。 

ない。 をい は ej じ 巧む がが 岡 借 
な' S せ b をす るた め 逝た じ 一 
惚と 千で w のを 憤を おぶ すべく 
化が まを ホ期遙 曾に 提 |3 する i 
じな つて ゐ るが、 證 曾み 協 貧を 
經 じごして 欧府 は柯睹 このを 債 
を搂 がする か。 郎 镇遥 期：^ 一 
憶 2:+ お 千で 川 > 山み 償で 十六 年 
八 巧、 媛る 五 千万 阳 申の 二 千' 力 
wts 一般を 裳。 十 及 年と 目、' 一二 
千 巧 5： け 預金 部 引を けで サと年 
お 巧 ごむつ てゐ る. 若、 愼還期 到 
ホ 前 じ 中途 憤 還す を か 或は 償還 
期割來 なじ 俗 還す， なかごい ふじ 
歧府 では あるべ C 中途 償還を な I 

す J な {償還 期 到 ホ每じ 償還し 
たき ホ 望な るら-、 斯くては 间借 
欽 整理 初期の 岂的 じを しな' い譯 
で わるから 預金 部 引 巧け？ 一一 一千 
巧 田 ど 利 挪借銳 阿 千万 W 中から 
臨將 中途 償還を お ふ 意向で ぁる 
ごい ふ。 

歲ホ 4 融界 

'I 紐靑 商務 書記官を お- 

I お 超增舰 十一 日 巧 貿易 

輸入 季節なる じ も拘ら や將ホ 

S ずべき が 巧 多く 輸出 二 億 一 

千 nr 白巧阳 、輸入 一 億乂千 一二な 

阳 r して 差 引出 超 一二 千万 w に 達 
した。 この 中 勒ま輸 お 五 千 二が 
々W、 懷入二 千 お 巧巧阳 じして 

差 引出 超 一 一千と が 方 W である。 

おして 對か 爲替相 媛は 貿易が 轉 

巧微買 込み 等 じて 波 欄 あ b しも 

鼓 も 沈 靜期じ 移ち しもの！ 如ぐ 

正を おわ 建 おは 對ホ西 十二 兜 五 

十 他 C 十：：： が〕、 お英 一格 九 志で 

みる 0 

金 樂觀 .巧 初 0 ホ 資金 

间收 はま 械 W 滿じ巧 はれ 輸出 激 

巧 i 共に 爲替資 をの 需巽夕 <特 

巧 銀 巧は 資をを コー作 •ロ ー ン 

じ轉換 して ゐる がり 銀 貸出し 滅 

々もこれ に 原因して むる。 手が 

巧 巧 高は 增 加した る もが おはま 

つて ホ穏禪 越年ず る もの ど觀 

测クれ て 公る。 日銀を 懊を發 巧 

窩は 十一 一億 二け 巧 W 貸 ホ 高 一二 

おと 千と が 方 W にして n ) 八 一 

錢 凹が、 H 銀 調を のを 震 計畫資 

を 八 千 六十 万 W、 社債 發巧 高- 

千と が 巧 川で ある。 

株式 良 巧 望 ホ 燒もモ _ 

陆 及が じして 鐘が 新 巧は 巧 四ぃ 

町と 十錢 、一般が 品 あび 化 ホ 巾 

場は ホ 酸き も 綿が 類は がされ 戚 

化で ある。 橫 お及び 神 戸の ホ 糸 

先物 化 媛は 二 巧 一山 九十. 送に し 

て 利 二重 十六 川と 十錢 、端 ホ 也 

ホ高サ ニで ベー 4, ス 、輪を 二で 

四千べー グス にて 先物^ 媒 二な 

と 十二 川 九十 錢 、綿布^ 給 おと 

でと なャ ー ドに 達し、； 期 ホ 先物 

かおは 册六叫 十八 錢を ぁな。 

一般 巿况 り 级諷舊 '卸賣 

物 做 指数は 一 H ハ ー •四-一: なる が 

を 固 手形 巧が 高 六十 八檐 とが 巧 

W、 を圓 倉庫 化 荷 高ち 缸 一千一 一 


巧 巧 ET 乂超巧 お 速は 强調 よじ 
て 運 貸は 十ー ニが でぁる。 

フランスの 

財政 整 巧 案 

义 かお 豫算 困難 

バ ブーサ ー U 發電 にょれば 新 
藏相 デュメ ル 巧は 本 口を のて ホ 
年 一巧 ほの 會副じ 關し證 を じ 政 
胞 案を 提出し わが、 右は ホ 年度 
豫算 案を 本を を 内 じ 上 おし 得な 
い；- ダ 謡 明す る ものと して 政 お 
的 じ 注目され てゐ る。 デュメ 作 
藤 相は 錶算； 上に 必耍だ 财政整 
巧 巧 ど t て .k 有 煙草の 化 上げ、 
輸出品じ對^ る物お製造稱及び 
內歐 製造 碟中 じても 必要品な 巧 
の 物 おじ 黃 ずる あ稅案 等を 基礎 
どして々； 案 近く これを 閣 諮じ附 
する 锥 であるが、 産業を はフラ 
ンク 下を の 前途を 巧 憂し 今回 旨 
ホ 的に 資本 課稅 案を 提議した ご 
傳 へられて ゐる〇 




無煙 罷 H じ 

資本家 讓 歩. 

併し 解み の見这 勘な し 
旣 報の 如く ペン シ V ユこ T 州 
の無禮 が生產 じ闕炼 深き を 巧の 
ホ 長は がみ 事 ビン ショット 巧の 
罷エ 調な 失敗の 事情に 鑑み 巿長 
會 譲を P 催して 勞資巧 ホの 巧 表 
派遣を てた。 資本家 側は 約 二 
ダ條 の^ 伴を 粥して 罷エ者 側の 
邸 剔が 業ぶ び 向 ふ 五ヶ 年 じ 直る 
罷エ 休載を 提議した るじ對 し、 
罷 エザ麵 は最视 ょら ビン ショ ト 
案を 討議を 磯 ごして 動かない の 
で巿ぶ 貪 諸は 絕璧ど 見られて ゐ 
たが-. I ボ長 側では 重ねで 資本家 

側 ど i 議の結 裝游働 組を 侧がビ 

ンシ ー ゴット 案を 固執し ない 限を 

當ホ しがても 今後のを 涉じ對 し 

て 心 W 殊の化 徘を附 せ ホ 隔意な 

く 紐 一を 侧 S 協議す る 旨 去る 廿 U 

化ん。 3 て 回答した ので、 巿長 會' 

誰^ 薇 巧して 協議した る 上先づ 
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永興樓 

瞬 揃 ひの 料理人 數名 
が 日本ん 諸ち の 嗜好 
じ 適する 料理を 差 上 
ます。 朝 一二 時を 開店 
(な ホ 五 T 目 サブ 
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葉 どして は 余らに 當を 得て 居ら 
ません のじ 勘な から や 驚かされ 
ました。 あなた 樣は跋 謝 巧の デ 
ン H >. 1 ご 巧理屋 のをれ ごを 同一 
視 して ゐられ るので はないで せ 
うか。 料理 崖で プラィスの 割合 
じ 巧 理が歡 G いど か、 粗末で あ 
ると かいふ 塔を じ个 ホを いふの 
は をれ は 幸 - 當 からかれ ません。 
けれども 感謝祭の デン ナ！ が 云 
云 ご 訴 へ る 人 を今迄聞 い た ； 
あろません。 あい ょた 樣の御 お 席 
は 神じ戚 謝する ためではなくて 
御馳走を おか じあが 6 たいた め 
の 様に まには おはれます。 わの 
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から 眞 面目 じを して I 途じ威 謝 
する i の 出 ホた 時を して 涙ぐま 
しいを-」 聖い必 じな つじ 時を こ 
じ 何の 那 をが ム いませう。 例へ 
自 をの 前 じは あなたの 仰る 樣 じ ' 
タ ー キーの 首の 筋 だけが わかれ 
てあら ませう ごも、 或は 皮 だけ . 

がを 6 ませう ごも、 をれ じ對し 
どうして 不平のを を 抱く ミが 出 I 
ホ ませう。 义 ーホ敎 舒の侧 じな 
つて 考 へます ご' 或は 豫想 0 上 
の 御 巧 客の ために 遂尖禮 した か 
も 知れません。 をれ を 惡窓じ 解 
して 投書な さ' る ごは 余らの ろに 
谭し 丄げる 言葉に 苦しみ i す。 
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らん 餅 仕 膜 


脚 正月 用品を 部 お着 仕 候 
御用 命 被 下 度 願と 硬 

柬ん おき クタ スマス 進物 

碑々 お 揃へ ち 之 お 


桑 山 商店 

一一 合 巧 ast 59 を 皆 ’ 
re 产巧 egent W 13 W- 0 资 7 


わぶ 巧 品大賣 化し 

0 Ltt お 鏡は 御 好み 通 b 作 もまず 

434 お 數のモ 、旧作、 黒 置、 昆布 類、 經節 

口 P 雅 を、 錫、 蒲銘 、か 輪、 が 昔、 答、 銀杏 

一 巧 午を、 蓮根、 こんじ や < 、ふき、 くゎい 

一 と 干 ゆらね、 うどん、 をち 野菜 等 

紐脊巧 レキシントン 街 八 六を 地 

日本食 料 品商會 


電話 マ デ ソンス コ エア' 
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軍法 脊議の 判み で 一問 題 

ミツ チェル 大佐は どうずろ か 


巧て ib 米闕朗 がの た 問題 ご 
；;<. つてな た前陣 ザが ぞ 扇み 官で 
あ b 「.おの 將带」 とし' 

軍人 仲間 でが がを ど b 
おじ ホ 固の 化 空 軍備 城 張を 力說 
してえ の 引を ひじ H 本のが 哇强 
渡、 さては を 池が 街に 媳彈投 ド 

等 ミ 誇大妄想 じみ じ 一一 一 〔論を 化き 

つ t ゎつ じ ミッチェ^ 大佐の ホ 

國陡 が軍赏 局に おず る： 个謙 愼ぃ A 

言論^‘ 軍な 巧ぶ は、 坡 がの 劇 待 

じな してが お 側から これ 父 化 空 

巧 能 ま 紫の シム ス 退役 提督が お 
わ 位で 格 則に セン セ 1 シ ヨンを 
化 まや、 を じ 向 ふ お ヶ年じ 直る 

停職 巧み ご。 b 近/.' 大統領 ク ー 

ブッデ 氏が 最後の 斷 をを 下す を 

'ごな つてむ る。 H 本なら じ 早速 

垂餐 倉に 送られる 檢 た* 事件ら 

流 お自ぁ な アメリカ だ 

け •しが 化 後軍を 巧 溝の 制 卡述は 

乂 をを 中必じ 活動 寫眞を 撮影す 

る萃 ごい ふ 巧氣振 b を 示して ゐ 

る〇 この 巧か による ご ミツ チェ 

グ大 倍は 向 ふ 五ケ 年 じ 互ら 軍人 

じして 軍， へ じ ホ 中、 左ら ごて 化 

腰で もぃ よい 妙- ゴ 資格 i な > 大佐 


-の稱 をけ 索ょり これと おする 巧 
給ら 支給され ない が、 この 期間 
中は 他の 官職 じ 就く さも 出 ホな 
いので ある。 ミッチ-八 大佐は 
1 かの武巧では^:*くず回の軍法 
會 能も乂 をめ をの 力が 禍し たも 
ので ある だけ じみ 則選擧 じは 化 
空 問題を 提げて 

上院議員 お 補に 巧つ て 

出で ゥ キス コン シン 州で 現と 院 
誰 員 レン ルー ト氏 V ず ふ* 算で 
あつだが 、このが ホ だ ご 他叫官 
欄に 就き 得ない ミ 化か 論を 位の 
辞職 も 山 ホな いのも 昨今の 議貪 
じけ 軍法 會畿 の規 料' 改正 雄謠ま 
が提 おされ、 この 悚な廬 が じめ 
ける 懲爵は 二週間て 浑山等 ど 思 

ひ 切つ て 高飛車 じ 化て ゐ るを も 

ある。 乍 併''、 ッナ ユグ 側の 辯 護 

± は 近く これを ほ 事 裁 巧 ごして 

支 拂停ム / め刊 かを 無効 

ごすべ： 巧 合 じょつ では 事件を 

大審院 じを 持 も おし、 をで 得を 

の 陸 お 軍が を隊 非難を をれ こを 

軍法 肖 護から を然 雑れ て 持 も お 

さう どい ふ 腹ら あんら しく 法曹 

がで 非常にを 目され： ふる。 


が褚 ごか 事と お氣 

年 ホ 御用ぶ. 

今年 も 坂ぅ おりを 剩 すじ 過ぎ 

なくむ つた。 巧巧樂 しい 新 寿を 

控へ 乍ら 化の 同胞と おじを の樂 

しみを がつ i の 出 巧ない の d 非 

常な 不幸で ぁる。 化 賀縣選 おの 

化 諸 ± 巧 日 文み 巧の か 弟で 十六 

了 目 第と 街邊 じて 十 余人の 店員 

を 使役して 巧燈 をの 製を じ 化 率 

しつ < ある 由口 謙み 氏は 前週 水 

曜 U な燈頃 工場 附 あで 二 名の 怪 

漢じ ボ ー ド ァ ッ プ じ逢ひ、 所 

持のを 員と 巧 稍を 强 奪され た 上 


年始 狀郵稅 

年始 化のを 送 期 じ 隙 L ホ國政 

がの 戳稅 改正から 本社に も讀 

をから 書面 乃 ま 電話で が々 ど 

留 問に 巧し ますから 、なじま 

ねて 改正 强稅を 中し 上げ ま寸 

密封の 封書 

U み 巧 五 仙 米 國巧二 他 

開封 印刷物 

U 本 わ 一仙 米强 巧-他 半 

端 書 お. 

n 本 巧 云 仙 

宫 製、 化 製 纔萊蓄 同額 

米國 々in は 官製 端 書 一仙、 

繪お 普及び お 製瑞寞 二 仙 


だ b の 殺 巧 お 人 V ' なつて 靑， 

るな バ」 馬 匯の骨 煩で るる。 


'な 


i 1 . 


强く類 部を 殿ら れじ爲 め 左 あの 

類 骨を 巧ら れて US 利け！ 3 樣じ 

、タキ iNl で 東げ 舘に 赴き 

ぉ本ド ク ト め設療ををけたぉ 

お ザ ラ ン おおじ 入ぉ手術 v -を 

けた ド、 を 治を じは 数 週間を を 一で むる。 第禹の 山中 巧 貪は を 


料理な 嚴重 警戒 

ゥ ォ ータ ー 巧が が 長 じ 當選す 

れば ニユ！ •ヨ ークは 7 イド •才 

IX ンの不が化になるどけ現ボ 

長！； イラン 巧が 選 舉當時 唱道し 

た處 である- 昨を この 不 巧が 

向きの 賭場 や 酒 蔑が あるのを 巧 

つて クォ I 力^ — を々 を 表 一 ^現ポ 

長の なおを ホめ ねので 誓 察 側は 

世間の 手前 血眼、 なつて 撥擧じ 

努め 去る 尘 階；/ 髓擧 巧理庙 数十 

軒 じ 上ら イ！ スト •ナイ 某 白 

人 料理店 じ 酿 < 某 巧 人 も 巧 顧を 

賣の廉 で板擧 された。— — 

唐ち クラ ブナ'- 卜 

一一 十九 呂 ごみを 

、 H 本お樂 部では 例年の 除が 會 

を 切 b 上げて お 年會を 兼ねた 意 

ホの 巧 樂部卡 イトを ホる 廿九日 

(木 罐) が 開 おすべ <當 巧は ぅど 

ん 、を ば、/：: が、 壽 司の 摸擬巧 

を 設けて を 員 及びを 族を 梭 待す 

る i とぃ もた。 乂谋 をは 一巧、 

餘 巧は 3 下家 あ 委員の 手で 面白 

いもの > を衡 中で ゐる ど。 

— 1、— 1! : ! I —i — — 1• I 

比 巧 的 巧 或を 

口 本 雜貨巧 

明春は 一層ち 望 だ ど 

♦巧 内の が 乂小賣 商店は 昨ネ 

ク ^ ブ マス r をへ 了 忙殺されて 

を。 本年 《ク 9 スマス 費 象は 

'かしく 季節 なれの 樣 子では ある 

パいでも 獻ゎも 相 應に取 わ 込ん 


する ごい ム〇 クリスマス も 迫つ 

た 昨今 化 ホで もァ パー トメ ント 

でも 掏携 、が 棒の 御用 必が第 一一 

をれ から 十四 下目の'^ — ストが I 

畔じ 化む 一 岡胞は 火事 じを なお 

ん でか 裸 同は で 命から げ 

; 出した どい ふ。 自火 隣火銳 にも 

j ホを を 要すべく、 父 ツマ タヌ慰 

j 安を 求めて が 巧を がつ たち 飲ん i 


巧 ホ 術 品の 盏 だけ あつて 伸々 

^势 であらが-岡 島が 巧、 佐 藤 

、政藏 氏の い 本 J アド ン などは 孰 

れも 乂が输 でもる。 お 町では あ 

るが 五十 九 下 cp か 桐瞄會 ぶび 

を 山 商 巧 もを^ 站 W か年乂 年始 

の贈答ぉで激^は殺到 

♦マ デ ソン ~ の あ 藤 昇 氏 巧 化 

第 六 巧ぶ 十一 下目の 井上を お 


巧は 特色の あら 小 黄 巧で 千を 巧 

ホの 施 况を呈 して L る。 ブ ロ- 
ド ゥ 王-- 筋では 鈴み 商店、 が 田 
逛化 店、 貴を 魔 商^ 薩 摩が 會な 

ど 教氣は 上の 部 oy 7 。 ン クマで 

は 淺見 巧 店、 園 i 病 巧 等 猶太 A 
の競爭 をを 向-^ に 遇しての 乂勉 
强 である。 、 

♦な廿 お T 目 筋では 横 演が巧 
S 本 ま 巧、 香 西 氏の 大か 商店が 
あ 6、 化带氣 のがら 鮮 かじを 練 
な 商を 家 揃め； 一、 てを 游^ 趣好 
をを み 込んでの 商戰 殊に 勇まし 
く、 六十 あ T イ晒 では' か ホ 基 吾 
巧 の 商店 は お：^^を山お し て 暴氣 
ょく、 東京 巧會 もが 賃 上手の お 
人夫 妻が 大勉 强。 

♦近郊 ごは シー ズンは 過ぎむ 
が m 雌 円踞に コネ 1S ボード • 
ウォ ー ク 方面の 巧ん 脚 巧は 帳つ 
てゐ る。 ベィ 王 ン巿は 1 巧お戰 
を濟 まがて ホ 春 一二 巧を 化 養の 樣 
モ e あ ち、 も 西洋 ホーけ 巧滕 、林 
加 藤、 吉兒を 商店が 省 脚を 惹き 
ち b、 をが では 目が、： 巧 尾、 齋 
滕 のを 商 巧は 豫想誦 りの 収穫を 
期 巧し'.；- ゐる ごい ふ。： H 她 今秋 

ウェスト グ アジ ニア 贿 '户ン テン 

グ トン 町'' 開 楽 （だ 圃本 S ぶ 氏 
の y フト ショップで お 名な 鑛山 
地方で あるが、 心かん. 好 嵩氣だ 
どホク もの。. 

♦華 府の吉 化 兄 あ胸會 、佐 藤 

が 巧 等 孰れ も 比較め げ景 氣を唔 

へ 、 ボ マ ト ン \!^ぶ山^^廚會かミ 

四の 雜貨庙 が^ 應に 腺つ てゐる 

どい ふ。 某 お 息 通' レ 語る 「本を 

は 昨年の 惰 勢で 大が領 就任式な 

を 一般的 じ 活氣は 盛 f かつた けれ 

でも’ 年 ホ じなる の景氣 から 

察する £ 明春は 一 墙が留 であら 

と. 云々。. 


珍 名物 靈リ 〔を 


◊か 歌 山 縣新宮 町巖 町に 一二 毛 猫 

藏と いふ 老人が るるが これは 

■藩よ 水 野 侯が 班 巧に つけたの 

ださぅな。 

◊ S 軍縣松 坂に ななが 巧 どい ふ 

人^ ゐ るが、 な 巧が 姓で 卜、 > 

巧だが名で モ广 ヒ ャ ク と讀む 

•ので ある ご 〇 ' 

◊千 葉縣藤 じを 藤 竹 己 どい ふ官 

巧が ゐ る。 シずマ •タケ ミ ご 

讀 いの だが 本人け シキ マ ど 云 

はれる かを 嫌 ひ シクマ VJ を乘 

つて ゐ る。 

◊滋 賀縣じ 一尺 二 一可 どい ふが が 

ぁるが、 このが」 鎌 田 一巧 三 

寸之助 どい ム 人が ゐ る。 をの 

名の 起 b は 鎌の 柄が 一 尺兰寸 

ある 處 から カマ エノス ケご讀 

ませて ゐる〇 

◊高 知 縣± 佐 郡 下 元 お 之 助 代議 

± の 隣が じ 山中 源太郎 ごい ふ 

變 b まが ゐ てが 年の 暮じ 生れ 

た 女の子 じ 「いろは じほへ ご 

11 是 ひらせ 9」 迄 四十と 字 

の 無 額の 長い 名を つけて 届け 

た。. 平常は 長くて 巧ぶ i が 巧 

ホない から 一番 始め VI 最後を 

ごつ て 「い 才」 ご 呼んで ゐる 

が、 巧 籍腾本 面には 五 号 活字 

位のを で 一が じ 書いて ある。 


讀 者め コラム 

某 婦人に* 回答 

S 子 

X 女は、 あ U たの 投書を 拜見 

いたし、 巧 L を 養 ある 方の わ 言 


は 物 荷 小を 本 巧は を 船 
いさ 下し お 呼 抑を 旧 飯 
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T 巨し . CORT し ANDT 7 反 67 


JoiinWana 讯 ak8i ■ ，化 wYork 
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號化白 二 干宜第 


なわ で ぷ明 J 沒れを 巧を 巧 im で 巧 


: り 曜水 J 


y s か 月 11 十 年の 十 I 卜大 【四 ;) 



唆を が お 一一 週 一回 出帆 

▲エム プンス 化 細 巧 (一二 -000 哦) 

_ こけ 六日 
A エム プレー 加 糸ん S ミ 塞礙) 

二 巧 二十：：： 

A で ム グレ。 露西亞 三 T 呂〇嗯 .一 

一二 巧 六= 

A ェ 4 _7 レス 滚太利 (宝ろ 00 巧) 

二 一巧 二十日 
U な、 I 等、 一二 等ぶ び 下等を 設備 
最大、 ち 美、 梟 快走の 東が おけ 船 


ホ/か 強漠お 口' ちち 上 巧’ 香灌 '馬 尼を 巧 

西 比. 1 丸 S 气邑〇 順) .一巧 六日 

(羅府 出帆 一 6 1 cO 

太が 化 三 二、0 呂觸) 一 貝 二日 

天を ち (ニニ、 000 嘟) 二 丹 十ち 日 
コレで 化 (云、 000 嚼) 一二 巧 二 H 
一 (霜が 巧 酌 二月せ 六日} 

ホげ 义 - ニニ、 呂〇顺 j 一二 巧 十 ホ 日 


化が 墨西哥 、秘繁 、智利 諸 港 巧 
な航 ホノ^、 漠潑神 口 巧 司 香港 巧 
祐復 共を ホ 週 一画 

'◊去 巧 行— 切符 寝窒 を 藏乂 御を 淀 化 < 候 


シアトル 化鹏 ぉ 化 午前 十 時} 

巧が 化 一巧 サと日 
が 脚 見 二 巧 十と H 
操潰乂 一二 巧 十一 H 
加餐 化 四 丹 一一 百 
y 本 巧 船を 運賃 新 率 
一等 酱演 一九 五 巧 神 ロニ 〇 五 巧 
P 1 等ぜ食 五十と 巧 かを お 十五 巧 

歡綱 円本 閒 客船 一 毎ち 一晶) 
偷敌 ょち 一等な 五磅 、二等と 十 
磅 、棋耳 案ょ b 1 等 化 十と 巧. 
i 六十 六磅。 

扭巧曲 化 巧を 馬 紹由曰 本む 按蜡 お！ 巧 •.一 时 


ホ 金緣ヒ ツブケ ー ス 
♦金緣 合財囊 
♦金銀 時計 類 

♦金製 疊 をみ 置 時計 


リナ- メ！々 I の特を 
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御 料理 用品が 數の了 田作 一 棒嬉觸 節黑豆 
凍雜菊 高野豆腐 扉 巧ぅ どん 十 ば お 芋を 午 券 
生蓮极 山の ず くゎい 其 他 錐 詰 生が 菜 漬物 
御菓子 類 等 必要品 一が 独れ；：* く 取 へて あ b ます 

御 贈答 晶 ごは 理棉 '两 お 術!^ 貨が具 着物 
ランプ 類 等 白人 おじ も恰 巧の 品々 其 地 

御 麻 儀 用， 品 お慰みが 瀬户物 塗物 あ 巧雜誌 
書籍 類 等澤山 陳列して あ b ^ から 阿 ホ 御を 脊 ，りの 上 多 
少じ拘 はら や 御 買 とげを 願 ひ す 
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地方よ 6 御 注义は 御中 越 次第 御を 敞巧致 候 
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徴兵 猶豫事 嫁 

，取扱 開始 

出願 期限 十二 円 1 H ょら 明 
年 S 巧； = 迄 

化 願ぶ が 齢 明を 一十 こ 年 
四 巧 十六 日 ょら 时化化 年 十二 
巧】 日の 間 じ 化生した る 巧 

化 願書 まよ 會 事務所 じなら 

巧 証 料 を 員は 一 弗會旨 外は 
別に 手數巧 五十 仙 
書 切 田郵鹿 じて 本國じ 送達 あ 
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英話活 法を。 

を 愼一弗 九十 仙 戳稅十 仙 
著を が 本 雲を 編篆 せる 巧 W け 靴 
を 隔て t をき を搔； の 威 ゐる英 
語會 話を 活用 せんどす る 諸子に 
六ヶ 巧の 短時日を U つて 日常の 
會話 差ち へな きを 補 せんとす、 
故 じ スラン ダ' イザ オムを びプ 
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編 異文 研究の 部に 對し 通信 敎撰 
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の 日本 着 調製、 ぶ禪縮 

細 其 他を 巧 出 ホ 合 も ぁ 

ら。 抑留み じ 化ら 布地 

はャ I ドな 上小賣 致し 

ます。 御 一報 か 第 直 じ 

伺 ひます 0 
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拂込濟 ^ ぶ 金 ホ 千萬恼 I 
賴 ぶを 五 千を-内 四が お胜 

基 一/弄 銀 巧が ぉ支巧 一 

本 巧 丧京ホ H 本 橘 お 殺 河が 一 
ホ 巧 ホが 日本 お 化の なぉき 駿溝 i 
名を 属 京都 大 阪两ん 堅神戶 
巧な 下 瞄巧司 お松磕 岡長怡 
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東 店^ 定 利息 =；：； を 六み J 1 ニヶ ザな 內 
/ 預金 j 「巧貨 五十 圓な k 

卖 一; む圓じ 巧り ホ ー 錢二姐 

化ン 費モ圓 お下ノ 逆な 預 を^ 結 お 息〕 

機鑽ぶ 金銀 巧 》 支店 

，、 鄕 里 送金は 部て 撫ず數 巧 じて 當 
J . わ橫あ 本巧經 もを を 方 化 极申淚 


シアト^ お 帆 (午前 十 時) 
あら ぞな 化. 一 丹 . vy 
ホら びや乂 一巧 サー日 
こ 等横演 一九 五 巧 

化し ばり 千 化 るん ごん かは 一 五 五 巧 
▼二等 日本が 五 五 巧 客室 大 な 造を 族 室 夕旣 
►抑を 望に 保 リ-等 倒 お 巧 潰が 符慶巧 W を 陵 
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東京、 橫 渚、 あち 崖、 を挪 、神 口 
尾ノ 道、 廣岛 、お、 柳 井、 下ノ關 
巧 司、 小 倉、 お 松、 博夕 、み 留ホ等 
本國 預金、 鄉 お 送を 導は 極め 
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本店 朝鮮 巧 城 

ま 巧 お 張 所は U 本內 化の 樞要都 ホ、 朝鮮 
滿洲 、ぶ 恥のを 地 及び 浦 谋巧德 

顧 鱗 銀行 紐脊 出張所 

外 國爲替 一般 銀' わ 業を 楠々 御 化 利に 化圾可 
申 上 候 


藤本 證券 會社 

I 般ち償 証券 ノ質 貝、 引を 裳 集 
を 離、 並二么 二腳乂 グー 顶ノ 榮務 

鎌贼 藤本 ビル 7。！？ 銀な 
紐 育 お 張 所 
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\J7, ドラ イク 1 ス巧宾 

た羊晴專巧ま話日比 


諸 名主の 歲晩 所感' _ 


祈願ず る 所は 

同胞 發展 

何が 陪巧 物で あるか 
i 横な 正を ま 巧 お 

i 梢 木 秀茂巧 

I 歲巧は A をが じ ホ 烏 兎 

j 匆 々おとして、 火 正 十四 年 も 正 
- さじ 逝か レ ごして 坦る 。おどし 

1 ては 別に 所感 どして 述 ぶる 程の 

_巧或は^;*ぃお、 化迪ぶ四十幾年 

の 度を を あして 店る 統 巧が 留间 

胞社 曾が 如何にして 壁 巧 r * る 驚 

張を 遂げ 得べき やど 云 ふ 問題に 

を 面しつ、 ある 隙じ當 つて 玻も 

巧緻に 巧へ て 見たい ご 思 ふ。 化 

一個 ど L ては 何 まご-お 化を な 見 

は猎 まつて はお。 いが、 乍が 化 

の 本が である U 乂 貿易の 磯關た 

るを 激 、巧 换の侧 から 暫ら < 離 _ 

れて 如何に ゼげ 吾が 一般が 留同 

胞 の經濟 力を お 實し将 べき やど 

るふ 閒题を 考察す るに 化 巧间胞 

けが 敎 をに めて、 其 人物、 手胁 

じがて 他の 歐洲移 おじ 優る ごも 

劣らざる 强 化を 持つ に拘 はら や 

對义 人の 事業が 似 人的 じ遲 々ご 

して 仲展 しない 素因は 报邊 じあ 

菊 地 巧歡迎 

を曠 が 添 寧に て 

■化 年當 化を 五 巧に がて 実術寫 

眞 おを 經營し 歸朝後 ォリエ ンタ 

火寫あ 工業な ま會 社の 創立に 參 

藍して 現で Ms の 中必ん 物た る 

菊 化柬陽 氏槪迎 の爲め 前週を 赌 

日 午後と 時 河 おを じ舊 かま 懼の 

晚餐會 が あつた。 を酣 なるお 司 

曾# は 化つ て 氏の 事萊 をが かし 

が 滋 おの 製を じ， 化 巧して 給 入 品 

を チ 王ック する じ ま b リる 經路 

を 述べ 巧の 今 曰 ぁるは ホ 直 ど 熱 

必 ごの 峨 である ど說 き： n 本寫眞 

エぶ界 の 抑を じ夕大 の貫献 をち 

ずべき を 疑 社 やど 斷 じがが 兄弟 

商 會ま配 人 地 ホ 延么助 巧は 菊 地 

氏の 成 かけち 人む が问 胸の 

巧龜鑑 であろ ど 云 ひ 併 

せて 其 葛 服の 敏怒 U るを 激稱し 

た C みで ドクト^ 窝 おな を 巧は 

菊 地 氏のを お的稱 神に なめる 点 

をが かして 化 ホが に 幽する 感お 

どが 雜 ごを 陳 ベ、 を 井關 治 氏は 

= 本 巧 裳の ホ だな ホ宜 なの 域 じ 

巧せ ざるを 槪 して 菊 地 巧の 瘡脚 

を 嬰， ホ-.、 がち；：： 本人 禽 々長大 

な 供 お 氏は 化が 時化の が 地 氏を 

0 想して 巧の ぶ 巧を 挪し H 本 じ 

化 b も 紐 巧 人 ごの 聯絡を が 持 

しな 進 诱換の ほじ 脾 らい ミを 望 

いだ。 夫れ ょ b 菊 地 氏の 謝辭が 

あら、 お ホ 諸君の 

指導 ，こ 校 助 どを 祝る ご I 

結んで 姑 後に 大倉組 糾ち支 巧 お 

皆 川を ご； 郞 氏は H 本 じがけ る實 

を界の 人物 本位 主義 ご米國 じが 

けるな 萊 おの システム 本 泣ホ義 

どを 比 絞 諭が して 菊 地 氏の 人格 

をが 視 しが k 溃說 後駭談 W 余 盛 

况视 に敞會 した。 なおの 出席を 

は wk 諸氏の 外河淹 、ル 化、 か 

中、 が 巧、 ま 川， 内の、 村 瀬、 

淸 水、 が 見、 がか、 鸭 ホ、 鈴 朱 

な、 を 伯、 Vr ブス、 中 出、 岸- 


る か即も M が礙 物で あるかを 
確め たい。 お 主に 同胞 諸君 ビ 
おじ 其掛 巧を： たいので わる 
た留の 音々 は f は權 がない から 

對米人 _. Q 個人的 事を 化 
み 小賣業；：>り yu 削巧 に ゼ よ 、 

グ U ッ サリー しせよ、 吳服 巧に 
せよ 化の み！？ げ はの 化 事し 得る 
赠 ぶに 化 串！ て 巧んで 無限の 滕 
買 を おす t . 米 人を 對ず ごして 
ま 巧を を わ こが 出來 ない のか 或 
は辑 n の喊 おじ 化 事す る訓が V - 
素を-- を缺 くが 爲め であるか 或 
は 都 ザの 俄かは 具備して 居る が 
資本を 结 巧す る途 がない からで 
あるか’ 抑 何が 岡 化既會 のォプ 

ステ クぞゐ るかを 明確に せね 

ぱ ならね 而 して 菩 々の 發展の 

巧 被を 錢 EEO た 上で 適 當の勤 お 

投藥を 試む。 ならば 起 巧！！ ホの 

餐を頌 つ、 とが 出 ホ 間 胞社會 お 巧 

の 基礎を 冀 固に 4 るるを 梅る の 

で' は あるまい 了。 予は 如上の 恵 

某に 甚 いて H A 人 會商お 部 じを 

ホが の 所見を 鬼 集したい ご考へ 

る。 巧な の狀 態の 隘で 進む で 化 

< のは して 岡 胞亂會 の 運命を 

開 祐し經 げ的實 みを 發揮 する \ 所 

なでは ない’ / 


化 出、 岡 旧、 八を、 藤 森'、 佐 野 

時 西の 二十 二 一巧， 

本年 最終の 

H 會 翊事轉 

齋 おお 領 李の 感想 談 

紐 育 H 本人を 本が 最 あの 理事 

會 tJ 忘年 會を 兼ね 前 遇お蹈 料亭 

都 じがて 開猶し y が お 席 巧 拳 S 

十を じ 達し 當 がが 朦總 領事 も 臨 

席して 锁香兩 を 殿す のず お 的に 

あらせられし 補 話を 基礎 じ 一鴻 

の 感想 談を がみた。 講 事の 雷 要 

なら一 は 特別 寄附を 二 千 巧を 弗 

を 通 巧 巧を じ 繰 入 t べき や 否や 

た あつたが をは 通常 基を 說じ决 

し該宵 お金 裳 集 蓮 致 2 本年々 ホ 

を おて 第 一 期を 終了し 第二 期 運 

動を に關 してな 特別を 眞 會の雜 

麗に委 ほす る じみし ぶ 化 二 云の 

報吿あ 4 で 無事 散 曾！ じ。 

中が 茂 ま 巧 逝去 

當が柬 な 二十 五て 目 二十 四 巧 

化 橫沒商 巧々 員 中 M 巧吉 氏り 豫 

てみ 氣 みおめ 朱^ ■— スヶ M 八卜病 

院じ 入院を お 中；.* 6 しが 楽 石 其 

巧を 奏せず 昨 二十 二：：： 午 お八 時 

S 十み 同が 院 じて 逝ぶ した。 中 

村 じは 巧媛縣 人で 十数 年ん 化が」 

まじわる 。巧に 葬 倦 . W+. 暇日舉 j 

巧^ 窜。 

♦巧 扣柳巧 氏 ±嶋 ：蒂府 じ 赴 

いたが 育 H 本ん 會嘗お 長、 去る 

丰 一日 歸 が。 

•巧 出 ホ 巧 氏摹腾 独督府 高等 

農が 學 校敎授 、まる + 五日' 歸钥 

の 途歐渊 ょ 6 鲁が。 

♦竹 村 正 二 氏 千 葉 ^ 大學を 

巧' 數 H 前 英闽ょ 6 着が。 

•巧 巧 化 氏 錫 道： 5 技 伽、 前週 

焉 紐。 

參巧本 ま吉氏 陸軍ち 技ず、 ま 

る 十六 日 着が。 

♦をが 律 威 氏 一二 井 物を 巧巧會 

社員 及び か縣 鹿を の兩 には か 用 


を 巧び 滞 紐 中‘ ならしが あ々 歸朝 
のを。 

•おが 巧 人 氏 二 一 か 物産 倫 あ 支 
巧 員 ホて 滞が 中な b しが 去る 
巧 職 阳行卽 朝の 途じ 就きし も。 

• .! . — 1 — ' • - - I 

送 别會. 

川な 良.； 若 今回 披腐 甘ら る； じ 
付き 左記の 逝 も 送 别會相 おし 候 
間 ぁ隐御 繰を せ 御 ホ 會被下 度 お 
時 m 十一 一片 ホ 八日 (巧 曜日) 
場所 江ぉ樓 

西な 十ろ T 目 二 五〇番 

を錢 一 弗 軍 仙 

中 込 所 巧 担を ホ郞 Horatio St. 

發 西が 義雄 
起殺邊 货次郞 
人 右 垣を 太郞 


聯合 說敎 

時 り 十一 一巧を 义 = 曜日) 

午後 ご 一時 主ち 

煤 所ィ グタ^ — み シヨ ナ处户 
ウス け V 片ア *— チイ ド 

ド ラィゴぶ 〇〇 ( 巧廿 

五 T 目 こ 

說を前 ま 化 太 學を巧 

エ學愧^|| 佐藤を吉 
題 『稱學 *1= '觀 たる 人を 

閉暨一 

右 相 値し 候 間一^ 在留 同胞の 

彻ホ聴 ホらん 事 一-希 盛 化 候 

ま 催 基督 體會 

を ご 一室 及 版 室 T パ ー ト 

"一讀 メント 雷が、 ホ ワィ 

トエナ メ八シ 'ンク 、一二 室は 十二 

ホな 上、. 幽 蛮は 十六が 0 上。 

喜 ire Janiior - 331 E .9 ?h St . 


貸室最 £ ミバ 


- ま护 ニー ー ' J ! トメ 

■ ント 湯殿が 隣接せ を 

室- 一人 义は 二人に 遇當 、スチ 

ム 、熟 湯 あら、 一遇 七が。 

置. 呂 644 至を side 晏 8 


ブも 綺麗に 終 節された 室ス 

聋ナ ー ム と！ L 1 設髓完 

を、 U 本紳七 じ -: 貨 度し 1 - ( 小山】 

ご 2 Manha 二 an Ave . 舌 i/i 21 ss. 22 互ぎ .} 

ブ ー さ hi 宜呈 uint 巧 芝 


. 一週 五 巧 及み 兜、 

重 aS. 人 又は 二ん ぶ 適す、 

ボ廳 へ-^ か タィム マスク ー エャ 1 

へ かおみ 甫 話々 ン バラン \ イ呈一 

184 宝 g こ 二 rooklyn 黑崎 粒子 


御 下宿 松 缠眞一 


11 ご - ち . d St. 呈 y 


"Tel. ?at ミ 17 笠 


木 田 ル ； N グ 

1 豈 7 3 rd Ave. 羣送 thi 羣 h Sts. 

ジ lepha ミす g 呈 t 芭 27 


披藝 硏龜所 

同、 水、 を 午後 

二 時 立ら 四時 

规 方、 縫ホ婦 八小皂 服、 製帽 

刺雜 、ビー チン グを 一般 家庭 

装飾 等。 出張 敎ぼ 主を します 

西が 十ー ニ 了 円 己な 十 二番 

ル 林？ ジノ 

'带話 キヤ 七，—？ グを 二を 

を 買 ぉ-- 

クリスマス 御 贈が 用 お. の 尤も 適 

當の純 H 本 着物 や カラク ヤツは 

澤 山ち b ます。 孰； t もを賣 同樣 

の 見が 値段です からを ホ ー度 御 

巧 巧 F さい 御 早い がが* つです。 

が 洗 及が 链所 

巧 井廊店 

1 基 去' 苦黃 t . N'u 


japanese-Am が ican News Service 

リ米笔 報 • 通 u が 

化闽 のか 治 巧、 育 莱巧及 貼 巧の 
事項を 巧を 旦つ 確窗じ 報道 イ 
お H 入ち ーヶ巧 巧を お 十 巧 

Tokyo Advertising Agency 


VO しけ I No. 12 が 


巧 わを ぶな P なが 巧を 化 im で 巧 
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U 本 轿聞雜 誌 巧 吿一肢 化 扱 
お ぶが h Avenue New York City 
Telephone Spring 8277 



H 本 綿花 悚ま會 が : Ift 脊 支店 

Japan Cotton Trading Co., Ltd^ 
Cotton Dept. 


戸 鈴 木が 店 
お脊 おお 


T ♦し 


60 Server 8t., 
Bowling Qr«en i 

Silk Dept. 

な Madison Av«., 
Tel. Mad. Sq. 3695 


u 乂 生糸 巧 まを 化 
がち ま 巧 ! 

N1CHI-3E1 KilTO KABUSHIKI XiUSIU ' 

(NICHI-BEI KIITO CO^ LTD.) | Suzuki & Co., Ltd. (Kobe) 
373 4 川 Avenue, 220 Broadway, 

Tel. Mad. Sq, 7592 ぶ IV し Coi ■ り andt 1149-50 ぶ 1-52-53 


日 本 生糸 巧ま會 ft 
が 巧 支店 ‘ 

Marimura わ ai & む " Agents 
44 E. 23rd St, 

Tel. わ hi 扣 d 5320 


おを 名會お 
紐 育ちな 
Mara & じむ.， 
443 Fourth Ave.. 
let. Caledonia 7830 ぶ 


江 おがま 食 お 紐 育 支店 
Gosho Corporation, 
刈 k Importers, . 

334 Ptturth Ave. 

T«l. るみ 48M 

GohKo C<>., Inc*, 
Cotton Exporters 
60 B«av«r 81., 

T •し Bowling か Mn t806-M 


大映 钟 H 巧 胡 か 
お 旧が や 
osm ASAHI 

Room 308 World む i 陆 ng 
Tel. む从 man がが 


たお お 円二柬 おりり 
上 巧 巧 ま 
Osaka Mainichi, 
407 Tribune Building 
r«l. FWkman 42 が 


二 お 到 蘭 店 

1 . NINQMIYA 

277 Broadway 

Tel. W が th 0 が 1 

滞 川が 隙 事が 所 

Sej?awa, Insurance Broker. 
303 のれ h Ave., 

Te し む ledmiia が 01 

巧 旧 商事 株式 會 慰： お! •育 ミ 店 
Udiida IVa が ng Co ., し 1 ん 

291 Broadway, 

Tel. W 肿か 巧 76 

島 貿易 株式 食駐 

Shima Trading し o* L-td. 

150 Broadway 

Telephone Rector 1484 

Paul に M. Thomas 

Advertising Counsel 

2023 Tribune む i 地 ng 154 お な au お . 

Tel. お ektnan 8978 

m 

株 ま會社 赤 尾が 會 
AKAWO & CO. ， Ltd. 

295 Fif 化 ivenu も お W Kork 

Tel. Caledonia 9758-59 

妻が 逆窠 事が 所 
Iwahiko Tsumanuma 

Room 1607 No. lOl Park Ave. 

Tel. Vand げ bm 3 が 6 

S 共 株式 會社 化理巧 

巧な 巧會 

1 Takamine Corporation 

j 120 Broadw 巧 ， New Y 日 rk City む i. Rector 7884 

Gen ぴ ai Office & Factory 208 Rawso パし しし （ 1 け y, N Y. Tel.S 村 Iwell 77 け 

进 巧 物を 巧 式會亂 
Asano Bussan Company 

Room 801-805 

165 Broadway 

Tc し CortUndlt 8047-8052 

大倉 おが 育 支店 

Okura & Co*, 

30 Church St^ 

Te し Cortlan か 229 も 93-94 

が 育 H 本人 會 

The Japan な e As 如！ ; 旧む on, 

250 Wes け 7 化 化，！ (け York 

Te し Circle 8190 

おお 洲巧道 株 まを な - 

が 育 事 お 所 

South Manchurii R, R. む . 1 

270 Riverside Drive 

Te し Riverside が 63 

ミ 井 物を 巧を 舒社 
紐 育ま 巧 

Mitsui & Co., 

65 Hroadway 

Tel. Bowling Green 7520 

久 巧が 巧 巧 ま: をが 1 

Xiihirs むが 巧む . 

30 Church Si. ! 

l«l む rtUrid 4550 * | 

揀式會 社 撞井商 巧 

紐 育 支店 
!w お & Co., 

Woolworth Building, 

Tel. Whitehall 6040 

S を 衙舉會 社 

M れ subishi Shoji K お sha 

(Mitsubishi Co., Ltd.) 

120 Broadway 

Tel. 及说 tor 2560-2564 

巧 式會ぉ 

山中 蘭會 紐 育 支が 

1 Yamanak 泣 & Co., 

680 のれた AWw 

Tel. Circle 4014 
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邮 w _1 海 • 

灾米貧 易 戰の兆 

巧 図 ご米國 •^、 化が の 譜謀お 

.お 巧 あ 脚し がて 脫合 つてむ る こ 

'ごじ、 乂 しい 閒 問 越で もる。 

がる じ お 印 ほごい； 誰 簇 資源 

化を ねつ 奖阀の 位 おは、 自が米 

励を' 恥 迫して’ 米 風 のぶをが 巧 

乂 す- 0 じ 巧つ てを のが 巧を おす 

にぶび、 遂に 乂网晚 巧 お 官フー 

ゲァ ー 氏が、 外阅 化が の資 あな 

じ 巧す る モノ ボリ I か ホの ホが 

ご；；* つた。 

巧 巧技ち が こ S モノ お V —政 

巧に なて、 なお 上ん 闽を 親善と 

いふな 跑 から 非難の 巧を 舉 げた 

のは、 化に 救ヶ丹 抑の こと 卜ゎ 

ら 、を かは 何等 特殊の 闕 をど特 

: 巧の モ / ポ ラィ ズ され.' 貿易 お 

を をげ い* かつじが、 氏は 去る 化 

1 1 H の 乂風謎 謀 協を 及び 自勸が 

協宵總 をん 席 ム にがて、 露を じ 

巧 网の幾 憩 モノポリー 政策を ホ 

難な 舆 し、 乂國 々には 年々 歲.々 

めと 眩义 巧に 垂 々どす る'- の 巧 

あおを 『个當 。るが 慣に把 b て 

巧化 バ を餘傑^:^く さ れ て な る ° 

- -- の帖 僧は 哪 もは 巧の モノポリ 

- — も來ょ b 生す る 人爲的 じ わ 動 

じかなら 3」 ご斷 じ、 この 路赂 

巧排 をを 排 協して これに 勒抗し 

间 がに タィヤ ー 其 他の 需 おが 約 

を力說 して ゐる〇 

幾を の. 巧 巧な を 外國ょ b 徐乂 

する 义阅 こして、 ブラジ^の 谢 

讲 のかき、 今回の 諾謀 のかき 場 

合 じがて、 ホ 国の 利 お. 如 著しく 

侵を されて ゐる こごは 勿論 事實 

じか 違 P ょいが、 織つ てこれ を歐 

洲ぶ 化の 國 家ょ 夢見るならば、 

米 威に けが 讓腳稅 ごい ム モノ ポ 

リー 政ぶ に 媛る 化 ハ 劣らない 貿あ 

上 山 辟 壁が ある。 あらに これを 

巧 料な たる 乂闊の お 化、 農作物 

等の 檢出 じがて 徵ず もも、 义厨 

のみが おして 濁ら 化 威を ホ 難 巧 

がず るの 特爐 ある やを やを 疑 U 

ざるを 得 «。 

巧ん 况ん や歐讲 じは 對ホ賊 時 

ながが 巧の 難鹏 ご、 勒乂 物な 淪 

おに おする が證縣 祝の 降 壁が ゎ 

b 、 自衛 上斯る 政策を 株らざる 

を 巧ざる 爭倘 じある。 モノ ポ 9 

— 化ぶ 化を 巧は 巧 じが 問蹈 ごし 

てら、 斯る貿 あ ' h の 巧を はを の 

巧抬に 照して-むが 巧 斷を跑 を 

も かお 的 ごし。 けれ じなら « ° 

がらざる 限り、 巧 題の 解かを ポ 

むる は、 木に； sb て 魚を 水い る 

5 がに 終る であらぅ。 

噴火口 上の 國民 

ブアス シモ 內閱宮 化ムソ リニ 

氏は、 •お 化は 化に 靡 0 政 おの 時 

，化を 過ぐ ど稱 し、 治 女 維持 巧を 

を 布--‘ て、 皇 巧を 除 <闕 をの 大 

端 巧 動を 自己 のらの どした のみ 

- こ 中、 巧 n — マホ 闕の巧 速 か 

:巧ど ホ 年 巧よ b 宵 施ず る ど懊え 


ら れてゐ る。 ムジ リニ 巧に 從へ 
ば この ホ國 ホ おは 頗 - H 的では じ 
< 、內じ 於て は國み 的に 刚 結し 
外じ勒 しては 化を 化 どし、 邪を 
邪 ごする 卒 お。 る玫 治の 强 あで 
ある ど 云 ふ 0 

ムソ リニに の 乂 惦结 動かい か 
■る 化 式 ご。 つては をを める^. 
じ瑣 いを か'' 卒お i :* るか 夕权策 
ご 巧。— マホ 阅の 出现 が、 化 小 


がの 位 腺を か 巧' し變 動す も か。 
これは 巧 H ん事 巧に 徴す るの 外 
はない が、 赤い。 シアのを 度 政 
を じ お 照して、 巧る 瀑肾 ''磁 腐 
政治の 出现 は、 歐洲 み ホ 化を 亂 
す 巧 能 性 こを あれ、 これ $ か 
じ 導く 化は 斷 じて：^ い。 

7 アス シモに 政を される が 太 
利は、 正に 嗔 火口 上*: 舞輔 する 
巧 前 おの 位 おじ 等しい ご あ ふ。 


を ± 暴風に 襲 


ろ 


軍艦 漁船 遭難 > しお 家 多 數燕失 

東を 特電 二十四日 發 U 巧 化 sn 巧 ザよ b 靑絲 及び 秋 を 中、 む 
ごしても 化五乂 突の 强速 巧；；* る乂旅 風を 闽に繫 ホ-て；^ 一 害崔大 
。る 見込 f よるが、 今：：： よで じがが した 所に れば大 阪 \ 一^ば 家屋 
倒 おむ 爲 めを 巡が 惨 巧し、 福な 縣 では 漁船 廿餘隻 難 波して 巧 化 
人に 溺 化し、 S 補 半島では', り 八十 人、 詩冻縣 で化餘 名の i ： 衛不 
明 者を 生じ、 家 紐の 倒坡 、流失し じる もの 勝し < 化が 道 澳 島は 

大が啸 し 毀け n て 人家 六戶 、化 十數 h は 波 じ 後は る 一 をを 地 

み 被害 頻 々じる ものみら。 特 なおが 島け 潜水艦を お化しつ 一 i あ 

つた 際 瞬 ㈱ じな 隙を 生じて が お个能 ど；^ >、 潜水艦は 激浪に を 

まれて 抑 流さいた 病め 自丫觸 を 絕四隻 が 巧 おじ 急がして 敕 助に 

もず 中で ある。 


各地 暴風 

パ 9 — か 一二 日兹 N 當 化に 大暴 

風 をら。 一が 閒 約な 嗯の 烈風は 

那 外の K 家を 吹 飛ばし、 電線を 

切 劇し 煙突を 巧 b てを の 被害 少 

じから や、 セー ス 河の 渡 かは 颠 

媛して 九 名の 乘 をは 溺死し エツ 

フエ 八 塔の アンテナは ラ デオな 

送 中 じ 吹 飛ばされ、 奠術 お前の 

大木は 倒れて 耕閒 巧を 破壊し ボ 

— ロンの ホ 木 もがれて 迪 h 中の 


タ クンー を破废 して 婦人 慘 巧し 

お 他を 邮 々農家の 筋 壊、 漁船の 

化な 等 ぞ較じ 上る 見込で ぁるり 

リスボン illlH 賛 ；= 當地 f 装 

ひし 大波 あは 約 一二な の； Hi 家を お 

壌して 四な 餘 人は 路頭に 迷 ひが 

岸 ごの 通 船は 立 化を一 死傷者 も 

夕數 であつ た。 

ストック ホ 八ムか 一二 H 發 =：： 瑞 

典 J 帶- 1' 日ら 乂裝 ああ 6。 民 寒 

の 倒 壌す るら のをく 巧 傷 若 皮び 

け衞个 明を もを 教ホ じた。 


审縮參 加 ど 上ド晌 おの 關 巧に 就 
き乂統 邸の 内ぶ をず けて なか 誤 
& び K ホ類械 袖は ホよ 6 反聯班 
派 議員を 歷 がして 懇談の 上 了解 
を ホ レる 所れ ら 、結 厨 大統領と 
して‘ 4 化 節が 逍山 豫算に 化帖が 
生' じ *：* い 限 b 潍 をに おしては 正 
ホに 化ん 派遣 ゾ寶否 乃き 職盟よ 
b の勸 誘が をを 刚 せず、 をが 大 
統領 どしての 確^ 絡 尚 巧 じて 化 
節を 化 遣 L 辨倉 もこれ を 默認す 
るふ ど。 ら 、遂に 蓉 加の 巧必を 
凹め だる も si かく、 お聯 越が 
證良 もこ W 孫 豫牠を 線の ぶ 巧を 
監視す るが 巧 t 化め 本 問題に 就 
て：；<'かて虹對速動を起3ぃ*い； 
になつ じが、 议 がごして は 

陸 単縮少 け飽 おも 純歐 

洲 問題 ど兒 破し ホ國 としては が 
て 自主的 じ參 加の 必 をは 認めな 
いけ；；.- こもを 尊じ鹏 じて は 顧問 
格に てを 加す る も 差を なし ごの 
を 見を 抱き & るが、 前ち 所 報の 
か < 歐讲 乂列强 S 間にけ 相なず 
かを 隙す るな ホ じて。 力^ノ 
條 約の 成な を 見る に 至りし も 弱 
小 図の 間：.； M 導斯る 臨を な；、 
現じ バ^ヵン 問題の 油き、 尘耳 
を 割典國 ■ァラビァ お 族の 革命 
を始め 。 シ ァ ど巧隣！$國を等 " 
力 瓜ノ條 約範剧 外の 政治問題 夕 
<從 つてが 滿 替加轉 はこれ 等の 
間に 脚聯し 陸軍 縮 少の條 か ピし 
て先づ 

平和 安泰の が 障- 藝 

國じポ め 自が大 列强け 右の 協定 
を監 細す るの 立 傷じ陷 るべ く斯 
る 政を 的 問題に 米 歐が一 叫干與 
せざる ミは 豫 め米國 政府よ b 通 
牒 ずる 笠 じして、 ホ 國が會 譲に 
參加 ずる 巧 もけ 元よ 6 お 巧 縮々 
じ 多大の が 害を 威 じつ！ をる じ 

外なら ず、 化つ てこれ が 完成 じ 

1 は 夕大の 努力 こ 協力 どを 惜 まざ 

る狄必 でもる お、 米齒 政府 どし 

」 は 現 化の おお 縮 少じ轨 て必奥 


G *? ものは 即も 第一み ヮ シン ト署を マ クユー ン氏巧 一 背部を エ 
ン をみ に參 加したら 互 大列强 の I ゲァー ソン 氏は 引资 S 喊し 上が 
おが 力 協定で あら、 なつて こみ ーエ お部當 一? は 巧 殺さいた 支那 人 
會ぷに 第 己 流、 第 四 流の がが 脚 1 逍 族に^ 知五千 巧の おを を 贈 


で 生 

弓 

縮大 

會統 

譲領 

送ク 

がゥ 

をジ 

みツ 

む デ 

し 氏 

こ 


兩院の 巧 協ぶ り 

軍縮 參 加に 內定ず 

が和黨 ぶを 連 も赞巧 >し て 


米 

义阁 政府の 閱除蹄 脚 ホ 消 第二 

が 縮參 加に 脚聯し 政府は が ホ 中 

閒的 態は を. がしつ i あつたが、’ 

削號 のが h _, ，て；^ 化敢 報道した 

る 細'' 料 （て 

公式 參抓 

のが 巧を 化し 

じが 巧で ある。 即もお r 上 お 巧 

をを：；：： お ボラ ー に、 前ウキ '^ソ 

ン大が 術 W を 啟刖- •ウ ，に 、 K 

ホな 挪袖 アン ダー ウッド 氏を を 

な 巧舘に 巧を して 懇談した る乂 


闽 政府の 對策 漸くぶ る 

統撕だ がらに 第-み 带縮 贫講の 

大 な 物たり し 前阔務 を 官ヒユ ，— 

ズ巧 A び^— 卜氏 等の 共 か黨元 

をを なおが じ 巧を-- て隔 ななき 

み雜を 遂げむ おお 『米 勘 乂統棚 

け 閒隙聯 班 Jb の擲 誘じ對 して 

最も 雄設 的ぶ る卞法 にがて 參施 

すべ > 考 兜 中で わる』 ごい ふ ホ 

をぶ の货 おとなる じ まつた が、 

.れ J ゎ 整き、 

蝴務 長を 


ケ 


グ 氏は 


をを おず， 一.^ は 却て 

偽を 進行 :ま捣 を 生 中 

る をれ あら ごな L 、 をの 結集 ど 
して 弱小 國 のが 軍 協を は 第二の 
問 趣 ごし おが 協を はこれ をを 然 
別 似の 問 越 どして 化投 ふの 腹 あ 
る もの； 如 < 义齒 がを の 準楠會 
證じ參 加を 决 、むず るに まつた； 
も 巧 マる じ'- の 方面 kffi 耍 祝ず 
る爲 めで わつ て、 ホるべき が瞄 
會 誠では 駐 お、 な佛大 化を を^ 
どして 列贿ピ しめ 別し 固務 、が 
軍雨當 おは 元 J らヒユ I ズ 、片 
. — 卜 、ホラ - — 氏 等を 綱 錐 一 ) だる 
委負會 を設當 して 臨 傑應變 ，を 
權じ訓 かを 發 する 換巧 。もが、 
旣广 上下 両院 じじ 旣 じを 軍縮 會 
議の 

ぶ式參 加に 就て 約 一二を 

の ホ證が 上程され てなる けれ. ご 
も當巧 側の 要 ホを をれ かを 委負 
會 がる 巧 諸 案を 化 おして ゐ るの 
け、 即も大 統锁が 準備 協議 貪の 
參加じ 就て は龜 脅に 無 相談の あ 
まを 採る 前提 ご 見られ、 を 準備 
委員 脅のを 備 討潘條 件を ホ定し 
たる 後 愈々 正式 會 議じ义 駐が參 
加す る 煤を 始めて 畿會じ 協賛を 
求める 盛 向を 雄 辯 じ 物語る もの 
ご兒ら れてゐ る。 

參加 y 要望 

外務 當局 S 觀測 

東を か 一二 = お：：：： 外務 當 局は ホ 
國の 第； 一軍 縮 會議參 加に おし 日 
本は 米 越のを 加を 切望ず る もの 
じして 濁 逸ぶ び 0 シアの 加入ら 
I 元ょ 6 ホ 暨 する 巧で あるが、 米 
國の參 加 ピ个參 加は 會 議^ 結裝 
を實巧 する 上 じがて 大影嚮 あ b 
なつて これを 要望ず る 所な であ 
る ご 結つ た。 


典し，， 


ャップ島 一.^ 海 嘯 

ホノ^、 か 四 口 巧當化 じて 
爲刊 する 『布 唾殺细 紙-い 達した 
東を 時 おに ^れ ば！： 本々 上を 裴 
ひたる 大藤 風け ャプ鳥 附近 じ 
て 乂お啸 ど て i みは 悉<狎 
流されて をの 跡を 心め や カ ロリ 
ン 島ら 恐らく 同樣 J 損 審を裝 つ 
たらの ビ 見られて 3 る 0 


のを おした る 報吿に 化む ぶ 職を 
軍の ル^ 地方 占が 中 じず 巧した 
る賠悄 金は 八 お 化 千 四が か 一二 巧 
五-円 ホ十义 かお 克 じして をの 乂 
半は 物品 るが、 ド— ズ案巧 施 
前 およら 本年 十一 巧 化 日を のみ 
濟賠瞄 總额は 山お搞 'カホに 達し 
てゐる ど。 


.張 作 霖奇隊 ぉ 博ず 

天津 陷 落は 虛 報り 外あ圃 抗議 

巧を化凹0發：；=陸軍堪戊びを巧聞化に達した奉天特電に化れ 

げ 娘が 霖お郭 松齡お 軍の 第一 戰は張 軍 奇勝を 憎し 新 K 巧附 おの 

重 嬰な も 地点を 奪取して お强に 抵抗し 目下 激戰中 じして 天 おを 

巧にして寒氣加けら^;*ければ近く巧戰する帯であるご。 

。 \ ド‘ ン H の H 發 U お 玉 祥將 軍の 轉 ほおは 李 景林將 軍の 中央 

線を 巧 破して 天 かを も領し 段賴瑞 乂總統 の辭巧 近し ご 傅 えられ 

たるら 右’： 虛 報じて 天津は 未だ 階 落せず、 ホ 景が將 軍は 計 蕾を 

變 化して 化 巧を 擊をあ 止ら 却て 天津の 巧禦 線を 固めた じ 過ぎの 

らしい ん而 して 昨朝 日本 W 譲 衛の下 じ 天津を おし 山海 脚に 向 ひ 

わ^〇^際特別則車は酉び図比軍のため砲擊を受け止むなくお津 

じ歸 皮した るを なて 列强 かを 邸 長 か蘭孩 化は 獨玉祥 お 軍 じ掛し 

をの ホを 巧爲を 詰ら 萊 客は 軍爭 上に 腳 係な き官を 階級 ご 限を し 

ホろ 事實 を學げ なめて 劇 際 列を を 山海 關じ發 する 旨 通 煤し 豫め 

國 W 軍の 辖戒を ホめ た。 

た郭 松齡將 軍の 巧隊け 巧が 踢旗 

をめ もや {に淺 辱し 邦人を 屋 

を繫絕 して これを 破 竣し化 巧は 

は 日本化 樂 部に 避難した るが、 

錦 州が 留 H 本人 も 一時は 騎 いだ 

が 譬戒颇 る嚴乖 じて 今では お 街 

じを をで ある。 

上海 警察 長辭 職. 

上海 廿 一二 H あ U 上 お 刺 亂の黃 

なに 脚す る 日英 ホ 巧 法官 食廉の 

報吿 書は 本： n 公ぶ さむ 米 國お事 

をは 上が 蠻察當 巧の 巧 動を 非難 

し 日 巧 お 事は 懲祭當 局 じ お 巧む 

しど ま 張 L てゐ る-か、 上が 普を 


举天 方面へ 

駐兵 增派 

郭 軍が 國旗 凌辱 

ま 京 特電 二十 I 二日 發 U 天津 方 


面 


頗る 危險 じ頻 しが 留 が 國人 

ょ、 駐屯；：； 本 軍の お 派を 要請し 

た， 一 鹏係も わ ら、 本 u 閒 證の敲 

解 4 得て を 謀 本部は 旅 順に ある 

化；： 一 惭隊’ よ b 1 刪 太 隊を增 兵す 

ると ごな つじが、 天 渾ど化 巧の 

浦 信は 化 一 H よらを が杜 おの 姿 

である。 而 して 斬 K 巧を 占が し 


法律 勵巧ち 免職" 

フキ ラ デ A フキ アが 四日 發 U 
整に 义固 陸微 陵の 鳥 官を醉 し 正 
式に 當化 法律 卿 一，！： 部長た らん ご 
しじ バ トラー 將 中は 巧 長 ケン ド 
リック 巧 ど 政見た をせ ず 本日 突 
かを 職され たので 巧び を 藉じ俊 
ずべ < 目下 ホ-給で である。 

岡 野 副議長 逝去 

東京 特電 二- fil 日發 U 樞密閱 
副 溝を 岡 巧 敬！ 巧は 本日 逝去 
した。 岡 巧 共 山 後任 どして け樞 
を お 顧問 官 倉を 勇 己郞氏 及山縣 
が ミが を說 がゎ 力で* る。 

英國議 智閉會 ず 

りン ドン 廿 -1 H 發 =； 巧 厨議會 
は 本 U をのて 机會 I ホる 二 g 二 
H を 0 て巧熙 3 ベぐ ザョ ー デ 陛^ 

下は 上院 じて 閉院の 敕 語を 御朗 
あら、 特に P 力^ノ 條約鏡 結 
を 嘉納され た。 尙 はボ片 ドゥ キ 
ン 首相は 閉院を i み ホを 巧 ご ぉ 
見し モスー 八 問題 y 善を 策に 就^ 

て協證 する 所 あつたが 、近くぶ 
まじ 兩 政府のを 邱 どじる 形勢 じ 
して、 兩感の おじ 一巧の。 夕 < 
ノ條 めが が 立 i な見这 である。 

佛國藏 贿彈劾 か 

パリ I 二日 渡：：：：： フランスみ 

巧藏 柏グユ メ^ i ；： ri 削 巧 諸藏相 
が 旣じ證 會に提 化しを 派ょ ら贊 
间を 巧た る 社 會キ義 的 削 政策と 
非 社 ぉ 主義 的 がげ 巧を が衷 した 
る 案を 閣 誰に 提 3 L たる も 首相 
ブブ ァン 氏は 證 なの お 勢 不明瞭 
;:?>るこどを理咕こしてをおを避 
けつ i をる が、 巧 今の 形勢は ■新 
藏 化に ホ 巧。 夕 ，''社 曾黨は 
彈劾 案を 提出す ベ < 准脯し 政情 
はがる ホを でんる。 

露 ± 新條約 成立 

モス々 ゥ化 二日 發：： ：：勞 農日シ 
ァど± 巧 十：： 政 咐は兩 國の平 かが 

瞬慷 約に 就て 談判 中で あつむが 

條 約は 一二 巧 じみれ 政治、 經濟及 

び闕 際的紛 巧の 調訂 じを 類され 

てゐ るが、 圳閒を 一二 年 どす る ホ 

か-化 隙の. 嬰み は 左の 如し。 - 

(一.】 兩 柿盟閣 t ? 斷 じて 侵略 

的 行動に 议 ばず。 

【一一】 § 剧の 一國が 化列强 

ょら 陸が 卜じ戰 化を 交へ し 場を 

- 國は嚴 す 中な を 維持す。 

〔一二】 綺盟轉 は 相ぶ のか 治經 

濟 ぶび 貼 政 k の 利 權を臂 をし こ 

れ にかな したる 協を 乃至 條 約を 

策 互國ど 組ぶ を 得 乎。 

獨逸 S 贻償 决濟 

バリ ー 化 一一 日 後 U 赂衔 委員け 


マン セ！ 巧 逝 < 

當化 ニユ" ~~ ョ^ ク •ザン 及い 
夕刊 ブレ グラム 紙 社長 じして、 
マン 七！ •マ ダジンが 他 短篇 小 
說雜誌 •探偵 雜 誌等數 柿を お 巧 
しち 力い* る獨立 ホか黨 どして 枚 
界 あび 新開 おじ 大勢 力を が殖し 


Z 


ク- 


ン セ！ 氏は 去る 


十一 二日 富臟 炎の 巧め レノックス 
ヒ少 病院に 入院して 切開手術を 
をけ 經過 良好を 巧 えられし も 去 
るサ - H 第二 回^ 手術 後 腹膜炎 

を 併 装し を じ 什 二 H 午前 六 時化 
か 逝ました。 氏は メ I ン 州の 出 
身 者に て靑 ホ 當時 懐中 僅か じ 四 
十 弗を 資本 じ當 地み 人と な b て 
雜 誌が ょも 身を おし 新聞 化に 手 

を 染める.^ 甘餘 社、 梟 巧の 事 菜 

ごして は ニ ユーョ ！. ク •ヘラが 

ド 紙を 買收 して 钥刊 サン 紙と を 

併 一 i 夕 巧 ダ。— フ 、夕刊 テン ク 
ラム、 夕刊メ 紙 等を 買收し 


て チレ グラム ぉ除き 化は 夕刊サ 

ン じを 併し ヘラルド 紙を ブ 9 ビ 
ユーン が じ 溝ら じる お 朝 巧 新 胡 
をょ b 去らぶ じ 夕刊 方面で 巧 躍 
しつ i あつた。 氏は この 外米 國 
细拽會 社の 大 株まで ゎ h '、 メ — 
ン州 化牠じ グロ サリ ー の チェ ー 
ン •ストァー を 傑を する 等を 化~ 
方の 掌 おを 綜合 ずれば 追を が 巧 
は 四千 万 巧 じ 建す ベぐ 眞じテ ビー 

カルな アメ ブ方ン •ビジネス マ 

ン でぁつ た。 ま 年と 十一 诸 、葬 1 
儀は まる 木曜日 喪ジ 3 1 ン寺巧 
で舉巧 された。 

商 1 W ;, 悄！ ，ご— 部 

♦お 玉 祥が天 潍で乂 化した y 
ど あ ふ ご翌リ は 大勝 ど 巧る。 支 
那の電 巧は をの 戰巧 のか < で、 

當 て-し。 ら打 i 夥し。 

♦ U 本じ大 暴風 兩 、巧 巧の^ 
お 巧 もこれ ではす 芽 出 巧い。 を 
れ じしても 細民 階級の 生活 巧は 
これで 一 お 深 剔 さを おす。 禍み 

國、 U 本ょ。 I 

♦たまき さんの 「浪 子さん i 
英ぞ 紙で 大 好評は 夏ぶべし。 化 
し不か 歸の浪 子さん は 巧く 餘つ 
て 頂 萬す ちが、 この 浪ず さんは 
これで 當 かは 日本へ 辅る やうな 
巧 載 さも 見え や。 


新装した 「新年 號」. 

來 ろが 日に を讀 者へ 郵送 寸ん • 

大正 十五 年度の 本社が 年号は、 例年の かく 新装して 發巧 f ベ 
，''目下 着々 ど 準備中で あらます が、 本を 巧 新年 號は 一巧 こ円附 
ごし ホる 化 日を なて 內 外の 讀 者に 觀送 する i どを しまし わ 總 
頁數 十六 頁、 をのみ 癖の 一端を 左 じ御紹 かを します。 / 

紐 育 新報 お 


一一 巧サ ホー 


新年 雜筆 


亞人 風 


亞乂 鳳氏獨 巧ろ 隨筆 じして、 「化が 駐王ど 義經の 話」 「他 お 試 
を ど 支那の 話」 ど 題し、 前を は ンヤー •ド •ぺ 少スが バリ ー を 
戀 し、 義經が 京都を 墓 ふ 也を 描いた もの。 巧者は 支那の 政を 
を 罵倒す る軟义 のめ 治を 巧 肉に 蜀 照した もみ。 

舞臺 ミス クリ I ン 早 川雪洲 

俳 後の 立 傷から 舞を ご スクリ I ンの 前に 立つ 必 持の 魚 違を 自 
己の 體驗 から 割出した 雪 州 氏の 述懐 こ 抱負 ご f ぁる。 

性格 俳優の 悲哀 草 人， 生 

近み めき 4 ど米幽 S 活菌 ホレ貞 出した 上 山を 入 氏が、 得な 
の 半面に 漂 ふ 悲哀を、 巧 獨恃な 太い線の 筆で 描いた もの。 

t び 巧 < 紐 育の 建築 美 由が S ま 人 

一 一年 加 漂然 ごして こユ ー ョ t クの人 ど。 つた 筆 巧が、 簽 おお 
の歷 あを 叙し' ア — トメ ント 化される 第 化 街の 热哀 を、 去 
口 ご' 巢 U からの ぞいて.'- れをお ふ。 興 ホが い讀 物。 

樹を 愛する 也 化 骄義雄 

英文 著述》 でぁら、 盡ホ でも b 、 膊學を 0 て 鳴る 圧が、 游巧 
巧 象の 妙 藍を 禮 讚し 獨 待の 東が ホを 帶 びた 哲學 をお述 した も 

の。 を < アト ラン テブク •モンス ブー 誌じ揭 載され る 論义の 
みを であ 6 まず。 

ジヤ” 至 父響樂 不 人化譯 

ホるザ化口、 力1ホが1»ホ1グで 演奏 さ れ た る テ I ム义 •-ブ 
— ラー 巧 作曲 じぶ るアメ リ カン •ジャズ •シ ムツ* 二！- ザ 1 
ヵスの 想 出」 の 巧を 紹介。 

ゴルフ ご劍道 ボ川 一葦 
頑張る 元氣 宮贼淸 

みに ゴルフ 餘 おを 鑑 歌した もので 前を は、 ゴル' フがど 刀劍の 
腳 孫を 叙し、 をを は當地 H 本人 ゴ火フ •チヤん ビ ォンの 同が 
が 記した 曾い 觀驗 談。 

米勵 での 聞を もの 藤 原義な 

目 ド〇ン ドンで コン サ ー トの 旅し ぁる 當 化む 染 ホの 毁 樂家ゎ 
る时 氏が、 ホ旣が 年んだ ジャズ •バンドの 御大 ポ •ホロ 
ィト マンを 鹿 讚して、 歐讲ど 米國樂 おの 化 进を趣 ホな く お C 
たらの。 歐洲 ょらの 第一 信です。 
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Df . G •比 Martin 
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F . L FREDERICS CO . 
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224 E . 14th St . 
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Koike Studio 
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K . Iwamoto , M . D . 
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Tel . Trafalgar 0352 


KANZO OGURI m . d . 
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TOYO N . TSUGARU 
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YUKIO NiS 排 MUR ん M . G . 
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755 Park Ave . 
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PHELPS & PEB が I 

3 Maiden Lane N . Y . j 

エ 細を 毀银 をに# 丰石擲 お i 

類 お實匠 意新最 i 


1 KOSHIBA 

I STUDIO 

I 舘眞 寫柴小 

! 661 Fifth Ave .. 

i T 日 !. ？ ! 3 なの 12 

Branch Studio 
W が tminsi げ Street , 

む ovidence R . !• 
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m ifr m 
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! H 晦 十. 


H 六サ月 二十 年 四 i . レ- 大 r 一 


等り 人 

長 巧 細み 謙 111 山 口 堀川 患 一 
山 お 齋慷乂 ご 一耶 大阪 を々 木せ 
福 岡を 巧 巧次郎 福 ホ 山本凑 
山 口山 本 龍が 嚷每 西な 法 一 
舌川淸 一耶 (お 巧 巧) 7 ィ 河が 
化が 遵裕诲 ち 頃 島が 卜 •おた 
岡 山 か两廢 タキ 石川裔 木ぶ 記 
台の ちじを なをを き 萬 育么’ 
挟 巧 本ん をく はなん ょら 巧- 
化 巧 卸谊知 頗上睽 

が 育巧閱 總煩赛 绽 

一宗 83芒 革ち N ミ ご rk C 是 


齒が醫 木で 义巧 

ご n W . ご ifh で. 
1己.3畫ヨ置85ご 

化が 品卸賣 

五味 商會 

W E . 1 ゴ h 資.， N . Y . 呈 y 
立ぎ yvesan こ 74 m 

T » ■ !* — - ili — • 

令當籍 ♦雜誌 ♦新開 
縱 費を を閒 
執 巧 午 肋 九 時よ b 午ち 五 時を 

紐 育 日本人 會 

西 五十と 下目 二 五 〇 を 
電話 サア クグ八 一九 0— 化 一 


を 留 靑年理 をの 團体 

U 本人 靑年禽 

8 〇 室 田. TCI . Clarkson 12 云 


大お育 日本人 

基督 敎靑 年會 

芝 2 E . 里 th St . N ' y . 百 ty . 

ジ I . PIaz こ 141 


Tg 巧 話を H 团 H 年後 八 均 
がな を木跑 H 午を 八 時 
'円 詔 食 ±班：11 午を 八 時 
をを、 お 基 室、 巧樂 宝の 設储 あ一， 
ホ資 を軟迎 す、 を 箱を 利用 ザ if 
牧巧 乂 川ぶ 凹 1 

U 本人 基督 敎 修道 會 1 

ごだ W 12 ぎこ t N ' Y ' City 
TeUath をを 97 云 

曰 本人 ぉ U 敎會 I 

な础 川な ボ么進 _ 
幹事 田 中 巧 二 I 
Jap 当 ese 至' で呈ミ を & Inst . 

W 23 W . 1 吉資. Tel . Cla を on 室 1 ^ 
塘拜說 お •日が H 午後 八 時 
が馈 爵水谁 H 午を 八 巧 一 
哉 键貪乂 逆 H 午を 二 情 
♦备 がを. 一 
位置を 输比 畦を 教み了 町を 十； 
ぶか 學ホ貪 社員 放 巧を じ 最適 一 
鼓 帰 國誉锥 誌斩巧 反を 鴻娛攀 j 
見隨 易を を あら 

度を 强 を 罔旋 、狼 ぞ定 み、 &巧| 
事 裳 潮 ま、 典 化 ザ孽柏 淡错提 i 
等 间炮諸 巧の ホを た 教迎す ； 


じ 
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如碱 
h Y 

。韻 

K 6 
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8 t 泣 

.n S W 

C W : 

化に 則. 

恥 说加智 

S . げ 故 

んお 貧 

品 


▽ H を U 
お誉が 巧 •出 午 
巧瑚曾 タセ巧 半 
诞巧說 が $ ホ 

▽わ おり 
邮 德會夕 八が 

▽ sa 

まま 旨 又は 茶 i 
を 含 夕 A 巧 I 

を 宿 巧、 旋 巧を I 
を 9 部、 ん事 沿' 
淡 部’ 巧を が •度 一 
を 巧を が、 を 落 一 
なを 较 度® 遙 ST 
をな けを 員、 ホ： 
會 員® 度と 計る I 


齒科腎 

止な 基 

診察 時閒 - 
自 午前 义時 = 十二時 
自 午後 一時^ 五が 
時間外は 前約 じ 願 ホ 


統育 卿を 認 

內務 省を 許 

巧 京 巧大瞥 巧大學 

產舉從 巧 巧ホ莱 

產婆 松本綠 


齒科醫 

▼診察 時閱 A 
毎日 (日曜を 驗< 一 
午前 九 時 よら 
午後 五 崎 ザ 
水 曙 午前 乂诗 1 
午後 一時 


齒科醫 

u 新式 無痛 治蔡 n 
多年の 經驗 をのて 
り 本人 諸君は 辖じ 
了 寧戀 切に 施術‘* 

卜^マ — チン 


檢眼 並に 脈 鏡 調節 


„.0本雜貨 
ランプ 錦資 

おお 貿易商 會 


日本 

1 フ ク^"™*^^ 

A ♦ ww% mrf, 

藏會 


親關 事務 

巧が を 袖 並 じ垂世 
がの 鑛ぉ乂 方法 じ 
稱 する 一切の 御 諮 
閒じ應 じ、 機 道 湯 
船 貨物 運賃 及ぉ视 
を お 閱手績 書 等 違 
呈 す、 重要 都市に 
化 巧 店を がし 誠ち 
殺 速 御用 命じ 應ゃ 

が 薇 取扱 


寫 眞^ 

第 お 街 

些 二と 


部を じ； 當 みの 間 

護繁 

午後よ 時） 义時 
H 曜は 前が 願 上 お 

け： 直結 悅彌' 


診察 

午後 一二 時より ホ 時 
y 囑は 前約 祐願候 


ドク ト が. 

高見 豊彥 


臟醇 揉攘治 

神經搞 、リウ マチス 

風痴 、打 身、- 城 肩 腰 
痛み、 肖騰稱 み 化 
出 娘 親切 じを 族 中 
上ます。 前約の ぶ 
は 午を 一二が ょら 自 
ちじて 施術し まず 
= 本绒灸 
專 門を 院 卒業 

I ち § 津輕 お泮 

巧 だよ 十 化 T 目 吾一 八 
電話 7 ズオー スエを 一一 


診察 時間 

午前 化 W 1 十 時 
午後 六 時— 八 時 

パ t 小 莱静三 

糾育 ボフラ 7 — 病院 
猜 おおか お 勤み 

お ホ ユン バラン ド 

病 お 勤務 


診察 時間 

午後 一が 時 
午後と 時 == 八 時 
愛知 臀學 ± 

.バ： 巖本谨 一 

古が 比 亞大學 及び 
グザ ラン 病捉 勤務 
H 濯は 前約 願 上 お 


频 II 樣 治療 

^氷ぷ び' 電氣 治療：；：： 
お 揉 肩 腰の 痛 首モ足 
のす 颤神經 痛 リゥ マ 
チス 慢性 胃 藤 病紳經 
衰弱 お 其 化 
午前 化 時ょ 6 午後 丸 
時 治療 お 巧 又は 自宅 

フジ オン ラ ピスト 

を- 認西村 幸 男 

を認 マブサ ー ジ術及 
看護 締 

助手 ミス •才^ — C バ 


診察 時間 
- 午後 五 時！ 八 時 

江 見 一二 朗 

引績 さべ^ ビュ！ 
病院が 勤に 付 右 時 
間 巧 及び 日曜は 前 
約 じ 限る 



正を ど 親切 - J を 旨 どし 確實 
信用 ある お 抑を 精選し 
時別廉 償で 賊賣 致します 

ゥォ八 サム、 - A デン 四 割引 

其 他は 化て S 割引 

指輪 鎖 貴を 屬$ じ 寶石類 一 切 

戶ミ八 トン 時が、 ーワ 1 ドィ 

リ V ィス 時計、 を 柿 置 時計 

ゥォ ー タ ー マ ^^巧年筆 

王^ ンヤ < — フ^^ 

純銀 お 並に 銀 お 一切 ■ 

御 歸朗の 御 ±ホ’1 切 

時計の 修鑄 はが 隙 付 じて 確實 

じ 巧川宮 身が 致します 

午後 八 時まで g 店 

西 四十 二 了 目 一 « よ一 一 五と 

ブ日！ ドゥ 王， 東 化 角 

〇ンク エタ— ミ 八 デン グ 

お 化 一一 吉マ畫 

る 川 伴廚會 

带話 ブラィアン. 四 |二 お陋 

養 I 夏至 - K 養 is . 1 な- 57 去. ち ndst . 
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巧き ホ 剧締人 
口 本人への 英 
語敎授 じは を 
年の 熙驗 をち 
す 0 ー ンブ- 

ンと 十. 五 化 
每 H 朔义 時ょ 
6 巧 化 時迄柯 
時 じても をし 
U 曜日は 一時 
よ b 四時を 


成功の 秘訣 


00 

rn t 

化 s 

■T! b 

縣 S 

ku s 

お 細 

巧 tS 

巧 8 


乂國ま 英語を おす 事 
は 成功の 濟 一義です 
本が じは U 本人 敎搂 
じ慨れ た當巧 婦人 お 
師 あら 懇切 じ 會話通 
信 文祖を 語を を 巧し 
ます。 H 躍 週：；：： 共に 
ぞ前化 時よ' り 午を 十 

畔 まで 關 校，‘ し ー レー 
スンと 十細づ io 今 
H おもに 巧 校 あれ。 


巧 


目す 薪ん 巧を す秩 A お 巧言 

寶夕ぞ 4 屬游 、 V みみ 刹^ 
A け クオー ん ザん •な シンが が 四 避 引 
な C 尸し 7! ド： ノ ミす ンが評 を劍列 
がみ nr 化' 念感表 がろ 刻刮 
感ぶ がそが 屬ふ \\ 刻 立ず 
茜ネす 各が を-が 筆 夕割引 

縣赠 嫌の 藤乂 
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巧な 







メーシ ーは紐 育 最大の ゲバ ー トメ ント商 巧で あ 
b ます。 新ら しい 昇が 機 どユス カレ ター は廣澗 
な 店内 じがけ るを 様 ゆ お 買物に® 宜£概 快と を 
巧へ てゐ ます 

他 巧で ニ ホす る ものなら ピィ ー シ 1では- 
弗 八十 八 仙を はを れ& 下で 買へ る i をで ぅ 
ぞ御 記憶 下さい - 
目 本へ 御 荷物を 御 送ら じ たい 節 又は 巧 買物 
に際して御用の法合はバ 1ソナグ シ ョ ッピ ング 
ビュ ー n 1 を お尋ね 下さい、 親切に 御 保を を 計 
らます 


0 巧， 巧 巧 ZJi 巧 C 巧 CY 户 
呈養呈 A 日 〇巧 

基 7 Fi ま As- Near ち nd S 产 
TeL す nderb 云 1S8 ぎ q ョ 70W 

’ぃ t 去み 謙 次 

巧、 水， を、 午が 一時 よら 五 時 
迄 > 其 他は 前約に 願 ひまず 
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村 顯化廊 

ミ Lexingion Ave デ y . 呈 

Bei. だを か 2 ゴ h 芭 S 
ジ ー . 这 a を誦 ぶ . ち 18 ’ms 


」0 巧 10 左- OOCRJ 、 M . 0. 

‘ご 1 ’west 芝 二 St . Ne ささ rk 

ジ L Riversid こ 573 & S を ミ ler 104 基 

み 分な 巧 午前 九 お！ 午後-時 
H 曜 午前 九 時！ 半 後 四時 

ドクトル 小 柴乘吉 


■ . I 

R かな 巧 

Q ぶ 化 化 
4 9 5 
3 5 2 


腐科醫 V 

夕 年の 經驗 をな 一 L 
最新式 巧學 手術に 
堪能 じて 信用 篤し 
U 施術 巧 低廉：：：：： 
日本人 諸君には 榜 
じ 了 寧 懇がじ 治療 
化育 州 公認 
パ t ブル 1 ム 


) r . FI . Mhishid 夕 D . P S . 

夏 W . 7 害 St . Tel . 置 istt 寞 2 

il 齒巧醫 穴戶良 一一 
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厘 金稅廢 止と 

日 ま 米 提案の 相異 

日本 案 ミ 支那 案の 接近 U 密お 


化 京 じが パる 支那 關巧 巧ぶ は 
隅稅自 まがを ホ 越'- る ご 化じ髓 
な巧烙 止の 方な じ 巧て か 巧を 巧 

巧を 閒備 しつ！ をつ た 際® 乱 お 

おし、 昨今 化を は 孤な のが おじ 

梢ら しためを に 撫朔巧 則のを ご 

むつて むる。 假 b にお 外 化椎撒 

おな满^隅惟の留み^:^しどする 

ら 脚が 方' 肺の 討廉は 政局が 稍 

々錄 を'- れ 'ば 巧閒 するな 込みで 

あるが 

該會議 じがて される 

厳か 廢化閒 越に 斟 する 巧が 政府 

のぶ か 一け 火み 左の 如 < A ぶして 

ゐ る。 

一、 化叛 力なに 就て け 大体 ど那 

政府 S 自も巧 的 じ 一巧す るを 

二、 巧を 做 おが 源は 个確 實お務 

一 兀利夕 柳の モラトリアム 嘗施 

凹もリ ぶ 集を 坡も 可リら どし 

てよ 娘す る MJ 

である。 これに 斟し 乂闽を じょ 

れ ばお收 脚' 稅 を觸稅 を 狸な じ 化 

をし、 趙 なを 撤廢 f - た. 队 巧-しは 

一々 該猜金 撤瞧裝 巧を 塡削桃 波 

す どい ふ 方な であつ て 瞄稅智 巧 

局の 懼お •かれ々 巧蚁 干が^ 結 お 

を ホず i が あるから 巧國 はこれ 

-し反 おし、 M おを も 支 挪の自 ま 

權巧 巧よ 義じ 立脚して 蝴稅お 約 

窠 S 條 じを き ニ ホ おがまを 巧 執 

する 篱 でんる。 を 岡の 规を 方を 

み 休 案を ホせば 左の か.、 . 

^ 巧 案 支那 政府は 本年 十 

ニ パ IS 後 六ヶ巧 問 じを 地 ホ當局 

をして 叛か調 谊裙吿 普を 作成せ 

しめ、 中央 政が ょらけ 巧 巧の 調 

をを 貴を 择 巧に 派！ て 調を に當 

らしめ、 A ぎの 六ヶ n 陆に をの 

報吿 ぶを 招 出せ しめてが 歧部及 

びが わ惟禪 曾‘ が兜ピ L いる ご 

共 _ '.馈 おおた 窮一 がの おお 塡補 

じ 巧す. な 化 化を 約と 千 方 元 {最 

近を 化；. なおょ 6 の 中吿： '一 ょれ だ 

一 化を卜 おゆ ど-を 削 加が 收额 

中に ホめ 一九. 一八 年二片 未を じ 

激姐 する： S をで ある。 卵 加稅巧 

をに. ょる 化の 巧を のぶ 礎-」 

を述品 〔 A ホ 巧.' 一 化 千 L . n 一力 お 

お 侈 品 巧 一輔 写一剌 お.. 

一平 お',:：: 力を 

w 窠二柿 〔'一例が〕 

とでと-,::; タザ 

關巧 肖が お收 一 下 巧 お 

.引 ■にお 下 化. 元 

この 巾 S •がを け 政 M 攻整 謂が 

じちて、 他を；； 5 て-姐を お 化の 

が 源し がてん ごして シ る。 

米闊案 姐を 潜心の 化 U ' 化 

きお 来 {おば S ザな 內) じが 化 約 

を締 がして 蝴稅牵 を 倫 人な にが 

てけ. 五 ホょ 6 主 ホ 五. 姐の 間に、 

著 侈 おを がが して 巧 I 稅 率を 設 

をし この 中 ょら 贿を烙 化の 财臘 

を提 巧せ しめん ごして ゐ る。 新 

條 めじょ bw 源を お算 すれば 

一、 晚入 酱迪ぃ i 榮 侈な ごもな な 

一巧 ニ ホ五烛 にょつ て 生やる 

もの 九で 方 元 

二、 瑜出附 加 巧 一ー ホ お' 姐 

二で 八が々 元 

二 一、 W 稅自 が增收 で 五',:: 方 元 


二 千 九が で 元 


の、 がが 解除 瑞稅剩 をを 

一千ん'， け カホ 
お 六で 万 元 
あの 巧收 を關秘 を理材 •し 化 管せ 
しめ 庇を 化の、 屉を辨 の 基を、 
不確 巧が 務柄 却を、 中央 わ 政 巧 
じ おて しめん どず る もみで あつ 
て、 姐 お 化惯 おら 一を 蝴 間* U 關 
稅管 郡：？！- が管ピ しめ 姐を 腺 化 
ど 共に 支那 政府に をが ゼ A どず 
るに おる ゥ 

R 本案 がを 廢 化の 財源は 
ホ 支 巧を どは をが 異るホ 法 じよ 

b ホめ る 0 である。 即- - 般じ 

は 腳稅條 約 第 S 條 じよる 附加我 

二が： 血煙の 巧 徵收入 約 一二 千 方一兀 

中の 化を と 剌即も 二 千；， け 力 元は 

小 確嘗倚 おの 慣遥じ 充てられる 

べき もの どして & るが、 H 本案 

じよれば 不確嘗 債務の 惯還 I ニケ 

年延則 じよ b 該 償還 豫想 をはを 

な 城' 姐み ためじ お > 向け， 得られ 

る譯 であつ て、 を 額は 乘實じ 於 

てが ほを くなる i どなら 支が 關 

稅お収 をの 一般 計算 前 巧 一二 千万 

元を 遙 かじ 超へ て 左の 如き 数字 

ご る ， 

を述檢 入 ：： gj 
奢侈 ぉ」 

關お 自然 增收 五 内 万 元 

をが 解除 披お剩 をを 

一で とな 方 元 

0 五 千な 巧 元 

であるが、 前 巧の 如く 年々 一般 

じは 不確 貸漬務 におら 向けられ 

る f 狂ら れてゐ る 綱稅附 加稱增 

徵 金のと 割即も 一一 一千 五な 巧 元が 

ぷ邮 ぶを ごして お立てら む i ば 

一: が 脚 間た る I ニケ 年後には 

右 基金は i 億ち 身元 ど 

なる 計算で あつて、 實際 栽' 姐に 

巧ず るを 額は ー ケタと で 方 元で 

ゎるから り 本案を 商 巧 すれば 巧 

年 H け お 曲を 巧みな 巧し 得る 

‘讳 でを る〇 これによ つて 見る ご 

ホ闕 おでけ だ那 はを が 今後 ー ニケ 

年閒 化を 麽 ぉのぶ をが な 出し 

巧。 いのみ。 る や、 一二 年後の 新 

條約 によ b 戴 姐ぶ をを 得ても 該 

化を U 総て 蜘お 营那树 W を理下 

じぶ 她 すら おどな も。 り 本 まじ 

よれば ま 化は を お 自山じ 化を を 

速 川し 巧る のみ。 ら や、 み 商 じ 

旌 がに おち か， •'ろ 便な が あるか 

ら な 化を は H 本案の ぶが 當 質に 

がて ぃ义服 自身を 利益す る MJ ぞい 

ご おられて なる。 化つ て 巧 パを 

權は U 木の 挺 案を 飽をま 持す る 

ホ > むで わる ど。 

太平が 航路' 

補 欺 案內容 

お 鄰を問 一轉機 


顿庵貧 担 どな ミき 契 
I ‘ 約を 締 おすらの かを 本 巧 一般 豫 
算 ご 共 じ 今 側 能 食 じ 提出 協赞を 
ホい るに 巧した。 右の ホ かじょ 
れぶ新 船は 大正 十よ 年 一巧ょ b . 
速 巧が し. いる t ので ぁるが、 が 
路徘 W 资 こして を 社 じ 興す る替 
際のを 一间を 化，」 十と 年 四月 t 
ぁるか こ、 豫算經 巧の 上に 關巧 
をホやる‘：^大正十よ年巧豫算か 
ら でもる。 义新 船蚀巧 じは 造船 
期閒 ごして 秒な く ーヶ年 半と 要 
ずるので、 現を 命會社 おげ お 船 
じ鲜 ずる 命令は 十五 年 十二 巧を 

て 城閒滿 しを の 間. 一年の 間 
隙を生やる譯でぁる。 而1て遞 
信 省は 該則 間中に 新ず みを 社の 
化 船 蓮 巧を 認可す る豫 をで 

新 船 建造 じが ム 遞信當 
局 かなす る 化を 案 おを は 大体 左 
の 盛らで ある ご。 


一、 建造 惭船 一义 四千 觸級 一二 
隻' 

I 、 公稱 速力 十八 狸 
心、 實辭 速力 十と 狸 
I 、 化 用機關 ディー ゼ作 •エ 
ン ジン 

一、' 旋お H 數現 巧の 十と 口 間 
を 十五 H 間に 短踰 .( ボノ 八、 

が 港を を わ) 

一、 がが 闽數 現が の 十四 聞を 

十と 回に 增加 

一、 航路 補助 額が 年を (大正 
十 セ 年) は 耕 船を 同年 一月ょ 
ら就 がせし いる 豫 をなる も 臂 

際にめ ては 一時に 一一 一隻の 造雜 

完 化は 曲 難に して 豫定 の航お 

をな し 能は ざる ものなる が欧 

じ问 年度の 補助 額は 約 二な々 
W を當 をを 化し 十八 年度な 降 

五ヶ 年間は 完をじ 豫定航 がを 

なす ものごして 問 率の 補 巧 額 

. V を 付す る ものなる がを-は 年 

額 二な 八十と 八 巧 山 お 度で 今 

證會じ 提出す る 新 船 關係稀 聰- 

緩额は 十と 八兩 年度' か 抑が 八 

十 巧の 余で ある ど 

郵船 會趾 では この 案を 間を 遞信 

巧 ど 懇談し おが 演船 ごの i 间談 

を 進めて ゐる ものら しん- 

「化を 博」 の 意氣で 

極 柬博覽 曾 

經費 一一 干 ぉ 巧ぶ 

乂ぶ 十八を じ堆 々しく 大阪で 

蓋を 開ける 晚東乂 博學會 のを 礎 

的 調を はを の 後 白松府 商務 課 お 

の 手で 順序ょ L 進 被 じ、 顧 間 鶴 

是 .が醒 商務み 宫其雙 巧 力ち じ 化 

賴 じて あっじ 諸般み 根本を を完 

成ず る じ まつた。 / k 漫ホ おは 化 

おを 闕の 隨覺 留^ 弼 する 設瞄や 

巧が じ 直. 〇 詳細に 硏 兜され だめ 

で わるが、 是 等の 磯った 斗のは 

あ： 府會の 終了を 巧 もて 十 川 知 

事の ホが をを けて を おすが 堂で 

ある。 総經 巧は 最巧二 千で 阳內 

外の 豫定 であっ たがを のを あ稱 

は 例へ 極 おどしても 實質 なお 巧 


. • 3 ■ / -- I - Jtr,. 》 - r *,— - I イ 、— - 1 J —AJ i , 

横 抵み港 問^が 路は 巧が 遞信 I 大 搏覽會 どして 耻 かしく，* いも 


省に がて 鬼を 幹線 ご 認め かみを 

社の 巧 定か M じ 拘らや この 航路 

維 村。 おむ る 方針の ドに 巧 船 一二 

をを 述を 速れ e しわる 案を 樹て 

父 间化路 に 巧す る 化 お 補助は 十 

六 年 巧お改 側に 當 つて ゐ るので 

問 年 巧より 十八 年度 迄 一ニ ケ年閒 

の 化が 加 助を をが 算外 


のじしたい VJ いふ々 針 か b 化界 

を 闊じ出 お モを勸 誘す るら しく 

これが 經を どして 五 巧' fca 巧 増 

加の 必要を ホ じた。 而—で これ 

迄關備 さいじ 博覽 食は， 一の 殆ん 

f 総てが 巧 巧 巧の やう V 內 をの 

充 實を义 いてむ た 嫌 ひ.- あるの 

で これを なめが 時化の？ 覺會と 


して 晚を ホず 梭 む もの じしたい 
ごのぶ 氣 込みで ある。 が じ 資本 
な 巧 w 巧 外の 協 赞會を 組織 
して 新ら しい 試みの 餘興 設赌を 
す 0 帯で あるが、 敕化お 坪數は 
四— 巧 巧の 豫 ぶで 本年み にはみ 
体 架が 化成され W が 巧から ぼつ 
ば (ごを 裝 じなら か i る j 々近 
<说 蹲 曾が 閒を發 巧して を 方面 
にな 僧す る ご。 

艱輸 解禁を 報. 

.許 巧 か 請は 依然 

毙し 本社 お 京 特電は 運 早く 大 
■藏 ろの 銀憾ぉ 禁止を 解除を 傅 
へしら 當 地が 務宫 事務所 じは 
を狀 速せ や閲 をはせ 中の 處今 
凹 これに 關 して 左の 如きを 電 
じは した舒 おおした。 

个 个 

國巧 經埋の 都を 丄 本年 八同齒 
庫の 铅買 入れを 中た したる お、 

一 殷冬瘍 じて 消化し 得る 量は 產 
額の 一二 かの 一に 遊ぎ や、 滯荷激 
巧 じ 淹銀棠 者 J ら輸お 許 巧 あら 
た I き 巧の 中靜も あら 且つ 目下の 
塊 相場 じすれば 當が 省みを 巧 
化 巧 かたち . L 本が 補助 貨 鑄造祥 
に輸 おの 制限 もこれ なし ご 認め 
をる ぇ じ 巧 r 今後 一般に 銀地を 
^ 輸出を 許可 中る ミピ •しま 巧 
十. 化 H がを なて U 本 銀 巧 じ 通牒 
を發 した。 巧し 大あ 六を 义巧發 
布し わる 大藏尝 み 滨甘六 号に 基 
き 輸おホ 請 許 巧の 手 湯は 今後 も 
引 禱き實 巧す る もの どす。 

.を 償 償還 嵩 . 

.一億 乂千巧 

ヵナダが 大部み 

明年 巧 ホ 闕ボ場 じて 償還され 

る外國 を漬驗 額に 顯 して ド •ジ 

ョ！ ンス荫 肖の 調査 發 表した 處 

じょれば 一巧 K パ 义 、ご 一巧に 一 

千し；： がか あ' 另 、四 巧に 一一 辛 化が 

巧、. 五 巧に 六む 十 巧、 六月 じと 

巧 九十の ガ 、と 巧に 九が か 一方 

八 千、 八 H じ 画か 十八 巧 お 千、 

化ち じと 千 二 巧 五十八 方と 千 置 

巧、 十け じ 一千 六な 化 二 巧 一千 

おむ、 十'' 巧 じ S 巧 五十一 巧 二 

千 おが、 十二月 じ 五な 五十ー ニ 巧 

四千 111 わ 九十を 等に （てな 計】 

廬八千 二 团サ四 巧 九 千 九十 躯じ 

達すべ < 、これを 本年度の 一一 億 

八 千 四な 五十八 巧 弗、 千 九な サ 

一二 年度の 二 億 六 中二 巧 十一 方 弗 

じ 比 i れば 約五剌 方の 减少で 

昨年の 一億 一ー モガ 弗 ょら 稍々 增 

加して むる。 右み 申 大部 かは々 

ナダ 政府のを 債 じして 义片 -滿朔 

の 短期を 債 四み 利が よ 千で 巧を 

祭； 位 ごし、 他は 四月 滿 期の 力 

ナダ 政 麻 五を 利 化を 憤 二で •五が 

巧 巧、 ォン タ タォ 四を 利かを 債 

一二 千ガ巧 等で あるが、 是 等の 力 

ナダを 债は 大体に 於て お 规を債 

を發わ して 償還め 運び ごなる ベ 

く、 其 他は 巧領 ュ 。 ン ビア、 苗 

ホア 八 セン ナンの ゴ エノス アィ 

レス 巿償 等で ある 0 

妨績界 の 新 傾 巧 

'東京 特電 サ の U をリ棉 化窗社 

5 が 二流 じ 感ずる 中小 會社 がが 

一緒 經營を i ；* し义 綿糸が 績會 化が 

I 毛 斯給貪 化の 經 をを なす； がが 

_ 績界の 新 傾向 どい ふつた。 
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日 木义鱗 食料品^ § を、 g 難 

野 田な 油 巧 ホ 食 お 度が 一手 賣 揃な 

日本 食料品商 會 
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日本 食料品、 日用品 
並に 新刊 善籍類 一切 

.片桐 兄弟 商會 

を 科 品 お 巧が を 近 巧 船 じて 巧々 
化 校 間な々 御用 命の 特を頤 上 《 


日本食 お 品 頰ぷぴ 雜貨類 卸小資 

ニニ ニ ーニ、 〇 五ぶ と 桑 山商會 
お 巧 書籍 雑誌 小間物 日用品を 香 


肢蒲燒 壽司御 化 おし 

U 难巧 間 もが 用 4 &じ なじ ホ 

會席御 料理 

烏 等 御 下 お 

な 韦 ぶ！ 



姑 朝した 

ぶ 義闡長 

義 にが 巧を 迪過 
して 加州 じ 赴き 
上 杉 純 雄け の 通 
譯で 排日の 居頌 

マ クラ ツチ ー 君 

ご 論戰を 試みた 
大リ本 正 お 劇の 
幽艮 、述稱 小が 
佐を 衛事酒 ホを 
藏 さんは 歸朝板 
柬奔两 走し 居ら 
十二 巧： 日 新任 
驻 H ホ 國乂化 マ 
クグ 主！ 氏を 橫 
资に 歓迎した 際 
は 二 千^ 乾兒を 
引率して 巧 頭 じ 
出迎へ じので 流 

石の 大化も 面 喉 

つた さぅ だ。 上 

圖は おか 君が 乾 

をを 集めて 世界 

の 大勢 お說 いて 

むる 巧 致で わる 


地に けず 和、 人 じけ 恩惠 

喜 悅に滿 もた 降誕 祭の 夕 


巧 愛 .心し 

幼な き 巧 •かおが b おへて 待つ 

れ陡誕 巧は ホた。 千 化 パ 余 年 如 

昔、 ユダャの 片 山を-腿 がが お 

じ ホれ 給 ひし ザ かの 巧、 ィエス 

キタ 义卜 を概 び、 いど 高き 處じ 

は 榮ホ神 じ &む、 地 ！_ けが か、 

人には 恩惠 ホれ ごい ふ。 老いた 

巧 も 幼な きを も、 この U は善悅 

ご晚 謝の 裡じ U を 過ごず クリス 

マス、 異鄉 じある 巧 等 U 本人 も 

莱《敎 巧、 修道 會 、紐な H 本人 

敎を 等を々 盛大ぃ* が誕 巧を 擧巧 

して このり を 送つ た。 を敎 曾の 

を典プ 。 グ ラ ム 左の如し 

鹤見 ± 方の 格 瞬 

東京 特電 化 一二 n 後； =げ がが 風 

中 神が 川縣 鶴を の 出方 千 五' 向 

名は 践脚銃 ピスト 作、 口 本 

刀、 竹檢 等を 名々 じ 巧け 敵 か 

ホの が 別。 く 入 b 乱れて 野戟 

のかく 暗中が 劇を おじ 死傷を 

なを 名 V 出した。 急報に よ b 

現增 し馳 せつけ た 神が 川、 柬 

ぶよら の 懲官隊 底び 憲兵は 今 

朝 五が あを 檢 おな 訴 した。 


日本人 美の 敎會 

化 H 午後 一二 時ょ b 

け會巧 (央 夫ん.} 聖黨朗 請 (岡 

な ホん 一挪臆 (旧 中 夫人) 祝が 

(を おお： 巧 語 歓迎 S 巧 {り 躍 

ず 巧 ホ 化) 祝が (小 池〕 降誕を 

駄迎 の 辟 i お慟 ミナ ホ； 巧 巧 神 

は瘦 Gb {族 旧な 治， •ま •，い 巧を 

巧ず f u 帷學巧 生 化) 合 咽 C な 

唱隊 一 崎誦 (が 做-雄) 巧 敬 (ス 

''、ず」 崎鋪 一が 川が 化'- 親 鐘 ‘u 

鳴る (を 山卜 ''、ず) なが (u 踞 

學巧 牛を〕 ホを 迎 '二 脚な？-^ 

子) 降誕 巧の 歌 (岡 廚- イイ- 

を 哨 (を 唱隊) 降誕な の 前 {を 

山 アヤす) 降誕を S 朔 (脚な イ 

サ オー ピアノ 獨お (碰 ロモ！ 

严-獨 (山中 夫人) が 强餘の 


いずおの 暗誦 や 芝 お 等 

お (柳' 麻を 一 ) 暗誦. 山 口) 獨哨 

.{巧が 哲) 懇を歌 (會衆 一同) 

基督 敎 修道 會 

り 五日 午後と 時ょ’ り 

巧 一式 U 词 をち (菅重 義} 錫榮 

(會ホ ー同) 開 會の祈 磯 (河 ホ 

お 一一 一耶) を昭 (ホ 山、 永 ホ 兩尖 

人外 一名) 聖》 规讀 (小 旧島季 

義) 濁 巧 (澤ぉ 巧 二〕 說敎 i、 た 巧 

化 帥) 頌榮 (會衆 一同) 祝禱大 

堀 お 帥) みいで あ菓 

第二 ま zz 巧會者 (营電 ，蕾 プン 

セント 配が、 童謠 (大她 化 帥 

み 壊) お 話 (高な タク子) 獨唱 

(巧 働 巧み 嫂) 樂 量 區誦 _ -窩註 

未彥) 歌 (南 氏み 化 令 媛) 劍の 

化かけ (お出 繁 車、； 獨唱 (渾お 

哲 一一) エジ プチ. ン ダンス (マ 

ダム •カ ヮャ マキ ー) 獨增 (ァ 

ベー •ジャン' 一，) が 葵 (セ デ 

— •心—. テン •卜 7 、 ボン カ • 

ラ カスキ—) 猶唱 (マダム •ゼ 

1 グパ ブス.. バタ— フラィ (一二 

滞 デゾ 子) 剣舞 (柳 化但 お)、" 

—モこ 力牺奏 (大 3 ホ叟 が 奏 

{"りの gf 帕 き) ダンス (ッ ィン 

シ， ク！) 番外 飛 入、 福引 

紐を 日本人 敎會 

山 六 H 午後 八 時ょ b 

第一 部 U 巧 唯 お (中が) ォ火ガ 

ン葵樂 (シエ 9 —階 ±) 讚 実 歌 

! 盤 嘗 が 讀 故び 祈憾 (ま鄕 

をを) 糖 iPf 水木 音嫩) 祝が (大 

贺幹 率) ぁ 招お說 (を 信が 治) 

觸咽 (ジ 3 , デ廣 潮) ォルガン 

が お シエ VI 階 ±} 說敎 (淸水 

化 帥 

巧： 一が. M け 貪ぶ t 松圳 慶藏) 暗 

離を 山 ァャ、 がが 義 雄、 淸水 

卜 3 、 々山 トミ、 が 化 キミ、 

淸水*^ ミ ： 獨唱-が氷 7 リ)巧 

術 (女 山.- 巧 扉、 日本の 降誕な 

歓迎の 巧 (を 山 H チ- 獨唱 (を 

山 トミ、 淸水 マリー 瞬誦 (淸水 


トミ) 獨唱 (桑 山ァ f) わ 話 (祈- 

水 エミ) - 

豁 S 部； =お 劇 ラィフ ー幕 (城 
戸、 が 藤、 小 池、 お 藤) 


ニユ 1 ョ 1 勺 

人口 增 加ず 

六が 巧ん 口 じ 近づく 
去る 化 lllu を 口 H ニ ユーョ 1 
ク州廳 から 媛ぶ* れた ニュ！ ョ 
!ク 州の 人口 調 A じょれば 撥 人 
口は 一千な 十六 ご 一で 巧 五十一 
人 じして、 千 化け 十五 年當 時に 
比較し な 四十ぃ ぶ 凹 千 四 村と 人 
の お 加で ある。 ニユ I ョ ー クが 
の 人：： 一は 五-円む 十よ ミ ー千一 一一な 
五十六 人、 お. ザ 前に 比較して 
五一 力 一二 千 一一 一-,:^ 八め 增加 である 
が、 千九-，り^|お年ょ6廿年じ：吊 
る お 加 人口 と 巧二卞 八が サ 
と 人 じ 比較 稍々 喊少の 姿な 
れで 、右は^ 前への 移 化 多数を 
もめた 結柴 、める。 総人口を を 
區别 ご f る/; 

•フロン 斗 を ニニ、 〇 一六 

ブ处 ッ^^ン. 

二、 〇一 八、 一二 五六 

マン'-,^ タン 

I 二> 二八 四、 一〇ー ニ 
.クキ — I ス 四 六 九、 〇 四 ニー 

リ チミド ー三 ハ" お S 1 

をの 中 又ン； タンが 五 年 前に 

比し 迎 千 巧 巧 化 化 人を 减じ 

た S 一彌み 移 巧者 夕 さを 示す も 

で、！^^ ック プンら 帶を减 々し 

化 臨 t 銳れ も增 加し でなる。 

、- 1 が 本懼敗 

街 四卡化 T 目に この頃 满- 

瘍 れ たが ニア ソン •スクェア • 

ボ -/ ゲン にがてぶ る 十八 H がが 

邦人 唯一の 7 ェ .ザー* ゥェ I 卜 

を 闕撰手 ジ厂！ お 本 蜀ブ八 1 ク 

リーの ジャブ ク •スナイ タ ー ：巧 

六 圓戰が あつじ。 窠 一圓 目な が 

ぶの 敏捷な を 技が 姻を 奏して 殆 

A で對 手を ノぶク •ア クト せん 

ごした る も 敵 もさる 者が 速なら 

1、 り 最後の 六阜郎 迄繼鑛 しにが 

クロー ぶ •、デ；：! ジョン 片皆 

坂 水の 敗 どな た。 

珍名賴 語が， 〔と 

◊千 縣君津 が 縣がじ 水が 某 ご 

いふ 巧者が むる。 ゲ J ろして 某 

なんてい ふ 名を がけた かとい 

ふに、 この 某さん が 生れた 時 

旅 化の 父親へ を 産の 知らせ ご 

お 「巧 江 名を うけたら ょい 

か L と 訓電を 仰いだ 處 、'某 さ 

ん夕 親は 烦 るを 氣な 男と 見へ 

て 「名は ホ 巧 某と を ちらで 適 

當 につけで 吳れ」 と 返事して 

ホ わのを 「慕」 ご 名 づける も 

のどが 違 ひ 村 役 攘に囑 けた か 

らで みる ご 0 

◊福 樹广淸 '原 陀佛郎 どい ふ 人が 

なる。- の 人 じ 二人の 姉さん 

: i あつで 一人を 南無、 化を 闽 

滞 どい よさぅな。 

◊おを ぶ お新錢 座に わ 琴の 師应 

で 旧な ぶ惠 どい ふ婦ん がゐる 

攻で化 中學の 腕白 共を の 前を 

通る 巧ち タ ベタ マユ」 「'イイ 

ゴ .丰ソ * サ マ.. I どやる ので 遂 

にお 化を 隱 して 了つ た。 

◊山形 縣お野 贼雕の 元 當記じ 天 

だ 八ケ： こい ふ 人が ゐ た。 天が 

ごリ 姓/. マモッ 、八义 が 名で 


ヤツ ブミ ど讀 むの だ ご。 
◊瞄舘 市の 巧 川 町 じを 川 S 斗 九 
■巧 五を ごい ふ 人が ゐ る。 一二 斗 
九 ホ 五合を シト ナィ ど讀 む。 
◊福 島 縣窝ホ 郁が 下に 煙草の 元 
資挪を や sj てゐる 人に 渡邊と 
丑 一一 壬 口 五郎み が S 郞右ェ 巧と 
いんのが ある 0 




{烈しくなる ど、 人は をに をの 
をが なを 觸 '復 さる {じ まる (自 

被の 原因を 見ょ) 逐 じがて か 神 

の 確立、 食の 確立、 化の 確立、 
攝の 撲滅 {徑 の 確立) は 邸ち 人生 

じがけ る 原本 的、 必を 的の 四 太 

.爭業 ごな つて ホる。 


.請 ラム 

人生 機の 大黑お 

化巧學 

ん 生は 之を 趣味の tt 巧 ピ實讯 
の 化 おに 大别し 得る。 人は を然 
嘗 用の 化 巧 K のみ 生； る ものに 
ホず、 又を 然趣 ホの 化 巧に のみ 
をき 得る ものでは むい。 人は 化 
二つの 化を、 おじ 適確 じ 云へ ば 
化 二つの もの i を錯 せる 一つの 
お界を 或は 乾 富 じ 或は 貧弱 じ體 
驗 して わ，、。 横 梅 方面の が 幹を 
なす ものけ 實-し 神の 欲 ホ、 をの 
欲 ああび 性の 欲 ホの S あで ある 
巧 極 方面の 核必を すらのは 巧 
の 恐怖 又は 嫌忌で ある。 を じ 神 
の 欲 ホ ど ふいの け 壊い 意が じが' 

ける 信が の 方面を いふので あら 
所謂 京 敎のホ おのみなら ホ道德 
々面を もを めて いふので ある。 

をに 食の 欲 ホ ごい ふのは 巧 謂 お 
食 住の 方 原 邸ち 經濟 生活の 方面 
を おず のでめ る。 巧 じがの 欲 ホ 

どい ふのは 愛人 關 係、 夫婦 顯係 

骨肉 離 係の ホ 面を 指稱 す。 がの 一 S 
恐 梅 父は 嫌忌は まごして 病に 離 I ^ 
聯 して 現 はれる。 が < 解して 暫 一- 斬 
らく 趣 ホの 化が を 考慮 外に 展き I ぷ 

所謂 實 用の 化 界んみ じ 就て これ ぶ 

を 云へ ば 柳、 を 巧'. 病は 實じ人 .，， ■ 

生の 四大 契機で ある。々 しく 言 
葉を 强め ていふな らば 人 ホは 神 
食、 性、 健の 四 大欲 求を 乂 黒せ 

ごして 打 も 建てられた 建築 顿 'で 

ある。 をに をを 活^ 確ッ かもし 

たものに L. など 思へ ばを/、 の 人 

はを くの 場を •しが' て先づ この！： 

食、 性、 健の 四つの 大黒な を 本 

質的 じ 確ッか bL たものに し。 

'くて はなら 妇 。この 四大 せが 本 

留的 じ確ジ からして ゐる 人は を 

くの 場を 確ッ からした ホ 渚を 送 

つて ゐる 人で みる。 これ じがし 

この 四大 柱の 阿れ かじ 本賀 的の 

動 搖を來 してる るん は、 多 < の 

媛を 動摇 した ホ淸を 送つ てゐる 

人で ある。 をの 動搖の 度が をし 


御. 宴會 

年末 か始の 御宴 會 
御正 月 綱 馳走 化 化 
手製 新鮮 かまぼこ 
を 精々 勉强可 仕 候 間 
御用 命の 码奉願 k お 

太 陽 

1 ミ 卓. 雲 St . 
Tel ’ S 云ち eha ミ窝 1 巧 


わぶ 巧 御 麻 儀の 

御 驢走仕 おれ 候 

宮 ，本 

養 E. さ th St. Apt. 召， Tel. さな B175 


新年 用 

わ襄 •しも 矿鮮蒲 鋒 

を 大勉强 化ら 核 間睹續 
御用 命 被 f 度 奉 希 h 候 



お な W. 器 th St. 

Tel d 己 umbus 基篇 



舞 鱗敎綾 

►社を ダンス A 

►表情 か 操 A 
紳 七、 淑女、 おモ 
化さん々 じ 巧喀じ 
敎巧 致し 巧。 午前 
t 時 ょら 午後 十一 
時を (H 曜を除 <} 

シヤ ジブ •ダン シ 

'ン グ冰範 學俊卒 を 

卜 •杉 タマ 


評 • 义 をち 十日を 巧 
雜 ホ!？！-^/.. 一が 十祁 

14 で st 5 置 Sr N' 一 ' 呈 


ランプを 禪巧賣 

下 羽 電氣靖 巧 

2S 1 巧 roadway 
TeLMcoii 0 妄 


船 食. 巧 お 鑑触御 巧 達^ 

.遠 藤 小刀 商會 

這 Broatiway N. y. C さ 

Tel. 章 一 重 al 二 芝 こ 


わぶ 巧 轟 $ 出し 

のし 餅 お 纔は御 巧み. 通.。 作らます 

V も，.. 巧 新教の ず、 旧作、 ぶち 見 布 類、 經節 

這-#^ ロロ 雑 ま、 錫、 蒲鲜 、せ I 、 化を、 裕 、銀杏 

一 巧 午秦 、蓮 級、 こんじ'、 < 、ふき、 くゎい 

一 と 干 ゆらね、 うでん、、 ば、 巧 菜 等 

，紐 育 お レキ シン ト街八 六 番地 

日本食が 品廚會 


電話 マゲソ .ンス コーア • 


四 五一 八 

よ 乂四义 
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を 種 金魚 

.カ ナリヤ 

& W 腳 I 其 他 小鳥 類 

扔 


謂 脈 I 動物 




か 上 金魚な 

i 8 Si 臺 Ave ., N 星 ご rk 呈 

ph § Circle ち 3》 


口— サン ゼ ルス 地方の 御 
巧 化には 坡善 3 御 便 {1 計 b ホ 

イーグ 

ホテル 

羅甫ホ じが バる 同胞 經答 中摄 
新を 廣等ホ テ 八で あらまず 

羅 巧を 一 街 一一 亢牢 
霞ち 「ゲ アン ダ ィキと ホ 五 九 
電話 ー タツ カ！ 一二 八 ホ云 

貸 自動 ホ (牧野) 

羅府么 所御觀 を；： は 最も 精通し 
た ドライバ ー が It ま 内中 上ます 


心 W 側 
氏 r* 




H 本 巧 歲船切 巧 柳 申込に 應じ 
萬事狗 便を に 細 取扱 ひ 中上娱 

を 港..^ 月 ホテ少 

▼ H 本 御料 巧 別間 あ' ウ) 

を 港々 リホご ア巧六 一二 
准 請 力 t 1 八 ニ ハ 


レヤ トル ホ， 

. NP 派 縮 

W 累 -6th Ave. WO. S-- .さ】 夕 Walsh’ 

停 奉 媛 前 通 策へ 吾 巧 側 六 階 建 
H 本 巧 船げ 狩 取が が 口 場 送迎 
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弊店 •か レントの 格 巧な 
る 化 利 じ 化 b ま才 のけ 
夫れ だけ：：： 本ん 顧 各に 
對 してを 傾 じが 品を 提 
比 ハし 嘴る M . P こ。 らま 争 
他店に 比すい ば おんで 
卸が d 樣 で贩賣 致して 
居 6 よず、 是非 わ 立 巧 
らを おが もして 居 b ず 
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支 巧 ル お 日本 協 見の み (がち 横 お 
名を 尾 巧 郡 大欧西 も 巧神夕 
巧 島 下脚 巧 司ち 松 願 岡長惊 
上 お 倫を 孟頁肿 水 
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が 細 ま 期ぶ 貨 五十 圆 な 上 利息 年 ホを 

錐 賊臺灣 銀 巧— 出張所 

▼鄉里 送を ぶび 並 送を (おず おお)、 外 巧 
爲替賛 買、 荷 爲待化 組 取 ホ、 信用が 發 
巧 等 一般 级巧 策な 御 巧 利 じ软巧 可化娱 
▼尙ほ 詳細は 御 遠慮なく 御 問 合 被 下 度 お 


年末 大賣 化し 

r 末 7 i% 贈 II 破格 大勉 强大賣 出仕 候 

靑例 じょ b 御用 命 願 上 候を々 
地方よ b 御 注文は 獅 中越 次第 御 送 附巧致 候 

がち 柬 巧廊會 


歳末 

'ドを 


御用 品大賣 出- 


數の 子が 豆で 

雜费み 箸は 鶴 

、む 餅よ 為」 

旧モ がの 家 


巧 化 脚 料理が お 並 じ 御 贈答品 一切 洩れな.、 取 

前へ て あ b ます 

糾育市 巧 五十 乂了目 ニニ 四 

片禍 兄弟 巧會 

一二 四 八 〇 

電話り I ジェン ト兰四 八- 

0 二 I 二ち 


諸 名主の 歲晩 所感 S 


巧 二世 問驢 、こ 

日米 關係 

媛 巧 人物を 養ぶ 甘ょ 

總谢率 齋藤博 巧 

义國の 耕 移に 法が 巧 施 

された な裝 ごして、 をの 間夕少 

の 曲 巧ぶ ゎつ じ けれども、 所謂 

ッレ ー ド じが 事す る 同化の 乂國 

及び 滞が ミ 云 ふ 問題は 巧々 明 腺 

じ 解み されを G 化 b 所郎 を；； i の 

入闽ど 一で ふことは な 法的 じ絶對 
不可能 どぃ * つた。 勿 語 化の 点に 
脚して け 火統姻 をは じめ、 お数 

_ i が 識者が 如何にして H 本の 合 拙 

j のを あを 赏 現さず べき かじ 就き 

' みが：！ 磁 してち るから 或は 

一 化き お ホに ぶて U 本 じち 利 U 移 

^ ははの 化. 化が 實 わ？ れる かも 知 

いた • い。 が 一 板ち じ此 S 修正が 

; 化 立才る ごしても 割を を ほ 制 巧 

; の 適用な 上 のらのを 盛 レ ことは 

み可能でをる。 觀じが6ごすれ 

ば-がに が 五十人 

ー ホ滿み 阳胞 移ち の 入 厨 

; ^ 許可され るの みで あるから 樂 

^ 赏七入 闽幾化 ご 大した か異 はな 

^ いので ゐ る。 なじ 將巧じ 於け る 

: が米 W 胞 問題の 中 也 萬 二 化の 

一向 上 務艇ど 云 ふなじ 移動すべき 

もの だ ご あ ふ。 勿論 化の 問趙を 

嚴 格に 云へ じ 彼等が 乂國ボ にで 

あ ふ U A を^ 寧ろ 米 越 ホ 技の 問 

題 -:^ ある。 おれで U 系が にの 間 

から、 乂國 S 文化的 經淹 的後展 


: 第一の 要義は 

人格 實力 

現 狀じ滿 おする 勿れ 

•トク ト瓜 

鳥 見 豊浸巧 

歲晚に 顧 ゎで 予 は威慨 

巧に がき もの： いゎる。 諸君 も 熟 

知才 るが か < 昨年と 巧 實 施され 

た 移 お 化に 化 6 て お々 □本人は 

非 お；；^ ヒゥ； 、リ でー シ ヨンを 威 

じ ホ 越な 法 おの ホ 紳 越な をが 

槪 ゼの譯 じは 化かぬ。 乍 併該法 

がに 化を さむ G 差別 的 明 义は挂 

々の 日常 實 際を 活じ 如何なる 支 

瞬を ぶ ぼした かを 硏 兜す るに 當 

お 何等の 不偶 不利を 臨して は 居 

ら ぬど徽 貢す る じ 牌らない。 ホ 

米齒の 社を の 核* むご。 ら つ； あ 

る 大部 かの 人々 はを が 米 魄ホ法 

おの ホ 違を お赌し 『をれ はみ し 

て乂 人の 本ぶ ごする 所ではない 

U 本人-」 おしてを 圳的巧 遇を 與 

ふる. かかき なげは 出が 诗る 丈け 


じ 巧がず る やう。 優を な 人物： a, 
支數 出現 するど 云 ふこ ごは 、 U 
本人 か 人 柿 ご （て 白色 人 柿に 何 
等 劣る 所 きを 立 軸す るの み じ 
ら や ' 超いて は將 巧と が 口乂挪 
係の 化 本 的な 化し ご云ム こごに 
ぶ も お 利なる'. が 巧を 提供ず る こ 
ご ^ 。 るので ある。 若し リ系巧 
| 以 ゆ 脚から 夕駭の 巧 口 博 -H を お 
し ' 史じ 進んで は 力！ ネゲ！ の 
かさ 人物が 巧 はれた ビ すれば を 
の お 采か义 日本人の 立墙が ョリ 
良 W ど；： * ち、 H 本の 米 威に おす 
る關 おが I 喊 

有利 '' 一 。る こどは 言を 
償た。 い 所 ••. ある。 をれ じは 树 

うしても を！ 苗の 敎育じ 力を 注 

が。 りれば なら ド 4 いが、 先づお 
干の 慶秀 なる をを 選 化して を 地 

の 大學じ をら、 ぷらじ 卒業後は 

適當の 就職を 幹 孤ず る やうな ホ 

法を 採つ たな C ， 篡 等を 啓を す 

る 巧が 歡く いご お ホる。 ホ 蘭 

人の 閱 じがても 日本し 對 ずる ホ 

I' 國の 誠意を 披 避す るを かじ 巧て 

昏 記の 如き 速 動を 後援' レたい ど 

云 ふ 意見を 懐いて おる 整 ザ冢も 

少 < ないやう である がら， 化の 

陈化米 同胞の 化覺 者は 斯か〇 米 

乂お志 VJ も 協力の 上、 前述の が 

き 目的の 下に 柯等か 具 化 的運筑 

を 開始 せられむ こどを ホ學 して 

化まない ので ある 欺かる 有意義 

なる 迷 動が ホる： へ^ 一九 こ 六 年 

中に 具体化す る やう じごは 歳末 

じ 於け るな の 切なる 冀 望で みる 

速かにな善せねば；： * ら3』 ごホ 

張し 巧る のみなら や、 吾々 に對 

寸る米 人の 

態度は 颇 る戲數 であ b 

深切で ある。 なじ 吾々 な 留の间 

胞 ご梭觸 してな 直に 理解を 進め 

义人 をして：：！ 本人 のん 格を 認識 

せし いる 巧 间胞を 自に獲 舊お力 

ず . へき， - わる。 予 はみ'— てが 留 

W 胞の將 巧を 悲観せ や、 唯 巧が 

に滿化して小がじ夕んやぶょ ；：* 

く えづ 第一に \ 格を 陶 がし寶 力 

をが 養し 米 人から 巧 敬 親愛 せら 

る i 時機を 作つ て 化，、 檢に 注を 

する i か 刻下の 急務で ある ごを 

へる。 巧ら にぶ 賴右昭 して 貴重 

なタ ィ ム を冗避す る f -〇なく ~ 部 

米 人ん 偏見 じ 基く ホを 平；；* 取扱 

け 皆々 自身^ 人格の ホ 輝に 化り 

て 必ず 撤廢 せれな とまの ど 云 ふ 

葦 凹な 覺悟 をを ホロ ホ 問題は 巧 

々自身の 入が V 一枝 佩 ごで 解 巧す 

る大 勇猛、 む > 1 瘡ひ胜 さねば なら 

の ご確厦 ずる 0 


— がド ホ ホは W をを お正して 例 
へ 一 抓 化 ホが 外人た る 日本ん やち 
W 人， < . ご、 組婚 した 婦人 巿 K ご 
雖 も、 义閒に 忠誠を 誓 おする こ 
ミ じょ ；'' てが K 確を 阿 校し 得る 
やぅに する レめ 鬥 f 證巧じ 提出 
ずべき 修 化 おを お 草 中で ある。 
も： W お 化 案が 讓 をを 饱 過し 大 
統領 S な. ザを 經不轉 施される こ 
ご^じれ だを は 米 図が ほで あ 
i 同胞 細 A じどら 甚だ 喜ばしい 
こどで あらぅ 〇猶ヶ - — フル 法 に 
對 ずる、 ら 一つの 朦正 案が ミネ 
ソ タ州哪 おニユ ー トン 下院 諸 員 
じょつ て 提出され る 帯で あを が 
をれ は M 法實施 前に 外人 ど 結婚 
して ホ i {權を 失つ た ホ國输 人は 
適當 のな 廷^ ぉ 助して ホ 閣じ忠 
誠を 誓へ ば 巧び 巿は權 を 獲得す 
る 事を 搏る やうに する もので 前 
記 二 修正案は をく 講會じ 提出 さ 
れる 見込みで める。 


明 お 一一 巧を 卜 （て 

美の 敎禽 新計畫 

H 本人 おなおを じて 例年の 秋 
季バザ I 開猶シ 見を はす 旨は 本 
紙旣 報の か /' ' であるが、 右 バゲ 
! の 化ら ' こして 明春 一一け 初旬が 
育が 广てホ だ 試 かじぇ のない 日 
本 巧 動葛眞 をち こし 溃藝 をな £ 

したな 『活動 為 県 大溃藝 含』 を 

懼し敎會のぶを募集を ^:^ す計 * 

あら 目下を 般の 準備ら 進搜 中で 

ある こを ふ。 
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婚娜 闕籍法 

修お 案が 提出され る 

で 九け 二卡二 年 九：：！： 二十 二 H 

かご J 巧 力を 生じむ ヶ ーブグ 法の 

下にが てな、 ホ國 のボ拉 が 巧し 

り 本人 やち 那 人、 印 巧 人の 如き 

米 國じ細 化し 恃 ざる 外人 ご 結が 

した 棋 合、 をの 婦人け 义翔ボ は 

權を皱 ホし が 後 如何 G る こご あ 

6 ごも 巧び 米网巿 おご。 b 巧な 

い 率を 化を されて ある。 がし 乂 


國输 人が もし 歸化權 の ある 外國 

人 ご 姑婚し ドー 塔を は 其 後を の婦 

人^5 i が外人と同じ<瞄化手賴 

を 經て巧 把 權を间 俊し 得る ので 

あるが、 H 本人の 如き 输化个 能 

外人 ご 結婚した 婦人に 對 しては 

なめて 歸 化する こご さへ も拒絕 

して わる 澤 である 〇化 ヶ！ ゾ瓜 

法は 婦んの H 系 ホ K が H 本 牛れ 

の 日本人 ごお婚 する おを ホ 常な 

隙 寒 ご。 る爲化 ホ村胞 間で ら頗 

るを 大視 された もので わるが 米 

巧输 黨 法務が のェム マ、 ウオ 


紐 育 日本 婦人 會 
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尊の 向きは 外 じ 書關株 二十 仙 

紐 育 H 本人 會 

其〇定 . 5 ゴ h si- 巧 i 岩 W 
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西 八！ ミンク 

S 07 3 rd Ave ■ 呈 . 呈 h 岂量 Sts’ 

Ifeiepho ミす gentw 这 7 

大賣 出し 

ク ブ ブ マス 御 贈答 用品の ホ も 適 

當の純 日本 着物 や ヵ ラシ ャッは 

澤 山ち b ます。 孰れ も 拾 賣同樣 

の 見切 値段 卜 すから 是非 一度 御 

ホ 巧 ド さい 御 巧い が 勝 k です。 

が 洗 & が链所 

敬 ホ 商店 

一ち 声 寡す St.N.YX 
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米 培を も 把 十 |二 弗を どなつ て 機 
濟的じ ルが を稱 、膨贩 したを 離 
の 渡 巧 かちの 繼 巧を 跡け して 健 
が狀 態-,- 按 しつ： ホら 化 傅の か 
を 1 货じ缺 ''、がかき 不 .注な が 踏 
。逍 U を さへ 愼 めぶ 事莱 、を 鋪 
共に 顺を遂 ふて 巧な すべき 化 お 
を 里して ホた。 がく 物資 方面は 
悲觀 から 樂觀じ 移る 時化を 豫想 


出 巧る をに なつた。 乍 併 お 神 的 
じけ U 本 及 日本人の 前途に 横は 
る乂雜 脚が ある。 政治的、 社會 
的 あ 想の 錢 化が 拙 もを レで ゎる 
亦 物質的ぶ 面に しで も 一が の 小 
康位 でを 神して はなら 3。 吾人 
は 一巧 媛齡巧 勤して 的 外、 對内 
おじ 日本 反び； n 本ん の 巧 命を 联 
し 得ち を 瞄を完 ぶせ ねばならの 


叛縣 夫妻 殺され 

•首級を 奉 天に 曝ず 

手 脚を 叨獻し 銃殺 さ れた 郭松齡 
- 滿鐵 沿線 警備 區域 も撒廢 

東京 特電 二十 式日 發 =:： 破竹の 勢を なて 遠 河を 攻略し 新は おを 
おれた る 東 三省の 叛將郭 化輸將 軍は 新は お 抑 巧の 激戰 にて 奉 天 
軍の 爲 めに 憶 敗し 目ら は 普 乃を どな b て 逃亡ら 出が^ 巧が ちむ 

なる 筋を 総て 化 ホを 乞 ふ ど おじ 附 なじ 潜 化 中 遂に. 業 諸み じ 奉 天 

軍の捕虜ご^:?ら、夫おは手脚を叫斷されて拷問じ朋せらけぃ- 

上統おっ^れ、 をががお作霖將軍^:か々で囊~-郭將おの爲め慘殺 

された 玻か霖 S 部下の 墓前 じ涵 したる 上目 下 両んの 打 曾け を 天 

城門に 曝されて & る。 而 して 郭將 軍の 戲 巧で 張郭 戦は'- 旦が切 

りのを ど^つた ので 關東廳 なお お 词か官 白 州 中 おは 南が 邀道沿 
線^ 蠻师俯 域を 撤 潜し、 滿洲 W 巧 軍の 增をも おもに 撤 おじ 眷手 
しつ {をる が、 陸 並 省では 一巧 中 かまでに 撤兵は 完 '-すももの 

ご 認められて ゐ る。 

李景 林は 亡命し 

風 民 軍 天津を 占領 

巧 亂搬大 で 外 巧 團が嚴 重が 議 

東京 特 重-十六 日發 U 化摧齡 近の か 戰に李 教が將 軍の 带隊け 

慘 化しを の败 ちは 天津に 殺剑 して お 勘を 狀 すべく も あらず、 遂 

じ圆は 軍は 蘇じ乘 じて 完をじ 天が を占斌 したる が、 我が 二等 驅 

逐疆鳥 (八 五 U 觸) はぶ おへがが の 途上 幽巧 おは 就裴 にもを 袍し 

たが 化を か.^ 蝴ぷび 天を 锁事幽 はを 嵩林將 軍の 惨敗と 內 乱の 糖 

大 、事件の^ 强じ 願して 嚴重 る聲 をを 化 巧な 府じ發 した。 

天が 化 五 週 去 じ 直らを 貴が お 軍の 帘隊 け闊民 軍 (媽 

で祥將軍の部\^) じ追聲されて天津じ逃みみホ中じてお奪、 暴 

巧 到らざる な广外 劇化 界は 自警 脚を が 織して 營戒 中で あつじが 

遂-し 本 = を S つて 天津は 完を •し 図 怯 軍の 占領す る 巧 VJt * つた。 

まる 乂懼 日が 视趨 出軍は 增 をを 得て ホ审 S 中央を 衝 きを 軍は を 

全に 秩 がを 維が して 退却した るら、 水幡 H に ま b 突 巧を 軍の 第 

一戰線 じあ 蹄を 隊が 命じ 反いて 叛乱し じの が 導か 線 ごなら 

忽 を 軍の 總 巧 どな も审 体げ はれ や 遂にを 軍は 納 崩れと なち 

留 にがは 天を 中 义惇卓 場を 砲 おした る 後が 中 じ 入 > を 軍の 殘を 

ごを 所に か街獸 をな じた るら 今夕に 至 6 て 敵を を 一 蹄— お 致が 

將 軍は 部下 ど おに 日本 祖ホじ 亡が した。 天泌 のを 變 はこれ じて 

一段落を 吿げ じので 河 外に 假泊中 SU 本 汲 船云雙 は驅逐 艦の が 

證 をを パつ i 入 巧し 電線ら 漸< な 袋した。 

支那に 驅逐 艦增派 

ホ幽 政府が 外交 會議 をな 集 か 

天津 問のを 姐 も 回 化した るが、 

媽 ち神將 ザが U シア 政府ょ b 軍 

器の 化 給を をけ を 農 政府の 物資 

的 道徳め 梭 助を 巧け つ i あるは 

政が お 5 確證を 握つ て々 る 所で 

あるが、 を や 支 地の 政局に おし 

日 シアの 势 力が 仲 おしつ i ある 

i は 公が の 秘密 じして。 シアは 

ワシントン 會雜」 てぶ 立した る 

儿 ケ网條 約を 無効。 らしめ ぞ那 

にがて 巧 米 父び 歐洲の 

勢刀挪 逐に努 しつ、 

あら。 站 化の 义欧政 巧 どして 島 


ワシントン 化 六日 霞；：；； ホ國ア 

ジア 艦隊 词 々長官 ウキ リア ムン 

提督 ょらが 単 省 じ 達 L たを 電に 

S れば支 化み 乱の 

形勢 險惡 なをむ め マ.. 二 

ラょり が 凹 十 吉觸隊 の' 掀逐艦 六 

を かび 陸戦隊 一 小隊を ホ 雕に化 

動 だしめ かと U じは 化ら だ： 电用 

船 じて 陸 職隊一 中隊を が 逍ご化 

したる が、 お 支 公 化 マ クム レー 

氏 よら 國務省 じを した 公 おに： M 

れじ 天が U 遂に お 玉が おがの ホ 

ゆる 國比带 じと 锁 されて 化-京、 



お を 新‘.'. 常 

大正 十四 年 

小 旅ょり 巧 動へ 

火ん 卜 W 年 じがり る A 化い 悲 

'お 劇 も 今ん-カク-! 化； 搞を閒 だ わ 

:ど！ '勺、 > あるが、 過よ 一二む 六十 

'餘りを朋酌^^:^じ义^^^十一一一年巧 

:に 比して 聊〇吾 人の 芯を 强 す 

一る に 化る ものが ホつ じ。 國際的 

に云 へ じ峽洲ぃ半か：；5ドーズ案 

の 卿 わ、" 力片ノ 會沾^ がな か 

ら進 レで ジェネ ゲア _： がりる 國 

除牺幽 5 取 縮哲玻 じを つて ホむ 

唯 化 ホ 上 4 るから じが 幹に A る 

巧 胺の拽 を、 お & ては か 义 利の 

デク ティ タァ シッソ 出現が 仏が 

峡讲牛 かの# 威 どされ ては & る 

一が 越 隙 赖赃ゎ あ 貧 U 錢旋 ご倾巧 

の 化もピ はず かがを の氣 速を 化 

進 3 るに 爭 はい： 2 巧 おを 美して 

;ゐ る。 リ乂 の鹏係 U 千 化 内 二十 

:四年 移- ムな 制を W ホを 巧 か齒じ 

一物： 5 快 まつ むる 战。 きを おず 

: かふる じふ 地の 將 ホに 載ず る 米 

闽の態 巧が ホし 巧が である ご 3 

.む V しおあじ 释 がごして 和親 かす 

るに 至る 尝は U い。 乍併乂 固の 

識ち 寫路者 中に 自らぶ みむ どず 

'る 曲 おが か はれて ホつ {あるの 

.は帖 をピ卽 ふべき である。 移 K 

南 趣 レ 如き、 おじが ホが A の 差 

'別 的が 遇撤蹈 即題の かき も米國 

自身の なをを 待つ の 外な き狀 態： 

じ— なかいて & るので あるが 、 H 

，本 及び H 本人 どして はなめ て紳 

止めに ホ齒 々び 米 段 人の セ ー ン 

^ な 判 勘を をボ ずべき であらぅ。 

支 巧の 时 おは 例に 依 b て 例の 

一か< 走 お歷的 ホ 鼓を お覆しを 易 

; に 热述の お ホを 逆 化ず ベから ざ 

; る ものが ある ごは 云へ、' 日 支の 

挪 係は U 本のを お G ホ 張、 親切 

な 能は が漸か 支那の 誌 解 - v 獲る 

'巧に：：* つじ 爲 めじ 大体 じがて は 

1 改善され て 球た。 なれは 城み 牛 

:か S 福 昔た あらねば。 ら拍 。滿 

州 S 張郭お 巧が 一段を 付ぃた な 

上 史ら广 媽玉祥 どが 巧を の 勢力 

ごを 化ら 鎭 めて 撕稅曾 證を線 巧 

せ （み、 何 どかして 支那の 牛 か 

を 礎がず るに 非 ざれば 一 お 巧 雀 

を 被る 山. け H 本で ある。 めに U 

，本 ごして け央乂 の基叔 を說ム i 

I なし じ：：： 支の 粧携 、ち那 の利遵 

じぶ かせ わげ ら «。 

一 大止 十四 年 SU 本は 『始め ゎ 

一る く 終らょ し』 て ふ S 化 化の 削 

斷 に似て ゐる r 六 怡餘千 力 凹の 

:输乂 超過が あら、 お 米な 辑の个 

振-ゎ 化の 小读氣 にを つて 菜み 

: かく 巧く.：：^ つじ H 本 も裝縮 A も 

I を 一な L てを •む 慘槪 し、 歐 にも 

稍々 自蜡 してな 撥％ 力し じお裝 

I 本； 牛 S 輸 がは 一一 十二な 111 モ 六十 

i 一巧 關输 人は 二十 四な 化 千乂订 

一二 十 - r 力 圃で慌 入超 過を 二 傾 六 

^ 千 六む 巧 凹 化 巧 じな ひんめ じの 

一で 削 年に 比し 抵出 U 凹 お 一 一千 五 

r 円 巧 脚に 近いち 加额を ホし、 對 


も 葱 慮し つ i ある ものけ なお 的 
。が お义 人み か 命 則を 化 謀け 元 
ょら 當が でんる が、 將ホ 必然 お 
るべき 問题 どして 支 恥じめ ける 
一二 耶幽如 k 目、 お：.： 巧 化霖獨 玉： 

祥み & y は附 冰お洲 'しがけ る H 
おの 利權街 突を を おすべく， 太 
牛げ への 巧 耀じ注 H しつ、 ある 
巧 農。 シァは 闕 W 軍の 天萍 もが 
じ^^らをを列强の割ぞ貿おじ重 
乂。 る 問 幽の惹 をを 期待し 或は 
あ <逊 ま 九 ヶ闕慷 約を がに ち 邪 
じ 於け る これ 等 列强の 合法的；；* 
權 利を 化證 ずるた め垂 要。 る 外 
交 食 雜をお 集す るに まる や も か 
れ ざる お 勢で ある。 


が 縮 會議ミ 

支那が 閥 

駐支 公 化 も參加 

ワシントン 廿六 H 發 Z ；= 闽礙聯 
盟 召集の 第二 軍縮 窝議 にを 式參 
加の 息を 固めた 米國 政府は 不取 
敢を 確の 一 A ごして 

瑞西 公使 ゲ ボン ス 氏を 

巧 命した るが 右の 會議じ n シア 
が參加 る i は 勞農か 府が國 際 
的に 忡間入 > をす る 第ー ホ V - し 
て 非常 じな 目され 间時 K ム r 凹の 
會讓 じは 支那の 陸軍 縮 少哪ち 支 
恥の 軍闕處 かどい ふ大問 越が 提 
出され るら みど朔 侍されて ゐる 
即 もこの 操を に 際し n シアは： 3 
本 S 滿絮が 催を がに 陸 お 縱少じ 
異 證を喝 ふるに 割し H 本け 支 邪 
の軍閲 の 乱 ど 日本 ム責巧 上 武器 
の必 をを 說 '''ベく 特に 現下の 內 
勘に がける 媽ご張 どの 反目は 軍 
縮肖議 じがけ る 日 度の ほ 目 ど* > 

b 、 これに 關聯 しては ホ 國も夕 

大 のが 害熙 係を 有する から 

極を 事情 じ構述 しじる 

現駐 まを 化に して 前 称を 課を た 

し マ クム レー 氏も夕 をを 確の 1 

人 £ して 會嶺に 列席ず る模 巧で 

あるが ホ圃 政府 どして は、 

〔一】 今 阿が* すべき 軍縮 協 

定の履 わは 自ま 的と し 闽際聯 

盛'- はを が 別 側の ものごし、 

ごこ 歐卵か 他の 政情を を定 

せしめる 裔ホ にがて 平 か 保 隙 

條 約じ乂 國は斷 じて を 加がず 

ごの二條仲を附ずる；は確實で 

わると 見られて ゐ る。 而 して 新 

會證じ 特殊の 興がを 期待され て 

ん るのは n シ アの參 加 ど 米國の 

位抵 でんつ て、 

巧 縮 協を け® が條 約の 

お 式 ど。 らて 現る！ に まるべき 

も ロシアご 乂跑は ホ だ 外を 醜 係 

をが 活 してなない 願 係 じある か 

ら米國 はず 縮 協定 ご 同時に ロシ 

ァ どの 外 巧 ㈱ 係 樹立を 餘儀 く 

さる i じ まるべく 米國の 承認を 

を留 する も" シアが 業 巧 巧く 本 

禽 證じ參 加のを を 表明した 目的 

もを にある の だと 觀 測され てゐ 

る。 而 して 政が どして はな 備會 

證 じは 歐洲駐 なの 大公 化を を 確 

ミす るが 本 會谣銷 懼の段 化 どな 

れば 闡務お 官グ〇 ツグ 巧 乃 ま 前 

蝴格怯 官ヒユ ー ズ 氏、^— 卜氏 

巧を を： 罔 長 ボラ ー 氏、 民 ホ黨ょ 

b アン ダ I ウッド 氏 & び：^ クス 

大位 をを 確に 巧 かする 唐 向^ あ 

b 、 7 —ゲア ー 氏が 備留 證全權 

說も 々る。 


無煙炭 罷業 

調 訂に乂 る 

復業 十 H な內か 

先般 來义网 朝野の 問题ピ なつ 
てゐる 無煙 お餅 働 員 S 同 械罷を 

に對 する ペン シル ダ ア三ヤ 州 知 
事 ピン ショット 氏の 調訂け 遂に 
失敗に 細した るら ぃ' 後 資本家 侧 
ら をの 態 巧を 緩 かし 勞慟糾 を 員 
侧も ビン シ 3 ット まの 固執を 難 
れて 調が の談 利じ應 やる i ごな 
をを じな めて 兩 者は 水蹤 H ょら 
當化 ユニォン お樂 部で 問題 解か 
じ從 華ず るろ ご つたが 义网勞 
働聯瞄 がを をグ 91 ン 巧は をの 
前途を 樂 観し 经十日 0 內 じ從萊 
員は なをすべく ホる 化 巧までは 
醬 ホの 勞 が 率で 就 働し をの 間に 
报本 的め 解み を 見る じ まるで あ 
らう ど乏 つてむ る 0 


國際 法廷 案確實 

ワシントン 化 八日 發 ' u 過ま數 
年に 直りな 强際 聯盟 派の 圃 おご 
して ホ國ど 聯盟み 協力に 反對し 
つ i あ b し ネプラ ヌカ贿 選出 上 
院講 員ノー リマ 巧。 化 巧の 態禮 
を 改めて 米 國の國 際 法廷 藝 加に 
贊村才 る旨轉 明し 上院の 乂 多駭 
も 第二 軍備 縮少會 議の參 加は ザ 
よら 國隱法 姪 參加じ 協替し 一二 か 
の ； な上の贊成は確實ど^:^ちな 
掛 流の 速 動 も 輿論を 動かし 能は 


ない 占が 刚 な/じつ たので 與論 
幹が はが ザ 满向剛 けど 共 じな 外 
じ 円 卡く木 案を か 架ず るを である 


帝鹽議 みの 刀 口 娘 

まま 特電 二± ハ日發 ：=： おお 十 
一巧 闕谣 貪け 昨り パ 集、 本 = 下 
院 委員 技を 選を 廿八 りょ 6 一 
巧 化： n を 体 曾す る ご。 つた。 

北海道 《大海 嘯 

ま 京 特電 二 ±ハ 日發 U 化 お 道 
膽 振は 乂が啸 一 襲は ゎ 巧 あ 十二 
名、 巧 お ホ 明ぶ 十を、 漁船の 流 
失 六十 隻じ 速した。 

樞府 副議長 新任 

まま 特電 二 下み 日 發 H 樞密お 
顧問ち 倉 常 勇 一一郎 氏は 逝 ませる 
岡が 副證 をの 校 巧 たるべく を認 
を おへた ので 賊問官 破 員に 海軍 
大 お八 代 六 孤 氏が 椎蕊 され サ八 
日 熟伟 ホを 學 わする" ザ： で ホる。 

日 支關稅 新條約 

東京 特電 二十 六日 發 .，ぃを てを 
渉 中な b し 《 ま爛稅 な惠條 約は 
略 化 立し 棉ホ 化は 普通な 目 ホ じ 
巧 人して 愉八稅 をと かお. 煙 ごす 
る ミに 巧を した。 


野な 艦 救助 さる 

東京 特電 二十ろ 日發 U 大黎風 
のた々 遭難せ る 特巧繼 巧 島 (八 
と 置 一顺； は 御前 牌澄摹 沖で 無 
事 救 脚され た。 


間 趣の 人 S】 
再起の 黎元洪 


.♦ 


♦天津が 國 はおの 手に 输 したが 
^ は、. 段祕瑞 大總統 の辭職 期で 
ある ど 傅 へられ、 媽玉祥 は 达 
邪の 天 F を 振つ て 前 總統黎 元 
洪氏 (目下 天津 じぁ b } を樹て 
る だら ぅご 云ム〇 
♦をの 黎 さん、 前 巧の 遭難に 禮 
こら もな く、 大總 統の椅 ずに 
は 巧 おらで もない やうな 口ぶ 
ちで 盛んに 搜總 統の不 德を攻 
めて ゐ る。 即も 曰く だ r 
♦「支 邪 今 H の お 亂は段 執政が 


♦敢ら じ 氏の おお 說じ 就て は 曰 
< 「おが おれば をれ は 臨時 約 
法 こ 化つ てがる。 民國 じけ 國 
民 も 認めた 臨時 約 法が ある。 
約を じょつ て 中 谁は閣 どい ふ 
おか 國が おがた ので ある。 君 
ホ 瞬. かを 統じ 娘る が 如く ほ 主 
國が 約な じ從ふ V き-^ はお 義 
の 命 ホる 所で あな。 なは 政を 
遵守 VJ は意臂 電を锥 を ホ 張す 
る ものである。 お緻 統一の 碳 
本 巧は を 軍 脚が 自覺 する； で 
ある。 ホ 間 あるが 故に 民國は 
亂れ 、ほが 禍 なをけ てゐ る。 
を 軍 間の 自覺 ずる 占が 民题統 
一の 第一義 でんる」 



招いた の だ。 段 氏は お 圏 成立 

の 化 本 法 K る 約 法を 無 細し 勝 

手。 理 姑を つけ 時局 收 拾を 名 

どして 立つ た。 さぅ して これ 

を 革 かど 呼び 臨 贼饼化 どい ふ 

が 名義を こしら へて 總 がが ご 

を 去つ てゐ るが、 をのた めに 

ぞ那は 今 U のか/、 混乱を ホし 

たので わる。 をの 黃 一に 段 氏 

じある ので あ，。 から 段には こ 

の泌视 せる 時時を 收抢 する 黃 

任が わる。 この 儘 巧 じする の 

は無责 巧で ある」 


♦話を 轉じ 張作霖 、曹 無、 媽玉 

祥 、吳 佩を の 諸氏に 掛 ずる 威 

想 ご L て 「張 作霖 化は 俠氮に 

滿 もた 人で ホる。 尊 比 氏：：^' 氣 

の 毒 だ。 獨玉祥 は 知らる i 通 

らま 評が ある 人物で、 吳 佩を 

氏は 勇氣 .4 を b 窠じ 厚い 人で 

ある」 どを 言を 吐き、 吳 佩を 

氏の 將 ホを 問へ ば 「をれ は刊 

ら U いが 陡 くなる 人は 一般的 

じ 云 ふご 才幹の 山じ德 がな く 

ては。 ら <2」 ど ホ もを いふ 

た 相 だ。 


新装した 「新年 號」 

十二月 化 H にみ 讚 者へ 郵送ず る 

大あ 十五 年 巧の 本' 社 新年ろ は、 例 おの 如く 巧 装して 接 わすべ 
く 目 ド 持々 どが 偏 中で あら ミィが、 本牟巧 新年 號は 一巧'- 1 U 附 
S し 今 化 日を なて 内 巧の 誠 巧に 郵送ず るを どを しました。 總 K 
數 十六 円、 をのみ おの 一端を ぶじ 御が か 致します。 

十二月 一二 十 U 紐脊 新報 社 

第】 セクション 

直 晒、 したる 四 太 問題 故山 逸 客 

をに この 生を 樂 しみ、 时時 じ樂を 巧捉ご 共に 類たん るする S 
は、 吾人の ミレニアム：； 到舉 ずる 挪 想と いふな 場から 化巧义 
化の 富傳 、'列 强 ㈱ 秘 の 整理、 闡 際を をの 確立、 軍備 縮 少の蝴 
巧を 論じ じ、 本紙 第 r 曲を 飾る を 賊の乂 論义。 

义 人名 i よりめ メッセ ー デ 

太藏長官ァ ンドリュ，/^ メ。 ン巧。 銀巧家ボ ー 八 • ブ ー 八 ベ 
少ヒ 巧ぶ び チヤ！ ル‘ K •セ I ど. ン 氏が 經濟的 H 米 提携を 論じ 


シ 3 — - 


た化留 おへの メッセ^ジ。 

社 貪ち 義の 理想 境 バ—ナ 1 ド- 

ム 間は 一日 四げ 脚勞 すれば 結構 だとい ふ 社 貧 主義 聯邦の 理 
想を 誠 示し、 結婚の^ 造、 敎 育の 改造を 說い たもの。 

フ井ネ ドア レア リア ピン がか 

。シアが 生んだ 化界尚 天才 聲樂 が、 フキ ォ ドア •シャ リア ピ 
ン をの 生な もを 叙述 飞 たもの。 

>• ^ tan vlr 1.1# 一 kr \/ 


米國での聞為^もの 


藤 原義 江 


目 ド〇ン ドンで コン サート の 旅に ぁる 當地 わ測染 の聲樂 をた 
る 岡 氏が、 ホ 威が をんだ ジャズ •バンドの 御大 ポ •ホ 
ィト マンを 禮 讚して、 歐洲ご ホ國樂 擅め 相違を 趣が 深く 捂つ 
たもの。 欧洲ょ ら& 第一 信です。 

挿 ま I 寫眞 『河水 淸 JU ホ 巧絳 治を 振 影。 巧 歌 第 おおの 歌 

島み 女。 七 ゲキ^ か 埋髮帥 じ 出演す る シャリアピン 巧。 

窠 一ー セタ ，シヨ ン 

新年 雜 .1 筆 亞人圓 

亞人 鳳氏獨 巧の 隨蛋 じして、 「波 觀國王 ご 義經の 話」 「他流 試 
を ど 支那の 話」 ご 越し、 前を はシャ ー •ド •ペ^スが パブー を 
戀 し、 義經が 巧 郡 f 慕 ム必を 描いた もの。 をを は 支那の 政洽 
* .お 誤解 乎'' お 晚来巧 唤洽を 皮 かじ 留路 した もの。. 

舞臺 ミス クリ I ン 早 川 雪 測 

俳 媛の 立 傷から 舞を ごス クリ！ ンの前 •し 立つ 也 持の 相違を 自 
己の 體驗 から 割 おした 雪 卿 氏の 述镇こ 抱負 どで ぁる。 

性格 排 優の 悲哀 草 人生 

おおめき i ご 米 齒 み活茜 ホに資 出した 上 山を 人 氏が、 得意 
の 半 お r 漂ム 悲哀を、 皮獨 待な 太い線の 筆で 描いた もの。 

じび 巧 < 紐 育の 建築 美 由— 庵 ま 人 

二年前飄がどして三 ユーョークのんごなった筆巧が、 駕五街 
の慶 をを 叙し、 アバ ー トメ ント 化される 祭 五 巧 八端 哀 を、 表 
口ご桌 U からの ぞいて、 これを 弔 ふ。 興 ホ 深い 讀 物。 

石化 = 亩旧石 堂 氏が 毫 。暴で じみした 上 山 草 人 巧 

第-ニ セ クシ" > ン 

樹を 愛する む 牧野 義雄 

吳义 着述豕 t をり、 書が で みら、 博學 を； 3 て 鳴る 氏が、 が 確 
巧 象の 妙 叢を 禮 讚し 獨恃の 東が かを 滞び たを 學を 叙述した も 
の。 あく アト ラン ブック •モンス リ ー 誌じ搞 載され る 論义の 
內 をで あらます 0 

ジャ’ 'ス 巧響樂 す 人生 譯 

まる 廿九 ロ カー ネゲ ー •ホ 1 グで馈 奏された る デ ー ムス •テ 
—ラ I 氏 か 曲に ぶる アメリカン •ジャズ •シム フォ ニー 「サ 1 
カスの 想 お」 の 內容紹 か。 

ゴルフ ご劍道 

顽 張る 元氣 


巿川 一葦 
宮崎淸 


共に ゴルフ 餘 巧を驅 歌した もので 前 巧は、 ゴ^ 7 がご リ劍の 
關 係を なし、 後ち は當化 H 本人 ゴグフ •チヤ ムビ オンの 同に 
が 記した 皆い 锅驗 淡。 

挿# ィ ー スト 側 U 中 山ら くわん 巧 撮影、 と 福 神の ホ來 
米网 々媛の 料 巧ぶ b 等。 

を 四 七 クシ a ン 

「お 虎」 め も お 記 をの 巧 堂 
大な臂 由 師のス ヶブチ 
大正 十五 年度 本社 新 計 畫辨表 



The Japanese Christian Inst*, Inc, 

328-330 E. 57 地 St. New York 
Phone: Plaza が 52 


!m が 日 お os ; I 邮 . 

(Formerly Maruhachi & Co.) 
17 East 17 化 St. ?U. 
Tel. なが vesaai 9959 


舶 RATRAOi 鱗關 ， i 
45 - 47 区， 20 th St. | 
TeL Caledonia 9755 j 


Midori Matsumoto j 
が PosUve (lily j 
Tei. Washington Heights 0437 j 



yP TO DATE STYLE 
Custom - 
1 ailor 


67 W. 481 hSt. tl 
Tei. 目け a お 7073 


I F. Murray 陆 H Co. ! 打 c. 

I Es お biished け 9 目 

I お om が 4 - 自 巧； 23 Broadway 
Phone む wiing Green がが 4 が 1 



V * ん ひ UNT KA'lO 

る す近陵:^截本ずせ も 散 お 

子 明な 藤 加 


KERR & MAYOR 

1023 Third Ave. 

Bei • 郎ぶ 61 な s. Tei 目 か one おが ni 29 Q 9 

会 向 人 本日 

巧專 靴型 小 


を 小き 島 . 足 小き 廣 .足 小き 巧 



SATsum Company 

2518 Broadway, N. Y City Cor. 9 わ h か 


Dr. T • じ Takami 

176 Cumberiand St. む 日を kiyn 
Tel. 目 um お Hand 2311 


に E ： .Yosh も IVLD. 

3 が W. 71 s パ i. 

Te!. EndicQlt 3 姑 0 


Dr. G •比 Marti 打 

DENTIST 
M3 Lexing わ II わ も [J 日 r. が ih SI 
P お 帅 8 Regent 245? 


DR. H •ん GARDNER 

DENTIST 

巧 E‘ 81 si お . ApU 5 
Tel. Regent ? 1 が 


K. Iwamot:o, M. D. 

114 W. 70th St. 

Tel. 了 rafalg が 0352 


KAN 之 O OGURI M •り 
214 Hi が Sf. わ ooldyn 
Tel Cumberland け 8 日 


TOYO N. TSUGARU 

SGiEimnC JAPA 化な MAS な UB 

5% W.179 化 み reet, 
Phone. Wadsworth 594Z 


YUKIO NISHIMU 民ん M. G. 

2 日日 We なお 扣 S!r 細 
むし Riversi お 0 が 3 


S 这 bro Emy, m. d. 

755 Park A が . 
cor. 巨 . 72nd St. 
Tel. Butterfield 9324 


M. Tsuchiya, d. m.d. 
124 W. 73 rd St. 

Tel. Traialgar 6509 


時 白自診 
間 午午褒 
外 お前け 壬 
は一 义間 
前 時時 

的 II II 

じ 五十 
願 二 
升时時 


上 

な 

基 


齒 

巧 

醫 



帥鑛般 

F. I. FREDERICS CO. 

醬 巧化學 大巧 比淪を 

118 E' 59 th が， Tel. Re び rJ 7 C 94 

224 E. 1 が h 化 

り 44 3 rd わ e., bet. 66 lh- 67 th Sis. 


檢 

腿 

お 

じ 

腿 

ジ化 

調 

節 


Mi な . Blanche Fisher 

1264 Lex. Ave. Cor. 85 比 St. 


授敎譜 與人婦 


Nippon D び Goods € 〇 , 

1261 Broadway, C け y, む r. 31 si Si. 
Telephone Penn. 目 9 卽 
Room S 951 


み 



PHELPS & PER が 


3 Maiden Lane N. Y. 

t 細 治殿艱 金に 非 お剛余 

類が 贊匠 愈新巖 


Koike Studio 

が 7 加 む も 
Car. 39 かが . 

Tel. Caledonia ぢ 394 


號 4 ： 


を 


堇を m 貧 规 


H 赌 水 ] 


日 卜ご _ 月 二十 年の 十 化 ホ [一'! 


んし CEASA も M.D. 

! 0 S Eas ! が 化 Street 
' Bet. Park 在 Lexington Ave$ 
Tei. Lenox が 73 

舅 喉 卿 鼻 巧; 1 

間 時察彰 
午 正 至 時 十 前午自 
時 八 ま 時 六 後午自 


T. KASAI I 

Marchant 

f 9 ;!。** 

が 

TIMES BUiLDiNG 
Room 394 I 

NEW YORK j 

Phone ; 

Sryani おけ ； 


Y . ITO 

巧 3 Ees け 3 rdSt. 
Cor. Lexington む も， 


NIPPONTWRIN 目 則 I 

3 卵 W ， 巧 化な . 

Te し む Itimbus 4173 


KOSHIBA 

STUDIO 

爱官眞 意柴小 

6 S 1 Fifih む e.i 
Tel. 円 a な が 12 

Branch Studio 
Westmin おが Street, 

わ ovidence R , し 


M.h 

ち I を 


み 


V H 喔 H 
を 身が お-おそ 
揉 领會夕 おが ホ 
搪巧說 お；^ 巧 
V おお U 
が 據會 夕乂恃 
マと 巧 y 
# がを 又はを 
寒 含 夕 八# 
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東洋を 化 並 じ垂化 
をの 儀 出入 方法に 
顯 ずる 一切の 御 諮 
閱に應 じ、 廣道あ 
船 貨物 運賃 及 出帆 
表 親 關手賴 書 等 お 
呈 す、 重要 都ボじ 
巧理 店を がし 誠 育 
敏速 御用 命じ 應や 

が髓 取扱 


一二 派 みずくみで 

腰の 極ら 5 議會戰 

何れも H 和を 氣 にしながら 
びぐ-^--^ もので 議會へ 

まる 廿四 H 化の 本 化が 巧特お ~ 上 小 ffi - 方で むく、 巧 ごかして 


じょい ぶか お 川の 滞を 閒會前 U 

'に まつて をち お問鹽 でれ ぶを 及 

び 政ぶ 本黨は 遂に 巧 巧みれ じな 

つた ご あるが、 盛 巧 明けで 段を 

季節ら 近づいて 元 巧なら ばを 派 

共 お谦を 巧に 曲し 策動を 始める 

巧で わるに 巧ら や、 を 派み 地 ホ 

遊 說じ沒 •頭して 本部は おんど ダ 

ラ 空きで お游を 策は 少しも 進け 

して ゐ ない。 えれ ごい ふ も 政府 

も 興 憩 も 

解散 か 否か 腹が f てゐ 

なの ご 他方が 野 驚で も 腰が 棘つ 

てゐ^:*いためであるのみ ^らや 

朝が 巧黨共 解散を 避けたい 考へ 

が 强烈で わるから、 自巧 S 派 共 

化 波の 態 巧を 見てから じしな ご 

自ま 的に 出る £ かお 巧ない 譯で 

_ わる。 巧し 政ぶ 本黨內 じは を 本 

を 神を 敎销 する 一派 ご、 恵 本 巧 

近を 夢み る 一 おごが あつて 姑 束 

が 化む てゐ るた めれ 惠巧黨 共に 

本 煤の 向背に 氣 をがん でむる 巧 

である。 梁ょ b め 恵 兩振じ 媛 越 

した A がわ b 解が におして ら强 

い决 、む. かもれ じ 本 黨の向 巧は が 

て 願み る必お i ?'.' 自ち踢 化し 斟^ 

るりで わるが、 兩 おの 势力 やみ 

、む^ 帖似じ ものである w 上 おひ 

本なのお巧におを配らわご^^ら 

化-? て 本 親が 
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1 明 じず；；， ぶ巧茲 の 態 おけ 自 から 

I かぶす る の で ホ る が ， 本麗 ^ r 

I はんみ 如き 二 削 流 •かもつて 今の 

I お别ク 叫で. 下る か 出 ホ い击 いお 

况 Li '"' るから、 を 波の おが 食 策 

をの 媒—瞄 まなければ おみ じ 

j 化ぶ いど 化‘ 心れ る。 今を の 

I 巧 巧 じがて 最も 化けすべき 問 狸： 

け往 を： U 技ん 逃がを 始め 税制 お 

がな 案 •不 だけ お潭 であるが、 

化 譯雜圳 迎じ勒 して がが 如 M 

なる 態 ほを ごる かは 乂 いに 巧 化 

が ある。 を おを： は 良、 なな、 み 

'算 、輔颇 、懲 おのが 巧 巧を 員を 

■及び 悦 制を 化 化のを 時 別を お 長 

.'雄 おじ 巧す るを 派^ 腹を 採る ィ、 

_ が 常 化を 負 巧 & びみ 特別を ぶ 

.はぶ 宵 聞 巧の 摄化じ 巧 けれる も 

のでが ホけ 

多數黛 が 偶 占して むたら 

ので ある。 昨年は S 派 協調 時化 

であつ たから 一二 波が 獨 占して が 

おの 進 わ も 沿 かで あつたか、 今 

年は 恣蚁 をは 一 おで もめる 助數 

:を なして 在ない ため 滿 率の 進；；；： 
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じ收 めたい ホ错； ^ るら 故ぶ 貪は 

なが 黨で 占谢， ，て 憲化會 に 鼻を 

あかせたい 腺-か ある。 處 がを 友 

會も獨 力では 化 目で ぶ黨の 向背 

じよつ て 患本兩 派で 占める かを 

A 兩 派で 占めな か 巧す る譯 であ 

るが、 本黨巧 レは 窓 本 提携 說あ 

る もを いは 摄 めて 少歐で 委員長 

は 比例 じて か伞 じ割當 るが 夕當 

であると いふ おも あるけれ でも 

これら 少數 で、 を 致の 意向は 政 

策は 別問題く しても 委員長 だけ 

は 政 本 提携ず るか 當がだ ごい ふ 

じがいて ゐな 。なじ 今 H の 情勢 
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委員な は 政ぶ 兩ま のぇ 

と 見なれ るが、 をれ も 本 化特軍 
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應 なしに 解散を 覺 悟して 戰 はね 

ば 3 が、 を ホ 的す 信 巧 まを 

姑 出す る^を かは まだ 决 をして 

な^^^い。 或は不信巧案を出さホ 

政 巧 隅 題で 戰ふ のでは ないか ど 

云 はれて ゐ るが、 巧し 政ぶ 會か 

'，出 3 ないど ずれば 本黨は 勿論 
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ゥォ ー タ ー t . ン巧年 筆 
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她 銀器 並 にがお】 巧 
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米國式 英語を 話す 事 
はが 巧の 裝 一義です 
本校には H 本人 敎樓 
じ 憎れ た專巧 婦人 敎 
師 あ-^ 懇切 じ 曾 話 通 
信 文 社を 語を 敎 巧し 
ます。 H 曜週 H 共 じ 
午前 化 時よ b すを 十 
時まで 閒 校し ー レツ 
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H 寂 もじ 巧 校 あれ。 
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さ〇ヨ 1 篇 2 11 す泛 li 夏 ご 百な. 

さ呈 e ; ぎ 互一 這 Gre 呈 苦ち， 913? 


問で ある。 都な 剛曠 山、 義務 教 

わ 费巧締 案の 如き 政憲ぉ 派の ま 

娘は 树； であるに 對し本 黛け お 

つてむ るの みなら や、 が算 編ぶ 

方 か 及び 經が 政策 等に 就て は 柏 

當の 開きが ある。 製 猫、 師舘を 

脊 、錫 道問閣 等は か 本 兩黨典 器 

ぼ 間 一ぶ 狂で あるから 一二 派 をれ 

ぞれの ホみ を どつ て 面白い 诲面 

を兒 せる で ホら ぅ。 從 つてを 派 

の 對巧算 態度は 今の 處如柯 じを 

着く か 豫測出 巧 G いが、 巧し 本 

黛が 解散を 恐れて ま 張を 固執し 

なけれ ぱ巧 算も大 修正な しじ 通 

過す る ものと 思 はれる。 右の 如 

一二 派の 態 巧は ホ だみ をせ や 溝 
會明けを持越す1じ^<'らぅが、 
諸問題の 歸 結は をく 本黨の 向背 
か柯 にょ b 、 义乂黨 の 向背は 合 
岡 問題の 解か じょつ てを まるが 
巧し 本 雲が 今 H のかき 不挪 不離 
の 態度を 續 ける 横では を 期議旨 
は 波乱 曲がを 生ん ご 相當眼 やか 
で^ S ' らぅ 〇 


獨逸 銅が じ 

.蔡止 的關稅 

ホ闕 斯業 あ 協力 

最 あの 情報 じよる どホ鹽 でけ 

濁 逸よ を 輸入ず る繊 が じ 對し關 

稅 じよる 一 鞠の 巧 止を を营 施す 

るた め 目で まなる 製鐵 業者 V 一政 

巧當 局の 間 じ 調杳を 進めて ゐる 
どい ふ。 右は 千 化巧廿 r 年な- 
-- デン グ大統 颁當時 議會を 通過 

した アンチ® ダンピング •ア クト 

を實 がする ホ 法で、— これは ま VJ 

して 

國內產 業 を關稅 じよつ 

て 保 謹し 1 國 巧の 物 僧を 引下げ 

る； よら もか國 からの 輸入品に 

凿 し、 國 内の 巧 格よ らお 廉 なる 

據 を離稅 によつ て慨 格を 引 上ぐ 

V '.、 余儀い* C せし むる ので あ 

。乂國 S 遇 まーヶ 年間 じがけ 

る製鹽 ぶび 製鋼の 需 ぶは 内地 消 

裳、 外 鹽输出 ごも 著しく 增 加し 

千 九な 十六 年に 次 < .-黃 高， 5 記錄 

k ホし ユー •エス •{チー 片 を 社 

の 如き 视化六 だ巧峨 じ 巧す るな 

义 がを 持つ てゐ る。 而 して 濁 逸 

よりの 鄉が はがち 义はビ ッッバ 

グ巷 四十 云の 巧で， これを ホ 

闕晶に 比すれば 約 四 邦のを 化で 

わる。 なつて 糊 逸 おはぶ 喊が場 

で 相當蓝 をを 喚を して 么 る。 ぉ 

脚は 一方 じがて 霜裝 が增 加して 

むる から 夕少の 獨逸お 輸入は が 

操に U 左した る 影響は r * い： £. 、 

今後の 

輸入 增加 を 見越— 斷然 

たる 巧 化 化を 暂巧 せんごす るの 

であつ て、 化 巧の 輸入 穂は 一剧 

乃至 二' 剖 C ある。 巧し この 輸 A 

稅 によつ て M 等 影響な しご すれ 

じ 更に 一二 刺の 削加稅 .を-賦課した 

化 段が 尚は ホ お 偕が よ* 低 傘な 

時 ■はが 巧 率よ らも 一 阁ニホ 高 巧 

じを する をの 關税を 誠す る ごい 

ふ 霧 骨 U 化 誰 政 巧で ある。 をし 

米 威が こいを 實施 する 曉 じは 姑 

局 獨遥娜 かは あが々 巧 じ 向つ て 

ボ 爆が 轉懊 さける ふ ご 一般に 豫 

想 さりて むる。 獨遂銅 かは. 本年 

二 一二 同 頃から 化 當 • 

日本 內地 じ输 入され 哦 

當 b が八儿 W のみ 地 銅 かじ おし 


一円 一二 一! 2： で 取引され てゐ る。 八 
幡殺 .w 巧が お 巧の 化 段を 錢 おし 
て 明を 二 巧の 先物 巧 約を 巧 5： 巧 
巧 じ 引 ド げんごす るな 向を 巧 装 
あじ 内示した 如きけ 獨逸 なの 輸 
入 じを かさ n たのに 巧 因 したで 
ぁらぅ が、 獨苑钢 がの 引を はを 
ホ 面に 盛ん じな つて ホた。 

ホ贼賓 みは 

出超 十億 弗 

生糸 赖入 新記錄 

米國が 業會證 巧が ちる サ六口 
かを なて 調査 發 をした 處じ ょれ 
ば 本年度 九ヶ巧 じ 由る 米閱の 

對外 輸出は 旣に 千を 

十六 年度」 足の 緩 計を 超過し- ヶ 
H ホろ ill 億 八 千 义む巧 ホ、 昨年 
巧 じ 比し 約 一割 二步 の 增加 じし 
でか 五 億 弗 じ 達し-一 わじ 十、 十 
一 あび 十二月 巧を か奠 す， けば 本 
年 巧は 優に 五十 億雜 邸ら 戰时巧 
び戰 後の 愚 高. 踊 錫 じ 匹敵ず ベく 
义ヶ ST じ 置る 楠 化の 輸出は 千义 
巧 十二 年み 最鳥 記錄に 近き 廿五 
億 バゥンド じして 自動車 化 一 
巧 八 千 四 巧と 十 一輔、 巧 格 一億 
六 千 二な 六十 万 弗、 ボ ソリン 類 
化 億 S 千と な 巧 ボ〇ン 、精鋪 は 
千 化な 十よ 年の 最高記録 ょら 僅 
か 二巧顿 のが かじて よ 億 八 千 ホ 
巧で 嗯じ 達する 等 孰れ も 記錄破 
をのが 讲で鐵 か 3 ニ ホ 六 厘， が 
木の】 ホ减を 除き 孰れ も 一一 步お 
厘ょ を 二 一割 あ ホ® 增加 じして 潛 
格の 上騰は 時 借の 卜 •騰 じ趙 がし 
た 結 裝でゐ る。 

輸入ぶ 面に て も 新記録 
勘な から 中、 邸 も 生糸は 過去 义 
ク 巧に 互ら 四 億 五す 八な 廿二巧 

封 巧 價格二 億 五 千ん 巧 巧 弗 じし 

て モ化巧 か S 年 巧の 最高 記錄に 

稍 あ々、 議 誤け 巧 憤の 霜を 激お 

の おお 六惊 ご 一 千と な 巧 お 度惜格 

二 億 お 千 八が 巧 弗。 せ庶は 約と 

十二 億 五 千 二 巧 お 巧。 珊碟は 化 

粋 ご 一千 八 打 巧 封 度に 减 じたが 時 

偕騰貨 のた め 念 額 じがて 昨を じ 

麼ら 、ちほ 類は 八 千と が一 力 弗。 

が 他が おを 料な を 除き 孰れ も お 

しれ。 四十 四 巧の 輸人 まを お 中 

ド 落した もの 八 柿 じて 化は 悉く 

撥 費した。 


ホ— 社陳 .帝 特電 I 通 巧 社 致！ j 

今年度 輸 m 入 額 

商工 智の 媛を じよれば-巧：^ 

降 十二 巧 中 巧を S 輸出 A は輸お 

化 一一 猜 云で だち 十一 方 お 下阳、 

輸人 かの 憶 九 千 八.， りか 一一で 九 午 

W じてん 超 一一 憶 六 千 六な 六十 1一 

巧 四千 W を 示した。 耐 して 爲抹 

をで 输出增 抓し 前年 緩 額よ ち邮 

'化 二で 阿 K 五十八で 川 巧 加し* 

正 化 年の 記錄 をな くよ 四 億巧キ 

方 川に 速した。 

最近の 日銀 帳沉 

な 巧の：：： 銀 帳 冗は 兌換券 發 ！；： 

高 十四 僚'，：：： 十四 巧 S モ 川、 制 g 

み 巧が 裔二億 一二 千 十四 万 巧 千 川 

貸 お 烏 五 お八な 廿 S 巧 八 千 

をる り 

ぶ 金の 新 出張所 

横 溝 正を 銀む は 明を よ h お 比 

アンキ サンド リア じ ホ 張 所を 抓 

巧ず ベく をの 筋 よら 認可され； 

=：：： な 上 か 八り 故 



Toyo Kwan 

41 E . 19 th St . 

お L B ' w がを が h Ave . 
Tel . お tivve な nt 8798 


A. 

TAIYO 

1 が West 細 h な. 

Te し Susquehana 2 B 18 


Japan 

Provision Co. 

が Lexin が on む も 
Tel . Mad . Sq . 4518-7849 


K が a が ri Bro’s 

224 E . 59 出 St , 

N が V York C な y 
Tel わ が nt 3 が 0-3481 



oM •ツ aKo , 

340 W . 5 か h な. 

Telephone : 
Columbus 8882 


(晒 目 •水) 词巧ゎ 


The Tokyo Go. $. KUWAYAMA CO. 

j 114 E . 59 th St . 

Tel . Trafalgar 6559 j New York City ， 


Beem Nom Low 

巧 74 ぶ tb Ave. 

Bet. 28th-29th St, 


午す 料 支 第 
前前 巧册ホ 
六十り じ 
時時 打 0 し 

妻 . 素葫 5 

駕樓 


Kawasoye Hotel 

139 Wes りの ni Sheet . 

Te し Mornin が k)e 7154 


裤六煞 
ご自 1 の 个四 
胡 目下 五十 践 



ろ UYMO I 

35 Easf 29 th Street - 
Tel . Madison Sq . 巧が 


DARUMA 

7 が-- お h Uve . 
lei . Brvant 3859 


庵 桂 ホ 日 


KINGYO & PET SHOP 

IMPORTER OF 

GOLDFISH & BIRDS 

O 

動な 力を 

I 物^ ナ種 

! 一 鳥リ金 

I 切 類ヤ魚 


號セ 


一 第 


がかで ぷ贫 なな なぞ 妇を （ !ltm を 巧 


しり 帷水 


日 十 S バニ 十 ザ 四十 化 乂 


會無 御料 穩 

東洋 縮 


御お帮 がに 下 S 

太陽 

壽司 毎り あちます 


鹤油 轉 Si 讀 1 な 米 

日本 米 ii 食料品 i 雜 iDKg I 

巧 田巧轴 巧を 會お 巧が 一手 資 做を j 

日本 食料品 藏臂 ! 


円本 食料品、 円 巧 馬 
並 じ 新刊 蒂籍婿 一切、 

dr 懒 兄弟 商會 

を も 品捏巧 荷を を おおじて 
化が 間 巧々 御用 かの 巧 ホ 西 上 《 


日本食 巧晶頰 及び 雜貨頓 卸小資 

fITi, 引 SA むい 桑 山商會 

が刊審 籍雜誌 小間物 日用品を 香 


. H 本を 巧 品、 が 巧 
宵 揺、 巧 巧、 巧 巧 

巧ぉか ラむ ァ ー^ バ 東京. 商會 

巧グ 1 ム、 自 巧の 巧る b 




答 もなか-^ 短 氣の婦 んご是 を 

けます。 をん な ミで 騷ぐ這 なら 

我等 獨身牛 巧 巧へ 嫁す る 一人で 
も 見つけて 化 話す る 巧；：； で 紙 

面を 服は して 战 如何です 每 

年-'-- の獨を ホ 巧 も コリ で 
す。 ご靑 年) 

記ぎ 曰く U を 末にな つてから 
本欄 ど 龍 欄は ターキ ' I 合戦で 
埋 b ょした 。大正 十四を を 送 
ると 巧 じ 本 問題に 斟 する 論 规 
もが 巧ら どを します。 河 かが 
らしい 問題で、 最つ と 高がな 
ホが からを 戰 して 戴きたい も 


のです。 


御宴 會 

が 末 か始の 御宴 會 
御 お 巧 刷 馳ホ化 出 
手製 新鮮 かまぼこ 
右 精々 が 强可仕 お 間 
御用 かの 巧を 願卜お 

太陽 

1 舍运 .霉 hst . 
Terscsq . uehana 281 B 


口— サ； ，ゼ ルス 地方の 御 

お 化には 姑な^ 御 化 宵を 非 4 升 

\ ■1 ダル 
ホテル 

雑が ホ じ 巧る 同胞が 舊中摄 

新式 高等 ホア^で あ b ます 

羅 がを 品 二亢ザ 

「ダ ア < ダ ィキと ホ 五 九 

夕 "力 111 一八 六 一二 

貸 自動 丰 (牧野} 

羅府 名所 御觀 化には 最も 精巧し 

む ドライバ — W 御 案内 中 k ます 


電話' 


H 本が ながが 霸中 込に 應じ 
萬 事 御 おを 广御 取扱 ひ 中 k 巧 

を 渚-;;;^ パ ホ テ 八 

▼ U 本 御 巧 巧 (别巧 あ' り) 

を 港 カリ ホ； ニア 巧 ホ： 二 
谁郡 カネー ー八： ホ 


レャト ルボ 

NP 纔館 

W 累おを Ave . WOV ホ attle , wash . 

停 お 横 前 殖乘へ 了 巧 側 《階 建 
H 本 巧 船 切な 化 化が 芦瑞 送迎 


御旅 纔 河 添 


.會席 御料 巧 

ホ じず さ燒 



ボストン ホ 

萬卡 •旅 舘八浦 末 松 

妄 Worcester St •另 ton Mas 产 
す 一. Co 置 7815 笠 


E i 

ぶ 一 

OC 

A も 3 

目 扣 

P 6 
CL が お 

T w 
E 

S ん 巧 
iii 邮化 

..一...* t *"** 

A 如 

げ 


わぶ： 園 

か 巧 t 巧 狸 
幷齡 旅館 
華巧ユ ニ- ン 停車場 
ょ h 化か、 閑 敵 S 庭 
園に 遊ぶ 巧 ま內の 
巧み 旅情を 慰みは 

色々 華巧臀 物の 巧 

は 是非 御 立 E 下さ 


打 f 

^ 嘶 

か B 

G ご 


a 亂- § S 

础|化！ 

H wf J 

か J 

a N 


が 廳を蘭 

詞邵 A 兹蓮 
出勤の 方 じは 善® 
の 御 巧 判に 備へ巧 
閒奇晦 の 御用 じ您 
乎 V く 候 閱网ホ 巧 
本. 變わ 引な 願度材 
紙上 御 案 巧 中と お’ 


化み 必 地ょ き淸お る ま- 

御 下宿 松が 巧 ホ 

1 君 Lex 量 呈 Ave . 

Tel . 互 ad . ぎ 這 21 


淸 潔、 設備 完全 一；. 

ホ パ 辭 子が 

ま 那をじ 一 

さ Gaiharine Sf . Tei . Dry 妄 io 玄 


§娜 鑛易八 畳 

午前 十 j 時ょ もを 八 お 迄 

宮川巧 庵 リ巧 •ち 

隣室 力の 白 

180 West 4 ぎ ま t 


煎餅 卸、 喪 
を 腐 视筆 
n 木 食料品 一明 

wcsrls 巧 1R100 广 ake P 
芸二 bird A さ- 

ぎ Plaza S 18 


御 下宿 

費 府桑山 淸韦郞 

養ジを 呈 St . 置 adelphi が. 

一里. Wal 言 t 呂1 \ 

御 棠子舖 

餅搗 きじれ 一巧 五日を ホ f 

雜 煮化樂 化ら it 

のし 餅 S 御 巧 义は前 U じ鄂 

松風 巧 寫巧 

這 w .65 thst . TeL : raa 营二篇 


ホ 上 金媒成 

918 S 至 h Ave . N 三 ミ k 妄 一 

さ 0 ミ Circle 巧 3》 


特 H 

, ! す 妍 
"ご ^ ? 琴鮮 

至 魚 

こ^ II か 

r ミ r ま最一 

W 態す 1 切 
へ 

Wing H'ng Low 

Chine な む staurant 
お flO が w 巧 • N . Y . C け y 

Quang ua 打 Low 

Chine が Resfaura が 

112 W . 巧 化 . SlCiiy 

1 YOUNG CHINA 

3140 Broadway 
. 4 が oeksSo 別 h が 

125 {h S’way Subway 

Suey Pang’s 

3 E な賴が T 

4 巧 お xHi むも 

Bet . 2 巧 h •巧 ih お S . 

まに か •廊 

1 ^ ず 適 [ 1 揃 

停け 。す々 •ひブ JC 
单 1 卜钟る んの 
魔 么 5 料 諸 巧 胃. 

口 ） J i 巧谓 だ, 巧 ゾ> 

了 R 迄 どの 人 ホ 巧 1 
ー チ 锁差嗜 政 
ブ店 とがを 

光す 御料 だ 適 皆 
を か 料巧批 ふが 
願ら 理 t ゎ 巧の 
ひ攒 を/^ た 御 
よ々 を^た 嘴 
す 脚し^ ホが 
ホま^の じ 

r 3 c 

e , SI 巧の が 

別 ！. 1 aw 巧 楓料 

ii r を 巧を 嗜を 
献 、本ブ 1 提が鴻 
孤蔬 lH 化に 逃 
し 召 •ザ し 適し 
まは ^ ます 皆 
す错罕 する 巧 

?- 支' 

? 致、 廷^ 雜 

!!瑞 3 

1 縷理 


西 六十 お 了 旨な 四十 ホ番 

一. 力 旅館* ぉ 

電器 卞ス ケーナ 八 六 1 0 

紐 巧 旅館 署ぁ みが 

索國十 下目 二 四 二番 
ジ L Ca 置呈 ia 夏 74 


極上の 魚類 

季節の 轿 がの 魚貝 衙 V 深山 揃つ 

ておち まずから 賴茸巧 f さい 0 

ァピセ ロな 店 

吉 B 舍 rd 苗， Tel . Fr 呈呈 n を芸 


H 本邱 髮錐淸 

巧 ま 洗を^ 設脯 あら 迅速 巧喀を 

巧ごし精々牠褲しょ4 

两 巧 十ゴ于 けだ 番地 ミ-:: ち荣遣 

タップ 7 ロア (郭ホ 街と 巧 十一 こ下扫 


宮川 事務所 

诗 链的爵 園の 间胞に 的確なる 施 
をを 间旋 しよ す。 
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舞踏 敎授 

▼社を ダンス ▲ 

►表 精 ホ 操 A 
紳 十、 椒 女、 おず 
化さん 方 じ 叮轉じ 
敎巧致 t 升。 午前 
十 時 ょらす を 十一 
時を ( H 曜を 除/、) 

シャリフ •ダン ン 

ング 饰範學 俊を 装 

と衫 タマ 


ホ 論 j ぶ-^ 每巧 十日を 巧 

雜誌し'^"*^ 一 部十仙 

414 で st 芸 ih sl ' N . T . 呈 


ンプを 柿を 寶 

下 羽 電氣簡 巧 

N 021 巧 roadlway 

TeLEndisti 01 ち 


船具 食 巧 お 婚船觀 用達 

遠 藤 小刀 蘭會 

這す 豆 £一 里ぶ N . y . 色 万 

ぎ 童 一 童 己一 妄 1-2 


ぅごん、 そげ 

ずし、 中 食 


富 击の屋 


一二な 光子さん 達の 力で 

家庭 經濟 の學校 y 建設 

义化ア ハ ^ メント 共 問觀を 


染巧ホ本烟ぉ元听 】 了^じが 
-延 中で あつた 义化ア パ t トメ ン 
卜， ^ ゥ 义 51出ホ上^今年ホか 
ら閒 く*^ じ^つて むる が、 この 
巧处 築-機巧 じ パ ゥスの 經祭お 

文化 お 政 食では 森 本掉巧 憐卜夫 

人辭 f さん、 を わじ 一年 閒な料 

I 研究の ためを 化 じ 滞が 昨年の 本 

巧が 年 巧 じが 柄した 武化 無® お 

巧の な 化 S な ホ f さ A ん二 人が 

ぶ 偉 純 巧女學 巧を おし、 ホ 年 凹 

巧 S 新學 則から 巧 震を 閒始 する 

巧を である。 

が 目は おを 化の 二 戳で約 

ニケ 年を 修萊 則と するめで ある 

が、 敎 巧の 目的は 巧が 化 S よ婦 

を 養 化せん どす る もので あつて 

入ず ながは 爲な卒 を 化か、 又は 

をむ ど 同等の 學力 わるら の*! 制 

限し 第一 凹は 十 化 名な で お 圧の 

天 かを 自 かじ 育ぐ むた めに 乂 别 

さわた 巧 H 中のを 一 科に 就て 專 

巧 的な 硏 兜に 當 b 巧る は L も U 

るので ある。 大体 じを 料 巧は S 

島 女を、 化を むはな 本な かがを 

れ まな どなら 衣服 巧 d 円 ド 

人選 中で あるが、 谭劇 始めを じ 


^1相巧^'>んを巧化す る；じなつ 
てゐ る。 入を ホは 學巧 のが 授を 
大体 一 U 二 時 問と-- て 化 他の 時 
問. す 閑 巧じ當 るので あるが、 實 
驗 室は 學 がに 所がず る' ィ ゥスの 
地下 宰に 設ける こごに t ♦つてむ 
る。 おじ この' ーゥ- < は嘗 科じ應 
W さいていろ くの 巧 目を 自化 
修巧 f る檢 じなる ので ある。 ア 

パ ■メン ト* ウスは 

總速 坪ん： 円 お 十 巧 凹階述 
の 地下 おか^、 裝 飾から をの 設 
備には 蘇 A 節ず 夫ん が このを 物 
のために 歐乂 C 二を 間硏 兜して 
來た驢 萬を 倾り たもので ある。 

二階から 阳 隅を じ 大きい 部 岸が 

化 一 坪を、 ム さいの がの 巧 余で 

を 族 的 ら化 ご獨身 的の 部属を 

'帖別 L 緩て ど 四十 二を ある。 化 

弔 巧は 一巧 卞 W だが をれ •しは 台 

所、' 使 巧、 お骇等 おての 設脯か 

あるので 游本愧 ± の 計算 じょる 

ご；：： 本ぶ おを の もの じ對 する 雜 

巧ぶ 十一 四を を 加へ る ど 殆んで 

间じ授 用^ ホる ごい ふ 王 一で ある 

が、 旣 じを 部 約束 濟み じな つて 

ゐるク ぅ r しみる 〇 


走 馬 燈の樣 む 政局 

巧 赤化を 標榜し、」 敗れた 李景が 

H 本を 曲解して 殺された 郭が齢 

國お 軍は' VJ う 動 c【？】 


みま 邸の 政， いも 天が で ホ误が 

お 巧が 慘败 しお 天で 叛將 部松齡 

將 軍が 惚 おされて えづ 戰巧 騒ぎ 

は 一段を ごなら、' 今後は 

化を 政變 どい ム 段ぶ b 

で 現が S 政 悄は一 じ賴は W を 背 

を ごした お 书祥將 巧の 一巧の 動 

きがで 段賊瑞 氏が 巧に 下 6、 别 

巧 記載の かく 黎ホ洪 氏の 巧 お ピ 

なる-しまる かも 知れ じいが、 争 

巧：；！ 厨 K がが 顆书 おを あい 桃つ 

て 了 ふので はな：， か ご、 奴；；： •巧 

果を假 想して ま 抓の 前を シ悲戦 

してなる 人 も ある。 天 かで 慘妝 

しり 下 日本 视ホじ 己 が 中で ある 

ホ议 がは お 巧 おか 霖に 反旗を 離 

へし じが、 ごぅした あの 吹き 迴 

しか 忽^ k ホを 派を が 巧して 獨 

玉祥 にお 魄 しじ 人物。 が 軍のを 

したが 吿 じは 「現 化み 固のを 應 

ずるが は ホ 化の 侵入で ある。 口 

シアは こいが ためじ 破壞 さむ じ 

巧阀も 今や 圾 おあび 折 隸の巧 採 I 

じを の 化か あ > 殊にが 巧は 最も _ 

城 巧で ある。 河南の i は 河 お 人- 

が 自 .4 お 巧すべき もの' であつ て 

自か 等の 雌 かす も處 ではない が. 一 

この 

巧 南 軍ろ がを' 大 るぶ 

,5.； 侵して 善. は；：* る 化か 官を哄 ？! 

-し純 か る 巧 おを 皆し むる じん 

- つ，- は、 これは ホ 化の 現 はれ 

一蹈 ごして 許が する 强 じ， パ か 1.* 

い。 自 かは 夕年 軍人 ど （てを 

の 間を 化 巧して むス * が ホ だ^つ 

て 無 川の 贼 ひとした ミ ^^じ〇 

自 を^ 趣 一な は閒家 如が かご， 一巧 

の 幸 おで ある。 今一: 河 おがん ご. 


つたみ 化の 巧 動じ 對 し、 を隸の 

軍 K を 官 ごして 憐 をの あ 置を ご 

も 盛は 諸氏の 力を 藉らて 掃蕩せ 

んか ごもが ふ。 をの 巧ら け 願は 

<は 契 力せられ じい」 云々 ど あ 

つたが、 遂に 巧 巧のを 居ら ゎぢ 

やん ご。 ったみ 第。 織って 一時 

明 お 化を 格で 化 巧の 視聴を】 身 

ド. 聲 めむ 郭お齡 お 軍が 巧 旗を 驟 

へ i た當 2、 張 か霖に 宛てた 育 

富 父 じよる ご 「化敞 は あお 雨を 

大 脚 (がを け 張 氏の 号) のを 證を 

ず H たるけ 息る t 能け の 返で ホ 

る。 チは】 か^ 武 ホ G るが なに 

ぶ 事に 苗を すれば よいので ある 

•^乂 帥が じ 

_ 束ーニおを 思 ふのを b 敢 

で 一言を 呈 せんど 欲す。 も 巧を 

己 お：； S をの 一隅を 邮盤 ごず る强 

陈 ( U 本の J ) の势 カドに ゎらて 

殺を、 をを、 敎脊’ 巧 政 一 ご一 

てを の 制 肘を ずけ ざる ものは な 

い。 巧 < の かくんぶ を S ぶけ 逆 

からず をの 版圖じ 輪す るで あら 

ぅ。 然る じ 太 帥け 大 帥を ごり ま 

く廿を 八を の 巧 おお 狼の 讓 •誤 

まられ 彼等 じ 勤して 巧 等の 處巧 

を もぶ せ 中、 がんみなら や經巧 

のが 幹た るな おは 外闊巧 ( H 本 

巧を おす) に L て 一二を の 邦 巧は 

廢紙 にも 等しい。 斯くてず はは 

を々 お 迫し 思您 はな々 想 化し 出 

，むの 離な これよ b 甚 しきものは 

じい 〇 K を 基 どし 時化 あ 想に ぶ 

づか i ;* い 政治 U 幽を己 ばす もの 

で わる 0 

.張 學良巧 資性 巧邁’ 學 

識 •なぶ、 父よ/' 巧 代の お 想を 解 


して ゐ る。 S 省を 統治す もじは 
學な 巧を 巧 k て 仙に 人は ない。 
閒 下は 速 かじ 巧に 下りて 巧 かを 
を 良 氏に 一巧ず ベ S - である」 ご 
妙 じ 日本を 化 解した 宣言，^ 巧て 
した もの だ。 がか も 今や この 武 
おも 妻 どみ’ しず 足を も ょん 切ら 
わせを お 天が！ し 曝されて むる ご 
閒 い：、 をが 燈ん 巧む ま 耶の政 
局 じ 问時も 乍ら ぅんざ 6 せざる 
を 得ない。 盖 ’本 お掉化 の闕際 

的 フイ ルんで ある。 

選に 入りし 

.邦人 庭球 家 

妍英魄 で 煩 山 氏 與一泣 
紐 育 かで 恩 田 氏 十と 位 
今年 巧に がける ホ 威 庭球 協 曾 
のを 米 テ ーー ス •ランキングは ホ 
だ暖 表されて ゐな いが、 庭球 協 
をパ發 おした 〔 1 ユ —' ml ク かの 
庭球 ランキングで 巧 乎は 第一： 位 
チヤ I ド 氏で ナン グ 、车ナ 

ン '、ラング' メエジ a ア ' 

グォ セルの 順 巧で 巧 人 庭球 單が 
冷 優勝を ごして がか 賞盃拌 K 本 
社 寄贈/’ おを を 獲得した 恩川貞 
一巧は 五十人 中で 一顯第 十と 位 
どなら、 婦んは マ’'"— ホ 人が 
第 _ 位 である。 を 米 ラン キ シク 

の豁十 位を 脚が されて なる 巧 凹 

武 一巧は ニユ 1 •ィング ニ' ンド 

州の ランキングでは 第-位の 名 

擧を 憎--- た。 

が 年の 辭を 

世界に 殷送 

U 本訴 もを 节る 

米闕の ラデォ コ！ ホン； シ 
3 ン では ホる 謂 年を 期し バゥ シ 

ド •プか ブク^ 放送 おで ゼネラ 

ル《 ンクトすック、ゥエ ステ 

ングパ クス 等ご餘 むし 第一流 聲 

の樂 みで わる マコ！ でッタ 、ボ 

1 リ 夫ん 等 V 網羅！ が-! フン ン 

トンの 蜂 軍 背樂隊 巧び ロ チェス 

シム フオ ニ.！ T > 演樂 等を 


ハ リ I た舉が 

野 口 博 七を 表彰 

パ*— 大學の 巧が 的な 新 巧が 
始め 巧は まる か 八" 午 お ソル ボ 
ンヌ乂 謀を で 巧 ひ 化 於的學 巧た 
る 八 名の 外ん じ お 懲愧卜 の稱号 
を 化シ巧 巧した が、 をの 中には 
巧が 徴趟學 ちで が 育 U ツク フエ 
ラ！ 硏兜 巧に わる 野 口醫學 巧 -H 
が あつて U 本谭 がの むめ 大いに 
氣を 化いて ゐ る。 


夕 


u 1 


讀 巧の コラム 

夕^ — ^ な戳記 

◊ X 女 巧 アラむ 女け V 」 なた で 
す。 お 倚の 威谢 をの デン ナ ー に 
タキ ー のをの 筋 や 拓の邊 •か當 つ 
たかです G 。 あら 嫌 だ わ、 はん 

ごな の！ をれ でも 妾なん か 巧 山 

戴いて 增 ベら わ^かつ たのです 

もの。 妾の わぶ 達 もさう 云つ て 
よ。 がを の わ ホは 皆 好い ホよ。 
をん U いたずら。 ん かする ホは 
4:<>いのよ。 けれどもちど尾は昔 

から 緣 をん よい 處 のよ。 をれ 
M 事で もを 愿 よぐ 巧く どい ふじ 

や あ b ません か。 ですから、 ク 
リス マ， や 巧 ザ じ も 宵ら 集つ て 
樂 しきを のりを 威 謝を しませう 
ね。 ( A 女) 

◊ S 巧、 化は 局外を で才 。夕 
—キー の 昭嗤は 知らません。 
むは 闕際 職雜じ 預ける 2 ごして 
お^ 聞きたい のは 質み。 記 ホの 
:節じ 「涙ぐましい をに 畢い必 
じな つた W 、 を こに 邪を n ムい 
ま。 うを々」 です。 が 巧 御說は 

ホ 派な ものです な .けれども 

現今のを をが や 信 お 巾 じ 眞じ感 
謝のを r 漲る 涙の 一 婦¥ 落す お 
が あら 主す か ク-敎 擅じ禍 昔を 說 

ぐ 物 帥 も おを じ 集まる 者 もを く 

を擧の タラ フタ- — 許ら じ や あら 

まゼ， C か。 巧し も 賢 夕が咸 測の 

ホ 涯を送 て ゐられ るなら ば斯 

巧。 な 響 的む* 辯 護 お 事を 書< 化 

ら じがに 右の 願を おして あの 扉 

，ザ關 媛して' 一で う VU す。 德け孤 

な. す 化 鄰 をら ど 化 r ん をへ 


遠 族 か 舊謙だ 銃殺 y 命令 

をを ぉん：：： 授 u = 5： 格る じ 巧し わを 天 及び 上海 ょらの 惰被じ 

’ J る ご 邦む 齡 が， 爽慘 段で. 舉 天が 内は 巧 树勝も 誇つ た 張 作霖お 

’ をの 箱 ホ 案 か 小 叫を か娩 しわみ どで わなら 騒ぎ どな ら、 郭化齡 

の巧陳 t 游 々歸み 一し つ t ぁるが、 張か霖 S 郭じ おする おみけ 骨 

髓じ 慾— 郭‘ をを 蔭 殺し 巧みなる 郭 i 部卜け あく これを 械へ 

てが 殺のを かを r したんで が務當 局：： 張の 仁義に 訴 へて 不法な 

る 銃殺を 思 ひ 止。 しめん ごしつ みる も旣 じみを は發ピ られて 

如； g ; ごもな— 雑 さむな'^ ホる。 而 して 泰皇島 力 面に を 動 中で を 

つじ おお 中 戶‘疲 順：： 3 じ歸 還を 命せられ、 家 天 城の 日本 灣備隊 

ら お き お -大 は 坡 り 霖 が ‘审 の 巧 貿 。 天 卜 と つ じ 。 


垂乂け 素ょり 5 ドンの め 送 W 

ィー 特約して 放 ベく、 ィ时じ 

哭閣溝 ホ 堂 〇 ' ロンドン S 陈が 

の 鐘 やを 樂プ グラムを めだ マ 

るを である。 中齒 ^が奏 •レ ロン 

ドンで ま搬ご れ V ' を喊洲 - i め 

送すべく もで 义關を 化ぶ* る 

司 角 巧け 巧ろ フ 。グラムの 沒送 

を 終つ たを、 巧が-— 巧を の巧を 

述べる 也 為 K 英 お、 媒瞄巧 お 

獨逸 巧、 I 强才洁 、波 閒沾 、瑞 

お 巧 巧 も：： 本 記で こ；： をめ をし 

ラデオ ぶじて 齒が的 親を の お 

進を 計い/' ' H 卜审備 いでんる 

向 け餐 な 駐の自 もの 结ら ラ' デ 

才で かを-る； U 化 報した 胶で 


んる ■ 


らいた 如く、 さすれば な糾 同胞 

けを 然 ..して 巧の 勝 ドに 集まら 

眞じ咸 謝 敎を仰 C 巧 じなる ミ 

ご 信じます。 (リバ サィド ホ) 

◊.人 あ 十® ザ も 正じ菩 れんご 

する 巧ら 紐 巧の 岡 胞御締 人 速け 

夕 I — •デン ナ！ の I から 帮 

t な迴 もを おじて ゐられ まず。 

巧 A 化 巧々 巧が ホら ます. かホ齒 

まで 云つ じら がをお 持す る wt 

がを' 中 要ず をを ががず るが ち當 

です が、 一面から 云へ ばを 帝を 

• yi 卜が とぶ 騷 かすは 下等 かも 

か；； ません。 これを をが じ截約 

する ご、 り 本ん ごして は 食 率 位 

で f 甲を 巧 も 出した 方が々 し 失 

化のを 化です。 をれ から S 女の 


跳 L 白 


干 壹 第 


の bp ぶな tmt 化 巧を 炒 im で 巧 


lH 曜水 


H 十兰 巧！： 十 年 四十ぶ 大 


(四 J 


諸 名主の 歲晩所 威 


四 


人 超も减 つて 

陽春 回復 


を 利は 一请 下る 見込 
一二 莖が 巧ち 巧 長 

鈴 木 益 S 巧 


R 本に 於け るが ホみ 瞄界 の大 

巧は ホ糸資 をの 间收が 大体 順 謂 

じ 巧 はれて 巧る ので、 か 觸稍夕 

綻懼 じし.’-、 大した 闲 難。 < ザ 
ホ 决濟が W はれる だら うご 傅へ 
られて 居る。 が 化 ホ 農村に 於て 

け 蔣相据 はょ かつた し 一が 農 

物ら 盟巧 でを つた ご 云 ふ； でれ 

るから 若し 之い 事 賞で ある ごす 

I 一れば 舊 がに 化る 年 ホ か濟も 順調 

一 じ 巧 ぶれ るら のどな 像す る こご 

1 が 出 ホる。 をの お 裝來牢 一' 二月 

一の 巧， J 1 府が 巧に をを が あ赏し 

: てを 触 緩； 役と なをで あらう から 

本 級 巧のを 利 引' 下げの 巧構會 

_ を 現出す るたら う V - 思ふ〇 をれ 

一 ご おじ 化が 旣じ をの 必要に 迫 ま 

りれ て 居る 預か 利子の 引下げ も 

i 實巧 される であらう が 此のを 利 

の 引 y げど云 ふこ ごは 食が 事 菜 

をの 巧 動を か截 する 勘 おどなる 

ので ある。 

A A A 

斯 巧。 を碰 がの 現み は 日本の 

一般を 氣が巧 おの 傾 巧に 向つ じ 

ごつ の脏據 ある。 おら じ物懼 

; 1 の . でもを 巧の 如 < 大 

きな動搖は；^くおめて堅實であ 

一る 义銀 むの 巧 拽に徵 して 之を 見 

一る。 らぱ 、恐らく 今年 下半期に 

I 於け る 利益 一 A 々ないだら うど あ 

I 乂 が、 之は 一般 經巧 界のバ ロメ 

jt ターご-て見るがじホして悲 

:觀 す.、 き材 巧では ない ので ある 

一 ご 云 ふのは 大ホ じが' ておけの 療 

氣 は： 般經お 界の畏 氣に追 化す 

一-る もの '''、 あつて、 I 殺 終 濟界が 

ー ホり が おの お 頂を 迪 り 越して 巧 嵩 

お 堂‘ こなる は 


對米 輸出 


巧し お來は 新み 面へ 

二 一井 物を 支 巧 お 

田島繁 一 运 

なは 年末に 際して 格が 能る ベ 

き 威 想 もない が U 乂貿 おの 酣係 

まど 云 ふな 煤から、 巧 察の 範圏 

をり 米貿 持に 限って 威 想を 述べ 

て 見やぅ ご 思 ふが、' 掃 あにが け 

るぶ もまし きが 向け 對乂 輸出が 

大 L 隆備 Li 向 ひつ； あるじ 反し 

り 本 お 輸入の ホな 非常に 不致氣 

である ご 云 ふ 一 おで ある。 をれ 

は乂闽 の： お款嚴 がょくなる じ 

つれて 牒巧 力が 大じ增 加す るか 

らお 义檢 出は を々 ホ剌 であるり 

れ ども、 をの 反 おじ 乂圃 の愤惜 

•か 滕货 する がら お擒 化は 自がホ 

おに 格る 进观 である。 棉 化-いか 

き 成 小を^ かき 巧みのを 物は 

がで あるけれ でも 1 般エ震 おは 

執 雜じ諸 网の毀 おに 雌 倒 るれ て 

米 図の 架が 向输 おは お ホを々 す 

おじ 格る だ らぅ ご 思 ふ。 义リド 

の 巧乂儉 出け- K ' にち 巧で ふる-こ 

け r 占 ふらの、.‘、 をのな り 9 .內お 

は 巧んで 限 退され て 居る から、 

巧-- い H を 製な の 販化シ ホめ る 


をの おじ ー ホを 祕 込んだ 巧に が 
巧は 不巧 氣の阳 点を 辿つ て 居る 
のか 普 姐で ゎる。。 則 も 高を の 
預 をを 抱いて をの 使用を を お 見 
寸 るに 苦しむ ど 云ふ狀 態で ある 
から、 をの 業が が擧ら ない のは 
當が である。 然るに 巧し を 利；^ 
下落し 菲を がが 巧々 活氣 を呈し 
て 來れば おわのを 格け 自が之 じ 
化つ て 渡 張され る ど 云ム 順序に 
。るめ である。 だからが 巧み 菜 
紋が 今年： トザ 期に がて 不振の ド 
ン底じ 巧-した VJ 云 ふこ どけ 化 b 
ら なさ 中、 I お 串 業が はなじ 第 
-ホ 请陽间 化の 氣 連に 觸れゎ S 
して 居 4 とを ふこ ミ •か 出 ホる 0 

A A A 

化の 現 巧は えづ 貿易の 上 じ 現 

わて 巧る。 今年 中に がける 貿お 

巧 総額を 見む ば 十一ち 末までの 
級 計が 輸出入 おじ 昨年^ 巧の 德作 
ド 比 適して 居る ので'^ る。 之を 

餘 出入 別々 じ 巧れば 輸入は 爲替 

高ぶび をの 化の 影響で 幾み 萎縮 

し L 居る 調す であるが、 輸出の 

ホ . i 昨年 巧の 十億 じ おし 今年は 

十 巧 末 じがて 旣に 十八 億 じ 達 

ず 一一る が 况を呈 し、 化つ て徐 入超 

過妒も 大じ减 少し 結 ぉ 今年 废の 

入 おは 二 億ぶ 千万 圓お度 ご 巧 想 

ミれ て 居る ので ある。 斯く總 雑 

にが：^ 巧 加した のみなら す、 輸 

入 じ 比して 檢出 •か 著しく お 加し 

たおを は較 年が 緒いた 网際貨 借 

の 逆 II を轉 じて 太. じが 衡を得 ぉ 

じ またし み、 化の 所謂 ィン ゲィ 

ジブ ザ， パランスを 計算 すれば 

ぶ 年は 乂か輸 ホ 入 巧ず 巧す るち 

のど 一 占 ぶれて 民る。 化の 結果け 

當巧 おちち 替相漠 の！： な 速 動と 

つて 巧 はれて ホた 譯 であるが 

巧し お府 の爲韩 政策に 變化 がな 

いごす る *4 らげ 、ホ 年し なつて 

も爲替 はみ 少の强 調を 巧績 する 

释巧 で 急を の 騰を は か ら う ィ」 

思 はれる かで ホる。 


こどは 甚だ 巧 難で をる。 化に 將 

ホ 日本が 巧 巧 的に 大 を 庚を 試む 

る 地は 化ぶ で ホら 中して， 却つ 

てち ホが 度 一 おが 等比 较的 文化 

の 稍 度 化き 国で なければ なら U 

いごを は 思クて 居る ので ある。 


歲 ホが 初の 

思 俱樂部 

円本が 議はネ 化 お 報 みかく 
昨 二十 八を 後 八 巧 ょら 忘年 曾 
を 派ね ニブノ 、ナィトを 開いた 
がが 巧 ザ r ' り 余 夕近巧 稀 U る 盛 
况を呈 も 一餘 がには 巧 ホ哲二 
巧、 小 池み：^ の 獨唱が ぁち 米 
人 少女の* 乂 キッド、 パン 1 
ド、 舞踊が な 香 ぁ b 模擬店 も 
非常に 服は つ-。 

新年は ま 例 狼り 元旦 午後 二 
巧ょ ち耗 員が. 蒼を 開く ベ < 服 
おは 踊 捕を 裳な ホ 五十 仙 中 込 
は 本 H 限らご^ て揖 るが ほ 一 
巧 二 U 、 一二 日の fu はお 樂部化 
用人を 化 日 と しを 樂 部を 閉鎖 
する 审： である。 


吿 


な 


大ハ 合師歡 迎晚餐 ■ 

日本化 樂 部す 能 本願 寺 管長た 
谷け 山師 歓迎 晚餐會 は 去る 二十 
八 円 午後 六が 半 階と 大食 堂 じめ 
て 開 惟め 木曾投 对會离 どして 一 
場の 换楼を 述べ 晚餐 が乂み 帥の 
講演を 聴 化し 午後 十が 散會。 


が レ’ 乂ぶ十 おか 一巧. 一 H 
新が 拜賀 式. ブ 取巧ス 

時刻 正午 十一 時 ヨブ 

午後 一? マ デ 

場所：！： 本 おが 部 

12 W . ち 1 st . N . Y . C . 


星玻 章た 愚® ベレン ザリァ 
號 じて 歐洲經 山歸钥 のを じ 新い 
た 前：：！ 銀 化 观化監 皆 役、 本 巧 十 
二日 かじて 『出帆 おが 上 牢靜义 
々振ら 船中の 闽日 月に 頗るが 適 
を 覺ゎ中 慎が 一二 U 程 じて 偷敦を 
頭の 風物を 観賞 お ホ 巧 中 ど 樂み 
居らが』 云々 と 人 信が あつた。 
♦加が 恭半氏 一二 築 商事 株式 會 
社 常務な 締 役、 まる 三十ち H 西 
部經山 ホが ホ テ 瓜、 ブント ンホ 
'八に 投 おした るが': 巧 二日 お 
帆の 巧 船 じて 渡' 賊の 由。 

♦が お 誰 巧 氏が が 兄 おお 會社 
員、 明 H お 發阳巧 一時： 一朝。 
•ホ 岡靜子 夫人、 鶴 見 化 巧 園 女 
將 、春が 化 便-一て を潘經 も渡賴 
のをみ 巧が。 

•山山 寬氏 端 越 お 魯紐肯 ま 巧 
員、 おげ 化 巧に て 桑 潘經も 日本 
よ b 最巧眷 任。 


大賣 出し 

クブ スマス 御 贈を 用 おの 尤ち適 
常の 純 H 本 鲁物や ヵラ シャツ ： i 
巧山ならます。 就れもが資：一^巧 
の 見 明愤段 f すから 基 非】 を 御 
巧 巧 ド さい 御 ザい が 勝^です。 
巧 洗 议粧縫 所 

巧 ホ苟ち 

128 ち. 雪 笠 J ご 


ホ 港 巧旌學 を々 ま 
吉お正 S 郞著 


帝闡總 領事 舘 


島 木が 旧 か禽が 

組織を 變更 ずる 

當巧乘 二十 三 T 目 四十 番 高ん 

增 B が會 はみ 回增旧 信が 氏 おが 

のた め 名稱化 綴を 變更- ，'高木を 

みが 巧 巧 猶 .力 錶替 じがる を < な 

つた。 あ 田 氏は 巧 寿 I 月 一り ょ 

b ボストン ホ ベッド 7 ォ ー ド S 

九十 九 あ 窺 二 〇 七 號に巧 m 巧會 

を 創設 f を ホ 美術 雜貨、 贿潑黑 

吳服 類の 卸賣を 開始ず る £ VJ な 

6 太げ 貿易 巧ま會 おの 轿巧蘭 化 

方 じがけ るけ 炭を ごして 巧 動す 

るを： である ご 云 ふ C 


盛 原 氏令德 一巧 

11 五 ハ 株式 會化化 表 お 稀な 盛 巧 

义策氏 二 か 嫂 朝す、 秀 子の 一巧 

け まる 二十 S U 午前 中央 停 お 巧 

鲁 、离 峯巧+ 夫人 V ぶ ハ.； コマ モ 

ポリ タン 惧樂 部に 旅裝を 解き 同 

伴の 化 良 正 一山 本 お、 西 村庄 太 

郎 、上 中を 一二、 山 本 松 之 化の お 皮 

は ホ テが、 ニウ トン じ投衍 しね 


9 z ;;:9 え 紙に 速 載した 珍 名 


叶 善 

尺 魔 


〇 —— 0 


物語らには 隨み珍 名 

もめる が 糾肯じ 居る 


同胞の 間 じは みま b 見當ら 。い 

巧で ある ▲前 夕武 かじ 化む で 居 

た 奇人 じ大 ホが f ム郎 ご 云 ふの 

が あつて 或时ぶ 紙で ォーへ < n 

—、 シ タロゥ ど馨 いた' とが あつ 

じら ゥキ スキ — W 勢で 怒 嗚り込 

んで ホた 珍 ホが あつた ▲滿輯 者 

が 笑 ひいょ がら 洒お 哲學の 谣義を 

ザ 巧 間 許ら しじろ 『ゥン、 夫れ 

； ら解 らました j 一 ど瞒を 述べて 

姑つ た； がんる A が 育に 脚 保の 

あつた 現乂藏 事務み ち どして 巧 

おのい^ 旧 3 日さん の 名が 円本で 

け 巧 題と なつて 盾る ク ぅだ。 夫 

れは 曲さん の 姓を を 本 おじ 呼ぶ 

人が 少 r * いの ださぅ.'.:*。 郵巧尾 

ぃ よで は阳 H 〔けの ピご也 得て、：！ 一日 

の 字を 封に して 化 舞つ て 御叮喀 

にら タ バタさん ど 呼ぶ の も わ b 

▲ M のをを 何 ご 呼んで い、 か 一 


寸見當 がが かや 田さん が 财巧官 

巧 化に を 文 電報 じ ゲン、 ンョク 

と 打つ た； も ある さぅ だが 段々 

訊いて をる ど 田さん の昌は アキ 

ラ ご 云 ふの ださぅな ▲旧 健治郎 

ちの 兄を じ當 るの さんの 父ち は 

『 H ド電 日を 明 化』 ご 云 ふ 漢文 

の 中から とつて H に：：：： を 配 -/た 

「明」 ょ b も H じ 日を 重ね じ 「昌 

が 更らじ 明で ある ど 云ふ處 から 

ァキ ラト 命を したの だ ご 成る 程 

化さん のがの い、 点は 明ょ b 昌 

の ホら しい ▲ホ 正を の 一を 副 風 

化が がが 中 じある 人が、 頻 b じ 

『宵 據々々 』 wi で ふから 誰の ミ か 

ごがつた'」、. 一宮さん の 事で あ 

つたと かつた ので 『成る 巧 鈴が 

クッ かいて 居る』. こ惡® 落を 言 

つた；： ある ▲華 府大化 館附武 

官で おを 突く 榜な 大巧で あら 乍 

ら巧 村ち 一二 がご 云 ふ オヤ マら し 

いちがの 化才ら あるので 人は 見 

掛けに よら 拍ど云 はれた もの だ 


徴兵 猶豫事 徐 • 

取扱 開始 


W 願 期限 十二け 1 H ょら 明 
年 一一 貝 一 いを 

W 願を が辭 巧を 一十 こ 年 
四拜 十ち 日ょ も 問が 丸 年 十二 
巧 一日の 間 じ 苗 生した る袁 

■ U , け --^ ; -、.-■")• i.'ii.w • —i 

岀 願!！ E 式本會 事務所 じ 在を 

巧 証 料 禽 員は. 一弗會 ：り 外は 

别じ 手數巧 五十 化 

書 切 田郵鹿 じて 本國じ 送達を 

學の 向きは 外 じ 書が 巧 二十 仰 


紐 育 目 本人 會 


-岩ち.57兰31-ミ0ョ芸~ 


店員 入用 

委細は 左へ 制 照 脅 あ b むし 

.丸 山が 服商會 

西 四十 六 了 日 六と 


最新を のこ 


ント濕 殿 じ 隣接せ る 

室/一人 又は 二ん 一し 適當 、スチ 

ム 、熱湯 みら、 一殖と 巧。 

香？ -0 芝 4 Riverside Drive 


貸 室？ ' i ぶ p 本 


全、 リ本紳 女 じ 貸 度し。 〔小山】 


S Manhaf Ave . ( Bet . 121 st &122.互 SIS .). 

ジ 是 ho ミ NIonu ヨミ ニ 57 置 


0^ -H 


A 文は 二人 じ 適す、 


ボ 廳へ卜 か夕 i ムス スクエ < — 

へ 廿五か 鬼 話 ヵンパ ランド 呈ー コー 

1 芝 壬を St B 3 量。 黒蜗 梅す 


御 下宿 松 彌眞一 


ごげ E . ち ndSt . 呈 y 


ブ I . At 去 a す r 1781 


A — ンク 

1呂7 3 rd live . 呈 . 59 ih &6 量ぎ. 

ジ lepho ミす g 呈 t 


M t 9 

r ら〇 

巧 . gw 

^ s t 

JT - d n 

t もが 


乃 I 


d 2 I 

• 1 1— 6 

H 3 T 


技 藝硏究 w 


巧ぶ、 を 午後 
二 時よ ら网時 

戴々、 縫 ホ 婦人 小 斑 服、 製 晒 


測 嫌、 ビー チン グ及一 殺ぶ 庭 


装飾 等。 出張 お 巧 も 致し} す 
西な 十 STHS け 十 二番 

小 林 フジノ. 
電話 キヤ セ-ドラ^を ュを 


自働 車藥を 修得せ ょ 専門が じ 
化つ て述轉 並に 修變を 懇切に 

扎 — 而 かも 痛 
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